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‘
哉
、
＿
―
-
無
比
〕
鍾
膜
嗜
1

一
波
極
菜
苓
今
其
名
1

交
レ
頸
゜
〔
晉
書
‘
温
嬌
博
論
〕
枕
な
文
雨
泣
、
若
レ
雪
1

一
分
日
―
―
雨
花
菜
↓

天
之
仇
↓
〔
鄭
谷
‘
遷
客
詩
〕
雪
冤
知
亘
＇
晩
盃
雨
泣
渡
江
【
雨
過
】

41

炉
〇
雨
が
晴
れ
る
。
〔
李
嘉
祐
、
入
―
―
睦
州
祠

湖

↓

智

寺

一

分

水

路

憶

l-fll長
卿
1

詩
〕
雨
過
暮
山
碧
、
援
吟
秋

【
雨
醐
】
33

炉ク

0
雨
あ
し
。
雨
の
滴
が
長
く
絲
筋
の
や
日
燻
。
〔
杜
牧
‘
題
1

一
揚
州
―
詩
〕
雨
過
一
蝉
喋
‘
瓢
爾
松
桂

う
に
曳
く
さ
ま
。
〔
杜
甫
、
九
日
寄
二
太
土
乞
詩
〕
出
レ
門
復
秋
。
〔
羅
隠
‘
九
江
早
秋
詩
〕
雨
過
晩
涼
生
‘
棲
中
沈
競

入
レ
門
‘
雨
脚
但
如
レ
藷
゜
〔
白
居
易
、
残
暑
招
レ
客
詩
〕
雲
清
。

O
雨
が
降
り
過
ぎ
る
。
〔
李
商
隠
、
中
元
詩
〕
曾
省

戴
一
山
腰
断
‘
風
庫
雨
脚
廻
゜
〔
桃
揆
‘
頴
川
客
含
詩
〕
驚
レ
眠
聞
―
―
雨
過
二
不
レ
知
迷
路
為
レ
花
開
。

雲
施
雨
細
蓮
矢
去
‘
樹
衷
河
贅
撓
レ
郡
流
。
O
ヌ
雨
〖
雨
過
天
青
〗

4
2
”
5ィ
育
磁
色
の
一
種
。
雨
が
新
に

の
降
り
過
ぎ
る
こ
と
。
雨
が
さ
つ
と
降
り
過
ぎ
る
の
を
需
れ
た
時
の
空
の
色
。
雨
過
天
青
磁
を
見
よ
。

脚
で
急
ぎ
行
く
の
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
日
本
紀
略
後
篇
‘
〖
雨
過
天
青
磁
〗

4
3
謬
匁
／
五
代
後
周
、
世
宗
の
時
、

―
二
、
村
上
天
皇
〕
天
暦
元
年
四
月
十
五
日
庚
午
、
皇
輩
河
南
省
開
封
府
で
燒
造
さ
れ
た
と
傭
へ
ら
れ
る
磁
器
。

位
宮
之
間
、
雨
脚
不
レ
休
‘
入
レ
夜
還
宮
。
世
宗
が
雨
過
ぎ
て
天
青
き
や
う
な
釉
色
の
器
を
製
せ

【
雨
去
】
34

印
ヨ
あ
め
が
過
ぎ
さ
る
。
〔
高
啓
‘
十
宮
詞
、
よ
と
命
じ
た
の
が
こ
の
語
の
起
源
と
云
は
れ
、
頗
る
精

楚
宮
〕
雨
去
雲
来
十
一
―
峯
‘
渚
宮
棲
閣
暮
重
重
。
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
柴
窯
゜
〔
謝
在
杭
‘

【
雨
恭
】
3
5
5
ョ
ヴ
清
、
宋
櫂
(
8
ー

7
0
7
8
 :
 8
0
)

の
琥
。
文
海
披
沙
記
〕
隕
器
、
柴
窯
最
古
、
世
博
柴
世
宗
時
燒

[
雨
玉
]
3
6

か
ヨ
ク
清
‘
張
若
化
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
1
7
1
)

の
字
。
造
、
所
司
請
1

一
其
色
盃
御
批
云
‘
雨
過
天
青
雲
破
慮
‘
這
般

【
雨
金
】
3

7

5

/

0
鎮

の

名

。

挟

西

省

臨

滝

縣

の

東

北

。

堡

顔

色

倣

将

来

。

「

つ

。

が
あ
る
。
〔
長
安
志
〕
雨
金
堡
、
周
八
百
歩
、
東
有
一
雨
金
【
雨
靴
]44

苔
3

hsiieh1

雨
天
に
穿
く
長
靴
。
あ
ま
ぐ

祖
秦
獣
公
十
六
年
雨
1

一
金
礫
陽
な
仮
因
以
名
レ
堡
‘
其
地
【
雨
灰
】
45

炉
イ
灰
を
ふ
ら
す
。
〔
國
史
略
‘
桓
武
天
皇
〕

古
裸
陽
界
也
。

O
明
、
梅
鼎
詐
(
6ー

1
4
8
3
0

:

 2
7
4
)

の
是
歳
春
夏
之
交
、
富
士
山
大
焚
、
響
如
レ
雷
雨
レ
灰
゜

字
。
●
清
、
桃
宋
(
8
|
6
2
 0
2
:
 8
4
)

の

O
の

字

。

【

雨

冠

】

46

”
？
●
雨
天
に
用
ひ
る
冠
。
冬
制
と
夏
制
と

【
雨
具
】
3
8
t

あ
ま
ぐ
。
雨
の
降
る
時
に
用
ひ
る
道
具
。
は
別
で
、
冬
制
は
頂
崇
く
前
稽
深
く
、
夏
制
は
頂
平
で

簑
笠
の
類
。
〔
史
記
、
仲
尼
弟
子
傭
〕
昔
夫
子
嘗
レ
行
‘
使
n

-

i

削
箱
蔽
ふ
。
〔
大
清
會
典
圏
、
四
十
一
、
い
雨
清會

弟
子
持
面
具
已
而
果
雨
‘
弟
子
問
曰
‘
夫
子
何
以
阿
冠
服
雨
冠
〕
皇
帝
雨
冠
‘
冬
制
‘
頂

り
□
汀
口
｀
い
パ
戸
f
:
"
"い
パ
□
い
い
~
〔
ヽ
：
冠

5

大
雨
。
〔
｛
木
史
‘
幡
志
七
〕
造
,
,
舟
四
千
艘
面
m
具
亦
千
萬
。
知
レ
裏
、
皆
藍
布
帯
。

o”
グ
ム
リ
漢
字
の
冠
に
雨
の
字
を

【
雨
花
】
39

炉
〇
雨
の
降
つ
て
ゐ
る
時
の
花
。
雨
中
の
用
ひ
た
も
の
。

花
。
又
‘
雨
の
や
う
に
散
る
花
。
〔
李
紳
‘
慎
娘
墓
詩
〕
愁
【
雨
華
'
】
4
7
t

圃
諸
菩
薩
が
大
法
利
を
得
る
時
‘
空
中
に

態
自
随
一
風
燭
―
滅
、
愛
心
難
下
逐
―
―
雨
花
丘
店
〔
津
荘
‘
江
曼
陀
羅
華
（
美
し
い
天
華
）
の
降
る
を
い
ふ
。
〔
法
華
経
‘

南
送
―
―
李
明
府
入
品
暉
詩
〕
雨
花
煙
柳
傍
―
―
江
村
玉
流
落
天
分
別
功
徳
品
〕
佛
説
是
諸
菩
藷
摩
詞
薩
得
二
大
法
利
―

涯
酒
一
鎗
。
●
雪
の
異
稽
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
乾
象
‘
雪
〕
時
、
於
1

一
虚
空
中
1

雨
1

一
曼
陀
羅
華
こ
摩
詞
曼
陀
羅
華
‘
以

楊
維
禎
雪
詩
、
龍
噴
―
―
雨
花
一
天
作
レ
瑞
。
参
憂
の
名
。
江
散
↓
―
無
量
百
十
萬
億
賓
樹
下
師
子
座
上
諸
佛
↓

蘇
省
南
京
市
の
南
‘
緊
賓
門
外
。
蝦
覺
あ
り
。
〔
輿
地
紀
【
雨
径
】

48F
雨
の
降
る
こ
み
ち
。
〔
白
居
易
‘
司
馬
宅

勝
〕
在
縣
南
三
里
「
撮
1

一
岡
阜
最
高
慮
盃
匹
敵
城
闇
面
3

詩
〕
雨
径
緑
蕪
合
、
霜
園
紅
葉
多
。

8
 ，
 

【
雨
景
]
4
9

”
イ
雨
中
の
景
色
。
〔
林
泉
高
致
〕
壷
題
‘
如
レ

2
 

春
有
―
―
早
春
雲
漿
‘
早
春
雨
景
、
残
雪
早
春
、
零
孵
早
春
、

5

雨
孵
早
春
‘
煙
雨
早
春
一

1

【
雨
展
】
5
0
t
キ
雨
の
時
に
用
ひ
る
あ
し
だ
。
〔
鄭
谷
、
聞
1-

―

進
士
許
彬
罷
レ
攀
蹄
―
―
睦
州
1

詩
〕
煙
舟
揖
砿
溢
硬
雨
履

翡
―
―
春
践
↓
〔
王
馬
倫
‘
贈
―
―
浚
儀
朱
學
士
―
詩
〕
雨
展
送
レ

僧
t

沙
径
滑
、
夜
碁
留
レ
客
竹
齋
寒
゜

【
雨
血
]
5
1

ゲ
血
を
雨
の
や
う
に
ふ
ら
せ
る
。
血
の
雨

が
降
る
。
〔
墨
子
、
非
攻
下
〕
雨
レ
血
三
朝
。
〔
説
苑
‘
琲

物
〕
雨
レ
血
三
日
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
風
レ
毛
雨
レ
血
‘
濯
レ

野
蔽
レ
天
。

【
雨
歎
】
5
2
[
，
雨
が
や
む
。
雨
止
。
雨
牧
。
〔
陳
時
中
、

碧
瀾
堂
賦
〕
人
去
令
堂
蕪
‘
雲
消
分
雨
歌
。
〔
常
建
‘
三

日
尋
―
―
李
九
荘
一
詩
〕
雨
歎
楊
林
東
渡
頭
‘
永
和
三
日
盪
1

一

軽
舟
↓
〔
章
應
物
、
林
園
晩
孵
詩
〕
雨
歌
見
1

胄
山
詮
落
日

胆
林
園
↓

【
雨
閤
】
53

ゲ
雨
が
や
む
。
〔
道
潜
‘
春
日
雑
興
詩
〕
雨
闊

中
底
暖
日
浮
、
春
禽
百
種
緊
喧
歌
。

【
雨
軒
】
54

グ
明
、
漕
治
（
7
ー

1
7
9
5
7
:
 3
)

の
琥
゜

【
雨
彦
】
55

芸
や
す
で
。
馬
陸
の
異
名
。

【
雨
戸
】
56

匁
家
の
め
ぐ
り
又
は
入
口
に
立
て
る
戸
。

〔
家
屋
雑
考
‘
五
〕
。

【
雨
虎
】
5
7
5

晶
の
名
。

O
霞
山
に
産
す
る
蛙
に
似
た

贔
。
雲
雨
の
時
出
る
と
い
ふ
。
石
露
の
類
。
〔
本
草
、
石
露
〕

附
鋒
‘
雲
師
雨
虎
、
時
珍
日
、
按
‘
遁
甲
開
山
圏
云
‘
霰

山
有
雲
師
雨
虎
；
榮
氏
註
云
‘
雲
師
如
レ
露
、
長
六
寸
、

有
レ
毛
似
レ
免
、
雨
虎
如
レ
露
、
長
七
八
寸
‘
似
レ
蛙
‘
雲
雨

則
出
在
1

一
石
内
討
土
灸
食
＂
之
‘
此
亦
石
露
之
類
也
。

O

あ
め
ふ
ら
し
。

【
雨
後
】5
8
~
.ぁ
め
の
降
っ
た
あ
と
。
あ
め
あ
が
り
。

雨
餘
。
〔
杜
甫
、
答
"
鄭
十
七
郎
―
―
絶
詩
〕
雨
後
過
畦
潤
、

花
残
歩
履
遅
。
〔
陸
組
蒙
‘
茶
人
詩
〕
雨
後
探
レ
芳
去
‘
雲

間
幽
路
危
゜
〔
王
駕
‘
晴
景
詩
〕
雨
前
初
見
花
間
葉
‘
雨

後
兼
無
葉
底
花
。

O
穀
雨
後
に
摘
ん
で
製
す
る
茶
を

い
ふ
。
雨
前
(
1
2
4
)

の
●
を
見
よ
。

〖
雨
後
天
〗5
9
5グ
ノ
あ
め
あ
が
り
の
空
。
〔
大
窪
詩
佛
、

閑
遊
詩
〕
淡
謡
微
風
雨
後
天
、
閑
遊
時
復
向
1

一
江
邊
↓

〖
雨
後
春
筍
〗60
身
…
雨
後
の
た
け
の
こ
。
多
い

喩。
〖
雨
後
送
傘
〗61
y屯

h
o
u
•s
u
n
g
'
s
a
n
3

雨
後
に
傘



(42210・ ・62) (42210・ ・104) 

を
送
る
。
開
に
合
は
ぬ
喩
。
後
の
祭
り
。
雨
傘
之
用
、
三
代
已
有
也
、
撒
．
傘
字
通
。
樫
柳
〕
繹
名
、
雨
師
、
時
珍
日
、
又
名
―
―
雨
師
ぶ
以
曰
‘
得
レ
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
獨
行
、
彰
修
傭
〕
競
交
射
レ
之
、
飛
矢

【
雨
エ
】
6
2
5
’
●
雷
雨
に
伴
つ
て
降
る
と
い
ふ
獣
。
雷
【
雨
散
】
7

3

t

/

0
雨
の
降
る
や
う
に
あ
ま
ね
く
散
る
。
雨
則
垂
‘
垂
如
レ
絲
、
常
レ
作
―
―
雨
絲
↓
雨
集
。
〔
王
褒
、
四
子
講
徳
論
〕
海
内
歎
慕
‘
莫
レ
不
―
―
風
馳

霞
の
類
。
〔
唐
書
、
五
行
志
一
〕
乾
符
三
年
‘
洛
陽
建
春
門
〔
王
勃
‘
採
蓮
賦
〕
艇
楕
凌
乱
‘
雲
流
雨
散
、
鳴
榔
絡
繹
‘
〖
雨
師
妾
〗

8
1
翌
古
、
海
外
の
國
名
。
〔
山
海
経
、
海
外
雨
集
U
0雨
水
が
た
ま
る
こ
と
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
七
八

外
‘
因
暴
阿
有
レ
物
堕
レ
地
、
如
穀
羊
一
不
レ
食
、
頃
霧
罷
煙
秤
。
〔
晉
書
、
架
志
下
〕
仰
齊
一
七
政
硲
磁
ー
ニ
禍
乱
「
東
経
〕
雨
師
妾
在
1

一
其
北
石
其
為
り
人
黒
‘
雨
手
各
操
二
月
之
間
雨
集
‘
溝
滑
皆
盈
‘
其
涸
也
、
可
―
―
立
而
待
一
也
。

之
、
入
―
―
地
中
；
其
跡
月
餘
不
レ
滅
、
或
以
為
―
―
雨
エ
一
也
。
化
若
レ
風
行
、
澤
猶
レ
雨
散
。

O
雨
が
止
む
。
〔
皇
甫
曾
、
蛇
「
左
耳
有
ニ
ー
且
些
右
耳
有
1

一
赤
蛇
「
一
曰
、
在
二
十
日
【
雨
射
】
91

パ
ヤ
雨
の
降
る
や
う
に
止
め
ず
に
射
る
こ

〔
異
聞
録
〕
柳
毅
見
極
川
婦
人
牧
図
羊
、
問
レ
之
日
‘
此
張
芥
見
レ
訪
1

一
郊
居
一
詩
〕
林
中
雨
散
早
涼
生
‘
已
有
二
迎
北
涵
戸
人
黒
身
人
面
、
各
操
二
亀
↓
と
。
〔
呉
志
‘
甘
寧
傭
〕
敵
設
―
―
高
棲
面
E
-

―
射
城
中
↓

非
箪
雨
エ
也
、
何
謂
雨
玉
日
、
雷
霞
之
類
也
。O
雨
秋
促
織
瞥
→
〔
慮
綸
、
雪
謗
後
逢
李
叔
度
詩
〕
草
生
分
レ
〖
雨
師
瀧
レ
道
〗

8
2
7
0
-

存
チ
ヲ
黄
帝
の
出
源
に
雨
の
神
を
【
雨
遮
】92yti3 
c
h
e
1

雨
傘
゜

の
誹
。
雨
師
。
〔
李
賀
、
神
弦
曲
〕
古
壁
彩
軋
金
帖
尾
、
雨
路
虞
‘
雨
散
出
レ
山
時
。

O
離
散
す
る
を
い
ふ
。
〔
温
庭
し
て
道
を
そ
そ
ぎ
洗
ひ
き
よ
め
さ
せ
た
故
事
。
〔
韓
非
【
雨
障
】
93

炉
＇
ウ
雨
に
籠
め
ら
れ
た
山
々
。
〔
惟
則
、
贈
ニ

工

騎

入

秋

渾

水

。

箔

‘

送

1
一
雀
郎
中
赴
＞
幕
詩
〕
心
遊
目
送
三
千
里
‘
雨
散
雲
子
、
十
過
〕
昔
者
黄
帝
合
1
一
鬼
釉
於
泰
山
之
上
一
駕
1
一
象
弟
人
遠
入
＞
京
詩
〕
雨
蝉
煙
轡
翠
欲
レ
流
、
天
開
二
圏
董
―

【
雨
穀
】
63

デ
穀
物
を
ふ
ら
す
。
〔
説
苑
‘
辮
物
〕
趙
簡
飛
二
十
年
。
〔
司
空
圏
‘
遊
仙
詩
〕
劉
郎
相
約
事
難
レ
諧
‘
車
盃
空
ハ
ニ
鮫
龍
砿
畢
方
拉
レ
轄
‘
蛍
尤
居
レ
i

削
‘
風
伯
進
掃
‘
萬
山
頭
。

子

問

子

智

封

荼

曰

‘

吾

聞

、

暫

雨

レ

穀

三

日

、

信

乎

。

雨

散

雲

飛

自

レ

此

乖

。

雨

師

瀧

レ

道

。

〔

淮

南

子

、

原

道

訓

〕

令

1
一
雨
師
瀧
こ
道
、
使
二
【
雨
尺
】
94

y
u
2
 
c
h
'
i
h
3

雨
量
計
。

〔
後
漢
書
、
光
武
紀
下
〕
陳
留
雨
レ
穀
如
―
―
稗
賓
→
〔
遼
史
、
〖
雨
散
雲
牧
〗

7
4
5
tが
離
散
す
る
喩
。
又
、
房
事
の
已
風
伯
掃
ヮ
塵
。
〔
易
林
‘
莱
之
第
四
十
五
、
比
〕
徳
施
流
行
‘
[
雨
若
】

9
5が
ヤ
ク
字
琥
。O
明
、
施
揉
(
5ー
1
3
6
2
9:
 1
2
3
)
 

食
貨
志
上
〕
道
宗
初
年
、
西
北
雨
レ
穀
三
十
里
。
に
畢
る
喩
。
〔
唐
宋
遺
史
〕
巌
灌
夫
姿
二
慎
氏
一
十
年
、
無
レ
利
一
之
四
郷
面
田
師
洒
レ
道
、
風
伯
逐
レ
残
‘
巡
狩
封
祠
、
以
の
字
。
●
明
‘
沈
春
澤
(
6ー

1
7
1
8
9
:
 5
5
0
)

の
字
。
〇
清
‘

【
雨
昏
】
64

グ

雨

天

で

く

ら

い

。

〔

鄭

谷

‘

鵡

鵠

詩

〕

雨

昏

子

、

乃

出

レ

之

‘

妻

為

レ

詩

以

別

日

‘

常

時

心

事

已

相

闊

‘

告

―

―

成

功

↓

呉

瘤

公

(
2
-
3
3
6
5
:
 6
5
8
)

の
字
。
R
清
‘
董
説
(
9
-
3
1
4

青
草
湖
邊
過
、
花
落
黄
陵
廟
裏
喘
゜
雨
散
雲
牧
一
胴
間
、
便
是
孤
帆
従
レ
此
去
、
不
レ
堪
重
過
―
【
雨
絲
]
8
3

《
〇
雨
が
絲
の
や
う
に
細
く
降
る
。
〔
草
荘
、

3
3
:
 1
8
)

の
字
。

【
雨
沙
】
6
5
5

す
な
を
ふ
ら
す
。
〔
元
史
、
仁
宗
紀
一
〕
隕
レ
望
夫
山
盃
遂
如
＞
初
。
丙
辰
年
鄭
州
遇
―
―
寒
食
一
城
外
酔
吟
詩
〕
雨
絲
煙
柳
欲
,
,

【
雨
珠
】
96

バ
ユ
珠
を
雨
ふ
ら
す
。
天
か
ら
珠
玉
が
ふ
つ

霜

雨

レ

沙

、

天

文

示

レ

晏

。

【

雨

山

】

7
5
[
/

字
琥
。

O
清
、
吉
爾
杭
阿
(
2
ー

3
2
8
9

：
清
明
公
立
屋
人
閑
媛
面
f

笙
一
〔
杜
荀
鶴
、
梁
王
坐
上
賦
レ
て
く
る
。
〔
蘇
拭
、
喜
雨
亭
記
〕
使
―
―
天
而
雨
＞
珠
‘
寒
者

【
雨
蓑
】
6
6
t

雨
の
降
る
と
き
に
著
る
み
の
。
〔
陸
涌
、
重

2
2
1
)

の
字
。
●
清
‘
陳
大
章

(11ー
4
1
6
9
8
:
 1
0
9
4
)

の
無
-
―
雲
雨
1

詩
〕
同
是
乾
坤
事
不
レ
同
、
雨
絲
風
濯
日
輪
不
レ
得
1

一
以
為
＞
襦
。

九
後
風
雨
不
レ
止
詩
〕
射
虎
南
山
1

無
ー
復
夢
面
E

蓑
姻

0
の

琥

。

中

。

〔

陸

消

、

一

百

五

日

行

〕

二

日

五

日

東

郊

時

‘

陵

塘

【

雨

樹

】

97

空
雨
が
降
つ
て
穀
物
を
う
る
ほ
す
。
〔
南
齋

艇
住
魚
翁
→
〔
翁
洸
‘
漁
者
詩
〕
一
葉
諷
然
任1一
浪
吹
一
〖
雨
山
居
士
〗76
8グ
明
、
毛
良

(
6
|1
6
7
7
2
 :
 2
3
8
)

水
渦
雨
如
レ
絲
゜
〇
樫
柳
(
6
ー

1
5
6
5
0
:
 6
)

の
異
名
。
雨
書
、
高
逸
、
徐
伯
珍
博
〕
歳
常
旱
‘
伯
珍
堕
レ
之
、
如
レ
期

雨

蓑

煙

笠

肯

忘

レ

機

。

の

琥

。

師

(
8
0
)

の

〇

に

同

じ

。

雨

泊

゜

〔

元

史

、

陳

思

渭

傭

〕

浙

東

復

旱

‘

禰

―

―

於

名

山

一

【
雨
草
】67
か
’
瓶
を
い
ふ
。
蓮
゜
〔
齊
民
要
術
‘
雑
説
〕
師
【
雨
矢
】

7
7
四
雨
の
降
る
や
う
に
‘
止
め
ず
に
矢
を
射
か
〖
雨
絲
風
片
〗

8
4
功
へ
／
春
の
雨
風
を
い
ふ
。
〔
王
士
雨
大
樹
、
民
頼
以
甦
゜

瞭
占
日
、
黄
帝
問
日
、
吾
欲
レ
占
レ
築
‘
善
ご
心
可
レ
知
け
る
。
〔
唐
書
、
柴
紹
傭
〕
紹
軍
雨
レ
矢
‘
士
矢
レ
色
。
旗
‘
秦
淮
裸
詩
〕
十
日
雨
絲
風
片
裏
‘
濃
春
姻
景
似
―
―
残
【
雨
叔
】
98

汀
ユ
ク
清
、
金
姓

(11|
 4
0
1
5
2
 :
 6
1
5
)

の
字
。

不
、
射
日
、
云
云
‘
歳
欲
レ
雨
‘
雨
草
先
生
レ
穎
。
【
雨
洒
】

7
8
〖
な
み
だ
を
な
が
す
を
い
ふ
。
〔
顔
延
之
‘
宋
秋
→
〔
桃
花
扇
、
博
歌
〕
良
辰
美
景
奈
何
天
‘
賞
心
架
事
【
雨
宿
】

9
9介
＇
ユ
ク
雨
の
降
る
や
う
に
地
上
に
降
つ
て
宿

【
雨
窟
】
68

炉
〇
雨
の
ふ
る
ま
ど
。
〔
陸
消
、
秋
興
詩
〕
雨
文
皇
帝
元
皇
后
哀
策
文
〕
瀧
1

零
玉
埠
一
雨
洒
丹
被
↓
誰
家
院
、
朝
飛
暮
巻
、
雲
霞
翠
軒
‘
雨
絲
風
片
。
る
。
〔
杜
牧
‘
雁
詩
〕
拭
里
街
レ
鷹
別
―
―
故
郷
↓
雲
飛
雨
宿

窟
忽
有
嘉
談
興
玉
等
斐
臀
翁
亦
可
レ
呼
。

O
新

井

誼

道

〔

注

〕

向

日

‘

瀧

零

雨

洒

‘

皆

涙

落

也

。

【

雨

兒

】

85

乃
蛙
の
一
種
。
あ
ま
が
へ
る
。
形
小
さ
く
、
向
潰
湘
↓

の
競
新
井
雨
窓
(
5
-
1
3
5
7
2
:
 6
3
7
)
を

見

よ

。

【

雨

施

】

79

”
〇
あ
め
が
ふ
つ
て
物
を
う
る
ほ
す
。
〔
易
‘
色
青
く
、
よ
く
木
に
登
る
。
雨
の
前
に
鳴
く
。
雨
蛙
°
[
雨
純
】
100

ざ
／
清
、
呂
光
復
（
2
-
3
3
8
6
:
 1
8
8
)

の
字
。

【
雨
蒼
】
69

が
字
琥
。

O
消
‘
呉
調
元
(
2
ー

3
3
6
5
:
 8
0
7
)

乾
〕
雲
行
雨
施
、
品
物
流
レ
形
。
〔
李
康
、
運
命
論
〕
升
1

一
之
【
雨
牧
】
86

”
”
マ
ル
雨
が
や
む
。
雨
歎
゜
〔
柳
宗
元
、
也
州
【
雨
潤
】
101

月
う
ぁ
め
で
う
る
ほ
す
。
雨
油
゜
〔
易
‘
説
卦
〕

の
字
。

O
清
‘
李
雲
麟
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 8
7
0
)

の
字
。

O
清
、
於
雲
則
雨
施
。

O
雨
の
や
う
に
く
ま
な
く
う
る
ほ
す
。
馬
退
山
茅
亭
記
〕
毎
―
―
風
止
雨
牧
云
煙
霞
澄
鮮
。
雨
以
澗
レ
之
、
日
以
恒
レ
之
。
〔
後
漢
書
‘
郎
顛
傭
〕
萬
物

龍
為
蹂
(
1
2
-
4
8
8
1
8
:
 6
5
8
)
の
字
。
〇
清
、
王
蹂
（
7

-

2

〔
後
漢
書
‘
張
純
傭
〕
恩
徳
雲
行
、
悪
澤
雨
施
。
〔
宋
書
、
【
雨
七
】
87

ク
清
、
湯
豹
虞
(
7ー

1
7
8
7
4
:
 2
0
8
)

の
字
。
須
レ
雷
而
解
‘
資
レ
雨
而
潤
゜
〔
白
居
易
‘
秘
省
後
顧
詩
〕
椀

0
 8
2
3
 :
 1
0
8
3
)

の

琥

。

證

志

三

〕

雲

覆

雨

施

、

八

方

来

同

。

【

雨

涅

i
]
8
8

グ
雨
が
降
つ
て
し
め
る
こ
と
。
〔
魏
志
、
劉
花
雨
潤
新
秋
地
‘
桐
葉
風
翻
欲
レ
夜
天
。

【
雨
杉
】
ご
；
雨
合
蒻
〔
森
春
濤
‘
撞
函
闘
詩
〕
溢
【
雨
師
】
80

パ
〇
雨
の
神
。
畢
星
を
い
ふ
。
〔
周
證
、
春
官
‘
骸
博
〕
無
一
雨
湿
之
虞
↓
〔
南
史
、
齊
畷
帝
東
昏
侯
紀
〕
帝
【
雨
升
]102

炉
ヴ
祭
の
名
。
雨
量
の
多
い
を
患
へ
て
の

落

書

生

無

氣

烙

↓

雨

杉

風

笠

度

函

闘

↓

大

宗

伯

〕

以

,,'fl!!(
燎
1

祀
―
―
司
中
司
命
諷
師
雨
師
↓
〔
史
記
‘
馬
乗
具
用
―
―
錦
繍
玉
g

、
患
下
為
一
雨
所
后
憚
織
雑
3

〔
温
庭
祭
。
〔
公
羊
‘
停
‘
-
―
-
+
-
、
山
川
有
下
能
潤
二
干
百
里
者
上

【
雨
―
-
]
7
1

が
清
‘
郭
油
蹂

(11|
 3
9
4
7
4
 :
 3
9
4
)

の
琥
。
封
祠
書
〕
二
十
八
宿
風
伯
雨
師
。
〔
漢
書
‘
橙
架
志
、
郊
｛
均
‘
淫
上
行
詩
〕
風
翻
"
荷
葉
一
向
白
‘
雨
温
―
蓼
花
ー
天
子
秩
而
祭
レ
之
‘
注
〕
風
礫
雨
升
゜
〔
疏
〕
蓋
患
1

一
其
雨

【
雨
傘
】
7
2
5

／

雨

天

に

用

ひ

る

か

ら

か

さ

°

〔

一

―

-

オ

圏

祀

歌

、

朝

隈

首

〕

臆

―

雨

師

五

竪

路

跛

↓

〔

後

漢

書

、

祭

祀

千

穂

紅

。

多

「

祭

使

二

上

升

五

故

祭

レ

雨

日

レ

升

°

會
、
器
用
十
）
志
下
〕
以
丙
戌
日
翻
ご
風
伯
於
戌
地
「
以
己
丑
日
―
〖
雨
温
一
原
憲
之
樅
―
〗

8
9げ
幻
ゲ
ん
だ
が
孔
子
の
門
人
原
【
雨
人
】

1
0
3
ク
清
、
何
汝
蹂
(
1
|
Sll :
 
3
0
2
)

の
字
。

祠
雨
師
於
丑
地
言
班
固
、
東
都
賦
〕
雨
師
汎
瀧
、
風
伯
憲
は
家
貧
し
く
破
屋
に
住
ん
だ
た
め
‘
雨
が
漏
つ
て
戸
[
雨
水
】
1
0
4
[イ

O
二
＋
四
氣
の
一
o

立
春
の
次
ヽ
陽
暦
ニ

二

‘

傘

〕

雨

傘

‘

雨

オ

闘
随
塵
。
〔
注
〕
善
曰
‘
風
俗
通
日
‘
雨
師
、
畢
星
也
。
●
樹
櫃
を
消
し
た
と
い
ふ
意
。
〔
本
朝
文
粋
、
六
‘
橘
直
幹
‘
申
月
十
八
日
に
嘗
る
。
二
十
四
氣
(
1
ー

2
4
7
:
 4
7
4
)

を
見

會

傘

1-

＿
―
ー
―
-
-
―
―
―
―
―
―
―
―

六
餡
日
、
天
雨

木
の
名
。
樫
柳
の
異
名
。
雨
が
降
る
と
‘
枝
が
垂
れ
る
民
部
大
輔
状
〕
褻
萱
深
鎖
、
雨
混
二
原
憲
之
櫃
―
者
也
。
よ
。
〔
橙
、
月
令
〕
（
仲
春
之
月
）
始
雨
水
、
桃
始
華
‘
倉
庚

不
レ
張
1
蓋
鰻

周
初
事
也
、
通
俗
文
日
‘
張
レ
吊
避
レ
雨
、
謂
二
之
撒
盃
草
卸
か
ら
名
づ
け
る
。
師
は
絲
に
作
る
が
正
し
い
。
〔
本
草
、
【
雨
集
】
90

炉
〇
あ
め
の
降
る
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
鳴
゜
〔
呂
覧
‘
仲
春
〕
其
祀
戸
‘
祭
先
レ
牌
、
始
雨
水
。
〔
注
〕

|

_
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自
―
―
冬
泳
零
一
至
レ
此
土
猜
而
耕
‘
故
日
―
―
始
雨
水
1

也

。

臀

↓

〔
後
漢
書
、
律
歴
志
下
〕
二
十
四
氣
‘
云
云
‘
雨
水
。
●
雨
。
あ
【
雨
孵
】
113

ヤ
あ
め
が
は
れ
る
。
〔
王
勃
‘
膝
王
閣
序
〕

ま
み
づ
。
〔
漢
書
、
王
非
偉
下
〕
庚
子
雨
水
濯
レ
道
、
辛
丑
清
虹
錆
雨
孵
‘
彩
徹
1
1

雲
衝
↓
〔
雀
道
融
、
秋
饗
詩
〕
雨
震
長

観
無
』
塵
。
〔
宋
書
、
孝
武
紀
〕
詔
日
、
雨
水
猥
降
‘
街
衝
没
空
蕩
涵
清
、
遠
山
初
出
未
L

知
レ
名
。
〔
雀
瀬
、
題
11

潅
隅

溢
。
〔
王
建
、
縣
丞
顧
即
事
詩
〕
雨
水
洗
11

荒
竹
涵
探
け
填
―
―
棲
1

詩
〕
客
行
逢
―
―
雨
霧
五
飢
レ
馬
上
―
―
津
棲
↓

畷
渠
↓
●
汗
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
雨
水
〕
繹
名
、
時
珍
曰
、
地
【
雨
噛
】
114

炉
あ
め
に
う
そ
ぶ
く
。
〔
飽
照
‘
蕪
城
賦
〕

氣
升
為
レ
雲
、
天
氣
降
為
レ
雨
‘
故
人
之
汗
以
―
―
天
地
之
雨
一
風
鳴
雨
鴨
‘
昏
見
晨
趨
。

【
雨
垂
】

g
g
軒
に
し
た
た
る
雨
水
。

L

名
レ
之
。
【
雨
石
】
1
1
5
5
＊
●
石
を
降
ら
す
。
隕
石
。
〔
南
齊
書
、
詳
瑞

【
雨
随
】
106

や
雨
が
物
に
し
た
が
つ
て
降
る
。
〔
杜
甫
、
志
〕
見
―
―
天
雨
J

石
墜
＂
地
。
●
山
名
。
〔
明
一
統
志
〕
雨

甍
州
歌
十
絶
詩
〕
晴
浴
1
1

押
鵡
1

分
1

一
慮
虞
盃
醤
竺
軸
女
一
石
山
、
在
―
―
廣
信
府
永
豊
縣
東
南
四
十
里
↓

下
11

朝

朝

↓

【

雨

跡

】

1
1
6
5
＊
雨
の
流
れ
た
あ
と
。
〔
張
説
、
楊
執
一
碑

〖
雨
随
車
〗1

0
7
裟
ィ
後
漢
の
鄭
弘
、
郡
太
守
と
な
り
‘
其
銘
〕
碑
流
二
雨
跡
云
松
引
―
―
風
過
→

の
車
の
通
り
過
ぎ
る
に
随
つ
て
雨
が
降
っ
た
故
事
。
悪
〖
雨
跡
雲
縦
】

1
1
7
”
パ
沼
；
雨
や
雲
の
過
ぎ
て
行
く
あ

政
の
喩
。
〔
後
漢
書
‘
鄭
弘
博
、
政
有
1

一
仁
恵
ぶ
g
〕
謝
承
書
と
。
情
事
の
あ
と
を
い
ふ
。
又
、
は
か
な
く
過
ぎ
去
る
こ

日
‘
弘
息
1

一
絲
賦
盃
政
不
11

煩
苛
こ
＂
レ
春
大
旱
‘
随
レ
車
致
レ
と
に
た
と
へ
る
。
〔
還
魂
記
、
尋
夢
〕
芯
謙
騒
‘
依
稀
想
―
―

雨
‘
白
鹿
夜
道
、
悠
穀
而
行
。
〔
柳
宗
元
、
章
使
君
黄
埃
像
人
兒
1

見
、
那
来
時
荏
蒋
、
去
也
遷
延
、
非
レ
遠
、
那
雨

祈
レ
雨
云
云
詩
〕
悪
風
俯
慨
レ
草
、
霊
雨
會
随
レ
車
。
跡
雲
縦
綾
一
轄
‘
敢
依
―
―
花
傍
―
還
重
現
。

【
雨
生
】
1
0
8
5
ィ
字
琥
。

O
清
、
何
腟
蚊
(
1
ー

5
1
1
:
 3
5
2
)

【
雨
積
】
1185
＊
雨
が
降
り
績
く
。
雨
天
が
か
さ
な
る
。

の

0
の
字
。
●
清
、
湯
胎
扮
（
7
-
1
7
8
7
4
、・
1
4
4
)

の
字
。
〔
厭
陽
脩
‘
題
―
―
張
損
之
學
士
蘭
皐
亭
―
詩
〕
雨
積
蛙
鳴

●
清
、
丁
日
昌
(
1
-
2
:
 2
6
5
)

の
字
。
R
清
、
任
廷
貴
(
1

乱
、
春
蹄
鳥
弄
移
゜
〔
馬
定
國
、
雨
晴
詩
〕
連
城
遭
↓
―
雨
積
一

-
4
1
6
 :
 2
4
1
)

の

字

。

一

日

獲

泥

乾

↓

【
雨
星
】
1
0
9
5
ィ
星
が
雨
の
や
う
に
降
る
。
〔
公
羊
、
荘
、
【
雨
雪
】
1195
ッ
●
雲
が
ふ
る
。
又
、
ふ
る
雪
。
〔
詩
、
小
雅
、

七
〕
不
修
春
秋
日
、
雨
レ
星
不
レ
及
J

地
尺
而
復
、
君
子
修
レ
頬
弁
〕
如
―
―
彼
雨
零
ご
先
集
維
霰
゜
〔
箋
〕
将
↓
ー
大
雨
＂
雪
。
●

之
日
、
星
貫
如
レ
雨
。
〔
謝
糊
、
後
桂
花
引
〕
月
中
落
子
如
一
雨
と
雪
。
雨
天
と
雪
の
降
る
日
。
〔
南
齊
書
、
東
昏
侯
紀
〕

雨
星
云
至
レ
今
牧
拾
無
1
1

六
丁
↓
陵
―
―
冒
雨
零
云
ー
レ
避
↓
丑
坑
穿
↓
〔
魏
書
、
楊
逸
博
〕
或
風
日

【
雨
晴
】
1
1
0
5
ィ
雨
が
晴
れ
る
。
〔
杜
甫
、
中
丞
巌
公
雨
中
之
中
、
雨
雪
之
下
、
人
不
レ
堪
二
其
努
ご
還
曾
無
-
l

倦
色
↓

垂
寄
見
レ
憶
一
絶
攀
答
二
絶
詩
〕
何
日
雨
晴
雲
出
レ
〔
高
適
‘
送
―
―
董
判
官
―
詩
〕
近
レ
闘
多
雨
雪
盃
3

レ
塞
有
1
1

漢
白
沙
青
石
洗
無
レ
泥
゜
〔
柳
宗
元
、
嶺
南
江
行
詩
〕
山
風
塵
→
●
築
府
、
横
吹
曲
辞
の
名
。
陳
の
後
主
•
江
暉
・

腹
雨
睛
添
―
―
象
跡
る
ぽ
心
日
暖
長
1

一
鮫
涎
↓
〔
杜
牧
、
長
安
張
正
見
・
江
縛
・
陳
喧
・
謝
雙
‘
唐
の
李
端
・
翁
綬
等
に
歌

雑
題
詩
〕
雨
晴
九
栢
鋪
―
―
江
練
i

嵐
嫌
千
峯
昼
―
―
海
濤
↓
辞
あ
り
。
〔
築
府
詩
集
、
横
吹
曲
辞
‘
漢
横
吹
曲
‘
雨
零
〕

【
雨
勢
】
l
l
l
5
ィ
あ
め
の
い
き
ほ
ひ
。
あ
ま
け
。
〔
無
可
‘
采
薇
詩
日
、
昔
我
往
芙
、
楊
柳
依
依
、
今
我
来
思
、
雨
雲

送
-n

杜
司
馬
再
募
蜀
中
一
詩
〕
日
光
低
峡
口
盃
雨
勢
出
―
―
霧
霧
、
穆
天
子
博
日
、
天
子
遊
―
―
子
黄
室
之
曲
箆
祉
笠
卒

峨
眉
↓
〔
司
馬
光
、
夏
8
西
齋
即
事
詩
〕
櫂
花
映
レ
葉
未
―
―
澤
至
＾
子
乃
休
、
日
中
大
寒
、
北
風
雨
雪
有
一
渾
T
公
天
子

全

開

ぶ

愧

影

沈

沈

雨

勢

来

。

作

11

詩
三
章
ー
以
哀
5

之
日
、
我
祖
―
―
黄
竹
一
是
也
、
雨
零

【
雨
臀
】
112

ヤ
雨
の
ひ
び
き
。
〔
杜
甫
‘
睛
詩
〕
雨
瞥
衝
レ
曲
‘
蓋
取
11

諸
此
↓
〔
陳
後
主
‘
雨
雪
曲
〕
長
城
飛
雪
下
‘

塞
盛
、
日
氣
射
レ
江
深
。
〔
李
昌
符
、
旅
遊
傷
J

春
詩
〕
曙
邊
闘
地
籟
吟
‘
濠
濠
九
天
暗
‘
霜
霧
千
里
深
‘
樹
冷
月
恒

分
林
影
外
、
春
盛
雨
臀
中
。
〔
鄭
谷
、
中
年
詩
〕
苔
色
涌
レ
少
、
山
霧
日
偏
況
、
況
罷
玉
品
需
咬
切
思
胡
茄
―
音
。

騰
尋
蔽
地
一
雨
臀
一
夜
塵
春
田
→
〔
杜
常
、
華
清
宮
〖
雨
雪
闘
山
暗
〗

1
2
0
”
”
”
久
ワ
ン
ザ
ン
胡
地
の
景
を
詠
じ
た

詩
〕
朝
元
閣
上
西
風
急
、
都
入
1
1

長
楊
1

作
―
―
雨
臀
↓
〔
儲
句
。
〔
杜
審
言
‘
贈
―
―
蘇
味
道
一
詩
〕
雨
雪
闘
山
暗
、
風
霜

光
糖
、
山
中
流
泉
詩
〕
映
レ
地
為
弄
＾
色
一
飛
レ
空
作
―
―
雨
草
木
稀
。

【
雨
絶
】
121

乎
●
雨
が
や
む
。
〔
鄭
谷
、
贈
1

一
日
東
饗
祠

師
詩
〕
夜
深
雨
絶
松
堂
静
‘
一
貼
山
螢
照
1

一
寂
蓼
↓
●
遠

く
離
散
す
る
。
〔
博
玄
、
昔
思
君
詩
〕
昔
君
興
レ
我
分
、
形

影
潜
結
、
今
君
呉
レ
我
分
、
雲
飛
雨
絶
。
〔
張
載
、
遠
攘
詩
〕

雲
乖
雨
絶
‘
心
乎
愴
而
゜

【
雨
仙
】
1225
ン
五
代
‘
呉
の
張
崇
が
豪
奢
を
極
め
、
雨
天

に
従
者
散
千
人
、
皆
蓮
花
帽
・
琥
珀
杉
を
頂
い
た
こ
と

を
稽
し
た
語
。
〔
清
異
録
‘
衣
服
、
雨
仙
〕
張
崇
帥
レ
直
、

在
レ
鎮
不
法
、
酷
―
―
於
緊
敏
ぶ
此
者
散
千
人
、
出
遇
1

一
雨
雪
一

皆
頂
1

一
連
花
帽
琥
珀
杉
盆
炉
費
油
絹
、
不
レ
知
―
―
紀
極
エ
市

人
梢
日
―
―
雨
仙
↓

【
雨
泉
】
123

ザ
明
、
陳
堡
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 5
9
1
)

の
舅

【
雨
前
】
124

炉
●
穀
雨
（
二
十
四
氣
の
一
）
の
前
。
〔
禁

襄
、
寒
食
架
詞
〕
千
臀
鳳
吹
朱
門
裏
、
一
道
花
香
穀
雨

前
。
●
穀
雨
の
時
に
采
っ
た
茶
の
名
。
〔
宋
史
、
食
貨
志

下
五
〕
散
茶
出
,
,淮
南
蹄
州
、
江
南
荊
湖
云F→
ー
龍
埃
•
雨

前
・
雨
後
之
類
十
一
等
↓
〔
學
林
新
編
〕
茶
之
佳
者
‘
造
在
ニ

祗
前
む
天
次
火
前
、
其
次
雨
前
。
〔
蘇
献
、
留
1

一
題
顧
聖
寺
―

詩
〕
焦
坑
閑
試
雨
前
茶
。
●
雨
の
降
る
前
。
〔
王
駕
、
雨
睛

詩
〕
雨
前
初
見
花
開
薬
、
雨
後
兼
無
葉
裏
花
。

【
雨
然
】
125

守
明
、
李
乾
徳
(
8
-
1
4
4
5
9
:
 1
1
3
9
)

の
字
。

【
雨
足
】
126

炉
〇
雨
の
降
る
時
‘
絲
筋
の
や
う
に
垂
れ

る
を
い
ふ
。
あ
ま
あ
し
。
雨
脚
。
〔
張
協
、
雑
詩
〕
蒻
蒻

結
繁
震
森
森
散
―
―
雨
足
↓
〔
孟
浩
然
、
題
,
,
大
馬
寺
義

公
繹
房
―
詩
〕
夕
陽
連
1

一
雨
足
一
空
翠
落
,
,
庭
陰
↓
●
雨
が

充
分
降
る
。
〔
書
、
洪
範
‘
八
庶
徴
‘
疏
〕
雨
足
則
思
レ
陽
、

陽
久
則
思
レ
雨
。
〔
趙
孟
頴
、
湖
上
莫
レ
鰈
詩
〕
春
陰
柳
紫

不
レ
能
レ
飛
、
雨
足
蒲
芽
緑
更
肥
゜

【
雨
粟
】
127

ク
穀
物
を
ふ
ら
せ
る
。
〔
淮
南
子
、
本
経
調
〕

昔
蒼
頷
作
レ
書
而
天
雨
レ
粟
、
鬼
夜
哭
゜
〔
注
〕
蒼
頷
始
視
,
,

鳥
迩
之
文
ご
翌
書
契
一
則
詐
偽
萌
生
、
詐
偽
萌
生
‘
則

去
レ
本
趨
レ
末
、
棄
―
―
耕
作
之
業
ご
叩
務
―
―
錐
刀
之
利
一
天

知,,
其
限
繊
‘
故
為
艮
粟
。
〔
論
衡
、
感
虚
〕
夫
言
,
,
天

雨
レ
粟
‘
鬼
夜
哭
る
賓
也
、
言
nl

其
應
1
1

倉
頷
作
と
書
‘
虚
也
。

【
雨
村
]128

”
ン
字
琥
。
●
明
、
周
東
(
8
-
3
4
4
1
:
 4
0
0
)

の

鷺
●
清
、
李
調
元
(
8
-
1
4
4
5
9
:
 1
7
9
2
)

の
字
。
●
清
、

呂
猶
龍
(
8
-
3
3
8
6
:
 1
6
2
)

の
字
。

〖
雨
村
曲
話
〗1

2
9
約
が
ワ
書
名
。
二
巻
。
消
、
李
調
元
撰
。

詞
曲
に
朦
す
る
評
論
を
記
す
。

【
雨
打
】
130t

あ
め
が
う
つ
。
〔
杜
甫
‘
陪
―
―
鄭
廣
文
1

遊――

。

何
将
軍
山
林
—
詩
〕
露
翻
兼1一
雨
打
玉
開
垢
漸
離
披
゜
〔
李O

端
‘
荊
門
歌
竺
兄
赴
慶
州
―
〕
曾
筏
江
客
念
二
江
行

-
2
6

腸
断
秋
荷
雨
打
瞥
゜
〔
苑
成
大
、
春
晩
偶
題
詩
〕
寂
宴
春
ー

事
冷
↓
私
於
秋
ニ
雨
打
風
吹
断
送
休
。

【
雨
堕
】
131

”
雨
が
お
ち
る
。
流
毒
の
あ
ま
ね
き
喩
。
又
、

其
の
性
が
急
暴
で
雨
が
お
ち
る
ご
と
く
、
き
ま
っ
た
と

こ
ろ
が
な
い
喩
。
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
桓
帝
、
延
寮

三
年
）
徐
臥
レ
虎
、
唐
雨
堕
゜
〔
注
〕
雨
之
所
レ
堕
、
無
レ

不
話
温
五
言
n

―
其
流
毒
編
松
天
下
一
也
、
考
異
日
、
太
子

賢
注
―
―
苑
書
一
雨
堕
作
土
m堕
「
云
,
,
随
意
所
レ
為
不
＂
定

也
、
諸
本
雨
或
作
レ
雨
、
按
‘
雨
堕
者
‘
謂
T

其
性
急
暴
如
ニ

雨
之
堕
云
無
d

有
―
―
常
慮
1

也。

【
雨
到
】
132

が
あ
め
が
い
た
る
。
〔
劉
威
‘
宿
1

一
漁
家
―
詩
〕

雨
到
魚
翻
レ
浪
、
洲
廻
鳥
傍
レ
沙
。

【
雨
洋
】
133

が
雨
が
ふ
つ
て
路
が
わ
る
く
な
る
。
〔
漢

書
葦
玄
成
傭
〕
賞
晨
入
隈
天
雨
涼
、
不
レ
駕
町
馬
車
i

而
騎
至
―
―
廟
下
↓
〔
唐
書
、
奥
澤
博
〕
攀
,
,
賢
良
方
正
土
含

潰
皿
雨
消
困
不
と
能
と
前
。

【
雨
澤
】
134

”
ク
雨
が
萬
物
を
う
る
ほ
す
。
め
ぐ
み
。
天

子
の
恩
澤
の
喩
。
日
知
録
‘
倦
十
二
に
見
ゆ
。
〔
證
、
證

器
〕
天
時
1

一
雨
澤
五
君
子
逹
畳
甕
焉
。
〔
後
漢
書
、
桓
帝
紀
〕

頃
雨
澤
不
i

油
、
密
雲
復
散
。
〔
元
横
、
出
門
行
〕
遣
充
行
,
,

雨
紳
盃
雨
澤
随
ー
ー
客
意
↓

【
雨
濯
】
135
”
ク
●
六
月
の
大
雨
。
〔
風
土
記
〕
六
月
大
雨
‘

為
蘊
枝
雨
f

●
雨
が
そ
そ
ぐ
。
〔
李
華
‘
寄
1

一
趙
七
侍
御
一

詩
〕
雨
濯
―
―
萬
木
1

鮮
、
霞
照
,
,
千
山
1

濃
。
〔
麻
九
疇
、
李

道
人
嵩
陽
舞
隠
圏
詩
〕
仰
レ
嵩
俯
レ
嵩
‘
雨
濯
雲
供
。

【
雨
纂
】
136

が
雨
よ
け
の
と
び
ら
。
〔
通
俗
編
‘
居
慮
、
雨

纂
〕
懐
麓
堂
集
、
有
T

次
―
―
韻
呉
抱
蕎
雨
纂
1

詩
い
纂
昔
踏
‘

蔽
レ
雨
客
扉
也
。

【
雨
中
】
137

がf
ゥ
あ
め
の
降
る
な
か
。
雨
裏
゜
〔
杜
甫
、
秋

雨
歎
〕
雨
中
百
草
秋
爛
死
‘
階
下
決
明
顔
色
鮮
。
〔
王
維
、

秋
夜
獨
坐
詩
〕
雨
中
山
果
落
‘
燈
下
草
贔
鳴
。
〔
杜
牧
、
感

藷
詩
〕
青
梅
雨
中
熟
、
楢
椅
酒
旗
邊
。

〖
雨
中
花
〗13

8
”
な
ゥ
詞
牌
の
名
。
〔
詞
譜
〕
王
観
詞
名
ニ

送
膊
鰻
按
雨
中
花
調
輿
―
―
夜
行
船
調
1

最
易
1

一
相
混
本
不

人
集
中
、
毎
多
誤
刻
、
今
照
―
―
花
草
梓
編
所
J

編
、
以
』
E

結
句
五
字
者
云
竺
雨
中
花
一
雨
結
句
六
字
七
字
者
為
1
1

夜
行
船
↓

〖
雨
中
東
破
圏
〗13

9
”
”5
t
蘇
東
壊
が
雨
中
に
笠
展
を

四



(42210・ ·140)—(42210 ・・ 184)

着
け
た
圏
。
〔
梁
硲
漫
志
、
東
坂
戴
笠
〕
東
坂
在
,
,
僧
耳
「
【
雨
田
】
1
4
8
[
ン
字
琥
。

O
清
、
葛
雲
飛
(
9ー

3
1
4
2
0
:
 1
1
 

-
H
過
黎
子
雲
退
雨
‘
乃
狸
農
家
五
堕
蒻
笠
一
戴
レ

2
)

の
字
。

O
清
、
黄
文
樹
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
3
0
8
)

の
字
。

之
、
著
レ
履
而
欝
、
婦
人
小
兒
相
随
竿
笑
｀
邑
犬
塁
吠
‘
竹
〇
清
‘
張
繋
（
4

|

9
8
1
2
 :
 2
5
3
)

の

O
の
琥
。

破
周
少
隠
有
レ
詩
云
‘
持
レ
節
休
レ
誇
海
上
蘇
‘
前
身
便
是
【
雨
桐
】
149

炉
清
、
錢
宗
韓

(11|
 4
0
5
6
3
 :
 3
7
3
)

の
琥
°

牧
羊
奴
‘
應
レ
嫌
朱
紋
常
年
夢
‘
故
作
1

一
黄
冠
一
笑
誤
ぶ
遺
【
雨
雹
】
151

炉
ひ
よ
う
を
ふ
ら
せ
る
。
〔
春
秋
、
昭
‘
四
〕

迩
興
久
ム
飩
二
物
外
五
清
風
為
レ
我
襲
↓
―
庭
隅
↓
憑
レ
誰
喚
―
―
春
王
正
月
、
大
雨
レ
雹
。
〔
張
喬
‘
望
1

面
千
い
詩
〕
愁
連
遠

起
王
摩
詰
三
書
＿
作
―
―
東
波
戴
レ
笠
圏
公
7

時
亦
有
↓

-
9
此
水
波
濤
夜
‘
夢
断
空
山
雨
雹
時
。
〔
蘇
献
‘
惜
レ
花
詩
〕
酎
レ

煮

然

多

俗

筆

也

。

花

不

レ

飲

花

應

レ

猜

‘

夜

来

雨

雹

如

李

梅

↓

【
雨
注
】
140

が
ウ
●
あ
め
の
や
う
に
絶
間
な
く
降
り
そ
【
雨
塊
】
1
5
2
t
ク
男
女
の
情
を
い
ふ
。
雲
雨
。
〔
趙
令
時
‘

そ
ぐ
こ
と
。
雨
下
。
雨
飛
゜
〔
呉
志
、
朱
然
博
〕
臨
レ
城
弓
矢
清
平
架
詞
〕
去
年
紫
栢
青
門
、
今
宵
雨
塊
雲
魂
。

雨
注
、
将
士
皆
失
レ
色
。
●
雨
が
降
り
そ
そ
ぐ
。
〔
方
君
玉
、
【
雨
盤
】
153

タ
宋
の
楊
佐
が
作
っ
た
雨
の
や
う
に
水
を

龍
虎
榜
賦
〕
風
生
1

一
大
王
之
雄
盃
翌
住
四
海
之
蹂
↓
そ
そ
ぐ
盤
。
〔
宋
史
、
楊
佐
博
〕
佐
教
ニ
エ
人
石
緊
木
盤
l

【
雨
亭
】
141

サ
ィ
字
琥
。

O
清
、
顧
作
森
(
1
2
ー

4
3
6
8
9
:
 2
6

貯
尿
、
穴
窮
罵
之
、
如
雨
滴
然
‘
謂
乏
雨
盤
二
夢

9
)

の
琥
゜
●
清
‘
呉
標
(
2
-
3
3
6
5
:
 3
7
6
)

の
琥
。

O
清‘

ii等
工
談
‘
櫂
智
〕
陵
州
聾
井
、
深
五
百
餘
尺
‘
皆
石
也
、
上

蒋
陳
錫
(
9
-
3
1
8
2
0
:
 1
9
7
)

の
琥
。
＠
消
、
李
宗
義
（
6

-

下
寛
廣
、
蜀
中
間
梢
狭
‘
謂
―
―
之
杖
鼓
臀
立
魯
自
二
井
底
―

1
4
4
5
9
 :
 1
6
2
3
)

の
琥
゜
頓
民
國
‘
張
作
蹂
(
4
ー

9
8
1
2
：
用

1一
柏
木
否9
翰
‘
上
出
二
井
口
→
自
―
―
木
翰
—
垂
レ
硬
而
下

1
0
7
0
)

の

字

。

「

て

斑

文

あ

る

鳥

。

方

能

至

,

,

水
井
盃
側
設
1

土
盆
庄
絞
レ
之
‘
歳
久
井
韓
描
敗
‘

【
雨
鳥
】
142

昇
燕
に
似
て
や
や
大
き
く
‘
腹
が
黄
色
く
屡
欲
レ
新
レ
之
‘
而
井
中
陰
氣
襲
レ
人
、
入
者
籠
死
、
無
レ

【
雨
朝
】
143

炉
雨
の
朝
。
〔
元
横
‘
寄
↓
―
藷
詩
血
ハ
―
―
蒔
濤
1

縁
レ
措
レ
手
‘
惟
候
レ
有
レ
雨
入
レ
井
、
則
陰
氣
翔
レ
雨
而
下
‘

因
成
に
応
ツ
詩
〕
月
夜
詠
レ
花
憐
1

一
暗
灌
ご
雨
朝
題
レ
柳
梢
可
レ
施
レ
エ
、
雨
晴
復
止
、
後
有
レ
人
以
こ
木
盤

g炉

総

歌

垂

↓

中

貯

レ

水

‘

盤

底

為

―

―

小

窮

―

醸

レ

水

、

一

如

1

雨
嬰
設
―
於

【
雨
滴
】
1445
斗
●
あ
ま
だ
れ
。
雨
の
し
づ
く
。
雨
貼
゜
貼
井
上
;
堕
之
雨
盤
↓
令
1

一
水
下
終

H
不
＞
絶
‘
如
レ
此
敦

適
〔
證
‘
月
令
、
季
春
之
月
‘
虹
始
見
‘
疏
〕

H
照
二
雨
適
月
、
井
斡
為
レ
之
一
新
‘
而
陵
井
之
利
復
藷
。

則
虹
生
。
〔
宋
史
‘
楊
佐
傭
〕
以
禾
盤
面
釘
水
‘
穴
窮
瀧
レ
【
雨
皮
】
154

ば
輿
車
な
ど
の
雨
覆
゜
〔
西
宮
記
‘
臨
時
八
〕

之
‘
如
雨
滴
然
。
●
雨
が
し
た
た
る
。
〔
火
「
参
、
尋
稿
~
車
、
雨
皮
、
公
卿
以
上
車
張
レ
之
。

七
郎
中
窒
即
事
詩
〕
雨
滴
n
芭
蕉
―
赤
‘
霜
催
―
―
橘
子
―
【
雨
飛
】

1
5
5
5
0雨
雲
が
飛
ぴ
去
つ
て
孵
れ
る
。
〔
劉
長

黄
゜
〔
杜
牧
、
題
1

一
新
定
八
松
院
小
石
1

詩
〕
雨
滴
―
―
珠
磯
1

卿
、
登
一
揚
州
棲
憲
寺
塔
―
詩
〕
雨
飛
千
棋
魯
、
日
在
萬
家

砕

‘

苔

生

二

紫

翠

一

重

。

夕

。

●

雨

の

や

う

に

降

る

。

【
雨
天
】
145

”
/
雨
の
降
る
空
。
又
、
雨
の
降
る
日
。
〔
杜
[
雨
罷
】
邸
5

雨
が
ふ
り
や
む
o

雨
歌
o

雨
牧
o

〔
梁
元

荀
鶴
、
春
日
登
レ
棲
遇
レ
雨
詩
〕
忽
地
晴
天
作
盃
咀
杢
全
帝
‘
晩
景
海
移
面
デ
詩
〕
波
横
山
渡
レ
影
‘
雨
罷
葉
生
レ
光
。

無
暑
氣
而
空
秋
間
↓
〔
劉
馬
錫
、
牛
相
公
見
レ
示
,
,
新
什
―
〔
隋
楊
帝
‘
宴
―
―
東
堂
1

詩
〕
雨
罷
春
光
潤
、

H
落
瞑
霞
暉
゜

云

云

詩

〕

雨

天

龍

嬰

化

、

晴

日

鳳

鵞

騰

。

【

雨

泳

】

1575'
ョ
ヴ
ひ
さ
め
。
雹
。
〔
説
文
〕
雹
、
雨
沐
也
。
〔
劉

【
雨
貼
】
146

和
／
あ
ま
だ
れ
。
雨
滴
゜
〔
李
益
‘
江
南
曲
〕
長
築
基
、
詩
〕
塞
門
六
月
天
雨
沐
。

花
枝
雨
貼
舘
‘
江
城
日
暮
好
―
―
相
激
↓
〔
齊
己
‘
送
,
,
人
赴
＞
【
雨
布
】

158[O雨
の
や
う
に
し
く
。
〔
後
漢
書
‘
五
行
志

攀
詩
〕
騨
樹
秋
臀
他
、
行
衣
雨
貼
斑
°
―
-
〕
尺
―
雨
布
、
蒻
騎
電
激
。
〔
徐
陵
‘
皇
太
子
臨
,
,
辟
碓
―

〖
雨
貼
兒
菜
〗1

4
7
”
ザ
し
涅
草
の
名
。
う
て
ん
じ
。
〔
農
頌
序
〕
玉
振
錆
辮
‘
雲
浮
雨
布
。
4
l
y
t
i
3

p
u
4

あ
ま
が
つ

政
全
書
、
雨
貼
兒
菜
考
〕
生
ー
田
野
中
涵
炉
地
叢
生
‘
其
ば
。
雨
衣
゜

埜
靭
紫
梢
青
、
葉
如
細
柳
葉
而
窄
小
、
怖
レ
埜
而
生
、
【
雨
風
】
159

炉
雨
と
風
。
〔
劉
得
仁
‘
晩
歩
―
―
曲
江
―
云
云

又
似
石
竹
子
葉
而
頗
硬
‘
棺
間
開
l
l

小
尖
五
辮
白
花
｛
詩
〕
岸
浸
如
―
―
天
水
一
林
含
似
1

一
雨
風
↓

屈
角
‘
比
1

一

羅

萄

角

又

大

‘

其

葉

味

廿

。

【

雨

別

】

160

デ
雨
中
の
わ
か
れ
。
又
、
雨
の
過
ぎ
る
や
う

|

_

 

雨

部

雨

に
し
ば
し
別
れ
る
こ
と
。
〔
獨
孤
及
、
海
上
寄
玉
門
立
1

行
志
二
〕
需
春
秋
夏
常
雨
濠
‘
常
滝
レ
城
。
〔
唐
書
‘
草
見
素

詩
〕
契
濶
阻
二
風
期
五
荏
蒋
成
―
―
雨
別
↓
傭
〕
天
賓
士
二
載
‘
玄
宗
苦
1

雨
凍
↓

【
雨
峯
】
161

が
清
‘
陳
階
平

(11|
 4
1
6
9
8
 .. 6
9
3
)の
蒻
〖
雨
涼
四
集
〗

1
7
4
召
袋
雨
の
た
ま
り
水
が
四
方
か
ら

【
雨
蓬
】
162

が
雨
中
の
と
ま
。
雨
中
の
蓬
で
覆
つ
た
船
。
集
つ
て
く
る
。
〔
文
天
祥
‘
正
氣
歌
序
〕
雨
凍
四
集
、
浮
二

〔

羅

郡

‘

釣

翁

詩

〕

雨

蓬

恨

レ

岸

臥

齋

疎

↓

動

床

几

↓

【
雨
毛
]163

が
’
細
雨
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
、
東
波
詩
〕
毛
空
【
雨
落
]175

ゲ
雨
が
落
ち
る
。
〔
張
鏡
‘
観
象
賦
〕
雷
電

暗
二
春
澤
↓
〔
自
注
〕
蜀
人
以
二
細
雨
盃
号
一
雨
毛
↓
露
篠
、
雨
落
雲
征
。

【
雨
沫
]
1
6
4

か
雨
の
し
ぶ
き
。
〔
李
賀
‘
崇
義
里
滞
雨
詩
〕
〖
雨
落
不
レ
上
レ
天

]
1
7
6

”
”
か
ダ
一
度
降
っ
た
雨
は

痩

馬

抹

↓

―

敗

草

↓

雨

沫

諷

寒

溝

↓

も

は

や

天

に

の

ぽ

ら

な

い

。

一

度

離

縁

さ

れ

た

婦

は

再

【
雨
民
】
1
6
5
g

／
清
、
邪
樹

(11ー
3
9
3
0
1
:
 3
2
)

の
字
。
ぴ
も
と
に
復
し
難
い
喩
。
覆
水
不
レ
返
レ
盆
(
1
0
ー

3
4
7
8
9

【
雨
霧
】
1
6
6
5

あ
め
と
き
り
。
〔
西
京
雑
記
‘
三
〕
嘘
吸
為
I

・

・

7

8

)

に
同
じ
。
〔
李
白
‘
妾
薄
命
詩
〕
雨
落
不
レ
上
レ
天
、
水

寒
景
噴
嗽
総
雨
霧
↓
〔
張
蛾
、
送
l

一

人

蹄

―

―

南

中

詞

〕

遠

覆

難

玉

認

吟

「

琥

゜

路

波

濤

悪

‘

窮

荒

雨

霧

深

。

【

雨

嵐

】

177

ゲ

清

‘

陳

靖

(11ー
4
1
6
9
8
:
 3
9
1
)

の
参
の

【
雨
沐
】
1
6
7
5
ク

0
雨
に
う
た
れ
て
ぬ
れ
る
。
〔
劉
因
、
横
【
雨
裏
】
178

い
雨
の
降
る
な
か
。
雨
中
。
〔
呉
融
‘
渡
レ
淮

翠
棲
賦
〕
雲
開
―
―
山
色
云
雨
沐
―
―
秋
容
↓
〇
あ
め
で
髪
を
作
詩
〕
黄
梅
雨
裏
上
1

一
淮
船
↓
〔
慮
綸
‘
題
一
念
渭
寺
―
詩
〕

あ
ら
ふ
。
雨
を
冒
し
て
勤
苦
す
る
に
い
ふ
。
沐
雨
。
蚕
空
聞
レ
低
夜
清
浮
、
雨
裏
花
枝
朝
暮
開
。

〔
劉
宰
、
石
翁
姥
詩
〕
人
蹄
人
去
我
何
心
、
雨
沐
風
餐
人
【
雨
立
]
1
7
9
7
7

砂
雨
中
に
立
つ
。
〔
史
記
‘
滑
稽
‘
慢
栴
傭
〕

自

老

。

優

栴

曰

‘

汝

雖

レ

長

何

盆

‘

幸

雨

立

‘

我

雖

レ

短

也

、

幸

休

【
雨
夜
】
1
6
8
E

雨
の
降
る
夜
。
〔
元
植
‘
寺
院
新
竹
詩
〕
風
居
。
〔
漢
書
‘
涌
侠
‘
棲
護
博
〕
天
欲
レ
雨
‘
主
簿
謂
―
―
西
曹

朝
竿
籟
過
、
雨
夜
鬼
神
恐
゜
〔
鄭
谷
‘
送
ー
一
人
遊
＞
邊
詩
〕
諸
橡
1

曰
‘
不
―
―
肯
渾
諫
五
反
雨
立
。

別

離

聞

―

―

夜

雨

函

道

路

向

―

―

雲

州

↓

【

雨

量

】

180

炉
ヴ
雨
零
な
ど
の
地
面
に
降
下
す
る
分
量
。

【
雨
喝
】
169

炉
雨
天
と
晴
天
。
睛
雨
。
〔
書
‘
洪
範
〕
日
雨
、
【
雨
龍
】
181

”
ョ
ウ
龍
の
一
。
あ
ま
り
よ
う
。
角
な
く
‘
と

日
賜
‘
曰
喚
‘
日
寒
。
〔
唐
書
、
三
宗
諸
子
、
邪
王
守
藷
博
〕
か
げ
に
似
る
。
璃
龍
゜
〔
南
齊
書
‘
架
志
〕
雨
龍
既
御
炎
精

岐

王

嘗

奏

、

守

櫓

知

和

盟

翌

来

。

〔

許

渾

‘

晩

自

1

一
束
郭
一
留
二
二
遊
侶
―
詩
〕
林
下
草

〖
雨
賜
晦
明
〗1

7
0
”
窃
メ
イ
雨
が
ふ
つ
て
く
ら
い
こ
と
胆
巣
鷺
宿
‘
洞
前
雲
湿
雨
龍
蹄
゜

と

日

が

照

つ

て

明

る

い

こ

と

。

【

雨

淋

]182

い
／
雨
が
そ
そ
ぐ
。
〔
司
空
圏
、
南
北
史
感
遇

〖
雨
陽
時
若
〗1

7
1
芸
ば
ヵ
雨
の
降
る
べ
き
頃
に
降
り
、
十
首
詩
〕
雨
淋
麟
閣
名
臣
蓋
‘
雪
臥
龍
庭
猛
将
碑
。
〔
羅

日
の
照
ら
す
べ
き
と
き
に
照
ら
す
。
氣
候
の
調
和
す
隠
‘
謁
―
―
文
宣
王
廟
1

詩
〕
雨
淋
状
似
,
,
悲
麟
泣
一
露
滴
還

る
を
い
ふ
。
〔
書
‘
洪
範
〕
日
、
休
徴
‘
曰
粛
、
時
雨
若
、
同
↓
―
歎
鳳
悲
↓

日
又
、
時
賜
若
。
〔
偶
〕
絞
―
一
美
行
之
瞼
五
君
行
敬
、
則
時
〖
雨
淋
頭
〗

1
8
3
5
5

ノ
禍
が
至
つ
て
始
め
て
悟
る
喩
゜
〔
五

雨
順
レ
之
‘
君
行
政
治
‘
則
時
陽
順
レ
之
。
〔
費
宕
賜
、
同
燈
會
元
〕
教
レ
休
不
二
肯
休
云
直
待
―
―
雨
淋
頭
↓

墓
西
苑
賦
〕
祈
雨
賜
之
時
若
分
、
慶
歳
序
之
履
〖
雨
淋
鈴
〗

1
8
4
5

勺
築
曲
の
名
。
雨
諜
鈴
曲

(
1
8
6
)

に
同

夏
〔
故
事
成
語
考
、
天
文
〕
雨
賜
時
若
、
係
1

一
是
休
徴
↓
じ
。
〔
碧
難
漫
志
‘
五
〕
雨
淋
鈴
、
明
皇
雑
録
及
楊
妃
外
傭

[
雨
餘
】
17230

あ
め
あ
が
り
。
〔
唐
徳
宗
、
重
陽
日
中
外
同
云
‘
帝
幸
レ
蜀
‘
初
入
二
斜
谷
云
秤
雨
禰
レ
旬
‘
棧
道
中
‘
聞
,
,

歓
以
レ
詩
言
レ
志
因
示
1

一
繋
臣
―
詩
〕
炎
節
在
―
―
重
九
↓
物
華
鈴
臀
一
帝
方
悼
―
―
念
貴
妃
↓
採
二
其
臀
ぶ
局
―
―
雨
淋
鈴
曲
一

新
雨
餘
。
〔
章
應
物
、
三
畳
詩
〕
沐
沖
寒
塘
始
緑
‘
雨
餘
百
以
寄
レ
恨
‘
時
梨
園
弟
子
‘
惟
張
野
狐
一
人
善
一
箪
云
杢
因

草
皆
生
。
〔
鄭
谷
‘
曲
江
春
草
詩
〕
花
落
江
堤
狡
―
―
暖
姻
↓
吹
レ
之
‘
遂
博
一
土
血
虫
予
考
―
―
史
及
諸
家
説
「
明
皇
自
1

一陳

ー

雨
餘
江
色
遠
相
連
。
〔
来
鵬
、
清
明
輿
1

一
友
人
1

遊
1

一
玉
塘
倉
；
全
散
馴
盃
山
―
―
河
池
五
初
不
レ
由
―
―
斜
谷
路
公
7

剣
州

狂
詩
〕
風
急
嶺
雲
瓢
逍
野
面
餘
田
水
落
,
,
芳
塘
↓
梓
桐
縣
地
名
―
―
上
亭
二
有
―
―
古
今
詩
刻
二
記
―
―
明
皇
聞
レ
鈴

60

【
雨
源
】
173

炉
あ
め
ふ
り
の
み
づ
た
ま
り
。
〔
宋
書
‘
五
之
地
面
竺
幾
是
一
也
。
〔
張
祐
、
雨
淋
鈴
〕
雨
淋
鈴
夜
却

12

_
 
五



(42210・ ・185)-(42211) 

蹄
レ
秦
‘
猶
是
張
徽
一
曲
新
、
長
説
上
皇
垂
レ
涙
教
、
月
明

南
内
更
無
レ
人
。

【
雨
森
】
185

炉
雨
が
長
降
り
す
る
。
〔
唐
書
、
五
行
志
一
〕

（
貞
元
―
一
年
五
月
）
萎
将
レ
登
復
大
雨
蹂
、
衆
心
恐
濯
゜

〖
雨
森
鈴
曲
〗1
8
6
5
梵
レ
イ
築
曲
の
名
。
唐
の
玄
宗
、
安

誅
山
の
乱
を
避
け
て
、
蜀
に
幸
し
‘
途
中
‘
寵
姫
‘
楊
貴

妃
を
誅
す
。
其
の
後
、
棧
道
に
於
て
、
雨
の
瞥
と
馬
の

鈴
の
相
和
す
る
を
聞
い
て
貴
妃
を
悼
み
悲
ん
で
作
る
。

雨
淋
鈴
゜
〔
明
皇
別
録
〕
帝
幸
レ
蜀
、
南
入
1

一
狭
斜
谷
、
8-

蹂
雨
禰
工
旬
‘
於
―
―
棧
道
中
一
聞
↓
―
鈴
瞥
興
レ
雨
相
應
一
帝

既
悼
―
―
貴
妃
二
因
採
二
其
督
盃
竺
雨
淋
鈴
典
以
寄
レ
恨
、

時
獨
梨
園
善
腎
簗
盃
木
工
張
徽
従
、
帝
以
―
―
其
曲
丘
炉

之
、
泊
ー
ニ
至
徳
中
復
幸
,
,
華
清
宮
一
従
官
贖
御
皆
非
駕

人
「
帝
蟄
望
京
槙
令
n

―
張
徽
奏
―
此
曲
二
び
覺
悽
愴

流
レ
沸
‘
其
曲
後
入
二
法
部
↓

【
雨
涙
]187

や
な
み
だ
が
雨
の
や
う
に
と
め
ど
な
く
落

ち
る
こ
と
。
〔
陸
雲
、
弔
,
,
陳
永
長
一
書
〕
東
望
1

一
貴
含
云
雨

涙
油
レ
傑
゜
〔
諜
子
化
書
〕
悲
則
雨
涙
、
辛
則
雨

ilto
〔
梁
昭

明
太
子
、
有
所
思
詩
〕
雷
歎
一
臀
響
、
雨
涙
忽
成
レ
行
。

〔
洛
陽
伽
藍
記
、
一
〕
猜
レ
言
雨
涙
‘
哀
不
一
ー
自
勝
一

【
雨
蛉
】
188

や
清
‘
崇
恩
(
4
ー

8
1
5
2
:
 1
4
)

の

舅

【
雨
簾
]
1
8
9
5

／
雨
よ
け
の
す
だ
れ
。
〔
李
商
隠
、
燕
嚢
詩
〕

前
閣
雨
簾
愁
不
レ
巻
、
後
堂
芳
樹
陰
陰
見
。

【
雨
腫
】
1
9
0
5

清
、
熊
少
牧
(
7
ー

1
9
2
9
4
:
 1
5
7
)

の
字
。

【
雨
露
】

1
9
1
[
O雨
と
露
。
〔
聘
、
祭
義
〕
春
雨
露
既
濡
‘

君
子
履
レ
之
、
必
有
一
憔
楊
之
心
[
如
レ
将
レ
見
レ
之
o

〔孟

子
、
告
子
上
〕
是
其
H
夜
之
所
レ
息
‘
雨
露
之
所
レ
潤
゜
〔
管

子
、
七
臣
七
主
〕
夫
凶
歳
雷
旱
、
非
レ
無
1

一
雨
露
1

也
。
〔
大
戴

證
、
曾
子
天
園
〕
陽
氣
勝
、
則
散
為
,
,
雨
露
↓
〔
淮
南
子
、

泰
族
訓
〕
雨
露
以
濡
レ
之
。

O
雨
露
が
萬
物
を
養
ふ
や

う
に
、
大
き
な
悪
を
い
ふ
。
〔
申
陸
‘
雑
言
〕
（
人
主
）
喜
如
ニ

春
陽
一
怒
如
萩
霜
二
威
如
雷
霞
之
震
ぶ
忠
如
雨
露
之

降
ご
叩
然
執
能
禦
也
。
〔
羅
郡
、
登
―
―
凌
敲
声
亨
詩
〕
四
海

已
蹄
新
雨
露
、
六
朝
空
認
藷
江
山
。
〔
高
適
‘
送
T

李
少

府
貶
―
―
峡
中
ー
王
少
府
貶
中
長
沙
上
詩
〕
聖
代
即
今
多
1

一雨

霞
暫
時
分
レ
手
莫
―
―
躊
躇
↓
〔
謝
桔
得
‘
徘
レ
聘
書
〕
其

臭
太
平
草
杢
同
油
二
聖
朝
之
雨
露
↓

〖
雨
露
之
恩
〗1
9
2
"
勺
恩
憑
の
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
が

雨
露
の
や
う
な
意
。
〔
故
事
成
語
考
、
天
文
〕
恩
深
者
如
―

雨
露
之
恩
一
〔
和
漢
朗
詠
集
‘
立
春
〕
逐
レ
吹
潜
開
、
不
レ

雨

部

雨

〔―一書＿〕

宇

待
-
―
芳
非
之
候
面
茫
春
乍
髪
、
将
レ
希

1一
雨
露
之
恩
一
後
、
替
御
之
臣
所
レ
作
、
其
日
円
止
大
夫
刺
―
―
幽
王
—
者
亦
題
宣
〕
望
―
―
閉
尺
青
天
盆
加
有
四
箇
瑶
地
女
使

n一
楡
遁
―
―
情

【
雨
瀧
】
193

炉
雨
の
降
り
そ
そ
ぐ
田
の
う
ね
。
〔
圃
至
、
非
レ
是
‘
且
其
為
二
幽
王
詩
本
か
未
レ
有
レ
所
レ
考
也
。
箋
二
明
1

一
放
著
花
棲
酒
樹
工
六
倣
―
―
箇
雨
井
煙
垣
ぶ
ヂ
憐

吹
韻
陪
―
―
星
子
胡
主
簿
遊
中
報
先
寺
上
詩
〕
牛
鳴
雨
瀧
【
雨
航
雑
録
】
203

ぢ
5

ク
書
名
。
二
巻
。
明
‘
渇
時
可
撰
゜
藷
桃
花
‘
劉
郎
又
撚
。

寒

‘

秤

レ

未

泥

患

膝

。

上

巻

は

多

く

學

を

論

じ

、

文

を

論

ず

。

下

巻

は

多

く

物

【

雨

青

草

堂

]211

かt
が
消
、
巌
縄
孫
(
2
-
4
5
8
9
:
 2
9
1
)
 

【
如
レ
雨
】
巴

B

O
物
の
散
が
衆
多
な
る
を
い
ふ
。
〔
詩
、
産
を
記
し
、
兼
ね
て
雑
事
に
渉
る
。
持
論
篤
賓
‘
狂
恣
の
の
室
名
。

齊
風
‘
叡
筍
〕
齊
子
蹄
止
、
其
従
如
レ
雨
。
〔
博
〕
如
レ
雨
‘
習
が
無
い
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
、
雑
家
類
〕
。
【
雨
不
レ
破
レ
塊
】

212g右
勺
雨
が
静
に
降
つ
て
土
塊

言
レ
多
也
。

O
物
の
分
散
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
王
菜
、
【
雨
奇
睛
好
】
204

沢
各
雨
の
景
も
奇
絶
で
あ
る
が
、
晴
を
破
ら
な
い
。
天
下
泰
平
の
喩
。
〔
墜
鐵
論
、
水
旱
〕
周

輝
保
子
篤
詩
〕
風
流
雲
散
‘
一
別
如
レ
雨
。
の
景
も
亦
宜
ぃ
°
睛
れ
て
ゐ
て
も
降
つ
て
ゐ
て
も
眺
め
公
載
紀
、
而
天
下
太
平
‘
國
無
二
夭
傷
盃
歳
無
二
荒
年
ぶ
竺

【
雨
一
~
竿
】

1
9
5
切
イ
チ
梨
で
耕
す
に
都
合
の
よ
い
程
度
の
の
よ
い
こ
と
。
〔
蘇
献
‘
飲
"
湖
上
ー
初
晴
後
雨
詩
〕
水
光
此
之
時
ぶ
m
不
レ
破
レ
塊
、
風
不
レ
鳴
レ
條
‘
旬
而
一
雨
‘
雨

あ
め
。
〔
渇
辰
、
雨
後
詩
〕
東
風
花
外
錦
鳩
暗
‘
喚
起
西
山
激
瀞
晴
方
好
、
山
色
空
凍
雨
亦
奇
。
必
以
レ
夜
。
〔
董
仲
舒
、
雨
雹
封
〕
太
平
之
世
‘
則
風
不
レ

雨

一

架

。

【

雨

虐

風

善

】

臨

70
狂
雨
は
し
ひ
た
げ
、
風
は
む
さ
ぽ
鳴
レ
條
、
開
レ
甲
散
レ
萌
而
已
‘
雨
不
レ
破
レ
塊
、
潤
レ
葉
津
レ

【
雨
傾
レ
盆
】
196

””

5
/，
雨
の
盛
に
降
る
形
容
。
〔
蘇
献
、
る
。
風
雨
に
苦
し
め
ら
れ
る
を
い
ふ
。
零
虐
風
曾
。
葉
而
已
゜

交
韻
江
晦
叔
詞
〕
雨
已
傾
レ
盆
落
、
詩
俯
翻
な
水
成
。
【
雨
窟
雲
巣
】
206

努
が
男
女
の
情
事
を
い
ふ
。
巫
山
神
【
雨
福
山
房
】
2
1
3
t
右
＇
ウ
清
、
郭
祖
翼

(11ー
3
9
4
7
4
:
 3
6
 

【
雨
月
額
】
1975
勺
旦
日
に
降
る
雨
。
〔
金
棲
子
、
自
序
〕
女
の
故
事
。
〔
長
生
殿
、
紫
閣
〕
外
人
不
レ
知
呵
、
都
只
説

7
)

の
室
名
。

余
初
至
1

一
荊
州
ト
レ
雨
、
時
孟
秋
之
月
、
陽
充
日
久
‘
旦
濡
1

一
君
王
↓
是
我
這
庸
姿
劣
貌
、
那
知
道
鵬
空
歓
娯
一
別
【
雨
笠
煙
蓑
】
2
1
4
5
衿
煙
雨
を
帯
ぴ
た
蓑
笠
。
雨
中
の

日
雖
レ
雨
、
俄
而
便
晴
、
有
レ
人
云
‘
諺
曰
‘
雨
月
額
、
千
里
有
1

個

雨

窟

雲

巣

↓

漁

父

な

ど

の

形

容

。

〔

陳

泰

‘

漁

父

詞

〕

君

不

レ

見

長

安

赤
‘
旱
之
徴
也
。
〔
海
録
砕
事
、
天
雨
〕
旦
日
雨
、
謂
―
―
之
【
雨
如
―
―
車
軸
―
】
207

パ
ウ
此
ヂ
ク
大
雨
の
形
容
。
雨
滴
の
太
康
荘
九
復
九
、
雨
笠
煙
蓑
難
レ
入
レ
手
。

雨

月

顛

金

棲

子

。

さ

を

車

軸

に

比

べ

て

い

ふ

。

雨

流

二

車

軸

↓

〔

長

阿

含

経

〕

【

冒

レ

雨

翡

塩

主

】

215

切
”
”
”
ン
後
漢
の
郭
泰
が
雨
を
冒

【
雨
央
雪
】
198

乃
鍾
鼓
を
打
つ
瞥
調
の
一
。
〔
揚
州
聾
漸
降
1

一
大
雨
↓
滴
如
軍
軸
↓
〔
法
苑
珠
林
‘
劫
量
〕
注
1

一
大
し
て
韮
を
戟
り
、
友
を
款
待
し
た
故
事
。
友
情
に
厚
い

紡
録
〕
如
雨
央
雪
・
大
開
門
・
小
開
門
・
七
五
―
云
乃
鍾
洪
雨
五
其
滴
甚
羅
‘
或
如
ー
車
軸
面
芸
汲
如
レ
杵
。
喩
゜
〔
郭
林
宗
別
傭
〕
林
宗
有
ー
友
人
盃
夜
冒
レ
雨
至
‘
戟
レ

鼓
、
非
午
番
鼓
也
、
夢
香
詞
云
、
揚
州
好
、
新
築
十
番
【
雨
森
精
齋
】
208

”
}
区
リ
出
雲
の
人
。
本
姓
は
妹
尾
。
名
非
作
"
炊
餅
ー
食
レ
之
。
〔
故
事
成
語
考
、
花
木
〕
冒
レ
雨

佳
、
消
夏
園
亭
雨
央
レ
雪
‘
冶
春
棲
閣
蝶
穿
レ
花
、
以
―
―
雨
は
謙
。
字
は
君
恭
。
通
稽
は
謙
一
二
郎
。
琥
は
精
齋
・
精
翁
・
剪
レ
韮
‘
郭
林
宗
之
款
な
友
情
殷
°

央
雪
為
午
番
面
~
レ
謂
"
'
誤
作
―
―
解
事
矢
。
老
雨
。
明
治
十
五
年
九
月
十
五
日
歿
す
。
年
六
十
一
。
藤
【
沐
レ
雨
櫛
レ
風
】

2
1
6
”
空
万
分
昇
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て

【
雨
催
レ
詩
】
199

”
ホ
勺
雨
が
詩
を
作
ら
う
と
す
る
心
を
澤
東
眩
・
佐
藤
一
齋
・
安
積
艮
齋
に
師
事
す
。
官
は
松
江
勤
苦
す
る
喩
゜
〔
荘
子
、
天
下
〕
昔
者
馬
之
湮
二
洪
水
一

喚
ぴ
起
す
。
〔
杜
甫
‘
陪
―
―
諸
責
公
子
元
令
八
溝
納
涼
晩
藩
儒
。
著
に
日
本
外
史
纂
語
講
義
・
日
本
政
記
削
記
・
日
決
1

一
江
河
ご
血
通
―
―
四
夷
九
州
一
也
‘
云
云
‘
排
無
レ
肢
腟

際
遇
レ
雨
詩
〕
片
雲
頭
上
黒
‘
應
―
―
是
雨
催
＞
詩
。
本
政
記
割
記
正
誤
・
日
本
政
記
纂
語
講
義
・
標
纂
十
八
無
レ
毛
‘
沐
―
―
甚
雨
細
竺
疾
風
王
置
―
―
萬
國
↓
〔
魏
文
―
帝
‘
黎

【
雨
清
清
】
200

”
”
サ
ン
サ
ン
雨
の
降
り
そ
そ
ぐ
さ
ま
。
〔
貢
史
略
校
本
・
標
纂
十
八
史
略
校
本
附
録
・
老
雨
詩
文
集
陽
作
詩
〕
載
馳
載
騒
‘
沐
レ
雨
櫛
レ
風
。

奎
‘
懐
面
則
大
詩
〕
疎
林
日
暮
雨
清
清
、
睡
起
秋
瞥
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
。

節

樹

間

↓

【

雨

森

芳

洲

】

209

翌
吋
京
都
の
人
。
或
は
伊
勢
の
人
。

【
雨
眉
車
】
201

”[
t

ぅ
牛
車
の
一
種
。
〔
蛙
抄
、
車
輿
〕
雨
名
は
東
。
初
名
は
俊
良
。
字
は
伯
陽
゜
琥
は
芳
洲
。
又
‘
尚

眉
車
、
太
政
大
臣
用
レ
之
、
執
政
依
レ
事
用
レ
之
。
絹
堂
。
通
梢
は
東
五
郎
。
木
下
順
庵
に
師
事
す
。
官
は
封

【
雨
無
正
】
翌
に
詩
経
‘
小
雅
節
南
山
之
什
の
篇
名
。
周
馬
藩
儒
。
藩
の
文
教
を
掌
り
、
恒
に
韓
人
に
接
封
す
。
経

の
大
夫
が
幽
王
の
数
令
の
繁
多
な
る
を
刺
つ
て
作
る
。
學
は
程
朱
を
宗
と
し
、
最
も
文
章
に
長
ず
。
又
、
朝
鮮
【
奎
丁
】
血

一
説
に
、
大
夫
が
都
を
離
れ
た
後
、
側
近
の
臣
が
作
つ
語
・
中
國
語
に
通
ず
。
贈
従
四
位
。
賓
暦
五
年
歿
、
年
八

た
も
の
と
い
ふ
。
〔
詩
、
小
雅
‘
雨
無
正
序
〕
雨
無
正
、
大
十
八
。
著
に
橘
窓
茶
話
・
橘
窓
文
集
・
難
聘
事
鋒
・
交
部

夫
剌
1一
幽
王
一
也
‘
雨
自
レ
上
下
者
也
‘
欧
多
如
レ
雨
‘
而
提
醒
・
た
は
れ
草
•
朝
鮮
略
説
•
朝
鮮
践
好
沿
革
志
・
隣

非
孟
塑
以
為
盆
政
也
。
〔
集
博
〕
元
城
劉
氏
日
‘
嘗
讀
―
―
韓
好
始
末
物
語
・
芳
洲
口
授
が
あ
る
。
〔
先
哲
叢
談
、
正
‘

詩
ェ

9
雨
無
極
慧
序
云
‘
雨
無
極
、
正
大
夫
剌
1

一
幽
王
一
六
〕
・
〔
近
代
名
家
著
述

H
鋒
〕
．
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃

也
、
至
―
其
詩
之
文
一
則
比
二
毛
詩
ご
扁
首
多
i

雨
無
1
1

其
目
録
〕
。

極
砿
炉
我
稼
稿
八
字
い
云
云
‘
此
詩
｛
貫
正
大
夫
離
居
之
【
雨
井
煙
垣
】
210

ス
が

荒
れ
は
て
た
形
容
。
〔
桃
花
扇

冒
■
譴
＿

あ
め
ふ
る
。
〔
玉
篇
〕
宇
、
雨
也
。

タ
ヴ
チギ`
，ウ

〔
玉
篇
〕
救
庚
切

圏

璽
●
i

―― ＇ Iヽ

12602 
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雨

部

〔
三
書
一
〕

雰

雫

雲

委

雪

七

小

或

日

□

●

あ

ま

こ

ひ

。

夏

の

雨

怜
乞
ひ
の
祭
。
又
、
汎
く
雨
乞
の

零
姦
累

祭
。
〔
説
文
〕
霧
、
夏
祭
血
ヂ
於
赤
帝
詞
5

祈
―
―
廿
雨
一

也
‘
凡
レ
雨
―
万
磐
。
〔
段
注
〕
月
令
‘
仲
夏
之
月
、
大

霞
帝
、
用
1

一
盛
栗
盃
m
獨
云
二
赤
商
者
、
以
―
―
―
其
為
―
―

夏
祭
而
言
也
、
以
祈
廿
雨
丁
故
字
炊
レ
雨
、
以
一

f
贅
而
求
‘
故
八
号
。
〔
集
韻
〕
零
、
一
曰
、

Pf嵯‘

求
レ
雨
之
祭
‘
一
曰
‘
遠
為
―
―
百
穀
正
9
雨
。
●
雨
乞

ひ
の
祭
を
す
る
。
〔
左
氏
‘
桓
‘
五
〕
龍
見
而
雰
。
参

春
秋
の
筆
法
。
零
祭
を
行
っ
て
雨
を
得
れ
ば
零
と

書
く
。
〔
穀
梁
、
倍
、
十
一
〕
零
、
得
レ
雨
日
レ
得
、
不
レ

得
レ
雨
日
レ
旱
゜
〔
穂
‘
玉
藻
‘
至
―
―
干
八
月
一
不
レ
雨
‘

注
〕
零
而
得
レ
之
則
書
レ
雰
、
喜
1

一
祀
有
＞
益
也
。
＠

に
じ
。
虹
゜
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
蜻
蝋
、
謂
二
之
雰
言
注
〕

俗
名
二
美
人
虹
ご
江
東
呼
レ
零
゜
藝
羽
舞
。
雰
(
9ー

2
8
6
2
6
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
雰
‘
考
‘
等
或
凡
い
猜
‘
疇

舞
材
也
。

O
地
名
。
春
秋
‘
宋
の
地
。
又
‘
孟
(

8

|
2

2

 

9
4
9
)

に
作
る
。
今
、
河
南
省
唯
縣
゜
〔
穀
梁
‘
倦
‘
二

十
一
〕
倉
干
雙
〔
注
〕
零
‘
宋
地
。
口
圃
国
零
婁

は
、
地
名
。
〔
集
韻
〕
零
、
零
婁
‘
縣
名
、
在
二
薩
江
↓

〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
六
〕
楚
子
秦
人
‘
侵
二
呉
及
寓
婁
一

【
零
榮
】
1

や
雨
乞
ひ
の
祭
を
行
ふ
壇
゜
榮
、
一
に
誤
つ

て
宗
に
作
る
。
〔
證
、
祭
法
〕
幽
宗
祭
レ
星
也
、
零
宗
祭
―
―

水
旱
也
。
〔
注
〕
宗
皆
嘗
レ
為
レ
榮
、
字
之
誤
也
‘
云
云
‘

零
榮
亦
謂
二
水
旱
壇
一
也
‘
零
之
言
‘
叶
嵯
也
。
〔
孔
叢
子
、

論
書
〕
零
榮
所
三
以
祭
,
,
水
旱
1

也。

【
雰
兌
]
2

デ
雨
を
乞
ふ
祭
。
雰
は
雨
乞
ひ
の
祭
。
兌

賓
芦

因囲国口
ウヲコキク

＇ 
ウ

ョ

口ゥ

〔
集
韻
〕
雲
倶
切
面
-

／・ヽu
 yu'・' 

〔
集
韻
〕
王
遇
切
暉
〗

〔
集
韻
〕
匈
f
切

亙

[

〔
集
韻
〕
休
居
切
岡
i國

〔
集
韻
〕
注
胡
切

は
雨
乞
の
辞
。
〔
淮
南
子
‘
泰
族
訓
〕
蒻
レ
祠
而
求
レ
一
幅
‘
零

兌
而
請
レ
雨
。

【
雰
段
】
3

”
縣
名
。
漢
、
置
く
。
山
東
省
藷
莱
州
府
の

境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
娘
堺
郡
、
縣
五
十
一
、
宵
段
。

〔
注
〕
雰
、
昔
許
子
反
‘
段
、
昔
工
下
反
。

【
零
祭
】
4

ヤ
雨
乞
ひ
の
祭
。
〔
説
苑
‘
琲
物
〕
大
旱
則

疇
祭
而
請
レ
雨
。
〔
論
衡
‘
龍
虚
〕
龍
輿
レ
雲
相
招
‘
虎
輿
レ
風

相
致
‘
故
董
仲
舒
零
祭
之
法
、
設
二
土
龍
1

以
為
レ
感
也
。

【
雰
山
】
5

i

／
●
山
名
。
江
西
省
雰
都
縣
の
北
。
〔
太
平

賽
宇
記
〕
相
博
昔
人
祈
―
―
雨
於
此
山
下
玩
故
日
―
雰
山

U
O

清
、
諜
之
綱
(
1
0ー

3
5
9
7
8
:
 6
1
)

の
字
。

【
零
祀
]
6

べ
雨
乞
ひ
の
祭
。
祈
雨
。
〔
碍
‘
月
令
〕
（
仲
夏
之

月
）
乃
命
店
口
縣
一
零
下
祀
百
辟
卿
士
有
レ
盆
ふ
は
応
者
い

以
祈
穀
賓
↓

【
零
醸
】
1

炉
'o

零
は
雨
乞
ひ
の
祭
‘
醸
は
紳
を
祭
つ
て

災
異
を
は
ら
ふ
こ
と
。
〔
束
哲
‘
廣
田
農
議
〕
水
旱
失
レ
中
、

雰
醸
有
レ
諸
゜

【
雰
祝
】
8

介
，
ユ
ク
雨
乞
ひ
を
し
て
い
の
る
こ
と
。
〔
壁
鐵

論
‘
執
務
〕
疇
祀
雰
祝
°

【
雰
水
】
，
5

ィ
清
‘
茄
拌
林
(
9
-
3
0
8
3
8
:
 1
3
)

の
字
。

【
嘴
宗
】
10

炉
零
榮
の
誤
゜
雰
榮
(

1

)

を
見
よ
。

【
賓
帝
】
"
[
ィ
天
を
祭
つ
て
雨
乞
ひ
す
る
こ
と
。
〔
褪
‘
月

令
〕
（
仲
夏
之
月
）
大
濫
グ
帝
‘
用
―
―
盛
卸
杢
〔
注
〕
零
、
叶
嵯

求
レ
雨
之
祭
也
‘
孵
帝
謂
下
為
二
壇
南
郊
之
芳
ぶ
―
デ
五
精

之
帝
正
配
以
•
先
帝
む
也
。

【
霧
都
】
12

い
〇
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
江
西
省
翰
縣
の
東
。

〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
豫
章
郡
、
縣
十
八
‘
零
都
。
〔
注
〕
師

古
日
、
昔
千
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
西
‘
戟
州
府
〕
雰
都

縣
、
府
東
百
五
十
里
‘
漢
置
縣
墨
豫
章
郡
一
因
1

一零水一

貸
名
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
江
西
‘
績
州
府
、
縣
八
、
毒

都
。
●
峡
の
名
。
江
西
省
雰
都
縣
の
西
。
大
江
に
臨
む
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
西
‘
戟
州
府
‘
雰
都
縣
〕
零
都
峡
‘

縣
西
北
五
十
里
‘
峡
長
而
瞼
、
前
臨
一
大
江
ぶ
威
壁
掟
絶

約
二
十
餘
里
‘
葛
縣
之
喋
喉
↓

【
雰
婁
】
13

り
縣
名
。
漢
、
置
く
。
春
秋
の
時
の
呉
の
地
。

故
城
は
安
徽
省
霰
丘
縣
の
東
。
〔
左
氏
、
襄
‘
-
―
十
六
〕
楚

子
秦
人
侵
レ
呉
及
ふ
芳
婁
↓
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
蔵
江
郡
、

縣
十
二
‘
雰
婁
゜
〔
注
〕
雷
‘
昔
許
子
反
‘
婁
‘
昔
力

f
反。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
鳳
陽
府
‘
壽
川
‘
零
丘
縣
〕
雰

婁
城
‘
在
―
―
縣
西
南
八
十
里
一
春
秋
襄
二
十
六
年
‘
楚
人

小
●
ゆ
き
。
も
と
霧
(
1
2
|
 4
2
4
2
8
)

に
作

霞
豪
る
。
〔
正
字
通
〕
雪
、
本
作
臼
゜
〔
説
文
〕

彗
‘
泳
雨
説
レ
物
者
也
‘
ハ
レ
雨
彗
瞥
。
〔
段
注
〕
泳
‘

各
本
作
レ
栢
、
今
正
、
凝
者
‘
泳
之
俗
也
、
説
‘
今
之

悦
字
、
物
無
示
＇
レ
喜
レ
雪
者
↓
〔
繹
名
‘
秤
天
〕
雪
‘

緩
也
、
水
下
遇
―
―
寒
氣
―
而
凝
‘
緩
緩
然
下
也
。
〔
婢

雅
‘
繹
天
‘
雪
〕
韓
詩
外
傭
云
‘
雪
華
曰
レ
英
‘
凡
草

木
華
多
五
出
‘
雪
華
燭
六
出
‘
是
也
。
〇
ゆ
き
が
ふ

る
。
〔
世
説
新
語
‘
文
學
〕
子
レ
時
始
雪
‘
五
慮
倶
賀
゜

【
雪
】
〗5[〔
集
韻
〕
相T
U
`
s
u
e
h
3
 

を
ん
な
の
あ
ざ
な
。
〔
篇
海
〕
安
、
女
字
。

【委】』

レ
イ
リ
ぶ
Z
ウ

〔
篇
海
〕
力
丁
切
圏
i

□
□
こ
さ
め
。
飯
(
1
2
|
 4
2
5
3
8
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
雲
、
小
雨
也
。
〔
集
韻
〕
藪
、
細
雨
謂

1
1
-
N
~
;

或

作
レ
雲
。

【雲】
5

□ 日
セササ
ンンン

〔
集
韻
〕
師
咸
切

〔
集
韻
〕
所
感
切

菌圏

軍
】
〗
ゥ零（
1
2
-
4
2
2
1
2
)

に
同
じ
。
〔
正
韻
〕

学
、
同
レ
零
。

侵
―
―
呉
及
寄
婁
「
云
云
‘
漢
為
レ
縣
、
罵
―
―
塩
江
郡
↓
「
琥
゜

〖
零
婁
農
〗1
4
況
清
、
呉
其
溶

(
2
|3
3
6
5
 :
 4
8
7
)

の

【
零
敏
]
1
5
5
/

雨
請
ひ
の
祭
に
要
す
る
財
用
。
民
か
ら

牧
敏
す
る
の
で
い
ふ
。
〔
周
蒻
、
地
官
‘
稲
人
〕
旱
嘆
共
l
-

其
雫
緻
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
、
零
事
所
レ
登
緻
゜
〔
孫
詮
譲
正

義
〕
鄭
司
農
云
‘
雰
事
所
レ
獲
敏
者
‘
修
涵
玄
所
レ
需
財
用
、

官
不
レ
能
藍
共
盆
則
敏
1

一
之
民
↓
故
曰
零
敏
↓

〇
ぬ
ぐ
ふ
。
き
よ
め
る
。
〔
孔
子
家
語
‘
子
路
初
見
〕

黍
者
所
―
―
以
雪
＞
桃
。
〔
注
〕
雪
‘
拭
。
働
の
ぞ
く
。

〔
集
韻
〕
喜
‘
一
曰
、
除
也
。
〔
呂
覧
、
不
荀
〕
故
雪
―
―

般
之
恥
↓
〔
注
〕
雪
、
除
也
。

O
す
す
ぐ
。
そ
そ
ぐ
。

あ
ら
ふ
。
〔
韻
會
〕
雪
‘
洗
也
。
〔
荘
子
、
知
北
遊
〕

躁
雪
而
精
雙
〔
史
記
‘
朱
建
博
〕
浦
公
逮
雪
厖

杖
レ
矛
日
、
延
レ
客
入
。

O
白
い
。
白
い
も
の
の
喩
゜

〔
虞
思
道
‘
孤
鶴
賦
〕
振
1

一
雪
羽
一
而
臨
レ
風
。
〔
韓

偲
白
菊
詩
〕
正
憐
香
雪
飛
玉
上

.r:7.きよ
い
。

高
潔
゜
〔
貫
休
‘
送
-
1

簾
道
士
蹄
1

一
南
岳
一
詩
〕
松
品

落
落
‘
雪
格
索
索
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
雪
‘
見
＝

姓
苑
涵
号
震
、
山
西
人
‘
洪
武
間
呉
江
沿
湖
巡
検
゜

鳳
キ
ヨ
。

【
雪
桂
】
1

t

い
ゆ
き
ぐ
つ
。

【
雪
案
】
2

竺
晉
の
孫
康
が
雪
の
光
で
讀
書
し
た
故

事
。
苦
學
の
喩
゜
〔
蒙
求
、
上
‘
孫
康
映
レ
雪
‘
補
注
〕
孫

氏
世
録
日
‘
康
家
貧
無
レ
油
‘
嘗
映
レ
雪
讀
レ
書
、
少
小

清
介
‘
交
遊
不
＞
雑
、
後
至
御
史
大
夫
→
〔
哀
凱
、
送
—
,
,

齊
文
紹
蹄
―
―
東
阿
―
詩
〕
瞑
蹄
雪
案
同
温
習
。
〔
琵
琶
記
‘

孝
婦
題
レ
慎
〕
我
相
公
雖
レ
居
1

一
鳳
閣
鸞
憂
涵
史
住
螢
窟

雪
塞
退
朝
之
暇
‘
手
不
レ
笠
批
‘
口
不
レ
絶
レ
吟
゜

【
雪
奄
】
3

ぢ
字
琥
。
〇
元
‘
普
光
(
6
|
1
3
9
8
2
 :
 1
5
)

の

0
の
琥
。

O
明
‘
葉
希
賢
(
9
|
3
1
3
8
7
 :
 1
7
0
)

の
琥
。

O

明
、
栗
純
(
6
|
1
5
3
9
9
 :
 1
3
8
)

の
琥
゜
R
清
、

T
嗣
徴
(
1

-

2

 :
 2
6
2
)

の
琥
。
参
武
井
恭
の
琥
。
武
井
雪
奄
(
6
-
1
6

2
7
3
 :
 4
7
3
)
を
見
よ
。

【
雪
衣
]
4

分
雪
の
や
う
な
白
い
衣
。

O
鶴
に
い
ふ
。

〔
劉
馬
錫
‘
歩
虚
詞
〕
華
表
千
年
鶴
一
蹄
‘
凝
レ
丹
為
レ
頂

雪
為
レ
衣
。

0
白
鶉
鵡
に
い
ふ
。
〔
王
逢
‘
雨
中
詩
〕
雪

射
衣
嬰
鵡
亦
可
レ
怪
‘
錯
―
―
喚
主
人
1

非
1

一
回
↓
●
鵠
に
い

ふ
。
〔
蘇
献
、
常
潤
道
中
有
枷
竺
錢
塘
1

寄
―
―
述
古
1

詩〕

去
年
柳
架
飛
時
節
‘
記
得
金
籠
放
―
―
雪
衣
一
〔
事
物
異
名

録
‘
禽
鳥
‘
鵠
〕
蘇
献
詩
‘
記
得
金
籠
放
雪
衣
按
謂
畑

也
。
R
鷺
を
い
ふ
。
〔
杜
牧
‘
鷺
鷺
詩
〕
雪
衣
零
製
青
玉

紫
‘
聾
腫
魚
兒
一
淡
影
中
。

〖
雲
衣
兒
〗5
代
n

鷺
の
異
名
。
〔
湧
撞
小
品
〕
樹
萱
録
‘

鷺
琥
"
碧
織
翁
ご
座
編
蒙
‘
鷺
琥
―
絲
禽
二
束
波
琥
1

雪
衣

12603 



(42216・ ·6) — (42216· ・57) 

兒↓
〖
雪
衣
娘
〗6
が
初
白
覇
鵡
(
8ー
2
2
6
7
8:
 1
2
3
7
)

の
異

名
。
〔
韻
府
引
、
明
皇
雑
録
〕
開
元
中
、
嶺
南
獣
,
,
白
魏
鵡
↓

養
乏
宮
中
一
頗
聰
慧
、
洞
,
,
瞭
人
言
ご
上
及
貴
妃
皆
呼
―
―

雪

衣

娘

一

「

の

琥

。

〖
雪
衣
居
士
〗7
戎
勺
清
、
憚
壽
平
(
4ー
1
0
8
5
7: 1
2
)
 

【
雪
意
】
8

仕
ッ
ゆ
き
も
や
う
。
ゆ
き
ぞ
ら
。
〔
朱
徳
潤
‘

冬
至
詩
〕
雪
意
屏
山
欲
レ
放
レ
梅
゜

【
雪
遊
】
，
71
パ
ピ
小
兒
等
が
雪
中
で
い
ろ
い
ろ
の
遊
戯

を
す
る
こ
と
。

【
雪
隠
】
10

乃
〇
か
は
や
。
せ
っ
ち
ん
。
便
所
。
雪
峯

祠
師
が
厠
中
を
掃
除
し
て
大
悟
し
た
か
ら
い
ふ
。
一
説

に
、
雪
賓
祠
師
が
、
霊
隠
寺
の
便
所
を
掌
る
役
に
居
て

大
悟
し
た
か
ら
い
ふ
。
〔
烏
慧
沙
摩
経
注
〕
輻
州
雪
峯

義
存
祠
師
、
常
住
掃
除
、
於
レ
是
大
悟
、
故
名
芙
。
〔
東
崖

諏
叢
‘
下
〕
雪
隠
‘
世
謂
レ
厠
為
1

一
雪
隠
玉
蓋
起
二
子
浮
屠
↓

0
明
、
哀
楷
(
1
0
|
 3
4
1
5
2
 :
 1
4
)

の
子
。

【
雪
転
】
11

竺
清
、
柏
古
(
6
ー

1
4
6
1
7
:
 2
5
)

の
字
。

【
雪
雲
】
12

巧
雪
を
降
ら
す
雲
。
雪
を
降
ら
し
さ
う
な

雲
。
〔
杜
甫
‘
奉
二
観
巌
鄭
公
馳
事
眠
山
地
江
圏
1

詩
〕
雪

雲
虚
貼
綴
‘
沙
草
得
二
微
茫
↓
〔
張
祐
、
笛
詩
〕
雁
起
↓
一
雪

雲
夕
盃
隅
吟
煙
水
空
一

【
雪
液
】
13

ぢ

O
積
っ
た
雲
の
と
け
た
水
。
〔
陸
涌
、
雪

後
煎
レ
茶
詩
〕
雲
液
清
甘
温
一
井
泉
言
日
掲
土
笠
皿
就
烹

煎
。
●
訴
酒
に
喩
へ
る
。
〔
書
言
故
事
、
酒
類
〕
東
破
謝
ー
1

一

黄
｛
是
婆
麻
酒
↓
関
右
土
酵
黄
似
レ
酒
、
揚
州
雪
液
却
如
レ

酪
[
雪
莱
】
14

誘
雪
の
ふ
り
つ
も
っ
た
草
木
の
葉
。
〔
王

周
、
贈
心
師
詩
〕
雪
花
安
結
レ
子
‘
雪
葉
寧
附
レ
枝
゜

【
雪
燕
】
15

h
s
i
i
e
h
3
 
y
e
n
'

雪
白
の
燕
窯
。

【
雪
怨
】
16

焚
う
ら
み
を
す
す
ぐ
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
蘇

不
岸
博
〕
因
信
悴
之
衆
玉
デ
怨
藷
郡
↓
〔
謝
荘
‘
孝
武

帝
哀
策
文
〕
雪
↓
―
怨
園
邑
函
匹
恥
温
縣
↓

【
雪
冤
】
17

努
無
賓
の
罪
を
す
す
ぎ
清
め
る
。
宵
天
白

日
の
身
と
な
る
。
〔
唐
書
‘
元
槙
傭
〕
設
1

一
諌
鼓
盃
翌
甑

摂
曾
未
レ
凹
雪
冤
↓

【
雪
園
】
18

竺
字
琥
°
〇
清
‘
李
奇
玉
(
6ー

1

に
5
9
:
 9
8
 

8
)

の
琥
。

O
清
‘
梁
珪
(
6
|
1
4
8
2
5
 :
 6
5
)

の
琥
゜

【
雪
汗
】
19

五
，
無
賓
の
罪
を
す
す
ぎ
清
め
る
。
〔
淮
南

子
、
説
山
訓
〕
流
言
雪
汗
‘
讐
猶
1

以
レ
涅
拭
＞
素
也
。

雨

部

〔――一書＿〕

争

．
 【雪

甑
】
21

梵
雪
を
盛
っ
た
小
盆
゜

【
雪
翁
】
22

防
宋
‘
陳
虞
之
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 7
5
8
)
の
字
。

【
雪
屋
】
23

”

0
雲
中
の
い
へ
。
雪
の
つ
も
っ
た
い
へ
。

〔
鄭
谷
、
郊
園
詩
〕
煙
蓑
春
釣
静
‘
雪
屋
夜
碁
深
゜
〔
無

可
‘
寄
"
青
龍
寺
原
上
人
1

詩
〕
罷
レ
磐
風
枝
動
‘
懸
レ
燈

雪
屋
明
。
〔
呉
澄
、
寄
1

一
題
無
波
亭
1

詩
〕
長
江
遠
堅
幾
腿

廻
、
零
屋
銀
山
巨
浪
撞
。

O
清
‘
孫
永
詐
（
8
-
6
9
8
7
:
 3
3
 

1

)

の
舅

【
雪
下
】

2
4
5
,
0雪
の
下
。
〔
神
仙
傭
〕
側
"
臥
於
雪
下
↓

〔
杜
甫
、
夜
詩
〕
暫
憶
↓
―
江
東
鮪
云
兼
懐
-
1

雪
下
船
↓
〔
章
應

物
‘
宴
―
―
李
録
亭
詩
〕
花
開
漢
苑
経
過
慮
、
雪
下
朧
山

沐
浴
時
。

O
芸
ノ
④
虎
耳
科
に
闇
す
る
草
。
〔
和
漢
一
―
―

才
圏
會
、
石
草
類
‘
虎
耳
草
〕
俗
云
二
雪
下
草
↓
＠
林

檎
の
一
種
。

〖
雪
下
紅
〗2
5冦
窃
蔓
草
の
名
。
ひ
よ
ど
り
じ
ゃ
う
ご
。

茄
科
の
多
年
生
蔓
草
に
し
て
、
葉
は
長
卵
形
、
漿
果
は

赤
色
・
球
形
。
鶉
上
戸
。
〔
和
漢
＝
―
-
オ
圃
會
‘
蔓
草
類
、
雪

下
紅
〕
草
本
花
詩
譜
云
‘
其
藤
生
レ
子
類
レ
珠
、
大
若
二
哭

賓
一
色
紅
如
l

日
菜
菜
↓
下
垂
、
積
レ
雪
盈
移
似
1

一
更
有
"

致
‘
故
名
雪
下
紅
↓

[
雪
朽
]
2
6
5

，
清
、
劉
文
燻
(
2
|
2
2
2
4
 :
 1
2
9
6
)

の
琥
゜

【
雪
茄
】
27

h
s
t
i
e
h
3
 
c
h
i
a
'

葉
巻
煙
草
。

【
雪
芽
】
2
8
5
，
茶
の
一
種
。
白
茶
。
〔
陸
涌
、
北
巖
采
―
―

新
茶
面
空
忘
懐
録
中
法
煎
飲
云
云
詩
〕
槻
藍
苔
裡
遠
、

落
爪
雪
芽
長
。

【
雪
海
】
29

朽
〇
北
方
の
零
に
と
ざ
さ
れ
た
地
を
い
ふ
。

〔
唐
書
、
西
域
傭
下
〕
勃
逹
嶺
水
、
南
流
者
経
1

一
中
國
―

入
―
―
於
海
エ
北
流
者
経
レ
胡
入
二
於
海
下
北
三
日
行
度
1

一雪

視
春
夏
常
璽
号
。
●
清
‘
祁
浴
(
1
1
|
 3
9
4
3
0
 :
 2
9
)

の

舅
[
雪
厘
】
30

朽

字

舅

O
明
、
程
國
儒
(
8
-
2
5
0
8
1
:
 2
0
 

7
)

の
琥
゜
〇
清
‘
苑
明
徴
(
9
ー

3
0
8
3
4
:
 2
7
0
)

の
字
。

〖
雪
産
老
人
〗31
約
笠
清
、
余
正
元

(
1ー
5
1
5:
 1
0
0
)
 

の
琥
゜

【
雪
崖
】
32

杓
〇
雪
の
つ
も
っ
た
が
け
。
〔
杜
甫
、
西
閣

口
琥
匡
元
二
十
一
1

詩
〕
雪
崖
棲
良
石
、
風
帳
否
依
レ

棲
゜
〔
張
喬
‘
谷
口
作
詩
〕
巴
客
胄
冥
過
輝
塵
一
雪
崖
交

映
一
川
春
。
●
清
‘
寵
壇
(
1
2
-
4
8
8
2
4
:
 8
)

の
琥
。

〖
雪
崖
山
人
〗3
3
t
/
坑
パ
明
‘
王
懺(
7
-
2
0
8
2
3

:
 3
7
7
)
 

の
琥
゜

【
雪
蓋
】
34

杓
雪
の
や
う
に
白
い
か
さ
。
〔
玩
籍
、
大
人

先
生
偲
〕
先
生
乃
舒
―
―
虹
争
匹
以
蕃
レ
塵
‘
傾
―
―
雪
蓋
一
以

蔽
レ
明
。

【
雪
江
】
35

続

字

舅

●

明

、

明

秀
(
6ー

1
3
8
0
5
:
 2
6
3
)
 

の

0
の
字
。

O
清
‘
趙
徴
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 2
8
8
)

の
字
。

[
雪
香
】
36

約
清
、
陳
希
曾
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 7
1
7
)

の
字
。

【
雪
耕
】
37

続
清
、
梅
庚
(
6ー

1
4
8
3
0
:
 2
3
)

の
琥
。

【
雪
香
扇
】
38
竺
カ
ウ
後
蜀
の
慧
妃
の
龍
脳
末
を
塗
っ
た

白
扇
に
炊
つ
て
作
っ
た
扇
の
名
。
〔
＋
國
春
秋
〕
後
蜀
慧

妃
臭
ー
後
享
登
レ
棲
、
以
二
龍
脂
末
涵
芸
白
扇
蕊
i

レ地、

為
入
匝
得
‘
蜀
人
争
奴
1

其
制
「
名
日
1

一
雪
香
扇
↓

〖
雪
香
泳
麒
寧
〗
3
9
界
？
夕
梅
の
異
名
。

【
雪
航
】
40

約

字

鱚

O
清
、
周
憧
(
2
-
3
4
4
1
:
 5
0
)

の

◎
の
琥
。

O
明
、
趙
弼
（
延
平
の
人
）
（
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 3
1
 

5
)

の

0
の
舅

[
零
容
】
41

約
雪
の
あ
な
ぐ
ら
。
〔
宇
文
虚
中
、
別
1

↓趙

光
通
詩
〕
脱
一
身
棋
棘
下
盃
密
我
雪
容
中
↓
〔
圧
元
量
、

浮
丘
道
人
招
魂
歌
〕
噛
1

一
鈍
雪
容
一
身
不
レ
容
‘
寸
心
耽
敗

摩
蒼
窟

〖
雪
容
泳
天
〗42
パ
芯
グ
魂
を
雪
の
あ
な
ぐ
ら
で
舘

し
‘
涙
を
泳
の
や
う
な
天
に
そ
そ
ぐ
。
｛
木
の
朱
弁
が
金

人
に
拘
へ
ら
れ
身
を
苦
し
め
た
故
事
。
〔
朱
弁
‘
徽
廟

哀
辞
序
〕
王
倫
還
レ
朝
、
以
下
弁
奉
二
送
徽
宗
大
行
一
之
文
上

為
レ
獣
、
其
辞
有
レ
日
、
歎
鳥
角
之
未
＂
生
‘
魂
舘
豪
号
窒
只

攀
龍
髯
而
莫
レ
逮
、
涙
漏
泳
天
嘉
讀
レ
之
、
感
泣
。

【
雪
客
】
43

芍
●
鷺
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鷺
〕
繹
名
、
鷺

鷺
、
絲
禽
、
雪
客
、
春
鋤
、
白
鳥
。
〔
圏
書
見
聞
誌
‘
近
事
、

五
客
圏
〕
李
文
正
嘗
於
1→
和
第
之
後
園
—
育1一
五
禽
→
以

寓
レ
目
‘
皆
以
レ
客
名
レ
之
‘
云
云
‘
鶴
曰
―
―
仙
客
字
礼
雀
日
ニ

南
客
t

鶴
鵡
日
―
―
瀧
客
ご
口
鵬
曰
1

一
間
客
「
鷺
鷺
日
一
雪
客
↓

●
雪
中
の
客
。
〔
李
洞
、
宿
―
↓
葉
公
薬
閣
―
詩
〕
挑
レ
燈
雪

客
棲
寒
店
ご
供
レ
i

名
渓
僧
熱
1

一
隕
巣
↓

O
清
、
周
在
浚

(
2
-
3
4
4
1
 :
 6
6
6
)

の
字
。

【
雪
鶴
】
44

梵
雪
の
や
う
に
白
い
鶴
゜
〔
張
説
‘
元
武
門

侍
レ
射
詩
〕
雪
鶴
来
衡
レ
箭
‘
星
麟
下
集
レ
弦
゜

【
雪
涵
】
45

竺
清
、
辞
英
（
9
-
3
2
1
2
3
:
 3
)

の
字
。

【
雪
開
】
4
6
t
キ

O
降
る
雪
の
や
む
間
。
●
積
雪
の
慮
々

と
け
た
慮
゜

【
雪
眼
]
4
7

努
〇
雪
が
降
ら
う
と
す
る
時
、
日
光
が
雲

開
か
ら
漏
れ
る
を
い
ふ
。
〔
通
俗
編
、
天
文
、
雪
開
眼
〕

周
必
大
‘
紹
興
壬
午
龍
飛
録
‘
越
人
以
1

盈
咬
雪
而
日
光

穿
漏
1

為
―
―
雪
眼
H
O
雪
の
光
で
眼
を
い
た
め
な
が
ら
本

を
見
る
。
苦
學
す
る
を
い
ふ
。
雪
案
・
雪
眼
努
を
見
よ
。

〖
雪
眼
努
〗48分
竺
雪
の
光
で
眼
を
い
た
め
な
が
ら

本
を
見
る
苦
努
。
苦
學
す
る
を
い
ふ
。
〔
李
咸
用
、
贈
1

一友

珀
詩
〕
螢
鋲
燒
心
雪
眼
芳
、
未
レ
逢
―
―
嘉
夢
1

見
―
―
三
刀
↓

【
雪
巖
】
49

努
●
雪
の
つ
も
っ
た
巖
。
〔
霊
一
、
棲
霞
山

夜
坐
詩
〕
山
頭
戒
壇
路
‘
幽
映
雪
巌
側
。

O
字
琥
゜
④
宋
‘

宋
伯
仁
(
8
|
7
0
7
8
 :
 3
9
3
)

の
琥
。
＠
宋
、
李
兼
(
6
ー

1
4

4
5
9
 :
 3
0
5
)

の
琥
。

G
)
清
‘
胡
光
塘
(
9
ー

2
9
4
0
0
:
 4
4
6
)
 

の
字
。
c
清
‘
閲
盆
(
1
1
|
 4
1
2
5
1
 :
 2
)

の
琥
゜
R
清
、
関

颯
(
1
1
-
4
1
2
5
1
:
 2
9
)

の
琥
。
《
）
繹
賓
順
の
琥
゜
繹
雪

巖
(
1
1
-
4
0
1
2
9
:
 9
7
)
を
見
よ
。

0
金
‘
趙
雲
巖
(
1
0
-

3
7
1
7
1
 :
 4
1
8
)

の
一
名
。

【
雪
肌
】
5
0
"
，
雪
の
や
う
に
白
く
清
ら
か
な
は
だ
へ
。

雪
膚
゜
〔
夏
侯
嘉
正
、
洞
庭
賦
〕
泳
膚
雪
肌
、
金
決
玉
颯
゜

〔
蘇
献
、
再
和
楊
公
清
梅
花
十
絶
詩
〕
洗
二
盛
鉛
華
―

見
疇
肌
盃
ぞ
将
翼
色
闘
＊
生
枝
i

【
雪
氣
]
5
1
[

，
雪
の
降
ら
う
と
す
る
空
模
様
。
又
、
寒

冷
の
氣
を
い
ふ
。
〔
朱
慶
餘
‘
輿
,
1

買
島
・
顧
非
能
・
無
可

上

人

宿
1

一
萬
年
挑
少
府
宅
―
詩
〕
堂
虚
雪
氣
入
‘
燈
在

漏
臀
残
゜
〔
李
累
玉
‘
送
―
―
鄭
子
寛
棄
レ
官
蹄

i
各
些
詩
〕

眠
峨
雪
氣
来
‘
寒
派
灌
湘
碧
゜
〔
齊
己
‘
送
1

一
孫
鳳
秀
才

赴
＞
攀
詩
〕
梁
園
浮
1

一
雪
氣
こ
沐
水
派
―
―
春
臀
↓

【
雪
輝
】
52

狂，

0
雪
あ
か
り
。
〔
李
嬌
、
免
詩
〕
漢
月
澄
1
-

秋
色
↓
梁
園
映
―
―
雪
輝
↓
〇
膚
の
白
い
こ
と
。
〔
長
生
殿
‘

倖
恩
〕
玉
燕
軽
盈
弄
II

雪
輝
「
杏
梁
楡
宿
影
雙
依
゜

【
零
磯
】53
”
元
、
孫
庚
（
8
—

6
9
8
7:
 3
2
)

の
望

〖
雪
磯
先
生
〗5
4
5召
宋
、
築
雷
獲

(
8
-
1
5
3
9
9

:

3

 

2
1
)

の
琥
゜

〖
雪
磯
叢
稿
〗55
店
が
書
名
。
五
巻
。
宋
、
柴
雷
登
撰
゜

其
の
詩
、
も
と
江
湖
集
中
に
列
す
る
も
、
風
骨
頗
る
遺

調
に
し
て
渕
亮
、
江
湖
派
中
の
卓
出
し
た
も
の
と
い
は

れ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
雪
仇
】
56

誘
仇
を
討
ち
恥
を
雪
ぐ
。
〔
魏
志
‘
蒋
清
博
〕

句
践
養
レ
胎
以
待
レ
用
、
昭
王
憧
レ
病
以
雪
レ
仇
゜

【
雪
毬
】
57

誘
花
の
名
。
三
月
開
き
、
色
は
白
い
。
雪
こ

ろ
ば
し
。
〔
陸
溜
、
夢
中
作
〕
春
風
又
作
二
無
情
計
ギ
潤
路

楊
花
輯
一
雪
毬
↓
〔
槃
圏
同
春
〕
雪
毬
玉
圃
‘
倶
在
乞
一
月
―

開
、
雪
毬
色
白
、
花
大
如
レ
斗
、
近
覺
―
―
微
香
「
玉
閣
郎
小

八

12604 
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雨

部

〔
三
驚
〕

雪

九

雪
毬
、
極
香
。
〖
雪
花
銀
〗

7
2
努
ぅ
白
銀
゜
〔
桃
花
扇
‘
拒
媒
〕
可
レ
知

【
雪
泣
】
58

誇
な
み
だ
を
ぬ
ぐ
ふ
。
〔
呂
覧
、
観
表
〕
呉
定
情
詩
、
紅
絲
栓
緊
、
抵
1

一
過
他
萬
雨
零
花
銀
↓

起
至
秘
岸
門
正
レ
車
而
休
、
望1一
西
河
盆
社
奴
行
下
、
其
〖
雪
花
菜
〗

7
3
五
匁
ヮ
豆
腐
の
糟
。
豆
腐
か
ら
。
う
の
は

僕
謂
レ
之
曰
、
騒
観
,
,
公
之
志
一
視
レ
含
1

云
天
下
ー
若
レ
含
レ
な
。
き
ら
ず
。
〔
和
漢
一
1

一才
JiJ會
、
造
醸
類
、
豆
腐
〕
酌

履
今
去
―
―
西
河
而
泣
、
何
也
、
呉
起
雪
拉
而
應
乏
盛
ー
ー
布
袋
云
尋
用
―
―
水
―
升
五
合
涵
雲
釜
中
玉
＾
搾
承
―
―
汁

曰

、

子

弗

レ

識

也

。

於

桶

廿

其

滓

名

1

一
雪
花
菜
↓

【
雪
碩
】
59

均
＇
ウ
清
、
注
盃

(
8
-
1
7
1
5
4
:
 1
3
5
)

の
琥
。
【
雪
華
】
74

誘

雪

花
(
7
0
)

に
同
じ
。
●
ま
つ
し
ろ
な
花
。

【
雪
虐
]
6
0

知t
ク
雪
に
し
へ
た
げ
ら
れ
る
。
零
虐
風
讐
を
〔
李
頑
、
聖
善
閣
送
二
袈
迪
入
＂
京
詩
〕
雪
華
涌
,
,

高
閣
云
ロ

見

よ

。

色

上

,

,

鈎
欄
↓
●
ゆ
き
を
花
に
な
ぞ
ら
へ
て
い
ふ
。
〔
李

〖
雪
虐
風
饗
〗6
1
九
'
”
”
芍
風
零
に
苦
し
め
ら
れ
る
を
白
、
北
風
行
〕
燕
山
雪
華
大
如
レ
席
、
片
片
吹
落
,
,

軒
輯

い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
祭
,
,
河
南
張
員
外
ー
文
〕
歳
弊
寒
兇
、
雪
虐
畳
↓

風
着
。
〔
陸
漉
雪
中
尋
レ
梅
詩
〕
幽
香
淡
淡
影
疎
疎
、
雪
【
雪
#
~
】
75

が
炉
雪
の
光
。
零
あ
か
り
。
又
、
零
の
や
う

虐

風

善

亦

自

如

。

に

白

い

輝

き

。

〔

庚

信

、

射

燭

賦

〕

本

知

,

,

雪
光
能
映
ヮ
紙
、

【
雪
宮
】
62

翌
＇
ウ
宮
殿
の
名
。
春
秋
の
時
、
齊
王
の
宮
。
故
復
謂

1

一
燈
花
今
得
＂
錢
。
〔
劉
昂
錫
、
百
花
行
〕
紅
諧
出
』
呻

址
は
山
東
省
臨
渦
縣
の
東
北
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕
齊
頭
涵
零
光
映
―
―
棲
角
↓

宣
王
見
,
,
孟
子
於
雪
宮
↓
〔
元
和
志
〕
齊
雪
宮
故
址
、
在
＝
【
雪
幌
】
76

誇
炉
雪
障
子
。
〔
馬
祗
常
、
挑
左
司
墨
竹
詩
〕

臨
渦
縣
東
北
六
里
一
晏
子
春
秋
所
謂
齊
侯
見
―
―
晏
子
於
影
似
ー
一
風
橘
見
涵
品
ざ
零
幌
聞
↓

雪

宣

也

。

【

雪

活

】

7
7
9
炉
無
賓
の
罪
を
晴
ら
し
て
死
罪
の
人
を

【
雪
居
】
63

衿
清
、
孫
克
宏
(
8
-
6
9
8
7
:
 4
0
0
)

の
琥
。
活
か
し
て
や
る
こ
と
。
〔
宋
史
、
喬
執
中
博
〕
執
中
寛
厚

【
雪
魚
】
64

店
魚
の
名
。
鑢
に
似
て
梢
；
扁
平
、
色
が
白
有
↓
1

仁
心
玉
隈
典
―
―
刑
獄
盃
雪
活
以
レ
百
散
。

く
、
味
朕
美
、
幅
建
に
産
す
る
。
〔
間
雑
記
〕
。
【
雪
君
】
78

焚
梅
の
異
名
。
雪
骨
。
雪
塊
。

【
雪
漁
】
65

閤
字
琥
。
●
清
、
葉
舟
(
9ー

3
1
3
8
7
:
 6
3
)

の
【
雪
景
]
7
9

衿
零
げ
し
き
。
雪
中
の
け
し
き
。
雪
色
。
〔
林

琥
。
●
清
、
鄭
斌
(
1
1
-
3
9
6
4
7
:
 2
4
3
)の琥
。
＾
~
清
、
馬
泉
高
致
〕
董
題
、
如
ユ
春
有
-
l早
春
雪
景
、
早
春
雨
景
→

眉
(
U
l
-
4
4
5
7
2
:
 5
2
3
)

の

琥

。

【

雪

淫

{

】

80

衿
●
零
の
た
に
。
零
で
お
ほ
は
れ
た
大
き

【
雪
凝
】
66

知
炉
零
の
こ
り
か
た
ま
る
こ
と
。
又
、
其
の
な
淡
谷
。
〔
王
建
、
塞
上
詩
〕
断
雁
逢
,
,
泳
碩
面
芸
早
占
―
―

や
う
に
白
く
美
し
い
も
の
を
い
ふ
。
〔
謝
荘
、
月
賦
〕
柔
雪
埃
↓
〔
趙
蝦
、
贈
1

一
李
秘
書
五
詩
〕
杉
松
韻
冷
雪
漢
暗
、

祇
雪
凝
。
〔
梁
粛
、
豊
池
記
〕
或
浦
或
泊
、
以
汗
以
淵
、
状
鸞
鶴
勢
高
天
路
春
。
●
字
琥
°
④
宋
、
睛
顔
(
5ー

1
3
9
4

雲
洩
而
雨
駿
、
或
花
明
而
雪
凝
。

9

:
3
)

の
●
の
琥
。
＠
宋
、
常
誅
孫
(
4
-
8
9
5
5
:
 3
9
8
)

の

【
雪
琴
】
67

焚
清
、
彰
玉
麟
(
4
ー

1
0
0

8

:

 1
4
0
)

の
字
。
琥
。
◎
元
、
趙
次
誠
(
1
0
|
 3
7
1
7
1
 :
 6
3
9
)

の
琥
゜
c
明
、

【
雪
吟
】
6
8
5
”
消
、
謝
廷
玉
(
1
0
-
3
5
8
2
7
:
 3
2
4
)

の

字

。

劉

詳
(
2
-
2
2
2
4
:
 3
3
8
)

の
●
の
琥
゜

【
雪
花
】70
茄
●
ゆ
き
を
花
に
喩
へ
て
い
ふ
。
雪
華
。
瑣
〖
雪
埃
集
〗
8
1
ゃ
ヵ
ヶ
ィ
書
名
。
五
巻
。
宋
、
王
蛭
撰
。
原

那
代
酔
編
‘
巻
二
に
見
ゆ
。
〔
太
平
御
覧
、
天
部
十
二
‘
雪
〕
本
八
巻
、
今
三
巻
を
侠
す
。
其
の
詩
、
大
致
、
温
李
に
近

韓
詩
外
博
曰
‘
凡
草
木
花
多
五
出
、
雪
花
獨
六
出
、
雪
花
く
、
南
宋
の
初
年
に
於
て
は
特
異
の
風
を
持
つ
も
の
と

曰
レ
霙
゜
〔
陳
叔
逹
‘
春
首
詩
〕
雪
花
聯
11

玉
樹
ぶ
唸
杉
散
―
―
瑶
さ
れ
る
。
〔
四
庵
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

池
→
〇
雲
の
や
う
に
白
い
花
。
杏
花
等
の
類
。
〔
温
庭
箔
‘
〖
雪
淡
牛
亡
生
〗

8
2
努
”
宋
、
宋
耕

(
8
|7
0
7
8
 :
 3
0
)

の

杏
花
詩
〕
紅
花
初
綻
雪
花
繁
、
重
昼
高
低
涌
,
,
小
園
↓
●
琥
。

銀
を
い
ふ
。
〔
燕
子
箋
、
寓
箋
〕
紅
豆
且
調
鶴
鵡
粒
、
雪
花
〖
雪
渓
布
衣
〗
四
九
惚
ィ
明
、
蘇
平

(
9
-
3
2
4
2
7

:
 1
7
1
)
 

待

レ

酌

免

兒

班

。

の

琥

。

〖
雪
花
膏
〗71
h
s
i
i
e
h
3
 
h

邑
k
a
o
'
コ
ー
ル
ド
ク
リ
ー
【
雪
月
】
84

芍
〇
雪
と
月
。
又
、
零
夜
の
月
。
〔
李
商
隠
、

無
題
詩
〕
如
何
零
月
交
レ
光
夜
、
更
在
―
―
瑶
畳
十
二
層
↓

〔
方
干
、
書
―
―
桃
花
埠
周
虞
士
壁
—
詩
〕
酔
吟
雪
月
思
―
―
深
（

6
-
1
4
4
2
4:
 2
2
9
)

の
琥
。
●
清
‘
張
致
(
4
ー

9
8
1
2
:
 2
0
 

翌
思
苦
紳
努
華
髪
生
。
〔
黄
庭
堅
、
次
1
1

韻
高
子
勉
L

'

2

)

の
●
の
琥
。
●
清
、
茅
鴻
儒
(
9ー

3
0
8
3
6
:
 1
0
8
)

の

首
詩
‘
其
五
〕
思
レ
君
眠
―
―
竹
屋
一
雪
月
泳
1

玉
苓
究
●
明
、
字
。

O
清
、
王
縞
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
4
5
)

の
琥
。

沈
康
(
6
|
1
7
1
8
9
 :
 7
7
)の
琥
°
〖
雪
鴻
堂

]
9
8
[
”n

'

ゥ
室
名
。
●
明
、
謝
三
秀(
1
0ー3
5
8
2

〖
雪
月
花
〗85
パ
砂
ゲ
ッ
雪
と
月
と
花
。
此
の
三
つ
は
皆
賞
7
:
2
8
3
)

の
室
名
。
●
清
、
李
蕃
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 6
7
5
)

の

玩
さ
れ
る
代
表
的
な
も
の
。
雪
月
花
時
最
憶
レ
君
(
8
8
)

@Iの
室
名
。
●
清
、
李
鍾
璧
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
5
0
3
)

の
室

を

見

よ

。

名

。

〖
雪
月
之
念
〗86
寄
”
ク
零
や
月
の
景
色
を
見
た
い
と
【
雪
谷
】

9
9
ぢ
元
、
韓
公
麟

(
1
2
-
4
3
1
5
9

:
 2
8
7
)

の
琥
。

思

ふ

風

流

な

心

。

【

雪

國

】

100

公
雪
の
多
く
降
る
國
゜

〖
雪
月
書
堂
〗8
7
ゃ
界
”
田
能
村
孝
憲
の
琥
。
田
能
村
【
雪
骨
】

1
0
1
訪
●
雪
の
や
う
に
白
く
清
ら
か
な
骨
。
又

竹
田
(
7
ー

2
1
7
2
3
:
 4
4
4
)
を

見

よ

。

は

木

の

枝

。

④

鶴

に

い

ふ

。

〔

魏

朴

、

和

"

皮

日

休

悼
J

鶴

〖
雪
月
花
時
最
憶
レ
君
〗88
蒻
げg
g“
が
雪
の
降
る
詩
〕
雪
骨
夜
封
―
―
蒼
蘇

1
冷
。
＠
素
馨
に
い
ふ
。
〔
方
岳
‘
素

時
、
月
の
明
か
な
時
、
花
の
咲
く
時
に
一
番
君
を
思
ひ
馨
詩
〕
雪
骨
泳
肌
合
レ
耐
レ
寒
‘
伯
レ
寒
釦
不
レ
離
1

玉
家
山
↓

出
す
。
〔
白
居
易
‘
寄
,
,
殷
協
律
1

詩
〕
五
歳
優
遊
同
過
日
、
◎
梅
に
い
ふ
。
〔
蘇
献
‘
十
一
月
二
十
六
日
松
風
亭
下
梅

一
朝
消
散
似
,
,
浮
雲
土
琴
詩
酒
伴
皆
槌
＞
我
、
雪
月
花
時
花
盛
開
再
用
,
,前
韻
—
詩
〕
羅
浮
山
下
梅
花
村
、
玉
雪
為
レ

最
憶
レ
君
、
幾
度
聰
レ
難
歌
1

一
白
日
一
亦
曾
騎
と
馬
詠
1

一
紅
骨
泳
為
レ
魂
。
●
崇
高
な
風
骨
を
い
ふ
。
〔
楊
萬
里
、
送
,
,

鰈
呉
娘
暮
雨
蔦
葡
曲
、
自
レ
別
江
南
ー
更
不
レ
聞
。
郷
人
余
文
明
1

勧
レ
之
以
レ
諦
詩
〕
一
別
1

一
高
人
1

又
十
年
、

【
雪
軒
】
89

ぢ
字
琥
。

O
清
、
王
有
齢
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 
II

霜
筋
雪
骨
健
依
然
。

5
1
)

の
字
。

9
井
守
静
の
琥
。
大
井
雪
軒
(
8
-
5
8
3
1

:
【
雪
齋
】
I
o
o
t
り
字
琥
。
●
宋
、
孫
介
(
8
-
6
器
7

:
2
6
)

の

1
2
7
7
)

を

見

よ

。

舅

●

明

‘

沈

賓

(
8
-
1
7
1
8
9
 :
 3
3
4
)

の
琥
。
●
清
、
禁

【
雪
蠍
】
90

苔
●
雪
の
つ
も
っ
た
み
ね
。
〔
錢
起
、
仲
春
宏
動
(
9
|
3
1
8
1
8
 :
 1
5
5
)

の
琥
。
●
清
、
方
成
珪
(
6
_

晩
尋
↓
―
覆
釜
山
詩
〕
古
岸
生
1

一
新
泉
云
霞
峰
映
―
―
雪
蠍
↓
●

1
3
6
2
0
 :
 5
6
5
)

の
琥
。
●
清
、
李
撲
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 7
5
0
)
 

宋
、
堵
伯
秀
(
1
0
-
3
4
4
5
7
:
 5
3
)

の

字

。

の

琥

。

●

岡

部

玄

又

の

琥

。

岡

部

拙

齋

(
4
|
7
9
6
2
 :
 6
3
)
 

【
雪
原
】
91

ぢ
清
、
李
鍾
峨
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
4
9
9
)

の
字
。
を
見
よ
。

【
雪
減
】8
ぢ
冤
を
雪
ぎ
刑
を
減
ず
る
こ
と
。
〔
唐
律
、
〖
雪
齋
先
生
〗

1
0
3
努
打
明
、
石
謙
(
8
-
2
4
0
2
4

:
 1
3
2
)
 

断
獄
、
應
―
―
言
上
1

而
不
J
-
―
日
、
疏
議
〕
大
理
寺
及
京
兆
河
の
尊
稽
゜

南
府
、
断
―
―
徒
及
官
人
罪
石
拉
後
有
―
―
雪
減
↓
【
雪
爪
】
1
0
4
5
5

白
い
爪
。
素
爪
。
〔
高
越
‘
味
レ
鷹
詩
〕
雪

【
雪
姑
】
93

芍
せ
き
れ
い
の
異
梢
゜
〔
物
類
相
感
志
〕
俗
爪
星
眸
世
所
と
希
゜
〔
南
唐
近
事
〕
雪
爪
星
眸
衆
鳥
欝
。

呼
祇
鵠
為
,
,雪
姑
一
鳴
則
天
嘗
天
霊
又
性
好
食
レ
【
雪
巣
】
105

誘
宋
、
林
憲
(
6
-
1
4
5
5
1
:
 9
5
)

の
琥
゜

雪

、

故

多

雪

姑

↓

【

雪

荘

】

106

茄
清
、
謬
膜
(
8
-
2
7
8
5
5

：
 
4
4
)

の
舅

【
雪
湖
】
94

芍
●
明
、
劉
士
儒
(
gー

2
2
2
4
:
 9
5
0
)

の
琥
。
【
雪
窓
】
107

茄
雪
窟
を
見
よ
。

●
 hs
t
i
e
h
3
 
h
u
2

藤

紫

色

。

【

雪

裔

】

108

茄
〇
雪
の
ふ
る
ま
ど
。
〔
鄭
谷
、
送
,
,
太
學
顔

【
雪
箇
】
95

芍
明
、
八
大
山
人
(
2
-
1
4
5
0
:
 3
5
1
)

の
字
。
明
経
及
第
東
蹄
―
詩
〕
閑
来
思
―
―
學
館
一
猶
夢
零
窟
明
。

【
雪
後
】
96

芍
雪
の
降
っ
た
の
ち
。
雪
餘
。
〔
本
参
、
和
,
,

〔
黄
消
、
題
,
,
友
人
山
齋
―
詩
〕
句
成
苔
石
若
、
吟
弄
雲
窟

祠
部
王
員
外
雪
後
早
朝
即
事
―
詩
〕
長
安
雪
後
似
―
―
春
碁
。
●
字
琥
°
④
元
、
普
明
(
1
5
-
1
3
9
8
2
:
 9
6
)

の
琥
。
＠

鰐
積
レ
素
凝
レ
華
連
1

一
曙
暉
↓
〔
李
塁
玉
、
寄
と
友
詩
〕
野
元
、
博
光
(
7
|
1
7
9
5
7
 :
 5
)

の
琥
。

水
晴
山
雪
後
時
、
獨
行
,
,村
路
1更
相
思
゜
〔
林
逍
、
梅
花
〖
雪
窟
先
生
〗

l
o
o
努
苔
宗
‘
張
良
臣
(
4
19
8
1
2
 :
 1
5
7
 

詩
〕
雲
後
園
林
棲
半
樹
、
水
邊
蘊
落
忽
横
枝
。

9
)

の
尊
稽
゜

【
雪
遥
r
】97
誇
字
琥
。
●
明
、
韓
殷
(
1
2
-
4
3
1
5
9
:
 9
)

の
【
雪
幽
g

】llO
灼
宋
‘
孫
夢
観
(
8
-
6
9
8
7
:
 5
4
1
)

の
琥
。

葛
●
明
、
呉
振
(
2
-
3
3
6
5
:
 2
4
6
)
の
蒻
。
O
清
、
朱
謹
[
雪
聰
集
〗
畑
ゃ
力
芯
書
名

o

二
衆

o

附
録
こ
弯
宋
ヽ

12605 
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孫
夢
観
撰
。
上
巻
は
奏
議
‘
下
巻
は
故
事
、
附
録
一
巻
の

0
の

琥

。

柱

を

見

よ

。

有

二

柳

條

一

〔

杜

甫

、

久

雨

期

二

王

将

軍

1

不
レ
至
詩
〕
憶
爾

は
誌
銘
の
類
故
事
は
古
書
を
前
に
引
き
、
議
論
を
後
【
雪
翼]l
l
s

”
晶
の
名
。
ゆ
き
む
し
。
陰
山
以
北
及
ぴ
義
〖
雪
車
町
〗

1
2
8
5
5
材
後
國
の
地
名
。
腰
下
鐵
絲
箭
‘
射
殺
林
中
雪
色
鹿
。
〔
草
應
物
‘
輿
―
―
祁

に
附
す
。
〔
四
唐
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
媚
山
の
北
に
生
ず
る
。
又
、
雪
蛾
と
い
ふ
。
〔
草
木
子
〕
〖
雪
車
泳
柱
〗

1
2
9
界
各
含
’
唐
の
韓
愈
の
友
、
劉
叉
の
老
ー
射
飲
詩
〕
賢
眉
雪
色
猶
嗜
レ
酒
、
言
辞
淳
朴
古
人
風
。

【
雪
霜
】
lll

が
[

O雪
と
霜
゜
轄
じ
て
、
眼
苦
を
嘗
め
る
に
雪
露
生
―
陰
山
以
北
及
義
媚
山
北
一
人
謂
―
―
之
雪
蛾
ご
一
作
っ
た
二
詩
の
名
。
〔
唐
書
、
韓
愈
傭
〕
劉
叉
者
亦
一
節
【
零
辱
】
142

ぢ
ク
は
ぢ
を
雪
ぐ
こ
と
。
零
恥
゜

い
ふ
。
〔
緯
月
令
〕
（
孟
冬
）
行
↓
―
秋
令
盃
副
雪
霜
不
レ
時
、
小
山
積
雪
、
歴
接
不
レ
消
、
其
中
生
レ
此
如
レ
顎
、
味
極
甘
士
‘
云
云
‘
聞
―
―
―
愈
接
辛
へ
下
士
盃
は
畔
レ
之
、
作
―
―
泳
柱
・
雪
【
雪
本
「
】
143

匁
字
琥
。

O
清
、
陳
均
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
5
7
)
 

兵
時
起
、
土
地
侵
削
。
〔
韓
愈
、
送
1

一
賓
従
事
1

序

〕

風

氣

美

。

車

一

一

詩

盃

巴

慮

仝

・

孟

郊

右

↓

の

参

の

字

。

O
清
、
彰
玉
麟
（
4
-
1
0
0
0
3
:
 1
4
0
)

の
字
。

亦
随
、
雪
霜
時
降
。
〔
杜
甫
‘
虎
牙
行
〕
杜
鵜
不
屎
猿
杭
【
雪
子
】

1
1
7
パ
，
0
荘
子
に
見
え
る
架
空
の
人
物
。
温
伯
【
雪
障
】

1
3
0ゃ炉
雪
の
つ
も
っ
た
み
ね
。
〔
章
荘
‘
題
輝
~
【
雪
水
】

1
4
4
げ
雪
ど
け
の
水
。
〔
劉
馬
錫
、
松
滋
渡
望
二

寒
、
山
鬼
幽
憂
雪
霜
逼
。

O
製
の
白
い
こ
と
。
〔
白
居
雪
子
。
〔
荘
子
、
田
子
方
〕
温
伯
雪
子
適
レ
齊
、
含
―
―
於
魯
一
源
廟
―
詩
〕
微
波
乍
向
―
―
雪
根
1

吐
‘
去
浪
遥
衝
二
雪
障
一
峡
中
―
詩
〕
渡
頭
軽
雨
湯
二
寒
梅
一
雲
際
溶
溶
雪
水
来
。

易

、

同

薇

之

裔

別

郭

慮

舟

錬

師

五

十

韻

詩

〕

雪

霜

魯

人

有

―

―

請

レ

見

レ

之

者

↓

〔

陳

樵

胡

氏

、

鐵

心

亭

賦

〕

温

伯

横

。

〔

方

回

、

晩

春

客

愁

詩

〕

春

老

魚

苗

動

、

江

肥

雷

水

来

。

各

渦

レ

賢

‘

朱

紫

徒

為

な

衣

。

雪

子

之

朋

徒

、

説

姑

射

山

之

神

君

。

O
み
ぞ
れ
。
〔
蹄
正
【
雪
整
)
]
1
3
1

や
i

ウ
し
ろ
い
は
ご
ろ
も
。
〔
劉
昂
錫
、
白
菊
【
雪
吹

]145r
風
は
げ
し
く
雪
を
吹
き
ま
く
こ
と
。
〔
北

【
雪
山
】
1
1
2
[
/

〇
零
の
積
っ
た
山
。
〔
柳
宗
元
、
行
路
難
〕
集
〕
。
参
清
、
張
映
斗
(
4
1
9
8
1
2
 :
 8
1
2
)

の

字

。

詩

〕

仙

人

披

1
1

雪
鼈
な
素
女
不
―
―
紅
版
↓
〔
王
憚
‘
題
―
―
砕
少
越
雪
譜
‘
初
編
上
〕
雲
吹
゜

美
人
四
向
星
明
哭
雪
山
泳
谷
雌
一
太
陽
→
〇
山
名
。
【
雪
刺
】

1
1
8
岱
短
い
白
髭
を
い
ふ
。
〔
宋
環
、
求
―
一
致
仕
—
保
稜
書
＿
鶴
圃
―
詩
〕
王
恭
雪
鼈
忽
散
胤
‘
幾
貼
冷
臥
瑶
【
雪
薬
】

1
4
6兌花
の
白
い
し
べ
。
〔
韻
府
引
‘
白
居
易
‘

①

西

康

省

康

定

縣

の

大

雪

山

脈

の

主

峯

。

大

雪

山

と

も

表

〕

霜

奄

生

レ

頷

、

雪

刺

涌

レ

頭

。

池

姻

。

詩

〕

雪

薬

境

絶

涌

院

春

、

利

林

軽

歩

不

レ

生

函

塵

゜

い
ふ
。
喜
馬
拉
耶
誌
山
を
い
ふ
。
◎
）
祁
連
山
を
い
ふ
。
【
雪
枝
】
llg

岱
清
、
錢
熙
酢
(
1
1
|
 4
0
5
6
3
 :
 2
7
1
)

の
字
。
【
雪
上
】
132

パ
炉
積
雪
の
上
。
〔
本
「
参
、
白
雪
歌
送
,
,
武
判
【
零
青
】
147
h
s
i
i
e
h
3
 
c
h
'
i
n
g
1

藤
色
。
菫
色
。

〔
後
漢
書
‘
班
超
傭
‘
注
〕
西
域
有
―
―
白
山
五
通
歳
有
レ
雪
‘
[
雪
肢
]120

パ
，
白
い
手
足
。
〔
楊
維
禎
、
題
二
春
睡
圏
―
詩
〕
官
蹄
な
ホ
〕
山
廻
路
韓
不
后
炉
君
‘
雪
上
空
留
馬
行
虞
。
【
雪
精
】
148

げ
白
い
櫨
馬
を
い
ふ
。
〔
温
公
績
詩
話
〕
韓

亦
多
雪
山
ス
3
山
束
省
苗
縣
の
西
。
銀
鑽
の
産
地
。
＠
雪
肢
欲
レ
透
紅
薔
薇
゜
〖
雪
上
加
レ
霜
〗

1
3
3
g認芥

0
雪
の
上
に
霜
を
加
へ
退
虞
士
‘
綽
州
人
、
放
誕
不
レ
拘
‘
云
云
‘
嘗
跨
こ
白
櫨
一

山
西
省
寄
嵐
縣
の
束
北
。
〔
明
一
統
志
〕
雪
山
、
在
1

一
太
原
【
雪
兒
]121

丹
唐
の
李
密
の
愛
姫
の
名
。
又
‘
藝
妓
の
異
る
。
禍
患
の
重
な
る
喩
。
〔
景
徳
博
燈
録
‘
八
、
大
陽
和
尚
〕
自
有
レ
詩
云
、
山
人
跨
―
―
雪
精
ご
右
g
不
レ
論
レ
程
。
〔
張
雨
‘

府
嵐
谷
限
縣
東
北
四
十
里
面
ハ
―
-
i

可
山
嵐
山
ー
接
°
R
甘
梢
゜
〔
叙
小
志
〕
雪
兒
者
、
李
密
愛
姫
、
毎
n

―
賓
朋
文
章
、
伊
祠
師
参
‘
云
云
‘
伊
云
‘
雪
上
更
加
レ
霜
‘
師
云
‘
彼
此
題
―
―
彰
大
年
繭
レ
雨
詩
巻
―
詩
〕
白
石
資
方
青
飢
飯
‘
洪
崖

簡
省
導
河
縣
の
西
南
。
又
、
露
骨
山
と
い
ふ
。
宋
の
熙
寧
有
―
―
奇
麗
者
「
付
―
―
雪
兒
面
更
律
歌
レ
之
。
無
1

一
便
宜
ニ
O
圃
雪
の
白
き
上
に
更
に
霜
の
白
き
を
加
借
乗
雪
精
螺
゜

六
年
、
王
詔
、
阿
諾
木
誠
城
を
破
り
、
露
骨
山
を
穿
ち
、
【
雪
州
】
122

店
松
浦
清
の
琥
。
松
浦
静
山
(
6
|
1
4
5
1
6
 ：
へ
る
こ
と
で
、
餘
計
な
御
世
話
、
無
用
を
重
ね
る
意
に
【
雪
念
i
]
1
4
9

衿
雪
の
如
く
白
い
ほ
そ
げ
。
〔
田
藝
衡
‘
白

洸
州
の
境
に
入
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
陳
西
、
臨
洸
府
、

3
8
7
)
を
見
よ
。
い
ふ
。
〔
碧
巖
鋒
、
第
四
則
〕
雪
寅
著
語
云
‘
雪
上
加
レ
霜
゜
麓
賦
〕
雪
急
含
レ
輝
‘
霜
奄
出
レ
浴
‘
潔
若
立
ほ
泳
玉
索
如
ニ

河
川
〕
雪
山
、
州
西
南
百
五
十
里
、
接
証
g
州
番
界
↓
四
時
【
雪
舟
】
123

パ
5

0雪
の
積
っ
た
ふ
ね
。
〔
陸
滞
、
初
寒
封
レ
【
雪
城
】
134

苓，

0
雪
の
つ
も
っ
た
城
。
〔
蘇
拭
、
正
月
一
琢
屯
-
〔
柳
貫
、
同
"
'
楊
仲
帳
和
―
―
哀
集
賢
上
＞
都
詩
〕
雪

皆
有
積
雪
二
名
雪
嶺
、
又
山
石
如
―
―
骨
露
二
名
骨
露
酒
詩
〕
霜
路
預
愁
騎
―
―
敗
段
「
雪
舟
毎
憶
釣
"
菰
蒲
一

O

H

雪
中
過
レ
淮
謁
レ
客
回
作
詩
〕
孵
霧
開
二
寒
谷
こ
饒
鵠
廃
千
家
帳
‘
泳
瓢
百
眼
泉
。

山。

8
四
川
省
松
播
縣
の
南
、
登
渓
螢
の
西
。
眠
山
の
起
宋
、
郡
桂
子
(
1
1
ー

3
9
3
4
3
:
 1
0
3
)

の
屋
名
。

O
清

、

陸

鴻

舞
1

一
雪
城

U
0明
‘
萬
詐
亨
(
9
ー

3
1
3
3
9
:
 6
1
1
)

の
琥
。
【
雪
消
】
150

誘
ゆ
き
が
と
け
る
。
〔
許
渾
、
凌
欽
畳
詩
〕

頂
。
一
名
逢
婆
山
。
〔
杜
甫
、
古
柏
行
〕
月
出
寒
通
1

一
雪
山
＿
（
1
1
ー

4
1
7
0
8

：
 10
7
)

の
●
の
琥
。
幽
董
僧
。
俗
姓
小
田
【
雪
繹
】
135

芍
ク
ゆ
き
が
と
け
る
。
〔
管
子
、
乗
馬
〕
農
耕
湘
澤
雲
盛
暮
山
出
‘
巴
蜀
雪
消
春
水
来
。
〔
可
止
、
山
居

白
。
R
雲
南
省
氷
善
縣
の
東
。
銅
の
産
地
。
R
雲
南
省
氏
。
名
は
等
楊
。
別
に
備
渓
齋
・
米
元
山
主
人
・
雲
谷
軒
及
一
雪
繹
五
耕
始
レ
焉
、
芸
卒
レ
焉
。
〔
王
安
石
、
和
二
中
甫
兄
詩
〕
雪
消
春
力
展
、
花
帳
洞
門
垂
゜

大
理
縣
の
西
北
。
雪
嶺
の
主
峯

oo―
年
中
雪
の
消
え
な
ど
と
琥
す
。
備
中
赤
濱
の
人
。
祠
を
諸
老
に
修
し
、
董
春
日
有
P

感
詩
〕
雪
繹
沙
軽
馬
蹄
疾
、
北
城
可
レ
遊
今
暇
【
雪
樵
]151

誘
字
琥
。
●
清
、
郭
鳳
(
1
1
-
3
9
4
7
4
:
 2
0
3
)
 

ぬ

山

。

働

高

く

よ

せ

る

白

波

。

雪

の

山

に

喩

へ

て

い

ふ

。

法

は

周

文

等

を

宗

と

し

、

構

想

雄

大

に

し

て

北

驚

作

家

日

。

の

0
の
琥
。
●
清
、
徐
鼎
(
4
|
1
0
1
1
0
 .. z
3
0
)

の
●
の

＠
宋
の
高
僧
。
歓
の
人
。
少
時
よ
り
盛
夏
に
は
夜
、
草
祥
中
瀦
一
と
い
は
れ
た
。
應
仁
の
初
、
入
明
す
。
永
正
一
一
正
'
[
雪
一
珠
】
136

h
s
i
i
e
h
3
 
c
h
u
―
あ
ら
れ
。
霰
の
俗
稽
。
琥
。
参
清
‘
錢
世
徴
(
1
1
|
 4
0
5
6
3
 :
 3
6
5
)

の
琥
。
幽
清
、

中
に
臥
し
身
を
蚊
蛸
に
施
す
こ
と
二
十
年
。
休
寧
の
普
石
見
萬
幅
寺
に
寂
す
。
年
八
十
七
0

!
 

【
雪
書
I
]
1
3
7

芹
清
、
張
明
先
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
5
4
1
)

の

字

。

楊

思

聖

(
6
|
1
5
1
1
2
 :
 5
7
5
)

の
琥
゜

涌
寺
に
住
し
自
ら
覺
奄
と
琥
す
。
示
寂
後
、
之
を
燒
く
【
雪
洲
】
124

誇
字
琥
。
〇
明
、
黄
環
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 4
1
7
)
 

(
雪
面
i

】138
芹
晶
の
名
。
一
名
、
泳
蛾
。
大
き
さ
指
の
如
【
雪
篠
】
152

討
雪
の
つ
も
っ
た
し
の
だ
け
。
〔
曹
松
、
贈
ニ

に
頂
骨
壌
れ
ず
。
著
に
池
陽
百
問
が
あ
る
。
〔
歓
縣
志
〕
。
の
琥
。

O
消
、
王
追
麒
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
9
3
2
)

の
琥
。
＜
、
四
川
峨
眉
山
に
出
で
、
珍
味
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
雪
華
陰
李
明
府
一
詩
〕
雲
篠
欽
難
レ
直
、
風
泉
噴
易
レ
横
。

〖
雪
山
集
〗l

l
J
芍
：
書
名
。
十
六
巻
。
｛
木
、
王
質
撰
。
【
雪
醜

]
1
2
5

店
け
が
れ
を
す
す
ぐ
。
〔
新
序
、
雑
事
二
〕
露

(
1
1
6
)
を
見
よ
。
〔
石
里
雑
識
〕
。
【
雪
石
】

1
5
3
芍
清
、
劉
爾
憚
(
2
|2
2
2
4
 :
 1
0
2
1
)

の
字
。

〔

四

庫

提

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

柴

毅

使

ー

1

一
人
獄
一
書
燕
王
↓
報
日
、
云
云
、
若
ー
先
王
之
報
レ
【
雪
松
】
139

芍
ウ
明
、
溢
士
藻
(
7
|
1
8
2
3
6
 :
 1
5
3
)の琥
。
〖
雪
石
堂
〗
国
パ9セ
キ
消
、
劉
爾
欅
（2
-
2
2
2
4
:
 1
0
2
1
)
 

〖
雪
山
大
士
〗m
店
パ
／
圃
繹
尊
が
過
去
世
に
て
菩
薩
怨
雪
』
醜
‘
夷
菰
棄
之
齋
「
牧
―
―
八
百
年
之
積
→
〖
雪
松
巣
集
〗1

4
0
芍
ダ
匁
書
名
。
三
巻
。
元
、
朱
希
晦
の
室
名
。

道
を
雪
山
に
修
め
た
時
の
名
。
又
、
雪
山
童
子
と
い
ふ
。
【
雪
汁
】
126

坑
と
け
た
雪
を
い
ふ
。
〔
蘇
献
‘
岐
亭
詩
〕
昨
撰
。
五
言
詩
は
氣
格
頗
る
清
く
、
七
言
詩
は
較
；
挺
【
雪
一
川
】
155

竺
清
、
張
廷
誅
(
4ー

9
8
1
2
:
 1
3
8
6
)

の
字
。

〔
涅
梨
経
〕
善
男
子
、
過
去
世
佛
日
未
レ
出
、
我
於
"
爾
時

1
H

雲
陰
重
、
東
風
融
―
―
雪
汁
→
〔
齊
民
要
術
、
種
穀
〕
雪
汁
抜
、
古
橙
は
ま
た
近
橙
に
近
い
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
【
~
~
】

1
5
6
竺
清
、
張
楷

(
4ー
9
8
1
2:
 9
8
)

の
0
の
琥
゜

作
婆
羅
門
丘
炉
菩
薩
行
二
我
於
―
―
爾
時
ご
仕
於
雪
山
「
者
五
穀
之
精
也
‘
使
―
―
稼
耐
＂
旱
‘
常
以
レ
冬
祓

l

―

雪

汁

玉

器

類

〕

。

【

雪

線

]157

竺
高
山
で
雪
の
た
め
に
一
年
中
地
面
が
露

其

山

清

浮

、

流

泉

浴

池

、

樹

林

槃

木

‘

充

―

―

涌

其

地

↓

盛

埋

―

―

於

地

中

↓

【

雪

色

】

141

バ
印
ク
雪
の
色
。
又
、
雪
の
や
う
な
白
い
色
。
出
し
な
い
境
界
線
。

〖
雪
山
道
人
〗l

l
S
が
り
夕
清
、
王
鐸
(
7
|2
0
8
2
3
 :
 7
6
2
)

【
雪
車
】
127

苫
唐
、
劉
叉
の
作
っ
た
詩
の
名
。
雪
車
泳
〔
杜
甫
‘
脹
日
詩
〕
侵
1

一
陵
雪
色

E1―
―
萱
草
涵
g
洩
春
光
―
【
雪
戦
】
158

竺
ゆ
き
な
げ
。
雪
合
戦
。

雨

部

〔
三
書
＿
〕

雪

1
0
 

12606 



(42216・・159) (42216・・199) 

雨

部

〔
三
書
〕

牽
号

【
雪
然
】
159

努
雪
の
降
る
や
う
に
、
白
鷺
が
飛
ぴ
下
る

形
容
。
〔
陸
組
蒙
、
白
鷺
詩
〕
雪
然
飛
下
立
1

一
蒼
苔
面
乎

伴
二
江
鵡
―
拒
レ
我
来
い

【
雪
髯
】
160

努
白
い
髯
の
形
容
。
〔
白
居
易
、
寒
亭
留
レ

客
詩
〕
冷
落
若
為
留
レ
客
住
‘
氷
池
霜
竹
雪
髯
翁
゜
〔
劉

准
、
四
皓
廟
詩
〕
雪
髯
千
侶
何
深
隠
、
千
古
寂
蓼
雲
水

重゚
【
雪
素
】
161

勺
〇
雪
の
や
う
に
白
い
。
〔
乳
補
之
、
謁
l
-

岱
祠
仰
事
詩
〕
臣
炭
朋
雪
素
面
心
猶
H
嗽。

O
明‘

蒔
素
素
(
9
|
3
2
1
2
3
 :
 2
1
4
)

を
い
ふ
。

【
雪
鼠
】
162

心
，
白
ね
ず
み
。
〔
楊
維
梢
、
龍
眼
居
士
事
1
1
,
,

門
レ
『
蝉
圏
詞
〕
雪
鼠
成
レ
精
慎
錯
比
、
炉
女
廟
前
空
宣

旨゚
【
雪
足
】
163

店
巾
で
足
を
拭
ふ
こ
と
。
〔
史
記
、
朱
建
傭
〕

浦
公
遠
雪
レ
足
杖
レ
矛
、
日
、
延
レ
客
入
。

【
雪
村
】
164

乃
字
鱚
〇
宋
、
魯
之
茂
(
1
2
-
4
6
0
1
3
:
 1
6
 

4
)

の
琥
。
●
元
、
謝
庭
芝
(
1
0ー

3
5
8
2
7
:
 3
3
1
)

の
琥
°

O
元
‘
李
貨
橋
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 8
6
7
)

の
琥
゜
R
清
、
徐
壽

(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 1
5
7
)

の
琥
。

O
清
、
戴
論
(
6
ー

1
1
6
8
5
:
 

2
1
)

の
琥
°
〇
清
‘
白
準
泰
(
8
ー

2
2
6
7
8
:
 1
3
3
3
)

の
琥
゜

〇
五
山
の
詩
僧
。
名
は
友
梅
。
別
に
幻
空
と
琥
す
。
越

後
の
人
。
鎌
倉
の
建
長
寺
に
て
得
度
し
、
徳
治
二
年
、

十
八
歳
に
て
元
に
渡
り
、
諸
山
を
遊
歴
し
、
元
徳
元
年

蹄
朝
し
、
建
長
寺
・
建
仁
寺
に
住
し
、
正
平
元
年
寂
す
。

年
五
十
七
。
著
に
眠
峨
集
(
4
-
8
0
0
7
:
 5
)
・

語
鋒
が
あ

る。

[
雪
祁
]165

バ
／
清
、
許
均

(
1
0
ー

3
5
2
9
8
:
 5
1
)

の
O
の

琥゚
【
雪
駄
】
166

岱
せ
き
だ
。
草
履
の
下
に
牛
の
皮
を
張
つ

た
は
き
も
の
。
千
利
休
が
雪
中
に
用
ひ
た
の
に
始
ま
る

と
い
ふ
。
雪
踏
。
皮
桂
゜

【
雪
苔
】
167

は
苔
の
一
種
。
あ
ま
の
り
の
十
六
島
苔
ぢ

い
に
似
た
も
の
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
水
草
類
、
十
六
島

苔
〕
按
雪
苔
雲
州
加
加
浦
有
レ
之
、
略
似
二
十
六
島
苔
盃
皿

短
‘
紫
色
、
冬
降
―
―
石
面
―
乍
斐
為
レ
苔
‘
剖
取
レ
之
、
＝
ぎ
夏

則
難
レ
貯
‘
丹
後
亦
有
レ
之
。

【
雪
堆
]168

パ
い
雪
の
か
た
ま
り
。
雪
の
を
か
。
〔
劉
馬

錫
‘
浪
濤
沙
詞
〕
須
央
徘
入
海
門
去
、
巻
1

起
沙
堆
―

似
―
―
雪
堆
一
〔
白
居
易
‘
題
平
＇
泉
辞
家
雪
堆
荘
―
詩
〕
緊

為
1

一
宛
輯
胄
蛇
項
ぶ
噴
作
1

一
玲
瀧
白
雪
堆
↓

【
雪
頑
】
169

げ
ダ
雪
の
崩
れ
て
す
べ
り
落
ち
る
こ
と
。
雪
風
松
酔
格
高
。

崩

。

〔

北

越

雲

譜

、

初

編

上

〕

雪

煩

。

【

雪

中

】

177

五
が
雪
の
中
。
雪
裏
゜
〔
高
適
‘
酬
―
―
衛
八
雪
中

【
雪
距
】

1705¥
雪
駄
(
1
6
6
)

に
同
じ
。
〔
薙
州
府
志
、
七
‘
見
＞
寄
詩
〕
雪
中
望
t

心
雀
虫
酔
裏
開
-
―
衡
門
↓
〔
杜
牧
‘
寄
三

土
産
〕
雪
距
、
籍
桂
底
敷
レ
革
、
故
雖
下
履
,
,霜
雪
1距
•
涅
贈
許
侍
御
棄
レ
官
東
蹄
1一
江
南
―
詩
〕
他
年
雪
中
櫂
、
陽
羨

地
七
ざ
油
濡
五
依
レ
之
捨
元
認
咀
〔
和
爾
雅
、
五
〕
昔
因
二
訪
玉
品
烹

尻
切
→
天
正
中
、
利
休
初
作
―
―
雪
距
→
〖
雪
中
人
〗

1
7
8
バ
／
チ
ユ
，
ウ
戯
曲
の
名
。
清
、
蒋
士
鐙
撰
。
呉

【
雪
堂
】
171

バ
[

O堂
の
名
。
湖
北
省
黄
岡
縣
治
の
束
。
宋
六
奇
の
事
を
記
し
た
も
の
で
、
九
種
曲
の
一
。

の
蘇
献
、
建
て
、
記
を
作
り
、
自
ら
堂
前
に
梅
一
株
を
植
〖
雪
中
＇
行
軍
〗

1
7
9
的
五
-
9ゥ積
雪
中
で
す
る
行
軍
。

う
。
明
の
嘉
靖
の
後
‘
始
め
て
枯
る
。
〔
蘇
献
、
後
赤
壁
〖
雪
中
高
士
〗

1
8
0
勺
が
焚
梅
の
異
名
。
雪
中
君
子
。
〔
高

賦
〕
是
歳
十
月
之
望
、
歩
レ
自
―
―
雲
堂
涵
び
蹄
二
子
臨
皐
↓
啓
、
栂
花
詩
〕
雪
涌
―
―
山
中
一
高
士
臥
、
月
明
林
下
美
人

〔
陸
源
入
蜀
記
〕
十
九
日
早
‘
油
正
盆
竺
云
云
‘
至
l

一
東
来
。

披
則
地
勢
平
瞭
開
節
、
東
起
二
龍
玄
頗
高
‘
有
1一
屋
三
〖
雪
中
＇
君
子
〗18

1
勺
汁
岱
梅
の
異
名
。
雪
中
高
士
。

間
一
亀
頭
言
D
,

一
居
士
甕
亭
下
面
レ
南
｀
一
堂
頗
雄
、
四
〖
雪
中
四
友
〗

1
8
2
合
吐
令
ノ
王
梅
・
服
梅
•
水
仙
・
山
茶

壁
皆
戴
雪
堂
中
有
―
―
蘇
公
像
；
烏
帽
紫
装
、
横
按
な
叩
花
の
稲
。
〔
月
令
廣
義
〕
。

杖
逼
為
晉
堂
→
〇
字
琥
。
④
清
、
耽
應
張
（9
-
2
9
0
2

〖
雪
中
松
柏
〗1

8
3
ペ5歳
勺
松
柏
は
雪
中
で
も
其
の
色

6

:

 5
1
)

の
琥
゜
＠
清
‘
朱
文
震
(
6ー

1
4
4
2
4
:
 9
8
1
)

の
を
妻
じ
な
い
。
節
操
の
堅
く
て
愛
じ
な
い
喩
。
〔
謝
枯

鷺

◎

清

罪

英
(
9ー

3
2
1
2
3
:
 3
)

の
麗
＠
清
、
鄭
國
鴻
得
、
初
到
建
寧
賦
詩
〕
雪
中
松
柏
愈
冑
胄
、
扶
1

一
植
綱

(
1
1
-
3
9
6
4
7
 :
 3
8
7
)

の
字
。
R
清
、
博
作
柑
(
1
|
9
3
9
 ：
常
」
住
此
行
↓
天
下
久
無
二
罪
勝
潔
一
人
間
何
掲
伯
夷

1
6
4
)

の
琥
。
（
へ
）
民
國
、
羅
振
玉
(
9
|
2
8
3
9
7
 :
 3
6
6
)

の

清

。

舅
R
石
塚
雀
高
の
琥
。
石
塚
雪
堂
（
8
-
2
4
0
2
4
:
 1
0
7

〖
雪
中
送
レ
炭]
1
8
4

竺
は
パ
ル
人
の
困
急
を
す
く
ふ
喩
゜

5
)

を

見

よ

。

〔

｛

木

史

‘

太

宗

紀

二

〕

（

淳

化

四

年

二

月

壬

戌

）

是

日

雨

雪

〖
雪
堂
義
酒
〗1

7
2
”
巧
宋
の
王
晉
卿
が
黄
州
に
居
た
大
寒
、
再
遣
中
使
賜
孤
老
貧
窮
人
千
錢
米
炭
→
〔
苑

時
、
近
郎
の
五
縣
か
ら
送
っ
た
酒
を
一
器
に
混
ぜ
て
之
成
大
、
大
雪
送
レ
炭
輿

f
盆
虚
詩
〕
不
,
,
是
雪
中
須
＞
送
レ

に
名
づ
け
た
名
。
〔
仇
池
筆
記
〕
元
祐
中
、
王
晉
卿
置
―
―
炭
、
聯
装
―
―
風
景
如
女
レ
詩
来
。

墨
十
散
面
亦
雑
研
之
盆
1
3有
―
―
黄
州
面
郡
近
五
縣
送
レ
酒
、
〖
雪
中
騎
レ
墟
孟
浩
然
〗

1
8
5
誇
店
り
／
ロ
ニ
ノ
ル
唐
の
詩
人

弁
置
一
器
五
謂
乏
雪
堂
義
酒
公
品
竺
雪
堂
義
墨
―
耶
゜
孟
浩
然
が
零
中
に
櫨
馬
に
騎
つ
て
詩
を
吟
じ
た
故
事
。

【
雲
圃
】
174

吋
リ
忍
冬
翌
フ
科
、
観
賞
用
の
落
葉
灌
木
。
あ
〔
蘇
献
‘
贈
石
向
慎
何
充
秀
才
詩
〕
君
不
レ
見
混
州
別
駕
眼

ぢ
さ
ゐ
に
似
た
小
さ
い
花
を
開
く
。
お
ほ
で
ま
り
。
粉
如
レ
電
、
左
手
桂
レ
弓
横
撚
レ
箭
、
又
不
レ
見
雪
中
騎
レ
纏

圃

花

。

繍

毬

。

玉

繍

゜

孟

浩

然

、

跛

レ

眉

吟

レ

詩

肩

醤

レ

山

、

飢

寒

富

貴

雨

安

在

、

【
雪
恥
】
175

丑
，
は
ぢ
を
す
す
ぐ
。
洗
辱
。
雪
辱
。
〔
戦
國
、
空
有
油
逗
像
留
―
一
人
間
丁
此
身
常
擬
恥
翌
外
物
盆
汗
雲
斐

燕
策
〕
若
先
王
之
報
レ
怨
雪
＞
恥
‘
夷
菰
莱
之
強
國
硲
竪
化
無
,
,
縦
跡
↓
問
レ
君
何
苦
窺
1

我
慎
五
石
言
好
レ
之
聯
自

八
百
歳
之
蓄
積
↓
〔
史
記
、
越
世
家
〕
今
既
以
雪
レ
恥
、
臣
適
、
黄
冠
野
服
山
家
容
、
意
欲
レ
置
1

一
我
山
巖
中
面
動
名
将

請
従
-
1

會
稽
之
誅
↓
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
大
夫
種
、
輔
1

一
翼
相
今
何
限
、
往
窺
,
,
,
褻
公
卑
ハ
1

一
郡
公
↓

越
王
句
践
ご
皿
為
レ
之
報
レ
怨
雪
レ
恥
゜
〔
璧
鐵
論
、
甕
鐵
【
雪
除
】
186

的
す
す
ぎ
の
ぞ
く
。
〔
漢
書
、
王
丼
傭
下
〕
皆

蔵
石
〕
今
有
司
以
二
不
仁
ご
益
家
―
―
素
喰

U
笠
以
更
レ
責
沃
灌
雪
除
、
珍
滅
無
二
餘
雑
丘
へ
。

亨
恥
芙
゜
〔
魏
志
、
田
疇
博
〕
復
如
塩
9
恥
゜
〔
書
言
故
【
雪
汀
】
187

げ
清
、
史
榮
（
2

|

3
2
4
9
 :
 1
0
)

の
字
。

事
‘
報
復
類
〕
雪
趾
‘
洗
―
―
雪
羞
趾
一
【
雪

~
i】1
8
8
げ
雪
の
そ
こ
。
〔
史
逹
祗
、
菩
薩
蜜
詞
〕
雪

【
雪
竹
】
176

ぢ
雪
の
ふ
り
つ
も
っ
た
竹
゜
〔
許
棠
、
題
―
―
開
底
夜
香
微
、
喫
レ
簾
拝
レ
月
飩
゜

明
里
友
人
居
一
詩
〕
風
巣
和
レ
鳥
動
、
雪
竹
向
レ
人
斜
。
〔
鄭
【
雪
1

苧
】
189

げ
字
琥
。

O
清
、
魏
一
鼈
(
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 1
5
 

谷
、
送
1

一
進
士
章
序
赴
＞
畢
詩
〕
秋
山
晩
水
吟
情
遠
、
雪
竹

4
)

の
琥
。
●
清
、
仲
恒
(
1
-
4
0
3
:
 1
6
9
)

の
0
の
琥
。

【
雪

it]190
乃
な
み
だ
を
拭
ふ
。
〔
列
子
、
力
命
〕
公
雪
レ

it而
顧
1
1

晏
子
1

日
、
寡
人
今
日
涌
悲
゜
〔
晉
書
、
劉
陳
偶
〕

入
に
呂
告
辞
‘
―
帝
雪
レ
涌
、
輿
レ
之
別
。
〔
軋
補
之
、
北
渚
亭

賦
〕
齊
侯
之
所
レ
雪
レ
沸
、
而
晏
子
之
所
1

章
暉
デ
也
。

【
雪
泥
】
191

存
雪
と
泥
。
積
雪
が
融
解
し
て
道
路
の
泥

淳
に
な
る
こ
と
。
〔
陸
溜
、
雪
夜
詩
〕
村
路
雪
泥
人
断
レ

行
‘
佛
燈
一
貼
綽
紗
明
。

〖
雪
泥
鴻
爪
〗1

9
2
芍
訂
雪
の
上
に
鴻
が
爪
の
あ
と
を

の
こ
す
。
人
の
縦
跡
又
は
事
業
の
は
か
な
く
て
痕
跡
の

の
こ
ら
ぬ
喩
。
〔
蘇
試
、
和
―
―
子
由
瀧
池
懐
后
匿
詩
〕
人
生

到
慮
知
何
似
‘
應
n

―
是
飛
鴻
踏
如
号
泥
こ
泥
上
偶
然
留
1
1

指

限
鴻
飛
那
復
計
―
―
東
西
↓

[
雪
降
】
193

五
い
す
す
ぎ
あ
ら
ふ
。
〔
宋
書
、
何
尚
之
博
〕

規
追
休
告
ぶ
圭
滋
素
懐
一

〖
雪
絲
齋
〗1

9
4
”
デ
キ
明
、
方
逢
年
(
5
-
1
3
6
2
0

:
 6
1
5
)
 

の
琥
゜

【
零
天
]195

”
雪
の
ふ
る
そ
ら
。
ゆ
き
も
や
う
の
そ
ら
。

雪
の
ふ
る
ひ
よ
り
。
〔
高
適
‘
宋
中
遇
二
劉
書
記
一
有
レ
別

詩
〕
寒
楚
砂
元
＇
里
ぶ
デ
天
畳
不
レ
開
。
〔
杜
荀
鶴
‘
秋
江

雨
夜
逢
詩
友
詞
〕
夜
来
江
上
秋
無
レ
月
‘
恨
不
―
―
相
逢
―

在
雪
天
↓

【
雪
田
】
196

竺
字
琥
。

O
明
、
朱
方
華
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 9
5
 

9
)

の
琥
゜
〇
清
‘
朱
軒
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 2
6
7
)

の
＠
の
琥
゜

【
雪
度
】
197

パ
，
清
、
郡
泳
(
1
1
ー

3
9
5
6
2
:
 4
5
)

の
字
。

【
雪
洞
]198

誘
〇
風
罐
の
お
ほ
ひ
を
い
ふ
。
〔
茶
経
疏
〕

小
齋
之
外
、
別
置
↓
一
茶
寮
ぶ
回
燥
明
爽
、
勿
公
翌
閉
塞
一
壁

邊
列
1
1

置
雨
墟
ご
這
以
二
小
雪
洞
1

覆
レ
之
‘
止
開
1

一
一
面
一

用
省
―
―
灰
塵
臆
散
↓
〇
山
名
。
獨
秀
山
の
西
に
在
り
。

鐘
乳
洞
が
あ
る
の
で
名
づ
く
。
〔
名
山
記
〕
雲
洞
在
II

燭

秀
山
西
面
l

壁
垂
乳
、
潔
白
如
レ
雪
。
＠
だ
上
を
あ
け
て

周
り
を
紙
ば
り
し
た
手
燭
。
又
、
手
燭
ふ
余
遣
な
ど
に
用

ひ
る
紙
張
の
蓋
゜
〔
嬉
遊
笑
覧
、
巻
十
下
、
火
燭
〕
。

【
雪
賓
】
199

坊
八

5

0
山
名
。
浙
江
省
奉
化
縣
の
西
、
四

明
山
の
別
峯
。
宋
の
理
宗
が
夢
に
此
の
山
に
遊
ぴ
、
因

つ
て
名
を
應
夢
山
と
賜
は
っ
た
。
〔
明
一
統
志
〕
雪
賓
山

在
1

一
奉
化
縣
西
北
六
十
里
面
＇
有
1

一
雪
賓
寺
・
千
丈
巖
・
瀑

布
泉
•
藤
籠
錦
鏡
池
・
含
珠
林
隠
五
形
勝
非
に
。
O
唐
の

時
の
高
僧
常
通
の
琥
゜
〔
景
徳
傭
燈
鋒
‘
十
一
、
明
州
雪

寅
山
常
通
祠
師
〕
光
幣
中
‘
璽
盗
起
‘
師
領
レ
徒
至
―
―
四

明
工
八
順
二
年
、
郡
守
請
居
二
雪
賓
1

鬱
然
盛
レ
化
。
参
宋

12607 



(42216・ ・200)― (42216・ ・247) 

の
時
、
F騨
僧
重
顕
の
琥
。
重
顕
の
字
は
隠
之
、
幼
に
し
〖
雪
紡
齋
〗

2
0
7
苔
ペ
ゥ
清
、
徐
熊
飛
(
4
-
1
0
1
1
0

:
 6
4
4
)

【
雪
譜
】
面
巧
雪
に
闘
す
る
こ
と
を
記
し
た
書
物
。

て

出

家

し

、

知

門

光

詐

に

謁

し

て

遂

に

開

悟

し

、

後

、

雪

の

琥

。

【

雪

面

{

】

222

ぢ
恥
辱
を
す
す
ぎ
か
へ
す
。
〔
北
史
、
蒲
賓

賓
山
に
住
し
て
大
い
に
雲
門
の
宗
風
を
振
ひ
‘
其
の
中
【
雪
白
】
208

芦
〇
雪
の
や
う
に
ま
つ
し
ろ
い
。
〔
闇
朝
蛋
偲
〕
賓
羮
之
在
―
―
淮
堰
盆
禾
武
寓
レ
書
招
―
―
誘
之
盃
賓
資

興
の
祗
と
な
る
。
仁
宗
の
皇
祐
四
年
に
寂
す
。
年
七
十
隠
、
明
月
歌
〕
梅
花
雪
白
柳
葉
黄
、
雲
霧
四
起
月
蒼
蒼
。
表
送
1

一
其
書
二
陳
委
心
毒
之
意
エ
志
存
―
―
雪
復
↓
隅
請
レ
居
レ

―
―
-
。
明
覺
大
師
の
琥
を
賜
ふ
。
著
に
雪
賓
頌
古
・
祗
英
〔
張
翌
、
柳
花
詞
〕
地
衣
不
レ
許
重
簾
隔
、
雪
白
花
鋪
一
寸
邊
。

集
(
8
ー

2
4
6
6
4
:
 1
5
2
)

が
あ
る
。
〔
蘇
献
、
再
和
三
井
答
―
―
深
。

O
性
行
の
潔
白
な
喩
゜
〔
後
漢
書
、
宋
漢
傭
〕
策
曰
、
【
雪
雰
]223

ぢ
雪
氣
を
い
ふ
。
〔
張
衡
、
四
愁
詩
〕
以
1

一水

楊
次
公
詩
〕
高
懐
却
有
二
雲
門
典
□
好
句
慎
偲
一
雪
賓
太
中
大
夫
宋
漢
、
清
修
雪
白
‘
正
直
無
レ
邪
゜
〔
劉
峻
‘
廣
深
雪
雰

g竺
小
人
↓
〔
注
〕
清
曰
‘
雰
、
氣
也
。
〔
曹
植
、
平

風

↓

絶

交

論

〕

曾

史

蘭

薫

雪

白

‘

舒

向

金

玉

淵

海

。

〔

注

〕

善

原

焚

公

王

誅

〕

悲

風

激

興

、

霜

桑

雪

雰

゜

〖
雪
寅
頌
古
〗2

0
0
名
喝
書
名
。
一
巻
。
宋
、
重
顧
の
撰
。
日
‘
曾
、
曾
参
、
史
、
史
魚
也
‘
銑
日
、
蘭
薫
雪
白
‘
喩

1一
芳
【
雪
坪
】22

4
苫
字
琥
。
O
清
、
梅
庚(
6
|1
4
8
3
0
 :
 2
3
)

の

重
顕
が
百
則
の
公
案
を
探
ぴ
‘
韻
語
を
以
て
其
の
奥
酪
紫
ふ
3

。

琥

。

O
清
、
藍
濤
(
9ー

3
2
2
5
8
:
 5
8
)

の
琥
゜

を
頌
出
し
た
も
の
。
後
、
園
悟
祠
師
(
8
ー

4
8
5
1
:
 1
1
)

が
【
雪
餓
l

】209
芍
●
清
ら
か
な
魂
塊
を
い
ふ
。
〔
栖
白
‘
哭
―
-
【
雪
法
"
】
225

苫
清
、
藍
濤
(
9ー

3
2
2
5
8
:
 5
8
)

の
琥
。

こ
れ
に
垂
平
著
語
評
唱
を
附
し
て
玄
微
を
登
揮
す
。
劉
得
仁
一
詩
〕
為
レ
愛
-
1

詩
名
―
吟
至
レ
死
、
風
魂
雪
塊
去
【
雪
瓢
】
226

冦
が
明
‘
祁
琢
佳
(
8ー

2
4
6
3
4
:
 3
8
)

の
琥
°

門
人
こ
れ
を
集
め
て
碧
巖
録
(
8ー

2
4
3
3
4
:
 3
8
)

と
稲
難
レ
招
。

O
二

梅

の

異

名

。

雪

骨

。

【

雪

壁

】

227

苫
ゆ
き
の
や
う
に
し
ろ
い
か
べ
。
〔
陸
湘
、

す
。
〖
雪
塊
泳
姿

]
2
1
0

界
＇
ぢ
花
の
潔
白
な
形
容
。
〔
無
名
自
―
―
雪
堂
五
ぎ
四
望
予
因
歴
訪
蘇
公
遺
跡

1至
元
女
國

【
雪
波
】
201

巧

O
地
名
。
四
川
省
洪
雅
縣
の
南
。
〔
資
治
氏
、
詠
―
―
茉
莉
―
詩
〕
泳
姿
素
淡
廣
寒
女
、
零
塊
軽
盈
姑
射
院
一
詩
〕
向
宋
龍
蛇
涌
1

一
雪
辟
去
雷
電
下
取
何
時
還
。

通

鑑

‘

唐

紀

〕

（

鯰

宗

‘

咸

通

十

年

）

南

詔

蝶

信

酋

龍

傾

レ

仙

。

【

雪

片

】

228

竺
飛
雪
を
い
ふ
。
ゆ
き
。
〔
杜
甫
、
寄
"
楊
五

國
入
寇
、
云
云
、
再
榮
退
屯
天
渡
河
北
こ
卑
ハ
レ
之
隔
レ
水
【
雪
瀑
】
211

ぢ
雲
の
降
る
さ
ま
に
似
た
た
き
。
〔
薩
都
桂
州
諜
一
詩
〕
梅
花
萬
里
外
、
雪
片
一
冬
深
゜
〔
呂
温
、
冬

相
射
、
九
日
八
夜
‘
蛋
密
分
レ
軍
、
伐
レ
木
開
レ
道
、
逢
―
―
雪
剌
、
度
レ
嶺
至
迄
変
女
入
伊
悼
至
1

廷
滋
竺
詩
〕
雪
瀑
掛
,
,

夜
即
事
詩
〕
風
吹
1

一
雪
枝
砧
竪
花
落
ご
月
照
1

沿
公
杢
如
―
―

墜
〔
注
〕
雪
波
雪
嶺
之
披
也
。

0
字
琥
°
⑦
宋
‘
眺
勉
沐
簾
互
杯
風
奏
1

一

天

籟

一

鏡

破

↓

〔

菅

原

道

箕

、

早

春

侍

1

一
宴
仁
壽
殿
ー
同
賦
1

↓―春雪

(
8
ー

6
2
0
2
:
 1
1
0
)

の
琥
゜
＠
清
、
顧
文
淵
(
1
2
-
4
3
6
8
9

【
雪
製
】
212

芥
白
髭
。
し
ら
が
。
〔
杜
牧
、
還
俗
老
僧
詩
〕
映
二
早
梅

ggレ
製
詩
〕
雪
片
花
顔
時
一
般
、
上
番
梅
援

:
 3
5
6
)

の
琥
゜
◎
清
‘
蘇
汝
謙
(
9
|
3
2
4
2
7
 :
 2
5
2
)

の

琥

。

雪

斐

不

二

長

寸

一

秋

寒

力

更

微

。

待

追

歓

↓

〖
雪
破
草
堂
〗2

0
2
窃
ダ
明
、
陳
文
燭

(
1
1| 4
1
6
9
8
 :
【
雪
凡
】
214

ぢ
明
、
陶
涵
中
(
1
1
ー

4
1
7
0
5
:
 1
7
7
)

の
字
。
【
零
辮
】
229

竺
茉
莉
の
一
種
。
〔
本
草
‘
茉
莉
〕
集
解
、
時

1
2
3
4
)

の

室

名

°

[

雪

帆

】

215

ぢ
消
、
宋
晉
(
8ー

7
0
7
8
:
 1
4
0
)

の
琥
゜
珍
日
、
又
有
恥
担
士
全
却
而
辮
大
、
其
香
清
絶
者
i

謂ニ

〖
雪
域
僕
逸
〗2

0
3
介
ゲ
元
、
周
伯
埼

(
2
|3
4
4
1
 :
 8
2

【
雪
痛
】
216

ぢ
ゆ
き
の
や
う
に
白
い
は
た
。
〔
劉
基
、
題
一
之
狗
牙
爺
亦
名
二
零
辮
↓

2
)

の

琥

。

観

潮

圏

詩

〕

氷

納

霧

穀

紛

颯

纏

‘

霜

旅

雲

脂

高

競

空

。

【

雪

圃

]
2
3
0
5
,
0雪
の
積
つ
た
は
た
け
。
〔
専
荘
、
立
春

〖
雪
破
文
集
〗2

0
4
竺
炉
書
名
。
五
十
巻
。
宋
‘
銚
勉
撰
。
【
雪
響
】

2
1
7
心
／
白
器
の
白
く
き
れ
い
な
も
の
。
〔
唐
本
詩
〕
雪
圃
乍
開
紅
菜
甲
、
採
幡
新
翡
緑
楊
絲
。
●
明
、
陳

其
の
従
子
起
龍
編
。
凡
て
奏
射
賤
策
七
巻
・
講
義
―
―
巻
•
草
〕
雪
界
方
士
謂
二
之
白
君
ご
潔
白
者
為
,
,

雪

界

霊

元

明

三

島
(
1
1
|
 4
1
6
器
：
8
7
8
)

の
琥
゜

賦
一
巻
・
詩
十
一
巻
·
雑
文
二
十
九
巻
。
〔
四
庫
提
要
、
者
為
―
一
明
饗
→
【
零
峯

]
2
3
1

恐
~
.
ゅ
き
の
あ
る
峯
゜
〔
杜
甫
、
出
レ
郭
詩
〕

集

、

別

集

類

〕

。

【

雪

飛

】

2
1
8
5
’
●
ゆ
き
の
や
う
に
と
ぶ
。
〔
飽
照
、
舞
鶴
遠
煙
壁
井
上
、
斜
景
雪
峯
西
。
〔
戴
叔
倫
、
賄
え
打
脚
僧
一

【
雪
梅
】
血
苔
●
雪
中
の
梅
。
又
、
雪
の
や
う
に
白
い
賦
〕
驚
レ
身
蓬
集
‘
矯
レ
翅
雪
飛
゜
〔
杜
甫
‘
見
-
1

王
監
兵
馬
詩
〕
到
慮
棲
奎
蘊
宍
何
年
臥
―
―
雪
峯

-
0山
名
。
④
祗

梅
゜
〔
孫
逸
、
宴
紐
府
陳
法
曹
西
亭
―
詩
〕
零
梅
初
度
レ
餌
説
近
山
有
―
―
白
黒
二
鷹
―
云
云
詩
〕
雪
飛
玉
立
虚
涸
~
建
省
閻
侯
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
祗
建
、
幅
州

臓
煙
竹
梢
迎
レ
瞳
゜
〔
杜
牧
‘
代
レ
人
詩
〕
闘
草
憐
―
―
香
意
一
秋
禾
ー
レ
惜
1

一
奇
毛
云
翌
遠
遊
↓
●
ゆ
き
が
と
ぶ
。
〔
魏
徴
‘
府
、
間
縣
〕
雪
峯
山
、
府
西
百
八
十
里
高
四
十
里
、
盤
―
―
鋸

管
花
間
―
―
雪
梅
↓
〇
明
の
僧
。
呉
の
人
。
戒
律
に
拘
ら
ず
、
道
観
内
柏
樹
賦
〕
泳
凝
―
―
無
際
盃
雪
飛
,
,
千
里
↓
〔
朱
窯
、
侯
官
・
羅
源
・
古
田
・
間
清
四
縣
境
工
藷
名
1

一
象
骨
峯
ご
土

酒
肉
を
食
ふ
。
法
師
の
講
経
を
見
れ
ば
、
乱
説
・
胤
説
と
梅
花
賦
〕
月
漏
―
―
微
明
一
雪
飛
二
涌
空
↓
間
改
1

一
今
名
↓
＠
湖
北
省
蒲
祈
縣
の
南
。
雪
峯
寺
が
あ

い
ひ
、
折
；
琲
駁
を
加
ふ
。
詩
文
に
巧
。
自
ら
寒
山
・
拾
【
雪
渭
】
219

臼
清
、
顧
天
朗
(
1
2
|
 4
3
6
8
9
 :
 3
3
6
)

の
琥
。
る
。
唐
の
時
、
建
つ
。
石
炭
の
産
地
。
◎
湖
南
省
會
同

得
に
比
す
。
〔
列
朝
詩
集
小
偉
、
閏
〕
。
【
奎
孟
賓
】
220

竺
雪
の
や
う
に
白
い
ぴ
ん
。
老
人
に
い
ふ
。
縣
の
束
北
。
〔
魏
了
翁
、
詩
〕
雪
峯
高
大
沖
乙
肖
漢
よ
R
字

【
雪
紡
]206

お
〇
雪
の
つ
も
っ
た
ふ
ね
。
〔
鄭
元
祐
、
書
雪
髯
゜
〔
楊
萬
里
、
夜
坐
詩
〕
春
後
春
前
雙
雪
賢
、
江
南
琥
゜
④
唐
、
義
存
(
9
|
2
8
5
0
4
 :
 1
7
5
)

の
琥
゜
＠
清
、
陳

紡

齋

小

集

分

韻

得

玉

兌

子

詩

〕

雪

紡

夜

寒

虹

貫

レ

日

、

渓

江

北

一

茅

罐

。

宗

葬

(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
0
8
2
)

の
字
。

庭
騰
盤
柳
含
レ
春
。

O
字
鱚
①
清
部
鶴
徴
(
1
1
|
 3
9
5
7

【
雪
膚
】2

2
1
巧
白
い
膚
。
雪
肌

(
5
0
)
に
同
じ
。
〔
白
居
易
、
〖
雪
峯
祠
師
語
録
〗
副
笞
吠
裕
ノ
書
名
。
三
巻
。
唐
の
雪

o

:

6

『
)
の
字
。
＠
清
、
呉
晉
元
(
2
-
3
3
6
5
:
 6
8
0
)

の
字
。
長
恨
歌
〕
中
有
二
人
一
字
太
直
、
軍
膚
花
貌
参
差
是
。
峯
義
存
の
遺
録
に
て
、
一
名
、
置
県
覺
大
師
廣
録
と
も
い

雨

部

〔
三
書
〕

雪

ふ
。
〔
績
大
蔵
経
〕
。

【
雪
崩
】
232

り
ダ
積
雪
が
解
け
て
一
時
に
崩
れ
落
ち
る
こ

と
【
雪
蓬
]233

討
明
、
誰
膜
(
1
0
|
 3
5
9
7
6
 :
 2
8
)

の
琥
。

〖
雪
蓬
軒
〗2

3
4
乃
ボ
ウ
明
、
黄
哲
(
1
2
-
4
7
9
2
6

:
 6
8
9
)

の

室
名
。

〖
雪
蓬
先
生
〗2

3
5
努
臼5

明
、
黄
哲
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 6
8
 

9
)

の
尊
梢
゜

【
雪
蓬
】
236

灼
字
琥
。

O
宋
‘
眺
鋪
(
3
-
6
2
0
2
:
 1
1
8
)
の

鑢
0
元
‘
張
天
永
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
4
0
5
)

の
琥
。
参
明
‘
盛

安
(
8
|
2
3
0
0
5
 :
 1
)

の
琥
゜
＠
明
‘
訛
誤
(
1
0ー

3
5
9
7
6
:
 

2
8
)

の
琥
゜

【
雪
木
】
239

ぢ
消
、
李
柏
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 6
6
5
)

の
字
。

【
雪
毛
】
240

ぢ
雪
の
や
う
に
白
い
毛
。
白
毛
。
〔
元
積
‘

有
鳥
詩
〕
有
レ
鳥
有
レ
鳥
謂
孟
品
烹
雪
毛
皓
白
紅
皆
殷
゜

〔
李
遠
、
過
窟
遊
云
杢
雙
鶴
―
愴
然
有
レ
懐
詩
〕
朱
頂
讚

玩
荒
草
上
‘
雪
毛
零
落
小
池
頭
。

【
雪
渦
】
241

ぢ
雪
が
一
杯
に
つ
も
る
。
〔
李
頑
、
贈
,
,
別
張

兵
曹
一
詩
〕
雪
涵
丑
澁
懸
連
雲
遮
↓
詳
鳳
棲
↓
〔
李
嘉
祐
、

夜
宴
南
陵
留
別
詩
〕
雪
渦
―
―
前
庭
一
月
色
閑
、
主
人
留
レ

客
未
レ
能
レ
還
。

〖
雪
涵
一
山
中
一
高
士
臥
月
明
林
下
美
人
来
〗

2
4
2
穴
ハ

ロ
昇
竺
丑
t

g認
立
望
ノ
“
i

雪
の
つ
も
っ
た
山
中
に
高

士
が
高
臥
し
、
月
に
照
ら
さ
れ
た
林
の
中
に
美
人
が
来

た
や
う
で
あ
る
。
明
の
高
啓
が
梅
を
形
容
し
た
句
。
〔
高

啓
、
梅
花
詩
〕
境
姿
只
合
レ
在
瑶
憂
「
誰
向
―
―
江
南
—
慮
虞

栽
、
雪
節
山
庄
高
士
臥
、
月
明
林
下
美
人
来
‘
寒
依
二

疎
彰
蒲
離
竹
、
春
掩
―
―
残
香
一
漠
漠
苔
、
自
レ
去
↓
―
何
郎
―

無
好
詠
盃
東
風
愁
寂
幾
回
開
。

【
雪
明
]243

げ
雪
で
あ
か
る
い
。
又
、
雪
の
光
。
〔
酪
賓

王
、
冬
日
過
蔽
人
任
慮
士
書
齋
一
詩
〕
雪
明
書
帳
冷
、
水

静
墨
池
寒
゜
〔
皇
甫
寺
、
贈
―
―
鄭
山
人
1

詩
〕
石
路
寒
花

猿
、
江
田
腺
雪
明
。

【
雲
面
】
244

”
雪
の
や
う
に
白
い
か
ほ
。
〔
楊
炎
、
贈
―
―

元
載
歌
妓
―
詩
〕
雪
面
淡
眉
天
上
女
‘
鳳
篇
鸞
翅
欲
,
,
飛

去
一
〔
白
居
易
‘
柘
枝
妓
詩
〕
帯
垂
細
膀
花
腰
重
‘
帽
轄

金
鈴
雪
面
廻
゜

【
雪
門
】
246

竺
清
、
許
瑶
光
(
1
0
|
 3
5
2
9
8
 :
 2
4
1
)

の
字
。

【
雪
夜
】
247

丑
，
雪
の
降
る
夜
。
〔
周
賀
、
寄
,
,
寧
海
李
明

府
詩
〕
故
疾
梅
天
猿
、
新
詩
雲
夜
成
。

12608 
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雨

部

〔
三
書
〕

雪

〖
雪
夜
訪
レ
戴
〗24

8
バ
ぶ
巧
晉
の
王
徽
之
が
雪
の
初
め
〖
雪
浪
軒
〗25
4
t
”
?
ゥ

て
齊
れ
た
夜
、
戴
達
を
訪
ね
た
故
事
。
〔
晉
書
、
王
徽
之
室
名
。

傭
〕
嘗
居
山
陰
五
夜
雪
初
震
、
月
色
清
朗
‘
四
望
皓
然
、
〖
雪
浪
齋
〗

2
5
5
ぢ
ぅ
宋
の
蘇
献
が
珍
石
を
得
て
、
之
を

獨
酌
レ
酒
詠
―
―
左
思
招
隠
詩
石
忽
憶
,
,
戴
逸
云
逸
時
在
如
幻
‘
置
い
た
室
の
名
。
〔
蘇
献
、
雪
浪
齋
銘
〕
予
於
↓
1

中
山
後

便
夜
乗
,
,
小
船
—
詣
レ
之
、
経
宿
方
至
‘
造
レ
門
不
レ
前
而
圃
砿
竺
黒
石
白
詠
盆
空
蜀
孫
位
孫
知
微
所
レ
書
石
間
奔

反
。
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
上
‘
朋
友
賓
主
〕
王
子
猷
雪
流
ニ
哭
水
之
轡
「
又
得
1

一
白
石
曲
陽
盃
為
↓
1

大
盆
一
以
盛
レ

夜

而

訪

ね

逸

゜

之

、

激

1

一
水
其
上
な
ぎ
其
室
一
日
―
―
雪
浪
齋
↓

〖
雪
夜
訪
,
,
趙
普
,
]249
誇
t
ヲ
ト
7

宋
の
太
祗
が
雪
の
降
【
雪
落
】
256

店

O
雪
が
降
る
。
〔
詩
、
小
雅
、
出
車
、
今
我

る
夜
、
趙
普
を
訪
ひ
、
國
事
を
諮
っ
た
故
事
。
〔
宋
史
、
宋
思
‘
雨
レ
雪
載
塗
‘
疏
〕
言
‘
雨
レ
零
載
塗
‘
雪
落
而
秤
為
1

一

趙
普
傭
〕
太
祗
敷
微
行
過
―
―
功
臣
家
ご
云
云
‘
一
日
、
大
雪
塗
泥
五
是
春
凍
始
解
也
。
〔
宋
書
、
巣
志
三
〕
硲
谷
少
＿
一
人

向
レ
夜
、
普
意
,
,
一
帝
不
i

出
、
久
之
、
聞
―
―
相
レ
門
臀
ぶ
百
函
民
盃
零
落
何
雰
霜
。
●
白
い
肌
の
喩
゜
〔
張
協
、
七
命
〕
紅

出
、
—
帝
立
ー
一
風
雪
東
普
怪
憫
迎
秤
‘
—
帝
曰
‘
已
約
―
―
晉
王

1

肌
綺
散
、
素
膚
雪
落
。

袋
已
而
太
宗
至
‘
云
云
‘
熾
レ
炭
燒
レ
肉
、
普
妻
行
レ
酒
、
【
雪
欄
】
257

努
山
名
。
四
川
松
播
縣
の
東
。
山
勢
蝠
誕
、

帝
以
レ
捜
呼
レ
之
‘
因
興
レ
普
計
に
下
,
,
太

原

↓

積

零

消

え

ず

。

俗

に

賓

鼎

山

と

呼

ぴ

、

又

、

雪

嶺

と

い

【
雪
餘
]250

巧
零
の
降
っ
た
後
。
雪
後
。
〔
劉
馬
錫
、
牌
レ
ふ
。
〔
明
一
統
志
〕
雪
欄
山
在
-
1

松
播
司
城
東
三
十
里
一

赴
蘇
州
途
出
硲
陽
詩
〕
歳
秒
風
物
動
、
雪
餘
宮
苑
山
勢
蝠
誕
、
四
時
積
加
雪
。

晴
゜
〖
雪
欄
義
〗
匈
ぺ
唸
馬
来
半
島
の
地
名
。

S
e
l
a
n
g
o
r

の

【
雪
擁
】
251

誘
雪
が
と
り
か
こ
む
。
〔
朱
魚
、
聞
レ
報
詩
〕
昔
謁
゜

雪
擁
―
―
紹
衰
1

一
馬
馳
、
孤
軍
左
担
事
難
レ
期
。
〔
劉
因
、
【
雪
蘭
】
258

焚
清
、
丘
庭
樹
(
1
ー

3
3
・

・
1
5
7
)

の
琥
°

新
居
詩
〕
雪
擁
1

西
面
い
儘
未
レ
除
、
小
齋
人
道
似
―
―
祠
居
↓
【
雪
梨
】
259

丘
ッ
〇
梨
の
一
種
。
天
津
梨
゜
〔
本
草
、
梨
〕
集

〖
雪
擁
直
闘
馬
不
レ
前
〗2

5
2
月
g
窃
坊
ズ
雪
が
藍
解
、
時
珍
日
、
梨
有
脅
黄
紅
紫
四
色
ぶ
礼
梨
即
雪
梨
、
鵞

開
を
つ
つ
ん
で
馬
は
進
ま
な
い
。
唐
の
韓
愈
が
潮
州
に
梨
即
綿
梨
、
消
梨
即
香
水
梨
也
、
倶
為
1

一
上
品
↓
●
芹

左
遷
さ
れ
た
時
の
途
中
の
さ
ま
。
〔
韓
愈
、
左
遷
至
,
,
藍
濠
洲
の
地
名
。

S
y
d
n
e
y

の
昔
諜
。

闊
』
か
姪
孫
湘
詩
〕
一
封
朝
奏
九
重
天
、
夕
貶
二
潮
州
1

【
雪
裏
】
260

旺
ッ
雪
の
中
。
零
裡
゜
〔
太
r
参
、
送
二
雀
子
還
＂
京

路
八
千
、
欲
ら
竺
聖
明
吟
~
申
弊
事
5肯
蒻
H哀
朽
1惜
―
―
残
詩
〕
送
レ
君
九
月
交
河
北
、
雪
裏
題
迄
詩
涙
涌
レ
衣
゜
〔
杜

年
｛
雲
横
桑
嶺
1

家
何
在
、
雪
擁
証
品
圏
馬
不
レ
前
、
知
甫
、
草
堂
即
事
詩
〕
雪
裏
江
船
渡
、
風
前
舞
燭
斜
。

汝
遠
宋
息
有
レ
意
、
好
躯
吾
骨
―
辮
江
邊
。
〖
雪
裏
顛
〗

2
6
1
ゃ
吋
藷
菜
の
名
。
雪
に
逢
つ
て
も
凍
損

【
雪
浪
]253

蒻

O
雪
の
積
っ
た
連
峰
の
さ
ま
。
〔
元
槙
、
し
な
い
。
華
北
で
春
不
老
と
い
ふ
。
〔
野
菜
棧
〕
四
明
有
レ

遭
レ
風
詩
〕
俄
驚
四
面
雲
屏
合
、
坐
見
干
峰
雪
浪
堆
。

O

菜
、
名
,
,
雪
裏
顛
云
雪
深
諸
菜
凍
損
、
此
菜
獨
青
。

白
く
あ
わ
だ
つ
浪
゜
〔
杜
牧
、
題1一
池
州
貴
池
亭
―
詩
〕
蜀
〖
雪
裏
青
〗

2
6
2
5

得
草
の
名
。
田
腟
の
間
に
産
し
、
葉
は

江
雪
浪
西
江
涌
、
強
半
春
寒
去
徘
来
。
〔
李
商
隠
、
送
,
,

地
に
鋪
き
、
枝
梗
が
無
い
。
雪
天
に
小
白
花
を
開
く
。

雀
珪
往
西
川
詩
〕
一
條
雪
浪
吼
―
―
巫
峡
一
千
里
火
雲
又
、
過
冬
青
と
い
ふ
。

燒
益
州
→
●
蘇
載
が
河
北
省
の
定
縣
に
産
す
る
石
に
〖
雪
裏
清
香
〗

2
6
3
苔
が
梅
の
異
名
。

名
づ
け
た
名
。
〔
雲
林
石
譜
〕
中
山
府
中
出
,
,
石
炭
墨
一
【
雪
履
一
】
264

丘
，
ゆ
き
ぐ
つ
。
〔
陸
源
、
庚
申
十
二
月
二
十

燥
而
無
レ
聾
‘
温
然
成
レ
質
、
其
紋
多
,
,
白
詠
盃
籠
絡
如
―
―
麻
一
日
云
云
詩
〕
辛
苦
山
行
穿
1
1

雪

履

↓

「

琥

゜

絲
旋
撓
委
曲
之
勢
盃
東
坂
帥
,
,中
山
玉
置
こ
石
於
燕
虞
一
〖
雪
履
齋
〗26

5
苔
り
元
、
郭
翼
(
1
1
-
3
9
4
7
4

:
 2
1
4
)

の

目
レ
之
為
一
雪
浪
石
→0
山
名
。
④
江
蘇
省
無
錫
縣
の
〖
雪
履
齋
筆
記
〗

2
6
6
袴
い
サ
イ
書
名
。
一
巻
。
元
、
郭
翼

西
。
山
の
東
麓
は
宋
の
蒋
重
珍
の
故
里
。
山
嶺
に
雪
浪
撰
。
経
史
の
疑
義
に
就
い
て
考
證
し
、
持
論
多
く
理
致

庵
あ
り
、
重
珍
讀
書
の
虞
。
＠
浙
江
省
定
海
縣
の
普
陀
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
雑
家
類
〕
。

山。

O
明
‘
洪
恩
(
6
ー

1
7
4
0
2
:
 2
5
)

の

●

の

字

。

【

雪

粒

】

267

誇
あ
ら
れ
の
異
名
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
天

清
、
王
詰
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
2
7
)

の

象
類
、
霰
〕
雪
粒
、
阿
良
證
、
五
雑
組
云
、
霰
雪
之
未
レ
成
＞
共
,
,
芳
盟
一
猶
有
二
雙
棲
玉
雪
鷺
夜
寒
驚
起
。

花
者
、
今
俗
謂
乏
米
粒
雪
面
E

水
初
凍
結
成
者
也
。
【
雪
棲
】
275

誘
●
雪
の
積
つ
て
ゐ
る
た
か
ど
の
。
〔
碓

【
雪
林
】
268

拷
宋
、
李
罪
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 2
1
2
)

の
琥
。
掏
、
題
賣
應
縣
詩
〕
雪
棲
齊

9
日
動
晴
寒
、
渭
水
梁
山

【
雪
嶺
】
269

苔
●
雪
の
積
つ
て
ゐ
る
山
。
〔
虞
綸
、
従
軍
鳥
外
看
。
●
字
琥
゜
④
元
、
程
矩
夫
（
8
-
2
5
0
8
1
:
 1
7
4
)
 

行
〕
雪
嶺
無
―
一
人
跡
む
匹
河
足
,
,
雁
贅
↓
〔
飽
溶
、
懐
―
―
憑
明
の
琥
゜
＠
清
、
陳
世
鈴
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
0
3
5
)

の
字
。
◎

祠
師
詩
〕
雪
嶺
無
入
又
問
来
、
十
年
夏
騰
平
安
否
。
清
、
黎
洵
(
1
2
-
4
7
9
9
4
:
 4
3
)

の
字
。
●
山
宮
惟
深
の

●
山
名
。
雪
山
を
い
ふ
。
雲
南
省
麗
江
縣
の
西
北
。
今
、
琥
。
山
宮
零
棲
(
4ー

7
8
6
9
:
 2
2
0
)
を
見
よ
。

南
嶺
山
脈
の
幹
脈
の
雲
南
省
の
瀾
清
江
•
金
沙
江
の
間
〖
雪
槙
猛
未
〗

2
7
6
窃
口
，
ゥ
書
名
。
三
十
巻
。
元
、
程
距
夫
撰
゜

に
在
る
山
脈
の
通
稽
゜
〔
演
載
記
〕
雪
山
九
峯
、
積
雪
四
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

時
、
玉
立
萬
切
、
望
レ
之
卑
ハ
,
,
蜀
松
州
諸
山
1

相
接
、
或
謂
―
【
雪
高
】
277

芍
明
、
苗
衷
(
9
ー

3
0
7
8
1
:
 3
0
)

の
琥
゜

之
雪
嶺
面
唐
章
皐
約
奎
盃
虫
共
騒
,
,
吐
蕃
於
雪
嶺
之
外
一
【
雪
腕
】
278

努
雪
の
や
う
に
白
い
腕
。
〔
温
庭
筋
、
舞
衣

蓋

郎

零

嶺

外

也

。

曲

〕

管

含

―

―

蘭

氣

1

矯
語
悲
、
胡
槽
雪
腕
鴛
驚
絲
゜

〖
雪
嶺
投
身
〗2

7
0
誇
劣
圃
繹
迦
が
雪
山
で
苦
行
し
、
【
含
レ
雪
】

2
7
9
芸
り
●
雪
を
口
に
含
む
。
〔
謝
震
運
、
山
居

身
を
岩
下
に
投
げ
て
羅
刹
（
悪
鬼
）
に
輿
へ
た
故
事
。
〔
涅
賦
〕
向
レ
陽
則
在
レ
寒
而
納
レ
照
、
面
レ
陰
則
嘩

9
暑
而
含
レ

槃
経
‘
聖
行
品
下
〕
我
住
―
―
雪
山
釜
m
秤
為
レ
試
レ
我
‘
斐
1

一
其
零
。

O
窓
の
外
の
雪
景
色
を
眺
め
る
形
容
。
〔
杜
甫
、
絶

身
1

為
―
―
羅
刹
五
翌
過
去
佛
所
レ
説
半
偶
五
諸
行
無
常
、
是
句
詩
〕
窓
含
西
嶺
干
秋
雪
、
門
泊
東
呉
萬
里
船
。

生
滅
法
、
我
於
,
,
爾
時
両
型
半
低
で
心
生
己
笠
只
四
顧
惟
【
臥
レ
雪
】
280

択
↑
雪
中
に
臥
す
る
。
●
後
漢
の
衷
安
の

見
1

一
羅
刹
｛
乃
言
善
哉
大
士
、
若
能
説
―
―
餘
半
偶
一
吾
終
身
故
事
。
〔
後
漢
書
‘
衷
安
偉
‘
注
〕
汝
南
先
賢
博
日
、
時
大

為
汲
弟
子
ご
羅
刹
云
、
我
今
責
飢
不
レ
熊
説
、
我
即
告
雪
‘
積
レ
地
丈
餘
‘
洛
陽
令
身
出
案
行
、
云
云
‘
至
―
―
哀
安

曰
、
但
汝
説
レ
之
、
我
嘗
和
炉
身
奉
ー
ー
大
士
ご
羅
刹
於

L是
門
こ

i
~レ
有
,
,
行
路
一
謂
‘
安
已
死
、
令
,
,
人
除
レ
零
入
＂
戸
、

説
後
半
限
生
滅
滅
已
‘
寂
滅
為
禎
、
我
聞
笠
此
猥
已
見
安
優
臥
問
何
以
不
レ
出
、
安
日
、
大
雪
人
皆
餓
、
不
レ

於
玉
炉
石
若
レ
壁
若
レ
樹
若
＂
道
書
―
―
寓
此
偶
一
即
時
昇
1

一
宜
レ
干
レ
人
。
●
魏
の
焦
先
の
故
事
。
〔
魏
志
‘
焦
先
博
‘
注
〕

高
樹
上
盆
空
身
於
地
云
爾
時
羅
刹
復
,
,
―
帝
繹
形
云
空
取
高
士
傭
日
、
其
後
野
火
燒
―
―
其
直
エ
先
因
露
寝
、
遭
1

一冬

吾
身
五
竪
此
功
徳
函
竺
越
十
二
功
↓
雪
大
至
エ
先
担
臥
不
レ
移
、
人
以
為
レ
死
‘
就
視
如
レ
故
。

【
雪
一
薄
l

】271
雰
草
の
名
。
崇
山
の
積
雪
中
に
生
じ
、
状
、
●
宋
元
白
の
故
事
。
〔
五
色
線
〕
宋
元
白
‘
夏
削
衣
な
綿
、

洋
菊
に
似
、
必
ず
雙
生
す
る
。
補
強
剤
、
合
媚
槃
に
用
ひ
冬
則
畢
衣
‘
臥
―
―
雪
中
ご
去
レ
身
丈
餘
、
周
匝
氣
出
如
レ
蒸
、

る
。
〔
閲
微
草
堂
筆
記
〕
塞
外
有
―
―
雪
蓮
ェ
ぎ
崇
山
積
雪
而
雪
不
レ
凝
。

O
梅
な
ど
の
雪
中
に
あ
っ
て
も
寒
さ
に

中
ご
釈
如
谷
之
洋
菊
石
其
生
必
雙
雄
者
差
大
、
雌
者
屈
せ
ぬ
さ
ま
。

小
、
然
不
土
茫
失
亦
不
和
同
レ
根
、
相
去
必
一
雨
丈
、
見
1

一
[
{
員
レ
雪
】
281

吝
ウ
ス
雪
見
を
い
ふ
。
〔
三
代
賓
録
、
二
十

其
一
声
忘
竺
其
一
「
無
一
示
・
レ
得
者
「
此
花
生
1

一
極
寒
之
二
〕
清
和
天
皇
貞
観
十
四
年
十
一
月
八
日
甲
戌
、
通
タ

地
盃
而
性
極
熱
、
浸
レ
酒
為
五
儡
央
多
血
熱
妄
行
、
或
用
,
,

雪
未
レ
止
、
右
大
臣
已
下
参
議
已
上
、
於
1
1

侍
従
所
ー
賞
レ

合

媚

薬

百

其

禍

尤

烈

。

雪

會

飲

゜

【
雪
薩
】
272

芍
●
雪
中
の
い
ほ
り
。
〔
陸
涸
、
歳
晩
幽
興
．
【
醸
レ
零
】

282g”
雪
を
催
す
の
を
酒
を
醸
す
の
に
喩
ヘ

詩
〕
泥
巷
有
レ
人
尋
,
,
杜
甫
涵
争
直
無
レ
吏
問
哀
安
↓
●
字
て
い
ふ
。
〔
苑
成
大
、
過
,
,
都
陽
湖
1

云
云
詩
〕
春
工
醸
レ

琥
。
④
清
、
顔
宗
儀
(
1
2
-
4
3
5
9
1
:
 1
7
2
)

の
琥
゜
＠
清
、
雪
無
n
端
密
一
大
塊
嚢
レ
風
不
．
―
―
肯
牧
↓
〔
大
窪
詩
佛
、
春

徐
熊
飛
(
4
-
1
0
1
1
0
:
 6
4
4
)

の

琥

。

「

琥

。

寒

詩

〕

寒

食

従

レ

今

無

1

一
幾
日
工
梅
花
零
落
杏
花
開
、
春

〖
雪
薩
和
尚
〗2

7
3
”
炉
明
、
克
新
(
1ー
1
3
5
5:
 6
6
)

の
寒
醸
レ
雪
力
不
レ
足
、
却
向
1

一
黄
昏
面
5

レ
雨
来
。

【
雪
鷺
】
274

芍
し
ら
さ
ぎ
。
〔
元
横
‘
遣
春
詩
〕
雪
鷺
遠
【
立
レ
雪
】
283

た
[
-
―
雪
中
に
立
つ
。

O
唐
の
郭
元
振
の
故

近
飛
、
渚
牙
漫
深
出
。
〔
李
紳
‘
憶
,
,
東
湖
1

詩
〕
菱
歌
罷
レ
事
。
〔
藷
唐
書
、
郭
元
振
傭
〕
西
突
蕨
首
領
烏
質
勒
部
落

唱
鵠
舟
廻
、
雪
鷺
銀
鵬
左
右
来
。
〔
呂
同
老
、
白
連
詞
〕
強
盛
、
款
レ
塞
通
知
和
、
元
振
就
―
―
其
牙
帳
五
m1
一
會
軍
事
一

12609 



(42216・ ·284)— (42223) 

時

天

大

雪

、

元

振

立

於

帳

煎

良

烏

質

勒

一

言

議

、

須

曳

名

。

の

●

の

琥

。

【

冬

雨

】

如

雪
深
風
凍
、
元
振
未
―
―
嘗
移
＂
足
。
●
唐
の
章
斌
の
故
事
。
【
雪
噛
軒
】

294

”
七
ウ
消
、
呉
愛
清
(
2
ー

3
3
6
5
:
 8
6
4
)

の
【
零
眉
同
氣
】
311

誇
立
草
の
名
。
白
穏
豆
の
異
稽
゜
〔
清

〔

唐

書

、

章

安

斌

偉

〕

斌

天

性

質

厚

、

毎

ー

ー

朝

會

示

ュ

敢

室

名

。

「

名

。

異

録

、

槃

、

槃

譜

〕

雪

眉

同

氣

、

白

穏

豆

。

皐
位
笑
亘
嘗
大
雪
、
在
レ
廷
者
皆
振
レ
裾
更
立
‘
斌
不
レ
【
雪
蕉
堂
】
2959
”t
ゥ
清
、
麿
元
度
(
4
-
9
4
6
4
:
 4
7
)

の
室
【
映
レ
雪
讀
｛
レ
書
I

】312
ぞ
れ
店
ジ
テ
晉
の
孫
康
が
雪
の
光
を

担
足
‘
雪
深
幾
至
訟
炉
靴
。
●
慧
可
（
紳
光
）
の
故
事
。
【
雪
千
埜
】
2
9
6
i
"
ぅ
し
ら
が
の
多
い
形
容
。
〔
白
居
易
、
以
て
讀
書
し
た
故
事
。
雲
案
(

2

)

を
見
よ
。
〔
孫
氏
世
録
〕

r巨
U
]
1
2
1
8

〔
景
徳
博
燈
録
、
三
、
菩
提
達
磨
〕
時
有
,
,
僧
紳
光
者
ご
云
江
州
赴
―
―
忠
州
―
云
云
詩
〕
孤
舟
蔀
一
葉
‘
雙
賢
雪
千
茜
。
孫
康
家
貧
、
常
映
白
雪
讀
レ
書
、
清
介
交
遊
不
レ
雑
゜
・

云
‘
其
年
＋
二
月
九
日
夜
、
天
大
雨
レ
雪
‘
光
堅
立
不
レ
動
、
【
雪
到
レ
腰
】
297i
”
勺
二
雪
が
つ
も
つ
て
腰
の
と
こ
ろ
ま
【
樺
i

レ
雪
填
レ
井
1313
共
芸
叶
ヒ
テ
雪
を
に
な
つ
て
井
戸
を

づ
め
る
。
努
し
て
炊
の
な
い
喩
。
〔
通
俗
編
、
天
文
、

【
雫
早

遅
明
、
積
雪
至
ら
膝
、
師
憫
而
問
。
R
唐
の
蒲
至
忠
の
故
で
及
ぶ
。
大
零
の
形
容
。
〔
蘇
献
、
塔
前
古
檜
詩
〕
庭
雪
う

事
。
〔
奮
唐
書
、
蕎
至
忠
傭
〕
嘗
輿
―
―
友
人
一
期
1

一
於
路
隅
一
到
レ
腰
埋
不
レ
死
、
如
今
化
作
1

一
雨
蒼
龍
一
檜
レ
零
填
レ
井
〕
顧
況
、
行
路
難
、
君
不
レ
見
撞
レ
雪
塞
レ
井

會
風
零
凍
冽
、
諸
人
皆
奔
避
就
1

一
宇
下
云
土
忠
日
、
焉
有
―
-
【
雲
一
等
伴
】
298

心
名
ゥ
積
零
の
未
だ
消
え
な
い
中
に
、
ま
徒
用
レ
カ
、
炊
レ
沙
作
レ
飯
登
堪
レ
喫
、
普
燈
録
、
普
紹
云
、

輿
入
期
而
窓
安
失
＞
信
乎
、
獨
立
不
レ
去
、
衆
咸
歎
服
。
た
零
の
降
り
さ
う
な
こ
と
。
待
伴
（
4
-
1
0
0
8
5
:
 6
2
)

に

多

少

擬

輝

和

、

憧

レ

雪

去

填

レ

井

。

膊

轟

L

し
づ
く
。
貼
滴
[
°
涌
滴
i

゜
〔
和
漢
三
才
圏

●
宋
の
消
酢
と
楊
時
が
雪
夜
、
程
伊
川
の
傍
に
侍
立
し
同
じ
。
〔
棚
素
雑
記
〕
嘗
有
雪
詩
去
、
待
伴
不
社
禁
鴛
瓦
【
雪
犬
之
叔
母
】
314

ば
？
ぅ
犬
が
雪
を
喜
ぶ
こ
と
に
會
‘
藝
オ
、
倭
字
〕
雫
、
出
,
,
績
字
彙
補
―
而
義
闘
、

倭
為
↓
ー
消
滴
字
↓
●
し
と
け
。
磐
城
國
の
地
名
。

た
故
事
。
立
―
―
雪
程
門
→
〔
宋
名
臣
言
行
録
〕
溜
酢
•
楊
時
冷
、
羞
明
常
怯
玉
鉤
斜
、
待
伴
羞
明
皆
俗
語
、
而
採
拾
い
ふ
。
〔
谷
響
集
、
三
〕
雪
犬
之
叔
母
、
蓋
喩

1一
小
兒
輩
之

親
歓
1

癸。

【
雫
石
】
1

．
ン
ヅ
ク
陸
中
國
の
地
名
。

来
見
―
―
伊
川
二
日
先
生
坐
瞑
目
、
二
子
立
侍
不
1

一
敢
去
一
入
レ
詩
‘
了
無
,
,
痕
顆
↓

各
之
先
生
乃
顧
曰
‘
二
子
猶
在
レ
此
乎
、
日
暮
癸
‘
姑
就
レ
【
雪
如
来
】
299

や
＂
ラ
イ
薬
草
の
名
。
白
及

(
8
-
2
2
6
7
8
:
 2
4
 

[ilH!I*蕃
主
人
】
315

ゃ
況
岱
？
清
、
徐
桔
(
4
-
1
0
1
1
0

：

ィ

ン

含
、
二
子
者
退
、
則
門
外
雪
深
尺
餘
矢
‘
其
巌
属
如
レ
此
。

3
)

の
異
稽
゜
〔
清
異
録
、
薬
、
葉
譜
〕
雪
如
来
、
白
及
。

2
5
1
)

の
琥
。

〖
竺
雪
程
門
-
]
2
8
4

苔
，
”
ィ
宋
、
消
酢
．
楊
時
が
雪
中
【
雪
方
池
】

3
0
0
[

’
ハ
•
ウ
和
魯
公
の
硯
の
名
。
〔
清
異
録
、
文
【
雪
豊
年
之
兆
】

3
1
6
i

吹
誘
冬
雪
は
来
年
豊
作
の
兆
で

程
願
の
門
に
立
つ
て
命
を
待
っ
た
故
事
。
〔
宋
史
、
道
學
用
〕
和
魯
公
有
↓
1

白
方
硯
る
通
明
無
,
,
織
翡
百
口
題
,
,
硯
室
一
あ
る
。
〔
詩
、
小
雅
、
信
南
山
、
上
天
同
雲
、
雨
零
雰
雰
‘
．
~
臼
＿

二
、
楊
時
偉
〕
一
日
見
レ
願
、
願
偶
瞑
坐
、
時
輿
,
,
$
酢
1

日

―

―

雪

方

池

↓

博

〕

豊

年

之

冬

、

必

有

,

,

積
雪
↓
〔
疎
〕
謂
一
雨
明
年
牌
レ
豊
、

侍
立
否
去
、
願
既
覺
則
門
外
雪
深
一
尺
芙
゜
〔
故
事
成
【
雪
奉
草
堂
】
301

誘
閤
清
、
哀
鰍
(
1
0ー

3
4
1
5
2

：
 16
1
)

今
冬
積
雪
為
孟
追
達
也
。
〔
謝
恵
連
、
雪
賦
〕
盈
レ
尺
則

語

考

、

師

生

〕

立

畜

程

門

面

楊

葱

師

之

至

。

の

室

名

。

星

瑞

於

豊

年

↓

〔

宋

書

、

築

志

四

〕

甘

露

降

レ

和

、

花

零

表

＞

【

奎

木

】

g
7
7
9ゥ
〔
篇
海
〕
芳
否
切
面
i

【
雪
映
魚
】
285

む
竺
ィ
肋
魚
の
冬
に
獲
た
も
の
の
名
。
〔
事
【
雪
募
霜
絶
】
302

誇
沼
梅
の
異
名
。
雪
裏
清
香
。
年
。
〔
朱
子
語
類
、
二
、
理
氣
下
〕
所
'
"
以
大
雪
為
1

一
豊
年

物
異
名
録
、
水
族
、
鋤
〕
類
書
、
肋
魚
冬
月
出
者
名
1

一
雪
映
【
雪
至
二
牛
目
―
】
3
0
3
-
キ
イ
バ
り
モ
ク
牛
の
目
の
虞
に
及
ぶ
程
之
兆
1

者
、
蓋
為
―
―
凝
結
盃
空
陽
氣
在
＞
地
、
来
年
獲
逹
‘
●
き
り
。
〔
篇
海
〕
棠
、
霧
棠
也

o.拿大12|
 4
2
2
2
 

魚

一

味

佳

。

の

大

雪

。

〔

呂

覧

、

開

春

〕

天

大

雨

レ

雪

、

至

―

―

於

牛

目

↓

生

1

一
長
萬
物
↓
〔
蘇
試
‘
雪
後
書
1

一
北
畳
壁
玉
詩
‘
王
圧
〕
雪

8
)
の
謡
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
棠
、
乗
字
之
誠
。

【
雪
嬰
兒
】
286

ペ
ツ
ェ
ィ
沼
の
蛙
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
、
〔
戦
國
‘
魏
策
〕
天
大
雨
レ
雪
、
至
―
―
於
牛
目
↓
宜
レ
褒
而
辟
レ
蛭
‘
故
為
1

一
豊
年
之
詳
兆
五
蜻
遺
―
―
子
於
地
一

飲
食
、
雑
肴
〕
食
譜
、
雪
嬰
兒
‘
註
‘
沼
蛙
也
。
【
雪
~
空
~
匹
毛

1
】3
0
4
F
g
i

二
位
雪
の
降
る
形
容
。
雪
似
―
―
鶉
若
雲
深
一
尺
‘
則
入
レ
地
一
丈
‘
褒
得
レ
雪
則
滋
茂
而
成
二

【
雪
櫻
絡
】
287

”
”
ェ
ィ
草
花
の
名
。
と
き
ん
い
ば
ら
。
酷
毛
1

飛
散
乱
人
被
,
,
鶴
鼈
1

立

徘

徊

を

見

よ

。

稔

歳

硲

翌

孟

底

之

語

也

。

醸
。
〔
清
異
録
‘
花
、
香
境
綬
帯
〕
蒔
熊
賞
酪
醸
詩
云
、
〖
雪
似
蘊
毛
飛
散
乱
人
被
,
,

鶴
肇
立
徘
徊
〗3

0
5【
雪
卸
輪
梅
一
段
香
1】3
1
7往
旦
窃
名
雪
は
梅
【
争
勿
】

i
[
[〔
篇
海
〕
呼
骨
切
囲

香
環
綬
帯
雪
櫻
絡
。

i
t
劣
窃
に
打
芯

g存
5

ヒ
ょ
白
居
易
の
零
中
の
景
を
よ
り
も
白
い
が
、
香
氣
に
於
て
は
梅
に
一
歩
ゆ
づ
る
。

【
雪
堰
橋
】
288

誇
エ
ン
鎮
の
名
。
江
蘇
省
武
進
縣
の
東
南
。
の
べ
た
句
。
〔
白
居
易
、
酬
―
―
令
公
雪
中
見
レ
贈
討
＂
不
下
〔
虞
梅
破
、
梅
雪
詩
〕
梅
零
争
レ
春
未
レ
可
レ
降
、
騒
人
掴
レ
か
み
な
り
。
〔
篇
海
〕
笏
、
笏
雷
也
。

大

湖

に

臨

む

。

商

業

地

。

「

の

室

名

。

呉

―

―

夢

得
1

同
相
訪
盆
吋
〕
雪
似
―
―
鶉
毛
I

飛
散
乱
、
人
被
,
,

筆
費
1

一
平
章
ご
栂
須
レ
遜
-
1

零
三
分
白
こ
患
仰
輪
ー
ー
梅
一
段

【
雪
交
亭
】
289

衿
ヵ
，
ゥ
清
、
高
宇
泰
(
1
2ー

4
5
3
1
3
:
 1
0
5
0
)

鶴
撃
立
徘
徊
、
郁
生
枚
曳
非
レ
無
レ
興
、
唯
待
―
―
梁
王
召
1

香↓

【
雪
見
月
】
290
た

H
.
‘

‘

陰

暦

十

一

月

の

異

稽

。

即

来

。

【

雲

於

奇

而

月

於

勝

乎

】

318

月
苔
ル
カ
:
7い
【

霙

】

g

【
雪
見
羞
】
291

誇
ケ
ン
潔
白
さ
が
雪
に
ま
さ
る
喩
。
〔
曹
【
雪
蕉
道
人
】
3
0
6
9
”
努
明
、
胡
畏
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 3
3
1
)

よ
く
、
又
、
月
夜
の
景
色
も
す
ぐ
れ
て
ゐ
る

唐
、
動
剣
詩
〕
古
物
紳
光
雪
見
羞
、
未
レ
能
n

一
撃
出
恐
1

一

泉

の

銃

。

梁

、

静

古

館

記

〕

扁

舟

繋

レ

潰

、

小

橋

裁

レ

緑

、

雪

於

奇

而

流
↓
〔
蘇
献
‘
贈
,
,
包
安
静
先
生
詩
〕
皓
色
生
,
,
甑
面
云
堪
レ
【
雪
洗
居
士
】
307

焚
ざ
石
川
英
の
琥
。
石
川
鴻
齋
（

8-
月
於
勝
乎
。

懇
零
見
ヮ
羞
。

2

さ
2
4
:
 4
7
5
)
を
見
よ
。

【
雪
獅
子
】
292

店
雪
で
つ
く
っ
た
し
し
。
〔
長
生
殿
、
弾
【
雪
灘
釣
曳
】
309

誘
況
清
、
顧
有
孝
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 2
1
 

詞
〕
唆
明
、
好
快
活
、
聴
得
嗜
似
零
獅
子
向
灰
哩
。

7
)

の

琥

。

【

雪

】

[
i

【
雪
初
堂
】
293

約
シ
，
ョ
明
‘
沈
龍
(
6
ー

1
7
1
8
9
:
 3
9
6
)

の
室
【
雪
顛
道
人
】
3
1
0
9
”
g
清
、
王
武
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 9
3
2
)
 

セ
ッ

雪（
1
2
-
4
2
2
1
6
)
に
同
じ
。

冤】一
9 9ゞヽ

クク

〔
篇
海
〕
蒲
角
切

圏

雨
が
は
げ
し
い
。
〔
集
韻
〕
冥
、
雨
疾
也
。

サ
イ

〔
集
韻
〕
所
介
切

oo

雨

部

〔
三
|
|
四
驚
〕

雪

雪

斎

雫

雫

棠

笏

霙

覚

ナダ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
雫
‘
奴
寡
切
。

ギ
，
ヤ
ク

虐
(
9
ー

3
2
6
7
8
)

に
同
じ
。
〔
龍

寵
手
鑑
〕
雫
、
同
レ
虐
゜

ウ

雨
(
1
1
0
ー

4
2
2
1
0
)
の
古
字
。
〔
字
義
縛

略
〕
裔
‘
古
文
雨
字
。

―四
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(42224) (42235) 

霊
不
】
〗雨

部

〔
四
蓋
〕

震

雹

党

霜

乗

零

愛

雰

雰

雰

忠

雲

一
五

〔
集
韻
〕
匹
九
切
固
5-

〔
集
韻
〕
房
尤
切
由
〗

〔
字
彙
〕
芳
遇
切
国
g-

曰
□
き
り
。
〔
集
韻
〕
乗
、
霧
也
。
国
あ
め
が
や

ま
な
い
。
〔
字
彙
〕
乗
、
雨
不
レ
止
也
。

国□ 日
7 ブ7 77  
’’  ゥゥ

と
り
の
つ
や
の
あ
る
は
ね
。
〔
集
韻
〕
電
‘
鳥
澤

牙
o
刀
冤

】

』

戸

7

〔
集
韻
〕
莫
卜
切
閾

日
□
こ
さ
め
の
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
一
R
、
小
雨
貌
。

霊溢
□ ピl
セサセ
ンンン

〔
字
彙
〕
師
咸
切

〔
字
彙
〕
将
廉
切

図圏

お
ほ
あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霊
、
大
雨
兒
。

冤
】
〗
口
/〔集韻
〕
徒
渾
切
甲
-

〇
震
震
は
‘
雨
の
昔
゜
〔
玉
篇
〕
笈
、
笈
震
、
雨
磐
゜

0
小
雨
の
l

音
。
〔
廣
韻
〕
震
‘
小
雨
臀
。

O
霞
(
1
2

|
 4
2
4
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
密
、
或
作
レ
震
。

寄
品
シ

〔
集
韻
〕
息
入
切
園
『

0
ひ
さ
め
。
雹
(
1
2
|
 4
2
2
4
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

震
雨
泳
也
。

O
雹
(
1
2
|
 4
2
2
4
8
)

の
調
字
。
〔
正

字
通
〕
完
、
雹
字
之
識
。

姻
、
蹄
魂
賦
〕
値
天
地
之
輻
裂
玉
竺
日
月
之
雰
虹
↓
〔
虞

寮
、
詩
〕
雰
虹
照
―
―
漣
消
↓

【
雰
揉
]
4

忍
雪
の
ま
じ
り
ふ
る
さ
ま
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘

九
翔
〕
霰
雪
雰
揉
其
増
加
分
、
乃
知
―
―
遭
命
之
将
＂
至
゜

〔
補
注
〕
雰
揉
‘
雪
貌
゜

【
雰
綬
】
5

翌
わ
る
い
氣
゜
氣
綬
゜
〔
郭
環
、
江
賦
〕
爾

乃
縫
1

一
雰
肢
於
清
旭
面
翌
五
雨
之
動
静
↓
〔
注
〕
善
日
、

氣
氣
也
‘
云
云
‘
綬
‘
陰
陽
氣
相
浸
漸
以
成
品
火
也
。

雲
の
う
つ
く
し
い
あ
や
。
〔
集
韻
〕
愛
、
雲
成
レ
章

曰
髪
。
〔
字
彙
〕
愛
‘
雲
成
レ
章
也
。
〔
古
三
墳
〕

H

【
雰
濁
】
6

空
み
だ
れ
け
が
れ
る
。
又
、
け
が
れ
。
〔
劉

雲

赤

曇

、

月

雲

素

愛

。

峻

、

廣

絶

交

論

〕

秋

介

之

士

、

獨

二

立

高

山

之

頂

一

歓

輿
l
-

震
華
】
1

翌
雲
の
美
し
い
あ
や
。
〔
元
好
問
‘
雲
峡
詩
〕
凝
鹿
乙
四
慧
‘
激
敬
然
絶
"
其
雰
濁
一

剖
裂
愛
華
漬
レ
月
秋
、
辛
苦
詩
仙
費
―
―
暮
擬
一
【
雰
雰
】
7

竺
〇
雪
の
ふ
る
さ
ま
。
又
‘
霜
の
さ
ま
。
〔
廣

望

山
]
2

ヤ
ク
消
、
闘
嵐
(
1
1
-
4
1
4
5
6
:
 5
2
)

の
字
。
雅
‘
秤
訓
〕
雰
雰
‘
雪
也
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
信
南
山
〕
上
天
同
レ

【
愛
補
】
3

戸
／
清
‘
張
超
(
4
-
9
8
1
2
:
 5
7
6
)

の
0
の
字
。
雲
‘
雨
レ
雲
雰
雰
゜
〔
傭
〕
雰
雰
‘
雪
貌
。
〔
楚
辞
‘
九
章
‘
悲

回
風
〕
漱
1

一
凝
霜
之
雰
雰
↓
〔
注
〕
雰
雰
‘
霜
貌
也
。
〔
楚
軒
‘

劉
向
、
九
歎
‘
怨
思
〕
雪
雰
雰
而
薄
レ
木
分
。
〔
注
〕
雰
雰
、

雪
霜
貌
゜
〔
白
居
易
、
江
州
雪
詩
〕
雰
雰
不
レ
到
レ
地
。

O
雨

―
の
降
る
さ
ま
。
〔
元
積
、
大
雲
寺
二
十
韻
詩
〕
果
枝
低
署

日
フ
ン
〔
集
韻
〕
敷
文
切
由
{

に

.f

fen' 

置
花
雨
澤
雰
雰
゜

震
霧
】
8

竺
〇
き
り
。
〔
岨
涎
、
従
,
,
北
征
詞
〕
初
山

旦
プ
ン
〔
集
韻
〕
符
分
切
図

【
雰
】
〗
フ
ン

飲
雰
霧
涵
悔
息
海
瀾
ニ
●
忽
ち
消
滅
す
る
喩
゜
〔
劉

現
‘
遺
宕
勒
書
〕
資
財
不
レ
裕
已
用
ぶ
位
不
レ
呵
得

B
Oき
り
。
〔
玉
篇
〕
雰
、
霧
氣
也
。
〔
素
問
、
六
元

正
紀
大
論
〕
寒
雰
結
為
辛
輝
雪
↓
〔
注
〕
寒
雰
、
白
氣
守
面
五
伊
晨
霜
秋
露
雰
霧
之
氣
面
ニ
―
―
朝
逗
而
夕
消
。

也
。
●
し
も
の
さ
ま
。
〔
楚
酔
‘
九
竜
‘
悲
回
風
〕
【
雰
園
氣
]
,
わ
い
〇
地
球
又
は
他
の
天
橙
を
園
撓
す
る

漱
凝
霜
之
雰
雰
↓
〔
注
〕
雰
雰
‘
霜
貌
也
。

O
雨
や
氣
。
郎
ち
空
氣
。

O
そ
の
場
面
又
は
會
合
な
ど
の
一
般

的
な
氣
分
。
参
個
人
の
周
園
の
状
況
。
環
境
。

雪
の
ふ
る
さ
ま
。
雰
雰
(

7

)

を
見
よ
。
R
ち
り
。

ほ
こ
り
。
雰
埃
(
1
)を見
よ
。
O
悪
い
氣
。
原
(
6—

寄
k】
〗
訂
〔
篇
海
〕
烏
逍
切
匿

1
7
0
4
8
)

に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
知
、
原
侵
‘
妖
氣
‘
雰
、

上
同
。
〔
郭
環
、
山
海
経
圏
賛
〕
炎
雰
是
扇
、
以
啓
二

深
い
池
。
〔
篇
海
〕
雰
‘
説
文
云
、
深
池
也
。

鬱
隆
↓
〇
紛
(
8
|
2
7
2
9
5
)

に
通
ず
。
〔
詩
‘
小
雅
‘

信
南
山
〕
雨
雪
雰
雰
゜
〔
白
孔
六
帖
‘
二
〕
雨
雪
紛

紛
。
口
め
で
た
い
氣
。
築
(
6
-
1
7
0
4
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
祭
‘
説
文
‘
詳
氣
也
‘
或
炊
レ
雨
。
【
雰
】
一

[
雰
埃
】
1

だ
ち
り
。
ほ
こ
り
。
塵
械
。
〔
張
衡
‘
西
京

賦
〕
消
1

一
雰
埃
子
中
｛
辰
面
杢
重
陽
之
消
微
↓
〔
注
〕
綜
曰
‘

雰

埃

、

癌

稜

也

。

「

雰

氣

―

而

後

行

。

【
雰
氣
]

2

}

／
わ
る
い
氣
゜
〔
史
記
‘
司
馬
相
如
博
〕
清
―
-

[
雰
虹
】
3

詑
日
傍
の
わ
ざ
は
ひ
の
氣
。
又
、
に
じ
。
〔
沈

●
雲
の
盛
に
降
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雰
、
雰
雰
、
雪

兒
。
〔
詩
‘
邸
風
、
北
風
〕
屈
雪
其
雰
゜
〔
傭
〕
雰
‘
盛

貌。

O
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
滞
（
7

|

1
8
0
0
3
)

に
同
じ
。

、，ゥ
9
,
 

〔
集
韻
〕
鋪
郎
切／ 
欠
尤

懃
P• 

ang' 

【
愛
】
〗
モプ
ンン

〔
集
韻
〕
無
分
切／ xr
 印文
ぞ2

【
雰
】
〗
イ
ン

齢
(
1
2
ー

4
2
3
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
齢
、
或
作
レ
雰
゜

古

占

〇

く

も

。

〔

説

文

〕

’

戸

◎

v
文
雲
‘
山
川
代
也
、

払
雨
妥
象
回
韓
之
形
↓
〔
段
注
〕
回
上
各
本

有
雲
字
「
今
剛
、
古
文
祗
作
レ
云
、
小
蔽
加
面
~

於
上
ご
逐
為
二
半
憫
會
意
、
半
橙
象
形
之
字
玉
大
°

〔
秤
名
、
繹
天
〕
雲
猶
法
云
↓
衆
盛
意
也
、
又
言
レ

運
也
、
運
行
也
。

O
し
め
り
氣
゜
〔
素
問
、
五
常
正

大
論
〕
風
雲
拉
興
。
〔
注
〕
雲
、
湿
氣
也
。
参
高
い

喩
゜
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
上
〕
雲
車
十
餘
丈
゜
〔
注
〕

雲
車
郎
棲
車
、
稲
レ
雲
‘
言
二
其
高
一
也
。
〔
杜
甫
、
官

池
春
雁
詩
〕
翅
在
1

一
雲
天
ー
終
不
レ
遠
。
働
さ
か
ん

な
喩
゜
〔
詩
‘
齊
風
、
散
筍
〕
其
従
如
レ
雲
。
〔
傭
〕
如
レ

雲
、
言
盃
盛
也
。
〇
お
ほ
い
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
寅
憲

博
〕
雲
輻
蔽
レ
路
‘
萬
有
―
二
千
餘
乖
゜
〔
注
〕
輻
、
車

也
‘
梢
雀
ぢ
―
―
戸
多
也
。

O
雲
の
や
う
に
＿
む
ら
に

見
え
る
も
の
の
喩
゜
〔
錢
起
、
朝
元
閣
賦
〕
俯
1

一人

煙
於
萬
井
T
ゲ
雲
樹
於
五
陵
↓
◎
す
ぐ
れ
る
喩
。

〔
魏
志
、
荀
牧
質
謁
博
賛
‘
注
〕
張
子
房
胄
雲
之

士
、
誠
非
陳
平
之
倫
↓
〔
白
居
易
、
初
授
二
拾
遺
―

詩
〕
愁
レ
非
1

―-Pl
雲
器
↓
R
と
ほ
い
喩
゜
〔
繹
名
、
繹

【
雲
】
』
ウ
ン

〔
集
韻
〕
王
分
切
団
{

／
 

u
 .f 
yiin' 

霊
遥
雲
が
行
く
。
〔
玉
篇
〕
惹
、
雲
行
。

シ
ン

玉
篇
〕
七
嬬
切

岡

〔
集
韻
〕
滞
、
説
文
、
浦
也
、
或
作
レ
雰
。

O
霧
(
1
2

|
 4
2
4
8
7
)

に
通
ず
。
〔
詩
‘
邸
風
、
北
風
〕
雨
J

雪
其

雰
゜
〔
穆
天
子
博
‘
一
、
庚
寅
北
風
雨
レ
雪
‘
注
〕
詩

日
‘
雨
レ
雪
其
霧
。
働
妾
(
5
ー

1
3
6
3
7
)

の
緬
文
。

〔
説
文
〕
労
‘
雰
‘
揃
文
。

12611 



(42235・ ·1)— (42235··33) 

親
圏
〕
伯
孫
之
子
日
元
―
存
孫
盆
翌
去
レ
己
遠
如
二
浮
暮
射
レ
酒
送
1

一
王
十
五
欝
＞
京
詩
〕
服
後
泳
生
覆
盆
水
「
不
―
―
崇
朝
而
雨
―
―
天
下
―
者
‘
其
唯
泰
山
乎
‘
是
山
出
↓
―
雲
雲
母
根
也
、
其
中
黒
文
斑
如
レ
錢
、
名
奎
益
烹
〇
毒
草

雲

也

。

O
責
帯
の
官
名
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
〕
黄
夜
来
雲
闇
失
亘
山
↓
雨
乏
事
。
〔
陸
機
、
文
賦
〕
配
壼
潤
於
雲
雨
↓
〔
宋
書
、
明
の
名
。
〔
本
草
‘
雲
賓
〕
秤
名
、
貝
賓
‘
雲
英
、
天
豆
‘
馬

【
雲
衣
】
四

塵
青
霧
之
颯
戻
分
、
服
雲
衣
之
披
披
↓
〔
宋
書
、
架
解
。

O
め
ぐ
み
。
恩
澤
。
徳
澤
゜
〔
後
漢
書
‘
郡
鷺
傭
〕
託
―
―
粘
刺
工
赤
埜
中
空
、
有
レ
剌
、
高
者
如
レ
蔓
‘
其
葉
如
レ
愧
‘

帝
氏
以
レ
雲
紀
‘
故
為
亭
―
盃
師
1

而
雲
名
。

O
古
‘
云

(

1

|

 
254)• 

I§"
に
作
る
。
〔
説
文
〕
雲
、
云
、
古
文
志
四
〕
襲
列
子
扇
玉
品
夜
雲
衣
雨
帯
乗
レ
風
翔
。
●
日
月
之
末
光
正
竺
雲
巾
之
渥
澤
二
後
漢
書
‘
皇
后
下
‘
三
月
開
1

一
黄
花
一
景
然
涌
レ
枝
、
英
長
三
寸
許
‘
状
如
肥

省
レ
雨
、

9
、
亦
古
文
雲
。

O
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
雲
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
衣
゜
〔
曹
植
‘
緋
道
論
〕
雲
衣
羽
裳
、
順
烈
梁
皇
后
紀
〕
頼
陛
下
思
―
―
雲
雨
之
均
澤
↓
〔
宋
書
‘
后
毛
英
函
着
,
,
一
子
五
六
粒
享
竺
本
‘
咬
レ
之
極
堅
重
、
有
二
胆

以
に
目
為
レ
氏
〕
雲
氏
、
籍
雲
氏
之
後
也
、
黄
帝
時
不
レ
i

空

鮪

舷

之

飾

也

。

妃

、

文

帝

路

淑

媛

博

〕

特

乞

雲

雨

盃

微

垂

―

瀧

潤

↓

参

勢

氣

↓

〇

唐

‘

仙

女

の

名

。

装

航

の

妻

と

な

り

、

後

、

仙

去

官
名
、
以
レ
雲
紀
者
為1

1籍
氏
ご
{
連
宥
氏
改
為
二
【
雲
依
】

u

？
清
ヽ
密
雙

4
—

8
3
4
8
·
·
3
9
)
の
琥

o

力
の
盛
な
喩

o

〔
劉
峻
廣
絶
交
論
〕
吐
漱
典
雲
雨
五
噌
~
す

o

〔
侍
兒
小
名
録
〕
長
慶
中
ヽ
斐
航
源
1悔
益
竺
臭
羮
夫

【
雲
委
】
1
2
5
／
く
も
の
様
に
つ
も
る
こ
と
。
〔
宋
書
‘
謝
下
二
霜
露
↓
R
紳
女
の
美
楢
゜
轄
じ
て
、
男
女
の
交
情
。
人
面
炉
舟
、
奥
贈
レ
詩
云
‘
一
飲
墳
漿
百
感
生
、
元
霜
揚

霊
運
傭
論
〕
綴
響
聯
辞
‘
波
隔
雲
委
゜
〔
苑
成
大
‘
壬
辰
〔
宋
玉
‘
裔
唐
賦
〕
妾
在
―
―
枢
山
之
陽
‘
高
丘
之
岨
五
話
竺
盛
見
,
,
雲
英
涵
藍
橋
便
是
神
仙
宅
、
何
必
崎
嘔
上
―
―
玉
京
一

雲
氏
五
魏
姓
也
‘
望
出
二
娘
邪
河
南
↓

困

国

ク

モ

。

ユ

ク

°

天

中

節

云

云

詩

〕

想

見

牙

林

常

レ

殿

過

‘

舜

裳

雲

委

秤

―

朝

雲

五

暮

為

一

云

品

虫

朝

朝

暮

暮

‘

陽

壼

之

下

。

〔

注

〕

善

航

後

経

―

―

藍

橋

騨

逼

1

↓
―
仙
女
雲
英
涵
唸
宏
，
之
、
後
倶
得
レ

蘭

田

會

意

形

瞥

。

本

義

は

く

も

。

古

文

も

と

云

に

作

る

。

尭

階

↓

日

、

朝

雲

行

雨

‘

紳

女

之

美

也

‘

良

日

、

朝

行

雲

‘

暮

行

仙

゜

R

唐

‘

鍾

陵

の

名

妓

の

名

。

〔

羅

隠

‘

偶

題

詩

〕

鐘

陵

回
轄
し
て
上
昇
す
る
形
に
か
た
ど
る
。
更
に
雲
は
雨
を
【
雲
友
]
1
4
げ

[

O雲
を
と
も
と
す
る
。
〔
陸
涌
‘
酔
中
作
雨
‘
皆
紳
女
自
梢
゜
〔
李
白
‘
清
平
調
〕
一
枝
濃
艶
露
凝
レ
酔
別
十
餘
春
、
重
見
雲
英
掌
上
身
。
〔
唐
詩
紀
事
‘
羅
隠
〕

と
も
な
ふ
故
に
雨
の
字
を
加
へ
て
雲
に
作
る
。
云
は
ま
詩
〕
炸
猛
為
レ
家
雲
作
レ
友
‘
流
年
虚
付
樽
中
酒
。

O
明

、

香

‘

雲

雨

枢

山

柾

断

レ

腸

。

鍾

陵

妓

雲

英

、

隠

藷

見

レ

之

‘

一

日

繊

盃

隠

猶

未

＞

第

、

隠

た
昔
符
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
雲
、
山
川
与
也
、
按
八
レ
雨
顧
寅
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 1
4
)の
琥
°
〖
雲
雨
縦
〗

2
2詑
t
ノ
歓
會
の
状
を
い
ふ
べ
長
生
殿
‘
倖
嘲
ぢ
之
曰
‘
鍾
陵
酔
別
十
餘
春
、
重
見
雲
英
掌
上
身
、
我

凡
一
古
文
云
一
古
文
八
レ
上
‘
象
向
韓
尼
又
古
文

9
‘象
l
-

【
雲
遊
】
15
げ

[

O
雲
中
に
遊
ぶ
。
〔
李
益
‘
入
―
―
華
山
五
型
恩
〕
春
宵
裏
、
春
宵
裏
‘
比
目
兒
和
同
‘
誰
知
褥
雲
雨
縦
↓
未
レ
成
レ
名
君
未
レ
嫁
‘
可
二
能
倶
是
不
＞
如
レ
人
。

O
天
か
ら

回
轄
形
―
隠
贅
詩
〕
夙
駕
昇
レ
天
行
‘
雲
遊
恣
姦
瞑
宿
二

0
雲
の
や
〖
雲
雨
心
〗
2
3翌
吋
雲
を
起
し
雨
を
降
ら
す
心
。
〔
白
降
る
あ
ま
い
つ
ゆ
。
〔
曹
植
‘
承
露
盤
銘
〕
下
潜
二
酪
泉
ご
上

【
雲
鶉
】
1

？
嬰
の
異
紐
〔
事
物
異
名
録
‘
形
貌
‘
髭
う
に
自
由
に
遊
ぶ
。
〔
杜
荀
鶴
、
贈
"
質
上
人
一
詩
〕
桔
坐
居
易
、
春
送
T

虚
秀
才
下
第
遊
1

一
太
原
―
謁
出
蔽
尚
書
上
詩
〕
受
辛
―
栞
空
〔
宋
史
‘
架
志
〕
法
液
零
露
‘
雲
英
醒
溢
。

O
南

程

埃

詩

〕

晩

粧

無

レ

カ

郭

―

―

雲

鶉

↓

雲

遊

出

―

―

世

塵

↓

兼

無

1

一

絣

鉢

可

＞

随

レ

身

。

鬱

雲

が

あ

そ

鴻

養

―

―

胄

冥

翻

ぶ

奴

潜

二

雲

雨

心

↓

齊

‘

蒲

子

良

(
9
-
3
2
0
1
2
:
 3
8
8
)

の
字
。

【
雲
曖
】2
花
雲
か
覆
ひ
た
な
ぴ
く
。
〔
陸
書
‘
昔
架
志
ぶ
。
雲
が
大
空
を
謳
け
る
。
〔
宣
和
書
譜
〕
豊
筋
多
力
、
〖
雲
雨
之
夢
〗

2
4
切
？
男
女
の
交
情
を
い
ふ
。
〔
剪
燈
【
雲
影
】

2
8
[し雲
の
影
。
〔
慮
綸
、
春
日
題
―
―
杜
曳
山
下

中
〕
紫
壇
雲
曖
‘
紺
帷
霞
泰
。
〔
錢
起
‘
温
泉
宮
詩
〕
雲
曖
龍
有
二
雲
遊
雨
駆
之
勢
↓
〔
法
書
要
録
、
八
、
飛
白
‘
張
宏
〕
諷
餘
話
‘
田
沫
遇
和
叶
濤
―
聯
句
記
〕
小
小
慎
能
レ
諒
‘
粉
粉
別
業
一
詩
〕
雲
影
断
宋
峰
影
出
、
林
花
落
盛
草
花
生
。
〔
元

行
虞
‘
山
明
日
取
前
。
〔
方
回
、
石
頭
田
詩
〕
雲
曖
淡
竹
若
奎
姦
咤
R
諸
國
を
巡
遊
す
る
。
放
浪
す
る
。
〔
後
漢
書
、
最
解
レ
詩
‘
風
流
雲
雨
夢
‘
宛
轄
艶
陽
詞
。
植
‘
遣
春
詩
〕
瞭
日
籠
亭
一
わ
影
云
鶯
臀
餘
―
―
霧
中
一

嶺
‘
雨
昏
石
頭
田
。
文
苑
上
、
杜
篤
博
〕
天
旋
雲
遊
‘
造
―
―
舟
千
渭
平
芸
皿
沌
流
→
〖
雲
雨
歴
山
〗
凶

t
ク
男
女
の
情
懐
を
い
ふ
。
雲
雨
の
〖
雲
影
}
高
~
〗
2
9
梵
行
松
の
形
と
松
の
風
の
形
容
。

【
雲
籍
】
3

だ

0
雲
と
露
。
〔
王
令
‘
封
レ
月
憶
,
,
涌
子
櫂
―
【
雲
一
】
16

げ
清
‘
姜
國
蹂
(
8
ー

6
2
0
5
:
 8
7
)

の
字
。
働
及
ぴ
雲
雨
會
―
―
巫
峡
一
を
見
よ
。
〔
李
白
、
清
平
調
〕
一
〔
王
直
方
詩
話
〕
不
」
伊
雲
影
乱
鋪
レ
地
‘
濤
瞥
寒
在
＞

詩
〕
青
天
窮
向
壁
ニ
雲
霜
不
に
谷
レ
線
。

O
雲
が
か
か
【
雲
陰
】
17

竺

〇

雲

の

や

う

に

お

ほ

ふ

。

〔

沈

約

、

齋

明

枝

濃

艶

露

凝

レ

香

、

雲

雨

枢

山

柱

断

レ

腸

。

空

゜

る
。
〔
宋
史
、
築
志
十
四
〕
日
薫
籾
涵
去
雲
露
―
―
璧
門
工
有
―
―
帝
哀
策
文
〕
鵬
逝
風
摯
‘
龍
動
雲
陰
。

O
雲
の
か
げ
。
〔
略
〖
雲
雨
會
]
―
―
巫
峡

1
〗2
5→
伍
わ
ぢ
男
女
の
契
を
い
ふ
。
【
雲
酪]
3
0
[
し
●
く
も
の
か
げ
。
〔
王
勃
‘
廣
州
賓
荘
骰

華

瑞

節

ぶ

盆

口

王

帝

閣

↓

賓

王

‘

送

二

費

六

還

p

蜀
詩
〕
零
影
含
レ
花
落
、
雲
陰
帯
レ
葉
楚
王
が
高
唐
に
遊
ん
だ
故
事
に
よ
る
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
寺
含
利
塔
碑
〕
仙
楢
架
レ
雨
、
若
レ
披
―
―
雲
競
之
宮
↓
〇
雲

【
雲
幌
】
4

だ
く
も
の
と
ば
り
。
〔
謝
悪
連
‘
七
月
七

B
夜
昏
゜
〔
李
頑
‘
奉
レ
送
1

一
五
叔
入
P

京
兼
寄
土
奈
母
三
―
詩
〕
瑞
害
―
―
相
思
―
雑
劇
〕
打
扮
的
身
子
兒
詐
、
准
―
―
―
備
四
著
雲
の
や
う
に
お
ほ
ふ
。
〔
呉
笥
‘
竹
賦
〕
上
貼
貼
以
雲
競
‘

詠
l

―

牛

女

―

詩

〕

沃

若

霊

駕

旋

‘

寂

蓼

雲

幌

空

゜

〔

李

又

‘

雲

陰

帯

―

―

残

日

ぶ

戊

別

此

何

時

。

雨

會
1

一
巫
峡
ご
I

ハ為
1

一
這
燕
侶
鶯
儲
五
鎖
―
―
不
ー
1

一
住
心
猿
意
下
冷
冷
而
鳳
吟
゜

幸
1
1

白
鹿
観
應
制
詩
〕
雲
帳
臨
懸
圃
一
霞
杯
薦
―
赤
城
↓
【
雲
蔭
】
18

竺

雲

の

や

う

に

お

ほ

ふ

。

〔

左

思

‘

呉

都

賦

〕

馬

↓

【

雲

揺

】

31

的
雲
の
や
う
に
う
ご
く
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕

【
雲
｛
女
】
5

竺
縣
名
。
北
周
、
置
く
。
四
川
省
雲
陽
縣
。
冠
藍
雲
蔭
‘
間
間
闇
喧
゜
〔
注
〕
向
曰
‘
冠
蓋
如
平
空
4

[

雲
蔚
】
26

空
●
く
も
の
や
う
に
さ
か
ん
な
こ
と
。
〔
王
遂
乃
風
學
雲
椛
‘
浮
遊
博
覧
。
〔
劉
萬
錫
‘
洲
下
楊
八
庶
子

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

四

川

‘

曖

州

府

〕

雲

陽

縣

、

漢

胞

認

縣

蔭

↓

延

壽

‘

魯

霊

光

殿

賦

〕

霞

駿

雲

蔚

‘

若

レ

陰

若

レ

陽

゜

〔

注

〕

喜

ユ

牌

呉

興

卑

ハ

レ

余

同

遷

一

見

4

贈
詩
〕
三
湘
輿
二
百
越
面
E

地
、
属
l

巴
東
郡
本
木
齊
因
レ
之
、
後
周
改
為
＝
雲
安
縣
-
【
雲
隠
】
19

竺

●

唐

‘

甘

枯

(
7
|
2
1
6
4
3
 :
2
4
)

の
字
。
清
日
、
深
遷
則
如
―
―
雲
之
繁
蔚
一
〇
清
‘
徐
轍
(
4
ー

1
0
1
1
0

散
又
雲
揺
゜
〔
劉
允
清
、
明
堂
賦
〕
三
陽
再
啓
‘
百
辟
来
朝
‘

〖
雲
安
場
〗6
か
寄
／
製
甕
場
の
名
。
四
川
省
雲
陽
縣
の

O
”
ぴ
④
雲
に
か
く
れ
る
こ
と
。
雲
が
く
れ
。
◎
姿
を
：
6
8
)

の

字

。

元

継

霧

集

、

桂

柿

雲

揺

゜

東

北

。

か

く

す

こ

と

。

ハ

貴

人

の

死

去

す

る

こ

と

。

【

雲

英

】

27

竺
〇
き
ら
ら
の
異
名
。
雲
母
の
異
名
。
〔
本
【
雲
帝
】
3
2
t
ん
雲
の
形
を
豊
い
た
幕
。
天
子
の
用
ひ
る

【
雲
奄
】
7
T
O

ク
字
琥
〇
宋
‘
克
文
(
1
ー

I

呂
5

:

1
0
4
)の
〖
雲
隠
居
士
〗
2
0
[．
で
清
‘
張
鏡
心

(
4
-
9
8
1
2
:
 9
2

草
、
雲
母
〕
秤
名
‘
雲
華
‘
雲
珠
‘
雲
英
‘
雲
液
‘
雲
砂
‘
隣
も
の
。
〔
南
齊
書
‘
劉
善
明
偉
〕
垂
丑
雀
栞
原
九
服
載
晏
°

字。

O
清
‘
許
應
駿
(
1
0
ー

3
5
2
9
8
:
 2
4
4
)

の
字
。

O
)

の

自

揺

。

石

。

〔

太

平

御

響

‘

珍

賓

部

七

‘

雲

母

〕

王

建

平

典

術

日

‘

雲

【

雲

液

】

33

℃
〇
酒
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
‘
射
レ
酒
閑
吟

〖
雲
奄
居
士
〗8
a
o
.
ク
ア
／
宋
‘
李
祁(
6
|1
4
4
5
9
 :
 7
1
9
)

【
雲
雨
]
2
1
O
o
/
0
く
も
と
あ
め
。
〔
詩
‘
召
南
‘
殷
其
諷
‘
母
有
―
―
五
名
石
其
色
青
黒
五
色
乱
文
者
、
名
日
奎
五
央
白
謄
l

―
同
老
者
1

詩
〕
雲
液
洒
エ
ハ
腑
「
陽
和
生
―
四
肢
↓
〔
蘇

の
琥
°
在
―
―
南
山
之
陽
直
巴
山
出
奎
盃
虫
以
潤
二
天
下
→
〔
疏
〕
山
而
微
青
、
名
曰
―
―
雲
英
面
牙
水
露
黄
白
万
名
日
平
―

K沙
涵
宵
献
‘
洒
州
除
夜
雪
中
黄
寒
送
二
麻
酒
—
詩
〕
爛
右
土
蘇
黄

【
雲
闇
】
，
竺
出
―
―
雲
雨
沓
、
公
羊
博
曰
‘
躙
レ
石
而
出
、
膚
寸
而
合
‘
赤
雑
者
、
名
曰
―
―
雲
珠
「
黄
白
而
赤
、
重
厚
、
名
↓
―
陽
起
石
一
似
レ
酒
‘
揚
州
雲
液
卸
如
レ
酵
。

O
雲
母
の
異
名
。
〔
本
草
‘

雲
が
出
て
く
ら
い
。
〔
白
居
易
、
南
浦
歳

雨

部

〔
四
驚
〕

雲

一
六

12612 
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雲
母
〕
繹
名
、
雲
華
、
雲
珠
‘
雲
英
‘
雲
液
‘
雲
砂
。
●
泉
の
雑
家
類
〕
。
〖
雲
霞
出
レ
海
曙
〗
“

t
ン
”
ヵ
芍
芹
デ
雲
や
霞
が
海
に
出
〖
雲
開
見
レ
日
〗

6
2
沢
誌
ケ
テ
長
く
閉
ぢ
塞
つ
て
ゐ
た

名
。
江
西
省
星
子
縣
゜
〔
明
一
統
志
〕
雲
液
泉
在
―
―
南
康
府
【
雲
掩
】
4
1
5

汐
雲
が
お
ほ
ふ
。
雲
が
か
か
る
。
〔
杜
甫
、
て
来
て
明
け
方
と
な
る
。
〔
杜
審
言
、
和
―
―
晉
陵
陸
丞
早
も
の
が
漸
く
開
け
通
ず
る
。
疑
問
又
は
不
安
に
思
っ

西
三
十
五
雙
山
多
―
―
雲
母
石
五
泉
甘
且
清
‘
蓋
雲
母
滋
遣
意
詩
〕
雲
掩
1一
初
弦
月
云
香
傭1一
小
樹
花
→
〔
元
史
、
欝
春
遊
望
—
詩
〕
獨
有
1一
宦
遊
人
五
偏
驚
→
1物
候
新
一
雲
霞
出
レ
て
ゐ
た
こ
と
が
氷
解
す
る
喩
。
又
、
不
和
の
者
が
和
解

液
所
レ
致
‘
故
名
。
陽
博
〕
牌
レ
生
‘
其
母
楊
氏
夢
品
朝
日
出
―
―
東
山
上
云
有
＊
軽
海
曙
、
梅
柳
渡
レ
江
春
、
淑
氣
催
―
―
黄
鳥
五
晴
光
轄
―
―
緑
頻
一
す
る
誓
゜
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
傭
〕
四
年
初
、
天
子
遣
1

一
太
僕

【
雲
葉
】34
勺
~
.
雲
を
い
ふ
。
〔
唐
太
宗
、
秋
日
即
事
詩
〕
雲
来
掩
d

之

‘

故

名

レ

腸

゜

忽

聞

レ

歌

,
1

古
調
函
E

思

欲

レ

霜

レ

巾

。

趙

岐

知

竺

解

闊

東

盃

炉

各

罷

t

兵
‘
環
因
レ
此
以
レ
書
彗
レ

散
袖
諷
二
雲
葉
一
迷
路
飛
―
―
煙
鴻
↓
〔
杜
牧
‘
題
'1

呉
興
消
【
雲
淵
】
42

竺
雲
の
こ
め
た
ふ
ち
。
〔
陳
子
昂
、
感
遇
詩
〕
【
雲
芽
】
5
5
5
/

茶
゜
〔
陸
亀
蒙
‘
和
三
皮
日
休
酢
n
茅
山
廣
紹
日
‘
趙
太
僕
以
1

一
周
郡
之
徳
盃
炉
命
来
征
‘
宣
―
―
揚
朝

暑
槙
詩
〕
浪
花
機
乍
織
、
雲
葉
匠
新
離
。
〔
注
華
、
月
雲
淵
既
已
失
、
羅
網
興
レ
誰
論
。
「
琥
。
文
1

詩
〕
天
寒
夜
漱
,
1

雲
芽
浮
盃
雪
壊
晴
椀
n

石
髪
香
↓
〔
陳
恩
↓
示
以
1

一
和
睦
↓
畷
若
n

雲
開
見
＞
日
、
何
喜
如
レ
之
。

賦
〕
弄

,
1月
於
雲
葉
之
表
ぶ
B
-―
月
於
浪
花
之
端
→
●
樹
〖
雲
淵
子
】
4
3”
ノ
エ
ン
明
、
周
述
學(2ー
3
4
4
1:
 7
1
2
)
の
子
昂
‘
臥
と
疾
家
園
詩
〕
還
丹
奔
n
日
御
五
H

老
餌
n
雲
芽
↓
【
雲
階
】
63

悦
●
雲
の
き
ざ
は
し
。
〔
陸
機
‘
七
徴
〕
雲
階

木
の
名
。
ふ
さ
ざ
く
ら
。
ふ
さ
ざ
く
ら
科
の
落
葉
喬
【
雲
翁
】
44

梵
宋
‘
陳
虞
之
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 7
5
8
)の
字
。
【
雲
~
威
】
5
6
竺
天
女
。
〔
張
華
‘
遊
仙
詩
〕
雲
蛾
薦
,
1
1
!
(

石
一
飛
陛
‘
仰
捗
n

弯
蒼
→
〔
杜
牧
、
七
夕
詩
〕
雲
階
月
タ
一
相

木

。

房

櫻

．

穂

櫻

。

【

雲

屋

】

45

空

0
そ

ら

。

〔

班

徳

仔

、

自

悼

賦

〕

仰

視

―

―

分

紳

妃

侍

↓

―

衣

裳

↓

過

、

未

レ

抵

レ

経

レ

年

別

恨

多

。

O
字
琥
°
④
清
、
買
履
上

【
雲
姻
】
36

翌
●
雲
と
姻
。
雲
煙
゜
〔
謝
震
運
‘
入
―
―
華
子
雲
屋
玉
雙
涌
今
横
流
。
〔
注
〕
雲
屋
、
言
'1

其
謀
雲
状
若
ヮ
雲
【
雲
駕
]
5
7

竺
天
子
の
御
車
。
〔
魏
書
、
宣
武
帝
紀
〕
先
朝

(
1
0
|
 3
6
7
5
5
 :
 2
1
3
)

の
琥
゜
＠
清
、
楊
玉
科
(
6
ー

1
5
1
1
2

箇
詩
〕
遂
登
寛
峯
首
砿
若
＞
升
n
雲
姻
↓
●
雲
と
霞
°
也
。
〔
皮
日
休
、
江
南
道
中
懐
n
茅
山
廣
文
南
陽
博
士
一
以
―
―
雲
駕
甫
遷
‘
嵩
基
始
構
盃
河
洛
民
庶
‘
徒
レ
藷
未
レ
安
°
:
4
7
9
)

の
字
。

〔
王
昌
齢
‘
萬
歳
棲
詩
〕
誰
堪
―
―
登
望
-
疇
考
姻
裏
‘
向
レ
晩
茫
詩
〕
鶴
雛
入
レ
夜
蹄

n

雲
屋
→
●
た
か
ど
の
。
〔
沈
約
‘
齊
故
〔
江
滝
‘
為

n

蒲
太
博
一
譲
―
―
輿
駕
親
幸
一
表
〕
伏
願
陛
下
、
【
雲
~
】

6
4
や
清
、
何
日
愈
(
1ー
5
1
1:
 2
2
4
)

の
字
。

茫
呈
旅
愁
↓
〔
宋
之
問
、
登
醐
定
寺
皿
詩
〕
開
襟
坐
1

一
零
安
陸
昭
王
碑
文
〕
祁
燻
之
内
、
雲
屋
萬
家
。
〔
朱
煮
、
空
同
賜
止
―
―
冤
格
五
時
停
二
雲
駕
面
四
俗
践
知
な
方
、
臣
踏
厚
泰
。
【
雲
崖
]
6
5
5
し
〇
く
も
の
は
し
。
〔
左
思
‘
雑
詩
〕
明
月

哀
揮
手
彿
奎
盃
竺
●
雲
姻
の
露
つ
て
ゐ
る
大
空
。
〔
柳
賦
〕
雲
屋
掩
而
弗
レ
扁
分
、
璧
帯
歌
而
夜
光
。
〔
徐
幹
、
情
【
雲
~
海

]
5
8
悦
●
雲
に
お
ほ
は
れ
た
う
み
。
雲
の
造
か
出

1
1雲
崖
→
〔
許
敬
宗
、
奉n一
和
執5契
静
乞
一
邊1應
詔

宗
元
、
嶺
南
江
行
詩
〕
痺
江
南
去
入
奎
盃
央
望
盛
黄
茄
詩
〕
蜘
蔚
雲
屋
下
、
笑
歌
椅
―
―
華
楢
↓
●
明
、
顧
琳
（
上
虞
に
横
は
っ
た
大
海
。
〔
白
居
易
、
和
ニ
武
相
公
感
,ii)III-令
公
詩
〕
地
遊
窮
1

一
北
際
一
雲
崖
盛
―
―
西
陸
↓
●
塞
の
名
。
浙
江

是
海
邊
。
〔
劉
孝
孫
‘
遊
→
―
清
都
観
—
云
云
詩
〕
飛
軒
俯

1一
の
人
）
（
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 2
0
2
)

の

●

の

字

。

「

字

。

藷

池

孔

雀

1

詩
〕
放
蹄
飛
不
上
得
、
雲
海
故
巣
深
゜
〔
劉
長
省
籍
雲
縣
の
西
北
。

O
字
琥
°
④
明
‘
蘇
章
(
9ー

3
2
4
2
7

松
阻
抗
殿
接
雲
姻
↓
〇
書
鵞
の
筆
勢
の
躍
動
す
る
【
雲
昔
】
46

竺
南
齊
、
爾
子
響
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 3
7
1
)

の

卿

、

夕

次
n
櫓
石
湖
云
云
詩
〕
萬
里
雲
海
空
‘
孤
帆
向
n

何

：

8
6
)

の
●
の
琥
゜
＠
清
、
阿
桂
(
1
1
-
4
1
5
9
9
:
 7
2
)

の

形
容
。
色
の
鮮
か
な
こ
と
。
〔
杜
甫
、
飲
中
八
仙
歌
〕
張
【
雲
栢
】
47

竺
高
い
枝
゜
〔
世
説
新
語
、
賞
養
〕
王
右
軍
、
慮
↓
●
水
が
雲
に
接
し
て
見
え
る
遠
方
。
〔
沈
伶
期
‘
答
1

一

琥

゜

旭
三
盃
草
聖
博
、
脱
籍
露
レ
頂
王
公
前
‘
揮
レ
奄
息
紙
云
云
、
道
―
―
劉
箕
長
「
標
―
―
雲
祠
—
而
不
―
―
扶
疎
→
魃
魅
代
レ
書
寄

1一
家
人
―
詩
〕
何
堪
萬
里
外
、
雲
海
已
渓
【
雲
蓋
】

6
6
悦
五
采
の
雲
を
合
し
て
蓋
と
し
た
も
の
。

如

雲

姻

↓

●

山

水

の

名

董

な

ど

に

い

ふ

。

【

雲

架

】
48

竺
高
い
屋
根
。
雲
棟
。
〔
王
挺
、
登
―
越
王
棲
1

茫
。
〔
陸
滞
、
秋
夜
出
レ
門
観
レ
月
詩
〕
雁
来
惨
淡
沙
場
外
、
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
傭
下
〕
屯
―
―
余
車
盃
皿
萬
乗
今
、
絆
1

一雲

〖
雲
姻
過
眼
】36
終
竺
雲
や
姻
が
忽
ち
目
を
過
ぎ
去
見
→

1喬
公
詩
1偶
題
詩
〕
雲
架
重
棲
出1一
郡
城
面
虹
梁
雅
韻
月
出
蒼
茫
雲
海
間
。
●
山
が
雲
に
お
ほ
は
れ
て
‘
其
の
頂
蓋

1
而
樹
二
華
旗
→
〔
梁
元
帝
、
青
硲
山
館
碑
〕
雲
蓋
三

つ
て
久
し
く
留
ら
な
い
や
う
に
、
一
時
の
快
を
取
り
仲
宣
情
。
上
か
ら
見
る
と
き
は
雲
が
海
の
や
う
に
見
え
る
こ
と
層
、
如
レ
在
―
―
—
帝
憂
之
側
→

長
く
心
に
留
め
な
い
こ
と
。
〔
蘇
献
‘
王
君
賓
綸
堂
記
〕
【
雲
婢
】
49

竺
奎
―
ズ
の
き
れ
め
。
く
も
ま
。
〔
陸
涌
、
夜
讀
1

一
を
い
ふ
。
〔
李
白
、
闊
山
月
詩
〕
明
月
出
―
―
天
山
玉
蒼
茫
雲
【
雲
行
】
67

琥
●
く
も
が
空
を
ゆ
く
。
又
、
天
恩
の
廣
く

吾
薄
富
真
而
厚
n

於
書
ニ
空
死
生
而
重
1

一
於
書
一
↓
登
唐
諸
人
詩
1

云
云
詩
〕
初
疑
雲
鑢
星
、
又
似
山
際
電
。
海
間
。
〔
宋
之
問
、
桂
州
三
月
三
日
詩
〕
登
な
高
望
不
レ
見
‘
ゆ
き
わ
た
る
こ
と
。
雲
行
雨
施
を
見
よ
。

O
雲
の
や
う

否
顛
倒
錯
謬
‘
界
其
本
少
也
哉
、
自
レ
是
不
1

一
復
好
一
【
雲
霞
】
50

”ノ

O
雲
と
霞
゜
〔
新
序
、
雑
事
五
〕
雲
霞
充
レ
雲
海
四
茫
茫
。
〔
呉
廷
簡
、
黄
遊
紀
略
〕
過
レ
此
為
1

年
＇
天
に
む
ら
が
つ
て
ゆ
く
こ
と
。
〔
説
苑
‘
奉
使
〕
軍
雲
え

fT乎

見
両
レ
喜
煮
雖
1

時
復
蓄
p

之
、
然
為
1

一
人
取
去
本
生
不
↓
―
咽
、

HiJ
奪
1

一
日
月
之
明
↓
〔
謝
震
運
、
石
壁
精
含
還
1

一
湖
紅
「
山
惟
此
段
梢
平
術
、
陰
雨
則
雲
氣
布
涌
、
所
謂
雲
那
之
都
↓
●
芥
c
物
事
の
成
ゆ
き
。
趨
勢
。
＠
人
の
か

復
紐
也
、
醤
1

一
之
姻
雲
之
過
レ
眼
‘
百
鳥
之
感
ヮ
耳
、
登
中
―
詩
〕
林
叡
迂
竺
瞑
色
一
雲
霞
牧
ー
る
年
g
〔
李
嬌
、
奉
1

知
和
海
也
、
海
岸
為
1

一

光

明

頂

↓

ほ

い

ろ

。

不
―
―
折
然
接p之
、
然
去
而
不
1一
復
念
也
。
幸

1一
章
嗣
立
山
荘
―
侍
宴
應
制
詩
〕
雲
霞
仙
路
近
‘
琴
酒
〖
雲
海
居
士
〗

5
9
翌
？
宋
、
宋
之
オ

(
3
-
7
0
7
8

:
 2
8

〖
雲
行
雨
施
]
6
8
”
g
"
n
,
0雲
が
空
に
流
れ
ゆ
き
、

〖
雲
姻
外
史
〗37
競
g

馬
杉
繋
の
琥
。
馬
杉
雲
外
(
1
1
!
俗
塵
疎
。
〔
皇
甫
曾
、
晩
至
1

一
華
陰
1

詩
〕
雲
霞
倦
掌
出
、
松

7
)

の

琥

。

散

じ

て

雨

と

な

つ

て

恩

澤

を

萬

物

に

施

す

。

〔

易

‘

乾

〕

-
4
4
5
7
2
 :
 9
8
0
)
を

見

よ

。

柏

古

祠

深

。

●

多

く

群

り

集

ま

る

喩

。

●

yiin2 
h
s
i
a
2

【
雲
開
】
60

杓
雲
が
開
け
去
る
。
空
の
晴
れ
る
さ
ま
。
象
日
‘
云
云
‘
雲
行
雨
施
、
品
物
流
レ
形
。
〔
荘
子
、
天
道
〕

〖
雲
~
盆
生
動
〗
3
8
杉
巧
筆
勢
が
邁
勁
な
喩
゜
〔
重
野
成
春
の
季
節
。
〔
高
適
、
送

1一
前
衛
李
菜
少
府
1詩
〕
雲
開
5
ぱ
水
1孤
帆
日
月
照
而
四
時
行
、
若

1一
萱
夜
之
有
レ
経
‘
雲
行
而
雨
施
―

齋
‘
霞
闘
臨
幸
記
〕
史
官
日
下
部
東
作
・
金
井
之
恭
作
レ
〖
雲
~
竪
父
〗

5
1
5咋カ
ノ
世
外
の
交
。
俗
氣
を
脱
し
て
相
交
遠
、
路
燒
森
木
山
一
匹
馬
遅
。
〔
市
應
物
、
澄
上
精
含
答
1一
癸
。
〔
何
晏
‘
棗
蝠
殿
賦
〕
雲
行
雨
施
、
品
物
咸
融
。
●
恩

書
‘
玉
案
之
下
、
雲
姻
飛
動
。
は
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
南
史
、
謝
漁
博
〕
灌
任
逹
伎
氣
‘
趙
氏
外
甥
侃
―
詩
〕
雲
開
夏
郊
緑
、
景
晏
青
山
沈
。
澤
が
下
に
お
よ
ぶ
喩
゜
〔
易
‘
乾
〕
文
言
日
‘
云
云
‘
雲
行

〖
雲
姻
髪
態
〗39
謬
だ
雲
や
か
す
み
が
千
斐
萬
化
し
不
レ
鶯
嘗
世
ご
興
順
陽
苑
泰
ぶ
竺
雲
霞
之
交
→
〖
雲
開
節
〗6
1努
？
岳
州
で
元
旦
以
後
、
鄭
里
飲
食
を
雨
施
、
天
下
平
也
。
〔
後
漢
書
‘
張
純
博
〕
臣
伏
見
‘
陛
下

て
趣
を
な
す
こ
と
。
〔
言
志
後
録
〕
紫
翠
蒙
密
‘
雲
姻
轡
〖
雲
霞
~
癖
】

5
2
ytin2 
h
s
i
a
'
p
'
i
3

春
を
愛
す
る
性
癖
。
以
て
相
慶
し
、
十
二
日
に
至
り
罷
め
る
。
其
の
日
を
雲
受
ユ
一
中
興
之
命
盆
丁
1

海
内
之
胤
正
空
復
祗
宗
と
芽
存
萬

態

。

山

水

を

愛

す

る

性

癖

。

山

水

の

癖

。

開

節

と

い

ふ

。

〔

風

土

記

〕

岳

州

自

1

一
元
正
猷
歳
盃
鄭
里
姓
至
へ
下
晴
然
、
咸
蒙
―
―
更
生
面
恩
徳
雲
行
‘
恵
澤
雨
施
、

〖
雲
姻
過
眼
録
〗40
竺
ぢ
ク
ヴ
書
名
。
四
巻
。
宋
、
周
密
〖
雲
霞
之
肇
〗

5
3
認
？
雲
と
霞
の
模
様
の
あ
る
て
ぐ
以
―
―
飲
宴
ー
相
慶
、
至
二
十
二
日
一
罷
‘
謂
―
―
其
日
[
『

'
1雲
開
黎
元
安
寧
‘
夷
秋
慕
レ
義
。

6
 

撰
。
見
る
所
の
書
書
古
器
を
記
す
。
又
、
績
録
一
巻
は
湯
る
ま
。
〔
洞
冥
記
‘
-
〕
元
光
中
、
帝
起
1

↓
壽
霊
憂
三
云
云
‘
節
↓
〔
湖
廣
志
書
‘
巴
陵
縣
〕
元
旦
獣
歳
、
鄭
里
飲
相
慶
、
【
雲
岡
】
69

陀
岡
の
名
。
山
西
省
大
同
縣
の
西
。
岡
に
は

允
膜
の
作
。
密
の
書
に
附
し
て
ゐ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
此
壇
高
八
丈
‘
帝
使
下
董
謁
乗
―
―
雲
霞
之
贅
ー
以
昇
4

壇

。

十

二

日

罷

‘

謂

―

―

雲

開

節

↓

石

窟

散

百

あ

り

、

窟

中

に

佛

像

多

く

、

北

魏

の

文

成

帝

12

|

|

 

雨

部

〔

四

壷

〕

雲



(42235・ ·70)—(42235 ・・ 100)

の
時
、
僧
曇
躍
が
窟
竪
し
て
寺
を
築
い
た
も
の
で
、
歴

史
上
、
宗
教
上
、
美
術
上
の
巨
構
で
あ
る
。
〔
魏
書
、
繹
老

志
〕
曇
曜
白
帝
、
於
―
―
京
城
西
武
州
塞
玉
宇
一
山
石
壁
面
炉

窟
五
所
、
銅
一
建
佛
像
1

各
一
、
高
者
七
十
尺
‘
次
六
十

尺
‘
彫
飾
奇
偉
、
冠
於
一
世
一
〔
水
経
‘
潰
水
注
〕
其
水
又

東
北
流
注
―
―
武
州
川
水
一
武
州
川
水
又
東
南
流
、
水
側

有
宕
祗
垣
含
井
諸
窟
室
ー
比
丘
尼
所
レ
居
也
‘
其
水
又

東
輯
遥
1

一
震
巖
ぶ
E

竪
レ
石
開
レ
山
‘
因
レ
巖
結
構
、
渓
容
巨

牡
、
世
法
所
レ
希
、
山
堂
水
殿
、
煙
寺
相
望
‘
林
淵
錦
鏡
、

綴
目
新
眺
‘
川
水
又
東
南
流
出
レ
山
、
魏
土
地
記
日
、
平

城
西
―
-
―
十
里
、
武
州
塞
口
者
也
。
〔
清
一
統
志
〕
引
通
志

云
、
石
窟
十
寺
、
元
魏
建
始
、
歴
1

一
百
年
1

而
エ
始
完
、
内

有
"
元
載
所
レ
修
石
佛
十
二
寵
五
藷
志
云
、
石
窟
十
寺
‘
壁

立
千
切
、
石
窟
千
孔
‘
佛
像
萬
尊
‘
山
最
裔
虞
日
二
雲
岡
↓

【
雲
泉
】
70

梵
字
琥
。

O
清
‘
司
馬
騎
(
2
-
3
2
5
7
:
 2
8
7
)
 

の
字
。

O
清
‘
羅
天
閻
(
9
-
2
8
3
9
7
:
 3
9
0
)

の
字
。
参
清
、

李
象
鵜
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 1
3
9
6
)

の
字
。

【
雲
耕
】
71

陀
〇
宋
‘
尤
時
亨
(
4
-
7
5
4
3
:
 4
8
)

の
字
。

●

芸

安

藝

國

の

地

名

。

「

字

。

【
雲
蚊
】
72

い
'
[
明
、
黄
吉
士
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 1
0
3
7
)

の

【
雲
闘
】
13

梵
雲
が
翻
へ
る
。
〔
江
滝
、
學
1

梁
王
免
図

賦
〕
窮
レ
嬉
極
レ
誤
‘
雲
闘
分
姻
翔
゜

【
雲
敬
】
74

か

[

O築
器
の
名
。
金
の
隔
。
雲
鍾
゜
〔
元

史
帽
架
志
五
〕
雲
激
制
‘
以
レ
銅
岱
小
鑓
十
一
云
同
ニ

木
架
玉
＇
有
長
柄
左
手
持
‘
而
右
手
以
小
槌
撃
レ
之
。

〔
―
ニ
オ
圏
會
‘
器
用
三
‘
雲
鎌
〕
雲
躍
卸
雲
敬
也
‘
以
レ
銅

為
l

―
小
鍾
十
三
盆
四
一
木
架
玉
＇
有
―
―
長
柄
一
而
右
手
以
二

小
槌
繋
レ
之
。
●
浙
江
省
錢
塘
道
餘
杭
縣
九
瑣
山
の
曲

折
の
名
。
〔
名
山
記
〕
大
緑
山
在
―
―
餘
杭
縣
西
南
↓
下
有
二

九
瑣
山
ぶ
示
紆
凡
九
折
‘
曰
天
闊
‘
曰
誡
雲
‘
曰
飛
鸞
‘
曰

凌
虚
‘
曰
通
箕
‘
曰
龍
吟
‘
曰
洞
微
‘
曰
雲
嗽
‘
曰
朝
元
。

【
雲
客
】
75

的
〇
雲
中
の
人
。
仙
人
な
ど
を
い
ふ
。
〔
水

経
‘
祖
水
注
〕
是
以
林
徒
棲
托
‘
雲
客
宅
レ
心
。
●
雲
の

う
へ
ぴ
と
。
四
位
五
位
の
殿
上
人
。

O
字
琥
。
④
唐
‘
草

夏
卿
(
1
2
ー

4
3
1
0
8
:
 1
6
3
)

の
字
。
＠
清
、
高
兆
(
1
2
-
4

5
3
1
3
 :
 6
9
0
)

の
字
。
《
）
清
、
呉
之
登
(
2
|
3
3
6
5
 :
 6
0
9
)
 

の
字
。
⑤
清
、
唐
品
昭
(
2
-
3
7
0
9
:
 3
6
4
)

の
字
。
⑮
清
‘

彰
瀧
(
4
-
1
0
0
0
3
:
 1
2
8
)

の
字
。

【
雲
閣
】
76

的

O
閣
の
名
。
①
漢
の
雲
憂
を
い
ふ
。
〔
梁

元
帝
、
呉
磁
孤
i

―
書
〕
握
蘭
雲
閣
五
解
絨
龍
棲
↓
〔
庚

雨

部

〔
四
書
〕

雲

信
、
周
柱
陸
大
将
軍
大
都
督
同
州
剌
史
段
永
神
道
碑

銘
〕
距
知
―
―
雲
閣
ぶ
だ
竺
功
臣
↓
＠
秦
の
二
世
皇
帝
の
築

い
た
も
の
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
起
―
―
甘
泉
互
炉
雲
閣
↓

〔
注
〕
綜
曰
‘
雲
閣
‘
閣
名
也
‘
吉
向
如
レ
雲
‘
故
言
レ
雲
‘
三

輔
故
事
曰
‘
秦
二
世
胡
亥
、
起
―
―
雲
閣
ご
欲
―
―
卑
ハ
5

山
齊
↓

〔
三
輔
黄
圏
‘
-
‘
秦
宮
〕
雲
閣
‘
二
世
所
レ
造
‘
起
雲
閣
―

慾

臭

南

山

齊

io子琥
°
①
清
‘
胡
逹
源
(
9ー

2
9
4
0
0

:
 5
4
8
)

の
琥
゜
◎
清
‘
瑞
畠
(
7
-
2
1
1
3
1
:
 7
5
)

の
●
の

字。

[
雲
鶴
】
77

””

O
雲
の
中
を
飛
ぶ
鶴
゜
〔
白
居
易
‘
晩
秋

有
レ
懐
如
中
藷
隠
詩
〕
長
閑
羨
雲
鶴
一
久
別
愧
姻

羅
↓
〔
虚
肇
蒋
レ
舷
宜
春
盃
巴
題
新
安
館
詩
〕
天
外

鴛
鸞
愁
不
レ
見
、
山
中
雲
鶴
喜
相
忘
。

O
遠
く
へ
行
く

こ
と
を
い
ふ
。
〔
孟
郊
‘
送
已
豆
慮
策
蹄
―
―
別

m手
詩
〕
君

今
灌
湘
去
、
意
興
豪
―
猛
鶴
―
齊
。
参
清
、
顧
應
泰

(
1
2—
4
3

6
8
9
 :
 2
2
5
)

の
字
。

[
雲
叡
土
】
7
8
t
t
O
L
O
雲
の
か
か
つ
て
ゐ
る
深
い
谷
。
〔
孔
稚

珪
、
北
山
移
文
〕
誘
1

我
松
桂
五
笠
我
雲
堅
↓
〔
張
九
齢
、

晩
憩
―
―
王
少
府
東
閻
詩
〕
披
軒
律
二
流
覧
奎
伍
者
茫
深

重
ょ
〇
字
琥
°
④
宋
、
呉
埋
(
2
|
3
3
6
5
 :
 1
1
0
)

の
字
。
◎

宋
、
保
柑
(
9—
3
1
8
1
8:
 8
7
)

の
琥
°
◎
明
‘
蘇
正
(
9
ー

3

2
4
2
7
 :
 1
1
3
)

の
琥
。
c
明
‘
趙
完
璧
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 4
8
 

8
)

の
琥
。
R
清
、
正
如
洋
(
6
|
1
7
1
5
4
 :
 2
6
1
)

の
琥
。

〖
雲
堅
隠
居
〗7
9
竺
げ
宋
‘
萩
柑

(
9
-
3
1
8
1
8

:
 8
7
)
 

の
琥
゜

〖
雲
堅
山
人
〗8
0
竺
匁
字
琥
。

O
宋
、
唐
容
(
2
-
3
7
0
9

:
 3
3
7
)

の
琥
。
●
清
‘
李
観
正
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 1
0
7
1
)

の

琥゚
【
雲
掲
】
82

梵
仙
人
の
衣
゜
〔
陸
鬼
蒙
‘
華
陽
巾
詩
〕
蓮

華
峯
下
得
佳
名
一
雲
褐
相
兼
上
―
―
鶴
朔
↓

【
雲
匝
】
83no,8

雲
の
鏡
匝
。
月
を
鏡
と
す
る
の
に
封
し

て
雲
を
鏡
ば
こ
に
比
し
た
も
の
。
〔
趙
蝦
、
新
月
詩
〕
玉

鉤
斜
傍
鵞
稽
生
、
雲
匝
初
開
一
寸
明
。

【
雲
合
】84
が
~
.
雲
の
や
う
に
合
す
る
こ
と
。
雲
闇
゜
〔
論

衡
、
定
賢
〕
賓
客
雲
合
者
為
レ
賢
乎
。
●
雲
が
あ
ふ
。
〔
陸

漉
夏
末
野
典
詩
〕
漠
漠
川
雲
合
復
開
‘
天
公
試
レ
手
挽
レ

秋
回
。

〖
雲
合
霧
集
〗85
竺
惚
雲
が
合
し
、
霧
が
あ
つ
ま
る
や

う
に
多
く
の
も
の
が
一
時
に
集
ま
る
こ
と
。
〔
史
記
‘

淮
陰
侯
傭
〕
天
下
之
士
‘
雲
合
霧
集
、
魚
鱗
裸
還
‘
燦
至

風
起
。
〔
漢
書
、
剃
通
博
〕
天
下
之
士
‘
雲
合
霧
集
。

【
雲
竿
】
8
6
5

ク
飛
鳥
を
掩
ふ
あ
み
。
韓
じ
て
‘
施
旗
の
名
。

字
は
畢
゜
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
載
至
栞
千
ぶ
紐
塁
雅
↓

〔
注
〕
善
曰
‘
張
揖
曰
‘
空
‘
軍
也
、
云
云
、
先
用
―
―
雲
平
1

以

撮
レ
獣
、
今
載
乏
於
車
而
捕
―
―
察
雅
之
士
一
也
。
〔
後
漢

書
‘
輿
服
志
上
〕
前
馳
有
1

一
九
杵
雲
g

天
〔
注
〕
東
京
賦
曰
‘

雲
平
九
栴
‘
砕
綜
日
‘
施
旗
名
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
雲
竿

九
詐
°
〔
庄
〕
綜
曰
‘
雲
竿
‘
桂
旗
之
別
名
也
。
〔
涸
岳
‘
藉

田
賦
〕
瑣
級
入
レ
薬
‘
雲
〖
千
俺
レ
藷
°
〔
庄
〕
向
曰
‘
雲
竿
‘
幡

也
。
〔
梁
簡
文
帝
、
南
郊
頌
序
〕
雲
平
徐
廻
‘
鳴
鏡
韻
響
。

【
雲
涵
】
87

竺
清
、
砕
英
(
9
ー

3
2
1
2
3
:
 3
)

の
字
。

【
雲
間
】
88

竺
〇
雲
の
あ
ひ
だ
。
大
空
゜
〔
卓
文
君
、
白

頭
吟
〕
唖
如
山
上
雪
↓
絞
若
ll

雲
間
月
↓
〔
後
漢
書
、
矯

慎
博
〕
足
下
審
能
騎
レ
龍
弄
レ
鳳
、
翔
1

一
嬉
雲
開
―
者
。
〔
苑

雲
、
贈
張
徐
州
認
詩
〕
窟
書
雲
間
應
〔
張
説
、
選
湖

山
寺
詩
〕
雲
間
東
嶺
千
尋
出
、
樹
裏
南
湖
一
片
明
。
●

地
名
。
江
蘇
省
松
江
縣
の
古
稽
。
元
‘
雲
間
騨
を
置
く
。

松
江
の
西
門
外
。
〔
清
一
統
志
〕
元
和
郡
縣
志
、
華
亭
、
天

賓
＋
載
置
‘
呉
地
記
、
地
名
二
雲
間
一
雲
間
騨
在
一
婁
縣
西

門
外
一
雲
開
第
一
橋
在
―
―
婁
縣
西
南
八
里
↓

〖
雲
間
鶴
〗8
9竺
認
雲
の
間
に
飛
翔
す
る
鶴
。
人
の
優

れ
た
者
に
喩
ふ
。
〔
宋
史
‘
李
光
博
〕
童
榔
不
―
―
戯
弄
穴
又

高
稽
曰
‘
吾
兒
雲
間
鶴
‘
其
興
―
―
吾
門
乎
。

〖
雲
間
志
〗90勺
バ
／
書
名
。
三
巻
。
宋
、
楊
渭
撰
。
雲
間

は
今
の
江
南
の
華
亭
縣
で
、
宋
代
に
在
つ
て
は
今
の
松

江
全
郡
の
地
を
兼
ね
た
。
此
の
書
は
嘗
時
に
重
ん
ぜ
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
。
〔
四
庫
未
牧
書
目
提
要
‘
五
〕
。

【
雲
間
人
】
竺
ぢ
／
世
俗
を
超
脱
す
る
人
。
〔
元
好
問
‘

緞
山
置
酒
詩
〕
殷
勤
一
杯
酒
‘
娩
爾
雲
間
人
。

〖
雲
間
洞
天
〗91
灼
”
ク
宋
、
錢
良
臣
(
1
1ー4
0
5
6
3:
 

4
4
4
)

の
琥
。

〖
雲
間
陸
士
龍
〗9
2
防
冠
コ
ウ
陸
雲
が
自
分
を
雲
の
間

に
居
る
龍
に
た
と
へ
た
故
事
。
〔
晉
書
、
陸
雲
傭
〕
陸
雲
、

字
士
龍
、
六
歳
能
隔
な
文
、
性
清
正
有
―
ー
オ
理
菜
ッ
興
1

一兄

機
齊
レ
名
、
雖
文
章
不

vg機
而
持
論
過
レ
之
、
琥
三

腿
幼
時
呉
尚
書
閲
鴻
見
而
奇
レ
之
曰
‘
此
兒
若
非
1

一龍

駒
是
鳳
雛
、
後
學
雲
賢
良
函
平
入
レ
洛
‘
云
云
‘
雲
輿
ニ

荀
隠
1

未
1

一
相
識
伍
嘗
倉
―
張
華
坐
五
華
日
‘
今
日
相
遇
‘
可
レ

勿
レ
為
1

一
常
談
一
雲
因
抗
レ
手
、
日
、
雲
間
陸
士
龍
、
隠
日
‘

日
下
荀
鳴
鶴
、
鳴
鶴
、
隠
字
也
、
雲
又
曰
、
既
開
,
,
~
a
:

雲一

墾

白

雙

何

不
T

張
爾
弓
五
か
爾
矢
い
隠
日
、
本
謂
是

雲
龍
験
験
‘
乃
是
山
鹿
野
漿
‘
獣
微
弩
強
‘
是
以
猜
遅
‘

華
撫
レ
手
大
笑
゜

-
【
雲
漢
】
93

竺
〇
あ
ま
の
川
。
天
河
。
天
漢
。
銀
漢
。

〔
詩
、
大
雅
‘
械
撲
〕
悼
彼
雲
漢
‘
為
二
章
子
天
一
〔
債
〕
雲

漢
、
天
河
也
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
傭
〕
浮
―
―
雲
漢
之
湯
湯
↓

〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
若
"
雲
漢
含
レ
星
而
光
躍
洪
流
↓
〔
沈

伶
期
、
侍
宴
安
築
公
主
新
宅
―
應
制
詩
〕
皇
家
貴
主
好
一

神
使
別
業
初
開
雲
漢
邊
。
〔
杜
甫
、
白
沙
渡
詩
〕
差
池

上
―
―
舟
柑
↓
窃
宛
入
―
―
雲
漢
↓
〇
詩
経
、
大
雅
蕩
之
什
の

篇
名
。
周
、
宜
王
の
時
旱
あ
り
、
王
身
を
ひ
そ
め
行
を

修
め
て
、
天
に
祈
る
。
故
に
天
下
大
い
に
悦
べ
る
を
詠

じ
た
も
の
。
〔
詩
、
大
雅
‘
雲
漢
序
〕
雲
漢
‘
俯
叔
美
孟
旦

王
一
也
、
宣
王
承
―
―
属
王
之
烈
：
内
有
1

一
撥
乱
之
志
ご
遇
レ

栽
而
濯
、
側
レ
身
脩
レ
行
、
欲
蕊
空
去
之
二
天
下
喜
"
於
王

化
復
行
‘
百
姓
見
后
定
‘
故
作
↓
↓
是
詩
一
也
。
参
清
‘
王
元

淑
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
4
2
8
)

の
琥
。

〖
雲
漢
園
〗94
乃
／
？
漢
、
劉
褒
の
書
い
た
天
河
の
圏
。

雲
漢
熱
北
風
涼
を
見
よ
。

〖
雲
漢
昭
回
之
閣
〗9
5
¢”
／
七
ウ
ク
ヴ
ィ
宋
‘
錢
良
臣(1
1

ー

4
0
5
6
3
:
 4
4
4
)

の
室
名
。

〖
雲
漢
熱
北
風
涼
〗96切
翌
g
n

雲
漢
の
圏
を
書
け

ば
、
人
之
を
見
て
熱
を
感
じ
、
北
風
の
圏
を
書
け
ば
、
人

之
を
見
て
涼
を
感
ず
る
。
書
一
が
澳
に
逼
る
こ
と
を
い

ふ
。
〔
博
物
志
〕
劉
褻
‘
漢
桓
帝
時
人
、
曾
聾
二
雲
漢
圏
「

人
見
レ
之
覺
レ
熱
、
又
革
翌
北
風
圏

T
八
見
レ
之
覺
レ
涼
゜
〔
故

事
成
語
考
‘
器
用
〕
雲
漢
熱
北
風
寒
‘
劉
褻
鵞
圏
。

【
雲
澗
】
97

竺
雲
の
か
か
つ
て
ゐ
る
た
に
。
〔
張
鴻
‘
贈
二

喬
尊
師
1

詩
〕
長
忌
↓
一
時
人
識
玉
有
↓
一
家
雲
澗
深
↓
〔
陸
消
、

自
詠
詩
〕
淘
レ
丹
雲
澗
冷
‘
采
レ
槃
乳
穴
幽
。

【
雲
翰
】
98

竺

0
字
琥
°
⑦
明
、
高
攀
（
祥
符
の
人
）
（
1
2

|
 4
5
3
1
3
 :
 1
8
8
)

の
R
の
字
。
＠
明
‘
趙
班
(
1
0ー

3
7
1
7

1

:

 1
6
4
)

の
字
。
t
)
y
i
i
n
2

han'
他
人
の
手
紙
の
敬
稲
゜

雲
箋
°

【
雲
岸
]
9
9
5

ク
雲
の
か
か
っ
た
岸
。
〔
元
横
‘
送
一
束
川
馬

逢
侍
御
回
―
詩
〕
雲
岸
猶
封
レ
草
‘
春
江
欲
レ
涌
レ
槽
゜

【
雲
雁
】
100

竺
雁
。
か
り
が
ね
。
雲
雁
゜
〔
謝
恵
連
‘
雪

賦
〕
酎
―
―
庭
賂
之
雙
舞
占
匹
―
雲
雁
之
孤
飛
一
〔
王
勃
、
江
曲

孤
鳥
盆
賦
〕
傷
―
―
雲
雁
之
嬰
p

檄
、
濯
1

一
泉
魚
之
受
p

餌
。
〔
張

九
齢
‘
南
陽
道
中
作
詩
〕
雲
雁
琥
相
呼
‘
林
齋
走
自
索
。

一
八

12614 
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雨

部

〔
四
書
一
〕

雲

一
九

【
雲
寵
】
1
0
1
5
n

消
、
梁
春
暉
(
6
-
1
4
8
2
5
:
 2
7
3
)

の
鱚
江
湖
雲
起
龍
襄
、
化
為
―
―
侯
王
↓
〔
王
先
謙
補
注
〕
齊
召
南

【
雲
巖
】
g

竺
●
雲
の
か
か
つ
て
ゐ
る
い
は
ほ
。
〔
高
日
‘
劉
之
遵
所
レ
校
慎
本
云
‘
仕
尻
l

五
苧
去
雲
起
龍
襲
‘

適
、
同
云
羞
題
―
―
中
山
寺
詞
〕
平
原
十
里
外
、
梢
梢
雲
良
今
本
ー
大
異
°

巖
深
゜
〔
杜
牧
‘
逢
"
故
人
一
詩
〕
塵
路
事
不
レ
盛
‘
雲
巖
間
【
雲
貴
】
109

ytin2 
kuei'

雲
南
貴
州
の
二
省
。

好
籍
。

0
山
名
。
④
映
西
省
宜
川
縣
の
北
。
〔
太
平
賽
【
雲
旗
】
1
1
0
5

／
雲
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
旗
。
一
説
に
、
高
さ

喜
在
雲
巖
縣
東
十
塵
山
巖
重
登
如
冨
腐
が
雲
に
と
ど
く
や
う
な
の
で
い
ふ
。
〔
屈
原
‘
離
騒
〕

団
邸
韮
叫
冒
言
ロ
ー
[
i

8
清
‘
李
世
傑
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 1
5
4
1
)

の

字

。

駕

入

龍

之

婉

婉

一

分

、

載

雲

旗

之

委

蛇

二

集

注

〕

載

レ

〖
雲
巖
寺]
1
0
3

竺
ガ
／
寺
の
名
。
江
蘇
省
呉
縣
の
虎
丘
雲
為
レ
旗
也
。
〔
補
注
〕
文
選
庄
云
‘
其
高
至
レ
雲
‘
故
曰
―
―

山
。
〔
績
圏
経
〕
雲
巖
寺
‘
晉
王
殉
卑
デ
弟
眠
一
之
宅
‘
咸
和
雲
旗
↓
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
曳
―
―
雲
旗
之
離
離
一
分
‘
鳴
―
―

二
年
捨
建
精
薩
↓
郎
剣
池
分
為
一
東
西
二
寺
ェ
寺
皆
在
二
玉
鸞
之
讐
響
一
〔
謝
震
運
‘
九
日
従
―
―
宋
公
戯
馬
壼
集
―

山
下
五
後
乃
移
寺
山
上
↓
〔
顧
淵
‘
虎
丘
山
志
〕
雲
巖
寺
‘
送
一
孔
令
一
詩
〕
雲
旗
興
―
暮
節
↓
〔
杜
甫
‘
元
都
壇
歌
〕
子

卸

虎

丘

山

寺

‘

宋

改

二

雲

巖

↓

規

夜

暗

山

竹

裂

‘

王

母

豊

下

雲

旗

翻

゜

【
雲
折
】1
0
4
i
ノ
遠
い
さ
か
ひ
。
〔
元
横
、
月
詩
〕
殷
勤
入
"
〖
雲
旗
手
〗

1
1
1
心
勾
雲
の
形
が
旗
の
風
に
繰
つ
た
や
う

懐

什

面

懇

欺

堕

奎

寄

引

↓

に

見

え

る

の

で

い

ふ

。

【
雲
庶
】
l
o
o
5
/
O
く
も
の
や
う
に
空
中
に
現
は
れ
る
氣
。
【
雲
魔
]
1
1
2
5
/
0
将
軍
の
名
麗
梁
、
雲
魔
将
軍
を
置

〔
周
帳
、
春
官
、
保
章
氏
、
保
章
氏
以
ー
五
雲
之
物
証
が
一
吉
き
、
唐
、
之
に
因
る
。
宋
以
後
設
け
ず
。
〔
隋
書
、
百
官
志

凶
水
旱
降
豊
荒
之
穀
象
ず
注
〕
覗
1

日
労
雲
氣
之
色
↓
〔
管
上
〕
有
司
奏
置
二
百
二
十
五
琥
将
軍
一
云
云
‘
武
臣
・
爪

子
、
水
地
〕
凌
―
―
於
雲
氣
森
5

レ
下
。
〔
荘
子
、
在
宥
〕
雲
氣
牙
・
龍
騎
・
雲
麿
、
為
―
―
十
八
班
↓
〔
唐
書
‘
百
官
志
一
〕
正
三

不
レ
待
レ
族
而
雨
。
〔
史
記
、
高
祁
紀
〕
季
所
レ
居
上
、
常
品
下
曰
"
懐
化
将
軍
ぶ
征
三
品
上
曰
―
―
雲
麿
将
軍
蹄
徳
大

有
雲
氣
↓
〔
王
褒
‘
聖
主
得
―
―
賢
臣
―
頌
〕
龍
興
而
致
二
雲
将
軍
↓
〇
官
名
。
清
制
に
燈
儀
衛
の
隔
官
に
雲
隧
使
が

墨
〔
杜
甫
‘
馬
廟
詩
〕
雲
氣
生
1

一
虚
壁
↓
江
臀
走
―
―
白
沙
一
あ
る
。
〔
清
會
典
事
例
‘
璧
儀
衛
、
官
制
、
設
官
〕
順
治
十

〇
く
も
を
い
ふ
。
〔
荘
子
‘
逍
造
遊
〕
税
姑
射
之
山
、
有
1

―
一
年
‘
定
↓
―
髪
儀
衛
官
品
級
涵
ヂ
衛
事
大
臣
為
―
―
正
一
品
一

神
人
1

居
焉
‘
肌
膚
若
泳
雪
↓
綽
約
若
虞
子
二
不
レ
食
一
髪
儀
使
為
正
二
品
一
冠
軍
使
為
二
正
三
展
雲
魔
使
為
ニ

五
穀
而
賢
風
飲
レ
露
、
乗
な
―
=
』
塾
御
飛
龍
↓
而
遊
1

一
乎
四
正
四
品
こ
治
儀
正
為
二
止
五
品
五
整
儀
尉
為
二
正
六
品
↓

海
之
外
→
〔
玩
籍
、
大
人
先
生
傭
〕
遺
土
盆
丞
而
弗
レ
服
〖
雲
磨
将
軍
碑
〗

1
1
3
翌
咋
グ
／
ヒ
唐
碑
の
名
。O
唐
、
雲
庵

分

‘

服

―

―

雲

氣

而

遂

行

。

将

軍

李

思

訓

の

碑

。

挟

西

省

蒲

城

縣

に

あ

り

。

李

北

海

【
雲
起
】
l
o
o
5
/

〇
＜
も
が
お
こ
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
の
書
い
た
も
の
が
最
も
有
名
。
〔
賓
宇
訪
碑
鋒
‘
唐
〕
雲

度
曲
未
レ
終
‘
雲
起
雲
飛
。
〔
王
延
壽
‘
魯
憲
光
殿
賦
〕
偲
磨
将
軍
李
思
訓
碑
‘
李
邑
撰
‘
井
行
書
、
開
元
八
年
六

俺
雲
起
、
嵌
盗
離
棲
。
●
く
も
の
や
う
に
お
こ
る
こ
月
。

O
雲
摩
将
軍
李
秀
の
碑
。
河
北
省
良
郷
縣
に
あ
り
。

と
。
〔
論
衡
‘
累
害
〕
随
而
雲
起
。
〔
魏
志
、
程
翌
傭
、
庄
〕
【
雲
機
】
1
1
4
5
/

〇
く
も
の
は
た
。
立
派
な
は
た
お
り
の

存
擾
攘
之
時
天
下
雲
起
。
〔
溢
岳
、
闘
中
詩
〕
素
光
日
具
。
〔
楊
萬
里
‘
変
田
詩
〕
無
邊
緑
錦
織
1

一
雲
機
云
土
幅
胄

耀

、

玄

幕

雲

起

。

「

の

室

名

。

羅

作

地

衣

↓

〔

劉

誅

‘

瑞

蓮

賦

〕

秀

出

元

朗

ヰ

方

墾

雲

〖
雲
起
軒
〗1

0
7
竺
キ
清
、
文
廷
式

(
5
-
1
3
4
5
0

:
 1
0
2
4
)

機

U
O明
、
郭
維
経
(
1
1
ー

3
9
4
7
4
:
 2
3
2
)

の
琥
゜

〖
雲
起
龍
騒
〗1

0
8
り
芯
4
ヤ
•
ウ
雲
が
お
こ
り
龍
が
あ
が
【
雲
騎
】11
5
5
/
0
雲
の
や
う
に
多
い
騎
兵
。
〔
謝
叢
運
‘

る
。
英
雄
が
奮
起
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
擬
―
―
魏
太
子
郡
中
集
玉
攻
来
詩
〕
雲
騎
乱
"
漢
南
盃
宛
郡
皆

掃
盪
゜
〔
注
〕
向
日
‘
雲
騎
言
,
,
多
如
ァ
雲
也
。
〔
宋
書
‘
張
饒
次
―
―
神
景
｛
呂
詩
〕
緑
書
不
レ
可
レ
注
‘
雲
笈
應
レ
無
レ
鍮
゜

暢
博
〕
我
亦
有
食
馬
逸
足
五
勾
雲
騎
四
集
↓
〇
将
軍
〔
陸
湘
‘
記
夢
詩
〕
一
巻
素
書
雲
笈
貯
‘
散
升
松
勉
水
機

の
鑓
〔
隋
書
‘
百
官
志
中
〕
又
有
-
1

武
騎
雲
騎
将
軍
各
一
春
。

人
一
〖
雲
笈
七
蔽
〗

1
2
4
t
と
口
書
名
。
二
日
二
十
巻
。
宋
‘
張

〖
雲
騎
尉
〗1
1
6
5
ノ
キ
官
名
。
隋
、
置
く
。
常
時
は
散
官
で
君
房
撰
。
君
房
、
認
閣
の
道
書
を
校
正
し
‘
其
の
精
要

あ
っ
た
が
、
唐
代
、
動
官
の
名
と
し
、
降
つ
て
清
は
世
を
撮
つ
て
此
の
書
を
成
す
。
其
の
雲
笈
七
飯
と
稽
す

襲
封
爵
の
名
と
す
。
九
等
二
十
七
級
の
一
。
一
、
公
爵
。
る
の
は
‘
蓋
し
道
家
の
言
で
、
天
賓
君
洞
慎
を
説
く
の

二
‘
侯
爵
。
三
‘
伯
爵
。
四
、
子
爵
。
五
、
男
爵
。
六
‘
軽
を
上
乗
と
為
し
、
震
賓
君
洞
元
を
説
く
の
を
中
乗
と
為

車
都
尉
。
七
、
騎
都
尉
。
八
、
雲
騎
尉
。
九
‘
恩
騎
尉
。
し
、
紳
賓
君
洞
神
を
説
く
の
を
下
乗
と
為
し
、
太
元
・
太

但
し
、
雲
騎
尉
は
世
襲
の
限
位
で
雨
雲
騎
を
合
は
せ
て
平
・
太
清
の
三
部
を
補
経
と
為
し
、
又
正
一
・
法
文
・
遍

一
騎
都
と
し
、
又
、
一
雲
騎
尉
を
加
へ
て
騎
都
尉
兼
雲
騎
陳
の
三
乗
を
別
に
一
部
と
為
し
、
総
べ
て
七
部
と
為

と
し
順
次
算
上
す
る
こ
と
一
―
十
六
に
及
ん
で
一
等
公
す
。
〔
四
庵
提
要
、
子
、
道
家
類
〕
。

爵
に
至
る
。
〔
隋
書
‘
百
官
志
下
〕
別
置
―
朝
議
・
通
議
•
朝
【
雲
闘
】

1
2
5陀ク
雲
脚
。
●
く
も
の
あ
し
。
〔
李
賀
‘
崇
義
里

請
・
朝
散
・
給
事
・
承
奉
・
儒
林
・
文
林
等
八
郎
‘
武
騎
・
屯
滞
雨
詩
〕
家
山
遠
千
里
、
雲
脚
天
東
頭
。
〔
陸
滞
‘
風
雲
交

騎
・
饒
騎
・
店
騎
・
飛
騎
・
旅
騎
・
雲
騎
・
利
騎
八
尉
ザ
其
品
作
戯
題
詩
〕
雲
閻
如
1

一
龍
爪
一
空
中
挟
レ
雨
来
。

O
雲
の

則
正
六
品
以
下
従
九
品
以
上
、
上
階
為
レ
郎
‘
下
階
為
レ
ゆ
き
か
ひ
。
〔
杜
荀
鶴
‘
春
日
山
居
寄
1

友
人
一
詩
〕
半
巖
雲

尉
。
〔
文
獣
通
考
‘
職
官
考
十
八
、
動
官
〕
唐
採
―
―
藷
名
ぶ
巴
脚
風
牽
断
‘
平
野
花
枝
鳥
踏
垂
。
参
茶
の
異
梢
。
雲
朕
。

上
騎
都
尉
・
騎
都
尉
・
饒
騎
尉
・
飛
騎
尉
・
雲
騎
尉
・
武
騎
〔
梅
発
臣
‘
李
中
求
レ
寄
―
―
建
淫
洪
井
茶
七
品
1

云
云
詩
〕

阻
並
隋
置
為
二
文
散
官
盃
唐
採
置
‘
自
―
―
上
柱
國
一
以
下
‘
五
品
散
―
―
雲
脚
点
四
品
浮
一
苺
杢
隻
〔
事
物
異
名
録
‘
飲
食
‘

並
為
1

一
動
官
ぶ
木
制
動
官
十
有
二
、
上
柱
國
・
柱
國
・
上
護
茶
〕
茶
録
、
茶
少
湯
多
‘
則
雲
醐
散
‘
湯
少
茶
多
‘
則
粥
面

軍
・
護
軍
・
上
軽
車
都
尉
・
軽
車
都
尉
・
上
騎
都
尉
・
騎
都
緊
‘
建
人
謂
二
之
雲
靭
粥
面
百
入
茶
経
謂
,
,
之
雲
腐
乳
花
↓

尉
・
験
騎
尉
・
飛
騎
尉
・
雲
騎
尉
•
武
騎
尉
。
〔
通
典
‘
職
〖
雲
獅
粥
面
〗

1
2
6
乃
＇
芦
笠
茶
の
色
の
一
種
を
い
ふ
。
〔
茶

官
‘
世
爵
世
職
〕
世
爵
世
職
之
等
有
レ
九
、
日
公
、
日
侯
‘
録
〕
茶
少
湯
多
、
則
雲
揺
散
‘
湯
少
茶
多
、
則
粥
面
緊
‘

日
伯
‘
曰
子
‘
曰
男
‘
曰
軽
車
都
尉
、
日
騎
都
尉
、
日
雲
騎
建
人
謂
1

一
之
雲
脚
粥
面
一

尉
‘
曰
恩
騎
尉
、
自
久
ム
至
鰐
車
都
尉
百
又
各
有
乞
一
等
i

【
雲
居
】
127

翌
●
山
名
。
④
河
北
省
房
山
縣
の
西
。
石

公
侯
伯
子
男
・
輻
車
都
尉
・
騎
都
尉
・
雲
騎
尉
・
恩
騎
尉
経
山
の
こ
と
。
唐
の
金
仙
公
主
、
白
石
の
小
塔
を
其
の

之
爵
‘
以
褒
二
叙
動
績
↓
酬
1

一
庸
患
賞
ェ
次
,
,
第
其
功
績
之
上
に
建
つ
。
唐
の
初
‘
沙
門
知
苑
の
居
た
虞
。
＠
江
西
省

大

小

盃

皿

錫

以

一

世

襲

之

等

↓

永

修

縣

の

西

南

。

又

、

獣

山

と

い

ふ

。

◎

蝠

建

省

連

江

縣

【
雲
儀
】
1
1
7
5
/
O
女
の
髪
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
、
形
の
北
。
〔
輻
建
通
志
〕
有
―
―
蓮
花
石
五
状
若
―
―
蓮
花
面
四
園

貌
部
、
製
〕
雲
儀
・
玉
華
‘
庶
物
異
名
疏
‘
雲
儀
・
玉
華
‘
賢
有
レ
辮
‘
軽
揺
則
動
、
力
撼
反
否
‘
西
麓
為
↓
1

東
岱
山

Ho

”

製
之
鑢

O
清
、
錢
鳳
綸
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 4
2
9
)

の
字
。
④
雲
の
あ
る
と
こ
ろ
。
そ
ら
。
雲
井
°
◎
禁
中
。
禁
裏
。
奥

【
雲
丘
】
118

切
明
‘
邊
偉
(
1
1
ー

3
9
2
1
6
:
 3
)

の
琥
。
深
い
宮
中
の
意
。
◎
遠
地
の
意
。

〖
雲
丘
子
〗1

1
9
乃i
キ
ヴ
明
、
爾
子
鵬
(
9ー
3
2
0
1
2:
 3
8
5
)
〖
雲
居
山
人
]
1
2
8
i
/

べ
互
明
‘
鄭
昭
甫

(
1
1
-
3
9
6
4
7

,． 

の
琥
。

4
8
0
)

の

舅

〖
雲
丘
道
人
〗1

2
0
切
匁
明
、
張
簡

(
4
|9
8
1
2
 :
 1
5
0
)

【
雲
渠
】
1
2
9
5
5

清
、
都
顕
鵡
(
1
1
ー

3
9
6
3
0
:
 1
4
2
)

の
琥
゜

の

琥

。

【

雲

裾

】

130

初
も
す
そ
を
長
く
曳
く
形
容
。
〔
李
賀
、
美

【
雲
糾
】
121

初
清
、
周
宏
起
(
2
ー

3
4
4
1
・

・
6
1
7
)

の
字
。
人
楡
頭
歌
〕
版
成
琴
髯
欲
不
知
斜
、
雲
裾
散
歩
距
雁
沙
↓

【
雲
柩
】
122

初
ひ
つ
ぎ
。
〔
沈
栓
期
、
傷
主
學
土
詩
〕
雲
【
雲
學
】
1
3
1
5
i

字
琥
。

O
元
‘
宋
翼
(
3
-
7
0
7
8
:
 2
0
6
)

の

柩

寄

―

―

何

慮

五

精

魂

今

何

之

。

●

の

字

。

O
明
、
彰
大
翼
（
4
ー

1
0
0
0
3
:
 1
8
7
)

の
字
。

【
雲
笈
】
123

切
道
家
の
書
を
蔵
す
る
書
箱
゜
〔
皮
日
休
、
【
雲
駅
】
132

忙
清
‘
顧
人
龍
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 2
9
7
)

の
●

12615 



(42235・ ·133)—(42235 ・・ 175)

雨

部

〔

四

蜜

雲

|

|

_

 

の
字
。

【
雲
漁
】
133

笠
清
‘
楊
文
螢
(
6
|
1
5
1
1
2
・
 
・
7
7
1
)

の
字
。

【
雲
凝
】
134

か
が
雲
が
か
た
ま
り
集
ま
る
。
〔
唐
太
宗
、
秋

日
詩
〕
雲
凝
愁
―
―
半
嶺
る
霞
砕
顧
―
―
高
天
↓
〔
韓
踪
‘
牡
丹

詩
〕
雲
凝
巫
峡
夢
‘
簾
閉
景
陽
粧
。
〔
宋
史
‘
架
志
十
四
〕

端
門
瞭
闊
‘
瑞
氣
雲
凝
、
有
―
―
懺
良
輔
五
踵
武
造
レ
廷
。

【
雲
錦
】
135

竺
〇
朝
の
霞
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
雲
錦
散
,
,
文

於
沙
洒
之
際
盃
綾
羅
被
―
―
光
於
螺
蛙
之
節
↓
〔
注
〕
翰
曰
、

雲
錦
、
朝
霞
也
。
〔
沈
約
、
和
―
―
劉
中
書
仙
1

詩
〕
霞
衣
不
レ

待
レ
縫
‘
雲
錦
不
レ
須
レ
織
。
〔
藷
唐
書
、
王
毛
仲
博
〕
牧

馬
敷
萬
匹
従
、
毎
色
為
二
隊
る
望
如
一
雲
錦
↓
●
雲
を

ぬ
ひ
と
り
し
た
錦
゜
〔
漢
武
帝
内
博
〕
張
―
―
雲
錦
之
帷
↓

〔
宋
史
、
外
國
六
、
子
閻
國
偉
〕
毎
賜
以
1

一
量
錦
旋
襴
衣

金
帯
器
幣
盃
宰
相
則
盤
毬
雲
錦
央
襴
゜

〖
雲
錦
字
〗1

3
6
竺
キ
ン
他
人
の
書
簡
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘

以
レ
詩
代
レ
書
答
―
―
元
丹
兵
詩
〕
青
鳥
海
上
来
、
今
朝

皇
何
塵
口
衡
―
―
雲
錦
字
こ
衷
我
忽
飛
去
。
〔
海
録
砕

事
、
人
事
、
書
問
〕
有
レ
鳥
海
上
来
、
今
朝
競
何
塵
ロ

衡
―
―
雲
錦
字
盃
否
我
忽
飛
去
‘
一
作
↓
1

雲
錦
書
玉
李
白
詩
。

〖
雲
錦
裳
〗1
3
7
5
'

知
"
/
綺
麗
な
衣
裳
を
い
ふ
。
紳
仙
な
ど

の
着
る
も
の
。
〔
太
上
飛
行
利
経
〕
七
色
夜
光
雲
錦
裳
。

〔
蘇
献
、
潮
州
韓
文
公
廟
碑
〕
天
孫
為
織
雲
錦
裳
、
諷
然

乗
レ
風
来
,
1

一

帝

労

↓

「

に

同

じ

。

〖
雲
錦
書
〗1

3
8
が
5キ
ン
他
人
の
書
簡
を
い
ふ
。
雲
錦
字

【
雲
駒
】
139

”
/
北
齋
、
陸
印
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 3
7
)

の
字
。

【
雲
衝
】
140

”
ン
●
く
も
の
か
よ
ひ
ぢ
。
雲
路
(
6
6
3
)
に
同

じ
。
〔
白
居
易
、
和
T

鄭
元
及
第
後
秋
蹄
,
,
洛
下
一
間
居
上

詩
〕
雲
衝
H
相
待
。
〔
張
説
‘
侍
,
,
宴
襄
荷
亭
―
應
制
詩
〕

仙
路
迎
己
二
鳥
一
雲
衝
駐
ユ
ハ
龍
↓
〔
杜
牧
‘
張
好
好
詩
〕

衆
昔
否
能
泣
、
褒
褒
穿
―
―
雲
衝
二
●
明
、
余
贈
登
(

1

-

5
1
5
 :
 7
8
)

の
琥
゜

〖
高
―
―
歩
雲
節
〗

1
4
1梵ぢ
雲
の
上
を
歩
く
。
高
官
に

つ
く
。
轄
じ
て
‘
登
第
者
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
部
説
博
論
〕

部
誅
等
並
饂
―
―
債
州
里
云
哀
然
應
レ
召
、
封
1

一
揚
天
問
一
高
二

歩
雲
衝
釜
ぎ
之
前
哲
盃
省
炉
稲
矢
゜

【
雲
火
】
142"
か
●
烙
火
。
の
ろ
し
。
〔
六
紹
‘
虎
餡
、
必

出
〕
令
T

我
踵
軍
設
を

R
仝
遠
候
3

〔
任
坊
‘
齊
覚
陵
文

宣
王
行
状
〕
子
レ
時
景
―
―
燭
雲
火
云
風
―
―
馳
利
檄
↓
〔
注
〕
良

曰
、
雲
火
‘
烙
火
也
。
●
雲
と
火
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
、

大
晦
氏
以
レ
龍
紀
、
故
為
,
,
龍
師
―
而
龍
名
‘
疏
〕
黄
帝
以

゜
ー

上
四
代
、
用
t1

火
雲
水
龍

5
炉
事
、
其
官
之
名
、
必
用
,
,
雲
興
ご
享
好
経
術
一
云
云
‘
自
レ
是
莫
レ
不
L

抱
―
―
負
墳
策
―
【
雲
冠
】
165

”ゎ／

0
冠
の
や
う
な
く
も
。
〔
陸
機
‘
擬
―
―
青

16

火
水
龍
―
伶
之
。
〔
晉
書
‘
職
官
志
〕
鳥
龍
居
わ
位
、
雲
火
雲
申
會
京
師
3

青
陵
上
柏
―
詩
〕
飛
閣
櫻
1

一
虹
帯
五
層
畳
冒
1

一
雲
冠
↓
〔
開
河

26ー

懇
名
。

O
天
子
を
い
ふ
。
〔
沈
諒
、
射
賢
良
方
正
策
〕
師
【
雲
外
】
154

”6
ィ
●
く
も
の
う
へ
。
雲
表
。
〔
元
積
、
玉
泉
道
記
〕
一
人
服
二
朱
衣
盃
竪
雲
冠
云
穿
高
堂
之
上
↓
●
舞

師
涌
―
―
雲
火
之
庭
云
清
清
盛
―
―
龍
光
之
列
↓
〔
楊
洞
‘
奉
t1

和
中
詩
〕
遅
想
雲
外
寺
‘
峯
轡
砂
相
望
。
〔
張
祐
、
題
1

一
恵
山
築
の
時
に
着
け
る
冠
の
名
。
ま
ひ
の
か
し
ら
。
〔
倭
名

上
元
舗
宴
―
應
詔
詩
〕
亀
龍
開
―
―
賣
命
一
雲
火
昭
―
―
震
慶
→
寺
—
詩
〕
慇
懃
望

1一
城
市
一
雲
外
暮
鐘
和
。
〔
李
遠
、
送
ー
一
人
類
棗
抄
‘
装
束
部
‘
冠
帽
類
、
雲
冠
〕
唐
令
云
‘
景
雲
傑
八

【
雲
花
】
143

競
蔓
草
の
名
。
て
い
か
か
づ
ら
。
絡
石
の
入
＞
蜀
詩
〕
碧
蔽
―
―
雲
外
樹
石
紅
露
云
咋
邊
棲
↓
〇
字
琥
゜
④
人
、
五
色
雲
冠
‘
俗
云
万
比
乃
加
之
良
。
〔
箋
注
〕
按
‘
雲

異

名

。

〔

本

草

‘

絡

石

〕

繹

名

、

雲

花

。

高

鋭

の

琥

。

高

雲

外
(
1
t
o
-
4
5
3
1
3
 :
 1
0
5
1
)
を
見
よ
。
＠
冠
今
俗
呼
―
―
鳥
兜
―
者
蓋
是
゜

〖
雲
花
草]
1
4
4

梵
ク
ヴ
草
の
名
。
麻
黄
の
類
。
馬
茄
を
治
馬
杉
繋
の
琥
。
馬
杉
雲
外
(
1
t
o
-
4
4
5
7
2
 :
 9
8
0
)

を
見
【
雲
燦
】
166

”
”
ノ
清
、
杜
文
秀
(
6
-
1
4
4
7
7
:
 3
8
5
)

の
琥
。

す
。
〔
本
草
‘
麻
黄
、
附
録
雲
花
子
〕
時
珍
日
、
按
葛
洪
肘
よ
。
【
雲
謁
】

1
6
7
”
が•
/
0雲
の
か
か
っ
た
闊
所
。
〔
孔
稚
珪
、
北

後
方
担
馬
茄
玉
g
雲
花
草
去
‘
状
如
靡
黄
盃
笛
,
堅
[
雲
外
景
〗15

5
符
グ
ヴ
；
高
慮
の
景
色
、
山
上
な
ど
の
山
移
文
〕
厩
1袖
幌
玉
掩t

1雲
闊
→
●
雲
を
い
ふ
。
〔
王
勃
‘

賓

也

。

眺

を

い

ふ

。

〔

羅

衰

、

詩

〕

濁

酒

不

レ

禁

雲

外

景

。

長

柳

詩

〕

晨

征

犯

1

一
煙
礎
石
夕
憩
在
―
―
雲
闘
↓
〔
李
白
‘
遊
1
-

【
雲
華
】1

4
5
”
む
●
雲
の
色
の
あ
る
も
の
。
〔
李
頑
‘
聖
善
〖
雲
外
歩

]
1
5
6

パ
丘
？
雲
の
上
に
猶
え
る
高
い
山
上
な
泰
山
一
詩
〕
平
明
登
1一
日
観
盃
令
レ
手
開
―
―
雲
覇
→

閣
送
襄
迪
入
P

京
詩
〕
雲
華
洒
高
問
苔
色
上
1

一
鈎
閾
↓
ど
を
歩
む
。
〔
司
馬
礼
、
清
浪
峡
詩
〕
乍
入
洞
中
天
、
更
【
雲
簑
】
168

”
む
ン
●
美
し
い
ま
げ
。
婦
人
の
髪
を
緑
の
雲

〔
張
錫
、
晦
H
宴
高
文
學
林
i

笠
詩
〕
年
光
開
1

一

柳

色

一

移

雲

外

歩

。

に

喩

へ

て

い

ふ

。

鼠

髭

。

雲

賢

゜

簑

は

ま

げ

。

〔

李

白

‘

久

池
影
塾
雲
華
→
●
雲
母
の
異
名
。
〔
本
草
‘
雲
母
〕
秤
名
、
〖
雲
外
仙
築
〗

1
5
7
努
鍔
；
雲
の
上
の
仙
人
の
昔
業
。
別
離
〕
雲
襲
緑
賛
罷
―
椀
結
→
〔
杜
甫
、
月
夜
詩
〕
香
霧
雲

雲
華
‘
雲
珠
‘
雲
英
‘
雲
液
、
雲
砂
、
燐
石
。
●
茶
の
異
名
。
霊
妙
な
昔
築
。
〔
藤
森
弘
庵
‘
春
雨
棲
記
〕
鵬
レ
之
深
沈
‘
蟹
温
‘
清
輝
玉
腎
寒
。
〔
白
居
易
、
古
塚
狐
詩
〕
頭
轡
1

一雲

雲
脚
。
雲
朕
゜
〔
皮
B
休
‘
寒
日
書
齋
即
事
詩
〕
深
夜
散
不
レ
異
t1

雲

外

仙

築

↓

簑

1

面
雙
レ
粧
。
〔
劉
馬
錫
、
贈
―
―
李
司
空
妓
一
詩
〕
高
誓
雲

甑
唯
柏
葉
、
清
晨
一
器
是
雲
華
。
●
南
齊
‘
爾
子
竿
(
9
_

【
雲
光
】
158

”炉

O
雲
の
光
。
〔
飽
照
‘
征
北
世
子
誕
育
賛
宮
様
版
。
〔
杜
牧
、
阿
房
宮
賦
〕
緑
雲
擾
擾
‘
杭
二
瞭
襲
―

§

1

2

 :
 3
6
9
)

の
字
。
「
名
。
上
表
〕
雲
光
麗
輝
、
巖
澤
昭
采
。
〔
杜
牧
、
商
山
麻
澗
詩
〕
也
。
●
遠
い
山
の
形
容
。
ま
げ
の
や
う
に
見
え
る
か
ら

〖
雲
華
閣
〗1

4
6
究
ク
ヴ
清
、
易
宏(
6ー
1
3
8
1
4:
 5
4
)

の
室
雲
光
嵐
彩
四
面
合
、
柔
柔
垂
柳
十
餘
家
。
●
南
齊
‘
薫
ぃ
ふ
。
〔
蘇
試
‘
遊
1

一
道
場
山
何
山
1

詩
〕
出
礼
山
回
望
翠
雲

〖
雲
華
子
〗1
4
7
5
ン
ク
ヴ
清
、
易
宏
（6ー
1
3
8
1
4:
 5
4
)

の

子

明

(
9
ー

3
2
0
1
2
:
 3
8
7
)

の

字

。

賛

‘

碧

瓦

朱

閾

標

鋤

間

。

舅
「
蒻
゜
〖
雲
光
閣
〗

1
5
9
”
”
ク
ヴ
，
ゥ
明
、
彰
年
（

4
-
1
0
0
0
3:
 9
5
)

の
【
雲
観
】
169

”
ゎ
ン
道
院
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
鋒
‘
仙
道
、

〖
雲
華
生
〗1
4
8
5
ぢ
ヮ
清
、
李
規

(
6
-
1
4
4
5
9

:
 2
4
7
)
の

●

の

室

名

。

道

院

〕

雲

観

‘

紳

仙

博

並

道

院

之

稽

。

〖
雲
華
道
人
〗1

4
9
が
祐
グ
田
中
省
の
望
田
中
桐
江

(
7

〖
雲
光
殿
]
1
6
0

ク
ク
ヴ
ヴ
殿
名
。
漢
代
、
女
官
を
置
い
た
【
雲
形
】

1
7
0
花
●
雲
の
か
た
ち
。
〔
許
渾
、
奉
三
和
虞
大
夫

-
2
1
7
2
3
 :
 2
2
9
)
を

見

よ

。

宮

殿

の

名

。

〔

西

京

雑

記

、

一

〕

漢

液

庭

有

1

一
月
影
畳
・
雲
新
立
―
―
恨
山
1

詩
〕
黛
色
朱
棲
下
、
雲
形
繍
戸
前
。
●
只

【
雲
窯
】
150

”
が
殿
の
名
。
四
川
省
義
眉
縣
の
義
眉
山
酪
光
殿
・
九
華
殿
・
鳴
饗
殿
ご
云
云
‘
不
レ
在
―
―
簿
籍
正
皆
繁
華
雲
の
棚
引
く
さ
ま
を
ゑ
が
い
た
模
様
、
又
は
彫
刻
。

駐
嶺
。
又
‘
齋
縣
、
初
殿
と
も
い
ふ
。
漢
の
蒲
公
の
建
立
窃
宛
之
所
―
―
棲
宿
—
焉
。
〖
雲
形
定
規

]
1
7
1

忠
窃
圏
を
驚
く
器
械
。
一
名
、
曲

と

博

ふ

。

古

碑

存

す

。

【

雲

幌

】

161

”
炉
雲
の
垂
れ
た
や
う
な
と
ば
り
。
と
ば
線
版
。
専
ら
曲
線
を
書
く
の
に
用
ひ
る
。

【
雲
臥
】
151

詑
●
雲
の
中
に
ね
る
。
雲
の
か
か
っ
た
高
り
。
〔
楊
煩
、
和
―
賽
右
丞
省
中
暮
望
1

詩
〕
藷
章
窺
1

一
複
【
雲
桂
】
172"
し
高
い
桂
。
〔
梁
簡
文
帝
、
奉
ュ
答
南
平
王

山
な
ど
に
臥
す
る
。
世
を
の
が
れ
て
山
中
な
ど
に
か
く
道
一
雲
幌
粛
―
―
重
陰
↓
康
賓
―
―
朱
櫻
―
詩
〕
永
植
平
景
垂
、
長
興
雲
桂
密
゜

れ
る
こ
と
。
臥
雲
。
〔
飽
照
、
代
昇
天
行
詩
〕
雲
臥
恣
―
―
天
【
雲
廣
】
162

”
炉
南
齊
‘
蕎
子
夏
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 3
6
6
)
の
【
雲
沌
】
173

花
清
‘
丘
永
(
1
-
3
3
:
 5
)

の
字
。

行
↓
〔
李
白
‘
口
琥
贈
,
,
徴
君
鴻
詩
〕
雲
臥
留
1

一

丹

叡

圭

天

書

字

。

【

雲

景

】

174

符
遠
く
て
雲
の
か
か
っ
た
や
う
な
景
色
。

降
—
知
紫
泥
→
〔
杜
甫
、
豊
龍
門
奉
先
考
詩
〕
天
闘
象
緯
【
雲
霰
】

1
6
3
”
炉
南
涼
、
曇
霰
（I
S
-
1
4
1
7
2
:
 8
)

の
一
名
。
〔
漢
書
、
證
架
志
、
安
世
房
中
歌
〕
芥
樹
利
林
、
雲
景
杏

逼
‘
雲
臥
衣
裳
冷
。
●
清
、
夏
光
洛
(
8
-
5
7
2
0
:
 2
9
7
)

の
【
雲
官
】
164

”9
の
ン
古
の
官
名
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
、
官
名
皆
冥
。
〔
注
〕
言
、
所
レ
樹
羽
篠
‘
其
盛
若
レ
林
芥
然
、
衆
多
仰

琥

。

以

レ

雲

命

、

為

―

―

雲

師

ご

注

〕

集

解

日

‘

應

勁

曰

、

黄

帝

受

レ

視

、

高

遠

如

雲

日

之

杏

冥

也

。

〔

謝

眺

、

和

随

王

殿

〖
雲
臥
山
荘
]
1
5
2

竺
認
清
、
郭
嘉
需

(
1
1
-
3
9
4
7
4

：
命
、
有
―
―
雲
瑞
盃
故
以
レ
雲
紀
レ
事
也
、
春
官
為
―
―
育
雲

h夏
官
下
—
詩
‘
其
六
〕
時
惟
清
夏
始
‘
雲
景
曖
含
レ
芳
゜

2
9
7
)の
室
名
。
岱
紺
雲
秋
官
芦
白
唖
玄
冬
官
為
亘
~
雲
玄
中
官
為
云
(
[
雲
卿
】

1
7
5
”
じ
字
琥
。
●
後
漢
、
朱
倉(
6ー
1
4
4
2
4：
 
3
0
 

【
雲
會
】
翌
序
．
雲
の
や
う
に
大
勢
集
る
こ
と
。
〔
買
誼
、
雲
↓
〔
張
協
、
七
命
八
首
〕
教
清
1

一
於
雲
官
之
世
↓
〔
注
〕
善

2
)
の
●
の
字
。
●
唐
‘
沈
栓
期
(
6
-
1
7
1
8
9
:
 5
8
1
)

の

過
秦
論
〕
天
下
雲
會
而
響
應
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
車
騎
日
、
郊
子
日
、
昔
者
黄
帝
氏
以
レ
雲
紀
‘
故
為
奎
盃
師
―
而
雲
字
。
●
唐
‘
趙
騨
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 1
1
8
)

の
字
。
●
金
、
劉

雲
會
‘
登
降
闇
藷
゜
〔
後
漢
書
、
儒
林
傭
序
〕
及
二
光
武
中
名
。
〔
江
滝
‘
齊
太
祗
高
皇
帝
諫
〕
火
職
咸
允
‘
雲
官
亦
煕
。
従
益
（
to
-
2
2
2
4
 :
 1
0
4
9
)

の
字
。
●
元
、
摺
士
龍
(
1
0
-



(42235 ・・ 176)-—(42235·・216) 

3
5
4
5
8
 :
 4
9
)

の
字
。
●
明
、
呉
瑞
登
(
2
|
3
3
6
5
 :
 6
8
9
)

名
日
11

鳳
髯
ぢ
人
日
益
姦
烹
歩
歩
而
揺
‘
故
日
1

一
歩
揺
↓
立
春
之
日
‘
迎
1

一
春
於
東
郊
一
云
云
‘
舞
1

一
雲
懸
之
舞
↓
〔
宋
襖
・
雲
肩
‘
云
云
↓

の
字
。

O
明
、
鄭
應
龍
(
1
1
-
3
9
5
6
2
:
 7
3
)

の
●
の
字
。
【
雲
硲
】
187

翌

雲

淫

(
1
7
6
)

を
見
よ
。
〔
張
協
‘
七
命
八
書
、
築
志
一
〕
漢
光
武
平
n
随
蜀
云
生
廣
郊
祀
↓
云
云
、
【
雲
軒
】
205

竺
雲
を
い
ふ
。
軒
は
車
。
〔
張
協
、
七
命
八

●
明
、
莫
是
龍
(
9
-
3
1
0
7
8
:
 1
1
0
)

の
字
。

O
清
、
伍
長
首
〕
右
営
1

一

風

谷

工

左

臨

奎

荻

弐

五

郊

、

春

班

青

陽

‘

夏

班

朱

明

‘

並

舞

1

一
雲
懸
之
舞
五
秋
紆
首
〕
爾
乃
巾
―
―
雲
軒
ぶ
竺
朝
霧
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
淮
南
子
曰
‘

華
(
1
|
4
3
5
 :
 5
0
)

の
琥
。

O
清
、
鍾
謙
釣
(
1
1
-
4
0
6
7
2

【
雲
蜆
】
188

花
に
じ
。
雲
寛
゜
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
乗
n
雲
西
皓
、
冬
紆
玄
冥
‘
並
舞
―
―
育
命
之
舞
↓
云
云
‘
乗
―
―
雲
車
T
仝
雲
蜆
涵
竺
微
霧
↓
〔
趙
蝦
‘
喜
―
―
張

:
 1
4
5
)

の

字

。

蜆

之

施

梶

一

合

。

〔

淮

南

子

、

原

道

訓

〕

乗

1

一
雲
車
ア
仝
雲
【
雲
穴
】
196

勾
山
名
。
南
京
市
の
東
に
あ
り
。
〔
輿
地
紀
漬
及
第
詩
〕
九
轄
丹
成
最
上
仙
、
青
天
暖
日
踏
1

雲
軒
↓

【
雲
淡
】
176

花
●
雲
の
か
か
っ
た
た
に
。
〔
杜
甫
、
行
次
―
―
蜆
↓
〔
説
苑
‘
櫂
謀
〕
野
火
之
起
若
1

一

雲

蜆

↓

勝

〕

天

欲

缶

雨

‘

則

穴

中

出

レ

雲

、

故

名

。

【

雲

絹

】

208

竺
南
京
緞
子
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
絹
布
類
、

甕
亭
縣
詩
〕
雲
硲
花
淡
淡
‘
春
郭
水
冷
冷
゜
〔
津
應
物
、
【
雲
覚
】
189

初
に
じ
。
又
‘
雲
と
虹
。
寛
は
虹
。
雲
覚
は
天
【
雲
閥
]197

切
雲
の
や
う
に
そ
び
え
る
宮
闘
。
〔
飽
照
‘
閃
緞
〕
雲
絹
、
南
京
緞
子
。

寄
直
山
桜
衣
居
士
1

詩
〕
俗
客
欲
レ
尋
應
に
不
レ
遇
‘
雲
空
に
在
る
と
こ
ろ
よ
り
、
天
空
に
喩
へ
る
。
又
、
悪
氣
。
代
1

一
君
子
有
盗
り
思
詩
〕
西
出
登
ー
な
五
烹
東
下
望
―
―
雲
【
雲
縣
]207

翌
縣
名
。

O
漢
、
置
く
。
山
東
省
藷
莱
州

裕
道
士
見
猶
稀
。

O
字
琥
°
④
宋
‘
郭
印
(
1
1
ー

3
9
4
7
4

雲
寛
之
望
を
見
よ
。
〔
楚
辟
‘
離
騒
〕
揚
,
,
雲
覚
之
暗
謡
―
闘
↓
〔
張
説
、
岳
州
詩
〕
夜
夢
二
雲
闊
間
盆
此
容
管
履
列
。
府
の
境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
浪
班
郡
、
縣
五
十
一
‘
雲
。

:
 7
)

の
琥
。
＠
清
、
江
立
(
6
ー

1
7
1
4
0
:
 4
3
3
)

の
琥
。
◎
分
、
鳴
玉
鸞
之
嗽
嗽
↓
〔
宋
玉
‘
封
―
―
楚
王
問
―
〕
絶
全
k

【
雲
孟
]198

坊
髪
化
の
多
い
こ
と
の
形
容
。
雲
論
波
詭
●
民
國
、
置
く
。
古
の
螢
地
。
白
夷
の
攘
る
所
。
鸞
名

清
、
儲
掌
文
(
1
|
1
2
8
4
 :
 8
4
)

の
琥
°
R
小
笠
原
龍
鱗
の
寛
↓
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
鞠
説
魏
其
隠
レ
天
、
俯
而
観
,
,
乎

を

見

よ

。

は

孟

祐

‘

地

名

は

大

侯

棄

。

雲

南

省

順

寧

縣

の

南

。

瀾

清

舅
笠
原
雲
淫
(
8
|
2
5
9
2
4
 :
 3
8
)を
見
よ
。
雲
覚
→
〖
雲
孟
波
詭
〗

1
9
9
笠

iケ
ッ
〇
家
屋
の
高
低
起
伏
の
さ
ま
江
の
支
流
な
る
孟
祐
河
の
北
岸
に
瀕
す
。

〖
雲
渓
集
〗1

7
7
約
ケ
イ
書
名
。
十
二
巻
。
宋
、
郭
印
撰
゜
〖
雲
寛
之
望
]
1
9
0
バ
存
ー
希
望
の
甚
だ
切
な
こ
と
を
が
雲
や
波
の
や
う
に
見
え
る
こ
と
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
【
雲
蠍
】

2
0
8
ぢ
く
も
の
か
か
っ
た
高
い
み
ね
。
〔
蘇
献
‘

其
の
詩
オ
地
梢
弱
く
、
清
思
矯
語
ま
た
其
の
間
に
錯
出
ぃ
ふ
。
寛
は
蜆
。
虹
を
い
ふ
。
〔
孟
子
、
梁
悪
王
下
〕
東
面
於
レ
是
大
直
雲
孟
波
詭
、
措
喘
而
成
レ
観
。
〔
注
〕
良
日
、
僧
清
順
新
作
↓
1

垂
雲
亭
―
詩
〕
海
門
浸
―
―
坤
軸
西
四
尾
抱
―
―

し
て
ゐ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
而
征
、
西
夷
怨
、
南
面
而
征
、
北
秋
怨
‘
曰
、
霙
為
後
レ
我
、
大
直
‘
屋
也
、
圏
為
-
1

雲
氣
水
波
之
文
百
娑
局
1

一
詭
異
↓
〔
漢
雲
蠍
↓
〔
王
安
石
‘
送
レ
春
詩
〕
朱
甍
飛
動
浮
―
―
雲
蠍
玉
天

〖
雲
漢
友
議
〗1

7
8移勺
唐
、
苑
櫨
撰
。
雲
渓
と
は
、
櫨
民
望
レ
之
、
若

n一
大
旱
之
望
全
ニ
丸
也
。
〔
注
〕
覚
‘
虹
也
、
書
、
揚
雄
傭
上
〕
於
レ
是
大
夏
雲
論
波
詭
、
措
喘
而
成
レ
外
第
篇
来
宛
轄
。
〔
馬
祗
常
、
度
―
―
居
庸
闊
―
詩
〕
飛
腔
捗

1一

が
住
ん
で
ゐ
た
若
耶
淫
、
一
名
、
五
雲
漢
を
い
ふ
。
そ
の
雨
則
虹
見
、
故
大
旱
而
思
レ
見
レ
之
。
〔
疏
〕
寛
‘
虹
也
、
爾
観
。
〔
注
〕
孟
康
日
、
言
n

―
夏
屋
髪
巧
‘
乃
為
―
―
雲
氣
水
波
雲
蠍
盃
決
背
泰
―
―
圏
鵞
↓

書
凡
そ
六
十
五
條
、
各
；
—
二
字
を
以
て
標
題
し
、
詩
話
雅
云
‘
雲
出
―
―
天
之
正
氣
る
兄
出
―
―
地
之
正
氣
五
雄
謂

1一
之
相
論
詭

1也
。
●
文
筆
が
雲
波
の
や
う
に
雙
化
あ
る
こ
【
雲
r
】2
0
9
努
清
、
程
詰
(
8
-
2
5
0
8
1

:
 2
2
)

の
●
の
琥
。

が
＋
の
七
八
を
占
め
る
。
多
く
は
孟
槃
の
本
事
詩
に
牧
虹
五
雌
謂
―
―
之
寛
硲
即
雲
陽
物
也
‘
陰
陽
和
而
既
雨
‘
則
雲
と
を
い
ふ
。
〔
文
心
離
龍
‘
橙
性
〕
然
才
有
―
―
庸
偶
ご
氣
有
―
-
【
雲
源
】
210

竺
消
‘
呉
大
釣
(
2
-
3
3
6
5
:
 7
4
6
)

の
琥
゜

載
さ
れ
て
ゐ
な
い
も
の
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
散
而
寛
見
芙
。
〔
故
事
成
語
考
、
天
文
〕
望
切
者
若
―
―
雲
剛
柔
砿
f

有
―
―
漫
深
る
習
有
―
―
雅
鄭
ぶ
皿
情
性
所
レ
礫
‘
陶
染
【
雲
湖
】
211

唸
湖
の
名
。
湖
南
省
湘
渾
縣
の
西
。
も
と
沿

集

類

〕

。

覚

之

望

↓

「

字

。

所

レ

疑

、

是

以

筆

画

雲

論

、

文

苑

波

詭

者

芙

。

湖

と

い

ふ

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

湖

廣

、

長

沙

府

、

湘

渾

〖
雲
淫
築
府
〗17

9虎
ヶ
ィ
書
名
。
二
巻
。
清
‘
趙
懐
玉
撰
。
【
雲
喬
】

1
9
1詑南
齊
、
蒲
長
患

(
9
-
3
2
0
1
2

:
 4
7
3
)

の
【
雲
月
】
200

唸
雲
と
月
。
〔
張
九
齢
‘
和
1

一
蘇
侍
郎
小
園
夕
縣
〕
雲
湖
、
縣
西
六
十
里
‘
志
云
‘
縣
西
十
五
里
、
有
二
湘

〖
雲
埃
居
士
〗1

8
0
閃
ヶ
ィ
宋
‘
華
鎮(
9ー
3
1
2
1
4:
 3
0
9
)

【
雲
峨
】
192

”の

O
高
い
山
道
。
〔
杜
甫
‘
憶
二
鄭
南
砒
―
詩
〕
需
玉
？
諸
弟
一
詩
〕
雲
月
愛
1

一
秋
景
正
林
堂
開
1

一
夜
扉
芦
王
郷
河
云
翌
源
賓
府
邪
陽
縣
龍
山
苓
下
流
経
↓
―
湘
郷
縣
境
一

の

琥

。

風

杉

曾

曙

椅

、

雲

嬌

憶

1
1

春
臨
↓
〔
曹
松
‘
翠
巖
寺
詩
〕
澱
レ
翰
‘
贈
1

一
唐
祗
二
子
1

詩
〕
雲
月
砂
1

一
千
里
盃
曰
徽
不
レ
可
レ
合
―
―
石
渾
雲
湖
二
水
盃
東
入
,
,
湘
江
↓

〖
雲
埃
草
堂]
1
8
1

梵
印
室
名
。
●
清
、
徐
永
宣
(
4ー
1

瓶
雲
嬌
水
、
逆
レ
磐
雪
川
風
。
〔
李
俊
民
、
肖
山
堂
詩
〕
微
聞
。
〔
李
白
、
行
路
難
〕
含
光
渾
世
貴

1一
無
名
面E
用
孤
高
〖
雲
湖
仙
人
〗

2
1
2
竺
ゲ
明
、
陶
成
（
賓
徳
の
人
）
（11
-

0
1
1
0
 :
 3
3
7
)

の
室
名
。
●
清
、
彰
光
斗
(
4
-
1
0
0
0
3
:

1

茫
藪
豆
煙
袖
云
嶋
絶
射
―
―
雲
嬌
↓
●
字
琥
°
④
南
齊
‘
蒲
子
比
―
―
雲
月
一
〔
杜
甫
、
宿
n

青
草
湖
1

詩
〕
寒
泳
争
1

一
椅
薄
一
雲

4
1
7
0
5
:
1
0
 
8
)

の
●
の
琥
。

4
1
)

の

室

名

。

岳

(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 3
6
8
)

の
字
。
＠
元
‘
陳
柏
(
1
1
|
 4
1
6
9

月

邁

微

明

。

【

雲

亙

】

213

競
雲
の
や
う
に
連
な
り
わ
た
る
。
〔
藷
唐

〖
雲
埃
酔
侯
〗1
8
3
5
し
5心
宋
の
神
放

(
8
-
2
4
9
4
2

:
 8
)
 

8
 :
 5
0
9
)の琥
°
〖
雲
月
硯
軒
〗

2
0
1
竺
ゲ9
ケ
ン
清
‘
趙
國
麟
(
1
0
-
3
7
1
7
1書
‘
昔
築
志
四
〕
壷
梁
雲
亙
‘
離
俎
星
聯
゜
〔
唐
武
皇
后
‘

の
琥
゜
〔
宋
史
‘
隧
逸
上
、
神
放
博
〕
神
放
性
嗜
レ
酒
‘
嘗
【
雲
橋
]193

詑
●
雲
に
と
ど
く
や
う
な
高
い
橋
。
〔
奮
：
5
6
9
)

の

室

名

。

高

宗

天

皇

大

帝

哀

冊

文

〕

霜

戟

林

掻

、

月

旗

雲

亙

。

聾
杭
自
醸
、
毎
曰
、
空
山
清
寂
‘
聯
以
養
レ
和
、
因
琥
―
―
唐
書
、
渾
城
傭
〕
朱
枇
園
レ
城
‘
大
修
ー
攻
具
盆
竪
僧
法
〖
雲
月
雙
埃
子
〗

2
0
2
梵
笞
’
宋
‘
湯
文
子
(
1
2
-
4
4
5
7
9
【
雲
虹
】2

1
4
謗
雲
と
虹
。
〔
南
齊
書
、
篇
穎
冑
博
〕
雄
剣

雲

埃

酔

侯

↓

緊

為

―

―

匠

師

ご

翌

雲

総

成

‘

間

散

十

丈

‘

域

描

1

一

雲

橋

：

1
8
 0
)
の

琥

。

高

魔

‘

則

五

星

従

レ

流

、

長

戟

遠

指

、

則

雲

虹

畏

レ

色

。

〔

法

〖
雲
埃
道
人
〗1

8
4
切
ダ
元
‘
塗
謙

(
8
-
5
3
3
8

:
 2
3
)

の
来
路
ぶ
先
墾
-
1

地
道
下
深
丈
餘
、
上
聾
馬
糞
柴
盃
夜
燒
レ
【
雲
巻
】
203

竺
く
も
の
や
う
に
ま
く
。
〔
晉
書
、
王
義
之
書
要
録
‘
行
書
賛
〕
星
剣
光
芭
‘
雲
虹
照
爛
゜
〔
章
應
物
、

舅
之
、
平
明
、
火
焔
高
応
城
嚢
賊
徒
戸
地
道
所
エ
橋
闘
博
論
〕
霞
舒
雲
巻
、
無
レ
所
面
~
然
→
〔
蕎
穎
士
、
滞
舟
賦
〕
寇
季
膚
古
刀
歌
〕
陰
森
白
日
掩
―
―
雲
虹
涵
油
落
池
光
動
―

〖
雲
淡
居
士
集
〗1

8
5翌各
書
名
。
―
二
十
巻
。
宋
、
華
鎮
偏
陥
、
不
底
叱
レ
進
、
須
曳
、
風
廻
焔
轄
、
雲
橋
焚
為
―
―
灰
峻
櫨
衝
レ
濤
以
直
透
、
高
帆
雲
巻
而
上
彗
。
金
碧
→

撰
゜
其
の
文
は
オ
氣
豊
蔚
、
詞
條
暢
達
‘
斐
然
と
し
て
観
儘
↓
〔
李
商
隠
‘
送
1

一
千
牛
李
将
軍
赴
ヮ
闘
詩
〕
火
箭
侵
,
,

【
雲
肩
】
204

竺
婦
女
の
肩
に
付
け
る
雲
形
の
飾
り
物
。
【
雲
構
】
215

梵
雲
に
そ
び
え
る
大
直
゜
〔
陸
機
‘
招
隠
詩
〕

る
ぺ
き
も
の
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
乗
石
一
雲
橋
逼
11

禁
螢
↓
●
天
の
川
に
か
か
つ
て
ゐ
る
取
は
づ
し
が
自
由
に
出
来
る
。
〔
元
史
、
輿
服
志
二
〕
雲
軽
條
象
―
―
雲
構
↓
〔
注
〕
銑
曰
、
雲
構
、
大
直
。
〔
張
協
‘
遊

【
雲
誓
】
186

花
女
の
髪
の
高
く
結
ん
で
美
し
い
の
を
い
橋
。
〔
元
横
、
生
春
詩
〕
織
女
雲
橋
断
‘
波
軸
玉
貌
融
。
肩
、
制
如
二
四
垂
雲
二
百
緑
黄
羅
五
色
、
嵌
な
品
戸
之
。
仙
詩
〕
亭
館
籠
1

一
雲
構
云
修
梁
流
1

一
＿
二
曜
↓
〔
元
槙
‘
和
n

一友

ふ
。
〔
曹
植
‘
洛
神
賦
〕
雲
昏
義
義
‘
修
眉
聯
娼
。
〔
杜
甫
‘

gn
【
雲
懸
】
194

”
の
舞
の
名
。
〔
後
漢
書
‘
祭
祀
志
中
〕
歌
"
朱
〔
元
史
、
順
帝
紀
六
〕
時
帝
怠
ふ
心
政
事
云
荒
―
―
子
涌
宴
一
封
題
,
,
開
善
寺
―
詩
〕
梁
王
開
―
―
佛
廟
一
雲
構
歳
時
遥
°

事
詩
〕
秋
思
楯
奎
姦
烹
腰
肢
謄
1
1

賓
衣
↓
〔
版
畳
記
〕
周
明
す
八
僧
舞
1

一

雲

懸

・

育

命

之

舞

一

以

え

呂

女

三

聖

奴

・

妙

築

奴

・

文

殊

奴

等

一

十

六

人
1

按
レ
【
雲
興
】
216
か
;

.
 
.,,, 
も
の
や
う
に
お
こ
る
こ
と
。
〔
陸

61

文
王
酔
昏
上
面
竺
珠
翠
憩
花
面
竺
之
鉛
粉
石
其
髯
高
、
〖
雲
翅
舞
〗

1
9
5
[
，
；
舞
の
名
。
〔
後
漢
書
‘
祭
祀
志
中
〕
舞
、
名
為
1一
十
六
天
魔
享
竺
云
‘
身
被
,
,

櫻
絡
．
云
云
・
金
雑
機
‘
漢
高
祗
臣
頌
〕
奮
』
腎
雲
興
‘
臆
レ
跡
虎
嘆
。
〔
陸
機
‘

12

|

|

 

雨

部

〔

四

驚

〕

雲



(42235・ ・21 7) (42235・ ・250) 

琲
亡
論
上
〕
千
レ
時
雲
興
之
将
帯
レ
州
‘
聡
起
之
師
跨
レ

邑
゜
〔
章
應
物
‘
答
劉
西
鷹
詩
〕
篇
翰
如
雲
興
一
京
洛

頗
優
涌
゜
〇
＜
も
が
お
こ
る
。
〔
詩
‘
曹
風
‘
候
人
、
蒼
へ
弓

蔚
分
、
南
山
朝
陪
‘
博
〕
蒼
蔚
、
雲
典
貌
。
轡
南
秤
‘
蒲
子

隆
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 3
8
9
)

の
字
。

〖
雲
興
霞
蔚
〗2

1
7
幻
冷
雲
が
お
こ
り
霞
が
お
こ
る
。

繁
盛
な
こ
と
を
い
ふ
。
雲
蒸
霞
蔚
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
顧

惜
之
博
〕
千
巖
競
レ
秀
‘
萬
堅
手
レ
流
、
草
木
蒙
レ
龍
‘
若
1-

雲
興
霞
蔚
↓

【
雲
鴻
】
218

訪
雲
際
を
か
け
る
お
は
と
り
。
〔
江
滝
‘
侍
二

始
安
王
石
頭
詩
〕
雲
鴻
盤
来
翔
‘
匹

9
鏡
昭
↓
―
愁
色
言
李

頑
‘
雀
五
宅
婆
劉
践
入
＂
京
詩
〕
消
洛
雲
鴻
度
‘
故
覇
風

H
寒
。
〔
元
植
‘
表
夏
詩
〕
雲
鴻
方
警
祝
‘
籠
維
已
鳴
レ

暖
[
雲
谷
】
219

翌
〇
雲
の
こ
め
た
た
に
。
〔
羅
鄭
‘
鶯
詩
〕

暖
辟
―
―
雲
谷
玉
り
残
陽
一
飛
下
二
東
風
翅
漸
長
。
〇
谷

の
名
。
①
輻
建
省
建
陽
縣
の
西
。
本
名
は
鷹
峯
山
。
宋

の
乾
道
中
‘
朱
窯
が
改
め
て
雲
谷
と
名
づ
け
、
雲
谷
草

堂
を
其
の
下
に
構
へ
、
自
ら
雲
谷
老
人
と
梢
し
た
。
薦

峯
(
9
-
3
2
4
2
5
:
 
72)
を
見
よ
。
◎
輻
建
省
建
寧
縣
の

南
。
核
桃
峯
の
左
麓
。
宋
の
待
制
蔽
豊
‘
此
慮
に
讀
書

す
。
精
含
を
建
て
て
雲
谷
書
院
と
い
ふ
。
●
字
琥
°
④

元
、
韓
公
麟
（
1
2
-
4
3
1
5
9
:
 2
8
7
)

の
琥
。
＠
清
‘
陶
樽

(
1
1
 |
 4
1
7
 0
5
:
 1
2
2
)

の
琥
。

8
清
‘
李
根
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 

3
4
5
)

の

O
の
字
。
G
)
清
‘
王
源
（
湮
陽
の
人
）
（
7
|
2
0
8
2
3
 

:
 3
7
6
)

の
幽
の
字
。

〖
雲
谷
堂
〗2

2
0
梵

n

ク
清
‘
李
根

(
6ー
1
4
4
5
9:
 3
4
5
)

の

0
の
室
名
。

〖
雲
谷
雑
記
〗2

2
2
だ
ゃ
ク
書
名
。
四
巻
。
宋
‘
張
渓
撰
。
諸

家
の
著
述
に
就
い
て
‘
疑
を
析
き
誤
を
訂
し
、
専
ら
考

撮
を
以
て
批
判
を
加
へ
た
貼
が
多
い
。
凡
て
二
百
四
十

八
條
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
雑
家
類
〕
。

〖
雲
谷
道
人
〗2

2
3
梵
ぢ
｛
木
‘
趙
汝
能
(
1
0
-
3
7
1
7
1

:
 

6
9
4
)

の
琥
゜

〖
雲
谷
老
人
〗2

2
4
陀
匁
字
琥
。

0
宋
‘
朱
窯
(
6
-
1
4
4

2
4
 :
 1
0
8
)

の
琥
。
●
宋
、
今
翌
(
1

ー
1
4
3
7
:
 6
7
)

の
琥
。

【
雲
穀
】
225

翌
雲
の
や
う
に
軽
細
な
ち
り
め
ん
。
〔
漢

書
籍
築
志
、
郊
祀
歌
‘
練
時
日
〕
被
1

一
華
文
面
空
雲
穀
↓

〔
羅
軋
‘
比
紅
兒
詩
〕
魏
帝
休
レ
誇
砕
夜
来
‘
霧
納
雲
穀

捨
レ
身
裁
。

雨

部

〔
四
甍
〕

雲

【
雲
骨
】
226

梵
雲
の
わ
き
お
こ
る
も
と
。
〔
蘇
献
‘
石
壁
白
帝
城
懐
古
詩
〕
古
木
生
―
雲
際
砿
蹄
帆
出
―
―
霧
中
↓
〇
巣
↓
〇
字
琥
°
④
宋
‘
沈
遼
(
6

ー
1
7
1
8
9
・

・
4
0
5
)

の
琥
。
＠

千
丈
云
云
詩
〕
孤
根
罪
涵
g

天
ぶ
―
K

骨
有
―
―
破
砕
↓
山
名
。
廣
東
省
羅
定
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
明
‘
濡
棠
(
7

ー
1
8
2
3
6
:
 6
5
)

の
琥
。
◎
清
‘
呉
文
鈴
(
2
_

【
雲
根
】
227

竺
〇
雲
の
生
ず
る
根
。
雲
は
山
よ
り
生
ず
る
廣
西
‘
柳
州
府
‘
融
縣
〕
雲
際
山
、
縣
北
十
里
、
甚
高
峻
‘

3
3
6
5
:
 8
6
2
)

の
琥
゜
＠
清
‘
沈
兆
澪
(
6

ー
1
7
1
8
9
:
 6
0
9
)
 

故
に
山
の
高
虞
を
い
ふ
。
〔
南
朝
宋
武
帝
、
登
ー
作
栗
山
―
上
有
―
―
二
泉
↓
参
嶺
の
名
。
幅
建
省
光
澤
縣
の
北
。
の
字
。

詩
〕
積
水
溺
―
―
雲
根
→
〔
王
笥
、
開
善
寺
碑
〕
修
二
猫
燒
干
【
雲
齋
】

2
3
5
セ
〇
僧
房
を
い
ふ
。
〔
許
渾
‘
泊
―
―
蒜
山
津
―
〖
雲
巣
編
〗

2
4
2
竺
サ
‘
ゥ
書
名
。
＋
巻
。
宋
‘
沈
遼
撰
。
宋

雲
棋
和
1

一
鈴
響
干
天
外
↓
〔
貫
休
、
贈
ー
一
方
王
詩
〕
垂
レ
綸
聞
1

一
東
林
寺
光
俄
上
人
物
故
―
詩
〕
雲
齋
曾
宿
借
ー
一
方
抱
一
史
本
博
に
は
二
十
巻
と
梢
す
。
遼
は
文
章
豪
放
‘
塵

侵
盈
介
「
拾
レ
句
塁
雲
根
↓
●
雲
は
岩
石
の
間
よ
り
生
因
説
―
―
浮
生
大
夢
芳
一
〇
綿
布
の
地
の
厚
い
織
物
。
足
俗
局
促
の
状
無
く
、
詩
は
尤
も
生
哨
で
あ
る
。
江
西
宗

ず
る
故
に
石
の
こ
と
を
い
ふ
。
〔
賣
島
‘
題
―
李
凝
幽
居
1

袋
底
な
ど
に
用
ひ
る
。
雲
齋
と
い
ふ
人
の
織
り
出
し
派
と
近
似
し
て
ゐ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
‘
別
集
類
〕
。

詩
〕
過
レ
橋
分
二
野
色
五
移
レ
石
動
1

一
雲
根
↓
〔
司
空
圃
‘
上
―
―
た
織
物
。
＠
字
琥
。
①
明
‘
沈
賓
(
6

ー
1
7
1
8
9
:
 3
3
4
)の
〖
雲
巣
散
人
〗
2
4
3
i
n

岱
清
、
葉
敷

(
9—
3
1
3
8
7:
 1
2
4
)
 

栢
梯
号
懐
二
藷
僧
―
詩
〕
雲
根
繹
客
居
‘
皆
説
藷
吾
薩
゜
琥
。
＠
明
‘
趙
従
吉
(
1
0

ー
3
7
1
7
1
:
 6
6
5
)

の

字

。

の

琥

。

〔
杜
牧
‘
宿
―
―
層
峯
騨
―
詩
〕
孤
騨
在
畜
面
六
雲
根
掩

1柴
〖
雲
齋
織

]
2
3
6
[

い
？
綿
織
物
の
一
種
。
足
袋
庇
雲
齋
と
〖
雲
巣
先
生
〗2

4
4
竺
g

宋
‘
曾
―
―
―
異(6
-
1
4
2
9
9

:

1

 

扇
↓
〔
李
咸
用
、
石
版
歌
〕
雲
根
努
裂
雷
斧
痕
。
参
雲
を
い
服
地
雲
齋
と
あ
り
。
美
作
國
津
山
の
雲
齋
な
る
も
の

9
3
)

の
琥
。

ふ
。
〔
張
協
‘
雑
詩
〕
雲
根
臨
―
―
八
極
玉

m
足
瀧

1四
漢
→
〔
齊
の
創
意
に
よ
る
と
い
ふ
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
履
撲
類
‘
〖
雲
巣
老
人
〗

2
4
5
梵
岱
明
‘
張
徳
輝

(
4ー
9
8
1
2:
 1
4
 

己
、
遠
山
詩
〕
天
際
雲
根
破
‘
寒
山
列
翠
廻
゜
箪
皮
〕
木
綿
足
袋
‘
又
有
,
,
兜
羅
綿
雲
齋
織
等
西
曰
自
―
―
重

1
8
)

の

0
の
琥
。

【
雲
沙
】
2
2
8
5
/
0
雲
と
沙
゜
〔
杜
頷
、
従
軍
行
〕
萬
里
雲
陽
云
ぎ
上
巳
年
9
之

。

【

雲

清

】

246

切
清
‘
徐
溶
（
4
-
I
O
l
l
O
:
 3
0
3
)

の
字
。

沙
派
‘
平
川
泳
霰
溢
゜
〔
高
適
、
自
レ
澳
渉
二
黄
河
途
中
作
【
雲
荘
】
2
3
7
i
5
0
雲
の
か
か
つ
て
ゐ
る
荘
゜
〔
苑
成
大
、
【
雲
装
】
2
4
7
5
8
0
雲
蜆
を
衣
装
と
す
る
こ
と
。
〔
江
滝
‘

詩
〕
蹄
意
方
浩
然
‘
雲
沙
更
廻
亙
。
●
遠
い
所
を
い
ふ
。
王
季
海
秘
監
再
賦
二
成
園
ー
復
次
韻
詩
〕
雲
荘
風
樹
封
,
,

雑
謄
‘
謝
光
祗
荘
郊
遊
詩
〕
雲
装
信
解
レ
歓
‘
煙
駕
可
レ

露
参
‘
臨
洸
没
レ
舟
云
云
詩
〕
雲
沙
萬
里
地
‘
孤
負
一
書
東
西
五
清
暑
光
陰
近
1

一
竹
迷

U
0元
‘
張
養
浩
の
荘
の
名
。
辞
レ
金
。
●
雲
が
起
る
こ
と
。
〔
李
紳
、
北
棲
棲
桃
花
詩
〕

生
。
〔
杜
甫
、
書
＿
鶴
行
〕
緬
思
雲
沙
際
‘
自
有
1

一
煙
霧
質
↓
〔
明
一
統
志
〕
雲
荘
在
,
,
清
南
府
城
西
北
十
里
苓
は
中
書
開
花
占
得
春
光
早
‘
雲
綴
雲
装
萬
蒋
軽
°

〇
き
ら
ら
。
雲
母
の
異
名
。
〔
本
草
‘
雲
母
〕
秤
名
‘
雲
沙
、
参
議
張
養
浩
休
致
時
所
レ
居
。

O
字
琥
。
④
宋
‘
曾
協
(
5

【
雲
蒼
】
248

梵
消
、
徐
溶
(
4
-
l
O
l
l
O
:
 3
0
3
)

の
字
。

集
解
‘
弘
景
曰
‘
如
,
,
沐
露
―
乍
黄
乍
白
者
名
二
雲
沙
↓
ー
1
4
2
9
9
:
 4
6
)

の
琥
。
＠
宋
、
劉
嬌
（
2
-
2
2
2
4
:
 6
2
2
)

【
雲
錯
】
2
4
9
i
7

い
り
み
だ
れ
て
混
合
し
て
ゐ
る
。
〔
道
徳

【
雲
棧
】
2
2
9
i

ノ
字
琥
。

O
元
‘
呉
復
(
2
|
3
3
6
5
 :
 3
6
8
)

の
の
琥
。
◎
元
‘
陳
渦
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 8
3
)

の
琥
°
◎
清
、
指
蹄
論
、
五
‘
其
安
易
持
〕
謀
レ
士
底
レ
兵
‘
未
レ
猜
而
散
、

鷺
0
清
‘
査
振
顔
(
6

ー
1
4
6
4
3
:
 1
0
2
)

の
字
。
参
清
‘
張
金
徳
輿
(
1
1

ー
4
0
1
5
2
:
 1
3
5
4
)

の
琥
゜
⑮
清
‘
趙
継
普
故
禍
幅
作
―
―
於
無
名
一
存
亡
生
―
―
於
微
妙
さ
一
者
雲
錯
斐

謙
（
海
堕
の
人
）
（
4

ー
9
8
1
2
:
 2
8
2
)

の
●
の
神
。
幽
一
消
、
（
1
0
|
 3
7
1
7
1
 :
 5
0
4
)

の
琥
。

8
清
‘
王
錫
圭
(
7
ー
2
0
8
2
3

動
‘
風
琥
囲
伸
‘
波
渾
進
退
‘
般
胤
聴
レ
之
不
レ
可
レ
聞
。

鳩
津
(
1
1
0
1
4
4
5
7
9
 :
 1
0
2
)

の

字

。

：

1
8
1
1
)

の

琥

。

【

雲

山

]
2
5
0
5

そ
●
く
も
の
か
か
つ
て
ゐ
る
遠
く
高
い

〖
雲
桂
山
人
〗2
3
0
5
石
清
、
王
竪

(
7ー
2
0
8
2
3:
 3
1
)
〖
雲
荘
集
〗2

3
8
究
サ
ウ
書
名
。
O
十
二
巻
。
宋
、
劉
嬌
撰
。
山
。
又
‘
く
も
の
や
う
に
見
え
る
と
ほ
い
山
。
〔
劉
長
卿
、

の

0
の

琥

。

檎

は

弟

柄

と

倶

に

朱

子

の

門

に

出

づ

。

故

に

集

中

に

偽

酬

―

―

李

穆

見

p

寄
詩
〕
孤
舟
相
訪
至
1

天
涯
面
空
碍
雲
山
路

〖
雲
桂
秋
客
〗2

3
1
約
が
元
、
呉
復

(
2ー
3
3
6
5:
 3
6
8
)

學
の
禁
を
開
か
ん
こ
と
を
乞
ふ
の
疏
が
あ
る
。
〔
四
庫
更
除
。
〔
張
祐
、
胡
渭
州
詩
〕
郷
國
不
レ
知
何
虞
是
‘
雲
山
漫

の

O
の

琥

。

提

要

、

集

‘

別

集

類

〕

。

〇

五

巻

。

宋

‘

曾

協

撰

。

雑

文

漫

使

1

一
人
愁
言
宋
史
‘
築
志
十
六
〕
雲
山
浩
浩
蹄
―
―
何
虞
一

【
雲
オ
】
232

セ
南
齊
、
王
智
深
(
7

ー
2
0
8
2
3
:
 1
9
0
4
)

の
は
頗
る
雅
約
に
し
て
‘
其
の
詩
格
は
蘇
献
よ
り
出
た
も
但
聞
空
際
採
鴛
瞥
。

0
山
名
。
④
江
西
省
臨
川
縣
の

字

。

の

。

〔

四

嘩

提

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

「

6
4
1
)

の
琥
。
北
。
其
の
西
南
に
雲
山
墟
が
あ
る
。
＠
湖
南
省
武
岡
縣

【
雲
彩
】2

3
3忙雲
の
い
ろ
ど
り
。
又
‘
い
ろ
ど
ら
れ
た
雲
。
〖
雲
荘
山
人
〗
函

i
五
清
‘
陳
維
邦

(
1
1
ー

4
1
6
9
8,
'
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
賓
慶
府
、
武
尚
州
〕

雲
采
゜
〔
梁
簡
客
帝
、
列
燈
賦
〕
草
含
レ
春
而
動
レ
色
‘
雲
飛
レ
〖
雲
荘
四
六
餘
話
〗

2
3
9
パ
蹂5
ヮ
書
名
。
一
巻
。
宋
‘
楊
雲
山
、
州
南
―
二
十
五
里
、
山
有
―
―
七
十
一
峯
→
道
書
以
為
―
―

彩
而
軽
束
。
〔
王
緞
‘
苦
熱
行
〕
五
嶽
翠
乾
雲
彩
滅
‘
陽
侯
困
道
撰
。
駅
證
を
習
ふ
に
資
す
べ
き
書
。
〔
四
唐
未
収
第
六
十
九
揺
地
ご
峯
轡
巖
洞
、
奇
勝
不
こ
、
自
レ
麓
至
レ

海
底
愁
1

一

波

渇

↓

〔

江

継

‘

璃

瑞

盆

賦

〕

士

衡

讐

一

之

雲

采

一

書

目

提

要

、

三

〕

。

嶺

、

盤

,

,

回
石
礎
―
幾
二
十
里
。
◎
四
川
省
営
山
縣
の
西
。

中
郎
羞
―
―
其
馬
勒
→
〖
雲
荘
譜
記
集
説
〗

2
4
0
花
”
,
7セ
’
書
名
。
證
記
の
参
考
嘉
陵
江
・
渠
江
の
分
水
嶺
。
古
の
披
衣
山
の
こ
と
。
〔
太

【
雲
際
】
234t
し

〇

雲

の

あ

る

き

は

。

高

い

空

又

は

高

い

書

を

見

よ

。

平

賓

宇

記

〕

天

将

レ

雨

、

山

上

雲

霧

馳

曳

、

如

l

―
披
衣
―
然
、

山
な
ど
を
い
ふ
。
雲
邊
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
望
―
―
雲
際
一
分
【
雲
巣
】
241

窃
〇
高
い
巣
゜
〔
張
協
‘
七
命
八
首
〕
仰
傾
―
―
山
上
有
1

一
雲
山
寺
尽
D
四
川
省
松
濡
縣
の
南
、
登
渓
鶯
の

堕
好
仇
↓
〔
賓
常
、
赴
,
,
武
陵
―
寒
食
次
―
―
松
滋
渡
―
詩
〕
雲
巣
砿
坦
四
地
穴
一
〔
注
〕
向
日
‘
雲
巣
‘
高
巣
也
。

O
高
い
西
。
眠
山
の
起
頂
。
元
和
志
は
蓬
婆
山
と
い
ふ
。
＠
江
蘇

杏
華
楡
爽
瞭
風
前
、
雲
際
離
離
上
レ
峡
船
。
〔
陳
子
昂
、
住
居
。
〔
宋
史
‘
沈
遼
傭
〕
築
―
―
室
於
齊
山
之
上
ぶ
C

日
二
雲
省
松
江
縣
の
西
北
。
晉
の
陸
機
の
弟
陸
雲
に
よ
っ
て
名

12618 



(42235 .. 251)— (42235 .. 283) 

雨

部

〔
四
蜜
〕

雲

づ
け
ら
る
。
一
名
、
横
山
。
又
、
横
雲
山
。
機
山
(
8
-
1
5
5
6

来
従
1

一
雲
棧
北
五
行
度
―
―
雪
山
西
↓
あ
っ
た
の
で
、
百
官
の
長
を
雲
師
と
名
づ
け
た
。
〔
左
氏
、

1
:
 73
)

の
●
を
見
よ
。
●
郡
名
。
唐
‘
置
く
。
故
治
は
四
【
雲
惨
】
262

り
が
雲
が
い
た
み
か
な
し
む
。
〔
孟
遅
、
宮
昭
‘
十
七
〕
昔
者
黄
帝
氏
、
以
レ
雲
紀
‘
故
為
1
1

雲
師
1

而
雲

川
省
理
番
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
成
都
人
斜
詩
〕
雲
惨
煙
愁
苑
路
斜
‘
路
傍
丘
家
盛
宮
娃
。
〔
歌
名
。
〔
注
〕
黄
帝
受
レ
命
有
二
雲
瑞
ぶ
熙
以
レ
雲
紀
レ
事
‘
百
官

府
、
威
州
〕
定
廉
城
、
州
西
北
三
十
里
、
唐
武
徳
七
年
、
陽
脩
、
大
行
皇
帝
震
駕
登
引
挽
歌
辟
〕
天
愁
嵩
嶺
外
‘
師
長
皆
以
レ
雲
為
1

一
名
琥
玉
籍
雲
氏
蓋
其
一
官
也
。
〔
史
記
‘

置
定
廉
縣
五
8
-

―

維

州

五

後

際

置

不

こ

、

開

元

二

十

八

雲

惨

洛

川

滑

。

五

帝

紀

〕

官

名

皆

以

レ

雲

命

、

為

―

雲

師

二

〔

注

〕

集

解

日

、

年
、
置
二
奉
州
給
焉
、
天
賓
初
日
―
―
雲
山
郡
↓
R
字
琥
°
④
【
雲
士
】
263

り
ン
字
琥
。

O
清
、
錢
汝
裳
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:

3

應
勁
日
、
黄
帝
受
レ
命
、
有
―
―
雲
瑞
ぶ
円
以
レ
雲
紀
レ
事
也
。

元
、
郭
界
(
1
1
-
3
9
4
7
4
:
 1
8
9
)

の
琥
゜
＠
明
、
注
慶
(
8
-

5
6
)
の
字
。
●
清
、
陸
次
雲
(
1
1
-
4
1
7
0
8

：
 
3
4
4
)
の
字
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
序
〕
黄
帝
雲
師
雲
名
。

O
畢
星
。
豊

1
7
1
5
4
 :
 5
3
)

の
琥
゜
◎
清
、
黄
叔
元
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 I
I

【
雲
子
】
磁
勺
●
雲
形
の
模
様
。
〔
宋
史
、
輿
服
志
二
〕
龍
隆
。
一
説
に
、
雲
の
神
。
屏
腎
゜
〔
廣
雅
‘
繹
天
〕
雲
師
謂
二

4
7
)

の
字
。
＠
宮
澤
雉
逹
の
琥
。
宮
澤
雲
山
(
3
-
7
1
5
6

肩
輿
、
一
名
援
櫓
子
、
一
名
龍
櫓
子
‘
昇
以
己
云
H
故
名
"
之
豊
隆
↓
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
飛
廉
雲
師
。
〔
注
〕
善
曰
、
王

:
 2
6
4
)
を
見
よ
。
櫓
子
盃
南
渡
後
所
レ
製
也
、
云
云
‘
其
制
方
質
‘
援
頂
施
＝
走
逸
日
、
飛
廉
、
風
伯
也
、
雲
師
‘
畢
星
也
‘
廣
雅
曰
‘
雲
師

〖
雲
山
堂
〗2

5
1
が5？
明
、
魏
裳

(
1
2
-
4
5
8
7
2

:
 7
6
)
の
脊
龍
四
‘
走
脊
雲
子
六
↓
●
飯
粒
に
似
た
石
。
韓
じ
て
、
飯
謂
二
之
豊
隆
五
銑
日
、
雲
師
‘
屏
騎
也
。
〔
張
衡
、
思
玄
賦
〕

室

名

。

を

い

ふ

。

白

い

の

を

喩

へ

た

。

〔

李

商

隠

‘

河

陽

詩

〕

梓

澤

雲

師

謡

以

交

集

号

、

凍

雨

油

其

甍

レ

途

。

〔

注

〕

善

曰

、

諸

〖
雲
山
蒼
蒼
〗2

5
2
虎
況
山
が
蒼
々
と
し
て
高
く
揖
え
東
来
七
十
里
、
長
溝
複
暫
埋
―
―
雲
子
→
〔
杜
甫
、
輿
―
―
郡
縣
家
之
説
、
豊
隆
皆
日

1一
雲
師
孟
比
賦
別
言1一
雲
師
盃F
-―
曹

る
。
〔
蔀
仲
滝
、
桐
直
郡
般
先
生
祠
堂
記
〕
歌
日
、
雲
山
源
大
少
府
1

宴↓
g

洟
跛
―
詩
〕
飯
抄
―
―
雲
子
白
盆
瓜
哨
,
,
水
精
隆
為
＞
雷
也
。

蒼
蒼
、
江
水
決
決
、
先
生
之
風
、
山
高
水
長
。
寒
↓
〔
陸
源
、
起
晩
戯
作
詩
〕
雲
子
甑
香
炊
熟
後
、
露
芽
甑
【
雲
紙
】
271

唸
雲
の
模
様
を
あ
ら
は
し
た
紙
。
と
り
の

〖
雲
山
樵
曳
】2

5
3
葬
＇
が
明
、
程
士
鮨
(
8
-
2
5
0
8
1

:

2

浅
貼
嘗
初
。
〔
甕
庸
間
評
〕
杜
陵
詩
云
‘
飯
抄
―
―
雲
子
白
一
こ
紙
の
一
種
。
詩
・
連
歌
・
俳
諧
の
懐
紙
な
ど
に
用
ふ
。

1
1
)の
琥
゜
蓋
謂
“
飯
可
"
―
以
比

1一
雲
子
之
自
也
、
至
1一
後
世1
D
l
J
便
く
も
が
み
。
〔
欧
陽
脩
、
答

1一
李
秀
才
—
啓
〕
溢
,
,

雲
紙
1

以

〖
雲
山
道
人
〗2

5
4
が
竺
明
、
張
子
明

(
4
-
9
8
1
2

:
 1
0

以
レ
飯
為
1

一
争
考
文
故
唐
子
西
詩
云
‘
雲
子
涌
レ
田
行
可
レ
撰
レ
思
、
捩
1

一
春
華
1

而
獲
レ
藻
。
〔
馬
祗
常
、
送
＝
一
華
山
隠

9
6
)

の

琥

゜

揖

、

又

注

彦

章

詩

云

、

秋

来

雲

子

滑

↓

1

流
匙
↓
●
字
琥
。
之
1

↓
宗
陽
宮
―
詩
〕
洞
篇
吹
這
曲
一
雲
紙
葛
―
―
魚
歌
↓

〖
雲
山
霧
澤
〗2

5
5
百
n
'
s
h
a
n
i
wu'chao'
雲
の
山
④
晉
‘
桓
雲
(
8
-
1
4
7
7
4
:
 6
)

の
字
。
◎
清
、
滞
士
鳳
（
7

[
雲
脂
】
272

勺
髪
の
あ
か
。
ふ
け
。
い
ろ
こ
。
と
り
ぎ
く
。

に
霧
が
こ
め
る
。
輯
じ
て
、
曖
昧
な
さ
ま
を
い
ふ
0

-
1
7
7
9
2
 :
 3
4
5
)

の

字

。

〔

五

行

記

〕

頭

垢

謂

二

之

雲

脂

↓

〔

倭

名

類

緊

抄

‘

形

罷

部

、

〖
雲
山
野
客
〗
2
5
6
t
狂
宋
‘
謝
用
賓

(
1
0
-
3
5
8
2
7

:
3

〖
雲
子
石
〗2

6
5
む
，
飯
粒
に
似
た
石
の
名
。
〔
葛
洪
、
丹
頭
面
類
‘
雲
脂
〕
墨
子
五
行
記
云
‘
頭
垢
謂

1一
之
雲
脂
面
和

6
9
)

の

琥

。

経

〕

用

t

一

雲

子

ご

ザ

雲

母

↓

名

加

之

良

乃

阿

加

、

一

云

以

路

古

゜

[
雲
山
老
人
〗2

5
7
約
夕
宋
、
楊
知
章
(
8
-
1
5
1
1
2

:
 6
8

【
雲
司
】
266

バ
，
司
刑
の
官
を
い
ふ
。
〔
稲
謂
録
、
大
理
寺
、
【
雲
絲
】
273

介
，
〇
馬
の
毛
の
さ
ま
。
〔
李
墨
玉
、
聰
馬
詩
〕

7
)

の
0
の

琥

。

雲

司

〕

山

堂

緯

改

、

唐

陳

子

昂

為

司

刑

卿

―

譲

レ

官

表

、

長

噺

青

海

風

、

蹂

蔑

振

奎

互

絲

△

●

雲

の

績

い

て

立

ち

の

〖
雲
山
老
瀬
〗2

5
8
か
わ
»
明
、
王
越
（
7
-
2
0
8
2
3: 
72)

榮

加

ー

天

寵

面

職

察

雲

司

↓

ぽ

る

さ

ま

を

絲

が

次

か

ら

次

へ

と

績

い

て

絶

え

な

い

の

琥

。

【

雲

枝

】

267

”
ン
●
く
も
に
そ
び
え
る
枝
゜
〔
宋
書
、
孝
武
の
に
喩
へ
た
語
。
〔
佐
藤
一
齋
、
日
光
山
行
記
〕
比
レ
抵
1

一

【
雲
散
】
259

竺
●
雲
の
や
う
に
散
る
。
〔
史
記
‘
匈
奴
傭
〕
十
四
王
‘
始
平
孝
敬
王
子
鸞
偉
〕
中
―
―
雲
枝
之
天
秀
↓
寓
―
―
剣
峯
面
則
雲
絲
繍
棲
出
レ
谷
、
須
曳
膚
合
、
桂
下
皆
白
。

其
見
レ
敵
則
逐
レ
利
如
二
鳥
之
集
谷
其
困
敗
則
瓦
解
雲
散
炊
泉
之
曾
本
↓
〔
挑
崇
、
秋
夜
望
月
詩
〕
灼
灼
雲
枝
浮
、
光
【
雲
隷
】
274

乃ン

0
雲
の
や
う
に
布
き
廣
が
る
こ
と
。
〔
趙

芙
゜
〔
王
菜
贈
哀
子
篤
詞
〕
風
流
雲
散
‘
一
別
如
レ
雨
。
光
草
露
園
。
●
明
、
文
能
奇
(
9
ー

3
0
6
4
8
:
 8
2
)

の
一
名
。
至
‘
呉
―
―
岱
茂
贅
f

書
〕
布
葉
華
崖
‘
飛
藻
雲
律
。
●
家
を

●
雲
が
散
る
。
〔
劉
馬
錫
‘
始
ち
ぎ
雲
安
—
云
云
詩
〕
波
清
[
雲
芝
】
蕊
”
＇
.
香
草
の
名

o

霊
芝

o

盆
窃
四
七
命
八
首
〕
い
ふ

o

〔
陸
亀
蒙
ヽ
荊
淡
早
景
題
―
社

i秀
オ
水
亭
玉
巴
雲

蜀
梯
盛
、
雲
散
楚
畳
傾
。
乗
―
―
晃
舟
—
令
為
―
―
水
嬉
面
臨
,
,

芳
洲
—
令
抜
―
―
雲
芝
→
〔
注
〕
律
有
レ
龍
君
若
買
、
便
敲

1
f
J
J

初
日
丘
〖
1一
金
錢
→

〖
雲
散
鳥
没
〗2

6
0
約
を
雲
の
や
う
に
散
り
鳥
の
や
う
善
曰
、
西
京
賦
日
、
擢
,
,震
芝
之
朱
栢
一
〇
芝
草
と
雲
氣
【
雲
輻
】
275

乃
’
お
ほ
く
の
兵
車
。
〔
後
漢
書
、
賓
憲
傭
〕

に
没
す
る
。
あ
と
か
た
の
な
い
こ
と
。
雲
消
霧
散
。
〔
蘇
と
を
ゑ
が
い
た
お
ほ
ひ
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
浮
在
匹
首
一
雲
輻
蔽
レ
路
‘
拭
有
三
千
餘
乗
。
〔
注
〕
輻
、
車
也
、
梢
レ
雲
‘

試
答
―
―
劉
洒
書
〕
習
氣
宿
業
、
未
レ
能
,
,
盤
去
ニ
謂
,
,
亦

蒻

1

一
雲
芝
一
〔
注
〕
綜
日
、
為
壷
1

一
芝
草
及
雲
氣
百
娑
竺
船
言
レ
多
也
。

皆

随

レ

手

雲

散

鳥

没

戻

。

覆

飾

也

。

O
清
、
葛
芝
(
9
-
3
1
4
2
0
:
 4
8
)

の
本
名
。
【
雲
侍
】
276

唸
清
、
呉
暖
(
2
-
3
3
6
5
:
 4
2
)

の
●
の
琥
。

【
雲
棧
】
2
6
1
t
≫
高
く
雲
の
上
に
懸
つ
て
ゐ
る
棧
道
。
高
【
雲
施
】
269

介
，
雲
の
や
う
に
平
等
に
施
し
を
す
る
こ
と
。
【
雲
州
】
277

裟
〇
州
名
。
④
西
魏
、
置
く
。
甘
粛
省
鎮

い
山
の
中
腹
の
道
。
〔
李
質
、
長
嶽
賦
〕
陰
1

一
羊
腸
於
九
〔
漢
書
‘
穂
築
志
、
安
世
房
中
歌
〕
雲
施
稽
レ
民
、
永
序
多
原
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
平
涼
府
、
鎮
原

折

五

升

―

―

雲

棧

―

而

心

驚

゜

〔

白

居

易

、

長

恨

歌

〕

黄

埃

散

蕨

縣

↓

縣

〕

豊

義

城

、

在

1

一
縣
東
該
彰
陽
窟
、
縣
界
藷
有
―
―
豊
城
盃
西

漫
風
蕪
索
、
雲
棧
榮
紆
登
1

一
剣
閣
↓
〔
陸
滞
、
思
レ
蜀
詩
〕
【
雲
師
】
270

パ

，

魏

時

置

―

―

雲

州

於

此

↓

＠

唐

、

置

く

。

故

治

は

山

西

省

●
古
の
官
名
。
黄
帝
の
時
‘
雲
の
瑞
が

三

大
同
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同
府
〕
定
襄
城
、

唐
貞
観
十
四
年
、
自
1
1

朔
州
北
定
襄
城
ー
移
1

一
雲
州
及
定

襄
縣
ニ
置
―
―
於
隋
之
恒
安
鎮
T

此
即
貞
観
時
之
定
襄
也
。

◎
元
、
置
く
。
故
治
は
察
吟
爾
省
赤
城
縣
の
北
の
雲
州

堡
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
龍
門

守
製
千
戸
所
、
附
見
〕
雲
州
堡
、
司
東
北
二
百
十
里
、
本

望
雲
川
地
、
契
丹
常
為
1

一
遊
撒
一
之
所
、
遼
主
賢
初
建
-
1

潜

邸
子
此
面
ハ
後
統
為
―
―
御
荘
云
尋
置
―
―
望
雲
縣
ヽ
守
奉
州
一

金
因
レ
之
、
元
置
1
1

雲
州
治
1

焉。
d
)
明
、
置
く
。
故
治
は
雲

南
省
雲
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
雲
南
、
順
寧
府
〕
雲

州
、
古
蟄
夷
地
、
鸞
名
孟
祐
、
元
中
統
初
、
附
1

一
屡
麓
川

路
函
5

武
二
十
四
年
、
置
1

一
大
侯
長
官
司
三
云
云
‘
萬
暦
二

十
五
年
、
改
為
奎
盃
図
属
1

順
寧
府
↓
〔
清
史
稿
、
地
理

志
〕
雲
南
、
順
寧
府
‘
州
一
、
雲
州
。
●
城
の
名
。
唐
‘
置

き
、
元
、
こ
れ
に
因
る
。
朝
鮮
平
壌
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
山
東
、
外
國
附
考
、
朝
鮮
〕
雲
州
城
、
在
1

一
平
壌
東
北
一

唐
置
、
元
因
レ
之
、
今
日
―
―
雲
興
郡
↓

【
雲
牧
】
278

謗
雲
の
牧
ま
る
こ
と
。
雲
の
散
り
去
る
こ

と
。
〔
王
維
‘
魚
山
神
女
祠
歌
‘
送
神
曲
〕
條
雲
牧
令
雨

歌
‘
山
胄
青
分
水
混
浚
゜
〔
許
渾
、
題
―
―
飛
泉
観
宿
龍
池
―

詩
〕
雲
牧
星
月
浮
―
―
山
殿
盃
雨
過
風
雷
邊
1

一
石
壇
↓

【
雲
袖
】
279

紗
雲
を
出
す
み
ね
。
雲
の
わ
く
み
ね
。
〔
陶

潜
、
蹄
去
来
酔
〕
雲
無
応
以
出
袖
、
鳥
倦
レ
飛
而
知
レ

還
。
〔
錢
起
、
春
暮
題
二
温
慮
士
園
林
1

詩
〕
躙
興
雲
生
レ

袖
、
随
耕
鳥
下
レ
林
。
〔
陸
溜
、
感
奮
詩
〕
憶
昔
初
乗
上
レ
峡

船
、
雪
灘
雲
袖
翌
聯
翻
↓

〖
雲
袖
居
士
〗2

8
0
”
悶
宋
、
林
子
沖
(
6
-
1
4
5
5
1

:
 3
3
 

4
)

の
琥
゜

〖
雲
袖
老
人
〗2

8
1
筑
伐
字
琥
。
●
宋
、
周
執
恙(
2
-
3
4

41 :
 
7
0
0
)

の
琥
。
●
宋
、
陳
譴
(
1
1ー

4
1
6
9
8
:
 4
5
1
)

の

琥。

【
雲
秋
】
282

謗
山
名
。
湖
南
省
椰
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
湖
廣
‘
衡
州
府
、
郡
縣
〕
雲
秋
山
、
縣
西
四
十
五

里
、
周
八
十
里
、
高
二
干
九
百
丈
、
雲
氣
惨
淡
、
常
若
―
―
秋

時
↓

【
雲
衆
】
283

謗
●
雲
の
や
う
に
あ
つ
ま
る
。
多
く
あ
つ

ま
る
。
雲
集
。
〔
南
齊
書
‘
蘇
侃
傭
〕
胡
埃
合
雲
棗
‘
楚
柿

分
星
懸
゜
〔
除
陵
、
在
1

一
北
齊
正
か
1

楊
僕
射
一
書
〕
郎
中
上

客
、
雲
森
魏
都
↓
●
雲
の
や
う
に
ふ
は
ふ
は
と
あ
つ
ま

る
こ
と
。
定
ま
る
こ
と
の
な
い
さ
ま
。
〔
虞
綸
‘
寄
1

一
鄭
七

12619 



）
綱
詩
〕
覇
遊
不
レ
定
同
雲
菜
薄
宦
相
榮
匿
網
牽
↓
為
箪
而
駆
龍
也
。
〔
博
物
志
〕
漢
武
帝
好
蘊
‘
七
月
七

[
[
[
集

1
1
0
:

二
[
之
°
f

ぃ
〗
[

8
 
5

【
雲
日
】
285

笠
雲
と
日
。
〔
曹
植
、
輝
白
馬
玉
彪
詩
〕
日
夜
漏
七
刻
、
西
王
母
乗
二
紫
雲
車
如
令
〔
杜
甫
、
送
―
―
―
孔

．
改
レ
轍
登
焉
悶
脩
レ
坂
造
―
―
雲
日
↓
〔
徐
陵
、
司
空
章
遠
巣
父
謝
レ
病
蹄
―
―
遊
江
東
―
云
云
詩
〕
蓬
莱
織
女
廻
1

一雲

5
 
23

墓
志
〕
若
夫
鳴
鈍
之
洞
‘
深
谷
隠
―
―
於
蒼
天
一
飛
援
之
嶺
、
車
硲
E
-
―
貼
虚
無
―
引
二
蹄
路
二
R
明
、
顧
馳
(
1
2
-
4
3
6
8
9

⑭
喬
樹
奎
於
雲
日
言
唐
太
宗
‘
帝
京
篇
〕
雲
日
隠
1
1

層
闘

i

:

1
3
5
)

の
字
。

2
 

風
煙
出
広
祠
疏
言
酪
賓
王
‘
贈
1-

｛
木
之
問
―
詩
〕
晩
秋
奎
―
[
日
[
雲
樹
】
290

認
た
か
い
う
て
な
。
〔
陸
鑑
蒙
‘
和
1

一
館
娃

）

明

‘

亭

皐

風

霧

清

。

宮

懐

古

1

五
絶
詩
〕
幾
多
雲
樹
椅
-
1

青
冥
五
越
烙
燒
来
一

5
 

雨

部

〔
四
藍
〕

雲

R
雲
の
や
う
に
早
く
走
る
。
〔
陸
機
、
琲
亡
論
〕
大
邦
之
雲
情
識
一
巻
舒
↓
〔
陸
亀
蒙
、
和
―
襲
美
虎
丘
寺
西
小
埃
閑

O2
 

衆
、
雲
翔
電
猿
。

O
唐
‘
唐
扶
(
2
|
3
7
 0
9
:
 3
0
8
)

の
字
。
迄
三
絶
詩
〕
雲
情
柳
意
篇
籠
會
‘
若
問
諸
餘
穂
不
レ

26

0
明
、
凌
馴
(
2
-
1
6
6
9
:
 4
0
)

の

初

名

。

知

。

1

【
雲
障
】2

9
8
や
や
ウ
雲
の
障
。
高
い
山
。
〔
張
説
‘
奉
』
酬
草
〖
雲
情
雨
意
〗

3
0
8
竹
．g
,

男
女
の
歓
會
を
い
ふ
。
雲
雨

祭
酒
嗣
立
偶
遊
龍
門
北
沿
忽
懐
•
耀
山
別
業
上
云
云(
2
1
)
の
®
を
見
よ
。
〔
琵
琶
記
、
南
浦
喝
別
〕
解
元
‘
雲
情

詩
〕
近
念
鼎
湖
別
、
逢
思
雲
蝉
陪
゜
〔
張
九
齢
‘
郡
江
南
上
雨
意
、
雖
レ
可
レ
掬
―
―
雨
月
夫
妻
「
雪
賢
霜
賛
‘
更
不
レ
念
二

別
孫
侍
御
詩
〕
雲
障
天
涯
盛
、
川
途
海
縣
窮
。
八
旬
父
母
↓

【
雲
障
]299

ゃ
炉
雲
の
さ
へ
ぎ
り
。
雲
の
し
き
り
。
た
た
な
【
雲
壌
】
309

認
＇
ウ
く
も
と
っ
ち
。
天
地
。
寄
壌
゜
〔
韓
但
‘

は
る
雲
の
さ
ま
を
、
障
に
讐
へ
て
い
ふ
。
〔
南
齊
書
‘
詳
春
悶
偶
成
十
二
韻
詩
〕
肝
阻
縣
竺
雲
壌
ぶ
圏
畦
隔
n
t
>
<
芝↓

瑞
志
〕
中
興
二
年
、
山
上
雲
障
四
塞
、
頃
有
1

一
玄
黄
五
色
【
雲
騒
】
310

ぶ
茅
く
も
が
た
か
く
あ
が
る
や
う
に
豪
傑

如
＞
龍
、
長
十
餘
丈
、
従
二
西
北
弁
パ
レ
天
。
〔
杜
甫
、
卜
居
な
ど
の
勢
の
強
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
梁
書
、
武
帝
紀
論
〕

詩
〕
雲
障
寛
―
―
江
北
玉
春
耕
破
―
―
浪
田
一
〔
項
斯
、
彰
藪
湖
春
雲
襲
雷
駿
、
翡
レ
暴
夷
レ
凶
゜

望
詩
〕
薦
洲
残
照
盛
、
雲
障
積
煙
開
。
「
字
。
【
雲
雀
】
Jll

認
ク

O
鳳
を
い
ふ
。
〔
左
思
、
魏
都
賦
〕
雲
雀

【
雲
埠
】
300

パ
炉
南
齊
、
蒲
子
琳
(
9
1
3
2
 
0
 1
2
 :
 3
9
1
)

の
躁
レ
甍
而
矯
レ
首
。
〔
注
〕
向
日
、
雲
雀
、
鳳
也
。
●
小
鳥
の

【
雲
上
】
301

巧
炉
〇
く
も
の
上
。
〔
阜
抗
‘
奉
下
和
聖
製
一
。
ひ
ば
り
。
顎
。
雀
よ
り
梢
t
大
き
い
。
晴
天
の
時
‘
古
向

送
旗
説
上
―
―
集
賢
學
土
賜
愴
詩
〕
壺
饂
接
"
雲
上
砿
空
に
喘
く
。
告
天
子
。
〔
和
漢
三
才
圃
會
、
原
禽
類
、

術
引
―
―
腺
西
一
〇
雲
の
や
う
に
あ
が
る
。
性
の
関
逸
な
鶉
〕
雲
雀
‘
和
名
比
波
里
‘
按
、
倭
名
抄
云
‘
雲
雀
似
レ
雀

こ
と
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
逸
民
博
賛
〕
遠
性
風
疎
、
逸
而
大
‘
或
用
二
鵠
鶴
字
云
局
1

一
鶴
之
訓
―
者
、
非
也
。

情
雲
上
。
鬱
字
琥
°
④
清
、
馬
昂
(
1
2
|
 4
4
5
7
2

・
・
巴
)
の
[
雲
珠
】
312

パi

●
雲
の
模
様
の
あ
る
た
ま
。
水
時
計
の

0
の
字
。
◎
消
、
王
岱
（
常
熟
の
人
）
（
7
|
2
0
8
2
3
 :
 7
3
6
)

水
を
調
節
す
る
に
用
ふ
。
〔
元
史
‘
天
文
志
一
〕
燈
漏
之

の

0
の
琥
゜
R
0
7
7
ノ
宮
中
。
禁
裡
。
御
所
。
〔
和
漢
三
才
圏
制
‘
高
丈
有
七
尺
‘
架
以
レ
金
為
レ
之
‘
其
曲
梁
之
上
中
設
1

一

會
、
家
宅
類
、
宮
〕
大
内
、
禁
中
、
禁
裡
、
雲
上
。
雲
珠
ぶ
ク
日
右
レ
月
、
雲
珠
之
下
‘
復
懸
二
珠
一
●
雲

〖
雲
上
鍋
〗3

0
2
バ
認
ハ
ヴ
圃
い
月
の
形
容
。
〔
陳
陶
、
海
昌
母
の
異
名
。
雲
母
(
5
5
9
)

を
見
よ
。
参
C
④
唐
鞍
を
か

望
月
詩
〕
疑
レ
槌
1

一
雲
上
鍋
な
飢
レ
捜
―
―
天
邊
毬
↓
け
る
時
‘
鞍
の
後
の
し
り
が
い
の
辻
（
組
違
り
ぐ
）
の
上

〖
雲
上
軒
〗3

0
3
竺
4

ヤ
ヴ
室
名
。
O
明
、
黄
汝
亨
(
1
2
-
4
7
9
に
つ
け
る
か
ざ
り
。
〔
和
名
類
緊
抄
、
調
度
部
、
鞍
馬
具
‘

2
6
 :
 1
1
5
9
)

の
室
名
。
●
清
、
錢
謙
益

(11|
4

0

 
5
6
3
 :

2

雲
珠
〕
辮
色
立
成
云
、
雲
珠
、
宇
須
‘
今
案
‘
雲
母
一
名
也
‘

9
1
)

の

室

名

。

為

蔦

飾

本

否

詳

。

＠

雲

珠

鞍

の

略

。

〖
雲
上
人
〗3

0
4
”
杞
窃
腎
我
か
國
で
禁
中
に
伺
候
す
る
〖
雲
珠
鞍
〗

3
1
3
芸
雲
珠
を
つ
け
た
鞍
。
「
字
。

公

卿

な

ど

の

梢

゜

殿

上

人

。

雲

客

。

【

雲

儒

】

314

笠
南
齊
、
篇
子
文
(
9
ー

3
2
0
1
2
:
 3
8
4
)

の

【
雲
状
】
305

翌
ウ
く
も
の
か
た
ち
。
〔
唐
書
‘
鳩
智
戴
博
〕
【
雲
樹
]315

笠
く
も
が
か
か
る
程
た
か
い
木
。
又
‘
雲
を

雲

状

如

レ

樹

、

方

辰

在

レ

金

。

こ

め

た

樹

木

。

〔

劉

孝

威

‘

和

1

一
皇
太
子
春
林
晩
雨
―
詩
〕

〖
雲
状
若
レ
犬
〗30
6
"
％
t”
／
世
の
乱
れ
た
と
き
、
雲
の
雲
樹
交
為
レ
密
‘
雨
日
共
成
レ
虹
。
〔
王
維
‘
送
"
雀
輿
宗
―

状
は
種
々
の
形
を
あ
ら
は
す
の
を
い
ふ
。
〔
呂
覧
、
明
詩
〕
塞
間
山
河
浮
、
天
長
雲
樹
微
゜
〔
i

佳
櫓
‘
華
清
宮
詩
〕

理
〕
故
至
乱
之
化
、
君
臣
相
賊
、
長
少
相
殺
、
父
子
相
草
遮
―
―
回
礎
紐
竺
鳴
燈
一
雲
樹
深
深
碧
殿
寒
。

忍
‘
弟
兄
相
謹
‘
知
交
相
倒
、
夫
妻
相
冒
、
日
以
相
危
、
【
雲
術
】
316

笠
ノ
雲
の
往
来
す
る
み
ち
す
ぢ
。
雲
衛
。
〔
謝

失
ー
一
人
之
紀
で
心
若
禽
獣
↓
長
邪
荀
利
、
不
レ
知
1

一
義
理
一
震
運
‘
羅
浮
山
賦
〕
洞
穴
之
賓
衛
、
海
震
之
雲
術
。

其
雲
状
有
下
若
レ
犬
、
若
レ
馬
、
若
二
白
鵠
ヰ
右
・
衆
車
い
〔
注
〕
【
雲
峻
】
317

《
テ
空
高
く
そ
ぴ
え
る
。
〔
郭
環
、
山
海
経

雲

氣

形

状

‘

如

―

―

物

之

形

一

也

。

圏

賛

上

、

西

山

経

‘

太

華

山

〕

華

嶽

雲

峻

‘

削
1

一
成
四
方
↓

【
雲
幡
~
】
3
0
7
〖
や
＇
ウ
情
愛
を
解
す
る
心
情
を
い
ふ
。
〔
杜
牧
、
【
雲
潤
】

3
1
8
ゃ
ジ
雲
が
水
氣
を
含
ん
で
潤
ふ
。
〔
王
融
‘
一
―
―

寄
n

―
贈
許
侍
御
棄
に
目
束
蹄
二
江
南
1

詩
〕
塵
意
迷
↓
―
今
古
一
月
―
二
日
曲
水
詩
序
〕
雲
潤
星
暉
‘
風
揚
月
至
゜

ニ
四



(42235・ ·319) — (42235· ・361) 

雨

部

〔
四
書
一
〕

雲

二
五

【
雲
書
】3

1
9
ィ
~
.
雲
形
に
作
っ
た
字
。
〔
字
源
〕
黄
帝
因
―

卿
雲
見
1

作
雲
書
↓
〇
道
家
の
字
。
〔
事
物
異
名
録
‘
仙

道
、
道
書
〕
雲
笈
七
簸
‘
蹂
空
雲
豪
大
慎
筆
、
按
道
家
字

名
奎
豆
杢
又
日
1

一
雲
書
一
見
寂
信
経
蔵
碑
↓
〇
清
、
季

芝
昌
(
8
|
6
9
6
5
 :
 2
9
0
)

の
字
。

【
雲
助
】
320

昇
昔
、
騨
路
な
ど
に
徘
徊
し
、
駕
籠
を
昇

ぎ
‘
又
は
賤
役
に
従
っ
た
住
所
不
定
の
も
の
。

【
雲
升
】
321

ペ
B
'

ウ
明
‘
沈
猶
龍
(
6
-
1
7
1
8
9
:
 4
2
3
)

の
字
。

【
雲
松
】
322
ィ
5

ゥ
〇
雲
を
こ
め
た
松
゜
〔
準
應
物
‘
因
レ
省
―

風
俗
―
云
云
遊
―
―
山
水
1

云
云
詩
〕
陰
堅
雲
松
埋
‘
陽
崖

煙
花
媚
゜
〔
白
居
易
、
代
レ
鶴
答
詩
〕
何
如
敏
レ
翅
水
邊
立
‘

飛
―
―
上
雲
松
圧
竺
穏
枝
↓
〔
虞
鴻
一
‘
謎
館
詞
〕
紫
巖
隈

分
青
候
側
‘
雲
松
煙
蔦
合
千
古
色
。
●
字
琥
゜
④
南
齊
‘

蒲
子
貞
(
9
ー

3
2
0
1
2
:
 3
8
0
)

の
字
。
＠
清
、
程
雄
(
8
ー

2
5
0
8
1
 :
 1
4
2
)

の
｛
子
。

〖
雲
松
巣
〗3

2
3
詑
／
ヨ
，
ゥ
元
、
朱
希
晦(6
|1
4
4
2
4
 :
 6
9
9
)
 

の
室
名
。

〖
雲
松
野
納
〗3

2
4
究
'
5ゴ
，
ゥ
元
‘
陸
居
仁(
1
1
-
4
1
7
0
8

:
 

2
9
1
)

の
琥
。

【
雲
従
】
325

衣
炉
〇
雲
が
し
た
が
ふ
。
〔
易
‘
乾
〕
文
言
曰
‘

云
云
‘
雲
従
レ
龍
、
風
従
レ
虎
。
〔
張
説
、
奉
=1
和
聖
製
過
1

一晉

陽
宮
應
制
詩
〕
博
呼
大
駕
来
、
文
物
如
雲
従

-
0字
琥
゜

④
元
‘
伍
良
臣
(
1
|
4
3
5
 :
 6
1
)

の
字
。
＠
明
‘
何
騰
鮫

(
1
|
 5
1
1
 :
 3
5
2
)

の

O
の
字
。

O
明
‘
過
龍
(
1
1
ー

3
9
0
0

2

:

 2
6
0
)

の
字
。
＠
明
、
陸
起
龍
(
1
1
|
 4
1
7
0
8
 :
 2
8
2
)
 

の
字
。
参
元
‘
龍
従
雲
(
1
2
-
4
8
8
1
8
:
 6
8
0
)

の
一
名
。

〖
雲
従
レ
龍
〗

3
2
6
ク
バ
盆
，
ヨ
‘
ウ
―
ー
上
昇
す
る
龍
は
雲
を
呼
ん

で
其
の
勢
を
増
す
。
大
地
の
理
は
同
氣
相
求
め
、
物

は
類
を
以
て
緊
ま
る
か
ら
、
世
に
聖
明
の
君
が
出
れ

ば
、
必
ず
賢
人
が
世
に
出
て
臣
と
為
り
、
君
を
相
け

る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
易
‘
乾
〕
文
言
曰
、
九
五
曰
‘
飛
龍

在
レ
天
、
利
レ
見
,
1

大
人
↓
何
謂
也
、
子
日
、
同
臀
相
應
、
同

氣
相
求
、
水
流
レ
湛
、
火
就
レ
燥
、
雲
従
レ
龍
、
風
従
レ
虎
、
聖

人
作
而
病
物
観
、
本
二
乎
天
一
者
親
レ
上
、
本
―
―
乎
地
一
者

親
レ
下
‘
則
各
従
1

一
其
類
一
也
。
〔
疏
〕
龍
是
水
畜
‘
雲
是

水
氣
、
故
龍
吟
削
景
雲
出
、
虎
是
威
猛
之
獣
、
風
是
震
動

之
氣
‘
亦
是
同
類
相
感
、
故
虎
喝
削
谷
風
生
。

〖
雲
従
レ
龍
風
従
レ
虎
〗

3
2
7
”
5買
認
わ
勾
ヒ
上
昇
す
る
龍

は
巻
き
起
る
雲
を
呼
ん
で
其
の
勢
を
噌
し
、
千
里
を
走

る
虎
は
疾
風
を
迎
へ
て
愈
；
其
の
氣
を
加
へ
る
。
相
類

し
た
性
を
持
つ
同
志
が
互
ひ
に
求
め
合
ふ
こ
と
に
い
【
争
豆
置
】
338

竺
製
の
異
梢
。
〔
蘇
拭
‘
琴
枕
詩
〕
瀾
斑
主
炉
雲
吹
之
名
ぶ
小
行
則
謂
1

一
之
雲
吹
↓

ふ

。

雲

従

レ

龍

を

見

よ

。

〔

史

記

‘

伯

夷

博

〕

同

朋

相

照

‘

珠

涙

云

池

轄

堆

奎

冨

四

↓

【

雲

垂

]350

杉
雲
が
た
れ
こ
め
る
。
〔
陸
雲
、
贈
―
―
顧
鰈

同

類

相

求

‘

雲

従

レ

龍

、

風

従

レ

虎

。

【

雲

槻

】

339

翌
雲
が
近
づ
く
。
〔
陸
消
｀
題
―
―
齋
壁
1

詩
〕
騎
―
詩
〕
雲
垂
藷
下
‘
泉
冽
清
冷
゜
〔
無
可
‘
送
下
李
使
君

【
雲
萩
】
328
パ
5

ゥ
清
、
趙
翼
(
1
0ー

3
7
1
7
1
:
 3
6
7
)

の

O
の
瓜
蔓
水
平
芳
州
岸
‘
魚
鱗
雲
覗
夕
陽
天
。
赴
砿
決
州
玉
炉
五
州
招
討
使
上
詩
〕
雲
垂
前
騎
失
、
山
恥

字

。

【

雲

迅

】

340

ク
雲
の
走
る
や
う
に
は
や
い
こ
と
。
〔
揚
去
帆
轄
。

【
雲
伯
】3

2
9
：
と
ほ
い
子
孫
。
遠
孫
。
伯
は
つ
ぎ
重
雄
、
廿
泉
賦
〕
森
駿
雲
迅
、
奮
以
方
攘
゜
〖
雲
垂
海
立
〗

3
5
1
忙
[
パ
天
子
の
悪
み
か
下
に
及
ん
て

な
る
こ
と
。
雲
孫
と
俯
孫
。
雲
孫
(
4
0
3
)

を
見
よ
。
〔
爾
【
雲
水
】

3
4
1
r
0く
も
と
み
づ
゜
〔
杜
甫
‘
題
―
―
鄭
著
作
天
下
の
者
が
皆
喜
ぶ
こ
と
。
〔
杜
甫
、
朝
獣
―
―
太
清
宮
一

雅
、
秤
親
〕
昂
孫
之
子
為
柄
孫
面
篠
之
子
為
―
―
雲
孫
一
虔
詩
〕
台
州
地
間
海
冥
冥
雲
水
長
輿
l

五
島
嶼
背
。
〔
黄
賦
〕
九
天
之
雲
下
垂
‘
四
海
之
水
皆
立
。

届
〕
雲
言
社
遠
如
五
雲
而
亦
重
也
。
〔
韻
府
引
‘
陸
沿
‘
雁
詩
〕
洞
庭
雲
水
濠
湘
雨
、
好
把
1

一
寒
更
ニ
―
知
。
【
雲
翠
】
352

陀
雲
の
や
う
に
あ
つ
ま
る
。
雲
集
。
〔
虞
鋲
‘

源
詩
〕
妄
意
斯
文
不
レ
勝
レ
苦
‘
苦
心
猶
欲
レ
付
全
菰
只

O
雲
水
僧
の
こ
と
。
行
揺
の
僧
。
樺
僧
は
行
雲
流
水
の
論
書
表
〕
慧
臣
所
レ
上
、
散
月
之
開
、
奇
迩
雲
莱
゜
〔
李

[
雲
蒸
】
330
パ
5

ゥ
雲
の
群
り
起
る
こ
と
。
〔
漢
書
‘
景
十
三
や
う
に
、
淡
々
と
し
て
、
一
慮
に
止
住
せ
ず
‘
方
々
を
め
程
‘
漢
章
帝
白
虎
殿
観
n

―
諸
儒
講
i

云
盆
竺
賦
〕
宏
辮
者

王
、
中
山
靖
王
博
〕
然
雲
蒸
列
布
‘
杏
冥
豊
昏
。
〔
買
誼
‘
ぐ
り
あ
る
く
の
で
い
ふ
。
〔
豊
干
、
壁
上
詩
〕
一
身
如
1
1

雲
憤
憤
俳
俳
‘
博
議
者
雲
芽
風
趨
。

臆
鳥
賦
〕
水
激
則
惇
分
‘
矢
激
則
遠
‘
萬
物
回
薄
分
‘
振
水
祓
心
悠
任
―
―
去
来
一
〔
項
斯
、
日
東
病
僧
詩
〕
雲
水
絶
二
蹄
[
争
栞
嘩
]353

陀
奎
芸
の
め
で
た
い
し
る
し
o

〔
左
氏
ヽ
昭
ヽ

盪
相
轄
‘
雲
蒸
雨
降
へ
弓
‘
糾
錯
相
紛
゜
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
路
工
来
時
風
送
レ
船
。
〔
宋
史
‘
方
技
下
‘
t

沙
衣
道
人
博
〕
十
七
、
昔
者
黄
帝
氏
以
レ
雲
紀
故
為
―
―
雲
師
―
而
雲
名
、

風
興
雲
蒸
゜
〔
左
思
‘
哭
都
賦
〕
飲
霧
淮
浮
‘
雲
蒸
昏
昧
。
帝
歳
命
―
―
内
侍
一
郎
1

一
其
居
五
空
千
道
齋
一
合
二
雲
水
之
注
〕
黄
帝
受
レ
命
有
溢
―
盆
瑞
丁
故
以
な
―
互
紀
レ
事
、
百
官
師

〖
雲
蒸
礎
潤
〗3

3
1
□
5
ぎ
ナ
7

雲
蒸
し
て
雨
が
ふ
ら
う
士
伍
施
予
優
普
。
長
‘
皆
以
レ
雲
為
―
―
名
琥
→

と
す
る
時
、
家
の
柱
礎
が
先
づ
潤
ふ
。
物
の
き
ざ
し
を
〖
雲
水
居
〗

3
4
2
5
万
イ
ノ
雲
と
水
と
に
し
た
し
む
く
ら
し
。
【
雲
蕊
】

3
5
4
[
し
茶
の
異
名
。
雲
腺
。
「
字
。

い
ふ
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
山
雲
蒸
、
柱
礎
潤
、
伏
苓
掘
、
自
然
に
ま
か
せ
た
く
ら
し
。
〔
何
先
、
詩
〕
野
姓
長
便
―
-
【
雲
松
]355

約
清
、
趙
翼
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 3
6
7
)

の
O
の

免

絲

死

。

雲

水

居

一

【

雲

嵩

】

356

競
字
琥
。

O
南
齊
、
蒲
子
峻
(
9
ー

3
2
0
 1
2
 :
 

〖
雲
蒸
龍
妻
〗3

3
2
に
心
焚
英
雄
豪
傑
の
士
か
時
運
に
〖
雲
水
齋
〗3

4
3
花
ス
イ
齋
を
設
け
て
雲
水
に
施
輿
す
る

3
7
7
)
の
字
。
O
明
、
沈
患
徳(
6
-
1
7
1
8
9

:
 6
4
5
)

の
字
。

際
會
し
て
起
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
影
越
博
賛
〕
得
レ
こ
と
。
〔
績
夷
堅
志
〕
賣
平
章
母
雨
國
夫
人
、
就
二
逍
堂
1

【
雲
井
】
357

杓
〇
雲
の
出
る
井
゜
〔
洞
冥
記
‘
二
〕
朔
脆
而

楓

尺

寸

之

柄

工

其

雲

蒸

龍

髪

。

設

雲

水

齋

看

二

-

道

人

面

身

埼

掘

謁

レ

齋

。

酎

曰

‘

云

云

‘

是

長

安

東

‘

過

,

,

扶
桑
七
萬
里
、
有
―
―
及
雲

【
雲
色
】3

3
3
笠
ク
雲
の
色
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
以
其
時
―
〖
雲
水
僧
〗

3
4
4
約
ス
ィ
行
脚
の
僧
。
行
雲
流
水
の
ご
と
く
山

m
山
頭
有
レ
井
、
雲
起
―
―
井
中
→
0
5モ
く
も
の
う
へ
。

用
―
―
雲
色

:
9種
所
＞
宜
゜
〔
李
白
‘
太
原
早
秋
詩
〕
霜
悠
々
と
し
て
一
慮
に
止
住
せ
ず
、
諸
方
を
巡
り
あ
る
く
雲
上
。

威

出

釜

早

、

雲

色

渡

レ

河

秋

。

僧

を

い

ふ

。

〔

黄

庭

堅

、

送

,

,

張
天
覺
1

得,,
登
字
―
詩
〕
去
レ
【
雲
生
】
358

陀
●
雲
が
生
ず
る
。
〔
庚
信
‘
周
大
将
軍
司
馬

【
雲
圏
]334
パ
5

ク

0
雲
の
や
う
に
つ
ら
な
る
こ
と
。
〔
宋
國
行
―
―
蔵
里
ぶ
吹
如
―
―
雲
水
僧
↓
〔
韻
府
引
‘
元
好
問
‘
詩
〕
裔
紳
道
碑
〕
既
而
星
生
伏
亀
↓
雲
生
―
―
鯨
魚
↓
〔
慮
綸
‘
宿
ニ

書

‘

孔

顧

博

〕

利

馴

所

レ

届

、

義

旅

雲

隔

。

〔

成

公

緩

、

喝

惜

我

不

レ

如

―

―

雲

水

僧

↓

定

陵

寺

1

詩
〕
雲
生
1

一
紫
殿
―
幡
花
滉
‘
月
照
一
嘉
品
巴
松
柏

賦
〕
佛
鬱
衝
流
、
参
謁
雲
隔
。O
雲
が
し
た
が
ふ
。
〔
梁
〖
雲
水
堂
〗34

5
詑
ス
イ
清
、
邪
典
(
1
1| 3
9
3
 0
1
:
 4
5
)

の
香
。
〔
孟
郊
‘
送
―
―
―
晩
公
蹄
1

一
庭
山
―
詩
〕
雲
生
高
高
歩
‘
泉

書

‘

文

學

下

‘

劉

峻

傭

〕

夫

虎

嘔

風

馳

‘

龍

興

雲

隔

。

室

名

。

瀧

田

田

衣

。

O
字
琥
。
④
清
、
李
文
翰
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
9
 

【
雲
臣
】
335

竺
字
麗
〇
清
、
顧
見
龍
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
2

〖
雲
水
洞
〗3

4
6
詑
ス
ィ
洞
の
名
。
河
北
省
房
山
縣
の
西
南

0
3
)の
字
。
◎
消
、
劉
錫
鴻(2ー
2
2
2
4:
 1
1
3
3
)

の
字
。

5
7
)

の
字
。
〇
清
、
史
惟
園
(
2
-
3
2
4
9
:
 1
7
0
)

の

字

。

上

方

山

摘

星

蛇

の

西

。

【

雲

西

】

359

杉
●
く
も
の
に
し
。
〔
王
建
、
送
唐
大
夫

【
雲
大
「
】
3
3
6
竺
〇
雲
の
か
か
っ
た
山
。
〔
杜
甫
、
過
二
津
〖
雲
水
飛
動
〗
3
4
7
[
兵
ィ
山
水
書
一
の
絶
妙
な
こ
と
を
梢
罷
レ
節
蹄
P
山
詩
〕
不
レ
堪
孟
雫
＇
懸
→
一
金
印
百

J
向
―
―
雲
西
―

ロ

詞

〕

和

風

引

二

桂

柑

五

春

日

浪

全

菜

ユ

〔

李

紳

‘

訴

一

し

て

い

ふ

。

〔

藍

譜

〕

。

寄

1

一
玉
田
↓
〔
方
干
、
新
正
詩
〕
雲
西
斜
去
雁
、
江
上
未
レ

西
江
詩
〕
空
間
遠
看
波
浪
息
‘
楚
山
安
穏
過
奎
亙
「
→
〖
雲
水
泉
石
勝
絶
第
一
〗

3
4
8
約
勾
だ
代
伐
い
景
色
の
よ
蹄
人
。
O
字
琥
°
①
宋
、
陸
計(1
1| 4
1
7
 0
8
:
 1
9
)

の
琥
゜

0
消
、
宋
兆
鶴
(
8
ー

7
0
7
8
 :
 3
7
4
)

の

琥

。

い

こ

と

。

雲

や

水

、

又

は

泉

や

石

の

や

う

す

や

お

も

む

＠

元

、

曹

知

白

(
5ー

1
4
2
9
7
:
 2
8
4
)

の
琥
゜

【
雲
綬
】3

3
7
竺
雲
を
盛
に
起
す
術
。
〔
昨
夢
録
〕
宣
政
間
、
き
の
す
ぐ
れ
て
よ
い
こ
と
か
こ
の
あ
た
り
第
一
で
あ
【
雲

~
]
3
6
0

冗
●
雲
の
中
を
行
く
。
〔
何
晏
、
景
幅
殿
賦
〕

楊
可
試
・
可
弼
兄
弟
‘
讀
レ
書
精
―
―
通
易
敷
↓
明
―
―
風
角
鳥
る
。
〔
白
居
易
‘
卑
ハ
―
―
微
之
一
書
〕
見
1

一
雲
水
泉
石
勝
絶
第
階
除
連
延
、
蒲
曼
雲
征
。

O
雲
が
走
る
。
〔
張
鏡
、
観
象

占

雲

綬

孤

虚

之

術

↓

〔

唐

書

、

李

靖

等

博

賛

〕

世

言

靖

―

一

愛

不

レ

能

レ

捨

゜

賦

〕

雷

電

繹

整

、

雨

落

雲

征

。

聾
風
角
鳥
占
雲
綬
孤
虚
之
術
一
為
善
用
レ
兵
、
是
不
レ
【
雲
吹
】
349

忙
架
曲
の
名
。
〔
詞
品
〕
栗
府
有
1一
鼓
吹
曲
（
【
雲
青
】
361

y
u
n
'
c
h
'
i
n
g
1

淡
赫
色
で
淡
青
の
底
光
あ

然
、
特
以
臨
レ
機
果
、
料
レ
敵
明
、
根
―
―
中
心
智
―
而
已
゜
其
防
一
1

一
子
黄
帝
記
―
―
里
鼓
之
制
―
乎
、
後
世
有
,
,
鼓
吹
騎
吹
る
色
。
群
青
色
。
ウ
ル
ト
ラ
マ
リ
ン
。

12621 
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雨

部

〔

四

聾

雲

|

|

_

 

【
雲
施
】
362

杓
雲
形
を
ゑ
が
い
た
旗
。
雲
旅
゜
〔
韓
休
‘
て
妙
な
る
音
築
。
〔
白
居
易
‘
詠
レ
懐
寄
―
―
相
府
一
詩
〕
我
正
低
雲
石
共
参
差
。
●
明
、
岳
倫
(
4
ー

8
0
0
1
:
 5
7
)

の
字
。

齊
和
聖
製
送
張
説
巡
＞
邊
詩
〕
曙
光
描
組
門
疎
吹
風
前
弄
秋
思
「
君
應

n―
天
上
認
全
姦
既
〔
司
空
圏
、
歩
〖
雲
石
紙
〗

3
7
8
y
t
i
n
'
s
h
i
h
'
c
h
i
h
3

墨
流
し
の
紙
。

饒
雲
施
一
〔
悦
環
‘
遊
祠
櫂
掴
詩
〕
水
決
巖
前
引
、
雲
虚
詩
〕
雲
詔
韻
俗
停
瑶
芦
竺
鸞
鶴
飛
低
彿
二
賓
墟
↓
R
【
雲
積
】
3
7
9
5
}
0
く
も
が
多
く
あ
つ
ま
る
。
〔
庚
信
、
尋
―

施

松

際

浮

。

清

、

孫

岳

頒

(
8ー

6
9
8
7
:
 3
5
2
)

の

字

。

周

虞

士

弘

譲

―

詩

〕

泉

飛

疑

,1

度
雨
一
雲
積
似
乙
里
棲
↓
〇

【
雲
旅
】3

6
3
冗
雲
形
を
ゑ
が
い
た
旗
。
雲
施
。
〔
呂
覧
、
〖
雲
詔
部
〗

3
7
3
？
セ
ゥ
●
宋
の
燕
楽
の
名
。
碓
熙
の
初
、
雲
の
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
。
〔
杜
甫
、
送
―
―
李
校
書
―

明
理
〕
有
二
其
状
若
レ
懸
レ
釜
而
赤
廿
其
名
曰
―
―
雲
旅
↓
〔
宋
篇
詔
部
を
改
め
て
雲
詔
と
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
築
志
十
七
〕
詩
〕
藷
藷
咸
陽
都
‘
冠
蓋
日
雲
積
。

書
、
謝
晦
博
〕
雲
旅
首
レ
路
‘
組
甲
曜
レ
川
。
雲
詔
部
者
‘
黄
門
架
也
、
開
賣
中
、
平
二
嶺
表
占
竺
廣
州
【
雲
錫
】
380

℃
雲
南
省
か
ら
産
す
る
錫
゜
〔
本
草
、
錫
〕

【
雲
清
】
364

杓
消
、
許
玉
晨
(
1
0
-
3
5
2
9
8
:
 2
6
0
)

の
字
。
内
臣
之
聰
警
者
「
得
1
一
八
十
人
公
翌
千
教
坊
石
戸
架
藝
一
集
解
、
時
珍
曰
‘
錫
出
1
一
雲
南
衡
州
↓

【
雲
棲
】
365

杉
世
俗
を
脱
し
て
、
雲
の
生
す
る
虞
に
住
賜
二
名
篇
詔
部
盃
畑
熙
初
‘
改
日
元
―
=
5
印
ニ
〇
鳥
の
名
。
一
【
雲
切
】
381

臼
雲
の
切
れ
た
間
。

む
。
隠
居
す
る
こ
と
。
〔
南
齊
書
‘
猪
伯
玉
傭
〕
雲
棲
不
レ
名
、
昔
臀
鳥
。
〔
九
華
山
志
〕
。
【
雲
~
圭
】

3
8
2
茫
く
も
と
ゆ
き
。
〔
江
滝
‘
燈
賦
〕
雲
雪
無
レ

事
1

一
王
侯
二
聾
高
木
食
、
有
二
年
載
戻
゜
〔
陸
浩
、
酔
題
【
雲
書
】
3
7
4
5
[
O
そ
ら
。
く
も
ゐ
の
空
。
天
空
。
九
需
゜
際
、
河
海
方
昏
゜
〔
太
＂
参
、
送

n

一
秋
員
外
巡
―
―
按
西
山
軍

詩
〕
雲
棲
澗
飲
未
レ
為
レ
高
、
起
舞
行
歌
亦
足
レ
豪
。
〔
陸
機
、
擬
n

一
蘭
若
生
―
―
朝
陽
―
詩
〕
美
人
何
其
瞭
、
灼
灼
詩
〕
八
州
崖
谷
深
、
千
里
雲
雪
閉
゜
〔
慮
綸
、
出
レ
山
逢
二

〖
雲
棲
寺
〗3

6
6
”
／
セ
イ
寺
の
名
。
浙
江
省
杭
縣
の
五
雲
山
在
全
栞
肖
→
〔
常
建
、
泊
―
―
舟
肝
胎
一
詩
〕
郷
國
雲
寄
外
、
誰
耽
津

1
詩
〕
雲
雪
離
披
山
萬
里
、
別
来
曾
住
最
高
峯
゜

の
西
。
宋
の
治
平
の
時
‘
棲
慎
院
と
改
む
。
明
の
隆
慶
の
堪
―
―
鵜
旅
情
一
〔
李
頑
、
聖
善
閣
送
l

―
装
迪
入
＞
京
詩
〕
藷
【
雲
葉
】
383

虎
雲
の
模
様
を
ゑ
が
い
た
梁
上
の
柱
。
〔
王

時
‘
僧
株
宏
‘
庵
を
此
虞
に
結
ぶ
。
託
―
―
含
香
署
一
雲
雷
何
足
レ
難
。
〔
杜
甫
、
兵
車
行
〕
哭
瞥
延
壽
、
魯
震
光
殿
賦
〕
雲
葉
藻
枕
、
龍
栴
彫
錢
゜
〔
注
〕
向

〖
雲
棲
大
師
〗3
6
7
[
公
ィ
明
、
株
宏

(
1
0
-
3
4
2
5
4

:
 1
)

直
上
干
―
―
雲
需
↓
〇
高
い
地
位
の
喩
゜
胄
雲
。
〔
杜
甫
、
曰
、
葉
‘
梁
上
柱
、
驚
以
,
,
雲
文
↓

の

稲

。

贈

二

鮮

子

京

兆

1

詩
〕
雲
雷
今
已
逼
、
憂
衰
更
誰
親
。
〔
朱
【
雲
川
】
384

竺

0
天
河
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
乾
象
、

【
雲
勢
】
368

杉
雲
の
す
が
た
。
雲
の
い
き
ほ
ひ
。
〔
唐
書
、
慶
餘
‘
酬
,
,
李
虐
士
見
品
暉
詩
〕
雲
寄
未
レ
得
レ
路
、
江
海
天
河
〕
王
微
七
襄
怨
詩
、
玉
飾
渡
辛
号
川
ニ
〇
縣
名
。
金
、

文
藝
中
、
王
維
傭
〕
維
蓋
思
入
レ
紳
‘
至
1

一
山
水
平
遠
雲
勢
作
,
,
間
人
↓
〇
山
名
。
一
名
、
大
臣
山
。
又
、
大
紳
山
。
輻
建
置
く
。
山
西
省
大
同
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山

石
色
云
霜
工
以
為
1

一
天
機
所
＞
到
‘
學
者
不
レ
及
也
。
〔
慮
省
雲
寄
縣
の
境
‘
滝
江
の
北
。
R
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
西
、
大
同
府
、
大
同
縣
〕
雲
川
瞭
縣
、
亦
在
―
―
府
西
北
云
金

綸
‘
送
屎
調
参
軍
侍
従
輝
観
荊
南
云
云
詩
〕
雲
勢
幅
建
省
津
浦
縣
の
西
南
。
縣
城
は
潅
江
に
臨
む
。
志
、
本
昂
董
館
、
後
升
為
,
,
裕
民
縣
一
尋
際
‘
大
定
中
復

問
峰
雑
‘
江
臀
輿
レ
嶼
兼
゜
〔
白
居
易
、
喜
雨
詩
〕
西
北
【
雲
樵
】
375

梵
字
琥
。

O
明
、
陳
逼
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 4
1
6
)

置
、
隔
―
―
雲
内
州
ご
人
改
為
奎
百
川
縣
コ
冗
際
レ
縣
、
設
↓
―
録

油

然

雲

勢

濃

、

須

曳

霧

浦

雨

瓢

レ

空

。

の

琥

。

O
明
、
程
士
鮨
(
8
ー

2
5
0
8
1
:
 2
1
1
)

の
琥
°
〇
清
、
事
巡
司
二
0
字
琥
。
④
明
‘
鍾
復
(
1
1
ー

4
0
6
7
2
:
 1
0
6

）ヽの

【
雲
精
】
369

冗
き
ら
ら
の
異
名
。
雲
母
。
〔
異
物
志
〕
雲
郭
鳳
(
1
1
ー

3
9
4
7
4
:
 2
0
3
)

の
●
の
琥
。
働
清
、
呉
芳
培
琥
゜
＠
明
、
錢
騰
鮫
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 4
0
7
)

の
琥
°
◎
清
、

母
、
一
名
雲
精
、
入
レ
地
萬
歳
不
レ
朽
゜
〔
郭
環
、
江
賦
〕
金

(
2
-
3
3
6
5
:
 8
2
5
)

の
琥
。

O
清
、
石
芳
(
8
ー

2
4
0
2
4
:
 6
4

胡
光
龍
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 4
4
7
)
の
字
。
＠
清
、
葉
洸
(
9
ー

3
1

破
丹
礫
雲
精
煽
銀
。

4
)

の
字
。

O
清
、
葉
廷
甲
(
9
ー

3
1
3
8
7
:
 2
3
7
)

の
琥
。

e
3
s
1
 :
 9
9
)

の
琥
゜

【
雲
梢
]370

梵
雲
旗
を
い
ふ
。
雲
で
施
を
作
っ
た
も
の
。
清
、
錢
世
徴
(
1
1
|
 4
0
5
6
3
 :
 3
6
5
)の琥
。O
清
、
戴
見
元
〖
雲
川
閣
〗3

8
5
”
”
セ
ン
清
、
杜
詔(
6
|1
4
4
7
7
 :
 1
7
3
)

の

一
説
に
、
施
旗
の
は
た
め
く
さ
ま
を
雲
に
璧
へ
た
も

(
5ー

1
1
6
8
5
:
 1
7
1
)の琥
。O
清
、
陳
手(
1
1ー4
1
6
9
8
•
•

室
名
。

の
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
揚
1

一
左
讃
ぶ
塾
雲
梢
↓
〔
張
衡
、
西

2
1
)

の

琥

。

【

雲

仙

】

386

竺
字
琥
。

O
南
齋
、
篇
子
箕
(
9
|
3
2
0
1
2
 :

3

 

京
賦
〕
棲
＝
鳴
鳶
面
含
雲
梢
二
注
〕
綜
日
、
雲
梢
、
謂
ー
油
i

[

雲
擾
】
376

究
雲
の
み
だ
れ
る
や
う
に
大
い
に
み
だ
れ

7
9
)

の
字
。

O
明
、
朱
約
伯
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 1
0
0
6
)

の
琥
゜

旗
之
流
飛
如
塩
―
K

、
清
曰
、
雲
梢
、
雲
旗
也
。
〔
杜
甫
、
魏
将
る
こ
と
。
乱
世
を
い
ふ
。
〔
揚
雄
、
長
楊
賦
〕
豪
俊
稟
沸
雲
参
清
、
王
素
愛
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
8
2
9
1
)

の
字
。

軍
歌
〕
不
ー
,1

敢
動
1

一翠
i
良
雲
梢
相
蕩
摩
。
擾
。
〔
漢
書
‘
叙
偉
上
〕
公
孫
述
稲
,
,
,帝
於
蜀
漢
玉
へ
下
雲
〖
雲
仙
雑
記
〗3
8
7
i
“
ノ
書
名
。
十
巻
。
藷
と
唐
の
凋
贄

【
雲
椒
】
371

梵

清

、

沈

初
(
6
ー

1
7
1
8
9
:
 2
1
1
)

の

0
の
擾
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
言
二
盗
賊
擾
乱
、
如
レ
雲
而
起
言
後
漢
撰
と
題
す
、
古
今
の
逸
事
を
雑
載
す
。
年
琥
先
後
し
‘
往

鑢

書

、

英

漢

博

〕

今

京

師

敗

風

四

方

雲

擾

゜

〔

呉

志

、

陸

遜

往

訛

錯

す

。

四

庫

穂

目

‘

墨

荘

漫

録

に

撮

つ

て

王

姪

の

【
雲
紹
】
3
7
2
5
[
O
虞
舜
の
築
。
〔
晉
書
‘
柴
志
下
〕
惰
惜
雲
傭
〕
方
今
天
下
雲
擾
゜
〔
呉
志
‘
魯
痛
博
〕
今
漢
室
傾
危
、
偽
託
す
る
所
な
り
と
い
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
小
説
家

紹
、
儘
羹
盛
袴
。
〔
王
涯
、
漢
苑
行
〕
二
月
春
風
遍
1

一

柳

四

方

雲

擾

。

類

〕

。

條
↓
九
天
仙
築
奏
全
姦
印
↓
〇
唐
の
文
宗
が
詔
し
て
製
【
雲
石
]317

℃
〇
雲
南
省
よ
り
産
す
る
大
理
石
。
〔
拾
遺
【
霊
去
泉
】
388

竺
〇
雲
や
泉
の
わ
く
と
こ
ろ
。
山
中
を
い

せ
し
め
た
築
曲
の
名
。
〔
唐
書
‘
幡
架
志
十
―
-
〕
文
宗
好
↓
ー
記
‘
+
、
員
嬌
山
〕
員
嬌
山
東
有
―
―
雲
石
＿
廣
五
百
里
‘
駿
ふ
。
〔
王
建
、
寄
-
―
上
韓
愈
侍
郎
―
詩
〕
見
説
雲
泉
求
―
―
住

雅
蜘
杢
詔
太
常
卿
渇
定
ぶ
杢
開
元
雅
築
ぶ
K

二
雲
詔
法
駁
如
レ
錦
、
相
レ
之
片
片
‘
則
希
然
雲
出
。
〔
楊
敬
述
‘
奉
,
,
,

慮
ギ
右
無
,
,
知
薦
一
生
休
。
〔
皮
日
休
‘
奉
1

一
和
魯
望
閑
居

曲
及
寛
裳
朽
衣
舞
曲
↓
〇
誹
仙
の
昔
架
。
仙
築
。
す
ぐ
れ
和
聖
製
夏
日
遊
―
―
石
涼
山
1

詩
〕
遠
近
風
泉
倶
合
雑
‘
吉
向
雑
題
i

即
思
歩
詩
〕
心
事
萬
端
何
慮
止
、
少
夷
峯
下
菖
雲

六_
 

2
 
2
 

泉。

O
景
色
の
よ
い
と
こ
ろ
を
思
ふ
心
の
喩
゜
〔
白
居

6
 
2
 

易
偶
吟
二
首
詩
〕
猶
残
少
許
雲
泉
興
‘
]
歳
龍
門
敷
度

遵

0
山
名
。
察
吟
爾
省
張
北
縣
の
張
家
口
の
西
。
又
、

1

賜
兒
山
と
い
ふ
。
頂
に
娘
娘
廟
が
あ
る
。
山
腹
の
草
房

は
薫
肉
を
製
す
。
R
川
の
名
。
源
は
湖
南
省
賓
慶
縣
の

南
。
〔
水
経
‘
資
水
注
〕
（
雲
泉
）
水
出
二
霊
陵
永
昌
縣
雲
泉

阻
云
云
‘
雲
泉
水
又
北
注
1

一
部
陵
水
一
謂
―
―
之
邪
陽
水

口
↓
参
清
、
王
漕
(
7
ー

2
0
8
2
3
 :
 9
3
0
)

の
0
の
字
。

〖
雲
泉
詩
〗3

8
9
介
/
セ
／
書
名
。
一
巻
。
宋
‘
蒔
蝸
撰
。
其

の
詩
は
四
霊
の
間
に
出
入
す
る
も
、
永
嘉
の
初
派
に

し
て
、
永
嘉
の
末
派
で
な
い
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集

類〕。

〖
雲
泉
詩
集
〗3

9
0
パ
冠
書
名
。
一
巻
ぶ
木
、
秤
永
願
撰
゜

〔
南
宋
塁
賢
小
集
、
二
十
四
冊
〕
。

【
雲
箋
】
391

竺
美
し
い
手
紙
。
〔
韻
府
引
‘
陳
逹
‘
詩
〕
封
レ

酒
強
歌
青
玉
案
‘
因
レ
風
瀬
寄
白
雲
箋
゜

【
雲
瞭
】
392

竺
清
、
陳
尚
古
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 9
4
7
)

の
字
。

【
雲
素
】
393

竺
清
、
葉
紺
愛
(
9ー

3
1
3
8
7
:
 1
8
3
)

の
字
。

【
雲
宗
]394

認
南
齊
、
爾
子
倫
(
9
ー

3
2
0
 1
2
 :
 3
9
0
)

の

字。

【
雲
申
ス
】
蕊
約
字
琥
。

0
後
晉
‘
鄭
遵
(
1
1
ー

3
9
6
4
7
:

4

 

5
)

の
字
。

O
宋
、
葉
士
龍
(
9ー

3
1
3
8
7
:
 1
9
2
)

の
字
。
参

宋
、
李
皓
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
2
5
)

の
字
。

【
雲
窓
】
396

約
雲
の
か
か
っ
た
高
殿
の
窓
゜
〔
韓
愈
、
華

山
女
詩
〕
雲
窓
霧
閤
事
慌
惚
、
重
重
翠
帳
深
二
金
屏
↓
〔
陸

源
蜀
使
蹄
寄
―
―
青
城
上
官
道
人
一
詩
〕
世
間
牛
蟻
何
努
レ

問
輪
輿
雲
窓
二
菜
然
。
〔
哀
栴
‘
玉
堂
合
歓
花
初
開

云
云
詩
〕
雲
窓
霧
冷
文
書
静
‘
留
1

一
取
餘
写
但
散
-
l

遠
香
↓

〔
桐
江
詩
話
〕
皆
塵
俗
霧
閤
雲
窓
人
。

【
雲
湊
】
397

豆
衿
雲
の
集
り
寄
る
虞
を
海
に
船
か
集
る

の
に
讐
へ
て
い
ふ
。

【
雲
僧
】
398

幻
雲
水
僧
。
〔
無
可
、
過
采
口
淡
寺
玉
？
眺

員
外
詩
〕
雲
僧
随
レ
樹
老
‘
杏
水
落
に
江
流
。
〔
齋
己
‘

和
鄭
谷
郎
中
幽
棲
之
什
詩
〕
静
椅
雲
僧
杖
‘
孤
看
野

燒
星
。

[
雲
足
】

3
9
9
g
0雲
行
き
。
空
に
漂
へ
る
雲
の
足
ど
り
。

〇
案
の
脚
な
ど
の
雲
形
に
臀
曲
し
て
ゐ
る
も
の
。
〔
和

漢
三
オ
圃
會
、
家
飾
具
‘
楼
〕
今
之
楼
形
亦
然
‘
故
名
レ
i

蒙

脚
作
―
―
雲
厖
者
名
二
雲
足
―
)

[
雲
村
】
400

竺
〇
雲
が
生
ず
る
高
い
所
に
あ
る
村
。
〔
飽
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雨

部

〔
四
書
＿
〕

雲

二
七

溶
、
送
l

―
僧
東
遊
一
詩
〕
雲
村
共
采
息
照
水
月
喩
二
秋
花
一

〇
元
‘
謝
庭
芝
(
1
0
-
3
5
8
2
7
:
 3
3
1
)

の
琥
°

〖
雲
村
文
集
〗4
0
1
7
0

召
書
名
。
十
四
巻
。
明
、
許
相

卿
の
撰
゜
章
疏
多
く
劃
切
で
、
文
も
亦
雅
潔
、
詩
は
近

骰
が
多
い
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

[
雲
郡
】
402

竺
明
‘
許
相
卿
(
1
0
ー

3
5
2
9
8
:
 3
1
0
)

の
琥
°

【
雲
孫
】
佃
翌
己
よ
り
八
代
後
の
孫
。
（
己
・
子
・
孫
・
曾

孫
・
玄
孫
・
来
孫
・
昆
孫
・
伯
孫
・
雲
孫
）
。
〔
爾
雅
、
秤
親
〕

俯
孫
之
子
、
為
一
雲
孫
一
〔
注
〕
言
n

一
軽
遠
如
―
―
浮
雲
一
〔
繹

名
、
繹
親
隠
〕
雲
孫
言
―
―
―
去
＞
己
遠
如
浮
雲
也
。
〔
絣

雅
、
繹
名
梢
〕
孫
之
子
、
一
世
総
曾
孫
三
世
為
―
―
玄
孫
一

―
二
世
為
―
―
来
孫
―
一
日
耳
孫
、
四
世
為
―
―
昂
孫
「
五
世
為
1
1

伯
孫
一
六
世
為
1

一
雲
孫
一
〔
買
島
、
聰
一
＝
栗
山
人
弾
1

一
易
水
1

詩
〕
朱
絲
絃
底
燕
泉
急
、
燕
将
雲
孫
白
日
弾
。

【
雲
尊
]404

竺
雲
樽
に
同
じ
。
尊
は
樽
゜

【
雲
樽
】
405

竺
雲
雷
の
模
様
を
刻
ん
だ
酒
だ
る
。
雲

尊
。
〔
論
衡
、
乱
龍
〕
易
日
、
雲
従
レ
龍
、
言
非
―
―
龍
従
＞
雲

也
‘
雲
樽
刻
―
―
雷
雲
之
象
盃
龍
安
肯
来
。

【
雲
乃
木
】
406t
ン
雲
の
か
た
ま
り
。
〔
曹
松
、
胎
社
げ
山
僧
1

詩
〕
雲
染
縁
レ
崖
検
‘
峰
陰
載
レ
水
清
。
〔
金
史
‘
輿
服
志

上
〕
大
輩
‘
云
云
‘
其
上
四
面
、
施
-
1

行
龍
雲
桑
火
珠
↓

[
雲
帯
】
407

杉
雲
が
山
の
中
腹
を
め
ぐ
つ
て
帯
の
や
う

に
見
え
る
こ
と
。
〔
呉
融
‘
和
―
―
張
含
人
一
詩
〕
杏
花
向
レ
日

紅
句
瞼
‘
雲
帯
環
レ
山
白
繋
腰
゜
〔
儲
光
義
‘
遊
1
1

茅
山
一

詩
〕
渓
流
碧
水
去
、
雲
帯
清
陰
還
。

【
雲
除
】
408

だ
雲
の
叢
り
連
な
る
さ
ま
。
人
や
物
の
多

く
連
な
る
喩
゜
〔
周
伯
埼
‘
入
一
戸
温
皿
曲
詩
〕
鐵
騎
篠
1

一雲

除↓

【
雲
碓
】
409

忙
雲
母
の
碓
。
碓
は
、
米
を
春
く
に
用
ひ
る

具
。
〔
白
居
易
、
尋
―
―
郭
道
士
一
不
レ
遇
詩
〕
薬
鑢
有
レ
火
丹

應
レ
伏
、
雲
碓
無
レ
人
水
自
春
。
〔
陸
湘
、
僧
飯
詩
〕
雲
碓
春

杭
白
‘
齋
厨
霙
桂
香
。

【
雲
壷
】
4
1
0
[
し
●
山
名
。
④
四
川
省
蒼
渓
縣
の
東
南
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
保
寧
府
‘
蒼
淡
縣
〕
雲
畳
山
、

縣
東
南
三
十
五
里
、
高
四
百
丈
、
上
方
百
里
、
有
―
―
魚
池
一

箕
五
翠
山
峯
峻
削
括
レ
天
、
一
名
天
柱
、
有
洞
四
一

曰
、
麻
姑
・
芙
蓉
・
平
仙
・
峻
仙
、
池
二
、
曰
、
浴
丹
・
玉
魚
、

巖
一
、
曰
、
松
根
・
蝠
桃
、
蓋
山
之
幽
勝
者
。
＠
四
川
省

南
淫
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
叙
州
府
、
南

埃
縣
〕
雲
壷
山
、
縣
北
八
十
里
、
酋
秀
干
レ
雲
、
俯
,
,
視
衆

世
懸
崖
石
壁
有
1

一
石
證
ぶ
示
紆
而
上
。
◎
江
蘇
省
灌
雲

縣
の
東
北
の
鬱
州
の
上
。
一
名
‘
鬱
林
山
。

O
畳
の
名
。

漢
の
宮
中
の
高
憂
。
南
宮
中
に
在
り
。
後
漢
の
永
平
中
、

明
帝
が
前
世
の
功
臣
を
追
念
し
て
郵
萬
等
二
十
八
将

の
像
を
鵞
か
せ
た
。
〔
淮
南
子
、
傲
慎
訓
〕
雲
壷
之
高
、
堕

者
折
レ
脊
。
〔
後
漢
書
、
朱
祐
等
偉
論
〕
永
平
中
、
顕
宗
追
二

感
前
世
功
臣
一
乃
圏
―
―
輩
二
十
八
将
於
南
｛
呂
雲
憂
一
参

字
琥
。
④
清
、
臥
仲
明
(
9
|
2
9
 
0
 2
6
 :
 7
0
)

の
字
°
＠
消
‘

玩
元
(
1
1
ー

4
1
5
6
9
:
 1
3
)

の
琥
°
◎
清
、
彰
友
勝
(
4
ー

1

0
0
0
3
:
 1
2
9
)

の
字
。
R
清
、
高
礎
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 5
7
1
)
 

の
一
名
。

〖
雲
憂
観
〗4

1
1
約
グ
ィ
載
の
名
。
O
挟
西
省
華
陰
縣
の

南
。
〔
朱
子
年
譜
〕
淳
熙
十
二
年
、
主
―
―
管
華
山
雲
畳
観
一

墓
雲
壼
憾
逸
↓
易
學
啓
蒙
及
孝
経
刊
誤
成
。
〔
華
陰
縣

志
〕
雲
畳
観
、
以
雲
憂
鮨
名
、
有
レ
ニ
‘
其
一
為
―
―
北
周

道
士
焦
道
廣
建
ザ
其
一
宋
建
隆
―
一
年
為
―
―
除
博
建

1
0雲

夢
(
5
8
5
)

の

O
を
見
よ
。

〖
雲
壼
像
〗41

2
だ
ダ
イ
後
漢
明
帝
の
時
、
先
代
の
功
臣

二
十
八
将
の
肖
像
を
、
南
宮
の
雲
壷
に
書
一
か
せ
て
か

ら
、
元
動
功
臣
の
像
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
朱
祐
等
博

論
〕
永
平
中
、
願
宗
追
1

一
感
前
世
功
臣
↓
乃
圏
1

一
書
二
十
八

将
於
南
宮
雰
竺

〖
雲
憂
編
〗4

1
3
勺
＂
ダ
イ
書
名
。
―
二
巻
。
唐
‘
鄭
谷
撰
。
乾
寧

の
始
め
‘
魃
従
し
て
華
山
に
登
り
‘
雲
景
観
に
出
づ
。
こ

の
集
を
編
次
し
以
て
名
づ
く
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集

類〕。
〖
雲
憂
隠
吏
〗41

4
且
ィ
宋
‘
朱
蒸

(
6ー
1
4
4
2
4:
 1
0
8
)
 

の
琥
。

〖
雲
畳
外
史
〗4

1
5
が
存
パ
宋
‘
朱
窯
（6
-
1
4
4
2
4:
 1
0
8
)
 

の
琥
。

〖
雲
憂
山
人
〗4

1
6
戸
パ
消
、
史
調

(
2
-
3
2
4
9
:
 1
3
1
)
 

の
琥
。

〖
雰
壼
散
史
〗
巴
そ
元
、
郊
詔
(
1
1| 3
9
4
7
6
 :
 4
)
 

の
琥
゜

〖
雲
畳
箕
逸
〗4

1
8
竺
げ
パ
宋
、
朱
煮
(
6ー
1
4
4
2
4:
 1
0
8
)
 

の
琥
゜

〖
圃
面
＿
雲
憂
―
〗

4
1
9
げ
和
竺
後
漢
の
明
帝
が
、
功
臣
二

十
八
人
、
郎
品
・
馬
成
・
呉
漢
・
王
梁
・
買
復
・
陳
俊
・
臥

含
•
杜
茂
・
寇
洵
·
博
俊
ふ
今
彰
・
堅
鐸
·
渇
異
・
王
覇
・
朱

祐
・
任
光
・
祭
逢
・
李
忠
・
景
丹
・
萬
脩
・
蓋
延
．
祁
形
・
銚

期
・
劉
植
賊
純
蔵
宮
・
馬
武
・
劉
隆
の
肖
像
を
雲
壷
に
上
林
賦
〕
弯
隆
雲
撓
‘
宛
蝉
膠
監
。
〔
注
〕
善
曰
、
雲
撓
‘

輩
か
せ
た
の
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
朱
祐
等
傭
論
〕
永
平
如
―
―
雲
屈
撓
一
也
。

中
‘
顧
宗
追
―
―
感
前
世
功
臣
五
は
岬
董
二
十
八
将
於
南
【
雲
宅
]425

”8

顔
を
い
ふ
。
眉
目
鼻
口
が
あ
る
か
ら
名

宮
雲
憂
二
其
外
又
有
"
王
常
・
李
通
・
賓
融
・
卓
茂
公
巳
―
―
づ
け
た
。
又
、
尺
宅
・
赤
宅
と
い
ふ
。
〔
黄
庭
内
景
経
〕

十
二
人
、
故
依
―
―
其
本
第
1

係
l

一
之
篇
末
盆
以
志
二
功
臣
之
雲
宅
既
消
玉
帝
遊
。
〔
注
〕
面
為
―
―
雲
宅
―
―
名
尺
宅
、

次
云
レ
紺
、
太
博
高
密
侯
郎
馬
、
中
山
太
守
全
椒
侯
馬
以
二
眉
目
鼻
口
之
所
＞
居
、
故
為
レ
宅
也
、
又
名
1

一
赤
宅
↓

成
、
大
司
馬
廣
平
侯
呉
漢
、
河
南
手
阜
成
侯
王
梁
、
左
将
【
雲
悼
】
426

”
い
字
琥
。

O
清
、
謝
國
章
(
1
0ー

3
5
8
2
7
:
 2
8
 

軍
膠
東
侯
買
復
、
浪
邪
太
守
祝
阿
侯
陳
俊
‘
建
威
大
将

1
)

の
字
。

O
消
、
圧
日
章
(
6
-
1
7
1
5
4
:
 2
5
0
)

の
字
。

軍
好
時
侯
耽
倉
‘
鰈
騎
大
将
軍
参
遠
侯
杜
茂
、
執
金
吾
【
雲
澤
】
427

”
8

0雲
夢
澤
を
い
ふ
。
〔
魏
書
‘
太
岨
紀
〕
（
太

薙
奴
侯
寇
洵
、
積
弩
将
軍
昆
陽
侯
博
俊
、
征
南
大
将
軍
祗
）
母
曰
―
―
駄
明
賀
皇
后
ぶ
初
因

g
迄
徒
函
竺
子
雲
澤
盃
既

舞
陽
侯
本
彰
、
左
曹
合
肥
侯
堅
鐸
、
征
南
大
将
軍
陽
夏
而
寝
息
‘
夢
石
品
庄
室
内
盃
｛
括
而
見
-
―
光
自
レ
瞳
圏
＞
天
‘
欽

侯
湯
異
、
上
谷
太
守
淮
陽
侯
王
覇
、
建
義
大
将
軍
蘭
侯
然
有
レ
感
、
以
一
建
國
一
＿
一
十
四
年
七
月
七
日
ぶ
子
太
祗
於

朱
祐
、
信
都
太
守
阿
陵
侯
任
光
、
征
虜
将
軍
穎
陽
侯
祭
参
合
陵
牡
↓
●
清
、
林
賛
龍
(
6
ー

1
4
5
5
1
:
 3
2
7
)

の
字
。

這
豫
章
太
守
中
水
侯
李
忠
‘
鰈
騎
大
将
軍
礫
陽
侯
景
【
雲
閾
】
4
2
8
t
ル
雲
の
上
の
門
。
高
い
虞
に
あ
る
門
。
〔
陸

丹
‘
右
将
軍
愧
里
侯
萬
脩
‘
虎
牙
大
将
軍
安
平
侯
蓋
延
、
雲
、
寒
蝉
賦
〕
騰
1

一
儀
像
於
雲
闊
づ
ぎ
景
曜
乎
通
天
一

太
常
璽
壽
侯
邸
形
、
衛
尉
安
成
侯
銚
期
、
験
騎
将
軍
昌
【
雲
丹
】
429

”
"
〇
蔓
草
の
名
。
て
い
か
か
づ
ら
。
絡
石
の

成
侯
劉
植
、
東
郡
太
守
東
光
侯
耽
純
、
横
野
大
将
軍
山
異
稽
゜
〔
本
草
、
絡
石
〕
繹
名
、
石
綾
、
石
龍
藤
、
懸
石
、
耐

桑
侯
王
常
、
城
門
校
尉
朗
侯
戚
宮
、
大
司
空
固
始
侯
李
冬
、
雲
花
、
雲
英
、
雲
丹
、
石
血
‘
雲
珠
。

O
｀
う
に
。
海
栗
。

通
、
捕
虜
将
軍
揚
虚
侯
馬
武
、
大
司
空
安
豊
侯
賓
融
‘
鰈
海
騰
。

騎
将
軍
慎
侯
劉
隆
、
太
博
宣
徳
侯
卓
茂
゜
〖
雲
丹
嘉
穆
錯
〗

4
3
0
や
や
グ
ル
・
オ
ー
西
蔵
第
四
世
達
頼
の

【
雲
塘
】4

2
0
”
~
.
遥
か
に
績
く
つ
つ
み
。
〔
温
庭
笥
、
黄
名
。
宗
喀
巴
第
三
子
の
輯
生
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
ゲ
ゲ

曇
子
歌
〕
参
差
緑
蒲
短
、
椛
襲
雲
塘
渦
。

O
清
、
程
景
伊
ン
フ
ト
ク
ト

G
e
g
e
n
K
h
u
t
u
k
t
u
と
呼
ば
れ
る
。
Y
o
n
'

(
8
ー

2
5
0
8
1
:
 1
8
9
)
の

臨
i

。

tan
,
 
g
y
a
m
t
s
o
 

【
雲
濤
】
421

”
[

O遥
に
天
際
に
見
え
る
波
。
〔
孟
浩
然
、
【
雲
淡
】
431

”
ク
く
も
が
う
す
い
。
〔
元
横
‘
早
春
詩
〕
雨

阻
天
台
桐
柏
観
―
詩
〕
日
夕
望
―
―
三
山
「
雲
濤
空
浩
浩
。
香
雲
淡
覺
―
―
微
和
砿
宴
竺
春
臀
ぅ
全
枠
歌
芸
程
願
、
詩
〕

〔
白
居
易
、
海
漫
漫
詩
〕
雲
濤
煙
浪
最
深
慮
、
人
博
中
雲
淡
風
軽
近
レ
午
天
。

有
1
-—
二
紳
山
→
〇
雲
を
な
み
に
た
と
へ
て
い
ふ
。
〔
劉
【
雲
端
]
4
3
2
[

＂
〇
＜
も
の
は
し
。
〔
謝
眺
‘
休
沐
重
還1丹

馬
錫
、
山
饂
花
詩
〕
雲
濤
潤
―
―
孤
根
涵
陰
火
照
芦
唇
把

-
0

陽
―
道
中
詩
〕
雲
端
楚
山
見
、
林
表
呉
袖
微
゜
〔
古
向
適
‘
信
安

字
琥
゜
①
明
、
爾
漢
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 5
6
)

の
字
。
＠
水
落
恭
王
幕
府
詩
〕
雲
端
臨
玉
畑
石
「
波
際
隠
1

一
朝
鮮

U
0高
所
の

偕
の
琥
。
水
落
雲
濤
（
6
-
1
7
0
8
3
:
 8
6
0
)

を
見
よ
。
住
居
。
〔
杜
甫
‘
山
館
詩
〕
路
危
行
―
―
木
秒
五
身
遠
宿
1

一雫戸端一

〖
雲
濤
散
人
〗4

2
2
竺
パ
ク
元
、
呉
叡
(
2
|3
3
6
5
 :
 2
2
)

の

O
南
齊
‘
籠
子
敬
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 3
7
3
)

の
字
。

舅

【

雲

渾

】

433

”
ク
山
泉
。
〔
飽
照
、
苦
熱
行
〕
湯
泉
検
奎
k

【
雲
堂
】
423

梵
〇
道
士
の
房
。
〔
還
魂
記
、
冥
誓
〕
今
宵
澤
一
焦
煙
起
右
折
↓
〔
注
〕
翰
日
、
雲
澤
、
山
泉
也
。

詮
1

一
他
未
屎
之
岐
先
到
1雲
堂
之
上
攀
話
一
回
、
免
レ
【
雲
騰
】
434

竺
雲
母
の
異
名
。
〔
本
草
、
雲
母
〕
集
解
、
弘

生
1

疑
惑
ニ
〇
圏
僧
堂
(
1
ー

1
1
1
7
:
 7
5
)

に
同
じ
。
堂
塔
景
曰
、
按
仙
経
雲
母
有
―
―
八
種
二
向
レ
日
視
レ
之
‘
色
青
白

の
一
部
。
坐
祠
工
夫
の
た
め
に
雲
水
僧
が
四
方
よ
り
参
多
レ
黒
者
、
名
1

一
雲
母
デ
色
黄
白
多
レ
青
者
、
名
奎
益
会
色

堂
す
る
の
で
い
ふ
。
〔
椰
林
象
器
箋
｀
一
〕
忠
曰
、
僧
堂
育
白
多
レ
赤
者
、
名
斎
―
亙
珠
一
如
―
―
沐
露
「
乍
黄
乍
白
者
、

亦
旦
雲
堂
;
ザ
衆
集
如
レ
雲
多
也
。
参
清
、
鄭
國
鴻
名
,
1

雲
砂
ご
黄
白
晶
晶
者
、
名
―
―
雲
液
ご
眩
然
純
白
明
激

(11

—

39647 

:
 3
8
7
)

の
字
。
者
、
名
―
―
磁
石
「
此
六
種
並
好
レ
服
、
各
有
＿
一
時
月
む
丑
鮪
騎

【
雲
撓
】
424

だ
く
も
の
や
う
に
た
わ
む
。
〔
司
馬
相
如
、
純
黒
有
二
文
斑
斑
如
レ
鐵
者
、
名
孟
孟
喪
色
雑
黒
而
強
肥

12623 



）
者
、
名
地
庄
此
二
種
並
不
レ
可
レ
服
。

6
 
45

【
雲
蜻
】
435

凸
／
龍
゜
〔
顔
延
之
、
緒
白
馬
賦
〕
稟
―
―
霊
月
閉
i

ぃ
団
雲
蝸
合
。
〔
郭
環
、
遊
仙
詩
〕
雖
レ
欲
レ
騰
丹
硲
「
雲

5
 
23

蝸
非
我
駕
↓
〔
注
〕
清
曰
‘
雲
蝸
、
龍
也
。
「
麗

2
 
⑭
【
雲
持
】
4
3
6
5
ノ
清
、
胡
天
浩
(
9
-
2
9
4
0
0

:

 5
7
4
)

の
O
の

【
雲
竹
】
437

だ
雲
が
か
か
っ
た
や
う
に
煙
つ
て
生
ひ
繁

）
っ
た
竹
ば
や
し
。
〔
杜
甫
、
徐
九
少
手
見
レ
過
詩
〕
賞
レ
静

35．
憐

涵

竹

忌

籍

花

月

憂

―

)

~
【
雲
贔
】4

3
8
切
雲
の
様
に
そ
ぴ
え
た
つ
こ
と
。
〔
柳
宗

笈
元
、
邑
州
馬
退
山
茅
亭
記
〕
馳
奔
雲
厖
‘
一
旦
散
十
百
里
一

2
 
42

〔
李
紳
、
迄
豆
湖
詩
〕
風
帆
同
―
―
巨
叡
去
雲
贔
成
-
1高

岸一

（
 

【
雲
茶
】
439

杞

石

蕊

(
8ー

2
4
0
2
4
:
 4
3
8
)

の
O
の
異
名
。

〔
本
草
、
石
蕊
〕
秤
名
、
石
濡
、
石
芥
‘
雲
茶
‘
蒙
頂
茶
。

【
雲
長
】
4
4
0
5
応

O
雲
が
長
い
。
〔
杜
甫
、
遠
遊
詩
〕
江
闊

浮
嵩
應
雲
長
出
面
山
↓
〇
字
琥
°
④
-
―
一
國
蜀
、
闘
利

(
1
1
ー

4
1
4
7
0
:
 8
)

の
字
。
＠
南
齊
、
爾
穎
冑
(
9
-
3
2
0
1

2
 .. z
g
g
)
の
字
。
◎
南
齊
爾
子
卿
(
9ー

3
2
0
1
2
:
 3
7
2
)
 

の
字
。
⇔
唐
、
田
綴
(
7ー

2
1
7
2
3
:
 1
7
1
)

の
字
。

【
雲
帳
】
4
4
1
5
炉
〇
と
ば
り
の
や
う
に
垂
れ
た
雲
。
雲
の

と
ば
り
。
〔
劉
昂
錫
、
七
夕
詩
〕
天
衝
啓
―
―
雲
帳
云
神
駁
上
二

星
橋
一
〔
李
沈
、
巫
山
高
詩
〕
巫
版
不
レ
治
獨
西
望
、
暗
泣

紅
蕉
抱
↓
―
雲
帳
一
〔
文
同
、
慈
清
院
雙
楠
詩
〕
佛
現
二
賓
撞
―

紐
幾
劫
玉
天
開
嚢
帳
廷
g
何
人
↓
〇
漢
の
成
―
帝
が
設

け
た
宮
殿
の
名
。
〔
西
京
雑
記
、
一
〕
成
帝
設
1

一
雲
帳
雲
醒

雲
幕
於
甘
泉
紫
殿
砿
に
謂
―
―
三
雲
殿
↓

【
雲
中
】
4
4
2
5
が
〇
雲
の
中
。
〔
後
漢
書
、
祭
祀
志
上
、
二

月
上
至
二
奉
高
i

注
〕
仰
覗
―
―
巖
石
松
樹
↓
鬱
鬱
蒼
蒼
、
若
レ

在
奎
＝
中
↓
〔
徐
陵
、
天
台
山
徐
則
法
師
碑
銘
〕
然
↓
―
香
雨

上
蔽
ヂ
1

一
馨
雲
中
一
〔
李
咸
用
、
春
暮
途
中
詩
〕
細
雨
如
レ
塵

散
―
―
暖
空
砒
散
峯
春
色
在
奎
笛
'
^
〇
雲
の
神
。
雲
中
君
を

見
よ
。
〔
史
記
、
封
祠
書
〕
晉
巫
祠
,
,
五
帝
・
束
君
・
雲
中
・

司
命
・
巫
計
・
屈
祠
・
族
人
・
先
炊
之
隔
二
〇
山
名
。
⑦
山
西

省
祈
縣
の
西
北
。
◎
山
西
省
河
津
縣
の
西
北
。
上
に
雲

中
城
が
あ
る
。
R
川
の
名
。
山
西
省
祈
縣
の
北
。
源
は
雲

中
山
。
淳
淀
河
に
注
ぐ
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
秀
容
縣
有
二
騨

慮
川
水
公
;
名
―
―
雲
中
水
二
O
雲
夢
の
澤
を
い
ふ
。
〔
左

氏
、
定
、
四
〕
楚
子
渉
レ
唯
清
レ
江
、
入
―
―
於
雲
中
↓
〔
注
〕
入
1-

雲
夢
澤
之
中
↓
〇
郡
名
。
①
秦
、
置
く
。
戦
國
、
趙
の
地
。

山
西
省
の
懐
仁
・
左
雲
・
右
玉
以
北
、
緩
遠
省
緩
遠
道

雨

部

〔
四
書
一
〕

雲

の
各
縣
、
蒙
古
郡
爾
多
斯
左
翼
‘
喀
爾
喀
右
翼
、
四
子
ふ
。
〔
鉦
瑶
、
狐
謄
〕
中
州
山
嶺
間
、
有
レ
物
如
"
蛹
錫
硲
竺

部
落
各
旗
の
地
。
〔
史
記
、
趙
世
家
〕
復
攻
二
中
山
「
攘
レ
天
将
丘
雨
、
則
繋
晶
従
1

一
石
鑢
―
縁
沿
而
上
、
仰
レ
ロ
嘘
レ
氣

地
北
至
1

一
燕
壷
一
西
至
二
雲
中
九
原
↓
〔
漢
書
、
地
理
志
如
レ
珠
、
青
白
不
こ
‘
漸
大
如
レ
甕
、
須
央
合
井
散
漫
、
滑

下
〕
雲
中
郡
、
秦
置
。
◎
唐
‘
置
く
。
故
治
は
山
西
省
大
然
禰
レ
空
、
遂
成
1
1

密
雲
｛
山
中
人
稲
為
―
―
雲
晶
↓

同
縣
。

O
縣
名
。
④
秦
、
置
く
。
故
治
は
緩
遠
省
托
克
【
雲
仔
】
448

杉
清
、
胡
昌
基
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 4
9
0
)

の
琥
゜

托
縣
゜
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
雲
中
郡
、
縣
十
一
奎
歪
'
。
[
雲
陣
】
4
4
9
E
ク
雲
の
つ
ら
な
つ
て
ゐ
る
さ
ま
。
陣
は
陳
゜

＠
北
周
‘
置
く
。
故
治
は
山
西
省
大
同
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
〔
虞
綸
‘
綸
輿
―
―
吉
侍
郎
―
云
云
詩
〕
瞭
望
怯
1

一
雲
陣
一
夜

紀
要
、
山
西
、
大
同
府
‘
大
同
縣
〕
平
齊
城
、
府
西
三
十
愁
驚
二
鶴
瞥
↓
〔
南
齊
書
‘
孔
稚
珪
博
〕
自
レ
羊
円
祖
レ
豫
‘
候

里
、
漢
平
城
縣
地
、
東
魏
武
定
元
年
‘
改
置
1

一
齊
郡
一
領
―
一
騎
星
羅
‘
沿
レ
江
入
レ
漢
‘
雲
陣
萬
里
。
〔
徐
陵
‘
闘
山
月

昌
國
安
奎
一
縣
一
後
又
置
武
州
姐
薦
‘
辱
際
、
後
齊
詩
〕
星
旗
映
1

一
疏
勒
「
雲
陣
上
二
祁
連
↓
〔
隋
楊
帝
‘
秦
孝

旦
太
平
懸
後
周
旦
雲
中
縣
「
隋
旦
雲
内
縣
↓
R
路
王
誅
〕
雲
陣
不
レ
布
、
高
城
靡
柑
°

名
。
宋
、
置
く
。
河
北
山
西
の
北
部
長
城
以
内
の
地
。
【
雲
汀
】
450

花
〇
く
も
の
か
か
つ
て
ゐ
る
か
の
如
く
に

〖
雲
中
＇
君
〗

4
4
3
竺
チ
ュ
ヴ
〇
雲
の
神
、
豊
隆
を
い
ふ
。
一
名
‘
か
す
ん
で
ゐ
る
み
ぎ
は
。
〔
杜
甫
、
酬
―
―
蒔
十
二
丈
判
官

屏
競
゜
〔
楚
辞
、
九
歌
‘
雲
中
君
、
注
〕
雲
神
、
豊
隆
也
、
一
見
p

贈
詩
〕
材
毛
聾
白
竺
惨
湘
飛
雲
汀
↓
〔
李
塁
王
‘

曰
‘
屏
酪
。

O
楚
辞
、
九
歌
の
篇
名
。
参
明
、
李
維
禎
（

6-

湖
間
詩
〕
夕
霜
生
水
寺
面
仔
冷
雲
汀
二
●
清
‘
陶
樹

1
4
4
5
9
 :
 8
4
8
)

の
琥
。

(
1
1
-
4
1
7
0
5
:
 9
3
)

の
琥
゜

〖
雲
中
金
陵
〗4
4
4
5
荘
誘
陵
の
名
。
緩
遠
省
和
林
格
爾
【
雲
低
】45

1
？
雲
か
低
く
た
れ
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
庚
信
、

縣
。
古
の
盛
架
城
の
西
北
。

O
後
魏
、
明
元
帝
の
陵
。
小
園
賦
〕
風
騒
騒
而
樹
急
、
天
惨
惨
而
雲
低
゜
〔
江
穂
‘

〔
魏
書
、
明
元
帝
紀
〕
泰
常
八
年
、
十
二
月
庚
子
、
葬
―
―
於
特
進
光
森
大
夫
徐
陵
墓
誌
銘
〕
地
逍
雲
低
、
山
重
樹
小
。

雲
中
金
陵
言
文
猷
通
考
‘
王
證
考
―
-
+
‘
山
陵
〕
明
元
帝
〔
劉
清
‘
旅
館
書
レ
懐
詩
〕
雲
低
1

一
遠
塞
―
鳴
面
盃
空
雨
歎
―
―

崩
‘
葬
竺
中
金
陵
U

●
後
魏
‘
太
武
帝
の
陵
。
〔
魏
書
、
太
空
山
躁
暮
蝉
一

武
帝
紀
〕
（
正
平
二
年
、
三
月
辛
卯
）
葬
―
於
雲
中
金
陵
↓
【
雲
底
】
452

忙
雲
の
重
な
っ
た
奥
。
山
中
を
い
ふ
。
〔
陸

〔
文
獣
通
考
‘
王
随
考
二
十
、
山
陵
〕
太
武
帝
崩
‘
葬
"
雲
編
蒙
、
懐
1

一
華
陽
潤
卿
博
士
一
詩
〕
談
レ
玄
塵
尾
掬
1

一
雲
底
一

中
金
陵
三
〇
後
魏
‘
文
成
帝
の
陵
。
〔
魏
書
‘
文
成
帝
紀
〕
服
レ
散
龍
胎
在
1

一
酒
中
↓

（
和
平
六
年
‘
八
月
丙
寅
）
葬
―
雲
中
之
金
陵
二
文
獣
通
【
雲
亭
]453

忙
〇
雲
の
こ
め
た
亭
。
高
く
美
し
い
亭
゜

考
、
王
幡
考
二
十
、
山
陵
〕
文
成
帝
崩
‘
葬
l
-

華

-g'金
陵
↓
〔
飽
溶
‘
隋
―
帝
陵
下
詩
〕
白
露
油
レ
衣
隋
主
宮
、
雲
亭
月
館

R
後
魏
‘
獣
文
帝
の
陵
。
〔
魏
書
、
獣
文
帝
紀
〕
承
明
元
楚
淮
東
。
〔
李
塁
玉
、
九
日
陪
二
雀
大
夫

g』
-
―
清
河
亭
―

年
‘
葬
―
雲
中
金
陵
言
文
駄
通
考
、
王
碍
考
二
十
、
山
陵
〕
詩
〕
玉
醒
浮
一
金
菊
な
芸
亭
敗
1

一
爪
筵
↓
●
字
琥
゜
①
清
‘
舒

獣

文

帝

崩

、

葬

奎

＝

中

金

陵

↓

瞭

(
9ー

3
0
3
0
0
:
 5
4
)

の
字
。
＠
清
、
熊
學
鵬
(
7ー

1
9
2
9

〖
雲
中
白
鶴
〗4

4
5
心
”
”
万
高
尚
な
氣
象
の
人
を
い
ふ
。

4
:
1
3
8
)

の
字
。

〔
魏
志
、
祁
原
傭
‘
注
〕
原
従
二
遼
東
―
遁
還
‘
南
行
已
藪
〖
雲
亭
山
人
〗

4
5
4
t
"

汀
パ
清
、
孔
尚
任
(
8ー
6
9
3
3:
 3
1
 

日
、
而
公
孫
度
甫
覺
、
知
1

一
其
不
＞
可
,
,
復
追
一
也
、
因
曰
‘

9
)

の
琥
°

祁
君
所
謂
雲
中
白
鶴
、
非
―
―
―
鶉
鵜
之
網
所
↓
―
能
羅
土
へ
。
【
雲
停
]455

杓
〇
雲
が
一
虞
に
停
つ
て
流
動
し
な
い
こ

〔
世
説
新
語
‘
賞
誉
〕
公
孫
度
且
郎
原
ご
所
謂
雲
中
白
と
。
〔
顧
瑛
、
浣
華
館
聯
句
〕
雲
停
消
蔭
初
、
涼
過
小
雨

鶴
、
非
1燕
雀
之
網
阿
能
羅
↓
〔
世
説
新
語
補
‘
賞
誉
〕
劉
雫
゜
〔
林
登
秀
、
詩
〕
人
去
秦
憂
竹
尚
宵
、
四
時
疑
レ
有
l
-

孝
標
‘
云
云
‘
劉
敵
‘
矯
矯
出
レ
鹿
、
如
―
―
雲
中
白
鶴
↓
彩
雲
停
↓
〇
雲
が
停
ま
り
集
ま
る
や
う
に
人
の
多
い

【
雲
仲
]446

か
が
明
、
陳
昂
（
肯
田
の
人
）
（
1
1
-
4
1
6
9
8

：
こ
と
。
〔
呉
先
賢
博
〕
椅
椅
茂
オ
、
執
レ
節
雲
停
゜

7
1
)

の
0
の

字

。

【

雲

梯

】

456

忙
〇
雲
に
達
す
る
程
の
た
か
い
は
し
ご
。

【
雲
晶
]447

：
ウ
品
の
名
。
晰
錫
に
似
て
、
雨
が
降
ら
う
古
の
攻
城
具
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
略
〕
有
1

一
雲
梯
飛
棲
↓

と
す
る
時
、
石
の
割
れ
目
か
ら
出
て
氣
を
吐
く
と
い
〔
墨
子
、
公
輪
〕
公
輪
般
為
レ
楚
造
奎
盃
梯
之
械
一
成
、
将
"

以
攻
＞
宋
゜
〔
間
詰
〕
淮
南
子
兵
略
訓
許
恨
注
云
‘
雲
梯

可
ん
炉
雲
而
立
一
所
-1

一
以
諏
―
敵
之
城
中
百
人
脩
務
訓
高

庄
云
‘
雲
梯
、
攻
城
具
‘
高
長
上
輿
レ
雲
齊
‘
故
日
二
雲
梯
↓

〔
列
子
、
湯
問
〕
夫
班
楡
之
雲
梯
゜
〔
戦
國
、
宋
策
〕
墨
子

曰
、
聞
公
為
↓
―
雲
梯
硲
匹
以
攻
＞
宋
、
宋
何
罪
之
有
。
〔
淮

南
子
、
脩
務
訓
〕
公
輪
、
天
下
之
巧
士
、
作
な
―
瓦
梯
之
械
↓

〔
武
備
志
、
雲
梯
圏
説
〕
右
雲
梯
、
以

1一
大
木
云
〖
レ
林
、
下

塵
六
輪
玉
立
三
梯
玉
各
長
二
丈
餘
、
中
施
二
韓
軸
車
{

四
面
以
生
牛
皮
為
―
―
屏
蔽
面
い
以
レ
人
推
進
、
及
レ
城
則

起
飛
梯
於
雲
梯
之
上
百
盆
竺
城
中
祓
曰
雲
梯

-
0

雲
の
は
し
ご
。
〔
郭
瑛
‘
遊
仙
詩
〕
震
裕
可
―
―
潜
盤
「
安
事
レ

登
―
―
雲
梯
一
〔
注
〕
善
曰
‘
言
‘
仙
人
昇
レ
天
‘
因
レ
雲
而
上
、
故

日
元
号
梯
↓
〇
恨
設
の
辟
。
高
い
と
こ
ろ
に
登
る
こ
と
を

指
す
。
〔
謝
震
運
、
登
↓
―
石
門
最
高
頂
底
吋
〕
惜
無
扁
f

レ懐

客
、
共
登
―
―
青
雲
梯
↓
〔
虞
象
、
家
叔
徴
君
東
渓
草
堂
詩
〕

未
レ
暇
レ
掃
―
―
雲
梯
「
空
斬
竺
玩
氏
子
一
〔
賓
輩
、
送
―
―
劉
馬

鍋
詩
〕
九
宵
初
椅
入
哀
梯
二
R
及
第
す
る
こ
と
を
い

ふ
。
〔
書
言
故
事
、
科
第
類
〕
及
第
、
足
蹟
奎
盃
梯
↓
参
隅

の
名
。
江
蘇
省
淮
安
縣
の
東
北
。
大
河
の
北
岸
。
黄
河
が

海
に
入
っ
た
故
道
。
郎
ち
淮
水
の
海
に
注
ぐ
口
。
〔
河
防

志
〕
雲
梯
間
、
乃
黄
淮
入
レ
海
故
道
、
相
偶
常
年
闘
外
即

為
1

一
海
ロ
一
潮
落
1

一
沙
於
↓
淮
海
喪
為
1

一
清
田
↓
南
北
柄
岸
、

本
無
和
淀
岸
「
河
臣
新
輔
以
、
一
望
平
灘
、
若
不
レ
為
,
,
之

一
束
訓
雖
二
黄
河
故
道
全
蹄
盃
四
大
溜
到
レ
此
、
因
散
而

去
‘
究
無
二
入
レ
海
之
路
二
因
築
―
―
長
随
一
萬
八
千
餘
丈
↓

ニ
八

（志備武） 梯雲

12624 



(42235・ ·457) — (42235· ・494) 

雨

部

〔
四
聾
〕

雲

二
九

0
万
大
和
國
の
古
地
名
。
〔
和
名
類
緊
抄
〕
。
子
雲
轍
五
t
-

―
八
駿
干
饂
途
↓

〖
雲
梯
庵
〗4

5
7
竺
テ
ィ
庵
の
名
。
河
北
省
房
山
縣
の
西
【
雲
天
】

4
6
7
和
n
O
雲
の
た
な
び
い
て
ゐ
る
そ
ら
。
〔
荘

南
、
上
方
山
筏
漢
嶺
の
上
。
子
、
大
宗
師
〕
黄
帝
得
レ
之
、
以
登
二
雲
天
↓
〔
宋
書
、
謝
霊

[
雲
堤
】
458

だ
雲
が
棚
び
い
て
ゐ
る
こ
と
を
堤
に
喩
へ
運
傭
論
〕
英
辞
潤
1

一
金
石
一
高
義
薄
奎
芸
今
〔
杜
甫
、
贈
二

て
い
ふ
。
又
‘
雲
の
棚
ぴ
く
が
如
く
に
美
し
く
績
＜
堤
。
比
部
爾
郎
中
十
兄
一
詩
〕
漂
蕩
雲
天
濶
‘
沈
埋
日
月
奔
゜

【
雲
程
】
459

”
い
〇
萬
里
青
雲
の
道
程
。
韓
じ
て
、
人
が
學
〇
高
い
所
。
天
子
の
居
る
と
こ
ろ
を
い
ふ
。
〔
李
又
、
人

に
入
る
を
賀
し
て
‘
雲
程
租
靭
と
い
ふ
。
〔
楊
萬
里
、
答

1一
日
重
宴

1一
大
明
宮
—
云
云
應
制
詩
〕
此
時
朝
野
歓
無
レ
算
、

章
漢
直
一
詩
〕
五
湖
姻
水
三
冬
臥
‘
萬
里
雲
需
一
日
程
。
此
歳
雲
天
栗
未
レ
窮
゜
〔
蘇
類
‘
遊
―
―
禁
苑
至
+-1
臨
渭
亭
―

〔
陳
裸
‘
寄
,
,
鄭
耕
巖
1

詩
〕
仲
容
方
奮
寄
雲
程
。
〔
故
事
成
遇
レ
雪
應
制
詩
〕
已
隔
―
―
雲
天
外
五
欣
承
ふ
渾
澤
餘
↓

語
考
、
人
事
〕
賀
入
入
＞
學
曰
二
雲
程
登
＞
靭
。
●
字
琥
゜
〖
雲
天
願
民
〗

4
6
8
ご
ザ
ジ
明
、
葉
顕
（
9
ー
3
1
3
8
7:
 2
8
)
 

①
明
、
張
鵬
(
4
-
9
8
1
2
:
 6
7
6
)

の
幽
の
琥
゜
＠
清
‘
顧
見
の

0
の
琥
゜

龍
(
1
2ー

4
3
6
8
9
:
 2
5
7
)

の

字

。

【

雲

策

】

469

竺
立
派
な
文
字
。
詩
文
を
い
ふ
。
〔
陶
弘
景
‘

【
雲
禎
】
460

”
し
南
齊
沈
隣
士
（
6
-
1
7
1
8
9
:
 6
6
2
)

の
呉
太
極
左
仙
公
葛
公
之
碑
〕
雲
豪
龍
章
之
牒
‘
柄
登
,
,
於

字

。

林

袖

↓

〔

皮

日

休

‘

傷

開

元

観

顧

道

士

一

詩

〕

煙

凄

玉

笥

【
雲
泥
】
461

花
雲
と
泥
。
非
常
に
違
っ
て
ゐ
る
喩
。
天
地
。
封
全
―
呑
竺
月
惨
瑣
花
葬
―
―
羽
衣
↓

需
壌
゜
〔
後
漢
書
、
逸
民
‘
矯
憧
博
〕
汝
南
哭
蒼
甚
重
＞
之
、
【
雲
韓
】
470

”
ク
●
雲
の
や
う
に
め
ぐ
る
こ
と
。
〔
博
毅
、

因
遣
レ
書
以
観
,
,
其
虔
曰
‘
仲
彦
足
下
、
勤
慮
二
隠
約
面
i
-

―
舞
賦
〕
矮
蛇
柚
溺
、
雲
輯
諷
留
。

O
雲
が
め
ぐ
る
。
〔
梁

乗
レ
雲
fT
レ
泥
、
棲
宿
不
＞
同
、
毎
レ
有
西
恩
何
嘗
不
レ
簡
文
帝
、
馬
賓
頌
〕
槃
雲
轄
‘
渫
塵
開
。

歎
゜
〔
荀
清
、
贈
陰
梁
州
―
詩
〕
雲
泥
已
殊
レ
路
、
喧
涼
【
雲
田
】
471ron

清
、
李
以
篤
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 8
2
8
)

の
字
。

距
同
レ
節
。
〔
慮
恨
、
十
月
梅
花
書
贈
詩
〕
紅
顔
白
製
雲
【
雲
殿
]472

竺
雲
に
届
く
程
高
い
宮
殿
。
〔
江
穂
‘
詠
レ

泥
改
、
何
異
桑
田
移
l五
碧
海
言
白
居
易
‘
奉
―
―
―
和
装
令
公
採
―
―
甘
露
—
應
詔
詩
〕
風
亭
翠
柿
開
、
雲
殿
朱
絃
響
。
〔
王

三
月
上
巳
日
遊
1

一
太
原
龍
泉
―
云
云
詩
〕
鵬
背
負
レ
天
編
僧
襦
、
太
常
敬
子
任
府
君
博
〕
高
閻
,
,
雪
宮
五
廣
開
―
―
雲

曳
レ
尾
‘
雲
泥
不
レ
可
レ
得
―
―
同
遊
↓
殿
言
胡
曾
、
四
皓
廟
詩
〕
四
皓
忘
機
飲
1

一
碧
松
二
石
巖
雲

【
雲
鳥
】
462
が

[

O高
く
飛
ぶ
鳥
。
雲
の
中
を
飛
ぶ
鳥
。
殿
隠
1

一
高
縦
↓

〔
杜
甫
‘
入
―
―
衡
州
詩
〕
華
表
雲
鳥
婢
、
名
園
花
草
香
。
【
雲
杜
】
473

戸
／
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
湖
北
省
洒
陽

〔
馬
戴
、
宿
↓
―
装
氏
硲
居
1

懐
1

一
属
玄
先
輩
1

詩
〕
同
人
不
レ
縣
の
西
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
江
夏
郡
、
縣
十
四
、
雲

門
北
、
雲
鳥
自
レ
南
翔
。

0
”
臼
雲
と
鶴
の
模
様
あ
る
綾
【
雲
都
】
474

”
ン
蓬
莱
山
の
異
稽
。

L

杜゚

布

。

【

雲

兜

】

475

認
雲
中
を
飛
行
す
る
兜
子
”
゜
〔
張
弘
範
、
雛

【
雲
條
】
463

梵
雲
の
す
ぢ
。
雲
が
横
に
た
な
ぴ
い
て
條
燕
詩
〕
乃
毛
香
潤
態
含
レ
擬
‘
睡
足
雲
兜
力
尚
微
゜

の
や
う
に
見
え
る
の
で
い
ふ
。
〔
飽
照
、
謝
-n

永
安
令
解
,
,

【
雲
逗
】
476

認
雲
が
動
か
な
い
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
或

禁
止
啓
〕
咄
―
―
曜
陽
春
一
涌
―
汰
秋
水
ぶ
笠
翼
雲
條
ぶ
耳
―
―
羅
若
1

に
星
離
↓
或
希
若
―
―
雲
逗
↓

鱗
決
沼
二
葉
小
鸞
、
詩
〕
試
問
侍
兒
芳
草
色
、
階
前
會
〖
雲
逗
棲
〗

4
7
7
切
ょ
清
、
楊
度
注

(
6
-
1
5
1
1
2
:
 7
2
9
)
 

長

翠

雲

條

°

の

室

名

。

[
雲
徹
]
4
6
4
5

し
雲
の
消
え
去
る
や
う
に
、
あ
と
か
た
の
【
雲
棟
】
478

認
た
か
く
そ
ぴ
え
た
む
ね
。
〔
張
正
見
、
重

な
く
な
る
こ
と
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
博
下
〕
雲
撤
席
巻
、
後
無
1

―
陽
殿
成
,
,
金
石
會
一
竜
上
詩
〕
雲
棟
疑
―
―
飛
雨
ぢ
風
牒
似
l
-

餘
畜
↓
〔
晉
書
、
文
帝
紀
〕
禽
其
戎
師
五
屠
―
―
其
城
邑
↓
巴
望
倦
↓

漢
震
登
、
江
原
雲
徹
0

[
雲
頭
】
479

認
雲
の
上
面
。
〔
六
一
詩
話
〕
松
江
新
作
―
―
長

【
雲
撤
】
465

だ
雲
が
移
る
や
う
に
退
去
す
る
。
〔
北
史
、
橋
ご
云
云
‘
蘇
子
美
新
橋
封
月
詩
、
所
謂
雲
頭
温
濶
開
,
,

文
苑
傭
序
〕
既
而
革
車
電
邁
、
渚
宮
雲
撤
。
金
餌
；
水
面
沈
沈
臥
↓
―
彩
虹
玉
臼
是
也
。
〔
陸
涌
、
秋
思

【
雲
轍
】
姻
？
天
の
み
ち
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
登
雨
龍
詩
〕
天
際
桂
レ
虹
初
断
レ
雨
‘
雲
頭
翡
レ
日
又
成
レ
陰
゜

〖
雲
頭
山
〗4

8
0
竺
ト
ウ
城
の
名
。
完
顔
城
の
こ
と
。
朝
鮮

咸
鏡
北
道
會
寧
の
西
。
満
洲
吉
林
省
延
吉
縣
の
邊
境
。

金
の
末
、
蒲
鮮
萬
奴
、
帝
を
稲
し
、
國
を
東
慎
と
琥
す
。

城
は
其
の
遺
蹟
。
城
外
に
皇
帝
墳
が
あ
る
。

【
雲
證
】
481

認
雲
に
逹
す
る
程
高
い
石
段
。
〔
皮
日
休
‘

和
魯
望
四
月
十
五
日
道
室
書
事
―
詩
〕
松
膏
背
レ
日
凝
―

雲
鑓
丹
粉
経
レ
年
染
右
林
↓

【
雲
寅
】
482

認
く
も
の
わ
き
出
る
穴
。
〔
沈
伶
期
、
辛
丑

歳
十
月
上
幸
二
長
安
1

時
慮
従
出
―
―
西
嶽
一
作
詩
〕
陰
竪

已
永
悶
‘
雲
賓
絶
1

一
探
討
↓
〔
皇
甫
曾
‘
玉
山
嶺
詩
〕
晩
翠

在
雲
寅
盃
寒
壼
浮
-
1

石
梁
↓

【
雲
屯
】
483

竺
雲
の
や
う
に
あ
つ
ま
る
。
〔
後
漢
書
、
南

匈
奴
傭
論
〕
硯
一
望
風
塵
ぶ
去
屯
鳥
散
。
〔
南
齋
書
、
篇
穎

冑
博
〕
車
騎
雲
屯
、
平
原
霧
塞
。
〔
虞
縦
‘
詠
土
芦
将
軍
北

伐
詩
〕
雲
屯
七
莱
士
。
〔
白
居
易
、
重
賦
詩
〕
稽
吊
如
l
-

山
績
五
絲
紫
似
1

一
雲
屯
↓

【
雲
内
】
484

捻
州
名
。
遼
、
置
く
。
山
西
省
大
同
縣
の
西

北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同
府
、
大
同
縣
〕
雲
内

州
城
、
府
西
北
五
百
餘
里
、
遼
志
云
、
本
唐
中
受
降
城

地
、
遼
初
置
代
北
雲
朔
招
討
司
盃
竺
雲
内
州
一

〖
雲
円
口
〗4

8
5
翌
ィ
地
名
。
山
西
省
祈
縣
の
西
、
龍
門

山
の
北
。
又
、
塞
西
口
と
い
ふ
。

【
雲
柄
】
486

梵

圃

0
僧
衣
。
僧
の
著
衣
の
翻
繰
た
る
を

雲
に
擬
し
た
も
の
。
〔
杜
荀
鶴
、
贈
―
―
休
糧
僧
1

詩
〕
争
似
1
-

吾
師
無
こ
事
云
穏
披
二
雲
納
1

坐
藤
林
一
●
雲
水
僧
、

行
脚
僧
を
い
ふ
。
〔
佛
祁
通
載
、
雲
峰
高
祠
師
博
〕
雲
柄

四
来
、
三
堂
皆
溢
゜

[
雲
南
】
487

竺

O
縣
名
。
漢
、
置
く
。
雲
南
省
祥
雲
縣
の

南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
益
州
郡
、
縣
二
十
四
、
雲
南
。

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
、
大
理
府
‘
縣
三
、
雲
南
。

O

省
名
。
清
、
置
く
。
中
國
の
西
南
部
に
し
て
長
江
の
上
流

に
嘗
る
。
雲
嶺
の
南
に
営
る
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
省
境

に
演
池
が
あ
る
の
で
又
、
演
省
と
簡
梢
す
。
馬
貢
の
梁

州
の
南
境
。
古
‘
百
諜
の
地
。
秦
代
、
西
夷
演
國
。
唐
代
、

南
詔
の
領
と
な
り
、
大
證
國
と
い
ひ
、
五
代
の
時
、
大
理

と
改
む
。
元
は
大
理
國
を
滅
し
て
雲
南
行
中
書
省
を
立

て
、
明
は
雲
南
布
政
司
を
置
く
。
東
は
廣
西
省
貴
州
省
、

東
北
は
四
川
省
、
西
北
は
西
康
省
、
西
と
南
は
緬
旬
。

南
は
安
南
と
界
す
。
省
會
を
昆
明
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
雲
南
〕
馬
貢
梁
州
南
徹
地
‘
殷
周
時
皆
為
1

一蟹

夷
所
』
居
、
或
曰
、
即
百
諜
之
國
也
、
其
在
―
―
天
文
一
亦
井

鬼
之
分
野
、
漢
武
帝
元
封
一
一
年
間
、
西
南
夷
演
王
降
、

以.,
其
國
1

置
盃
州
郡
頁
盃
州
部
ご
広
云
‘
唐
自
西
囲

元
之
季
一
南
詔
漸
強
‘
天
賓
九
載
、
遂
有
,
1

雲
南
之
地
一

僭
レ
國
琥
曰
二
大
蒙
:
只
元
十
年
、
改
二
國
琥
わ
l

二
南
詔
一

云
云
、
元
至
元
十
三
年
、
立
1

一
雲
南
等
虞
行
中
書
省
ご
本

云
‘
洪
武
十
五
年
始
置
.
,
雲
南
等
虞
承
宣
布
政
使
司
↓
〇

府
名
。
明
、
置
く
。
雲
南
省
昆
明
縣
。
清
は
嵩
明
・
晉
寧
・

安
寧
・
昆
陽
の
四
州
及
ぴ
昆
明
・
富
民
・
宜
良
・
呈
貢
・
羅

次
・
禄
豊
・
易
門
の
七
縣
を
管
轄
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

雲
南
〕
雲
南
府
‘
馬
貢
梁
州
南
境
、
殷
周
時
為
―
―
傲
外
西

南
夷
地
ょ
戦
國
時
楚
荘
躊
略
レ
地
至
レ
此
、
籟
王
-
1

其
地
一

琥
日
甑
國
玉
漢
元
封
一
＿
年
、
浪
王
降
、
始
置
盃
州
郡
一

云
云
、
明
朝
洪
武
十
五
年
、
改
1

一
雲
南
府
↓
〔
清
史
稿
、
地

理
志
〕
雲
南
、
雲
南
府
、
領
―
―
州
四
、
縣
七
面
i

明
、
富
民
、

宜
良
‘
嵩
明
州
、
晉
寧
州
、
早
貢
、
安
寧
州
‘
羅
次
、
森
豊
、

昆
陽
州
、
易
門
。

〖
雲
南
根
〗4

8
8
竺
ナ
／
蔓
草
の
名
。
う
ま
の
す
ず
か
け
。

ち
ど
り
ぐ
さ
。
〔
本
草
、
馬
兜
鈴
〕
繹
名
、
都
淋
藤
、
獨
行

根
、
土
青
木
香
、
雲
南
根
‘
一
云
日
雨
銀
薬
。

〖
雲
南
起
義
〗4

8
9
に
ナ
／
民
國
四
年
、
哀
世
凱
が
帝
を

稽
せ
ん
と
謀
る
や
、
禁
鍔
等
が
潜
か
に
雲
南
に
赴
き
‘

唐
継
尭
等
と
共
に
義
兵
を
琴
げ
、
帝
制
を
取
消
さ
せ

た
こ
と
を
い
ふ
。

〖
雲
南
通
志
〗4

9
0
芯
ゲ
／
書
名
。
―
二
十
巻
。
清
、
雲
貴
継

督
那
爾
泰
等
監
修
。
康
熙
一
二
十
年
に
、
同
総
督
苑
承
動

等
の
修
め
た
も
の
が
あ
る
か
、
叙
述
の
繁
簡
嘗
を
得

ず
、
か
く
て
乾
隆
元
年
更
に
之
を
重
修
し
て
、
藷
に
よ

り
三
十
巻
三
十
門
と
し
た
。
其
の
摺
は
藷
志
に
比
し
て

大
い
に
整
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、
史
、
地
理
類
〕
。

〖
雲
南
拭
里
〗4

9
1
心
門
雲
南
は
萬
里
僻
遠
の
地
に
あ

る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
、
新
豊
折
腎
翁
詩
〕
無
知
何

天
賓
大
徴
レ
兵
、
戸
有
三
二
丁

E
ヂ
一
丁
i

貼
得
騒
将
何

虞
去
‘
五
月
拭
里
雲
南
行
。

【
雲
域
】
492g
ン
清
、
胡
季
堂
(
9ー

2
9
4
0
0
:
 4
2
9
)

の
琥
゜

【
雲
波
】
493

タ
雲
形
の
浪
。
〔
李
商
隠
、
西
淫
詩
〕
京
華

他
夜
夢
‘
好
好
寄
.
,
雲
波
↓
〔
無
可
、
官
池
上
詩
〕
廻
レ
疎
城

閥
内
、
寒
潟
出
雲
波
↓

【
雲
破
]494

竺
雲
が
や
ぶ
れ
る
。
雲
の
開
く
こ
と
を
い

ふ
。
〔
白
居
易
、
池
上
早
春
即
事
招
.
,
夢
得
1

詩
〕
雲
破
山

12625 
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二
」•• 
L000こ
0
0
.
0級

0
0
.

―1
0
 

— 

【
雲
躇
】
527tO
ル
天
子
の
行
幸
を
い
ふ
。
〔
江
滝
、
為
謡
E

62
 

鰈
騎
上
頓
表
〕
玉
格
射
臨
‘
雲
躇
親
駕
゜
〔
徐
陵
、
東
陽

26ー

雙
林
寺
博
大
士
碑
〕
玉
蟄
升
レ
殿
、
雲
躇
在
レ
階
。
〔
隋
楊

帝
、
還
一
京
師
詩
〕
雲
躇
主
但
馳
遠
離
蟄
御
―
―
晨
暉
↓

【
雲
濱
]528

竺
梅
田
定
明
の
舅
梅
田
雲
濱
(
6ー

1
4
8
3
0
 

:
 2
9
3
)
を
見
よ
。

【
雲
賢
】
529

竺
賢
の
毛
の
美
し
い
の
を
雲
に
喩
へ
て
い

ふ
。
〔
張
正
見
、
山
家
閏
怨
詩
〕
王
孫
春
好
レ
遊
‘
雲
賃
不
レ

勝
レ
愁
。
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
雲
賢
花
顔
金
歩
揺
‘
芙
蓉

帳
暖
度
二
春
宵
↓

【
雲
夫
】
530[
／
｛
木
、
魏
閑
(
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 2
0
)

の
字
。

【
雲
布

]5317

雲
の
や
う
に
布
き
陳
ね
お
ほ
ふ
こ
と
。

〔
蜀
志
、

ifJ
正
博
〕
英
雄
雲
布
、
豪
傑
蓋
加
世
。
〔
班
固
、
西

都
賦
〕
列
卒
周
匝
、
星
羅
雲
布
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
僚
徒
雲

布
、
武
騎
霧
散
。

【
雲
扶
】
532

ク
消
、
哀
棠
(
1
0
ー

3
4
1
5
2
:
 I
O

I

)

の
字
。

[
雲
浮
】
5
3
3
[
／

0
雲
が
浮
く
。
雲
の
や
う
に
浮
く
。
〔
梁

簡
文
帝
、
唱
導
文
〕
玉
震
雲
浮
、
金
臀
海
鏡
。
〔
王
槃
、
白

雪
棲
賦
〕
遥
逼
山
峙
、
突
突
雲
浮
。

0
山
名
。
廣
束
省
雲

浮
縣
の
西
南
。
又
、
雲
霧
山
と
い
ふ
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
雲
浮

山
、
一
名
二
泉
山
「
藷
経
云
‘
陳
覇
先
嘗
居
レ
此
、
藷
址
存

焉
。
＠
川
の
名
。
源
は
廣
東
省
雲
浮
縣
の
雲
浮
山
。
漠
陽

江
と
い
ふ
。
R
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
廣
東
省
羅
定
縣
の

西
北
。
西
江
の
南
岸
。

【
雲
敷
】
5
3
4
t
/

雲
の
や
う
に
廣
＜
敷
き
ひ
ろ
が
る
さ

ま
。
〔
欧
陽
脩
、
百
子
坑
賽
龍
詩
〕
胃
天
部
掃
萬
里
静
‘

但
見
緑
野
如
1

雲
敷
↓
〔
宋
史
、
築
志
十
五
〕
公
卿
百
辟
‘

鱗
集
雲
敷
‘
近
1

一
龍
輿
端
門
玉
岬
金
碧
浚
虚
一

【
雲
覆
】
535

？
く
も
の
や
う
に
お
ほ
ふ
こ
と
。
〔
宋
書
‘
幡

志
三
〕
雲
覆
雨
施
、
八
方
来
同
。
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
重
蠍
増

起
‘
慨
冤
雲
覆
゜

【
雲
舞
】
滋
[
/
舞
の
名
。
〔
漢
書
‘
幡
築
志
、
郊
祀
歌
‘
惟

泰
冗
〕
鐘
鼓
竿
笙
‘
雲
舞
翔
翔
゜
〔
南
齊
書
、
築
志
〕
天
歌

折
響
、
雲
舞
磐
儀
。

【
雲
驚
】
537t.
／
雲
の
や
う
に
馳
せ
る
。
〔
陸
機
、
漢
高
載

功
臣
頌
〕
堂
デ
鵞
霊
丘
「
景
逸
1

一
上
蘭
↓
〔
注
〕
良
曰
、
驚
、

馳゚
【
雲
風
】
538

究
く
も
と
風
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
有
雲
風

焦
日
‘
痒
豆
其
時
深
而
少
已
貫
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
有
奎
[

風
亡
レ
日
。
〔
苓
士
貴
‘
凌
煙
閣
賦
〕
来
龍
虎
之
雲
風
↓
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迄

佐

平

之

時

難

↓

梁

廣

董

花

歌

〕

王

母

欲

レ

過

―

劉

徹

家

盃

飛

レ

瑣

夜

入

"

雲

〖
雲
風
山
人
】53

9
翌
玲
宋
、
夏
元
鼎

(
8ー
5
7
2
0:
 3
0

耕
車
→
〔
李
商
隠
‘
燕
曇
詩
〕
安
得
—
藩
薄
霧
』
竺
細
裾
玉
手

6
)の
琥
。
接
二
雲
耕
~
品
四
太
君
→

【
雲
沸
】
540

努
雲
が
わ
き
で
る
。
雲
の
や
う
に
わ
き
あ
【
雲
表
】
550

裳
●
く
も
の
お
も
て
。
く
も
の
そ
と
。
雲

が
る
。
〔
晉
書
、
播
尼
博
〕
浮
偽
波
騰
‘
曲
辮
雲
沸
。
〔
博
の
上
。
雲
外
。
〔
魏
志
、
衝
凱
博
〕
得
―
雲
表
之
露
百
溢
[
-
1

玄
‘
七
膜
〕
金
漿
玉
醒
、
雲
沸
淵
淳
。
玉
屑
↓
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
立
↓
1

修
埜
之
仙
掌
五
承
1

一
雲
表

【
雲
物
】
541

努
●
雲
氣
の
色
。
太
陽
の
ま
は
り
の
雲
氣
之
清
露
↓
〔
陸
機
‘
七
徴
〕
秀
,
,
清
暉
乎
雲
表
-
生
藻
蔭

の
い
ろ
。
〔
周
證
、
春
官
、
保
章
氏
〕
以
1

一
五
雲
之
物
面
竺
之
突
突
↓
〔
杜
甫
、

iz
レ
漢
詩
〕
練
練
峯
上
零
、
織
織
雲
表

吉
凶
水
旱
↓
〔
注
〕
物
、
色
也
、
視
1

一
日
労
雲
氣
之
色
↓
〔
後
寛
。
●
字
琥
°
④
明
、
劉
鴻
(
S
-
2
2
2
4
:
 2
8
1
)

の
字
。
＠

漢
書
‘
章
帝
紀
〕
登
I

―
璽
憂
る
手
雲
物
↓
●
景
色
の
物
。
清
、
張
文
瑞
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
4
8
6
)

の
字
。

〔
杜
甫
、
敬
贈
,
,
鄭
諫
議
1

詩
〕
思
諷
,
,
雲
物
外
五
律
中
鬼
紳
【
雲
標
】
551

祁
雲
の
う
へ
。
〔
杜
審
言
、
蓬
莱
三
殿
侍
レ
宴

驚
。
〔
劉
長
卿
、
送
―
―
雀
虞
士
先
適
＂
越
詩
〕
山
陰
好
1

一
雲
奉
レ
赦
詠
1

一
終
南
山
―
應
制
詩
〕
雲
標
金
醐
逍
‘
樹
秒
玉

痰
此
去
又
春
風
。
〔
趙
蝦
、
長
安
晩
秋
詩
〕
雲
物
凄
涼
堂
懸
゜

扱
曙
流
、
漢
家
宮
闘
動
高
秋
↓
〔
圏
綸
賓
鑑
、
元
朝
〕
【
雲
壁
】
552

芯
雲
を
ま
と
っ
た
断
崖
゜
〔
韓
愈
、
祭
1

一河

霊
元
鎮
‘
云
云
‘
寓
―
―
山
水
雲
物
五
殊
有
―
―
標
致
↓
南
張
員
外
ー
文
〕
委
―
舟
湘
流
一
往
観
―
―
南
嶽
一
雲
壁
渾

〖
墾
雲
物
,
J542
認
ブ
ッ
ヲ
空
の
氣
色
を
見
る
。
〔
孔
融
、
渾
、
弯
林
依
レ
擢
。
〔
朱
逸
‘
懐
素
歌
〕
長
松
老
死
椅
1

一雲

答

虞

翻

書

〕

塁

象

雲

物

五

杢

應

寒

温

↓

壁

涵

霞

相

翻

鵞

溢

鴻

↓

〖
豊
雲
物
J
5
4
3
粒
ッ
，
雲
の
氣
色
や
災
髪
を
記
録
【
雲
璧
]
泣
5
3
清
‘
朱
深
(
6
|1
4
4
2
4
 :
 3
9
8
)

の
字
。

す
る
。
〔
左
氏
、
僭
、
五
〕
凡
分
至
啓
閉
、
必
書
二
雲
物
云
為
レ
【
雲
片
】
553

苫
き
れ
ぎ
れ
の
雲
。
く
も
ぎ
れ
。
〔
劉
馬
錫
、

備
故
也
。
〔
注
〕
雲
物
‘
氣
色
災
髪
也
。
飛
練
瀑
詩
〕
項
枝
曲
不
レ
折
、
雲
片
晴
猶
下
。
〔
貫
休
、
題
l
-

【
雲
苓
】
出
t
ク
清
、
程
恩
澤
(
8
-
2
5
0
8
1
:
 1
6
1
)

の
字
。
令
宣
和
尚
院
―
詩
〕
泉
臀
滝
―
―
臥
椙
一
雲
片
犯
―
―
鑢
香
↓

【
雲
粉
】
545

努
雲
が
こ
な
の
や
う
に
散
る
さ
ま
。
又
、
こ
【
雲
邊
】
554

竺
雲
の
ほ
と
り
。
雲
の
た
な
び
く
あ
た
り
。

な
ぐ
も
。
〔
呉
融
‘
和
n

一
人
題
,
,
武
城
寺
―
詩
〕
半
殿
雲
粉
〔
杜
甫
、
夕
蜂
詩
〕
塞
上
博
光
小
、
雲
邊
落
貼
残
゜
〔
虞

千
竿
竹
、
涌
寺
風
雷
百
尺
泉
。
〔
玉
初
、
雪
霧
詩
〕
星
楡
綸
‘
送
三
吉
中
学
校
書
騎
―
―
楚
州
藷
山
―
詩
〕
林
昏
天
未
レ

葉

葉

萱

離

披

、

雲

粉

干

重

凝

不

レ

飛

。

曙

‘

但

向

,

,

雲
邊
―
去
。
〔
温
庭
笥
‘
蘇
武
廟
詩
〕
雲
邊
雁

【
雲
文
】
546

努
元
‘
挑
雲
(
8
|
6
2
0
2
 :
 4
)

の
初
名
。
断
胡
天
月
、
随
上
羊
欝
塞
草
煙
。

【
雲
陛
】
547

謬
高
い
き
ざ
は
し
。
宮
中
の
き
ざ
は
し
に
【
雲
冤
】
555

裳
隠
者
の
か
ん
む
り
。
〔
陸
機
、
幽
人
賦
〕

い
ふ
。
〔
謝
眺
‘
始
出
1
1

尚
書
省
1

詩
〕
惟
昔
逢
―
―
休
明
工
_
弾
,
,
雲
冤
ー
以
辞
レ
世
、
披
乙
宵
褐
―
而
延
仔
゜

載
朝
,
,
雲
陛
↓
〔
載
叔
倫
、
贈
―
―
司
空
拾
遺
―
詩
〕
侍
臣
何
【
雲
甫
】
5565，
字
琥
。
●
宋
、
信
世
昌
(
1
-
7
0
7
:
 2
6
2
)
 

事
辟
1

一
雲
陛
ご
江
上
弾
レ
冠
見
1

一

雪

花

↓

の

字

。

●

清

、

賀

壽

慈

(
1
0
-
3
6
7
2
5
:
 1
3
5
)

の
字
。

【
雲
屏
】
滋
花

O
雲
を
査
い
た
つ
い
た
て
。
〔
張
協
‘
七
【
雲
浦
]557

竺
字
琥
。
●
明
、
盛
時
泰
(
8ー

2
3
0
0
5
:
 2
1
 

命
〕
雲
屏
爛
汗
‘
壇
璧
青
葱
。
〔
劉
長
卿
、
昭
陽
曲
〕
芙
蓉

3
)

の
琥
。
●
明
、
孟
化
鯉
(
8
|
6
器
0

:
2
9
9
)

の
琥

o.

帳
小
雲
屏
暗
、
楊
柳
風
多
水
殿
涼
。
●
雲
母
で
つ
く
つ
清
、
楊
燥
緯
（
6

|
1
5
1
1
2
 :
 4
9
3
)

の
琥
。

O
清
、
王
茂
森

た
屏
風
。
〔
段
成
式
‘
剣
侠
博
〕
主
人
擁
レ
鹿
‘
逼
為
1

一姫

(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
1
3
2
)

の
琥
゜

僕
二
不
レ
能
,
,
自
死
西
四
且
倫
レ
生
‘
瞼
雖
鉛
華
で
心
頗
鬱
【
雲
舗
】
558

竺
雲
が
出
て
ひ
ろ
が
る
。
〔
庚
信
‘
擬
連
珠
‘

結
、
縦
玉
筋
烹
瞑
、
金
鑢

g漿
、
雲
屏
而
毎
近
1

一
綺
羅
｛
其
十
三
〕
是
以
城
形
月
偲
‘
陣
氣
雲
舗
。

繍
被
而
常
眠
―
―
珠
翠
西
犀
が
所
レ
願
。
●
清
、
誓
大
坤
(
9

【
雲
母
】
559

努
5

き
ら
ら
。
深
山
の
洞
窟
中
に
生
ず
る
懺

-
2
8
7
2
7
 :
 5
7
)

の

琥

。

石

。

火

に

も

燒

け

ず

、

水

に

も

濡

れ

ず

‘

之

を

剥

げ

ば

紙

【
雲
耕
】
549

存
天
女
の
乗
る
牛
車
。
〔
張
説
、
奉
レ
勅
撰
一
の
や
う
に
剥
げ
る
。
雲
英
。
〔
本
草
、
雲
母
〕
繹
名
、
雲
華
、

道
家
―
詩
〕
祗
應
A

謝
『
八
俗
云
軽
學
託
＊
雲
耕
3

〔
顧
況
、
雲
珠
、
雲
英
‘
雲
液
、
雲
砂
、
燐
石
、
時
珍
曰
、
雲
母
以
1

一五

|

|

_

 

雨

部

〔

四

賓

雲

危
立
レ
名
‘
詳
見
―
―
下
文
谷
汝
‘
荊
南
志
云
‘
華
容
方
畳
山

出
1

一
雲
母
一
土
人
候
1

一
雲
所
レ
出
之
慮
一
子
レ
下
掘
取
無
レ

不,,
大
獲
一
有
下
長
五
六
尺
可
レ
為
―
―
屏
風
1

者
5

但
掘
時

忌
レ
作
レ
臀
也
‘
撼
レ
此
、
則
此
石
乃
雲
之
根
‘
故
得
二
雲
母

之
名
而
雲
母
之
根
、
則
陽
起
石
也
、
抱
朴
子
有
』
云
、

服
―
―
雲
母
1

十
年
、
雲
氣
常
覆
―
―
其
上
ご
座
其
母
冨
以
致
1

一

其
子
盃
理
自
然
也
。
〔
三
オ
圏
會
‘
珍
賓
一
、
雲
母
〕
雲
母

生
―
―
泰
山
山
谷
齊
虞
山
及
瑣
邪
北
定
山
石
間
一
今
尭
州

雲
夢
山
及
江
州
濠
州
杭
越
間
亦
有
レ
之
、
生
1

一
土
石
間
{

作
レ
片
成
レ
層
可
レ
析
、
明
滑
光
白
者
為
レ
上
。
〔
太
平
御

覧
‘
珍
賓
七
‘
雲
母
〕
王
建
平
典
術
日
、
雲
母
有
i
丑
至
其

色
青
黒
五
色
乱
文
者
、
名
日
1

一
雲
母
ご
白
而
微
青
、
名
日
―
―

雲
英
ぢ
即
1

一
水
露
黄
白
な
臼
巨
雲
沙
云
青
赤
雑
者
、
名
日
＝

雲
珠
玉
黄
白
而
赤
、
重
厚
、
名
,
,
陽
起
石
る
雲
母
根
也
、
其

中
黒
文
斑
如
レ
錢
、
名
―
―
雲
騰
↓
〔
王
建
‘
題
1

わ
花
子
贈
函
旧

州
陳
判
官
—
詩
〕
賦
如
,
,
雲
母
1

軽
如
5

粉
‘
襲
勝
香
黄
薄

勝
レ
蝉
。

〖
雲
母
幌
〗5

6
0
”
が
沢
雲
母
で
飾
っ
た
お
ほ
ひ
。
雲
母
の

と
ば
り
。
〔
鄭
中
記
〕
泳
井
畳
高
六
十
七
丈
、
上
作
1

一銅

鳳
窟
函
日
銅
籠
疏
雲
母
幌
、
日
之
初
出
、
流
光
昭
耀
゜

〖
雲
母
埃
〗5
6
1
”
名
林
忠
の
琥
。
林
羅
山
(
eー
1
4
5
5
1:
 

4
4
4
)
を
見
よ
。

〖
雲
母
谷]
5
6
2

竺
姓
氏
。
〔
姓
名
録
抄
〕
。

〖
雲
母
車
〗5

6
3
苓
モ
雲
母
で
飾
っ
た
車
。
王
公
に
賜
ふ
。

臣
下
は
乗
る
こ
と
を
得
ず
。
〔
晉
書
、
輿
服
志
〕
雲
母
車

以
1

一
雲
母
1

飾↓
1

憤
車
一
臣
下
不
レ
得
レ
乗
、
以
賜
ー
ー
王
公
一

耳
。
〔
資
治
通
鑑
‘
晉
紀
〕
（
孝
武
帝
、
太
元
八
年
）
獲
―
―
秦
王

堅
所
レ
乗
雲
母
車
↓

〖
雲
母
泉
〗5

6
4
竺
モ
泉
の
名
。
湖
南
省
華
容
縣
の
東
南
‘

墨
山
の
下
。
〔
李
華
‘
雲
母
泉
詩
序
〕
洞
庭
湖
西
玄
山
‘
俗

謂
乏
墨
世
山
南
有
―
―
佛
寺
五
寺
椅
ふ
塩
烹
松
嶺
下
有
1

一

雲
母
泉
写
ム
云
‘
自
1

一
墨
山
ー
西
北
至
土
臼
只
東
南
至
ー
東

累
廣
輪
二
十
里
‘
主
茫
竺
雲
世
云
云
‘
郷
人
多
―
―
壽
考
↓

〖
雲
母
扇]
5
6
5
5

汐
モ
雲
母
を
摺
込
ん
だ
と
び
ら
。
〔
呉

均
、
贈
―
―
任
黄
門
一
詩
〕
経
,
,
過
雲
母
扇
「
出
,
,
人
千
門
扉
↓

〖
雲
母
竹
〗5

6
6
”
”
モ
竹
の
一
種
。
〔
廣
志
〕
雲
母
竹
、
大
竹

也
。
〔
梁
簡
文
帝
、
大
愛
敬
寺
刹
下
銘
序
〕
清
風
窃
蕩
‘

散
雲
母
之
竹
↓

〖
雲
母
殿
〗5

6
7
竺
モ
雲
母
で
飾
っ
た
御
殿
。
〔
章
孝
標
、

覧
樗
校
書
文
査
詩
〕
紅
錦
晩
開
雲
母
殿
、
白
珠
秋
腐

水
精
盤
。

〖
雲
母
坂]
5
6
8

”
’
山
城
國
に
在
る
坂
。

〖
雲
母
粉
〗5

6
9
努
モ
雲
母
の
粉
末
。
〔
白
居
易
、
宿
―
―
簡
寂

観
詩
〕
何
以
療
1

一
夜
飢
二
匙
雲
母
粉
゜
〔
高
啓
‘
戯
嬰

圏
詩
〕
塗
添
―
―
雲
母
粉
函
9

試
1

一
水
沈
湯
↓

〖
雲
母
屏
〗5

7
0
謬
モ
雲
母
で
作
っ
た
屏
風
。
瑣
堺
代
酔

編
硲
二
十
一
に
見
ゆ
。
〔
漢
書
、
王
非
偉
中
〕
常
騎
雲
母

匠

面

非
1
1

親
近
―
莫
レ
得
レ
見
也
。
〔
杜
甫
‘
奉
t

一
酬
辞
十

二
丈
判
官
見
＂
贈
詩
〕
志
在

11

麒
麟
閣
と
密
心
雲
母
屏
↓

〖
雲
母
輿
〗5
7
1
5
ン
モ
雲
母
を
塗
り
こ
め
た
輿
゜
〔
晉
書
‘

張
方
博
〕
方
自
帥
一
萬
騎
一
奉
―
―
雲
母
輿
及
施
旗
之
飾
一

衛
レ
ー
帝
而
進
。

〖
雲
母
屏
風
〗5

7
2
忠
勾
雲
母
で
飾
っ
た
屏
風
。
〔
後
漢

書
、
鄭
弘
博
〕
遂
聴
置
含
母
屏
風
ぶ
g
隔
其
間
↓
〔
注
〕

但
雲
母
―
飾
―
―
屏
風
也
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
趙
飛
鷲
為
―
―

皇
后
ご
其
女
弟
在
―
―
昭
陽
殿
五
翌
飛
鵞
書
一
日
、
今
日
嘉

辰
‘
貴
姉
懲
贋
洪
冊
云
謹
上
一
窟
三
十
五
條
詞
5

陳
踊

躍
之
心
二
云
云
‘
雲
母
屏
風
。
〔
蒙
求
‘
亮
捗
隔
坐
〕
呉
録
‘

紀
捗
‘
字
子
上
‘
丹
陽
人
、
呉
主
孫
休
時
‘
其
父
亮
為
1

一尚

責
而
捗
為
1

一
中
書
令
ご
毎
ー
ー
朝
會
盃
忠
竪
屏
風
五
守
其

坐
五
藷
注
、
引
1

一
宣
城
記
―
云
‘
隔
以
二
雲
母
屏
風
↓

〖
服
―
―
雲
母
1猥
仙
]
巴
g
”
”9
テ
衛
叔
卿
が
雲
母

を
服
し
て
仙
人
と
な
っ
た
故
事
。
〔
祠
仙
博
、
八
、
衛
叔

卿
〕
衛
叔
卿
者
中
山
人
也
、
服
1
1

雲
母
ー
得
レ
仙
、
漢
元
封

二
年
八
月
壬
辰
、
孝
武
皇
帝
間
―
―
居
殿
上
石
忽
有
11

一人一

乗
二
雲
車
ご
駕
1

一
白
鹿
ぶ
茫
天
而
下
、
来
集
―
―
殿
前
ぢ
其
人

年
可
乞
一
十
許
五
色
如
甑
子
云
利
衣
星
冠
、
—
帝
乃
驚
問
日

為
レ
誰
‘
答
曰
‘
吾
中
山
衛
叔
卿
也
。
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀

本
、
下
‘
繹
道
鬼
神
〕
衛
叔
卿
‘
服
―
―
雲
母
―
而
得
レ
仙
゜

【
雲
砥
】
574

竺
薬
石
の
名
。
〔
集
韻
〕
砥
‘
雲
砥
‘
葉
石
。

【
雲
封
】
575

約
雲
に
と
ざ
さ
れ
る
こ
と
。
雲
鎮
。
〔
趙
冬

疇
、
飲
レ
酎
用
レ
築
賦
〕
銅
駐
月
冷
、
金
門
雲
封
。

【
雲
峯
】
576

籾
〇
雲
が
か
か
つ
て
ゐ
る
高
い
み
ね
。
雲

峰
。
〔
唐
中
宗
、
石
涼
詩
〕
霞
衣
霞
錦
千
般
状
、
雲
峯
雲

袖
百
重
生
。
〔
張
説
、
清
遠
江
峡
山
寺
詩
〕
雲
峯
吐
月

白
、
石
壁
淡
煙
紅
゜
〔
王
維
、
過
―
―
香
積
寺
―
詩
〕
不
レ
知
香

積
寺
、
敷
里
入
1

一
雲
峰
↓
●
夏
の
空
に
雲
が
た
ち
こ
め

て
峯
の
や
う
に
見
え
る
の
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
、
封
レ
雨
書
レ

7
 
2
 
6
 

懐
詩
〕
東
岳
雲
峯
起
‘
溶
溶
涌
11

太
虚
↓
〔
車
元
旦
、
興
慶

池
侍
レ
宴
應
制
詩
〕
雲
峯
四
起
迎
U
編
虫
水
樹
干
重
入
↓
ー

12
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御
延
↓
〇
字
琥
゜
①
唐
、
許
天
正
（
1
0ー

3
5
2
9
8
:
 3
6
7
)

の

琥
°
＠
明
、
従
龍
(
4
ー

1
0
1
5
2
:
 2
1
9
)

の

0
の
字
。

〖
雲
峯
館
〗5

7
7
切
喝
清
‘
禽
正
愛

(
1
-
1
4
3
7

:
 1
1
4
)

の

室
名
。

〖
雲
峯
集
〗5

7
8
約
ポ
ゥ
書
名
。
＋
巻
。
元
、
胡
柄
文
撰
゜
〔
四

庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

〖
雲
峯
散
人
〗5

7
9
ブ
焚
宋
、
夏
元
鼎

(
O
O
ー

5
7
2
0:
 3
0
 

6
)

の
琥
゜

〖
雲
峯
先
生
〗5
8
0
5
丘

O
元
、
胡
一
桂
(
9
-
2
9
4
0
0

:
 

3
9
8
)

の

O
の
琥
。
〔
元
史
、
儒
學
一
、
胡
一
桂
博
〕
一
桂

年
十
八
‘
遂
領
―
―
郷
薦
二
試
印
四
部
示
r
レ
第
‘
退
而
講
レ
學
‘

遠
近
師
レ
之
‘
琥
―
―
雙
湖
先
生
了
広
云
‘
稲
―
―
雲
峯
先
生
一

〇
冗
‘
胡
柄
文
（
9
ー

2
9
4
0
0
:
 6
1
5
)

の
尊
紐
゜

【
雲
崩
】
581

翌
く
も
が
く
づ
れ
る
。
水
勢
の
激
し
い
喩
°

〔
皮
日
休
、
釣
侶
詩
〕
巌
陵
灘
勢
似
―
―
雲
崩
一
釣
具
蹄
来

放
右
尻

【
雲
棚
]582

切
兵
車
の
一
種
。
や
ぐ
ら
の
あ
る
高
い
車
。

〔
沈
約
‘
齊
司
空
柳
世
隆
行
状
〕
噌
レ
櫓
乗
レ
婢
‘
巌
レ
衝

駕
レ
雉
、
雲
棚
俯
レ
闘
、
地
穴
斜
通
。
〔
唐
書
‘
堵
遂
良
博
〕

但
遣
ニ
ニ
恨
将
五
2
鋭
兵
十
萬
‘
翔
権
雲
硼
こ
唾
レ
手

可
レ
取
。

【
雲
鵬
】
583

訂
●
大
鵬
‘
鳳
鳥
を
い
ふ
。
〔
玉
勃
‘
浮
恵

寺
碑
〕
燭
龍
餡
レ
景
、
避
五
秤
口

f
幽
都
ご
雲
鵬
敏
レ
翼
‘

候
臼
風
子
晏
海
↓
〇
遠
く
に
行
く
喩
。
〔
紫
薇
詩
話
〕

張
先
生
子
厚
‘
輿
1

一
従
祗
子
進
一
同
年
進
士
也
‘
張
先
生

自
―
―
登
科
不
二
復
仕
ぢ
伊
砒
陵
ぶ
杞
聖
中
、
従
祖
自
1

一中

書
含
人
ー
出
知
睦
州
子
厚
小
舟
相
送
散
程
、
別
後
寄
レ

詩
云
、
繭
鵜
雲
鵬
各
有
レ
程
‘
匁
匁
相
別
未
レ
U
炉
情
‘
恨

君
不
下
在
―
―
蓬
籠
底
面
ハ
聴
•
癖
蒲
夜
雨
臀

J
o
O

【
雲
茅
】
584

梵
く
も
と
き
り
。
雲
霧
゜
〔
唐
書
‘
劉
文
静

等
博
賛
〕
應
龍
之
翔
、
雲
茅
浴
然
而
従
、
震
風
薄
怒
‘
萬

空
不
レ
約
而
琥
、
物
有
一
自
然
相
動
五
九

【
雲
夢
】
585
か

5

0山
名
。
映
西
省
褒
城
縣
の
西
北
。

O
古

の
藪
澤
の
名
。
湖
北
省
安
陸
縣
の
南
。
も
と
二
澤
、
合
梢

し
て
雲
夢
と
い
ふ
。
後
悉
く
邑
居
緊
落
と
な
る
。
五
説

あ
り
。
④
江
南
に
あ
り
と
す
る
説
。
〔
書
‘
萬
貢
〕
雲
土
夢

作
レ
又
゜
〔
博
〕
雲
夢
之
澤
在
一

iI
南
西
）
江
の
南
北
に
跨
る

と
す
る
説
。
〔
書
‘
黒
貢
‘
雲
土
夢
作
レ
又
‘
疏
〕
司
馬
相
如

子
虚
賦
云
‘
雲
夢
者
方
八
九
百
里
‘
此
澤
跨
―

-iI
南
北
芦
母

慮
名
存
焉
‘
云
云
‘
亦
得
西
早
梢
レ
雲
箪
楢
孟
夢
。
〔
萩
博
〕
雲

夢
方
八
九
百
里
‘
跨
―
―
江
南
北
盃
華
容
・
枝
江
•
江
夏
・
安

陸
‘
皆
其
地
也
。
◎
雲
は
江
北
‘
夢
は
江
南
に
在
り
と
す

る
説
。
金
履
詳
の
尚
書
も
同
じ
。
〔
夢
淫
筆
談
‘
辮
證
二
〕

藷
尚
書
品
貢
云
‘
雲
夢
土
作
レ
又
、
太
宗
皇
帝
時
得
土
ロ

本
尚
書
面
作
1

一
雲
土
夢
作
＞
又
‘
詔
改
二
馬
貢
盗
塁
古
本

:T

按
‘
孔
安
國
注
‘
雲
夢
之
澤
在
江
南
云
_
>
然
也
‘
撮
左

楓
呉
人
入
レ
郡
、
楚
子
渉
レ
唯
滑
レ
江
、
入
,
,
千
雲
中
ご
王

寝
盗
攻
5

之
、
以
レ
オ
撃
レ
王
、
王
奔
レ
郎
、
楚
子
自
レ
郡
西

走
渉
レ
唯
、
則
嘗
レ
出
―
―
干
江
南
一
其
後
渉
レ
江
入
二
子
雲

中
ご
遂
奔
レ
郎
、
郎
則
今
之
安
州
、
渉
レ
江
而
後
至
レ
牽
―
=
‘

入
レ
雲
、
然
後
至
レ
郎
、

QlJ雲
在
,
,
江
北
一
也
、
左
傭
日
、
鄭

伯
如
レ
楚
、
王
以
田
1

一
江
南
之
夢
↓
杜
預
注
云
‘
楚
之
雲

夢
‘
跨
,
,
江
南
｛
北
日
江
南
之
夢
ご
則
雲
在
二
江
北
一
明

矢
、
元
豊
中
‘
予
自
―
―
随
州
玉
担
安
陸
；
全
子
漢
口
玉
有
―
―

景
陵
王
簿
郭
思
者
ぶ
庇
言
―
―
漢
洒
間
地
理
工
亦
以
謂
‘
江

南
為
レ
夢
‘
江
北
為
レ
雲
‘
予
以
l

―
左
博
―
瞼
レ
之
、
思
之
説

信
然
、
江
南
削
今
之
公
安
・
石
首
・
建
寧
等
縣
、
江
北
則

玉
沙
・
監
利
・
景
陵
等
縣
、
乃
水
之
所
レ
委
、
其
地
最
下
‘

江
南
二
浙
、
水
出
梢
高
、
方
土
而
夢
已
作
レ
又
芙
、
此
古

本
之
為
レ
允
也
。
◎
雲
は
江
南
‘
夢
は
江
北
に
在
り
と
す

る
説
。
〔
胡
渭
‘
馬
貢
錐
指
〕
杜
元
凱
注
―
―
夢
中
―
云
、
夢
、

澤
名
、
江
夏
安
陸
縣
東
南
有
1

一
雲
夢
城
盆
則
夢
在
―
―
江
北
↓

注
1一
雲
中
—
云
、
入
→
―
雲
夢
澤
中
盃
温
碩
江
南
之
夢
―
本
‘
楚

之
雲
夢
‘
跨
―
―
江
南
北
ぶ
則
南
雲
北
夢
‘
箪
稽
合
梢
、
無
二

所
不
＞
可
‘
蓋
雲
夢
跨
レ
川
互
レ
阻
‘
兼
芭
勢
廣
、
東
至
1
-
i

斬

州
盃
芸
主
枝
江
面
小
山
以
南
、
青
草
以
北
‘
皆
為
―
―
雲
夢
一

⑮
洞
庭
湖
の
南
に
あ
り
と
す
る
説
。
〔
爾
雅
‘
秤
地
〕
楚

有
"
雲
夢
↓
〔
注
〕
（
雲
夢
）
今
南
郡
華
容
縣
東
南
巴
丘
湖
、

是
也
。
〔
焦
循
、
馬
貢
鄭
注
秤
〕
巴
丘
湖
即
宵
草
湖
‘
今
在
ニ

洞
庭
湖
之
南
涵
漢
之
雲
夢
在
レ
此
、
楚
之
雲
夢
不
二
専
在
＞

此
、
漢
以
レ
此
為
↓
―
雲
夢
五
故
洞
庭
之
名
不
レ
見
,
,
於
漢
云
〇

縣
名
。
西
魏
‘
謹
く
。
湖
北
省
孝
感
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
湖
廣
、
徳
安
府
〕
雲
夢
縣
、
漢
安
陸
縣
地
‘
屡
ニ

江
夏
郡
ご
四
魏
大
統
十
六
年
、
於
―
―
雲
夢
古
城
』

9
縣、

因
以
裕
名
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖
北
、
徳
安
府
‘
縣

四
、
雲
夢
。
R
越
智
正
珪
の
鑢
越
知
雲
夢
(
1
0ー

3
7
U
O

:
 1
1
0
)

を
見
よ
。

〖
雲
夢
柚
〗5

8
6
認
ポ
？
雲
夢
に
産
す
る
文
旦
゜
〔
呂
覧
、

本
味
〕
果
之
美
者
、
云
云
、
江
浦
之
橘
‘
雲
夢
之
柚
、
漢
上

石
耳
、
所
二
以
致
:
之
゜

〖
呑
雲
夢
八
九
―
〗5

8
7
⑫
悶
り
ム
極
め
て
胸
中
の
廣
い

こ
と
を
い
ふ
。
雲
夢
は
楚
の
大
澤
の
名
。
方
九
百
里
あ

る
と
い
ふ
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
秋
田
―
―
乎
胃
丘
な
切
二

復
乎
海
外
↓
呑
L
空
雲
夢
―
者
八
九
い
於
,
,
其
胸
中
一
曾

不
―
―
栢
芥
↓

【
雲
臀
】
588

的
澤
の
名
。
雲
夢
(
5
8
5
)

に
同
じ
。
〔
周
橙
‘

夏
官
‘
職
方
氏
〕
正
南
日
―
―
荊
州
「
云
云
‘
其
澤
藪
曰
元
―
[

覺
【
雲
奔
】
589

竺
雲
が
奔
る
。
馬
が
馳
せ
る
こ
と
に
い
ふ
。

〔
宋
史
、
宋
祁
博
〕
夫
雲
奔
腿
馳
、
抄
後
掠
―
―
前
馬
之
長
―

也
。
〔
柳
宗
元
‘
興
州
江
運
記
〕
雷
騰
雲
奔
‘
百
里
一
瞬
゜

【
雲
翻
】
590

竺
く
も
が
ひ
る
が
へ
る
。
〔
慮
綸
、
蒲
常
侍

疱
柏
亭
歌
〕
雲
翻
浪
捲
不
レ
可
レ
識
‘
鳥
獣
成
レ
形
花
倒
植
。

〖
雲
翻
雨
覆
〗5

9
1
”
迄
／
男
女
の
歓
愛
と
人
情
の
翻
覆

と
を
兼
ね
て
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
貧
交
行
〕
繰
レ
手
作
レ
雲
覆
レ

手
雨
‘
紛
紛
軽
薄
何
須
レ
散
‘
君
不
レ
見
管
飽
貧
時
交
‘
此

道
今
人
棄
如
レ
土
。
〔
長
生
殿
‘
傍
既
〕
宮
韓
事
、
費
乞
女

排
一
雲
鰈
和
雨
覆
↓
驀
地
間
陽
壼
↓

【
雲
帳
]
碑
夕
雲
の
や
う
な
ま
く
。
長
い
ま
ん
ま
く
。

〔
杜
甫
、
西
閣
雨
望
詩
〕
棲
雨
霜
―
雲
帳
「
山
寒
著
"
水
城
↓

〔
獣
陽
脩
‘
漁
家
傲
‘
其
十
五
〕
乞
巧
棲
頭
雲
帳
巻
‘
浮
花

催
洗
巌
粧
面
。

【
雲
涌
】
59377"

明
の
人
。
張
清
雅
の
僕
。
清
雅
父
子
が
賊

に
殺
害
さ
れ
た
時
‘
雨
棺
を
具
へ
て
敏
め
、
食
は
ず
に

死
ぬ
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
七
〕
。

【
雲
蔓
]
5
9
4
7
7
"

雲
の
や
う
に
つ
ら
な
る
こ
と
。
〔
張
衡
‘

西
京
賦
〕
長
廊
廣
庶
‘
連
閣
雲
蔓
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
萩
蒲

雲
蔓
‘
櫻
以
1

一
蘭
紅
↓

【
雲
密
]596

辺

清

、

劉

若

金
(
2
|
2
2
2
4
 :
 1
0
3
8
)

の
字
。

【
雲
脈
】
5
9
6
g
ク
雲
の
つ
づ
き
。

【
雲
霧
]597

竺
〇
く
も
と
き
り
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
虹
蜆

也
、
雲
霧
也
。
〔
韓
非
子
‘
難
勢
〕
飛
龍
乗
レ
雲
、
謄
蛇
遊
レ

霧
吾
不
下
整
龍
蛇
露
已
小
レ
枇
於
雲
霧
之
勢
也
。

〔
楚
辞
‘
巌
忌
‘
哀
時
命
〕
浮
―
―
雲
霧
一
而
入
に
異
分
。
〔
慮

謳
、
贈
面
温
詩
〕
中
原
属
迅
腿
m

山
阿
起
1

一
雲
霧
↓
〔
晉

書
、
築
廣
博
〕
若
下
披
,
,雲
霧
1
而
親
•
青
天
上
也
。
〔
白
居

易
、
秋
日
懐
二
杓
直
1

詩
〕
涌
賜
卑
ハ
―
―
洛
陽
「
相
望
空
元
―
K

霧↓

0
山
名
。
①
湖
北
省
薪
春
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
湖
廣
、
黄
州
府
、
斬
州
〕
雲
霧
山
‘
州
北
七
十
里
‘

山
高
盗
‘
i

号
有
"
雲
霧
↓
＠
雲
際
山
の
一
名
。
◎
雲
浮
山

2
 

の
こ
と
。
＠
貴
州
省
貴
定
縣
の
南
、
都
句
縣
の
西
。
山
峯

8

が
高
く
雲
霧
の
間
に
入
る
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
烏
・
況
・

26

盤
―
―
江
の
分
水
嶺
と
な
る
。

1

〖
雲
霧
茶
〗5

9
8
月
茶
の
一
種
。
高
峯
で
常
に
雲
霧
の

間
に
あ
る
か
ら
名
づ
く
。
秋
冬
大
風
後
‘
落
菓
を
拾
つ

て
用
ひ
る
。

〖
雲
霧
鳥
〗5

9
9
詑
ム
鳥
の
名
。
〔
憂
濁
志
略
〕
宿
霧
國
有
レ

鳥
名
雲
霧
元
羽
五
采
、
豊
宿
↓
一
高
峯
雲
霧
中
一
故
其
國

多
宿
霧
↓

〖
如
レ
坐
―
―
雲
霧
―
〗

6
0
0
空
f
k
-
[
ザ
ス
ル
ど
う
し
て
よ
い
か
判

断
の
つ
か
な
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
或

因
豪
世
餘
紐
得
1

二
階
半
級
云
ば
謂
為
レ
足
、
安
能
自

苦
、
及
レ
有
ー
吉
凶
大
事
ニ
議
論
得
失
、
蒙
然
張
レ
ロ
、
如
レ

坐
雲
霧
↓

〖
堕
―
―
雲
霧
中
-
]
6
0
1

”
ム
ノ
ウ
チ
―
ー
ま
よ
は
さ
れ
る
こ
と

を
い
ふ
。
人
の
議
論
の
俗
放
れ
し
て
蹄
す
る
所
を
知

ら
な
い
喩
゜
〔
世
説
新
語
、
賞
誉
〕
王
仲
祗
•
劉
箕
長
、
造

l
­

殷
中
軍
―
談
‘
談
党
倶
載
去
‘
劉
謂
レ
王
日
、
淵
源
慎
可
‘

王
日
‘
卿
故
堕
―
―
其
雲
霧
中
↓

〖
披
雲
霧
硯
青
天
―
〗
g
杓
昇
サ
明
白
な
形

容
。
〔
晉
書
、
築
廣
債
〕
（
衛
瑞
）
見
レ
廣
而
奇
レ
之
曰
‘
云

云
‘
此
人
之
水
鏡
、
見
レ
之
埜
然
、
若
T

披
―
―
雲
霧
―
而
観
・

青
天
む
曳

【
雲
瞑
】
603

⑰
雲
が
空
を
蔽
つ
て
暗
い
こ
と
。
〔
庚
信
‘

周
大
将
軍
襄
城
公
鄭
偉
墓
誌
銘
〕
隈
昏
雲
瞑
‘
山
深
路

晩
゜
〔
僧
善
住
‘
寄
―
―
中
峯
長
老
―
詩
〕
雲
瞑
鶴
蹄
急
、
山

深
月
到
遅
。

【
雲
門
】
604

竺
〇
築
曲
の
名
。
黄
帝
が
作
っ
た
と
い
ふ
。

後
、
唐
の
元
結
が
其
の
名
を
採
つ
て
架
歌
を
補
っ
た
。

〔
周
幡
‘
春
官
、
大
司
架
〕
以
盃
禾
舞
幼
ぞ
國
子
舞
二
雲

門
・
大
巻
•
大
咸
・
大
替
・
大
夏
・
大
漫
・
大
武
→
〔
注
〕
此
周

所
レ
存
六
代
之
築
、
黄
帝
日
―
―
雲
門
大
巻
↓
黄
帝
能
成
レ

名
‘
萬
物
以
明
‘
民
共
レ
財
‘
言
‘
其
徳
如
な
―
芍
之
所
＞
出
、

民
得
以
有
族
類
↓
〔
班
固
‘
典
引
〕
詠
元
霊
い
者
難
レ
為
レ

昔
、
観
醗
和
者
難
レ
為
診
。
●
雲
の
出
る
門
。
〔
左
思
、

蜀
都
賦
〕
指
渠
旦
以
為
雲
門
玉
竺
泥
池
而
為
陸

澤
一
〔
注
〕
善
日
‘
鄭
玄
周
證
注
曰
、
黄
帝
架
日
愈
門
一
言

黄
帝
之
徳
‘
如
雲
之
出
＞
門
也
、
然
此
唯
取
雲
門
之

名
禾
＇
レ
取
レ
柴
也
。

O
雲
陽
縣
の
門
。
〔
班
彪
、
北
征
賦
〕

歴
雲
門
而
反
顧
、
望
通
天
之
崇
崇
↓
〔
注
〕
善
日
‘
雲
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雨

部

〔
四
豊
〕

雲

圏
三
字
祠
（
1
-
1
2
:
 6
7
 

門
、
即
雲
陽
縣
門
也
。

0
山
名
。
④
山
東
省
盆
都
縣
の

南
。
〔
齊
乗
〕
雲
門
山
、
上
方
琥
-
1

大
学
烹
頂
有
1

蒲
苓
公
如
レ

門
‘
可
な
合
1

一
百
餘
人
云
遠
望
如
二
懸
鏡
↓
＠
浙
江
省
紹
興

縣
の
南
。
又
、
東
山
と
い
ふ
。
齊
の
永
明
中
、
何
子
季
、
此

虞
に
還
り
隠
居
教
授
す
。
山
に
雲
門
寺
あ
り
、
晉
の
安

帝
の
時
‘
建
つ
。
僧
智
永
、
此
虞
に
居
る
こ
と
三
十
年
。

山
上
の
雲
門
寺
は
‘
五
代
の
南
漢
の
時
、
文
慨
祠
師
、
此

虞
に
居
り
、
大
覺
寺
と
い
ふ
。
其
の
宗
派
を
雲
門
宗
と

い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
紹
興
府
、
會
稽
縣
〕
雲

門
山
、
府
南
三
十
里
、
亦
謂
二
之
東
山
盃
齊
永
明
中
、
何
允

圭
國
子
祭
酒

n翌
東
山
ニ
隠
居
教
授
、
梁
天
監
四
年
、

塁
學
生
五
竺
雲
門
面
炉
允
受
レ
業
‘
是
也
。
◎
廣
東
省
乳

源
縣
の
東
北
oli代
の
時
、
文
櫃
祠
師
が
此
虞
に
居
り
、

光
泰
寺
を
建
て
た
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
東
‘
詔
州
府
、

乳
源
縣
〕
雲
門
山
‘
縣
東
北
十
里
、
盤
碍
高
峻
‘
常
興
1

一雲

霧
↓
●
字
琥
°
④
清
、
何
浚
漢
(
1ー

5
1
1
:
 3
8
0
)

の
字
゜
＠

清
、
金
膿
鼠
(
1
1
ー

4
0
1
5
2
:
 1
4
1
3
)

の
字
°
◎
清
、
黄
登

顔
(
1
2
1
 4
7
9
2
6
 :
 1
2
7
1
)

の
字
。
c
清
、
桂
複
(
8
-
1
4
7
5

5

:

 1
1
3
)

の
0
の
琥
゜
R
清
、
朱
昌
詐
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 8
3
 

4
)

の
琥
。

8
清
、
李
漬
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 2
5
1
)

の
字
。
R
増

野
有
原
の
琥
。
増
野
雲
門
(
8
|
5
4
5
4
 :
 1
4
3
)

を
見
よ
。

〖
雲
門
宗
〗6

0
5
ゲ
芍
圃
輝
宗
五
家
七
宗
の
一
。
其
の
開

祗
と
も
い
ふ
べ
き
後
唐
の
文
恨
輝
師
が
詔
州
雲
門
山

に
住
し
て
ゐ
た
か
ら
い
ふ
。
こ
の
宗
は
宋
代
に
は
臨
清

と
並
ぴ
榮
え
た
が
、
元
代
に
い
た
つ
て
亡
び
た
。
〔
稽
古

録
‘
三
〕
師
嗣
二
零
峯
存
祠
師
芸
誌
享
徳
山
窒
£
需
嗣
1

一龍

澤
信
祠
師
ご
師
之
法
、
道
世
宗
↓
仰
仰
之
ご
日
レ
之
曰
1

一
雲
門

宗↓
〖
雲
門
僧
]
6
0
6

焚
ソ
，
ウ
●
明
の
人
。
建
文
遜
國
の
後
、
會

稽
に
隠
棲
し
、
舟
を
認
べ
て
詩
を
賦
し
、
欝
れ
ば
之
を

焚
く
。
〔
明
史
、
一
百
四
十
三
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
、
十

六
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
、
十

二
〕
．
〔
明
書
、
一
百
四
十
二
〕
・
〔
遜
國
諸
臣
録
‘
一
百
五

十
八
〕
゜
●
清
、
陳
洪
綬
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 8
6
2
)
を
い
ふ
。

〖
雲
門
遺
老
〗6
0
7
5
裟
ノ
明
、
張
紳

(
4
-
9
8
1
2

:
 4
4
5
)
 

の

●

の

琥

。

「

0
1
)

の
琥
。

〖
雲
門
外
史
]
姻
努g

清
、
郭
敏
盤(
1
1
-
3
9
4
7
4

:

4

 

〖
雲
門
山
樵]
6
0
9
t

裟
5

明
、
張
紳

(
4
|9
8
1
2
 :
 4
4
5
)
 

の
●
の
琥
。

〖
雲
門
三
字
禰
〗61

0
竺
べ
牙

清
、
顧
苓
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 2
0
 

0
)

に
同
じ
。

【
雲
野
】
6
1
1
t

ノ
明
、
黎
民
衷
(
1
2
|
 4
7
器
4

:

1
2
5
)

の
琥
゜

【
雲
陽
】
612

競
●
山
中
の
樹
の
精
。
〔
抱
朴
子
、
登
渉
〕

山
中
有
天
樹
面
g
能
語
者
盆
竺
樹
能
謡
也
、
其
精
名

曰
雲
陽
涵
・
レ
之
則
吉
。
〔
法
苑
珠
林
〕
山
中
樹
能
人
語

者
、
非
1

一
樹
能
語
者
一
也
、
其
精
為
レ
之
、
名
曰
雲
陽
↓
●

古
の
地
名
。
少
臭
金
天
氏
が
死
ん
で
雲
陽
に
葬
ら
れ
‘
因

つ
て
雲
陽
氏
と
琥
し
た
。
今
の
山
東
省
曲
阜
縣
゜
〔
帝
王

世
紀
〕
゜
●
縣
名
。
④
漢
、
置
く
。
秦
の
邑
。
故
城
は
陳
西

省
淳
化
縣
の
西
北
。
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
三
十
五
年
‘
除
レ

道
道
1
1

九
原
盃
墜
雲
陽
h
云
云
‘
因
徒
三
二
萬
家
麗
邑
‘
五

萬
家
雲
陽
↓
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
（
太
始
元
年
）
徒
1

一
郡
國
吏

民
豪
傑
於
茂
陵
雲
陽
一
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
左
渇
硼
、
縣

二
十
四
、
雲
陽
。
＠
三
國
呉
‘
置
く
。
戦
國
の
楚
の
邑
。
故

治
は
江
蘇
省
丹
陽
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
鎮
江

府
〕
丹
陽
縣
、
本
楚
之
雲
陽
邑
‘
云
云
、
後
漢
闇
-
1

呉
郡
ざ
一

國
呉
復
日
―
―
雲
陽
縣
↓
◎
後
魏
‘
置
く
。
故
治
は
山
西
省
祁

連
縣
の
東
。
R
後
魏
、
置
く
。
河
南
省
舞
陽
縣
の
地
。
R

後
魏
、
置
く
。
故
城
は
陳
西
省
涅
陽
縣
の
北
。

8
明、

置
く
。
四
川
省
奉
節
縣
の
西
。
縣
城
は
長
江
の
北
岸
に

瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
雙
州
府
〕
雲
陽
縣
、

漢
胸
認
縣
地
、
層
1
1

巴
郡
ご
ち

z
、
明
洪
武
七
年
、
改
レ

州
為
レ
縣
゜
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
、
雙
州
府
、
縣
六
、

雲
陽
゜
R
堡
の
名
。
明
、
置
く
。
山
西
省
左
雲
縣
の
西
北
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同
府
‘
附
見
〕
雲
陽
堡
、
在
1
1

左
衛
西
北
二
十
里
ぶ
竺
破
狐
南
北
之
衝
ご
嘉
靖
二
十
七

年
築
‘
萬
暦
二
十
四
年
増
修
、
周
一
里
有
奇
゜
●
戯
曲
の

中
で
刑
を
行
ふ
場
所
を
雲
陽
と
い
っ
た
。
〔
元
曲
‘
趙
氏

孤
兒
〕
他
平
白
地
使
1

一
機
謀
云
び
俺
雲
陽
市
斬
首
。
〔
元

曲
、
伍
員
吹
籠
〕
向
―
―
雲
陽
亘
＇
壌
1

一
了
俺
的
家
族
ょ
●
明
、

注
道
亨
(
6
-
1
7
1
5
4
:
 3
0
1
)

の
字
。

〖
雲
陽
集
〗6
1
3
祁
ヤ
ウ
書
名
。
＋
巻
。
元
、
李
祈
撰
。
其

の
詩
は
括
雅
春
容
、
自
ら
節
奏
に
合
す
。
文
亦
た
雅

潔
。
此
の
本
は
其
の
五
世
の
従
孫
東
陽
の
編
す
る
所
。

康
熙
中
、
僧
大
油
其
の
集
を
剛
つ
て
四
巻
と
為
す
。
〔
四

庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
〕
。

〖
雲
陽
場
〗6

1
4
悶
窃
製
璧
場
の
名
。
四
川
省
雲
陽
縣

の
東
北
。

〖
雲
陽
草
堂
〗61

5
虎
閤

5
)

の
室
名
。

【
雲
朕
】
6
1
6
t
ン
茶
の
異
名
。
雲
脚
。
雲
華
゜
〔
皮
日
休
、
名
づ
け
ら
る
。
雲
嗽
(
7
4
)

に
同
じ
。
〔
皇
朝
文
猷
通
考
、

青
猛
子
詩
〕
味
似
1

一
雲
朕
美
一
形
如
↓
1

玉
脳
圃
↓
〔
黄
庭
架
考
‘
築
器
、
金
之
腸
‘
雲
鍾
〕
律
呂
正
義
後
編
日
、
雲
鍾

堅
、
雙
井
茶
送
"
子
瞭
1

詩
〕
我
家
江
南
摘
―
―
雲
朕
五
落
殖
以
レ
銅
為
レ
之
、
十
面
共
二
木
架
玉
下
右
為
―
―
上
字
面
厚
二

霜

罪

雪

不

レ

如

。

麓

五

奄

二

絲

‘

應

1

一
姑
洗
之
律
玉
下
中
為
1

尺
字
面
厚
二
麓

〖
雲
朕
山
房
〗6

1
7
努
守
清
、
何
浚
漢

(
1ー
5
1
1:
 3
8
0
)

八
奄
四
絲
、
應
襄
賓
之
律
↓
〔
清
會
典
〕
以
ー
小
銅
鑓
十

の

室

名

。

面

す

空

一

木

架

盃

架

下

有

↓

一

短

柄

本

告

ナ

持

‘

而

右

手

以

"

【
雲
輿
】
618

屹
雲
の
輿
。
貴
人
の
輿
。
〔
曹
植
、
琲
道
論
〕
小
槌
一
撃
レ
之
、
鍾
之
大
小
皆
同
、
而
以
庫
薄
ぶ
g
臀
之

繹
企
は
8
而
履
―
―
雲
輿
一
棄
ユ
ハ
瓢
而
茨
ー
飛
龍
一
哉
。
清
濁
ず
心
五
正
臀
‘
五
清
臀
。

〔
宋
史
、
築
志
十
六
〕
遠
登
―
―
雲
輿
ー
上
1

一
龍
湖
盃
笞
店
幽
【
雲
来
】
626

移
〇
雲
の
や
う
に
多
く
来
り
集
ま
る
こ

寂

紫

雲

孤

。

「

字

。

と

。

〔

本

士

貴

、

凌

煙

閣

賦

〕

乗

輿

雲

来

、

貴

臣

子

集

。

●

【
雲
嶼
】
619

竺
南
齊
、
爾
子
眠
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 3
8
3
)

の
蓬
莱
山
の
別
稽
゜
〔
拾
遺
記
、
十
、
蓬
莱
山
〕
蓬
莱
山
‘
亦

【
雲
容
】
6205'
心
雲
の
か
た
ち
。
〔
劉
長
卿
、
岳
陽
棲
詩
〕
名
―
―
防
兵
亦
名
―
―
雲
来
↓
●
字
琥
。
④
明
‘
朱
國
盛
(
6
-
1
4

行
盛
清
渓
日
已
嵯
、
雲
容
山
影
雨
嵯
峨
゜
〔
白
居
易
、
渭

4
2
4
:
 7
8
3
)

の
琥
。
＠
明
、
王
應
違
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
2
2
2
)

の

村
退
居
云
云
詩
〕
雲
容
陰
惨
灌
、
月
色
冷
悠
揚
゜
〔
杜
字
。
C
)清
、
程
琳
(
8
1
2
5
0
8
1
 :
 1
4
7
)

の
●
の
字
。
「
と
。

牧
‘
齊
安
郡
晩
秋
詩
〕
雲
容
水
態
還
堪
と
賞
、
鳴
志
歌
懐
〖
雲
来
霧
玉

i〗6
2
7
活
n
2lai'wu• 

c
h
'
i
i
4

曖
昧
な
こ

亦
自
如
。
〔
温
庭
箱
、
太
液
池
歌
〕
平
碧
漫
春
生
,
1

緑
塘
一
【
雲
雷
】
6
2
8
9
じ
●
く
も
と
か
み
な
り
。
〔
易
、
屯
〕
象
日
、
雲

雲

容

雨

態

連

脊

蒼

↓

「

室

名

。

雷

屯

、

君

子

以

経

綸

゜

〔

杜

甫

‘

又

観

-
1

打
魚
―
詩
〕

H
暮
蚊

〖
雲
容
閣
〗6

2
1
努
ヨ
，
ウ
元
、
村
九
思
(
6ー
1
4
6
5
8:
 4
3
)

の

龍

改

1

百
苓
公
山
根
鰭
鮪
随
―
―
雲
雷
↓
●
漢
の
成
帝
が
出

【
雲
翼
】
6229
”
〇
く
も
を
い
ふ
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
砂
若
―
―
遊
に
乗
っ
た
贅
の
名
。
〔
拾
遺
記
‘
六
、
前
漢
下
〕
（
漢
成

雲
翼
絶
＂
嶺
゜
〔
慮
綸
、
書
レ
情
上
1

一
大
手
十
兄
五
詩
〕
海
鱗
帝
）
好
"
夕
出
遊
盆
翌
飛
行
殿
工
方
一
丈
‘
如
1

一
今
之
輩
「

方
澄
剌
、
雲
翼
暫
俳
徊
゜
●
清
、
劉
夢
鵬
(
gー

2
2
2
4
:
 1
3

選
―
―
利
林
之
士
五
負
レ
之
以
趨
‘
帝
於
―
―
肇
上
玉
ぞ
其
行
快

2
5
)

の

字

。

疾

3

聞
n

―
其
中
若
二
風
雷
之
瞥
一
云
云
‘
名
曰
―
―
雲
雷
宮
↓

【
雲
螺
】6
2
3
”
ン
貝
の
一
種
。
〔
蟹
譜
〕
解
杯
‘
其
斗
之
大
〖
雲
雷
之
業
〗

6
2
9
究
ラ
イ
ノ
征
伐
の
業
を
い
ふ
。
〔
南
史
、

者
、
漁
人
或
用
以
酌
レ
酒
‘
亦
阿
陵
・
雲
楳
之
流
也
。
架
藷
博
論
〕
蒻
雖
レ
異
1

一
帷
握
之
動
面
亦
讚
二
雲
雷
之
業
一

【
雲
羅
】
624

巧
●
た
か
く
雲
に
及
ぶ
ほ
ど
の
あ
み
。
〔
鮪
其
嘗
レ
官
任
レ
事
、
寵
秩
不
1

一
亦
宜
五
乎
゜

照
、
舞
鶴
賦
〕
厭
江
海
而
遊
レ
澤
、
掩
1

一
雲
羅
―
而
見
レ
鵜
。
【
雲
浪
】
630

”;:

.
 雲
が
浪
の
や
う
に
た
な
ぴ
い
て
ゐ
る

〔
宋
史
、
架
志
十
三
〕
務
レ
農
登
―
―
賓
穀
五
撒
レ
俊
設
1

一
雲
羅
↓
も
の
。
〔
李
質
‘
艮
嶽
賦
〕
矧
梅
直
之
二
渚
、
結
ョ
雲
浪

●
雲
を
い
ふ
。
〔
李
商
隠
‘
春
雨
詩
〕
玉
堪
誠
札
何
由
逹
‘
輿
"
浮
陽
↓
●
雲
の
や
う
に
美
し
い
波
。
〔
張
元
幹
、
送
t-

萬

里

雲

羅

一

雁

飛

。

富

修

仲

赴

―

―

南

昌

尉

1

詩
〕
南
浦
翻
―
―
雲
浪
盃
西
山
滴
"
翠

【
雲
鍾
】
625"
／
架
器
の
名
。
俗
に
九
雲
鍾
。
或
は
九
昔
鐵
嵐
↓
●
亭
の
名
。
〔
揮
鷹
後
録
〕
沼
中
有
士
E

州
三
云
云
、
西

と

い

ふ

。

鐵

為

"

梅

渚

H
苧
日
1

一
雲
浪
↓

は

も

と

＋

【

雲

廊

】

631

筑
雲
に
登
え
る
廊
゜
〔
王
旬
、
宮
詞
〕
水
殿

面

あ

る

が

、

雲

廊

三

十

六

、

不

レ

知

何

慮

月

明

多

。

最

上

の

一

【

雲

嵐

】

632

”
ク
雲
の
や
う
に
た
だ
よ
ふ
山
氣
。
〔
白
居
易
、

面

は

常

用

春

遊

1

一
西
林
寺
―
詩
〕
熙
熙
風
土
暖
、
藷
謁
雲
嵐
積
。

せ

ず

‘

常

用

【

雲

IL】633
竺
〇
く
も
が
み
だ
れ
る
。
〔
枚
乗
、
七
猿
〕

す

る

も

の

粉

粉

翼

翼

‘

波

涌

雲

乱

。

〔

岱

康

‘

琴

賦

〕

闇

爾

奮

逸

、

風

は

九

昔

で

駿

雲

乱

。

●

國

が

乱

れ

る

形

容

。

雲

擾

。

あ

る

か

ら

【

雲

李

】

634

”
ン
清
‘
章
金
牧
(
8
ー

2
5
7
6
1
:
 1
8
6
)

の
字
。

九

昔

鑓

と

【

雲

裏

】

6
3
5
g
/

年
去
の
中
。
〔
李
逍
秀
、
夜
宴
1安
柴
公
主

（圏器築陛丹）鍾雲

三

12629 



(42235・ ・636)一 (42235・・664) 

宅
1

詩
〕
金
膀
岩
亮
雲
裏
開
‘
玉
篇
参
差
天
際
廻
。
〔
王

維
‘
奉
泊
聖
製
墾
蓬
莱
向
1

一
興
慶
閣
道
中
留
春
雨

中
春
望
之
作
上
應
制
詩
〕
雲
裏
帝
城
雙
鳳
闘
、
雨
中
春

樹
萬
人
家
。
〔
杜
甫
、
戯
作
寄
―
―
上
漢
中
王
1

詩
〕
雲
裏
不
レ

聞
雙
雁
過
、
掌
中
貪
見
一
珠
新
。

〖
雲
裏
帝
城
雙
鳳
闘]
6
3
6

窃
”
”
”
”
g

ノ
雲
の
中
に
天

子
の
宮
城
の
雙
鳳
闘
が
か
く
れ
て
ゐ
る
。
〔
王
維
、
奉
T

和
聖
製
従
五
立
蓬
莱
面
竺
興
慶
—
閣
道
中
留
春
雨
中
春
望

之
作
A

應
制
詩
〕
渭
水
自
榮
1

一
秦
塞
1

曲
、
黄
山
藷
撓
1

一漢

宮
ぶ
店
、
墨
輿
逍
出
仙
門
柳
、
閣
道
廻
看
上
苑
花
、
雲
裏

帝
城
雙
鳳
賊
‘
雨
中
春
樹
萬
人
家
、
為
T

乗
―
―
陽
氣
1

行中

時
令
い
不
"
一
是
哀
遊
玩
―
―
物
華
↓

【
雲
陸
】
637

認
清
、
朱
鴻
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 2
9
1
)

の
字
。

【
雲
立
】
638

窮
南
齊
、
蒲
子
建
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 3
7
4
)

の

字。

【
雲
梁
】
639

詔
＇
ウ
●
雲
で
つ
く
ら
れ
た
梁
。
〔
何
晏
、
景
祗

殿
賦
〕
烈
若
1

一
鉤
星
在
乙
漢
‘
喚
若
1

一
雲
梁
承
呈
天
。
●
高
い

は
し
。
〔
唐
書
‘
渾
城
博
〕
泄
方
撮
―
―
乾
陵
玉
＇
敵
レ
城
‘
云

云
、
造
-
1

雲
梁
ぶ
廣
散
十
丈
。
●
古
、
城
を
攻
め
る
具
。
雲

梯
の
類
。
〔
唐
書
‘
渾
域
偉
〕
朱
枇
兵
薄
レ
城
‘
云
云
‘
治
二

攻
具
ご
云
云
、
造
―
―
雲
梁
云
廣
散
十
丈
‘
施
1

一
大
輪
云
呼
鮭

及
革

[
9之
、
周
布
↓
1

水
嚢
―
為
レ
障
‘
云
云
‘
域
描
―
―
雲
梁

所
乙
道
、
掘
天
隧
紐
竺
馬
矢
及
薪

g炉
之
、
賊
乗
レ
風

推
レ
梁
以
進
‘
云
云
‘
及
レ
隧
而
陥
゜

【
雲
陵
】
640

翌
'
,
0縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
治
は
映
西
省

淳
化
縣
の
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
左
渇
朔
、
縣
二
十

四
、
雲
陵
。
●
陵
名
。
漢
の
鉤

t
夫
人
の
陵
。
挟
西
省

淳
化
縣
の
北
。
今
名
、
女
陵
。
〔
辛
氏
三
秦
記
〕
鉤

t
夫

人
居
,
,
甘
泉
宮
一
三
年
不
レ
反
‘
遂
郎
葬
レ
之
、
名
日
―
―

思
合
墓
一
昭
帝
追
尊
為
―
―
太
后
一
起
―
―
雲
陵
邑
三
千

戸
↓
●
後
魏
の
孝
武
帝
の
陵
。
挟
西
省
渭
南
縣
の
東

南。

【
雲
龍
】
641

”
談
誘
〇
雲
に
乗
じ
て
昇
天
す
る
龍
。
天

子
或
は
王
侯
英
雄
を
い
ふ
。
〔
班
固
、
東
都
賦
〕
供
帳

置
1

乎
雲
龍
之
塵
陳
1

ー
百
繋
而
贄
箪
后
↓
〔
儲
光
鞭
、

奉
別
長
史
庚
公
太
守
徐
公
―
應
詔
詩
〕
鄭
鏑
頃
―
―
霜
晦
一

雲
龍
召
―
―
我
賢
↓
〔
宋
史
‘
陳
洪
進
世
家
〕
會
嬰
1

一
犬
馬
之

病
云
回
阻
1

一
雲
龍
之
庭
↓
〔
陸
滞
、
太
師
魏
國
史
公
挽
歌

詩
〕
雲
龍
際
,
,
千
載
盃
典
冊
冠
己
二
公
↓
●
雲
と
龍
を
い

ふ
。
〔
齊
己
、
春
雨
詩
〕
雲
龍
相
得
起
、
風
電
一
時
来
。

O

雨

部

〔
四
書
＿
〕

雲

雲
と
龍
の
模
様
。

〔
元
史
、
證
築
志
二
〕

晉
鼓
一
、
長
六
尺
六

寸
、
面
径
四
尺
、
園

丈
有
二
尺
、
弯
隆

者
、
居
薮
面
三
之

一
、
弯
径
六
尺
六
寸

三
分
寸
之
二
面
綸
"
雲
龍
1

為
レ
飾
゜
R
山
名
。
④
江
蘇

省
銅
山
縣
の
南
。
〔
名
勝
志
〕
雲
龍
山
在
―
―
徐
州
城
西
二

墨
山
出
―
―
雲
氣
よ
婉
誕
如
レ
龍
、
故
名
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
南
‘
徐
州
〕
雲
龍
山
、
城
西
二
里
‘
志
云
‘
山
出
1

一雲

氣
ご
蜘
誕
如
』
龍
‘
因
名
。
＠
雲
南
省
建
水
縣
の
東
北
。

又
、
回
龍
山
と
い
ふ
。
◎
雲
南
省
蒙
自
縣
の
東
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
‘
雲
南
‘
臨
安
府
‘
寧
州
、
蒙
自
縣
〕
雲
龍
山
‘

在
―
―
縣
東
三
十
里
一
逍
環
盤
束
幾
十
里
、
中
有
―
―
石
室
一

可
レ
坐
1

一
千
人
↓
R
雲
南
省
牟
定
縣
の
西
。
又
、
文
龍
山
‘

臥
龍
山
と
も
い
ふ
。

O
州
名
。
明
、
置
く
。
民
國
、
縣
に

改
む
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
‘
大
理
府
、
州
四
、
雲

龍
州
。
●
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
雲
南
省
大
理
縣
の
西
。

瀾
清
江
と
枇
江
と
の
間
に
は
さ
ま
る
。

O
青
山
延
干
の

琥
。
青
山
雲
龍
(
1
1
0
ー

4
2
5
6
4
:
 2
3
7
)
を
見
よ
。

〖
雲
龍
橋
〗6

4
2
謗
凸
ゥ
橋
の
名
。
雲
南
省
永
平
縣
の
東

南
。
清
の
康
熙
の
時
、
架
く
。

〖
雲
龍
井
〗6
4
3
5
賃
ョ
ヴ
堕
井
の
名
。
雲
南
省
雲
龍
縣
゜

〖
雲
龍
山
人
〗
叫t坑
喝
張
天
譲
が
、
雲
龍
山
に
寓
し

た
時
に
自
稽
し
た
琥
。
天
譲
‘
字
は
聖
塗
゜
〔
蘇
試
、
放
鶴

亭
記
〕
雲
龍
山
人
張
君
之
草
堂
、
水
及
,
,
其
半
扉
↓

〖
雲
龍
井
蛙
〗6

4
5
杉
巧
，
ウ
地
位
の
高
下
、
又
は
賢
愚
な

ど
の
縣
隔
の
甚
だ
し
い
喩
゜
〔
類
書
纂
要
、
人
事
部
、
癖

性
習
俗
類
〕
雲
龍
井
蛙
‘
云
云
‘
並
責
賤
異
レ
勢
也
‘
註

云
‘
雲
龍
喩
レ
貴
‘
井
蛙
喩
レ
賤
也
。

〖
雲
龍
風
虎
]
碑7

0
,
わ
礼
ヨ
，
ウ
氣
類
の
相
感
應
す
る
こ
と
。

聖
主
が
賢
臣
を
得
る
喩
。
雲
従
レ
龍
風
従
レ
虎
(
3
2
7
)

の

略
。
浪
堺
代
酔
編
、
巻
十
一
に
見
ゆ
。
〔
易
‘
乾
〕
雲
従
レ

龍
、
風
従
レ
虎
、
聖
人
作
而
萬
物
観
。
〔
王
褻
、
四
子
講
徳

論
〕
非
レ
有
―
―
聖
智
之
君
砿
心
有
1

一
甘
棠
之
臣
五
故
虎
噛
而

風
窒
戻
‘
龍
起
而
致
1

一
雲
氣
↓
〔
諜
子
化
書
〕
雲
龍
風
虎
、

得
帥
氣
之
這
者
也
、
神
由
レ
母
也
、
氣
由
レ
子
也
、
以
レ

紳
召
レ
氣
、
以
レ
母
召
レ
子
、
執
敢
不
レ
至
也
。
〔
李
白
‘
胡
無

人
詩
〕
雲
龍
風
虎
盛
交
廻
、
太
白
入
レ
月
敵
可
レ
撞
。

（鑑古清西）龍雲

【
雲
林
】
647

”
ク
●
雲
の
か
か
つ
て
ゐ
る
林
。
〔
白
居
易
、

香
山
下
ト
レ
居
詩
〕
乱
藤
遮
1

一
石
壁
一
絶
澗
護
J1

雲
林
↓

〔
郭
良
、
早
行
詩
〕
不
レ
琲
1

一
雲
林
色
一
空
聞
風
水
臀
。
●

雲
夢
澤
を
い
ふ
。
〔
枚
乗
‘
七
狽
〕
源
1

一
渉
乎
雲
林
面
周
l
-

馳
乎
蘭
澤
↓
〔
注
〕
良
日
、
雲
林
、
雲
夢
澤
也
。

O
林
の

名
。
江
蘇
省
金
漕
縣
の
南
、
西
瑶
村
。
〔
金
壇
縣
志
〕
明

子
玉
徳
建
、
内
有
三
十
六
景
云
泉
池
山
石
、
巧
嵌
玲
瀧
‘

為
砿
詠
之
地
↓
R
山
名
。
江
西
省
金
硲
縣
の
東
。
三

十
六
峯
あ
り
。
最
高
峯
を
上
雲
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
江
西
‘
撫
州
府
、
金
裕
縣
〕
雲
林
山
、
縣
東
四
十

里
、
率
葎
散
百
切
、
界
―
―
撫
・
信
・
建
昌
三
郡
間
盃
竺
縣
之

巨
鎮
工
上
有
＝
二
十
六
峯
石
其
最
高
者
、
日
J1

上
雲
峯
↓
●

字
琥
°
④
宋
、
杜
縮
(
8
-
1
4
4
7
7
:
 2
7
6
)

の
琥
。
〔
泥
古

録
〕
杜
縮
誠
―
雲
林
↓
＠
明
‘
危
素
(
2
-
2
8
4
9
:
 1
0
4
)

の

字
。
◎
明
、
徐
應
秋
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 3
4
6
)

の
琥
゜
c
清
‘
錢

尚
衡
(
1
1
-
4
0
5
6
3
:
 3
3
6
)

の
字
。

〖
雲
林
院]
6
4
8

勺
●
伊
勢
國
の
地
名
。
●
姓
氏
。
〔
明

治
新
撰
姓
氏
録
〕
。

〖
雲
林
子]
6
4
9

介
ン
リ
ン
字
琥
。
●
宋
、
黄
伯
思
(
1
21
 47
9
2
 

6

:

 1
2
8
9
)

の
琥
。
●
元
‘
悦
環
(
1
|
7
9
2
 :
 1
2
)

の
別
琥
。

〔
雲
林
遺
事
、
高
逸
〕
別
琥
五
、
日
、
荊
蟹
氏
、
云
云
‘
蒲
間

倦
卿
‘
雲
林
子
、
雲
林
多
用
以
題
―
―
詩
警
盆
瓜
尤
著
。

O
黄

長
容
の
琥
。
〔
泥
古
録
〕
黄
長
容
亦
琥
1

一
雲
林
子
↓

〖
雲
林
寺
〗65

0
？
ン
寺
の
名
。
浙
江
省
杭
縣
の
霊
隠

山
。
晉
の
咸
和
の
初
、
僧
慧
理
建
つ
。
清
の
聖
祗
、
今
名

を
賜
ふ
。

〖
雲
林
集
〗65
1
が
勺
書
名
。

O
六
巻
。
附
録
一
巻
。
元
、

貢
奎
撰
。
原
本
七
集
、
百
二
十
巻
、
其
の
詩
、
元
の
中
葉

の
巨
撃
た
る
を
失
は
な
い
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集

類
〕
゜
●
二
巻
。
元
末
‘
危
素
撰
。
其
の
詩
‘
氣
格
雄
偉
、

風
骨
清
剛
、
自
ら
一
時
に
凌
礫
す
る
に
足
る
。
〔
四
庫

提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

〖
雲
林
生]
g杉
リ
・/
-
J
G箪
彦
輝
(
4
-
8
1
7
8
:
 2
4
8
)

の

舅
〖
雲
林
居
士
〗65

3
努
リ
ン
字
琥
。
●
宋
、
杜
縮(
6ー
1
4
4
7

7

:

 2
7
6
)

の
琥
。
●
元
、
悦
環
(
1
ー

7
9
2
:
 1
2
)

の
琥
。

〖
雲
林
散
人
〗6

5
4
苔
»
元
、
悦
環

(
1
-
7
9
2
:
 1
2
)

の

舅
〖
雲
林
石
譜
〗65
5
5
月
書
名
。
三
巻
。
宋
、
杜
縮
撰
。

石
品
凡
て
二
日
一
十
有
六
を
彙
載
す
。
各
t
出
産
の

地
、
採
取
の
法
を
具
し
、
其
の
形
状
色
澤
を
詳
に
し
て

其
の
高
下
を
品
し
て
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
譜
録
類
〕
。

〖
雲
林
先
生
】65

6
竺
杉
元
、
戴
良

(
1
5
-
1
1
6
8
5

:
 1
4
3
)
 

の
●
の
琥
゜

【
雲
曼
】
657

咋
●
官
名
。
漢
代
、
左
内
史
の
屡
官
。
〔
漢
書
‘

百
官
公
卿
表
上
〕
左
内
史
、
武
帝
更
1

一
名
左
渇
靖
云
暉
官

有
―
―
凜
犠
令
丞
尉
す
又
左
都
水
・
鐵
官
、
雲
曼
・
四
市
四
長

丞
‘
皆
屡
焉
。
●
雲
の
か
か
つ
て
ゐ
る
と
り
で
。
〔
蘇

献
‘
送
n

―
沈
逹
赴
廣
南
1

詩
〕
君
随
―
―
幕
府
ー
戦
1

一
西
先
盃
夜

渡
泳
河
研
1

一
雲
曼
↓

【
雲
筋
】
658

咋
清
、
馬
榊
(
1
1
0
-
4
4
5
7
2
 :
 4
3
0
)

の
字
。

【
雲
嶺
】
姻
認
●
雲
の
か
か
っ
た
み
ね
。
〔
江
迪
‘
詠
レ
秋

詩
〕
鳴
厖
薄
奎
盃
虫
蛭
婢
吟
,
,
深
樹
↓
〔
蘇
献
‘
和
n

―
錢
安
道

寄
―
―
悪
建
茶
詩
〕
葵
花
玉
袴
不
レ
易
レ
致
‘
道
路
幽
喩
隔
1

一

雲
嶺
↓
●
山
名
。
④
寧
静
山
脈
の
南
端
。
主
峯
は
雲
南
省

大
理
縣
の
西
北
。
又
‘
零
山
・
雪
嶺
・
玉
龍
山
と
も
い
ふ
。

〔
演
載
記
〕
雲
山
九
峯
‘
積
雲
四
時
、
玉
立
萬
切
‘
望
ら
之

良
蜀
松
州
諸
山
ー
相
接
‘
或
謂
1

一
之
雲
嶺
面
唐
章
奉
約
二
雲

南
一
共
騒
―
―
吐
蕃
子
雲
嶺
之
外
玉
蓋
郎
雲
嶺
外
也
。
＠
山

脈
の
名
。
雲
南
省
瀾
清
江
、
金
沙
江
の
間
に
在
る
南
嶺

山
脈
の
幹
脈
を
通
稽
す
。

【
雲
裂
】
660

況
日
が
出
て
雲
が
開
く
こ
と
。
〔
拾
遣
記
‘

四
‘
秦
始
皇
〕
始
皇
好
釉
仙
之
事
云
有
T

宛
渠
之
民
乗
―

螺
舟
―
而
至
5

云
云
、
日
、
臣
國
在
1

一
咸
池
日
液
之
所
九

萬
里
一
云
云
‘
俗
多
蔭
霧
五
空
其
晴
日
面
血
天
諮
然
雲

裂
、
歌
若
五
漢
↓

【
雲
連
】
661

竺
字
琥
。
●
明
、
程
徳
良
(
8ー

2
5
0
8
1
:

2

 

7
2
)

の
琥
。
●
明
、
李
瑣
枝
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 9
9
7
)

の
字
。

【
雲
紋
】
662

認
雲
が
を
さ
ま
る
。
雲
が
散
つ
て
な
く
な

る
。
雲
牧
゜
〔
謝
荘
‘
月
賦
〕
若
夫
氣
雲
1

一
地
表
一
雲
敏
―
―
天

杢
〔
獣
陽
脩
、
秋
臀
賦
〕
其
色
惨
淡
‘
姻
霜
雲
敏
。
〔
李
綱
‘

彰
厳
詩
〕
煙
牧
雲
敏
望
不
レ
盛
、
眼
界
始
知
―
―
天
宇
寛
↓

【
雲
路
】
663

唸
●
雲
の
棚
引
い
て
ゐ
る
路
。
〔
沈
約
‘
遊
―
―

沈
道
士
館
詩
〕
都
令
1

一
人
径
絶
盃
唯
使
―
―
雲
路
通
↓
〔
殷

晃
藩
‘
和
孟
趙
相
公
登
』
疇
雀
棲
—
詩
〕
雲
路
何
人
見

1一
高

志
五
最
看
西
面
赤
闊
前
。
●
仕
宦
し
て
顧
官
に
至
る
喩
。

〔
飽
照
‘
侍
郎
涌
辟
柏
疏
〕
金
閏
雲
路
、
従
レ
絃
自
遠
。

●
清
、
向
徳
星
(
2
-
3
3
0
1
:
 1
1
5
)

の
字
。
●
”
そ
鳥
な

ど
の
飛
翔
す
る
空
の
路
。
鳥
路
。

【
雲
格
】
6640

ノ
く
も
の
く
る
ま
。
天
子
の
車
を
い
ふ
。
〔
張

ニ
四

12630 



(42235・ ·665)— (42235· ・710) 

雨

部

〔
四
書
〕

雲

三
五

協
‘
七
命
〕
乃
籾
雲
鮫
摩
飛
翌
〔
庄
〕
良
日
‘
絡
‘
車

3
6
4
)

の

琥

。

室

名

°

[

開

レ

雲

観

レ

天

】

101

”
合
誌
キ
テ
諮
然
と
し
て
開
朗
に
な

也
。
〔
錢
起
‘
奉
"
'
和
聖
製
登
―
―
會
昌
山
―
應
制
詩
〕
玉
竪
【
化
レ
雲
】
674

”
翌
死
去
す
る
。
死
去
し
て
雲
と
同
化
す
【
雲
嬌
雨
怯
】
689

℃
匁
嬌
羞
の
態
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
‘
る
こ
と
。
〔
王
隠
晉
書
〕
架
廣
為
1

一
尚
書
令
ぶ
温
准
見
而

登
レ
障
遠
‘
雲
格
出
レ
花
遅
。
る
。
〔
本
朝
文
粋
、
五
、
前
中
書
王
、
語
レ
被
下
以
―
私
稲
三
春
睡
〕
未
レ
免
―
―
雲
嬌
雨
怯
「
今
日
哨
午
時
分
、
幾
得
―
―
起
奇
レ
之
、
命
ー
ー
諸
子
土
逗
焉
、
日
、
毎
レ
見
―
―
此
人
「
螢
然
若
下

【
雲
薩
】6
6
5
5
ノ
雲
の
こ
め
た
い
ほ
り
。
〔
皮
日
休
、
新
秋
千
束
加
竺
攀
正
税
玉
岱
給
観
昔
寺
燈
分
料
上
状
〕
是
先
来
→
開

1一
雲
霧1而
観
•
青
天
い
〔
中
論
‘
審
大
臣
〕
文
王
之
議

即
事
詩
〕
露
僅
風
杉
渦
―
―
曲
除
「
高
秋
無
事
似
雲
直
↓

tlt藤
原

朝

臣

化

レ

雲

之

地

。

【

雲

左

山

房

】

6
9
0
i

ク
心
ヴ
清
、
林
則
徐
(
6
|
1
4
5
5
1
 :
 3
7

也
、
灼
然
若
1

披
レ
雲
而
見
后
1

、
宣
然
若
1

一
開
レ
霧
而
観
▽

〖
雲
椒
子
〗6

6
6
汀
ノ
ロ
清
、
孔
撒
涼
(
3
-
6
9
3
3
:
 2
8
8
)

の
【
雲
景
龍
】
616t
し
！
ヨ
ウ
宋
‘
許
州
の
人
。
字
は
良
遇
。
官

8
)

の

室

名

。

天

。

鑢

は

乾

道

中

‘

慈

州

の

知

。

政

に

液

み

巌

明

、

幽

柾

必

ず

[

雲

草

元

液

】

591

竺
t
り

芝

麻

(
9
|
3
0
6
9
9

ぷ
巴
の
異
【
溜
i

レ
雲
握
レ
雨
】
加
t

パ
“
り
[
へ
親
し
み
睦
ぶ
意
べ
西
廂

【
雲
遣
】
6
6
7
5
/

山
名
。
廣
東
省
茂
名
縣
に
あ
り
。
〔
讀
史
達
す
。
學
を
興
し
農
を
勧
め
、
身
を
謹
し
み
用
を
節
梢
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
祓
穀
‘
芝
麻
〕
光
上
秘
要
‘
雲
草
元
記
‘
張
君
瑞
害
,
,
相
思
ー
雑
劇
〕
因
＿
一
今
宵
博
レ
言
送
＞
語
‘

方
輿
紀
要
、
廣
東
、
高
州
府
、
茂
名
縣
〕
雲
墟
山
、
在
府
”
し
、
強
梗
粛
然
、
櫂
要
に
屈
せ
ず
。
官
を
去
る
時
‘
祗
餞
液
者
、
黒
芦
藤
、
是
也
‘
一
名
―
―
元
清
↓
看
↓
―
明
日
揚
レ
雲
握
＞
雨
。

西
一
―
-
＋
里
面
高
皆
、
多
雲
霧
面
竺
姻
起
熾
中
↓
す
る
者
流
沸
し
て
送
る
。
〔
尚
友
録
‘
四
〕
。
【
雲
自
在
寵
】
692

忙
シ
清
‘
謬
茎
孫
(
8ー

2
7
8
5
5
:
 6
6
)

【
聰
レ
雲
就
レ
日
】
103

呉
汀
仰
い
で
雲
を
見
、
太
陽
に
近

【
雲
棲
】
668

切

O
高
い
た
か
ど
の
。
〔
李
賀
、
夢
レ
天
詩
〕
【
雲
在
軒
】
677t"
ザ
イ
清
、
陳
希
祗

(11ー
4
1
6
9
8
:
 7
1
6
)

の

室

名

。

づ

く

。

其

の

至

徳

を

慕

つ

て

従

ふ

。

轄

じ

て

、

天

子

に

親

老
免
寒
蜻
筐
天
色
一
雲
棲
半
開
壁
斜
白
。
〔
杜
甫
‘
懐
滋
~
の
室
名
。
【
雲
如
山
人
】

6
9
3
t
笈
厄
遠
山
灌
の
琥
。
遠
山
雲
如
(
1
1

近
す
る
に
喩
ふ
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
〕
就
レ
之
如
レ
日
、
望
レ

上
漉
詩
〕
春
濃
停
―
―
野
騎
盃
夜
宿
敵
―
―
雲
棲

U
0字
琥
°
①
【
雲
在
樟
(
]
6
7
8

切
ザ
イ
室
名
。

O
清
、
査
祥
(
6
|
1
4
6
4
3
 :
 

-
3
9
 
0
 4
7
 :
 1
3
6
)

を

見

よ

。

之

如

レ

雲

。

〔

李

邑

、

日

賦

〕

就

レ

日

瞭

レ

雲

分

心

若

レ

驚

゜

清
‘
殷
樹
柏
(
6
ー

1
6
6
2
7
:
 1
6
3
)

の
麗
＠
清
、
飽
作
雨

3
3
)

の
室
名
。
●
清
‘
陳
自
舜

(11|
 4
1
6
9
8
 :
 9
3
1
)

の
室
【
雲
心
鶴
眼
】
694

”
乞
＂
無
欲
無
心
な
こ
と
。
仙
人
道
士
【
貯
レ
雲
含
レ
霧
】

104

昇

g
”
竺
未
だ
使
用
し
な
い
筆
の

(
1
2
-
4
6
 0
 7
4
 :
 9
4
)

の
字
。
◎
清
、
陸
龍
騰

(11|
 4
1
7
 0
8

名

。

の

こ

と

を

い

ふ

。

〔

白

居

易

、

酬

―

―

楊

八

―

詩

〕

閉

レ

門

足

レ

こ

と

。

〔

柳

宗

元

‘

楊

尚

書

寄

―

―

椛

筆

―

云

云

詩

〕

歓

レ

玉

鈷

レ

:
 4
3
5
)

の

字

。

【

雲

取

山

】

679

巧

紀

伊

國

に

在

る

山

。

病

非

二

高

士

お

窃

ザ

雲

心

鶴

眼

看

一

錐

作

l

―
妙
形
芦
町
レ
雲
含
レ
霧
到
南
漠
↓
〔
藝
林
伐
山
〕
柳
子

【
雲
麓
】
669

虎
宋
‘
留
元
剛
(
7
|
2
1
8
 0
8
:
 1
7
5
)

の
琥
。
【
雲
壽
堂
】
680

だ
ノ
ユ
清
、
藷
國
華
(
9
-
3
1
4
3
3
:
 2
0
1

、
)
【
雲
心
月
性
】
695

だ
だ
無
欲
で
世
の
名
誉
利
盆
を
求
厚
答
―
楊
於
陵
寄
＞
筆
詩
‘
貯
レ
雲
含
レ
霧
到
玉
田
透
謂
l
-

〖
雲
麓
漫
紗
]
6
7
0
[

＂
席
書
名
。
十
五
巻
。
宋
‘
趙
彦
衛
の
室
名
。
め
る
心
の
な
い
の
に
い
ふ
。
〔
孟
浩
然
、
憶
二
周
秀
オ
、
素
筆
未
＂
経
レ
用
也
。

撰
。
宋
時
の
雑
事
を
記
す
る
も
の
十
の
三
、
名
物
訓
詰
【
雲
従
龍
】

6
8
1
〔
ざ
リ
ゴ
，
ウ
元
、
文
昌
の
人
。
進
士
。
行
省
上
人
一
時
間
各
在1―
一
方
一
詩
〕
野
客
雲
作
レ
心
、
高
僧
月
【
呑
レ
雲
吐
レ
霧
~
】

7
0
5
"
g

”
買
方
士
の
愛
幻
の
術
を
い

を

考

辮

す

る

も

の

十

の

七

。

自

序

に

葉

夢

得

の

避

暑

参

政

と

な

り

撫

緩

功

あ

り

、

兵

民

悦

服

す

。

〔

元

史

、

二

為

レ

性

。

ふ

。

今

、

阿

片

を

吸

ふ

を

磯

つ

て

此

の

語

を

用

ひ

る

。

録

話

に

敵

す

べ

し

と

謂

つ

て

ゐ

る

。

今

審

に

其

の

書

百

九

〕

。

【

雲

消

霧

散

】

696

切
寄
雲
の
や
う
に
き
え
霧
の
や
う
【
雲
需
織
管
府
】
106

芯
忍
i
/
7

官
名
。
元
、
置
く
。
禁
竿

を
考
核
す
る
に
、
夢
得
の
書
に
勝
つ
て
ゐ
る
や
う
で
あ
【
雲
箪
寺
】
682

竺
ク
ウ
寺
の
名
。
河
北
省
前
縣
の
西
北
盤
に
ち
る
。
あ
と
か
た
も
な
く
消
失
す
る
こ
と
の
形
容
。
諾
爾
行
宮
及
ぴ
行
螢
を
守
護
す
る
こ
と
を
掌
る
。
〔
元

る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
雑
家
類
〕
。
山
の
自
来
峯
の
下
。
唐
の
道
宗
大
師
‘
建
つ
。
も
と
降
【
雲
~
束
逸
史
】

6
9
7
位
註
ゥ
明
‘
眺
綬
(
O
O
|
6
2
 0
2
:
 6
6
)

の
史
‘
百
官
志
六
〕
雲
需
穂
管
府
、
秩
正
三
品
‘
掌
ム
｛
寸
1

一護

【
雲
和
】
6
7
1
[

／

〇

琴

材

を

出

す

山

の

名

。

轄

じ

て

‘

琴

の

龍

庵

と

い

ふ

。

明

の

萬

暦

の

間

、

今

名

に

改

む

。

賓

積

琥

。

察

平

脳

兒

行

宮

及

行

q
竺
供
辮
之
事
i

梢
。
奎
―
古
鰍
〔
周
這
、
春
官
、
大
司
架
〕
孤
竹
之
管
、
雲
和
祠
師
の
卓
錫
の
地
と
博
ふ
。
【
雲
簿
雑
志
】

6
9
8
t
ル
ペ
芯
書
名
。
四
巻
。
柳
澤
里
恭
撰
。
【
雲
無
レ
心
出
レ
袖
】

1
0
7
グ
合
は
ナ
ク
/
—
ァ
雲
は
何
心
な
く
袖

之
琴
悶
〔
注
〕
雲
和
・
空
桑
・
龍
門
‘
皆
山
名
。
〔
劉
峻
‘
【
雲
定
興
】
恋
[
し
忍
隋
の
人
o

女
は
皇
太
子
勇
の
昭
訓
【
雲
耶
山
耶
】
幽
其
”
遠
方
を
望
ん
で
雲
か
山
か
と
疑
よ
り
出
る
o

人
の
自
ら
心
に
事
を
管
ま
ず
、
自
適
縦
逸

辮
命
論
〕
観
―
―
窃
砂
之
奇
舞
こ

g
―
雲
和
之
琴
ヰ
必
↓
〔
庚
と
為
る
。
宇
文
逃
に
阿
附
し
、
官
は
左
屯
衛
大
将
軍
。
ふ
こ
と
。
〔
蘇
献
、
書
二
王
定
國
所
レ
蔵
煙
江
登
障
圏
一
す
る
喩
。
袖
は
山
の
穴
。
〔
陶
潜
、
蹄
去
来
酔
〕
雲
無
レ
心

信
、
周
祀
園
丘
歌
、
昭
夏
〕
孤
竹
之
管
雲
和
絃
、
神
光
〔
隋
書
、
六
十
一
〕
．
〔
北
史
‘
七
十
九
〕
。
王
晉
卿
書
＿
詩
〕
江
上
愁
心
千
登
山
、
浮
レ
空
積
翠
如
―
雲
以
出
レ
袖
、
鳥
倦
レ
飛
而
知
レ
還
。

未
レ
下
風
濡
然
。
〔
王
昌
齢
‘
西
宮
春
怨
詩
〕
斜
抱
二
亭
一
[
[
雲
茅
奄
】
684

竺

5

宋
、
方
勺
(
6
ー

1
3
6
2
0

:

 2
4
7
)

の
煙
一
山
耶
雲
耶
遠
莫
レ
知
‘
煙
空
雲
散
山
依
然
。
〔
籟
山
【
如
1

一
雲
出
無
心
-]108

匁
パ
ザ
戸
ガ
ゴ
ト
’
事
に
意
あ
ら
ざ
る

和

深

見

レ

月

、

朧

朧

樹

色

隠

"

昭

陽

↓

〔

宋

史

‘

架

志

十

琥

゜

陽

‘

泊

―

―

天

草

洋

―

詩

〕

雲

耶

山

耶

呉

耶

越

、

水

天

房

脈

こ

と

、

雲

の

出

で

て

無

心

な

る

が

ご

と

し

。

雲

無

レ

心

七
〕
幸
必
之
制
‘
云
云
、
四
隅
刻
レ
雲
以
緑
↓
―
其
武

i
ぞ
其
【
雲
名
山
】
685

竺
？
明
、
文
日
自
の
人
。
字
は
静
埜
（
静
青
一
製
‘
萬
里
泊
レ
舟
天
草
洋
‘
煙
横
1
1

蓬
窟
一
日
漸
液
、
出
レ
袖
(
7
0
7
)

を
見
よ
。
〔
故
事
成
語
考
、
天
文
〕
事
非
レ

出
1

一
於
雲
和
一
〔
文
駄
通
考
、
柴
考
十
、
絲
之
陽
〕
雲
和
、
野
）
。
西
寧
新
興
學
訓
と
な
る
。
月
浦
新
居
を
築
き
‘
霞
瞥
見
大
魚
波
開
跳
、
太
白
帝
9
船
明
似
レ
月
。
有
レ
ギ
思
‘
賠
ぴ
如
―
―
雲
出
無
心
↓

琵
琶
、
如
レ
挙
用
二
十
二
絃
面gレ
柱
弾
レ
之
‘
足
玉
塁
紐
―
洞
石
室
を
闘
い
て
吟
詠
を
事
と
す
。
九
十
餘
に
し
て
卒
【
過
レ
霊
去
澄
仁
梁
】

1
0
0
”
注
心
い
ザ
り
グ
ル
歌
臀
の
妙
な
形
容
。
瞥
【
霊
去
想
,
,
~

堂
合
花
想
な
容

I
】1
0
9
芥
―
―
~
競
g
昇
モ
ヒ
雲
を

均

而

倍

ニ

六

瞥

↓

其

首

為

―

―

雲

象

面

四

以

名

レ

之

、

非

―

一

周

官

す

。

は

行

雲

を

と

ど

め

、

餘

昔

は

梁

を

め

ぐ

る

。

〔

列

子

、

湯

見

る

と

美

女

の

衣

裳

を

思

ひ

出

し

、

花

を

見

る

と

美

人

雲
和
琴
認
之
制
也
。

O
縣
名
。
明
、
置
く
。
浙
江
省
【
雲
藍
紙
】
686

ク
フ
／
唐
の
段
成
式
が
九
江
に
在
つ
て
つ
問
〕
（
秦
瞥
）
撫
レ
節
悲
歌
‘
臀
振
二
材
木
ぶ
響
過
―
―
行
雲
一
の
顔
を
思
ひ
出
す
。
楊
貴
妃
の
美
貌
を
歌
っ
た
句
。
〔
李

龍
泉
縣
の
東
。
大
淡
の
支
流
に
瀕
す
。
〔
清
史
稿
、
地
理
＜
っ
た
紙
の
名
。
〔
段
成
式
、
典
―
―
温
庭
i

均
詩
序
〕
予
在
二
砕
諜
乃
謝
求
レ
反
‘
終
身
不
―
―
敢
言
＞
蹄
‘
秦
青
顧
謂
,
,
其
白
、
清
平
調
〕
雲
想
―
―
衣
裳
―
花
想
に
谷
、
春
風
彿
レ
檻
露
華

志
〕
浙
江
‘
虞
州
府
‘
縣
十
、
雲
和
。
九
江
五
翌
雲
藍
紙
↓
既
絶
―
―
左
伯
之
法
一
全
無
,
,
張
水
之
友
―
曰
‘
昔
韓
蛾
東
之
レ
齊
‘
隕
レ
粕
、
過
二
薙
門
こ
翠
レ
歌
濃
‘
若
非
二
墾
玉
山
頭
見
↓
會
向
1

一
瑶
畳
月
下
1

逢。

〖
雲
和
子
〗6

7
2
内
ノ
ワ
五
代
呉
越
、
石
延
翰(
8ー
2
4
0
 2
4
 ：
功
丘
翠
夕
送
五
十
枚
↓
〔
文
房
四
譜
〕
唐
段
成
式
在
二
九
瑕
レ
食
‘
既
去
‘
而
餘
音
繰
五
禾
橿
ご
一
日
不
レ
絶
。
〔
精
註
【
雲
横
11

秦
盛
竺
家
何
在
】

710gg”
ig[nタ
ハ
リ
テ
雲
は

8
8
8
)

の

臨

。

江

盆

出

レ

ギ

息

造

レ

紙

、

名

1
1

雲
藍
紙
冨
以
贈
,
,
温
飛
卿
↓
雅
俗
故
事
成
語
考
‘
文
事
〕
遇
な
委
茫
梁
、
原
是
歌
―
音
之
秦
嶺
に
横
に
た
な
ぴ
い
て
ゐ
る
が
、
故
郷
の
家
は
ど
の

〖
雲
和
山
長
〗6
7
3
5
砂
ヤ
，
ウ
【
雲
輪
閣
】

6
8
7
”
”
リ
/
圭
旧
‘
謬
荼
孫
(
8
-
2
7
8
5
5

:
 6
6
)

の

瞭

境

。

へ

ん

に

あ

る

の

で

あ

ら

う

。

唐

の

韓

愈

が

、

憲

宗

皇

帝

宋
、
羅
勝
先
(
9
ー

2
8
3
9
7

12631 
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寄
温
i

【
棠
】
〗

【
愛
芦

罹
(
1
2
-
4
2
3
2
8
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
雹
、
同
レ
雹
゜

ヮゥ 頸
~
●
□
―

セ
ン

7 

需
(
1
2
1
 4
2
2
7
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
実
】
〗
補
〕
実
、
古
文
需
字
‘
見
扇
誠
易
一

李
陽
泳
日
‘
雲
上
一
午
キ
今
也
。

ジ，ユ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
棠
‘
＿
音
川

義
未
詳
。
〔
五
音
篇
海
〕
突
、
昔
父

小

日

0
し
づ
か
に
降
る
雨
。
〔
説
文
〕
零
、

徐
雨
也
、
炊
レ
雨
令
瞥
゜
〔
段
注
〕
謂
二

零
豪
徐
徐
而
下
之
雨
↓
〇
お
ち
る
。
④
雨
が
ふ
る
。

〔
詩
‘
郡
風
、
定
之
方
中
〕
璽
雨
既
零
。
〔
傭
〕
零
、
落

也
。
＠
露
が
下
り
る
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
野
有
蔓
草
〕

零
露
博
分
。
〔
箋
〕
零
、
落
也
。
◎
ぉ
ち
ぶ
れ
る
。

〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
ぎ
時
者
零
落
。
〔
注
〕
善
日
、

零
、
凋
病
也
。
＠
上
か
ら
お
ち
る
。
〔
廣
雅
、
繹

詰
二
〕
零
‘
堕
也
。
R
草
が
枯
れ
お
ち
る
。
〔
楚
辟
‘

離
騒
〕
惟
11
草
木
之
零
落
入
ラ
。
〔
注
〕
零
・
落
‘
皆
堕

也
‘
草
日
レ
零
‘
木
日
レ
落
也
。
〇
あ
ま
り
。
は
し
た
。

わ
づ
か
。
こ
ま
か
い
。
〔
中
華
大
字
典
〕
零
、
奇
零
、

餘
敷
也
、
或
作
崎
零
面
或
僅
日
レ
零
゜
〔
宋
史
、
食

貨
志
〕
敷
既
奇
零
゜
⑲
も
と
苓
(
9ー

3
0
7
7
7
)
に
作

〔
集
韻
〕
郎
定
切

【
零
】
〗
口
レ
ン
レ
イ
)
，
ヤ
，
ウ

国
レ
イ
）
，
ヤ
ゥ

日

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
／
圏

カ＿

L

ling' 

〔
集
韻
〕
憲
年
切
囲閥l

且
戸
汀
旦
ビ
い
い
旦
[
[
霊
]
〗

孫
湘
詞
〕
一
封
朝
奏
九
重
天
、
夕
貶
潮
州
路
八
千
‘

慾
総
聖
明
砕
ば
弊
事
い
肯
将
衰
朽
情
1

残
年
一
蛍
k

曰
口
翌
雹
は
、
お
ほ
あ
め
。
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
霊
霊

横
奏
嶺
家
何
在
、
雪
擁
藍
問
馬
び
前
、
知
汝
遠
宋
奎
習
霞
‘
雨
也
。
〔
王
念
孫
疏
證
〕
廣
韻
引
一
字
林
一

云
‘
警
‘
雨
貌
‘
玉
篇
‘
霊
霞
‘
大
雨
也
、
重
l

一
言
之
一

應
レ
有
レ
意
、
好
牧
l

―
吾
骨
―
瘤
江
邊
。

則
曰
―
―
霊
霊
奎
習
雹
↓
〔
集
韻
〕
霊
‘
翌
瞥
‘
大
雨
。

[
為
レ
雲
為
レ
雨
楚
襄
王
】
711

ば
砕
存
符
＋
ル
巫
山
の
神

女
か
雲
と
な
り
雨
と
な
っ
て
‘
楚
の
襄
王
（
賓
は
そ
の

父
懐
王
）
と
歓
架
を
霊
し
た
故
事
。
〔
劉
希
夷
、
公
子
行
〕

傾
レ
國
傾
レ
城
漢
武
帝
‘
為
愴
哀
戸
雨
楚
襄
王
‘
古
来
容

【霙】如

光
人
所
レ
羨
、
況
復
今
日
遥
相
見
。

【
雲
置
1

中
秋
月
―
雨
打
1

一
上
元
燈
―
】
712

”
"
チ
[
”
ク
切
ヌ
乃

＂
匁
中
秋
の
明
月
に
雲
が
か
か
り
‘
上
元
の
燈
節
に
雨

が
降
る
。
〔
通
俗
編
、
時
序
‘
雲
翠
―
―
中
秋
月
―
雨
打
―
―
上
元

熾
〕
月
令
廣
義
、
言
二
其
相
應
一
也
。

【
雲
往
西
観
音
老
母
被
蓑
衣
]713

y
t
i
n
'
w
a
n
g
'
h
s
i
1
 

k
u
a
n
1
 
y
i
n
'
l
a
o
'
m
u
3
 pei• 

s
u
o
'
i
1

河
南
南
陽

地
方
で
行
は
れ
る
農
諺
。
雲
が
西
へ
ゆ
け
ば
大
雨
と

な
る
。

日
□
白
雲
の
さ
ま
。
裳
雲
。
〔
玉
篇
〕
霙
、
裳
雲

白
雲
貌
。
〔
集
韻
〕
霙
、
白
雲
兒
。

日
ア
ー
ウ
乳
[
〔
集
韻
〕
椅
朗
切

〔
集
韻
〕
於
良
切

園圏

己
チ
プ

ロ
—
フ

〔
集
韻
〕
救
立
切

〔
集
韻
〕
力
入
切

圃圃

雨

部

〔
四
ー
五
書
一
〕

雲

霙

安

棠

雹

霊

裳

零

る
。
〔
證
、
王
制
、
草
木
零
落
、
繹
文
〕
零
、
本
又
作
レ
州
府
除
陪
錢
、
有
ー
↓
折
レ
色
零
砕
二
水
滸
博
‘
―
一
回
〕
把
―
―

苓
。

O
霜
(
1
2
-
4
2
3
6
4
)
に
通
ず
。
〔
詩
‘
晦
風
、
束
些
零
砕
銀
雨
賞
了
。

【
零
散
】
10

が
パ
お
ち
ぶ
れ
て
ち
り
ぢ
り
に
な
る
こ
と
。

〔
南
史
‘
梁
武
帝
諸
子
、
部
陵
機
王
綸
傭
〕
無
レ
事
渉
レ
疑
‘

山
〕
零
雨
其
濠
。
〔
説
文
〕
霜
、
詩
曰
‘
霜
雨
其
濠
゜

〇

治
(
6ー

1
7
3
0
6
)
に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
零
、
遂
包
零
散
↓
〔
白
居
易
‘
憶
杭
州
梅
花
因
舷
藷
遊
―

通
レ
冷
。

O
或
は
零
(
1
2
|
 4
2
5
1
1
)
に

作

り

、

ま

た

寄
1

一
藩
協
律
一
詩
〕
歌
伴
酒
徒
零
散
盪
‘
唯
残
頭
白
老
蒲

澪
(
7ー

1
8
8
2
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
零
‘
或
作
レ
零
‘
郎
。

亦
炊
怜
゜
R
古
‘
幽
(
3
-
4
8
2
3
)

に
作
る
。
〔
集
【
零
残
】
1
1
n
パ
お
ち
そ
こ
な
ふ
。
〔
夏
侯
湛
‘
寒
苦
謡
〕

草
械
械
以
疏
葉
‘
木
蒲
舗
以
零
残
゜

【
零
兒
】
12

J
i
n
g
'
e
r
h

は
し
た
。
餘
散
。

韻
〕
零
、
古
作
レ
園
。

O
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
平
臀
〕

零
氏
‘
見
五
苑
↓
口
先
零
は
、
西
兜
の
名
。
〔
集
【
零
時
】
13

バ
ィ
十
二
時
と
一
時
と
の
間
。
輩
の
正
午
の

韻
〕
零
、
先
零
、
西
先
名
。
〔
漢
書
‘
趙
充
國
偉
〕
先
時
‘
及
び
夜
の
正
子
の
時
。

零
蒙
言
‘
願
時
渡
糧
水
北
臼
〗
お
ち
る
。
〔
集
韻
〕
【
零
佳

=
]
1
4

ling'shou• 

小
賣
り
す
る
。

零

‘

落

也

圃

れ

い

。

ぜ

ろ

。

冨

昌

】

15

日
後
漢
の
人
。
先
は
零
先
の
人
。
演
零
の

子
。
永
初
の
間
立
つ
。
時
に
年
未
だ
幼
く
、
同
種
の
狼

莫
‘
其
の
謀
主
と
な
る
。
元
初
の
間
入
寇
し
、
任
尚
・
郡

【
零
雨
】
1

勺
こ
さ
め
。
ぬ
か
あ
め
。
し
づ
か
に
ふ
る

違
に
敗
ら
る
。
任
尚
更
に
、
懸
賞
を
以
て
先
人
を
募
り
、

雨
。
微
雨
。
除
雨
。
〔
詩
‘
幽
風
、
東
山
〕
我
宋
レ
自
レ
東
‘

先
づ
先
将
杜
季
貫
を
殺
し
、
次
い
で
零
陵
を
も
殺
す
。

零
雨
其
濠
。
〔
集
博
〕
零
、
落
也
。
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
徐
雨

〔
後
漢
書
、
二
日
十
七
〕
。

旦
零
雨
↓
〔
謝
悪
連
、
西
陵
遇
レ
風
獣
―
―
康
架
―
詩
〕
零
雨

【
零
雀
】
16

臼
鳥
の
名
。
蜜
母
の
異
梢
゜
〔
太
平
御
覧
‘

潤
碩
澤
五
落
雪
楓
林
兵
〔
宋
書
‘
謝
霊
運
債
論
〕
子
荊

利
族
部
十
五
、
衆
鳥
〕
郭
環
‘
蜜
蜂
賦
‘
大
君
以
総
二
墾

零
雨
之
章
‘
正
長
朔
風
之
句
。
〔
劉
萬
錫
‘
董
氏
武
陵
集

氏
:
｛
協
氣
於
零
雀
戸
母
先
馳
而
葺
に
子
、
番
―
―
巖
穴
之

序
〕
朔
風
零
雨
、
高
―
―
視
天
下
五
蝉
喚
烏
鳴
‘
蔚
在
二
史
策
一

経
略
↓
〔
注
〕
蜜
母
‘
一
名
零
雀
゜

【
零
銀
】
2

知
パ
端
下
金
。
〔
輻
悪
全
書
‘
錢
穀
部
、
訴
貯
〕

[
零
食
】
17

l
i
n
g
'
s
h
i
h
'

間
食
の
こ
と
。

在
レ
兌
則
指
央
―
―
零
銀
↓

【
零
水
]
1
8

打
川
の
名
。
一
名
、
零
淫
。
湖
南
省
慈
利
縣

【
零
貨
】
3ling'huo• 

小
賣
商
品
。
小
口
の
商
品
。

【
零
桂
】
4

[

＂
地
名
。
零
陽
桂
陽
の
略
。
〔
漢
書
、
地
理
の
東
。
北
流
し
て
澄
水
に
入
る
。

志
下
〕
今
之
南
郡
・
江
夏
・
零
陽
・
桂
陽
・
武
陵
・
長
沙
‘
及
【
零
悴
]
1
9

苔
お
ち
お
と
ろ
へ
る
こ
と
。
〔
應
暖
‘
輿
―
―

漢
中
汝
南
郡
、
盤
楚
分
也
。
〔
晉
書
‘
杜
預
博
〕
内
潟
襄
芹
i

侍
郎
曹
長
思
一
書
〕
春
生
者
繁
華
、
秋
榮
者
零
悴
゜
〔
注
〕

之

陰

五

外

通

―

―

零

桂

之

漕

一

向

曰

‘

秋

物

雖

l

―
榮
者
ふ
炉
於
霜
露
口
則
零
落
枯
悴
也
。

【
零
歎
】
5

賃
お
と
ろ
へ
る
。
〔
飽
照
‘
芙
蓉
賦
〕
雖
凌
レ
〔
博
咸
‘
鏡
賦
〕
脊
,
,
春
榮
之
零
悴
;
四
王
顔
之
有
p

衰。

塁

以

撞

＞

奇

‘

終

屈

歳

而

零

歌

。

【

零

散

】

20

l
i
n
g
'
s
h
u
'

は
し
た
敷
。
残
餘
。
半
端
。

【
零
件
】
6ling'chien• 

細
か
い
品
物
。
部
分
品
。
【
零
星
】
21

杓
〇
辰
の
日
に
東
南
で
辰
星
を
祭
る
を
い

【
零
股
】
7

l
i
n
g
'
k
u
3

部

分

株

。

ふ

。

〔

淮

南

子

、

主

術

訓

〕

君

レ

人

之

道

‘

其

猶

1一
零
星
之

【
零
細
】
8

訂
甚
だ
こ
ま
か
い
こ
と
。
極
め
て
わ
づ
か

F
一
也
‘
像
然
玄
咽
‘
而
吉
詳
受
に
瞬
。
〔
後
漢
書
‘
東
夷
‘

な
こ
と
。
極
微
。
微
鹿
。
奄
絲
。
高
句
朧
傭
〕
其
俗
淫
‘
云
云
‘
好
祠
―
―
鬼
紳
・
社
稜
・
零
星
↓

【
零
砕
】
，
れ
〇
お
ち
く
だ
け
る
。
〔
白
居
易
‘
題
一
州
〔
庄
〕
前
書
音
義
‘
龍
星
左
角
曰
―
―
天
田
↓
則
農
詳
也
、
辰

北
路
傍
老
椰
樹
1

詩
〕
雪
花
零
砕
逐
レ
年
滅
‘
煙
葉
稀
疎
日
祀
以
レ
牛
‘
琥
日
―
―
零
星
ご
風
俗
通
曰
‘
辰
之
誹
為
,
,
零

随
レ
分
新
。
〔
林
逍
、
山
園
小
梅
詩
〕
剪
納
零
砕
貼
―
―
麻
乾
↓
星
ぶ
門
以
―
―
辰
日
一
詞
二
於
東
南
1

也
。
〇
落
ち
る
星
。
又
‘

〇
は
し
た
。
こ
ぼ
れ
。
か
け
。
あ
ま
り
。
零
餘
。
些
細
で
そ
の
光
に
喩
へ
る
。
〔
張
問
陶
‘
初
五
日
夜
抵
二
伏
城
騨
―

く
だ
く
だ
し
い
こ
と
。
零
零
砕
砕
゜
〔
藷
唐
書
、
焚
宗
紀
〕
懐
―
―
亥
白
―
詩
〕
煙
深
樹
黒
沙
渓
濠
‘
一
部
燈
火
零
星
紅
。

三
六

12632 



(42242・・22)一 (42242・・59) 

〇
は
し
た
。
わ
づ
か
。
〔
輻
悪
全
書
、
錢
穀
部
、
漕
項
〕
米
詳
が
元
兵
に
敗
れ
て
執
へ
ら
れ
‘
嘗
て
零
丁
洋
を
経
た
に
出
来
る
珠
芽
。
山
薯
の
子
。
〔
本
草
‘
零
餘
子
〕
集
解
、

既

零

星

折

耗

。

時

に

作

っ

た

も

の

。

〔

文

天

詳

‘

過

―

―

零

丁

洋

―

詩

〕

辛

苦

時

珍

日

、

此

即

山

薬

藤

上

所

レ

結

子

也

、

長

園

不

こ

、

皮

【
零
整
】
22

l
i
n
g
'
c
h
e
n
g
3

零
は
一
部
分
。
整
は
全
部
。
遭
逢
起
こ
経
一
干
文
落
落
四
周
星
、
山
河
破
砕
風
槌
レ
黄
肉
白
‘
煮
熟
去
レ
皮
食
レ
之
、
勝
,
,
於
山
葵
二
美
1一
於
芋

l
J
口
か
も
し
く
は
ま
と
ま
っ
た
散
。
分
割
か
一
揃
ひ
紫
‘
身
世
瓢
揺
雨
打
レ
滓
、
皇
恐
灘
頭
説
1

一
皇
恐
云
零
丁
洋
子
云
霜
後
牧
レ
之
‘
墜
落
在
レ
地
者
、
亦
易
な
生
レ
根
゜
〔
和
名

か

。

裏

歎

,

,

零
丁
了
八
生
自
な
古
誰
無
レ
死
、
留
―
―
取
丹
｀
少
照
,
,

類
衆
抄
‘
果
誌
部
、
果
祓
類
‘
零
餘
子
〕
拾
遺
本
草
云
‘
零

〖
零
整
批
登
]
ばli
n
g
'
c
h
e
n
g
'
p
'
i
'
f
a
'

卸
小
賣
。
汗
青
一
餘
子
、
和
名
沼
加
古
、
署
預
子
也
。

【
零
錢
】
23

l
i
n
g
'
c
h
'
i
e
n
2

小
錢
。
は
し
た
金
。
【
零
凋
】
32

討
花
が
お
ち
し
ぽ
む
。
凋
零
。
〔
獣
陽
脩
、
【
零
用
】
48

l
i
n
g
'
y
 g
 
g'

雑
費
。
小
遣
。

【
零
替
】
24

”
バ
零
落
す
る
。
〔
剪
燈
新
話
‘
牡
丹
燈
記
〕
緑
竹
堂
燭
飲
詩
〕
眺
黄
魏
紫
開
1

一
次
第
二
小
レ
覺
成
レ
恨
【
零
落
】
49

店
〇
草
木
の
葉
が
枯
れ
お
ち
る
こ
と
。
苓

先
人
既
歿
、
家
事
零
替
、
既
鉦
竺
弟
兄
盆
四
鮮
1

一
族
蕪
m

止

倶

零

凋

。

「

債

零

躍

。

落

。

〔

説

文

〕

落

、

凡

舛

曰

レ

零

‘

木

曰

レ

落

。

〔

栂

‘

月

令

〕

妾
一
身
‘
遂
卑
ハ
1一
金
連
僑
―
―
居
湖
西
面
。
〔
剪
燈
新
話
、
【
零
耀
】
33

討
米
の
小
う
り
。
〔
間
書
〕
凡
遇
1一
凶
年
正
減
（
仲
夏
）
行
1一
秋
令
面
叫
草
木
零
落
。
〔
楚
辟
‘
離
騒
〕
惟
1一草

修
文
含
人
傭
〕
奄
忽
以
来
‘
家
事
零
替
、
内
鉦
穿
應
門
之
[
零
帖
】
34

苦
g
'
t
'
i
e
h
'

訣
本
の
法
帖
o

木
之
零
落
玉
J

‘
恐
立
k

人
之
遅
暮
一
〔
注
〕
零
●
落
、
皆
堕

塵
外
絶
―
―
知
昔
之
士

T
盗
賊
之
所
,
,
攘
窺
面
四
鼠
之
所
,
,

【
零
貼
】
35

が
パ
〇
試
瞼
な
ど
の
貼
散
の
皆
無
な
こ
と
を
也
、
草
曰
レ
零
‘
木
日
レ
落
也
。
〔
集
注
〕
零
‘
一
作
A

苓
゜
〔
新

毀
傷
工
＇
不
レ
存
こ
。
い
ふ
。
ゼ
ロ
。
●
振
氏
・
列
氏
の
寒
暖
計
の
氷
貼
。
書
‘
證
〕
草
木
不
―
―
零
落
↓
〔
漢
書
‘
證
築
志
、
郊
祀
歌
‘
玄

【
零
憂
】
25

l
i
n
g
'
t
u
e
n
3

小
賣
と
卸
賣
。
卸
小
賣
。
【
零
買
】
37

苔
少
し
づ
つ
物
を
買
ふ
こ
と
。
は
し
た
が
冥
〕
蟄
贔
蓋
誠
、
草
木
零
落
。
●
お
ち
ぶ
れ
る
こ
と
。
又
‘

【
零
撞
】2
6
l
i
毎

t
a
n
•
小

荷

物

。

ひ

。

〔

古

今

秘

苑

〕

遇

有

,

,

藷
屋
木
面
便
可
―
―
―
零
n
買
桁
條
↓
さ
び
し
く
な
る
こ
と
。
落
塊
。
論
落
。
〔
管
子
、
軽
重
己
〕

【
零
脹
】
27

l
i
n
g
'
c
h
a
n
g
'

小

口

の

勘

定

。

【

零

賣

】

38

苔
少
し
づ
つ
物
を
賣
る
こ
と
。
こ
う
り
。
五
穀
以
削
‘
士
民
零
落
。
〔
纂
詰
〕
零
落
、
衰
惣
如
―
秋
葉
―

【
零
丁
】
28

竹
●
志
を
失
ふ
さ
ま
。
お
ち
ぶ
れ
る
こ
と
。
切
賣
り
。
〔
見
氏
客
語
〕
荊
公
凡
虞
レ
事
、
必
要
1

一
経
撮
一
也
。
〔
後
漢
書
、
五
行
志
一
〕
諸
将
並
零
落
也
。
〔
白
居
易
、

又
‘
孤
獨
の
さ
ま
。
ひ
と
り
も
の
と
な
つ
て
扶
助
者
の
托
レ
人
賣
レ
金
、
零
賣
了
‘
蛛
雨
不
レ
足
。
琵
琶
行
〕
門
前
零
落
鞍
馬
稀
、
老
大
嫁
作
―
―
商
人
婦
二
〇

な
い
こ
と
。
伶
打
。
零
丁
孤
苦
(
3
0
)

を
見
よ
。
〔
文
天
詳
、
【
零
批
】
3
9
3
ィ
小
賣
゜
〔
輻
恵
全
書
、
郵
政
部
‘
購
馬
〕
司
1

一
死
ぬ
こ
と
。
〔
孔
融
‘
論
―
―
盛
孝
章
一
書
〕
海
内
知
識
、
零
落

過
苓
丁
洋
裔
〕
皇
恐
灘
頭
説
―
―
皇
恐
る
零
丁
洋
裏
歎
―
―
騨
務
―
者
、
不
レ
拘
―
―
輩
買
零
批
↓
殆
墨
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
零
落
、
死
也
。
〔
陸
機
、
門
有
車
馬
客

零
丁
→
●
迷
兒
を
さ
が
す
た
め
紙
に
其
の
名
を
書
き
【
~
物
】
4
0ling'wu• 

細
か
い
物
品
。
雑
多
の
品
。
行
〕
親
友
多
零
落
‘
藷
歯
皆
彫
喪
。

記
し
、
竹
竿
に
つ
け
て
立
て
る
も
の
。
令
丁
の
昔
通
。
【
零
分
】
41

弁
こ
ぽ
れ
ご
め
。
〔
蝠
恵
全
書
、
錢
穀
部
、
【
零
陵
】
50

骰
＇
ゥ
●
郡
名
。
④
漢
、
置
く
。
廣
西
省
全
縣

令
丁
は
人
を
尋
ね
る
時
に
振
る
鈴
。
鈴
を
ふ
つ
て
人
を
漕
項
〕
倉
背
私
撥
―
―
零
分
↓
の
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
零
陵
郡
、
武
帝
元
鼎
六
年

尋
ね
た
こ
と
か
ら
、
器
物
の
名
を
以
て
文
糧
の
名
と
し
【
零
畝
】
42

勺
畝
歩
の
残
り
。
わ
づ
か
な
畑
。
〔
輻
恵
全
置
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
歴
代
州
域
形
勢
、
漢
〕
零
陵
郡
、

た
。
〔
通
雅
‘
秤
詰
〕
零
丁
‘
升
庵
引
―
―
齊
諧
ー
曰
、
有
T

失
1

一
書
‘
消
丈
部
、
責
経
手
〕
遇
―
―
小
折
零
畝
ご
安
T

事
竺
地
形
秦
長
沙
郡
地
、
漢
初
陽
―
―
長
沙
國
五
武
帝
元
鼎
六
年
‘
析
―
―

兒
女
零
丁
訟
向
承
後
漢
書
、
戴
良
有
→
半
¢
父
零
丁
ニ
零
似
玉
指
為
•
某
名Lo

置
零
陵
郡
函
炉
一
零
陵
等
縣
十2
⑰
後
漢
、
置
く
。
故
治

丁
、
今
之
尋
レ
人
招
子
也
。
蓋
古
以
レ
紙
書
レ
之
‘
懸
,
,
子
【
零
茂
】
4
3
5
ィ
葉
の
落
ち
る
こ
と
と
し
げ
る
こ
と
。
〔
班
は
湖
南
省
零
陵
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
永
州
府
〕

一
竺
其
状
零
丁
然
。
〔
黄
宗
義
‘
萬
里
尋
レ
兄
記
〕
是
裂
―
―
固
‘
幽
通
賦
〕
形
氣
獲
,
,
於
根
祗
1

分
、
村
葉
彙
而
零
茂
。
零
陵
縣
、
附
郭
、
漢
置
―
―
泉
陵
縣
面
竺
零
陵
郡
享
竺
ム
、
後

紙
敷
天
繕
―
―
寓
其
兄
里
系
年
貌
盃
竺
零
丁
↓
〔
王
寝
‘
四
子
講
徳
論
〕
胎
卵
得
1

一
以
成
育
面
草
木
遂
二
其
漢
為
―
―
零
陵
郡
治
一
晉
以
後
因
レ
之
‘
隋
改
レ
縣
、
曰
―
―
零

〖
零
丁
洋
〗29討
？
海
洋
の
名
。
廣
東
省
中
山
縣
の
零
茂
→
〔
注
〕
善
日
、
零
落
‘
茂
盛
。
陵
函

i―
―
永
州
治
→
●
縣
名
。
④
漢
、
置
く
。
故
治
は
廣

南
‘
珠
江
の
河
口
。
零
丁
山
あ
り
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
【
零
陽
】
44

討
縣
名
。
漢
、
置
く
。
隋
‘
零
陵
と
い
ふ
。
西
省
全
縣
の
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
零
陵
郡
、
縣
十
、

廣
東
、
廣
州
府
、
香
山
縣
〕
零
丁
洋
、
在
―
―
縣
東
百
七
十
故
城
は
今
、
湖
南
省
慈
利
縣
の
東
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
零
陵
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘
桂
林
府
、
全
州
〕
零
陵

臭
宋
末
文
天
詳
衷
元
兵
所
＞
敗
、
被
レ
執
‘
嘗
経
レ
此
、
武
陵
郡
、
縣
十
三
、
零
陽
。
廃
縣
、
州
北
一
二
十
里
、
漢
置
―
―
零
陵
縣
-
令
陵
郡
治
、
治
―
―

有
惚
丁
洋
裏
歎
苓
丁
一
之
句
5

【
零
楡
】
4
5
i
ィ
樹
木
の
名
。
に
れ
。
〔
本
草
‘
楡
〕
秤
名
‘
於
此
↓
＠
隋
‘
置
く
。
故
城
は
湖
南
省
慈
利
縣
の
東
。
〔
讀

〖
零
丁
孤
苦
〗3
0
5パ
テ
ィ
お
ち
ぷ
れ
て
た
す
け
る
人
も
零
楡
、
白
者
名
レ
扮
、
時
珍
日
、
按
‘
王
安
石
字
説
云
、
楡
潅
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
岳
州
府
‘
澄
州
〕
慈
利
縣
、
州
西

な
く
、
ひ
と
り
で
苦
し
む
こ
と
。
〔
李
密
‘
陳
情
表
〕
零
丁
念
柔
‘
故
謂
1

み
之
楡
谷
其
扮
則
有
五
“
レ
之
之
道
正
故
謂
―
―
之
一
百
十
六
里
、
本
漢
零
陽
‘
充
二
縣
地
‘
隋
開
皇
九
年
‘

孤

苦

‘

至

秘

成

立

↓

〔

注

〕

銑

日

‘

零

丁

‘

危

弱

貌

。

〔

韓

扮

面

（

英

諷

零

‘

故

曰

二

零

楡

↓

置
1

一
零
陵
縣
-
圏

-1崇州
一
十
八
年
改
曰
,
,
慈
利
縣
↓
◎

愈
‘
祭
午
二
郎
文
〕
零
丁
孤
苦
、
生
嘗
一

H
相
離
―
【
零
餘
】
46

乃
少
し
の
の
こ
り
。
は
し
た
も
の
。
残
餘
。
隋
‘
置
く
。
湖
南
省
祁
陽
縣
の
西
南
。
縣
城
は
灌
湘
二
水

也

。

餘

分

。

あ

ま

り

も

の

。

〔

字

彙

〕

零

‘

凡

敷

之

零

餘

也

。

合

流

の

慮

に

営

る

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

湖

廣

、

永

州

府

、

〖
零
丁
洋
詩
〗3
1
I
V
イ
―
汀
イ
ヤ
ヴ
宋
、
文
天
詳
の
作
。
文
天
〖
零
餘
子
〗
り
~
イ
ヨ
む
か
ご
。
ぬ
か
ご
。
自
然
薯
の
蔓
零
陵
縣
〕
泉
陵
城
、
府
北
二
里
、
漢
縣
治
レ
此
‘
隋
改
日

1一
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雨

部

〔

五

蜜

零

零
陵
縣
五
移
1

一
今
治
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖
南
‘
永
州

府
‘
縣
七
‘
零
陵
。
●
古
の
地
名
。
舜
‘
此
虞
に
葬
ら
る
。

今
、
湖
南
省
寧
遠
縣
の
東
南
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
〕
（
舜
）

南
巡
狩
、
崩
―
―
於
蒼
梧
之
野
ょ
ザ
於
江
南
九
疑
な
是
為
1

一

零
陵
↓

〖
零
陵
香
〕51如
バ
リ
，
ヨ
ヴ
芳
草
の
名
。
か
み
め
ば
は
き
。

〔
本
草
、
薫
草
、
零
陵
香
〕
秤
名
、
恵
草
、
香
草
、
燕
草
、
黄

零
草
、
集
解
、
頌
曰
、
零
陵
香
、
今
湖
廣
諸
州
皆
有
レ
之
、

多
生
―
―
下
混
地
涵
示
如
レ
麻
‘
雨
雨
相
酎
‘
埜
方
、
常
以
―
―
七

月
中
旬
面
E

レ
花
至
香
、
古
云
↓
1

薫
草
五
是
也
、
嶺
南
人
皆

作
福
應
以
灰
炭
焙
乾
‘
會
黄
色
方
佳
、
江
淮
亦

有
1

一
上
生
者
二
亦
可
レ
作
レ
香
‘
但
不
レ
及
ふ
匹
嶺
者
至
<I

枯

縞
香
尤
芥
薫
告
r
、
古
方
但
用
―
―
薫
草
一
不
レ
用
―
―
零
陵

香
公
7

合
香
家
‘
及
面
脂
湧
豆
諸
法
、
皆
用
レ
之
、
都
下
市

律
貨
レ
之
甚
便
。
〔
事
物
異
名
録
、
花
丼
、
意
〕
埠
雅
、
意

即
今
零
陵
香
。

【
零
涙
】
52

店
な
み
だ
を
お
と
す
。
又
、
お
ち
る
な
み

だ
。
〔
陸
機
、
弔
1

一
魏
文
帝
1

文
〕
矯
函
裳
食
以
赴
レ
節
‘
掩
<I

零
涙
而
薦
5

膳
゜
〔
郭
環
‘
溜
仙
詩
〕
悲
宋
憫
―
―
丹
心
云
零

涙
緑
レ
親
流
。

【
零
露
】
5
3
i
ィ
し
た
た
り
お
ち
る
つ
ゆ
。
〔
詩
、
鄭
風
、

野
有
蔓
舛
〕
野
有
―
―
蔓
紳
云
零
露
博
分
。
〔
陸
機
、
苦
寒
行
〕

渇
飲
―
―
堅
泳
漿
一
饒
待
―
―
零
露
喰
↓

【
零
烏
豆
】
54

昇
ゥ
登
科
の
草
の
名
。
種
子
は
黙
く
、
形

は
ふ
ぢ
ま
め
に
似
て
ゐ
る
。
雁
喰
豆
。
〔
事
物
異
名
録
‘

蔽
穀
‘
豆
〕
杭
州
府
志
、
黒
豆
細
而
扁
者
、
零
烏
一
翌
‘
俗

名,,
馬
料
豆
↓

【
零
花
費
】
55

l
i
n
g
'
h
u
a
'
f
e
i
'

種
々
の
費
用
。
雑
費
゜

小
遣
錢
。

【
零
隅
道
】
邸
が
心
ク
，
？
地
名
。
四
川
省
鷹
山
縣
の
東
南
。

一
に
霊
覇
道
に
作
る
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
越
矯
郡
、

云
云
‘
霰
闊
道
。
〔
華
陽
國
志
〕
蜀
王
杜
宇
、
以
1

一
霊
隅
―

総
後
戸
↓

【
零
兌
荘
】
57

l
i
n
g
'
t
u
e
i
'
c
h
u
a
n
g
1

雨
換
屋
。
上
海

方
言
。

【
零
票
子
】
58ling'p'iao• 

tzii

―
一
吊
三
吊
五
吊
の

小
さ
い
手
形
。

3
 

【
零
羊
峡
】
59

”
力
；
峡
の
名
。
高
峡
山
の
こ
と
。
廣
東
省

高
要
縣
の
東
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
零
羊
峡
‘
一
名
裔
要
峡
、

63

華
翠
之
樹
、
四
時
葱
碩
古
有
峡
山
寺
ご
唐
沈
栓
期
峡

12

_
 
＿七



(42242 .. 60) — (42245 .. 15) 

9
門
旦
且
[
5

な
り
。
も
と
諷
(
1
2
-
4
2
5
1
8
)
に
作
る
。
〔
康
熙
字

典
〕
雷
‘
説
文
、
本
作
レ
苧
晶
。
④
空
中
の
陰
陽
の
電

氣
が
相
獨
れ
て
猜
す
る
烈
し
い
響
。
い
か
づ
ち
。

〔
説
文
〕
翼
‘
爵
易
薄
動
生
レ
物
者
也
、
炊
レ
雨
‘
晶

象
詞
韓
形
↓
〔
段
注
〕
薄
‘
昔
博
‘
迫
也
、
陰
陽
迫

動
‘
郎
謂
レ
年
晶
也
、
迫
動
、
下
文
所
謂
回
轄
也
、
回
―
―

【
雷
】
〗
口
ル
イ

曰
ラ
イ

日
ラ
イ

〔
集
韻
〕
慮
回
切
屈

ヵ
V

lei' 

〔
集
韻
〕
魯
水
切
郷
g

〔
集
韻
〕
慮
封
切
瞬

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雰
、
雨
兒
。

窒

＿

】

蜘

悶

〔

集

韻

〕

都

宗

切

困

Elお
ほ
き
い
つ
ゆ
゜
〔
玉
篇
〕
危
、
大
露
也
。
ロ

き
り
。
〔
集
韻
〕
霞
‘
霧
也
。

害
1】
〗□ 曰
エアエ
イイ

〔
玉
篇
〕
於
闊
切
園

〔
集
韻
〕
烏
僻
切
醒

山
寺
賦
梢
1

端
淫
廟
景
一
郎
此
゜

【
零
絹
尺
椿
】
60

店
だ
絹
や
紙
の
き
れ
。
又
書
書
一
の
一

小
片
の
意
。
〔
安
積
艮
齋
‘
池
無
名
博
〕
雖
二
零
絹
尺
椿
↓

莫

レ

不

賓

重

一

「

だ

く

だ

し

い

。

【
零
零
細
細
]
6
1

l
i
n
g
'
l
i
n
g
'
h
s
i
'
h
s
i
'

些
細
で
く

【
零
零
砕
砕
】
6
2
5
行
些
細
で
く
だ
く
だ
し
い
。
〔
朱

子
語
類
‘
七
十
九
‘
尚
書
‘
洪
範
〕
洪
範
‘
云
云
‘
是
治
道
最

緊
切
虞
‘
這
箇
若
理
會
不
レ
通
、
又
去
理
1

一
會
甚
磨
零
零

砕
砕
エ
方
有
安
頓
慮
↓
〔
朱
子
語
類
〕
有
-
1

屋
含
1

了
‘
零

零
砕
砕
‘
方
有
二
｛
女
頓
慮
↓

雨

部

〔
五
驚
〕

零

疱

雰

雷

生
拭
物
一
者
也
‘
二
月
陽
盛
‘
雪
ご
炉
臀
‘
故
以
レ
由
諏

象
真
回
韓
之
形
面
が
三
田
正
也
。
〔
繹
名
、
繹
天
〕

雷
、
娘
也
、
如
1“
~
レ
物
有
品m→1娘
雷
一
之
臀
也
。

〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
陰
陽
相
薄
、
感
而
為
レ
雷
。
＠

五
行
で
は
土
の
氣
゜
〔
春
秋
繁
露
、
五
行
五
事
〕
雷

者
土
之
氣
也
‘
其
昔
宮
也
。
◎
易
で
は
震
。
〔
易
、

説
卦
〕
震
為
レ
雷
゜
＠
人
君
の
象
。
〔
太
平
御
覧
、
天

部
、
雷
〕
書
洪
範
日
‘
夫
雷
者
人
君
之
象
也
。
R
諸

侯
の
象
。
〔
初
學
記
‘
天
部
上
〕
雷
、
諸
侯
之
象
也
。

8
長
子
の
象
。
〔
太
平
御
覧
、
天
部
、
雷
〕
書
洪
範

曰
‘
雷
於
二
天
地
―
為
1
1

長
子
↓
●
大
瞥
の
形
容
。

〔
李
耕
‘
麻
姑
山
詩
〕
鳴
泉
百
雷
。

0
は
げ
し
い
さ

ま
の
喩
゜
〔
古
詩
、
為
1

一
焦
仲
卿
妻
一
作
〕
性
行
暴

如
レ
雷
゜
R
は
や
い
さ
ま
。
〔
李
繋
玉
、
競
渡
時
在
ニ

湖
外
一
偶
為
成
盆
早
詩
〕
雷
奔
電
逝
三
千
兒
。

O
威

巖
の
あ
る
さ
ま
。
〔
詩
、
大
雅
、
常
武
〕
震
―
―
驚
徐

方
な
炉
雷
如
な
廷
。
〔
箋
〕
如
―
―
―
雷
霞
之
恐
二
怖
人
1

然
。

O
揃
文
‘
謳
(
1
2
-
4
2
5
6
1
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

謳
‘
朧
‘
揃
文
露
‘
間
有
レ
回
、
回
、
孤
臀
也
。

O
古
、

需
(
1
2
|
 4
2
2
7
3
)
・
 
圃
(
7
ー

2
1
9
9
2
)

・園
(
7
ー

2
1
9

7
0
)・
軍
四(
1
2
-
4
2
2
6
9
)
•
H
B
(
1
2
-
4
2
4

0
0
)

・甜
(
2

ー

3
9
8
9
)
・
詈
(
7—
2
1
9
9
3
)
に
作
~
る
。
〔
説
文
〕
漏
、

霜
、
古
文
砿
、
圃
、
古
文
g
屹
〔
康
熙
字
典
〕
雷
、
古

文
闘
・
需
・
冨
悔
・
詈
゜
R
漢
の
侯
國
の
名
。
〔
史

記
、
建
冗
已
来
王
子
侯
者
年
表
〕
雷
゜
〔
注
〕
索
隠

曰
‘
雷
在
二
東
海
ょ
〇
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
國

為
レ
氏
〕
雷
氏
、
方
雷
氏
之
後
、
女
為
―
―
叢
帝
妃
一

生
―
―
四
竺
蓋
古
諸
侯
之
國
。

O
酉
陽
雑
俎
の
篇

名
。
口

O
城
を
守
る
に
用
ひ
る
武
器
。
大
き
な
石

を
城
上
よ
り
推
し
下
す
こ
と
。
〔
集
韻
〕
雷
、
推
レ

石
下
也
。
〔
周
幡
‘
秋
官
、
職
金
‘
凡
國
有
1

一
大
故
1

而
用
1

一
金
石
ず
注
〕
用
―
―
金
石
一
者
、
作
丘
玲
槍
雷
椎
悸

之
凰
一
〔
繹
文
〕
雷
‘
常
レ
為
レ
確
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
十
‘

注
〕
射
在
戻
石
間
↓
〔
疏
〕
周
證
職
金
‘
凡
國
有
二

大
故
盃
笛
竺
金
石
面
叫
掌
―
―
其
令
二
鄭
玄
―
本
、
用
ニ

金
石
者
、
作
―
―
槍
雷
之
隔
盃
雷
即
温
也
、
兵
法
守
レ

城
用
磁
石
百
盗
テ
攻
者

-
0た
た
く
。
鼓
を
う

つ
。
俗
に
温
(
5
-
1
2
9
2
9
)
・
播
（
6

|

1
2
7
8
3
)

に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
雷
‘
撃
レ
鼓
日
レ
雷
‘
俗
作
レ
儡
。
〔
中

華
大
字
典
〕
雷
‘
俗
作
レ
播
゜
〔
古
築
府
〕
官
家
出
湘

雷

天

四

国

石

を

推

し

落

す

。

温
(
8
-
2
4
5
6
8
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
温
‘
婢
蒼
‘
推
レ
石
自
な
回
而
下

也
、
或
作
レ
雷
゜

蘭

會

意

。

も

と
g

晶
に
作
る
。
か
み
な
り
は
多
く
雨
を

伴
ふ
を
以
て
雨
に
八
ひ
‘
晶
は
陰
陽
迫
動
し
て
空
間
に

同
轄
す
る
が
如
き
を
表
は
す
。
後
、
又
‘
省
い
て
雷
に
作

る
。
段
玉
裁
は
晶
は
田
を
三
つ
重
ね
て
多
ぎ
を
示
し
、

多
け
れ
ば
盛
、
盛
な
れ
ば
必
ず
回
轄
す
る
と
説
く
も
‘

脚
か
従
ひ
難
い
。
〔
説
文
‘
雷
‘
段
注
〕
許
書
有
レ
EBm
無レ

晶
‘
凡
積
三
則
為
レ
衆
‘
衆
則
盛
‘
盛
則
必
回
韓
‘
二
月
陽

盛
、
全
晶
猜
レ
臀
、
故
以
レ
晶
象
其
回
韓
之
形
工
ぎ
三
田
l

也。

【
雷
威
】
1

勺
宋
の
人
。
善
＜
琴
を
作
る
。
大
風
雪
に
遇

ふ
や
‘
蓑
笠
を
著
て
深
松
中
に
入
り
、
其
の
瞥
の
連
延

悠
畷
た
る
者
を
聴
き
‘
伐
つ
て
琴
に
作
る
。
妙
‘
桐
に
過

ぐ
。
〔
採
蘭
雑
志
〕
。

[
雷
雨
】
2

[

ィ
雷
が
鳴
つ
て
降
る
雨
。
〔
易
‘
屯
〕
雷
雨

之
動
‘
涌
盈
。
〔
易
、
解
〕
天
地
解
而
雷
雨
作
。
〔
書
‘
舜

典
〕
納
―
―
子
大
麓
祈
烈
風
雷
雨
弗
レ
迷
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
〕

舜
入
二

f
大
麓
面
5

風
雷
雨
不
レ
迷
。
〔
漢
書
、
王
祥
博
下
〕

有
烈
風
雷
雨
‘
登
レ
屋
折
レ
木
之
嬰
↓
〔
三
輔
黄
圏
、
四
、

池
沼
〕
（
昆
明
）
池
中
、
有
―
―
豫
章
嚢
及
石
鯨
一
刻
レ
石
為
1-

鯨
魚
「
長
三
丈
、
毎
レ
至
1

一
雷
雨
↓
常
鳴
吼
‘
猷
尾
皆
動
。

〔
杜
甫
、
決
跛
行
〕
應
尺
但
愁
,
,
雷
雨
至
五
蒼
茫
不
レ
瞭
,
,
紳

震
意
↓

[
雷
淵
】
3

[

＂
O
雷
神
が
居
る
と
い
ふ
淵
。
雲
を
い
ふ
。

〔
楚
辟
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
旋
入
二
雷
淵
↓
〔
注
〕
淵
、
室
也
‘
云

云
‘
削
回
入
1

一
雷
公
之
室
↓
〔
集
注
〕
淵
、
一
作
レ
泉
、
非
レ

是
‘
蓋
避
二
唐
講
一
也
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
下
‘
樫
入
二

雷
室
之
秤
燐
鬱
律
至
J

‘
注
〕
張
揖
曰
‘
雷
室
‘
雷
淵
也
。

●
金
の
人
。
思
の
子
。
字
は
希
頻
。
又
‘
季
煎
。
幼
く
し

て
孤
。
太
學
に
入
り
、
豊
夜
讀
書
し
て
倦
ま
ず
。
後
、
李

之
純
に
従
消
し
て
名
を
知
ら
る
。
至
寧
の
進
士
。
興
定

の
末
、
監
察
御
史
を
拝
し
、
弾
劾
櫂
貴
を
避
け
ず
。
保

州
に
至
り
、
五
百
人
を
杖
殺
す
。
時
人
‘
雷
半
千
と
い

ふ
。
後
、
官
は
翰
林
修
撰
゜
〔
金
史
、
一
百
十
〕
・
〔
新
元
史
‘

一
百
九
十
五
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
一
百
〕
。

【
雷
音
】

4

?

O
雷
の
鳴
る
昔
゜
〔
杜
牧
‘
秋
嬢
詩
〕
雷

昔
後
車
遠
‘
事
往
落
花
時
。

O
雷
の
や
う
な
大
き
な

昔
゜
〔
庚
信
、
映
州
弘
農
郡
五
張
寺
経
誠
碑
〕
若
―
―
夫
法

雲
深
蔽
‘
師
子
雷
茸
云
云
‘
鷲
嶺
菩
提
之
法
ぶ
本
無
二
極

際
五
何
可
レ
勝
と
言
。

〖
雷
音
洞
〗
ぶ
芦
’
洞
の
名
。
河
北
省
房
山
縣
の
石
軽

山
の
頂
。
洞
に
就
い
て
堂
を
建
て
、
法
華
経
及
ぴ
雑
編

を
嵌
む
。

【
雷
可
】
6

？
宋
、
影
震
龍
(
4ー

1
0
0
 0
3
 :
 1
7
2
)
の
字
。

【
雷
夏
】
7

勺
澤
の
名
。
山
東
省
ift縣
の
東
南
。
〔
書
‘
馬

貢
〕
雷
夏
既
澤
゜
〔
祭
博
〕
雷
夏
、
地
志
、
在
1

一
滑
陰
郡
城
陽

縣
西
北
公
「
撲
州
雷
澤
縣
西
北
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

山
東
‘
哀
州
府
‘
曹
州
〕
雷
澤
在
t

一
成
陽
故
城
西
北
盃
E

貢
‘
雷
夏
既
澤
‘
史
記
‘
舜
漁
―
―
於
雷
澤
↓
「
7
4
)

の
琥
゜

〖
雷
夏
先
生
〗8
門
戸
宋
、
王
萬
僧

(
7ー
2
呂

2
3
:
 1
1
 

【
雷
芽
]
,
[
ィ
茶
の
異
梢
゜
〔
事
物
異
名
鋒
‘
飲
食
‘
茶
〕

耶
律
楚
材
‘
乞
レ
茶
詩
‘
黄
金
磯
畔
憶
"
雷
芽
↓

【
雷
開
】
10

”
パ
殷
の
討
王
の
時
の
侯
臣
。
〔
楚
辟
‘
天
問
〕

雷
開
阿
順
‘
而
賜
―
―
封
之
↓
〔
注
〕
雷
開
‘
倭
臣
也
、
阿
―
―
順

於
討
布
は
賜
乏
金
玉
而
封
レ
之
也
。

【
雷
厘
】
11

”
い
明
‘
渇
闘
(
1
2
|
 4
4
5
7
9
 :
 3
2
)
の
琥
゜

[
雷
駿
】
12

打
雷
の
や
う
に
お
ど
ろ
か
す
。
〔
郭
環
‘
井

賦
〕
氣
霧
集
以
杏
冥
分
‘
臀
雷
駿
而
溺
消
。
〔
溢
岳
、
閑
居

賦
〕
蝦
石
雷
駿
、
激
矢
猛
飛
゜

【
雷
江
】
13

”
川
の
名
。
廣
西
省
来
賓
縣
の
北
。
源
は
新

慶
村
。
大
江
に
注
ぐ
。
一
名
、
宋
賓
水
。
〔
讀
史
方
輿

紀
変
‘
廣
西
‘
柳
州
府
‘
宋
賓
縣
〕
定
清
江
‘
縣
北
五
里
、

又
雷
江
在
↓
―
縣
北
三
十
里
↓
倶
南
流
入
,
,
於
大
江
↓

【
雷
岡
】
14

”5

岡
の
名
。
江
西
省
郡
陽
縣
の
東
北
。
〔
太

平
襄
宇
記
〕
大
雷
岡
在
二
縣
東
北
七
十
里
「
後
漢
雷
義

所
レ
居
‘
小
雷
岡
在
1

一
大
雷
岡
側
｛
晉
雷
燥
所
レ
居
。

【
雷
降
]
1
5

昇
雷
が
物
を
降
ら
す
。
〔
墨
子
、
天
志
中
〕

雷
降
1

一
雪
霜
雨
露
一
以
長
二
遂
五
穀
麻
絲
一
使
"
一
民
得
而

財
利
之
一

三
八
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雨

部

〔
五
書
〕

雷

二九

【
雷
耕
】
16

訂
雷
州
の
民
が
、
曇
つ
て
雷
の
鳴
る
夕
を

い
ふ
。
〔
投
荒
雑
録
〕
雷
州
民
陰
冥
雷
霧
之
夕
‘
呼
為
―
―
雷

耕
↓
瞭
視
1

一
田
中
盆
笠
伺
開
墾
之
迩
玉
有
レ
是
乃
為
二
嘉
詳
↓

【
雷
轟
】
17

訂
雷
が
鳴
り
響
く
こ
と
。
又
、
雷
が
落
ち

る
こ
と
。
〔
陸
消
‘
七
月
十
七
晩
行
―
―
湖
塘
1

雷
雨
大
作

詩
〕
電
火
雷
轟
下
；
は
岡
↓
我
行
莫
出
郊
原
間
。
〔
墨
客

揮
犀
〕
一
書
生
謁
1

一
苑
文
正
公
五
口
言
―
―
饒
寒
五
時
盛
梢
"

獣
陽
率
更
書
薦
輻
寺
碑
「
一
本
直
二
藪
金
｛
苑
為
打
1

一千

杢
紙
景
已
具
‘
一
夕
雷
轟
石
益
咲
語
曰
、
有
―
ー
客
打
レ

碑
来
t

一
薦
輻
U

無ーニ

A
騎
レ
鶴
上
―
―
揚
州
↓

〖
雷
轟
電
撃
〗1
8
[パ
悶
雷
の
と
ど
ろ
く
が
如
く
、
電

の
光
る
が
如
く
き
は
め
て
勢
の
は
げ
し
い
こ
と
。
〔
近

古
史
談
‘
織
篇
‘
謙
信
陥
1

一
私
市
こ
杉
霜
憂
以
二
雷
轟
電

撃
之
勢
ぶ
竺
此
小
技
柄
一

〖
雷
轟
電
轄
〗1
9
nパ
”
パ
人
馬
の
叫
ぶ
臀
が
盛
な
こ

と
。
〔
長
生
殿
、
合
圃
〕
人
疾
1

一
馬
間
爺
心
―
―
多
少
雷
轟
電

轄
面
~
1一
正
是
海
沸
也
那
河
翻
→

【
雷
旱
】
20

”
パ
か
み
な
り
し
た
り
‘
ひ
で
り
す
る
こ
と
。

〔
管
子
‘
七
臣
七
主
〕
夫
凶
歳
雷
旱
、
非
レ
無
-
―
雨
露
一
也
。

[
雷
岸
】
21

弁
清
‘
龍
隻
(
1
2
-
4
8
8
1
8
 :
 3
7
0
)

の
琥
゜

【
雷
起
】
22

”
ィ
か
み
な
り
の
や
う
に
お
こ
る
こ
と
。
〔
漢

書
、
叙
偶
下
〕
王
師
雷
起
‘
電
―
―
撃
朔
野
↓
〔
班
固
‘
東
都
賦
〕

千
乖
雷
起
‘
萬
騎
紛
転
。

【
雷
蝶
】
23

”
品
の
名
。
ひ
る
の
一
種
。
ま
る
ひ
る
。
〔
酉

陽
雑
俎
‘
廣
動
植
‘
品
篇
〕
雷
蝶
、
大
如
レ
矧
‘
以
レ
物
獨
レ

之
、
乃
登
縮
園
轄
若
レ
鞠
‘
良
久
引
塩
首
‘
鞠
形
漸
小
、
復

如
レ
矧
焉
‘
或
云
‘
悩
レ
人
毒
甚
゜

【
雷
機
】
24

門
元
、
建
安
の
人
。
字
は
子
櫃
。
延
祐
の
進

士
。
官
は
朝
散
大
夫
。
父
の
徳
潤
、
易
に
遼
く
、
機
及
ぴ

弟
の
杖
・
杭
と
倶
に
易
を
以
て
名
あ
り
。
周
易
注
解
を

著
し
‘
雷
門
易
と
い
ふ
。
著
に
龍
津
・
龍
山
・
鄭
川
・
環

中
・
黄
鶴
磯
・
梅
易
齋
・
碧
玉
環
の
七
稿
が
あ
る
。

【
雷
義
】
2
5
n
ィ
後
漢
‘
郡
陽
の
人
。
字
は
仲
公
。
駄
帝

の
時
‘
郡
の
功
曹
と
為
り
、
人
の
死
罪
を
救
ひ
‘
謝
租
の

金
を
受
け
ず
。
孝
廉
に
攀
げ
ら
れ
、
尚
書
侍
郎
を
拝

す
。
茂
オ
に
攀
げ
ら
れ
、
友
の
陳
重
に
譲
る
も
聴
か
れ

ず
‘
伴
狂
被
嬰
し
て
‘
走
つ
て
命
に
應
ぜ
ず
。
後
、
官
は

侍
御
史
、
南
頓
令
に
至
る
。
〔
後
漢
書
‘
一
百
十
一
〕
．
〔
尚

友
録
‘
四
〕
。

〖
雷
義
送
金
〗26
昇
H
ノ

蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
雷
義

,....., ,...., ,.....,,....., ,....., ,....., 
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山丈五方曰 i麗公雁申雷大江に ~o 座昔-知昇宋披謂也可面鼓云架正也鼓祀鼓人凧豊た種 0 堅詩
と ‘里輿二 、一ヽニ公進表大鼠鼓ー、、荀二謂祁‘二 、レ
ぃ盤‘紀雷雷役 一‘議―雷有皆雷先

、、｛義 ~'-o —~-い大-~

旋日 公ヘニ准て北博鼓府を 芭[晏 是撃 -孫八-鼓以地-八鼓蚊鮮
ふ。五二要。最杏南訂軍口を、撃曰雷解空。――面竺先 レ謂鼓鄭大話面き二二官、三面の巴馳
~+應廣° 嚢汽［ 大云ぅ矩っ應鼓蔽バ薮謂並ノ‘鄭贅革仄雷注司譲鼓雷紳雷鼓周の一斗凹

ち鹿°鼓八-六並此以皿 室海讀里ム東山。--;,j叔〇壊云

言!!i!l1!l!illl言『□冒

雨

部

〔
五
書
―
〕

苧
国

州
晋
バ
吾
山
‘
在
―
―
州
東
南
面
品
烹
叫
撫
臣
郁
應
龍
撃
1
1

逍
戦
艦
を
太
油
口
に
設
け
、
海
防
に
備
ふ
。
挟
西
巡
撫
に

賊
於
此
一
忽
震
雷
殺
―
―
賊
敷
人
一
因
易
レ
名
、
曰
1

一
雷
公
山
一
遷
り
、
官
に
卒
す
。
〔
清
史
稿
、
二
百
四
十
五
〕
．
〔
國
朝

〇
黄
帝
の
臣
。
帝
‘
岐
伯
に
次
口
つ
て
内
経
を
作
り
‘
復
‘
苦
獣
類
徴
‘
一
百
四
十
九
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
‘
十
三
〕
。

雷
公
及
び
命
附
に
命
じ
、
明
堂
を
察
し
、
息
脈
を
究
め
‘
[
雷
荘
】
62

切
地
名
。
河
北
省
漂
縣
の
西
北
。
京
山
鐵

至
教
論
・
葵
性
抱
製
等
の
書
を
著
は
す
。
〔
淮
南
子
、
倣
路
に
沿
ふ
。
商
業
地
。

慎
訓
〕
．
〔
素
問
〕
．
〔
劉
恕
外
紀
〕
．
〔
古
今
醤
統
〕
°
.
後
漢
【
雷
山
】
6
3
5
パ
山
名
。

O
廣
東
省
海
康
縣
の
南
。
繁
雷
山

末
の
流
賊
の
一
。
〔
後
漢
書
‘
朱
偶
傭
〕
自
―
―
黄
巾
賊
一
後
‘
の
こ
と
。
句
漏
山
脈
の
支
脈
‘
雷
州
半
島
の
主
山
。
〔
讀

云
云
‘
拉
起
―
―
山
谷
間
二
小
垢
翌
勝
数
ご
共
大
臀
者
梢
―
―
史
方
輿
紀
要
‘
廣
東
‘
雷
州
府
、
海
康
縣
〕
撃
雷
山
‘
府
南

雷

公

↓

八

里

、

府

治

之

案

山

也

。

●

廣

西

省

馬

平

縣

の

南

。

〔

清

〖
雷
公
祭
〗53”
"
コ
ヴ
陰
陽
家
の
司
る
祭
祀
。
普
通
祈
一
統
志
〕
柳
宗
元
記

I
I雷
山
「
雨
崖
皆
東
向
、
雷
水
出
焉
、

雨
の
際
に
行
は
れ
る
。
〔
政
治
要
略
‘
年
中
行
事
〕
雷
公
崖
中
有
―
―
雷
塘
姦
能
出
奎
k

氣
五
作
II

雷
雨
↓

祭

、

年

束

有

椅

‘

不

畑

乏

。

【

雷

矢

】

6
4
-
t
ィ
雷
丸
の
異
名
。
雷
丸
(
4
4
)

を
見
よ
。

〖
雷
公
頭
〗54
昇
コ
，
ゥ
香
附
子
の
異
稲
゜
〔
本
草
‘
t沙
草
【
雷
芝
】6
5
-ク
ィ
連
の
異
名
。
〔
韻
府
引
‘
古
今
庄
〕
芙
蓉
、

香
附
子
〕
秤
名
‘
時
珍
日
‘
俗
人
呼
為
↓
―
雷
公
頭
↓
―
名
雷
芝
゜

〖
雷
公
馬
〗5
5勺
ィnヴ
蛇
の
名
。
毒
が
無
く
て
食
用
に
【
雷
思
】66
1ク
ィ
金
、
渾
源
の
人
。
進
士
。
官
は
大
理
寺
卿
。

供
せ
ら
る
。
廣
東
省
雷
州
に
産
す
。
〔
廣
東
新
語
〕
。
同
知
北
京
轄
運
使
事
。
著
に
易
解
が
あ
る
。
〔
金
史
‘
一

〖
雷
公
墨
〗56ぢ
コ
，
ゥ
隕
石
の
一
種
。
〔
嶺
表
録
異
〕
雷
百
十
〕
．
〔
尚
友
録
‘
四
〕
。

州
際
雨
後
、
人
多
於
1
1

野
中
1

得
レ
石
‘
状
若
1
1

驚
石
函
E
-
-

【
雷
師
】
6
7
-
n
ィ
雷
雨
を
主
る
紳
°
軒
輯
。
一
説
に
‘
豊
隆
。

之
雷
公
墨
面
r

レ
之
錯
然
、
光
登
如
レ
漆
、
又
如
1

一
露
霊
↓
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
鸞
皇
為
レ
余
先
戒
分
‘
雷
師
告
レ
余
以
レ

〖
雷
公
籟
〗5
7
0
7

パn
ヴ
雷
公
の
記
録
。
〔
北
夢
瑣
言
〕
新
繁
未
レ
具
。
〔
補
注
〕
春
秋
合
誠
圏
云
、
軒
輯
主

I
I雷
雨
一
之

有
n

―
一
人
序
杢
雷
公
狂
或
菫
班
夫
「
以
レ
拳
杖
レ
地
為
レ
紳
‘
一
日
、
雷
師
、
豊
隆
也
。

井
‘
琥
―
―
拳
杖
井
二
或
霊
こ
士
負
1

一
薪
桔
ご
翌
一
谷
柴
一
【
雷
州
】
68

一
昇
〇
州
名
。
唐
‘
置
く
。
故
治
は
廣
東
省
海

或
以
―
―
七
手
1

撮
レ
山
簸
レ
之
‘
琥
―
―
七
山
簸
↓
康
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
〕
雷
州
府
、
古
百
越
地
、

〖
雷
公
電
母
〗58
打
唸
雷
と
電
と
を
い
ふ
。
〔
通
俗
秦
属

1象
郡
3
漢
初
濁
―
―
南
越
一
元
鼎
以
後
置
二
合
浦
郡
一

編
、
天
文
‘
雷
公
電
母
〕
按
‘
道
書
往
―

9
之
‘
且
各
偲
―
姓
云
云
‘
唐
武
徳
五
年
‘
復
置
二
南
合
州
ご
貞
観
元
年
、
改
―
―

多
云
‘
雷
公
名
江
赫
沖
、
電
母
名
秀
文
英
‘
其
虚
妄
更
東
合
州
丁
へ
年
改
為
―
―
雷
州
↓
云
云
、
元
曰
―
―
雷
州
路
工
明

不

レ

待

レ

琲

芙

。

洪

武

初

改

為

レ

府

‘

領

―

―

縣

一

―

―

ニ

〇

府

名

。

明

、

置

く

。

清

‘

〖
雷
公
採
薬
吏
〗59
”
[
げ
鳥
の
名
。
啄
木
（2
ー
3
8
0
1

之
に
因
り
、
廣
東
省
に
隔
し
、
海
康
・
遂
埃
·
徐
聞
の
三

-
-
7
)

の
0
の
異
梢
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
駕
〕
古
今
異
縣
を
管
轄
す
。
海
中
に
突
入
し
‘
南
海
と
東
京
潰
と
の

録
‘
啄
木
、
本
雷
公
採
槃
吏
‘
化
竺
此
鳥
↓
間
に
は
さ
ま
り
、
雷
州
半
島
と
い
ふ
。
〔
清
史
稿
‘
地
理

[
雷
吼
】
60

況
雷
鳴
を
い
ふ
。
又
、
雷
の
や
う
に
鳴
り
志
〕
廣
東
‘
雷
州
府
、
領
―
―
縣
―
―
-
「
海
康
・
遂
埃
・
徐
聞
。

轟
く
こ
と
。
吼
は
‘
ほ
え
る
こ
と
。
〔
劉
峻
、
東
隔
金
華
【
雷
獣
】
69

昇
〇
雷
の
や
う
な
臀
を
狙
す
る
怪
獣
。
雷

山
棲
志
〕
躍
流
激
潟
、
溌
湧
決
咽
、
電
撃
雷
吼
‘
駿
レ
目
紳
を
い
ふ
。
〔
山
海
経
、
大
荒
東
経
〕
東
海
中
有
―
―
流
波

置
魂
。
〔
杜
甫
‘
遣
レ
興
詩
〕
雷
吼
徒
咆
時
、
杖
搾
已
在
レ
山
口
云
云
‘
其
上
有
レ
獣
‘
云
云
、
其
臀
如
レ
雷
‘
其
名
日
レ

醐
〔
陸
涌
、
大
雪
歌
〕
璧
兵
玉
手
レ
死
作
↓
―
雷
吼
る
感
動
山
愛
黄
帝
得
レ
之
、
以
其
皮
為
レ
鼓
‘
檄
以
1

一
雷
獣
之
骨
一

林
裂
―
―
崖
石
↓
〔
楊
萬
里
‘
檄
―
―
風
伯
―
詩
〕
蛸
壁
呼
野
虎
臀
聞
―
―
五
百
里
百
盆
竺
天
下
二
注
〕
雷
獣
‘
卸
雷
誹
也
。

撃
レ
ロ
‘
悪
灘
淘
淘
雷
出
レ
吼
。

0
深
山
に
棲
む
獣
。
形
は
紹
に
似
て
大
、
胸
腹
共
に
黄

【
雷
興
]
6
1
7
7
5

清
‘
遼
隔
の
人
。
正
黄
旗
漢
軍
に
隷
風
色
‘
雷
鳴
の
時
、
村
里
に
出
る
と
い
ふ
。
木
紹
゜

す
。
崇
徳
中
、
訛
書
院
都
察
院
理
事
官
に
累
官
す
。
順
[
雷
育
（
】
10

弁
雷
丸
の
異
名
o

雷
丸
(
4
4
)

を
見
よ
o

治
の
初
、
天
津
巡
撫
と
為
り
、
土
賊
李
聯
芳
を
動
平
す
。
【
雷
車
】
71

訂
〇
雷
神
を
い
ふ
。
〔
太
平
御
覧
、
天
部
、

虹
寛
類
〕
淮
南
子
曰
‘
昔
者
渇
夷
・
大
丙
之
御
也
、
棄
雷

63
 
6
 
2
 

車
面
竺
雲
虹
↓
〔
劉
孝
威
‘
正
旦
春
難
贄
〕
電
鞭
失
レ
俵
、

り
輪
~
”
”
い
い
い
パ
り
―
ー

参
車
の
音
が
雷
瞥
の
や
う
な
こ
と
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
其

為
社
物
也
、
悪
レ
聞
1

一
雷
車
之
瞥
面
切
捧
1

一
其
首
1

而
立
。
〔
蘇

献
、
無
錫
道
中
賦
禾
車
―
詩
〕
天
公
不
レ
見
―
―
老
翁
控
一

喚
取
阿
香
罹
"
雷
車
―
)

【
雷
首
】
72

訂
山
名
。
山
西
省
氷
清
縣
の
南
。
又
、
首

陽
山
・
首
山
・
蜀
頭
山
・
襄
山
・
尭
山
・
薄
山
・
中
條
山
・
歴

山
・
廿
棗
山
・
渠
猪
山
・
賜
山
・
呉
山
・
蒲
山
・
渠
山
・
猪

山
と
も
い
ふ
。
〔
書
、
馬
貢
〕
壺
口
雷
首
。
〔
通
典
、
州
郡
、
古

翼
州
下
〕
又
有
―
―
雷
首
山
面
穴
齊
居
1

一
其
陽
盃
所
謂
首
陽
山

也
。
〔
括
地
志
〕
此
山
起
1

一
雷
首
盃
会
ぎ
呉
坂
百
吝
散
百

里
‘
随
レ
地
異
名
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
名
山
〕
雷
首

山
‘
一
名
中
條
山
‘
在
1

一
平
陽
府
蒲
州
東
南
十
五
里
工
目

起
蒲
州
麗
接
"
太
旦
南
跨
丙
城
平
堕
北
連
二
解
州

安
邑
及
臨
晉
夏
縣
聞
喜
之
境
ぶ
a
貢
壺
口
雷
首
、
即
是

山
也
、
左
博
‘
趙
宣
子
由
―
―
於
首
山
「
史
記
‘
衛
鞍
謂
二
秦

孝
公
玉
魏
居
―
―
嶺
陀
之
西
盃
呼
安
邑
ご
央
レ
秦
界
レ
河
、
而

燭
檀
山
東
之
利
一
司
馬
貞
曰
‘
大
河
紐
山
＇
條
之
西
一

自
二
中
條
一
以
束
連
―
―
扮
晉
之
除
峨
ニ
謂
"
之
嶺
泥
「
漢
武

帝
置
一
首
山
宮
於
此
⇒
冗
封
六
年
詔
曰
‘
朕
證
―
―
首
山
面
砒

田
出
―
―
珍
玉
工
或
化
為
1

一
黄
金
互
翌
騨
書
、
自
レ
華
以
西
名

山
七
、
一
曰
薄
山
‘
蓋
襄
山
也
、
水
経
注
‘
雷
首
西
臨
1

一大

河
硲
虫
か
謂
―
―
之
発
山
t

上
有
二
発
城
「
括
地
志
、
雷
首
山

延
長
敦
百
里
‘
随
1

一
州
郡
一
而
異
レ
名
、
一
名
中
條
山
、
一

名
首
陽
山
‘
又
有
証
岡
山
・
歴
山
・
薄
山
・
襄
山
・
甘
棗
山
・

渠
瀦
山
・
蜀
頭
山
・
緬
山
・
呉
山
之
名
↓

【
雷
措
】
7
3
-
ガ
パ
清
、
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
書
廷
。
書
に

巧
に
‘
龍
を
書
い
て
尤
も
有
名
。
時
人
‘
雷
龍
と
い
ふ
。

〔
塵
香
居
聾
識
‘
二
十
八
〕
。

[
雷
震
】
74

笠
い
か
づ
ち
が
ひ
ぴ
き
ふ
る
ふ
。
又
‘
雷
の

や
う
に
ふ
る
ふ
。
〔
漢
書
‘
叙
傭
下
〕
長
駆
六
學
‘
電
撃

雷
震
。
〔
淮
南
子
‘
本
経
訓
〕
雷
震
之
臀
‘
可
T

以
―
―
鼓
鐘
1

窯
わ
曳
〔
班
固
‘
東
都
賦
〕
霞
撃
乙
↓
昆
陽
↓
憑
怒
雷
震
。

【
雷
仁
】
75

賛
消
‘
寧
朔
の
人
。
行
伍
よ
り
出
身
し
、
甘

簡
の
回
教
徒
を
動
平
し
‘
廓
爾
喀
を
征
し
、
教
匪
を
動

蕩
し
、
陽
：
戦
功
あ
り
、
官
は
重
慶
鎖
穂
兵
。
事
に
坐

し
て
職
を
奪
は
れ
、
伊
黎
を
戌
り
、
尋
い
で
繹
さ
る
。

四
〇



雨

部

〔
五
書
＿
〕

雷

四

雷
が
お
ど
り
あ
が
る
。
雷
が
鳴
る
こ

二
/
/
慮

0

0

.

O

雷庄

0

0

0

.

杭

12637 



(42245・・118)一 (42245・・146)

と
。
〔
李
白
‘
古
風
詩
〕
精
光
射
1

一
天
地
一
雷
騰
不
レ
可
レ
が
あ
る
。

衝

。

【

雷

獲

】

127

芥
〇
か
み
な
り
の
轟
く
こ
と
。
〔
覗
、
月
令
〕

〖
雷
騰
雲
奔
〗l

l
s
”
パ
焚
雷
が
を
ど
り
あ
が
り
雲
が
奔
仲
春
之
月
、
云
云
、
雷
乃
獲
レ
臀
。
〔
宋
書
、
五
行
志
四
〕

る
。
〔
柳
宗
元
、
興
州
江
運
記
〕
吾
受
―
―
命
干
君
盃
而
育
―
―
升
平
五
年
十
月
庚
午
‘
雷
棧
―
―
東
南
↓
●
勢
は
げ
し
く
は

斯
人
石
其
可
レ
已
乎
‘
云
云
‘
於
レ
是
決
―
―
去
顎
土
工
整
導
な
つ
こ
と
。
〔
英
雄
記
〕
強
弩
雷
登
、
所
な
中
必
倒
。

江
擾
萬
夫
呼
井
、
莫
J

不
レ
如
レ
志
‘
雷
騰
雲
奔
‘
百
里
一
【
雷
被
】
128"ィ
漢
の
人
。
撃
剣
を
善
く
す
。
淮
南
王
安
に

瞬
、
既
會
既
遠
‘
淡
為
え
女
流
云
柔
徒
謳
歌
枕
臥
‘
而
至
ー
仕
へ
て
郎
中
と
な
る
。
｛
女
の
太
子
遷
‘
撃
剣
を
以
て
自

戌
人
無
レ
虞
、
専
レ
カ
待
孟
寇
。
負
し
、
被
を
召
し
て
興
に
戯
る
。
被
、
辟
譲
す
る
も
、
誤

【
雷
同
】
m
昇
人
の
説
を
聞
い
て
其
の
是
非
を
耕
ぜ
っ
て
太
子
に
中
て
、
太
子
の
怒
を
買
ひ
‘
遂
に
斥
免
せ

ず
、
直
ち
に
そ
の
説
に
附
和
す
る
。
雷
が
昔
を
獲
し
て
ら
る
。
〔
前
漢
書
、
四
十
四
〕
。

萬
物
同
じ
く
之
に
應
ず
る
喩
。
〔
證
‘
曲
證
上
〕
母
―
―
動
【
雷
年
】
1
2
9
"
ィ
宋
‘
跨
州
の
人
。
字
は
保
信
。
政
和
の
進

説
盃
竺
雷
同
↓
〔
注
〕
雷
之
狽
ら
臀
、
物
無
T

不
1

一
同
時
應
一
士
。
宜
春
に
宰
と
な
り
、
章
貢
に
倅
た
り
、
官
に
居
て

者

T
A
之
言
‘
嘗
―
―
各
由
＂
己
、
不
レ
営
レ
然
也
。
〔
漢
書
、
劉
清
白
。
年
八
十
餘
に
て
卒
す
。
〔
尚
友
録
‘
四
〕
。

歓
偲
〕
雷
同
相
従
‘
随
レ
臀
是
非
゜
〔
後
漢
書
‘
桓
諜
傭
〕
【
雷
斧
】
13077
ィ
〇
石
で
作
っ
た
を
の
。
石
器
時
代
の
遺

略
1

一
軍
同
之
俗
語
↓
〔
注
〕
重
之
獲
レ
臀
、
衆
物
同
應
‘
俗
人
物
。
雷
斧
石
。
雷
楔
(
4
9
)

を
見
よ
。
〔
唐
國
史
補
、
下
〕

息
是
非
之
心
面
亡
言
同
者
、
謂
乏
露
同
→
〔
魏
志
、
陳
或
曰
‘
雷
州
‘
云
云
‘
亦
有
血
竺
得
雷
斧
•
雷
墨
上
只
以

露
博
〕
夫
臣
下
雷
同
‘
是
非
相
蔽
‘
國
之
大
患
也
。
〔
皇
為
1

一
禁
槃
二
●
雷
が
斧
で
つ
ん
ざ
く
が
如
く
に
は
げ
し

甫
謡
三
都
賦
序
〕
祗
構
之
士
、
雷
同
景
附
゜
〔
厭
陽
脩
、
く
け
づ
ら
れ
る
こ
と
。
又
‘
か
み
な
り
の
斧
。
又
、
怪
し

春
秋
論
中
〕
雷
己
凹
衆
説
二
〔
書
言
故
事
、
天
文
類
〕
事
多
い
石
な
ど
の
形
容
。
鬼
斧
。
〔
蘇
献
‘
雪
浪
石
詩
〕
賽
師

同

‘

曰

―

―

雷

同

一

学

事

雪

浪

勢

、

天

工

不

レ

見

雷

斧

痕

。

〔

宋

瀧

、

硯

歌

〕

鬼

〖
雷
同
賣
〗1
2
0
"

＂
ド
ヴ
相
場
に
討
す
る
定
見
が
な
く
、
人
工
雷
斧
琢
削
古
、
天
光
雷
影
生

1一
新
容
→

の
尻
馬
に
乗
つ
て
賣
る
こ
と
。
〖
雷
斧
石

]
1
3
1
5

”7

石
器
時
代
の
遺
物
で
刃
物
の
代
り

【
雷
桐
】
121

昇
雷
公
桐
君
。
皆
古
の
製
葵
者
。
唐
志
に
桐
に
用
ひ
た
も
の
。
〔
佐
渡
志
‘
五
、
物
産
〕
露
霊
湛
‘
方
言

君
槃
録
三
巻
、
雷
公
槃
討
二
巻
が
あ
る
。
〔
謝
霊
運
‘
山
雷
斧
石
。

居
賦
〕
本
草
所
レ
載
、
山
澤
不
と
、
雷
桐
是
別
‘
和
緩
是
【
雷
部
】
132

カ
ィ
雷
神
の
役
所
。
〔
明
道
雑
志
〕
世
博
‘
謝

悉
゜
〔
自
注
〕
雷
公
桐
君
、
古
之
采
薬
。
仙
火
字
云
‘
謝
仙
是
雷
部
中
紳
名
、
主
斧
じ
火
。

【
雷
動
】
122

昇
は
げ
し
く
ふ
る
ひ
う
ご
く
。
雷
の
鳴
【
雷
風
】
133

ヵ”

O
雷
と
風
。
又
、
易
の
震
卦
と
巽
卦
゜

り
わ
た
る
や
う
に
ど
よ
め
き
さ
わ
ぐ
。
震
動
。
〔
漢
〔
易
、
説
卦
〕
雷
風
相
薄
、
水
火
不
↓
―
相
射
↓
〔
書
、
金
膝
〕

書
‘
息
夫
射
博
〕
匈
奴
飲
馬
於
渭
水
i

邊
党
雷
動
、
四
天
大
雷
電
以
風
、
禾
證
慨
‘
大
木
斯
抜
。
〔
法
言
‘
先

野
風
起
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
雷
動
森
至
‘
星
流
霞
知
〕
鼓
―
―
舞
萬
物
玉
者
‘
雷
風
乎
‘
鼓
―
―
舞
萬
民
―
者
、
琥
令

撃

。

乎

。

〔

王

融

‘

三

月

三

日

曲

水

詩

序

〕

雷

風

通

饗

。

O
勢

【
雷
銅
】
123

昇
三
國
‘
蜀
の
将
軍
。
〔
蜀
志
、
先
主
劉
傭
偉
〕
の
す
さ
ま
じ
い
形
容
。
〔
漢
書
、
匈
奴
傭
下
〕
漢
兵
若
―
―
雷

分
1

一

遣

牌

軍

呉

蘭

雷

銅

等

-

人

―

―

武

都

↓

風

↓

【
雷
波
】
124

勺
ィ
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
四
川
省
宜
賓
縣
の
【
雷
復
】
134

弁
明
、
湖
廣
寧
遠
の
人
。
字
は
景
賜
。
正
統

西

南

。

大

金

沙

江

の

北

岸

。

の

進

士

。

廣

西

副

使

に

歴

官

。

成

化

の

初

、

山

東

右

布

政

【
雷
秤
】
125

冴
か
み
な
り
の
昔
。
〔
元
横
、
有
レ
酒
十
章
使
に
抜
擢
さ
る
。
證
部
右
侍
郎
に
召
さ
れ
‘
右
副
都
御

詩
〕
瞥
若
る
塁
町
目
流
電
‘
酔
舞
翻
環
身
眩
轄
。
〔
元
横
、
史
に
改
め
ら
れ
、
山
西
を
巡
撫
し
、
軍
民
の
心
を
得
、
官

墾
馬
射
賦
〕
引
レ
涌
雷
評
‘
騰
陵
腿
疾
。
に
卒
す
。
〔
明
史
、
二
日
五
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百

【
雷
芳
】
126

芯
明
、
安
陸
の
人
。
字
は
箱
情
。
琥
は
陸
海
。
三
十
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
四
十
九
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
六

萬
暦
の
攀
人
。
官
は
エ
部
郎
中
。
著
に
北
遊
草
・
雁
字
詩
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
四
十
四
・
一
百
二
十
二
〕
・
〔
蘭
暑

雨

部

〔
五
壷
〕

雷

之
成
畜
賽
黙
以
1
1

鹿
首
露
貨
。

〖
雷
紋
鼎
罪
ぅ
雷
文
を
飾
に
施
し
た
鼎
゜
〔
西
清

臼
彎
一

【
雷
平
】
141

苔
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
廣
西
省
龍
州
縣
の

北
。
土
名
は
雹
墟
。

【
雷
露
】
142

討
い
か
づ
ち
。
か
み
な
り
。
〔
和
漢
三
才
圏

會
、
兵
器
‘
抱
大
銃
〕
安
手
地
上
1

放
ら
之
‘
其
昔
恰
如
―

雷
露
↓

【
雷
林
】
143

弁
手
を
打
つ
昔
が
雷
の
や
う
な
の
を
い

ふ
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
失
レ
容
墜
レ
席
、
博
柑
雷
拝
。
〔
注
〕
善

日
‘
雷
拝
‘
朴
臀
如
と
雷
也
、
清
曰
‘
雷
井
、
同
柑
レ
手
也
。

【
雷
鞭
】
144

弁
い
な
ぴ
か
り
。
電
鞭
゜
〔
故
事
必
讀
成
語

考
、
天
文
〕
閃
電
‘
琥
曰
雷
鞭
↓

【
雷
封
】
145

”
”
縣
令
を
い
ふ
。
〔
白
孔
六
帖
〕
雷
震
,
1

百

〖
雷
紋
葬
〗1

3
9
”
イ
モ
ン
雷
の
紋
の
あ
る
葬
。
葬
は
宗
廟
に
里

i故
縣
令
稽
―
―
雷
封
→

供
へ
て
置
く
證
器
。
〔
博
古
圏
〕
周
雷
紋
葬
‘
雨
耳
有
レ
【
雷
峯
】
146

”5

山
名
。
●
浙
江
省
杭
縣
の
南
屏
山
浮
慈

銘
作
―
―
賓
葬
字
一
純
縁
之
下
興
レ
足
、
皆
作
1
1

雷
紋
こ
定
レ
寺
の
北
。
道
人
雷
就
、
奄
を
築
く
。
呉
越
王
の
黄
妃
氏
、

(Ill古博）謳紋雷地編周 （鑑古清西）紋雷

法
黎
録
‘
八
〕
・
〔
明
名
人
博
‘
五
〕
・
〔
本
省
分
省
人
物
孜
‘

八
十
三
〕
。

【
雷
奮
】
135

弁
か
み
な
り
の
や
う
に
ふ
る
ひ
う
ご
か

す
。
〔
李
嬌
‘
恩
従
還
レ
洛
呈
―
―
侍
従
塁
官
1

詩
〕
雷
奮
六

合
開
、
天
行
萬
乗
出
。
〔
梁
周
翰
‘
五
鳳
棲
賦
〕
成
,
1

天
下

之
大
務
全
竺
雷
奮
而
風
騒
↓

【
雷
文
】
136

”
“
竺
雷
紋
に
同
じ
。

【
雷
紋
】
137"
“
竺
い
な
び
か
り
の
や
う
に
屈
折
し
た
線

で
つ
く
る
一
種
の
も
や
う
。
稲
妻
形
。
雷
紋
囮
・
雷
紋

葬
・
雷
紋
鼎
を
見
よ
。

〖
雷
紋
謳
]
1
3
8

”
イ
モ
ン
雷
の
紋
の
あ
る
謳
。
画
は
水
を
盛

つ
て
盟
ふ
用
器
。
〔
博
古
圏
〕
周
有
二
循
地
雷
紋
画
↓

四

（圏古博） 葬賓紋雷周
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四

塔
を
其
の
上
に
建
つ
。
黄
妃
塔
と
い
ふ
。

O
浙
江
省
餘
起
伏
間
云
『
レ
防
‘
瀦
11

雨
水
一
用
植
1

一
梗
模
稲
盃
謂
―
―
之
噌
至
二
石
室
中
盃
親
族
甚
衆
、
婚
姻
之
聘
‘
一
同
1

一
人
間
一
知
監
の
事
を
代
行
す
。
太
宗
即
位
し
、
大
理
寺
丞
と
為

挑
縣
の
南
。
南
雷
里
(
2
ー

2
7
5
0
:
 7
6
4
)
を
見
よ
。
田
硲

2
名
―
―
雷
鳴
田
涵
痙
＿
―
―

g
待
レ
雷
而
後
有
＞
水
也
、
戎
州
令
使
―
―
蹄
返
二
而
他
日
不
レ
可
玉
臼
岬
芙
‘
姥
問
雷
郎
可
レ
り
、
淳
化
中
、
度
支
璧
鐵
副
使
•
江
南
嶺
外
茶
璧
制
置
使

〖
雷
峯
塔
】1

4
7
”
ヵ
ホ
ヴ
●
塔
の
名
。
杭
州
西
湖
畔
雷
峯
に
亦
有
レ
之
。
得
レ
見
耶
、
日
、
不
レ
可
レ
得
‘
留
散
宿
、
一
夕
復
風
雨
晦
に
歴
任
す
。
李
順
の
乱
に
‘
峡
路
随
軍
轄
運
使
・
同
知
兵

在
る
。
民
國
十
三
年
秋
、
崩
る
。
〔
明
一
統
志
〕
雷
峯
塔
【
雷
門
】
1
5
5
5
パ
〇
門
の
名
。
④
會
稽
城
の
門
。
雷
門
鼓
を
冥
‘
遂
不
レ
可
レ
見
癸
。
〔
海
録
砕
事
‘
道
秤
、
鬼
神
〕
民
家
馬
事
を
命
ぜ
ら
れ
、
戎
事
を
規
萱
し
、
兵
食
の
調
獲
に

在
西
湖
南
山
之
南
盃
呉
越
王
錢
氏
所
レ
建
。
●
戯
曲
の
見
よ
。
＠
紹
興
城
五
雲
門
。
〔
明
一
統
志
〕
雷
門
、
卸
今
紹
女
或
為
五
荏
炉
依
‘
即
呼
為
1

一
雷
郎
王
占
竺
雷
子
↓
皆
節
制
あ
り
。
異
宗
の
初
、
王
均
の
乱
を
平
定
す
。
景
徳

名
。
清
、
作
者
未
詳
。
一
名
、
白
蛇
博
゜
杭
州
西
湖
の
雷
興
府
城
五
雲
門
。
●
清
、
郁
文
名
(
1
1
-
3
9
3
7
1
:
 4
5
)

の
【
雷
娘
】
160

認
く
づ
れ
落
ち
る
ひ
び
き
。
崩
弛
の
臀
。
の
初
、
井
代
副
都
部
署
に
徒
り
、
契
丹
入
冠
に
帝
を
濯

峯
塔
の
緑
起
に
闊
す
る
傭
説
を
敷
術
し
た
も
の
。
白
蛇
字
。
●
5
[
(
＋
リ
東
京
漫
草
寺
の
山
門
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
拉
撒
雷
娘
‘
崩
レ
轡
弛
レ
本
。
〔
注
〕
善
日
‘
淵
に
赴
援
し
、
臀
威
甚
だ
振
ひ
、
宣
徽
北
院
使
を
授
け

博
(
8
-
2
2
6
7
8
:
 7
4
0
)を見
よ
。
〖
雷
門
鼓

]
1
5
6

”
イ
モ
ン
雷
門
に
あ
っ
た
太
鼓
。
其
の
臀
拉
撒
雷
娘
‘
崩
弛
之
瞥
、
清
日
、
雷
砥
、
山
崩
贅
也
。
ら
る
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
八
十
〕
．

【
雷
本
】
148

”
パ
宋
‘
雷
隠
翁
(
1
7
3
)

の
名
。
百
里
に
聞
え
た
と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
王
尊
傭
〕
尊
日
、
母
T

【
雷
落
】
161

召
雷
が
落
ち
る
。
落
雷
。
〔
沈
栓
期
、
自
二
〔
東
都
事
略
‘
四
十
三
〕
．
〔
隆
平
集
、
十
一
〕
．
〔
北
宋
経
撫

【
雷
奔
】1

4
9
”
パ
い
か
づ
ち
の
や
う
に
は
げ
し
く
は
し
る
持

1布
鼓
一
過
＊
雷
門
い
王
怒
、
起
入1一
後
宮
一
尊
亦
直
趨
昌
榮
郡

A
g
レ
流
至
—
白
白
石
嶺
―
下
行
入
,
,

棉
州
1詩
〕
馳
レ
年
表
、
二
十
七
・
三
十
四
•
五
十
・
五
十
一
・
五
十
五
・
七

こ
と
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
震
震
嬌
綸
‘
雷
奔
電
激
。
〔
任
出
‘
就
レ
含
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
雷
門
‘
會
稽
城
門
也
、
有
―
―
波
如
11

電
臆
ぶ
茫
石
似
―
―
雷
落
↓
十
三
・
八
十
九
・
一
百
七
・
一
百
十
三
・
一
百
十
四
・
一
百

明
、
苦
熱
詩
〕
霰
探
類
―
―
珠
綴
函
苫

E
が
雷
奔
→
大
鼓
一
越
撃

1一
此
鼓
こ
臀
聞
―
―
洛
陽
一
云
云
‘
布
鼓
‘
謂
―
―
【
~
車
架
】

1
6
2”バ
明
、
建
安
の
人
。
嘉
靖
中
、
貢
生
よ
り
官
十
八
〕
。

【
雷
涌
】
150

弁
唐
、
武
陵
の
人
。
字
は
乗
仁
。
人
と
為
り
、
以
レ
布
為
＞
鼓
‘
故
無
レ
贅
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓
日
、
は
廣
州
訓
導
。
著
に
周
易
古
経
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
【
雷
有
紬
t
】170
坑
リ
ン
宋
の
人
。
徳
襲
の
子
。
徳
襲
が
籍
を

兇
惇
橋
勇
‘
文
身
断
髪
。
廣
明
中
、
諸
蟹
を
棗
め
て
土
圃
越
王
句
践
撃
1

一

大

鼓

於

雷

門

一

以

厭

レ

呉

‘

晉

時

移

―

―

於

七

〕

。

削

ら

れ

、

璽

武

に

流

さ

れ

る

や

、

登

聞

鼓

を

撃

つ

て

趙

軍
と
琥
し
、
高
駅
が
荊
南
を
鎮
す
る
や
‘
庵
下
に
隷
闊
建
康
こ
御
覧
五
百
八
十
二
、
劉
嗽
定
1

一
軍
證
ー
曰
‘
昔
呉
【
雷
l

鯉
】
163

”
ィ
明
、
建
安
の
人
。
字
は
白
波
。
又
、
惟
化
。
普
の
不
法
を
訟
へ
、
普
は
出
さ
れ
て
洛
陽
に
鎮
し
、
有

す
。
後
、
朗
州
に
攘
り
、
昭
宗
、
武
貞
軍
節
度
使
と
す
、
常
王
夫
差
敗
―
―
蛇
門
1

以
厭
レ
越
、
越
人
為
二
雷
門
ー
以
譲
レ
琥
は
半
窟
山
人
。
諸
生
。
書
壷
に
巧
。
〔
明
人
小
傭
、
鄭
は
認
書
省
正
字
を
授
け
ら
る
。
こ
れ
よ
り
累
り
に

に
軽
舟
に
乗
つ
て
荊
江
を
上
下
し
、
州
縣
を
攻
劫
す
。
之
、
撃
土
＾
鼓
於
雷
門
之
下
→
而
蛇
門
聞
焉
、
先
謙
日
、
二
〕
．
〔
明
詩
綜
、
二
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、

T
、
十
二
〕
•
上
疏
し
て
人
の
隠
事
を
密
告
す
。
幾
ば
く
も
無
く
卒

天
復
の
初
‘
卒
す
。
〔
唐
書
‘
一
百
八
十
六
〕
．
〔
五
代
史
、
會
稽
・
洛
陽
‘
相
距
絶
遠
‘
顔
引
1

一
流
俗
妄
談
コ
小
レ
為
―
―
典
〔
明
壷
録
、
三
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
、
丙
〕
。
す
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
八
〕
・
〔
東
都
事
略
、
四
十
三
〕
。

四
十
一
〕
．
〔
藷
五
代
史
、
十
七
〕
。
要
↓
〔
清
一
統
志
〕
雷
門
即
今
紹
興
之
五
雲
門
、
賽
宇
記
、
【
雷
龍
】
164

”
が
清
‘
雷
措
(
7
3
)

の

綽

琥

。

【

雷

允

恭

】

171

”
パ
免
ヨ
，
ウ
宋
、
開
封
の
人
。
初
、
黄
門
と
為

【
雷
名
】
151

げ
●
世
上
に
弘
く
知
れ
わ
た
る
名
臀
。
●
句
践
所
な
立
、
以
呉
有
―
―
蛇
門
云
得
レ
雷
而
獲
、
以
表
,
,
事
レ
【
雷
属
】
165
り

H

雷
が
は
げ
し
い
。
轄
じ
て
、
事
を
な
す
の
り
、
頗
る
慧
誌
。
周
懐
政
の
天
書
偽
造
を
豫
登
し
、
内

他
人
の
姓
名
、
又
は
名
誉
に
射
す
る
敬
語
。
ひ
び
き
わ
呉
之
意
云
會
稽
記
、
雷
門
上
有
1

一
大
鼓
石
園
二
丈
八
尺
‘
瞥
に
猛
進
し
て
已
ま
な
い
の
に
い
ふ
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
侍
省
押
班
に
累
遷
す
。
章
猷
太
后
が
政
に
臨
む
や
、
丁

た

っ

た

名

。

御

高

名

。

聞

―

―

洛

陽

ご

條

恩

之

乱

、

為

1

一
軍
人
所
＞
破
、
有
,
,
雙

白

鶴

一

森

拉

雷

属

、

籟

肝

齢

瑾

°

謂

と

結

び

、

威

勢

中

外

に

振

ふ

。

後

、

山

陵

都

監

と

為

【
雷
鳴
】1
5
2
"
“
●
か
み
な
り
。
か
み
な
り
が
な
る
。
空
中
飛
出
、
後
不
レ
鳴
。
〔
白
孔
六
帖
〕
會
稽
有
1一
大
鼓
す
ぎ
雷
〖
雷
賦
繭
宮n]
1
6
6

認
約
命
令
を
属
行
す
る
。
命
令
の
り
、
帝
穴
を
改
穿
す
る
に
坐
し
て
死
を
賜
は
る
。
〔
宋

で
放
電
に
と
も
な
つ
て
生
ず
る
昔
響
。
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
戴
門
云
有
1

一
白
鶴
ー
飛
入
、
於
レ
是
洛
陽
亦
聞
11

其

臀

↓

厳

し

い

事

。

雷

属

風

飛

。

史

、

四

百

六

十

八

〕

．

〔

宋

史

新

編

、

二

日

八

十

四

〕

．

〔

東

洋
傭
〕
―
二
年
五
月
大
風
雷
、
西
北
来
城
内
晦
瞑
‘
洋
謂
レ
【
雷
庸
】

1
5
7
”
”
元
、
渾
源
の
人
。
字
は
修
正
。
溢
は
文
穆
゜
〖
雷
属
風
飛
〗
函
力

t
3ィ
命
令
が
巌
し
い
事
。
〔
唐
書
、
都
事
略
‘
一
百
二
十
〕
。

約
曰
‘
雷
鳴

1
1人
上
盃
F
使
君
嘗
―
―
遠
レ
侯
近
レ
直
、
愛
レ
下
篤
學
に
し
て
文
に
巧
。
官
は
中
統
の
初
に
監
察
御
史
。
韓
愈
傭
〕
闊
機
閻
開
‘
雷
属
風
飛
。
【
~
~
詐

i】1
7
2
"
が
明
、
太
湖
の
人
。
字
は
介
公
。
崇
禎
の

振
＞
貧
、
昔
秦
有
瓦
は
杢
致
―
―
乱
亡
→
●
雷
の
や
う
に
鳴
後
、
外
官
に
輯
じ
威
憑
拉
び
行
は
る
。
〔
元
史
、
一
百
七
【
~
譜

l】1
6
7
咋
明
、
豊
城
の
人
。
字
は
必
進
。
嘉
靖
の
進
進
士
。
刑
部
主
事
を
授
け
ら
れ
、
武
徳
道
兵
備
危
事
に

る

こ

と

。

〔

楚

酔

‘

卜

居

〕

黄

鍾

毀

棄

‘

瓦

釜

雷

鳴

゜

〔

郭

十

〕

。

士

。

官

は

エ

部

尚

書

。

致

仕

し

て

卒

す

。

學

を

嗜

み

、

朝

抜

擢

さ

る

。

山

東

兵

を

被

る

や

、

徳

州

を

守

り

、

督

師

苗

環
山
海
経
圏
賛
上
、
西
山
経
‘
駿
〕
騰
馳
襲
首
‘
嘘
矢
【
雷
膚
】
158

昇
元
の
人
。
淵
の
子
。
字
は
彦
正
。
溢
は
文
典
に
明
習
す
。
著
に
明
大
政
記
・
明
六
朝
索
隠
・
列
卿
記
志
完
・
首
輔
周
延
儒
・
尚
書
苑
景
文
・
諭
徳
方
挟
乾
等
を

雷
鳴
。

O
ぃ
び
き
な
ど
の
は
げ
し
い
喩
。
〔
陸
湘
、
美
睡
穆
。
幼
く
し
て
孤
。
篤
學
。
文
章
を
以
て
名
あ
り
。
官
が
あ
る
。
〔
國
朝
猷
徴
録
、
五
十
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
一
百
疏
劾
し
、
志
完
等
と
京
に
抵
つ
て
面
質
す
。
―
帝
、
怒
つ
て

詩
〕
漫
道
布
食
如
鐵
冷
ご
杏
妨
鼻
息
自
雷
鳴
゜
〔
蘇
献
‘
は
中
統
の
初
、
監
察
御
史
。
外
任
を
歴
、
威
悪
顧
著
、
集
五
十
三
・
一
百
五
十
四
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人
物
孜
、
八
〕
・
志
完
を
誅
し
‘
績
詐
を
饒
任
さ
す
。
甑
王
、
南
京
に
立
つ

初
別
―
―
子
由
1

詩
〕
明
日
無
1

一
晨
炊
涵
E
床
作
奎
田
鳴
↓
賢
學
士
に
徴
さ
る
。
〔
元
史
、
一
百
七
十
〕
．
〔
新
元
史
、
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
五
十
八
〕
．
〔
明
史
穎
、
六
十
四
〕
。
や
、
績
詐
の
曾
て
路
王
を
立
て
る
議
を
主
張
し
た
る
を

〖
雷
鳴
茶
〗1

5
3
”
刃
ィ
茶
の
一
種
。
強
牡
剤
に
用
ひ
る
。
一
百
九
十
五
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
一
百
〕
。
【
雷
以
誠
】1

6
8
け
が
清
、
湖
北
咸
寧
の
人
。
字
は
鶴
皐
。
道
以
て
自
盛
を
賜
ふ
。
〔
明
史
、
二
百
七
十
四
〕
·
〔
萬
斯
同

〔
茶
譜
〕
仙
家
有
雷
鳴
茶
涵
蒙
之
中
頂
茶
、
常
以
―
―
春
分
【
雷
郎
】
159

認
雷
神
を
い
ふ
。
又
、
民
家
の
女
の
紳
に
光
の
進
士
。
官
は
光
禄
寺
卿
・
署
刑
部
侍
郎
。
咸
豊
中
、
明
史
、
三
百
六
十
八
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
五
十
四
〕
．
〔
南

之
先
後
:
夕
備
ー
一
人
力

T
侯,,
雷
之
獲
臀
ご
併
レ
手
採
摘
‘
憑
か
れ
た
者
を
い
ふ
。
〔
稽
紳
録
‘
一
〕
庚
申
歳
、
番
昂
村
洪
楊
の
軍
起
る
や
、
江
南
の
軍
務
を
誓
耕
し
、
錢
江
策
橿
繹
史
、
十
五
〕
．
〔
東
林
列
億
、
十
〕
・
〔
小
脹
紀
事
、
七
〕
．

以
レ
多
為
レ
貴
‘
至
毛
一
日
1

乃
止
、
若
獲
こ
雨
百
笞
本
虞
女
‘
有
11

老
姥
興
レ
之
鉤
＞
田
‘
忽
雲
雨
晦
冥
‘
及
レ
需
反
を
用
ひ
‘
始
め
て
薩
捐
を
設
く
。
書
室
を
雨
香
書
屋
と
〔
前
明
忠
義
別
博
、
十
七
〕
．
〔
小
脹
紀
傭
、
十
九
〕
。

本
煎
服
‘
能
祓
―
―
宿
疾
ご
一
雨
帯
デ
眼
前
ー
無
レ
疾
、
三
雨
失

1
1其
女
正
姥
琥
哭
、
乃
求
二
諸
隣
里
ぶm
輿
尋
レ
之
、
不
レ
い
ふ
。
著
に
雨
香
屋
詩
紗
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
二
【
~
患
慮

{
E】1
7
3
”
が
＇
ウ
宋
、
桂
州
の
人
。
名
は
本
。
少
く
し

換
骨
、
四
雨
郎
為
1
1

地
仙
↓
能
レ
得
、
後
月
餘
‘
復
雲
雨
書
晦
‘
及
レ
嘴
而
庭
中
陳
―
―
列
十
八
〕
．
〔
清
史
列
博
、
五
十
三
〕
．
〔
碑
傭
集
補
、
四
〕
。
て
慕
落
不
露
、
後
、
遠
遊
し
て
行
く
所
を
知
ら
ず
。
元
祐

〖
雷
鳴
田
〗1
5
4
n

パ
メ
ィ
噌
田
の
異
梢
゜
〔
海
録
砕
事
、
農
筵
席
二
有
-
1鹿
膊
乾
魚
果
賓
酒
蘊
―
甚
豊
膜
‘
其
女
盛
服
【
雷
有
終
】

1
6
9
坑
s
fゥ
宋
の
人
。
有
部
の
弟
。
字
は
道
成
。
中
、
朝
士
羅
浮
に
遊
び
隠
翁
が
林
下
に
噛
嗽
す
る
を
見

田
‘
田
疇
〕
果
州
合
州
等
虞
‘
無
,
,
平
田
云
農
人
子
―
―
山
隈
至
‘
而
姥
驚
喜
持
レ
之
、
女
自
言
為
―
―
雷
師
所
＞
姿
‘
将
レ
初
、
莱
蕪
尉
と
為
り
、
知
監
の
劉
棋
の
奸
誠
を
摘
獲
し
、
る
に
、
自
ら
姓
名
を
雷
隠
翁
と
い
ふ
。

|

|

_

 

雨

部

〔

五

驚

雷

12639 
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[
官
]
〗

【
雷
應
春
】
174

”
が
ぅ
宋
‘
椛
の
人
。
字
は
春
伯
。
詩
を
以
徒
。
至
元
中
、
使
を
遣
し
て
徴
す
。
未
だ
至
ら
ざ
る
下
に
築
き
、
招
隠
館
と
い
ふ
。
皇
太
子
の
た
め
に
喪
服
【
雷
半
千
】

198-勺
パ
う
金
の
雷
淵
、
監
察
御
史
と
な
り
、
禁

て
名
を
檀
に
す
。
嘉
定
の
進
士
。
監
察
御
史
と
な
り
、
首
に
卒
す
。
學
者
、
龍
光
先
生
と
梢
す
。
著
に
九
経
輯
義
・
経
を
講
ぜ
し
め
ん
と
し
た
が
、
次
宗
は
公
門
に
入
ら
州
に
至
っ
て
五
百
人
を
杖
殺
し
た
の
で
か
く
い
は
れ

と
し
て
時
相
を
劾
し
、
つ
い
で
櫂
貴
に
件
ひ
、
全
州
の
史
琲
・
詩
義
指
南
等
が
あ
る
。
〔
新
元
史
、
二
百
三
十
ず
‘
華
林
の
束
門
よ
り
延
賢
堂
に
入
っ
て
業
に
就
か
せ
た
。
〔
金
史
‘
雷
凋
博
〕
（
淵
）
拝
―
―
監
察
御
史
ご
言
1

一
五
事
―

知

に

出

だ

さ

れ

て

就

か

ず

‘

北

湖

に

蹄

隠

し

、

後

、

臨

江

五

〕

。

た

。

鍾

山

に

卒

す

。

〔

宋

書

‘

九

十

三

〕

．

〔

南

史

、

七

十

梢

レ

旨

‘

又

弾

劾

不

レ

避

1

一
櫂
貴
盆
霊
翌
郡
邑
盃
炉
至
有
―
―

軍
に
知
と
な
り
、
安
静
擾
れ
ず
。
官
て
新
治
に
城
き
て
【
雷
i

淫
字
J

】180-
グ
イ
ケ
イ
全
‘
魏
道
明
(
1
2ー

4
5
8
7
2
:
 2
5
4
)

五

〕

．

〔

蓮

社

古

向

賢

傭

〕

。

威

誉

ご

奸

豪

不

法

者

立

産

1

一
殺
之
云
ぎ
禁
州
紆
竺
殺
五

不

虞

に

備

へ

ん

と

す

る

も

常

路

之

を

乱

む

。

己

未

の

乱

の

琥

。

【

雷

尚

書

]190-
各ウ
4

ヨ
王
導
の
妻
‘
雷
氏
が
政
事
に
参
輿
百
人
五
時
琥
曰
"
雷
牛
千
盃
げ
此
為
,
,
人
所
＞
訟
罷
去
。

起
り
、
臨
江
倉
卒
備
無
し
、
人
始
め
て
其
の
先
見
に
服
【
雷
軒
子
】
181

グ
イ
ケ
/
明
世
宗
(
1
5
-
1
3
8
0
5
:
 6
5
7
)

の
琥
。
し
、
貨
賂
を
納
れ
た
の
で
、
時
人
が
雷
尚
書
と
云
っ
た
。
【
雷
萬
春
】
199

勺/
4

ユ
ノ
唐
の
人
。
張
巡
の
偏
将
。
令
狐
潮

す
。
江
東
憲
に
終
る
。
著
に
洞
庭
・
玉
虹
・
日
邊
．
盟
鶴
・
【
雷
彦
威
】
182t
パ
ヰ
唐
の
人
。
渦
の
子
。
渦
の
卒
後
、
自
立
〔
世
説
新
語
、
惑
溺
〕
王
丞
相
有
―
―
幸
妾
一
姓
雷
‘
頗
預
―
―
政
が
碓
丘
を
園
む
や
‘
萬
春
、
城
上
に
立
つ
て
潮
と
語
り
‘

清
江
の
諸
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
、
四
〕
。
し
、
刑
南
節
度
使
成
洒
の
兵
が
江
陵
を
襲
ふ
と
聞
き
、
事
盆
m
レ
貨
‘
揉
公
謂
1

一

之

雷

尚

書

↓

伏

弩

狽

し

、

六

矢

‘

面

に

著

く

も

動

か

ず

‘

潮

、

木

偶

【
雷
孝
先
】
175

”
む
七
ノ
宋
の
人
。
有
郎
の
子
。
字
は
子
思
゜
之
に
入
り
、
弟
、
彦
恭
に
逐
は
る
。
〔
唐
書
、
二
日
八
＋
【
雷
弱
兒
】
191

砕
そ
/
i
m
l
j
秦
、
南
安
先
の
酋
。
符
健
に
仕
人
か
と
疑
ひ
‘
諜
し
て
賓
を
知
り
、
大
い
に
驚
く
。
後
、

進

士

。

慎

宗

の

時

‘

太

常

寺

奉

證

郎

に

抜

擢

さ

れ

、

王

六

〕

。

へ

大

司

馬

に

至

る

。

初

め

晉

浩

、

人

を

し

て

弱

兒

を

誘

難

に

死

す

。

〔

唐

書

、

二

日

九

十

―

-

〕

。

均
の
乱
に
季
父
、
有
終
に
随
ひ
、
戦
功
あ
り
、
将
作
監
に
【
雷
彦
恭

]
1
8
3
t

パ
キ
ヨ
，
五
代
、
梁
の
人
。
彦
威
の
弟
。
常
っ
て
健
を
殺
さ
し
め
ん
と
し
、
許
す
に
隅
右
の
任
を
以
【
~
~
~
】

2
0
0
勺
炉
／
明
‘
進
賢
の
人
。
字
は
伯
仁
。
嘉
靖

改
め
ら
れ
、
領
軍
衛
大
将
軍
・
昭
州
刺
史
に
累
遷
し
て
に
攻
劫
し
て
荊
湖
の
患
害
を
為
す
。
開
平
の
初
、
馬
殷
て
す
、
弱
兒
偽
つ
て
許
す
。
浩
、
北
伐
す
る
に
及
ぴ
‘
眺
の
進
士
。
官
は
山
束
按
察
使
。
著
に
讀
律
瑣
言
が
あ
る
。

卒
す
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
八
〕
·
〔
宋
史
新
編
‘
八
十
〕
．
に
攻
め
ら
れ
、
楊
行
密
に
奔
り
、
淮
南
に
卒
す
。
〔
唐
襄
こ
れ
を
襲
ひ
‘
襄
．
浩
相
持
し
、
秦
人
其
の
利
を
牧
【
~
卑
龍
濯

~
]
2
0
1

げ
が
？
宋
‘
建
安
の
人
。
字
は
耕
誅
゜
琥

〔

北

宋

経

撫

年

表

、

二

十

三

・

六

十

五

〕

。

書

‘

二

日

八

十

六

〕

。

む

。

後

、

桓

温

来

伐

、

師

濡

上

に

次

す

。

弱

兒

之

を

拒

ぎ

‘

は

師

古

。

進

士

。

義

兵

を

琴

げ

崖

山

に

赴

き

、

王

室

を

【
雷
學
洪
]176

石
ぐ
清
‘
順
天
通
州
の
人
。
字
は
瞭
叔
゜
琥
【
雷
二
盆
】
184

↓
パ
エ
キ
宋
、
清
流
の
人
。
魁
岸
に
し
て
勇
略
温
、
進
む
を
得
ず
。
健
‘
其
の
功
を
賞
し
て
丞
相
と
な
復
せ
ん
と
圃
り
、
拭
石
灘
に
歿
す
。
〔
宋
史
翼
、
三
十

は
亦
揖
諜
齋
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
永
従
知
縣
゜
討
論
の
あ
り
。
景
炎
の
初
、
文
天
祥
、
汀
に
入
り
府
を
開
い
て
兵
し
‘
遺
詔
し
て
政
を
輔
け
し
む
。
性
‘
剛
鰊
‘
好
ん
で
直
二
〕
・
〔
宋
季
忠
義
録
‘
八
〕
。

學
を
好
み
、
竹
書
紀
年
が
五
代
以
来
、
頗
る
残
閥
多
い
を
集
め
る
や
‘
三
益
‘
丙
・
戊
．
寅
の
三
子
と
共
に
召
に
諫
す
。
符
生
の
嬰
臣
趙
詔
・
蘊
榮
こ
れ
を
恨
み
‘
生
に
譜
【
~
岡
雷
函

5】
幽
戸
パ
r

雷
電
の
な
り
は
た
め
く
こ
と
。

の
で
九
年
の
功
を
積
み
、
博
＜
唐
以
前
の
諸
書
に
梢
引
應
じ
、
皆
英
烈
、
軍
に
歿
す
。
〔
清
流
縣
志
〕
。
し
、
生
‘
弱
兒
を
殺
し
、
其
の
九
子
―
-
＋
七
孫
に
及
ぶ
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
溢
流
雷
詢
而
電
激
゜
〔
庄
〕
善
曰
‘
臀
類
‘

す
る
も
の
を
考
證
し
て
、
竹
書
紀
年
考
、
紀
年
義
證
の
【
雷
士
俊
】
185-
グ
パ
ユ
／
清
、
江
都
の
人
。
字
は
伯
縁
。
力
を
諸
先
之
よ
り
皆
離
‘
心
を
有
す
る
に
至
る
。
〔
前
秦
録
〕
。
晦
‘
晴
也
‘
銑
日
、
溢
突
撃
‘
盛
如
1

一
雷
晦
之
臀
一
疾
如
二
電

二
書
を
著
は
す
。
他
に
古
今
天
象
考
•
夏
小
正
経
傭
経
史
百
家
に
専
ら
に
し
、
古
今
の
治
乱
得
失
を
悉
す
。
【
~
嚢
溢
~
】

1
9
2
”
"
／
ヨ
湖
の
名
。
中
央
亜
細
亜
の
阿
拉
海
。
光
之
激
→
「
琥
°

考
•
夏
小
正
本
義
・
亦
器
謡
齋
経
義
考
か
あ
る
。
〔
清
康
熙
中
‘
卒
す
。
著
に
文
陵
文
集
か
あ
る
。
〔
清
史
列
博
、
〔
水
経
、
河
水
注
〕
其
水
至
え
女
息
元
住
雷
霜
海
→
【
雷
渓
慎
隠
】

2
0
3
-

汀
賃
元
‘
劉
因

(
2
-
2
2
2
4
:
 2
0
)

の

史
稿
、
四
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
博
、
六
十
九
〕
．
〔
績
碑
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
四
百
二
十
八
〕
．
〔
碑
博
【
雷
宗
道
]
g
昇
ダ
ウ
宋
、
商
州
の
人
。
雑
畳
に
巧
に
、
尤
【
雷
硲
居
士
】
―
204-77
パ
ケ
イ
清
、
長
海
(
1
1
ー

4
1
1
0
0
:
 
77) 

傭
集
、
七
十
四
〕
．
〔
大
清
畿
輔
先
哲
傭
、
二
十
四
〕
。
集
‘
一
百
三
十
九
〕
．
〔
碑
博
集
補
‘
―
-
―
十
六
〕
。
も
佛
像
に
長
ず
。
〔
蓋
椒
〕
。
の
琥
゜

【
雷
簡
夫
】1
7
7
"

パ
7

宋
の
人
。
孝
先
の
子
。
字
は
太
簡
。
隠
【
雷
子
蹂
】

1
8
6
-

ク
＂
／
清
、
朝
邑
の
人
。
字
は
午
天
。
琥
は
柏
【
雷
大
升
】

1
9
4
"
＂
／
ョ
ウ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
允
上
。
瞥
を
【
雷
硲
草
堂
】

2
0
5
謬
n
~
清
、
長
海
(
1
1ー
4
1
1
0
0:
 
77) 

居
し
て
仕
へ
ず
。
康
定
中
‘
櫃
密
使
杜
術
に
薦
め
ら
堂
。
明
、
崇
禎
の
琴
人
。
親
に
事
へ
て
至
孝
゜
篤
く
張
横
善
く
す
。
著
に
全
国
辮
正
・
経
病
方
論
・
要
症
論
略
・
丹
の
室
名
。

れ

、

校

書

郎

と

な

り

‘

雅

州

の

知

に

累

遷

す

。

辰

州

の

渠

の

學

風

を

守

る

。

著

に

孝

経

初

授

編

・

西

銘

績

生

編

・

丸

方

論

が

あ

る

。

【

雷

府

分

司

】

20677
芦
雷
公
の
官
署
。
霰
公
殺
伐
を
司

壼
酋
彰
仕
義
の
内
寇
を
平
定
し
、
仕
義
を
内
附
さ
す
。
太
極
圏
説
・
柏
堂
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
臥
類
徴
、
三
百
【
雷
珍
蘭
】
195-77
パ
？
和
蘭
の
官
名
。
南
洋
に
設
け
ら
れ
る
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
胡
媚
娘
博
〕
上
清
殺
伐
雷
府
分
司
、
照

後
、
官
は
尚
書
職
方
員
外
郎
。
始
め
隠
者
よ
り
起
り
、
九
十
五
〕
．
〔
文
猷
徴
存
録
‘
四
〕
。
た
。
〔
梓
幅
成
、
四
國
日
記
〕
。
得
、
―
一
氣
始
判
‘
而
天
古
向
地
下
、
自
レ
此
莫
―
―
其
儀
↓

牛
に
乗
っ
て
出
入
し
、
鐵
冠
を
冠
り
、
自
ら
山
長
と
琥
【
雷
仕
栴
】
187
＿り

5
/

明
、
建
安
の
人
。
字
は
元
芳
。
成
化
の
[
雷
殿
直
】
196
？
＋
ョ
ク
宋
の
人
o

竹
を
蓋
V
に
巧
べ
車
亘
史
[
聞
レ
雷
失
レ
箸

F
二
“

t口
7

雷
嗚
を
聞
い
て
箸
を
落

す

。

既

に

仕

へ

て

駿

修

‘

里

間

に

、

牛

と

鐵

冠

何

慮

に

進

士

。

官

は

浙

江

右

参

政

。

會

要

〕

。

し

た

こ

と

。

蜀

の

劉

備

の

故

事

。

〔

蜀

志

、

先

主

劉

備

博

〕

在
る
と
指
笑
さ
る
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
【
雷
思
齊
】

188gィ
元
、
臨
JII
の
人
。
字
は
齋
賢
゜
琥
は
【
雷
徳
騒
】
197

昇
／
ャ
ウ
宋
、
部
陽
の
人
。
字
は
善
行
。
五
曹
公
従
容
謂
―
―
先
主
1

曰
‘
今
天
下
英
雄
‘
唯
使
君
輿
レ
操

編
‘
八
十
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
四
＋
―
二
〕
．
〔
皇
宋
書
録
、
中
〕
。
空
山
先
生
。
宋
の
亡
後
‘
儒
服
を
棄
て
て
道
士
と
為
代
周
‘
廣
順
中
の
進
士
。
官
は
右
拾
遺
。
宋
初
、
大
理
耳
‘
本
初
之
徒
、
不
レ
足
レ
散
也
‘
先
主
方
食
‘
失
ニ
ヒ
箸
↓

【
雷
宜
中
】
178"
“
う
｛
木
、
豊
城
の
人
。
字
は
宜
叔
゜
淳
祐
り
、
鳥
石
観
に
居
り
、
後
、
廣
信
に
卒
す
。
著
に
易
圃
通
寺
を
判
し
、
太
岨
の
怒
に
獨
れ
、
商
州
司
戸
参
軍
に
貶
〔
注
〕
華
陽
國
志
云
‘
子
レ
時
正
常
元
塁
竺
備
因
謂
レ
操

の
進
士
。
買
似
道
の
記
室
と
な
っ
た
が
合
は
ず
し
て
愛
・
易
堕
通
斐
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
―
―
-
〕
。
勁
さ
る
。
郡
に
至
っ
て
文
を
為
つ
て
上
を
訓
り
、
籍
を
曰
‘
聖
人
云
‘
迅
雷
風
烈
必
斐
‘
良
有
レ
以
也
‘
一
震
之

去
る
。
廣
東
を
経
略
し
て
北
還
し
、
奏
し
て
呉
潜
官
及
【
雷
次
｛
示
】
189

↓
が
南
朝
宋
、
南
昌
の
人
。
字
は
仲
倫
。
少
削
ら
れ
、
震
武
に
徒
さ
る
。
後
、
召
さ
れ
て
訛
書
丞
と
威
‘
乃
至
巫
低
些
也
。

ぴ
陪
邸
封
爵
を
復
す
。
〔
南
宋
制
撫
年
表
、
四
十
六
・
五
く
し
て
直
山
に
入
り
、
沙
門
秤
慧
遠
に
事
へ
、
學
を
好
為
り
、
太
宗
の
時
、
戸
部
侍
郎
に
累
遷
し
、
強
直
を
自
任

十

九

〕

。

み

、

尤

も

三

幡

毛

詩

に

精

通

す

。

隠

居

し

て

徴

辟

を

受

し

、

事

に

坐

し

て

感

徳

軍

行

軍

司

馬

を

授

け

ら

れ

、

憤

【
雷
光
霞
】
179

”ヵ
9
-
T

イ
元
、
分
寧
の
人
。
字
は
友
光
。
家
け
ず
、
元
嘉
中
‘
徴
さ
れ
て
都
下
に
至
り
、
館
を
維
籠
山
つ
て
病
死
す
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘

居
し
て
教
授
す
。
學
士
程
距
夫
・
階
天
遊
は
皆
其
の
に
開
き
、
徒
を
緊
め
て
教
授
す
。
又
‘
室
を
鍾
山
の
西
巖
八
十
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
四
十
三
〕
。

ガ
ン

〔
集
韻
〕
五
廿
切

園

雨

部

〔
五
蓋
〕

雷

官

四
四

12640 
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雨

部

〔
五
蟄
〕

安

雹

窮

字

雫

震

電

四
五

小

古

日

口

ひ

よ

う

。

ひ

さ

め

。

あ

ら
れ
。
雨
の
凍
つ
て
ふ
る
も

雷
｀
策
図
文

の
。
古
、
富
（
1
2
ー
4
2
4
5
0
)

・書
(
1
2
-
4
2
5
1
2
)
・

雹

(
1
2
ー
4
2
5
5
6
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
雹
、
雨
人
人
也
、

払
雨
包
臀
‘
霊
、
古
文
雹
如
レ
此
゜
〔
段
注
〕
雨
人
人
‘

謂
―
―
直
上
而
下
之
令
也
。
〔
繹
名
、
秤
天
〕
雹
‘
抱

也
、
其
所
レ
中
物
皆
催
折
‘
如
1

一
人
所
1
1

蹴
胞
一
也
。

〔
康
熙
字
典
〕
雹
、
古
文
雷
．
雹
゜
〔
晉
書
音
義
、
上
〕

霞
雨
泳
也
。
〔
北
堂
書
紗
、
天
部
、
雹
〕
雨
凝
日
レ

雹
゜

【
雹
河
】
1

ぢ
川
の
名
。
古
の
南
易
水
。
河
北
省
易
縣
に

出
で
、
流
れ
て
容
城
を
経
て
‘
安
新
に
至
り
、
城
河
に
入

る
。
ま
た
飽
河
・
瀑
河
と
い
ふ
。

【
雹
散
】
2

ぢ
あ
ら
れ
の
や
う
に
散
る
こ
と
。
〔
顔
延

之
、
赫
白
馬
賦
〕
経
―
―
玄
蹄
―
而
雹
散
。
〔
庚
信
、
哀
江
南

賦
〕
於
レ
時
瓦
解
泳
袢
‘
風
飛
雹
散
。

【
雹
子
】
3

p
a
o
'
t
z
i
.
i

ひ
よ
う
。
あ
ら
れ
。

【
雹
水
】
4

芯
西
雹
水
を
い
ふ
。
源
は
河
北
省
唐
縣
の

狼
山
、
西
南
流
し
て
唐
河
に
入
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

直
隷
、
保
定
府
‘
易
州
〕
雹
水
、
在
―
―
州
西
南
二
源
出
-
―
石

獣
岡
ぶ
か
名
鯰
水
二
鰐
安
粛
縣
一
入
-
1

新
安
縣
界
ぶ
竺

長
流
河
面
芯
四
之
南
易
水
↓

【
雹
箭
】
5

ぢ
矢
の
一
種
。
〔
南
史
‘
齋
高
帝
紀
〕
乃
取
―
―
雹

箭
二
猜
、
即
中
二
帝
謄
一

【
雹
】
〗
口
ポホ
クク

ロノゞ Iヽ
クク

集
韻
〕
弼
角
切／ 
勺
hl
／
 

勺
名

〔
集
韻
〕
蒲
沃
切

医国0 閲閾

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
安
‘
雨
兒
゜

【愛】』

フ
ッ
フ
チ

〔
集
韻
〕
分
物
切
躙
i
)

し
も
。
〔
集
韻
〕
甘
‘
霜
也
。

日
口
国
國
国
●
き
り
。
も
や
。
水
蒸
氣
が
し
め

つ
て
地
に
近
く
た
だ
よ
っ
て
ゐ
る
も
の
。
霰
（
1
2

-
4
2
3
5
1
)

の
緬
文
。
〔
説
文
〕
霰
、
地
与
、
発
‘
天
不
レ

應
日
レ
霰
‘
字
‘
揃
文
霰
省
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
天
氣

軍
】
〗国國国ロロ

ムプモポムポムポムポ
ウウウウ

園）me
n
g
2
 

困

〔
集
韻
〕
莫
宋
切
牢
牢

〔
集
韻
〕
莫
候
切
四
t-

〔
集
韻
〕
亡
遇
切
週

〔
集
韻
〕
迷
浮
切

〔
集
韻
〕
護
蓬
切／ 
n
L
 

雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霜
、
雲
兒
゜

寄
品

〔
集
韻
〕
敷
勿
切
呪

フ
ッ
フ
チ

【
雹
霰
]
6

ぢ
あ
ら
れ
。
霰
雹
。
〔
呂
覧
、
仲
夏
〕
仲
夏
‘

行
―
―
冬
令
盃
皿
雹
霰
傷
レ
穀
゜
〔
注
〕
冬
寒
泳
凍
、
故
雹
霰

但
害
五
穀
也
。
〔
劉
欽
‘
遂
初
賦
〕
揚
雹
霰
之
復
陸
―

分
‘
慨
原
泉
之
凌
陰
二
楚
辞
‘
王
逸
、
九
思
、
怨
上
〕
雷

霞
分
破
虞
｀
雹
霰
分
霜
霜
゜

【
雹
凸
】
7

い
”
突
出
し
た
さ
ま
。
撲
凸
゜
〔
劉
馬
錦
‘
牛
相

公
見
J

否
新
什
―
云
云
詩
〕
玉
柱
坪
眈
韻
、
金
触
雹
凸
稜
。

【
雹
突
】
8

芦
蕪
著
の
一
種
。
お
ほ
ね
。
だ
い
こ
ん
。
花

の
紫
色
な
る
も
の
を
い
ふ
。
鷹
藤
。
〔
本
草
、
t

杢
服
〕
繹

名
、
保
昇
日
、
大
根
俗
名
孟
包
突
―
―
名
玉
皿
i

服
↓
是
也
。

〔
齋
民
要
術
、
蔓
青
〕
廣
志
曰
‘
鷹
サ
服
、
一
名
雹
突
。

【
雹
葵
】
，
ぢ
だ
い
こ
ん
。
羅
萄
゜
雹
突
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
‘

奨
鷹
肥
、
庄
〕
胞
‘
宜
レ
為
レ
i

服
‘
簾
雁
‘
蕪
蒋
隔
‘
紫
花
大

根
‘
俗
呼
孟
竺
突
↓

【
雹
梅
】
10

ぢ
梅
の
一
種
。
〔
易
林
‘
願
之
第
二
十
七
‘

否
〕
雹
梅
零
堕
‘
心
思
憤
憤
‘
懐
レ
憂
少
レ
愧
‘
乱
―
―
我
魂

氣↓

【
雹
泳
】
11

p
a
 0 ,
 
ping1 

ひ
よ
う
。
あ
ら
れ
。

古
〇
い
な
づ
ま
。
い
な
ぴ
か

文
り
。
空
中
の
陰
陽
の
雨
氣
が

雷
ぃ
霞

相
激
し
て
検
す
る
光
。
も
と
電
(
1
2
|
 4
2
3
1
1
)
 

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
電
、
説
文
八
レ
雨
炊
レ
申
。

〔
説
文
〕
電
‘
袷
易
激
燿
也
、
八
レ
雨
八
レ
申
゜
〔
段
注
〕

孔
沖
遠
引
河
園
云
‘
陰
陽
相
薄
為
レ
t

贔
‘
陰
激
レ
陽

為
レ
電
、
電
是
露
光
、
按
、
易
震
為
レ
露
、
離
為
レ
電
、

月
令
‘
露
乃
獲
＞
瞥
始
電
、
詩
十
月
之
交
、
春
秋
隠

九
年
、
言
1

一
震
電
ご
詩
采
芭
・
常
武
・
雲
漢
、
言
孟
晶

露
二
震
・
全
晶
一
也
、
電
・
霞
一
也
、
穀
梁
博
曰
、
電
、

霞
也
、
古
義
‘
霞
・
電
不
レ
別
‘
許
意
則
統
1

一
言
之
一

謂
乏
稟
自
二
其
振
＞
物
言
レ
之
謂
1

一
之
震
石
]

1

一其

【
電
】
』
[
[
/
〔
集
韻
〕
堂
練
切
霰

ヵ―
i
:
l
'
t
i
e
n
4

雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
常
、
雲
兒
。

窟
】
〗*
[
〔
集
韻
〕
普
液
切
同

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雫
‘
雨
兒
°

寄
L
]
』

戸

〔

集

韻

〕

側

格

切

犀

下
‘
地
不
レ
應
曰
レ
雰
゜
〔
疏
〕
郭
云
‘
言
五
家
昧
玉
洪

範
云
‘
曰
茅
‘
鄭
注
云
‘
茅
臀
近
レ
蒙
‘
詩
零
雨
其

蒙
‘
則
字
是
天
氣
下
降
、
地
氣
不
レ
應
而
蒙
闇
也
。

●
或
は
霧
(
1
1
0
ー
4
2
5
0
8
)

・
霧
(
1
2
|
 
4
2
4
1
8
)

・蒙

(
9
ー
3
1
5
5
5
)

に
作
＂
る
。
〔
集
韻
〕
章
‘
或
作
二
霧
・

霞
〔
集
韻
〕
字
‘
或
作
レ
蒙
゜

【
茅

IL
】1

焚
み
だ
れ
る
こ
と
。
〔
韓
愈
．
孟
郊
、
秋
雨

聯
句
〕
原
醗
梢
疎
映
‘
茅
胤
還
擁
レ
蒼
゜

餘
臀
ニ
―

-9之
謂
―
―
之
亭
竺
自
―
―
其
光
燿
ニ
―

9
之
謂
―
―

之
電
公
ル
析
較
レ
古
為
二
恩
心
ぶ
品
・
電
者
、
一
而
二

者
也
。
〔
繹
名
、
繹
天
〕
電
‘
珍
也
‘
―
―
―
―
里
乍
見
即
珍

滅
也
。

O
う
つ
。
う
ち
あ
げ
る
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形

訓
〕
激
揚
為
レ
電
。
参
す
ば
や
い
た
と
へ
。
〔
王
正

貞
‘
唐
伯
虎
贅
牡
丹
下
猫
詩
〕
牙
爪
揖
二
戟
霜
盃
飛

騰
製
―
―
弓
電
〔
R
み
る
。
書
翰
に
用
ひ
る
敬
語
。
〔
中

華
大
字
典
〕
電
、
猶
レ
臨
也
、
今
人
書
贖
往
来
‘
其

致
尊
敬
乏
祠
、
毎
日
合
電
・
鉤
電
↓
〇
古
‘
嘗

(
1
2
-
4
2
3
7
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
電
‘
霞
‘
古
文
電

如
レ
此
゜

闘
田
會
意
形
臀
。
雨
と
申
（
申
）
と
を
合
は
せ
、
申
は
又

臀
。
申
は
い
な
づ
ま
の
象
形
。
字
解
を
見
よ
。

畠
ァ
ぎ
フ
。
ヒ
カ
リ
。

【
電
影
】
1

臼

1

0
ぃ
な
び
か
り
。
電
光
。
〔
楊
師
道
、
中
書

寓
直
云
云
詩
〕
電
影
人
飛
面
虫
風
威
凌
孟
溢
烹
〔
沈
栓

期
‘
限
山
高
詩
〕
電
影
江
前
落
‘
雷
臀
峡
外
長
。

O
矢
を
い

ふ
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
用
〕
飛
晃
電
影
自
副
゜
〔
注
〕
矢
也
、

胄
恭
赤
莉
以
レ
銅
為
＞
首
。
参
t
i
e
n
•y
i
n
g
3

映書一。

〖
電
影
戯
〗2tien• 

ying3 
hsi4

映
蓋
゜

【
電
涎
】
3

竺
い
な
づ
ま
の
や
う
に
き
ら
め
く
こ
と
。

〔
王
延
壽
‘
魯
震
光
殿
賦
〕
丹
柱
歓
絶
而
電
涎
。
〔
注
〕
善

曰
‘
涎
‘
光
盛
起
。
〔
麿
梢
、
嘉
禾
棲
賦
〕
起
一
正
孟
処
以

電
挺
分
、
鱗
―
獣
瑣
―
而
排
金
。

【
電
霞
】
4tien• 

h
s
i
a
'

極
光
。
オ
ー
ロ
ラ
。

【
電
賀
】
5tien• 

he• 

電
報
で
祝
賀
す
る
。

【
電
解
】
6

打
電
力
で
物
を
分
解
す
る
こ
と
。

【
電
稿
】
7

tien4 
k
a
o
3

電
報
の
草
稿
。

【
電
赫
】
8

灯
い
な
づ
ま
の
や
う
に
さ
か
ん
に
か
が
や

く
。
〔
幸
蜀
記
〕
皇
威
電
赫
、
聖
略
風
馳
。
「
繹
語
。

【
電
學
]
,
tien4 
hstieh2

電
氣
學
。

e
l
e
c
t
r
i
c
i
t
y

の

【
電
粁
】
10

tien4 
k
a
n
1

電
柱
。
電
信
柱
。

【
電
蓉
】
11

竺
御
寛
。
〔
輻
悪
全
書
‘
罹
任
部
‘
稟
帖
贅

説
〕
想
レ
蒙
電
黎
↓

【
電
氣
】
12

げ
／
陰
陽
一
―
つ
あ
り
、
異
性
の
も
の
相
引
き
、

同
性
の
も
の
相
斥
け
る
性
が
あ
る
や
う
な
現
象
を
い

ふ
。
〔
素
問
‘
陰
陽
應
象
大
論
〕
天
氣
通
―
―
於
肺
一
地
氣

12641 



(42253 .. 13)— (42253 .. 73) 

通

秘

墜

風

氣

通

於

肝

二

電

氣

通

於

心

↓

〔

注

〕

雷

置

の

も

の

。

頃

↓

象

―

―

火

之

有

＞

瞥

故

。

【

電

機

】

31

げ

／

電

力

を

利

用

し

た

機

械

。

【

電

戟

】

43

介
も
い
な
づ
ま
の
や
う
な
光
あ
る
ほ
こ
。
又
、

〖
電
氣
燈
〗
巳
咋
電
流
に
よ
っ
て
生
ず
る
熱
を
應
用
【
電
球
】

3
2
げ
～
電
燈
の
光
る
部
分
を
お
ほ
ひ
包
む
ガ
ラ
筆
端
の
す
る
ど
さ
を
い
ふ
。
〔
王
勃
‘
乾
元
殿
頌
〕
電
戟

し
て
燈
火
に
す
る
も
の
。
電
燈
。
孤
光
燈
•
白
熱
燈
·
放
ス
球
。
電
氣
の
た
ま
。
揮
レ
霜
、
雲
施
拒
レ
咎
。
〔
朱
謀
堆
、
贈
二
康
侯
弟
一
詩
〕
羨

電

燈

等

が

あ

る

。

【

電

極

]
3
3

げ5
ク
電
流
が
電
解
物
に
出
入
す
る
と
こ
ろ
。
君
一
二
十
早
登
壇
‘
電
戟
霜
文
是
筆
端
。

〖
電
氣
波
〗14勺
キ
電
氣
振
動
の
起
っ
た
時
‘
其
の
周
園
【
電
火
】

3
4
”
の
電
燈
。
【
電
激
】
“
り
し
い
な
づ
ま
の
や
う
に
は
げ
し
ぐ
お
こ

の

エ

ー

テ

ル

中

に

生

ず

る

一

種

の

波

動

。

【

電

匪

】
35tien• 

h
u
e
i
4

電
報
為
替
。
電
報
雁
款
。
る
。
〔
漢
書
‘
叙
傭
上
〕
涌
説
之
徒
、
風
畷
電
激
。
〔
後
漢
書
‘

〖
電
氣
版
]
1
5竺キ
電
氣
銅
版
。
【
電
光
】

3
6
訂
ヴ
〇
い
な
ぴ
か
り
。
電
光
。
稲
妻
。
〔
揚
雄
、
五
行
志
二
〕
翡
騎
電
激
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
雷
奔
電
激
。

〖
電
氣
盆
〗1
6
5クキ
評
電
誘
導
を
利
用
し
て
電
氣
を
集
解
嘲
〕
公
卿
目
如
―
燿
星
玉
舌
如
―
―
電
光
→
〔
南
齊
書
‘
五
〔
呂
温
‘
道
州
観
野
況
仝
詩
〕
過
慮
若
ー
彗
掃
盃
来
時
如
―

め

る

器

。

行

志

〕

建

元

元

年

十

月

壬

午

、

夜

電

光

‘

因

雷

鳴

゜

〔

柳

電

激

↓

〖
電
氣
花
火
〗1

7
勺
ぢ
異
性
電
氣
の
中
和
す
る
時
に
宗
元
、
古
東
門
行
〕
赤
丸
夜
語
飛
"
電
光
盃
徹
巡
司
隷
眠
【
電
撃
]
4
5
だ
●
い
な
づ
ま
の
や
う
に
急
激
に
一
氣
に

昔

と

共

に

猜

す

る

光

。

如

レ

羊

。

0
山
名
。
輻
建
省
連
江
縣
の
間
江
口
長
門
の
う
つ
こ
と
。
霞
撃
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
用
〕
兵
法
謂
1
1

之

〖
電
氣
現
象
〗1
8
t芥
ヤ
ヴ
電
氣
を
帯
ぴ
た
物
橙
が
互
附
近
。
嗽
壼
が
あ
る
。
電
撃
-
〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
長
騒
六
學
、
電
撃
雷
震
。
〔
陸
機
、

に
吸
引
逐
斥
す
る
こ
と
。
〖
電
光
形
〗

3
7”
ぢ
ヴ
，
い
な
ぴ
か
り
の
や
う
な
形
。
幾
漢
高
覗
功
臣
頌
〕
長
→
―
駆
河
朔
ぶ
翌
撃
壌
束
→
〔
晉
書
‘

〖
電
氣
磁
石
〗1
9
汀
が
電
磁
石
。
つ
に
も
急
に
曲
折
す
る
形
。
温
嬌
傭
〕
催
→
一
進
諸
軍
二
時
電
撃
。

O
電
氣
に
う
た
れ

〖
電
氣
振
子
]
2
0グ公
或
る
物
橙
の
検
電
氣
の
有
無
〖
電
光
石
火
〗
3
8
だ
昇
ヴ
い
な
づ
ま
の
光
と
石
を
う
る
。
感
電
し
て
衝
撃
を
受
け
る
。

を

瞼

す

る

振

子

。

つ

て

出

る

火

花

。

事

の

迅

速

な

喩

。

又

‘

短

い

時

間

の

形

【

電

告

】

46tien• 

k
a
o
'

電
報
で
知
ら
せ
る
。

〖
電
氣
振
動
〗21
グ
ク
＂
ウ
異
性
電
氣
が
互
に
火
花
を
獲
容
。
〔
五
燈
會
元
、
保
輻
従
展
祠
師
〕
此
事
如
レ
撃
石
火
一
【
電
懇
】

4
7
t
i
e
n
'
k
'
e
n
3

電
報
で
懇
願
す
る
。

し
て
放
電
す
る
時
‘
雨
電
一
時
に
中
和
せ
ず
、
彼
此
相
似
レ
閃
1

一
電
光
↓
〔
醐
蝶
夢
傭
奇
〕
似
ー
ー
電
光
石
火
―
―
叢
頃
【
電
倉
―
】
48tien• 

ts'ang'

蓄
電
池
。

反

覆

流

動

す

る

こ

と

。

刻

蹄

"

黄

壌

↓

【

電

掃

】

49

だ
電
が
は
ら
ふ
や
う
に
疾
い
こ
と
を
い

〖
電
氣
媛
墟
〗2
2
”
ク5

電
氣
を
破
璃
管
或
は
金
陽
に
〖
電
光
朝
露
〗3
9
だ
唸
ヴ
極
め
て
短
か
い
時
間
の
喩
。
ふ
。
征
伐
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
雀
咽
傭
〕
運
―
―
援
捨

1
以

通
じ
、
熱
を
生
じ
さ
せ
て
室
中
の
空
氣
を
暖
め
る
も
露
電
。
〔
金
剛
経
〕
一
切
有
為
法
‘
如
-
1

夢
幻
泡
影
ぶ
押
露
電
掃
分
。
〔
干
賓
‘
晉
紀
穂
論
〕
―
二
隅
電
掃
、
劉
祠
入
臣
。

〖
電
氣
鐵
道
〗2
3
”
し
が
電
車
の
走
る
鐵
路
。

L
の
。
亦
如
レ
電
‘
應
レ
作
→
―
如
レ
是
観
→
〔
注
〕
翰
曰
、
電
掃
、
言
レ
疾
也
。
〔
杜
甫
‘
送

n一
長
孫
九
侍

〖
電
氣
鍍
金
〗24
”
“
電
氣
作
用
に
よ
り
鍍
金
す
る
〖
感
二
電
光
之
饒
＞
櫃
〗
4
0”7
％
竺
心
ヲ
黄
帝
の
母
附
御
赴
二
武
威
判
官
―
詩
〕
去
秋
塁
胡
反
‘
不
レ
得
レ
無
―
―
電

こ

と

、

又

其

の

物

。

電

鍍

゜

賓

が

、

電

光

が

北

斗

の

櫃

星

を

撓

る

に

感

じ

て

黄

帝

を

掃

一

)

〖
電
氣
銅
板
〗2
5
閉
？
電
躊
術
に
よ
り
原
版
の
上
に
卒
ん
だ
故
事
。
〔
太
平
御
覧
、
皇
王
部
四
、
黄
帝
軒
輯
氏
〕
【
電
装]
5
0
t
i
e
n
'
c
h
u
a
n
g
'

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

銅
の
鍍
金
を
行
ひ
、
原
版
と
同
一
の
形
状
を
電
葛
し
て
帝
王
世
紀
曰
、
黄
帝
有
熊
氏
、
少
典
之
子
、
姫
姓
也
、
母
【
電
~
】

5
1
だ
強
電
氣
を
得
る
た
め
に
‘
敦
箇
の
電
池

作
っ
た
銅
版
。
電
氣
版
と
も
い
ふ
。
日
―
―
附
賓
「
云
云
‘
附
賓
見
下
大
電
光
燒
―
―
北
斗
櫃
尾
1

照
中
を
連
結
し
た
も
の
。

〖
電
氣
版
術
〗2
6
タ
が
’
電
氣
分
解
を
應
用
し
て
、
模
郊
野
い
感
附
賓
卒
‘
二
十
五
月
生
,
,
黄
帝
於
壽
丘
↓
〔
精
註
【
電
策
]
5
2

だ
い
な
づ
ま
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
、
酬
1

一
鄭
侍

型
に
よ
り
原
形
と
等
し
い
も
の
を
作
る
方
法
。
雅
俗
故
事
讀
本
、
老
壽
幼
誕
〕
附
賓
感
"
電
光
之
撓
＞
櫃
御
多
雨
春
空
過
詩
三
平
＇
韻
詩
〕
鬼
韓
雷
車
響
‘
蛇
謄
電

〖
電
氣
分
解
〗2
7
セ
ク
が
電
流
に
よ
っ
て
各
種
の
金
陽
而
卒
―
―
軒
餞
→
策
光
。
〔
王
勃
‘
忽
夢
遊
レ
仙
詩
〕
電
策
駆
細
窯
欠
煙
途
徽

及
ぴ
酸
類
・
盟
類
の
水
溶
液
な
ど
を
分
解
す
る
こ
と
。
〖
電
光
影
裡
斬1一
春
風1
〗
糾
幻
衿
ぢ
"
[
束
の
間
の
鸞
態
。

電

解

。

人

生

で

も

、

悟

り

の

あ

る

人

の

精

震

は

死

ぬ

こ

と

の

無

[

電

察

】

5
3
t
ル
御
高
覧
o

電
黎
o

〔
輻
患
全
書
；
泄
任
部
ヽ

〖
電
氣
密
度
〗2
8
f“
偉
導
龍
の
一
平
方
糎
中
に
在
い
喩
。
圃
覺
寺
の
開
山
、
僧
祗
元
の
偶
。
斬
二
春
風
ー
（
5
-

詳
文
贅
説
〕
乞
憲
憂
俯
垂
―
―
電
察
→

る
電
氣
の
分
量
。

1
3
8
4
4
:
 6
8
0
)

を
見
よ
。
〔
無
學
龍
元
、

11〕
乾
坤
無
地
【
電
示
】
54tien• 

shih'

電
報
で
通
知
す
る
。
打
電
す

〖
電
氣
療
治
]
2
9
訂
n

電
氣
を
身
栂
に
通
じ
、
神
経
筋
卓
孤
笥
‘
喜
得
人
空
法
亦
空
‘
珍
重
大
元
三
尺
剣
‘
電
る
。

肉
に
刺
激
興
奮
を
典
へ
疾
病
を
療
治
す
る
こ
と
。
電
光
影
裡
斬
1

一

春

風

↓

【

電

旨

】

55

t
i
e
n
'
c
h
i
h
3

清
代
、
電
報
で
博
達
す
る
緊

療

。

【

電

訓

】

41
戸

n

電
報
で
訓
示
す
る
。
又
‘
其
の
訓
示
。
急
諭
旨
゜

〖
電
氣
猜
動
機
〗3
0
[“
ウ
キ
登
動
機
に
よ
っ
て
獲
動
【
電
頃
】4
2
だ
い
な
づ
ま
が
ひ
ら
め
く
程
の
極
め
て
少
[
電
至
】
5
6
ク
'
い
な
づ
ま
の
や
う
に
は
ゃ
v

い
た
る
こ

し
た
電
氣
を
利
用
し
て
、
物
罷
の
運
動
を
起
さ
せ
る
装
し
の
間
。
〔
馬
明
生
‘
詩
〕
千
齢
猶
一
刻
、
萬
紀
如
―
―
電
と
。
〔
鞭
鐵
論
、
世
務
〕
因
レ
時
而
動
、
乗
レ
可
而
登
‘
腿
攀

雨

部

〔
五
書
一
〕

電

電
至
。
〔
魏
志
、
杜
繋
博
‘
庄
〕
石
飛
撃
•
一
敵
城
「
使
→
一
首
尾

電
至
↓

【
電
鷲
】
57

グ
ノ
い
な
づ
ま
の
や
う
に
は
や
く
撃
つ
こ
と
。

〔
後
漢
書
‘
儒
林
下
‘
謝
該
博
〕
王
師
電
鷲
‘
墾
凶
破
珍
゜

〔
周
邦
彦
‘
沐
都
賦
〕
電
鷲
雷
撃
‘
莫
レ
不
二
撃
レ
繁
而
為
＞

囚゚
【
電
悉
】
58tien• 

hsi'

電
報
の
趣
承
知
し
た
の
意
。

【
電
車
]59

幻
〇
い
か
づ
ち
の
や
う
に
速
い
車
を
い
ふ
。

〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
用
〕
輻
車
騎
寇
‘
一
名
―
―
電
車
芦
1

ハ法

請
之
電
撃
餡
堅
陳
へ
敗
歩
騎
↓
〇
電
力
を
用
ひ

て
走
ら
す
車
。
参
t
i
e
n
•ch'e'

藷
、
北
京
で
自
動
車

を
い
ふ
。

〖
電
車
姑
〗60lien• 

c
h
'
e
'
c
h
a
n
•

電
車
停
留
所
。

【
電
謝
】
61

訂
い
な
づ
ま
の
や
う
に
速
に
去
る
こ
と
。

〔
劉
峻
、
重
答
劉
抹
陵
詔
書
〕
雖
―
―
隙
閉
不
P

留
‘
尺
波

電
謝
‘
而
秋
菊
春
蘭
、
英
華
靡
絶
。

【
電
廠
】
62lien• 

c
h
'
a
n
g
'

登
電
所
。

【
電
躊
】
63lien• 

c
h
u
•電
氣
分
解
に
よ
っ
て
躊
物
を

作
る
こ
と
。
鍍
金
。

【
電
祝
】
64tien• 

chu• 

電
報
で
祝
ふ
。
祝
電
を
う
つ
。

【
電
詢
】
65lien• 

h
s
u
n
'

電
報
で
問
合
は
す
。

【
電
鐘
】
68lien• 

c
h
u
n
g
―
電
鈴
°

【
電
食
】
67tien• 

s
h
i
h
'

電
氣
吸
牧
゜

【
電
飾
】
68

砂
ク
電
燈
を
應
用
し
て
建
物
・
船
舶
等
を
装

飾
照
明
す
る
こ
と
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。

【
電
燭
]
6
9

”’むク

0
ぃ
な
づ
ま
の
や
う
に
ひ
か
り
か
が

や
く
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
〕
流
星
粍
以
電
燭
分
‘
成
翠
蓋

而
鸞
旗
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
如
星
之
流
石
如
電
之
照
也
。

●
あ
き
ら
か
な
お
察
し
。
明
察
。
〔
蝠
恵
全
書
‘
刑
名
部
、

問
擬
〕
自
難
レ
遁
子
憲
壷
電
燭
之
中
丘
へ
。

【
電
闊
】
70

グ
む
ク
御
寛
と
い
ふ
意
。
敬
語
。
醜
は
み
る
。

〔
書
言
故
事
‘
求
教
類
〕
投
獣
望
ネ
木
覧
享
i
-

↓
一
幸
賜
二
電
鵬

巖
電
一
晉
王
戎
視
レ
日
不
レ
眩
゜
〔
一
幅
悪
全
書
‘
稟
啓
附
‘

迎
新
任
張
寅
翁
〕
仰
翼
淵
換
俯
垂
電
患

【
電
信
】
71

グ
ク
電
氣
を
利
用
し
文
字
・
記
琥
・
符
琥
に
て

昔
信
を
通
ず
る
も
の
。
電
信
機
に
よ
る
通
信
。
有
線
電

信
と
無
線
電
信
と
の
別
が
あ
る
。

〖
電
信
機
〗72げ
/
/
／
電
流
作
用
に
よ
り
遠
隔
地
の
人

と
電
波
を
送
受
す
る
機
械
。

〖
電
信
除
]
7
3
”
ピ
／
電
信
線
の
架
設
装
置
な
ど
を
掌

四
六

12642 
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雨

部

〔
五
鵞
〕

電

四
七

る
工
兵
の
一
除
。

〖
電
信
為
替
〗
"
”
む
ン
送
金
為
替
の
一
方
法
で
至
急

送
金
を
要
す
る
場
合
に
用
ひ
ら
れ
る
。
至
急
を
要
す
る

送
金
人
の
依
頼
に
よ
り
、
支
彿
郵
便
局
ま
た
は
支
彿
銀

行
に
討
し
、
電
報
に
よ
っ
て
為
替
金
額
の
支
掃
を
な
す

べ
き
旨
通
知
す
る
も
の
。

【
電
迅
】
1
5
9
5

は
や
く
い
そ
が
せ
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
郵

政
部
、
縛
論
〕
鞭
堂
電
迅
‘
驀
レ
暫
謄
レ
坂
。

【
電
政
】
7
6
5
し
電
報
管
理
に
闊
す
る
政
務
。

〖
電
政
管
理
局
〗77
”
蹂
＂
主
ヨ
ク
も
と
‘
交
通
部
に
隷
し
、

電
報
電
話
及
び
無
線
電
信
事
務
を
管
掌
し
た
官
署
。
各

省
に
分
設
し
、
全
國
に
十
三
局
を
置
い
た
。

【
電
逝
】
18

好
し
い
な
づ
ま
の
や
う
に
去
る
こ
と
。
〔
王

融
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
虎
視
龍
超
‘
雷
駿
電
逝
。

〔
注
〕
清
曰
‘
雷
駿
電
逝
‘
並
言
―
―
奔
走
疾
速
之
甚
↓
〔
隋

楊
帝
、
親
征
高
麗
詔
〕
高
諷
電
逝
、
巨
艦
雲
飛
。

【
電
製
】
1
9
t
≫

芥

O
い
な
づ
ま
の
や
う
に
す
み
や
か
に

ひ
き
つ
け
る
。
〔
李
白
、
大
撒
賦
〕
紅
旗
電
製
‘
巻
―
―
長
空

之
飛
雪
↓
〔
高
邁
、
清
河
焚
レ
舟
賦
〕
閉
馬
雲
屯
、
長
剣
電

製
。
●
い
な
づ
ま
が
ひ
ら
め
く
。
〔
梁
簡
文
帝
、
金
鉾

賦
〕
野
瞭
塵
昏
、
星
流
電
製
。
〔
王
安
石
、
元
豊
行
示
"
徳

逢
〕
雷
蝠
電
製
雲
消
消
。

【
電
請
】
80

tien4 
ch'ing'

電
報
・
電
話
で
政
府
或
は

直
轄
官
顧
に
請
訓
す
る
こ
と
。

【
電
照
】
81

況

0
ひ
か
り
か
が
や
い
て
あ
き
ら
か
な
こ

と
。
〔
郭
環
、
山
海
経
圏
賛
下
、
大
荒
北
経
、
若
木
〕
朱
華

電
照
‘
碧
葉
玉
津
。
〔
劉
峻
、
辮
命
論
〕
電
照
風
行
、
臀
馳
1

一

海
外
↓
●tien'chao• 

④
電
報
で
照
會
す
る
。
＠
御
高

覧
。
書
翰
文
用
語
。

【
電
酸
】
82

梵
い
な
づ
ま
の
や
う
に
す
ば
や
く
の
み
ほ

す
こ
と
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
千
鍾
電
醸
‘
萬
隧
星
繁
゜
〔
注
〕

翰
日
、
電
‘
疾
‘
醸
‘
泰
也
。

【
電
石
】
83tien• 

shih2

ア
セ
チ
レ
ン
瓦
斯
。
カ
ー
バ

イ
ト

【
電
扇
】
84tien• 

shan'

で
ん
き
う
ち
は
。
電
氣
力
で

風
を
生
ず
る
器
。
扇
風
機
。

【
電
閃
】
85

打
い
な
づ
ま
。
〔
蘇
献
、
観
―
―
子
玉
郎
中
草

翠
詩
〕
柳
侯
運
レ
筆
如
電
閃
一
子
雲
寒
悴
羊
欣
倹
。

【
電
船
】
86tien• 

ch'uan2

モ
ー
タ
ー
ポ
ー
ト
。

【
電
棧
】
87tien• 

hsien• 

電
線
。

〖
電
棧
粁
〗8
8tien• 

hsien• 

kan'

電
柱
。

【
電
線
】
89

竺
電
氣
を
通
ず
る
は
り
が
ね
。

〖
電
線
粁
〗90tien• 

hsien• 

kan• 

電
柱
。

【
電
霰
】
91

ぢ
い
な
づ
ま
と
あ
ら
れ
。
〔
淮
南
子
、
本
経

訓
〕
電
霞
毀
折
、
電
霰
降
レ
虐
゜

【
電
鰐
】
92tien• 

hsiin'

海
蛇
の
一
種
。
橙
は
閣
扇
形

で
、
登
電
の
奇
性
が
あ
る
。

【
電
奏
】
93tien• 

tsou• 

電
報
で
天
子
に
申
し
上
げ

る。

【
電
速
】
94

巧
い
な
づ
ま
の
や
う
に
は
や
い
こ
と
。

【
電
壼
】
95tien• 

t'ai'

放
送
局
。

【
電
闇
】
96

”5

禁
裡
の
と
び
ら
。
〔
幅
恵
全
書
、
稟
啓
附
‘

候
―
―
川
撫
劉
公
―
〕
可
下
高
攪
―
―
斗
杓
―
而
掬
レ
吟
、
光
撃
―
―

電
闊
盃
即
三
千
丈
i
i

【
電
池
】
97

セ
●
地
名
。
〔
宋
書
‘
向
靖
博
〕
高
祗
南
征
、

禰
為
1

↓
前
鋒
於
南
陵
電
池
左
里
ご
二
戦
並
大
捷
。
●
化

學
作
用
に
よ
っ
て
、
電
氣
を
起
す
装
置
。

【
電
馳
】
98

セ
い
な
づ
ま
の
や
う
に
非
常
に
早
く
か
け

る
。
電
騒
。
電
騎
°

【
電
場
】
99

ガ
炉
電
氣
を
帯
ぴ
た
物
罷
が
、
其
の
作
用
を

及
ぽ
す
範
園
内
の
稽
。

【
電
柱
】
100

げ
が
電
線
を
さ
さ
へ
る
柱
。
電
信
柱
。

【
電
紡
】
101tien• 

ch'ih'

電
命
。
電
報
で
命
令
す
る
。

【
電
訂
】
102tien• 

ting'

電
話
又
は
電
報
で
注
文
す

【
電
梯
】
!
!tien• 

t'i'

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
。

L

る。

【
電
霞
】
104

”
し
い
な
び
か
り
と
か
み
な
り
。
〔
穀
梁
、
隠
、

九
〕
三
月
癸
酉
、
大
雨
震
雷
‘
震
、
雷
也
、
雷
‘
霞
也
。

【
電
鐵
】
105

サ5

電
氣
鐵
道
の
略
。

【
電
添
】
106tien• 

t'ien'

電
報
で
注
文
す
る
。

【
電
鍍
】
107tien• 

t
u
•
電
氣
め
つ
き
。
電
氣
作
用
に
よ

る
鍍
金
。

【
電
筒
】
108tien• 

t'ung'

懐
中
電
燈
。

【
電
燈
】
109

認
電
氣
燈
。
電
氣
を
利
用
し
て
貼
燈
す
る

照
明
燈
。
白
熱
電
燈
・
弧
光
燈
・
放
電
燈
等
が
あ
る
。

【
電
波
】
llO

勺
電
氣
の
波
動
。
電
氣
波
。

【
電
碩
】
Ultien• 

m
a
3

電
報
符
琥
。
電
報
暗
琥
散
字
。

【
電
泡
】
112

雰
電
と
泡
。
消
え
や
す
い
喩
゜
〔
白
居
易
、

吹
笙
内
人
出
家
詩
〕
雨
露
難
レ
忘
君
念
重
、
電
泡
易
レ
滅

妾
身
軽
。

【
電
報
】
113

匁

電
信
機
に
よ
つ
て
即
時
遠
方
へ
通
信
す

る
こ
と
。
又
、
其
の
通
信
。
電
信
。
〔
朱
孔
彰
、
左
文
襄
【
電
鵞
】
124t
ン
い
な
づ
ま
の
や
う
に
極
め
て
は
や
く
は

公
別
偶
〕
第
八
款
、
所
レ
稽
塔
城
界
址
‘
擬
―
―
梢
改
盃
聖
同
せ
る
。
鵞
は
奔
馳
。
電
馳
゜
〔
班
固
‘
東
都
賦
〕
軽
車
霞

治
三
年
議
定
盃
界
址
尚
只
電
報
‘
應
下
侯
―
―
崇
厚
奏
到
ー
再
激
、
蜆
騎
電
鷲
゜
〔
楚
辟
、
王
褒
‘
九
懐
‘
尊
嘉
〕
雲
旗
合

議
3

電
鵞
、
億
忽
令
容
裔
。

〖
電
報
桂
琥]
1
1
4
tien4 pao• 

kua• 

hao• 

電
報
略
【
電
覆
]125tien• 

fu'

電
報
で
回
答
す
る
。
返
電
。

鱚

電

略

。

【

電

文

】

126

ク
電
報
の
文
句
。

【
電
白
】
115

ぢ
縣
名
。
●
梁
、
置
く
。
故
治
は
廣
東
省
茂
【
電
瓶
】
127

t
i
e
n
'
p
•
i

品
2

電
池
。

名
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
高
州
府
〕
電
【
電
斃
】
128tien• 

・pi'

電
氣
死
刑
。
電
決
。

白
縣
、
府
東
四
十
五
里
‘
漢
合
浦
郡
高
涼
縣
地
、
梁
置
―
【
電
表
】
129tien• 

piao3

電
氣
計
量
器
。
メ
ー
ト
ル
。

電
白
郡
盆
堕
電
白
縣
盃
隋
平
レ
陳
、
郡
畷
縣
属
1

一
高
州
三
云
【
電
燦
】
1
3
0
.
5

電
光
の
や
う
に
は
や
く
と
ぶ
。
〔
班
固
、

云
、
明
景
泰
初
‘
流
賊
雲
擾
、
縣
無
1

一
寧
宇
工
成
化
四
年
、
典
引
〕
海
内
雲
蒸
‘
雷
動
電
燦
。
〔
注
〕
良
日
、
燦
‘
飛
也
。

移
入
二
神
電
衛
城
↓
●
明
、
置
く
。
廣
東
省
陽
江
縣
の
西
【
電
鞭
】
131

名
電
光
の
閃
く
の
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭

南
。
縣
城
は
博
賀
潰
の
北
岸
。
●
を
見
よ
。
〔
清
史
稿
、
地
上
〕
奮
―
―
電
鞭
玉
竺
雷
輻
↓
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
電
以
為
ニ

理
志
〕
廣
東
、
高
州
府
、
縣
五
、
電
白
。
鞭
策
云
雷
以
為
―
―
車
輪
↓
〔
虞
照
郡
‘
寄
二
贈
柳
九
朧
1

詩〕

【
電
獲
】
lls

窃

0
勢
が
雷
電
の
や
う
に
ふ
る
ふ
こ
と
を
海
屋
銀
為
レ
棟
‘
雲
車
電
作
レ
鞭
。

い
ふ
。
〔
蜀
志
、
楊
戯
博
〕
賛
―
―
許
司
徒
コ
云
云
、
藩
屏
左
【
電
母
】
132

セ
雷
。
い
な
づ
ま
。
〔
蘇
献
、
次
―
―
韻
章
博
道

右
玉
翻
飛
電
獲
、
清
一
子
熊
難
-
頁
―
―
主
洪
業
→
〔
陸
機
、
琲
喜
雨
—
詩
〕
魔

1一
駕
雷
公
—
呵1一
電
母
→
〔
三
餘
贅
筆
〕
雷
公

亡
論
上
〕
懐
―
―
漑
下
國
る
電
―
―
預
判
南
↓
〔
注
〕
銑
日
、
電
獲
‘
電
母
‘
俗
呼
―
―
雷
電
云
竺
雷
公
・
電
母
本
生
有
レ
所
レ
本
、
易

言
n

―
威
如
畜
電
也
。
〔
博
亮
、
司
徒
劉
穆
之
碑
〕
率
―
―
先
露
日
‘
震
為
レ
雷
、
離
為
レ
電
‘
震
‘
長
男
、
陽
也
‘
而
雷
出
二
天

屋
電
―
―
狽
川
聾
●
清
、
徐
銑
(4-10110
:
 80)
の
字
。
之
陽
氣
五
央
俗
云
1

↓
雷
公
こ
離
、
為
―
―
中
女
五
陰
也
‘
而
電

【
電
髭
】
117

雰

パ

ー

マ

ネ

ン

ト

。

出

―

―

地

之

陰

氣

盆

叫

云

↓

1

電
母
↓
〔
十
駕
齋
養
斯
録
〕
今
人

【
電
抹
]llB

ぢ
ぢ
い
な
づ
ま
の
は
ら
ふ
や
う
に
忽
ち
に
稽
レ
電
日
1

一
電
母
工
古
人
則
梢
二
電
父
な
官
絡
別
傭
云
、
天

消
え
る
。
〔
元
好
問
、
太
原
贈
1

一
張
彦
遠
―
詩
〕
平
生
我
亦
昨
檄
召
-
1

五
星
一
宣
↓
―
布
星
符
一
刺
―
―
下
東
井
年
里
命
南

識

裔

人

憫

恨

流

年

如

電

抹

↓

芸

使

レ

召

雷

公

・

電

父

・

風

伯

雨

師

↓

【
電
飛
】
119

豆
／
勢
が
雷
電
の
や
う
に
振
ふ
こ
と
を
い
【
電
邁
】
133

だ
電
の
や
う
に
急
に
ゆ
く
こ
と
。
〔
呉
志
、

ふ
。
〔
蜀
志
‘
部
正
傭
〕
雲
合
霧
集
、
風
激
電
飛
。
陸
遜
偉
〕
星
奔
電
邁
‘
俄
然
行
至
゜
〔
孫
楚
、
為
―
―
石
仲
容
一

【
電
費
】
120tien• 

fei'

電

報

料

。

輿

,

,

孫
皓
一
書
〕
脊
脊
未
―
―
便
電
邁
一
者
。
〔
高
適
、
自
レ
湛

【
電
尾
】
121

吋
い
な
び
か
り
の
を
。
〔
韓
渥
、
暴
雨
詩
〕
電
渉
二
黄
河
一
途
中
詩
〕
伊
人
何
電
邁
、
獨
立
―
―
風
墜
首
↓

尾
燒
―
―
黒
雲
一
雨
闘
飛
1

一
銀
線
↓
〔
蘇
献
、
王
晉
卿
示
レ
詩
【
電
沫
】
134t
の
い
な
び
か
り
と
あ
わ
。
早
く
過
ぎ
や
す

慾
奪
―
―
海
石
1

云
云
‘
能
以
1

一
韓
幹
二
散
鳥
易
レ
之
者
蓋
い
喩
。
〔
葛
長
庚
、
湧
翠
亭
記
〕
世
事
如
ー
電
沫
一
人
生

可
レ
許
也
復
次
一
前
韻
―
詩
〕
風
駿
掠
―
―
原
野
云
電
尾
梢
,
,
澗
如
ー
電
滓
↓

谷

↓

【

電

鰻

】

135tien• 

m
a
n
'

魚
の
名
。
南
米
産
。
か
た
ち
鰻

【
電
父
】
122

サ
ン
雷
を
い
ふ
。
〔
十
駕
齋
養
新
録
〕
今
人
稽
レ
に
似
て
、
登
電
す
る
。

電
曰
,
,
電
母
エ
ロ
人
則
稽
1

一
電
父
盃
管
絡
別
博
云
、
天
昨
檄
【
電
命
】
136

仔
電
報
で
命
令
を
下
す
。
又
‘
其
の
命
令
。

召
―
―
五
星
會
ご
布
星
符
面
刺
―
―
下
東
井
—
告

1一
命
南
箕
面
炉
【
電
滅
】

1
3
7
”
の
い
な
づ
ま
の
や
う
に
忽
ち
ほ
ろ
び
る
。

召
1
1

雷
公
・
電
父
・
風
伯
・
雨
師
↓
〔
張
協
、
七
命
〕
學
レ
文
林
辣
｀
揮
レ
鋒
電
滅
。
〔
博
玄
‘
擬
四

【
電
赴
】
123

サ
ン
極
め
て
は
や
く
は
せ
む
か
ふ
喩
゜
〔
晉
愁
詩
〕
存
若
1

一
流
光
1

忽
電
滅
、
何
為
多
念
獨
鬱
結
。

書
、
宗
室
‘
礁
王
承
博
〕
足
下
若
能
巻
レ
甲
電
赴
、
猶
或
【
電
門
】
138tien• 

m
e
n
'

ス
ヰ
ッ
チ
。
安
全
機
。

有
レ
清
。
〔
晉
書
‘
孫
綽
傭
〕
南
北
諸
軍
、
風
馳
電
赴
゜
〔
周
【
電
覧
】
139tien• 

lan3

人
が
見
る
こ
と
に
封
す
る
敬

書
、
文
帝
紀
上
〕
射
自
,
,
東

輯

云

竺

赴

伊

落

↓

語

。

御

覧

。

12643 
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軍]』
【
争
甲
】
〗襴

の
名
。
〔
字
彙
補
〕
雰
、
開

名
、
音
未
レ
詳
。
〔
李
尤
‘
函
谷

昔
未
詳

ヵーフ

侠
(
1
1
-
4
1
6
5
6
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
雷
、
古
文
快
字
‘
見
一
同
文
鐸
↓

陸餞囮

小
□
口
な
が
あ
め
。
〔
説
文
〕
零
蹂
雨

霊
豪
也
、
南
陽
謂
五
震
ハ
レ
雨
似
臀
。
国

〇
な
が
あ
め
。
〔
集
韻
〕
棠
、
南
陽
謂
レ
ー
杯
曰
レ
平
永
°

●
あ
め
の
お
と
。
〔
廣
韻
〕
棠
‘
雨
瞥
゜

冤
】
〗

〔
集
韻
〕
魚
昔
切

〔
集
韻
〕
宜
皆
切

【
電
櫻
】
140

tien4 Ian• 

電
燈
の
コ
ー
ド
。

【
電
離
】
141

丑
／
電
氣
分
解
で
分
子
の
幾
分
が
自
然
に
陰

陽
雨
種
の
イ
オ
ン
に
分
解
す
る
こ
と
。
電
氣
解
離
の

略
。
氣
体
ま
た
は
液
体
の
分
子
、
或
は
原
子
•
原
子
閣
が

イ
オ
ン
に
な
る
こ
と
。
酸
璽
基
聾
な
ど
は
水
に
溶
解
【
争
右
】
〗

す
る
時
こ
の
や
う
な
妻
化
を
起
す
。

さ
へ
ぎ
り
蔽
ふ
も
の
の
な
い
家
。
〔
字
彙
補
〕
雰

【
電
流
】
142

豆5

導
橙
を
通
じ
て
博
は
る
電
氣
の
流
動
。

洞
屋
也
。

〖
電
流
計
〗1

4
3
サ
賃
，
電
流
の
強
弱
を
は
か
る
器
械
。

【
電
力
】
144

”5ク
電
氣
の
力
。
電
氣
の
は
た
ら
き
。

【
電
例
]145

t
i
e
n
'
I
i
'

電
報
符
琥
゜

【
電
鈴
]146

汀
電
氣
仕
掛
の
よ
び
り
ん
。
ベ
ル
。

【
電
療
】
147

t
i
e
n
'
l
i
a
o
'

電

氣

療

治

。

【

霞

】

』

ー

〔

五

昔

篇

海

〕

烏

瓜

切

國

【
電
路
】
14807

ノ
電
氣
の
流
れ
る
み
ち
。
電
流
の
通
路
。

【
電
遣
】
149

t
i
e
n
こ

兄

電

氣

ス

ト

ー

プ

。

お

ち

る

。

〔

五

昔

篇

海

〕

烹

、

烹

下

也

。

【
電
話
】
150

サ
／
電
氣
の
作
用
に
よ
っ
て
互
に
談
話
す
る

こ
と
。
又
、
其
の
装
置
。
電
話
機
。

日
コ
〔
萬
姓
統
譜
〕
昔
呼

【
電
炭
斗
】
152

tien4 
yiin4 
t'ou

電
氣
慰
斗
゜

【
電
梓
木
】
153

tien4 
k
a
n
'
m
u
'

電

柱

。

【

軍

】

寧

〔

龍

寵

手

鑑

〕

音

行

‘

又

【
電
磁
石
】
154

言
戸
軟
鐵
の
棒
を
心
と
し
、
周
園
に

4

ロ
ヵ
ヴ
・
カ
ン
ヰ
日
干
°

□
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
軍
‘
―
音
呼
‘
姓
苑
云
‘
浦
人
。

絶
し
た
導
線
を
巻
き
‘
之
に
電
流
を
通
じ
て
強
い
磁
性

を
帯
び
し
め
る
も
の
。
電
氣
磁
石
。

【
電
饒
檻
】
155

だ
万
電
光
が
北
斗
の
櫃
星
を
燒
る
。
口
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
寧
、
音
行
、
又
―
ヰ
日
干
゜

吉
瑞
と
す
る
。
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
〕
黄
帝
軒
輯
氏
‘
母
曰
二

附
賓
見
入
電
光
饒
北
斗
櫃
星
昭
か
郊
野
い
感
而
牢
‘

二
十
五
月
、
生
黄
帝
於
壽
丘
言
常
哀
‘
慶
雲
賀
表
〕
色
【
圭
卯
】
〗

映
流
渚
之
虹
影
雑
饒
櫃
之
電
↓

【
電
動
機
】
156

だ
キ
電
流
に
よ
っ
て
回
轄
運
動
を
起
す

機
械
。
モ
ー
ト
ル
。

【
電
動
力
】
157

豆
む
八
，
電
流
を
流
動
さ
せ
る
原
因
の
力
。

【
電
料
行
】
158

ti e
n
'
l
i
a
o
4
 
h
a
n
g
'

電
氣
器
具
商
。

【
電
料
店
】
159

tien4 
l
i
a
o
'
t
i
e
n
4

電
氣
機
械
を
賣
る

店。

国□ 日
ガゴギジシ
インンンン

〔
集
韻
〕
鋤
栢
切

,m-
ハ，ウ
ヘ，ウ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
テ
卯
‘
普
孝

切。

タ
ヴ
ダ
，
ウ

〔
字
彙
補
〕
徒
浪
切

濯

間
賦
〕
其
南
則
有
―
―
蒼
梧
・
筋
浦
・
離
水
・
謝
沐
・
涯
浦
・
雰

中
↓
〔
注
〕
蒼
梧
而
下
六
闘
在
レ
南
。

雨

部

〔五
I

六
藍
〕

曾

】

[

ン

〔
集
韻
〕
伊
刃
切
震

●
く
も
が
き
れ
る
。
〔
集
韻
〕
寅
‘
孵
雲
謂
う
溢
究

●
あ
め
が
や
む
。
〔
集
韻
〕
寅
、
一
曰
‘
雨
止
。

[
寛
】
〗
[
口
〔
集
韻
〕
田
黎
切
祠

う
み
の
ふ
ね
。
〔
玉
篇
〕
需
、
海
船
也
。

【
需
】
〗
〔
玉
篇
〕
胡
卦
切
国
｛

ク
，
ワ
イ

ゲ

小
あ
め
が
ふ
る
。
落
(
9
ー

3
1
3
6
2
)

に
通

悶
策
ず
。
〔
説
文
〕
客
雨
雰
也
、
八
レ
雨
各

賛
〔
段
注
〕
此
下
雨
本
字
、
今
則
落
行
而
雰
際

芙゚ 言
】
〗ラ
ク
〔
集
韻
〕
歴
各
切
寧
〖

●
う
る
ほ
ふ
。
〔
集
韻
〕
客
‘
撤
湮
也
。
●
治
（
6

-

1

7
4
2
6
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
零
、
卑
ハ
レ
治
同
。

室
品
カ，
7

ゲ，
7

〔
集
韻
〕
轄
央
切
盈

〇
お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
大
雨
。
●
あ
め
の
お
と
。

〔
集
韻
〕
裳
‘
雨
臀
。

O
或
は
醸
(
1
2
|
 4
2
4
8
4
)

に

作
り
、
ま
た
賓
(
1
2
-
4
2
4
8
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

裳
‘
或
作
レ
醸
‘
亦
書
作
レ
賓
。

【
裳
】
』

ジ シ

〔
集
韻
〕
才
資
切
菌
〗

電

霜

雰

碧

煎

軍

奎

卯

棠

裳

雰

客

需

寛

霞

霰

雰

需

霧

雰

霜

冨

】

』

戸

〔

集

韻

〕

色

責

切

願

澪
(
1
2
|
 4
2
2
7
 0
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字

育
写
ゥ
典
〕
雰
‘
廣
韻
‘
澪
‘
書
作
行
。

〇
あ
め
の
ふ
り
そ
そ
ぐ
さ
ま
。
〔
王
篇
〕
雰
、
雨

兒
゜
〔
廣
韻
〕
雰
‘
注
雨
兒
。
●
麓
常
は
‘
に
は
か
あ

め
。
〔
集
韻
〕
雰
‘
麓
雰
‘
暴
雨
。

胃

】

5

ウ
〔
集
韻
〕
羅
倶
切
園

曾】一

露
(
1
2ー

4
2
5
1
8
)

の
古
字
。
〔
集

ラ
イ

韻
〕
争
晶
‘
古
作
レ
霜
。

か
み
な
り
の
音
。
〔
集
韻
〕
雰
‘
雷
拌
°

寮
J〗

〔
集
韻
〕
北
評
切
醐

ハ
ヴ
ヒ
，
ヤ
ヴ

圏週

小

日

□
l

●
み
づ
の
お
と
。
流
水
の
昔
゜

胃

蔽

通

じ

て

利

(
9ー

2
8
6
1
4
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
霧
‘
水
昔
也
‘
炊
レ
雨
利
臀
゜
〔
段
注
〕
江
氏
臀

日
、
五
瞥
利
陽
レ
水
‘
許
字
作
レ
霜
‘
輿
二
各
書
示
＇
レ

同
‘
今
按
‘
此
嘗
レ
謂
1

一
流
水
之
―
茸
耳
゜
〔
集
韻
〕
霧
‘

水
昔
也
、
通
作
レ
利
。
●
五
瞥
の
一
。
利
(
9
-
2
8
6
1

4
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
霧
‘
按
‘
i

笠
為
11

乃
之
俗
字
一
春
秋
繁
露
五
行
五
事
、
雨
者
水
氣

也
‘
其
昔
利
也
‘
俗
本
レ
此
而
製
に
子
。

【
霧
】
』

日
ゥ
□
ゥ

〔
集
韻
〕
王
矩
切

〔
集
韻
〕
王
遇
切

氣
が
流
行
す
る
。
〔
集
韻
〕
霞
‘
氣
流
行
謂
二
之
霞
一

四
八
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雨

部

〔
六
書
一
〕

需

霊

需

寄

党

電

裳

四
九

小
巳
0
ま
つ
。
④
雨
止
み
を
待
つ
。
〔
説

齋
策
文
〕
需
‘
緊
也
、
嬰
雨
不
レ
進
止
翌
也
、

八
レ
雨
而
臀
゜
◎
待
つ
。
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
需
‘
頷
也
。

〔
疏
證
〕
各
本
‘
頷
作
レ
頬
‘
今
訂
正
。
〔
易
‘
需
〕
需
‘

須
也
。
〔
疏
〕
是
需
待
之
義
。
〔
荘
子
、
太
宗
師
〕
贔
許

聞
乏
需
役
↓
〔
繹
文
〕
需
‘
待
也
。

O
す
す
ま
ぬ
。

〔
易
‘
雑
卦
〕
需
‘
否
進
也
。

O
た
め
ら
ふ
。
う
た
が

ふ
。
〔
集
韻
〕
需
、
一
曰
‘
疑
也
。
〔
左
氏
、
哀
、
六
〕

需
、
事
之
下
也
。
〔
注
〕
需
‘
疑
也
。
R
も
と
め
る
。

も
と
め
。
需
要
。
〔
韻
會
〕
需
‘
索
也
。
〔
十
六
國

春
秋
、
南
涼
録
〕
謂
1

一
農
桑
ー
以
供
二
軍
需
↓
〔
高
啓
‘

園國国□日
ジナダネゼニジスシ
''''  ユンンンンユユ ユ

〔
集
韻
〕
奴
乱
切
瞬
〗

【
需
早

〔
集
韻
〕
詢
趨
切
圏

TLJ 
hsi.J1 

〔
集
韻
〕
汝
朱
切
直
〖

/
9
 

日
X

ju' 

〔
集
韻
〕
乳
兌
切
＞
卿

日
X

コ
juan3

曰
賄
霜
は
、
く
ら
い
。
か
す
か
。
〔
字
彙
〕
露
哨
露
、

幽
冥
也
。
□
高
く
峻
し
い
さ
ま
°
〔
字
彙
補
〕
霜
、

高
唆
貌
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
上
遊
11

ft-, 香
霜
之

野↓ 害
忌

テ
ヴ
デ
ヴ

曰
タ
ク
チ
ャ
ク

口ゞ

〔
字
彙
補
〕疸
格
切

字
彙
〕
徒
弔
切

【

需

】

5

あ
ら
れ
。
〔
集
韻
〕
霜
‘
霰
也
。

國國

露
(
1
2ー

4
2
5
1
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
雷
mm
、
古
作
レ
争
叩
o

-7
イ

誼
楊
榮
陽
―
詩
〕
君
才
適
1

一
時
需
下
止
若
―
i

炉
暑
る
を
侯
つ
に
い
ふ
。
〔
易
‘
需
〕
象
曰
‘
雲
上
二
於
天
玉
需
‘

扇
↓
⑲
や
し
な
ふ
。
〔
易
、
序
卦
〕
物
辟
不
レ
可
レ
君
子
以
飲
食
宴
血
究
〔
唐
玄
宗
、
同
三
一
相
已
下
墾
官
1

栗
遊
園
宴
詩
〕
撰
日
巖
廊
暇
‘
需
雲
宴
架
初
。
〔
李
嬌
、

為
―
―
綽
州
刺
史
孔
禎
等

L
士

m変
区
表
〕
臣
聞
式
宴
為
レ

不
レ
養
也
、
故
受
レ
之
以
レ
需
‘
需
者
飲
食
之
道
也
。

歓
‘
易
著
1

一
需
雲
之
象
ぶ
叩
陽
展
レ
敬
‘
詩
有
,
,
湛
露
之
歌
↓

0
そ
な
へ
る
。
供
給
す
る
。
〔
元
史
‘
成
宗
紀
〕
居
―
―

上
都
大
都
ー
隆
興
者
、
輿
レ
民
均
納
供
需
°
◎
易
六

O
宋
の
殿
名
。
集
英
殿
の
後
に
あ
り
。
〔
宋
史
、
地
理
志

十
四
卦
の
一
°
麟
＿
＿
―
門
戸
。
貞
正
に
し
て
よ
く
其
一
〕
集
英
殿
‘
宴
殿
也
‘
殿
後
有
1

一
需
雲
殿
g

の
時
を
待
ち
、
而
し
て
後
事
を
成
さ
ば
成
ら
ざ
【
需
要
】
2

芯

O
も
と
め
。
い
り
よ
う
。
も
と
め
る
。
●

経
清
學
用
語
。
財
を
も
と
め
得
る
封
憤
を
有
す
る
も
の

が
、
其
の
財
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
欲
望
。
供
給
(
1
|
6

る
こ
と
な
き
象
。
〔
易
‘
需
〕
雲
上
ふ
年
空
需
゜
R

0
5
:
 5
)

の
封
。

古

霙
(
1
2
-
4
2
2
3
6
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
需
‘

古
文
霙
。

O
俗
に
冊
(
9
|
2
8
8
8
5
)

に
作
る
。
〔
集
【
需
求
】
3

h
s
i
i
'
c
h
'
i
u
2

も
と
め
る
。

韻
〕
需
‘
俗
作
レ
冊
、
非
レ
是
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
【
需
給
】
4

芸
需
要
と
供
給
。

需
‘
見
社
阿
□
拿
の
や
は
ら
か
な
さ
ま
。
或
は
【
需
歎
】
5

芦

0
需
用
の
金
額
。
入
費
。

O
金
子
入

割
(
2
-
2
2
3
5
)

に
作
る
。
〔
巣
韻
〕
需
‘
草
柔
滑
兒
、
用
。
金
が
要
る
。

【
需
索
】
6

店
も
と
め
る
。
ね
だ
る
。
む
さ
ぽ
る
。
賄
賂

を
と
る
。
〔
幅
恵
全
書
‘
刑
名
部
‘
詞
訟
‘
考
代
書
‘
立
二
状

或
作
レ
割
。
国
●
や
は
ら
か
。
報
(
1
0
ー

3
8
2
7
0
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
級
柔
也
‘
亦
作
レ
需
゜
〔
周
爬
‘
考
工
式
〕
視
―
―
事
之
大
小
「
為
t

一
需
索
之
多
寡
↓
〔
一
幅
悪
全
書
、

記
‘
飽
人
〕
欲
其
柔
清
而
腟
―
―
脂
之
面
5

需
°
〇
錢
穀
部
‘
催
徴
〕
有
兜
牧
侵
蝕
‘
需
索
違
快
云
云
等
弊
↓

み
た
ぬ
。
〔
周
譴
考
工
記
‘
弓
人
〕
薄
二
其
附
-
則
[
需
次
】
7

私
ュ
訣
官
に
補
佐
さ
れ
る
の
を
待
つ
。
〔
宋
史
‘

需
〔
注
〕
需
‘
謂
レ
不
元
適
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
不
二
馬
廷
鸞
雙
登
淳
祐
七
年
進
士
患
調
砿
州
教
授
一

需
次
六
年
。
〔
朱
喜
~
‘
答
―
一
方
耕
道
一
書
〕
老
兄
以
―
―
明
敏
果

決
之
資
T
釈
凌
高
属
遠
之
志
了
士
友
間
所
レ
難
レ
得
、
今

充
渦
盃
叩
縮
減
一
也
。
固
よ
わ
い
。
傾
(
1
-
8
3
1
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
僕
‘
説
文
、
弱
也
‘
亦
作
レ
需
。
荻
需
次
‘
暫
得
1

一
閑
日
ご
阿
宜
ふ
炉
心
味
レ
道
、
盆
進
レ

置

モ

ト

。

ミ

ッ

°

阿

學

以

副

臨

逼

期

望

之

意

↓

〔

清

波

雑

志

〕

選

人

闘
田
形
啓
。
雨
に
従
ひ
‘
而
は
昔
符
。
雨
止
み
を
ま
つ
改
レ
秩
‘
帝
豆
員
多
闘
少
時
玉
需
次
動
六
七
年
。

意
。
一
説
に
‘
會
意
。
雨
と
而
と
の
合
字
。
而
は
須
で
翌
【
需
弱
】
8

芯
ク
よ
わ
い
。
儒
弱
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
甘
茂

（
ま
つ
）
に
通
じ
‘
雨
と
合
し
て
雨
に
あ
ひ
て
雨
や
み
を
封
日
、
王
勿
レ
患
也
、
其
健
者
来
使
者
、
則
王
勿
レ
聴
―
―
其

ま
つ
の
義
と
い
ふ
。
但
し
‘
段
氏
が
而
（
説
文
‘
頬
毛
）
を
事
「
其
需
弱
者
来
使
‘
則
王
必
聰
レ
之
、
然
則
需
弱
者
用
、

須
と
解
す
る
此
の
説
は
誤
。
又
一
説
に
、
濡
に
同
じ
。
本
而
健
者
不
レ
用
尖
゜

義
は
う
る
ほ
ふ
。
雨
と
哭
（
よ
わ
い
、
や
は
ら
か
い
）
の
【
需
人
】
，
拉
清
、
王
復
幡
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
0
6
3
)

の
字
。

省
蓋
と
の
合
字
。
故
に
二
字
を
合
し
て
雨
に
う
る
ほ
つ
【
需
散
】
IO

芸
つ
ひ
え
の
た
か
。
入
用
額
。
〔
輻
恵
全
書
、

又
よ
わ
い
義
に
用
ひ
る
と
い
ふ
。
粒
任
部
、
稟
帖
贅
説
〕
但
需
藪
甚
多
。

て
く
づ
れ
や
す
い

〔
説
文
〕
需
、
翌
也
、
遇
レ
雨
不
レ
進
止
翌
也
、
ハ
レ
雨
而
臀
。
【
需
擾
】
＂
忠
賄
賂
を
い
ふ
。
〔
幅
恵
全
書
、
清
丈
部
、

〔
説
文
、
需
‘
段
注
〕
遇
レ
雨
不
レ
進
、
説
h
F雨
之
意
↓
而
禁
↓
―
需
擾
―
〕
清
丈
之
事
、
只
須
下
大
張
―
―
告
示
玉
澁
四
喚

者
竪
之
意
‘
此
字
為
益
品
畏
各
本
作
l

―
而
瞥
一
者
、
非
也
。
郷
地
里
書
等
云
千
―
―
同
業
戸
↓
先
行
中
自
丈
3

〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
需
、
愚
謂
‘
此
字
嘗
―

h
乞
雨
八
盃
大
【
需
鈴
】
12

芸
し
ら
べ
を
も
と
め
る
。
〔
幅
恵
全
書
‘
笙

査
會
意
、
卸
今
所
レ
用
濡
湮
字
‘
輿
レ
素
同
意
。
仕
部
、
穂
論
〕
投
牒
需
鈴
‘
乃
宦
途
之
娃
歩
。

【
需
雲
】
1

努
〇
易
の
需
の
卦
は
雲
が
天
に
上
つ
て
未
【
需
待
】
13

店
も
と
め
ま
つ
こ
と
。
欲
求
期
待
す
る
こ

だ
雨
と
な
ら
ぬ
象
で
‘
君
子
が
飲
食
宴
築
し
て
時
の
到
と
。
〔
易
、
需
、
須
也
、
疏
〕
是
需
待
之
義
、
故
云
1

一
需
須
1

賓】
g

シ，ヨ

慮
(
9
ー

3
2
6
9
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
笈
‘
興
レ
虞
同
。

【

電

】

[

デ

ン

電
(
1
2
-
4
2
2
5
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
電
‘
卑
ハ
レ
電
同
。

冤】
5

莞
(
1
2
-
4
2
2
2
3
)

の
総
字
。
〔
字
彙

ノ
補
〕
寛
‘
奎
元
字
之
識
。

、
ク

ゆ
き
。
〔
字
義
穂
略
〕
零
、
雪
也
。

賓】
5

セ
ッ

字
義
継
略
〕
昔
屑

也。

【
需
頭
】
＂
砂
漢
代
、
上
奏
文
の
書
式
。
書
首
に
詔
旨

批
答
を
書
込
ま
れ
る
や
う
に
一
幅
の
空
所
を
存
し
‘
陳

睛
す
る
時
に
の
み
用
ひ
る
。
轄
じ
て
‘
章
奏
を
い
ふ
。

〔
獨
断
〕
凡
塁
臣
上
―
―
書
天
子
1

者
四
、
一
曰
章
、
二
曰
奏
‘

三
日
表
‘
四
日
博
議
‘
凡
章
奏
皆
需
頭
‘
梢
1

一
稽
首
五
表
者

不
需
頭
↓
〔
係
襄
詩
〕
禁
林
京
手
荷
―
―
恩
光
さ
―
上
―
―
需

頭
る
J
,
,

郡
章
↓
〔
讀
苑
醍
醐
〕
禁
也
蜀
断
、
載
一
漢
代
章

奏
之
式
↓
所
謂
需
頭
者
、
益
空
―
―
其
首
―
幅
冨
以
侯
,
,
詔
旨

批
答
「
陳
請
之
奏
用
レ
之
、
不
↓
―
需
頭
一
者
、
申
謝
之
奏
用
レ

之。

【
需
馬
】
15

芯
御
用
馬
。
〔
蝠
恵
全
書
、
疱
任
部
、
親
査

閲
〕
毎
日
大
約
需
馬
若
干
゜

【
需
費
】
16
h
s
U
'
f
e
i
'

需
用
す
べ
ぎ
費
用
。

【
需
用
】
1
7
5
年
い
り
よ
う
。
も
と
め
。
入
用
。
必
要
。
需

要
。
又
、
い
り
よ
う
の
も
の
。
必
要
品
。
〔
輻
恵
全
書
‘
溶

任
部
‘
承
1

一
事
上
司
―
〕
凡
係
需
用
芸
T

レ
可
レ
有
レ
訣
゜

〖
需
用
供
給
〗1
8
}界
炉
も
と
め
る
こ
と
と
そ
の
も

と
め
を
み
た
し
あ
て
が
ふ
こ
と
。

【
需
事
之
賊
】
19

”
五
ハ
コ
ト
，
疑
ふ
と
き
は
時
機
を
失
し

事
業
を
や
ぶ
る
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
哀
、
十
四
〕
子
行
抽
レ

剣
曰
‘
需
事
之
賊
也
。
〔
注
〕
言
1

一
需
疑
則
害
＞
事
。
〔
史
記
‘

淮
陰
侯
傭
〕
知
者
決
之
断
也
‘
疑
者
事
之
害
也
。
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【

院

】

-

チ

ン

霰
(
U
l
-
4
2
2
8
4
)
の
謳
字
。
〔
正
字

通
〕
震
霰
字
之
調
。

小
〇
久
し
く
く
も
る
。
〔
説
文
〕
需
、
久
爵

冒

豪

也

、

A
レ
雨
沈
瞥
。
●
通
じ
て
沈
(
6ー

1
7
1
8
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
霰
、
通
作
レ
沈
。

窟】
i

”〔集韻
〕
持
林
切
願

零
零
は
、
雪
の
ふ
る
さ
ま
。
通
じ
て
浮
(
6ー

1
7
4
8

7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
拿
零
箪
應
雪
兒
、
通
作
レ
＿
【
豪
肖
】

g

浮
。

〔
集
韻
〕
思
遂
切
一
圏

T
一名

h
s
i
a
o
'

〔
集
韻
〕
仙
妙
切
國
-

小
日
●
み
ぞ
れ
。
雪
片
が
降
下
の
途

零
豪
中
、
温
氣
に
遇
ひ
、
溶
け
か
け
て
雨
交

り
に
な
る
も
の
。
〔
説
文
〕
零
、
雨
レ
霰
為
レ
零
、

ハ
レ
雨
肖
瞥
‘
齊
語
也
。
〔
段
注
〕
雨
、
猶
レ
雲
也
。

〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
雨
レ
寛
為
―
―
零
雪
↓
〔
注
〕
寛
、
水
雪

雑
下
者
、
故
謂
,
,
之
消
雪
↓
〔
韻
會
〕
零
‘
又
零
雪
、

今
人
所
謂
涅
雪
也
、
著
レ
物
則
消
。

0
日
傍
の
雲

氣
゜
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
騰
A
儡
四
而
秩
,
,
浮
景
一

令
。
〔
注
〕
師
古
日
、
需
、
日
帝
氣
也
。
●
く
も
。

〔
後
漢
書
‘
張
衡
傭
〕
渉
,
,
清
需
1

而
升
退
令
。
〔
注
〕

口
七
ウ

日
七
ウ

家

】

-

万

〔

集

韻

〕

房

尤

切

因

【
寛
】
一

雨
寛
為
脅
雪
セ
ン

霰
（
1
2
-
4
2
4
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
霰
‘
或
ハ
L

見
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕

小
霰
揉
は
、
こ
さ
め
。
〔
説
文
〕
棠
、
霊
索

罷
豪
也
、
ハ
籍
沐
臀
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
小

雨
謂
Ii

之
籐
棠
↓
〔
繹
名
、
繹
天
〕
霰
揉
、
小
雨
也
、

言
下
裁
籐
歴
霜
漬
、
如
II

人
沐
＞
頭
‘
惟
及
二
其
上

枝
盃
皿
根
不
』
濡
也
。

こ
さ
め
ふ
る
さ
ま
。
涼
(
6
ー

1
7
3
7
5
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
凍
、
説
文
、
小
雨
零
兒
‘
或
作
レ
案
。

圏
圏
集
韻
‘
字
形
を
案
に
作
る
。
今
‘
暫
く
‘
康
熙
字
典

に
撼
る
。

貧

】

一

戸

〔

集

韻

〕

莫

悶

直

【

案

】

一

昇

ク

〔

集

韻

〕

色

責

切

厩

11"i[＿
 

お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
寝
、
大
雨
也
。
〔
集
韻
〕
覆
、

裳
霙
、
大
雨
。

【
争
有
】
-
セ
イ

"c↓i
,

＂[O同じ
。
〔
龍
寵

霞
】
-

〔
集
韻
〕
螢
隻
切
詞
『

エ
キ
ヤ
ク

曾

】

一

デ

ン

電
（
1
2
-
4
2
2
5
3
)

に
同
じ
。
〔
川

篇
〕
雹
‘
興
レ
電
同
。

【
奎
国
】
一
チ
ン

霰
(
U
!
-
4
2
2
8
4
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
院
‘
俗
裳
字
。

雨

部

〔六
I

七
畳
〕

雹

霜

棠

雰

需

需

院

裳

霙

寛

需

零
、
雲
也
。
〔
謝
瞭
‘
張
子
房
詩
〕
慶
零
薄
I
i
~陽↓

〔
注
〕
向
日
、
慶
寄
、
慶
雲
也
。
●
そ
ら
。
天
。
〔
李

従
遠
、
慈
恩
寺
浮
圏
詩
〕
中
寄
日
天
子
、
半
座
賓

如
来
。
鬱
よ
ひ
。
よ
る
。
宵
(
8
|
7
1
6
8
)
に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
零
、
段
借
為
レ
宵
。
〔
呂
覧
、
明

理
〕
有
査
盲
云
有
葎
見
↓
〔
注
〕
零
、
夜
。
〔
畢
玩

校
〕
零
‘
畳
豆
是
宵
之
借
↓
〇
き
え
る
。
つ
き
る
。
消

(
6
ー

1
7
5
2
9
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
零
、
段

借
為
レ
消
。
〔
墨
子
、
経
説
上
〕
香
、
泰
蕩
也
。

O
或
は

舘
(
1
2
-
4
2
4
2
7
)
•

訊
(
6
ー

1
7
0
6
6
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
書
‘
或
八
レ
雲
、
八
レ
代
。
●
池
名
。
魯
の
邑
。
山

東
省
酉
縣
の
境
。
〔
春
秋
、
定
、
十
四
〕
城
,
,
苗
父
及

需
↓
〔
會
箋
〕
需
亦
在
1

一
今
菩
州
境
↓
●
姓
。
〔
正
字

通
〕
姓
、
韓
非
子
有
寄
略
閂
〗
に
る
。
肖
(
9ー
2
9
2

6
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
肖
、
説
文
‘
骨
肉
相
似
也
、

不
レ
似
―
―
其
先
五
故
日
1

一
不
肖
ギ
亦
作
レ
零
。

[
寄
帷
】
1
t
”
雨
霰
を
防
ぐ
ま
く
。
〔
苑
成
大
、
次
―
―
韻
楊

同
年
秘
監
見
＞
寄
一
一
首
詩
〕
何
日
却
同
湖
上
酔
‘
露
韓
零

帷
為
レ
君
張
。

【
寄
雲
】
2

努
雲
。

【
需
影
】
3

苔
清
‘
博
維
櫻
(
1
-
9
3
9
:
 1
4
0
)
の
琥
゜

【
零
燕
】
4

焚
清
、
凋
瑞
(
1
2
-
4
4
5
7
9
:
 1
0
5
)
の
字
。

【
寄
遠
】
5

焚
宋
、
師
頗
(
4
1
8
9
1
6
 :
 2
3
)
の
字
。

【
寄
駕
】
6

咋
車
駕
の
盛
な
さ
ま
。
〔
陸
機
、
前
緩
臀
歌
〕

粛
憲
宵
駕
動
、
翻
翻
翠
蓋
羅
。
〔
注
〕
翰
曰
、
零
駕
‘
謂
―
―

薄
レ
天
而
行
↓

【
需
蓋
】
7

特
天
空
の
か
さ
。
〔
何
承
天
、
鼓
吹
鏡
歌
、

臨
高
畳
篇
〕
傾
―
―
零
蓋
こ
竺
電
施
五
降
,
,
彼
天
塗
五
績
窃

冥
。
〔
郭
翼
、
天
台
行
〕
羽
人
零
蓋
擁
―
―
施
節
盃
雨
衣
雲
帯

雙
翻
翔
゜

【
零
客
】
8

[

”
天
よ
り
来
る
客
の
意
。
天
人
・
仙
人
等
を

い
ふ
。
〔
水
経
、
濠
水
注
〕
蜃
樹
高
廣
超
ー
ー
出
雲
間
ぶ
5
レ

令
下
上
延
―
―
零
客
王
下
絶
•
露
浮
i
-

【
零
埓
】
，
へ
”
空
の
は
て
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
施
彿
1

一
嘗
埓
一

軌
出
-
1

蒼
堰
↓
〔
注
〕
翰
曰
‘
施
‘
旗
也
、
乗
レ
空
而
行
、
故

施
旗
掃
―
―
於
雲
零
之
産
ご
早
跡
出
―
―
於
蒼
天
之
畔
一
埓
‘

厘
也
。

【
寄
褐
】
10

衿
天
上
の
人
の
著
る
衣
。
〔
陸
機
‘
幽
人
賦
〕

界
雲
鬼
以
辞
レ
世
‘
披
1

一
貫
褐
―
而
延
仔
。

【
寄
間
】
11

店
大
ぞ
ら
。
天
空
。

【
寄
漢
】
12

焚
お
ほ
ぞ
ら
。
天
際
。
又
、
高
瞭
至
極
の
喩
。

蒼
天
。
蒼
空
。
碧
空
。
大
空
゜
〔
後
漢
書
、
仲
長
統
傭
〕
逍
二

遥
一
世
之
上
ニ
ザ
呪
天
地
之
間
二
小
レ
受
―
―
常
時
之
責
一

永
保
1
1

性
命
之
期
一
如
レ
是
則
可
T

以
陵
二
寄
漢
盃
3

＊
宇
宙

之
外
L

癸
。
〔
宋
書
、
武
帝
紀
中
〕
公
精
貫
1

朝
日
こ
氣
凌
二
零

哭
奮
真
震
喪
大
璽
露
恩
面
剋
,
,
復
皇
邑
云
奉
に
帝
款
レ

軸
゜
〔
劉
峻
‘
蝉
命
論
〕
塁
之
淵
皐
非
1
1

其
怒
升
,
,
之
寄

漠
非
―
―
其
悦
↓
〔
謝
震
運
‘
石
門
新
ぷ
炉
所
社
住
四
面
高
山

廻
演
石
瀬
茂
林
脩
竹
詩
〕
結
念
陽
―
―
零
漢
石
孤
景
莫
,
,
輿

暖
↓
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
懐
徳
公
呉
明
徹
墓
志
銘
〕
西
都

列
國
長
沙
王
、
功
被
―
―
山
河
盃
本
京
責
臣
大
司
馬
、
名
裔
二

寄
漢
↓

【
零
外
】
13

ヘ
や
天
外
を
い
ふ
。
〔
郭
環
‘
遊
仙
詩
〕
放
レ
情

凌
肴
外
玉
こ
懲
担
飛
泉
↓

【
零
月
】
14

窃
空
に
あ
る
月
。
〔
滑
岳
、
京
陵
公
主
女
王

氏
哀
辞
〕
絞
絞
寄
月
、
載
盈
載
微
‘
冥
冥
公
子
、
一
往
不
レ

追。
【
寄
見
】
1
5
tバ
よ
る
見
え
る
。
〔
呂
寛
、
明
理
〕
有
↓
1

萱
盲
「

有
ー
寄
見
↓
〔
注
〕
零
夜
‘
見
明
。

【
寄
元
】
16

焚
お
ほ
ぞ
ら
。
〔
雲
笈
七
藪
〕
渇
感
薮
生

氣
責
需
元
↓

【
齊
袖
】
17

袴
空
高
く
操
え
た
峯
゜
〔
劉
峻
、
登
郁
洲

山
望
レ
海
詩
〕
清
濠
聯
1

一
零
袖
五
層
嶺
鬱
讚
則
。

【
零
上
】
18

努
天
上
を
い
ふ
。
天
。
空
゜
〔
水
経
、
河
水

注
〕
競
レ
勢
争
レ
高
、
遠
望
、
参
参
若
n

一
損
圏
之
托
二
零
上
↓

【
寄
城
】
19

努
＇
ウ
縣
名
。
●
南
朝
宋
、
置
く
。
故
城
は
湖

北
省
天
門
縣
の
東
。
●
南
齊
‘
置
く
。
湖
北
省
の
境
。

【
零
壌
】
20

器
ヴ
天
と
地
。
あ
め
っ
ち
。
轄
じ
て
、
天
と
地

と
隔
る
や
う
に
大
差
あ
る
喩
。
雲
泥
。
〔
張
養
浩
、
得
―
―

子
強
也
書
詩
1

以
答
レ
之
詩
〕
緬
思
寄
壌
間
、
賓
興
,
,
逆

旅
均
゜

【
零
雪
】
21

蒻
み
ぞ
れ
。
雨
と
雪
と
雑
つ
て
降
る
も
の
。

浪
那
代
酔
編
‘
巻
二
に
見
ゆ
。
〔
爾
雅
‘
糟
天
〕
雨
寛
為
ニ

寄
雪
↓
〔
注
〕
詩
云
‘
如
彼
雨
ヮ
雪
、
先
集
維
寛
‘
寛
、
水
雪

雑
下
者
‘
謂
,
,
之
齊
雪
↓
〔
疏
〕
零
郎
消
也
。
〔
韻
會
〕
零
‘
嘗

雪
、
今
人
所
謂
混
雪
也
、
著
レ
物
則
消
。

五
〇
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雨

部

〔
七
驚
〕

零

荒

覚

雲

常

専

誓

雲

霞

霞

五

あ
め
の
音
。
〔
玉
篇
〕
雲
、
雨
瞥
゜

【
雲
】
-
ロ
ヴ
レ）
 

〔
玉
篇
〕
虞
冬
切
圏
i

く
も
が
た
な
ぴ
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
覚
、
雲
兒
。

曾
】
〗琵
ヴ
〔
集
韻
〕
古
杏
切
騰

荒
霞
は
、
こ
さ
め
。
〔
集
韻
〕
荒
、
荒
雲
、
小
雨
。

冤】
iア
ー
フ
〔
集
韻
〕
赦
渉
切
嘩

【
寄
露
】
22

店
高
く
峻
し
い
さ
ま
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕

上
遊
1

一
子
零
露
之
野
玉
下
出
二
干
無
根
之
門
↓
〔
注
〕
嘗
震
‘

高
峻
貌
也
。
〔
黄
佐
‘
乾
消
宮
賦
〕
漱
―
―
滲
零
需
之
中
森
於

以
敬
捗
降
‘
而
崇
―
―
絹
熙
ー
建
11

休
琥
百
訟
史
燕
謀
↓

【
需
峙
】
23

ヘ
ウ
た
か
く
天
空
に
そ
ば
だ
つ
。
〔
晉
書
、
赫

連
勃
勃
載
記
〕
崇
畳
符
峙
、
秀
闘
雲
亭
゜

【
寄
遁
]
2
4

謬
逃
げ
る
。
逃
亡
す
る
。

【
香
房
】
25

芯
お
ほ
ぞ
ら
。
寄
元
(
1
6
)
に
同
じ
。
〔
陸
機
‘

凌
寄
賦
〕
下
―
―
寄
房
之
靡
追
て
'
―
―
良
辰
一
而
復
攀
゜

【
寄
半
】
郎
窃
天
の
半
ば
。
天
半
。
〔
李
徳
裕
、
追
下
和

太
師
顔
公
同
1

一
消
遠
道
士

E
ぞ
虎
丘
寺
上
詩
〕
渾
黛
入
,
,

海
底
函
菜
蕊
[
1

一
雷
半
↓

【
零
明
】
27

店
夜
明
を
い
ふ
。
宵
明
(
3
-
7
1
6
8
:
 5
8
)
に

同
じ
。
〔
江
滝
‘
遂
古
篇
〕
寄
明
燭
光
、
向
二
規
煙
1

分。

【
香
賓
】
28

げ
宋
、
黄
伯
思

e2
-
4
7
9
2
6
 :
 1
2
8
9
)

の

字。

【
零
嶺
】
四
苔
大
空
に
盗
え
た
山
。
〔
陳
子
昂
‘
績
唐
故

中
岳
糧
玄
先
生
播
尊
師
碑
頌
序
〕
高
宗
毎
降
1

一
竪
輩
一

親
詣
1

一
精
薩
尊
師
ご
乙
云
、
毎
歎
曰
、
大
丈
夫
業
1

一
於
道
一

不
レ
能
下
投
―
―
身
零
嶺
1
滅
•
景
雲
林
4而
疲
―
―
病
此
山
ご
以

煩
1

一
世
主
「
吾
之
過
也
。
〔
李
観
、
紫
玉
見
1

一
南
山
一
賦
〕
蹄
―
―

太
素
云
フ
遠
1

一
蟹
屏
エ
有
―
―
―
瑞
玉
分
見
―
―
零
嶺
↓

【
香
光
剣
】
30

焚
久
吝
博
奇
の
名
。
明
、
徐
復
詐
撰
。
衛

青
の
事
を
書
い
た
も
の
。

小
日
●
嘗
雪
は
、
い
な
ぴ
か
り
の
ひ
ら

零
豪
め
く
さ
ま
。
〔
説
文
〕
雪
、
雪
雪
、
露
電

兒
‘
ハ
レ
雨
嘉
省
臀
。

0
か
ま
び
す
し
い
。
欧
人
の

こ
ゑ
゜
〔
説
文
〕
害
、
一
曰
、
雪
、
欧
言
也
。
〔
韻
會
〕

誓
、
欧
臀
。
●
雨
ふ
る
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
‘
廣

成
頌
〕
雪
爾
雹
落
。
〔
注
〕
廣
雅
日
、
雪
、
雨
也
。

O

は
や
い
。
雪
嘩
(

2

)

を
見
よ
。

O
姓
。
〔
博
物
志
‘

外
國
〕
孟
舒
國
民
、
人
首
鳥
身
、
其
先
主
為
二
雪

氏
↓
口
●
か
ま
び
す
し
い
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
誓
、
欧

言
臀
°
●
恨
嘗
は
、
ひ
か
り
か
が
や
く
さ
ま
。
〔
字

彙
〕
雪
‘
燈
雪
‘
光
貌
。

O
因
の
●
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
雪
、
一
日
、
雪
陽
‘
地
名
、
在
二
築
浪
↓
国
誓
霰

田l
エ，
7

,......., 
肇
声
~ 
42296 

因国國国□ 日
七サ七サオ，イ，ゲカ，アタ，
7777777777  

〔
集
韻
〕
頂
甲
切
臨

／
 

出
Y
•

cha' 

〔
集
韻
〕
轄
甲
切
／
臨

T
-
Y
 hsia2 

〔
集
韻
〕
域
及
切
圃

ヽl
i

4

 

〔
集
韻
〕
悉
合
切
忍
〗

〔
集
韻
〕
質
渉
切
壊

〔
集
韻
〕
色
甲
切
面

ム
Y

sa• 

〔
文
選
藝
蝋
切
塞

軍
】
〗

零
零
は
、
雨
ふ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雫
‘
雫
零
、
雨

兒。

ヘ
イ
ビ，ヤ，ウ

〔
集
韻
〕
傍
T
切

圏

●
な
が
あ
め
。
〔
字
彙
〕
得
、
久
雨
也
。
●
露
(
1
2
|
 

4
2
4
3
0
)

の
識
字
。
〔
正
字
通
〕
淫
‘
露
字
認
省
。

曾】
i

ィ
ン

〔
字
彙
〕
余
林
切
膠

／
 

I
 

.r 
y
i
n
'
 

は
、
雨
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
警
‘
雪
霰
‘
雨
臀
。
同
雷
嘗

は
‘
雨
ふ
る
さ
ま
。
雲
(
1
2
ー

4
2
3
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
雪
‘
博
雅
‘
誓
雪
‘
雨
也
、
或
ハ
レ
妾
。
国
嘗
雪

は
、
い
か
づ
ち
の
さ
ま
。
い
な
づ
ま
の
さ
ま
。
〔
廣

韻
〕
雪
‘
説
文
云
‘
雪
嘗
‘
震
電
兒
。
〔
集
韻
〕
害
‘
雪

雪
‘
震
電
。
因
●
ち
る
。
〔
集
韻
〕
嘗
‘
散
也
。
〔
漢

書
、
揚
雄
博
上
〕
雪
然
陽
開
。
〔
注
〕
晉
灼
日
‘
雪
‘

散
也
。
●
地
名
。
朝
鮮
の
境
。
〔
集
韻
〕
警
‘
地
名
、

雪
陽
障
、
在
―
―
築
浪
玉
守
光
明
の
さ
ま
。
〔
王
延
壽
‘

魯
震
光
殿
賦
〕
雪
1

一
燈
其
間
↓
〔
注
〕
雪
‘
為
輔
切
、

善
日
、
警
燈
、
光
明
之
貌
也
。

【
雪
燈
】
1

区
77

ひ
か
り
か
が
や
く
さ
ま
。
又
、
彊
盛
の

さ
ま
。
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
其
餘
森
飛
景
附
、
嘗
―
―
燈
其
間
1

者
、
蓋
不
レ
可
,
,
勝
載
↓
〔
注
〕
善
日
、
雪
燈
‘
光
明
之
貌
也
、

銑
日
、
雪
燈
‘
彊
盛
貌
。

【
嘗
嘩
】
2

衿
急
疾
の
さ
ま
。
〔
播
岳
‘
笙
賦
〕
汎
淫
氾

謳
、
警
嘩
炭
笈
。
〔
注
〕
善
日
、
害
嘩
笈
笈
‘
急
疾
貌
。

【
雪
淫
】
3

衿
川
の
名
。
浙
江
省
呉
興
縣
治
の
南
。
諸
水

の
緊
る
所
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
自
,
,
浮
玉
山
己
1
,
,

菩
演
一

自
―
―
銅
蜆
山
一
日
前
法
宍
自
,
,
天
目
山
1

日
餘
不
埃
芦
ロ
ニ

徳
清
縣
前
北
流
至
―
―
州
南
興
國
寺
ー
曰
―
―
宵
渓
ず
佑
m
水

合
為
,
,
.
~
,
東
北
流
四
十
里
入
1

一
太
湖
↓

〖
雪
埃
釣
斐
〗5
認
況
柳
川
順
剛
の
琥
。
柳
川
震
澤

(
6
|
 1
4
6
6
2
 :
 3
0
2
)
を
見
よ
。

【
雪
氏
】
6

各
太
古
、
孟
舒
國
の
先
主
の
姓
。
〔
博
物
志
〕

孟
舒
國
民
、
人
首
鳥
身
、
其
先
主
為
1

一
雪
氏
1

訓,,
百
官
一

夏
后
之
世
、
始
食
レ
卵
‘
孟
舒
去
レ
之
、
鳳
凰
随
焉
°
・

【
雪
爾
】
7

匁
雨
ふ
る
さ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
〕
輩
然

雲
起
‘
書
爾
雹
落
。
〔
注
〕
廣
雅
日
‘
誓
、
雨
也
。

【
嘗
霰
】
8

衿
雨
の
臀
゜
〔
集
韻
〕
誓
‘
嘗
霰
、
雨
臀
゜

【
雪
然
】
，
努
散
る
さ
ま
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
帥
爾
陰

閉
、
雪
然
陽
開
。
〔
注
〕
善
曰
‘
雹
、
散
也
。

【
雪
嘗
】
10

弱
況

O
雷
電
の
さ
ま
。
〔
説
文
〕
雪
‘
雪
雪
‘

露
電
貌
。
〔
段
注
〕
露
‘
各
本
作
レ
震
、
今
依
二
韻
會
本
一
誓

雪
、
臀
光
雑
沓
之
貌
。
〔
廣
韻
〕
誓
、
説
文
云
‘
雪
誓
‘
震
電

兒
°
●
5
7
7

昇
衆
言
の
さ
ま
。
衆
瞥
の
さ
ま
。
〔
説
文
〕
雪
、

雪
雪
、
一
曰
‘
衆
言
也
。
●
勾
雨
ふ
る
さ
ま
。
〔
廣
雅
、

小

日

0
か
み
な
り
の
と
ど
ろ
き
。
〔
説

霞
豪
文
〕
露
‘
露
餘
臀
鈴
鈴
‘
所
白
挺
出

萬
物
T
が
雨
廷
臀
。
●
い
き
ほ
ひ
は
げ
し
い
か

み
な
り
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
疾
雷
為
,
,
$
廷
覚
↓
〔
校
勘

記
〕
霞
下
、
本
無
Ii

寛
字
五
経
義
雑
記
日
‘
露
輿
レ
寛

二
物
、
不
レ
嘩
翌
併
稽
↓
〔
素
問
、
五
常
政
大
論
〕
廼

総
奮
露
↓
〔
注
〕
霞
‘
謂
1

一
迅
雷
云
卒
如
火
之
爆
1

者
、
郎
露
整
也
。
●
い
な
づ
ま
。
〔
玉
篇
〕
露
、
電

也
。
●
ふ
る
ふ
。
は
た
め
く
。
〔
管
子
、
七
臣
七
主
〕

天
冬
雷
、
地
冬
露
。
〔
注
〕
冦
、
震
。
●
は
げ
し
く
は

冠
】
-
テ
イ
〔
集
韻
〕
唐
丁
切
／
圏

日

ヂ

ャ

，

ゥ

古

一

L

t'ing' 

且
＇
召
ヴ
〔
集
韻
〕
他
頂
切
躙

昌
[
,
ゥ
〔
集
韻
〕
徒
径
切
圏

霞
霞
は
‘
雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霞
、
霞
筵
、
雲
兒
゜

曾】
g

ェ
ン

〔
集
韻
〕
延
面
切
醐
i-

【雲】』
あ
め
。
〔
集
韻
〕
雲
、
雨
也
。

ギ
ン

〔
集
韻
〕
牛
手
切

極

秤
訓
〕
雪
書
、
雨
也
。
〔
王
念
孫
疏
證
〕
馬
融
廣
成
頌
、
審

爾
雹
落
‘
詈
者
、
雹
下
之
貌
‘
故
雨
下
亦
謂
↓
1

之
雪
烹
重
二

言
之
ー
則
日
1

一
雪
責
也
。

【
雪
川
翁
】
11

”
対
セ
ン
元
、
錢
選
(
1
1
-
4
0
5
6
3
:
 1
3
5
)

の

琥。

【
雪
山
先
生
】
12

”
況
唐
‘
襲
履
素
(
1
2
|
 4
8
8
3
7
 :

9

 

8
)

の
尊
稽
゜

【
雪
濱
病
斐
】
13

翌
咋
炉

0
9
)

の
琥
。

宋
、
李
心
博
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
5
 

12647 



日
ン
ン
〔
集
韻
〕
之
刃
切
醇

出

.f

c
h
e
n
4
 

□
シ
ン
〔
集
韻
〕
升
人
切
躙
i

震
]
〗

小

禰

El●
は
げ
し
い
か
み
な
り
。

胃豪
Cよ
文
〔
説
文
〕
震
‘
辟
力
歴
瞑
物
者
、

八
レ
雨
辰
臀
゜
〔
春
秋
、
隠
、
九
〕
大
雨
震
電
。

O
か

雨

部

七

書

―

霞

震

—
ー
ー

）
や
い
喩
°
霧
廷
激
(
3
)

を
見
よ
。
〇
粛
(
1
2
-
4
2
4
9
3
)

3
 
2

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
霞
‘
或
炊
レ
鼎
゜
口
は
げ
し
い
か

00

み
な
り
。
〔
集
韻
〕
霧
‘
迅
雷
。
〔
集
韻
〕
霞
‘
爾
雅
‘

3
 

4
2
疾
雷
為
孟
廷
覚
門
〗
か
み
な
り
。
〔
集
韻
〕
霞
‘
雷
也
。

【
霧
駿
】
1

釘
い
な
づ
ま
の
や
う
に
お
ど
ろ
く
。
疾
＜

行
く
さ
ま
。
〔
曹
植
、
王
仲
宜
誅
〕
光
光
戎
路
‘
霞
駿
風

、＼ヽ
ノ~

祖
。
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
躁
妖
赴
レ
轍
‘
牽
廷
駿
電
滅
。

ー99

【
霞
寛
】
2

冗
疾
雷
を
い
ふ
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
疾
雷
為
一

、
、
年
廷
露
〔
絣
雅
‘
秤
天
〕
霞
寛
、
疾
雷
也
。

（
【
霞
激
】
3
t
"

い
な
づ
ま
の
や
う
に
は
げ
し
く
お
こ

る
。
〔
班
固
、
東
都
賦
〕
軽
車
露
激
‘
燒
騎
電
鵞
゜
〔
張
懐

瑠
‘
書
断
序
〕
諷
風
駿
雨
‘
雷
怒
霞
激
。

【
霜
撃
】
4

訂
い
な
づ
ま
の
や
う
に
は
げ
し
く
一
氣
に

う
つ
。
電
撃
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
用
〕
兵
法
謂
二
之
露
撃
↓

〔
漢
書
‘
匈
奴
博
下
〕
骰
尤
曰
‘
云
云
‘
宜
下
縦
―
―
先
至
者
1

令
中
臣
尤
等
深
入
霜
撃
い
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
雷
動

姦
至
、
星
流
霜
撃
。

【
霞
震
】
5

汀
〇
い
か
づ
ち
が
ふ
る
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
董

卓
博
〕
大
風
雨
霞
震
。
〔
劉
允
、
清
天
賦
〕
既
霞
震
而
霜

威
‘
亦
春
生
而
夏
長
。
●
い
か
づ
ち
の
や
う
に
は
げ
し

く
ふ
る
ふ
。
〔
魏
志
、
公
孫
環
博
‘
庄
〕
兵
氣
露
震
‘
駿
馬

電
猜
゜
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
魏
武
赫
以
苧
廷
震
、
奉
―
一
義
蘇
以

伐
レ
叛
゜

【
霞
奮
】
6

サ
パ
い
か
づ
ち
の
や
う
に
は
げ
し
く
ふ
る

ふ
。
〔
陳
琳
‘
檄
奥
将
校
部
曲
一
文
〕
霞
奮
席
巻
。
〔
梁
書
、

張
讃
博
〕
覇
孫
赫
其
霜
奮
‘
杖
邁
俗
之
英
輔
↓

【
霞
雷
】
7

打
い
か
づ
ち
。
雷
霞
゜
〔
梁
書
、
武
帝
紀
上
〕

笠
兵
教
レ
戦
‘
則
霞
雷
赫
於
篤
里
↓

【
霞
胤
】
8

打
ふ
る
ひ
乱
れ
る
。
〔
揚
雄
、
河
東
賦
〕
千

乗
迂
乱
‘
萬
騎
屈
橋
。

み
な
り
。
〔
詩
、
小
雅
、
十
月
之
交
〕
爆
爆
震
電
。
也
。
◎
六
十
四
卦
の
一
。
芸
耳
芦
。
萬
物
預
動
す

〔
傭
〕
震
‘
雷
也
。
〔
漢
書
‘
五
行
志
下
之
上
〕
震
者
る
象
。
〔
易
、
震
〕
泊
雷
、
震
。

O
す
く
ふ
。
振
(
6ー

1

雷
也
。
参
ふ
る
は
す
。
ふ
る
へ
る
。
④
は
た
め
く
。

2
0
9
3
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
震
‘
段
借
為
レ

い
か
づ
ち
が
撃
つ
。
雷
撃
。
〔
春
秋
‘
倍
‘
十
五
〕
振
。
〔
易
‘
繋
辟
上
〕
震
正
炉
咎
者
芦

g
乎
悔
↓
〔
秤

震
夷
伯
之
塵
〔
杜
注
〕
震
者
‘
雷
電
撃
レ
之
。
◎
文
〕
震
‘
周
云
‘
救
也
。
R
物
の
さ
ま
。
震
震
(
5
5
)

う
ご
く
。
う
ご
か
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
震
‘
動
也
。
を
見
よ
。

O
箱
文
‘
籐
(
1
2
-
4
2
5
5
9
)

に
作
る
。

〔
書
、
舜
典
〕
震
鵞
朕
師
↓
〔
傭
〕
震
、
動
也
。
〔
詩
‘
〔
説
文
〕
震
‘
籐
‘
箱
文
震
。

O
―
百
六
韻
の
一
。
去

魯
頌
、
悶
宮
〕
不
レ
震
不
レ
騰
。
〔
博
〕
震
、
動
也
。
八
）
瞥
第
十
二
。
□
●
は
ら
む
。
娠
(

3

|
6
3
2
2
)

に
通

お
ど
ろ
く
。
お
ど
ろ
か
す
。
お
ど
す
。
〔
張
衡
、
東
ず
。
〔
集
韻
〕
娠
‘
説
文
‘
女
妊
身
動
也
、
或
作
レ
震
。

京
賦
〕
妾
―
震
八
部
芸
注
〕
綜
曰
、
震
‘
驚
也
。
＠
ぉ
〔
左
氏
、
昭
‘
元
〕
邑
姜
方
震
二
大
叔
一
〔
注
〕
懐
胎

そ
れ
る
。
〔
廣
韻
〕
震
‘
濯
也
。
〔
國
語
、
周
語
〕
玩
則
為
レ
震
。
〔
繹
文
〕
震
、
本
又
作
レ
娠
゜
〇
い
か
る
。

無
震
。
〔
注
〕
震
、
擢
也
。
〔
太
玄
経
‘
差
〕
震
自
衛
〔
韻
會
〕
震
‘
怒
也
。
〔
漢
書
‘
絞
博
下
〕
電
繋
雷
震
。

也
。
〔
注
〕
震
、
濯
也
。
〔
荀
子
、
正
論
‘
莫
レ
不
―
―
振
動
肉
隈
ナ
ル
。
オ
ト
。

従
服
五
〕
振
‘
輿
属
同
、
恐
也
。
R
を
の
の
く
。
【
震
央
】
1

だ
震
源
の
直
上
に
あ
る
土
地
。

ふ
る
へ
る
。
〔
晉
書
‘
景
帝
紀
〕
子
女
内
震
。

8
は
【
震
略
】
2

だ
お
ど
し
お
さ
へ
つ
け
る
。
〔
漢
書
賣
山

傭
〕
震
レ
之
以
レ
威
‘
堅
レ
之
以
レ
重
、
則
雖
レ
有
1

一
尭
舜
之

智
‘
孟
貰
之
勇
盆
立
有
下
不
砂
項
折
玉
？
哉
。

ば
た
く
。
〔
大
戴
幡
、
夏
小
正
〕
雉
震
詢
‘
震
也
者
、

殴
其
翼
也
。
①
い
か
る
。
〔
太
玄
経
‘
繹
〕
震
手
【
震
奄
】
3

シ
藪
弘
篤
の
琥
。
藪
應
奄
(
9
|
3
2
3
4
8
 :

1

 

廷
↓
〔
注
〕
震
‘
怒
也
。
R
威
櫂
が
ゆ
き
わ
た
る
。

7
)

を
見
よ
。

〔
唐
書
‘
李
徳
裕
博
〕
櫂
震
夫
下
↓
⑪
き
こ
え
わ
【
震
患
】
4

ピ
は
な
は
だ
し
く
い
か
る
。
大
い
に
怒
る
。

〔
文
同
、
石
姥
賦
〕
皇
忽
寂
而
震
志
分
、
列
罪
目
而
爾

散。

た
る
。
〔
唐
書
‘
斐
度
傭
〕
名
震
―
―
四
夷
-
R
ぉ
こ

【
震
威
】
5

し
／
威
勢
を
ふ
る
は
す
。
〔
築
府
詩
集
‘
陳
太

る
。
お
こ
す
。
〔
廣
韻
〕
震
‘
起
也
。
〔
易
‘
説
卦
〕
震
‘

起
也
。
⑯
）
お
ご
る
。
た
か
ぶ
る
。
ほ
こ
る
。
〔
詩
‘
魯
廟
舞
註
武
徳
舞
〕
大
定
―
―
揚
越
玉
震
威
衡
楚
↓
〔
杜
甫
‘

頌
‘
閣
宮
〕
不
氣
不
レ
騰
。
〔
箋
〕
震
・
騰
‘
皆
謂
僭
饂
憤
詩
〕
蜂
蔓
終
懐
レ
毒
‘
雷
霞
可
レ
震
蔵
。

踏
相
侵
犯
也
。
R
い
き
ほ
ひ
゜
〔
廣
韻
〕
震
‘
威
【
震
畏
】
6

し
／
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
〔
後
漢
書
、
明
帝
紀
〕

奉
尿
聖
業
盆
爪
夜
震
畏
゜
〔
唐
書
、
市
見
素
博
〕
縄
―
―
糾

吏
治
盃
び
至
震
畏
。

也
。
〔
左
氏
、
文
‘
六
〕
其
子
何
震
之
有
。
〔
注
〕
裳
、

〖
震
畏
四
知
〗7
ク
勺
〇
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
楊
震

威
也
。
〔
國
語
、
周
語
〕
君
之
武
震
。
〔
注
〕
震
‘
威

也
。

O
ぢ
し
ん
。
〔
公
羊
、
文
、
九
〕
地
震
者
何
‘
動
レ
は
廉
潔
明
知
の
士
‘
或
る
人
が
夜
‘
賄
賂
の
金
を
持
ち

地
也
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
西
周
三
川
皆
裳
。

O
易
束
り
‘
暮
夜
知
る
者
な
し
と
言
っ
た
時
、
楊
震
は
天
知

の
卦
の
名
。
④
八
卦
の
一
。
卦
象
は
＝
―
。
一
陽
‘
―
―
る
、
神
知
る
‘
我
知
る
‘
君
知
る
、
登
に
畏
れ
ざ
ら
ん
や

と
言
っ
て
受
け
な
い
の
で
其
の
人
は
愧
ぢ
て
蹄
っ
た

故
事
。
〔
後
漢
書
‘
楊
震
博
〕
故
所
レ
學
荊
州
茂
オ
王
密

陰
に
抑
へ
ら
れ
‘
奮
激
し
て
出
で
ん
と
す
る
象
。

為
"
昌
邑
令
一
謁
見
、
＝
炉
夜
懐
1

一
金
十
斤
ー
以
遺
レ
震
、
震

雷
•
東
•
長
男
・
木
・
土
等
に
配
す
。
〔
易
‘
説
卦
〕

震
‘
束
方
也
。
〔
左
氏
、
閃
‘
元
〕
裳
、
為
レ
土
。
〔
國
日
‘
故
人
知
レ
君
‘
君
不
レ
知
二
故
人
何
也
、
密
日
‘
暮
夜

語
‘
晉
語
四
〕
震
‘
長
男
也
。
〔
獨
断
、
下
〕
震
者
、
木
無
知
者
涵
震
曰
、
天
知
、
神
知
、
我
知
、
子
知
、
何
謂
レ
無
レ

五_
 

4
 

知
、
密
愧
而
出
。
●
内
々
に
賄
賂
を
取
ら
ぬ
を
い
ふ
。

8

〔
書
言
故
事
、
清
廉
類
〕
私
無
レ
所
レ
取
曰
』
歴
竺
四
知
-
2
6

【
震
維
】
8

も
／
春
を
い
ふ
。
又
、
東
方
を
い
ふ
。
易
で
震
ー

の
卦
は
春
・
東
等
に
配
猛
す
る
か
ら
い
ふ
。
〔
皐
元
旦
、

早
朝
詩
〕
震
維
芳
月
季
、
｛
辰
極
衆
星
尊
。

〖
震
維
居
士
〗
，5勺
明
、
森
安
期

(
1-
1
4
3
7
 :
 
77) 

[
震
域
】
I
O
L
ん
地
震
を
感
ず
る
範
園
。

L

の
琥
゜

【
震
隠
】
11

ピ
瞥
の
形
容
。
〔
成
公
緩
、
囁
賦
〕
磯
破
震

隠
、
旬
碑
躍
噴
〔
注
〕
向
曰
‘
皆
瞥
也
。

【
震
揺
】
12

足
ふ
る
ひ
う
ご
く
。
又
、
ふ
る
ひ
動
か
す
。

震
動
。
震
撼
。
動
揺
゜
〔
唐
書
‘
魏
知
古
博
〕
甕
心
震
揺
、

衆
口
藉
藉
。

【
裳
曜
】
13

記
ふ
る
ひ
か
が
や
く
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
五
〕

為
―
―
刑
罰
威
獄
「
使
↓
一
民
畏
忌
一
以
類
"
其
震
曜
殺
数
↓

〔
注
〕
雷
震
電
暉
天
之
威
也
、
聖
人
作
品
悶
竺
以
象
,
,
類

之
↓
〔
漢
書
、
刑
法
志
〕
刑
罰
威
獄
‘
以
類
―
―
天
之
震
曙
殺

悶
也
。

【
震
燿
】
14

記
ふ
る
ひ
か
が
や
く
。
震
曜
に
同
じ
。
〔
後

漢
書
‘
應
gh
博
〕
刑
罰
威
獄
、
以
類
辛
へ
之
震
耀
殺
数
一

也
。
〔
魏
志
‘
一
二
少
帝
‘
陳
留
王
葵
紀
〕
光
―
―
被
四
海
云
震
1-

燿
武
功
↓

【
震
耀
】
15

だ
ふ
る
ひ
か
が
や
く
。
震
曜
に
同
じ
。
〔
漢

書
‘
叙
博
下
〕
諷
電
皆
至
‘
天
威
震
櫂
゜
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕

乃
重
~
二
灼
四
方
云
竺
耀
都
郡
→
「
琥
゜

【
震
園
】
16

乞
清
‘
張
紹
祖
(
4ー

9
8
1
2
:
 1
2
6
0
)

の
O
の

【
震
害
】
17

を
地
震
で
被
む
る
損
失
。
地
震
の
被
害
。

【
震
駿
】
18

か
し
ふ
る
ひ
お
ど
ろ
く
。
お
ど
ろ
き
お
そ
れ

る
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
用
〕
兵
法
謂
―
―
之
震
駿
↓
〔
後
漢

書
‘
郭
仮
博
〕
百
姓
震
駿
゜
〔
魏
志
‘
荀
或
博
〕
海
内
震

駿
゜
〔
劉
混
‘
勧
進
表
〕
昔
悪
公
虜
レ
秦
‘
晉
國
震
駿
゜

【
震
駿
】
19

が
し
お
ど
ろ
ぎ
お
そ
れ
る
。
震
駿
に
同
じ
。

〔
韓
愈
‘
司
徒
兼
侍
中
中
書
令
賄
太
尉
許
國
公
紳
道
碑

銘
〕
不
二
揃
刈
二
不
厖
レ
令
震
駁
↓

【
震
こ
20

だ
元
‘
悦
天
淵
(
1
|
7
9
2
 :
 6
5
)

の
字
。

【
震
赫
】
21

花
勢
力
が
ふ
る
ひ
か
が
や
く
。
〔
唐
書
‘
賓

塁
博
〕
伐
レ
恩
侍
レ
櫂
‘
震
1

一
赫
中
外
↓

【
震
汗
]
2
2
5
n

ふ
る
ひ
お
そ
れ
て
あ
せ
を
か
く
。
戦
汗
。

〔
唐
書
、
文
藝
中
、
宋
之
問
博
〕
得
レ
詔
震
汗
‘
東
西
歩
不
レ

熊
引
決
↓
〔
齊
東
野
語
〕
心
驚
騰
破
震
汗
如
箪
゜

【
震
撼
]
2
3

が
ク
ふ
る
ひ
う
ご
か
す
。
〔
宋
史
‘
洪
杏
曖
博
〕



(42300・ ·24)— (42300· ・67) 

雨

部

〔
七
書
―
〕

展

五

震
憾
海
宇
「
天
下
始
知
レ
有
―
―
吾
君
↓
〔
何
景
明
、
進
舟
博
〕
虜
必
震
壊
。
〔
玩
籍
‘
大
人
先
生
傭
〕
雲
散
震
壊
‘
六

賦
〕
震
撼
撃
撞
‘
固
多
端
分
‘
心
應
レ
之
而
遂
平
。
合
失
レ
理
。

【
震
悸
】
24

↑
，
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
震
恐
。
震
惜
。
震
[
震
情
]33

記
ウ
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
o

戦
愧
o

〔
濡
岳
、

囁
。
震
濯
。
震
昼
゜
〔
列
子
‘
黄
帝
〕
祖
然
内
熱
‘
楊
然
震
馬
汗
督
誅
〕
聖
朝
西
顧
問
右
震
悽
゜
〔
晉
書
、
宗
室
‘

悸
芙
゜
〔
李
嬌
、
為
―
―
李
景
謳
三
ヂ
天
官
尚
書
ー
表
〕
寵
命
休
之
博
〕
謝
疏
云
‘
憂
濯
震
憶
‘
愧
愧
交
集
。

載
臨
‘
震
悸
交
集
。
〔
欺
陽
脩
‘
謝
1

一
進
七
及
第
一
啓
〕
祇
【
震
卿
】
34

花
字
琥
。

O
明
‘
毛
一
公
(
6
-
1
6
7
7
2
:
 2
5
 

艇
寵
霞
｛
貫
揖
震
悸
:

3
)

の
字
。

O
清
‘
馬
闘
飛
(
1
2
-
4
4
5
7
2
:
 7
1
8
)

の
字
。

【
震
儀
]
2
5
t
ノ
天
子
の
の
り
。
〔
南
齊
書
‘
築
志
〕
（
零
祭
【
震
競
】
3
5
{
し
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
〔
柳
宗
元
‘
招
―
―
海

歌

辞

）

震

儀

警

‘

王

度

乾

。

買

1

文
〕
椙
狂
震
競
翻
1

一
九
埃
↓

【
震
響
】
26
や
[

7

ふ
る
ひ
ひ
ぴ
く
。
又
‘
ひ
び
き
。
〔
南
史
、
【
震
業
]
3
6

ん5

清
‘
哀
絨
(
1
0
-
3
4
1
5
2
:
 1
1
)

の
字
。

齊
太
祖
高
帝
紀
〕
所
レ
樹
華
表
柱
‘
忽
龍
嗚
‘
震
―
響
山
谷
↓
【
震
攘
】
37

シ
ひ
く
。
寧
努
゜
〔
通
雅
‘
秤
詰
〕
震
捷
‘
猶
―
―

〔
沈
約
‘
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕
震
響
成
レ
雷
‘
盈
レ
塗
咽
レ
李
努
一
也
。
〔
蜀
志
‘
許
慈
傭
〕
時
尋
―
―
楚
撻
ー
以
相
震
撼
。

水
。
〔
九
州
春
秋
〕
利
檄
先
馳
下
品
只
大
軍
震
蜘
旱
J

後
↓
【
震
眩
】
38

ん
ク
お
ど
ろ
い
て
目
か
く
ら
む
。
〔
國
語
、
周

【
震
驚
】
27

冠
ば
ふ
る
ひ
お
ど
ろ
く
。
お
ど
し
お
ど
語
下
〕
若
視
聴
不
レ
鋲
而
有
二
震
眩
一
則
味
入
不
レ
精
。

ろ
か
す
こ
と
。
〔
書
‘
舜
典
〕
震
―
―
驚
朕
師
↓
〔
詩
、
大
雅
‘
〔
李
華
‘
弔
1

一
古
戦
場
ー
文
〕
主
客
相
博
、
山
川
震
眩
゜

常
武
〕
震
T

一
驚
徐
方
ぶ
炉
雷
如
左
廷
‘
徐
方
震
驚
゜
〔
漢
書
‘
【
震
源
】
39

ク
地
震
の
起
閲
地
。
震
源
地
。

元
帝
紀
〕
震
"
驚
朕
師
↓
〔
韓
詩
外
博
‘
六
〕
震
―
―
驚
天
下
↓
【
震
國
】
40

た
國
の
名
。
渤
海
國
を
い
ふ
。
藷
唐
書
は
振

〔
蜀
志
‘
秦
底
博
〕
震
―
―
驚
郡
國
↓
〔
任
防
、
為
―
―
苑
尚
書
―
國
に
作
る
。
〔
唐
書
、
北
秋
、
渤
海
傭
〕
武
后
封
1

一
乞
乞
仲

i

墨
吏
部
封
候
第
一
表
〕
奉
公
叩
震
驚
。
象
為
二
震
國
公
ご
広
云
‘
仲
象
已
死
‘
其
子
詐
榮
‘
云
云
‘

[
震
宮
】
28

し
が
皇
太
子
の
御
殿
。
易
経
に
震
卦
を
東
侍
二
荒
遠
五
り
建
レ
國
‘
自
琥
―
―
震
國
王
ご
広
云
、
先
天
中
、

方
に
配
営
し
、
長
男
の
象
と
す
る
か
ら
い
ふ
。
東
宮
。
遣
レ
使
拝
為
―
―
左
蜆
衛
大
将
軍
渤
海
郡
王
↓

春
宮
。
青
宮
。
〔
庚
信
‘
架
府
、
周
祀
五
帝
歌
‘
胄
帝
雲
門
【
震
災
】
4
1
,
i
し
地
震
の
災
害
。

舞
架
府
〕
候
雁
還
、
東
風
起
‘
歌
―
―
木
徳
五
舞
"
震
宮
↓
〔
慮
【
震
齋
】
42

だ
明
‘
張
欽
（
4
ー

9
8
1
2
"
2
1
4
)

の

0
の
琥
。

僕
、
上
幸
二
皇
太
子
新
院
應
制
詩
〕
佳
氣
饒
葱
葱
‘
乾
行
[
震
渭
]
“
だ
ふ
る
ひ
そ
そ
ぐ
o

〔
北
史
ヽ
魏
太
政
帝
紀
〕

入

―

―

震

宮

↓

雲

雨

震

渭

、

流

澤

霜

渥

゜

〔

沈

約

‘

佛

記

序

〕

法

吼

震

玉

ぽ

震

恐

】
29

ヤ
知
ゥ
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
震
愧
。
震
濯
。
〔
戦
於
無
外
五
口
露
柄
極
へ
於
龍
宮
f

國
‘
秦
策
〕
楚
地
方
五
千
甲
、
持
戟
百
萬
‘
君
前
牢
藪
【
震
淮
】
4
4
E
5

字
琥
。

O
清
‘
江
5
均
(
6
-
1
7
1
4
0
:
 1
4
)

の

萬
之
衆
一
入
レ
楚
抜
二
郡
郭
一
焚
1

一
其
廟
二
東
至
孟
児
陵
森
定

0
の
字
。
●
清
‘
顧
棟
高
(
1
2
ー

4
3
6
8
9
:
 3
3
9
)

の
字
。

人
震
恐
゜
〔
史
記
‘
張
儀
傭
〕
斬
レ
首
八
萬
‘
諸
侯
震
恐
。
【
震
騒
】
45

だ
ふ
る
ひ
さ
わ
ぐ
。
驚
騒
゜
〔
唐
書
‘
韓
滉

〔
漢
書
‘
叔
孫
通
博
〕
諸
侯

t
以
下
莫
レ
不
↓
―
震
恐
鼎
敬
↓
博
〕
帝
在
二
奉
天
↓
淮
沐
震
騒
‘
滉
訓
―
―
士
卒
公
ル
レ
兵
戌
1
1

〔
魏
志
、
武
帝
紀
〕
百
姓
皆
震
恐
゜
〔
曹
問
、
六
代
論
〕
親
河
南
一

者

怨

恨

‘

疎

者

震

恐

。

「

字

。

【

震

斬

】

ぉ

9

心
ふ
る
ひ
て
甚
だ
し
く
は
ぢ
る
。
恐
れ
愧

【
震
極
】
30
と
5
ク
明
、
賀
昌
明
(
1
0
|
 3
6
7
2
5
 :
 1
3
3
)

の
ぢ
る
。
〔
王
僧
儒
‘
為
1

一
南
平
王
妃
五
パ
―
―
改
封
一
表
〕
拝
レ
妾

【
震
擢
】
31

だ
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
を
の
の
く
。
震
悸
。
為
―
―
南
平
王
妃
五
奉
レ
命
震
葱
‘
有
レ
灼
1

丹
寸
↓

〔
史
記
‘
田
敬
仲
完
世
家
〕
齊
國
震
濯
、
人
人
不
―
―
敢
飾
v

【
裳
之
】
47

て
字
琥
。

O
宋
‘
朱
震
（
安
吉
の
人
）
（
6
ー

1
4

非
゜
〔
新
序
‘
善
謀
上
〕
虞
卿
一
言
‘
而
秦
之
震
濯
゜
〔
後
漢

4
2
4
:
 4
0
3
)

の
0
の
字
。
●
宋
‘
陳
伯
震

(11|
 4
1
6
9
8
 :
 

書
、
宗
室
四
王
三
侯
‘
齊
武
王
統
傭
〕
王
祥
素
聞
―
―
其
名
「

1
2
0
3
)

の
字
。

O
清
‘
胡
樹
臀
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 4
9
4
)

の
字
。

大
震
濯
‘
購
伯
升
邑
五
萬
戸
黄
金
＋
萬
斤
位
上
公
↓
【
震
死
]
4
8

て
落
雷
に
撃
た
れ
て
死
ぬ
。
又
、
大
震
動

〔

魏

志

‘

陳

泰

傭

〕

上

下

震

濯

。

の

衝

撃

に

よ

り

死

ぬ

こ

と

。

〔

日

本

外

史

‘

徳

川

氏

正

【
震
壊
】
32

恥
イ
ふ
る
ひ
や
ぶ
れ
る
。
〔
漢
書
‘
趙
充
國
記
‘
徳
川
氏
五
〕
競
1

大
煩

m'l―
閣
第
一
日
女
一
―
女
震
死
。

【
震
灼
】
49

デ
ふ
る
ひ
お
ど
ろ
く
。
〔
呉
志
、
周
紡
博
〕

紡
懐
憂
震
灼
゜
〔
王
僧
襦
‘
階
事
徐
君
集
序
〕
清
風
嘉
巻
‘

震
灼
朝
野
↓

【
震
主
】
50

彩
威
光
あ
っ
て
主
君
を
怖
れ
さ
せ
る
。
〔
史

記
‘
淮
陰
侯
傭
〕
勢
在
入
臣
之
位
而
有
震
レ

t
之
威
↓

云
云
‘
窯
為
―
―
足
下
と
畏
之
。
〔
漢
書
‘
霧
光
傭
〕
威
震
レ

士
者
不
レ
畜
‘
霧
氏
之
禍
、
萌
二
於
鰺
乖
t

〔
陸
機
‘
豪
士

賦
序
〕
震
主
之
勢
‘
位
莫
レ
盛
レ
焉
。

【
震
粛
】
51

子
ノ
ふ
る
ひ
つ
つ
し
む
。
振
粛
。
〔
後
漢
書
‘

張
萬
傭
〕
有
几
~
譴
馬
‘
云
云
‘
正
"
其
法
芦
里
長
史
一
以

下
‘
莫
レ
不
―
―
震
粛
↓
〔
保
邑
‘
太
尉
汝
南
李
公
碑
〕
百
司

震
鼎
‘
贄
養
風
靡
゜

【
震
煉
]
5
2

彩
ゥ
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
震
疎
に
同
じ
。
〔
魏

志
、
三
少
帝
‘
古
向
貴
郷
公
尾
紀
〕
奉
谷
震
煉
肝
心
悼

慄
゜
〔
晉
書
‘
齊
王
問
博
〕
百
官
震
煉
、
無
レ
不
レ
失
レ
色
。

【
震
辣
]
5
3

子
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
〔
後
漢
書
‘
邦
揮

博
〕
皆
憐
震
空
味
各
相
桧
勅
。
〔
呉
志
、
濡
潜
博
〕
一
郡
震

辣゚
【
震
蝕
】
54

子
ノ
地
震
と
日
月
蝕
゜
〔
漢
書
‘
谷
永
博
〕
申

以
天
水
「
著
以
震
蝕
「
各
有
古
應
一
相
一
為
表
喪

〔
宋
書
、
五
行
志
五
〕
震
蝕
之
異
、
其
咎
安
在
。

【
震
震
】
55

クク

0
ふ
る
ふ
さ
ま
。
〔
漢
書
‘
幡
架
志
、
安
世

房
中
歌
〕
露
震
震
、
電
燿
燿
゜
〔
後
漢
書
‘
苑
升
博
〕
今
天

下
之
事
、
昭
―
―
昭
子
日
月
ニ
震
―
―
震
子
雷
霞
↓

e光
明
あ

る
さ
ま
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
震
震
熾
綸
‘
雷
奔
電
激
。

〔
注
〕
善
日
、
震
震
熾
綸
‘
光
明
貌
。
参
さ
か
ん
な
さ
ま
。

〔
播
岳
‘
藉
田
賦
〕
震
震
埴
埴
‘
塵
鵞
連
レ
天
、
以
幸
―
―
乎

藉
田
↓
〔
庄
〕
善
日
‘
震
震
、
盛
也
。
R
奔
走
す
る
さ
ま
。

〔
後
漢
書
‘
班
固
傭
上
‘
震
震
熾
論
‘
庄
〕
震
震
熾
倫
‘
奔

走
貌
。
〔
悪
棟
補
注
〕
震
為
レ
雷
‘
綸
笥
レ
電
‘
故
下
云
―
―
雷

奔
電
激
↓

【
震
生
】
56

だ
字
琥
。

O
清
、
黄
中
堅
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
2
 

4
2
)

の
字
。

O
清
‘
王
鳴
雷
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 2
1
2
8
)

の
字
。

．
【
震
臀
】
5
7
5
し
か
み
な
り
の
瞥
゜
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
〕

震
臀
日
景
‘
炎
光
飛
響
。

【
震
惜
】
58

兌
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
〔
陳
琳
‘
為
二
哀

紹
檄
豫
州
文
〕
操
師
震
惜
‘
晨
夜
逍
遁
。
〔
注
〕
翰
日
、

震
惜
‘
驚
濯
貌
。

【
震
価
】
59

梵
〇
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
非
常
に
お
そ
れ

る
。
氣
を
失
ふ
程
お
そ
れ
る
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
〕
聖
帝

流
レ
徳
、
天
下
震
囁
°
〔
後
漢
書
‘
皇
后
下
、
何
皇
后
紀
〕
性

彊
忌
、
後
宮
莫
レ
不
"
震
囁
↓
〔
晉
書
、
石
季
龍
載
記
上
〕
百

僚
震
囁
‘
州
郡
粛
然
゜

【
震
撮
】
60

茨
お
そ
れ
る
。
又
‘
お
ど
す
。
震
憧
。
震

惜
。
震
囁
。
〔
魏
志
‘
劉
放
債
‘
注
〕
威
足
T

以
震
稿
強
寇

鎮
•
静
湿
場
[

【
震
聾
】
61

梵
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
氣
を
失
ふ
程
お
そ

れ
る
。
震
撮
(
5
9
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
張
湯
傭
〕
是
後
、
塁

臣
震
聾
゜
〔
後
漢
書
‘
祭
形
傭
〕
塞
外
震
聾
。
〔
晉
書
‘
文
帝

紀
〕
耀
一
兵
雷
州
平
北
虜
震
聾
。
〔
白
居
易
、
策
林
四
十
八
、

禦
汲
秋
〕
徳
盛
而
日
聞
則
服
、
服
則
必
懐
柔
‘
師
牡
而

時
動
則
威
、
威
必
則
震
聾
。

【
震
悼
】
62

な
驚
ぎ
か
な
し
む
。
天
子
が
臣
下
の
死
を

な
げ
き
い
た
む
を
い
ふ
。
〔
楚
辟
、
九
章
‘
抽
思
〕
心
震

悼
而
不
レ
敢
゜
〔
濡
勘
‘
冊
二
魏
公
九
錫
1

文
〕
朕
用
夙
興

塵
昧
震
悼
子
蕨
‘
父
〔
王
倹
‘
堵
淵
碑
文
〕
聖
朝
震

悼
於
上
t

塁
臣
恒
二
慟
於
下
f

〔
獣
陽
脩
、
観
文
殿
大
學
士

云
云
晏
公
神
道
碑
銘
〕
天
子
震
悼
゜

【
震
蕩
】
63

だ
ふ
る
ひ
う
ご
く
。
又
‘
ゆ
り
う
ご
か
す
。

〔
左
氏
、
裏
‘
二
十
六
〕
楚
師
軽
究
‘
易
―
―
震
蕩
一
也
。
〔
荘

子
、
外
物
〕
海
水
震
蕩
゜
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
震
l

立
蕩
宇
内
一

【
震
盪
】
64

が
ふ
る
ひ
う
ご
く
。
震
蕩
に
同
じ
。
〔
左
氏
、

昭
‘
二
十
六
〕
妓
不
穀
震
盪
播
越
‘
馘
在
荊
覧
〔
楚
辞
、

宋
王
、
九
辮
〕
心
愧
傷
而
震
盪
分
。
〔
陸
機
、
琲
亡
論
上
〕

威
稜
則
夷
奔
震
盪
。

[
震
堂
】
65

梵
明
、
王
養
端
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
1
3
8
)

の
琥
゜

【
震
澤
】
66

”8
0湖
の
名
。
太
湖
を
い
ふ
。
〔
書
‘
品
貢
〕

三
江
既
入
、
震
澤
底
定
。
〔
博
〕
震
澤
‘
呉
南
太
湖
也
。
●

縣
名
。
江
蘇
省
呉
江
縣
。
荻
塘
河
に
臨
む
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
江
南
‘
蘇
州
府
‘
呉
江
縣
〕
震
澤
鎖
‘
縣
西
南
八
十

五
里
、
西
去
二
湖
州
南
滑
鎮
一
十
二
里
、
有
―
―
震
澤
河
丁
北

出
↓
一
太
湖
「
東
北
通
↓
―
鶯
脱
湖
二
向
連
五
憩
遠
凡
嘉
興
西

北
湖
州
以
東
之
水
、
多
匪
1

一
於
此
二
有
"
裳
澤
巡
司
ぶ
竺

爛
渓
巡
雙
相
為
―
―
臀
援
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
江
蘇
‘
蘇

州
府
、
縣
几
震
澤
。
●
柳
川
順
剛
の
琥
。
柳
川
震
澤
(
6

-
1
4
6
6
2
 :
 3
0
2
)
を
見
よ
。

〖
震
澤
長
語
〗6
7
記
窮
書
名
。
二
巻
。
明
、
王
埜
撰
。

事
物
を
考
訂
し
た
も
の
で
其
の
目
は
経
博
•
園
猷
ふ
目

制
・
食
貨
・
象
緯
・
文
章
•
音
律
・
昔
韻
・
字
學
・
姓
氏
・
雑

論
・
仙
繹
・
夢
兆
の
十
三
門
。
〔
四
庫
提
要
、
子
‘
雑
家
類
〕
。

12649 



(42300・ ・68)一 (42300・・116) 

〖
震
澤
文
集
〗6
8
シ
吟
書
名
。
三
十
六
巻
。
明
、
王

監
撰
。
明
、
嘉
靖
十
五
年
の
刊
行
。
其
の
目
は
賦
詩
・

聯
句
・
近
橙
・
栗
府
・
序
・
引
・
説
・
記
・
内
則
・
奏
疏
・
碑
・

博
・
哀
表
・
謁
・
銘
・
墓
詞
・
祭
文
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別

集
類
〕
。

【
震
但
】
69

だ
ふ
る
ひ
お
ど
ろ
か
す
。
又
、
ふ
る
ひ
お

ど
ろ
く
。
〔
掲
孤
及
‘
唐
故
殿
中
侍
御
史
贈
考
功
郎
中

爾
府
君
文
章
集
鋒
序
〕
盛
名
翁
然
‘
震
"
但
京
邑
↓
〔
蘇

洵
‘
呉
道
子
鵞
五
星
賛
〕
震
恒
下
土
面
杢
敢
有
＞
騒
゜

【
震
日
一
】
70

し
ク
〇
印
度
で
古
代
中
國
の
稲
。
C
h
i
n
i
s
t
a
n

の
略
。
一
説
に
、
震
は
秦
の
音
韓
、
旦
は
坦
、
地
の
義
と

い
ふ
。
〔
鰈
諜
名
義
集
‘
三
‘
震
日
一
〕
琳
法
師
云
‘
東
方
隔
レ

震
‘
是
日
出
之
方
、
故
云
二
震
旦
二

0
梵
語
で
天
子
を
い

ふ
。
〔
梢
謂
鋒
‘
外
域
梢
1

一
天
子
畜
笞
旦
〕
涅
槃
経
、
闇
浮

界
内
有
1

一
震
日
二
案
‘
梵
語
梢
-
1

天
子
1

者。

【
震
灌
】
71

し
ク
ふ
る
は
し
う
ご
か
す
。
〔
漢
書
‘
碍
栗
志
‘

郊
祀
歌
‘
練
時
日
〕
相
放
悲
、
震
↓
―
潅
心
↓

【
震
男
】
72

ん
ク
清
、
李
洒
旦
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
9
2
9
)

の
字
。

[
震
雉
】
73

だ
清
、
顧
大
申
(
1
2
|
 4
3
6
8
9
 :
 3
1
6
)

の
字
。

【
震
仲
】
74

知
が
宋
、
楊
霞
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 2
8
7
)

の
字
。

【
震
亭
】
75

化
清
、
曹
學
詩
(
6
|
1
4
2
9
7
 :
 2
0
6
)

の

鱚

【
震
霜
】
76

化
鳴
り
ひ
ぴ
く
い
か
づ
ち
。
圭
辟
窟
。
雷
鳴
゜

〔
揚
雄
‘
長
楊
賦
〕
疾
如
—
奔
星
五
撃
如
—
震
霞
→
〔
後
漢
書
‘

張
衡
博
〕
翌
隆
秤
其
震
窪
分
、
列
訣
畢
其
照
夜
。
〔
注
〕
震

霞
、
繹
篠
也
。
〔
唐
書
‘
李
哨
博
〕
震
霞
不
レ
及
レ
塞
レ
耳
゜

【
震
悼
】
77

認
ふ
る
ひ
驚
く
。
驚
動
。
〔
李
朝
瑞
、
天
馬

賦
〕
瞬
息
千
里
、
百
獣
為
レ
之
震
悼
゜

【
震
優
】
78

花
動
き
擢
れ
る
。
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
〔
詩
、

周
頌
、
時
邁
〕
薄
言
震
レ
之
、
莫
レ
不

U
岱
烹
〔
傭
〕
震
、
動
‘

昼
濯
゜
〔
杜
牧
‘
請
蘊
尊
鼠
表
〕
提
摯
綱
紀
、
震
登
雷

霞°

【
震
天
]79

ジ
天
を
う
ご
か
す
。
臀
の
大
な
る
に
い
ふ
。

〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
礫
猥
媒
而
相
摩
分
、
峨
震
レ
天
之
瑾

羹
〔
注
〕
翰
日
震
与
竺
言
臀
大
一
也
。

〖
震
天
駿
地
〗80
を
紆
／
天
を
ふ
る
は
せ
地
を
動
か

す
。
勢
力
の
さ
か
ん
な
形
容
。
又
‘
瞥
響
の
大
い
な
る
形

容
。
驚
天
動
地
。
震
天
動
地
。
〔
晉
書
、
孫
楚
傭
〕
士
卒
奔

邁
‘
其
會
如
レ
林
、
煙
塵
倶
起
、
震
レ
天
駿
レ
地
。

〖
震
天
動
地
]
8
1
し
お
／
天
地
を
震
動
す
る
。
〔
水
経
‘

河
水
注
〕
濤
湧
波
襄
、
雷
済
電
洩
、
震
レ
天
動
レ
地
。

雨

部

〔
七
書
―
〕

震

【
震
電
】
82

和
ク
か
み
な
り
が
鳴
り
、
い
な
づ
ま
が
ひ
ら

め
く
。
雷
電
。
〔
詩
、
小
雅
、
十
月
之
交
〕
爆
爆
震
電
、
不
レ

寧
不
レ
令
。
〔
春
秋
、
隠
、
九
〕
三
月
癸
酉
‘
大
雨
震
電
。
〔
漢

書
‘
五
行
志
中
之
上
〕
於
―
―
暦
藪
ご
春
分
後
一

H
、
始
震

電
之
時
也
。

【
震
怒
】
83

ピ
大
い
に
い
か
る
。
特
に
上
天
‘
又
は
天
子

の
怒
り
に
い
ふ
。
〔
書
、
泰
誓
上
〕
皇
天
震
怒
ぶ
匹
我
文

考
五
齋
将
,
,
天
威
↓
〔
詩
‘
大
雅
‘
常
武
〕
王
奮
,
,
其
武
ぶ
炉

震
如
レ
怒
。
〔
李
陵
‘
答
己
咬
応
書
〕
天
地
為
レ
陵
震
怒
、
戦

士
為
レ
陵
飲
な
血
゜
〔
漢
書
‘
谷
永
博
〕
上
天
震
怒
。
〔
論
衡
‘

譴
告
〕
洪
範
之
震
怒
。
〔
蜀
志
、
先
主
劉
備
博
〕
光
武
皇

帝
震
怒
。
〔
北
齊
書
‘
文
宣
紀
〕
嘗
於
二
東
山
年
曲
宴
‘
以
,
,

隙
随
未
品
平
、
投
レ
杯
震
怒
｀
召
1

一
魏
牧
於
御
前
↓

【
震
束
】
84

梵
字
舅
●
清
‘
郁
大
林
(
1
1
ー

3
9
6
3
0
:
 1
7
 

6
)

の
字
。

O
明
、
渦
朝
薦
(
7
|
1
8
0
9
9
 :
 2
4
1
)

の
字
。

〇
感
匹
】
85

北
地
震
と
河
川
の
沸
謄
。
凶
兆
を
い
ふ
。

〔
顔
延
之
、
宋
文
皇
帝
元
皇
后
哀
策
文
〕
下
節
二
震
騰
下
上

清
―
―
眺
側
↓
〔
注
〕
善
日
‘
國
語
曰
‘
幽
王
二
年
、
三
川
皆

震
、
毛
詩
曰
、
百
川
沸
騰
、
山
家
率
崩
。

【
震
動
】
86

彩
〇
ふ
る
ひ
動
く
。
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。

〔
周
證
、
考
工
記
、
兒
氏
〕
薄
厚
之
所
,
,
震
動
-
〔
左
氏
、
昭
、

十
八
〕
将
レ
有
l

一
大
詳
五
民
震
動
、
國
幾
レ
亡
、
吾
身
浪
焉
。

〔
六
餡
、
豹
紹
、
敵
強
〕
―
二
軍
震
動
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
民

用
莫
レ
不
―
―
震
動
一
〔
載
國
、
齊
策
〕
天
下
震
動
、
諸
侯
驚

駿
‘
威
信
英
楚
面
包
名
後
世
↓
〔
史
記
、
柴
毅
博
〕
天
下

莫
レ
不
1

一
震
動
↓
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
山
陵
為
レ
之
震

動。

0
ふ
る
ひ
う
ご
か
す
。
震
撼
。
震
蕩
゜
〔
書
、
盤
庚
下
〕

爾
謂
4

朕
昂
震
―
―
動
萬
民
1

以
遷
い
〔
漢
書
、
郊
祀
志
下
〕

震
動
海
内
↓
〔
後
漢
書
‘
荀
戎
傭
〕
震
動
人
心
↓

[
震
南
】
87

杉
清
、
呉
廷
深
(
2
|
3
3
6
5
 :
 7
9
1
)

の
字
。

[
震
方
]
8
8

定
東
方
。
易
で
震
の
封
を
東
に
配
営
す
る

か
ら
い
ふ
。
〔
梁
書
、
武
帝
紀
下
〕
普
通
二
年
詔
日
、
平
秩

東
作
、
義
不
レ
在
レ
南
、
前
代
因
襲
‘
有
レ
乖
―
―
證
制
二
＂
レ

子,,震
方
→
簡
―
―
求
沃
野
‘
〖
-
-
i
絃
千
畝
→
〔
張
九
齢
‘
茄
枝

賦
〕
菓
之
美
者
、
蕨
有
活
加
枝
盃
茫
受
1

一
氣
於
震
方
一
賓

稟
―
―
精
於
火
離
↓
〔
宋
史
、
築
志
七
〕
紳
分
焉
居
‘
紳
在
―
―

震
方
戸
仁
以
為
レ
宅
‘
乗
―
―
天
之
陽
↓

【
震
伯
】
89

乞
清
、
楊
尤
咎
(
6
ー

1
5
1
1
2
:
 7
8
8
)

の
字
。

【
震
筆
】
90

吃
天
子
の
御
自
筆
。
｛
辰
筆

(3-7171
:
 
5
0
)
 

に
同
じ
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
人
倫
、
帝
王
〕
御
自
筆
曰
―
―

震
筆
涵
ほ
E

・

勅

筆

・

奎

書

、

拉

同

。

功

‘

震

慄

郡

國

一

》

【
震
怖
】
91

だ
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
博
下
〕
【
震
巣
】
104

屁
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
震
慄
に
同
じ
。
〔
漢

匈
奴
震
怖
゜
〔
司
馬
遷
、
報
―
―
任
少
卿
一
書
〕
栴
装
之
君
長
書
‘
絞
傭
上
〕
郡
中
震
渠
、
咸
梢
―
―
紳
明
二
正
庄
〕
師
古
曰
‘

咸
震
怖
゜
〔
後
漢
書
、
光
武
紀
上
〕
赤
眉
望
見
震
怖
、
遣
レ
東
、
古
栗
字
。

使
乞
レ
降
。
〔
蜀
志
、
馬
超
博
〕
城
中
震
怖
゜

n辰
龍
】
105

む
ウ
山
名
。
廣
西
省
横
縣
の
北
。
〔
讀
史
方

【
震
風
】
92
九
5

疾
風
。
〔
法
言
‘
吾
子
〕
震
風
陵
雨
、
然
後
輿
紀
要
、
廣
西
、
南
寧
府
、
横
州
〕
震
龍
山
、
州
北
百
里
、

知
夏
屋
之
為
研
檬
匝
゜
〔
陸
機
、
漢
裔
祗
功
臣
頌
〕
山
頂
有
レ
渾
、
分
流
為
士
汰
宍

震

風

過

レ

物

、

清

濁

炊

レ

響

。

【

震

鱗

】

106

ピ
龍
を
い
ふ
。
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
震
鱗
禁
l
-

【
震
服
】
93

を
お
そ
れ
し
た
か
ふ
。
惜
服
。
〔
王
菜
架
府
‘

f
夏
庭
ふ
フ
‘
匝
―
ニ
―
面
ゲ
而
滅
レ
姫
。

叙
兒
舞
歌
‘
矛
蔀
新
輻
歌
〕
聾
荊
震
服
‘
五
刃
三
革
゜
〔
院
【
震
裂
】
108

い
し
地
が
ふ
る
ひ
さ
け
る
。
地
震
で
地
が
陥

籍
、
為
1

一
鄭
沖
勧
1

一
晉
王
―
棧
〕
楡
中
以
西
‘
望
レ
風
震
服
。
裂
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
下
〕
二
十
二
年
九
月
戊
辰
、

【
震
憤
】
94

元
＂
身
を
ふ
る
は
し
て
い
き
ど
は
る
。
〔
後
地
震
裂
、
制
詔
日
、
日
者
地
震
‘
南
陽
尤
甚
‘
夫
地
者
、

漢
書
‘
張
葵
傭
〕
海
内
欧
獣
、
人
懐
―
―
震
憤
↓
任
レ
物
至
重
‘
静
而
不
レ
動
者
也
‘
而
今
震
裂
‘
咎
在
―
―
君

【
震
甫
】
95

だ

字

舅

0
宋
、
幸
元
龍
(
4
ー

9
1
7
6
:
 7
0
)

上
言
張
衡
‘
論
レ
學
一
孝
廉
―
疏
〕
自
レ
改
レ
試
以
来
‘
累
有
二

の
字
。
●
明
、
葛
一
龍
(
9
-
3
1
4
2
0

:

 1
0
9
)

の
字
。

O
明
、
妖
星
震
裂
之
畜
↓

葛
應
雷
(
9
|
3
1
4
2
 0

:

 1
1
3
)

の
字
。
R
清
‘
眺
輿
(
8
ー

6
2

【
震
聾
】
109

c
h
e
n
4
 
lung'

響
い
て
耳
を
つ
ぷ
す
。
「
琥
°

0
2
:
 1
1
6
)

の

琥

。

「

閲

震

撲

。

【

震

西

氏

】

llO

ク
/
セ
イ
清
、
襲
廷
歴
(
1
2
ー

4
8
8
3
7
:
 8
5
)

の

〇
威
撲
】
97

だ
ふ
る
ひ
う
つ
。
〔
法
言
、
重
黎
〕
秦
楚
温
【
震
燒
木
]111

を
七
ウ
雷
に
打
裂
れ
た
木
。
繹
歴
木
(
1
2
ー

【
震
揚
】
98

詑
ふ
る
ひ
あ
げ
る
。
振
揚
゜
奮
揚
゜
〔
後
漢

4
2
4
9
1
:
 1
3
)

を
見
よ
。

霞
感
呂
博
〕
将
軍
向
者
経
―
―
虜
城
下

t
竺
揚
威
霊
↓
【
震
震
丸
】
112

兌
ベ
ャ
ウ
薬
の
名
。
又
‘
驚
精
香
と
い
ふ
。

【
震
硲
~
踪
】

9
9
ピ
震
災
後
間
も
な
い
こ
と
。
〔
僧
月
性
、
聞,

1

〔
述
異
記
、
上
〕
漿
窟
州
有
二
返
魂
樹
i

伐
1

一
其
根
心
ぶ
空

下
田
之
開
港
一
詩
〕
七
里
江
山
付1一
大
羊
玉
震
餘
春
色
定
玉
釜
中
一
霙
取
レ
汁
‘
又
敷
~
レ
之
令
レ
可
レ
丸
、
名
日
→
―
驚
精

荒

涼

。

香

工

或

名

―

―

震

震

丸

一

〔

海

内

十

洲

記

〕

緊

窟

洲

在

"

西

海

【
震
雷
】
100

花
鳴
り
は
た
め
く
雷
゜
〔
國
語
、
周
語
上
〕
中
申
未
之
地
ご
本
云
‘
洲
上
有
ー
ー
大
山
ご
形
似
―
―
神
島
之

陰
陽
分
布
、
震
雷
出
レ
滞
゜
〔
尚
書
中
侯
〕
秦
穆
公
狩
、
天
象
一
因
名
レ
之
為
―
―
神
島
山
一
山
多
,
,
大
樹
ぶ
竺
楓
木
一
相

震
大
雷
、
下
有
レ
火
化
為
レ
雀
、
街
レ
書
集
入
ム
車
↓
類
‘
而
花
葉
香
聞
―
―
散
百
里
一
名
為
1

反
魂
樹
ぶ
庄
其
樹
一

〖
裳
雷
無
レ
暇
レ
掩
レ
聰
〗

l
O
l
じ
7
-イ
い
分
ク
殊
更
に
む
亦
能
自
作
涵
臀
‘
瞥
如
,
,慧
牛
吼
盃
即
之
者
、
皆
心
震
紳

つ
か
し
い
文
字
を
用
ひ
る
喩
゜
〔
事
類
全
書
〕
宋
果
文
駿
‘
伐
二
其
木
根
心
ぶ
少
一
玉
釜
中
一
煮
取
レ
汁
‘
更
微
火
煎

公
、
修
―
―
唐
史
ぶ
灯
以
眼
深
蘇
文
二
漫
易
説
云
欧
公
思
―
―
如
黒
錫
状
「
令
レ
可
レ
丸
レ
之
、
名
日
鵞
精
香
↓
或
名
レ
之

以
有
＂
諷
レ
之
、
一
日
大
二
書
其
辟
手
日
、
宵
昧
匪
貞
札
闊
為
,
,

震
震
丸
二
云
云
゜

洪
休
、
宋
見
レ
之
日
、
非1一
夜
夢
不
祥
‘
題
門
大
吉
平
~
、
何
【
裳
一
得
レ
男
】

l
l
a
"
ク
"
[
男
子
の
生
れ
る
を
い
ふ
。
〔
易
、

必
求
レ
異
如
レ
此
、
獣
公
日
、
李
靖
傭
云
、
震
雷
無
レ
暇
レ
説
卦
〕
震
一
索
而
得
レ
男
、
故
謂
二
之
長
男
↓

掩
稔
、
亦
是
類
也
、
宋
公
葱
退
、
今
有
二
所
謂
震
露
不
＂
【
震
川
先
生
】

m
竺
げ
明
、
蹄
有
光
(
6
ー

1
6
3
4
9
:
 2
9
 

及
レ
臆
耳
、
係
祠
改
↓

3
)

の
尊
梢
゜

【

璽

】
102

化
ふ
る
ひ
お
そ
れ
る
。
震
慄
に
同
じ
。
〔
漢
【
震
川
文
集
】
門
砂
書
名
。
―
―
-
＋
巻
。
別
集
十
巻
。

書
、
趙
廣
漢
傭
〕
郡
中
震
栗
。
明
、
蹄
有
光
撰
゜
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
震
慄
】
103

ピ
ふ
る
ひ
を
の
の
く
。
お
そ
れ
を
の
の
く
。
【
出
レ
震
乖
レ
時
】
llB

に
昇
翡
ズ
天
帝
四
時
の
作
用
は
震

戦
栗
゜
〔
後
漢
書
、
来
歓
傭
〕
時
人
為
レ
之
震
慄
゜
〔
呉
（
東
方
）
に
始
ま
り
‘
巽
（
東
南
）
に
齊
ふ
こ
と
。
天
子
の
経

志
、
呂
蒙
博
〕
於
迫
軍
中
震
慄
、
道
不
レ
拾
レ
遺
。
〔
江
綸
の
喩
゜
〔
易
‘
説
卦
〕
帝
出
,
,
乎
震
一
齊
年
咋
竺
〔
長
孫
無

滝
、
報
哀
叔
明
書
〕
一
説
之
奇
、
驚
二
畏
左
右
二
剣
之
忌
‘
進
葎
疏
議
表
〕
故
知
炉
震
乖
レ
時
、
開
レ
物
成
レ
務
。

五
四

12650 



(42230 "• 116 I)— (42313) 

雨

部

〔

七

八

驚

〕

震

滞

需

震

霰

菱

霰

霧

註

膠

霊

霊

電

筏

霙

五
五

●
お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
需
、
大
雨
。
〔
廣
韻
〕
霧
‘
霧

滞
、
大
雨
。
●
雨
を
い
ふ
。
〔
沈
填
、
賀
レ
雨
賦
〕
喜
二

甘
需
之
流
滋
↓
〇
雨
の
さ
か
ん
に
ふ
る
さ
ま
。

〔
李
白
、
明
堂
賦
〕
ず
―
斯
之
時
釜
―
云
油
雨
需
。
働
雨

雪
の
お
ほ
い
さ
ま
。
〔
孫
逸
為
―
―
宰
相
如
び
雪
表
〕

既
博
既
濡
、
足
レ
表
西
成
之
徴
云
⑮
水
の
流
れ
る

さ
ま
。
〔
正
韻
〕
濡
、
水
流
貌
。

0
う
る
ほ
ふ
。
〔
李

邑
濶
州
刺
史
謝
レ
上
表
〕
雨
露
深
仁
‘
霜
滞
及
1

一干

蒲
因
〇
恩
澤
の
喩
゜
滞
澤
(

4

)

を
見
よ
。
R
う
る
[
霊
雨
]
ー

m忠
克

梅

呵

字

解

を

見

占

【
需
蒻
】
2

m
e
i
'
i
•徽。
か
ぴ
°

【
霧
氣
】
3

m
e
i
'
c
h
'
i
•

湿
氣
゜

ほ
ひ
が
多
い
。
〔
集
韻
〕
需
、
多
レ
澤
也
。

O
浦
(
6
|

1
7
2
1
6
)

に
通
ず
。
〔
康
熙
字
典
〕
需
‘
説
文
作
レ
浦
。
【
霊
通
】
4

m
e
i
'
h
u
a
i
•かぴ
る
。
混
氣
で
腐
る
。
霊
腐
゜

【
一
涌
焉
】
1

苫
盛
な
さ
ま
。
〔
韓
愈
‘
知
名
蔵
〕
滞
焉
有
レ
【
霧
瀑
】
5

パ
パ
か
ぴ
て
し
め
る
。
〔
輛
恵
全
書
、
郵
政
部
、

餘

、

蕨

聞

四

馳

。

立

局

〕

塾

高

通

レ

氣

、

以

免

霧

温

一

〔

六

部

成

語

、

戸

部

、

[
ヂ
涌
然
】
2

が
パ
浦
然
(
6ー

1
7
2
1
6
:
 1
1
)

に
同
じ
。
●
盛
霧
湿
、
注
解
〕
米
受
滋
芦
墨
而
色
斐
也
。

篇】螂

〔
集
韻
〕
普
蓋
切
塞

ヽ

ヽ

父
＼

p'ei' 

ノ
イ

〇
つ
ゆ
。
梅
雨
。
か
ぴ
の
義
梅
雨
は
物
を
く
さ

ら
し
め
る
か
ら
い
ふ
。
梅
(
6
-
1
4
8
3
0
)
・

徽
(
1
2

|
 4
8
1
9
6
)
に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
霧
、
項
甑
東
曰
、
江

南
以
三
二
月
[
『
-
―
迎
梅
雨
五
甘
娯
竺
送
梅
雨
面
{

言
、
古
語
、
黄
梅
時
節
家
家
雨
故
云
‘
張
蒙
渓
謂
、

梅
常
レ
作
レ
需
、
雨
中
暑
氣
也
‘
霧
雨
善
汗
二
衣
服
一

故
又
云
一
祉
涵
匹
言
計
蕊
翌
霧
所
＞
壌
也
、
按
‘
婢

雅
風
土
記
皆
作
焉
雨
焉
義
輿
薇
通
。

O
し

め
り
。
し
み
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鞣
、
今
俗
語
謂
二
潮

涅
汚
貼
ぶ
習
ロ
レ
毒
゜

[
慮
レ
震
之
道
】
国
し
戸
臼
易
の
震
卦
に
虞
す
る
道
。
動

揺
の
は
げ
し
い
時
に
は
心
に
誠
敬
を
持
せ
よ
と
い
ふ

教
。
震
驚
土
口
里
二
小
レ
喪
し
J

幽9
-

（1
1
8
)

を
見
よ
〔
近
思

録
、
存
養
〕
震
驚
"
百
里
↓
不
レ
喪
―
―
ヒ
幽
芸
臨
―
―
大
震
灌
「
能

安
而
不
―
―
自
失
1

者
、
唯
誠
敬
而
已
‘
此
慮
レ
震
之
道
也
。

【
出
レ
震
向
レ
離
之
象
】
117

が
カ
パ
々
況
王
者
南
面
し
て

天
下
を
聴
く
の
象
。
〔
易
‘
説
卦
〕
帝
出
"
乎
震
点
〖

1一
乎

巽
「
相
1

一
見
乎
離
ご
ム
云
、
萬
物
出
二
乎
震

W
辰
、
東
方
也
、

云
云
、
離
也
者
、
明
也
、
紙
物
皆
相
見
、
南
方
之
卦
也
、
聖

人
南
面
而
聴
1

一
天
下
↓
需
レ
明
而
治
、
蓋
取
"
諸
此
一
也
。

〔
故
事
成
語
考
、
文
臣
〕
帝
王
有
"
出
レ
震
向
レ
離
之
象
↓

【
震
驚
忌
口
里
示
＇
レ
喪
1

レJ
幽9
-
]
1
1
8

しもヨ咋五ぷガナ
7
5
ロ
カ
ス
モ

雷
が
百
里
の
遠
い
所
を
震
は
す
ほ
ど
の
烈
し
さ
が
あ

つ
て
も
、
自
分
が
心
に
誠
敬
を
持
し
て
を
れ
ば
、
手
に

持
つ
て
ゐ
る
さ
じ
も
香
酒
も
失
は
な
い
。
ヒ
は
鼎
賓
を

盛
る
器
、
壱
は
神
を
祭
る
拒
酒
。
〔
易
、
震
〕
震
驚
—
ー
百
里
一

不
レ
喪
ヒ
壱
言
程
博
〕
雷
之
震
動
‘
驚
及
1

百
里
之
遠
↓
人

無
レ
不
1

一
憫
而
自
失
⇒
玄
云
‘
唯
宗
廟
祭
祀
、
執
レ
j

幽
竺
者
‘

則
不
レ
致
1

一
於
喪
失
了
八
之
致
―
―
其
誠
敬
二
莫
レ
如
―
―
祭
祀
↓

冠】』
マバ

イイ

記
字
通
〕
莫
装
切
圏

／
 

n
¥
 m
e
i
'
 

大
な
さ
ま
。
〔
晉
書
、
陸
玩
偉
〕
乞
階
下
披
二
餘
聖
懐
云
滞

然
垂
レ
允
゜
〔
獣
陽
脩
、
論
―
―
議
撲
安
膝
王
典
證
—
箭
子
〕

願
陛
下
需
然
下
レ
詔
。

O
雨
の
盛
に
降
る
さ
ま
。
〔
太
平

御
覧
天
部
十
‘
雨
上
〕
孟
子
曰
‘
油
然
作
レ
雲
‘
需
然
下
レ

雨
。
〔
論
衡
‘
自
然
〕
需
然
而
雨
。
〔
任
防
‘
上
―
―
蒲
太
膊
固
"

辞
奪
譴
啓
〕
若
福
然
降
臨
、
賜
1

一
寝
巌
命
↓

〖
滞
然
之
恩
〗3
名
名
雨
の
盛
に
降
る
や
う
に
し
げ
き

恩
澤
゜
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
文
帝
、
天
嘉
五
年
）
齋
朝

滞
然
之
恩
‘
既
已
霜
治
。

【
需
澤
]

4

E

パ
大
雨
。
滞
は
大
雨
‘
澤
は
雨
の
潤
澤
。
め

ぐ
み
。
恩
澤
゜
〔
本
朝
文
梓
、
菅
原
道
箕
、
同
（
辞
―
―
右
大

臣
）
第
三
表
〕
身
安
緬
景
‘
登
非
細
~
レ
涯
之
滞
澤
乎
°

【
滞
需
】
5

省
水
の
盛
に
流
れ
る
臀
の
形
容
。
浦
浦
°

〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
奔
揚
踊
而
相
撃
分
、
雲
興
臀
之
需
滞
。

〔
注
〕
善
日
、
―
―
―
―
豆
水
之
奔
揚
踊
起
而
相
撃
‘
其
状
若
レ
雲
、

又
輿
臀
需
滞
然
涵
5

日
、
滞
需
、
水
瞥
也
。

【
飩
】

g

ト
ン

慧
(
1
2
-
4
2
3
3
4
)

に
同
じ
。
〔
龍
藉

手
鑑
〕
註
、
同
レ
餓
゜

小
●
は
れ
る
。
〔
説
文
〕
婁
、
需
謂
乏
霙
一

豪
炊
レ
雨
妻
瞥
。

O
雲
の
行
く
さ
ま
。
〔
玉

胃
篇
〕
婁
、
雲
行
兒
。

雨
が
ふ
る
。
〔
川
篇
〕
霧
、
雨
下
也
。

冨

】

5

[

バ
〔
集
韻
〕
千
西
切
甕

【

霧

】

如

言

ク

〔
川
篇
〕
色
変
切
胴
i)

あ
め
の
音
。
〔
笑
韻
〕
霰
、
雨
臀
゜

冨
】
〗
ギ
〔
笑
韻
〕
五
翡
図

委
微
は
、
こ
さ
め
。
浚
(
6
|
1
7
5
1
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
浚
‘
浚
微
、
小
雨
‘
或
作
レ
菱
。

小

Eloら
か
あ
め
。
〔
説
文
〕
筏
‘
派
雨

雷
策
也
び
雨
哭
臀
、
又
讀
若
レ
交
。

O
ぁ

め
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
筏
、
雨
兒
。

O
雲
(
1
2
|
 4
2
2
1
 

4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雲
、
或
炊
レ
茂
。
働
豪
(
1
2
-
4

2
5
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
露
‘
或
作
レ
咳
°
□

-0ひ

た
す
。
〔
玉
篇
〕
筏
、
漬
也
。
●
ぬ
か
あ
め
。
藪
(
1
2

1
 4
2
5
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
簸
、
微
雨
‘
或
省
。

【
菱
】
〗
ス
イ
〔
集
韻
〕
宣
佳
切
図

【
き
〗口曰
セセサ
ンンン

集
韻
〕
将
廉
切

〔
集
韻
〕
師
咸
切

圏胴

冥】
5

セ
ン

霰
(
1
2
-
4
2
4
5
8
)

に
同
じ
。
〔
韻
會

小
補
〕
霰
、
輿
レ
霰
同
。

【

電

】

如

デ

ン

電（
1
2
|
 4
2
2
5
3
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
電
、
電
本
字
。

雨
が
ふ
る
。
〔
字
彙
補
〕
震
、
雨
下
。

雲
が
ち
る
。
〔
集
韻
〕
霊
、
雲
不
レ
族
也
。

貧
】
〗
〔
字
彙
補
〕
名
勃
切
同
]

ポ
ッ
モ
チ

[

霊

】

[

〔

集

韻

〕

都

果

切

圏

【
疇
朽
い
い
い
い
い
閂
す
。
〔
―
隠
全
書
、
疱
任
【
霧
】
〗

【
需
天
】
1

m
e
i
'
t
'
i
e
n
1

渫
氣
を
含
ん
だ
天
氣
。
入
梅
゜

【
需
腐
】
8

m
e
i
'
f
u
3

湿
氣
で
腐
る
。

`
"
―
~
又
げ
い
且
且
:
[
【
霊
】
〗

霧
爛
的
二
十
雨
銀
子
心
加
げ
東
。

O
湿
氣
で
腐
る
。
か

ぴ
た
だ
れ
。
〔
輻
恵
全
書
、
郵
政
部
‘
隈
養
〕
霧
爛
斐
色

之
豆
。

’□輩
レ
イ
霰

(
1
2
~
4
2
5
3
2
)

の
略
字
。

セ
イ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
謬
、
在

ジぶ
z
ゥ
性
切
。

12651 



冨
】
〗□ 日

工~ オア
ンンン

El●
あ
め
。
素
(
1
2
|
 4
2
3
8
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

霊
雨
也
‘
或
八
レ
索
。
〇
あ
ら
れ
。
〔
廣
韻
〕
需
‘

霰
。
口
●
霜
霜
は
‘
こ
さ
め
。
〔
集
韻
〕
霧
‘
霜
霜
‘

小
雨
。
〇
あ
ら
れ
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霜
‘
一
曰
‘

霰
兒
゜

〔
集
韻
〕
郎
感
切
國
i-

〔
集
韻
〕
衣
検
切
襄

日
雲
氣
の
盛
な
こ
と
。
〔
集
韻
〕
冤
‘
雲
氣
盛

也
。
〔
六
書
統
〕
鼈
‘
雲
大
申
―
―
布
子
天
一
也
。
口

0

雲
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
電
‘
雲
状
。

O
雲
雨
の
さ
ま
。

瀦
(
7ー

17784)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
瀦
、
説
文
、
雲

【霜】如

サ
ク
、
乙
ヤ
ク

日
セ
キ
シ
ー
ヤ
ク

口

〔
集
韻
〕
色
窄
切
声
〗

鴎

集
韻
〕
先
的
切

雲
が
ふ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霞
‘
雨
レ
零
兒
。

曾
】
〗
セフ

〔
玉
篇
〕
呼
骨
切

m
【
憲
】
i

ー3
2
0ぁ
め
が
ふ
る
。
〔
玉
篇
〕
憲
、
雨
下
。
〇
あ
め
の

2
 
⑭
さ
ま
。
〔
類
篇
〕
懲
、
雨
貌
。

ヽ
j4
 
ーg
【
鶯
豚
】
叩
苫
ゥ
〔
集
韻
〕
仕
荘
切
闘

諜
蹂
は
‘
に
は
か
あ
め
。
或
は
深(
7
~
1
8
1
7
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
亭
麻
‘
豪
麻
肇
昧
‘
急
雨
‘
或
作
レ
襟
。

コ
ッ
コ
チ

〔
集
韻
〕
息
葉
切
国
『

雨

部

〔
八
書
―
〕

団

【霰】呻
曾
】
〗

窟
】
〗

さ
ま
。
霰
漫
(
1
6
)
・

霰
霊
(
1
5
)
を
見
よ
。

0
周
の
【
霰
恩
】
，
”
匁
明
、
易
州
の
人
。
字
は
天
錫
゜
盆
は
忠
一

652

國
の
名
。
姫
姓
。
文
玉
の
子
、
武
王
の
弟
な
る
叔
烈
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
正
徳
中
、
上
禁
縣
知
。
時
に

2

流
寇
四
方
に
起
り
、
極
力
守
御
示
し
た
が
城
陥
り
、
妻
劉

均
と
屈
せ
ず
し
て
死
ん
だ
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
九
〕
．
〔
萬

虞
の
封
國
。
春
秋
の
時
、
晉
に
滅
さ
る
。
故
城
は

斯
同
明
史
、
三
百
七
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
〕
・

今
、
山
西
省
霜
縣
。
〔
書
、
禁
仲
之
命
、
疏
〕
武
王
已

哀
商
、
平
二
天
丁
封
―
―
功
臣
昆
弟
こ
主
叔
慮
於
〔
國
朝
臥
徴
録
、
九
十
三
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
、
十
九
〕
．
〔
皇

争
隻
R
春
秋
の
邑
の
名
。
周
の
南
部
。
今
、
河
南
省
明
應
溢
名
臣
備
孜
録
、
二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
三
〕
。

臨
汝
縣
の
南
。
〔
左
氏
、
哀
、
四
〕
襲
二
梁
及
苧
竺

O
【
一
佳
昂
】
IO

”
究
明
、
杞
縣
の
人
。
字
は
時
學
。
明
経
よ
り

肝
胎
縣
簿
を
授
け
ら
る
。
著
に
字
學
正
博
が
あ
る
。

[
争
註
丘

]
1
1

認
ク
縣
名
。
隋
‘
罹
く
。
安
徽
省
六
安
縣
の

姓
。
〔
尚
友
録
〕
霰
、
太
原
蒻
音
、
周
文
王
第
六
子

北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
鳳
陽
府
、
需
州
〕
霰
丘
縣
、

霰
叔
之
後
、
以
レ
國
為
レ
氏
、
又
望
出
―
―
河
東
蜀
郡
↓

〇
刃
で
物
を
破
る
。
渦
洲
の
方
言
。
□
国
草
の
志
云
、
周
成
王
時
、
霰
叔
遷
於
此
砿
因
以
名
、
春
秋
時

名
。
蓋
(
9
|
3
2
4
0
6
)
・在

(11|
 4
1
9
4
0
)
に
通
ず
。
為
藝
國
嬰
戦
國
時
総
楚
地
ご
本
云
‘
隋
開
皇
十
九

〔
集
韻
〕
雹
岬
名
、
爾
雅
、
抱
、
霰
首
‘
或
炊
レ
神
、
年
、
改
置
震
邸
縣
面
属
壽
州
二
清
史
稿
、
地
理
志
〕
安

徽
穎
州
府
、
縣
六
、
霰
邸
゜

[
予
年
球
】
12

誘
ク
明
、
南
海
の
人
。
字
は
廷
獣
。
正
徳
の
攀

通
作
レ
在
。

人
。
官
は
武
陵
縣
の
知
。

【
霰
晴
】
1

り
ワ
？
宋
、
南
海
の
人
。
字
は
明
甫
゜
篤
く
問
學

【
霰
光
】
13

砂
漢
、
平
陽
の
人
。
去
病
の
異
母
弟
。
字
は

に
志
す
。
文
を
為
る
に
淵
続
奇
古
、
俗
と
合
は
ず
。
元
符

子
孟
ぷ
磁
は
宣
成
。
官
は
武
帝
の
時
‘
奉
車
都
尉
。
後
元

の
初
、
太
學
に
入
り
、
篤
行
に
學
げ
ら
る
。
〔
尚
友
録
、
二

の
初
、
大
司
馬
・
大
将
軍
を
授
け
ら
る
。
遺
詔
を
受
け

十
二
〕
。

て
、
金
日
碍
等
と
幼
士
を
輔
翼
し
た
。
封
は
博
陸
侯
。
政

雇
邑
】
2

仔
邑
の
名
。
今
の
山
西
省
霰
縣
。
〔
菌
唐

二
〗
〗
□
[
/
三
[

□
ラ
ク

回
カ
ク

曰
ク
ー
ワ
ク

軍
蚕
は
‘
露
が
多
い
さ
ま
。
鴻
(
7
|
1
8
1
3
6
)
・
霧

(
1
2
-
4
2
4
3
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
博
、
博
鴻
‘
露
多

兒
‘
或
作
レ
霧
‘
或
拉
省
。

タ
ン
ダ
ン

シ
ウ
シーユ

憲

蹂

鼈

霧

寄

粛

蛍

霰

雨
兒
、
或
作
レ
審
。

〔
集
韻
〕
忽
郭
切
寧
⇒

r
x
ビ

h
u
o
•

〔
集
韻
〕
歴
各
切
寧
〖

〔
集
韻
〕
昴
各
切
画
『

〔
篇
海
〕
職
流
切
因

雲
雨
の
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
需
、
雲
雨
貌
。

〔
集
韻
〕
徒
官
切

囲

五
六
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雨

部

〔
八
書
―
〕

霜

五
七

【
霰
漫
]16

認
”
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
陵
縦

播
逸
、
霰
漫
紛
絶
。
〔
注
〕
善
日
、
霜
漫
、
盛
貌
゜

【
霧
活
l

】17
”
努
宋
、
渭
州
の
人
。
字
は
南
仲
。
書
に
巧
゜

〔
圏
給
賓
鑑
〕
。

【
霰
橋
】
18

翌
鎮
の
名
。
江
蘇
省
江
都
縣
の
束
南
。
商

業
地
。

【
霜
縣
】
19

焚
ク
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
山
西
省
霰
石
縣
の

南
。
扮
水
の
東
、
霜
山
の
西
。
周
初
の
霰
國
。
武
王
‘
商
に

克
ち
て
弟
の
虞
を
此
慮
に
封
じ
て
霜
叔
慮
と
い
っ
た
。

【
霰
顕
】
20

焚
ク
漢
の
人
。
光
の
妻
。
奢
淫
虐
害
、
軌
度
に

循
は
ず
。
小
女
の
成
君
を
愛
し
、
之
を
責
く
せ
ん
と
欲

し
、
宣
帝
の
許
后
の
産
に
常
り
、
陰
か
に
乳
瞥
淳

f
術

に
槃
で
后
を
拭
さ
せ
、
光
に
勧
め
て
成
君
を
納
れ
、
立

て
て
后
と
し
た
。
光
卒
し
、
顕
、
監
奴
渇
子
都
と
淫
乱

す
。
后
を
拭
し
た
事
泄
れ
、
子
の
馬
、
従
孫
の
雲
，
山
等

の
謀
反
肢
覺
し
、
皆
坐
し
て
誅
せ
ら
れ
、
顕
は
棄
市
さ

る
。
〔
前
漢
書
、
六
十
八
•
九
十
七
〕
。

【
霜
原
】
21

り
匁
晉
、
廣
陽
の
人
。
字
は
休
明
。
少
く
し

て
志
力
あ
り
、
叔
父
、
法
に
坐
し
て
死
罪
に
賞
る
や
、

原
、
獄
に
人
つ
て
訟
へ
、
終
に
叔
父
は
許
さ
る
。
元
康
の

末
、
王
褻
等
と
賢
良
を
以
て
徴
さ
れ
た
が
至
ら
ず
。
後
、

王
浚
が
制
を
稽
し
、
僭
を
謀
る
に
贄
せ
ず
、
殺
害
さ
る
。

〔
晉
書
、
九
十
四
〕
。

【
霰
后
】
22

”
咋
漢
の
人
。
光
の
女
。
母
顧
‘
許
后
を
試

し
、
光
に
勧
め
て
宮
に
入
れ
、
遂
に
后
と
な
る
。
許
后

の
男
が
太
子
と
な
る
や
毒
害
を
謀
る
も
成
ら
ず
。
許

后
を
拭
す
る
の
事
泄
れ
、
廃
せ
ら
れ
て
昭
豪
宮
に
居

り
、
自
殺
し
た
。
〔
前
漢
害
、
六
十
八
，
九
十
七
上
〕
。

【
霰
山
】
23

努ク

0
山
名
。
④
河
南
省
臨
汝
縣
の
西
南
。

一
名
‘
霰
陽
山
。
〔
左
氏
‘
哀
‘
四
〕
為
二
昔
之
期
五
襲
嘉
木

及
霰
↓
〔

it〕
南
梁
有
霰
陽
山
f

＠
山
西
省
霜
縣
の
東
南
。

一
名
、
雀
太
山
。
郎
ち
古
の
太
岳
゜
〔
爾
雅
、
秤
地
〕
西

方
之
美
者
、
有
ー
ニ
霰
山
之
多
"
珠
玉
1

焉
。
〔
書
、
馬
貢
〕
壺

口
雷
首
、
至
1

一
干
太
岳
↓
〔
周
證
、
夏
官
、
職
方
氏
〕
翼
州
、

其
山
鎖
日
―
―
霜
山
↓
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
‘
下
‘
珍
賓
〕

挺
―
―
霧
山
之
珍
ス
空
女
徽
省
霜
山
縣
の
西
北
。
一
名
、
天

柱
山
。
六
安
茶
を
産
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
山
〕
霰
山
為
土
南
嶽
一

〔
注
〕
即
天
柱
山
、
瀾
水
所
レ
出
焉
ふ
マ
湖
北
省
竹
山
縣
の

束
。
R
廣
東
省
龍
川
縣
の
東
北
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
河
源

縣
有
―
―
雹
山
下
上
有
二
叢
籠
寺
↓
●
縣
名
。
隋
‘
覆
く
。
安
徽

省
六
安
縣
の
南
。
縣
の
南
に
霰
山
か
あ
る
か
ら
名
づ
け
【
争
懇
閃
】
31

豆
匁
す
み
や
か
に
ひ
ら
め
く
。
又
、
い
な
び
測
知
し
て
之
を
駁
す
。
官
は
證
部
尚
書
。
船
‘
學
博
＜

ら
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
薩
州
府
‘
六
安
州
〕
霜
か
り
。
電
光
。
〔
顧
雲
、
天
威
行
〕
金
蛇
飛
状
霰
閃
過
、
オ
高
く
、
先
後
、
建
白
す
る
所
多
く
‘
頗
る
國
家
の
大
計

山

縣

。

州

西

南

九

十

里

、

漢

溝

縣

地

、

圏

二

直

州

郡

ご

広

白

日

倒

桂

銀

縄

長

。

に

渉

る

。

惟

i

度
鼠
褐
溢
‘
至
る
所
人
と
競
ひ
‘
帝
頗

云
‘
隋
開
皇
初
郡
限
‘
改
レ
縣
日
―
―
霜
山
玉

8
-―
蔵
州
→
〔
清
[
_
佳
瑾
】

3
2
豆
匁
明
、
鳳
翔
の
人
。
字
は
廷
璧
。
郷
學
よ
る
心
に
之
を
厭
ふ
。
著
に
詩
経
解
•
象
山
學
辮
．
程
朱

史
稿
、
地
理
志
〕
安
徽
、
六
安
直
隷
州
‘
縣
二
、
霜
山
。
参
り
國
學
に
入
る
。
大
同
通
判
を
授
け
ら
れ
、
正
統
中
‘
訓
繹
・
渭
涯
集
・
西
漢
筆
評
・
渭
崖
家
訓
が
あ
る
。
〔
明

漢
の
人
。
雲
の
弟
。
地
節
の
初
‘
光
の
功
に
よ
り
、
封
は
知
府
に
抜
擢
さ
る
。
英
宗
北
狩
し
、
車
駕
城
下
に
至
る
史
、
二
日
九
十
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
七
十
七
〕
．

築
平
侯
゜
謀
反
に
坐
し
て
誅
せ
ら
る
。
〔
前
漢
書
、
六
十
や
‘
瑣
、
出
で
て
謁
し
、
悉
く
金
吊
を
括
つ
て
猷
じ
‘
帝
、
〔
明
史
稿
、
二
日
八
十
一
―
-
〕
.
〔
國
朝
献
徴
録
、
十
八
〕
．
〔
國

八
〕
゜
R
明
、
洪
孝
先
(
6
-
1
7
4
0
2
:
 2
2
4
)

の
琥
。
嘉
歎
す
。
復
辟
に
及
び
、
官
は
エ
部
侍
郎
。
成
化
の
初
、
朝
名
世
類
苑
、
ニ
・
十
九
・
ニ
十
四
・
ニ
十
六
・
―
二
十
・
三

【
霧
州
．
】
24

グ
匹
州
名
。

O
梁
、
置
く
。
故
治
は
安
徽
省
弾
劾
を
被
り
‘
致
仕
し
て
卒
し
た
。
〔
明
史
、
一
百
七
十
十
三
・
三
十
五
・
三
十
六
・
三
十
七
・
三
十
九
〕
・
〔
昭
代
明

霰
山
縣
の
東
。

0
金
、
置
く
。
清
、
直
隷
州
と
し
、
趙
城
・
-
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
―
二
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
良
録
‘
几
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
十
六
〕
．
〔
嘉
靖
以
来
首
輔

石
の
二
縣
を
管
轄
す
。
民
國
縣
に
改
む
。
〔
清
史
稿
、
地
五
十
一
―
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
五
十
一
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
、
博
‘
一
―
〕
・
〔
皇
明
詞
林
人
物
孜
‘
六
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
二
〕
．

理
志
〕
山
西
‘
霰
州
直
隷
州
、
領
1

一
縣
―
二
趙
城
、
石
。
十
八
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
六
十
五
・
六
十
七
〕
．
〔
明
名
人
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
一
百
十
一
〕
・
〔
明
詩
綜
、
ニ
ト

【
霧
~
綽]
2
5
グ
ぃ
竺
立
派
に
美
事
な
る
こ
と
。
債
、
二
十
九
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
日
五
〕
。
五
〕
．
〔
明
史
騒
‘
六
十
〕
．
〔
明
書
、
二
日
五
十
五
〕
．
〔
明
詩

【
霜
叔
】
26

ク
音
周
の
武
王
の
弟
。
霰
叔
慮
を
見
よ
。
【
霜
嬢
】
3
3
u
匁
漢
の
人
。
去
病
の
子
。
字
は
子
侯
。
父
を
紀
事
、
戊
、
十
二
〕
．
〔
明
儒
學
案
、
五
・
十
三
〕
。

〖
霜
叔
慮
〗
邸
砂
グ
＇
ョ
周
の
人
。
文
王
の
第
八
子
。
武
王
嗣
い
で
冠
軍
侯
と
な
る
。
武
帝
其
の
壮
勇
を
愛
し
、
官
【
霰
滓

l】3
8
”
匁
清
、
武
功
の
人
。
明
の
崇
禎
の
進
士
。
官

の
弟
。
霰
に
封
ぜ
ら
る
。
管
叔
鮮
・
保
叔
度
と
同
じ
く
討
は
奉
車
都
尉
。
泰
山
に
従
封
し
卒
し
た
。
〔
前
漢
書
、
五
は
御
史
。
應
天
を
巡
按
す
。
順
治
中
、
監
察
御
史
を
授
け

の

子

武

康

を

監

し

、

管

係

の

乱

に

降

さ

れ

て

庶

人

と

な

十

五

〕

。

ら

れ

、

大

理

寺

少

卿

に

抜

擢

さ

る

。

帝

黎

園

説

・

貞

観

政

る
。
〔
書
、
祭
仲
之
命
〕
．
〔
荀
子
、
儒
炊
〕
。
【
雀
殊
~
】

3
4
互
匁
〇
に
は
か
に
消
え
失
せ
る
。
又
、
は
や
要
・
大
學
術
義
等
の
諸
書
を
経
筵
に
日
講
せ
ん
事
を
請

【
霜
俊
】
27

グ
翌
梁
の
人
。
祁
陵
王
綸
が
侯
景
を
討
つ
い
さ
ま
。
忽
然
。
〔
司
馬
相
如
、
大
人
賦
〕
換
然
霧
除
、
ひ
、
嘉
納
さ
る
。
官
は
エ
部
尚
書
。
〔
清
史
列
博
、
七
十

や
‘
俊
、
軍
主
と
為
り
、
軍
敗
れ
て
獲
へ
ら
れ
‘
賊
、
城
下
霰
然
雲
消
。
〔
枚
乗
、
七
登
〕
沼
然
汗
出
、
霰
然
病
已
。
八
〕
。

に
送
り
、
已
に
部
陵
王
を
獲
た
と
云
へ
と
逼
っ
た
か
途
〔
注
〕
善
曰
‘
霰
‘
疾
貌
也
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
、
左
慈
博
〕
【
年
隻
汀
】
39

％
ク
桂
山
義
樹
の
琥
。
桂
山
彩
巖
(
6
-
1
4
7
5

に
従
は
ず
‘
刀
背
で
牌
を
監
打
さ
れ
た
が
紳
色
嬰
ぜ
慈
乃
卸
入
二
壁
中
云
隼
然
不
レ
知
レ
所
レ
在
。

0
大
ぎ
な
さ

5

:
5
1
)

を
見
よ
。

ず
‘
賊
も
義
と
し
て
之
を
許
し
た
。
〔
南
史
、
五
十
一
―
-
〕
。
ま
。
〔
風
俗
通
‘
山
澤
〕
物
盛
長
垂
レ
枝
布
レ
築
‘
霰
然
而
大
【
霜
童
】
40

豆
咋
山
名
。
揺
建
省
寧
徳
縣
の
北
。
列
仙
博

【
霜
峻
】
28

ぶ

竺

三

國

、

蜀

の

枝

江

の

人

。

字

は

仲

池

。

官

也

。

は

霧

桐

山

に

作

る

。

道

家

で

は

霞

林

洞

天

と

い

ひ

‘

仙

は
先
主
に
仕
へ
て
中
郎
将
。
先
主
、
劉
障
を
襲
ふ
や
、
【
霧
存
2
]
3
5

グ
匁
五
代
、
梁
の
曲
周
の
人
。
少
く
し
て
黄
巣
人
の
王
元
甫
・
郡
伯
元
・
堵
伯
玉
等
が
此
虞
で
修
練
し

賎
萌
城
を
留
守
し
、
包
園
さ
れ
る
こ
と
一
年
。
張
魯
‘
に
従
ひ
‘
巣
敗
れ
て
梁
に
降
る
。
魏
勇
、
騎
射
を
善
く
た
。
五
代
間
の
時
、
封
じ
て
東
嶽
と
し
た
。
〔
太
平
賓
宇

人
を
遣
し
て
誘
っ
た
が
従
は
ず
‘
隙
を
伺
つ
て
大
破
し
、
博
；
戦
功
あ
り
。
官
は
太
祖
の
時
‘
諸
軍
都
指
揮
記
〕
列
仙
霰
童
遊
虞
、
天
賓
六
載
‘
赦
改
為
左
佳
童
山
而
亦

し
、
梓
滝
太
守
に
遷
る
。
卒
す
る
や
先
主
、
墾
僚
を
率
使
。
梁
、
郡
州
を
攻
め
る
や
、
朱
瑾
来
り
救
ふ
。
存
、
伏
曰
―
―
遊
仙
山
↓

ゐ
て
弔
祭
し
、
墓
上
に
留
宿
し
た
。
〔
三
國
志
、
四
十
を
殷
し
て
撃
ち
、
瑾
等
を
石
佛
山
に
敗
り
、
流
矢
に
中
【
霜
南
】
41

”
匁
清
、
顧
衡
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 3
4
)

の
琥
゜

一

〕

゜

っ

て

卒

し

た

。

〔

五

代

史

、

二

十

一

〕

．

〔

藷

五

代

史

、

二

＋

【

霜

肉

】

42

月
肉
を
豆
莱
の
如
く
に
扱
ふ
。
肉
を
粗
末

[
年
墾
語
】
29

乃

後

漢

、

郡

の

人

。

字

は

叔

智

。

少

く

し

一

〕

。

に

す

る

を

い

ふ

。

醤

肉

。

覗

レ

酒

如

レ

醤

(
1
1
-
3
9
7
7
6
:
 

て
経
に
明
通
す
。
舅
の
宋
光
の
獄
を
救
つ
て
名
有
り
、
【
霰
太
】
36

”
位
山
名
。
又
、
霰
山
と
い
ふ
。
山
西
省
霰

3
8
4
)
を
見
よ
。
〔
漢
書
‘
飽
宣
偵
〕
奴
従
二
賓
客
面
含
酒
霰
レ

孝
廉
に
琴
げ
ら
れ
、
金
城
太
守
に
遷
る
。
入
っ
て
尚
書
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
名
山
〕
霰
山
、
肉
。
〔
注
〕
劉
徳
曰
、
視
レ
酒
如
レ
漿
、
視
レ
肉
如
左
佳
也
、
師

僕
射
と
為
り
、
梁
翼
の
専
櫂
に
裳
り
、
陛
見
し
て
罪
失
在
"
平
陽
府
霰
州
東
南
三
十
里
↓
亦
日

1
令
堕
亦
日
―
―
霰
古
曰
‘
霰
、
豆
葉
也
、
貧
人
茄
レ
之
也
。

を

陳

聞

す

。

翼

誅

せ

ら

れ

、

桓

帝

、

其

の

忠

を

嘉

賞

し

太

山

↓

【

霰

伯

】

43

心
匁
春
秋
晉
、
先
且
居
(
1
-
1
3
4
9
:
 2
7
6
)

の

た
。
封
は
郡
都
亭
侯
。
官
は
少
府
・
廷
尉
。
〔
後
漢
書
、
七
【
霜
餡
】
37

”
四
明
、
南
海
の
人
。
字
は
渭
先
。
初
琥
は
別
稲
゜

十

八

〕

。

几

崖

。

後

、

渭

厘

と

更

む

。

論

は

文

敏

。

正

徳

の

進

士

。

【

零

平

、

】

44

立
翌
―
二
國
、
蜀
の
人
。
峻
の
子
。
字
は
紹
先
。

【
霰
人
】
30

玖
匁
地
名
。
春
秋
の
晉
の
邑
。
山
西
省
繁
峙
告
蹄
し
て
、
西
樵
山
に
讀
書
し
、
経
史
に
通
じ
た
。
世
先
主
の
末
年
、
官
は
太
子
含
人
。
後
主
践
詐
し
、
謁
者

縣
の
南
。
〔
左
氏
、
襄
、
十
〕
晉
滅
侃
陽
面
竺
周
内
史
選
1

宗
践
詐
し
、
職
方
主
事
に
除
せ
ら
れ
、
大
幡
の
議
起
る
に
除
せ
ら
れ
、
黄
門
侍
郎
に
遷
る
。
永
昌
郡
の
夷
燎
が

其
族
嗣
ぶ
炉
諸
霜
人
£
請
也
。
〔
注
〕
霰
、
晉
邑
。
や
、
毛
澄
が
孝
宗
を
考
と
す
る
に
封
し
、
餡
は
帝
意
を
陰
を
侍
ん
で
反
す
る
や
、
永
昌
太
守
を
領
し
て
討
平

12653 
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雨

部

〔

八

饗

雹

五

八
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す
。
景
耀
の
末
、
官
は
安
南
将
軍
。
建
寧
太
守
。
蜀
亡
に
邸
宅
を
治
め
ん
と
し
た
が
、
匈
奴
が
未
だ
滅
び
ざ
る
盆
と
盟
約
す
。
後
、
盆
、
約
に
負
い
て
往
か
ず
、
小
玉
積
【
霰
興
瑕
】
68
立
咋
明
の
人
。
餡
の
子
。
字
は
勉
衷
。
嘉

45
 

び
、
魏
に
降
り
、
前
官
に
俯
る
。
〔
三
國
志
、
四
十
一
〕
。
に
何
ぞ
家
居
せ
ん
と
言
ひ
‘
盆
；
重
ん
ぜ
ら
る
。
〔
史
思
し
て
疾
む
。
一
日
、
黄
杉
の
客
が
益
を
挟
ん
で
至
る
靖
の
進
士
。
官
は
慈
裕
知
縣
゜
弾
劾
さ
れ
て
罷
め
、
郭
縣

62
 

【
霰
乱
】
45

”
ク
病
名
。
暑
氣
に
中
つ
て
コ
レ
ラ
の
や
う
記
、
一
百
十
一
〕
．
〔
前
漢
書
、
五
十
五
〕
。
を
見
、
一
た
び
慟
哭
し
て
絶
命
す
。
の
知
に
起
用
さ
れ
、
廣
西
餃
事
に
終
る
。
〔
明
史
、
二
日
ー

に
甚
だ
し
く
吐
潟
す
る
病
。
虎
列
拉
。
絞
腸
秒
。
擢
螺
秒
。
【
霰
彦
威
】

5
3焚
サ
五
代
、
唐
の
曲
周
の
人
。
字
は
子
重
°
〖
雲
一
小
玉
傭
〗

5
9
”
カ
ク
七
ウ
ギ
ゴ
ク
小
説
の
名
。
蒋
防
の
作
。
九
十
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
七
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、

弔
獅
秒
。
〔
素
問
、
六
元
正
紀
大
論
〕
嘔
吐
霰
乱
。
〔
漢
書
、
盆
は
忠
武
。
少
く
し
て
兵
乱
に
遭
ひ
、
梁
牌
雹
存
、
養
詩
人
李
盆
と
名
妓
雷
小
玉
と
の
情
事
を
述
べ
た
も
の
。
二
臼
八
十
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
日
十
一
〕
。

絨
助
博
〕
夏
月
暑
時
、
獣
泄
霰
乱
之
病
相
随
腸
也
。
〔
論
つ
て
子
と
す
。
梁
の
太
祗
に
事
へ
、
官
は
天
平
節
度
【
雲

i碩
特
~
】
6
0”
”
ク
セ
＊
蒙
古
部
落
の
名
。
和
碩
特
(
2
|3
4
 
[零
i

耳
孔
撒
i

】69
打
”
土
司
の
名
。
孔
撒
土
司
と
簡
稽

衡
、
四
講
〕
霧
乱
嘔
吐
゜
〔
抱
朴
子
、
至
理
〕
理
中
四
順
、
使
。
後
‘
陳
州
留
後
に
降
さ
る
。
荘
宗
、
梁
を
滅
す
や
、

9
0
:
 2
4
5
)
を

見

よ

。

す

。

西

康

省

甘

孜

道

学

二

縣

の

境

。

清

の

殖

正

六

年

、

可

"

一

以

救

雲

函

叫

↓

映

よ

り

来

朝

し

、

姓

名

を

李

紹

慎

と

賜

は

る

。

明

宗

に

【

霧

仙

鳴

】

61

努
グ
唐
の
人
。
宦
者
。
始
め
賓
文
場
と
安
撫
司
を
置
く
。
宜
統
三
年
、
流
官
に
改
め
、
分
つ
て

【
亭
塾
森
】
ぉ
乃
清
、
王
萬
樹
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
0
4
9
)

の
従
つ
て
契
丹
を
撃
つ
。
荘
宗
卒
し
、
明
宗
に
従
つ
て
洛
東
宮
に
隷
し
て
徳
宗
に
事
ふ
。
帝
、
山
南
よ
り
還
る
や
甘
孜
道
埠
雨
委
員
を
設
け
‘
邊
務
大
臣
に
闇
し
た
。

字

。

陽

に

入

る

。

徒

つ

て

平

直

を

鎮

し

、

天

成

中

、

卒

し

た

。

宿

牌

の

制

し

難

き

を

忌

み

、

文

場

・

仙

鳴

に

詔

し

て

左

【

雹

耳

章

．

谷

】

70

が
砂
ク
土
司
の
名
。
西
康
省
鑢
雹
縣
゜

[
霧
藪
]
4
7

り
で
宋
の
人
。
紹
興
中
、
京
西
運
副
と
な
り
、
〔
五
代
史
、
四
十
六
〕
．
〔
藷
五
代
史
、
六
十
四
〕
。
右
紳
策
軍
を
分
綿
さ
せ
、
威
櫂
、
朝
廷
に
震
ひ
、
諸
方
の
清
の
雉
正
中
、
安
撫
司
を
置
き
、
四
川
省
打
箭
遣
顧
に

遷
つ
て
渾
州
に
知
と
な
る
。
櫃
密
陳
誠
之
、
其
の
風
力
【
霰
子
．
衡
】
54

筋
ク
/
明
‘
南
海
の
人
。
字
は
覺
尚
。
萬
暦
節
度
大
将
、
多
く
其
の
軍
に
出
づ
。
後
、
暴
か
に
卒
し
、
陽
す
。
光
緒
中
、
川
省
委
員
の
管
理
に
帰
し
た
。

あ
る
を
稽
す
。
高
宗
、
禁
衛
省
部
に
臨
幸
す
る
や
‘
鑑
、
の
郷
試
゜
哀
州
知
府
に
歴
任
す
。
唐
王
の
弟
幸
鍔
が
廣
帝
、
小
使
散
十
人
を
誅
し
た
。
〔
唐
書
、
二
百
七
〕
．
〔
藷
唐
【
霰
耳
竹
高
]
7
1

封
が
土
司
の
名
。
西
康
省
甘
孜
鑢
霰

誠
心
を
以
て
其
の
道
を
盛
し
、
直
奏
す
る
を
以
て
、
中
州
に
立
つ
や
、
召
さ
れ
て
太
僕
卿
と
為
る
。
清
兵
、
廣
州
書
、
一
百
八
十
四
〕
。
二
縣
の
境
。
清
の
殖
正
中
、
安
撫
司
を
置
く
。
四
川
打

官
皆
之
を
畏
憚
し
た
。
〔
南
宋
制
撫
年
表
、
三
十
九
〕
。
に
克
つ
や
、
三
子
を
招
い
て
死
節
を
訓
へ
、
井
に
投
じ
【
雲
海
噴
方
(
】
6
2
"
ダ
炉
宋
、
武
進
の
人
。
字
は
仁
仲
。
徽
宗
箭
遣
朧
に
闇
す
。
宣
統
三
年
、
流
官
に
改
め
、
章
谷
甘

【
霰
弄
】
48huo• 

nung• 

騒
す
。
翻
弄
す
る
。
て
死
ん
だ
。
〔
明
史
、
二
百
七
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
五
即
位
し
、
進
士
を
策
し
、
第
一
に
及
第
し
た
。
宣
義
郎
を
孜
の
管
理
に
饒
し
た
。

【
霰
安
國
】
49

”
冴
戸
宋
の
人
。
官
は
靖
康
の
初
、
懐
州
の
十
九
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
十
三
〕
．
〔
南
張
繹
史
撫
遺
‘
授
け
ら
れ
、
幡
部
侍
郎
に
累
遷
し
た
。
郡
に
補
せ
ら
れ
【
霰
耳
東
科
】
7
2
2刃
5

土
司
の
名
。
西
康
省
甘
孜
縣
の

知
。
路
允
迪
、
其
の
治
状
を
表
彰
し
て
直
龍
圏
閣
を
加
五
〕
．
〔
小
膜
紀
事
、
十
三
〕
．
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
前
朝
ん
事
を
請
ひ
、
顧
膜
閣
待
制
を
以
て
平
江
を
知
し
、
陳
境
。
清
の
碓
正
中
、
長
官
司
を
置
く
。
四
川
打
箭
遣
朧

ふ
。
金
騎
至
る
や
極
力
抒
禦
し
、
徽
猷
閣
待
制
を
拝
忠
義
別
偉
、
二
十
五
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
、
二
十
九
〕
．
〔
勝
州
に
改
め
ら
る
。
官
は
通
議
大
夫
。
〔
宋
史
、
三
百
五
十
に
層
す
。
宣
統
一
二
年
、
流
官
に
改
め
、
甘
孜
州
の
管
理

す
。
後
、
城
陥
り
、
屈
せ
ず
し
て
死
ん
だ
。
〔
宋
史
、
四
百
朝
殉
節
諸
臣
録
、
四
〕
．
〔
小
脹
紀
博
、
五
十
〕
．
〔
江
人
事
、
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
二
十
三
〕
。
に
蹄
す
。

四

十

七

〕

・

〔

宋

史

新

編

、

二

日

七

十

二

〕

．

〔

東

都

事

略

、

一

〕

。

【

雹

徳

行

】

63

”
”
が
明
、
東
光
の
人
。
字
は
道
本
。
少
く
【
霰
耳
白
利
】
73

心
孔
土
司
の
名
。
西
康
省
甘
孜
縣
の

一

百

十

一

〕

。

【

霰

集

占

】

55

衿
夕
清
の
人
。
一
名
は
小
和
卓
木
。
乾
隆
し
て
文
名
あ
り
、
明
経
に
攀
げ
ら
る
。
官
は
潅
陽
教
授
。
境
。
清
の
雉
正
中
、
長
官
司
を
置
く
。
四
川
省
打
箭
遣

【零
i

維
華
】
50

”
”
が
明
、
東
光
の
人
。
萬
暦
の
進
士
。
金
中
、
兄
の
大
和
卓
木
博
羅
尼
都
と
準
部
喝
爾
丹
策
零
に
著
に
碩
寛
堂
詩
文
集
・
淵
源
録
・
源
渉
録
・
循
環
説
・
家
顧
に
層
す
。
宣
統
三
年
、
流
官
に
改
め
、
甘
孜
州
の
管

壇

知

縣

に

除

せ

ら

れ

、

天

啓

中

、

官

は

兵

科

給

事

。

性

、

執

へ

ら

る

。

準

部

の

内

乱

に

及

び

、

清

軍

が

伊

梨

を

定

訓

等

が

あ

る

。

理

に

蹄

し

た

。

愴
邪
、
雀
呈
秀
と
同
じ
く
魏
忠
賢
の
謀
主
と
な
り
、
力
め
る
や
繹
さ
れ
て
伊
梨
に
留
居
し
、
天
山
北
路
の
回
教
【
雲
-
由
]
督

I
】
“
昇
げ
/
種
族
の
名
。
ア
フ
リ
カ
南
部
の
力
【
雹
爾
玉
木
~
期
】

7
4
計
ル

O
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
新
彊
省

め
て
東
林
を
攻
め
、
兵
部
尚
書
に
累
進
す
。
後
、
太
子
徒
を
統
率
せ
し
め
ら
る
。
阿
睦
爾
撒
納
の
叛
に
應
じ
、
ラ
ハ
リ
沙
漠
地
方
に
住
す
る
世
界
矮
小
種
族
の
一
。
緩
定
縣
の
西
。
霰
爾
果
斯
河
の
東
岸
。
伊
翠
の
西
北
、
中

太
保
を
加
へ
ら
る
。
逆
案
定
ま
り
、
徐
州
に
鏑
戌
さ
清
牌
、
雅
爾
吟
善
に
敗
ら
れ
、
巴
達
克
山
に
遁
れ
、
土
酋

H
o
t
t
e
n
t
o
t
s

の

昔

繹

。

蘇

國

境

に

あ

る

。

も

と

挟

哀

城

と

い

ふ

。

光

緒

十

四

年

、

れ

、

憂

憤

し

て

死

亡

し

た

。

〔

明

史

、

三

百

六

〕

・

〔

萬

斯

同

に

殺

さ

る

。

【

霊

夫

人

】

65

カ
ダ
漢
の
霊
光
の
妻
。
霰
顧
を
い
ふ
。
〔
績
伊
寧
府
の
分
防
慶
。
民
國
三
年
、
楊
督
軍
、
緩
定
の
管
轄

明
史
、
三
百
五
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
二
十
五
〕
。
【
霰
将
軍
】
56

衿
が
'
/
築
府
、
琴
曲
歌
酔
の
名
。
漢
の
霰
列
女
博
、
霰
夫
人
顕
博
〕
霧
夫
人
顕
者
漢
大
将
軍
博
陸
地
と
索
倫
螢
の
地
を
合
し
て
霰
爾
果
斯
縣
を
設
く
。

【
霧
家
地
】
51

”

ワ

ク

カ

地

名

。

●

涌

洲

熱

河

省

赤

峯

縣

の

去

病

、

功

成

り

‘

萬

五

干

戸

に

封

ぜ

ら

れ

て

得

意

の

時

侯

霰

光

之

妻

也

。

さ

,orgos

の
漢
繹
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
新
彊
、
伊
黎

東
。
金
の
産
地
。
●
涌
洲
熱
河
省
平
泉
縣
、
石
炭
の
産
に
作
る
。
ま
た
、
唐
の
雀
願
に
も
歌
酔
が
あ
る
。
〔
柴
府
【
雲
涵
沖
眺
】
66

衿
が
漢
の
霧
去
病
。
螺
眺
校
尉
と
な
っ
府
‘
注
、
改
1

一
霰
爾
果
斯
白
I

二
棋
哀
↓
●
川
の
名
。
新
橿
省

地。

O
涌
洲
熱
河
省
建
平
縣
。
金
の
産
地
。
詩
集
、
琴
曲
歌
辞
、
琴
歌
〕
古
今
築
録
日
、
雹
将
軍
去
病
た
か
ら
い
ふ
。
〔
庚
信
‘
詠
↓
↓
董
屏
風
―
詩
〕
寒
衣
須
レ
及
レ
伊
摯
河
の
支
流
。
源
は
霰
爾
果
斯
縣
の
西
北
。
伊
黎
河

【
霰
去
病
】
52

衿
勺
イ
漢
、
平
陽
の
人
。
衛
青
の
妹
の
子
。
盆
,
1

封
萬
五
干
戸
云
伝
誅
興
,
,
大
将
軍
1

等
、
於
レ
是
志
得
早
、
将
レ
寄
―
―
霧
燦
挑
↓
〔
王
維
、
出
塞
作
詩
〕
玉
鞄
角
弓
珠
に
注
ぐ
。

誼
は
景
桓
。
武
帝
の
時
、
螺
桃
校
尉
と
為
り
、
六
度
出
で
意
歓
、
而
作
レ
歌
、
按
、
琴
操
有
,
,
霰
将
軍
渡
河
操
ご
右
病
勒
馬
、
漢
家
将
レ
賜
1

一
霰
螺
桃
↓
〔
李
白
‘
塞
下
曲
詩
〕
功
成
【
雹
面
土
子
古
向
】
75

ク
”
ウ
リ
漢
、
朝
鮮
の
人
。
背
て
一
白

て
、
匈
奴
を
撃
ち
、
折
蘭
・
虞
等
の
王
を
斬
り
、
渾
邪
・
屯
所
レ
作
也
。
〔
霰
去
病
、
琴
歌
〕
四
夷
既
護
、
諸
夏
康
分
、
國
蜜
―
―
麟
閣
云
獨
有
―
―
霰
課
桃
↓
〔
杜
甫
、
後
出
塞
詩
〕
借
問
首
の
狂
夫
、
過
つ
て
溺
死
し
、
其
の
妻
笙
後
を
鼓
し
悲

頭
等
の
王
を
降
獲
し
、
遠
く
沙
漠
を
渉
り
、
狼
居
脅
山
家
安
寧
‘
築
未
レ
央
分
、
載
敗
↓
一
千
文
百
弓
矢
祓
合
、
麒
麟
来
大
将
誰
、
恐
是
霰
蝶
挑
。
し
み
歌
ふ
、
昔
甚
だ
凄
切
、
曲
終
り
亦
河
に
投
じ
て
死

に
封
じ
、
姑
術
に
祠
し
、
論
海
に
登
臨
す
。
封
は
冠
軍
辣
、
鳳
凰
親
分
、
興
レ
天
相
保
、
永
無
レ
彊
令
、
親
親
百
年
、
【
雲
直
巴
~
】

6
7クgク
ヤ
ヴ
地
名
。
河
南
省
臨
汝
縣
の
東
南
。
ん
だ
。
子
高
、
其
の
臀
を
以
て
妻
麗
玉
に
語
る
。
麗
玉
之

侯

。

官

は

鰈

騎

大

将

軍

。

人

と

為

り

、

少

言

、

帝

嘗

て

各

延

長

令

。

一

名

、

霊

陽

城

。

〔

左

氏

‘

哀

、

四

〕

為

二

昔

之

期

面

杢

梁

を

傷

み

、

笙

僕

を

引

き

其

の

臀

を

寓

し

て

笙

筏

引

を

為

孫
呉
の
兵
法
を
教
へ
ん
と
せ
し
も
、
方
略
如
何
を
顧
み
【
雲
一
小
．
玉
】
58

衿
5'
ヨ
ク
唐
の
大
暦
中
の
名
妓
。
本
、
霰
王
及
霰
↓
〔
會
箋
〕
霰
陽
緊
在
二
汝
州
東
南
ぶ
亦
名
1

一
雹
陽
城
↓
る
。
〔
渠
書
〕
。

る
の
み
必
ず
し
も
古
兵
法
を
學
ば
ず
と
答
へ
、
帝
た
め
の
婢
の
出
、
姓
を
易
へ
て
鄭
と
い
ふ
。
隅
西
の
李
十
郎
〔
水
経
‘
汝
水
注
〕
汝
水
之
右
有
,
,
霰
陽
衆
→
〖
~
里
子
高
玉

k
〗7
6
り
ヴ
ウ
リ
ン
カ
ヴ
麗
玉

(
1
21 47
6
6
3
 :
1
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雨

部

〔
八
聾
〕

霜

宴

霜

霙

裔

霧

按

霧

霜

五
九

小
●
雲
の
ふ
る
さ
ま
。
〔
説
文
新
附
〕
霧

同
甘
策
屈
雪
兒
、
炊
レ
雨
非
臀
。
〔
詩
、

Jtp
風

北
風
〕
雨
レ
雪
其
霜
。
〔
博
〕
霜
‘
甚
貌
゜
〔
集
博
〕
霜
‘

雨
雪
分
散
之
状
。
●
雲
の
飛
ぶ
さ
ま
。
〔
謝
震
運
‘

石
壁
精
含
還
二
湖
中
1

詩
〕
雲
霞
牧
1

一
夕
号
非
一
〔
注
〕

善
日
、
霜
、
雲
飛
貌
。
＠
燻
の
起
る
さ
ま
。
〔
晉
書
‘

王
義
之
博
論
〕
煙
霜
霧
結
。
働
し
づ
か
に
降
る

雨
。
零
゜
〔
集
韻
〕
霜
‘
零
也
。
〔
何
夢
桂
、
釣
景
詩
〕

雙
憂
絶
壁
錯
―
―
林
霜
二
〇
ひ
る
が
へ
る
。
〔
蒋
防
‘

雪
影
透
―
―
書
帷
1

賦
〕
慕
歴
而
籾
風
乍
牽
非
。

O
物
の

さ
ま
。
霜
霜
(

7

)

を
見
よ
。
〇
或
は
第
(
1
2
ー

4
4

0
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
争
非
‘
或
炊
レ
飛
。

【
罪
解
】
1

ゲ
こ
ま
ご
ま
に
く
だ
け
る
。
こ
っ
ぱ
微
塵
゜

〔
柳
宗
元
、
招
―
―
海
買
文
〕
紬
櫨
霜
解
梢
1

一
若
木
↓

【
罪
霜
】
2

炉
ふ
る
霧
〔
張
協
、
七
命
〕
雰
雪
葛
其
根
一

[
筆
非
散
】
3

ザ
飛
ぴ
散
る
。

L

霜
霜
封
其
條
↓

【
霜
穏
】
4

5

ィ
散
る
は
な
。
落
英
。
〔
謝
藁
運
、
山
居
賦
〕

散
華
罪
範
、
流
香
飛
越
゜

小

日

□

0
こ
さ
め
。
〔
説
文
新
附
〕
宴
、
小
【
霜
屑
]
5

デ
〇
雪
の
形
容
。
〔
韓
維
、
雪
詩
〕
中
微
玉

覆
｛
豪
雨
也
、
長
雨
妾
瞥
゜
〇
あ
め
の
お
と
。
雰
屑
‘
後
盛
毛
紛
鋭
゜
〇
佳
―
―
―
―
口
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
胡
母

輔
之
偉
〕
（
王
）
澄
嘗
典
入
書
1

一
日
‘
彦
國
吐
佳
言
正
如
1

一

鋸
木
屑
ニ
霜
雰
不
レ
絶
‘
誠
為
一
後
進
領
袖
↓

〔
集
韻
〕
婁
、
雨
瞥
゜
＠
荒
宴
は
‘
に
は
か
あ
め
。

【
霜
霰
】
6

ザ
ふ
る
あ
ら
れ
。
〔
係
襄
、
詩
〕
棲
外
陰
雲

〔
集
韻
〕
雲
、
荒
宴
、
疾
雨
。
⑲
し
ば
し
。
し
ば
ら

く
。
〔
中
華
大
字
典
〕
雲
、
瞬
宴
、
目
動
之
頃
也
。
迎
饒
合
、
栢
頭
霜
霰
輿
楓
倶
゜

〔
陳
造
、
宿
ニ
一
商
卿
家
一
詩
〕
蝶
夢
蓬
蓬
一
宴
間
。
日
【
霜
霜
】
1

豆
〇
雨
雪
の
甚
だ
し
く
降
る
さ
ま
。
た
い
ヘ

雨
香
。
嘗
(
1
2
|
 4
2
2
9
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嘗
‘
ん
ふ
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
霜
霜
‘
雪
也
。
〔
詩
‘
小
雅
、
采

博
雅
誓
霞
雨
也
‘
或
払
妾
。
薇
〕
今
我
来
思
‘
雨
雪
霜
罪
。
〔
博
〕
霜
霜
、
甚
也
。
〔
陳
奥
博

疏
〕
北
風
雨
雪
其
霜
、
博
、
霜
、
甚
貌
、
重
1

一
言
冬
曰
嘉

°
季
女
廣
雅
、
零
霜
、
雪
也
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
初
若
瓢
諷
「

【
宴
雨
】
1

笞
こ
さ
め
。
又
、
ひ
と
し
き
り
ふ
る
雨
。

後
遂
霜
罪
。
〔
注
〕
綜
日
‘
霜
霜
‘
雪
下
貌
。
〔
魏
武
帝
‘
苦
寒

【
宴
時
】
2sha• 

s
h
i
h
'

す
こ
し
の
問
し
ば
し

行
〕
裕
谷
少
ー
一
人
民
嘉
号
落
何
罪
霜
゜
〔
播
岳
‘
寡
婦
賦
〕
雪

【
婁
宴
】
3

努
〇
風
臀
の
形
容
。
〔
韓
埼
、
春
諜
詩
〕
棲
逍

霜
霜
而
認
落
合
、
風
劉
隕
而
夙
興
。
〔
苑
仲
庵
‘
岳
陽
棲

昏
昏
霧
、
窓
寒
宴
零
風
。

O
雨
臀
の
さ
ま
。
〔
韓
但
、
夏

記
〕
霧
雨
霜
霜
、
連
月
不
レ
開
。

O
こ
ま
か
い
も
の
が
飛
ぴ

夜
詩
〕
猛
風
瓢
電
黒
雲
生
、
宴
零
高
林
躾
―
―
雨
瞥
↓

散
る
さ
ま
。
談
話
の
連
績
す
る
に
い
ふ
。
〔
晉
書
、
胡
母
輔

之
博
〕
吐
佳
言
如
禽
木
屑
一
霜
霜
不
レ
絶
。
＠
霜
露
の

繁
い
さ
ま
。
〔
魏
武
帝
‘
謁
石
篇
〕
天
氣
粛
清
‘
繁
霜
霜
霜
゜

笙
昂
倫
、
南
郊
大
謄
詩
〕
黄
道
月
斜
風
細
細
、
紫
壇
天

瞭
露
霜
霜
゜
R
雲
の
起
る
さ
ま
。
〔
楚
辞
‘
九
章
‘
渉
江
〕
霰

雪
紛
其
無
レ
堰
分
、
雲
罪
霜
其
承
に
子
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭

上
〕
雲
粛
硝
而
来
迎
分
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
飛
‘
古
霜
字
‘

棄
飛
‘
雲
起
貌
゜
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
雲
霜
霜
分
饒
―
―
余

輪
一
風
砂
砂
分
震
―
―
余
旗
↓
〇
草
の
盛
に
茂
る
さ
ま
。

【
霜
】
〗
ヒ

〔
集
韻
〕
芳
微
切
仁

r
、

醒厨

冨
】
〗国□ 日
サ，セ，七サ
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
色
甲
切ヽ
戸

Y

〔
集
韻
〕
色
輛
切

〔
集
韻
〕
悉
合
切

函函侶祗. 

5
)

を
見
よ
。

【
霜
林
山
人
】
77

ぢ
汀

1

)

の
麗

【
霰
耳
甘
孜
麻
書
】
7
8
H
祉
了
ュ
土
司
の
名
。
西
康
省
甘

孜
道
手
二
縣
の
境
。
清
の
薙
正
六
年
‘
｛
女
撫
司
を
置
き
‘

四
川
省
打
箭
遣
慶
に
陽
す
。
光
緒
中
、
孔
撒
土
司
、
兼
領

し
た
。
宣
統
三
年
、
孔
撒
土
司
に
随
つ
て
流
官
に
改
め
、

分
つ
て
甘
孜
委
員
道
塙
委
貝
を
設
け
‘
川
瀬
邊
務
大
臣

に
隠
す
。

消
、
呉
文
漕
(
2ー

3
3
6
5
:
 8
6
 

霧
女
は
、
神
の
名
。
〔
集
韻
〕
害
、
書
女
‘
紳
名
。

曾
】
〗

〔
集
韻
〕
親
盈
切
医

セ
イ
シぶ‘
9

ウ

0
お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
霞
大
雨
。
●
く
ら
い
。

〔
字
彙
補
〕
痛
‘
悸
也
。
〔
易
緯
乾
坤
竪
度
〕
氣
分
篤

請。
【
奎
朋
】
』

ホ
ヴ
「
玉
篇
〕
北
朋
切
函
i

人
名
。
〔
集
韻
〕
霙
、
呉
王
孫
休
子
名
。

【
霙
写

ク
ヴ
ヴ
〔
集
韻
〕
姑
横
切
軍
i

〔
杜
甫
、
宜
政
殿
退
朝
晩
出
1

元
盆
昭
詩
〕
宮
草
霜
霜
承
―
―

委
颯
一
〇
電
光
の
閃
く
さ
ま
。
〔
陸
組
蒙
、
奉
―
―
酬
襲
美

苦
雨
見
と
寄
詩
〕
笑
電
霜
霜
作
1

一
天
喜
↓
〇
集
る
さ
ま
。

〔
楚
辞
、
王
逸
、
九
思
‘
怨
上
〕
雹
霰
分
霜
霜
゜
〔
注
〕
霜
霜
‘

集
貌
。

O
細
く
浮
い
さ
ま
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
薙
人
縛

切
‘
燈
刀
若
レ
飛
‘
應
レ
刃
落
レ
俎
‘
露
露
霜
霜
゜
〔
注
〕
良
曰
‘

冨
露
罪
霜
、
細
浮
貌
。

O
涙
の
下
る
さ
ま
。
〔
苑
雲
、
贈
―
―

張
徐
州
陵
1

詩
〕
懐
レ
情
徒
草
草
‘
涙
下
空
霜
霜
゜
〔
注
〕
良

曰
‘
罪
霜
‘
涙
下
貌
。

【
罪
微
】
8

丘
雨
雪
な
ど
の
細
や
か
に
降
る
さ
ま
。
〔
何

遜
、
七
召
〕
雨
散
漫
以
屈
服
、
雲
霜
微
而
襲
に
子
。
〔
白

居
易
、
草
堂
記
〕
雰
微
如
l

―
雨
露
↓
〔
杜
甫
、
曲
江
封
酒

詩
〕
苑
外
江
頭
坐
不
レ
蹄
、
水
精
宮
殿
轄
罪
微
゜
〔
絞
然
、

微
雨
登
1

一
観
農
棲
丘
炉
雀
使
君
―
詩
〕
霜
微
過
―
―
変
隈
↓

蒲
闊
傍
―
-
t

沙
城
↓

【
霜
雪
録
】
，
共
，
書
名
。
二
巻
。
明
‘
鎖
績
撰
。
此
の
書

詩
義
を
琲
訂
す
る
に
根
撮
あ
り
、
又
、
藷
聞
を
綜
述
す

る
に
淵
源
あ
り
、
惟
だ
好
ん
で
夢
幻
誤
諧
を
記
し
、
小
説

の
橙
を
雑
ふ
と
評
さ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
雑
家
類
〕
。

【
罪
雲
主
人
】
10

訪
グ
明
、
張
斐
(
4
|
9
8
1
2
 :
 4
8
5
)

の

0
の
琥
゜

小
〇
う
る
ほ
ふ
。
う
る
ほ
す
。
④
雨
が
う

霞
豪
る
ほ
す
。
〔
説
文
〕
霞
雨
裳
也
、
炊
レ
雨

油
瞥
°
◎
し
め
る
。
し
め
ら
す
。
〔
廣
韻
〕
霰
‘
混

也
。
〔
詩
、
小
雅
、
信
南
山
〕
既
霜
既
足
。
〔
疏
〕
既
已

油
潤
、
既
已
翌
足
。
◎
ぬ
れ
る
。
ぬ
ら
す
。
〔
國
語
、

齊
語
〕
歪
炉
腔
塗
レ
足
。
〔
注
〕
需
‘
滞
也
。
＠
恩
恵
が

ゆ
き
わ
た
る
。
〔
揚
雄
、
長
楊
賦
〕
仁
霜
而
恩
治
。

0
ひ
た
る
。
ひ
た
す
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
二
〕
霜
‘
漬

也
。
〔
漢
書
源
侠
‘
陳
遵
博
〕
候
違
霜
酔
時
↓
〔
注
〕

師
古
曰
‘
霜
‘
湮
‘
言
―
―
其
大
酔
ふ
3

。
O
通
じ
て
油

(
6
ー

1
7
2
5
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
奪
油
‘
通
作
レ
泊
゜

【
霜
渥
】
ー
[
[
あ
っ
く
う
る
ほ
ふ
。
〔
北
史
‘
魏
世
祠
太

武
帝
紀
〕
詔
曰
‘
去
春
小
旱
‘
東
作
不
レ
茂
、
夏
勤
剋
己
‘

祈
1

請
霰
紙
登
朕
精
誠
有
レ
感
、
何
報
應
之
速
‘
雲
雨
震

瀧
‘
流
澤
霰
渥
゜
〔
楊
萬
里
‘
望
レ
雨
詩
〕
白
材
障
,
,
烏
巾
一

衣
袖
已
霜
渥
゜

【
霜
衣
】
2

勺
衣
を
う
る
は
す
。
油
衣
。
〔
司
馬
遷
、
報
ニ

任
少
卿
一
書
〕
居
則
忽
忽
若
レ
有
レ
所
レ
亡
、
出
則
不
レ
知
n

其
所
后
往
、
毎
レ
念
―
―
斯
恥
一
汗
未
l-

―
嘗
不
五
苦
背
霜
＞
衣

也
。
〔
蘇
献
‘
壽
星
院
寒
碧
軒
詩
〕
紛
紛
蒼
雪
落
―
―
夏
競
一

告
再
緑
霧
油
t

一
人
衣
一

[
毎
油
益
】
3

豆↑

O
州
名
。
元
、
置
く
。
民
國
、
縣
に
改
む
。

寄
品
テ
ン

〔
集
韻
〕
知
廉
切
顕
〖

出
ヰ

c
h
a
n
'

お
く
ふ
か
い
さ
ま
。
〔
王
延
壽
、
魯
霊
光
殿
賦
〕

霰
客
窮
以
呼
蝶
。
〔
注
〕
善
日
、
雹
穿
窮
岬
蝶
‘
皆

幽
深
之
貌
。

寄
母
ヮ9
ウ

〔
五
昔
集
韻
〕
烏
宏
切
雨
[

露
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霰
、
露
兒
゜

寄
g
】

年

[

‘

/

集
韻
〕
胡
犬
切
芦
年

12655 



(42329 ・ ·4)—(42332·・4) 

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
‘
曲
靖
府
、
州
六
、
霜
益
州
。

O

泳
謂
二
之
常
潰
-

縣
名
。
民
國
、
置
く
。
雲
南
省
曲
靖
縣
の
北
。
【
霜
日
】

161
十
月
二
十
日
を
い
ふ
。
〔
通
書
〕
十
月
二

【
霊
汗
J
4
万
ノ
よ
ご
れ
る
。
又
‘
よ
ご
れ
。
泊
汚
゜
〔
獣
陽
十
B
為
念
日
ぶ
丁
州
以
瞼
―
―
馬
畜
一

脩

‘

憎

肴

蠅

賦

〕

一

有

祠

汗

ズ

皆

否

食

。

【

霜

惹

】

17

記
ぬ
れ
ひ
か
れ
る
。
〔
韻
府
引
‘
王
馬
僧
、

震

因
i

】5
E

ク
め
ぐ
み
に
う
る
ほ
ふ
。
恩
を
受
け
る
。
詩
〕
文
章
氣
概
成
―
―
何
事
「
霜
1

一
惹
虚
名
玉
空
此
身
↓

泊
恩
゜
〔
播
岳
‘
馬
粁
督
誅
〕
霜
レ
恩
撫
循
、
寒
士
挟
レ
績
0

[
$
泊
濡
】
18

己
油
濡
。

O
ぬ
れ
る
。
〔
楚
辞
‘
買
誼
‘
惜
誓
〕

〔
楊
姐
上
元
舗
宴
詩
〕
仰
レ
徳
還
符
レ
日
、
霜
レ
恩
更
似
レ
観
―
―
江
河
之
紆
曲
入
5
‘離
1

一
四
海
之
霜
濡
一
〔
後
漢
書
、
五

春
。
〔
呉
融
、
送
―
―
廣
利
大
師
束
蹄
一
詩
〕
紫
殿
久
霜
レ
恩
‘
行
志
四
〕
百
官
霜
濡
゜
〔
南
史
‘
王
悪
博
〕
嘗
臨
二
曲
水
面
風

東

蹄

過

海

門

一

雨

暴

至

‘

坐

者

皆

馳

散

‘

恵

徐

起

、

不

レ

異

孟

吊

日

：

不

下

【
霜
治
】
6

切
あ
ま
ね
く
う
る
ほ
ふ
。
〔
北
史
、
逹
羹
武
以
霊
濡
1

而
改
ど
●
恩
澤
に
浴
す
る
。
〔
司
馬
相
如
‘
難
,
,

偶

〕

俄

而

沿

雨

‘

遠

近

霜

冶

゜

蜀

父

老

一

文

〕

塁

生

需

濡

‘

洋

1
1

溢
乎
方
外
言
王
褻
、
四
子

【
霜
汗
】
7

竺
あ
せ
が
に
し
む
。
油
汗
゜
〔
揚
雄
、
長
楊
講
徳
論
〕
令
―
―
―
百
姓
傷
瞭
1

一
聖
徳
↓
莫
レ
不
―
―
牽
泊
濡
↓

賦
〕
礎
黎
生
』

F
竺
介
胄
被
1

一

霜

汗

↓

【

霜

潤

】

19

包
ノ
う
る
ほ
ふ
。
潤
霜
。
心
潤
゜
〔
陸
機
、
文

【
需
肌
】
8

"

／
は
だ
へ
を
う
る
ほ
す
。
〔
揚
雄
、
逐
貧
賦
〕
賦
〕
配
―
―
霜
潤
於
雲
雨
五
象
二
髪
化

f
鬼
神
↓
〔
司
馬
光
、

或
転
或
紆
、
露
レ
陸
需
レ
肌
。
祭
―
―
晉
祠
一
文
〕
嘉
澤
雖
レ
翌
‘
霜
潤
未
レ
博
゜

【
霜
凝
】
，
紆
'
5

ゥ
う
る
ほ
し
こ
る
。
〔
播
岳
‘
夏
侯
常
侍
【
霜
酔
】
20

琵
甚
だ
し
く
ゑ
ふ
。
全
身
に
し
み
わ
た
つ
て

誅
〕
暑
退
寒
襲
、
零
露
霜
悲
〔
播
尼
、
後
園
頌
〕
太
撲
未
レ
酔
ふ
。
泥
酔
゜
〔
漢
書
、
湘
侠
‘
陳
逢
傭
〕
候
滋
苓
5

酔
時
「

散

、

元

化

霜

凝

。

突

入

見

遵

母

f

〔
庄
〕
師
古
曰
‘
霊
‘
涅
‘
言
"
其
大
酔

【
霜
衿
】

1
0
9
衿
を
う
る
ほ
す
。
油
衿
゜
〔
漢
書
‘
蘇
武
也
。
〔
櫂
徳
輿
‘
送
＝
翡
中
承
赴

5-
中
一
序
〕
祖
戟
霜
酔
‘

博
〕
嵯
乎
義
士
‘
陵
輿
―
―
衛
律
一
之
罪
、
上
通
1

私
缶
べ
因
宣
言
相
勉
゜
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕
（
倍
宗
‘
中
和
四
年
）

泣
下
需
レ
衿
゜
〔
楚
酔
、
東
方
朔
、
七
諌
、
自
悲
〕
過
1

一
故
郷
一
従
者
皆
霜
酔
゜
〔
庄
〕
霜
酔
‘
言
-
―
飲
酒
大
酔
‘
胸
襟
常
湮
‘

而
一
顧
へ
弓
｀
泣
戯
款
而
需
＞
衿
゜
〔
江
滝
‘
恨
賦
〕
此
人
但
不
＞
能
―
―
自
持
一
也
。

聞

―

―

悲

風

氾

星

泣

下

霊

レ

衿

。

【

霜

接

】

2
1
5

ル
う
る
ほ
ひ
の
あ
る
も
て
な
し
。
優
待
。

【
雷
傑
】
11

竺
襟
を
う
る
ほ
す
。
油
襟
゜
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
〔
世
説
新
語
、
政
事
〕
賓
客
散
百
人
、
並
加
手
油
接
-

霞
茄
應
以
掩
祠
分
ぶ
翌
余
襟
之
浪
浪
゜
〔
文
中
子
、
【
霜
睦
】
22

右
身
粒
を
う
る
ほ
す
。
〔
國
語
、
商
語
〕
霜
レ

王
道
〕
子
援
レ
琴
鼓
―
―
蕩
之
什
面
い
人
皆
辛
炉
襟
焉
。
骰
塗
レ
足
‘
暴
―
―
其
炭
膚
一
圭
笠
其
四
支
之
敏
↓
〔
蘇
轍
、
民

【
霜
化
】
12

勾
縣
名
。
金
、
置
く
。
山
東
省
恵
民
縣
の
西
政
策
〕
兵
以
衛
レ
農
、
農
以
資
レ
兵
、
殷
レ
兵
征
行
、
暴
露
戦

北
。
縣
城
は
石
橋
河
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
闘
‘
而
農
夫
不
レ
知
二
其
勤
i

深
耕
疾
褥
‘
霜
レ
腔
塗
レ
足
、

清
南
府
、
濱
州
〕
霜
化
縣
、
本
渤
海
縣
之
招
安
鎮
、
｛
木
慶
而
士
卒
不
レ
知
百
芯
空

歴
一
二
年
、
升
為
―
―
招
安
縣
盃
熙
寧
六
年
、
復
省
為
レ
鎮
、
元
【
霜
津
涌
】
2
3
9
し
恩
澤
の
下
に
お
よ
ぶ
を
い
ふ
。
〔
李
邑
、

豊
二
年
、
復
為
レ
縣
、
隔
―
―
濱
州
ぶ
皿
明
昌
六
年
、
改
為
1

一
今
泄
州
刺
史
謝
上
表
〕
雨
露
深
仁
、
霜
滞
及
―
―
於
篇
文
↓

縣
↓
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
、
武
定
府
‘
縣
九
、
需
化
。
【
霜
被
】
2
4
5

／
ね
れ
る
こ
と
。
し
め
る
。
輯
じ
て
‘
仁
悪
を

【
霜
濯
一
】
13

だ
う
る
ほ
し
そ
そ
ぐ
。
〔
北
史
、
賓
泰
傭
〕
施
す
。
又
、
仁
恵
を
被
る
。
〔
韓
愈
、
上
1

一
宰
相
一
書
、
後
廿

電
光
奪
レ
目
、
駿
雨
霜
濯
゜
〔
李
商
隠
、
揺
落
詩
〕
遥
知
常
九
日
復
上
書
〕
動
植
之
物
、
風
雨
霜
露
之
所
二
常
被
―
者
。

瀧

意

、

不

レ

滅

欲

レ

分

レ

傑

。

【

需

服

】

25

冗
衣
服
を
う
る
ほ
す
。
〔
藉
‘
曾
子
問
〕
雨
霜
レ

[
壷
祖
漬
】
14

ー
で
ぬ
れ
る
。
油
遺
〔
繹
名
、
繹
天
〕
争
眺
深
、
服
。
〔
何
遜
七
召
〕
雨
散
漫
以
産
油
レ
服
‘
雲
霜
微
而
襲
に
子
。

小
雨
也
‘
言
‘
霰
歴
霜
漬
‘
如
1

一
人
沐
＞
頭
。
〔
漢
書
‘
g

暇
助
【
摺
沐
】
ぉ
琵
恩
澤
に
う
る
ほ
ひ
浴
す
る
。
〔
謝
眺
‘
休

博
〕
使
，
陸
下
甲
卒
死
亡
、
暴
辛
踏
中
原
ぶ
炉
潰
山
谷
ぃ
沐
重
還
―
―
丹
陽
玉
道
中
詩
〕
問
レ
我
妖
竺
何
事
一
需
沐
仰
,
,

〔

周

書

、

庚

信

博

〕

揺

漬

鋒

鏑

一

脂

膏

原

野

↓

清

徽
f

【
霜
演
】
15

乃
ノ
ぬ
れ
る
。
霜
漬
に
同
じ
。
〔
方
言
、
七
〕
瀧
[
霰
露
】
21
臼

/

つ
ゆ
。
つ
ゆ
に
う
る
は
ふ
。
〔
晉
書
、
慕

雨

部

〔
八
書
＿
〕

霰

吟

司

需

覚

小
日
□
l

国
固
0
に
じ
。
光
が
う
す
い
雌

胃

豪

の

に

じ

。

出

れ

ば

降

雨

の

前

兆

で

あ

る
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
寛
、
屈
虹
青
赤
或
白
色
、
齢

気
也
、
八
レ
雨
兒
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
普
〕
寛
、
雨

輿
レ
日
相
薄
而
成
レ
光
、
有
1

一
雌
雄
↓
鮮
者
為
二
雄

壁

闇

者

為

二

雌

塁

0
き
は
。
〔
荘
子
、
妍
物
論
〕

口
ゲ
イ
ゲ
ッ
ゲ
チ

曰
ゲ
キ
キ
ヤ
ク

固：
9

集
韻
〕
促
歴
切

寄
溢

Elゲ
イ

集
韻
〕
研
笑
切
園

／
 

万
―

n
i
2

〔
集
韻
〕
研
計
切
虞
5

〔
集
韻
〕
悦
結
切
醐
g諷

曾】岬
イ
ン

扮
(
1
2
-
4
2
3
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
袷
‘
或
作
レ
露
。

古

古

●

く

も

る

。

く

も

雰
い
全
戸
緑
J

文

り

。

雲

か

日

を

覆

ふ
。
〔
説
文
〕
齢
、
雲
覆
レ
日
也
、
炊
な
―
＝
今
瞥
゜
〔
大

戴
幡
、
文
王
官
人
〕
五
日
‘
生
民
有
酔
陽

U
0或
は

唇
(
1
2
-
4
2
3
3
1
)

・
零
(
1
2ー

4
2
2
2
9
)

に
作
る
。

〔
巣
韻
〕
蛤
、
或
作
露
・
雰
↓
参
古
‘
念
（
1

|

5
8
8
)
・
 

令
に
作
る
。
〔
説
文
〕
齢
、
全
〖
、
古
文
爵
省
‘
令
‘
亦

古
文
酔
゜
R
陰

(11|
 4
1
6
9
1
)

の
古
字
。
〔
玉
篇
〕

齢
‘
今
作
レ
陰
゜

賓

】

[

[

/

集
韻
〕
於
金
切
膠
i

I
 

.f 
y
i
n
'
 

容
超
載
記
賛
〕
超
承
二
偽
詐
涵
竺
其
國
歩
i

廟
失
-
l

良
壽
「

庭
悲
二
霜
露
↓
〔
陸
機
‘
擬
逗
逗
牽
牛
星
詩
〕
引
レ
領
望
1

一

大
川
↓
雙
悌
如
1

一
霜
露
↓
〔
沈
約
‘
翫
"
庭
柳
一
詩
〕
因
レ
風

結
復
解
、
霜
露
柔
且
長
。
〔
劉
黒
錫
、
西
山
蘭
若
試
茶
歌
〕

木
蘭
歪
祖
レ
露
香
微
似
‘
瑶
草
臨
レ
波
色
不
レ
如
゜

何
謂
孟
び
之
以
二
天
侃
一
〔
繹
文
〕
促
、
崖
云
‘
或

作
レ
寛
、
際
也
。
〇
或
は
蜆
(
1
0
|
 3
3
2
0
2
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
寛
、
或
作
レ
蜆
゜
嘩
姓
。
〔
奇
姓
通
〕
寛
清
、

輻
山
人
、
正
統
中
響
都
知
縣
゜

【
覚
衣
】
1

げ
ィ
仙
人
の
着
物
。
〔
李
白
、
夢
遊
詩
〕
寛
為
レ

衣
合
、
風
為
レ
馬
、
雲
之
君
分
‘
紛
紛
而
来
下
。
〔
劉
馬
錫
、

贈
東
嶽
張
錬
師
詩
〕
金
纏
機
中
掬
―
―
錦
字
王
溢
iPl
憂
上

芦
寛
衣
↓
〔
蘇
献
、
甘
露
寺
詩
〕
僧
絲
六
化
人
‘
党
衣
桂
l
-

氷
執
↓

【
寛
裳
]
2

苔
ゥ
〇
虹
を
裳
に
喩
へ
て
い
ふ
。
轄
じ
て
‘

仙
人
の
着
物
。
〔
楚
辟
、
九
歌
‘
東
君
〕
育
雲
衣
分
白
寛

裳
警
長
矢
合
射
天
墾
〔
徐
陵
‘
天
台
山
徐
則
法
師

碑
〕
金
縄
玉
版
‘
受
―
―
謁
帝
之
符
盃
隅
駕
寛
裳
‘
虞
二
仙
宮

之
録
↓
〔
庚
信
、
周
車
騎
将
軍
賀
婁
公
神
道
碑
銘
〕
雲
蓋

低
臨
‘
寛
裳
紛
下
。
〔
隋
楊
帝
、
徐
則
没
後
下
書
〕
覚
裳
羽

蓋
既
且
騰
雲
、
空
梓
餘
衣
‘
拒
藉
墳
聾

O
覚
裳
材
衣

曲
を
い
ふ
。
又
‘
其
の
舞
を
い
ふ
。
〔
唐
書
、
文
藝
中
、
王

維
傭
〕
客
有
下
以
―
―
按
架
圏
―
示
者
に
悪
題
識
盆
細
徐
日
‘

此
寛
裳
第
三
昼
、
最
初
拍
也
。
〔
劉
馬
錫
‘
望
賦
〕
寛
裳

踊
兌
河
上
属
跡
窮
乎
越
徹
↓
〔
杜
牧
‘
過
箪
消
宮
1

詩
〕
寛
裳
一
曲
千
峰
上
‘
舞
破
中
原
始
下
来
。

〖
寛
裳
舞
]
3昇
万
寛
袋
税
衣
の
曲
に
合
は
せ
た

舞
。
〔
白
居
易
、
寛
裳
材
衣
歌
〕
千
歌
百
舞
不
レ
可
レ
散
‘

就
中
最
愛
党
裳
舞
。
〔
柘
枝
譜
〕
漢
則
巴
油
舞
、
晉
則
白

紆
舞
・
幡
舞
・
肩
舞
‘
唐
則
寛
裳
舞
、
視
―
―
拓
枝
↓
舞
態
曲

調
、
各
有
レ
位
勝
。

〖
寛
裳
莉
衣
曲
〗4
苔
ク
豆3
0ク
唐
の
架
曲
の
名
。
も
と

婆
羅
門
の
曲
、
西
涼
か
ら
偉
は
る
。
唐
の
河
西
節
度
使

楊
敬
忠
（
進
）
、
之
を
獣
じ
‘
玄
宗
が
其
の
詞
を
潤
飾
し
た

も
の
。
一
説
に
‘
玄
宗
が
道
士
羅
公
遠
に
伴
は
れ
て
月
宮

に
入
り
、
聞
く
所
の
栗
を
窺
し
た
も
の
と
い
ふ
。
〔
唐
書
‘

幡
栗
志
十
二
〕
河
西
節
度
使
楊
敬
忠
獣
"
寛
裳
羽
衣
曲

十
二
遍
〔
楊
太
箕
外
博
上
〕
上
宴
藷
王
子
木
蘭
殿
時

木
蘭
花
検
‘
皇
情
不
レ
悦
‘
妃
酔
中
舞
一
寛
裳
羽
衣
一
曲
一

天
顔
大
悦
゜
〔
逸
史
〕
羅
公
遠
、
天
賓
初
侍
I

―
玄
宗
F

八
月
十

五
日
夜
‘
宮
中
屈
月
曰
‘
陛
下
能
従
二
臣
月
中
油
曲
乎
‘
乃

取
"
一
枝
桂
面
に
空
郷
之
‘
化
貸
一
饒
其
色
如
レ
銀
、

請
レ
上
、
同
登
、
約
行
敷
十
里
‘
遂
至
,
,
大
城
闘
「
公
遠
曰
‘

此
月
宮
也
、
有
―
―
仙
女
散
百
U

素
練
寛
衣
‘
舞
1

一
於
廣
庭
↓
上

六
〇
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雨

部

〔
八
書
一
〕

寛

荏

鰊

揉

雹

霰

罪

需

訥

雷

霧

需

冨

,. 
9ヽ

前
問
日
‘
此
何
曲
也
、
日
‘
冤
裳
羽
衣
曲
也
、
上
密
記
"
其

瞥
調
涵
菩
炉
橋
、
卸
顧
随
レ
歩
而
滅
‘
且
諭
1

一
伶
官
盃
ぎ
其

臀
↓
〔
築
府
詩
集
‘
舞
曲
歌
辞
‘
雑
舞
‘
覚
裳
詞
〕
唐
逸
史

曰
、
羅
公
遠
多
範
術
面
嘗
興
―
玄
宗
全
ず
月
宮
写
ム
云
、
仙

女
藪
百
‘
皆
素
練
寛
衣
、
舞
1

一
子
廣
庭
面
型
其
曲
百
1
―寛

裳
羽
衣
ゴ
帝
晩
＝
―
-
音
律
一
因
獣
―
―
記
其
昔
調
一
而
還
‘
云
云
‘

明
日
召
1

一
栗
エ
こ
依
―
―
其
―
＝
豆
調
作
1

云
寛
裳
利
衣
曲
二
説

日
、
開
元
二
十
九
年
中
秋
夜
、
帝
興
―
術
士
葉
法
善
1

遊――

月
宮
こ
B
-
―
諸
仙
奏
曲
ご
ち
云
‘
遂
以
1

一
玉
笛
1

接
レ
之
、
云

云
‘
曲
名
"
寛
裳
利
衣
五
後
傭
―
―
於
槃
部
盃
築
苑
日
、
覚
裳
利

衣
曲
、
開
元
中
西
涼
府
節
度
楊
敬
進
進
、
鄭
愚
曰
‘
玄
宗

至
―
―
月
哀
聞
,
,
仙
築
面
含
蹄
‘
但
記
―
―
其
生
會
敬
述
進
1

一

婆
羅
門
曲
↓
臀
調
相
符
‘
遂
以
1

一
月
中
所
＞
聞
為
―
―
散
序
一

敬
述
所
レ
進
為
レ
曲
‘
而
名
寛
裳
利
衣
也
。
〔
劉
馬
錫
、

三
郷
騨
棲
伏
観
1

一
玄
宗
望
女
几
山
詩
ー
小
臣
斐
然
有
レ
感

詩
〕
三
郷
阻
上
望
―
―
仙
山
ご
細
作
寛
裳
利
衣
曲
。
〔
白
居

易
、
長
恨
歌
〕
漁
陽
整
鼓
動
レ
地
来
、
驚
破
寛
裳
利
衣
曲
。

〖
寛
裳
中
序
第
―]
5翠
蹂

3
0ダ
イ
イ
チ
詞
牌
の
名
。
〔
詞

譜
〕
白
居
易
寛
裳
利
衣
舞
歌
云
、
散
序
六
奏
未
レ
動
レ
衣
、

陽
畳
宿
雲
傭
不
レ
飛
、
中
序
撃
騒
初
入
レ
拍
、
秋
竹
吹
裂

春
泳
垢
、
自
注
云
、
散
序
六
循
無
L

拍
、
故
不
レ
舞
、
中

序
始
有
レ
拍
、
亦
名
1

一
拍
序
一
沈
括
筆
談
云
、
寛
裳
曲
凡

十
二
昼
、
前
六
昼
無
レ
拍
、
至
↓
ー
第
七
昼
一
方
謂
1

一
之
昼

雙
自
レ
此
始
有
レ
拍
而
舞
、
按
‘
此
知
覚
裳
曲
十
二
昼
、

至
―
―
第
七
昼
中
序
紐
舞
、
故
似
第
七
位
為
,
,
中
序
第

―
一
蓋
舞
曲
之
第
一
偏
也
。
〔
姜
甍
‘
亭
奉
正
望
極
詞
、

自
序
〕
丙
午
歳
謳
ー
長
沙
一
登
―
―
祝
融
一
於
―
―
築
工
故
書

庄
得
之
商
調
覚
裳
曲
十
八
閤
一
皆
虚
譜
無
レ
詞
、
按
、
沈

氏
築
律
、
覚
裳
道
調
‘
此
乃
商
調
‘
築
天
詩
云
、
散
序

六
閤
‘
此
特
雨
閤
、
未
レ
知
,
,
執
是
ご
然
昔
節
閑
雅
、
不
レ

類
吝
曲
玉
予
不
レ
璽
泰
使
作
―
―
中
序
一
闊
億
於
世
↓

〖
覚
裳
文
藝
全
譜
〗6
5パ
な
ヴ
イ
ン
ゲ
イ
書
名
。
四
巻
。
清
、

撰
者
未
詳
。
詞
曲
の
築
譜
を
記
す
。

【
雷
施
】
7

朽
ぃ
儀
使
の
一
種
。
利
毛
を
五
色
に
染
め
て

つ
づ
っ
た
は
た
。
蜆
施
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
〕
施
1

一覚

陸
靡
雲
旗
↓
〔
本
参
、
題
載
槙
詩
〕
包
蓋
覚
施
何
慮

在
、
空
留
二
槃
臼
一
向
1

一
人
間
↓
〔
杜
甫
、
哀
江
頭
〕
憶
昔
覚

施
下
―
―
南
苑
涵
苑
中
萬
物
生
,
,
顔
色
↓
〔
李
盆
、
登
1

一
天
壇
―

夜
見
レ
海
詩
〕
霞
梯
赤
城
遥
可
：
分
、
寛
施
綽
節
椅
1

一形

雲
↓
〔
宋
史
、
築
志
十
四
〕
覚
施
利
蓋
、
導
儀
護
衛
。

あ
め
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
雹
、
雨
臀
。

来
ぬ
の
を
磯
っ
た
句
。
虚
名
あ
っ
て
賓
用
の
な
い
喩
゜

〔
書
言
故
事
、
天
文
類
〕
有
虚
名
1

無
責
用
ご
ぞ
不
レ

成
l

丑
蹂
雨
一
護
遮
年
天
、
宋
章
子
厚
遠
二
嫡
雷
州
五
過
1

一
小
貴

州
南
山
寺
ご
宍
1

一
僧
奉
恕
云
E
』
檻
看
レ
雲
、
曰
、
夏
雲
多
―
―

奇
峯

3
県
善
比
類
、
恕
曰
‘
曾
見
―
―
夏
雲
詩
―
否
、
誦
云
、

如
レ
峯
如
な
火
復
如
レ
綿
、
飛
過
微
陰
落
―
―
檻
前
一
大
地
生

霊
乾
欲
レ
死
、
不
レ
成
―
―
蹂
雨
1

護
遮
レ
天
、
蓋
議
レ
之
也
。

【
蹂
宰
】
4

”
ゃ
清
、
楊
文
乾
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 7
7
6
)

の
琥
。

【
揉
蒼
】
5

競
明
、
徐
作
蹂
(
4ー

1
0
1
1
0
:
 4
3
2
)

の
字
。

【
蹂
若
】
6

切
ヂ
清
、
賀
壽
慈
(
1
0
|
 3
6
7
誤
：
1
3
5
)

の

名。

【
蹂

iDt】7
が
少
な
が
あ
め
が
ふ
り
そ
そ
ぐ
。
〔
藷
唐
書
、

五
行
志
〕
大
暦
四
年
、
秋
大
雨
‘
是
歳
自
―
―
四
月
1

蹂
樹
‘

至

ま

貨

公

京

師

米

斗

八

百

文

。

「

字

。

【
章
臣
]

8

g

清
、
王
翰
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
7
2
)

の

O
の

【
諜
水
】
，
＂
し
な
が
あ
め
の
出
水
。
〔
列
女
傭
‘
仁
智
‘
魏

曲
沃
負
傭
〕
逢
―
蹂
水
出
涵
8

レ
流
而
死
。

【
森
消
】
10

”5

な
が
あ
め
が
ふ
つ
て
ぬ
か
る
。
〔
唐
書
‘

雀
郵
博
〕
郵
不
レ
蔵
レ
貨
、
有
蝋
周
―
―
給
親
藷
ご
云
云
、
室

小
●
な
が
あ
め
。
三
日
以
上
績
く
雨
。

冒
豪
〔
説
文
〕
霰
雨
三
日
已
往
為
レ
蹂
、
松
慮
庫
漏
、
無
歩
鷹
至
一
震
禅
則
客
蓋
而
展
、
以
就
―
―

雨
林
臀
゜
〔
爾
雅
、
繹
天
〕
久
雨
謂
―
―
之
淫
涵
B

謂
1
1

外
位
↓

之
揉
↓
〔
玉
篇
〕
蹂
、
雨
不
レ
止
。
●
蹂
謀
は
、
な
が
【
蹂
餘
】
11

り
雨
上
が
り
。
〔
宋
史
、
河
渠
志
五
〕
昨
縁
二
蹂

あ
め
の
さ
ま
。
蹂
揉
(
1
3
)

を
見
よ
。
●
ま
た
淋
(
7

潔
之
餘
天
為
11
術
溢
之
息
↓

【
諜
濠
】
12

か
の
な
が
あ
め
で
濁
流
が
張
る
。
淫
濠
゜
〔
曹

櫨
、
思
友
人
詩
〕
密
雲
騎
陽
景
石
鞣
潔
滝
,
,
庭
除
↓
〔
晉

ー

1
7
6
2
6
)

に
作
る
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
、
蹂
雨
十

書
、
寡
帝
紀
〕
會
蹂
濠
大
水
、
平
地
散
尺
、
三
軍
恐
欲
レ

日
、
秤
文
〕
蹂
、
本
又
作
レ
淋
。

儡

ナ

ガ

。

移

暦

。

〔

苑

成

大

、

積

雨

作

レ

寒

詩

〕

堅

レ

屋

雨

雲

査

暗

‘

【
蹂
霧
】

1
g
な
が
あ
め
。
露
揉
゜
〔
飽
照
、
山
行
見
1

一
孤
環
レ
城
蹂
潔
夏
寒
。

網

詩

〕

奔

泉

冬

激

射

‘

霧

雨

夏

揉

露

。

【

諜

蹂

】

13

悶
雨
の
止
ま
ぬ
さ
ま
。
〔
謬
襲
‘
喜
需
賦
〕

【
揉
雨
】
2

刃
〇
な
が
あ
め
。
三
日
以
上
降
り
績
く
を
雷
隠
隠
而
震
二
其
響
一
分
、
雨
諜
蹂
而
又
隕
゜

蹂
と
い
ふ
。
淫
雨
。
霧
雨
。
〔
左
氏
、
隠
、
九
〕
凡
雨
自
,
,

【
揉
漑
一
】
14

り
や
な
が
あ
め
が
ふ
る
。
〔
張
協
、
雑
詩
〕
蹂

三
日
以
往
為
レ
鞣
。
〔
六
餡
、
虎
詔
、
金
鼓
〕
日
夜
揉
雨
。
渥
過
ー
ー
ニ
旬
面
散
漫
亜
1

一
九
齢
↓

〔
晏
子
、
諫
、
上
〕
使
も
足
和
以
畢
二
鞣
雨
↓
〔
列
子
、
湯
問
〕
初
【
蹂
慧
】
15

り
ゃ
雨
の
や
ま
ぬ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
震
、
蹂
震
‘

為
滋
雨
之
操
↓
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
蹂
雨
十
日
。
〔
漢
書
、
雨
不
レ
止
兒
。

高
帝
紀
上
〕
七
月
大
蹂
雨
‘
浦
公
攻
二
1

几
父
↓
●
恩
澤
‘
又

は
民
の
苦
を
救
ふ
人
の
喩
゜
〔
書
、
説
命
〕
若
歳
大
旱
‘

【
亭
泣
】

g

用
レ
汝
作
"
諜
雨
↓
〔
王
建
、
上
―
―
張
弘
靖
相
公
一
詩
〕
旱
歳

天
教
レ
作
1

一
蹂
雨
↓

〖
不
レ
成
森
雨
一
護
遮
レ
天
〗

3

口
”
認
箕
バ
サ
ヘ
ギ
ル
宋
の

僧
奉
恕
が
、
章
子
厚
の
奸
猾
で
世
を
救
ふ
こ
と
の
出

ラ
ブ

〔
集
韻
〕
落
合
切

函

賓】
g

リ
ン

〔
集
韻
滋
針
切
／
願

カー

.f

Jin' 

雲
の
大
き
い
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
慧
、
雲
大
貌
。

冦】
i

ト
ン
ド
ン

〔
字
彙
〕
徒
昆
切

国

0
な
が
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
霞
窪
霰
〔
廣
韻
〕
霞
揉

荏

0.ほどよ
い
時
に
降
る
雨
。
溺
(
7ー

1
8
3
2
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
樹
、
時
雨
、
樹
庄
萬
物
云
或
作
レ

控゚ 曾】
g

シ，ユ

〔
集
韻
〕
朱
戌
切
暉
〗

＇昌

冨
】
〗カン
冨
(
1
2
-
4
2
3
8
1
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
霊
、
同
レ
雷
。

【
棠
品
ウ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
蒸
‘
昔
雨
。

あ
め
。
〔
川
篇
〕
霧
、
雨
也
。

曾
】
〗へハ
〔
川
篇
〕
伯
罵
切
霞
t-

日
デ
ン
日
電
（
1
2
-
4
2
2
5
3
)

の
本
字
。

宿

】

i

ロ
サ
プ
〔
中
華
大
字
典
〕
笛
、
電
本
字
、

見
ー
一
説
文
↓
口
雷
(
1
2
1
 42
3
5
6
)

の
謡
字
。
〔
康
煕
字
典
〕

雷
‘
奮
字
之
謡
。

雲
の
か
た
ち
。
〔
字
彙
補
〕
訥
‘
雲
状
也
。

【
訥
】

g

”
パ
〔
字
彙
補
〕
徒
奈
切
堅

曾

】

g

セ
イ
＂
ピ
日
。
同
じ
。
〔
字
彙

【

霧

】

g

零（
1
2
-
4
2
2
4
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
霧
、
同
レ
零
。

レ
イ

霰】
i

セ
ン

霰
（
1
2
-
4
2
4
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
霰
、
亦
作
レ
霰
。
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冠】岬
ハ
ッ
パ
チ

●
雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
飲
‘
雲
兒
。

O
雲
。
〔
正

字
通
〕
数
‘
雲
氣
也
。

〔
集
韻
〕
蒲
撥
切

國

た
ま
り
み
づ
。
牛
馬
の
足
跡
の
た
ま
り
み
づ
。

〔
集
韻
〕
霧
、
蹄
滞
也
。
〔
正
字
通
〕
霜
、
蹄
溶
‘
馬

牛
跡
中
水
。

【
霜
】
〗
ワ

〔
集
韻
〕
烏
瓜
切
固
-

小

日

□
l

●
う
る
ほ
す
。
う
る
ほ
ふ
。
〔
説

霞
豪
文
〕
霙
、
濡
也
、
炊
レ
雨
染
聾
。
●
染
(
6

|
 1
4
6
2
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
‘
案
‘
段
注
〕
今
人
多

用
二
霜
染
・
濡
染
五
染
行
而
裳
際
芙
゜

【
筆
染
】
畑

bd El 
ネゼネゼ
ンンンン

〔
集
韻
〕
而
諧
切

〔
集
韻
〕
而
球
切

瓢蹟
圏圏園園

小

日

口

回

l0雨
ふ
る
さ
ま
。
〔
説
文
〕
寓
‘

霞
豪
雨
兒
‘
方
語
也
、
長
雨
馬
臀
‘
讀
若
レ

馬
。
●
あ
め
。
〔
集
韻
〕
寓
、
北
方
謂
レ
雨
曰
レ
寓
、
呂

静
説
。
固
●
の
び
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
寓
、
舒

也。

O
雨
ふ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
寓
、
一
日
、
雨
兒
゜

【
寓
】
i

國国□ 口
ウククコウ

〔
集
韻
〕
火
五
切

〔
集
韻
〕
呼
句
切

〔
集
韻
〕
王
遇
切

〔
集
韻
〕
王
矩
切

雨

部

〔九書＿〕

【
霧
】
[

【

霰

]

』

意
(
1
2
-
4
2
5
3
2
)

の
古
字
。
〔
玉

篇
〕
霞
古
文
叢
゜

レ
イ

ム

霧（
1
2
ー

4
2
4
1
8
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
霰
‘
霧
本
字
。

日

0
み
ぞ
れ
。
〔
玉
篇
〕
霙
、
雨
雪
雑
下
。
●
雲
。

〔
婢
雅
、
繹
天
、
雪
〕
今
雪
‘
寒
甚
則
為
レ
粒
、
漫
則

成
レ
華
‘
華
謂
二
之
霙
↓
〔
蘇
献
‘
雪
詩
〕
晩
雨
織

織
愛
一
王
霙
↓
鬱
あ
ら
れ
。
通
じ
て
英
(
9
-
3
0

8
0
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
霙
‘
霰
也
、
通
作
レ
英
。

口
霙
霙
は
‘
白
雲
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
霙
、
霙
霙
、

白
雲
兒
。

【
霙
酒
】
1

1

可
酒
の
中
に
粕
の
交
っ
た
も
の
。
其
の

様
霙
に
似
た
る
よ
り
い
ふ
。
霰
酒
゜
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘

造
醸
類
‘
槃
酒
〕
按
、
薬
酒
、
本
草
綱
目
所
レ
載
者
甚
多
‘

而
本
朝
所
↓
―
用
来
一
方
品
亦
不
レ
少
英
‘
云
云
‘
南
都
霙

酒
漫
茅
酒
、
並
得
二
其
名
冨
以
備
―
―
上
傾
↓

【
霙
】
g

□ 日
ァ，ヤ，ャエ
ウウウイ

〔
廣
韻
〕
於
良
切

〔
集
韻
〕
於
驚
切-L
 
脚苔・圏
四

な
み
が
は
や
い
。
〔
字
彙
〕
禰
、
集
韻
、
水
浪
急
也
。

【
禰
】
〗
ハ
ー
ウ

〔
字
彙
〕
徒
弄
切
諧
〗

0
雲
の
た
な
ぴ
く
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
獣
、
雲
貌

o.

鑓
(
1
2
-
4
2
5
3
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
訳
‘
同
レ

謎。 寄
i】
〗
冒〔
字
槃
〕
度
奈
切
慶

小

El雨
に
ぬ
れ
た
革
。
〔
説
文
〕
素
‘
雨

竪

豪

置

革

也

仄

雨

蔓

讀

如

膊

゜

〔

段

日
ハ
ク
カ
ク
キ
ー
ヤ
ク

家
】
〗
□
〔
集
韻
〕
各
核
切

〔
集
韻
〕
匹
各
切

園圏

霜（
1
2
|
 4
2
5
 0
 7)

の
緬
文
。
〔
字

【
霧
】
〗
彙
〕
霧
、
見
宕
鼓
文
第
九
殴
郭

云
、
恐
是
猶
文
霜
字
。

ゞノ
イ

小

日

口

O
し
も
。
〔
説
文
〕
霜
‘
喪
也
、
成
レ

霊
豪
物
者
、
炊
レ
雨
相
臀
゜
〔
秤
名
、
繹
天
〕
霜
‘

喪
也
‘
其
氣
惨
毒
、
物
皆
喪
也
。
〔
集
韻
〕
霜
‘
貫
霜
‘

殺
レ
物
也
。

0
と
し
。
歴
年
。
〔
正
字
通
〕
霜
、
歴
年

曰
レ
霜
゜
〔
李
白
‘
胡
無
人
詩
〕
陛
下
之
壽
三
千
霜
゜

〔
買
島
‘
渡
↓
―
桑
舷
詩
〕
客
舎
井
州
已
十
霜
。

O
髪

な
ど
の
白
い
喩
゜
〔
正
字
通
〕
霜
‘
賢
白
曰
レ
霜
゜
〔
苑

雲
‘
送
別
詩
〕
不
レ
愁
書
難
レ
寄
‘
但
愁
賢
将
レ
霜
゜

〔
杜
甫
、
登
高
詩
〕
眼
難
苦
恨
繁
霜
賢
゜
R
す
る
ど

い
喩
。
す
i

)

い
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
霜
刃
染
。
〔
注
〕

●
冥
賞
は
‘
雲
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
雹
‘
雹
霰
、
雲

兒。

O
露
(
1
2
ー

4
2
4
5
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
震
、
震

笠
‘
繁
雲
、
或
省
。

【
霜
】
g

サ
ヴ

戸
＇
ヤ
，
ゥ
戸

x尤

s
h
u
a
n
g
'

ロ[
9
[ヴ

〔

集

韻

五

翡

國

賓】
g

[

/

〔
集
韻
〕
徒
感
切
國
〗

あ
め
。
〔
篇
海
〕
震
‘
雨
也
。

【
後
】
叩

コ，ウ
グ

裔
廣
は
‘
獣
の
名
。
喘
(
1
2
|
 4
7
6
6
4
)

の
謡
字
。

〔
字
彙
〕
隔
‘
揚
子
雲
蜀
都
賦
‘
裔
廣
‘
獣
名
、
似
レ

鹿
而
大
、
按
‘
此
字
宜
レ
炊
レ
鹿
‘
古
文
苑
作
レ
膚
‘

恐
傭
窺
之
謳
゜

〔
篇
海
〕
胡
溝
切

m

冨】
5

ュ

〔
字
彙
〕
羊
襦
切
園

日
□
●
お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
雷
、
大
雨
。
●
あ
め

の
お
と
。
〔
集
韻
〕
雷
、
雨
臀
。

曾]臼
ロロ
テ，夕，七サ
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
竹
治
切

面面

0
き
り
。
〔
字
彙
〕
需
‘
霧
也
。

O
雪
の
さ
ま
。
〔
字

彙
〕
需
、
又
雪
貌
。

O
領（
6
-
1
7
0
4
8
)

に
同
じ
。

〔
字
彙
〕
需
‘
又
卑
ハ
レ
祭
同
‘
不
詳
氣
也
。

〔
集
韻
〕
側
治
切

冨】年
フ
ン

〔
字
彙
〕
芳
文
切
図

藷
】
〗
ヒ

【
葛
】
g

ァ
イ

注
〕
雨
濡
レ
革
則
虚
起
‘
今
俗
語
若
レ
朴
。
□
あ
め
。

〔
集
韻
〕
章
‘
雨
也
。

蘭
由
會
意
。
雨
と
革
と
の
合
字
。
本
義
は
雨
が
革
を
滸

す
義
。
故
に
雨
と
革
と
を
合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は

す。

頷
(
1
2
-
4
2
5
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一

讀
‘
或
省
。

霜
(
1
2
-
4
2
5
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
露
‘
雲
兒
‘
或
省
。

寓

裳

霜

祓

猷

惰

霙

霰

霧

葛

諄

雷

震

雹

霧

牽

需

裔

霜

ノ‘

12658 
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劉
日
‘
霜
刃
、
言
,
,
其
殺
利
1

也
。

O
冷
た
い
喩
゜

〔
陸
機
、
文
賦
〕
‘
心
凜
懐
以
懐
レ
霜
。

O
法
の
駿
し

い
喩
゜
〔
唐
無
名
氏
、
習
星
暦
判
〕
請
置
,
,
霜
典
↓
〇

潔
い
操
の
喩
゜
〔
南
齊
書
、
沈
麟
士
博
〕
霜
操
日

厳
。
●
ほ
ろ
び
る
。
散
亡
す
る
。
〔
白
虎
通
‘
災
髪
〕

霜
之
為
J
-
―
―
口
‘
亡
也
、
陽
以
散
亡
。

O
鳥
の
名
。
〔
禽

経
〕
霜
輩
則
霜
゜
〔
注
〕
鶴
鶴
‘
鳥
名
、
飛
則
隕
レ
霜
゜

●
白
い
粉
末
。
〔
黄
庭
堅
、
答
詣
熙
長
老
寄
―
―
糖

霧
詩
〕
遠
寄
庶
霜
知
レ
有
レ
味
。
〔
清
異
録
‘
薬
、
御

老
霜
〕
卸
老
霜
、
九
11

錬
松
脂
1

為
レ
之
。

O
菓
物
の

表
面
に
つ
い
た
白
い
籾
゜
〔
本
草
、
白
梯
〕
柿
霜
‘

修
治
、
時
珍
日
、
白
柿
郎
乾
柿
生
レ
霜
者
、
云
云
、

今
人
謂
二
之
柿
朗
其
霜
謂
,
,
之
柿
霜
↓
鬱
濡
(
7
ー

1
8
7
2
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
霜
、
或
ハ
レ
入
人
。

O
姓
。

〔
姓
苑
〕
霜
‘
姓
也
。

【
霜
衣
】
1

匁
●
霜
の
や
う
に
白
い
衣
゜
〔
庚
信
、
鶴
讃
〕

籠
撮
一
月
羽
エ

t
砕
u

霜
衣
↓
〔
李
白
‘
夷
則
格
上
白
鳩
掃

舞
辟
〕
白
鳩
之
白
誰
興
郎
、
霜
衣
雪
襟
誠
可
レ
珍
。
●
冬

の
衣
゜
〔
楊
獲
‘
宿
,
,
黄
花
館
1

詩
〕
何
虞
迷
鴻
離
―
―
浦
月
一

誰
家
愁
婦
摘
11

霜
衣
↓

【
霜
威
】
2

”
ヴ
〇
霜
が
お
り
て
寒
さ
が
き
び
し
い
。
き

び
し
い
霜
の
萬
物
を
枯
ら
す
を
い
ふ
。
〔
謝
眺
、
高
松

賦
‘
奉
冤
王
紋
作
〕
登
彫
―
―
貞
於
歳
暮
示
レ
芦
令
於

霜
威
↓
〔
王
勃
、
九
日
懐
―
―
封
元
寂
―
詩
〕
九
日
郊
原
望
‘

平
野
遍
1

一
霜
威
↓
〇
輯
じ
て
、
巌
し
い
威
光
。
〔
晉
書
‘
索

絣
傭
〕
孤
恐
1

一
霜
威
一
震
‘
玉
石
倶
描
↓

【
霜
烏
】
3
tゥ
霜
の
ふ
る
寒
い
冬
の
か
ら
す
。
〔
白
居

易
、
自
,
,
江
陵
み
含
徐
州
路
上
作
笠
兄
弟
一
詩
〕
煙
騰

翻
寒
渚
一
霜
烏
棗
舌
城
↓

【
霜
葉
】
4

芥
霜
の
た
め
に
黄
又
は
紅
く
な
っ
た
葉
。

紅
葉
。
〔
魏
書
‘
田
盆
宗
博
〕
霜
葉
牌
訟
佃
‘
非
―
―
勁
馳
―

無
阪
速
―
―
其
揮
↓
〔
白
居
易
‘
酔
中
酎
紅
葉
詩
〕
酔
貌

如
霜
爽
雖
レ
紅
予
是
春
↓
〔
劉
長
卿
‘
餘
干
旅
含
詩
〕

揺
落
暮
天
逍
、
青
楓
霜
葉
稀
。

〖
霜
葉
紅
1
1於
二
月
花
1
〗5
苔
衿
芦
切
4
1十
リ
霜
の
か

か
っ
た
葉
は
春
の
桃
の
花
よ
り
も
あ
か
い
。
〔
杜
牧
、
山

行
詩
〕
遠
上
二
寒
山
1

石
径
斜
‘
白
雲
生
虞
有
-
1

人
家
涵
停
レ

|—_ 
雨

部

〔

九

書

霜

車
坐
愛
楓
林
晩
‘
霜
葉
紅
1

一
於
二
月
花
↓
物
異
名
録
‘
坤
輿
、
水
〕
毎
月
水
名
、
表
異
録
、
九
月
霜
降

【
霜
櫓
】
6

t
ガ

霜

の

か

か

っ

た

の

き

。

〔

韻

府

引

、

鄭

侠

、

水

。

「

の

琥

゜

詩
〕
雲
片
落
―
―
鵞
毛
石
霜
櫓
懸
―
―
凍
溜
↓
【
霜
皐
】
16

”
心
明
、
王
世
徳
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
7
7
6
)

の
●

【
霜
謳
】
7

勾
白
い
泡
゜
〔
蘇
献
、
雪
後
至
―
―
臨
平
1興
,1柳
【
霜
膏
】
17

s
h
u
a
n
g
'
k
a
o
1

ク
リ
ー
ム
。

子
玉
両
至
,
,
僧
含
1

見
↓
―
陳
尉
烈
―
詩
〕
銅
墟
擢
,
,
煙
槌
一
【
霜
縞
】
18

”
心
霜
の
や
う
に
し
ろ
い
。
月
光
の
さ
ま
。

石
鼎
浮
,
,
霜

濫

↓

〔

謝

荘

、

月

賦

〕

連

観

霜

縞

‘

周

除

泳

浮

。

〔

播

炎

、

月

重

【
霜
下
】
8

勺
●
霜
が
降
る
。
〔
王
建
、
晩
秋
病
中
詩
〕
輪
賦
〕
畳
樹
泳
潔
、
郊
原
霜
縞
゜

霜
下
野
花
渾
著
レ
地
、
寒
来
埃
鳥
不
レ
成
レ
撃
。
●
霜
の
【
霜
豪
】
19

勾
●
霜
の
や
う
に
し
ろ
い
毛
。
〔
宋
書
‘
證

下
。
霜
の
中
。
〔
南
史
‘
齊
高
帝
諸
子
上
、
江
夏
王
鋒
偉
〕
志
三
〕
霜
奄
玄
文
‘
素
翻
頼
利
‘
泉
河
山
嶽
之
瑞
。
〔
元
積
、

登
春
日
之
自
芳
、
在
―
―
霜
下
―
而
為
レ
盛
。
〔
絞
然
、
宿
↓
士
支
月
詩
〕
箕
葉
標
1

一
新
朔
U

霜
奄
引
1

一
細
輝
↓
〔
飽
溶
‘
送
澁
羅

硝
寺
上
房
1

詩

〕

山

光

霜

下

見

、

松

色

月

中

看

。

侍

御

蹄
1

面
西
畳
l

詩
〕
詩
情
分
―
―
繍
段
一
剣
彩
彿
―
―
霜
奄
↓
●

〖
霜
下
傑
〗
，
窃
ヵ
’
菊
の
異
名
。
〔
陶
潜
、
和
—
郭
主
輝
筆
の
毛
。
〔
燕
子
箋
、
葛
箋
〕
麟
髄
調
‘
霜
奄
展
‘
方
綾
貼

二
首
詩
〕
芳
菊
開
レ
林
耀
、
青
松
冠
1

一
巖
列
占
懐
此
貞
秀
筆
題
』
箋
。

姿

、

卓

為

二

霜

下

傑

↓

【

霜

紹

こ

20

”
心
霜
の
降
る
時
節
の
か
に
。
霜
蟹
(
1
2
)

に

【
霜
栢
】
1
0
"
ヴ
秋
の
霜
に
あ
っ
た
木
の
枝
゜
霜
枝
゜
霜
同
じ
。
〔
皮
日
休
、
病
中
有
n

一
人
恵
,
,海
蟹
証
~
,
,
寄
魯
望
一

條
゜
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
秋
木
日
―
―
霜
祠
↓
〔
曾
輩
、
橙
子
詩
〕
病
中
無
下
用
―
―
霜
蟄
品
烹
寄
,
,
興
夫
君
一
左
手
持
。

詩
〕
鮮
明
百
散
見
,
,
秋
賓
涵
頭
綴
衆
葉
傾
―
―
霜
何
↓
【
霜
鶴
】
21

”
バ
ま
つ
し
ろ
な
鶴
。
白
鶴
゜
〔
杜
牧
‘
朱
坂

【
霜
蛾
】
11

勺
蛾
の
異
稽
゜
〔
事
物
異
名
録
、
昆
晶
、
蛾
〕
詩
〕
週
野
懸
―
―
霜
鶴
涵
灌
こ
舞
1

一
錦
難
↓

事
物
紺
珠
、
飛
蛾
又
名
,
,
霜

蛾

↓

【

霜

鍔

】

22

勾
霜
の
や
う
に
す
る
ど
い
や
い
ば
。
〔
張

【
霜
極
{
】
1
2
"
げ
霜
の
降
る
時
節
の
か
に
。
最
も
美
味
と
協
‘
七
命
〕
霜
鍔
水
凝
‘
泳
刃
露
潔
゜

い
ふ
。
霜
蟄
。
〔
梅
発
臣
、
周
仲
章
通
,
,
判
潤
州
1

詩
〕
霜
蟹
【
霜
鴨
】
23

勾
わ
し
。
〔
揺
恵
全
書
‘
箆
仕
部
、
四
六
啓

肥
可
レ
釣
、
水
鱗
活
堪
レ
祈
。
〔
蘇
献
‘
興
―
―
頓
起
孫
勉
1

認
レ
式
〕
霜
鶉
横
レ
空
、
千
里
之
免
狐
屏
レ
跡
。

舟
探
韻
得
,
,
未
字
詩
〕
秋
蠅
已
無
レ
臀
、
霜
蟹
初
有
レ
味
。
【
霜
旱
】
24

”
グ
霜
害
と
旱
害
。
〔
魏
書
‘
雀
光
博
〕
霜
旱

【
霜
涯
】
13

ぢ
霜
の
降
っ
た
岸
。
又
、
人
の
精
神
の
き
は
為
レ
災
、
所
在
不
レ
稔
。
〔
唐
書
、
張
公
謹
傭
〕
北
方
霜
旱
、

立
つ
て
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
喩
゜
〔
飽
照
、
従
登
―
香
遣
峯
1

詩
〕
稟
糧
乏
絶
。

霜
厘
滅
玉
膏
釜
澗
測
泉
脈
↓
〔
南
史
‘
張
充
博
〕
介
然
【
霜
簡
】
25

焚
御
史
が
弾
劾
す
る
上
奏
書
。
又
、
白
簡

之
志
、
蛸
蕊
『
霜
里
確
乎
之
情
、
峯
1一
横
海
岸
↓
と
い
ふ
。
〔
山
堂
律
考
〕
御
史
出
持
11
霜
簡
i

入
奏
―
―
天

【
霜
降
】
14

悶
●
霜
が
降
る
。
〔
詩
‘
臨
風
、
七
月
、
七
月
関
↓
〔
江
縛
‘
弘
炉
孔
中
承
年
今
詩
〕
故
人
名
1

一
宦
高
一
霜
簡

流
火
九
月
授
レ
衣
、
博
〕
九
月
霜
始
降
、
婦
功
成
‘
可
n

一
以
粛
―
―
櫂
豪
↓

戻
冬
衣
と
K

゜
〔
唐
書
、
装
度
博
〕
不
レ
如
養
―
威
河
北
一
【
霜
氣
】
2
6
iゥ
霜
の
き
ぴ
し
い
け
は
ひ
。
轄
じ
て
、
人

墾
霜
降
水
落
一
絶
,
,
陽
劉
一
深
抵
レ
郭
、
以
ぷ
巨
陽
穀
一
の
き
ぴ
し
い
氣
象
。
〔
劉
禎
、
贈
1

一
五
官
中
郎
将
―
詩
〕
涼

則
人
人
殊
死
、
賊
勢
窮
芙
。
〔
常
建
、
泊
,
,
舟
肝
胎
1

詩

〕

風

吹

沙

礫
W

霜
氣
何
噛
噛
。
〔
南
史
、
陸
慧
晩
偉
〕
王
思
遠

泊
レ
舟
淮
水
次
‘
霜
降
夕
流
清
。
●
季
節
の
名
。
二
十
恒
如
レ
懐
レ
泳
、
夏
月
亦
有
―
―
霜
氣
↓

四
氣
の
一
。
秋
の
末
で
寒
露
の
次
に
来
る
。
陽
暦
十
月
〖
霜
氣
横
レ
秋
〗

2
7
[四
”
芯
―
―
骰
粛
な
霜
氣
が
秋
天
に

二
十
三
日
頃
に
常
る
。
〔
藷
、
月
令
〕
（
季
秋
之
月
）
霜
始
横
は
る
を
い
ふ
。
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移
文
〕
風
情
張
も
日
、

降
‘
則
百
エ
休
。
〔
國
語
、
周
語
中
〕
火
見
而
清
風
戒
レ
霜
氣
横
レ
秋
゜

寒
。
〔
注
〕
謂
＂
霜
降
之
後
、
清
風
先
至
、
所

n

一
以
戒
レ
人
為
l
-

【
霜
菊
】
28

”
霜
を
帯
び
た
菊
。
〔
水
経
、
漸
江
水
注
〕

寒
備
一
也
。
〔
後
漢
書
‘
律
暦
志
下
〕
二
十
四
氣
‘
云
云
‘
雑
以
1

一
霜
菊
金
橙
白
沙
細
石
↓
〔
蘇
献
、
小
圃
五
詠
、
甘
菊

霜
降
。
〔
注
〕
霜
降
暑
長
九
尺
一
寸
六
分
。
詩
〕
越
山
春
初
寒
‘
霜
菊
晩
愈
好
。

〖
霜
降
水
〗1
5
t
.
”
力
•
ウ
九
月
の
黄
河
の
水
を
い
ふ
。
〔
事
【
霜
禽
】

2
9焚
霜
を
帯
び
た
鳥
。
霜
枯
れ
時
の
鳥
。
冬

の
鳥
。
〔
孟
郊
、
立
徳
新
居
詩
〕
霜
禽
各
喩
ゎ
侶
‘
吾
亦

愛
奢
曹
↓
〔
李
賀
‘
昌
谷
詩
〕
漁
童
下
―
―
宵
網
-
繹
禽
辣
―
―

煙
翅
↓
〔
林
逍
、
山
園
小
梅
詩
〕
霜
禽
欲
レ
下
先
倫
レ
眼
‘

粉
蝶
如
知
合
二
断
魂
↓

【
霜
石
～
】
30

”
心
白
く
光
つ
て
す
る
ど
い
ほ
こ
。
霜
戟
。

〔
南
齊
書
、
丙
肉
傭
〕
振
―
―
霜
文
於
井
代
盃
雲
和
鈴
於
秦

趙
↓
〔
藷
唐
書
、
鄭
敗
博
〕
皇
帝
親
御
ユ
ハ
師
面
郎
離
1

一三

蜀
一
霜
文
萬
除
‘
鐵
馬
千
露
‘
離
1

一
虎
噛
ふ
以
風
生
‘
應
―
―
龍

庫
而
雲
起
。

【
霜
花
】
31

蒻
霜
を
花
に
比
し
て
い
ふ
。
霜
華
゜
〔
唐
太

宗
‘
暮
秋
言
レ
志
詩
〕
朝
光
浮
11

燒
野
一
霜
華
浮
―
―
碧
空
↓

〔
李
賀
‘
北
中
寒
詩
〕
霜
花
草
上
大
如
レ
錢
‘
揮
レ
刃
不
レ
入

迷
葎
天
↓

〖
霜
花
店
〗32焚
ク
，
ヮ
朝
鮮
の
名
曲
の
名
。
〔
李
滉
‘
書
,
,

漁
父
歌
後
―
〕
此
詞
興
―
―
霜
花
店
諸
曲
盆
堡
竺
其
中
↓

【
霜
華
】
33

読
●
霜
を
花
に
比
し
て
い
ふ
。
〔
白
居
易
、

長
恨
歌
〕
鴛
鵞
瓦
冷
霜
華
重
‘
翡
翠
袋
寒
誰
興
共
゜
〔
戴

復
古
、
冬
日
移
レ
舟
入
レ
峡
避
レ
風
詩
〕
霜
華
濃
似
レ
雪
、
水

氣
盛
―
―
於
雲
↓
●
白
髪
に
比
し
て
い
ふ
。
〔
周
亮
工
‘
示
レ

友
詩
〕
戦
搬
莫
下
向
忌
翌
即
看
盆
心
惹
―
―
霜
華
ー
上
『
1

霜
毛
↓

【
霜
瓦
】
34

硲
霜
を
置
い
た
屋
根
の
か
は
ら
。
〔
白
居

易
、
病
中
早
春
詩
〕
媛
銅
―
―
霜
瓦
津
初
合
‘
寒
減
二
泳
渠
―

凍
不
な
成
。

【
霜
菅
】
35

恐
．
’
霜
の
か
か
っ
た
す
げ
。
白
髪
の
喩
。
〔
蘇

献
‘
追
伍
正
輔
表
兄
云
去
博
羅
1

賦
レ
詩
為
レ
別
再
用
1

一

前
韻
一
詩
〕
築
天
雙
鵠
如
1

一
霜
菅
五
始
知
謝
遣
素
輿
レ
蟹
゜

〔
陸
溜
、
感
懐
詩
〕
老
抱
―
―
遺
書
-
笠
故
山
二
鏡
中
衰
賛

似
霜
菅
↓

【

霜

】
36

焚
老
人
を
い
ふ
。
〔
琵
琶
記
‘
祝
髪
買
葬
〕

可
レ
憐
霧
鵠
雲
賛
女
、
断
送
著
霜
賢
雪
鵠
人
↓

【
霜
執
】
37

競
’
白
い
薄
絹
。
〔
沈
約
、
謝
レ
賜
修
調
絹

笠
啓
〕
霜
執
雪
委
、
霧
穀
泳
鮮
゜

【
霜
畦
】
38

存
霜
の
お
り
た
は
た
け
。
〔
本
参
、
宿
―
―
東
硲

王
屋
李
隠
芦
詩
〕
霜
畦
吐
玉
盆
杢
沙
雁
喋
-
1

河
田
↓

【
霜
閾
】
39

笞
秋
の
ね
や
。
秋
閏
。
〔
鍾
蝶
、
詩
品
序
〕
塞

客
衣
箪
‘
霜
閾
涙
盛
。

【
霜
践
】
40

勾
霜
の
お
り
た
こ
み
ち
。
〔
謝
眺
‘
杜
若
賦
〕

，
 

9
霜
践
一
以
獨
侑
‘
帯
竺
春
郊
而
径
平
。
〔
上
官
昭
容
、

壁
長
寧
公
主
流
杯
池
詩
〕
策
レ
杖
臨
霞
鰊
危
歩
下
―

-
6
5

霜
践
↓
〔
賣
島
、
延
壽
里
精
含
寓
居
詩
〕
霜
践
猶
―
―
舒
英

-
1
2

_
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寒
蝶
断
―
―
来
縦
一

【
霜
饒
】
41

ぢ
霜
の
お
り
た
あ
か
つ
き
。
〔
魏
朴
‘
和
＝

皮
日
休
悼
＞
鶴
詩
〕
霜
現
起
宋
無
―
―
問
虞
「
伴
僧
弾
指
逸
二

荷
塘
↓
〔
蘇
試
、
登
州
海
市
詩
〕
重
棲
翠
阜
出
―
―
霜
晩
｛
異

事
驚
倒
百
歳
翁
゜

【
霜
月
】
42

ぢ
〇
霜
の
夜
の
寒
い
月
。
〔
謝
眺
‘
同
鵡
夜

集
詩
〕
霜
月
始
流
レ
硼
、
寒
蛸
早
吟
レ
隙
゜
〔
白
居
易
、
燕
子

棲
三
首
詩
〕
燕
子
悽
中
霜
月
夜
‘
秋
来
只
為
1

一
：
が
長
。

〔
李
商
隠
‘
代
應
詩
〕
溝
水
分
流
西
復
東
、
九
秋
霜
月
五

更
風
。
●
陰
暦
七
月
の
異
梢
。
相
月
。
°
“
陰
暦
十
一

月
の
異
名
。

【
霜
剣
】
43

焚
す
る
ど
い
剣
。
〔
略
賓
王
‘
窟
温
城
一
望
ニ

軍
螢
一
詩
〕
風
旗
翻
1

一
翼
影
一
霜
剣
轄
1

龍
文
一
〔
孟
郊
‘

上
1

一
河
陽
李
大
夫
―
詩
〕
霜
剣
奪
―
―
衆
景
「
夜
星
失
二
長
輝
↓

【
霜
憲
】
44

焚
御
史
憂
。
憲
は
法
で
御
史
は
刑
法
を
司

る
か
ら
い
ふ
。
〔
蘇
類
‘
授
,
1

李
傑
御
史
大
夫
一
制
〕
桧
―
―

齊
霜
憲
一
弘
―
―
長
風
猷
↓
〔
常
哀
‘
授
,
,
路
嗣
恭
京
兆
少

史
制
〕
龍
棲
患
善
載
宜
春
雙
烏
府
持
レ
綱
‘
克
平
―
―

霜
憲
↓

【
霜
枯
】
4
5
t
'
ゥ
霜
に
あ
っ
て
草
木
が
か
れ
し
ぽ
む
。
〔
陸

湿
荷
花
詩
〕
若
教
―
―
具
眼
吉
向
人
看
一
風
折
霜
枯
似
―
―
更

奇↓

【
霜
舘
】
4
6
t
ヴ
霜
の
や
う
に
白
く
光
る
や
な
ぐ
ひ
。
〔
韻

府
引
、
王
勃
‘
碑
文
〕
義
文
仁
斧
、
所
レ
向
輸
レ
誠
‘
雪
錬

霜
舘
、
前
レ
駆
納
レ
歎
゜

【
霜
後
】
47

弓
霜
の
降
っ
た
後
。
〔
周
朴
、
送
―
―
梁
逍
士
1

詩
〕
晩
花
霜
後
落
、
山
雨
夜
深
寒
。
〔
皮
日
休
、
秋
晩
訪
1

一

李
虞
士
所
＞
居
詩
〕
書
閣
鼠
穿
西
型
四
破
‘
竹
園
霜
後
桔

杵
閑
゜
〔
劉
三
吾
、
野
荘
賦
〕
岸
蘭
汀
詔
、
複
,
,
郁
雨
餘
之

旦
園
梨
山
柿
、
紅
1

一
白
霜
後
之
天
↓

【
霜
骨
】
48

翌
き
ぴ
し
い
氣
骨
゜
〔
杜
甫
、
寄
二
題
江
外

草
堂
―
詩
〕
霜
骨
不
―
―
甚
長
ぶ
盆
戸
鄭
里
隣
―
)

【
霜
根
】
49

焚
〇
霜
ば
し
ら
。
〔
王
僧
逹
、
和
碩
邪
王

依
＞
古
詩
〕
仲
秋
邊
風
起
、
孤
蓬
巻
―
―
霜
根
↓
〔
杜
甫
‘
苦

竹
詩
〕
幸
近
,
,
幽
人
屋
一
霜
根
結
在
レ
サ
絃
。

O
霜
に
飽
い

た
後
。
〔
蘇
献
‘
書
1

一
李
世
南
所
レ
聾
秋
景
―
詩
〕
野
水
参

差
落
n
浪
痕
盃
疎
林
欽
倒
出
―
―
霜
根
↓

【
霜
妻
】
5
0
[
げ
や
も
め
。
寡
婦
。
嬬
妻
(
3
-
6
8
8
5
:
 5
)

に

同
じ
。
〔
唐
雁
門
郡
解
府
君
墓
誌
〕
霜
妻
李
氏
‘
偕
老
願

達。

雨

部

〔
九
書
l

〕

霜

【
霜
草
】
51

謬
.
霜
を
経
て
枯
れ
た
く
さ
。
〔
李
白
‘
寛
レ
直
指
戒
―
―
泳
心
↓

鏡
書
レ
懐
詩
〕
自
笑
鏡
中
人
、
白
髪
如
―
―
霜
草
↓
〔
張
籍
‘
闘

U
祁
序
】
62

勾
秋
の
深
い
時
。
晩
秋
。
〔
宋
之
問
、
早
入
―
―

山
月
詩
〕
埃
水
連
レ
天
霜
草
平
、
野
馳
尋
レ
水
碩
中
鳴
。
清
遠
峡
―
詩
〕
秋
橘
迎
二
霜
序
一
春
藤
凝
.
,
日
輝
↓

〔
白
居
易
、
答
―
―
夢
得
秋
庭
獨
坐
見
＞
贈
詩
〕
霜
草
欲
レ
枯
【
霜
鐘
】
6
3
t炉
〇
冬
の
明
け
方
の
か
ね
の
臀
゜
〔
李
白
‘

晶
思
急
‘
風
枝
未
レ
定
鳥
棲
難
。

e草
の
名
。
相
思
草
。
〔
述
聰
―
―
蜀
僧
溶
弾
琴
―
詩
〕
客
心
洗
.
,
流
水
ぶ
麻
響
入
辛
翌
甕

異
記
、
上
〕
今
秦
趙
間
有
1

和
相
思
草
五
唸
炉
石
竹
一
而
節
〔
杜
甫
、
西
閣
三
度
期
1

一
大
昌
穀
明
府
同
宿
二
小
レ
到
詩
〕

節
相
績
‘
一
名
二
断
腸
草
一
又
名
愁
婦
草
↓
亦
名
―
―
霜
草
↓
金
吼
霜
鐘
徹
、
花
催
蛾
矩
錯
。

O
張
受
益
の
琴
の
名
。

【
霜
操
】
5
2
[
,
t

霜
の
や
う
に
烈
し
い
み
さ
を
。
〔
南
齊
〔
志
雅
堂
雑
抄
〕
張
受
益
有
二
琴
一
名
な
想
雙

書
‘
沈
麟
士
博
〕
年
蹟
七
十
面
業
行
無
レ
改
‘
元
嘉
以
束
‘
[
霜
信
】
64

岱
雁
の
異
名
。
至
れ
ば
霜
が
降
る
か
ら
名

聘
召
俯
登
‘
玉
質
違
潔
‘
霜
操
日
般
。
〔
錢
爾
仲
‘
小
松
づ
く
。
〔
文
昌
雑
録
〕
北
方
有
―
―
白
雁
面
炉
雁
而
小
‘
色

詩
〕
愛
l

―
此
凌
レ
霜
操
五
移
来
猜
占
レ
春
。
白
秋
深
則
来
‘
白
雁
至
則
霜
降
‘
河
北
人
謂
1

一
之
霜
信
一

[
霜
棧
】
53

ぢ
霜
の
ふ
り
か
か
っ
た
か
け
は
し
。
〔
皮
日
杜
甫
詩
云
‘
故
國
霜
前
白
雁
束
‘
即
此
也
。

休
‘
奉
和
魯
望
寒
夜
訪
寂
上
人
次
韻
詩
〕
院
寒
胄
露
【
霜
晨
】
65

匁
霜
の
お
い
た
あ
さ
。
霜
の
あ
し
た
。
霜

正
沈
沈
‘
霜
棧
乾
鳴
入
―
―
古
林
↓
〔
韻
府
引
、
陸
湘
、
詩
〕
痩
旦
゜
霜
曙
。
霜
饒
。
〔
李
華
‘
弔
二
古
戦
場
一
文
〕
蓬
断
草
枯
‘

馬
行
辛
悶
央
軽
舟
下

-1雪
灘

↓

凜

若

霜

晨

↓

〔

サ

昧

献

、

再

和

楊

公

渭

梅

花

＋

紐

詩

〕

【
霜
山
]
5
4
[
9

パ
金
子
清
民
の
麗
金
子
霜
山

(11-40
 1
5

莫
下
向
―
―
霜
晨
一
怨
未
品
開
‘
白
頭
朝
夕
自
相
催
。

2

:

 1
4
2
3

、

)

を

見

よ

。

【

霜

刃

】

66

バ
ぶ
霜
の
や
う
に
白
く
す
る
ど
い
刃
。
こ
ほ

【
霜
柿
】
55

ベ
ゥ
〇
霜
の
か
か
っ
た
か
き
。
〔
楓
窟
小
讀
〕
り
の
や
い
ば
。
霜
刀
。
〔
新
論
‘
文
武
〕
白
利
相
望
‘
霜
刃

不
レ
減
―
―
樹
頭
霜
柿
↓
●
ほ
し
柿
の
表
に
白
い
粉
を
生
ず
競
接
‘
則
文
不
レ
及
レ
武
‘
干
支
既
鞘
、
栂
架
車
修
‘
則
武

る
も
の
を
い
ふ
。
〔
本
草
、
白
柿
〕
柿
霜
‘
修
治
‘
時
珍
曰
‘
不
レ
及
レ
文
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
口
鮫
1

一
霜
刃
百
心
撥
―
―
飛
鋒
↓

白

柿

卸

乾

柿

生

レ

霜

者

。

〔

左

思

‘

呉

都

賦

〕

剛

鏃

潤

‘

霜

刃

染

。

〔

注

〕

劉

曰

‘

霜

刃

‘

【
霜
髭
】
56

パ
ヴ
白
い
ひ
げ
。
〔
方
干
‘
早
春
詩
〕
不
レ
信
風
言
―
―
其
殺
利
一
也
。
〔
李
白
‘
酬
缶
＇
都
小
吏
斗
酒
雙
魚
―

光
疾
,
,
於
箭
面
l

束
年
去
髪
―
―
霜
髭
↓
詩
〕
呼
レ
兒
彿
レ
几
霜
刃
揮
‘
紅
肌
花
落
白
雪
霜
。
〔
買
島
‘

[
争
拉
洲
】
57

芥
霜
の
お
い
た
す
。
〔
衷
伯
文
‘
述
―
―
山
貧
一
剣
客
詩
〕
十
年
磨
―
―
二
烈
霜
刃
未
二
嘗
試
f

詩
〕
製
荷
依
↓
―
露
叡
弐
奉
若
逗
―
―
霜
洲
一
〔
喩
坦
之
‘
晩
泊
-
-
【
霜
穂
】
67

げ
霜
の
か
か
っ
た
ほ
。
〔
蘇
献
、
東
破
詩
〕
秋

肝
胎
詩
〕
宿
船
臆
月
浦
面
驚
鳥
塁
霜
洲
↓
来
霜
穂
重
‘
顛
倒
相
搾
柱
。

【
霜
朱
】
58

翌
霜
が
か
か
つ
て
あ
か
く
な
る
。
〔
苑
雲
、
【
霜
謡
】
68

苔
霜
の
や
う
に
白
い
鳥
の
腹
毛
。
〔
孟
簡
、

園
橘
詩
〕
芳
條
結
.
,
寒
翠
面
竺
貫
喪
―
―
霜
朱
↓
白
烏
呈
レ
瑞
賦
〕
明
明
麗
質
‘
霜
詮
潔
朗
。

【
霜
蹟
】
59

翌
白
い
ひ
げ
。
〔
劉
馬
錫
‘
遥
和
証
品
祐
5

[

霜
腋
】
69

ぢ
蟹
の
異
稽
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
‘
蟹
〕

元
相
公
二
君
子
―
詩
〕
玉
人
紫
綬
相
輝
映
‘
郁
要
霜
蹟
一
黄
庭
堅
詩
‘
霜
謄
賞
食
レ
新
‘
按
謂
レ
蟹
也
。

雨
苺
〔
李
紳
‘
趨
―
―
翰
苑

g翌
註
構
1

詩
〕
望
レ
天
牧
1

一
雪
【
霜
燒
】
70

～
五
寒
氣
に
あ
た
つ
て
手
足
な
ど
の
皮
膚
か

治

五

看

レ

鏡

攪

―

―

霜

蹟

↓

は

れ

て

た

だ

れ

る

こ

と

。

【
霜
樹
】
60

翌
霜
に
染
っ
た
紅
樹
。
〔
張
説
‘
遊
二
洞
庭

ii
【
霜
雪
]
7
1
5
9
[
O
霜
と
雪
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
霜
雪
交
下
。

淵
詩
〕
寒
沙
際
レ
水
平
、
霜
樹
籠
レ
煙
疸
。
〔
戴
叔
倫
、
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
馬
、
蹄
可
―
―
―
以
践
企
桓
雪
言
史
記
‘
貨
殖
博
〕

翌
故
人
陳
利
山
居
詞
〕
郁
望
夏
洋
懐
二
妙
ぶ
叩
崖
霜
犯
二
晨
夜
冒
―
―
霜
雪
言
漢
書
‘
淮
南
属
王
長
傭
〕
高
帝
蒙
ニ

樹
瞭
斑
斑
゜
〔
白
居
易
、
冬
日
平
泉
路
晩
欝
詩
〕
山
路
難
霜
雪
五
砂
風
雨
↓
〔
左
思
‘
招
隠
詩
〕
弱
莱
栖
,
,
霜
雪
盃
飛

行
H
易
レ
斜
‘
煙
村
霜
樹
欲
レ
棲
レ
鶉
゜
〔
杜
牧
‘
長
安
秋
望
榮
流
―
―
餘
津
↓
●
心
の
潔
白
で
骰
し
い
喩
゜
〔
後
漢
書
、

詩

〕

棲

椅

霜

樹

外

‘

鏡

天

無

二

奄

↓

文

苑

下

‘

禰

衡

博

〕

忠

果

正

直

‘

志

懐
f

一
霜
雪
↓

【
霜
署
】6
1
バ5

御
史
憂
゜
霜
景
。
〔
蘇
味
道
‘
始
背
―
―
洛
城
〖
霜
雪
操
〗

7
2
嘉
五
；
固
い
節
操
を
い
ふ
。
〔
劉
兼
‘
萬

秋
郊
闊
目
奉
二
懐
畳
中
諸
侍
御
1

詩
〕
薄
遊
天
少
霜
署
一
葛
樹
詩
〕
更
有
1

一
歳
寒
霜
雪
操
f

【
霜
節
】
73

況
か
た
い
み
さ
を
。
〔
蘇
拭
、
次
韻
曹
子

方
龍
山
慎
覺
院
瑞
香
花
1

詩
〕
君
持
風
霜
節
‘
耳
冷
歌
笑

音
。
〔
白
居
易
‘
題
,
,
慮
詭
書
夏
H
新
栽
＂
竹
二
十
韻
詩
〕

久
持
―
―
霜
節
苦
涵
新
托
―
―
露
根
難
一

【
霜
霰
】
74

翌
霜
と
霰
゜
霜
や
霰
゜
〔
宋
書
‘
劉
秀
之
等
博

論
〕
雖
1

一
霜
霰
並
＂
時
‘
而
計
レ
功
則
異
也
。
〔
飽
照
‘
侍
郎

報
滴
辞
レ
閤
疏
〕
照
蒸
霜
霰
‘
竿
甲
雲
露
。
〔
隋
楊
帝
‘
秦

孝
王
誅
〕
霜
霰
落
分
山
谷
寒
‘
木
葉
下
分
丘
墾
残
゜
〔
李

綱
‘
梅
花
賦
〕
凌
霜
霰
於
残
鳳
需
煙
雨
於
疎
林
↓

【
霜
髯
】
75

努
白
い
ひ
げ
。
〔
蘇
献
‘
寄
寮
子
菫
詩
〕

霜
髯
三
老
如
1

一
霜
檜
工
霞
交
零
落
今
誰
輩
。
〔
陸
浦
、
酔

中
浩
歌
罷
戯
書
詩
〕
傍
観
虚
作
,
,
窮
愁
想
面

--1桧霜
髯
―

却

未

レ

多

。

「

入

―

―

破

緯

一

【
霜
祓
]
7
6
t
ヴ
霜
を
帯
ぴ
た
野
菜
。
〔
陳
造
‘
詩
〕
霜
祓

【
霜
翰
】
77

勾
霜
の
や
う
に
白
い
色
の
か
と
り
ぎ
ぬ
。

〔
苑
成
大
、
祁
門
詩
〕
渓
藤
巻
な
想
糧
t

【
霜
憂
】
7
8
[り

O
御
史
景
の
異
梢
。
御
史
景
は
法
律
を

掌
る
所
で
あ
る
か
ら
、
秋
官
に
配
し
て
霜
憂
と
い
ふ
。

霜
署
。
〔
白
孔
六
帖
‘
七
十
四
、
御
史
大
夫
〕
秦
官
也
‘
云

云
‘
亜
相
、
憲
憂
‘
霜
憂
‘
云
云
゜
〔
本
ょ
参
‘
琥
州
西
亭
陪
"

端
公
宴
集
―
詩
〕
為
逼
―
―
霜
壼
使
一
重
衷
也
覺
レ
寒
。
〔
殷

発
藩
‘
送
-
1

源
中
丞
使
l

一
新
羅
1

詩
〕
赤
埠
奉
レ
命
使
―
―
殊

友
官
重
霜
景
紫
綬
光
。

O
弾
正
壼
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕

弾
正
景
‘
唐
名
‘
霜
景
。

【
霜
刀
】
79

悶
霜
の
や
う
に
光
つ
て
鋭
い
刀
。
〔
杜
甫
、

観
打
魚
歌
〕
襄
子
左
右
揮
―
―
霜
刀
涵
盆
翌
金
盤
ー
白
雪

高
。
〔
韓
愈
‘
芍
槃
歌
〕
霜
刀
剪
レ
汝
天
女
芳
、
何
事
低
頭

學
桃
更
〔
秤
逢
、
観
1

一
競
渡
詩
〕
雨
岸
羅
衣
破
レ
鼻

香
‘
銀
叙
照
レ
日
如
―
―
霜
刀
一

【
霜
島
】
80

琴
霜
の
降
り
た
島
。
〔
杜
荀
鶴
‘
齢
―
楊
侍
郎
―

詩
〕
霜
島
樹
凋
猿
叫
レ
夜
‘
湖
田
穀
熟
雁
来
時
。
〔
喩
坦

之
‘
晩
泊
え
晶
春
―
寄
―
―
友
人
一
詩
〕
獨
吟
霜
島
月
、
誰
寄
雪

天
衣
゜

【
霜
桃
】
81

ば
漢
代
‘
上
林
苑
に
遠
方
か
ら
獣
じ
た
桃

の
一
種
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
初
修
二
上
林
苑
石
塁
臣
遠
方

各
猷
―
―
名
果
異
樹
ご
玄
云
‘
桃
十
‘
秦
桃
・
桃
桃
・
細
核
桃
・

金
城
桃
・
綺
築
桃
・
紫
文
桃
．
霜
桃
・
胡
桃
・
櫻
桃
・
含
桃
。

【
霜
橙
】
82

悶
霜
を
経
て
‘
よ
く
熟
し
た
九
年
母
。
〔
杜

甫
、
自
恢
赴
奉
先
縣
詠
懐
詩
〕
勤
レ
客
駐
蹄
羹
‘
霜
橙

堅
1

一
香
橘
↓

ハ
四

12660 
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【
霜
析
】
83

”
パ
霜
夜
の
拍
子
木
。
〔
剪
燈
餘
話
、
田
沫
遇
一
書
‘
襄
楷
傭
〕
自
―
―
春
夏
h

以
来
、
連
有
,
,
霜
雹
及
大
雨
重
↓
〔
裟
夷
、
観
レ
浮
1

一
龍
泉
jlj
一
詩
〕
蓮
花
生
↓
1

賓
鍔
五
秋
日
属
1

一
菓
云
積
泳
之
節
、
百
菓
方
盛
。

辞
撮
聯
句
記
〕
風
捲
二
争
足
竺
寒
罷
レ
釣
‘
月
輝

g
詔
が
冷
〔
王
義
之
、
興
函
史
女
書
〕
蜀
中
山
水
、
如
―
―
峨
眉
山

h夏
霜
鋒
→
【
~
柑
~
鱗
】

1
1
8
焚
魚
を
い
ふ
。
〔
皮
日
休
‘
釣
侶
詩
〕
超
眠

舷

城

。

含

↓

1

霜
雹
涵
t

板
之
所
レ
聞
、
嘉
裔
之
伯
仲
也
。
【
霜
矛
】
108

競
す
る
ど
い
ほ
こ
。
霜
支
。
〔
文
同
、
峰
鐵
無
事
避
,
,
風
濤
二
斗
霜
鱗
換
,
,
濁
醗
↓
〔
注
〕
呉
中
買
レ
魚

【
霜
礁
】
84

”
吋
霜
降
る
時
期
の
え
ぴ
す
す
ず
め
。
〔
張
【
霜
髪
】
95

窃
白
い
か
み
の
毛
。
し
ら
が
。
〔
李
咸
用
‘
峡
詩
〕
霜
矛
雪
甲
寒
如
レ
水
、
候
卒
何
由
知
,
,
首
尾
↓
論
レ
斗
゜
〔
羅
隠
‘
酬
,
,
章
虞
士
見
”
寄
詩
〕
霜
鱗
共
落
三
門

協
‘
七
命
八
首
〕
晨
覺
露
鵠
、
霜
鵜
黄
雀
。
〔
注
〕
善
曰
、
秋
夕
書
レ
懐
寄
レ
所
レ
知
詩
〕
年
華
逐
レ
浪
催
―
―
霜
製
盃
旅
恨
【
霜
毛
】
109

苓

O
霜
の
や
う
に
し
ろ
い
毛
。
雪
毛
。
〔
鮪
浪
、
雪
賛
同
欝
七
里
灘
。

説

苑

曰

‘

霜

露

降

、

鵠

鵜

美

。

如

雀

ぢ

匹

桂

衣

↓

昭

、

舞

鶴

賦

〕

昼

,

,

霜
毛
盃
器
ぴ
影
、
振
1

一
玉
利
一
而
臨
レ
【
霜
烈
】
119

窃
霜
の
や
う
に
烈
し
い
。
き
び
し
く
は
げ

【
霜
蓄
】
85

勾
霜
後
の
蓄
菜
。
蓄
菜
は
霜
が
降
つ
て
後

U
箱
法
】
96

窃
き
ぴ
し
い
お
き
て
。
〔
輻
恵
全
書
、
錢
穀
霞
゜
〔
杜
甫
、
八
哀
詩
‘
故
右
僕
射
相
國
張
公
九
齢
詩
〕
仙
し
い
。
霜
巌
。
〔
後
漢
書
、
酷
吏
博
論
〕
漢
世
所
謂
酷

に
美
味
と
な
る
か
ら
い
ふ
。
〔
曹
植
、
七
啓
八
首
〕
芳
菰
部
、
比
較
〕
非
下
犀
照
朗
,
,
子
署
中
る
霜
法
施
中
子
堂
上
3

鶴
下
-
1

人
間
一
獨
立
霜
毛
整
。
〔
車
應
物
、
賓
観
主
白
鵬
能
者
蓋
有
レ
聞
也
、
皆
以
涵
盆
弁
精
敏
云
巧
―
―
附
文
理
一
風

精
稗
、
霜
蓄
露
葵
゜
〔
注
〕
銑
曰
‘
蓄
、
菜
名
、
此
物
興
レ
葵
【
霜
枇
】
9
7
tゥ
白
い
色
の
旗
の
か
ざ
り
。
〔
韻
府
引
、
王
鵠
歌
〕
人
心
鳥
意
自
無
レ
猜
‘
玉
指
霜
毛
本
同
レ
色
。
〔
杜
行
霜
烈
、
威
誉
誼
赫
゜

宜

―

―

於

霜

露

之

時

↓

世

貞

、

詩

〕

微

風

彿

―

―

素

幌

硲

吹

月

照

1

一
霜
枇
↓
牧
‘
鶴
詩
〕
丹
頂
西
施
頬
‘
霜
毛
四
皓
験
。
●
し
ら
が
。
【
霜
露
】
120t
ヴ
霜
と
露
。
〔
周
謄
‘
考
工
記
‘
弓
人
〕
漆
也

【
霜
使
】
86

翌
す
る
ど
い
武
器
。
儀
使
を
い
ふ
。
〔
李
【
霜
眉
】
9
8
5
ヴ
白
い
ま
ゆ
。
〔
李
白
、
贈
1
1

宣
城
宇
文
太
〔
杜
牧
、
長
安
雑
題
長
句
六
首
詩
〕
四
海
一
家
無
二
-
事
一
者
以
為
レ
受
,
,
霜
露
1

也
。
〔
帷
‘
祭
義
〕
霜
露
既
降
‘
君
子

白
‘
侍
従
遊
―
―
宿
温
泉
宮
―
詩
〕
霜
佼
懸
―
―
秋
月
云
覚
施
巻
―
―
守
1

兼
呈
,
,
雀
侍
御
1

詩
〕
霜
眉
邑
中
斐
、
皆
美
―
―
太
守
賢
↓
将
軍
機
レ
鏡
泣
1

一

霜

毛

↓

履

＞

之

、

必

有

―

―

悽

愴

之

心

↓

〔

中

庸

〕

天

之

所

レ

覆

、

地

之

夜
雲
↓
〔
張
誇
、
東
封
山
下
宴
1

一
露
臣
1

詩
〕
慢
城
連
夜
〔
蘇
献
‘
佛
日
山
榮
長
老
方
丈
詩
〕
何
慮
霜
眉
碧
眼
客
、
【
霜
蔓
】
110

雰
霜
の
か
か
っ
た
つ
る
。
〔
柳
宗
元
、
同
下
所
レ
載
、
日
月
所
レ
照
‘
霜
露
所
レ
隊
‘
凡
有
1

一
血
氣
一
者
、

静
‘
霜
伎
涌
空
寒
。
〔
李
益
、
漢
宮
少
年
行
〕
玉
堵
霜
伎
結
為
色
一
友
―
冷
相
看
°
劉
二
十
八
院
長
述
レ
藷
言
レ
懐
感
レ
時
書
レ
事
奉
―
―
寄
澄
州
莫
レ
不
―
―
尊
親
↓
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
八
〕
蒙
―
―
犯
霜
露
↓
〔
列

鴨

未

食

少

年

排

入

銅

龍

門

。

【

霜

曼

】

99

窃
霜
ふ
ら
ん
と
す
る
空
。
き
び
し
く
寒
い
張
員
外
使
君
ー
五
十
二
韻
之
作
」
云
云
詩
〕
風
枝
散
1

一
陳
子
、
湯
問
〕
無
―
―
風
雨
霜
露
↓
〔
尉
練
子
、
武
議
〕
撲
撤
蓋
レ

【
霜
柱
】
87

心
ベ
ラ
骰
寒
の
頃
、
土
中
の
水
氣
が
凍
つ
て
柱
冬
の
空
゜
〔
爾
子
良
、
賓
僚
七
要
〕
哀
―
―
過
鴻
於
月
瞭
一
葉
一
霜
蔓
誕
,
,
寒

瓜

↓

之

、

以

蔽

―

―

霜

露

↓

〔

後

漢

書

‘

霊

―

帝

紀

賛

〕

棄

鹿

霜

露

‘

遂

状
の
氷
と
な
り
、
表
面
の
土
を
あ
げ
お
こ
す
も
の
。
悲
,
,
夜

猿

於

霜

麦

↓

【

霜

夜

】

l
l
l
t
ヴ
霜
の
降
る
夜
。
寒
い
夜
。
し
も
よ
。
〔
顔
延
棲
1

一
宮
衛
↓
〔
後
漢
書
‘
宦
者
傭
序
〕
學
動
回
1

い
遥
g
呼
吸

【
霜
砧
】88
焚
霜
の
降
る
頃
に
響
く
き
ぬ
た
。
〔
馬
珠
、
【
~
柑
鵜
】

1
0
0
焚
び
ん
の
白
毛
を
霜
に
喩
ふ
。
霜
賢
に
同
之
、
宋
文
皇
帝
元
皇
后
哀
策
文
〕
霜
夜
流
レ
唱
‘
瞭
月
升
レ
雙

1一
霜
露
芸
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕
解
レ
鞍
犯
1一
霜
露
→

護
成
詩
〕
燕
山
越
水
曾
為
レ
客
‘
慣
レ
題
霜
砧
揚

-
1月
明
→
じ
。
〔
高
適
‘
除
夜
作
詩
〕
故
郷
今
夜
思
千
里
、
霜
鵠
明
朝
塊
。
〖
浮

,
,
i
i
i
:

露
i
-
]
1
2
1
t
巧
ヲ
霜
や
露
を
身
に
あ
び
る
。
辛

【
霜
蹄
】
89

苔

駿

馬

の

ひ

づ

め

。

又

‘

駿

馬

を

い

ふ

。

駿

又

一

年

。

【

霜

品

野

】

1
1
2
t
ヴ
霜
の
降
り
た
野
原
。
霜
枯
れ
の
野
。
〔
宋
勤
す
る
喩
゜
〔
淮
南
子
、
脩
務
訓
〕
身
浮
1

一
霜
露
盃
5

レ躊

足
。
良
駿
゜
逸
駿
゜
〔
趙
蝦
、
送
1

な
令
狐
郎
中
赴
翫
芯
い
【
霜
賢
】
101

窃
び
ん
の
し
ら
が
。
〔
杜
甫
、
書
堂
飲
既
夜
書
‘
始
平
王
子
鸞
傭
〕
文
1

一
七
星
於
霜
野
盃
旗
,
,
ニ
燿
於
寒
訣
。
〔
注
〕
浮
、
浴
也
。

詩
〕
霜
蹄
晩
駐
秦
雲
断
、
野
柿
睛
翻
那
樹
秋
゜
〔
渇
奨
復
激
―
―
李
尚
書
示
＇
レ
馬
月
下
賦
詩
〕
久
排
野
鶴
如
―
―
霜
林
→
〔
宋
書
‘
沈
依
之
博
〕
鼓
怒
則
泳
原
激
レ
電
、
奮
棧
則
〖
疇
柑
~
之
思
〗

1
2
2
”
弓
父
母
を
悲
し
む
を
い
ふ
。
〔
琵

翁
、
金
馬
門
賦
〕
敲
銅
臀
於
駿
骨
涵
竺
削
鐵
於
霜
蹄
↓
賢
砿
莫
郎
難
下
五
更
↓
〔
章
應
物
‘
答
重
鴎
詩
〕
坐
霜
野
奔
レ
雷
゜
〔
李
商
隠
‘
楚
澤
詩
〕
夕
陽
蹄
路
後
、
霜
野
琶
記
、
一
門
施
奨
〕
風
木
之
情
何
深
、
式
彰
,
,
風
化
之
美
一

〔
杜
甫
、
章
諷
録
事
宅
塁
曹
将
軍
董
馬
皿
引
〕
霜
蹄
蹴
使
レ
驚
,
,
霜

賢

涵

氣

已

如

レ

蓬

。

物

臀

乾

。

霜

露

之

思

既

極

‘

宜

レ

砧

雨

露

之

思

面

竺

此

休

嘉

t

慰,,

踏

長

鍬

間

、

馬

官

斯

養

森

成

レ

列

。

【

霜

蕪

】

g
t
ヴ
霜
の
お
い
た
く
さ
は
ら
。
〔
韻
府
引
‘
楊
【
霜
羅
】
113

”
‘
ゥ
霜
の
や
う
に
白
い
う
す
ぎ
ぬ
。
〔
雀
融
‘
汝
悼
念
五
欽
哉
謝
レ
恩
゜

【
霜
鏑
】9
0
g
す
る
ど
い
か
ぶ
ら
や
。
〔
顔
延
之
、
陽
給
載
、
詩
〕
雲
水
連
レ
天
暗
‘
霜
蕪
涌
地
荒
。
嵩
山
啓
母
廟
碑
〕
霜
羅
曳
曳
、
雲
錦
披
披
゜
〔
苑
成
大
、
緑
〖
霜
云
『
之
疾
〗

l
Z
l
窃
e
a／
寒
冷
の
た
め
に
冒
さ
れ
る
病
。

事

昧

〕

鳴

額

横

属

‘

霜

鏑

高

輩

。

【

霜

楓

】

103

認
霜
で
葉
の
赤
く
な
っ
た
か
へ
で
。
〔
杜
尊
梅
詩
〕
朝
罷
東
皇
放
―
―
玉
鸞
「
霜
羅
薄
袖
緑
拮
箪
゜
〔
漢
書
‘
公
孫
弘
博
〕
君
不
幸
罹
↓
1

霜
露
之
疾
面
箪
裳
不
レ

【
霜
天
】
91

焚
冬
瞭
の
そ
ら
。
霜
お
く
夜
の
そ
ら
。
〔
王
甫
、
東
屯
月
夜
詩
〕
青
女
霜
楓
重
、
黄
半
峡
水
喧
。
【
霜
嵐
】
114

焚
霜
と
山
氣
。
〔
謝
眺
、
臨
―
―
楚
江
1

賦
〕
消
淫
已
゜
〔
書
言
故
事
、
疾
病
類
〕
答
1

一
人
問
と
疾
‘
日
―
―
霜
露
之

昌
齢
‘
堕
京
江
口
1

期
―
―
劉
音
塵
不
レ
至
詩
〕
霜
天
起
【
霜
雰
】
104

焚

霜

で

寒

い

も

や

。

霜

露

。

〔

梁

元

帝

‘

幽

逼

積

水

、

褒

憂

霜

嵐

。

疾

↓

長
望
、
残
月
生
1

一
海
門
↓
〔
杜
甫
、
柳
司
馬
至
詩
〕
霜
天
到
1

一

詩

〕

松

風

侵

レ

瞭

哀

‘

霜

雰

常

レ

夜

来

。

【

疇

想

梨

】

1
1
5
"
ヴ
霜
を
経
た
梨
゜
〔
李
白
、
尋
,
,魯
城
一
詩
〕
〖
霜
~
之
病i〗1

2
4
窃
弓
寒
冷
の
た
め
に
冒
さ
れ
る

宮
鳳
患
主
寸
心
明
。
〔
李
＿
商
隠
、
九
日
詩
〕
曾
共
二
山
翁
―
【
霜
文
】
曲
焚
霜
状
の
模
様
。
霜
の
や
う
に
明
か
に
彫
酒
客
愛
―
―
秋
裁
m

山
盤
薦
―
―
霜
梨
↓
〔
李
頑
‘
晩
蹄
―
―
東
園
ー
病
。
霜
露
之
疾
に
同
じ
。
〔
史
記
、
公
孫
弘
傭
〕
君
不
幸

担
酒
詩
一
霜
天
白
菊
続
1

一

堵

堤

↓

っ

た

あ

や

。

〔

淮

南

子

、

本

経

訓

〕

霜

文

沈

居

。

〔

殷

文

詩

〕

回

雲

覆

1

一

陰

谷

幸

笠

盈

四

霜

梨

↓

罹

1

一
霜
露
之
病
盃
何
恙
不
后
」
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
言
レ
罹
1

一

〖
霜
天
瞭
〗9
2
況
？
●
霜
の
下
り
た
瞭
。
〔
劉
馬
錫
、
圭
、
題
,
,友
人
庭
竹
一
詩
〕
細
竿
離
立
霜
文
静
、
錦
揮
瓢
零
【
霜
林
】
116

焚
霜
の
か
か
っ
た
林
。
〔
李
頑
‘
宿
―
―
登
公
祠
霜
露
寒
涼
之
疾
↓

塁
李
二
十
九
兄
員
外
赴
1

一

邪

寧

使

驀

詩

〕

鼎

門

為

別

粉

節

深

。

房

面

四

レ

梵

詩

〕

夜

動

t

一
霜
林
1

驚
,
,落
葉
一
瞭
聞
手
＾
籟
―
〖
蒙
,
,

霜

露
1

沫,,
風
雨
-]125

認
90
冠
詮
り
身
を
風
雨

霜
天
暁
‘
剰
把
―
―
離
傭
ニ
ニ
五
巡
。
●
歌
曲
の
名
。
〔
貴
耳
【
霜
蓬
】
106

琴
霜
に
枯
れ
た
よ
も
ぎ
。
白
髪
の
喩
゜
〔
李
登
1

一
清
機
↓
〔
張
祐
、
富
陽
道
中
送
1

一
王
正
夫
1

詩
〕
枡
枡
霜
露
に
さ
ら
す
。
辛
勤
す
る
喩
。
〔
漢
書
‘
淮
南
属
王
長

集
〕
史
君
洗
,
,
盛
蟹
姻
痛
雨
正
ザ
霜
天
暁
ご
五
昔
已
用
―
―
白
‘
怨
歌
行
〕
沈
憂
能
傷
レ
人
、
緑
賛
成
1
1

霜

蓬

↓

〔

白

居

上

―

―

荒

原

云

霜

林

赤

葉

翻

。

偉

〕

高

帝

蒙

二

霜

露

五

竺

風

雨

↓

其
四
→
「
橙
が
あ
る
。
易
、
九
月
八
日
訓

1一
皇
甫
十
見p贈
詩
〕
霜
蓬
奮
賛
三
分
〖
霜
林
園
〗1

1
7
焚
リ
ン
後
漢
の
明
―
帝
が
寒
果
を
植
ゑ
た
【
隕
レ
霜
】

1
2
7
牝
”
霜
を
ふ
ら
す
。
霜
が
降
る
。
〔
春
秋
、

〖
霜
天
瞭
角
〗93
翌
”
ル
詞
牌
の
名
。
仄
韻
・
平
韻
の
雨
白
‘
露
菊
新
花
一
半
黄
。
園
の
名
。
〔
拾
遺
記
、
六
、
前
漢
下
〕
（
明
帝
）
恒
山
獣

1一
巨
僭
、
三
十
三
〕
隕
霜
不
＞
殺
レ
草
、
李
梅
賓
。
〔
曹
植
、
求
レ

【
霜
雹
]
9
4
t
'
”
霜
と
雹
゜
〔
左
氏
、
昭
、
四
〕
雷
出
不
レ
震
、
【
霜
鋒
】
107

誘
秋
の
霜
の
や
う
に
す
る
ど
い
ほ
こ
さ
桃
核
コ
云
云
‘
又
説
、
巨
桃
霜
下
結
レ
花
‘
隆
暑
方
熟
‘
亦
通
1

一
親
親
1

表
〕
崩
レ
城
隕
レ
霜
。

66

無
畑
,
,霜
雹
→
〔
漢
書
‘
李
尋
傭
〕
有
1一
霜
雹
之
災
→
〔
後
漢
き
。
〔
宋
書
‘
築
志
四
〕
霜
鋒
未
レ
及
レ
染
、
那
那
忽
已
清
°
云
‘
仙
人
所
レ
食
、
—
帝
使
レ
植

1一
於
霜
林
園
一
園
皆
植1一
寒
【
~
レ
争
箱
】

1
2
8
芸
←
菊
花
の
霜
に
屈
せ
ず
に
開
く
を
い

1
2

||_— 雨

部

〔

九

蜜

霜

ハ

五



(42363··129)~(42365··18) 

雨

部

九

書

〕

霜

霜

霞

|
 

ふ
。
〔
蘇
献
、
初
冬
作
障
劉
景
文
詩
〕
荷
霊
已
無
―
―
摯
レ
終
老
二
此
境
一
芙
‘
而
一
聞
―
―
復
相
之
命
面
臨
5

レ
道
趨
赴
‘
菊
賦
〕
郁
ii

霞
艘
之
春
姿
面
吟
玉
灌
之
秋
英
↓
〇

雨
蔦
菊
残
猶
有
1

一
腐
霜
枝
↓
「
室
名
。
不
―
―
七
日
云
ぎ
注
杢
何
前
後
言
行
之
相
悸
也
、
蓋
此
老
は
る
か
。
と
ほ
い
。
遅
(
1
1
ー

3
9
0
0
5
)

に
通
ず
。

〔
楚
辟
、
遠
源
〕
載
脅
魏
而
登
霞
分
。
〔
集
注
〕

【
霜
傑
齋
]129

万
，
清
‘
秦
賓
壊
(
8
|
2
4
9
9
5
 :
 2
5
7
)

の
｛
貫
顧
患
榮
利
ニ
恩
紙
所
レ
書
、
特
矯
飾
以
示
―
―
一
時
謂
＞

霞
‘
卑
ハ
レ
退
同
、
古
字
借
用
。
〇
え
び
。
通
じ
て
蝦

[
霜
紅
寵
】
130

巧
ヴ
清
‘
博
山
（
1
ー

9
3
9
:
 5
6
)

の
室
名
。
無
尺
少
宦
情
1

焉
耳
、
作
レ
偽
日
拙
‘
此
亦
其
一
端
云
゜

【
霜
條
鏡
】
131

万
ゲ
架
器
の
名
。
八
孔
の
筑
。
〔
洞
冥
記
〕

建
匹
一
年
‘
帝
起
藷
光
曼
以
望
匝
遠
於
憂
上
五
担

(
1
0
|
 3
3
2
9
9
)

に
作
る
。
〔
壻
韻
〕
霞
‘
通
作
レ
蝦
゜

碧
玉
之
鑓
掛
愈
黎
之
磐
→
吹
霜
條
之
胴
唱
屎
雲

4

レ
イ
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
／
商
〗
〔
呉
越
春
秋
‘
句
践
入
臣
外
偉
‘
烏
鳶
歌
〕
啄
レ
霞

依
日
之
曲
↓
〔
文
獣
通
考
栗
考
十
一
、
竹
之
属
霜
望
〕
【
霜
】
尊
リ
，
ャ
ヴ
カ
一

L

l
i
n
g
'

矯
翻
分
雲
間
↓
〇
瑕
(
7
ー

2
1
1
2
0
)

に
通
ず
。
〔
揚

小
〇
雨
が
ふ
る
。
〔
説
文
〕
霜
、
雨
客
也
、
雄
‘
廿
泉
賦
〕
吸
ii

清
雲
之
流
霞
入
り
。
〔
注
〕
善
曰
‘

劉
熙
秤
名
曰
‘
鏡
‘
暗
也
‘
臀
自
レ
孔
出
‘
如
―
―
嬰
兒
暗
臀
―

屈

豪

艮

雨

‘

圃

象

言

尼

詩

日

、

霜

雨

其

霞

‘

或

作

レ

瑕

、

古

字

通

。

腫

●

か

す

み

。

①

春

に

也
‘
廣
雅
曰
‘
鏡
以
レ
竹
為
レ
之
、
長
尺
四
寸
、
有
―
―
六
孔
{

前
一
後
四
頭
一
、
月
令
仲
夏
之
月
調
レ
筑
‘
蓋
調
レ
之
使
レ

和
故
也
洞
冥
記
、
所
謂
吹
霜
條
之
簸
亦
登
過
レ
是
゜
濠
゜
〔
段
注
〕
客
、
各
本
作
レ
零
、
今
依
二
廣
鉤
正
。
●
起
る
ぼ
ん
や
り
し
た
雲
氣
の
現
象
。
◎
か
す
み

【
行
―
―
於
霜
1

】132

月
凡
人
の
行
為
は
霜
の
上
を
歩
い
お
ち
る
。
〔
廣
韻
〕
露
、
落
也
、
堕
也
。
参
よ
い
。
令
あ
み
。

O
か
す
む
。
④
か
す
み
が
立
ち
こ
め
る
。

た
時
の
や
う
に
跡
が
残
る
。
聖
人
は
道
に
合
し
て
ゐ
る

(

1

|
3
8
7
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
霜
‘
卑
ハ
レ
令
通
、
霜
＠
目
が
ぼ
ん
や
り
す
る
。
《
）
遠
方
の
物
が
は
つ

始
雷
終
‘
即
令
始
令
終
。
噂
通
じ
て
零
(
1
2
-
4
2

き
り
し
な
い
。

の
で
‘
其
の
行
為
の
跡
が
無
い
の
に
射
し
て
い
ふ
。
〔
淮

2
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
霜
、
通
作
レ
零
。
【
霞
奄
】
1
"
/

清
‘
王
鳳
九
(
7
ー

2
0
8
2
3
 :
 2
1
0
5
)

の
琥
。

南
子
‘
説
林
訓
〕
聖
人
虞
於
陰
盃
永
人
虞
秘
陽
盃
聖
人

行
1

一
於
水
↓
衆
人
行
1

一
於
霜
↓
〔
注
〕
水
有
レ
形
而
不
レ
可
レ

毀
‘
故
聖
人
之
行
芝
舌
迩
‘
霜
雪
履
有
レ
迩
‘
故
衆
人
幅
由
指
事
。
雨
と
暉
と
の
合
字
。
卿
は
雨
滴
の
お
ち
る
【
霞
衣
】
2

”

O
霞
を
衣
に
比
し
て
い
ふ
。
霞
の
衣
゜

行

芝

也

。

さ

ま

に

象

る

。

雨

を

加

へ

て

雨

の

ふ

る

義

と

し

、

又

、

韓

〔

唐

中

宗

、

石

浣

詩

〕

霞

衣

霞

錦

千

般

状

‘

雲

峯

雲

軸

百

【
得
レ
霜
鷹
】
133

ク

占

竺

唐

の

張

元

一

が

蘇

味

道

の

俊

絶

じ

て

‘

凡

そ

落

ち

る

義

に

用

ふ

。

重

生

。

〇

仙

人

の

衣

。

〔

虚

綸

‘

送

1

一
王
尊
師
―
詩
〕
夢
別
―
―

を

評

し

た

語

。

〔

朝

野

餃

載

〕

蘇

味

道

オ

學

識

度

、

物

望

一

仙

人

一

霞

衣

洒

一

鶴

身

一

〔

王

貞

白

‘

寄

1

一
天
台
葉
尊

位

蹄

、

王

方

慶

摺

質

郎

陪

‘

言

詞

魯

鈍

‘

倶

為

鳳

閣

侍

師

詩

〕

採

薬

霞

衣

混

‘

煎

レ

芝

古

鼎

焦

゜

鬱

美

し

い

う

力
〔
集
韻
〕
何
加
切
面
〗
す
衣
。
又
、
あ
か
い
衣
゜
〔
孟
郊
‘
送
諫
議
十
六
叔
云
ぎ

[
＂
｀
い
い
」
[
[
月
[
]
炉
¢
い
〗
い

i【
霞
】
年
ゲ
T
-
Yhsi
a
2

孝
義
渡
後
奉
寄
詩
〕
瞭
渡
明
鏡
中
‘
霞
衣
相
諷
級
。
〔
李

蝠
舞
詩
〕
霞
衣
席
上
轄
、
花
袖
雪
前
明
。
〔
高
媚
‘
偶
作

小
〇
あ
さ
や
け
。
ゆ
ふ
や
け
。
太
陽
が
出
詩
〕
霞
衣
重
昼
紅
蝉
暖
‘
雲
髯
葱
龍
紫
鳳
寒
。
「
琥
゜

俊
絶
‘
被
レ
凍
蠅
頑
怯
゜

液
す
る
と
き
空
中
の
水
蒸
氣
が
日
の
【
霞
園
】
3

ザ
清
‘
鄭
重
(
1
1
-
3
9
6
4
7
:
 2
2
2
)

の
R
の

【
長
霜
知
詠
】
134

其
げ
召
霜
の
降
る
の
を
見
て
‘
氷
西
醸
策

の
張
る
の
を
知
る
。
前
兆
に
よ
っ
て
結
果
を
豫
知
す

る
喩
。
〔
淮
南
子
‘
説
山
訓
〕
故
聖
人
見
レ
霜
而
知
レ
泳
。
光
を
受
け
て
赤
く
見
え
る
も
の
。
も
や
。
〔
説
【
霞
崖
】
4

戸
頼
惟
寛
の
琥
。
頼
春
水
(
1
0
ー

3
6
8
6
1
,
 ・3
 

〔
説
苑
‘
談
叢
〕
見
レ
亡
伊
存
‘
見
レ
霜
知
レ
氷
。
文
新
附
〕
霞
‘
赤
雲
代
也
、
炊
レ
雨
段
臀
゜
〔
集

8
)

を
見
よ
。

【
霞
客
】
5

が
明
、
徐
宏
祗
(
4
|
1
0
1
1
 0

:

 3
8
5
)

の
琥
゜

韻
〕
霞
‘
雲
日
氣
相
薄
゜
〔
南
史
‘
苑
蔚
宗
傭
〕
何

【
履
レ
霜
堅
泳
至
]
1
3
5
5

ぺ5379
％
ク
ル
霜
を
履
む
は
九
月
、

〖
霞
客
遊
記
〗6
｛
芍
書
名
。
十
二
巻
。
明
、
徐
宏
祗

撰゚

患
J

不
レ
出
↓
―
雲
霞
之
上
↓
〔
左
思
、
蜀
都
賦
〕
舒
1

一丹

堅
泳
は
十
一
月
。
禍
害
が
微
か
ら
漸
く
顕
は
れ
深
き
に

至
る
喩
゜
〔
易
、
坤
〕
初
六
‘
履
レ
霜
堅
泳
至
゜
〔
象
博
〕
履
レ

霜
堅
泳
‘
陰
始
凝
也
、
馴
薮
其
道
云
ぎ
堅
述
也
。
氣
―
而
為
レ
霞
゜
〔
注
〕
劉
日
‘
霞
‘
赤
雲
也
。
●
ひ
【
霞
閣
]
1

が
高
い
宮
殿
。
高
閣
。
〔
李
白
、
題
嵩
山
逸

【
霜
笥
雪
竹
鍾
山
寺
】
136
紗
勾
岱
チ
ク
宋
の
王
安
石
が
が
さ
。
通
じ
て
緞
(
1
0
|
 3
7
0
1
8
)

に
作
る
。
〔
壻
人
元
丹
丘
山
居
詩
〕
憑
レ
雷
躁
天
窓
涵
弄
レ
影
憩
霞
閣
↓

殊
更
に
其
の
宦
情
無
ぎ
を
自
ら
矯
示
し
た
語
。
〔
雨
山
韻
〕
霞
‘
日
労
形
雲
‘
通
作
レ
緞
゜
〔
漢
書
‘
天
文
志
〕
【
霞
起
】
8

”
〇
朝
や
け
・
タ
や
け
が
起
る
。
又
‘
其
の
や

う
に
群
り
起
る
。
〔
孫
綽
‘
遊
―
―
天
台
山
一
賦
〕
赤
城
霞
起
以

建
レ
標
‘
涅
布
飛
流
以
界
レ
道
。
〔
梁
匹
帝
、
討
侯
景
檄
〕

墨
談
〕
王
安
石
在
相
日
‘
界
客
坐
私
第
之
小
閣
一
時
雷
電
蝦
蛍
。

O
衣
服
の
赤
い
喩
゜
〔
李
嬌
、
舞
賦
〕

朱
旗
夕
建
、
如
赤
城
之
霞
起
エ
文
船
夜
動
、
若
―
―
淮
海
之

霞
衣
轄
―
―
席
上
↓
〔
宋
装
、
清
明
詩
〕
柳
彿
宵
絲
杏

賀
謁
者
填
集
、
語
次
忽
緊
盛
久
之
、
取
レ
筆
書
1

一
窓
紙
―

日
‘
霜
蒟
雪
竹
鍾
山
寺
‘
投
レ
老
蹄
歎
寄
―
―
此
生
二
放
レ
筆

揖
レ
客
而
入
‘
其
自
許
以
静
退
如
レ
此
、
後
罷
レ
相
判
―
―
槻
霞
゜
幽
な
ま
め
か
し
い
。
あ
だ
な
化
粧
゜
〔
中
華
奔
流
↓
〔
陳
樵
‘
八
詠
棲
賦
〕
慧
仙
朽
會
、
日
如
―
芙
蓉
涵
叫
一

江
寧
ご
匹
寓
鍾
摂
正
得
T

前
所
和
心
慕
一
之
地
盆
謂
n

一
其
大
字
典
〕
霞
‘
閏
版
之
媚
者
日
レ
霞
゜
〔
祁
経
‘
牡
丹
歩
露
起
、
振
レ
衣
為
レ
風
。

0
明
、
劉
廷
標
(
2
ー

2
2
2
4
:
 

2
 
6
 

1
2
0
9
)

の
字
。

【
霞
揮
】
，
＂
朝
や
け
・
タ
や
け
の
か
が
や
き
。
〔
李
神
、

26

南
梁
行
〕
嗚
嗚
瞭
角
霞
輝
緊
、
撫
レ
剣
営
應
二
-
長
歎

-

1

【
霞
九
】
10

炉
清
‘
王
贈
芳
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
8
6
5
)

の
琥
。

【
霞
裾
]
1
1
"
ヨ
奎
瞑
の
や
う
に
美
し
い
も
す
そ
。
〔
蘇
拭
、

次
甑
詔
倅
李
通
直
詩
〕
待
我
丹
成
取
レ
風
去
‘
借
レ
君

境
颯
輿
1

一
霞
裾
↓

【
露
睾
】
12

”ョ

0
赤
い
雲
氣
が
た
ち
の
ぽ
る
。
〔
水
経
‘

濁
滴
水
〕
水
出
1

一
林
慮
縣
之
倉
谷
演
「
東
北
遥
二
魯
班
門

西
玉
品
閥
昂
蔵
、
石
壁
霞
學
、
左
右
結
レ
石
脩
防
‘
崇
基
俯

存
。
〔
世
説
新
語
‘
容
止
〕
諸
公
毎
レ
朝
、
朝
堂
猶
暗
‘
唯

會
稽
王
翠
軒
軒
如
朝
霞
攀
↓
〇
清
、
王
軒
(
7
|
2
0
8
2
3
 

:
 3
5
0
)

の

字

。

「

名

。

〖
霞
攀
堂
〗13”
"
ョ
清
‘
王
眸(
7
-
2
0
8
2
3

:
 7
6
0
)

の
室

【
霞
会
】
1
4
5

’
仙
人
の
用
ひ
る
ふ
す
ま
。
美
し
い
夜
具
。

〔
紫
薇
詩
話
〕
（
張
）
先
生
夢
中
詩
‘
云
云
‘
又
抱
二
霞
食
―

上
1

一
王
棲
↓

【
霞
外
】
15

”
ワ
イ
赤
い
雲
氣
の
そ
と
。
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移

文
〕
亭
"
亭
物
表
ぶ
竺
絞
霞
外
↓
〔
宋
之
問
‘
敬
答
↓
―
田
徴

耳
詩
〕
博
聞
穎
陽
人
‘
霞
外
漱
―
―
霊
液
↓
〔
雀
混
、
江
悽

夕
望
詩
〕
楚
山
霰
外
断
、
漢
水
月
中
平
。

〖
霞
外
詩
集
〗1
6
バ
グ
方
書
名
。
十
巻
。
元
、
馬
珠
撰
゜

其
の
詩
は
‘
風
格
高
蕎
‘
方
士
丹
禾
の
氣
が
無
い
。
〔
四

庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
霞
光
】
1
7
"
ワ
ウ
〇
雲
氣
の
ひ
か
り
。
朝
や
け
夕
や
け
の

類
。
〔
江
滝
、
金
燈
草
賦
〕
映
↓
―
霞
光
―
而
礫
論
‘
懐
"
風
氣
―

而
参
差
。
〔
李
百
薬
、
渡
漠
江
詩
〕
溜
間
霞
光
近
‘
川
長

瞭
氣
高
。
〔
白
居
易
‘
宿
湖
中
'
-
詩
〕
水
天
向
レ
晩
碧
沈

沈
‘
樹
影
霞
光
重
昼
深
。
●
ぬ
ひ
と
り
の
名
。
霞
光
繍
゜

〔
洞
冥
記
〕
元
鼎
元
年
‘
起
―
―
招
仙
閣
於
甘
泉
宮
西
玉
編
"

翠
羽
麟
奄
1

為
レ
簾
、
寄
瑠
璃
為
レ
扇
‘
懸
1

一
黎
火
齋

g『レ

林
‘
其
上
懸
浮
金
翻
玉
之
磐
面
金
者
色
如
釜
自
浮
1
-

於
水
上
五
轄
玉
者
其
質
貞
明
而
軽
、
有
―
―
霞
光
繍
面
有
―
―
藻

龍
繍
玉
有
連
煙
纏
有
走
龍
錦
玉
有
愈
鳳
錦
翻
鴻
錦
↓

〖
霞
光
曙
後
殷,

1於
火
1
〗1
8
[”
げ
乾
”
グ
朝
や
け
の
う

つ
く
し
い
形
容
。
〔
白
居
易
‘
早
春
憶
―
―
蘇
州
玉
i
-

―
夢
得
―

詩
〕
呉
苑
四
時
風
景
好
、
就
中
偏
好
是
春
天
‘
霞
光
曙
後

殷
於
竺
水
色
晴
来
漱
似
レ
煙
、
士
女
笙
歌
宜
―
一
月
下
「

使
君
金
紫
捨
1

一
花
前
二
誠
知
歓
築
堪
1

一
朗
鵬
虫
其
奈
二
離
レ

郷
已
四
年
一

ハ
六



雨

部

〔
九
書
〕

奎
~ll 

ハ
七

【
霞
径
】
19

戸
雲
氣
の
こ
め
た
み
ち
。
〔
陶
翰
‘
望
t
i

[
霞
納
】
34

炉
簾
を
い
ふ
。
〔
琵
琶
記
‘
中
秋
望
レ
月
〕
備
こ
め
た
る
霞
の
洞
。

太
華
一
贈
慮
司
倉
1

詩

〕

敢

投

蹄

山

吟

‘

霞

裡

一

相

訪

。

看

玉

棲

金

氣

捲

―

―

霞

納

↓

【

霞

杯

】

48

戸
流
霞
杯
に
同
じ
。
流
霞
は
仙
酒
の
名
。

【
霞
瞼
】
2
0
t

’
美
し
い
容
貌
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
賣
雲
華
還
[
霞
刹
]
3
5
i

遠

v
霞
ん
だ
寺
゜

U
冗
横
立
笠
臨
湘
棲
-
〔
李
又
ヽ
幸
l

面
I

鹿
観
暉
心
制
詩
〕
堂
面
諒
圧
懸
圃
一
霞
杯

魂
記
〕
深
盃
乍
心
禁
1

一
頻
勧
傭
デ
玉
容
霞
瞼
弔
レ
妍
。
詩
〕
霞
刹
分
1

一
危
膀
｛
煙
波
透
―
―
遠
光
↓
薦
二
赤
城
↓
〔
剪
燈
餘
話
‘
田
沫
遇
―
―
砕
濤
―
聯
句
記
〕
濃
香

【
霞
彩
]
2
1
5
ィ
朝
や
け
夕
や
け
な
ど
の
雲
氣
の
美
し
い
【
霞
川
】
3
6
5

／
か
す
み
の
か
か
っ
た
か
は
。
〔
程
鉗
夫
、
酒
‘
没
霞
杯
満
‘
淡
影
梅
横
紙
帳
清
。

い
ろ
ど
り
。
〔
蒔
道
衡
‘
重
酬
-
l

楊
僕
射
山
亭
―
詩
〕
朝
朝
重
送
―
―
戴
道
士
一
詩
〕
霞
川
随
虞
有
、
何
必
武
陵
淫
。
【
霞
颯
】
49

ク
仙
人
の
お
び
も
の
。
又
‘
仙
人
の
服
。
〔
宋

散
霞
登
暮
暮
置
秋
色
二
李
百
薬
‘
奉

1一
和
初
春
出
〖
霞
川
花
隠
〗37
”
冦
グ
清
、
李
慈
銘
(
6ー
1
4
4
5
9:
 1
3

史
‘
柴
志
十
五
〕
飛
二
霞
颯
一
乗
レ
龍
、
駆
―
材
衛

l
全
高

遥
應
令
詩
〕
水
光
浮
―
―
落
照
「
霞
彩
淡
1

一
軽
煙
一
〔
張
均
、

6
1
)

の

琥

。

清

t

〔
蒲
紹
簡
‘
登
二
温
洲
1

賦
〕
参
―
―
霞
颯
於
墾
仙
玉
茫

岳
陽
晩
棗
詩
〕
水
光
浮
レ
日
出
‘
霞
彩
映
レ
江
飛
。
【
霞
仙
】
3
8
[

／
清
‘
劉
蓉
(IO
ー

2
2
2
4
:
 6
3
4
)

の

琥

。

埃

風

於

萬

里

↓

【
霞
想
】
22

が
山
水
に
遊
ぶ
思
゜
〔
李
白
、
秋
夕
書
懐
詩
〕
【
霞
態
]
3
9

グ
朝
や
け
し
て
美
し
い
さ
ま
。
〔
元
横
‘
生
【
霞
貝
】
50

ク
貝
の
一
。
〔
相
貝
経
〕
胄
地
緑
文
、
謂
―
―
之

海
懐
結
―
―
淮
洲
盆
瞑
想
遊
二
赤
城
↓
春
詩
〕
度
レ
瞭
分
―
―
霞
態
「
餘
光
庇
―
―
雪
融
↓
綬
貝
一
黒
文
黄
書
、
謂
1

一
之
霞
貝
↓

[
霞
散
】
2
3
[

／
か
す
み
の
や
う
に
散
る
。
〔
何
遜
‘
七
召
〕
【
霞
旦
】
40

ク
美
し
く
か
が
や
い
た
朝
。
〔
終
南
十
志
〕
【
霞
駿
】
51

戸
か
す
み
の
や
う
に
ま
だ
ら
な
こ
と
。
〔
干

落
俎
霞
散
‘
逐
レ
刃
雪
揚
。
〔
杜
甫
、
行
官
張
望
補
稲
畦
臥
二
風
宵
盆
ぎ
霞
旦
云
蓉
藷
蒙
籠
依
―
―
杷
館
↓
延
壽
‘
魯
叢
光
殿
賦
〕
霞
駿
雲
蔚
‘
若
レ
陰
若
レ
陽
゜

水
蹄
詩
〕
玉
粒
足
晨
然
紅
鮮
任
"
霞
散
二
柳
宗
元
、
【
霞
池
】
41

”

清

張

斐
(
4
|
9
8
1
2
 :
 6
2
5
)

の
琥
0

[
霞
被
】

5
2
u
O明
代
‘
有
位
の
婦
人
の
幡
服
の
飾
。
首

旦
担
謝
山
人
云
ぎ
愚
池
詩
〕
霞
散
衆
山
逍
、
天
高
藪
【
霞
竹
】
42

戸
清
‘
蒋
賓
齢
（
9
ー

3
1
8
2
0

:

 2
0
6
)

の
麗
か
ら
前
胸
に
掛
け
る
も
の
。
〔
明
史
、
輿
服
志
―
―
ー
〕
（
洪
武

｀
い
二
い
パ
い
い
い
[
[
い
い
[
9
[
T

□
戸
□
い
[
[
い
ハ
＂
祖
編
瓢
[
[

【
霞
舟
】
25

パ
ウ
明
、
呉
鍾
轡
(IO
ー

3
3
6
5
:
 6
7
3
)

の
鰭
遥
可
レ
分
、
寛
桂
綽
節
椅
彫
ャ
牽
―
ぢ
〔
李
遠
‘
贈
弘
文
杜
松
特
髯
．
瑕
賢
花
釧
・
慎
紅
大
袖
衣
・
珠
翠
．
隧
金
霞
被
1

[
霞
釉
】
26

戸
霞
の
か
か
っ
た
岩
窟
や
山
の
頂
。
〔
上
校
書
1

詩
〕
高
椅
霞
梯
萬
丈
餘
‘
共
看
移
レ
歩
入
―
-
｛
辰
居
↓
為
―
―
朝
服
↓
〔
明
史
‘
輿
服
志
三
〕
（
洪
武
）
五
年
、
更
定
1

一

官
昭
容
‘
遊
↓
―
長
寧
公

t
流
杯
池
1

詩
〕
策
レ
杖
臨
―
―
霞
袖
一
〔
司
空
圏
‘
夢
中
詩
〕
幾
多
親
愛
在
二
人
間
ご
上
徹
二
霞
梯
一
品
官
命
婦
冠
服
―
一
品
祠
服
‘
云
云
‘
霞
被
・
情
子
‘
倶

危

歩

下

―

―

霜

践

↓

會

却

還

。

用

1

一
深
宵
色
一
云
云
‘
霞
被
上
施
涵
早
金
繍
雲
霞
智
文
‘

【
霞
洲
】
27

翌
土
肥
元
成
の
琥
。
土
肥
霞
洲
(
8
ー

4
8
6
7

【
霞
駐
】
45

戸
紅
色
の
毛
布
。
緋
毛
既
゜
〔
唐
書
‘
叶
蕃
偵
級
花
金
咤
子
ご
ム
云
‘
三
品
‘
云
云
‘
霞
被
上
施
孟
冤
金

:
 4
9
2
)

を
見
よ
。
「
樟
洞
が
あ
る
。
下
〕
自
レ
是
比
二
五
年
一
虜
使
来
必
報
、
所
レ
貢
、
有
一
玉
帯
・
雲
霞
孔
雀
文
‘
級
花
金
墜
子
一
云
云
‘
五
品
‘
云
云
‘
霞

【
霞
樟
]
2
8

バ
苫
地
名
。
浙
江
省
築
清
縣
の
雁
蕩
山
。
霞
金
皿
・
掘
褐
・
悴
牛
尾
・
霞
触
・
馬
・
羊
・
棄
舵
↓
〔
丹
鉛
穂
被
上
施
1

一
繍
雲
霞
鴛
鵞
文
‘
鍍
金
銀
級
花
墜
子
ご
広
云
‘

【
霞
漿
】
29

砂
翌
仙
薬
の
名
。
霞
の
飲
み
も
の
。
〔
拾
遺
録
〕
吐
蕃

-9霞
駐
公
7

之

紅

毯

毯

也

。

六

品

‘

云

云

‘

霞

被

施

―

―

繍

雲

霞

練

鵜

文

‘

級

花

銀

墜

記
、
一
、
炎
帝
神
農
〕
時
有
流
雲
洒
液
五
心
謂
―
―
霞
漿
一
【
霞
頭
】
46

り
ウ
物
を
染
め
る
法
。
小
吊
を
綴
つ
て
物
主
子
一
云
云
‘
其
八
品
・
九
品
‘
云
云
‘
霞
被
上
繍
纏
枝
花
、

墨

之

得

レ

道

、

後

レ

天

而

老

。

の

姓

氏

を

記

し

‘

草

を

以

て

之

を

纏

結

し

て

漫

滅

せ

ぬ

級

花

銀

墜

子

。

O
道
七
の
服
。
霞
の
模
様
あ
る
も
の
。

)
[
霞
膳
】
30

召ウ

O
雲
氣
の
さ
か
つ
き
。
仙
人
の
飲
む
杯
や
う
に
し
て
染
め
る
も
の
。
又
‘
瑕
頭
と
い
ふ
。
〔
通
〔
雲
笈
七
飯
〕
王
屋
山
貞
一
司
馬
先
生
‘
固
辞
還
レ
山
‘

・
を
い
ふ
。
霞
杯
。
〔
曹
唐
‘
送
n-frJ
尊
師
祇
詔
闘
庭
詩
〕
俗
編
‘
服
飾
‘
霰
頭
〕
苔
淡
漁
隠
叢
話
‘
世
博
‘
有
二
霞
頭
乃
賜
1

賓
琴
一
張
及
霞
文
被
↓
〔
通
俗
編
‘
服
飾
霞
被
〕
唐

5

霞
熊
共
飲
身
難
在
、
風
駅
難
レ
陪
跡
未
レ
閑
。
●
う
つ
く
隠
語
一
是
半
山
老
人
作
‘
云
、
牛
在
l

一
色
界
中
禾
＇
レ
染
ー
一
色
書
司
馬
承
禎
博
‘
容
宗
起
問
二
道
術
二
錫
霞
文
被
以
還
‘

6
 
23

し
い
鳩
〔
長
生
殴
定
情
〕
金
屋
装
成
‘
王
棲
歌
微
‘
千
秋
界
塵
二
朝
解
↓
―
纏
縛
石
見
レ
性
自
分
明
、
按
‘
霞
頭
者
‘
吊
公
卿
賦
レ
詩
送
5

之
‘
劉
萬
錫
有
下
霞
被
仙
官
到
―
―
赤
城
1

⑭

萬

歳

捧

一

歪

屈

冥

角

識

物

主

姓

氏

塵

染

時

先

以

レ

草

繹

―

―

結

之

面

使

レ

不

"

句

い

按

‘

太

極

金

書

謂

"

一

元

始

天

帝

被

―

―

珠

繍

霞

被

正

故

此

【
霞
宿
】
31

翌

ク

雲

氣

の

赤

く

こ

め

た

宿

゜

〔

李

盆

‘

入

―

―

漫

滅

一

衣

為

訟

追

家

所

―

―

至

貴

重

↓

〔

劉

馬

錫

‘

送

下

趙

常

盈

錬

師

）

華

山

訪

二

隠

者

5
竺
仙
人
石
壇
詩
〕
夙
賀
昇
天
行
‘
雲
【
霞
洞
】
47

炉

O
仙
人
の
居
る
所
。
〔
録
異
記
、
一
‘
仙
〕
輿
,
,
中
貴
人
面
芸
打
嶽
及
中
天
台
上
詩
〕
霞
被
仙
官
到
↓
―
赤

．
遊
恣
云
瞑
宿
→
「
霞
人
→
道
長
山
楊
膜
洞
、
在
―
―
蛸
壁
之
中
ご
広
云
‘
洞
中
有
一
呻
~
城
→
〇
舞
衣
の
明
か
に
麓
は
し
い
形
容
。
帳
は
も
す
そ
。

65

【
霞
人
]
3
2

ク
仙
人
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
深
誠
所
詣
函
屡
↓
―
仙
i

或
三
人
或
五
人
‘
服
飾
黄
紫
、
往
往
出
見
、
云
云
‘
詔
〔
白
居
易
、
寛
裳
利
衣
歌
〕
案
者
舞
者
顔
如
レ
玉
‘
不
レ
著
1

一

23

【
霞
沼
】
33

戸
松
浦
儀
の
舅
松
浦
霞
沼
(
6
-
1
4
5
1
6

：
改
‘
云
云
‘
楊
護
洞
為
―
―
紫
霧
洞
ご
竺
互
置
―
紫
霞
観
↓
〇
人
家
俗
衣
服
面
答
衣
霞
被
歩
揺
冠
、
細
咄
景
覺
颯
珊
珊
゜

し

3
8
5
)
を

見

よ

。

”

”

ヽ

ノ

上

皇

の

御

所

。

仙

洞

。

〔

噌

鏡

｀

新

島

守

〕

千

代

を

【

霞

扉

｝

3

[

美
し
い
と
び
ら
。
〔
王
湮
‘
向
レ
街
開
レ
門

判
〕
霞
扉
書
敗
‘
臨
1

一
大
道
之
青
棲
玉
豊
棋
雲
構
‘
接
1

一長

安
之
綺
陪
↓

【
霞
布
】
54

バ
か
す
み
の
ご
と
く
し
く
。
〔
顔
延
之
、
赫

白
馬
賦
〕
賓
餃
星
繹
、
鐸
章
霞
布
。

【
霞
祭
】
55

ク
東
方
の
赤
い
雲
氣
゜
〔
沈
石
束
‘
鶴
詩
〕
憫

恨
世
間
留
不
レ
住
‘
部
鰺
―
鸞
鶴

L
3
二
霞
祭
↓

【
霞
文
】
5
6
[

／
か
す
み
が
美
し
く
見
え
る
こ
と
。
〔
梁
簡

文
帝
、
明
月
山
銘
〕
豚
色
斜
臨
‘
霰
文
横
竪
゜
〔
曹
松
、
梢

雲
詩
〕
梢
梢
含
ー
一
樹
影
ぢ
郁
郁
動
1

一
霞
文
↓
〔
常
建
‘
夢
-
l

太

白
西
峰
―
詩
〕
松
峰
引

L
念
竺
石
瀬
清
―
―
霞
文
↓

【
霞
表
】
5
7
7
'

ウ
清
‘
李
射
(
6
ー

1
4
4
5
9
・

・
7
4
2
)

の
字
。

【
霞
標
】
58

戸
明
、
管
宗
聖
(
8
-
2
6
1
6
2
:
 1
9
5
)

の
字
。

【
霰
壁
】
5
9
7
キ
霞
の
か
か
っ
た
山
壁
゜
〔
陶
翰
‘
宿
―
―
天

竺
寺
1

詩
〕
正
殿
椅
―
霞
辟
去
千
棲
標
―
―
石
叢
↓
〔
李
紳
‘
杭

州
天
竺
懲
隠
二
寺
云
云
詩
〕
石
文
照
レ
H
分
―
―
霞
壁
五
竹

影
侵
レ
雲
彿
"
暮
煙
↓

【
霞
片

]
6
0
]
0
霞
霞
の
た
な
ぴ
く
を
布
吊
に
擬
ヘ

た
こ
と
ば
。
〔
韓
但
‘
蒻
枝
詩
〕
巧
裁
―
―
霞
片
玉
杢
軸
漿
一

崖
蜜
天
然
有
―
―
異
香
↓
〔
梅
尭
臣
‘
二
十
二

H
云
云
観
―
―

瑞
蓮
―
詩
〕
嘉
蓮
其
如
何
‘
層
棲
擁
↓
―
霞
片
↓
〇
陶
器
の

彩
色
の
名
。

【
霞
浦
】
6
1
"

縣
名
。
清
‘
置
く
。
幅
建
省
輻
安
縣
の
東
南

の
海
濱
゜
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
輻
建
‘
輻
寧
府
‘
縣
五
‘
霞

浦゚
【
霞
鋪
】
6
2
"

美
し
い
し
ぎ
も
の
。
〔
李
濯
‘
廣
逹
棲
賦
〕

疲
題
景
曜
‘
銀
膀
霞
鋪
゜

【
霞
峯
]
6
3

炉
●
霞
の
か
か
っ
た
峯
。
高
い
山
。
〔
水
鰹
‘

泡
水
注
〕
袖
障
高
深
‘
霞
峯
隠
レ
日
、
水
望
澄
明
‘
淵
無
二

潜
甲
一
〇
清
‘
華
學
泉
(
9
ー

3
1
2
1
4
:
 4
8
1
)

の
琥
゜

【
霞
鵞
】
64

が
か
も
の
美
稲
゜
〔
洪
希
文
、
登
棚
江
左

亨
詩
〕
瓦
棟
亀
魚
知
元
芸
夫
水
天
霞
鵞
背
レ
人
飛
゜

【
霞
寄
亭
】
ド
仕
清
、
毛
會
建
(
6
ー

1

3
7
2
 :
 2
6
8
)

の
室

名

。

「

琥

゜

【
霞
居
子
】
66

パ
毛
ヨ
明
、
高
淑
(
1
2
-
4
5
3
1
3
 :
 3
3
1
)

の

【
霞
緞
亭
】
6
7
[
'

勺
明
‘
謝
廷
環
(
1
0
|
 3
5
8
2
7
 :
 3
2
6
)

の

室
名
。

【
霞
箋
記
]
邸
＂
ざ
戯
曲
の
名
。
明
人
の
作
。
松
江
の
李

3
 

彦
直
と
妓
女
張
麗
容
と
の
姻
縁
の
事
を
演
ず
。

【
霞
落
園
】
69

賛
ク
園
の
名
。
江
西
省
鉛
山
縣
の
北
。
〔
名

66

勝
志
〕
宋
紹
興
中
、
間
寇
乱
‘
丞
相
李
綱
将
―
―
兵
萬
五
千

12



(42365・ ·70) — (42388) 

曾】[デン
電
(
1
2
ー

4
2
2
5
3
)

の
古
字
。
〔
玉

篇
〕
霞
‘
古
文
電
字
。

曰
窟
露
は
雨
ふ
る
。
〔
集
韻
〕
筵
、
博
雅
、
露
證
、

雨
也
。
口
雨
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雹
、
雨
兒
。

画
団
集
韻
‘
字
形
謳
し
て
這

(11ー
3
9
1
7
6
)

に
作
る
。

●
く
も
る
。
く
も
り
。
〔
廣
韻
〕
霧
、
雲
覆
レ
日
。

〔
古
―
―
一
墳
〕
雲
日
蔽
霧
●
姓
。
〔
廣
韻
〕
霧
姓
‘

也
纂
文
↓

【
冥
睛
】
1

訂
く
も
つ
て
風
が
ふ
く
。
邪
偽
の
隠
蔽
す

る
喩
゜
〔
楚
酔
‘
宋
玉
‘
九
辮
〕
忠
昭
昭
而
願
レ
見
分
‘
然
露

睛
而
莫
レ
逹
゜
〔
集
注
〕
露
‘
雲
覆
レ
H
也
‘
唖
‘
陰
風
也
。

曾】
5

典
引
龍
寵
手
鑑 エ
イ

霙
(
1
2
ー

4
2
3
5
0
)

に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
寅
、
同
レ
霙
‘
見
―
―
康
熙
字

貧】呻
．

、

熊
(
1
2
|
 4
2
3
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
霰
‘
或
作
な
昧
°

ノ
ク

曾】
5

く
も
。
〔
玉
篇
〕
露
、
雲
也
。

【
曇
陣
】
螂
[
〗

レ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
許
‘
昔
令
。

曾
】
〗
テ
キ
ヂ
ー
ヤ
ク

ロト
ク
ド
ク

口

〔
集
韻
〕
徒
沃
切

〔
集
韻
〕
亭
歴
切

因國

【
霧
】
5

齊
(
1
2
|
 4
2
4
9
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
霧
、
同
レ
孵
゜

セ
イ

賓
i
】

[

、

雹

(
1
1
0
1
4
2
2
4
8
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
春
、
同
レ
雹
゜

ノ
ク

【霊】
5

セ
イ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
霞
‘
昔
星
。
【
霊
呉
】
〗

賓
】
〗
[
‘
/

あ
な
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
存
‘
孔
諄
也
。

〔
廣
韻
〕
於
金
切
靡

貧】
5

[

龍
寵
手
鑑
〕
乎
加
切
圏

雷
の
音
。
〔
廣
韻
〕
寇
‘
震
雷
也
。
〔
集
韻
〕
寇
‘
雷

臀。

こ
さ
め
。
〔
字
彙
補
〕
霰
、
小
雨
也
。

冠

】

三

キ

〔

集

韻

〕

謝

鬼

切

圏

【
霰
】5
〗
'
ゥ
〔
字
彙
補
〕
莫
紅
切
圏

な
み
が
は
や
い
。
〔
字
彙
〕
渓
、
震
痛
゜

【
撰
】
年

コ9
ウ
グ

〔
字
彙
〕
胡
公
切
菌

寄
差

人

5
空
於
霞
落
↓

【
霞
間
老
人
】
70

”t.7

【
霞
淮
先
生
】
7
1
5
t
デ

4
)

の
尊
揺
゜

【寄】
5

「
9
)

の
琥
゜

元
、
曹
文
柄
(
5
ー

1
4
2
9
7
:
 3
0
 

清
‘
蘇
李
秀
(
9
-
3
2
4
2
7
:
 3
0
 

雨

部

〔
九
ー
＋
書
一
〕

〔
玉
篇
〕
直
吝
切
圏
戸

小
日
□
雨
の
音
。
醸
(
1
2
-
4
2
4
8
4
)

に
同

じ
。
〔
説
文
〕
賓
‘
雨
臀
‘
炊
レ
雨
慎
臀
‘

雷[策

讀
若
レ
資
。
〔
玉
篇
〕
賞
、
同
レ
醸
゜
〔
集
韻
〕
賞
‘
或

八
レ
資
。

□ 日ヽ● ヽヽ

ンンン

〔
玉
篇
〕
オ
私
切

〔
集
韻
〕
津
私
切

豆図

小

0
な
が
あ
め
。
〔
説
文
〕
霞
久
雨
也
、

霊
蔽
八
レ
雨
面
磐
゜
〔
桂
注
〕
久
雨
也
者
、
廣

雅
、
雨
需
、
森
也
。

O
雨
が
多
い
。
〔
玉
篇
〕
霊
、
多
レ

雨
也
。

O
或
は
函
(
1
2
-
4
2
3
4
3

、
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
需
、
或
作
レ
雷
゜

【

雷

】

螂

”

/

〔
集
韻
〕
胡
南
切
園
i

【
霧
】
〗

霊
霞
は
‘
雲
の
さ
ま
。
〔
捜
渓
玉
鏡
〕
霊
‘
霊
震
‘
雲
一

貌゚

霰
霰
は
‘
雲
の
た
な
び
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霰
、
霰

霧
、
雲
兒
゜

タ
ン
ダ
ン

〔
捜
顔
玉
鏡
〕
徒
敢
切

恕

震（
1
2
ー

4
2
5
3
2
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
蕎
、
古
文
震
字
。

レ
イ

ヲ
ヴ
ヲ

〔
集
韻
巌
孔
切
涸
g

II鵬
疇
i
i
-

霰

撰

寇

冥

筵

倉

冤

霊

霰

諄

宣

呑

客

許

震

霰

富

霞

霞

霰

霰

繁

震

裳

雨
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
霧
‘
雨
臀

【
室
】
0

[

〔
集
韻
〕
オ
何
切
眠

日
口
〇
寝
疫
は
‘
お
は
あ
め
。
〔
集
韻
〕
隻
‘
寝
霞
‘

大
雨
。

O
ふ
た
つ
。
雙

(11
|
 
42116)
に
同
じ
。

〔
字
彙
補
〕
霙
‘
卑
ハ
レ
雙
同
‘
見
―
―
復
古
編
↓

【
震
】
年

巳日
シセワク
ギキクワ'
クク

〔
集
韻
〕
之
石
切

〔
集
韻
〕
黄
郭
切

願圏

霙
】
〗
サ
ク
闘
ヽ
4
7戸
）
。
に
同
し
。
〔
集

、ゞク
ミ
，
ヤ
ク

口，旦シ
日

g
o糠
雰
は
‘
こ
さ
め
。
〔
説
文
〕
露

帽
い
籐
索
、
小
雨
也
‘
炊
祠
脈
臀
゜
〔
段
注
〕

按
‘
顧
探
‘
渓
濠
之
轄
語
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
小
雨
謂
二

之
熊
棠
↓
〔
秤
名
、
秤
天
〕
籐
深
、
小
雨
也
、
言
下
裁

霰
歴
霜
漬
‘
如
入
沐
＞
頭
‘
惟
及
其
上
枝
而

根
不
4

濡
也
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
信
南
山
〕
上
天
同
雲
‘

雨
雪
雰
雰
‘
盆
レ
之
以
↓
癖
忠
竺
既
優
既
渥
。
〔
傭
〕

小
雨
日
霞
翌
〇
流
汗
の
さ
ま
。
〔
左
思
‘
呉
都

賦
〕
流
汗
露
探
‘
而
中
逸
泥
渾
゜
〔
唐
書
、
五
行
志
〕

長
壽
中
、
東
都
天
官
寺
泥
像
‘
皆
流
汗
謀
探
。

O

或
は
諜
(
1
2
|
 4
2
3
8
4
)
・
 
婁
(
1
2
-
4
2
4
1
7
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
猿
‘
或
作
二
霧
．
婁
↓

冨
母

〔
集
韻
〕
莫
秋
切

〔
集
韻
〕
莫
獲
切ヽ
n
h
l
 

國剛詞

ハ
八
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(42389) — (42407) 

雨

部

〔
十
戴
〕

雲

謀

雹

霧

賞

露

賑

霧

簗

震

蒙

編

霧

冨

霜

霜

霧

霰

霰

ハ
九

古
□
□
国
〇
あ
め
。
〔
集
韻
〕

文
貫
‘
説
文
、
雨
也
。
〇
い
か

胃
二
凰

づ
ち
。
〔
説
文
〕
貫
‘
齊
人
謂
レ
奎
品
為
レ
貫
、
炊
レ
雨
員

臀
‘
讀
若
レ
昆
。
＠
雲
が
輯
り
起
る
。
〔
説
文
〕
貫
‘

一
日
‘
雲
輯
起
也
。
働
雲
が
起
つ
て
雨
が
降
る
。

〔
玉
篇
〕
貫
‘
雲
起
出
レ
雨
也
。

O
ぉ
ち
る
。
お
と

す
。
隕

(11
|
 4
1
7
8
5
)

に
通
ず
。
〔
公
羊
、
荘
‘
七
〕

夜
中
星
貫
如
レ
雨
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
漫
消

貫
墜
゜
〔
注
〕
善
日
‘
賞
‘
即
隕
字
也
。

O
す
て
る
。

棄
て
て
用
ひ
な
い
。
〔
左
氏
‘
宣
、
十
五
〕
受
レ
命
以

出
、
有
レ
死
無
レ
貫
゜
〔
注
〕
貫
‘
際
隊
也
。

O
古
‘
篇
・

寵
(
1
2
-
4
2
5
4
6
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
賞
、
而
、
古

文
貫
如
レ
此
゜
〔
段
注
〕
古
‘
常
レ
作
レ
揃
゜
〔
集
韻
〕

賞
、
古
作
レ
煎
。
R
禰
文
‘
粛
(
1
2
-
4
2
4
9
3
)

に
作

●
雨
の
音
。
〔
集
韻
〕
藤
、
雨
瞥
。

O
雨
が
甚
し
い
。

〔
集
韻
〕
賦
、
一
曰
、
雨
甚
。

O
賞
(
1
2
-
4
2
3
8
2
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
賦
、
同
レ
震
。

【
醸
】
螂

テ
ン

〔
集
韻
〕
多
年
切

OO

日

□

国

0
か
く
れ
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
窪
、
隠
也
。

●
い
か
づ
ち
。
〔
集
韻
〕
露
、
博
雅
‘
雷
也
。
＠
願

(
1
2ー

4
3
4
5
5
)

に
通
ず
。
〔
碍
、
玉
藻
、
端
行
願
霰

如
レ
矢
‘
注
〕
願
、
或
為
レ
霊
也
。

凰
ナ
ル
。

〔
集
韻
〕
徒
回
切

【
貫
】
〗
□
コ
ン

日
ゥ
ン

日
ヰ
ン

〔
集
韻
〕
狙
敏
切
極

＞
 

u
 .f 
yiin' 

〔
集
韻
〕
公
渾
切
因

〔
集
韻
〕
王
問
切
頭
〗【
露

】

[

曰
ッ
ィ

□イタ
イ

曰
ヅ
イ

〔
集
韻
〕
中
葵
切

〔
集
韻
〕
延
知
切

医亙支

貧】三ィン

曾】芦ガイ

貧
】
〗
い

謀
謀
は
‘
雨
が
や
ま
な
い
。
慮
(
1
2
ー

4
2
5
5
1
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
慮
、
蹂
澄
‘
雨
不
レ
止
兒
‘
或
省
。

冤
品
雰
・
需
・
霧

ハ
ヴ

る
。
〔
集
韻
〕
貫
‘
揃
作
レ
粛
。

【
貫
霜
】
1

だ
お
り
る
霜
゜
隕
霜
。
〔
公
羊
‘
倍
‘
-
―
-
+
-
―
-
〕

貢
霜
不
レ
殺
レ
草
、
李
梅
賓
、
何
以
書
‘
記
レ
異
也
‘
何
異

爾
、
不
レ
時
也
。
〔
公
羊
、
定
、
元
〕
冬
十
月
、
賞
霜
殺
レ
萩
‘

何
以
書
‘
記
レ
異
也
。
〔
韓
非
子
、
内
儲
説
上
〕
春
秋
之
記

日
、
冬
十
二
月
‘
賞
霜
不
レ
殺
レ
萩
゜

【
貫
石
】
2

忙
空
か
ら
落
ち
て
く
る
石
。
隕
石
。
〔
公
羊
、

偉
十
六
〕
春
王
正
月
、
戊
申
朔
、
貢
午
勺
す
宋
一
五
‘
是
月

六
鵡
退
飛
過
え
木
都
ぶ
昴
為
先
言
レ
貫
而
後
言
レ
石
‘
賞
石

記
レ
聞
‘
聞
"
其
碩
然
面
視
レ
之
則
石
、
察
レ
之
則
五
。

【
賞
隊
]
3

け
お
ち
る
。
貫
墜
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相

如
傭
ヒ
〕
漫
消
貫
除
。

雙
8
-
2
2
7
6
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

蟷

或

fA
レ

雨

。

【

賞

拐

】

4

乃
お
ち
る
。
隕
墜
〔
晏
子
、
問
‘
上
〕
貫
登

下
民
玉
合
衆
芙
゜
〔
呂
寛
、
決
勝
〕
崩
山
破
潰
‘
別
辮
貢

墜
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
漫
消
貫
撃
沈
沈
隠
隠
゜

竺
1
2
|
 4
2
3
3
 0
)

の
調
字
。
〔
正
字
【
貢
庇
】
5

[

／
庇
護
者
を
失
ふ
。
〔
謝
荘
‘
宋
孝
武
宣
貴

通
〕
霧
‘
齢
字
之
謡
。
妃
誅
序
〕
國
診
需
誡
之
傷
ぶ
笠
竺
賞
庇
之
怨
↓

【
貢
零
]
6

け
霜
雪
な
ど
が
降
る
。
〔
論
衡
‘
是
應
〕
冬

月
隆
寒
‘
霜
雪
貫
零
‘
菰
物
皆
枯
゜

〔
集
韻
〕
狼
秋
切

鴎

浩
(
7
ー

1
8
0
0
3
)
・

雰
(
1
2
-
4
2
2
3
 

3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
滴
‘
或
作
―
―

〔
集
韻
〕
離
壁
切
圏

〔
集
韻
〕
慮
含
切
園
]

小
□
門
●
な
が
あ
め
。
〔
説
文
〕
霞
久
雨

霞
豪
也
、
炊
レ
雨
兼
聾
〔
段
庄
〕
霰
之
言
、
連

也。

O
或
は
宗
(
1
2
ー

4
2
4
2
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

霊
‘
或
状
レ
淋
゜

冨】五
□
レ
ン

口
ラ
ン

小
〇
あ
ま
だ
れ
。
も
と
粛
に
作
る
。
〔
正
字

墨
豪
通
〕
霰
、
本
作
レ
珂
〔
説
文
〕
譴
屋
水

流
也
‘
炊
レ
雨
餌
瞥
゜
〔
繹
名
、
秤
宮
室
〕
窃
、
流
也
‘

水
従
―
―
屋
上
一
流
下
也
。
〔
徐
鼎
‘
讀
書
雑
繹
〕
函
‘

唐
宋
以
後
皆
作
レ
溜
‘
溜
為
声
日
近
仮
借
之
字
↓
〇

し
た
た
り
。
溜
(
7
-
1
8
3
3
5
)

に
通
ず
。
〔
韻
會
〕
溜
‘

廣
韻
‘
又
水
溜
、
水
垂
下
也
、
通
作
レ
謡
‘
漢
枚
乗

博
‘
泰
山
之
霞
穿
后
。
〔
束
哲
‘
補
亡
詩
〕
濠
濠
廿

霊
。
〔
注
〕
善
日
‘
凡
水
下
流
日
レ
歪
蹄
°
●
の
き
。
〔
幡

玉
藻
〕
願
醤
垂
挟
゜
〔
疏
〕
霰
、
屋
窟
。
〔
楚
辞
‘
大

招
〕
観
1

一
絶
号
邸
只
゜
〔
注
〕
霧
‘
屋
宇
也
。
R
あ
ま
だ

れ
う
け
。
承
窃
゜
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
池
視
乙
里
奎
翌
〔
注
〕

承
霰
、
以
レ
木
為
レ
之
、
用
行
レ
水
‘
亦
宮
之
飾
也
。

【
霰
槽
】
1

謬
あ
ま
だ
れ
う
け
の
を
け
。
〔
老
學
庵
筆

記
‘
七
〕
臨
江
誦
氏
之
軌
、
五
代
時
仕
厄
湖
南
露
涌

校
↓
坐
レ
事
掌
レ
斬
‘
卑
ハ
"
其
妻
―
亡
命
焉
、
王
捕
5

之
甚
急
‘

云
云
‘
匿
―
―
於
人
家
露
槽
中
ご
湘
湖
間
謂
レ
奎
錮
為
レ
寛
、
云

云
‘
乃
世
世
奉
祀
‘
逗
ザ
之
寛
頭
神
一

【
霰
穿
レ
石
】
2

砕
パ
9

ヲ
し
た
た
る
水
が
石
を
う
が
つ
。
勉

め
て
止
ま
ね
ば
微
力
も
大
業
を
成
し
得
る
喩
゜
〔
枚
乗
‘

上
書
諫
英
王
1

〕
泰
山
之
霰
穿
レ
石
‘
渾
極
之
航
断
レ
斡
゜

【
磁
水
足
ー
1

一
以
溢
―
―
壺
楢
―
】
3

仇
芸
辻
訂
乙
微
細
な
雨

滴
も
集
ま
れ
ば
、
つ
ぼ
や
た
る
を
涌
た
せ
る
に
足
る
。

小
も
積
れ
ば
大
と
な
る
喩
。
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
露
水

足
履
溢
1壺
楢
而
江
河
び
能
に
貫
漏
塵

寄
E
]〗
リ
ウ
レー

〔
集
韻
〕
力
救
切
面
m

カ
一
又

l
i
u
4

冨】叩
雲
が
伏
す
る
。
〔
字
棠
補
〕
露
、
雲
伏
。

ハ，ウ
ヘヴ

〔
字
彙
補
〕
疋
教
切

咽

[
霰
]
〗
セ
ン

霰
(
1
2
-
4
2
4
5
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
霰
、
同
レ
霰
。

雨
の
香
。
〔
字
彙
補
〕
摺
‘
雨
臀

曾
】
〗
万
字
彙
補
〕
拉
喝
切
園

宿】
5

ゞ

争

紅

(
1
2ー

4
2
5
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
霜
、
或
作
レ
全
埠
°

ィ
ノ

【
霜
】
〗震

(
1
2—
4
2
5
3
2
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
霜
、
道
蔵
震
字
。

レ
イ

冨
】
〗
雷
(
1
2
-
4
2
2
4
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

ラ
イ

補
〕
冨
、
疑
即
雷
字
。

曾】呻

覇
(
1
2
-
4
2
4
9
0
)

に
同
じ
。
〔
五
昔
集

韻
〕
苅
、
同
レ
覇
。

誓
i】
〗
誠
(
1
2—
4
2
5
1
8
)
の
古
字
。
〔
集

韻
〕
謳
、
古
作
レ
辛
暉
°

ラ
イ

雷
の
香
。
〔
集
韻
〕
蒙
‘
奎
晶
臀
°

【
蒙
】
〗
賃
〔
集
韻
〕
蒙
弄
切
函

お
ほ
あ
め
。
〔
集
韻
〕
霧
、
大
雨
也
。

冨
】
〗コ，ウク
〔
集
韻
〕
居
候
切
芦
q

12665 



(42408)~(42418··17) 

あ
め
ふ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霙
‘
雨
兒
゜

【
霙
芦

ク

圏

ゞノ
〔
集
韻
〕
末
各
切

マ
ク

日
ヒ
ン

□
ハ
ン

El●
玉
の
つ
や
°
〔
玉
篇
〕
琴
彬
‘
玉
光
色
。
●
墳
祐

は
‘
玉
の
光
る
色
。
堪(
7
~
2
1
1
0
6
)

に
同
じ
。
〔
廣

韻
〕
予
彬
‘
墳
衛
‘
玉
光
色
、
堪
、
上
同
。
口
彫
(
9ー

3

2

771)
の
俗
字
。
〔
集
韻
〕
彫
‘
俗
作
レ
寄
‘
非
レ
是
゜

【
筆
彬
】

5

〔
廣
韻
〕
府
巾
切

図

n11胃
臼
＿

曾】
5

霙
(
1
2
|
 4
2
3
5
 0
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
寅
、
同
レ
霙
゜

エ
イ

冨】[
ゴ

窟
(
8
-
2
5
6
3
2
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
霜
、
同
レ
窟
。

【

霊

】

叫

在
(
1
2
-
4
2
2
9
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
露
、
同
ね
廷
。

テ
イ

曾
芦
タ
イ
□
尺
[
O
)
に
同
し
〇
〔
字
彙

雷
の
番
。
〔
川
篇
〕
謡
‘
雷
腎

冨
】
〗）レ口
ゥ＇

川
篇
〕
虜
東
切

OO

【
霰
】
〗

雲
が
ち
る
。
〔
五
昔
篇
海
〕
霰
‘
雲
散
也
。

カ
ク

五
昔
篇
海
〕
呼
各
切

圏

雨

部

〔
十
|
|
＋
一
書
―
〕

詩
〕
漢
堡
曙
褪
闘
‘
蟹
淫
霧
雨
愁
゜

【
霧
杏
】
2

子
は
る
か
に
き
り
か
こ
め
て
見
分
け
が
た

い
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
氣
滑
浮
以
霧
杏
‘
時
鬱
律
其
如
レ
姻
゜

〔
闇
伯
函
‘
逐
谷
闘
賦
〕
増
陣
霧
杏
‘
衆
析
煙
凝
゜

電
（
1
2
-
4
2
2
5
3
)

に

同

じ

海

【

霧

堅

】
3

ゲ
霧
ふ
か
い
谷
。
〔
王
勃
‘
乾
元
殿
頌
〕
兼

篇
〕
瑯
、
同
レ
電
。
山
配
レ
極
‘
照
二
鸞
閥
於
霞
標
↓
薦
水
涵
レ
元
、
湛
―
―
朧
宮
於

霧
堅
↓
〔
李
又
‘
奉
n

―
和
春
日
幸
↓
―
望
春
｛
呂
應
制
詩
〕
秦

商
重
沓
雲
巖
近
、
河
渭
螢
紆
霧
堅
深
゜

プ
〔
集
韻
〕
亡
遇
切
国
g

【
霧
合
】
4

ゲ
霧
が
集
る
。
又
、
き
り
の
や
う
に
多
く
あ

ム

X

g
」
4

つ
ま
る
。
霧
集
。
雲
合
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
白
華
、
英
英
白
雲

El 

霧
彼
菅
笈
疏
〕
言
―
―
露
亦
有
＂
雲
者
露
雲
氣
微
、
不
レ

墾
日
月
「
不
レ
履
如
雨
之
雲
耳
、
非
レ
信
雲
也
、
若

旦

ゥ

〔

集

韻

〕

設

蓬

切

屎

巳
ヴ
〔
集
韻
〕
蒙
弄
切
深
〗
露
濃
霧
合
、
則
清
旦
為
レ
昏
、
亦
是
露
之
雲
也
。
〔
張
衡
‘

材
撒
賦
〕
軽
車
腱
属
、
朽
騎
電
驚
‘
霧
合
雲
集
、
波
流
雨

禰
□
口
同
●
き
り
。
水
蒸
氣
注
。
〔
周
書
、
文
帝
紀
上
〕
電
撓
蛇
撃
‘
霧
合
星
羅
。

蜃

ご

紫

文

が

冷

氣

に

あ

っ

て

微

小

な

【

霧

氣

了

き

り

の

降

る

模

様

。

き

り

。

〔

後

漢

書

‘

皇

甫
規
博
〕
地
震
之
後
、
霧
氣
白
濁
、
日
月
不
レ
光
、
旱
魃

為
レ
虐
゜
〔
水
経
、
夷
水
注
〕
大
渓
南
北
‘
央
レ
岸
有
―
―
温
泉
一

水
滴
と
な
り
、
大
氣
中
に
浮
消
す
る
も
の
。
も
と

射
注
、
夏
暖
冬
熱
‘
上
常
有
霧
氣
盃
忠
K

百
病
、
浴
者
多

霰
(
1
2
|
 4
2
3
5
1
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
霧
‘

本
作
レ
霰
゜
〔
説
文
〕
霰
、
地
代
検
天
不
レ
應
日
レ
霰
、
愈
゜
〔
梅
尭
臣
、
早
渡
良
鷹
江
1

時
〕
霧
氣
横
レ
江
白
‘
維

炊
レ
雨
孜
臀
。
〔
段
注
〕
霰
、
今
之
霧
字
。
〔
得
名
、
秤
臀
隔
籍
聞
。

天
〕
霧
‘
冒
也
‘
氣
蒙
乱
罠
冒
物
也
。
〔
宋
史
、
秋
【
霧
會
】
6

危
？
霧
の
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
。
霧
集
。

〔
後
漢
書
‘
鴬
錮
博
序
〕
自
二
武
帝
b

以
後
、
崇
―
―
尚
儒
學
一

懐
レ
経
協
レ
術
、
所
在
霧
會
、
至
レ
有
―
―
石
渠
分
弔
之
論
｀
窯

一
円
傭
〕
會
澤
霧
昏
塞
。

O
く
ら
い
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕

霧
聾
之
晦
↓
〔
後
漢
書
、
光
武
紀
賛
〕
三
精
霧
塞
。
同
伐
異
之
殴
守
文
之
徒
盛
於
時
戻
゜
〔
梁
簡
文
帝
、

〔
注
〕
霧
塞
‘
言
―
―
昏
昧
一
也
。

O
く
ろ
い
喩
。
霧
簑
三
日
侍
皇
太
子
曲
水
宴
詩
序
〕
都
人
野
老
、
雲
集
霧

(

9

)

を
見
よ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
霧
、
喩
レ
黒
也
。
R
會
゜
〔
略
賓
王
、
上
二
瑕
丘
章
明
廂
啓
〕
漱
流
逸
客
‘
望
l
-

か
る
く
こ
ま
か
い
喩
。
〔
漢
書
、
證
架
志
〕
厠
―
―
霧
譲
足
以
雲
蒸
‘
栖
芯
遺
オ
、
款
龍
門
而
霧
會
゜

【
霧
外
】
7

か
？
霧
の
そ
と
。
〔
楊
萬
里
、
庚
子
正
月
五
B

饒
過
天
泉
渡
詩
〕
霧
外
江
山
看
不
レ
慎
、
ロ
ハ
憑
1

一
難
犬
―

璧
〔
注
〕
師
古
日
、
霧
穀
、
言
11

一
其
軽
細
如
奎
云
霧
一

認
前
村
↓

也
。
R
ぁ
つ
ま
る
喩
。
〔
王
勃
‘
膝
玉
閣
序
〕
雄
州

霧
列
。

O
ち
る
喩
゜
〔
王
僧
襦
、
初
夜
文
〕
萬
累
煙
【
霧
光
】
8

が
ウ
ゥ
霧
の
ひ
か
り
。
〔
李
嬌
、
野
詩
〕
蒼
梧
雲

濱
百
災
霧
滅
。

O
う
る
ほ
ふ
喩
゜
〔
中
華
大
字
影
去
‘
泳
鹿
霧
光
通

典
〕
霧
‘
喩
湮
潤
囮
。
R
霧
(
1
2
|
 4
2
5
0
8
)

に
【
霧
賢
】
，
；
製
の
黒
く
美
し
い
形
容
。
〔
何
景
明
、

蟷
蛾
圏
詩
〕
寛
裳
利
衣
世
莫
レ
聞
、
霧
肢
雪
貌
人
難
レ
見
。

【
霧
瞭
】
10

空
霧
の
こ
め
た
あ
さ
。
霧
朝
。
霧
旦
゜
〔
王

同
じ
。
〔
集
韻
〕
霧
‘
或
作
レ
霧
。
〇
揃
文
‘
茅
(
1
2

昌
齢
‘
夏
月
花
斡
悽
舗
宴
詩
〕
霧
饒
筵
初
接
‘
宵
長
曲

|
 
4
2
2
5
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
霰
‘
茅
‘
籍
文
霧
省
。

【
霧
雨
】
1

t

霧
と
雨
。
又
、
細
か
い
雨
。
ぬ
か
あ
め
。
〔
漢
未
レ
終
。
〔
杜
牧
‘
郡
齋
獨
酌
詩
〕
霧
瞭
起
二
鳥
命
空
日
晩

書
‘
部
陽
傭
〕
霧
雨
咸
集
。
〔
江
滝
‘
間
中
草
木
頌
、
相
思
〕
下
二
牛
羊
言
宣
和
蟄
譜
、
山
水
三
〕
文
臣
黄
齊
‘
字
思
建
‘

日
月
断
レ
色
‘
霧
雨
恒
陰
゜
〔
劉
馬
錫
、
経
1

一
伏
波
紳
祠
1

云
云
‘
遂
作
―
―
風
煙
欲
レ
雨
圏
面
ぴ
陰
非
レ
孵
‘
如
,
,
梅
天

霧
】
~

【愚叩
デ
ン

【

婁

】

如

ゞ
ク
，
 

霰
(
1
2
-
4
2
3
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
諜
、
或
作
レ
婁
゜

徽

露

震

霊

搭

需

術

賞

零

需

霧

霧
瞭
‘
霜
微
晦
露
之
状
↓

【
霧
穀
】
11

戸
軽
く
う
す
い
ち
ぢ
み
絹
。
仙
人
・
美
女
な

ど
の
裳
を
い
ふ
。
〔
宋
玉
、
神
女
賦
〕
動

-gZ笠
以
徐
歩

分
、
彿
珊
臀
之
珊
珊
言
漢
書
‘
橙
栗
志
、
郊
祀
歌
〕
被
二

華
文
面
四
霧
雙
〔
注
〕
師
古
曰
‘
厠
‘
雑
也
‘
霧
穀
、
言
三

其
輻
細
若
雲
霧
一
也
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
上
〕
雑
細
i

羅
↓
垂
霧
穀
↓
〔
注
〕
張
揖
日
‘
穀
繹
如
レ
霧
‘
垂
以
為
レ
裳

也
、
師
古
曰
‘
霧
穀
者
、
言
―
―
其
軽
靡
如
＞
霧
‘
非
レ
謂
―
―
繹

文
一
也
。
〔
法
言
‘
吾
子
〕
或
曰
―
―
霧
穀
之
組
麓
言
ロ
―
―
女
エ

之
套
戸
唸
〔
後
漢
書
、
宦
者
傭
序
〕
南
金
和
賓
‘
氷
執
霧

殺
之
積
、
盈
切
珍
蔵
靖
媛
侍
兒
、
歌
童
舞
女
之
玩
‘

充
傭
綺
璽
〔
沈
約
‘
謝
レ
賜
修
綱
絹
笠
啓
〕
霜
執
雪

委
霧
穀
氷
鮮
゜

【
霧
散
】
1
2
i

／
霧
が
き
え
ち
る
。
霧
の
晴
れ
て
散
ず
る

や
う
に
消
え
う
せ
る
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
〕
大
漢
之

徳
‘
蓬
涌
原
泉
‘
洵
滴
漫
術
、
労
塊
四
塞
‘
雲
専
霧
散
、

上
暢
五
雙
下
訴
入
涎
↓
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
沈
浮
往

宋
‘
雲
集
霧
散
。
〔
後
漢
書
察
崖
博
下
〕
倅
是
‘
智
者
聘
レ

詐
、
辮
者
馳
レ
説
‘
武
夫
奮
レ
略
、
戦
士
講
レ
鋭
、
電
駿
風

馳
霧
散
雪
波
雙
詐
乖
詭
、
以
合
時
宜
↓

【
霧
市
】
1
3
{

後
漢
の
張
楷
、
道
術
を
好
み
‘
よ
く
五
里

霧
を
作
し
、
弘
農
山
中
に
隠
居
し
て
‘
學
者
の
之
に
随

ふ
も
の
市
を
成
す
。
因
つ
て
之
を
霧
市
と
い
ふ
。
〔
菌

唐
書
‘
黄
巣
博
〕
妖
典
霧
庚
盗
雙
叢
祠
↓
〔
蘇
類
‘
酎

勤
學
犯
夜
判
〕
朝
遊
↓
―
霧
市
正
四
學
序
之
圃
書
盃
瞑
出
1-

香
街
五
聰
函
収
城
之
鐘
数
↓

[
霧
袖
】
1
4
{
？
う
す
絹
の
袖
゜
〔
梁
簡
文
帝
、
七
動
〕
疾

趨
巧
歩
‘
霧
袖
呑
披
｀
舒
―
―
蛾
眉
之
窃
究
「
委
弱
骨
之
浚

長
【
霧
集
】
15

岱
き
り
の
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
。
霧
緊
゜

霧
合
。
霧
幸
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
天
下
之
士
‘
雲
合

霧
集
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
倉
赫
召
霰
‘
霧
集
而
蒙
合
分
、

半
散
照
爛
、
菜
以
成
レ
章
。
〔
蜀
志
、
部
正
傭
〕
雲
合
霧
集
、

風
激
電
飛
゜

【
霧
摺
]
1
6

在
ャ
ウ
毒
氣
を
含
ん
だ
き
り
。
き
り
の
毒
氣
゜

漑
霧
゜
〔
鄭
士
元
、
送
n

―
林
宗
配
1

一
雷
州
―
詩
〕
海
霧
多
為
レ

渾
、
山
雷
乍
作
レ
部
。
〔
廣
東
新
語
〕
嶺
南
多
1

一
霧
撞
心
浪

酔
多
嵐
應
皆
氣
候
之
最
悪
者
。

【
霧
緊
】
1
7
{
f
ゥ
霧
の
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
。
霧
集
。

〔
曹
植
‘
遊
観
賦
〕
従
-
―
罷
熊
之
武
士
一
荷
二
長
戟
―
而
先

七
〇
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雨

部

〔
十
一
書
l

〕

霧

欝

旅

露

婁

賓

霰

粛

霰

七

謳
‘
罷
酋
雲
蹄
↓
會
如
霧
翌
〔
藷
唐
書
‘
魏
徴
博
〕
魏
長
空
霧
鈷
‘
桂
飾
寒
風
座
。

公
起
レ
自
―
―
叛
徒
玉
奮
臀
大
呼
、
四
方
響
應
‘
萬
里
風
馳
、
【
霧
賢
】
2
7
c
a

ノ
製
の
黒
く
美
し
い
さ
ま
。
霧
賢
。
霧
賃

雲
合
霧
緊
‘
衆
敷
十
萬
‘
威
之
所
レ
被
、
将
レ
半
―
―
天
下
↓
風
賢
を
見
よ
。

〔
慮
照
部
、
益
州
至
異
観
黎
君
碑
〕
武
騎
遷
昇
之
路
‘
冠
〖
霧
賢
風
簑
〗

2
8
芯
が
？
製
の
美
し
い
喩
゜
〔
蘇
献
、
洞

蓋
雲
飛
、
文
翁
講
律
之
堂
、
英
震
霧
緊
。
庭
春
色
賦
〕
揚
二
佳
人
盃
皿
往
消
‘
勒
11

一
霧
賢
呉
―
―
風
賢
↓

【
霧
松
】
18

芹
ゥ
こ
ほ
っ
た
霧
。
松
は
‘
寒
さ
の
た
め
に
〔
蘇
拭
‘
題
1

一
毛
女
慎
一
詩
〕
霧
賢
風
賢
木
葉
衣
、
山
川
良

で
き
る
水
の
珠
。
霧
松
。
〔
字
林
〕
寒
夜
結
水
如
レ
球
‘
見
レ
是
昔
人
非
゜
〔
張
竪
‘
-
―
―
月
三
日
湖
上
作
詩
〕
霧
賢
風
賛

呪
乃
消
‘
齊
魯
謂
1

一
之
霧
粉
二
盃
具
革
‘
霧
訟
詩
〕
園
林
初
湖
上
女
、
豊
輪
繍
穀
道
労
車
。

日

静

無

レ

風

‘

霧

松

花

開

慮

慮

同

。

【

霧

雰

】

29

戸
霧
。
も
や
。
〔
韻
府
引
、
手
樅
‘
華
山
仙
掌

【
霧
翠
】
19

戸
霧
の
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
。
霧
集
。
賦
〕
共
仰
1

一
壌
姿
一
徒
懐
旺
麓
ぶ
炉
排
,
,
霧
雰
面
炉
彿
二

〔

播

尼

、

火

賦

〕

玄

煙

四

全

、

雲

蒸

霧

翠

゜

昏

睛

↓

【
霧
消
】
20

炉
霧
が
消
え
る
。
又
‘
霧
の
や
う
に
は
か
な
【
霧
豹
]
3
0

芥
南
山
の
豹
が
其
の
毛
の
模
様
を
損
ふ
の

く
消
え
失
せ
る
。
霧
錯
。
〔
張
買
‘
奉
―
―
和
襲
美
先
輩
悼
＞
鶴
を
擢
れ
て
‘
霧
雨
に
は
穴
中
に
蔽
れ
る
を
い
ふ
。
隠
れ

詩
〕
雲
減
霧
消
無
レ
慮
レ
問
、
ロ
ハ
留
―
―
華
製

5lぐ
衰
翁
↓
て
名
を
完
う
す
る
喩
。
又
、
隠
居
し
て
仕
へ
な
い
喩
゜

〔
胡
曾
、
早
競
―
潜
水
騨
玉
叩
一
郎
中
員
外
―
詩
〕
胄
野
霧
錯
〔
列
女
博
‘
賢
明
‘
陶
答
子
妻
偉
〕
（
陶
）
答
子
治
レ
陶
一
二
年
‘

壁
晉
洞
↓
碧
山
煙
散
避
―
―
秦
渓
↓
〔
渇
時
可
‘
月
賦
〕
雲
名
誉
不
レ
輿
、
家
富
三
倍
、
（
其
妻
）
曰
‘
妾
聞
‘
南
山
有
1

一玄

登

夕

鱗

「

霧

消

二

輻

蒻

一

豹

云

霧

雨

七

H
而
不
和
＇
食
1

者
何
也
‘
欲
下
以
澤
1

其
毛
―

【
霧
納
】21
炉
う
す
ぎ
ぬ
。
〔
曹
植
‘
洛
神
賦
〕
践
油
滋
~
而
成
中
文
章
上
也
、
故
誠
而
遠
レ
害
。
〔
虞
僕
‘
奉
下
和
李
令

之
文
履
盃
ぺ
↓
霧
納
之
軽
裾
-
〔
羅
軋
‘
比
紅
兒
詩
〕
魏
帝
麿
―
―
従
温
泉
｛
旦
賜
中
遊
朧
山
章
侍
郎
別
業
上
詩
〕
窺
レ
巖

休
レ
誇
梓
夜
来
‘
霧
絹
雲
穀
稽
レ
身
裁
。
詳
―
―
霧
豹
五
過
レ
水
略
1

一
泉
魚
言
王
馬
偕
‘
酬
↓
師
神
放
徽
君
一

【
霧
塞
】22庄
ク
霧
が
ふ
さ
ぎ
こ
め
る
。
く
ら
き
に
い
ふ
。
詩
〕
霧
豹
澤

t一
文
彩
玉
冥
鴻
避
二
稽
檄
二
症
証
〖
‘
次

1一
韻
王

昏
昧
゜
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
賛
〕
九
縣
腿
同
、
三
精
霧
塞
。
震
―
詩
〕
檎
レ
文
過
レ
我
治
平
間
‘
霧
豹
常
時
始
一
班
。

〔
注
〕
―
二
精
‘
日
月
星
也
、
霧
塞
、
言
―
―
昏
昧
一
也
。
〔
南
齊
書
、
【
霧
涌
】
31

炉
霧
が
湧
き
起
る
。
又
、
霧
湧
に
作
る
。

蒲
穎
冑
博
〕
舟
艦
魚
麗
‘
萬
里
蓋
レ
水
、
車
騎
雲
屯
、
平
原
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
故
網
編
相
感
‘
霧
涌
雲
蒸
‘
喝
鳴
相

霧
塞
。
〔
周
書
、
文
帝
紀
上
〕
正
光
之
末
‘
天
下
沸
騰
‘
塵
召
‘
星
流
電
激
。
〔
南
史
、
任
明
傭
〕
故
築
氣
相
感
‘
霧
涌

飛
河
朔
云
霧
塞
削
翌
〔
辞
道
衡
‘
隋
高
祗
文
皇
帝
頌
〕
雲
蒸
。
〔
陳
樵
‘
庶
i

奄
賦
〕
負
レ
喘
而
立
者
‘
霧
涌
雲
移
詑
‘

五

岳

塵

飛

‘

三

象

霧

塞

。

不

レ

知

1

一
其
中
之
何
似
一
〔
王
揮
‘
大
雹
行
〕
野
人
庭
戸
髪
t-

【
霧
島
】
23

”
ヴ
.
宮
崎
・
鹿
兒
島
縣
境
に
あ
る
霧
島
山
、
結
館
云
霧
涌
煙
霜
輿
レ
龍
敵
。

及
び
そ
の
附
近
の
呼
稲
゜
〔
今
昔
物
語
‘
十
二
〕
遂
に
本
【
霧
祗
叫
】
8

豆
／
霧
が
乱
れ
る
。
〔
五
輯
之
、
柳
花
賦
〕
或

意
有
る
に
依
て
、
二
十
六
と
云
ふ
年
‘
霧
嶋
と
云
ふ
所
風
廻
而
遊
薄
、
或
霧
乱
而
腱
零
゜

に
籠
て
。
●
'
[
石
南
科
の
灌
木
。
き
り
し
ま
つ
つ
じ
。
【
霧
函
(
】
3
3
i

霧
の
中
。
霧
中
。
〔
牛
鳳
及
、
奉
n

一和受――

【
霧
中
】
幻
i'

ユ
ウ
霧
の
中
。
五
里
霧
中
(
1
|
2
5
7
 :
 1
0
7
8
)

圏
温
洛
1

應
制
詩
〕
瑞
H
波
中
上
、
仙
禽
霧
裏
低
。
〔
杜

を
見
よ
。
〔
濁
水
燕
談
鋒
‘
維
録
〕
元
老
誦
1

一
太
平
廣
記
1

甫
‘
草
堂
即
事
詩
〕
霧
裏
江
船
渡
‘
風
前
裡
竹
斜
。

云
‘
云
云
‘
遥
看
煙
裏
面
‘
恰
似
―
―
霧
中
花
→
〖
霧
裏
看
レ
花
〗
3
4
芦
？
｀
ル
は
つ
き
り
見
え
ぬ
さ
ま
。

【
霧
朝
】
24

訳
霧
の
こ
め
た
あ
さ
。
霧
饒
。
〔
劉
品
錫
、
老
眼
の
模
糊
と
し
た
形
容
。
〔
杜
甫
‘
小
寒
食
舟
中
作
詩
〕

和
A

寅
中
丞
入
1

一
容
江
之
作
上
詩
〕
桂
水
歩
二
秋
浪
↓
火
山
春
水
船
如
―
―
天
上
坐
↓
老
年
花
似
II

霧
中
看
↓
〔
韻
府
引
‘

凌

霧

朝

↓

梁

棟

‘

詩

〕

牡

心

難

レ

起

泥

中

紫

‘

老

眼

羞

レ

看

霧

裏

花

。

【
霧
笛
】

25r
船
舶
が
濃
霧
中
で
衝
突
を
避
け
る
た
め
【
霧
震
】
35

忙
山
名
。
〇
河
北
省
密
雲
縣
の
東
北
。
一

自
己
の
存
在
を
知
ら
せ
る
の
に
鳴
ら
す
汽
笛
。
名
、
伏
波
山
。
後
、
訛
つ
て
霧
霰
と
い
ふ
。

O
涌
洲
熱
河

【
霧
社
i

】26
在
ノ
霧
の
密
な
る
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
‘
埋
玉
〕
省
隆
化
縣
の
西
。
大
興
安
嶺
の
南
支
山
脈
。

小
●
は
れ
る
。
雨
雪
が
は
れ
る
。
も
と
範

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
蜀
、
本
作
レ
範
゜

霞
豪

霰
】
〗
久
ワ
ク
〔
集
韻
〕
忽

«
x巴
真
[

uo' 

雲
の
お
こ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
露
‘
雲
起
兒
゜

言

如

ヰ

〔

集

韻

〕

紆

譴

国

【
霧
露
】

36Oko霧
と
露
。
〔
素
問
‘
六
元
正
紀
大
論
〕
陽

明
所
レ
至
、
為
牧
為
―
―
霧
露
一
太
陽
所
レ
至
、
為
蔵
為
―
―
周

密
↓
〔
棗
撮
‘
雑
詩
〕
豊
草
停
二
滋
潤
↓
霧
露
油
"
衣
裳
↓
〔
淮

南
子
、
本
経
訓
〕
古
者
明
堂
之
制
、
下
之
潤
湿
‘
弗
レ
能
レ

及
、
上
之
霧
露
、
弗
レ
能
レ
入
、
四
方
之
風
、
弗
レ
能
レ
襲
。

〔
楚
辞
‘
巌
忌
‘
哀
時
命
〕
霧
露
濠
濠
‘
其
晨
降
分
。
〔
説

苑
‘
雑
言
〕
謄
蛯
遊
二
於
霧
露
「
乗
,
,
於
風
雨
↓
而
行
非
年
＇

里
不
レ
止
。

O
疾
病
を
い
ふ
。
霧
露
に
さ
ら
さ
れ
て
罹

る
病
。
又
、
霜
露
と
も
い
ふ
。
〔
史
記
、
淮
南
属
王
長
博
〕

且
淮
南
王
為
入
嘲
、
今
暴
雌
―
折
之
一
臣
恐
卒
逢
露
~

露
病
死
‘
陛
下
葛
直
殺
第
之
名
奈
何
゜
〔
史
記
、
哀

益
傭
〕
如
有
品
空
霧
露
一
行
道
死
鉦
陛
下
立
器
抒
以
―
―
天
下

之
大
血

g
能
レ
容
。
〔
後
漢
書
、
謝
弼
博
〕
如
有
―
―
霧
露
之

炭
陛
下
嘗
何
面
目
以
見
二
天
下
一
〔
文
天
祥
、
正
氣
歌
〕

一
朝
蒙
霧
霰
分
レ
作
溝
中
脊
↓

[
泄
レ
霧
】
37

け
臼
霧
を
も
ら
し
出
す
。
〔
韓
愈
‘
謁
衡

嶽
廟
一
遂
宿
二
嶽
寺
加
竺
門
悽
1

詩
〕
噴
レ
雲
泄
レ
霧
祓
"
半

腹
盃
呻
レ
有
―
―
絶
頂
―
誰
能
窮
。

【
霧
居
士
]
3
8

戸
唐
、
黄
環
(
1
2
-
4
7
9
2
6
.. 7
6
7
)

の
麗

【
霧
渓
嘴
市
】
39

劣
ィ
地
名
。
湖
北
省
公
安
縣
の
東
南
。

東
は
唐
田
湖
陸
遜
湖
、
西
は
薦
子
演
に
瀕
す
。

【
霧
内
観
花
】
40

が
分
パ
ク
ワ
霧
裏
看
レ
花
(
3
4
)

に
同
じ
。

【
血
伊
霧
山
鶯
暗
尚
少
】
41

日

昇

竺

芦

初

春

の

山

中
の
景
を
の
べ
た
句
。
〔
元
損
‘
早
春
尋
-
1

李
校
書
―
詩
〕

款
款
春
風
漏
灌
雲
、
柳
枝
低
作
翠
瀧
禁
‘
梅
含
二
維
舌
―

兼
紅
氣
「
江
弄
覆
花

i
竪
緑
紋
一
帯
レ
霧
山
鶯
喘
尚

少
‘
穿
燐
け
鷹
筍
葉
綾
分
、
今
朝
何
事
偏
相
覚
、
僚
1

一
乱
芳

情
―
最
是
君
。

小

日

□

O
さ
む
い
。
も
と
額
に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
霰
‘
本
作
レ
氣
。
〔
説
文
〕
額
‘

覇策
日
テ
ン

貧
】
〗9国
ナ
7

〔
集
韻
〕
都
念
切
麗

〔
集
韻
〕
的
協
切
隈

〔
集
韻
〕
陣
立
切
醐

冨
早
ラ
ン

霰
(
1
2
|
 4
2
3
9
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
藁
‘
或
八
レ
淋
゜

く
も
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
霰
、
雲
兒
。

霰

】

叫

[

[

〔

集

韻

〕

薄

力

は

切

同

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
賓
、
雨
兒
゜

盲
】
〗
戸
〔
集
韻
〕
側
革
切
園

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
婁
‘
雨
兒
゜

審
早
Jレ

〔
集
韻
〕
瀧
主
切
軍

く
も
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
霜
、
雲
兒
゜

冨
】
〗
ヒ〔
玉
篇
〕
非
尾
切
濶
-
―

〔
説
文
〕
範
‘
雨
止
雲
罷
兒
‘
八
レ
雨
範
瞥
゜
〔
集
韻
〕

雛
雲
消
謂
二
之
旅
↓
〇
ほ
が
ら
か
な
さ
ま
。
〔
淮

南
子
、
天
文
訓
〕
道
始
手
ふ
裳
喪
虚
旅
生
11

宇
宙
↓

〇
俗
に
廓
(

4

|
9
4
6
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
‘
範
‘
段

注
〕
今
俗
字
作
レ
廓
、
廓
行
而
旅
際
矢
゜
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言
g

頂

な
が
あ
め
。
十
日
以
上
績
く
あ
め
。
湛
(
7
ー

1
7
8
4

6
)
・
 
淫
(
7ー

1
7
6
7
8
)

に
通
ず
。
〔
玉
篇
〕
露
、
久
雨

也
。
〔
集
韻
〕
霜
、
久
雨
為
レ
霧
、
或
作
レ
湛
、
通
作
レ

淫
゜
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
馬
沐
二
浴
霧
雨
↓

【
霧
雨
】
1

[

／
な
が
あ
め
。
淫
雨
。
沐
浴
露
雨
櫛
扶

風
を
見
よ
。
〔
泡
仲
滝
‘
岳
陽
棲
記
〕
霜
雨
罪
雰
、
連
月

不
レ
開
。

〖
沐
露
霜
雨
細
竺
扶
風
〗
2

勾
竺
彗
巳
眼
苦
を

し
の
ん
で
、
勤
芳
す
る
喩
゜
扶
風
は
疾
い
風
。
〔
淮
南
子
、

脩
務
訓
〕
馬
沐
―
―
浴
霜
雨
面
四
扶
風
盃
5

レ
江
疏
レ
河
‘
竪
1

一

龍
門
面
闘
伊
闘
五
修
影
幾
之
防
盃
ず
四
載
面
炉
山
栞
レ

木
、
平
訟
l
a水
土
二
竺
千
八
百
國
→
〔
注
〕
馬
努
—
ー
カ
天

下
云
ー
レ
避
―
―
風
雨
百
少
久
雨
1

為
↓
―
沐
浴
こ
扶
風
、
疾
風
、

以
疾
風
為
杭
椙
也
。

【
霜
蹂
】
3

門
[
な
が
あ
め
o

霜
雨
o

蹂
雲
ミ
林
寛
ぶ
古
レ
雨

詩
〕
霜
蹂
酪
l

―
日
月
ぶ
印
巷
隻
1

一溝坑一

イ
ン

〔
集
韻
〕
夷
針
切／ 
I

J
‘
 

貧
】
〗

葬
葬
は
‘
雲
の
色
。
〔
集
韻
〕
葬
、
葬
葬
、
雲
色
。

パ，ウマウ

〔
集
韻
〕
母
朗
切

圏

盲】
g

セ
ッ

雪（
1
2
-
4
2
2
1
6
)

の
本
字
。
〔
集

韻
〕
耳
‘
隷
省
。

宵
(
1
2
|
 4
2
2
9
0
)

に
同
じ
。
〔
集

曾

】

g

七
ウ
韻
〕
香
、
或
炊
レ
雲
。

寒
也
、
八
レ
雨
執
臀
。

O
早
い
し
も
。
初
霜
゜
〔
説

文
〕
予
執
‘
或
日
、
早
霜
也
、
讀
若
一
春
秋
傭
塾
泥
↓
鬱

冤
(
1
2
-
4
2
5
0
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
霰
、
或
炊
レ

土
。
国
す
こ
し
く
し
め
る
。
〔
集
韻
〕
霰
‘
小
瀑
也
。

雨

部

〔
十
―
|
＋
二
書
[
l

日
口
〇
あ
め
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
雹
‘
字
林
云
、
雨

兒。

O
霊
霧
は
‘
お
ほ
あ
め
。
〔
集
韻
〕
雹
、
翌
雹
、

大
雨
。
●
あ
め
ふ
る
。
雹
雹
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
雷

密
、
雨
也
。
幽
羹
警
は
、
東
北
夷
の
名
。
〔
集
韻
〕

嘗
‘
一
曰
羹
嘗
‘
東
北
夷
名
。
O

白
雹
は
、
北
秋
の
【
寅
】
〗

國
の
名
。
〔
集
韻
〕
雹
‘
一
日
、
白
密
、
北
秋
國
゜
〔
唐

書
‘
回
鶴
博
〕
白
霞
屑
鮮
卑
故
地
面
部
有
に
二
、

日
居
延
、
曰
無
若
没
、
曰
漬
水
。

O
部
族
の
名
。

隋
・
唐
時
代
‘
今
‘
遼
寧
省
北
部
の
洸
南
・
突
泉
諸

縣
以
南
よ
り
西
遼
河
以
北
の
地
に
居
る
。
〔
藷
唐

書
、
北
秋
博
〕
歪
習
‘
匈
奴
之
別
種
也
‘
居
二
於
漬
水

北
ぶ
吋
卑
之
故
地
‘
東
接

1m硲
四
西
至
―
―
突
蕨
面
E

害
i
]
叩

祠】叫

雹
(
1
2
|
 4
2
2
4
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

ノ
補
〕
笛
、
同
レ
雹
゜

、ク
チ
ン

デ
ン

露
(
1
2ー

4
2
3
8
3
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
諫
、
同
レ
露
。

電（
1
2
|
 4
2
2
5
3
)

に
同
じ
。
〔
海

篇
〕
貧
、
同
レ
電
。

シ，
7
ジ，
7

口l

〔
集
韻
〕
息
入
切
Tヽ
-

〔
集
韻
〕
席
入
切

圃円圃

冤
】
〗

人
名
。
〔
字
彙
補
〕
霙
、
人
名
。
〔
魏
志
、
荀
戎
傭
〕

或
子
憚
‘
憚
子
震
、
官
本
ぎ
中
領
軍
↓

エ
キ
ヤ
ク

〔
字
彙
補
〕
移
益
切

願

【
奎
習
】
叩

日
シ
，
フ

音
未
詳

●
お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
麓
‘
大
雨
也
。
●
は
げ
し

い
雨
。
〔
集
韻
〕
麓
、
暴
雨
謂
之
麓
↓

さ
さ
へ
。
水
害
を
防
ぐ
も
の
。

寄

函

〔

古

三

墳

〕

川

雲

流

箪

。

〔

注

〕

聖
人
以
防
1

一
備
水
患
一
也
。

寄
品
ロ
ク
〔
集
韻
〕
慮
谷
切
園
〗

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
藁
‘
雨
兒
゜

曾
】
〗
タ
イ
り
(
[
月
[
°
に
同
じ
。
〔
集

冨】
g

〔
集
韻
〕
仕
巷
切
国
g

サ
，
ウ
ザ
ゥ タ

ン
ダ
ン

日
セ
ン
セ
ン

□マ

El口
霧
奪
は
‘
露
の
多
い
さ
ま
。
博
(
7ー

1
8
1
3
6
)
・

霊
(
1
2
-
4
2
3
2
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
溝
‘
博
漕
‘
露

多
兒
‘
或
作
レ
霧
‘
或
拉
省
。

【
筆
部
】
叩
プ

[
[
[
[
[
7
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

宿
芦
箔
滞
は
、
お
ほ
あ
め
。
〔
字
彙
補
〕
箔
‘
箔
滞
、
大

雨
也
。

、，ウ

ノ

〔
字
彙
補
〕
普
郎
切

園

【
霧
芦

〔
集
韻
〕
竪
充
切

〔
集
韻
〕
徒
官
切

願圏

至
契
丹
「
北
接
属
羅
渾
砥
周
二
千
里
‘
四
面

有
レ
山
。

O
或
は
震
(
1
2
-
4
2
2
2
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
憂
習
‘
或
作
レ
奎
及
。

剪

喜

葬

窪

霧

築

麓

雹

箔

霜

謡

部

露

霊

寅

諜

粛

霰

電

憲

蹂

霙

競

詣

貧
】
〗
詞
旦
〔
篇
海
〕
昔
中

冨
品
ァ
ン
醜
(
1
2
-
4
8
1
1
7
)

に
通
ず
。
〔
正
字

通
〕
詭
‘
卑
ハ
レ
醜
通
。

n鯛
言
i

[

―

貧

】

如

チ

ン

義
未
詳
。
〔
笑
韻
〕
霙
、
他
林
切

冨】叫
ケ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
蹂
、
昔
淡
゜

□
□
こ
さ
め
。
又
、
な
が
あ
め
。
〔
説

9
文
〕
憲
‘
小
雨
也
、
払
雨
欧
臀
‘
明
堂

月
令
曰
、
憲
雨
。
〔
段
注
〕
月
令
無
二
此
文
盃
惟
季
春

行
二
秋
令
涵
B

雨
蚤
降
‘
注
云
、
今
月
令
日
二
欧
雨
一

漢
人
‘
叙
讀
二
平
臀
ぶ
即
許
所
レ
撮
之
憲
雨
也
‘
但

記
文
淫
雨
‘
鄭
注
曰
ニ
ー
杯
雨
一
許
不
レ
i

ロ
デ
以
―
―
小

雨
五
t

』
憲
‘
似
一
小
必
是
誤
字
↓

薗

藷

本

霰

(
1
2
1
 4
2
4
6
1
)

に
作
り
十
二
書
に
列
す
る

は
誤
゜
〔
正
字
通
〕
裳
‘
炊
レ
欧
、
本
作
レ
憲
、
十
一
璽
‘
藷
本

作
レ
寮
非
゜

霰

】

叩

/
4「
ウ

シ，ユ
曰‘
／，ユ，ゥ

シ，ユ

口‘、

〔
集
韻
〕
之
仲
切

〔
集
韻
〕
之
戎
切

図困

【
電
】
叩

リ
占
ツ

醤
(
1
2
|
 
4
2
3
9
6
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
電
、
同
レ
醤
゜

霰
】
〗
カ
ク[
Fり
戸
□Oじ。
〔
龍
寵

七

12668 



(42450) — (42463) 

雨

部

〔
十
一
―
蟄
〕

霊

需

震

整

諮

窪

露

霰

霰

蔽

重

棠

需

露

七一

口
震
雲
は
‘
雲
の
多
い
さ
ま
。
或
は
冥
(
1
2
|
 4
2
3

【

雲

母

5
8
)
に
作
り
、
ま
た
謀
(
1
2
-
4
2
4
8
0
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
震
‘
露
雲
‘
繁
雲
‘
或
省
、
亦
作
レ
謀
。
口
雲
の

さ
ま
。
或
は
謀
(
1
2
ー

4
2
4
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
【
愕
緻
】
如

震
、
雲
兒
‘
援
謂
1

一
之
震
予
竺
或
作
レ
諜
。

【
粛
賓
】
1

”
し
〇
雲
の
お
ほ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
露
、
霊

霞
繁
雲
。
〔
王
延
壽
‘
魯
璽
光
殿
賦
〕
雲
覆
露
嘗
、
洞
杏

冥
分
。
〔
注
〕
清
日
‘
露
霞
繁
雲
貌
゜
〔
飽
照
、
農
都
道
中
【
脅
散
】
叩

詩
〕
震
爵
冥
隅
袖
‘
濠
昧
江
上
霧
゜
〔
梁
簡
文
帝
、
大
法
頌

序
〕
辛
壬
癸
甲
、
綿
轡
箪
賞
、
叶
哉
其
不
レ
可
レ
状
。
〔
李

白
‘
勤
将
軍
歌
〕
蓄
洩
敷
千
載
、
風
雲
何
虚
震
。
〔
劉
長

卿
、
早
春
殷
別
趙
居
士
還
二
江
布
時
長
卿
下
第
蹄
―
嵩

陽
藷
居
一
詩
〕
楚
天
合
―
―
江
氣
一
雲
色
常
震
爵
。
●
露
や

雨
の
お
ほ
い
さ
ま
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
宵
露
震
嘗
‘
旭
H

瞳
咤
〔
注
〕
向
曰
‘
露
爵
‘
露
重
貌
゜
〔
柳
宗
元
‘
為
,
,
王

京
兆
―
賀
レ
雨
表
一
〕
震
爵
周
布
‘
霜
微
四
施
‘
黍
稜
嘉

成
、
公
私
皆
及
。

O
雲
の
た
な
ぴ
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
震
‘

雲
兒
‘
援
謂
,
,
之
震
爵
↓

形
如
レ
雨
‘
其
下
必
在
二
雪
前
↓
〔
秤
名
、
繹
天
〕
霰
、

星
也
‘
泳
雪
相
樽
‘
如
レ
星
而
散
也
。
〔
婢
雅
‘
秤
天
‘

雪
〕
説
文
曰
‘
霰
‘
稜
雪
也
‘
間
俗
謂
乏
米
雪
「
言
1

一

其
霰
粒
如
：
米
、
所
謂
稜
雪
義
蓋
如
レ
此
、
今
名
1

一

灌
雪
ぶ
小
名
二
混
雪
↓
〔
詩
、
小
雅
‘
頬
弁
〕
如
―
―
彼

雨
＞
雪
、
先
集
維
霰
。
●
餅
を
乾
か
し
て
細
か
く

切
っ
た
も
の
。
〔
山
居
録
〕
翡
砂
函
羹
杢
葛
乾
膊
「

鍋
焦
則
翻
勃
如
―
―
雹
霰
之
状
五
m
名。

0
或
は
寛

(
1
2ー
4
2
2
8
9
)
に
作
り
、
ま
た
霜
(
1
2—
4
2
5
3
6
)
·

霰
(
1
2
-
4
2
3
3
7
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
霰
、
寛
‘
霰
或

炊
レ
見
。
〔
集
韻
〕
霰
‘
或
炊
レ
見
、
亦
作
露
・
霰
一

R
古
、
香
(
1
2
|
 4
2
2
9
0
)

に
作
る
。
〔
康
煕
字
典
〕

霰
、
古
文
霞
●
一
百
六
韻
の
一
。
去
臀
第
十

七
゜
腫
あ
ら
れ
。
白
く
粒
状
を
な
し
た
も
の
に

い
ふ
。

【
霰
散
｝
竺
あ
ら
れ
の
や
う
に
ち
る
。
〔
漢
書
‘
司
馬

相
如
博
下
〕
労
晩
四
塞
、
雪
布
霰
散
。

霰
雪
】
2

梵
雨
滴
が
地
の
近
く
に
来
て
急
に
凝
結
し

姦
(
1
2
-
4
2
5
5
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

た
も
の
。
又
、
あ
ら
れ
ま
じ
り
の
雪
。
み
ぞ
れ
雪
。
〔
楚

辞
‘
九
章
、
渉
江
〕
霰
雪
紛
其
細
~
レ
堰
分
、
雲
霜
霜
而
承
レ

海
〕
蘇
、
或
作
レ
露
。

字
。
〔
董
仲
舒
‘
雨
雹
封
〕
其
寒
月
則
雨
凝
―
―
於
上
云
橙
尚

軽
微
而
因
レ
風
相
襲
‘
故
成
レ
雪
焉
‘
寒
有
孟
回
下
↓
上
暖

下
寒
‘
則
上
合
而
大
雨
‘
下
凝
為
レ
沐
‘
霰
雪
‘
是
也
。
〔
晉

霰
（
1
2
|
 4
2
4
5
8
)

の
本
字
。
〔
字

書
‘
五
行
志
下
〕
光
熙
元
年
閏
八
月
甲
申
朔
‘
霰
雪
‘
劉

彙
〕
霜
、
霰
本
字
。

向
曰
‘
盛
陽
雨
水
湯
熱
‘
陰
氣
脅
レ
之
‘
則
＂
而
為
レ
雹
‘
盛

陰
雨
雪
凝
滞
‘
陽
氣
薄
レ
之
、
則
散
而
為
レ
霰
゜
〔
謝
簑
運
‘

苦
寒
行
〕
歳
歳
層
泳
合
‘
紛
紛
霰
雪
落
。
〔
宋
環
‘
送
二
t

蘇

〔
集
韻
〕
先
見
切
醐
i

T
 
I
 Jr'hsien• 

園

サ

ン

尚

書

訊

竺

盆

州

詩

〕

我

望

風

姻

接

五

君

行

霰

雪

飛

゜

〔

白

居
易
、
秦
中
吟
、
重
賦
〕
夜
深
姻
火
盛
‘
霰
雪
白
紛
紛
。

或
〇
あ
ら
れ
。
も
と
筋
(
1
2
-
4

【
霰
弾
】
3

夕
猜
射
し
て
炸
裂
す
る
と
、
中
に
充
填
し

胃

：

胃

糧

2
5
3
5
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
て
あ
る
弾
子
が
あ
ら
れ
の
や
う
に
パ
ラ
パ
ラ
と
飛
ぴ

典
〕
霰
、
本
作
レ
霰
゜
〔
説
文
〕
霰
、
稜
霧
也
、
炊
レ
雨
散
る
弾
丸
。
ば
ら
だ
ま
。

【
霰
尼
】
こ
／
園
外
道
の
名
。
〔
榜
巌
経
〕
婆
托
霰
尼
執
l
-

一
切
覺
ぶ
巫
其
伴
侶
↓

散
臀
゜
〔
段
注
〕
謂
雪
之
如
レ
稜
煮
俗
謂
釆
璽

【
霰
雹
】
5

芦
あ
ら
れ
と
ひ
よ
う
。
〔
大
戴
證
、
曾
子
天

或
謂
―
―
粒
雪
正
皆
是
也
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
雨
已

抄
雲
、
為
―
―
寒
氣
追
全
諸
雨
中
去
品
炉
霰
、
雨
未
＞
園
〕
陽
之
専
氣
為
レ
雹
‘
陰
之
専
氣
為
レ
霰
‘
霰
雹
者
一
氣

出
レ
雲
‘
為
!I

寒
氣
丘
笠
諸
雲
中
一
者
為
レ
雪
‘
故
霰
之
化
也
。
〔
李
咸
用
、
冬
夜
興
ー
修
睦
上
人
宿
遠
公
亭
―

セ
ン

セ
ン

タ
イ

寄
母
□ 日
ダタドタ
ンンンン

圏

〔
集
韻
〕
徒
濫
切
暉

〔
集
韻
〕
徒
感
切

【
需
]
呻

●
ど
ろ
。
〔
玉
篇
〕
需
、
泥
。

O
ぬ
か
る
み
。
〔
集

韻
〕
痛
、
雨
津
也
。

●
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
窯
、
雨
。
●
い
け
。
渫
(
7
_
1

00 5
6
3
)

に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
渫
、
跛
渫
‘
震
、
上
同
。

廟
団
水
部
七
豊
の
澤
(
7
-
1
8
7
2
5
)
と
は
別
。

曾

】

叩

ハ
ク

〔
玉
篇
〕
匹
各
切

圏

ダ
ン
ナ
ン

〔
集
韻
〕
尼
瞭
切
認
〗

[
犀
晶
】
叩

雹

(12|
 4
2
2
4
8
)

の
古
字
。
〔
集

ノ
韻
〕
雹
、
古
作
レ
霊
。

、
ク

【
諧
早

あ
め
が
ふ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
諧
、
雨
下
兒
。

ダタ

〔
集
韻
〕
吐
臥
切
瞬
國

曰
種
顎
は
‘
氣
が
往
来
す
る
さ
ま
。
〔
素
問
‘
陰

陽
離
合
論
〕
陰
陽
額
顎
‘
積
博
為
二
周
↓
〔
注
〕
種

種
、
言
―
―
氣
之
往
来
・

1

也
。
口
衝
(
1
0
-
3
4
0
6
9
)

に

通
ず
。
〔
正
字
通
〕
種
‘
輿
レ
衝
通
。

お
ほ
あ
め
。
〔
集
韻
〕
登
、
大
雨
。

賓
品
ト
ヴ

〔
集
韻
〕
台
陛
切
醐
g-

小
〇
つ
ゆ
。
〔
説
文
〕
露
、
潤
澤
也
、
八
レ
雨

胃
策
路
臀
。
〔
段
注
〕
按
‘
露
之
言
這
也
、
故

凡
陳
列
表
見
於
外
1

曰
レ
露
。
〔
繹
名
、
秤
天
〕
露
、

慮
也
、
覆
11

慮
物
一
也
。

O
ひ
た
す
。
〔
廣
雅
、
繹

詰
二
〕
露
‘
浪
也
。

O
う
る
ほ
す
。
〔
淮
南
子
、
時

則
訓
〕
包
衰
覆
露
。
〔
注
〕
露
、
潤
゜
R
め
ぐ
む
。
〔
國

語
、
晉
語
〕
是
先
王
覆
露
予
也
。
〔
注
〕
露
、
潤

也
。
〔
漢
書
、
巌
助
傭
〕
陛
下
垂
二
徳
恵
冨
以
覆
―
―
露

【
露
】
〗
Jレ口

〔
集
韻
〕
魯
故
切
圏

ヵ
丈
l
o
u
•

ヵ
ズ
J
u
•

【
需
】
〗

0
め
で
た
い
く
も
。
通
じ
て
而
（
8

|
2
3
8
6
3
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
需
‘
卿
雲
謂
11

之
需
五
通
作
レ
両
。

O

＝
一
色
の
く
も
。
〔
西
京
雑
記
、
五
〕
雲
則
五
色
而

為
レ
慶
、
三
色
而
為
レ
需
゜

ィ
ッ
イ
チ

〔
集
韻
〕
允
律
切

圏

[
霰
]
呻
[
”
i

は
い
五
パ

十
一
書
一
‘
藷
本
作
レ
策
非
゜

シ
4
「
ウ

軍
】
〗

人
名
。
〔
集
韻
〕
軍
‘
呉
王
孫
休
子
名
。

ヱワ
ンン

〔
集
韻
〕
烏
闊
切

圏

冨
】
〗
タ
イ
＂
〕
（
戸

:
4バ
い
い
）
。
に
同
じ
。
〔
集

寄
-
―
南
嶽
玄
泰
祠
師
1

詩
〕
丈
室
掩
―
―
孤
燈
一
更
深
霰
雹
増
。

12669 
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之
芸
注
〕
師
古
日
‘
露
‘
謂
レ
使
ー
1

一
之
争
翌
潤
澤
一
也
。
語
下
〕
以
―
―
露
賭
父
―
為
レ
客
。
帳
つ
ゆ
。
④
狩
衣
、
る
喩
。
〔
史
記
、
蒲
相
國
世
家
〕
上
散
使
―
―
―
使
芳
苫
丞

0
あ
ら
は
す
。
さ
ら
す
。
む
き
だ
し
。
〔
玉
篇
〕
露
、
水
干
・
直
垂
な
ど
の
袖
括
り
の
緒
の
垂
れ
た
端
。
相
五
産
謂
丞
相
日
、
王
暴
レ
衣
露
レ
蓋
‘
敷
使
枷
函
タ

苦
君
―
者
、
有
西
竺
君
心
一
也
。

【
露
骸
]
,
M
o

イ
死
骸
を
む
き
だ
し
に
し
て
雨
ざ
ら
し
に

露
見
也
。
〔
集
韻
〕
露
、
一
曰
‘
彰
也
。
〔
證
‘
孔
子
間
〔
曾
我
物
語
、
六
〕
直
垂
の
つ
ゆ
を
結
ぴ
て
、
肩
に

居
〕
庶
物
露
生
。
〔
疎
〕
露
見
而
生
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
か
け
。
＠
少
し
の
意
。
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
趙
杏
博
〕
王
孫
裸
葬
‘
墨
夷
露
骸
゜

都

邑

露

。

〔

注

〕

露

‘

謂

レ

無

二

城

郭

睛

垣

↓

〔

楚

辞

、

南

歴

ァ

ぎ

フ

。

【

露

香

]
1
0

炉
〇
つ
ゆ
の
か
を
り
。
〔
崖
櫓
、
山
路
見
レ
花

九
章
、
渉
江
〕
露
申
1

一
辛
夷
涵
竺
林
薄
1

分
。
〔
注
〕
【
露
雨
】
1

t

つ
ゆ
と
あ
め
。
雨
露
(
1
2
|
 4
2
2
1
0
 :
 1
9
1
)

詩
〕
瞭
紅
軽
訴
露
香
新
‘
獨
立
空
山
冷
―
―
笑
春
二
〇
園
の

露
、
暴
也
。
〔
漢
書
、
揚
雄
博
下
〕
今
畏
遠
出
百
5

に
同
じ
。
恩
澤
の
厚
い
喩
゜
〔
李
商
隠
‘
為
面
従
事
寄
二
名
。
上
海
に
あ
り
。
明
の
道
州
の
守
顧
名
儒
が
築
く
。

尚
書
彰
成
公
1

啓
〕
接
―
―
漏
天
之
露
雨
↓
隔
―
―
幡
家
之
煙
〔
閲
世
編
〕
水
蜜
桃
惟
吾
邑
露
香
園
有
5

之
、
大
者
如
二
小

霜
↓
〔
呂
巖
説
、
震
茅
賦
〕
納
二
日
月
之
光
照
云
資
"
露
雨
之
瓜
一
色
諧
而
味
甘
゜
〔
徐
蔚
南
‘
顧
繍
考
〕
園
有
"
嘉
桃
一

露
威
璽
〔
注
〕
師
古
曰
、
霧
、
謂
11

顛

暴

不

深

霜
融
↓
〔
宋
史
‘
架
志
十
二
〕
功
烈
在
レ
民
‘
誕
受
1

一
露
雨
↓
不
レ
減
二
王
戎
之
李
一
糟
薩
佐
盃
酒
‘
有
な
違
二
末
下
臨
需
矢

固
↓
〇
も
れ
る
。
〔
後
漢
書
‘
莱
邑
博
〕
事
遂
漏
露
。

〔
後
漢
書
‘
郭
泰
傭
〕
後
事
露
、
欧
人
咸
謝
服
焉
。
【
露
洩
】
2
0
0
5

パ
も
ら
す
。
〔
輻
悪
全
書
、
刑
名
部
‘
賊
盗
家
姫
刺
繍
‘
巧
奪
手
令
六
露
香
園
及
其
嘉
桃
・
糟
萩
・
刺

〇
や
ぶ
れ
る
。
〔
方
言
、
三
〕
露
、
敗
也
。
〔
荘
子
、
漁
上
‘
絹
捕
〕
露
洩
風
普
↓
逗
1

一
遥
時
刻
↓
〔
和
漢
三
才
圃
繍
‘
乃
由
―
―
座
上
佳
客
之
楡
揚
而
名
震
天
下
1

芙
゜
〔
上

父
〕
田
荒
室
露
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
都
邑
露
。
〔
注
〕
露
‘
會
‘
瀑
草
類
、
弟
切
草
〕
相
傭
、
花
山
院
朝
有
―
鷹
飼
ぢ
印
海
縣
志
〕
。
「
1

)

の
室
名
。

睛
籟
云
四
其
菜
也
入
レ
神
、
有
鷹
被
＞
傷
、
採
レ
草
博
レ
〖
霧
香
書
屋
〗

I
I
芯
t
ク
清
、
張
映
辰
（
4
ー

9
8
1
2:
 8
1
 

之
則
愈
、
人
乞
二
問
草
名
盆
郎
レ
之
不
ヒ
―
―
-
[
‘
然
有
家
弟
i

【
露
褐
】
12

砂
’
顔
料
の
名
。
〔
綴
耕
録
‘
寓
像
泌
訣
〕
（
王

謂
レ
無
1

城
郭
謄
垣
↓
〔
王
先
謙
集
解
〕
王
念
孫
曰
、

楊
志
解
露
字
之
襄
露
者
、
敗
也
、
謂
都
邑
敗
密
霧
洩
之
「
晴
籟
大
念
匁
傷
之
↓
思
善
）
采
箱
法
‘
露
褐
用
レ
粉
‘
人
―
―
少
土
黄
檀
子
1

合。

壊
也
。
R
っ
か
れ
さ
す
。
〔
左
氏
昭
、
元
〕
夜
使
下
【
露
英
】
3

デ
露
を
花
に
比
し
て
い
ふ
。
〔
白
虎
通
‘
琥
〕
【
露
甲
】
13

炉
瑞
香
科
陽
の
小
木
の
名
。
観
賞
用
と
し

有
レ
所
―
―
甕
閉
漱
底
冨
以
露
＊
其
橙
3

〔
注
〕
露
、
贔
皇
‘
君
也
‘
美
也
‘
大
也
‘
云
云
‘
琥
レ
之
為
レ
皇
者
‘
煙
煙
人
て
栽
培
し
、
樹
皮
は
製
紙
の
料
に
供
す
る
。
七
里
香
。

莫
レ
違
也
‘
云
云
、
不
レ
擾
―
一
匹
夫
匹
婦
一
故
為
レ
皇
‘
故
黄
金
沈
丁
花
。
〔
事
物
異
名
録
‘
花
丼
‘
瑞
香
、
露
甲
〕
説
搭
‘
楚

棄
於
山
五
珠
玉
捐
枢
面
竺
巖
居
穴
慮
‘
衣
皮
毛
五
臥
―
―
辞
露
甲
‘
郎
今
之
瑞
香
。

也
。

O
は
か
な
い
喩
。
〔
漢
書
‘
蘇
武
傭
〕
人
生
如
一

泉
應
呪
露
英
直
無
蓼
廓
‘
輿
―
―
天
地
遁
レ
霊
也
。
〔
揚
【
露
寒
】
14

狂／

0
露
の
寒
い
時
季
を
い
ふ
。
〔
李
商
隠
‘

朝
露
~
-
か
る
い
。
つ
ま
ら
ぬ
。
さ
さ
い
な
。
軽
小

の
喩
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
露
、
塵
露
‘
喩
レ
軽
也
。
〔
後
雄
‘
甘
泉
賦
〕
哨
五
旧
雲
之
流
瑕
合
、
飲
-
1

若
木
之
露
英
↓
正
月
崇
譲
宅
詩
〕
先
知
風
起
月
含
レ
量
‘
尚
自
露
寒
花

漢
書
、
王
符
博
〕
為
―
―
朝
露
之
行
盃
四
思
1

博
世
之
【
露
螢
】
4

i

ィ
野
原
に
陣
を
と
る
。
の
ぢ
ん
。
野
螢
。
未
レ
開
。
〔
黄
淫
、
木
芙
蓉
詩
〕
須
T

到
露
寒
一
方
有
枷
忠
‘

又
、
野
宿
゜
〔
晉
書
、
顧
榮
博
〕
榮
上
レ
5

箋
諫
曰
‘
云
云
‘
公
為
経
,
,
i
:
l
n
翠
梢
無
レ
香
。

O
漢
の
廿
泉
苑
に
あ
る
宮
観

真

露

螢

野

次

「

星

言

夙

駕

。

の

名

。

〔

史

記

、

司

馬

相

如

博

〕

緊

右

掘

面

竺

封

轡

砿

]

,, 

功
↓
〔
曹
植
、
求
ー
白
紐
が
表
〕
翼
以
塵
露
之
微
↓
〇

[
辛
路
葉
】
5

ザ
露
を
置
い
た
葉
。
〔
雀
善
為
、
答
王
無
雄
鵜
る
望
露
寒
↓
〔
注
〕
集
解
曰
、
漢
書
音
義
曰
‘
皆
甘
泉

に
ほ
ひ
水
。
〔
中
華
大
字
典
〕
露
‘
俗
謂
―
―
香
水
―

旦
香
霞
或
日
一
花
露
↓
〔
香
録
〕
大
食
國
花
露
、
功
九
且
詩
〕
露
葉
疑
レ
屈
玉
、
風
花
似
レ
散
レ
金
。
〔
元
宮
左
右
観
名
也
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
近
則
洪
涯
帝
皇
‘

五
代
時
‘
蕃
使
以
1

一
十
五
瓶
―
獣
。
◎
か
を
り
の
つ
横
‘
表
夏
詩
〕
露
葉
傾
―
―
暗
光
「
流
星
委
餘
素
一
〔
劉
清
、
儲
脊
弩
怯
‘
遠
則
石
闘
封
轡
‘
鵠
鵜
露
寒
゜
〔
張
衡
‘
西
京

鰈
湯
帝
行
宮
詩
〕
歿
柳
宮
前
空
―
―
露
菓
：
夕
陽
江
上
賦
〕
既
新
作
,
,
於
迎
風
面
E-1
一
露
寒
輿
―
―
儲
背
↓
〔
江
滝
、
震

丘
竹
賦
〕
或
産
1

一
鵠
鵠
之
右
↓
或
居
"
露
寒
之
東
↓

よ
い
酒
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
露
‘
俗
謂
二
酒
之
芥
冽

浩
―
―
煙
波
↓

【
露
芽
]
6

四
茶
の
名
。
〔
本
草
‘
i

名
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
唐
【
露
肝
]
1
5
5

’
は
ぎ
を
あ
ら
は
す
。
〔
唐
書
‘
南
蜜
上
‘
南

考
曰
レ
露
、
如
孜
塊
露
↓
〔
老
學
庵
筆
記
、
七
〕
壽

皇
時
‘
禁
中
供
二
御
酒
；
竺
薔
薇
露
面
襲
大
臣
1

人
包
茶
、
茶
品
盆
衆
、
有
雅
州
之
蒙
頂
・
石
花
・
露
芽
．
詔
上
博
〕
衣
青
布
盃
泣
袴
露
レ
げ
〔
陸
漉
讀
涵
塁
か
子

酒
‘
謂
乏
流
香
酒
↓
〇
草
花
な
ど
を
蒸
し
て
取
穀
芽
為
第
一
↓
〔
唐
國
史
補
‘
下
〕
風
俗
貴
レ
茶
‘
茶
之
名
直
詩
〕
澤
居
貧
至
レ
骨
‘
霜
冷
衣
露
レ
軒
゜

っ
た
精
液
〔
中
華
大
字
典
〕
露
、
蒸
取
薬
料
之
品
云
云
‘
幅
州
有
1

一
方
山
之
露
芽
三
〔
陸
源
春
日
小
園
雑
[
露
眼
]
l
S
f
f
o

ン

高

v飛
び
出
し
た
ま
な
こ
o

〔
漢
書
ヽ
王

賦
詩
〕
悶
従
1

一
部
含
る
夕
春
甕
盃
困
就

1gは
印
試
1

一
露
芽
↓
非
博
中
〕
葬
為
レ
人
‘
修
口
緊
頗
‘
露
眼
赤
楕
、
大
臀
而
哨
゜

【
露
劾
】
7

炉
奏
章
を
む
き
出
し
の
ま
ま
弾
劾
す
る
。
〔
詩
疏
廣
要
〕
鶴
痩
頭
朱
頂
則
沖
香
‘
露
眼
票
睛
削
遠
視
。

精
策
亦
曰
レ
露
、
如
一
青
嵩
露
・
銀
花
露
↓
〔
宋
史
、

露
章
。
〔
唐
書
‘
陳
叔
達
傭
〕
後
閏
簿
汗
慢
、
為
,
,
有
司
露
【
露
氣
】
17

狂
露
の
氣
゜
〔
幡
、
月
令
、
東
風
解
レ
凍
、
疏
〕

藝
文
志
〕
錬
花
露
仙
蘊
訣
一
巻
。
◎
路
(
1
0
|
 3
7
5
 

2
4
)

に

通

ず

。

〔

詩

‘

邸

風

、

式

微

〕

胡

⑮

乎

中

露

↓

雙

九

月

節

‘

寒

露

霜

降

中

‘

云

云

‘

謂

乏

寒

露

者

、

言

n

一露

〔
博
疏
〕
列
女
傭
引
作
1

一
中
路
二
@
姓
。
〔
國
語
‘
魯
【
露
蓋
】
8
M
o

イ

氣

寒

府

欲

凝

結

二

略

賓

王

‘

疇

昔

篇

〕

寒

光

千

里

暮

‘

車
蓋
を
風
雨
に
さ
ら
す
。
下
を
い
た
は

雨

部

〔
十
二
驚
〕

露

露
氣
三
江
秋
。
〔
杜
甫
‘
翫
レ
月
呈
,
,
漢
中
王
―
詩
〕
夜
深
露

氣
清
、
江
月
渦
"
江
城
↓

【
露
葵
】

1
8
i
O葵
の
異
名
。
葵
は
露
に
逢
つ
て
後
に
美

味
と
な
る
か
ら
い
ふ
。
霜
蓄
(
1
1
0
|
4
2
3
6
3
 :
 8
5
)

を
見

よ
。
〔
本
草
‘
葵
〕
棒
名
、
露
葵
‘
滑
菜
‘
時
珍
日
、
古
人
採
レ

葵
必
待
二
露
解
「
故
日
露
葵
＾
〇
尊
菜
の
異
名
。
茉
朗
が

其
の
講
の
純
を
避
け
て
い
ふ
。
純
が
尊
に
通
ず
る
故

に
‘
純
を
飩
に
誤
っ
た
も
の
。
〔
本
草
‘
尊
〕
繹
名
‘
露
葵
。

〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
梁
世
有
―
―
禁
朗
講
純
ご
眈
不
レ
渉
レ

學
遂
呼
レ
尊
為
露
葵
↓

【
露
居
】
19

狂
’
露
に
ぬ
れ
て
居
る
。
蔽
ひ
の
無
い
住
居
。

〔
揚
雄
‘
逐
貧
賦
〕
人
皆
重
蔽
‘
予
掲
露
居
。
〔
抱
朴
子
、

正
郭
〕
羹
辞
二
於
不
粒
面
m
救
―
―
於
露
居
一
哉
。

【
露
禽
】
2
0
5
/

鶴
の
異
名
。
〔
禽
経
‘
露
霰
則
露
‘
注
〕
露

禽
、
鶴
也
、
露
下
則
鳴
、
養
1

示
全
今
者
、
飲
レ
露
削
飛
去
。

〔
梁
簡
文
帝
、
南
郊
頌
序
〕
露
禽
乍
漿
‘
望
―
―
比
翼
之
闘

祖
蹄
飛
時
宿
、
聞
1

一
同
心
之
夜
響
↓

【
露
花
】
21

伊
つ
ゆ
に
ぬ
れ
た
花
。
露
に
温
っ
た
花
。

〔
張
説
、
別
泣
g
湖
詩
〕
露
花
香
欲
レ
酔
‘
時
鳥
囀
―
―
餘
音
―
)

〔
李
商
隠
‘
無
題
詩
〕
露
花
終
扇
温
‘
風
蝶
強
嬌
娩
゜
〔
劉

孝
威
、
採
蓮
曲
〕
露
花
時
瀑
レ
釧
‘
風
埜
乍
彿
レ
細
゜

【
露
華
]
2
2

炉
〇
つ
ゆ
の
ひ
か
り
。
露
光
。
露
の
美
を

花
に
比
し
て
い
ふ
。
〔
李
白
、
清
平
調
〕
雲
想
二
衣
裳
1

花

想
レ
容
、
春
風
彿
レ
檻
露
華
濃
゜
〔
杜
甫
、
十
七
夜
封
レ
月

詩
〕
茅
齋
依
―
―
橘
柚
一
清
切
露
華
新
。
〔
戎
竪
‘
寄
1

一
許
錬

師
詩
〕
掃
缶
品
否
香
履
碧
空
一
露
華
偏
湿
棄
珠
宮
。

●
漢
代
‘
宮
殿
の
名
。
〔
趙
飛
燕
外
博
〕
帝
作
―
―
少
償
館
一

為
露
華
殿
．
含
風
殿
・
博
昌
殿
・
求
安
殿
「
皆
為
―
-
i

削
殿

後殿一》

[
露
顆
】
23

炉
う
る
ほ
ひ
の
あ
る
果
賓
。
〔
楊
萬
里
、
以
―

糟
蟹
洞
庭
甘
云
竺
丁
端
叔
―
瑞
叔
有
レ
詩
因
和
1

一
其
韻
1

詩
〕
編
ー
使
木
奴
供
"
露
顆
ご
進
科
郭
索
―
駄
霜
贅
↓

〔
馬
稲
常
‘
開
平
事
詩
〕
九
葉
芝
蓋
雲
衣
合
‘
百
石
銅
盤

露
顆
齊
。

【
露
臥
】
24

炉
露
に
ぬ
れ
て
野
宿
す
る
。
露
宿
。
〔
後
漢

書
、
祭
祀
志
、
上
、
命
レ
人
立
ー
ー
所
レ
刻
石
碑
ぶ
g
〕
百
官
已

下
、
露
臥
水
飲
、
無
二
人
嵯
鉄
一
無
二
人
疾
病
↓
登
非
レ

天
邪
。
〔
河
野
鐵
兜
‘
芳
野
詩
〕
露
臥
延
元
陵
下
月
、
涌
身

花
影
夢
―
―
南
朝
↓

n路
會
】
25

が
？
媒
介
な
く
し
て
男
女
相
會
す
る
。
野

七
四

12670 
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雨

部

〔
十
二
螢
〕

露

七
五

合
。
〔
詩
‘
召
南
、
行
露
、
厭
泡
行
露
、
箋
、
周
護
仲
春
之
謂
レ
之
日
―
―
露
見
1

是

也

。

根

難

↓

遠

地

へ

出

征

さ

せ

る

に

い

ふ

。

〔

史

記

、

主

父

慨

傭

〕

暴

レ

月
令
レ
會
，
男
女
之
無
玉
＾
家
―
者
お
疏
〕
此
引
"
周
帳
―
者
、
【
露
瞼
】
3
6
t
ン
露
に
濡
れ
た
や
う
に
し
つ
と
り
と
う
る
【
露
i

坐
】
“
t

屋
根
の
な
い
虞
に
坐
る
。
雨
風
に
さ
ら
兵
露
レ
師
、
＋
有
餘
年
。
〔
漢
書
、
伍
被
傭
〕
暴
仁
兵
露
レ

琲
乙
女
令
h

男
以
二
始
有
レ
露
之
時
玉
↑
ぢ
之
意
●
由
，
此
始
ほ
っ
た
か
ほ
゜
〔
李
賀
、
河
南
府
試
十
二
月
築
酔
、
正
月
〕
さ
れ
て
坐
る
。
雨
ざ
ら
し
。
〔
後
漢
書
‘
周
學
博
〕
河
南
三
師
、
常
散
十
萬
。

有
レ
露
會

L
空
夫
家
1

者
上
故
也
。
錦
林
瞭
臥
玉
肌
冷
、
露
瞼
未
レ
開
封
"
朝
瞑
↓
〔
葉
夢
得
、
輔
大
旱
、
五
穀
宍
傷
‘
天
子
親
自
露
-
1

坐
徳
陽
殿
東
廂
一
【
露
i

斯
】
55

凡
●
つ
ゆ
。
斯
は
助
詞
。
〔
詩
、
小
雅
、
湛
露
〕

【
露
光
】
26

が
各
露
の
光
。
〔
元
横
‘
夜
合
詩
〕
綺
樹
涌
―
―
浣
埃
沙
詞
〕
睡
粉
軽
銅
露
瞼
新
、
酔
紅
初
破
玉
肌
句
。
請
レ
雨
。
〔
呉
志
、
孫
策
傭
注
〕
知
交
及
時
人
皆
露
坐
為
―
―
湛
湛
露
斯
‘
匪
レ
陽
不
レ
暗
。
●
詩
経
‘
小
雅
湛
露
の
篇
を

朝
陽
五
融
融
有
1

一
露
光
↓
〔
劉
馬
錫
、
洲
"
賓
員
外
旬
休
早
【
露
顕
】
3
7
t
ン
〇
あ
ら
は
れ
て
著
し
い
。
●
認
し
た
事
請
策
↓
〔
獨
異
志
〕
荀
奉
情
出
露
坐
。
い
ふ
。
〔
曹
撞
、
感
奮
詩
〕
討
と
賓
頌
―
―
有
客
云
デ
レ
膳
詠
1

一

涼

見

巳

ホ

詩

〕

風

韻

漸

高

梧

葉

動

‘

露

光

初

重

植

花

稀

。

が

あ

ら

は

れ

る

。

露

見

。

【

露

ヰ

4
】4
5
t
ィ
オ
智
を
世
に
あ
ら
は
す
。
〔
班
固
‘
離
騒
露
斯
↓
〔
注
〕
向
日
、
詩
云
、
有
レ
客
宿
、
宿
証
此
則
為
レ
頌
、

【
露
冠
】
27

か
？
冠
を
雨
露
に
さ
ら
す
。
努
苦
す
る
喩
。
【
露
言
】
38yO
ン
言
葉
を
明
ら
か
に
す
る
。
む
き
出
し
に
序
〕
屈
原
露
レ
オ
揚
レ
己
、
競
"
危
國
露
小
之
間
百
盆
呻
1

一
議
美
レ
客
也
、
湛
湛
露
斯
‘
匪
レ
陽
不
レ
暗
‘
厭
厭
夜
飲
、
不
レ

〔
史
記
‘
鄭
生
陸
賃
債
〕
鄭
生
入
、
揖
"
浦
公
己
I

‘
足
下
甚
言
ふ
。
〔
風
俗
通
‘
過
誉
、
長
沙
太
守
汝
南
邦
憚
〕
暴
諫
露
賊
二
云
云
‘
念
慰
不
レ
容
‘
沈
レ
江
而
死
。
〔
陳
書
、
江
総
博
〕
酔
無
レ
饒
、
今
郷
人
情
重
、
皆
頌
1

一
詠
此
詩
↓

苦
‘
暴
汝
露
レ
冠
。
〔
漢
書
、
武
五
子
、
燕
剌
王
旦
博
〕
今
言
。
〔
後
漢
書
‘
邦
憚
簿
〕
既
陥
―
―
誹
謗
す
又
露
レ
所
J
言
。
登
降
レ
志
而
辱
レ
身
、
不
1

一
露
レ
オ
而
揚
＞
己
。
〔
陸
涸
、
屏
レ
【
霞
函
二
56

匹
口
外
に
飛
び
出
し
て
ゐ
る
歯
。
轄
じ
て
‘

宗
室
子
孫
、
曾
無
二
暴
伝
衣
露
レ
冠
之
努
↓
【
露
i

滋
】
39yo.
’
●
露
が
う
る
ほ
す
。
〔
謝
霊
運
、
従
,
,
斤
竹
迩
詩
〕
養
レ
道
褐
懐
レ
玉
‘
露
ュ
オ
錐
出
レ
嚢
゜
〔
元
史
‘
張
起
そ
つ
ば
。
反
歯
。
〔
林
邑
國
記
〕
犀
行
"
過
叢
林
云
不
レ
通

【
露
紛
】28
tィ
冠
を
か
ぶ
ら
ず
に
髪
を
露
出
す
る
を
い
澗
—
越
涵
翌
渓
行
詩
〕
巖
下
雲
方
合
、
花
上
露
猶
レ
法
。
〔
梁
巖
博
〕
起
巖
熟
―
―
於
金
源
典
故
宋
儒
道
學
源
委
で
尤
多

1一
便
開
レ
ロ
、
露
レ
歯
前
向
、
棘
林
自
開
。

ふ
。
露
髯
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
東
夷
‘
三
韓
偉
〕
大
李
皆
元
帝
、
饒
来
寺
碑
銘
〕
鈴
随
レ
風
振
、
盤
依
レ
露
法
。
〔
李
究
心
盃
全
口
有

1一
露
レ
オ
自
是
者
、
毎
立
レ
言
未
＞
嘗
‘
起
巖
【
露

i積
~
】
5
7
戸
屋
根
の
な
い
虞
に
物
を
積
み
置
く
。
〔
詩
‘

魁
頭
露
紛
、
布
抱
草
履
゜
〔
魏
志
、
東
夷
‘
倭
博
〕
男
子
皆
咸
用
、
巫
山
高
〕
露
法
姻
愁
巖
上
花
、
至
レ
今
猶
滴
相
思
撼
レ
理
馘
定
‘
深
厚
醇
雅
‘
理
致
自
足
。
小
雅
‘
楚
茨
、
我
庚
維
億
、
傭
〕
露
積
日
レ
庚
゜
〔
國
語
、

露

紛

。

涙

。

O
悲
し
ん
で
涙
を
そ
そ
ぐ
喩
。
〔
星
野
豊
城
、
大
【
露
彩
】
4
6
t
ィ
つ
ゆ
の
い
ろ
ど
り
。
〔
江
滝
‘
雑
罷
‘
休
上
周
語
中
、
野
有
1

一
庚
積
ぶ
g
〕
唐
尚
書
云
、
十
六
斗
日
』
庚
‘

【
露
髯
]
2
9
i

ィ
冠
を
被
ら
ず
に
髪
を
露
出
す
る
を
い
ふ
。
行
天
皇
奉
悼
文
〕
萬
國
等
哀
而
露
法
。
人
怨
別
詩
〕
露
彩
方
没
謹
、
月
華
始
徘
徊
。
昭
謂
‘
此
庚
露
積
穀
也
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕
太
倉
之
粟
‘

露
紛
。
〔
北
史
、
王
罷
博
〕
担
身
露
髯
。
【
霞

i
~幽
】4
0
S
O
ク
●
城
郭
を
む
き
出
し
に
す
る
。
〔
戦
國
、
【
露

i祭
】4
7
tィ
お
ほ
ひ
を
つ
く
ら
な
い
で
祭
る
。
〔
後
陳
陳
相
因
‘
充
溢
露
―
―
積
於
外
云
ぎ
腐
敗
不
品
？
食
。

【
露
i

難
】
30

”
ィ
屋
の
無
い
所
に
棲
む
難
。
〔
楚
辟
‘
招
魂
〕
齊
策
〕
夫
罷
レ
士
露
レ
國
、
而
多
興
―
―
天
下
1

為
レ
仇
、
則
明
漢
書
、
張
醸
博
〕
救
l
1

其
子
―
曰
‘
顧
節
陵
掃
レ
地
露
祭
、
【
露
次
】
58

四
露
に
さ
ら
さ
れ
て
宿
る
。
野
宿
°
の
ぢ
ん
。

露
難
腫
蝙
、
属
而
不
レ
爽
些
゜
〔
注
〕
露
難
‘
露
棲
之
難
也
。
君
不
レ
居
也
。
〔
注
〕
露
國
、
即
城
郭
露
也
。

O
露
西
亜
國
欲
下
卒
―
―
天
下
1

以

広

諏

°

露

営

。

露

宿

。

〔

後

漢

書

‘

猷

帝

紀

〕

（

興

平

二

年

）

壬

寅

‘

【
露
檄
】
3
1
t
＊

封

じ

な

い

ま

は

し

ぶ

み

。

〔

晉

書

、

華

輝

の

略

。

【

露

草

】

48

炉
●
露
を
含
ん
だ
草
。
〔
李
華
、
木
蘭
賦
〕
幸
―
―
華
陰
W
序
次
道
南
↓
〔
晉
書
‘
元
帝
紀
〕
及
西
都
不
＞

偉
〕
露
,
,
檄
遠
堡
極
―
―
―
―
司
其
喪
由
レ
此
為
1

一
榮
所
＞
怨
。
【
露
鵠
】
＂
戸
露
を
う
け
た
く
ぐ
ひ
。
〔
張
協
‘
七
命
八
首
〕
露
草
白
令
山
凄
凄
‘
鶴
既
喋
号
猿
復
暗
。
〔
杜
甫
‘
陪
,
,

鄭
守
‘
ー
帝
出
レ
師
露
次
‘
射
撲
1

一
甲
胄
云
竺
檄
四
方
↓
〔
南
史
‘

【
露
結
】
3
2
t
'

露
が
む
す
ぽ
れ
る
。
〔
左
氏
‘
桓
‘
五
‘
始
殺
味
重
一
九
沸
盆
心
兼
石
傘
杢
晨
覺
露
鵠
、
霜
鵜
黄
雀
゜
公
ー
秋
晩
北
池
臨
眺
詩
〕
萎
萎
露
草
碧
‘
片
片
晩
旗
紅
。
康
絢
偉
〕
絢
命
,
,
諸
軍
螂
心
レ
螢
‘
露
次
以
待
レ
之
。
〔
唐
書
‘

而
嘗
‘
疎
〕
然
則
七
月
有
1

白
露
冗
月
露
結
‘
九
月
乃
成
レ

n蹄
骨
】
42

ザ
●
心
骨
を
あ
ら
は
す
。
蔽
ひ
を
去
つ
て
〔
陳
季
‘
鶴
警
レ
露
詩
〕
渓
松
寒
暫
宿
‘
露
草
滴
還
驚
。
〔
柳
孔
緯
傭
〕
至
一
祐
品
生
時
、
軍
臣
露
次
。

霜
゜
〔
水
経
‘
滉
水
注
〕
火
井
東
五
六
尺
‘
又
東
有
湯
井
一
む
き
だ
し
に
す
る
。
あ
り
の
ま
ま
。
む
き
だ
し
。
〔
文
心
宗
元
‘
漢
居
詩
〕
瞭
耕
翻
1
1

露
草
盃
夜
榜
響
―
―
淡
石
↓
●
”
i

【
露
醜
】
59

炉
●
み
に
く
い
こ
と
を
あ
ら
は
す
。
〔
楊

廣
輪
興
,
,
火
井
―
相
状
‘
熱
勢
又
同
、
以
レ
草
内
レ
之
削
不
レ
離
龍
、
檄
移
〕
抗
辞
書
＞
覺
‘
蠍
然
露
レ
骨
芙
゜
〔
邪
殖
‘
詩
〕
草
の
名
。
螢
草
。
鴨
妬
草
。
染
料
と
す
る
。
維
禎
、
補
天
謡
〕
盤
皇
開
レ
天
露
,
,
天
醜
五
夜
半
天
星
堕
―
―

燃
‘
皆
油
濡
露
結
‘
故
俗
以
―
―
湯
井
―
為
1

一
目
井
↓
〔
劉
孝
水
寒
渾
見
レ
心
、
木
落
山
露
レ
骨
゜
〔
苗
杵
‘
題
1

一
秋
山
圏
―
【
露
像
】
49Jou• 

h
s
i
a
n
g
4

●
面
に
あ
ら
は
す
。
様
子
天
狗
↓
●
は
ぢ
を
か
く
。
〔
一
輯
憑
全
書
、
刑
名
部
、
賊
盗

綽
、
秋
夜
詠
吟
詩
〕
上
宮
秋
露
結
‘
上
客
夜
琴
鳴
。
詩
〕
江
空
石
露
レ
骨
、
木
落
風
無
レ
臀
。
●
ほ
ね
を
さ
ら
に
あ
ら
は
れ
る
。
●
本
昔
を
は
く
。
下
‘
講
盗
〕
令
二
婦
人
出
レ
乖
露
＞
醜
‘
則
未
レ
免
レ
為
二
司
牧

〖
露
結
耳
〗33
"｝
、
ム
ス
ピ
免
の
異
稽
。
す
。
戦
死
し
て
骨
を
戦
場
に
さ
ら
す
。
暴
骨
。
〔
左
氏
、
【
露
索
】
5
0
iク
裸
骰
に
し
て
捜
索
す
る
。
身
骰
を
検
査
之
罪
人

1矢
゜

【
露
犬
】
34

”
ン
獣
の
名
。
〔
逸
周
書
、
王
會
解
〕
渠
曳
以
―
―
昭
、
元
、
勿
レ
使
4

有
レ
所
1

一
堕
蔽
漱
底
1

以
露
＊
其
罷
い
注
、
す
る
。
〔
漢
書
、
離
望
之
博
〕
吏
民
営
レ
見
者
、
露
索
去
,
,

【
露
車
】
60

炉
蓋
の
無
い
車
。
大
八
車
。
〔
後
漢
書
、
霊
帝

酌
犬
ぶ
約
犬
者
、
露
犬
也
、
能
飛
食
―
―
虎
豹
↓
〔
博
物
志
〕
文
露
贔
也
、
疎
〕
露
鼻
、
是
露
骨
之
名
、
其
義
興
レ
保
相
近
。
刀
兵
云
E
吏
挟
持
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
索
、
捜
也
、
露
1

一
形
糧
一
紀
〕
帝
輿
1
1

陳
留
王
協
盃
夜
歩
逐
1

一
螢
光
斧
2

散
里
得
1

一民

馬
赤
鼠
身
白
‘
似
レ
若
"
黄
金
ご
名
1

一

古

黄

之

乗

ご

復

勤

之

〔

晉

書

、

成

都

王

穎

博

〕

黄

橋

戦

亡

者

、

有

二

八

千

餘

人

一

而

捜

也

。

家

露

車

ヰ

六

乗

レ

之

。

〔

魏

志

、

董

卓

傭

注

〕

陳

留

王

、

年

露
犬
也
。
〔
王
融
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
執
牛
露
犬
之
既
経
"
夏
暑
る
序
骨
中
野
石
r
二
為
傷
側
↓
●
山
名
。
甘
【
露
露
】
5
1
t
ン
屋
外
で
飼
ふ
露
。
〔
賓
常
、
北
固
晩
眺
詩
〕
九
歳
、
兄
弟
獨
夜
行
、
欲
レ
還
な
宮
、
闇
瞑
‘
逐
1
1

螢
火
1

而

玩

、

乗

黄

絃

白

之

閉

。

粛

省

導

河

縣

の

西

南

。

臨

渾

番

界

に

接

す

。

石

が

骨

の

露

露

開

五

紫

竺

江

燕

撓

1

一
危
楢
↓
〔
注
〕
露
露
,,it,
外
函
g

行
散
里
、
得
,
,
民
家
冨
竪
露
車
1

載
送
。
〔
晉
書
、
王
尼
億
〕

【
露
見
】
3
5
t
ン
露
顧
。
●
明
ら
か
に
現
は
れ
る
。
〔
護
、
月
露
は
れ
る
や
う
に
見
え
る
か
ら
名
づ
く
。
四
時
積
雪
あ
西
皆
然
。
「
穎
博
〕
狽
J

家
露
レ
戸
。
止
有
二
子
ご
惑
居
宅
口
惟
畜
―
―
露
車
工
付
,
,
牛
一
頭
盆
＃

令
、
中
央
土
云
云
其
晶
慄
‘
注
〕
象
物
露
見
、
不
1

―
隠
蔵
涵
心
り
。
よ
っ
て
又
、
雪
山
と
名
づ
く
。
〔
宋
史
‘
苗
授
博
〕
副
【
露
i

戸
】
52

丸
し
か
ば
ね
を
野
に
さ
ら
す
。
〔
後
漢
書
‘
段
行
籠
使
レ
御
レ
之
、
暮
則
共
宿
1

一
車
上
↓
〔
資
治
通
鑑
、
漢

豹
之
曝
‘
恒
漫
毛
。
〔
晉
書
‘
紀
瞭
博
〕
衰
老
之
徴
‘
絞
然
露
李
憲
、
討
1

一
生
先
於
露
骨
山
玉
斬
レ
首
萬
級
。
【
霞
i

止
】
53

丸
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
野
宿
す
る
。
露
宿
。
紀
〕
（
璽
帝
、
中
平
六
年
）
行
散
里
‘
得
1

一
民
家
露
車
↓
〔
注
〕

見
。
●
あ
ら
は
れ
知
れ
る
。
隠
れ
た
事
が
現
は
れ
る
。
●
【
霞
笛
m
】43
ザ
樹
木
の
根
が
地
上
に
あ
ら
は
れ
る
。
難
〔
後
漢
書
、
張
馬
博
〕
陛
下
骰
1

一
柔
悉
之
至
孝
盃
親
省
1

一
方
露
車
者
、
上
無
1

一
巾
蓋
盆
安
芳
無
1

一
帷
裳
ニ
蓋
民
家
以
載
レ

あ
ら
は
す
。
〔
漢
書
、
王
嘉
傭
〕
臣
謹
封
二
上
詔
書
云
不
,
,
敢
儀
に
遭
ふ
喩
。
〔
呉
志
、
陸
凱
博
〕
民
有
二
離
散
之
怨
五
國
薬
ご
恩
情
登
レ
中
、
久
慮
1
1

箪
外
二
日
官
露
止
、
議
者
所
レ
物
者
耳
。

露
見
↓
R
盾
の
名
。
〔
繹
名
、
繹
兵
〕
盾
、
遁
也
、
云
云
、
約
有
1

一
露
根
之
漸
盃
而
莫
―
―
之
憧
1

也
。
〔
白
居
易
‘
題
A
直

秘

不

レ

安

。

【

露

荘

介

】

61

ず
ウ
帷
幕
の
無
い
林
席
。
〔
史
記
、
優
孟
偉
〕

脇
而
郷
者
日
"
陥
虜
一
言
レ
可
わ
以
陥
―
―
破
虜
敵
一
也
、
今
書
夏
日
新
栽
＞
竹
二
十
韻
詩
〕
久
持
―
霜
節
苦
函
塁
竺
露
【
~
路
師
】
“
丸
軍
隊
を
野
宿
さ
せ
る
。
軍
隊
を
長
ら
く
楚
荘
王
之
時
｀
有
,
,

所
涵
愛
馬
土
衣
以
,
,
文
繍
三
置
"
之
華
屋

12671 



(42463・ ·62)— (42463· ・95) 

之
下
↓
席
以
露
林
盆
円
以
棗
捕
篤
病
肥
死
。

【
露
章
】
62

心
ャ
ウ
奏
章
の
封
鍼
を
せ
ず
に
、
廣
く
公
衆
に

知
ら
せ
る
を
目
的
と
す
る
も
の
。
露
布
(
1
1
8
)

を
見
よ
。

又
‘
奏
章
を
む
き
出
し
に
し
て
弾
劾
す
る
。
露
劾
゜
〔
漢

書
‘
何
武
博
〕
遷
-
1

揚
州
刺
史
「
所
＿
一
攀
奏
ご
一
千
石
長
吏
、

必
先
露
章
‘
服
レ
罪
者
為
屁
除
免
レ
之
而
已
゜
〔
宋
史
、
選

琴
志
六
〕
嘉
定
十
二
年
ぶ
即
監
司
守
臣
一
學
,
,
+
科
政
績

所
＞
知
、
自
代
露
章
列
薦
。
〔
揮
塵
餘
話
〕
靖
康
中
、
症
元

長
父
子
既
敗
、
言
者
攻
レ
之
、
李
泰
時
為
二
侍
御
史
↓
獨

不
露
章
↓
且
勁
勿
レ
貸
太
甚
↓
〔
廣
陽
雑
記
〕
今
人
梢
一

督
撫
糾
参
之
本
1

曰

-E翌
竺
此
名
蓋
始
―
―
於
漢
時
何
武
一

武
為
↓
一
揚
州
剌
史
一
所
二
攀
奏
ご
一
千
石
長
吏
、
必
先
露

章
。
〔
六
部
成
語
、
吏
部
、
露
章
‘
注
解
〕
参
二
劾
官
員
一
之

奏
疏
曰
―
―
露
章
↓

【
露
首
】
63

凡
ユ
頭
に
飾
り
を
施
さ
ず
‘
む
き
だ
し
に
す

る
。
夷
秋
の
風
に
い
ふ
。
〔
風
俗
通
‘
思
橙
‘
公
車
徴
士
汝

南
夏
甫
〕
唯
喪
者
訟
者
‘
霧
首
草
含
゜
〔
南
齊
書
‘
高
逸
‘

顧
歓
博
〕
今
諸
華
士
女
‘
民
族
弗
レ
革
‘
而
露
首
偏
偲
‘
濫

用
夷
誇
一

【
露
珠
】
64

厄
ユ
露
の
美
を
珠
に
比
し
て
い
ふ
。
〔
洞
冥

記
‘
―
-
〕
（
東
方
）
朔
日
‘
云
云
‘
若
築
事
、
則
渦
室
雲
起
‘
五

色
照
レ
人
、
著
―
―
於
草
樹
一
皆
成
―
―
五
色
露
珠
ゴ
甚
甘
゜
〔
温

庭
筋
‘
贈
,
,
知
―
茸
詩
〕
星
漢
漸
移
庭
竹
影
‘
露
珠
猶
綴
野

花
迷
。
〔
劉
威
‘
早
春
詩
〕
沐
消
泉
派
動
、
日
暖
露
珠
咄
゜

【
露
宿
】
65

尺ユク

0
露
に
ぬ
れ
野
原
に
と
ま
る
。
野
宿
。

露
次
。
露
臥
。
露
螢
゜
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
右
上
〕
於
レ
是

太
子
乃
還
走
避
レ
含
、
露
宿
―
-
＿
日
、
北
面
再
拝
請
―
―
死
罪
↓

〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
去
レ
含
露
宿
゜
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘

趙
壼
傭
〕
壼
蜀
柴
車
草
屏
‘
露
―
―
宿
其
労
二
後
漢
書
‘
循

吏
‘
王
換
傭
〕
境
内
清
夷
‘
商
人
露
二
宿
於
道
↓
〔
宋
史
‘
何

承
矩
偶
〕
櫛
レ
風
沐
レ
雨
‘
不
,
,
以
為
P

努
‘
露
宿
草
行
‘
不
二

以
為
＞
苦
。

O
戸
，
つ
ゆ
の
お
く
と
こ
ろ
。
又
‘
露
し
げ

く
や
ど
る
野
末
の
や
ど
。

〖
露
宿
風
餐
〗
6
6
だ
ぢ
野
宿
す
る
。
行
旅
の
載
苦
を

い
ふ
。
〔
陸
涌
、
宿
―
―
野
人
家
―
詩
〕
老
来
世
路
渾
諦
泰
、
露

宿
風
餐
未
レ
覺
レ
非
゜

【
露
出
】
67

凡
ュ
’
あ
ら
は
れ
で
る
。
む
き
だ
し
。
さ
ら
け

だ
す
。
〔
陳
輔
之
詩
話
〕
王
承
之
云
‘
太
祖
一
夕
玩
レ
月
、

命
承
士
慮
多
遜
曰
‘
四
以
作
＞
詩
‘
多
遜
曰
‘
請
用
ニ

何
韻
ぶ
令
随
日
、
用
―
―
兒
字
韻
↓
多
遜
奏
レ
詩
曰
、
太
液
池

雨

部

〔
十
二
書
一
〕

露

邊
月
上
時
‘
好
風
吹
動
拭
年
枝
、
誰
家
玉
厘
新
開
レ
鑑
‘

露

出

清

光

些

子

兒

。

「

す

る

。

〖
露
出
来
〗68lou• 

c
h
'
u
 
lai

あ
ら
は
れ
出
る
。
露
出

〖
露
出
馬
脚
〗69Jou• 

c
h
'
u
'
m
a
'
c
h
i
a
o
3

ば
け
の

皮
を
あ
ら
は
す
。

〖
露
出
本
相
〗70lou• 

c
h
'
u
 p
o
n
3
 
h
s
i
a
n
g
•

ほ
ん
ね

を
あ
ら
は
す
。
正
橙
を
あ
ら
は
す
。

【
露
書
】
71

炉
書
を
封
じ
な
い
で
む
き
だ
し
に
す
る
。

〔
論
衡
、
書
虚
〕
顕
文
露
書
‘
是
非
易
レ
見
。

【
露
慮
】
72

ぞ
屋
根
の
な
い
と
こ
ろ
に
住
む
。
〔
禁
邑
、

逃
行
賦
〕
窮
―
―
髪
巧
子
憂
樹
1

分
、
民
露
慮
而
衰
レ
温
゜
〔
元

史
‘
忠
義
二
‘
堵
不
華
博
〕
不
華
以
餘
兵

l
ご
淮
安
城

史
撤
レ
屋
為
レ
薪
、
人
多
露
虞
゜

【
露
滑
]
7
3

や
ヨ
清
、
王
巻
昌
(
7
-
2
0
 8
2
3
 :
 2
1
5
5
)

の
字
。

【
露
申
】
74

ク
つ
み
重
ね
て
あ
ら
は
す
。
一
説
に
、
香
の

名
。
〔
楚
辞
‘
九
章
、
渉
江
〕
露
―
―
申
辛
夷
涵
竺
林
薄
企
J
o

〔
注
〕
露
、
暴
也
‘
申
、
重
也
‘
云
云
‘
言
‘
重
籍
沼
＇
夷
一
露
而

暴
レ
之
‘
使
レ
死
1

一
林
薄
之
中
一
也
。
〔
鄭
文
悼
‘
石
芝
西
堪

雑
纂
〕
露
申
即
瑞
香
、
繋
芳
譜
‘
瑞
香
、
一
名
露
甲
、
甲

為
―
―
申
之
誤
ご
蘇
軟
瑞
香
詩
‘
籾
為
―
楚
臣
侃
i

是
也
‘
楚

辞
隈
言
―
―
申
楓
即
指
露
申
呉
丘
椒
也
。

【
露
身
】
75

ク
身
を
あ
ら
は
す
。
〔
杜
甫
、
柳
邊
詩
〕
紫

燕
時
翻
レ
翼
、
黄
鵬
不
レ
年
路
レ
身
。

【
露
寝
]
7
6

ク
の
じ
ゅ
く
。
露
宿
゜
〔
高
士
博
、
下
‘
焦

光
〕
後
野
火
燒
―
―
其
底
霊
尤
因
露
寝
直
茫
冬
‘
雪
大
至
、
先

担
臥
不
レ
移
、
人
以
為
レ
死
‘
就
視
如
レ
故
。

属

人

】
77

グ
露
西
亜
人
。
〔
土
屋
鳳
洲
‘
廣
瀬
中
佐
博
〕

嘗
"
是
時
「
露
人
有
下
井
呑
東
亜
諸
邦
一
之
志
3

【
露
刃
】
78

グ
刀
を
ぬ
き
は
な
つ
。
刀
の
抜
き
身
。
〔
宋

史
‘
太
祗
紀
一
〕
入
白
‘
太
祗
起
‘
諸
校
露
刃
列
―
―
千
庭
↓

〔
宋
元
通
鑑
綱
目
〕
燕
帖
木
兒
率
―
―
其
窯
十
七
人
声
六
皆

露
刃
。

【
露
水
】
79

戸
〇
露
。
〔
本
草
露
水
〕
秤
名
、
時
珍
日
‘

露
者
陰
氣
之
液
也
‘
夜
氣
著
レ
物
而
潤
↓
―
澤
於
道
傍
一
也
。

〔
梁
簡
文
帝
‘
七
勘
〕
洗
以
三
二
危
之
露
水
盃
調
以
上
八
夏

之
香
璧
↓
〔
張
竪
‘
秋
興
詩
〕
金
盤
露
水
何
曾
見
、
執
扇

恩
情
未
↓
―
肯
休
↓
●Jou• 

shuei3

野
合
の
喩
。
〔
還
魂

記
‘
冥
誓
〕
憑
説
便
和
伊
宵
春
才
貌
恰
争
些
‘
芯
倣
的
露

水
相
看
低
別
。

【
露
井
】
80

戸
屋
根
の
無
い
井
戸
。
〔
栗
府
‘
相
和
歌
辟
相

和
曲
、
難
鳴
〕
桃
生
―
―
露
井
上
涵
ナ
樹
生
1

一
桃
労
↓
〔
梁
簡
文
室
一
常
恐
レ
羞
レ
之
‘
何
以
レ
9

蜃
為
。
〔
後
漢
書
、
智
醐
傭
〕

帝
、
初
桃
詩
〕
飛
花
入
―
―
露
井
ぶ
念
野
彿
―
―
華
堂
一
〔
僧
清
、
文
帝
愛
二
百
金
於
露
昼
涵
飾
1

一
帷
帳
於
阜
嚢
↓
〔
注
〕
文
帝

渫
レ
井
得
一
金
紋
丘
吋
〕
昔
日
侶
家
女
‘
摘
レ
花
露
井
邊
‘
常
欲
レ
作
―
―
露
憂
一
計
レ
直
百
金
、
日
‘
百
金
、
中
人
十
家
之

摘
レ
花
還
自
挿
‘
照
レ
井
自
相
憐
゜
〔
王
昌
齢
、
春
宮
曲
〕
昨
産
、
何
以
レ
畳
為
、
遂
止
不
レ
作
。
〔
後
漢
書
‘
楊
賜
博
〕
太

夜
風
開
露
井
桃
‘
未
央
前
殿
月
輪
高
。
宗
露
壼
之
意
。
〔
王
維
‘
和
二
太
常
拿
主
簿
五
郎
温
湯
寓

【
露
硼
】
8
1
k
o
イ
露
を
お
い
た
瑚
゜
〔
紅
棲
夢
‘
三
十
七
回
〕
且
詩
〕
漢
主
離
宮
接
―
―
露
憂
玉
秦
川
一
半
夕
陽
開
。
〔
白

朋
脂
洗
出
秋
堵
影
、
泳
雪
招
来
露
糊
魂
。
居
易
‘
策
林
九
‘
致
―
―
和
平
年
竺
薙
熙
―
〕
思
下
罷
―
―
露
髪
一

【
露
泄
】
82

ザ
事
が
あ
ら
は
れ
も
れ
る
。
〔
後
漢
書
‘
皇
而
海
内
流
占
化
。

后
下
‘
獄
帝
伏
皇
后
紀
〕
后
自
レ
是
懐
レ
濯
‘
乃
輿
―
―
父
完
【
露
撓
】
89

か
い
く
さ
ぶ
ね
の
名
。
人
、
舟
中
に
在
り
、

書
ご
言
―
―
曹
操
残
逼
之
状
公
＂
↓
―
密
園
＞
之
、
完
不
1

一
敢
稜
↓
撓
の
み
を
外
に
出
し
て
漕
ぐ
も
の
。
〔
後
漢
書
、
大
「
彰

至
十
九
年
↓
事
乃
露
泄
‘
操
大
怒
‘
遂
逼
レ
―
帝
啜
レ
后
。
傭
〕
於
レ
是
装
直
進
‘
棲
船
・
冒
突
・
露
撓
敷
千
艘
゜
〔
注
〕

【
露
屑
】
邸
伊
つ
ゆ
を
い
ふ
。
〔
薩
都
剌
、
九
華
山
題
―
―
石
並
船
名
、
撓
、
小
檄
也
、
爾
雅
曰
‘
檄
謂
―
―
之
撓
一
露
撓
‘

渾
騨
詩
〕
仙
掌
九
秋
幣
―
―
露
屑
玉
へ
河
半
夜
凝
―
―
星
桂
一
謂
n

―
露
檄
在
レ
外
、
人
在
二
船
中
↓
〔
後
漢
書
‘
呉
漢
博
〕
装
―
―

【
露
践
】
8
4
k
O

’
す
あ
し
。
〔
顔
氏
家
訓
、
風
操
〕
梁
世
被
,
,

露
撓
船
↓

繋
劾
者
、
子
孫
弟
姪
‘
皆
詣
レ
闘
‘
―
二

H
露
銑
陳
謝
0

[
露
担
】
90

ゲ
衣
服
を
着
な
い
で
肉
罷
を
露
は
す
。
肉

【
露
橙
】
85

”
ィ
陸
を
あ
ら
は
す
。
裸
橙
゜
〔
左
氏
、
昭
、
担
。
裸
謄
。
〔
資
治
通
鑑
‘
秦
紀
〕
（
昭
襄
王
‘
五
十
二
年
）

元
〕
君
子
有
―
―
四
時
「
朝
以
聴
レ
政
‘
書
以
訪
問
、
夕
以
修
レ
彼
可
レ
詐
者
怠
慢
者
也
‘
露
祖
者
也
。
〔
注
〕
露
担
‘
如
三

令
、
夜
以
安
レ
身
、
於
レ
是
乎
‘
節
二
宣
其
』
墨
勿
レ
使
下
有
レ
人
之
支
聘
上
下
無
―
―
衣
裳
以
覆
蔽
盃
裸
露
肉
担
者
也
。

所
壺
閉
漱
底
以
露
―
―
其
糧
弁
江
心
不
レ
爽
‘
而
昏
•
胤
百
【
露
湛

]
9
1
ゲ
露
が
た
ま
る
。
露
を
た
た
へ
る
。
又
‘
た
た

度
公
新
論
‘
僻
施
〕
口
非
紬
1

瓜
一
不
レ
得
レ
不
レ
食
、
身
非
―
―
へ
ら
れ
た
露
。
〔
謝
荘
‘
孝
武
帝
哀
策
文
〕
雨
零
露
湛
‘
冬

木
石
云
＇
レ
得
レ
不
レ
衣
、
食
不
レ
涌
レ
腹
‘
登
得
1

一
綴
レ
ロ
而
暖
春
腟
゜
〔
酪
賓
王
‘
望
レ
月
有
レ
所
レ
思
詩
〕
圏
光
随
―
―
露

悪
＞
人
、
衣
不
レ
蔽
レ
形
、
何
得
―
―
奎
伊
橙
而
施
＞
物
、
非
↓
一
性
湛
一
砕
影
逐
レ
波
来
。

倹

訊

不

足

故

也

。

【

露

騰

】

92

ゲ
騰
を
あ
ら
は
す
。
ま
ご
こ
ろ
を
し
め
す
。

【
露
畳
】
86

デ
屋
根
の
な
い
う
て
な
。
む
き
だ
し
の
母
〔
王
僧
描
‘
逮
レ
餌
南
司
一
門
府
箋
〕
方
謂
離
レ
腸
隕
レ

又
、
霰
憂
と
い
ひ
、
天
子
が
観
象
す
る
場
所
。
罷
―
震
苔
亨
首
‘
不
レ
足
n

↓
以
報
こ
言
一
露
レ
謄
披
レ
誠
‘
何
能
以
酬
1

一隈

を
見
よ
。
〔
王
逢
、
秋
詞
〕
香
静
天
街
散
二
玉
珂
ぶ
露
憂
風
顧
↓
〔
李
遠
逼
t

蜆
賦
〕
撃
レ
肌
分
レ
理
‘
有
レ
謝
五
位
日
時
一

殿
夜
如
何
゜
〔
趙
薙
‘
七
夕
詞
〕
初
月
織
織
照
,
,
肇
序
零
柾
露
レ
騰
披
レ
肝
‘
請
従
二
於
今
日
↓

翡

瓜

果

岡

厖

核

↓

【

露

地

】

9
3
T
O
O掩
ふ
も
の
の
な
い
む
き
出
し
の
土
地
。

〖
露
昼
郷
〗87ザ
訂
地
名
。
快
西
省
臨
滝
縣
の
東
南
、
〔
法
苑
珠
林
〕
虞
中
有
六
、
一
阿
菌
若
慮
‘
二
在
―
―
塚
間
一

騒
山
。
漢
の
文
帝
が
露
景
を
作
ら
う
と
し
て
中
止
し
た
三
在
―
―
樹
下
而
生
竺
露
地
下
五
是
常
坐
‘
六
是
随
坐
。

O

と
こ
ろ
。
〔
史
記
‘
文
帝
紀
〕
（
孝
文
帝
）
嘗
欲
レ
作
1

零
誓
寒
地
面
。
地
上
。
室
内
の
酎
。
参
門
内
又
は
庭
園
の
通

召
レ
匠
計
レ
之
‘
直
百
金
‘
上
曰
‘
百
金
、
中
民
＋
家
之
産
‘
路
。
茶
室
の
入
口
。
露
路
。
R
市
街
の
人
家
の
間
の
狭

吾
奉
―
―
先
帝
宮
室
一
常
恐
レ
羞
レ
之
‘
何
以
レ
壼
為
。
〔
庄
〕
い
道
。

索
隠
日
‘
顧
氏
按
‘
今
新
豊
南
耀
山
上
猶
有
―
―
憂
之
菌
〖
露
地
坐
〗

9
4弓
咀
十
二
頭
陀
中
の
一
。
常
に
屋
外
の

址

也

。

露

地

に

端

坐

し

て

修

行

す

る

こ

と

。

〔

大

乗

義

章

、

十

〖
罷
露
喜
h
〗8
8
巧
，
漢
の
文
帝
が
露
畳
を
作
ら
う
五
〕
露
地
坐
者
、
樹
下
蔭
温
、
久
居
致
レ
患
‘
故
至
露

と
し
‘
其
の
百
金
を
要
す
る
を
聞
い
て
罷
め
た
故
事
。
地
↓

身
邊
を
質
素
に
し
て
心
を
民
政
に
用
ひ
る
喩
゜
〔
史
〖
露
地
白
牛
〗

9
5
0
0
紆
”
ゴ
圏
法
華
経
讐
喩
品
に
説
く
所

記
‘
文
帝
紀
〕
（
孝
文
帝
）
嘗
慾
作
露
覺
召
レ
匠
計
乏
、
の
、
門
外
の
露
地
（
火
宅
の
外
の
安
穏
な
虞
）
に
立
つ
大

直
百
金
‘
上
曰
‘
百
金
‘
中
民
十
家
之
産
‘
吾
奉
1

一
先
帝
宮
白
牛
車
を
い
ふ
。
一
説
に
‘
露
地
は
一
切
の
煩
悩
を
断

七
六

12672 
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七
七

滅
し
た
慮
、
白
牛
は
一
貼
の
染
汚
な
く
、
全
く
清
浮
な
に
過
ぎ
る
喩
。
〔
金
岡
経
‘
偽
〕
一
切
有
為
法
‘
如
二
夢
幻
虚
‘
推
二
功
於
質
↓
既
不
一
ー
自
上
盃
只
露
板
亦
不
レ
及
焉
。
欲
―
―
天
下
知
聞
溢
坦
書
レ
吊
建
―
―
於
竿
上
「
名
為
―
―
露
布
谷
其

る
牛
で
、
法
身
の
無
垢
な
る
に
喩
へ
る
。
〔
博
燈
録
、
九
〕
泡
影
「
如
レ
露
亦
如
レ
電
、
應
加
作
―
―
如
是
観
↓
〔
張
竪
‘
西
【
露
版
]116

？
誰
で
も
開
か
れ
る
や
う
に
封
を
せ
ぬ
手
後
相
因
施
行
。
〔
封
氏
聞
見
記
‘
露
布
〕
露
布
‘
捷
書
之
別

安
在
消
山
「
三
十
来
年
、
看
"
一
頭
水
枯
生
若
落
路
入
湖
漫
興
詩
〕
露
電
光
陰
千
劫
外
‘
魚
龍
波
浪
一
番
新
。
紙
。
封
絨
し
な
い
上
書
。
又
、
戦
勝
の
報
告
書
。
露
布
に
名
也
‘
諸
軍
破
レ
賊
｀
則
以
正
~
書
五
竺
諸
竿
上
→
兵
部
謂
―

草
便
牽
出
、
若
犯
ー
一
人
苗
稼
面
＃
鞭
撻
、
調
伏
既
久
、
可
憐
〔
陸
源
、
感
事
詩
〕
若
悟
1

一
死
生
均
霧
電
一
未
レ
應
え
畠
貴
同
じ
。
〔
晉
書
‘
齋
王
問
博
〕
南
陽
慮
士
鄭
方
‘
露
版
極
之
露
布
一
蓋
自
レ
漢
以
来
有
"
其
名
一
所
―
―
―
以
名
―
―
露
布
―

生
‘
受
入
言
語
ぶ
如
今
髪
作
―
―
箇
露
地
白
牛
孟
吊
在1面
勝
―
漁
樵
→
諫
、
主
簿
王
豹
‘
陽
有
一
蔵
規
云
問
拉
不
底
肥
用
。
〔
王
続
者
、
謂
下
不
二
封
桧
―
而
宣
布
、
欲
•
四
方
速
知
い
亦
謂

1一
之

煎
終
H
露

。

【

露

頭

】

108

炉
〇
冠
飾
を
着
け
な
い
で
頭
を
あ
ら
は
之
‘
萬
石
帖
〕
九
日
露
版
、
再
破
レ
賊
、
有
レ
所
レ
獲
゜
〔
資
露
版
↓
〔
事
物
紀
原
、
公
式
姓
講
部
、
露
布
〕
隋
書
志
日
‘

【
露
竹
】
96

ザ
露
を
帯
ぴ
た
竹
。
〔
砕
逢
‘
送
↓
―
衛
州
雀
す
。
露
頂
。
〔
晉
書
‘
光
逸
博
〕
逸
便
於
二
戸
外
1

脱
レ
衣
露
レ
治
通
鑑
‘
齊
紀
〕
（
明
帝
、
建
武
四
年
）
上
レ
馬
能
撃
レ
賊
、
後
魏
毎
1

一
征
戦
剋
捷
ぶ
',l,

一
天
下
聞
知
而
玉
書
レ
吊
‘
建
孟
ぉ

員
外
詩
〕
風
茅
向
レ
暖
抽
二
書
帯
一
露
竹
迎
レ
風
舞
―
―
釣
頭
、
於
―
―
狗
賓
中
ご
窺
レ
之
而
大
呼
。
●
鎖
脈
或
は
鎌
暦
下
レ
馬
作
―
―
露
版
一
漆
竿
之
上
「
名
為
"
露
布
ニ
露
布
自
レ
此
始
也
‘
其
後
相
因

絲
↓
〔
白
居
易
‘
酬
"
夢
得
秋
夕
不
に
昧
見
＞
寄
詩
〕
露
竹
の
地
面
に
あ
ら
は
れ
出
た
る
も
の
。
【
露
路
盤
】
117

竺

O
承
露
盤
の
略
。
天
の
露
を
う
け
る
た
施
行
、
通
典
亦
云
レ
爾
、
按
、
後
漢
桓
帝
時
地
散
震
‘
李
雲

筐

燈

影

磁

松

護
1

一

月

明

↓

【

露

棚

】

109

定
さ
し
か
け
小
屋
。
〔
綴
耕
録
、
隠
逸
〕
呂
め
に
漢
の
武
帝
が
建
章
宮
に
た
て
た
銅
盤
。
〔
曹
植
‘
承
乃
露
布
上
書
‘
移
↓
―
副
三
府
工
江
‘
謂
レ
不
レ
封
レ
之
‘
晉
代
桓

【
露
頂
]
9
7

炉
＇
ウ
冠
を
被
ら
な
い
で
頭
を
あ
ら
は
す
。
露
徽
之
先
生
‘
云
云
、
少
頃
携
―
―
魚
輿
＞
酒
至
‘
圭
血
レ
歓
而
散
露
盤
頌
銘
〕
固
若
ふ
咋
盤
盃
長
存
永
貴
。
〔
呂
温
‘
早
朝
詩
〕
温
北
伐
‘
須
―
露
布
文
喚
全
衷
宏
玉
宏
椅
レ
馬
濡
染
不
レ
報
レ

誓
゜
〔
後
漢
書
、
西
域
博
論
〕
露
頂
肘
行
、
東
向
而
朝
天
回
、
至
中
途
夜
黒
、
不
レ
良
二
子
行
↓
暫
憩
二
露
棚
下
「
宿
霧
開
霞
観
晨
光
認
1

露
盤
一
〔
王
逢
‘
宮
中
行
築
詩
〕
筆
‘
俄
得
"
七
紙
硲
剖
露
布
晉
已
有
芙
。
〔
公
文
縁
起
〕
露

子
言
陸
催
、
石
闘
銘
〕
穿
胸
露
頂
之
豪
‘
箕
坐
椎
髯
之
長
。
適
主
人
自
レ
外
蹄
‘
乃
宵
識
レ
面
者
、
問
レ
所
―
―
従
来
↓
語
露
盤
迎
レ
月
早
、
宮
漏
出
＞
花
渥
。

O
佛
寺
で
、
相
輪
塔
の
布
之
名
、
漢
已
有
レ
之
、
但
非
ー
,
,
専
用
1

一
於
軍
旅
―
耳
、
漢
書

〔
李
頑
‘
贈
二
張
旭
詩
〕
露
頂
賑
和
此
吹
長
叫
三
五
臀
。
以
レ
故
、
翌
旦
客
別
、
主
人
躁
玉
盆
生
先
生
已
遷
居
笑
。
九
輪
の
柱
の
下
の
方
形
の
盤
を
い
ふ
。
又
‘
方
形
造
り
何
武
為
―
―
刺
史
互
翌
奏
陽
吏
m

必
先
露
章
｀
漢
官
俄
、
凡

〔
李
白
、
夏
日
山
中
詩
〕
脱
レ
巾
桂
二
石
壁
一
露
レ
頂
瀧
一
杯
i

[

露
卯
】
110g
ゥ
展
の
歯
の
橘
上
に
達
す
る
も
の
を
い
の
屋
根
の
上
に
あ
る
正
方
形
の
憂
゜
〔
寂
照
谷
響
集
‘
制
書
皆
璽
封
、
惟
赦
贖
‘
令
―
―
―
司
徒
印
‘
露
―
―
布
州
郡
な
波

恩
〔
杜
甫
‘
飲
中
八
仙
歌
〕
張
旭
―
二
杯
草
聖
博
、
脱
レ
帽
ふ
。
楢
は
方
形
の
木
。
〔
晉
書
‘
五
行
志
上
〕
藷
為
＞
履
者
、
一
〕
重
重
相
輪
、
名
1

一
承
露
盤
ご
云
云
‘
承
露
盤
、
或
略
云
―
―
漢
書
證
儀
志
、
大
喪
、
則
諸
侯
王
遣
-
1

大
夫
奉
弔
、
騨
馬

露

孤

王

公

前

。

歯

皆

逹

樗

上

ぶ

門

ロ

-1露
卯
ぶ
盆
は
中
忽
不
レ
徹
、
名
曰
二
露
盤
-
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
家
宅
類
、
塔
〕
按
‘
塔
棟
上
方
露
布
一
云
云
、
自
広
げ
此
討
―
―
曹
操
一
後
、
遂
専
用
五
ル
軍

【
露
仲
】
98
ザ
f
ゥ
消
、
王
大
鶴
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
8
7
2
)

の
陰
肌
識
者
以
為
‘
卯
‘
謀
也
、
必
有
―
―
陰
謀
之
事
↓
形
者
名
1

一
露
盤
t

事
盃
如
下
世
説
桓
温
北
征
、
令
―
"
哀
宏
埼
レ
馬
作
―
―
露
布
互
手

字
。
【
露
白
】

1
1
1芦〇
露
が
白
い
。
〔
杜
審
言
‘i
秋
夜
宴
底
i

【
露
布
】1
1
8
7
0
制
書
等
の
封
鍼
を
要
す
る
も
の
に
封
し
、
不
レ
停
レ
筆
‘
俄
成
•
七
紙
い
是
也
、
然
既
為
,
,

征
討
時
所
＞

【
露
呈
]
9
9
和

1

あ
ら
は
す
。
又
、
あ
ら
は
れ
る
。
津
鄭
明
府
宅
―
詩
〕
露
白
宵
鐘
徹
‘
風
清
瞭
漏
聞
。
〔
慮
封
絨
を
要
せ
ず
、
廣
く
公
衆
の
目
に
躙
れ
し
め
る
を
旨
用
、
則
猶
是
檄
文
之
類
、
非
T

専
用
以
―
―
奏
捷
上
衷
故
文

【
露
禎
】1

0
0
炉
清
、
李
寅

(
6—
1
4
4
5
9:
 4
0
)

の
O
の
字
。
綸
、
九
日
奉
n

―
陪
侍
中
宴
二
白
棲
―
詩
〕
露
白
菊
屎
氣
、
西
と
す
る
も
の
を
い
ふ
。
こ
の
語
は
漢
代
に
起
り
、
赦
｀
心
離
龍
又
云
‘
露
布
者
、
天
子
親
戎
、
則
梢
―
n

恭
行
―
―
天

【
露
潮
】
101lu• 

c
h
'
a
o
'

露

に

ぬ

れ

る

。

棲

盛

襲

文

↓

〔

柳

宗

元

‘

呉

,

,

雀
策
登
―
―
西
山
詩
〕
鶴
鳴
令
・
贖
令
及
び
大
喪
等
を
公
布
す
る
に
用
ひ
た
。
後
漢
罰
二
諸
侯
御
レ
師
‘
則
粛
"
将
王
誅
；
是
本
以
―
―
臀
レ
罪
致
＞

【
露
天
】
102

戸／

0
露
の
降
り
る
天
。
〔
趙
蝦
、
和
1

一
杜
侍
楚
山
静
‘
露
白
秋
江
饒
°
●
あ
ら
は
れ
る
。
あ
ら
は
し
出
の
末
に
至
り
、
曹
操
を
討
つ
に
露
布
を
用
ひ
て
か
ら
‘
討
也
、
至
―
―
元
魏
ぶ
削
以
レ
之
奏
レ
捷
‘
而
更
有
』
書
石
E

於

郎
題
二
祠
智
寺
南
棲
―
詩
〕
棲
畔
花
枝
彿
レ
檻
紅
‘
露
天
香
す
。
〔
輻
悪
全
書
‘
刑
名
部
‘
賊
盗
上
、
失
事
〕
自
家
曾
否
専
ら
軍
事
に
用
ひ
て
檄
文
の
楢
と
な
り
、
北
魏
に
至

i
f
之
例
LO

動
囲
簾
風
。
●
屋
外
。
野
天
。
野
外
。
●lou• 

t
'
i
e
n
—
何
虞
露
白
。
り
、
吊
書
を
竿
頭
に
懸
け
て
戦
捷
を
報
じ
‘
之
を
露
布
【
露
路
怖
】

1
1
9

Jou• 

p
u
•

披
露
す
る
。
廣
告
す
る
。

あ

ま

ざ

ら

し

。

【

露

拍

】

112

戸
短
刀
を
い
ふ
。
露
栢
。
〔
秤
名
、
繹
兵
〕
と
稲
し
て
か
ら
、
専
ら
捷
書
の
別
名
と
し
て
用
ひ
ら
れ
【
肇
路
風
】
120709
ウ

0
露
を
含
ん
だ
風
。
寒
氣
゜
〔
素
問
、
生

〖
露
天
集
會
寄
西
方
ル
？
屋
外
集
會
。
短
刀
曰
―
―
拍
牌
一
帯
時
拍

1一
牌
労
一
也
、
又
日
辛
路
拍
「
言
1一
る
に
至
っ
た
。
又
‘
露
版
と
い
ふ
。
娘
堺
代
酔
編
‘
巻
三
氣
通
天
論
〕
因
―
於
露
風
一
乃
生
二
寒
熱
一
〇
露
と
風
。

【
露
店
】
10470

ノ
路
傍
に
出
す
店
。
ほ
し
店
。
大
道
店
。
露
見
一
也
。
〔
疏
證
補
〕
蘇
輿
日
、
御
覧
三
百
四
十
六
載
―
―
十
六
‘
咳
餘
叢
考
‘
巻
一
―
十
一
に
見
ゆ
。
〔
漢
官
儀
〕
墾
臣
〔
曹
唐
、
小
遊
仙
詩
〕
百
辟
朝
回
閉
,
,
玉
除
一
露
風
清
宴
桂

【
露
貼
】1
0
5
T
o
/
0

露
が
結
ぶ
。
又
、
露
が
つ
く
。
〔
梁
簡
張
協
露
栢
刀
銘
―
曰
‘
露
栢
在
レ
服
、
威
震
遠
振
、
云
云
、
上
書
、
公
卿
校
尉
諸
将
不
レ
言
レ
姓
‘
凡
制
書
皆
醒
封
‘
尚
花
疎
。

4
!
1
\
o
u
•

f
e
n
g
1

現
は
す
。

文

帝

、

七

動

〕

露

麟

蜜

飴

涵

但

乱

澄

於

玉

贄

雲

垂

二

五

阻

‘

拍

同

。

書

令

重

封

‘

唯

赦

贖

令

n

―
司
徒
印
‘
露
孟
叩
州
郡
一
也
。
〔
後
【
露
彿

]
1
2
1
[
F
O昔
、
大
名
の
行
列
の
先
導
を
し
て
道

采
ぶ
聾
椅
梶
於
仙
棲
↓
〔
羅
隠
、
秋
霰
後
詩
〕
浮
碧
山
光
【
露
阻
】
113g
ク

0
魏
の
文
帝
の
刀
の
名
。
露
拍
゜
〔
魏
文
漢
書
‘
譜
儀
志
下
〕
弔
臣
請
↓
―
騨
馬
露
布
五
奏
可
。
〔
後
漢
を
ひ
ら
く
も
の
。
〇
轄
じ
て
、
演
藝
’
演
説
等
の
時
、
最

冷
闘
明
露
貼
句
。

0
大
氣
中
の
温
度
が
下
つ
て
水
蒸
帝
‘
典
論
‘
剣
銘
〕
露
陪
刀
‘
一
日
‘
龍
鱗
。
〔
張
協
‘
露
栢
刀
書
‘
李
雲
博
〕
是
時
地
散
震
裂
‘
衆
災
頻
降
‘
雲
素
剛
‘
憂
1

一
初
に
つ
と
め
る
人
。
轡
相
撲
で
横
綱
の
土
俵
入
の
時
、

氣
が
液
化
せ
ん
と
す
る
時
の
温
度
。
銘
〕
露
陪
在
レ
服
‘
威
霊
遠
振
‘
遵
養
時
晦
‘
曜
レ
徳
崇
信
。
國
将
＞
危
‘
心
不
レ
能
レ
忍
、
乃
露
布
上
書
、
移
―
―
副
一
二
府
↓
素
手
で
土
俵
に
上
る
先
導
の
力
士
。

【
露
田
】
106

匹
/
後
魏
の
田
制
‘
薩
含
草
木
の
な
い
田
を
〔
湘
姻
録
〕
魏
文
帝
造
二
賓
刀
一
日
露
荏
咀
秤
名
曰
、
巨
刀
〔
文
心
離
龍
‘
檄
移
〕
檄
者
‘
敬
也
‘
宣
"
露
於
外

3
喝
然
明
【
露
路
佛
】
1
2
2
t
'

ぬ
れ
ぽ
と
け
。
屋
根
の
な
い
と
こ
ろ
に

露
田
と
い
ひ
、
男
子
十
五
歳
以
上
に
四
十
畝
‘
婦
人
に
曰
レ
栢
、
露
栢
、
精
光
注
射
也
。

O
む
き
出
し
に
す
る
。
白
也
‘
張
儀
檄
レ
楚
‘
書
以

1ba
二
明
白
之
文
‘
或
稲
―
―
露
安
置
す
る
佛
像
。

二
十
畝
を
給
し
‘
穀
を
植
ゑ
し
め
た
。
〔
通
典
‘
食
貨
典
又
‘
栢
を
百
に
借
り
作
る
。
〔
五
燈
會
元
〕
錢
不
乙
路
栢
→
布
「
露
布
者
‘
蓋
露
レ
板
不
レ
封
‘
播
―
ー
諸
視
聴
ぶ

3
゜
〔
魏
書
‘
【
露
路
~
表
】

1
2
3
ヤ
ウ
む
き
だ
し
に
あ
ら
は
す
。
〔
晉
書
、
劉
聰

一
、
田
制
上
〕
太
和
九
年
、
下
レ
詔
均
給
天
下
人
田
「
諸
【
露
膊
】
1
1
4
g

ク
う
で
ま
く
り
。
影
城
王
錫
博
〕
従
征
―
―
洒
北
エ
大
破
"
雀
慧
景
蒲
術
ぶ
向
祗
載
記
〕
然
後
下
に
目
‘
為
―
―
殿
下
「
露
―
―
表
其
罪
一

男
夫
十
五
以
上
、
受
露
田
四
十
畝
‘
婦
人
二
十
畝
一
【
露
板
】
115

？
露
版
に
同
じ
。
〔
魏
志
‘
雀
球
傭
〕
太
戦
狐
令

,,,liit為
"
露
布
ぶ
g
辟
曰
‘
臣
聞
露
布
者
、
布
―
―
於
四
海
i

【
露
苗
】
124

翌
〇
仙
築
の
名
。
〔
曹
唐
‘
送
―
―
―
利
人
王
錫

〔
注
〕
不
レ
栽
レ
樹
者
、
訊
之
露
田
→
疑
‘
以
レ
函
令
―
―
―
密
―
―
訪
於
外
盃
唯
球
露
板
答
。
〔
宋
書
‘
自
露
―
―
之
耳
目
芥
匹
須
下
宜
二
揚
威
略
冨
以
示
•
天
下
に
出
小
オ
‘
蹄
―
―
羅
浮
―
詩
〕
最
愛
葛
洪
尋
レ
薬
虞
‘
露
苗
煙
蕊
涌
山

【
露
電
】
107

戸
ノ
人
生
の
は
か
な
い
喩
。
又
‘
光
陰
の
速
序
‘
環
博
〕
威
質
以
環
城
主
面
竺
自
上
露
板
玩
性
謙
登
足
天
用
言
隋
書
‘
藉
儀
志
三
〕
後
魏
毎
1

一
攻
戦
剋
捷
一
春
。

t)Jou• 

m
i
a
o
2

④
苗
が
出
る
。
＠
鑽
脈
が
霧
出

|

|

l

 

雨

部

〔

十

二

書

露

12673 



(42463 ・・ 125)— (42468)

す
る
。
◎
み
こ
み
。
仕
事
の
見
込
。
碑
〕
朱
邑
祭
酎
無
レ
所
、
漢
后
是
以
賜
レ
金
‘
陳
表
妻
子
露
也
、
余
嘗
疑
‘
蚊
不
レ
能
レ
殺
レ
人
、
南
史
良
吏
傭
‘
孫
謙
夜

【
露
冤
]125

？
露
の
か
ん
む
り
。
仙
人
の
冠
を
い
ふ
。
立
‘
呉
王
民
レ
之
開
レ
館
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
一
〕
陛
下
無
レ
帳
‘
蚊
不
1

一
敢
近
工
宋
史
沈
倫
博
、
倫
倭
レ
佛
、
夏

H
、

〔
晉
書
、
温
蝸
等
博
論
〕
霧
晃
為
レ
飾
、
援
<
I

高
人
い
盆
炉
毎
レ
遇
一
水
旱
之
災
芹
塩
路
立
仰
レ
天
‘
痛
自
刻
責
。
忍
レ
蚊
噌
レ
廟
、
家
人
乗
レ
篭
来
、
怒
而
呵
レ
之
、
翼
以
徹
レ

志
‘
抑
惟
大
隠
者
賊
。
〔
李
嘉
祐
‘
送
n

一
慮
員
外
往
―
―
饒
州
―
【
露
林
】
136

丘
／
敷
物
の
名
。
〔
墜
鐵
論
、
散
不
足
〕
古
者
皮
輻
、
此
皆
蚊
不
レ
能
レ
傷
レ
人
之
證
‘
然
魏
書
胡
太
后
時
、

詩
〕
露
レ
冤
瀦
二
龍
節
一
停
レ
撓
得
―
―
水
人
↓
〔
劉
長
卿
‘
和
l
1

毛
草
藤
、
無
―
―
菌
席
之
加
‘
栴
蒻
之
美
「
及
<I

其
後
下
大
夫
露
蛾
食
レ
人
無
レ
算
、
劉
延
世
孫
公
談
圃
云
‘
秦
州
西
淫

奥
使
君
登
―
―
潤
州
城
棲
1

詩
〕
山
城
追
遁
敵
1
1

高
棲
一
露
晃
士
復
薦
↓
―
草
縁
・
蒲
平
・
箪
莞
一
庶
人
即
草
昨
・
索
経
・
箪
多
レ
蚊
‘
使
者
按
臨
以
-
―
文
姻
―
黒
レ
之
、
有
―
―
断
吏
工
大
酔
、

吹
レ
鏡
居
―
ー
上
頭
↓
蘭
・
蓬
蔽
而
已
、
今
富
者
繍
菌
・
霰
柔
・
蒲
子
・
露
林
、
中
為
レ
蚊
噛
死
‘
是
又
蚊
能
傷
レ
人
之
證
也
‘
段
成
式
酉
陽

〖
露
晃
行
レ
春
向1一
若
耶-
]
1
2
6

認
な
江
吋
ァ
春
、
仙
A

者
漢
皮
・
代
栴
・
闇
坐
•
平
莞
。
雑
俎
云
、
有
レ
人
露
宿
‘
蚊
囁
見
レ
筋
‘
是
削
俗
所
レ
偶
之

の
風
采
を
装
っ
て
若
耶
埃
に
向
ふ
。
〔
劉
商
‘
送
1

一
元
史
【
露
路
】
1
3
7
t

茶
の
湯
で
腰
掛
雪
隠
の
類
の
茶
室
の
附
藍
本
‘
而
括
不
レ
云
―
―
是
女
子
↓
〔
王
七
頑
、
再
過
苓
路
筋
祠
―

君
自
レ
楚
移
＞
越
詩
〕
露
晃
行
レ
春
向
―
―
若
耶
五
野
人
懐
レ
恵
陽
物
の
設
置
し
て
あ
る
届
域
。
露
地
。
詩
〕
翠
利
明
瑞
尚
像
然
、
湖
雲
祠
樹
碧
ふ
紬
竺
行
人
繋
レ

慾
移
レ
家
、
東
風
二
月
淮
陰
郡
‘
惟
見
棠
梨
一
樹
花
。
【
露
筋
草
]138

炉
[
/
草
の
名
。
其
の
根
は
蜘
蛛
・
蝶
蛉
の
撹
月
初
堕
、
門
外
野
風
開
<
I

白
蓮
↓

【
露
封
]127Jou• 

feng'

帯
封
。
傷
に
放
あ
り
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
露
筋
草
〕
頌
日
、
生
―
―
施
【
露
筋
女
】
140

が
丑
/
唐
の
人
。
高
郵
の
女
子
。
捜
と
胤
を

【
露
眠
】
128

戸
露
に
瀑
つ
て
眠
る
。
野
宿
゜
〔
冷
齋
夜
州
ぶ
休
高
―
二
尺
、
以
―
―
来
春
元
苦
苗
、
瀦
郎
開
レ
花
結
レ
子
、
避
け
て
郭
外
に
行
く
に
、
天
暮
る
。
捜
‘
湖
邊
の
田
含
に

話
、
六
‘
鍾
山
賦
詩
〕
作
レ
詩
日
‘
云
云
‘
露
眠
不
レ
管
牛
羊
碧
緑
色
‘
四
時
不
レ
凋
、
其
根
味
辛
清
‘
性
涼
無
レ
毒
‘
主
1

一
投
宿
し
、
女
は
従
は
ず
‘
獨
り
草
中
に
露
坐
し
‘
蚊
の
た

践

‘

我

是

鍾

山

無

事

僧

。

蜘

蛛

・

娯

蛉

傷

函

遥

閃

笞

白

笞

水

一

調

貼

レ

之

。

め

に

、

血

渇

き

筋

露

は

れ

て

死

す

。

後

人

‘

祠

を

立

て

て

【
露
霧
】
129AO

つ
ゆ
と
き
り
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
、
明
徳
【
露
筋
祠
]139

ん
キ
/
祠
の
名
。
江
蘇
省
高
郵
縣
の
南
に
あ
祀
り
、
露
筋
祠
と
琥
す
。
露
筋
祠
を
見
よ
。
〔
推
蓬
病

馬
皇
后
紀
〕
帝
嘗
幸
苑
囲
離
宮
こ
后
輔
以
一
風
邪
露
霧
1

り
。
祭
神
に
就
い
て
は
敦
説
あ
る
。
即
ち
女
子
の
野
宿
語
〕
。

為
レ
成
〔
李
紳
‘
過
―
―
呉
門
―
詩
〕
帳
殿
菰
蒲
掩
‘
雲
房
露
し
て
蚊
に
噛
ま
れ
‘
筋
を
露
は
し
て
死
す
る
も
の
を
祭
【
螢
路
~
切
~
廟
】

1
4
1
芯
ノ
露
筋
祠
に
同
じ
。
江
蘇
省
高
郵
縣
の

霧

牧

。

る

と

い

ふ

も

の

。

又

、

鹿

の

蚊

に

食

は

れ

て

死

す

る

も

南

。

〔

徐

昴

猜

‘

畏

曼

筆

記

〕

。

[
露
命
】
130

グ
つ
ゆ
の
や
う
に
は
か
な
い
い
の
ち
。
の
を
祭
る
と
い
ふ
も
の
。
又
、
露
筋
は
遣
金
の
訛
で
、
晉
【
露
西
亜
】
1
4
2
E
/

蘇
聯
建
國
前
の
帝
國
の
名
。

R
u
s
s
i
a

【
露
面
】
131

グ
面
を
む
き
だ
し
に
す
る
。
〔
晉
書
‘
五
行
時
、
二
人
の
友
が
此
慮
に
遣
を
開
い
て
金
を
冶
し
、
分
の
昔
諜
。
漢
諄
は
俄
羅
斯
゜
俄
國
゜
〔
川
田
甕
江
‘
國
史
攣

志
上
〕
采
―
―
摺
良
家
子
女
一
露
面
入
レ
殿
‘
帝
親
簡
閲
。
配
を
手
ふ
に
営
つ
て
、
一
人
、
金
を
路
上
に
置
い
て
去
要
序
〕
其
微
1

一
於
古
玉
著
<I

於
今
一
者
、
為
―
―
米
利
堅
ぶ
竪
露

[
露
門
】
132

ザ
大
ぎ
な
門
。
路
門
。
天
子
五
門
の
一
。
五
る
、
後
人
こ
れ
を
義
と
し
て
祭
る
と
い
ふ
も
の
。
又
、
鹿
西
亜
盃
竪
英
・
佛
・
普
・
澳
諸
邦
↓

門
(
1
ー

2
5
7
:
 1
0
4
7
)
を
見
よ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
武
筋
を
梁
の
地
名
と
す
る
も
の
。
又
、
五
代
‘
楊
行
密
の
【
露
脊
鯨
】
143

冗
キ
鯨
の
蹟
あ
る
も
の
。
又
、
美
脊
鯨
・
海

帝
、
永
定
元
年
）
柴
燎
告
レ
天
、
朝
1

ー
百
官
於
露
門
↓
〔
注
〕
将
、
路
金
を
祭
る
と
い
ふ
も
の
等
。
〔
高
郵
州
志
〕
唐
時
蛸
と
い
ふ
。
北
太
平
洋
に
産
し
、
長
さ
九
丈
許
り
、
肉
は

露
門
、
即
古
之
路
門
‘
路
‘
大
也
。
有
二
女
子
二
不
レ
詳
―
―
其
姓
氏
工
或
曰
鄭
荷
花
‘
又
曰
爾
氏
‘
美
味
。

〖
露
門
學
〗1
3
3
l
f
o
"
/

北
周
の
學
校
の
名
。
〔
周
書
‘
武
又
曰
全
節
蛾
‘
藷
志
云
‘
烈
女
興
レ
捜
行
―
―
郊
外
ご
日
暮
‘
【
露
餡
子
】

1
4
4

Jou• 

hsien• 

t
z
u
'
g
相
が
あ
ら
は
れ

帝
紀
上
〕
（
天
和
二
年
‘
秋
七
月
甲
辰
）
立
二
露
門
學
玉
置
レ
捜
挽
な
女
投
―
―
宿
田
含
↓
女
不
レ
従
、
乃
露
<I

坐
草
中
五
時
秋
る
。

生
七
十
二
人
。
〔
周
書
‘
儒
林
‘
沈
重
傭
〕
高
祗
以
重
―
―
経
明
蚊
方
殷
‘
弱
質
不
レ
勝
、
嗣
旦
血
渇
露
レ
筋
而
死
、
後
人
因
【
露
兜
樹
】
145

ぢ
ヴ
た
こ
の
き
。
熱
地
に
生
ず
る
常
緑

行
修
云
廼
這
貪
納
上
士
柳
装
至
レ
梁
徴
＞
之
‘
云
云
‘
保
琥
1

一
露
筋
女
一
為
立
レ
祠
以
敬
1

一
祀
之
↓
〔
随
園
随
筆
、
十
亜
喬
木
の
名
。
枝
に
蛸
形
の
氣
根
を
出
す
。
榮
蘭
゜

定
末
、
重
至
一
子
京
師
五
云
‘
授
鰈
騎
大
将
軍
・
開
府
一
〕
俗
博
、
女
子
不
レ
宿
<I

人
家
ぶ
翌
蚊
噛
1

死
、
至
レ
露
―
-
【
露
嗽
台
]146

lou4 p'ao• 

t'ai'

鐵
甲
の
遮
蔽
の
無
い

儀
回
二
司
露
門
博
士
ご
切
於
↓
―
露
門
館
↓
為
1

一
皇
太
子
―
其
筋
一
此
一
説
‘
不
レ
見
云
醤
只
而
題
レ
詩
者
以
レ
訛
傭
レ
軍
艦
の
砲
壷
゜

講
論
。
〔
北
史
‘
豆
慮
勧
博
〕
勧
自
以
―
―
経
業
未
孟
迪
‘
請
三
訛
久
癸
‘
江
徳
藻
北
道
記
云
、
鹿
過
ー
一
部
伯
壊
ニ
タ
為
<I

【
露
蜂
房
】
147

心
＇
芍
蜂
の
巣
。
〔
本
草
‘
露
蜂
房
〕
繹
名
、

随
職
遊
↓
―
露
門
學
玉
1

帝
嘉
レ
之
、
赦
以
1

一
本
官
五
炉
學
゜
蚊
所
＞
食
、
見
レ
筋
‘
故
名
l

―
鹿
筋
ご
人
一
説
也
、
一
二
餘
編
蜂
腸
‘
蜂
勅
‘
百
穿
‘
紫
金
沙
‘
集
解
‘
弘
景
曰
‘
此
蜂
房
‘

【
露
里
]134

丘
露
西
亜
國
の
里
程
。
其
の
一
里
は
我
が
云
‘
露
筋
乃
遣
金
之
訛
‘
晉
時
有
―
―
友
二
人
ご
丁
レ
此
開
レ
多
在
↓
樹
木
中
及
地
中
一
今
日
↓
露
蜂
房
「
舟
デ
用
1

一
人
家
屋

國
の
九
町
四
十
六
間
四
尺
餘
（
一
、

0
六
六
粁
）
に
あ
た
遣
冶
レ
金
、
分
レ
財
念
争
、
一
人
置
1

一
金
路
上
一
党
去
、
後
人
間
及
樹
枝
間
芭
衰
1

者。

る

。

義

レ

之

、

以

一

其

金

為

笠

祠

、

又

一

説

也

‘

査

慣

行

詩

【

露

紗

雪

纂

】

148

共
t

ノ
書
物
の
収
輯
紗
鋒
に
動
ん
で

【
露
立
】
135

ザ
露
に
ぬ
れ
て
立
つ
。
路
頭
に
迷
ふ
。
〔
呉
云
‘
藷
是
鹿
筋
梁
、
何
年
祀
―
女
郎
ぶ
g
云
、
鹿
筋
梁
古
地
萱
夜
寒
暑
を
厭
は
な
い
喩
゜
〔
黄
酒
‘
題
1

一
李
氏
白
石
山

志
‘
陳
表
偉
〕
家
財
塁
於
養
＞
七
‘
死
之
日
‘
妻
子
露
立
、
名
、
又
一
説
也
、
是
齋
日
記
云
、
後
五
代
時
‘
楊
行
密
有
レ
房
一
詩
〕
露
紗
雪
纂
久
愈
富
、
何
営
鄭
侯
一
二
萬
軸
。

太
子
登
為
起
<
I

屋
宅
二
印
葎
E

、
周
大
将
軍
司
馬
裔
神
道
将
名
―
―
路
金
一
戦
―
―
死
子
此
一
故
立
レ
廟
祀
レ
之
、
又
一
説
【
露
競
．
清
埜
迎
レ
夜
滑
】
149kO
吃
冦
が
打
わ
ぃ
ヲ
む
し
ろ
が

雨

部

〔
十
二
書
i

〕

露

霞

看

隷

覆

露

冨
】
〗
護
(
1
2
-
4
2
5
5
1
)

に
同
じ
。
〔
康
煕

字
典
〕
蹂
‘
集
韻
、
同
レ
運
。

レ
キ

水
を
く
つ
が
へ
す
。
〔
集
韻
〕
覆
、
覆
レ
水
也
。

冨】年
フ
ク
〔
集
韻
〕
芳
六
切
園
『

【
隷
】
〗
タ
イ
[
]
門
註
?
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

曰
●
あ
め
の
お
と
。
〔
廣
韻
〕
嘗
‘
雨
臀
。
●
冨
冨

は
、
な
が
あ
め
。
蹂
゜
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
富
霧
‘
蹂
也
。

●
嘗
霧
は
、
あ
め
ふ
る
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
霧

嘗
‘
雨
也
。
口
あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
冨
、
雨
兒
。

冨
i
]
叩

ロビlジシジシ
ンンンン

〔
集
韻
〕
時
鵡
切

〔
集
韻
〕
鋤
秤
切

応歴

〇
璽
露
は
、
か
み
な
り
の
か
み
。
雷
師
。
〔
集
韻
〕

隧
‘
霊
霞
‘
雷
師
。

O
隆
(
1
1
-
4
1
7
4
6
)

に
通
ず
。

〔
字
彙
〕
霞
‘
楚
辞
・
淮
南
子
・
相
如
賦
‘
皆
箪
作
二

翌
隆
↓

【
露
】
〗
リ
，
ユ
ヴ

リ，ユ

〔
集
韻
〕
良
中
切
両
〖

夜
氣
に
ぬ
れ
て
、
な
め
ら
か
に
清
く
光
る
。
〔
白
居
易
、

池
上
夜
境
詩
〕
晴
空
星
月
落
一
池
塘
一
澄
鮮
浮
緑
表
裏

光
、
露
競
清
紘
弄
茫
夜
滑
、
風
捺
箭
濯
先
レ
秋
涼
、
無
―
一
人

驚
虞
一
野
禽
下
、
新
睡
覺
時
幽
草
香
、
但
問
塵
埃
能
去

否
‘
濯
レ
嬰
何
必
向
,
,
~

浪↓ 七
八

12674 



(42469) — (42490) 

雨

部

〔
十
ニ
ー
ー
十
三
書
一
〕

痛

癖

霰

講

霰

簿

篠

霰

霰

霰

霞

謀

簿

窪

嘗

献

賓

霧

霧

黎

謡

覇

七
九

〇
嗜
霰
は
‘
衆
臀
の
は
や
い
さ
ま
。
〔
王
褒
‘
洞
籠

賦
〕
嗜
霰
嘩
捷
。
〔
注
〕
善
曰
、
嗜
霰
嘩
睫
‘
衆
瞥
疾

貌
゜
●
あ
め
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
霰
、
雨
瞥
。
参
あ
め
が

ふ
る
さ
ま
。
渫
(
1
2
-
4
2
5
2
2
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

環
、
雨
下
也
、
霰
、
同
レ
微
。
〔
集
韻
〕
諏
‘
雨
下
兒
‘

霰

】

5

、
ン
ブ
〔
集
韻
〕
側
立
切
圃

【
霰
早
ヵ
ク
＂
臼
旦
〗

0に
同
じ
。
〔
集

n,ロ-
冨

】

5

タ
イ
□
戸
パ
豆
い
俗
字
。
〔
龍
寵

【
奎
渾
】
5

コン

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
濯
、
昔
昏

冨

】

5

コ
ヴ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
窺
‘
昔
控

冠

】

5

タ
ン

諜
(
1
2
ー

4
2
4
8
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
翡
、
同
レ
諜
゜

冨

】

如

タ

イ

□

迂

諄

0

同

し

。

〔

龍

寵

冨
~
】5

需
(
1
2
-
4
2
3
3
8
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

レ
イ

篇
海
〕
霧
、
同
レ
露
。

【
争
湘
】
〗
瀦
(
7
|
1
8
7
2
4
)

に
同
じ
。
〔
字
娠

補
〕
痛
、
同
レ
濡
゜

サ
ヴ

お
ほ
あ
め
。
〔
集
韻
〕
簿
、
大
雨
。

【
簿
】
如

ハ
ク
〔
集
韻
〕
匹
各
切
寧
g

【
霧
】
如

雰
・
霧
・
雰

ハ，ウ

浩
(
7—
1
80
0
 3
)
.
 雰
(
1
2
ー

4
2
2
3

3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
滴
‘
或
作
二

冠
】
〗
タ
ン
震
(
1
2
-
4
2
4
5
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
露
‘
亦
作
レ
諜
゜

雲
の
氣
。
〔
集
韻
〕
霧
‘
雲
氣
゜

冨
】
〗
〔
集
韻
〕
委
勇
切
醐
〗

ヨ，ウュ

□
□
●
つ
ゆ
が
多
い
。
〔
集
韻
〕
震
、
博
雅
‘
露
多

也
。
●
霞
震
は
‘
露
の
多
い
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕

震
震
‘
露
也
。
参
或
は
濃
(
7
-
1
8
4
4
2
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
震
‘
或
作
レ
濃
゜

貧]坤
書
作
レ
賓
。

シ

裳
(
1
2ー

4
2
2
6
1
)
・

醸
(
1
2—
4
2
4
8
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
裳
‘
或
作
品
醸
‘
亦

【

震

】

5

ド
ヴ

日
ヌヂ
，
ヨ
ヴ

旦「ユ

〔
集
韻
〕
尼
容
切

〔
集
韻
〕
奴
冬
切

因圏

小

El□
国

0
こ
さ
め
。
〔
説
文
〕
霰
、
小

策
雨
也
、
炊
レ
雨
余
瞥
。
●
う
る
ほ
ふ
。

界
〔
廣
韻
〕
霰
‘
又
需
也
。
轡
或
は
霰
(
1
2
-
4
2
5
2
8
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
霰
‘
或
炊
レ
水
。
囲

0
こ
さ
め
。
〔
集

韻
〕
霰
、
小
雨
。
●
ひ
た
す
。
物
を
水
に
い
れ
る
。

〔
廣
韻
〕
霰
‘
以
レ
物
内
二
水
中
面
山
―
―
—
音
譜
→
国
こ
さ

め
。
〔
集
韻
〕
霰
、
小
雨
。

〇
あ
め
の
音
。
或
は
漬
(
7
ー

1
8
4
0
2
)

に
作
る
。

〔
玉
篇
〕
醸
‘
雨
臀
‘
或
作
レ
漬
。
●
浴
醸
は
、
な
が

あ
め
。
〔
廣
韻
〕
献
‘
潜
醸
‘
久
雨
。
●
賓
(
1
2
-
4
2

3
8
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
賞
、
或
炊
レ
資
。
R
裳
(
1
2

-
4
2
2
6
1
)
・
 
賓
(
1
2
-
4
2
4
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

裳
、
或
作
レ
醸
‘
亦
書
作
レ
賓
。

冨
i
】
呻

シ

〔
集
韻
〕
津
私
切
甲
《

国固国 g曰
ゼサセサセレセ
ンンンンン‘./ / 

集
韻
〕
鋤
咸
切
醐
O)

巳
あ
め
。
〔
集
韻
〕
書
、
雨
也
。
国
小
さ
い
く
も
。

〔
集
韻
〕
書
‘
小
雲
謂
ー
う
な
曾
↓

宿】
5

〔
集
韻
〕
子
鑑
切

〔
集
韻
〕
将
廉
切

〔
集
韻
〕
力
瞼
切

〔
集
韻
〕
子
髄
切

畷騨闘風

【

嘗

】

呻

ク
ヴ
ィ
〔
集
韻
〕
黄
外
切
寒

ヱ
日

〔
集
韻
〕
烏
外
切
国
g

ワ
イ
ヱロ

震
(
1
2
1
 42
3
8
7
)

の
本
字
。
〔
字

2
 

宿】
g

ク
，
ワ
ク

或
省
。
働
ひ
ど
い
雨
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
霰
、
暴
雨
一

兒

。

彙

〕

虞

震

本

字

、

義

取

二

大

雨

一

嘗
レ
加
レ
水
。

古
日
0
月
の
始
め
て
光
を
得

文
る
こ
と
。
塊
(
1
2
-
4
5
8
1
0
)

罪
二
凰

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
覇
、
月
始
生
塊
然
也
、
承
1

一大

月
ニ
―
日
、
承
―
―
小
月
二
二
日
、
炊
レ
月
軍
臀
‘
周

書
日
、
哉
生
レ
覇
。
〔
段
注
〕
覇
・
塊
昼
韻
、
郷
飲

酒
義
曰
‘
月
者
三
日
則
成
レ
塊
‘
正
義
曰
‘
前
月
大

則
月
二
日
生
レ
晩
、
前
月
小
則
一
二
日
始
生
レ
塊
‘
馬

伊
康
詰
云
‘
塊
、
拙
也
‘
謂
n1

月
三
日
始
生
二
兆

凰
名
日
レ
塊
、
白
虎
通
曰
‘
月
三
日
成
レ
塊
‘
八
日

成
レ
光
‘
按
‘
已
上
皆
謂
二
月
初
生
＞
明
為
レ
覇
、
而
律

歴
志
曰
‘
死
覇
、
朔
也
、
生
覇
、
望
也
‘
孟
康
日
、
月

―-
H
以
往
、
明
生
愧
死
、
故
言
二
死
晩
了
隈
、
月
質

也
、
三
統
説
是
、
則
前
説
非
芙
、
漢
志
所
レ
引
武
成
・

顧
命
皆
作
レ
覇
、
後
代
塊
行
而
覇
限
芙
‘
俗
用
為
ニ

王
覇
字
一
貰
伯
之
段
借
字
也
。
〔
雷
浚
、
引
経
例

辮
〕
覇
炊
レ
月
、
月
始
生
為
土
芯
尭
今
書
作
レ
塊
‘

瑕
借
字
、
本
書
鬼
部
嗅
陰
神
也
‘
輿
レ
覇
義
遠
‘

而
音
相
近
‘
漫
人
不
レ
伊
其
借
賛
餌
魂
晩
之

義
以
求
乞
‘
遂
有
以
砿
岱
月
質
者
、
以
―
―

哉
生
塊
盃
翌
月
十
六
日
1

者
い
皆
巨
謬
也
、
幡
郷

【
覇
】
〗
〔
集
韻
〕
匹
栢
切
国

ヽ
ク
ヒ
，
ヤ
ク

日ノ

〔
集
韻
〕
必
駕
切
國

ヽ

口ハ

勺

Y

pa' 

十
月
の
精
。
通
じ
て
陽

(11|
 4
1
7
2
5
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鴎
十
月
為
レ
謡
、
通
作
レ
陽
。

冨
】
〗ャ
ヴ
〔
集
韻
〕
余
章
切
即
i

【
黍
】
〗

あ
め
が
ふ
る
。
〔
集
韻
〕
蓋
‘
雨
下
也
。

サ
ブ

〔
集
韻
〕
悉
盈
切

函

12675 
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飲
酒
義
、
譲
レ
之
三
也
‘
象
二
月
之
三

H
而
成
乙
隅
【
覇
衿
】
7

グ
悪
い
書
生
。
〔
輻
悪
全
書
、
錢
穀
部
‘
催
の
な
ほ
残
っ
て
ゐ
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
築
毅
、
獣
レ
書
瑕
レ
仁
者
覇
‘
覇
必
有
天
國
ご
以
レ
徳
行
レ
仁
者
王
‘
王

也
‘
此
伊
塊
貸
月
之
三
日
戸
匹
於
経
文
者
、
徴
〕
匿
其
勢
宦
覇
校
卸
低
潮
自
封
。
報
二
燕
王
一
書
〕
夫
齊
‘
覇
國
之
餘
教
也
、
而
駿
勝
之
遣
不
レ
待
レ
大
。
〔
孟
子
‘
盪
心
上
〕
孟
子
曰
‘
覇
者
之
民
‘
罐

【
覇
薫
】
8

グ
香
草
の
名
。
〔
践
堺
代
酔
編
‘
覇
薫
〕
覇
事
也
‘
閑
於
兵
甲
石
ぎ
於
載
力
字
王
若
欲
レ
攻
レ
之
、
則
虞
如
也
‘
王
者
之
民
‘
睛
鵠
如
也
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
故
王

薫

‘

香

草

名

‘

見

盈

子

↓

必

皇

天

下

一

而

圏

足

‘

攀

.

,

天
下
面
圃
レ
之
‘
莫
レ
径
―
―
者
富
レ
民
‘
覇
者
富
レ
士
。

周
書
‘
惟
二
月
哉
生
レ
塊
‘
陸
秤
文
引
レ
馬
云
‘
塊
‘

【

覇

形

]

,

丑

ィ

管

子

の

篇

名

。

於

結

塩

竺

矢

。

【

覇

上

】

26

名
ヴ
地
名
。
一
名
、
濡
上
。
快
西
省
長
安
縣

拙
也
‘
謂
＝
一
月
三

H
始
生
湿
盆
竺
各
曰
レ
塊
‘
此
哉

生
塊
謂
月
三
日
五
見
―
―
於
漢
人
藷
注
―
者
‘
皆
輿
レ
【
覇
橋
]
1
0

な
橋
の
名
。
一
名
、
漏
橋
。
又
‘
錯
魂
橋
。
挟
[
覇
オ
】
IS

炉
イ
覇
者
を
た
す
け
る
才
o

〔
温
庭
t

均

陳

琳

の

東

o

漏
水
の
ほ
と
り
o

白
鹿
原

?
;
J゚
〔
史
記
ヽ
王

許
合
。
●
古
‘
胃
(
5
-
1
4
3
7
6
)
・
加
(
4
ー

7
8
3
3
)
に
西
省
長
安
縣
の
東
。
覇
水
に
架
す
。
唐
代
、
都
の
長
安
か
墓
詩
〕
詞
客
有
レ
霊
應
レ
識
レ
我
、
覇
才
無
レ
王
始
憐
与
君
。
戟
博
〕
秦
始
皇
二
十
三
年
、
王
翡
云
云
伐
レ
荊
‘
始
皇
自

作
る
。
〔
説
文
〕
覇
、
胃
、
古
文
、
或
作
レ
此
゜
〔
集
韻
〕
ら
出
る
人
の
送
別
は
多
く
は
此
虞
で
行
は
れ
た
。
覇
陵
【
覇
妻
】
19pa• 

c
h
'
i
1

人
の
妻
を
横
取
す
る
。
送
至
二
籾
上
↓
〔
史
記
、
高
祖
紀
〕
漢
元
年
十
月
、
浦
公
云

折
柳
(
5
0
)

を
見
よ
。
〔
水
経
‘
渭
水
注
〕
覇
水
、
又
北
逗
―
―
・
【
覇
産
】
2
0
5
,

〇
川
の
名
。
覇
水
と
産
水
。
漏
水
と
産
水
。
云
至
1

一
覇
上
↓
〔
水
経
‘
渭
水
注
〕
覇
水
又
左
合
―
―
涌
水
―

棋
道
写
台
広
、
水
上
有
レ
橋
‘
謂
―
―
之
覇
橋
↓
〔
碓
録
〕
隋
時
〔
漢
書
‘
束
方
朔
傭
〕
止
覇
産
以
西
、
都
泄
渭
之
南
‘
此
所
歴
.
,
白
鹿
原
束
一
即
覇
川
之
西
‘
故
笠
陽
芙
‘
史
記
秦
襄

覇
、
古
作
胃
·
羊
昌
〗O
は
た
が
し
ら
。
諸
侯
の
を

さ
。
特
に
文
徳
を
主
と
せ
ず
‘
武
徳
を
主
と
す
る
更
以
レ
石
為
レ
之
‘
唐
人
以
送
別
者
多
於
p

此
‘
因
亦
謂
―
―
謂
天
下
陸
海
之
地
‘
秦
之
所
下
以
虜
―
―
西
戎
桑
炉
山
東
上
王
葬
ー
ザ
止
陽
―
者
、
是
也
‘
謂
,
,
之
覇
上
↓

も

の

を

い

ふ

。

王

に

封

す

る

。

〔

孟

子

‘

公

孫

丑

之

舘

魂

橋

↓

者

也

。

O
人
の
財
産
を
横
領
す
る
。
〔
幅
悪
全
書
‘
刑
名
【
覇
主
】
2
7
/
，
ユ
覇
者
で
あ
る
君
主
。
〔
左
氏
、
成
‘
八
〕
士

上
〕
以
レ
カ
犀
竪
仁
者
覇
。
〔
昔
義
〕
覇
者
、
長
也
、
言
レ
【
覇
業
]
1
1

窃
諸
侯
の
は
た
が
し
ら
と
な
る
事
業
。
天
部
‘
問
擬
〕
覇
レ
産
極
レ
寃
事
。
之
二
三
、
猶
喪
―
―
妃
隅
二
叩
況
覇
主
、
覇
主
牌
―
―
徳
是
以
＿

筏
諸
侯
之
長
↓
〔
白
虎
通
‘
琥
〕
覇
者
、
伯
也
、
行
1

一
下
統
一
の
業
。
〔
史
記
、
匈
奴
博
〕
晉
文
公
初
立
、
欲
レ
【
覇
涌
】
21

が
，
川
の
名
。
覇
水
と
涌
水
。
漏
水
と
涌
水
。
而
一
ご
三
之
↓
其
何
以
長
有
.
,
諸
侯
1

乎
゜
〔
管
子
‘
櫃
言
〕

修
覇
業
分
典
飾
伐
豆
戎
麗
〔
風
俗
通
‘
皇
覇
五
漏
涌
゜
〔
史
記
‘
司
烏
相
如
偉
〕
終
訟
叩
覇
涌
↓
出
―
―
入
泄
覇
主
積
手
将
士
↓
〔
戦
國
、
秦
策
〕
臣
聞
、
王
兵
勝
而
不
レ

伯
〕
所
謂
王
道
限
‘
而
覇
業
興
者
也
。
〔
蜀
志
‘
諸
葛
亮
博
〕
渭
二
注
〕
索
隠
曰
‘
張
揖
云
‘
覇
出
1

一
藍
田
西
北
一
而
入
レ
駿
‘
覇
士
約
而
不
レ
念
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
王
主
富
レ

方
伯
之
職
↓
〔
風
俗
通
、
皇
覇
〕
覇
者
、
把
也
‘
駿
也
、

言
如
炉
持
天
子
政
全
糾
中
率
同
盟
上
也
。
●
か
し
誠
如
レ
是
則
覇
業
可
レ
成
。
〔
晉
書
‘
熊
遠
傭
〕
人
心
所
レ
渭
‘
涌
亦
出
.
,
藍
田
登
北
至
覇
陵
入
レ
覇
、
覇
滋
一
民
、
覇
主
富
レ
武
。
〔
孔
叢
子
‘
巡
狩
〕
陳
子
日
、
諸
侯
朝
1

一

ら
。
一
方
の
長
。
〔
史
記
、
孔
子
世
家
〕
孔
子
為
レ
政
蹄
‘
惟
道
輿
レ
義
、
将
ふ
竺
皇
綱
干
既
往
恢
•
覇
業

f

来
水
‘
圭
笠
於
苑
中
示
＇
レ
出
、
故
云
―
―
終
始
也
。
〔
後
漢
書
‘
千
天
子
一
盟
二
會
覇
主
→
則
亦
告
.
,

宗
廟
山
川
一
乎
゜

必
覇
〔
文
心
離
龍
事
類
〕
文
采
必
覇
。
参
日

O

今
い
〔
哀
宏
‘
三
國
名
臣
序
賛
〕
三
略
已
陳
‘
覇
業
已
基
。
文
苑
上
‘
杜
篤
傭
〕
往
往
繕
離
聾
束
臨
霰
涵

i-【覇
心
】
28

グ
覇
者
と
な
ら
う
と
す
る
心
。
〔
荀
子
‘
宥

に
同
じ
。
R
姓
。
〔
奇
姓
通
〕
覇
捌
‘
見
益
都
登
藷
〔
曾
翠
虞
美
人
草
詩
〕
咸
陽
宮
殿
―
一
月
紅
‘
覇
業
已
随
―
【
覇
史
】
22

，
割
陳
せ
る
國
の
歴
史
。
〔
隋
書
、
経
籍
志
―
-
〕
坐
〕
昔
晉
公
子
重
耳
覇
心
、
生
於
曹
↓
〔
孔
子
家
語
、
在

煙

饂

滅

。

後

魏

平

'

―

―

克

諸

國

一

摸

有

嵩

・

華

一

始

命

―

―

司

徒

雀

浩

一

厄

〕

是

以

晉

重

耳

之

有

覇

‘

父

生

―

―

於

曹

衛

↓

【
覇
縣
】
1
2
7

縣
名
。
南
齊
置
く
。
湖
北
省
の
境
。
五
代
博
―
―
採
藷
聞
盃
笠
述
國
史
五
諸
國
記
注
‘
虚
集
孟
腔
囲
爾
【
覇
臣
】
29

グ
覇
者
の
臣
。
〔
李
衛
公
問
射
、
上
〕
太
宗

博
云
〇
應
横
暴
な
。
強
梁
な
。

図

圏

ハ

ル

。

以

後

、

覇

州

に

層

し

、

民

國

‘

縣

に

復

す

。

朱

之

乱

、

並

皆

散

亡

、

今

攀

―

―

其

見

在

溢

堕

之

覇

史

↓

〔

四

曰

‘

儒

者

多

言

,1
管
仲
覇
臣
―
而
已
、
殊
不
レ
知
11
兵
法
乃

【
覇
下
]

1

5

獣
の
名
。
又
‘
飢
鰻
に
作
る
。
〔
陳
患
仁
‘
庶
【
覇
櫂
】
13

グ
は
た
が
し
ら
の
有
す
る
櫂
力
。
又
‘
押
へ
庫
全
書
継
目
、
史
部
、
載
記
類
絞
〕
偏
方
割
撮
‘
其
事
蹟
本
―
―
於
王
制
一
也
。

物

異

名

疏

〕

。

「

る

。

つ

け

よ

う

と

す

る

櫂

力

。

亦

不

に

谷

如

は

滅

立

m
玩
孝
緒
作
↓
土
ぷ
袂
偽
史
立
焉
‘
隋
【
覇
水
】

3
0
f

川
の
名
。
又
‘
濡
水
に
作
る
。
脳
中
八
川

【
覇
姦
】
2pa• 

c
h
i
e
n
1

人
の
妻
を
横
取
し
て
強
姦
す
【
覇
言
】
＂
グ
管
子
の
篇
名
。
志
改
稲
露
石
六
文
獣
通
考
兼
ー
ー
用
二
名
↓
然
年
祀
縣
逮
、
の
一
。
源
は
陳
西
省
藍
田
縣
の
東
倒
谷
の
中
。
涌
水

【
覇
軌
】
3

り
覇
王
と
し
て
の
の
り
。
〔
後
漢
書
‘
張
敏
【
覇
功
]
1
5

定
は
た
が
し
ら
と
し
て
の
い
さ
を
し
。
覇
文
籍
散
侠
‘
嘗
時
僭
撰
、
久
已
無
レ
存
‘
存
.
,
於
今
一
者
、
大
と
會
し
‘
渭
水
に
注
ぐ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
南
陵
‘
文

博
〕
且
徳
師
レ
経
‘
参
―
―
雑
覇
軌
↓
〔
注
〕
宣
帝
曰
‘
漢
家
者
の
功
業
。
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
使
―
―
管
仲
出
レ
死
捐
レ
抵
後
人
追
記
而
已
、
日
レ
覇
曰
レ
偽
、
皆
非
1
一
其
賓
一
也
。
帝
七
年
置
‘
祈
水
出
二
藍
田
谷
面
芸
ぎ
覇
陵
1
入
-1
覇
水
一

有
1
一
制
度
「
本
以
二
覇
王
道
砕
空
理
之
↓
艦
‘
不
＞
顧
五
ほ
雙
登
有
―
―
此
覇
功
一
哉
。
〔
新
序
‘
雑
事
五
〕
【
覇
事
】
2
3
5

覇
王
の
事
業
。
〔
史
記
‘
苑
唯
傭
〕
若
韓
聴
‘
覇
水
‘
亦
出
-
―
藍
田
谷
ぶ
序
入
レ
渭
‘
古
日
1-i
絃
水
玉
秦
穆
公

【
覇
氣
】
4

}

〇
覇
者
と
な
ら
う
と
す
る
意
氣
゜
〔
陳
旅
‘
遂
得
―
―
孫
叔
放
牌
軍
子
重
之
隔
「
以
備
―
―
卿
相
涵
登
座
覇
而
覇
事
因
可
レ
慮
癸
。
更
レ
名
、
以
章
―
―
覇
功
一
視
―
―
子
孫
↓

和
畜
秀
オ
歌
風
量
詩
〕
山
河
覇
氣
已
錯
獣
‘
颯
颯
功
一
〔
柳
宗
元
‘
晉
文
公
問
に
寸
レ
原
議
〕
樹
乙
靭
功
↓
【
覇
州
】
24

か
ウ
州
名
。
●
唐
、
置
く
。
四
川
省
松
播
縣
【
覇
世
】

3
1
?

―
世
に
覇
と
な
る
。
〔
漢
書
‘
賣
誼
博
〕

老
柳
吹
1

一
斜
陽
↓
〔
王
士
禎
‘
蝶
磯
震
澤
夫
人
祠
〕
覇
氣
【
覇
國
】
16

デ
管
子
に
よ
れ
ば
、
都
が
＋
あ
る
國
を
覇
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
松
播
衛
〕
際
覇
州
、
〔
孔
叢
子
‘
執
節
〕
子
高
以
偽
‘
趙
平
原
君
覇
世
之
士
。

江
東
久
寂
穿
‘
永
安
宮
殿
草
爾
爾
、
都
将
―
一
家
國
無
窮
國
と
い
ふ
。
卸
ち
諸
侯
の
中
の
強
大
な
國
。
又
、
覇
道
を
衛
西
南
二
百
五
十
里
‘
唐
貞
観
中
置
。
●
五
代
周
‘
置
〔
曹
植
、
七
啓
〕
世
有
―
―
聖
宰

t生
帝
覇
世
↓

恨
分
付
涌
陽
上
下
潮
゜
〇
轄
じ
て
‘
雄
を
争
ひ
功
を
求
行
ふ
國
‘
又
‘
覇
者
の
起
っ
た
國
゜
〔
管
子
‘
度
地
〕
都
十
く
。
河
北
省
覇
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
順
天
府
〕
【
~
政
】

3
2
f
覇
者
の
行
ふ
ま
つ
り
ご
と
。

め
る
心
。
か
ち
き
で
他
に
ぬ
き
ん
で
よ
う
と
す
る
旺
為
一
覇
國
二
不
レ
如
―
―
覇
國
1

者
國
也
。
〔
纂
詰
〕
覇
國
率
1

一
諸
覇
州
、
春
秋
時
燕
地
、
秦
闊
1

一
上
谷
郡
↓
漢
風
―
―
渤
海
郡
一
【
覇
迩
】
33

翌
覇
者
の
功
業
の
あ
と
。
〔
劉
遵
‘
和
ー
,
,
簡
文

ん
な
意
氣
。
参
p
a
•c
h
'
i
'

無
法
な
。
専
横
な
。
侯
冨
以
奉
―
―
天
子
一
〔
史
記
、
架
毅
傭
〕
夫
齋
、
覇
國
之
餘
云
云
、
五
代
石
晉
時
‘
入
―
―
於
契
丹
面
四
世
宗
収
復
始
置
二
帝
賽
-
―
漢
帝
廟
―
詩
〕
分
蛇
溢
―
―
覇
迩
面
淀
剣
滅
↓
一
雄
威
↓

【
~
靭
彊]
5紆
ャ
ウ
覇
者
と
な
つ
て
強
を
致
す
こ
と
。
〔
史
業
‘
而
最
勝
之
遺
事
也
。
〔
庚
信
‘
周
柱
國
大
将
軍
乾
千
覇
州
ぶ
竪
重
鎮
→
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
直
隷
‘
順
天
府
、
【
~
説
】

3
4
が
天
下
に
覇
者
と
な
る
の
説
。
〔
左
氏
、
哀
、

記
‘
孟
嘗
君
傭
〕
折
―
―
秦
之
謀
盃
皿
絶
1

一
其
覇
彊
之
略
↓
弘
神
道
碑
〕
揮
―
―
剣
白
猿
で
心
存
―
―
覇
國
之
用
↓
〔
尉
線
子
‘
州
五
、
覇
州
。
七
〕
彊
ー
一
言
覇
説
子
曹
伯
面
曹
伯
従
レ
之
‘
乃
背
レ
晉
而
奸
に
木
。

【
覇
撮
】
6

↑
ゴ
櫂
勢
を
有
す
る
者
が
其
の
櫂
を
侍
ん
で
戦
威
〕
王
國
富
レ
民
‘
覇
國
富
レ
士
。
【
覇
者
】
25

芍
諸
侯
の
士
領
。
は
た
が
し
ら
。
又
、
武
力
【
覇
占
】
35

グ
大
官
櫂
要
の
人
が
其
の
櫂
威
を
濫
用
し

横
暴
を
為
す
を
い
ふ
。
〖
覇
國
之
餘
教
〗

1
7
ぢ
ウ
ノ
覇
者
の
起
っ
た
國
の
教
化
で
諸
侯
を
統
治
す
る
人
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
以
レ
カ
て
他
人
の
所
有
物
を
占
領
す
る
を
い
ふ
。
〔
政
典
類
纂
〕

雨

部

〔
十
三
驚
〕

覇

八
〇

12676 



(42490・ ・36)一 (42491・・4) 

雨

部

〔
十
三
董
〕

覇

雷

八

今
聞
諸
大
臣
‘
蒻
―
採
木
地
方
宕
私
行
―
―
覇
占
百
盆
竺
商
館
記
述
義
、
上
〕
佐
藤
憲
清
遁
―
―
跡
於
佛
盃
空
中
行
盃
皿

不
J

聯

レ

生

。

義

不

三

肯

阿

1

一
覇
府
↓

【
覇
伯
】
36pa• 

chan• 

土
地
や
家
屋
を
横
領
す
る
。
覇
【
覇
略
】
＂
炉
ヤ
ク
覇
者
と
な
る
は
か
り
ご
と
。
〔
雀
融
、

占

に

同

じ

。

諫

レ

税

面

棠

少

疏

〕

秦

漢

相

承

‘

典

章

大

備

‘

至

レ

如

―

―

闘

市

【
覇
先
】
3
7
i
ン
陳
、
武
帝
（
6
-
1
6
2
7
3
:
 2
9
1
)

の
O
の
之
猿
吏
籍
有
レ
文
‘
秦
政
以
1

一
雄
圏
武
力
「
捨
レ
之
而
不
レ

名

。

用

也

‘

漢

武

以

1

一
覇
略
英
オ
玉
去
レ
之
而
勿
レ
取
也
。
〔
酪
賓

【
覇
楚
】
38

が
楚
の
項
利
を
い
ふ
。
〔
陸
機
、
漢
高
祗
功
王
、
四
月
八
日
題
1

七
級
1

詩
〕
覇
略
今
何
在
、
王
宮
尚
籍

臣
頌
〕
覇
楚
憲
喪
、
皇
漢
凱
入
。
〔
注
〕
良
日
、
覇
楚
、
謂
―
―
然
゜

項
祖
也
0

[
覇
陵
】
48

防
ゥ
●
縣
名
。
漢
、
置
く
。
秦
の
ザ
止
陽
縣
。

【
覇
道
】
39

ダ
覇
者
の
執
る
道
。
郎
ち
仁
義
を
軽
ん
じ
、
故
城
は
陳
西
省
長
安
縣
の
東
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
京

櫂
術
や
武
力
を
尚
ぶ
を
い
ふ
。
王
道
(
7
|
2
呂
2
3
:
 7
5

兆
手
、
縣
十
二
、
霧
陵
。
〔
注
〕
故
茫
陽
、
文
帝
更
レ
名
。
●

2
)

の
●
の
封
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
是
知
,
,
覇
道
一
者
也
。
〔
史
陵
の
名
。
漢
の
文
帝
の
陵
。
険
西
省
長
安
縣
の
東
。
〔
漢

記
、
商
君
博
〕
吾
説
レ
公
以
,
,
王
道
一
而
未
レ
入
也
、
吾
説
レ
書
‘
文
帝
紀
賛
〕
文
帝
治
1

一
覇
陵
正
皆
瓦
器
、
不
レ
得
下
以
,
,

公
以
―
―
覇
道
谷
六
意
欲
レ
用
レ
之
矢
。
〔
後
漢
書
、
威
洪
博
〕
金
銀
銅
錫
一
為
b

飾
‘
因
,
,
其
山
云
不
レ
起
レ
墳
。

可
レ
謂
下
有
レ
志
―
―
忠
孝
云
無
七
聾
覇
道
→
〔
曹
植
、
七
啓
〕
此
〖
覇
陵
酔
尉

]
4
9悶豆
？
覇
陵
の
尉
が
酔
つ
て
李
廣

覇

道

之

至

隆

。

を

呵

止

し

た

故

事

。

覇

陵

藷

将

軍

(
5
1
)
を
見
よ
。

〖
覇
道
的
事
]
4
0

pa• 

tao• 

t
e
 
s
h
i
h
4横
暴
な
こ
と
。
〖
覇
陵
折
柳
〗5
0
悶
誘
漢
代
の
人
が
客
を
送
つ
て
覇

〔
紅
棲
夢
‘
十
九
回
〕
但
只
是
俗
憫
家
従
液
幹
過
這
僑
勢
橋
ま
で
至
つ
て
柳
を
折
つ
て
別
れ
た
故
事
。
〔
演
繁
露
、

使
貴
覇
道
的
事
、
這
比
不
得
別
的
東
西
。
覇
陵
折
柳
〕
黄
圏
日
、
覇
橋
、
跨
―
―
覇
水
1

為
レ
橋
也
、
漢
人

【
覇
地
】
41pa• 

ti• 

土
地
を
横
領
す
る
。
送
レ
客
至
レ
此
、
折
』
柳
為
レ
別
、
故
李
白
築
府
日
、
年
年
柳

【
覇
朝
】
42

ダ
覇
者
の
朝
廷
。
〔
隋
書
、
李
徳
林
傭
〕
（
開
色
、
覇
橋
傷
レ
別
、
王
維
亦
日
、
渭
城
朝
雨
泡
―
―
軽
塵
ご
各

皇
五
年
）
赦
令
下
撰
砿
茄
げ
相
時
文
翰
一
勒
中
成
五
巻
い
含
青
青
柳
色
新
、
勧
レ
君
更
盛
一
杯
酒
、
西
出
,
,
陽
隅
一

謂
之
覇
朝
雑
集
↓
〔
顔
延
之
、
右
光
藤
大
夫
西
平
靖
侯
無
1

一
故
人
云
審
求
―
―
其
地
1

則
在
二
渭
北
玉
若
,
,
覇
陵
ー
則
在
1

一

顔
府
君
家
偉
銘
〕
或
登
姦
キ
士
面
型
美
覇
朝
↓
渭
南
五
維
之
所
A

餞
者
、
其
人
出
戌
,
,
陽
闘
云
而
賦
レ
詩
之

【
覇
圏
】
43

ぃ
●
覇
者
の
は
か
り
ご
と
。
〔
陳
子
昂
、
前
丘
地
、
酒
在
―
―
渭
北
元
は
援
1

一
折
柳
一
為
レ
詞
、
則
伯
用
―
―
覇
陵

覧
古
詩
〕
丘
陵
盛
喬
木
、
昭
王
安
在
哉
、
覇
圏
恨
已
芙
、
故
事
一
也
。

患
馬
復
欝
来
。
●
字
琥
°
④
五
代
楚
、
馬
殷
(
1
1
0
1
4
4
5
7

〖
覇
陵
藷
将
軍
〗51
知
汎
祖
窃
グ
ン
前
漢
の
李
廣
の
別
稽
。

2

:

 1
7
)

の
字
。
◎
采
、
李
織
隆
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
1
2
1
)

の
廣
が
牌
軍
の
職
を
免
ぜ
ら
れ
た
後
、
覇
陵
の
酔
尉
に
故

0
の

字

。

将

軍

と

軽

侮

せ

ら

れ

た

故

事

か

ら

か

く

い

ふ

。

〔

史

記

‘

【
覇
徳
】
“
い
ク
覇
者
の
徳
。
〔
後
漢
書
、
馬
武
博
論
〕
若
李
将
軍
博
〕
嘗
夜
従
こ
騎
ー
出
、
従
レ
人
田
間
飲
‘
還
至
―
―

乃
王
道
既
衰
‘
降
及
1

一
覇
徳
↓
〔
陸
機
‘
答
―
―
買
長
淵
―
詩
〕
覇
陵
亭

n和
陵
尉
酔
‘
呵
―
―
止
廣
云
廣
騎
日
、
故
李
将
軍
‘

天

厭

覇

徳

面

詐

告

蒼

゜

尉

日

、

今

将

軍

尚

不

レ

得

西

芦

狂

何

乃

故

也

、

止

レ

廣

宿

,

,

【
覇
夫
】
名
す
ぐ
れ
て
強
い
男
子
。
〔
陳
琳
、
檄
1

一
呉
将
亭
下
↓
〔
林
逍
‘
禿
筆
詩
〕
紳
鋒
雖
丘
訣
力
能
存
‘
架
琢
―
―
珊

校
部
曲
1

文
〕
乃
覇
夫
烈
士
‘
奮
レ
命
之
良
時
也
。
瑚
み
今
策
動
一
日
暮
閉
窓
何
所
レ
似
、
覇
陵
憔
悴
藷
将

【
覇
府
】4
6
i
●
正
式
に
皇
帝
の
位
に
登
ら
な
い
で
〖
早
軍
。

に
王
と
し
て
國
政
を
執
る
所
。
〔
晉
書
‘
孔
楡
丁
渾
陶
【
覇
王
】
52

累
●
霰
者
と
王
者
。
又
、
覇
道
と
王
道
。
〔
孟

回
博
論
〕
策
1

一
名
覇
府
云
騎
1

一
足
高
衝
↓
〔
南
史
、
謝
眺
博
〕
子
、
公
孫
丑
上
〕
雖
―
―
由
レ
此
覇
王
示
＇
レ
異
芙
゜
〔
列
子
、

明
帝
輔
レ
政
、
以
為
―
―
鰈
騎
諮
議
盆
四
ー
記
室
云
掌
1

一
覇
府
文
力
命
〕
君
如
欲
玉
呼
エ
盆
＃
夷
吾
1

其
弗
レ
可
。
〔
呂
寛
、

筆
↓
〔
北
史
‘
雀
季
舒
博
〕
雖
,
,
迩
在
,
,
魏
朝
盃
皿
蹄
―
―
心
覇
知
度
〕
覇
王
者
、
託
1

一
於
賢
↓
〔
孔
子
家
語
、
王
言
解
〕
雖
レ

府
↓
●
覇
者
が
政
事
を
と
る
所
。
幕
府
を
い
ふ
。
〔
弘
道
有
1

一
博
地
象
民
二
小
下
以
t

一
其
道
込
炉
之
、
不
レ
可
三
以
致
―
―

覇
王
↓
●
覇
者
の
尊
稲
。
大
玉
と
い
ふ
ほ
ど
の
意
。
〔
史

記
‘
越
世
家
〕
越
兵
横
-
1

行
於
江
淮
東
二
諸
侯
畢
賀
‘
琥

拾
覇
王
↓

〖
覇
王
樹
〗53
が
喝
熱
帯
産
の
草
の
名
。
さ
ぽ
て
ん
。
緑

色
多
肉
の
埜
を
有
し
、
葉
無
く
て
刺
を
叢
生
し
、
多
辮

紅
色
の
花
を
開
く
。
仙
人
掌
。
〔
和
漢
―
ニ
オ
圏
會
、
夷

果
類
、
覇
王
樹
〕
按
‘
覇
王
樹
、
今
慮
虞
庭
園
有
レ
之
、
無
二

枝
葉
冨
以
為
レ
身
則
枝
、
為
レ
枝
則
葉
、
為
レ
葉
則
賓
‘
誠
奇

樹
也
。

〖
覇
王
逍]
5
4
.
f

．
仇
？
覇
者
と
王
者
と
の
道
。
〔
漢
書
、
元

帝
紀
〕
漢
家
自
有
一
制
度
ぶ
苫
竺
覇
王
道
砿
和
レ
之
。

〖
覇
王
之
器
〗55
り
ワ
，
？
覇
王
た
る
も
の
の
器
量
。
又

覇
者
た
り
王
者
た
る
も
の
の
用
ふ
べ
き
仕
方
。
〔
證
‘

経
解
〕
義
興
レ
信
、
和
卑
ハ
レ
仁
、
覇
王
之
器
也
。
〔
左
氏
、

問
、
元
〕
親
肴
膿
四
重
固
盃
型
檎
爪
涵
竺
昏
凰
覇

王
之
器
也
。

〖
覇
王
之
業
〗5
6
劣
？
覇
者
・
王
者
と
な
る
事
業
。
〔
管

子
、
五
輔
〕
三
者
覇
王
之
事
也
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
騒
念
非
1
1

覇
王
之
業
一
也
。
〔
史
記
‘
蘇
秦
博
〕
如
レ
此
則
覇
王
之
業

成
癸
。

〖
覇
王
之
佐
〗5
7
ハ
唸
覇
者
・
王
者
の
た
す
け
と
な
る

人
。
〔
孔
子
家
語
、
屈
節
解
〕
子
曰
‘
慮
不
齊
君
子
也
‘
其

才
任
―
―
覇
王
之
佐
↓

〖
覇
王
之
資
〗58
が
？
覇
者
や
王
者
と
な
る
資
質
。

〔
管
子
、
覇
言
〕
國
修
而
郎
國
無
レ
道
、
覇
王
之
資
也
。
〔
春

秋
後
語
〕
蘇
秦
南
説
1

楚
威
王
1

曰
‘
楚
天
下
之
強
國
也
、

西
有
一
酔
中
郡
一
東
有
―
―
夏
州
・
海
陽
｛
南
有
―
洞
庭
・
蒼

猿
北
有
粉
険
地
方
五
千
里
、
帯
甲
百
萬
‘
車
千
乗
、

騎
萬
匹
‘
粟
支
ー
1
ふ
文
此
覇
王
之
資
也
。

〖
覇
王
之
輔]
5
9
勺
ヴ
，
覇
者
・
王
者
の
た
す
け
と
な

る
人
。
〔
史
記
‘
齊
世
家
〕
西
伯
将
,
,
出
撒
r

ト
レ
之
、
曰
‘

所
レ
獲
非
レ
龍
非
レ
影
、
非
レ
虎
非
レ
罷
、
所
レ
獲
覇
王
之
輔
。

【
覇
昌
暇
】
60

初

g

O
地
名
。
〔
括
地
志
〕
在
,
,
萬
年
縣

東
北
↓
●
覇
昌
観
に
あ
る
厩
。
陳
西
省
長
安
縣
の
東

北
。
〔
漢
書
‘
王
祥
博
下
〕
司
徒
尋
初
獲
―
―
長
安
苓
狙
覇
昌

暇
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
覇
昌
観
之
暇
也
。

【
覇
城
門
】
61

ぢ
ギ
，
ゥ
長
安
城
に
あ
る
門
の
名
。
〔
漢
書
‘

王
非
博
中
〕
覇
城
門
災
‘
民
間
所
謂
青
門
也
。

【
覇
亭
秋
】
62

劣
ィ
戯
曲
の
名
。
明
‘
沈
自
徴
の
作
。
宋

の
杜
獣
が
科
攀
に
落
第
し
て
蹄
郷
の
途
次
‘
烏
江
亭
の

日
口
●
露
整
は
‘
急
激
な
か
み
な
り
。
疾
雷
。
或

は
癖
(
8
ー

2
4
5
3
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
露
、
露
整
‘

雷
之
急
激
者
、
或
炊
レ
石
。
●
雷
騨
。
〔
韻
會
補
〕

繹
、
雷
神
名
。
●
は
た
め
く
。
か
み
な
り
が
落

ち
る
。
〔
杜
甫
‘
敬
寄
ー
一
族
弟
唐
十
八
使
君
1

詩
〕
雷

霞
露

11長
検
骨
大
部
生
レ
筋
。
●
通
じ
て
辟

(10

-
3
8
6
4
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
辟
‘
繹
名

繹
天
、
辟
歴
‘
辟
折
也
、
所
レ
歴
皆
破
折
也
、
俗
字

作
霞
夏

【
露
砕
】
1

L

代
猛
烈
に
く
だ
け
る
。
〔
鄭
元
祐
、
詩
〕
海

濤
翻
レ
山
繹
震
砕
、
怒
巻
―
―
河
漢
正
空
壺
漿
↓

【
露
雷
】
2

p
'
i
'
l
e
i
'

轟
＜
雷
゜

【
露
霊
】
3
ぃ

"

O雷
が
急
激
に
は
げ
し
く
鳴
る
。
辟
歴
。

〔
爾
雅
‘
繹
天
、
疾
雷
為
1
1
~
t
R
;

注
〕
雷
之
急
撃
者
謂
1
1

露

夏
〔
春
秋
繁
露
、
五
行
五
事
〕
繹
歴
者
金
氣
也
。
〔
後
漢

書
‘
禁
邑
傭
‘
辟
震
敷
獲
‘
注
〕
史
記
日
‘
霧
需
‘
陽
氣
之

動
也
。
〔
枚
乗
‘
七
登
〕
夏
則
雷
霞
露
整
之
所
レ
感
也
。
〔
韓

愈
、
送
1

一
高
閑
上
人
序
〕
雷
露
露
籐
、
歌
舞
載
顧
。
●
雷

が
落
ち
る
こ
と
。
〔
世
説
新
語
、
雅
量
〕
夏
侯
太
初
‘
嘗

椅
レ
柱
作
レ
書
、
時
大
雨
、
霧
懲
破
―
―
所
レ
椅
柱
↓
●
星
の

名
。
〔
星
経
〕
露
震
五
星
在
―
―
雲
雨
北
ギ
ザ
天
威
撃
―
―
剪
萬

物↓
〖
露
整
引
〗4
公
レ
令
琴
曲
の
名
。
楚
の
商
梁
‘
雷
澤
に

遊
び
霜
需
下
に
作
っ
た
も
の
。
一
説
に
、
馬
の
作
と
す
。

梁
の
簡
文
帝
‘
隋
の
辛
徳
源
、
唐
の
沈
伶
期
に
歌
辞
が

あ
る
。
〔
架
府
詩
集
‘
琴
曲
歌
辞
‘
霜
證
引
〕
謝
希
逸
琴
論

【
奎
辟
】
呻

ヘ
キ
〔
集
韻
〕
匹
歴
切
鴎

日

ヒ

，

ヤ

ク

父

一

p'i'

ロ
い
'
[
ク
〔
集
韻
〕
匹
辟
切
綱

項
利
廟
を
過
ぎ
、
神
像
を
拝
し
て
不
平
を
訴
へ
る
筋
。

【
覇
突
魯
】
63

吋
ッ
元
の
人
。
木
華
黎
の
孫
。
溢
は
武
靖
゜

世
祗
の
征
伐
に
従
ひ
、
先
鋒
と
為
り
、
累
；
戦
功
を
立

て
、
諸
軍
を
率
ゐ
て
祭
よ
り
宋
を
伐
ち
、
五
戟
皆
捷
ち
、

遂
に
江
を
渡
る
。
憲
宗
の
崩
に
會
ひ
、
師
を
卒
ゐ
て
還

る
。
〔
新
元
史
、
一
百
十
九
〕
。
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日
、
夏
萬
作
孟
辟
窟
引
盃
築
府
解
題
曰
‘
楚
商
梁
遊
1

一
於
雷

澤
一
繹
租
下
乃
援
レ
琴
而
作
レ
之
、
名
溢
辟
篠
引
↓
未
レ
知
―

執
是
↓

〖
毎
辟
霞
琴
〗
5

ゞ
レ
キ
琴
の
名
。
〔
柳
宗
元
‘
繹
寝
琴
賛

引
〕
年
辟
租
琴
‘
零
陵
湘
水
西
震
餘
枯
桐
之
為
也
‘
始
枯
桐

生
右
士
云
云
‘
一
夕
暴
震
‘
為
灰
之
焚
‘
至
且
乃

已
‘
其
餘
睦
然
倒
臥
―
―
道
上
↓
云
云
‘
超
道
人
聞
、
取
以

為
三
琴
-

〖
距
辟
露
楔
〗
6
[？
キ
石
の
ご
種
。
小
兒
が
悪
を
さ
け

る
た
め
に
凧
用
す
る
も
の
。
又
‘
露
霊
斧
と
も
い
ふ
。

〔
本
草
‘
露
證
湛
〕
集
解
、
時
珍
日
‘
博
物
志
云
‘
人
間
往

往
見
―
―
細
石
↓
形
如
小
斧
;
ぎ
露
霊
斧
□
名
霜
篠
楔
。

〔
嶺
表
録
異
〕
雷
州
於
元
辟
箱
後
一
得
レ
楔
如
レ
斧
‘
謂
―
―
之

露
態
楔
T
小
兒
侃
レ
之
辟
レ
悪
゜

〖
繹
霊
車
〗1
念
レ
キ
0
古
の
攻
戦
の
具
。
車
中
で
機
を

以
て
石
を
猜
す
る
車
。
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
博
〕
操
乃
狙
一
石

車

撃
1

一
紹
棲
盃
軍
中
呼
日
二
霜
歴
車
一
〔
庄
〕
以
―
―
其
登
レ
石

臀
震
烈
盆
吋
為
左
砕
整
一
郎
今
枷
車
也
。
〔
魏
志
、
哀
紹
博
〕

太
祁
乃
検
―
―
石
車
一
撃
-
―
紹
棲
一
皆
破
―
―
紹
衆
五
琥
日
―
―
露
霧

車
一
〇
雷
を
い
ふ
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
雷
〕
（
李
郡
）
夜
止
二
晉

祠
宇
下
一
夜
半
有
レ
人
叩
レ
門
云
‘
介
休
王
暫
借
孟
砕
租

應
某
H
至
―
―
介
休
砧
5

レ
褒
、
良
久
有
レ
人
‘
應
日
、
大
王

傭
語
‘
霜
窟
車
正
忙
‘
不
レ
夜
借
‘
云
云
‘
敦
人
共
持
ご

珈
如
―
―
瞳
狂
↓
上
環
,
,
綴
旗
痛
ご
広
云
‘
凡
十
八
莱
‘
毎
葉

有
レ
光
如
電
起
↓

〖
繹
霊
手
〗8
公
レ
キ
人
の
敏
オ
あ
る
を
い
ふ
。
〔
藷
唐

書
‘
翡
灌
博
〕
父
球
之
‘
永
徽
中
‘
為
―
―
同
州
司
戸
参
軍
一
云

云
、
先
レ
是
州
中
有
―
積
年
藷
案
敦
百
道
一
崇
義
促
五
ぷ

之
征
炉
断
レ
之
、
球
之
命
1

一
書
吏
散
人
五
伊
紙
進
レ
筆
‘
斯

須
剖
断
並
畢
‘
云
云
‘
由
レ
是
大
知
レ
名
‘
琥
為
―
―
争
辟
籐
手
↓

〔
書
再
故
事
、
天
文
類
〕
人
有
蔽
生
日
―
―
年
辟
窟
手
↓

〖
炉
辟
整
酒
〗
，
公
レ
キ
酒
の
名
。
夏
の
大
雷
の
時
の
雨
水

で
米
を
炊
ぎ
‘
以
て
製
し
た
酒
で
あ
る
と
い
ふ
。
〔
酔
郷

日
月
記
〕
暑
月
大
雷
時
、
収
雨
水
ふ
炉
米
‘
炊
レ
飯
醸
レ

酒
、
名
孟
辟
歴
酒
一

〖
霜
霧
謄
〗i
O
9
9レ
土
，
石
の
一
種
。
雷
が
鳴
る
と
次
第
に

減
じ
‘
雷
牧
ま
る
と
復
た
生
ず
る
と
い
ふ
。
〔
進
異
記
‘
上
〕

王
門
西
南
有
二
國
一
國
中
有
レ
山
、
石
暗
千
枚
‘
名
為
二

霜
租
婚
盆
匹
春
雷
而
婚
滅
‘
H

ぎ
秋
婚
盛
‘
雷
牧
復
生
。

〖
露
歴
堪
〗11
がA
レ
キ
石
の
一
種
。
き
つ
ね
の
ま
さ
か

雨

部

〔
＋
―
-
―
_
ー
十
四
盪
〕

【
霰
】
〗
口
〔
集
韻
〕
無
非
切
薦

り
。
天
狗
の
ま
さ
か
り
。
〔
本
草
‘
霜
需
湛
〕
集
解
、
時

珍
日
‘
按
、
雷
書
云
、
雷
斧
如
レ
斧
、
銅
鐵
為
レ
之
、
雷
堪
i

似
レ
砥
‘
乃
石
也
。

〖
炉
辟
露
斧
〗
1
2
て
キ
レ
キ
石
の
一
種
。
形
小
斧
に
似
て
ゐ

る
。
〔
本
草
‘
繹
霊
湛
〕
集
解
、
時
珍
日
、
博
物
志
云
、
人

間
往
往
見
1

一
細
石
ご
形
如
1

小
斧
;
ヂ
苧
辟
證
斧
↓
―
名
露

額
楔
。
〔
封
氏
見
聞
記
‘
露
震
石
〕
人
間
往
往
見
―
―
細
石
一

赤
色
、
形
如
小
斧
↓
謂
乏
繹
歴
斧
写
i

、
披
露
誼
虞
‘

皆
得
此
物
↓

〖
繹
窟
木
〗1
3
c
"
レ
キ
雷
に
打
裂
か
れ
た
木
。
後
‘
術
者
こ

れ
を
取
り
‘
符
印
を
刻
し
‘
或
は
鬼
神
を
招
き
‘
或
は
鬼

物
を
鎖
服
せ
し
む
。
〔
本
草
‘
震
燒
木
〕
繹
名
、
時
珍
曰
‘
此

雷
所
レ
撃
之
木
也
、
方
士
取
刻
―
―
符
印
一
以
召
二
鬼
紳
↓

周
日
用
注
二
博
物
志
1

云
、
用
撃
1

一
鳥
影
一
其
鳥
必
自
堕

也
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
玄
宗
、
開
元
十
二
年
）
剖
―
―
腐

篠
木
↓
〔
注
〕
露
霞
木
者
、
霜
舘
所
レ
震
之
木
、
今
為
,
,
張
道

陵
之
街
者
、
用
11

霰
廂
木
一
為
レ
印
‘
云
、
有
―
―
雷
氣
苓
9
――

以
筐
服
鬼
物
↓

〖
嗣
露
饂
〗

1
4
が[
g
卜
甚
だ
勇
決
あ
る
喩
。
〔
北
史
、

蒔
孤
延
傭
〕
神
武
嘗
閲
1

一
馬
於
北
牧
一
道
逢
―
―
暴
雨
エ
大
雷

震
レ
地
、
火
燒
二
浮
園
↓
神
武
令
-
―
延
視
＞
之
、
延
按
レ
梢
直

前
‘
大
呼
撓
↓
涵
品
岬
走
‘
火
途
滅
‘
云
云
‘
神
武
歎
―
―
其
勇

訣
曰
‘
延
乃
能
輿
1一
霜
箱g
〖
゜

〖
露
歴
火
毬
〗1
5
公
芯
火
器
の
一
。
地
雷
の
如
き
も

の
。
乾
い
た
竹
の
若
干
の
節
を
用
ひ
‘
之
に
火
榮
を
つ

め
賊
兵
の
宋
襲
に
際
し
繹
程
の
如
き
器
聾
を
獲
す
る

も
の
。
〔
三
才
圏
會
、
器
用
、
七
、
繹
囃
火
毬
〕
右
霜
頷
火

毬
用
―
―
乾
竹
三
雨
節
、
径
一
寸
半
三
無
二
鉢
裂
云
び
存
レ
節

勿
レ
透
、
用
下
薄
荒
如
鐵
錢
二
ニ
十
片
5

和
火
葵
一
二
四

片
一
裂
レ
竹
為
レ
毬
‘
雨
頭
留
,
,
竹
寸
許
云
控
外
加
―
―
博
槃
一

右
賊
穿
-
―
地
道
如
ぞ
城
‘
我
則
冗
地
迎
レ
之
、
用
レ
火
錐
1

烙
毬
盃
E
臀
如
露
應
然
、
以
―
―
竹
扇
藍
其
煙
熾
以

葛
灼
敵
人
↓

〖
露
證
閃
電
〗1
6
5パ秒
パ
雷
鳴
電
光
。
非
常
に
早
い
こ

と
を
い
ふ
。
〔
隋
書
、
長
孫
晟
博
〕
聞
―
―
其
弓
臀
玉
謂
為
二

露
箱
一
見
真
走
馬
盃
雲
竪
閃
電
↓

欝

薇

粛

電

零

露

璽

鉛

需

□
口
●
援
諜
は
‘
雲
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
訊
‘
綬
謀
‘

雲
兄
。
〔
集
韻
〕
謀
‘
援
訊
‘
雲
兒
。
●
援
魏
は
‘
は

つ
き
り
し
な
い
さ
ま
。
〔
木
華
‘
海
賦
〕
可
下
佑
―
―
像

キヶ
口具

貧
】
〗
．

囮

〔
集
韻
〕
許
既
切
国
{

〔
集
韻
〕
許
登
切

n鴫
且
□
―

【

霊

】

徊

霊
(
1
2
|
 4
2
5
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
璽
‘
或
炊
レ
巫
゜

レ
イ

貧
】
〗シ
ン

震
（
1
2
-
4
2
3
0
0
)

の
古
字
。
〔
字

彙
補
〕
賎
、
古
文
震
字
。

冨】畑

寵
(
1
2
|
 4
8
8
4
4
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
寵
‘
古
作
レ
寄
。

レ
イ

【

篭

】

[

寵
（
1
2
-
4
8
8
4
4
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
寵
‘
古
作
レ
電
。

レ
イ

□
い
か
づ
ち
。
賞
(
1
2
-
4
2
3
9
3
)

の
籍
文
。
〔
集

韻
〕
貢
‘
齊
人
謂
レ
雷
日
レ
賞
‘
籠
作
レ
粛
。
口
か
み

な
り
の
と
ど
ろ
き
。
露
(
1
2
|
 4
2
2
9
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
亭
廷
‘
雷
餘
臀
也
‘
云
云
‘
或
炊
レ
鼎
゜

日
コ
ン

チギ`
ーウ

口や

【

粛

】

細

テ

イ

4
 

〔
集
韻
〕
公
渾
切
甲

〔
集
韻
〕
唐
丁
切
涸
i

こ
さ
め
。
激
(

7

|
1
7
9
5
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
激
‘

説
文
、
小
雨
也
、
或
作
レ
薇
。

小
日
□
●
は
れ
る
。
①
雨
が
や
む
。
〔
説

問
豪
文
〕
霞
雨
止
也
‘
炊
レ
雨
角
臀
゜
〔
書
、

洪
範
〕
日
雨
曰
需
。
◎
霜
や
雪
が
や
む
。
〔
淮
南

子
、
本
経
訓
〕
原
霧
霜
雪
不
レ
需
゜
〔
注
〕
孵
‘
止
也
。

◎
雲
霧
が
は
れ
る
。
〔
唐
書
‘
蘇
程
方
傭
〕
去
二
賊

曼
一
里
許
‘
霧
需
゜
＠
さ
え
わ
た
る
。
く
も
り
か

な
い
。
〔
宋
史
、
周
敦
願
博
〕
胸
懐
凋
落
‘
如
二
光
風

齊
月
↓
⑮
心
が
さ
っ
ぱ
り
す
る
。
無
念
が
は
れ

る
。
き
げ
ん
が
は
れ
る
。
〔
漢
書
‘
魏
相
博
〕
為
李
竺

威
骰
↓
〔
注
〕
臣
噴
曰
‘
孵
‘
止
也
。
〔
宋
史
‘
苑
純

仁
博
〕
哲
宗
為
レ
之
少
需
。

0
日
あ
た
た
か
に
氣

の
な
こ
や
か
な
こ
と
。
〔
正
字
通
〕
孵
‘
日
温
氣
和

也。

O
或
は
滑
(
7

ー
1
8
4
9
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

需
‘
或
作
レ
清
゜
R
ー
百
六
韻
の
一
。
去
臀
第
八
。

畠
ハ
ル
。
ノ
リ
。
ナ
リ
。
ハ
ル
。

【
震
威
】
1

社
ィ
怒
が
解
け
る
。
雨
が
は
れ
て
雷
が
鳴
り

を
し
づ
め
る
や
う
に
怒
が
和
ぐ
と
い
ふ
意
。
〔
漢
書
、

魏
相
傭
〕
心
善
其
言
玉
為
需
元
密
竺
〔
蘇
類
‘
奉
レ
和
窪

尚
書
贈
大
理
陸
卿
鴻
腫
劉
卿
見
に
ホ
之
作
一
詩
〕
賓
序
嘗

柔
袖
徳
‘
刑
学
已
需
レ
威
゜

【
需
宇
】
2

芍
明
、
王
象
乾
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
6
3
6
)

の
字
。

[
孵
雨
】
3

芍
雨
が
は
れ
る
。
〔
初
學
記
‘
天
部
下
‘
雨
〕

雨
晴
曰
二
齊
雨
↓
〔
應
暖
‘
輿
二
尚
書
諸
郎
一
書
〕
夫
秋
節
涼

和
壽
雨
清
閑
‘
正
高
會
之
盛
時
‘
飲
宴
之
良
日
也
。

【
孵
崖
】
5

打
清
、
史
嗣
彪
(
2
-
3
2
4
9
:
 2
2
1
)

の
琥
゜

【
齊
巖
】
6

合
消
、
史
嗣
彪
(
2
|
3
2
4
9
 :
 2
2
1
)

の
琥
゜

【
孵
華
]
1

店
清
‘
温
曰
鑑
(
7
|
1
7
9
6
8
 :
 2
5
6
)

の
字
。

[
孵
景
]
8

げ
は
れ
わ
た
っ
た
景
色
。
〔
李
郡
‘
江
亭
春

セ
イ
〔
集
韻
〕
子
計
切
醐
i

サ
イ

H
I
 

chi• 

日口
〔

集

韻

〕

在

褪

切

澤

曾
】
〗
セ
イ

サ
イ

其
色
五
丞
中
諜
其
形
芦
庄
〕
善
日
‘
佑
像
稜
訊
、
不
レ

審
之
兒
。

八

12678 



(42499・ ·9)— (42507· ・7) 

雨

部

〔
十
四
書
一
〕

孵

霰

霞

緞

競

術

還

冤

霜

八

需
詩
〕
江
籠
漠
漠
存
田
田
、
江
上
雲
亭
孵
景
鮮
゜
〔
唐
彦

謙
‘
蒲
津
河
亭
詩
〕
宿
雨
清
秋
需
景
激
‘
廣
亭
高
樹
向
―
―

晨
興
↓

【
孵
月
】
，
弁
雨
あ
が
り
の
は
れ
わ
た
っ
た
月
。
雨
後

の
月
。
〔
宋
史
‘
道
學
一
、
周
敦
願
傭
〕
胸
懐
渭
落
‘
如
―
―
光

風
需
月
i

青
雲
白
石
‘
聯
同
レ
趣
。

【
震
軒
】
10

げ
清
‘
哀
佑
(
1
0
-
3
4
1
5
2
:
 8
)

の
琥
。

【
需
後
】
11

芍
雨
あ
が
り
の
の
ち
。
雨
後
。
〔
儲
光
義
、
獄

中
胎
1

一
眺
張
砕
李
鄭
柳
諸
公
1

詩
〕
雁
聾
遠
二
天
末
盆
5
氣

生
齊
後
言
皮
日
休
、
公
齋
四
詠
‘
小
桂
詩
〕
影
激
雪
嘴

後
、
香
汎
風
和
時
。

【
需
公
】
12

評
清
、
寵
壇
(
1
2
-
4
8
8
2
4
:
 8
)

の
字
。

【
密
紅
】
13

芍
陶
器
釉
色
の
一
種
。
明
の
宣
徳
間
に
製

し
た
も
の
が
最
も
佳
゜
賓
石
を
雑
へ
て
ゐ
る
か
ら
光
澤

が
甚
だ
美
し
い
。
祭
紅
。
際
紅
。
〔
景
徳
鎮
陶
録
‘
―
―
‘
齊

紅
器
〕
陶
戸
能
造
二
孵
紅
者
少
、
無
―
―
専
家
「
惟
好
官
古

戸
倣
レ
之
。

【
雲
山
】
14

弁
宋
‘
趙
若
棋
(
1
0
|
 3
7
1
7
1
 :
 6
6
2
)

の
琥
゜

【
需
止
】
15

バ
ィ
や
み
と
ど
ま
る
。
〔
後
漢
書
‘
陳
忠
債
〕
常

雨
大
水
、
必
嘗
二
孵
止
↓
〔
沈
瑣
‘
賀
雨
賦
〕
玄
澤
優
而
齊

止
、
睛
光
柄
令
澄
換
。

【
密
日
】
16

竹
は
れ
た
日
。
〔
祀
詠
、
清
明
宴
司
動
劉
郎

中
別
業
詩
〕
孵
日
園
林
好
、
清
明
煙
火
新
。

【
孵
青
】
17

特
〇
陶
器
の
釉
色
の
名
。
〔
景
徳
鎮
陶
録
〕

震
青
器
官
古
戸
兼
倣
11

造
鎖
陶
一
無
下
専
作
乙
齊
胃
器
1

者
お
匹
其
精
羨
可
レ
推
1

一
上
品
涵
温
否
好
孵
紅
並
重
‘

今
訛
作
清
ー
凡

O
清
‘
黄
安
濤
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 9
7
7
)

の

琥。

【
孵
照
】
18chi• 

chao• 

御
諒
察
。
書
翰
文
用
語
。

【
孵
堂
]
1
9

討
清
‘
謬
柄
泰
(
8ー

2
7
8
5
5
:
 7
0
)

の
琥
。

【
孵
澤
】
20

弁
明
、
陸
卿
榮
(
1
1
|
 4
1
7
 0
8
:
 30
5
)

の
琥
。

【
孵
朝
】
21

訂
雨
の
は
れ
た
あ
し
た
。
〔
孫
池
、
立
秋
日

塵
安
昌
寺
北
山
亭
詩
〕
棲
観
椅
,
,
長
香
一
登
攀
及
乙
齊

朝↓

【
孵
範
】
22

c
h
i
4
 
f
a
n
•温
和
な
容
貌
。
御
風
辛
。

【
孵
罪
】
23

丘
ィ
清
‘
呉
芳
培
(
2
|
3
3
6
5
 :
 8
2
5
)

の
字
。

【
需
原
】
24

万
は
れ
わ
た
っ
た
氣
゜
〔
遜
愁
‘
立
秋
日
題
二

安
昌
寺
北
山
亭
―
詩
〕
水
木
涵
―
―
澄
景
盃
康
瀧
引
―
―
孵
頷
↓

O
齊
峯
】
25

討
清
‘
呉
邦
慶
(
2
-
3
3
6
5
:
 8
2
2
)

の
字
。

〖
黍
峯
先
生
〗2
6
”
悶
元
、
李
消
孫

(
6
-
1
4
4
5
9

:
 8
3
 

小

El『
]
雨
を
急
ぎ
避
け
て
呼
吸
が
は
ず

む
。
一
説
に
‘
呼
吸
が
と
ま
る
。
解
字
を

＂策

〔
集
韻
〕
香
依
切

冦
】
〗国□ 日

ケキケカキ
ンン

〔
集
韻
〕
虚
器
切

〔
集
韻
〕
丘
閑
切

圏剛固

日
う
さ
ぎ
の
子
。
或
は
菟
(
4
-
7
5
1
1
)

に
作
り
、

ま
た
鯖
に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
鹸
‘
免
子
。
〔
集
韻
〕
鹸
、

江
東
呼
―
―
免
子
盃
戸
鏡
、
或
作
レ
劣
‘
亦
書
作
レ
穎
゜

〔
韓
愈
‘
毛
穎
傭
〕
明
豚
八
世
孫
誤
゜
〔
注
〕
免
子

也
。
口
姓
。
〔
廣
韻
〕
誤
‘
姓
、
梁
公
子
誤
木
ぢ
之
後
。

〔
集
韻
〕
鹸
‘
鹸
木
穴
梁
四
公
子
名
。

冨
一
】
〗
ロビl
マバヌド

＇ ンン ウ

〔
集
韻
〕
奴
侯
切

oo

‘ヽ

万
又

nou'

〔
集
韻
〕
無
販
切
醐

【
零
国
】
螂

天
霞
は
、
人
の
あ
た
ま
の
骨
゜
〔
篇
海
〕
菌
‘
天
霞

人
頂
骨
、
可
レ
為
レ
築
。

レ
イ
リ
，
ャ
ゥ

集
韻
〕
郎
丁
切

固

こ
さ
め
。
〔
説
文
〕
露
、
小
雨
也
、
ハ
レ
雨

豪
酸
臀
゜

覇
小
冨】[サン
〔
集
韻
〕
蘇
官
切
困
↑

7
)

の
尊
梢
゜

【
齊
明
】
27

付
空
が
清
く
は
れ
て
明
か
な
こ
と
。

【
孵
藍
]
2
8

打
陶
器
の
釉
色
の
一
種
。
藍
色
と
釉
水
と

を
混
じ
て
塗
っ
た
も
の
。

【
需
林
】
29

丘
パ
清
‘
胡
肇
智
(
9
|
2
9
4
0
0
 :
 5
7
1
)
の
琥
°

□
●
っ
ち
ふ
る
。
っ
ち
ぐ
も
り
。
大
風

が
土
砂
を
空
に
ま
き
上
げ
て
之
を
ふ

ら
し
‘
た
め
に
物
色
の
晦
く
な
る
こ
と
。
〔
説
文
〕

霜
‘
風
而
雨
圧
為
レ
雫
紐
‘
炊
レ
雨
狸
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹

天
、
風
而
雨
レ
土
日
レ
霜
‘
疏
〕
孫
炎
曰
、
大
風
揚
1

一鹿

土
ふ
肥
上
下
也
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
終
風
〕
終
風
且
霜
゜

〔
傭
〕
霜
雨
圧
也
。
●
或
は
窪
(
1
2
-
4
2
4
0
4
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
霧
‘
或
作
レ
窪
。

0
人
名
。
〔
正
韻
〕

霜
、
左
傭
‘
叔
豹
季
霜
。
ロ

E
l
Oに
同
じ
。

【
霜
睛
】
1

訂
土
を
ふ
ら
し
て
く
も
る
。
〔
詩
、
邸
風
、
終

風
〕
終
風
且
霜
‘
悪
然
肯
来
、
莫
レ
往
莫
レ
来
、
悠
悠
我
思
、

終
風
且
晴
、
不
レ
日
有
睛
‘
病
言
不
レ
昧
‘
願
言
則
喧
゜
〔
木

華
、
海
賦
〕
若
乃
霜
晴
潜
舘
‘
莫
レ
振
莫
レ
辣
゜
〔
注
〕
善
曰
‘

爾
雅
日
、
風
而
雨
レ
土
為
レ
霜
、
陰
而
風
為
レ
暗
゜
〔
柳
宗

元
‘
懲
咎
賦
〕
日
霜
喧
以
昧
幽
分
、
勘
雲
涌
而
上
屯
。

闘
爵
は
‘
雲
の
黒
い
さ
ま
。
或
は
膝
【
霜
腎
】
2

ぢ
く
ら
い
土
け
ぷ
り
が
蔽
ふ
こ
と
。
〔
李

霰
:
(
1
2
-
4
2
4
5
9
)
・

震
(
1
2
-
4
2
4
3
6
)

に
白
‘
門
有
車
馬
客
行
〕
北
風
摸
胡
沙
霞
腎
周
卑
ハ
レ
秦
゜

作
る
。
〔
説
文
新
附
〕
雲
、
関
術
‘
雲
黒
兒
‘
ハ
レ
雨
【
霜
晦
】
3

が
が
イ
風
が
土
を
ふ
ら
し
て
く
ら
い
こ
と
。

〔
儲
光
義
‘
奉
如
叫
長
史
庚
公
1

大
守
徐
公
應
召
詩
〕
鄭
鏑

頃
霜
晦
‘
雲
龍
召
―
―
我
賢
↓

封
臀
。
〔
集
韻
〕
需
‘
震
鳶
、
雲
兒
‘
或
八
レ
隊
‘
炊
レ

【
霜
磋
】
4

パ
ィ
肉
の
あ
る
骨
を
う
づ
め
る
こ
と
。
〔
呂

退。

覧
‘
孟
春
〕
無
レ
曙
無
レ
卵
、
無
レ
正
竺
大
衆
こ
血
~
レ
置

1一
城

郭
ぶ
聾
骰
霜
レ
磋
。
〔
注
〕
磋
‘
讀
永
潰
レ
物
之
漬
舌
は
目

日
レ
骰
‘
有
レ
肉
日
レ
磋
、
掠
・
霜
者
、
覆
載
之
一
也
。

【
霜
霰
】
5

ぢ
土
ふ
つ
て
く
ら
い
こ
と
。
〔
田
藝
衡
‘
雨

、
〔
集
韻
〕
膜
官
切
圏

5

ロノマ
ン

寄

虞

】

徊

．

‘

／

賦

〕

小

旦

璽

竺

晦

曰

1

霞
翌

【
霜
風
】
6

が5

大
風
が
吹
い
て
土
を
ふ
ら
せ
る
。
土
を

ロ

ご

〔

類

篇

〕

莫

半

切

臨

ふ
ら
す
か
ぜ
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
風
而
雨
レ
土
日
レ
霜
、
陰

而
風
為
レ
喧
。

□
雨
露
の
こ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
濱
‘
雨
露
濃
兒
゜

【
霜
紐
霧
】
7

勺
っ
ち
ふ
る
こ
と
と
き
り
。
〔
後
漢
書
‘
郎
顕

口
雲
の
さ
ま
。
〔
類
篇
〕
漠
‘
雲
貌
。

債
〕
時
氣
錯
逆
‘
霜
霧
蔽
レ
日
。
〔
柳
宗
元
‘
輿
―
―
楊
京
兆
憑
―

書
〕
ご
一
年
来
塔
氣
尤
甚
‘
加
以
衆
戻
動
作
不
レ
常
‘

耗
粍
然
騒
擾
、
内
生

A
m霧
砿
填
擁
惨
温
‘
雖
レ
有
孟
息
窮
＝

文
章
↓
而
病
奪
―
―
其
志
と
苓

冨
】
〗テ
ン

霰
(
1
2
-
4
2
4
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
霰
‘
或
炊
レ
土
。

曾
】
[
タ
イ
ヅ
イ

〔
集
韻
〕
徒
封
切

歴

見
よ
。
〔
説
文
〕
8

賎
‘
見
レ
雨
而
比
息
‘
凡
血
空
唄
讀

匿
款
゜
〔
段
注
〕
比
‘
密
也
‘
密
息
者
、
聾
鼻
息
敷
【
愛
紐
-
]
年

速
也
、
道
途
遇
レ
雨
急
行
‘
則
息
必
頻
喘
矢
。
国

雨
の
や
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
康
、
雨
止
兒
。

闘
用
l

會
意
。
既
と
雨
と
の
合
字
。
本
義
は
雨
を
急
ぎ
さ

け
て
息
の
は
ず
む
こ
と
。
既
に
従
ふ
は
雨
模
様
を
二
様

に
み
て
今
に
孵
れ
る
だ
ら
う
と
息
を
や
す
め
る
義
。
故

に
又
雨
を
加
へ
て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。
字
解
を
見

よ
。
但
し
、
徐
瀬
は
注
箋
に
於
て
‘
段
本
の
比
息
に
作
る

を
止
息
の
誤
と
し
て
ゐ
る
。
息
が
と
ま
る
意
。
〔
徐
瀬
箋
〕

段
説
、
殊
穿
竪
‘
一
古
人
登
以
社
2

レ
道
遇
桐
喘
息
而
専

造
二
字
乎
‘
且
炊
祗
圏
レ
目
‘
又
安
有
l
l

鼻
息
義
―
乎
、

比
息
産
甲
依
1

一
汲
古
閣
本
咋
＂
．
止
息
空
＃
扁
・
廣
韻
拉
同
‘

足
n1

以
立
―
―
證
此
本
偶
誤
↓
〔
廣
韻
〕
奎
賎
‘
説
文
云
‘
見
レ
雨

而
止
息
曰
レ
霰
゜
〔
集
韻
〕
霰
‘
説
文
‘
見
レ
雨
而
止
息
。

戸

紅
豪小

口 El
マバマバ
ィィイイ

〔
集
韻
〕
莫
拝
切

〔
集
韻
〕
誤
皆
切／ n万

間剛瓦
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巳
□
国
國
●
大
空
の
き
り
。
空
に
高

く
か
か
つ
て
、

H
月
を
か
く
し
、
下
界

を
く
ら
ま
す
も
の
。
蒙
(
9
-
3
1
5
5
5
)
・

濠
(
7
ー

1
8

4
9
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
霧
、
天
氣
下
地
不
レ
應
曰
レ

霧
‘
霧
、
晦
也
、
八
レ
雨
督
臀
゜
〔
段
注
〕
繹
天
日
、
天

氣
下
地
不
レ
應
曰
レ
霧
‘
今
本
作
二
曰
雰
工
或
作
二
曰

霞
皆
非
也
‘
霧
‘
秤
名
作
レ
蒙
、
開
元
占
経
作
レ

濃
秤
名
日
、
蒙
、
日
光
否
明
、
蒙
蒙
然
也
、
開
元

占
経
引
郡
萌
曰
‘
在
レ
天
為
レ
濠
、
在
レ
人
為
レ

霧
、
日
月
不
レ
見
岱
濠
、
前
後
人
予
相
見
露
レ

霧
‘
按
、
霰
典
レ
霧
之
別
、
以
郡
所
＞
言
為
レ
確
‘
許

翌

霧

系
1

一
天
気
一
以
レ
霰
系
二
地
』
玉
亦
分
別
井

然
、
大
氏
霰
下
霧
上
霰
湮
霧
乾
‘
霰
‘
讀
如
レ
務
‘

霧
‘
讀
如
蒙
‘
霰
之
或
橙
作
蒻
‘
霧
之
或
證
作
レ

蒙
、
不
レ
門
乱
也
‘
而
爾
雅
自
二
陸
氏
示
レ
能
認

匝
謳
舛
不
レ
可
レ
讀
‘
如
団
篇
云
二
霰
、
天
氣
下
地

不
レ
應
也
、
霧
、
地
氣
殷
天
不
レ
應
也
一
益
本
1

一爾

雅
二
皿
卑
ハ
玉
墜
冬
互
易
‘
則
又
在
二
陸
氏
前
一
矢
‘

其
他
経
史
茅
霧
・
霧
三
字
‘
往
往
清
謳
、
要
以
―
―
許

書
云
戸
正
。

O
或
は
字
(
1
2
|
 4
2
2
5
0
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
霧
‘
或
作
レ
茅
。
国
〇
い
や
し
い
。
や
ぶ
さ

か
。
或
は
愁
(
4
ー

1
0
9
4
2
)
・

倣
(
1
|859)·~ 

・傍

(
1
-
1
0
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
霧
‘
骰
霧
‘
郎
吝

也
、
或
作
＝
愁
・
傲
．
倣
・
傍
＾
〇
く
ら
い
。
お
ろ
か
。

露
い

露
】
〗因国國□ 口日

ムプモボムポムボムボムボ
ゥゥ ゥゥゥ

〔
集
韻
〕
蒙
弄
切
室
g-

〔
集
韻
〕
莫
宋
切
困

〔
集
韻
〕
膜
蓬
切
固
5

〔
集
韻
〕
迷
浮
切
市
〗

〔
集
韻
〕
莫
候
切
可
q園

〔
玉
篇
〕
武
賦
切

雨

部

〔
十
四
ー
十
六
書
〕

冨
】
〗

【
奎
雷
】
〗

【
国
零
】
血

ノ
〔
集
韻
〕
普
刀
切
忍
〖

、
ヴ
ホ
ヴ

雹（
1
2
-
4
2
2
4
8
)

の
古
字
。
〔
字
彙

ノ
補
〕
賣
古
文
雹
字
。

、
ク

零
（
1
2
|
 4
2
2
4
2
)

に
同
じ
。
〔
集

レ
イ

韻
〕
零
‘
或
作
レ
零
゜

玉
の
名
。
〔
字
彙
韻
〕
癖
‘
玉
名
。

【

癖

】

5

レ
イ
リぶ`
，ウ

〔
字
彙
補
〕
力
丁
切
商
凸

〇
ぬ
か
あ
め
。
濠
(
7ー

1
8
4
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

濃
説
文
、
微
雨
也
‘
或
作
レ
藁
。
●
豪
豪
は
、
あ

め
ふ
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
簗
豪
‘
雨
也
。

冨
】
〗
〔
集
韻
〕
膜
蓬
切
園

ボ，ウ
ム

届
霧
〔
漢
書
、
五
行
志
下
之
上
〕
貌
言
視
聴
、
以
レ

心
為
レ
主
、
四
者
皆
失
‘
則
謳
霧
無
レ
識
。
因
き
り
。

地
上
に
生
ず
る
き
り
。
〔
玉
篇
〕
霧
、
地
氣
骰
天

不
レ
應
也
。

【
霧
雰
】
1

抄
川
の
名
。
臨
漬
の
西
南
。
金
の
世
宗
の

時
‘
遼
人
伊
剛
郡
斡
、
帝
を
梢
し
、
金
将
獣
音
、
之
を
此

慮
に
敗
る
。
渦
洲
熱
河
省
赤
峯
縣
の
東
。

【
霧
松
】
2

パ炉
9

ウ
齊
の
地
で
一
種
の
霜
を
い
ふ
。
霧
樅
°

〔
曾
輩
‘
冬
夜
即
事
詩
〕
月
漏
千
門
霧
松
寒
゜
〔
注
〕
齊
寒

甚
‘
夜
氣
如
レ
霧
‘
凝
―
於
水
上
互
旦
起
視
レ
之
如
レ
雲
‘
日

出
瓢
涵
一
階
庭
:
尤
為
レ
可
レ
愛
‘
齊
人
謂
―
―
之
霜
松
↓
諺

曰
‘
霧
松
重
霜
拡
窮
漢
置
飯
甕
「
以
鐙
豊
年
之
兆
↓

【
霧
胤
】
3

げ
き
り
の
や
う
に
み
だ
れ
る
こ
と
。
〔
後

漢
書
‘
五
行
志
五
〕
自
レ
此
之
後
、
朝
廷
霧
乱
。

口
〇
い
か
づ
ち
。
雷
(
1
2
|
 4
2
2
4
5
)

の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
孤
、
同
レ
雷
‘
説
文
、
本
作
レ
奎
晶
。

O
な
げ
く
こ

ゑ
゜
歎
瞥
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
歪
晶
歎
碩
息
。
参
亀
の

属
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
亀
左
悦
不
類
。
〔
疏
〕
悦
‘
庫

也
、
不
‘
骰
臀
也
‘
謂
二
行
時
頭
左
邊
庫
下
者
る
ヂ

類
、
周
橙
、
西
組
曰
泣
鳳
是
也
。
〔
周
證
、
春
官
、

亀
人
〕
西
亀
日
二
露
屡
一
〇
姓
。
〔
史
記
‘
淮
南
王
安

寄
塁

リ
ヴ
ロレ＇ノ

日
ラ
イ

集
韻
〕
慮
回
切

oo

／
 

ヵ＼

lei' 

〔
集
韻
〕
力
救
切
固
q

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
濱
‘
雨
兒
゜

冨
】
如
[
〗
〔
集
韻
〕
敦
版
切
濯
皿

な
が
あ
め
。
〔
集
韻
〕
濱
‘
久
雨
也
。

冨
】
〗
[
〗
〔
集
韻
〕
徒
紺
切
暉
〗

”
瓢

m-ii-

そ
ら
。
〔
廣
韻
〕
需
、
空
也
。

【

需

】

年

〔
廣
韻
〕
力
丁
切
圏

レ
イ
リ
ぶ
｀
，
ウ

冨

】

畑

こ
さ
め
。
〔
集
韻
〕
氣
、
小
雨
。

レ
ブ

〔
集
韻
〕
力
協
切

雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雷
‘
零
兒
゜

霧

嚢

審

零

嘗

露

翫

需

渾

滞

雷

一

霰

請

冤

諏

租

園

露
盤
は
‘
急
撃
す
る
雷
゜
〔
爾
雅
‘
繹
天
‘
疾
雷
為
―
―

霞
寛
ご
注
〕
雷
之
急
撃
者
謂
孟
砕
盤
↓
〔
集
韻
〕
態
、

露
震
也
。

【
歴
】
〗
レ
キ
〔
集
韻
〕
狼
秋
切ヽ

リ

，

ヤ

ク

カ

ー

テ鴎

あ
め
の
香
。
又
‘
あ
め
ふ
る
さ
ま
。
或
は
霰
(
1
2
-

4
2
4
7
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
徽
‘
雨
臀
、
一
日
、
雨
下

兒
‘
或
省
。

冨
】
〗
、
ン
ブ
〔
集
韻
〕
側
立
切
圃

n闘
緊
ii-

冨

】

g

い
な
づ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
霙
‘
電
光
也
。

セ
ン

〔
字
彙
補
〕
始
桧
切
醐
g

0
く
も
の
さ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
請
‘
雲
貌
。
●
譲
(
1
2

|
 4
2
5
2
7
)

の
調
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
請
‘
讀
字
之

謳。 【
懇
】
〗
ヒ
字
彙
補
〕
芳
味
切
国
g

【

霰

】

呻

セ
ン

霰（
1
2
-
4
2
4
5
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
霰
‘
興
レ
霰
同
。

博
〕
淮
南
王
安
太
子
遷
學
レ
用
レ
剣
、
自
以
為
1

一人

莫
＞
及
、
聞
二
郎
中
露
被
巧
↓
口
か
め
の
名
。
〔
集

韻
〕
奎
晶
‘
亀
名
、
左
悦
諷
゜

画
密
熟
語
は
雷
(
1
2
-
4
2
2
4
5
)
を
見
よ

八
四
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富
]
[

冨
】
〗

雨

部

〔

十

六

書

i

〕

慕

露

露

讀

徴

隠

魏

龍

憲

八
五

ァ
ッ
ア
チ

自

〔
集
韻
〕
於
蓋
切
寒

〔
韻
會
〕
依
亥
切
師

野

a
i
3

〔
集
韻
〕
阿
葛
切
園
f

【
讀
芦

□
ァ
イ

□l
ア
イ

日
ヒ
〔
集
韻
〕
芳
未
切
国
g

□
ハ
イ
〔
集
韻
〕
滞
侃
切
菌

小
日
□
国
●
雲
の
た
な
び
く
さ
ま
。
〔
説

覇
豪
文
新
附
〕
露
、
雲
兒
‘
少
雨
謁
省
瞥
゜

0
も
や
。
立
ち
こ
め
た
氣
゜
〔
韻
會
〕
露
、
築
也
。
轡

雲
の
あ
つ
ま
る
さ
ま
。
〔
韻
會
〕
謡
、
雲
集
貌
。
＠

雲
霧
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
瞑
‘
雲
霧
兒
。

O
雲
の
さ

ま
。
謡
露
(
1
)
を
見
よ
。

0
或
は
葛
(
1
2
-
4
2
3
5
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
露
‘
或
省
。
〔
謝
恵
連
、
雪
賦
‘

連
レ
築
累
レ
葛
‘
注
〕
葛
、
五
臣
作
レ
暉
。

O
姓
。
〔
萬

姓
統
譜
〕
露
翠
阿
書
之
後
、
仕
レ
元
為
―
―
四
川
等
虚

行
中
書
省
左
丞
↓

【
謡
籍
】
1

汀
雲
の
集
る
さ
ま
。
も
や
の
か
か
る
さ
ま
。

又
‘
和
氣
の
み
ち
た
さ
ま
。
〔
陶
潜
‘
停
雲
詩
〕
停
雲
霞

小
日
●
雨
中
に
と
ぶ
鳥
の
は
お
と
。
〔
説
謡
‘
時
雨
潔
濠
。
〔
注
〕
露
露
‘
雲
集
貌
。
〔
高
蟷
、
春
詩
〕

冒
藁
文
〕
霜
、
飛
臀
也
、
八
―
―
雨
誰
盃
盟
皿
錐
明
月
断
魂
消
露
霜
‘
平
蕪
蹄
路
緑
追
遜

飛
者
、
其
瞥
露
然
。
●
通
じ
て
霰
(
1
2
|
 4
2
3
2
1
)

【
露
散
】
2

打
も
や
が
散
ず
る
。
〔
晉
書
、
劉
波
傭
〕
望
―

雲
氣
而
宵
潰
‘
観
太
陽
而
露
散
。

【
露
然
】
3

竺
か
す
み
の
た
な
ぴ
く
さ
ま
。
和
氣
が
充

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
霜
、
通
作
レ
霰
°
□
●
つ
ゆ
゜

渦
す
る
さ
ま
。
謡
露
。
謁
然
゜
〔
齋
藤
拙
堂
、
嵐
山
櫻
花

〔
玉
篇
〕
露
、
露
也
。
●
霞
靡
は
、
草
の
な
よ
や
か

な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
露
、
霜
靡
、
弱
兒
。
O
冨
冨
は
、
詩
〕
芳
霧
露
然
溢
,
,
~

山一

細
か
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
露
、
一
日
‘
露
露
‘
細
兒
。
【
謡
乃
]
4

打
打
悼
歌
の
瞥
。
敗
乃
。
露
廼
を
見
よ
。

【
霞
露
]
1

冒
細
か
い
さ
ま
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
應
レ
刃
【
露
廼
】
5

冒
打
悼
歌
の
瞥
。
露
乃
゜
〔
通
雅
秤
詰
‘
古

落
畑
霞
霞
霜
霜
。
〔
注
〕
良
日
霞
霞
罪
霜
‘
細
浮
兒
゜
篤
〕
款
乃
‘
揺
レ
船
臀
也
‘
云
云
‘
黄
公
紹
案
,
,
項
氏
家
説
―

〔
謝
眺
、
思
蹄
賦
藤
薇
英
之
箪
霞
望
―
―
水
葉
之
田
田
↓
曰
‘
劉
蜆
集
有
―
―
湖
中
謡
廼
歌
―
劉
言
史
灌
湘
詩
‘
有
T

【
露
靡
】
2

門
草
の
柔
弱
な
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
露
‘
露
靡
、
聞
レ
歌
1

一
露
乃
1

深
峡
裏
い
元
次
山
有
―
―
湖
南
款
乃
歌
↓
云

草
木
弱
兒
゜
〔
玉
篇
〕
露
靡
‘
草
随
レ
風
貌
。
〔
楚
辞
‘
淮
云
‘
其
云
レ
款
者
、
敗
之
誤
‘
歎
有
―
―
露
―
音
也
。
〔
絣
雅
‘
繹

南
小
山
‘
招
隠
士
〕
青
t

沙
雑
レ
樹
分
禎
草
霞
靡
゜
〔
晉
書
‘
訓
下
〕
露
廼
、
歌
臀
也
。

石
崇
博
論
〕
春
畦
霞
靡
、
列
於
鞣
直
之
晨
↓
〔
梁
書
、
武
[
霜
露
】
6

吋
も
ゃ
と
つ
ゅ
ょ
江
智
淵
ギ
旦
貴
妃
挽
歌
〕

陵
王
紀
博
〕
内
寝
殿
柱
燒
節
生
レ
花
‘
其
埜
四
十
有
六
、
雲
松
方
謡
露
。
「
の
室
名
。

霜

靡

可

レ

愛

‘

状

似

荷

花

↓

【

霜

雲

館

】

7

t
四
グ
／
清
‘
徐
鼎
(
4ー

1
0
1
1
0
:
 2
3
0
)

の
●

蘭
由
會
意
。
用
と
雖
と
の
合
字
。
雖
は
つ
が
ひ
の
鳥
。
【
謡
盛
無
1

一
林
色
―
】
8

賢
ク
昇
？
た
な
ぴ
い
て
ゐ
た
も

雨
中
に
連
れ
立
ち
飛
ぶ
鳥
の
羽
音
。
や
が
全
く
な
く
な
っ
て
、
林
の
色
も
見
え
な
く
な
っ
て

来
た
。
〔
温
庭
笥
、
月
中
宿
nit

居
寺
上
方
―
詩
〕
露
虚
無
二

林
色
↓
喧
餘
有
澗
瞥
↓

□
ス
イ

日
ク
，
ワ
ク

〔
集
韻
〕
忽
郭
切
薦

9
X
ビ

h
u
o
•

〔
集
韻
〕
選
委
切
＞
蔽

ム
X
¥
s
u
e
i
'
 

●
う
つ
は
の
名
。
〔
廣
韻
〕
器
、
器
名
。
O
璽
(
1
2—

4
2
4
9
7
)

の
古
字
。
霊
(
1
2
-
4
2
5
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
疇
室
‘
或
炊
レ
巫
‘
古
作
レ
慕
。
参
姓
。
〔
萬
姓
統

譜
〕
器
、
音
零
、
見
直
―
H

見

冨
】
〗レ
イ
リ
，
ャ
ヴ

〔
集
韻
〕
郎
丁
切

固

El籠
寵
は
‘
雷
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
籠
‘
籠
寵
‘
雷
臀
。

口
寵
(
1
2
|
 4
8
8
4
4
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
寵
、
同
レ
寵
゜

【籠】岬

〔
集
韻
〕
虞
束
切

oo

ロ，ウ
ロレー
口
レ
イ

日
□
●
援
魏
は
、
雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
魏
‘
援
謎
‘

雲
兒
。

O
援
謎
は
、
雲
の
盛
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
謎
、

援
謎
‘
雲
盛
兒
。
●
援
鍵
は
‘
雲
が
日
を
お
ほ
ふ
。

〔
通
俗
文
〕
雲
覆
レ
日
為
―
援
魏
↓
R
明
ら
か
で
な

い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
譴
不
レ
明
貌
。

O
援
魏
は
‘
老
人

の
め
が
ね
。
老
眼
鏡
。
〔
洞
天
消
録
〕
援
謎
、
老
人

不
レ
耕
1

一
細
書
百
以
レ
此
掩
レ
目
則
明
。

【
魏
】
〗 タイ
〔
集
韻
〕
待
戴
切
鰯
5

ダ

イ

カ

庁

t
a
i
4

日凡
パ
〔
集
韻
〕
蕩
亥
切
圃

【
隠
】
〖
タ
イ
[
5、
]
"
。
の
俗
字
。
〔
正
字

〔
玉
篇
〕
阻
懺
切
認

〔
集
韻
〕
将
廉
切
圏

日
川
の
名
。
〔
玉
篇
〕
箋
水
。
口
こ
さ
め
。
霰
（
1
2

|
 4
2
4
7
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
霰
‘
説
文
‘
小
雨
也
、

或
炊
レ
水
。

冨
】
〗口日
セセサ
ンンン

日

0
＜
も
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
諷
雲
兒
。
●
雲
の

し
き
ひ
ろ
が
る
さ
ま
。
或
は
魏
(
1
2
-
4
2
3
5
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
讀
‘
雲
布
兒
‘
或
省
。
口
援
讀
は
‘

雲
の
盛
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
讚
‘
援
讀
‘
雲
盛
。

或
●
か
み
。
①
八
方
の
神
。
〔
楚

璽
[
璽
観
辟
釘
向

i
歎
遠
巴
合

五
嶽
輿
11

八
霊
ム
フ
゜
〔
注
〕
八
蓋
、
八
方
之
紳
也
。

＠
天
軸
。
〔
戸
子
〕
天
神
日
レ
霰
゜
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕

霊
祇
之
箇
保
緩
↓
〔
注
〕
善
日
、
震
祇
、
天
地
之

神
。
◎
雲
の
紳
。
〔
楚
辞
‘
九
歌
、
雲
中
君
〕
震
皇
皇

分
既
降
、
点
遠
攀
号
雲
中
『
〔
注
〕
霰
、
謂
雲
蝕

也。

O
く
し
び
。
す
ぐ
れ
て
釉
妙
な
こ
と
。
〔
書
、

泰
誓
上
〕
惟
人
萬
物
之
震
。
〔
偉
〕
震
、
紳
也
。
〔
史

記
、
五
帝
紀
〕
生
而
軸
霰
。

O
た
ま
。
た
ま
し
ひ
゜

④
亡
き
人
の
み
た
ま
。
〔
禁
邑
、
京
兆
焚
恵
渠
頌
〕

為
レ
酒
為
レ
醸
‘
煮
二
彼
祖
璽
↓
◎
萬
有
の
精
氣
。
元

氣
゜
〔
大
戴
爬
、
曾
子
天
圃
〕
紳
震
者
、
品
物
之
本

也
。
◎
人
身
の
精
氣
。
〔
荘
子
、
徳
充
符
〕
不
レ
可
レ

入
―
―
於
霊
府
↓
〔
注
〕
霰
府
者
‘
精
紳
之
宅
也
。
◎
死

者
に
冠
す
る
尊
梢
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
震
、
尊
丘
E

死
芍
日
レ
霊
、
如
に
デ
憲
柩
霰
位
↓
働
ま
こ
と
。

〔
楚
辟
、
九
歌
、
湘
君
〕
横
―
一
大
江
1

分
揚
レ
震
。
〔
注
〕

璽
精
誠
也
。
＠
こ
こ
ろ
。
お
も
ひ
゜
〔
南
史
‘
文
學

傭
叙
〕
小
則
申
二
舒
性
震
↓
〇
い
き
も
の
。
人
類
。

〔
南
史
‘
齊
高
帝
紀
〕
道
庇
二
生
震
一
志
匡
―
―
宇
宙
↓

〇
い
の
ち
。
命
散
。
〔
法
言
‘
淵
鵞
〕
籟
1

一
國
霊
一
也
。

〔
注
〕
震
、
命
也
。

O
す
ぐ
れ
た
も
の
。
傑
出
し
た

も
の
。
〔
隋
書
、
文
學
傭
序
〕
江
漢
英
霰
、
燕
趙
奇

俊。

O
よ
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
霰
‘
善
也
。
〔
詩
、

郡
風
‘
定
之
方
中
〕
蜜
雨
既
零
゜
〔
箋
〕
璽
‘
善
也
。

〔
馬
瑞
辰
‘
博
箋
通
秤
〕
爾
雅
繹
詰
‘
令
‘
善
也
‘
令

郎
震
之
段
借
。

O
た
く
み
。
物
の
精
巧
な
も
の
。

〔
中
華
大
字
典
〕
震
‘
凡
物
之
不
二
采
拙
―
者
亦
日
レ

震
、
如
J

ぞ
霊
動
・
霊
巧
↓
〇
あ
ら
た
か
。
鬼
神
に

祈
つ
て
し
る
し
あ
る
こ
と
。
〔
中
華
大
字
典
〕
震
、

曾
早
レ
イ
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
／
固

リ

，

ヤ

，

ウ

カ

ー

L

l
i
n
g
'
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六

書

―

肇

翠

|

|

_

 

塁
信
鬼
蝕
者
、
祈
韓
有
レ
應
曰
レ
霞
゜
◎
き
き
め
字
為
レ
氏
〕
蓋
氏
、
子
姓
、
宋
大
夫
子
憲
之
後
也
、
配
中
五
帝
上
芙
゜
〔
幡
‘
月
令
‘
孟
春
之
月
‘
云
云
‘
祈
穀
干

あ
る
こ
と
。
瞥
葵
な
ど
の
放
瞼
あ
る
こ
と
。
〔
中
文
公
之
子
公
子
園
編
‘
字
子
霊
、
以
レ
字
為
レ
氏
、
上
―
蛮
疏
〕
云

1
士
帝
大
微
之
1

商
者
、
春
秋
緯
文
‘
紫
微

宮
為
一
大
帝
一
大
微
為
―
―
天
庭
↓
中
有
―
―
五
帝
座
一
是
即
震

威
仰
・
赤
燦
怒
・
白
招
拒
・
汁
光
紀
・
含
櫃
紐
‘
祈
―
―
穀
郊

華
大
字
典
〕
震
‘
凡
瞥
卜
星
相
諸
術
散
家
之
有
―
―
或
日
、
齊
蓋
公
之
後
、
以
に
子
為
レ
氏
者
、
左
博
有
二

天
一
之
時
、
各
祭
盃
び
感
之
帝
盃
収
人
則
祭
,
,
汁
光
紀
面
四

放
験
者
曰
レ
震
。
〔
後
漢
書
、
班
固
博
〕
璽
草
冬
震
諏
↓

榮
゜
〔
注
〕
霊
草
‘
謂
示
死
薬
一
也
。

O
み
い
づ
。
威
【
震
阿
】
1

乃

O
栗
の
名
。
〔
尚
書
緯
稽
神
櫃
〕
龍
奏
霰
人
則
祭
霊
威
仰
↓

光
。
〔
國
語
、
晉
語
六
〕
以
寡
君
之
膏
竺
〔
南
史
‘
陳
阿
砿
鼓
二
雲
池
ニ
●
神
宇
を
い
ふ
。
〔
謝
荘
、
宋
孝
武
帝
【
震
圃
】
7

的
圃
は
届
域
を
立
て
て
禽
獣
を
養
ふ
と
こ

武
帝
紀
〕
武
霊
已
暢
、
文
徳
又
宣
°
◎
ひ
か
り
。
哀
策
文
〕
萬
寓
鼎
其
北
談
霊
阿
間
其
深
陰
。
ろ
。
霊
は
其
の
神
聖
な
こ
と
を
い
ふ
。
〔
詩
、
大
雅
、
震

【
璽
衣
】
2

勺
〇
震
妙
な
衣
゜
〔
楚
辟
、
九
歌
、
大
司
命
〕
憂
〕
王
在
二
叢
園
↓
咆
鹿
牧
レ
伏
。
〔
傭
〕
圃
所
,
,
,
以
城
1

一養

震
衣
合
被
被
‘
玉
凧
分
陸
離
。
●
死
者
の
平
生
の
衣
゜
禽
獣
一
也
、
天
子
百
里
、
諸
侯
四
十
里
、
震
圃
、
言

A
霙
道

〔
山
海
経
、
海
内
北
経
〕
二
女
之
霰
、
能
限
此
所

方
百
里
一

O
さ
い
は
ひ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
震
、
輻
〔
謝
荘
‘
宋
孝
武
宣
貴
妃
誅
〕
震
衣
虚
襲
、
組
帳
空
煙
。
行
,
,
於
圃
直
゜
〔
班
固
‘
束
都
賦
〕
制
同
―
―
乎
梁
鄭
一
誼

也
。
〔
廣
韻
〕
霊
‘
一
幅
也
。

O
た
す
け
。
〔
玉
篇
〕
震
、
〔
注
〕
向
日
、
霰
衣
、
震
筵
之
衣
゜
〔
濡
岳
、
寡
婦
賦
〕
仰
師
合
,
,
乎
震
園
↓
〔
播
岳
、
金
谷
集
作
詩
〕
霊
固
繁
一
石
楷
↓

祐
也
。
◎
い
つ
く
し
み
。
〔
廣
韻
〕
震
、
寵
也
。
〔
説
宇
之
窄
窒
分
‘
睫
震
衣
披
披
二
注
〕
良
日
、
蓋
衣
、
夫
茂
林
列
1

一
芳
梨
↓

平

生

衣

。

【

震

祐

】

8

昇
〇
唐
の
高
僧
。
一
幅
州
の
趙
氏
の
子
。
溢
は

【
震
異
】
3

勺
す
ぐ
れ
て
ふ
し
ぎ
な
こ
と
。
紳
異
。
震
大
圃
祠
師
。
江
西
馬
祀
に
参
じ
、
遂
に
参
學
の
首
に
居

苑
、
修
文
〕
積
仁
為
冨
゜
〔
晉
書
、
外
戚
博
序
〕
椴
―

妙
。
〔
晉
書
、
干
賓
傭
〕
撰
1

一
集
古
今
神
祇
震
異
‘
人
物
斐
り
、
後
、
百
丈
に
法
を
嗣
ぐ
。
元
和
の
末
、
長
沙
の
涸
山

椒
房
之
寵
霰
函
空
軍
圏
之
櫃
要
＾
鍮
あ
き
ら
か
。

〔
荘
子
、
天
地
〕
大
愚
者
終
身
不
レ
震
。
〔
秤
文
〕
司
馬
化
；
名
為
―
―
捜
神
記
；
生
一
十
巻
。
〔
苑
雲
、
古
意
贈
二
王
に
居
ゐ
こ
と
七
載
、
斐
休
、
為
に
寺
を
建
立
し
て
居
ら

云
‘
震
‘
瞭
也
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
酢
二
亭
翠
主
和
ぞ
元
中
書
一
詩
〕
岱
山
饒
,
,
霊
異
盆
い
水
富
―
―
英
奇
↓
〔
注
〕
良
せ
‘
賜
額
を
奏
請
し
て
密
印
と
い
ふ
。
五
宗
第
一
と
為

吉
↓
〔
注
〕
綜
日
霊
、
明
也
。

O
み
こ
。
か
ん
な
ぎ
。
日
‘
霊
・
英
‘
並
賢
俊
。
「
牌
。
る
。
大
中
中
、
盛
漱
鉄
坐
‘
恰
然
と
し
て
逝
去
す
。
〔
宋
高

【
霞
位
】
4

竹
た
ま
し
ひ
の
や
ど
る
と
こ
ろ
。
震
牌
。
位
僧
博
、
十
一
〕
゜
●
後
魏
、
羊
祉
(
9
|
2
忠
2
5
:
 7
8
)

の
字
。

【
震
威
】
5

乃

O
震
妙
な
威
勢
。
ふ
し
ぎ
な
程
の
威
光
。
【
璽
域
】
，
れ
震
妙
な
地
。
震
届
。
叢
地
。
神
域
。
〔
陸

も
と
璽
(
1
2
-
4
2
4
9
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
璽
‘
犯

也
、
以
呈
事
レ
神
‘
凡
レ
王
霜
瞥
、
璽
或
炊
レ
躯
。
〔
史
記
、
栗
書
〕
経
1

一
萬
里
一
分
蹄
―
―
有
徳
一
丞
蓋
威
玉
J

雲
‘
晉
故
散
騎
常
侍
陸
府
君
誅
〕
亀
策
協
貞
‘
霊
域
載

〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
震
‘
墨
也
。
〔
楚
辟
‘
九
歌
‘
東
君
〕
降
―
―
外
國
↓
〔
班
固
‘
裔
祗
浦
水
亭
碑
銘
〕
霊
威
紳
佑
‘
鴻
判
、
明
器
既
庇
‘
神
道
已
羨
゜

思
董
保
分
賢
雙
〔
注
〕
憲
‘
謂
砿
也
。

O
詮
。
溝
是
莱
゜
〔
晉
書
‘
築
志
上
‘
正
旦
大
會
行
證
歌
〕
振

-1-霙[
詈
迅
一
】
10

片
圃
唐
の
僧
。
廣
陵
呉
氏
の
子
。
餘
杭
の
宜

感
懐
―
―
萬
方
↓
●
上
古
‘
龍
威
の
一
名
。
豊
寺
に
居
り
、
祠
誦
の
餘
暇
に
詩
歌
を
賦
し
、
米
放
・
張

〖
雷
威
仰
〗6
印
闘
胄
帝
紳
の
名
。
周
の
感
生
帝
。
感
繕
・
皇
甫
曾
と
鹿
外
の
友
と
為
る
。
詩
集
が
あ
る
。
〔
宋

〔
逸
周
書
、
溢
法
解
〕
死
而
志
成
日
レ
重
、

IL而
不
レ

損
日
レ
璽
、
極
知
11

鬼
蝕
曰
レ
震
、
不
レ
勤
成
レ
名
生
帝
説
(
4
|
1
0
9
5
3
 :
 1
4
0
)
を
見
よ
。
〔
廣
雅
‘
繹
天
〕
蒼
裔
僧
博
、
十
五
〕
．
〔
全
唐
詩
、
二
十
九
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
一

日
レ
震
、
死
見
―
―
紳
能
一
曰
レ
震
、
好
祭
二
鬼
紳
一
日
レ
旦
霞
威
仰
↓
〔
輯
大
傭
‘
請
不
レ
王
不
レ
諦
‘
疏
〕
此
諦
百
八
十
六
〕
。

璽
〔
荘
子
、
則
陽
〕
其
所
以
為
蛋
公
者
何
耶
。
謂
レ
祭
天
‘
戸
王
者
之
先
祖
皆
感
天
微
五
帝
之
精
【
震
隠
】
11

賃
〇
山
名
。
も
と
武
林
山
と
い
ふ
。
又
、
霊

〔
注
〕
震
、
即
是
無
道
之
盆
也
。

O
零
(
1
2
|
 4
2
2
4

以
生
者
、
案
‘
師
説
引
祠
圏
云
‘
慶
都
感
1一
赤
龍
而
苑
・
仙
居
と
も
い
ふ
。
太
平
賽
宇
記
に
は
、
許
由
・
葛
洪

生
レ
発
‘
又
云
、
発
赤
精
‘
舜
黄
‘
馬
白
‘
湯
黒
‘
文
王
蒼
‘
皆
此
虞
に
隧
れ
る
と
い
ふ
。
山
に
震
隠
寺
が
あ
る
。
西

又
元
命
包
云
、
夏
白
帝
之
子
、
殷
黒
帝
之
子
、
周
蒼
帝
之
湖
十
景
の
一
。
浙
江
省
杭
州
市
の
西
湖
の
畔
゜
〔
讀
史
方

2
)
に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
震
、
通
レ
零
、
呉
仲
山

碑
、
神
零
有
レ
知
。
轡
苓
(
9
-
3
0
7
7
7
)

に
通
ず
。
子
、
是
其
王
者
、
皆
感
,
,
大
徴
五
帝
之
精
1

而
生
‘
―
ぞ
蒼
輿
紀
要
、
浙
江
、
杭
州
府
、
仁
和
縣
〕
震
隠
山
、
府
西
十
二

〔
中
華
大
字
典
〕
震
、
同
レ
苓
。
〔
史
記
、
亀
策
博
〕
下
則
震
威
仰
至
＝
汁
光
紀
着
、
春
秋
緯
文
耀
鉤
文
、
云
下
里
、
本
名
武
林
山
、
相
博
、
漢
時
錢
唐
縣
蓋
治
,
,
子
山
麓
↓

直
伏
需
一
↓
鬱
猛
(
6ー

1
5
8
8
7
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
皆
用
正
歳
之
正
月
1

郊
む
示
之
上
者
、
案
、
易
緯
乾
竪
度
●
寺
の
名
。
浙
江
省
杭
縣
の
霊
隠
山
。
晉
の
僧
慧
理
、
建

云
、
三
王
之
郊
一
用
1

夏
正
コ
ぞ
蓋
特
尊
焉
―
者
、
就
1

一
五
つ
。
内
に
石
塔
四
あ
り
、
皆
呉
越
王
建
つ
。
宋
の
景
徳
四

帝
之
生
特
祭
ん
四
感
隼
之
―
夜
是
特
尊
焉
、
注
引
1

一
孝
年
、
景
徳
震
隠
祠
寺
と
改
む
。
清
の
康
熙
中
、
雲
林
寺
の

饂

通

作

冨

°

⑲

古

‘

霧
(
1
2
|
 4
2
3
5
2
)

露
(
1
2

鯉

云
T

郊
―
―
祀
后
稜
1

以
配
年
大
者
、
證
下
諦
"
一
其
祗
之
所
1一
名
を
賜
ふ
。
参
宋
‘
張
無
夢
(
4
ー

9
8
1
2
:
 1
5
3
6
)

の
字
。

|
 4
2
5
2
4
)
・
 
詈
(
1
0
-
3
5
5
4
3
)
・
零
央
1
2
|
 4
2
3
7
1
)
・
 

犀
(
5
|
1
1
7
5
9
)
に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
震
、
古
文
、
自
出
冨
竺
其
祗
配
芝
‘
又
引
下
宗
記
文
王
於
明
堂
i

【
霊
宇
】
12

芍
寺
を
い
ふ
。
〔
禁
邑
、
傷
1

一
故
栗
一
賦
〕
樹
1

一

霧
．
慕
•
番
・
蕎
・
餌
。
＠
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
以
配
中
上
帝
上
者
、
證
下
文
玉
不

-
1一特
配
惑
生
之
帝
盃
皿
汎
退
方
之
嘉
木
入
弓
、
手
霊
宇
之
前
庭
→
〔
王
巾
‘
頭
陀
寺
碑

八
六|
 

2
 
8
 

文
〕
脊
-
1
言
霰
宇
五
載
懐
,
,
興
葺
↓
〔
注
〕
良
曰
‘
霊
宇
‘
寺
也
。

【
震
雨
】
13

芍
時
に
及
ん
で
降
る
雨
。
よ
い
あ
め
。
〔
詩
、

26ー

郡
風
、
定
之
方
中
〕
震
雨
既
零
、
命
二
彼
侑
人
ぶ
生
言
夙

駕
゜
〔
注
〕
震
、
善
也
。

【
震
英
】
14

芹
仙
人
の
名
。
〔
績
仙
傭
〕
羊
惰
、
太
山
人

也
、
明
経
擢
レ
第
、
解
1

一
褐
嘉
州
央
江
縣
尉
面
罷
蹄
‘
幽
―
―
棲

括
蒼
山
ぶ
翌
酪
這
術
五
後
遊
―
―
玩
郎
亭
ご
輿
,
,道
士
石
~
レ

酒
什
レ
地
‘
界
還
レ
家
七
日
方
醒
、
日
、
初
為
こ
人
自
梢
二

簑
英
ぶ
ぞ
入
洞
府
中
一
石
穴
中
止
有
レ
物
飛
出
、
状
如
レ

登
、
青
色
柄
長
、
憲
英
指
日
、
此
青
蓋
芝
也
、
食
レ
之
得
レ

仙゚
【
憲
曜
】
15

芯
天
を
い
ふ
。
一
説
に
天
地
を
い
ふ
。
〔
禁

邑
‘
陳
太
丘
碑
文
〕
徴
士
陳
君
‘
稟
1

一
岳
潰
之
精
云
已
―
―
霰

曜
之
純
↓
〔
注
〕
善
日
‘
霊
曜
‘
謂
レ
天
也
‘
翰
日
‘
蜜
曜
‘

謂
天
地
匝
゜

【
霊
耀
]
1
6

苫
不
思
議
な
ひ
か
り
。
又
、
日
月
。
蓋
曜
。

〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
歴
敷
既
従
、
震
罐
著
明
。
〔
中
論
、

歴
敷
〕
夫
歴
敷
者
、
聖
人
之
所
"
一
以
測
1

一
震
耀
之
願
一

【
震
液
】
1

7

3

5

0

露
の
異
名
。
〔
岱
康
、
琴
賦
〕
蒸
蓋
液
一

以
播
レ
雲
、
撮
1

一
神
淵
而
吐
レ
溜
゜
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
〕

神
拡
震
液
「
海
水
慧
飛
゜
〔
播
岳
、
笙
賦
〕
縣
蔓
紛
敷
之

麗
、
浸
潤
震
液
之
滋
。

O
水
銀
の
異
名
。
〔
本
草
、
水
銀
〕

繹
名
、
禾
、
隕
‘
蓋
液
、
蛇
女
、
時
珍
曰
‘
其
状
如
レ
水
似
レ

銀
‘
故
多
水
墾
云
云
‘
方
術
家
以
永
銀
和
元
羊
琢

三
脂
一
杵
成
レ
膏
‘
以
―
―
通
草
―
為
レ
姓
‘
照
下
於
有
ー
一
金
賓
―

慮
お
即
知
釜
銀
銅
鐵
鉛
王
編
蛇
妖
怪
↓
故
詞
之
震
液
↓

0
人
の
舌
の
下
に
あ
る
腎
氣
に
通
ず
る
窮
か
ら
出
る

液
。
〔
本
草
‘
口
津
唾
〕
繹
名
‘
壼
液
、
神
水
、
金
漿
‘
醗
泉
‘

時
珍
曰
‘
人
舌
下
有
,
,
四
窮
盃
ぷ
奴
通
「
心
氣
盃
ぷ
叙
通
―
腎

應
心
氣
流
,
,
入
舌
下
「
為
,
,
~
水
云
日
液
流
二
人
舌
下
↓

為
苓
懇
匹
道
家
謂
,
,
之
金
漿
玉
證
↓

【
璽
越
】
18

芸
越
を
い
ふ
。
震
異
の
出
づ
る
所
で
あ
る

か
ら
い
ふ
。
〔
孫
綽
‘
遊
,
,
天
台
山
一
賦
〕
蔭
―
―
牛
宿
ー
以
曜
レ

峯
託
蛋
越
以
正
レ
基
。
〔
注
〕
向
曰
‘
謂
霊
越
著
‘

言
―
―
山
海
震
異
所
＞
出
也
。

【
蓋
淵
】
19

芸
〇
震
妙
な
ふ
ち
。
〔
張
協
、
七
命
〕
稟
二
氣

霰
淵
涵
全
精
絞
月
ニ
〇
心
に
喩
ふ
。
〔
太
玄
経
‘
去
〕
去
―
―

此
霊
淵
云
巨
彼
枯
園
↓
〔
注
〕
蓋
淵
‘
心
也
。

O
宋
、
徐

磯
(
4ー

10110
:
 
7
4
)

の
琥
。

【
震
遠
】
20

弐
後
魏
、
淳
子
誕
(
7ー

1
7
6
9
0
:
 1
2
)

の
字
。



(42532" 21)— (42532 "51) 

【
憲
暉
心
】
21

訂
震
妙
な
感
應
。
紳
佛
の
あ
ら
は
す
不
思
将
レ
詑
賦
l
-

＿
二
十
韻
一
詩
〕
震
覺
相
招
影
‘
紳
仙
共
栖
宿
゜
帷
蓋
王
竺
瓶
轄
―
然
。
R
浙
江
省
淳
安
縣
の
東
北
。
｛
木
霊
暉
之
潜
逝
↓
鬱
宋
‘
徐
照
(
4
|
10110 :
 18
8
)
の
字
。

議
な
し
る
し
。
瑞
應
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
下
〕
地
祇
震

O
圃
衆
生
に
本
来
具
有
し
た
震
妙
な
佛
性
。
〔
四
十
―
一
の
方
逢
辰
、
其
の
下
に
居
り
、
學
者
、
蚊
峯
先
生
と
い
【
需
迅
旗
{
】
4
7
i
ィ
日
月
、
又
は
北
斗
星
、
及
ぴ
升
龍
を
ゑ
が

應

‘

而

朱

草

萌

生

。

章

〕

観

霰

覺

仰

菩

提

。

〔

博

燈

録

‘

三

十

〕

道

吾

和

尚

一

ふ

。

8
山
西
省
大
同
縣
の
雲
岡
。
又
、
霊
巖
と
も
い
ふ
。
い
た
旗
゜
〔
漢
書
、
褪
架
志
、
郊
祀
歌
、
惟
泰
元
〕
鐘
鼓
竿

量

屋

】
22

兵
お
た
ま
や
。
霊
廟
。
蓋
殿
。
鉢
歌
曰
‘
無
レ
可
レ
離
‘
無
レ
可
＞
著
‘
何
慮
更
求
無
こ
四
翠
雲
岡
(
1
2
|
 42235 :
 69
)
を
見
よ
。

O
寺
の
名
。
④
山
東
笙
、
雲
舞
翔
翔
、
招
揺
震
旗
、
九
夷
賓
将
。
〔
注
〕
師
古
曰
、

【
震
~
可
】
2
3
勺
あ
ら
か
じ
め
よ
く
吉
凶
を
報
ず
る
人
。
槃
是
病
、
病
是
槃
‘
到
頭
雨
事
須
狂
婦
咬
亦
無
レ
槃
‘
亦
省
長
清
縣
の
東
南
‘
方
山
の
下
。
後
魏
の
正
光
中
、
法
空
豊

1一
招
揺
於
旗1以
征
伐
、
故
稲1一
霰
旗
→
〔
王
先
謙
補
注
〕

〔
祝
允
明
‘
語
怪
〕
震
紆
事
海
内
博
誦
‘
所
レ
居
在
二
魯
橋
無
レ
病
‘
正
是
慎
如
霊
覺
性
。
祠
師
始
め
て
建
つ
。
寺
に
摩
頂
松
あ
り
。
唐
の
三
蔵
法
天
文
志
、
斗
杓
端
有
―
―
雨
星
―
―
為
―
―
招
描
ニ
郊
祀
志
、
為

間
労
民
家
二
室
不
―
―
甚
宏
密
五
外
設
香
火
帷
幕
ず
2

答
【
震
幹
】
32

閃
隋
の
裔
僧
。
金
城
の
李
氏
の
子
。
開
皇
の
師
の
遺
跡
と
い
ふ
。
元
初
、
泰
安
の
張
汝
柑
‘
震
巖
に
撮
伐
―
―
南
越
一
告
,
,
!輯
泰
一
百
ぞ
牡
荊
-
翌
幡
日
月
北
斗
登

祈
者
、
自
↓
―
帷
主
言
、
臀
比
嬰
兒
尤
微
。
初
‘
興
義
寺
に
住
し
、
経
證
義
沙
門
を
繹
す
。
臨
終
に
運
つ
て
蒙
古
の
兵
を
拒
ぐ
。
寺
中
の
四
十
羅
漢
は
‘
宋
の
宣
龍
↓
以
象
1

一
太
一
三
星
ご
為
―
―
泰
一
縫
旗
「
命
曰
1

一
震
旗
一

【
震
賀
f

】24
竹
〇
紳
聖
な
馬
車
。
天
子
の
車
を
い
ふ
。
華
祓
世
界
を
見
る
。
卒
年
七
十
八
。
〔
績
高
僧
傭
‘
十
二
〕
。
和
の
時
に
造
ら
れ
た
。
〔
齊
乗
〕
為
"
佛
圏
澄
卓
錫
之
地
↓
為
レ
兵
蒻
、
則
太
史
奉
以
指
証
り
伐
國
ア
故
有
二
九
夷
賓

〔
隋
書
‘
音
柴
志
中
〕
｛
辰
衛
騰
景
‘
震
駕
霜
煙
。

O
牛
女
の
【
雲
迅
感
】
33

竺
〇
紳
佛
の
不
思
議
な
感
應
゜
〔
張
説
、
奉
―
―
有
―
―
立
鶴
泉
・
佛
日
巖
・
辟
支
塔
↓
〔
倍
志
〕
唐
相
李
吉
甫
将
之
語
る
賓
、
導
也
、
将
、
送
也
。
〔
陸
雲
、
大
将
軍
宴
會

乖
る
龍
駕
゜
〔
謝
悪
連
、
七
月
七
日
夜
詠
1一
牛
女
―
詩
〕
沃
和
聖
製
喜
＞
雪
應
制
詩
〕
詔
書
期
日
下
、
震
感
應

1一
時
通
→
作
―
―
十
道
圃
一
以1一
澗
之
棲
霞
•
台
之
國
清
·
荊
之
玉
泉
一
被
レ
命
作
詩
〕
霊
旗
樹
柿
‘
如
レ
電
斯
揮
。
〔
揚
雄
‘
甘
泉

若
霊
駕
旋
‘
寂
客
雲
鰹
空
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
霊
駕
旋
‘
謂
1

一
牛
〔
雲
笈
七
蔽
〕
唯
使
沿
守
レ
梢
必
獲
―
―
震
感
↓
〇
紳
佛
に
合
―
―
此
寺
盃
E

―
―
四
絶
―
云
゜
＠
江
蘇
省
呉
縣
の
震
巖
山
。
賦
〕
琴
海
3
願
伍
樹
↓
―
震
旗
↓

女
龍
駕
各
還
蹄
也
。
呼
び
さ
ま
さ
れ
た
や
う
な
感
。
察
妙
な
感
じ
。
誹
来
。
一
名
、
秀
峯
寺
。
〔
呉
地
記
〕
晉
太
尉
陸
玩
捨
に
毛
置
。
〔
呉
【
震~
'
]
4
8
”
日
を
い
ふ
。
又
、
霊
妙
な
か
か
や
き
。
〔
陸

【
霊
界
】
25

訂
精
紳
の
世
界
。
ま
た
‘
霊
魂
の
世
界
。
死

i
n
s
p
i
r
a
t
i
o
n

郡
志
〕
秀
峯
寺
‘
呉
館
娃
宮
也
、
後
為
―
―
韓
薪
玉
功
徳
寺
一
機
、
演
連
珠
〕
震
輝
朝
観
、
稲
レ
物
納
レ
照
。
〔
注
〕
翰
曰
、
震

後
の
世
界
。
肉
界
(
9
-
2
9
2
3
6
:
 4

'

)

の

射

。

【

意

漢

】

34

い
パ
あ
ま
の
河
。
天
河
。
雲
漢
。
〔
趙
彦
昭
‘
奉
―
―
改
名
和
示
報
祠
寺
一
〔
門
益
新
話
〕
姑
蘇
震
巖
寺
、
本
呉
王
輝
、
日
也
。

【
震
開
】
26

竹
古
の
名
琴
。
〔
駅
雅
、
繹
器
〕
震
開
、
古
名
和
七
夕
雨
儀
殿
會
宴
―
應
制
詩
〕
今
宵
望
三
岱
玄
應
レ
別
館
。
◎
浙
江
省
栗
清
縣
の
雁
頭
山
。
宋
の
太
平
興
國
【
霰
機
】
49

”
震
妙
な
は
か
り
ご
と
。
〔
王
勃
、
拝
1

一南

琴

也

。

〔

文

獣

通

考

‘

栗

考

十

‘

絲

之

属

‘

伏

犠

琴

〕

自

レ

古

得

レ

見

二

蛾

眉

↓

中

、

建

つ

。

昔

人

、

雁

山

の

明

堂

と

稲

す

。

郊

―

頌

序

〕

振

-
1

長
策
1

以
叙
二
諸
侯
盆
空
震
機
1

而
制
l

―輩

屑
琴
者
、
八
十
餘
家
‘
一
十
八
様
‘
究
レ
之
雅
度
不
レ
過
―
【
憲
監
】

3
5
が
パ
目
の
神
の
異
稽
。
〔
海
録
砕
事
、
人
事
、
〖
璽
巖
雀
木
〗

3
9
砕
ガ
／
書
名
。
十
巻
。
宋
、
唐
士
恥
撰
。
動
一

伏
義
・
大
舜
・
夫
子
・
震
開
霊
和
五
等
而
已
‘
餘
皆
求
―
―
形
相
〕
震
監
、
目
軸
名
、
酉
陽
雑
俎
゜
其
の
文
は
典
麓
温
雅
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
【
震
編
】
50

門
〇
亀
の
一
種
。
蝙
(
1
0
|
 33
8
8
7
)
の
●
の

意
新
状
査
終
乖
1

一

古

制

五

君

子

不

レ

貴

。

【

震

斐

平

]
3
6

賃

〇

す

ぐ

れ

た

鑑

識

。

〔

李

徳

裕

‘

丹

展

蔵

〕

類

〕

。

「

の

琥

。

異

名

。

〔

爾

雅

、

繹

魚

〕

一

日

紳

亀

、

二

曰

震

亀

゜

〔

注

〕

渚

【
霊
巧
】27
幻

O
不
思
議
な
た
く
み
。
〔
何
景
明
、
賦
〕
若
不
品
《
レ
君
以
＞
忠
‘
則
不
レ
能
知
四
レ
忠
‘
是
上
負
―
―
需
〖
叢
巖

i山
人
〗
4
0
”A
汀
ク
清
、
畢
況
(
7
-
2
1
8
2
9

:
 2
6
)
陵
郡
出
,
,
大
亀
↓
甲
可
以
卜
五
縁
中
文
似
1

社
畜
文
俗
呼

像
生
平
之
纂
訓
合
‘
固
震
巧
之
冥
運
―

4
l
l
i
n
g
2

望
●
天
の
照
覧
。
天
鑑
。
天
監
(
8
|
5
8
3
3
 :
 3
4
8
)
に
同
【
震
几
】
41

l
i
n
g
'
c
h
i
'
8
棺
前
に
置
く
机
。

O
棺
゜
為
霊
亀
面
哭
ょ
紫
蟷
亀
、
一
名
震
蟻
、
能
鳴
゜
〔
疏
〕
雑
書

c
h
'
i
a
o
3

敏
捷
゜
氣
が
巻
く
。
敏
活
。
憲
便
。
じ
。
〔
謝
瞭
‘
張
子
房
詩
〕
息
レ
肩
纏
―
―
民
思
る
霙
黎
集
二
朱
【
震
祇
】
4
2
"
ィ
紳
祇
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
‘
（
河
束
云
‘
震
編
者
、
玄
文
五
色
、
紳
震
之
精
也
。
〔
本
草
、
蟷
亀
〕

【
蓋
江
】
28

訂
川
の
名
。
浙
江
省
臨
海
縣
の
南
。
一
名
、
光
一
〔
哀
宏
‘
―
二
國
名
臣
序
賛
〕
英
英
文
若
‘
蜜
黎
洞
照
。
賦
）
〕
震
祇
既
郷
‘
五
位
時
叙
。
〔
曹
植
、
王
仲
宣
誅
序
〕
如
秤
名
‘
蟷
端
‘
霊
蟷
‘
霰
編
‘
鴎
鼈
‘
贔
届
‘
皮
名
二
饂
筒
↓

澄
江
。
上
流
は
始
豊
・
永
安
の
二
淡
、
臨
海
縣
の
西
に
至
【
震
眼
】
37

賃
銀
杏
を
い
ふ
。
〔
瑣
砕
録
〕
北
人
梢
為
二
何
霊
祇
‘
磯
―
―
我
吉
士
↓
〔
庄
〕
良
日
‘
皇
天
之
神
、
不
"
一
察
―
-
〔
説
苑
、
琲
物
〕
霊
亀
文
五
色
‘
似
レ
玉
似
レ
金
。

O
震
妙
な

つ
て
合
流
す
。
黄
巖
に
至
り
、
永
寧
江
に
合
し
、
海
門
の
白
果
盃
南
人
梢
為
奇
迅
眼
↓
宋
初
入
貢
、
改
為
―
―
銀
杏
↓
視
我
明
詰
之
人
一
乎
、
神
祇
何
磯
―
―
滅
之
↓
〔
英
志
、
華
数
編
。
紳
震
明
閤
の
亀
。
明
徳
に
喩
ふ
。
〔
易
、
願
〕
初
九
、

故
衛
か
ら
海
に
入
る
。
口
外
は
郎
ち
台
州
渇
゜
〔
讀
史
【
震
巖
こ
38

が
/

0
山
名
。
④
山
束
省
長
清
縣
の
東
南
。
一
傭
〕
以
成
竺
寧
翌
懇
仰
態
俯
愧
゜
含
―
―
爾
蓋
編
玉
観
レ
我
乃
杏
願
‘
凶
゜
〔
疏
〕
霊
編
、
謂
二
紳
霊

方
輿
紀
要
、
浙
江
、
台
州
府
、
臨
海
縣
〕
澄
江
、
在
―
―
府
城
名
、
方
山
。
東
晉
の
時
、
天
竺
の
僧
朗
、
錫
を
降
し
て
法
[
奇
性
銅

~
]
4
3
”

O
震
妙
不
思
議
な
氣

o

〔
管
子
、
内
業
〕
明
茎
之
鑑
兆
一
以
喩
二
己
之
明
徳
石
咤
〔
六
紹
‘
龍
餡
‘

南
ご
名
震
江
、
其
上
流
為
三
江
ロ
ニ
江
者
、
一
自
1

一
天
を
説
く
。
猛
獣
蹄
伏
等
の
異
あ
り
。
後
魏
の
時
‘
梵
僧
法
霊
氣
在
レ
心
‘
一
来
一
逝
。
〔
郭
環
、
遊
仙
詩
〕
燕
昭
無
1

一
立
将
〕
乃
命
1

一
太
史
1

卜
‘
齋
三

H
‘
之
―
―
太
廟
五
生
霰
組
一

台
始
翌
渓
―
―
自
1

一
仙
居
永
安
縣
云
ぎ
府
西
1

十
里
、
而
空
祠
師
‘
始
め
て
道
場
を
建
つ
。
◎
江
蘇
省
呉
縣
の
西
‘
霊
氣
↓
〔
白
居
易
‘
題
滋
ば
陽
棲
一
詩
〕
清
輝
輿
1

一
霊
氣
百
I

ト
―
―
吉
日
百
は
授
―
―
斧
絨
↓
〔
鬼
谷
子
、
本
経
陰
符
〕
養
レ
志

合
為
澄
江
五
故
日
一
＝
―
-
江
↓
天
平
山
の
南
。
一
名
、
硯
石
山
。
呉
王
、
館
娃
宮
を
此
慮
夕
挟
―
―
文
篇
一
〔
玉
安
石
、
祭
―
―
欺
陽
文
忠
公
一
文
〕
英
魂
法
-
0

喫
患
養
レ
志
者
心
氣
之
思
不
レ
達
也
。
〔
述
異
記
‘
上
〕

【
霊
炊
】
29

砧
震
妙
な
き
き
め
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
博
に
置
く
。
山
下
に
石
室
あ
り
。
呉
王
が
池
録
を
囚
へ
た
叢
氣
、
不
下
随
―
―
異
物
1

腐
散

3
0バヤ
O

も
の
の
け
。
人
に
亀
千
年
生
レ
毛
、
編
壽
五
千
年
謂
1

一
之
神
編
一
萬
年
日
,
,

賛
〕
不
レ
探
二
精
遠
「
昆
感
震
炊
↓
〔
集
異
記
〕
明
皇
累
地
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
蘇
州
府
、
呉
縣
‘
た
た
り
を
す
る
も
の
。
物
怪
。
蓋
亀
↓
〔
顔
氏
家
訓
、
教
子
〕
哀
紹
之
地
裂
、
兵
亡
、
可
レ

爽
近
臣
応
葉
法
善
道
術
一
阿
瞼
顕
然
、
皆
非
妄
天
平
山
〕
震
巖
山
、
在
1
1

府
西
南
―
一
十
五
里
―
―
名
硯
石
【
震
鬼
】
44

り
不
思
議
な
お
に
。
〔
闊
平
子
、
五
鑑
〕
心
総
董
編
明
釜
一
也
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
餌
―
予
琴
墨
以
托
レ

匁
其
餘
追
岳
神
五
含
風
雨
分
竺
龍
肉
五
竺
妖
餞
震
山
、
有
レ
石
可
レ
琢
レ
硯
゜
◎
江
蘇
省
六
合
縣
の
東
。
〔
讀
蔽
―
―
吉
凶
一
者
、
震
鬼
撮
レ
之
。
喩
、
寧
悼
―
―
尾
於
塗
中
↓
〇
第
四
十
四
代
‘
元
正
天
皇
の

炊
之
事
、
具
在1一
本
應
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
江
寧
府
、
六
合
縣
〕
霰
巖
山
、
在

l
-
〖
震
鬼
志
〗45
名
キ
書
名
。
一
巻
、
唐
、
常
祈
撰
。
〔
唐
人
年
琥
。
(
7
1
5
ー
7
1
7
)
®
唐
、
王
傭
(
7
|

2
0
8
2
3
 :
 960) 

【
震
泉
'
】
30

加
清
‘
方
包
(
6
|
1
3
6
2
0
 :
 3

9

0

)

の

字

。

縣

東

十

五

里

↓

山

巖

高

峻

‘

泉

石

秀

美

、

総

―

縣

之

勝

一

説

蒼

、

第

十

九

冊

〕

。

の

字

。

【
震
覺
】
31

釘
〇
す
ぐ
れ
て
さ
と
く
賢
い
。
〔
楊
子
〕
精
又
東
十
五
里
、
曰
"
横
山
ぶ
空
女
徽
省
青
陽
縣
の
東
0

I

【
霊
暉
】
46

”

O
震
妙
な
ひ
か
り
。
〔
王
倹
、
措
淵
碑
文
〕
【
震
菱
]
5
1

い
ィ
獣
の
名
。
牛
の
や
う
で
蒼
身
、
角
な
く
し

8
 
6
 

微
往
来
、
妖
先
蓋
覺
。
〔
注
〕
震
、
誹
也
、
紳
之
所
祗
竺
妙
名
、
妙
峯
゜
〔
名
勝
志
〕
九
華
深
虞
、
有
―
―
霰
巖
山
「
廣
遠
公
票
―
―
川
嶽
之
震
暉
ぶ
p
丑
渾
プ
而
提
レ
曜
。
●
震
魂
を
て
一
足
。
水
に
入
れ
ば
則
ち
風
ふ
く
。
其
の
臀
雷
の
如

物
一
為
n

―
言
妖
詳
神
酋
先
覺
也
。
〔
梁
昭
明
太
子
、
講
席
如
レ
堂
、
怪
石
羅
列
、
成
―
―
仙
佛
之
像
↓
鍾
乳
懸
レ
空
、
若
―
―
尊
ん
で
い
ふ
。
〔
星
野
豊
城
、
大
行
天
皇
奉
悼
文
〕
悼
,
,

~
 
‘
其
の
皮
で
鼓
を
冒
へ
ば
五
百
里
に
聞
え
、
名
づ
け

12

— 

|

|

_

 

雨

部

〔

十

六

書

一

憲

八

七



(42532・ ・52) (42532・ ・91) 

雨

部

〔

十

六

書

震

八

八

— 

|

|

_

 

て
菱
と
い
ふ
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
訪
―
―
霰
菱
於
鮫
人
↓
燒
゜
〔
孫
述
‘
酬
下
萬
八
賀
九
雲
門
下
蹄
二
渓
中
五
げ
詩
〕
に
同
じ
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
七
動
〕
異
草
雙
條
‘
霊
禽
比
翼
。
即
大
如
五
匹
卵
五
秤
レ
之
可
二
重
一
斤
盆
f
-
―
之
一
丸
｛
香
美

84

〔
注
〕
劉
曰
、
山
海
経
云
、
東
海
中
有
レ
獣
如
レ
牛
‘
蒼
身
晩
従
1

一
霊
境
一
出
‘
林
堅
曙
雲
飛
。

O
鶴
鵡
の
異
梢
。
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
魏
鵡
〕
異
無
レ
比
、
散
B
不
1

一
復
餓
渇
↓

26

犀
角
一
足
、
入
レ
水
則
風
、
其
臀
如
レ
雷
、
以
其
皮
賣
レ
【
蓋
響
】

6
1知
が
妖
異
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
物
元
一
疵
属
「
鬼
物
志
、
鶴
鵡
西
域
霊
禽
‘
又
名
馴
禽
ご
匹
西
南
夷
傭
→
〖
霰
光
殿
〗

8

和
パ
ク
，
ワ
ヴ
｛
呂
殿
の
名
。
漢
の
景
帝
の
子
恭

鼓

、

聞

五

百

里

ぶ

苔

憂

。

「

字

。

先

董

響

焉

。

〔

左

思

、

魏

都

賦

〕

神

鉦

逼

這

於

高

墨

【

震

襟

】

69

い
パ
震
妙
不
可
思
議
な
る
心
。
〔
唐
太
宗
、
初
王
、
建
立
す
。
山
東
省
曲
阜
縣
の
東
。
〔
王
延
壽
、
魯
震
光

【
雫
翌
峨
】
泣
印
ィ
清
、
籠
晨
(
9
ー

3
2
0
1
2
:
 1
7
9
)

の

O
の
霊
響
時
驚
―
―
於
四
表
↓
〔
華
陽
國
志
〕
夜
郎
縣
竹
王
―
二
郎
春
登
レ
棲
即
目
観
作
l

―
述
懐
一
詩
〕
憑
レ
軒
俯
―
―
蘭
閣
ぶ
枇
賜
殿
賦
序
〕
初
恭
玉
始
都
―
―
下
國
五
好
治
1

一
宮
室
盆
竿
因
―
―
魯

【
震
丘
】
53

的
〇
縣
名
。
漢
‘
謹
く
。
戦
國
趙
の
邑
。
今
縣
祠
、
甚
有
1

一

霰

響

一

散

1

一
震
襟
↓

11基
兆
―
而
螢
焉
、
遭
―
漢
中
微
、
盗
賊
奔
突
ご
旦
西
京

の
東
に
趙
武
震
王
の
墓
が
あ
る
。
山
西
省
大
同
縣
の
東
【
震
宮
I

】62
知
が
天
帝
の
神
居
。
又
、
仙
人
の
宮
殿
を
い
【
震
矩
】
70

乃
す
ぐ
れ
て
よ
い
法
則
。
〔
曹
植
‘
魏
徳
論
〕
未
央
建
章
之
殿
｛
皆
見
―
―
緊
壊
↓
而
蓋
光
蒻
然
燭
存
。

南
。
唐
河
の
北
。
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
（
孝
成
王
七
年
）
趙
以
―
―
ふ
。
〔
何
晏
、
景
輻
殿
賦
〕
雖
二
鹿
裔
之
霰
宮
涵

E
何
以
乎
踵
―
―
―
帝
王
之
霊
矩
→
〖
雷
迅
光
殿
賦
〗

8
3
和
パ
パ
ヴ
7
0
文
章
の
名
。
後
漢
、
王
延
壽

蓋
兵
封
藉
相
春
申
君
↓
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
代
郡
、
修
レ
栴
゜
〔
注
〕
向
曰
、
天
帝
神
居
、
故
云
否
星
呂
一
〔
班
固
、
【
需
一
謳
]
7
1

勺
誹
々
し
い
土
地
。
震
地
(
2
4
4
)

に
同
じ
。
の
作
。
〔
後
漢
書
‘
文
苑
上
‘
王
逸
傭
〕
王
逸
‘
字
叔
師
‘
南

縣
十
八
、
霊
丘
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
山
西
‘
大
同
府
、
西
都
賦
〕
乃
有
一
緬
翠
呂
五
竺
乎
其
中
↓
〔
蘇
拭
‘
葉
待
制
求
1

一
先
墳
永
慕
亭
詩
―
詩
〕
霊
逼
有
1

一
異
郡
宜
城
人
也
‘
云
云
‘
子
延
壽
‘
字
文
考
、
有
石
E

オ
一
少

縣
七
、
震
邸
。

O
城
の
名
。
山
東
省
腺
縣
の
東
。
戦
國
の
【
霊
居
I

】63
訂

衆

仙

の

居

る

所

。

〔

木

華

、

海

賦

〕

吐

二

雲

産

瓦

几

國

紐

竺

潜

珍

↓

遊

1

一
魯
國
1

作
1

一
震
光
殿
賦
「
後
禁
邑
亦
造
―
―
此
賦
一
未
レ

時
、
齊
の
南
境
の
邑
゜
〔
孟
子
、
公
孫
丑
下
〕
孟
子
謂
1

一
紙
寛
こ
ぎ
龍
魚
「
隠
石
砒
鱗
涵
堕
霊
居
↓
〔
注
〕
善
曰
、
霊
【
震
照
】
72

勺
な
ご
や
か
で
あ
た
た
か
い
。
〔
宋
之
問
、
成
‘
及
レ
見
―
―
延
壽
所
＞
為
‘
甚
奇
5

之
‘
遂
綴
レ
翰
而
已
゜

直
曰
、
子
之
辞
―
―
震
丘
→
而
請
午
廂
央
似
也
。
〔
集
注
〕
居
、
衆
仙
所
レ
虞
也
。
景
龍
四
年
春
祠
海
詩
〕
致
レ
牲
匪
―
―
玄
亭
玉
煙
漁
期
蜜
向
~
→
【
震
塁
】

8
4

か
炉
臣
か
ら
君
を
捨
す
る
語
。
〔
楚
辞
、
厳

憲
丘
‘
齋
下
邑
゜
〔
史
記
‘
田
敬
仲
完
世
家
〕
齊
威
王
元
【
雷
車
示
】

6
4
い
立
溝
渠
の
名
。
廣
西
省
興
安
縣
の
西
。
秦
【
霊
~
供
】

7
3
勺
亡
者
の
み
た
ま
に
そ
な
へ
る
も
の
。
忌
‘
哀
時
命
〕
霊
皇
其
不
缶
面
知
一
分
。
〔
注
〕
言
、
懐
王
闇

年
、
三
晉
因
―
―
痺
喪
ぶ
杢
戊
我
震
丘
↓

O
河
北
省
の
飛
の
史
禄
、
竪
つ
て
灌
水
を
引
く
。
〔
太
平
嚢
宇
記
〕
昔
秦
【
震
空
】
74

店
そ
ら
。
〔
李
咸
用
、
贈
"
来
進
士
鵬
一
詩
〕
蔽
、
心
不
―
―
覺
寵
芦
女
所
レ
陳
詞
、
効
―
已
之
忠
信
一
乎
゜

狐
D
を
後
魏
で
震
丘
道
と
い
ふ
。
飛
狐
(
1
2
-
4
4
0
0
0

・
・
命
,
,御
史
監
史
録
百
戸
零
陵
m
年
和
杢
ぎ
桂
林
正
故
漢
蹄
語

1
1元
人
1不
レ
到
‘
星
漢
在
―
―
叢
空
→
〖
霊
皇
帝
〗
紅
芯
ゥ
丁
ィ
五
胡
、
後
涼
‘
呂
纂

(
2
-
3
3
8
6

:
 

1
2
4
)

を

見

よ

。

義

侯

趙

巌

為

及

船

将

軍

↓

【

震

窟

】

75

賃
霊
妙
な
石
窟
。
震
異
な
地
域
。
〔
曹
植
、

8
1
)

の
盆

【
零
面
i

】54
灼
紳
妙
不
可
思
議
な
み
づ
ち
。
神
糾
゜
〔
曹
【
霰
墟
】
65

い
釘
神
社
佛
閣
な
ど
の
あ
る
尊
い
高
地
。
〔
古
大
暑
賦
〕
蛇
折
二
鱗
於
露
窟
面
暉
解
―
―
角
於
皓
蒼
↓
【
雷
迅
活
】
85

l
i
n
g
'
h
u
o
'

心
、
又
は
精
神
の
す
ぐ
れ
て
敏

植
、
矯
志
詩
〕
憲
糾
饂
難
、
不
レ
岳
汚
泥
↓
〔
孫
綽
、
刻
漏
詩
‘
鐙
賓
謡
〕
北
上
―
包
山
入
二
璽
墟
↓
〔
呉
笥
、
巖
棲
賦
〕
【
憲
果
】
76

芯
す
ぐ
れ
て
よ
い
く
だ
も
の
。
〔
播
岳
、
間
い
は
た
ら
き
。
機
敏
な
。
又
、
活
動
す
る
。
活
氣
を
呈
す

銘

〕

霊

糾

吐

レ

注

、

陰

品

承

レ

潟

。

果

棲

遅

而

我

柩

‘

即

逍

遥

之

二

霊

墟

↓

居

賦

〕

竹

木

葎

謁

、

震

果

参

差

。

る

。

[
臀
蛉
柩
l

】55
い
バ
死
骸
を
納
め
た
棺
を
尊
ん
で
い
ふ
。
ひ
【
霊
南
i
]
6
6

芹
〇
奴
仙
の
名
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
〕
【
震
蝸
】
77

”
が
古
の
神
女
。
女
蝸
氏
と
琥
す
。
〔
史
記
、
司
【
霊
官
]
8
6

”が

0
仙
官
(
1
ー

3
7
4
:
 6
2
)
を
い
ふ
。
道
家

つ
ぎ
。
〔
曹
植
、
贈
1

一
白
馬
王
彪
一
詩
〕
孤
魂
翔
↓
―
故
域
云
震
悉
徽
全
霊
閉
一
而
選
レ
之
合
、
部
棄
欲
紳
於
瑶
光
↓
〔
漢
馬
相
如
側
〕
使
ー
1

一
奎
畏
蝸
鼓
レ
五
必
而
舞
―
―
渇
夷
↓
〔
注
〕
集
解
の
神
祇
に
王
蓋
官
が
あ
る
。
〔
漢
武
帝
内
博
〕
玄
都
阿

柩
寄
―
―
京
師
→
〔
王
羨
之
‘
建
安
帖
〕
兄
霊
柩
垂
レ
至
。
書
‘
司
馬
相
如
博
上
〕
霊
園
燕
二
於
間
館
→
〔
注
〕
張
晏
日
、
曰
‘
徐
廣
曰
、
漢
書
昔
義
曰
‘
震
禍
、
女
禍
也
。
母
、
昔
出
配
―
―
北
燭
倦
人
五
近
又
召
還
、
使
レ
領
本
叩
誅
面
〖

【
震
菊
}
】
56

只
菊
を
い
ふ
。
古
、
菊
を
尊
ん
で
霊
物
と
な
憲
圏
、
欲
仙
琥
也
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
遠
遊
〕
登
―
―
昆
【
霊
華
】
78

勾
不
思
議
な
は
な
。
〔
漢
書
‘
幡
架
志
、
郊
祀
震
官
也
。
〔
陸
編
蒙
、
上
元
日
道
室
焚
修
寄
―
―
襲
美
―
詩
〕

す
。
〔
韻
府
引
‘
哀
山
松
‘
詩
〕
霰
菊
植
1

一
幽
崖
ぶ
準
穎
陵
二
大
匹
而
北
首
分
、
悉
二
岳
患
甲
而
束
謁
゜
〔
庄
〕
叢
園
・
i

昆
盗
、
歌
‘
齊
房
〕
蔓
蔓
日
茂
‘
芝
成
二
震
華
↓
〔
梁
簡
文
帝
‘
七
三
清
今
日
集
二
震
官
↓
●
道
官
の
名
。
明
‘
置
く
。
元
符

寒

風

一

歌

紳

也

。

O
鬼
神
の
居
る
慮
。
〔
司
馬
相
書
‘
封
祠
文
〕
鬼
動
〕
玩
二
霰
華
千
仙
掌
盃
竺
窃
究
干
飛
虹
一
宮
・
崇
箕
宮
震
官
及
び
崇
慎
観
副
震
官
等
が
あ
る
。
〔
明

【
霊
笈
】

5
7
5
不
可
思
議
な
箱
゜
〔
載
表
元
‘
遊
二
陽
明
一
紳
接
応
伝
笛
虫
賓
二
於
間
館
↓
〔
庄
〕
漬
曰
‘
震
園
、
猶
―
-
【
蓋
怪
】
7
9
"
が
ィ
不
思
議
で
あ
や
し
い
。
又
、
其
の
物
。
史
‘
職
官
志
一
二
〕
僧
録
司
‘
云
云
、
法
官
‘
賛
教
掌
書
各

洞
天
豆
ぎ
王
理
得
諸
君
1

詩
〕
人
偲
葺
零
冬
鍍
1

一

姻

嵐

↓

所

レ

居

之

慮

一

也

。

〔

郭

環

‘

注

山

海

経

叙

〕

精

氣

渾

清

‘

自

相

潰

薄

‘

遊

魂

霊

―

一

人

‘

閣

阜

山

・

三

茅

山

‘

各

霊

官

一

人

。

【
蓋
香
]58

ぃ
炉
不
思
議
な
る
か
を
り
。
叢
妙
な
に
は
[
〒
淳
均
】
61

”O
戦
國
楚
ヽ
屈
原
(
4
-
7
6
6
9
・
・
3
4
)

の
琥
o

怪
、
躙
レ
象
而
構
o

〔
蘇
献
、
神
女
廟
詩
〕
争
孟
塁
蜘
怪
緊
、
【
辛
齊
隅
】
8
1
"
ゲ

山

名
o

成
都
の
西
南
ヽ
漢
攀
両
の
界
べ
左

ひ
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
月
支
國
王
遣
レ
使
獣
―
―
香
四
雨
証
使
〔
楚
辟
‘
屈
原
‘
離
騒
〕
皇
覧
揆
―
―
余
子
初
度
入
5
‘

肇

錫

レ

雲

散

鬼

神

還

。

思

、

蜀

都

賦

〕

廓

-

―

憲

闘

一

而

為

レ

門

、

包

一

土

古

字

而

為

レ

者
曰
、
憲
香
雖
レ
少
、
更
生
之
神
丸
也
。
余
以
嘉
名
一
名
レ
余
曰
正
則
入
弓
‘
字
レ
余
日
1

一
震
均
t

【
震
光
】
8
0
"
炉
〇
震
妙
な
め
ぐ
み
の
ひ
か
り
。
天
子
の
宇
゜
〔
注
〕
劉
日
、
霰
関
、
山
名
、
在
1

一
成
都
西
南
漢
壽
界
↓

【
震
脱
】59
ぃ
炉
誹
霞
が
さ
い
は
ひ
を
賜
ふ
こ
と
。
〔
サ
氾
〔
庄
〕
正
‘
平
也
‘
則
‘
法
也
‘
霊
‘
紳
也
‘
均
‘
調
也
‘
言
‘
正
恩
徳
の
喩
゜
〔
逸
周
書
‘
皇
門
解
〕
未
レ
被
―
―
先
王
之
震
光
一
〖
臀
品
開
道
〗

8
8
競
ク
？
縣
名
。
漢
、
置
く
。
四
川
省
鷹
山

嘩
、
後
漢
書
光
武
紀
賛
〕
世
祖
誕
レ
命
、
霰
脱
自
穀
。
〔
注
〕
平
可
―
―
法
則
者
、
莫
レ
過
於
天

;
F物
均
調
者
、
莫
レ
〔
漢
書
、
最
錯
傭
〕
徳
澤
洒
ー
天
下
↓
蓋
光
施
,
,
四
海
↓
〔
論
縣
の
東
南
。
一
に
零
間
に
作
る
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕

翰
曰
、
言
、
光
武
大
受
―
―
賓
命
□
岬
震
賜
王
輻
詐
二
而
自
成
神
―
於
地
ご
尚
平
曰
レ
原
‘
故
父
伯
庸
名
レ
我
爵
レ
平
‘
以
衡
‘
宣
漢
〕
明
年
祭
二
后
土
云
震
光
復
至
゜
〔
蜀
志
、
先
主
越
疑
郡
‘
縣
十
五
、
蓋
隅
道
。

也
。
〔
徐
陵
‘
為
―
―
貞
陽
候
輿
―
―
王
太
尉
僧
益
書
〕
霊
呪
法
レ
天
‘
字
レ
我
楼
レ
原
、
以
法
レ
地
‘
言
1

一
己
上
レ
之
能
安
レ
劉
備
博
〕
璽
潜
―
―
漢
水
五
伏
ー
秘
涵
密
懇
暉
景
燭
燿
‘
蜜
光
【
需
略
訓
】
89

賃
神
叢
の
訓
戒
゜
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
承
二
霰

咸
蹟
表
裏
醍
幅
〔
李
紳
‘
登
―
―
萬
廟
国
生
降
雪
―
詩
〕
瑞
君
‘
下
レ
之
能
養
＞
民
也
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
霰
懐
〕
兆
徹
レ
天
。

O
字
琥
°
④
北
齊
‘
張
濯
(
4
|
9
8
1
2
 :
 5
8
)

の
訓
―
其
虚
徐
分
、
埒
盤
桓
而
且
侯
゜
〔
注
〕
善
日
、
曹
大
家

彰
知
有
レ
感
‘
霰
脱
表
無
レ
災
。
出
レ
名
曰
"
正
則

l分
、
卦
骰
に
子
曰
―
―
霰
均
コ
[
I居
易
、

0
の
字
。
＠
明
‘
孫
瑶
華
(
3—
6
9
8
7:
 3
3
2
)

の
字
。
日
、
蓋
、
神
震
也
。

【
霊
境
】6
0
g’
神
々
し
い
雰
園
氣
の
あ
る
場
所
。
又
‘
詠
家
饂
十
韻
詩
〕
掲
醒
従
昇
口
笑
全
霊
均
＾
〇
明
‘
趙
均
〖
震
光
豆
〗

8
1

昇
ク
ヴ
，
ゥ
豆
の
一
種
。
〔
杜
陽
雑
編
〕
大
暦
【
震
契
】

9
0
店
地
契
。
詳
瑞
の
こ
と
。
〔
揚
雄
、
劇
秦
美

神
佛
を
奉
祠
し
て
あ
る
場
所
。
憲
地
(
2
4
4
)

に
同
じ
。

(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 1
1
0
)

の
O
の
字
。
中
、
日
林
國
獣
畜
迅
光
豆
玉
竺
中
國
之
妓
豆
↓
其
色
紅
芭
新
〕
玄
符
震
契
‘
黄
瑞
涌
出
。
〔
注
〕
善
日
‘
震
契
‘
地
契
也
。

〔
梁
簡
文
帝
、
神
山
寺
碑
〕
獨
有
二
鷲
岳
憲
境
、
吊
土
不
v

【
震
禽
】
68

ゾ
〇
す
ぐ
れ
て
不
思
議
な
鳥
。
震
鳥
(
2
5
7
)

長
散
寸
、
本
國
人
呼
為
二
詰
多
珠
面
i
―
石
菖
蒲
玉
《
レ
之
、
【
需
罪
m
】9
1
"
パ
霰
妙
な
は
か
り
ご
と
。
す
ぐ
れ
た
よ
い



雨

部

〔
十
六
聾
〕

霊

八
九

は
か
り
ご
と
。
〔
晉
書
、
陳
敏
側
〕
奪
―
―
震
計
於
臨
危
↓
【
震
剣
】
102

竺

震

妙

な

は

た

ら

き

の

あ

る

剣

。

震

徳

の

六

面

の

つ

づ

也

。

O
身
の
喩
゜
〔
陸
機
、
君
子
有
レ
所
レ
思
行
〕
宴
安
消
―
―

【
璽
早
界
]
9
2

苔
太
陽
の
ひ
か
り
。

H
景
(
5
-
1
3
7
3
3
:
 2
3

あ

る

剣

。

＜

し

き

つ

る

ぎ

。

〔

梁

簡

文

帝

、

庶

子

王

規

み

。

〔

周

證

、

地

震

根

一

猷

毒

不

レ

可

レ

格

。

〔

庄

〕

屑

曰

‘

黄

庭

経

云

‘

王

5
)

に
同
じ
。
〔
左
思
、
詠
史
詩
〕
皓
天
舒
1

一

白

日

「

霰

景

耀

―

―

墓

誌

銘

〕

榮

珪

掩

レ

采

、

霊

剣

描

レ

鋒

。

官

、

鼓

人

〕

以

二

池

清

水

灌

1

螢
根
一
霊
根
堅
固
老
不
レ
衰
‘
然
霊
根
喩
レ

紳
州
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
霰
景
‘

B
景
也
。
〔
宋
史
‘
柴
志
七
〕
【
震
縣
】
103

賃

縣

名

。

漢

、

置

く

。

河

北

省

雄

縣

の

東

北

。

震

鼓

紐

ヂ

社

身

也

。

R

舌

の

異

名

。

〔

黄

庭

外

景

経

〕

王

池

清

水

灌

"

霊

震

景

舒

光

‘

飛

龍

旋

軌

。

大

消

・

中

亭

雨

河

の

間

。

〔

漢

書

、

地

理

志

上

〕

清

河

郡

‘

祭

↓

〔

注

〕

霊

根

↓

〔

梁

丘

子

注

〕

玉

池

清

水

、

口

中

津

液

也

、

霊

根

者

、

【
需
志
[
】
93

閃
川
の
名
。

O
浙

江

省

天

台

縣

の

西

北

。

源

縣

十

四

‘

奎

雫

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

山

東

、

東

昌

府

、

博

平

鼓

‘

六

面

鼓

舌

也

。

〔

蒋

國

詐

注

〕

玉

池

清

水

、

乃

身

中

精

氣

所

レ

化

‘

は
百
丈
巖
。
始
翌
渓
に
注
ぐ
。
〔
孫
綽
‘
遊
,
,
天
台
山
―
縣
〕
霊
縣
城
、
縣
東
北
四
十
里
‘
或
云
、
即
齊
叢
邸
邑
、
云
也
‘
社
祭
‘
祭
1

一

従

―

―

上

聘

―

降

下

、

霰

根

、

命

根

也

。

〔

事

物

異

名

録

、

形

賦
〕
過
手
望
渓
而
一
濯
、
疏
煩
想f
心
胃
→
〇
源
は
浙
云
、
漢
覆
二
震
縣
面
~
'
藩
清
河
郡
→
地
祇
一
也
。
〔
張
貌
、
舌
〕
雲
笈
七
簸
註
‘
舌
爵

l―
霊
根
→
参
震
木
の
根
。
岨

江
省
途
昌
縣
。
衛
江
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
【
震
猷
i

】104
賃
後
漢
の
璽
帝
と
獣
帝
を
い
ふ
。
〔
濡
岳
‘
衡
、
東
京
賦
〕
撞
,
,
洪
鐘
盆
区
―
―
震
鼓
ぶ
方
震
―
―
八
祁
↓
〔
庄
〕
父
の
喩
゜
〔
陸
機
‘
歎
逝
賦
〕
痛
―
―
震
根
之
夙
隕
↓
〔
注
〕
良

江
、
衝
州
府
、
龍
涸
縣
〕
震
渓
、
在
―
―
縣
冶
束
南
涵
芹
E

二
遂
為
二
買
謡
ん
盗
竺
陸
機
1

詩
〕
震
獣
微
弱
、
在
レ
涅
則
漁
゜
綜
曰
‘
憲
鼓
‘
六
面
鼓
也
。
〔
慮
思
道
‘
駕
出
"
園
丘
1

詩
〕
曰
、
震
根
、
震
木
之
根
、
喩
命
皿
考
一
也
。

昌
縣
↓
北
流
紐
―
縣
南
霊
山
下
「
日
,
,
震
山
港
玉
竺
城
南
一
〔
注
〕
向
曰
、
震
帝
・
臥
帝
也
。
〔
李
隈
、
哀
州
州
學
記
〕
俗
黄
磨
引
1

一
朱
節
三
霊
鼓
應
1

一

華

鐘

↓

【

守

碍

魂

】

119

芦
た
ま
し
ひ
。
た
ま
。
〔
隅
手
子
、
四
符
〕
降

復
折
而
東
‘
又
北
逹
―
―
於
穀
渓
↓

O
湖
南
省
永
順
縣
の
化
之
厚
‘
延
二
子
霊
猷
↓
〔
耶
律
楚
材
‘
懐
古
一
百
韻
寄
―
-
【
震
退
圏
】
113

芍
衆
仙
の
琥
。
霊
闇
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
塊
為
レ
賤
、
蓋
魂
為
レ
賢
。
〔
楚
酔
、
東
方
朔
、
七
諫
‘
哀
命
〕

東
北
。
源
は
幡
龍
山
。
下
流
は
牛
路
河
。
酉
水
に
注
ぐ
。
張
敏
之
一
詩
〕
魏
哭
将
奮
起
‘
震
獣
自
荒
嬉
゜
賦
〕
震
圏
燕
―
―
於
間
館
↓
〔
注
〕
善
日
、
張
揖
曰
、
震
園
、
衆
何
山
石
之
斯
巖
分
、
憲
魂
屈
而
恨
冤
゜

【
震
慧
】94
汀
不
思
議
な
智
慧
の
は
た
ら
き
。
ふ
し
ぎ
に
【
需
迅
蛤
{
】

1
0
5竺神
佛
の
炊
瞼
功
徳
。
尊
い
御
利
益
゜
〔
孫
仙
之
琥
也
。
〖
疇
晦
魂
火
〗

1
2
0
"

”
コ
ノ
ノ
夜
‘
燐
火
の
地
よ
り
起
つ
て
飛

さ
と
い
。
〔
張
君
祗
‘
詩
〕
聖
人
如
二
影
響
畜
平
慧
陶
二
億
劫
一
綽
‘
遊
―
―
天
台
山
―
賦
〕
観
一
肇
溢
空
而
遂
祖
、
忽
乎
吾
之
【
寄
述
語
】
114

芍
か
み
の
お
つ
げ
。
托
宜
゜
〔
雲
笈
七
蔽
〕
長
ぶ
も
の
。
ひ
と
だ
ま
。
人
魂
火
。
〔
和
漢
ニ
オ
園
會
、
火

【
震
慶
一
】
95

竹
神
震
の
福
祉
。
符
識
(
8
ー

2
5
9
3
5
:
 5
0
)

将
に
打
。
〔
荊
州
記
〕
宮
亭
湖
神
有
―
―
霊
瞼
↓
安
進
士
劉
頑
‘
頗
有
二
文
學
面
ザ
子
流
雑
伝
嘗
詣
二
慎
君
一
類
、
震
魂
火
〕
人
魂
火
‘
按
‘
震
魂
火
頭
園
直
‘
其
尾
如
,
,
杓

を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
光
武
紀
贄
〕
震
慶
既
啓
。
〔
注
〕
霊
慶
、
【
憲
元
】
106

芦
第
百
十
二
代
の
帝
盆
。
官
再
拝
蒻
日
、
頑
欲
レ
知
二
将
来
位
祗
高
卑
一
願
賜
"
震
子
様
盃
皿
長
色
胄
白
、
需
二
微
赤
↓
徐
飛
行
‘
去
レ
地
高
三

闘
符
議
也
。
〔
顔
延
之
、
三
月
三
日
詔
宴
西
他
詩
〕
【
震
源
】
107

打

〇

不

可

思

議

な

み

な

も

と

。

心

を

い

ふ

。

語

↓

四

丈

、

遠

近

不

レ

定

、

堕

而

破

失

レ

光

、

如

―

―

煮

爛

魅

餌

↓

昭

哉

儲

徳

‘

霊

慶

牧

レ

繁

。

〔

陸

雲

‘

晉

故

豫

章

内

史

夏

府

君

誅

〕

溢

二

心

衆

妙

ぶ

曲

,

,

【
震
谷
】1

1
6芦〇
山
名
。
江
西
省
臨
川
縣
の
東
南
。
〔
太
〖
詈
母
魂
説
〗

1
2
1
芹
：
物
質
の
外
に
蓋
魂
が
存
在
す
る

【
霊
渓
】
％
冒
川
の
名
。
湖
北
省
江
陵
縣
の
西
。
束
晉
志
震
源
↓
〔
韻
府
引
‘
呉
融
‘
富
春
賦
〕
震
源
忽
若
乗
レ
桂
平
賽
宇
記
〕
山
中
有
1

一
石
霊
象
面
1

以
為
レ
名
。
●
寺
の
こ
と
を
認
め
る
説
。
又
、
現
象
界
に
あ
る
一
切
の
事
物

の
何
無
忌
‘
桓
振
の
為
に
此
虞
に
敗
ら
る
。
〔
水
経
、
江
到
‘
仙
洞
還
回
採
レ
槃
迷
。

0
山
名
。
幅
建
省
晉
江
縣
の
名
。
藷
名
、
蒋
山
寺
、
太
平
興
國
寺
、
開
善
寺
、
道
林
寺
。
は
霊
魂
の
作
用
に
外
な
ら
な
い
と
い
ふ
所
説
。

水
注
〕
江
水
又
東
遥
―
―
燕
尾
洲
北
公
ロ
―
―
苧
霊
渓
水
一
水
無
―
―
南
。
も
と
呉
明
山
と
い
ふ
。
霊
泉
が
あ
る
の
で
か
く
改
南
京
の
東
北
。
鍾
山
の
陽
゜
〔
金
陵
紀
〕
蒋
山
寺
藷
在
―
―
〖
臀
碍
魂
不
滅
説
〗

1
2
2
芦
口
が
肉
證
は
枯
死
衰
微
し
て

泉
源
王
承
―
―
散
水
「
合
承
1

士

泌

宍

南

流

注

レ

江

、

江

淫

之

め

た

と

い

ふ

。

山

南

で

本

名

―

―

道

林

寺

ご

栄

武

帝

為

二

賓

誌

輝

師

云

廷

1

塔
も
、
震
魂
は
其
の
肉
橙
を
離
れ
て
永
遠
に
存
在
し
、
未

會
有
霞
渓
戌
→
〖
霊
源
公
〗

1
0
8
芯
ゲ
／
唐
代
、
黄
河
の
封
琥
。
〔
事
物
異
於
玩
珠
峯
前
ぶ
臼
竺
開
善
寺
本
木
日1

1太
平
興
國
寺
谷
g

来
の
生
活
を
有
す
る
と
い
ふ
説
。

【
震
蟷
】
97

”
パ
亀
の
一
種
。
嬉
(
1
0
ー

3
3
8
8
7
)

の

0
の
名
錬
‘
坤
輿
、
漬
〕
山
堂
律
考
、
唐
玄
宗
封
レ
江
為
二
廣
為
―
―
蒋
山
寺
面
明
移
―
―
於
束
麓
面
賜
名
l

―

霊

谷

寺

↓

【

震

砂

】

123

芍
仙
薬
。
丹
砂
の
一
。
〔
本
草
‘
霊
砂
〕
繹
名
、

異
名
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
、
二
曰
霊
亀
、
注
〕
渚
陵
郡
出
,
,

源
公
「
淮
為
二
長
源
公
一
河
為
―
―
察
源
公
↓
清
為
1

一
清
源
【
雷
武
目
】
117

北
パ
〇
非
凡
な
た
ち
。
霊
妙
な
骨
相
。
〔
佐
久
間
二
氣
砂
、
時
珍
日
、
此
以
―
―
至
陽
ふ
？
至
陰
ご
脱
陰
反
レ

大
患
甲
可
"
以
ト
一
緑
中
文
似
—
且
噌
ぷ
俗
呼
為
1一
震
公
→
象
山
‘
送
二
吉
田
義
卿
一
詩
〕
之
子
有
,
,

霊
骨
:
へ
厭
整
窟
陽
‘
故
日
二
霊
砂
↓
〔
庚
辛
玉
冊
〕
霰
砂
者
、
硫
示
制
而
成
レ

亀
一
郎
今
紫
端
編
、
一
名
震
端
‘
能
鳴
。
〔
本
草
‘
端
亀
〕
【
震
姑
]109

乃
複
姓
。
〔
左
氏
、
定
、
十
四
〕
呉
伐
レ
越
、
句
群
。

O
圏
佛
含
利
を
い
ふ
。
〔
浮
住
子
〕
敗
藉
繹
迦
如
来
形
、
謂
―
―
之
丹
基
↓
可
和
盆
杢
化
五
行
五
錬
成
几
還
、
以
＝

繹
名
、
螺
端
‘
震
嬬
‘
震
亀
、
通
鼈
‘
贔
屈
‘
皮
名
1

一
編
筒
↓
践
禦
レ
之
‘
陳
二
子
檎
李
ご
広
云
‘
大
敗
レ
之
‘
霊
姑
浮
以
レ
一
切
現
在
霊
骨
含
利
↓
〔
秤
氏
通
鑑
〕
康
居
三
蔵
康
僧
會
一
伏
時

E
翌
天
火
―
而
成
者
為
-
1

金
鼎
震
砂
↓
以
"
九
度

い
【
震
矯
】
98

昇

震

を

以

て

飛

ぶ

こ

と

。

〔

郭

環

、

江

賦

〕

曳

撃

―

―

閾

間

ぶ

闇

閻

傷

一

蒋

指

↓

ぢ

ぎ

金

陵

↓

陳

如

束

之

化

1

日
、
如
来
化
已
千
年
、
然
震
抽
添
用
面
四
天
火
1

而
成
者
爵
―
―
九
轄
震
砂
↓

1

琴
高
之
所
董
矯
→
〔
注
〕
善
日
、
方
言
日
、
矯
、
飛
也
、
言
〖
震
~
姑
鉾
〗

1
1
0
い
イ
コ
旗
の
名
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
年
〕
公
ト
レ
骨
含
利
紳
應
無
レ
方
。
〔
霜
雪
録
〕
含
利
、
按
―
―
佛
書
一
云
、
【
憲
瑣
】

1
2
4
い
ィ
君
の
門
の
か
ざ
り
を
い
ふ
。
一
説
に
、
震

2
 

2

飛
而
去
↓
束
其
中
―
[
江
穂
‘
大
荘
巌
寺
碑
銘
〕
翔
鶴
仰
索
‘
使
芹
エ
黒
以
1

一
震
姑
鉾
広
芯
吉
。
〔
疏
〕
霊
姑
舒
者
‘
齊
侯
室
利
羅
、
或
設
利
羅
、
此
云
1

一
骨
身
ガ
入
云
二
叢
骨
↓
通
名
二
神
の
在
る
所
。
〔
楚
辟
、
離
騒
〕
欲
―
,
,
少
留
―
―
此
震
瑣
1

分。

53

威
鳳
震
矯
。
施
旗
之
名
‘
云
云
‘
橙
‘
諸
侯
嘗
レ
建
交
龍
之
旅
面
は
震
含
利
↓
〔
顔
延
之
、
大
巫
巌
〕
無
レ
惰
―
―
爾
儀
玉
察
骨
有
レ
知
。
〔
注
〕
霊
以
喩
レ
君
‘
瑣
‘
門
鐸
也
、
文
如
1

一
連
瑣
涵
楚
王
之

2
 
⑭
【
震
縞
】
竺
ing2

c
h
i
a
o
•
震
概
を
の
せ
る
か
ご
。
姑
舒
‘
蓋
是
交
龍
之
旅
‘
嘗
時
為

lみ
之
名
谷
天
義
不
レ
可
レ
〔
江
滝
‘
陰
長
生
讚
〕
陰
君
惜
―
―
震
骨
五
珪
碧
距
為
レ
賓
‘
日
省
閣
也
、
或
云
‘
霊
誹
之
所
在
也
。
〔
劉
克
荘
‘
謁
二
南
嶽
―

【
霰
~
床
】

1
0
0
賃
北
周
、
李
樹

(
6
|1
4
4
5
9
 :
 7
2
4
)

の

字

。

知

也

。

夜

名

山

側

‘

果

得

―

―

金

丹

道

↓

詩

〕

駕

言

欧

-U葉
央
棲
喋
晃
"
丹
赤
一

）
【
震
潔
】

1
0
1賃
す
ぐ
れ
て
清
い
。
又
、
く
す
し
く
き
よ
〖
憲
姑
浮
〗

l
l
l芍コ
春
秋
、
越
の
大
夫
。
呉
、
越
を
伐
つ
【
霊
根
】
1
1
8
5
パ
〇
震
妙
な
こ
と
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
固
"
【
震
坐
】

1
2
5
巧
死
者
の
た
め
に
莫
を
設
け
る
位
。
震
座
。

2
 
9

ら
か
な
こ
と
。
〔
水
経
‘
温
水
庄
〕
咀
水
南
遥
1

一
臨
泊
縣
や
、
越
子
句
践
、
之
を
禦
ぎ
、
大
い
に
呉
師
を
破
る
。
蓋
震
根
子
夏
葉
五
終
三
二
代
一
而
始
蕃
。
〔
注
〕
翰
日
、
劉
累
〔
晉
書
、
博
咸
博
〕
遭
―
―
贈
母
憂
玉
去
レ
官
‘
頃
之
、
起
以
―
―
議

酉
青
渓
水
庄
之
、
水
也
縣
西
青
山
一
山
之
東
‘
有
二
濫
姑
浮
、
文
で
闇
薩
を
撃
ち
、
将
指
を
傷
け
、
其
の
一
履
を
自
レ
夏
而
遷
恥
江
快
故
云
固
―
―
霊
根
於
夏
葉
ご
終
二

f
殷
郎
長
兼
司
隷
校
尉
一
成
前
後
固
辞
‘
不
レ
聴
‘
云
云
‘
重
自

2
 
3
 
25

泉
面
宵
渓
之
源
也
、
口
径
敷
丈
‘
其
深
不
レ
測
‘
其
泉
甚
取
る
。
還
つ
て
陸
に
卒
す
。
〔
左
氏
、
定
‘
十
四
〕
。
周
秦
三
代
「
然
後
漢
興
乃
蕃
盛
。
〇
道
徳
を
い
ふ
。
〔
太
陳
乞
‘
乃
使
下
於
―
―
官
含
元
双
．
震
坐
Lo

震

潔

。

【

需

薮

】

112

芍
鼓
の
名
。
地
神
を
祀
る
と
き
に
用
ひ
た
玄
経
‘
養

H
翠
一
心
子
淵
玉
空
蕨
震
根
↓
〔
注
〕
震
根
、
道
徳
【
震
座
】
1
2
6
t
ィ
死
者
の
為
に
莫
を
設
け
る
位
を
い
ふ
。

4
 
（
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〔
晉
書
、
顧
榮
傭
〕
榮
素
好
レ
琴
、
家
人
常
置
―
―
琴
於
震
座
↓

【
霊
祭
】
127

芹
た
ま
ま
つ
り
。
死
者
の
た
ま
し
ひ
を
ま

つ
る
こ
と
。
法
事
・
追
善
の
類
。
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
司
馬

裔
碑
〕
河
内
道
左
‘
抱
レ
剣
長
琥
‘
代
郡
城
前
‘
慟
悲
震
祭
。

【
霊
犀
】
128

お
震
妙
な
犀
。
其
の
角
は
中
心
に
穴
が
あ

つ
て
、
雨
方
相
通
ず
る
も
の
。
因
つ
て
雨
人
の
意
思
が

知
ら
ず
識
ら
ず
疏
通
投
合
す
る
に
喩
ふ
。
〔
獣
陽
脩
、

再
和
聖
念
見
ら
答
詩
〕
如
其
所
レ
得
自
勤
苦
‘
何
憚
三
入
レ

海
求
↓
1

震
犀
↓

〖
霊
犀
一
貼
通
〗1

2
9
”
社
が
ィ
ッ
犀
と
い
ふ
獣
の
角
の

中
心
に
細
い
穴
が
あ
つ
て
通
ず
る
の
を
い
ふ
。
候
り

て
、
人
の
心
が
通
ず
る
に
喩
へ
る
。
〔
李
商
隠
、
無
題
詩
〕

身
無
孟
杯
鳳
雙
飛
翼
で
心
有
1

一
震
犀
二
貼
通
。

【
霊
禁
】
130

牝
震
亀
を
い
ふ
。
〔
張
協
‘
七
命
八
首
〕
兆

里
乎
震
禁
↓
〔
注
〕
清
日
‘
禁
‘
謂
―
―
亀
出
已
祭
也
↓

【
震
草
】
131

加
め
で
た
く
よ
い
草
。
軸
草
。
瑞
草
。
芝
の

層
は
、
古
、
不
死
の
薬
と
し
た
。
霊
草
は
郎
ち
芝
で
仙
草

で
あ
る
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
紳
木
霊
草
‘
朱
賓
離
離
。
〔
王

褻
、
四
漬
祠
碑
銘
〕
桃
花
春
水
、
璽
草
孤
洲
゜
〔
陸
亀
蒙
、

茶
人
詩
〕
天
賦
識
―
―
震
草
百
口
然
鍾
1

一
野
姿
↓

【
霊
爽
】
132

芹
〇
す
ぐ
れ
て
不
思
議
な
こ
と
。
紳
妙
(
8

ー

2
4
6
7
3
:
 
511)
の
O
に
同
じ
。
〔
郭
豫
、
江
賦
〕
乃
協
,
,

璽
爽
於
湘
蛾
↓
〔
注
〕
良
日
、
乃
合
二
其
精
爽
五
興
涵
叩
蛾
1

倶
為
レ
紳
也
。
〔
陸
雲
、
谷
風
詩
〕
玄
澤
墜
潤
、
震
爽
姻
温
゜

●
震
魂
の
こ
と
。
〔
長
生
殿
、
私
祭
〕
不
レ
能
T

鉤
逢
―
―
令

節
畜
K
*
―
膳
蛤
伊
描
的
、
過
仙
宮
藉
2
霊
爽
↓

【
霊
像
】
133

窃
紳
佛
等
の
た
ふ
と
い
像
。

【
震
蔵
】
134

店
隋
の
高
僧
。
新
豊
の
王
氏
の
子
。
京
師

の
大
興
善
寺
に
住
す
。
文
帝
と
布
衣
の
交
を
為
す
。
―
帝
嘗

て
、
弟
子
は
こ
れ
俗
人
の
天
子
、
律
師
は
こ
れ
道
人
の

天
子
と
手
書
す
。
〔
績
高
僧
博
、
二
十
一
〕
。

【
雪
溢
弁
】
135

ぢ
す
ぐ
れ
た
は
か
り
ご
と
。
紳
妙
な
計
略
。

〔
沈
約
、
湘
州
根
園
寺
刹
下
石
記
〕
霊
算
退
永
。

【
璽
贄
】
136

苔
神
震
の
た
す
け
。
〔
呉
志
、
周
紡
博
〕
霊

贄
聖
規
正
休
必
自
送
、
使
矢
軍
嚢
括
↓

【
霰
山
】
137

ぢ
●
紳
霊
な
山
。
又
、
神
社
・
佛
閣
な
ど
の

あ
る
尊
い
山
。
〔
沈
約
‘
鍾
山
詩
應
1
1

西
陽
王
教
―
〕
霞
山

起
地
徳
盃
慮
蛸
資
―
―
岳
震
↓
〇
山
名
。
④
災
ゥ
霊
鷲
山
の

略
。
山
の
頂
‘
鷲
に
似
た
る
故
‘
或
は
山
中
鷲
多
き
故
に

名
付
く
と
い
ふ
。
佛
‘
説
法
の
地
。
霊
鷲
(
1
6
0
)

の
●
の

九
〇

— 

R
を
見
よ
。
〔
拾
遺
集
‘
哀
傷
〕
震
山
の
繹
迦
の
み
ま
へ
地
、
隋
開
皇
十
八
年
、
置
―
―
南
賓
縣

n巴
欽
州
涵
g

初
因
レ
霊
較
。
〔
注
〕
集
解
日
、
如
淳
日
、
地
理
志
、
盤
屋
有
―
―
璽
釈

866
 

に
契
り
て
し
云
云
。
＠
道
家
で
蓬
莱
山
を
霊
山
と
い
之
、
貞
観
十
年
、
改
為
―
―
震
山
縣
ご
切
層
二
欽
州
→
〔
清
史
渠
→
〔
漢
書
‘
溝
温
志
〕
謂
中
震
転
•
成
國
・
溝
渠
。

2

ふ
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
巨
鼈
贔
贋
、
首
冠
霊
山
。
〔
注
〕
向
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
、
廉
州
府
‘
縣
二
、
震
山
。
◎
金
、
置
【
雷
一
著
】
148

”
ィ
め
ど
ぎ
ぐ
さ
。
〔
鬼
谷
子
、
本
経
陰
符
〕

日
、
震
山
、
海
中
蓬
莱
山
。
◎
河
北
省
曲
陽
縣
の
北
。
山
く
。
涌
洲
遼
寧
省
北
鎮
縣
の
地
。
●
衛
の
名
。
明
、
置
損
兌
法
↓
1

震
著
面
損
兌
者
幾
危
之
決
也
。
〔
論
衡
、
状
留
〕

下
に
璽
山
鎮
が
あ
る
。

O
)
河
北
省
元
氏
縣
の
西
北
。
R
<
。
城
堡
現
存
す
。
山
東
省
膠
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
賢
儒
在
レ
世
也
、
猶
―
―
霊
著
神
亀
1

也。

山
東
省
臨
胞
縣
の
東
北
。
〔
晏
子
、
諫
‘
上
〕
寡
人
欲
T

紀
要
、
山
東
、
莱
州
府
、
膠
州
、
大
珠
山
〕
震
山
、
在
―
―
城
東
【
震
寺
1149
が
ィ
紳
霊
な
て
ら
。
〔
謝
霊
運
、
薩
山
慧
遠
法

少
賦
飲
以
祀
•
霊
息
可
乎

°
8
山
東
省
膠
縣
の
東
南
百
二
十
里
海
中
至
｀
云
、
在
二
璽
山
衛
南
三
十
里
→
●
師
諫
〕
大
宗
戻
止
、
座
衆
龍
集
、
幸
来
晋
レ
宇
、
震
寺
冥

南
の
海
中
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
莱
州
府
‘
膠
州
、
観
の
名
。
四
川
省
遂
寧
縣
の
南
。
宋
の
陳
撼
の
故
宅
。
立
。
〔
高
允
、
鹿
苑
賦
〕
盛
―
―
敬
恭
子
震
寺
↓

大
珠
山
〕
璽
山
、
在
―
―
城
東
南
百
二
十
里
海
中
二
志
云
、
〔
輿
地
紀
勝
〕
在
―
―
崇
寵
鎮
ご
本
レ
鎮
二
里
、
宋
初
即
-
1

其
【
霊
時
】
ISO

が
ィ
祭
り
の
庭
。
紳
霊
の
依
り
止
る
所
。
時

在
璽
山
衛
南
三
十
里
一
其
山
先
レ
日
而
曙
、
先
レ
雨
而
宅
[
『
1

一
震
山
観
否
宣
和
四
年
、
賜
レ
額
日
二
欽
箕
↓
は
止
。
祭
場
。
〔
司
馬
相
如
、
封
祠
文
〕
濯
濯
之
麟
、
涌
1
-

雲
、
故
謂
乏
璽
①
山
東
省
即
墨
縣
の
北
。
®
山
東
〖
震
山
會
〗1

3
8
梵
i

雁
震
鷲
山
で
繹
迦
が
法
華
経
を
彼
霊
時
→

省
棲
霞
縣
。
金
の
産
地
。
⑨
河
南
省
填
縣
の
西
北
。
説
い
た
會
座
。
韓
じ
て
、
道
場
を
い
ふ
。
〔
琵
琶
記
、
寺
中
【
零
踪
こ
lSi

荘
ィ
柩
車
。
震
柩
車
。
霊
輻
に
同
じ
。
〔
貞
観
政

〔
劉
之
推
、
九
州
要
記
〕
震
山
有
J
l

黒
龍
渾
石
其
北
有
而
5

遺
像
〕
幽
魂
泰
獲
五
呼
杖
正
是
寄
レ
言
苦
海
林
中
客
‘
好
要
、
倹
約
〕
震
頼
冥
器
、
窮
1

一
金
玉
之
飾
↓

井
了
上
有
1

一

千

佛

畏

隋

開

皇

中

、

榮

陽

郡

元

伯

断

―

―

石

向

―

―

震

山

會

上

ー

修

。

【

震

璽

】

152

”
ィ
●
天
子
の
御
印
。
御
璽
。

O
震
牌
。

造
佛
萬
四
千
↓
R
河
南
省
羅
山
縣
の
西
南
。
下
に
白
【
震
子
】
139

”
ィ
か
ん
な
ぎ
。
み
こ
。
〔
楚
酔
、
九
歌
、
雲
中
【
雪
蒜
E

】153
が
ィ
ひ
つ
ぎ
ぐ
る
ま
。
幅
は
喪
車
。
璽
柩
車
。

馬
洞
が
あ
る
。
〔
蹟
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
汝
寧
府
、
信
君
、
震
連
蛯
令
既
圃
、
注
〕
楚
人
名
レ
巫
為
1
1

震
子
↓
〔
曹
植
、
王
仲
宣
昧
〕
霊
幅
廻
レ
軌
、
白
譲
悲
鳴
゜
〔
注
〕
良

陽
州
、
羅
山
縣
〕
霊
山
、
縣
西
南
百
二
十
里
、
山
覗
1
1

衆
【
霊
址
】
140

”
ィ
祭
壇
等
の
基
。
〔
溜
岳
、
藉
田
賦
〕
結
涵
示
日
、
璽
幅
、
喪
車
也
。
〔
陸
機
、
挽
歌
詩
〕
含
1

一
爵
雨
槌
位
「

山
―
獨
高
、
藷
名
覇
山
、
下
有
―
―
白
馬
洞
ア
小
黄
河
出
焉
。
基
之
璽
址
1

合
、
啓
―
―
四
塗
之
廣
昨
↓
〔
注
〕
良
日
、
址
、
啓
涵
俎
竺
霊
幅
↓
〔
注
〕
翰
日
、
璽
幅
、
喪
車
也
。

®
安
徽
省
廣
徳
縣
の
南
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
泉
石
甲
―
―
於
壇
之
基
也
。
【
雪
頷
~
】

1
5
4
祈
州
名
。
●
後
魏
、
置
く
。
寧
夏
省
璽
武

一
郡
↓
R
江
西
省
上
饒
縣
の
西
北
。
又
、
露
鷲
山
と
い
【
霊
志
】
141

ル
ィ
く
し
き
志
。
天
子
の
志
。
〔
隋
書
‘
昔
築
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
〕
震
州
守
禦
千
戸
所
、
漢

ひ
‘
七
十
二
峯
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
、
廣
信
志
上
〕
俯
休
―
―
皇
徳
盃
仰
緩
二
霊
志
↓
置
11

璽
洲
縣
U
喪
北
地
郡
五
後
漢
因
レ
之
、
晉
縣
畷
‘
其
後

府
、
上
饒
縣
〕
震
山
、
府
西
北
六
十
里
、
一
名
璽
鷲
山
、
【
璽
祀
】
142

名
み
た
ま
を
ま
つ
る
こ
と
。
〔
飽
照
、
舞
鶴
赫
連
撼
―
―
其
地
な
復
魏
主
需
滅
レ
之
、
太
延
二
年
、
置
11

薄

道
書
第
三
十
三
一
輻
地
、
賓
郡
之
鎮
山
也
、
有
―
―
七
十
二
賦
〕
践
1
1

軸
匿
1

其
既
遠
、
積
―
―
璽
祀
―
而
方
多
。
骨
律
鎮
一
在
―
―
河
渚
上
一
孝
昌
中
改
置
二
震
州
↓
〔
清
史

峯
一
高
七
千
餘
丈
、
綿
11

互
百
餘
里
了
上
有
―
―
龍
池
工
中
【
震
苓
l

】143
”
ィ
菌
類
の
一
。
ひ
じ
り
だ
け
。
ま
ん
ね
ん
稿
、
地
理
志
〕
甘
粛
、
寧
夏
府
、
州
一
、
霊
州
。
●
元
、
置

産
異
木
奇
草
及
水
晶
等
珍
↓
⑰
浙
江
省
龍
溜
縣
の
だ
け
。
ま
ご
し
や
く
し
。
瑞
草
と
せ
ら
る
。
桂
芝
。
芝
草
。
く
。
朝
鮮
平
壌
の
西
北
。

南
。
徐
櫃
王
廟
が
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
衝
石
耳
。
〔
本
草
、
石
耳
〕
繹
名
、
璽
芝
、
集
解
、
瑞
日
、
石
【
霊
秀
】
155

砕
●
す
ぐ
れ
て
ひ
い
で
る
。
神
秀
。
〔
晉
書
‘

州
府
、
龍
涸
縣
〕
璽
山
、
縣
南
四
十
里
、
其
下
有
11

震
漢
一
耳
生
―
―
天
畳
四
明
河
南
宣
州
黄
山
巴
西
邊
徹
諸
山
石
崖
五
行
志
中
〕
造
―
―
土
山
ぢ
名
日
1

一
霊
秀
山
↓
〔
孟
郊
、
石
楠
樹

有
二
震
山
市
五
路
通
―
遂
昌
二
名
徐
山
、
相
傭
、
以
―
―
徐
慨
上
盃
遠
望
如
レ
煙
゜
〔
班
固
‘
郊
祀
震
芝
歌
〕
因
―
―
露
寝
1

分
詩
〕
籠
籠
抱
―
―
璽
秀
涵
篠
簑
抽
1
1

芳
膚
↓
●
字
琥
。
④
晉
、

王
名
。
＠
四
川
省
間
中
縣
城
の
内
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
産
―
―
璽
芝
る
象
己
二
徳
―
令
瑞
應
圏
‘
延
1

一
壽
命
1

令
光
―
―
此
孫
恩
(
8
I
怠

m:2
3
)

の
字
。
＠
宋
、
趙
師
秀
(
1
0
-
3
7
 

周
地
圏
云
、
璽
山
多
―
―
雑
樹
一
昔
蜀
王
繁
震
帝
登
レ
此
、
因
都
↓
〔
績
古
今
注
〕
震
芝
‘
一
名
壽
潜
、
一
名
希
夷
。

171
:
 
6
2
8
)

の
琥
。

名
董
山
盆
山
頂
有
施
常
清
、
洞
穴
懸
絶
、
唐
赦
改
為
―
-
【
璽
姿
】
144

”
ィ
よ
い
す
が
た
。
〔
禁
邑
、
光
武
清
陽
宮
碑
〕
【
震
洲
】
156

坑
〇
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
寧
夏
省

仙
穴
山
↓
⑨
四
JIl
省
直
山
縣
の
西
北
。
〔
元
和
志
〕
山
稽
度
乾
則
誕
―
―
育
震
姿
↓
〔
沈
約
、
纏
像
題
賛
〕
縛
文
内
霊
武
縣
の
境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
、
下
〕
北
地
郡
、
縣
十

有
―
―
峡
口
面
5

レ

門

、

閻

三

丈

、

長

二

百

歩

。

R

廣

東

省

潮

柄

、

璽

姿

外

溢

。

九

、

璽

洲

゜

〔

注

〕

師

古

日

、

水

中

可

レ

居

日

レ

洲

‘

此

地

陽
縣
の
西
。
山
に
開
善
寺
あ
り
、
唐
の
僧
大
顛
此
の
山
【
震
祉
】
145

”
ィ
す
ぐ
れ
て
よ
い
さ
ひ
は
ひ
。
〔
晉
書
、
赫
在
1

一
河
之
洲
工
随
レ
水
高
下
、
未
1

一
嘗
冶
没
五
叫
琥
―
―
霊
洲
↓

に
居
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
潮
州
府
、
潮
陽
縣
〕
連
勃
勃
載
記
〕
震
祉
躁
昌
、
世
業
蒲
盛
。
〔
沈
約
、
梁
雅
●
山
名
。
廣
東
省
治
の
西
北
。
南
海
縣
の
地
。
一
名
、

震
山
、
縣
西
五
十
五
里
、
山
高
貸
、
下
有
―
―
卓
錫
泉
面
唐
元
築
歌
、
匪
雅
〕
粛
彼
震
祉
‘
咸
逹
1

一
皇
虔
↓
震
峯
山
‘
小
金
山
と
も
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
地
理
志
七
上
〕
廣

和
中
、
僧
大
顛
居
レ
此
。
●
縣
名
。
④
隋
‘
置
く
。
故
地
【
震
祠
】
1
4
6
i
ィ
く
し
び
な
か
み
の
ほ
こ
ら
。
神
祠
。
神
州
‘
云
云
、
南
海
縣
有
―
―
霊
洲
山
＃
竺
鬱
水
中
↓
〔
太
平
衰

は
河
北
省
元
氏
縣
の
西
北
震
山
の
下
。
＠
唐
、
置
く
。
社
。
〔
李
商
隠
、
賽
古
攪
軸
文
〕
惟
紳
愛
因
11

碩
果
一
遂
宇
記
〕
南
越
志
云
‘
煎
連
山
西
十
二
里
、
有
1

↓
震
洲
1

焉、

廣

東

省

合

浦

縣

の

北

。

欽

江

の

上

流

の

北

岸

。

〔

讀

史

方

啓

二

霊

祠

↓

其

山

平

原

禰

望

‘

層

野

極

レ

目

。

輿
紀
要
、
廣
東
、
廉
州
府
、
欽
州
〕
震
山
縣
、
漢
合
浦
縣
【
震
転
】
147

”
ィ
渠
の
名
。
〔
史
記
、
河
渠
書
〕
隅
中
輔
渠
【
霊
修
】
157

砕

霊

脩
(
1
5
8
)

に
同
じ
。



(42532 ・・ 158)— (42532 ・・ 192)

【
震
脩
】
158

砕
●
能
く
神
明
遠
見
あ
る
も
の
を
い
ふ
。
江
省
定
海
縣
の
普
陀
山
。
峯
下
に
普
清
寺
が
あ
る
。
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
前
漢
書
、
十
六
〕
。
年
に
し
て
入
道
す
。
博
＜
墾
籍
を
知
り
、
文
章
を
能
＜

君
王
の
喩
。
霊
は
神
‘
脩
は
遠
。
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
指
二
九
【
璽
獣
i

】161
祁
震
妙
な
す
ぐ
れ
た
獣
。
麒
麟
の
類
。
詳
【
雷
ヰ
右
】
171

芯
ク
海
神
を
い
ふ
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
震
若
し
、
書
蓋
に
巧
。
後
魏
の
末
に
井
州
僧
統
と
な
る
。
著
に

界
以
為
レ
正
合
、
夫
唯
震
脩
之
故
。
〔
注
〕
霊
、
神
也
、
脩
、
瑞
の
獣
。
神
獣
。
〔
係
邑
、
五
霰
頌
‘
麟
〕
皇
英
大
角
‘
降
翔
二
於
紳
島
盃
升
鯨
浪
而
失
レ
水
。
〔
注
〕
翰
日
、
霊
若
、
海
成
賓
論
注
繹
・
維
摩
経
疏
記
が
あ
る
。
〔
績
高
僧
傭
‘

遠

也

、

能

紳

明

遠

見

者

、

君

徳

也

、

故

以

喩

レ

君

゜

〔

東

方

生

二

霊

獣

↓

神

也

。

八

〕

。

朔
、
七
諫
‘
哀
命
〕
痛
1

一
楚
國
之
流
亡
一
分
、
哀
二
震
脩
之
過
【
震
室
-]162

芦
蔵
書
の
室
。
〔
素
問
‘
氣
交
髪
大
論
〕
而
【
憲
雀
】
172

ルが

O
雲
雀
。
ひ
ば
り
。
〔
魏
文
帝
‘
登
曇
賦
〕
【
霰
潤
】
184

訂／

0
う
る
ほ
ひ
。
〔
魏
志
、
管
寧
博
〕
不
レ
意

到
二
揚
雄
、
反
離
騒
〕
霊
修
既
信
1

一
椒
蘭
之
暖
倭
一
分
。
誡
―
―
之
霊
室
↓
〔
注
〕
震
室
‘
謂
二
震
蘭
室
↓
黄
帝
之
書
府
登
ユ
芭
羹
以
聘
望
‘
好
―
―
霊
雀
之
麗
躙
↓
〇
北
齊
、
鄭
子
震
潤
、
禰
以
隆
赫
゜
〔
郭
環
、
江
賦
〕
播
―
―
震
潤
於
千
里
一

〔
注
〕
蓋
修
、
楚
玉
也
。

O
清
、
博
壽
(
1
|
9
3
9
 :
 6
8
)

の
也
。
〔
王
勃
‘
賓
蔽
寺
含
利
塔
碑
銘
〕
周
顔
情
レ
勤
、
王
濠
鰈

(11ー
3
9
6
4
7
:
 4
0
7
)

の

字

。

越

―

―

岱

宗

之

躙

巳

心

。

O
唐
の
高
僧
。
虞
郷
の
梁
氏
の
子
。

字
。
思
逸
、
應
一
尺
幽
鍵
五
往
―
―
来
震
室
→
【
霰
~
鶴
】

1
7
3乃
＇
が
霰
妙
な
鵠
゜
〔
開
元
天
賓
遺
事
下
‘T3

年
十
三
、
初
め
て
涅
槃
経
を
聴
き
‘
即
ち
文
旨
に
通
ず
。

【
震
漱
】1

5
9芥池
の
名
。
甘
粛
省
隆
徳
縣
の
東
北
。
〔
清
【
震
車
'
】

1
6
3
g棺
を
載
せ
た
く
る
ま
。
喪
車
。
轄
車
。
鵠
報
喜
〕
時
人
之
家
‘
聞
五
翌
殴
皆
為
二
喜
兆
一
故
謂
全
閲
貞
観
中
、
弘
祗
寺
に
住
し
て
講
じ
た
る
涅
槃
•
撮
大
乖

一
統
志
〕
震
漱
在
―
甘
癖
隆
徳
縣
東
北
四
十
里
「
周
三
震
轄
。
璽
柩
車
。
〔
漢
書
‘
證
架
志
‘
郊
祀
歌
〕
螢
之
車
‘
鶴
報
＞
喜
。
「
の

O
の
室
名
。
論
、
各
義
疏
去
章
の
著
あ
り
。
〔
績
裔
僧
博
、
十
五
〕
。

里

、

其

水

四

時

常

溢

。

結

二

玄

雲

盃

{

,

一
飛
龍
一
羽
―
鹿
紛
→
〖
震
鵜
書
巣
富
砕
砕
ク
消
、
丁
壽
昌

(
1
|
2
:27
3
)

【
震
晋
】

1
8
5
g
o伍
子
沓
(
1
|
4
3
5
 :
 4
4
)
を
い
ふ
。
〔
左

【
需
涵
二
門

5

0山
名
。
＠
江
西
省
廣
豊
縣
の
東
0

I

【
震
計
1

】164
笞

震

妙

な

や

し

ろ

。

震

祠

。

【

震

珠

】

175

芦
文
章
の
美
麗
な
喩
。
〔
陸
催
、
新
漏
刻
銘
思
‘
呉
都
賦
〕
習
―
―
御
長
風
盃
虹
翫
需
牢
只
〔
庄
〕
魏
日
、
霊

名
、
古
城
山
。
将
軍
山
と
も
い
ふ
。
＠
江
西
省
上
饒
縣
の
【
震
全
I

】165
芯
み
た
ま
や
。
霊
屋
。
震
廟
。
序
〕
陸
機
之
賦
‘
虚
握
―
―
霊
珠
↓
〔
庄
〕
翰
曰
‘
霊
珠
嘉
玉
‘
晋
‘
伍
子
背
神
也
、
江
海
之
開
、
莫
レ
不
溢
『
―
―
畏
子
脅
↓

東
南
。
◎
浙
江
省
杭
州
市
西
湖
の
飛
来
峯
の
こ
と
。
飛
【
需
皐
~
暉
】

1
6
6
名
蓋
妙
な
蛇
。
震
蛇

(
2
2
3
)
に
同
じ
。
〔
曹
喩

1一
文
章
美
一
也
。
将
レ
清
者
、
皆
敬
祠
二
其
震
百
怠
竺
性
命
ら

O
波
濤
の
神
。

来
峯
(
1
2
-
4
4
0
0
0
:
 3
5
9
)

の
O
を
見
よ
。
＠
蝠
建
省
輻
植
‘
興
―
―
楊
徳
祗
一
書
〕
人
人
自
謂
、
握
―
―
叢
馳
之
珠
↓
〔
注
〕
【
震
壽
]176

裟
〇
樹
木
の
名
。
一
名
‘
据
゜
杖
や
鞭
を
作
〔
事
物
異
名
録
‘
紳
鬼
‘
波
濤
神
〕
淮
南
子
、
波
神
日
1

一陽

消
縣
の
北
。
一
名
、
鷲
峯
山
と
い
ふ
。
其
の
顧
を
玉
屏
善
曰
‘
淮
南
子
曰
‘
随
侯
之
珠
‘
高
誘
日
‘
随
侯
見
"
大
る
に
用
ふ
。
霊
壽
木
(
1
7
9
)

を
見
よ
。
〔
山
海
経
、
海
内
侯
涵
E

紳
日
1

一霊牢日↓

峯
と
い
ふ
。
R
湖
北
省
荊
門
縣
の
東
北
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
馳
傷
断
↓
以
レ
槃
博
而
塗
レ
之
、
後
蝿
於
―
―
大
江
中
年
炉
経
〕
震
壽
賓
華
゜
〔
注
〕
霊
壽
‘
木
名
也
‘
似
レ
竹
‘
有
―
―
枝
節
↓
【
雷
懇
舒
】
186

訂
宋
、
翁
巻
(
9
-
2
8
6
3
5
:
 1
5
)

の
字
。

震
鷲
山
、
有
矢
名
龍
洞
「
深
五
里
、
有
石
憂
1

甚

高

‘

珠

以

報

レ

之

。

〔

左

思

‘

蜀

都

賦

〕

其

中

則

有

巴

萩

・

巴

戟

・

霊

壽

・

桃

枝

f

【
震
縦
】
函
后
ウ
神
震
の
み
あ
と
。
〔
弘
道
館
記
述
義
、

春
月
有
レ
聾
‘
如
鍾
鼓
管
篇
忍
）
廣
東
省
曲
江
縣
の
北
。
【
震
床
】
167li
品
2
c
h
'
u
a
n
g
2

霞
前
。
震
林
に
同
じ
。
●
縣
名
。
漢
、
置
く
。
河
北
省
正
定
縣
の
北
。
戦
國
の
時
、
上
〕
國
家
神
物
震
縦
、
今
皆
見
存
。

〔
水
経
‘
禅
水
注
〕
又
南
歴
―
―
霊
鷲
山
一
山
本
名
―
―
虎
輩
山
一
【
霊
林
】
168

祁ゥ

0
人
が
死
ん
だ
後
‘
其
の
震
を
奉
ず
る
中
山
國
の
地
。
柴
毅
が
中
山
を
取
っ
て
封
ぜ
ら
れ
た
地
。
【
震
碓
一
】
187

ル
が
豆
の
軸
を
い
ふ
。
〔
太
平
御
寛
、
百
穀

亦
日
,
,
虎
市
山
百
ぞ
虎
多
暴
一
故
也
、
晉
義
熙
中
、
沙
門
繹
た
め
に
か
り
に
設
け
た
坐
臥
の
席
を
い
ふ
。
屍
を
の
せ
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
常
山
郡
‘
縣
十
八
‘
震
壽
゜
〔
消
史
部
五
‘
豆
〕
春
秋
佐
助
期
曰
‘
豆
紳
名
震
殖
‘
姓
架
゜

僧
律
葺
一
字
巖
阿
五
猛
虎
遠
レ
跡
‘
蓋
律
仁
感
所
レ
致
‘
因
る
林
。
〔
後
漢
書
‘
張
笑
傭
〕
措
二
屍
守
屁
咬
幅
巾
而
已
゜
〔
世
稿
、
地
理
志
〕
直
隷
‘
正
定
府
‘
縣
十
三
‘
震
壽
。
[
_
霙
辰
】
1
8
8
/
パ

0
よ
い
時
。
〔
揚
雄
‘
甘
泉
賦
〕
於
レ
是
廼

改
曰
―
―
蓋
鷲
山
→
®
雲
南
省
保
山
縣
の
西
北
。
山
間
、
茶
説
新
語
‘
傷
逝
〕
（

I

）
武
子
喪
時
‘
云
云
‘
（
孫
）
子
荊
後
〖
霊
壽
埒
子
〗

1
7
7
ル1
4

ユ
組
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
命
二
墾
僚
ご
歴
"
吉
日
ぶ
四
震
辰
一
〔
注
〕
善
曰
‘
辰
‘
時
也
‘

の
産
地
。
〶
ヌ
翌
中
印
度
に
あ
り
、
一
名
、
震
山
。
蓋
嶽
。
来
‘
臨
レ
屍
慟
哭
‘
云
云
‘
哭
畢
‘
向

-
l霊
林
1
曰
‘
卿
常
好
―
―
一
族
‘
亀
〕
清
異
録
、
武
宗
十
玩
圏
、
謂
レ
亀
為
二
震
壽
子
→
清
曰
‘
叢
‘
善
也
。

O
め
で
た
い
よ
い
日
。
人
日
。
郎
ち
正

山
形
鷲
に
似
、
又
、
山
上
に
鷲
が
多
く
棲
息
し
た
こ
と
か
我
作
二
櫨
鳴
公
7
我
為
レ
卿
作
。
●
死
者
の
た
め
に
莫
を
〖
需
一
壽
証

i
]
1
7
8

賃
芸
蓋
壽
木
で
作
っ
た
杖
゜
〔
漢
書
、
月
七
日
を
い
ふ
。
〔
李
嬌
‘
奉
下
和
人
日
清
暉
閣
宴

1一
環

ら
名
づ
け
た
と
い
ふ
。
〔
法
華
経
、
壽
量
品
〕
常
在
乙
霙
鷲
設
け
る
位
。
憲
座
(
1
2
6
)

に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
王
徽
之
博
〕
孔
光
傭
〕
太
后
詔
曰
‘
國
之
将
レ
興
‘
尊
レ
師
而
重
レ
博
‘
其
臣

g
茫
雪
應
制
詩
〕
三
陽
偏
勝
節
、
七
日
最
霊
辰
゜
〔
山

山
↓
〔
水
経
、
河
水
注
〕
繹
氏
西
域
記
云
、
者
闇
堀
山
在
,
,

猷
之
卒
‘
徽
之
奔
レ
喪
‘
不
レ
哭
‘
直
上
二
震
林
一
坐
‘
取
―
―
獣
令
二
太
師
母
紬
朝
、
十
日
一
賜
レ
餐
‘
賜
―
―
太
師
震
壽
杖
↓
堂
諄
考
〕
正
月
七
日
為
―
一
人
日
ゴ
又
謂
―
―
之
憲
辰
盆
炉
人

阿
孵
逹
王
含
城
東
北
盃
西
望
―
―
其
山
云
有
11

雨
峰
雙
立
面
相
之
琴
二
弾
レ
之
久
而
不
レ
調
。
〔
世
説
新
語
‘
傷
逝
〕
顧
彦
先
〔
注
〕
服
虔
曰
、
霊
壽
、
木
名
、
師
古
日
、
木
似
レ
竹
、
有
―
―
枝
為
―
―
萬
物
之
＿
霙
也
。
〔
書
言
故
事
、
人
日
〕
初
七
又
為
二
雷

去
二
三
里
‘
中
道
鷲
鳥
常
居
―
―
其
嶺
t

土
人
琥
日
二
苦
闇
嘲
平
生
好
レ
琴
‘
及
レ
喪
‘
家
人
常
以
レ
琴
置
1

一
震
林
上
ぶ
諏
節
↓
長
不
レ
過
二
八
九
尺
「
園
三
四
寸
、
自
然
有
レ
合
一
紐
{
[
霰
神
】
189

l
i
n
g
'
s
h
e
n
'

霊
瞼
あ
ら
た
か
な
神
。

L

辰↓

央
胡
語
者
闇
‘
鷲
也
、
又
竺
法
維
云
‘
羅
閲
祗
國
有
―
―
叢
季
鷹
往
哭
レ
之
、
不
レ
勝
↓
―
其
慟
ぶ
茫
位
上
レ
林
‘
鼓
レ
琴
‘
制
禾
＇
レ
須
―
―
削
治
一
也
。
【
雷
紐
檄
】

190

ル
パ
み
た
ま
を
安
ん
ず
る
ひ
つ
ぎ
。
槻
は
内

鷲
也
胡
語
云
著
闇
堀
山
、
山
是
青
石
頭
似
魯
芦
竺
阿
作

1敷
曲
盆
兄
‘
撫
レ
琴
日
‘
顧
彦
先
頗
復
賞
レ
此
不
。
〔
清
〖
蓋
壽
木
〗

1
7
9
か
パ
ュ
樹
木
の
名
。
ゑ
ぎ
の
木
。
一
名
、
の
棺
。
〔
播
岳
‘
哀
二
永
逝
ー
文
〕
撫
―
―
霊
檄
入

5
訣
―
―
幽
房
一

育
王
使
＝
入
函
ヂ
石
椴
え
女
柄
翼
雨
髄
二
竪
二
治
其
身
↓
今
通
幡
〕
大
飲
後
‘
設
霞
林
於
柩
東
面
空
韓
帳
枕
会
衣
冠
据
。
杖
や
鞭
を
作
る
に
用
ふ
。
〔
本
草
、
震
壽
木
〕
集
棺
冥
冥
分
梃
窃
窃
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
杜
預
左
氏
傭
注
日
、

見
存
、
遠
望
似
―
―
鷲
鳥
形
正
故
曰
1

一
震
鷲
山
一
也
。

O
峯

の

需

属

之

隔

一

設
1

頷
盆
統
巾
於
側
[
如
圧
荘
竺
及
レ
夜
、
解
ヽ
時
珍
曰
ヽ
陸
氏
詩
疏
-
石
裾
即
横
也
ヽ
節
中
腫
似
二
扶
搬
‘
親
レ
身
之
棺
o

名

。

④

山

西

省

五

壷

縣

の

五

畳

山

中

憂

の

東

南

。

一

名

‘

奉

―

―

魂

吊

於

林

↓

老

ぶ

即

今

震

壽

也

、

人

以

作

,

,

杖
及
馬
鞭
一
弘
農
郡
北
山
【
震
人
】
191

乃
パ
仙
人
を
い
ふ
。
〔
漢
武
帝
内
博
〕
天
姿
掩

菩
蔭
頂
。
峯
に
慎
容
院
あ
り
、
黄
教
剛
嘩
札
薩
克
の
居
【
霊

~
q
1
6
9
芯
ゥ
不
思
義
な
あ
ら
は
れ
。
〔
魏
志
、
文
帝
有
レ
之
。
「

O
の
琥
゜
藷
、
容
顔
絶
世
、
慎
霊
人
也
。
〔
太
呉
夫
人
、
贈
―
―
馬
明

る
所
。
峯
下
に
震
鷲
寺
あ
り
、
後
漢
の
明
帝
の
創
建
に
係
紀
〕
震
象
髪
―
―
子
上
石
塁
瑞
應
二

f
下
→
〔
張
淵
、
観
象
賦
〕
〖
雷
辛
寄
王
〗

1
8
0
勾
．
／
ユ
後
漢
｀
劉
恭
（
2
-
2
2
2
4:
 1
8
0
)

の
生
―
詩
〕
虚
想
詠
1

一
震
人
↓

る
。
後
魏
の
文
帝
の
時
‘
花
園
寺
と
名
づ
け
、
唐
代
、
大
華
捗
―
―
秀
峯

1以
追
眺
、
望
―
―
震
象
於
九
争
肖
→
〖
需
一
ギ
寄
花i
g
]
1
8
1

”
が
”
だ
清
、
沈
樹
鋪(
6ー
1
7
1
8
9:
5

【
霊
水
】
192

片
ふ
し
ぎ
な
炊
瞼
あ
る
水
。
震
妙
の
水
。

穀
寺
と
改
め
、
明
、
永
明
寺
に
改
め
、
清
に
至
り
顕
通
寺
【
膏
迅
常
】
1
7
0
"
炉
漢
の
人
。
盆
は
定
。
荊
令
手
に
て
、
高
祗

4
6
)

の

室

名

。

「

字

。

〔

和

漢

三

才

圏

會

、

水

類

、

震

水

〕

按

、

弘

法

大

師

在

"

泉

州

、
K

86
 

と
す
。
〔
清
高
宗
、
御
製
詩
注
〕
是
寺
創
レ
自
,
,
漢
明
帝
玉
蓋
に
従
っ
て
鍾
離
昧
・
陳
公
利
幾
を
撃
ち
、
又
、
韓
信
を
取
[
年
逗
順
】
182

式
ノ
後
魏
、
源
子
恭
（
7
-
1
7
9
2
6
.. 5
3
)

の
横
尾
山
寺
[
山
院
地
迫
ヽ
用
水
不
レ
便
玉
几
以
召
レ
水

佛
法
始
入
二
中
國
一
時
、
震
旦
祗
園
、
此
為
―
―
最
古
口
＠
浙
つ
て
、
中
尉
に
遷
り
、
後
、
英
布
を
討
平
し
て
、
陽
羨
侯
【
震
詢
】
183

名
／
後
魏
の
高
僧
。
漁
陽
の
博
氏
の
子
。
少
忽
湧
至
レ
今
流
、
呼
日
如
口
慧
水
ぶ
か
レ
此
之
類
不
こ
。

12

|

|

_

 

雨

部

〔

十

六

書

＿

震



的
【
震
瑞
】
193

店
ふ
し
ぎ
な
め
で
た
い
し
る
し
。
詳
瑞
。
震
照
即
登
―
―
父
座
公
口
掌
坐
亡
、
居
士
笑
日
、
我
女
鋒
捷

22

〔
漢
書
‘
絞
傭
上
〕
若
-
―
乃
霊
瑞
符
應
ず
又
可
1
1

略
聞
玉
K

。

矢

゜

．
〔
晉
書
‘
築
志
上
〕
霊
瑞
告
な
符
、
休
徴
響
震
。
【
霊
石
】
203

祐
●
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
山
西
省
介
休
縣
の

〖
霊
瑞
華
〗1
9
4
n
イ
ズ
イ
圏
花
の
名
。
梵
語
優
曇
華
、
優
曇
南
。
縣
城
は
扮
水
の
東
岸
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

2
 
3
 
5
 
42

波
羅
華
の
繹
名
。
〔
無
量
壽
経
、
上
〕
無
量
億
劫
、
難
レ
値
山
西
、
平
陽
府
‘
霊
州
〕
震
石
縣
、
州
北
百
里
、
漢
太
原
郡

一

難

レ

見

、

猶

董

瑞

華

時

時

乃

出

↓

介

休

縣

地

、

隋

開

皇

十

年

、

分

置

霰

石

縣

ご

竺

介

州

一

）
【
震
性
】
195

お
天
賦
の
聰
明
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
、
芍
薬
歌
〕
以
下
傍
↓
1

扮
水
血
炉
道
得
＊
瑞
石
上
而
名
也
。

O
宋
、
夏
承

93

嬌
擬
婢
子
無
11

霊
性
涵
競
挽
11

春
杉
1

来

比

並

。

皓

(
8
|
5
7
2
0
 :
 3
2
8
)

の
字
。

7

【
璽
星
】
196

芹
星
の
名
。
又
、
天
田
星
と
も
い
ひ
、
稼
椿
【
霊
跡
]
2
0
4
3
い
軸
佛
に
闘
す
る
古
跡
。
不
思
議
な
来
歴

32

を
掌
る
。
古
、
辰
日
を
以
て
こ
れ
を
東
南
に
祀
っ
た
こ
の
あ
っ
た
あ
と
。
奇
蹟
の
あ
っ
た
あ
と
。
璽
跡
。
震

42

と
は
祈
年
報
功
の
義
に
取
っ
た
の
で
あ
る
。
〔
史
記
、
封
蹟
。
〔
李
白
、
古
風
詩
〕
霊
跡
成
溢
吝
竺
徒
悲
干
載
魂
。

5
 

祠
書
〕
於
迫
高
祖
制
―
―
詔
御
史
面
公

g
郡
國
縣
立
―
―
震
〔
白
居
易
、
修
,
,
香
山
寺
一
記
〕
璽
跡
勝
築
。

星
祠
→
〔
風
俗
通
‘
祀
典
、
霊
星
〕
漢
書
郊
祀
志
、
高
祗
五
【
零
踏
~
】

2
0
6
芍
紳
佛
に
闊
し
た
来
歴
の
あ
る
地
。
霊
跡

年
、
初
置
董
星
函
竺
后
醍
也
、
歌
爵
簸
揚
‘
田
農
之
事
に
同
じ
。

也
‘
謹
按
祀
典
盃
既
以
立
レ
稜
‘
又
有
―
―
先
農
と
―
が
為
―
―
璽
【
霊
節
]206

梵
●
詩
の
章
名
。
〔
揚
雄
‘
答
―
劉
款
一
書
〕
作
1
-

星
復
祀
嘉
戸
也
、
左
中
郎
将
賣
逸
説
、
以
為
‘
龍
第
繍
補
・
雪
節
・
龍
骨
之
銘
詩
三
章
↓
●
震
壽
杖
(
1
7
8
)

を

三
有
天
田
星
云
震
者
紳
也
‘
故
祀
以
―
―
報
功
五
辰
之
紳
震
ぃ
ふ
。
〔
揚
雄
、
答
二
劉
欽
一
書
、
震
節
、
古
文
苑
注
〕
霊
節
、

星
‘
故
以
全
辰
旦
祀
1

一
震
星
於
東
南
公
品
序
木
為
レ
土
霊
壽
杖
也
、
漢
書
震
壽
杖
注
、
木
似
レ
竹
有
江
認
雙
長

相
也
。
〔
後
漢
書
‘
祭
祀
志
下
〕
漢
興
八
年
、
有
に
一
＝
口
n

一
周
興
不
レ
過
一
六

i
甘
公
園
三
四
寸
、
自
然
合
1

一
杖
制
二
不
レ
須
1

一

而
邑
竺
后
稜
之
祀
一
於
レ
是
高
帝
令
二
天
下
立
―
―
霊
星
削
治
↓

祠
五
云
‘
奮
説
星
霞
天
田
星
也
、
一
日
龍
左
角
為
,
,

【
震
捷
】
207

ling2 
c
h
i
e
h
2

す
ば
し
こ
い
。
敏
捷
な
。

天
田
官
字
缶
穀
。
〔
王
先
謙
集
解
〕
漢
藷
儀
、
五
年
修
l
-

【
霰
川
】
208

努
縣
名
。

O
唐
‘
置
く
。
故
城
は
山
西
省
交

復
周
家
藷
祠
面
竺
后
稜
於
東
南
盃
為
レ
民
祈
レ
穀
報
社
功
‘
城
縣
の
東
北
。
●
唐
‘
置
く
。
廣
西
省
桂
林
縣
の
北
。
灘

是
所
』
祀
本
主
一
云
蘊g霊
星
為
—
伝
后
稜
之
代
名
→
水
の
西
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
‘
桂
林
府
〕
霊
川

【
璽
聖
】
197

丼

紳

璽

(
8
-
2
4
6
7
3
:
 5
4
3
)
を
い
ふ
。
〔
後
縣
、
本
始
安
縣
地
、
唐
龍
朔
二
年
、
析
,
,
置
今
縣
百
竺
震

漢
書
、
西
域
偉
論
〕
震
聖
之
所
ー
↓
降
集
ぶ
賢
箆
之
所
1

一
挺
生
↓
渠
水
1

為
レ
名
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
西
‘
桂
林
府
、
縣

【
震
醒
】
198li
品
2
h
s
i
n
g
'

覺
醒
す
る
。
早
く
了
解
す
七
、
震
川
。

る

。

【

震

泉

】

209

苫
〇
震
妙
な
泉
。
す
ぐ
れ
て
よ
い
い
づ
み
。

【
霊
沼
】
199

祁
●
周
の
文
王
の
離
宮
に
在
っ
た
沼
゜
〔
詩
、
軸
泉
。
〔
柳
宗
元
、
壽
州
安
翌
縣
孝
門
碑
〕
紳
錫
―
―
秘
祉
一

大
雅
、
震
憂
〕
王
在
n
霊
沼
ぶ
於
初
魚
躍
。
〔
集
傭
〕
震
沼
、
三
秀
震
泉
。
〔
皮
H
休
‘
奉
―
―
和
魯
望
四
明
山
九
題
一
青
儒

圃
之
中
有
レ
沼
也
。
●
廣
く
す
ぐ
れ
た
池
沼
゜
〔
班
固
、
西
子
詩
〕
街
来
多
1

一
野
鶴
云
落
虞
半
―
―
霊
泉
↓
〔
顧
瑛
‘
涸
1

一天

都
賦
〕
離
宮
別
館
、
三
十
六
所
、
紳
池
霊
沼
、
往
往
而
在
。
地
―
詩
〕
紳
斧
削
―
―
翠
骨
玉
天
沼
涵
―
―
霊
泉
↓
●
山
名
。
④

〔
注
〕
清
日
、
稽
二
紳
震
函
K

ら
之
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
然
後
河
南
省
襄
城
縣
の
西
南
。
一
名
‘
亀
山
。
＠
湖
北
省
武
昌

先
置
―
―
乎
白
楊
之
南
、
昆
明
震
沼
之
東
↓
縣
の
東
南
。
◎
四
川
省
遂
寧
縣
の
東
。
山
頂
に
泉
が
あ

【
震
侑
】
200ling• 

ch'iao• 

利
巧
な
。
氣
が
き
く
。
る
。
宋
の
賓
祐
六
年
‘
蒙
古
の
将
、
紐
璃
、
蜀
を
侵
す
や

【
霊
紹
】
2
0
1
3
が
後
魏
、
谷
纂
(
1
0
ー

3
6
1
8
2
:
 3
3
)

の
字
。
蜀
帥
‘
蒲
揮
之
が
楊
大
淵
等
に
命
じ
て
剣
門
及
び
此
の

【
霊
照
】
202

芯
瀧
蘊
の
娘
の
名
。
後
世
、
女
性
の
代
稲
と
山
を
守
ら
せ
た
こ
と
が
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四

す
る
。
〔
博
燈
録
〕
襄
州
居
士
瀧
蘊
―
女
名
,
,
璽
照
五
居
士
川
‘
滝
川
州
‘
遂
寧
縣
〕
霊
泉
山
‘
縣
東
十
里
‘
散
峯
壁

臆
ス
入
滅
云
＂
n-

女
震
照
出
視
1

一
日
早
晩
面
含
午
以
報
、
女
立
‘
有
レ
泉
自
レ
巖
滴
下
、
流
注
不
レ
渇
、
宋
賓
祐
六
年
‘

逮
報
日
、
日
已
中
芙
、
而
有
レ
蝕
也
、
居
士
出
店
，
観
次
、
蒙
古
将
紐
璃
侵
レ
蜀
‘
入
1

一
成
都
「
蜀
帥
蒲
澤
之
命
1

一
其
将

雨

部

〔
十
六
蜜
〕
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大
業
初
析
置
―
―
震
替
霊
縣
一
取
T

文
王
伐
レ
密
作
二
霰
嚢
一
之
【
需
迅
壇

]
2
4
2
?
O紳
を
ま
つ
る
に
は
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
【
雷
迅
寵
】
253

が
が
神
佛
な
ど
の
た
ふ
と
い
め
ぐ
み
。
〔
逸

義
□
清
史
稿
、
地
理
志
〕
甘
謂
、
涅
州
直
隷
州
、
縣
三
‘
詔
曰
‘
朕
射
祭
―
―
后
上
神
祇
ご
見
1

――光集
1

一
子
震
壇
ご
夜
周
書
、
鄭
保
解
〕
四
嚢
、
一
美
好
奇
怪
、
以
治
レ
之
、
二
淫

璽

壼

。

三

燭

。

O
雨
を
祈
る
壇
。
〔
應
暖
、
輿
―
―
廣
川
長
本
文
喩
1

―
―
―
―
口
流
説
、
以
服
レ
之
、
三
群
巧
俯
興
‘
以
カ
レ
之
、
四
神
巫

〖
震
憂
郎
〗2

3
0
り

O
官
名
。
天
文
博
士
(
3
-
5
8
3
3
：
書
〕
ザ
起
震
壇
↓
勤
亦
至
袋
〔
注
〕
向
日
、
震
壇
、
求
レ
雨
震
寵
、
以
惑
レ
之
。

1
3
3
7
)

を

い

ふ

。

〔

事

物

紀

原

‘

誂

殿

掌

戴

部

、

震

量

郎

〕

壇

也

。

【

霊

通

]254

昇
〇
草
の
名
。
甘
草
(
7
ー

2
1
6
4
3
:
 5
7
)

の

唐
改
―
―
太
史
為
―
―
司
天
監
↓
掌
―
―
天
文
歴
散
風
雲
氣
色
↓
【
霊
断
i
]
2
4
3

が
パ
す
ぐ
れ
た
決
断
。
又
、
お
も
ひ
ぎ
つ
て
決

O
の
異
名
。
〔
本
草
‘
廿
草
〕
繹
名
、
密
廿
、
密
草
、
美
草
、

其
小
吏
有
1

一
震
壷
郎
一
時
乾
元
元
年
也
。
〔
梢
謂
録
、
天
文
断
す
る
こ
と
。
〔
梁
書
、
元
帝
紀
〕
至
孝
通
幽
‘
英
武
霊
断
。
蕗
草
‘
震
通
、
國
老
。
〔
記
事
珠
〕
甘
草
、
一
名
震
通
。

O
相

科
、
憲
嚢
郎
〕
案
‘
唐
改
二
天
文
博
士
一
曰

1U誓
需
兜
此
五
【
霊
地
】
244

乃
か
う
が
う
し
い
土
地
。
神
聖
な
土
地
。
互
間
に
感
通
す
る
こ
と
。

O
敏
捷
な
る
。
R
後
魏
、
渇
亮

官
震
憂
郎
之
始
、
今
之
天
文
科
則
既
有
云
詈
需
兜
而
又
又
、
神
佛
が
祭
つ
て
あ
る
尊
い
地
。
神
社
佛
寺
の
境

(
1
2
-
4
4
5
7
9
:
 1
5
3
)

の
字
。

直
博
士
二
人
↓
〇
天
文
博
士
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕
天
文
内
。
霊
涯
。
璽
域
。
震
場
。
震
境
。
〔
劉
又
、
修
養
詩
〕
【
震
1

帝
】
255

和
"
-
帝
盆
。

O
後
漢
、
第
＋
―
-
代
の
帝
。
劉
宏

博

士

、

唐

名

、

司

天

、

又

、

震

量

郎

。

此

法

那

能

堅

,

,

此
身
下
心
田
自
有
二
震
地
珍
↓

(
2
|
2
2
2
4
 :
 2
0
8
)

の
〇
を
見
よ
。

O
五
胡
、
後
涼
の
第

〖
憲
曇
乱
〗2

3
1
且
ィ
、
心
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
故
事
成
【
震
知
】

2
4
5
乃
こ
こ
ろ
。
〔
王
融
‘
法
栗
辟
‘
雙
樹
歌
〕
震
―
二
代
の
帝
。
呂
纂
(
2
-
3
3
8
6

:
 8
1
)
を
見
よ
。

語

考

、

身

橿

〕

心

慌

曰

霊

曇

乱

一

知

常

湛

然

‘

符

應

有

―

―

盈

歓

↓

[

三

声

兆

】

256

芯

O
堕
を
い
ふ
o

〔
揚
雄
ヽ
劇
秦
美
新
〕
稔

〖
震
覺
訛
苑
〗2
3
2
5
5

グ
ィ
書
名
。
一
百
十
五
巻
。
五
代
【
霊
智
】24

6
乃
〇
す
ぐ
れ
た
さ
と
り
。
ふ
し
ぎ
な
ち
ゑ
。
律
嘉
量
、
金
科
玉
條
、
神
卦
震
兆
、
古
文
畢
獲
。
〔
注
〕
善

周
、
庚
季
オ
撰
。
宋
の
王
安
證
等
勅
を
奉
じ
て
重
修
し
‘
震
妙
な
智
識
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
李
充
博
〕
極
―
―
震
智
之
妙
「
日
‘
紳
蓋
、
尊
レ
之
也
。

O
震
を
納
め
る
は
か
ば
の
意
。

剛
つ
て
十
五
巻
と
す
。
〔
四
庫
掲
要
、
子
、
術
散
類
〕
。
総
―
―
會
通
之
和
一
者
‘
莫
レ
尚
,
,
乎
聖
人
一
〔
王
融
‘
浮
行
頌
‘
兆
は
墓
場
。
〔
星
野
豊
城
、
大
行
天
皇
奉
悼
文
〕
妥
ト
ニ

【
一
竪
鼓
]234

討
鼓
の
名
。
〔
周
幡
‘
春
官
、
大
司
柴
〕
霰
鼓
・
勧
請
増
進
篇
頌
〕
侯
,
,
河
之
清
ご
逹
面
王
朝
霊
智
↓
〇
後
霊
兆
五
式
卒
巨
佳
城
↓

震
鼓
・
孫
竹
之
管
・
空
桑
之
琴
闊
・
咸
池
之
舞
‘
夏
日
至
‘
魏
‘
茸
珍
(
1
2
|
 4
3
1
0
8
 :
 1
1
7
)

の

字

。

【

需

迅

阜

t

】257
訂
不
思
議
な
と
り
。
霊
妙
な
と
り
。
震
禽
゜

於
嘉
中
之
方
丘

L
デ
之
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
霊
鼓
・
震
【
震
長
】
247

訂
炉
〇
震
妙
な
力
を
有
す
る
第
一
等
の
も
鳳
凰
の
類
。
〔
禰
衡
‘
鶴
鵡
賦
〕
惟
西
域
之
震
鳥
、
挺
1

一自

鼓
、
四
面
‘
云
云
‘
玄
謂
‘
震
鼓
・
震
鼓
、
六
面
。
の
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
杏
五
オ
之
並
用
、
｛
是
水
徳
之
震
長
。
然
之
奇
姿
言
注
〕
翰
日
‘
霊
‘
異
也
。
〔
郭
環
‘
山
海
経
圏

【
震
堂
]235

競
〇
叢
瞼
あ
ら
た
か
な
紳
佛
を
祀
っ
た
〔
注
〕
向
曰
‘
震
長
、
言
―
―
上
善
柔
徳
廣
大
利
＞
物
也
。
〔
十
賛
上
、
南
山
経
‘
鳳
皇
〕
鳳
皇
震
烏
‘
賓
冠
二
羽
墨
↓

堂
。
紳
佛
の
堂
。
〔
源
平
盛
衰
記
、
十
八
、
龍
神
守
さ
―
六
國
春
秋
、
北
涼
録
〕
頼
,
,宗
廟
震
長
函
5

士
宣
レ
カ
。
●
【
震
潮
】
258

討
う
し
ほ
。
〔
郭
瑛
、
江
賦
〕
呼
―
―
吸
萬
里
一

種
心
〕
観
音
の
霊
堂
あ
り
。
●
貴
人
の
震
を
祭
る
堂
。
運
詐
の
長
く
つ
づ
く
こ
と
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
王
敦
傭
吐
―
―
納
璽
潮
↓

霊
含
。
霊
屋
。
震
殿
。
み
た
ま
や
。
〔
和
漢
三
オ
圃
會
、
家
論
〕
頼
―
―
嗣
君
英
略
‘
晉
詐
霊
長
ら
参
拭
物
の
か
し
ら
。
人
【
震
的
】
259

ぢ
肉
橙
の
生
活
機
能
に
封
し
、
心
霊
の
作

宅

類

〕

祠

堂

‘

震

堂

。

類

。

R

字

琥

゜

④

唐

、

寅

息

(
8
-
2
5
6
9
5
:
 1
3
)

の
字
。
＠
用
と
い
ふ
こ
と
を
表
は
す
形
容
詞
。
精
紳
上
の
方
面
。

【
蓋
宅
】2

3
6
”
パ
か
ほ
。
眉
•
H

・
ロ
が
あ
る
所
で
あ
る
か
明
、
許
光
詐

(
1
0| 3
5
2
9
8
 :
 2
6
5
)

の

字

。

心

震

の

方

面

。

ら
宅
と
い
ふ
。
〔
黄
庭
経
‘
注
〕
面
為
,
,
震
宅
―
―
名
大
宅
、
【
璽
揺
{
】
248

l
i
n
g
'
c
h
a
n
g
4

柩
を
安
置
し
て
あ
る
天
幕
。
【
雲
宝
叫
】
260

秒
パ
唐
の
僧
。
越
州
の
湯
氏
の
子
。
字
は
源

以

眉

目

口

之

所

＞

居

、

故

曰

に

毛

。

【

霊

場

]249

髯
ウ
紳
佛
を
奉
祀
し
て
あ
る
神
聖
な
所
。
鬼
澄
。
常
に
絞
然
と
交
溜
す
。
包
倍
・
李
紆
に
知
ら
れ
、
名
、

【
震
託
】
237

”
バ
誹
佛
な
ど
の
奇
し
き
託
宣
。
お
つ
げ
。
紳
の
壇
祠
。
霊
地
。
震
時
。
〔
法
言
、
問
明
〕
震
場
之
威
輩
下
に
振
ひ
、
細
流
に
疾
ま
れ
護
言
を
被
り
、
汀
州
に

〔
運
歩
色
葉
集
〕
震
託
店
。
宜
レ
夜
矢
乎
゜
〔
注
〕
蓋
場
、
鬼
紳
之
壇
祠
也
。
〔
李
嬌
、
扮
貶
徒
さ
れ
た
が
、
後
、
赦
さ
れ
て
蹄
り
、
元
和
中
‘
宣
州

【
霰
澤
】
238

”
パ
よ
い
う
る
ほ
ひ
。
〔
楚
酔
、
王
逸
、
九
思
‘
陰
行
〕
廻
施
駐
躇
降
二
霊
場
森
火
香
莫
酪
逸
1

一
百
祥
↓
に
卒
す
。
著
に
詩
集
・
律
宗
引
原
が
あ
る
。
〔
｛
木
高
僧
博
、

憫
上
〕
墨
霰
澤
合
一
膏
沐
。
〔
注
〕
震
澤
‘
天
之
膏
潤
【
需
壺
誅
】
250

印
ゥ
天
子
の
誅
゜
〔
陳
琳
、
檄
,
,
呉
牌
校
部
曲
一
十
五
〕
．
〔
全
唐
詩
、
二
十
九
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
一
百
八
十

也
‘
蓋
筐
徳
政
1

也
。
〔
張
駿
、
東
門
行
詩
〕
旱
天
降
―
―
霊
文
〕
江
湖
可
和
娑
空
霊
誅
↓
〔
宋
之
問
‘
謁
二
馬
廟
―
詩
〕
六
〕
。

澤

二

朝

日

輝

華

精

↓

先

騒

綿

昌

會

雀

至

伏

二

震

誅

↓

【

霰

幌

】

261

昇
春
秋
、
晉
の
人
。
趙
宣
子
、
首
山
に
田
撒

【
蓋
丹
】
239

打
叢
榮
。
効
瞼
高
い
薬
。
〔
雲
笈
七
薇
〕
五
[
膏
逗
椿

rが
ザ
樹
木
の
名
o

此
の
木
甚
だ
長
生
す
る
と
し
ヽ
醗
桑
に
含
次
し
ヽ
〒
竺
輻
の
飢
餓
を
見
ヽ
食
を
典

霊
丹
亦
令
1

一
人
不
＞
死
、
但
不
レ
及
1

一
太
清
ご
及
二
九
鼎
丹
―
ぃ
ふ
。
〔
宋
史
‘
賓
儀
偶
〕
儀
學
問
優
博
、
風
度
峻
整
‘
弟
へ
た
か
其
の
半
を
残
す
。
故
を
問
へ
ば
、
母
に
遺
ら
ん

耳

゜

囁

・

侃

・

阻

僭

‘

皆

相

撒

登

レ

科

‘

湯

道

輿

石

翌

却

有

レ

と

す

と

。

よ

っ

て

食

と

肉

と

を

輿

ふ

。

後

、

震

公

が

甲

〖
震
丹
一
粒
〗2

4
0
共
杉
一
粒
の
妙
榮
。
〔
聞
見
後
録
〕
藷
‘
嘗
贈
レ
詩
‘
有1霊
椿
一
株
老
‘
丹
桂
五
枝
芳
之
句
→
兵
を
伏
せ
て
宣
子
を
攻
め
た
時
、
震
輻
は
公
の
甲
士
と

黄
魯
直
紐
1

杜
老
詩
石
聖
霊
丹
一
粒
‘
貼
レ
鐵
成
＞
金
。
【
震
輛
】
252

芯
ノ
残
車
。
〔
溢
岳
、
哀
W
水
逝
一
文
〕
揚
二
明
為
つ
て
居
り
‘
戟
を
倒
に
し
て
公
の
徒
を
禦
い
で
宜
子

【
震

if】241
が
パ
明
、
保
嘉
慶
(
1
|
7
9
2
 :
 3
9
)

の
琥
。
燎
全
函
竺
震
楯
↓
〔
注
〕
善
日
、
證
記
注
日
、
楯
‘
蹟
車
也
。
を
助
く
。
其
の
故
を
問
へ
ば
蒻
桑
の
餓
人
と
い
ひ
、
其

_

|

 

雨

部

〔

十

六

聾

〕

震

の
名
と
所
と
を
問
ふ
も
、
告
げ
ず
に
退
く
。
〔
左
氏
、
宣
、

―-〕。

〖
震
輔
扶
輪
〗2

6
2
訂
各
蒙
求
の
標
題
。
春
秋
‘
晉
の
趙

宣
子
が
嘗
て
震
靴
の
飢
餓
を
救
ひ
、
後
、
震
公
に
攻
め

ら
れ
た
時
、
震
籠
に
助
け
ら
れ
た
故
事
。
〔
左
氏
、
宣
、

二
〕
秋
九
月
、
晉
侯
飲
―
―
趙
盾
酒
が
炉
甲
将
レ
攻
レ
之
、
其

右
提
禰
明
知
レ
之
、
趨
登
日
、
臣
侍
二
君
宴
↓
過
1
1

三
爵
―

非
レ
幡
也
、
遂
践
以
下
、
公
喉
―
―
夫
契
1

焉
、
明
博
而
殺
レ

之
‘
盾
曰
‘
棄
レ
人
用
レ
犬
‘
雖
レ
猛
何
為
、
闘
且
出
‘
提
禰

明
死
レ
之
‘
初
宣
子
田
―
―
於
首
山
ぶ
・
ロ
,,f-1-.
競
桑
五
杢
憲
輯

偲

問
1

一
其
病
百
1

、
不
レ
食
三
日
矢
‘
食
レ
之
‘
含
-
―
其
半
i

問
レ
之
、
日
、
宦
三
年
英
‘
未
レ
知
―
―
母
之
存
否
一
今
近
芙
、

請
以
遺
レ
之
‘
使
レ
圭
血
レ
之
‘
而
為
レ
之
臨
ー
食
輿
＞
肉
‘
函
匹
諸

棄
以
卑
ハ
レ
之
‘
既
而
卑
ハ
レ
為
入
ム
介
函
炉
戟
以
御
示
1

一
公
徒
一

而
免
レ
之
‘
問
1
1

何
故
ぶ
酎
曰
‘
騎
桑
之
餓
人
也
‘
問
1
1

其
名

贋
不
レ
告
而
退
‘
遂
自
亡
也
。
〔
蒙
求
注
〕
按
題
曰
―
―
震
輯

扶
験
徐
子
光
注
‘
闘
二
扶
輪
事
ギ
任
博
亦
不
レ
載
―
―
其
事
一

詳
説
引
II

一
本
蒙
求
｛
織
―
―
明
死
下
―
曰
‘
将
レ
乗
レ
車
‘
公

已
令
入
脱
二
輪
一
蝋
以
レ
腎
承
レ
軸
‘
馳
行
‘
不
レ
言
レ

所
レ
出
、
然
李
綸
題
曰
―
―
扶
輪
一
必
有
レ
所
レ
据
癸
、
書
以

峙
博
覧
之
子
↓

【
震
殿
】
263

秒
パ
お
た
ま
や
。
霊
廟
。

【
震
圏
】
264

いィ

0
天
子
の
位
。
〔
王
融
‘
三
月
三
日
曲
水

詩
序
〕
乗
II

憲
圏
而
非
レ
泰
‘
渉
―
―
孟
門
1

其
何
陰
゜
〔
注
〕

向
日
‘
震
Ill、
天
子
位
也
。

O
不
思
議
な
圏
。
〔
隋
書
‘

宇
文
惜
偵
〕
採
松
山
之
認
簡
正
披
1

一
改
水
之
霰
厠
↓

【
震
洞
】
265

討
不
思
議
に
よ
く
さ
と
り
知
る
こ
と
。
〔
梁

武
帝
‘
夢
詩
〕
色
已
非
―
―
置
蒼
盃
間
見
皆
震
洞
。
〔
李
白
‘

竺
李
胄
蹄
―
華
陽
川
—
詩
〕H
月
祓

1
1震
洞
一
雲
霧
辟
二
世

人↓
〖
憲
洞
山
房
〗2

6
6
い
パ
心
7
0
明
‘
趙
志
泉(
1
0
-
3
7
1
7
1
·

・
6
 

1
6
)

の
室
名
。

【
震
動
】
267

l
i
n
g
'
t
u
n
g
'

機
敏
な
。
應
楔
の
才
能
。

【
震
童
]268
料

01

道
家
の
語
。
玉
童
（
7
-
2
0
8
2
1
:
 7
1
9
)

の

0
◆
仙
童
(
1
|
3
7
4
 :
 1
6
7
)

を
い
ふ
。
〔
韻
府
引
‘
元
横
‘

詩
〕
鉢
付
二
霊
童
瓦
~
゜

【
震
徳
】
269

昇
震
妙
な
徳
。
尊
く
す
ぐ
れ
た
徳
゜
〔
班

，
 

固
‘
答
賓
戯
〕
不
y

料

其

能

奮

霊

饒

合
1
1

風
霰
超
―
―
忽

隈
而
躁
中
臭
蒼
砿
゜
〔
郭
環
山
海
経
圃
賛
下
、
海
外
東

68

経
、
翌
亥
〕
歩
履
宇
宙
冨
5

明
震
徳
↓

12

．．
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四
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【
震
憚
一
】
270

討
尊
位
に
慮
つ
て
、
四
方
を
包
有
す
る
を
【
霰
伯
】
278

芦
清
‘
趙
開
心
(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 4
3
6
)の
字
。
顧
紀
云
齊
巴
玄
矩
な
倉
曰
二
霰
府
→
参
地
を
い
ふ
。
〔
江
索
五
答
す
以
筵
篤
分
‘
命

'
1震
祭
云
〖
レ
余
占
レ
之
。
〔
注
〕90

い
ふ
。
〔
太
玄
鰈
馴
〕
叢
嚢
大
包
‘
其
徳
珍
黄
。
【
震
塊
】
279

苔
た
ま
し
ひ
。
み
た
ま
。
震
魂
。
〔
漢
書
‘
穂
‘
撮
山
棲
霞
寺
碑
〕
蓋
聞
‘
天
有
二
神
宮
ぶ
心
云
,
,
号
翠
府
一
墳
茅
‘
震
草
也
‘
禦
頒
、
古
之
明
占
l

―
吉
凶
1

者
也
。

26

【
霰
波
】
271

～
ィ
波
を
い
ふ
。
〔
陸
機
‘
招
隠
詩
岩
丞
音
附
―
―
外
戚
上
‘
孝
武
李
夫
人
博
〕
何
震
塊
之
紛
紛
‘
哀
二
褻
回
[
霊
符
】
291

巧

O
軸
寄
迅
の
符
瑞
o

神
符
o

〔
後
漢
書
ヽ
班
【
寄
逗
苓
グ
]298

芦
す
ぐ
れ
て
よ
い
に
ほ
ひ
o

〔
後
漢
書
ヽ
渇

懲
波
云
碩
響
赴
1

一
魯
曲
一
〔
注
〕
清
曰
‘
言
レ
震
者
美
レ
之
也
。
躊
躇
二
謝
荘
‘
宋
孝
武
宣
貴
妃
誅
〕
鎮
二
神
宮
於
壌
末
一
彪
偵
〕
乃
著
二
王
命
論
百
以
為
‘
漢
徳
承
レ
尭
有
―
―
憲
命
之
術
傭
下
〕
披
―
―
綺
季
之
麓
服
る
フ
‘
揚
―
―
屈
原
之
璽
六
久

〔
謝
震
運
、
山
居
賦
〕
登
名
山
之
奇
葵
「
越
―
―
震
波
―
而
散
爾
塊
於
天
溝
→
符

i王
者
興
詐
、
非
詐
力
所
P
致
。
〔
魏
志
、
后
妃
‘
文
昭
〖
震
芥
館
〗

2
9
9
が
努
ノ
清
‘
郭
鹿
の
書
室
の
名
。

憩
籍
。
【
震
痛
】

2
8
0
竺

O
紳
々
し
い
は
た
。
〔
楊
衡
‘
遊1一
峡
山
瓶
皇
后
傭
〕
贋

1天
璽
符
五
誕
→
―
育
明
聖
→
〔
孫
楚
、
為
一
石
〖
臀
迅
芽
館
集

]
3
0
0

弁
フ
／
久
？
書
名
。
二
十
六
巻
。
清
‘

[
雫
翌
紀
】
272

芍
す
ぐ
れ
て
よ
い
花
。
〔
張
協
、
安
石
楷
賦
〕
寺
―
詩
〕
賓
殿
散
二
丹
扉
一
叢
猫
垂
1

一
綽
旋
↓
●
ling'

仲
容
―
卑
ハ
―
―
孫
皓
一
書
〕
協
―
―
建
震
符
玉
へ
命
既
集
。
〔
注
〕
向
郭
磨
撰
。
内
容
は
初
集
四
巻
・
ニ
集
十
巻
・
三
集
四
巻
・

耀

會

絶

f
三
春
五
竺
霜
滋

f
九
秋
↓

f
a
n—
柩
の
前
に
立
て
る
銘
旗
。
日
‘
震
符
‘
謂
孟
岬
霊
之
瑞
符
一
也
。
〔
晉
書
‘
栗
志
〕
於
赫
高
詞
六
巻
・
雑
著
二
巻
。

【
震
牌
]273

芦
位
牌
゜
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
神
祭
佛
器
‘
震
【
憲
妃
】
281

い
ィ
古
の
仙
女
‘
慮
妃
を
い
ふ
。
〔
郭
環
‘
遊
祗
‘
徳
協
"
震
符
↓
〔
晉
書
‘
郭
環
博
〕
蓋
王
者
之
作
、
必
【
霰
表
】
301

芯

O
儀
容
。
〔
禰
衡
‘
顆
鵡
賦
〕
羨
1

一
芳
臀
之

牌
〕
位
牌
‘
今
云
伊
波
以
‘
按
‘
壼
牌
書
―
―
繹
氏
戒
名
ギ
女
―
―
仙
詩
〕
震
妃
顧
＞
我
笑
‘
菜
然
啓
二
玉
曲
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
霰
有
二
震
符
↓
〇
震
瞼
あ
る
神
佛
の
お
ふ
だ
。
御
符
。
遠
暢
五
偉
―
―
霰
表
之
可
＞
嘉
゜
〔
注
〕
銑
曰
‘
謂
レ
美
"
―
其
瞥

佛
寵
傍
者
‘
俗
謂
,
,
之
位
牌
盆
竺
儒
門
神
主
一
同
義
也
。
妃
‘
慮
妃
也
。
〔
韓
愈
‘
誰
氏
子
詩
〕
或
云
欲
知
千
レ
吹
―
―
鳳
【
霊

~
i】2
9
2
巧
〇
甚
だ
す
ぐ
れ
た
武
勇
。
人
間
わ
ざ
と
昔
儀
表
‘
可
―
―
以
嘉
善
→
〇
文
橙
の
名
。
墓
表
の
一
種
。
憲

【
一
墨
賀
】
274

心';

.
 す
ぐ
れ
て
よ
い
賓
物
。
霰
は
善
。
〔
張
笙
盃
所
レ
慕
震
妃
娩
＝
蒲
史
↓
思
へ
な
い
程
の
武
勇
。
〔
後
漢
書
、
王
常
傭
〕
幸
頼
二
霰
と
は
死
し
た
者
の
梢
゜
〔
文
橙
明
琲
‘
墓
表
、
簑
表
〕
又

協
‘
七
命
〕
若
1

一
其
震
賓
厠
辟
舒
信
方
。
〔
剪
燈
餘
話
、
【
震
飛
】
g

い
ィ
道
家
の
経
名
。
震
飛
経
に
同
じ
。
〔
漢
武
武
一
〔
陸
機
‘
漢
高
祖
功
臣
頌
〕
灼
灼
淮
陰
‘
震
武
冠
レ
世
。
取
二
肝
表
・
蹟
表
・
霰
表
「
以
附
1

一f
篇
ご
則
遡
レ
流
而
窮
レ

秋
夕
訪
―
―
琵
琶
亭
一
記
〕
設
1

一
奎
墨
賓
錬
度
コ
ニ
費
夜
薦
レ
妻
。
帝
内
博
〕
伏
見
扶
廣
山
胄
慎
小
童
‘
受
ニ
六
甲
蜜
飛
於
太
〔
宋
書
‘
武
帝
紀
中
〕
奮
,
,
其
震
武
ぶ
八
磯
二
墨
悪
↓
●
縣
名
。
源
也
‘
蓋
肝
墓
道
也
‘
殖
者
未
レ
葬
之
楢
‘
叢
者
始
死
之

0
賓
刀
を
い
ふ
。
〔
太
平
御
覧
‘
兵
部
七
十
七
‘
刀
下
〕
典
甲
中
元
ず
心
十
二
事
。
⑦
湿
[
‘
置
く
。
故
城
は
寧
夏
省
寧
朔
縣
の
西
北
。
後
漢
の
梢
、
自
レ
震
而
靖
‘
自
レ
稽
而
墓
‘
自
レ
墓
而
肝
也
‘
近
世

論
日
‘
魏
太
子
玉
造
l―
百
辟
賓
刀
三
石
竺
長
四
尺
三
寸
〖
霰
飛
経
〗
2
8
3
g
o
t
道
経
の
名
。
憲
飛
に
同
じ
。
段
穎
が
先
を
破
っ
た
震
武
谷
が
あ
る
。
〔
漢
書
、
地
理
志
用
―
―
墓
表
涵

m
以
1一
墓
表
社
炉
之
。

六
分
、
重
三
斤
六
雨
‘
文
似
霊
亀
ぶ

gロ
―
―
霊
賓
ニ
0
道
【
霊
認
】
2
8
4
i
ィ
霊
妙
で
ひ
め
か
く
す
。
紳
眈
゜
〔
江
継
‘
修
下
〕
北
地
郡
‘
縣
十
九
‘
叢
武
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
快
西
‘
【
震
苗
】
302

芯
す
ぐ
れ
て
よ
い
な
へ
。
〔
拾
遺
記
‘
一
、

家
の
語
。
道
蔵
に
霊
賓
経
が
あ
る
。
現
堺
代
酔
編
巻
一
―
心
賦
〕
嘉
―
―
南
斗
之
分
次
函
主
東
越
之
霊
秘
↓
〔
李
嬌
‘
為
―
―
寧
夏
鎮
〕
憲
武
城
‘
在
二
鎮
南
涵
笞
直
レ
縣
‘
圏
―
―
北
地
郡
一
炎
―
帝
紳
農
〕
神
芝
径
―
―
其
異
色
云
壼
苗
擢
―
―
其
嘉
穎
↓
〔
劉

十
四
に
見
ゆ
。
〔
抱
朴
子
、
辮
問
〕
呉
王
伐
レ
石
以
治
↓
一
宮
百
僚
1

賀
―
―
瑞
石
1

表
〕
吐
一
川
之
霰
祁
ぶ
E
―
紳
之
饂
匿
↓
後
漢
省
、
憲
帝
建
寧
初
‘
段
穎
大
破
二
叛
先
於
霊
武
谷
一
説
‘
石
菖
蒲
詩
〕
盆
池
有
二
憲
苗
二
石
緯
忘
1

一
偏
仄
↓

窒
而
於
―
―
合
石
庄
得
底
文
金
簡
之
書
一
不
レ
能
レ
讀
レ
【
震
匹
】
285

い
パ
誹
震
の
配
偶
。
即
ち
牽
牛
．
織
女
二
星
の
即
故
縣
境
也
。
◎
隋
‘
置
く
。
故
城
は
寧
夏
省
平
羅
縣
の
【
霊
廟
】
303

苫
〇
お
た
ま
や
。
み
た
ま
や
。
〔
禁
邑
‘
王

之
‘
使
n

一
使
者
持
以
問
―
―
仲
尼
↓
云
云
‘
仲
尼
以
視
レ
之
日
、
配
偶
を
い
ふ
。
〔
謝
悪
連
‘
七
月
七
日
夜
詠
"
牛
女
1

詩
〕
東
北
。

G
活
g

‘
置
く
。
故
城
は
寧
夏
省
鐙
武
縣
の
西
北
。
子
喬
碑
〕
杏
,
,
訪
其
瞼
信
―
而
有
レ
徴
‘
乃
造
二
歪
喪
郎
以

此
乃
霊
賓
之
方
、
長
生
之
法
‘
昂
之
所
レ
服
。
⑲
縣
名
。
雲
漢
有
二
翠
匹
二
蒲
レ
年
闘
―
―
相
従
↓
〔
注
〕
銑
日
、
憲
匹
‘
安
誅
山
の
乱
に
玄
宗
が
蜀
に
幸
し
、
粛
宗
が
此
慮
に
て
休
―
―
蕨
紳
一
〔
博
亮
‘
為
え
木
公
硲
型
張
良
廟
立
叙
〕
震
廟

唐
置
く
。
河
南
省
挟
縣
の
西
。
黄
河
の
南
岸
。
瀧
秦
豫
謂
,
1

牛
女
相
匹
昂
也
。
〔
李
嬌
、
平
ー
和
七
夕
雨
儀
殿
會
即
位
し
た
。

g)晉
‘
置
く
。
故
城
は
挟
西
省
咸
陽
縣
の
荒
頓
‘
遺
像
陳
昧
゜
〔
績
高
僧
博
〕
救
起
令
試
廟
於
扶
南

海
鐵
路
に
沿
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河
南
、
河
南
府
‘
陳
宴
―
應
制
詩
〕
震
匹
三
秋
會
、
仙
期
七
夕
過
。
〔
王
勃
、
七
東
。
R
民
國
‘
置
く
。
寧
夏
省
金
積
縣
の
東
北
。
黄
河
の
臨
淵
之
地
云
震
屋
・
震
殿
。
●
そ
と
ば
の
異
梢
゜
〔
翻
諜

州
〕
霊
賓
縣
‘
本
秦
函
谷
闊
地
‘
漢
為
1

一
宏
農
縣
地
ご
広
云
‘
夕
賦
〕
仔
1

一
震
匹
於
星
期
一
脊
立
岬
姿
於
月
夕
↓
東
岸
。
轡
郡
名
。
⑦
後
魏
‘
償
く
。
山
西
省
介
休
縣
の
地
。
名
義
集
‘
七
〕
窓
堵
波
‘
西
域
記
云
‘
浮
圏
‘
云
云
‘
此
翻
＝

唐
初
俯
属
細
面
図
天
賓
初
得
↓
―
符
賓
於
古
函
谷
闊
帝
-
[
膏
迅
品
】
287

賢
す
ぐ
れ
て
め
づ
ら
し
い
し
な
。
〔
宋
祁
‘
◎
蕗
ぺ
置
く
。
治
は
廻
築
。
寧
夏
省
寧
武
縣
の
西
南
。
方
墳
ギ
か
翻
1

一
圃
塚
本
亦
翻
舌
向
顕
涵
芸
仰
霊
廟
↓

因
改
各
名
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
河
南
‘
挟
州
直
隷
州
‘
薬
市
詩
〕
霰
品
羅
二
買
謳
面
嬰
分
冒
―
―
闇
含
↓
【
霊
蕪
】
四
乃
香
を
い
ふ
。
〔
皮
日
休
‘
奉
1
1

和
魯
望
上
[
霊
猫
】
304

芥

爵

香

猫
(
1
2
1
 47
6
8
2
・
 
・
8
)

の
異
名
o

〔本

懸
―
―
璽
賓
。

O
晉
‘
桓
玄
(
6
ー

1
4
7
7
4
:
 2
5
)

の
一
名
。
【
震
敏
]288

l
i
n
g
'
m
i
n
'

極
め
て
敏
捷
な
。
鋭
敏
な
。
元
日
道
室
焚
修
―
詩
〕
端
簡
不
レ
知
清
景
暮
‘
叢
蕪
香
儘
草
‘
震
猫
〕
秤
名
‘
震
狸
、
香
狸
、
神
狸
‘
類
‘
時
珍
日
、
自

〖
霊
賓
刀
]
2
7
5

賛
，
＂
戯
曲
の
名
。
明
‘
陳
輿
郊
の
作
。
李
[
守

3
巫
】2

8
9
乃
み
こ

o

〔
冥
空
人
迎
敵
祠
〕
徒
二
外
宅
諸
名
落
―
る
澁
ロ
一
〔
海
録
砕
事
、
飲
食
、
香
〕
雫
鼠
益
蔽
は

g巻
良
為
二
牝
牡
ぢ

4
句
采
巳
氣
石J
レ
謂
二
震
而
紳
玉
ぺ
集
解
、
蔵

開

先

の

賓

剣

記

を

改

作

し

た

も

の

。

大

祠

云

g

翠

厘

或

レ

躊

焉

‘

給

"

躊

牲

↓

〔

新

語

‘

資

質

〕

退

而

常

‘

震

蕪

‘

香

也

。

器

日

‘

璽

猫

生

1

一
南
海
山
谷
ぶ
訟
四
レ
狸
、
自
為
二
牝
牡
「
其

【
震
茅
D

】276
心'5

茅
の
一
種
。
焦
茅
と
も
い
ふ
。
〔
拾
遺
不
レ
用
、
乃
使
↓
-
g
墨
巫
求
に
幅
請
＂
命
。
〔
易
林
〕
乱
茅
縮
酒
‘
【
震
楓
】

294

芍
樹
齢
を
経
た
楓
゜
〔
述
異
記
‘
下
〕
南
中
有
"
陰
如
レ
爵
‘
功
亦
相
似
。

記

‘

六

、

前

漢

下

〕

（

背

明

國

）

有

―

―

焦

茅

ぢ

高

五

丈

‘

燃

レ

之

震

巫

拝

躊

゜

楓

子

鬼

五

楓

木

之

老

者

為

1

一
人
形
ギ
か
呼
為
二
憲
楓
一
【
霰
壁
】
四
芯
清
の
僧
。
呉
江
の
人
‘
琥
は
竹
愁
。
書
を

感
灰
、
以
レ
水
灌
レ
之
‘
復
成
レ
茅
也
‘
謂
―
―
之
震
茅
↓
〔
沈
【
憲
府
】
290

乃
〇
た
ま
し
ひ
の
あ
る
と
こ
ろ
。
精
神
の
【
憲
綾
】
296

芥
梁
‘
馬
仙
碑
(
1
2
-
4
4
5
7
2
:
 8
5
7
)

の
字
。
善
く
し
‘
又
‘
草
書
に
巧
。
〔
國
朝
書
鵞
家
筆
録
‘
四
〕
．
〔
國

約
‘
八
詠
‘
歳
暮
販
竺
衰
草
―
詩
〕
凋
,
,
芳
丼
之
九
衛
ニ

9

宅
。
即
ち
心
を
い
ふ
。
震
壷
゜
〔
荘
子
‘
徳
充
符
〕
不
レ
可
レ
【
雷
迅
物
】
296

乃
〇
ふ
し
ぎ
に
め
で
た
い
し
る
し
の
も
の
。
朝
輩
識
‘
十
四
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
十
一
〕
。

霰
芳
之
三
脊
↓
〔
事
物
異
名
鋒
‘
百
草
‘
茅
〕
丹
鉛
録
、
左
入
―
―
於
叢
府
↓
〔
注
〕
震
府
者
、
精
神
之
宅
也
。
〔
淮
南
子
、
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
下
〕
今
天
下
清
寧
‘
霊
物
俯
降
。
〔
謝
【
震
璧
】
305

芯
縣
名
。
宋
‘
置
く
。
安
徽
省
洒
縣
の
西
北
。

博
‘
爾
貢
包
茅
不
久
、
孟
康
日
‘
霊
茅
‘
揚
雄
曰
‘
瑞
茅
淑
慎
訓
〕
是
故
聖
人
託
→
―
其
神
於
叢
府
盃
而
蹄
1一
於
萬
物
霊
運
‘
入

,
i
i
i
~
i
l
!

湖
ロ
一
作
詩
〕
震
物
疾
―
―
珍
怪
盃
共
人
認
一
磐
石
を
産
し
‘
震
璧
石
と
呼
ば
る
。
〔
史
記
、
項
材
紀
〕
漢

三
脊
也
。
之
初
↓
〔
陶
潜
‘
戊
申
歳
六
月
中
遇
レ
火
詩
〕
形
迩
憑
レ
化
精
魂
一
〔
江
滝
‘
赤
虹
賦
〕
彼
霊
物
之
距
幾
‘
象
火
滅
而
山
二
年
、
項
王
乃
西
従
"
爾
晨
蘇
ヂ
―
―
漢
軍
ご
ム
云
‘
楚
‘
又
追

【
需
一
蛙
】
277

裳
は
ま
ぐ
り
を
い
ふ
。
蛙
は
蛤
゜
〔
禁
邑
‘
漢
往
‘
震
府
長
獨
閑
。

O
五
―
帝
の
一
。
蒼
帝
を
い
ふ
。
〔
隋
紅
。

O
鬼
紳
を
い
ふ
。
〔
藷
唐
書
、
劉
馬
錫
博
〕
在
在
庵
撃
至
1
-
g
霙
璧
東
唯
水
上
↓
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
孟
康
曰
‘
霊
璧
、

津
賦
〕
明
珠
胎
二
子
震
蛙
云
ヮ
‘
夜
光
潜
―
―
乎
玄
洲
一
〔
呉
書
‘
宇
文
惜
傭
〕
尚
書
帝
命
瞼
日
、
—
帝
者
、
承
レ
天
立
―
―
五
虞
‘
應
レ
有
―
―
霰
物
護
持
→
故
小
縣
、
在
―
―
匂
彩
城
南
一

均
砕
珠
賦
〕
謝
螂
宮
之
瑞
飾
ぶ
~
霰
蛙
之
紳
胎
一
殷
以
尊
―
―
天
重
象
ご
亦
曰
二
文
祁
玉
黄
日
軸
斗
ズ
白
曰
―
【
震
祭
】

2
9
7
乃
古
の
占
を
善
く
し
た
人
。
〔
楚
辟
‘
離
騒
〕
〖
霊
璧
石
〗

3
0
6
ぢ
ヘ
キ
一
名
、
磐
石
。
安
徽
省
璽
璧
縣
の
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北
の
磐
石
山
よ
り
出
づ
。
〔
趙
希
鵠
‘
洞
天
消
録
〕
震
璧
十
五
〕
焉
見
―
―
冥
霊
木
一
悠
悠
覚
無
レ
形
。
八
十
八
。
著
に
十
地
疏
・
地
持
疏
・
維
摩
疏
・
般
若
疎
・
華

石
、
在
,
,
深
山
中
ニ
掘
レ
之
乃
見
‘
色
如
レ
漆
、
間
有
1

一
細
白
【
霊
麻
】
317

巧
胡
麻
の
異
名
。
〔
拾
遺
記
、
五
、
前
漢
上
〕
巌
疏
・
涅
槃
疏
・
大
集
疎
・
四
分
律
疏
・
大
乗
義
集
・
聖
迩

紋
如
p
玉
‘
叩
5
之
瞥
清
越
‘
以
―
―
利
刀
面
~
レ
之
‘
略
不
レ
董
慨
常
臥
―
―
延
清
之
室
ゴ
云
云
‘
列
二
璽
麻
之
燭
盆
竪
紫
記
・
佛
法
東
行
記
・
安
民
論
・
陶
紳
論
・
齊
世
三
賓
記
・
減

動
‘
偽
者
以
―
―
太
湖
石
五
杏
色
為
レ
之
、
太
湖
石
亦
微
有
レ
玉
為
レ
盤
‘
如
屈
龍
西
皆
用
二
雑
賓
飾
レ
之
。
〔
韓
愈
．
孟
法
論
・
光
師
弟
子
十
徳
記
・
寺
破
報
應
記
・
孝
経
義
記
・

臀
有
―
―
白
墨
特
以
レ
刀
剖
則
感
屑
耳
。
郊
‘
城
南
聯
句
〕
霊
麻
撮
狗
生
村
稚
諦
禽
雙
〔
注
〕
詩
評
雑
集
等
が
あ
る
。
〔
績
高
僧
博
‘
九
〕
。

【
霊
篇
】
307}
パ

瑞

圏

。

河

洛

の

書

の

類

。

〔

班

固

‘

東

都

霊

麻

、

胡

麻

‘

状

如

狗

益

↓

【

震

輿

】

3
2
8
5
ィ
●
天
子
の
輿
゜
〔
漢
書
‘
覗
築
志
、
郊
祀

賦
、
白
雉
詩
〕
啓
畜
篇
1

分
披
,
,
瑞
圏
面
竺
白
雉
令
炊
-
l

【
霊
味
]318

サ
極
め
て
す
ぐ
れ
た
あ
ぢ
は
ひ
。
又
‘
其
歌
‘
五
紳
〕
廣
宣
延
‘
咸
畢
縞
‘
震
輿
位
‘
恨
憲
襲
。
〔
呉

素
烏
↓
〔
注
〕
清
日
‘
霊
篇
‘
卸
瑞
圏
也
。
〔
南
齊
書
‘
祥
瑞
の
も
の
。
〔
柳
宗
元
‘
為
1

一
武
中
丞
1

謝
レ
賜
1

一
新
茶
ー
表
〕
志
、
孫
和
傭
〕
以
―
―
霊
輿
法
駕
盃
不
迎
孟
岬
於
明
陵
↓
〔
揚

志
〕
璽
篇
認
圏
、
固
以
1

一

蘊

金

匿

盃

皿

克

―

―

石

室

↓

況

荘

霊

味

、

成

レ

自

―

―

退

方

↓

雄

、

利

撒

賦

〕

撞

1

一
鴻
鐘
ご
建
え
＃
壁
六
―
―
白
虎
ゴ
竺
璽

【
震
攣
】
308}
バ
ふ
し
ぎ
に
髪
化
す
る
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
【
霰
夢
】
319

竹
神
佛
の
示
し
た
ふ
し
ぎ
な
ゆ
め
。
〔
水
輿
↓
〔
注
〕
善
日
‘
服
虔
日
‘
霊
輿
、
天
子
之
輿
也
、
清
日
、

郭
如
璽
勢
‘
惚
祝
幽
暮
。
〔
注
〕
善
曰
、
言
T

廓
然
暫
開
、
経
‘
温
水
注
〕
能
得
1

一
人
情
一
自
以
―
―
璽
夢
―
為
-
l

國
詳
↓
霊
輿
、
革
車
也
。
●
天
子
の
柩
を
載
せ
た
御
輿
車
。
〔
竹

如
帥
之
慶
惚
祝
之
頃
‘
而
又
幽
暮
上
也
。
〔
博
玄
‘
蝉
〔
劉
兼
、
春
宵
詩
〕
南
何
震
夢
莫
ー
ー
相
通
↓
添
井
井
‘
雙
殉
行
〕
震
輿
粛
粛
牛
歩
遅
、
金
輪
徐
輻
臀

賦

〕

勿

―

―

釉

蜆

而

霊

畏

分

。

【

震

命

．

】

320g
命
令
の
敬
捨
。
又
、
天
の
命
令
。
〔
北
史
、
如
レ
咽
。

【
霊
便
】
309ling'pien• 

●
機
敏
な
。
敏
捷
な
。
●
氣
蘇
綽
博
〕
朕
惟
糞
―
敷
祗
宗
之
震
命
云
稽
↓
1

子
先
王
之
典
【
霊
量
】
329

巧
喪
車
の
こ
と
。
又
‘
箪
に
之
を
景
と
い

雙
以
大
欝
乎
爾
在
位
↓
〔
徐
陵
‘
陳
文
哀
帝
策
文
〕
洛
書
ふ
。
〔
唐
律
‘
雑
律
上
、
震
畳
‘
秤
文
〕
喪
車
謂
―
―
之
棗
↓

が
き
く

【
震
甫
】
310"
ィ

有

虞

の

人

。

雄

陶

・

方

回

・

績

牙

・

伯

陽

・

天

表

、

河

紀

震

命

。

【

霊

鷹

]330

数
不
思
議
に
め
で
た
い
た
か
。

東
不
皆
・
秦
不
虚
と
舜
の
七
友
と
為
り
‘
雷
澤
の
遊
を
【
霊
~
～
】

3
2
1約紳
妙
不
可
思
議
で
人
智
を
以
て
測
り
知
【
〒
以
籟
】

3
3
1”り
奏
築
誦
経
の
臀
を
い
ふ
。
〔
僧
長
埼
、
夏

為
す
。
〔
聖
賢
繋
輔
録
〕
。
る
こ
と
の
出
来
な
い
こ
と
。
〔
曹
砒
‘
詠
史
詩
〕
橙
練
五
夜
山
中
詩
〕
景
蝉
鳴
已
息
‘
震
籟
梢
微
度
。

【

震

保

】

翌

“

況

み

こ

。

紳

巫

。

〔

楚

辞

‘

九

歌

‘

東

君

〕

震

妙

‘

氣

含

雲

露

津

。

【

霊

蘭

】

332

”
パ
●
蔵
書
の
認
府
を
い
ふ
。
又
‘
霊
室
と
稽

墨
霞
保
分
賢
袴
→
〔
集
注
〕
雲
保
、
神
巫
也
。
〔
後
漢
書
、
【
震
~
戊
】

3
2
2
サ
●
零
落
茂
盛
の
略
。
震
は
零
゜
〔
班
固
‘
幽
す
。
〔
素
問
‘
霊
蘭
秘
典
論
〕
黄
帝
聞

T
十
二
蔽
相
使
ー
一
貴

馬
融
博
〕
導
-
l

鬼
逼
コ
空
神
場
コ
芭
震
保
コ
召
ー
一
方
相
一
通
賦
〕
形
氣
登
二
子
根
祗
―
分
‘
栢
葉
彙
而
震
茂
゜
〔
注
〕
賤
1

之
説
於
岐
伯
釜
E

乃
揮
二
吉
日
良
兆
盃
皿
蔵
―
―
璽
蘭
之

墨
属
疫
玉
走
,
,
鍼

詳

↓

銑

日

‘

零

落

茂

盛

‘

皆

由

二

本

根

↓

●

明

‘

陳

許

廷

(11-4

室
百
盆
E
レ
保
焉
。
〔
注
〕
霊
蘭
之
室
‘
心
之
宮
也
、
乃
繹
―

【
震
圃
】
312"
ィ
紳
聖
な
そ
の
。
霊
圃
(
7
)

に
同
じ
。
〔
播

1

怠
8

:
7
5
2
)

の

字

。

其

良

善

―

而

蔵

一

之

於

心

一

以

博

レ

保

者

、

保

"

於

無

窮

一

岳
、
在
―
―
懐
縣
1

詩
〕
霊
圃
耀
"
華
果
i

通
衛
列
,
,高
椅
→
【
震
~
[
】
3
2
3
g縣
名
。
漢
‘
置
く
。
故
城
は
山
東
省
苗
縣
流
,
,於
無
極
一
也
。
〔
張
志
聰
集
注
〕
震
畳
蘭
室
‘
黄
―
帝
蔵

〔
注
〕
善
曰
‘
震
圃
‘
猶
云
器
竺
也
。
の
北
。
今
、
石
埠
城
と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
瑣
堺
書
之
所
。
●
向
井
元
升
の
琥
。
向
井
震
蘭
(
2
-
3
3
0
1
:

1

 

【
霊
峯
】
313

討
●
す
ぐ
れ
た
山
。
紳
震
の
や
ど
る
山
゜
郡
、
縣
五
十
一
‘
震
門
。

2
6
)
を
見
よ
。

〔
桐
柏
山
慎
人
歌
〕
振
レ
轡
歩
二
璽
峯
→
●
峯
の
名
。
④
一
【
霊
羊
】

3
2
4
均
不
思
議
な
羊
゜
〔
後
漢
書
‘
西
南
夷
、
吉
〖
霰
蘭
館
〗

3
3
3
”
が
ヵ
ノ
清
‘
苑
路(
9
-
3
0
8
3
4

:
 1
3
5
)

の

名
、
白
雲
崖
。
一
輯
建
省
崇
安
縣
の
武
夷
九
曲
の
盛
き
る
騎
夷
傭
〕
有
―
―
震
羊
面
~
レ
療
レ
毒
。
室
名
。

虞
。
其
の
右
は
毛
竹
洞
。
＠
浙
江
省
築
清
縣
の
雁
蕩
山
。
【
震
薬
】
325

芹
ふ
し
ぎ
に
き
く
く
す
り
。
霊
妙
な
炊
能
【
霊
利
】
334

吋
利
巧
な
。
氣
が
き
く
。
怜
悧
（
4
-
1
0
4
6
1

下
に
羅
漢
洞
が
あ
る
。
◎
浙
江
省
杭
縣
の
西
湖
の
上
。
が
あ
る
薬
。
紳
葵
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
長
洲
‘
一
名
、
青
：
4
)

に
通
ず
。
〔
通
俗
編
‘
性
情
‘
璽
利
〕
東
破
雑
纂
二

桃
源
嶺
と
秦
亭
山
の
間
に
介
在
す
。
璽
峯
寺
あ
り
‘
晉
邸
、
在
,
,
南
海
辰
巳
之
地
ゴ
云
云
‘
一
洲
之
上
、
専
是
林
績
‘
載
1

一
護
不
レ
得
四
事
i

其
一
日
‘
震
利
核
兒
買
と
物
、
陸

建
つ
。
木
、
故
一
名
―
―
青
邸
す
又
有
―
―
仙
草
・
璽
葵
•
甘
液
・
玉
英
一
象
山
語
録
‘
既
是
一
箇
人
‘
如
何
不

n一
打
昼
教
―
―
霊
利
→

【
霊
鳳
】
314

討
●
鳳
凰
を
い
ふ
。
〔
江
滝
‘
雑
罷
‘
統
山
中
散
靡
レ
所
レ
不
レ
有
。
〔
西
王
母
傭
〕
太
上
霰
薬
‘
上
―
帝
奇
物
、
【
震
狸
】
335

い
ィ
爵
香
猫
。
震
猫
の
異
名
。
〔
本
草
‘
霊
猫
〕

康――

9
志
詩
〕
震
鳳
振
ー
利
儀
面
f

レ
景
西
海
濱
。
●
字
琥
。
地
下
陰
生
、
重
雲
妙
草
‘
皆
紳
仙
之
薬
。
〔
李
商
隠
‘
常
繹
名
‘
璽
狸
。

④
隋
‘
麹
嘉
(
1
2
ー

4
7
8
1
8
:
 5
)

の
字
。
＠
吉
田
清
の
琥
。
蛾
詩
〕
常
蛾
應
レ
悔
倫
二
霊
薬
云
碧
海
青
天
夜
夜
心
。
【
震
力
】
336

丼
ク
精
神
の
力
。
た
ま
し
ひ
の
力
。

吉
田
鵞
湖
(
2
|
3
2
8
9
 :
 2
2
7
)

を

見

よ

。

【

震

庚

】

3
2
6
i
ィ
唐
‘
紳
清
(
8
-
2
4
6
7
3
:
 3
1
4
)
の
●
の
字
。
【
霊
和
】
337

巧
●
霊
妙
な
る
和
合
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
保
1

一

【
霊
眸
】3
1
5
忠
極
め
て
す
ぐ
れ
た
ひ
と
み
。
〔
漢
武
帝
【
震
訟
~
】

3
2
7
討
隋
の
高
僧
。
矩
麗
の
趙
氏
の
子
。
趙
郡
の
不
紡
―
而
永
固
‘
稟
忌
ル
氣
於
震
和
→
〔
注
〕
良
曰
‘
霊
和
、

内
博
〕
霊
眸
絶
明
。
應
覺
寺
に
出
家
す
。
博
學
多
通
。
世
人
‘
裕
菩
薩
と
琥
和
之
氣
也
。
〔
鍾
會
‘
孔
雀
賦
〕
有
―
―
炎
方
之
偉
鳥
涵
竺
震

【
震
木
】
316

芹
紳
震
の
し
る
し
と
す
る
＜
し
び
な
木
。
し
、
一
時
多
く
受
戒
を
受
く
。
文
帝
‘
召
し
て
國
統
と
す
和
1

而
来
儀
。
●
古
の
名
琴
。
〔
絣
雅
‘
繹
器
〕
霊
和
、
古
名

紳
木
。
す
ぐ
れ
た
木
。
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
八
十
二
首
‘
其
七
る
も
‘
固
辟
し
て
就
か
ず
。
後
、
演
空
寺
に
住
す
。
卒
年
‘
琴
也
。
〔
文
猷
通
考
‘
築
考
十
、
絲
之
屡
‘
伏
犠
琴
〕
自
レ
古

1

|

 

雨

部

〔

十

六

饗

〕

震

農
琴
者
八
十
餘
家
、
一
十
八
楳
‘
究
レ
之
雅
度
不
レ
過
11

伏
薇
・
大
舜
・
夫
子
・
霊
開
・
霊
和
五
等
1

而
已
‘
餘
皆
求
1

一

意
新
状
奇
五
終
乖
舌
制
五
君
子
不
ら
貴
。
●
後
魏
‘
源
子

雅
(
7
ー

1
7
9
2
6
:
 6
5
)

の
字
。

〖
震
和
殿
〗
証
召
ヮ
齊
の
武
―
帝
の
時
に
建
て
ら
れ
た
殿

の
名
。
蜀
柳
を
以
て
有
名
。
霊
和
柳
を
見
よ
。
〔
後
唐
荘

宗
‘
歌
頭
詞
〕
震
和
殿
‘
禁
柳
干
行
‘
斜
金
絲
絡
。
〔
牛
嬌
、

柳
枝
詞
〕
莫
レ
交
品
移
入
二
霊
和
殿
吝
日
女
三
千
又
妬
レ
伊
。

〔
徐
絃
‘
柳
枝
詞
〕
君
恩
還
似
東
風
意
、
先
入
二
震
和
蜀
柳

枝↓
〖
震
和
柳
〗3

3
8
い
碍
霰
和
殿
前
の
柳
。
〔
南
史
‘
張
緒
傭
〕

益
州
猷
―
―
蜀
柳
敷
株
ヰ
仮
條
甚
長
‘
状
若
↓
1

絲
纏
云
時
藷
宮

芳
林
苑
始
成
、
武
帝
以
植
於
太
昌
霊
和
殿
前
涵
常
賞
玩

杏
嵯
日
、
此
楊
柳
風
流
可
レ
愛
‘
似
1

一
張
緒
嘗
年
↓

【
霊
王
】
339

加
周
二
十
三
代
の
王
。
周
霊
王
(
2
-
3
4
4
1

:
 8
8
4
)
を
見
よ
。

〖
霊
王
出
顛
〗3

4
0
裟
災
蒙
求
の
標
題
。
周
の
震
王
、
生

れ
な
が
ら
に
し
て
髭
あ
り
‘
能
＜
其
の
職
を
修
め
た
故

事
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
六
〕
王
子
朝
使
レ
告
―
―
子
諸
侯
一

曰
‘
云
云
‘
在
1

一
定
王
六
年
云
秦
人
降
レ
妖
、
日
、
周
其
有
―
―
顛

圭
亦
克
能
脩
―
―
其
職
玉
諸
侯
服
享
、
二
世
共
レ
職
、
王
室

其
有
レ
間
11

王
位
三
諸
侯
不
レ
圏
、
而
受
二
其
乱
災
云
ぎ
於

霊
王
盃
而
有
レ
顛
、
王
甚
紳
聖
、
無
レ
悪
―
―
於
諸
侯
-
霙
王
・

景
王
克
終
1

一
其
世
↓

【
震
腕
】
341

努
ふ
し
ぎ
に
す
ぐ
れ
た
う
で
ま
へ
。

【
震
運
展
】
342Iom
竺
謝
霊
運
が
山
行
に
用
ひ
た
下
駄
。

〔
南
史
‘
謝
震
運
億
〕
霊
運
尋
レ
山
捗
レ
嶺
‘
必
造
―
―
幽
峻
一

巖
障
散
十
重
‘
莫
レ
不
―
―
備
盤
登
蹟
面
嘗
着
1

一
木
展
下
上
；
山

則
圭
其
前
歯
玉
下
レ
山
去
二
其
後
歯
↓
〔
博
若
金
‘
寄
―
―
題

周
子
震
金
渾
山
居
一
詩
〕
遂
求
11

璽
運
展
―
―
往
眺
―
―
林

摂
〔
宋
尤
‘
送
―
―
黄
晉
卿
―
詩
〕
晩
陪
11

霊
運
展
百
早
訪
11

董

生
帷
↓

[
震
交
術
】
343

裟
呟
遠
方
の
人
や
死
者
と
精
神
的
交
通

を
す
る
法
。

【
震
棋
経
】
344

知
討
書
名
。
二
巻
。
漢
、
東
方
朔
撰
‘
又
は

淮
南
王
劉
安
撰
と
題
す
る
も
、
皆
依
託
で
、
賓
は
六
朝

人
の
作
で
あ
る
。
明
の
劉
基
の
注
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、

子
‘
術
散
類
〕
。

【
震
虚
殿
】
345

月
ョ
龍
宮
の
こ
と
。
〔
李
朝
威
‘
柳
毅
博
〕

692
 

毅
日
‘
此
何
所
也
‘
夫
日
‘
此
震
虚
殿
也
。

1

— 

九
五



(42532・ ·347)— (42541) 

【
零
奔
謡
閣
】
347

的

，

ケ

／

可

と

し

‘

自

殺

せ

ん

と

す

。

夫

人

擢

れ

て

遂

に

留

む

。

室

名

。

妾

供

養

衰

へ

ず

。

〔

列

女

博

‘

貞

順

傭

〕

。

【
憲
籾
閣
】3

4
8
い
パ
ケ
／
清
‘
江
標(
6—
1
7
1
4
0:
 4
0
5
)

の
室
【
震
鰐
之
鼓
】
357]
イ
ダ
ノ
羅
の
皮
で
張
り
、
す
ぐ
れ
て
よ

名

。

い

つ

づ

み

。

罷

、

一

に

鱒

に

作

り

‘

蝠

ヌ

り

類

。

罷

鼓

゜

〔

李

【
憲
之
詳
】
349

苔
5

晉
の
鼓
吹
曲
の
名
。
晉
‘
博
玄
製
す
。
斯
‘
上
書
諫
―
―
逐
客
こ
建
―
―
翠
鳳
之
旗
ぶ
炉
震
羅
之
鼓
↓

漢
の
朱
鷺
行
に
常
る
。
〔
架
府
詩
集
‘
鼓
吹
曲
辞
‘
晉
鼓
【
蓋
思
何
皇
后
】
3
5
8
5
パ
叩
ウ
ゴ
ウ
後
漢
、
何
后
(
1
ー

511
:
 

吹
曲
‘
憲
之
詳
〕
古
朱
鷺
行
‘
古
今
架
録
日
‘
叢
之
詳
‘

7
4
)

の

O
を
い
ふ
。

言
1

令
宣
皇
帝
之
佐
レ
魏
‘
猶
―
―
虞
舜
之
事
＞
尭
也
‘
既
有
―
―
石
【
憲
運
子
孫
倶
得
レ
鳳
】
359

ぃ
g
記
む
い
，
謝
霰
運
の
子

瑞
之
徴
｛
又
能
用
レ
武
‘
以
誅
季
血
度
之
逆
＞
命
也
。
〔
偲
孫
は
皆
賢
明
で
あ
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
次
孟
即
韻
―

玄
‘
霊
之
詳
〕
霰
之
祥
‘
石
瑞
章
‘
施
一
金
徳
面
山
―
―
西
方
一
答
1

一
馬
忠
玉
―
詩
〕
震
運
子
孫
倶
得
レ
鳳
‘
慈
明
兄
弟
執

天
降
レ
命
‘
授
孟
旦
皇
一
應
1

一
期
運
二
時
龍
譲
‘
椒
―
ー
大
舜
一
非
レ
龍
゜

佐
陶
康
績
底
文
五
竺
帝
綱
孟
氏
叛
‘
雙
南
楓

皐
有
屡
風
五
常
函
寇
勁
‘
蜀
虜
彊
‘
交
1

一
誓
累
連
―

遅
隈
宣
赫
怒
‘
奮
―
鷹
揚
盃
空
乾
威
一
躍
電
光
玉
竪
九
彫

(
9—
3
2
7
7
1
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

蓋
宕
城
一
皐
逆
命
一
蒻
有
生
面
國
安
‘
四
海
寧
。
【
霊

g
]〗
ヒ
ン
集
韻
〕
砥
‘
輿
如
同
。

[
奎
京
呂
津
】
350

古
4

ャ
ゥ
渡
場
の
名
。
延
津
の
別
名
。
今
は

4

争緬

(
1
2
|
 4
2
3
5
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字

湮
没
す
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
河
水
又
東
北
通
、
謂
1

一
之
延

内
石
勒
之
襲
劉
叫
途
出
―
―
於
此
詞
竺
河
泳
注
為
l
-

【
豪
緬
-
]
g

ハ
イ
通
〕
霧
‘
藷
注
見
―
―
石
鼓
文
↓
按
焦

坑
載
宕
鼓
作
レ
覇

神
霊
之
助
一
絨
―
是
虐
↓
為
―
―
奎
翠
昌
津
↓

【
震
祗
経
】
351

”
"
ベ
ゥ
書
名
。
十
二
巻
。
古
の
瞥
書
‘
鍼
灸

を
論
じ
た
も
の
。
素
問
と
通
じ
て
内
経
と
い
ふ
。
其
の

【

霰

】

亨

書
南
宋
に
至
っ
て
始
め
て
世
に
博
は
る
。
或
は
王
泳
の

依
託
と
い
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
醤
家
類
〕
。

【
震
叢
文
】
352

竹
，
＇
ゥ
仙
薬
の
名
。
〔
韻
府
引
‘
漢
武
帝
内

傭
〕
西
王
母
紳
仙
次
薬
‘
有
―
―
震
叢
文
↓

【
震
轟
子
】
353

”
パ
う
に
の
異
名
。
〔
和
名
類
緊
抄
‘
亀
貝

部
、
編
貝
類
〕
霊
属
子
‘
本
草
云
‘
憲
鼻
子
‘
貌
似
レ
橘
而

圃
‘
其
甲
紫
色
‘
生
1
1
t

亡
角
―
者
也
。

【
憲
運
曲
笠
】
354

討
”
炉
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
謝
霰
運

が
好
ん
で
曲
柄
笠
を
戴
い
た
故
事
。
〔
世
説
新
語
‘
言

語
〕
謝
震
運
好
戴
曲
柄
笠
孔
隠
士
謂
曰
‘
卿
慾
希
l
-

【
奎
鮮
]
“

心
高
摸
何
不
レ
能
レ
逍
―
―
曲
蓋
之
貌
;
即
答
日
‘
牌
レ
不
レ

畏
レ
影
者
‘
未
レ
能
レ
忘
細
懐
゜

【
憲
悟
大
師
】
355

”

只

南

齊

曇

超

(
6ー

1
4
1
7
2
:
 2
5
)
 

の
琥
゜

【
憲
氏
夫
人
】
3
5
6
[
パ
ク
戦
國
‘
衛
の
人
。
秦
‘
衛
を
滅
し
、

憲
氏
を
封
じ
て
衛
祀
を
奉
ぜ
し
む
。
震
氏
死
し
‘
夫
人

子
無
し
‘
妾
に
子
あ
り
‘
妾
‘
夫
人
に
事
へ
て
謹
°
夫
人

日
く
‘
我
子
な
し
‘
幡
に
お
い
て
斥
細
の
人
な
り
‘
願

は
く
は
外
に
居
て
‘
時
を
以
て
相
見
え
ん
と
。
妾
‘
不

明
、
湯
兆
京
(
7
|
1
7
8
7
4
 :
 2
0
0
)

の

El□
雨
が
ば
ら
ば
ら
と
ふ
り
は
じ
め

る
。
〔
説
文
〕
露
‘
小
雨
財
客
也
‘
凡
レ
雨

鮮
臀
‘
讀
若
レ
斯
゜
〔
段
注
〕
財
‘
営
レ
作
レ
オ
、
取
―
―

初
始
之
義
公
9

字
作
レ
綾
。
回
あ
ら
れ
。
霰
(
1
2
-
4

2
4
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
霰
‘
説
文
‘
稜
雪
也
‘
亦

作
レ
露
。
胃
い

曰ン□サ
国
セ
ン

〔
集
韻
〕
相
支
切
国
《

〔
集
韻
〕
蘇
禾
切
厭

〔
集
韻
〕
先
見
切
醐
止

霞

II．仕温

セ
ン

霰
(
1
2
-
4
2
4
5
8
)

の
本
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
煎
｀
霰
本
字
‘
見
l

一
説
文
↓

雨

部

〔
十
六
ー
＋
七
驚
〕

憲

粧

霧

骰

露

霞

簸

鵞

援

灌

日
●
緩
鑓
は
‘
雲
の
く
ら
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
譲

援
魏
‘
雲
暗
兒
。

O
援
魏
は
‘
め
か
ね
の
異
梢
゜
緩

魏
(

4

)

の

O
を
見
よ
。

O
寛
援
は
‘
地
名
。
〔
字
彙

補
〕
援
‘
寛
援
‘
地
名
。
口
援
謀
は
‘
雲
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
援
‘
該
隷
‘
雲
兒
。
口
雲
の
盛
な
さ
ま
。

貧
】
〗
昌□ア
イ

國
〗

曰
ァ
イ

〔
集
領
〕
於
代
切
圏

芳

ai'

〔
集
韻
〕
於
既
切
困

〔
集
韻
〕
椅
亥
切
圃

〔
集
韻
〕
隠
営
切
闊

冨
g
]〗

隠
隠
は
‘
雲
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
諧
‘
薦
隠
‘
雲
兒
゜

イ
ン
オ
ン

集
韻
〕
椅
謹
切
年

曰
〇
ぬ
か
あ
め
。
〔
集
韻
〕
露
‘
細
雨
謂
二
之
蔽
↓

●
あ
め
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
咳
雨
兒
。
〇
或
は
雪

(12-42214)·~~(12 

|
 
4
2
3
1
2
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
簸
‘
或
作
零
・
雲
二
ロ

O
ぬ
か
あ
め
。
筏
(
1
2

|
 
4
2
3
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
零
伐
‘
説
文
、
微
雨
也
‘

或
凡
レ
鍛
。
●
ひ
た
す
。
〔
康
熙
字
典
〕
薮
‘
漬
也
。

冨
】
[
已
サ
ン

□
セ
ン

〔
集
韻
〕
師
咸
切
碑
t

〔
集
韻
〕
将
廉
切
顕

日
口
露
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
浪
(
7ー

1
8
7
1
6
)

に

同
じ
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
嘆
嘆
‘
露
也
。
〔
集
韻
〕
浪
、

露
盛
兒
‘
或
炊
レ
雨
。

[漢]蜘

ジ
ぶ
｀
，
ウ

二
ぶ
ぃ
ウ

日
ダ
ウ
ナ
ヴ

口

〔
集
韻
〕
奴
営
切

〔
集
韻
〕
如
陽
切

園蒻

【
灌
】
蜘

7
7

〔
集
韻
〕
直
角
切
党

〔
集
韻
〕
援
‘
雲
盛
兒
。
固
●
援
諜
は
‘
雲
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
援
‘
援
謡
‘
雲
兒
。

O
該
讀
．
援
隷
は
、
物

の
さ
ま
。
援
讚
(
5
)
・

緩
謡
(

3

)

を
見
よ
。

【
援
援
】

1
n
"
O雲
の
盛
な
さ
ま
。
〔
衷
士
元
、
遊
東
湖

酔
中
歌
〕
興
盛
蹄
来
月
猶
在
‘
盤
碍
解
レ
装
春
援
援
。

O

樹
木
の
茂
つ
て
密
な
さ
ま
。
〔
顧
瑛
‘
碧
梧
翠
竹
堂
‘
云

云
‘
分
韻
得
直
圭
子
詩
〕
高
堂
梧
輿
レ
竹
‘
稜
稜
排
1

一
空
肖
↓

【
援
河
】
2

勺
川
の
名
。
源
は
涵
洲
遼
寧
省
寛
旬
縣
の

北
。
鴨
緑
江
に
合
す
。
日
露
載
争
の
時
、
日
本
軍
此
の
川

を
徒
渉
し
て
‘
敵
を
追
撃
す
。
〔
清
一
統
志
〕
蝶
河
、
在
ニ

鳳
凧
城
北
二
十
里
ご
混
出
―
―
邊
外
分
水
嶺
ご
四
南
流
自
二

援
陽
城
西
北
五
里
1

入
レ
邊
‘
至
一
城
東
南
二
十
里
ガ
人
折

東
南
流
出
レ
邊
入
二
鴨
緑
江
↓

【
援
諜
】
3

"

雲
の
さ
ま
。
物
の
さ
ま
。
又
‘
不
明
の
さ

ま
。
審
か
で
な
い
さ
ま
。
字
解
の
□
・
國
を
見
よ
。
〔
廣

韻
〕
認
援
謡
‘
不
レ
明
兒
。
〔
木
華
‘
海
賦
〕
故
可
下
佑
二
像

其
色
玉
ぞ
訊
其
形
い
〔
注
〕
善
曰
‘
佑
像
・
稜
隷
、
不
レ
審
之

貌
‘
銑
日
‘
佑
像
・
援
謀
、
不
レ
明
貌
。
〔
森
允
文
‘
蛉
蝉
賦
〕

何
奇
形
而
異
レ
模
‘
差
可
二
佑
象
一
而
援
謀
゜

[
援
鑓
】
4

"

＂
O
雲
の
た
な
ぴ
く
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
謎
、
援

鑓
‘
雲
状
。
〔
播
尼
‘
逸
民
吟
詩
〕
朝
雲
魏
謎
。
●
雲
の
日

を
覆
ふ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
綬
‘
援
譴
‘
雲
暗
兒
゜
〔
通
俗
文
〕

雲
覆
レ
日
為
1

一
援
鑓
云
〇
眼
鏡
の
異
稲
。
〔
正
字
通
〕
援
‘
援

魏
‘
眼
鏡
也
。
〔
洞
天
清
鋒
〕
援
鑓
、
老
人
不
レ
辮
"
細
書
↓

似
此
掩
レ
目
則
明
‘
元
人
小
説
‘
言
n

―
稜
謎
出
↓
―
西
域
心

【
援
讀
】
5

勺
〇
雲
布
の
状
。
〔
廣
韻
〕
讀
‘
援
譴
雲
布
状

也。

O
雲
氣
の
さ
ま
。
〔
木
華
‘
海
賦
〕
氣
似
―
―
天
香
五
援
請

雲
布
。
〔
庄
〕
善
曰
‘
稜
讚
‘
昏
闇
兒
‘
翰
曰
‘
設
讚
‘
雲
氣

兒。

O
雲
の
盛
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
譲
‘
綬
讚
‘
雲
盛
也
。

【
援
陽
】
6

訂
堡
の
名
。
涌
洲
遼
寧
省
鳳
城
縣
の
北
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
遼
東
都
指
揮
使
司
‘
定
遼
中

衛
〕
穀
陽
堡
‘
在
向
東
南
四
百
餘
里
ご
菩
堡
有
湯
頭

墜

可
1

一
按
伏
一
又
新
安
堡
在
該
陽
堡
西
幸
喪
堡
有
石

嶺
兒
梁
家
硲
一
皆
設
レ
陰
虞
也
‘
又
洒
馬
吉
堡
、
在
"
新
安

堡
東
北
冨
竺
孤
山
堡
ー
相
接
。

九
六
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冨
】
〗

冨

】

岬

雨

部

〔
十
七
ー
四
十
四
豊
〕

罹

露

菱

憲

煎

震

癖

裏

碩

癌

贅

襄

範

渾

雹

壼

姦

甑

轟

謳

蒻

醒

九
七

ゞノ
ィ
〔
字
彙
補
〕
明
排
切
届
〗

マ
イ

璽
1
2
|
 4
2
4
7
9
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
震
‘
卑
ハ
レ
霞
同
。

ド
ヴ

【
寵
】
〗
ヰ
ン

貫（
1
2
|
 
4
2
3
9
3
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
貫
、
古
作
レ
籟
゜

寛
露
は
‘
雷
師
。
〔
集
韻
〕
霊
‘
豊
隧
‘
雷
師
。

[

豊

]

蜘

779
ゥ
〔
集
韻
〕
敷
渇
切
園

あ
め
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
菱
‘
雨
兒
°

[

菱

]

畑

サ
ヴ
〔
集
韻
〕
疏
江
切
罰
』

n襲
饗
[
[
一

【
嚢
]
〗
キ
[
、
（
い
彗

2
)
の
俗
字
。
〔
字
彙
補
〕

あ
め
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
霧
‘
雨
也
。

冨
】
〗
〔
龍
寵
手
鑑
〕
莫
鳳
切
閾
―
―

ボ
ヴ
ム

お
ほ
あ
め
。
〔
玉
篇
〕
灌
‘
大
雨
也
。
〔
集
韻
〕
濯

大
雨
。

[
8穀]
〗’
菱

(
1
2
-
4
2
5
4
4
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
襄
、
同
レ
菱
゜

サ
ウ 曰
●
霞
□
―

[
賓
]
〗へウ
賓
(
8
-
7
3
7
6
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
贅
、
同
レ
賓
。

蹂
癌
は
‘
雨
の
や
ま
な
い
さ
ま
。
謀
(
1
2
ー

4
2
3
9
0

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
慮
‘
森
憲
‘
雨
不
レ
止
兒
‘
或
省
。

冨

】

岬

レ
キ
リ
ぶ
｀
ク

〔
集
韻
〕
狼
秋
切
謳
『

•
篠
翌
は
‘
は
や
い
さ
ま
。
〔
字
槃
〕
筏
‘
藷
翌
‘
疾

貌
゜
〔
木
華
‘
海
賦
〕
霞
竪
絶
電
‘
百
色
妖
露
。

〔
注
〕
善
曰
‘
篠
竪
‘
疾
貌
。

0
人
名
。
〔
集
韻
〕
筏
‘

闘
‘
人
名
、
晉
有
二
庚
藷
ぶ
ナ
玄
獣
。

冨
]
芦
‘
ン
，
ユ
ク
〔
集
韻
〕
式
竹
切
閾

□
麗
髯
□
―

わ
す
れ
る
。
〔
五
昔
篇
海
〕
嚢
‘
忘
也
。

冨
】
〗コ
ン

〔
五
昔
篇
海
〕
呼
頓
切
醐
土

風
が
吹
い
て
土
を
ふ
ら
す
。
〔
字
彙
補
〕
額
‘
風

而
雨
レ
土
也
。

冨
】
〗シ
ン

震（
1
2
-
4
2
3
0
0
)

の
揃
文
。
〔
集

韻
〕
震
‘
揃
作
レ
籐
°

国
●
聾
―
―

【
国
翠
】
芦

雲
の
さ
ま
。
ま
た
露
(
1
2
-
4
2
4
5
6
)

に
作
る
。
〔
篇

海
〕
蓋
‘
雲
貌
‘
或
作
＞
露
。

タ
イ
ダ
イ

〔
篇
海
〕
徒
罪
切
醐
[
-

11ロ謂

m-

[

壺

]

年

よ
い
。
〔
五
―
音
篇
海
〕
壼
‘
善
也
。

レ
イ

五
昔
篇
海
〕
昔
零

冠】倅
、

雹

(
1
2
-
4
2
2
4
8
)

の
古
字
。
〔
字
彙

ク

補
〕
雹
‘
古
文
雹
字
。

＇ 

あ
め
の
ふ
る
さ
ま
。
〔
類
篇
〕
湛
‘
雨
下
貌
。

冨

】

芦

‘

ン

プ

〔
類
篇
〕
七
入
切
暉
〗

冨
i
]〗
ク
ワ
ク
鱈3
"□
紅
字
。
〔
説

II□
11.ii-

冨塁
い
か
づ
ち
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
醒
‘
雷
瞥
゜
〔
字
彙

補
〕
醒
‘
郎
仁
賓
曰
‘
山
谷
集
中
有
二
銃
醒
等
字
一

蜀
語
也
。

ハヴ
ビぶ＼ーウ

〔
集
韻
〕
蒲
逍
切
瞬

量
讐
靡
―
―

く
も
の
ひ
ろ
い
さ
ま
。
〔
五
昔
篇
海
〕
蒻
‘
雲
廣

貌。

[
＿
輝
】
5
ド
ウ
〔
五
昔
篇
海
〕
＿
音
濃

4
 

眉
闘
且

冨
詈

孤
(
1
2
-
4
2
5
1
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
謳
、
古
作
レ
謳
゜

ラ
イ 日輝璽―――

【
羅
】
[

輯
轟
は
‘
か
み
な
り
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
轟
‘
醒
轟

雷
臀
。

ヒ
，
司
ウ

ビ，司ウ

集
韻
〕
蒲
應
切
醐
戸

日
”

II疇
i

――

12693 
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小

古

〇

あ

を

。

草

木

生

成

の

い

費

策

恣

文

ろ

。

五

色

の

一

。

も

と

青

に

作
る
。
〔
説
文
〕
宵
‘
東
方
色
也
、
木
生
レ
火
‘
炊
―
一
生

丹
下
丹
生
之
信
‘
言
―
―
必
然
↓
〔
段
注
〕
丹
、
赤
石
也
‘

赤
‘
南
方
之
色
也
‘
俗
言
‘
信
若
―
―
丹
圭
双
謂

-1一其
相

生
之
理
有
―
―
必
然
一
也
‘
援
レ
此
以
説
下
炊
二
生
丹
1

之
意
い
〔
中
華
大
字
典
〕
青
、
本
作
レ
卑
円
。
〔
秤
名
‘
秤

采
吊
〕
宵
、
生
也
‘
象
物
生
時
色
一
也
。
〔
荀
子
、
勧

學
〕
青
取
―
―
之
於
藍
二
皿
青
―
―
於
藍
↓
●
あ
を
い
。

〔
書
‘
昂
貢
〕
蕨
土
胄
黎
。
〔
白
虎
通
‘
計
楼
〕
胄
土
韮

以
百
翌
〇
肖
色
は
‘
方
位
で
東
方
に
営
て
る
。

〔
周
謄
‘
考
工
記
‘
書
＿
績
之
事
〕
東
方
謂
―
―
之
青
↓
〔
呂

覧
‘
仲
春
〕
天
子
居
二
胄
陽
一
〔
注
〕
青
陽
‘
東
向
堂
。

R
は
る
。
〔
楚
辟
‘
大
招
〕
青
春
受
謝
。
〔
注
〕
胄
、
東

方
‘
春
位
‘
其
色
青
也
。
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
春
曰
―
―
青

春

二
O
あ
を
い
み
み
だ
ま
。
一
説
に
‘
み
み
だ
ま

を
か
け
る
あ
を
い
ひ
も
。
〔
詩
‘
齊
風
‘
著
〕
充
耳

以
レ
青
乎
而
゜
〔
博
〕
青
、
音
王
。
〔
箋
〕
青
‘
枕

之
胃
者
。

O
齊
い
土
。
顔
料
や
壁
の
か
ざ
り
に

用
ひ
る
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
上
〕
其
土
則
丹

青
緒
翌
゜
〔
注
〕
張
揖
曰
‘
青
、
青
獲
也
。

O
葉

用
に
な
る
鎮
石
の
名
。
空
胄
。
〔
周
碍
‘
秋
官
‘

職
金
〕
掌
―
―
凡
金
王
錫
石
丹
胄
之
戒
令
↓
〔
注
〕

青
‘
空
青
也
。
R
か
は
せ
み
。
青
雀
゜
〔
祠
‘
曲

イ
〔
集
韻
〕
倉
経
切
一
圏

<＿
L
 
c
h
'
m
g
'
 

【

青

】

蜘

パ

ャ

ウ

H
-
L
 
c
h
i
n
g
'
 

圭
円

部

青

部

青

謁
上
〕
前
有
レ
水
則
載
畜
2

施
『
〔
注
〕
宵
、
青
雀
‘

水
鳥
。

O
竹
の
あ
ま
皮
゜
轄
じ
て
‘
竹
簡
゜
〔
後

漢
書
‘
呉
祐
博
〕
欲
ふ
空
青
簡
一
以
窺
中
経
書
[

〔
注
〕
以
レ
火
炎
レ
簡
令
レ
汗
、
取
―
―
其
土
只
易
レ
書
復

不
レ
嚢
‘
謂
―
―
之
殺
＞
青
。
〔
太
平
御
覧
‘
文
部
、
簡
〕

風
俗
通
曰
‘
凡
作
レ
簡
者
、
皆
於
―
―
火
上
ふ
空
乾

之
二
陳
楚
開
謂
之
汗
ご
汀
者
去
二
其
サ
也
。

O

古
、
九
州
の
一
。
今
、
山
東
省
藷
清
南
・
青
・
登
・

莱
の
諸
府
及
ぴ
遼
東
の
各
地
。
〔
周
謄
‘
夏
官
‘

職
方
氏
〕
正
束
曰
1

一
青
州
ょ
0
し
づ
か
。
〔
播
岳
‘
射

雉
賦
〕
渉
―
―
青
林
和
盆
匹
寛
分
。
〔
注
〕
善
曰
‘
宵
‘
静

也
。
藝
さ
か
ん
に
生
ひ
茂
る
さ
ま
。
通
じ
て
蒋

(
9
-
3
1
1
3
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
宙
円
、
青
青
‘
茂
盛

也
、
通
作
レ
蒋
。
〔
詩
‘
衛
風
‘
澳
奥
〕
緑
竹
宵
胄
゜

〔
傭
〕
胄
青
‘
茂
盛
貌
。

O
古
‘
本
・
布
(
3
-
5
8
5
8
)
・

昏
(
4
|
7
8
4
6
)
・

宙
(
4
|

7
8
4
7
)
•
太
中
(
4
-
7
8
4
8
)
·

害
(
3
-
7
2
1
1
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
青
‘
本
、
古
文

青
。
〔
集
韻
〕
青
、
古
作
1

一
が
・
春
・
岸
↓
〔
康
熙
字
典
〕

青
、
古
文
茶
•
寄
゜
＠
一
百
六
韻
の
一
。
下
平
第

九。

O
姓
。
〔
廣
韻
〕
胄
‘
姓
‘
出
二
何
氏
姓
苑
面
四
あ

を
。
④
未
熟
。
未
成
長
。
◎
青
馬
の
略
。

畠
ハ
ル
。

蘭
由
も
と
宵
に
作
る
。
會
意
。
生
と
丹
と
の
合
字
。
本
義

は
あ
を
色
。
即
ち
草
木
生
成
の
色
を
青
と
い
ふ
。
故
に

字
生
に
従
ふ
。
五
行
に
配
し
て
東
方
の
色
と
し
‘
又
春

に
は
草
木
生
成
す
る
よ
り
、
青
を
春
と
す
。
春
去
れ
ば

夏
束
り
‘
木
よ
り
火
を
生
す
る
は
、
自
然
易
ふ
べ
か
ら

ざ
る
の
理
‘
宵
即
ち
丹
を
生
ず
る
故
に
、
生
と
丹
と
を

合
し
て
あ
を
色
の
穂
稲
と
す
。
一
説
に
、
形
瞥
。
生
と
井

と
を
合
す
。
即
ち
生
に
従
ひ
‘
井
は
昔
符
。
生
に
従
ふ
は

草
木
始
め
て
生
じ
て
そ
の
色
あ
を
あ
を
と
す
る
義
と
。

又
‘
一
説
に
、
宵
色
は
丹
の
濃
き
よ
り
生
ず
。
丹
の
強
き

も
の
胄
味
を
加
市
ぶ
。
故
に
生
と
丹
と
を
合
し
て
そ
の
義

を
あ
ら
は
す
と
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
青
、
東
方
色
也
、
木

生
レ
火
‘
炊
"
生
丹
谷
口
意
、
語
謂
‘
信
若

h
~青
釜
竺
相
生
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青

部

青

九
九

鱗
郭
環
所
謂
妾
魚
・
婢
魚
‘
雀
豹
所
謂
宵
衣
魚
、
世
俗

所
謂
蛉
砒
鰯
也
。

〖
青
衣
旦
〗1
2ch'ing'i'tan• 

役
者
の
一
種
。
節

婦
義
女
に
扮
す
る
女
形
。

〖
胄
衣
行
レ
酒]
1
3
代5
ィ
サ
ケ
ヲ
晉
‘
攘
帝
が
平
陽
に
蒙
塵

し
た
時
、
劉
聰
の
た
め
に
青
衣
を
著
て
酒
の
給
仕
を
し

た
故
事
。
〔
晉
書
‘
孝
懐
帝
紀
〕
七
年
春
正
月
、
劉
聰
大

會
‘
使
t
帝
著
二
青
衣
1

行
』
酒
‘
侍
中
庚
眠
琥
哭
゜

〖
宵
衣
小
帽
〗1
4
5バ
が
庶
民
の
服
装
を
い
ふ
。
〔
桃
花

扇
‘
設
朝
〕
作
宵
衣
小
帽
‘
在
レ
此
不
レ
便
。

〖
青
衣
童
子
〗15
ぽ
勾
●
青
蠅
を
い
ふ
。
〔
白
孔
六
帖
〕

符
堅
屏
レ
人
作
―
―
赦
文
工
有
レ
蠅
入
レ
室
‘
駆
レ
之
復
来
‘
俄

而
人
知
レ
有
レ
赦
‘
詰
↓
―
其
所
＂
自
、
皆
云
、
有
―
―
―
青
衣
童
子

呼
於
街
里
堅
日
‘
是
前
青
蠅
也
。
●
燕
の
異
稽
゜
〔
事

物
異
名
録
禽
鳥
‘
燕
〕
太
平
廣
記
、
後
魏
元
道
康
齋
前
‘

有
雙
燕
蕊
簾
、
一
日
化
筏
青
衣
童
壬
語
日
‘
今
我

便
蹄
‘
無
政
留
別
一
言
詑
復
筏
雙
燕
慨
去
。

〖
宵
衣
競
社
〗16
芥
が
消
制
‘
府
州
縣
學
の
學
生
郎

ち
生
貝
で
、
歳
考
・
科
考
の
雨
試
に
落
第
し
た
と
き
漸

次
其
の
待
遇
を
降
し
、
最
後
に
は
一
時
生
員
の
待
遇
を

停
止
し
‘
賤
者
の
服
の
冑
衣
を
著
け
退
學
さ
せ
る
こ

と
。
〔
清
會
典
‘
随
部
、
簡
1

一
學
政

h
娑
星
政
事
ぶ
江
〕
青
衣

登
社
者
復
‘
附
厩
已
降
増
者
不
レ
准
レ
復
。

【
青
闇
】
17

分
東
宮
の
異
梢
゜
〔
玉
堂
遺
範
〕
朔
1

一
絃
誦
於

青
閤
↓
〔
張
籍
、
春
日
李
含
人
宅
見
―
―
洒
省
諸
公
唱
和
一
因

書
レ
情
即
事
詩
〕
紫
披
獲
1

一
章
旬
一
青
閤
更
詠
歌
°

【
青
熊
】
18
伍
5

青
い
熊
。
青
山
中
に
あ
り
、
周
の
成
王
の

時
東
夷
の
人
が
之
を
獣
じ
た
と
い
ふ
。
〔
三
オ

Ill會
、
鳥

獣
‘
四
育
熊
〕
青
山
中
有
―
―
青
熊
者
こ
周
成
王
之
時
‘
天

下
太
平
‘
東
夷
之
人
屠
何
獣
也
°

【
宵
矧
】
19

バ
パ
●
香
燻
を
い
ふ
。
〔
葛
長
庚
‘
詩
〕
博
山
香

策
浮
―
―
青
剣
右
壁
燈
光
吐
―
―
玉
晶
U

●
明
‘
雀
子
忠
(
4ー

8
1
7
8
 :
 2
6
4
)

の
琥
゜

【
青
笥
】
2
0
5
バ
あ
を
い
色
の
た
け
。
〔
拾
遺
記
、
三
、
周
霊

王
〕
老
睛
在
↓
一
周
之
末
五
生
反
景
H
室
之
山
云
卑
ハ
,
,
世
人
1

絶
レ
跡
‘
惟
有
貰
髪
老
斐
五
人
或
乗
1

一
鴻
鶴
盃
或
衣
l
-

利

里
耳
出
,
,
於
頂
面
瞳
子
皆
方
‘
面
色
玉
潔
‘
手
握
,
,
青
笥
之

杖
一
輿
レ
胎
共
談
―
―
天
地
之
散
一
及
n

一
賄
退
レ
跡
為
―
―
柱
下

翌
求
―
示
天
下
服
道
之
術
面
ば
海
名
士
‘
莫
レ
不
―
―
争
至
下
五

老
郎
五
方
之
精
也
。

【
青
芋
】
21

吋
芋
の
一
種
。
里
芋
°
ゑ
ぐ
い
も
。
〔
本
草
‘

芋
〕
集
解
‘
恭
日
‘
芋
有
1

一
六
種
「
宵
芋
‘
紫
芋
‘
異
芋
‘
白

芋
、
連
祠
芋
、
野
芋
也
‘
其
類
雖
レ
多
、
苗
並
相
似
。

【
青
雨
】
22

咋
青
葉
に
降
る
雨
の
形
容
。
〔
張
霰
、
松
巣

詩
〕
就
レ
樹
遮
―
―
宵
雨
玉
牽
レ
羅
補
―
―
白
雲
↓
〔
張
竪
‘
題
書
一

詩
〕
老
樹
含
青
雨
玉
平
林
激
一
白
姻
↓

【
青
烏
】
23

芍
●
青
色
の
鳥
。
〔
庚
信
‘
道
士
歩
虚
詞
〕
赤

鳳
来
衡
レ
璽
‘
青
烏
入
猷
レ
書
。
●
漢
の
人
。
能
く
地
理
の

術
に
精
通
す
。
胄
烏
子
(
2
5
)

を
見
よ
。
●
芋
の
異
名
。

〔
事
物
異
名
録
‘
哉
穀
‘
芋
〕
廣
雅
、
青
烏
‘
芋
也
。
R
堪
輿

家
の
術
。
〔
王
維
、
六
祗
能
祠
師
碑
銘
〕
揮
↓
―
吉
詳
之
地
一

不
レ
待
―
―
青
烏

tK―
―
功
徳
之
林
西
見
竺
白
鶴
↓
〇
複
姓
。

〔
通
志
、
氏
族
略
〕
青
烏
氏
、
漢
青
烏
子
善
―
―
術
散
五
紳
仙

傭
有
両
烏
公
↓

〖
青
烏
公
〗2
4吐
＇
咋
上
古
‘
彰
祗
の
弟
子
。
華
陰
山
中

に
入
っ
て
道
を
學
ぴ
、
後
、
金
液
を
服
し
て
仙
去
す
。

〔
映
西
通
志
〕
。

會圏オ三） 公烏青

・
|
i
 戸

〖
青
烏
子
〗2
5
ペ
ィ
ゥ
漢
の
人
。
地
理
の
術
に
精
通
す
。
著

に
葬
経
が
あ
る
。
〔
柳
宗
元
‘
伯
祗
砒
趙
郡
李
夫
人
墓
誌

銘
〕
艮
之
山
‘
兌
之
水
、
震
之
車
‘
嘗
レ
反
レ
此
‘
子
孫
百
代

丞
麟
供
誰
之
言
者
青
烏
子
。
〔
敬
齋
古
今
懃
〕
塞
地

理
新
書
1

云
‘
孫
李
邑
撰
葬
範
引
1

一
呂
オ
葬
書
盃
所
レ
論
偽

濫
者
一
百
二
十
家
‘
奏
請
停
畷
‘
青
烏
子
葬
経
亦
在
1
1

其

間
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
技
藝
〕
地
師
習
1

一
冑
烏
之
書
云
琥
日
―
―

堪
輿
―
)

〖
青
烏
術
〗2
6
窄
芸
堪
輿
家
の
術
。
郭
環
の
葬
書
、
多

く
漢
人
青
烏
先
生
の
葬
経
の
説
を
引
く
。
故
に
世
、
堪

輿
家
の
術
を
青
烏
術
と
い
ふ
。

【
青
雲
】
27

努
●
ぁ
を
ぐ
も
。
睛
天
の
空
゜
〔
列
子
、
湯

問
〕
連
,
1

雙
鶴
於
青
雲
之
際
↓
〔
六
餡
‘
龍
餡
‘
立
牌
〕
氣

属
両
竺
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
青
雲
為
レ
紛
‘
紅
蜆
為
レ

綬
゜
〔
淮
南
子
、
兵
略
訓
〕
志
属
青
雲
氣
如
瓢
風
↓
〔
魏

志
‘
陳
思
王
植
傭
〕
徒
蜀
望
育
雲
而
柑
レ
心
‘
仰
嵩

天
1

而
歎
息
耳
゜
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移
文
〕
干
1

一
育
雲
云
皿

直
上
。
●
學
徳
が
あ
つ
て
一
世
に
名
高
い
喩
。
青
雲
士

(

3

1

)

を
見
よ
。
●
高
位
嵩
官
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
苑
雖
傭
〕

苑
雖
盛
帷
帳
府
者
甚
衆
‘
見
レ
之
、
須
頁
頓
首
言
―
―
死

罪
1

曰
‘
買
不
レ
意
君
能
自
致
1

一
於
青
雲
之
上
↓
〔
揚
雄
、
解

嘲
〕
嘗
レ
途
者
升
1
1

青
奎
弐
失
レ
路
者
委
―
―
溝
渠
↓
〔
白
居
易
‘

初
授
↓
―
拾
遺
1

詩
〕
驚
レ
近
-
―
白
日
光
二
窓
レ
非
n
青
雲
器
↓

〔
徐
責
、
休
説
詩
〕
白
首
釣
魚
應
―
―
是
分
「
青
雲
干
禄
已

無
レ
心
。
〔
蘇
献
、
次
韻
答
1

一
渦
思
復
―
詩
〕
但
恐
跛
祥
随
―
―

赤
譲
云
胄
雲
飛
歩
不
レ
容
レ
攀
。
●
山
林
に
風
月
を
友
と

す
る
如
き
隠
逸
な
生
活
。
又
は
、
高
尚
な
志
操
を
い
ふ
。

胄
雲
客
(
2
9
)

の
〇
・
胄
雲
志
(
3
2
)

の
●
を
見
よ
。
〇
春

官
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
‘
注
〕
黄
帝
受
レ
命

有
―
―
雲
雙
故
以
レ
雲
紀
レ
事
也
‘
由
レ
是
而
言
‘
故
春
官

為
1

一
青
雲
↓

〖
青
雲
交
〗28
弁
切
ー
仕
宦
を
共
に
す
る
交
際
゜
〔
書
言

故
事
、
交
情
類
〕
仕
宦
相
輿
日
レ
有
1

一
宵
雲
交
弄
i

滝
日
‘

哀
叔
明
興
レ
余
、
有
―
―
青
雲
之
交
一
非
T

直
衡
1

一
杯
酒
盃
而

已
LO

〖
青
雲
客
〗g
芹
？
；
〇
青
雲
の
上
に
あ
る
人
。
立
身

出
世
し
た
人
。
青
雲
の

O
を
見
よ
。
〔
琵
琶
記
、
書
館
悲

逢
〕
寄
レ
語
胄
雲
之
客
‘
慎
勿
レ
乖
―
―
天
葬
↓
●
隠
逸
生
活

を
す
る
人
。
〔
李
白
、
経
1

一
乱
離
ー
後
天
恩
流
二
夜
郎
伍
竺

藷
羞
書
レ
懐
詩
〕
一
恭
青
雲
客
‘
三
登
黄
鶴
棲
゜
〔
韓
愈
、

婆
恵
師
詩
〕
日
携
1

一
宵
雰
客
玉
探
勝
窮
1
1

崖
濱
↓

〖
青
雲
器
〗30狂
イ
ウ
ン
ノ
高
遠
な
志
操
゜
〔
顔
延
之
‘
五
君

詠
‘
玩
始
平
〕
仲
容
胄
雲
器
‘
賓
稟
一
生
民
秀
↓
〔
注
〕
善

日
、
青
雲
、
高
遠
也
‘
翰
日
、
青
雲
器
‘
高
大
者
也
。

〖
青
雲
士
〗3
1
ペ
イ
ウ
/
ノ
.
學
徳
高
い
賢
聖
の
人
。
轄
じ

て
、
高
位
高
官
に
の
ぼ
っ
た
人
。
〔
史
記
‘
伯
夷
傭
〕
巖
穴

之
士
‘
趣
含
有
レ
時
‘
若
レ
此
類
‘
名
湮
滅
而
不
品
柄
‘
悲
夫
‘

閻
巷
之
人
‘
欲
砥
レ
行
立
る
名
者
、
非
レ
附
―
―
育
雲
之
士
一

悪
能
施
—
総
於
後
世1
哉
。
〔
李
白
‘
贈
訟
此
兄
襄
陽
少
府

朗
詩
〕
吾
兄
青
雲
士
‘
然
諾
聞
1

ー
諸
公
↓
●
隠
逸
の
人
を

い
ふ
。
〔
魏
志
、
荀
飲
頁
詔
債
評
注
〕
張
子
房
青
雲
之
士
｀

誠
非
1

一
陳
平
之
倫
↓

〖
宵
雲
志
〗3
2
吐5
5
9
0
徳
を
修
め
て
聖
賢
の
地
位
に

至
る
志
。
又
‘
功
名
を
立
て
よ
う
と
す
る
心
。
立
身
出

世
し
よ
う
と
す
る
志
望
。
〔
王
勃
‘
膝
王
閣
序
〕
窮
且
―
―

盆
堅
一
不
レ
墜
育
雲
之
志
↓
〔
張
九
齢
‘
照
レ
鏡
見
―
―
白

髪
詩
〕
宿
昔
青
雲
志
‘
嵯
陀
白
製
年
。
〔
故
事
成
語
考
‘

身
橙
〕
窮
且
茶
血
堅
禾
＇
レ
墜
脊
雲
之
志
↓
●
高
潔
で
世
外

に
超
然
た
る
志
操
゜
隠
者
と
な
る
志
。
〔
績
逸
民
偉
〕
岱

康
早
有
―
―
青
雲
之
志
一

〖
宵
雲
心
〗33許
5
ぅ
功
名
を
立
て
よ
う
と
す
る
志
゜

出
世
の
志
。
青
雲
志
の

O
に
同
じ
。
〔
白
居
易
‘
酔
後
走
レ

筆
酬
"
劉
五
主
簿
長
句
之
贈
ー
兼
簡
1

一
張
大
賣
二
十
四
先

輩
昆
季
一
詩
〕
歳
月
徒
催
白
髭
貌
、
泥
塗
不
レ
阻
青
雲
心
。

〖
青
雲
梯
〗34和
“
ゥ
；
雲
の
は
し
ご
。
仙
者
は
雲
に
緑

つ
て
の
ぽ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
謝
震
運
‘
登
―
―
石
門
最
高

應
詩
〕
惜
無
己
四
懐
客
共
登
脊
雲
梯
↓

〖
仰
青
雲
,
]35
t
力灼`
9

ヲ
紳
仙
を
學
ば
う
と
す
る
こ

と
。
〔
世
説
新
語
補
‘
棲
逸
〕
陶
貞
白
‘
幼
有
―
―
異
操
↓
年
十

歳
、
得
葛
洪
神
仙
雙
書
＿
夜
研
尋
‘
便
有
養
生
之
志
一

謂
レ
人
日
‘
仰
1

一
青
雲
云
笠
白
日
云
＇
レ
為
レ
遠
癸
゜

〖
歩
脅
雲
〗
3
8
討
ウ
ン
ニ
立
身
出
世
を
す
る
こ
と
。
〔
容

齋
四
筆
、
梁
状
元
八
十
二
歳
〕
陳
正
敏
運
齋
閑
覧
、
梁
瀬

八
十
二
歳
‘
薙
煕
二
年
状
元
及
第
、
其
謝
啓
云
、
白
首

窮
レ
経
、
少
↓
伏
生
之
八
歳
、
青
雲
得
レ
路
、
多
―
―
太
公
一
之

二
年
、
後
終
―
―
秘
書
監
↓
〔
故
事
成
語
考
、
科
第
〕
板
―
―
仙

桂
盆
竺
青
雪
玄
皆
一

-g榮
預
↓

〖
青
雲
干
呂
〗37舒
炒
5

時
候
の
順
調
温
和
な
こ
と
。

〔
海
内
十
洲
記
〕
漢
武
帝
時
、
西
城
遠
夷
来
貢
云
‘
常
占

東
風
入
レ
律
‘
百
旬
不
レ
休
、
青
雲
干
呂
、
連
月
不
レ
散
、
意

中
國
有
―
―
好
道
之
君
↓
〔
令
狐
楚
、
育
雲
干
呂
詩
〕
郁
郁

復
紛
紛
、
青
需
千
↓
―
呂
雲
↓

〖
青
雲
紫
阻
之
磯
〗38へ
"
”
ン
．

9

ハ
ク
ノ
氣
の
合
は
ぬ
こ
と
。

天
に
在
る
青
雲
と
地
に
在
る
紫
陪
の
や
う
に
、
甚
だ
懸

隔
し
た
そ
し
り
。
〔
苑
成
大
‘
姑
蘇
同
年
會
詩
序
〕
常
ニ

此
時
五
茫
榜
之
士
、
意
氣
相
輿
甚
厚
‘
否
則
有
l

一
青
雲
紫

栢
之
磯
↓

〖
掬
面
青
雲
1蹄
百
雲
―
〗3
9
芥
竺
-
妙
午
ヤ
ク
ン
テ
仕

官
の
志
を
す
て
て
隠
遁
す
る
こ
と
。
〔
白
居
易
‘
題
,
,
雀

常
侍
漬
上
別
虹
詩
〕
主
人
憶
レ
爾
爾
知
否
‘
拗
1

一
御
青

雲
匿
白
雲
↓

【
肖
登
】
40

合
あ
を
い
た
ま
。
〔
張
餘
慶
、
胄
玉
案
賦
〕
青

埜
自
1

一
乎
天
産
盆
坦
琢
資
―
―
於
匠
人
↓
〔
雲
笈
七
鐵
〕
黄
帝

討
玉
翌
矢
王
母
以
レ
符
授
と
帝
‘
符
廣
三
寸
長
一
尺
、
青

埜
如
レ
玉
‘
丹
血
為
レ
文
。
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【
青
要
】
41

閤
山
名
。
河
南
省
新
安
縣
の
西
北
。
煽
と
い
池
墜
゜
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
朔
方
郡
‘
云
云
‘
金
連
堕
澤
‘

ふ
鳥
が
あ
り
、
こ
れ
を
食
へ
ば
子
を
産
む
に
よ
く
‘
荀
青
盪
澤
皆
在
レ
南
。
〔
庚
信
、
周
太
子
少
保
歩
陸
退
碑
文
〕

草
と
い
ふ
霊
草
が
あ
り
、
こ
れ
を
食
へ
ば
美
人
に
な
る
其
為
レ
郡
也
‘
惟
取
1

一
赤
土
正
炉
書
‘
其
為
レ
州
也
‘
惟

と
い
ふ
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
又
東
十
里
‘
曰
二
育
要
之
以
―
―
羊
且
盟
換
レ
粟
゜
〔
西
涼
記
〕
胄
堕
池
出
レ
堕
‘
正
方
‘

世
賓
維
帝
之
密
都
、
北
望
"
河
曲
五
是
多
1

一
駕
鳥
盃
塁
手
半
寸
‘
其
形
如
レ
石
‘
甚
甜
美
。
●
青
島
か
ら
産
す
る

埠
渚
五
〖
父
之
所
レ
化
‘
是
多1一
僕
緊
蒲
慮
二
魅
武
羅
司
レ
堕
゜

之
‘
其
状
人
面
而
豹
文
‘
小
腰
而
白
歯
‘
而
穿
レ
耳
以
レ
【
胄
垣
】
53

弁
字
琥
°
〇
清
‘
毛
國
翰
(
6ー

1
6
7
7
2
:
 2
7
 

鑢
其
鳴
如
鳴
玉
五
是
山
也
‘
宜
―
―
女
子
ぶ
ヱ
水
出
焉
‘
而

4
)

の
琥
゜
〇
清
‘
劉
躍
雲
(
2
-
2
2
2
4
:
 1
3
4
1
)

の
字
。

北
流
注
ふ
盆
竺
其
中
有
レ
鳥
焉
、
名
日
レ
磁
‘
其
状
如
レ
【
青
苑
】
“
弁
草
の
名
。
し
を
ん
。
紫
苑
（
8
-
2
7
3
3
7
:

4

 

鳥
～
、
青
紳
而
朱
目
赤
尾
、
食
レ
之
宜
レ
子
、
有
レ
草
焉
‘
其
状

3
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
紫
苑
〕
秤
名
、
青
苑
‘
紫
侑
、
返
魂

如
レ
姦
而
方
埜
、
黄
華
赤
賓
‘
其
本
如
1

一
藁
本

;g曰
―
―
荀
草
‘
夜
牽
牛
。

草
ぶ
呼
之
美
一
人
色
↓
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
青
要
山
‘
今
謂
"
【
青
屋
】
55

弁
車
蓋
の
裏
を
青
く
し
た
も
の
。
〔
張
衡
‘

之

渥

山

↓

東

京

賦

〕

蝿

弩

重

栴

、

朱

粍

青

屋

。

〔

注

〕

綜

曰

、

青

屋

、

青

〖
胄
要
女
〗4
2が
吐
ヴ
槃
草
の
名
。
空
宵(
8
|2
5
4
1
5
 :

1

作
二
蓋
裏
一
也
。

9
8
)の
異
名
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
玉
格
〕
葵
草
異
琥
‘
云
云
‘
羊

P
l

【
青
栢
~
】
5
6
芍
〇
あ
を
い
え
だ
。
〔
鍾
會
、
菊
花
賦
〕
繹
幹

要

女

、

空

青

。

緑

葉

、

青

祠

紅

芭

゜

〔

王

仲

元

、

青

祠

坪

隠

者

詩

〕

太

華

神

【
青
拗
】
43

苫
清
‘
胡
式
託
(
9
|
2
ぼ
O
O
:
4
8
9
)

の
字
。
明
観
‘
青
柑
小
有
レ
天
。
●
清
、
陳
朗
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 5
8
 

[
圭
円
瑶
】
44

苓
清
、
周
炎
（
IO
ー

3
4
4
1
:
 3
3
)

の
琥
。

2
)

の
●
の
琥
。

【
青
窯
】
45

苫
陶
器
の
名
。
〔
綴
耕
録
‘
窯
器
〕
本
朝
以
―
-
【
青
霞
】
57

芍

O
宵
色
の
か
す
み
。
〔
楊
煩
‘
少
室
山
少

定
州
白
磁
器
有
レ
茫
不
ぬ
堪
レ
用
、
遂
命
―
―
汝
州
五
翌
青
窯
瞑
廟
碑
〕
青
霞
起
而
照
レ
天
、
白
露
生
而
市
レ
地
。
〔
梁
武

翌
故
河
北
唐
郡
耀
州
悉
有
レ
之
、
汝
窯
為
レ
魁
°
―
帝
、
唐
口
頭
詩
〕
翠
壁
緯
寄
際
、
丹
棲
青
霞
上
。
〔
沈
約
、

【
轡
蛎
(
】
46

芥
蕗
蛇
の
名
。
〔
玉
篇
〕
胄
螺
、
毒
蛇
名
。
鍾
山
詩
應
西
陽
王
教
―
〕
白
雲
随
―
―
玉
趾
一
青
霞
雑
1

一

【
胄
液
】
47

芍
●
青
色
の
液
汁
。
〔
太
清
紳
仙
衆
経
要
桂
旗
↓
〔
曹
松
、
江
西
逢
1

一
僧
省
文
↓
詩
〕
高
僧
不
レ
負

略
〕
育
龍
護
レ
之
、
青
氣
撓
レ
之
、
宵
液
調
レ
之
。
〔
雲
笈
七
雪
峰
期
、
部
伴
↓
1

育
霞
ー
入
二
翠
微
↓

9
心
が
高
い
こ
と
。

簾
〕
青
平
帝
以
二
育
液
之
醸
涵
皿
以
二
青
玉
椀
↓
●
藍
の
〔
江
滝
‘
恨
賦
〕
鬱
,
,
青
霞
之
奇
意
下
仝
修
夜
之
不
品
吻
。

し

る

。

〔

注

〕

善

曰

、

青

霞

奇

意

、

志

言

高

也

、

清

曰

、

離

索

無

,

,

【
青
飽
】
48

井
あ
を
あ
を
と
つ
づ
い
た
木
。
〔
劉
迎
‘
梁
晶
光
云
負
―
―
高
奇
之
志
す
人
1

一
長
夜
一
而
不
レ
明
。

O
字
琥
。

忠
信
平
遠
山
水
詩
〕
懸
崖
高
居
誰
氏
宅
、
繰
峨
危
欄
蔭
1

一
⑦
明
‘
顧
凝
遠
(
1
1
0
ー

4
3
6
8
9
:
 2
4
3
)

の
琥
。
＠
明
‘
李
時

一

品

烹

行

(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
3
5
1
)

の
琥
。

C
萌
、
陸
賓
(
1
1
-
4
1
7
0

【
青
葉
】
49

苓
ぁ
を
ば
。
樹
木
の
青
い
葉
。
〔
王
建
、
飯
レ

oo:2
1
2
)

の
字
。
G)
山
井
景
貫
の
琥
。
山
井
宵
霞
（
4
ー

7
8

僧
詩
〕
蒲
炸
除
1

一
青
葉
芦
斤
菫
帯
1

一
紫
芽
↓

6
9
 :
 5
9
1
)

を

見

よ

。

「

名

。

【
青
姻
】5
0
弁
青
い
け
む
り
。
煙
を
い
ふ
。
青
煙
。
〔
渦
〖
青
露
閣
〗58努
ヵ
清
、
張
埜

(
4
|9
8
1
2
 :
 6
3
7
)

の
室

岳
‘
馬
消
督
昧
〕
青
煙
傍
起
‘
樫
馬
長
鳴
゜
〔
陸
機
、
列
仙
〖
胄
霞
館
〗

5
9が
蹂
清
‘
呉
修

(
2
-
3
3
6
5
:
 2
0
7
)

の
室

賦
〕
百
ご
碧
海
而
鴨
,
,
朝
霞
一
凌
玉
巴
碑
而
薄
―
―
天
際
↓
名
。

〔
陳
子
昂
、
春
夜
別1一
友
人
一
詩
〕
銀
燭
吐
―
―
青
煙
一
金
樽
〖
冑
霰
~
釆
〗

6
0心
カ
ヵ
書
名
。
十
一
巻
。
明
‘
沈
錬
撰
。
年

封
1

一
綺
筵
↓
〔
李
白
‘
黄
葛
詩
〕
青
煙
蔓
-
1

長
條
玉
線
饒
幾
百
譜
一
巻
、
錬
は
剛
直
の
士
‘
其
の
文
は
健
勁
で
、
詩
亦

尺
。
〔
韓
偲
‘
寒
食
詩
〕
日
暮
漢
宮
博
―
―
蛾
燭
｛
宵
煙
散
入
二
鬱
勃
慕
落
‘
其
の
人
と
為
り
を
見
る
こ
と
が
出
宋
る
。

五
侯
家
二
玉
李
崇
仁
、
無
題
詩
〕
道
人
汲
レ
水
蹄
1

一
茅
屋
コ
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

帯
肖
煙
染
―
―
白
雲
→
〖
冑
霞
山
人
〗

6
1
弁
ク
明
‘
沈
錬

(
8
-
1
7
1
8
9

:
 4
0
7
)
 

【
青
臨
i

】52
弁
〇
湖
水
か
ら
産
す
る
堕
゜
蒙
古
産
の
堕
。
の
琥
゜

〖
宵
露
亭
長
〗62
行
が
’
明
‘
杜
菫
(
6ー
1
4
4
7
7
·
·
7

の
琥
。

【
青
蛾
】
63

芍
若
い
美
人
。
美
少
女
を
い
ふ
。
蛾
は
美

好
。
〔
江
滝
、
水
上
神
女
賦
〕
青
蛾
羞
レ
諧
、
素
女
噺
レ
光
。

〔
杜
審
言
、
戯
贈
-
1

趙
使
君
美
人
一
詩
〕
紅
粉
青
蛾
咲
―
―
楚

震
桃
花
馬
上
石
櫂
常
゜
〔
章
應
物
、
擬
古
詩
〕
娼
娼
雙
青

蛾
‘
微
微
啓
11

玉
歯
↓
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
梨
園
弟
子
白

髭
新
‘
椒
房
阿
監
青
蛾
老
。
〔
王
涯
、
宮
詞
〕
各
将
―
―
金
鎖
1

鎮
石
品
只
院
院
青
蛾
侍
―
―
至
尊
↓

【
青
蛾
】
64

芍
轡
く
美
し
い
眉
。
美
人
の
形
容
。
蛾
眉
。

〔
徐
安
貞
‘
聞
l

一
郎
家
理
＂
等
詩
〕
曲
成
虚
憶
育
蛾
敏
、
調

急
遥
憐
玉
指
寒
。
〔
李
白
‘
擬
古
詩
〕
融
融
白
玉
輝
、
映
―
―

我
育
蛾
眉
↓
〔
杜
甫
、
一
百
五
日
夜
射
レ
月
詩
〕
低
離
放
ニ

紅
薬
ぶ
心
像
緊
―
―
青
蛾
↓
〔
劉
長
卿
、
少
年
行
〕
薦
レ
枕
青
蛾

艶
、
鳴
藉
白
馬
験
。
〔
李
賀
‘
夜
坐
吟
〕
西
風
羅
幕
生
―

翠
波
↓
鉛
華
笑
妾
緊
玉
円
蛾
一

【
青
芥
】
65

特
か
ら
し
な
。
〔
本
草
、
芥
〕
集
解
、
頌
日
、

芥
虞
虐
有
レ
之
、
有
―
―
青
芥
石
炉
松
有
レ
毛
、
味
極
辣
。

【
青
海
】
66

特
〇
青
々
と
し
た
海
。
寄
海
原
。
〔
許
渾
‘
送
n-

嶺
南
虞
判
官
罷
レ
職
蹄
―
―
華
陰
1

詩
〕
還
掛
こ
帆
一
青
海

畔
‘
更
阿
三
逼
齊
蓮
中
。
●
湖
の
名
。
青
海
省
の
東
北

部
に
あ
る
大
湖
。
古
‘
鮮
水
と
い
ひ
‘
又
、
西
海
・
仙
海
と

も
い
ふ
。
北
魏
‘
始
め
て
青
海
と
い
ふ
。
又
‘
卑
禾
先
海
と

い
ふ
。
蕃
名
は
庫
庫
諾
爾
信
ル
。
唐
代
‘
班
舒
翰
‘
紳
威

軍
を
置
き
、
吐
蕃
を
防
い
で
功
を
立
つ
。
〔
淮
南
子
‘
墜

形
訓
〕
上
者
就
レ
下
、
流
水
就
通
‘
而
合
1

一
子
青
海
↓
〔
北

史
‘
吐
谷
渾
傭
〕
青
海
周
回
千
餘
里
、
海
内
有
-
1

小
山
芦
母

冬
泳
合
後
、
以
1

一
良
牝
馬
-
巴
此
山
云
ぎ
来
春
此
5

レ之、

馬
皆
有
レ
卒
‘
所
レ
生
得
丘
駒
‘
琥
為
1

一
龍
種
す
必
多
-
1

駿
異
一

吐
谷
渾
嘗
得
―
―
波
斯
草
馬
五
瓜
入
レ
海
、
因
生
1

一
馳
駒
ぢ
庇

日
行
―
―
千
里
五
世
債
青
海
馳
者
也
。
〔
唐
書
‘
吐
蕃
博
上
〕

弄
賛
怒
、
率
―
羊
同
一
共
撃
―
―
吐
谷
渾
ご
吐
谷
渾
不
レ
能
レ
1

几‘

走
―
―
青
海
之
陰
↓
〔
李
適
、
奉
レ
和
レ
送
1

な
金
城
公
主
適
1

一西

輩
詩
〕
綽
河
従
,
,
~
聘
一
青
海
赴
和
親
↓
〔
劉
長
卿
、
平
蕃

曲
〕
已
教
11

青
海
外
面
口
築
―
―
漢
家
城
↓
〔
杜
甫
、
兵
車
行
〕

君
不
レ
見
青
海
頭
、
古
来
白
骨
無
1

一
人
牧
ぷ
●
省
の
名
。
民

國
‘
置
く
。
長
江
・
黄
河
の
獲
源
地
で
あ
り
、
境
内
に
青

海
が
あ
る
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
東
と
北
は
甘
粛
省
、
東

南
は
四
川
省
、
南
は
西
康
省
、
西
南
は
西
蔽
‘
西
北
は
新

彊
省
と
界
す
。
馬
貢
の
西
戎
の
地
。
漢
代
は
西
先
の
居
。

0
0
 

— 

6
 ，
 

東
晉
以
後
、
吐
谷
渾
の
撮
る
所
と
な
る
。
民
國
十
七
年
、

省
を
置
く
。
治
は
西
寧
縣
。
又
、
通
稲
は
額
魯
特
蒙
古
。

26

和
碩
特
部
二
十
一
旗
‘
綽
羅
斯
部
―
一
旗
、
土
爾
塵
特
部
ー

四
旗
‘
輝
特
部
一
旗
‘
玉
樹
土
司
二
十
五
族
を
隷
す
。
働

07"
姓

氏

。

〔

姓

名

録

抄

〕

。

「

じ

。

〖
胄
海
原
〗67名
ゥ
ナ
胄
々
と
し
た
大
海
。
青
海
に
同

〖
青
海
嬰]
6
8
砕
ヵ
ィ
青
海
の
地
に
産
す
る
駿
馬
。
〔
隋

書
、
西
域
、
吐
谷
渾
傭
〕
青
海
云
云
‘
中
有
な
印
虫
其
俗

至
な
冬
糀
放
―
―
牝
馬
於
其
上
ご
言
レ
得
一
如
澁
只
吐
谷
渾
嘗

得
汲
斯
草
馬
了
放
入
レ
海
、
因
生
,
,
麹
駒
ご
能
日
行
―
―
千

黒
故
時
紐
斎
海
裏
焉
。

〖
青
海
苔
〗
邸
ば
緑
藻
の
陽
゜
其
の
形
は
細
長
く
嚢
状

で
根
は
圃
い
板
の
如
く
‘
砂
石
の
上
に
生
ず
る
。
長
さ

二
三
寸
か
ら
一
尺
許
り
に
至
る
。
色
は
鮮
緑
で
食
用
に

供
す
る
。

〖
青
海
波
〗7
0
t
イ
ガ
イ
舞
築
の
曲
名
、
又
其
の
時
に
用
ひ

る
装
束
の
染
模
様
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
藝
能
、
舞
築
名
〕

苛
海
波
。
〔
築
家
鋒
‘
二
十
八
‘
築
曲
訓
法
〕
中
華
曲
‘
盤

渉
調
、
青
海
波
、
勢
以
加
以
波
、
海
字
濁
。

〖
冑
海
厄
魯
特
〗71
五g
y

厄
魯
特
蒙
古
の
青
海
に

移
住
す
る
も
の
を
指
し
て
い
ふ
。
青
海
を
撓
つ
て
居

る
。
凡
て
五
部
二
十
九
旗
。
就
中
、
和
碩
特
部
二
十
一

旗
・
喀
爾
喀
部
一
旗
・
綽
囁
斯
部
二
旗
・
輝
特
部
一
旗
‘

土
爾
題
特
部
四
旗
は
皆
黄
河
の
流
域
及
び
柴
逹
木
附

近
に
沿
つ
て
遊
牧
す
る
。
約
魯
特
、
又
は
額
魯
特
に
作

る
。
〔
皇
朝
文
獣
通
考
、
輿
地
考
、
青
海
〕
青
海
厄
魯
特

部
、
本
顧
賓
汗
之
後
、
康
煕
三
十
六
年
、
諸
台
吉
内
附
、

授
以
1

一
封
爵
玉
雅
正
元
年
以
1

一
羅
卜
蔵
丹
津
叛
ぶ
坦
出
レ
師

平
定
、
三
年
編
為
―
二
十
旗
涵
乾
隆
十
一
年
増
―
―
設
一
旗
一

共
為
―
―
旗
二
十
有
一
ず
各
設
1
1
~薩克
函
ヂ
レ
之
‘
其
封
爵

為
親
王
一
人
‘
郡
王
二
人
、
貝
勒
一
人
、
貝
子
三
人
、
鎮

國
公
一
人
、
輔
國
公
二
人
‘
ー
等
台
吉
十
一
人
ギ
其
滞
牧

地
諸
部
散
虞
、
不
レ
分
.
,
~

域
↓
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
藩

部
、
内
外
蒙
古
、
青
海
地
方
行
政
〕
西
部
蒙
古
之
種
族
、

郎
西
人
所
謂
ヤ
魯
娼
庫
人
‘
其
散
1

一
在
育
海

K
o
k
o
n
o
r

一
帯
地
方
及
西
蔵
北
境
1

者
、
穂
稽
曰
―
―
胄
海
蒙
古
ぶ
“

為
1

―
二
十
九
旗
一
今
攀
1

其
目
丘
炉
左
、
一
、
和
碩
特
部

己
o
s
h
o
i
t

t
r
i
b
e
 
I

―
十
一
油
5

、
―
-
‘
綽
濯
斯
部

C
h
'
o
r
o
s
 
t
r
i
b
e

―
一
旗
‘
-
―
-
‘
輝
特
部
否
oit
t
r
i
b
e
 

一
旗
‘
四
、
土
爾
尼
特
部

T
u
r
g
u
t

t
r
i
b
e
四
旗
‘
五
、
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喀
爾
喀
部

K
h
a
l
k
h
a

t
r
i
b
e

―

旗

。

操

輿

二

劉

恭

嗣

一

書

曰

‘

黄

旗

紫

氣

‘

恒

見

1

一
東
南
↓
終
成
―
―

【
青
匡
】
7
2
5
バ
清
、
陳
至
言

(11ー
4
1
6
9
8
:
 9
1
0
)

の

琥

。

天

下
1

者
、
揚
州
之
君
乎
、
雲
谷
雑
記
‘
呉
書
陳
化
使
レ

【
青
崖
】
13

行
〇
青
い
が
け
。
〔
水
経
‘
滑
水
注
〕
鋒
水
魏
‘
魏
文
帝
因
酒
甜
1

嘲
問
日
、
呉
魏
峙
立
、
誰
将
元
'
―
―

出
砕
山
東
寒
泉
奮
湧
揚
レ
波
‘
北
庄
r
懸
流
玉
ザ
堅
―
―
海
内
1

者
乎
‘
菖
説
、
紫
蓋
黄
旗
運
肛
東
南
了
帝
心

十
許
丈
‘
胃
崖
若
品
開
レ
黛
‘
素
瑞
如
レ
委
レ
練
‘
望
レ
之
奇
―
―
其
辞
i

六
朝
以
来
、
都
,
,
於
東
南
一
故
黄
旗
紫
蓋
之

極
為
1

一
奇
観
一
笑
。
〔
張
説
‘
華
嶽
碑
〕
峻
峨
太
華
‘
柱
レ
天
語
、
文
士
多
引
,
,
用
之
盃
呻
四
皆
知
n

―
其
為
1

一
符
瑞
事
「
而

直
上
、
青
崖
白
谷
‘
仰
見
二
仙
掌
↓
〔
顔
延
之
‘
車
駕
幸
,
,

~
 千レ
有
下
究
―
―
其
義
1

者
い
予
―

B
讀
―
―
宋
符
瑞
志
一
云
‘
漢

京
口
二
二
月
三
日
遊
―
―
宴
曲
阿
後
湖
1

作
詩
〕
税
吟
椛
↓
―
胄
世
術
士
言
―
―
―
黄
旗
紫
蓋
見
―
―
於
斗
牛
之
間
一
江
東
有
,
,
天

崖
函
2

渫
観
―
―
縁
疇
↓

0
山
名
。
山
東
省
長
清
縣
の
南
。
子
氣
↓
胸
中
於
レ
是
繹
然
、
因
知
―
―
讀
書
不
恥
咬
於
多
1

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
清
南
府
、
長
清
縣
〕
青
崖
山
‘
也
‘
按
‘
飽
照
河
清
頌
、
黄
旗
西
映
‘
紫
蓋
東
輝
°

在
縣
東
南
四
十
里
「
岡
併
綿
逸
‘
崖
谷
長
胄
゜
＠
字
琥
。
【
胃
江
】
79

芍
肖
々
と
し
た
河
。
〔
謝
眺
‘
秤

5'軍
記

①
元
、
魏
初
(
1
2
ー

4
5
8
7
2
:
 8
2
)

の
琥
。
◎
清
‘
迎
鶴
壽
室
1

辞
函
屯
干
賤
〕
唯
待
青
江
可
レ
望
‘
候
―
―
蹄
腔
於
春

(11 |
 3
8
8
 0
1
:
 5
)

の
字
。
《
逗
旧
‘
梁
謡
如
(
6
ー

1
4
8
2
5

：
渚
↓
〔
陳
子
昂
、
春
晦
餞
―
―
陶
七
於
江
南
一
同
用
―
―
風
字
―

2
0
2
)

の

琥

。

詩

〕

黄

鶴

姻

雲

去

、

青

江

琴

酒

同

。

〔

李

白

‘

送

n

一
祝
八
之
二

〖
胄
崖
咽
〗7
4
共
イ
ガ
ィ
青
崖
山
を
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
江
東
一
賦

1一
得
浣
紗
石
一
詩
〕
君
去
―
―
西
秦
一
適
―
―
東
越
→
碧

要
、
山
東
、
清
南
府
‘
長
清
縣
〕
宵
崖
山
、
在
縣
東
南
四
山
胄
江
幾
超
忽
゜

十
里
↓
云
云
‘
有
南
沙
河
水
↓
卑
ハ
―
―
七
倦
泉
白
石
泉
諸
【
宵
岡
】
80

店

O
地
名
。
安
徽
省
壽
縣
の
西
北
。
晉
の

水

合
1

一
流
其
下
「
宋
嘉
定
十
三
年
、
金
長
清
令
巌
｛
貫
緊
レ
太
元
八
年
、
征
討
都
督
謝
石
・
冠
軍
将
軍
謝
幼
度
等
が

衆
、
結
砦
於
此
「
太
行
以
東
‘
｛
貫
為
―
―
雄
長
ご
名
胄
理
師
を
帥
い
て
秦
兵
を
拒
ぎ
‘
勝
に
乗
じ
追
撃
し
て
此
慮

咽

。

に

至

る

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

江

南

‘

鳳

陽

府

‘

壽

州

‘

峡

〖
胄
崖
集
〗7
5ぷ
7
1ガィ
書
名
。
五
巻
。
元
‘
魏
初
撰
゜
〔
四
石
山
〕
胃
岡
、
在
州
西
北
三
十
里
一
晉
太
元
八
年
謝
元

庫

提

要

‘

集

‘

別

集

類

〕

。

等

敗

1

一
符
堅
於
泥
水
一
乖
レ
勝
追
撃
、
至
―
―
於
胃
岡
面
胡
氏

【
青
蓋
】
16

合
漢
制
、
王
の
車
に
用
ひ
る
青
色
の
お
ほ
日
、
宵
岡
去
,
,
壽
春
縣
二
ニ
十
里
‘
是
也
。

O
縣
名
。
清
、

ひ
。
青
蓋
車
を
見
よ
。
〔
呉
志
、
三
嗣
主
‘
孫
皓
偉
‘
皓
太
置
く
。
黒
龍
江
省
龍
江
道
。
上
名
は
杵
樹
岡
゜
〔
清
史
稿
‘

子
瑾
秤
1

中
郎
一
諸
子
為
レ
王
者
拝
1

一
郎
中
一
注
〕
干
賓
地
理
志
〕
黒
龍
江
、
海
倫
府
‘
縣
二
、
裔
岡
縣
。

晉
紀
日
‘
云
云
‘
封
曰
‘
吉
‘
庚
子
歳
‘
青
蓋
嘗
レ
入
訟
ぽ
〖
胄
岡
坪
〗

8
1芹
各
地
名
。

O
挟
西
省
華
縣
の
西
南
。

陽
↓
〔
梁
元
帝
、
次
1

一
建
業
一
詔
〕
宜
下
心
匹
胄
蓋
之
典
ご
言
清
初
‘
城
を
築
く
。

O
四
川
省
叙
永
縣
の
西
。
一
名
、
青

蹄
な
白
水
之
郷
い
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
天
子
之
車
‘
龍
輯
前
岡
闘
。

設
、
障
塵
胄
蓋
―
―
層
。
〔
王
勃
、
土
明
貝
外
啓
〕
胄
蓋
〖
手
は
阿
嶺

]
8
2
特
ヵ'

o

地
名
。
廿
浦
省
環
縣
の
北
。
唐
、
開

浮
弄
協
竺
平
二
王
於
七
姓
一
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
上
、
元
四
年
、
箪
f
副
都
護
張
知
運
‘
突
蕨
の
叛
戸
を
此
慮

朝
廷
〕
太
子
之
服
梢
曰
来
明
↓
指
―
―
其
車
―
謂
曰
二
胃
蓋
一
に
撃
つ
た
。
一
名
、
胄
剛
峡
、
青
剛
川
。
〔
趙
殉
‘
緊
米
圏

〖
胄
蓋
車
〗7
7苔
ガ
ィ
青
色
の
お
ほ
ひ
の
あ
る
車
。
漢
、
経
〕
胄
剛
川
在
―
一
環
州
西
北
エ
本
震
州
大
路
。
〔
讀
史
方

崖
太
子
・
皇
子
又
は
王
の
乗
用
と
し
た
も
の
。
〔
後
漢
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
慶
陽
府
、
環
縣
〕
胄
岡
峡
‘
在
―
―
縣
北
ぶ
小

書
‘
輿
服
志
上
〕
皇
太
子
皇
子
、
皆
安
車
‘
朱
班
輪
‘
青
日
―
胄
岡
嶺
面
唐
開
元
四
年
‘
叩
早
千
副
都
護
張
知
運
繋
,
,

蓋
‘
金
華
蚤
、
黒
槙
文
‘
鵞
幡
文
輯
‘
金
塗
五
末
‘
皇
子
突
蕨
叛
戸
於
青
岡
嶺
五
ハ
敗
為
レ
所
レ
檎
゜

為
レ
王
‘
錫
以
乗
レ
之
‘
敬
曰
二
王
胄
蓋
車
↓
〔
後
漢
書
‘
安
【
青
郊
】
83

芍
春
の
郊
外
。
〔
謝
眺
、
和
―
―
―
徐
都
曹
出
―
―
新

帝
紀
〕
以
主
冑
蓋
車
盃
翌
帝
齋
千
殿
中
一
亭
瑾
詩
〕
結
杉
青
郊
路
ご
追
諏
―
蒼
江
流
二
藷
唐
書
‘

〖
青
蓋
黄
旗
〗7
8
特
げ
氣
が
凝
つ
て
胄
蓋
黄
旗
の
状
昔
築
志
三
〕
提
幕
移
レ
候
、
青
郊
啓
レ
蟄
゜
〔
馬
懐
素
‘
奉
l
­

を
な
す
を
い
ふ
。
王
者
興
起
の
瑞
゜
〔
繋
書
札
記
〕
陸
和
立
春
遊
レ
苑
迎
＞
春
應
制
詩
〕
玄
篇
飛
灰
出
-
―
洞
房
一
育

佳
石
闘
銘
、
宵
蓋
南
泊
‘
黄
旗
東
指
、
李
善
注
、
司
馬
徳
郊
迎
氣
肇
初
陽
゜
〔
林
滋
‘
春
望
詩
〕
春
海
鏡
↓
―
長
天
ぶ
円

|

_

 

青

部

胄

青

郊
麗
1

上
年
↓

耕

泉
ニ

【
青
耕
】
84

舒
鳥
の
名
。
〔
山
海

経
‘
中
山
経
〕
（
第
理
之
山
）
有
レ

鳥
焉
‘
其
状
如
訊
‘
両
身
白

g
i
5

隊

白

目

白

尾

、

名

日

"

胄

耕

「

會

可
政
禦
＞
疫
‘
其
鳴
自
叫
。

【
阿
高
】
85

芍
草
の
名
。
か
は
ら
に
ん
じ
ん
。
野
に
ん
じ

ん
。
〔
爾
雅
‘
秤
草
‘
嵩
蔽
‘
注
〕
今
人
呼
1

一
胄
嵩
香
ぶ
中
委
火

腿
者
為
祓
。
〔
本
草
‘
胃
嵩
〕
秤
名
‘
草
嵩
、
方
潰
‘
赦
‘

訊
嵩
、
香
嵩
、
集
解
、
宗
爽
曰
、
青
嵩
得
レ
春
最
早
‘
人
別

以
為
レ
疏
、
根
赤
‘
葉
香
。

〖
翌
高
嚢
晶
〗
邸ft臼
認
晶
の
名
。
青
席
の
節
間
に
生

ず
る
も
の
。
〔
本
草
‘
青
嵩
嚢
晶
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
此
胄

嵩
節
間
晶
也
、
状
如
一
小
露
父
亦
成
レ
蛾
、
主
治
、
急
慢

驚
風
用
レ
晶
‘
揚
和
昧
砂
禾
粉
各
五
分
一
丸
―
―
粟
粒
大
一

一
歳
一
丸
‘
乳
汁
服
。

【一
Pl
縞
】
87

芍
腎
と
白
。
〔
播
岳
‘
籍
田
賦
〕
表
―
―
朱
玄

f

離
炊
盃
生
青
縞

f
震
兌
↓

【一
Pl
骰
】
88

幻
胄
ぃ
胚
の
鷹
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
青
骰

摯
於
精
門
韓
慮
嘆
於
牒
末
↓
〔
注
〕
綜
日
、
胄
骰
‘
鷹

青
胚
者
。
〔
張
華
‘
遊
撒
篇
〕
如
黄
批
―
―
狡
免
ぶ
円
骰
撮
―
―
飛

雉
↓
〔
隋
楊
帝
‘
詠
レ
鷹
詩
〕
一
円
骰
固
絶
レ
債
、
素
材
誠
難
レ

擬゚
【一
Pl
煽
】
89

店
青
鷺
。
〔
呉
均
、
酬
繭
新
浦
王
洗
馬
詞
〕

崇
蘭
白
帯
飛
、
苛
煽
紫
親
絡
。
〔
元
横
、
江
邊
詩
〕
蔑
餘

籠
百
鶴
↓
杖
謄
架
青
煽
↓

【一
Pl
角
】
90

努
あ
を
く
て
か
ど
の
あ
る
こ
と
。
〔
史
記
‘

天
官
書
〕
五
星
色
、
云
云
‘
冑
角
有
石
益
翠
黙
角
削
水

意
。
〔
白
居
易
、
看
1

一
採
菱
一
詩
〕
菱
池
如
レ
鏡
浮
無
レ
波
、

白
貼
花
稀
青
角
多
。
〔
王
建
‘
題
孟
生
ザ
兼
求
二
薬
子
一

詩
〕
紅
珠
落
レ
地
求
誰
輿
、
青
角
垂
＞
階
自
不
砿
収
°

【
一
円
殻
】
91

芍
あ
を
い
か
ら
。
〔
菊
譜
〕
玉
毬
出
1

一
陳
州
↓

蕊
中
小
葉
如
-
―
剪
茸
一
初
開
時
有
,
,
青
殻
一
久
乃
退
去
。

〔
梱
発
臣
‘
―
一
月
七
日
呉
正
仲
遺
―
―
活
蟹
1

詩
〕
渦
レ
腹
紅

膏
肥
似
レ
腿
‘
貯
レ
盤
胄
殻
大
二
於
盃
↓

【
青
閣
】
92

舒
朝
堂
を
い
ふ
。
〔
沈
約
、
爵
―
―
柳
世
隆
傘
g

ニ

封
公
表
〕
挽
1

一
容
手
は
国
面
炉
還
二
慈
於
裂
壌
云
整
歩
丹

四
希
協
竪
寵
於
開
賦
↓
〔
モ
融
、
永
明
栗
〕
振
レ
玉
躍
―

丹
埠
面
炉
芳
歩
両
閣
↓
〔
謝
眺
‘
酬
キ
ェ
晉
安
1

詩
〕
彿

霧
朝
1

一
青
閣
百
口
肝
坐
如
庶
竺
〔
注
〕
翰
日
、
胄
閣
、
朝
堂

゜

也
。
〔
江
滝
‘
雑
謄
‘
陳
思
王
植
贈
レ
友
詩
〕
朝
輿
,
,
佳
人
一

期‘

H
夕
望
胃
閣
↓

【
胃
鶴
】
93

芍
青
色
の
鶴
。
雲
鳥
。
〔
王
勃
‘
梓
州
玄
武
縣

輻
會
寺
碑
〕
丹
鳥
下
日
‘
昌
帝
篠
於
明
堂
一
青
鶴
乖
レ

号
肖
‘
降
仙
苗
於
大
室
↓

【
一
円
岳
】
94

芍
清
、
熊
賜
履
(
7
|
1
9
2
9
4
 :
 1
5
0
)

の
字
。

[
＿
円
葛
】
96

符
あ
を
か
づ
ら
。
〔
羅
郡
‘
送
張
逸
人
一
詩
〕

石
井
晴
垂
腎
葛
葉
‘
竹
羅
荒
映
白
茅
花
。

【
宵
褐
】
97

岱
青
色
の
褐
衣
。
〔
貴
耳
鋒
〕
謝
道
人
在
ニ

彰
州
葛
仙
治
洞
中
「
坐
多
有
レ
蛇
絹
レ
身
‘
-
―
―
五
日
不
レ

去
‘
忽
一
日
以
胃
褐
1

翌
観
主
一
日
、
我
去
笑
‘
藪
日

不
レ
知
何
往
硲
1
1

大
五
而
逝
。

【
胄
竿
】
98

符
あ
を
い
さ
を
。
一
円
竹
の
釣
竿
゜
〔
白
居
易
‘

閑
遊
詩
〕
白
石
磨
1

一
樵
斧
一
青
竿
理
二
釣
絲
-
〔
李
墾
王
‘
釣

魚
詩
〕
七
尺
青
竿
一
丈
絲
‘
菰
蒲
菓
裏
逐
風
次
↓

【
青
肝
】
9
9
5
パ
胄
色
の
紆
。
胡
地
の
犬
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
曙

装
、
青
紆
褒
〔
注
〕
肝
‘
胡
犬
也
。

【
宵
澗
】
100

心
パ
〇
胄
い
色
を
た
た
へ
た
た
に
が
は
。
〔
王

詔
之
、
神
境
記
〕
九
疑
山
‘
半
,
,
其
路
―
比
白
蒼
松
翠
竹
‘
下

灰
1

胄
澗
こ
暉
中
多
↓
―
黄
色
蓮
花
↓
秋
夏
時
香
氣
溢
レ
谷
。

0
地
名
。
又
、
清
澗
に
作
る
。
映
西
省
消
澗
縣
の
治
。
宋
‘

城
を
此
虞
に
築
い
て
、
西
夏
を
禦
ぐ
要
塞
と
す
。
元
‘
縣

を
置
く
。
其
の
地
に
消
澗
水
が
あ
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
宋

史
、
神
世
衡
傭
〕
世
衡
建
百
‘
延
安
束
北
二
百
里
、
有
―
―
故

寛
州
↓
請
因
其
限
曼
而
興
レ
之
、
以
常
1

冦
衝
工
勺
可
レ

闘
延
安
之
勢
五
可
レ
致
河
東
之
粟
↓
北
可
レ
固
銀
夏

之
藷
盃
翌
芸
腔
之
‘
命
董
↓
―
其
役
ご
翠
八
隠
出
牢
、
世
衡

且
戦
且
城
レ
之
‘
然
虞
レ
陰
無
レ
泉
‘
議
不
レ
可
レ
守
‘
竪
レ
地

百
五
十
尺
‘
始
至
二
千
石
「
石
エ
辞
不
レ
可
レ
穿
‘
世
衡
命
1

一

屑
石
云
芦
酬
百
錢
面
ぷ
伊
泉
‘
城
成
、
賜
名
胄
澗
城
↓

【
胄
翰
】
IOI

竺

O
舟
の
名
。
鳥
の
形
を
刻
み
、
青
色
に

塗
る
。
〔
説
苑
‘
善
説
〕
襄
成
君
始
封
之
日
、
云
云
‘
襄

成
君
念
作
レ
色
而
不
＞
言
‘
荘
辛
遷
延
珈
皿
レ
手
而
梢
日
‘

君
燭
不
レ
聞
-
l

夫
郡
君
子
哲
之
没
―
―
舟
於
新
波
之
中
一
也
‘

乖

壽
2

翰
之
舟
一
極
誠
社
文
張
―
―
翠
蓋
↓
而
桧
―
―
犀
尾
↓

班
麗
桂
托
‘
會
1

一
鐘
鼓
之
昔
畢
一
榜
泄
越
人
‘
擁
レ
揖
而

歌
。
〔
顔
延
之
‘
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
龍
文
飾
レ
轡
‘
青

7
 

翰
侍
御
。
〔
注
〕
清
日
‘
宵
翰
‘
船
名
。
〔
王
勃
‘
七
夕
賦
〕

徽
赤
綱
而
架
藷
、
翌
胄
翰
而
乗
蘭
゜
〔
韓
捌
、
送
―
―
-
6
9

客
之
―
―
郡
州
1

詩
〕
蒋
翰
舟
中
有
―
―
郡
君
ニ
〇
鳥
の
名
。
鵜
、
1
i
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隅
(
1
2
|
 4
6
9
5
2
 :
 5
)

の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
青
氣
在
レ
上
‘
其
謀
未
に
疋
‘
胄
氣
在
レ
右
‘
将
弱
兵
多
‘
胄

鵜
鵬
〕
正
字
通
‘
信
天
縁
‘
俗
名
青
翰
‘
一
名
胄
荘
゜
氣
在
レ
後
、
将
勇
穀
少
、
先
大
後
小
、
青
氣
在
レ
左
、
将
少

【
青
簡
】
102

梵
青
い
竹
の
ふ
だ
。
轄
じ
て
、
書
籍
を
い
卒
多
‘
兵
少
軍
罷
‘
青
氣
在
レ
前
‘
将
暴
‘
其
軍
必
来
。
〔
後

ふ
。
〔
後
漢
書
‘
呉
祐
博
〕
祐
年
十
―
-
‘
商
従
到
に
目
‘
恢
漢
書
‘
五
行
志
一
〕
壁
下
夜
有
青
氣
↓
〔
博
物
志
〕
漢
武
帝

欲
下
殺
青
簡
百
盆
『
•
経
書
い
〔
注
〕
殺
青
者
、
以
レ
火
炎
レ
好
―
―
仙
道
ご
土
母
乗
"
紫
雲
車
―
而
到
、
頭
上
戴
七
種
胄

簡
令
レ
汗
‘
取
―
―
其
青
百
勿
レ
書
‘
復
不
レ
嚢
‘
謂
―
―
之
殺
胄
↓
亦
氣
U

鬱
鬱
如
釜
弐
〔
江
滝
、
別
賦
〕
鏡
―
―
朱
墜
之
昭
爛
砿
K
ニ

謂
汗
簡
義
見
面
向
別
録
也
。
〔
李
嬌
‘
史
詩
〕
善
談
方
胄
氣
之
姻
燿
↓

直
亘
畳
、
青
簡
見
彬
彬
↓
〔
白
居
易
‘
秘
書
省
中
憶
鷲

mi-
【
肖
規
】
107

門
内
庭
前
の
蒲
草
を
敷
い
た
席
。
諫
者
の

詩
〕
厭
下
従
"
薄
窟
校
•
寄
簡
溢
中
品
翌
故
山
丘
岱
白
雲
い
伏
す
る
と
こ
ろ
。
〔
海
録
砕
事
‘
臣
職
‘
諫
評
〕

B

伏
1
1青

【
青
眼
]
⑱
竺

0
親
し
い
人
に
討
す
る
目
つ
き
。
愛
す
る
規
盆
千
"
能
切
直
字
生
蒲
、
天
子
内
庭
也
、
以
レ
青
規
レ
之
‘

目
つ
き
。
白
眼
(
8
ー

2
2
6
7
8
:
 2
0
4
)

の
O
の
封
。
〔
晉
書
‘
而
諫
者
伏
1

一
其
上
一

玩
籍
博
〕
玩
籍
不
レ
拘
藉
教
云
云
‘
能
為
青
白
眼
ご
兄
―
-
【
一
円
喜
】
108

巧
雀
の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
禽
、
青
雀
〕
李
正

幡
俗
之
士
百
ぞ
白
眼
1

封
レ
之
‘
及
和
山
喜
来
弔
玉
籍
作
1

一
白
己
被
"
囚
執
盃
夢
云
‘
宵
雀
喚
‘
即
報
レ
喜
也
‘
是
旦
果
有
l
-

雙
喜
不
レ
憚
而
退
‘
喜
弟
康
聞
レ
之
‘
乃
齋
レ
酒
挟
レ
琴
造
慧
雀
鳴
晰
五
色
皆
青
奸
‘
至
レ
今
李
族
居
二
溜
青
1

者
、
呼
レ

焉
‘
籍
大
悦
‘
乃
見
二
胄
眼
↓
〔
杜
甫
‘
短
歌
行
贈
"
王
郎
司
雀
為
↓
―
青
喜
一

直
〕
仲
宣
棲
頭
春
色
深
、
青
眼
高
歌
望
吾
子
↓
〔
書
言
故
【
青
偉
]109

巧
青
氣
の
光
雄
。
〔
漢
書
、
王
祥
博
中
〕
青
偉

事
‘
會
遇
類
〕
荷
―
一
人
愛
厚
三
云
―
―
―
極
辱
1

一
青
眼
一
〇
氣
‘
心
の
登
平
‘
考
景
以
レ
暑
゜
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
偉
昔
暉
‘
如
淳
日
‘

合
ふ
友
を
い
ふ
。
〔
王
維
‘
贈
二
4

早
穆
十
八
正
詩
〕
輿
レ
君
胄
青
氣
之
光
輝
也
、
晉
灼
日
‘
言
n

―
青
陽
之
氣
‘
始
升
上
以

眼
客
‘
共
有
―
―
白
雲
心
一
〔
剪
燈
餘
話
、
青
城
舞
剣
録
〕
自
レ
成
1

一
萬
物
一
也
。

囲
黄
鶴
盃
守
入
"
黄
牛
ず
へ
隠
―
―
青
城
一
忽
逢
二
胃
眼
↓

0
【
青
綺
】
llO

巧
漢
、
長
安
の
宮
殿
の
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
居

端
淫
の
硯
の
眼
。
〔
硯
譜
〕
李
賀
有
l

一
端
州
冑
花
石
硯
歌
一
慮
部
十
一
、
門
下
〕
一
漢
宮
殿
名
曰
‘
長
安
有
"
云
云
青
綺

蓋
自
レ
唐
以
来
、
便
以
両
眼
為
レ
上
。
R
雁
卑
摩
羅
叉
門
↓

(
2
ー

2
7
3
8
:
 1
2
1
)

の
別
名
。
〔
高
僧
傭
〕
卑
摩
羅
叉
‘
此
【
青
旗
】
111

巧

0
-円
い
は
た
。
〔
墨
子
‘
迎
敵
祠
〕
胄
旗

一
を
無
垢
眼
「
闘
賓
人
、
先
在
土
g
絃
↓
冒
レ
陰
東
渡
‘
達
レ
青
紳
。
〔
淮
南
子
、
時
削
訓
〕
孟
春
之
月
、
云
云
‘
天
子
衣
二

自
問
中
「
鳩
摩
羅
什
以
師
輯
敬
待
、
出
遊
二
間
左
一
胄
衣
一
乗
―
―
蒼
龍
ぶ
呼
蒼
玉
ご
壁
青
旗
↓
〔
王
融
‘
永
明

逗
於
壽
春
「
南
直
江
陵
葎
蔵
大
弘
‘
叉
之
力
也
‘
卒
二
九
年
策
―
―
秀
才
一
文
〕
祥
正
而
青
旗
粛
レ
事
、
土
膏
而
朱
紘

於
壽
春
石
潤
寺
↓
為
レ
人
眼
青
‘
時
人
亦
琥
1

一
胄
眼
祠
師
↓
戒
レ
典
。
●
酒
屋
の
は
た
。
宵
肺
。
育
窄
゜
〔
元
横
‘
和
n-

【
一
円
巖
】
104

竺
●
あ
を
い
い
は
ほ
。
胃
苔
の
蒸
し
た
大
架
天
重
題
―
別
東
悽
―
詩
〕
喚
レ
客
潜
揮
遠
紅
袖
‘
賣
レ
墟

岩
゜
〔
沈
約
、
赤
松
澗
詩
〕
何
時
嘗
"
来
還
「
延
仔
冑
巖
高
桂
小
青
旗
。
〔
白
居
易
‘
杭
州
春
望
詩
〕
紅
袖
織
レ
綾

側
。
〔
張
説
‘
襄
州
景
空
寺
題
―
―
融
上
人
蘭
若
―
詩
〕
藷
知
誇
二
柿
帯
一
青
旗
油
レ
酒
超
―
―
梨
花
↓

胄
巖
意
‘
偏
入
杏
冥
心
。
〔
孟
浩
然
、
尋
1

一
白
鶴
巖
張
子
【
青
馨
】
m
狂
ィ
胄
色
の
ひ
れ
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
紫
翼
青

容
隠
居
―
詩
〕
白
鶴
青
巖
半
‘
幽
人
有
1

―
隠
居
二
0
清
‘
楊
替
。
〔
白
居
易
‘
貼
額
魚
詩
〕
龍
門
貼
額
意
如
何
‘
紅
尾

兆
魯
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 7
1
7
)

の

字

。

青

特

卸

返

初

。

【
青
旅
】
105

巧
胃
色
の
は
た
。
〔
證
‘
月
令
〕
孟
春
之
月
、
【
青
丘
】
m
店

O
紳
仙
の
居
る
と
こ
ろ
。
即
ち
、
長
洲
゜

天
子
云
云
乗
1

一
鸞
路
↓
駕
二
倉
龍
一
載
―
―
胄
旅
↓
〔
武
平
一
、
南
海
の
中
。
十
洲
の
一
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
長
洲
‘
一
名
宵

奉
和
立
春
内
出
―
―
採
花
樹
應
制
詩
〕
嬰
酪
胄
旅
下
―
―
帝
丘
‘
在
―
―
南
海
辰
巳
之
地
二
洲
之
上
、
専
是
林
木
、
故
一

羹
東
郊
上
苑
望
春
衷
〔
顕
況
‘
宮
詞
〕
玉
階
容
衛
宿
二
名
青
只
仙
草
‘
震
槃
‘
甘
液
‘
玉
英
‘
靡
レ
所
レ
不
レ
有
。

千

宜

風

撒

青

旅

瞭

使

寒

゜

〔

北

史

‘

隋

楊

帝

紀

〕

胄

丘

之

表

‘

咸

修

"

職

貢

玉

碧

海

之

【
寄
氣
]106

巧
青
い
氣
゜
〔
周
幡
‘
考
工
記
、
稟
氏
〕
青
氣
濱
、
同
一
回
空
正
朔
一
〔
雲
笈
七
薇
〕
黄
帝
東
到
―
―
青
丘
「
過
―
―

次
レ
之
‘
然
後
可
レ
躊
也
。
〔
越
絶
書
、
越
絶
外
傭
記
軍
氣
〕
風
山
五
杢
紫
府
慎
人

-0山
東
省
廣
饒
縣
の
北
。
青
北
。

゜
_
 

8
 ，
 

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
冑
州
府
‘
栗
安
縣
〕
胄
丘
、
在
一
銀
盃
＇
百
歳
如
三
二
十
許
五
騎
,
,

胄
牛
五
牡
翌
青
牛
道
士
一

縣
北
一
相
傭
齊
景
公
嘗
敗
,
,
於
此
一
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
〔
清
一
統
志
〕
直
山
五
老
峯
下
有
―
―
宵
牛
谷
一
世
博
宋
道

26

賦
〕
秋
田
―
―
乎
宵
丘
↓
〔
清
一
統
志
〕
消
水
泊
‘
即
古
之
育
士
洪
志
乗
―
―
青
牛

gg。
R
老
子
が
乗
っ
た
と
い
ふ
牛
。

1

丘
‘
一
名
,
,
青
丘
況

0
束
方
に
あ
る
土
地
の
名
。
〔
呂
今
映
西
省
華
陰
縣
の
東
‘
華
嶽
廟
中
に
胄
牛
樹
あ
り
‘

霞
求
人
〕
馬
東
至
―
―
樽
木
之
地
‘

B
出
九
津
宵
蒐
之
野
「
老
子
が
青
牛
を
繋
い
だ
所
と
い
ふ
。
乗
,
,
胄
牛
車
1

過レ

攘
樹
之
所
‘
捲
天
之
山
‘
鳥
谷
青
丘
之
郷
‘
黒
曲
之
國
。
間
(
1
2
0
)
を
見
よ
。

O
千
年
の
木
の
精
を
い
ふ
。
〔
述
異

〔
績
山
東
考
古
録
〕
子
虚
賦
、
自
指
二
海
外
之
青
丘
盃
虚
虔
記
‘
上
〕
千
年
木
精
為
1

一
宵
牛
↓
〔
嵩
高
山
記
〕
嵩
嶽
有
-
―
大

日
、
青
丘
國
‘
在
,
,
海
東
三
百
里
面
涅
竺
高
麗
云
有
―
―
胄
丘
松
盆
生
日
歳
或
千
歳
‘
其
精
勢
為
二
青
牛
↓
〔
史
記
‘
秦
本

道
大
穂
督
↓
R
江
蘇
省
呉
縣
の
東
呉
松
江
の
濱
。
明
の
紀
‘
（
文
公
）
二
十
七
年
伐
―
―
南
山
大
梓
函
翌
大
特
‘
注
〕
正

高
啓
は
張
士
誠
の
胤
を
避
け
て
此
虞
に
居
り
、
宵
丘
子
義
曰
‘
鋒
異
傭
云
‘
秦
文
公
時
‘
薙
南
山
有
―
―
大
梓
樹
↓
文

と
琥
し
た
。

O
星
の
名
。
〔
晉
書
‘
天
文
志
上
〕
香
丘
七
星
公
伐
レ
之
‘
靴
有
1

一
大
風
雨
伍
樹
生
合
不
レ
断
‘
時
有
―
―
一
人
1

在,,
診
東
南
玉
蜜
夷
之
國
琥
也
。

O
字
琥
°
①
明
‘
高
啓
病
‘
夜
往
l

―
山
中
面
炉
有
レ
鬼
語
印
品
ユ
曰
‘
秦
若
使
9

人

(
1
2
-
4
5
3
1
3
 :
 2
4
3
)

の
琥
゜
〔
明
史
‘
文
苑
一
、
高
啓
博
〕
被
製
‘
以
―
―
朱
絲
五
序
樹
伐
色
汝
‘
汝
得
レ
不
レ
困
耶
、
樹
紳

高
啓
‘
字
季
迪
、
長
洲
人
、
博
學
エ
レ
詩
‘
張
士
誠
搬
レ
呉
‘
無
レ
言
、
明
日
病
人
語
レ
聞
、
公
如
1

一
其
言
心
炉
樹
、
断
中

啓
依
外
案
居
↓
―
呉
骰
江
之
青
丘
『
〔
英
劉
昌
‘
高
太
史
大
有
□
青
牛
盃
山
走
入
二
翌
水
中
石
氏
後
牛
出
―
一
豊
水
中
「

全
集
叙
〕
故
嘉
議
大
夫
戸
部
侍
郎
、
前
翰
林
國
史
院
編
使
1

一
騎
撃
＞
之
、
不
レ
勝
‘
有
-
―
騎
堕
レ
地
復
上
、
製
解
ぶ
ナ

修
官
‘
授
諸
王
経
‘
青
丘
先
生
高
啓
文
集
二
十
四
巻
°
◎
畏
レ
之
、
入
不
レ
出
、
故
置
二
屹
頭
「
漢
・
魏
・
晉
因
レ
之
‘
武

明
‘
馬
一
卿
(
1
2
ー

4
4
5
7
2
:
 6
8
8
)

の
字
。
「
琥
。
都
郡
立
―
―
怒
特
祠
ぢ
疋
大
梓
牛
紳
也
‘
按
‘
今
俗
書
一
二
宵
牛

〖
青
丘
子
〗1

1
4
令
今
明
‘
高
啓

(
1
2| 4
5
3
1
3
 :
 2
4
3
)

の

障

五

g

。
O
淵
の
名
。
河
北
省
蔚
縣
の
東
。
縣
の
東
に
あ

【
青
剣
]115

訂
〇
育
色
の
み
づ
ち
。
〔
淮
南
子
、
寛
冥
訓
〕
る
蓮
花
池
が
古
の
青
牛
淵
で
あ
る
。
〔
水
経
‘
漫
水
注
〕

今
夫
赤
蝸
宵
糾
之
滞
,
,
翼
州
元
9

、
天
消
地
定
、
毒
獣
不
レ
祁
夷
水
、
東
北
逗
―
―
羊
円
牛
淵
ぶ
盆
ロ
―
―
淵
東
こ
仔
之
‘
者
彦

作
、
飛
鳥
不
レ
駿
゜
〔
司
馬
相
如
、
大
人
賦
〕
鰺
―
―
赤
蠣
青
糾
云
、
有
二
潜
龍
一
出
土
J

荻
浦
ご
形
類
二
背
牛
一
焉
‘
故
淵
澤

之
拗
鱚
婉
誕
→
〔
摯
虞
、
思
遊
賦
〕
乗
奎
〖
車
電
鞭
之
扶
輿
受
レ
名
笑
‘
渾
深
不
レ
測
‘
水
周
多
碩
蓮
生
焉
。

O
複
姓
。

委
移
る
ウ
‘
駕
↓
―
應
龍
青
糾
之
容
裔
陸
離
↓
〔
晉
書
‘
張
載
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
事
為
レ
氏
〕
荷
牛
氏
‘
魏
略
‘
初
平

傭
〕
載
為1一
権
論
一
日
、
呉
榜
越
船
‘
不
レ
能
―
―
鉦
~
レ
水
而
浮
→
中
有
二
胄
牛
先
生
一

宵
糾
赤
蝸
‘
不
レ
能
無
レ
雲
而
飛
→
●
誹
獣
又
は
駿
馬
に
〖
青
牛
謳
〗

1
1
7
O
t

イ
ギ
ウ
地
祇
を
い
ふ
。
土
地
の
神
。
〔
遼

た
と
へ
る
。
〔
虞
照
部
、
長
安
古
意
詩
〕
専
灌
意
氣
本
豪
史
‘
后
妃
‘
太
祗
淳
欽
皇
后
述
律
氏
傭
〕
太
祖
淳
欽
皇
后

雄
、
羊
円
糾
紫
燕
坐
告
風
。
〔
訓
解
〕
楚
詞
、
駕
育
糾
入
弓
‘
述
律
氏
‘
嘗
至
遼
土
二
河
之
會
云
？
女
子
二
爽
青
牛

差
白
峨
注
‘
糾
蝸
、
神
獣
‘
劉
勁
趙
都
賦
‘
良
馬
削
飛
東
倉
卒
避
レ
路
‘
忽
不
レ
見
‘
未
レ
幾
‘
童
謡
曰
‘
青
牛
謳
‘

免

・

羹

斯

・

常

職

・

紫

燕

。

曾

農

路

‘

蓋

諺

聾

地

祗

総

青

牛

饂

云

゜

[
圭
円
牛]
1
1
6

店

O
黒
毛
の
牛
゜
〔
庚
信
‘
枯
樹
賦
〕
至
レ
如
―
〖
胄
牛
師
〗

l
l
B
ペ
イ
ギ
ウ
後
漢
の
封
衡
の
自
梢
。
青
牛
道
士

白
鹿
貞
松
‘
宵
牛
文
梓
↓
〔
梁
簡
文
帝
‘
烏
棲
曲
〕
胄
牛
丹
を
見
よ
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘
甘
始
博
〕
甘
始
・
東
郭
延

骰
七
香
車
。
〔
虞
照
部
、
長
安
古
意
〕
長
安
大
道
連
二
狭
斜
一
年
・
封
君
逹
三
人
者
‘
皆
方
士
也
‘
率
能
行
に
谷
成
御
二

青
牛
白
馬
七
香
車
。
〔
李
白
‘
尋
―
碓
尊
師
隠
居
一
詩
〕
花
暖
婦
人
正
界
云
云
‘
君
逹
琥
―
―
育
牛
師
↓

青
牛
臥
‘
松
裔
白
鶴
眠
。O
土
で
作
っ
た
牛
゜
胄
土
牛
゜
〖
胄
牛
道
士
〗1

1
9
討
パ
ゥ
後
漢
‘
封
衡
（
字
は
君
逹
）
を

打
春
(
6
|
1
1
7
8
1
 :
 1
3
9
)

の
O
及
ぴ
小
春
牛
(
4
-
7
4
7

い
ふ
。
青
牛
師
に
同
じ
。
常
に
青
牛
に
乗
っ
た
か
ら
い

3

:

 6
6
4
)

を
見
よ
。
〔
隋
書
‘
幡
儀
志
二
〕
立
春
前
五

B
‘
ふ
。
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘
甘
始
博
‘
注
〕
漢
武
帝
内
博
曰
‘

於
州
大
門
外
之
東
ぶ
翌
胄
土
牛
雨
頭
‘
耕
夫
梨
具
ご
立
封
君
逹
‘
初
服
1

一
黄
連
ー
五
十
餘
年
、
入
―
―
鳥
奉
山
盃
匹
水

春
、
有
司
但
春
於
東
郊
函
笠
青
幡
於
胄
牛
傍
焉
。

O
仙
銀
百
餘
年
、
還
郷
叫
如
三
十
者
ぶ
吊
乗
―
―
腎
牛
一
故

人
の
乗
る
牛
゜
〔
神
仙
博
〕
封
君
逹
‘
瀧
西
人
‘
服
―
―
錬
水
琥
―
―
胄
牛
道
士
↓
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胄

部

青

〖
乗1一
青
牛
車
一
過
レ
賜
〗

1
2
0特"
5
%た
ス
グ
老
子
が
晩
大
き
な
の
は
鰈
魚
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
-
P
l
魚
〕
秤
名
、
時
珍

年
、
青
牛
車
に
乗
り
函
谷
隅
を
過
ぎ
て
西
域
に
入
っ
た
曰
‘

-Pl
亦
作
レ
鯖
‘
以
レ
色
名
也
、
大
者
名
↓
―
鰈
魚
面
集
解
、

故
事
。
〔
闊
令
傭
〕
老
子
度
レ
闊
、
闘
令
手
喜
先
勅
,
,
門
吏
1

頌
日
、
一
Pl
魚
生
―
―
江
湖
間
一
南
方
多
有
、
北
地
時
或
有
レ

日
‘
若
有
下
老
翁
従
レ
東
来
、
乗
1

一
轡
牛
薄
板
車
上
只
勿
レ
之
、
取
無
レ
時
‘
似
レ
銃
‘
而
背
正
青
色
、
南
方
多
以
作
レ

聰
レ
過
レ
闊
‘
其
日
、
果
見
下
老
翁
乗
-
1

青
牛
車
―
求
益
度
レ
鮮
‘
古
人
所
謂
五
侯
鯖
゜

闘
、
闊
吏
入
白
‘
喜
日
、
諾
、
道
今
来
芙
、
我
見
面
子
が
【
青
玉
】
129

知釘ク

0
鋼
玉
石
の
一
種
。
色
宵
く
‘
装
飾
品

芙
、
即
帯
―
―
印
綬
ー
出
迎
‘
設
1

一
弟
子
之
栂
弓
晶
士
博
〕
老
に
す
る
。
〔
呂
寛
‘
孟
春
紀
〕
衣
,
,
青
衣
面
四
青
玉
↓
〔
漢

子
為
一
周
柱
下
史
↓
後
周
徳
衰
‘
乃
乗
―
―
青
牛
車
王
T
全
書
‘
西
域
上
‘
i

沙
車
國
博
〕
有
―
―
鐵
山
盃
山
,
,
青
玉
↓
〔
本
草
‘

大
秦
一
過
面
I

隅
｛
購
令
平
喜
望
レ
氣
先
知
焉
‘
乃
物
色
胄
玉
〕
秤
名
‘
穀
玉
‘
集
解
、
時
珍
日
、
按
、
格
古
論
云
‘
古

遮,,
候
之
崖
使
レ
著
レ
書
、
作
―
―
道
徳
経
五
干
餘
―
―
-n
↓
玉
以
―
―
青
玉
云
『
レ
上
‘
其
色
淡
宵
而
帯
―
蓄
黄
色
盃
杯
玉
深

【
青
及
]121

c
h
'
i
n
g
'
c
h
i
'

書
簡
文
用
語
。
御
覧
を
乞
緑
色
者
佳
‘
淡
者
次
レ
之
‘
菜
玉
非
レ
青
非
レ
緑
‘
如
1一菜

ふ

。

色

必

此

玉

之

最

低

者

。

O
竹
の
異
名
。
〔
曹
松
‘
碧
角
競
詩
〕

【
胄
充
】
122

狂
が

O
東
方
の
野
。
〔
呂
覧
‘
求
人
〕
馬
東
至
1

一
方
青
王
絶
―
―
織
塵
↓
〔
白
居
易
、
秋
蹂
即
事
聯
句
〕
竹

博
木
之
地
、
日
出
九
津
胄
先
之
野
↓
●
西
方
の
饗
族
。
霜
青
玉
潤
‘
荷
滴
白
珠
園
。
参
桐
の
異
名
。
〔
事
物
異
名

又
‘
其
の
地
。
〔
華
陽
國
志
〕
諸
葛
亮
南
征
1

一
平
西
郡
一
録
、
樹
木
‘
桐
〕
白
居
易
詩
‘
一
枝
青
玉
立
‘
按
‘
謂
レ
桐
也
。

移
面
中
勁
卒
胄
光
萬
餘
家
於
蜀
為
五
部
↓
所
レ
常
働
峡
の
名
。
江
西
省
星
子
縣
の
直
山
の
秀
峯
寺
の
前
。

罵
前
‘
琥
為
―
―
飛
軍
→
〔
徐
陵
、
徐
州
刺
史
侯
安
都
徳
政
〖
齊

P
l玉
宰
{
〗13
0
パ
パ
ギ
ョ
ク0
-
P
lい玉
案
。
玉
案
は
美
し
い

碑
〕
青
先
巻
な
介
‘
赤
秋
廻
レ
兵
。
参
青
氏
を
い
ふ
。
〔
金
石
机
。
一
説
に
、
君
が
憑
椅
す
る
も
の
。
大
臣
に
喩
ふ
。
〔
張

索
璽
印
之
圏
〕
漢
胄
先
邑
長
‘
印
統
‘
粁
瀧
左
右
有
―
―
羊
Pl

衡
‘
四
愁
詩
〕
美
人
贈
,
,
我
錦
繍
段
一
何
以
報
レ
之
青
玉

氏
白
氏
ぶ
即
其
服
色
1

而
名
レ
之
、
制
似
レ
先
、
青
兜
其
案
。
〔
注
〕
善
日
、
玉
案
、
君
所
―
―
憑
椅
ぶ
E-
―
大
臣
面
亦
為
1
-

置

青

氏

5
f゚
天

子

所

＞

侍

‘

良

曰

‘

玉

案

、

美

器

‘

可

,

,

以
致
＞
食
。

O
詞

【
青
琺
】
123

ぢ

一
Pl
婚
(
5
1
5
)

に

同

じ

。

牌

の

名

。

〔

竹

波

詩

話

〕

賀

方

回

嘗

作

玉

Pl
玉
案
詞
云
有
―
―

【
青
鏡
]124

苫
ウ
く
も
り
な
く
か
が
や
い
た
か
が
み
。
梅
子
黄
時
雨
之
旬
了
八
皆
服
-
―
其
エ
一
士
大
夫
謂
―
―
之
賀

〔
李
嬌
‘
梅
詩
〕
版
面
回
玉
Pl
鏡
↓
歌
墜
起
―
―
蓋
梁
↓
〔
杜
梅
子
↓

甫
‘
早
径
詩
〕
僕
夫
問
盗
櫛
云
暮
顔
鼠
青
鏡
↓
〔
司
空
【
冑
金
】
131

竺
鉛
の
異
名
。
〔
説
文
〕
鉛
、
青
金
也
。
〔
周

曙
‘
酬
李
端
校
書
見
A

贈
詩
〕
青
鏡
流
年
看
炭
斐
ご
白
證
‘
考
エ
記
‘
玉
人
〕
邊
障
七
寸
‘
云
云
‘
黄
金
勺
‘
胄
金

雲

芳

草

典

レ

心

違

°

外

‘

朱

中

‘

天

子

以

巡

狩

‘

宗

祝

以

前

レ

馬

。

〔

淮

南

子

‘

墜

【
青
弯
】
125

知
が
一
Pl
空
゜
蒼
弯
゜
〔
李
頑
‘
輿
―
―
諸
公
油
竺
形
訓
〕
青
曾
八
百
歳
生
玉

g嗅
青
頭
八
百
歳
生
玉
Pl
金↓

清
潰
没
レ
舟
詩
〕
左
手
庄
接
羅
五
浩
歌
聡
畜
＂
弯
↓
〔
注
〕
頭
、
水
銀
也
。

【
冑
宮
】
1
2
6
i
が
皇
太
子
の
別
梢
。
春
宮
。
東
宮
。
五
行
【
青
衿
】
132

竺
古
‘
學
生
即
ち
秀
オ
の
服
。
轄
じ
て
‘
學

説
で
青
色
は
春
•
東
に
あ
た
る
か
ら
い
ふ
。
〔
神
異
経
‘
生
を
い
ふ
。
士
子
。
一P
l傑
゜
〔
詩
‘
鄭
風
、
子
衿
〕
青
宵
子

中
荒
経
〕
東
方
有
に
呂
‘
胄
石
為
レ
埴
‘
高
三
切
‘
左
右
闘
高
衿
‘
悠
悠
我
心
。
〔
傭
〕
胄
衿
‘
-Pl
領
也
、
學
子
之
所
レ
服
。

百
尺
‘
鵞
以
二
五
色
盃
は
付
1

一
銀
膀
一
以
壽
泊
I

一
碧
錢
‘
題
〔
疏
〕
襟
‘
交
領
也
‘
衿
輿
レ
憐
音
義
同
。
〔
北
史
‘
邪
部
博
〕

旦
天
地
長
男
之
宮
一
〔
韻
府
引
‘
初
學
記
〕
胄
宮
‘
一
日
東
育
二
胄
衿
而
敷
典
教
一
〔
朱
嘉
‘
白
鹿
洞
賦
〕
脱
―
―
黄
巻
―

宮
‘
太
子
宮
也
。
〔
白
居
易
‘
寄
楊
六
—
詩
〕
青
宮
官
冷
静
、
以
置
郵
‘
廣
―
―
宵
衿
之
疑
問
→
〔
應
諧
録
〕
西
呉
族
世
幽
笠

赤
縣
事
繁
劇
。
〔
書
言
故
事
‘
人
君
類
〕
太
子
日
,
,
青
宮
↓
於
財
二
不
レ
事
二
詩
書
ご
其
母
有
レ
弟
、
補
1

博
士
弟
子
員
↓

【
青
矩
】
127

討
鬼
火
を
い
ふ
。
〔
苑
成
大
‘
午
夜
登
,
,
幡

衣

1

一
胄
衿
ー
来
謁
、
母
大
詫
日
‘
而
何
服
―
―
此
衣
服
一
哉
、

止
詩
〕
猿
依
1

一
黒
林
琥
‘
鬼
閃
需
品
竺
喝
。
嵯
‘
而
貧
‘
衣
不
レ
足
―
―
於
藍
↓
故
綴
以
レ
ー
Pl
歎
‘
奈
何
不
1
-

【
青
魚
】1

2
8
丘
5
O

青
い
色
の
魚
。
〔
曹
植
、
閑
居
賦
〕
一

P
l魚
洸
レ
我
取
后
足
耶
‘
蓋
不
レ
識
,
,
,
~
P
l

衿
為
,
,
時
制
服
一
也
。
〔
書

躍
於
東
襖
白
鳥
戯
応
西
渚
〇
魚
の
名
。
さ
ば
類
。
言
故
事
、
儒
學
類
〕
學
生
日
―
―
青
衿
衿
侃
一
）

1
0
三

〖
青
衿
子
〗1

3
3バ
ィ
キ
，
秀
才
‘
學
生
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
、
元
日
肖
花
玉
匹
浮
於
宵
紫
之
上
店
炉
黒
非
レ
黙
‘
如
レ
紗
如
レ

示
桑
武
詩
〕
訓
諭
青
衿
子
、
名
噺
白
首
郎
。
〔
陳
子
昂
‘
穀
‘
如
レ
藻
如
レ
波
‘
映
レ
日
視
レ
之
‘
五
色
鮮
潤
‘
其
成
レ
貼

登
澤
州
北
棲
宴
詩
〕
勿
レ
使
n

一
青
衿
子
‘
嵯
爾
白
頭
翁
↓
者
‘
謂
―
―
之
青
花
結
色
↓
●
姿
器
の
一
種
。
〔
遵
生
八
賤
‘

[
-
P
l
琴
】
134

”O
古
の
紳
女
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
上
〕
論
―
―
饒
器
新
窟
古
窟
―
〕
杯
外
胄
花
深
翠
‘
式
様
精
妙
‘
博

若
夫
青
琴
意
妃
之
徒
‘
絶
レ
殊
離
レ
俗
゜
〔
注
〕
伏
像
曰
‘
用
可
レ
久
‘
債
亦
甚
重
゜
鬱
白
馬
の
黒
文
あ
る
も
の
。
〔
琵

青
琴
‘
古
紳
女
也
。
〔
江
滝
‘
秦
女
賛
〕
青
琴
既
晴
レ
世
、
琶
記
‘
春
宴

>
I杏
園
―
〕
棗
騨
・
栗
色
・
燕
色
•
免
黄
云
云
‘

緑
珠
亦
絶
レ
聾
。
〇
青
い
琴
。
〔
李
嬌
、
烏
詩
〕
白
首
何
年
銀
緊
・
秀
膊
•
青
花
。

改
、
青
琴
此
夜
弾
。
〖
青
花
白
地
〗

1
4
2
c
h
'
i
n
g
1
 
h
u
a
1
 
p
a
i
2
 ti• 

白
地
に

【
青
襟
】
135

狂
パ
宵
色
の
衿
の
衣
服
。
古
‘
學
生
の
服
。
韓
藍
色
の
模
様
。

じ
て
‘
學
生
を
い
ふ
。
青
衿
(
1
3
2
)

に
同
じ
。
〔
魏
書
、
李
【
青
科
】
143

砕

蓬

(
9
1
3
1
7
2
0
)

の
一
種
。
〔
本
草
‘
菰
米
〕

崇
博
〕
育
1

一
育
捺
1

而
敷
典
式
↓
〔
劉
長
卿
‘
寄
>I

萬
州
雀
秤
名
、
時
珍
曰
‘
揚
慎
庖
言
云
‘
蓬
有
二
水
陸
二
種
↓
彫
蓬

使
君
―
詩
〕
丘
門
多
―
―
白
首
盃
蜀
郡
涌
ニ
ー
Pl
襟
↓
〔
王
建
‘
送
1

＝
乃
水
蓬
彫
菰
是
也
、
黍
蓬
乃
旱
蓬
胄
科
是
也
‘
青
科
結
レ

張
籍
蹄
>
I

江
東
一
詩
〕
昔
歳
同
1

一
講
道
「
青
捺
在
―
―
師
傍
↓
｛
貫
如
レ
黍
‘
先
人
食
レ
之
。

[
背
句
】
136

芍
宵
色
の
く
つ
が
ざ
り
。
育
絢
に
同
じ
。
【
青
菓
]144

特

青

果

(
1
4
0
)

に
同
じ
。

〔
周
謄
‘
天
官
‘
履
人
〕
履
人
‘
掌
主
及
后
之
服
履
涵
空
赤

[
_
P
l
華
】
145

芥

清

、

高

孝

本
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 
1
0
7
6
)

の

蔦
黒
鳥
赤
穏
黄
総
胄
句
素
履
葛
履
↓
〔
注
〕
罵
履
有
レ
絢
琥
゜

有
レ
総
有
レ
純
者
、
飾
也
、
云
云
‘
黄
履
白
飾
‘
白
履
黒
飾
、
【
青
課
】
148

特
褒
の
一
種
。
〔
唐
書
‘
吐
蕃
傭
上
〕
其
稼

黒
履
胄
飾
‘
絢
謂
―
―
之
拘
玉
著
石
馬
履
之
頭
→
以
為

1一
行
戒
→
有
―
―
小
衷
・
羊
円
課
萎
•
蕎
萎
→

〔

周

邦

彦

、

沐

都

賦

〕

青

句

之

馨

。

【

胃

灰

]147

がび

O
玩
籍
が
岱
康
に
討
し
て
青
眼
を
以

【
青
絢
】
137

勺
胄
色
の
く
つ
か
ざ
り
。
〔
儀
幡
‘
士
冠
礎
〕
て
迎
へ
た
こ
と
。
肖
眼
(
1
0
3
)

の
O
を
見
よ
。
〔
梁
昭
明

履
夏
用
レ
葛
‘
玄
端
黒
履
‘
宵
絢
総
純
゜
〔
注
〕
絢
之
言
‘
拘
太
子
、
詠
>
I

山
濤
王
戎
―
詩
〕
稽
生
襲
―
古
玄
夜
ご
血
籍
髪
1

一青

也
、
以
為
>
I

行
戒
ぶ
が
如
―
―
刀
衣
鼻
こ
竺
履
頭
二
総
‘
縫
中
灰
ニ
〇
青
色
の
灰
゜
〔
韻
府
引
‘
梅
発
臣
‘
詩
〕
蔚
田
青
灰

釧
也
‘
純
縁
也
‘
三
者
皆
青
。
〔
韻
府
引
‘
古
架
府
〕
寄
絢
博
穿
局
‘
島
樹
墨
掲
姻
雨
圏
。
参
胄
燐
を
い
ふ
。
〔
桃
花

黄

金

総

。

扇

‘

入

道

〕

白

骨

青

灰

長

ー

サ

合

竺

桃

花

扇

底

送

二

南

朝

一

【
青
空
】1

3
8評
あ
を
ぞ
ら
。
青
天
。
碧
空
。
蒼
天
。
碧
落
。
〖
宵
灰
庶
〗

1
4
8砕
？
？
甘
煎
の
一
種
。
〔
清
異
録
‘
果
、

碧
漢
。
〔
許
敬
宗
‘
奉
―
―
―
和
登
―
―
映
州
城
棲
―
應
制
詩
〕
錦
鱗
冑
灰
庶
〕
甘
庶
盛
―
―
於
呉
中
盃
か
有
1

一
精
粗
ぶ
炉
襄
裔
庶
、

吝
碧
浪
云
繍
材
絢
.
,
~
円
空
→
〔
韓
愈
‘
謁
―
―
衡
嶽
廟
—
云
云
突
苗
庶
、
胃
灰
庶
→
皆
可
レ
煉
レ
糖
゜

詩
〕
須
央
静
掃
衆
峰
出
‘
仰
見
突
冗
樗
―
―
胄
空
一
〖
肖
灰
色
〗1

4
9

ch'ing'huei'se• 

鐵
花
色
。

【一
Pl
瓜
】
139

芥
白
瓜
の
一
種
。
皮
の
宵
い
も
の
。
〔
倭
名
【
青
愧
]150

芥
ィ
え
ん
じ
ゅ
゜
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
樹
以
―
―

類
緊
抄
‘
果
蔽
類
‘
青
瓜
〕
兼
名
苑
云
‘
龍
蹄
‘
一
名
宵
寄
愧
百
I

一
以
五
ぽ
水
↓
〔
太
「
参
‘
輿
―
一
高
適
砕
撮
1

登
―
一
慈
恩

登
‘
阿
乎
宇
利
‘
青
腱
瓜
也
‘
唐
約
云
‘
腱
、
青
皮
瓜
名
也
。
寺
浮
圏
1

詩
〕
胄
愧
吏
―
―
馳
道
否
E

館
何
玲
瀧
。
〔
祖
詠
‘

【一
Pl
果
】
140

店

O
く
だ
も
の
。
鮮
果
。
〔
宋
史
‘
五
行
志
〕
贈
1

苗
苗
検
員
外
1

詩
〕
朱
戸
散
孟
回
扉
二
百
愧
凝
>
I

落
暉
-

宣
和
一
年
、
都
城
有
』
賣
1

一
青
果
―
男
子
5

牛
而
生
レ
子
。
〔
白
居
易
‘
庭
愧
詩
〕
南
方
饒
―
―
竹
樹
「
唯
有
1

一
青
愧
稀
一

〔
夢
梁
録
〕
社
會
有
>
I

冑
果
行
献
時
果
計
↓
●
撤
攪
(
6
ー
【
一
日
光
】
151

ば
宏
青
い
光
。
〔
春
秋
元
命
包
〕
代
レ
殷
者
姫

1
5
5
1
2
 :
 
1
)の
俗
稲
~
゜
〔
學
齋
伯
畢
〕
撤
攪
雖
レ
熟
亦
蒋
‘
昌
、
日
衣
―
―

-
P
l
光
一
〔
洞
冥
記
〕
東
方
朔
遊>

I鴻
瀬
之
澤
一

故
謂
―
―
之
胄
子
面
亦
謂
―
―
之
胄
果
云
鬱
野
菜
と
果
物
。
有
>I

黄
眉
翁
一
語
曰
‘
吾
卸
レ
食
呑
レ
氣
‘
已
九
十
餘
年
‘
目

[
青
花
】
141

店

O
端
演
の
硯
の
花
紋
。
〔
賓
研
堂
硯
耕
〕
中
瞳
子
、
皆
有
1

一
青
光
二
能
見
二
幽
隠
之
物
一
〔
沈
約
‘
齊

饗
別
端
互
以
二
羊
Pl
花
[
?
最
佳
籍
花
石
上
細
紋
也
、
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕
帝
出
手
ふ
空
日
衣
―
―
青
光
一
〔
許
敬

有
1一
大
小
相
雑
、
精
彩
参
差
者
「
有
下
細
如
>
I

織
塵
云
芯
暉
宗
‘
奉
ー
1一
和
過
紘
H
手
應
制
詩
〕
飛
雲
臨
1一
紫
極
一
出
震

透
露
者
戸
端
淫
硯
坑
記
〕
石
之
細
玩
可
レ
愛
者
、
無
レ
如
―
―
表
1

一
宵
光
↓

12699 
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【
青
皇
一
】
152

パ
炉
春
を
つ
か
さ
ど
る
紳
。
育
帝
。
東
帝
。
類
‘
故
高
安
大
長
公
主
挽
詞
〕
形
管
承
―
―
師
訓
一
胄
圭
備
―
―
置
く
。
浙
江
省
淳
安
縣
。
＠
消
‘
置
く
。
貴
州
鎖
遠
縣
の
ふ
。
〔
燕
子
箋
‘
招
婚
〕
憶
育
閲
嬌
小
相
憐
‘
合
二
紅
鸞
涵
逗

00

東

皇

。

幡

容

f

東
。
漁
水
の
北
岸
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
貴
州
‘
思
州
府
、
前
願
膜
。

2

【
青
紘
】
153

特
ゥ
胄
色
の
冠
の
ひ
も
。
〔
證
記
‘
祭
義
〕
晃
【
青
桂
】
161

苔
胄
い
桂
樹
。
〔
徐
堅
‘
櫂
歌
行
〕
霜
絲
青
桂
縣
二
‘
腎
渓
゜
＠
字
琥
°
①
明
‘
徐
楚
(
4ー

1
0
1
1
0
:
 1
9
7
)

【
青
蛯
】
176

芍
蛇
の
一
種
。
あ
を
く
ち
な
は
。
あ
を
だ

而

青

紘

。

撒

‘

蘭

桟

紫

霞

舟

゜

〔

李

白

‘

秋

山

寄

nl

張
卿
及
二
王
徴
君
一
の
琥
°
＠
清
‘
劉
橙
重
(
2
-
2
2
2
4
:
 1
1
5
5
)

の
琥
。

6
廣
瀬
い
し
や
う
。
さ
と
ま
は
り
。
竹
の
子
蛇
。
〔
本
草
‘
諸

【
青
黄
】
154

特
ゥ
〇
胄
と
黄
。
美
し
い
い
ろ
ど
り
を
い
詩
〕
何
以
折
相
贈
‘
白
花
宵
桂
枝
゜
〔
陳
利
‘
遊
―
―
洞
震
観
一
建
の
琥
。
廣
瀬
淡
窓
(
4
-
9
4
9
3
:
 3
9
8
)
を
見
よ
。
〇
）
角
蛇
〕
集
解
‘
又
有
―
―
胄
蛙
面
卸
竹
根
蛇
゜

ふ
。
〔
荘
子
、
太
宗
師
〕
夫
盲
者
無
ー
1

以
卑
な
乎
眉
目
顔
色
詩
〕
風
吹
玉
Pl
桂
―
寒
花
落
‘
香
撓
―
―
仙
壇
正
g
慮
聞
。
〔
殷
田
平
の
琥
。
角
田
胄
渓
(
1
0
-
3
5
0
0
3
:
 7
8
)
を
見
よ
,

[
m
 Pl
訟
】
177

符

青

淡

(
1
6
5
)
を
見
よ
。

之
躾
替
者
無
和
盆
竺
乎
宵
黄
髄
敵
之
観
→
〔
楚
辞
‘
九
文
圭
、
初
秋
留

1一
別
越
中
幕
客
―
詩
〕
月
中
胄
桂
漸
看
レ
〖
青
淫
山
〗

1
6
6
弁
ケ
イ
山
名
。
湖
北
省
南
滴
縣
の
南
°
宇
P
l

【
青
難
】1

7
8符あ
を
が
へ
る
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鼈
〕
繹

章
‘
橘
頌
〕
青
黄
雑
揉
‘
文
章
爛
兌
〔
論
衡
‘
別
通
〕
目
老
‘
星
畔
白
楡
還
報
レ
秋
゜
硲
山
。
〔
郭
環
‘
遊
仙
詩
〕
肯
裕
千
餘
切
、
中
有
二
道
士
↓
名
、
長
股
‘
田
維
、
青
難
‘
坐
魚
‘
蛤
魚
。

不
レ
見
胄
黄
ー
曰
レ
盲
‘
耳
不
レ
聞1一
宮
商
白
炉
聾
。
●
春
〖
胄
桂
香
〗1

6
2砕ケ
イ
蜜
香
の
一
種
。
〔
南
方
草
木
状
‘
木
〔
荊
州
記
〕
臨
川
縣
有

1一
青
淫
山
「
晉
郭
嘆
為
―
―
臨
咀
長
→
【
青
蝙
】

1
7
9符あ
を
は
ん
め
う
。
〔
本
草
‘
地
騰
〕
繹
名
、

の
青
い
木
の
葉
と
秋
の
黄
色
な
花
。
四
時
の
架
を
い
ふ
。
類
〕
交
趾
有
二
蜜
香
樹
「
云
云
、
細
枝
緊
賓
未
レ
爛
者
為
―
―
嘗
遊
1

一
於
此
ぶ
5
-
―

遊

仙

詩

一

玩

宵

、

青

蟷

‘

弘

景

曰

‘

地

脆

是

茫

宵

所

レ

化

‘

故

亦

名

―

―

〔
漢
書
‘
轄
栗
志
、
郊
祀
歌
‘
練
時
日
〕
霰
安
留
‘
吟
-
1青
胄
桂
香
→
〖
胄
淡
藷
屋
〗

1
6
7訂訂
清
、
劉
文
渫

(
2
|2
2
2
4
 :
 1
2
9

苑
宵
言
太
平
御
覧
引
爾
雅
〕
地
騰
‘
地
要
‘
胄
端
也
。
〔
太

翌
〔
注
〕
師
古
曰
、
青
黄
‘
謂
,
,
四
時
之
架
一
也
。
参
剣
の
【
一
Pl
陸
】
163

冗
地
名
。
熱
河
省
凌
源
縣
の
西
。
慕
容
熙
の

2
)

の

室

名

。

平

御

覧

引

呉

普

本

草

〕

地

謄

‘

一

名

杜

龍

‘

一

名

齊

虹

゜

色
。
〔
韓
非
子
、
顛
學
〕
夫
視1一
鍛
錫
一
而
察
―
―
胄
黄
畜
翌

1
0

田
撒
の
虞
。
方
輿
紀
要
は
龍
城
縣
の
西
南
‘
畿
輔
通
志
〖
青
淡
居
士
〗

1
6
8吐パ
ヶ
ィ
清
、
程
廷
詐(
8
12
5
0
8
1
 :
 2
6

【
宵
傲
]180

砕
東
方
の
野
。
宵
先
(
1
2
2
)
に
同
じ
。
〔
張

不
屁
匹
以
必
viiJ
、
水
撃
―
鵠
四
陸
断
―
駒
馬
一
則
威
獲
は
建
昌
縣
と
平
泉
州
と
の
界
に
在
り
と
い
ふ
。
〔
讀
史

2
)

の

琥

。

協

‘

七

命

八

首

〕

丹

冥

投

レ

埠

、

青

徹

秤

レ

警

。

〔

注

〕

善

曰

‘

不
レ
疑
―
―
鈍
利
→
®
新
し
い
袂
と
藷
穀
゜
〔
元
典
章
〕
即
日
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
附
見
、
大
寧
衛
‘
〖
胄
渓
先
生

]
1
6
9

弁
打
清
‘
哀
絨

(
1
0
-3
4
1
5
2
 :
 1
1
)

胄
傲
、
東
方
也
‘
呂
氏
春
秋
曰
‘
馬
東
至
―
―
圭
円
先
之
野
一

正

是

青

黄

不

レ

接

之

際

゜

◎

禾

の

青

い

も

の

と

黄

色

い

索

莫

汗

陸

〕

青

陛

‘

藷

志

、

在

―

―

龍

城

西

南

四

百

餘

里

ェ

亦

の

琥

。

【

一

Pl
鵡
]181

訂
水
鳥
の
名
。
鵡
に
似
て
ゐ
る
。
〔
和
漢
三

も
の
。
熟
せ
る
と
然
ら
ざ
る
と
を
い
ふ
。
人
物
の
賢
奸
日
玉

P
l嶺
面
ぢ
慕
容
熙
涌
敗
虞
‘
又
自1一
開
平
云
ぎ
螢
州
1

〖
吉
烈
渓
宅
錢
〗
1
7
0
"
”
弁
錢
の
名
。
齊
の
世
祖
が
其
の
オ
圏
會
‘
水
禽
類
‘
鶴
鵜
〕
正
誤
‘
時
珍
日
‘
又
有
―
―
似
レ
践

の

喩

゜

〔

桃

花

扇

‘

卸

奮

〕

混

賢

奸

二

小

レ

問

―

一

青

黄

↓

之

道

也

。

住

ん

で

ゐ

た

堂

内

よ

り

得

た

も

の

で

、

北

斗

星

と

二

本

而

短

項

‘

背

上

緑

色

‘

腹

背

紫

白

色

者

ぶ

ぎ

青

鶉

↓

〖
青
黄
粉
〗1
5
5
"
が
青
粉
を
ま
ぜ
た
豆
の
粉
。
【
胄
埜
】

1
6
4
"
"
O冑
い
く
き
。
〔
韻
府
引
‘
抱
朴
子
〕
金
芝
の
刀
と
‘
二
本
の
旗
と
‘
剣
を
帯
ぴ
た
人
形
の
模
様
あ
【
胄
血
】

1
8
2芹新
し
く
色
の
こ
い
血
。
な
ま
ち
。
鮮
血
。

〖
胄
黄
不
レ
及
〗1

5
6バ
旦
匁
●
古
い
穀
物
が
足
り
な
く
生
―
―
於
金
石
之
中
一
細
~
レ
蓋
青
陸
‘
味
甘
辛
‘
取
食
‘
令
ー
一
人
り
と
い
ふ
。
〔
三
才
圏
會
‘
珍
賓
一
―
、
青
没
宅
錢
〕
南
史
碧
血
゜
〔
穆
天
子
傭
‘
―
―
-
〕
辛
丑
‘
天
子
渇
―
―
於
沙
術
→
求
レ

な
り
、
さ
り
と
て
新
し
い
穀
物
は
ま
だ
取
入
れ
ら
れ
な
身
有
レ
光
‘
壽
萬
歳
↓
〇
矢
く
き
の
青
い
箭
。
〔
六
餡
‘
虎
齊
本
紀
曰
‘
世
机
於
―
―
其
住
堂
内
伍
翌
異
錢
「
文
為
-
1

北
飲
未
レ
至
‘
七
莱
之
士
高
奔
戎
刺
二
其
左
鰺
之
頸
盃
生
其

い
。
青
黄
不
接
之
候
を
見
よ
。
〇
連
結
が
と
だ
え
る
喩
。
餡
、
軍
用
〕
電
影
宵
埜
赤
材
‘
以
レ
鐵
為
レ
首
。
〔
庚
信
‘
三
斗
雙
刀
雙
旗
及
有
1

一

人

形

帯

剣

↓

青

血

「

以

飲

1

一
天
子
↓
〔
曾
輩
‘
虞
美
人
草
詩
〕
香
魂
夜
逐
二

〖
胄
黄
不
接
之
候
〗1

5
7訂
伶
炉
宵
は
新
米
、
黄
は
藷
月
三
日
華
林
園
馬
射
賦
序
〕
夏
箭
三
成
‘
青
埜
赤
利
。
〖
青
淫
野
史
〗1
7
1
g
パ
ケ
イ
明
‘
部
亨
貞(
1
1ー
3
9
3
4
3:
9

剣
光
―
飛
、
青
血
化
為
―
―
原
上
草
↓

米
。
藷
年
の
穀
物
盛
き
、
新
穀
の
未
だ
牧
穫
に
至
ら
ぬ
【
苛
法
[
】
165

げ
●
青
色
を
帯
ぴ
た
谷
川
。
〔
慮
鴻
‘
嵩
山

8
)

の

琥

。

【

青

闘

】

183

芥
皇
太
子
の
宮
殿
を
い
ふ
。
〔
顔
延
之
‘
直
,1

時
。
は
ざ
か
ひ
。
轄
じ
て
‘
藷
貨
を
賣
盛
し
、
新
荷
の
未
十
志
十
首
‘
一
継
館
詩
〕
紫
巖
隈
今
胄
渓
側
。
O
南
齊
‘
〖
圭
P
l渓
老
人
〗

1
7
2訪竺
清
‘
程
正
揆
(
8
-
2
5
0
8
1

:
 2
3

東
宮
及
竺
鄭
尚
書
一
詩
〕
流
雲
藷
―
―
青
闘
一
皓
月
黎
―
―
丹

だ
着
か
ぬ
こ
と
。
〔
通
俗
編
‘
草
木
、
青
黄
不
レ
接
〕
元
典
劉
獄
を
い
ふ
。
〔
南
史
‘
劉
獄
博
〕
住
在
―
―
檀
橋
↓
瓦
屋

9
)

の

琥

。

宮

↓

〔

儲

光

義

‘

奉

レ

和

l
1

中
書
徐
侍
郎
中
書
省
玩
白
雲

章
‘
詔
云
‘
卸
目
正
是
青
黄
不
レ
接
之
際
‘
按
‘
黄
謂
1一
藷
散
間
‘
上
有
―
―
穿
漏
玉
學
徒
敬
慕
‘
不
→
―
敢
指
斥
ぶ
認
竺
青
〖
青
淡
小
姑
曲
寄
芳
召
ヨ
ク
築
府
神
絃
曲
の
名
。
〔
異
寄
"
頴
陽
趙
大
―
詩
〕
宵
闘
朝
初
退
‘
白
雲
遥
在
レ
天
。

穀
一
宵
謂
1

一
新
秋
也
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
青
黄
不
接
之
渓
1

焉
。
参
川
の
名
。
①
江
蘇
省
南
京
市
の
東
北
。
呉
の
苑
〕
宵
淫
小
姑
‘
蒋
侯
第
三
妹
也
。
【
青
軒
】
184

冗
明
‘
程
南
雲
(
8
-
2
5
0
8
1
:
 2
7
3
)

の
字
。

候
‘
注
解
〕
言
新
穀
未
レ
牧
‘
藷
穀
将
レ
空
‘
民
人
糧
食
不
レ
時
竪
つ
と
こ
ろ
の
東
渠
。
今
、
多
く
煙
滅
す
。
〔
太
平
賽
【
青
焚
】
174

符
胄
く
ひ
か
る
。

0
玉
の
光
澤
。
〔
揚
雄
、
【
青
縣
】
185

分
縣
名
。
明
‘
置
く
。
河
北
省
清
縣
の
北
。
東

熊
接
績
之
時
也
。
宇
記
〕
渓
塁
玄
武
湖
水
「
南
入
二
秦
淮
云
演
上
有
レ
柵
‘
東
材
撒
賦
〕
玉
石
昏
盗
‘
眩
燿
青
焚
゜
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
琳
の
か
た
運
河
に
瀕
す
。
〔
明
一
統
志
〕
河
間
府
青
縣
、
五

【
青
冠
】
158

砂
／
孝
徳
天
皇
の
大
化
三
年
に
制
定
し
た
晉
蘇
峻
攻
―
―
青
淫
柵
面
炉
風
縦
レ
火
‘
下
壺
戦
―
―
死
於
此
「
眠
青
焚
。
〔
李
白
・
高
齊
‘
改
―
―
九
子
山
云
『
―
―
九
華
山
―
聯
代
永
安
、
｛
木
清
州
、
金
會
川
、
西
中
山
中
條
山
及
路
河
‘

冠
位
七
色
十
三
階
の
第
九
階
‘
第
十
階
。
大
小
の
二
階
今
渓
水
多
埋
‘
所
レ
存
者
、
惟
自
二
藷
内
—
傍
逸
出
,
,

淮
青
句
詩
〕
胄
焚
玉
樹
色
‘
標
緞
利
人
家
。

O
燈
火
の
光
。
皆
在
二
青
縣
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
直
隷
、
天
津
府
‘
縣

に
分
る
。
〔
日
本
書
紀
、
孝
徳
紀
〕
五
曰
‘
-Pl
冠
、
以
―
―
青
橋
「
卑
ハ
―
―
秦
淮
河
1

合
之
一
曲
而
已
。
〔
明
一
統
志
〕
青
渓
〔
誠
齋
雑
記
〕
東
破
云
、
歳
行
圭
寧
矢
、
風
雨
凄
然
‘
紙
窟
竹
六
、
青
。

絹

為

レ

之

有

天

小

二

階

↓

有

五

曲

一

連

綿

藪

十

里

、

以

泄

―

―

玄

武

湖

ぶ

盆

竺

於

秦

屋

‘

燈

火

胄

焚

、

時

於

此

開

↓

得

レ

少

佳

趣

一

鬱

月

の

【

宵

瞼

】
186

万
胄
い
顔
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
十
九
回
〕
立
児
是
一

【
青
貫
】1

5
9り鯖

(
1
2
-
4
6
2
1
0
)

の
異
名
。
淮
→
◎
安
徽
省
宣
城
縣
の
南
。
賓
子
明
が
白
龍
を
釣
つ
光
。
〔
韓
愈
‘
和
二

i隼
含
人
詠
＞
月
詩
〕
風
畳
観
"
~
潅
ぶ
5

位
背
瞼
紅
斐
的
瘍
神
爺
゜

【
胄
圭
】
160

芍
上
が
と
が
つ
て
下
の
四
角
な
胄
ぃ
玉
。
た
所
と
博
ふ
。
李
白
に
詩
が
あ
る
。
◎
湖
北
省
遠
安
縣
糊
歩
二
青
焚
二
元
横
‘
含
風
夕
詩
〕
青
焚
微
月
鈎
‘
幽
暉
【
宵
玄
】
187

弁
大
空
゜
胄
天
。
〔
漢
書
‘
證
架
志
〕
忽
乖
―
―

〔
周
礎
、
春
官
‘
大
宗
伯
〕
以
l

-

l

-

―
の
東
南
‘
鬼
谷
洞
の
東
。
一
名
、
清
渓
。
〔
水
経
‘
淵
水
注
〕
洞
陰
塊
。
＠
池
水
の
光
。
〔
袈
迪
‘
欽
湖
詩
〕
空
濶
湖
水
青
玄
↓
熙
事
備
成
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
忽
登
1

一
育
天
1

而
去
。

背

胄
圭
ー
襲
東
方
↓
〔
齊
雰
祭
〈
一
．
こ
印
水
出
二
縣
西
胄
山
冨
山
之
東
有
―
―
濫
泉
面
茎
Pl
渓
之
源
也
、
廣
、
胄
焚
天
色
同
。

O
胄
山
の
光
。
〔
張
九
齢
‘
歴
山
高
【
胄
原
】
188

弁
〇
山
名
。
江
西
省
直
山
縣
の
東
南
。
山

會
云
云
‘
其
水
導
レ
源
東
流
、
以
"
'
源
出
二
轡
山
五
故
以
"
青
詩
〕
枢
山
輿
レ
天
近
‘
煙
景
長
胄
焚
。
上
に
浮
居
寺
が
あ
る
。
唐
の
高
僧
行
思
‘
此
虞
に
居
る
。

架
歌
〕
樽
春
酒
玉
杢
青
圭
↓

〔
悟
唐
書
‘
橙
儀
志
二
〕
殷
人
陽
館
、
青
圭
備
レ
聘
。
〔
蘇
渓
云
『
レ
名
‘
云
云
、
東
流
入
―
一
子
消
水
↓
働
縣
名
。
④
唐
‘
[
圭
Pl
閏
】
175
穴

U

慮
女
の
居
る
室
。
轄
じ
て
‘
虞
女
を
い
〔
債
燈
録
〕
行
思
罪
師
聞
―
―
曹
渓
法
席
五
ば
丘
参
證
‘
祗
深
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器
レ
之
、
既
得
レ
法
‘
往
―
―
士
口
州
青
原
山
―
静
居
焉
。
〇
清
‘

沈
水
年
(
6
ー

1
7
1
8
9
:
 4
2
8
)

の
字
。

【
肖
狐
】
189

吋
臀
ぃ
狐
゜
其
の
皮
を
衷
と
し
‘
玄
狐
よ
り

も
貴
い
。
〔
清
一
統
志
〕
。

【
青
帳
】
190

芳
染
料
。
今
の
石
青
白
青
の
類
。
〔
山
海
経
‘

中
山
経
〕
嬰
山
‘
其
下
多
―
―
-Pl
艘↓

【
宵
口
】
191

苫
地
名
。
江
蘇
省
禎
楡
縣
の
東
南
。
水
陸
の

要
衝
。

【
青
紅
】
192

諄
青
と
紅
。
粉
飾
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
謁
,
,
衡

嶽
廟
五
遂
宿
二
嶽
寺
―
題
,
,
門
棲
1

詩
〕
粉
喘
丹
柱
動
-
―
光

登
鬼
物
圏
書
瑶
ご
青
紅
↓
〔
宋
史
‘
姦
臣
二
、
候
牧
博
〕
或

侍
―
―
曲
宴
一
則
短
杉
窄
袴
‘
塗
―
―
抹
胄
紅
五
炉
侶
優
保
儒
一

多
道
-
―
市
井
淫
渫
誠
浪
語
冨
以
盤
そ
帝
心
↓

〖
青
紅
葉
〗1

9
3勺戸

O
襲
惚
の
色
。
表
は
青
く
裏
の
紅

莱
色
の
も
の
。

O
未
だ
色
づ
か
ぬ
も
み
ぢ
。

【
青
虹
]194

許
あ
を
は
ん
め
う
。
蒋
嬉
(
1
7
9
)

に
同
じ
。

[
羊
日
溝
】
195

苫
川
の
名
。
河
北
省
前
縣
の
盤
山
束
路
。

又
、
上
甘
澗
と
い
ふ
。
東
西
二
廿
澗
の
上
源
。
盤
谷
寺
の

前
に
在
る
。
寺
は
又
青
溝
祠
院
と
も
い
ふ
。

【
青
谷
】
196

芍
清
‘
丘
岳
(
1
|
3
3
 :
 1
6
)

の
参
の
字
。

【
青
黒
】
197

芍
胄
と
黒
。
又
、
臀
黒
い
色
。
〔
詩
‘
衛
風
、

碩
人
‘
蜻
鮪
検
登
‘
疏
〕
鮪
魚
形
似
レ
鎧
‘
而
青
黒
‘
頭
小

而
尖
。
〔
證
‘
築
記
〕
冑
黒
縁
者
、
天
子
之
賓
亀
也
。
〔
疏
〕

賓
編
之
中
、
並
以
1

一
宵
黒

E
竺
之
縁
↓
〔
五
代
史
‘
雑
‘
羅

紹
威
博
〕
父
弘
信
為
―
―
牧
監
1

卒
‘
文
徳
元
年
‘
魏
博
牙
軍

乱
‘
遂
殺
其
帥
築
彦
貞
ぶ
壬
一
其
将
趙
文
建
為
―
―
留
後
「

已
而
又
殺
レ
之
、
牙
将
未
レ
知
レ
所
レ
立
‘
云
云
‘
弘
信
状
貌

奇
怪
‘
面
色
胄
黒
‘
軍
中
異
レ
之
‘
共
立
為
嘉
田
後
↓

【
青
骨
】
198

芍
あ
を
い
ほ
ね
。
骨
の
青
い
人
は
‘
死
後
に

神
と
な
る
と
い
ふ
。
〔
張
餘
慶
‘
胃
玉
案
賦
〕
表
青
骨
一

雙
素
心
一

【
宵
髄
】
199

弁
問
い
色
の
鶴
゜
〔
王
箔
、
和
臭
主
簿
春

旦
詩
〕
青
鵠
逐
―
―
黄
口
「
燭
鶴
惨
1

一
覇
雌
↓
〔
杜
牧
‘
池

州
送
孟
血
遅
先
輩
―
詩
〕
秋
浦
椅
,,ajj(
江
「
去
檄
飛
―
―
胄

鶴一

【
寄
紗
】
2
0
0
5
パ
パ
・
ヤ
青
い
う
す
ぎ
ぬ
。
青
い
薄
い
織
物
。

〔
北
史
‘
消
明
根
傭
〕
明
根
以
―
一
年
＇
躁
―
―
七
十
玉
土
求
―
一
致

仕
二
優
詔
許
レ
之
‘
云
云
‘
賜
二
青
紗
罪
衣
‘
委
貌
冠
‘
被

褥
、
錦
抱
等
物
↓
〔
隋
書
‘
碍
儀
志
七
〕
六
司
六
典
‘
及
皇

太
子
三
司
三
典
三
掌
‘
青
紗
公
服
‘
助
祭
従
露
朝
會
‘
凡

|

_

 

青

部

青

大
事
則
服
レ
之
。
〔
松
漠
紀
聞
〕
回
鶴
婦
人
、
以
薄
宵
紗
一

幕
レ
首
‘
而
見
其
面
二
閻
選
‘
虞
美
人
詞
〕
水
紋
競
映
二

青
紗
帳
三
霧
睾
―
―
秋
波
上
↓

〖
青
紗
報
起
〗2

0
1
c
h
'
i
n
g
'
s
h
a
'
c
h
a
n
g
'
c
h
'
i
3

高

梁
が
裔
く
の
ぴ
‘
匪
賊
の
身
を
隠
す
に
便
な
る
を
喩
ヘ

た
語
。

【
一
旦
沙
】
202

巧
青
い
は
ま
す
げ
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博

上
〕
蒔
t

沙
青
禎
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
t

沙
‘
即
今
羊
且
沙
草
。

〔
楚
辞
‘
淮
南
小
山
王
‘
招
隠
士
〕
羊
且
沙
雑
樹
分
、
禎
草
霞

靡
〔
江
滝
、
陸
東
海
誰
山
集
詩
〕
羊
且
沙
被
海
月
工
朱
華

冒
二
水
松
↓
〔
王
融
‘
餞
1

一
謝
文
學
―
離
夜
詩
〕
離
軒
思
l

―黄

鳥
ぶ
ク
渚
愛
畜
祐
↓
〔
李
白
、
同
―
―
王
昌
齢
至
竺
族
弟
蹄
―

襄
陽
―
詩
〕
爾
家
何
在
灌
湘
川
、
青
沙
白
石
長
江
邊
。

【
青
瑣
】
2
0
3
t
ィ

0
漢
の
宮
門
。
門
扉
に
連
瑣
の
紋
様
を

透
か
し
彫
に
し
、
青
く
塗
つ
て
あ
る
。
〔
漢
書
、
元
后
博
〕

曲
陽
侯
根
騎
奢
僭
上
‘
赤
埠
青
瑣
゜
〔
注
〕
孟
康
曰
、
以
レ

青
書
ご
戸
邊
錢
中
玉
へ
子
制
也
‘
師
古
日
、
孟
説
是
‘
青
瑣

者
‘
刻
為
,
,
連
環
文
盃
皿
青
塗
レ
之
也
。
〔
漢
藷
儀
‘
上
〕
黄
門

郎
属
―
黄
門
令
五
I

暮
入
封
―
―
胄
瑣
門
一
拝
、
名
曰
ニ
タ
郎
-

〔
名
義
考
〕
胄
瑣
‘
即
今
門
之
有
表
品
畑
者
、
刻
錢
為
,
,
連

瑣
文
一
也
。
〔
苑
雲
‘
古
意
贈
二
王
中
書
―
詩
〕
撮
届
官
青
瑣

闊
‘
遥
望
鳳
凰
池
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
離
槃
錢
粂
、
胄
瑣

丹
楢
゜
〔
何
晏
‘
景
輻
殿
賦
〕
青
瑣
銀
鋪
‘
是
為
―
―
閾
闊
↓

〔
賣
至
‘
早
朝
1

一
大
明
宮
I

0

手
亜
省
僚
友
―
詩
〕
千
條
弱
柳

垂
1

一
青
瑣
五
百
囀
流
鶯
遠
―
―
建
章
↓
〔
書
言
故
事
、
朝
制
類
〕

宮
禁
中
有
―
壽
胄
瑣
之
飾
↓
●
く
さ
り
の
模
様
を
彫
刻
し

て
青
色
で
飾
る
こ
と
〔
後
漢
書
‘
梁
翼
博
〕
翼
乃
大
起
l
-

第
含
三
云
云
‘
窟
園
皆
有
ね
祠
疎
青
瑣
二
荘
i

〕
青
瑣
‘
謂
下

刻
為
,
,
瑣
文
一
而
以
レ
青
飾
t
之
也
。

〖
青
瑣
門
〗2
0
4
5
パ
サ
漢
代
の
門
名
。
〔
韻
會
〕
胄
瑣
‘
門

名
、
漢
制
‘
給
事
黄
門
之
職
、
日
暮
入
討
両
瑣
門
一
名

日
ー
ー
タ
郎
一
〔
資
冶
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
霊
帝
、
中
平
六
年
）
術

因
燒
―
―
南
宮
青
瑣
門
↓
〔
注
〕
衛
堆
曰
‘
宵
瑣
‘
門
邊
肖
錢

也
‘
一
日
、
天
子
門
内
有
二
眉
格
再
重
面
裏
胃
豊
曰
レ
瑣
゜

〖
胄
瑣
両
議
〗2

0
5
賛
書
名
。
六
朝
以
来
の
小
説
·
説

話
の
類
を
集
め
た
も
の
。
前
集
十
巻
、
後
集
十
巻
‘
別
集

七
巻
。
宋
‘
劉
斧
撰
゜

〖
青
瑣
詩
話
〗2

0
6
り
書
名
。
一
巻
。
元
‘
劉
斧
撰
゜

【
青
蓑
】
207

丑
ィ
清
‘
田
錫
田
(
7
|
2
1
7
2
3
 :
 3
9
4
)

の
字
。

〖
肖
蓑
老
漁
〗2

0
8
冦
り
清
‘
徐
逢
吉

(
4
-
l
O
l
l
O

:
 6
2
 

0
五

7
)の
琥
°
雉
免
‘
云
云
‘
狗
則
有

1一
修
奄
•
硫
睫
•
白
望
・
胄
曹
之

【一
Pl
菜
】
209ch'ing'ts'ai• 

野

菜

。

名

一

〖
胄
菜
王
〗2

1
0
芥
？
明
、
王
質
（
泰
和
の
人
）
（7
|
2
0
8
2

【一
Pl
荘
】
217

梵
〇
鳥
の
名
。
鵜
鵬
(
1
2
ー

4
6
9
5
2
:
 5
)

の

3

:

 4
8
8
)

の

0
の

綽

臨

。

一

種

。

〔

本

草

‘

鵜

爛

〕

集

解

‘

時

珍

曰

、

所

謂

信

天

縁

者

、

【一
Pl
際
】
211

苔
消
、
任
縄
陳
(
1
ー

4
1
6
:
 2
2
3
)

の
字
。
即
俗
名
胃
翰
者
也
‘
又
名
一
忍
社
広
此
可
レ
喩
入
之
貪

【
青
在
】
212

弁
清
‘
張
宗
松
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
2
9
4
)

の
字
。
廉
↓
〇
蒲
坂
園
の
琥
。
蒲
坂
青
荘
(
9
ー

3
1
6
1
1
:
 
1
2
5
)
 

【
青
草
】
213

訂

0
-
P
l
く
茂
っ
た
く
さ
。
あ
を
ぐ
さ
。
〔
碓
を
見
よ
。

陶
‘
雀
少
府
池
鷺
詩
〕
立
i

色
青
草
一
人
先
見
‘
行
傍
1

一
白
【
一
Pl
窃
】
218

芍
青
色
の
ま
ど
。
〔
駄
陽
階
‘
和
ー
1

一
太
原
鄭

筵
魚
未
レ
知
。
〔
劉
長
卿
‘
等
↓
声
南
淫
常
道
人
隠
居
―
詩
〕
中
丞
登
―
―
龍
興
寺
閣
―
詩
〕
寄
窟
朱
戸
半
天
開
‘
極
目
凝

白
雲
依
,
,
静
渚
云
冑
草
閉
,
,
閑
門
↓
〔
徐
責
‘
経
二
故
翰
林
紳
望
幾
週
。
〔
賀
躊
、
詩
〕
青
窟
院
夕
燻
゜

楊
左
丞
池
亭
1

詩
〕
八
角
紅
亭
蔭
緑
池
―
―
朝
青
草
蓋
1

[
青
蒼
】
219

苓
〇
宵
々
と
し
た
色
。
〔
劉
音
虚
‘
暮
秋
揚

遺
基
↓
〇
胄
い
草
。
禾
穀
の
類
を
指
す
。
〔
左
氏
、
博
‘
子
江
寄
,
,
孟
浩
然
1

詩
〕
林
山
相
晩
暮
‘
天
海
空
青
蒼
゜

二
十
六
〕
齊
侯
曰
‘
室
如
函
裟
竺
野
無
1

一
青
草
面
何
侍
而
〔
章
應
物
、
感
レ
事
詩
〕
胄
蒼
猶
可
レ
濯
、
黒
色
不
レ
可
レ
移
。

不
レ
恐
。
〔
注
〕
如
‘
而
也
、
時
夏
四
月
、
今
之
二
月
、
野
物
〔
白
居
易
‘
和
↓
一
松
樹
―
詩
〕
歳
暮
渦
山
雪
‘
松
色
鬱
青
蒼
。

未
レ
成
、
故
言
居
レ
室
而
資
糧
縣
需
‘
在
レ
野
則
無
五
立
食
〔
孟
郊
‘
苦
寒
吟
〕
天
寒
色
胄
蒼
‘
北
風
叫
,
,
枯
桑
↓
●
天

之
物
盃
ハ
"
以
嘗
＞
恐
゜
〔
新
書
、
憂
民
〕
野
無

,
,
~
P
l

草
盃
四
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
‘
舞
盤
〕
長
生
秘
殿
椅
―
―
胄
蒼
→

民
有
1

一
飢
色
↓
〔
後
漢
書
、
公
孫
環
傭
〕
士
卒
疲
困
‘
互
掠
,
,

【
青
聰
】
220

討
宋
‘
玉
易
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 6
6
)

の
琥
゜

百
姓
一
野
無
―
―
-Pl
草
↓
〇
湖
の
名
。
④
安
徽
省
望
江
縣
の
【
青
霜
】
221

芍

O
抱
の
名
。
〔
漢
武
帝
内
博
〕
（
上
元
夫
人
）

東
北
。
東
に
白
上
湖
が
あ
る
。
―
―
湖
相
通
ず
。
〔
讀
史
方
服
1

一
青
霜
之
抱
ぶ
―
k

彩
胤
色
、
非
レ
錦
非
レ
繍
、
不
レ
可
―
―
名

輿
紀
要
、
江
南
、
安
慶
府
‘
望
江
縣
〕
滝
湖
‘
又
東
北
十
里
字
↓
●
剣
を
い
ふ
。
〔
王
勃
、
秋
日
登
―
―
洪
府
腺
王
閣
―
餞

為
"
~
P
l
草
湖
ぶ
朽
接
者
日
―
―
白
上
湖
で
曾
―
―
上
流
諸
水
一
其
別
序
〕
紫
電
青
霜
‘
王
将
軍
之
武
庫
。
〔
蒋
清
朔
注
〕
西
京

凰
矢
°
◎
湖
南
省
岳
陽
縣
の
西
南
。
湘
水
の
集
ま
る
雑
記
、
高
帝
斬
―
―
白
蛇
一
剣
‘
十
二
年
一
加
―
―
磨
螢
↓
刃
上

脈
洞
庭
湖
の
南
端
。
又
、
巴
丘
湖
と
い
ふ
。
〔
荊
州
記
〕
常
若
ふ
相
雪
一
》

湖
南
有
青
草
山
玉
因
名
。
〔
名
勝
志
〕
青
草
湖
、
以
n

―
多
【
胄
帳
】
222

芹
青
色
の
頭
巾
。
〔
漢
官
儀
〕
東
耕
之
日
、
親

生――
-Pl
草
―
故
名
、
水
涸
則
見
1

一
山
足
一
水
盈
時
則
興
"
洞
卒
―
―
公
卿
ニ
戴
―
―
青
帳
ぶ
成
―
―
青
車
涵
駕
―
―
蒼
馬
ご
公
卿
以
下

臨
相
捐
゜
〔
清
一
統
志
〕
青
草
湖
、
亦
名
二
巴
丘
湖
↓
為
,
,

車
駕
如
孟
吊
法
↓
〔
後
漢
書
‘
謄
儀
志
上
〕
皆
服
玉
円
帳
1

湘
水
所
孟
胆
‘
洞
庭
之
南
埃
也
‘
云
云
‘
方
輿
紀
要
引
"
祝
立
↓
―
青
幡
↓

稿
日
、
青
草
湖
北
連
―
―
洞
庭
↓
南
接
云
膚
湘
面
東
納
1

面
m

【
胄
杉
】
2
2
3
t
パ
あ
を
あ
を
し
た
杉
゜
〔
蘇
轍
‘
遊
t

―
崖
山

羅
自
レ
昔
輿
―
―
洞
庭
―
並
梢
。
〔
故
事
成
語
考
、
地
輿
〕
饒
山
陽
1

七
詠
‘
萬
杉
寺
詩
〕
萬
本
宵
杉
一
手
栽
゜

州
之
郡
陽
‘
岳
州
之
青
草
‘
潤
州
之
丹
陽
‘
郡
州
之
洞
【
青
杉
】
224

弁
青
色
の
ひ
と
へ
の
着
物
。
身
分
の
低
い

庭
‘
蘇
州
之
太
湖
‘
此
為
,
,
天
下
之
五
湖
↓
者
の
着
る
衣
服
。
轄
じ
て
、
書
生
。
わ
か
も
の
を
い
ふ
。

〖
青
草
擢
〗2

1
4苫な
嶺
外
の
二
三
月
頃
、
草
の
胄
む
と
〔
江
滝
‘
麓
色
賦
〕
濠
渫
涼
水
‘
褒
褒
胄
杉
。
〔
元
横
、

と
も
に
お
こ
る
澤
氣
を
い
ふ
。
〔
王
維
‘
送
n

―
楊
少
府
貶
―
―
閑
詩
〕
冑
杉
経
レ
夏
眈
‘
白
製
望
レ
郷
槻
゜
〔
白
居
易
‘
琵

棉
州
詩
〕
青
草
櫂
時
過
夏
口
五
頭
浪
裏
出
1

一
盗
城
↓
琶
行
〕
就
中
泣
下
誰
最
多
、
江
州
司
馬
背
杉
涅
゜
〔
蘇

〔
番
異
雑
編
〕
嶺
外
―
―
―
二
月
為
一
面
社
玉
竺
四
五
月
黄
梅
献
、
初
別
一
午
ふ

m
詩
〕
使
一
子
得
＞
行
レ
意
、
冑
杉
晒
二
公

璃

六

七

月

新

水

渾

、

八

九

月

黄

茅

痛

。

卿

↓

〖
青
草
堂
〗2

1
5
が
”
サ
ヴ
清
‘
趙
國
華(1
0ー
3
7
1
7
1:
 5
6
4
)
〖
青
杉
記
〗2

2
5
巧
？
戯
曲
の
名
。
明
‘
顧
大
典
の
作
。

の

室

名

。

白

架

天

の

琵

琶

行

の

意

を

敷

術

し

た

も

の

で

、

元

の

馬

ー

。
7
 

[
-
P
l
曹
】
216

討
良
狗
の
名
。
〔
西
京
雑
記
‘
四
〕
茂
陵
少
致
遠
の
育
杉
涙
に
撮
つ
て
技
巧
を
加
へ
た
も
の
。

年
李
亨
、
好
馳
―
―
駿
狗
一
逐
―
―
狡
獣
一
或
以

1一
鷹
縞}
i
-
〖
青
杉
子
〗
幽c
h
'
i
n
g
'
s
h
a
n
'
t
z
i
i

悲
劇
中
の
烈
婦
・

1
2



(42564・ ・227)一 (42564・・246) 

胄

部

胄

|

ー

勇

婦

。

〔

太

平

賽

宇

記

〕

有

―

―

石

賓

盃

念

空

洞

庭

「

冬

夏

長

暖

‘

山

〖
青
杉
涙
〗2

2
7
げ
？
元
曲
選
百
種
中
の
一
。
元
‘
馬
致
如
黛
色
玉
〶
湖
北
省
大
冶
縣
の
西
。
⑨
湖
北
省
棗
陽
縣

遠
撰
゜
其
の
題
目
は
渇
陽
商
婦
琵
琶
行
‘
正
名
は
江
州
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
襄
陽
府
‘
棗
陽
縣
〕

司
馬
青
杉
泊
。
白
栗
天
の
詩
‘
琵
琶
行
の
意
を
敷
術
し
武
王
山
‘
志
云
‘
縣
西
南
六
十
里
‘
有
,
,
青
山
云
有
五
破
産
レ

て
琵
琶
妓
を
主
役
と
し
‘
築
天
を
配
し
た
も
の
。
〔
白
居
銀
‘
其
相
近
者
、
為
二
平
頂
山
↓
黄
土
堰
亦
産
レ
銀
゜
R
湖
北

易
‘
琵
琶
行
〕
就
中
泣
下
誰
最
多
‘
江
州
司
馬
青
杉
滉
。
省
随
縣
の
南
。
青
林
（
6
5
2
)

の
〇
＠
を
見
よ
。
R
湖
北
省

【
青
傘
]228

弁
青
く
塗
っ
た
傘
゜
〔
隋
書
‘
證
儀
志
五
〕
臨
安
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
杭
州
府
‘
臨
安

王
・
庶
姓
王
・
儀
同
三
司
已
上
・
親
公
主
‘
雉
尾
扇
‘
紫
縣
〕
宵
山
鎮
‘
縣
束
十
五
里
‘
九
域
志
‘
臨
安
有
―
―
胄
山
銭
一

傘
‘
皇
宗
及
三
品
已
上
官
‘
胄
傘
朱
裏
゜
〔
陳
字
‘
安
南
即
以
1

一
労
有
一
青
山
一
而
名
。
⑨
湖
北
省
建
始
縣
゜
⑰
甘
粛
省

事
詩
‘
注
〕
官
品
崇
卑
‘
視
レ
傘
為
レ
差
‘
卿
相
則
用
三
二
青
環
縣
の
西
。
後
漢
の
建
武
六
年
‘
喝
異
、
義
渠
宵
山
に
至

愈
次
二
傘
、
一
傘
、
若
岱
傘
↓
惟
親
族
用
均
之
。
る
。
胡
‘
衆
を
率
ゐ
て
降
る
。
＠
蒙
古
喀
爾
喀
左
翼
の
境

【
胃
山
】
230

バパ

o
-
P
l
々
と
し
て
見
え
る
山
。
樹
木
の
胄
内
。
唐
の
李
勧
が
蒔
延
陀
を
破
っ
た
と
こ
ろ
。
⑲
縣
名
。

く
し
げ
つ
て
ゐ
る
山
。
〔
王
維
、
春
日
輿
正
裔
翌
過
―
一
新
④
隋
‘
韻
く
。
故
治
は
河
北
省
内
丘
縣
の
西
南
の
青
山

昌
里
丑
型
呂
逸
人
示
＇
レ
遇
詩
〕
門
外
青
山
如

1

一
屋
裏
盃
木
村
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
順
徳
府
‘
邪
憂
縣
〕
青
山

家
流
水
入
―
―
西
部
↓
〔
李
白
‘
烏
棲
曲
〕
呉
歌
楚
舞
歓
未
レ
城
、
府
西
北
八
十
里
‘
其
地
近
↓
―
-Pl
山
一
本
名
↓
ー
青
山
口
「

畢
、
青
山
欲
疇
半
邊
日
。
〔
劉
長
卿
‘
秦
系
頃
以
家
事
―
隋
開
皇
十
七
年
、
因
置
柑
山
縣
↓
大
業
初
省
、
入
1

一
龍
岡

獲
レ
謗
因
出
―
―
菌
山
1

云
云
詩
〕
週
レ
首
江
南
岸
‘
寄
山
卑
ハ
―
―
縣
↓
＠
唐
‘
置
く
。
江
蘇
省
東
海
縣
の
東
北
。
〔
讀
史

藷
恩
U

●
墓
地
の
意
。
〔
蘇
拭
‘
予
以
レ
事
繋
1

御
御
史
覺
獄
一
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
南
府
、
海
州
〕
胃
山
城
‘
州
東
北
六

云
云
遺

1子
由
詩
〕
是
虞
宵
山
可
レ
埋
レ
骨
゜
〔
僧
月
性
‘
十
里
、
青
山
之
楚
‘
唐
武
徳
四
年
、
置
,
,
~
P
l

山
縣
「
隔
―
一
環

団
東
遊
一
題
レ
壁
詩
〕
埋
レ
骨
登
惟
墳
墓
地
、
人
間
到
慮
州
↓
〇
鎮
の
名
。
①
安
徽
省
裳
塗
縣
の
東
南
。
一
Pl
山
の

有
狩
山
↓
参
山
名
。
④
河
北
省
内
丘
縣
の
西
南
。
〔
元
南
。
＠
安
徽
省
六
安
縣
の
南
。
◎
江
西
省
星
子
縣
の
東

和
志
〕
黒
山
‘
一
名
宵
山
‘
在
1

一
青
山
縣
西
―
―
十
里
↓
幽
深
北
。

O
字
琥
°
①
元
‘
趙
文
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 3
3
1
)

の

O
の

陰
絶
‘
為
,
,
逍
逃
之
藪
五
隋
置
一
青
山
縣
↓
故
以
取
レ
名
焉
。
琥
゜
＠
明
‘
蒋
貴
（
儀
演
の
人
）
（
9

|
3
1
8
2
0
 :
 1
9
)

の
O

＠
山
東
省
平
度
縣
の
東
北
。
上
に
瀑
布
泉
が
あ
る
。
〔
平
の
琥
°
◎
明
‘
舒
i

昆
山
(
9
|
3
0
3
0
0
 :
 1
0
9
)

の
琥
。
＠
堕

度
州
志
〕
其
陽
為
1

一
漢
膠
東
王
太
子
讀
書
虞
「
半
巖
有
二
谷
時
敏
の
琥
。
盟
谷
胄
山
(
1
2
-
4
7
5
7
9
:
 2
0
7
)
を
見

残
碑
↓
◎
山
東
省
諜
縣
の
東
。
俗
に
肖
石
埠
と
い
ふ
。
よ
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
東
昌
府
‘
撲
州
〕
青
山
‘
州
東
〖
青
山
翁
〗

2
3
1
訂
t

宋
‘
徐
伸
(
4
-
l
O
l
l
O

:
 1
7
2
)

の

―
二
十
里
‘
其
山
已
夷
下
、
有
,
,
青
山
咽
面
居
民
依
焉
‘
又
東
琥
。

北
則
岡
阜
速
圏
‘
皆
胄
山
支
脈
也
。
＠
安
徽
省
営
塗
縣
〖
胄
山
磯
〗

2
3
2
←
イ
ザ
ノ
地
名
。
湖
北
省
武
昌
縣
の
東
北
。

の
東
南
。
一
名
、
青
林
山
。
齊
の
宣
城
太
守
謝
眺
‘
室
及
大
江
の
濱
。
〔
宋
史
‘
地
理
志
四
〕
黄
陵
‘
端
平
三
年
寓
―
―

ぴ
池
を
山
の
南
に
築
く
。
其
の
宅
の
基
址
は
現
存
す
。
治
青
山
磯
↓
〔
元
史
‘
世
祗
紀
五
〕
（
至
元
十
一
年
）
阿
北

山
の
北
に
李
白
の
墓
が
あ
る
。
〔
謝
眺
‘
遊
二
東
田
一
詩
〕
率
1

一
拭
戸
晏
撤
兒
等
四
翼
軍

i
到
―
―
青
山
磯
泊
↓

不
レ
封
芳
春
酒
‘
還
望
青
山
郭
゜
〔
入
蜀
記
〕
姑
熟
演
東
南
〖
背
山
荘
〗

2
3
3
芍
？
頼
惟
寛
の
琥
。
頼
春
水

(
1
0ー
3
6

敷
峰
如
レ
黛
‘
蓋
胄
山
也
、
李
太
白
祠
堂
在
1

一
胄
山
之
西
一

8
6
1
:
 3
8
)
を
見
よ
。

北
距
―
―
山
南L
'五
里
‘
墓
在
二
祠
後
ぷ
究
女
徽
省
青
陽
縣
〖
胄
山
集
〗

2
3
4
弁
t

書
名
。
八
巻
。O
元
‘
趙
文
撰
。
詩

の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
池
州
府
、
青
陽
縣
〕
青
文
は
皆
胸
臆
を
自
抒
し
て
粉
飾
を
加
へ
な
い
。
〔
四
庫

山
‘
縣
北
五
里
‘
縣
以
レ
此
名
。

8
幅
建
省
寧
徳
縣
の
東
。
提
要
、
集
‘
別
集
類
〕
゜
●
三
十
巻
。
宋
‘
郭
正
撰
。
績
集

三
沙
濁
の
口
内
。
海
中
に
孤
峙
す
。
R
浙
江
省
長
興
縣
七
巻
。
其
の
詩
は
オ
氣
縦
横
‘
熙
甫
元
訪
の
間
に
在
つ

の
南
。
五
代
の
時
‘
揚
行
密
‘
錢
塘
を
攻
め
‘
兵
を
此
虞
に
て
自
ら
一
家
を
成
す
も
の
と
さ
れ
る
。
〔
四
庫
提
要
、

伏
す
。
又
‘
均
山
と
い
ふ
。
梁
の
呉
均
の
故
宅
が
あ
る
。
集
‘
別
集
類
〕
。

0
六|
 

〖
青
山
汎
〗2
3
5
芹
：
地
名
。

0
江
蘇
省
儀
徴
縣
の
西
。
先
償
レ
債
‘
十
口
無
レ
蹄
更
累
レ
人
、
是
虞
青
山
可
レ
埋
レ0
2

●

貴

州

省

興

仁

縣

の

西

。

骨

、

他

年

夜

雨

獨

傷

レ

神

‘

卑

ハ

レ

君

世

世

為

"

兄

弟

：

又

結

27ー

〖
青
山
一
髪
〗2

3
6
代
パ
勺
ル
砂
茫
た
る
海
上
に
遥
に
青
山
来
生
未
了
因
。
〔
僧
月
性
、
将
五
否
逗
題
レ
壁
詩
〕
男
兒

が
蒼
々
と
し
て
、
一
製
の
や
う
に
見
え
る
こ
と
。
〔
蘇
立
レ
志
出
―
―
郷
問
↓
學
若
不
レ
成
死
不
レ
還
‘
埋
レ
骨
登
惟

拭
澄
邁
騨
通
潮
閣
詩
〕
餘
生
欲
レ
老
海
南
村
‘
帝
遣
n

一
巫
墳
墓
地
、
人
間
到
慮
有
―
―
胄
山
↓

陽
招
→
―
我
魂
一
杏
杏
天
低
鶴
液
慮
、
青
山
一
髭
是
中
原
。
〖
宵
山
在
＝
屋
上
―
〗

2
4
2
”
グ
~
ゥ-t’
青
山
が
屋
上
に
高

〔
漁
隠
叢
話
〕
通
潮
閣
詩
‘
杏
杏
天
低
鶴
液
慮
、
胄
山
一
＜
貨
え
る
。
〔
蘇
拭
‘
司
馬
君
賓
獨
楽
園
詩
〕
胄
山
在
1
1

髭
是
中
原
‘
伏
波
将
軍
廟
有
レ
云
、
南
―
―
望
連
山
一
若
レ
有
屋
上
「
流
水
在
―
―
屋
下
工
中
有
―
―
五
畝
園
「
花
竹
秀
而
野
‘

若
レ
無
‘
杏
杏
一
製
耳
‘
其
語
佃
奇
‘
州
用
レ
之
‘
蓋
得
意
花
香
襲
↓
1

杖
履
五
竹
色
侵
"
蓋
罪
―
)

嗅
〔
頼
山
陽
‘
泊
―
―
天
草
洋
—
詩
〕
雲
耶
山
耶
呉
耶
越
‘
水
〖
青
山
只
磨
青
〗

2
4
3
粁
訂
ア
ヲ
／
胄
山
が
常
に
其
の
形

天

努

餘

宵

一

嬰

。

を

改

め

ざ

る

を

い

ふ

。

〔

朱

煮

‘

寄

1

一
籍
渓
胡
丈
及
劉
恭

〖
青
山
雲
龍
〗2
3
7
7
7

各
炉
水
戸
の
人
。
瑶
淫
の
子
。
名
父
―
詩
〕
浮
雲
一
任
閑
舒
巻
‘
萬
古
青
山
只
磨
青
。
〔
書
言

は
延
子
。
字
は
子
世
。
通
梢
は
量
介
。
琥
は
雲
龍
・
拙
齋
。
故
事
、
地
理
類
〕
不
レ
改
レ
常
、
日
―
―
胄
山
只
磨
青
↓

天
保
十
四
年
九
月
六
日
歿
す
。
年
六
十
八
。
立
原
翠
軒
〖
蒋
山
鐵
槍
齋
〗24

4
巧
雰
？
水
戸
の
人
。
雲
龍
の
子
。

に
師
事
す
。
官
は
水
戸
藩
儒
゜
彰
考
館
穂
裁
・
弘
道
館
憩
名
は
延
壽
。
字
は
季
卿
。
通
梢
は
量
四
郎
。
琥
は
鐵
槍

裁
。
大
日
本
史
を
校
讐
す
。
文
章
に
巧
。
贈
従
四
位
。
著
齋
。
藤
田
東
湖
に
師
事
す
。
官
は
水
戸
藩
儒
。
後
、
著

に
皇
朝
史
略
・
績
皇
朝
史
略
・
國
史
稿
・
國
史
補
遺
・
左
進
を
業
と
す
。
著
に
櫻
花
百
絶
・
英
哲
年
齢
便
寛
・
大

博
杜
注
正
誤
•
四
家
文
範
·
待
坐
記
言
・
昭
代
逸
事
・
詞
八
洲
遊
記
・
績
大
八
洲
遊
記
・
壼
題
百
絶
·
璧
原
百
絶
．

林
適
英
・
拙
齋
随
筆
・
拙
齋
文
集
・
東
藩
文
獣
志
・
伐
村
凛
罷
小
集
・
皇
朝
金
鑑
・
戦
略
新
編
・
弔
古
荒
酔
・
鐵
槍

編
・
蕃
舶
紀
事
(
-
名
、
筆
談
御
用
日
記
）
・
武
公
遺
事
・
齋
詩
集
・
鐵
槍
齋
文
集
・
登
岳
唱
和
・
讀
史
偶
筆
・
讀

文
苑
遺
談
・
文
苑
遺
談
績
集
・
文
昌
堂
雑
録
・
文
昌
堂
錢
史
雑
味
・
武
門
軌
範
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
・

譜
・
明
徴
録
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
．
〔
慶
長
〔
水
戸
文
籍
考
〕
。

以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
．
〔
水
戸
文
籍
考
〕
。
〖
青
山
侃
弦
齋
〗

2
4
5
芥
竺
？
水
戸
の
人
。
雲
龍
の
長

〖
胄
山
瑶
渓
〗2

3
8
勺
認
臼
常
陸
の
人
。
名
は
延
打
。
字
子
。
名
は
延
光
。
字
は
伯
卿
。
通
梢
は
量
太
郎
。
琥
は

は
子
好
。
通
梢
は
一
之
進
。
琥
は
瑶
渓
。
享
和
元
年
歿
凧
弦
齋
・
晩
翠
•
春
夢
居
士
。
明
治
三
年
九
月
歿
す
。
年

す
。
年
七
十
―
二
。
官
は
水
戸
藩
儒
。
著
に
瑶
埃
文
集
・
六
十
四
。
官
は
水
戸
藩
儒
。
彰
考
館
編
輯
・
弘
道
館
教

加
藤
清
正
博
・
皇
朝
紳
祇
考
・
中
臣
祓
講
義
・
常
陸
―
-
＋
授
。
維
新
後
、
大
學
中
博
士
。
従
六
位
。
最
も
史
學
文

八
社
考
が
あ
る
d

〔
近
代
著
逃
目
録
後
篇
〕
．
〔
水
戸
文
籍
章
に
精
通
す
。
著
に
學
校
興
顎
考
・
憾
藷
編
・
義
人
遺

考

〕

。

草

・

國

史

紀

事

本

末

・

績

國

史

紀

事

本

末

・

三

藩

年

表

・

〖
村
山
蓋
雪
〗2

3
9
咋g
"

北
京
人
が
菊
花
の
一
種
に
名
春
遊
唱
和
・
征
韓
維
志
・
雪
夜
消
話
・
日
光
従
駕
紀
事
・

づ
け
た
梢
゜
〔
燕
京
歳
時
記
、
九
花
山
子
〕
謹
按
日
下
藷
豊
臣
四
将
軍
債
・
凧
弦
齋
外
集
・
限
弦
齋
維
著
初
集
（
赤

考
‘
云
云
‘
蓋
京
師
之
菊
種
函
繁
‘
云
云
、
青
山
蓋
雪
。
穂
四
十
七
士
博
・
刀
剣
録
・
名
花
有
臀
蓋
・
南
狩
野
史
・

冒
山
居
士
〗

2
4
0
弁
ザ
／
蒲
坂
園
の
琥
。
蒲
坂
青
荘

(
9
I

―
藩
事
略
）
．
侃
弦
齋
雑
著
二
集
（
酒
史
新
編
・
楔
史
新

ー

3
1
6
1
1
:
 1
2
5
)
を

見

よ

。

編

・

騎

史

新

編

・

射

史

新

編

・

史

話

）

．

侃

弦

齋

文

集

・

凧

〖
青
山
可
レ
埋
レ
骨]2
4
1
討
だ
ゾ
ム
ペ
/
大
丈
夫
は
何
虞
の
弦
齋
漫
紗
・
野
史
纂
略
·
六
雄
八
将
論
が
あ
る
。
〔
近
代

青
山
に
で
も
骨
を
埋
む
べ
く
、
必
ず
し
も
故
郷
に
死
せ
著
述
目
録
後
篇
〕
．
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
．
〔
水

ぬ
も
の
で
あ
る
。
〔
蘇
献
‘
予
以
レ
事
繋
1
1

御
史
壼
獄
―
獄
戸
文
籍
考
〕
。

吏
梢
見
レ
侵
自
度
不
レ
能
レ
堪
死11獄
中

1
不
レ
得
n
-―
別
二
〖
胃
山
白
雲
人
〗2

4
6
努
ご
ぃ
ク
唐
の
博
突
が
自
ら
稲
し

子
由
―
故
作
1

―
二
詩
正
竪
獄
卒
梁
成
一
以
遺
1

一
子
由
―
詩
〕
た
語
。
胄
山
白
雲
の
中
に
高
臥
せ
る
人
。
〔
藷
唐
書
‘
博

聖
士
如
レ
天
萬
物
春
、
小
臣
愚
暗
自
亡
レ
身
‘
百
年
未
レ
涌
突
博
〕
又
嘗
酔
臥
‘
躁
然
起
曰
‘
吾
其
死
芙
‘
因
自
為
―
―
墓



(42564・ ・247)― (42564・ ・274) 

誌
曰
‘
博
突
胄
山
白
雲
人
也
‘
因
―
―
酒
酔
1

死
、
嗚
呼
哀

哉
‘
其
縦
逹
皆
此
類
。

【
青
士
】
247
バ
イ

0
竹
を
い
ふ
。
〔
陸
消
‘
題
-
―
韓
運
壁
竹
隠

堂
絶
句
三
首
詩
〕
岸
巾
不
レ
住
尋
―
胄
士
ぶ
5

レ
枕
還
應

9
墨
君
↓
〇
字
琥
゜
④
清
‘
安
箕
(
3ー

7
0
7
2
:
 
77)
の
字
。

＠
清
、
左
仁
(
4
-
8
7
2
0
:
 2
7
5
)

の
字
。
◎
清
、
周
賞
(
2
|

3
4
4
1
 :
 1
9
)

の
字
゜
◎
清
‘
侭
賦
偉
(
1
ー

5
2
2
:
 2
0
)

の
字
。

【
青
子
】
248

令
〇
撤
攪
を
い
ふ
。
〔
蘇
献
‘
撤
攪
詩
〕
紛

紛
青
子
落
―
―
紅
臨
i

一
正
味
森
森
苦
且
巌
。

O
梅
の
｛
貫
を

い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
果
紘
‘
梅
〕
梅
譜
、
桂
林
立
春
梅

已
過
、
元
夕
則
嘗
1

一
胄
子
↓

【
青
之
】
249

弓
明
‘
戴
櫻
(
6ー

1
1
6
8
5
:
 7
)
の
字
。

【
青
史
]250

咋
〇
歴
史
を
い
ふ
。
古
‘
書
物
は
木
片
・
竹

簡
を
用
ひ
‘
火
で
宵
竹
を
灸
り
‘
其
の
青
味
を
取
除
い
て

書
き
易
く
し
た
。
殺
青
。
汗
青
。
汗
簡
(
6
-
1
7
1
3
0
:
 9
)
 

の
O
を
見
よ
c

〔
大
戴
證
‘
保
博
〕
青
史
氏
之
記
。
〔
江
滝
‘

獄
中
上
↓
―
建
平
王
一
書
〕
倶
啓
,
,
丹
冊
二
拉
圏
―
―
青
史
↓
〔
舗

穎
士
‘
仰
,
,
答
津
司
業
垂
p

訪
詩
〕
立
言
寄
1

一
肯
史
面
将
以

賛
全
遵
〔
李
白
‘
過
四
皓
墓
詩
〕
紫
芝
高
詠
罷
‘
青

史
藷
名
偉
゜
〔
白
居
易
、
浩
歌
行
〕
朱
顔
日
漸
不
レ
如
レ
故
‘

青
史
功
名
在
,
,
何
慮
一
〔
温
庭
笥
‘
陳
琳
墓
詩
〕
曾
於
,
,
青

史
見
―
―
遺
文
公
9

日
諷
零
過
―
―
古
墳
一
〇
複
姓
。
〔
尚
友

録
〕
青
史
‘
英
賢
傭
‘
晉
太
史
董
狐
之
子
受
1

一
封
青
史
之

田
石
因
氏
焉
。

〖
青
史
子
〗2

5
1ペィ
／
漢
の
人
。
青
史
子
五
十
九
篇
を
著

は
す
。
〔
尚
友
録
‘
二
十
四
〕
。

【
青
刺
】
253

ペ
ィ
主
円
い
と
げ
。
〔
蘇
轍
、
西
湖
二
詠
‘
食
難

頭
詩
〕
紫
芭
青
刺
措
―
―
蛸
毛
ぶ
小
面
放
花
波
底
熟
゜

〖
肖
刺
勧
〗2

5
4
パ
り
草
の
名
。
ま
ゆ
は
き
の
俗
名
。
〔
本

草
、
大
前
小
勧
〕
集
解
、
別
録
曰
‘
大
小
前
、
五
月
菜
‘
頌

日
、
小
莉
慮
慮
有
レ
之
‘
俗
名
腎
刺
勧
゜

【
胄
砥
】

2557
冑
く
て
緻
密
な
砥
石
。

【
胃
紙
】
256

令
青
い
色
の
紙
。
〔
本
草
‘
育
紙
〕
主
治
、
妬

精
循
以
レ
唾
貼
‘
貼
散
H
即
愈
。
〔
北
史
‘
牛
弘
博
〕
永
嘉

之
後
‘
寇
穎
競
興
‘
云
云
‘
劉
裕
平
レ
眺
‘
牧
―
―
其
圏
籍
↓

五
経
子
史
棧
四
千
巻
‘
皆
赤
軸
青
紙
‘
文
字
古
拙
‘
並

蹄
社
左
↓

〖
青
紙
詔
〗2
5
7
5
竺
詔
書
を
い
ふ
。
晉
代
、
詔
書
は
宵

紙
紫
泥
を
用
ひ
た
。
〔
晉
書
、
楚
隠
王
瑶
博
〕
墳
臨
レ
死
、

出
―
―
其
懐
中
育
紙
詔
云
流
悌
以
示
1

ー
監
刑
尚
書
劉
頌

[
I
、

|

_

 

青

部

胄

受
レ
詔
而
行
‘
謂
為
五
孟
竺
今
更
為
レ
罪
‘
託
1

一
橙
先
―
帝
一

受
レ
柱
如
レ
此
‘
幸
見
―
―
申
列
↓
〔
徐
陵
‘
在
1

一
北
齊
―
輿
証
木

太
尉
王
僧
辮
一
書
〕
差
有
二
黄
門
啓
封
面
び
無
―
―
胄
紙
詔

書
↓
〔
玉
海
‘
詔
令
‘
詔
策
〕
晉
為
レ
詔
以
―
―
胄
紙
紫
泥
↓

[
青
荒
】
258

令
薄
緑
の
釉
葵
を
か
け
た
陶
器
。
宵
磁
゜

【
青
紫
】
259

勺
高
位
高
官
を
い
ふ
。
漢
制
‘
印
綬
の
色
‘

公
侯
は
紫
‘
九
卿
は
青
を
用
ひ
る
。
〔
揚
雄
‘
解
嘲
〕
紆
レ

宵
抱
レ
紫
。
〔
注
〕
善
曰
、
東
観
漢
記
日
、
印
綬
漢
制
、
公

侯
紫
綬
、
九
卿
青
綬
、
良
日
‘
育
紫
‘
並
貴
者
服
飾
也
。

〔
漢
書
‘
劉
向
博
〕
（
王
氏
一
姓
）
肖
紫
紹
蝉
‘
充
元
品
蹂
只

魚
鱗
左
右
↓
〔
梁
昭
明
太
子
、
相
逢
狭
路
間
築
府
〕
長
子

飾
両
紫
「
中
子
任
以
レ
貨
。
〔
韓
愈
、
典
雇
翠
書
〕
賢
者

悟
不
遇
、
不
賢
者
比
レ
肩
青
紫
。

〖
拾
青
紫
―
〗2

6
0
討
勺
容
易
に
高
位
高
官
を
得
る
こ

と
。
取
二
青
紫
一
如
レ
拾
レ
芥
を
見
よ
。
〔
雀
日
知
、
冬
日
述
レ

懐
云
云
詩
〕
光
榮
拾
孟
円
紫
ぶ
孟
旧
接
1

一
通
賢
↓

〖
取
両
紫
如
拾
レ
芥
〗

2
6
1
り

g
唸
か
卜
／
官
爵
を

得
る
の
易
き
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
夏
侯
勝
博
〕
勝
毎
―
―
講

授
涵
E

謂
―
―
諸
生
一
日
‘
士
病
レ
不
レ
明
―
―
経
術
五
経
術
荀
明
‘

其
取
"
胄
紫
ぶ
ざ
挽
拾
―
―
地
芥
—
耳
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
言
―
―

其
易
而
必
得
ふ
3

、
青
紫
‘
卿
大
夫
之
服
也
、
挽
即
俯
字

也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
王
鳴
盛
曰
‘
葉
夢
得
云
‘
漢
丞
相
太

尉
皆
金
印
紫
綬
、
御
史
大
夫
銀
印
青
綬
、
此
三
府
官
之

極
崇
者
、
勝
云
二
宵
紫
↓
謂
レ
此
‘
顔
振
二
常
時
所
＞
見
‘
誤

以
為
―
―
卿
大
夫
之
服
ご
澳
卿
大
夫
蓋
未
レ
服
1

一
青
紫
一
也
‘

葉
説
是
。
〔
任
明
‘
天
監
三
年
策
―
―
秀
才
一
文
〕
輻
耕
青
紫
‘

如
レ
拾
―
―
地
芥
言
韓
愈
‘
復
志
賦
〕
忽
忘
―
一
身
之
不
肖
入
り
‘

謂
青
紫
其
可
＞
拾
。
〔
故
事
成
語
考
‘
科
第
〕
経
術
既
明
‘

取
胃
紫
如
レ
拾
祢
。

[
青
相
】
262

ペ
ィ
清
‘
何
兆
温
(
1
ー

5
1
1
:
 3
4
6
)

の
琥
゜

【
青
絲
】
263

守
〇
宵
ぃ
絲
。
〔
南
史
、
侯
景
博
〕
先
レ
是
大

同
中
、
童
謡
日
、
冑
絲
白
馬
壽
陽
来
、
景
渦
陽
之
敗
求
レ

錦
、
朝
廷
所
レ
給
青
布
、
及
レ
是
皆
用
為
レ
抱
‘
采
色
尚
レ

胄
‘
景
乗
―
―
白
馬
ぶ
円
絲
為
レ
轡
‘
欲
1

一
以
應
t

謡
。
〔
杜
甫
‘

青
絲
詩
〕
青
絲
白
馬
誰
家
子
、
羅
豪
且
逐
五

U
生
起
。

〔
注
〕
青
絲
白
馬
‘
南
史
侯
景
博
‘
初
大
同
中
童
謡
、
青
絲

白
馬
壽
陽
来
‘
及
―
―
侯
景
之
叛
↓
乗
,
,
白
馬
胄
絲
1

以
應
レ

識
‘
引
次
比
懐
恩
一
也
。
〔
李
賀
‘
莫
愁
曲
〕
青
絲
繋
―
―
五

馬
「
黄
金
絡
―
―
雙
牛
↓
〔
蘇
拭
‘
次
―
―
韻
孔
文
仲
推
官
見
』
贈

詩
〕
金
鞍
冒
―
―
翠
錦
「
玉
勒
垂
―
―
胄
絲

-
0柳
な
ど
の
細

く
青
々
と
し
た
さ
ま
。
〔
王
褻
‘
奉
―
―
和
趙
王
途
中
1

詩〕

村
桃
彿
,
,
紅
粉
「
岸
柳
被
―
―
青
絲
↓
〔
閻
朝
隠
‘
奉
,
,
和
立
春

遊
苑
迎
春
―
應
制
詩
〕
草
根
未
レ
結
胄
絲
棲
、
藉
蔦
猶
垂

緑
岐
巾
。
〔
白
居
易
‘
有
木
詩
〕
峨
峨
白
雪
花
‘
溺
鰯
冑
絲

枝。

O
黒
製
の
さ
ま
。
〔
李
白
‘
将
進
酒
詩
〕
君
不
レ
見
高
堂

明
鏡
悲
1
1白
斐
→
朝
如
,
,
~
P
l

絲
—
暮
成
レ
雪
。

〖
青
絲
穿
〗2
6
4
5
1あ
を
ざ
し
。
冑
椿
゜
〔
古
詩
‘
為
―
―
焦

仲
卿
妻
ー
作
〕
齋
錢
三
百
萬
‘
皆
用
二
宵
絲
穿
↓

〖
青
絲
製
〗
蕊
打
ぅ
黒
製
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
‘
陵
園
妾

詩
〕
羊
Pl
絲
製
落
叢
賢
疎
‘
紅
玉
膚
錯
繋
レ
拮
綬
゜

〖
胄
絲
香
潤
〗2

6
6
苫
ク
カ
ゥ
香
り
が
よ
く
つ
や
つ
や
し

た
黒
髭
。
〔
長
生
殿
‘
猷
製
〕
這
一
纏
胄
絲
香
潤
‘
曾
共
レ

君
枕
上
並
レ
頭
相
隈
槻
゜

[
-
P
l
詞
]267

守
道
教
の
祭
祀
に
用
ひ
る
文
證
及
ぴ
其
の

文
章
を
い
ふ
。
青
藤
紙
と
い
ふ
育
紙
に
朱
字
で
記
す

か
ら
い
ふ
。
韓
じ
て
‘
文
糧
の
一
。
〔
翰
林
志
〕
凡
太
清

宮
道
観
薦
告
詞
文
、
用
―
―
宵
藤
紙
朱
字
一
謂
―
―
之
青
詞
一

〔
文
橙
明
辮
‘
青
詞
〕
按
‘
陳
繹
曾
云
‘
胄
詞
者
方
士
懺
過

之
詞
也
‘
或
以
祈
に
幅
‘
或
以
薦
レ
亡
‘
唯
道
家
用
レ
之
‘
其

謂
密
詞
厠
繹
道
通
用
袋
詞
用
憬
語
云
諸
集
皆
有
、

而
事
文
類
緊
所
レ
載
尤
多
、
今
録
二
散
篇
1

以
備
二
-
罷
一

此
外
又
有
,
,
法
詰
面
E

二
告
牒
云
？
投
簡
エ
有
―
―
解
語
云
有
二

法
語
一
而
攀
レ
棺
撒
レ
土
‘
亦
皆
有
レ
文
‘
其
自
一
＝
至
為
―
―
煩

哭
而
諸
集
不
レ
載
‘
愚
謂
二
氏
相
博
、
必
有
,
,
藷
本
一
臨
レ

時
録
用
、
亦
何
不
可
‘
何
必
別
撰
‘
而
聘
―
―
詞
華
於
無
レ
盆

之
地
1

哉
、
故
皆
略
而
不
レ
録
。
〔
雨
般
秋
雨
粛
随
筆
〕
一
円

詞
乃
醜
壇
請
蒻
之
詞
、
明
世
宗
朝
大
臣
詞
臣
悉
従
―
―
事

子
此
冨
以
希
1

一
天
脊
↓
〔
野
客
叢
書
‘
四
、
宵
詞
〕
唯
室
先
生

作
品
翌
薦
弟
一
青
詞
い
有
レ
日
‘
氣
分
＝
父
母
盃
机
如
―
―
兄
弟

之
親
↓
痛
切
二
肺
肝
ご
無
レ
甚
1

死
生
之
隔
↓

【
宵
雌
】
268

勺
草
の
名
。
悪
術
禿
敗
疱
等
を
治
す
と
い

ふ
。
〔
本
草
、
青
雌
〕
別
鋒
曰
‘
味
苦
、
主
―
―
悪
疱
禿
敗
痔
火

氣
五
殺
三

h
硬
一
名
晶
損
、
一
名
孟
推
‘
生
―
一
方
山
山
谷
一

【
青
字
】
269

勺
青
色
で
書
い
た
完
〔
絞
然
‘
酬
―
―
秦
山
人

贈
別
一
詩
〕
葉
示
―
―
黄
金
一
童
子
愛
‘
書
題
雷
比
子
古
人
博
゜

〖-
P
l
字
牌
〗

2
7
0
乃
宋
制
‘
乾
道
末
、
櫃
密
院
に
雌
黄
胄

字
牌
を
置
く
。
日
に
三
百
五
十
里
を
行
き
、
軍
機
急
速

な
れ
ば
則
ち
こ
れ
を
用
ふ
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
六
〕
乾
道

末
‘
櫃
密
院
置
1

昨
雌
黄
胄
字
牌
ご
口
行
一
三
日
五
十
里
‘
軍

機
急
速
則
用
レ
之
。

【一
Pl
侍
】
271

ぢ
ラ
ヒ
年
わ
か
く
官
位
も
低
い
侍
。
青
は
未

熟
の
意
。

[
-
P
l
兇
】
272

勺
獣
の
名
。
牛
に
似
て
一
角
青
色
。
〔
楚
辞
‘

宋
玉
‘
招
魂
〕
輿
レ
王
趨
レ
夢
（
ラ
課
ー
一
後
先
五
君
王
親
獲
今

憚
一
青
翌
〔
集
注
〕
児
、
似
レ
牛
‘
一
角
胄
色
、
重
千
斤
゜
〔
杜

甫
、
憶
昔
行
〕
松
風
澗
水
臀
合
時
、
轡
兇
黄
熊
暗
向
レ
我
゜

【
青
磁
】
273

勺
磁
器
の
一
。
淡
緑
色
又
は
淡
藍
色
の
う

は
ぐ
す
り
を
か
け
た
や
き
も
の
。
あ
を
じ
。
青
荒
゜
〔
浪

邪
代
酔
編
‘
宵
磁
碗
〕
巴
東
下
巖
院
主
僧
水
際
得
二
青

磁
碗
玉
携
蹄
折
レ
花
供
1

一
佛
前
「
明
日
花
渦
1

一
其
中
面
更
置
二

少
米
五
炉
宿
米
亦
涌
レ
碗
‘
錢
及
金
銀
皆
然
、
自
レ
是
院

中
富
盛
‘
院
主
年
老
‘
一
日
過
レ
江
‘
懐
中
取
レ
碗
‘
榔
―
―
於

中
流
五
徒
弟
驚
愕
‘
師
曰
‘
吾
死
‘
爾
等
寧
能
謹
紡
自
守
‘

棄
レ
之
不
レ
欲
-
―
―
爾
壻
―
―
罪
戻
一
也
、
世
果
有
―
―
此
物
一
乎
‘
院

王
之
識
高
矢
‘
呉
淑
秘
閣
間
談
。

[
青
州
】
274
バ

[

O
古
‘
九
州
或
は
十
二
州
の
一
。
今
、
山

東
省
の
清
南
・
宵
州
・
登
州
・
莱
州
等
の
府
及
ぴ
遼
寧
省

遼
河
以
東
の
地
を
兼
有
す
。
〔
書
‘
馬
貢
〕
海
岱
惟
青
州
。

〔
傭
〕
東
北
撮
レ
海
、
西
南
距
レ
岱
゜
〔
疏
〕
尭
時
常
n

一
越
レ
海

而
有
1

一
遼
東
一
也
、
舜
為
一
十
二
州
ぶ
ク
青
州
―
為
―
―
螢
州
一

螢
州
郎
遼
束
也
。
〔
周
穐
‘
夏
官
‘
職
方
氏
〕
正
東
日
,
,
~
i
r
:

州
石
其
山
鎮
日
―
―
祈
山
ェ
其
澤
藪
曰
―
―
望
諸
一
其
川
淮
洒
‘

其
浸
祈
沐
‘
其
利
蒲
魚
‘
其
民
二
男
二
女
‘
其
畜
宜
五
紐

狗
ず
六
穀
宜
1

一
稲
褒
↓
●
州
の
名
。
④
漢
、
置
く
。
後
漢
、
青

州
刺
史
、
臨
泄
に
治
す
。
今
の
山
東
省
臨
渦
縣
。
三
國

魏
及
ぴ
晉
初
之
に
因
る
。
永
嘉
の
乱
に
青
州
は
溢
液
し
、

大
興
の
初
‘
淮
陰
に
僑
治
す
。
今
の
江
蘇
省
淮
陰
縣
の

東
南
。
太
元
中
‘
尭
州
と
共
に
京
口
に
治
せ
ら
る
。
今
の

江
蘇
省
丹
徒
縣
の
治
。
後
、
廣
陵
に
鎮
す
。
今
の
江
蘇

省
江
都
縣
の
東
北
。
義
熙
中
、
鎮
を
丹
徒
に
移
す
。
今

の
江
蘇
省
丹
徒
縣
の
東
南
。
旋
い
で
冑
州
を
東
賜
に
置

く
。
今
の
山
東
省
益
都
縣
の
治
。
之
を
北
青
州
と
い
ひ
‘

青
州
を
僑
置
し
て
南
青
州
と
い
ふ
。
南
青
州
又
治
を
廣

陵
に
移
す
。
南
朝
宋
之
に
因
る
。
後
‘
南
宵
州
を
省
し
、

北
青
州
を
唐
に
青
州
と
い
ひ
‘
孝
建
の
初
‘
青
州
を
移

し
て
歴
城
に
治
す
。
今
の
山
東
省
歴
城
縣
の
治
。
大
明

中
‘
還
た
東
陽
縣
に
治
す
。
後
魏
之
に
因
り
‘
隋
‘
際

3
 

す
。
唐
、
復
た
青
州
を
箇
き
‘
改
め
て
北
海
郡
と
い
ひ
‘

。
7
 

尋
い
で
復
た
宵
州
と
す
。
宋
、
青
州
北
海
郡
と
い
ひ
‘

金
‘
盆
都
州
と
改
め
‘
明
‘

-Pl
州
府
を
建
て
、
清
‘
之
に

12

ー

0
七



(42564・ ·275)— (42564" 295) 

因
り
、
民
國
‘
畷
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
州
域
形
勢
‘
雨
周
因
レ
之
‘
隋
初
郡
州
存
、
湯
帝
復
改
置
―
―
北
海
郡
盃
唐
復

漢
〕
分
11

天
下
盃
為
―
―
十
三
部
芦
ム
云
、
青
州
刺
史
部
‘
察
1
¥

郡

日

1

一
青
州
二
大
賓
初
亦
曰
1

ー
北
海
郡
二
乾
元
初
復
レ
故
‘
尋

六
國
三
盃
＇
原
郡
・
千
乗
郡
・
清
南
郡
・
北
海
郡
・
東
茉
郡
・
曰
―
―
平
慮
軍
節
度
百
井
品
四
レ
之
‘
宋
伯
日

-
1

青
州
云
金
日
―
―

齊
郡
・
裔
川
國
．
膠
東
國
•
高
密
國
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
盆
都
府
ご
冗
為
茶
血
都
路
ご
明
初
改
曰

t一
青
州
府
云
翌
州

州
域
形
勢
‘
三
國
〕
有
ー
ー
州
十
三
一
青
、
治
→
—
臨
畜
一
郎
漢
治
一
縣
十
三
→
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
、
青
州
府
、
領
―
―
縣

領↓
1

郡
五
言
口
齊
郡
、
日
清
南
‘
曰
柴
安
‘
曰
東
莱
、
皆
故
十
一
一
盆
都
・
博
山
・
臨
溜
・
博
興
・
高
苑
・
築
安
・
壽
光
・

郡
也
、
日
城
陽
、
後
漢
井
入
二
瑣
邪
郡
ー
建
安
中
‘
魏
武
復
臨
胸
•
安
邸
・
昌
築
・
誠
城
。

分
置
、
本
属
―
―
徐
州
云
今
改
腸
―
―
青
州
→
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
〖
青
州
従
事

]
2
7
5

芍
努
美
酒
の
異
名
。
〔
世
説
新
語
、

州
域
形
勢
、
晉
・
六
國
〕
都
邑
孜
‘
晉
都
二
洛
陽
函
心
帝
都
―
―
術
解
〕
桓
公
有
1

一
主
簿
涵
品
炉
酒
、
有
ら
酒
輯
令
―
ー
先
嘗
一

長
安
二
南
遷
後
都
1
¥

建
康
了
分
―
―
州
十
九
ご
工
云
、
青
州
、
好
者
謂
1
¥

青
州
従
事
云
悪
者
謂
1

一
平
原
督
郵
一
青
州
有
1

一齊

治
―
―
臨
畜
ご
笠
郡
國
空
永
嘉
喪
乱
、
青
州
治
液
、
大
興
郡
ご
午
原
有
＝
＿
隔
縣
盆
此
事
言
レ
到
レ
謄
‘
督
郵
言
下
在
1

一＿絹

二
年
、
青
州
僑
訟
la
淮
陰
一
太
元
九
年
、
青
州
復
欝
1

一
於
上
在
比
〔
徐
彰
年
家
範
〕
其
子
問
‘
青
州
従
事
謂
レ
何
、

登
僑
―
―
置
幽
州
於
廣
固
了
十
五
年
青
尭
二
州
倶
寄
治
―
―
曰
‘
湘
江
野
録
‘
青
州
従
事
、
古
善
造
レ
酒
者
。
〔
皮
日
休
、

京
口
石
其
後
俯
鎮
1

一
廣
陵
こ
義
熙
四
年
、
移
1
¥

鎮
丹
徒
工
ハ
酔
中
寄
―
―
魯
望
一
壺
井
一
絶
―
詩
〕
酔
中
不
レ
得
親
相
僑
、

年
始
置
1
¥

青
州
於
東
陽
示
亦
謂
1

一
之
北
青
州
盃
皿
僑
1

一
置
青
故
遣
―
―
青
州
従
事
ー
来
。
〔
章
荘
、
江
上
題
1

ー
所
居
1

詩
〕
青

州
ご
日
―
―
南
青
州
ア
十
年
南
青
州
俯
治
―
―
廣
陵
ご
後
省
1

一
南
州
従
事
来
偏
熟
‘
泉
布
先
生
老
漸
樫
゜
〔
書
言
故
事
、
酒

青
州
硲
北
青
州
直
日
1

一
青
州
玉
東
陽
今
青
州
府
‘
治
-
1

盆
都
類
〕
好
酒
日
―
―
青
州
従
事
↓

縣
廣
固
城
↓
＠
後
趙
‘
置
く
。
故
治
は
廣
固
縣
。
今
の
【
青
袖
】
276

秀
青
い
そ
で
。
〔
祁
経
‘
難
冠
詩
〕
植
立
覚

山
東
省
盆
都
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
青
州
不
缶
拝
‘
離
披
擁
―
―
青
袖
↓

府
、
益
都
縣
〕
廣
因
城
、
府
西
北
八
里
‘
志
云
‘
漢
魏
以
【
青
檄
】
277

秀
樹
木
の
名
。
〔
江
滝
‘
別
賦
〕
見
1

一
紅
蘭
之

来
、
青
州
並
臨
渦
‘
云
云
、
大
寧
初
、
後
趙
石
虎
克
レ
之
‘
受
＞
露
｀
望
＿
一
青
鍬
之
離
＞
霜
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
撤
‘
木
名
。

伯
置
青
州
鎮
焉
‘
隆
安
三
年
｀
慕
容
徳
撮
証
此
、
其
城
【
青
繍
】
278

芍
青
い
ぬ
ひ
も
や
う
。
〔
宋
史
、
儀
衛
志
二
〕

四
周
絶
澗
‘
阻
水
深
陛
。
◎
前
燕
、
置
く
。
故
治
は
築
第
一
清
繍
孔
雀
鼈
、
第
一
一
緋
繍
鳳
鼈
、
第
三
青
繍
孔
雀

陵
縣
。
今
の
山
東
省
築
陵
縣
の
西
南
。
後
還
た
廣
固
城
鼈
゜

に
治
す
。
今
の
山
東
省
盆
都
縣
の
西
北
。
前
秦
、
之
に
【
青
轄
】
279

弁
雉
の
尾
間
の
青
毛
。
〔
播
岳
‘
射
雉
賦
〕
青

因
る
。
R
後
燕
、
置
く
。
故
治
は
歴
城
縣
。
今
の
山
東
轍
沙
靡
‘
丹
臆
蘭
締
。
〔
注
〕
妥
曰
‘
鰍
、
央
1

一
尾
間
1

也。

省
歴
城
縣
の
治
。
後
、
新
城
に
僑
治
す
。
今
の
熱
河
省
【
吉
Pl
獣
】
280

舒
青
い
け
も
の
。
〔
山
海
経
、
海
外
北
経
〕

陵
源
縣
の
境
。
R
南
燕
‘
置
く
。
故
治
は
東
莱
縣
。
今
の
北
海
内
云
云
‘
有
―
―
素
獣
1

焉
‘
状
如
レ
馬
、
名
曰
―
―
蛋
蛋
一

山
東
省
液
縣
の
治
。
慕
容
徳
の
初
、
荊
州
を
此
慮
に
置
有
―
―
青
獣
丘
焉
、
状
如
レ
虎
、
名
日
11

羅
羅
↓
〔
隋
書
‘
穐
儀
志

き
‘
慕
容
超
改
め
て
青
州
と
す
。

8
北
燕
‘
置
く
。
白
狼
六
〕
今
祭
服
三
公
衣
身
葺
レ
獣
‘
其
腰
及
袖
又
有
1

一
育
獣
↓

城
を
鎮
す
。
今
の
熱
河
省
浚
源
縣
の
南
。
R
南
齊
、
置
【
青
漆
】
281

砕
青
色
の
う
る
し
。
〔
南
史
‘
齊
際
帝
東
昏

く
。
故
治
は
胸
山
縣
。
今
の
江
蘇
省
東
海
縣
の
治
。
尋
侯
紀
〕
武
帝
興
1

一
光
棲
下
上
施
1

一
青
漆
面
世
人
謂
―
―
之
青
棲
↓

い
で
際
す
。
●
府
名
。
明
、
置
く
。
清
‘
之
に
因
り
、
盆
都
・
〔
李
賀
‘
惜
公
詩
〕
井
檻
淋
1

一
青
漆
盃
門
鋪
綴
1
¥

白
銅
↓

博
山
・
臨
渦
・
博
興
・
高
苑
·
架
安
・
壽
光
・
臨
胞
•
安
邸
・
【
青
襲
】

2
8
2
g姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
‘
二
〕
。

昌
築
・
誠
城
の
十
一
縣
を
管
轄
す
。
民
國
‘
際
す
。
故
治
[
青
社
】
g

等

齊

の

社
o

王
者
は
五
色
の
土
を
以
て
太

は
今
の
山
東
省
盆
都
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
〕
青
社
を
造
り
、
四
方
の
諸
侯
を
封
ず
る
に
、
各
；
其
の
地

州
府
、
馬
貢
青
州
地
、
春
秋
載
國
為
-
1

齊
地
一
秦
置
11

齊
方
の
色
の
土
を
白
茅
で
包
ん
で
興
へ
、
諸
侯
は
蹄
國
し

郡
ご
漢
因
レ
之
、
又
分
↓
―
置
北
海
郡
ご
後
漢
為
1

一
齊
北
海
築
て
社
を
立
て
た
。
齊
は
東
方
に
在
る
か
ら
、
青
社
と
い

安
三
國
地
で
氷
嘉
末
、
陥
―
―
於
石
勒
な
天
後
南
燕
慕
容
徳
ふ
。
〔
史
記
、
三
王
世
家
〕
廟
立
1

一
子
閑
1

為
―
―
齊
王
1

日
、
於

建
1

一
都
於
些
宋
俯
為
1
¥

齊
郡
三
兼
置
青
州
な
仮
魏
及
後
戯
小
子
閤
‘
受
―
―
絃
青
社
↓
〔
注
〕
集
解
日
‘
張
晏
曰
‘
王
者

青

部

青

以
―
―
五
色
土
1

為
―
―
太
社
五
封
1
1

四
方
諸
侯
す
各
以
11

其
方
色

土
五
¢
之
、
互
以
-
1

白
茅
云
鱒
以
立
レ
社
‘
索
隠
日
‘
齊
在
ニ

東
方
正
故
日
1
1

青
社
↓
〔
播
岳
、
楊
荊
州
昧
〕
青
社
白
茅
‘
亦

朱
―
―
其
紋
↓
〔
貢
師
泰
‘
黄
金
畳
詩
〕
昭
王
銃
意
移
1
1

青
社
一

築
レ
土
懸
レ
金
奉
1

一
賢
者
↓

【
青
詳
】
284

ぷ
炉
木
神
の
わ
ざ
は
ひ
。
〔
漢
書
、
五
行
志

中
之
上
〕
時
則
有
元
＇
橙
生
兄
士
全
洞

i

時
則
有
1
1

青
晋
青

雙
〔
注
〕
李
奇
日
、
内
曰
レ
青
、
外
日
レ
詳
。

【
青
章
】
蕊
祖
ゥ
星
の
名
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
執
徐
歳
、

歳
陰
在
レ
辰
‘
星
居
レ
亥
、
以
乞
一
月
1

居
興
1
1

螢
室
東
壁
一

晨
出
日
―
―
青
章
云
青
青
甚
章
。

【
青
傷
】
286

ぷ
が
あ
を
き
ず
。
〔
輻
恵
全
書
、
刑
名
部
、
人

命
上
‘
疑
獄
〕
果
有
下
青
傷
如
杯
口
太
者
一
i
-

【
青
箱
】
287

烈
草
の
名
。
の
げ
い
と
う
。
草
蔦
。
嘉
裔

詞
ご
覧

解
‘
時
珍
日
、
青
箱
生
1

一
田
野
間
五
緻
苗
似
レ
克
可
レ
食
｀
長

則
高
三
四
尺
、
苗
葉
花
賓
興
―
―
難
冠
花
二
様
無
レ
別
‘
但

難
冠
花
穂
或
有
1

一
大
而
扁
或
圃
者
一
此
則
梢
間
出
レ
花
‘

穂
尖
長
四
五
寸
‘
状
如
冤
尾
ぶ
小
紅
色
‘
亦
有
責
白
色

者
王
J

在
1
1

穂
中
盃
空
難
冠
子
及
克
子
二
様
難
袖
t

。

【
青
障
】
288

ぷ
炉
育
い
み
ね
。
〔
沈
約
、
鍾
山
詩
‘
應
↓
1

西
陽

王
紋
〕
崚
噌
起
―
―
青
障
二
が
沈
栓
期
、
同
1
1

李
含
人
1

冬
日

集
姿
槃
公
主
山
池
詩
〕
宵
蝉
妓
棲
懸
゜
〔
宋
之
問
‘
遊
1

一

法
華
寺
五
詩
〕
薄
雲
界
―
―
青
障
盆
吹
日
賽
―
―
朱
甍
↓

【
青
裳
】
289

芍
ウ
●
青
色
の
裳
。
〔
王
勃
、
臭
蜀
父
老
1

書
〕
金
漿
玉
僕
、
食
客
三
千
、
緑
禎
青
裳
、
家
憧
散
百
゜

●
草
花
の
名
。
合
歓
(
2
ー

3
2
8
7
:
 8
3
)
の

O
の
異
名
。

〔
本
草
‘
合
歓
〕
繹
名
、
合
昏
、
一
名
青
裳
‘
頌
曰
‘
雀
豹

古
今
注
云
‘
欲
レ
躙
1

一
人
之
分
虫
則
贈
以
1

一
青
裳
云
口
歓
也
、

植
1

之
庭
除
使
入
不
ヮ
念
‘
故
岱
康
養
生
論
云
‘
合
歓

獨
各
心
｀
萱
草
忘
レ
憂
‘
蔵
器
日
‘
其
葉
至
レ
暮
即
合
、
故

呑
合
昏
五
時
珍
日
、
夜
合
俗
名
孟
明
葛
↓

【
青
箱
】
290

翌
家
傭
を
傭
へ
る
こ
と
。
南
朝
‘
宋
の
王

淮
之
の
家
は
世
i

江
左
の
藷
事
を
譜
ん
じ
、
之
を
青
箱

に
絨
し
た
の
で
、
世
人
之
を
王
氏
の
青
箱
學
と
い
つ

た
。
〔
宋
書
、
王
淮
之
傭
〕
家
世
相
傭
、
並
譜
11

江
左
藷
事
一

鍼
乏
青
篤
世
人
謂
乏
王
氏
青
箱
學
↓
〔
宣
室
志
〕
沈

約
指
1一
其
子E
匹
陸
喬
—
曰
‘
此
吾
愛
子
也
、
少
聴
慧
‘

妊
讀
書
云
因
以
1

一
青
箱
ー
名
レ
之
‘
欲
レ
博
―
―
吾
學
一
也
。

〖
青
箱
堂
〗2

9
1
討
s
t
ゥ
清
、
王
崇
簡
(
7
-
2
0
8
2
3

:
 
174 

6
•
)の室
名
。

[
青
箱
雑
記
〗2

0
0
弁
裕
ゥ
書
名
。
十
巻
。
宋
、
呉
慮
厚

撰
゜
嘗
代
の
雑
事
を
記
し
、
亦
詩
話
が
多
い
。
記
事
多

＜
賓
を
失
ふ
も
、
詩
を
論
じ
た
も
の
に
は
往
t
取
る
ペ

き
も
の
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
小
説
家
類
〕
。

【
青
細
】
293

苓
ゥ
青
い
絹
。
〔
章
荘
‘
和
1
1

鄭
拾
遺
秋
日
感
ヮ

事
詩
〕
仔
欝
蓬
島
後
、
綸
詔
潤
―
―
青
糊
↓

【
青
鼈
】
294

翌
鶯
鳥
の
青
い
莉
毛
。
宵
い
利
ご
ろ
も
。

〔
南
史
‘
恩
倖
、
茄
法
亮
傭
〕
籠
将
1

一
青
鼈
百
人
ー
自
随
‘

鼓
角
横
吹
、
都
下
富
人
追
従
者
百
散
。

【
青
城
】
200

吠
炉
〇
青
々
し
て
見
え
る
城
。
〔
庚
信
‘
同
州

還
詩
〕
赤
岸
饒
1

一
新
村
ニ
青
城
臨
1

一
綺
門
↓
〇
地
名
。
二
ぁ

り
‘
い
づ
れ
も
河
南
省
開
封
縣
の
治
。
④
南
薫
門
外
に

在
り
、
宋
の
天
を
祭
る
時
の
齋
宮
。
又
、
南
青
城
と
い

ふ
。
靖
康
の
末
、
金
の
牌
貼
液
喝
が
徽
宗
・
欽
宗
の
二
帝

を
青
城
に
伴
に
し
‘
金
末
‘
蒙
古
の
牌
‘
速
不
台
が
沐
京

を
攻
め
て
青
城
に
至
り
‘
金
の
叛
牌
雀
立
が
盛
＜
后
妃

諸
王
を
青
城
に
送
っ
た
。
＠
封
丘
門
外
に
在
り
‘
宋
の

地
を
祭
る
時
の
齋
宮
。
之
を
北
青
城
と
い
ふ
。
●
山
名
。

四
川
省
灌
縣
の
西
南
。
歴
代
の
方
士
張
道
陵
・
苑
長
生
・

孫
思
遮
．
杜
光
庭
等
皆
此
の
地
に
隠
棲
す
。
〔
唐
六
典
〕
剣

南
道
名
山
日
―
―
青
城
山
↓
〔
元
和
志
〕
仙
経
云
‘
此
是
第
五

洞
天
。
〔
杜
光
庭
‘
青
城
山
記
〕
眠
山
連
と
峯
接
レ
袖
‘
千
里

不
レ
絶
、
青
城
乃
第
一
峯
也
。
〔
地
理
通
秤
〕
在
11

永
康
軍

青
城
縣
北
一
眠
山
第
一
峰
也
、
仙
経
曰
‘
此
是
第
五
洞

天。

O
縣
名
。
④
唐
‘
置
く
。
故
治
は
安
徽
省
太
淮
縣
の

東
。
今
の
上
格
城
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
安
慶
府
‘
太

湖
縣
〕
青
城
醗
縣
‘
縣
東
四
十
里
‘
志
云
‘
曹
魏
牌
曹
仁

所
レ
築
‘
唐
武
徳
中
‘
置
―
縣
子
此
云
尋
際
。
＠
唐
‘
置
く
。

北
周
の
清
城
縣
。
故
治
は
四
川
省
灌
縣
の
南
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
‘
四
川
、
成
都
府
‘
灌
縣
〕
青
城
懇
縣
‘
縣
南
四
十

里
‘
漢
江
原
縣
地
‘
篇
齊
置
齊
基
縣
ニ
竺
枚
山
郡
一
梁

固
之
‘
井
置
I¥

齊
基
郡
ぢ
仮
周
郡
顎
、
改
レ
郡
曰
二
清
城
一

云
云
、
開
元
十
八
年
‘
又
改
1

一
清
城
[1
,
,
 青
城
↓
◎
元
‘
置

く
。
漢
の
東
鄭
縣
の
地
。
今
の
山
東
省
齊
東
縣
の
東
。
黄

1
0八

12704 
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河
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
山
東
‘
清
南
府
〕
青
城

縣
‘
府
東
北
―
―
百
二
十
里
、
本
臨
邑
寧
津
二
縣
地
‘
唐

曰
"
胄
城
鎖
二
木
因
レ
之
‘
等
曰
,
,
青
平
鎖
一
元
置
1

一
青
城

縣
⇒
閲
1

一
渭
南
路
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
山
東
‘
武
定
府
‘

縣
九
‘
胄
城
。

O
鎖
の
名
。
江
蘇
省
武
進
縣
の
西
北
。
北
‘

大
江
に
臨
む
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
常
州
府
‘
武
進

縣
〕
蘭
陵
城
‘
九
域
志
‘
武
進
縣
有
1

一
青
城
鎮
五
胡
氏
曰
‘

今
奔
牛
胄
城
拭
歳
諸
錆
‘
皆
故
武
進
縣
地
。

O
字
琥
゜
①

清
‘
魏
學
渠
(
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 1
7
2
)

の
琥
。
＠
山
本
義
方

の
琥
。
山
本
老
迂
齋
(
4
-
7
器
9

:
9
9
3
)

を
見
よ
。

〖
胄
城
山
人
〗2

9
6
”
そ
字
琥
。

O
明
‘
王
汝
玉
(
7
|
2

0
8
2
3
 :
 1
6
9
0
)

の
琥
。

O
》
明
‘
王
絨
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 9
3
8
)
 

の

0
の
琥
゜

〖
青
城
山
樵
〗2

9
7”}
芍
明
‘
虞
堪
(
9ー
3
N
2
3
 :
 1
6
)
 

の
琥
゜

〖
青
城
先
生
〗2
9
8
5
パ
3岱
明
‘
毛
起

(
6ー
1
6
7
7
2:
 3
0
)
 

の

0
の
尊
梢
゜

〖
宵
城
山
人
集
〗2

9
9弁グ
パ
翌
書
名
。
八
巻
。
明
、
王
冦

撰
゜
其
の
詩
は
唐
音
を
墨
守
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集

類〕。

〖
青
城
山
樵
者
〗3

0
0
弁
芯
炉
元
‘
虞
集

(
9
-
3
2
7
2
3

:
 

8
0
)

の
琥
°

【
一
円
若
】
301

苫
ク
清
‘
奥
雲
（
6
ー

1
5
4
1
4
:
 2
)

の
字
。

【
胄
雀
】
302

笞ク

0
胄
い
雀
゜
〔
察
邑
‘
琴
賦
〕
青
雀
西
飛
‘

別
鶴
東
翔
゜
〔
李
商
隠
‘
漢
宮
詞
〕
育
雀
西
飛
覚
未
レ
廻
、

君
王
長
在
―
―
集
霊
憂
↓
〇
壷
の
名
。
漢
の
武
帝
の
愛
姫
‘

巨
叢
が
青
雀
に
化
し
て
飛
び
去
っ
た
の
で
建
て
た
と

い
ふ
。
〔
洞
冥
記
〕
漢
武
帝
時
有
こ
女
人
一
名
日
1

一
巨
霰
一

帝
傍
有
胃
眠
唾
壺
言
止
震
乍
出
l

―
入
其
中
ぶ
収
戯
1

笑
帝

煎
東
方
朔
望
見
‘
乃
目
レ
之
、
巨
震
因
而
飛
去
‘
化
成
1

一

胄
雀
一
帝
乃
起
,
,
青
雀
量
一
時
見
二
羊
円
雀
来
二
小
レ
見
,
,
巨

震
一
也
。

O
鳥
の
名
。
桑
鷹
(
6
ー

1
4
7
7
2
:
 5
6
)

の
異
名
。

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
｀
桑
属
騒
脂
‘
注
〕
桑
隠
‘
俗
謂
,
,
青
雀
↓
R

水
烏
の
名
。
鵠
゜
其
の
形
を
船
首
に
鵞
く
。
輯
じ
て
、
舟

を
い
ふ
。
〔
古
詩
‘
為
,
,
焦
仲
卿
妻
ー
作
詩
〕
青
雀
白
鵠
紡
‘

造
逐
二
桂
舟
廻
ご
庚
信
‘
奉
1

和
和
濱
池
初
成
清
晨
臨
汎
1

詩
〕
時
看
二
圭
円
雀
紡
二
隋
湯
帝
、
江
都
宮
柴
歌
〕
禄
渾
桂

檄
浮
両
蕉
果
下
金
鞍
躍
紫
縮
↓
〔
事
物
異
名
録
‘
舟

車
‘
舟
〕
白
氏
六
帖
‘
青
雀
‘
船
名
。

O
西
王
母
の
使
を
す

る
鳥
。
商
王
の
使
者
に
比
す
。
〔
剪
燈
新
話
‘
秋
香
亭
記
〕

|

_

 

胄

部

青

彩
鸞
舞
後
腸
空
断
、
青
雀
飛
来
信
不
レ
傭
゜

〖
青
雀
子
〗3

0
3
守
．
｛
ヤ
ク
北
秤
の
清
河
王
の
綽
名
。
〔
北
齊

書
‘
紳
武
帝
紀
下
〕
先
レ
是
童
謡
曰
‘
可
＂
憐
宵
雀
子
‘
飛

束
鄭
城
裏
‘
利
闘
垂
欲
レ
成
‘
化
作

t5鵡
子
五
好
事
者
窺

言
‘
雀
子
謂
"
魏
帝
清
河
王
子
t

闘
鵡
‘
謂
二
神
武
一
也
。

【
青
若
】
304

バ
ヂ
青
い
竹
の
皮
。
〔
柳
宗
元
‘
柳
州
岨
頃

詩
〕
青
筈
裏
レ
璧
蹄
レ
岨
客
‘
緑
荷
包
レ
飯
超
レ
虚
人
。

〖
青
若
笠
〗3

0
5
特
人
ヤ
ク
青
竹
で
編
ん
だ
笠
。
た
け
の
こ

が
さ
。
胄
節
笠
゜
〔
水
滸
傭
‘
七
十
七
回
〕
船
上
一
箇
人

頭
戴
面
藉
箋
身
披
贔
蓑
衣
一

【
青
主
】
306

翌
清
、
博
山
(
1
ー

9
3
9
:
 5
6
)

の
字
。

【一
Pl
首
】
307

苫

O
ぁ
を
く
ぴ
。
小
覺
の
一
種
。
〔
載
國
‘

楚
策
〕
故
秦
魏
燕
趙
者
麒
雁
也
‘
齋
魯
韓
衛
者
胄
首
也
‘

鄭
費
郊
邪
者
羅
鷲
也
。
〔
注
〕
司
馬
貞
曰
‘
小
甍
有
1

一青

首
者

U
O宵
色
の
し
る
し
。
青
い
題
簑
。
〔
後
漢
書
‘
襄
楷

傭
〕
初
順
帝
時
‘
限
邪
宮
崇
‘
詣
レ
闘
上
T

其
師
子
吉
於
"

曲
陽
泉
水
上
1

所
レ
得
紳
書
百
七
十
巻
訟
口
標
白
素
‘
朱

介
、
青
首
‘
朱
目
‘
銃
一
太
平
清
領
書
二
云
云
‘
有
司
奏
‘
崇

所
レ
上
妖
妄
不
経
‘
乃
収
裁
之
↓
〔
注
〕
標
‘
腎
白
也
‘
素
謙

也
‘
以
レ
朱
為
"
介
道
「
首
‘
幌
也
‘
目
‘
題
目
也
。
〔
梁
元

帯
‘
玄
覧
賦
〕
紫
憂
石
室
之
文
、
青
首
銀
函
之
字
。

【一
Pl
珠
】
308

笠
あ
を
さ
ん
ご
じ
ゅ
゜
〔
本
草
‘
青
瑣
奸
〕

秤
名
、
石
闇
干
、
石
珠
‘
青
珠
゜
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
其
中
則

有
両
珠
黄
環
云
五
〔
華
陽
國
志
〕
廣
陽
縣
出
―
―
青
珠
一

【一
Pl
綬
】
309

芍
青
い
印
綬
。
漢
制
で
は
九
卿
が
帯
ぴ
る
。

青
紫
(
2
5
9
)
を
見
よ
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
御
史
大

夫
‘
秦
官
‘
位
,
,
上
卿
五
銀
印
青
綬
゜
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿

表
上
〕
凡
吏
秩
比
二
千
石
以
上
‘
皆
銀
印
胄
綬
゜
〔
漢
官

俄
〕
度
遼
将
軍
‘
安
帝
元
初
元
年
置
‘
慎
銀
印
青
綬
゜
〔
後

漢
書
‘
輿
服
志
下
〕
九
卿
中
二
千
石
、
二
千
石
青
綬
゜
〔
注
〕

胄
綬
‘
一
銚
両
紬
綬
↓

【
青
樹
】
310

吋
胄
々
と
し
た
樹
木
。
〔
梁
元
帝
、
内
典
碑

銘
集
林
序
〕
訊
園
善
誘
‘
馬
苑
弘
宣
‘
白
林
将
レ
謝
‘
冑
樹

已
列
。
〔
蘇
頴
‘
奉
1

一
和
聖
製
春
壼
望
1

應
制
詩
〕
三
月
淮

池
揺
―
積
水
面
口
年
青
樹
綴
二
新
花
↓
〔
李
賀
‘
春
蹄
―
―
昌

翁
詩
〕
青
樹
曝
山
頭
‘
花
風
渦
―
―
秦
道
↓

【
青
萩
】
3
1
1
5
じ
吟
野
菜
の
一
種
。
た
う
な
。
ふ
ゆ
な
。

〔
陸
消
‘
鍼
壺
十
韻
詩
〕
小
嬰
大
甕
盛
―
―
絲
濯
i

圭
円
松
緑
非
一

謹
嘉
識
↓

【
青
春
】
312

ぷ
召
’
●
春
を
い
ふ
。
春
は
東
方
で
‘
其
の
色
は

青
。
〔
楚
辟
‘
大
招
〕
育
春
受
レ
謝
‘
白

H
照
只
゜
〔
梁
元
帝

纂
要
〕
春
日
一
社
方
春
‘
青
春
‘
陽
春
‘
九
春
↓
〔
何
晏
‘
景
輻

殿
賦
〕
結
l
-

｛
貫
商
秋
丘
竺
華
青
春
一
〔
謝
震
運
‘
遊
,
,
南
亭
―

詩
〕
未
レ
厭
ニ
ー
円
春
好
言
」
観
―
―
朱
明
移
一
〇
年
の
わ
か
い

こ
と
。
胃
年
。
〔
李
白
‘
送
l
1

李
宵
飩
土
南
築
陽
川
―
詩
〕
伯

陽
仙
家
子
、
顔
色
如
"
青
春
↓
〔
司
空
曙
‘
送
―
―
曹
同
椅
1

詩
〕
青
春
三
十
餘
‘
衆
藝
霊
無
レ
如
。
〔
杜
牧
‘
題
―
―
輝
院
―

詩
〕
触
船
一
悼
百
分
空
‘
十
歳
腎
春
不
レ
負
久
ム
。
〔
水
滸

傭
、
八
回
〕
青
春
年
少
、
休
ふ
竺
林
沖
五
炉
了
前
程
い

〖
青
春
客
〗3

1
3
店
互
／
青
年
の
客
。
〔
邪
薙
、
再
到
沼

陽
詩
〕
常
年
曾
是
青
春
客
‘
今
日
重
来
白
製
翁
°

〖
青
春
種
〗3

1
4
苫
ン
ぅ
若
さ
。
又
、
若
い
人
。
〔
燕
子
箋
‘

入
闇
〕
一
雙
白
嬰
只
有
1
1

這
青
春
種
一

【
宵
純
】
315

立
青
色
の
ふ
ち
。
亀
の
甲
の
周
園
に
生
え

て
い
る
毛
の
青
い
こ
と
。
〔
公
羊
‘
定
‘
八
〕
弓
繍
質
‘
亀

一
円
純
゜
〔
注
〕
純
‘
縁
也
‘
謂
―
―
縁
甲
顧
也
。

【
軒
筍
】
316

ぷ
デ
青
い
色
の
た
け
の
こ
。
〔
濡
岳
‘
間
居

賦
〕
菜
則
葱
非
・
蒜
芋
・
青
筍
・
紫
置
。

[
青
書
】
317

砕
道
家
の
書
。
〔
韻
府
引
‘
博
咸
、
燕
賦
〕

御
府
書
以
戸
時
。
〔
梁
簡
客
帝
‘
仙
客
詩
〕
青
書
長
命

蘇
、
紫
水
芙
蓉
衣
゜

【
宵
渚
】
318

芹
青
色
の
み
ぎ
は
。
〔
雀
顧
‘
川
上
女
詩
〕
川

上
女
‘
晩
版
鮮
、
日
落
1

一
胄
渚
1

試,,
軽
撒
ご
U
長
花
渦
正

廻
レ
船
。

【
青
嶼
】
319

砕
〇
青
々
と
し
た
し
ま
。
〔
曹
松
‘
岳
陽
晩

泊
詩
〕
白
波
手
起
倒
‘
冑
嶼
或
浮
沈
。

O
字
琥
゜
＠
明
‘
陳

世
良

(11|
 4
1
6
器
：
1
0
3
6
)

の
舅
＠
明
‘
熊
徳
陽
(
7
ー

1
9
2
9
4
 :
 1
6
6
)

の
琥
。

O
清
‘
許
之
漸
(
1
0
ー

3
5
2
9
8
:
 2
9
 

5
)

の
琥
。

【
肖
松
】
320

パ
が
青
々
と
し
た
松
樹
。
み
ど
り
色
の
ま

つ
。
蒼
松
。
翠
松
。
〔
賣
山
至
言
〕
隠
以
,
,
金
椎
n

樹以――

青
松
↓
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
援
―
―
胄
松
1

以
示
レ
心
‘
指
―
―

白
水
而
施
レ
信
。
〔
江
滝
‘
雑
罷
‘
殷
束
陽
仲
文
興
闘
詩
〕

宵
松
挺
―
―
秀
姦
文
悪
色
出
―
―
喬
樹
↓
〔

I
維
‘
過
―
―
香
積
寺
1

詩
〕
泉
臀
咽
―
―
危
石
五
口
色
冷
1

―-Pl
松↓

〖
圭
円
松
心]
3
2
1

許
iョ
ウ
，
松
の
緑
が
妻
ら
ぬ
や
う
に
‘
妻

ら
ぬ
節
操
゜
〔
李
白
‘
古
風
詩
〕
勘
一
君
宵
松
‘
生
努
力
保
―
―

霜
雪
↓
〔
劉
長
卿
、
罪
所
上
,
,
御
史
惟
HlJ
一
詩
〕
黄
鶴
翅
乖

同
1

一
燕
雀
↓
育
松
心
在
任
↓
―
風
霜
↓

〖
宵
松
宅
]
3
2
2

芍
／
9

ゥ
墳
墓
を
い
ふ
。
〔
海
鋒
砕
事
‘
政

0
九

事
‘
塚
墓
〕
飽
溶
詩
‘
謂
レ
墳
為
ニ
ー
円
松
宅
↓
「
の
琥
゜

〖
肖
松
居
士
〗3

2
3
北
パi
ョ
ゥ
宋
‘
蔽
瀬
(
1
-
1
4
3
7
:
 1
4
)
 

〖
羊
円
松
落
色
〗
3
2
4
店
豆
松
の
色
が
あ
せ
る
。
交
源
の

道
の
衰
へ
る
に
喩
ふ
。
〔
孟
郊
‘
衰
松
詩
〕
近
世
交
道
衰
‘

青
松
落
二
顔
色
↓

【
青
掛
】
325

ぷ
が
背
々
と
た
か
く
そ
ぴ
え
る
こ
と
。
〔
韓

偲
感
レ
事
三
十
四
韻
詩
〕
山
岳
還
冑
掛
‘
弯
蒼
藷
碧
鮮
゜

【
宵
鍾
】
326

芯
ゥ
〇
鳥
の
名
。
〔
瑯
壊
記
〕
西
王
母
有
乞
一

鳥
二
曰
胄
鍾
‘
―
一
曰
鶴
‘
三
日
燕
子
。

O
五
鐘
の
一
。

〔
管
子
‘
五
行
〕
一
曰
‘
青
鍾
大
昔
゜

[
羊
円
縄
】
3
2
7
9
が

羊
Pl
い
な
は
。
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
上
〕
其
圏

云
云
‘
泥
以
―
―
黄
棄
約
以
一
青
縄
↓

【
青
色
]328

パ
が
あ
を
い
色
。
あ
を
い
ろ
。
〔
淮
南
子
‘
時

則
訓
〕
（
孟
春
之
月
）
東
宮
御
レ
女
‘
胄
色
衣
、
青
采
‘
披
,
,

認
五
必
↓

【
青
津
】
329

弁
仙
槃
の
名
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
玉
格
〕
仙
栗

有
肴
津
‘
碧
秋
‘
園
丘
紫
奈
一

【
青
紳
]330

弁
〇
春
の
神
。
〔
墨
子
‘
迎
敵
祠
〕
青
旗
宵

紳
゜
〇
縣
名
。
北
周
‘
置
く
。
井
せ
て
青
誹
郡
を
慣
く
。

今
‘
四
川
省
眉
山
縣
の
南
。
眠
江
の
西
岸
。
〔
廣
輿
記
〕
四

川
眉
州
宵
縣
‘
漢
南
安
地
‘
西
魏
腎
衣
‘
後
周
宵
神
、
有
二

胄
衣
‘
-Pl
廟
、
一
且
四
者
、
昔
露
叢
氏
‘
服
1

一
青
衣
五
空
民

露
事
正
故
立
5

廟
祀
レ
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
‘
眉

州
直
隷
州
‘
縣
三
‘
胄
神
。

【
青
唇
】
331

介
胄
い
色
の
臀
。
〔
相
貝
経
〕
登
貝
使

A
里

子
愚
‘
女
人
淫
一
有
1

一
青
昏
赤
鼻
一
是
也
。
〔
唐
無
名
氏
、

吹
火
詩
〕
吹
レ
火
青
臀
動
‘
添
レ
薪
黒
腕
斜
゜
〔
瀧
水
燕
談

録
‘
維
録
〕
元
豊
中
‘
高
麓
使
朴
寅
亮
至
、
明
州
象
山
尉

張
中
以
レ
詩
送
5

之
‘
寅
亮
答
詩
‘
序
有
’
花
面
開
吹
‘
愧
―
―

鄭
婦
青
臀
之
敏
一
桑
間
阻
曲
‘
績
―
―
郡
人
白
雪
之
―
茸
之

語
年
有
司
劾
1

中
小
官
二
小
レ
i

色
外
交
―
―
夷
秋
ご
癸
上
‘
紳

宗
顧
左
右
五
青
唇
何
事
‘
皆
不
レ
能
レ
酎
‘
乃
以
問
―
―
趙
元

老
写
上
老
奏
‘
不
経
之
語
、
不
,
,
敢
以
聞
五
神
宗
再
諭
レ
之
‘

元
老
誦
―
―
太
平
廣
記
三
i

、
有
レ
硯
T

鄭
夫
見
1

一
其
婦
吹
i

火

担
詩
‘
云
‘
吹
レ
火
朱
臀
欽
‘
添
レ
薪
玉
腕
斜
‘
遥
看
煙
裏

面
‘
恰
似
霧
中
花
一
其
婦
告
―
―
其
夫
日
‘
君
登
不
レ
能
レ

學
也
‘
夫
日
‘
汝
営
レ
吹
レ
火
‘
吾
亦
炊
レ
之
‘
夫
乃
為
レ
詩

5
 

云
‘
吹
レ
火
青
唇
緻
‘
添
レ
薪
墨
腕
斜
‘
遥
看
涌
裏
面
‘
恰

似
鳩
槃
茶
元
老
之
強
記
如
レ
此
‘
雖
怪
僻
小
説
云
無
レ

70

不
二
該
覧
↓

12



(42564・ ・332)一 (42564・・362)

青

部

青

|

ー

【
青
鎚
】
3329
パ
青
精
飯
(
3
4
1
)

に
同
じ
。
ひ
。
〔
漢
書
‘
五
行
志
中
之
上
〕
貌
之
不
恭
‘
是
謂
,
,
不
耕
青
燒
雨
‘
鶴
臥
碧
桃
姻
。

【
青
佳
】
333

げ
山
鳩
の
異
名
。
青
雌
(
3
3
5
)

に
同
じ
。
云
厭
咎
狂
‘
蕨
罰
恒
雨
‘
云
云
、
時
則
有
,
,
青
嘗
青
詳
↓
【
青
石
】
346

芹
●
青
色
の
石
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
‘
把
婁
傭
〕

【
青
翠
】
334

れ
“
ぁ
を
み
ど
り
。
青
々
と
み
ど
り
色
し
た

fCL

〕
李
奇
曰
‘
内
曰
レ
告
‘
外
曰
五
祥
。
青
石
為
レ
鏃
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕
人
灘
水
至
峻
蛸
、
南
岸

こ
と
。
山
の
色
。
又
、
樹
木
の
色
。
〔
三
輔
黄
圏
‘
四
、
【
庇
】
339

井
青
雀
を
壷
い
た
は
た
。
〔
轄
‘
曲
穂
上
〕
前
有
,
,
青
石
玉
夏
液
冬
出
‘
其
石
嵌
盗
散
＋
歩
中
‘
悉
作
"
人

面
尼
或
大
或
小
‘
其
分
明
者
‘
駿
髪
皆
具
‘
因
名
曰

r八

苑
固
〕
雲
陽
車
箱
坂
下
有
―
―
梨
園
一
頃
‘
梨
敦
百
株
玉
青

り
i
N
l
"

り
i
M
f
“
且
し

a
"
]
ご
図
い

[
~
"
5しし
＂
＂
汀i
t
"
"
ぃ
"

恨
山
諸
嶺
盃
重
峰
昼
秀
、
青
翠
相
臨
、
時
有
,
,
丹

霞

ご

白

雲

北

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

山

東

、

清

南

府

‘

泰

安

州

‘

莱

蕪

壁
曳
其
上
↓
〔
謝
霊
運
‘
晩
出
―
―
西
射
堂
詩
〕
連
障
昼
ー
レ
水
則
載
青
施
↓
〔
疎
〕
青
施
者
青
雀
施
。
縣
‘
馬
耳
闊
〕
青
石
闘
、
在
溢
H

口
山
下
i

今
倶
際
。
＠

蠍
雙
青
翠
杏
深
沈
。
〔
注
〕
向
曰
、
青
翠
、
山
色
。
〔
本
参
‘
[
青
精
】
拗
丼
●
星
を
い
ふ
。
〔
謝
眺
‘
始
出
↓
l

尚
書
省
―
宋
‘
置
く
。
挟
西
省
南
鄭
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

緞
山
西
峯
草
堂
詩
〕
結
レ
Jil
酎
缶
＇
嶽
一
青
翠
常
在
レ
門
。
詩
〕
青
精
翼
―
―
紫
軟
玉
黄
旗
映
―
―
朱
邸
↓
〔
注
〕
翰
日
、
青
精
‘
険
西
‘
漢
中
府
‘
南
鄭
縣
〕
青
石
闊
、
在
―
―
府
南
九
十
里

i

H
且
庫
】
335

“
“
鳩
の
一
種
。
山
鳩
。
黄
褐
侯
。
青
佳
。
〔
本
星
也
。
●
南
燭
(
2
-
2
7
5
0
:
 3
9
9
)

の
●
の
異
稽
。
又
、
宋
置
‘
今
有
,
,
巡
司
戌
守
↓
●
山
名
。
四
川
省
蓬
埃
縣
の

草
、
青
維
〕
繹
名
、
黄
褐
侯
‘
集
解
、
蔵
器
曰
‘
黄
褐
侯
｀
状
黒
飯
を
も
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
百
草
‘
南
燭
草
〕
詞
林
東
南
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
此
山
、
天
下
青
石
無
レ
佳
―
―
於
此
一

如
レ
鳩
而
緑
褐
色
。
〔
埠
雅
〕
青
維
、
状
如
レ
鳩
緑
褐
色
、
一
海
錯
‘
青
精
‘
一
名
南
天
燭
‘
又
日
二
黙
飯
草
百
笞
其
可
＂
可
レ
為
―
―
鍾
磐
↓

名
黄
褐
侯
。
染
―
―
黒
飯

1
也
‘
故
熙
飯
亦
名
―
―
青
精
→
〖
青
石
嶺
〗

3
4
7
特
セ
キ
山
名
。
O
涌
洲
遼
寧
省
蓋
平
縣
の

【
音
圧
生
】
3
3
6
粁
科
攀
時
代
‘
生
員
の
別
梢
゜
〔
學
政
全
書
〕
〖
青
精
飯
〗

3
4
1
弁
セ
ィ
道
家
の
青
精
石
を
以
て
作
っ
た
北
。
闊
を
上
に
置
く
。
●
河
南
省
登
封
縣
。
石
炭
産
地
。

青
生
、
科
攀
時
代
生
員
之
別
稽
、
明
季
、
清
初
、
生
員
名
飯
を
い
ふ
。
浙
江
省
臨
安
地
方
で
は
烏
飯
と
い
ふ
。
四

O
熱
河
省
礫
平
縣
の
西
南
。
・
熱
河
省
浚
源
縣
。
石
棉

目

、

有

青

生

・

社

生

↓

月

八

日

、

南

天

の

枝

葉

を

採

つ

て

掲

い

た

汁

に

米

を

産

地

。

鬱

甘

粛

省

涅

川

縣

の

西

北

。

一

名

、

青

石

岸

、

青

【
青
宵
】
337

丼
〇
草
木
の
茂
つ
て
居
る
さ
ま
。
膏
著
。
浸
し
‘
蒸
し
て
乾
燥
し
た
も
の
。
久
し
く
服
用
す
れ
石
原
。
漢
の
元
初
四
年
‘
馬
賢
‘
先
を
討
ち
‘
此
虞
に
敗

〔
詩
‘
衛
風
‘
洪
奥
〕
瞭
,
,
彼
漠
奥
盃
緑
竹
青
青
。
〔
博
〕
青
ば
顔
色
を
好
く
し
壽
を
増
す
と
い
ふ
。
〔
紳
仙
傭
〕
部
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
険
西
‘
平
涼
府
‘
涅
州
〕
青
石
嶺
‘

青
‘
茂
盛
貌
。
〔
繹
文
〕
本
或
作
レ
薯
、
昔
同
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
伯
元
、
王
元
甫
‘
倶
在
―
―
霧
山
石
竺
青
精
飯
↓
〔
杜
甫
‘
贈
―
―
州
西
北
七
十
里
‘
宋
白
日
‘
涅
州
西
北
九
十
里
‘
有
二
臨

青
青
之
褒
、
生
,
,於
陵
陵
→
〔
楚
辞
、
劉
向
、
九
歎
‘
憂
苦
〕

t宛
李
白
—
詩
〕
登
無

n一
青
精
飯
、
使
―
―
我
顔
色
好
→
〔
本
草
‘
青
湮
城
石
其
界
有
―
―
青
石
嶺
本
空
日
"
青
石
原
な
仮
漢
元
初
四

彼
青
青
、
泣
如
レ
頑
合
。
〔
注
〕
言
己
観
―
―
彼
山
澤
云
草
木
精
乾
石
鎚
飯
〕
繹
名
、
鳥
飯
‘
頌
日
、
按
陶
隠
居
登
慎
隠
年
、
馬
賢
討
レ
兜
、
敗
―
―
於
安
定
青
石
岸
面
比
此
。

莫
レ
不
―
―
茂
盛
一
青
青
而
生
‘
己
獨
放
奔
‘
身
将
二
萎
枯
正
故
訣
載
一
太
極
慎
人
青
精
乾
石
鎚
飯
法
ご
腿
音
信
‘
鎚
之
〖
青
石
山
人
〗
碑
”
弁
明
‘
沈
仕

(
8
-
1
7
1
8
9

:
 1
7
4
)
 

自
傷
悲
。
〔
説
苑
‘
敬
慣
〕
有
1

一
金
人
二
云
云
‘
銘
,
,
其
背
―
為
と
言
‘
喰
也
‘
謂
以
―
―
酒
蜜
藁
草
輩
1

洩
而
曝
レ
之
也
、
集
の
琥
゜

曰
、
縣
縣
不
五
絶
‘
将
レ
成
,
,
網
羅
云
青
青
不
レ
伐
、
将
レ
尋
"
解
、
蔵
器
曰
‘
烏
飯
法
、
取
1一
南
天
燭
埜
葉
1
揚
砕
、
清
汁
【
羊
Pl
跡
】
349ch• 

i
n
g
'
c
h
i
―
打
撲
さ
れ
て
血
が
青
く
に

斧
祠
↓
〔
後
漢
書
‘
五
行
志
一
〕
桓
帝
之
初
、
天
下
童
謡
浸
細
五
全
九
浸
九
蒸
九
曝
、
米
粒
緊
小
‘
無
如
―
―
璧
珠
涵
K

じ
む
。

曰
‘
小
褒
青
青
大
褒
枯
‘
誰
嘗
レ
穫
者
婦
興
レ
姑
゜
●
青
々
盛
可
―
―
―
以
適
,
,
遠
方
一
也
‘
時
珍
日
、
此
飯
乃
仙
家
服
食
之
【
青
摺
~
】

3
5
0
t

”
青
色
又
は
藍
で
模
様
を
摺
っ
た
も
の

と
し
た
さ
ま
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
子
衿
〕
青
青
子
衿
‘
悠
悠
我
法
、
而
今
之
繹
家
多
於
[
-
四
月
八
日

A
茫
之
、
以
供
五
佛
で
‘
祭
事
な
ど
に
用
ひ
る
服
の
色
。
す
り
ご
ろ
も
。
藍
摺
。

心
。
〔
陳
奥
博
疏
〕
重
二
言
青
青
ふ
曰
、
非
こ
詞
也
。
〔
古
耳
。
〔
故
事
成
語
考
‘
繹
道
鬼
神
〕
青
精
飯
亦
堪
レ
供
五
佛
。
〔
延
喜
式
‘
七
、
神
祗
．
践
詐
大
嘗
祭
〕
小
齋
親
王
以
下
皆

詩
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
青
青
河
邊
草
、
綿
綿
思
,
,
遠
道
↓
【
青
債
]
g

弁
清
、
金
學
蓮

(11ー
4
0
1
5
2
:
 1
2
1
6
)

の
字
。
青
摺
抱
、
五
位
以
上
紅
垂
紐
゜

〔
太
玄
観
差
〕
上
九
、
過
―
―
其
枯
城
云
或
菓
青
青
。
〔
韓
愈
‘
〇
百
照
】
343

苓
め
を
か
け
る
。
世
話
す
る
。
面
倒
を
み
[
羊
Pl
川
】
却
梵
青
々
と
し
た
川
o

〔
孫
楚
、
登
悽
賦
〕
俯

盆
池
詩
〕
池
光
天
影
共
青
青
‘
拍
レ
岸
織
添
水
散
絣
゜
〔
王
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
堕
仕
部
‘
薦
託
〕
致
―
―
札
所
轄
上
司
i

以
依
二
青
川
盃
仰
騎
『
一
朱
陽
云
糧
象
―
―
壕
氾
五
幽
若
―
―
扶
桑
↓

維
‘
送
兌
二
使
え
女
西
1

詩
〕
渭
城
朝
雨
泡
―
―
軽
塵
云
客
含
求
,
,
青

照

↓

【

青

尖

】

352

弁
青
々
と
し
て
と
が
る
。
山
の
形
容
。
〔
王

青
青
柳
色
新
。
〔
苑
仲
滝
‘
岳
陽
棲
記
〕
岸
定
汀
蘭
‘
郁
郁
【
青
雷
】
四
討
ぁ
を
ぞ
ら
。
蒼
空
゜
碧
空
。
青
天
。
〔
左
思
、
安
石
‘
和
孟
平
甫
舟
中
望
―
―
九
華
山
―
詩
〕
蕎
條
煙
嵐
上
、

青
青
。

O
黒
髪
を
い
ふ
。
〔
宋
書
‘
謝
璽
運
博
〕
陸
展
染
―
―
魏
都
賦
〕
恒
磁
―
―
湛
A

碍
於
青
零
一
河
扮
浩
河
而
皓
漁
。
繰
鋤
浮
―
―
青
尖
↓
〔
苑
成
大
、
病
中
絶
句
〕
最
是
青
山
奇
絶

賢
髪
ぶ
5品
以
媚
―
―
側
室
涵
青
青
不
レ
解
久
、
星
星
行
復
出
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
干
―
―
青
雷

1
而
秀
出
。
〔
徐
陵
‘
陳
公
九
虐
、
白
雲
堆
案
擁
—
疇
＂
尖
→

〔
朱
煮
、
次
二
季
野
薪
聟
之
句
—
詩
〕
史
君
雨
髯
尚
青
青
、
錫
文
〕
氣
涌

1一
青
雷
云
紳
飛1一
紫
闊
→
〔
陳
悔
、
都
梁
詩
〕
平
【
~
芋
】

3
5
3
弁
あ
を
あ
を
と
さ
か
ん
に
し
げ
る
。
〔
廣

學

道

俯

掬

後

院

笙

゜

淮

剪

―

―

緑

野

ご

白

塔

界

―

―

青

寄

↓

志

〕

青

芋

稲

、

六

月

熟

。

【
齊
~
青
】
3
3
8
g
“
貌
を
恭
し
く
せ
ぬ
た
め
に
お
こ
る
わ
ざ
【
】

3
4
5
特
青
味
を
帯
び
た
野
火
。
〔
趙
必
哲
‘
詩
〕
憤
【
青
茎
】
忍
努
香
草
の
名
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
青
茎
射

゜
_
 

干
‘
掲
車
芭
井
゜
〔
注
〕
清
曰
‘
皆
香
草
名
。
「
瓦
0
0
6

【
青
碍
】
355

c
h
'
i
n
g
1
 
c
h
u
a
n—
煉
瓦
の
一
種
。
耐
火
煉

2
7
ー

【
青
錢
】
356

弁
●
青
銅
の
錢
。
制
錢
の
躊
造
に
錫
を
交

へ
、
青
色
を
帯
び
た
も
の
。
あ
を
せ
ん
。
〔
鄭
蝸
‘
津
陽

門
詩
〕
青
錢
瑣
屑
安
足
レ
敦
‘
白
醗
軟
美
甘
如
レ
飴
。
〔
蘇

拭
山
村
五
絶
詩
〕
杖
藷
褒
レ
飯
去
忽
忽
‘
過
服
青
錢
韓
レ

手
空
。
●
蓮
の
葉
の
形
容
。
〔
杜
甫
、
漫
興
詩
〕
棒
レ
径
楊

花
鋪
1

白
熊
貼
レ

ii荷
葉
昼
青
錢
↓

〖
青
錢
選
〗3
5
7
苫
セ
ン
唐
の
張
鷺

(
4
|98
1
2
・
 
・
3
2
8
)

を

い
ふ
。
青
錢
萬
選
を
見
よ
。
〔
燕
子
箋
‘
拾
箋
〕
春
閤
刻
レ

日
青
錢
選
‘
把
―
―
楡
左
香
手
ー
好
生
磨
錬
。

〖
青
錢
學
士
〗35
8
が
公
ン
唐
の
張
鷺
を
い
ふ
。
青
錢
萬

選
を
見
よ
。
〔
劉
子
輩
‘
有
レ
懐
―
―
張
巨
山
1

詩
〕
青
錢
學
＋
―

妙
―
―
文
章
盃
便
合

A
0レ
奄
侍
―
1'

帝
帝
↓

〖
青
錢
萬
選
]
3
5
9
弁
梵
青
銅
の
錢
は
一
萬
回
選
び
取

つ
て
も
間
違
ふ
こ
と
の
な
い
や
う
に
‘
試
験
を
受
け
る

た
び
に
必
ず
合
格
す
る
文
章
を
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
張
薦

傭
〕
（
薦
）
祖
鵞
‘
字
文
成
‘
云
云
‘
調
露
初
‘
登
1

一
進
士
第
一

云
云
、
八
以
↓
ー
制
攀
一
皆
甲
科
、
云
云
、
四
参
レ
選
、
判
策

為
1一
鐙
府
最
五
員
外
郎
員
半
千
敦
為-
1公
卿
紐
~
‘
鷺
文
辞

猶
面
繭
錢
‘
萬
選
萬
中
云
時
絨
鵞
宵
錢
學
士
↓
〔
書
言

故
事
、
文
章
類
〕
隠
試
屠
中
之
文
‘
日
1

一
青
錢
萬
選
↓
〔
故

事
成
語
考
、
文
事
〕
青
錢
萬
選
‘
乃
隈
試
屠
中
之
文
。

【
青
耗
】
360

弁
青
色
の
毛
耗
゜
輯
じ
て
‘
家
の
賓
物
を
い

ふ
。
〔
晉
書
‘
王
猷
之
傭
〕
（
猷
之
）
夜
臥
賣
中
盃
皿
有
筐

人
す
仝
其
室
云
盗
レ
物
都
壺
‘
猷
之
徐
日
‘
愉
兒
、
青
耗

我
家
菖
物
‘
可
1

一
特
置
＂
之
、
軍
楡
驚
走
。
〔
杜
甫
‘
興
―
―
任

城
許
主
輝
遊
―
―
南
池
詩
〕
晨
朝
降
―
―
白
露
i

蓬
想
藷
青

耗。

【
青
蝉
】
361

弁
蝉
の
一
種
。
ひ
ぐ
ら
し
。
〔
高
適
‘
箪
父

逢
比
郵
司
倉
覆
1

一
倉
庫
1

因
而
有
』
贈
詩
〕
白
鳥
向
レ
田
盤
‘

青
蝉
欝
路
長
。
〔
李
賀
‘
南
園
詩
〕
竹
裏
繰
絲
挑
―
―
網
車
i

青
蝉
獨
躁
B
光
斜
゜
〔
貫
休
‘
偶
作
詩
〕
黄
鳥
在
↓
―
花
裏
i

青
蝉
奪
真
臀
↓

【
青
蘇
】
362

封
青
い
こ
け
。
緑
蘇
。
青
苔
。
蒼
蘇
。
碧
蘇
。

〔
挑
鵠
、
野
寺
寓
居
即
事
詩
〕
件
僧
青
蘇
捐
‘
射
桐
白
雲

意
。
〔
項
斯
‘
山
友
贈
醇
花
冠
1

詩
〕
塵
汗
出
―
―
華
髪
云
笠

君
青
蘇
冠
↓
〔
徐
絃
‘
和
T

印
先
輩
及
第
後
獣
ー
一
座
主
朱
含

人
涵
心
居
之
作
上
詩
〕
積
雨
暗
封
青
蘇
径
‘
好
風
軽
透
白

練
衣
。



(42564・ ・363)一 (42564・・392) 

【
青
然
】
363

努
清
‘
呉
槃
（
2
-
3
3
6
5
:
 1
4
9
)

の
字
。
葱
‘
専
巖
撹
嶺
‘
或
孤
或
叢
゜
〔
草
應
物
‘
遊
レ
埃
詩
〕
緑
レ

【
肖
彪
号
】
364

弁
青
い
ひ
げ
。
髯
は
髯
の
正
字
。
一
に
頼
源
不
レ
可
レ
極
‘
遠
樹
但
寄
葱
。

O
氣
の
佳
良
な
形
容
。
憩

に
作
る
。
ほ
ほ
ひ
げ
。
毛
編
の
毛
を
い
ふ
。
〔
公
羊
‘
定
‘
葱
(
9
-
3
1
8
2
5
:
 2
9
)

の
●
に
同
じ
。
〔
黄
庭
経
〕
五
色
雲

八
厖
宵
純
‘
注
〕
純
‘
縁
也
‘
謂
緑
甲
顛
也
‘
千
歳
之
氣
紛
胄
煎
゜
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
章
陵
鬱
以
宵
葱
‘
清
廟
齋

編
肖
髯
、
明

1-f吉
凶
↓
〔
丘
遅
‘
為
屈
雲
謝
レ
岳
毛
以
微
微
゜

編
啓
〕
玄
甲
慮
於
姫
渚
↓
宵
髯
符
―
―
於
夏
空
↓
〔
孔
武
【
青
馳
】
371

特
白
黒
の
ま
だ
ら
毛
の
馬
。
〔
古
詩
‘
為
魚

仲
‘
編
石
詩
〕
胄
髯
剥
落
向
何
慮
五
詮
子
緩
緩
誹
露
滴
。
仲
卿
妻
1

作
〕
蹄
躙
胄
聴
馬
。
〔
杜
甫
‘
1

口
向
都
護
聴
馬
行
〕

【
青
組
】
365

圧
ィ
宵
色
の
印
綬
。
青
紫
(
2
5
9
)

を
見
よ
。
〔
應
安
西
都
護
胡
青
聴
‘
臀
債
款
然
来
向
レ
東
。
〔
萬
楚
‘
聴
馬

瞭
‘
報
面
中
尉
奥
彦
皇
書
〕
化
1

一
銀
亀
1

以
為
レ
黄
‘
轡
l

―
詩
〕
金
絡
育
嬰
白
王
鞍
‘
長
鞭
紫
栢
野
遊
盤
。

青
組
ぃ
盆
炉
紫
。
〔
陸
機
、
謝1一
平
原
内
史
ー
表
〕
安
國
免
レ
〖
青
馳
白
馬
〗

3
7
2
芹
匁
架
府
西
曲
歌
辞
。
首
句
の
胄

徒
起
紆
育
組
↓
〔
沈
約
、
相
逢
狭
路
開
架
府
〕
若
若
胄
組
馳
白
馬
紫
絲
糧
か
ら
名
づ
く
。
〔
架
府
詩
集
‘
清
商
曲

紆
‘
煙
煙
金
堪
色
。
〔
唐
書
‘
車
服
志
〕
大
帯
以
レ
素
為
レ
之
‘
辟
‘
西
曲
歌
‘
青
聴
白
馬
〕
古
今
架
録
日
‘
-Pl
嬰
白
馬
‘
藷

云
云
‘
博
四
寸
‘
紐
約
貴
賤
皆
用
二
青
組
↓
〔
韓
捌
、
別
―
―
李
舞
十
六
人
。
〔
古
築
府
、
清
商
曲
辟
、
西
曲
歌
下
‘
青
聰
白

明
廂
詩
〕
寵
光
五
世
腰
"
青
組
面
巴
入
珠
宮
引
孟
粛
鼓
↓
馬
〕
青
騎
白
馬
紫
絲
糧
‘
可
レ
憐
石
橋
根
柏
梁
。

【
青
鼠
】
366

勺
灰
鼠
を
い
ふ
。
毛
衣
に
よ
し
。
〔
北
史
‘
室
【
青
息
】

373g
苦
し
い
時
に
狽
す
る
息
。
一
Pl
息
吐
息
。
顔

争
債
〕
又
西
北
敷
千
里
至
1

一
大
室
拿
盃
江
路
桧
阻
‘
言
語
青
ざ
め
て
つ
く
息
の
意
か
。

不
レ
通
‘
尤
多
二
紹
及
宵
鼠
→
〔
遼
史
、
食
貨
志
下
〕
蘇
稿
子
〖
胄
息
吐
息
〗

3
7
4
げ
け
＂
キ
非
常
に
苦
し
む
さ
ま
。
一Pl息

蕨
等
部
‘
以
―
―
蛤
珠
青
鼠
紹
鼠
膠
魚
之
皮
牛
羊
駐
馬
霞
は
苦
痛
に
堪
へ
ぬ
時
の
息
。
吐
息
は
た
め
い
き
。

罰
等
物
ー
来
易
―
―
於
遼
者
、
道
路
椀
屡
。
〔
張
霜
‘
始
置
↓
―
【
青
村
】
375

パ
パ
地
名
。
江
蘇
省
奉
賢
縣
の
藷
治
。
も
と

屋
螢
椿
坑
詩
〕
一
Pl
鼠
毛
衣
可
レ
禦
レ
寒
‘
禿
衿
空
袖
放
レ
宋
の
青
村
鎮
。
明
‘
青
村
所
を
置
く
。
〔
九
域
志
〕
華
亭

身

寛

。

有

浦

東

哀

部

冑

敬

一

二

壁

場

↓

〔

松

江

府

志

〕

育

激

‘

即

青

〖
青
鼠
抱
〗3

6
7
芥
ソ
灰
鼠
の
皮
で
作
っ
た
抱
゜
〔
張
芥
‘
村
也
。

蜆
庵
集
〕
予
京
居
二
十
稔
‘
始
置
―
―
屋
震
椿
坊
盃
登
芦

K
レ
〖
青
村
港
〗

3
7
6
店
，
／
鎮
の
名
。
江
蘇
省
奉
賢
縣
の
西

寒
始
置
府
鼠
険
且
久
乏
レ
馬
‘
始
作
こ
車
出
入
‘
北
。
南
橋
塘
の
北
岸
。

皆
賦
レ
詩
自
識
。
〖
胄
村
遺
稿
〗

3
7
7
五
が
竺
書
名
。
一
巻
。
元
‘
金
消
撰
゜

【
宵
抜
】
368

芍
あ
を
な
。
胄
い
野
菜
。
〔
蘇
献
‘
魚
蜜
子
消
に
は
西
湖
青
村
の
二
集
が
あ
っ
た
が
、
今
皆
博
は
ら

詩
〕
破
釜
不
レ
著
レ
璧
‘
雪
鱗
茎
―
―
胄
萩
↓
〔
蘇
轍
‘
西
湖
ず
‘
此
の
本
は
接
拾
し
て
成
し
た
も
の
。
故
に
遺
稿
と

―
―
詠
‘
観
"
捕
息
詩
〕
燒
薙
香
橙
巧
相
典
‘
白
飯
青
疏
甘
い
ふ
。
其
の
詩
は
江
湖
の
末
派
に
沿
ひ
、
山
林
を
欅
窺

莫

レ

逆

。

し

、

千

篇

一

律

で

は

あ

る

が

唯

胸

次

清

高

‘

俗

韻

は

な

【
青
蘇
】
369

心
ィ
草
の
名
。
ひ
き
お
こ
し
。
紫
蘇
に
似
て
白
い
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
〕
。
「
の
尊
梢
゜

い
。
一
名
‘
白
蘇
。
〔
本
草
｀
蒋
寧
〕
秤
名
‘
臭
蘇
‘
青
白
〖
胃
村
先
生
〗

3
7
8
弁
利
元
‘
劉
消

(
2ー
2
2
2
4:
 2
4
7
)
 

蘇
時
珍
日
、
日
華
子
秤
禾
蘇
玉
‘
一
名
臭
蘇
‘
一
名
【
青
祁
】
379

牙
廣
瀬
範
治
の
琥
。
廣
瀬
育
祁
(
4
-
9
4
9
3

冑
白
蘇
‘
正
此
草
也
‘
云
云
‘
似
二
白
i

鮭
而
青
‘
故
有
己
一
：
3
9
7
)

を
見
よ
。

名
↓
〔
李
賀
‘
秦
宮
詩
〕
研
レ
桂
燒
レ
金
待
―
―
饒
筵
↓
白
鹿
寄
【
青
蛇
】
函

t
o青
い
蛇
°
〔
一
―
-
オ
圏
會
‘
鳥
獣
‘
青
蛇
〕

蘇

夜

半

霙

゜

屏

山

有

青

蛇

天

如

レ

山

‘

身

長

百

餘

丈

‘

H
捉
二
野
獣
―

【
青
慈
】
370

店

O
青
々
と
し
て
茂
る
さ
ま
。
〔
淮
南
子
、
無
散
。
〔
後
漢
書
、
謝
弼
傭
〕
時
胄
蛇
見
T

一
前
殿
一
大
風

説
山
訓
〕
君
子
之
於
レ
善
也
‘
猶
―
―
采
薪
者
「
見
二
-
芥
位
や
抜
レ
木
、
詔
,
,
公
卿
以
下
正
咬
得
失
↓
〔
王
褒
‘
九
懐
〕
鶴

之
‘
見
―
―
青
葱
1

則
抜
レ
之
。
〔
揚
雄
‘
甘
泉
賦
〕
翠
―
―
玉
樹
之
鵬
開
レ
路
分
‘
後
屡
―
―
青
蛇
↓
〔
五
色
線
〕
孫
思
泡
見
―
―
小

宵
憩
合
‘
璧
属
犀
之
墳
雙
〔
論
衡
‘
自
然
〕
草
木
之
青
蛇
被
＞
傷
‘
贖
而
救
レ
之
‘
後
見
二
白
衣
少
年
玉
＇
レ
馬

生
華
葉
宵
慈
゜
〔
沈
約
‘
桐
賦
〕
龍
門
之
桐
‘
遠
望
胄
拝
謝
‘
迎
至
二
城
郭
i

若
二
王
者
居
盆
足
軽
納
金
珠

g炉

|

_

 

胄

部

青

之
不
レ
受
‘
遂
取
二
龍
宮
栗
方
三
十
首
―
卑
ハ
レ
之
。
〇
剣
の

形
容
。
〔
郭
震
‘
古
剣
篇
〕
精
光
罪
闘
宵
蛇
色
‘
文
章
片
片

緑
亀
鱗
゜
〔
元
損
‘
説
剣
詩
〕
白
虹
坐
上
飛
‘
土
Pl
蛇
匝
中

吼
゜
〔
白
居
易
‘
折
剣
頭
詩
〕
一
握
宵
蛇
尾
‘
藪
寸
碧
峰
頭
。

〖
青
蛇
剣
]
3
8
1

代1

剣
の
名
。
〔
萬
花
谷
〕
編
文
‘
龍
藻
‘

白
虹
‘
-Pl
蛇
‘
屡
蝶
‘
歩
光
‘
皆
剣
名
也
。

〖
肖
蛇
枝
〗3

8
2
ペ
イ
ダ
苦
竹
(
9
-
3
0
7
9
7

:
 1
7
0
)

の
異
名
。

〔
海
録
砕
事
、
草
木
‘
竹
〕
＿
Pl
蛇
枝
‘
苦
竹
也
。

【
青
苔
】
383
バ

H

O宵
色
の
こ
け
。
あ
を
ご
け
。
蒼
苔
゜
碧

苔
。
蒼
蘇
。
〔
淮
南
子
‘
泰
族
訓
〕
水
之
性
、
沖
以
清
‘
窮

谷
之
汗
‘
生
以
1

一羊
Pl
苔
デ
不
レ
治
―
―
其
性
一
也
。
〔
注
〕
青
苔
‘

水
垢
也
。
〔
江
滝
‘
育
苔
賦
〕
余
竪
―
―
山
檻
盃
デ
室
‘
有
二

宵
苔
―
焉
、
意
之
所
レ
之
‘
故
為
二
是
作
一
云
‘
嵯
胄
苔
之
依

依
分
、
無
l

一
色
類
而
可
＞
方
。
〔
孫
迷
‘
途
中
口
琥
詩
〕
無
―
―

復
新
版
諧
紅
粉
盃
＝
餘
-
―
故
龍
土
1

滴
―
―
青
苔
↓
〔
王
維
、
鹿
柴

詩
〕
返
景
入
,
,
深
林
硲
ぽ
照
.
,
~
P
l

苔
上
一
〔
李
白
‘
寄
レ
遠
詩
〕

相
思
黄
薬
落
‘
白
露
温
―
羊
Pl
苔
↓
〔
白
居
易
‘
池
上
逐
レ
涼

詩
〕
宵
苔
池
上
錯
1

一
残
暑
五
緑
樹
陰
前
逐
1

一
晩
涼

U
Oぁ
を

の
り
。
〔
和
漢
三
オ
圃
會
、
水
草
類
‘
乾
苔
〕
俗
云
、
青
苔
゜

〖
青
苔
巷
〗3

8
4
ぢ
”
イI

胄
苔
の
生
じ
た
宮
中
の
小
路
。

〔
漢
宮
秋
、
三
折
〕
我
委
賓
伯
下
宮
車
再
過
,
~
P
l
苔
巷
→
猛

到
．
椒
房
i

〖
青
苔
黄
葉
〗3

8
5
特
”
ヂ
青
い
苔
と
黄
色
な
秋
の
木

の
葉
。
山
家
の
佳
景
を
い
ふ
。
〔
劉
長
卿
‘
酬
二
李
穆
見
＂

寄
詩
〕
孤
舟
相
訪
至
1

天
涯
一
萬
輯
雲
山
路
更
除
‘
欲
下

掃
―
―
柴
門
迎
・
遠
客
い
胄
苔
黄
葉
渦
貧
家
↓

【
青
黛
】

3
8
6
[
"
O青
い
ま
ゆ
ず
み
。
青
掟
゜
〔
本
草
｀
圭
Pl

黛
〕
繹
名
‘
綻
花
、
宇
Pl
蛤
粉
‘
時
診
日
‘
黛
‘
眉
毛
也
‘
劉
煕

秤
名
云
‘
減
去
眉
毛
盆
炉
此
代
レ
之
‘
故
謂
乏
黛
集

解
、
志
日
‘
青
黛
従
波
斯
國
如
↑
、
今
以
天
原
井
厖
陵

南
康
等
虞
染
澱
甕
上
沫
紫
碧
色
者
声
炉
之
‘
輿
―
―
羊
Pl
黛―

同
レ
功
、
時
珍
曰
‘
波
斯
青
黛
‘
亦
是
外
國
藍
綻
花
、
既

不
レ
可
レ
得
‘
則
中
國
館
花
亦
可
レ
用
‘
或
不
レ
得
レ
已
、
用
ニ

宵
布
哀
レ
汁
代
レ
之
‘
貨
者
復
整
乾
澱
云
炉
之
‘
然
有
二

石
灰
↓
入
―
―
服
餌
薬
中
ぶ
晶
レ
詳
レ
之
。
〔
隋
書
‘
西
域
‘
漕
國

偵
〕
饒
象
馬
・
封
牛
・
金
銀
鐸
鐵
翫
既
・
朱
砂
・
率
Pl
黛．

安
息
・
青
木
等
香
一
〔
李
白
‘
封
レ
酒
詩
〕
宵
黛
書
＿
眉
紅
錦

靴
‘
道
に
子
不
レ
正
嬌
唱
歌
。
●
ま
ゆ
ず
み
の
や
う
な
色
。

紺
青
色
。
〔
太
よ
参
、
感
遇
詩
〕
四
時
長
作
1

一圭
Pl
黛
色
盃
T

レ憐

杜
花
不
1

一
相
識
↓
〇
俳
優
な
ど
が
前
額
に
ぬ
つ
て
月
代

江
を
宵
く
す
る
も
の
。

[
土
日
吉
室
】

3
8
7
C
O青
い
う
て
な
。
〔
洛
陽
伽
藍
記
‘
-
―
-
〕
景

明
寺
‘
云
云
‘
在
孟
旦
陽
門
外
デ
云
云
‘
交
疏
封
醤
‘
宵
憂
紫

閣
‘
浮
道
相
通
‘
雖
1

外
有
面
雙
而
内
無
寒
翌
〔
王

勃
‘
落
花
落
詩
〕
綺
閣
宵
憂
静
且
閑
‘
羅
袂
紅
巾
復
往

還
。
●
城
の
名
。
河
南
省
方
城
縣
の
東
南
。
唐
の
李
懇
‘

李
榮
宗
を
遣
は
し
て
淮
西
の
胄
景
城
を
撃
ち
‘
之
を
抜

く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河
南
‘
南
陽
府
‘
裕
州
〕
胄
景

城
、
在
1

一
州
東
應
唐
元
和
十
二
年
、
李
懇
這
汚
城
鎮
李

榮
宗
撃
―
淮
西
宵
畳
城
こ
似
レ
之
、
又
元
人
築
畜
属
央
以

園
襄
陽
↓

【
青
唐
】
388

約
嶺
の
名
。
甘
粛
省
文
縣
の
東
南
。
宋
初
‘

吐
蕃
に
圏
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
翠
昌
府
‘
階

州
‘
文
縣
〕
肖
唐
嶺
‘
在
―
―
縣
束
南
「
胡
氏
日
‘
絲
レ
此
入
1

一龍

州
為
―
―
左
櫓
紐
凡
一
百
五
十
里
‘
即
郡
文
入
レ
蜀
之
道
。

【
胄
島
】
389

芯
〇
青
々
と
し
た
草
の
生
え
て
居
る
島
。

〔
張
笥
‘
和
―
―
争
’
忠
登
-
1

南
悽
―
詩
〕
悽
形
窺
1

一
北
澤
一
喋
勢

凌
両
島
↓
〇
地
名
。
山
東
省
膠
縣
の
東
南
。
芳
山
港
の

口
外
‘
半
島
の
南
岸
に
在
る
。
清
の
光
緒
二
十
―
―
一
年
‘
獨

逸
が
兵
力
を
以
て
膠
州
溝
を
占
め
‘
租
借
九
十
九
年
の

約
を
結
ぴ
、
軍
港
を
登
み
‘
遂
に
冑
島
を
闘
い
て
商
埠

と
為
し
‘
鐵
道
を
敷
設
し
て
清
南
に
逹
し
た
。
大
正
三

年
、
歌
洲
戦
手
起
る
や
‘
我
が
國
は
蜀
軍
を
青
島
に
攻

め
‘
以
来
我
が
國
の
占
む
る
と
こ
ろ
と
な
り
‘
つ
い
で

大
正
十
一
年
の
太
平
洋
會
議
に
於
て
膠
澳
租
界
を
民

國
に
還
付
し
た
。

【
青
棠
】
390

討
樹
木
の
名
。
ね
む
。
合
歓
の
異
名
。
宵
裳
°

夜
合
。
〔
古
今
注
‘
問
答
繹
義
〕
欲
レ
獨
―
一
人
之
念
面
刑
贈
1

一

之
青
棠
「
青
棠
‘
一
名
合
歓
‘
合
歓
則
忘
姿
唸

[土
Pl
堀
】
391

店
〇
青
々
と
し
た
つ
つ
み
。
〔
絞
然
‘
答
,
,

斐
清
従
事
詩
〕
應
レ
懐
青
塘
居
‘
悪
草
液
1

一
前
埠
↓
〔
楊
萬

里
‘
明
登
―
一
青
塘
直
包
―
詩
〕
胄
埴
無
レ
店
亦
細
~
レ
人
‘
只
有
二

胄
蛙
紫
矧
臀
↓
〇
塞
の
名
。
江
西
省
零
都
縣
の
束
北
。
宋

の
岳
飛
‘
置
く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
西
‘
籟
州
府
‘
零
都

縣
‘
平
頭
塞
〕
青
塘
塞
‘
在
縣
北
百
八
十
雙
宋
紹
興

中
‘
岳
飛
慇
朗
寇
功
成
、
以
―
―
其
地
界
1
1

―
-
＿
邑
之
餌

置
塞
於
此
一

7
 

【
宵
稲
】
392

店
胄
々
と
し
た
い
ね
。
〔
杜
甫
‘
行
官
張
望

補
栢
畦
水
蹄
詩
〕
六
月
青
稲
多
、
千
畦
碧
泉
乱
。
〔
皮

70

日
休
、
潤
卿
遺
,
,
青
鎚
飯

U
否
之
一
絶
聯
用
答
謝
詩
〕
、
1
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夜
泉
過
レ
屋
春
―
―
冑
稲
五
炉
霧
影
衣
折
―
―
紫
埜
↓
【
一
Pl
竹
】
403

訂
〇
胄
ぃ
竹
。
〔
白
居
易
‘
答
―
―
箭
鏃
1

詩
〕
括

【
青
堂
】
393

店

O
樹
木
の
名
。
ね
む
。
合
歓
の
異
名
。
青
以
玉
Pl
竹
砕
ぶ
ぃ
ー
一
之
赤
雁
窃
一
〔
越
渓
楊
女
‘
聯
句
詩
〕

棠
(
3
9
0
)

に
同
じ
。
〔
婢
雅
〕
欲
レ
忘
入
之
憂
一
削
贈
レ
之
珠
簾
半
林
月
、
青
竹
渦
林
風
。

O
清
‘
博
山
（
1

|
9
3
9
 :
 

以
丹
棘
ご
名
忘
憂
欲
レ
躙
入
之
竺
則
贈
レ
之
以
n

5
6
)

の
字
゜

o
g
笛
の
異
名
。

育
堂
一
背
堂
‘
一
名
合
歓
。

O
清
‘
史
鑑
宗
(
2
ー

3
2
4
9
:
1

〖
青
竹
杖
〗4

0
4
芍
吋
宵
竹
の
つ
ゑ
。
〔
孟
浩
然
‘
送
下
元

8
2
)の
琥
。
公
之
己
那
渚
~
一
尋
・
観
主
張
鰺
鸞
上
詩
〕
贈
レ
君
宵
竹
杖
‘

【
青
道
】
394

店

O
月

の

行

く

道

。

黄

道

の

東

に

出

づ

。

送

レ

爾

白

執

洲

。

「

の

。

二
つ
あ
る
。
立
春
•
春
分
に
月
は
宵
道
に
従
っ
て
行
<
。
[
青
軸

]
4
0
5

打
梅
の
一
種
。
辞
も
檄
枝
も
共
に
緑
の
も

〔
漢
書
、
天
文
志
〕

H
有
二
中
道
一
月
有
1

一
九
行
ぶ
中
道
者
黄
【
一
Pl
脹
】
406

伍
が
ぁ
を
ぶ
く
れ
。
〔
輻
患
全
書
‘
刑
名
部
‘

道
‘
一
曰
光
道
‘
云
云
‘
月
有
―
―
九
行
1

者
、
黒
道
二
出
―
―
黄
人
命
下
‘
駿
ー
各
種
死
傷
―
〕
肛
腹
外
腎
青
脹
。

道
北
玉
赤
道
一
出
―
―
黄
道
南
囚
口
道
二
出
―
―
黄
道
西
一
青
道
【
青
品
】
407

バ
が
〇
あ
を
む
し
。
蛾
蛉
の
別
梢
。
又
‘
蝶
類

―
―
出
孟
頁
道
東
↓
〔
漢
書
‘
天
文
志
〕
立
春
春
分
‘
月
東
の
幼
晶
‘
色
が
青
い
か
ら
名
づ
く
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
小
宛
‘
瞑

従
―
―
宵
遵

O
宵
々
と
し
た
草
の
生
え
て
ゐ
る
道
。
〔
郵
蛉
有
レ
子
‘
集
傭
〕
媒
蛉
‘
桑
上
小
青
晶
也
。
〔
梁
簡
文
帝
‘

椅
‘
春
雲
詩
〕
勢
移
二
青
道
裏
一
影
没
二
緑
波
中
↓
和
nl

湘
東
王
名
士
悦
,
,
傾
城
―
詩
〕
杉
軽
見
,
,
跳
脱
五
珠
築

【
青
丹
】
395

パ
パ
〇
胄
色
の
丹
゜
〔
山
海
経
‘
大
荒
西
経
〕
雑
―
―
宇
日
竺
〔
白
居
易
‘
燕
詩
示
面
ぶ
k
-

〕
宵
晶
不
レ
易
レ
捕
‘

西
有
"
王
母
之
山
ご
広
云
‘
妥
有1一
云
云
白
木
浪
汗
‘
白
丹
黄
口
鉦
~
二
飽
期
一
〔
張
祐
‘
呉
宮
曲
〕
玉
紋
斜
―
―
白
燕
ご
維
帯

宵
丹
↓
〇
I

，
襲
”
サ
の
色
。
表
裏
と
も
に
青
に
黄
を
帯
弄
1

憲
属
烹
〔
徐
俣
‘
瑚
蝶
詩
〕
標
紺
宵
品
脱
レ
殻
微
‘
不
レ

ぴ

た

も

の

。

堪

l

―
煙
重
雨
霜
霜
一
〇
唐
‘
咸
通
中
‘
緑
衣
を
著
て
胤
を

【
青
端
】
396

芯
胄
色
の
縁
。
〔
中
右
記
〕
嘉
承
元
年
十
一
起
し
た
も
の
を
罵
っ
た
語
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
捻
宗
‘

月
七
日
、
今
日
春
日
祭
使
出
立
‘
云
云
‘
敷
↓
―
胄
端
昼
二
咸
通
元
年
）
王
絡
等
進
士
藪
人
在
―
―
賊
中
一
皆
衣
レ
緑
‘
昭

杖

為
1

一

陪

従

座

一

悉

斬

レ

之

、

日

、

胤

―

―

我

謀

―

者

‘

此

胄

晶

也

。

【一
Pl
澤
】
397

門
背
々
と
澄
み
わ
た
っ
た
深
い
淵
゜
〔
徐
【
一
Pl
悲
】
408

苔
＇
色
青
く
件
質
が
密
な
こ
と
。
〔
管
子
‘
地

彦
伯
‘
奉
"
和
興
慶
池
戯
競
渡
―
應
制
詩
〕
青
渾
瞭
露
籠
―
―
貝
〕
胄
悲
以
苗
及
。
〔
纂
詰
〕
色
青
而
件
密
‘
如
―
―
-Pl
苔
相

仙

躇

↓

紅

嶼

晴

花

隔

孟

茫

流

↓

面

早

及

一

也

。

【
青
壇
】
398

パ
パ
〇
春
の
祭
の
壇
゜
〔
播
岳
‘
藉
田
賦
〕
青
槽
【
一
Pl
紆
】
409

苔
青
色
の
麻
布
。
〔
陸
編
蒙
‘
江
南
詩
〕
莫
レ

蔚
其
嶽
立
分
‘
翠
幕
眈
以
雲
布
。
〔
注
〕
善
曰
‘
除
-
1

壇
子
怪
煙
中
重
回
レ
首
‘
酒
家
青
紆
一
行
書
。
〔
宋
史
‘
地
理

藉
云
清
日
‘
春
上
レ
青
‘
故
用
二
育
壇
翠
幕
一
也
。

O
字
琥
。
志
四
〕
徳
安
府
安
陸
郡
‘

-9青
紆
↓

④
清
‘
呉
震
方
(
2
ー

3
3
6
5
:
 6
8
3
)

の
字
゜
＠
消
‘
成
克
翠
【
青
女
】
410

芹
〇
霜
の
神
。
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
至
レ
秋

(
5
ー

1
1
5
4
4
:
 3
3
7
)

の

臨

。

三

月

、

宵

女

乃

出

‘

以

降

-

―

霜

雪

↓

〔

庄

〕

寄

女

、

天

神

‘

料

香

【
青
地
】
399

仕
ィ
〇
青
色
の
素
地
。
あ
を
ぢ
。
〔
相
貝
経
〕
玉
女
‘
主
―
霜
雪
―
者
也
。
〔
梁
昭
明
太
子
‘
博
山
香
墟
賦
〕

青
地
緑
文
‘
謂
1

一
之
綬
貝
一
〇
宵
々
と
し
た
土
地
。
〔
買
於
レ
時
青
女
司
レ
寒
‘
紅
光
騒
レ
早
究
〔
李
商
隠
‘
霜
月
詩
〕

島

‘

荒

齊

詩

〕

落

葉

無

育

地

面

身

著

百

衣

↓

肖

女

素

蛾

倶

耐

な

ill
、
月
中
霜
裏
繭
靡
娼
↓
〔
故
事
成

〖
青
地
仁
智
棲
〗4

0
0
匁
廿
oゥ
名
は
幡
幹
。
字
は
貞
叔
。
語
考
‘
天
文
〕
臀
女
乃
霜
之
神
。

O
霜
の
異
名
。
〔
寒
山
‘

通
梢
は
藤
太
夫
。
琥
は
仁
智
棲
゜
兼
山
の
子
。
利
黒
養
詩
〕
陽
見
―
―
枯
楊
黄
公
吊
遭
―
―
宵
女
殺
↓
参
猜
女
に
同
じ
。

潜
・
室
鳩
巣
に
師
事
す
。
官
は
加
賀
藩
儒
。
著
に
浚
新
猜
女
離
魂
(
1
|
7
9
1
 :
 1
1
)

を
見
よ
。
〔
紅
棲
夢
‘
―
二
十
七

文

集

か

あ

る

。

回

〕

自

是

霜

蛾

偏

愛

訟

ill
、
非
レ
覇
胄
女
亦
離
魂
。
R
”
+

[

羊

Pl
峙
】
401

門
清
‘
雀
如
岳
(
4
|
8
1
7
8
 :
 2
7
7
)

の
字
。
年
若
く
て
物
慣
れ
ぬ
女
。

【
青
疇
]
4
0
2

討
青
田
。
〔
沈
約
‘
休
沐
寄
レ
懐
詩
〕
紫
揮
開
―
〖
青
女
月
〗

4
1
1弁チ
ョ
九
月
を
い
ふ
。
〔
杜
審
言
‘
重
九

緑
篠
ご
白
鳥
映
―
―
胄
田
-
〔
酪
賓
王
‘
封
祠
表
〕
境
接
貪
~
日
宴
江
陰
―
詩
〕
降
霜
胃
女
月
‘
送
レ
酒
白
衣
人
。
「
妻
。

鴫
俯
識
―
獲
麟
之
野
→
〖
青
女
房

]
4
1
2

亨
豆
ウ
パ
ウ
年
若
く
て
ま
だ
事
物
に
慣
れ
ぬ 【

青
塚
】
413

丑
が
墓
の
名
。
緩
遠
省
蹄
緩
縣
の
南
‘
王
昭

君
の
墓
。
斉
家
。
〔
王
昌
齢
‘
t

空
後
引
〕
弾
作
勤
門
桑
菓
秋
、

風
沙
颯
颯
肖
家
頭
。
〔
白
居
易
、
青
塚
詩
〕
不
レ
見
青
塚
上
‘

行
人
為
涌
レ
酒
。
〔
杜
牧
‘
宵
塚
詩
〕
青
塚
前
頭
蘭
水
流
‘

燕
支
山
下
暮
雲
秋
゜
〔
李
商
隠
‘
聞
レ
歌
詩
〕
胄
塚
路
邊
南

雁
盛
‘
細
晋
宮
裏
北
人
過
。
〔
陳
陶
‘
闊
山
月
〕
青
塚
曾

無
尺
寸
賢
錦
書
多
寄
窮
荒
骨
゜
〔
蹄
州
圏
経
〕
胡
中

多
百
草
一
王
昭
君
家
蜀
青
‘
琥
日
畜
蒙
↓
〔
明
一
統

志
〕
大
同
府
王
昭
君
墓
‘
在
1

一
古
豊
州
西
六
十
里
正
地
多
ニ

白
草
↓
此
塚
獨
青
‘
故
名
1

一
冑
塚
↓
〔
清
一
統
志
〕
胄
家
在
―
―

蹄
化
城
南
二
十
里
一
蒙
古
名
―
―
特
木
爾
烏
爾
虎
一
大
同
府

志
‘
塞
草
皆
白
‘
惟
此
家
草
青
‘
故
名
、
昭
君
死
‘
葬
應

河
岸
涵
朝
暮
有
-
―
愁
雲
怨
霧

E
正
家
上
↓
〔
宋
榮
、
5

均
廊
偶

筆
〕
墓
無
丑
工
矢
遠
而
望
レ
之
‘
冥
濠
作
1
1

謄
色
五
故
云
1
1

冑
家
↓
〔
張
相
文
‘
塞
北
紀
遊
〕
塞
外
多
↓
一
白
沙
一
空
氣
映
レ

之
‘
凡
山
林
村
阜
‘
無
レ
不
―
―
黛
色
横
レ
空
‘
若
＞
激
二
濃
墨
一

昭
君
墓
姻
謡
渫
籠
‘
遠
l

一
見
藪
十
里
外
正
故
曰
―
―
宵
家
↓

【
青
鎮
】
414

合
鎮
の
名
。
浙
江
省
桐
郷
縣
の
北
。
本
名
は

青
檄
鎮
゜
梁
の
昭
明
太
子
が
此
慮
に
讀
書
し
‘
太
子
は

青
官
で
あ
る
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
南
宋
の
時
光
宗
の

諒
を
避
け
て
箪
に
冑
頷
と
い
っ
た
。

【
青
亭
】
415

打
と
ん
ぽ
。
や
ん
ま
。
蜻
艇
。
蜻
蛉
゜
〔
古

今
注
‘
魚
晶
〕
蜻
蛉
‘
一
名
青
亭
‘
一
名
胡
蝶
‘
色
胄
而
大

者
是
也
。

【
青
帝
~
】
4
1
6
げ
五
天
帝
の
一
。
東
方
に
位
す
。
春
を
つ
か
さ

ど
る
神
。
青
皇
。
五
行
説
で
春
は
青
色
に
あ
た
る
か
ら
い

ふ
。
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
上
〕
秦
宣
公
作
―
―
密
峙
於
渭
南
五
祭
ニ

青
帝
↓
〔
後
漢
書
‘
祭
祀
志
上
〕
青
帝
位
在
―
―
甲
寅
之
地
↓

〔
尚
書
緯
〕
春
為
二
東
帝
ガ
ヘ
為
II

青
帝
↓
〔
唐
書
‘
王
瑛
側
〕

嶼
上
言
請
‘
築
II

壇
東
郊
玉
祀
l-

圭
目
帝
↓
〔
儲
光
義
‘
秦
中
守

歳
詩
〕
欧
星
已
窮
レ
次
、
青
帝
方
行
な
春
。
〔
故
事
成
語
考
‘

歳
時
〕
東
方
之
軸
‘
日
太
眸
盃
ポ
レ
震
而
司
レ
春
‘
甲
乙

層
レ
木
、
木
則
旺
1

一
千
春
石
其
色
青
‘
故
春
帝
曰
二
育
帝
一

【
青
艇
】
417

特
と
ん
ぽ
の
異
名
。
や
ん
ま
。
蜻
艇
(
1
0
|

3

 

3
2
0
3
 :
 4
)

に
同
じ
。
〔
庫
國
史
補
、
中
〕
烏
足
之
根
為
―
―
嫡

蜻
一
久
竹
生
―
―
肖
艇
↓

[
圭
円
総
】
418

打
宵
色
を
帯
ぴ
た
丹
黄
色
の
吊
。
冬
の
日

の
形
容
。
〔
韻
府
引
‘
梁
元
帝
集
〕
日
似
1

一
青
提
「
雲
（
ザ
紅

薬
↓
〔
注
〕
言
―
―
冬
日
一
也
。

【
背
泥
】
419

打
〇
城
の
名
。
映
西
省
藍
田
縣
。
東
晉
の
劉

裕
蒋
を
遣
し
て
武
闘
に
入
り
‘
進
ん
で
此
慮
に
屯
し
、
旧7
 
2
 

大
い
に
後
秦
の
兵
を
敗
る
。
饒
柳
(
4—
8
4
9
1:
 1
7
)
を
見

よ
。
〔
元
和
志
〕
燒
柳
城
‘
俗
亦
謂
之
青
泥
城
↓
〔
水
経
‘
渭
ー

水
注
〕
（
泥
水
）
歴
1

一
嵯
柳
城
二
東
西
有
―
―
二
城
こ
魏
置
'1

青

泥
軍
於
城
内
証
世
亦
謂
1

一
之
青
泥
城
一
也
。

O
騨
の
名
。
映

西
省
略
陽
縣
の
西
北
。
青
泥
の
嶺
上
に
在
り
。
嘗
て
唐

の
文
宗
‘
陳
弘
志
を
此
虞
に
殺
す
。
〔
元
槙
、
青
雲
騨
詩
〕

昔
遊
蜀
覇
下
‘
有
レ
騨
名
府
泥
一

〖-
P
l
泥
嶺
〗4

2
0
苔
デ
ィ
山
名
。
.
挟
西
省
略
陽
縣
の
西

北
。
嶺
上
に
青
泥
騨
が
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
映

酉
漢
中
府
‘
寧
兜
州
‘
略
陽
縣
〕
青
泥
嶺
‘
在
縣
西
北

百
五
十
豊
懸
崖
萬
切
‘
上
多
1

雲
雨
ご
打
者
毎
逢
―
―
泥

笠
亦
名
.
,
泥
公
山
;
•
甘
粛
省
徽
縣
の
南
。
〔
元
和
郡

縣
志
〕
背
泥
嶺
在
1一
興
州
長
學
縣
西
北
砿
滋
澁
〖
切
‘
上

多
―
―
雲
雨
一
行
者
陽
逢
泥
油
T

故
琥
為
二
腎
泥
嶺
一
〔
杜

甫
、
泥
功
山
詩
〕
朝
行
―
―
胄
泥
上
石
暮
在
1

一
青
泥
中
「
泥
寧

非
―
―
一
時
↓
版
築
勢
入
功
↓

〖
青
泥
窪
〗4

2
1
五
イ
デ
ィ
地
名
。
涌
洲
遼
寧
省
金
縣
の
南
‘

大
連
濁
の
西
南
岸
。
金
州
半
島
の
東
南
。
北
岸
の
柳
樹

屯
と
相
射
す
。
又
、
大
連
と
い
ふ
。
露
國
‘
経
螢
す
。
南
渦

鐵
路
の
終
貼
。
日
露
載
半
後
、
日
本
の
租
借
地
と
な
り
、

第
二
次
大
戦
後
、
中
國
に
還
付
す
。
大
連
(
8
|
5
8
3
1
 :
 

2
3
6
4
)
の
~
を
見
よ
。

【
宵
鳥
】
4
2
2
5
”

O
宵
い
鳥
。
〔
王
融
‘
三
月
三
日
曲
水
詩

序
〕
肖
鳥
司
レ
開
‘
條
風
検
レ
歳
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
翔
鶴

仰
而
弗
レ
逮
‘
況
青
鳥
輿
孟
頁
雀
↓
〔
江
滝
‘
雑
橙
‘
玩
歩
兵

籍
詠
懐
詩
〕
胄
鳥
海
上
遊
‘
鵞
斯
嵩
下
飛
゜
●
三
本
足
の

烏
。
西
王
母
の
た
め
に
食
を
取
っ
た
と
い
ふ
。
韓
じ
て
‘

つ
か
ひ
。
使
者
。
又
‘
書
簡
の
意
に
用
ふ
。
〔
山
海
経
‘
大
荒

西
経
〕
西
有
二
王
母
之
山
面
有
乞
一
青
烏
玉
赤
首
黒
目
‘
一
名

旦
大
鷲
―
―
名
曰
―
―
少
黎
二
名
曰
二
胄
鳥
言
注
〕
皆
西
王

母
所
レ
使
也
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
傭
‘
幸
有
』
二
足
烏
云
空

之
使
「
注
〕
―
二
足
烏
‘
青
烏
也
、
主
下
為
』
一
西
王
母
面
炉
食
。

〔
辞
道
衡
‘
豫
章
行
〕
願
作
二
王
母
三
胄
鳥
盃
飛
去
飛
来
傭
二

消
息
↓
〔
韓
愈
‘
華
山
女
詩
〕
仙
梯
難
レ
攀
俗
縁
重
‘
浪
憑
ニ

胄
鳥
通
―
―
丁
寧
↓
〔
李
賀
‘
樅
公
詩
〕
符
因
一
青
鳥
送
‘
嚢

用
―
―
綽
紗
1

縫
゜
〔
殷
尭
藩
‘
宮
詞
〕
天
遠
難
レ
通
青
鳥
信
‘
風

寒
欲
レ
動
錦
花
菌
。

O
蟻
蛸
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘

昆
晶
‘
蛹
蛸
〕
採
蘭
雑
志
‘
長
跨
‘
一
名
肯
鳥
‘
一
名
解
憂
゜

〖
青
鳥
氏
〗4

2
3
ペ
ィ
元
ゥ
古
の
官
名
。
歴
正
の
隠
官
。
〔
左
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青

部

青

氏
‘
昭
‘
十
七
〕
我
高
祗
少
鵠
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
‘
故

紀
―
―
於
鳥
涵
『
,
,
鳥
師
而
鳥
名
、
云
云
‘
青
鳥
氏
、
司
レ
啓

者
也
。
〔
注
〕
育
鳥
‘
鵠
鵠
也
、
以
ユ
足
査
鳴
‘
立
夏
止
。

〔
疏
〕
立
春
立
夏
謂
―
一
之
啓
ぶ
此
鳥
以
1

一
立
春
一
鳴
立
夏
止
、

故
以
名
レ
官
‘
使
1

ら
字
ぎ
立
春
立
夏
↓

〖
青
鳥
術
〗4

2
4
笠
な
卜
堕
の
術
。
青
鳥
之
書
を
見
よ
。

〖
青
鳥
飛
〗4

2
5
昇
免
ゥ
使
が
来
、
又
は
昔
信
が
来
る
こ

と
。
青
鳥
の
●
を
見
よ
。
〔
漢
武
故
事
〕
七
月
七
B
‘忽

有
育
鳥
盃
飛
集
↓
1

殿
前
玉
東
方
朔
曰
‘
此
西
王
母
欲
レ
来
‘

有
レ
頃
王
母
至
‘
二
青
鳥
灰
―
侍
王
母
傍
↓

〖
青
鳥
之
書
〗4

2
6
勾
丘
ゥ
家
墓
家
相
な
ど
を
記
し
た

書
。
鳥
は
又
烏
に
作
る
。
〔
抱
朴
子
‘
極
言
〕
昔
黄
帝
‘
云

云
‘
講
,
,
占
候
前
面
型
風
后
王
著

11謄
診
訓
涵
含
雷
岐
ご
云

云
‘
窮

1一
紳
姦

1Ril記
日

1一
白
澤
之
辞
ェ
相
―
―
地
理

1Hll書――

轡
鳥
之
説
↓
〔
後
漢
書
‘
循
吏
‘
王
景
博
、
家
宅
禁
忌
‘
注
〕

葬
送
造
宅
之
法
、
若
1

一
黄
帝
青
烏
之
書
一
也
。

【
青
珊
】
427

討
〇
青
い
斑
紋
の
あ
る
龍
゜
〔
張
衡
‘
思
玄

賦
〕
左
―
―
青
珊
ー
以
掩
レ
芝
令
‘
右
―
―
素
威
ー
以
司
レ
鉦
。
〔
注
〕

翰
日
、
青
珊
‘
青
文
龍
。
●
清
‘
張
哀
(
4
-
9
8
1
2
:
 4
4
2
)
 

の
字
。

【
青
鯛
】
428

討
ひ
ぐ
ら
し
の
異
名
。
〔
苑
成
大
、
新
睛
行
,
,

郡
水
上
1

興
藉
江
相
近
玉
詩
〕
過
盛
江
沙
穿

,,lltlll!;~
 心

有
脅
蠣
扶
レ
葉
鳴
↓

【
青
鴫
】
429

討
鳥
の
名
。
〔
穆
天
子
傭
‘
二
〕
春
山
百
獣

之
所
レ
緊
也
、
飛
鳥
之
所
レ
棲
也
‘
云
云
‘
愛
有
―
―
白
鳥
青

鴫
ぶ
〖
―
―
犬
羊
ー
食
1琢
鹿
→

【
青
條
】
430

寄
青
い
枝
゜
〔
陸
機
、
文
賦
〕
播
二
芳
軽
之
複

複
云
翌
青
條
之
森
森
↓
〔
張
翰
‘
雑
詩
〕
青
條
若
二
線
翠
一

黄
葉
如
蔽
金
↓
〔
杜
審
言
‘
和
l

―
畜
承
慶
過
,
,
義
陽
公
主

山
池
一
詩
〕
縮
霧
育
條
弱
‘
牽
風
紫
蔓
長
。
〔
司
空
曙
‘
新

柳
詩
〕
僚
乱
登
―
―
青
條
玉
春
風
来
幾
日
。
〔
白
居
易
‘
雨
中

題
責
御
詩
〕
温
屈
青
條
折
‘
寒
諷
黄
葉
多
。

【
青
魏
】
431

芍
鳥
の
名
。
〔
拾
遺
記
、
一
、
唐
発
〕
―
帝
尭
在
レ

位
‘
云
云
‘
幽
州
之
墟
、
利
山
北
有
,
,
善
鳴
之
禽

T
A
面
鳥

喉
、
八
翼
一
足
‘
毛
色
如
レ
雉
、
行
不
レ
践
レ
地
、
名
日
,
,
青

鵡
石
其
臀
似
―
―
鐘
磐
笙
竿
面
世
語
曰
‘
青
鵡
鳴
‘
時
太
平
。

【
青
鐵
]432

功
青
味
を
帯
ぴ
た
鐵
。
〔
蘇
轍
、
江
洲
五
詠
‘

浪
井
詩
〕
江
波
浮
↓
―
陣
雲
盃
ヰ
壁
立
1

一
青
鐵
↓

〖
胄
鐵
硯
〗4

3
3
巧
テ
，
硯
の
一
種
。
晉
王
が
子
閻
國
か

ら
貢
献
し
た
青
鐵
を
材
料
と
し
て
躊
し
め
た
も
の
で
、

功
臣
張
華
に
賜
う
た
。
〔
拾
遺
記
‘
九
、
晉
時
事
〕
張
華
云

云
‘
造
1

一
博
物
志
四
百
巻
云
竺
於
武
帝
享
竺
云
‘
分
為
1

一十

登
郎
於
御
前
「
聾
青
鐵
翌
此
鐵
是
干
閻
國
所
レ
出
‘

獣
而
躊
為
レ
硯
也
。

【
青
天
】
434

苔
●
ぁ
を
ぞ
ら
。
蒼
空
°
蒼
天
。
碧
空
゜

〔
列
子
、
黄
帝
〕
至
人
者
、
上
闊
二
青
天
そ
＇
潜

11黄
泉
盃
狂

斥
八
極
五
紳
氣
不
レ
轡
。
〔
荘
子
‘
逍
逢
遊
〕
有
レ
鳥
焉
‘
其

名
為
レ
鵬
‘
云
云
‘
絶
二
雲
氣
石
負
1

一
青
天
↓
〔
博
玄
‘
雑
詩
〕

繁
星
依
1

一
背
天
盃
2

宿
自
成
レ
行
。
〔
李
白
‘
登
1

一
金
陵
鳳

恩
章
詩
〕
三
山
半
落
青
天
外
‘
一
水
中
分
白
鷲
洲
゜

〔
李
白
‘
把
レ
酒
問
レ
月
詩
〕
青
天
有
レ
月
来
幾
時
‘
我
今
停
レ

杯
一
問
レ
之
。
●
清
明
な
人
な
ど
の
喩
゜
〔
晉
書
‘
築
廣

博
〕
此
人
之
水
鏡
、
見
レ
之
埜
然
‘
若
下
披
―
―
雲
霧
1

而
観
中

青
天
比
9

゜
〔
中
論
〕
文
王
之
識
也
‘
灼
然
若
n

一
謳
レ
雲
而

見
―
―
白
日
ニ
霰
然
若
袖
~
レ
霧
而
観
青
天
一
〇
賢
吏
を
い

ふ
。
〔
懸
笥
瑣
探
〕
。

〖
青
天
上
〗4

3
5
弁
勺
ン
天
子
の
位
に
即
く
こ
と
。
〔
桃
花

扇
‘
設
朝
〕
祠
徳
重
光
、
民
心
合
仰
‘
迎
―
―
俺
育
天
上
↓

〖
青
天
井
〗4

3
6
巧
伶
ウ
露
天
を
い
ふ
。

〖
青
天
白
日
〗4

3
7
心
バ
努
〇
よ
く
睛
れ
わ
た
っ
た
書

i

間
。
快
睛
の
天
色
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
興
む
声
察
1

書
〕
青
天

白
日
‘
奴
隷
亦
知
―
―
其
清
明
↓
〔
韓
愈
、
同
ユ
水
部
張
員
外

曲
江
春
遊
寄
―
―
白
二
十
二
含
人
1

詩
〕
漠
漠
軽
陰
晩
自

開
、
青
天
白
日
映
1
1

棲
竺
曲
江
水
涌
花
千
樹
、
有
底
忙

時
示
・
1

一
肯
来
↓
●
明
白
で
包
み
か
く
す
所
が
な
い
こ

と
。
心
事
の
明
白
な
喩
゜
〔
朱
子
全
書
‘
諸
子
〕
若
―
―
孟
子
一

則
如
脊
天
白
日
こ
要
垢
可
＞
洗
‘
無
癒
可
＞
索
。
〔
通

俗
篇
‘
天
文
、
青
天
白
日
〕
朱
子
文
集
‘
答
―
―
魏
元
履
二
云
‘

武
侯
為
レ
漢
復
レ
讐
之
心
‘
如
―
―
青
天
白
日
一
人
人
得
而

見
レ
之
、
禁
膜
孟
子
集
疏
‘
孟
子
見
―
―
伊
手
之
心
一
如
1

一青

天
白
日
↓
〔
朱
子
文
集
〕
砕
文
清
日
、
大
丈
夫
心
事
‘
営
レ

如
脅
天
白
日
面
使
11

人
得
而
見
’
之
可
也
。
〔
碧
巖
録
〕
青

天
白
日
、
不
レ
可
1
1

更
指
レ
東
劃
＞
西
。
●
寃
罪
を
蒙
っ
た

も
の
が
、
無
罪
放
免
と
な
っ
た
こ
と
を
い
ふ
語
。

〖
青
天
繹
隧
〗4

3
8
芍
げ
”
●
快
睛
の
空
に
聞
く
雷
。
筆

勢
の
飛
動
す
る
形
容
。
〔
陸
浦
、
四
日
夜
維
未
レ
鳴
起

作
詩
〕
放
翁
病
過
レ
秋
‘
忽
起
作
1

一
酔
墨
釜
正
如
1

一
久
蟄
龍
一

青
天
飛
―
―
露
震
↓
●
突
登
の
出
来
事
。
豫
期
し
な
い
雙

事
。
衰
耳
に
水
。

〖
青
天
白
日
旗
〗4

3
9
芹
努
キ

中
華
民
國
國
旗
。
赤
地
の

三

旗
の
一
隅
に
青
地
に
白
い
太
陽
を
染
出
し
た
も
の
。
青
賓
王
、
秋
日
輿
1

一
露
公
一
宴
序
〕
誓
敦
―
―
交
道
「
倶
忘
,
,
白
首

天

白

日

涌

地

紅

旗

。

之

情

盃

欺

爾

連

レ

襟

、

共

把

↓

1

青
田
之
酒
↓
〔
徐
絃
‘
賦
―
―
得

【
齊
峠
l

】440
バ
バ
あ
を
色
。
綻
は
あ
ゐ
ぞ
め
。
青
黛
。
〔
望
有
＂
所
レ
思
詩
〕

u
炉
情
好
酔
青
田
酒
‘
寄
レ
恨
宜
レ
調
緑
綺

氣
経
〕
東
齊
之
雲
如
―
―
青
綻
↓
〔
郡
文
、
原
春
山
曲
嗚
圏
琴
。

詩
〕
衡
門
草
緑
深
―
―
於
染
五
週
塘
檄
濡
流

1一
青
綻
→
〖
青
田
石

]
4
4
7

お
デ
ン
石
の
名
。
浙
江
省
青
田
縣
の
方
山

【
齊
西
平
】
441

仕
バ
あ
を
い
た
か
む
し
ろ
。
〔
王
維
、
林
園
即
に
産
す
る
凍
石
。
印
材
或
は
玩
具
の
材
に
適
す
。
其
の

事
寄
II

含
弟
枕
一
詩
〕
青
鷲
日
何
長
‘
閑
門
畳
方
静
。
結
晶
の
微
か
に
透
明
な
も
の
を
青
田
凍
と
い
ふ
。

【
宵
田
】4
4
2
苔
！

P
l々
と
し
た
田
。
〔
楊
捐
‘
和I

I鄭
讐
〖
青
田
凍
〗

4
4
8
ぽ
”
デ
ン
青
田
石
の
上
質
で
梢t
透
明
な

校
内
省
鵬
眺
思
レ
郷
懐
＂
友
詩
〕
棲
畳
横
―
―
紫
極
一
城
闘
も
の
。

匪
青
田
→
〔
張
籍
、
贈
→1李
杭
州
詩
〕
竹
間
虚
館
無
細
~
【
青
旬
】

4
4
9
五
パ
〇
東
の
郊
外
。
〔
李
嬌
‘
侍
―
―
宴
長
寧
公
主

墜
山
畔
青
田
長
夏
苗
。
〔
陳
興
義
‘
羅
江
詩
〕
行
過
竹
東
荘
1

應
制
詩
〕
別
業
臨
,
,
青
旬
盃
鳴
饗
降
-
1

紫
寄
一
●
江

緬
逢
―
―
細
雨
面
眼
明
雙
鷺
立
―
―
青
田
↓
〇
山
名
。
浙
江
省
青
村
簡
の
琥
。
江
村
青
旬
(
8
-
1
7
1
4
0
:
 2
8
1
)

を
見
よ
。

田
縣
治
の
西
北
。
唐
の
葉
法
善
が
修
道
し
た
慮
。
青
芝
【
青
殿
】
450

打
〇
後
魏
の
張
駿
の
殿
の
名
。
東
方
に
築

を
産
す
る
の
で
名
づ
け
ら
る
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
浮
丘
相
い
た
か
ら
い
ふ
。
〔
魏
書
‘
張
駿
傭
〕
駿
築
―
―
南
城
二
起
ニ

鶴
経
云
、
青
田
鶴
。

O
縣
名
。
唐
‘
置
く
。
浙
江
省
永
嘉
縣
謙
光
殿
於
其
中
云
窮
レ
珍
極
レ
巧
‘
又
四
面
各
起
こ
殿
一

の
西
。
甑
江
の
北
岸
。
縣
南
の
方
山
に
圏
書
洞
が
あ
つ
東
曰
え
且
陽
青
殿
一
南
日
1

一
朱
陽
赤
殿
一
西
日
1

一
正
徳
白

て
、
石
を
産
し
、
印
材
に
適
す
。
之
を
青
田
石
と
い
ふ
。
殿
ギ
北
日
II

玄
武
黒
殿
盃
虚
章
器
物
、
皆
依
レ
色
随
‘
四
時

明
の
劉
基
は
此
の
縣
の
人
‘
因
つ
て
劉
青
田
と
稽
す
。
居
レ
之
。
●
皇
太
子
の
別
稽
。
青
宮
(
1
2
6
)

を
見
よ
。
〔
孔

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
虞
州
府
〕
青
田
縣
‘
府
東
南
百
稚
珪
‘
譲
二
盾
事
ー
表
〕
太
子
霞
憲
二
青
殿
百
u
光,,
春
宮
一

五
十
里
、
本
括
蒼
縣
地
‘
唐
景
雲
二
年
、
析
―
―
置
青
田
縣
一
駕
―
―
紫
谷
之
英
盆
笠
洛
笙
之
響
↓

晨

括

州
i

後
阻
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
浙
江
‘
慮
州
【
宵
粘
】
451

五
パ
葉
草
の
名
。
腎
貼
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
方

府
‘
縣
十
、
青
田
。
●
港
の
名
。
江
西
省
金
硲
縣
の
東
。
宋
術
下
‘
華
陀
博
〕
青
粘
生

i
ぉ
豊
浦
彰
城
及
朝
歌
間
一

の

陸

九

淵

の

生

地

。

〔

注

〕

陀

別

博

日

、

青

粘

者

、

一

名

地

節

‘

一

名

黄

芝

‘

主

〖
青
田
翁
〗4

4
3
が
れ
デ
ン
鶴
の
異
稽
゜
〔
畷
耕
録
‘
鴫
博
〕
有
レ
理
―
―
五
誠
云
乎
精
氣
→

人
作
鴫
饒
以
警
レ
之
、
傭
日
、
云
云
‘
胎
仙
、
名
鶴
‘
琥
II

【
青
貼
】
4
5
2
t
バ
秦
草
の
名
。
精
氣
を
盆
す
。
一
名
、
地
節
。

青

田

翁

↓

又

‘

一

名

‘

黄

芝

゜

〔

魏

志

‘

華

陀

傭

〕

（

彰

城

奥

）

阿

‘

従

レ

陀

〖
青
田
鶴
〗4

4
4
れ
バ
デ
ン
青
田
山
の
鶴
゜
〔
永
嘉
記
〕
青
田
求
品r
-
1服
食
益
於
人
一
者
お
比
授
以1漆
葉
青
貼
散
涵
｛

雙
白
鶴
、
年
年
生
‘
伏
子
長
便
去
。
〔
梁
元
帝
‘
鴛
喬
賦
〕
葉
屑
一
升
、
青
貼
屑
十
四
雨
‘
以
＞
是
為
レ
率
、
言
久
服

青
田
之
鶴
‘
萱
夜
倶
飛
、
日
南
之
雁
‘
従
来
共
騎
。
〔
杜
去
王
云
更
利
―
―
五
蔵
ニ
軽
』
罷
‘
使
,
,
人
頭
不
：
白
‘
阿
従
―
―

甫
、
通
泉
縣
署
屋
壁
後
辞
少
保
壷
レ
鶴
詩
〕
辞
公
十
一
其
言
一
壽
百
餘
歳
。
〔
華
陀
別
博
〕
青
貼
者
‘
一
名
地
節
‘

鶴
‘
皆
哀
肖
田
匹
〔
陸
亀
蒙
‘
送
―
―
浙
東
徳
師
侍
御
罷
レ
一
名
黄
芝
゜

府
西
輝
詩
〕
詩
懐
白
閣
僧
吟
苦
‘
俸
買
青
田
鶴
債
偏
。
【
青
土
】
453

パ
ィ
地
名
。
臨
泄
‘
又
は
北
海
郡
。
古
の
青
州

〖
背
田
果
〗
知
砕
デ
／
梨
の
異
班
〔
事
物
異
名
鋒
、
果
の
境
に
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
曹
植
、
責
射
詩
〕
君

,
,
t
t
!

青

菰
梨
〕
本
草
綱
目
‘
梨
‘
一
名
快
果
、
一
名
玉
乳
‘
又
名
-
1

土
玉
奄
有
二
海
濱
↓
〔
曹
植
‘
興
,
,
楊
徳
祖
1

書
〕
孔
簿
鷹
二
揚

青

田

果

‘

元

圃

賓

↓

於

河

朔

ご

偉

長

檀

―

―

名

於

青

土

↓

〔

注

〕

善

日

、

徐

偉

長

‘

〖
青
田
酒
]
細
翌
デ
ン
烏
孫
國
に
産
す
る
酒
゜
〔
古
今
注
‘
居

1
1北
海
郡
盃
〖
貢
之
青
州
也
‘
故
云
―
―
青
土
→

草
木
〕
烏
孫
國
有
二
青
田
核
エ
大
如
ユ
ハ
升
幌
一
空

5
之
盛
レ
〖
青
土
佐
〗
俎E
”
土
佐
國
よ
り
産
す
る
一
種
の
紙
。
厚

水
‘
俄
而
成
レ
酒
‘
劉
章
得
辛
翌
墜
集
,
,
賓
客
ー
設
レ
之
‘
常
く
て
紺
色
。
紺
土
佐
。

供
―
―
二
十
人
之
飲
二
核
盤
、
一
核
所
レ
盛
、
可
―
―
復
飲
ぶ
i

【
宵
奴
】
4
5
5
r
ィ
竹
夫
人
の
異
名
。
暑
時
‘
会
中
に
入
れ

盤
随
更
注
レ
水
‘
随
盛
随
盛
‘
云
云
、
名
日
―
―
青
田
酒
↓
〔
酪
て
涼
を
取
る
具
。
〔
黄
庭
堅
‘
趙
子
充
示
二
竹
夫
人
詩
1

12709 
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蓋
涼
寝
竹
器
憩
レ
臀
休
し
膝
似
塩
ざ
夫
人
之
職
ー
予
為
名
為
レ
畳
゜
〔
蘇
拭
‘
登
州
海
市
詩
〕
斜
陽
萬
里
孤
島
没
‘
但
見
．

日
―
―
青
奴
拉
以
,
,小
誌
取
レ
之
詩
〕
青
奴
元
不
レ
解
→
藉
~
碧
海
磨
―
―
青
銅
→
〔
高
啓
‘
題

1一
美
人
封
レ
鏡
圏
―
詩
〕
何
由
躊

熊
合
レ
庄
祠
齋
夢
蝶
胚
公
自
有
入
同
1

一
枕
競
面
肌
膚
入
1

一
青
銅
内
禾
‘
レ
使
n

―
秋
霜
老
1

一
髯
華
↓
●
峡
の
名
。
甘
粛

氷
雪
助
,
,
清
涼
云
慨
李
四
絃
風
彿
レ
席
、
昭
華
三
弄
月
侵
レ
省
霞
武
縣
の
西
。
〔
明
一
統
志
〕
峡
口
山
‘
雨
山
相
挟
‘
河

林
‘
我
鉦
竺
紅
袖
堪
＂
娯
レ
夜
、
政
要
青
奴
一
味
涼
。
〔
陳
師
経
―
―
其
中

i

―
名
,
,
青
銅
峡
℃
上
列
―
―
古
塔
一
百
有
八
↓

道
‘
咸
平
讀
書
堂
詩
〕
復
作
―
―
無
事
飲
一
酔
臥
擁
,
,青
奴
→
〖
青
銅
海
〗4
6
5
O
t
"
t

ゥ
田
圃
を
い
ふ
。
〔
清
異
鋒
‘
地
理
‘

【
青
豆
】
456

討
青
い
豆
。
〔
梁
簡
文
―
帝
‘
興
,
,
智
球
法
師
青
銅
海
〕
沐
老
圃
紀
、
生
こ
組
荘
i

三
十
日
、
常
呼
,
,
子

書
〕
絣
ー
論
青
豆
之
房
ご
翌
惑
赤
花
之
含
↓
〔
段
成
式
、
孫
1

戒
日
、
此
二
十
畝
地
‘
便
馘
一
青
銅
海
↓

題,,璃
公
院
聯
句
〕
櫓
外
垂
青
豆
云
経
中
競
ー
白
渠
→
〖
青
銅
鏡
〗46

6
芯
裕
青
銅
の
鏡
を
い
ふ
。
〔
李
盆
‘
罷

【
青
燈
】
457

誇
と
も
し
び
の
青
い
光
。
燈
火
。
〔
章
應
物
、
鏡
詩
〕
手
中
青
銅
鏡
‘
照
―
―
我
少
年
時
↓
〔
孟
郊
、
結
と
交

寺
居
獨
夜
寄
む
声
主
簿
—
詩
〕
坐
使
,
,

青
燈
現
二
還
傷
―
―
夏
詩
〕
鱗
鏡
須
,
,
青
銅
i

青
銅
易
―
―
磨
拭
↓
〔
賣
島
‘
送
―
―
杜
秀

衣
薄
一
〔
李
商
隠
‘
楊
本
勝
説
於
―
―
長
安
1

見
―
―
小
兒
阿
衰
ー
オ
東
遊
一
詩
〕
匝
有
二
青
銅
鏡
云
時
牌
照
と
賢
看
゜

詩
〕
語
罷
休
―
―
邊
角
n青
燈
雨
賢
絲
゜
〔
挑
偲
‘
南
源
山
詩
〕
〖
青
銅
時
代
〗

4
6
7
9
”
屯
有
史
以
前
の
時
代
。
獣
洲
史

白
雨
鳴
,
,
山
麓
云
青
燈
語
1

一

夜

闇

↓

學

家

の

用

語

。

石

器

時

代

に

次

ぐ

。

此

の

時

代

に

始

め

【
青
藤
】
458

昇
青
い
ふ
ぢ
か
づ
ら
。
杖
に
作
る
。
〔
唐
求
‘
て
錦
金
法
を
登
明
し
‘
且
つ
銅
は
軟
か
で
用
に
適
さ
な

直
著
上
人
1

詩
〕
自
有
而
行
伴
云
青
藤
杖
上
枝
。
「
琥
。
い
か
ら
鉾
質
を
雑
へ
て
青
銅
と
し
‘
刀
剣
及
び
其
の
他

〖
青
藤
老
人
〗
幽
約
伐
明
‘
徐
渭(
4ー
1
0
1
1
0:
 
5
)

の
の
器
物
を
製
す
る
こ
と
を
知
っ
た
と
い
ふ
。

〖
青
藤
山
人
路
史
〗
姻
弁
h

ウ
サ
ン
ジ
ン
書
名
。
二
巻
。
明
‘
【
青
瞳
】

4
6
8
ば
四
青
い
ひ
と
み
。
〔
紳
仙
博
〕
東
方
朔
於
,
,

徐

渭

撰

。

海

濱

g翌
黄
眉
翁
ご
日
中
瞳
子
有
,
,
青
光
ご
能
見
―
―
幽
隠

【
青
桐
】
461

お
梧
桐
の
雄
株
。
責
ら
ぬ
も
の
。
〔
爾
雅
之
物
↓

翼
秤
木
一
‘
梧
〕
蓋
桐
有
青
・
赤
•
白
二
而
青
桐
又
有
―
-
【
青
禎
】
姻

z
”
●
後
漢
、
光
武
帝
の
時
の
反
賊
。
〔
後

有
レ
賓
鉦
炉
責
之
琲
公
7

人
以
1

一
梧
之
青
盃
亦
日
-
1

青
桐
↓
〔
李
漢
書
、
郡
國
志
一
、
河
内
郡
‘
云
云
、
野
王
有
l

一
太
行
山
一

頑
題
憎
房
雙
胴
詩
〕
青
桐
雙
掃
も
日
‘
傍
帯
凌
レ
霜
花
。
有
―
―
射
犬
泰
ぶ
巴
世
祗
破
↓
1

青
積
1

也
。
〔
庚
信
‘
周
柱
國

〔
李
盆
、
連
塘
葉
詩
〕
女
羅
蒙
二
幽
蔓
五
擬
レ
上
1

一
青
桐
枝
↓
大
将
軍
乾
子
弘
神
道
碑
〕
虜
1

一
青
積
之
兵
石
甚
有
二
認
計
一

〖
青
桐
居
士
]
g刃
乃
清
‘
蒋
廷
錫
(
9ー
3
1
8
2
0:
 2
0

燒
1

一
烏
巣
之
米
土
本
無
―
―
遺
策
↓
〔
雀
塗
‘
己
亥
歳
感
な
事

0
)

の

蒻

。

詩

〕

正

聞

青

積

起

,
,
I

賎
萌
す
又
報
黄
巾
犯
漠
螢

;41賣
刀

【
青
童
】
g

粁
●
仙
人
に
召
使
は
れ
て
ゐ
る
子
供
。
仙
の
名
。
〔
古
今
注
‘
輿
服
〕
呉
大
皇
帝
有
,
,
賣
刀
三
三
云
云
‘

童
。
〔
太
平
廣
記
〕
及
ー
ー
諸
青
童
立
並
従
キ
ェ
母
↓
〔
李
白
‘
一
曰
、
百
錬
、
二
曰
‘
青
積
。

訪
―
―
道
安
賦
云
云
詩
〕
清
水
見
―
―
白
石
｛
仙
人
識
,
,
青
童
↓
【
齊
円
敬
】
470

坪
●
地
名
。
安
徽
省
嘗
塗
縣
の
西
南
。
梁
‘

〔
李
白
‘
遊
1

一
泰
山
1

詩
〕
偶
然
値
1

一
青
童
ぶ
林
髪
雙
雲
賢
。
敬
帝
の
初
、
徐
嗣
徽
、
軍
艦
を
列
べ
て
青
激
よ
り
七
磯

●
仙
人
。
〔
黄
庭
経
〕
仙
人
名
,
,
青
童
君
↓
〇
肝
神
の
名
。
に
至
り
、
周
文
育
の
欝
路
を
断
つ
。
〔
南
史
、
周
文
育

〔

黄

庭

経

〕

青

童

‘

肝

神

。

博

〕

徐

嗣

徽

引

二

齊

人

1

渡
レ
江
‘
撼
,
,
蕪
湖
i

詔
徴
二
文
育
―

【
青
銅
】
邸
討
●
ぁ
を
ざ
し
の
錢
。
唐
銅
。
青
錢
。
〔
杜
還
レ
都
‘
嗣
徽
乃
列
―
―
艦
於
青
敬
云
ぎ
於
七
磯
百
と
断
t

ー文

甫
‘
偏
側
行
贈
-
1

畢
曜
1

〕
速
宜
A

相
就
飲
―
―
了
弐
恰
有
,
,

育
蹄
路
ご
反
＞
夕
文
育
鼓
躁
而
登
、
嗣
徽
等
不
レ
能
レ
制
。

三
百
青
銅
錢
ニ
●
銅
と
錫
の
合
金
。
か
ら
か
ね
。
又
‘
亜
●
鎮
の
名
。
④
江
蘇
省
川
沙
縣
の
東
北
。
＠
浙
江
省
桐

鉛
及
び
鉛
の
少
量
を
加
へ
る
も
の
も
あ
る
。
青
黒
色
を
郷
縣
の
北
。
〔
桐
郷
縣
志
〕
梁
昭
明
太
子
讀
1

一
書
此
地
ギ
＾

帯
び
、
躊
物
・
打
物
な
ど
に
用
ひ
る
。
〔
本
草
、
赤
銅
〕
集
子
為
,
,
青
宮
i

故
以
と
青
名
、
宋
避
,
,
光
宗
講
一
省
孟
研
青

解
、
時
珍
日
、
銅
有
―
―
赤
銅
•
白
銅
•
青
銅
ゴ
ち
云
、
青
銅
鎮
云
炉
今
因
ら
之
。

也
南
番
一
云
云
‘
雑
レ
錫
錬
為
青
銅
↓
●
鏡
を
い
ふ
。
【
青
緞
】
472

c
h
'
i
n
g
'
t
u
a
n
'

黒
縫
子
。

〔
徐
資
、
鵡
詩
〕
明
月
解
随
レ
烏
撓
レ
樹
、
青
銅
寧
愧
雀
【
音
旦
嚢
】
473
冦

;

.
 

印
を
入
れ
る
嚢
。
〔
古
今
注
‘
輿
服
〕
青

嚢
所
1

一
以
盛
＂
印
也
‘
奏
劾
者
則
以
―
―
青
布
嚢
五
竺
印
於

前
写
か
奉
ー
王
法
―
而
行
わ
也
、
非
―
―
奏
劾
H-nlJ
以
1

一
青
稽
1

為
レ
嚢
、
盛
印
於
後
↓
●
葵
嚢
を
い
ふ
。
後
世
‘
瞥
術
を
い

ふ
。
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘
華
佗
博
〕
佗
臨
レ
死
、
出
こ
巻

書
五
な
獄
吏
ー
曰
‘
此
可
―
―
以
活
＂
人
‘
吏
畏
レ
法
、
不
―
―
敢

受
ぶ
m
亦
不
レ
強
‘
索
レ
火
燒
レ
之
。
〔
張
讀
補
注
〕
紳
仙
綱

鑑
羹
押
獄
者
、
毎
以
藷
食
供
奉
‘
佗
墓
其
墨
告
曰
‘

我
死
"
非
命
工
有
―
―
青
嚢
未
＂
博
、
二
子
不
レ
能
レ
構
レ
業
‘
修

書
興
レ
汝
‘
可
―
―
往
取
1

之
‘
呉
至
1

一
金
城
盃
取
而
誠
レ
之
、
佗

知
」
不
と
免
、
大
飲
如
』
酔
而
殖
‘
呉
棄
レ
役
回
レ
家
‘
向
レ
妻

索
レ
書
、
妻
日
、
縦
學
,
,
得
紳
術
;
終
使
レ
斃
,
,
於
獄
中
五
故

我
以
レ
嚢
燒
毀
也
‘
呉
歎
恨
不
レ
已
゜
〔
晉
書
‘
孝
友
‘
顔
含

傭
〕
含
二
親
既
終
‘
雨
兄
構
液
、
次
捜
奨
氏
因
レ
疾
失
レ

明
‘
云
云
‘
瞥
人
疏
レ
方
、
應
レ
須
―
―
髯
蛇
脆
盆
皿
尋
求
備

至
‘
無
レ
由
レ
得
レ
之
‘
含
憂
歎
累
レ
時
、
嘗
萱
獨
坐
‘
忽
有
三

一
青
衣
童
子
年
可
二
十
三
四
工
持
こ
青
嚢
1

授
レ
含
、
含

開
視
、
乃
蛇
騰
也
‘
童
子
逸
巡
出
レ
戸
、
化
成
"
青
鳥
ー
飛

去
‘
得
レ
脆
‘
槃
成
‘
捜
病
即
愈
゜
〔
趙
之
傑
‘
許
道
寧
露
峰

暮
零
詩
〕
為
レ
君
療
卸
姻
霞
癖
、
比
―
―
似
青
嚢
一
秦
更
紳
。

●
晉
の
郭
環
が
郭
公
と
い
ふ
人
か
ら
青
嚢
に
入
れ
た

五
行
天
文
卜
箆
の
書
九
巻
を
授
っ
た
故
事
。
轄
じ
て
‘

五
行
天
文
卜
堕
の
書
を
い
ふ
。
青
嚢
中
書
を
見
よ
。

[
圭Pl嚢
奥
語
〗4

7
4
討
吐
ゥ
書
名
。
一
巻
。
青
嚢
序
一
巻
。

藷
本
は
唐
‘
楊
跨
松
撰
と
題
す
。
此
の
書
は
通
志
藝
文

略
謂
ふ
所
の
楊
曾
二
家
の
青
嚢
経
で
あ
ら
う
。
相
墓

家
の
理
氣
一
派
は
此
慮
に
源
を
登
す
る
。
〔
四
庸
提
要
、

子
‘
術
散
類
〕
。

〖
青
嚢
中
書
]
4
7
5
が
共
炉
晉
の
人
‘
郭
公
の
著
と
い
ふ
。

五
行
天
文
卜
笙
の
事
を
記
し
た
書
。
〔
晉
書
‘
郭
環
傭
〕

環
字
景
純
‘
云
云
‘
博
學
有
寓
才
一
云
云
‘
有
,
,
郭
公

者
云
客
―
―
居
河
東
五
精
"
於
卜
箆
ょ
環
従
レ
之
受
レ
業
‘
公
以
1

一

育
嚢
中
書
九
巻
五
ハ
レ
之
‘
由
レ
是
遂
洞
―
云
五
行
天
文
卜
堕

之
術
ゴ
本
云
‘
環
門
人
趙
載
嘗
騒
1

一
青
嚢
書
ご
杏
及
レ
讀

而
為
二
火
所
＆
焚
。
〔
故
事
成
語
考
‘
技
藝
〕
晉
郭
環
得
―
―

青
嚢
経
な
瓜
善
ー
ー
ト
箆
地
理
↓

【
青
肉
】
476

弁
青
色
の
印
肉
。

【
青
寧
】
m
”
贔
の
名
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
羊
冥
比
―
―
乎
不
レ

筍
久
竹
五
ぎ
青
寧
↓
〔
注
〕
因
―
―
於
林
藪
一
而
生
。
〔
荘
子
、

至
築
〕
久
竹
生
1

一
青
寧
↓
〔
疏
〕
羊
笑
比
―
―
合
於
久
竹
一
而

生
n
青
寧
之
晶
1

也
。
〔
繹
文
〕
久
竹
生
―
―
青
寧
盆
m
馬
云
‘

四_
 

。
ー

晶
名
。

2
 

【
青
年
】
418

“
パ
わ
か
も
の
。
少
年
。
春
を
青
陽
と
い
ふ
。

7

人
の
一
生
で
少
年
の
時
は
‘
春
に
誓
へ
ら
れ
る
か
ら
い

1

ふ
。
青
春
。
〔
王
世
貞
‘
詩
〕
若
過
1

長
沙
應
ュ
＾
笑
一

不
T

雑
―
憔
悴
五
Q

＊
青
年
Lo

〔
剪
燈
餘
話
‘
壇
奴
記
〕
青
年

梓
質
‘
終
異
常
人
↓

〖
青
年
妙
齢
〗4

7
9
砕
衿
年
が
わ
か
い
こ
と
。
妙
齢
は

少
年
の
義
。
〔
聾
谷
宕
陰
‘
遊
―
―
墨
水
ー
記
〕
大
李
青
年
妙

齢
‘
前
途
萬
里
‘
皆
邦
家
之
英
也
。

【
青
馬
】
480

芍
〇
青
い
馬
。
〔
逸
周
書
‘
王
會
解
〕
周
公
旦

主,,
東
方
所
之
青
馬
黒
嵌
一
謂
11

之
母
兒
↓
〔
注
〕
周
公

圭
東
方
面
血
太
公
主
11

西
方
士
東
青
馬
則
西
白
馬
癸
、
馬

名
未
レ
聞
。
●
黒
色
の
馬
。
あ
を
。
黒
馬
。
〔
玩
籍
、
禰

朕
賦
〕
豊
狐
文
豹
‘
繹
―
―
其
表
面
伍
尾
翡
虞
‘
獣
―
―
其
珍
玉
苓

父
獨
鹿
祓
―
―
其
豪
こ
青
馬
三
離
棄
活
益
烹
此
以
―
―
其
荘
一

而
残
―
其
生
者
也
。
〔
哀
楕
、
再
次
レ
送
―
―
虞
伯
生
降
香

還
レ
蜀
省
＂
墓
詩
〕
紳
君
祭
重
祠
1

一
青
馬
云
墨
客
オ
エ
頌
11

碧
難
ニ
〇
青
鯉
の
異
稽
゜
〔
古
今
注
‘
魚
晶
〕
充
州
謂
ユ
亦

鯉

為

尿

雙

謂

青

鯉

為

青

馬

｛

謂

嘉

鯉

総

玄

襄
謂
,
,
白
鯉
[
『
1

ら
は
全
謂
n
黄
鯉
―
為
1

黄
離
↓
〇
芯

白
い
馬
。

〖
青
馬
節
會
〗48

1芍翌
ノ
古
、
正
月
七
日
、
二
十
一
頭

の
馬
を
左
右
馬
寮
か
ら
引
出
し
‘
御
庭
に
於
て
主
上
の

御
覧
に
供
し
た
式
。
白
馬
節
會
゜

【
青
柿
】
482

符
〇
青
い
は
た
。
〔
曹
松
‘
弔
1

一
賣
島
1

詩〕

青
柿
低
-
l

寒
水
一
清
茄
出
ユ
呪
風
↓
●
酒
屋
の
旗
゜
〔
陸

遊
‘
衡
門
晩
眺
詩
〕
青
肺
荒
寒
壻
酒
興
云
錦
嚢
零
落
負
―
―

詩
情
↓
〔
陸
溜
‘
冬
初
出
消
詩
〕
青
肺
酒
家
黄
葉
寺
。

【
青
貝
】

483g
鮪
貝
の
慎
珠
層
。
螺
細
や
青
貝
ず
り
と

し
て
器
具
の
装
飾
と
す
る
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
介
貝

類
直
〕
腹
殻
以
レ
堕
去
レ
蒻
之
功
ぢ
竺
石
決
明
百
5

レ

有
↓
一
青
白
之
光
な
ぎ
千
里
光
盆
確
片
可
レ
飾
江
密
空
俗
云

青
貝
是
也
。

【
青
梅
】
484

芍
〇
青
い
梅
の
賓
。
蜜
に
漬
け
て
食
ふ
。
墜

潰
に
し
て
乾
か
し
た
も
の
を
白
梅
と
い
ふ
°
〔
白
居
易
‘

偶
作
詩
〕
紅
杏
初
生
レ
葉
、
青
梅
已
綴
レ
枝
。
〔
施
肩
吾
‘
少

婦
溜
春
詞
〕
無
J

端
自
向
1

一
春
園
裏
云
笑
摘
―
―
青
梅
面
竺
阿

侯
↓
●
勺
地
名
。
東
京
都
西
多
摩
郡
に
あ
り
。

〖
青
梅
綿
〗48
5
0
7

”
’
上
等
の
入
れ
綿
。
多
く
武
蔵
國
青

梅
に
産
す
。



(42564・・486)一 (42564・・522)

〖
青
梅
霙
酒
〗4

8
6奸劣
梅
酒
を
造
る
こ
と
。
〔
蘇
献
‘

贈
―
―
嶺
上
梅
―
詩
〕
不
下
詮
―
―
青
梅
1

嘗
．
霙
酒
お
要
レ
看
―
―
―
細

雨
熟
1

一
黄
梅
↓
〔
曹
用
之
‘
詩
〕
春
風
二
十
年
前
客
‘
霙
レ
酒

冑
梅
也
復
生
。

〖
宵
梅
竹
馬
〗4

8
7弁勺
幼
小
の
兒
女
の
仲
の
好
い
こ

と
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘
長
干
行
〕
郎
騎
―
―
竹
馬
1

来
‘
逸
レ
林

弄
青
梅
↓

【
青
煤
】
488

苔
青
色
の
す
す
。
〔
蘇
献
、
種
レ
松
得
二
裸
字
―

詩
〕
魯
人
不
レ
知
レ
貴
‘
萬
竃
飛
―
―
冑
煤
↓

[
羊
円
方
】
489

芍
●
東
方
を
い
ふ
。
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
上
〕
黄

帝
軒
輯
氏
‘
母
日
1
1

附
賓
三
ム
云
‘
二
十
五
月
而
生
―
―
黄
帝

於
壽
丘
一
云
云
‘
聖
徳
光
被
‘
霊
瑞
畢
辣
‘
云
云
‘
有
1

一景

雲
之
瑞
工
有
し
赤
方
氣
興
II

胄
方
氣
ー
相
連
な
亦
方
中
有
1

一

雨
星
土
日
方
中
有
二
星
↓
凡
一
二
星
‘
皆
黄
色
、
以
―
―
天
清

明
時
云
杢
於
撮
提
ぶ
名
日
1

一
景
星
↓
〔
宋
悧
‘
老
人
星
賦
〕

青
方
半
月
、
東
井
連
珠
゜
●
明
‘
渇
起
震
(
1
2
|
 4
4
5
7
9
 :
 

1
9
1
)

の
字
。

【
胄
抱
】
490

芥
〇
青
い
色
の
衣
。
〔
南
史
‘
賊
臣
‘
侯
景
傭
〕

先
レ
是
大
同
中
、
童
諸
日
、
育
絲
白
馬
壽
陽
来
、
景
渦
陽

之
敗
求
レ
錦
、
朝
廷
所
レ
給
宵
布
‘
及
レ
是
‘
皆
用
為
レ
抱
‘
采

色
尚
レ
青
、
景
乗
―
―
白
馬
一
青
絲
為
レ
轡
‘
欲
-
b

以
應
と
話
。
〔
庚

信
‘
哀
江
南
賦
〕
胄
抱
如
レ
草
‘
白
馬
如
レ
練
°
〇
仕
宦
の

衣
。
〔
杜
甫
‘
洗
―
―
兵
馬
1

詩
〕
青
抱
白
馬
更
何
有
、
後
漢
今

周
喜
―
―
再
昌
一
〔
慮
綸
‘
呉
中
別
―
―
巌
士
元
一
詩
〕
東
道
若
逢
1

一

相
識
問
一
青
抱
今
已
誤
襦
生
↓
〔
白
居
易
、
約
心
詩
〕
黒
賢

絲
雪
侵
、
胄
抱
塵
土
浣
。
●
賤
者
の
服
。
〔
宣
和
遺
事
、
後

集
〕
粘
平
令
下
左
右
牌
ユ
双
如
迫
―
―
三
帝
1

易
レ
服
‘
以
↓
1

常

服
之
服
一
逼
―
―
二
后

6
ぞ
服
。

【
青
抱
】
491

符
青
い
ひ
さ
ご
。
あ
を
み
づ
ら
。
〔
朱
慶
餘
‘

和
割
補
闘
秋
園
寓
興
詩
〕
深
籟
蘊
1

白
菌
云
荒
蔓
露
ニ

裔
抱
→
〔
皮
日
休
、
新
秋
言
レ
懐
寄
―
―
魯
望
—
詩
〕
債
田
含
―
―

紫
芋
盆
は
蔓
隠
青
抱
↓
「
一
派
。
紅
賛
と
相
封
す
。

【
胄
暫
E

】知

c
h
'
i
n
g
1

p
a
品
ー
秘
密
結
社
班
老
會
中
の

【
青
房
】
400

芥
〇
青
い
ふ
さ
。
〔
飽
照
‘
芙
蓉
賦
〕
青
房

分
規
接
‘
紫
的
分
圃
羅
。
〔
李
嬌
‘
李
詩
〕
葉
暗
青
房
晩
‘

花
明
玉
井
春
。
〔
張
籍
、
採
蓮
曲
〕
青
房
圃
賓
齊
敗
敗
、

学
レ
前
競
折
渫
1
1

微
波
↓
●
劇
場
の
築
屋
。

【
青
茅
】
494

芯
か
り
や
す
。
す
す
き
に
類
し
た
草
。
乾

か
し
て
黄
色
の
染
料
と
す
る
。
〔
呉
録
〕
桂
陽
棉
縣
有
II

青
茅
盃
r
レ
染
レ
青
。

|

_

 

青

部

青

【
宵
駒
]495

苫
青
色
の
馬
。
青
龍
゜
〔
史
記
‘
匈
奴
傭
〕
其

西
方
盛
白
馬
、
東
方
盛
胃
翡
馬
。

【
青
白
】
496

芹
青
色
と
白
色
。
又
、
青
白
い
色
。
宵
み
が

か
っ
た
白
色
。
〔
周
租
‘
考
工
記
‘
巣
氏
〕
凡
躊
金
之
状
‘

金
呉
レ
錫
‘
熙
濁
之
氣
端
‘
黄
白
次
レ
之
、
黄
白
之
氣
渇
‘

青
白
次
5

之
、
青
白
之
氣
渇
、
青
氣
次
レ
之
、
然
後
可
レ
躊

也
。
〔
史
記
‘
天
官
書
〕
歳
星
‘
色
青
白
而
赤
灰
。
〔
史
記
、

司
馬
相
如
博
‘
錫
碧
金
銀
‘
注
〕
正
義
日
、
碧
‘
謂
―
―
玉
之

育
白
色
者
一
也
。

〖
青
白
衣
〕
即
仕
ィ
ハ
ク
青
い
色
と
白
い
色
の
こ
ろ
も
。

〔
説
苑
‘
復
恩
〕
魂
文
侯
奥
ー
田
子
方
ー
語
‘
有
―
―
雨
憧
子
一

衣
肴
白
衣
而
侍
―
―
於
君
前
↓

〖
青
白
眼
〗4

9
8
努
ハ
ク
青
眼
と
白
眼
。
親
し
む
目
つ
き
と

憎
む
目
つ
き
と
を
い
ふ
。
青
眼
(
1
0
3
)
•

白
眼
(
8ー
2
泣
7

8
:
 20
4
)

の

0
を
見
よ
。
〔
名
義
考
、
人
部
、
青
白
眼
〕
玩

籍
能
為
一
青
白
眼
盃
屯
死
‘
岱
喜
来
弔
、
籍
作
―
―
白
眼
立
弟

康
齋
レ
酒
挟
レ
琴
造
焉
‘
籍
大
悦
‘
乃
見
"
胄
眼
↓
故
後
人

有
―
―
青
粉
・
垂
青
之
語
了
八
平
視
睛
圃
‘
則
青
、
上
視
睛

磁
則
白
、
上
覗
、
怒
レ
目
而
視
也
。

〖
青
白
夫
〗4
9
9
7
1

イ
ハ
ク
あ
を
し
ろ
の
し
き
せ
を
き
た
人

夫
。
〔
輻
恵
全
書
‘
罹
任
部
‘
看
須
知
〕
輌
積
育
白
夫
若
干

名。

【一
Pl
吊
】
500

芹
ぁ
を
い
色
の
き
ぬ
。
〔
漢
書
、
陳
勝
傭
‘
呂

臣
為
―
―
蒼
須
軍
ご
注
〕
服
虔
曰
‘
蒼
頭
謂
1

一
士
卒
青
吊
巾
一

芦
赤
眉
之
蹴
以
相
別
也
。
〔
春
渚
紀
聞
〕
陳
秀
公
夢

至
こ
所
一
室
間
農
列
徒
器
甚
多
、
上
皆
以
青
畠

幕
レ
之
。

【
青
髪
】
5
0
1
t
バ
年
老
い
た
人
の
髪
。
〔
孟
郊
、
秋
懐
詩
〕
青

髪
如
秋
園
二
翡
不
―
―
復
生
↓
〔
曾
翠
‘
送
―
―
程
殿
丞
還
＞

朝
詩
〕
如
レ
雲
青
髪
擁
朝
替
↓
佳
誉
喧
喧
動
―
―
士
林
↓
〔
張

未
、
出
レ
山
詩
〕
道
邊
青
髪
翁
‘
下
有
1

白
玉
雙

【
青
脱
】
502

芥
し
た
し
む
目
つ
き
。
青
服
(
1
0
3
)

に
同

じ
。
〔
長
生
殿
‘
仙
憶
〕
度
1

一
新
臀
下

g
断
人
間
盆
6

レ観

恨
レ
晩
、
休
1

一声＋
l
-

負
雲
中
青
粉
↓

【
宵
幡
】
503

万
青
い
は
た
。
〔
甕
鐵
論
‘
授
時
〕
骰
レ
春
而

後
、
縣
青
幡
而
策
王
牛
ご
殆
非
T

明
主
勘
―
―
耕
稼
一
之

意
只
後
漢
書
‘
祭
祀
志
下
〕
立
春
之
日
‘
皆
育
幡
帳
迎
,
1

春
子
東
郭
↓
〔
後
漢
書
、
種
儀
志
上
〕
（
立
春
之
H
)
郡
國

縣
道
官
、
下
至
一
斗
食
令
吏
玉
皆
服
1

一
青
績
一
立
―
―
胄
幡
↓

【
青
施
】
5
0
4
f
パ
青
い
は
た
。
〔
王
菜
‘
又
務
本
論
略
〕
末

世
之
吏
、
負
畜
涵
竺
而
布
―
―
春
令
工
有
1

一
勧
農
之
名
ご
悪

賞
罰
之
賓
↓

【
青
蕃
】
505

弁
青
く
し
げ
る
こ
と
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕

華
蓮
爛
子
緑
照
青
蕃
蔚
―
―
乎
翠
漱
↓

【
青
饗
】
506

弁
薬
の
名
口
緑
笞
。
〔
本
草
‘
緑
暮
〕
秤
名
‘
息

響
青
暮
‘
蝦
赤
者
名
―
―
綽
岩
、
岩
紅
ゐ
集
解
‘
時
珍
日
‘
緑

饗
‘
晉
地
河
内
西
安
沙
州
皆
出
レ
之
‘
状
如
1

烙
消
な
天
中

諫
ー
出
深
青
登
浮
者
面
器
竺
青
笞
↓

【
青
皮
】
507

守
●
橘
の
黄
ば
ま
ぬ
時
に
剥
い
だ
皮
。
薬
用

に
供
す
。
〔
本
草
‘
橘
〕
青
橘
皮
‘
修
治
、
時
珍
曰
、
青
橘
皮
‘

乃
橘
之
未
レ
黄
而
青
色
者
‘
薄
而
光
‘
其
氣
芳
烈
‘
今
人
多

以
―
―
小
柑
小
柚
小
橙1偽
為
レ
之
、
不
レ
可
レ
不
一
確
薙
~
ヮ
之
‘

入
レ
葉
‘
以
レ
湯
浸
去
レ
瓢
‘
切
片
酷
拌
瓦
炒
過
用
‘
獲
明
‘

好
古
日
‘
陳
皮
治
レ
高
、
青
皮
治
レ
低
‘
輿
T

相
売
治
―
―
胸

厩
粗
賓
治
中
心
下
上
同
レ
意
‘
震
亨
曰
‘
青
皮
乃
肝
脆
一
―

経
氣
分
薬
‘
故
人
多
怒
有
11

滞
氣
盃
脇
下
有
―
―
鬱
積
工
或
小

腹
茄
疼
、
用
レ
之
以
疏
通
二
経
底
2

二
其
氣
也
。
●
c
h
'
,
 

i
n
g
'
p
'
i
2

無
頼
漢
の
俗
梢
゜

〖
宵
皮
脆
〗5
0
8
5

符
北
京
で
五
月
に
出
る
甜
瓜
を
い

ふ
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
甜
瓜
〕
五
月
下
旬
‘
則
甜
瓜
已
熟
‘

沿
レ
街
眩
賣
、
有
t

一
旱
金
墜
、
青
皮
脆
‘
羊
角
蜜
、
吟
蜜
麻
、

倭
瓜
瓢
‘
老
頭
築
各
種
↓

【
青
稗
】
5
0
9
5
ィ
柿
の
一
種
。
澁
柿
゜
〔
本
草
‘
稗
梯
〕
繹
名
、

漆
梯
‘
緑
柿
‘
青
稗
‘
烏
稗
‘
花
稗
‘
赤
棠
稗
‘
時
珍
曰
‘
稗

乃
柿
之
小
而
卑
者
‘
故
謂
1

一
之
稗
五
他
梯
至
レ
熟
則
黄
赤
、

惟
此
雖
レ
熟
亦
青
黒
色
‘
揚
砕
浸
レ
汁
‘
謂
1

一
之
梯
漆
盃
rn-

以
染
1

一
詈
扇
諸
物
正
故
有
二
漆
柏
之
名
↓

【
宵
鼻
】
510

霜
濃
い
鼻
汁
。

〖
青
鼻
澤]
5
1
1

笞
咋
病
氣
の
一
種
。
〔
海
録
砕
事
‘
人
事
‘

疾
病
〕
廣
南
春
日
有
―
―
青
鼻
耀
五
秋
月
有
1

一
黄
茅
揮
↓

【
青
徽
】

512g
下
等
菌
類
の
一
種
。
鉗
な
ど
に
つ
く
宵

い
か
び
。

【
胄
蕨
】
5
1
3
5
パ
う
き
く
さ
。
沖
の
大
き
な
も
の
。
〔
宋
玉
‘

風
賦
〕
夫
風
生
―
―
於
地
云
竺
於
青
頻
之
末
↓
〔
梁
昭
明
太

子
‘
東
齋
聴
講
詩
〕
霧
雲
出
↓
1

翠
嶺
苫
臼
風
起
―
―
青
顔
↓
〔
杜

甫
、
贈
キ
ェ
ニ
十
四
侍
御
契
—
詩
〕
名
園
営
二
苓
蠍
五
野
悼

液
ー
一
青
顔
↓
〔
呂
温
‘
風
詠
〕
微
風
生
―
―
青
籟
石
習
習
出
ー
一
金

塘↓

【
宵
眠
]514

努
青
い
美
石
。
〔
洞
冥
記
〕
漢
武
帝
時
有
二

―
女
人
一
名
日
亘
璽
帝
帝
有
畜
＂
眠
唾
壺
一
巨
璽
乍

出
1

一
入
其
中
盆
孟
竺
笑
帝
前
面
東
方
朔
望
見
‘
乃
目
レ
之
、

巨
璽
因
而
飛
去
‘
化
成
1

一
青
雀
コ
韮
石
霜
‘
題
1

一
趙
文
敏
公

木
互
詩
〕
好
呼
―
―
鐵
爪
一
夜
鉾
鉾
‘
刻
向
―
―
青
眠
如
聖
人

眼↓

【
青
紺
】
5
1
5
n
”
青
苧
の
縮
。
輯
じ
て
‘
栂
に
さ
す
錢
。

【
宵
布
】
516

九
ィ
青
色
の
布
。
〔
晉
書
‘
元
―
帝
紀
〕
有
司
嘗

奏
、
太
極
殿
廣
室
施
砕
帳
了
帝
曰
‘
漢
文
集
1
1

上
書
早

嚢
為
レ
韓
‘
遂
令
冬
施
青
布
「
夏
施
•
青
練
帷
帳3〔
宋

史
、
太
祖
紀
三
〕
宮
中
葦
簾
‘
縁
用
1

一
青
布
↓
常
服
之
衣
‘

幹
濯
至
レ
再
。

【
青
浮
】
517

六
ィ
清
、
許
山
(
1
0
-
3
5
2
9
8
 :
 9
8
)

の
琥
゜

[
青
浮
子
〗5

1
8
ペ
ィ7

明
‘
朱
鷺(
6ー
1
4
4
2
4：
 
6
1
8
)

の
●

の
琥
゜

【
青
鉄
】
519

芍
●
贔
の
名
。
か
げ
ら
ふ
。
絆
絣
の
類
。
青

夷
〔
説
文
〕
鉄
、
青
鉄
、
水
品
、
可
レ
隅
錢
。
〔
廣
雅
‘
繹

贔
〕
蜆
蠣
‘
魚
伯
、
青
鉄
也
。
〔
廣
韻
〕
蝸
捜
神
記
日
、
蠍

蜻
似
レ
蝉
而
長
‘
味
辛
美
可
レ
食
‘
一
名
青
扶
。
〔
酉
陽
雑

俎
‘
績
篇
‘
支
動
〕
宵
鉄
似
レ
蝉
而
状
梢
大
‘
其
味
辛
可
レ

食
、
毎
佳
子
必
依
草
葉
天
如
冨
子
↓
●
青
鉄
晶
の
母

子
の
血
を
取
つ
て
夫
；
錢
に
塗
り
、
其
の
片
方
を
使
ヘ

ば
‘
歿
っ
た
片
方
を
慕
つ
て
錢
が
飛
び
欝
る
と
い
ふ
。
輯

じ
て
‘
錢
を
い
ふ
。
銅
錢
。
穴
あ
き
錢
。
〔
捜
紳
記
‘
十
三
〕

南
方
有
レ
晶
‘
云
云
、
名
"
~
且
然
形
似
レ
蝉
而
梢
大
‘
味

辛
美
可
レ
食
、
生
レ
子
必
依
―
―
草
葉
工
入
如
,
,
露
子
ご
取
1

一其

子
「
母
郎
飛
来
、
不
レ
以
遠
堡
雖
―
q

潜
取
―
―
其
史
母
必

知
レ
慮
‘
以
↓
1

母
血
命
竺
錢
八
十
一
文
冨
緊
子
血
1

塗
―
―
錢

八
十
一
文
涵
f

レ
市
レ
物
‘
或
先
用
-
1

母
錢
ぶ
戌
先
用
1

一
子
錢
一

皆
復
飛
蹄
‘
輪
縛
無
レ
已
゜
〔
淮
南
‘
萬
畢
術
〕
青
鉄
還
レ
錢
゜

〔
注
〕
以
,
,
其
子
母
一
各
等
、
置
哀
X
中
面
埋
,
,
東
行
陰
垣
下
一

三
日
復
開
レ
之
、
即
相
従
、
以
―
―
母
血
涵
i
-

―
八
十
一
錢
盃
か

以
王
土
子
血
塗
―
―
八
十
一
錢
一
以
1

一
其
錢
ー
更
互
市
、
置
レ
子

用
レ
母
‘
置
レ
母
用
レ
子
、
錢
皆
自
還
也
。
〔
張
正
見
、
謝
レ

賜
レ
錢
啓
〕
青
鉄
委
質
‘
笑
,
,
夷
甫
之
不
言
玉
赤
仄
垂
栂
‘

璽
河
間
之
能
整
〔
書
言
故
事
、
金
賓
類
〕
常
稽
レ
錢
日
ニ

青
鉄
↓

【
青
亮
】
520

万

0
品
の
名
。
胄
鉄
に
同
じ
。

O
青
い
か
も
。

〖
青
覺
錢
〗
已
劣
錢
を
い
ふ
。
青
扶
に
同
じ
。
〔
三
教
ー

指
欝
〕
一
百
青
覺
錢
、
常
懸
杖
頭
↓

【
一
円
膚
】
522

芍
こ
け
。
苔
蘇
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
‘
城
南
聯
句
〕

71

緑
髪
抽
祗
翌
青
膚
幾
瑶
禎
↓
〔
注
〕
青
膚
‘
苔
蘇
。

12

．．
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五
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青
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青
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【
青
蕪
】
523
九
ィ
青
く
茂
っ
た
草
。
又
‘
草
の
青
く
茂
っ
た
為
レ
廣
‘
頸
鸞
日
、
上
天
名
,
,
青
丙
モ
下
地
名
1

一
青
戊
↓

土
地
。
〔
司
空
曙
‘
送
1

一
般
使
君
遊
▽
山
詩
〕
赤
燒
兼
孔
山
【
青
滸
】
533

苔

青

井

(
5
3
4
)

に
同
じ
。
〔
水
経
‘
扮
水
注
〕

遠
、
青
蕪
輿
徊
連
。
〔
白
居
易
、
東
披
秋
意
寄
l

一
元
八
水
上
藷
有
レ
梁
、
青
滸
碩
子
梁
下
ご
源
譲
死
―
―
子
津
側
一

詩
〕
暗
蛋
隠
ふ
澁
烹
痩
馬
踏
,
,
青
蕪
↓
〔
温
庭
笥
、
春
江
花
亦
襄
子
解
衣
之
所
な
在
也
。

月
夜
詞
〕
玉
樹
歌
闇
海
雲
黒
‘
花
庭
忽
作
青
蕪
國
。
【
青
芹
】
534
苔
戦
國
‘
趙
の
人
。
襄
子
の
駿
乗
と
な
る
。

【
青
風
】
524

蒋
青
々
と
し
た
草
を
吹
き
来
る
風
。
春
の
豫
譲
の
友
。
〔
漢
書
、
古
今
人
表
、
中
上
〕
青
井
子
。
〔
注
〕

風
。
〔
李
端
‘
送
n

一
楊
皐
擢
第
蹄
,
,
江
東
―
詩
〕
緑
氣
千
楢
師
古
日
、
芹
昔
歩
丁
反
。
〔
呂
覧
、
序
意
〕
趙
襄
子
涸
―
―
於

暮

、

青

風

萬

里

春

。

圃

中

ご

竿

一

於

梁

ご

馬

郁

不

―

―

肯

進

こ

青

井

為

―

―

参

乗

玉

襄

【
青
楓
】
525

蒋
〇
青
い
か
へ
で
。
〔
杜
甫
‘
寄
―
―
韓
諫
議
子
曰
‘
進
視
,
,
梁
下
ご
云
云
‘
豫
譲
卸
寝
‘
伴
為
―
―
死
人
↓

娃
詩
〕
鴻
飛
―
-
I哭冥
1
H
月
白
、
青
楓
黄
赤
天
雨
レ
霜
。
【
吉
円
滓
~
】

5
3
5
芍
〇
古
の
名
剣
の
名
。
青
箔
。
青
冥
゜
〔
抱

〔
劉
長
卿
‘
餘
干
旅
含
詩
〕
揺
落
暮
天
遇
、
青
楓
霜
葉
稀
。
朴
子
、
博
喩
〕
青
滓
豪
曹
、
剣
鋒
之
精
絶
也
。

O
複
姓
。

〔
李
祐
、
哀
江
口
懐
―
―
王
司
動
王
吏
部
―
詩
〕
若
箇
最
為
二
〔
萬
姓
統
譜
〕
青
滓
見
,
,
姓

苑

↓

「

の

室

名

。

相
憶
虞
云
青
楓
黄
竹
入
,
,哀
江
→
●
江
の
名
。
湖
南
省
長
〖
青
滓
軒
〗

5
3
6
弁
？
清
、
辞
縣
保

(
9
-
3
2
1
2
3

:
 2
4
4
)
 

沙
府
に
あ
り
。
〔
高
適
、
送T李
少
府
貶
二
峡
中1王
少
府
〖
青
滓
素
吊
〗

5
3
7
芍
令
模
様
の
あ
る
し
ら
ぎ
ぬ
。
〔
祗

貶
＊
長
沙
上
詩
〕
青
楓
江
上
秋
天
遠
、
自
帝
城
邊
古
木
疏
。
恵
全
書
、
刑
名
部
、
姦
情
、
強
姦
〕
青
滓
素
吊
、
執
非
―
―
紅

〔
張
若
虚
、
春
江
花
月
夜
詩
〕
白
雲
一
片
去
悠
悠
、
青
楓
粉
檀
郎
畢
命
之
具
1

乎゚

浦
上
不
レ
勝
レ
愁
゜
〔
杜
甫
‘
雙
楓
浦
詩
〕
綴
レ
櫂
青
楓
浦
、
【
青
箔
】
538

存
●
古
の
名
剣
の
名
。
青
滓
（
5
3
5
)

に
同

雙

楓

藷

已

撞

。

じ

。

一

円

冥

゜

〔

李

白

‘

鄭

中

贈

三

王

大

勧

入

1

一
高
鳳
石
門
山

【
青
服
】5
2
8
芹
青
色
の
服
。
〔
北
史
、
鹿
念
博
〕
賜
以
―
―
聰
幽
居
—
詩
〕
紫
燕
歴
上
噺
、
青
箔
匝
中
鳴
。
〔
呂
温
、
道
州

愚
加
以
青
服
涵
彰
以
簾
潔
→
〔
隋
書
‘
證
志
七
〕
横
及
従
酬
レ
送
三
何
山
人
之
→
―
容
州
詩
〕
匝
有
一
青
浮
—
笥
有
レ
書
‘

三
品
以
上
官
命
婦
‘
宵
服
‘
助
ら
祭
朝
會
‘
凡
大
事
則
服
レ
何
門
不
レ
可
レ
曳
―
―
長
裾
↓
●
戦
國
‘
趙
の
人
。
青
丼
(
5
3
4
)

之
‘
亦
有
―
―
鞠
衣
↓
〔
張
祐
‘
送
,
,
王
日
E

渉
侍
御
1

詩
〕
諸
侯
青
に
同
じ
。
一
説
に
‘
剣
名
。
〔
陳
琳
‘
答
―
―
東
阿
王
―
棧
〕
君

服

藷

、

御

史

紫

衣

榮

。

侯

證

1

一
高
俗
之
材
五
杢
青
浮
干
将
之
器
↓
〔
注
〕
善
日
、
青

【
青
獲
】5

2
7
九
＂
青
い
竹
の
賓
゜
〔
陸
亀
蒙
‘
置
酒
行
〕
安
箔
‘
豫
譲
之
友
也
、
清
曰
、
青
浮
•
干
将
‘
皆
剣
名
也
。

知
寂
莫
西
海
頭
、
青
穫
未
レ
垂
孤
鳳
餓
。
〖
青
箔
結
緑
〗

5
3
9
t
は
が
青
浮
は
良
剣
の
名
。
結
緑
は

【
青
紋
】
528

芥
将
軍
の
青
綬
。
〔
曹
植
、
求
臼
通
,
,
親
親
一
美
玉
の
名
。
〔
李
白
、
上
二
韓
荊
州
一
書
〕
青
箔
結
緑
、
長
―
―

表
〕
辟
―
―
遠
遊
面
戴
―
―
武
弁
面
解
―
―
朱
組
面
[
―
―
青
紋
↓
〔
注
〕
債
於
辞
下
之
門
↓
〔
注
〕
青
滓
結
緑
‘
剣
名
。
〔
箋
解
〕
此

向
日
‘
組
紋
皆
綬
也
、
言
解
―
―
諸
侯
朱
紋
一
侃
―
―
将
軍
青
注
誤
、
青
滓
賓
剣
名
、
結
緑
善
玉
之
名
、
非
レ
剣
也
。

綬
也
。
〔
陸
雲
‘
晉
故
散
騎
常
侍
陸
府
君
誅
〕
委
守
―
―
會
【
青
餅
】

540g
く
さ
も
ち
を
い
ふ
。

稽

一

青

紋

既

襲

。

【

青

表

】

5
4
1
}
バ
青
色
の
お
も
て
。
〔
隋
書
、
證
儀
志
〕
皇

【
青
物
】
529

”

野

菜

の

縛

稽

。

太

子

乗

1

金
絡
玉
朱
蓋
赤
質
‘
四
馬
、
三
公
及
王
‘
朱
屋
青

【
青
粉
】
530

九
バ
〇
青
色
の
粉
゜
〔
李
咸
用
‘
謝
1

一
僧
寄
＞
茶
表
、
制
同
―
―
於
絡
石
名
曰
1

一
高
車
面
駕
乞
一
馬
↓

詩
〕
林
風
夕
和
箕
珠
泉
‘
半
匙
青
粉
攪1一
混
渡
→O
t
ヲ
青
〖
青
表
紙
〗
5
4
2
1
べ
，
ゥ
青
色
の
表
紙
を
つ
け
た
浮
瑠
璃

の
り
の
粉
末
。
〔
武
家
調
味
故
責
〕
胄
粉
と
い
ふ
は
‘
青
の
稽
古
本
。

の

り

を

粉

に

し

て

云

云

。

【

青

瓢

】

543

苫
青
い
ひ
さ
ご
。
青
抱
(
4
9
1
)

に
同
じ
。

【
青
文
】
531

九
バ
字
琥
。
●
清
‘
錢
玉
俎
(
1
1
-
4
0
5
6
3
:
 2
7

【
青
繰
】
544

芥
青
色
を
帯
ぴ
た
は
な
だ
い
ろ
。
〔
爾
雅
‘

7
)

の
字
。
●
清
、
藍
洞
(
9
ー

3
2
2
5
8
:
 2
0
)

の
字
。
繹
山
‘
未
レ
及
ど
上
‘
翠
微
、
疏
〕
山
氣
青
標
色
、
故
曰
―
―
翠

【
青
丙
】
532

苔
上
天
を
い
ふ
。
青
冥
。
〔
周
牌
算
経
〕
趙
微
一
也
。

君
卿
日
高
圏
、
注
日
、
青
己
其
賓
亦
等
、
黄
甲
輿
―
―
青
丙
1

【
青
苗
】
545

苫

O
青
い
苗
。
〔
謝
眺
‘
賦
―
―
貧
民
田
一
詩
〕

相
連
、
黄
乙
興
―
―
青
己
1

相
連
‘
其
賓
亦
等
‘
皆
以
,
,
影
差
―
菖
埒
新
腔
分
‘
育
苗
白
水
映
。
〔
劉
孝
威
‘
奉
―
―
和
六
月

壬
午
1

應
令
詩
〕
愁
鴎
集
土
口
樹
五
白
鷺
隠
―
―
青
苗
↓
〔
戴

叔
倫
‘
屯
田
詞
〕
新
禾
未
レ
熟
飛
蛯
至
、
青
苗
食
盛
餘
―
―
枯

埜
↓
〔
白
居
易
、
捕
レ
蛙
詩
〕
雨
飛
露
食
千
里
間
、
不
レ
見
1

一

青
苗
一
空
赤
土
。
●
國
用
が
急
で
秋
の
成
熟
を
待
つ
事

が
出
来
ず
‘
苗
の
ま
だ
青
い
う
ち
か
ら
税
を
課
す
る
こ

と
。
又
、
毎
春
朝
廷
か
ら
資
金
を
百
姓
に
貸
し
、
秋
熟
の

時
、
利
息
を
加
へ
て
還
納
さ
す
こ
と
。
青
苗
錢
及
び
青

苗
法
を
見
よ
。

〖
冑
苗
錢
〗5
4
6
5
パ
ペ
ウO
唐
、
代
宗
の
時
‘
闊
用
不
足
を

告
げ
た
際
‘
夏
秋
二
季
に
徴
す
べ
き
租
税
を
未
だ
其
の

期
に
逹
せ
ず
し
て
‘
徴
牧
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
稲
が
な

ほ
青
い
時
で
あ
っ
た
か
ら
、
青
苗
錢
と
い
ふ
。
〔
唐
書
、
食

貨
志
一
〕
（
大
歴
元
年
）
天
下
苗
一
畝
税
―
―
錢
十
五
ご
ム
云
‘

琥,,青
苗
錢
↓
〔
藷
唐
書
、
代
宗
紀
〕
自
―
―
乾
元
1

以
来
、
天

下
用
レ
兵
‘
百
官
俸
錢
折
‘
乃
議
下
於
―
―
天
下
地
畝
青
苗

上
一
量
＊
配
税
錢
3

〔
通
鑑
綱
目
集
覧
〕
唐
租
庸
調
之
法

壌
、
代
宗
但
畝
定
レ
税
、
敏
以
―
―
夏
秋
ご
時
又
以
―
―
國
用

急
二
不
レ
及
レ
秋
、
苗
方
青
、
即
征
レ
之
、
琥
―
―
青
苗
錢
一
也
‘

云
云
、
青
苗
錢
拉
興
,
,
宋
制
示
＇
レ
同
‘
宋
制
尚
有

,
i

錢
貸
レ

民
、
而
加
―
―
徴
其
息
盃
唐
直
計
レ
畝
加
レ
税
耳
。

0
宋
代
に

至
り
‘
挟
西
轄
運
使
李
参
、
其
の
管
内
に
屯
民
多
く
糧

食
が
不
足
し
た
の
で
、
之
を
補
足
す
る
た
め
に
、
一
種

の
利
殖
法
を
案
出
し
、
毎
春
、
人
民
の
希
望
に
依
つ
て

錢
を
貸
興
し
、
秋
の
穀
熟
を
期
し
て
利
息
を
加
へ
て
還

納
せ
し
め
、
其
の
利
息
で
、
屯
兵
の
糧
食
を
補
足
す
る

こ
と
と
し
、
之
を
稽
し
て
青
苗
錢
と
い
っ
た
。
王
安
石

の
青
苗
法
は
之
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
〔
宋
史
、
食
貨

志
上
三
〕
陳
西
櫂
穀
‘
又
歳
預
給
ー
一
青
苗
錢
玉
八
聖
以
来

罷
、
不
履
給
↓
●
宋
、
煕
寧
二
年
王
安
石
が
創
め
た
新

法
。
人
民
に
金
を
貸
付
け
‘
返
清
の
時
に
一
―
分
の
利
息

を
附
す
る
も
の
。
正
月
に
貸
せ
ば
夏
に
、
五
月
に
貸
せ

ば
秋
に
回
牧
し
た
。
青
苗
法
を
見
よ
。
〔
宋
史
‘
紳
宗
紀

二
〕
煕
寧
三
年
正
月
、
云
云
‘
乙
卯
‘
詔
"
諸
路

d
竪
青

苗
錢
1

禁
―
―
抑
配
↓

〖
青
苗
法]
5
4
7
f
7
1

ペ
ゥ
宋
、
神
宗
の
時
、
王
安
石
が
設
け

た
法
。
但
し
必
ず
し
も
其
の
創
意
に
成
っ
た
の
で
は

な
い
。
唐
代
既
に
青
苗
錢
の
名
あ
り
‘
宋
代
に
於
て
も
‘

陳
西
轄
運
使
李
参
が
已
に
王
安
石
に
先
だ
っ
て
青
苗

錢
の
制
を
其
の
管
内
に
行
ひ
、
好
結
果
を
奏
し
た
こ
と

あ
り
。
然
し
王
安
石
の
青
苗
法
は
多
少
其
の
趣
を
異

六_
 

に
し
、
紳
宗
の
熙
寧
二
年
の
制
定
で
、
其
の
方
法
は
諸

12

路
の
常
平
倉
及
び
廣
恵
倉
の
錢
穀
を
人
民
に
貸
付
し
、

27ー

秋
牧
後
に
返
納
さ
せ
る
を
本
則
と
し
‘
若
し
其
の
歳
が

凶
災
の
と
き
は
期
を
延
べ
、
豊
歳
を
待
つ
て
返
納
す
る

こ
と
を
許
し
た
。
其
の
目
的
は
倉
穀
を
減
ぜ
ず
し
て
貧

民
を
救
ひ
‘
富
豪
高
利
の
弊
を
除
く
に
在
つ
た
。
此
の
法

は
保
甲
の
法
を
伴
ひ
‘
若
し
一
家
が
返
納
を
怠
っ
た
と

き
は
他
の
九
家
が
代
つ
て
返
納
す
る
こ
と
と
し
、
各
路

に
提
攀
官
を
置
い
て
執
行
せ
し
め
た
。
〔
宋
史
‘
王
安
石

博
〕
青
苗
法
者
‘
以
―
―
常
平
櫂
本
五
作
―
―
青
苗
錢
五
竪
興
人

戸
ぶ
＂
レ
出
―
―
息
二
分
云
春
散
秋
敏
。
〔
大
學
桁
義
補
‘
制
―
―
國

用
云
市
櫂
之
令
〕
紳
宗
用
―
―
王
安
石
コ
丑
制
置
三
司
條
例

司
二
自
諸
路
常
平
廣
憑
倉
‘
敏
散
未
レ
得
―
―
其
宜
冨
竪
見

在
斜
斗
己
遇
A

貴
量
―
―
減
市
債
1

耀
、
遇
レ
賤
量
二
増
市
債
―

櫂
、
以
1

一
見
錢
依
極
西
青
苗
錢
之
例
面
｛
1
-

民
情
願
豫

給
‘
令
随
醗
納
斜
斗
丙
、
有
T

願
藷
本
色
、
或
納
1

一時

償
三
債
貴
願
レ
納
レ
錢
者
訟
口
許
レ
従
レ
便
‘
其
青
苗
法
、
以
レ

錢
貸
レ
民
、
春
散
秋
敏
、
取
'1

二
分
息
云
臣
按
、
青
苗
法
、
謂

苗
育
在
レ
田
、
則
貸
レ
民
以
レ
錢
‘
使
―
―
之
出
＂
息
也
、
貸
―
―
興

二
日
文
な
炉
出
―
―
息
二
十
吝
夏
料
於
1

一
正
刀
俵
散
、
秋

料
於
―
―
五
月1俵
散
‘
蓋
瑕
—
一
周
證
泉
府
國
服
為
レ
息
之
説
一

雖
レ
曰
レ
不
レ
使
溢
富
民
取
1

一
民
倍
息
石
其
賓
欲
レ
専
―
―
其
利
一

也
‘
昔
人
謂
‘
其
所
わ
以
為
1

一
民
害
1

者
三
‘
曰
微
錢
也
‘
取
レ

息
也
、
抑
配
也
。
〔
咳
餘
叢
考
、
青
苗
錢
不
レ
始
―
―
於
王
安

石
―
〕
王
安
石
以
―
―
青
苗
錢
五
E
-
―
天
下

T
A皆
知
レ
之
‘
然

青
苗
錢
之
名
不
T

自
―
―
安
石
立
守
也
、
宋
史
‘
趙
瞭
射
1

一神

病
云
、
青
苗
法
、
唐
行
1

一
之
於
季
世
一
苑
鎮
亦
言
、
唐
季

之
制
不
レ
足
レ
法
、
按
通
鑑
‘
唐
代
宗
廣
徳
二
年
秋
七
月
、

税
脊
苗
錢
以
給
ー
百
官
使
此
胄
苗
之
始
也
‘
藷
唐
書
‘

乾
元
以
来
用
レ
兵
‘
百
官
鋏
俸
‘
乃
議
於
―
―
天
下
地
畝
育

苗
上
云
量
配
税
錢
公
竺
御
史
府
差
レ
官
征
レ
之
‘
以
充
l
-

百
官
俸
料
云
遂
為
孟
吊
制
ニ
尋
又
特
設
―
―
使
者
ぶ
即
T

崖
換

兼
税
地
青
苗
漿
劉
晏
兼
ー
ー
諸
道
青
苗
使
五
杜
佑
充
申
江

淮
青
苗
使
箪
茄
也
‘
食
貨
志
、
大
歴
元
年
‘
天
下
青
苗
錢
共

四
百
九
十
萬
婚
‘
毎
畝
税
三
十
文
‘
永
泰
八
年
詔
二
天
下
一

青
苗
地
頭
錢
、
毎
畝
一
例
十
五
文
、
徳
宗
又
増
乞
一
文
―

以
給
,,ff!(
騎
ご
遡
鑑
集
覧
謂
、
胄
苗
錢
者
不
レ
及
1

一
待
レ
秋

敏
こ
竺
苗
方
青
一
郎
征
レ
之
也
、
是
唐
所
謂
青
苗
錢
、
井

界

宋

制
1

不
徊
‘
宋
制
尚
有
レ
錢
貸
レ
民
‘
而
加
薇
其

息
盃
唐
直
計
レ
畝
加
レ
税
耳
‘
則
安
石
雖
レ
沿
"
其
名
盃
皿
尚
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異
沃
賓
一
也
、
按
唐
時
長
安
萬
年
二
縣
、
有
え
目
置
本

錢
二
配
1
1

納
各
戸
↓
収
1

一
其
息
ー
以
供
―
―
雑
費
一
宋
之
青
苗

錢
‘
正
唐
雑
税
錢
之
法
耳
‘
然
宋
冑
苗
錢
雖
も
1

レ
不
レ

得
レ
過
1

一
加
二
之
息
二
而
一
歳
凡
雨
放
雨
牧
‘
則
其
息
已

加
品
四
、
又
有
司
約
11

中
熟
為
ヮ
債
‘
令
1

一
民
償
1

必
以
レ
錢
、

則
所
レ
定
之
債
‘
又
必
逢
―
―
於
市
債
二
而
民
之
償
息
‘
且
n-

十
加
五
六
戻
、
此
脈
以
病
＞
民
也
。

〖
青
苗
簿]
5
4
8
5

ィ
ペ
ヴ
唐
は
上
王
公
か
ら
下
庶
民
に
至

る
迄
毎
年
七
月
以
前
に
青
苗
簿
を
造
り
、
諸
州
か
ら
尚

書
省
に
送
り
、
秋
に
至
つ
て
毎
畝
に
粟
二
升
を
徴
し
、

田
土
な
き
者
に
射
し
て
は
、
上
戸
か
ら
下
中
戸
に
至
る

ま
で
八
等
に
分
け
‘
邁
次
に
五
石
以
下
五
斗
以
上
を
課

し
て
徴
す
る
こ
と
と
し
た
。
其
の
主
な
る
目
的
は
饒
饉

の
際
の
賑
貸
に
在
つ
た
。
〔
唐
六
典
‘
倉
部
郎
中
貝
外
郎
〕

凡
王
公
已
下
‘
毎
年
戸
別
撮
―
已
受
田
五
杢
借
荒
等
一
具
―

所
レ
種
苗
頃
畝
盆
翌
青
苗
簿
五
諸
州
以
一
七
月
已
前
声
‘
,
,

尚
書
省
云
去
徴
牧
時
↓
畝
別
納
,
,
粟
二
升
冨
以
為
1

一
義
倉
↓

【
青
碧
】
549

苔
●
育
い
玉
の
類
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕

高
山
其
上
多
レ
銀
、
其
下
多
―
―
青
碧
↓
〔
注
〕
碧
亦
玉
類

也
、
今
越
窺
會
稽
縣
東
山
出
レ
碧
゜
〔
後
漢
書
、
西
域
、
大

秦
國
博
〕
珊
瑚
‘
虎
塊
、
琉
璃
、
浪
奸
‘
朱
丹
‘
宵
碧
。

O
ぁ

を
み
ど
り
。
〔
杜
光
庭
‘
題
―
―
龍
鵠
山
—
詩
〕
抽
得
閑
身
伴
―
―

痩
5

翌
乱
敲
青
碧
喚
政
龍
↓

【
宵
壁
】
550

芍
〇
青
色
の
山
壁
゜
〔
晉
書
、
隠
逸
‘
宋
織

傭
〕
宋
織
字
令
文
‘
敦
煙
炊
穀
人
也
‘
少
有
―
―
遠
操
ぶ
公
評

不
乙
ぞ
世
交
ご
匹
居
於
酒
泉
南
山
ご
云
云
‘
酒
泉
太
守

馬
笈
、
高
尚
之
士
也
‘
具
―
―
威
儀
—
鳴
―
―
鏡
鼓

1
造
焉
、
織
高

棲
重
閣
‘
距
而
不
レ
見
‘
云
云
‘
銘
1

一
詩
於
石
壁
一
日
‘
丹
崖

百
丈
、
青
壁
萬
尋
、
奇
木
蒼
鬱
、
蔚
為
1

一
郎
林
石
其
人
如
レ

玉
‘
維
國
之
深
‘
室
邁
入
退
‘
寅
努
1

一
我
‘
心
↓
〔
左
思
‘
呉
都

賦
〕
素
華
斐
‘
丹
秀
芳
‘
臨
―
―
青
辟
去
系
1

一
紫
房
↓
〔
梁
簡
文

帝
‘
等
・
賦
〕
寄
孟
芍
底
而
茂
采
、
依
―
―
青
壁
1

而
懐
芳
。
〔
陳

子
昂
、
自
帝
城
懐
古
詩
〕
巖
懸
胄
壁
断
‘
地
陰
碧
流
通
。

〔
李
白
‘
望
1

一
薩
山
瀑
布
―
詩
〕
空
中
乱
一
藩
砒
久
左
右
洗
―
―

青
壁
↓
●
胄
色
の
か
べ
。
〔
隋
書
‘
證
儀
志
五
〕
三
品
已

上
、
通
幌
車
則
青
壁
゜

【
青
璧
】
551

苔
青
色
の
か
は
ら
。
〔
唐
書
。
南
蟄
下
‘
鰈

傭
〕
鰈
王
云
云
‘
以
―
―
青
璧

t『
1

一
圃
城
一
周
百
六
十
里
。

【
青
蔑
】
552

弁

O
地
名
。
〔
枚
乗
、
七
獲
〕
廻
翔
青
蔑
一

街
孜
檀
桓
↓
〔
注
〕
善
曰
、
青
蔑
檀
桓
、
蓋
並
地
名
也
。
●

|

_

 

青

部

青

青
い
竹
の
皮
。
〔
白
居
易
、
重
題
―
―
小
紡

g竺
周
従
事
桑
ホ

戯
薇
之
裔
〕
細
蓬
青
蔑
織
伍
~
鱗
小
眼
紅
聰
餓
鱈

塵
二
梅
発
臣
‘
依
レ
韻
答
孟
天
正
仲
罷
＞
飲
詩
〕
青
蔑
絡
レ

絣
方
出
レ
戸
、
紅
欣
侑
レ
席
已
逮
レ
杯
。

【
青
編
】
553

刃
胄
い
表
紙
の
本
。
書
籍
を
い
ふ
。
〔
南
齊

書
‘
文
恵
太
子
博
〕
時
襄
陽
有
汝
醤
竺
古
塚
土
只
相
傭

云
‘
是
楚
王
塚
、
大
獲
二
賓
物
‘
玉
展
・
玉
屏
風
・
竹
簡
書
‘

青
絲
編
ぶ
簡
廣
散
分
、
長
二
尺
‘
皮
節
如
レ
新
。
〔
七
略
〕
尚

書
有
―
―
青
絲
編
目
録
↓
〔
梁
簡
文
―
帝
、
長
沙
宣
武
王
北
涼

州
廟
碑
〕
功
書
ー
五
竺
文
事
燭
一
青
編
↓
〔
任
防
‘
為
二
苑
始

興
求
な
立
―
―
太
宰
砕
表
〕
府
1

一
之
延
閣
面
青
編
落
袖
簡
゜

【
青
冤
】
554

弁
青
色
の
晃
冠
。
〔
隋
書
‘
證
儀
志
六
〕
後
周

設
両
服
之
官

H
9皇
帝
十
二
服
云
云
‘
祀
―
―
東
方
上

帝
及
朝
日
面
血
背
衣
青
冤
。

【
青
父
】
555

勺
明
、
張
丑
(
4
-
9
8
1
2
:
 5
4
7
)

の
字
。

【
青
浦
】
5565
ィ
●
青
々
と
し
た
う
ら
。
〔
江
滝
、
雑
惰
、

謝
光
誅
荘
郊
遊
詩
〕
翠
山
方
謁
藷
、
青
浦
正
沈
沈
。
〔
酪

賓
王
‘
艶
情
代
―
―
郭
氏
一
答
一
1

慮
照
部
―
詩
〕
平
江
森
森
分
1

一

青
浦
h

長
路
悠
悠
間
―
―
白
雲
↓
●
縣
名
。
明
‘
置
く
。
江
蘇

省
運
海
道
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
松
江
府
〕
青
浦

縣
、
府
東
北
五
十
五
里
、
本
上
海
華
亭
一
一
縣
地
、
明
嘉
靖

二
十
一
年
、
按
＝
臣
施
汀
奏
面
炉
華
亭
二
郷
‘
上
海
三
郷
「

置
両
浦
懸
治
祠
龍
鎮
三
十
二
年
際
゜
〔
清
史
稿
‘
地

理
志
〕
江
蘇
‘
松
江
府
、
縣
七
、
青
浦
。
●
清
‘
康
辰
(
4
|

9
3
7
6
 :
 9
4
)

の
琥
゜

【
青
畝
】
5
5
7
5
ィ
青
い
田
畝
。
青
々
と
し
た
田
圃
。
〔
温
庭

笥
‘
雉
場
歌
〕
城
頭
却
望
幾
含
レ
情
、
青
畝
春
蕪
連
―
―
古
苑
↓

【
青
蒲
】
滋
サ
●
青
い
蒲
で
造
っ
た
天
子
の
用
ひ
る
敷

物
、
（
一
説
に
、
青
色
で
地
面
を
規
董
し
た
場
所
）
皇
后

以
外
は
至
る
を
得
な
い
。
伏
1

一
青
蒲
1

諫
を
見
よ
。
〔
漢

書
‘
史
丹
博
〕
頓
首
伏
1

一
青
蒲
上
↓
〔
注
〕
應
勒
日
、
以
レ
青

規
レ
地
日
＝
青
蒲
ご
日
塩
在
皇
后
二
不
レ
得
レ
至
レ
此
‘
孟
康

日
、
以
―
―
青
蒲
1

為
レ
席
、
用
蔽
レ
地
也
。
〔
宋
書
‘
哀
淑
博
〕

登
―
―
丹
埠
而
敷
y

策
、
躁
青
蒲
而
揚
レ
謀
゜
〔
任
防
、
天

監
三
年
策
―
―
秀
才
ー
文
〕
比
雖
n

―輻
-
1

湊
闘
下
:
夕
非
↓
1

政

要
百
u
伏
―
―
青
蒲
盆
千
1

一
能
切
直
↓
〔
注
〕
翰
日
、
青
蒲
、
天

子
内
庭
也
‘
以
1

一
育
色
ー
規
レ
之
‘
而
諫
者
伏
―
―
其
上
↓
〔
白

居
易
、
東
南
行
一
百
韻
云
云
詩
〕
議
高
通
-
1

白
虎
五
諫
切

伏
―
―
青
蒲
→
●
胄
い
が
ま
。
〔
暢
嘗
‘
宿

1一
渾
上
—
詩
〕
宵
蒲

野
跛
水
、
白
露
明
月
天
。

〖
伏
,
,
青
蒲
1諫
〗5

5
9
九
パ
だ
サ
ム
天
子
の
御
座
に
敷
く
青
〖
青
木
香
〗
5
6
7
5
'

”
ボ
ク
葵
の
名
。
よ
く
障
氣
を
禦
ぐ
。
〔
本

緑
の
蒲
席
は
‘
皇
后
以
外
は
此
慮
へ
至
る
こ
と
を
得
な
草
、
木
香
〕
繹
名
、
青
木
香
、
集
解
、
弘
景
日
、
此
郎
青
木

い
の
に
、
漢
の
史
丹
が
其
慮
ま
で
進
み
出
て
諫
め
た
故
香
也
、
永
昌
不
―
―
復
貢
一
今
皆
従
1

一
外
國
舶
上
ー
来
、
乃
云

事
。
〔
漢
書
‘
史
丹
博
〕
史
丹
字
君
仲
‘
云
云
‘
元
帝
即
レ
出
1

一
大
秦
國
公
7

皆
以
合
レ
香
‘
不
1

一
入
レ
薬
用
↓
〔
海
録
砕

位
‘
為
―
―
鮒
馬
都
尉
侍
中
面
山
常
鰺
乗
‘
甚
有
レ
寵
‘
云
云
‘
事
、
百
工
‘
秦
名
〕
爆
帝
西
巡
、
将
以
―
―
吐
谷
渾
盃
奨
子
蓋

是
時
博
昭
儀
子
定
陶
共
王
有
材
藝
王
子
母
倶
愛
幸
‘
而
以
'
"
彼
多
1
1

障
氣
云
獣
,
,
青
木
香
冨
以
禦
1

一
霧
露
↓

太
子
頗
有
1一
酒
色
之
失
五
母
王
皇
后
無
レ
寵
‘
云
云
‘
尭
寧
〖
青
木
毘
陽
〗

5
6
8
巧
炉
武
蔵
の
人
。
名
は
敦
書
。
字
は

元
年
、
上
寝
レ
疾
、
博
昭
儀
及
定
陶
王
常
在
,
,
左
右
ゴ
云
厚
甫
。
通
稽
は
文
誠
。
琥
は
昆
陽
。
又
、
甘
藷
先
生
。
蕃
薯

云
‘
丹
以
1

一
親
密
臣
元
竺
侍
覗
＞
疾
‘
候
―
―
上
間
獨
寝
時
一
考
を
著
は
し
、
そ
の
種
子
を
諸
州
に
配
布
し
た
。
伊
藤

丹
直
入
二
臥
内
五
頓
首
伏
1

一
青
蒲
上
涵
叩
泣
言
日
‘
皇
太
子
東
涯
に
師
事
し
、
後
、
蘭
學
を
修
む
。
官
は
幕
府
儒
官
。

以
1

一
適
長
立
、
積
十
餘
年
；
名
琥
繋
11

於
百
姓
ご
大
下
博
學
治
聞
、
其
の
學
は
主
と
し
て
有
用
に
志
し
、
必
ず

莫
J

不
レ
欝
レ
心
‘
臣
子
見
ー
一
定
陶
王
涵
茎
示
愛
幸
‘
今
者
道
し
も
経
義
文
章
を
事
と
せ
ず
。
贈
正
四
位
。
明
和
六
年

路
流
言
‘
為
レ
國
生
レ
意
‘
以
為
n

一
太
子
有
1

一
動
揺
之
議
云
審
歿
、
年
七
十
二
。
著
に
一
夕
話
・
績
一
夕
話
・
和
蘭
貨
幣

若
レ
此
、
公
卿
以
下
、
必
以
レ
死
手
、
不
レ
奉
レ
詔
‘
臣
願
先
考
•
和
蘭
勧
酒
研
解
・
和
蘭
語
繹
•
同
後
集
・
和
蘭
樽
木

賜
レ
死
以
示
―
―
露
臣
工
天
子
素
仁
不
忍
‘
見
―
―
丹
悌
泣
‘
言
一
角
説
・
和
蘭
文
字
略
考
・
甘
藷
記
・
官
職
略
記
・
郡
名

又
切
至
℃
上
意
大
感
、
噌
然
太
息
曰
‘
吾
日
困
劣
‘
而
太
考
・
経
清
纂
要
前
集
・
同
後
集
・
同
績
集
・
刑
法
國
字
繹
・

子
雨
王
幼
少
、
意
中
患
患
‘
亦
何
不
レ
念
乎
‘
然
無
レ
有
―
―
國
家
金
銀
錢
譜
・
績
國
家
金
銀
錢
譜
・
國
家
食
貨
略
・
昆

此
議
百
且
皇
后
謹
慎
‘
先
帝
又
愛
―
―
太
子
五
E

登
可
レ
違
レ
陽
雑
集
・
昆
陽
漫
録
・
績
昆
陽
漫
録
・
績
毘
陽
漫
録
補
・

指
‘
云
云
‘
太
子
由
属
遂
岱
嗣
芙
。
草
慮
雑
談
・
績
草
虞
雑
談
•
秋
夜
談
·
殊
琥
事
略
・
職
原

[
青
峯
】
560

苓
●
青
々
と
し
た
峯
。
青
山
。
〔
沈
栓
期
、
抄
注
・
封
客
夜
話
・
答
問
小
録
・
長
崎
聞
書
・
蕃
薯
考
・
蕃

臆
幸
章
嗣
立
山
韮
詩
〕
畳
階
好
―
―
赤
松
盃
四
業
酎
一
青
薯
起
立
・
奉
使
小
録
・
明
官
略
記
・
夜
話
小
鋒
が
あ
る
。

峯
↓
〔
李
徳
裕
、
西
嶺
望
―
―
鳴
奉
山
一
詩
〕
青
峯
原
上
出
、
晨
〔
先
哲
叢
談
、
正
、
八
〕
．
〔
近
代
名
家
著
遠
目
録
〕
．
〔
國
書

興
採
―
―
薇
蕨
↓
〇
明
、
江
柏
(
6
-
1
7
1
4
0
:
 3
7
7
)
の
琥
。
解
題
〕
。

【
青
鳳
】5
6
1
討
鳥
の
名
。
ら
ん
。
す
ず
と
り
。
鸞
。
〔
禽
経
〕
〖
青
木
東
奄

]
5
6
9

”
”
び
京
都
の
人
。
名
は
澄
。
字
は

育
鳳
謂
→1之
鵜
→
〔
拾
遺
記
、
二
、
周
〕
周
昭
王
二
十
四
年
、
元
澄
。
琥
は
東
奄
•
松
岳
•
竹
雨
齋
。
元
腺
十
三
年
歿

塗
脩
國
猷
―
―
宵
鳳
丹
鶴
各
一
雌
一
雄
↓
〔
白
居
易
、
感
レ
秋
す
。
年
五
十
一
。
官
は
豊
後
杵
築
藩
儒
。
著
に
竹
雨
齋

懐
薇
之
1

詩
〕
白
悶
毛
羽
弱
、
青
鳳
文
章
異
。
「
の
室
名
。
詩
集
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
。

〖
青
鳳
堂
冨
岱
成
ゥ
清
、
柴
紹
柄(
6
-
1
4
6
6
4

:
 1
1
2
)

【
青
牧
】
570

芹
清
、
徐
世
沐
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 5
1
7
)
の
琥
。

【
青
蓬
冨
的
青
い
と
ま
。
〔
方
雙
‘
桐
関
大
石
詩
〕
我
【
青
麻
】
571t
ィ

0
青
色
の
麻
絲
゜
〔
晉
書
、
武
帝
紀
〕
有

来
載
レ
酒
坐
―
―
其
上
云
扁
舟
南
下
編
,
,
青

蓬

↓

司

嘗

奏

御

牛

青

絲

靭

断

、

詔

以

1
1

青
廠
1

代
レ
之
。
●
t
ヲ

【
青
戊
】
564

梵
卑
し
い
土
地
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
麻
の
粗
皮
。
麻
縄
等
に
作
る
。

坤
輿
、
土
〕
周
僻
等
経
、
下
地
日
,
,
青

戊

↓

【

青

毛

】

572

芍
青
色
の
毛
。
〔
南
齊
書
‘
詳
瑞
志
〕
永
明
五

【
青
木
】
566

弁
〇
闘
の
名
。
四
川
省
壁
山
縣
の
北
。
●
E
ヲ
年
、
武
騎
常
侍
唐
潜
、
上
―
―
青
毛
神
亀
一
頭
↓
〔
李
白
‘
上

常
緑
樹
、
多
く
庭
木
と
す
。
寅
は
棗
に
似
て
冬
熟
し
て
元
夫
人
詩
〕
衷
披
1

一
青
毛
錦
云
身
著
1

一
赤
霜
抱
↓

赤
く
な
る
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
灌
木
類
、
青
木
〕
俗
云
[
青
毛
節
冨
坊
マ
9

ウ
宵
色
の
毛
で
作
つ
た
節
o

〔韻

阿
乎
木
波
、
按
其
樹
叢
生
高
五
七
尺
、
葉
似
1

一
棚
葉
―
而
府
引
、
列
仙
博
〕
羨
門
子
侃
1

一
腎
毛
之
節
↓
〔
陸
亀
蒙
‘
題
1

一

厚
‘
潤
賀
大
鋸
歯
面
埜
太
而
不
レ
勁
、
四
時
不
レ
凋
‘
俗
呼
玉
寄
峯
葉
涵
象
所
＞
居
詩
〕
風
前
幾
降
育
毛
節
‘
雪
後

3
 

旦
青
木
葉
云
史
庭
院
賞
5

之
‘
但
有
如
醤
杢
相
裸
‘
則
應
レ
披
白
利
衣
゜

正
黒
如
燒
焦
笠
四
月
有
11

小
花
盃
紫
勁
色
、
形
色
不
レ
【
青
盲
】
574

芥
〇
あ
き
め
く
ら
。
目
が
あ
い
て
居
な
が

71

懇
玩
、
結
年
如
1

小
患
秋
月
赤
熟
。
ら
見
え
ぬ
病
。
〔
詩
、
大
雅
‘
震
憂
‘
朦
聰
奏
岱
‘
疏
〕
故

12

ー
七
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知
下
有
,
,
眸
子
1

而
細
翌
兒
曰
品
啄
‘
卸
今
之
青
盲
者
也
。
〔
後

漢
書
‘
掲
行
、
李
業
傭
〕
是
時
健
為
二
任
永
五
竺
業
同
郡

渇
償
並
好
レ
學
博
古
‘
公
孫
述
連
徴
命
‘
待
以
―
―
高
位
一
皆

託

青

盲

以

避
1

一
世
難
↓
〔
筆
苑
雑
記
〕
托
1

一
胄
盲
示
＇
レ

仕。

O
色
盲
の
一
種
。
宵
色
の
見
わ
け
の
つ
か
ぬ
視
力
。

【
青
蔓
】
575

弁
み
ど
り
の
つ
る
く
さ
。
蔓
゜
碧
蔓
。
〔
杜

甫
‘
除
架
詩
〕
幸
結
―
―
白
花
1

了
‘
寧
辞
青
蔓
除
。
〔
禁
襄
‘

詩
〕
藷
樹
絡
―
―
青
蔓
云
虚
壇
生
―
紫
苔
一

【
胄
味
】
576

て
ヲ
吸
物
や
炎
物
の
食
品
に
色
ど
り
を
そ
ヘ

る
た
め
に
添
へ
る
野
菜
物
。

【
青
冥
】
577

げ
〇
あ
を
ぞ
ら
。
宵
天
。
蒼
冥
゜
〔
楚
辞
‘
九

章
、
悲
回
風
〕
狐
青
冥
而
腿
虹
分
‘
遂
籠
忽
而
憫
レ

天
。
〔
任
防
‘
王
文
憲
集
序
〕
皐
門
後
進
、
必
加
善
誘
面
~

以
1

一
丹
需
之
賃
弘
以
,
,
青
冥
之
期
↓
〔
張
九
齢
‘
将
レ
至
岳

鴎
有
レ
懐
1

一
趙
―
―
―
詩
〕
湘
岸
多
―
―
深
林
一
胄
冥
書
＿
結
レ
陰
゜

〔
王
維
‘
華
嶽
詩
〕
連
天
凝
―
―
黛
色
一
百
里
遥
,
,
青
冥
↓

0
古
の
名
剣
の
名
。
〔
古
今
庄
‘
輿
服
〕
呉
大
皇
帝
有
―
―
賓

剣
六
二
曰
白
虹
‘
―
一
日
紫
電
‘
一
二
曰
辟
邪
‘
四
曰
流
星
‘

五
曰
胄
冥
‘
六
日
百
里
。
〔
小
學
紺
珠
‘
器
用
類
‘
六
剣
〕

白
虹
·
紫
電
・
辟
邪
・
流
星
•
寄
冥
•
百
里
。
〔
注
〕
古
今
注
‘

呉
大
帝
六
剣
。

【
青
目
】
578

苔
〇
親
し
む
目
つ
き
。
育
眼
(
1
0
3
)

に
同

じ
。
〔
博
燈
録
〕
一
鉢
千
家
飯
‘
孤
身
萬
里
遊
‘
冑
目
親
レ

人
少
、
問
レ
跨
白
雲
頭
。
〔
紅
棲
夢
‘
十
五
回
〕
凡
至
レ
都
者
、

未
レ
有
レ
不
三
男
垂
―
―
青
目
↓
〇
青
色
の
目
。
〔
梁
簡
文
帝
、

大
法
頌
序
〕
躇
1

一
乎
齊
目
無
歯
否
四
彼
廣
膝
赤
髭
↓
〇
如

来
の
瞳
゜
〔
徐
陵
、
東
陽
雙
林
寺
博
大
士
碑
〕
翡
曇
之
師
‘

有
レ
葱
―
―
青
目
↓
〔
呉
兆
宜
箋
注
〕
賓
女
経
‘
如
来
暗
子

如
柑
青
色
↓
R
上
役
か
ら
目
を
か
け
ら
れ
る
。
〔
幅
恵

全
書
‘
笙
仕
部
‘
立
琥
簿
〕
若
喝
二
青
目
ー
相
見
不
レ
妨
゜

【
青
門
】
579

弁
〇
漢
、
長
安
城
の
東
南
の
門
の
名
。
本

名
は
覇
城
門
‘
俗
に
門
の
色
が
青
い
か
ら
名
づ
く
と
い

ふ
。
漢
の
部
平
‘
此
虞
に
瓜
を
植
ゑ
‘
人
、
青
門
瓜
と
い

ふ
。
又
‘
魏
の
字
文
泰
‘
柔
然
可
汗
郡
叔
子
等
三
千
人

を
冑
門
外
に
殺
す
。
〔
漢
書
、
王
非
博
中
〕
七
月
辛
酉
‘

覇
城
門
災
‘
民
間
所
謂
青
門
也
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
三
輔

黄
圏
云
、
長
安
城
東
出
南
頭
名
こ
覇
城
門
ぶ
旧
以
―
―
其
色

羊
只
名
曰
,
,
青
門
↓
〔
玩
籍
、
詠
懐
詩
〕
昔
聞
東
陵
瓜
、
近

在
葎
門
外
↓
〔
北
史
、
突
蕨
博
〕
侯
斤
部
衆
既
盛
‘
乃
遣
レ

使
請
レ
誅
―
一
郎
叔
子
等
;
向
文
―
帝
許
レ
之
‘
牧
―
―
叔
子
已
下

―
―
一
千
人
付
1

一
其
使
者
五
竺
之
於
青
門
外
↓

0
曲
調
の
名
。

〔
李
賀
‘
黄
頭
郎
詩
〕
玉
慧
調
―
―
宵
門
一
石
雲
滉
,
,
黄
葛
↓

鬱
字
琥
°
①
明
‘
呉
宗
達
（
1
0
|
3
3
6
5
 :
 7
3
4
)

の
字
。
＠

清
‘
渇
震
生
(
1
1
0
|
4
4
5
7
9
 :
 2
4
6
)

の
字
。

〖
青
門
瓜
〗5

8
0
詩
モ
ノ
漢
の
邪
平
が
胄
門
外
に
種
ゑ
た

瓜
。
東
陵
瓜
。
〔
藝
文
類
緊
〕
史
記
日
、
邪
平
故
秦
東
陵

侯
‘
秦
滅
後
為
1

一
布
衣
ご
裡
―
―
瓜
長
安
城
東
ご
裡
瓜
有
―
―
五

色
石
甚
美
‘
故
世
謂
―
―
之
東
陵
瓜
一
也
、
又
云
―
―
冑
門
瓜
一
青

門
‘
束
陵
也
。
〔
三
輔
黄
圏
‘
一
、
都
城
十
二
門
〕
長
安
城

東
出
南
頭
第
一
門
日
二
覇
城
門
面
ぢ
兄
1

一
門
色
寄
「
名
日
―
―

宵
城
門
面
言
1
―
肖
門
面
ば
か
蕗
出
1

一
佳
瓜
↓
廣
陵
人
部
平

岱
秦
東
陵
扱
秦
破
‘
為
1

布
衣
云
門
瓜
青
門
外
ご
瓜

美
‘
故
時
人
謂
之
東
陵
瓜
↓

〖
宵
門
山
人
〗5

8
1
弁
パ
ク
字
麓

O
明
‘
沈
仕
(
6ー
1
7
1
8

9

:

 1
7
4
)

の
琥
。

O
清
、
部
長
茄
衡

(11|
 3
9
3
4
3
 :
 1
3
7
)

の

望

「

3
7
)

の
鑢

〖
青
門
老
圃
〗5

8
2
冦
刃
註
ノ
清
、
部
長
術(
1
1| 3
9
3
4
3
 :

1

 

【
青
羊
]
泌

[Ofo冑
色
の
ひ
つ
じ
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
（
梁

暉
）
為
―
―
輩
充
園
迫
、
無
レ
水
、
以
1

一
暉
所
レ
執
楡
鞭
一
臨
9

地
‘
以
面
羊
一
団
山
‘
紳
泉
湧
出
。
〔
逃
異
記
、
上
〕
梓
樹

之
精
‘
化
為
1

一
青
羊
一
生
百
年
而
紅
‘
五
百
年
而
黄
‘
又
五

百
年
而
色
蒼
‘
又
五
百
年
而
色
白
。

0
山
名
。
④
山
西
省

平
順
縣
城
の
北
。
＠
察
吟
爾
省
油
源
縣
の
東
南
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
‘
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
‘
龍
門
守
禦
千
戸

所
、
附
見
〕
青
羊
山
、
在
養
州
東
玉
燕
慕
容
銃
時
、
有
至
~

白
一
＿
龍
面
〖
―
―
子
此
｛
銃
卒
,
,

僚
隠
五
炉
之
‘
祭
以
太
牢
一

二
龍
交
レ
首
‘
嬉
戯
解
レ
角
而
去
、
因
名
＝
其
宮
一
口
和

龍
百
ぞ
柳
城
一
葛
和
龍
城
山
↓
亦
日
龍
山
↓

〖
羊
円
羊
宮
〗
5
8
4
悶
芍
青
羊
観
を
見
よ
。

〖
胄
羊
観
〗5

8
5
店
勾
道
観
の
名
。
一
名
、
青
羊
宮
。
四
川

省
成
都
縣
の
西
南
。
明
初
‘
蜀
王
重
建
す
。
明
末
‘
張
猷

忠
‘
詭
つ
て
科
攀
の
制
を
開
き
士
を
取
る
と
梢
し
て
天

下
の
士
を
青
羊
宮
に
集
め
‘
泰
＜
之
を
殺
す
。
其
の
筆

墨
‘
丘
塚
を
成
す
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
老
子
輿
―
―
隅
手
喜
1

別
、
約
日
、
千
日
後
‘
尋
→
―
我
於
成
都
青
羊
隷
公
品
〖
―
―
青

羊
観
↓
〔
明
史
‘
流
賊
‘
張
獣
忠
債
〕
獣
忠
黄
面
長
身
虎

頷
、
人
琥
,
,
黄
虎
ぶ
江
狡
孟
‘
嗜
レ
殺
‘

-
H
不
レ
殺
レ
A
、寵

泡
渇
不
レ
築
‘
詭
開
レ
科
取
レ
士
‘
集
二
於
胄
羊
宮
ぶ
碑
殺
レ

之
‘
筆
墨
成
1

一
丘
塚
↓
〔
明
一
統
志
〕
青
羊
宮
‘
明
初
重
建
。

〖
青
羊
君
〗5

8
6
パ
パ
ヤ
ヴ
明
‘
王
群
登(
7ー
2
0
8
2
3:
 1
9
0
5
)
 

を
い
ふ
。

〖
青
羊
隷
〗5

8
7
パ
イ
ヤ
ゥ
闘
手
子
が
再
ぴ
老
子
を
見
た
市
。

〔
海
鋒
砕
事
‘
道
繹
、
仙
〕
老
氏
授
―
―
隅
令
喜
1

以
―
―
道
徳

経
↓
日
、
汝
脩
行
千
日
、
功
成
入
レ
蜀
‘
可
下
於
―
―
青
羊
律

庄
相
尋
芸
炉
期
‘
見
"
'
老
子
再
生
一
人
家
言
」
三
歳
‘
授

以
元
冊
金
書
↓

〖
青
羊
奄
主
〗5

8
8
弁
ぷ5

清
‘
博
山
(
1
|9
3
9
 :
 5
6
)

の

葛
【一
Pl
洋
】
589

評
消
‘
舒
東
(
9
|
3
g
o
o
:・
7
0
)

の
字
。

【一
Pl
陽
]590

誇
〇
春
を
い
ふ
。
氣
宵
く
温
陽
な
と
こ
ろ

か
ら
い
ふ
。
陽
春
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
春
為
1

一
胄
陽
↓
夏
為
1

一

朱
明
五
秋
為
"
白
蔽
一
冬
為
1

一
玄
英
↓
四
時
和
謂
1

一
之
玉
燭
↓

〔
注
〕
氣
清
而
温
陽
゜
〔
溜
岳
‘
射
雉
賦
〕
於
レ
是
青
陽
告
レ

謝
。
〔
播
孟
陽
‘
元
日
詩
〕
青
陽
初
應
レ
律
‘
蒼
玉
正
臨
レ

軒
。
●
天
子
の
東
堂
を
い
ふ
。
古
、
天
子
は
孟
春
に
は

胄
陽
左
入
ー
に
居
り
、
仲
春
に
は
青
陽
太
廟
に
居
り
、
季

春
に
は
冑
陽
右
入
ー
に
居
っ
た
と
い
ふ
所
か
ら
、
天
子

の
居
る
所
の
室
を
い
ふ
。
〔
帽
‘
月
令
〕
（
孟
春
之
月
）
天

子
居
↓
一
青
陽
左
人
ー
↓
〔
注
〕
胄
陽
左
入
ー
、
大
寝
東
堂
北
偏
゜

〔
牛
弘
、
明
堂
議
〕
東
日
胃
陽
↓
轡
漢
郊
祀
歌
の
篇
名
。

〔
漢
書
‘
證
築
志
、
郊
祀
歌
‘
青
陽
〕
青
陽
開
動
、
根
妄
以

遂
‘
膏
潤
井
愛
践
行
畢
逮
‘
霞
臀
猜
榮
‘
壊
慮
頃
聴
‘
枯

稿
復
産
‘
廼
成
―
蕨
命
一
衆
庶
熙
煕
‘
施
及
1

一
夭
胎
五
塁
生

唱
哨
‘
惟
春
之
棋
°
R
地
名
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
荊
王

獣
青
陽
以
西
↓
〔
注
〕
集
解
曰
‘
漢
書
郁
陽
博
日
‘
越
水

長
沙
還
―
―
舟
青
陽
盃
諏
晏
曰
‘
青
陽
地
名
‘
蘇
林
日
、
青
陽

長
沙
縣
‘
是
也
。
〔
漢
書
‘
郡
陽
博
〕
越
水
長
沙
‘
還
1

舟
胄

陽
↓
〇
黄
帝
の
子
玄
楓
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
〕
黄
帝

届
軒
輯
之
兵
而
緊
於
西
陵
之
女
↓
是
為
媒
祖
占
媒

祗
総
責
帝
正
妃
ぶ
竺
一
子
石
氏
後
皆
有
天
下
石
氏
一

旦
玄
諜
；
是
為
,
,
青
陽
一
冑
陽
降
居
,
,
江
水
二
太
平
御

覧
‘
皇
王
部
四
ぶ
ノ
臭
金
天
氏
〕
帝
王
世
紀
曰
‘
少
臭
帝

名
摯
‘
字
肖
陽
‘
姫
姓
也
。

O
縣
名
。
唐
、
置
く
。
安
徽
省

貴
池
縣
の
東
。
〔
唐
書
‘
地
理
志
五
〕
池
州
‘
青
陽
縣
、
天

賓
元
年
析
盃
g

・
南
陵
・
秋
浦
1

置
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕

安
徽
‘
池
州
府
‘
縣
六
、
青
陽
。

O
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
〕

風
俗
通
曰
‘
胄
陽
氏
、
胄
陽
‘
黄
帝
子
也
‘
始
得
レ
姓
焉
。

〖
宵
陽
港
〗5

9
1
心
刃
ヤ
，
ウ
川
の
名
。
江
蘇
省
1昆
山
縣
の
東
。

又
、
明
時
‘
倭
寇
、
1

昆
山
よ
り
此
慮
に
至
る
。
知
縣
楊
i

止、

上
流
を
断
ち
、
―
―
酋
を
檎
に
す
。
還
寧
鐵
路
に
沿
ふ
。

八_
 

〖
青
陽
集
〗59

2
心
カ
ャ
‘
ゥ
書
名
。
四
巻
。
元
‘
余
闘
撰
゜
其14

の
詩
は
漢
魏
を
宗
と
し
、
優
柔
沈
涵
‘
元
人
中
に
於
て

27

別
に
一
格
を
為
す
。
〔
四
唐
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

1

〖
青
陽
地
〗5

9
3
伍
イ
ヤ
．
ゥ
江
蘇
省
呉
縣
盤
門
外
。
清
時
‘
馬

隅
條
約
に
よ
る
開
港
場
。

〖
青
陽
度
〗5

9
4
パ
イ
ヤ
ウ
架
府
西
曲
の
名
。
三
首
あ
り
。
〔
架

府
詩
集
、
清
商
曲
辞
、
西
曲
歌
、
青
陽
度
〕
古
今
架
録
日
‘

青
陽
度
、
椅
歌
、
凡
埼
歌
悉
用
―
―
鈴
鼓
「
無
レ
弦
有
レ
吹
。

〔
古
柴
府
‘
清
商
曲
酔
‘
西
曲
歌
下
‘
宵
陽
度
〕
隠
機
埼

不
レ
織
‘
尋
得
爛
漫
絲
‘
成
レ
匹
郎
莫
レ
断
‘
憶
債
経
絞
時
‘

碧
玉
摺
衣
砧
、
七
賓
金
蓮
杵
‘
i

口
回
攀
徐
徐
下
‘
軽
摺
只

為
レ
汝
、
青
荷
蓋
緑
水
;
大
容
披
―
―
紅
鮮
こ

r有
―
―
拉
根

應
上
生
,
,
拉
目
蓮
↓

〖
青
陽
山
房
〗5

9
5
”
誇
元
、
余
闘

(
1
|5
1
5
 :
 2
1
)

の

室
名
。

[
土
円
楊
】
596

均
樹
木
の
名
。
か
は
や
な
ぎ
。
水
楊
(
6
-
1
7

0
8
3
 :
 8
2
9
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
水
楊
〕
繹
名
、
青
楊
、
集

解
、
機
日
、
雀
豹
説
‘
蒲
楊
似
育
楊
一
青
楊
葉
長
似
レ
不
二

相
類
一
〔
古
今
注
‘
草
木
〕
白
楊
菓
圃
‘
胄
楊
葉
長
。

〖
青
楊
巷
〗5

9
7
店
ャ
‘
ウ
地
名
。
湖
北
省
江
陵
縣
の
東
南

沙
市
。
〔
北
史
‘
儒
林
下
、
何
妥
博
〕
時
蘭
陵
篇
音
亦
有
,
,

癌
オ
石
i-

―
冑
楊
巷
ぶ
女
住
-
―
白
楊
頭
五
時
人
為
5

之
語
日
‘

世
有
土
門
偶
一
白
楊
何
妥
‘
青
楊
蒲
音
。

【
宵
油
】
598ik
ィ
烏
臼
木
か
ら
作
っ
た
油
。
黒
漆
。
又
、
そ

れ
を
塗
っ
た
も
の
。
青
油
樟
・
青
油
幕
を
見
よ
。
〔
南
齊

書
‘
輿
服
志
〕
皇
太
后
皇
后
、
重
賢
車
‘
云
云
‘
胄
油
‘
侠

碧
絹
費
絞
゜
〔
羊
士
誇
‘
晩
夏
郡
中
叶
レ
疾
詩
〕
微
風
生
二

白
羽
盃
区
日
隔
―
―
青
油
↓
〔
温
庭
笥
、
感
レ
藷
陳
レ
情
詩
〕
照

日
青
油
涅
‘
迎
風
錦
帳
鮮
゜

〖
青
油
利
〗5

9
9
穴
イ
ユ
空
青
(
8ー
2
5
4
1
5:
 1
9
8
)

の

O
の

異
稽
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
珍
賓
‘
空
青
〕
石
簗
爾
雅
‘
空
青
、

一
名
、
青
油
利
。

〖
胄
油
瞳
〗6

0
0
月
宵
油
を
塗
っ
た
憧
゜
晉
代
、
諸
王

―
-
＿
公
の
動
徳
の
有
る
者
に
特
に
加
ふ
。
〔
晉
書
、
輿
服

志
〕
阜
輪
車
駕
、
四
牛
‘
形
制
猶
如
緬
積
車
↓
但
阜
漆
輪
穀

上
加
育
油
帷
‘
朱
絲
縄
絡
二
諸
玉
―
-
＿
公
有
,
,
動
鶴
者
、

特
加
レ
之
。

〖
青
油
幕
〗6

0
1
心
竺
胄
油
を
作
る
烏
臼
木
の
嫌
で
作
っ

た
幕
。
将
軍
の
幕
。
〔
南
史
‘
梁
宗
室
博
上
〕
（
庚
）
信
西

上,,
江
陵
こ
翌
空
江
夏
こ
詔
接
レ
信
甚
薄
‘
坐
1

一
青
油
幕



(42564・ ·602)— (42564· ・637) 

青

部

青

下
↓
〔
南
史
‘
劉
式
之
博
〕
因
求
―
―
盆
州
五
否
行
‘
甚
不
レ

得
レ
意
、
至
―
―
江
陵
云
杢
顔
竣
書
ー
曰
‘
朱
脩
之
三
世
叛

兵‘

-Fl
居
孟
刑
州
青
油
幕
下
一
作
1

一
謝
宣
明
面
目
一
見

向
。
〔
李
正
封
‘
晩
秋
郡
城
夜
會
聯
句
詩
〕
従
軍
古
云
レ

棗
談
笑
青
油
幕
。
〔
碓
陶
‘
寄
1

一
襄
陽
章
孝
標
1

詩
〕
青
油

幕
下
白
雲
邊
、
日
日
空
山
夜
夜
泉
。

【一
Pl
蠅
】
602

店
〇
蠅
の
一
種
。
あ
を
ば
へ
。
議
言
す
る
悪

む
べ
き
小
人
の
喩
。
蒼
蠅
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
胄
蠅
〕
螢
螢
胄

蠅
‘
止
手
翠
登
弟
君
子
、
紐
信
諏
言
↓
〔
漢
書
、
成
帝

紀
〕
有
青
蠅
無
二
萬
敦
↓
〔
論
衡
‘
累
害
〕
清
受
レ
鹿
‘
白

取
レ
垢
、
青
蠅
所
レ
汗
‘
常
在
―
―
練
素
↓
〔
王
褒
‘
四
子
講
徳

論
〕
夫
青
蠅
不
レ
能
レ
稜
,
,
垂
棘
↓
〔
李
白
、
鞠
歌
行
〕
楚
國

育
蠅
何
太
多
‘
連
城
白
璧
遭
レ
議
毀
。

O
詩
経
‘
小
雅
‘
甫

田
之
什
の
篇
名
。
王
の
議
を
信
ず
る
を
刺
っ
た
詩
。

〔
詩
、
小
雅
‘
胄
蠅
序
〕
宵
蠅
‘
大
夫
剌
幽
王
一
也
。

〖
青
蠅
悪
〗6
0
3
t
"

ョ
‘
ゥ
あ
を
ば
へ
の
糞
。
護
人
の
喩
。
青

蠅
之
矢
を
見
よ
。

〖
一Pl蠅
之
矢
〗

6
0
4
咋
ョ
ヴ
ノ
漢
、
昌
邑
哀
王
碍
が
夢
に
見

た
あ
を
ば
へ
の
糞
。
悪
む
べ
き
も
の
の
喩
゜
〔
漢
書
、
武

五
子
‘
昌
邑
哀
王
竹
傭
〕
後
王
夢
T

羊
円
蠅
之
矢
積
二
粟
階

東
店
四
五
六
石
冨
竪
屋
版
瓦
1

覆
公
空
親
レ
之
、
青
蠅
矢

也
‘
以
問
レ
遂
‘
遂
曰
‘
陛
下
之
詩
不
レ
云
乎
‘
螢
螢
青
蠅
‘

至
子
藩
位
悌
君
子
‘
庶
信
証
言
五
陛
下
左
側
譴
人

衆
多
‘
如
―
―
是
胄
蠅
悪

L
苓
〔
注
〕
師
古
日
‘
悪
即
矢
也
‘

越
王
句
践
為
,
,
呉
王
歪

y
悪
‘
亦
其
義
也
。

〖
青
蠅
染
レ
白
〗60

5
芹
五
り
小
人
が
君
子
を
議
し
け
が

す
喩
。
〔
丁
儀
‘
属
志
賦
〕
疾
―
―
宵
蠅
之
染
も
口
‘
悲
1

一
小
弁

之
靡
品
唸
〔
陳
子
昂
、
宴
,
,
胡
楚
慎
禁
所
一
詩
〕
胄
蠅
一

相
貼
、
白
璧
遂
成
レ
冤
゜

〖
一Pl蠅
弔
客
〗

6
0
6
討
焚
あ
を
ば
へ
の
弔
客
。
死
ん
で

誰
も
弔
ふ
も
の
が
無
く
‘
た
だ
胄
蠅
が
弔
ふ
。
〔
呉
志
、

虞
翻
博
‘
庄
〕
翻
別
博
日
‘
翻
放
↓
―
逐
南
方
一
云
自
恨
銃

節
、
骨
罷
不
レ
媚
、
犯
レ
上
獲
レ
罪
、
嘗
長
設
海
嬰
生

知
可
1

一
典
語
盃
死
以
1

一
青
蠅
為
―
―
弔
客
一
使
―
―
天
下
一
人

知
＂
已
者
、
足
,
,

以
不
ぬ
恨
゜
〔
寒
山
‘
詩
〕
死
将
レ
矮
,
,
青
蠅
{

弔
不
レ
芳
百
鶴
↓

〖
青
蠅
貼
レ
素
〗60

7
ば
五
ダ
あ
を
ば
へ
が
し
ろ
い
も
の

を
け
が
す
。
小
人
が
君
子
を
け
が
し
、
又
は
邪
慾
が
節

義
を
け
が
す
喩
゜
〔
後
漢
書
、
楊
震
傭
〕
青
蠅
貼
レ
素
、
同
―
―

絃
在
＂
藩
。

〖
胄
蠅
横
生
〗6

0
8
存
号
悪
む
べ
き
小
人
が
し
ぎ
り
に
馬
名
。
〔
蘇
献
、
申
王
豊
馬
圏
詩
〕
青
鰈
蜀
棧
西
超
忽
‘

生
ず
る
。
〔
魏
志
、
毛
玲
博
〕
宵
蠅
横
生
‘
為
レ
臣
作
レ
謗
。
高
準
濃
蛾
散
―
―
荊
棘
↓

〖
青
蠅
飛
二
於
竿
施
―
〗

6
0
9
”
豆
り
了
プ
識
人
の
極
り
な
【
青
羅
】

6
1
7
巧
〇
宵
い
っ
た
。
〔
江
滝
、
江
上
之
山
賦
〕

い
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
哀
諜
傭
〕
爵
蠅
飛
―
―
於
竿
施
ご
無
忌
桂
ニ
ー
g
羅
分
萬
切
玉
乎
丹
石
乎
百
重
↓
〔
謝
萬
‘
蘭
亭
集

墨

於

―

―

星

↓

詩

〕

青

羅

翡

レ

袖

‘

修

竹

冠

及

「

O〔
王
昌
齢
‘
諸
官
油
招
隠

【
青
應
こ
610

読
三
歳
の
た
か
。
お
ほ
た
か
。
〔
倭
名
類
緊
寺
―
詩
〕
山
館
人
已
空
、
胄
羅
換
―
―
風
雨
↓
〔
李
白
‘
下
二
終

抄
‘
材
族
部
、
鳥
名
‘
鷹
〕
三
歳
名
l

一
之
冑
鷹
白
鷹
函
霞
叩
南
山
一
過
―
―
料
斯
山
人
一
宿
置
酒
詩
〕
緑
竹
入
―
―
幽
径
「
青

抄
云
、
大
鷹
‘
於
保
太
加
。
〔
箋
注
〕
案
青
白
随
レ
色
名
レ
羅
彿
―
―
行
衣
↓
〔
白
居
易
、
卑
ハ
―
―
微
之
一
書
〕
青
羅
為
―
―
埴

之
‘
俗
説
鷹
白
者
不
レ
論
雌
雄
函
曰
名
'1

之
良
太
賀
禾
＇
レ
垣
↓
●
清
、
装
尊
生

(
1
0ー

3
4
3
1
2
:
 3
0
)

の
琥
。

論
青
良
大
者
皆
名

l―
於
保
太
加
一
〖
青
羅
閣
〗

6
1
8
狂
バ
ラ
清
、
李
峻(
6
-
1
4
4
5
9

:
 4
4
0
)

の
室

【
青

t
】611
芍
川
の
名
。
一
名
、
魯
陽
江
。
源
は
安
徽
省
名
。

幣
縣
の
西
北
の
葉
村
。
石
壊
縣
よ
り
東
北
蕪
胡
縣
に
至
〖
青
~
羅
館
〗

6
1
9
バ
％
澤
田
鱗
の
琥
゜
澤
田
東
江
(
7
-
1
8
3

り
、
大
江
に
合
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
寧
國
府
‘

8
3
:
 5
8
)
を
見
よ
。

宣
城
縣
〕
宵t
江
、
府
西
六
十
里
、
源
出
―
―
涅
縣
‘
及
池
洲
〖
腎
羅
子
〗

6
2
0
づ
ラ
明
、
王
漸
逹

(
7ー
2
0
8
2
3:
 1
8
2
6
)
 

府
之
石
壊
縣
‘
又
太
平
縣
、
及
府
西
南
境
五
諸
川
皆
雁
入
の
琥
゜

焉
、
東
北
流
鯉
一
行
廊
山
ガ
入
北
合
―
―
諸
山
埃
之
水
ご
粒
1
-

【
宵
来
】
621

げ
字
琥
。

O
明
、
江
東
偉
（
6
ー

1
7
1
4
0
:
 4
9
 

方
山
下
↓
又
北
出
1

一
揚
胄
口
↓
會
―
―
太
平
府
黄
池
河
ガ
ヘ
北

7
)

の
字
。

O
清
、
徐
潮
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 2
3
3
)

の
字
。

O
清、

入
―
―
蕪
湖
縣
界
五g大
江
→
沈
鐙
（
天
津
の
人
）
（

6
—

1
7
1
8
9:
 2
6
2
)

の
O
の
琥
゜
R

【
青
螺
】
612

巧

0
-円
色
の
に
し
貝
゜
〔
華
巌
経
〕
佛
誓
肉
清
、
陸
燿
(
1
1
|
 4
1
7
0
8
 :
 2
1
)

の
字
。

如
討
螺
↓
〔
桂
海
虞
衡
志
〕
胄
螺
状
如
田
螺
面
夭
如
レ
【
青
昧
】
623

c
h
'
i
n
g
'
l
a
i
 
4

御
愛
顧
。
御
世
話
。

拳
措
摩
去
―
―
羅
皮
↓
如
翡
翠
色
蘊
琢
総
酒
杯
↓
〇
遥
【
青
雷
】
624

乃
消
‘
朱
文
震
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 9
8
1
)

の
字
。

か
に
見
え
る
胄
い
山
を
螺
に
見
た
て
て
い
ふ
。
〔
劉
馬
【
青
嵐
】
6
2
5
i
パ
夏
の
風
。
胄
葉
を
吹
く
風
。
又
、
青
々

錫
、
望
洞
庭
詩
〕
遥
望
洞
庭
山
色
翠
、
白
銀
盤
裏
―
―
円
と
し
た
山
の
氣
゜
〔
呂
温
‘
斐
氏
海
昏
集
序
〕
竹
洞
花

螺。

0
字
琥
°
①
明
‘
郭
子
章
(
1
1
ー

3

ぼ
7
4
:
 3
0
8
)

の
塙
‘
仙
壇
僧
含
、
難
犬
鐘
梵
、
相
1
1

聞
於
寄
嵐
白
雲
中
砿
i

舅
＠
消
、
徐
燦
心
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 4
3
5
)

の
字
。
百
里
不
レ
絶
。
〔
白
居
易
‘
題
―
―
虞
祁
書
夏
日
新
栽
＞
竹
詩
〕

〖
羊
円
螺
昏
〗
6
1
3
五
ぢ
山
の
形
容
。
〔
蘇
拭
‘
賓
山
新
開
レ
径
未
レ
夜
青
嵐
入
、
先
レ
秋
白
露
圃
゜
〔
陳
陶
‘
竹
詩
〕
胄
嵐
蒋

詩
〕
同
観
佛
骨
宵
螺
髯
‘
踏
遍
仙
人
碧
玉
壺
゜
〔
事
物
異
亜
思
五
栞
帆
緑
澗
偏
多
憶
ー
店
磁
竺

名
録
‘
坤
輿
、
山
〕
蘇
献
詩
‘
佛
國
背
螺
誓
‘
按
謂
レ
山
也
。
【
青
蘭
】
626

冦
パ
芳
草
の
名
。
蘭
に
似
た
宵
色
の
花
を
つ

【
青
羅
】
614

五
ィ
胄
色
の
う
す
ぎ
ぬ
。
〔
隋
書
‘
幡
儀
志
く
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
芳
草
類
、
青
蘭
〕
按
肯
蘭
葉
似
I
I

七
〕
胄
衣
‘
青
羅
為
レ
之
、
制
輿
―
―
鞠
衣
一
同
。
〔
孔
武
仲
‘
炭
帯
草
盃
皿
堕
棺
葉
間
生
二
青
花
似
＞
蘭
、
而
不
レ
香
。

歩
港
観
レ
蟄
詩
〕
爛
如
―
―
神
仙
珠
王
闘
一
羊
円
羅
掩
映
千
明
【
青
編
3
]
6
2
7
i
パ
宵
々
と
し
た
山
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
陵
二
黄

笠

桂
1

齊
磁
芸
〔
謝
患
連
、
松
賛
〕
跡
絶
―
―
玉
除
五
形
寄
ニ

悔〖
青
羅
帯
〗6

1
5
パ
ぢ
水
の
形
容
。
〔
韓
愈
、
送
―
―
桂
州
巌
胄
轡
→
〔
櫂
徳
輿
‘
贈
―
―
天
竺
叢
隠
二
寺
寺
主
一
詩
〕
山
僧

大
大
詩
〕
江
作
―
―
宵
羅
帯
一
山
如
二
碧
玉
墓
↓
半
在
,
,
中
峯
在
住
‘
共
占
,
,
,
胄
轡
卑
ハ
―
―
白
雲
↓

【
青
蝶
】
616

吋
黒
ら
ば
。
黒
毛
の
蝶
゜
〔
魯
女
生
別
傭
〕
【
青
鸞
】
628

げ

O
鳳
凰
の
一
種
。
青
色
の
多
い
も
の
。

李
少
君
死
後
百
餘
日
、
人
見
下
其
在
,
,河
東
蒲
坂
証
{
•
胄
〔
治
聞
記
〕
光
武
時
有1一
大
鳥
「
古
向
五
尺
、
五
色
備
攀
而

蝶
蕃
聞
レ
之
、
猜
レ
棺
無
祈
レ
見
。
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
〕
多
レ
青
‘
詔
問
百
僚
↓
威
以
為
レ
鳳
、
太
史
令
保
衡
封
日
‘

漿
白
島
而
子
前
‘
策
二
苦
品
琴
而
韓
疑
゜
〔
李
賀
‘
馬
凡
象
鳳
者
有
五
、
多
二
赤
色
希
鳳
、
多
府
色
著
鸞
‘

詩
〕
少
君
騎
-
1

海
上

T
八
見
是
宵
蝶
゜
〔
碓
陶
‘
哭
―
―
饒
州
此
青
者
乃
鸞
‘
非
レ
鳳
也
。
〔
李
白
‘
鳳
凰
曲
〕
青
鸞
不
―
―
獨

呉
諫
議
使
君
1

詩
〕
神
仙
難
レ
見
轡
蝶
事
、
諫
議
空
留
白
去
盃
更
有
一
櫨
ど
千
人
一
〔
戴
叔
倫
‘
早
春
曲
〕
玉
頬
暗
紅
夢

初
醒
‘
羞
見
寄
喪
鏡
中
影
。

O
鏡
を
い
ふ
。
〔
徐
資
、
上
陽

宮
詞
〕
粧
嚢
塵
暗
青
鸞
掩
。
参
竪
鈴
。
天
子
の
車
の
鈴
。

〔
齊
武
帝
、
藉
田
記
〕
嗚
脅
鸞
於
東
郊
｛
晃
畜
妊
竺
而

泄
軍
。
R
西
王
母
(
1
0
ー

3
4
7
6
3
:
 6
4
1
)
を
い
ふ
。

〖
青
鸞
信]
0
2
9

ペ
パ
ラ
；
肖
鸞
が
も
た
ら
す
便
り
。
＿
音
信

を
い
ふ
。
〔
西
廂
記
‘
草
橋
店
夢
1一
鶯
鶯
一
雑
劇
〕
椅
—
一
定
門

鬼
待
‘
越
越
的
青
鸞
信
杏
、
黄
犬
昔
乖
。

【
青
朧
】
630g
ィ
黒
毛
の
馬
。
〔
爾
雅
‘
秤
畜
〕
育
朧
、
開
。

〔
注
〕
今
之
鐵
聰
゜
〔
楚
辞
‘
招
魂
〕
宵
朧
結
剛
分
齊
1

一千

乗
二
史
記
、
夏
紀
〕
其
土
宵
朧
゜
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
皐

蘭
被
"
径
路
一
青
羅
逝
駿
駿
。

【
青
柳
】
631

討
青
々
し
た
柳
゜
〔
溢
岳
、
金
谷
集
詩
〕
緑

池
没
淡
淡
‘
青
柳
何
依
依
゜
〔
杜
甫
‘
題
二
新
津
北
橋
棲
1

詩
〕
白
花
窟
外
桑
、
青
柳
檻
前
梢
゜

〖
青
柳
剛
齋
〗6

3
2
窃
芹
越
後
の
人
。
本
姓
は
古
川
。
名

は
剛
。
字
は
子
健
゜
琥
は
剛
齋
。
明
治
―
-
＋
三
年
歿

す
。
年
六
十
。
昌
平
羮
に
學
ぴ
、
佐
藤
一
齋
・
安
積
良

齋
に
師
事
す
。
官
は
柏
崎
縣
學
校
教
師
。
博
學
治
聞
‘

其
の
理
を
解
く
、
大
要
宋
儒
に
因
り
、
名
物
訓
詰
は
之

を
漢
唐
に
取
り
、
而
し
て
別
に
一
家
言
を
建
つ
。
著
に

剛
齋
文
稿
•
孔
門
宗
要
が
あ
る
。
〔
越
佐
名
家
著
述
目

録〕。

【
青
陸
】
633

丘
＂
月
の
行
く
道
。
青
道

(
3
9
4
)

の
O
に
同

じ
。
〔
顔
延
之
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕

H
躊
―
胃
維
五
バ

軌
,
1

青
陸
↓
〔
注
〕
善
曰
、
河
圏
帝
覧
嬉
日
、
立
春
春
分
‘
月

従
1

一
東
青
道
□
社
預
左
氏
傭
注
日
、
陸
道
也
、
向
日
、
青

陸
、
東
道
也
。
〔
虞
照
郎
、
雙
模
樹
賦
〕
青
陸
至
而
鶯
暗
‘

朱
陽
升
而
花
笑
。

【
胄
立
】
634

丘
パ
字
琥
。

O
清
、
朱
昂
之
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 6
9
 

2
)

の
字
。
●
消
‘
陳
靖
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 3
9
1
)

の
O
の
字
。

【
青
梁
】
函
店
が
青
い
梁
。
〔
管
子
、
地
員
〕
其
種
青
梁
黒

埜
黒
秀
。
〔
本
草
‘
梁
〕
集
解
‘
恭
El
、
青
梁
‘
殻
穂
有
レ
毛

而
粒
需
、
米
亦
微
青
‘
而
細
―
―
於
黄
白
梁
↓

【
青
領
】
636g
炉
青
色
の
え
り
の
服
。
古
‘
學
生
の
服
。
縛

じ
て
‘
學
生
を
い
ふ
。
青
衿
(
1
3
2
)

に
同
じ
。
〔
洛
陽
伽
藍

記
‘
城
南
‘
景
明
寺
〕
（
邪
子
オ
）
罰
レ
惰
賞
レ
勤
‘
専
レ
心
勧

誘
、
青
領
之
生
‘
競
攘
雅
術
ぶ
沐
洒
之
風
‘
滋
焉
復
盛
。

5
 

【
宵
陵
】
637

店が

O
城
の
名
。
唐
‘
置
く
。
河
南
省
郵
城
縣

ー7
 

の
西
南
。
唐
、
元
和
十
二
年
、
李
光
顔
が
呉
―
冗
渭
を
討

つ
て
痕
水
を
渡
り
、
青
陵
を
園
み
‘
郡
城
の
蹄
路
を
絶

12

．．
． 

＇ 
九



(42564・ ·638)— (42564· ・665) 

っ
た
。
〔
讀
吏
方
輿
紀
要
、
河
南
、
開
封
府
、
許
州
、
郡
城

縣
〕
育
陵
城
縣
西
南
三
十
里
、
唐
時
淮
西
叛
帥
所
レ
置
‘

元
和
十
二
年
、
李
光
顔
討
1

一
呉
元
清
二
度
1

漏
茶
公
園
1

一青

罠
以
絶
,
,
郡
城
欝
路
石
血
城
遂
降
。

O
海
保
皐
鶴
の
琥
゜

海
保
青
陵
(
6
ー

1
7
5
0
3
:
 6
9
2
)
を
見
よ
。

〖
青
陵
喜-
]
6
3
8

た
り1
ヨ
•
ウ
壷
の
名
。
河
南
省
封
丘
縣
の
東

北
。
〔
韻
府
引
‘
古
築
府
〕
宋
康
王
欲
レ
奪
1

一
含
人
韓
憑
之

妻
盆
は
翌
青
陵
曇
一
望
レ
之
‘
憑
妻
作
レ
詩
日
、
南
山
有
レ

鳥
、
北
山
張
レ
羅
‘
鳥
自
高
飛
‘
羅
将
―
―
奈
何
↓
〔
李
商
隠
‘

青
陵
畳
詩
〕
青
陵
畳
畔
H
光
斜
‘
萬
古
貞
魂
椅
―
―
暮
霞
↓

〔
明
一
統
志
〕
青
陵
畳
、
在
,
,
開
封
府
封
丘
縣
界
↓

【
青
龍
】
639

丼
数
E

O
青
色
の
龍
。
古
来
瑞
兆
の
物
と

す
る
。
青
騎
。
〔
呂
覧
、
本
味
〕
馬
之
美
者
、
青
龍
之
匹
゜

〔
淮
南
子
、
寛
冥
訓
〕
鳳
凰
翔
1

一
於
庭
正
麒
騎
溜
"
於
郊
云
青

龍
進
レ
駕
、
飛
黄
伏
ら
早
。
〔
魏
志
、
明
帝
紀
〕
青
龍
元
年

正
月
甲
申
、
青
龍
見
―
―
郊
之
摩
跛
井
中
↓
〔
宋
書
‘
符
瑞
志

上
〕
（
周
公
旦
）
輿
―
一
成
王
―
観
,
,
於
河
洛
沈
璧
云
證
畢
‘
云

云
‘
榮
光
並
出
-
1

幕
河
一
青
雲
浮
至
‘
青
龍
臨
涵
壇
、
街
1

一玄

甲
之
圏
盃
H

レ
之
而
去
‘
證
↓
―
於
洛
爺
亦
如
レ
之
。

O
太
歳
(OO

ー

5
8
3
4
:
 1
6
7
)

の
O
の
異
名
。
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
天

紳
之
貴
者
、
莫
レ
貴
,
,
於
青
龍
二
或
日
1

一
天
二
或
日
1

一太

陰
↓
〔
後
漢
書
‘
律
暦
志
下
〕
青
龍
移
レ
辰
謂
1

一
之
歳
↓
●
四

紳
の
一
。
東
方
の
星
宿
の
名
。
東
方
を
司
る
紳
。
蒼
龍
゜

〔
畷
曲
證
上
〕
行
前
―
―
朱
雀
―
而
後
二
玄
武
工
左
―
―
青
龍
面
而

右
-
1白
虎
→
〔
疏
〕
朱
鳥
・
玄
武
•
青
龍
·
白
虎
、
四
方
宿
名

也
。
〔
管
子
、
地
員
〕
青
龍
之
所
レ
居
。
●
し
や
こ
を
い
ふ
。

蝦
姑
の
異
楢
゜
〔
間
書
‘
間
産
〕
次
者
名
1

一
蝦
姑
西
囲
元
遺

事
‘
載
-
―
其
名
ぶ
笠
即
蝶
蛭
石
尾
如
信
帽
盃
水
人
謂
乏

胄
龍
↓
働
年
琥
。
④
三
國
魏
、
明
―
帝
（
曹
叡
）
の
時
。
(
2
3
3

ー

2
3
7
)
＠
東
晉
の
五
胡
十
六
國
の
一
、
後
趙
‘
石
緊
の

時。
(
3
4
9

1
 3
5
0
)
◎
東
晉
の
五
胡
十
六
國
の
一
、
後
燕
‘

烈
宗
恵
問
帝
（
慕
容
賓
）
の
世
‘
蘭
汗
の
僭
琥
。

(
3
9
7
)

●
後
魏
、
劉
騰
（
2
-
2
2
2
4
:
 5
3
1
)

の
字
。

〖
青
龍
河
〗6

4
0
芍
り
，
ョ
‘
ゥ
川
の
名
。
●
源
は
河
北
省
口
外
。

桃
林
口
よ
り
長
城
に
入
る
。
凍
河
に
注
ぐ
。
古
の
慮

水
の
こ
と
。
一
名
、
大
祖
水
。
●
河
南
省
輩
縣
の
西
。

源
は
青
龍
山
。
洛
洒
河
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

江
南
、
河
南
府
、
輩
縣
‘
祁
谷
水
〕
青
龍
河
、
在
1

紅
縣
西
南

五
十
里
正
皆
源
出
―
―
青
龍
五
饒
流
分
注
、
下
流
入
―
―
於
洛
訥

河
一
也
。

宵

部

宵

會
、
儀
制
三
、
青
龍
白
虎
朱
雀
玄
武
旗
圏
考
〕
曲
證
‘
行

前↓
1

朱
雀
―
而
後
↓
↓
玄
武
工
左
1

一
青
龍
―
而
右
1

一
白
虎
↓
義
疏

日
、
四
者
四
方
宿
名
也
‘
蓋
古
者
君
行
師
従
‘
故
享
翌
此

四
者
於
施
旗
一
以
為
―
―
前
後
左
右
之
兵
陳
1

也
、
唐
制
‘

四
旗
在
―
―
歯
簿
中
ぶ
木
朱
雀
旗
‘
赤
質
赤
火
烙
脚
檜
,
,
朱

雀
「
玄
武
旗
‘
黒
質
煕
火
烙
脚
綸
―
―
亀
蛇
「
青
龍
旗
、
青
質

赤
火
烙
獅
綸
1

一
躇
龍
「
白
虎
旗
、
白
質
赤
火
烙
闘
綸

A
E

虎
二
は
同
―
―
宋
制
公
7

制
興
レ
宋
同
。

〖
青
龍
橋
〗64

3
府
l

ヨ
，
ゥ
橋
の
名
。O
河
北
省
宛
平
縣
の

北
。
清
の
帝
‘
隈
：
過
―
―
青
龍
橋
l

詩
が
あ
る
。

O
河
北
省

延
慶
縣
の
東
南
。
澗
水
の
上
に
跨
る
。
西
北
に
八
逹

嶺
あ
り
。
元
時
‘
軍
を
此
の
嶺
に
屯
す
。
居
庸
の
北
口

と
稽
せ
ら
る
。
京
緩
鐵
路
に
沿
ふ
。
●
湖
南
省
賓
慶

縣
の
東
門
の
外
。
邪
水
に
跨
る
。
唐
時
‘
建
つ
。

〖
青
龍
山
〗6
4
4
丑
バ

l

ヨ
，
ゥ
山
名
。
●
江
蘇
省
南
京
市
の
東

南
。
山
の
北
に
小
青
龍
山
あ
り
‘
雨
山
の
間
を
長
山
窪

と
い
ふ
。
〔
建
康
志
〕
在
―
―
上
元
縣
東
南
三
十
五
里
面
四
二

十
里
。
〔
李
白
‘
登1ム
金
陵
冶
城
西
北
謝
安
激
—
詩
〕
白
鷺

墜
春
洲
涵
青
龍
見
,
,
朝
嗽
《
●
浙
江
省
句
容
縣
の
北
‘
龍

渾
鎮
の
附
近
。
石
炭
産
地
。
●
江
蘇
省
慄
陽
縣
の
北
。

〔
建
康
志
〕
山
有
1

一
洞
穴
玉
祈
藉
輔
應
‘
山
半
有
レ
洞
日
―
-=Pl

龍
洞
工
亦
曰
1

一
洞
山
↓
R
河
南
省
翠
縣
の
南
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
‘
河
南
‘
河
南
府
‘
輩
縣
‘
寒
戦
山
〕
胄
龍
山
、
在
―
―

縣
南
四
十
里
ギ
不
太
祗
永
昌
陵
東
‘
其
尾
接
1

一
洛
河
―
者
、

曰
籠
尾
山

-
O貴
州
省
鎮
寧
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
‘
貴
州
、
安
荘
衛
指
揮
使
司
〕
青
龍
山
、
在
-
1

衛
城
南
一

連
峯
昼
蠍
‘
逸
逸
如
レ
龍
‘
下
有
1

一
嘉
築
池
ぶ
其
討
峙
者
、

旗龍青
（會圏オ三）

〖
青
龍
江
〗6

4
1
紐
吋
ゥ
川
の
名
。
江
蘇
省
青
浦
縣
の
北
。

其
上
流
は
、
西
‘
大
盈
浦
に
接
し
、
東
‘
顧
會
浦
に
接

す
。
呉
漱
江
に
注
ぐ
。
孫
櫂
が
其
の
青
龍
載
艦
を
此

慮
で
作
る
。
〔
江
南
通
志
〕
青
龍
江
‘
昔
通
ー
ー
選
漬
コ
＾
レ

海
、
韓
世
忠
拒
1
1
~
~於秀
州
i

以
―
―
前
軍
1

駐,,
青
龍
i

中
軍
駐
1

汁
江
環
後
軍
駐
1
1

海
只
即
此
゜

〖
背
龍
旗
〗6
4
2
~

イ
l

ヨ
，
ゥ
青
龍
を
宣
い
た
旗
゜
〔
三
オ
圏

旦

白

虎

山

↓

林

昔

築

〕

唐

世

京

城

湘

手

、

夏

月

採

レ

蝉

貨

レ

之

‘

唱

曰

‘

〖
青
龍
疋
〗6
4
5
5

”l

ョ
．
ゥ
駿
馬
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
‘
鳥
只
賣
育
林
昔
築
一
婦
妾
小
兒
争
買
‘
以
レ
籠
懸
西
芦

獣
‘
馬
纏
〕
馬
之
美
者
、
青
龍
之
疋
‘
追
風
之
乗
。
間
盃
“
有
し
瞼
―
―
其
臀
長
短
云
腔
勝
負
玉
只
謂
1

一
之
仙
晶

〖
青
龍
刀
〗6

4
6
討
1
f

ゥ
中
國
の
刀
。
柄
の
刀
身
を
承
け
社
→

る
所
に
青
龍
の
か
ざ
り
の
あ
る
な
ぎ
な
た
様
の
刀
。
【
一
円
綸
】
臨
乃
青
い
絲
で
あ
ん
だ
印
の
綬
°
役
人
と
な

〖
青
龍
符
〗6

4
7
九
イ1
ョ
ウ
隋
代
‘
東
方
の
刺
史
に
興
へ
た
る
と
き
賜
は
る
も
の
。
〔
後
漢
書
‘
仲
長
統
博
〕
身
無
,
,

割
符
。
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
高
祗
頒
―
―
銀
龍
符
云
後
改
―
―
銅
魚
半
通
青
綸
之
命
盃
匹
騒
1

一
三
辰
龍
章
之
服
↓
〔
沈
遼
、
詩
〕

獲
東
方
諸
州
給
青
龍
符
工
南
方
諸
州
朱
雀
符
、
西
方
公
子
負
1

云
仝
更
少
年
成
―
―
青
綸
↓
「
名
。

諸
州
翡
虞
符
、
北
方
諸
州
玄
武
符
。
〔
海
録
砕
事
‘
衣
冠
〖
青
綸
館
〗

6
5
6
約
匁
清
‘
宋
箱

(
3
_
7
S
8
:
1
0
)

の
室

服
用
‘
印
綬
〕
隋
開
皇
中
、
頌
―
―
青
龍
符
於
東
方
刺
史
一
【
青
燐
】
657

特
鬼
火
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
‘

F
解
〕
青
燐

西
方
以
1

一
翡
虞
盃
南
方
以
―
―
朱
雀
平
北
方
以
,
,
玄
武
一
中
頌
二
荒
草
浮
。

銀
免
符
於
諸
郡
五
武
徳
中
改
―
―
銅
符
→
〖
青
燐
怨
氣
〗

6
5
8
[
パ
り
ン
無
賓
の
罪
で
殺
さ
れ
た
恨
み

〖
青
龍
山
人
〗
曲
弁
丸
喝
明
‘
呉
理
(
2
-
3
3
6
5
:
 3
2
0
)

の
青
光
り
。
〔
輻
悪
全
書
‘
刑
名
部
、
監
禁
〕
庶
青
燐
怨
氣

の

琥

。

不

二

亦

漸

少

一

哉

。

〖
青
龍
白
虎
〗6
4
9
5
'

”
”
五
ゥ
野
菜
と
豆
腐
を
喩
へ
て
い
[
青
鱗
冨
均
刀
剣
の
形
容

o

〔
白
居
易
ヽ
河
陽
石
尚
書

ふ
。
〔
甑
北
詩
紗
〕
白
虎
青
龍
一
口
呑
。
〔
注
〕
俗
以
＿
1

-

豆

破

1

一
回
髄
盃
翌
貴
主
五
翌
上
黛
A
印
鷺
鷺
―
綸
蜜
為
レ
圏

腐

野

菜

為

―

―

青

龍

白

虎

↓

猥

蒙

一

見

示

一

稽

歎

不

レ

足

以

レ

詩

美

レ

之

詩

〕

剣

抜

青

鱗

〖
青
龍
慨
月
刀
〗65

0弁砕
炉
青
龍
刀
。
又
‘
冷
髄
鋸
゜
蛇
尾
活
‘
弦
拌
,
,赤巧
火
星
流
。
〔
孟
郊
、
獄
―
漢
南
奨
尚

〔
庶
物
異
名
疏
〕
隅
壮
謬
‘
青
龍
恨
月
刀
、
一
名
冷
諧
鋸
。
書
一
詩
〕
旗
影
巻
I

―
赤
電
公
剣
鋒
匝
一
青
鱗
↓

【
青
緑
】6

5
1閤’
濃
い
み
ど
り
色
。
〔
漢
書
、
成
帝
紀
〕
公
〖
青
鱗
魚
〗

6
6
0
m
釘
リ
，
魚
の
名
。
こ
の
し
ろ
。
鯨
の
異
名
。

卿
列
侯
‘
或
乃
奢
修
逸
豫
‘
吏
民
慕
炊
‘
寝
以
成
レ
俗
‘
其
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
江
海
有
,
,
鱗
魚
U

鯨
〕
青
鱗
魚
‘
和
名

申
赦
―
―
有
司
盆
炉
漸
禁
5

之
、
青
緑
民
所
―
―
常
服
：
且
勿
レ
古
乃
之
呂
゜

止
。
〔
韓
愈
・
張
籍
・
孟
郊
・
張
徹
‘
會
合
聯
句
〕
朝
紳
鬱
,
,

【
青
晶
】
661

特
清
‘
朱
文
震
(
6
|
1
4
4
2
4
 ：
 
9
8
1
)

の
字
。

青
緑
面
馬
飾
曜
1
1

珪

瑛

一

【

青

令

】

662

苔
紺
色
の
蝶
。
〔
中
華
古
今
注
‘
下
〕
紺
蝶
‘
-

【
宵
林
】
652
丘

H

O
青
々
し
た
林
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
績
日
青
令
面
炉
蜻
蛉
一
而
色
玄
紺
‘
江
東
人
呼
為
―
―
紺
蝠
↓

紛
往
来
、
暢
櫨
不
レ
絶
‘
若
レ
光
若
レ
滅
者
、
布
―
―
乎
青
林
之
【
青
蛉
】
g

特
●
と
ん
ぼ
。
蛸
蛉
(
1
0
-
3
3
2
0
3
:
 1
0
)

に

下
↓
〔
庚
信
、
任
1

一
洛
州
―
酬
1

社
辞
文
學
見
A

↓
贈
別
1

詩
〕
白
同
じ
。
〔
三
オ
圏
會
‘
鳥
獣
、
青
蛉
〕
青
蛉
好
飛
1

一
集
水
上
一

石
仙
人
芋
、
青
林
隠
士
松
゜
〔
劉
長
卿
‘
龍
門
八
詠
、
石
棲
有
↓
1

青
赤
黄
三
種
色
一
青
而
大
者
曰
1

一
宵
蛉
―
―
曰
―
―
胄

詩
〕
隠
隠
見
1

一
花
閣
ぶ
押
河
映
1

一
青
林
↓
〔
戴
叔
倫
、
過
,
,
龍
亭
↓
〔
新
序
‘
雑
事
二
〕
且
君
王
獨
不
レ
見
1

一
夫
青
蛉
―
乎
‘

潰
五
王
閤
訪
―
―
友
人
示
＇
レ
遇
詩
〕
胄
林
依

1
1古
塔
→
虚
館
六
足
四
翼
‘
輩

1一
翔
乎
天
地
之
間
「
求
―
―
蚊
虻
—
而
食
レ
之
‘

静,,
柴
扉
↓
●
天
子
の
御
苑
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
建
―
―
岡
車
時
甘
露
而
飲
レ
之
、
自
以
為
レ
無
レ
患
‘
輿
レ
民
無
レ
竿
也
。

之
幕
幕
1

分
‘
撒
"
青
林
之
芭
芭
↓
〔
注
〕
善
日
、
青
林
、
天
〇
縣
名
。
漢
、
置
く
。
今
‘
雲
南
省
大
挑
縣
の
治
。
〔
漢
書
‘

苑
是
也
。
〔
播
岳
‘
射
雉
賦
〕
渉
↓
1

青
林
ー
以
滞
覧
。
〔
注
〕
五
地
理
志
上
〕
越
矯
郡
‘
縣
十
五
、
青
蛉
。
〔
注
〕
應
助
曰
、
青

臣
作
レ
清
、
良
曰
、
清
林
‘
清
浮
之
林
。
●
山
名
。
④
安
徽
蛉
水
出
、
西
東
入
に
江
也
。
●
川
の
名
。
雲
南
省
挑
安
縣

省
常
塗
縣
の
東
南
。
青
山
(
2
3
0
)
を
見
よ
。
＠
湖
北
省
随
の
南
。

縣
の
南
。
一
名
、
青
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
徳
安
【
青
零
】
664

咋
未
だ
熟
さ
ぬ
う
ち
に
落
ち
る
。
青
奮
°

府
、
商
州
〕
青
林
山
、
州
東
南
七
十
里
‘
茂
水
遠
望
蔚
然
〔
呂
覧
‘
審
時
〕
穂
閲
而
青
零
。
〔
注
〕
青
零
‘
未
レ
熟
而
先

而

胄

‘

亦

名

―

―

胄

山

↓

「

磨

河

の

西

。

落

。

〖
青
林
姫
〗gt
ィ
リ
’
地
名
。
湖
北
省
興
山
縣
の
東
北
。
【
青
黎
】

6
6
5
苔
土
の
色
の
青
熙
い
こ
と
。
〔
書
‘
馬
貢
〕

〖
青
林
音
築
〗6

5
4”勾
蝉
の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
晶
、
青
蕨
土
青
黎
゜
〔
傭
〕
色
青
黒
而
沃
壌
゜
〔
莱
博
〕
黎
‘
黒
也
。

―
二

O

12716 



(42564・ ·666)— (42564· ・700) 

【
青
嶺
】
666

苔
〇
青
々
し
た
山
の
い
た
だ
き
。
〔
庚
信
‘
書
〕
公
孫
卿
日
‘
黄
帝
就
二
冑
震
嚢
「
＋
―
-
日
燒
‘
黄
帝
乃

周
瀧
右
穂
管
長
史
賄
太
子
少
保
豆
虚
公
神
道
碑
銘
〕
名
治
二
明
廷
面
F

廷
‘
甘
泉
也
。

瞑
赤
山
咸
高
胃
嶺
二
梁
元
帝
‘
玄
覧
賦
〕
異
"
黄
金
〖
青
震
山
人
〗

6
7
6
弁
砂
パ
清
‘
呉
應
簗
(
2ー
3
3
6
5:
 4
5
 

於
黒
山
盆
ざ
緑
林
於
宵
嶺

-
0山
名
。
河
北
省
易
縣
の

5
)

の
琥
゜

西
南
卸
ち
五
廻
山
。
一
名
、
廣
昌
嶺
゜
束
晉
の
禁
容
垂
‘
【
青
窃
】
677

弁
酒
屋
の
看
板
の
旗
。
酒
旗
。
冑
旗
゜
〔
牟

魏
を
襲
ひ
中
山
か
ら
青
嶺
を
躁
え
、
天
門
を
経
‘
山
を
融
‘
送
,
,
沈
侯
之
＞
京
詩
〕
闊
河
弱
柳
垂
広
品
雙
水
騨
宵

翌
つ
て
道
を
通
じ
‘
直
ち
に
雲
中
を
指
す
。
窃
彿
↓
―
盟
棲
一
〔
鄭
谷
‘
旅
,
,
寓
洛
南
村
含
―
詩
〕
白
鳥
窺
―
―

【
青
黎
】
667

パ
"
.
あ
か
ざ
。
胄
蒻
杖
を
見
よ
。
〔
劉
言
史
‘
魚
網
云
品
巾
認
酒
家
↓
〔
李
中
‘
送
江
玩
端
秀
才
遊
芦
比

哀
雀
補
闘
見
＞
尋
詩
〕
鹿
袖
胄
黎
鼠
耳
巾
‘
潜
夫
登
解
陵
一
詩
〕
風
弄
―
―
冑
窄
ー
油
酒
市
、
月
明
1

一
紅
袖
一
採
蓮
船
。

狂
朝
臣
二
徐
渭
‘
阿
粗
観
潮
夜
蹄
詩
〕
阿
宜
也
舘
↓
一
書
【
青
連
】
678

弁
山
名
。
廣
西
省
崇
善
縣
の
北
。
〔
讀
史
方

堂
去
‘
蜀
曳
―
羊
旦
黎
詠
正
幸
竺
●
清
‘
曾
燦
(
6
-
1
4
2
9

輿
紀
要
‘
廣
西
‘
太
平
府
‘
崇
善
縣
〕
宵
連
山
‘
府
北
十

9
:
 61
)

の

字

。

里

‘

山

勢

綿

亙

―

二

百

餘

里

‘

峯

轡

紛

列

‘

宵

翠

相

連

‘

其

〖
青
揉
閣
〗6

6
8
吐7
1レ
ィ
明
‘
程
一
枝
(
8ー
2
5
0
8
1:
 1
5
4
)

陽
有
1

一
宵
山
巖
一
高
闊
深
濱
‘
奇
勝
不
レ
一
‘
巖
中
之
土
‘

の

室

名

。

可

1

一
以
煎
硝
面
呼
八
取
レ
之
。

〖
青
黎
杖
〗6

6
9
訂
巧
あ
か
ざ
の
杖
゜
劉
向
が
嘗
て
夜
書
[
青
蓮
】
函
苔O
青
色
の
は
す

o

〔
北
夢
瑣
言
〕
湖
州
染

を
天
祗
閣
に
校
し
た
時
‘
老
人
が
育
揉
杖
を
植
て
て
進
戸
家
‘
池
生
1

一
育
蓮
花
盃
刺
史
牧
問
‘
染
工
日
‘
我
家
三
世

み
入
り
‘
向
が
暗
中
に
書
を
誦
す
る
を
見
て
杖
端
を
吹
治
レ
綻
‘
常
以
芦
浬
子
五
竺
紅
底
云
炉
歳
然
後
種
レ
之
‘
又

い
て
光
明
を
検
し
‘
向
を
照
ら
し
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
拾
何
怪
。
〔
柳
宗
元
‘
幡
部
賀
,
,
白
龍
井
青
蓮
花
合
歓
蓮
子

遺
記
‘
六
、
後
漢
〕
劉
向
於
二
成
帝
之
末
な
竺
書
天
誅
閣
一
黄
瓜
等
一
表
〕
今
月

H
内
云
云
‘
出
1

一
西
内
定
幡
池
中
青

専
レ
精
志

9
思
‘
夜
有
―
―
老
人
一
着
↓
―
黄
衣
ご
陣
壽
2

装
杖
1

蓮
花
井
神
龍
寺
前
合
歓
蓮
子
玉
か
百
僚
↓
●
郷
の
名
。
唐

登
レ
閣
而
進
‘
見
向
暗
中
獨
坐
誦
＞
書
、
老
父
乃
吹
二
杖
代
‘
昌
明
縣
に
隔
す
。
李
白
‘
此
の
郷
に
生
れ
‘
胄
蓮
居
士

端
伍
煙
燃
‘
因
以
昭
；
向
‘
説
―
―
開
闘
已
前
盃
四
因
受
1

一
五
行
と
琥
す
。
も
と
清
廉
郷
と
い
ふ
。
今
、
四
川
省
綿
陽
縣
の

洪

範

之

文

↓

境

。

〔

杜

詩

補

遺

〕

苑

傭

正

李

白

新

墓

碑

云

‘

白

本

宗

室

【
青
隅
】
6
7
0
"
ヲ
砥
石
の
一
。
多
く
青
味
を
帯
ふ
。
〔
倭
名
子
‘
蕨
先
避
―
―
仇
客
1

居,,
蜀
之
彰
明
ぶ
岱
口
生
篤
‘
彰
明
‘

類
緊
抄
‘
調
度
部
‘
鍛
冶
具
‘
青
蠣
〕
唐
韻
云
‘
礎
蟷
‘
阿
綿
州
之
隔
邑
‘
其
宅
在
二
清
廉
郷
一
〔
方
輿
勝
覧
〕
李
陽
泳

乎

度

‘

宵

蠣

石

也

。

草

堂

集

序

云

‘

李

白

‘

興

聖

皇

帝

之

九

世

孫

‘

其

先

‘

以

レ

【
青
猛
】
671

芹
花
の
名
。
青
醤
に
同
じ
。
〔
陸
組
蒙
‘
四
明
罪
鏑
1

一
居
條
支
工
岬
龍
之
始
‘
逃
飩
,
,
於
蜀
之
昌
明
↓
〔
王

山
詩
序
〕
杢
貫
有
青
猛
子
二
味
極
甘
而
堅
‘
不
レ
可
―
―
卒
埼
‘
李
太
白
年
譜
〕
按
‘
彰
明
縣
、
自
二
先
天
1

以
前
‘
止
日
―

破
↓
〔
陸
組
蒙
、
青
椙
子
詩
〕
山
賓
琥
二
羊
且
笠
環
岡
次
第
隆
昌
「
後
避
―
―
玄
宗
i

峡
始
日
―
―
昌
明
下
五
代
時
改
曰
―
―
彰

生

。

「

麓

明

云

云

‘

青

蓮

居

士

‘

其

所

自

琥

↓

〔

注

〕

青

蓮

花

、

出

1

一

〖
青
揺
齋
〗6
7
2
t
勺
ィ
清
‘
孔
継
涵
(
8
|6
9
3
3
 :
 2
8
4
)

の

西

竺

一

梵

語

謂
1

一
之
優
鉢
羅
花
ご
消
浮
香
潔
‘
不
レ
染
―
―
織

【
青
埜
i

】673
苔

O
花
の
名
。
薬
は
地
黄
に
似
て
紫
、
花
は
塵
工
八
白
自
琥
‘
疑
取
,
,
此
義
↓
眉
公
認
笈
謂
‘
其
生
―
―
干

李
に
似
‘
花
賓
は
頗
る
甘
草
に
似
‘
根
は
若
く
し
て
黄
彰
明
之
青
蓮
郷
ぶ
叫
琥

1-=且
嗅
按
、
青
蓮
郷
‘
原
作
1

一清

築
に
類
し
‘
蔓
な
く
角
包
子
を
結
ぶ
。
〔
徐
園
秋
花
譜
〕
。
廉
郷
↓
疑
後
人
因
ー
,
,
太
白
生
1

一
於
此
盆
双
易
11

其
字
ー
作
1

一青

〇
胄
零
(
6
6
4
)

に
同
じ
。
〔
充
倉
子
、
農
道
〕
穂
鋭
多
レ
枇
蓮
1

耳
°
〇
清
、
董
小
宛
(
9
ー

3
1
4
3
3
:
 2
2
6
)

の
字
。
働
圏

而

青

葉

。

い

岱

梵

語

U
t
p
a
l
a
優
鉢
羅
。
胃
色
の
蓮
華
。
千
手
観

[

宇

Pl
需
】
674

冒
東
方
の
神
。
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
下
〕
東
方
帝
昔
四
十
手
中
‘
其
の
右
の
一
手
に
持
っ
た
も
の
で
‘
其
の

太
臭
青
震
‘
句
茫
時
‘
及
謳
公
風
伯
廟
‘
歳
星
東
宿
東
宮
手
を
宵
蓮
華
手
と
名
づ
け
る
。
又
‘
其
の
葉
は
長
く
て

f
一

東

郊

兆

↓

廣

く

、

青

白

分

明

で

大

人

の

眼

目

の

相

が

あ

る

た

め

‘

〖
胄
霊
憂
〗6

7
5
バ
臼
レ
ィ
黄
帝
の
造
っ
た
憂
゜
〔
史
記
‘
封
祠
佛
の
眼
に
喩
へ
る
。
〔
法
苑
珠
林
〕
目
讐
―
―
青
蓮
面

5
方
ニ

|

_

 

青

部

青

翠
柳
↓
〔
維
摩
経
佛
國
品
〕
目
浮
修
廣
如
―
―
胄
蓮
↓
〔
注
〕
肇

日
、
天
竺
有
―
―
青
蓮
華
；
其
葉
修
而
廣
‘
冑
白
分
明
‘
有
―
―

大
人
目
相
↓
故
以
為
レ
喩
也
。

〖
青
蓮
宇
〗6

8
0
沃
イ
レ
ノ
佛
寺
の
異
稲
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
佛

秤
‘
佛
寺
〕
陳
子
昂
‘
酬
暉
上
人
詩
‘
聞
道
白
雲
居
‘
窃
究

宵
蓮
宇
゜
〔
蘇
拭
‘
次
―
―
韻
曹
子
方
龍
山
慎
覺
院
瑞
香
花
一

詩
〕
移
栽
青
蓮
宇
‘
遂
冠
蒼
萄
林
。

〖
青
蓮
閣
〗6

8
1
芍
レ
/
明
‘
李
言
恭
(
6ー
1
4
4
5
9:
 1
1
9
1
)
 

の
室
名
。

〖
青
蓮
館
〗6

8
2
特
ル
／
清
‘
李
旦
華
(
6ー
1
4
4
5
9:
 1
6
9
3
)
 

の
室
名
。

〖
青
蓮
子
]
6
8
3

バ
イ
レ
／
北
京
人
が
菊
花
の
一
種
に
名
づ

け
た
稲
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
九
花
山
子
〕
謹
按
、
日
下
藷
聞

考
‘
云
云
‘
京
師
菊
種
函
繁
‘
云
云
‘
宵
蓮
子
。

〖
青
蓮
色
〗6

8
4
c
h
'
i
n
g
'
l
i
e
n
'
s
e
'
i
l
!
!
l
(
紫
に
腎
を
帯
び

た
色
。
蓮
憩
色
。

〖
胄
蓮
居
士
〗
臨
咋
パ
レ
ン
唐
‘
李
白

(
6
|1
4
4
5
9
・
 
・
6
6
3
)
 

の
O
の
別
琥
゜
〔
李
白
‘
答
―
―
一
族
姪
僧
中
字
贈
1

一
王
泉
仙
人

掌
茶
―
詩
序
〕
判
州
玉
泉
寺
、
近
―
―
清
淡
諸
山
↓
山
洞
往
往

有
乳
窟
―
云
云
、
後
之
高
僧
大
隠
‘
知
―
―
仙
人
掌
茶
競
―

乎
中
学
祠
子
及
胄
蓮
居
士
李
白
一
也
。
〔
李
白
‘
答
"
一
湖
州

迦
葉
司
馬
問
―
―
白
是
何
人
一
詩
〕
青
蓮
居
士
誦
仙
人
‘
酒

律
祓
レ
名
三
十
春
。
〔
陳
眉
公
筆
記
〕
李
白
生
―
―
干
彰
明
縣

之
胃
蓮
郷
ぶ
翌
竺
青
蓮
↓
〔
王
埼
‘
李
太
白
年
譜
〕
胄
蓮

居
士
‘
其
所
―
―
自
琥
↓
〔
注
云
〕
青
蓮
居
士
見
，
答
1

一
湖
州

迦
葉
司
馬
一
詩
及
答
n

一
僧
中
学
贈
1

仙
人
掌
茶
一
詩
序
[

〖
青
蓮
山
人
〗6

8
6
”
乞
宋
‘
呉
昌
裔

(
2
|3
3
6
5
 :
 6
4
 

3
)

の
琥
゜

【
一
円
直
】
687

吋
婚
幡
の
時
、
新
婦
の
一
時
入
る
控
へ
の

小
含
゜
夫
家
の
門
邊
に
設
け
、
青
い
帳
幕
を
張
る
。
〔
古

詩
‘
為
1

一
焦
仲
卿
妻
ー
作
〕
其
日
牛
馬
噺
、
新
婦
人
ニ
ー
且
直
↓

〔
酉
陽
維
俎
‘
證
異
〕
北
朝
婚
證
、
青
布
帳
為
レ
屋
、
在
―
―
門

内
外
盃
ザ
之
宵
蘊
ご
炉
此
交
拝
迎
レ
婦
。

【
青
棲
】
688

芍
〇
青
色
に
塗
っ
た
た
か
ど
の
。
〔
南
史
‘

齋
畷
帝
東
昏
侯
紀
〕
武
帝
興
光
棲
上
施
1

一
青
漆
面
庁
八

訊
之
青
棲
ぶ
出
顧
貴
の
人
の
家
。
豪
家
の
棲
゜
〔
晉
書
‘

忠
義
、
麹
允
偉
〕
允
、
金
城
人
也
‘
輿
こ
曲
氏
一
世
為
―
―
豪

族
西
州
為
レ
之
語
曰
‘
麹
輿
レ
涌
牛
羊
不
1

加
盆
央
南
開
二

朱
門
―
北
望
胃
棲
↓
＠
貴
人
の
女
の
す
ま
ふ
美
し
い
高

棲
゜
〔
曹
植
、
美
女
篇
〕
借
問
女
安
居
‘
乃
在
―
―
城
南
端
一

再
棲
臨
↓
一
大
路
二
尚
門
結
重
馴
↓
〔
庚
肩
吾
‘
春
日
観
ニ

草
朝
一
詩
〕
繍
衣
年
少
朝
欲
レ
蹄
、
美
人
猶
在
―
―
青
悽
―
夢
。

●
遊
女
の
居
る
と
こ
ろ
。
妓
棲
゜
〔
劉
逮
‘
採
桑
行
〕
偏
妾

不
レ
勝
レ
愁
、
結
束
下
玉
Pl
棲
↓
〔
李
白
‘
在
―
―
水
軍
玉
ぎ
亨

司
馬
棲
船
―
観
レ
妓
詩
〕
封
舞
青
棲
妓
‘
雙
賛
白
玉
童
。

〔
杜
牧
‘
遣
懐
詩
〕
十
年
一
覺
揚
州
夢
‘
占
得
肖
棲
薄
倖

名。
〖
青
棲
集
〗6

8
9
ベ•
7
1
ロ
’
’
書
名
。
一
巻
。
元
‘
黄
雪
衰
撰
。
俳

優
の
小
傭
を
録
す
。

〖
青
棲
夢
〗6
9
0
5

イ
ロ
'
,
小
説
の
名
。
清
‘
裔
逹
の
作
。
金
抱

香
が
大
オ
を
抱
い
て
世
に
識
ら
れ
ず
、
後
‘
胄
棲
に
遊

ん
で
妓
女
の
愛
敬
を
受
け
‘
試
瞼
に
及
第
し
、
一
妻
四

妾
を
得
て
親
に
奉
仕
し
、
知
府
に
任
ぜ
ら
れ
、
州
親
は

登
仙
し
、
一
家
族
皆
仙
人
と
な
っ
た
筋
。

【一
Pl
麓
】
691

芍
清
、
徐
世
沐
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 5
1
7
)

の
琥
°

[
土

Pl
雅
】
幽
芍
育
色
の
土
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
緑
碧
紫

英
•
青
獲
丹
粟
。

【
胄
一
髪
】
693

心
勺
，
水
上
を
隔
て
て
遥
か
に
見
え
る
陸

地
の
景
色
を
い
ふ
。
〔
蘇
献
‘
澄
邁
騨
通
潮
閣
詩
〕
杏
杏

天
低
鶴
没
虐
｀
胄
山
一
髭
是
中
原
。
〔
頼
山
陽
‘
泊
二
天
草

江
詩
〕
雲
耶
山
耶
呉
耶
越
‘
水
天
房
髯
青
一
髪
。

【
青
引
注
】
694

芍
勺
書
名
。
一
巻
。
宋
‘
謝
闘
撰
。
闘
の
志

節
特
に
高
く
、
詩
文
も
亦
奇
氣
冗
傲
‘
宋
末
の
庸
―
音
を

一
掃
す
と
い
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
青
腰
晶
】
695

芍
匁
品
の
名
。
狗
掲
に
似
て
腰
の
青
い

も
の
。
〔
本
草
‘
胄
腰
品
〕
集
解
‘
祓
器
曰
‘
晶
大
如
1

中

蛾
ご
亦
色
腰
中
背
堅
術
空
狗
掲
二
尾
而
尖
有
乙
庶
竺
能

飛
、
春
夏
有
レ
之
也
、
主
治
、
有
"
大
毒
3

着
二
人
皮
肉
↓
腫

起
剥
ー
一
人
面
皮
↓

【
青
河
蓮
】
696
c
h
'
i
n
g
'
h
e
'
l
i
e
n
'

北
京
人
が
菊
花
の

一
種
に
名
づ
け
た
梢
゜

【
青
蝦
墓
】
697

芍
あ
を
が
へ
る
。
と
の
か
へ
る
。
と
も

か
へ
る
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
品
含
部
‘
贔
名
、
背
蝦
墓
〕
掬

隠
居
日
‘
蝦
墓
大
而
青
脊
‘
謂
―
―
之
土
鴨
面
湿
↓
加
閉
流
。

【一
Pl
介
石
】
6985
い
？
唇
石
(
8ー

2
4
5
4
5
:
 1
)

の
異
梢
゜
〔
本

草
、
唇
石
〕
秤
名
、
白
恩
石
、
太
白
石
、
立
制
石
、
一
Pl
介
石
。

【一
Pl
廂
堂
】
699
討
？
清
、
郡
廷
柏
(
1
1
-
3
9
6
3
0
:
 1
8
2
)
 

7
 

の
室
名
。

ー7
 

【
青
剛
峡
】
700

年
カ
ガ
＇
，
地
名
。
甘
粛
省
環
縣
の
北
。
一
名
、

-Pl
剛
川
。
青
岡
嶺
(
8
2
)

を
見
よ
。
〔
趙
殉
、
緊
米
圏
経
〕
羊
日

12



(42564・ ·701)— (42564· ・750) 

剛
川
在
1

一
環
州
西
北
一
本
震
州
大
路
、
五
代
時
、
唐
康
縣

大
破
,
,
吐
蕃
兵
於
此
↓

【
肖
格
里
]701

バ
イ
カ
ク
川
の
名
。
新
彊
省
の
北
境
。
即
ち
烏

随
古
河
の
西
源
。
源
は
烏
梁
海
蒙
旗
の
山
中
。
布
爾

根
河
と
合
し
て
烏
瀧
古
河
と
な
る
。

【
青
蛤
粉
】
702

賛
か
7

青
黛
(
3
8
6
)

の
異
梢
゜
〔
本
草
‘
肖

黛
〕
秤
名
、
綻
花
、
青
蛤
粉
。

【
青
合
利
】
7
0
3
0
7
9

青
く
染
め
た
合
羽
゜

【
青
岐
墟
】
704

訂
キ
地
名
。
廣
東
省
三
水
縣
の
西
。
宵
岐

水
の
濱
゜

【
青
朽
葉
】
705

”
グ
襲
り
サ
の
色
目
。
表
は
胄
く
裏
は
朽

葉
色
の
も
の
。

【
青
橘
皮
】
7065
ィ
キ
，
橘
の
ま
だ
黄
色
に
な
ら
な
い
う
ち

の
皮
。
研
氣
そ
の
他
に
炊
あ
り
と
い
ふ
。
〔
本
草
、
橘
〕
青

橘
皮
‘
修
治
、
時
珍
日
、
青
橘
皮
‘
乃
橘
之
未
レ
黄
而
青
色

者
、
薄
而
光
‘
其
氣
芳
烈
、
今
人
多
以
,
,
小
柑
小
柚
小
橙
1

偽
為
レ
之
、
不
レ
可
レ
不
憚
鉦
~
＞
之
。

【
青
裾
濃
】
107
戸
青
色
で
裾
濃
に
染
め
た
も
の
。

【
青
裸
変
】
708

芦
み
萎
の
一
種
。
大
委
に
似
る
。
〔
本
草
‘

大
癸
〕
集
解
‘
蔽
器
曰
‘
胄
裸
似
天
衷
玉
へ
生
皮
肉
相
離
‘

秦
瀧
巴
西
種
レ
之
。
〔
王
韻
農
書
〕
圭
円
裸
有
1

一
大
小
―
一
種
一

似
大
小
翠
而
粒
大
皮
薄
‘
多
レ
筋
無
レ
魅
‘
西
人
鱈
之
。

【
青
犬
塚
】
109

芍
t

／
主
人
を
火
中
か
ら
救
っ
た
漢
の
張

氏
の
忠
犬
の
塚
。
〔
海
録
砕
事
、
政
事
、
塚
墓
〕
青
犬
塚

在
賣
應
縣
北
十
五
里
↓
古
老
云
、
漢
時
張
氏
好
レ
飲
‘
一

H
出

t
m酔
還
‘
倒
―
―
臥
草
中
一
野
火
作
、
犬
ず
―
淮
水
1

載
‘
帯
麗
杢
四
面
展
レ
草
‘
火
不
レ
能
レ
害
‘
犬
力
疲
而

死
、
主
人
以
二
家
人
橙
加
t

レ之。

【一
Pl
洪
君
】
710

パ
パ
コ
ウ
湖
神
の
名
。
〔
捜
紳
記
‘
四
〕
薩
陵
駄

明
‘
従
賣
客
這
経
彰
澤
湖
芦
母
以
舟
中
所
レ
有
多
少
―

投
湖
中
云
‘
以
為
レ
幡
‘
積
藪
年
、
後
復
過
‘
忽
見
湖

中
へ
有
―
―
大
道
一
上
多
二
風
塵
二
信
―
散
吏
命
杢
車
馬
ー
来

候
レ
明
云
‘
是
胄
洪
君
使
‘
要
―
―
須
哭
達
五
兄
有
1

一
府
含
門

下
吏
卒
一
明
甚
怖
‘
吏
曰
‘
無
レ
可
レ
怖
、
青
洪
君
成
竺
君
前

後
有
＞
幡
‘
故
要
レ
君
‘
必
有
二
里
遺
レ
君
者
五
君
勿
レ
取
‘
拐

求
如
レ
願
耳
、
明
既
見
―
―
芋
円
洪
君
ず
刀
求
如
レ
願
‘
使
沿
茫

明
去
面
炉
願
者
、
青
洪
君
婢
也
‘
明
将
レ
蹄
‘
所
レ
頻
靴
得
‘

【
青
沙
魚

]
m
訂
サ
あ
ゐ
ざ
め
の
異
名
。

L

敷
年
大
富
。

【
青
細
引
】

712""ビ
キ
江
戸
時
代
‘
罪
人
を
縛
っ
た
胄
ぃ

細
引
の
縄
゜

胄

部

胄

【
青
柴
垣
】
713
芍
ガ
キ
宵
葉
の
柴
で
結
っ
た
垣
根
゜

【
宵
糟
毛
】
714

”
y
糟
毛
の
青
ば
ん
だ
馬
の
毛
色
。

【
青
獅
巖
】
715

合
／
山
名
。
一
輻
建
省
崇
安
縣
の
武
夷
山
の

清
源
の
東
南
。

【
青
獅
子
】
716

ペ
ィ
/
眺
興
の
馬
の
名
。
〔
梅
澗
詩
話
〕
眺

興
常
畜
二
馬
一
名
―
―
宵
獅
子
ご
母
親
飼
＞
之
、
若
レ
通
―
―
其

言
語
ご
時
取
1

一
斗
酒
↓
投
1

一
大
盆
中
二
典
為
―
―
同
飲
五
曰
‘
吾

呉
レ
汝
同
レ
カ
報
レ
國
‘
尉
子
橋
之
戦
‘
大
将
王
櫂
先
遁
‘

興
凡
十
餘
戦
‘
櫂
及
部
将
戴
皐
不
レ
救
‘
遂
輿
レ
馬
同
液
、

有
下
題
絶
句
玉
只
云
、
赤
心
許
レ
國
自
一
元
＇
時
一
見
レ
敵

捐
レ
艇
更
不
レ
疑
‘
櫂
忌
皐
庸
皆
遁
走
、
同
時
死
レ
難
只
肖

獅゚
【
青
湘
棲
】
718

討

；

清

、

毛

國

翰
(
6
ー

1
6
7
7
2
:
 2
7
4
)
 

の
室
名
。

【
宵
蒻
笠
】
719

昇
ノ
，
ヤ
ク
臀
竹
で
編
ん
だ
笠
゜
〔
張
志
和
‘

漁
父
歌
〕
西
塞
山
前
白
鷺
飛
‘
桃
花
流
水
蠍
魚
肥
‘
胄
蒻

笠
緑
蓑
衣
‘
斜
風
細
雨
不
レ
須
レ
蹄
゜
〔
孫
観
‘
詩
〕
葦
間

宵
蒻
笠
、
房
椀
見
―
―
秦
逃
↓

【
宵
人
草
】

720""グ
サ
人
民
を
い
ふ
。
蒼
生
。
人
が
生
れ
出

て
殖
え
ゆ
く
を
‘
草
の
生
ひ
茂
る
に
喩
へ
た
語
。

[
主
円
水
茄
】
7
2
1
5
1

ス
イ
な
す
ぴ
の
一
種
。
〔
本
草
‘
茄
〕
集

解
、
頌
日
、
茄
子
虞
虞
有
レ
之
‘
其
類
有
二
散
種
一
紫
茄
黄

茄
南
北
通
有
、
白
茄
青
水
茄
‘
惟
北
土
有
レ
之
‘

【
胄
水
杏
】
1'!

c
h
'
i
n
g
'
s
h
u
e
i
3
 
h
s
i
n
g
4

北
京
杏
の

一
種
。

【
青
鯨
魚
】
723
”
セ
ィ
魚
の
名
。
さ
ば
の
類
。
〔
事
物
異
名

録
‘
水
族
、
背
魚
〕
雨
航
雑
録
‘
青
鰈
魚
、
冬
月
肥
美
、
按

此
即
青
魚
也
。

【
青
小
豆
】
724
昇
七
ウ
ゑ
ん
ど
う
。
〔
正
字
通
〕
婉
一
豆
、
英

長
寸
許
、
子
員
‘
一
名
青
小
豆
、
老
則
斑
麻
‘
故
又
名
1

一青

斑
豆
↓
〔
本
草
‘
婉
豆
〕
秤
名
、
胡
豆
、
戎
蔽
‘
回
鶴
豆
‘
畢

豆
、
轡
小
豆
、
青
斑
豆
。

【
青
紹
甲
】
125571
ヒ
ゥ
青
紹
甲
(
7
3
0
)

に
同
じ
。

【
青
籠
蛇
】
726rt
イ
七
ウ
胄
色
の
蛇
。
形
が
篇
の
如
く
で
無

毒
、
長
さ
三
四
尺
、
善
＜
鼠
を
捕
ふ
。
黄
頷
蛇
。
〔
晶
蒼
〕
。

【
青
堆
子
】
727

ペ
イ
タ
イ
地
名
。

O
涌
洲
遼
寧
省
北
鎮
縣
の

東
南
。
京
奉
鐵
路
に
冶
ふ
。

O
涌
洲
遼
寧
省
荘
河
縣
の

東。

【
宵
大
将
】
728

”
岳
ウ
蛇
の
一
種
。
橙
色
梢
；
緑
色
を
帯

ぴ
、
人
家
に
入
り
鼠
を
捕
へ
て
食
ふ
。
黄
頷
蛇
。

[
青
提
女
】
729

裟
ウ
ダ
イ
繹
迦
の
弟
子
。
目
蓮
の
過
去
世
の

母
。
〔
孟
蘭
盆
経
疏
〕
有
経
説
‘
定
光
佛
時
、
目
蓮
名
1

一羅

卜
盆
烹
子
―
―
宵
提
↓
羅
卜
欲
レ
行
嘱
―
其
母
1

日
、
若
有
―
―
客

末
嬢
営
レ
具
レ
膳
‘
去
後
客
至
、
母
乃
不
レ
供
‘
俯
更
詐

為
蔽
食
之
望
兒
饒
問
日
、
昨
H
客
来
、
若
為
二
備
擬
↓

母
日
、
汝
登
不
レ
見
1

ー
設
食
虞
―
耶
、
後
レ
爾
以
来
五
百
生

中
樫
樫
相
績
。

【
青
給
甲
】7

3
0
特
夕
•
ウ
萌
黄5
ェ
誠
の
鎧
゜
〔
北
輯
録
〕
宜
明

門
外
直
至
ー
外
廊
正
皆
甲
士
胄
紹
甲
居
レ
左
‘
紅
紹
甲
居
レ

右。

【
青
娘
子
】
731

令
ヂ
ギ
．
ウ
品
の
名
。
梵
冑
の
異
名
。
〔
本
草
‘

苑
寄
〕
秤
名
、
時
珍
日
‘
居
―
―
i

元
花
上
―
而
色
青
‘
故
名
1

一丑元

胄
「
俗
緯
レ
之
呼
為
―
―
青
娘
子
百
以
配
―
―
紅
娘
子
一
也
。

【
背
頭
巾
】
732
討
キ
ン
娼
妓
の
家
の
男
子
が
頭
を
つ
つ

む
頭
巾
。
緑
頭
巾
。
〔
通
俗
編
‘
服
飾
‘
緑
頭
巾
〕
元
典
章
‘

至
元
五
年
‘
准
中
書
省
箭
娼
妓
穿
著
紫
阜
杉
子
一
戴
l
-

角
冠
兒
面
甲
妓
之
家
長
‘
井
親
闇
男
子
衰
―
―
青
頭
巾
↓

【
胄
頭
難
】
733

苔
ゎ
鴨
を
い
ふ
。
〔
魏
氏
春
秋
〕
姜
維
寇
1-

随
右
時
‘
安
東
将
軍
司
馬
文
王
鎖
1

一
許
昌
「
徴
還
撃
レ

維
‘
至
1

京
師
玉
―
帝
於
ー
玉
＇
架
戴
以
臨
二
軍
過
一
中
領
軍
許

允
輿
―
―
左
右
小
臣
謀
‘
因
文
王
辞
殺
レ
之
‘
勒
其
衆
一

以
退
二
大
将
軍
五
」
書
1

一
詔
於
前
ぶ
令
エ
入
‘
帝
方
食
レ
栗
‘

優
人
雲
午
等
唱
日
、
青
頭
難
‘
宵
頭
難
‘
冑
頭
難
者
鴨

也
‘
帝
濯
不
五
芸
竺
〔
温
庭
袴
‘
経
盃
翌
翠
偶
題
詩
〕
日

影
明
減
金
色
鯉
‘
杏
花
暖
喋
宵
頭
難
。

【
青
ニ
オ
】
函
芍
ィ
年
若
く
経
験
を
積
ま
ぬ
男
子
を
卑

し
め
て
云
ふ
。
乳
臭
兒
゜

【
青
宵
生
】
734tt"
ネ
ィ
清
、
高
樹
程
(
1
2
1
 45
3
1
3
 :
 1
2
1
7
)
 

の

琥

。

「

よ

。

【
胄
斑
豆
】
735

翌
／
ゑ
ん
ど
う
。
青
小
豆
(
7
2
4
)

を
見

【
青
斑
猫
】7

3
6
万
’
•
ウ
小
形
の
甲
晶
‘
罷
色
濃
緑
で
躙
角

黒
く
‘
葵
用
に
供
す
る
。

【
青
番
羅
】
737i
ぅ
青
地
で
模
様
あ
る
舶
来
の
う
す
も

の
。
〔
庭
訓
往
来
‘
十
日
〕
青
番
羅
。

【
青
サ
卑
堂
】
738[
吋
清
‘
趙
國
華
(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 5
6
4
)

の

室
名
。

【
青
漕
閣
】
7395
パ7

清
‘
陳
壽
棋

(11ー
4
1
6
9
8
:
 9
6
4
)

の

室
名
。

【
青
文
勝
】
740

行
／
ヨ
ウ
明
、
菱
州
の
人
。
字
は
質
夫
。
官

は
洪
武
中
‘
龍
陽
典
史
。
龍
陽
毎
歳
‘
水
患
に
罹
り
‘
散

十
萬
を
逍
賦
さ
れ
‘
敲
什
さ
れ
て
死
者
相
踵
ぐ
。
文
勝
‘

慨
然
と
し
て
闘
に
詣
つ
て
上
疏
し
て
之
を
言
ひ
、
再
ぴ

上
る
も
報
ぜ
ら
れ
ず
‘
復
た
疏
を
具
し
て
登
聞
鼓
を
撃

つ
て
進
め
‘
遂
に
鼓
下
に
自
溢
し
た
。
太
祖
為
に
龍
陽
の

租
二
萬
四
千
石
を
免
じ
‘
定
額
と
す
。
邑
人
祠
を
建
て

て
文
勝
を
祠
る
。
〔
明
史
‘
二
日
四
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘

一
百
八
十
一
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
三
十
一
〕
．
〔
明
名
臣

言
行
録
‘
六
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百
九
〕
．
〔
明
書
‘

一
百
一
〕
．
〔
開
國
臣
博
‘
八
〕
。

【
青
磁
石
】
7
4
1
5
7
'
，
薬
石
の
名
。
〔
本
草
‘
礎
石
〕
接
明
‘

時
珍
曰
‘
青
磯
石
‘
氣
平
味
鍼
‘
其
性
下
行
‘
陰
也
‘
沈

也
‘
乃
蕨
陰
之
槃
。

【
宵
郎
君
】
742

分
ラ
ウ
河
豚
の
大
き
い
も
の
を
い
ふ
。
〔
事

物
異
名
録
‘
水
族
‘
河
豚
〕
臨
海
記
‘
錐
緒
即
河
豚
之
大

者
‘
戒
奄
漫
筆
天
者
名
青
郎
君
↓
小
者
名
麗
兒
↓

唸
占
]
[
[

【
青
瑣

ff]743
パパラウ

あ
を
さ
ん
ご
じ

ゅ
゜
宵
珊
瑚
珠
゜

〔
本
草
‘
胄
瑣
粁
〕

繹
名
、
石
闇
干
、
石
珠
‘
宵
珠
゜

【一
Pl
藍
花
】
744

バm
ぅ
蘭
沙
の
地
に
あ
る
石
藍
花
を
い

ふ
。
〔
十
慎
記
〕
有
蘭
沙
之
地
↓
去
―
―
中
都
萬
里
‘
其
沙

如
細
慶
風
吹
感
霧
‘
没
没
而
起
‘
有
一
石
藍
之
花
正
轄

而
堅
勁
‘
千
年
一
開
‘
随
レ
風
霜
霜
‘
名
日
1

宵
藍
花
↓
〔
陸

漉
詩
〕
青
藍
灼
灼
千
載
舒
‘
百
齢
暫
死
食
↓
↓
飛
魚
↓

【
青
藍
塾
】
745

バr
”
／
藤
田
幽
谷
が
大
H
本
史
編
纂
事
業

に
従
事
す
る
傍
ら
子
弟
の
薫
陶
に
努
め
た
家
塾
゜

【
青
綾
障
】
746

砕
t
ゴ
‘
ゥ
宵
色
の
あ
や
ぎ
ぬ
の
歩
障
。
〔
晉

書
‘
列
女
‘
謝
道
饂
博
〕
凝
之
弟
獣
之
‘
嘗
輿
―
―
賓
客
1

談

議
‘
詞
理
将
レ
屈
‘
道
饂
遣
レ
婢
自
嶽
之
一
日
‘
欲
下
為
ニ

小
郎
ー
解
』
園
‘
乃
施
二
青
綾
歩
障
―
自
蔽
｀
申
函
叫
之
前

皐

客

不

レ

能

レ

囲

。

「

名

。

【
青
琳
堂
】
747

が
四
リ
／
清
韓
咸
(
1
2
-
4
3
1
5
9
:
 4
3
)

の
室

【
青
錢
管
】
748

特
{
紀
少
喩
が
夢
に
陸
佳
か
ら
授
け
ら

れ
た
筆
。
〔
南
史
‘
文
學
‘
紀
少
喩
博
〕
少
喩
督
夢
‘
陸
俺

以
二
束
胃
錢
管
箪
授
レ
之
‘
云
云
‘
其
文
因
レ
此
遵
進
。

【
青
薦
葉
】
149

月
刀
剣
の
形
容
。
〔
事
物
異
名
録
、
武

器
‘
刀
〕
虞
綸
‘
難
,
,
舘
刀
子
ー
歌
‘
黄
金
鞘
裏
宵
直
葉
。

【
青
直
杖
】
750

が
謀
廃
竺
か
古
塚
の
婦
か
ら
典
へ
ら
れ
‘

火
難
を
免
れ
た
杖
。
〔
拾
遺
記
‘
八
‘
呉
〕
緊
竺
‘
用
―
―
陶
朱

口

12718 



(42564 .. 751) (42570) 

青

部

青

青

〔
―
―
―
五
驚
〕

彫

晴

紐

想

蜻

靖

計
術
一

B
｛
竺
億
萬
之
利
貨
一
云
云
‘
家
内
馬
厩
屋
仄
、
成
吉
思
汗
の
長
子
述
赤
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
欽
察

有
五
塚
云
有
―
―
伏
戸
一
夜
聞
,
,
沸
泣
覧
竺
乃
翌
其
泣
臀
汗
國
の
内
‘
ウ
ラ
ル
河
以
西
の
地
を
宵
帳
汗
と
呼
ぴ
次

之
虞
一
忽
見
二
婦
人
口
云
云
、
歴
ご
年
五
ど
於
路
西
一
子
抜
都
に
隔
し
て
ゐ
た
。

忽
見
孟
即
婦
人
ご
広
云
‘
語
な
―
一
日
‘
君
財
賓
可
レ
支
1

―
-
【
青
賢
丈
人
】
765

討
咋
グ
製
の
黒
い
老
人
。
〔
海
録
砕

世
一
合
レ
遭
ん
盆
竺
今
以
二
土
円
薦
杖
一
枚
長
九
尺
↓
報
―
一
君
事
、
人
事
‘
愁
築
〕
宵
賢
丈
人
不
レ
識
レ
愁
‘
施
肩
吾
詩
。

棺

榔

衣

服

之

恵

ご

広

云

。

【

青

芽

山

房

】

766

弁
況
消
‘
舒
東
(
9
-
3
0
3
0
0
:
 7
0
)

の

【
青
柚
飢
子
】
751

芍
／
一
種
の
料
理
。
白
味
噌
に
梱
の
室
名
。

賓
‘
刻
ん
だ
胡
桃
‘
寒
晒
を
交
ぜ
‘
砂
糖
璧
を
和
し
‘
柚
【
一
Pl
弁
使
者
】
167

弁
●
{
/
蛸
艇
の
異
稽
゜
〔
海
録
砕
事
‘

子
の
皮
を
卸
し
た
液
を
加
へ
捏
ね
て
蒸
し
た
も
の
。
鳥
獣
‘
雑
晶
〕
青
弁
使
者
‘
蜻
艇
也
‘
古
今
注
。

【
青
項
金
翅
】
752
ch'ing'hsiang• 

c
h
i
n
1
 
c
h
'
i
h
•【
青
撻
居
士
】7

6
8
梵
レ
／
明
‘
鄭
欽
(
1
1| 3
9
6
4
7
 :
 8
1
)
 

晶

の

名

。

促

織

の

一

種

。

の

琥

。

[
青
虚
山
房
】
753

弁
芯
清
‘
王
太
岳
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
8
8

【
紆
レ
青
施
レ
紫
】
169

芹
n
7
7
9

ヒ
身
に
印
綬
を
帯
ぴ
て
裔

4
)

の

室

名

。

官

に

の

ぽ

る

こ

と

。

青

は

青

綬

。

紫

は

紫

綬

゜

〔

揚

雄

‘

解

【
一
円
筋
暴
瘤
】
754

c
h
'
i
n
g
1
 
c
h
i
n
1
 
p
'
u
4
 
l
i
u
2

非
常
に
嘲
〕
紆
レ
ー
円
抱
レ
紫
‘
朱
1一
丹
其
穀
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
束
観
漢
記

痩

せ

た

人

。

曰

‘

印

綬

‘

漢

制

‘

公

侯

紫

綬

‘

九

卿

青

綬

‘

良

曰

‘

紆

‘

帯

【一
Pl
絹
涼
轍
】
755

閥
勾
ノ
宋
代
に
流
行
し
た
黒
絹
の
日
也
‘
抱
‘
服
也
。
〔
晉
書
‘
儒
林
傭
序
〕
莫
J
小
―
―
紆
レ
胄
抱
レ

傘
゜
〔
春
明
退
朝
録
〕
京
城
士
人
藷
通
↓
―
用
青
絹
涼
轍
ぶ
八
紫
‘
服
レ
冤
乗
ら
軒
゜
〔
南
史
‘
文
學
‘
下
彬
偲
〕
蝦
峡
賦
云
‘

中
詳
符
五
年
九
月
‘
惟
許
―
―
親
王
用
＂
之
‘
餘
並
禁
止
。
紆
レ
圭
ぼ
担
紫
、
名
為

1

一
蛤
魚
面
巴
謂
レ
比
二
令
僕
一
也
。

【一
Pl
珊
瑚
珠
】

7569ゴ
'
/
ユ
緑
色
の
珊
瑚
珠
。
【
榮
レ
青
線
レ
白
】
770

芹

g
n九
ス
宵
い
山
に
か
こ
ま
れ
‘

【
一
円
芝
山
館
】
757

五
彩
？
清
‘
架
釣
(
6ー

1
5
3
9
9
:
 6
5
)

清
ら
か
な
水
が
め
ぐ
り
流
れ
る
。
山
水
の
形
容
。
〔
柳
宗

の

室

名

。

元

、

始

得

西

山

1

宴
油
記
〕
榮
レ
青
線
レ
白
‘
外
興
レ
天
際
゜

【一
Pl
出
伝
藍
―
】

758Eリ
イ
ゾ
胄
出
ii

於
藍
而
青

E
【
取
祠
態
白
】
771

芍
討
”
プ
種
々
の
色
を
と
り
な
ら

藍

に

同

じ

。

べ

る

。

轄

じ

て

‘

詩

文

を

作

る

に

唯

；

美

し

い

字

句

を

〖
青
出
5
腔
監
而
青

1一
於
藍
―
〗
7
5
9
巧
芹
5
7
3
9
パ
デ
テ
宵
排
列
す
る
に
い
ふ
。
〔
柳
宗
元
‘
讀
二
韓
愈
所
レ
著
毛
穎

色
は
藍
か
ら
造
り
出
す
が
藍
よ
り
も
育
い
。
人
も
學
傭
ー
後
題
〕
世
之
模
擬
政
窺
‘
取
レ
青
姫
レ
白
‘
肥
皮
厚
肉
‘

べ
ば
オ
は
其
の
本
性
に
過
ぎ
る
。
弟
子
か
師
匠
よ
り
柔
筋
脆
骨
‘
而
以
為
レ
酔
者
之
讀
レ
之
也
‘
其
大
笑
固
宜
゜

勝
る
喩
゜
〔
荀
子
‘
勧
學
〕
君
子
曰
‘
學
不
レ
可
―
―
以
已
-
青
[
羊
円
腰
白
謄
米
]772

芹
苔
？
米
の
形
状
。
即
ち
米
腰
胄

取
1

一
之
於
藍
一
而
青
―
―
於
藍
一
泳
水
為
レ
之
‘
而
寒
二
於
水
↓
色
で
中
間
に
一
貼
の
白
色
あ
る
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
‘

〔
集
解
〕
慮
文
招
曰
‘
云
云
‘
元
刻
作
"
'
青
出
―
―
之
藍
五
齊
戸
部
、
胄
腰
白
腋
米
、
注
解
〕
米
之
形
状
也
、
米
腰
寄
色
‘

於
字
一
〔
新
論
‘
崇
學
〕
碍
出
―
―
於
藍
盃
皿
羊
円
―
―
於
藍
一
染
使
レ
中
間
有
ご
貼
白
↓
「
撰
゜

然
也
‘
氷
生
二
於
水
盃
皿
冷1一
於
水
る
寒
使
レ
然
也
。
〔
太
平
[
青
~
園
漫
筆
]
7
7
3
t

バ
四
竺
二
弯
川
村
榮
壽

御
覧
‘
百
丼
部
三
‘
藍
〕
孫
卿
子
日
、
青
生
二
於
藍
ご
叩

胄
於
藍
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
師
生
〕
寄
出
手
藍
而
勝
一

【一
Pl
八
尉
言
戸
五
[
[
こ
i
e
n
3
e
r
h

素
顔
。
【
青
]
〗

【一
Pl
水
無
月
]
7
6
1
t
ぐ
陰
暦
六
月
の
異
稲
゜

【一
Pl
樵
老
人
】
g

舒
焚
長
尾
景
翰
の
琥
。
長
尾
秋
水

(
1
1
 |
 4
1
1
0
0
 :
 7
3
7
)

を

見

よ

。

「

8
)

の
琥
。

【
青
唾
山
人
】
763

打
ク
清
‘
洪
飴
孫
(
6
ー

1
7
4
0
2
:
 2
1
 

【
青
帳
汗
國
]764

”
”
芍
十
三
世
紀
の
初
、
元
の
太
祗

冒
●
且

セ
イ

宵（
1
2
-
4
2
5
6
4
)

に
同
じ
。

書
名
。

た
だ
し
い
。
慎
正
で
俗
に
染
ま
な
い
c

〔
篇
海
〕

蜻
‘
太
上
作
‘
怪
州
老
君
碑
‘
張
道
忠
添
レ
注
‘
羊
日

【蜻]”

シ
ン

〔
篇
海
〕
之
人
切
庫

,i―― 
冠
】
〗

義
未
詳
。
〔
金
鏡
〕
趙
‘
昔

政
‘
又
昔
形
。

セ
イ
・
ケ
イ

冠】亨
テ
ン

天
(
8
|
5
8
3
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
航
‘
卑
ハ
レ
天
同
。

’□― 

日
晴
吟
は
‘
さ
さ
や
く
。
〔
集
韻
〕
晴
‘
晴
吟
、
小

語
。
口
こ
こ
ろ
。
欲
望
。
情
(
4
-
1
0
7
5
6
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
情
‘
説
文
、
人
之
陰
氣
有
レ
欲
者
‘
或
炊
レ

ロ
。
〔
史
記
‘
謁
書
〕
晴
文
倶
墨
〔
注
〕
晴
、
古
情

字。

,.......... 

晴
........... 
42566 

□ 日
ジセヤエ
そィヴィ
ゥ

集
韻
〕
慈
盈
切

〔
集
韻
〕
於
丁
切

圏圏

／
ヽ
’
小
●
清
い
か
ざ
り
。
〔
説
文
〕
彫
、
清
飾

昔
策
也
‘
八
ら
ノ
ノ
青
賛
〔
段
注
〕
清
飾
者
、

謂
清
索
之
飾
也
。

O
彫
耗
は
‘
毛
織
物
。
〔
字

彙
〕
彫
、
彫
耗
‘
毛
布
也
。

窟
】
年
パ
’
炉
〔
集
韻
〕
疾
郡
切
騰

~ 

小
日
口
〇
や
す
ら
か
。
や
す
い
。
や
す
ん

豪
ず
る
。
立
っ
た
姿
が
お
ち
つ
い
て
や

晴
す
ら
か
な
こ
と
。
〔
説
文
〕
靖
‘
立
坪
也
‘
炊
＞
立
青

臀
゜
〔
段
注
〕
謂
え
止
容
安
諄
一
也
‘
安
而
後
能
慮
‘

故
秤
詰
・
毛
博
皆
日
‘
靖
‘
謀
也
。
〔
書
‘
盤
庚
上
〕
自

作
弗
レ
靖
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
小
明
〕
靖
二
共
爾
位
↓
〔
左

氏
‘
襄
‘
七
〕
靖
1

一
共
爾
位
『
〔
注
〕
靖
‘
安
也
。

O
ゃ

は
ら
ぐ
。
〔
詩
‘
周
頌
‘
長
天
有
成
命
〕
騨
其
靖
レ

之
。
〔
傭
〕
靖
‘
和
也
。
参
し
づ
か
。
静
(
1
2
ー

4
2
5
7

8
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
靖
‘
段
借
為
レ
静
゜

〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
既
防
レ
1

溢
而
靖
レ
志
分
。
〔
注
〕
衡

曰
‘
靖
‘
静
也
。
働
よ
い
。
〔
太
平
御
鹿
‘
果
部
‘
栗
〕

韓
詩
日
‘
束
門
之
栗
、
有
二
靖
家
室
盃
木
‘
木
名
‘
靖
‘

善
也
。
＠
つ
つ
し
む
。
〔
管
子
、
大
匡
〕
士
慮
レ
靖
°

〔
注
〕
靖
‘
卑
敬
貌
。

O
は
か
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕

靖
謀
也
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
召
晏
〕
賓
屈
衷
我
邦
↓

〔
傭
〕
靖
‘
謀
也
。
〇
お
も
ふ
。
〔
方
言
‘
一
〕
靖
‘
思

也
‘
東
齊
海
岱
之
間
日
レ
靖
。

0
を
さ
め
る
。
〔
詩
‘

小
雅
‘
サ
宛
柳
〕
伴
ー
予
蜻
＞
之
。
〔
傭
〕
靖
‘
治
也
。

O

や
め
る
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
三
〕
諸
侯
靖
レ
兵
。
〔
注
〕

靖
‘
息
也
。
〇
あ
ら
は
す
。
施
(

5

|
1
3
6
5
8
)

に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
靖
‘
段
借
為
レ
施
‘
昭
元

博
‘
請
免
レ
之
以
靖
―
能
者
下
王
氏
引
之
日
‘
表
也
。

0
か
ざ
る
。
彫
(
1
2
-
4
2
5
6
5
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通

訓
定
臀
〕
蜻
‘
段
借
為
レ
呈
形
‘
左
文
十
八
傭
‘
靖
レ
譜

,..........., 
...L.:£_ 

均9
~ 
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g 口
ジ，セジ，セ
ャィャィ
ゥゥ

〔
集
韻
〕
疾
郡
切
躙
i-

〔
韻
會
〕
疾
正
切
醐

ヽ

H
-
L
 
c
h
i
n
g
'
 

者
‘
東
方
之
色
‘
五
方
之
首
‘
窟
之
初
也
‘
正
者
慎

也
‘
人
能
行
1

一
箕
正
一
不
レ
氾
杢
邪
曲
―
者
‘
為
二
仙
之

基
本
一
也
。

12719 



(42570 ・・ 1)— (42570·・4 7) 

庸
レ
回
‘
按
‘
飾
レ
説
也
‘
注
‘
安
也
、
失
レ
之
。
轡
た
り
靖
夏
城
「
云
云
‘
城
遂
陥
‘
復
屠
レ
之
而
去
。
〖
靖
康
傭
信
録
〗

1
9
冦
パ
玲oク
書
名
。
―
二
巻
。
宋
‘
李
綱
誼
。
●
明
‘
何
源
（
嘉
靖
の
人
）
（

1
|
5
1
1
 :
 7
1
)

の
O
の

る
。
〔
正
韻
〕
靖
、
足
也
。

O
こ
ま
か
い
さ
ま
。
精
(
8

【
靖
嘉
】
7

竹
や
す
ら
か
で
よ
く
や
は
ら
ぐ
。
〔
曾
翠
撰
。
徽
欽
蒙
塵
以
前
の
事
官
を
記
し
‘
宣
和
七
年
よ
り
盆
。

制
詰
、
試
中
書
含
人
制
詰
一
―
這
〕
今
方
内
靖
嘉
‘
百
揆
靖
康
二
年
に
至
っ
て
止
ま
る
。
君
臣
商
略
和
戦
行
止
の
[
靖
紘
二
32

ぢ
梁
｀
葡
藻
（
9

1

3

呂
1
2
・

・
1
2
8
)

の
字
o

仮

祓

。

事

を

叙

す

る

こ

と

頗

る

詳

し

い

。

自

ら

序

し

て

皆

貰

録

【

靖

軒

】

33

冗
元
、
閻
復
(
1
1
-
4
1
3
7
9
:
 3
8
)

の
琥
゜

-
2
6
9
9
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
靖
、
一
曰
‘
細
兒
゜

【
靖
海
】
8

粁
地
名
。
山
東
省
文
登
縣
の
南
。
黄
海
に
臨
と
い
ふ
。
讀
史
者
の
考
證
に
資
す
る
に
足
る
。
【
靖
縣
]
3
4

パ
バ
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
湖
南
省
會
同
縣
の

〔
段
注
〕
古
文
尚
書
‘
観
戟
善
謡
言
、
伏
生
今
文

作
該
錢
善
竺
―
只
見
玉
羊
雙
王
逸
注
楚
辟
む
。
明
‘
洪
武
中
‘
衛
を
置
き
城
を
築
く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
〖
婿
康
湘
素
雑
記
〗

2
0弁
”
ウ
や
ゥ
，
書
名
。
十
巻
。
宋
、
南
。
渠
水
の
西
岸
に
瀕
す
。

引
作
二
賤
錢
靖
言
玉
蓋
靖
・
坪
、
箋
・
賤
、
古
通
用
‘
靖
要
、
山
東
‘
登
州
府
〕
寧
海
州
‘
志
云
‘
寧
海
居
二
府
境
之
黄
朝
英
撰
。
経
典
の
異
同
を
考
證
す
。
其
の
學
は
王
安
【
靖
獣
】
35

芹
臣
下
が
義
を
盛
す
べ
き
所
に
安
ん
じ
‘

言
‘
謂
↓
―
小
人
巧
言
↓
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
靖
、
段
借
東
文
登
一
縣
‘
又
在
州
之
東
一
設
文
登
螢
於
縣
東
石
に
出
づ
。
〔
四
噴
提
要
‘
子
‘
雑
家
類
〕
。
先
王
の
鐙
に
射
し
て
誠
意
を
捧
げ
る
こ
と
。
〔
書
‘
微
子

北
盃
ば
以
渚
雲
東
面
乏
陰
也
‘
海
防
孜
日
、
文
登
螢
所
レ
【
靖
港
】
21

店
湖
南
省
長
沙
縣
の
西
北
。
烏
江
・
乾
江
．
之
命
〕
自
靖
‘
人
自
獣
1

一
子
先
王
↓
〔
傭
〕
各
自
謀
1

一
行
其

隔
之
衛
‘
曰
1

一
寧
海
・
威
海
・
成
山
・
靖
海
↓
涸
江
一
二
江
の
水
を
承
け
て
、
東
北
湘
水
に
入
る
。
湘
江
志
一
人
人
自
獣
―
―
逹
子
先
王
百
以
不
レ
失
レ
道
。
〔
禁
傭
〕
靖
‘

為
レ
精
。
◎
譴
゜
〔
逸
周
書
、
盆
法
解
〕
柔
徳
考
レ
衆

旦
静
‘
恭
レ
己
鱗
言
曰
レ
静
‘
寛
築
令
レ
終
曰
レ
静
。
【
靖
江
】
，
店
縣
名
。

O
明
‘
置
く
。
江
蘇
省
泰
興
縣
の
の
咽
喉
を
拒
し
、
形
勢
甚
だ
重
要
で
あ
る
。
安
也
‘
各
｛
竺
其
義
之
所
品
E

レ
盛
‘
以
自
逹
―
―
其
志
於
先

〔
集
訓
校
繹
〕
静
‘
亦
作
レ
靖
。

0
清
(
7
ー

1
7
6
9
5
)

東
南
。
長
江
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
常
州
府
〕
【
靖
毅
】
22

巧
清
‘
曾
國
孫
(
6
|
1
4
2
9
9
 ：
 
1
9
1
)

の

盆

。

王

↓

に
通
ず
。
〔
書
‘
微
子
、
自
靖
人
自
臥
二
f
先
王
一
靖
江
縣
‘
本
江
陰
縣
之
馬
駄
沙
‘
元
末
張
士
誠
将
朱
定
【
睛
匡
】

2
3苫
ウ
天
下
を
や
す
ん
じ
治
め
る
こ
と
。
〔
蜀
〖
靖
獣
遺
言
〗

3
6
狂
灯
パ
／
書
名
。
二
巻
。
液
見
安
正
編
。

徐
泰
常
撮
レ
此
‘
築
1

一
土
城
ぶ
向
七
里
有
奇
‘
尋
為
二
明
師
志
‘
先
主
博
〕
臣
以
↓
―
具
臣
之
オ
ェ
荷
1

一
上
将
之
任
五
董
哀
自
不
遇
の
忠
臣
‘
屈
平
・
諸
葛
亮
・
陶
淵
明
・
顔
慎
卿
・
文
天

伊
克
‘
明
初
伯
屡
合
は
翌
壁
成
化
七
年
‘
置1一
今
縣
工
_
三
軍
玉
奉
辟
於
外
デ
不
レ
能
下
掃
―
―
除
寇
難
五
靖
．
匡
王
室
ぃ
詳
・
謝
枯
得
•
劉
因
・
方
孝
儒
の
文
を
録
し
、
事
蹟
を
記

秤
文
〕
靖
、
馬
本
作
レ
消
。
〇
親
(
1
2
-
4
2
5
7
5
)

に

三
年
‘
因
蔽
城
修
築
‘
正
徳
初
‘
復
増
修
完
固
゜
〔
清
史
【
靖
共
】
2
4
i
が
職
務
を
大
切
に
勤
め
つ
つ
し
む
。
靖
し
‘
更
に
歴
朝
の
忠
臣
の
行
状
を
附
す
。
「
4
)

の
私
誼
゜

通
ず
。
〔
張
衡
、
思
玄
賦
‘
潜
服
間
以
永
靖
分
、
注
〕

善
日
、
靖
‘
懇
親
同
〇
雙
8
ー

2
5
7
9
1
)
に
同
じ
。
稿
‘
地
理
志
〕
江
蘇
‘
常
州
府
、
縣
八
‘
靖
江
。

O
消
‘
置
恭
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
小
明
〕
靖1一
共
爾
位
一
正
直
是
輿
。
〔
博
〕
〖
靖
獣
先
生
〗

3
7弁
杞
元
‘
陸
正

(
1
1
-
4
1
7
0
8

:
 1
6
 

屈
海
経
‘
大
荒
東
経
、
有
ホ
入
國
る
ヂ
靖
人
｛
く
。
雲
南
省
昭
通
府
。
民
國
‘
緩
江
縣
と
改
む
。
〔
清
史
靖
謀
也
。
〔
箋
〕
共
‘
具
‘
有
―
―
明
君
謀
具
―
―
女
之
爵
位
↓
【
靖
元
】
38

弁
清
‘
唐
惟
哀
(
2
-
3
7
0
9
:
 3
6
5
)

の
字
。

注
〕
靖
‘
或
作
紐
”
゜
鍮
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
レ
稿
‘
地
理
志
〕
雲
南
‘
昭
通
府
‘
縣
二
‘
靖
江
。
其
志
在
下
於
輿
↓
一
正
直
之
人
為
に
冶
゜
〔
漢
書
‘
宣
元
六
【
靖
原
】
39

弁
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
本
‘
開
原
縣
の
東

【
靖
孝
】
10

舒

梁

謝

拙

(
1
0
-
3
5
8
2
7
:
 1
6
3
)

の
認
。
王
‘
淮
陽
憲
王
欽
博
〕
靖
―
―
恭
爾
位
「
正
直
是
輿
。
〔
庄
〕
師
南
境
。
今
‘
渦
洲
遼
寧
省
に
圏
す
。

〖
蜻
孝
先
生
〗1

1
弁
蹂
明
‘
梁
紀

(
6ー
1
4
8
2
5：
 
4
3
)

古
曰
‘
言
‘
人
能
安
静
而
恭
以
守
―
―
其
位
盃
堕
於
正
直
一
【
靖
吾
】
40

令
明
‘
李
元
弼
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
1
7
9
)

の
字
。

盆
為
レ
氏
〕
靖
氏
‘
風
俗
通
‘
箪
靖
公
之
後
‘
以
レ
盆

の

私

謡

。

則

明

神

聴

レ

之

、

用

錫

"

一

幅

善

↓

[

靖

公

】

“

芍

後

漢

、

丁

密

aー
2
-
-
1
9
2
)

の
字
o

伶
氏
‘
一
云
‘
齊
田
氏
之
族
‘
靖
郭
君
之
後
。

璽
ャ
ス
。
ノ
プ
。
【
靖
康
】

1
2店
〇
や
す
ら
か
な
こ
と
。
●
宋
‘
欽
宗
（
趙
〖
靖
共
堂
]
お
が
冗
キ
ヨ
ゥ
室
名
。

O
唐
‘
李
属
（6
-
1
4
4
5
9
【
靖
侯
】4
2諄
清
‘
陳
廣
寧

(
1
1
1
 4
1
6
9
8
 :
 7
7
0
)

の
字
。

【
靖
よ
女
】
1

打
縣
名
。

O
五
代
の
南
唐
‘
置
く
。
江
西
省
桓
）
（
6
ー

1
6
1
0
4
:
 5
8
)

の
年
琥
。
(
1
1
2
6
-
1
1
2
7
)
 

：
 
1
2
7
)

の
0
の
室
名
。
〇
元
‘
王
憚
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 4
9
)

【
靖
國
】
43

芹
國
を
安
ら
か
に
治
め
し
づ
め
る
。
國
家

安
義
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
南
昌
府
〕
靖
安
〖
靖
康
帯
~
〗

1
3
五
り
各
宋
‘
欽
宗
‘
趙
桓(
1
0| 3
7
1
7
1
 :

1

の
0
の

室

名

。

を

安

泰

な

ら

し

め

る

。

鎮

國

。

〔

左

氏

‘

倦

‘

二

十

三

〕

【
靖
恭
】
26

氏
が
〇
や
す
ら
か
で
う
や
う
や
し
い
。
〔
魏
討
日
‘
吾
以
靖
レ
國
也
。
〔
孫
迅
‘
授
1

一
牛
仙
客
殿
中
監
―

縣
‘
隋
洪
州
建
昌
縣
地
‘
唐
廣
明
中
‘
置
二
靖
安
鎮
ぶ
砺
呉

2
9
)

を
い
ふ

乾
貞
二
年
‘
改
為
レ
場
‘
南
唐
昇
元
元
年
‘
割

1一
建
昌
·
奉
〖
錆
康
要
録
〗
1
4
特
翌
書
名
。
十
六
巻
。
撰
者
未
詳
。
志
‘
鍾
銃
傭
〕
靖
―
―
恭
夙
夜
盃
炉
逍
―
―
安
慮
云
口
寮
師
師
‘
制
〕
出
則
靖
レ
國
‘
方
資

1一
五
利
之
功
丁
入
則
訓
レ
翡
‘
宜
レ

新
・
武
寧
三
縣
地
五
バ
為
レ
縣
‘
俯
屡
二
洪
州
一
〔
清
史
稿
‘
此
の
書
は
欽
宗
儲
に
在
る
時
‘
及
ぴ
靖
康
二
年
の
事
を
楷
二
伍
度
矩
一
〔
曹
昭
、
東
征
賦
〕
修
短
之
運
‘
愚
智
同
分
‘
修
1

工
ハ
尚
之
職
↓

地
理
志
〕
江
西
‘
南
昌
府
‘
縣
七
‘
靖
安
。

O
清
‘
置
く
。
涌
記
し
、
凡
そ
政
治
制
度
及
ぴ
詔
詰
の
類
皆
詳
載
す
る
。
靖
恭
委
レ
命
‘
唯
吉
凶
分
。
〔
張
華
‘
女
史
蔵
〕
翼
翼
衿
衿
‘
〖
靖
國
神
社
〗
“
匁
認
東
京
都
干
代
田
謳
富
士
見
町

洲
遼
寧
省
洸
南
府
。
民
國
‘
洸
安
縣
の
地
。
〔
清
史
稿
‘
其
の
金
と
和
戦
す
る
諸
事
の
記
載
は
尤
も
詳
し
い
。
蝠
所
―
―
以
興
ぶ
靖
恭
自
思
‘
榮
顧
所
レ
期
。

O
西
涼
の
李
橋
に
在
る
。
明
治
二
年
創
建
。
明
治
維
新
前
後
王
事
の
た

地
理
志
〕
奉
天
‘
洸
南
府
‘
縣
五
‘
靖
安
。
〔
四
庫
提
要
‘
史
、
編
年
類
〕
。
が
南
門
外
に
建
て
た
堂
名
。
〔
十
六
阪
春
秋
〕
李
嵩
於
二
め
に
斃
れ
た
も
の
を
始
め
と
し
て
、
以
後
‘
各
役
の
戦

〖
蜻
安
后
〗2
咋
[
?
遼
‘
太
宗
の
后
。
蒲
后(
9ー
3
2
0
1

〖
靖
康
元
賓
〗1
5
ぢ
芯
宋
の
欽
宗
皇
帝
の
時
に
錆
造
南
門
外
盃
茫
水
起
レ
堂
‘
名
日
―
靖
恭
百
盆
諏

1一
朝
政
面
竺
死
者
の
忠
魂
を
祀
る
。
も
と
別
格
官
幣
社
。

2

:

 1
1
7
)

の
O
の

溢

。

さ

れ

た

貨

幣

の

名

。

〔

董

迪

‘

錢

譜

〕

宋

朝

錢

‘

靖

康

元

武

事

--O唐
‘
李
碗
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 8
4
)

の

設

。

【

蜻

齋

】

45

弁
宋
、
魏
克
愚
(
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 2
0
5
)

の
琥
゜

【
靖
華
]
3

合
清
‘
董
欽
承
(
9ー

3
1
4
3
3
:
 1
9
1
)の
字
。
賓
‘
欽
宗
年
琥
‘
靖
康
通
賓
°
〖
靖
恭
楊
〗

2
7
t”
午
ヨ
ゥ
楊
汝
士
父
子
が
靖
恭
里
に
居
た
【
靖
之
]
4
6
バ
ィ
字
琥
。O
明
‘
成
基
命
(
5
,1
1
5
4
4
 :
 3
3
 

【
靖
逸
】
4

岱
パ
宋
‘
葉
紹
翁
(
9
|
3
1
3
8
7
 :
 2
2
2
)の
琥
。
〖
靖
康
之
髪
〗1
6
}パ
ヵ
？
北
宋
の
靖
康
一
一
年
‘
金
軍
南
の
で
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
人
事
‘
父
子
〕
楊
汝
士
父
子
1
)の
字
。
〇
明
‘
張
寧(
4
|9
8
1
2
 :
 5
9
5
)

の
字
。

【
靖
遠
】
5

牙
縣
名
。
清
‘
置
く
。
甘
粛
省
泉
蘭
縣
の
東
下
し
て
宋
都
沐
京
を
陥
れ
‘
徽
宗
・
欽
宗
以
下
を
捕
へ
並
為
入
ム
卿
面
生
靖
恭
里
こ
笠
靖
恭
楊
家
↓
【
靖
州
]
4
7

弁
州
名
。

O
唐
‘
覇
緊
州
に
置
く
。
四
川
省

北
。
縣
城
は
祖
属
河
と
黄
河
と
合
流
す
る
慮
の
東
岸
。
て
北
へ
連
れ
欝
つ
た
事
嬰
。
「

5
)の
私
盆
゜
〖
靖
五
伽
里
〗
2
8乃
芍
ヨ
‘
ゥ
地
名
。
唐
書
符
令
奇
博
に
見
ゆ
。
藷
絞
州
府
の
境
。

O
宋
末
‘
置
く
。
湖
南
省
靖
縣
。
清
‘
直

〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
甘
粛
、
蘭
州
府
‘
縣
四
‘
靖
遠
。
〖
靖
康
先
生
〗

1
7
5パ
翌
明
‘
消
於
詩
(
7
-
1
7
7
9
2

:
 3
3

【
靖
化
】
29

芥
縣
名
。
民
國
二
十
五
年
‘
置
く
。
四
川
省
隷
州
と
し
‘
會
同
・
通
道
・
緩
寧
の
三
縣
を
管
轄
す
。
〔
讀

【
靖
夏
】6
吋
城
の
名
。
甘
熊
省
平
涼
縣
の
境
。
〔
宋
史
‘
〖
靖
康
通
賓
〗
1
8

特
芯
宋
の
欽
宗
の
時
躊
造
さ
れ
た
に
闊
す
。
史
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
〕
靖
州
‘
馬
貢
刑
州
之
域
‘
秦
為
,
,
~

夏
國
傭
下
〕
（
政
和
六
年
）
十
一
月
‘
夏
人
大
學
攻
―
―
涅
原
貨
幣
の
名
。
靖
康
元
賓
(
1
5
)

を

見

よ

。

【

靖

車

心

]
3
1

竹

中

地

一

漢

凰

―

―

武

陵

詳

荊

二

郡

一

後

代

皆

為

―

―

蟹

地

ご

本

盆
琥
。
●
梁
‘
繭
宏
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 8
7
)

の

青

部

〔
五
驚
〕

靖

―
二
四
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(42573)一 (42578)

お
し
ろ
い
や
ま
ゆ
ず
み
を
塗
つ
て
め
か
す
。
〔
玉

篇
〕
親
‘
装
飾
也
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
枝
服
脱
紺
゜

〔
注
〕
劉
曰
‘
張
揖
曰
、
親
‘
謂
ふ
切
白
黛
黒
一
也
。
働

し
と
や
か
。
〔
集
韻
〕
観
‘
一
曰
‘
女
容
徐
親
。
◎
う

る
は
し
い
。
な
ま
め
か
し
い
。
〔
貢
師
泰
‘
學
圃

吟
〕
緑
葵
青
萱
華
親
妹
。

O
し
づ
か
。
静
(
1
2
-

4
2
5
7
8
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
梢
暗
暗

而
親
深
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
親
‘
即
静
字
耳
゜
〇
あ
き

ら
か
。
〔
正
字
通
〕
親
、
明
也
。
R
請

(10|
 
3
5
6
4
0
)
 

に
通
ず
。
〔
廣
韻
〕
親
、
古
奉
朝
請
‘
亦
作
二
此
字
↓

〔
集
韻
〕
千
定
切
園
【
親
衣
】
1

令
美
し
く
飾
っ
た
衣
裳
゜
〔
太
平
廣
記
〕
仙

妹
態
柔
容
冶
‘
親
衣
明
眸
゜

<＿
L
 
c
h
'
r
n
g
4
 

〔
集
韻
〕
倉
経
切
醐
i

【
親
客
】
2

5
パ
来
禽
(
1
ー

5
8
1
:
 7
3
)

の
異
名
。
〔
三
柳
軒

雑
識
〕
来
禽
為
1

一親客↓

□
●
絶
絶
は
‘
あ
を
ぐ
ろ
い
色
。
〔
集
韻
〕
絶
‘
絶
【
観
版
】
3

や
が
粉
黛
を
施
し
化
粧
し
て
美
し
く
飾
る
。

絶
、
青
黒
色
。

O
深
絶
は
‘
か
げ
の
慮
゜
〔
中
華
大
版
腿
親
粧
。
親
飾
゜
〔
南
史
‘
后
妃
下
‘
張
貴
妃
債
〕
張
貴

妃
居
―
―
結
綺
閣
ご
云
云
‘
嘗
於
"
閣
上
1

観
放
、
臨
―
―
子
軒

檻
一
宮
中
造
望
‘
譲
若
五
岬
仙
一
〔
徐
俳
妻
劉
氏
‘
詩
〕
侶
人

字
典
〕
絶
‘
深
絶
‘
陰
騎
慮
゜
〔
李
華
‘
寄
二
趙
侍
御
―

詩
〕
玄
猿
蹄
深
絶
二
〗
絶
絶
は
、
無
色
。
〔
廣
韻
〕
炊
漢
女
ぷ
況
放
臨

1月
華
→

絶

‘

絶

絶

、

無

色

。

【

親

粧

】

4

月
美
し
く
化
粧
す
る
。
親
版
に
同
じ
。
〔
陸

亀
蒙
‘
鄭
宮
詞
〕
瞭
日
親
粧
千
騎
女
、
白
櫻
桃
下
紫
綸

巾。

【
親
装
】
5

翌
美
し
く
化
粧
す
る
。
親
版
に
同
じ
。
〔
顔

【

静

早

セ

イ

静

(
1
2ー

4
2
5
7
8
)

の
略
字
。
延
之
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
襲
装
藻
互
核
服
褥

川
一
〔
注
〕
銑
曰
、
親
装
‘
美
人
脂
粉
之
色
。

[
蜆
紺
】
6

ぺ
炉
美
し
く
化
粧
す
る
。
親
版
（
3
)

に
同
じ
。

〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
都
人
士
女
‘
枝
服
親
紐
゜
〔
注
〕
劉
曰
‘

張
揖
日
、
親
‘
謂
―
―
粉
白
黛
里
竺
也
。

,i―― 
【
親
粧
】
7

苔
ウ
美
し
く
化
粧
す
る
。
親
撒
(

3

)

に
同
じ
。

〔
司
馬
相
如
‘
上
林
賦
〕
親
粧
刻
飾
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
郭
環

曰
‘
親
糀
‘
粉
白
黛
黒
也
。

セ
イ
〔
集
韻
〕
疾
正
切
醐

゜
〔
後
漢
書
、
南

75

日

芝

ヤ

ゥ

り

＿

L

c
h
i
n
g
4
 

【
蜆
飾
】
8

戸
ぅ
つ
く
し
く
か
ざ
る

且
〗
ヴ
〔
集
韻
〕
疾
郎
切
謄
匈
奴
傭
〕
昭
君
豊
容
親
飾
‘
光
―
―
明
漢
宮
二
王
安
石
‘

【親】
425

和
犀
甫
舟
中
竺
九
華
山
詩
〕
詫
然
如
九
女
ぶ
訊
飾

§
小
日
口
●
め
す
。
〔
説
文
〕
親
‘
召
也
‘
位
重
應

月
策
ハ
レ
見
青
臀
〇
よ
ぶ
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
【
親
深
】
，
合
し
づ
か
に
し
て
深
い
こ
と
。
〔
揚
雄
‘
甘

二
〕
靖
‘
呼
也
。
〇
よ
そ
ほ
ふ
。
け
し
や
う
す
る
。
泉
賦
〕
帷
硼
張
其
彿
泊
分
‘
梢
暗
暗
而
親
深
゜

【
絶
早

口日
シ，セシ，セ
ャ，イャイ
ゥゥ

日
●
う
か
が
ふ
。
〔
廣
韻
〕
脱
‘
覗
也
。

O
正
し
く

見
る
。
窺
(
8
-
2
5
6
6
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
窺
‘
廉

視
也
‘
或
作
レ
航
。
口
正
し
く
見
る
。
践
(
8
-
2
5
6
6

2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
窺
‘
説
文
、
正
視
也
‘
八
―
-
｛
八

中
一
正
見
也
‘
或
作
レ
脱
。

冦】
5

日
テ
イ
チ
ぶ
上
ツ

旦
ァ
イ
ヂ
9

ヤ，ウ

〔
集
韻
〕
磋
貞
切

〔
集
韻
〕
丑
正
切

圏咽

青

部

〔
六
ー
八
驚
〕

統

絶

静

観

瀞

綻

静

小
巳
口
●
し
づ
か
。
①
う
ご
か
な
い
。

E
委
H
青
策
〔
増
韻
〕
静
、
動
之
封
也
。
〔
易
‘
坤
〕
至

【静】
g

日
臼
い
ウ
〔
集
韻
〕
疾
那
切
蹟

セ
イ
〔
韻
會
〕
疾
正
切
瞬

ロ
ジ
ぶ
5
ウ

H
-
L

ching• 

あ
ゐ
。
あ
ゐ
ぞ
め
。
藍
で
あ
を
く
染
め
る
。
〔
集

韻
〕
綻
‘
以
レ
藍
染
也
。

【
綻
紅
】
1
tien• 

k
a
n
g
―
あ
ゐ
が
め
。

〖
綻
紅
裏
祉
不
出
白
布
〗
2

t
i
e
n
4
 
k
a
n
g
'
l
i
 
c
h
'
e
3
 

p
u
 
ch'u1 
p
a
i
2
 
p
u
'

あ
ゐ
が
め
の
中
か
ら
白
い

布
は
引
き
出
せ
な
い
。
善
良
の
人
は
悪
徒
の
内
か
ら
出

る
こ
と
が
無
い
。

【
綻
花
】
3

花
藍
紅
の
泡
゜
藍
の
花
。
藍
質
の
水
面
に

浮
ん
で
ゐ
る
も
の
。
槃
用
と
し
胃
黛
と
名
づ
く
。
〔
本

草
‘
青
黛
〕
繹
名
‘
碇
花
、
青
蛤
粉
。

【
綻
子
】
4

勺
賓
石
の
名
。
碧
い
も
の
。
〔
本
草
‘
賓
石
〕

集
解
‘
時
珍
日
‘
碧
者
名
1

一
綻
子
↓

【
綻
ー
Pl
】5

杞
染
料
の
一
種
。
藍
綻
。

【
綻
白
】
6
lien• 

p
a
i
2

染
料
の
名
。
藍
か
ら
取
っ
た

綻
藍
(
i
n
d
i
g
o
b
l
u
e
)

に
化
學
作
用
を
加
へ
て
製
す

る。
i
n
d
i
g
o
w
h
i
t
e
の
漢
名
。

【
綻
墨
】
7

芍
一
種
の
綸
具
。
胄
墨
。
「
見
よ
。

【
綻
藍
】
8

竺
染
料
の
一
種
。

i
n
d
i
g
o
b
l
u
e

綻
白
を

貧】』
テ
ン
デ
ン

〔
集
韻
〕
堂
練
切
醐
〗

ヽ

ヵ
＿
口
、
t
i
e
n
•

冨】
5

つ
め
た
い
。
瀧
(
7
-
1
8
5
5
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

瀧
‘
説
文
‘
冷
寒
也
‘
或
八
レ
入
人
。

セ
イ
シ
，
ャ
ゥ

〔
集
韻
〕
千
定
切

＇且
圏

静
而
徳
方
。
＠
や
す
ら
か
。
お
ち
つ
く
。
〔
詩
‘
邸

風
‘
柏
舟
〕
静
言
思
レ
之
。
〔
博
〕
静
‘
安
也
。
〔
幡
稟

記
〕
寛
而
静
゜
〔
疏
〕
静
‘
謂
え
女
静
↓
〔
道
徳
指
飩

論
〕
不
レ
為
レ
静
而
静
自
生
。
〔
淮
南
子
‘
本
経
訓
〕

怒
則
手
足
不
レ
静
。

8
ひ
つ
そ
り
。
だ
ま
つ
て
ゐ

る
。
立
日
が
し
な
い
。
〔
國
語
、
晉
語
一
〕
吾
其
静
也
。

〔
注
〕
静
‘
歌
也
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
静
間
安
些
゜

〔
庄
〕
無
レ
臀
日
レ
評
。
◎
し
づ
か
な
境
浬
゜
〔
後
漢

書
‘
祭
邑
博
賛
〕
邑
｛
貫
捺
レ
静
゜
〔
南
史
‘
齊
武
陵
昭

嘩
博
〕
臣
好
棲
レ
静
゜
⑮
ひ
く
い
。
〔
江
穂
‘
雲
堂
賦
〕

壺
人
唱
静
゜
●
つ
ま
び
ら
か
。
丹
青
の
い
ろ
が
こ

ま
や
か
で
、
お
ち
つ
い
て
ゐ
る
。
〔
説
文
〕
静
、
宋

也
‘
炊
レ
宵
半
臀
。
〔
段
注
〕
采
色
詳
宋
‘
得
―
―
其
宜
一

謂
乏
静
ズ
心
来
度
得
に
且
‘
一
言
一
事
、
必
求
ニ

理
義
之
必
然
「
則
雖
羞
畔
芳
之
極
―
而
無
二
紛
乱
↓

亦
日
レ
静
。

O
た
だ
し
い
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
絆
女
〕
静

女
其
妹
。
〔
傭
〕
静
‘
貞
静
也
。
働
し
た
が
ふ
。
〔
逸

周
書
‘
周
祝
解
〕
民
乃
静
゜
〔
注
〕
静
‘
服
。
⑮
す

む
。
き
よ
い
。
〔
韻
會
〕
静
‘
澄
也
。
〔
國
語
‘
周

語
中
〕
i
ザ
其
巾
篇
↓
〔
注
〕
静
‘
潔
也
。
〔
史
記
‘
五

帝
紀
〕
直
哉
維
静
潔
゜
〔
注
〕
正
義
日
、
静
‘
清
也
。

〇
や
は
ら
ぐ
。
〔
廣
韻
〕
静
‘
和
也
。
〔
幡
‘
柴
記
〕
架

由
レ
中
出
‘
故
静
。

0
と
と
の
ふ
。
〔
繹
名
‘
繹
言

語
〕
静
‘
整
也
。
R
は
か
る
。
〔
集
韻
〕
静
‘
一
曰
‘
謀

也
。
〔
書
‘
尭
典
〕
静
言
庸
違
。
〔
傭
〕
静
‘
謀
也
。
〔
管

子
‘
修
靡
〕
曲
静
之
言
‘
不
レ
可
―
―
以
為
迄
坦
。
〔
注
〕

静
‘
謀
也
。
〇
や
す
む
。
い
こ
ふ
。
〔
廣
韻
〕
静
‘
息

也。

O
お
こ
た
る
。
〔
太
玄
経
‘
擁
〕
其
静
也
。
〔
注
〕

静
‘
謂
レ
怠
也
。
〇
い
さ
め
る
。
評
(
1
0
ー

3
5
6
4
3
)

に
通
ず
。
〔
栂
‘
儒
行
‘
静
而
正
レ
之
‘
繹
文
〕
静
‘
徐

本
作
レ
評
。
＠
道
家
で
修
業
の
稲
゜
〔
雲
笈
七
飯
〕
修

錬
之
士
‘
常
須
レ
入
レ
静
‘
大
静
三
百
日
、
中
静
二
百

日
、
小
静
一
百
日
。

O
誼
゜
〔
逸
周
書
‘
謡
法
解
〕
柔

―
二
六

12722 



(42578・ ・1)一 (42578・・40) 

青

部

〔
八
書
〕

至手
主

H

―
二
七

徳
考
レ
衆
曰
レ
静
‘
恭
レ
己
鮮
レ
言
日
レ

j
c
m

呻
‘
寛
栗
令
レ
〖
静
安
先
生
〗
7

弁
杞
【
静
院
】

2
2
弁
し
づ
か
な
庭
。
〔
李
中
‘
獣
―
―
中
書
韓
含
ら
れ
た
陸
心
源
（
琥
‘
存
齋
）
の
藷
蔵
書
‘
中
村
敬
宇
・
竹

終
日
レ
静
゜
◎
靖
(
1
2
-
4
2
5
7
0
)

に
通
ず
。
〔
書
、
発

5
3
)

の

私

溢

。

人

一

詩

〕

丹

埠

朝

退

後

‘

静

院

即

冥

捜

。

〔

輻

恵

全

書

‘

刑

添

井

々

等

の

遺

書

を

集

め

て

‘

凡

そ

十

二

萬

冊

゜

國

書

【
静
晏
(
】
8

乃
し
づ
か
で
や
は
ら
ぐ
。
〔
徐
陵
‘
陳
文
帝
名
部
‘
姦
情
‘
鞄
姦
〕
至
l元
子
強
姦
芥
唸
評
院
無
レ
人
‘
或
荒
は
‘
青
木
信
寅
•
鈴
木
慎
年
・
色
川
三
中
•
松
井
簡
治
・
大

喜
昨
尊
一
皇
太
后
—
詔
〕
若
中
流
静
晏
‘
皇
嗣
蹄
来
‘
輻
原
僻
径
‘
方
可
レ
下
レ
手
。
槻
如
電
等
の
藷
蔵
書
を
中
心
と
し
て
凡
そ
八
萬
冊
゜
宋
·

典
〕
静
言
庸
違
゜
〔
漢
書
‘
王
尊
博
〕
靖
言
庸
違
。
轡

笠

解

級

子

箕

山

之

陽

↓

【

静

雲

】

23

努
し
づ
か
な
く
も
。
〔
管
子
、
移
靡
〕
謡
然
元
の
藷
刻
を
始
め
多
く
の
稀
書
珍
籍
を
架
蔵
す
る
に
よ

通
じ
て
親
(
1
2
-
4
2
5
7
5
)

に
作
る
。
〔
韻
會
〕
静
‘

通
作
畑
。

0
通
じ
て
坪
(
8
ー
2
5
7
9
1
)

に

作

る

【

静

庵

】

，

だ

パ

静

奄

を

見

よ

。

若

夏

之

耕

震

乃

及

,

,

人

之

粒

一

っ

て

著

名

で

あ

る

。

蔵

書

目

録

と

し

て

は

静

嘉

堂

文

庫

〔
韻
會
〕
静
‘
通
作
レ
諄
゜
◎
古
‘
彰
(
4
-
1
0
0
0
6
)

に
【
静
奄
】
10

だ
パ
●
字
琥
°
①
宋
、
曾
機
(
6
-
1
4
2
9
9
:
 2
7
)
 

[
静
映
】
24

特
し
づ
か
に
う
つ
る
。
〔
郭
環
‘
井
賦
〕
乃
漢
籍
分
類
目
録
・
同
績
・
静
嘉
堂
文
庫
國
書
分
類
目
録
・

作

る

。

〔

康

熙

字

典

〕

静

‘

古

文

彰

。

の

麓

◎

明

‘

許

珍

(
1
0
-
3
5
2
9
8
:
 1
7
6
)

の
琥
°
◎
明
、
戴
回
澄
以
静
映
‘
状
問
然
而
鏡
灼
。
同
績
・
同
再
績
あ
り
‘
又
‘
宋
版
唐
百
家
詩
選
・
宋
版
金
壺

進
(
6
-
1
1
6
8
5
:
 8
1
)

の
琥
゜
＠
明
陳
文
燥
(
1
1
1
 4
1
6
9

【
静
淵
】
25

梵
静
か
で
深
い
ふ
ち
。
轄
じ
て
‘
心
を
し
づ
記
・
元
版
東
京
夢
華
録
‘
鎌
倉
窺
平
中
物
語
・
初
奏
本
金

8

:

 1
2
3
1
)

の
字
。
命
）
清
‘
買
漢
復
(
1
0
ー
3
6
7
5
5
:
 1
5
0
)

め
深
く
謀
る
こ
と
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
帝
顕
項
高
陽
葉
集
・
正
撤
本
徒
然
草
そ
の
他
の
稀
細
書
の
複
製
が
行

畠
チ
カ
。
キ
ヨ
。
ヨ
シ
。
シ
ヅ
°

【
静
謁
】
1

咋
ば
北
周
の
高
僧
。
榮
賜
鄭
氏
の
子
。
武
帝
‘
の
琥
゜

8
清
‘
黄
性
震
(
1
1
0
|
4
7
9
2
6
 :
 1
1
8
5
)

の
琥
゜
R
者
、
黄
帝
之
孫
‘
而
昌
意
之
子
也
、
静
淵
以
有
レ
謀
‘
疏
通
は
れ
て
ゐ
る
。
静
嘉
堂
の
名
は
‘
詩
経
大
雅
‘
既
酔
篇
の

道
士
張
賓
の
言
を
用
ひ
て
佛
法
を
窮
せ
ん
と
し
た
時
‘
清
‘
呉
惜
（
10

ー
3
3
6
5
:
 5
5
)

の
琥
゜
R
清
‘
鄭
B
奎
(
1
1

ー
而
知
レ
事
。
〔
陳
師
道
‘
興
龍
節
功
徳
疏
〕
憑
―
―
覺
皇
之
外
邊
豆
静
嘉
の
句
に
採
っ
た
も
の
。
初
め
駿
河
壷
‘
次
い

闘
に
詣
り
理
訴
し
た
が
直
す
こ
と
を
得
ず
‘
遂
に
終
南

3
9
6
4
7
:
 4
2
7
)

の
琥
゜
⑪
清
‘
賓
克
勤
(
8
ー
2
5
6
9
5
:
 6
7
)

助
祉
翌
臣
子
之
内
心
ぶ
翌
河
海
之
静
淵
｛
卑
ぐ
天
地
五
皿
で
高
輪
の
岩
崎
邸
内
に
あ
り
、
大
正
十
三
年
現
在
の
地

山
に
入
り
、
巖
に
依
り
陰
に
附
し
て
寺
二
十
七
所
を
造
の
琥
゜
R
民
國
、
王
國
維
(
7

ー
2
0
8
2
3
:
 1
4
7
8
)

の
琥
。

O

長

久

。

に

移

る

。

昭

和

十

五

年

‘

岩

崎

家

の

寄

附

に

よ

り

財

閣

り
‘
逃
逸
し
た
諸
僧
を
住
居
せ
し
め
た
。
宣
政
の
初
‘
石
清
、
李
経
世
(
6

ー
1
4
4
5
9
:
 1
0
9
9
)

の

室

名

。

【

静

婉

】

26

梵
し
づ
か
に
し
て
う
つ
く
し
い
。
〔
温
庭
法
人
静
嘉
堂
設
立
さ
れ
て
そ
の
有
と
な
り
、
昭
和
二
十

上
に
鉄
坐
し
、
自
ら
其
の
肉
を
割
い
て
死
ん
だ
。
著
に
〖
静
蕃~
g士
〗1
1
焚
ァ
／
明
、
郡
清

(
1
1| 3
9
3
4
3
 :
 3
9
)
 

f

均
‘
題
柳
詩
〕
香
甜
―
―
孵
婉
1

歌
塵
起
、
影
伴
二
嬌
饒
ー
舞
袖
三
年
以
降
‘
國
立
國
會
圏
書
館
の
支
部
圏
書
館
と
し
て

―

二

賓

集

が

あ

る

。

〔

績

高

僧

傭

〕

の

0
の

琥

。

垂

。

〔

唐

彦

謙

‘

漢

代

詩

〕

髄

詞

傭

―

―

静

婉

正

新

曲

定

―

↓

妖

運

螢

さ

れ

た

が

、

昭

和

四

十

五

年

に

財

圃

法

人

に

復

蹄

【
静
挟
】
2

討
清
‘
季
罰
(
3
-
6
9
6
5
:
 4
1
)の
0
の
字
。
〖
静
ザ
奄
先
生
〗12
弁
杞
清
‘
李
経
世

(
6ー
1
4
4
5
9:
 1
0

饒

↓

し

た

。

所

在

地

、

東

京

都

世

田

谷

謳

岡

本

町

九

百

十

二

【
静
逼
]
3

乃
し
づ
め
と
ど
め
る
。
〔
北
史
‘
源
賀
博
〕

9
9
)

の

尊

稲

。

【

静

園

】

27

苔
清
‘
揮
彦
埼
(
4

ー
1
0
8
5
7
:
 1
0
)

の

琥

。

番

地

。

賀
匪
勒
禁
兵
「
絆
逗
外
内
ご
界
南
部
尚
書
陸
麗
ご
決
【
静
葬
】
13

月

静

奄

(
1
0
)

を

見

よ

。

【

静

遠

】

28

弁
字
琥
。
〇
清
、
葉
敦
艮
(
9

ー
3
1
3
8
7
:
 2
4

〖
静
嘉
堂
認
籍
志]
3
6
e
k
g

そ
‘
書
名
。
五
十
巻
。
河
田

議

定

策

‘

翼

―

―

戴

文

成

↓

【

静

粛

】

14

ぢ

静

奄

(
1
0
)

を
見
よ
。

8
)

の
字
。

O
清
‘
西
密
揚
阿
(
1
0
ー
3
4
7
6
3
:
 7
2
0
)

の
琥
゜
罷
撰
。
大
正
六
年
、
文
庫
刊
。
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
書
玉
、

【
静
安
】
4

苔
〇
静
か
で
安
ら
か
な
こ
と
。
安
静
。
〔
淮
[
静
恰
】
15

仕
イ
消
、
施
養
浩
（
5

ー
1
3
6
2
9
-
-
1
8
6
)

の
字
゜

O
清
‘
卓
乗
括
（
1
0
1
2
7
4
1
 :
岳
)
の
字
o
R
清
ヽ
茅
綸
(
9

陸
心
源
藷
蔵
の
秘
籍
に
就
き
ヽ
陸
氏
の
書
志
に
基
い
て

南
子
、
人
間
訓
〕
聖
人
深
居
以
避
レ
辱
、
静
安
以
待
レ
時
。
【
静
意
】
16

勺
心
を
し
づ
か
に
お
ち
つ
か
す
。
心
を
静
ー
3
0
8
3
6
:
 1
6
)

の
字
。

O
清
‘
李
宗
防
(
6
ー
1
4
4
5
9
:
 1
6

更
に
其
の
流
博
を
明
か
に
し
た
も
の
。
前
十
二
巻
は
面

〔
陳
琳
‘
檄
羹
将
校
部
曲
文
〕
折
レ
衝
討
＞
難
‘
菱
レ
敵
め
る
。
又
、
お
ち
つ
い
た
氣
持
。
安
意
。
〔
後
漢
書
‘
明

3
1
)

の

字

。

「

琥

。

宋

棲

本

、

十

三

ー

五

十

巻

は

十

萬

巻

棲

を

解

説

し

、

各

烹
旗
‘
飼
安
海
内
「
登
軽
學
措
也
哉
。

0
字
琥
°
①
八
王
‘
梁
節
王
暢
博
〕
王
其
安
レ
心
静
塩
息
‘
茂
―
―
率
休
徳
→
〖
静
遠
齋
〗

2
9弁
ぅ
清
‘
允
碍
（
1
|
1
3
3
8
 :
 1
0
9
)

の
各
四
部
に
分
つ
。

清
‘
唐
景
(10

ー
3
7
0
9
:
 9
5
)の
字
。
＠
民
國
‘
王
國
維
（
7

〔
王
周
‘
早
春
西
園
詩
〕
静
意
崖
穿
レ
溜
‘
孤
愁
笛
破
レ
空
゜
〖
静
遠
堂
〗

3
0が
刃
ぅ
清
‘
陳
壽
熊(
1
1ー
4
1
6
9
8:
 9
6
6
)
〖
静
嘉
堂
宋
本
書
影
〗37店
翌
ィ
ヨ
エ
イ
書
名
。
一
冊
。

|
 2
0
8
2
3
 :
 1
4
7
8
)

の
字
0

[
静
域
】
17

む

し

づ

か

な

虞

。

寺

な

ど

を

い

ふ

。

〔

李

墾

の

室

名

。

諸

橋

轍

次

編

。

昭

和

八

年

‘

文

庫

刊

。

静

嘉

堂

文

唐

架

蔵

〖
静
安
軍
〗5
在
パ
ァ
／
鎮
の
名
。
も
と
李
晏
口
。
一
名
‘
李
玉
‘
湘
中
別
―
―
成
威
闇
黎

1詩
〕
松
臀
掃
―
―
白
月
一
震
夜
【
静
穏
】

3
1焚
静
か
に
お
だ
や
か
な
こ
と
。
又
、
世
が
の
宋
刊
本
約
一
百
十
部
の
中
‘
其
の
粋
と
認
む
べ
き
四

晏
鎖
。
五
代
周
‘
城
を
築
き
‘
静
安
軍
を
置
く
。
河
来
1

一
静
域
一
〔
韓
但
、
残
春
旅
含
詩
〕
祠
伏
1

一

詩

魔

』

竺

静

太

平

無

事

な

こ

と

。

安

穏

。

平

穏

。

＋

部

の

列

品

圏

録

。

凡

そ

六

十

圏

を

掲

げ

‘

簡

明

な

解

北
省
深
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
直
隷
、
慎
定
域
云
酒
衝
―
―
愁
陣

mi―
―

奇

兵

↓

【

静

可

】

32

芍
宋
‘
毛
直
方
(
6
ー
1
6
7
7
2
:
 3
1
2
)

の
字
。
【
静
歌
】
38

咋
し
づ
か
に
歌
ふ
こ
と
。

L

説
を
附
す
。

府
‘
深
州
〕
静
安
城
本
名
李
晏
口
‘
亦
日
二
李
晏
鎮
五
i

【
静
一
】
18

げ
し
づ
か
で
専
一
な
こ
と
。
〔
荘
子
‘
刻
意
〕
【
静
村
】
33

芍
し
づ
か
な
枝
゜
〔
殷
仲
文
、
解
―
―
尚
書
ー
表
〕
[
静
蛾
]
3
9

竹
宰
代
楊
瑞
年
吏
6

ー
1
5
1
1
2
.. 6
3
4
)

の
琥
o

代
周
‘
顧
徳
二
年
‘
築
滅
屯
―
一
軍
於
此
盃
叩
之
耕
安
軍
一
純
梓
而
不
レ
雑
、
静
一
而
不
レ
嬰
‘
淡
而
無
為
‘
動
而
以
天
驚
誕
彿
レ
野
‘
林
無
―
―
静
何
↓
〔
注
〕
銑
日
‘
條
無
レ
静
也
。
【
静
海
】
40

行
〇
し
づ
か
な
海
。
〔
江
穂
、
上
―
―
毛
亀
1

啓〕

砕
史
‘
静
安
軍
南
距
霙
州
1

百
里
‘
北
距
深
州
二
ニ
十
行
‘
此
養
レ
紳
之
道
也
。
〔
草
孟
‘
諷
諫
詩
〕
衿
衿
元
王
、
【
静
嘉
】
34

芍
や
す
ら
か
で
よ
い
こ
と
。
又
、
潔
清
で
震
山
奥
宅
‘
丼
木
呈
レ
祉
‘
静
海
澄
波
‘
鱗
介
腿
に
輻
o
.

里
‘
央
"
胡
慮
河
為
レ
日
翌
‘
自
レ
是
契
丹
不
下
敢
渉
―
胡
虞
恭
倹
静
一
。
「
尊
捨
。
美
し
い
こ
と
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
既
酔
〕
其
告
維
何
‘
邊
豆
静
縣
名
。
c
五
代
周
、
置
く
。
江
蘇
省
南
通
縣
治
。
〔
讀
史

包
南
犯
甜
南
之
民
始
得

1一
休
息
→
〖
静
一
先
生
〗

1
9
弁
杓
宋
‘
湯
泳
(
7
-
1
7
8
7
4

:
 8
)

の
嘉
。
〔
箋
〕
乃
用
二
蕩
一
豆
之
物
、
潔
消
而
美
↓
〔
集
側
〕
静
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
揚
州
府
、
通
州
〕
静
海
顎
縣
‘
今
州

〖
静
安
寺
〗6
仔
ァ
ン
寺
の
名
。
上
海
市
静
安
寺
路
の
西
【
静
逸
】

2
0
げ
物
静
か
で
心
身
の
安
ら
か
な
こ
と
。
嘉
‘
清
潔
而
美
也
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
泌
濯
静
嘉
‘
饒
儀
治
‘
本
海
陵
縣
地
‘
南
唐
始
置
二
静
海
都
鎮
制
置
院
；
後

端
。
呉
の
赤
烏
の
時
建
つ
。
原
名
は
重
圃
寺
。
宋
の
大
中
【
静
因
】
21

仕
パ
虚
絆
に
し
て
外
界
の
事
物
に
因
り
循
孔
明
。
〔
注
〕
綜
日
‘
静
‘
紫
也
‘
嘉
‘
善
也
。
周
升
為
1

一
静
海
軍
玉
尋
改
為
忌
匹
州
ぶ
如
置
1

一
静
海
縣
盃
為
二

詳
符
中
、
今
名
に
改
む
。
〔
名
勝
志
〕
寺
有
"
緑
雲
洞
五
り
ふ
。
〔
管
子
‘
心
術
上
〕
是
故
有
道
之
君
‘
其
慮
也
‘
若
レ
〖
静
~
堂
文
庫
〗

3
5
合
巧
ダ
ゥ
男
爵
岩
崎
禰
之
助
・
小
禰
州
治
ギ
木
元
因
レ
之
‘
明
初
省
。
＠
明
‘
置
く
。
河
北
省
天

僧
壽
寧
棲
息
之
所
‘
雨
労
雑
一
輝
植
檜
竹
桐
柏
云
趙
孟
穎
匝
無
レ
知
‘
其
應
レ
物
也
‘
若
加
炉
之
、
静
因
之
道
也
。
〔
纂
太
父
子
二
代
に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
‘
和
漢
の
古
典
圏
津
市
の
西
南
。
金
の
靖
海
縣
を
改
む
。
地
は
運
河
に
瀕

整

是

径

楊

維

禎

伶

志

。

詰

〕

絆

以

因

レ

物

之

道

也

。

書

館

。

そ

の

漢

籍

は

、

清

末

四

大

蔽

書

家

の

一

に

藪

へ

し

‘

津

浦

鐵

道

に

沿

ひ

‘

水

陸

交

通

の

要

衝

゜

〔

讀

史

方

元
‘
第
五
居
仁
(
8
-
2
5
9
4
3

12723 



(42578・ ・41)一 (42578・・94) 

青

部

八

藍

〕

静

|

|

_

 

為
し
難
い
。
〔
四
唐
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
琥
。
野
開
静
軒
(
1
1
|
 4
0
1
3
3
 :
 3
9
1
)

を
見
よ
。
◎
萩
原

42
 

輿
紀
要
、
直
隷
、
河
間
府
〕
静
海
縣
‘
宋
為
五
旧
州
窯
口
の
室
名
。

翌
金
明
昌
四
年
、
始
置
靖
海
縣
占
竺
清
州
エ
元
初
省
【
静
躙
】
55

努
清
‘
呉
正
粛
(
2
-
3
3
6
5
:
 6
9
8
)

の
字
。
【
静
虚
】
67

苫

O
心
し
づ
か
で
む
な
し
い
こ
と
。
〔
老
承
の
琥
。
萩
原
緑
野
(
9
-
3
1
3
3
3
:
 
10)
を
見
よ

0927

尋
復
置
‘
明
初
改
レ
靖
為
レ
紐
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
直
【
静
巖
】
56

竺
字
琥
゜
〇
清
‘
唐
岱
(
2
-
3
7
0
9
:
 2
4
9
)

子
‘
十
六
〕
致
レ
虚
極
、
守
レ
静
篤
‘
萬
物
並
作
‘
吾
以
観
1

一
門
良
の
琥
。
寺
門
静
軒
(
4ー

7
4
1
4
:
 7
1
)

を
見
よ
。

隷

‘

天

津

府

‘

縣

六

‘

静

海

。

の

舅

〇

清

‘

楊

景

仁

（

6
ー

1
5
1
1
2
:
 5
0
1
)の
字
。
参
其
復
→
〔
列
子
、
天
瑞
〕
非
二
其
名
一
也
、
莫
レ
如
レ
静
‘
莫
レ
〖
静
軒
主
人
〗

8
3ching• 

hstian1 
c
h
n
3
 
jen2

北

〖
静
海
軍
〗4
1
Hパ
ヵ
ィ
行
政
謳
劃
の
名
。
五
代
周
、
置
消
‘
注
縄
英
(
6
-
1
7
1
5
4

:
 2
6
7
)

の
字
。
如
レ
虚
、
静
也
虚
也
、
得
―
其
居
五
へ
。
〔
呂
寛
‘
知
度
〕
有
道
京
人
が
靖
蜻
（
蛭
婢
）
の
容
器
を
名
づ
け
て
い
ふ
。

く
。
江
蘇
省
南
通
縣
゜
〔
讀
史
方
興
紀
要
‘
江
南
‘
揚
州
【
静
氣
】

5
7巧

O
し
づ
か
な
氣
。
〔
唐
扶
‘
和
兵
部
鄭
侍
之
主
‘
因
而
不
レ
為
、
責
而
不
レ
詔
‘
去
レ
想
去
レ
意
、
静
虚
〖
静
軒
先
生
〗

8
4

弁
杞
宋
‘
禁
櫂

(
9ー
3
1
8
1
8:
 4
5
)
 

府
〕
通
州
‘
春
秋
時
呉
地
‘
漢
属
一
臨
淮
郡
五
後
漢
闇
,
,
廣
郎
省
中
四
松
一
詩
〕
寒
瞥
連
―
―
饒
竹
云
静
氣
結
,
,
陰
苔

-
0

以
待
。
〔
孔
子
家
語
‘
好
生
〕
徳
若
,
,
天
地
―
而
静
虚
、
化
の
尊
梢
゜

陵
郡
一
晉
末
属
ー
海
陵
郡
ギ
木
齊
因
レ
之
‘
隋
陽
孟
は
都
郡
一
氣
を
お
ち
つ
け
る
。
〔
幅
恵
全
書
‘
疱
任
部
‘
忍
性
氣
〕
若
"
四
時
1

而
髪
レ
物
。
〔
周
子
通
書
〕
無
レ
欲
故
静
虚
動
【
静
元
】
85

パ
パ
明
‘
屈
動
(
4
-
7
6
6
9
:
 1
1
7
)

の
字
。

唐

属

揺

面

雲

後

周

置

絆

海

軍

ぢ

守

改

―

―

通

州

↓

宜

平

心

静

氣

以

虞

＞

之

。

直

、

静

虚

則

明

、

明

則

通

、

動

直

則

公

、

公

則

溝

、

明

通

公

【

静

言

】

86

苔
〇
静
か
な
こ
と
。
言
は
助
辞
。
一
説
に
‘

【
静
厘
]42

行
清
‘
注
學
金
(
6ー

1
7
1
5
4
:
 1
9
0
)

の
琥
。
【
静
寄
]
5
8
巧
し
づ
か
に
よ
る
。
〔
陶
潜
‘
停
雲
詩
〕
静
溝
庶
芙
乎
。

O
明
、
金
潤
(
1
1
ー

4
0
1
5
2
 :
 5
9
3
)

の
字
。
我
゜
〔
詩
｀
邸
風
‘
柏
舟
〕
静
言
思
レ
之
‘
痣
辟
有
レ
標
。

【
静
好
】43
約
安
静
で
和
好
な
こ
と
。
又
‘
夫
婦
の
相
和
寄
"
東
軒
玉
春
醍
獨
撫
。
「
名
。
【
静
恭
】

6
9
~が
梁
‘
王
螢

(
7ー
2
0
8
2
3:
 6
0
)

の
盆
゜
〔
傭
〕
静
‘
安
也
。
〔
箋
〕
言
‘
我
也
。
〇
絆
か
に
い
ふ
。

す
る
喩
゜
〔
詩
‘
鄭
風
、
女
日
難
鳴
〕
琴
呑
空
伊
御
‘
莫
レ
不
"
〖
静
寄
軒
〗

5
9
t
1
清
、
林
偕(
6ー
1
4
5
5
1:
 6
4
)の
室
〖
静
恭
先
生
〗
7
0
5註
渇
宋
‘
楊
雁

(
6ー
1
5
1
1
2:
 1
0
 

〔
鬼
谷
子
‘
櫂
〕
静
言
者
反
而
干
レ
勝
‘
先
レ
意
成
な
欲
者
諮

静
好
→
〔
集
傭
〕
琴
慧
之
在
レ
御
者
‘
亦
莫
レ
不
え
女
静
而
和
〖
静
寄
居
士
〗

6
0戎
パ
キ
宋
‘
謝
愁(
1
0-3
5
8
2
7
 :
 2
1
5
)
 

1
)

の

盆

。

也

。

〔

陸

機

‘

猛

虎

行

〕

i

ザ
言
幽
谷
底
ぢ
竺
嗜
高
山
本
↓

好
面
和
柴
而
不
レ
淫
可
レ
見
号
〔
白
居
易
‘
聴
1

一

幽

蘭

一

の

琥

。

【

静

晴

】

71

祁
ウ
梁
‘
爾
業
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 1
0
1
)

の
字
。
〔
白
居
易
‘
喜
―
―
楊
六
侍
御
同
＞
宿
詩
〕
岸
帳
静
言
明
月

詩
〕
欲
レ
雙
身
心
倶
静
雙
自
弾
不
レ
及
馳
一
人
弾
一
【
静
機
】
61

↑
ィ
清
‘
陳
拭
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 3
7
0
)

の
字
。
【
静
緩
】
72

砕
／
も
の
し
づ
か
で
ゆ
る
や
か
な
こ
と
。
夜
‘
匡
林
閑
臥
落
花
朝
。
参
巧
言
(
4
1
8
7
2
1
 :
 3
3
)

の
●

[
i
翌
香
】
44

店
清
‘
周
茎
（
2
-
3
4
4
1
:
 3
3
2
)

の

字

。

【

静

境

】

62

勺
し
づ
か
な
と
こ
ろ
。
も
の
し
づ
か
な
〔
埠
雅
〕
狼
性
躁
急
‘
猿
性
静
緩
。
に
同
じ
。
〔
書
‘
亮
典
〕
静
言
庸
違
゜
〔
傭
〕
静
‘
謀
゜
〔
集
注
昔

【
静
客
】
45

店
蓮
花
を
い
ふ
。
〔
三
餘
贅
筆
〕
張
敏
叔
場
所
。
閑
地
。
〔
白
居
易
‘
秋
池
詩
〕
静
境
多
燭
得
‘
幽
[
耕
観
]13

討
/
.
心
静
か
に
物
事
を
観
察
す
る
こ
と
o

疏
〕
静
言
ヽ
巧
言
也
o

〔
漢
書
ヽ
智
宣
博
〕
静
言
令
色
ヽ
外

以

午

二

花

偽
1

一

十

二

賓

蓮

貸

孵

客

一

懐

覚

誰

知

。

〔

祁

経

‘

遊

1
1

霰
巖
寺
詩
〕
静
境
求
―
―
初
心
一
〔
王
維
‘
酬
―
―
諸
公
見
＞
過
詩
〕
静
観
二
素
鮪
一
俯
映
"
白
沙
一
巧
内
嫉
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
静
‘
安
也
‘
令
‘
善
也
‘
言
‘
其
陽

【
静
慇
]
4
6

特
絆
か
で
つ
つ
し
む
こ
と
。
〔
漢
書
‘
東
方
滞
慮
騒
,
1

萬

端

一

〔

白

居

易

‘

自

題

西

ば

憧

今

詩

〕

i

四
観
神
輿
＞
骨
‘
合
二
是
山
為
え
女
孵
之
言
一
外
有
1

一
善
色
一
而
賓
嫉
害
也
。

朔
博
〕
臣
聞
謙
遜
静
慇
‘
天
表
1

一
之
應
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
【
静
蔀
]
6
3
5
が
清
‘
張
鶴
(
4ー

9
8
1
2
:
 1
3
3
)

の
字
。
中
人
↓
〔
程
願
、
秋
日
詩
〕
萬
物
静
観
皆
自
得
‘
四
時
佳
興
【
静
原
】
87

弁
〇
明
‘
萬
敬
宗
(
9
-
3
1
3
3
9
:
 5
7
3
)

の

慇

謹

也

。

【

静

鏡

】

64

苫

ゥ

孵

か

な

鏡

。

水

の

す

ん

で

静

か

な

形

輿

レ

人

同

。

字

。

O
芥
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

【
静
學
】
47

舒
字
琥
。

O
宋
‘
余
仲
敬
（
1
ー

5
1
5
.. 1
1
0
)
容
。
〔
孫
綽
‘
望
海
賦
〕
因
湛
亮
以
―
―
静
鏡
涵

m
遊
二
目
子
〖
静
観
堂
〗7
5が
”
久
？
室
名
。
〇
明
‘
顧
潜(
1
2| 4
3
6
8

【
静
穀
】
88

弁
し
づ
ま
つ
て
お
ご
そ
か
な
こ
と
。
簡
静
゜

の
琥
。

O
元
‘
李
唐
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 5
5
1
)

の

0
の

琥

。

淵

庭

↓

9

:

1
2
9
)

の
室
名
。

O
清
‘
荘
械
(
9
ー

3
1
0
3
5
:
 1
3
6
)

の
〔
唐
書
‘
逆
臣
上
‘
史
思
明
偵
〕

E
師
部
伍
静
骰
‘
賊
有
二

〖
静
學
軒
〗48パ
パ
ガ
ク
明
‘
顧
爾
行(1
2ー
4
3
6
8
9:
 2
7
8
)

【
静
居
】
65

”O
静
か
に
居
る
。
又
、
物
し
づ
か
な
す
ま
室
名
。
参
清
‘
努
之
琲
(
2
|
2
4
1
0
 :
 1
4
0
)

の

室

名

。

濯

色

↓

の
室
名
。
ひ
。
〔
荘
子
‘
盗
妬
〕
貪
レ
財
而
取
レ
慰
‘
貪
レ
櫂
而
取
レ
渇
‘
〖
静
観
蘊
〗

7
6
iィ
久
？
森
尚
蔚
の
琥
゜
森
庸
軒(
6ー
1
4
9

【
静
語
】89
芍
し
づ
か
に
か
た
る
。
間
語
。
静
談
。
〔
白

〖
静
學
齋
〗4
9丑
“
ガ
ク
明
‘
蒋
用
文(
9ー
3
1
8
2
0:
 2
2
0
)

静
居
削
溺
‘
謄
澤
則
喝
‘
可
レ
謂
レ
疾
芙
゜
〔
新
書
‘
脩
政
語

7
4
:
 4
4
)

を

見

よ

。

「

室

名

。

居

易

‘

掲

樹

浦

雨

夜

寄

―

―

李

六

郎

中

1

詩
〕
間
遊
預
算
分

の

琥

。

上

〕

含

―

―

學

レ

聖

之

道

盃

叫

静

居

蜀

思

‘

讐

其

若

T

去
"B

之
〖
静
観
棲
〗
7
7
芯
ク
？
清
‘
郁
植
(
1
1ー
3
9
3
7
1:
 1
4
)

の
朝
日
、
静
語
多
同
待
漏
時
。
〔
買
島
‘
就
,
,
可
公
1

宿
詩
〕

〖
静
學
庫
二5
0
0
1
イ
ガ
ク
清
‘
施
文
姪
(
6ー
1
3
6
2
9:
 1
8
2
)

明
於
庭
→
而
就
•
火
之
光
於
室
上
也
。
〔
後
漢
書
‘
部
隊
【
静
翫

]
7
8
な
が
静
か
に
も
て
あ
そ
ぶ
。
〔
白
居
易
、
八
月
静
語
終
燈
烙
‘
餘
生
許
蝠
雲
。

の

室

名

。

博

〕

検

―

―

勅

宗

族

面

闇

レ

門

静

居

。

〔

察

邑

‘

陳

大

丘

碑

文

〕

十

五

日

夜

聞

-

―

雀

大

員

外

翰

林

獨

虹

封

レ

酒

翫

＞

月

因

【

静

功

】

90

芯
道
家
の
静
坐
修
養
を
い
ふ
。
〔
古
今
圃

〖
静
學
文
集
〗51
た
パ
沼77
書
名
。
一
巻
。
明
‘
王
叔
英
撰
。
四
門
備
レ
謄
‘
閑
心
静
居
。

O
明
‘
張
利
(
4ー
9
8
1
2:
 4
1
)

懐
―
―
禁
中
清
景
―
偶
題
,
1

是
詩
―
〕
秋
月
高
懸
空
碧
外
‘
仙
書
集
成
、
神
異
典
‘
静
功
〕
。

其
の
文
は
韓
愈
を
規
撫
し
‘
梢
t
之
が
拘
を
失
ふ
も
‘
の

O
の

琥

。

郎

静

翫

禁

闇

間

。

【

静

候

]
9
1ching• 

h
o
u
•
心
を
落
ち
つ
け
て
待
つ
。

特
に
謹
蔽
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。
〖
静
居
集
〗

6
6
/
7
1
拓
ョ
書
名
。
四
巻
。
明
‘
張
利
撰
゜
其
【
静
君
】

7
9
分
隠
者
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
人
事
、
隠
【
静
谷
】
9
2
芍
し
づ
か
な
た
に
。
さ
ぴ
し
い
た
に
。
〔
柳

【
静
涵
】
52

竺
字
琥
。

O
清
、
江
浩
(
6
ー

1
7
1
4
0
:
 5
3
)

の
目
は
五
言
古
橙
二
巻
・
七
言
古
橙
・
五
言
律
詩
・
五
言
逸
〕
林
逍
‘
山
中
招
―
―
葉
秀
才
一
詩
、
所
レ
憂
他
日
榮
登
後
‘
宗
元
‘
天
封
〕
州
錯
1

一
富
嬬
盆
友
定
―
―
子
趾
五
躁
川
静
谷
、
形

の
●
の
字
。
●
清
‘
顧
海
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 2
8
)

の
字
。
排
律
・
七
律
共
一
倦
・
七
言
律
・
五
言
絶
句
・
六
言
律
絶
・
難
レ
得
―
n

幽
棲
事
1

一

静

君

一

有

1

一
高
庫
↓

参
清
‘
趙
元
盆
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 5
1
0
)

の

字

。

七

言

絶

句

共

一

巻

。

明

史

文

苑

傭

に

‘

羽

の

文

は

精

潔

【

静

憩

】
81

げ
し
づ
か
に
い
こ
ふ
。
〔
江
穂
‘
撮
山
棲
霞
【
静
獄
】
93

弁
獄
囚
の
軽
重
曲
直
を
謳
分
し
て
疏
通
整

[
静
閑
】
53

焚
も
の
し
づ
か
な
こ
と
。
閑
絆
。
耕
間
。
に
し
て
法
が
あ
り
、
尤
も
詩
に
長
ず
と
稽
す
る
。
今
‘
文
寺
碑
〕
巽
日
静
憩
1

一
鍾
巖
公
ホ
便
観
止
‘
准
レ
仁
飲
レ
徳
‘
十
理
す
る
こ
と
。
〔
五
代
史
‘
漢
臣
‘
蘇
逢
吉
傭
〕
逢
吉
爵
レ

〔

支

遁

‘

逃

懐

詩

〕

熙

恰

安

―

―

沖

漠

ぶ

ば

消

架

鯰

袖

四

〔

李

集

は

債

は

ら

な

い

。

列

し

て

四

傑

と

す

る

も

詩

を

い

有

餘

年

。

人

‘

貪

詐

無

行

‘

喜

爵

5
益
竺
高
祖
嘗
以
―
一
生
日
心
央
逢

白
‘
尋
l

一
高
鳳
石
門
山
中
元
丹
丘
1

詩
〕
遂
造
1

一
窮
谷
間
一
ひ
、
文
で
は
な
い
。
其
の
詩
は
五
言
古
の
宛
韓
渕
亮
‘
歌
【
静
軒
]
8
2

万
字
琥
。

O
明
‘
陳
宜
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 1
4
0
)

吉
五
生
理
獄
囚
一
以
祈
に
幅
‘
謂
,
,
之
静
獄
ご
連
吉
入
1

面獄

始

知

二

耕

者

閑

一

行

の

箪

力

雄

放

の

如

く

‘

皆

一

世

に

豪

た

る

に

足

る

。

の

0
の
琥
。
●
清
‘
蒋
山
(
9ー

3
1
8
2
0
:
 4
9
)

の

0
の

字

。

中

{
g
レ
囚
‘
無
,
,
軽
重
曲
直
涵
心
殺
レ
之
以
報
曰
‘
獄
静
笑
゜

〖
静
閑
居
〗5
4訂
ヵ
／
清
‘
沈
友
琴
(
6ー
1
7
1
8
9:
 4
1
7
)

惟
；
近
粒
は
多
く
之
が
平
熟
を
失
ひ
‘
未
だ
全
美
と
は
参
清
‘
李
誠
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 5
0
2
)

の
字
。
R
野
間
成
大
の
【
静
坐
】
9
4
t
ィ
心
を
落
ち
附
け
て
静
か
に
坐
る
。
坐
祠
の



や

う

に

端

坐

す

る

。

〔

韓

非

子

‘

十

過

〕

師

消

日

‘

諾

‘

因

よ

。

復

た

置

く

。

故

治

は

廣

西

省

昭

平

縣

゜

〔

讀

史

方

輿

紀

沙

門

正

炉

之

。

O
砕
學
含
゜
學
校
。
塾
。

静
坐
‘
撫
レ
琴
而
窺
5

之
。
〔
玉
澗
雑
書
〕
朱
煮
日
‘
讀
レ
書
【
静
子
】
102

芍
字
琥
。

O
清
、
安
致
遠
(
3
-
7
0
7
2
:
 5
6
8
)

要
‘
廣
西
‘
平
架
府
〕
昭
平
縣
‘
府
南
二
百
二
十
里
、
漢
臨
【
静
者
】
国
苔
〇
老
荘
の
旨
に
徹
し
て
消
静
の
旨
を
謄

間
暇
且
静
坐
‘
教
―
―
他
心
平
氣
定
石
見
得
這
埋
漸
次
分
の
字
。

O
清
‘
賣
開
宗
(
1
0
|
 3
6
7
5
5
 :
 1
4
9
)

の

字

。

賀

縣

地

‘

梁

置

1

一
龍
平
縣
ご
兼
置
1

静
州
及
梁
壽
諸
郡
於
得
し
た
人
。
〔
杜
甫
‘
送
ー
1

一
孔
巣
父
謝
レ
病
蹄
―
―
遊
江
東
桑
ホ

明
。
〔
朱
子
語
録
〕
明
道
教
二
人
静
坐
云
李
先
生
亦
教
二
人
【
静
之
]103

芍
字
琥
。

O
陳
‘
陳
伯
山
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 1
2

此
↓
＠
唐
‘
置
く
。
故
治
は
四
川
省
松
播
縣
登
淫
螢
の
里
―
―
李
白
1

詩
〕
禁
侯
静
者
意
有
レ
餘
‘
清
夜
置
酒
臨
孟
削

静
坐
五
始
學
工
夫
‘
須
1

一
是
静
坐
□
則
本
原
定
。
〔
眺
鵠
‘

0
1
)

の
字
。

O
宋
‘
崇
大
年
（
4
-
8
1
5
2
:
 2
2
8
)

の
字
。
＠
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
登
埃
守
禦
千
戸
所
〕
除

U
0清
‘
丁
蹂
(
1
|
2
:
4
2
)

の
琥
゜

随
州
獄
李
侍
御
詩
〕
端
居
有
レ
地
唯
栽
レ
薬
‘
静
坐
無
レ
宋
‘
趙
善
巻
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 7
5
1
)の
字
。
®
宋
‘
凋
世
寧
際
静
州
、
所
西
二
百
六
十
里
‘
唐
天
壽
二
年
‘
改
尻-
g
~【
静
唱
】
印
ぺ
が
静
か
に
と
な
へ
る
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡

時
不
レ
憶
レ
山
。

(
1
2
-
4
4
5
7
9
:
 2
4
9
)

の
字
。
参
明
‘
放
山
(
5

ー
1
3
2
2
6

：
州
↓
◎
唐
‘
置
く
。
今
‘
閥
く
。
四
川
省
の
境
。
＠
五
博
〕
君
以
静
唱
‘
臣
以
動
和
‘
威
自
レ
上
出
、
不
レ
趣
1

一子

〖
静
坐
法
〗95
心
ぢ
身
橙
を
お
ち
つ
け
氣
息
を
調
和
し

1
4
)の0
の
字
。O
明
‘
呉
山
(
2
-
3
3
6
5
:
 1
9
2
)

の
O
の
代
漢
‘
置
く
。
故
治
は
挟
西
省
米
脂
縣
の
西
。
〔
讀
史
下
五
精
之
政
也
。

て

心

身

の

健

全

を

期

す

る

撮

生

法

。

字

。

O
明
‘
藍
仁
(
9
-
3
2
2
5
8
:
 4
8
)

の
字
。

O
明
‘
劉
永
方
輿
紀
要
‘
陳
西
‘
延
安
府
、
総
徳
州
、
米
脂
縣
〕
静
邊
【
静
叔
】
120

ペ
デ
字
琥
。

O
宋
‘
祖
敦
仁

(
9

ー
2
8
7
2
7
:

5

 

【
静
妻
】
96

巧

姓

氏

。

〔

和

爾

雅

〕

。

澄

(
2
-
2
2
2
4
:
 7
0
2
)

の
字
。

O
明
‘
間
鉦
(
1
1

ー
4
1
3
3

城
、
在
―
際
銀
州
西
南
ご
広
云
‘
五
代
時
改
置
二
静
州
↓
⑮

8
)

の
字
。
●
宋
‘
劉
闇
(
2
-
2
2
2
4
:
 2
4
1
)

の
字
。
参
清
‘

【
静
宰
】
97

打
清
‘
姜
恭
壽
(
3
-
6
2
0
5
:
 8
3
)

の
字
。

4

:
4
3
)

の
字
。

O
清
‘
弓
再
源
(
2
-
1
8
4
6
:
 6
5
)の
字
。
遼
‘
置
く
。
今
‘
闘
く
。
渦
洲
遼
寧
省
の
境
。O
土
司
(
8—
李
文
淵

(
6ー
1
4
4
5
9:
 1
9
0
0
)

の
字
。

【
静
齋
】
98

弁

字

鑓

0
宋
‘
茅
汝
元
(
9

ー
3
0
8
3
6
 :
 1
1
 

C11清
‘
慮
坤
(
8

ー
2
3
0
 5
0
 :
 6
7
)

の
字
。

4
8
6
7
:
 1
7
5
)

の
名
。
四
川
省
茂
縣
の
東
。
〔
清
史
稿
‘
地
【
静
淑
】
121

パ
デ
攀
動
な
ど
が
し
づ
か
で
善
良
な
こ
と
。

0
)

の
琥
。

0
宋
‘
劉
厘
(
2

ー
2
2
2
4
:
 2
7
7
)

の
琥
。

O
莞
、
【
静
止
】
104

バ
ィ
動
か
ず
に
静
か
に
止
ま
る
。
静
か
に
止
理
志
〕
四
川
‘
茂
州
直
隷
州
、
土
司
六
、
静
州
長
官
司
。

[
5
ザ
粛
】
122

ペが

0
し
づ
か
に
つ
つ
し
む
。
寧
粛
。

O
女

孔
齋
(
8
|
6
9
3
3
 :
 1
5
7
)

の
覧
R
明
‘
葛
興
(
9

ー
3
1
4
2

つ
て
ゐ
て
動
か
な
い
こ
と
。
〔
易
‘
艮
‘
疏
〕
艮
‘
止
也
‘
静
【
静
修
]llJ

芥
〇
心
身
を
お
ち
つ
け
て
學
問
徳
行
を
を
官
の
名
。
〔
北
史
‘
后
妃
博
序
〕
静
粛
，
墳
章
云
云
‘
為
二

o
:
 35
)

の

鱚

0
明
‘
蹄
淑
痣
(
6

ー
1
6
3
4
9
:
 3
1
4
)

の
止
之
義
。
〔
管
子
‘
四
時
〕
禁
レ
彿
～
レ
民
‘
令
―
静
止
↓
さ
め
る
。
〔
諸
葛
亮
‘
戒
レ
子
書
〕
静
以
修
レ
身
‘
倹
以
養
レ
八
十
一
御
女
戸
竺
正
四
品
↓

舅

O
明
‘
葉
子
奇
(
9
|
3
1
3
8
7
 :
 1
9
4
)の琥
。O
清
‘
朱
〖
静
止
摩
擦
〗1

0
5
芥
ル
一
物
怜
が
他
の
物
開
の
面
を
徳
゜
〇
元
‘
別
因

(
2
-
2
2
2
4
:
 2
0
)

の
琥
。

O
明
‘
曹
端
(
5

【
静
初
】
123

訂
清
‘
管
笥
(
8
|
2
6
1
6
2
 :
 5
)

の
琥
。

理
(
6

ー
1
4
4
2
4

：
 
5
9
6
)

の
琥
。

O
清
‘
戴
清
(
6
ー
1
1
6
8

滑
ら
ん
と
す
る
時
‘
其
の
接
獨
す
る
所
相
軋
り
て
運
動
ー
1
4
2
9
7
・

・
1
4
3
)

の

私

盆

。

【

静

勝

】

124

パ
が
静
閑
な
勝
地
。
〔
羊
士
誇
‘
林
館
避
暑

5

:

 9
5
)

の
字
。

O
消
、
王
又
華
(
7
ー
2

S
2
3
 :
 1
1
4
6
)
の
を
止
め
ん
と
す
る
こ
と
。
〖
静
修
集
〗

m
ぷ7
1ン
ウ
書
名
。
三
十
巻
。
元
‘
劉
因
撰
。
詩
〕
静
勝
朝
還
暮
‘
幽
観
白
已
玄
゜
〔
楊
骰
、
大
昔
希
瞥

字
。
〇
河
口
光
遠
の
琥
。
河
口
静
齋
（
6

ー
1
7
2
4
5
:
 8
4
)

【
静
思
】
106

ペィ

O
し
づ
か
に
思
ふ
。
内
省
す
る
こ
と
。
中
詩
集
五
巻
は
自
ら
定
む
る
と
こ
ろ
‘
餘
は
皆
門
人
故
賦
〕
静
勝
永
合
―
―
於
人
心
エ
玄
同
遠
符
私
心
天
籟
一

を
見
よ
。

0
平
住
周
道
の
琥
。
平
住
専
庵
（
4
-
9
1
6
7
:
7

〔
荀
子
、
解
蔽
〕
闘1一
耳
目
之
欲
盃
皿
遠
―
―
蚊
醤
之
瞥
一
閑
友
の
扱
拾
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
其
の
文
は
〖
静
勝
軒
〗
凶
パ
で
ョ
ウ
太
田
道
灌
が
江
戸
城
中
に
設
け

6
8
)

を
見
よ
。
＠
齋
宮
必
簡
の
結
。
齋
宮
静
齋
(
1
2

ー
4
8
5

居
絆
思
則
通
‘
思
レ
仁
若
レ
是
‘
可
レ
謂
レ
微
乎
。
〔
淮
南
子
‘
邁
健
排
慕
‘
詩
は
風
格
高
邁
に
し
て
比
興
深
微
‘
聞
然
た
棲
観
の
名
。
五
山
の
僧
萬
里
の
命
ず
る
所
。
〔
漆
桶

g
:
 
2
0
)

を
見
よ
。

O
小
島
知
足
の
琥
゜
小
島
成
齋
（
4
ー
脩
務
訓
〕
間
居
静
思
‘
鼓
レ
琴
讀
レ
書
‘
追
―
―
観
上
古
↓
〔
新
と
し
て
作
者
の
室
に
入
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
萬
里
、
静
勝
軒
銘
詩
井
序
〕
江
戸
城
螢
中
、
有
―
―
燕
室
一

7
4
7
3
 :
 1
5
6
7
)

を

見

よ

。

書

‘

脩

政

語

上

〕

湯

曰

‘

學

聖

王

之

道

者

、

璧

其

如

レ

D
‘

類

〕

。

日

孵

勝

盃

m
葛
み
品
弐
静
勝
二
字
‘
見
1

尉
線
之
秘
策
―

【
静
想
】99
芹
し
づ
か
に
か
ん
が
へ
る
。
又
‘
し
づ
か
静
思
則
掲
居
‘
誓
其
如
レ
火
。
〔
梅
尭
臣
‘
送
l
1李
載
之
殿
〖
静
修
義
塾
霜
む
パ
芦
奥
畑
米
峰
の
塾
名
。
也
‘
其
詞
云
‘
兵
以
レ
静
勝
‘
國
以
レ
専
勝
芙
。

な
お
も
ひ
。
静
念
。
〔
五
色
線
〕
威
逍
遥
‘
荊
尋
妻
也
‘
丞
赴'

1海
州
権
務
1詩
〕
世
事
静
思
同,

1轄
緞
正
物
華
催
老
【
静
室
】m
ペ
パ
0
室
を
消
浮
に
す
る
。
〔
後
漢
書
、
楊
乗
〖
静
勝
レ
熱
〗

1
2
5
焚
ハ
ネ
ソ
ニ
心
を
し
つ
か
に
す
れ
ば
、
熱

獨
慮
一
室
一
屈
食
静
想
‘
忽
晨
起
‘
屋
裂
如
レ
雲
‘
但
劇
"
飛
悛

-
0し
づ
か
な
お
も
ひ
。
〔
説
苑
‘
敬
恨
〕
五
博
〕
警
輝
而
行
‘
静
室
而
止
。
〔
注
〕
静
室
‘
謂
,
,
先
使
＞
消
レ
氣
に
う
ち
か
つ
。
一
説
に
‘
静
勝
な
れ
ば
熱
と
讀
み
‘
諄

界
所
諏
衣
履
在
―
―
室
内
「
而
逍
遥
卑
ハ
1

一
衆
仙

L
E雲
曰
‘
寛
以
二
静
思
ら
参
字
琥
゜
④
晉
‘
謝
沈
(
1
0
|
 3
5
8
2
7
 ,
•
宮
也
。
〔
魏
志
‘
王
朗
傭
〕
5伊
室
而
後
息
レ
駕
。O
孵
か
な
清
の
氣
が
勝
つ
と
‘
活
力
の
熱
氣
を
生
ず
る
と
す
る
。

史

1
7
5
)

の
字
。
◎
明
‘
哀
忠
撤
(
1
0

ー
3
4
1
5
2
:
 2
3
4
)

の
字
。
部
屋
。
〔
庚
信
‘
詠
書
屏
風
土
町
〕
洞
霊
開
―
―
静
室
ぶ
―
k

氣
〔
老
子
‘
四
十
五
〕
躁
勝
レ
寒
、
静
勝
レ
熱
、
清
静
篇
天
下

【
静
躁
】
100

討
し
づ
か
な
こ
と
と
さ
わ
が
し
い
こ
と
。
◎
明
‘
張
選
(
4
|
9
8
1
2
 :
 4
9
9
)

の
琥
°
涌
―
―
山
齋
↓
〔
慮
綸
‘
洲
―
―
李
端
公
野
寺
病
居
中
見
＞
寄
詩
〕
正
↓
〔
全
解
〕
躁
勝
レ
寒
、
静
勝
＞
熱
‘
輿
,
,
敬
勝
レ
怠
、
義
勝
▽

的
〔
王
義
之
、
三
月
三
日
蘭
亭
詩
序
〕
雖

1一
趨
含
萬
殊
‘
静
躁
〖
静
思
翁]
1
0
7

狂5
ン
赤
松
鴻
の
琥
。
赤
松
淮
洲
(
1
0ー
3
6

齋
沐
暫
思
同
―
―
静
室
一
屑
贔
已
覺
助
二
岬
心
二
白
居
易
‘
欲
同
語
例
‘
林
希
逸
日
‘
躁
之
勝
者
‘
其
極
必
寒
、
静
之

•
子
同
。
〔
張
華
‘
答
―
―
何
助
詩
〕
明
闇
信
異
レ
姿
‘
静
躁
亦

9
9
3
:
 1
8
7
)
を
見
よ
°
枕
上
作
詩
〕
浩
氣
自
能
充
畔
~
室
涵
『
晩
何
必
蕩
二
虚
舟
→
勝
者
‘
其
極
必
熱
、
躁
静
只
是
陰
陽
字
‘
謬
妄
甚
英
。

2
 

8

殊
わ
゜
〔
江
穂
‘
払
呼
孔
中
承
羹
詩
〕
忘
懐
静
躁
間
、
自
〖
静
思
集
〗

1
0
8
ぷ
乃
書
名
。
十
登
元
‘
郭
蝕
撰
゜
鉦
は
＠
雁
．
パ
岱
祠
定
に
讐
へ
て
い
ふ
。
〔
智
度
論
‘
一
七
〕
若
【
孵
植
】

1
2
6
パ
釘
ク
清
‘
周
玉
立
（2-
3
4
4
1:
 6
1
2
)

の
字
。

7
 
25

覺
風
塵
遠
。

IL世
に
生
れ
、
詩
は
多
く
道
路
に
流
離
し
、
兵
文
に
轄
無
一
玉
騨
定
静
室
盃
戸
有
1

一
智
慧
石
其
用
不
レ
全
‘
得
―
―
祠
定
―
【
静
心
】
127

介
お
ち
つ
い
た
心
。
又
‘
心
を
お
ち
つ
け

⑭
【
静
山
】
101

合
字
琥
。

O
明
‘
眺
茂
良
(
8
|
6
2
0
2
 :
 2
1
3
)

側

す

る

の

時

に

成

る

。

故

に

哀

怨

の

音

は

‘

其

の

大

半

則

賓

智

慧

生

。

る

こ

と

。

〔

荘

子

、

逹

生

〕

臣

牌

レ

為

レ

鑢

‘

未

―

―

嘗

敢

以

の
字
。

O
明
‘
戴
繁
(
5

ー
1
1
6
8
5
:
 1
7
)

の
琥
。
参
清
‘
黄
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。
「
室
名
。

[
5
ザ
張
必
】
lle

芥
貝
山
に
あ
る
地
震
暴
風
の
時
も
動
か
ぬ
耗
＞
氣
也
‘
必
齋
以
i

ザ
心
。
〔
獣
陽
暦
‘
泉
州
六
曹
新
都

）

永

年

(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 9
9
4
)の字
。
®
清
‘
陳
一
章(
1
1ー
〖
静
思
堂
〗

1
0
9
が
竺
清
‘
季
振
宜

(
8ー
6
9
6
5:
 2
9
2
)

の
と
い
ふ
大
林
の
樹
木
で
造
っ
た
琴
立
必
。
〔
拾
遺
記
‘
三
‘
堂
記
〕
足
'
"
以
寧
レ
肌
静
レ
心
‘
以
整
二
厭
職
―
者
也
。

5
 
9
 

4
1
6
9
8
 :
 6
5
2
)

の
字
。
◎
清
‘
楊
秘
(
6
|
1
5
1
1
2
 :
 3
2
9
)

【
静
紫
】
llO

咋
清
‘
孫
治
（
8

ー
6
9
8
7
:
 1
9
8
)

の

字

。

周

穆

王

〕

貝

山

有

1

一
大
林
ご
雖
―
―
疾
風
震
地
二
而
林
木
不
レ
【
静
水
】
128

げ
流
れ
な
い
水
。
サ
水
。
〔
新
論
、
清
紳
〕

5
 

8

の
字
。

O
清
‘
李
松
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 4
9
4
)

の
0
の
字
。

0
【
静
字
】
lll

笠
形
容
詞
。
〔
馬
氏
文
通
、
正
名
、
界
説
〕
凡
動
‘
以
―
―
其
木
1

為
云
五
受
故
日
二
静
認
一
不
レ
鑑
―
―
於
流
波
盃
皿
鑑
―
―
於
孵
水
―
者
、
以
ふ
ザ
能
清
一
也
。

7
 
25

橋
本
通
の
舅
橋
本
香
域
(
6

ー
1
5
5
2
6
:
 6
7
)

を
見
よ
。
｛
貫
字
以
肖
―
―
事
物
之
尼
者
‘
曰
―
―
静
字
↓
【
静
含
】
117.
ク
＇
芍
●
寺
を
い
ふ
。
佛
寺
。
精
含
。
静
域
。
〔
學
【
静
蓬
】

129

げ
し
づ
か
で
お
く
ふ
か
い
。
〔
梅
党
臣
‘
題
―
-
7
2

R
松
浦
清
の
鰭
松
浦
静
山
(
6

ー
1
4
5
1
6
:
 3
8
7
)

を
見
【
静
州
】
m
芥
〇
州
名
。
④
陳
‘
置
く
。
隋
‘
際
し
‘
唐
‘
林
新
編
〕
晉
孝
武
幼
奉
―
佛
法
↓
立
孵
含
於
殿
門
面
が
松
林
院
―
詩
〕
静
蓬
無
,
,
塵
地
一
宵
焚
績
烙
燈
↓

2

4
 
（
 

ー

_
 

|

|

 

肖

部

〔

八

書

〕

静

九



）
【
静
正
】
130

行
し
づ
か
で
た
だ
し
い
。
〔
易
‘
繋
辟
上
〕
〔
楊
猜
、
大
昔
希
警
賦
〕
臀
本
無
レ
形
、
感
レ
物
而
會
‘
生
二

6
 
17

夫
易
廣
芙
、
大
癸
、
以
言
―
―
乎
遠
帥
哭
'
S
禦
、
以
言
―
―
乎
彼
寂
宴
云
t-
―

乎

静

泰

↓

「

の

室

名

。

~
遁
則
孵
而
正
‘
以
言
争
天
地
之
皿
則
備
癸
。
〔
文
中
〖
静
泰
堂
寄
店9
ィ
宋
‘
襲
茂
良

(
1
21
 48
8
3
7
 :
 9
7
)
 

子
、
魏
相
〕
張
元
素
問
レ
磯
子
曰
‘
直
-
―
爾
心
云
諏
.
,
爾
形
「
【
静
退
】
148,
＂
動
か
ず
に
退
き
居
る
こ
と
。
〔
穐
‘
儒
行
‘

8
 
7
 
5
 
42

動
思
恭
、
静
思
正
。
「
の
尊
稽
。
静
而
正
な
之
‘
疏
〕
静
而
正
な
之
者
‘
謂
』
静
退
自
居
‘
而

‘,'‘ 一
〖
静
正
先
生
〗

1
3
1
8
バ
5バ
元
‘
牟
楷

(
7
-
1
9
9
2
8

:
 3
)

尋
常
守
正
予
傾
躁
也
。
〔
韓
非
子
、
主
道
〕
人
主
之
道
‘

）
【
静
生
】
132

丼
明
‘
陳
純
徳
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 9
9
1
)

の
字
。
静
退
以
為
レ
賓
‘
不
↓
ー
自
操
＞
事
、
而
知
,
,
拙
興
＞
巧
、
不
―
―

30

【
静
清
】
133

丼
し
づ
か
で
き
よ
い
。
〔
老
子
、
四
十
五
〕
躁
自
計
慮
盃
皿
知
―
―
一
脇
興
＞
咎
。
〔
韓
詩
外
博
‘
二
〕
齊
給
便

~
靡
寒
‘
静
靡
熱
‘
清
孵
良
天
下
正
→
〔
荘
子
、
在
宥
〕
捷
‘
則
安
レ
之
以
―
―
孵
退
→
〔
晉
書
‘
播
尼
博
〕
性
静
退
不
レ

ー7
8

必
静
必
清
、
無
レ
登
汝
形
こ
i
~レ
堕
汝
精
五
盆
2

以
長
競
‘
惟
以
勤
學
著
追
為
な
事
。
〔
虐
謳
‘
贈
―
―
劉
鬼
詩
序
〕

告
〔
淮
南
子
、
精
神
訓
〕
天
静
以
清
、
地
定
以
寧
゜
因
1

一
其
自
然
盃
坦
ぞ
孵
退
↓

5
 
2
 
4
 

（
〖
静
清
慮
士
〗
1
3
4
9
口
令
宋
‘
史
蒙
卿

(
2
-
3
2
4
9

:
 2
7

【
静
敦
】
149,
＂
周
代
の
器
。
周
の
宣
王
が
太
子
の
時
‘
作

【
静
勢
】
135

芍
し
づ
か
な
い
き
ほ
ひ
。

L
7
)

の
琥
°
っ
た
も
の
。
宣
王
の
名
は
靖
‘
又
、
静
に
作
る
。
〔
西
清
古

【
静
情
】
136

忠
幽
静
な
こ
と
。
〔
長
生
殿
‘
紫
閣
〕
偶
只
鑑
‘
二
十
七
、
周
静
敦
〕
右
高
四
寸
八
分
、
深
四
寸
一
分
、

葛
薇
病
面
暫
思
,
,
孵

惜

↓

口

径

七

寸

三

分

‘

腹

園

二

尺

二

寸

六

分

‘

重

一

百

二

十

〖
静
梢
梢
]
1
3
7

c
h
i
n
g
'
c
h
'
i
a
o
3
 
c
h
'
i
a
o
 
1

ひ
つ
そ
り
七
雨
‘
雨
耳
有
レ
珂
。

と
し
て
。
〔
西
廂
記
‘
草
橋
店
夢
,
,
鶯
鶯
涵
和
劇
〕
緑
依
依

騰

高

柳

半

遮

‘

静

情

情

門

掩

清

秋

夜

。

人

6
Q

【
静
照
】
138

お
静
か
に
照
ら
す
。
〔
桃
合
、
月
華
臨
,
,
静

瞑

詩

〕

静

照

這

山

出

、

孤

明

列

宿

沈

。

〔

蘇

献

‘

次

韻

周

奉

如

餞

穆

父

・

蒋

穎

叔

・

王

仲

至

詩

云

云

詩

〕

月

明

静

.

o

こ

）

敦

委
孵
限
｀
心
清
雙
奇
聞
↓

【
静
噛
】
139

芍
静
か
に
う
そ
ぶ
く
。
〔
郭
環
、
遊
仙
詩
〕

中

有

哀

寂

士

↓

静

噛

撫

清

絃

↓

「

の

琥

°

}

西

〖
静
噛
齋
〗1

4
0
”
七
ゥ
明
‘
董
斯
張
(
9
-
3
1
4
3
3

:
 2
1
4
)
 

0l!J~ 

清

9
 

古

【
静
寂
】
141g
匁
が
ひ
つ
そ
り
と
し
て
ゐ
る
こ
と
。
し

ん
と
し
て
ゐ
る
こ
と
。
し
づ
か
で
も
の
さ
び
し
い
。
〔
何

鑑

肋
‘
雑
詩
〕
静
寂
愴
然
歎
‘
憫
恨
忽
遊
顧
゜
〔
謝
霊
運
‘
會

吟
行
〕
列
筵
皆
孵
寂
‘
咸
共
玲
―
―
會
吟
↓

）
心

【
静
専
】
142

弁
心
が
し
づ
か
で
も
っ
ぱ
ら
。
慎
静
専

一
。
〔
元
積
‘
酬
賣
校
書
詩
〕
顧
影
細
雰
依
椅
五
口
心
守
1

一

静
専
↓
〔
宋
史
‘
築
志
九
〕
功
存
二
内
治
五
徳
協
1

一
静
専
↓
【
静
態
】
150

店
静
か
な
あ
り
さ
ま
。

【
静
息
】
143

へ
パ
し
づ
ま
り
や
む
。
静
止
。
〔
南
史
‘
江
革
【
静
畳
】
151

”
金
谷
尚
の
琥
。
金
谷
静
畳
(
1
1
|
 4
0
1
5
 

博
〕
革
乃
廣
施
二
恩
恵
硲
皿
賊
静
息
。
〔
陸

11、
石
闘
銘
〕

2

：
4
0
7
)
を
見
よ
。

逼
宇
又
安
‘
方
面
静
息
。
〔
任
防
‘
祠
1

一
位
梁
王
―
璽
〕
詳
【
静
濤
】
152

店
清
‘
柏
稜
(
6
ー

1
4
6
1
7
:
 4
9
)

の
字
。

風

扇

起

‘

淫

雨

孵

息

。

【

孵

堂

】

153

約
清
‘
丘
庭
溶
(
1
-
3
3
:
 1
5
8
)

の
琥
。

【
静
存
】
144

弁
清
‘
蒋
麟
昌
(
9
-
3
1
8
2
0
:
 2
2
2
)

の
字
。
【
静
端
】
154

”
苓
隋
の
高
僧
。
一
名
慧
端
。
藉
州
の
人
。
静

〖
静
存
軒
〗1

4
5
弁
ゾ
｀
，
明
‘
悦
謙
(
1
|7
9
2
 :
 1
0
)

の
室
名
。
操
を
以
て
名
を
知
ら
れ
る
。
周
の
武
帝
が
佛
を
顎
し
た

【
静
泰
】
146

行
し
づ
か
で
や
す
ら
か
な
こ
と
。
孵
安
。
時
‘
力
め
て
諸
経
像
を
護
り
‘
毀
損
を
免
れ
た
。
大
祠
定

寧
静
。
〔
統
山
康
‘
養
生
論
〕
清
虚
静
泰
‘
少
レ
私
寡
私
欲
°
道
場
に
住
し
、
大
業
の
初
‘
卒
し
た
。
〔
績
高
僧
傭
‘
十
八
〕
。

青

部

〔
八
蜜
〕

静

一
三
〇

【
静
治
】1

5
5伍ィ
し
づ
か
に
を
さ
ま
る
。
〔
歌
陽
脩
‘
國
學
〖
静
電
氣
]
1
6
7

”
キ
静
電
の
●
に
同
じ
。

試
策
第
三
道
〕
帝
発
以
己
魏
説
之
功
↓
躁
1

乎

静

治

↓

【

孵

寧

】
168

朽
●
静
か
で
や
す
ら
か
な
こ
と
。
世
の
中

【
静
知
】
156

仕
ィ
清
、
金
文
榜
(
1
1
-
4
0
1
5
2
:
 1
3
8
3
)

の
字
。
の
安
ら
か
な
こ
と
。
〔
晉
書
、
皇
甫
誼
偉
〕
天
元
而
清
‘

【
静
萱
】
157

討
し
づ
か
な
ひ
る
ま
。
〔
周
伯
埼
‘
夏
中
閣
地
静
而
寧
‘
含
1

一
羅
萬
類
ご
笈
薄
霊
生
↓
〔
苑
鎮
大
‘
報

中
入
直
詩
〕
静
萱
敲
レ
棋
中
責
語
‘
君
王
避
五
暑
在
ー
ー
開
平
↓
天
賦
〕
泰
山
四
維
今
‘
固
基
圏
而
静
寧
。
●
州
の
名
。
元
‘

U
評
罷
】
158

仕
炉
し
づ
か
に
き
く
。
静
玲
。
〔
劉
伶
‘
酒
讚
く
。
民
國
‘
縣
に
改
む
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
甘
粛
‘

徳
頌
〕
静
聴
不
レ
聞
-
l

雷
露
之
臀
云
熟
視
不
』
観
―
―
泰
山
之
平
涼
府
‘
州
一
、
静
寧
州
。
●
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
甘

形
↓
〔
杜
甫
、
奉
藉
章
左
丞
丈
―
詩
〕
丈
人
試
静
巖
‘
賤
粛
省
隆
徳
縣
の
西
。
渭
水
の
支
流
の
東
岸
。

子
請
具
陳
。
〔
劉
長
卿
‘
聰
―
―
弾
琴
―
詩
〕
冷
冷
七
絲
上
、
【
静
能
】
169

砕
字
琥
。

O
④
明
‘
錢
安
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 1
)
 

孵

聴

松

風

寒

。

の

字

。

＠

元

、

本

安

卿

(
4ー

7
9
3
7
:
 3
7
)

の
字
。
●
唐
‘
葉

【
静
中
】

159F
●
静
か
な
う
ち
。
〔
茸
應
物
‘
詠
臀
詞
〕
静
(
9
-
3
1
3
8
7
:
 9
0
)

の
一
名
。

還
従
面
中
一
起
、
郁
向
―
―
静
中
屑
゜
〔
白
居
易
‘
射
鏡
詩
〕
【
孵
波
】
1
7
0
f
ィ
●
孵
か
な
波
。
お
だ
や
か
な
波
。
〔
張

静
中
得
レ
味
何
須
レ
道
‘
穏
虞
安
身
更
莫
レ
疑
，
〔
菜
根
諜
〕
華
‘
武
帝
哀
策
文
〕
江
海
静
波
‘
眠
岳
無
レ
塵
゜
〔
陸
機
‘
應

静
中
念
慮
澄
徹
‘
見
1

一
心
之
慎
謄
ニ
●
明
、
聞
淵
(
9
ー

2
9

慕
賦
〕
意
遺
澄
香
‘
紳
夷
静
波
。
●
波
を
し
づ
め
る
。
〔
曹

1
0
4
 :
 3
)

の

字

。

植

‘

洛

紳

賦

〕

屏

蒻

牧

レ

風

‘

川

后

静

レ

波

。

O
字
琥
。
④

〖
静
中
動
〗
涸
守
況
ヴ
静
か
な
中
に
動
を
蔵
め
る
の
が
清
、
施
養
浩

(
5
-1
3
6
2
9
 :
 1
8
6
)

の
字
。
＠
清
‘
羅
江
泰

漠
の
静
で
あ
っ
て
、
静
中
の
静
は
慎
の
孵
で
な
い
と
い

(
9
-
2
8
3
9
7
:
 3
0
6
)

の
字
。

ふ
説
。
〔
菜
根
讀
〕
静
中
静
非
涵
H
庄
動
慮
築
非
―
―
慎
築
一
【
静
伯
】
1
7
1
f
パ
明
‘
雀
深
(
4
-
8
1
7
8
:
 1
0
8
)
の
字
。

苦
中
築
得
来
、
棲
見
1

「

心

橙

之

箕

機

↓

「

名

°

[

静

漠

】
172

弁
孵
か
で
と
り
と
め
の
な
い
こ
と
。
〔
淮
南

【
孵
忠
】
160

伍
が
唐
‘
李
輔
國
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
9
3
1
)

の
本
子
、
静
神
訓
〕
夫
静
漠
者
、
神
明
之
宅
也
、
虚
無
者
、
道
之

【
静
女
】
161

芹
〇
操
た
だ
し
く
し
と
や
か
な
女
。
貞
淑
所
レ
居
也
。

な
婦
人
。
〔
詩
‘
邸
風
、
静
女
〕
静
女
其
株
‘
侯
―
―
我
城
隅
↓
【
静
迂
】
173

冴
し
づ
か
に
水
に
う
か
ぷ
。
〔
砕
能
‘
禁
州

〔
傭
〕
孵
、
貞
静
也
。
〔
楚
酔
‘
王
褻
‘
九
懐
‘
思
忠
〕
登
元
蒋
亭
詩
〕
静
迂
窮
―
―
幽
趣
玉
驚
飛
温
―
酔
顔
↓

震
令
遊
レ
紳
、
静
女
歌
分
微
晨
゜
〔
孟
郊
、
静
女
吟
〕
醜
女
【
静
美
】
E

5
ィ
静
止
状
態
の
美
。
動
美
と
相
封
す
。
自
然

皆
妬
色
、
静
女
獨
桧
縦
。
●
詩
経
‘
邸
風
の
篇
名
。
藷
註
界
の
山
川
草
木
‘
彫
刻
等
の
藝
術
品
は
之
に
陽
す
。

で
は
衛
君
の
無
道
に
し
て
‘
其
の
夫
人
の
無
徳
な
る
を

S
t
a
t
i
c
b
e
a
u
t
y
 

刺
っ
た
詩
と
す
る
。
〔
詩
、
邸
風
‘
孵
女
序
〕
孵
女
‘
刺
レ
時
【
静
謡
】
174

汀
〇
し
づ
か
°
誼
も
静
。
又
、
安
ら
か
な

也

‘

衛

君

無

道

‘

夫

人

無

徳

。

こ

と

。

〔

岱

康

‘

琴

賦

〕

辣

粛

粛

以

静

誼

‘

密

微

微

其

消

【
静
鎮
】
162

バ
バ
し
づ
め
る
こ
と
。
鎮
静
。
〔
雲
笈
七
鐵
〕
閑
゜
〔
注
〕
善
日
、
爾
雅
日
‘
誼
‘
静
也
、
翰
曰
‘
謡
‘
安
也
。

天
有
,
,
五
星
涵
垣
退
成
1

一
其
経
緯
i

地
有
,
,
五
嶽
云
静
鎮
安
1
-

〔
高
蓋
‘
花
酵
棲
賦
〕
赫
炉
炉
以
弘
敵
‘
粛
隠
隠
而
静
謡
。

其

方

位

↓

「

7
:3
9
)
を
見
ょ
゜
●
世
の
中
が
静
か
に
を
さ
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
太
平
。

【
静
帝
】
163

行
北
周
、
第
五
代
の
帝
，
宇
文
術
(
3
-
7
0
6

〔
宋
書
‘
糧
志
一
〕
況
今
陛
下
似
聖
明
五
茫
朝
‘
百
官
以
1

一

〖
耕
帝
司
馬
皇
后]
1
6
4

岱
紆
ウ
ゴ
，
ウ
北
周
、
司
馬
后
（

2
_

虔
恭
云
iレ
事
、
朝
野
無
レ
虞
、
江
外
孵
謡
。
〔
築
府
詩
集
‘

3
2
5
7
 :
 2
5
9
)を見
よ
。
郊
廟
歌
辟
~
、
唐
享
太
廟
築
章
〕
河
海
静
論
、
車
書
混
同
。

【
静
調
】
165

討

し

づ

か

な

調

子

。

【

静

夫

】

175

分
字
琥
。
●
明
‘
錢
山
(
1
1

ー
ら
5
g
:
108) 

【
孵
電
】
166

苔

O
電
光
を
し
づ
め
る
。
疾
行
を
や
め
る
の
字
。
●
明
‘
儲
罐
(
1
-
1
2
8
4
:
 1
9
)

の
字
。
●
清
‘
陰
承

喩
。
〔
張
正
見
‘
門
有
車
馬
客
行
〕
棺
レ
鞭
卿
静
レ
電
、
捐
レ
方
(
1
1
ー

4
1
6
9
1
:
 3
5
6
)

の
字
。

修
暫
停
レ
雷
゜
●
移
動
せ
ず
、
一
部
に
止
ま
つ
て
ゐ
て
其
【
静
蝠
]176

弁
●
山
名
。
廣
東
省
連
縣
の
北
。
輿
地
紀

の
作
用
が
外
部
に
及
ぶ
状
態
に
あ
る
電
氣
゜
摩
擦
に
よ
勝
は
静
繹
山
と
い
ふ
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
梁
有
而
ぼ
仲
者
一

つ

て

生

ず

る

電

氣

。

家

"

於

此

山

正

先

天

二

年

飛

昇

。

〔

連

州

志

〕

三

峯

尖

秀

‘

12726 
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宵

部

〔
八
書
〕

静

鞭

0

0

.

0

鸞

0

0

0

9

0

[

9

0

9

0 浚

ロ

西
〕
桂
林
府
‘
乾
寧
二
年
‘
改
―
―
桂
管
↓
為
1

一
静
江
節
度
↓

【
静
高
堂
】
207

な
冗
ゥ
｛
木
‘
張
紐
(
4
|
9
8
1
2
 :
 3
6
1
)
の
室

名。

【
静
宜
園
】
208

梵
ギ
園
の
名
。
河
北
省
宛
平
縣
の
西
北
の

香
山
。
香
山
寺
の
故
址
゜
清
の
聖
祁
‘
此
虞
に
行
宮
を
置

く
。
乾
隆
の
時
‘
修
葺
し
静
宜
園
の
名
を
賜
ふ
。
「
琥
。

【
静
華
翁
】
209

が5
久
ヮ
金
‘
趙
澳
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 8
8
)

の

【
静
娯
室
】
210

乃
清
‘
李
宗
翰
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 1
6
2
2
)

の

室
名
。

[
i
呼
志
居
】
211

紅
門
清
‘
朱
非
尊
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 6
3
1
)

の

室

名

。

「

琥

o

【
静
常
齋
】
212

打
，
ャ
ゥ
｛
木
‘
蘇
拭
(
9
ー

3
2
4
2
7
:
 1
0
3
)

の

【
静
春
齋
】
213

芹

3
清
‘
張
若
震
(
4ー

9
8
1
2
:
 1
1
7
4
)
 

の

琥

。

「

名

。

【
静
春
堂
】
214

な
竺
ぅ
元
‘
衰
易
(
1
0
|
 3
4
1
5
2
 :
 5
)
の
室

〖
静
春
堂
集
〗2
1
5
H
笈
巧
書
名
。
四
巻
。
元
‘
哀
易
撰
。

其
の
子
泰
の
編
す
る
所
。
前
に
襲
瑾
の
序
が
あ
り
、
王

安
石
を
以
て
之
に
擬
し
、
後
に
属
鴨
の
践
が
あ
っ
て
黄

庭
堅
‘
陳
師
道
を
以
て
之
に
擬
し
て
ゐ
る
が
、
倶
に
相

類
し
な
い
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

【
静
静
兒
】
216ching• 

c
h
i
n
g
1
 
e
r
h

静
か
に
。

【
静
楊
堂
】
217

な
刃
テ
キ
清
の
曹
溶
の
蔵
書
室
の
名
。
蔵
書

甚
だ
富
み
‘
尤
も
宋
元
人
の
集
が
多
い
。

【
静
難
軍
]218

月
？
行
政
逼
劃
の
名
。
唐
の
乾
元
の
邪

寧
節
度
使
を
置
く
。
甘
粛
省
慶
陽
縣
寧
縣
及
ぴ
‘
陳
西

省
邪
縣
等
の
地
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
西
安
府
〕

邪
州
‘
古
西
戎
地
、
後
公
劉
居
レ
此
為
1

一
臨
國
ご
秦
圏
―
―
内

史
↓
漢
為
1

一
右
扶
風
安
定
北
地
三
郡
地
二
云
云
‘
唐
、
中
和

中
、
為
貯
難
軍
治
↓

【
静
芳
亭
】
219

げ
ヘ
ウ
明
、
陳
洪
膜

(11ー
4
1
6
9
8
:
 8
6
4
)
 

の
室
名
。

【
静
風
尾
】
220Ct
ィ
忍
懇
介
の
異
名
。
〔
消
異
録
‘
槃
‘
葵

譜
〕
静
風
尾
‘
荊
芥
。

【
静
便
齋
】
221

特
ペ
ン
清
、
王
曾
詳
(
7
-
2
0
 8
2
3
 :
 1
8
5
7
'
)
 

の
琥
゜

【
静
明
園
】
222

牙
メ
ィ
園
の
名
。
北
京
の
西
直
門
外
の
玉

泉
山
の
下
。
清
の
康
熙
十
九
年
‘
建
つ
。
初
め
澄
心
と
い

ふ。

[

i
呼
用
堂
】
223

なが
1

ウ

室
名
。

清
、
徐
天
相
(
6
-
1
7
5
1
8
:
 2
5
)

の
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•
1
且

さ
む
い
。
或
は
漱
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
猥
‘
博
雅
‘
寒

也
‘
或
凡
レ
親
。

[
隈
]
〗
シ
ン

集
韻
〕
七
刃
切
圏
匡

,i―― 
冦】
5

テ
ン

天
(
8
-
5
8
3
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

舷
‘
卑
ハ
レ
天
同
、
出
玄
逗
書
↓

【
静
廉
堂
】
224

店
レ
ノ
清
、
顧
踪
(
1
2ー

4
3
6
8
9
:
 1
3
3
)

の

0
の
室
名
。

【
静
影
沈
レ
璧
】
225

芍
？
／
ム
月
影
が
し
づ
か
な
波
に
う

つ
る
形
容
。
〔
池
仲
滝
‘
岳
陽
棲
記
〕
長
煙
一
空
‘
皓
月

千
里
‘
浮
光
躍
レ
金
、
静
影
沈
レ
璧
゜

[
静
應
虞
士
]226

行
匁
宋
‘
羅
晏
（
9

|

2
8
3
9
7
 :
 2
)

の

賜

琥

。

「

琥

。

【
静
間
居
士
】
幻
芍
ヵ
／
清
‘
圧
森
(
6ー

1
7
1
5
4
:
 7
9
)

の

【
静
極
思
動
】
228

c
h
i
n
g
4
 
c
h
i
'
s
s
i
j
l
 
t
u
n
g
'
t
女
静
の

極

は

活

動

し

た

く

な

る

。

「

の

琥

。

【
静
常
先
生
】
2
2
9
5
砂
ば
宋
、
曹
輔
(
6
-
1
4
2
9
7
:
 1
7
5
)
 

【
静
深
蒲
遠
】
230

苫
乞
静
か
で
奥
深
い
こ
と
。
〔
棧
雲

峡
雨
日
記
、
下
〕
有
1
1

卓
抜
詭
異
者
云
P

二
静
深
癖
遠
者
↓

[

i

咤
誠
先
生
】
231

弁
特
明
‘
陳
遇

(11ー
4
1
6
9
8
:
 1
7
0
)
 

の
尊
捨
゜

【
静
得
逸
人
】
232

位
パ
パ
グ
宋
‘
沈
木
（
8
-
1
7
1
8
9
:
 3
5
2
)
 

の
0
の
琥
゜

【
静
明
先
生
]
知
弁
打
元
‘
陳
苑

(11|
 4
1
6
9
8
 :
 4
3
)
 

の
尊
梢
゜

【
慮
レ
静
以
息
レ
迩
】
234

パ
昇
ぢ
/
-
T
モ
1

T

静
か
な
所
に
あ

つ
て
迩
を
な
く
す
る
。
〔
荘
子
、
漁
父
〕
慮
レ
陰
以
休
レ
影
‘

虞
レ
謡
呼
以
息
レ
迩
。

青

部

〔八
I

十
四
書
[
]

非

部

冨
5】
〗

あ
を
っ
ち
。
〔
集
韻
〕
艘
‘
勁
属
。
〔
山
海
経
、
南
山

経
〕
青
丘
之
山
‘
其
陽
多
レ
玉
‘
其
陰
多
二
青
艘
↓

〔
注
〕
般
‘
勘
屡
゜
〔
六
書
索
隠
〕
善
丹
曰
レ
護
‘
八
レ

丹
‘
善
胄
曰
レ
腹
、
八
レ
青
。

コゞコ

〔
集
韻
〕
胡
故
切

園

”躙[[一

赤
青
の
色
。
〔
篇
海
〕
甲
紘
‘
色
赤
青
。

冦
】
〗
〔
篇
海
〕
所
櫛
切
直

シ
ッ
シ
チ

,胃-

い
ろ
ど
り
。
匈
(
2
ー

2
5
5
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
匈
‘

飾
采
謂
二
之
淘
ぶ
以
作
レ
楠
。

冨
l

】
三

アフ

〔
集
韻
〕
乙
盆
切
忍

【艤】螂

テ
ン

天
(
8
|
5
8
3
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

艤
‘
輿
レ
天
同
、
出
1

這
書
↓

静

舷

濯

艤

薩

慇

餞

ヒ

"

μ

ヒ

ト

4
立
口

T

見
〕
勝
n

以
非
―
―
不
穀
↓
〔
注
〕
非
‘
猶
レ
罪
也
。

O
そ

し
る
。
〔
孝
経
‘
五
刑
章
〕
非
面
手
が
者
無
レ
法
‘
非
レ

孝
者
無
レ
親
。
〔
史
記
‘
李
斯
傭
〕
非
レ
世
而
悪
レ
利
。

〔
注
〕
索
隠
日
、
非
者
、
磯
也
。
◎
う
ら
む
。
〔
國
語
‘

晉
語
八
〕
今
既
無
レ
事
芙
而
非
レ
鋲
゜
〔
注
〕
非
、
恨

小
曰
0
そ
む
く
。
相
そ
む
く
。
〔
説
文
〕
也
。
〇
い
な
や
。
〔
後
漢
書
‘
董
卓
博
、
車
駕
即
日

狽
邁
‘
注
〕
駄
帝
起
居
注
日
‘
云
云
‘
兵
敷
百
人

u
 

3
n
豪
非
、
章
也
、
炊
―
―
飛
下
撒
盃
生
其
相
背
―

也
。
〔
段
庄
〕
4

串
‘
各
本
作
に
進
‘
今
正
、
違
者
離
也
、
隣
橋
曰
‘
是
天
子
非
。

O
匪
(
2
-
2
6
2
9
)

に
通
ず
。

章
者
相
背
也
、
自
盈
行
芹
魔
盤
改
な
早
為
に
進
‘
〔
中
華
大
字
典
〕
非
、
通
枷
゜
◎
微
(
4
-
1
0
2
0
3
)

此
其
一
也
、
非
且
相
背
為
レ
義
、
不
和
ぞ
離
為
b

に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
非
、
通
レ
微
゜
藝
阿
非
利

義
。
〇
い
つ
は
り
。
た
だ
し
く
な
い
。
ま
こ
と
で
加
洲
の
略
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
非
‘
見
二
姓
苑
↓

な
い
。
あ
た
ら
な
い
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
非
幡
之
□
国
そ
し
る
。
誹
(
1
0
-
3
5
6
0
1
)

に
通
ず
。
〔
集

纏
非
義
之
義
大
人
弗
檎
゜
〔
注
〕
若
レ
幡
而
非
レ
韻
〕
誹
‘
説
文
、
謗
也
、
或
省
。
〔
荀
子
、
解
蔽
〕
百
姓

譴
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
其
守
節
非
也
。
〔
注
〕
非
怨
非
而
不
レ
用
。
〔
漢
書
‘
最
錯
博
〕
非
謗
不
レ
治
。

者
、
非
玉
輿
也
。
参
わ
る
い
。
よ
く
な
い
。
〔
秤
〔
注
〕
師
古
曰
‘
非
‘
讀
日
レ
誹
゜

。
E
畑
由
指
事
。
鳥
の
飛
下
す
る
時
、
雨
翅
の
た
れ
て
相
背

く
に
か
た
ど
る
。
そ
の
翅
左
右
相
違
く
。
故
に
か
り
て

名
、
秤
言
語
〕
非
‘
排
也
、
人
所
二
悪
排
去
一
也

物
の
相
背
き
違
ふ
義
を
指
す
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
非
‘

〔
易
、
繋
辞
下
〕
辮
是
輿
＂
非
。
〔
淮
南
子
、
脩
務

訓
〕
良
是
靡
非
。
〔
注
〕
非
、
悪
也
。
〔
淮
南
子
、
脩
違
也
、
炊
―
―
飛
下
璽
取
1
1

其
相
背
一
也
、
指
事
。

務
訓
〕
世
俗
限
衰
而
非
學
者
多
。
〔
注
〕
非
者
、
不
レ
【
非
鞍
】
1

炉
璧
鐵
論
の
篇
名
。

善
之
統
＠
よ
こ
し
ま
。
〔
史
記
‘
文
帝
紀
〕
憫
然
【
非
夷
]
2

に
常
道
に
は
づ
れ
る
。
非
葬
（
5
)

に
同
じ
。

〔
逸
周
書
、
皇
門
解
〕
脅
―
―
學
子
非
夷
↓
〔
注
〕
相
1

一
學
典
非

霞
也
。

念
二
外
人
之
有
塩
非
゜
〔
注
〕
集
解
曰
、
非
、
奸
非
也
。

[
非
意
】
3

に
思
ひ
も
よ
ら
ず
。
意
料
の
外
。
だ
し
ぬ
け
。

〇
あ
や
ま
ち
。
〔
書
‘
説
命
〕
無
忌
笠
過
作
＞
非
゜

〔
偶
〕
恥
過
誤
面
文
レ
之
、
遂
成
ー
一
大
非
↓
〔
幡
‘
證
不
意
。
非
意
相
干
を
見
よ
。
〔
蘇
献
、
謝
レ
除
雨
職
守
幡

運
〕
魯
之
郊
諦
‘
非
レ
證
也
。
〔
注
〕
非
‘
猶
レ
失
也
。
部
尚
賃
表
〕
衰
年
自
引
、
久
抱
―
―
此
心
面
異
敷
併
加
、
｛
貫

〔
荘
子
‘
盗
胚
〕
辮
足
以
飾
塩
非
°
〇
あ
ら
ず
。
ず
。
貸
非
意
↓

〖
非
意
相
干
〗4
n
"ヲ
カ
ス
思
ひ
が
け
ず
人
を
を
か
す
。

犯
す
意
志
が
な
く
て
人
を
犯
す
こ
と
。
〔
晉
書
‘
衛
玲

打
消
の
助
辞
。
〔
書
‘
盤
庚
下
〕
非
レ
顎
二
蕨
謀
↓
〔
證
‘

檀
弓
下
〕
翡
證
也
。
〔
漢
書
‘
陳
餘
博
〕
陳
王
非
閤
5

傭
〕
玲
宵
以
、
人
有
な
不
レ
及
、
可
―
―
以
レ
情
恕
韮
介
意
相
干
、

立
六
國
後
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
非
、
不
也
。

O
な
い
。
四
以
レ
理
遺
〔
酉
陽
雑
俎
‘
壺
史
〕
将
レ
午
‘
常
下
有
匠

〔
史
記
‘
孔
子
世
家
〕
夫
子
則
非
レ
罪
。
R
く
だ
る
。
絣
贅
負
レ
襄
而
至
い
襄
中
有
錢
―
一
千
餘
一
而
必
非
意
相

干
也
‘
可
T

閉
レ
梱
‘
戒
妻
摩
勿
・
軽
應
封
い
〔
蘇
拭
‘
和
―
―

孔
密
州
五
絶
ぶ
呈
後
白
牡
丹
詩
〕
何
似
後
堂
沐
玉
潔
‘
遊

〔
玉
篇
〕
非
、
下
也
。

0
か
く
れ
る
。
〔
玉
篇
〕
非
、
隠

蜂
非
意
不
1

一相干↓

也。

O
と
が
め
る
。
〔
呂
覧
‘
審
己
〕
大
非
レ
上
。
〔
注
〕

非
‘
猶
レ
咎
也
。

O
せ
め
る
。
〔
穀
梁
、
隠
‘
五
〕
非
レ
【
非
葬
】
5

仕
常
道
に
は
づ
れ
る
。
〔
書
‘
康
詰
〕
無
レ
作
レ

隠
也
。
〔
注
〕
非
‘
責
也
。
＠
つ
み
す
る
。
〔
呂
寛
、
長
怨
‘
勿
レ
用
二
非
謀
非

9
言
博
〕
勿
レ
用
品
が
善
謀
「
非
•
常

【非】年

曰
ヒ
□ヒ □ヒ

〔
集
韻
〕
匪
微
切
卿

E
¥
 fei' 

〔
集
韻
〕
妃
尾
⑰
園

仁

＼

f
e
i
3
 

〔
韻
會
〕
方
未
切
困

~ 
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非

部

非

怯
〔
書
‘
酒
詰
〕
誕
惟
蕨
縦
―
―
淫
決
子
非
葬
↓
〔
國
語
、
周
第
也
、
亦
管
櫻
之
族
、
其
子
曰
な
象
、
端
秀
有
レ
文
、
綾
弱

語
中
〕
凡
我
造
レ
國
、
無
レ
従
―
―
非
葬
↓
冠
癸
、
時
方
居
―
―
喪
證
こ
忽
一
日
於
"
南
垣
隙
中
こ
聾
見

【
非
位
】
6

社
資
格
な
く
し
て
其
の
位
に
居
る
こ
と
。
非
煙
盃
神
氣
倶
喪
‘
畷
＞
食
忘
レ
麻
‘
乃
厚
賂
-
1

公
業
之
閣
一

〔
班
俺
仔
、
自
悼
賦
〕
既
過
幸
―
―
於
非
位
1

分
。
〔
易
林
〕
沐
以
レ
情
告
5

之
、
閣
有
1
1

難
色
盃
復
為
1
1

厚
利
所
＞
動
‘
令
T

其

狼
冠
帯
、
盗
在
-
1

非
位
玉
衆
犬
共
吠
、
倉
狂
躁
足
。
妻
伺
"
非
煙
間
慮
五
具
以
,
1

象
意
涵
兵

【
非
為
】
7

社
悪
事
。
〔
縣
憑
全
書
、
刑
名
部
‘
賊
盗
下
、
【
非
怨
】
14

ザ
そ
し
り
う
ら
む
。
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
朝

土
番
貼
卯
〕
梢
有
非
為
祉
惟
爾
穂
是
問
。
廷
不
レ
和
‘
輯
相
非
怨
。

【
非
違
】
8

社
法
に
そ
む
く
。
お
き
て
に
悸
る
。
違
法
。
【
非
園
】
15

ザ
清
、
陳
紫
芝

(11ー
4
1
6
9
8
:
 9
2
5
)

の
字
。

【
非
熊
】
，
炉
●
隠
士
の
用
ひ
ら
れ
る
喩
。
非
レ
熊
非
レ
【
非
行
】
16

が
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
行
為
。
悪
行
。

罷
(
7
ー

1

g

u

:

1
8
4
)

を
見
よ
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
今
人
稽
―
-
【
非
孝
】
17

が
孝
行
を
そ
し
る
。
〔
孝
経
、
五
刑
章
〕
非
レ

隠
士
見
＞
用
、
多
日
二
渭
水
飛
熊
盆
益
用
二
呂
尚
事

i而
不
レ
孝
者
無
レ
親
。
〔
注
〕
善
事
"
父
母
云
〖
レ
孝
、
而
敢
非
＞
之
、

知
1

一
飛
之
為
＞
非
也
‘
史
記
、
西
伯
腺
正
温
亮
ト
レ
之
曰
‘
是
無
レ
親
也
。
〔
疎
〕
孝
為
"
百
行
之
本
五
敢
有
互
空
毀
之
―

所
レ
獲
非
レ
龍
非
レ
影
、
非
レ
虎
非
レ
罷
、
後
漢
雀
姻
逹
旨
曰
‘
者
五
是
鉦
穿
親
愛
之
心
一
也
。

漁
父
見
'1

兆
於
元
亀
了
注
引
―
―
史
記
非
レ
龍
非
レ
蝸
非
レ
熊
【
非
築
】
18

炉
墨
子
の
篇
名
。
昔
築
の
要
を
否
定
し
た

非
＞
罷
為
レ
證
‘
杜
詩
‘
田
撒
藷
非
熊
、
李
翰
蒙
求
亦
有
'1

も
の
、
上
中
下
の
三
篇
あ
り
。
今
、
中
下
を
訣
く
。
〔
荀

呂
望
非
熊
之
句
玉
特
無
レ
有
T

用
1

一
飛
字
―
者
3

●
字
琥
。
子
、
富
國
‘
墨
子
大
有
↓
1

天
下
ご
注
〕
墨
子
言
↓
1

築
無
▽
盆
―
―

④
明
、
熊
穎
捷
(
7
ー

1
9
2
9
4
:
 1
3
4
)

の
字
。
＠
明
‘
呉
兆
於
人
‘
故
作
―
―
非
築
篇
↓

(
2
|
 3
3
6
5
 :
 3
2
5
)

の
字
。
◎
明
‘
王
應
熊
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
【
非
學
】
19

か
學
問
を
せ
ぬ
こ
と
。
〔
徒
然
草
〕
。

1
2
2
1
)

の
字
。
c
清
‘
施
國
祁
(
6
ー

1
3
6
2
9
:
 1
4
6
)の
字
。
【
非
間
~
】

2
0が
そ
し
る
。
〔
漢
書
、
劉
款
博
〕
欽
散
以
難
レ

【
非
雲
】
10

戸
慶
雲
。
非
煙
(
1
2
)

に
同
じ
。
〔
南
齊
書
、
藷
向
、
向
不
レ
能
孟
益
卯
也
。

穎
胄
博
〕
非
雲
如
醒
之
詳
‘
白
質
黒
章
之
瑞
゜
〔
隋
書
‘
昔
【
非
韓
】
21

が
論
衡
の
篇
名
。

築

志

上

〕

景

星

出

レ

翼

‘

非

雲

入

レ

呂

。

【

非

企

】
22

社
む
ほ
ん
。
正
し
か
ら
ぬ
く
は
だ
て
。

【
非
役
】
1
1
5
芸
名
儀
だ
け
で
賓
務
に
つ
い
て
ゐ
な
い
。
【
非
幾
】
23

社
不
善
の
き
ざ
し
。
〔
書
、
顧
命
〕
爾
無
和
ぞ

非
職
(
9
1
)

に

同

じ

。

釧

冒

,
1

貢
子
非
幾
一
〔
莱
博
〕
又
言
聾
臣
其
無
ぶ
以
1

一
元
子
1

【
非
煙
】
12

ザ
●
卿
雲
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
若
レ
而
冒
＊
進
於
不
善
之
幾
上
也
、
蓋
幾
者
動
之
微
、
而
善
悪

煙
非
レ
煙
、
若
レ
雲
非
」
雲
、
郁
郁
紛
紛
、
籠
索
綸
固
、
是
之
所
1

一
由
分
一
也
。

謂
卿
雲
↓
〔
杜
正
倫
‘
玄
武
門
侍
宴
詩
〕
玉
池
流
1

一
若
醗
一
【
非
毀
】
24

社
そ
し
り
。
又
、
そ
し
る
。
誹
毀
゜
〔
墨
子
、

雲
閣
緊
―
非
煙
ニ
●
唐
の
武
公
業
の
妾
。
姓
は
歩
氏
。
貌
尚
同
中
〕
萬
民
聞
則
非
'1

毀
之
↓
〔
後
漢
書
‘
桓
諜
偉
〕
辮
二

織
麗
‘
文
墨
を
好
む
。
趙
象
見
て
之
を
悦
ぴ
‘
詩
を
以
て
析
疑
異
享
竺
石
‘
而
憲
-
1

非
毀
↓
〔
後
漢
書
、
五
行
志
六
〕
是

意
を
通
じ
‘
遂
に
之
と
私
通
し
た
が
、
後
、
公
業
の
知
る
時
輩
臣
争
レ
経
、
多
―
―
相
非
毀
者
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
蹄
心
〕
便

と
こ
ろ
と
為
り
‘
之
を
鞭
撻
の
下
に
斃
し
た
。
非
煙
傭
生
1

一
非
毀
↓

を

見

よ

。

【

非

翼

】

25

狂
非
分
の
翼
望
。
身
分
不
相
應
の
の
ぞ
み
。

〖
非
煙
博]
1
3
れ
芍
小
説
の
名
。
唐
、
皇
甫
枚
撰
。
武
公
〔
後
漢
書
‘
威
洪
傭
〕
欲T因
一
際
會a
5ら
望
非
翼
ぢ
多
殺
ニ

業
の
愛
姫
‘
歩
非
煙
が
趙
象
と
い
ふ
青
年
と
通
じ
‘
事
露
忠
良
百
5
1
笠
姦
威
↓

は
れ
て
公
業
に
笞
殺
さ
る
。
後
‘
象
の
二
友
の
夢
枕
に
【
非
器
】
26

狂
其
の
器
量
で
な
い
こ
と
。

立
つ
て
、
一
は
恩
を
謝
し
、
一
は
復
讐
し
た
と
い
ふ
筋
。
【
非
磯
】
27

狂
そ
し
る
。
非
毀
(
2
4
)

に
同
じ
。
非
砦
゜

〔
皇
甫
枚
、
非
煙
博
〕
臨
淮
武
公
業
、
咸
通
中
、
任
11

河
南
【
非
義
】
28

孔
正
義
に
そ
む
く
こ
と
。
義
理
に
違
ふ
。
〔
左

府
功
曹
参
軍
一
愛
妾
日
1
1

非
煙
一
姓
歩
氏
、
容
止
織
麗
、
氏
、
定
‘
四
〕
鉦
炉
謀
二
非
徳
三
無
な
匹
非
義
↓

若
レ
不
レ
匪
綺
羅
ご
四
秦
瞥
互
空
文
墨
下
尤
エ
"
撃
甑
「
〖
非
義
之
義
〗

2
9知
ギ
ノ
義
に
似
て
義
で
な
い
も
の
。

其
韻
興
11

絲
竹
1

合
、
公
業
甚
嬰
レ
之
、
其
比
鄭
天
水
趙
氏
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
孟
子
日
、
非
幡
之
幡
‘
非
義
之
義
、
大

人
弗
レ
為
。

〖
以
―
―
非
義
一
為
レ
義

]
3
0
店
”
心9
テ
義
に
似
て
義
で
な

い
も
の
を
義
と
す
る
こ
と
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
以
,
,
非

義
為
義
、
以
扉
譴
為
籍
。

【
非
議
】
31

孔
そ
し
り
論
ず
る
。
〔
晏
子
、
問
、
上
〕
無
和
笞

毀
誉
非
議
己
炉
其
身
公
漢
書
‘
循
吏
、
黄
覇
博
〕
夏
侯
勝

非
議
詔
衷
大
不
敬
゜

【
非
撮
】
32

知
ョ
よ
る
可
か
ら
ざ
る
所
に
よ
る
義
。
其
の

才
能
が
な
く
て
、
善
い
地
位
に
居
る
を
い
ふ
。
〔
易
‘
繋

辞
下
〕
非
知
m
レ
撮
而
攘
焉
、
身
必
危
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮

博
〕
臣
以
蒻
オ
面
紘
非
雙
〔
韓
愈
、
腐
襄
相
公
一

譲
レ
官
表
〕
登
可
n-PJJ
居
以
彰
,
,
非
撮
↓

【
非
攀
】
33

炉
攀
げ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
攀
げ
る
。
〔
後

漢
書
、
陳
｛
是
博
〕
於
レ
是
郷
論
怪
,
,
其
非
攀
-

【
非
興
】
34

社
ウ
ぉ
も
し
ろ
か
ら
ざ
る
こ
と
。

【
非
絹
】
35

が
婚
姻
の
釣
合
は
ぬ
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
桓
、

六
〕
齊
侯
欲
下
以
1

る
文
姜
玉
ぞ
鄭
太
子
忽
ギ
今
ナ
忽
辞
、
人

問
―
―
其
故
工
太
子
日
、
人
各
有
y

規
、
齊
大
、
非
,
,
吾
昂
也
。

〔
書
＿
自
故
事
、
婚
姻
類
〕
辟
レ
成
レ
婚
‘
日
n

―
敢
辞
―
―
非
精
↓

【
非
刑
】

36F
消
代
‘
拷
問
の
刑
具
の
成
規
に
反
す
る

も
の
を
い
ふ
。
〔
清
會
典
事
例
、
刑
部
、
刑
律
断
獄
〕
至
1

一

刑
具
等
項
ご
官
係
T

按
―
―
刑
部
制
度
一
官
為
印
レ
烙
頒
獲
‘

有
．
一
定
尺
寸
式
様
お
8

私
創
―
―
刑
具
五
任
,
,
用
非
刑
面
空

子
巌
禁
ぢ
輻
恵
全
書
、
刑
名
部
、
賊
盗
上
、
審
盗
〕
私
用
1

一

非
刑
云
害
レ
人
致
レ
死
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
非
刑
、
注
解
〕

非

法

之

刑

也

。

「

拷

問

。

〖
非
刑
拷
打
〗37f
e
i
'
h
s
i
品

'
k
a
•
O
2
見
不
法
な

【
非
計
】

38F
悪
い
し
か
た
。
不
得
策
。
非
謀
゜
〔
諸
葛

亮
、
後
出
師
表
〕
議
者
謂
為
,
,
非
計
↓
〔
南
史
、
王
誕
博
〕

将
軍
今
留
1

一
呉
公
ズ
名
笠
非
計
↓

【
非
肝
】
39

炉
そ
し
り
あ
ば
く
。
砥
肝
゜
〔
後
漢
書
、
申

屠
蝠
博
〕
汝
南
痘
榜
等
、
非
―
―
肝
朝
政
↓

【
非
業
】
40
咋
7

●
せ
ず
と
も
よ
い
仕
事
。
又
、
よ
く
な
い

わ
ざ
。
〔
漢
書
、
元
帝
紀
〕
遠
離
1

父
母
妻
子
云
召
於
非
業

之
作
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
不
急
之
事
、
故
云
―
―
非
業
一
也
。
●

圃
珠
正
常
の
む
く
い
で
な
い
こ
と
。
前
世
の
業
因
に

よ
ら
ず
現
世
の
災
難
に
よ
つ
て
死
ぬ
こ
と
。
非
命
。

〖
非
業
博
士
〗41
社
5

令
外
の
職
名
。
國
學
の
博
士
の

一
。
奉
試
及
第
せ
ず
、
又
、
博
士
の
麓
攀
に
撮
ら
ず
し

て
任
じ
‘
俗
務
を
事
と
し
、
其
の
職
、
史
生
に
同
じ
。
非

i 

受
業
博
士
。
〔
式
部
省
式
、
上
〕
諸
國
非
業
博
士
瞥
師
、

以
―
―
四
年
1

為,,
秩
限
↓

【
非
言
】
42

か
言
ふ
べ
き
こ
と
で
な
い
。
〔
左
氏
、
昭
、

八
〕
則
有
―
―
非
言
之
珈
而
言
。

【
非
故
】
“
北
元
の
様
で
な
い
。
以
前
の
通
り
で
な
い
。

〔
後
漢
書
‘
光
武
十
王
‘
阜
陵
質
王
延
傭
〕
朕
南
巡
望
1

一淮

海
盆
怠
在
―
―
阜
陵
↓
遂
興
レ
侯
相
見
‘
侯
志
意
衰
落
‘
形
陸

非
レ
故
‘
贈
省
懐
感
‘
以
喜
以
悲
゜

【
非
寧
】
“
北
罪
な
く
し
て
罪
に
陥
る
。
又
、
罪
の
無
い

者
。
〔
書
‘
仲
陛
之
諾
〕
小
大
戦
戦
‘
岡
レ
不
レ
濯
1

一
干
非
翠
↓

〔
苑
仲
滝
、
答
趙
元
戻
書
〕
有
レ
征
無
レ
戦
‘
不
レ
殺
―
―
非

烹
王
者
之
兵
也
。
「
日
小
人
‘
妄
造
―
―
非
語
↓

【
非
語
】
竺
べ
無
根
の
説
。
〔
蘇
献
‘
諫
レ
買
浙
證
状
〕
近

【
非
エ
】
46

炉
明
、
唐
醸
(
l
!
-
3
7
0
9
:
 1
6
3
)

の
字
。

【
非
攻
】
47

朗
墨
子
の
篇
名
。
上
・
中
・
下
に
別
る
。

【
非
恨
】
48

ザ
そ
し
り
う
ら
む
。
〔
漢
書
、
雨
襲
傭
〕
公

門
下
相
非
恨
゜

【
非
オ
】
49

デ
オ
能
の
な
い
も
の
。
〔
辞
逢
‘
滝
間
騨
亭

詩
〕
寸
禄
應
レ
知
霜
有
レ
分
、
一
官
常
濯
虞
,
,
非
才
↓
〔
羅

隠
‘
曲
江
春
感
詩
〕
聖
代
也
知
無
1

一
棄
物
云
侯
門
未
-n

必

阻
非
才
↓

【
非
齋
】
5
0
t
ィ
明
、
韓
仲
孝
(
1
1
0
-
4
3
1
5
9
 :
 3
5
4
)

の
琥
。

【
非
材
】

g
r
才
能
の
無
い
も
の
。
不
材
。
〔
漢
書
、
哀

帝
紀
〕
皇
天
降
,
,
非
材
之
佑
↓
〔
漢
書
、
李
尋
傭
〕
皇
天

匹
非
材
之
右
↓

【
非
罪
】
ご

r
罪
が
無
い
。
又
、
無
賓
の
つ
み
。
〔
韓
非

子
、
有
度
〕
故
忠
臣
危
1
1

死
於
非
罪
玉
姦
邪
之
臣
、
安
―
―
利

於
無
功
↓
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
博
上
〕
操
因
1

一
睡
砒
ご
被
以
,
,
非

罪
盆
方
楚
兼
―
―
五
毒
1

倶
至
。
〔
晉
書
、
劉
頌
傭
論
〕
哭
―
―
張

公
之
非
罪
盆
空
趙
王
之
妄
錦
↓

【
非
子
】
53

九
上
古
の
人
。
又
、
飛
子
に
作
る
。
周
の
孝
王
‘

非
子
に
馬
を
粁
渭
の
間
に
主
ら
し
む
。
馬
大
い
に
蕃
息

し
、
封
じ
て
附
庸
と
し
、
秦
に
邑
し
、
嵐
氏
の
祀
を
績
が

し
め
‘
琥
し
て
秦
嵐
と
い
ふ
。
是
を
秦
の
始
封
の
祖
と

す
。
〔
史
記
、
五
〕
。

【
非
止
】
54

f
e
i
'
c
h
i
h
3

た
だ
に
云
云
の
み
な
ら
ず
。

非
但
。
非
直
。
非
特
。
非
獨
゜

【
非
刺
】
竺
そ
し
る
。
〔
列
女
傭
‘
賢
明
‘
楚
荘
奨
姫
博
〕

非
刺
虞
丘
位
賢
之
路
↓

【
非
皆
】
56

吐
そ
し
る
。
毀
砦
。
謗
砦
゜
〔
白
居
易
、
傷
1

一唐

12729 
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衛
詩
〕
貴
人
皆
怪
怒
、
閑
人
亦
非
昔
゜

【
非
次
】
57

九
順
序
に
よ
ら
ぬ
。
不
次
。
〔
後
漢
書
‘
蕩
帝

紀
〕
署
用
-
1

非
次
↓
選
攣
乖
に
且
。
〔
晉
書
、
羊
祐
傭
〕
猥
降
,
,

骰
中
之
詔
面
翌
非
次
之
恩
云
臣
有
祠
功
面
J
1

一
以
堪
＞
之
。

【
非
時
】
58

入
〇
其
の
時
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
。
正
し
い
時

で
な
い
こ
と
。
〔
史
記
‘
淮
南
王
安
偉
〕
王
以
二
非
時
一
楼
゜

〇
圏
④
日
中
か
ら
後
夜
の
後
分
に
至
る
間
。
午
後
は
比

丘
と
し
て
食
を
撮
る
ぺ
き
正
時
で
な
い
か
ら
い
ふ
。

〔
薩
婆
多
毘
婆
沙
、
七
〕
非
時
者
従
二
日
中
云
ぎ
後
夜
後

竺

名

為
1

一
非
時
一
＠
午
後
の
食
時
。
非
時
食
。
〔
嬉
遊
笑

覧
、
十
上
〕
飲
食
、
非
事
。
＠
パ
キ
何
時
と
い
ふ
事
な
し
。

い
つ
で
も
あ
る
。
と
き
じ
く
で
名
詞
に
な
る
。
〔
萬
薬

集
‘
十
三
、
長
歌
〕
小
沼
田
の
‘
愛
智
の
水
を
‘
間
な
く

ぞ
‘
人
は
掬
む
ち
ふ
‘
時
自
久
ぞ
‘
人
は
飲
む
ち
ふ
。

〖
非
時
花
〗5
9約
咲
く
べ
き
時
季
で
な
い
の
に
開
く

花
。
〔
古
今
詩
話
〕
殷
七
七
‘
字
文
詳
、
周
賓
藷
識
レ
之
、

及
レ
移
鐵
浙
西
―
―
日
謂
―
―
七
七
一
日
、
鶴
林
杜
鵜
、
天
下

奇
絶
‘
聞
子
能
作
二
非
時
花
丁
今
重
九
将
レ
近
‘
能
開
レ
花

副
屁
日
一
乎
゜

〖
非
時
食
〗60わ
圏
午
を
過
ぎ
て
の
食
。
元
来
、
午
後

は
比
丘
と
し
て
食
事
し
な
い
か
ら
い
ふ
。
〔
五
分
律
、

八
〕
佛
在
―
―
王
含
城
玉
爾
時
未
T

為
―
―
比
丘

5
即
非
時
食
LO

〔
老
學
庵
筆
記
‘
―
二
〕
佛
経
戒
比
丘
非
時
食
↓
蓋
其
法

過
レ
午
則
不
レ
食
也
、
而
蜀
僧
招
レ
客
暮
食
‘
謂
―
―
之
非
時
『

〖
非
時
香
菓
〗6
1
,
"ク
勺
橘
の
古
名
。
此
の
果
夏
よ

り
成
つ
て
秋
を
経
‘
霜
雪
に
堪
へ
、
採
つ
て
久
し
く
腐

ら
ざ
る
を
以
て
い
ふ
。
〔
日
本
書
紀
‘
垂
仁
天
皇
〕
九
十

年
春
二
月
庚
子
朔
、
天
皇
命
―
―
田
道
間
守
玉
竺
常
世
國
一

令
レ
求
―
―
非
時
香
菓
公
7

謂
レ
橘
、
是
也
。

【
非
洲
】
巳
ei1

c
h
o
u
1

ア
フ
リ
カ
洲
。
阿
非
利
加
洲
。

【
非
就
】
63
fei1 
c
h
i
u
4

云
云
に
非
ざ
れ
ば
即
ち
云
云
。

非
卸
(
1
0
8
)

に
同
じ
。

【
非
相
】
64

ぷ
ャ
ウ
荀
子
の
篇
名
。
〔
荀
子
、
非
相
、
注
〕
相
‘

覗
也
‘
視
―
―
其
骨
状
1

以
知
↓
―
吉
凶
責
賤
一
也
‘
妄
誕
者

多
以
レ
此
惑
レ
世
、
時
人
或
衿
二
其
状
貌
1

而
忽
1

一
於
務
＞

賓
、
故
荀
卿
作
此
篇
玉
グ
之
。

[
非
常
】
65

年
苫
●
常
で
な
い
。
非
凡
(
1
4
0
)

に
同
じ
。
不

世
出
。
〔
晏
子
、
重
而
異
者
〕
夫
能
自
周
1

一
於
君
―
者
、
オ
能

皆
非
レ
常
也
。
〔
司
馬
遷
‘
報
,
,
任
少
卿
一
書
〕
唯
個
僅
非
常

之
人
稲
焉
。
〔
晉
書
、
元
帝
紀
〕
瑣
堺
王
毛
骨
非
常
、
始

ヒ

r

ヒ

4
立
口

4
づ

非
入
臣
之
想

O
ぃ
つ
も
と
か
は
っ
た
出
来
事
。
嬰

事
。
〔
史
記
‘
項
莉
紀
〕
備
"
'
他
盗
之
出
入
典
1

一
非
常
一
也
。

〔
漢
書
‘
吾
丘
壽
王
博
〕
臣
聞
古
者
作
二
五
兵
韮
竺
以
相

害
一
以
禁
レ
暴
討
レ
邪
也
、
安
居
則
以
制
↓
―
猛
獣
1

而備――

非
常
二
漢
書
‘
武
五
子
、
燕
剌
王
旦
博
〕
修
↓
―
武
備
五
備
二

非
常
↓
〇
つ
ね
に
あ
ら
ず
。
い
つ
も
の
や
り
方
で
な
い
。

平
生
の
や
り
方
で
な
い
。
慣
例
で
な
い
。
〔
左
氏
、
荘
、
ニ

十
五
〕
披
用
1

一
牲
千
社
1

非
レ
常
也
。
〔
韓
非
子
‘
備
内
〕
是

故
明
王
不
レ
攀
示
＇
参
之
事
二
不
レ
食
1

一
非
常
之
食
一
遠
聴

而
近
視
、
以
審
―
―
内
外
之
失
↓
〔
魏
志
‘
杜
畿
債
〕
夫
欲
レ

為
1

一
非
常
之
事
二
不
届
＂
レ
動
―
―
衆
心
↓
R
ひ
と
通
り
で
な

い
こ
と
。
甚
し
い
。

O
雁
無
常
。
〔
四
十
二
章
経
〕
佛
言
‘

墾
天
地
今
竺
非
常
石
観
―
―
山
川
ぶ
炉
非
常
↓

〖
非
常
月
〗6
6巧
芯
閏
月
。
〔
公
羊
、
文
‘
六
〕
閏
月
芙
‘

何
以
謂
n
l

之
天
無
,
,
是
月
一
非
常
月
也
。

〖
非
常
口
〗6
7な
豆
ャ
ウ
急
な
場
合
に
遁
げ
出
す
出
口
。

〖
非
常
士
〗68万
匁
非
凡
の
士
。
〔
史
記
‘
甘
茂
博
〕
甘

茂
非
常
士
也
。
〔
南
史
‘
宋
孝
武
帝
紀
〕
張
侯
側
有
レ
人
‘

風

骨

視

聰

、

非

常

士

也

。

「

識

。

〖
非
常
識
〗69芯
ャ
ヴ
常
識
に
は
づ
れ
る
こ
と
。
液
常

〖
非
常
赦
〗
翌
望
ゥ
昔
‘
國
家
に
大
な
る
吉
凶
禍
災
な

ど
の
あ
っ
た
時
‘
全
國
の
罪
人
を
赦
し
放
っ
た
こ
と
。

〖
非
常
人
〗71万
特
非
凡
の
人
。
偉
大
な
人
物
。
非
常

之
人
(
8
1
)

。
〔
言
志
菱
録
〕
無
レ
罪
而
得
虹
忽
‘
非
常
人
也
。

〖
非
常
線
〗7
2丸
ャ
ウ
火
事
又
は
犯
罪
等
の
起
っ
た
と

き
警
察
官
が
或
る
範
圃
を
限
つ
て
張
る
警
戒
線
。

〖
非
常
異
義
〗73
に
和
苫
常
に
異
つ
た
義
。
〔
何
休
、
春

秋
公
羊
傭
序
〕
偲
一
春
秋
―
者
非
こ
、
本
撮
レ
乱
而
作
‘
其

中
多
非
常
異
義
可
レ
怪
之
論
一
説
者
疑
惑
‘
至
レ
有
―

倍
レ
経
任
レ
意
‘
反
畑
博
違
戻
者
↓

〖
非
常
警
察
〗7
4
衿
唸
戦
時
又
は
大
事
嬰
に
際
し
、

治
安
維
持
の
た
め
戒
般
令
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
警
察
。

〖
非
常
警
報
〗75
衿
雰
非
常
を
い
ま
し
め
る
た
め
の

し
ら
せ
。

〖
非
常
公
債
〗76
芯
苔
戦
竿
又
は
自
然
的
大
事
嬰
或

は
経
清
的
大
髪
動
に
遭
遇
し
た
場
合
に
‘
其
の
應
急
策

と
し
て
登
行
さ
れ
る
公
債
。

〖
非
常
之
動
〗77
万
焚
世
に
ま
た
と
な
い
動
功
。
〔
陸

機
、
豪
士
賦
序
〕
夫
整
自
我
之
量
而
挟
1

一
非
常
之
動
↓

〖
非
常
之
功
〗78
匁
9
5
世
に
ま
た
と
な
い
動
功
。
非

常
之
動
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
蓋
有
―
―
非
常
之
功
一

必
待
1

一
非
常
之
人
↓

〖
非
常
之
事
〗79
勺
岱
世
に
ま
た
と
な
い
事
業
。
〔
漢

書
‘
司
馬
相
如
傭
下
〕
蓋
世
必
有
二
非
常
之
人
ぶ
g

後
有
二

非
常
之
事
↓

〖
非
常
之
色
〗8
0
匁
g

普
通
で
な
い
顔
色
。
〔
魏
志
、

荀
牧
傭
〕
此
吏
有
―
―
非
常
之
色
↓

〖
非
常
之
人
〗81
勺
謬
世
に
ま
た
と
な
い
す
ぐ
れ
た

人
物
。
〔
史
記
‘
司
馬
相
如
傭
〕
蓋
世
必
有
二
非
常
之
人
一

然
後
有
非
常
之
曼
有
1

一
非
常
之
事
一
然
後
有
―
―
非
常
之

翌
非
常
者
固
常
之
所
レ
異
也
、
故
日
、
非
常
之
原
、
黎
民

濯
焉
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
蓋
有
―
―
非
常
之
功
百
唸
竺
非
常

之
人
↓
〔
魏
志
、
武
帝
紀
評
〕
抑
可
レ
謂
非
常
之
人
‘
超
世

之
傑
玉
大
。

〖
非
常
之
髪
〗82
万
謬
思
ひ
か
け
ぬ
愛
事
。
〔
漢
書
、

劉
向
博
〕
物
盛
必
有
非
常
之
嬰
先
見
↓
〔
後
漢
書
‘
虞
讃

偶
〕
今
涼
土
擾
動
、
人
情
不
レ
安
‘
蔽
憂
卒
然
有
―
―
非
常
之

妻↓
〖
非
常
上
告
〗83
芯
窃
ク
裁
判
判
決
確
定
の
後
に
於

て
‘
其
の
違
法
の
判
決
に
上
告
す
る
こ
と
を
い
ふ
。

〖
非
常
召
集
〗8
4
芯
苓
も
と
、
載
時
又
は
事
嬰
に
際

し
て
行
ふ
在
郷
軍
人
の
召
集
。
又
、
軍
人
以
外
、
警
察
官

等
に
も
い
ふ
。

〖
非
常
大
櫂
〗85
花
雰
載
時
又
は
園
家
の
事
髪
の
場

合
に
臨
時
の
慮
置
を
為
し
得
る
天
皇
の
大
櫂
゜
藷
、
大

日
本
帝
國
憲
法
、
第
三
十
一
條
に
規
定
す
。

〖
有
二
非
常
之
事
然
後
有
―
―
非
常
之
功
―
〗

8
6
此
訪

9
/

ヵ[ぢ
]
t
,

／
ヤ
ゥ
無
事
の
世
に
は
功
を
立
て
が
た
き
を

い
ふ
。
〔
司
馬
相
如
‘
難
l

―
蜀
父
老
一
文
〕
蓋
世
必
有
1

一非

常
之
人
ご
然
後
有
二
非
常
之
事
こ
付
―
―
非
常
之
事
一
然
後

有
1

一
非
常
之
功
↓

【
非
情
】
81

か
ウ
無
心
の
も
の
。
喜
怒
哀
築
の
情
の
無
い

も
の
。
感
覺
の
な
い
も
の
。
木
石
の
類
。
有
情
(

6

|
1
4
3
3
 

2
:
 17
4
)

の
封
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
河
湖
無
鱗
魚
、
鰻

蟻
〕
又
有
下
薯
預
各
所
滋
i

浸
一
而
髪
化
1

一
鰻
鐵
者
ぢ
i-

非
情
紐
竺
有
情
―
者
、
是
亦
不
―
―
必
盛
然
一
也
。

【
非
儒
】
88

空
〇
墨
子
の
篇
名
。
儒
家
を
否
定
し
た
も

の。

O
儒
に
あ
ら
ざ
る
人
。
〔
職
原
抄
‘
上
〕
大
學
寮
‘
碩

一
人
‘
云
云
‘
寮
頭
者
、
儒
中
之
撰
也
‘
但
雖
非
儒
一
又

有
レ
例
。

[
非
順
】
89

ぎ
／
順
常
で
な
い
こ
と
。
順
を
距
ま
ぬ
こ

と
。
〔
源
平
盛
衰
記
‘
二
十
九
‘
三
箇
馬
場
願
書
〕
忽
昇
ニ

不
営
之
高
位
ぶ
認
誇
1

一
非
順
之
榮
爵
一
）

【
非
食
】
90

ざ

圏

非

時

食
(
6
0
)

の
略
稽
゜

[
非
職
】

9
1
4
;
O其
の
職
務
で
な
い
。
〔
韓
愈
、
豊
陵

行
〕
墓
蔵
廟
祭
不
レ
可
レ
OOL
‘欲
J
言
非
レ
職
知
二
何
如
↓
〇

官
吏
の
身
分
・
地
位
は
其
の
ま
ま
で
職
務
だ
け
を
免
ぜ

ら
れ
る
こ
と
。
又
‘
其
の
人
。
非
役
。

〖
非
職
者
〗8
梵
キ
非
蔵
人
八
ラ
／
ド
に
同
じ
。
非
職
。
〔
職

原
抄
〕
非
蔽
人
、
重
代
諸
大
夫
中
‘
未
レ
補
二
蔵
人
一
之
間
‘

先
遂
頁
勘
｛
此
云
1

一
非
蔽
人
ご
各
ぞ
非
職
之
者
一
不

-l-

齋
行
公
事
示
レ
芦
禁
色
―
)

〖
非
職
之
言
〗93
勺
ぢ
職
分
以
外
の
こ
と
を
論
ず
る

言
。
〔
蘇
献
‘
諫
レ
買
―
―
浙
燈
心
爪
〕
臣
又
有
T

非
職
之
言
‘

大
l

―
於
此
者
い

【
非
心
】
94

人
ノ
た
だ
し
か
ら
ぬ
心
。
非
僻
の
心
。
邪
心
。

整
非
少
を
見
よ
。

〖
格
韮
心
―
〗95
梵
勺
道
理
に
悸
れ
る
不
法
の
心
を

矯
正
す
る
。
〔
書
、
同
命
〕
縄
レ
思
糾
レ
謬
‘
格
1
1

其
非
心
↓

〔
孟
子
‘
離
婁
上
]
惟
大
人
為
n

一
能
格
1

一
君
心
之
非
↓

【
非
人
】
96

グ
〇
寂
泊
の
極
‘
死
人
に
似
る
を
い
ふ
。

〔
荘
子
‘
田
子
方
〕
孔
子
見
11
老
鼎
一
老
耶
新
沐
‘
方
将
l
l

被

炭
而
乾
ぶ
芯
然
似
二
非
人
↓
〔
注
〕
寂
泊
之
至
。

0
身
證
の

不
完
全
な
人
。
裔
人
。
〔
左
氏
、
昭
‘
七
〕
孟
、
非
人
也
、
将
レ

不
レ
列
―
―
於
宗
玉
＇
レ
可
レ
謂
レ
長
。
〔
注
〕
足
跛
非
二
全
人
一

不
レ
可
1ユ
列
為
11
宗
主
一
也
。

0
人
為
で
な
い
。
無
為
自
然

を
い
ふ
。
〔
荘
子
‘
應
帝
王
〕
其
徳
甚
慎
‘
而
未
訟
如
入
二
於

非
人
↓
働
匪
人
(
2
ー

2
6
2
9
:
 1
9
)

に
同
じ
。
縛
じ
て
、
無

籟
漢
を
い
ふ
。
〔
易
、
比
〕
六
三
、
比
―
―
之
匪
人
↓
〔
秤
文
〕
馬

云
‘
匪
、
非
也
。

O
予
④
圃
人
に
あ
ら
ざ
る
者
。
天
龍
八

部
衆
・
悪
鬼
等
を
い
ふ
。
人
非
人
。
＠
出
家
遁
世
し
た

人
。
僧
。
◎
極
貧
の
人
。
こ
じ
き
。

g)江
戸
時
代
、
穏
多

と
共
に
四
民
よ
り
下
位
の
身
分
に
置
か
れ
た
人
々
。
卑

俗
な
遊
藝
、
刑
場
の
雑
役
等
に
従
事
し
た
。

〖
非
人
情
〗97
が
定
〇
世
間
的
な
人
情
の
わ
づ
ら
は
し

さ
か
ら
超
越
し
た
こ
と
。

O
人
情
が
な
い
こ
と
。
思
ひ

や
り
の
な
い
こ
と
。
薄
情
。

【
非
是
】
9
8
5

是
に
非
ず
。
〔
南
齋
書
‘
張
融
傭
〕
融
卑
ハ
―
―
吏

部
尚
書
何
敗
一
善
‘
往
詣
レ
敗
、
誤
通
―
―
尚
書
劉
澄
一
融
下
レ

車
入
レ
門
‘
乃
曰
‘
非
レ
是
、
至
―
―
戸
外
石
主
レ
澄
‘
又
日
‘
非
レ

一
三
四

12730 
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非

部

非

是

‘

既

懇

席

息

澄

日

、

都

自

囲

是

‘

乃

去

。

之

言

「

而

欲
T
i
晶
穀
天
子
―
而
求
な
女
‘
幾
不
―
―
亦
難
哉
。

【
非
世
】99
ヂ
世
を
そ
し
る
。
〔
荘
子
‘
刻
意
〕
此
山
谷
〖
非
道
行
レ
姪
〗

1
1
2江ぶ
コ
が
不
正
常
な
姪
事
を
行
ふ

之
士
、
非
レ
世
之
人
‘
枯
稿
赴
レ
淵
者
之
所
レ
好
也
。
〔
荘
を
い
ふ
。
〔
法
苑
珠
林
‘
引
文
殊
問
経
〕
若
佛
子
自
姪
‘

子
‘
盗
拓
〕
飽
焦
飾
レ
行
非
レ
世
‘
抱
レ
木
而
死
。
教
―
一
人
姪
五
り
至
一
切
女
人
不
レ
得
1
1

故
姪
‘
姪
因
‘
姪
業
‘

【
非
性
】
100

吐
イ
本
性
で
な
い
も
の
。
〔
呂
覧
‘
為
欲
〕
性
姪
法
、
姪
縁
‘
乃
至
畜
生
女
、
諸
天
鬼
紳
女
‘
及
非
道
行

異

韮

性

↓

雙

〔

法

苑

珠

林

‘

引

智

度

論

〕

除

1

一
己
妻
一
外
‘
餘
之
男

【
非
聖
】
101

ヂ
聖
人
の
道
を
そ
し
る
。
〔
漢
書
、
金
日
碍
女
鬼
紳
畜
生
可
レ
得
レ
LiT
レ
姪
者
、
悉
是
邪
行
‘
雖
―
―
是
自

傭
〕
非
レ
聖
註
レ
法
、
大
乱
之
残
゜
〔
王
融
‘
永
明
十
一
年
妻
不
p

犯
‘
然
須
レ
避
二
於
非
慮
二
謂
自
妻
非
道
及
得
1

一身

竺

秀

才
1

文
〕
登
欲
1

非
レ
聖
無
レ
法
、
将
以
既
レ
道
而
櫂
↓
已
盃
か
須
レ
禁
レ
之
‘
又
成
賓
論
―
Z
、
自
妻
非
虞
‘
謂
ー
ー
ロ
及

〖
非
聖
之
書
〗1

0
2
森
イ
ノ
聖
人
の
道
に
害
あ
る
書
。
識
大
便
慮
一

緯
の
書
を
指
し
て
い
ふ
。
〔
獣
陽
脩
‘
論
己
叩
―
―
去
九
経
【
非
但
】
113

f
e
i
 I tan• 

た
だ
に
云
云
の
み
な
ら
ず
。
非

正
義
中
識
緯
劉
子
〕
所
謂
非
聖
之
書
、
異
―
―
乎
正
義
之
僅
゜

名

也

。

【

非

短

】

114

八
／
〇
短
所
。
歓
貼
゜
〔
呉
志
闘
澤
傭
〕
性
謙

【
~
芥
笑
】
1
0
3
炉
●
非
な
り
と
し
て
笑
ふ
。
〔
韓
愈
‘
答
―
―
恭
篤
慎
‘
宮
府
小
吏
‘
呼
召
封
問
‘
皆
為
一
咋
溢
竺
人
有
―
―
非

李
朔
一
書
〕
不
レ
知
―
―
―
其
非
笑
之
為
―
―
非
笑
一
也
。

O
そ
し
短
言
□
杢
嘗
及
↓
●
f
e
i
2
 
t
u
a
n
3

そ
し
る
。
非
毀
。

り
笑
ふ
。
人
を
悪
く
言
っ
て
笑
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
【
非
仲
】
115

外
f

ゥ
清
‘
張
続
(
4
-
9
8
1
2
:
 4
0
0
)

の
字
。

紀
上
〕
兄
伯
升
好
レ
侠
養
レ
士
‘
常
非
l

―
笑
光
武
事
1

一
田
業
一
【
非
度
】
116

氏
非
法
。
〔
書
‘
微
子
〕
卿
士
師
―
師
非
度
↓
〔
左

比
乏
高
祁
兄
仲
↓
〔
魏
志
衛
顧
偵
〕
竺
仙
掌
ー
以
承
二
氏
、
昭
‘
―
-
+
〕
暴
虐
淫
従
、
律
行
1

一
非
度
↓
無
レ
所
―
―
還
忌
↓

高
露
二
陛
下
通
明
‘
毎
所
―
―
非
笑
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
昔
酔
〕
[
非
得
】
m
f
e
i
'
t
e
i
'
I
f
,
¥
 If,¥
で
な

v
て
は
な
ら
ぬ
o

自
五
蕨
後
、
音
韻
鋒
出
、
各
有
―
―
土
風
「
選
相
非
笑
。
【
非
徳
】
118

氏ク

O
施
す
べ
き
で
無
い
所
に
施
す
恩
徳
。

【
非
斥
】
1
0
4
5
キ
非
難
し
排
斥
す
る
。
〔
盟
谷
賀
山
、
山
鹿
〔
書
‘
盤
庚
上
〕
予
亦
不
n

一
敢
動
ー
ー
用
非
徳
一
〔
傭
〕
我
不
T

素

行

傭

〕

非

斥

程

朱

窯

レ

屈

忌

憚

↓

敢

動

用

非

罰

加

レ

汝

‘

非

徳

賞

姦

侶

乎

。

〇

徳

に

そ

む

【
非
石
】
1
0
5
5
キ
清
‘
張
玉
（
安
郷
の
人
）
（
4
-
9
8
1
2
:
 2
0

く
行
。
〔
左
氏
、
定
、
四
〕
無
レ
謀
1

一
非
徳
一
無
レ
犯
非
義
↓

7
)

の

R

の

字

。

【

非

難

】

119

丑／

0
非
を
な
じ
る
。
過
を
せ
め
る
。
人
の

【
非
赤
】
1
0
6
i
キ
清
‘
郭
士
墳

(11|
 3
9
4
7
4
 :
 3
0
2
)

の
字
。
訣
貼
や
過
失
を
せ
め
る
。

O
そ
し
る
こ
と
。
そ
し
り
。

【
非
折
】
1
0
7
5
，
そ
し
り
く
じ
く
。
〔
後
漢
書
‘
儒
林
下
‘
李
〇
な
ん
。
訣
貼
゜

育
傭
〕
陳
元
・
苑
升
之
徒
‘
更
相
非
折
。
〔
注
〕
折
‘
難
也
。
【
非
認
】
120

デ
み
と
め
ぬ
。
承
知
せ
ぬ
。

【
非
郎
】
108

fei1 
chi'

云
云
に
非
ざ
れ
ば
郎
ち
云
云
。
【
非
望
】
121

心
＇
ゥ
〇
身
分
不
相
應
の
の
ぞ
み
。
分
を
こ
え

【
非
俗
】
109

ん
ク
俗
人
で
な
い
も
の
。
出
家
。
た
の
ぞ
み
。
〔
漢
書
‘
息
夫
射
傭
〕
上
欲
―
―
求
非
望
↓
〔
北

【
非
族
】
110

ん
ク
其
の
や
か
ら
で
な
い
も
の
。
縁
も
ゆ
か
史
‘

f
宣
敏
偲
〕
則
巨
猾
息
1

一
其
非
望
一
奸
臣
杜
1

一
其
邪

り
も
な
い
無
闘
係
の
族
人
。
〔
左
氏
、
倍
、
十
〕
臣
聞
レ
謀
↓
●
待
ち
ま
う
け
ぬ
。
豫
期
せ
ぬ
。
〔
南
史
‘
齊
高
帝

之
、
神
不
レ
歓
11

非
類
面
安
T

レ
祀
非
族
一
〔
王
簗
‘
為
―
―
劉
諸
子
上
‘
豫
章
文
駄
王
疑
子
顧
博
〕
一
顧
之
恩
‘
非
望

荊
州
血
ハ
―
―
哀
繹
書
〕
使
ぶ
井
族
不
レ
干
―
―
吾
盟
面
異
類
不
占
而
至
゜
〔
王
菜
、
出
婦
賦
〕
既
燒
―
―
倖
合
非
望
ぶ
竺
君
子

槌

吾

好

↓

分

弘

仁

↓

0
望
ま
な
い
。
望
む
と
こ
ろ
で
な
い
。
〔
陶
潜
、

【
非
道
】
111

か
す
ぢ
み
ち
に
そ
む
く
行
。
道
理
、
又
は
雑
詩
〕
代
耕
本
非
レ
望
、
所
レ
業
在
―
―
田
桑
↓

人
情
に
そ
む
く
。
非
理
。
〔
書
‘
太
甲
下
〕
有
そ
言
遜
―
―
千
汝
【
非
謗
】
122

炉
そ
し
る
。
誹
謗
゜
〔
漢
書
、
京
房
博
〕
房
輿
1

一

喪
必
求
―
―
諸
非
道
↓
〔
穀
梁
‘
僭
‘
-
―
十
六
〕
非
レ
道
用
レ
師
張
博
心
翌
謀
‘
非
―
―
謗
政
治
ぶ
壁
悪
天
子
↓
〔
漢
書
、
王
非

也
。
〔
孝
経
‘
卿
大
夫
章
〕
非
レ
法
不
レ
言
、
非
レ
道
不
レ
行
。
偶
中
〕
令
n

一
王
路
設
―
―
進
善
之
施
‘
非
謗
之
木
‘
欲
諫
之
鼓
一

〔
老
子
‘
五
十
三
〕
是
謂
―
―
盗
奇
「
非
レ
道
哉
。
〔
韓
非
子
‘
姦
【
非
駿
】
四
宍
非
難
辮
駁
す
る
。
〔
晉
書
、
儒
林
‘
董
景
道

劫
殺
臣
〕
慮
1
1

非
道
之
位
ぶ
竺
衆
口
之
譜
↓
溺
―
―
於
常
世
傭
〕
非
―
―
駿
諸
儒
ご
四
廣
鄭
旨
↓

一
三
五

【
非
罰
】
124

予
罪
に
あ
ら
ず
し
て
罰
す
る
。
〔
書
‘
盤
庚
【
非
病
】
135

翌
が
〇
病
氣
で
な
い
。
貧
窮
を
い
ふ
。
〔
孔

上

〕

予

敢

動

―

―

用

非

罰

一

子

家

語

、

七

十

二

弟

子

解

〕

子

貢

曰

‘

甚

芙

‘

子

病

乎

、

原

【
非
法
】
125

芦
法
に
外
れ
た
こ
と
。
〔
六
餡
‘
龍
餡
、
王
憲
日
‘
吾
聞
、
無
レ
財
者
謂
＿
一
之
貧
↓
學
レ
道
而
不
レ
能
レ
行

翼
〕
兵
法
九
人
、
主
下
講
1

一
論
異
同
、
行
事
成
敗
ぶ
四
練
兵
者
謂
―
―
之
病
一
吾
貧
也
‘
非
レ
病
也
。
〔
宋
之
問
、
感
―
―
従
登

器
→
剌
•
拳
非
法3
〔
商
子
、
定
分
〕
故
吏
不T
敢
以
―
非
封
―
告
レ
成
頌
應
制
詩
〕
撫
レ
己
貧
非
レ
病
、
時
来
本
不
レ

法
泊
茫
民
。
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
明
―
―
糾
非
法
↓
〔
孔
叢
愚
。

O
病
氣
゜
〔
宣
和
遺
事
、
前
集
下
〕
一
日
宋
江
父
親

子
、
雑
訓
〕
則
莫
レ
如

q一
切
除
―
―
非
法
之
事
一
也
。
〔
阿
毘
非
病
‘
遣
レ
人
来
報
。

曇

論

〕

非

法

貪

著

。

「

い

。

【

非

辟

】

136

立
キ
ひ
が
ご
と
。
邪
曲
。
〔
證
‘
王
藻
〕
是
以
非

【
非
番
】1

2
6竺っ
と
め
の
順
番
に
常
ら
ぬ
。
営
番
で
な
辟
之
心
‘
鉦
~
二
自
入
一
也
。
〔
新
書
‘
容
経
〕
是
以
邪
放
非
辟

【
非
非
】1
2
7
~
.非
を
非
と
す
る
。
悪
い
こ
と
は
悪
い
と
鉦
竺
因
入
：
之
焉
。

す
る
。
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
是
レ
是
非
レ
非
謂
1

一
之
智
一
〔
注
〕
[
非
僻
]
1
3
7
f

キ
道
に
そ
む
い
た
悪
?
打
o

非
辟
に
同
じ
o

能
辮
レ
是
為
乍
是
、
非
為
レ
非
‘
謂
1

一
之
智
一
也
。

O
非
で
な
〔
論
衡
‘
定
賢
〕
無
JI

非
僻
之
誤
↓
〔
王
守
仁
‘
客
座
私
祝
〕

い
。
〔
愁
康
‘
秤
私
論
〕
然
事
亦
有
1

砧
炉
非
而
非
レ
非
‘
類
レ
使
レ
無
レ
餡
於
非
僻
↓

是
而
非
レ
是
者
↓
〇
圃
非
想
非
非
想
の
略
。
玄
の
又
玄
‘
【
非
謀
]138

炉
〇
適
嘗
な
は
か
り
ご
と
で
な
い
。
よ
か
ら

奥
妙
な
こ
と
。
祠
定
中
に
於
て
は
散
乱
の
想
が
な
い
か
ぬ
謀
゜
〔
書
‘
康
詰
〕
勿
レ
用
―
―
非
謀
非
葬
↓
〔
左
氏
、
荘
｀
十

ら
非
想
と
い
ひ
、
何
等
の
想
が
な
い
の
で
も
な
い
か
ら
二
〕
得
こ
夫
ん
空
一
國
盆
宍
レ
悪
棄
レ
好
、
非
レ
謀
也
。
●

非
非
想
と
い
ふ
。
〔
榜
厳
経
〕

f1一
無
壺
中
ご
被
に
貫
盛
レ
悪
事
を
計
る
。

性
‘
如
レ
存
不
レ
存
‘
若
レ
壺
非
レ
盛
‘
如
レ
是
一
類
‘
名
為
1-

【
非
木
]139

炉
消
‘
呉
玉
楕
(
1
0
1
3
3
6
5
 :
 5
0
2
)

の
字
。

非

想

非

非

想

慮

一

「

よ

。

【

非

凡

】

140

が
よ
の
つ
ね
で
な
い
。
衆
に
勝
れ
て
ゐ
る
。

〖
非
非
想
〗1

2
8
禁
圃
奥
妙
な
想
ひ
。
非
非
の
参
を
見
不
凡
。
非
常
。
〔
後
漢
書
、
李
通
偶
〕
君
状
貌
非
凡
゜
〔
蜀

【
非
夫
】
129

九
大
丈
夫
で
な
い
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
二
〕
且
成
レ
志
、
先
主
劉
備
偉
〕
含
東
南
角
籠
上
、
有
1

一
桑
樹
一
生
、
高

師
以
出
、
聞
―
―
敵
彊
―
而
退
‘
非
レ
夫
也
‘
命
為
―
一
軍
帥
盃
血
五
丈
餘
‘
云
云
‘
往
来
者
皆
怪
―
―
此
樹
非
＞
凡
゜

卒
以
非
夫
一
唯
塁
子
能
‘
我
弗
レ
為
也
。
〔
注
〕
非
1

丈
【
非
命
】
141

が
〇
天
命
を
全
｀
7
せ
ぬ
を
い
ふ
。
災
害
又

夫

也

。

は

負

傷

な

ど

で

死

ぬ

こ

と

。

横

死

。

非

業

。

〔

孟

子

‘

盛

【
非
服
】
130

戸
受
く
ま
じ
き
を
受
け
る
。
分
に
越
え
た
心
上
〕
栓
桔
死
者
非
J
I

正
命
一
也
。
〔
漢
書
‘
王
葬
債
賛
〕
皆

待
遇
。
〔
後
漢
書
、
桓
榮

・
T鴻
博
論
〕
使
孟
翌
予
非
坑
龍
絶
氣
非
命
之
運
゜
〔
孔
子
家
語
、
五
俵
解
〕
此
一
二
者

應
〔
庚
亮
‘
譲
1

一
中
書
監
ー
表
〕
遂
階
1

一
親
寵
ぶ
歪
笠
非
死
非
命
也
。
〔
後
漢
書
、
李
固
傭
〕
居
1

一
非
命
之
世
↓
〔
北

墨
〔
本
朝
文
粋
‘
四
‘
菅
原
道
慎
‘
為
1

一
昭
宣
公
る
町
揺
史
‘
序
、
李
受
傭
〕
痛
―
―
父
非
命
五
終
身
不
レ
食
―
―
酒
肉
↓
●

政
上
―
―
太
上
皇
―
第
二
表
〕
殊
恨
滝
―
―
引
H
月
盆
四
安
非
定
命
の
説
を
非
と
す
る
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
黒
家
者

流
‘
順
J
I

四
時
―
而
行
‘
是
以
非
レ
命
。

O
墨
子
の
篇
名
。

艮月
【
非
分
】
131

九
／
〇
自
分
の
分
限
で
な
い
。
己
の
分
に
安
上
中
下
三
篇
あ
り
。
〔
孫
詮
譲
間
詰
〕
漢
書
藝
文
志
注
蘇

ん
じ
な
い
。
分
外
の
望
。
不
嘗
な
欲
望
。
分
に
こ
え
る
林
云
‘
非
レ
有
レ
命
者
、
言
、
儒
者
執
レ
有
レ
命
而
反
勧
-
1

人

こ
と
。
〔
日
本
外
史
‘
源
氏
正
記
、
源
氏
下
〕
今
乱
人
乃
修
レ
徳
積
＞
善
‘
政
教
輿
レ
行
相
反
‘
故
磯
レ
之
也
、
孝
経
援

紐
命
侍
レ
柄
‘
敢
規
―
―
非
分
一
〇
道
理
に
か
な
は
ぬ
こ
神
契
云
‘
命
有
乞
一
科
な
勺
受
レ
命
以
保
ヮ
慶
‘
有
1

渾
茫
命

以
懇
暴
‘
紅
謡
炉
命
以
督
＂
行
‘
受
レ
命
謂

l

一
年
虚
竺
也
‘

と
冗

文

】
1
3
2
[
0
文
事
に
通
ぜ
ぬ
。
●
清
‘
張
斐
(
4ー

9
8

遭
レ
命
謂
―
祐
じ
善
而
遇
p

凶
也
‘
随
レ
命
謂
T

随
二
其
善
悪
―

1
2
 :
 6
2
5
)

の

字

゜

報

占

之

‘

墨

子

所

レ

非

者

、

即

二

命

之

説

也

。

【
非
聞
】
133

九
/
清
‘
董
邦
逹
(
9
-
3
1
4
3
3
:
 2
5
0
)

の

鰭

【

非

誉

】
142

吐

0
そ
し
る
こ
と
と
ほ
め
る
こ
と
。
〔
荘
子
、

【
非
兵
】
1
3
4
7
イ
戦
手
を
そ
し
る
。
〔
商
子
、
勧
令
〕
曰
非
天
地
〕
天
下
之
非
誉
‘
無
1

今
藉
ご
焉
。
〔
荀
子
‘
富
園
〕
軽
1-

兵

‘

日

羞

戦

。

非

誉

盃

雌

炉

失

レ

民

。

〔

韓

非

子

‘

南

面

〕

人

主

繹

レ

法

而

12731 



(42585・・143)一 (42592)

抄
臣
備
レ
臣
‘
則
相
愛
者
比
周
而
相
誉
‘
相
憎
者
朋
蕪
[
非
有
齋
】
田
伐
ウ
宋
、
劉
一
止
（
2
ー

2
2
2
4
・

・
6
8
2
)

の
琥
o

而
相
非
、
非
餐
交
争
則
主
惑
乱
矢
。
●
不
善
。
又
、
不
善
【
非
金
屡
】
155

社
ン
ゾ
’
金
屡
で
な
い
畢
橙
。
酸
素
・
硫
黄
・

の
人
を
い
ふ
。
〔
管
子
、
明
法
解
〕
限
―
―
事
情
1

而
任
11

非

燐

等

。

贅
也
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
夫
繹
ー
職
事
而
聰
韮
登
【
非
回
風
】
156

芯
？
楚
辟
‘
九
章
の
篇
名
。
「
琥
。

【
非
理
】
143

仕
道
理
に
は
づ
れ
る
。
正
し
い
道
に
そ
む
【
非
見
齋
】
157

店
ン
消
‘
魏
錫
曾
(
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 2
4
4
1
)
の

く
。
非
道
(
1
1
1
)

に
同
じ
。
〔
管
子
、
版
法
解
〕
怨
咎
所
レ
【
非
想
天
】
158

和
カ
ゥ
雁
非
想
非
非
想
天
の
略
。
無
色
界
四

生
、
生
―
―
於
非
理
↓
〔
列
子
‘
仲
尼
〕
雖
無
為
1

而
非
理
也
。
天
の
最
頂
。
此
の
天
の
祠
定
心
は
静
妙
で
‘
散
乱
が
な

〔
荀
子
、
王
覇
〕
有

iF非理
者
如
奎
末
↓
〔
後
漢
書
‘
史
弼
い
か
ら
非
想
と
い
ひ
、
何
等
の
想
が
な
い
で
も
な
い
か

博
〕
以
塁
非
理
↓
〔
晉
書
、
王
覧
傭
〕
隠
以
,
,
非
理
征
炉
詳
。
ら
非
非
想
と
い
ふ
。
〔
婆
娑
論
〕
無
色
界
中
有
―
―
四
天
ご

【
非
磁
]
1
4
4
g
.
’
清
‘
蒋
堅
(
9
|
3
1
8
2
0
 :
4
2
)

の
O
の
字
。
名
―
―
空
虞
天
ご
一
名
―
―
識
虞
天
コ
ニ
名
『
1
無
所
有
虞
天
ご
四

【
非
類
】
145

炉
●
自
分
と
同
類
で
な
い
。
又
、
同
種
族
で
名
―
―
非
想
非
非
想
慮
天
一
〔
酪
賓
王
‘
四
月
八
日
題
―
―
七

な
い
。
不
レ
款
―
―
非
類
を
見
よ
。
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
下
〕
知
,
,

級
―
詩
〕
我
出
1

一
有
為
界
一
君
登
,
,
非
想
天
↓

萬
物
之
情
云
1

缶
可
―
ー
岡
以
,
,
非
類
↓
〔
後
漢
書
‘
哀
術
俸
〕
【
非
蔵
人
】
159

九
る
？
蔵
人
所
に
屡
し
、
六
位
よ
り
選
ば

妄
牽
,
,
非
類
之
文
〔
●
行
ひ
の
正
し
く
な
い
も
の
。
匪
人
れ
昇
殿
を
許
さ
れ
て
殿
上
の
騒
使
を
務
め
る
も
の
。
蔽

(
2
-
2
6
2
9
 :
 1
9
)

に
同
じ
。
〔
曹
問
‘
六
代
論
〕
才
能
之
人
に
非
ず
し
て
蔵
人
の
や
う
に
昇
殿
を
許
さ
れ
る
か

人
、
趾
下
興
―
―
非
類
―
為
占
伍
。
〔
密
康
、
井
丹
賛
〕
抗
―
―
節
五
ら
い
ふ
。
非
職
の
者
。
〔
職
原
抄
〕
蔽
人
所
、
非
蔵
人
無
―
―

王
玉
不
レ
交
―
―
非
類
云
●
人
類
で
な
い
物
。
禽
獣
。
員
散
盃
重
代
諸
大
夫
中
‘
未
レ
補
二
蔽
人
1

之
間
、
先
遂
―
―
昇

〖
不
レ
歓
,
,
非
類
―
〗1

4
6咋
”
れ
，
鬼
紳
は
其
の
類
族
で
な
殿
ぶ
此
―
ぞ
非
蔵
人
ず
＾
云

1
1非
職
之
者
→

い
者
の
祭
を
う
け
な
い
。
〔
左
氏
、
倍
、
十
〕
紳
不
レ
款
―
-
【
非
参
議
】
160
牡

§

O
三
位
以
上
で
参
議
に
な
ら
ぬ
も

非

類

五

民

不

レ

祀

―

―

非

族

一

の

。

〔

内

裏

式

‘

上

、

元

正

受

1

一
群
臣
朝
賀
1

式
〕
非
参
議

【
非
證
】
147

や
證
儀
に
そ
む
く
こ
と
。
作
法
に
た
が
ふ
。
一
位
二
位
。
●
参
議
以
上
の
官
に
あ
っ
た
人
が
其
の

〔
詩
‘
周
南
‘
麟
之
趾
序
〕
馴
雖
之
化
行
、
則
天
下
無
レ
犯
―
―
任
を
辟
し
た
る
も
の
。
〔
有
職
問
答
、
一
、
前
官
位
署
〕

非
證
↓
〔
儀
幡
‘
聘
護
〕
辞
曰
、
非
幡
也
。
〔
左
氏
、
隠
、
元
〕
前
大
臣
も
非
参
議
と
申
し
候
。

O
四
位
以
上
で
年
功
も

衷
凶
事
非
五
幡
也
。
〔
公
羊
、
桓
、
二
〕
受
レ
賂
納
二
子
大
あ
り
参
議
に
任
ぜ
ら
れ
る
資
格
あ
る
も
の
。
〔
故
賓
拾

廟
非
レ
随
也
。
〔
論
語
、
顔
淵
〕
非
證
勿
＞
視
。
〔
孔
子
家
要
、
十
〕
。

語
、
問
證
〕
非
糧
則
無
n

一
以
節
11

事

天

地

之

紳

↓

【

非

詩

話

】

161

吐
ワ
書
名
。
十
巻
。
古
賀
伺
庵
撰
。
各
家
の

〖
非
褪
之
褪
〗1

4
8匹げ
證
に
か
な
つ
て
ゐ
る
や
う
に
詩
話
を
取
つ
て
其
の
病
を
指
摘
し
、
耕
駁
討
論
し
た
も

見
え
て
其
の
賓
は
そ
む
い
て
ゐ
る
藉
。
〔
孟
子
‘
離
婁
の
。
〔
崇
文
叢
書
、
第
一
輯
〕
。
「
室
名
。

下
〕
非
護
之
藉
‘
非
義
之
義
‘
大
人
弗
レ
為
。
【
非
水
居
】
162

紅
乃
明
、
呉
煕
(
2
-
3
3
6
5
:
9
0
)

の
●
の

【
非
柾
】
149

炉
ま
ち
が
ひ
ま
が
れ
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
【
非
成
業
】
1635
ィタ
7

試
瞼
に
及
第
し
な
い
こ
と
。
落
第
。

章
七
王
、
清
河
孝
王
慶
傭
〕
糾
1
一
督
非
柾
盃
明
↓
1
察
典
禁
↓
〔
本
朝
文
粋
‘
六
、
文
屋
如
正
、
請
L

殊
蒙
1
一
天
恩

E
穿
准

【
~
北
瞑
】

1
5
0
疾
非
道
を
い
ふ
。
〔
蘇
献
‘
杭
州
召
還
乞
郡
先
例
三
否
任
式
部
大
輔
闘
む
巴
雖
1
1非
成
業
之
輩
土
有
下

状
〕
故
獄
吏
不
―
―
―
敢
別
加
―
―
非
横
↓
被
,
,
加
任
一
之
例
3

「ル。

【
覺
レ
非
】
151

社
y
あ
し
き
こ
と
を
さ
と
る
。
〔
劉
商
、
春
【
非
諾
爾
】
164
f
e
j
 
I
 

n
u
o
4
 
e
r
h
3

石
炭
酸
。
フ
エ
ノ
ー

日
臥
レ
病
詩
〕
今
日
方
知
レ
命
、
前
年
自
覺
レ
非
。
【
非
賣
品
】
165

心
ィ
ヒ
’
賣
物
で
な
い
品
物
。

【
飾
レ
非
】
152

坊
ル
已
の
わ
る
い
こ
と
を
か
ざ
り
つ
く
ろ
【
非
梵
行
】
166

炉
そ
ャ
ゥ
園
姪
事
を
い
ふ
。
梵
は
梵
語
で
清

ふ
。
〔
史
記
‘
殷
紀
〕
（
討
）
知
足
―
―
以
拒
ヮ
諫
、
言
足
1

一
以
飾
＞
浮
の
意
。
非
梵
行
と
は
不
浮
行
。
〔
戒
疏
‘
二
上
〕
梵
者
天

非

゜

＿

音

‘

唐

言

為

レ

浮

‘

浮

者

聖

也

、

出

家

所

レ

為

求

レ

聖

興

レ

【
遂
レ
非
】
153

片
悪
い
と
知
り
つ
つ
為
し
果
す
。
〔
張
載
‘
行
‘
今
汗
孟
守
戒
五
笙
失
聖
法
一
故
一
ぞ
非
梵
行
一
也
。

東

銘

〕

長

レ

傲

且

遂

レ

非

。

【

非

名

散

】

167

バ
ィ
へ
ウ
虚
し
く
其
の
敷
を
攀
げ
て
物
に
か

非

部

非

非

〔
ニ
ー
一
1

一書〕

弗

非

奔

芭

帯

師

軍
】
〗
卯
(
2
-
2
8
4
7
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕

，
卯
、
古
作
レ
非
。

v'ウ

か
は
ら
ぬ
こ
と
。
名
散
(
2ー

3
2
9
7
:
 1
9
4
)

の
R
の
酎
。

【
非
立
憲
】
168

旺
ッ
ケ
ン
憲
法
の
精
紳
に
そ
む
く
こ
と
。

【
非
十
二
子
】
169

翌
ー
シ
荀
子
の
篇
名
。
十
二
子
は
載
國

の
時
の
七
錨
6
•魏
牟
・
陳
仲
・
史
蛸
・
墨
誓
・
宋
妍
・
恵
施
・

郵
析
・
惧
到
•
田
駅
・
子
思
・
孟
飼
を
い
ふ
。
〔
荀
子
、
非
十

二
子
、
集
解
〕
慮
文
招
曰
‘
韓
詩
外
博
止
1

一
十
子

U
要
子

思
・
孟
子
面
此
乃
井
非
ら
之
‘
疑
出
d

韓
非
・
李
斯
所
1

一
射
盆
↓

【
非
社
會
的
】
170

荘ャ
2
？
社
會
に
適
し
な
い
さ
ま
。
集

閣
生
活
に
合
は
な
い
性
状
。

【
非
正
之
琥
】
172が
5

ィ
ノ
正
し
く
な
い
名
琥
。
〔
魏
志
、
明

帝
紀
〕
時
君
妄
建
非
正
之
琥
百
笠
’
1

一
正
統
↓

【
非
生
物
界
】
1
7
3
5
ィ
ブ
ッ
？
鐵
物
を
い
ふ
。

【
非
成
不
可
】
174

f
e
i
1
 
c
h
'
e
n
g
"
 pu• 

k
'
e
3

ど
う
で

も
や
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

【
非
少
納
言
】
175

ヰ
ウ
ナ
ゴ
ン
現
任
で
な
い
少
納
言
。
〔
江
次

第
、
六
‘
二
孟
旬
〕
非
少
納
言
‘
非
参
議
入
レ
之
。

【
非
戦
顧
員
】
176

吐
ン
し
ウ
ヰ
ン
〇
軍
隊
に
附
罵
し
な
が
ら
‘

直
接
戦
争
に
参
加
し
な
い
も
の
。
軍
瞥
・
主
計
の
類
。

O

戦
麟
力
の
な
い
も
の
の
綿
稽
。

【
非
他
不
可
】
177fei't'a'pu• 

k
'
i
P

彼
に
限
る
。

【
非
方
之
物
】
178

梵
？
其
の
地
に
産
せ
ぬ
も
の
。
〔
皇
甫

誼
‘
三
都
賦
序
〕
過
ー
非
方
之
物
i

寄
以
―
―
中
域
↓

【
習
レ
非
勝
レ
是
】
179

竺
坊
ヒ
非
に
習
つ
て
是
に
勝
つ
。

〔
法
言
‘
學
行
〕
習
―
―
乎
習
冨
以
習
レ
非
之
勝
L

是
‘
況
習
レ
是

之
勝
レ
非
乎
‘
於
戯
‘
學
者
審
-
l

其
是
―
而
已
芙
。

【
非
有
先
生
論
】
180

坑
5

ィ
ロ
ン
文
章
の
名
。
漢
、
東
方
朔

の
作
。
治
道
を
論
ず
。
非
有
先
生
と
呉
王
の
問
答
を
設

け
て
‘
其
の
意
を
逃
ぶ
。
文
中
に
非
レ
有
1

一
明
王
聖
主
一

執
能
題
レ
之
芙
の
語
あ
る
に
よ
っ
て
、
非
有
先
生
の
名

を
立
つ
。
文
選
巻
五
十
一
に
載
す
。
〔
漢
書
、
東
方
朔

傭
〕
又
設
,
,
非
有
先
生
之
論
-

【
非
想
非
非
想
慮
】
181tt[E
ウS
ヨ
圃
無
色
界
の
第
四
天
。

即
ち
諸
天
中
の
最
も
勝
れ
た
も
の
で
無
為
無
想
の
境
。

非
想
天
(
1
5
8
)
を
見
よ
。
〔
榜
巌
経
〕
識
性
不
動
、
以
滅
二

窮
研
ご
竺
無
痙
中
ご
夜
レ
賓
盛
レ
性
‘
如
レ
存
不
レ
存
‘
若
レ

盛
非
レ
盛
‘
如
L

是
一
類
名
二
非
想
非
非
想
虞
↓

扉

】

年

虹

〔

玉

篇

〕

符

沸

切

困

か
く
れ
る
。
屏
(
9
|
2
9
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
屏
‘

説
文
、
隠
也
‘
或
ハ
レ
巾
。

需

】

螂

廷

〔

集

韻

〕

父

沸

切

困

圏閣

〔
集
韻
〕
攀
悲
切
図

小
日
□
国
●
わ
け
る
。
わ
か
れ
る
。
〔
説

文
〕
芭
、
別
也
、

A
レ
非
己
臀
。
〔
段
注
〕

褪`
豪

別
者
分
解
也
。
●
鳥
の
名
。
〔
廣
韻
〕
芭
、
鳥
、
如
レ

巣
。
〔
集
韻
〕
芭
、
一
日
、
鳥
名
、
似
レ
巣
゜

雹
】
〗日
ヒ乳国ヒ
〔
廣
韻
〕
平
秘
切

〔
集
韻
〕
妃
尾
切

お
ほ
き
い
。
〔
玉
篇
〕
奔
、
大
也
。

冨
】
〗ヽ□
ィ
〔
玉
篇
〕
蒲
罪
切
醐
〗

，
ィ 冒

IEY――

【
非
】
〗
涼
(
1
2
-
4
2
5
8
7
)
に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
非
、
同
レ
涼
‘
見
―
―
集
韻
↓

パ
ヴ
'

冨】亨

卯
(10ー

2
8
4
7
)

の
古
字
。
〔
玉
篇

源
、
古
文
卯
゜

べウ 昌

1
國

一
三
六

12732 



(42593)一 (42610)

雹】年

非

部

〔
三
ー
八
驚
〕

李

爽

寧

竜

琶

爺

喪

帯

穿

替

奔

葬

啓

業

貨

雰

葱

悲

圏

〔
集
韻
〕
平
祀
切
甲
g

巳
ヒ
〔
集
韻
〕
匹
昧
切
甲
g

日
口
嚢
世
は
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
也
、
鳥
名
。
〔
山

海
経
‘
西
山
経
〕
措
次
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ

巣
、
人
面
而
一
足
、
日
―
―
嚢
琶
ご
令
見
夏
蟄
‘
服
レ

之
不
レ
畏
レ
雷
。
国
●
わ
け
る
。
わ
か
れ
る
。
〔
集

韻
〕
芭
‘
別
也
。

0
日
口
に
同
じ
。

口日
ビヒビヒ

〔
集
韻
〕
符
非
切

冤
】
〗

●
に
こ
げ
。
細
い
毛
。
〔
集
韻
〕
竜
‘
細
毛
為
レ
竜
。

●
み
だ
れ
る
。
〔
玉
篇
〕
竜
‘
紛
也
。

ヒ

〔
集
韻
〕
匪
微
切

圏

手
を
か
へ
す
。
〔
集
韻
〕
摯
‘
覆
レ
手
也
。

家】年ヒ
〔
集
韻
〕
方
未
切
国
g

冤

】

螂

ヒ

"
i
i耳
戸
り
。
〔
集
韻
〕
斐

＇E-ー
【
墨
一

か
る
い
。
〔
字
彙
〕
芋
‘
軽
也
。

ヒ

〔
字
彙
〕
芳
微
切

脳

●
か
く
れ
る
。
〔
玉
篇
〕
屏
、
隠
也
。
●
い
や
し

い
。
〔
廣
韻
〕
屏
隠
也
。

聾
相
依
曰
レ
謀
‘
古
人
謂
相
背
日
レ
葬
‘
其
義
【
算
午
時
】
18

バ
，
ウ
ゴ
ひ
る
ご
ろ
。
〔
宣
和
遺
事
、
前
集
下
〕

一
也
、
猶
ー
る
夕
之
食
之
皆
曰
＞
離
。
〔
集
韻
〕
葬
、
是
那
算
午
時
分
‘
押
往
,
,
市
曹
↓

【
算
箱
會
】
19kao• 

hsiang'huei• 

陰
暦
五
月
三
日
、

俳
優
が
紳
を
祭
祀
す
る
會
。

相
連
也
。
〔
正
字
通
〕
算
、
今
俗
依
附
日
―
―
椅
謀
ぷ
-

或
は
摘
(
5
|
1
2
4
8
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
算
、
或
【
葬
準
兒
】
20k'ao• 

c
h
u
e
n
3
 e
r
h

正
確
な
。

ハ
与
゜
●
或
は
巷
(
1
2
|
 4
2
6
0
5
)

に
作
る
。
〔
集
【
霧
得
住
】
21k'ao• 

te 
c
h
u
'
0
信
用
の
出
来
る
。
頼

韻

〕

算

‘

或

書

作

レ

啓

。

に

な

る

。

算

不

住

に

射

す

。

●

親

交

が

あ

る

。

「

る

。

【
葬
砥
頭
】
22k'ao• 

m
a
'
t
'
o
u

船
を
埠
頭
に
つ
け

【
楳
不
住
】
23k'ao• 

p
u
 chu• 

あ
て
に
な
ら
ぬ
。
信
用

【
霧
椅
】
1k'ao• 

i'

椅
子
に
梵
り
か
か
る
。
又
、
椅
子
の

す
る
に
足
ら
ぬ
。
霧
得
住
に
射
す
。

兒
り
か
か
る
部
分
。

B

罪
壁
清
】
24

籾
へ
＊
呉
中
の
白
酒
の
名
。
〔
事
物
紺
珠
〕

【
謀
湖
】
2
k
g
ao• 

hu2

水
色
。

【
謀
後
】3
百
°
こ

1
o
u
•後
へ
さ
が
る
。
〔
西
廂
記
‘
草
橋
算
壁
清
者
、
呉
中
白
酒
‘
斗
米
得
乞
一
十
甑
頷
一
置
壁

店
翌
鶯
鶯
確
劇
〕
休
言
語
、
謀
後
些
゜
煎
月
餘
出
レ
之
‘
鮮
美
。

[
絆
山
】
4k'ao• 

s
h
a
n—
●
山
に
接
近
す
る
。
●k'ao• 

s
h
a
n
頼
り
に
す
る
人
。

心
↑
朽
い
い
い

1"a"＂二
【
斐

i
】
螂
；
＂
臼
い
[
[
戸
。
同
じ
。
〔
集

彰
武
縣
の
北
。
打
通
鐵
路
に
沿
ふ
。

冨
子
】
6k'ao• 

t
z
u

古
‘
賊
義
士
剣
客
等
の
着
用
し

た

上

着

。

し

や

つ

又

は

襦

袢

の

類

。

【

主

木

】

岬

ヒ

柴

(
8
-
1
4
9
2
7
)

の
調
字
。
〔
玉
念
孫

【
謀
色
】
1k'ao• 

se• 

色

の

映

が

悪

い

。

讀

書

雑

志

〕

寮

字

裳

是

某

字

之

謳

【
舞
船
】
8
kâo• 

ch'uan2

碇
泊
す
る
。
船
を
繋
ぐ
。

訂
召
ぃ
[
〗
[

u• 

定

ま

る

。

持

合

ふ

。

【

費

】

』

虹

〔

五

昔

集

韻

〕

平

祓

切

閣

さ
か
ん
。
〔
五
昔
集
韻
〕
貨
‘
牡
貨
也
。

【
算
枕
】
10

”
乃
枕
の
一
種
。
〔
宋
史
、
輿
服
志
六
〕
紅
紆
絲

算
枕
一
‘
侃
玉
大
環
一
、
皆
非
―
―
臣
庶
服
用
之
者
↓

【
算
天
】
11

”
四
天
に
ま
か
す
。
運
命
に
た
よ
る
。
〔
通
俗

編
‘
天
文
、
算
天
〕
史
禰
寧
友
林
乙
稿
、
人
事
嘗
レ
先
レ
莫
レ

笠
天
。
〔
史
禰
寧
‘
丁
丑
歳
中
秋
日
勁
農
於
城
南
褥<

1【
呑
咋
】
〗

五
絶
包
詩
〕
人
事
嘗
レ
佐
莫
レ
算
レ
天
、
蚤
修
―
―
陵
堰
1

貯
―
―
清
泉
↓

【
律
塾
】
12k'ao• 

t
 

ien• 

l
l
!
*

背
の
●
に
同
じ
。
【
葱
】
〗

【
律
背
】
13k'ao• 

pei• 

●
椅
子
の
も
た
れ
。
●
椅
子

の
も
た
れ
に
置
く
蒲
圃
。
ク
ッ
シ
ョ
ン
。
●k'ao• 

pei 

甲
胄
を
つ
け
た
武
士
役
の
役
者
。

【
算
包
】
14k'ao• 

pao'

謀
背
の
●
に
同
じ
。

【
葬
賛
】
15

砕
一
所
に
集
つ
て
互
に
救
け
あ
ふ
。
〔
桃
花

小
日
口
〇
た
が
ふ
。
そ
む
く
。
〔
説
文
〕
扇
‘
逢
舟
〕
且
算
慧
住
一
宿
罷
。

豪
葬
、
相
章
也
、
ハ
レ
非
告
臀
。
●
よ
る
。
【
葬
頼
】
16k'ao• 

lai• 

依
頼
す
る
。
頼
る
。

覇
か
か
る
。
も
た
れ
る
。
〔
説
文
‘
謀
‘
段
注
〕
今
俗
[
算
朧
】
＂

K
ぶ
o
こ
ung'

密
集
す
色
接
近
す
る
o

【半罪】
i

口日
ココカ
'' クウウ

〔
集
韻
〕
口
到
切疇`
万
名

〔
集
韻
〕
姑
沃
切

函＂薗
~ 

＇璽

【奔】一
ガ

我
(
1
5
-
1
1
5
4
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

奔
、
輿
レ
我
同
。

【
非
吉
】
〗

ク

苦
(
9
|
3
0
7
9
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

響
、
輿
レ
苦
同
。

'―― 

雰】
g

ハ
，
ウ•
7
ン

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
雰
、

昔
芳
．
昔
芥
。

需
】
〗シ
師
(
4
|
8
9
1
6
)

の
古
字
。
〔
字
彙
補
〕

幣
、
古
文
師
字
。

【変】臼

シ
ッ

琴
(
7
ー

2
1
1
3
3
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
売
、
古
文
慧
字
。

〇
わ
る
い
。
〔
集
韻
〕
葬
‘
悪
也
。
●
姓
。
〔
集
韻
〕

諏
亦
姓
。
●
僑
(
1
ー

1
1
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
僑
、

博
雅
‘
僑
侠
、
悪
也
、
亦
省
。

藷】叩
"
 ン

,EY―― 
ケ
イ

サ
ブ

一
三
七

難（
1
2
-
4
3
2
5
9
)

の
瞬
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
悲
‘
按
‘
郎
維
謡
。

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
惣
、
昔
恵
。

奔
(
1
2
-
4
2
5
9
8
)

に
同
じ
。
〔
龍
藷

手
鑑
〕
昇
、
同
レ
葬
。

冨】亨
サ
ブ

〔
集
韻
〕
悉
孟
切‘ヽ
P
Y
 g函

12733 



(42611)一 (42612・・11)

小
日
●
な
ぴ
く
。
の
呑
れ
垂
れ
る
さ
ま
。

月
藁
〔
説
文
〕
靡
、
被
靡
也
、
ハ
レ
非
麻
臀
。

〔
段
注
〕
被
、
各
本
作
レ
披
、
今
正
、
腋
下
曰
Ii

施
旗

被
靡
1

也
‘
云
云
‘
被
靡
、
分
散
下
垂
之
兒
゜
＠
か

た
む
く
。
〔
華
骰
鰹
音
義
、
下
〕
靡
‘
傾
也
。
◎
ふ

し
た
れ
る
。
〔
廣
韻
〕
靡
‘
偲
也
。
〔
左
氏
‘
荘
‘
+
〕

望
其
旗
靡
゜
c
し
た
が
ふ
。
服
従
す
る
。
〔
史

記
‘
淮
陰
侯
傭
〕
燕
従
レ
風
而
靡
゜
R
順
應
す
る
。

〔
荀
子
、
儒
炊
〕
積
靡
使
レ
然
也
。
〔
注
〕
靡
、
順
也
‘

塵
其
積
旦
故
能
然
。

8
か
か
り
あ
ふ
。
ま
き
ぞ

ヘ
に
坐
す
る
。
〔
書
、
説
命
上
、
傭
‘
脊
靡
‘
疏
〕
靡
‘

随
也
‘
古
者
相
随
坐
1
1

軽
刑
一
之
名
。
●
わ
づ
ら
は

す
。
〔
詩
、
周
頌
‘
烈
文
〕
無
出
封
靡
手
爾
邦
↓
〔
傭
〕

靡
、
累
也
。
〔
疏
〕
奢
修
淫
靡
、
是
罪
累
之
事
、
故
靡

為
レ
累
也
。
〔
馬
瑞
辰
傭
箋
通
繹
〕
靡
累
以
Ii

昼
韻
1

【
靡
】
〗

園国國国□日
ヒミビメバマバミピミピ

画mi' 
図函廓

〔
集
韻
〕
緊
跛
切
閣

〔
集
韻
〕
膜
加
切

〔
集
韻
〕
眉
波
切

〔
集
韻
〕
母
被
切＞ 
n
-

〔
集
韻
〕
忙
皮
切

’□ 

【
卯
】
如
ヒ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
開
、
符
微
切
。

＇凰
非

部

〔
十
ー
|
+
―
畳
〕

為
レ
訓
‘
傭
訓
為
レ
累
‘
卑
ハ
-
l

損
壌
1

義
近
、
正
義
謂
ニ

靡
是
修
患
奢
移
淫
靡
是
罪
累
之
事
‘
失
砿
厖
旧
1

癸。

O
と
も
に
す
る
。
〔
易
、
中
学
〕
吾
興
レ
爾
靡
レ

之
。
〔
虞
注
〕
靡
‘
共
也
。
働
お
t
h

る
。
修
(
1
ー

5
8

3
)
・多
(
8
ー

5
9
2
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

靡
‘
段
借
為
レ
移
‘
賓
為
滲
゜
〔
周
證
‘
地
官
‘
司

市
〕
以
1
1

政
令
ー
禁
,
,
物
靡
―
而
均
レ
市
。
〔
注
〕
謂
↓
―
移

靡
也
。
〔
新
書
、
道
術
〕
費
弗
レ
過
レ
適
謂
r

一
之
節
i

反
レ
節
為
レ
靡
゜
〔
幡
‘
檀
弓
上
〕
若
レ
是
其
靡
也
。

〔
注
〕
靡
、
修
。
〇
ゆ
る
く
す
る
。
〔
荀
子
‘
榮
辱
〕
靡
レ

之
僕
レ
之
。
〔
注
〕
猶
レ
言
―
―
緩
レ
之
急
＂
之
也
。
●
愛

す
る
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
喜
則
交
レ
頸
相
靡
゜
〔
樺
文
〕

靡
、
一
云
、
愛
也
。

O
ぅ
つ
く
し
い
。
あ
で
や
か
。

麗（
1
2
-
4
7
6
6
3
)
・

麓
(
9
ー

3
2
5
7
5
)

・儒
(
1
ー

1
3
1

1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
靡
‘
段
借
為
レ
麗
‘

賓
為
レ
麗
‘
為
レ
儀
。
〔
集
韻
〕
靡
、
一
日
‘
靡
曼
、
美

也
。
〔
漢
書
、
韓
信
傭
〕
靡
衣
鍮
食
。
〔
注
〕
師
古
日
、

靡
‘
軽
麗
也
。
〔
陸
機
‘
文
賦
〕
言
徒
靡
而
弗
レ
華
。

〔
注
〕
善
日
‘
靡
、
好
也
。

O
こ
ま
か
い
。
ち
ひ
さ

い
。
〔
小
爾
雅
、
廣
言
〕
靡
‘
細
也
。
〔
詩
、
小
雅
‘
小

畏
〕
國
雖
靡
也
〔
傭
〕
靡
止
、
言
レ
小
也
。
〔
楚
辟
‘

宋
玉
‘
招
魂
〕
靡
顔
賦
理
。
〔
注
〕
靡
‘
緻
也
。
〔
漢

書
、
揚
雄
傭
上
〕
靡
蒔
蒻
以
伶
席
令
。
〔
注
〕
師

古
曰
‘
靡
、
緻
密
也
。

O
ほ
と
り
。
溜
（
7
ー

1
7
8
0
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
聾
〕
靡
‘
段
借
為
レ
溜
。

〔
史
記
、
司
馬
相
如
傭
〕
均
―
―
礫
江
靡
↓
〔
注
〕
集

解
日
、
郭
環
日
、
靡
、
崖
也
。

O
つ
る
く
さ
。
は

び
こ
る
。
蔓
(
9
-
3
1
7
8
4
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
靡
、
段
借
為
レ
蔓
゜
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
尋
ニ

靡
坪
於
中
翌
〔
注
〕
善
日
‘
靡
‘
蔓
也
。
〇
あ
や
ぎ

ぬ
。
羅
(
9
|
2
8
3
9
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

靡
‘
段
借
為
レ
羅
。
〔
方
言
‘
二
〕
東
齊
言
1

一
布
吊
之

細
者
1

日
レ
綾
‘
秦
晉
日
レ
靡
。
幽
な
す
。
す
る
。
為

靡

靡

(
7
-
1
9
6
8
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
靡
、
通
。
〔
荀
子
‘
性
悪
〕
靡
使
レ
然
也
。
〔
注
〕
或
日
、
靡
、

段
借
為
レ
為
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
靡
、
為
也
。
鬱
磨
切
也
。
●
ち
る
。
ち
ら
す
。
〔
集
韻
〕
靡
‘
散
也
。

な
い
。
打
消
の
助
辟
゜
〔
集
韻
〕
靡
、
一
曰
‘
無
也
。
國
●
牧
靡
は
、
漢
の
縣
名
。
〔
集
韻
〕
靡
‘
牧
靡
、
縣

〔
書
‘
咸
有
一
徳
〕
天
難
レ
謀
‘
命
靡
レ
常
゜
〔
詩
、
名
、
在
二
｛
盆
州
外
と
靡
葵
舛
所
レ
出
。
●
麻
(
1
2
|
 4
7
 

鄭
風
‘
柏
舟
〕
之
レ
死
矢
靡
徊
゜
〔
傭
〕
靡
、
無
也
。

8
8
7
)

に
通
ず
。
〔
呂
覧
、
任
散
‘
注
〕
靡
‘
亦
作
レ
麻
゜

〔
戦
國
‘
秦
策
〕
靡
レ
不
レ
有
レ
初
。
〔
注
〕
靡
、
元
。
亀
国
●
ひ
く
。
〔
集
韻
〕
靡
、
曳
也
。
●
ふ
す
。
〔
集
韻
〕

物
の
さ
ま
。
離
靡
(
1
1
-
4
2
1
4
0
:
 176)• 

靡
靡
靡
‘
慨
也
。
●
ち
る
。
〔
集
韻
〕
靡
‘
散
也
。

(
2
8
)
を
見
よ
。
●
古
‘
嬢
(
1
2
|
 4
7
8
9
1
)

に
作
る
。
【
靡
造
】
1

位
.
寛
長
の
さ
ま
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
濯
漫

靡
進
、
作
―
―
鎮
子
近
↓
〔
注
〕
良
日
、
漫
漫
靡
逢
、
寛
長
貌
。

●
細
走
の
さ
ま
。
靡
辿
。
〔
謝
璽
運
‘
田
南
樹
園
激
レ
流

〔
康
熙
字
典
〕
靡
、
古
文
嬢
。
●
討
の
邑
名
。
〔
逸
周

書
、
世
伴
解
〕
侯
来
命
伐
レ
靡
゜
〔
注
〕
靡
‘
討
邑
也
。
植
レ
援
詩
〕
靡
造
趨
―
―
下
田
五
逗
邁
廠
高
峯
↓
〔
注
〕
銑
日
、

●
姓
。
〔
字
彙
〕
靡
‘
姓
也
。
国
●
ち
る
。
ち
ら
す
。
靡
迪
、
細
走
貌
。

糠
(
8ー

2
7
2
0
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
靡
、
【
靡
充
】
2

炉
営
る
も
の
が
無
い
。
〔
漢
書
‘
趙
充
國
傭
〕

料
レ
敵
制
レ
勝
‘
威
謀
靡
レ
1

几。

【
靡
角
】
3

炉
春
秋
‘
宋
の
地
名
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
六
〕

段
借
為
レ
糠
。
〔
易
‘
中
学
〕
我
有
,
,
好
爵
ご
吾
興
レ
爾

息
之
。
〔
疏
〕
靡
‘
散
也
。
〔
證
‘
少
儀
〕
國
家
靡
散
。
彰
城
之
役
、
晉
楚
遇
於
靡
角
之
谷
↓

〔
疏
〕
謂
1

一
財
物
棄
散
凋
敵
↓
●
わ
け
る
。
わ
か
つ
。
【
靡
顔
】
4

咋
ン
面
の
き
め
の
こ
ま
か
い
こ
と
。
〔
楚
辞
‘

〔
集
韻
〕
靡
‘
分
也
゜
●
つ
き
る
。
つ
く
す
。
〔
戦
國
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
靡
顔
賦
理
、
遺
覗
鴫
些
゜
〔
注
〕
靡
‘
緻
也
‘

賦
‘
滑
也
。
〔
文
選
注
〕
清
日
、
靡
、
好
‘
賦
、
滑
也
。

【
靡
旗
】
6

立
な
び
き
き
ら
め
く
旗
。
〔
温
子
昇
‘
寒
陵
山

秦
策
〕
而
百
姓
靡
弘
ル
外
↓
〔
注
〕
靡
‘
盛
也
。
〔
荀

寺
碑
〕
靡
旗
蔽
レ
日
、

IL轍
滴
レ
野
。

子
、
富
國
〕
以
相
顛
傾
‘
以
靡
,
,
散
之
↓
〔
注
〕
靡
、
盛

也
。
R
ほ
ろ
び
る
。
ほ
ろ
ぼ
す
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
【
靡
貨
】
7

が
奢
修
な
物
品
。
〔
後
漢
書
、
和
帝
紀
〕
奇
巧

靡
、
滅
也
。

O
た
だ
ら
す
。
く
だ
く
。
〔
荘
子
、
肱
靡
貨
、
流
積
公
行
。

【
靡
勤
】
8

な
？
な
び
か
し
す
す
め
る
。
〔
梁
武
帝
‘
藷

族
捜
士
詔
〕
士
操
治
背
‘
因
レ
i

紘
靡
勧
゜

陵
〕
子
脅
靡
゜
〔
繹
文
〕
靡
、
雀
云
‘
爛
,
,
之
於
江

[
靡
拌
】
，
戸
山
名
。
山
東
省
歴
城
縣
の
南
。
齊
乗
は
華

庄
也
。
〔
漢
書
、
廣
川
恵
王
越
博
〕
靡
二
爛
望
卿
↓

〔
注
〕
師
古
曰
‘
靡
、
砕
也
。
●
へ
る
。
へ
す
。
〔
國
不
注
山
の
こ
と
と
い
ふ
。
方
輿
紀
要
は
歴
山
の
こ
と
と

語
、
越
語
下
〕
靡
全
射
身
↓
〔
注
〕
靡
、
損
也
。
〇
謂
ふ
。
華
不
注
(
9
|
3
1
2
1
4
 :
 5
0
9
'
)
を
見
よ
。
〔
左
氏
、

く
く
る
。
つ
な
ぐ
。
緊
(
8
ー

2
7
8
3
9
)

に
通
ず
。
〔
説
成
二
〕
師
至
,,)j-,
靡
鉾
之
下
↓
〔
春
秋
地
理
考
賓
〕
徐
廣

日
、
歴
山
即
左
博
所
謂
靡
拌
山
、
今
名
主
＇
佛
山
云
金
史

云
、
長
清
有
―
―
劇
拌
山
涵
日
,
,
即
靡
拌
涵
E
T

以
1

一
金
史
―
為
占

文
通
訓
定
臀
〕
靡
‘
段
借
為
レ
席
。
〔
荘
子
、
朕
懐
〕

是
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
清
南
府
、
歴
城
縣
〕
歴
山
‘

子
脅
靡
。
〔
秤
文
〕
靡
、
司
馬
云
‘
緊
也
。
●
際
(
1
2

|
 4
7
8
9
5
)

・劇
(
2ー

2
2
8
1
)
・

房
(
1
2
ー

4
7
8
8
9
)

に
府
南
五
里
‘
俗
臓
為
1

一
舜
所
レ
耕
慮
工
或
以
為
即
靡
拌
山
、

同
じ
。
〔
集
韻
〕
靡
‘
或
ハ
レ
分
、
京
房
ハ
レ
刀
‘
或
靡
興
レ
歴
相
近
也
、
春
秋
成
二
年
‘
睾
之
戦
‘
晉
師
従
1

一齊

師
云
ぎ
於
靡
拌
之
下
二
名
大
佛
山
。

、

U
加
傾
】
10

ザ
な
び
き
か
た
む
く
。
〔
魏
文
帝
、
秋
胡
行
〕

省
。
国
●
す
る
。
こ
す
る
。
摩
(
5
-
1
2
6
1
3
)

に
通

汎
汎
緑
池
、
中
有
淫
滓
と
ぎ
身
流
漿
随
レ
風
靡
傾
。

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
靡
、
段
借
為
レ
摩
。
〔
荘
子

馬
蹄
〕
喜
則
哀
頸
相
靡
゜
〔
成
玄
英
疏
〕
靡
、
摩
也
。
【
靡
蓋
】
11

北
●
も
ろ
く
な
い
。
堅
固
で
な
い
こ
と
は
な

〔
郭
慶
藩
集
繹
〕
案
、
靡
、
古
讀
若
レ
摩
‘
故
興
レ
摩
ぃ
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
四
牡
〕
登
不
レ
懐
レ
蹄
、
王
事
靡
レ
蓋
、
我

一
三
八

12734 
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非

部

〔
十
―
|
＋
―
一
書
一
〕

靡

緋

蔵

心
傷
悲
゜
〔
傭
〕
監
‘
不
蔽
柔
回
也
。
〔
謝
霊
運
‘
撰
征
賦
〕

皇
華
愧
―
―
於
先
雅
玉
靡
監
領
1

一
於
征
人
U
0
王
事
を
い
ふ
。

〔
白
居
易
得
景
夜
越
レ
隅
為
レ
吏
所
レ
執
辟
云
有
―
―
追
捕
―

判
〕
理
難
レ
辟
―
―
於
靡
監
↓

【
靡
砕
】
1
2
t
イ
ち
り
く
だ
け
る
べ
漢
書
、
西
域
上
‘
罰
賓

國
偉
〕
二
千
餘
里
‘
乃
到
1

一
縣
度
ェ
畜
除
未
レ
半
孟
肌
谷
一

盛
靡
辟
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
靡
‘
散
也
。

[
靡
財
]
1
3

戸
財
貨
を
散
じ
つ
ひ
や
す
。
廃
財
(
8
-
2
7

0
9
7
 :
 3
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
楊
王
孫
偉
〕
靡
レ
財
箪
レ
幣
‘

腐
之
地
下
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
靡
散
也
‘
g

早
‘
墨
也
。
〔
韓

詩
外
傭
、
三
〕
用
不
レ
慶
財
、
足
n

―
以
養
―
其
生
而
天
下

紐
箕
仁
也
。

[
靡
草
】
14

炉
〇
枝
葉
の
細
か
い
草
。
齊
・
草
歴
の
類
。

籍
、
月
令
〕
（
孟
夏
之
月
）
靡
草
死
、
変
秋
至
゜
〔
注
〕
藷
説

云
‘
靡
草
‘
蒋
・
｝
亭
歴
之
屡
、
以
1

一
其
枝
葉
靡
細
ぶ
m
云――靡

慈
0
風
が
草
を
靡
き
伏
せ
る
。
徳
化
の
敷
術
す
る
喩
゜

〔
後
漢
書
‘
文
苑
下
‘
邊
譲
博
〕
形
便
娼
以
岬
媛
分
、
若
―

流
風
之
靡
品
咤
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
（
赫
連
龍
昇
七
年
）

造
五
伎
器
鋭
精
利
‘
乃
咸
百
錬
、
為
―
―
龍
雀
大
銀
五
琥

旦
大
夏
龍
雀
こ
胚
其
背
ー
曰
、
古
之
利
器
呉
楚
湛
慮
、

大
夏
龍
雀
名
冠
―
―
紳
郎
可
―
―
以
懐
品
遠
、
可
二
以
柔
p

邁‘

如
風
笠
草
‘
威
墾
九
謳
↓

【
靡
葬
】
15

炉
は
で
や
か
に
葬
る
。
〔
唐
書
‘
宋
環
偲
〕

比
来
人
間
競
務
―
―
靡
葬
↓

【
靡
散
】
16

咋
’
ち
り
ぢ
り
に
す
る
。
〔
晏
子
‘
諫
‘
下
〕
太

上
靡
散
。
〔
淮
南
子
、
要
略
〕
而
語
不
T

剖
―
―
判
純
撲
涵
岬
中

散
太
宗
3

〔
楚
酔
‘
劉
向
、
九
歎
、
離
世
〕
名
靡
散
而
不
レ

彰
。
〔
注
〕
靡
散
、
猶
―
―
消
滅
一
也
。

【
靡
止
】
17

心
ち
ひ
さ
い
。
一
説
に
‘
國
乱
れ
て
藉
儀
な

き
を
い
ふ
。
又
一
説
に
‘
國
論
の
定
ま
る
な
き
を
い
ふ
。

〔
詩
‘
小
雅
小
畏
〕
國
雖
レ
靡
レ
止
‘
或
聖
或
否
。
〔
傭
〕
靡
レ

止
、
言
レ
小
也
。
〔
箋
〕
靡
、
無
、
止
、
碍
゜
〔
集
博
〕
止
、
定
也
。

[
靡
徒
】
18

ぺ
〇
足
を
移
す
さ
ま
。
〔
司
馬
相
如
‘
難
二
蜀

父
考
文
〕
敵
岡
靡
徒
。
〔
注
〕
良
日
、
靡
徒
、
移
レ
足
貌
゜

●
正
を
失
ふ
さ
ま
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
、
難
一
蜀
父

考
文
‘
注
〕
索
隠
日
、
靡
徒
、
失
レ
正
也
。

O
自
ら
抑
退

す
る
こ
と
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
下
‘
難
―
―
蜀
父
老
一
文
、

注
〕
師
古
曰
‘
靡
徒
、
自
抑
退
也
。

【
靡
者
】
19

岱
修
靡
な
も
の
。
〔
周
鴎
地
官
‘
司
市
〕
靡
者

使
レ
微
゜
〔
注
〕
修
靡
細
好
‘
使
―
―
富
民
好
p

奢
‘
微
レ
之
而
已
゜

【
靡
施
】
20

咋
ィ
は
た
を
な
び
か
す
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
二
〕

許
伯
日
‘
吾
聞
、
致
レ
師
者
、
御
靡
レ
桂
摩
レ
堡
而
還
。

【
靡
屑
】
21

ザ
こ
ま
か
い
く
づ
。
〔
論
衡
‘
言
毒
〕
物
為
―

靡
屑
―
者
多
。

【
靡
然
】
22

虹
/
な
ぴ
き
し
た
が
ふ
さ
ま
。
草
木
な
ど
が

風
に
靡
く
や
う
に
威
風
に
靡
き
従
ふ
こ
と
。
風
靡
す

る
さ
ま
。
〔
史
記
‘
儒
林
博
〕
天
下
之
學
士
‘
靡
然
郷
レ
風

芙
。
〔
漢
書
‘
食
貨
志
下
〕
燕
齊
之
間
靡
然
゜

【
靡
薄
】
23

戸
輻
薄
で
篤
｛
貫
で
な
い
。
〔
漢
書
、
董
仲
舒

博
〕
販
翌
世
俗
之
靡
襲
〔
論
衡
‘
非
韓
〕
以
為
世
衰
事
斐
‘

民
心
靡
薄
‘
故
作
1

一
法
慰

【
靡
莫
】
24

笠
漢
代
、
西
南
夷
の
種
族
の
一
。
〔
史
記
‘

西
南
夷
傭
〕
其
労
東
北
有
―
―
勢
漫
靡
莫
↓
〔
漢
書
、
西
南

夷
傭
〕
其
西
靡
莫
之
闇
、
以
レ
十
散
、
演
最
大
。

【
靡
法
】
25

岱
こ
ま
ご
ま
と
し
た
法
。
〔
孔
子
家
語
、
五

刑
解
〕
靡
法
妄
行
者
、
生
―
―
於
不
足
↓

【
靡
披
】
ご
な
び
く
。
〔
後
漢
書
‘
文
苑
上
、
杜
篤
傭
〕
師

之
牧
に
向
、
無
レ
不
"
靡
披
↓

【
靡
費
】
27

江
奢
修
の
費
用
。
〔
荀
子
、
君
道
〕
無
,
,
靡
費
之

用
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
蹄
心
〕
以
T

靡,,
費
金
賓
ご
減
中
耗
課
役
い

為
レ
損
レ
國
也
。

【
靡
靡
】
28

虹
〇
な
ぴ
き
し
た
が
ふ
さ
ま
。
相
随
ふ
さ

ま
。
〔
書
、
畢
命
〕
―
商
俗
靡
靡
、
利
口
惟
賢
゜
〔
疏
〕
靡
靡

者
、
相
随
順
之
意
。
〔
史
記
‘
張
繹
之
博
〕
臣
恐
T

天
下
随
レ

風
靡
靡
半
貸
口
甕
而
無
中
其
賓
3

〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
靡
靡

椅
椅
゜
〔
注
〕
靡
靡
‘
順
レ
風
貌
。
●
瞥
な
ど
の
細
く
て
美

し
い
さ
ま
。
〔
方
言
‘
―
一
、
注
〕
靡
靡
、
細
好
也
。
〔
司
馬
相

如
、
長
門
賦
〕
観
玉
靡
靡
而
無
＞
窮
゜
〔
注
〕
靡
靡
‘
細
好

也
。
〔
王
褻
‘
洞
篇
賦
〕
被
麻
油
g
其
靡
靡
゜
〔
注
〕
善
曰
‘

郭
環
方
言
庄
日
、
靡
靡
‘
臀
之
細
好
也
。

O
道
を
行
く
に

遅
い
こ
と
。
ゆ
つ
く
り
行
く
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
靡

靡
、
行
也
。
〔
詩
‘
王
風
‘
黍
離
〕
行
邁
靡
靡
、
中
心
揺
揺
°

〔
偲
〕
靡
靡
、
猶
心
空
這
也
。
〔
陸
雲
‘
答
―
―
張
士
然
詩
〕
靡

靡
日
夜
遠
。
R
よ
る
さ
ま
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
薄
草
靡

靡
゜
〔
注
〕
靡
靡
、
相
依
椅
貌
。

O
つ
き
る
さ
ま
。
つ
く
す

さ
ま
。
〔
陸
機
‘
歎
逝
賦
〕
親
落
落
而

B
稀
、
友
靡
靡
而
愈

索
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
靡
靡
、
盛
貌
°

〖
靡
靡
之
架
〗2
9
t
i
c

芍
亡
國
の
架
の
名
。
討
が
師
延
に

作
ら
せ
た
も
の
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
耳
聴
1

一
朝
歌
北
部

靡
靡
之
築
↓
〔
史
記
‘
築
書
〕
震
公
日
、
今
者
来
聞
,
,
新
臀
｛

云
云
‘
此
亡
國
之
瞥
也
、
不
レ
可
レ
遂
、
平
公
日
、
何
道
出
、

師
晴
曰
‘
師
延
所
レ
作
也
、
卑
ハ
レ
討
為
二
靡
靡
之
架
ゴ
武
王

伐
レ
討
‘
師
延
東
走
‘
自
投
―
―
隕
水
之
中
了
故
聞
1

一
此
瞥
↓

〔
新
序
‘
刺
奢
〕
縦
―
―
靡
靡
之
架
↓
〔
列
女
傭
‘
頚
嬰
‘
殷
討

姐
己
博
〕
作
―
―
新
淫
之
臀
、
北
郎
之
舞
‘
靡
靡
之
架
一

【
靡
畝
】
30

立
イ
つ
ひ
え
や
ぶ
れ
る
。
お
と
ろ
へ
る
。
罷

弊
゜
〔
栂
、
少
儀
〕
國
家
靡
散
。
〔
疏
〕
靡
‘
謂
ん
汐
靡
ぶ
m
、

謂
面
敗
由
二
君
造
作
修
靡
、
賦
税
煩
急
両
即
物
凋
敵
‘

靡
為
レ
凜
‘
謂
,
,
財
物
柴
散
凋
散
工
古
字
通
用
。
〔
荀
子
、
富

國
〕
以
靡
1

敗
之
↓
〔
注
〕
靡
、
霊
也
、
散
、
敗
也
。
〔
史
記
、
主

父
恨
傭
〕
靡
蔽
中
國
五
快
―
―
心
匈
奴
盃
が
長
翠
也
。
〔
漢

書
、
巌
助
偵
〕
百
姓
靡
蔽
゜
〔
揚
雄
、
解
嘲
〕
呂
刑
靡
散
。

【
靡
幣
】
31

対
イ
費
用
に
充
て
る
財
貨
。
〔
管
子
、
軽
重
甲
〕

靡
幣
之
用
、
日
去
―
―
千
金
之
積
↓
〔
纂
詰
〕
靡
‘
費
也
。

【
靡
弊
】
32

咄
イ
つ
ひ
え
や
ぶ
れ
る
。
靡
散
に
同
じ
。
〔
晏

子
、
諫
、
下
〕
太
上
之
靡
弊
也
。
〔
墨
子
、
非
攻
中
〕
往
而
靡

弊
腑
冷
不
レ
反
者
、
不
レ
可
レ
勝
レ
散
。
〔
韓
愈
、
再
輿
二
郡

州
柳
中
丞
一
書
〕
靡
弊
困
頓
゜

【
靡
用
】
33

立
イ
う
き
ぐ
さ
が
は
ぴ
こ
る
。
又
、
流
れ
た

だ
よ
ふ
う
き
ぐ
さ
。
〔
楚
辟
、
天
問
〕
靡
―
―
浮
九
衛
↓
〔
注
〕

滓
草
生
―
於
水
中
一
無
レ
根
‘
乃
蔓
―
術
於
九
交
之
道
↓

〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
執
愈
下
尋
―
―
靡
箔
於
中
逸
一
造
・
沐
狼

於
棘
刺
芦
注
〕
銑
曰
‘
靡
、
流
貌
。

【
靡
辮
】
34

竺
飾
り
多
い
辮
舌
゜
〔
韓
非
子
、
存
韓
〕
臣

視
1

一
非
之
言
文
↓
其
淫
説
靡
辮
才
甚
゜

【
靡
曼
】
35

デ
〇
肌
が
細
か
で
や
は
ら
か
い
。
美
色
を

い
ふ
。
又
、
美
し
い
采
色
の
さ
ま
。
〔
墨
子
‘
辞
過
〕
以
為
1

錦
績
文
采
靡
曼
之
衣
↓
〔
列
子
、
周
穆
王
〕
簡
,
,
鄭
衛
之
虚

子
、
蛾
描
靡
曼
者
↓
〔
注
〕
靡
曼
‘
柔
弱
也
。
〔
呂
覧
、
本
生
〕

靡
曼
皓
歯
゜
〔
注
〕
靡
曼
、
細
理
弱
肌
也
。
〔
漢
書
、
南
聰
王

博
〕
目
不
レ
視
―
―
靡
曼
之
色
↓
〔
枚
乗
、
七
獲
〕
膚
色
靡
曼
゜

〔
注
〕
善
曰
、
王
逸
楚
辞
注
‘
靡
、
細
也
‘
曼
‘
澤
也
。
〔
江
滝
、

雑
謄
序
詩
〕
靡
曼
之
態
不
レ
極
。

0
文
章
の
美
し
い
喩
゜

〔
全
唐
詩
話
‘
錢
起
〕
革
盃
I

・
宋
之
浮
浦
盃
四
梁
・
陳
之

靡
曼
↓

【
靡
慢
】
36

咋
/
き
め
が
こ
ま
か
く
美
し
い
。
靡
曼
に
同

じ
。
〔
新
論
‘
辮
栗
〕
延
年
造
,
,
傾
城
之
歌
↓
漢
武
思
―
―
靡
媛

之
色
↓

【
靡
架
】
37

が
た
の
し
ま
な
い
。
〔
詩
‘
秦
風
‘
晨
風
〕
未
レ

見
l

一
君
子
五
憂
心
靡
レ
築
。
〔
謝
憲
運
‘
曇
隆
法
師
誅
序
〕
登

一
三
九

小
〇
毛
が
み
だ
れ
る
。
〔
説
文
〕
霰
‘
毛
紛

翼
豪
紛
也
、
払
證
非
瞥
゜
〔
段
注
〕
紛
紛
者

多
也
。
●
に
こ
げ
。
細
ぃ
毛
。
〔
廣
韻
〕
翡
、
細
毛
。

【

歳

】

如

ヒ

〔

集

韻

〕

芳

微

切

圏

【
誹
】
〗
’‘ 
ン

賭
(
1
2
-
4
3
2
5
8
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
緋
‘
賤
字
之
謳
゜

n瓢
言
□
―

惟
向
,
,
之
靡
架
盃
型
之
盛
年
↓

【
靡
拉
]
3
8
知
7

な
ぴ
き
く
だ
け
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕

梗
林
為
レ
之
靡
拉
‘
撲
叢
為
5

之
描
残
゜

【
靡
濫
】
39

咋
／
散
々
に
み
だ
れ
る
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕

靡
濫
振
蕩
‘
輿
1

一
天
地
1

鴻
洞
。

【
靡
爛
】
40

江
ン
ぽ
ろ
ぼ
ろ
に
た
だ
れ
る
。
又
‘
た
だ
れ
さ

せ
る
。
廉
爛
゜
〔
史
記
‘
酷
吏
‘
楊
僕
債
〕
大
抵
盛
靡
,
,
爛
獄

史
〔
漢
書
‘
景
十
三
王
‘
廣
川
悪
王
越
傭
〕
今
欲
』
靡
二

爛
望
卿
使
と
小
レ
能
レ
紳
べ
注
〕
師
古
曰
‘
靡
‘
砕
也
。

【
靡
麗
】
41

咋
ィ
は
な
や
か
に
う
つ
く
し
い
。
派
手
な
こ

と
。
華
美
。
〔
新
語
、
無
為
〕
秦
始
王
騒
奢
靡
麗
゜
〔
史
記
、

司
馬
相
如
傭
〕
恐
後
世
靡
麗
‘
遂
往
而
不
レ
返
、
非
躙
所
三

以
為
,
,
継
嗣
創
レ
業
垂
P

統
也
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
賛
〕

揚
雄
以
為
靡
麓
之
賦
‘
勧
レ
百
而
諷
こ
。
〔
班
俺
仔
‘
摺

素
賦
〕
弱
態
含
羞
‘
妖
風
靡
麗
゜
〔
枚
乗
、
七
登
〕
此
亦
天

下
之
靡
麗
゜
〔
説
苑
‘
尊
賢
〕
執
素
綺
繍
‘
靡
―
―
麓
堂
楯
↓

〔
後
漢
書
‘
安
帝
紀
〕
紛
華
靡
麗
゜
〔
魏
志
、
三
少
帝
、
高

責
郷
公
髭
紀
〕
技
巧
靡
麗
゜

【
靡
衣
玉
食
】
42

ぷ
訂
ク
咤
ヨ
ク
美
衣
美
食
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
、

論
―
―
養
士
―
〕
靡
衣
玉
食
以
館
,
,
於
上
1

者
、
何
可
―
―
勝
敷
↓

【
靡
衣
嫁
食
】
43

胡
ィ
ヨ
ク
美
麗
な
衣
服
を
好
み
、
一
時

の
食
を
貪
つ
て
、
永
久
の
計
を
せ
ぬ
こ
と
。
〔
漢
書
、
韓

信
傭
〕
衆
庶
莫
こ
不
↓
―
綴
レ
作
怠
惰
、
靡
衣
鍮
食
‘
傾
レ
耳
以

待
久
叩
者
い
〔
注
〕
師
古
日
、
靡
‘
軽
麗
也
‘
嫁
典
レ
楡
字
同
‘

倫
、
荀
且
也
、
言
‘
為
―
―
靡
麗
之
衣
玉
荀
且
而
食
、
恐
濯
之

甚
、
不
レ
為
-
―
久
計
一
也
。

12735 
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覆
レ
之
面
レ
葉
。
〔
注
〕
面
、
前
也
。

0
ま

の

あ

た

り

。

為
1

一
目
下
ぢ
日
1

一
頬
之
間
五
り
正
郷
レ
人
者
、
故
興
レ
背
為
,
1

之↓

〔
書
、
益
稜
〕
汝
無
佃
従
、
退
有
後
言
↓
R
み
る
。
反
酎
之
應
引
-
1

伸
之
1

為
1

一
相
郷
之
瑣
又
引
―
―
伸
之
―
【
面
交
】
12

”5

●
う
は
べ
の
み
の
ま
じ
は
り
。
面
友
。

為
,
1

相

背

之

稽

↓

〔

宋

史

、

常

安

民

博

〕

吾

心

賓

悪

レ

之

、

姑

以

為

＿

一

面

交

1

【
面
夷
】
1

化
顔
を
傷
つ
け
る
。
〔
國
語
、
晉
語
一
―
-
〕
将
爾
。
●mien• 

chiao1

面
會
の
上
手
渡
し
す
る
。
直
接

ま
み
え
る
。
〔
儀
證
、
聘
糧
〕
面
不
レ
升
゜
〔
注
〕
面
、

止
不
1

一
面
夷
ー
死
。
〔
注
〕
将
、
帥
也
、
止
、
獲
也
、
夷
、
傷
也
。
交
附
す
る
。

猶
レ
観
也
。
〔
儀
證
、
聘
糧
〕
賓
面
如
―
―
観
幣
↓
〔
注
〕

面
、
亦
見
也
。
〔
證
、
少
儀
〕
遇
手
道
石
見
則
面
。
【
面
衣
】
2

い
ン
女
子
が
遠
行
乗
馬
の
時
、
其
の
面
を
蔽
【
面
考
】
13

祝
面
接
試
験
を
す
る
。
會
つ
て
調
べ
る
。

〔
疏
〕
道
路
遇
蓬
尊
贅
尊
者
若
見
レ
己
‘
已
則
面
ふ
為
に
被
る
も
の
。
面
帽
。
又
、
男
面
【
面
汗
】
14

努
か
ほ
に
汗
を
か
く
。
は
ぢ
て
顔
に
あ
せ

見。

O
む

か

ふ

。

〔

廣

雅

、

繹

詰

四

〕

面

、

需

也

。

戸

月

り

甘

5

]

[

[

ぃ
5
国

5

月“ぃ"""＂＂

為
―
―
皇
后
一
其
女
弟
昭
儀
在
―
―
昭
陽
如
レ
漿
。
〔
孫
観
‘
贈
―
―
静
七
1

詩
〕
微
言
起
-
1

我
病
i

内
愧
面

〔
書
、
召
詰
〕
面
―
―
稽
天
一
若
。
〔
察
偉
〕
面
、
郷
也
。

〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕
東
面
而
征
、
西
夷
怨
。
〔
注
〕
雙
云
云
、
上
―
―
隧
三
十
五
條
以
會
汗
辟
。

面
者
、
向
也
。
〔
漢
書
‘
夏
侯
嬰
傭
〕
面
II

薙
樹
一
馳
゜
陳
踊
躍
之
心
公
立
華
紫
輪
帽
、
金
華
紫
羅
面
衣
。
〔
晉
【
面
諫
】
15

”5

面
と
向
つ
て
い
さ
め
る
。
〔
魏
志
、
飽
動

〔
注
〕
蘇
林
曰
‘
面
者
、
以
ー
一
面
首

1向
I
I臨
之
1也
。
書
、
悪
帝
紀
〕
帝
行
次
薪
安
玉
寒
甚
‘
―
帝
堕
レ
馬
傷
后
足
‘
尚
博
〕
六
年
秋
、
—
帝
欲
知
炉
呉
‘
肇
臣
大
議
、
勧
面
諫
。

●
顔
色
を
和
ら
げ
て
よ
ろ
こ
ば
せ
る
。
〔
荀
子
、
書
高
光
鶉
面
衣
ぢ
學
物
紀
原
‘
冠
冤
首
飾
部
‘
帷
帽
〕
面
【
面
頷
】
16

タ
か
ほ
と
あ
ご
。
〔
孔
叢
子
、
居
衛
〕
面
頷

衣
前
後
全
用
1

一
紫
羅
為
レ
幅
、
下
垂
、
雑
-
1

他
色
[
[
-
―
四
無
乙
毛
。

婦
垂
於
背
コ
為
―
―
女
子
遠
行
乗
馬
之
用
工
亦
旦
面
帽
↓
【
面
欺
】
17

”
ン
目
の
前
で
あ
ざ
む
く
。
〔
史
記
、
季
布

大
略
〕
君
子
之
於
レ
子
、
愛
レ
之
而
勿
レ
面
‘
使
レ
之

而
包
貌
。
〔
注
〕
面
貌
‘
謂
下
似
顔
色
―
慰
＊
悦
之
3

【
面
違
】
3

ヤ
ン
面
と
向
ひ
あ
っ
た
と
き
に
君
の
意
見
に
博
〕
今
噌
奈
何
以
ユ
＇
萬
衆
横

1
1

行
匈
奴
中
盃
面
欺
‘
且

0
そ
む
く
。
お
も
て
を
そ
む
け
る
。
個
(

1

|
8
9
0
)

違
つ
て
正
言
す
る
。
〔
聾
鐵
論
、
相
刺
〕
郎
人
不
レ
能
巷
秦
以
レ
事
於
胡
面
陳
勝
等
起
。
〔
漢
書
‘
張
湯
博
〕
上
以
‘

に

通

ず

。

〔

正

字

通

〕

面

、

背

也

、

興

レ

価

通

。

〔

漢

言

面

違

↓

湯

懐

詐

面

欺

゜

〔

注

〕

師

古

日

、

酎

面

欺

匪

也

。

〔

孔

融

‘

書
、
項
籍
傭
〕
馬
童
面
乞
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
面
、
【
面
友
】
4

じ
の
か
ほ
を
知
つ
て
ゐ
る
だ
け
で
心
か
ら
親
薦
禰
衡
1

表
〕
臣
等
受
1

一
面
欺
之
罪
↓

し
ま
ぬ
友
人
。
う
は
ぺ
の
み
の
交
際
を
い
ふ
。
面
朋
。
【
面
議
】
18

ヤ
ン
面
と
向
つ
て
議
論
す
る
。
面
談
す
る
。

面
交
。
〔
法
言
‘
學
行
〕
朋
而
不
レ
心
‘
面
朋
也
、
友
而
不
レ
〔
堕
鐵
論
‘
救
厘
〕
多
承
レ
意
従
レ
欲
、
少
―
―
敢
直
言
面
議
而

謂
孟

9
之
不
1

一
面
向
一
也
。
〔
漢
書
、
張
敲
博
〕
為
涌

小
●
お
も
。
お
も
て
。
も
と
圃
(
8
|
4
7
7
 

泣
‘
面
而
封
レ
之
。
〔
注
〕
師
古
日
、
面
‘
謂
レ
情
レ
之
心
‘
面
友
也
。
〔
書
百
故
事
、
朋
友
類
〕
朋
友
心
不
レ
学
‘
正
刺
↓

2
'
)
に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
面
、
本

厠〕豪

也
。
●
め
ん
。
多
面
罷
の
限
界
を
為
す
平
面
。
〔
中
日
1

一

面

朋

面

友

↓

【

面

鞠

】

19

ヤ
ん
直
接
に
取
調
ぺ
る
。
〔
蝠
憑
全
書
、
刑
名

華
大
字
典
〕
面
‘
幾
何
學
以
下
有
1

一
長
廣
1

而
無
レ
厚
【
面
引
】

5
g
面
前
で
人
の
過
を
し
り
ぞ
け
る
。
面
折
部
、
詞
訟
〕
不
レ
待
ー
ー
公
庭
面
鞄
↓

作
レ
圃
°
④
つ
ら
。
か
ほ
。
顔
の
前
部
、
即
ち
眉
•
目
•

(
9
7
)
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
梅
厩
偉
〕
王
章
資
質
忠
直
、
敢
面
【
面
詰
】
20

況
面
と
向
つ
て
せ
め
な
じ
る
。
詰
は
責
。

鼻
・
ロ
の
あ
る
慮
゜
〔
説
文
〕
圃
‘
顔
前
也
、
ハ
レ
百
‘

象
入
面
形
→
〔
句
讀
〕
顔
、
頷
也
、
顔
前
者
、
自
レ
頷
者
上
謂
—
一
之
面
→
〇
俗
に
面

(
1
2
|
 4
2
6
2
0
)

に
作
引
廷
手
。
〔
資
治
通
鑑
‘
漢
紀
〕
（
猷
帝
、
建
安
二
十
四
年
）
面
責
゜
〔
宋
史
、
王
景
傭
〕
臨
レ
政
不
レ
尚
11
刻
削
云
民
有
レ

以
下
、
通
謂
乏
面
位
。
〔
字
彙
〕
面
、
顔
面
゜
＠
ま
る
。
〔
廣
韻
〕
面
、
俗
作
レ
面
。
勝
め
ん
。
④
器
物
又
臣
光
日
、
云
云
‘
面
引
廷
争
、
用
1

一
公
競
以
扶
-
l

其
危
↓
訟
、
必
面
-
l

詰
之
i

不
レ
至
―
―
大
過
｛
即
諭
而
繹
去
。

へ
。
前
頭
。
〔
字
彙
〕
面
、
前
也
。
〔
書
、
顧
命
〕
大
格
は
材
木
の
稜
角
を
漫
く
削
る
こ
と
。
＠
平
た
い
【
面
影
】
6

”
パ
お
も
か
げ
。
お
も
ざ
し
。
面
容
゜
面
貌
。
【
面
給
】
2
1
}
8

直
接
に
手
渡
し
す
る
。
〔
宋
史
、
選
攀
志

器
物
を
散
へ
る
詞
。
◎
平
た
い
器
物
に
添
へ
る
【
面
妖
】
7

祝

ふ

し

ぎ

な

こ

と

。

一

〕

試

紙

長

官

印

署

面

1

一
給
之
↓

詞
。
⑤
も
と
朝
鮮
地
方
行
政
地
厖
の
一
。
日
本
の
【
面
謁
】
8

況
お
め
み
え
。
責
人
に
面
會
す
る
。
拝
謁
。
【
面
撮
】
22

ヤ5

向
ひ
あ
つ
て
よ
る
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕

在
賓
階
面
↓
〔
傭
〕
面
、
前
。

8
う
は
べ
。
〔
明
心
賓

〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
正
記
‘
徳
川
氏
三
〕
秀
吉
面
謁
猷
レ
面
益
寧
衡
陰
云
杢
背
王
屋
↓

鑑
〕
古
人
結
レ
交
唯
結
f

心
、
今
人
結
レ
交
唯
結
レ
面
。

◎
そ
と
。
う
へ
。
外
表
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
微
瀾
動
1

町

村

に

あ

た

る

。

誓

‘

馳

良

大

阪

↓

【

面

巾

】

23

”
≫
●
死
者
の
面
を
覆
ふ
巾
。
方
二
寸
ば
か

水
匝
踊
躍
躁

I
I

揉

狭

志

R

か

た

。

む

き

。

方

虞

゜

〔

字

図

園

ォ

モ

。

ツ

ラ

。

【

面

淵

】

，

g
晉
の
康
僧
淵
が
自
已
の
目
を
稽
し
た
り
の
絹
布
を
用
ひ
る
。
事
物
紀
原
に
は
呉
王
夫
差
の
時

彙
〕
面
、
向
也
。
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
令
―
―
四
面
騎
馳
隔
由
象
形
。
も
と
字
形
圃
に
作
る
。
百
は
く
び
‘
口
は
顔
語
。
〔
世
説
新
語
‘
排
調
〕
康
僧
淵
目
深
而
鼻
高
、
王
丞
相
に
始
ま
る
と
い
ふ
。
面
吊
(
1
3
2
)

を
見
よ
。
〔
清
稗
類

の
輪
廓
に
か
た
ど
る
。
故
に
人
の
お
も
て
を
い
ふ
。
轄
毎
調
レ
之
、
僧
淵
日
、
鼻
者
面
之
山
、
目
者
面
之
淵
、
山
紗
〕
゜
●
手
拭
。
タ
オ
ル
。

じ
て
、
前
後
の
前
、
相
む
か
ふ
、
相
背
す
る
義
、
又
、
内
に
不
な
高
則
不
レ
霊
‘
淵
不
レ
深
則
不
レ
清
。
【
面
具
】
24

”
ン
め
ん
。
恨
面
。
代
面
。
〔
宋
史
、
秋
青
博
〕

下
↓
〔
漢
書
、
張
良
偲
〕
獨
韓
信
可
下
屡
II

大
事
涵

F

封
す
る
外
、
裏
に
射
す
る
表
等
の
義
に
用
ふ
。
又
、
恨
借
【
面
債
】
10mien• 

chia'

額
面
。
額
面
債
格
。
臨
涵
敵
被
レ
髪
帯
―
―
銅
面
具
盆
空
入
賊
中
函
I

披
靡
莫
―
―
敢

一
面
二
宋
史
、
曹
彦
約
博
〕
蜀
之
邊
面
之
諸
司
。

8
め
ん
。
お
も
が
た
。
〔
晉
書
‘
朱
伺
傭
〕
用
―
―
鐵
し
て
価
の
義
に
用
ふ
。
〔
説
文
‘
面
‘
段
注
〕
顔
者
雨
眉
之
【
面
戒
】
ll

杉
面
と
向
つ
て
い
ま
し
め
る
。
〔
宋
史
、
王
嘗
一
〔
築
府
雑
録
〕
騒
灘
‘
云
云
、
五
百
小
兒
為
レ
之
、
衣
―
―
朱

皿
自
衛
。
●
お
も
て
に
す
る
。
〔
儀
證
、
士
冠
褪
〕
中
間
也
、
顔
前
者
謂
ー
自
に
此
而
前
盃
血
為

h目
、
為
レ
鼻
‘
顕
博
〕
顧
或
失
誤
‘
護
レ
短
終
不
レ
肯
レ
改
、
上
毎
面
―
―
戒
摺
青
襦
盃
戴

1
1面
具
i以

1一
晦
日
伝
笞
紫
哀
殿
前
—
儲
。
〔
老

【
面
】
[
メベ
ンン

〔
集
韻
〕
禰
箭
切
霰

ヽ

n
ニ:r

mien• 

面

部

【
靡
】
如

タ
イ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
靡
、
昔
除
。

【
審
】
〗
,、
ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
蓄
‘
―
音
煩
。

【
妻
】
〗

製。

キ
，
司
ウ

共
(10ー

1
4
5
8
)

の
古
字
。
〔
字

彙
〕
妻
、
古
共
字
、
充
倉
子
所
レ

非

部

〔
十
二
驚
〕

妻

審

靡

面

部

面

―
四
〇

12736 
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學
庵
筆
記
‘
一
〕
政
和
中
大
懺
下
桂
府
進
二
面
具
百
ザ
進
小
、
地
方
千
里
‘
衆
散
十
拭
人
、
亦
足
レ
王
也
‘
願
大
王
君
好
レ
道
而
不
レ
得
レ
要
‘
陽
不
レ
降
陰
不
レ
升
‘
故
肉
多
而
之
人
面
四
名
1

一
面
柔
者
1

為
1

一
戚
施
↓

到

五

空

一

副

エ

初

既

其

少

五

り

是

以

仄

百

奴

為

二

急

渡

‘

今

蜀

臣

有

レ

船

‘

漢

軍

至

無

―

―

以

渡

云

項

王

笑

曰

‘

浮

‘

面

赤

而

稽

。

【

面

識

】

63

杉
互
に
か
ほ
を
知
っ
て
ゐ
る
。
か
ほ
の
見

塵
老
少
妍
晒
、
無
こ
相
似
者
↓
〔
枇
言
〕
北
腎
蘭
陵
王
天
之
亡
レ
我
、
我
何
渡
為
、
且
籍
輿
1

一
江
東
子
弟
八
千
人
一
【
面
像
】
54

ヤ
[
面
貌
o

〔
華
巖
経
〕
明
鏡
中
見
丘
稲
像
[
↓
ぉ
ぽ
ぇ
が
ぁ
る
o

相
識
o

長
恭
、
毎
戦
必
塵
面
長
舞
隊
之
侑
代
面
五
炉
此
。
渡
レ
江
而
西
、
今
無
二
人
還
↓
樅
江
東
父
兄
憐
而
王
レ
【
面
山
】
55

が
ク
鼻
を
い
ふ
。
〔
世
説
新
語
、
排
調
〕
康
僧
【
面
質
】
64

ぢ
面
前
で
質
し
問
ふ
。
面
會
し
て
と
ひ
た

[
面
課
】
25

”
元
詩
文
な
ど
を
面
前
で
作
ら
せ
る
。
〔
輻
恵
我
、
我
何
面
目
見
レ
之
、
縦
彼
不
レ
言
‘
籍
獨
不
袖
竺
於
淵
目
深
而
鼻
高
、
王
丞
相
毎
調
レ
之
、
信
淵
日
、
鼻
者
面
だ
す
。
質
は
正
す
。
〔
漢
書
、
王
陵
偶
〕
面
質
―
―
呂
須
於
平

全
書
、
教
養
部
、
生
童
課
試
〕
詣
―
―
作
倫
堂
面
ザ
題
面
課
。
心
一
乎
゜
〔
書
言
故
事
、
古
今
喩
類
〕
羞
l

一
面
見
＂
人
、
日
レ
之
山
‘
目
者
面
之
淵
、
山
不
レ
高
則
不
＞
璽
、
淵
不
レ
深
則
前
↓

【
面
會
】
26

”
予
州
人
相
見
る
。
射
面
す
る
。
あ
ふ
こ
と
。
無
ー
1

一
面
見
,
,
江
東
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
武
職
〕
無
l

一
面
見
,
,
江

不

レ

清

。

【

面

者

]
6
5

グ
や
瑕
面
を
つ
け
た
も
の
。
〔
新
書
、
匈
奴
傭
〕

琶

面

。

面

接

。

〔

後

漢

書

、

耽

純

博

〕

遣

レ

使

臭

純

書

―

奥

項

利

羞

レ

蹄

蔽

里

『

【

面

子

】

56

”
冗
〇
證
面
。
名
誉
。
面
目
。
信
用
。
〔
藷
唐
倒
摯
面
者
更
進
。

慾
相
見
一
純
報
日
、
奉
レ
使
見
ー
ー
王
侯
牧
守
一
不
レ
得
―
【
面
繭
】
38

”
ク
顔
に
し
わ
の
多
い
こ
と
。
〔
王
建
、
斜
路
書
‘
張
濱
博
〕
復
恭
奉
二
尼
酒
』
8

レ
清
‘
濱
辞
‘
云
云
‘
復
【
面
謝
]
6
8

彩
面
會
し
て
直
接
罪
を
わ
ぴ
る
。
〔
林
鶴

先
訊
如
欲
1

一
面
會
一
｛
且
レ
出
―
―
博
含
↓
〔
梁
昭
明
太
子
、
行
〕
頭
白
如
レ
絲
面
如
レ
繭
。
恭
戯
日
‘
相
公
握
1

一
禁
兵
↓
擁
,
,
大
柿
ご
陶
常
こ
面
↓
不
T

梁
、
烈
子
喜
剣
碑
〕
我
常
毎
些
謝
萬
罪
子
地
下
―
耳
。

錦
帯
書
十
二
月
啓
‘
林
鍾
六
月
〕
諸
不
―
―
具
伸
点
笠
侯
二
【
面
語

]
3
9
が
／
逢
つ
て
話
す
。
睦
は
會
談
。
面
語
。
面
談
。
領
―
―
復
恭
意
□
作
中
面
子
品
耶
‘
濱
笑
日
‘
賊
平
之
後
‘
方
[
面
商
】

6
1
m
笞
n
•

咎

g
g
ま
の
ぁ
た
り
相
談
す
る
o

面

會

↓

【

面

語

】

40

が
／
其
の
人
に
逢
つ
て
は
な
し
を
す
る
。
し
見
1

一
面
子
二
●
顔
。
容
貌
。
参
面
積
。
幅
°
⑲
表
面
。
う
親
し
く
相
談
す
る
。

【
面
陸
】
27

”

欧

か

ら

ぽ

り

に

向

ひ

あ

ふ

。

〔

列

子

、

力

た

し

く

話

す

。

面

談

。

面

晒

。

〔

唐

書

、

房

玄

齢

博

〕

高

祖

は

べ

。

【

面

傷

】

68

記
’
か
ほ
の
き
ず
。
〔
左
氏
、
哀
‘
二
〕
敢
告
‘

命
〕
背
阪
面
レ
隆
。
日
‘
云
云
‘
陳
二
事
千
里
之
外
伍
雰
射
面
語
→
〖
面
子
情
兒
〗

5
7mien• 

tzu 
ch'ing2 
e
r
h

う
は
べ
無
レ
絶
レ
筋
、
無
＞
折
レ
骨
、
無
一
面
傷
詞
5

集
ー
大
事
こ
i

か

【
面
観
】
28

”
元
／
ま
の
あ
た
り
に
見
る
。
〔
荘
子
、
盗
拓
〕
【
面
孔
】
41

祝

顔

。

か

ほ

つ

き

。

容

貌

。

〔

開

天

傭

信

記

〕

の

親

切

。

交

際

が

凌

い

。

作

乞

一

祇

羞

一

）

面

訊

四

方

一

農

時

消

息

。

黄

幡

綽

嘲

1

一
劉
文
刷
日
、
文
樹
面
孔
不
レ
似
1

一
胡
孫
こ
胡
【
面
之
】
58

弓
面
を
そ
む
け
る
。
〔
史
記
、
項
利
紀
〕
顧
【
面
埴
】
6
9
"
炉
か
き
に
面
す
る
。
知
見
の
せ
ま
い
喩
。

【
面
君
]
2
9mien• 

chiin
―

君

主

に

謁

す

る

。

孫

面

孔

、

強

似

1

一
文
樹
↓
見
―
―
漢
騎
司
馬
呂
馬
童
―
曰
、
若
非
―
―
吾
故
人
一
乎
‘
馬
童
面
賭
に
同
じ
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
因
循
面
レ
埴
‘
亦
為
レ

【
面
稽
】
30

化
面
酎
し
て
考
へ
る
。
〔
書
、
召
詰
〕
馬
面
11

【
面
垢
】
42

訂
顔
に
あ
か
が
つ
く
。
〔
祠
‘
喪
服
四
制
〕
身
面
レ
之
、
指
1

一
王
蒻
ー
曰
‘
此
項
王
也
。
〔
注
〕
集
解
日
、
如
愚
爾
。

稽

因

若

゜

〔

傭

〕

面

―

―

考

天

心

一

自

執

レ

事

而

后

行

者

‘

面

垢

而

已

゜

淳

曰

、

面

、

不

二

正

視

一

也

。

【

面

謄

]
7
0

名
ウ
か
き
に
射
す
る
。
さ
き
の
見
え
な
い

【
面
磐
】
31mien• 

ch'in
咤
面
會
の
上
の
べ
つ
く
す
。
【
面
紅
】
43

”,{: 

.
 顔
が
あ
か
い
。
〔
庚
信
‘
詠
1

一
書
屏
風
―
【
面
刺
】
5
9
"

ノ
其
の
人
の
面
前
で
そ
し
る
。
面
責
(
9
5
)

喩
。
又
‘
見
聞
の
狭
い
喩
。
喘
面
(
7ー

1
9
8
0
6

：
 
4
0
)

を

面
談
す
る
。
詩
〕
面
紅
新
著
涵

g、
風
晩
細
吹
レ
衣
。e
m
i
e
n
•hun
g
'

に
同
じ
。
面
詰
。
〔
戦
國
‘
齋
策
〕
繋
臣
吏
民
‘
能
面
―
―
刺
寡
見
よ
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
、
和
窯
郡
皇
后
紀
〕
面
二
騰
術

【
~
固
繋
】
3
2
t仔
馬
具
の
名
。
馬
の
頭
か
ら
轡
に
か
け
る
婚
證
の
日
、
新
婦
の
か
ぶ
る
か
つ
ぎ
。
人
之
過

1者
、
受
-
1上
賞
→
〔
漢
書
‘
循
吏
‘
聾
遂
傭
〕
面
―
―
血
文
不
レ
識
―
―
威
否
→
〔
後
漢
書
、
左
雄
偉
〕
若
―
―
其
面
騰
一

組
緒
を
い
ふ
。
お
し
か
け
。
〖
面
紅
耳
赤
〗

4
4mien• 

h
 g
 
g
'
e
r
h
3
 
ch'ih4 
0
恥
刺
王
過
→
〔
漢
書
、
王
芥
博
上
〕
憚
下
彼
面
―
―
刺
帷
坐
一
之
則
細
~
レ
所
t一
施
用
→
〔
晉
書
、
涼
武
昭
王
傭
〕
退
朝
之
暇
、

【
面
檄
】
33mien• 

chiao3

面
會
し
て
返
す
。
直
接
に
づ
か
し
が
る
さ
ま
。
〇
あ
せ
る
さ
ま
。

O
怒
る
さ
ま
。
義
公
盟
鐵
論
‘
相
刺
〕
哀
益
面
―
―
刺
綽
侯
之
騒
衿
↓
念
―
―
観
典
籍
盃
四
睛
而
立
、
不
レ
成
レ
人
也
。

返

清

す

る

。

【

面

構

】

45

召

か

ほ

つ

き

。

【

面

脂

]
6
0

弓
面
に
塗
る
あ
ぶ
ら
。
面
油
。
〔
事
物
紀
原
、
【
面
上
】
71

彩
ウ
顔
。
〔
本
草
‘
羊
蹄
〕
附
方
、
喉
痺
不
レ
語
、

[
面
決
】
34

”
ル
ま
の
あ
た
り
決
す
る
こ
と
。
眼
の
前
で
【
面
懇
】
46mien• 

k'en3

面
會
の
上
依
頼
す
る
。
冠
冤
首
飾
部
、
面
脂
〕
廣
志
日
‘
面
脂
自
1
1

魏
興
公
已
宋
始
面
上
紫
塊
。
〔
杜
甫
、
不
蹄
詩
〕
面
上
三
年
土
‘
春
風
草

き

め

る

。

【

面

差

】

47

打

面

貌

。

顔

つ

き

。

有

レ

之

。

又

生

。

【
面
結
】
35

”
ル
●
眼
の
前
で
約
束
を
む
す
ぷ
゜
〔
史
記
、
【
面
紗
】
48mien• 

s
h
a
―
ベ
ー
ル
。
veil
面
粕
。
面
羅
。
【
面
試
]
6
1

弓
ま
の
あ
た
り
こ
こ
ろ
み
る
。
面
會
し
て
【
面
情
】
72

む
’
な
れ
あ
ひ
。
〔
一
輻
悪
全
書
、
典
證
部
、
崇

哭
王
瀑
博
〕
乃
身
自
為
レ
使
‘
使
11

於
膠
西
盃
聖
結
之
U
0

【
面
坐
】
49

が
ノ
向
ひ
あ
っ
て
坐
る
。
〔
藉
‘
奔
喪
〕
蹟
東
西
試
瞼
す
る
。
口
述
試
瞼
。
試
は
考
試
。
〔
魏
志
‘
陳
思
王
祀
名
賢
〕
文
宗
守
令
‘
狗
以
ー
一
面
情
↓

う

は

べ

の

み

の

交

際

゜

〔

明

心

賓

鑑

〕

古

人

結

レ

交

唯

結

レ

面

坐

。

植

傭

〕

植

年

十

餘

歳

‘

云

云

‘

善

鷹

レ

文

、

太

祗

嘗

視

11

其
【
面
醸
i

】73
”
茅
四
面
に
神
を
ま
つ
つ
て
‘
疫
痕
な
ど
を

心

、

今

人

結

及

唯

結

レ

面

。

【

面

争

]
5
0

だ
面
前
で
鋏
貼
を
諫
め
る
。
面
折
（
9
7
)

に
文
五
萌
レ
植
曰
‘
汝
情
レ
人
耶
、
植
跳
日
‘
言
出
為
レ
論
、
下
レ
は
ら
ふ
。
〔
周
稚
‘
春
官
‘
難
人
〕
凡
祭
祀
面
醸
‘
慨
、
共
―
―

[
面
見
】
36

”
、
"
ま
の
あ
た
り
み
る
。
〔
書
、
立
政
‘
謀
レ
面
同
じ
。
〔
欧
陽
脩
、
上
古
氾
司
諫
一
書
〕
直
レ
辞
正
レ
色
‘
面
筆
成
レ
章
、
顆
常
1

一
面
試
云
ホ
何
情
レ
人
。
〔
南
史
‘
劉
之
遠
其
維
牲
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
面
譲
、
四
面
譲
也
。
〔
孫
胎

用
不
一
訓
レ
徳
‘
疏
〕
萬
能
謀
T

所
―
―
面
見
一
之
事
い
云
云
‘
無
レ
半
廷
論
。
〔
方
孝
襦
‘
饒
窯
記
〕
遇
レ
事
輻
面
二
手
其
短
一
偉
〕
任
明
曰
‘
為
―
―
之
美
談
ぞ
T

レ
如
ー
一
面
試
↓
譲
正
義
〕
此
諸
穣
‘
或
於
―
―
四
畳
工
或
於
二
四
塘
ぶ
半
分
二
四

阿

疑

塁

〔

漢

書

‘

楊

憚

博

〕

我

親

面

見

受

レ

詔

。

無

レ

所

レ

忌

。

【

面

柔

】

62

祝
顔
色
を
和
ら
げ
て
人
を
誘
ふ
こ
と
。
又
、
方
面
一
而
祭
レ
之
‘
皆
面
譲
之
類
也
。

〖
信
面
見
五
東
―
〗3
7

杉
匁
ト
ヴ
ヲ
項
利
が
漢
兵
に
【
面
相
】51
だ
か
ほ
つ
き
。
お
も
ざ
し
。
人
相
。
〔
起
世
顔
が
醜
悪
で
常
に
面
を
俯
し
て
ゐ
る
人
。
又
内
氣
な
【
面
譲
】

7
4
ダ
か
目
の
前
で
せ
め
る
。
面
責
。

追
は
れ
烏
江
に
至
っ
た
時
‘
亭
長
が
故
里
に
蹄
れ
と
い
経
〕
面
相
縛
出
。
〔
言
志
登
録
〕
心
事
必
見
三
於
面
相
輿
二
人
。
縛
じ
て
‘
せ
む
し
を
い
ふ
。
常
に
俯
す
る
か
ら
名
づ
【
面
首
】
75

クi

面
貌
首
製
の
美
は
し
い
（
男
子
）
。
韓
じ

ふ
と
項
刃
何
の
面
目
あ
っ
て
之
に
ま
み
え
ん
と
て
自
言
語
↓
く
。
〔
爾
雅
、
繹
訓
〕
戚
施
‘
面
柔
也
。
〔
注
〕
戚
施
之
疾
‘
て
、
男
妾
を
い
ふ
。
〔
資
治
通
鑑
、
宋
明
帝
紀
〕
帝
乃
為
―
―

別
し
た
故
事
。
轄
じ
て
、
人
に
會
ふ
こ
と
を
羞
ぢ
る

m,en• 

tsang• 

面
と
向
つ
て
褒
め
る
。
不
レ
能
レ
仰
‘
面
柔
之
人
常
俯
、
似
レ
之
‘
亦
以
名
云
゜
〔
疏
〕
公
主
＃
巴
面
首
男
子
左
右
三
十
人
↓
〔
注
〕
面
取
1
1

其
貌

【
面
焚
】
5

2

.

に
い
ふ
。
〔
史
記
‘
項
羽
紀
〕
於
レ
是
項
王
乃
欲
n

―
束
渡
―
【
面
癒
】
53

だ
か
ほ
の
で
き
も
の
。
〔
蛾
堺
代
酔
編
‘
面
李
巡
曰
‘
戚
施
、
和
レ
顔
悦
レ
色
以
誘
レ
人
‘
是
謂
1

一
面
柔
「
美
函
曰
取
―
―
其
髭
美
↓
〔
核
餘
叢
考
‘
面
首
〕
宋
畷
帝
時
、

73

烏
圧
烏
江
亭
長
棧
如
待
‘
謂
頑
王
―
曰
、
江
東
雖
レ
滑
〕
蘇
子
由
面
有
レ
稽
、
高
安
弔
者
趙
生
謂
―
―
子
由
日
‘
云
云
‘
面
柔
者
必
低
レ
首
下
レ
人
‘
媚
以
容
色
石
空
戚
施
山
陰
公
上
謂
レ
—
帝
曰
‘
妾
奥
―
―
陛
下
「
皆
托
―
―
橙
先
帝
ご
陛

1
2

_
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下
後
宮
千
百
‘
妾
惟
鮒
馬
一
人
、
事
不
―
―
均
平
一
何
至
―
-
【
面
西
】
90

ザ
姓
氏
。
〔
姓
名
鋒
抄
〕
。

於
此
i

―
帝
乃
為
置
面
首
左
右
三
十
人
一
齊
文
帝
王
皇
【
面
勢
】
91

況
む
き
や
か
た
ち
。
方
面
形
勢
。
〔
周
證
‘

后
ぶ
竺
鬱
林
王
時
-
専
為
,
,
皇
太
后
二
稽
孟
旦
徳
宮
-
冨
考
エ
記
〕
或
審
『
一
曲
面
執
盆
以
勧
―
―
五
材
盆
以
耕
"
民
器
↓

林
為
置
勇
左
右
三
十
人
1

皆
前
代
所
レ
未
レ
有
也
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
審
―
―
曲
面
執
云
審
―
―
察
五
材
曲
直
方
面

【
面
敦
】
76

彩
面
と
向
つ
て
せ
め
る
。
〔
證
、
儒
行
〕
其
形
執
之
宜
盆
以
治
ら
之
。
〔
柳
宗
元
‘
邑
州
馬
退
山
茅
亭

過
失
可
―
―
微
耕
一
而
不
届
ッ
―
面
散
1
也
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
記
〕
因
↓
1
高
丘
之
阻
1
以
面
勢
。

松

是

趙

襄

子

面

"

散

豫

譲

↓

【

面

請

】

SI

m
i
e
n
'
c
h
'
i
n
g
"
お
目
に
か
か
つ
て
依
頼
す

【
面
従
】
77

多
人
の
面
前
の
み
で
へ
つ
ら
ひ
し
た
が
る
。
直
接
依
頼
す
る
。

ふ
。
面
従
後
言
を
見
よ
。
〔
甕
鐵
論
‘
論
誹
〕
漫
液
面
従
、
【
面
斥
】
93

む
面
前
で
指
摘
す
る
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
買
雲

以
成
1

一
人
之
過
也
。
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
予
違
汝
弼
‘
汝
華
還
魂
記
〕
然
未
,
,
敢
面
斥
↓

慕

面

従

↓

【

面

赤

】

94mien• 

c
h
'
i
h
'
赤
面
す
る
。
恥
ぢ
る
。

〖
面
従
後
言
〗78
祝
グ
芍
人
の
面
前
で
は
こ
び
へ
つ
【
面
責
】96
む
面
と
向
つ
て
責
め
咎
め
る
。
面
刺
。
面

ら
つ
て
之
に
服
従
し
、
後
で
は
彼
是
と
悪
口
を
い
ひ
其
譲
。

の
非
を
な
ら
す
。
〔
書
、
盆
稜
〕
予
違
汝
弼
‘
汝
鉦
岱
面
従
【
面
積
】
96

む
平
面
又
は
表
面
の
ひ
ろ
さ
。
〔
大
清
會
典

退
有
後
言
↓
〔
疏
〕
汝
無
得
レ
知
"
我
違
非
而
射
面
従
レ
圏
、
八
十
、
天
文
‘
句
股
四
〕
有
―
―
句
股
面
積
四
石
句
股
較

我
、
退
而
後
更
有
b

言
。
〔
漢
書
、
成
帝
紀
〕
公
卿
其
各
思
,
,

自
乗
方
l

‘
倍
レ
之
、
為
-
1

面
積
八
↓

朕
過
失
盃
明
白
陳
レ
之
、
女
無
品
面
従
退
有
"
後
言
↓
【
面
折
】
97

祝
目
の
前
で
人
の
過
を
責
め
る
。
〔
史
記
、

〖
面
従
背
毀
〗
祠
杉
豆
ュ
ヴ
面
従
後
言

(
7
8
)
に
同
じ
。
酷
吏
、
邦
都
博
〕
邦
都
者
揚
人
也
、
云
云
‘
孝
景
時
、
為
二

【
面
熟
】
79

名
面
識
あ
る
知
り
合
ひ
。
顔
馴
染
。
中
郎
牌
五
敢
直
諫
‘
面
―
―
折
大
臣
於
朝
↓
〔
史
記
‘
汲
闘
偉
〕

【
面
述
】
80

多

面

會

し

て

遮

ぺ

る

。

騨

為

レ

人

性

偲

少

レ

證

‘

面

折

不

レ

能

レ

容

1

一
人
之
過
↓
〔
杜

【
面
叙
】
81

m
i
e
nこ

h
s
i
i
4
面
會
の
上
申
し
陳
ぺ
る
。
甫
、
贈
ー
ー
秘
書
監
江
夏
李
公
邑
1
詩
〕
否
1
一
戚
太
常
議
盃
聖

【
面
稽
】
82

”
が
面
前
で
ほ
め
た
た
へ
る
。
〔
詩
譜
序
、
折
二
張
勢
↓
〔
書
言
故
事
、
身
橙
説
類
〕
面
1

玉
責
人
過
[Il-

疏
〕
自
↓
1

書
契
之
興
五
朴
略
尚
如
質
‘
面
稽
不
＞
為
レ
諮
‘
目
面
折
↓

諫
不
レ
為
レ
謗
。
〖
面
折
廷
争
】

9
8
”
じ
謗
朝
廷
、
こ
と
に
天
子
の
面
前

【
面
色
】
83

”5
ク
か
ほ
い
ろ
。
顔
色
。
又
、
か
ほ
つ
き
。
お
で
、
君
徳
又
は
政
治
上
の
出
来
事
に
就
い
て
争
論
す
る

も
も
ち
。
〔
五
代
史
、
羅
紹
威
博
〕
面
色
青
照
。
〔
折
伏
羅
こ
と
。
直
諫
。
剛
直
の
臣
の
形
容
。
〔
史
記
‘
呂
后
紀
〕
面
折

漢

経

〕

面

色

雙

。

廷

争

‘

臣

不

レ

如

レ

君

。

〔

史

記

、

平

津

公

傭

〕

不

―

―

肯

面

折

[
面
飾
】
84

彩
’
お
も
て
を
か
ざ
る
。
又
‘
面
の
か
ざ
り
。
庭
争
↓
〔
漢
書
、
公
孫
弘
博
〕
不
二
肯
面
折
庭
争
↓
〔
大
學
術

〔
酉
陽
雑
俎
‘
鯨
〕
今
婦
人
面
飾
用
―
―
花
子
→
義
補
、
正
ー
ー
朝
廷
』
~
.
,

諫
言
之
路
―
〕
太
宗
以
二
虚
受
1

為――

【
面
躙
】
85

予
目
の
前
で
人
の
過
を
せ
め
る
。
面
折
(
9

治
本
盆
些
直
言
―
為
―
國
華
工
信
一
面
折
廷
誇
コ
必
為
震
,
,

7
)

に
同
じ
。
〔
史
記
‘
汲
頸
博
〕
頸
常
毀
レ
儒
‘
面
,
,
獨
弘
雷
霞
之
威
盃
明
言
奨
納
゜

等

↓

【

面

接

】

99

況
面
會
應
接
す
る
。
面
語
。

【
面
嘱
】
86

m
i
e
n
'
c
h
u
3
親
し
く
會
つ
て
頼
む
。
【
面
前
】
100

祝
ま
の
あ
た
り
。
め
の
ま
へ
。
目
前
。
眼
前
。

【
面
概
】
87

公
面
縛
輿
搬
(
1
3
5
`
）
の
略
。
面
縛
し
棺
を
負
〔
蜀
志
、
秦
底
傭
〕
築
,
,
面
前
之
飾
i

而
忘
,
,
天
下
之
警
↓

つ
て
降
る
。
〔
溢
岳
、
為
―
―
買
玲
虫
作
贈
―
―
陸
機
1
詩
〕
子
嬰
面
【
面
善
】
§l

m
i
e
n
'
s
h
a
n
'
顔
を
見
お
ぽ
え
る
。
見
な

機
、
漢
祗
贋
レ
圏
。
〔
注
〕
良
日
、
面
縛
輿
レ
搬
降
二
漢
祖
一
れ
る
。
顔
馴
染
。

云
云
‘
概
、
棺
也
、
降
者
輿
而
自
随
、
以
明
"
必
死
一
也
。
〖
面
善
心
悪
冨
m
i
e
n
'
s
h
a
n
'
h
s
i
n
'
e
'
外
面
如

【
面
生
】
88mien• 

sh習
g
一
見
知
ら
ぬ
人
。
菩
薩
内
心
如
夜
叉
。
面
の
み
は
善
く
心
の
悪
い
人
。

〖
面
生
人
】89
m
i
e
n
'
s
h
e
n
g
'
j
e
n
'
見
知
ら
ぬ
人
。
【
面
訴
】
103

”
ン
面
會
し
て
直
接
訴
へ
る
。

見

な

れ

な

い

人

。

始

め

て

逢

っ

た

人

。

【

面

奏

】

104

祝
眼
前
に
奏
上
す
る
。
天
子
に
拝
謁
し
て

奏
上
す
る
。
〔
唐
書
、
代
宗
紀
〕
詔
―
―
諫
官
五
m11
封
事
ふ
択

限
レ
時
‘
側
レ
門
論
レ
事
者
、
随
レ
状
面
奏
。

【
面
給
】
105

名
手
渡
し
す
る
。
〔
蝠
恵
全
書
、
液
任
部
、
定

買
塀
〕
同
"
頭
役
1

面
給
、
其
領
粘
レ
巻
。

【
面
射
】
106

”
じ
ま
の
あ
た
り
相
封
す
る
。
〔
史
記
‘
張
叔

傭
〕
不
可
者
、
不
レ
得
レ
已
、
為
涌
泣
面
封
而
封
ら
之
、
其

愛
レ
人
如
レ
此
。

【
面
湯
】
107

梵
顔
を
洗
ふ
湯
。
〔
夢
梁
鋒
、
天
晩
諸
人
出

市
〕
又
有
4

浴
堂
門
賣
一
面
湯
―
者
3

【
面
倒
】
108

祝
面
ぷ
せ
の
嘗
字
の
昔
讀
か
。
又
は
目
遠

く
の
音
便
訛
か
。
●
む
つ
か
し
い
こ
と
。

O
手
敦
が
か

か
つ
て
為
し
に
く
い
•
O他
の
世
話
を
し
又
看
護
す
る

こ
と
。
面
倒
を
見
る
。

【
面
託
】
109mien• 

t
'
u
o
1
お
目
に
か
か
つ
て
頼
む
。

【
面
歎
】

Uog
其
の
人
の
目
の
前
で
ほ
め
る
。
〔
韓
愈
、

正
議
大
夫
尚
書
左
丞
孔
公
墓
誌
銘
〕
愈
面
歎
日
、
公
於
レ

是
乎
賢
遠
―
―
於
人
↓

【
面
圃
】

lllg
顔
が
ま
る
い
。
〔
韻
府
引
、
陸
滞
、
詩
〕
富

貴
深
知
欠
11面圃↓

〖
面
圃
閣
]
m
g
ダ
ン
顔
の
園
い
こ
と
。
〔
歎
陽
詢
‘
嘲

l
­

長
孫
無
忌
1

詩
〕
祗
縁
心
混
混
、
是
以
面
閣
閣
。

【
面
談
】
113

ク
人
と
面
を
封
し
て
談
話
す
る
。
〔
晉
書
、

王
猛
載
記
〕
面
―
―
談
嘗
世
之
事
云
炉
益
而
言
。

【
面
紡
】
翌
5

ク
面
會
し
て
命
令
す
る
。
直
接
に
命
令
す

る。

【
面
陳
】
lls

”
≫
會
つ
て
ま
の
あ
た
り
の
べ
る
こ
と
。
親

し
く
申
し
上
げ
る
。
面
引
。
〔
梁
書
、
武
帝
紀
中
〕
天
監
＋

年
秋
七
月
丙
辰
‘
詔
曰
‘
昔
公
卿
面
陳
‘
載
在
11

前
史
公
p

僕
陛
奏
、
列
代
明
文
。

【
面
訂
】
116mien• 

t
i
n
g
'
面
會
の
上
相
談
を
定
め
る
。

【
面
砥
】
117

杉
面
と
向
つ
て
そ
し
る
。
面
刺
。
〔
宋
史
、

王
欽
若
億
〕
面
―
―
砥
其
短
云
ナ
ニ
モ
帝
前
↓

【
面
遁
】
118mien• 

t
i
'
手
渡
し
す
る
。
目
前
で
授
け
わ

た
す
。

【
面
橙
】
119

”
し
か
ほ
か
た
ち
。
お
も
ざ
し
。

[
面
朝
】
120

”
ん
朝
廷
を
表
に
構
へ
る
。
〔
周
證
、
考
工
記
、

匠
人
〕
左
祗
右
社
、
面
レ
朝
後
レ
市
。

【
面
展
】
121

”5

お
目
に
か
か
る
。
面
拝
。
〔
源
平
盛
衰
記
、

十
四
、
南
都
山
門
牒
状
等
〕
萬
乗
尊
重
之
國
主
、
殆
致
ニ

面
展
之
矯
↓

四
ー

【
面
豆
】
1
2
2
>
5

あ
ば
た
を
い
ふ
。
天
花
。
〔
黄
沼
、
穎
川
陳

38

先
生
集
序
〕
十
歳
能
レ
詩
‘
十
三
袖
レ
詩
‘
ご
連
謁
清
源

27ー

牧
石
其
首
篇
詠
―
―
河
陽
花
云
時
面
豆
新
愈
゜
〔
注
〕
癒
之
如
レ

豆
。
〔
梁
同
書
、
日
貫
齋
塗
説
〕
唐
穎
川
陳
騎
‘
十
歳
能
レ

詩
‘
十
三
歳
時
面
豆
新
愈
‘
嘗
自
詠
日
、
斌
環
應
難
レ
比
‘

斑
龍
定
不
レ
加
、
天
嫌
未
1

一
端
整
ぶ
潤
面
興
装
と
花
、
面
豆

瞥
家
所
謂
天
花
‘
未
レ
有
1

一
入
レ
詩
者
ぶ
牡
共
創
見
也
。

【
面
桶
】
123

”
力
匁
飯
を
盛
つ
て
一
人
づ
つ
に
配
る
に
用

ひ
る
曲
物
の
食
器
。
ツ
ウ
は
宋
昔
。
〔
書
言
字
考
節
用

集
、
七
、
器
財
門
〕
面
桶
‘
本
朝
行
蔚
、
就
―
―
一
人
面
―
而

界
一
塁
故
名
。

【
面
罵
】
124

心
ン
目
の
前
で
の
の
し
る
。

【
面
拝
】
125

名
ま
の
あ
た
り
に
拝
す
る
。
〔
種
、
郊
特
牲
〕

大
夫
有
レ
猷
、
弗
レ
親
、
君
有
レ
賜
、
不
1

一
面
拝
云
身
君
之

答
已
J

也。

【
面
砲
】
126

祝
に
き
び
。
顔
の
ふ
き
で
も
の
。
皮
膚
病

の
一
。

【
面
瀧
】
127

名
か
ほ
。
面
貌
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
回
〕
身
橙
面

寵
、
雖
1

一
怯
弱
不
p

勝
、
却
有
―
―
一
段
自
然
的
風
流
態
度
↓

【
面
帽
】
128

祝
面
を
蔽
ふ
頭
巾
。
面
衣
。
〔
和
漢
三
才
圏

會
、
冠
帽
類
、
面
衣
〕
面
帽
。

【
面
貌
】
129
タ
5

か
ほ
か
た
ち
。
お
も
わ
。
顔
貌
。
〔
北
堂

書
紗
‘
證
儀
部
〕
戸
子
曰
‘
仲
尼
日
、
面
貌
不
レ
足
レ
見
也
。

〔
史
記
‘
田
僧
博
〕
田
横
、
云
云
‘
謂
―
―
其
客
一
日
‘
云
云
‘
陛

下
所
―
―
以
欲
ヮ
見
レ
我
者
、
不
五
過
レ
欲
こ
見
↓
―
吾
面
貌
―

耳
。
〔
漢
書
‘
張
昂
傭
〕
又
奇
1

一
其
面
貌
↓

【
面
白
】
130

心
”
●
か
ほ
が
し
ろ
い
。
〔
史
記
‘
刺
客
‘
荊

飼
博
、
所
レ
善
荊
阿
可
レ
使
也
、
注
〕
正
義
日
、
云
云
‘
武
陽

骨
勇
之
人
、
怒
而
面
白
。
●
共
思
し
る
し
の
韓
。
お
も

し
ろ
い
。
心
に
喜
び
築
し
む
。
愛
づ
ぺ
し
。

〖
面
白
最
驚
レ
人
】13
1
"
”
はg
”
へ
ッ
ト
そ
三
國
、
魏
の
何

晏
其
の
顔
色
白
く
、
明
帝
其
の
粉
を
塗
れ
る
か
と
疑
ひ
‘

湯
餅
を
食
は
し
め
、
汗
出
で
て
顔
を
拭
く
に
愈
t
色
白

く
人
を
驚
か
し
め
た
故
事
。
〔
世
説
新
語
、
容
止
〕
何

平
叔
美
1

一
姿
儀
二
回
至
白
‘
魏
明
帝
疑
―
―
其
博
ヮ
粉
、
正
夏

月
興
―
―
熱
湯
餅
五
既
嗽
大
汗
出
、
以
―
―
朱
衣
1

自
拭
、
色
轄

絞
然
。
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
上
、
身
糧
〕
何
晏
面
白
最

驚
レ
人
。

【
面
吊
】
132

心
ん
死
者
の
面
を
お
ほ
ふ
布
。
面
巾
。
〔
事
物

紀
原
、
吉
凶
典
制
部
、
面
吊
〕
今
人
死
以
1

一
方
吊
-
子
面
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面

部

面

者
、
呂
氏
春
秋
日
、
夫
差
誅
一
子
平
只
敷
年
越
報
レ
呉
、
残
―
衡
レ
璧
、
士
祖
、
輿
レ
概
従
レ
之
。

其
國
↓
夫
差
将
レ
死
、
日
、
死
者
如
其
有
レ
知
也
‘
吾
何
面
【
面
般
】
136

ぢ
四
角
な
顔
。
〔
瞭
讀
書
齋
雑
録
〕
呉
中
人
、

目
以
見
1子
背
於
地
下
一
乃
為
レ
恢
以
冒
レ
面
而
死
‘
此
其
呼
"
人
面
四
周
〖
〖
"
面
般
エ
如
淳
漢
書
注
‘
般
讀
如

1一
面

始
也
、
風
俗
通
曰
、
呉
王
羞
レ
見
―
―
子
牢
只
以
レ
吊
幕
レ
面
而
般
之
般
↓
則
方
言
俗
語
亦
皆
有
レ
本
。

死
、
故
後
人
因
レ
之
制
1

一
面
衣
五
説
苑
亦
日
‘
越
襲
レ
呉
‘
呉
【
面
皮
]
1
3
7
3

ノ
〇
つ
ら
の
皮
゜
〔
斐
氏
語
林
〕
買
充
謂
―
―
孫

王
将
レ
死
‘
曰
‘
吾
不
レ
用
"
子
脊
之
言
云
ぎ
於
此
「
死
者
皓
一
日
、
何
以
剥
"
人
面
皮
↓
皓
曰
、
憎
―
―
其
顔
之
厚
一
也
。

直
知
‘
吾
何
面
目
以
見
1

一
子
晋
一
也
‘
遂
蒙
レ
如
糸
覆
レ
面
而
〔
琴
曲
〕
贔
政
自
梨
剥
―
一
面
皮
↓
●
顔
。
〔
水
滸
傭
、
二
回
〕

【
面
拍
】
133

m
i
e
n
'
p
'
o
'

面
責
す
る
。

L

死
。
撤
"
不
レ
過
柳
大
郎
面
皮
↓

【
面
塊
】1

3
4匁顔
に
其
の
勇
氣
の
あ
ら
は
れ
る
こ
と
。
〖
面
皮
厚
〗

1
3
8
ウ
ル
ペ
つ
ら
の
皮
が
厚
い
。
あ
つ
か
ま
し

【
面
縛
】
135

ぢ
雨
手
を
後
に
縛
り
‘
面
を
前
に
向
け
る
。
い
。
恥
を
知
ら
ぬ
喩
。
鐵
面
皮
。
厚
顔
。
〔
南
史
‘
文
學
‘

一
説
に
‘
面
は
価
で
背
を
い
ふ
。
即
ち
後
手
に
し
ば
る
、
下
彬
博
〕
取
レ
筆
書
レ
披
云
‘
徒
有
二
八
尺
園
一
腹
無
こ
寸

価
縛
。
又
一
説
に
‘
価
縛
の
反
封
で
、
雨
手
を
前
に
し
ば
腸
盃
翌
皮
如
レ
許
厚
‘
受
レ
打
未
レ
距
レ
央
゜

る
。
死
の
覺
悟
、
或
は
死
の
儀
式
を
示
す
に
用
ひ
る
。
〖
剥
―
一
面
皮
―
〗

1
3
9
完
ピ
ヲ
厚
顔
の
も
の
を
辱
し
め
る
。
面

〔
左
氏
‘
倍
、
六
〕
許
男
面
縛
街
レ
璧
、
大
夫
衰
姪
‘
士
輿
レ
皮
の

O
を
見
よ
。
〔
西
京
雑
記
、
四
〕
元
理
後
歳
‘
復
過
11

概
〔
注
〕
縛
一
手
於
後
盃
唯
見
―
―
其
面
一
也
。
〔
會
箋
〕
面
縛
廣
漢
;
噴
漢
以
1

米
敗
告
レ
之
、
元
理
以
レ
手
撃
レ
林
日
‘

本
反
縛
之
射
、
山
海
経
‘
有
下
反1一
縛
其
雨
手1之
語
涵
〖
遂
不
レ
知
―
―
鼠
之
殊
＞
米
、
不
レ
如
レ
剥
,
,

面
皮
と
で
〔
通
俗

陳
平
博
反
接
、
顔
注
云
‘
反
11

縛
其
手
一
也
‘
反
縛
既
為
下
編
‘
身
腔
、
剥
l

一
面
皮
―
〕
装
氏
語
林
‘
買
充
謂
―
―
孫
皓
ー
曰
‘

縛
於
総
之
梢
い
則
面
縛
之
為
レ
縛
手
於
前
無
底
翠
‘
何
以
剥
―
一
人
面
皮
五
皓
曰
‘
憎
―
―
其
顔
之
厚
一
也
。

凡
縛
者
必
反
接
、
所
和
詮
翌
他
嬰
工
伊
許
男
面
刑
是
自
〖
薄
―
一
面
皮
―
〗

1
4
0だ店
柔
和
な
顔
つ
き
を
す
る
。
〔
庚

為
面
降
之
饒
一
但
縛
レ
手
而
不
二
反
接
一
故
以
11

面
字
ー
信
‘
春
和
11

趙
王
春
日
一
詩
〕
向
レ
人
長
属
盃
喪
由
来
薄
1

一

著
レ
之
、
此
古
人
用
字
之
妙
、
或
謂
、
古
人
多
―
―
反
語
五
故
面
皮
↓

問
背
為
レ
面
、
如
治
之
為

PIL、
此
説
非
也
、
若
―
一
面
之
【
面
稟
】
141

m
i
e
n
'
p
i
品
3

お
目
に
か
か
つ
て
申
し
上

訓
p

背
、
乃
価
字
耳
、
廣
雅
‘
価
‘
借
也
、
楚
酔
離
騒
‘
価
11

げ
る
。

規
矩
而
改
錯
‘
漢
書
買
誼
博
、
個

5
盃
t

―
以
隠
虞
分
、
【
面
布
】
142mien• 

pu'

手
巾
。
手
拭
゜

王
逸
應
助
注
並
云
‘
価
‘
背
也
、
説
文
価
字
、
引
―
―
―
證
記
尊
[
面
部
]143

力
／
顔
面
の
部
分
o

か
ほ
o

顔
面
o

〔
圏
綸
賓

壺
者
価
―
―
其
鼻
:
今
帳
記
作
レ
面
‘
是
面
興
レ
価
通
、
故
漢
鑑
、
三
、
宋
、
石
格
〕
惟
面
部
手
足
用
―
―
甍
法
一

書
項
籍
傭
‘
馬
童
面
レ
之
、
師
古
云
‘
面
謂
―
―
―
背
レ
之
不
1

一
面
【
面
壁
]
1
4
4
~
;; 
·~ 

壁
に
向
つ
て
坐
輝
す
る
こ
と
。
面

向
也
、
史
記
項
羽
本
紀
注
‘
亦
訓
為
レ
背
、
此
非
11

其
義
―
壁
九
年
を
見
よ
。

O
意
に
介
し
な
い
喩
゜
〔
晉
書
、
王
述

也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
十
八
〕
乃
弛
レ
弓
而
自
レ
後
縛
レ
之
‘
其
博
〕
謝
突
性
羅
、
嘗
分
炉
述
‘
極
言
罵
レ
之
、
逃
無
レ
所
レ
應
‘

右
具
丙
亦
含
レ
兵
而
縛
―
―
郭
最
↓
皆
衿
甲
面
縛
也
。
〔
左
面
壁
而
已
。

O
無
事
閑
居
す
る
喩
゜
〔
南
唐
近
事
〕
常

氏
、
昭
、
四
〕
頼
子
面
縛
衡
レ
璧
‘
士
祖
、
輿
レ
概
従
レ
之
。
夢
錫
為
1

一
翰
林
學
士
「
或
謂
曰
‘
公
罷
直
―
―
私
門
こ
何
以

〔
史
記
、
宋
微
子
世
家
〕
周
武
王
伐
レ
討
克
レ
殷
‘
微
子
乃
為
レ
築
‘
常
日
、
垂
レ
韓
痛
飲
、
面
壁
而
已
゜

持
其
祭
器
ぶ
翌
於
軍
門
一
肉
担
面
縛
、
左
牽
レ
羊
、
右
〖
面
壁
九
年
〗

1
4
5”い
〈
キ
達
磨
が
山
中
に
在
り
、
壁
に

把
レ
茅
‘
膝
行
而
以
告
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
肉
祖
者
、
担
而
射
し
、
獣
坐
し
て
精
神
を
鍛
へ
た
故
事
。
〔
景
徳
傭
燈

露
レ
肉
也
‘
面
縛
者
、
縛
手
キ
企
只
而
面
向
レ
前
也
、
劉
氏
録
、
三
‘
菩
提
逹
磨
〕
（
普
通
八
年
）
十
一
月
二
十
三

B
、

云
‘
面
即
背
也
、
義
梢
迂
゜
〔
後
漢
書
、
本
彰
傭
〕
乃
面
縛
届
二
干
洛
陽
↓
云
云
‘
寓
-
1

止
千
嵩
山
少
林
寺
ご
回
壁
而

輿
レ
影
倶
詣
河
陽
→
〔
後
漢
書
‘
張
綱
傭
〕
明
日
辟
即
~
坐
‘
終B
獣
然
、
云
云
‘
師
常
端
坐
面
レ
壁
、
莫
レ
聞
,
,
誨

部
萬
餘
人
盆
宍
―
―
妻
子
一
面
縛
蹄
降
。
勘
一
〔
従
容
鋒
‘
―
-
〕
遂
渡
レ
江
至
↓
―
少
林
盃
四
壁
九
年
。

〖
面
縛
輿
概
〗
畑5万
自
ら
手
を
う
し
ろ
に
し
ば
り
、
〖
面
壁
九
年
始
有
,
,
此
紳
悟
―
〗
園
ウ
公
弁
討
ハ

9
9

テ
人

棺
を
荷
つ
て
罪
を
謝
す
る
さ
ま
。
〔
左
氏
、
昭
、
四
〕
面
縛
の
學
業
の
精
通
す
る
を
ほ
め
る
言
葉
。
達
磨
の
面
壁
九

―四一――

年
の
故
事
に
因
ん
で
、
面
壁
九
年
始
め
て
こ
の
上
逹
ぁ
【
面
護
】
154

ウ5

人
の
目
の
ま
へ
で
あ
ざ
む
き
た
ぶ
ら
か

り
と
い
ふ
意
。
〔
故
事
必
讀
成
語
考
、
文
事
〕
美
―
一
人
學
す
。
〔
漢
書
‘
季
布
博
〕
今
噌
奈
何
以
1
1

＋
萬
衆
一
横
二
行
匈

業

精

通

言

い

面

壁

九

年

始

有

―

―

此

紳

悟

↓

奴

中

盃

醤
5

。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
護
‘
欺
謝
也
。
〔
書
言
故
事
‘

【
面
幕
】
1
4
7
~
t

死
人
の
面
を
紙
又
は
吊
を
以
て
掩
ふ
を
身
謄
説
類
〕
欺
l

謝
人
戸
I
-
l

面
護
↓

い
ふ
。
〔
七
修
類
藁
‘
二
十
五
〕
面
幕
、
人
死
以
レ
紙
覆
レ
面
、
【
面
命
】
函
り
し
ま
の
あ
た
り
教
へ
る
こ
と
。
面
と
向
つ

小
説
以
為
起
於
春
秋
↓
呉
王
夫
差
臨
レ
終
日
、
吾
無
n

一
面
て
言
ひ
つ
け
る
。
直
接
に
命
令
す
る
。
又
、
其
の
教
。

目
見
―
―
子
晋
涵
び
我
以
レ
吊
冒
5

之
、
此
説
恐
非
‘
只
是
生
〔
詩
、
大
雅
‘
抑
〕
匪
n

一
面
苓
叩
之
↓
言
提
1

一
其
耳
↓

人

不

レ

忍

レ

見

二

死

者

一

之

意

。

【

面

面

】

156

りク

O
各
方
面
。
〔
韓
愈
‘
奉
一
和
琥
州
劉
給
事

[
面
別
]148

m
i
e
n
'
p
i
e
h
2

別

れ

る

。

使

君

三

堂

新

題

二

十

一

詠

渚

亭

詩

〕

莫

レ

数

安

四

壁

一

【
面
朋
]
1
4
9
"
ん
た
だ
表
面
の
み
の
交
は
り
で
、
心
か
ら
親
面
面
看
↓
―
芙
蓉
↓
〔
蘇
轍
‘
次
―
―
韻
劉
貢
甫
學
士
畳
松
石

し
ま
ぬ
友
。
う
は
べ
だ
け
の
友
。
面
友
。
〔
論
語
、
子
路
｀
刷
―
詩
〕
謬
枝
倒
掛
風
自
舞
‘
直
幹
孤
生
看
1

一
面
面
↓
〔
韻

朋
友
切
切
偲
偲
‘
皇
疏
〕
然
朋
友
道
訣
‘
則
面
朋
而
匿
レ
府
引
、
陸
湘
‘
詩
〕
江
近
時
時
吹
二
白
雨
一
棲
高
面
面
看
二

怨
゜
〔
法
言
‘
學
行
〕
朋
而
不
レ
心
‘
面
朋
也
、
友
而
不
レ
心
‘
肖
山
↓
〇
め
い
め
い
。
お
の
お
の
。
各
自
゜

面
友
也
。
〔
後
漢
書
、
朱
築
何
偲
賛
〕
絶
―
―
交
面
朋
一
崇
庫
〖
面
面
風
〗

1
5
7
が
究
／
／
四
方
八
方
か
ら
吹
い
て
来
る

浮
偽
↓
〔
明
心
賓
鑑
〕
古
人
結
兵
又
唯
結
レ
心
、
今
人
結
レ
交
風
。
〔
章
八
元
‘
題
1

一
慈
恩
寺
塔
―
詩
〕
十
層
突
几
在
―
虚

唯
結
訟
四
。
〔
書
言
故
事
、
朋
友
類
〕
朋
友
心
不
レ
字
‘
曰
二
空
「
四
十
門
開
面
面
風
。

面

朋

面

友

↓

【

面

門

】

1
5
8
3

ク
ロ
を
い
ふ
。
〔
榜
巌
経
‘
一
〕
爾
時
世
尊

【
面
目
】
150

”ク打

O
顔
。
か
ん
ば
せ
。
か
ほ
つ
き
。
容
貌
。
従
1

一
面
門
知
竺
種
種
光
↓
〔
疏
〕
従
レ
ロ
放
レ
光
也
。

〔
詩
、
小
雅
、
何
人
斯
〕
有
醗
面
且
視
仄
岡
雇
。
〔
公
【
面
問
】
1
5
9
5

ク
人
に
會
つ
て
直
接
に
と
ふ
。
〔
韓
愈
、
潮

羊
、
成
‘
-
-
〕
面
目
興
一
頃
全
相
似
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕
州
刺
史
謝
上
表
〕
面
―
―
問
百
姓
疾
苦
↓

夫
批
也
、
非
云
戸
人
摂
中
心
達
於
面
目
↓
〔
墨
子
‘
尚
賢
【
面
陽
】
160

祝
陽
に
面
す
る
。
南
に
向
ふ
。
〔
水
経
‘
温
水

中
〕
無
レ
故
富
貴
面
目
佼
好
則
使
レ
之
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
河
注
〕
西
屈
城
内
、
石
山
順
レ
淮
面
レ
陽
、
開
―
―
東
向
殿
盃
飛
櫓

伯
始
息
其
面
目
↓
〔
史
記
‘
晉
世
家
〕
（
晉
侯
）
報
―
―
國
人
―
鴎
尾
‘
青
瑣
丹
埠
‘
校
題
梢
橡
、
多
二
諸
古
法
↓
〔
謝
震
運
‘

曰
‘
云
云
‘
芭
面
目
見
二
社
稜
よ

0
世
開
に
酎
す
る
て
ぃ
山
居
賦
〕
寒
風
分
掻
屑
‘
面
レ
陽
分
常
熱
゜
〔
李
視
‘
衷
州

さ
い
。
人
に
合
は
せ
る
顔
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
王
曰
、
有
、
何
州
學
記
〕
蕨
土
燥
剛
‘
蕨
位
面
レ
陽
‘
蕨
材
孔
良
。

面
目
復
見
―
―
寡
人
→
〔
國
語
‘
呉
語
〕
吾
何
面
目
以
見
レ
員
〖
面
陽
山
〗
國

5
．
ク
ヤ
，
ウ
薩
山
の
南
麓
に
在
り
‘
陶
淵
明
の

也
。
〔
史
記
‘
項
花
紀
〕
縦
江
東
父
兄
憐
而
王
レ
我
、
何
面
墓
地
が
あ
る
。
〔
陶
痒
士
碑
銘
〕
公
昔
有
レ
言
‘
曰
、
生
不
レ

目
見
レ
之
。
〔
漢
書
‘
田
延
年
博
〕
幸
縣
官
寛
レ
我
耳
‘
何
面
獲
レ
侍
1

一
靖
節
左
右
涵
～
常
-
1

後
遊
1

一
於
九
泉
ズ
ム
卒
、
子
一

目
入
え
牛
獄
こ
使
下
衆
人
指
笑
我
云
十
徒
唾
玉
品

p
乎
゜
魁
、
遂
従
二
其
志
ぶ
空
柩
於
面
陽
玉
葬
―
於
靖
節
公
左
労
↓

参
す
が
た
。
様
子
。
〔
蘇
拭
‘
題
二
西
林
壁
一
詩
〕
不
レ
識
臆
[
面
薬
]161

だ
顔
面
に
ぬ
つ
て
寒
熱
を
ふ
せ
ぐ
薬
o

〔杜

山
慎
面
目
‘
只
縁
l
-
1

身
在
―
―
此
山
中
↓
⑩
名
誉
。
甫
‘
騰
H
詩
〕
口
脂
面
槃
随
―
―
恩
澤
↓
翠
管
銀
墾
下
1

一九

〖
面
目
可
レ
憎
〗15

1冗
芍
ン
顔
容
あ
し
く
不
快
で
あ

8肖
→
〔
部
説
‘
謝
レ
賜
1一
新
歴
日
及
口
脂
面
槃
等
1表
〕
伏

る
。
貧
者
の
さ
ま
。
〔
韓
愈
、
送
レ
窮
文
〕
凡
所
n

一
以
使
1

一
奉
―
―
某
月
日
墨
詔
↓
賜
―
―
臣
新
歴
日
一
通
‘
井
口
脂
面
槃

吾
面
目
可
レ
憎
‘
語
言
無
己
味
者
、
皆
子
之
志
也
。
紅
雪
紫
雪
等
↓

〖
面
目
黎
黒
〗1

5
2尼
芦
か
ほ
が
く
ろ
い
。
〔
列
子
、
黄
【
面
油
】
1
6
2
}
／
面
に
ぬ
る
あ
ぶ
ら
。
玉
龍
膏
。
〔
文
昌
雑

帝
〕
年
老
力
弱
‘
面
目
黎
黒
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
左
上
〕
録
、
一
〕
藉
部
王
員
外
言
‘
今
謂
一
面
油
[
〖

1一
玉
龍
膏
工
太

文
公
反
レ
國
至
レ
河
‘
令
盃
逗
豆
捐
レ
之
、
席
隊
捐
レ
之
、
手
宗
皇
帝
始
合
1

此
怯
翠
以
―
―
白
玉
硯
龍
合
子
正
町
レ
之
、
因

足
朋
祗
‘
面
目
黛
黒
者
後
こ
之
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
形
容
枯
以
名
焉
。

稿
‘
面
目
黛
黒
‘
状
有
1

一

愧

色

↓

【

面

諌

】

1
6
3
}

／
人
の
面
前
で
媚
び
諫
ふ
。
〔
孟
子
‘
告
子

【
面
盆
】
153

m
i
e
n
'
p
'
e
n
'

洗
面
器
。
洗
瞼
盆
。
下
〕
誰
池
之
贅
音
顔
色
‘
拒
1

一
人
於
千
里
之
外
工
土
生
於

12739 
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千
里
之
外
一
則
議
路
面
諌
之
人
至
央
。
〔
史
記
、
夏
紀
〕
【
撓
レ
面
】
176

心
祐
か
ほ
を
は
ら
ふ
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕
長

女
無
1

一
面
諌
退
而
謗
＞
予
。
〔
史
記
、
叔
孫
通
偉
〕
皆
面
諫
袂
撓
レ
面
、
善
画
レ
客
只
゜

以
得
,
,
親
貴
↓
〔
漢
書
、
季
布
傭
〕
噌
又
面
諫
欲
正
翌
動
【
面
花
子
】
177

”
の
’
か
ほ
の
い
れ
ず
み
を
隠
す
た
め
の

天
下
↓
〔
書
一
＿
日
故
事
、
身
橙
説
類
〕
阿
―
―
諫
人
1

日,,
面
諫
↓
花
飾
り
。
〔
綴
耕
録
‘
面
花
子
〕
本
婦
人
面
飾
用
1

一
花
子
｛

【
面
諭
】
164

ゼ
ま
の
あ
た
り
諭
す
。
面
前
で
訓
戒
す
る
。
起
レ
自
レ
唐
、
昭
容
上
官
氏
所
レ
製
、
以
掩
―
―
鯨
迩
エ
大
暦
已

〔
宋
史
‘
紳
宗
紀
二
〕
乙
卯
詔
、
諸
博
宣
内
批
1

一
面
諭
云
事
前
、
士
大
夫
妻
多
妬
t

一
悴
婢
妾
一
小
不
レ
如
レ
意
、
綴
印
レ

無
―
―
法
守
函
従
ー
一
中
書
樅
密
―
覆
奏
。
面
、
故
有
一
月
鯨
残
鯨
事
百
杢
酉
陽
雑
俎
↓

【
面
誉
】
165

”
ノ
人
の
面
前
で
ほ
め
る
。
〔
荘
子
、
盗
拓
〕
【
面
狭
長
】
178

”がチ

g
か
ほ
が
ほ
そ
な
が
い
。
〔
瑣
那
代

好
n

一
面
霙
T
が
者
、
亦
好
―
―
背
而
毀
＂
之
。
〔
後
漢
書
‘
郎
酔
編
‘
面
狭
長
〕
宗
如
周
面
狭
長
、
爾
脅
戯
レ
之
日
、
卿
何

顕
傭
〕
誠
念
,
,
朝
廷
欲
＂
致
1

一
興
平
一
非
J

不
レ
能
盃
溢
竺
為
謗
レ
経
、
如
周
日
、
身
自
来
不
レ
謗
と
経
‘
莱
大
賓
日
、
卿

也

。

嘗

不

レ

謗

11

餘
経
ご
止
應
レ
不
レ
信
―
―
法
華
経
1

耳
、
蓋
法
華

〖
面
警
不
レ
忠
〗

1
6
6
”
i咋
ナ
ラ
ズ
面
誉
す
る
人
は
心
に
誠
経
云
、
聞
＞
経
随
喜
‘
面
不
,
,

狭
長
石
如
周
乃
悟
゜

が
な
い
。
〔
大
戴
租
、
文
王
官
人
〕
面
餐
者
不
な
忠
、
飾
レ
【
面
城
棲
】
179

祝
忍
ヴ
清
‘
曾
釧

(15-14299
：
 
9
9
)

の
室

貌

者

不

レ

情

。

名

。

【
面
容
】
167

祝
か
ほ
か
た
ち
。
お
も
ざ
し
。
面
貌
。
【
面
如
レ
土
】
180

存
り
チ
／
か
ほ
が
土
の
や
う
な
色
に
な

【
面
絡
】
168mien'luo• 

ヴ
ェ
ー
ル
。
顔
を
蔽
ふ
布
。
る
。
意
氣
が
な
く
な
る
。
又
、
恐
れ
入
る
。

【
面
領
】
169mien• 

ling"

ま
の
あ
た
り
う
け
る
。
面
會
【
面
深
墨
】
181

”
”
ン
ン
憂
の
た
め
に
光
澤
な
く
黒
色
を
帯

し

受

取

る

。

び

た

顔

。

〔

孟

子

、

膝

文

公

上

〕

孔

子

日

、

君

斃

‘

駿

総

苺

家

【
面
玲
】
170mien• 

ling• 

ま
の
あ
た
り
聞
く
。
面
會
し
宰
云
mA
粥
‘
面
深
墨
、
即
レ
位
而
哭
゜

て

聰

く

。

親

し

く

醜

く

。

【

面

番

所

】

182

ク'5
バ
ン
見
張
番
所
。

【
面
話
】
171

”
ン
む
き
あ
つ
て
は
な
す
。
相
封
し
て
話
す
。
【
面
苑
樹
】
g

彩
ョ
，
ゥ
顔
が
樹
に
向
ふ
。
一
説
に
、
一
面
づ

面
談
。
〔
買
島
‘
寄
ユ
翌
叩
詩
〕
相
思
堪
―
―
面
話
云
＇
レ
著
つ
い
だ
き
も
つ
て
た
つ
。
又
‘
顔
が
抱
い
た
幼
兒
に
向

尺

書

博

。

ふ

。

又

、

二

人

の

子

供

が

背

き

合

つ

て

抱

か

れ

る

を

い

【
畳
レ
面
】
172
ヤ
5

”
面
に
ぬ
る
。
〔
新
書
、
階
級
〕
豫
譲
畳
レ
ふ
。
〔
漢
書
、
夏
侯
嬰
傭
〕
嬰
常
牧
載
行
‘
面
雅
樹
馳
。

面

雙

レ

容

。

〔

注

〕

服

虔

日

、

高

祗

欲

レ

斬

レ

之

、

故

嬰

園

レ

樹

走

‘

面

向

レ

【
唾
レ
面
】
173

”
序
人
の
顔
に
た
ん
つ
ば
を
吐
き
か
け
樹
也
、
應
肋
日
、
古
者
立
乗
、
嬰
恐
二
小
兒
堕
墜
な
合
置
―

る
。
甚
だ
し
く
人
を
侮
辱
す
る
に
い
ふ
。
〔
戦
國
‘
趙
一
面
こ
空
持
之
一
樹
立
也
‘
蘇
林
日
、
南
方
人
謂
L

抱
11

小

策
〕
有
』
復
言
レ
令
―
―
長
安
君
為
＞
質
者
5

老
婦
必
唾
面
其
面
↓
兒
云
患
擁
樹
云
四
者
、
以
レ
面
首
向
臨
レ
之
也
、
師
古
日
、

〖
唾
レ
面
自
乾
〗

1
7
4”た
”
”5ヮ
ク
我
が
顔
に
唾
す
る
も
面
、
借
也
、
殖
、
抱
持
之
言
、
取

T
雨
兒
令
1一
面
背
已J
而

の
あ
る
と
き
は
自
然
に
乾
く
を
待
つ
。
唐
の
婁
師
徳
抱
,
,
持
之
1

以
馳
お
瓜
云
―
―
面
苑
樹
馳
↓

が
其
の
弟
に
、
世
に
慮
す
る
に
は
忍
耐
の
大
切
な
こ
と
【
面
藍
色
】
184

彩
勺
面
色
が
藍
の
如
き
を
い
ふ
。
〔
宋

を
教
へ
た
語
。
〔
唐
書
、
婁
師
徳
億
〕
師
徳
‘
字
宗
仁
‘
云
史
、
丁
大
全
博
〕
丁
大
全
、
字
子
萬
‘
鎮
江
人
、
面
藍
色
。

云
、
深
沈
有
1一
度
量
ご
Z
云
‘
其
弟
守
1杵
屈
只
辟
之
レ
官
、
【
面
有
1一
七
星
1
】185
”
”
↑
イ
ア
リ
晉
の
桓
温
が
面
に
北
斗

教
1

一
之
耐
乙
事
、
弟
日
、
人
有
レ
唾
レ
面
‘
潔
レ
之
乃
已
‘
師
徳
七
星
の
如
き
七
つ
の
黒
子
が
あ
っ
た
故
事
。
〔
晉
書
‘
桓

曰
‘
未
也
‘
潔
レ
之
是
違
―
―
其
怒
苓
止
使
ー
ー
自
乾
—
耳
。
〔
書
言
温
債
〕
姿
貌
甚
偉
‘
面
有

1
1七
星
示
ノ
興
―
―
油
國
劉
悛

1善
、

故
事
、
身
罷
説
類
〕
忍
耐
不
レ
校
‘
唾
レ
面
自
乾
。
〔
故
事
成
悛
嘗
稽
レ
之
日
‘
温
服
如
―
―
紫
石
稜
正
賢
作
―
―
蛸
毛
謀
一
孫

語
考
、
身
橙
〕
師
徳
貴
ー
キ
干
唾
レ
面
自
乾
↓
仲
謀
・
晉
宣
王
之
亜
流
也
。

【
皮
レ
面
】
175

”
～
勺
グ
面
皮
を
剥
ぎ
取
る
。
〔
史
記
、
刺
客
‘
【
面
向
不
背
】
186

忍
惰
前
ば
か
り
で
後
の
無
い
こ
と
。

贔
政
傭
〕
因
自
皮
レ
面
袂
レ
眼
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
皮
面
‘
謂
下
ど
ち
ら
か
ら
見
て
も
同
じ
く
表
裏
の
な
い
こ
と
。

以

レ

刀

割

兵

面

度

欲

占

令

入

不

＞

識

。

【

面

額

焦

爛

】

187

況
”
ク
火
刑
の
た
め
顔
や
ひ
た
ひ
が

面

部

面

画

面

〔
三
董
〕

耐

励

計

こ
げ
た
だ
れ
る
。
〔
方
芭
、
左
忠
毅
公
逸
事
〕
微
指
―
―
左

公
喪
則
席
七
地
椅
レ
謄
而
坐
、
面
額
焦
爛
、
不
レ
可
レ
耕
。

【
面
似
,
,
靴
皮
―
】
188

ぢ
り
ク
‘
ワ
ヒ
―
ー
顔
に
し
わ
の
多
い
喩
。

〔
欝
田
録
、
二
〕
京
師
諸
司
庫
務
‘
皆
由
1

一
三
司
學
官
監

営
二
而
櫂
貴
之
家
子
弟
、
親
戚
因
縁
請
託
、
不
レ
可
―
―
勝

散
盃
竺
三
司
使
―
者
、
常
以
為
レ
患
‘
田
元
均
為
レ
人
寛

厚
長
者
、
其
在
ニ
ニ
司
盃
深
厭
二
子
請
者
盃
雖
レ
不
レ
能
レ
従
‘

然
不
レ
欲
伝
全
拒
之
互
毎
温
顔
強
笑
以
遣
レ
之
‘
嘗
謂
レ
人

日
、
作
『
一
三
司
使
―
散
年
、
強
笑
多
矢
、
直
笑
得
面
似
―
―
靴

皮
工
＋
大
夫
聞
者
、
偲
以
為
レ
笑
。

【
面
似
11
蓮
花
1
】189
彩
％
ン
ゲ
ニ
唐
の
楊
再
思
が
張
昌
宗

の
顔
の
美
し
い
の
を
へ
つ
ら
つ
て
襄
め
た
語
。
〔
唐
書
、

楊
再
思
傭
〕
張
昌
宗
以
二
姿
貌
1

倖
、
再
思
毎
日
、
人
言
‘

六
郎
似
1面
罪
兵
非
也
、
正
謂
ユ
蓮
花
似
11
六
郎
―
耳
‘
其
巧

諫
無
恥
、
類
如
レ
此
。

【
面
城
精
含
】
loo

彩
叙
認
民
國
、
羅
振
玉

(9-28397
：
 

3
6
6
)

の
室
名
。

【
面
暑
第
―
-
】
191

け
が
”
”
約
”
ィ
面
前
で
第
一
と
書
き
入

れ
る
。
〔
方
芭
、
左
忠
毅
公
逸
事
〕
公
塁
然
注
,
,
視
呈
巻
「

郎
面
置
第
一
↓

【
面
如
冠
玉
―
】
g

衿
召
？
；
容
貌
の
美
し
い
こ
と
。

美
如
冠
玉
ー
に
同
じ
。
〔
南
史
、
飽
泉
博
〕
責
レ
之
曰
‘

面
如
冠
玉
蓬
疑
二
木
偶
正
験
似
,
,
蛸
差
徒
芳
饒
喉
↓

【
面
帯
愁
容
】
!mien• 

t
a
i
'
c
h
'
o
u
2
 
jung2

心
配
さ

う
な
顔
付
。

【
面
賦
罷
垢
】
194

”
捻
ザ
を
顔
は
あ
ぶ
ら
じ
み
、
橙
は
あ

か
じ
み
る
。
〔
竹
添
井
井
、
棧
雲
峡
雨
日
記
〕
面
賦
饉
垢
‘

臭
積
欲
レ
嘔
゜

【
面
張
牛
皮
】
195
和
5
f
ャ
ゥ
つ
ら
の
皮
の
厚
い
こ
と
。
面
に

牛
皮
を
張
る
。
面
皮
厚
(
1
3
8
)

に
同
じ
。
〔
源
平
盛
衰

記
、
十
八
‘
文
覺
頼
朝
勧
進
謀
叛
事
〕
彼
文
覺
は
‘
云
云
‘

面
張
牛
皮
の
童
に
て
‘
心
し
ぶ
と
く
、
臀
高
に
て
、
親
の

教
訓
も
聞
か
ず
。

【
面
方
如
レ
田
】
196

”
江
戸
’
四
角
な
か
ほ
を
い
ふ
。
〔
南

史
‘
李
安
人
博
〕
目
1

一
李
安
人
1

日
、
卿
面
方
如
レ
田
、
封

侯
相
也
。

【
面
不
レ
畏
レ
寒
】
197

だ
翌
ヲ
顔
は
寒
さ
を
お
そ
れ
な

い
。
〔
綴
耕
録
‘
面
不
レ
農
寒
〕
人
之
四
支
百
骸
‘
莫
J

不レ

畏
レ
寒
、
獨
面
則
否
‘
瞥
書
謂
‘
頭
者
諸
陽
之
會
、
諸
陰
脈

至
レ
頸
及
レ
胃
而
還
‘
諸
陽
脈
上
至
レ
頭
‘
所
―
―
以
然
一
也
。

＇直＿

【
耐
早
ヵ
ンiH
f
g
"
~
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

冨
】
一
ヂ
ク
び
峠
虹

:
~
6
)

に
同
じ
。
〔
篇

【耐】
g

タ
イ
”
”
註
0

の
調
字
。
〔
字
彙
〕

I
“―
 

【面】
g

メ
ン

面
(
1
2
-
4
2
6
1
8
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
面
‘
俗
ハ
レ
ロ
作
レ
面
。

【
画
】
〗
メ
ン

面（
1
1
0
-
4
2
6
1
8
)
の
本
字
。
〔
説
文

長
箋
〕
画
‘
面
本
字
。

【
面
伶
所
レ
有
】
198

”””
8
5

自
分
の
取
り
ま
へ
の
凡
て
。

【
面
無
須
靡
】
199

忍
＋
＇
面
に
韻
も
眉
も
な
い
。
〔
荀

子
、
非
相
〕
伊
手
之
状
‘
面
無
須
廉
↓
〔
注
〕
廉
‘
興
レ
眉

同
。
〔
増
注
〕
須
‘
讀
為
レ
験
。

【
革
レ
面
洗
レ
心
】
2
0
0
"

ぉ
g
g
怠
惰
の
心
を
改
め
て
不

良
の
行
を
正
す
。
根
本
的
に
心
を
あ
ら
た
め
る
。
〔
日
本

政
記
‘
華
山
天
皇
論
〕
其
求
に
＿
―
-
口
之
詔
‘
繋
然
起
レ
衰
救
レ

散
之
急
務
、
足
一
和
以
使
11
天
下
革
レ
面
洗
ヮ
心
。

【
借
レ
面
弔
レ
喪
】
201

祝
”
”
力
が
顔
を
借
り
て
喪
を
弔

ふ
。
後
漢
の
禰
衡
が
荀
文
若
の
面
貌
の
み
儀
容
あ
る

を
梢
し
た
語
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
禰
衡
傭
〕
又
問
、

荀
文
若
趙
稚
長
云
何
‘
衡
日
、
文
若
可
五
炉
面
弔
ヮ
喪
゜

〔
注
〕
典
略
日
‘
衡
見
芍
儀
容
ご
也
有
レ
貌
耳
‘
故
可
レ

弔
レ
喪
゜

【
面
和
心
不
和
】
202

m
i
e
n
こ西
hsin1

p
uこ

h咆

は
温
和
で
あ
る
が
心
は
き
つ
い
。

顔

―
四
四
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面

部

〔
四
—
ー
六
書
一
〕紀
齢

証

緋

猷

繭

試

砒

齢

副

飢

動

敲

蘇

蔽

飽

酢

鮎

齢

耐

蘇

話

餅

藤

配

蔽

―
四
五

~盃上 ~ 茄T 兒か~而卜 ぉ~盃士 義字証 O~盃n 鮎 O~石人 黄,...盃—田→ 
巴 巴 。たどりi もど也 輿゚ ‘はど凸 齢頭ど上 色ど呂
42630 42629 く 42628 て 42627 証砿信ぢ 42626 はの 42625 の 42624

な が 同熙、る ノ1:出 お
タ タ でトタ 腫ハ ‘ 1 亦勧。ニヂ さばヵ もヘハ
ン ン おンン れゥ＇ 嘗作＾クク いるン て

と る 即-レ日IO さ 0~ 

屯蔵 手猷 る~ 0~ 』I丑鉦勧 I~ ~ 月ま~ "集
鏡＾ 鑑＾ さ集韻 -集韻 字‘。 海篇 一。集韻 集門
~就 ... l'OI ~甑 ... t(1》 ま - 集 ‘ 之 按‘ : ~ ~ 集面宝 閏披
おヽ; ~ヽ ; o 丁 韻 ! 謳廣月女 韻韻虚 配巴屈阿 ,-,. 紺面 。韻~':;'六~~ 咸、切
蔵ッ猷ッ 集切 . I k 切 齢齢切 面

° に 同゚に -韻園 腫面窮 集韻..... 同じ騰 鮎出、 腿 黄゚ 薗
同じ゚ じ 砒 0 'ッg均バ 貸頭兒

日慎 面寵 頑劣 皐昔調の邑篇 贋小●。

如........ 届？ t し'.fi ........ 紐 ぃ!i¥圃□II 4冨........ 26邸 曲,勤飢は 42ー........ 勧岱4 4← ........ 配2邸3 4← ........ 齢2632 蔵面兒‘蜘苔匹'-'F砒――呵l 
゜ 動、岡は、 お‘ ° お‘ 

マバ 閉テ 動口お□ El もセ，サ テ I ガ もンヽ•ン、
イイ やン 醍動もウふ，委忍 てゞウヴ ン イ て

ーか- 畠゚雌て カ-韻賊 切> の~隼、字 o 篇 はが~ ~ 曲集~~ 、 さ韻’’‘・
＼ 棠 i毎 、ま集集 る韻賊5 音 ま-， 
莫"篇喜 おが門!! ,....; ,， ~ 或 I 畦 ゜

侃海‘、"" 轄 もる於於 集 ' 心ゞ ー " 隼
切 - て° 九絞韻吾 甑
鏃 が-切切'-' 0~ ! '-----'面
厨寛 み集韻 飢‘ 四に 砒

也 に—愴l 防動 同じ か 字
゜く勤 勤 圃Jし林

いo 動' 面 ~集、 五介 館

~ 而可 ~ 認ヽ が冨齢□ ~士L 酢面• ..  ,.. 誌—.... 面同も,..而—白.... ~ 血 お

巴 巴 ぃ韻 1]~. 邑 、阪酢酢どし 生じが巳凸 巴; も
42643 42642 や-頭鮎 42641 酢臨〇蘇鯨 42640 レ-'= 一r--". さ。 42639 42638 て

し、鮎。齢 四 9ミiii乍は、は、 也玉に の
ハ カ し。画古9は口日 ―蘇お老セサ 或竺きヘハ ダ さ

ン -齢齢小テテタ 旦はもいンン 炊砲ぴゥヴ ン ま）
義未 手蛤 集出、はさンンン 色 lょ‘てる~ ~ レ 面ヽ 面゚ ー 韻鯨 ーヽ
註 鑑へ韻 頭 、いハハ 態の集 面 集マ 字
"'o ~t0 '---' ぁぁ集集 ° ぢし← 韻 ° 稽の 韻 畔g 彙
捜 眉令ヽ I 鮎、兄。 t~ > t~> ~ 韻韻~ る。ゎ集韻~阻 也。癒。~皮 或'l ~ 蘇
県=ヽ 同i 鮎口まま丁知 あよ..__, 版 -士幻父教 作i ヽ
玉 らツ 配鮎が゜兼咸 ヵ、廣酢切 集哭公切 j!jg 面
懇 匹ばに ‘配出-切切 ら韻‘ 韻 w -~~ 貌

耐 同 面洒は iよや集韻臨l回 l u: '-'酢酢蘇澗 '-' 飽， I戸。國 同に 。
白 じ ゜おる'--'碑幽 一、、 、今 じ
切可 -部 も さ鮎 集酢老 説
。藷てま。国 門鯨嬰 文に 集

~ i..........11蔽 ~=邑,......... 魯邑r—"""I をi ,........., ........... 餅 作~篇かIi,.1,,,..面—--,j舌―... ........... ,. 鰍—— ..... 

42649 面阻は、 42648 の 42647 -篇 42646 鰯話が 42645 42644 

° ぉよ i毎 面小

ダ もッタ し‘ヰ '-'色 戸ヒ国ハ 芯ヒロヘイ 日 小さダク， I 9ゞン てイィ 面ク 餅ヽ が ¼ へ 。い。ヴワ ク

が よ ， き イ -集頷 チツ
-篇蘇 い- い 韻へ- 義未
蔵は や集韻 字彙 戸ヽ ろ~ ~ ~ ~to 集韻 問

レ同i I いし面回 砿‘乞" 貌。いさ海篇~等韻~等韻 賊I I ‘ 戸 龍ヽ’ 
謎 o 切 血切 ま゚ ，ヽ 疋必 i兌括
-丁jl~ 文-切
に集市面° 瞬 も 切切 ‘に 鑑
同韻 駆四 と 短 同戸 ー
じ - 絣底圏騰 面じ四 蘇
r 配 に 也、 r-。、 昔

類 砧 作 或玉 腿
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冦
】
呻
‘
ン
，
ユ
ク
〔
篇
海
〕
昌
六
切
圏

あ
か
ら
が
ほ
。
或
は
酷

(11ー
3
9
8
7
3
)

に
作
る
。

〔
玉
篇
〕
稔
面
紅
貌
。
〔
集
韻
〕
砧
‘
面
諸
色
‘
或

ハ
レ
酉
。

冦
】
〗カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
呼
含
切
園
i

愁
へ
が
ほ
゜
〔
玉
篇
〕
認
、
愁
面
。

冦

】

-

デ

キ

〔
玉
篇
〕
昔
溺

砒
鯉
は
、
か
た
く
な
で
お
と
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

罷
、
猷
鯉
‘
頑
劣
兒
。

爾
】
〗
い
〔
集
韻
〕
馨
正
切
醐
8

【

繭

】

-

’

願

(
1
2
-
4
3
5
7
4
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
顧
、
或
ハ
レ
毎
。

ク
ワ
イ ・
Iロ―

【
蔓
】
〗
タ
ヴ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
蔓
、
昔
到
。

【
勲
】
呻

醜
(
1
1
-
4
0
0
3
1
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
勲
、
同
レ
醜
。

セ
ヴ

冨
】
〗
’

破

(
8
-
2
2
8
9
9
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
耐
、
同
レ
跛
。

シ
ウ 面

部

〔
六
ー
ー
八
畳
〕

o＿
或
●
あ
つ
か
ま
し
い
つ
ら
っ

鐙
き
。
は
ぢ
な
い
さ
ま
。
〔
説

固

文
〕
醜
‘
面
見
り
人
也
‘
ハ
Ii

面
見
百
兄
亦
臀
。
〔
段
注
〕

各
本
無
レ
人
、
今
依
Ii

毛
詩
正
義
ー
補
、
面
見
レ
人
、

謂
下
但
有
面
相
旦
自
覺
品
T
レ
憎
也
。
〔
徐
禰
注

箋
〕
王
氏
念
孫
日
‘
説
文
‘
醜
、
人
面
貌
也
‘
今
本
謳

作,,
面
見
一
醜
之
本
義
謂
二
人
面
貌
盃
匹
葱
蔽
之
義
、

即
由
レ
是
而
生
‘
故
蔵
有
1

一
懐
レ
態
義
一
亦
有
L

不
レ

知
魏
炸
義
只
爾
雅
‘
繹
言
〕
蔵
、
括
也
。
〔
繹
文
〕

醜
、
檀
也
、
一
日
、
面
貌
也
‘
謂
1

一
自
専
檀
之
貌
↓

〔
詩
、
小
雅
‘
何
人
斯
〕
有
↓
―
醜
面
目
↓
〔
傭
〕
醜
‘
括

醐
豪小

冠】一
テ
ン

〔
集
韻
〕
他
典
切
＞
圏

n
＿コ
m
i
e
n
'

＞
 

右
一
口
，

t'ien3

日
口
〇
ほ
ほ
゜
〔
説
文
〕
繭
、
頬
也
、
松

筆
面
甫
贅
。
●
ほ
ほ
ぼ
ね
。
〔
廣
韻
〕
繭
、

籠
小

頬
骨
゜
●
輔
(
1
0ー

3g4
2
)

に
通
ず
。
〔
説
文
古
本

考
〕
玉
篇
引
尚
有
1

一
左
氏
傭
曰
繭
車
相
依
八
字
一

蓋
古
本
有
。
〔
集
韻
〕
輔
、
或
作
レ
繭
゜
〔
易
、
咸
、
咸
1-

其
輔
云
繹
文
〕
輔
‘
虞
作
レ
誦
。

具

〔

集

韻

〕

奉

甫

切

圏

【
繭
】
〗
島
〔
集
韻
〕
符
遇
切
邁

園
ホ

面
が
醜
い
。
或
は
頼
(
1
2
ー

4
3
5
1
3
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
酸
‘
面
醜
‘
或
ハ
レ
頁
。

【
酸
】
g

[

〔
集
韻
〕
散
瓦
切
園

ひ
と
し
い
。
〔
篇
海
〕
醍
、
齊
也
。

也
。
〔
國
語
‘
越
語
下
〕
余
雖
Ii

醸
然
而
人
面
一
哉
。

〔
注
〕
蔵
‘
面
目
之
貌
也
。
〔
後
漢
書
‘
孝
明
八
王
‘
築

成
靖
王
黛
博
〕
畏
有
Ii

蔵
其
面
一
〔
注
〕
蜆
、
括
也
‘

言
Ii

面
蜆
然
無
ヮ
愧
。

0
は
ぢ
る
さ
ま
。
〔
説
文
‘
段

注
〕
按
‘
心
部
日
、
青
徐
謂
レ
態
曰
レ
侠
、
昔
義
皆
同

而
炊
レ
心
者
、
葱
在
レ
中
、
ハ
レ
面
者
‘
塊
在
レ
外
。
〔
玉

篇
〕
蔵
‘
蔵
葱
兒
。
●
或
は
配(
1
2ー
4
2
6
3
3
)
•

繭

(
1
2
-
4
2
6
9
4
)
・轄
(
2
|
4
6
6
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

醜
‘
配
‘
或
ハ
レ
旦
゜
〔
集
韻
〕
繭
‘
或
作
―
―
配
・
蘊
・
轄
↓

蘭
由
會
意
形
繋
。
面
と
見
と
の
合
字
。
面
と
む
か
つ
て

人
を
見
る
こ
と
。
故
に
面
と
見
と
を
合
し
て
そ
の
義
を

あ
ら
は
す
。
見
は
又
昔
符
。

【
蜆
汗
】
1

”
ウ
は
ぢ
て
か
ほ
に
汗
を
流
す
。
〔
沈
約
、
上
―
―

宋
書
ー
表
〕
鞠
豹
躙
跨
、
蜆
汗
亡
＞
暦
。

【
蔵
顔
】
2

努
羞
趾
の
な
い
か
ほ
つ
き
。
厚
顔
。
又
、
は

ぢ
る
顔
。
〔
丘
渥
、
興
,
,
陳
伯
之
一
書
〕
将
軍
獨
蜆
顔
借
レ

命
‘
馳
,
,
謳
耗
衷
之
長
↓
〔
杜
甫
、
去
矢
行
〕
野
人
瞭
蕩
無
,
,

蜆
硬
登
可
3

久
在
―
―
王
侯
間
↓

【
繭
愧
】
3

"

ン
は
ぢ
て
顔
を
あ
か
く
す
る
。
蔵
葱
。
〔
常

哀
‘
謝
n

一
端
午
賜
―
―
衣
及
器
物
等
ー
表
〕
徘
―
―
徊
渥
恩
二
郎
一

愧
朝
列
↓
〔
余
靖
‘
免
レ
輯
十
一
部
侍
郎
ー
状
〕
内
揆
,
,
空
疎
一

第
深
醜
愧
゜

【
醜
憫
】
4

”
ン
は
ぢ
お
そ
れ
る
。
〔
上
官
儀
、
為
1

一
太
僕
卿

劉
基
―
請
1

一
致
仕
ー
表
〕
久
戸
,
,
厚
禄
玉
蜆
濯
在
レ
射
。

【
蜆
瞼
]
5

m
i
e
n
'
l
i
e
n
3

厚
顔
。
鐵
面
皮
。

【
蜆
作
】
6

だ
は
ぢ
て
顔
を
赤
く
す
る
こ
と
。
〔
上
官

儀
為
虞
岐
州
請
1

一
致
仕
哀
〕
敢
堕
骸
骨
で
心
顔
醜

作。

【
蜆
慰
】
1

ク
は
ぢ
て
顔
を
赤
く
す
る
。
蜆
作
に
同
じ
。

面
葱
。
〔
宋
異
宗
、
進
,,I!!(
君
事
述
表
〕
勉
従
二
勤
請
百
良

積
醜
塁

【
醜
色
】8t
•ien'se• 

趾
ぢ
る
色
。

【
観
然
】
，
竺
面
目
の
さ
ま
。
又
、
あ
つ
か
ま
し
い
顔

つ
き
の
さ
ま
。
平
氣
で
人
に
封
す
る
さ
ま
。
面
に
は
ぢ

る
色
の
あ
ら
は
れ
ぬ
さ
ま
。
〔
國
語
、
越
語
下
〕
余
雖
―
―

醜
然
而
人
面
一
哉
、
吾
猶
,
,
禽
獣
一
也
。
〔
注
〕
蜆
‘
面
目
之

貌

也

。

「

腫

脹

゜

【
蜆
脹
】
10

”
汐
は
ぢ
る
心
の
顔
に
あ
ら
は
れ
る
こ
と
。

耐

勲

竪

繭

蛭

認

砧

蔵

酸

繭

蔵

鹸

緬

鯨

繭

国】岬
国日
ヱワヱワ
ンンンン

〔
集
韻
〕
郎
版
切

〔
集
韻
〕
烏
患
切

圃國

【

鯨

】

-

ダ

ン

【
繭
】

g

鯨
(
1
1
0
1
4
2
6
7
3
)
の
論
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
鰊
蘇
字
之
謳
゜

＇i[一
顧
(
1
2
-
4
3
5
0
1
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
緬
、
同
レ
顛
。

7
 

日
口
お
も
て
を
ぬ
る
。
け
が
す
。
〔
廣
雅
、
繹
詰

三
〕
蔵
、
汗
也
。
〔
集
韻
〕
鹸
‘
塗
レ
面
也
。

ゞ
ン

ー
日
’マ
ン

マ
ン

口’

祠

】

寧

．

‘

ン

〔
集
韻
〕
母
伴
切
向
E-囲

〔
集
韻
〕
誤
官
切

【
醜
蜆
]
1
1

ぢ
は
ぢ
る
心
が
顔
に
あ
ら
は
れ
る
。
蜆
映

に
同
じ
。
〔
長
生
殿
、
罵
賊
〕
不
レ
似
11

他
朝
臣
蔵
蜆
↓

【
蜆
冒
】
12

匁
は
ぢ
ら
ふ
。
蜆
管
に
同
じ
。
〔
周
書
、
文
帝

紀
上
〕
蜆
―
―
冒
恩
私
涵
醤
E
―
榮
寵
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
終
制
〕

故
醍
曾

I
人
間
云
'
―
―
敢
墜
失
→
〔
雀
融
、
為
―
―
温
給
事
—
請
ニ

致
仕
蹄
侍
1

表
〕
公
私
醜
冒
、
夙
夜
驚
憧
。
〔
子
部
、
為
―
―
衛

尉
許
卿
―
請
函
9
男
表
〕
至
微
至
賤
、
軽
―
―
頸
哀
巌
五
醜

冒
之
求
、
戦
越
無
レ
地
。

【
醜
管
】
13

梵
は
ぢ
ら
ふ
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
呉
蜀
二

客
‘
曙
然
相
顧
‘
職
焉
失
レ
所
、
有
1

一
醜
晉
容
↓
〔
注
〕
五
臣

作
レ
僭
‘
劃
日
、
管
‘
愧
也
‘
向
日
、
醜
‘
面
葱
貌
‘
惰
‘
愧
也
。

【
有
,
,
蜆
面
目
―
】
14

紆
”
”
ぃ
メ
ン
人
間
の
か
ほ
を
そ
な
へ

て
ゐ
る
を
い
ふ
。
蜆
は
顔
の
さ
ま
。
又
、
厚
か
ま
し
い
か

ほ
つ
き
あ
る
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
、
何
人
斯
〕
為
レ
鬼
為
レ

絨
‘
則
不
レ
可
レ
得
、
有
―
―
蔵
面
目
二
視
レ
人
岡
レ
極
。
〔
集
博
〕

蜆
然
有
1

一
面
目
盃
否
人
相
覗
。

―
四
六
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面

部

〔八
I

十
二
聾
〕

腕

誼

嗣

蔵

圏

繭

鯨

監

蘇

罷

鹸

娯

鮨

監

籐

鯵

嬰

醜

蝉

監

鰍

礁

―
四
七

？,........... 巴回 開 r邑—..., も,..邑—..., 悶゚旦邑,..—..., ; a;i-心,..邑—..., 日
ひ 42669 ほ 42668 ふ 42667 は 42666 '目るや美み 42665 面
ろ く ゜ 岡 目の i は兒め が

い。サ ！ うァ れな テ；元 のギ 開 開* ら詩‘ るう□ 日 曲
ン ン ウウ さ 兒し、ぐ、ワワヲヱる

,----篇、 - "篇 ~ る0~ ま ~集 或'た~に-。昆~ はし チツンン ° 
海篇 海,，＂＂ r--.. 0 韻 さ作集 ~ ~ 
'-'l毎 '-' ~ 玉玉篇 -百 事作自 まる韻 し‘集集 ー隼
薔五 鹸 篇- 集寄レ 0 0~ さ韻韻 韻`^ 
呵貨 面怠 -篇 門切 驚或-甑ぶえ石萎、- 面
博切 黒切 鯛切 館 は集面作~ ~ 合切還
也。廂 子。國 鯛習噌 子ぶ閣 齋に'-'韻也柔レ婉玉篇切 謂面曲

也 林 作腕。°涵匿屁ニ
゜ 能 る゚ 通;@通、●お眉、 之

砒 玉りじも El ~ 

lo....,....鹸..., ..J r~ 馳—.., tt: ~I~ ,.......... 蘇 面兒監暫~,........, 監 戸 ,.. ~ 価—立.., 之調緬;:::;-,..~ 繭—.., 
42675 42674 蔵° 或、おI は、 42673 。は、 42672 鮨鯵範 42671 ..... I 42670 

作 ~ は 面 成蓉、諺 ， 
クキ， ア レ-ぢネダ のラ は口□ メベ

ウ I ン 巌にるンン 長ン 。ぅエアオア シンン
- 切 た、作゜ - い れンンンン の-

~韻集 音-・、義二未詳 ~ 集韻へる。或は ~集韻 さま。 集韻 ヘい 集韻 ハ集韻 謳字0 ~ 篇i毎
去 曖。 酪玉栽乃 ~ril た~ ~ 美

久 -龍 、‘篇へ0 版 集甘 む乙郎 "正 耕

切 寵 酢酔ヽ 切 韻切 す減感 i 切
庄 手蘇、 I 写'-----'監 が切切 勾

直 j 鑑‘酢 ~ 岬園た '-----'郷

詭 I 蘇、.... 面底 二麗圏 繭

‘、又了 箇 集 緬

畠或懸蔽 長 門 字

誦 r面——.., は詞,....,墨、I羅ぢ 0r面—立""'I 監藍□ ,.......... 車斤 ,........, 齢 猷 r而—百""'I = 
鰺巴： ぢ百 l葬‘る顔巴9 盤‘口 ど~ ~ 絃巳2
は 42680 ~ る首~"'i'7パ也葱陸。の 42679 面、監盤~ 42678 42677 は 42676 は

う集貢、へ青長。面 血面

れサ 韻橘o或作 中I い,. マバ 兒 F集ヽ の 口□ 日I ナダ のメベ が
ひン -香橘.... C' 。長セサゼサザサ ぁンン 醜

憶句の~.... ま - 韻 ＜ ンンンンンン ! 
い ｀識亨 :'.'l 0 集'-' せ い
た~集、 憶皮.iii ,....., 韻 盤醜 。冨 。
む 韻 1羅、想合、のし 醸・ て'-玉篇 ~ ‘い ~ 集韻 集頷 ハ集韻 ←、 韻 r---

すが 七感 態虚光星ゎを ―鰍゚同じ-蝙ヽ 切乱 贋醜さま。 ＼ 子 鋤 財 =土 '-'集韻 見贈 ‘ 集韻
た切 或初い。 兒 閤衡廿 栗補 醍切 iJi臭

-0 圏 作レ渦、令 r---,集面吉圏 -。監幅切切切 鵬 蔽霰 I 
集 鵬l面'--'韻虻゜ 集° 詔塵園 乃 絃 、

韻 籠 i疑四 韻- 火汗 畠゚ー。、 l咤〇-切
鰺、 O宮憶は 暫、、玉篇~ ° 血゚

冒砿令喜1:正襲§ 厘国墨邑 邑亘；
會意門に-瞥 ; -＿楚辟 築小 42686 42685 42684 が 42683 42682 42681 成共兌
礁つ註礁云 き

形面‘や、~''難巳□日 し‘テ ＇ ア ! 賛不が字妍憂顔面‘●セセ， ;, ぢ ろン ン
面レな亦＾也色焦ぉゥ・ヴ い ッ
と澤い作° ゜蝕も 補孵 韻監 0~ 馳
焦也゜レ 1 参領枯IJヽて~~ ~ へ - ヘ " 喜 篇海 類編g 韻婆

と 。F ヽ惟"';° cl又-也 が 集韻集韻 鰍‘ 5 I 監 5I 贋ヽ 、醜 I -寝 °^ 
の廣作 m 、-ゃ~~ 同 ヽ、 I

完合 -韻レ櫛てk 憔-;-れうい‘つ子肖 i玄i'i玄 レ盟ヽ心恩N 追頬輔器.. 器 '-' 輝 切 レ同、！- 喜愚
焦 碑、作 I へ贋 れ切切 I 麿、- ， 醗I → 兒-
凪点作る- る - の - 、には面、レ~.... る~-。° 國屡］ 同。 ~ 飼 同或同

も不礁 i兌~""" じ じ作じ
ゃと レ に° 文竺．雅廣玉篇文説 ~字 0 ~ 篇 レ鳳-o 

け迄お通庶、~~ 彙集 漏集

12743 



(42687)一 (42705)

お
も
て
を
あ
ら
ふ
。
沫
(
6ー

1
7
2
3
6
)

・
額
(
1
2
-
4

3
4
9
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
繭
‘
洗
レ
面
也
、
輿
レ
額

同
。
〔
集
韻
〕
沫
‘
説
文
‘
洒
レ
面
也
、
或
作
二
繭
・
額
↓

〔
證
、
内
則
〕
面
垢
‘
憚
レ
播
、
請
レ
鹸
。
〔
繹
文
〕
繭
、

洗
レ
面
。

【
繭
面
】
1

焚
ィ
か
ほ
を
洗
ふ
。
洗
面
。
〔
虞
世
南
史
略
〕

春
日
以
,
,
桃
花
1

和
レ
雪
‘
興
レ
兒
繭
レ
面
‘
呪
曰
、
取
1

一
紅
花
一

取
"
白
雪
一
興
レ
兒
洗
レ
面
作
,
,光
悦
一
取
—
る
白
雲
ご
取
―
―
紅

花
ご
界
兒
洗
レ
面
作
二
妍
華
ぶ
生
花
紅
ぶ
生
雪
白
ご
央
レ

兒
洗
レ
面
作
1

一
光
澤
面
取
雪
白
盃
生
花
紅
ご
央
レ
兒
洗
レ
面

作
華
容
↓

【
繭
梁
】
2

”
判
古
、
梁
米
の
湯
汁
を
以
て
顔
を
洗
ふ
を

い
ふ
。
梁
米
の
汁
は
顔
を
滑
に
す
る
炊
が
あ
る
か
ら
用

ひ
る
。
〔
藉
‘
玉
藻
〕
日
五
監
‘
沐
稜
而
蠣
梁
。
〔
疏
醤
f

、

洗
面
也
、
取
,
,
稜
梁
之
播
汁
二
用
牌
洗
』
面
、
沐
レ
製
、
並

【

蔵

】

一

久

ワ

イ

〔
集
韻
〕
呼
内
切
認
g

r
x
ヽ
h
u
e
i

日
口
国
ま
る
が
ほ
°
或
は
頷
(
1
2
-
4
3
6
8
7
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
圃
面
也
‘
或
作
レ
緬
゜

【

藷

】

一

戸

具
炉

囮圃

〔
集
韻
〕
先
命
切
瞬
幽

〔
集
韻
〕
徒
玩
切

日
セ
ン

〔
集
韻
〕
荀
縁
切

醜
醜
は
、
お
も
て
が
し
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
醜
‘
醜
醜
‘

面
白
也
。

【

醜

】

』

レ

9

ウ
〔
集
韻
〕
朗
鳥
切
園

ど
を
意
味
す
。
面
に
焦
を
添
へ
た
る
醗
は
や
け
ど
を
せ

し
如
き
つ
や
の
無
き
面
を
意
味
す
。
〔
説
文
、
醗
、
面
焦

枯
小
也
、
八
＿
一
面
焦
面
迂
巴
此
攀
1

一
會
意
1

包
―
―
形
瞥
↓

面

部

〔
十
ニ
ー
＋
七
輩
〕

【

高

】

』

セ

ン

【
鍍
】
一

緻↓ 【
鰊
】
〗

9ゞ

,U 

ジ

〔
集
韻
〕
子
告
切
涸
-

憶
(
4
-
1
1
3
7
9
)
•

鵬
(
1
2
ー

4
2
6
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
慨
‘
或
作
二
離
•
議
·

慈
(
4
|
1
1
0
4
8
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
醍
、
同
レ
慈
゜

【
繭
】
-
テ
ン

蜆
(
1
2
-
4
2
6
6
0
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
鐘
、
同
レ
蜆
。

●
闘
璽
且
＿

冨
】
一
ザ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
置
、
昔
要
。

冦

】

一

’

袷

(
4
1
8
8
8
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

袷
、
或
作
レ
冨
。

カ

7

【庫火】-
，

融

(
U
!
-
4
2
6
器
）
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
喪
、
同
レ
醜
゜

セ
ウ

蜆
醗
は
、
わ
か
い
顔
色
。
〔
集
韻
〕
酪
、
蜆
酪
、
少

色
。
【
燃
】
-
*
四

須
レ
滑
故
也
。

〔
集
韻
〕
乃
珍
切
芦
〗

〔
集
韻
〕
盆
渉
切
隕

一
せ

y
e
h
•

〔
集
韻
〕
於
球
切
涸

日
ゑ
く
ぼ
゜
或
は
騎

(
1
2
|
 4
2
6
8
4
)
 

層
：
に
作
る
。
〔
説
文
新
附
〕
酪
‘
姿
也
‘
松

面
厭
臀
゜
〔
廣
韻
〕
酪
‘
面
上
薔
子
。
〔
集
韻
〕
酪
‘
頬

輔
也
、
或
省
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
番
繭
在
レ
頬
則

好
。
〔
注
〕
縣
繭
、
著
11

頬
上
1

窒
也
。
口
●
日
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
爵
、
一
日
‘
鋪
也
。
●
ほ
く
ろ
。
顔
の

ほ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
裔
‘
面
黒
子
。
〔
丹
鉛
線
録
、
瑣

誤
類
〕
施
―
―
粉
黛
於
足
胆
盆
竺
監
子
於
眉
目
一
哉
。

【
昏
薔
】
1

琴
ガ
瞭
の
残
星
の
形
容
。
〔
温
庭
箱
、
現
仙
話
〕

銀
河
欲
』
轄
星
薔
昏
、
碧
浪
昼
山
埋
―
―
早
紅
↓
〔
疸
成
大
、

三
月
十
五
日
華
容
湖
尾
看
1

一
月
出
―
詩
〕
晶
晶
浪
皆
舞
‘

監
昏
星
欲
レ
避
。

【
暦
兒
】
2

勺
細
飾
゜
〔
西
廂
記
‘
草
橋
店
夢
1

一
鶯
鶯
1

雑

劇
〕
有
1

一
甚
磨
心
情

¢
E花
兒
昏
兒
、
打
扮
的
嬌
嬌
滴
滴

的
媚
。

【
薔
飾
】
3

{
が
女
の
ゑ
＜
ぽ
の
邊
の
か
ざ
り
。
藝
細
に

同
じ
。
〔
丹
鉛
録
〕
自
ゑ
大
宮
ー
有
—

1顛
髄
痕
事
盃
唐
章
固
妻
、

少
時
為
レ
盗
所
レ
刃
、
以
レ
翠
掩
レ
之
、
女
粧
遂
有
二
藝
飾
↓

【
薔
笑
】
4

衿
ゑ
＜
ぽ
を
生
じ
て
笑
ふ
。
〔
温
庭
箱
、
牡

丹
詩
〕
欲
レ
綻
似
レ
含
雙
薔
笑
。

【
監
細
i

】5

焚
女
の
ゑ
＜
ぽ
の
邊
の
か
ざ
り
。
〔
酉
陽

雑
俎
、
鯨
〕
近
代
粧
尚
函
薔
、
如
-
l

射
月
云
I

二
黄
星
薔
玉
昏

細
之
名
、
蓋
自
二
呉
孫
和
郵
夫
人
l

也。

【
縣
蛹
~
】
6

”
‘
婦
人
が
頬
に
つ
け
る
文
飾
。
ゑ
＜
ぽ
°

餐
蜻
〔
楚
辟
、
大
招
〕
縣
輔
奇
牙
‘
宜
レ
笑
嘔
只
゜
〔
集
注
〕

輔
、
一
作
レ
繭
‘
云
云
‘
輔
、
頬
車
也
。
〔
補
注
〕
縁
繭
‘
頬
邊

文
‘
婦
人
之
媚
也
。
〔
曹
植
‘
洛
紳
賦
〕
明
眸
善
瞭
‘
馨
輔

承
レ
櫂
゜

【
監

ill
】1
i

ノ
ゑ
＜
ぽ
゜
僭
輔
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
昏

繭
在
レ
頬
則
好
。
〔
注
〕
薔
繭
、
著
1

一
頬
上
―
窒
也
。
〔
淮
南

子
、
脩
務
訓
〕
奇
牙
出
、
菌
繭
揺
。
〔
注
〕
僭
繭
‘
頬
邊
文
‘

婦
人
之
媚
也
。

冨

】

一

口
エ
ン

日
ェ
ブ

色
が
蒻
い
。
〔
集
韻
〕
薔
‘
色
弱
。

醜

緬

繭

燃

焚

冨

驀

罐

醜

離

薔

蜃

鯨

甑

醜

鵬

慰

識

薔

【
閣
】
[

n瓢
麗
直
＿

’
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
薔
‘
昔

掴。

ク
ワ
ク

面
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
識
、
面
兒
。

【識】
5

セ
ン

〔
集
韻
〕
子
朧
切
寧
一

暉麗目――

【
鰹
】
〖
昔
未
詳
い
い
い
←

t彙
補
〕
題
、
昔
未

【騎】
5

9ゞ

臓
(
1
2
|
 4
2
6
7
9
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

鱒
、
同
レ
臓
。

【歳】如
0
面
が
小
さ
い
。
〔
玉
篇
〕
議
、
面
小
也
。
●
醜
小
～

は
、
面
が
小
さ
い
。
〔
集
韻
〕
膿
、
議
小
J

、
面
小
也
。

ベ
ッ
メ
チ

〔
集
韻
〕
莫
結
切

●
麟
巴
輯
＿

圏

【
厩
芦
ギ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
肇
、
音
疑
。

【
諒
】
〗
カ
ン

義
未
詳
。
〔
捜
漠
玉
鏡
〕
鰊
、
昔
幹
。

―
四
八

12744 
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【
革
写

面

部

〔
十
八
ー
＋
九
驚
〕

蘊

醒

羅

醸

革

部

革

―
四
九

〔
集
韻
〕
各
核
切
國

≪
む

ke'

〔
集
韻
〕
詑
力
切
暉

り
I

c
h
i
'
 

小

古

日

0
か
は
。
④
毛
を
抜
い
た

革
豪
箪
文
だ
け
の
獣
皮
。
〔
説
文
〕
革
、

獣
皮
治
,
,
去
其
毛
1

日
レ
革
、
革
、
更
也
、
象
―
―
古
文

革
之
形
↓
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
革
、
象
,
,
首
足
尾
具

之
形
面
＇
象
残
毛
↓
〔
六
書
故
〕
革
、
具
三
二
足
首

昆
日
レ
革
、
柔
日
レ
率
、
通
日
レ
皮
。
＠
か
は
の
繕

稽
。
皮
゜
〔
正
字
通
〕
革
、
人
卑
ハ
レ
獣
皆
日
レ
革
゜
〔
詩
、

召
南
、
恙
羊
〕
恙
羊
之
革
゜
〔
傭
〕
革
、
猶
レ
皮
也
。

G
)

日
カ
ク
キ
，
ヤ
ク

キ＂ヨク

コ
ク

口l 革

部

【

醸

】

[

鰍↓

9ゞ

憶
(
4
-
1
1
3
7
9
)
・
8
(
1
2
1
 42
6
7
9
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
憶
‘
或
作
二
鼈
．
疇
．

【

繭

】

[

ーフ

爛
(
4
ー

1
1
5
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

憚
‘
或
炊
レ
面
。

．＇皇＿

【
耀
】
如

顧
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕

醒
、
同
レ
顧
。

昔
義
未
詳

【

轟

】

[

’

顧

(
1
2
-
4
3
5
7
4
)
に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
昌
、
同
レ
顧
。

ク
ワ
イ

な
ま
か
は
。
な
め
さ
な
い
皮
。
〔
漢
書
、
鄭
崇
傭
〕
篇
日
、
革
、
戒
也
。

O
つ
ば
さ
。
靱
(
9
|
2
8
7
5
1
)

に
【
革
諒
】
8

”
ク
あ
ら
た
め
さ
け
る
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
偉
〕

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
革
、
段
借
為
祠
゜
〔
詩
、
咸
圧
其
辟
而
紐
脈
革
講
↓

【
革
績
】
，
”
ク
繍
革
。
〔
墨
子
、
節
葬
下
〕
必
大
棺
中
棺
、

毎
レ
見
曳
―
―
革
履
↓
〔
注
〕
師
古
曰
、
執
曰
レ
車
、
生

革
闇
三
操
。
〔
間
詰
〕
畢
云
‘
闇
、
同
レ
精
‘
操
、
同
レ
繰
、
恨

日
レ
革
゜
＠
皮
膚
゜
〔
磯
聰
運
〕
膚
革
充
盈
゜
〔
疏
〕
小
雅
、
斯
干
〕
如
1

鳥
斯
革
↓
〔
博
〕
革
、
翼
也
。

O

膚
肉
之
厚
皮
革
也
。
〔
管
子
、
水
地
〕
肝
生
レ
革
゜
易
、
六
十
四
掛
の
一
。
藷
一
”
亘
°
藷
を
改
め
る
借
字
‘
案
、
説
文
革
部
云
‘
績
‘
革
繍
也
。

〔
注
〕
革
、
皮
膚
也
。
●
つ
づ
み
。
た
い
こ
。
八
昔
の
象
。
〔
易
、
革
〕
澤
中
有
レ
火
、
革
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
【
革
去
】
10

”
”
●
藷
法
の
弊
害
を
革
除
す
る
。
改
革
゜

一
。
〔
周
證
、
春
官
、
大
師
〕
金
石
土
革
絲
木
抱
竹
゜
族
略
、
入
瞥
〕
革
氏
、
漢
初
功
臣
有
―
―
霙
棗
侯
革
〔
元
典
章
、
吏
部
、
教
官
、
保
選
儒
學
官
員
〕
革
玉
濫
保

杢
望
出
―
―
清
河
芦
〗
●
き
び
し
い
。
ひ
ど
い
。
せ
之
弊
→
〔
縣
恵
全
書
、
錢
穀
部
、
比
較
〕
州
邑
革
,
,

去
里
長

排
年
一
●
役
を
と
り
あ
げ
る
。
〔
一
輻
恵
全
書
、
刑
名
部
、

〔
注
〕
革
、
鼓
数
也
。
●
た
て
。
か
ぶ
と
。
よ
ろ
ひ
゜

監
禁
〕
牢
頭
名
色
、
党
行
二
革
去
↓

〔
周
證
、
考
工
記
、
弓
人
〕
利
レ
肛
革
興
＞
質
。
〔
注
〕
ま
る
。
函
(
1
ー

2
7
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
贅
〕

革
、
謂
手
盾
→
〔
幡
、
柴
記
〕
而
貫
箪
之
射
息
也
。
革
‘
段
借
為
レ
函
゜
〔
集
韻
〕
革
‘
急
也
、
或
作
レ
函
゜
〖
革
去
頂
戴
〗

1
1祁
分
ィ
官
位
の
品
級
を
奪
ふ
こ
と
。

〔
疏
〕
革
、
甲
鎧
也
。
〔
國
語
、
齊
語
〕
定
,
,
―
二
革
涵
竺
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
夫
子
之
病
革
癸
゜
〔
注
〕
革
‘
急
也
゜
剥
官
す
る
こ
と
。
〔
清
會
典
事
例
、
吏
部
、
虞
分
例
、
引

五
刃
↓
〔
注
〕
三
革
、
甲
・
冑
・
盾
也
。
〔
戦
國
、
秦
策
〕
●
は
や
い
。
す
み
や
か
。
極
(
1
2
-
4
2
9
0
7
)

に
同
用
律
例
〕
錢
度
著
章
去
頂
戴
面
橋
雲
南
布
政
使
之

じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
錯
革
鳥
日
レ
旗
。
〔
疏
〕
革
、
任
↓
【
革
華
】
12

衿
く
つ
を
い
ふ
。
繹
。
〔
韓
愈
、
下
祁
侯
革

兵
革
大
強
。
〔
注
〕
革
‘
猶
レ
甲
也
。
●
か
は
の
た
づ

華
傭
〕
下
邪
侯
革
華
者
、
其
先
隠
西
人
也
。
〔
注
〕
革
華
、

急
也
。
畳
―
―
急
疾
之
鳥
於
縮
一
也
。
〔
集
韻
〕
極
‘
説

な
の
た
れ
。
た
づ
な
の
把
る
と
こ
ろ
の
餘
つ
て

繹
也
。

文
‘
急
也
‘
或
作
レ
革
。
●
通
じ
て
棘
(
6
|
1
4
9
3
8
)
 

下
垂
す
る
も
の
。
〔
爾
雅
、
繹
器
〕
轡
首
謂
1

一
之
革
↓

に
作
る
。
〔
韻
會
〕
革
、
通
作
レ
棘
゜
R
人
名
。
〔
列
【
革
勧
】
ビ
歿
あ
ら
た
め
す
す
め
る
。
〔
新
書
、
博
職
〕

子
、
湯
問
〕
殷
湯
問
,
,
於
夏
革
↓
〔
秤
文
〕
革
、
昔
棘
。
婆
レ
善
而
抑
レ
懸
、
以
革
1

一
勧
其
心
↓

〔
詩
、
小
雅
、
蓼
蔦
〕
條
革
沖
沖
。
〔
偲
〕
革
、
轡
首

開
由
形
贅
。
本
義
は
毛
を
取
去
っ
た
獣
の
皮
゜
臼
は
昔
【
革
軍
】
1
4
k
咽

c
h

g
ー
革
命
軍
。

也
。
〔
疏
〕
繹
器
云
、
轡
首
謂
―
―
之
革
盃
郭
環
日
、
轡
、

符
。
▽
ヽ
~
（
金
文
）
象
形
。
頭
か
ら
尾
ま
で
丸
剥
ぎ
【
革
袂
】

1
5
乃
ゆ
が
け
。
〔
戦
國
、
韓
策
〕
甲
盾
堤
萎
、
鐵

肥
也
、
然
則
馬
轡
所
レ
鞄
之
外
有
レ
餘
而
垂
者
謂
―
―

之
革
↓
〇
車
賦
の
か
は
か
ざ
り
。
〔
荀
子
、
藉
論
〕
に
し
た
獣
の
皮
に
象
る
。
幕
革
袂
吸
肉
、
無
レ
不
二
畢
具
↓
〔
史
記
、
蘇
秦
偉
〕
嘗
レ
敵

金
革
轡
矧
而
不
レ
入
。
〔
注
〕
革
、
車
帳
也
。
●
お
い
【
革
鞍
】
1

t

ヵ
革
を
以
て
製
し
た
馬
具
。
〔
堕
鐵
論
、
散
則
斬
,
,
堅
甲
鐵
幕
盃
袂
・
吸
丙
、
無
レ
不
畢
具
↓

る
。
〔
方
言
、
十
〕
革
、
老
也
。
〔
注
〕
皮
毛
枯
痒
之
不
足
〕
及
真
懇
革
鞍
鼈
成
‘
鐵
鑓
不
A

飾

。

【

革

陵

】

16

吟
長
方
形
の
革
の
箱
゜
〔
列
女
傭
、
績
列
女
、

【
革
役
】2
”
”
ゃ
く
を
と
り
あ
げ
る
。
〔
一
輻
悪
全
書
、
刑
趙
飛
燕
姉
梯
傭
〕
令
下
殺

1面
~
レ
生
兒
盃
＇
簑
盛
誠
も
之
。

名
部
、
逃
人
、
拿
獲
〕
査
出
定
行
―
―
枷
責
革
役
↓
【
革
言
】
17

”
ク
事
を
あ
ら
た
め
雙
へ
る
べ
き
言
議
。
〔
易
、

形
。
〔
蜀
志
、
彰
羨
偲
〕
老
革
荒
悸
゜
〇
あ
ら
た
め

【
革
易
】
3

”
”
あ
ら
た
め
か
へ
る
。
又
、
あ
ら
た
ま
り
革
〕
九
三
、
征
凶
、
貞
属
、
革
言
三
就
有
レ
字
。

る
。
あ
ら
た
ま
る
。
改
(
5
|
1
3
1
1
4
)
•

更
(
6
|1
4
2
 

8
3
)
に
通
ず
。
古
、
革
(
2ー

2
7
6
5
)
に
作
る
。
〔
説
か
は
る
。
雙
易
。
改
易
。
髪
改
。
改
革
。
〔
後
漢
書
、
荀
戎
【
革
故
】
1
8
t
ク
ふ
る
き
を
改
め
る
。
〔
任
防
‘
椰
―
―
位
梁
王
―

文
〕
革
、
革
、
古
文
革
八
レ
舟
‘
舟
年
為
,
,
一
世
i

而
偲
〕
起
―
―
狽
臣
炊
革
1

一
易
愚
豊
堅
レ
螢
固
レ
守
‘
徹
―
―
其
軍
璽
書
〕
取
新
之
應
既
昭
‘
革
故
之
徴
必
顛
゜
〔
楊
煩
‘
唐
上

賓
↓
〔
魏
志
、
博
蝦
博
〕
今
遇
一
＿
帝
室
多
難
互
含
能
二
革
易
一
騎
都
尉
高
君
紳
道
碑
〕
三
震
革
故
‘
君
子
於
レ
焉
待
レ
時
‘

【
革
屋
]
4

”
”
か
は
を
張
つ
て
作
っ
た
屋
根
。
〔
五
代
四
海
清
平
、
謀
臣
以
レ
之
蹄
レ
第
。
〔
李
商
隠
‘
贈
1

送
前

道
更
也
、
臼
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
革
、
段
借
為
レ

史
、
四
夷
附
録
、
契
丹
傭
論
〕
遇
レ
雨
則
張
レ
革
為
レ
屋
。
劉
五
経
映
―
―
二
十
韻
詩
〕
鼎
新
魔
一
琴
‘
革
故
法
三
章
。

改
、
為
レ
更
、
改
・
更
・
革
、
一
臀
之
韓
゜
〔
易
、
雑
〕

革
、
去
蔽
也
。
〔
詩
、
大
雅
、
皇
矢
〕
不
,
,
長
レ
夏
以
【
革
更
】
5
膀
あ
ら
た
め
る
。
改
更
。
〔
白
虎
通
、
諫
評
〕
〖
革
故
鼎
新
〗

1
9”
り
ク
ふ
る
き
を
改
め
、
新
し
き
を
と

革
↓
〔
博
〕
革
‘
更
也
。
〔
呂
覧
、
執
一
〕
天
地
陰
陽
不
レ
諫
者
何
、
諫
、
間
也
、
因
也
、
更
也
、
是
非
相
間
、
革
―
―
更
其
る
。
〔
易
、
序
卦
〕
井
道
不
レ
可
レ
不
レ
革
、
故
受
レ
之
以
レ
革
、

革
而
成
。
〔
注
〕
革
‘
改
也
。
〔
漢
書
、
異
姓
諸
侯
王
表
行
一
也
。
革
レ
物
者
莫
レ
若
レ
鼎
、
故
受
レ
之
以
レ
鼎
。
〔
注
〕
革
、
去
レ

【
革
角
】
6

”
”
築
器
の
名
。
〔
臀
築
格
〕
革
角
長
五
尺
、
故
‘
鼎
取
』
新
‘
既
以
去
レ
故
‘
則
宜
,
,
制
氣
器
立
レ
法
以
治
ヮ

形
如
ー
竹
筒
面
簿
軍
中
皆
用
レ
之
。
新
也
、
鼎
所
ぶ
以
和
―
―
齊
生
物
一
成
と
新
之
器
也
‘
故
取
象
レ

序
〕
古
世
相
革
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
革
‘
雙
也
。
●
い

ま
し
め
る
。
諄
(
1
0ー

3
5
7
5
2
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
【
革
革
】
7

”
”
給
呉
す
る
意
。
挟
西
の
語
。
〔
方
岳
、
題
―
―
焉
。

訓
定
臀
〕
革
、
段
借
為
レ
諄
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
耕
雨
皇
詩
〕

Pf嵯
先
生
誰
使
レ
汝
‘
苦
要
益
革
革
換
―
―
雙
【
革
工
]20

謗
な
め
し
が
は
の
細
工
人
。
〔
清
會
典
、
工

賛
〕
風
美
所
レ
扇
、
訓
,
,
革

千

載

↓

〔

注

〕

善

日

、

蒼

頷

履

↓

部

〕

凡

エ

、

日

革

工

。

〔

注

〕

有

繭

皮

匠

云

有

,

,

鍼
皮
匠
↓
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革

部

革
|

_

 

【
革
争
】
21

討
と
や
か
く
半
ふ
。
ご
ね
る
。
〔
水
滸
博
‘
三
【
革
飾
】
32

衿
ク
毛
を
去
っ
た
革
の
飾
り
。
〔
周
臆
、
春

十
八
回
〕
自
レ
古
賭
錢
場
上
無
父
子
「
備
明
明
地
楡
了
、
官
、
巾
車
〕
渫
車
瀑
蔽
、
鹿
浅
様
、
革
飾
゜
〔
疏
〕
云
乙
又

如

何

倒

来

革

率

。

以

下

所

―

―

治

去

＂

毛

者

訟

郷

，

之

者

、

以

却

竺

ぞ

革

飾

一

皮

【
革
造
】
22

窮
あ
ら
た
め
つ
く
る
。
〔
史
記
、
三
皇
紀
〕
去
レ
毛
曰
釜
革
、
故
以
レ
去
レ
毛
言
レ
之
。

無

章

應

惟

作

む

毎

黄

↓

【

革

職

】

33

笠
ク
官
職
を
免
ず
る
こ
と
。
清
朝
の
大
臣
が

【
革
'
t
J
]
2
3

ぢ
ぁ
ら
た
め
て
け
づ
り
去
る
。
剣
は
削
。
も
し
不
都
合
の
こ
と
あ
れ
ば
‘
其
の
頂
戴
（
帽
子
の
上

〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
降
及
玉
空
匹
革
―
-
l
i
J
五
等
制
百
i

二
郡
に
つ
け
て
お
く
珠
で
、
我
が
國
の
動
章
の
や
う
な
も

雙
〔
孫
速
‘
宰
相
及
百
官
｛
庄
昆
明
池
旬
宴
ー
序
〕
革
1

一
の
）
を
あ
ら
た
め
さ
せ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
紅
棲
夢
、
ニ

剃
浮
靡
ぶ
導
1

一

揚

雅

頌

一

回

〕

即

批

革

職

、

該

部

文

書

一

到

、

本

府

官

貝

、

無

レ

不

二

【
革
砥
】
2
4
[
ハ
刃
物
を
と
ぐ
砥
石
に
代
用
す
る
革
゜
喜
悦
↓
〔
清
會
典
、
吏
部
〕
凡
虞
分
之
法
三
‘
―
二
日
革
職
、

【
革
笥
】
25

匁
獣
皮
で
つ
く
っ
た
は
こ
。
〔
漢
書
、
籠
錯
其
等
一
、
留
任
者
、
別
為
レ
等
焉
、
凡
降
調
而
級
不
レ
足

博
〕
材
官
翡
登
‘
矢
道
同
＞
的
、
則
匈
奴
之
革
笥
木
薦
‘
者
、
則
議
革
、
凡
虞
分
有
1

一
展
参
者
面
磁
X
n

其
法
ず
几
虞

弗
＞
能
レ
支
也
。
〔
注
〕
孟
康
日
、
革
笥
‘
以
レ
皮
作
‘
如
レ
鎧
分
‘
至
二
革
職
ー
則
止
焉
‘
甚
者
日
n

―
永
不
二
叙
用
面
玉
職
有
―
―

者

被

レ

之

。

餘

罪

ご

則

交

―

―

刑

部

丁

凡

官

老

疾

者

則

休

致

。

〔

清

會

典

【
革
．
車
】
26

笞
革
で
装
備
し
た
車
。
戦
争
に
用
ひ
る
事
例
‘
吏
部
、
慮
分
例
、
大
計
統
例
〕
九
年
題
准
、
大
計
大

兵
車
。
革
絡
。
〔
周
護
、
春
官
、
車
僕
〕
凡
師
共
1

一
革
車
一
法
‘
貪
酷
並
在
―
―
逃
者
な
早
職
提
問
、
罷
帳
無
レ
為
、
素
行

〔
橙
、
明
堂
位
〕
革
車
千
乗
。
〔
注
〕
革
車
‘
兵
車
也
。
〔
左
不
レ
謹
者
、
革
職
。
〔
六
部
成
語
、
吏
部
、
革
職
、
注
解
〕
将
―
―

氏
、
昭
‘
八
〕
革
車
千
乖
。
〔
孟
子
、
盛
心
下
〕
武
王
之
伐
レ
其
官
職
芦
＇
退
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
官
吏
法
、
懲
戒
種

殷
也
、
革
車
―
二
百
雨
‘
虎
責
一
二
千
人
。
〔
注
〕
革
車
、
兵
車
類
、
革
職
〕
革
職
者
、
免
―
―
現
任
官
職
一
之
慮
分
也
、
猶
―
―
我

也
。
〔
國
語
‘
齊
語
〕
（
桓
公
）
有
二
革
車
八
百
乖
↓
〔
孫
子
、
免
職
↓

作
戦
〕
凡
用
レ
兵
之
法
‘
馳
車
千
閉
‘
革
車
千
乗
。
〔
庄
〕
〖
革
職
離
任
〗

3
4
"琵
ヨ
ク
年
旧
制
、
官
員
を
懲
罰
す
る

曹
操
曰
‘
馳
車
、
軽
車
也
‘
駕
―
―
閉
馬
；
革
車
‘
重
車
也
。
法
。
本
官
を
免
じ
、
更
に
其
の
事
務
に
輿
か
る
こ
と
を

〔
葉
大
慶
、
考
古
質
疑
〕
古
者
、
車
兼
1
1

攻
守
公
口
而
言
レ
禁
ず
る
こ
と
。
革
職
留
任
の
封
。
〔
清
會
典
事
例
、
吏
部
、

之
‘
皆
日
二
革
車
丁
分
而
言
レ
之
、
曰
―
―
軽
車
・
重
車
↓
〔
説
慮
分
例
‘
引
用
律
例
〕
革
職
降
調
離
任
者
、
別
経
1

一
猜
覺
一

苑
、
復
恩
〕
賜
l

之
千
金
革
車
百
乗
↓
立
為
1

一
上
卿
↓
除
下
賄
太
＇
員
一
虞
分
改
正
上
外
‘
云
云
゜
〔
清
國
行
政
法
汎

【
革
朱
】
27

笠
漢
の
人
。
盆
は
端
。
越
の
連
放
を
以
て
、
高
論
、
官
吏
法
、
懲
戒
種
類
、
革
職
〕
革
職
離
任
‘
削
酎
1

私

祗
に
従
つ
て
砕
よ
り
起
り
、
別
に
越
将
を
卒
ゐ
て
漢
に
罪
1

行
レ
之
。

入
り
諸
侯
を
撃
ち
、
都
尉
を
以
て
九
百
戸
に
侯
と
な
〖
革
職
留
任
〗
3
5
"翌
匁
清
制
、
官
員
を
懲
罰
す
る

り
、
煮
棗
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
前
漢
書
、
十
六
〕
。
法
。
本
官
に
封
す
る
品
級
及
ぴ
之
に
伴
ふ
頂
戴
（
帽
子

【
革
襦
]
2
8

名
な
め
し
が
は
で
つ
く
つ
た
短
衣
゜
〔
漢
の
上
に
つ
け
て
お
く
珠
）
を
奪
ひ
、
な
ほ
現
職
に
留
め

書
霊
光
博
、
太
后
披
珠
襦
正
〕
晉
約
日
、
貫
レ
珠
以
お
き
、
後
日
の
功
努
を
見
て
再
ぴ
現
官
の
待
遇
を
典
へ

為
レ
襦
‘
形
若
―
―
今
革
襦
云
K

。

る

も

の

。

〔

随

園

瀦

筆

〕

晉

書

陶

侃

傭

‘

侃

剌

二

荊

州

五

塑

【
革
順
】
29

名
’
皮
革
の
相
順
ふ
こ
と
。
〔
儀
謁
、
小
牢
杜
曾
一
戦
敗
、
免
官
、
王
敦
表
以
1
1

侃
白
衣
領
職
↓
再
討
―
―

績
食
随
〕
膚
九
而
俎
、
亦
横
載
、
革
順
。
〔
注
〕
列
―
―
載
於
杜
投
一
成
功
、
復
還
二
原
官
↓
是
郎
今
之
革
職
留
任
芙
°

俎
公
翌
其
皮
相
順
↓
〔
疏
〕
云
下
列
"
載
於
俎
一
令
牛
天
皮
相
〔
清
會
典
‘
吏
部
〕
―
二
曰
革
職
‘
其
等
一
‘
留
任
者
、
別
為
レ

順
上
者
、
解
罷
革
順
也
、
載
革
順
、
謂
下
以
―
―
此
膚
之
證
ー
等
焉
。
〔
清
會
典
事
例
、
吏
部
、
虞
分
例
、
官
員
降
革
〕
無
レ

相
次
而
作
-
1

行
列
百
竺
膚
革
一
相
順
而
載
拓
3

。

論

1

面
原
議
1

一
降
級
革
職
一
倶
改
為
1

一
革
職
留
任
一
補
官
日

【
革
茸
】
30

只
菌
類
の
一
種
。
山
麓
の
落
葉
の
下
な
ど
需
於
新
任
丁
八
年
無
レ
過
、
方
准
ー
ー
開
復
↓
〔
清
國
行
政
法

に

生

ず

。

汎

論

、

官

吏

法

‘

懲

戒

種

類

、

革

職

〕

革

職

留

任

、

専

封

―

―

【
革
,
缶
]
】
31

認
お
納
戸
色
の
少
し
黒
味
が
か
つ
た
も
の
。
公
罪
石
2

レ
之
、
云
云
、
又
、
革
職
留
任
、
雖
レ
免
二
官
職
硲
回
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革

部

革

〔
二
甍
〕

町

一五

全
書
、
刑
名
部
、
歎
犯
〕
宜
釜
ご
逐
之
子
早
↓

【
革
聞
】
52

翌
，
罷
免
す
る
。
免
職
す
る
。
〔
揺
悪
全
書
、

刑
名
部
、
賊
盗
上
、
審
盗
〕
更
須
n

―
革
闘
以
散
―
―
其
餘
↓

【
革
除
]
5
3

芍
〇
除
き
去
る
。
〔
皇
朝
文
獣
通
考
‘
征
権

考
、
征
商
〕
取
ふ
竺
照
船
規
五
殊
闊
額
外
重
徴
盃
應
レ
請
二

革
除
一
如
有
二
不
肖
官
吏
私
牧
入
レ
己
者
了
論
如
レ
法
従
レ

之
。
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、
武
億
〕
暇
日
召
"
者
老
五
型

土
俗
利
病
「
革
下
除
民
供
―
―
煤
炭
及
饒
里
馬
草
豆
1

諸
枇

政

JoOO明
の
成
祗
、
建
文
帝
の
位
を
奪
ひ
‘
詔
し
て
建

文
の
年
琥
を
去
り
、
復
‘
洪
武
と
梢
し
た
が
、
臣
下
こ

れ
を
嫌
ひ
、
建
文
年
間
を
梢
し
て
革
除
と
い
っ
た
。
〔
明

史
藝
文
志
―
-
〕
黄
佐
‘
革
除
遺
事
、
六
巻
‘
張
芹
、
建
文

備
遺
録
―
一
巻
。
〇
免
官
す
る
。
R
あ
ら
た
め
る
。
〔
幅
悪

全
書
、
疱
任
部
、
謹
操
守
〕
骨

9
革
除
以
牧
―
―
民
誉
↓

〖
革
除
逸
史
〗54
”
”1

書
名
。
二
巻
。
明
、
朱
睦
楔
撰
゜

一
名
、
遜
國
記
。
建
文
帝
の
始
末
を
の
ぶ
。
〔
四
庫
提

要
、
史
、
雑
史
類
〕
。

【
革
罷
】
55

げ
か
は
ぐ
つ
。
〔
璧
鐵
論
、
散
不
足
〕
古
者

庶
人
賤
騎
縄
控
、
革
罷
皮
席
而
已
゜

【
革
鳥
]
5
6

認
急
疾
の
鳥
。
鷹
隼
の
類
。
〔
爾
雅
、
秤
天
〕

錯
寧
鳥
一
日
属
。
〔
注
〕
此
謂
入

g
剥
鳥
皮
毛
』
四
之

竿
頭
い
〔
疏
〕
孫
炎
日
、
錯
、
置
也
、
革
、
急
也
、
事
9
急
疾

之
鳥
於
鰺
也
。

【
革
徴
】
5
7
r
n
ク
や
ぶ
れ
た
の
を
あ
ら
た
め
る
。
改
善
す

る
。
革
弊
゜
〔
王
履
貞
、
辟
薙
賦
〕
革
レ
敬
剖
涵
g

、
何
莫
レ

由
レ
之
而
克
著
。

【
革
嚢
】
58

誘
か
は
で
作
っ
た
ふ
く
ろ
。
か
は
ぶ
く
ろ
。

革
薬
。
〔
史
記
、
殷
紀
〕
為
1

一
革
嚢
1

盛
レ
血
。
〔
後
漢
書
、

襄
楷
博
〕
浮
屠
日
、
此
但
革
嚢
盛
レ
血
、
遂
不
レ
吟
レ
之
。

【
革
薄
]
5
9

芹
浮
薄
の
俗
を
改
め
る
。
〔
宋
書
、
沈
懐
文

傭
論
〕
賢
―
―
於
晉
氏
盆
げ
偽
成
レ
俗
‘
人
懐
二
掲
善
五
仕
責
二

遺
務
五
降
及
二
宋
祖
一
思
レ
反
品
閉
交
雖
l
-
l

革
レ
薄
捐
レ
華
‘

抑
樗
名
奴
而
闘
聰
之
路
未
レ
啓
‘
采
言
之
制
不
レ
弘
゜

【
革
兵
】
6
0
k
咆

p
i
n
咆
罷
め
ら
れ
た
兵
。
解
散
兵
。

【
革
弊
】
61

勺
り
弊
害
を
あ
ら
た
め
去
る
。
〔
新
論
、
風
俗
〕

先
王
傷
一
風
俗
之
不
＞
善
、
故
立
―
―
幡
教
一
以
革
"
其
弊
一

制
裔
架
以
和
其
性
言
宋
史
‘
唐
格
偵
〕
格
言
二
於
欽

応
曰
‘
革
レ
弊
常
に
以
レ
漸
‘
宜
下
樗
,
,
今
日
之
所
レ
急
者
1

先
占
之
。

【
革
鞭
]
6
2

努

つ
り
が
は
で
製
し
た
馬
鞭
゜
〔
五
代
史
、

死
事
‘
張
敬
逹
傭
〕
敬
達
陣
巫
ル
西
山
ぶ
大
丹
以
二
嶽
騎
櫃
曰
‘
卯
酉
為
―
―
革
政
正
午
亥
為
↓
―
革
命
云
参
憲
法
の
範
園
春
官
、
巾
車
〕
王
之
五
路
、
云
云
、
革
路
龍
勒
、
條
腰
五

三
千
「
革
鞭
木
登
‘
人
馬
皆
不
二
甲
冑
1

以
趨
―
―
唐
軍
↓
を
超
え
た
行
吋
に
よ
つ
て
國
家
の
基
礎
を
斐
革
す
る
就
、
建
,
,
大
白
1

以
即
レ
戎
、
以
封
二
四
衛
↓
〔
注
〕
革
路
、
戦
レ

【
革
父
】
6
3
"
ク
宋
、
楊
震
仲
(
6ー

1
5
1
1
2
:
 6
3
2
)

の
字
。
こ
と
。
政
橙
又
は
王
統
の
斐
更
の
類
。
藷
い
制
度
を
こ
之
以
レ
革
而
漆
レ
之
、
無
―
―
他
飾
↓

【
革
木
】
64

ぢ
革
を
張
つ
て
作
っ
た
架
器
と
木
で
製
し
は
し
て
新
し
い
制
度
を
立
て
る
。
働
暦
法
の
語
。
辛
酉
[
革
酪
】
19

勺
革
で
張
つ
た

V
る
ま
o

〔
隋
書
ヽ
栂
儀
志

た
築
器
。
鼓
の
類
と
祝
敢
の
類
。
拉
に
八
昔
の
一
。
〔
列
の
歳
の
稲
。
甲
子
の
歳
を
革
令
、
又
、
革
政
と
い
ひ
、
こ
五
〕
十
一
日
1

一
革
絡
「
以
巡
レ
兵

tnレ
戎
゜
〔
呉
莱
‘
寄
,
,
柳

子
、
湯
問
〕
皆
博
―
―
會
革
木
膠
漆
、
白
黒
丹
青
之
所
＂
為
。
れ
ら
の
歳
に
は
髪
乱
が
多
い
と
い
ふ
の
で
、
改
元
な
ど
博
士
—
詩
〕
鸞
旗
飛

1一
胸
梶
→
革
絡
黙
,
,
輪
困
↓

〔
左
思
、
魏
都
賦
〕
金
石
絲
竹
之
恒
韻
‘
抱
土
革
木
之
常
行
は
れ
た
。
〔
易
緯
〕
辛
酉
為
二
革
命
面
甲
子
為
,
,革
令
→
【
~
賠
レ
革
．
】

8
0
7
0
"

ヲ
戦
争
の
道
具
を
ふ
せ
て
用
ひ
な
い
。

調

。

〔

革

命

勘

文

〕

一

、

今

年

嘩

竺

大

嬰

革

命

年

一

事

、

易

緯

云

、

戦

を

息

め

て

平

和

に

な

る

。

革

は

兵

革

゜

〔

史

記

、

留

侯

【
革
盆
】
65

竺
か
は
の
ぽ
ん
。
〔
墨
子
‘
備
城
門
〕
持
レ
水
者
辛
酉
為
―
―
革
命
二
甲
子
為
,
,
革
令
ぶ
即
玄
曰
‘
云
云
。
世
家
〕
殷
事
已
畢
‘
慨
レ
革
為
レ
軒
。
〔
注
〕
集
解
曰
‘
如
淳

必
以
1一
布
麻
斗
革
盆
「
云
云
‘
持
レ
水
麻
斗
革
盆
救
レ
之
。
〖
革
＇
命
．
軍
〗

6
9”
ク
メ
ィ
書
名
。
民
國
、
都
容
撰
゜
章
柄
麟
の
日
、
革
者
、
革
車
也
。
「
＋
一
〕
。

【
革
民
】
66

只
民
を
あ
ら
た
め
か
へ
る
。
〔
漢
書
、
天
文
旭
書
、
注
兆
銘
の
民
族
的
國
民
と
倶
に
、
革
命
文
學
の
【
革
乃
織
】
81

勺
f

革
に
て
作
り
た
る
利
織
。
〔
翁
草
、
三

志

〕

太

白

経

レ

天

、

天

下

革

レ

民

更

レ

王

。

三

大

名

著

と

い

は

れ

る

。

【

革

葛

龍

】

82"¢

革
で
張
っ
た
つ
づ
ら
。
「
嘩
゜

【
革
名
】
67
k
e
2
 
m
i
n
g
'

除

名

す

る

。

【

革

滅

】

70

匁
滅
ぽ
し
改
め
る
。
〔
班
固
‘
典
引
〕
遂
自
,
,

【
革
文
匝
】
8
3
7
0
5
コ
革
ば
か
り
で
製
し
た
ふ
ば
こ
。
革
文

[
革
命
】
68

げ
〇
天
命
が
あ
ら
た
ま
り
か
は
る
義
。
前
北
面
盃
空
蝸
其
師
↓
革
二
滅
天
邑
↓
〔
蘇
洵
、
六
國
〕
且
燕
【
革
文
庫
】
5

女
コ
革
文
匝
に
同
じ
。

の
王
統
あ
ら
た
ま
り
、
他
の
王
統
が
代
つ
て
統
治
者
と
趙
慮1一
秦
革
滅
殆
盛
之
際
→
【
革
・
~
告
国
革
'
】

8
5
誇
ぢ
公
務
を
塀
理
す
る
に
嘗
り
、
應

な
る
を
い
ふ
。
革
命
説
は
易
の
革
卦
を
主
と
す
る
が
‘
[
革
’
面
]
7
1

匁
〇
其
の
面
貌
を
あ
ら
た
め
る
だ
け
で
、
に
減
除
す
べ
き
事
あ
ら
ば
必
ず
嘗
に
之
を
減
除
す
べ

外
に
孟
子
の
湯
武
放
伐
論
と
を
結
ぴ
合
は
せ
て
ゐ
る
。
其
の
心
未
だ
盛
く
は
化
さ
な
い
こ
と
。
又
、
君
に
従
ふ
き
こ
と
を
い
ふ
。
革
は
減
除
の
義
。
〔
六
部
成
語
注
解
〕

後
に
は
詩
緯
推
度
災
の
三
革
(
1
-
1
2
:
 2
2
2
)

を
も
結
こ
と
。
服
従
す
る
。
〔
易
、
革
〕
上
六
、
君
子
豹
愛
、
小
革
減
除
也
、
有
孟
隠
レ
減
之
所
砿
名
9
除
レ
之
。

ぴ
つ
け
て
其
の
主
張
を
強
化
し
た
。
民
國
革
命
の
主
張
人
革
レ
面
。
〔
象
傭
〕
小
人
革
レ
面
、
順
以
従
レ
君
也
。
〔
魏
【
革
＇
布
．
什
哨
】

86

弁
5

’
土
司
の
名
。
四
川
省
患
功
縣
の

者
は
右
の
外
、
公
羊
博
の
一
二
科
九
旨
の
説
及
ぴ
縄
記
・
志
、
武
帝
紀
〕
遠
人
革
面
、
華
夏
充
責
゜
〔
晉
書
、
殷
浩
大
金
川
の
西
。
清
の
康
熙
の
時
、
蹄
付
す
。
後
、
金
川

帳
運
篇
の
大
同
説
な
ど
を
結
ぴ
つ
け
て
ゐ
る
。
我
が
國
傭
〕
仰
憑
―
―
皇
威
玉
墾
醜
革
レ
面
。
〔
陸
機
、
漢
高
祗
功
臣
に
占
領
さ
る
。
乾
隆
の
時
、
金
川
、
平
ら
ぎ
、
安
撫
司
の

で

は

此

の

種

の

革

命

論

者

は

無

か

っ

た

が

、

三

善

清

行

頌

〕

観

レ

幾

蝉

蜆

、

悟

レ

主

革

レ

面

。

〔

注

〕

清

曰

、

革

、

改

職

に

復

す

。

「

る

。

は
昌
泰
三
年
十
月
廿
一
日
に
明
年
辛
酉
革
命
議
と
い
也
。
〔
書
言
故
事
、
身
橙
説
類
〕
小
人
改
順
為
1

一
革
面

-
0
【
革
了
頂
兒
]
8
7
k
咆

la
t
i
n
g
'
e
r
h

官
位
を
擬
奪
す

ふ
も
の
を
上
っ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
箪
に
改
元
せ
よ
革
の
面
。
〔
魏
書
、
烏
洛
侯
國
偲
〕
築
有
一
磁
孟
空
木
槽
革
【
革
已
日
乃
竿
、
】
88

謬
い
は
[

5

ニ
ス
＋
ハ
チ
凡
そ
改
革
す
る

と

い

ふ

程

度

の

も

の

で

易

姓

革

命

な

ど

と

は

性

質

の

面

、

而

施

＝

九

弦

↓

の

道

は

、

そ

の

こ

と

成

就

す

る

の

時

に

至

っ

て

信

服

せ

違
っ
た
も
の
で
あ
る
。
易
傭
は
孔
子
の
作
に
あ
ら
ず
、
【
革
＇
容

1
]
7
2

昇
か
た
ち
を
あ
ら
た
め
る
。
改
容
(
5
-
1
3
1

ら
る
。
〔
易
、
革
〕
革
已
日
乃
学
。
〔
程
偲
〕
革
者
、
畏
―
―
其

緯
書
は
経
書
に
あ
ら
ず
‘
然
る
に
徳
川
時
代
の
國
學
者

1
4
:
 1
4
8
)

に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
孔
子
造
然
革
レ
故
一
也
、
髪
音
窃
竪
則
人
未
レ
能
―
―
逮
信
｛
故
必
已
日
然
後

は

こ

れ

を

以

て

儒

教

は

我

が

國

の

國

糧

と

合

は

ぬ

と

容

。

人

心

信

従

゜

痛
斥
し
た
。
〔
易
、
革
〕
湯
武
革
レ
命
、
順
石
工
空
而
應
―
-
【
革
囮

q74"ク
か
は
ぐ
つ
。
靴
゜
〔
漢
書
、
鄭
崇
傭
〕
哀

乎
人
↓
〔
疏
〕
革
―
―
其
王
命
ぶ
竺
其
悪
俗
万
又
日
、
王
者
相
帝
擢
為
↓
―
尚
書
僕
射
こ
藪
求
レ
見
諫
竿
、
上
初
納
―
―
用
之
「

承
、
改
正
易
服
、
皆
有
―
―
隻
革
盃
叩
獨
學
―
―
湯
武
1

者
、
蓋
舜
毎
レ
見
曳
乙
平
履
：
上
笑
曰
‘
我
識
二
鄭
尚
書
履
臀
↓
〔
隋

馬
禅
譲
、
猶
或
因
循
、
湯
武
干
曳
、
極
,
,
其
損
盆
訟
瓜
取
1

一
書
、
南
蟹
、
林
邑
傭
〕
王
戴
―
―
金
花
冠
五
形
如
二
章
甫
ギ
企

相
喪
甚
者
百
盆
F
-
1
人
革
和
也
。
〔
孔
叢
子
、
雑
訓
〕
殷
周
朝
霞
布
五
珠
壊
喝
塔
‘
足
蹟
―
―
革
履
「
時
復
錦
抱
゜

之
王
‘
征
伐
革
命
‘
以
應
―
―
乎
天
言
班
固
、
東
都
賦
〕
建
武
【
革
＇
留

i
]
7
5

誇

革

職

留

任
(
3
5
)

の
略
。

之
元
、
天
地
革
レ
命
‘
四
海
之
内
‘
更
造
―
―
夫
婦
玉
肇
有
一
父
【
革
龍
】
76

穀
ウ
山
名
。
雲
南
省
丘
北
縣
。
明
の
末
、
沙

子
五
君
臣
初
建
、
人
倫
窟
始
。
〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
屈
命
創
レ
定
洲
が
遁
げ
蹄
り
、
兵
を
此
の
山
に
屯
す
。
李
定
國
、
園

制
。
〔
後
漢
書
‘
喝
術
博
下
〕
尭
舜
換
其
蕩
蕩
分
属
承
レ
む
こ
と
三
年
に
し
て
乃
ち
之
に
克
つ
。

L
釦
印
」
5

平
而
革
レ
命
。
●
歳
が
午
亥
に
あ
た
る
時
。
〔
詩
、
大
序
、
【
革
令
】
7
7
[
り
暦
法
の
語
。
甲
子
の
歳
を
い
ふ
。
革
命
の

是
謂
-
―
四
始
五
疏
〕
鄭
以
汎
歴
櫃
云
、
午
亥
之
際
為
―
―
革
働
を
見
よ
。

命
面
叩
酉
之
際
為
―
―
改
正
↓
〔
後
漢
書
‘
郎
顕
傭
〕
詩
氾
歴
【
革
路
]
7
8

咋

革
で
張
っ
た
く
る
ま
。
路
は
絡
。
〔
周
禍
、

國国口日
タT チ，テチテチ，テ
イイャイ対ィャイ
ゥゥゥ

〔
集
韻
〕
掌
経
切
―
圏

ヵ―
L

t
m
g
'
 

〔
集
韻
〕
待
鼎
切
躙

〔
集
韻
〕
丁
定
切
圏

〔
集
韻
〕
丁
計
切
醐
i

昌
■

m編

12747 



(42712)— (42724) 

日
訂

13

戸具十

霰】
427

具
十
〔
五
昔
集
韻
〕
初
利
切

〔
ニ
ー
四
驚
〕

ー
小
目
目
國
お
ぎ
な
ふ
。
つ
く
ろ
ふ
。
<

革
豪
つ
の
底
を
ぬ
ひ
つ
づ
る
。
祗
(
1
2ー

4
2

7
5
6
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
町
、
補
→
—
履
モ
＇
一
也
、
ハ
レ
革

丁
臀
゜
〔
段
注
〕
今
俗
謂
1
1

補
綴
1

日
二
打
補
町
↓
〔
集

韻
〕
訂
、
或
八
レ
氏
。

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
靴
、
昔
坑
。

〔
集
韻
〕
初
佳
切

〔
集
韻
〕
初
加
切

〔
集
韻
〕
測
劣
切

に
』
巨
匝
●
や
い
れ
。
う
っ
ぱ
。
ゆ
ぎ
。
箭
室
。
〔
廣

雅
‘
繹
器
〕〗

玉
環i

ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
靱
、
通
レ
叉
゜

【
靱
負
】
1

3

ゲ
●
王
朝
時
代
、
靱
を
負
つ
て
宮
門
を
護

る
も
の
。
近
衛
、
兵
衛
、
衛
門
の
武
人
の
縛
稽
。
六
衛

府
の
官
人
。
〔
和
名
類
棗
抄
、
八
、
傭
前
國
邑
久
郡
〕
靱

負
、
由
介
比
。
●
靱
負
尉
の
略
。
〔
源
氏
物
語
、
澪
標
〕
。

●
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

〖
靱
負
司
〗2
i
”
巧
●
靱
を
負
つ
て
、
禁
廷
を
守
護
す

園闘圏底

【靴】
5

冒

IEY_＿

カ，ウ 革

部

ヽ

V
T
4
 

箪
＇
策

【軒】
5

国國国□日
ケカゲケカコケカ
ンンンンンンンン

る
武
人
を
縛
管
す
る
官
司
。
左
右
の
近
衛
・
兵
衛
・
衛
籾
（

9
-
2
9
2
6
2
)
•
靭
(
1
2
-
4
3
1
0也
。
●
車
中
の
し
き
も
の
。
〔
玉
篇
〕
社
、
社
樽
、

門
の
六
衛
府
の
汎
稲
。
〔
和
名
類
衆
抄
、
五
〕
近
衛
府
、
兵

L
廿
弗
」

427

9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
籾
‘
或
ハ
レ
章
靱
。
〔
集
韻
〕
社
、
一
日
、
車
中
薦
。

衛
府
、
衛
門
府
、
由
介
比
乃
豆
加
佐
。
●
特
に
衛
門
府
払
革
。
〔
字
彙
〕
靭
、
同
レ
靭
。
一
【
社
樽
】
1

が
車
中
の
し
き
も
の
。
車
菌
。
字
解
の
●

の
捨
。
〔
日
本
書
紀
、
皇
極
紀
〕
四
年
六
月
戊
申
、
中
【
靭
帯
】
1

移
生
理
學
で
闊
節
の
雨
方
の
骨
を
つ
な
を
見
よ
。

大
兄
戒
衛
門
限
一
時
倶
繰
ユ
＇
二
通
門
ぶ
の
レ
使
五

i

ぎ
‘
其
の
分
離
を
防
ぐ
膜
。
弾
力
性
あ
り
、
能
く
伸
縮

来

一

す

る

。

靭

帯

。

〖
靱
負
顧
〗3
苓
芍
検
非
違
使
顧
の
別
名
。
別
嘗
は
衛
【
靭
泥
】

2
存
粘
土
。

門
、
兵
衛
督
の
兼
任
で
、
佐
以
下
は
衛
門
府
の
官
人
兼
【
靭
皮
】
3

吃
植
物
の
外
皮
の
下
部
に
あ
る
柔
皮
。

帯
し
、
衛
門
府
は
一
に
靱
負
府
と
も
呼
ば
れ
た
か
ら
、

此
の
名
が
あ
る
。
〔
山
愧
記
〕
仁
安
二
年
四
月
二
十
三

日
、
今
日
靱
負
巖
年
始
政
治
。

【
靱
編
】
4

存
姓
氏
。
〔
新
撰
姓
氏
鋒
考
證
‘
二
十
一
〕
。

〔
集
韻
〕
居
閑
切

〔
集
韻
〕
墟
肝
切
瞬

〔
集
韻
〕
居
言
切
厖

〔
集
韻
〕
丘
寒
切
牢
g

〔
集
韻
〕
渠
焉
切

oo圏

軌

靱

粁

靭

鞄

軌

駒

社

靭

軒

桁

乾

衿

〇
や
い
れ
。
う
っ
ぽ
゜
ゆ
ぎ
。
〔
集
韻
〕
社
、
輸
靱

ヅト

王幽

冤】叩
日
き
び
し
く
は
さ
む
。
＜
く
る
。
〔
玉
篇
〕
乾
、
急

楓
〔
集
韻
〕
鞄
、
婢
倉
、
急
繁
縛
也
。
口
牛
の
匪
を

つ
な
ぐ
か
は
ひ
も
。
親
(
1
2
-
4
2
8
3
9
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
親
‘
説
文
‘
繋
―
―
牛
罷
盃
子
八
レ
乞
゜

【
軌
】
如

〔
集
韻
〕
呼
骨
切

〔
集
韻
〕
紀
1
切

〔
篇
海
〕
居
偽
切
園

か
は
。
〔
篇
海
〕
軌
、
革
也
。

テ
キ
チ
，
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
丁
歴
切
ヵ
l

〔
集
韻
〕
動
五
切
圏
-

日
●
ほ
し
が
は
。
〔
説
文
〕
肝
、
乾
革

也
、
八
釜
革
干
瞥
。
●
や
づ
つ
。
う
つ

ぽ
゜
〔
玉
篇
〕
肝
、
盛
レ
矢
器
。
●
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
〔
玉

篇
〕
肝
、
著
与
衣
゜
R
罵
に
被
せ
る
革
具
。
〔
集
【
四
[
】

g

韻
〕
粁
、
馬
被
具
。

O
麗
軒
は
、
縣
名
。
〔
説
文
〕
軒
、

‘
た
づ
な
。
〔
説
文
新
附
〕
豹
、
馬
鵜
也
、

武
威
有
―
―
麗
軒
縣
↓
〔
集
韻
〕
軒
、
武
威
有
―
―
麗
軒

う’

縣
目
●
ほ
し
が
は
。
〔
集
韻
〕
粁
‘
乾
革
也
。
●
朧
苫
T
豪
炊
レ
革
勺
臀
゜
〔
玉
篇
〕
駒
、
糧
也
、
所
ー
1

一

以
繋
一
制
馬
一
〔
初
學
記
、
二
十
三
〕
駒
、
馬
糧
腔
也
‘

肝
は
、
縣
名
。
〔
集
韻
〕
軒
、
一
日
、
騒
軒
、
縣
名
、

控
制
之
義
也
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
柳
荘
日
、
如
皆
守
ニ

在
―
―
張
披
苗

N
マ
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
軒
‘
弓
衣

計
稜
盆
則
執
執
鵜
約
以
従
゜
〔
注
〕
駒
、
矧
也
。

也
。
●
ほ
し
が
は
。
〔
集
韻
〕
粁
‘
乾
革
也
。
固

朧
軒
は
、
漢
の
縣
名
。
〔
集
韻
〕
肝
、
騒
粁
、
縣
名
、

在
張
被
郡
↓
国
節
粁
（
黎
軒
）
は
、
西
城
の
國
の

名
。
〔
集
韻
〕
粁
‘
黎
軒
‘
國
名
。
〔
漢
書
‘
張
賽
傭
〕
【
靴
】
匹

因
益
餐
レ
使
‘
抵
姿
息
・
奄
孫
・
降
粁
．
條
支
・
身

毒
國
↓

キ
コ
ッ
コ
チ

日
ケ
キ
ャ
ャ
ク

口

刷囲

ジ
ン

日竺具ク具乃

【
鞘
】
如

【
乾
写

〔
集
韻
〕
渠
金
切
j
顔

v
 
I
 

.f 
ch'in' 

〔
集
韻
〕
其
滝
切
底
l

〔
集
韻
〕
巨
禁
切
訳

IEaa―― 
鞄（
1
2
-
4
2
7
1
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
乾
、
同
レ
鞄
。

コ
ッ

窮
】
g
ゥ

l
H
f
忙
註~
l
)
の
本
字
。
〔
集
韻

〔
集
韻
〕
雲
倶
切
軍

〔
集
韻
〕
匈
子
切
函

そ
／
小
日
ロ
・
轄
内
の
ま
き
が
は
。
も
と
栃

箪
＇
豪

(
1
Sー

4
2
7
2
2
)
に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕

軒
‘
説
文
、
本
作
レ
栃
。
〔
説
文
〕
栃
‘
棺
内
環
鞄
也
、

ハ
レ
革
弓
臀
゜
〔
段
注
〕
棺
、
各
本
謡
レ
轄
、
今
依
二
玉

篇
↓
〔
句
讀
〕
棺
、
為
―
―
鞍
具
之
縛
名
谷
其
中
之
環
レ

鞄
、
則
名
為
レ
軒
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
按
、
棺
者
車

駕
具
‘
其
内
有
―
―
鞣
革
1

以
環
レ
之
曰
レ
軒
。
●
は
ら

お
ぴ
゜
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
軒
謂
―
―
之
繋
↓

【紆】
g

同】[
日
ゥ口ク

コ，ウ

較
(
U
!
-
4
2
7
8
0
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
朽
、
同
レ
靱
。

一
五

12748 
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【
断
】
[

革

部

〔
四
蜜
〕

軌

軟

靭

斬

宋
の
人
。
断
懐
徳
(
2
7
)

を
見
よ
。

術
を
固
く
と
り
ま
も
る
。
〔
蘇
轍
、
贈

一
五
三

営
レ
宵
之
皮
也
、
駿
馬
之
首
‘
帯
雰
服
馬
之
胃
盃
円
十
九
•
四
十
四
・
一
百
四
十
四
〕
・
〔
皇
明
詞
林
人
物
孜
、
方
子
明
道
人
丘
詩
〕
此
人
斬
術
不
―
―
肯
博
面

I
レ
戸
泥
レ
堵

上
有
レ
斬
、
故
云
、
我
之
従
レ
子
、
如
騒
馬
営
,
,
服
四
〕
．
〔
明
人
小
博
、
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
十
塁
天
戒
↓

九
〕
．
〔
明
詩
綜
、
二
十
七
上
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
丁
、
六
〕
・
【
斬
準
】
1
4
9
ザ
前
趙
、
匈
奴
の
人
。
劉
聰
歿
し
、
太
子

〔

静

志

居

詩

話

、

九

〕

。

簗

立

ち

、

酒

色

に

耽

る

。

準

大

将

軍

と

な

り

、

國

事

を

馬
之
断
↓
●
つ
よ
い
な
が
え
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕

硼

輯

聾

之

阿

0
か
た
い
。
〔
玉
篇
〕
斬
、
固
也
。
【
断
義
】
5

”
明
、
洪
縣
の
人
。
字
は
原
證
。
太
學
生
。
決
す
。
つ
い
で
祭
を
殺
し
、
其
の
族
を
滅
し
自
立
し
て

R
を
し
む
。
や
ぶ
さ
か
。
〔
集
韻
〕
断
、
一
曰
、
吝
官
は
監
察
御
史
。
永
築
の
初
、
出
で
て
畿
輔
を
按
じ
、
漢
天
王
と
稽
す
。
藩
を
晉
と
稽
し
、
後
、
石
勒
劉
曙
に
ほ

也
。
〔
後
漢
書
、
雀
塞
傭
〕
悔
不
,
,小
斬
面
~
レ
至
,
,
千
貪
墨
を
糾
し
、
疑
獄
を
決
し
‘
吏
民
畏
服
す
。
尋
い
で
ろ
ぽ
さ
る
。
〔
晉
書
、
一
百
二
〕
。

萬
↓
〔
注
〕
断
、
固
惜
乏
也
。

O
は
ぢ
る
。
は
づ
か
湖
廣
按
察
司
副
使
と
な
り
、
奸
貪
を
奏
劾
す
。
〔
明
史
、
【
断
辱
】
1
5
9
5
ク
は
づ
か
し
め
る
。
は
づ
か
し
め
。
〔
日

一
百
二
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
九
〕
．
〔
國
朝
列
卿
本
政
記
、
後
村
上
天
皇
〕
（
正
平
二
十
二
年
）
将
士
有
1

一便

記
、
八
十
八
〕
．
〔
蘭
畳
法
墜
録
、
二
〕
・
〔
明
名
人
博
、
二
十
侯
者
石
品
竺
毛
童
坊
面
g
辱
之
森
ル
レ
是
士
風
大
革
゜

し
む
。
晰
(
2ー

3
3
5
2
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕

八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
八
十
九
〕
．
〔
皇
朝
中
州
人
物
【
斬
制
】
16

内
か
た
く
た
だ
す
。
〔
説
文
〕
断
、
営
レ
屑
也
。

斬
、
段
借
為
レ
晰
゜
〔
左
氏
、
荘
、
十
一
〕
宋
公
断
レ

之

。

〔

注

〕

戯

而

相

愧

日

レ

断

。

●

う

ら

む

。

〔

左

氏

、

志

、

六

〕

。

〔

繋

傭

〕

臣

錯

日

、

斬

、

固

也

、

断

二

制

其

行

匝

゜

荘
‘
十
一
、
宋
公
斬
レ
之
、
服
注
〕
恥
而
悪
レ
之
日
レ
【
斬
歓
】
6

梵
漢
の
人
。
溢
は
巌
。
中
渦
よ
り
起
り
、
官
【
断
青
】
17

匁
宋
の
人
。
字
は
野
虞
°
綽
の
騨
卒
。
異
人

斬。

O
と
る
。
擬
(
6ー

1
2
9
4
9
)
・
船
(
6ー

1
2
2
3
0
)

は
騎
都
尉
。
従
つ
て
三
秦
を
定
む
。
封
は
信
武
侯
。
〔
史
に
遇
つ
て
道
を
得
、
猫
を
萱
け
ば
能
＜
鼠
を
辟
く
。
〔
圏

記
、
九
十
八
〕
．
〔
前
漢
書
、
四
十
一
〕
°
綸
賓
鑑
〕
。

【
斬
彊
】
7

芯
ウ
漢
の
人
。
其
の
先
は
西
河
の
人
。
後
、
曲
【
斬
秘
】
18

吋
吝
み
か
く
す
。
〔
剪
燈
餘
話
、
月
夜
弾
レ
琴

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
断
、
段
借
為
レ
攘
、
或

沃
に
徒
る
。
溢
は
巖
。
官
は
郎
中
騎
。
高
祗
に
従
つ
て
項
記
〕
由
レ
是
弾
レ
琴
大
進
‘
燭
＿
一
歩
浙
中
石
炉
秘
此
曲
盃
空

為
レ
抵
゜
〔
小
爾
雅
、
廣
言
〕
斬
、
取
也
。
●
或
は
偽

(
1
ー

1

S

9
)
に
作
る
。
〔
後
漢
書
、
雀
塞
傭
、
注
〕
利
を
撃
つ
。
中
尉
に
遷
り
、
鍾
離
昧
を
破
る
。
封
は
扮
陽
以
偲
＞
人
‘
絹
之
死
‘
譜
亦
覚
絶
焉
。

斬
、
或
作
レ
偽
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
〕
楚
大
夫
侯
。
〔
前
漢
書
、
一
上
〕
．
〔
後
漢
書
、
一
百
十
六
〕
。
【
斬
昂
】
19

衿
元
、
曲
沃
の
人
。
字
は
克
昌
。
兄
の
榮
、
朝

斬
尚
、
漢
有
,
,
断
歓
ガ
ヘ
扮
陽
侯
斬
彊
゜
〔
尚
友
録
〕
【
斬
固
】
，
t
ン
●
吝
ん
で
固
く
泌
密
に
す
る
。
〔
晉
書
、
に
官
す
。
母
歿
す
る
や
兄
弟
喪
を
護
り
家
に
還
る
。
平

岱
康
博
〕
昔
衰
孝
尼
嘗
従
レ
吾
學
―
―
廣
陵
散
一
吾
毎
斬
11

固
定
に
て
大
雷
雨
に
會
ひ
、
流
水
課
に
至
り
、
昂
、
柩
を
護

之
↓
〔
歴
代
名
董
記
絞
〕
嵯
爾
後
来
、
猶
須
―
―
断
固
吝
号
り
溺
死
す
。
事
朝
廷
に
聞
え
、
碑
を
立
て
施
表
せ
ら

斬
、
河
西
徴
音
。

担
漆
書
而
興
歎
5

莫
下
牌
―
―
梨
柿
以
藩
t
身
。
●
か
た
る
。
〔
元
史
、
一
百
九
十
八
〕
。

【
断
蜘
5

】I
パ
汐
む
な
が
い
。
〔
急
就
篇
〕
断
靭
輯
帖
色
規

い
。
か
た
く
つ
く
。
〔
繹
名
、
秤
形
糧
〕
筋
、
断
也
、
肉
中
【
斬
輔
】
20

↓
清
、
遼
陽
の
人
。
漢
軍
鑢
黄
旗
に
隷
す
。

燒
〔
注
〕
断
~
靡
馬
之
帯
也
、
靭
、
謂
,
,
$
日
レ
胸
葦
也
。

【
斬
詠
】
2

”
宋
の
人
。
東
狽
の
子
。
字
は
少
張
。
官
は
之
力
、
氣
之
元
也
、
斬
―
―
固
於
身
厖
也
。
〔
王
煙
、
柱
礎
字
は
紫
垣
゜
溢
は
文
襄
。
順
治
中
、
官
學
生
よ
り
國
史

郭
縣
主
簿
。
畳
に
巧
。
〔
賓
艤
〕
。
賦
〕
無
断
固
而
守
撲
、
非
二
昭
章
而
眩
明
。
院
編
修
を
授
け
ら
る
。
康
煕
中
、
河
道
縛
督
に
累
官
す
。

【
断
江
】
3

”
の
川
の
名
。
又
、
瓦
官
水
口
、
剣
江
と
も
い
【
斬
尚
】
10

が
炉
載
國
、
楚
の
上
官
大
夫
。
懐
王
に
幸
せ
性
、
孝
友
、
居
家
整
窟
、
精
力
を
河
工
に
痒
す
。
著
に
治

緬
(
1
2
-
4
2
薔
）
に
同
じ
。
〔
玉
ふ
。
源
は
湖
南
省
湘
郷
縣
の
大
亮
塘
。
湘
に
注
ぐ
。
楚
ら
る
。
屈
原
の
賢
能
を
嫉
み
、
王
に
議
し
て
之
を
逐
は
河
書
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
八
十
五
〕
．
〔
清
史
列
偉
、

篇
〕
朽
、
同
位
。
の
大
夫
斬
尚
の
墓
前
を
過
ぐ
。
故
に
斬
江
と
い
ふ
。
〔
讀
し
む
。
時
に
楚
、
張
儀
を
得
て
殺
さ
ん
と
し
た
が
、
儀
八
〕
．
〔
國
朝
者
献
類
徴
、
一
百
五
十
五
〕
．
〔
碑
博
集
、
七

史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
長
沙
府
、
善
化
縣
〕
斬
江
、
在
1
1

善
か
ら
厚
幣
を
受
け
、
寵
姫
鄭
袖
に
因
つ
て
王
に
上
言
十
五
・
七
十
六
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
五
〕
．
〔
従
政
観
法

化
縣
西
南
二
十
里
ご
旦
寧
郷
縣
況
入
至
レ
此
、
注
―
―
子
し
、
卒
に
繹
し
蹄
ら
し
む
。
〔
史
記
、
四
十
〕
．
〔
新
序
、
節
録
、
七
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
偉
、
二
十
六
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行

湘
江
土
｀
云
、
水
流
経
1

一

楚

大

夫

斬

尚

墓

五

因

名

。

士

〕

。

録

、

五

〕

。

〔
集
韻
〕
居
倣
切
暉
〖
一【

断
貴
】
4

”
明
、
丹
徒
の
人
。
字
は
充
遂
゜
琥
は
戒
奄
。
【
断
詳
】
1
1
A
茅
元
、
混
州
の
人
。
後
、
大
名
に
徒
居
す
。
【
断
和
】
2
1
t
ン
元
、
曲
沃
の
人
。
郷
に
居
つ
て
好
ん
で

り
一
J
'
c
h
i
n
•

小
●
む
な
が
ひ
。
服
馬
の
宵
に
嘗
て
て
謡
は
文
僭
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
編
修
。
武
英
殿
大
學
盆
は
安
靖
。
星
暦
を
善
く
す
。
金
末
の
兵
乱
に
母
と
離
貧
民
を
救
清
し
、
人
を
導
く
に
善
を
以
て
す
。
金
の
貞

侭革
豪
鰺
馬
の
首
と
の
接
濁
を
防
ぐ
具
。
〔
説
上
性
、
静
重
に
し
て
簡
獣
。
客
に
射
し
て
事
を
論
じ
散
し
、
母
悲
泣
し
て
盲
と
な
る
。
後
、
母
に
遇
ひ
、
其
の
祐
間
、
兵
擾
あ
り
、
和
郷
人
と
結
ん
で
自
保
す
。
後
、
元

て
は
、
恒
に
其
の
酔
を
盤
く
す
こ
と
な
く
、
朝
に
立
つ
目
を
祗
め
、
百
日
に
し
て
明
に
復
せ
し
む
。
後
、
劉
敏
に
仕
へ
綽
陽
軍
に
知
と
な
り
、
政
を
為
す
。
公
恕
を
以

に
及
ん
で
は
侃
侃
正
言
し
て
顧
忌
せ
ず
。
又
、
家
に
居
の
幕
下
と
な
る
。
〔
元
史
、
二
百
三
〕
・
〔
新
元
史
、
二
百
て
稽
せ
ら
る
。
〔
新
元
史
、
一
百
四
十
五
〕
。

文
〕
斬
‘
嘗
レ
贋
也
、
ハ
レ
革
斤
臀
。
〔
左
氏
、
定
、
九
〕

つ

て

は

簡

約

、

嘗

て

師

倹

堂

を

作

り

、

以

て

子

孫

に

示

四

十

二

〕

。

【

断

雲

謡

[

】

22

努
ガ
ク
民
國
、
山
東
省
清
寧
縣
の
人
。
字

吾
従
レ
子
、
如
鰺
之
有
＞
断
。
〔
注
〕
斯
、
車
中
馬
也
。

〔
疏
〕
古
人
車
駕
二
四
馬
ェ
火
籍
二
馬
、
謂
―
―
之
服
一
す
。
著
に
戒
奄
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
猷
徴
録
、
十
五
〕
・
【
断
湘
】
12

念

＇

ウ

は

薦

卿

。

北

洋

武

備

學

堂

卒

業

。

断

雲

鵬

の

賓

弟

。

呉

雨
首
齊
、
其
外
二
馬
‘
謂
元
盆
烹
首
差
退
、
斬
、
是
〔
昭
代
明
良
録
、
八
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
十
ニ
・
十
六
・
ニ
【
斬
術
】
1
3
9
ゲ

侃

字

に

従

ひ

直

隷

派

の

た

め

に

活

躍

、

河

南

省

長

と

な

キ
ン
コ
ン

屑】如
ベ
ン

霰
写
日
キ
ン

ロ
ケ
キ
キ
ぶ
｀
ク

日
口
く
ら
。
〔
篇
海
〕
軟
‘
鞍
也
。

〔
篇
海
〕
居
逆
切

〔
篇
海
〕
謳
倫
切

凰囮

皮
の
し
た
ぐ
ら
。
〔
篇
海
〕
勒
、
皮
犠
也
。

【勒】
g

カ
ッ
ケ
チ

〔
篇
海
〕
古
八
切

闘

小
日
●
か
は
ぐ
つ
。
〔
説
文
〕
衿
、
罷
也
、

箪
豪
払
革
今
瞥
。
〔
段
注
〕
提
、
革
履
也
。
●

衿
轄
は
、
四
夷
の
築
。
〔
廣
韻
〕
衿
、
幹
轄
、
四
夷
築

也
。
口
か
は
ぐ
つ
。
〔
集
韻
〕
幹
、
罷
也
。
国
●
か
は

ぐ
つ
の
を
。
〔
集
韻
〕
衿
、
提
帯
也
。
●
か
は
ひ
も
。

〔
集
韻
〕
衿
束
レ
物
章
也
。
國
た
け
の
な
は
。
〔
集

韻
〕
衿
、
竹
密
也
。
〔
儀
證
、
士
喪
龍
〕
幕
用
11

疏
布
一

久
レ
之
繋
用
レ
衿
゜
〔
注
〕
衿
、
竹
密
也
。
〔
疏
〕
謂
下
竹

之
青
可
1
1

以
為
＂
繋
者

LO

見
ンン

〔
集
韻
〕
其
闇
切
醒
血

12749 
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く
つ
。
か
は
ぐ
つ
。
韓
（
1
2
-
4
3
0
3
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
碑
、
説
文
、
礎
陽
‘
或
作
レ
靴
。
〔
隋
書
、
證

り
、
山
東
の
張
宗
昌
と
妥
協
し
、
渇
玉
詳
の
國
民
軍
討
史
。
後
、
河
中
府
の
知
。
天
暦
の
初
、
鐵
木
兒
叛
し
、
大
饂
茎
心
〕
惟
摺
1

服
以
レ
靴
、
靴
‘
囮
缶
9

、
取
レ
個
{1
1

於
事
↓
「

伐
に
従
事
し
て
よ
り
、
其
の
勢
俄
か
に
増
大
し
た
が
、
慶
隅
か
ら
河
を
渡
る
。
克
忠
従
は
ず
、
遂
に
害
せ
ら
施
1

一
於
戎
服
↓

【
靴
摘
】
1

翌
く
つ
し
た
。
〔
紅
棲
夢
、
二
十
一
回
〕
一

呉
の
た
め
に
敬
遠
免
職
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
以
後
志
を
る
。

面
便
塞
於
靴
液
内
↓

得
ず
天
津
に
隠
棲
す
0

[
断
裁
之
】
29

”
/
宋
‘
穎
川
の
人
。
儒
術
に
通
ず
。
胡
安

【
靴
銀
]
2
h
s
u
e
h
'
y
i
n
'

馬
蹄
銀
(
1
2
|
 4
4
5
7
2
 :
 4
4
 

【
断
雲
鵬
】
2
3
t
ク
＊
，
ウ
民
國
、
山
東
省
渭
寧
縣
の
人
。
字
國
嘗
て
之
に
師
事
す
。
〔
宋
史
、
四
百
三
十
五
〕
．
〔
宋
元

o
)
の
別
稽
。
中
國
婦
女
の
靴
に
似
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。

は
翼
卿
。
北
洋
陸
軍
武
備
學
堂
卒
業
。
夙
に
段
棋
瑞
に
學
案
、
十
四
〕
。

【
靴
央
】
3

h
s
u
e
h
1
 
c
h
i
a—
名
刺
書
類
を
入
れ
る
紙
入
。

従
ひ
‘
累
進
し
、
武
漢
攻
略
の
功
に
よ
り
第
五
鎖
統
制
【
断
聖
居
】

30"tm
明
、
長
垣
の
人
。
字
は
淑
孔
。
崇
禎

長
靴
の
胴
に
は
さ
む
も
の
。
靴
頁
兒
゜

に
進
み
、
山
東
都
督
と
な
り
、
哀
世
凱
の
＿
帝
制
に
際
し
の
進
士
。
官
は
清
源
・
莱
陽
二
縣
の
知
に
歴
任
す
。
隈
；

【
靴
笏
】
4

5

四
く
つ
と
し
や
く
。
共
に
官
服
を
著
け
る

一
等
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
後
、
錢
能
訓
内
閣
に
入
り
陸
軍
鏑
さ
れ
、
復
起
し
て
慶
陽
推
官
と
な
り
、
刑
部
王
事
に

時
に
用
ひ
る
も
の
。
繹
笏
゜
〔
中
華
古
今
注
、
上
‘
靴
笏
〕

総
長
と
な
り
、
次
い
で
國
務
総
理
に
就
任
し
た
。
安
直
抜
擢
さ
れ
、
未
だ
行
か
ず
し
て
城
陥
り
、
執
へ
ら
れ
て

靴
者
蓋
古
西
胡
也
‘
云
云
‘
笏
者
記
―
―
其
忽
忘
之
心
三
云

載
後
再
び
組
閣
し
、
陸
軍
上
将
と
な
る
。
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百

云
゜
〔
宋
史
‘
幡
志
―
―
十
四
〕
端
平
一
一
年
‘
劉
録
就
レ
檎
‘
云

【
断
康
女
】
24

”
カ
ウ
前
趙
の
人
。
準
の
従
弟
の
康
の
女
。
八
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
六
〕
．
〔
績
表
忠
記
、

云
‘
賜
―
―
襲
衣
・
冠
幣
・
韓
笏
・
器
幣
・
鞍
馬
↓
〔
蹄
田
録
、
二
〕

姿
容
美
し
く
、
志
操
あ
り
。
劉
曜
、
断
氏
を
誅
し
、
納
れ
六
〕
・
〔
小
膜
紀
年
、
一
〕
・
〔
崇
顧
忠
節
録
、
二
十
六
〕
．
〔
勝

往
時
學
士
循
↓
―
唐
故
事
五
竺
宰
相
二
小
レ
具
,
,
靴
笏
こ
繋

て
妻
と
な
さ
ん
と
す
。
琥
泣
、
拒
み
て
死
を
請
ふ
。
曜
、
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
五
〕
。

鞘
坐
土
堂
上
云
云
、
近
時
學
士
‘
始
具
靴
笏
一

哀
れ
ん
で
康
の
一
子
を
免
す
。
〔
晉
書
、
九
十
六
〕
。
【
断
治
荊
】
31

”
チ
清
、
漢
軍
鍍
黄
旗
人
。
字
は
熊
封
。
官

【
靴
杉
】
5

ぢ
乗
馬
の
時
に
著
る
衣
゜
粋
杉
。
〔
中
華
古

【
断
更
生
】
凶
梵
セ
イ
宋
、
江
陰
の
人
。
字
は
春
伯
。
嘉
定
は
吉
安
知
府
。
著
に
思
藷
録
が
あ
る
。
〔
國
朝
詩
人
徴
略

今
注
、
中
、
幕
羅
〕
至
1

一
天
賓
年
中
「
士
人
之
妻
‘
著
,
,
丈

の
進
士
。
官
は
海
南
教
授
。
王
呈
瑞
・
楊
端
叔
と
倶
に
文
初
編
、
十
三
〕
。

夫
靴
杉
鞭
帽
↓
〔
蕗
唐
書
‘
輿
服
志
〕
開
元
初
‘
云
云
‘
帷

名

あ

り

。

著

に

南

華

経

解

が

あ

る

。

【

断

智

翼

】

3
2
H
5
ク
唐
の
人
。
佛
を
書
く
に
巧
。
〔
後
聾

帽
之
制
‘
絶
不
底
晶
央
俄
又
露
誓
馳
騎
‘
或
有
レ
著
―
―
丈

【
断
學
顔
】
25

”
ガ
／
明
、
清
寧
の
人
。
字
は
子
愚
。
嘉
靖
録
〕
．
〔
歴
代
名
書
記
〕
。

夫
衣
服
靴
杉
下
皿
尊
卑
内
外
斯
一
貫
芙
゜

の
進
士
。
官
は
南
陽
推
官
。
廉
平
を
以
て
稲
せ
ら
る
。
入
【
断
東
語
】
33

討
？
宋
の
人
。
字
は
茂
遠
。
官
は
州
倅
゜

【
靴
子
]
6

h
s
u
e
h
'
t
z
u

な
が
ぐ
つ
。
碑
子
。

つ
て
太
僕
卿
と
な
り
、
山
西
を
巡
撫
す
。
詔
に
應
へ
て
性
、
多
能
、
人
、
之
を
目
し
て
断
百
會
と
な
す
。
書
に

【
靴
抱
】
7

苓
著
靴
の
時
に
服
す
る
抱
。
絆
抱
゜
〔
宋
史
、

理
財
萬
餘
―
―
ICT

を
陳
ぷ
。
後
、
吏
部
右
侍
郎
に
至
る
。
著
に
巧
、
古
今
の
諫
評
百
事
を
集
め
て
圏
を
為
り
、
百
諫
闘

輿
服
志
三
〕
乾
道
九
年
‘
又
用
1

一
履
抱
一
云
云
‘
繋
レ
履
則

雨
城
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
と
琥
す
。
〔
螢
搬
〕
。

曰
履
棋
服
レ
碑
則
旦
碑
襖
履
．
繹
皆
用
藷
革
↓

三
百
五
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
九
十
八
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
、
【
断
徳
進
】
34

”
/
／
元
の
人
。
詳
の
子
。
詮
は
文
穆
。
少

【
靴
帽
】
8

ダ
的
長
靴
と
帽
子
。
棒
帽
゜
〔
黄
庭
堅
‘
和
,
,
答

二
十
六
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
、
五
十
八
〕
・
〔
昭
代
明
良
く
し
て
書
を
讀
み
大
義
に
通
じ
、
星
暦
の
學
に
精
し
。

外
舅
孫
幸
老
1

詩
〕
出
レ
門
厭
二
韓
帽
盃
炉
駕
喜
―
―
巾
履
↓

録
、
十
〕
・
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
、
八
〕
・
〔
明
名
人
博
、
二
十
官
は
世
祖
の
時
、
選
ば
れ
て
太
史
官
属
と
な
る
。
時
に

八
〕
．
〔
明
人
小
博
、
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
九
十
天
象
に
因
つ
て
規
諫
を
進
め
、
袢
益
す
る
所
多
し
。
後
、

五
〕
．
〔
明
詩
綜
、
四
十
二
〕
．
〔
明
史
分
稿
残
編
、
下
〕
．
〔
明
認
書
監
と
な
り
、
天
事
を
掌
る
。
成
宗
の
時
、
昭
文
館
大
【
靴
機
】
，
盟
靴
下
。
靴
足
袋
゜
〔
蘇
献
、
九
H
黄
棲
詩
〕

詩
紀
事
戊
、
十
九
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
偲
‘
丁
、
上
〕
。
學
士
。
太
史
院
の
知
。
中
書
の
政
事
に
預
議
し
、
建
白
す
黄
花
白
酒
無
ー
一
人
問
「
日
暮
蹄
来
沈
加
溢
竺

【
断
學
曾
】
26

だ
＇
ウ
明
の
人
。
學
顔
の
弟
。
嘉
靖
の
進
る
所
多
く
施
行
せ
ら
る
。
〔
元
史
、
二
百
―
―
-
〕
。
【
靴
板

]
1
0

焚
靴
を
穿
き
板
を
執
る
。
上
官
に
謁
す
る
こ

士
。
官
は
山
西
按
察
副
使
に
至
り
、
治
績
あ
り
。
〔
明
史
、
【
断
百
合
I

】35
パ
牧
ヤ
ク
斬
東
猜
の
綽
名
。
何
事
も
よ
く
で
と
。
〔
韻
府
引
‘
賀
躊
、
詩
〕
十
年
北
滓
賤
‘
半
生
靴
板
忙
°

二

百

十

四

〕

。

き

る

か

ら

い

ふ

。

〔

蓋

譜

〕

断

東

獲

、

字

茂

遠

‘

其

性

多

【

靴

桂

樹

]
l
l

ダ
立
ァ
ィ
樹
木
の
名
。
楡
白
の
異
名
。
〔
事
物

【
断
懐
徳
]
2
7
"
9
E

ィ
ト
ク
宋
、
高
唐
の
人
。
本
名
は
湘
。
太
平
能
、
尤
エ
1

一
鵞
藝
T

人
目
レ
之
為
二
断
百
會
↓
異
名
録
、
樹
木
、
楡
〕
清
異
録
、
金
硲
路
上
一
老
楡
、
往
来

興

國

中

、

法

を

明

か

に

し

、

褐

廣

安

軍

判

官

を

解

く

。

者

就

―

―

樹

下

る

竺

草

履

面

例

以

―

―

其

藷

―

懸

而

去

、

行

人

指

官

は

印

・

冶

・

昭

・

濯

等

の

州

に

歴

知

す

。

強

幹

を

以

て

為

―

―

靴

桂

樹

↓

梢

せ

ら

れ

、

頗

る

政

績

を

著

は

す

。

又

、

映

州

の

知

と

な

【

靴

勤

i

子
】
12hstieh'yao• 

t
z
u

長
靴
の
胴
。

る
。
年
を
踏
‘
ふ
閥
に
蹄
つ
て
卒
す
。
〔
宋
史
、
三
百
九
〕
•
[
靴
山
笏
山
】

1
3

謁
ク
ニ
山
の
名
。
此
の
山
に
向
ふ
も

〔

宋

史

新

編

、

八

十

五

〕

。

の

は

其

の

子

孫

に

か

は

ぐ

つ

を

穿

ち

、

笏

を

持

つ

位

階

【
断
克
忠
】
28

月

チ

，

ユ

，

ウ

元

揺

州

の

人

。

字

は

唐

臣

。

盆

あ

る

貴

人

を

得

る

と

い

ふ

。

〔

螢

雪

叢

談

〕

陳

季

陸

訪

―

―

は

忠

愁

。

経

術

に

通

じ

‘

吏

治

に

精

し

。

官

は

西

憂

御

晦

翁

朱

先

生

ご

隅

張

骰

仁

興

焉

、

會

宴

之

次

、

朱

張

忘

【
靴
写

ク
ヴ

〔
集
韻
〕
呼
胆
切
」
姻

T
U
せ

h
s
u
e
h
'

革

部

〔
四
豊
〕

断

靴

鞄

駁

靴

靭

鞄

き
小
〇
た
づ
な
。
は
づ
な
。
〔
説
文
〕
鞄
‘
轡

革
豪
革
也
、
八
レ
革
巴
臀
゜
〔
繋
博
〕
御
人
所
レ

把
虞
也
。
〔
句
讀
〕
玄
應
引
作
―
―
轡
飾
也
t

繹
器
‘
轡

首
謂
―
―
之
革
盆
七
博
同
、
王
褒
偉
、
王
良
執
レ
鞄
、
晉

灼
曰
‘
鞄
、
＿
音
覇
、
謂
レ
轡
也
。
〔
漢
書
、
王
褒
博
〕
王

良
執
レ
鞄
。

O
つ
か
。
杷
゜
〔
王
度
、
古
剣
記
〕
友
人

【鞄】
C

〔
集
韻
〕
必
駕
切
、
鵬

＞． 
勺

Y

pa' 

く
る
ま
の
か
さ
ば
ね
。
秤
(
1
0
|
 3
8
2
2
2
)

に
同

じ
。
〔
玉
篇
〕
靭
、
車
伊
也
。
〔
集
韻
〕
伊
、
車
弓
也
、

或
炊
レ
革
゜

【靭】
g

竺
〔
集
韻
〕
胡
犬
切
臨
―
―

【
靴
】
〖
’

紐

(
8
ー

2
7
2
6
8
)

の
俗
字
。
〔
篇
海

紐
、
正
作
レ
紐
゜

チ
ウ

霰
写

較
(
1
1
0
|
4
3
1
1
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
駁
、
同
レ
駁
゜

カ，ウ

車
の
こ
し
き
か
ざ
り
。
〔
篇
海
〕
鞄
、
穀
飾
゜

【鞄】
5

[

〔
篇
海
〕
巨
支
切
函

形
交
‘
談
―
―
風
水
言
口
、
如
レ
是
而
為
―
―
靴
山
ぶ
炉
是
而
為
1

一

笏
山
↓

【
隔
レ
靴
掻
レ
痒
】

14g”i
”
”
ー
ァ
靴
の
上
か
ら
痒
い
慮
を

か
く
こ
と
。
事
を
行
っ
て
本
意
を
達
す
る
こ
と
の
出
来

な
い
喩
。
隔
レ
靴
爬
レ
痒
゜
〔
無
門
襴
自
序
〕
悼
レ
棒
打
レ
月
、

隔
レ
靴
爬
レ
痒
‘
有
―
―
甚
交
渉
↓
〔
績
博
燈
鋒
〕
寧
陵
安
輻
子

勝
章
曰
‘
上
堂
更
或
枯
レ
掃
敲
レ
宋
、
大
似
二
隔
レ
靴
猟
＞
壕
゜

一
五
四

12750 
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革

部

〔
四
蟄

曰□ El 
パハセサダタ
ンンンン

玉
篇
〕
徒
果
切

〔
集
韻
〕
師
衡
切

〔
集
韻
〕
蒲
官
切

El
車
の
し
ば
り
な
は
。
秘
(
1
1
0
|
4
2
7
6
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
秘
‘
説
文
‘
車
束
也
‘
或
ハ
レ
比
°
□
く

つ
。
わ
ら
ぐ
つ
。
〔
字
彙
〕
靴
‘
註
也
。

鞄

靭

鞍

肱

鞘

肢

散

粍

靴

級

抑

囲屈圏

チ
ン
チ
ン

国

小

描

日

□

l回
l0ひ
き
づ
な
。
牛

靭

蔽

蔚

文

馬

の

胸

に

約

し

、

其

の

端

を
車
軸
に
繋
い
で
車
を
牽
か
せ
る
か
は
ひ
も
。

〔
説
文
〕
靭
、
所
白
引
＞
軸
者
也
、
ハ
レ
革
引
瞥
゜

〔
繋
傭
〕
所
1

一
以
前
引
一
也
。
〔
句
讀
〕
靭
‘
繋
1

一
於
軸
↓

〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
〕
陰
靭
釜
績
。
〔
傭
〕
靭
、
所
政

引
也
。
〔
左
氏
、
哀
、
二
〕
我
雨
矧
将
レ
絶
。
〔
疏
〕
古

之
駕
1

―
四
墨
者
、
服
馬
央
レ
棘
、
其
頸
負
レ
範
、
雨

鰺
在
レ
労
、
挽
レ
靭
助
レ
之
。
●
斬
(
1
2ー

4
2
7
2
8
)
に

通
ず
。
〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
、
陰
靭
釜
績
、
繹
文
〕
断
、

本
又
作
レ
矧
゜
＠
通
じ
て
引
(
4
|
9
6
9
9
)

に
作
り
‘

又
‘
矧
(
8
|
2
7
2
 00 4
)
に
作
る
。
〔
六
書
故
〕
靭
‘
古
通

作
レ
引
‘
又
作
レ
矧
゜
R
禰
文
‘
綬
(
1
2
-
4
3
0
7
2
)

に

作
る
。
〔
説
文
〕
靭
‘
綬
‘
籠
文
靭
゜

罰
写
旱ン
□
イ
ン

〔
集
韻
〕
羊
進
切
醐
〖

〔
集
韻
〕
以
忍
⑰
極

I
 

.f 

yin' 

集
韻
〕
丈
忍
切
極

砕
侠
者
、
獲
―
―
―
銅
剣
面
剣
連
二
於
鞄
五
盤
二
鳳
龍
之

状
ニ
●
お
ほ
ふ
。
鞭
(
1
2ー

4
2
8
3
5
)

に
通
ず
。
〔
爾

雅
‘
秤
器
‘
輿
革
‘
前
謂
1

一
之
鞣
ご
注
〕
以
レ
土
串
鞄
―
―
車

拭
↓
〔
疏
〕
鞄
‘
謂
レ
鞭
也
。
〔
繹
文
〕
鞄
‘
本
亦
作
レ

鞭
゜
⑲
ま
と
。
射
的
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鞄
‘
俗
謂
レ

泉
為
レ
鞄
‘
演
1

一
習
鎗
械
己
巳
打
鞄
一

【
鞄
子
】
1

p
a
3
 t
z
i
i

ま
と
。
射
的
。

【靴】虹

ロロピヒビヒ
チッ

〔
集
韻
〕
簿
必
切
闊

〔
字
彙
〕
部
比
切
甲
g

【耗】畑
ジ
ゴ
「
ウ

輯
(
1
2
-
4
2
9
6
5
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
耗
、
同
レ
粗
゜

霰】
5

コ

鼓
(
1
2
-
4
8
3
3
0
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

散
‘
同
レ
鼓
゜

霰】臼
コ

鼓
(
1
2
ー

4
8
3
3
0
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕

鼓
‘
古
作
レ
鞍
。

【絆】
g

〔
集
韻
〕
敷
容
切
国
〗

ホ
ヴ
フ

絆
輯
は
‘
く
ら
の
か
ざ
り
。
幹
(
1
2
-
4
2
8
3
0
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
絆
‘
袢
輯
‘
拿
飾
、
或
炊
レ
条
。

窃
号
コーウ

椋
(
1
2
1
 42
7
8
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
絃
‘
或
作
レ
紘
゜

Elく
つ
の
か
か
と
の
へ
り
。
〔
玉
篇
〕
鞍
‘
履
眼
縁

也
。
口
鞍
の
し
ほ
で
の
垂
れ
る
さ
ま
。
穆
(
1
2
-
4

【
級
写

3
0
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰺
、
馬
鞘
垂
兒
、
或
作
レ

毅
゜
曰
●
お
ほ
お
び
。
肇
(
1
2
-
4
2
9
7
7
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
繋
‘
説
文
、
大
帯
也
‘
或
省
。
〇
皮
の
な

は
。
〔
字
彙
〕
鞍
‘
皮
縄
也
。

O
は
た
あ
し
。
〔
字
彙
〕

鞍
‘
流
也
。

Eltノ
〔
集
韻
〕
悉
合
切
函

六

Y
t
:a' 

□
シ
ブ
〔
集
韻
〕
息
入
切
羅
i)

ム

Y
•

s
a
3
 

小
日
●
く
つ
。
④
く
つ
の
総
梢
。
は
き
も

鞘
豪
の
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
級
、
履
也
。
〔
玉
篇
〕

級
、
履
也
。
＠
小
兒
の
く
つ
。
〔
説
文
〕
級
、
小
兒
履

也
、
炊
レ
革
及
臀
°
◎
ふ
か
ぐ
つ
。
底
深
い
か
は
ぐ

つ
。
〔
秤
名
、
鐸
衣
服
〕
級
、
草
履
深
頭
者
之
名
也
、

級
‘
襲
也
、
以
二
其
深
襲
覆
＞
足
也
。
〔
急
就
篇
〕
級

提
印
角
褐
絨
巾
。
〔
注
〕
級
、
謂
―
―
i

早
履
頭
深
而
兌

平
底
賓
也
、
今
俗
呼
謂
二
之
銑
子
↓
◎
底
の
漫
ぃ

く
つ
。
〔
一
切
経
昔
義
、
十
四
〕
今
江
南
謂
靴
無
レ

頸
者
〖
『
レ
級
。
命
）
ざ
う
り
。
草
で
編
ん
だ
か
か
と

の
な
い
く
つ
。
〔
増
韻
〕
級
‘
丼
履
。
〔
六
書
故
〕
級
、

今
人
以
履
息
踵
直
曳
レ
之
者
1

為
レ
級
。

O
か
る

く
あ
が
る
さ
ま
。
扱
(
4
|
1
0
0
4
7
)

に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
級
‘
段
借
為
和
役
。
〔
漢
書
、
司
馬
相

如
傭
下
〕
旧
減
級
然
以
氷
逝
分
。
〔
注
〕
師
古
日
、
級

然
‘
軽
學
意
也
。
参
は
や
く
は
し
る
さ
ま
。
級
害
。

〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
級
害
驚
捷
゜
〔
注
〕
劉
日
、
級
雪
、

走
疾
貌
゜
R
ひ
く
い
も
の
。
〔
通
俗
編
‘
品
目
‘
級
〕

西
湖
涸
覧
志
餘
‘
杭
州
市
人
諒
砥
物
[
E
レ
級
、

以
真
足
下
珈
也
。

0
或
は
給
(
1
2
-
4
2
8
0
5
)
・

級（
1
2
|
 4
3
1
1
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
級
、
或
作
二

給
・
級
昌
〗
●
小
兒
の
く
つ
。
〔
集
韻
〕
級
、
嬰
兒
履

謂

乏

見

O
或
は
級
(
1
2
|
 4
3
1
1
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
級
‘
或
炊
レ
章
。

【
級
桂
】
1

苔
草
で
つ
く
つ
た
く
つ
。
〔
中
華
古
今
注
‘

中
、
級
畦
〕
蓋
古
之
履
也
‘
秦
始
皇
常
級
望
倦
畦
‘
衣
1

一簗

雲
短
褐
百
盆
到
1

―
隠
逸
工
求
二
紳
倦
云
ぎ
梁
天
監
年
中
盆
i

帝
解
1

一
脱
級
鞘
百
ぞ
絲
為
レ
之
、
今
天
子
所
レ
履
也
。
〔
灸

穀
子
〕
級
輿
1

一
桂
焉
「
三
代
皆
以
レ
皮
為
レ
之
、
始
皇
一
―
年
、

始
用
レ
蒲
、
名
ー
一
級
桂
一

小
日
口
〇
抑
角
は
‘
か
は
を
は
っ
た
あ

哨

藁

し

だ

。

印

(
2
-
2
8
4
1
)

・仰
(
1
-
4
0
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
抑
、
抑
角
‘
礎
屡
‘
炊
レ
革
印
臀
。

〔
段
注
〕
方
言
‘
羅
者
謂
う
溢
喪
東
北
朝
鮮
冽
水

之
間
‘
謂
一
之
抑
角
ぶ
空
古
印
祈
之
間
‘
大
儡
謂
乏

抑
烈
按
‘
郭
注
、
今
漆
履
有
レ
歯
者
、
顔
注
急
就

篇
曰
‘
叩
角
形
若
二
今
之
木
履
1

而
下
有
レ
歯
‘
秤

名
則
日
仰
角
厳
上
施
レ
履
之
名
也
‘
骨
甲
仰
履

角
正
令
レ
足
乃
行
上
也
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
抑
‘
蘇

俗
謂
-
1

之
木
展
H
O
い
と
ぐ
つ
。
〔
康
煕
字
典
〕
抑
‘

玉
篇
‘
絲
履
也
。

O
く
つ
さ
き
。
〔
廣
韻
〕
抑
‘
履
頭
。

【
抑
角
】
1

悶
か
は
を
は
っ
た
あ
し
だ
。
印
角
。
仰
角
。

祠
文
〕
抑
、
抑
角
‘
提
属
炊
レ
革
印
瞥
゜
〔
方
言
‘
四
〕
屏

ー

属
粗
履
也
‘
云
云
‘
東
北
朝
鮮
冽
水
之
間
訊
之
抑

5
 
7
 

角
云
徐
土
祁
折
之
間
、
大
儡
謂
―
―
之
柳
角
↓
〔
庄
〕
今
漆
履

有
レ
歯
者
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
扉
履
抑
角
‘
罷
履
也
。

12

— 

五
五

冨り】如
□
ガ
ヴ
〔
集
韻
〕
魚
剛
切
醐
i

具
五
’
ゥ
〔
集
韻
〕
語
雨
切
蹄

【
級
躾
】
2

苔
か
は
ぐ
つ
。
〔
綴
耕
録
‘
級
牒
〕
西
浙
之

人
、
以
レ
草
為
レ
履
‘
而
無
レ
眼
‘
日
1

ー
級
撲
ニ
婦
女
非
―
―
纏

足
者
通
曳
レ
之
‘
灸
穀
子
雑
録
引
―
―
賓
録
—
云
‘
級
撲
罵
‘

三
代
皆
以
レ
皮
為
5

之
、
朝
祭
之
服
也
‘
始
皇
二
年
‘
遂

以
レ
蒲
為
5

之
、
名
日
二
級
牒
i

二
世
加
1

一
鳳
首
面
笛
？
蒲
、

梁
天
監
中
‘
武
帝
易
以
レ
絲
、
名
l

―
解
脱
履
ご
笠
此
則
級

撲
之
製
‘
其
来
甚
古
゜
〔
北
夢
瑣
言
〕
霧
是
山
巾
子
‘
船

葛
級
牒
↓

【
級
然
】
3

努
か
る
く
あ
か
る
意
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如

博
下
〕
泊
滅
級
然
以
水
逝
空
〔
注
〕
師
古
日
、
泊
滅
、
疾

貌
也
‘
級
然
‘
軽
攀
意
也
。

【
級
雪
】
4

昇
走
る
こ
と
の
疾
い
さ
ま
。
〔
左
思
‘
呉
都

賦
〕
贔
駿
最
面
‘
級
雪
驚
捷
‘
先
駆
前
途
↓
〔
注
〕
劉
日
、

級
雷
‘
走
疾
貌
゜

[
級
縫
】
5

琴
草
の
名
。
〔
集
韻
〕
粗
‘
一
日
、
級
粗
、
神

名。
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貧
写
ゲ
ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
阪
昔
元
,
I

【

梶

芦

冨

】

年

義
未
詳
。
〔
捜
慎
王
鏡
〕
師
‘
五
浪

切
‘
又
五
桑
切
。

ガ
，
ウ

【
鞘
】
年

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
朝
‘
歩
罵

切。

罰】
C

軌（
1
2
1
 42
7
1
2
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
軌
‘
同
レ
靴
。

ヵ9
ウ

霰】畑

紙
(
1
2
-
4
2
7
5
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
絃
‘
同
レ
紙
。

テ
イ

7

ダ

フ

納

(
1
2
-
4
3
1
1
2
)
に
同
じ
。
〔
呂

冨

】

5

大
フ
覧
‘
辮
土
〕
凡
耕
之
道
‘
必
始
於

墟
ぶ
竺
其
寡
レ
澤
而
後
枯
霜
必
厚
―
―
其
納
一
〔
注
〕
納
、
音

義
鋏
゜

日
陸
紗
は
、
か
は
ぐ
つ
。
或
は
勒
(
1
2
|
 4
2
8
4
4
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紗
‘
博
雅
‘
桔
紗
‘
韓
也
‘
或
不
レ

省
。
口
紗
鞄
は
‘
架
器
の
名
。
〔
類
篇
〕
紗
‘
紗
鞄
‘

築
器
。
冨】臼
シぶ`

□サ□サ

集
韻
〕
師
加
切
國

戸

y
s
h
a
1
 

類
篇
〕
桑
何
切
醐
[

日
馬
の
し
り
が
ひ
の
た
れ
が
は
。
〔
集
韻
〕
靴
‘

討
餘
鞄
也
。
口
こ
し
き
の
は
し
。
紙
(
1
0
ー

3
8
2
1

0
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
祇
、
長
穀
之
紙
也
‘
祇
‘
祇
或

炊
レ
革
゜

霰】虹
□ 日
ギキジシ

〔
集
韻
〕
憩
移
切

〔
集
韻
〕
常
支
切

図医

革

部

〔
四
ー
五
蟄
〕

●
味
輯
。
北
方
種
族
の
名
。
株
靱
(

1

)

を
見
よ
。
〔
集

韻
〕
昧
‘
昧
靱
、
北
秋
別
種
。

O
た
び
。
＜
っ
し
た
。

日
●
お
ぎ
な
ふ
。
つ
く
ろ
ふ
。
履
の
下
を
補
ふ
。
抹
(
1
0
-
3
4
2
0
0
)
に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
株
、

訂
(
1
2
|
 4
2
7
1
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
訂
、
補
加
腹
通
レ
抹
゜
〔
隋
書
‘
鵡
儀
志
六
〕
皇
太
子
、
赤
鳥
鋒
株
。

丁
也
、
或
炊
底
。

O
く
つ
。
わ
ら
ぢ
。
〔
玉
篇
〕
【
昧
関
】
と

"

O昧
謁
か
ら
産
す
る
賓
石
。
〔
藷
唐
書
、

訂
、
訂
桂
也
。
口
回
か
は
ぐ
つ
。
礎
(
1
2
-
4
2
9
4
0
)

粛
宗
紀
〕
楚
州
刺
史
雀
保
、
獣
1

一
定
國
賓
玉
十
三
枚
「

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腿
説
文
、
革
履
也
、
或
八
レ
氏
。
云
云
‘
七
日
‘
紅
誅
獨
大
如
直
栗
一
赤
如
櫻
桃
↓

〔
唐
賓
記
〕
紅
昧
覇
、
大
如
巨
栗
「
赤
爛
若
―
―
朱
櫻
五
叶
レ

之
若
レ
不
レ
可
レ
獨
、
而
躙
レ
之
甚
堅
、
不
知
可
レ
破
。
〔
文

同
‘
朱
櫻
詩
〕
君
王
日
午
坐
む
珂
蘭
↓
翡
苓
一
盤
紅
蘇

輻
°
〇
東
夷
の
國
の
名
。
通
古
斯
だ
ス
族
の
一
種
。
古

の
粛
懺
。
漢
魏
に
抱
婁
‘
後
魏
に
勿
吉
と
い
ひ
‘
又
‘

鞣
罰
と
い
ふ
。
松
花
江
以
東
、
海
に
至
り
‘
混
同
江
以

南
‘
長
白
山
に
至
る
地
に
居
る
。
南
北
朝
の
頃
‘
始
め
て

中
國
と
交
通
し
‘
唐
の
武
徳
以
後
は
穂
べ
て
昧
稿
の
稽

を
用
ひ
た
。
も
と
七
部
に
分
れ
、
各
:
酋
長
が
統
率
し

た
が
、
唐
初
に
至
り
、
七
族
中
の
黒
水
と
粟
末
の
一
一
部

デ
イ
ナ
イ

〔
集
韻
〕
乃
證
切

圏

し
た
ぐ
ら
。
〔
篇
海
〕
栢
、
戦
也
、
鞍
也
。

宿

】

年

キ＂ヨ
ゴ

〔
篇
海
〕
白
呂
切

観

冠
]
[
国□ 日
ダテタテタテ
イイイイイイ

〔
集
韻
〕
丁
計
切
瞬
[園園

〔
集
韻
〕
田
黎
切

〔
集
韻
〕
都
黎
切

ゞ
ソ

ノ

ヽマ
チ
園
マ
ッ
〔
集
韻
〕
莫
末
切ヽ
n
h
l
 

見圏

霰】五
O
さ
や
。
〔
玉
篇
〕
絃
刀
鞍
也
。
●
大
車
の
く
ぴ

き
し
ば
り
。
鞘
(
1
2
|
 4
2
8
5
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鞘
、
大
車
縛
範
靭
也
、
或
炊
妥
゜

小
し
り
が
い
。
或
は
鞄
(
1
2
-
4
2
7
6
0
)

に

e
 

革
豪
作
る
。
〔
説
文
〕
舵
‘
馬
尾
舵
也
‘
払
革

｛
ヒ
臀
、
今
之
般
織
〔
段
注
〕
四
字
‘
疑
後
人
泊
注
。

〔
集
韻
〕
舵
‘
或
炊
レ
徊
゜

【靱】如

【
粉
】
五

ゲケ
ンン

フ
ン

〔
集
韻
〕
胡
犬
切

胃

I□

i-嗣
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
靱
‘
丁
索

切
‘
昔
低
、
出
呪
中
↓

テ
イ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
粉
‘
昔
扮
゜

貧】虹
【

鞄

】

年

夕

□

丘

戸

戸

9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

【

乾

】

五

[

‘

〕

唐

何

切

圏

0
た
づ
な
の
垂
れ
る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
梶
‘
轡
垂

兒
。
〇
や
は
ら
か
い
。
或
は
罷
(
1
1
0
-
4
2
9
2
5
)
に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
頼
也
‘
或
作
レ
鞄
゜

靴

紗

納

柩

軌

鞘

師

転

粉

靭

鞍

艇

柘

梶

陀

鞄

靱

靴

巳
馬
の
お
も
が
い
。
〔
廣
韻
〕
靴
‘
靴
勒
名
。
〔
集

【
鞘
芦

□ソ
□
タ
ッ

〔
集
韻
〕
糊
古
切
躙
0

の
み
が
強
盛
と
な
り
、
粟
末
部
は
高
句
麗
の
亡
後
、
大

詐
榮
出
で
て
版
圏
を
撒
大
し
‘
則
天
武
后
の
時
‘
渤
海

國
又
震
國
と
稲
し
た
。
黒
水
部
は
最
北
に
位
し
‘
盆

益
強
大
と
な
り
‘
唐
の
武
徳
の
初
‘
部
酋
突
地
愁
、
者
國

公
に
封
ぜ
ら
れ
‘
其
の
子
李
謹
行
、
吐
蕃
を
青
海
に
破

り
‘
右
衛
大
将
軍
を
授
か
り
、
燕
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。

其
の
後
‘
こ
の
地
に
黒
水
府
を
置
き
‘
酋
長
を
以
て
都

督
と
し
た
。
渤
海
國
の
亡
後
、
契
丹
強
盛
と
な
る
や
‘
昧

網
の
子
孫
の
混
同
江
の
西
南
に
居
る
者
、
熟
女
慎
と
琥

し
、
以
東
に
居
る
者
、
生
女
慎
と
琥
し
て
共
に
遼
に
臣
附

し
た
。
後
‘
興
宗
の
諒
を
避
け
て
女
直
と
改
め
、
金
に
至

る
。
勿
吉
(
2
-
2
5
0
1
:
 5
)
の
O
を
見
よ
。
〔
隋
書
‘
東
夷
‘

誅
輻
博
〕
抹
謁
在
↓
一
高
麗
之
北
ぶ
j

落
倶
有
―
―
酋
長
禾
＇
1
-

相

穂
―
:
凡
有
↓
L

七
種
「
一
・
粟
末
部
‘
-
―
・
旧
咄
部
、
三
・
安

車
骨
部
‘
四
・
彿
涅
部
、
五
・
琥
室
部
、
1

ハ
・
黒
水
部
、
七
・

白
山
部
‘
即
古
之
粛
恨
氏
也
。
〔
通
典
‘
邊
防
‘
束
夷
下
‘

勿
吉
〕
勿
吉
、
後
魏
通
焉
‘
在
ー
一
高
句
麗
北
面
牛
口
粛
恨
國

地
‘
邑
落
各
自
有
レ
長
‘
不
―
―
相
総
▽
―
‘
凡
七
種
‘
其
一

琥
―
―
粟
末
部
ご
血
ハ
―
―
高
麗
ー
相
接
‘
―
一
日
出
旧
咄
部
云
狂
粟

末
之
北
一
三
曰
え
女
車
骨
部
五
i
―
旧
咄
東
北
盆
四
曰
1

一彿

涅
部
二
竺
泊
咄
東
一
五
日
―
―
琥
室
部
ご
仕
彿
涅
東
一
六

曰
―
―
黒
水
部
五
在
元
女
東
骨
西
北
工
七
日
1

一
白
山
部
五
竺
粟

末
束
南
函
而
兵
各
藪
千
‘
而
黒
水
部
尤
為
―
―
勁
健
盃
ロ
―
―
彿

涅
以
東
‘
矢
皆
石
鏃
‘
長
―
一
寸
‘
所
信
多
依
臼
杢
渠

帥
日
,
,
大
莫
彿
輛
咄
一
東
夷
中
為
―
―
強
國
一
諸
國
皆
患
レ

之
‘
其
國
有
1

一
大
水
一
間
三
里
餘
‘
名
―
―
速
末
水
一
其
地
卑

下
混
‘
築
和
淀
竪
レ
穴
以
居
‘
室
形
似
レ
塚
‘
開
―
―
口
於
上
―

抄
梯
出
入
‘
云
云
‘
隋
文
帝
初
‘
昧
闘
国
有
レ
使
束
獣
、

謂
飢
勿
吉
也
、
西
北
輿
契
刀
接
‘
毎
相
劫
掠
‘
卑
ハ
,
,
中

犀
懸
隔
‘
唯
粟
末
白
山
為
レ
近
‘
楊
帝
初
‘
其
渠
帥
突
地

稽
墾
其
部
一
束
降
‘
居
"
之
柳
城
云
遼
束
之
役
、
突
地
稽

卒
―
其
徒
一
以
従
、
毎
有
l

一
戦
功
盆
他
ヒ
帝
幸
―
―
江
都
「
尋
放

蹄
↓
一
柳
城
「
大
唐
聖
化
遠
被
、
株
闘
國
頻
使
孟
只
獣
二
詳

考
博
記
箱
婁
・
勿
吉
・
昧
鞘
・
倶
問
恨
之
後
裔
。

一
五
六

12752 
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【秘】年

革

部

〔五書一〕

粗

紳

鞄

鞍

絆

軸

彿

鞄

勒

靱

岬

瓢

粘

一
五
七

□
后
〔
集
韻
〕
簿
必
切
園

□
ヒ
〔
集
韻
〕
兵
媚
切
甲
g

小

古

日

□

国

國

O
な
め
し
が
は
。

鞄
豪
蜻
文
〔
説
文
〕
靭
、
柔
革
也
、
八
レ
革

旦
臀
゜
〔
段
注
〕
柔
革
‘
謂
11

革
之
柔
奨
者
一
也
。
〔
玉

篇
〕
鞄
、
登
也
。
●
や
は
ら
か
い
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕

鞄
、
柔
也
゜
●
な
め
し
皮
の
な
は
。
〔
六
書
故
〕
鞄
‘

章
縄
因
謂
I

一
之
鞄
↓
〇
饒
鞄
は
‘
誅
謁
の
別
部
。

〔
正
字
通
〕
靭
、
磋
鞄
‘
契
丹
之
西
北
族
、
出
―
―
沙
陀

別
種
↓
〇
古
、
精
(
1
2
ー

4
3
0
4
3
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

鞄
、
糧
、
古
文
鞘
八
レ
宣
o.

国】如

タ
ッ
ク
チ

日
セ
ッ
セ
チ

□-
国
タ
ン
タ
ク
チ
ャ
ク

画
＇

〔
集
韻
〕
捗
革
切

〔
集
韻
〕
儒
旱
切

〔
集
韻
〕
嘗
割
切＇ 
ヵ
Y
・

〔
集
韻
〕
之
列
切

醗圏圏円圏

【紳】
g

シ
ン

紳
(
8
ー

2
7
3
4
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

紳
‘
説
文
、
大
帯
也
‘
或
炊
レ
革
゜

韻
〕
粗
、
馬
暢
也
。
口
靭
(
1
2
|
 4
2
7
6
4
)

の
謳
字
。

〔
正
字
通
〕
鞘
‘
鞄
謳
字
。

【
鞘
躊
】
1

知
ヤ
ク
草
履
の
類
。
〔
淮
南
子
‘
氾
論
訓
〕
地
勢

有
無
、
得
―
―
相
委
輪
五
リ
為
T

靴
躊
而
超
1

一
千
里
ご
肩
荷
負

僧
之
勤
上
也
。
〔
注
〕
靱
躊
‘
粗
級
也
。
〔
劉
文
典
集
解
〕
王

念
孫
云
‘
靱
皆
常
レ
為
細
鞄
‘
字
従
レ
旦
、
不
松
征
レ
且
‘
説
文
、

鞄
、
柔
革
也
、
履
‘
履
也
．
級
、
小
兒
履
也
、
繹
名
云
、
級
、

章
履
深
頭
者
之
名
也
、
今
正
文
言
,
,
靭
躊
了
注
文
言
―
―
靭

懇
皆
是
享
履
之
名
、
則
字
嘩
デ
従
レ
旦
、
廣
韻
、
阻
則
古

切
、
鞘
勒
名
、
字
従
レ
且
‘
両
字
臀
義
判
然
゜
〔
淮
南
子
‘
氾

論
訓
〕
蘇
秦
‘
匹
夫
徒
歩
之
人
也
、
鞘
躊
鼠
蓋
‘
経
―
―
螢
萬

乗
之
主
↓

日

O
葬
に
お
く
る
馬
の
く
ら
。
〔
廣
韻
〕
鞄
‘
以
ニ

馬
寮
1

贈
―
―
亡
人
↓
●
鞄
鞄
は
、
あ
ら
馬
の
く
ら
。

【
靴
】
[

セ
ッ
セ
チ

曰 日
ェ
イ

□
ケ
イ

〔
集
韻
〕
以
制
切
霞
i-

〔
集
韻
〕
許
間
切
圏

〔
集
韻
〕
私
列
切
’
圏

T

一
せ

h
s
i
e
h
•

輿
の
後
の
革
。
通
じ
て
箱
(
8
|
2
5
9
4
7
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
彿
‘
輿
革
後
謂
Ii

之
彿
涵
四
作
レ
箱
゜

祠】叶
7
7
[

〔
集
韻
〕
分
物
切
圏

【軸】年
革
‘
或
書
作
レ
軸
゜ チ
ヴ

胄
(
2
|1537)• 

畢（
1
2
-
4
2
7
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
冑
、
司
馬
法
ハ
レ

き
づ
な
。
ほ
だ
し
。
絆
(
8
ー

2
7
3
7
6
)
に
同
じ
。
〔
繹

名
、
繹
車
〕
絆
、
半
也
、
拘
使
,
,
半
行
不
品
空
自
縦
―

也
。
〔
玉
篇
〕
絆
‘
興
レ
絆
同
。
〔
集
韻
〕
絆
、
駕
レ
牛

具
、
在
複
日
神
。
〔
左
氏
、
倍
、
二
十
八
〕
晉
車
七

百
乗
、
樵
靭
鞍
絆
゜
〔
注
〕
在
レ
後
日
レ
絆
゜
〔
秤
文
〕

絆
、
繁
也
。

【
絆
】
[
"
 ン

〔
集
韻
〕
博
漫
切ヽ
勺口，

＂箭

小
日
車
の
し
ば
り
な
は
。
或
は
繹
（
1
2
ー

豪
4
2
9
9
2
)
・

枇
(
1
2
|
 4
2
7
4
2
)

に
作
る
。

報
〔
説
文
〕
秘
、
車
束
也
‘
炊
レ
革
必
瞥
゜
〔
集
韻
〕
秘
、

或
ハ
レ
畢
‘
炊
レ
比
。
回
●
日
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
秘
‘

車
革
日
レ
秘
。
●
た
づ
な
。
轡

(10ー
3
8
5
8
7
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
轡
‘
説
文
‘
馬
轡
也
、
或
作
レ
秘
。

9
9閃
r

娯
:
[
い
O

桃
（
1
2
|
 4
2
8
0
7
)
・
 
鼓
（
1
2
|
 
48351)• 

蛉
宝

(
1
2

|
 4
8
3
5
2
)

・
啓
(
6
|
1
6
6
8
6
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕

靱
靭
遼
也
、
ハ
レ
革
召
臀
‘
桃
、
靱
或
ハ
1
1

兆
臀
一

線
、
靱
或
八
―
―
鼓
兆
涵
5

、
籍
文
靭
ハ
11

殷
召
↓
〔
段

注
〕
遼
者
、
謂
忌
器
逗
必
聞
―
―
其
昔
1

也
、
周
證
注

曰
、
鼓
如
レ
鼓
而
小
、
持
―
―
其
柄
1

椛
レ
之
、
労
耳
還

自
撃
。
〔
玉
篇
〕
靭
‘
如
レ
鼓
而
小
、
有
レ
柄
、
貰
主

揺
レ
之
以
節
レ
築
也
。
〔
集
韻
〕
靭
、
或
作
―
―
桃
・
競
一

摘
作
レ
磐
‘
亦
書
作
レ
鼓
。
〔
證
、
月
令
〕
命
,
1

架
師
一

脩
―
―
靱
稗
鼓
↓
〔
繹
文
〕
靭
、
本
亦
作
レ
桃
、
同
。
〔
疏
〕

0
く
ら
の
か
ざ
り
。
〔
説
文
〕
粘
、
査

飾
、
ハ
レ
革
占
臀
。
●
粘
諜
は
‘
は
だ
っ

け
。
馬
の
雨
脅
の
鐙
の
営
る
所
に
垂
れ
被
ふ
も

の
。
〔
玉
篇
〕
粘
‘
粘
諜
‘
拿
具
也
。
〔
集
韻
〕
粘
‘
帖

粘
い

窮
】
5
天
フ
〔
集
韻
〕
的

[
7ぜ
虞

'
i
e
h
•

か
は
を
な
め
す
エ
人
。
鞄
(
1
2
|
 4
2
7
8
1
)

の
俗

字
。
〔
字
彙
〕
狐
、
柔
レ
革
工
。
〔
正
字
通
〕
狐
‘
俗
鞄

字。

〔
字
彙
〕
歩
包
切
圏
i

祠】
5

タ
ヴ
〔
集
韻
〕
徒
刀
切
国
〖

／
 

ド
ヴ
大
名

t
•
a
0
2

ハヴ
ベ
ヴ

●
か
は
ぐ
つ
。
〔
玉
篇
〕
拗
‘
靴
拗
。
〔
集
韻
〕
拗
‘
俗

謂
靴
擁
日
レ
拗
。
●
ま
が
る
。
〔
集
韻
〕
拗
‘
曲
也
。

岬
諜
は
‘
花
の
相
な
ら
ぶ
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
岬
‘
押

諜
゜
〔
正
字
通
〕
何
晏
、
景
揺
殿
賦
、
紅
絶
岬
諜
‘
李

周
翰
日
‘
岬
諜
‘
花
相
次
比
貌
。

【勒】
5

忍
〔
集
韻
〕
於
教
切
咽

ェ
ヴ
一
名

y
a
o
•

【狐】
5

宿
】
[
芦

〔
廣
韻
〕
胡
甲
切
臨
〗

〔
集
韻
〕
鞄
‘
博
雅
‘
鞄
鞄
‘
騨
蓋
也
。
口
葬
に
お
く
靭
字
‘
或
従
二
兆
下
鼓
↓
〔
論
語
、
微
子
〕
播
鼓
武
。

る
被
衣
゜
又
、
戦
(
1
2
|
 4
2
7
9
7
)
・
 
輩
(
1
2ー

4
2
7
8
8
)

〔
集
疏
〕
雷
瀬
云
、
義
疏
本
、
翡
作
レ
靭
゜

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
被
具
‘
所
ー
一
以
送
＂
死
‘
或
【
郭
磐
】

1

”
け
ふ
り
つ
づ
み
と
石
で
作
っ
た
築
器
。
〔
揚

ハ
レ
曳
、
亦
書
作
レ
蓋
。
国
●
た
づ
な
。
維
(
8
ー

2
7
3

雄
、
長
楊
賦
〕
然
後
陳
藉
鼓
之
築
一
嗚
窮
磐
之
和
↓

4
7
)
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
縄
、
繋
也
‘
俗
作
レ
鞄
゜
〔
儀
〔
注
〕
善
曰
‘
鄭
玄
褪
記
注
曰
‘
靭
‘
如
レ
鼓
而
小
、
有
レ
柄
‘

賓
至
、
揺
レ
之
以
奏
レ
槃
、
清
日
、
紹
磐
、
築
器
名
。

【
靱
稗
鼓
】
2

”
ヴ
ヘ
ィ
ふ
り
つ
づ
み
と
小
鼓
と
大
鼓
゜
〔
證
、

穂
、
既
夕
證
〕
薦
―
―
乗
車
麗
漫
幣
、
干
窄
、
革
鞄
゜

〔
注
〕
鞄
、
糧
也
。
〔
胡
培
輩
正
義
〕
鞄
、
説
文
作
レ
月
令
〕
（
仲
夏
之
月
）
命
棄
師
砿
g

二
紹
稗
鼓
↓
〔
孫
希
旦
集

維
、
云
、
系
也
、
或
作
レ
繰
‘
糧
、
説
文
作
蘊
、
云
‘
解
〕
孔
氏
曰
‘
詔
、
周
随
小
師
鄭
注
云
‘
似
薮
而
小
、
持
ニ

馬
縄
也
、
是
維
輿
レ
糧
為
こ
‘
此
従
レ
革
作
レ
鞄
其
柄
1

揺
レ
之
、
労
耳
還
自
撃
‘
稗
、
鄭
注
レ
詩
云
、
小
鼓

者
、
撮
記
云
↓
ー
革
鞄
五
心
以
レ
革
為
レ
鞄
、
故
鞄
・
糧
在
大
鼓
愛
應
碑
之
陽
也
‘
鼓
者
、
周
糧
雷
鼓
鼓
軸

記
之
陽
‘
是
也
‘
劉
熙
繹
名
云
‘
靱
‘
導
也
、
所
1

一以導レ

築
作
U

稗
‘
袢
也
‘
袢
1
1

助
鼓
節
ょ
鼓
‘
廓
也
‘
張
レ
皮
以
冒
レ

字
倶
従
レ
革
。
●
は
だ
つ
け
。
馬
の
被
具
。
〔
集
韻
〕

鞄

、

馬

被

具

。

之

‘

其

中

空

廓

。

12753 



(42775)一 (42784・・3) 

【鞘】
E

し
づ
か
。
〔
玉
篇
〕
粕
、
静
也
。

〔
玉
篇
〕
匹
革
切

ハ
ク
ヒ，ヤク

願

小
●
車
に
鴛
し
た
馬
の
飾
。
被
(
1
0
ー

3
4

豪
2
2
2
)
に
通
ず
。
〔
説
文
〕
鞍
‘
車
駕
具

輌
也
、
八
レ
革
皮
瞥
゜
〔
繋
傭
〕
猶
1=―
今
人
言
―
―
鞍
馬
一

也
。
〔
段
注
〕
晉
語
、
吾
雨
鞍
牌
レ
絶
‘
吾
能
止
レ
之
、

車
日
、
鞍
‘
矧
也
、
按
‘
章
以
1

一
左
博
作
＂
靭
‘
故
以
レ

靭
秤
レ
之
、
其
賓
鞍
所
レ
包
者
多
‘
靭
其
大
者
、
封

祠
書
言
、
薙
五
峙
路
車
各
一
乗
、
駕
被
具
、
被
郎

鞍
字
也
。
〔
句
讀
〕
漢
書
郊
祀
志
、
駕
被
具
、
顔
注
、

駕
車
被
馬
之
飾
皆
具
也
、
被
即
此
鞍
‘
鞍
興
―
―
糸

部
献
ー
同
。
〔
廣
韻
〕
鞍
‘
装
束
鞍
レ
馬
。
●
ひ
き
づ

な
。
〔
國
語
、
晉
語
九
〕
吾
雨
鞍
牌
レ
絶
。
〔
注
〕
鞍
、

矧
也
。
●
く
ら
の
お
ほ
ひ
゜
〔
玉
篇
〕
鞍
‘
葦
上
被
゜

・
た
づ
な
。
〔
韻
會
〕
鞍
‘
轡
也
。

O
は
ら
お
び
。

〔
正
字
通
〕
鞍
‘
俗
謂
＝
雙
吐
帯
↓

【
鞍
馬
】
1

心
馬
装
を
整
へ
る
。
馬
を
車
に
駕
す
る
。
挽

き
支
度
を
整
へ
た
馬
。
〔
説
文
〕
鞍
、
車
駕
具
也
。
〔
繋

傭
〕
臣
錯
日
、
猶
'
"
今
人
言
1

一
鞍
馬
一
也
。
〔
廣
韻
〕
鞍
‘
装

束
鞍
レ
馬
。

【鞍】
5

5

〔
集
韻
〕
平
[
予

百園

【鞄】
5

●
兵
器
。
〔
玉
篇
〕
鞄
、
兵
器
。
●
く
ら
。
〔
廣
雅
‘

秤
器
〕
鞄
‘
筆
也
。
〇
鞄
鞄
は
‘
騨
馬
の
鞍
゜
〔
集

韻
〕
鞄
‘
博
雅
‘
鞄
鞄
‘
騨
蓋
也
。

グク

諜
‘
馬
被
具
。

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

革

部

菌

〔
五
驚
〕

小
日
口
〇
車
試
の
ま
き
が
は
。
〔
説
文
〕

靱
豪
戟
、
車
拭
中
把
也
、
松
革
弘
臀
‘
讀

若
レ
弯
゜
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
株
‘
謂
1
1

車
献
中
把
一

中
把
束
以
レ
革
、
謂
1
1

之
杖
五
↑
上
覆
以
レ
皮
、
謂
11

之
帳
↓
〔
玉
篇
〕
穀
、
献
中
鞄
也
。
〔
詩
、
大
雅
、
韓

突
〕
榔
靱
浅
帳
。
〔
博
〕
穀
、
試
中
也
。
〔
陳
英
博
疏
〕

説
文
‘
穀
、
車
献
也
、
讀
若
レ
弯
、
韻
會
作
1
1

車
拭
中

鞄
ご
哭
謂
、
肥
営
レ
作
レ
晩
‘
鞭
即
今
之
贄
字
、
弯

興
レ
鞭
、
臀
義
皆
相
近
、
繹
名
、
靱
‘
因
興
11

下
輿
―

相
聯
著
也
、
榔
絃
者
、
以
レ
革
賛
―
―
車
式
中
「
所
謂

靱
也
、
小
戎
作
レ
菌
。
●
或
は
紘
(
1
2
ー

4
2
7
3
7
)
・

コ
，
ウ
〔
集
韻
〕
苦
弘
切
／
圏

ク

r
x
L
h
u
n
g
'
 

日
キ
'
fゥ

戸
ク
〔
集
韻
〕
丘
弓
切
南
i

【
軽
】
[

わ
ら
し
べ
。
み
ご
。
楷
(
8
ー

2
5
1
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
楷
、
説
文
、
禾
棄
去
―
―
其
皮
五
炉
天
以
為
レ
席
、

或
作
レ
縣
。
〔
證
‘
證
器
〕
莞
競
之
安
‘
而
棄
縣
之

設
。
〔
注
〕
穂
去
レ
賓
日
レ
縣
、
馬
貢
、
三
百
里
納

,,lit

服
↓

【
麻
席
】
1

芍
藁
の
む
し
ろ
。
楷
席
。
〔
宋
史
、
築
志
八
〕

抱
尊
既
攀
‘
縣
席
未
レ
移
゜

霰】
5

[

[

〔
集
韻
〕
詑

9
9eh' 

●
く
つ
。
―
一
重
ぞ
こ
の
ひ
く
い
く
つ
。
〔
方
言
‘

四
〕
扉
属
羅
履
也
、
中
有
レ
木
者
、
謂
二
之
複
蔦
一

自
レ
闘
而
東
‘
複
履
、
其
庫
者
、
謂
,
,
之
椀
下
↓
〔
玉

篇
〕
椀
、
履
也
。
●
或
は
婉
(
1
2
,
 4
3
1
5
5
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
椀
‘
或
作
レ
婉
゜

祠】
5

竺
〔
集
韻
〕
委
遠
切
菌

鞄

鞍

粕

靭

縣

靱

鞄

怜

耕

鞍

か
は
ぐ
つ
。
〔
篇
海
〕
軌
、
皮
謁
゜

国】
C

翻

.‘
 

〔
篇
海
〕
亡
八
切

，ッ
マ
チ

【
蛉
】
〖

羊
の
子
。
〔
篇
海
〕
怜
、
羊
子
。

レ
イ
リ
，
ャ
ゥ

〔
篇
海
〕
郎
丁
切

〔
集
韻
〕
匹
角
切／ 
父
＆

〔
集
韻
〕
蒲
沃
切

園 圏p'a 02
 

医

〔
集
韻
〕
蒲
交
切
圏
i

〔
集
韻
〕
部
巧
切
詞
[
-

〔
集
韻
〕
皮
教
切
瞬
3

勺
名

p
a
o
'
•

小
ヨ
コ
『
酋
●
か
は
つ
く
り
。
な
め
し

鞠
豪
が
は
の
エ
人
。
通
じ
て
飽
(
1
2
-
4
6
0

7
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鞄
‘
柔
レ
革
工
也
‘
炊
レ
革
包

臀
‘
讀
若
レ
朴
、
周
證
日
、
柔
皮
之
工
飽
氏
、
飽
即

鞄
也
。
〔
周
證
‘
考
工
記
‘
穂
目
‘
攻
皮
之
工
‘
函
飽

輝
章
衷
‘
注
〕
飽
、
書
或
為
レ
鞄
゜
●
或
は
鞄
(
1
2
ー

4
3
1
1
7
)
・
 
墜
(
1
2
ー

4
3
0
1
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘

或
炊
レ
章
‘
八
レ
陶
。
国
●
用
具
の
皮
゜
〔
廣
韻
〕
鞄
‘

持
皮
。
●
か
は
つ
く
り
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
柔
レ
皮
工
。

菌
か
ば
ん
。

[
鞄
函
車
匠
】
1

5

ぢ
炉
鞄
は
な
め
し
皮
を
つ
く
る
も

の
‘
函
は
鎧
を
作
る
も
の
‘
車
は
車
を
作
る
も
の
‘
匠
は

大
工
。
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
然
則
今
之
鞄
函
車
匠
‘
皆
君

子
也
。
〔
間
詰
〕
説
文
云
‘
鞄
、
柔
レ
革
工
也
。

【
鞄
写

国固回口
ベハベハペハ

' 
ポホ

ゥ＇ゥ＇ゥ’ゥ＇ヴウクク

日
ハ
ク

輯
(
1
0ー
3
8
2
4
0
)
•
紘
(
1
0
ー

3
8
2
2
0
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
靱
‘
或
作
Ii

紘
・
耕
・
紘
↓

ャ
ヴ
ア，ウ

日
ャ
ヴ
ア
ヴ
ロ
ャ
ヴ
ァ
ヴ

回

小
日
●
む
な
が
い
。
馬
の
胸
か
ら
く
ら

箪
＇
豪
ぽ
ね
に
繋
け
る
ひ
も
。
〔
説
文
〕
鞍
、

頸
鞄
也
、
ハ
レ
革
央
瞥
゜
〔
繹
名
、
繹
車
〕
鞍
‘
嬰
也
、

喉
下
稽
レ
嬰
、
言
-
1

櫻
二
絡
之
一
也
、
其
下
飾
曰
二
奨

櫻
廿
其
形
奨
奨
、
而
上
麗
レ
櫻
也
。
〔
左
氏
、
襄
、
十

八
〕
抽
レ
剣
断
レ
鞍
。
●
は
ら
お
ぴ
。
馬
腹
に
締

め
る
革
具
。
〔
左
氏
、
僭
、
二
十
八
〕
樵
矧
鞍
絆
゜

〔
注
〕
在
レ
腹
日
レ
鞍
。

O
牛
の
き
づ
な
。
〔
廣
韻
〕

鞍
、
牛
鵜
也
。
●
う
ら
む
。
快
（
4
-
1
0
4
3
4
)

に

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鞍
、
段
借
為
レ
快
゜
〔
方

言
、
十
二
〕
鞍
伴
、
強
也
。
〔
注
〕
亦
為
-
l

怨
慰
玉
鞍
、

猶
レ
快
也
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
下
〕
心
常
鞍
鞍
。

O
も

と
る
。
〔
方
言
‘
十
二
〕
鞍
倖
、
強
也
。
〔
注
〕
謂
-
1

強

戻
也
。

0
に
な
ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
、
北
山
〕
或
王
事
鞍

掌
゜
〔
箋
〕
鞍
‘
猶
如
何
也
、
云
云
、
負
何
。

O
物
の
さ

ま
。
軟
掌
(

4

)

を
見
よ
。
□
●
鞍
岡
は
‘
わ
る
が
し

こ
い
。
又
、
ご
ろ
つ
き
。
〔
廣
雅
、
秤
訓
〕
鞍
岡
、
無

頼
也
。
〔
疏
證
〕
方
言
、
凡
小
兒
多
レ
詐
而
檜
、
謂
Ii

之
央
亡
i

奥
―
―
鞍
岡
ー
同
。
●
む
な
が
い
。
〔
集
韻
〕

軟
、
馬
頸
革
。
国
日
●
に
同
じ
。

【
鞍
鞍
】
1

認
築
し
ま
な
い
さ
ま
。
心
に
涌
足
せ
ず
不

平
に
思
ふ
。
快
快
゜
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
信
由
レ
此
日
怨

望
‘
居
常
鞍
鞍
‘
羞
下
興
t

―
綽
灌
等
1

列
3

〔
漢
書
、
高
帝
紀

下
〕
心
常
鞍
鞍
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鞍
鞍
、
不
,
,
涌
足
1

也
。
〔
漢

書
、
周
勃
博
〕
此
鞍
鞍
囲
少
主
巨
也
。
〔
陸
機
‘
豪
士
賦

序
〕
是
以
君
爽
鞍
鞍
、
不
レ
悦
1

一
公
旦
之
攀
↓

【
鞍
鬱
】
2

窃
心
が
ふ
さ
い
で
ゐ
る
さ
ま
。
鞍
は
快
。

〔
江
滝
、
横
吹
賦
〕
鞍
鬱
有
レ
意
‘
撞
莱
不
レ
群
。

．
【
鞍
給
】
3

況
馬
具
の
名
。
鞍
は
む
な
が
い
。
給
は
む

ね
あ
て
。
繹
名
に
、
鞍
は
嬰
な
り
、
喉
下
を
嬰
と
稽
す
。

霰】叩

〔
集
韻
〕
椅
雨
切
圏

＞
 

＿
尤

y
g咤

〔
集
韻
〕
於
良
切
園
一

一
尤

yang'

〔
集
韻
〕
於
亮
切
園

一
五
八
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革

部

〔五

I1ハ藍〕
鞍

緊

柳

阿

輩

枷

旺

粘

鞄

詠

柄

餌

鮮

戦

跨

較

靭

絣

朝

峡

嗣

一
五
九

こ
れ
を
製
絡
す
る
を
い
ふ
。
管
子
の
注
に
‘
給
は
重
革
つ
わ
。
〔
晉
書
‘
愁
懐
太
子
傭
〕
令
ー
,
,
左
右
馳
レ
騎
断
二
其
散

に
し
て
心
に
裳
て
て
之
を
著
く
、
兵
を
製
ぐ
所
以
な
り
勒
五
使
レ
堕
レ
地
為
レ
築
‘
或
有
―
―
犯
杵
者
互
手
自
推
―
―
撃
之
↓

と
あ
る
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
鞍
給
鐵
鎧
‘
瞳
レ
目
拒
レ
【
軟
斯
之
倫
】
，
豆
パ
/
/
―
商
鞍
・
李
斯
の
と
も
か
ら
。
〔
班

緊
‘
其
於
l
-
1

以
御
,
,
兵
刃
縣
英
。
〔
注
〕
縣
‘
遠
也
。
固
‘
答
―
―
賓
戯
―
〕
若
夫
鞍
斯
之
倫
‘
衰
周
之
凶
人
、
既
聞
レ

【
鞍
掌
】
4

汀
炉
〇
鞍
は
荷
ふ
こ
と
、
掌
は
之
を
捧
げ
る
命
矢
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
鞍
斯
、
謂
―
―
商
鞍
・
李
斯
一
也
。

こ
と
。
即
ち
負
荷
捧
持
し
て
容
儀
を
修
む
る
に
暇
あ

ら
ず
‘
故
に
容
を
失
ふ
さ
ま
と
し
、
又
‘
煩
芳
の
義
と

す
る
。
い
そ
が
し
い
こ
と
。
〔
詩
、
小
雅
北
山
〕
或
棲
遅
【
専
平
】
年
ヂ
ウ
[
[
い
0

↓
[
い
戸
戸
」
[
[
)

恨
仰
‘
或
王
事
鞍
掌
゜
〔
傭
〕
軟
掌
、
失
レ
容
也
。
〔
箋
〕
鞍
‘

革
‘
或
書
作
レ
勒
゜

猶
レ
何
也
‘
掌
‘
謂
―
砿
竺
持
之
一
也
、
負
何
捧
持
以
趨
走
‘

促
遠
也
。
〔
疏
〕
傭
以
軟
掌
云
竺
煩
努
之
肱
故
云
レ
失
レ

容
‘
言
、
事
煩
鞍
掌
然
、
不
レ
暇
レ
為
―
容
儀
一
也
、
今
俗
語

以
職
煩
謬
萩
掌
↓
其
言
出
―
―
於
此
饒
也
‘
故
鄭
以
萩
【
血
叫
】

C

袋
〔
字
彙
補
〕
昔
報

掌
為
事
煩
之
真
故
言
二
鞍
猶
＞
荷
也
‘
鞍
‘
讀
如
烏
鞍

之
鯰
以
負
1

一
荷
物
ご
則
須
証
ご
持
名
故
以
レ
鞍
表
―
負
お
き
る
。
〔
字
彙
補
〕
柳
‘
俗
云
{
-
柳
起
五
是
其
義

箇
也
。
〔
集
偉
〗
―
―
―
豆
事
煩
芳
不
＞
暇
レ
為
―
―
儀
容

1
也
。
〔
馬
且
°

瑞
辰
博
箋
通
秤
〕
鞍
掌
栓
韻
‘
即
秩
穣
之
類
‘
禾
之
葉
多

日
秩
穣
天
之
事
多
曰
函
盆
烹
其
義
一
也
、
博
訓
レ
失
レ

容
、
亦
籾
事
多
之
貌
箋
分
王
一
字
繹
レ
之
、
失
其
義
1

【
戸
『
】
年
年
日
未
詳
〔
字
彙
補
〕
昔
未
詳

袋
胡
承
哄
曰
‘
荘
子
庚
桑
楚
、
擁
腫
之
輿
居
‘
鞍
掌
之

脅
阿
は
‘
た
て
の
屡
゜
〔
字
彙
補
〕
靭
、
脅
靭
‘
盾

為
レ
使
‘
繹
文
引
レ
雀
云
二
鞍
掌
‘
不
仁
意
函
{
‘
不
仁
猶
レ

屡
゜

言
―
―
手
足
不
仁
云
＇
仁
則
手
容
不
レ
能
レ
恭
、
足
容
不
レ
能
レ

重
‘
卸
是
失
レ
容
之
意
。
〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕
不
レ
暇
レ

脩
に
谷
曰
"
鞍
掌
ニ
〇
自
得
の
さ
ま
。
自
ら
涌
足
す
る
さ

ま
。
一
説
に
、
不
仁
の
意
。
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
擁
腫
之
輿

居
‘
鞍
掌
之
為
レ
使
。
〔
疏
〕
擁
腫
・
鞍
掌
‘
皆
淳
朴
自
得
之

貌
也
。
〔
秤
文
〕
雀
云
‘
鞍
掌
‘
不
仁
意
。
参
衆
多
の
さ
ま
。

一
説
に
‘
秩
穣
の
借
字
。
秩
穣
は
禾
葉
の
多
い
義
。
〔
岱

康
‘
輿
印
巨
源
絶
及
書
〕
心
不
レ
白
煩
‘
而
官
事
鞍

掌
機
務
鱈
其
心
面
故
繁
其
慮
一
〔
注
〕
良
曰
‘
軟
掌
‘

衆
多
貌
。

【
鞍
法
】
5
心
70

商
軟
の
作
っ
た
法
律
゜
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
衛

鞍
説
一
孝
公
夏
レ
法
修
レ
刑
‘
云
云
‘
孝
公
善
レ
之
‘
廿
龍
・

杜
摯
等
弗
レ
然
、
相
輿
半
レ
之
、
卒
用
二
鞍
法
五
口
姓
苦
レ
之
。

【
鞍
倖
】
6

⑰
す
ね
も
と
る
。
又
‘
う
ら
む
。
〔
方
言
‘
十

二
〕
鞍
倖
‘
強
也
。
〔
注
〕
謂
―
―
強
戻
一
也
。
〔
方
言
‘
十
二
〕
鞍

倖
‘
慰
也
。
〔
庄
〕
亦
為
一
怨
慰
玉
鞍
‘
猶
レ
快
也
。

[
鞍
岡
】
7

雰
た
の
み
な
き
を
い
ふ
。
央
亡
。
〔
廣
雅
、

秤
訓
〕
鞍
岡
、
無
頼
也
。

【
鞍
勒
】
8

謬
馬
具
の
名
。
鞍
は
む
な
が
い
。
勒
は
く

【
鞄
】
五

ハヴ

鞄（
1
2
|
 4
2
7
8
1
)

の
俗
字
。
〔
篇
海

類
編
〕
鞄
‘
俗
鞄
字
。

【
帖
】
年

コ

鼓
(
1
2
-
4
8
3
3
0
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
粘
‘
俗
鼓
字
。

冒
写
ギ
ー
ヨ
ク

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
柾
‘
昔

玉。

【枷】芦

ヵ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
枷
、
昔
加
。

翠
】
[
ケ
イ

靴
(
1
2
|
 4
2
7
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
靴
‘
或
書
作
レ
華
゜

【較】両

ヵ，ウ
ヶ9
ウ

〔
字
彙
〕
居
校
切
醐
g

日
口
お
び
が
ね
。
跨

(11ー
4
0
3
8
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
跨
、
帯
具
、
或
作
レ
跨
。
国
袴
の
如
き
も
も
ひ

き
。
綺
(

8

|
2
7
4
2
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
袴
、
説
文
‘

胚
衣
也
、
或
炊
レ
革
゜

霧
]
[
国□ 日
クコケカケク， 
イワ

〔
集
韻
〕
苦
故
切

〔
集
韻
〕
枯
買
切

〔
集
韻
〕
苦
瓦
切

園蘭圏

日
ェ
ィ
日
較
(
1
0
-
3
8
3
0
 5
)

に
同
じ
。

【
戦
】
年
□
ケ
イ
〔
集
韻
〕
戟
‘
或
心
レ
車
。
口
靴

(
1
2
 |
 4
2
7
6
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
靴
‘
或
は
レ
曳
゜

か
は
を
な
め
す
。
〔
玉
篇
〕
詳
、
治
レ
皮
゜
〔
篇
海
〕

詳
、
治
レ
皮
。

【
詳
】
五

ャ
ヴ
〔
篇
海
〕
為
雨
切
圏

【
靱
】
年
｀
／
ヨ
ウ
”
[
‘
□

[[f)に
同
じ
。
〔
篇

,i昌
と
も
。
は
む
だ
。
弓
を
射
る
と
き
、

【
鞘
】
五
譴
左
腎
に
著
け
る
園
い
あ
て
が
は
。
巴

の
形
を
書
一
い
て
革
緒
で
結
ぶ
。

霰

】

五

令
、
義
未
詳
。
随
(
1
0
-
3
3
9
8
3
)

の
俗

ノ
字
。
国
昔
篇
海
〕
詠
―
音
脈
。

ク

冨
】
〗
ト
ウ
ハ
豆
い
い
。
]
[
°
に
同
し
。
〔
集

□
な
め
し
が
は
。
〔
集
韻
〕
戟
‘
草
也
。
口
く
ら

し
き
。
〔
集
韻
〕
靱
、
馬
鞍
具
。

~ 

軌
........... 
42803 

g 口
タテイ
イイ

~ ~ 

集集
韻韻、、
他延
計知
切切

圏医

祠
】
〗

し
と
ね
。
車
中
の
し
き
も
の
。
菌
(
9
-
3
0
9
1
4
)

に

同
じ
。
〔
説
文
〕
菌
、
車
重
席
也
‘
炊
レ
丼
因
臀
‘
靭
‘

司
馬
相
如
説
‘
菌
炊
レ
革
゜
〔
繹
名
、
繹
車
〕
靱
‘
因

也
‘
因
典
1

一
下
輿
―
相
聯
著
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
駐

輯
聾
之
應

【
靱
戦
】
1

刃
車
の
上
の
坐
具
。
〔
急
就
篇
〕
鞘
獣
社
樗

鞍
鎧
錯
゜
〔
注
〕
獣
、
幸
嚢
、
在
―
―
車
中
1

人
所
,
,
憑
伏
一
也
、

今
謂
1

一
之
隠
嚢
↓ イ

ン

〔
集
韻
〕
伊
箕
切

囮

か
は
お
ぴ
゜
〔
字
彙
〕
絣
、
皮
帯
。

【絣】螂

ヘ
イ
ヒぶ`
ーウ

〔
字
彙
〕
布
頂
切
躙
〗

□
歯
の
あ
る
木
製
の
は
き
も
の
。
下
駄
の
類
。

〔
集
韻
〕
即
‘
木
履
有
レ
足
。

g
抑
(
1
2
~
4
2
7
4
4
)

の

調
字
。
〔
正
字
通
〕
抑
‘
抑
字
之
調
。

祠[][
□
イ
ン
〔
集
韻
〕
伊
刃
切
醐
函

口
ガ
，
ウ

0
ふ
く
ろ
。
〔
字
彙
〕
較
、
嚢
也
。
●
餃
(
1
2
-
4
3
1
3

1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
較
‘
俗
餃
字
。

12755 
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日□，
77

〔
集
韻
〕
詑
治
切
臨

カ，

7

ロ

〔

集

韻

〕

葛

合

切

面

コブ

息
フ
〔
集
韻
〕
悉
合
切
諏

久
フ
〔
集
韻
〕
託
合
切
合

雇

ク

翠

t'a'

小
日
口
●
矢
を
ふ
せ
ぐ
革
具
。
か
は
を

【
眺
】
』
昇
〔
集
韻
〕
徒
刀
切
圏

豪
重
ね
て
作
る
。
〔
説
文
〕
給
‘
防
汗
也
、

幹
ハ
レ
革
合
瞥
゜
〔
段
注
〕
此
晋
9
作

品

塑

以

防

拌

一

大

名

t'ao'

ふ
り
つ
づ
み
。
靭
(
1
2
ー

4
2
7
7
1
)
に
同
じ
。
〔
説

也
JP

轄
寓
脱
誤
、
篇
鉤
皆
日
、
防
拝
、
是
、
相
偲
古

文
〕
靭
‘
靱
遼
也
‘
桃
‘
靭
或
炊
1
1

兆
臀
↓
〔
集
韻
〕

本
、
拝
亦
作
レ
抒
‘
故
調
レ
汗
゜
〔
玉
篇
〕
給
、
豪
也
、

靱
鼓
名
、
或
作
檎
゜
〔
繹
名
、
繹
築
器
〕
桃
、
導

以
防
拝
也
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
蘭
盾
給
革
゜
〔
注
〕
給

也
、
所
―
―
以
導
レ
架
作
一
也
。
〔
詩
、
周
頌
、
有
替
〕
桃

革
、
重
革
‘
喘
デ
心
著
な
之
、
所
二
以
禦
＞
矢
。
●
か

磐
祝
園
。
〔
傭
〕
桃
‘
桃
鼓
也
。
〔
陳
葵
傭
疏
〕
大
射

た
い
さ
ま
。
〔
荀
子
、
議
兵
〕
楚
人
鮫
革
犀
兇
以

注
、
鼓
如
レ
鼓
而
小
、
有
レ
柄
、
小
師
注
、
鼓
如
レ
鼓

為
レ
甲
、
給
如
釜
石
↓
〔
注
〕
給
、
堅
貌
。
〔
王
先
謙

而
小
、
持
1
1

其
柄
正
炉
之
、
労
耳
還
自
撃
、
後
儒

集
解
〕
禽
飽
曰
‘
史
記
證
書
作
蔽
堅
如
二
金
石
涵
i

説
レ
餞
、
悉
依
孟
型
咲
爾
雅
云
、
大
鼓
謂
―
―
之
麻
一

楊
注
訓
レ
給
為
―
―
堅
貌
ぶ
即
引
,
1

史
記
―
為
レ
證
、
然

給
之
訓
―
―
堅
貌
云
諸
書
皆
無
―
―
明
文
五
殆
非
也
、
給
小
者
謂

,
1

之
料
こ
鼓
有
―
―
大
小
二
或
鄭
所
レ
撮
其
小

為
11

替
策
之
古
文
正
此
文
給
如
1
1

金
石
ぶ
営
11

以
レ
臀
者
歎
、
有
替
秤
文
‘
桃
‘
字
亦
作
レ
鼓
、
爾
雅
秤
文
、

言
一
否
嘗
―
―
抄
貌
言
面
炉
相
レ
之
而
其
贅
給
然
鼓
本
或
作
レ
靱
同
‘
説
文
、
靭
遼
也
、
或
作
レ
桃
、
又

如
蚕
石
也
、
史
記
作
極
、
自
興
―
―
荀
子
一
異
、
作
レ
斃
‘
擁
文
作
レ
磐
同
、
案
、
今
字
詩
作
レ
桃
、
書
・

否
得
並
為
二
談
匝
°
〇
兵
器
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
證
．
爾
雅
作
レ
鼓
、
月
令
作
レ
靭
‘
拉
字
異
義
同
。

給
‘
兵
器
。
働
或
は
軟
(
1
2
ー

4
2
8
3
3
)

に
作
る
。
〔
集
【
桃
磐
】
1

ぢ
ふ
り
つ
づ
み
と
磐
゜
靭
磐
(
l
S
-
4
2
7
7
1

韻
〕
給
‘
或
炊
レ
央
。
国
小
兒
の
く
つ
。
級
(
1
2
|
 4
2
 

:
 I
)

に
同
じ
。
〔
詩
‘
周
頌
、
有
菩
〕
應
田
縣
鼓
‘
桃
磐
祝

7
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
級
、
説
文
、
小
兒
履
也
、
圏
。
〔
偉
〕
桃
麗
鼓
也
。

【
桃
鼓
】
2

”
ヴ
ふ
り
つ
づ
み
。
鼓
鼓
゜
〔
詩
、
＿
商
頌
、
那
〕

猜
興
那
興
、
置
1
1

我
桃
鼓
↓
〔
傭
〕
桃
鼓
、
築
之
所
レ
成
也
‘

或
作
レ
給
。
固
鐘
鼓
の
昔
。
磐
(
1
2
-
4
8
3
4
7
)
・

搭

(
1
2
-
4
2
9
6
6
)
・

鞘
(
1
2ー

4
2
9
6
1
)

に
通
ず
。
〔
説
夏
后
氏
足
鼓
、
殷
人
置
鼓
、
周
人
縣
鼓
。
〔
箋
〕
置
讀
曰
レ

文
通
訓
定
臀
〕
給
‘
段
借
為
レ
蓉
゜
〔
集
韻
〕
軽
‘
鐙
植
、
植
桃
鼓
―
者
、
総
栖
貫
而
樹
レ
之
。
〔
幡
‘
築
記
〕
然

後
聖
人
作
―
―
為
桃
鼓
控
褐
壌
鏡
一
此
六
者
徳
―
音
之
昔

也。

糀
‘
鐘
鼓
臀
‘
或
省
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
鰹
鎗

【
桃
牢
】
3

琴
築
器
の
名
。
〔
文
猷
通
考
、
築
考
九
、
革
之

闇
給
。
〔
注
〕
善
日
、
鵬
興
裕
古
字
通
。
〔
淮
南

子
、
兵
略
訓
〕
若
鐙
之
興
＞
給
。
属
胡
部
〕
桃
牢
‘
亀
五
部
築
也
、
形
如
玲
殿
而
一
柄

【
給
革
】1
”
げ
重
ね
が
は
。
矢
を
禦
ぐ
具
。
〔
管
子
、
小
昼
三
枚
焉
、
古
人
嘗
謂
下
左
手
播
―
―
桃
牢
一
右
手
撃
•
難

匡
〕
軽
罪
、
入
―
―
蘭
盾
給
革
二
戟
↓
〔
注
〕
給
革
‘
重
革
、
婁
鼓
ぢ
疋
也
。

【
給
】
〗 革

部

〔六書＿

冨
】
〗ベ
ン

緬（

U!-4達
0
6
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
鞘
‘
緬
字
之
瞬
゜

給

鞘

桃

軟

格

桔

脆

探

桂

嘗
レ
心
著
ら
之
、
所
1

一以禦＂矢゚

【
給
匝
】
2

吟
重
饒
す
る
さ
ま
。
〔
羊
勝
、
屏
風
賦
〕
屏

風
給
匝
、
蔽
,
,
我
君
王
↓
〔
古
文
苑
注
〕
袷
匝
、
園
饒
貌
。

日
●
く
つ
。
わ
ら
ぢ
哀
(
1
2
ー

4
2
9
7
4
)

に
同
じ
。

〔
廣
韻
〕
撲
、
履
也
‘
桂
‘
上
同
。
〔
集
韻
〕
検
、
説
文
、

革
生
罷
也
、
或
作
レ
桂
゜
〔
李
商
隠
雑
纂
、
悪
模
様
〕

著
レ
桂
臥
二
床
上
ニ
●
園
短
靴
。
国
ひ
も
。
〔
集
韻
〕

桂
、
系
也
。
国
車
上
の
ひ
も
。
〔
集
韻
〕
畦
、
車
上

系。
【
畦
下
】
1

勺
あ
し
の
下
。
あ
し
も
と
。
〔
佐
藤
一
齋
、
日

光
山
行
記
〕
比
レ
抵
1
1

剣
峯
面
血
雲
絲
纏
棲
出
レ
谷
、
須
曳

膚
合
、
桂
下
皆
白
。

【

鞘

】

叩

[

[

〔

集

韻

〕

激

質

切

圏

【

桂

脚

】

2

h
s
i
e
h
2
 
c
h
i
a
 03

靴

。

「

ン

。

【
桂
金
】
3

h
s
i
e
h
2
 
c
h
i
n
―
仲
買
手
散
料
。
コ
ミ
ッ
シ
ョ

〇
む
な
が
い
。
〔
集
韻
〕
結
、
鞍
也
。
●
皮
゜
〔
字
【
桂
瞼
】
4

h
s
i
e
h
2
 
l
i
e
n
3

靴
の
尖
頭
。
靴
の
先
。

彙
〕
結
‘
皮
也
。

O
く
ら
。
〔
字
彙
〕
結
‘
鞍
也
。
●
一
【
畦
痕
】
5

刃
く
つ
の
あ
と
。
足
跡
。
撲
痕
゜
〔
女
郎

か
が
む
。
〔
字
彙
〕
結
、
屈
也
。
紫
、
竹
詞
〕
蘇
痕
印
得
畦
痕
小
。

【
結
轍
】
1

パ
グ
胡
人
の
酒
器
。
〔
篇
海
〕
結
轍
‘
酒
器
。
【
註
材
】
6

打
く
つ
の
材
料
。
撲
材
。
〔
韓
愈
、
司
徒
兼

【
結
模
】
2

”
”
皮
。
〔
集
韻
〕
模
、
結
模
‘
皮
也
。
侍
中
中
書
令
賄
太
尉
許
國
公
紳
道
碑
銘
〕
少
誠
以
1

一牛

皮
躾
材
4
摂
師
古
↓

【
桂
山
】
7

t

パ
山
名
。
江
西
省
九
江
縣
の
大
孤
山
を
い

ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
九
江
府
‘
徳
化
縣
〕
大
孤

山
、
唐
顧
況
云
、
大
孤
山
壺
、
小
孤
出
、
蓋
彰
澤
之
小
孤

山
‘
興
↓
―
此
山
1

相
望
也
、
山
形
似
レ
畦
、
一
名
二
畦
山
↓

【
畦
子
】
8

勺
く
つ
。
短
靴
。
牒
子
。
〔
中
華
古
今
注
、
中
、

桂
子
〕
自
レ
古
既
皆
有
‘
謂
一
之
履
絢
縫
玉
皆
賽
1

五
色
云
至
レ

篭】如
キ
〔
集
韻
〕
古
委
切
血
g

●
角
が
と
と
の
は
な
い
。
〔
玉
篇
〕
靴
、
角
不
レ
齊
゜

●
し
た
ぐ
ら
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
犠
也
。

ラ
ク
〔
集
韻
〕
歴
各
切
声
g

小
な
ま
が
は
の
ひ
も
。
〔
説
文
〕
格
、
生
革

豪
可
巴
日
為
11

棲
束
一
也
、
八
レ
革
各
臀
。

鞣
〔
段
注
〕
小
雅
、
約
レ
之
閣
閣
、
毛
曰
、
約
‘
束
也
、
閣

閣
、
猶
歴
犀
也
、
按
‘
閣
讀
如
位
、
秦
風
、
五

菜
傭
日
、
五
束
歴
録
、
生
革
棲
束
日
レ
格
者
、
謂
1
1

束
レ
之
歴
録
1

也。

【
格
】
〗

日
□
車
の
試
上
の
お
ほ
ひ
。
献
(
8
|
2
7
4
3
1
)
・獣

(
1
2
-43133)• 

獣
(
1
0
-
3
8
2
9
2
)
・

麟
g
(
1
2
-
4
2
9

7
2
)

に
同
じ
。
〔
繹
名
、
繹
車
〕
軟
‘
伏
也
、
在
レ
前
人

所
レ
伏
也
。
〔
玉
篇
〕
軟
‘
亦
作
二
献
・
軟
・
獣
↓
〔
集

韻
〕
獣
、
説
文
、
車
献
也
‘
或
炊
レ
章
‘
ハ
レ
革
‘
亦

作
レ
罐
゜

カ
イ
〔
集
韻
〕
戸
佳
切
固
』

ロゲ

T
一
せ

h
s
i
e
h
'

旦
ィ
〔
集
韻
〕
玄
圭
切
圏

久
ワ
イ
〔
集
韻
〕
公
蛙
切
囮

屑】四
ロ

4
 

ヶ
園
ァ
イ

【
戦
】

g

口日
ビヒプ7
クク

〔
集
韻
〕
房
六
切
園
『

〔
玉
篇
〕
皮
詑
切
甲
g

[
〔
集
韻
〕
杜
果
切
卿

く
つ
の
か
か
と
の
へ
り
。
鞍
（
1
2
-
4
2
7
3
6
)

に
同

じ
。
〔
玉
篇
〕
殷
、
履
限
緑
也
、
探
、
同
レ
鞍
゜
〔
集
韻
〕

楳
‘
履
緑
。

貧
】
〗

ハ〇

12756 



(42813・ ・9)一 (42816)

；］  

〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
家
飾
具
、
発
〕
俗
云
、
鞍
掛
。

【
鞍
橋
】
5

祝
鞍
ぽ
ね
。
橋
に
似
た
形
の
も
の
。
〔
急
就

篇
、
詳
殺
掲
辣
跳
祇
喩
、
注
〕
翔
角
尤
大
、
今
人
以
総
鞍

橋
↓
〔
北
史
、
博
永
傭
〕
能
手
執
↓
1

鞍
橋
涵
E

立
馳
騎
。
〔
宋

史
‘
兵
志
十
一
〕
采
1

―
市
曲
木
[E
,
,
 鞍
橋
玉
―
帝
以
1

桑
¢
民

費
＂
財
不
；
許
。
〔
花
蕊
夫
人
、
宮
詞
〕
幾
回
撮
レ
腔
抱
―
―
鞍

橋↓

【
鞍
子
】
6

勺
鞍
。
〔
元
史
、
百
官
志
五
〕
上
都
隆
興
等
路

雑
造
鞍
子
局
‘
提
領
一
員
、
大
使
一
員
、
直
長
二
員
、
至

元
二
十
三
年
置
、
受
ー
食
事
院
割
↓

【
鞍
上
】
1

ガ
炉
く
ら
の
上
。
〔
沈
栓
期
‘
聰
馬
詩
〕
鞍
上

壁
明
月
面
噺
間
動
―
―
朔
風
↓

【
鞍
褥
】
8

翌
ク
稿
の
上
に
敷
く
褥
。
く
ら
し
き
。
く
ら

ぷ
と
ん
。
〔
倭
名
類
棗
抄
、
調
度
部
‘
鞍
馬
具
‘
鞍
褥
〕
楊

氏
漢
語
抄
云
、
鞍
褥
‘
久
良
之
岐
‘
俗
云
―
―
宇
波
之
岐
↓

【
鞍
輸
】
，
臣

ch'an'

鞍
の
あ
ふ
り
。
馬
具
の
縛
稲
゜

〖
鞍
鞭
舗
〗I
O毘

c
h
'
a
n
•
p'u'

馬
具
屋
。

【
鞍
犠
】
11

況
く
ら
と
く
ら
の
下
に
敷
く
し
た
ぐ
ら
。

〔
木
蘭
辟
〕
東
市
買
二
駿
馬
盃
西
市
買
1

一
鞍
積
↓
〔
杜
甫
、
送
1
-

人
従
＂
軍
詩
〕
馬
寒
防
失
レ
道
‘
雪
液
1

一
錦
鞍
輌
↓

【
鞍
駄
】
12

々
馬
の
負
ふ
鞍
と
荷
物
。
〔
蘇
献
、
遷
,
,
居

臨
皐
亭
裔
〕
幸
荘
顎
棄
餘
‘
疲
馬
解
―
―
鞍
駄
↓

【
鞍
雁
】
1
3
t
じ
く
ら
お
ほ
ひ
。
雁
は
履
。
く
ら
に
し
く
も

の
。
〔
輻
恵
全
書
、
郵
政
部
、
撥
馬
〕
益
以
,
,
背
夫
鞍
雁
「

不
1

一
音
二
百
之
外
と
K

。

【
鞍
稔
】
14

究
た
け
ず
。
す
だ
れ
。
〔
廣
韻
〕
鞄
‘
鞍
稔
‘
薄

也
、
出
↓
一
字
林
↓

【
鞍
杷
】

15"F
馬
耗
の
古
名
。
鞍
覆
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘

調
度
部
‘
鞍
馬
具
、
鞍
杷
〕
楊
氏
漢
語
抄
云
、
鞍
杷
‘
久
良

於
保
比
゜

【
鞍
馬
】
16

勺
〇
く
ら
を
つ
け
た
う
ま
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
博

贄
〕
文
帝
中
年
、
赫
然
登
レ
憤
‘
途
射
戎
服
、
親
御
1

一
鞍
馬
一

従
―
―
六
郡
良
家
材
力
之
士
一
馳
―
―
射
上
林
こ
講
,
,
習
戦
陳
↓

〔
後
漢
書
、
桓
郁
博
‘
注
〕
東
観
記
日
、
皇
太
子
賜
1

一
郁
鞍

馬
刀
剣
↓
〔
呉
志
、
周
喩
博
〕
含
1

一
鞍
馬
五
杖
,
,
舟
揖
↓
〔
呉

質
答
稟
阿
王
書
〕
情
匪
躍
於
鞍
馬
↓
〔
杜
甫
‘
送
レ
遠

詩
〕
親
朋
盛
二
哭
U

鞍
馬
去
―
―
孤
城
↓
〔
白
居
易
‘
琵
琶

行
〕
暮
去
朝
来
顔
色
故
‘
門
前
冷
落
鞍
馬
稀
゜
●
馬
に
く

ら
を
つ
け
る
。
い
つ
で
も
乗
れ
る
よ
う
に
す
る
。
〔
南
唐

近
事
〕
門
前
有
1

一
儀
注
五
鞍
レ
馬
擁
レ
flJo

ノ‘

日
ン
〔
集
韻
〕
脂
利
切
閣

【

鞘

】

叩

□

シ

〔

集

韻

〕

斡

視

切

函

小
曰
口
き
ぬ
が
さ
の
さ
を
の
か
が
り
い

革

豪

と

。

或

は

軽

(
1
2
-
4
2
8
1
8
)
に
作
る
。

〔
説
文
〕
脂
‘
蓋
狂
系
也
、
ハ
レ
革
旨
臀
゜
〔
集
韻
〕

鮨
‘
或
ハ
レ
至
゜

[
鞍
馬
費
〗1
7
eン
パ
ノ
鞍
や
馬
の
費
用
。
〔
燕
翼
胎
謀
録
〕

皆
自
備
レ
錢
為
1

一
鞍
馬
費
↓

【
鞍
柏
】
18

匁
鞍
お
ほ
ひ
。
〔
李
餘
‘
寒
食
詩
〕
麒
渡
饒

宋
風
正
急
、
水
澱
鞍
粕
緻
鶉
兒
。
〔
張
祐
‘
公
子
行
〕
鐙

金
斜
雁
子
、
鞍
舶
漱
鶉
兒
。

【
鞍
轡
】
19

吃
馬
の
く
ら
と
た
づ
な
。
〔
白
居
易
、
和
＝

裔
僕
射
云
云
授
1

一
少
保
分
回
詩
〕
鞍
轡
間
装
光
涌
レ
馬
、

何
人
信
道
是
書
生
。
〔
宋
史
、
職
官
志
四
〕
鞍
轡
庫
、
云

云
‘
掌
御
馬
金
玉
鞍
勒
↓

【
鞍
坪
】
20

”
”
●
鞍
の
上
部
、
前
輪
と
後
輪
と
の
間
で

人
の
乗
る
所
。
鞍
壺
。
鞍
局
。
●
馬
術
で
身
を
鞍
の
前

部
、
又
は
後
部
に
少
し
く
よ
っ
て
も
た
れ
る
こ
と
。

【
鞍
鑑
]
2
1

況
く
ら
と
く
つ
わ
。
鞍
街
。
〔
急
就
篇
〕
靱

欺
社
樽
鞍
鑓
鯛
。
〔
注
〕
鞍
、
所
n

一
以
被
レ
馬
取
―
―
其
安
一
也
、

鑓
‘
郎
馬
轡
之
街
也
。

【
鞍
勒
】
22

均
鞍
と
轡
。
〔
呉
子
、
治
兵
〕
車
騎
之
具
‘
鞍

勒
衡
轡
、
必
令
＝
堅
完
↓
〔
漢
書
、
匈
奴
博
下
〕
安
車
一
乗
、

鞍
勒
一
具
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
勒
‘
馬
轡
也
。
〔
後
漢
書
‘
烏

桓
博
〕
婦
人
能
刺
4

茸
、
作
1
1

文
繍
五
織
1

玉
証
六
男
子
能

作
11

弓
矢
鞍
勒
涵
鍛
1
1

金
鐵
涵
空
兵
器
↓

【
鞍
座
子
】
23

a
n
 
I
 tsuo• 

tzil

鞍
の
前
輪
゜

【
鞍
心
子
】
24

a
n
'
h
s
i
n
'
t
z
i
l

鞍
座
。
鞍
壺
。

【
鞍
前
馬
後
】
25

毘
ch'ien2

ma3 hou• 

世
話
を
す

る
。
面
倒
を
見
る
。

【
撮
レ
鞍
顧
柄
】
26

芍
i

勺
馬
の
鞍
に
よ
り
か
か
り
、
後

を
ふ
り
む
い
て
威
勢
を
示
す
。
老
人
が
な
は
勢
の
あ
る

の
を
示
す
こ
と
。
馬
援
の
故
事
。
〔
後
漢
書
、
馬
援
博
〕
―
帝

塵
其
老
下
杏
許
レ
之
、
援
自
請
日
、
臣
尚
能
被
届
＇
上
レ

馬
、
帝
令
レ
岳
之
、
馬
援
撮
レ
鞍
顧
晒
以
一
否
可
レ
用
、
帝

日
、
墾
礫
哉
是
翁
也
。

12757 
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〔

六

驚

帳

姪

翠

_

|

|

 

コ
ン
〔
集
韻
〕
胡
昆
切
字
〗
じ
た
地
。
今
、
河
南
省
章
縣
゜
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
年
、
改
為
五
平
州
公

F
因
レ
之
、
元
初
始
置
,
,
輩

昌

府

一

尋

為
1

一
韓
邑
↓
●
二
縣
の
名
。
播
岳
の
家
の
墳
墓
は
此
慮
に

E
ゴ
ン

r.f 
hen'

六
〕
晉
師
克
レ
牽
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
邑
為
盗
昌
殷
明
洪
武
一
1

一
年
‘
改
為
レ
府
、
領
,
,
州
―
―
-
‘
縣
十
在
る
。
〔
涌
岳
、
西
征
賦
〕
贅
翠
洛
而
掩
レ
沸
‘
思
纏
ニ

四
二
〇
唐
、
蠣
緊
州
に
置
く
。
故
治
は
四
川
省
瑛
縣
の
縣
於
墳
笙
↓
〔
注
〕
翰
曰
‘
牽
落
、
二
縣
名
、
岳
家
墳
笙
在
レ

西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
絞
州
府
〕
瑛
縣
、
本
蜜
此
゜

厚
ン
〔
集
韻
〕
五
斤
切
苧
担
為
レ
氏
〕
章
氏
、
今
翠
縣
也
、
周
卿
士
翠
簡
公
‘
旬

【

帳

】

如

目

言

〔

集

韻

〕

居

言

切

囲

一

内

侯

也

、

望

位

山

陽

↓

地

、

唐

儀

鳳

二

年

、

開

,

,

山
洞
面
棗
州
盃
先
天
初
降
為
1
-

【
翠
酉
】
1
5
g
5
ヴ
縣
名
。
民
國
二
十
一
年
、
置
く
。
新
彊
省

儡

ョ

、

ン

。

鵡

緊

州

云

隷

1

一

濾

州

都

督

府

↓

伊

寧

縣

の

東

南

。

【
牽
仮
】
1

乃
漢
の
人
。
官
は
侍
中
。
忠
貞
の
節
を
乗
【
翠
昌
】
8

投
”
府
名
。
明
、
置
く
。
故
治
は
甘
粛
省
闇
【
牽
永
固
】
16

”
5

明
、
宛
平
の
人
。
字
は
洪
圏
。
築

國
E

[

〔
集
韻
〕
下
懇
切
菌

国
コ
ン
〔
集
韻
〕
古
恨
切
醐
〗
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
四
〕
。
西
縣
。
清
は
洸
州
顧
・
眠
州
及
び
隈
西
・
安
定
・
會
寧
・
通
安
公
主
に
尚
す
。
文
雅
を
崇
び
‘
賢
士
大
夫
と
交
滞

【
輩
輩
】

2
g窃
拘
攣
の
さ
ま
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
、
九
歎
、
離
渭
・
寧
遠
・
伏
尭
・
西
和
の
七
縣
を
管
轄
す
。
牽
州
の
●
す
。
崇
禎
の
末
、
流
寇
城
を
陥
る
。
時
に
公
主
の
柩
‘

世
〕
顧
屈
節
以
心
苦
流
分
、
心
輩
輩
而
不
レ
夷
゜
〔
注
〕
章
を
見
よ
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
甘
粛
、
牽
昌
府
、
領
―
―
顧
未
だ
堂
に
在
り
、
黄
縄
も
て
二
女
を
柩
前
に
繋
い
で
火

小
日
口
国
國
国
車
輿
の
前
部
の
か
ざ
り

豪
革
。
或
は
根
(
1
0

ー
3
8
2
9
1
)

に
作
り
、
翠
拘
攣
貌
也
、
翠
一
作
五
蛋
゜
〔
補
注
〕
翠
、
昔
挟
、
以
レ
一
、
州
一
、
縣
七
こ
隅
西
・
安
定
・
會
寧
・
通
渭
・
寧
遠
・
伏
を
縦
ち
、
身
受
↓
1

國
恩
五
義
不
レ
可
レ
辱
の
八
字
を
大
書
し
、

戦
も

と

鞄

に

作

る

。

〔

正

字

通

〕

帳

、

本

作

レ

鞄

゜

〔

説

章

束

也

。

発

・

西

和

・

眠

州

・

洸

州

顧

。

自

例

し

て

死

す

。

〔

明

史

、

二

日

二

十

一

〕

・

〔

明

史

稿

、

一

文
〕
鞄
、
車
革
前
日
レ
鞄
‘
炊
レ
革
巳
臀
。
〔
爾
雅
‘
繹
【
輩
華
】
3

れ
"
,
ゥ
城
の
名
。
河
北
省
昌
平
縣
の
東
南
。
も
と
【
章
信
】
，
べ
祖
ヴ
●
宋
、
安
豊
軍
の
人
。
官
は
荊
湖
都
統
、
百
十
ニ
・
ニ
百
八
十
二
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、
十
六
〕
・
〔
明

沙
河
店
と
い
ふ
。
明
の
永
築
中
、
行
宮
を
此
虐
に
建
つ
。
沈
勇
に
し
て
深
謀
あ
り
。
後
、
文
天
詳
に
隷
し
、
江
西
招
名
臣
言
行
録
‘
九
十
三
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
十
一
〕
．

〔
績
表
忠
紀
、
八
〕
．
〔
小
膜
紀
事
、
四
〕
．
〔
甲
申
後
亡
臣

器
〕
輿
革
前
謂
,
,
之
眼
↓
〔
李
巡
注
〕
謂
ユ
輿
前
以
レ

嘉
靖
十
年
、
城
を
築
く
。
又
、
輩
華
畳
と
も
い
ふ
。
〔
讀
史
討
使
に
累
官
す
。
後
、
元
兵
と
方
石
嶺
に
戦
ひ
‘
重
傷

方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
順
天
府
、
昌
平
州
〕
章
華
城
、
在
1

ー
州
を
被
り
、
戦
ふ
能
は
ず
、
自
ら
崖
石
に
投
じ
て
死
す
。
表
〕
・
〔
前
明
忠
義
別
傭
‘
十
四
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
-
―
-
〕
.

革
為
―
―
車
飾
ら
炉
帳
。
〔
集
韻
〕
鞍
‘
或
作
レ
帳
。

東
南
二
十
塵
其
地
本
名
―
―
沙
河
店
で
氷
築
中
建
,
,
行
宮
〔
宋
史
、
四
百
五
十
四
〕
．
〔
南
宋
書
、
六
十
一
〕
．
〔
昭
忠
〔
明
書
‘
一
百
十
〕
。

於
共
正
統
時
為
―
―
水
所
記
、
嘉
靖
十
六
年
、
車
駕
駐
―
―
録
〕
．
〔
宋
季
忠
義
録
‘
五
〕
．
〔
文
丞
相
督
府
忠
義
博
〕
。
【
輩
革
齋
】
"
t
g
ウ
カ
ク
三
宅
道
乙
の
琥
。
三
宅
輩
革
齋
(
1

脂
(
1
2
-
4
2
8
1
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

沙
河
ご
云
云
‘
十
七
年
始
於
―
―
沙
河
店
之
東
1

建
1

和
行
宮
一
〇
元
、
易
州
の
人
。
彦
暉
の
子
。
銀
符
を
襲
授
し
、
易
ー
1
2
:
 1
2
4
1
)

を
見
よ
。

十
九
年
成
、
城
周
四
里
肴
,
,
四
門
る
空
軍
戌
守
盃
亦
曰
,
,

州
等
虞
管
軍
把
縛
た
り
。
世
祗
の
時
‘
宋
を
伐
つ
て
散
【
牽
簡
公
】
18

”
ダ
汐
周
の
人
。
敬
王
の
卿
士
。
其
の
子
弟

厨
】
〗
．
ン
脂
‘
或
松
至
゜

章

華

畳

↓

敦

功

あ

り

、

江

南

平

ぐ

や

、

武

略

将

軍

・

管

軍

千

戸

に

陸

を

棄

て

、

好

ん

で

遠

人

を

起

用

す

。

後

‘

群

子

弟

に

害

キ
司
ウ
〔
集
韻
〕
古
勇
切

'iiJ

【
牽
蝶
】
4

？
弱
宋
の
人
。
豊
の
弟
。
字
は
仲
問
。
琥
は
厚
り
、
太
平
州
を
鎮
す
。
〔
新
元
史
、
一
百
五
十
一
1

一
〕
。
「
名
。
せ
ら
る
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
二
。
定
、
元
〕
。

窃手」
a
ク

≪
X
L
K
§
咤
齋
。
淳
煕
の
進
士
。
大
理
寺
丞
に
累
官
す
。
宰
相
に
件
ら
【
輩
詐
】
10

パ
‘
ヨ
ヴ
清
‘
襲
自
珍
(
1
2
-
4
器
3
7

:
 7
5
)

の
更
【
輩
建
豊
】
19

丸
炉
清
‘
伏
先
の
人
。
字
は
子
文
。
琥
は

ひ
、
出
で
て
巌
州
を
知
し
、
又
‘
祁
閣
に
直
し
、
司
封
郎
【
章
珍
】

1
1
”
喝
明
、
應
天
の
人
。
永
築
中
‘
鄭
和
が
西
渭
川
。
又
、
介
亭
•
朱
園
山
人
。
康
煕
の
進
士
。
官
は
翰
林

に
歴
遷
し
て
致
仕
す
。
著
に
厚
齋
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
洋
に
使
し
、
宣
宗
位
を
嗣
ぐ
や
、
ま
た
和
及
び
王
景
宏
院
侍
讀
學
士
。
著
に
朱
園
山
人
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提

小
●
つ
か
ね
る
。
な
め
し
が
は
で
堅
く

素

豪

v
く
る
。
も
と
翠
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
翼
、
二
十
八
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
七
十
三
〕
。
に
命
じ
て
諸
蕃
を
循
諭
さ
す
。
時
に
珍
、
継
制
の
幕
に
要
、
一
百
八
十
四
〕
。

牽
、
本
作
レ
翠
。
〔
説
文
〕
翠
、
目
レ
章
束
也
、
ハ
レ
【
翠
縣
】
5

乃
ヴ
縣
名
。
秦
、
置
く
。
周
の
章
伯
の
邑
。
河
従
事
し
‘
往
還
三
年
‘
國
を
歴
る
こ
と
二
十
。
其
の
風
【
牽
彦
榮
】
20

乃
戸
元
、
易
州
の
人
。
弟
、
彦
暉
と
倶
に

革
項
臀
。
〔
易
、
革
〕
輩
用
1

一
黄
牛
之
革
↓
〔
注
〕
牽
、
南
省
榮
陽
縣
の
西
。
洛
水
の
東
岸
。
隅
秦
豫
海
鐵
路
に
土
人
物
を
記
し
、
西
洋
番
志
を
成
す
。
〔
四
庫
提
要
、
七
武
勇
を
以
て
稽
せ
ら
れ
‘
百
夫
長
と
為
り
、
累
戦
し
て

固

也

。

●

か

た

い

。

〔

爾

雅

‘

繹

詰

〕

輩

、

固

也

。

沿

ふ

。

〔

漢

書

、

地

理

志

上

〕

河

南

郡

、

縣

二

十

二

、

輩

。

十

八

〕

。

功

あ

り

、

後

、

欝

老

を

請

ひ

‘

彦

暉

を

代

り

と

す

。

〔

元

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
河
南
府
〕
牽
縣
、
周
牽
伯
邑
、
【
章
豊
】
12

”
ヴ
宋
、
武
義
の
人
。
字
は
仲
至
。
琥
は
栗
史
、
一
百
六
十
六
〕
．
〔
新
元
史
‘
一
百
五
十
三
〕
。

戦
國
時
‘
謂
-
1

之
東
周
n

漢
置
レ
縣
属
1

河
南
郡
云
百
及
後
齋
。
少
く
し
て
呂
祗
謙
の
門
に
涸
學
す
。
淳
熙
の
進
【
歪
．
彦
暉
】
21

乃
”
元
の
人
。
彦
榮
の
弟
。
彦
榮
に
代
つ

〔
詩
、
大
雅
‘
瞭
印
〕
税
税
美
天
、
無
示
―
―
克
竺

〔
博
〕
輩
、
固
也
。
●
い
る
。
あ
ぶ
る
。
供
(
7
ー
1
9
0
1

魏
匝
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
誌
〕
河
南
、
河
南
府
、
縣
＋
士
。
官
は
臨
安
縣
知
よ
り
‘
提
轄
左
蔵
庫
に
遷
つ
て
卒
て
百
夫
長
と
為
り
‘
宋
を
伐
つ
て
累
功
あ
り
。
銀
符
牌

2
)
に

通

ず

。

〔

説

文

通

訓

定

贅

〕

輩

、

段

借

為

レ

娯

。

三

翠

。

す

。

片

詞

半

贖

‘

皆

清

朗

、

言

外

の

趣

を

得

。

詩

に

巧

。

を

賜

は

り

、

鎮

撫

の

事

を

兼

ぬ

。

後

、

武

昌

に

宿

り

‘

伏

〔
方
言
‘
七
〕
輩
、
火
乾
也
、
凡
有
レ
汁
而
乾
、
謂
,
,
之
【
牽
固
】
6
t
'
ヨ
ヴ
た
し
か
で
か
た
い
こ
と
。
し
つ
か
り
し
著
に
東
平
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
八
〕
・
〔
宋
元
學
兵
に
中
り
、
水
に
投
じ
た
が
敵
に
援
け
出
さ
れ
、
武
昌

應

東

齊

謂

乏

竺

●

お

そ

れ

る

。

〔

荀

子

、

君

て

動

か

な

い

こ

と

。

強

固

゜

牢

固

。

確

固

。

案

七

十

三

〕

。

に

欝

り

‘

宋

官

を

以

て

誘

は

れ

た

が

、

阻

せ

ず

し

て

死

【
章
州
】
7

吟
州
名
。
●
宋
、
置
く
。
故
治
は
甘
窟
省
【
輩
膜
】
13

”
，
ゥ
眼
球
の
前
方
以
外
の
、
大
部
分
の
外
面
す
。
〔
元
史
‘
一
百
六
十
六
〕
・
〔
新
元
史
、
二
日
五
十
三
〕
。

膳
西
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
快
西
〕
翠
昌
府
、
馬
貢
碓
を
被
ふ
白
色
の
強
固
な
織
維
膜
。
白
膜
。
【
章
用
,
,
黄
牛
之
革
―
】
22
””

t
F”
サ
が
固
く
之
を
拘

道
〕
故
君
子
恭
而
不
レ
難
、
敬
而
不
レ
翠
。
〔
王
先
謙

州
地
、
春
秋
時
、
先
戎
所
レ
居
、
秦
置
二
隈
西
郡
3

漢
因
レ
【
蛮
．
洛
】
1
4
"
”
ヴ
●
二
つ
の
地
名
。
〔
史
記
、
蘇
秦
博
〕
束
す
る
に
黄
牛
の
革
を
用
ひ
る
。
黄
は
中
の
色
‘
牛
は

集
解
〕
王
引
之
日
、
輩
、
讀
＿
一
方
言
蛋
供
戦
栗
也
之

翌
説
見
焉
義
述
聞
大
戴
記
曾
子
立
事
篇
↓
〇
之
‘
云
云
、
五
代
時
為
二
頴
席
之
地
玉
宋
初
因
レ
之
‘
皇
祐
説
1

一
韓
宣
手
日
、
韓
北
有
,
,
輩
洛
成
奉
之
固
盃
m
有
え
且
順
物
。
〔
易
、
革
〕
初
九
‘
章
用
―
―
黄
牛
之
革
;
象
日
、
｛
革

周
の
畿
内
の
國
の
名
。
恵
公
が
其
の
少
子
を
封
中
置
,
,
古
渭
塞

;i雀
寧
五
年
、
升
葛
通
遠
軍
ご
宗
寧
三
陽
商
阪
之
塞
↓
〔
注
〕
索
隠
曰
、
二
邑
本
属
ー
東
周
云
後
用
―
―
黄
牛
禾
＇
レ
可
ー
ー
以
有
ヮ
為
也
。

革

9ヽ
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貧り】
g

冨

】

麟

貧

】

螂

【
移
】
螂

革

部

〔六
I

七
書
＿
〕

靴

移

蔚

駆

糀

靭

株

靱

糊

峠

粋

程

梃

軟

靭

靴

断

除

鞭

視

一
六

こ
は
ぜ
。
峡
・
足
袋
・
脚
絆
等
を
掛
合

譴
は
せ
る
金
具
。

ア
ウ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
輻
‘
昔
鞍
゜

9ゞ

ッ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
王
鏡
〕
鞍
‘
＿
音
践

小
日
軟
沙
は
‘
か
は
ぐ
つ
の
名
。
或
は
睦

較
豪
(
1
2
|
 4
2
9
7
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
軟
‘

磋
峡
沙
也
‘
炊
レ
革
央
臀
゜
〔
段
注
〕
謂
下
罷
之
名
―
―
軟

沙
上
？
也
‘
抑
角
・
軟
沙
‘
皆
漢
人
語
、
廣
雅
之
陸

勒
也
。
〔
義
證
〕
沙
‘
類
篇
引
作
レ
紗
‘
綾
謂
‘
雑
訣
二

前
克
盃
旧
衣
訣
レ
袖
‘
如
―
草
木
不
丘
竺
五
味
倶

有
砂
堕
〔
玉
篇
〕
軟
覇
鳳
〔
集
韻
〕
軟
‘
或
炊
レ

益
。
口
矢
を
ふ
せ
ぐ
革
具
。
給
(
1
2
-
4
2
8
0
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
給
‘
棄
也
‘
一
曰
‘
拝
防
也
‘
或
炊
レ
央
゜

【
株
】
〗
シ
，
ユ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
王
鏡
〕
株
‘
昔
朱
0

I

【
峡
】
〗
□ 日
コ，力，ケ，力，
7 7 7フ

集
韻
〕
葛
合
切

集
韻
〕
詑
治
切

函面

【
例
】
〗
ヂ
ン

義
未
詳
。
〔
捜
箕
王
鏡
〕
靭
‘
音
陣
。

冨
】
〗
ヤ
ク
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
靴
‘
昔
厄

冨

】

螂

●
か
は
お
び
。
〔
玉
篇
〕
梃
、
皮
帯
梃
。
●
印
の
ひ

も
。
梃
(
8
-
2
7
5
0
0
)
・
 
鞘
(
1
2
|
 4
2
8
3
1
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
梃
‘
説
文
、
糸
綬
也
‘
或
作
―
―
梃
．
程
↓

【
梃
】
〗
[
〗

9ウ
〔
集
韻
〕
湯
戸
墨

m
g
'

冨
i
]〗
ヂ
ン義未
詳
。
〔
笑
韻
〕
秘
‘
昔
陣
。

百
i
]〗
乞
ユ狩(
7
-
2
0
 3
9
 0)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
狩
、
同
レ
狩
。

【
程
紅
】
1

況
牡
丹
の
別
種
の
花
の
色
。
宋
時
の
帯
程

の
紅
の
や
う
な
色
な
の
を
い
ふ
。
〔
獣
陽
脩
‘
洛
陽
牡
丹

記
‘
花
繹
名
第
二
〕
程
紅
者
‘
箪
葉
深
紅
花
、
出
1

一
青
州
面
亦

曰
両
州
紅
五
云
‘
其
色
類
腰
帯
程
↓
〔
獣
陽
脩
‘
洛
陽

牡
丹
圏
詩
〕
程
紅
鶴
餅
登
不
レ
美
、
飲
色
如
レ
避
新
来
姫
。

’

厳

(
8
-
2
2
8
9
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
移
、
同
レ
破
。

シ
ウ

貧

】

呻

梃
(
1
2
-
4
2
8
3
2
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
程
、
同
レ
梃
。

テ
イ

つ
と
め
る
。
に
な
ふ
。
む
な
が
い
。
〔
字
彙
補
〕

棉
、
強
也
、
荷
也
、
頸
靴
也
。

窮】
g

ホウ

鞘
(
1
2
ー

4
2
7
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鞘
‘
或
八
レ
条
。

ャ，ウ
ア
ウ

〔
字
彙
補
〕
於
雨
切
苺

•
I
i
i、

小

日

口

O
く
つ
の
雨
が
は
。
〔
説
文
〕
靴
‘

革
策
履
空
也
、
炊
箪
免
臀
゜
〔
段
注
〕
空
‘

腔
、
古
今
字
‘
履
腔
‘
如
-
1

今
人
言
云
后
E

一也。

O

く
つ
。
〔
呂
覧
、
召
類
〕
南
家
エ
人
也
‘
為
レ
鞭
者

也
。
〔
注
〕
鞭
‘
履
也
。
参
ひ
き
づ
な
。
娩
(
1
0
ー

3
8
3

3
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鞄
‘
段
借
為
レ

晩
゜
〔
呂
覧
‘
召
類
‘
注
〕
一
曰
‘
鞭
‘
靭
也
。
幽
お
ぎ

な
ふ
。
姻
(
9
|
3
1
2
7
8
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
靴
‘
段
借
為
レ
蘭
゜
〔
廣
雅
、
秤
詰
四
〕
靴
‘
補

也
。
参
お
ほ
ふ
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
一
曰
‘
覆
也
。
〔
一
切

経
昔
義
‘
十
四
〕
鞄
‘
覆
也
。

O
革
を
張
る
。
〔
辟

源
〕
鞭
、
以
レ
皮
張
急
レ
之
‘
使
-
1

四
周
卑
ハ
レ
椎
相
附

賓
者
‘
謂
1

一
之
鞭
↓
〔
酉
陽
雑
俎
‘
十
二
、
語
資
〕
寧

王
常
夏
中
揮
レ
汗
鞭
レ
鼓
。
国
も
だ
え
る
。
悶
(
4—

1
0
7
2
9
)
•

満
心(
4ー
1
1
3
8
4
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
鞭
‘
段
借
為
レ
悶
‘
為
レ
憑
゜
〔
集
韻
〕
憑
‘
煩

也
‘
亦
作
レ
靴
。
〔
呂
覧
、
重
己
〕
味
二
獄
珍
一
則
胃

充
‘
胃
充
則
中
大
鞭
゜
〔
注
〕
鞭
‘
讀
日
レ
憑
、
不
レ

勝
食
氣
ぢ
与
惹
病
也
。

【
鞭
革
】
1

釘
履
の
表
革
゜
〔
酉
陽
雑
俎
‘
盗
侠
〕
黎
幹

為
1

一
京
兆
甲
一
時
‘
曲
江
云
云
祈
レ
雨
‘
云
云
‘
老
人
植
レ
杖

否
避
‘
幹
怒
杖
証
自
二
十
‘
如
レ
撃
1

一
鞭
革
五
坪
レ
腎
而
去
。

【
鞭
礎
】2
が
し
か
は
ぐ
つ
。
〔
堕
鐵
論
‘
散
不
足
〕
及
—
丘
其

麗】岬
□ □ 日
モポマバマバ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
母
本
切

〔
集
韻
〕
武
遠
切

〔
集
韻
〕
膜
官
切／ nr
 

罰嗣□塞

豆
小
車
の
か
は
具
。
〔
説
文
〕
粒
、
車
鞍
具

革
策
也
、
炊
箪
豆
臀
。

貧】岬[ゥ
〔
集
韻
〕
大
透
切
宥

小

日

□
l

回
l

●
牛
を
止
め
る
時
に
其
の
匪

革
蔽
を
つ
な
ぐ
か
は
ひ
も
。
〔
説
文
〕
親
、

繋
11

牛
葬
也
、
炊
レ
革
見
瞥
。
●
き
ぴ
し
く
し
ば

る
。
〔
廣
韻
〕
親
‘
急
繋
。

O
き
び
し
い
。
〔
集
韻
〕

親
一
曰
‘
急
也
。
⑲
或
は
鞄
(
1
2
|
 4
2
7
1
6
)

に
作

【
親
】
〗

□ 口曰
コキキケケケ
クヨ＇ギキチツ
クク

〔
集
韻
〕
詑
力
切

〔
集
韻
〕
紀
ノ
ィ
切

集
韻
〕
顧
結
切

圏閾圏

か
た
い
。
硬
(
8
-
2
4
2
3
0
)

に
通
ず
。
〔
王
篇
〕
鞭
‘

堅
也
、
亦
作
レ
硬
゜
〔
集
韻
〕
鞭
、
博
雅
‘
緊
也
、
或

炊
レ
石
。

【
鞭
】
螂

昇
ヴ
〔
集
韻
〕
魚
孟
切
醐

【
除
】
呻

糊
除
は
‘
わ
ら
ぐ
つ
。
〔
廣
韻
〕
除
‘
鞠
除
‘
履
°

ット

〔
集
韻
〕
通
都
切

囮

口
刀
の
さ
や
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
断
、
刀
削
也
。
口
●

刀
の
さ
や
。
〔
集
韻
〕
新
‘
刀
削
。

O
鐙
断
は
‘
皮

飾
゜
〔
龍
寵
手
鑑
〕
断
‘
鐙
晰
‘
皮
飾
也
。

O
な
め
し

皮
゜
俗
に
靭
(
1
2
|
 4
2
7
6
4
)

に
通
ず
。
〔
廣
韻
〕
靭
‘

柔
皮
‘
檀
‘
古
文
‘
斬
‘
俗
。
〔
集
韻
〕
靭
‘
説
文
‘
柔

革
也
、
通
作
レ
晰
゜

冨】玉
ロ
セセ
チツ

□
セ
イ

〔
集
韻
〕
征
例
切
圏

〔
集
韻
〕
之
列
切
園

出
巴

c
h
e
'

毯
則
荼
下
不
レ
借
‘
鞭
罷
革
蔦
。
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日
0
勒
鞄
は
粟
器
の
名
。
〔
集
韻
〕
勒
、
勒
鞄
、
架

器
。
●
勒
鞄
は
‘
馬
の
尾
。
〔
廣
韻
〕
勒
‘
勒
鞄
‘
亦

謂
二
馬
尾
芦
〗
陸
勒
は
‘
か
は
ぐ
つ
。
紗
(
1
2
-
4
2
7

冨
出
日
サシ，ヤ

□サ

〔
集
韻
〕
師
加
切

〔
集
韻
〕
桑
何
切

圏姻

お
ぎ
な
ふ
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
脱
、
補
也
。

【
脱
】
〗
冒
〔
集
韻
〕
徒
外
切
惹

曰
か
は
ぐ
つ
。
〔
玉
篇
〕
輔
紗
也
゜
□
駐
輔
は
‘
車

の
し
と
ね
。
樽
(
1
2
-
4
3
0
6
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

輯
‘
駐
構
、
車
菌
‘
亦
作
レ
輔
。

祠
】
〗□ 日
プホプホ

〔
玉
篇
〕
薄
故
切
暉
〗

圏

〔
集
韻
〕
伴
姥
切

圏

〔
集
韻
〕
抽
延
切

OO

日
0
お
び
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
梃
、
帯
也
。
●
馬
の

は
ら
お
び
。
〔
集
韻
〕
誕
馬
符
也
。
口
か
は
ぐ

つ
。
〔
集
韻
〕
誕
罷
也
。

国】叩
日
[
[
/

□
テ
ン

〔
集
韻
〕
蕩
旱
切

車
駕
の
革
具
。
〔
玉
篇
〕
靱
‘
車
靱
也
。

霰
】
〗
[
/王篇
〕
奴
典
切
写
辛

る
。
〔
集
韻
〕
親
‘
或
机
レ
乞
゜

革

部

〔
七
聾
〕

冨

]

[

〔

集

韻

〕

田

[

-

公

置

'iao2

た
づ
な
。
か
は
の
た
づ
な
。
〔
廣
韻
〕
條
‘
革
轡
゜

〔
集
韻
〕
條
、
轡
也
。
〔
詩
、
小
雅
‘
蓼
葡
〕
條
革
沖

沖
゜
〔
博
〕
條
、
轡
也
。
〔
雷
浚
‘
説
文
外
編
〕
小
雅
‘

鉤
贋
條
革
、
鄭
箋
、
條
革
、
轡
首
垂
也
、
説
文
無
二

條
字
玉
篇
‘
條
亦
作
レ
堡
‘
説
文
、
悠
‘
一
日
‘
轡
首

銅
‘
即
鄭
之
轡
首
垂
‘
條
革
連
文
‘
條
‘
蓋
聾
下
革

宇
而
謳
゜

【
條
革
】
1

悶
手
綱
の
餘
つ
て
轡
の
所
に
垂
下
し
た

革
。
〔
詩
、
小
雅
‘
蓼
籟
〕
既
見
↓
―
君
子
涵
呼
革
沖
沖
゜
〔
傭
〕

條
‘
轡
也
、
革
‘
轡
首
也
。
〔
疏
〕
繹
器
云
‘
轡
首
謂
ー
一
之
革
一

郭
瑛
日
‘
轡
‘
鞄
也
、
然
則
馬
轡
所
レ
鞄
之
外
、
有
レ
餘
而

垂
者
、
謂
1

一
之
革
盃
暉
皮
為
レ
之
、
故
云
‘
條
革
‘
轡
首
垂
也
。

〔
陳
葵
博
疏
〕
條
為
1

一
轡
首
之
飾
盆
介
レ
轡
也
‘
云
云
‘
案
‘

博
文
條
轡
也
革
轡
首
也
七
字
‘
搬
ー
仲
逹
所
＞
見
嘗
レ
作
1-

テ
ヴ
デ
，
ウ

【
陛
】
岬

く
つ
。
〔
字
彙
〕
陛
‘
罷
桂
゜

ノゞヘ

イイ

〔
字
彙
〕
歩
随
切

麿

祠
】
〗

か
た
い
。
〔
集
韻
〕
椋
‘
堅
也
。

サ
ク
シ
，
ヤ
ク

集
韻
〕
色
責
切

闘

し
ほ
で
。
鞍
の
ま
は
り
の
帯
。
縣

貧

】

螂

(
1
2
-
4
3
0
9
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鵬
或
作
レ
鞍
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
〕
鞍
‘
切
韻
云
、
穿
鞍

橋
一
皮
也
。

サ
イ

4
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
紗
‘
博
雅
、
陸
秒
‘
騨
也
、
或

不
レ
省
。

靱

艇

輔

貌

勒

鞍

辣

陛

條

緬

鞘

鞘

小

日
0
し
ほ
で
。
鞍
の
前
後
の
南
輪
に

公革策
つ
け
る
紐
゜
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
鵬
謂
1

一之

鞘
↓
●
む
ち
さ
き
。
馬
鞭
の
末
。
〔
晉
書
音
義
‘
下
〕

鞘
、
馬
鞭
頭
也
。
〔
晉
書
‘
符
堅
載
記
下
〕
長
鞘
馬
鞭

撃
左
股
〇
或
は
鞘
(
1
2
-
4
3
1
4
6
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鞘
、
或
炊
レ
章
。
口

0
刀
の
さ
や
。
鞘
(
1
2
-
4
3

1
4
6
)

に
同
じ
。
〔
説
文
新
附
〕
鞘
、
刀
室
也
、
炊
レ
革

肖
臀
゜
〔
集
韻
〕
鞘
‘
刀
室
、
或
凡
レ
革
゜
〔
詩
、
小
雅
‘

瞭
彼
洛
矢
‘
稗
埠
有
レ
秘
‘
博
〕
稗
、
容
レ
刀
繹
也
。

〔
疏
〕
古
之
言
レ
騨
‘
猶
―
―
今
之
言
＞
鞘
。
●
甥
木
を

ゑ
ぐ
つ
て
銀
を
蔵
す
る
も
の
。

【
鞘
巻
】
1

芹
鍔
の
な
い
短
刀
。
抜
く
時
に
鞘
と
共
に

脱
け
る
の
を
防
ぐ
た
め
‘
下
緒
勺
を
鞘
に
巻
い
て
‘
腰

に
結
ぴ
つ
け
て
お
く
か
ら
い
ふ
。
〔
平
家
物
語
‘
-
‘
殿

L

闇
討
〕
参
内
の
は
じ
め
よ
り
大
き
な
る
鞘
巻
を
用
意
し
。

【
鞘
取
】
2

は

0
賣
買
の
仲
介
を
し
て
其
の
債
格
の
差

額
を
牧
盆
と
し
て
収
め
る
こ
と
。

O
一
方
に
て
買
ひ
‘

同
時
に
他
方
に
て
賣
り
‘
そ
の
相
場
と
相
場
の
値
開
き

に
よ
り
、
金
利
以
上
の
利
益
を
得
る
こ
と
。
鞘
取
取
引
。

【
鞘
袋
】
3

芦
口
太
刀
の
鞘
を
包
み
覆
ふ
袋
゜
鞘
の
汚

【
鞘
】
[

□
セ
，
ウ
サ
ヴ
セ
ヴ

口

〔
集
韻
〕
師
交
切

oo

戸

名

s
h
a
o
'

〔
集
韻
〕
仙
妙
切
画
q

く
一
名

c
h
'
i
a
o
•

冨
】
〗
免
ウ
＂
戸
ロ
ロ

:
0
8
)

に
同
じ
。
〔
字

條
革
‘
轡
首
垂
也
六
字
一
云
云
‘
采
芭
箋
云
‘
條
首
‘
轡
首

垂
也
‘
此
箋
正
用
1

一
蓼
篇
博
語
ぶ
笠
晶
レ
作
レ
答
‘
革
古
文

勒
‘
説
文
云
‘
箋
轡
首
銅
也
‘
勒
、
馬
頭
絡
街
也
‘
云
云
‘

是
轡
之
絡
―
―
馬
首
―
者
謂
二
之
勒
↓
云
云
‘
勒
以
レ
革
為
レ

之
、
故
字
従
レ
革
‘
勒
二
絡
馬
首
一
所
レ
垂
之
轡
‘
其
上
飾

謂
乏
簗
笙
以
レ
金
為
レ
之
‘
説
文
日
レ
銅
、
銅
即
金
也
‘

正
義
謂
レ
堡
為
レ
皮
‘
蓋
因
に
子
誤
従
レ
革
耳
゜

面

〔
集
韻
〕
圭
玄
切

oo

り

u
i:r 
c
h
u
a
n
'
 

小
日
0
侃
玉
の
さ
ま
。
硝
(
7
|
2
1
0
1
2
)
 

oc"
‘
 

革
策
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
瑣
侃
玉
兒
、
通
作
レ

鞘
。
●
大
車
の
く
び
き
し
ば
り
の
革
。
或
は
鞍

(
1
2
-
4
2
7
5
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鞘
‘
大
車
縛
レ
範

鞄
也
、
凡
レ
革
目
臀
。
〔
繋
博
〕
按
‘
繹
名
、
鞘
‘
縣
也
‘

所
＝
一
以
縣
―
縛
乾
一
也
。
〔
段
注
〕
皇
曰
‘
古
作
―
―
牛
車
一

先
取
二
-
横
木
細
竺
著
雨
輯
頭
万
又
別
取
―
―
曲
木
一

為
レ
椛
‘
縛
―
―
著
横
杢
以
駕
―
牛
胆
也
、
然
則
範

縛
於
横
杢
横
木
縛
秘
雙
縛
―
―
於
紐
者
、
貌

也
‘
範
縛
伝
統
用
レ
鞄
゜
〔
秤
名
、
秤
車
〕
鞘
‘
縣

也
、
所
n

一
以
懸
二
縛
範
也
。
〔
集
韻
〕
鞘
‘
或
炊
レ
玄
゜

鬱
馬
の
し
り
が
い
。
〔
太
平
御
覧
、
兵
部
‘
鞘
尾
〕

服
虔
通
俗
文
曰
‘
馬
轄
尾
日
レ
鞘
°
□

0
馬
の
尾
。

〔
廣
韻
〕
鞘
‘
馬
尾
也
。
●
く
つ
わ
。
〔
集
韻
〕
鞘
、
馬

勒。

【
鞘
鞘
】
1

t

ク
偏
玉
の
さ
ま
。
瑣
瑣
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
大

東
〕
鞘
鞘
偏
誼
‘
不
レ
以
―
―
其
長
一
〔
傭
〕
鞘
鞘
‘
玉
貌
‘
遂
‘

【
鞘
】
岬

ロロ
ケゲケ

ンンン

集
韻
〕
胡
大
切

損
を
防
ぎ
‘
旅
行
ま
た
は
雨
天
な
ど
に
用
ふ
。
〔
和
漢
三

才
圏
會
‘
獣
類
‘
熊
〕
熊
皮
‘
造
1

一
泥
障
坐
褥
及
鞘
袋
等
↓

【
鞘
営
】
4

江
●
刀
の
鞘
に
躙
れ
た
の
を
無
證
と
し
て

咎
め
る
こ
と
。
鞘
咎
゜
〔
偶
言
集
覧
、
鞘
常
〕
鞘
常
は
‘
け

ん
く
わ
を
買
て
、
し
か
く
る
も
あ
る
べ
し
。

0
-
人
の
異

性
を
得
ん
が
た
め
二
人
以
上
の
者
が
張
り
合
ふ
こ
と
。

【
鞘
堂
】
5

亡
建
築
物
の
腐
朽
・
汚
損
等
を
防
ぐ
た
め
、

堂
等
の
上
に
更
に
覆
ひ
造
っ
た
堂
。

【
鞘
尾
]
6

丘
ゥ
刀
の
こ
じ
り
。
〔
王
笥
‘
侠
客
篇
〕
黄
金

塗
和
良
白
玉
飾
釣
り

【
鞘
翅
類
】
7

特
/
昆
晶
類
の
一
目
。
妻
態
が
完
全
で
、

口
は
咬
む
に
適
し
、
前
翅
は
革
質
で
さ
や
に
な
り
‘
其

の
下
に
膜
質
の
後
翅
を
折
り
た
た
ん
で
ゐ
る
。
か
み
き

り
品
な
ど
の
類
。

一
六
四

12760 
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冨
J
〗

革

部

〔七
I

八
蜜
〕

桔

糀

靴

糀

削

駿

鞘

捗

鞘

桔

鞘

靴

腔

帳

綴

椀

緋

鞠

鞄

厩

輛

緊

鞘

鞘

一
六
五

霰
】
応
シ
，
ユ
ン

タ
ヴ

〇
お
し
き
は
め
る
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
糀
‘
推
窮
也
。

〇
鞠
(
1
2
-
4
2
8
9
2
)

の
謡
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
糀
、

按
、
即
鞠
字
之
謳
゜

【

祝

】

亭

キ

ク

〔
集
韻
〕
苦
貢
切
、
闊

万
X
L
K
•ung• 

お
も
が
い
。
〔
集
韻
〕
腔
、
馬
勒
也
。
〔
隋
書
‘
陳

茂
傭
〕
高
祁
将
レ
挑
レ
載
‘
茂
固
止
不
レ
得
‘
因
捉
ニ

馬
腔
↓

【
腔
駿
】
1

器
に
は
か
に
馬
に
駕
す
る
こ
と
。
〔
集
韻
〕

餡
(
1
2
-
4
3
1
8
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
鞍
‘
腔
鞍
‘
駕
レ
馬
遠
也
。

手

鑑

〕

難

同

レ

餡

。

【

放

レ

腔

】
2

芦
ガ
お
も
が
い
を
ゆ
る
め
て
、
馬
を
栗
に

す
る
。
〔
白
居
易
、
間
出
冤
レ
春
戯
贈
ー
ー
諸
郎
官
―
詩
〕
放
レ

腔
橙
安
騎
1

穏
馬
ぶ
押
抱
身
暖
照
,
,
晴
陽
↓

【
飛
レ
腔
】
3

戸
芯
馬
を
は
し
ら
せ
る
。
腔
は
く
つ
わ
の

義
未
詳
。
〔
五
音
篇
海
〕
駿
、
昔

綱
。
〔
陸
消
、
長
安
道
詩
〕
中
使
偵
レ
宣
騎
飛
レ
腔
゜

清。

〔
龍
寵
手
鑑
〕
居
六
切

圏

冨

】

螂

窮
i】
〗コ，ウク

’

桃

(
1
2
-
4
2
8
0
 7
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
馳
、
同
レ
桃
。

タ
ウ

【
靴
】
螂

切
‘
礎
闊
‘
靴
、
同
レ
上

〇
う
れ
へ
る
。
〔
川
篇
〕
糀
、
憂
也
。
●
憐
(
4
-
1
0
00-

5
6
)

の
謳
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
糀
、
按
、
即
懐
字
之
【
鞘
】
三

謳。

冨

】

叩

昇

〔
川
篇
〕
奴
到
切
醐
国

き
び
し
く
し
ば
る
。
〔
五
昔
集
韻
〕
鞘
、
急
繋
也
。

冠】呻

【
鞘
】
〗
[
[

〔
五
昔
集
韻
〕
圏

呼
決
切

シ
・
サ
イ

鞭
(
1
2
ー

4
2
9
9
1
)

に
同
じ

〔
王
篇
〕
鞭
、
所
椅
・
所
解
一

焉
(
9ー

3
0
2
0
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

篤
‘
履
也
、
或
作
レ
鞘
゜

セ
キ

’□

i-
シ

義
未
詳
。
〔
笑
韻
〕
桔
‘
昔
志
゜

冨
】
〗
カ
ク
義
未
詳
。
〔
羹
韻
〕
鞘
‘
昔
角
。

瑞
也
。
〔
箋
〕
凧
遂
者
、
以
―
―
瑞
玉
―
為
レ
偏
‘
侃
レ
之
鞘
鞘

然
、
居
玩
官
職
盆
竺
其
才
之
所
＞
長
也
、
徒
美
其
侃
一

而
無
真
徳
↓
刺
―
―
其
素
餐
↓
〔
陳
葵
博
疏
〕
繹
文
、
鞘
又

作
レ
晴
‘
爾
雅
作
レ
瑣
‘
説
文
無
レ
絹
、
案
、
鞘
是
也
。
鞘
鞘
‘

謂
孤
玉
鞘
鞘
然
面
ぴ
謂
レ
玉
也
‘
博
玉
貌
‘
常
レ
作
声
m

玉
貌
一
孟
一
字
↓
益
奪
こ
凧
字
1

耳。

【
勒
】
曇
ホ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
捗
、
音
歩
。

霰
母
テ
ッ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
粒
‘
昔
哲
。

曰
つ
づ
み
。
原
(
2
|
2
6
1
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鞠
、

鼓
也
、
或
炊
レ
に
。
口
つ
づ
み
の
胴
木
。
〔
集
韻
〕

鞠
‘
鼓
木
也
。
〔
正
字
通
〕
今
俗
曰
鼓
筐
↓
〔
周
證
、

考
工
記
‘
膊
人
、
為
二
泉
陶
一
注
〕
鄭
司
農
云
‘

輝
、
書
或
為
レ
鞠
‘
泉
陶
‘
鼓
木
也
‘
玄
謂
‘
鞠
者

以
皐
陶
名
ぢ
目
也
‘
鞠
則
陶
字
従
レ
革
。
〔
疏
〕

後
鄭
以
鞠
人
為
―
―
泉
陶
一
不
下
取
,
,
騨
字
―
為
中

官
名
い

【
鞠
】
〗
日
ェ
ヴ
タ
ヴ
ド
ゥ

ロl

〔
集
韻
〕
徒
刀
切

〔
集
韻
〕
餘
招
切

圏閾

【
緋
】
[

ふ
い
が
う
。
〔
字
彙
〕
緋
‘
吹
レ
火
具
。

ベハ
ィ

〔
字
彙
〕
薄
賣
切
圏

曰
ヱ
ン
□
鞍
(
1
2ー

4
2
9
7
9
)

に
同
じ
。

祠
】
年
ロ
ゥ
ン
〔
集
韻
〕
鞍
、
或
払
宛
。
口
碗

(
1
0ー

3
8
3
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
碗
‘
或
炊
レ
革
゜

小
車
駕
の
革
具
。
〔
説
文
〕
綴
、
車
具
也
、

莉

蔽

長

革

妓

臀

。

【
綴
】
〗
〔
集
韻
〕
株
劣
切
園
i
)

テ
ッ
テ
チ

ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
賑
(
1
2
|
 4
3
1
6
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
賑
、
説
文
、
弓
衣
也
、
或
炊
レ
革
゜

霰

】

三

チ
，
ヤ
ヴ
〔
集
韻
〕
丑
亮
切
芦
幽

す
ぐ
れ
た
皮
゜
〔
字
彙
〕
鞘
、
優
皮
也
。

冨
i
]
g

〔
字
彙
〕
奴
報
切
麗

ダ
ウ
ノ，ウ

【
鞘
】
5

刀
の
さ
や
の
か
ざ
り
。
或
は
泌
(
7
-
2
0
9
1
9
)

に

作
る
。
〔
廣
韻
〕
輔
‘
刀
飾
名
。
〔
集
韻
〕
輯
‘
刀
削

飾
‘
或
作
レ
秘
゜ へへ

チッ

〔
集
韻
〕
必
結
切

圏

霰塁
0
か
た
い
。
〔
集
韻
〕
緊
、
博
雅
‘
固
確
‘
緊
也
。
●

か
た
い
も
の
の
破
れ
る
お
と
。
〔
廣
韻
〕
緊
、
堅

破
臀
゜

カ
ン
ケ
ン

〔
集
韻
〕
丘
閑
切

圏

【
輛
早

'

，

桶
(
8ー

2
7
6
0
 2
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
輛
、
同
レ
細
゜

リ
ヤ
ウ

【翫】
5

つ
か
ね
る
。
或
は
鞠
(
1
2ー

4
2
9
5
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
諏
‘
束
也
‘
或
八
レ
靱
。

シ，ウ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
楚
九
切
固
q

穂
名
↓
小
車
の
革
具
。
〔
説
文
〕
鞘
、
車
鞍
具
也
、

C
6
p
 

革
萩
八
レ
革
官
臀
゜
〔
句
讀
〕
鞘
総
鞍
具
之

窟】
5

ク
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
古
緩
切
回
B
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貧】
5

セ
ン

鵬
(
1
2
~
4
3
0
4
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

薦
‘
或
炊
レ
箋
゜

〇
刀
の
鞘
の
か
ざ
り
。
埠
(
7
|
2
1
0
6
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
埠
‘
説
文
、
侃
刀
下
飾
、
天
子
以
＞
玉
、
諸

侯
以
レ
金
、
或
作
レ
棒
。
〔
詩
、
小
雅
‘
瞭
彼
洛
芙
、
稗

埠
有
レ
秘
‘
繹
文
〕
埠
‘
字
又
作
レ
棒
、
侃
刀
削
上

飾
。

O
軍
器
。
〔
玉
篇
〕
棒
、
軍
器
。
参
か
は
ぐ
つ
。

〔
集
韻
〕
棒
、
一
日
、
皮
履
゜

【
棒
】

[

7
ー
ウ
〔
集
韻
〕
補
譴

圏忘
ng3

裔
小
日
口
●
車
駕
の
革
具
。
〔
説
文
〕
掩
、
車

苔
＇
策
具
也
、
払
革
奄
瞥
。
〔
玉
篇
〕
靴
、
車
上

具
也
。
●
掩
鼓
は
‘
小
兒
の
く
つ
。
〔
廣
韻
〕
掩
、
小

兒
履
名
二
掩
舷
二
〇
或
は
飩
(
1
0
|
 3
8
3
7
6
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
或
炊
レ
車
。

アブ

77

日
尤
フ
工ーフ
ォ
9
7

□
 

祠】
428

〔
集
韻
〕
又
業
切

〔
集
韻
〕
渇
合
切

圏函

□
口
国
か
は
こ
ろ
も
の
ぬ
ひ
め
。
鼓
(
1
2
-
4
8
1
3

4)• 

絨
(
8
-
2
7
6
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鼓
‘
説
文
、

恙
裟
之
縫
‘
或
八
レ
糸
‘
炊
レ
革
゜
〔
集
韻
〕
馘
‘
或

作
麟
・
絨
↓

ヨ
ク
ヰ
キ

日

【馘】
g

乳
7
ク

国
ヰ
ク

〔
集
韻
〕
乙
六
切

集
韻
〕
忽
域
切

〔
集
韻
〕
越
逼
切

圏圏圏

革

部

〔
八
書
＿
〕

国
】
〗
ク
ッ

【

鞘

】

螂

〔

篇

海

〕

止

[
[
'
n
g
'

〇
あ
ふ
り
。
下
ぐ
ら
の
下
か
ら
あ
ぶ
み
の
内
に

垂
れ
て
馬
の
雨
脇
を
お
ほ
ふ
具
。
〔
玉
篇
〕
鞘
‘

扇
安
皮
。

O
皮
を
ぬ
ふ
。
〔
篇
海
〕
鞘
、
縫
レ
皮
゜

〇
隈
靴
の
そ
こ
が
は
。

サ
ヴ
シぶ`
，ウ

偲
(
1
ー

7
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

侃
‘
価
強
、
梗
戻
也
、
或
炊
レ
革
。

冨

】

』

お
ほ
ふ
。
〔
篇
海
〕
罷
、
利
翼
鞭
蔽
゜

ャ
「
ウ

〔
篇
海
〕
思
彫
切

圏

0
か
は
ぐ
つ
。
〔
玉
篇
〕
鞘
、
提
也
。
〔
漢
書
‘
揚
雄

博
下
〕
革
鞘
不
レ
穿
゜
〔
注
〕
師
古
曰
、
鞘
、
革
履
。

O

つ
づ
み
の
お
と
。
替
(
1
2
|
 4
8
3
4
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蓉
、
説
文
、
鼓
臀
也
、
或
作
レ
鞘
゜

【
鞘
】
』

タ，
7

k
L
7
 

〔
集
韻
〕
託
合
切
函

右
T
t
•
a
•

屑
】
〗
キ
"
[
口
臼

o
)に同
じ
。
〔
集
韻

籍

】

螂

ホ

ウ

□

戸

[
O
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

し
ろ
く
つ
。
〔
集
韻
〕
賜
、
素
勒
履
也
。

祠】-

〔
集
韻
〕
夷
盆
切
園

エ
キ
ヤ
ク

馘

靴

棒

棧

罷

梢

鞘

鞘

轄

鞘

掘

靴

鞄

稗

糀

夜
逹
レ
明
。
〔
晉
書
‘
陶
墳
債
論
〕
薪
桶
之
任
、
清
規
自
遠
、

稗
鼓
之
臣
‘
蕨
臀
禰
g
h
o
〔
張
協
‘
雑
詩
〕
出
親
ー
一
軍
馬
陣
一

入
聞
稗
妓
臀
↓

【
稗
斬
】
2

炉
さ
や
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
稗
浙
‘
刀
削
也
。

【
稗
繹
】
3

ぢ
唐
代
‘
楊
柳
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘

樹
木
、
梧
桐
〕
詞
林
海
錨
、
陸
岨
蒙
詩
‘
手
揚
―
―
稗
繹
―
怯
‘

芦
在
―
―
中
印
國
五
稗
繹
‘
唐
言
1

一
楊
柳
一
也
。

【
稗
婆
】
4

勺
琵
琶
の
別
名
。
賢
婆
(
1
2
|
 4
8
3
6
1
 :
 3
)
 

を
見
よ
。
〔
楊
維
禎
‘
稗
婆
詩
〕
梅
卿
上
レ
馬
弾
1

一
稗
婆
↓

【
稗
舞
】
5

乃
＇
雑
舞
の
名
。
又
、
聾
舞
碑
扇
舞
に
つ
く

る
。
起
源
不
明
。
〔
宋
書
、
柴
志
一
〕
稗
舞
未
レ
詳
レ
所
レ
起
‘

然
漢
代
已
施
於
燕
享
英
‘
博
毅
・
張
衡
所
レ
賦
‘
皆
其
事

也
。
〔
古
今
築
録
〕
稗
舞
梁
謂
之
稗
扇
只
即
巴
漁
是

也
、
稗
扇
、
器
名
。
〔
通
典
、
栗
、
雑
舞
曲
〕
稗
舞
未
レ
詳
レ

所
レ
起
、
然
漢
已
施
二
於
燕
享
ら
K

、
博
毅
張
衡
所
レ
賦
、
皆

其
事
也
、
魏
曹
植
稗
舞
歌
序
日
、
漢
震
帝
西
園
鼓
吹
有
―
―

李
堅
者
「
能
稗
舞
、
遭
レ

IL西
随
―
一
段
壊
工
先
帝
聞
―
―
其
藷

伎
る
ロ
レ
之
、
堅
既
中
限
‘
兼
古
曲
多
1

一
謬
誤
五
異
代
之
文

杢
必
相
襲
一
故
依
辛
即
曲
1

改
作
1

一
新
歌
五
篇
一
不
1

↓敢

小
巳
□
●
さ
や
。
〔
説
文
〕
稗
、
刀
室
也
‘
充
＞
之
、
黄
門
僅
以
成
和
＇
國
之
阻
果
焉
。
〔
張
載
‘
稗
舞

賦
〕
稗
舞
燥
而
特
奏
分
‘
冠
"
衆
妓
―
而
超
絶
。

農茎＇
豪
炊
レ
革
卑
瞥
。
〔
小
爾
雅
、
廣
器
〕
刀
之

【
稗
嘩
】
6

芯
刀
の
鞘
の
か
ざ
り
。
韓
棒
。
〔
詩
‘
小
雅
‘

瞭
彼
洛
芙
〕
君
子
至
止
‘
稗
埠
有
レ
秘
゜
〔
博
〕
稗
‘
容
レ
刀
繹

削

謂

乏

窒

室

謂
1

一
之
牌
↓
〔
詩
、
小
雅
‘
瞭
彼
洛

芙
〕
稗
墜
有
認
。
〔
博
〕
稗
、
容
句
羅
也
。
〔
逸
周
也
璃
‘
上
飾
‘
秘
、
下
飾
也
‘
天
子
玉
埠
而
跳
秘
‘
諸
侯
憎

書
、
王
會
解
〕
請
令
下
似
魚
皮
之
牌
盃
炉
獣
。
〔
注
〕
埠
而
塔
秘
‘
大
夫
瑣
埠
而
燎
秘
‘
士
瑞
埠
而
協
秘
。
〔
詩
‘

牌
‘
刀
削
也
〇
こ
じ
り
の
か
ざ
り
。
婢
(
7
|
2
1
0

大
雅
‘
公
劉
〕
維
玉
及
瑶
‘
碑
埠
容
刀
。
〔
傭
〕
下
日
レ
碑
‘

3
2
)
に
通
ず
。
〔
秤
名
、
秤
兵
〕
刀
下
末
之
飾
曰
レ
碑
。
上
曰
レ
埠
゜
〔
疏
〕
稗
者
‘
刀
鞘
之
名
‘
埠
者
‘
鞘
之
上
飾
゜

【
稗
陪
】
7

芯
刀
の
鞘
か
ざ
り
。
稗
埠
に
同
じ
。
〔
左
氏
、

桓
‘
二
〕
藻
率
稗
陪
。
国
〕
稗
‘
侃
刀
削
上
飾
‘
鞘
、
下
飾

〔
詩
‘
大
雅
、
公
劉
〕
稗
埠
容
刀
。
〔
傭
〕
下
伊
稗
、
上

也。

日
レ
埠
。
匡
牛
稗
は
‘
漢
の
縣
名
。
今
、
四
川
省
簡
陽

縣
の
西
の
陽
安
城
。
〔
集
韻
〕
稗
‘
牛
稗
、
蜀
縣
名
。
【
稗
沙
門
】
8

紅
各
園
梵
語
V
a
i
s
r
a
v
a
n
a
の
謀
。
四
天

國
縣
名
。
郭

(11|
 3
9
4
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
郭
、
王
の
一
。
通
聞
又
は
多
聞
と
繹
す
。
古
‘
婆
羅
門
教
で

縣
名
、
在
レ
蜀
、
或
作
レ
牌
。
国
う
ま
の
り
つ
づ
み
。
は
財
神
と
せ
ら
れ
た
が
、
佛
教
で
は
‘
護
法
神
、
施
福

神
と
す
る
。
〔
吉
蔵
、
法
華
義
疏
‘
+
―
-
〕
毘
沙
門
是
北
方

天
王
‘
此
色
多
聞
一
恒
護
佛
道
揚
常
聞
説
法
丁
故

続
(
1
2
-
4
8
3
6
1
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
璧
、
説
文
、
騎

鼓
也
、
或
作
枷
゜
〔
播
岳
、
藉
田
賦
〕
鼓
レ
稗
碗
隠
戸
多
聞
↓

以
秤
蓬
〔
注
〕
善
日
、
稗
‘
卑
ハ
レ
騒
同
。

【
稗
鼓
】
1

ぢ
小
鼓
と
大
鼓
゜
贅
鼓
゜
靭
稗
鼓
(
1
2
|
 4
2
7
 

71 :
 

2
)

を
見
よ
。
〔
謄
‘
月
令
〕
（
仲
夏
之
月
）
命
栗
師
―
【
匹
成
】
一

脩
―
―
靭
碑
鼓
↓
〔
禁
球
‘
胡
茄
十
八
拍
〕
稗
鼓
喧
分
、
従
レ

【
牌
】
〗

国國国口
ノゞヘピヒヒヒ
イイ

ヘ
イ
ヒ
，
ヤ
ヴ

日

〔
集
韻
）
補
鼎
切
＞
園

勺
一

L

ping' 

〔
集
領
〕
補
張
切
菌

〔
集
韻
〕
賓
禰
切
甲
〗

図圏

〔
集
韻
〕
駈
迷
切

〔
集
韻
〕
蒲
柴
切

サ
ン

跨

(
1
1
0
1
4
3
0
0
7
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
糀
、
同
レ
鰺
。

冠
】
〗

鞍
鞄
は
‘
た
け
す
•
す
だ
れ
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
字
林

鞍
鞄
、
薄
也
。

デ
フ
ネ
"
7

〔
集
韻
〕
諾
叶
切

園

霰

】

螂

ロ
ク

籍
(
8
|
2
6
6
0
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

篠
、
或
作
レ
縣
゜

一
六
六

12762 
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【
鞠
】
-

革

部

〔
八
畳
〕

棚

鞠

一
六
七

小

或

日

●

け

ま

り

。

毯

(
6
|
1
6
8
6
 

鞠
豪
藉
骰
5
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鞠
‘
蹟

鞠
也
、
八
レ
革
約
瞥
。
〔
鉦
樹
玉
校
録
〕
躙
鞠
、
以
レ

革
為
レ
之
、
今
通
謂
―
―
之
毬
子
↓
〔
一
切
経
音
義
、
ニ

十
〕
鞠
‘
鷲
鞠
也
。
〔
集
韻
〕
鞠
‘
躁
鞠
也
、
或
八
レ

毛
。
〔
曹
植
、
名
都
篇
〕
連
翻
撃
1
1

鞠
壌
↓
〔
注
〕
善

日
、
鞠
‘
毛
丸
可
躙
戯

^
0き
は
ま
る
。
歎
(
8ー

7

3
6
4
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鞠
、
段
借
為
レ

歎
。
〔
書
‘
盤
庚
中
〕
爾
惟
自
鞠
自
苦
。
〔
傭
〕
鞠
、
窮

也
。
●
た
だ
す
。
せ
め
た
だ
す
。
緬
(
8
|
2
6
7
7
9
)
 

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鞠
、
段
借
為
レ
範
。

〔
漢
書
、
景
武
昭
宣
元
成
功
臣
表
〕
鞠
獄
不
レ
賓
。

〔
注
〕
如
淳
曰
、
鞠
者
、
以
,
,
其
辟
1

決
レ
罪
也
。
R
か

が
む
。
つ
つ
し
む
。
匈
(
2ー

2
5
6
2
)
に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
鞠
、
段
借
為
レ
匈
゜
〔
論
語
、
郷
鴬
〕

鞠
射
如
也
。
〔
皇
疏
〕
鞠
、
曲
紋
也
。
〔
漢
書
、
湯
奉

世
博
贄
〕
鞠
射
履
レ
方
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
鞠
射
、
謹

敬
貌
。

O
は
ら
ば
ふ
。
〔
楚
辞
、
東
方
朔
、
七
諫
、
初

放
〕
塊
鞠
分
嘗
レ
道
宿
゜
〔
注
〕
葡
旬
為
レ
鞠
。

O
ゃ

し
な
ふ
。
そ
だ
て
る
。
育
(
9ー

2
9
3
1
8
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鞠
、
段
借
為
レ
育
。
〔
方
言
、
一
〕

鞠
、
養
也
、
陳
楚
韓
鄭
之
間
日
レ
鞠
。
〔
詩
、
小
雅
、

蓼
我
〕
母
令
鞠
レ
我
゜
〔
博
〕
鞠
、
養
也
。
●
い
き
る
。

〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
鞠
、
生
也
。
●
を
さ
な
い
。
〔
爾
雅
‘

繹
言
〕
鞠
、
稚
也
。

O
つ
げ
る
。
告
(
2ー

3
3
8
1
)

に

芍
ユ
，
ゥ

ロク 日
キ
ク

〔
集
韻
〕
丘
六
切
園
『

／
 

り

u
chi.i2 

〔
集
韻
〕
丘
弓
切
両
g

【
硼
】
-

ひ
き
が
は
。
〔
集
韻
〕
輛
、
車
断
。

ト
ヨ
，
ウ

〔
集
韻
〕
悲
陵
切

函

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鞠
、
段
借
為
レ
告
。
〔
詩
‘

小
雅
‘
采
芭
〕
陳
レ
師
鞠
レ
旅
゜
〔
博
〕
鞠
‘
告
也
。

O

み
ち
る
。
菊
(
2ー

2
5
2
3
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

瞥
〕
鞠
、
段
借
為
レ
菊
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
鞠
‘
盈
也
。

〔
詩
、
小
雅
、
節
南
山
〕
降
1

一
此
鞠
誼
↓
〔
博
〕
鞠
‘
盈

也。

O
た
か
い
さ
ま
。
弯
(
8ー

2

ば
1
4
)
に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鞠
、
段
借
為
レ
弯
。
〔
張
衡
、
南

都
賦
〕
鞠
魏
窺
其
隠
レ
天
。
〔
注
〕
善
日
、
鞠
、
高
貌
。

O
き
く
。
蒔
(
9
-
3
2
4
6
6
)
•

菊
(
9
|3
1
1
5
3
)

に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鞠
、
段
借
為
レ
藉
。
〔
證
、
月

令
〕
鞠
有
黄
華
↓
〔
繹
文
〕
鞠
、
本
又
作
レ
菊
。

O
か

ぅ
ぢ
。
篇
(
8ー

2
6
7
2
9
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
箪
、
酒

母
也
、
或
作
レ
鞠
。

O
星
の
名
。
鉤
(
1
1ー

4
0
3
1
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鞠
‘
段
借
為
レ
鉤
、

按
、
危
宿
上
天
鉤
九
星
、
西
人
言
土
ハ
星
一
其
色

黄
、
正
月
晨
見
也
、
洪
震
謂
、
虚
宿
、
戴
氏
震
以

為
―
―
喝
柳
宿
王
土
氏
引
之
以
為
1

―
北
落
師
門
↓
〔
大

戴
證
、
夏
小
正
〕
鞠
則
見
、
鞠
者
何
也
、
星
名
也
。

鬱
籍
(
1
2
-
4
3
0
8
4
)
・

鞭
(
1
2
|
 4
3
0
4
2
)
に
同
じ
。

〔
説
文
〕
鞠
、
綺
、
鞠
或
八
レ
欽
。
〔
集
韻
〕
鞠
、
或
作
,
,

籍
・
鞭
↓
〇
古
‘
菱
(
2
-
3
2
2
1
)
に
作
る
。
〔
康
熙
字

典
〕
鞠
、
古
文
雙
。
●
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
名

為
レ
氏
〕
鞠
氏
、
姫
姓
‘
后
稜
之
孫
、
生
而
有
,
,
文

在
＞
手
日
レ
鞠
、
因
以
名
レ
之
‘
裔
孫
鞠
武
為
―
―
燕
太

子
丹
博
面
風
俗
通
漢
尚
書
令
鞠
諜
、
或
為
―
―
麹
氏
「

昔
之
訛
也
。
口
鞠
蒻
は
‘
を
ん
な
か
づ
ら
。
菅
(
9

ー

3
1
5
3
6
)
•
芍
(
9
|
3
g7
8
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

菅
‘
説
文
‘
菅
窮
、
香
井
、
司
馬
相
如
説
炊
レ
弓
、
或

作
レ
鞠
゜
〔
左
氏
‘
宣
、
十
二
〕
有
二
山
鞠
窮
―
乎
゜

醤
ミ
ッ
゜
ッ
グ
。

廟
圏
熟
語
は
鞠
(
1
2
-
4
2
9
3
1
)
を
併
せ
見
よ
。

【
鞠
按
】
1

n

ク
罪
を
き
は
め
し
ら
べ
る
。
鞠
按
。
〔
遼
史
、

逆
臣
中
、
籠
翰
偉
〕
乃
詔
二
屋
質
—
鞠
按
、
翰
伏
レ
寧
、
帝

［言[[]［[[［
〔
北
史
‘
列
女
‘
魏
博
妻
房
氏
博
〕
鞠
『
一
育
子
後
房
之
内
↓

【
鞠
詠
】
5

”
宋
、
開
封
の
人
。
字
は
詠
之
。
深
寧
子
と

自
琥
す
。
幼
に
し
て
孤
、
學
を
好
み
、
進
士
に
及
第
す
。

仁
宗
の
時
、
監
察
御
史
と
な
り
、
王
欽
若
に
杵
ひ
、
信

州
通
判
に
左
遷
さ
る
。
欽
若
卒
し
、
殿
中
侍
御
史
を
授

け
ら
れ
、
登
聞
検
院
判
に
轄
ず
。
著
に
繹
道
雑
言
が
あ

る
。
〔
宋
史
、
二
百
九
十
七
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
九
十
二
〕
。

【
鞠
歌
】
6

パ
，
け
ま
り
う
た
。
〔
陸
機
、
鞠
歌
行
序
〕
按
、

漢
宮
閤
有
―
―
含
章
鞠
室
、
震
芝
鞠
室
一
後
漢
馬
防
第
宅

ト
1

一
臨
道
五
茫
閣
通
レ
池
、
鞠
城
禰
,
,
於
街
路
U

鞠
歌
、
将

謂
レ
此
也
。

〖
鞠
歌
行
〗7”
ヵ
築
府
相
和
歌
酔
平
調
曲
の
曲
名
。

〔
築
府
詩
集
、
相
和
歌
辞
、
平
調
曲
、
鞠
歌
行
〕
古
今
築
録

日
、
王
僧
虔
技
録
、
平
調
又
有
1

一
鞠
歌
行
T

今
無
,
,
歌
者
一

陸
機
序
日
、
按
、
漢
宮
閤
有
1

一
含
章
鞠
室
、
璽
芝
鞠
室
な
仮

漢
馬
防
第
宅
卜
,
,
臨
道
ご
遷
レ
閤
通
レ
池
、
鞠
域
禰
―
―
於
街

岐
鞠
歌
、
将
謂
レ
此
也
、
又
東
阿
王
詩
、
連
騎
撃
壌
、
或

謂,,
誠
鞠
乎
ご
二
言
七
言
‘
雖
1

一
奇
賓
名
器
二
小
丘
遇
知

己
五
終
不
レ
見
レ
重
‘
願
逢
1

一知己
1

以
託
レ
意
焉
。
〔
陸
機
、

鞠
歌
行
〕
朝
雲
升
‘
應
―
―
龍
攀
云
ポ
レ
風
遠
遊
騰
―
―
雲
端
ヰ
鼓

鍾
歓
、
登
自
歓
、
急
弦
高
張
思
レ
和
レ
弾
、
時
希
値
、
年
夙

思
‘
循
レ
己
雖
レ
易
人
知
難
、
王
陽
登
‘
貢
公
歓
、
空
生
既

液
國
子
歎
、
嵯
千
載
、
登
虚
言
‘
遣
芙
遠
念
情
憮
然
●

【
鞠
我
】
8

勺
わ
れ
を
や
し
な
ひ
そ
だ
て
る
。
鞠
は
養
。

〔
詩
、
小
雅
‘
蓼
義
〕
父
令
生
レ
我
、
母
分
鞠
叔
゜
〔
博
〕

鞠
、
養
。

【
鞠
劾
】
，
g
u

罪
を
と
り
し
ら
べ
る
。
〔
書
、
呂
刑
、
獄
成

而
学
輪
而
字
‘
傭
〕
断
レ
獄
成
レ
酔
而
信
‘
営
レ
輪
l

―汝信

於
舌
謂
レ
上
,
,
其
鞠
劾
文
辞
↓
〔
疎
〕
漢
世
問
レ
罪
謂
-
―
之

鞠
U
mレ
獄
謂
―
―
之
劾
三
謂
レ
上
―
―
其
鞠
劾
文
酔
一
也
。

【
鞠
呆
】
10

吟
宋
‘
呉
川
の
人
。
元
祐
の
進
士
。
元
符
中
、

沐
京
に
入
り
、
陳
章
惇
等
の
罪
を
上
書
す
。
惇
‘
怒
り
、

呆
を
以
て
黛
籍
に
隷
す
。
〔
尚
友
録
‘
二
十
一
〕
。

【
鞠
磁
】
11

パ
”
事
情
を
推
究
す
る
。
し
ら
ぺ
た
だ
す
。

〔
史
記
、
老
荘
申
韓
傭
賛
‘
韓
子
引
―
―
縄
墨
一
切
,
,
事
情
1

明
逼
非
ぢ
其
極
惨
檄
少
レ
恩
‘
注
〕
索
隠
日
‘
激
、
胡
革

反
‘
按
、
謂
1
1

用
レ
法
惨
急
、
而
鞠
檄
深
刻
1

也。

【
鞠
胞
】
12

”
す
こ
し
く
ひ
ざ
ま
づ
く
。
〔
史
記
、
滑
稽
‘

淳
干
発
偉
〕
若
親
有
1

一
般
客
云
発
倦
輯
鞠
謄
。
〔
注
〕
集
解

日
、
鞠
‘
曲
也
、
胞
興
レ
lg
同
、
謂
1

元
西
序
也
。

12763 
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【
鞠
戯
】
13

”

蹴

鞠

の

あ

そ

ぴ

。

〔

史

記

‘

衛

胄

傭

〕

鰈

騎

少

帝

紀

五

〕

天

降

―

―

鞠

凶

↓

【

鞠

壌

】

32

パ
デ
打
毬
と
撃
壌
の
遊
技
。
〔
曹
植
、
名
都

尚
穿
誡
躙
鞠
。
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
今
之
鞠
戯
以
レ
皮
為
レ
之
‘
[
鞠
誼
】
2
0
"
が
訴
訟
の
多
い
こ
と
。
一
説
に
、
非
常
に
篇
〕
列
坐
立
竺
長
筵
「
連
翻
撃
1

一
鞠
壌
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
撃
レ

中
賓
以
レ
毛
‘
鷲
躇
為
レ
戯
也
‘
正
義
日
、
案
‘
鷲
鞠
書
、
有
一
乱
れ
る
こ
と
。
〔
詩
、
小
雅
、
節
南
山
〕
臭
天
不
レ
傭
‘
降
-
1

此
鞠
、
今
之
打
レ
毬
゜

域
説
篇
ぶ
即
今
之
打
毬
也
、
黄
帝
所
レ
作
、
起
一
戦
國
時
一
鞠
謂
言
博
〕
鞠
‘
盈
、
謂
、
訟
也
。
〔
集
博
〕
鞠
‘
垢
‘
誼
‘
乱
。
【
鞠
腟
】
33

分
＇
ウ
清
、
唐
才
常

(
2
-
3
7
0
9
:
 4
1
3
)

の
字
。

程
底
士
知
,
,
其
材
力
也
。
〔
宋
史
、
陳
俊
卿
博
〕
王
【
鞠
誨
】
21

バ
カ
ィ
や
し
な
ひ
を
し
へ
る
。
〔
北
史
‘
李
彪
【
鞠
仁
】
34

匁
清
、
陸
慶
願
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 3
1
2
)

の
字
。

好

覇

戯

一

因

誦

“

韓

愈

紐

張

建

封

書

上

以

諷

レ

王

。

傭

〕

陛

下

幼

蒙

鞠

誨

↓

【

鞠

訊

】

35

匁
罪
人
を
取
調
べ
る
。
罪
を
た
づ
ね
問
ふ
。

【
鞠
射
】

1
4
F
O身
を
か
が
め
て
う
や
ま
ひ
つ
つ
し
【
鞠
繋
】
22

げ
罪
を
と
り
し
ら
べ
る
。
〔
漢
書
、
刑
法
志
〕
ぎ
ん
み
。
鞠
訊
゜
〔
謝
荘
、
改
―
一
定
刑
獄
ー
表
〕
孝
宣
倍
1

一深

む
。
〔
儀
謄
、
聘
證
〕
息
圭
入
加
門
、
鞠
射
焉
、
如
レ
恐
レ
失
レ
年
八
十
以
上
‘
八
歳
以
下
‘
及
卒
者
未
レ
乳
‘
師
朱
儒
‘
裳
―
―
文
之
吏
苫
彦
鞠
訊
之
法
↓

之
。
〔
疏
〕
―
ぞ
鞠
射
畏
則
鞠
射
如
也
。
〔
史
記
、
韓
長
襦
鞠
繋
―
者
、
頌
レ
繋
レ
之
。
「
ー
4
2
9
3
1
:
 2
)

を
見
よ
。
【
鞠
村
】

369
清
、
馬
士
I
l
l
(
1
2
|
 4
4
5
7
2
 :
 7
8
8
)

の
字
。

傭
賛
〕
壺
遂
之
内
廉
行
修
‘
斯
鞠
豹
君
子
也
。
〔
漢
書
‘
渇
【
鞠
決
]23

乃
と
り
し
ら
べ
て
罪
を
き
め
る
。
鞠
決
(
1
2

【
鞠
断
i

】3
7
n
ク
と
り
し
ら
べ
て
決
断
す
る
。
鞄
断
(
1
2
ー

奉
世
傭
賛
〕
宜
郷
侯
参
鞠
射
履
レ
方
、
摺
レ
地
而
行
、
可
レ
【
鞠
遣
】
24

力
し
ら
べ
お
く
る
。
〔
後
漢
書
‘
哀
敵
博
〕

4
2
9
3
1
 :
 1
1
)

に
同
じ
。

謂
諏
人
君
子
↓
〔
庄
〕
師
古
曰
‘
鞠
射
‘
謹
敬
貌
。
〔
後
漢
廷
尉
鞠
遣
‘
厭
刀
在
こ
則
‘
棺
架
在
レ
後
。
【
鞠
治
】
3
8
H
ク
罪
を
た
だ
し
し
ら
べ
る
。
鞠
治
。
〔
史
記
、

書
‘
張
醜
傭
〕
不
n

一
屏
氣
鞠
射
‘
以
須
詔
命
一
〔
主
菜
、
従
軍
【
鞠
語
】
25

パ
ク
孔
子
の
弟
子
の
名
。
姓
は
鞠
。
名
は
語
。
李
斯
傭
〕
塁
臣
諸
公
子
有
レ
罪
‘
輔
不
な
高
‘
令
己
野
治
之
↓

詩
〕
鞠
―
―
射
中
堅
内
「
微
壷
無
レ
所
レ
陳
゜
〔
注
〕
良
日
、
鞠
射
‘
〔
晏
子
、
不
合
経
術
者
〕
魯
孔
丘
之
徒
鞠
語
者
也
、
明
一
恥
i

【
鞠
稚
】
3
9
H
ク
幼
少
の
子
供
を
養
ひ
育
て
る
。
鞠
は
養
。

敬
濯
兒
。

O
一
所
懸
命
に
氣
を
つ
か
ひ
‘
努
力
を
つ
く
幡
築
二
審
―
―
於
服
喪
i

其
母
死
、
葬
埋
甚
厚
、
服
喪
三
年
、
〔
南
齊
書
‘
沈
騎
士
博
〕
長
兄
早
卒
‘
孤
姪
散
四
‘
撮
廷
鞠

す
。
鞠
射
霊
痺
を
見
よ
。
9
c
h
u
2
k
u
n
g
'

上

半

身

を

前

哭

泣

甚

疾

゜

稚

‘

呑

レ

苦

推

レ

甘

゜

方
へ
曲
げ
る
敬
證
法
。
民
國
元
年
八
月
、
龍
制
を
公
布
【
鞠
侯
]
2
6

芥
猿
の
異
名
。
〔
陸
組
蒙
、
四
明
山
誌
序
〕
【
鞠
悪
】
4
0
n
”
は
に
か
み
は
ぢ
る
。
鞠
は
身
を
か
が
め

し
、
男
子
は
脱
帽
鞠
射
‘
女
子
は
鞠
射
を
以
て
一
般
の
有
レ
猿
、
山
家
謂
―
―
之
鞠
侯
↓
〔
陸
亀
蒙
‘
鞠
侯
詩
〕
何
事
る
、
悪
は
は
ぢ
る
。
〔
柳
宗
元
、
弔
1

一
屈
原
一
文
〕
便
媚
鞠

敬
證
法
と
し
た
。
一
鞠
射
幡
。
一
二
鞠
射
證
の
別
が
あ
る
。
鞠
侯
名
、
先
封
在
―
―
四
明
↓
恋
分
、
美
愈
二
西
施
↓

〖
鞠
射
如
〗15分
免f
ゥ
身
を
か
が
め
る
さ
ま
。
お
そ
れ
【
鞠
獄
】
2
7
ぢ
罪
を
さ
ば
い
て
き
め
る
。
罪
人
を
を
さ
【
鞠
使
】41悶
ゥ
ま
り
を
打
つ
杖
。
〔
金
史
、
北
虎
筍
壽

つ
つ
し
む
さ
ま
。
〔
論
語
、
郷
窯
〕
入
1

一
公
門
正
鞠
射
如
也
、
め
る
。
断
獄
。
鞠
獄
。
綴
耕
録
‘
巻
一
―
十
三
に
見
ゆ
。
〔
漢
傭
〕
貞
祐
一
＿
一
年
七
月
、
工
部
下
開
封
市
乙
且
笠
取
レ
皮

如
レ
不
レ
容
。
〔
集
解
〕
孔
安
國
曰
‘
鞠
防
‘
緻
レ
身
也
。
〔
疏
〕
書
‘
刑
法
志
〕
今
遣
―
―
廷
吏
「
卑
ハ
レ
郡
鞠
獄
。
〔
注
〕
如
淳
曰
‘
治
1

一
御
用
鞠
伎
ぢ
均
壽
以
―
―
其
家
所
レ
有
鞠
使
1

以
進
。

鞠

‘

曲

欽

也

、

射

‘

身

也

。

以

囚

辞

五

竺

獄

事

為

レ

鞠

、

謂

―

―

疑

獄

也

、

李

奇

曰

、

【

鞠

場

】

42

悶
ゥ
け
ま
り
を
蹴
る
場
所
。
〔
唐
書
、
李
懇

〖
鞠
射
盛
痒
〗1
6
A
g屯
心
身
を
努
し
て
國
事
に
盛
鞠
‘
窮
也
、
獄
事
窮
党
也
、
師
古
曰
‘
李
説
是
也
。
〔
後
漢
博
〕
乃
屯
,
,

兵
鞠
場
一
以
侯
二
装
度
↓
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕

力
す
る
。
〔
諸
葛
亮
、
後
出
師
表
〕
鞠
射
虚
痺
‘
死
而
後
已
。
書
、
章
帝
紀
〕
有
―
―
順
陽
助
生
之
文
盃
而
無
-
1

鞠
獄
断
刑
之
（
憲
宗
、
元
和
十
二
年
）
然
後
屯
二
於
鞠
場
一
以
待
五
衣
度
一

【
鞠
窮
】

1
7
2
"
O槃
草
の
一
。
を
ん
な
か
づ
ら
。
芍
蒻
政
↓
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
鞠
獄
、
注
解
〕
鞠
‘
審
問
也
‘
獄
、
〔
注
〕
鞠
場
、
毬
場
也
。

の

隠

語

。

鞠

蒻

゜

〔

左

氏

、

宜

、

十

二

〕

有

山

鞠

窮

―

乎

。

案

件

、

即

審

案

之

意

。

【

鞠

塵

】

4
3
n
ガ
又
‘
麹
塵
に
作
る
。

O
植
物
の
一
種
。
黄

〔
注
〕
鞠
窮
、
所
1

一
以
禦
＞
温
也
。

O
身
を
か
が
め
て
う
や
【
鞠
荘
】
28

吟
清
、
徐
銑
(
4
ー
l
O
l
l
O
:
 8
0
)

の
琥
。
色
の
花
が
さ
く
。
〔
嶺
南
録
異
〕
鶴
子
草
‘
蔓
生
也
、
其
花

ま
ひ
つ
つ
し
む
。
鞠
射
(
1
4
)

に
同
じ
。
〔
儀
證
‘
聘
構
記
〕
【
鞠
子
】
2
9
A
ク
を
さ
な
ご
。
稚
子
。
〔
書
、
康
詰
〕
兄
亦
不
レ
麹
塵
‘
色
漫
紫
、
i

帝
葉
如
レ
柳
而
短
‘
嘗
レ
夏
開
レ
花
、
南
人

息
圭
入
レ
門
、
鞠
射
焉
‘
如
レ
恐
な
失
レ
之
。
〔
注
〕
論
語
云
‘
念
二
鞠
子
哀
↓
〔
博
〕
為
1

一
人
兄
↓
亦
不
レ
念
,
,
稚
子
之
可
＞
云
、
是
媚
草
‘
採
レ
之
暴
乾
以
代
―
一
面
監
↓
●
染
色
の
名
。

鞠
窮
如
也
。
〔
塁
経
―
音
琲
〕
鞠
窮
、
容
謹
也
、
鄭
康
成
説
レ
哀
゜
〔
書
‘
康
王
之
詰
〕
無
レ
遺
1

一

鞠

子

羞

↓

黄

に

青

み

を

帯

ぴ

た

も

の

。

此

の

色

の

衣

服

は

天

子

幡

、

孔

子

之

執

レ

圭

、

鞠

窮

如

也

。

【

鞠

室

】

30

合
け
ま
り
を
す
る
へ
や
。
〔
魏
志
、
明
帝
紀
〕
の
服
。
鞠
塵
御
衣
゜
鞠
衣
(

2

)

を
見
よ
。
〔
周
證
‘
天
官
、
内

〖
鞠
窮
屏
レ
氣
〗
1
8
”
共
"
”
テ
身
を
か
が
め
て
息
を
殺
肖
龍
元
年
六
月
‘
洛
陽
宮
鞠
室
災
。
〔
陸
機
‘
鞠
歌
行
序
〕
司
服
‘
鞠
衣
‘
注
〕
色
如
―
―
鞠
塵
→

す
。
小
さ
く
な
り
縮
み
あ
が
る
。
〔
後
漢
書
‘
李
隋
博
〕
自
レ
按
、
漢
宮
閤
有
二
含
章
鞠
室
↓
【
鞠
通
】
“
吟
晶
の
名
。
〔
買
子
説
林
〕
孫
鳳
有
ー
ー
自
鳴

此
諸
黄
門
常
侍
皆
鞠
射
屏
レ
氣
‘
休
沐
不
三
敢
出
―
一
宮
省
↓
【
鞠
常
】
31

合
ウ
宋
、
高
密
の
人
。
字
は
可
久
。
幼
よ
り
琴
一
人
唱
レ
曲
HlJ
自
相
和
‘
背
有
二
孔
若
レ
蛙
者
―
一
日

【
鞠
凶
】
19

昇＇ウ

0
凶
災
を
告
げ
る
。
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
好
學
‘
善
く
文
を
陽
す
。
南
漢
乾
祐
の
進
士
。
開
賓
中
、
有
一
滋
土
士
見
レ
之
‘
袖
中
倒
―
―
黒
薬
少
許
面
猛
即
郎
有
二

日
月
鞠
凶
、
不
レ
用
―
―
其
行
面
g

國
無
レ
政
、
不
レ
用
,
,
其
良
↓
趙
普
相
と
為
る
や
、
著
作
佐
郎
に
抜
擢
さ
れ
、
楊
徽
之
・
晶
1

走
出
、
納
レ
之
而
去
、
自
後
唱
レ
曲
不
―
―
復
鳴
ご
有
―
―
博

〔
注
〕
師
古
日
、
鞠
‘
告
也
、
言
、
日
月
不
レ
用
1

一
其
常
行
之
李
若
拙
・
趙
鄭
幾
等
と
共
に
一
時
に
名
有
り
。
後
、
清
物
者
1

日
、
此
名
二
鞠
通
↓
置
二
耳
聾
人
耳
邊
1

即
愈
、
喜

道
以
告
凶
災
者
、
由
下
四
方
之
國
無
二
政
應
不
益
呼
河
令
に
至
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
二
日
食
,
,
古
桐
古
墨
―
)

用

涵

口

人

直

。

●

大

き

な

わ

ざ

は

ひ

。

〔

酋

五

代

史

、

晉

六

十

九

〕

。

【

鞠

武

】

4
5
t
ク
戦
國
‘
齊
の
人
。
太
子
丹
の
太
博
。
秦
を

革

部

〔
八
藍
〕

鞠

拒
が
ん
と
欲
し
て
策
無
く
‘
乃
ち
太
子
を
介
し
て
田
光

に
見
ゆ
。
光
因
つ
て
荊
飼
を
推
薦
す
。
〔
戦
國
、
燕
策
〕
。

【
鞠
問
】
4
6
"
グ
罪
状
を
調
べ
た
づ
ね
る
。
ぎ
ん
み
。
せ
ん

ぎ
。
廉
問
。
鞠
訊
。
訊
鞠
゜
訊
問
。
鞠
問
(
1
1
0

ー
4
2
9
3
1
:

1

 

2
)

を
見
よ
。

[
鞠
養
】
47

芯
育
て
や
し
な
ふ
。
鞠
育
。
〔
後
漢
書
、
劉
般

傭
〕
早
失
レ
母
、
同
産
弟
原
郷
侯
平
街
幼
‘
紆
親
自
鞠
養
。

〔
晉
書
‘
華
諜
傭
〕
諜
弄
歳
而
孤
‘
母
年
十
八
‘
便
守
レ
節
鞠

養
。
〔
北
史
‘
房
彦
謙
傭
〕
彦
謙
早
孤
、
不
レ
識
5

父
、
為
―
―
母

兄
鞠
養
芸
顔
氏
家
訓
‘
序
致
〕
慈
兄
鞠
養
、
苦
辛
備
至
゜

[
鞠
旅
】
48

閤
兵
士
に
誓
つ
て
告
げ
き
か
す
。
〔
詩
‘
小

雅
、
采
芭
〕
陳
レ
師
鞠
レ
旅
。
〔
博
〕
鞠
‘
告
也
。
〔
皇
甫
崇
‘

朱
縞
偶
論
〕
葉
公
投
袂
之
幾
、
誓
義
鞠
旅
之
日
。
〔
任

防
‘
宣
徳
皇
后
敦
勧
―
―
梁
王
―
令
〕
即
而
鞠
レ
旅
誓
レ
衆
゜

【
鞠
陵
】
49

り

0
山
名
。
〔
山
海
経
、
大
荒
東
経
〕
大
荒

之
中
有
レ
山
、
名
日
二
鞠
陵
↓
●
清
、
程
正
揆
(
8
-
2
5
0
8

1

:

 2
3
9
)

の
琥
°

【
鞠
齢
】
50

”
清
‘
張
壽
榮
(
4

ー
9
8
1
2
:
 1
1
8
2
)

の
字
。

【
鞠
嗣
復
】
5
1
A
カ
ク
｛
木
、
錢
塘
の
人
。
官
は
宣
和
の
初
‘

休
寧
知
。
方
服
蕪
‘
縣
を
破
り
‘
降
を
逼
る
や
、
嗣
復
賊

を
罵
り
死
を
求
む
。
賊
、
嗣
復
の
善
政
有
る
を
以
て
之

を
委
し
て
去
る
。
後
、
睦
州
知
に
抜
擢
さ
る
。
賊
に
傷

け
ら
れ
、
将
に
江
を
渡
ら
ん
と
し
、
師
を
宣
撫
に
乞
ひ
‘

未
だ
及
ば
ず
し
て
卒
す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
三
〕
。

【
鞠
仲
謀
】
叉
'
}
ぇ
’
宋
の
人
。
常
の
子
。
字
は
有
開
。

宛
熙
の
進
士
。
オ
幹
有
り
、
兵
部
員
外
郎
に
歴
官
す
。

〔
宋
史
、
四
百
四
十
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
日
六
十
九
〕
。

【
鞠
夫
人
】
叉
ク
宋
の
人
。
歌
舞
を
善
く
し
、
高
宗
の

時
、
仙
詔
院
第
一
と
な
り
、
時
人
、
鞠
部
頭
と
稽
す
。
鞠

部
頭
を
見
よ
。

【
鞠
部
頭
】
5
4
"
吟
鞠
夫
人
が
一
部
の
頭
な
る
を
い
ふ
。

今
‘
遊
戯
の
一
班
を
鞠
部
と
い
ふ
。
〔
宋
元
‘
宮
詞
二
首

詩
〕
高
皇
尚
愛
梨
園
舞
‘
宣
索
嘗
年
鞠
部
頭
。
〔
自
注
〕
宋

思
陵
時
‘
有
―
―
鞠
夫
人
h
戸
歌
舞
玉
竺
仙
紹
院
第
一
盃
既

而
稲
レ
疾
告
蹄
‘
一
日
宮
中
曲
舞
不
レ
梢
レ
旨
‘
提
學
官
奏

日
‘
此
非
―
―
菊
部
頭
不
可
‘
子
レ
是
宣
喚
再
入
。

【
鞠
履
厚
】
5
5
"
”
ウ
清
、
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
坤
泉
°
琥

は
一
草
主
人
。
著
に
坤
泉
鐵
筆
・
印
文
考
略
が
あ
る
。

〔

飛

鴻

堂

印

人

博

、

七

〕

。

「

8
)

の
尊
捨
゜

【
鞠
隠
先
生
】
56

ぢ
杉
元
、
朱
嗣
壽
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 8
1
 

一
六
八

12764 



(42893)― (42916) 

貧
i

】
螂

貧
】
〗

ru. 

革

音

〔八
I

九
書
＿
〕

難

楳

帷

鞘

鞍

裾

課

鞘

鞣

椋

諄

鞣

腹

緬

極

捐

鞣

腟

位

樹

棺

蹄

鞘

暇

一
六
九

’

靱

(
1
2
ー

4
2
9
9
3
)

の
略
字
。
〔
集

韻
〕
郡
、
或
省
。

ク
ワ
ク

タ，
7

諜
(
1
2
ー

4
2
9
0
4
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
椋
‘
俗
鞣
字
。

撻
(
6ー

1
2
7
7
4
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

霰
加
】
螂
タ
ッ
手
鑑
〕
縣
‘
俗
撻
字
。

冨
】
〗
サ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
輻
、
音
鎌
゜

貧】一
ク
，
ワ
義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
裸
、
昔
果
。

曾】一
キ＂ヨ

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
裾
、
昔
居

冨

】

螂

エ
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
鞍
‘
昔
鞄
。

【
鞘
】
〗
戸
汀
吐
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鞘
、
徒
了

鞘
(
1
2
-
4
2
8
1
3
)

に
同
じ
べ
龍
寵

屑
】
螂
カ
イ
手
鑑
〕
惟
、
同
社
。

ゆ
び
ぬ
き
。
〔
篇
海
〕
楳
、
指
措
也
。

[謀]呻

セ
ブ

〔
篇
海
〕
昔
渉

冨
i
】

0

靱
(
1
2
-
4
2
9
5
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
帷
、
同
レ
糊
゜

シ，ゥ

0
き
び
し
い
。
は
や
い
。
或
は
革
（
1
2

|
 4
2
7
1
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
極
、
急
也
、

凡
レ
革
函
瞥
゜
〔
廣
雅
、
繹
詰
一
〕
極
‘
疾
也
。
〔
集

経
い

貧】徊
さ
や
。
通
じ
て
室
(
3
-
7
1
3
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
一
【
釦
こ
呻

腔
‘
刀
腟
‘
削
謂
1

み
年
咲
通
作
レ
室
。
〔
玉
篇
〕
腟
‘

緞
(
1
2
-
4
3
1
7
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇

暇
‘
履
限
‘
亦
作
レ
暇
゜

ヵ

冨

】

如

[
9
7
ク
〔
集
韻
〕
迄
力
切
繭

シ
ッ
シ
チ

〔
集
韻
〕
式
質
切

図

【
鞘
】
年

皮
の
器
。
〔
玉
篇
〕
鞘
、
皮
器
。

〔
玉
篇
〕
右
律
切

圏

□
□
お
も
が
い
。
或
は
靭
(
1
2
-
4
2
7
2

9
 
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
緬
勒
靭
也
‘
炊
レ

革
面
臀
゜
〔
集
韻
〕
輌
‘
馬
轡
常
レ
面
皮
。
〔
集
韻
〕

緬
‘
或
作
レ
靭
゜

冨
品
国日
メベメベ
ンンンン

〔
集
韻
〕
禰
兌
切
陶
幽

〔
集
韻
〕
禰
箭
切
霰

7
ク

□

0
か
は
お
ぴ
蘭
(
1
2
|
 4
2
9

【
鞣
】
呻

祠

】

g

丁
1
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
輻
‘
革
帯
、

或
作
レ
腹
。

O
ぇ
ぴ
ら
。
服
(
8
|
2
6
1
4
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻〕
t

眼
説
文
‘
弩
矢
5

服
也
‘
或
作
レ
轄
。
□
く
ぴ
き
つ
つ

み
。
腹
(
1
2
-
4
3
1
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
綾
‘
皮
衣
,
,
車

範
一
也
‘
或
作
レ
縛
‘
亦
拉
八
レ
革
゜

屈
小
日
□
口
國
●
や
は
ら
か
い
。
〔
説
文
〕
【
腟
】
5

革
豪
鞣
‘
契
也
、
人
革
柔
「
柔
亦
瞥
。

O
か

0
か
は
ぐ
つ
の
あ
し
が
た
。
〔
玉
篇
〕
腟
‘
履
腟

わ
い
た
か
は
。
〔
玉
篇
〕
鞣
‘
乾
革
也
。

O
な
め
し

也。

O
つ
づ
み
づ
く
り
。
騨
(
1
2
-
4
3
1
7
4
)

に
同

が
は
。
〔
廣
韻
〕
鞣
‘
熟
皮
。
〔
徐
瀬
‘
説
文
解
字
注

じ
。
〔
集
韻
〕
輝
‘
治
レ
鼓
工
也
‘
或
作
レ
院
。

箋
〕
錢
氏
姑
日
‘
今
人
治
レ
皮
‘
俗
猶
レ
曰
レ
鞣
。
働

や
は
ら
か
い
か
は
。
〔
集
韻
〕
鞣
、
柔
革
也
。

O
或
は

貧

】

叩

[
4

〔
字
彙
〕
杜
図
切
圃

蹂
(
9
-
2
8
5
3
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鞣
‘
或
炊
レ
羊
゜

闘
由
會
意
形
聾
。
革
と
柔
と
を
合
は
せ
て
、
な
め
し
た

つ
ね
。
〔
玉
篇
〕
蹄
、
常
也
。
〔
字
彙
〕
蹄
‘
常
也
。

革
の
や
は
ら
か
い
意
、
引
伸
し
て
汎
＜
、
や
は
ら
か
い

意
を
表
は
す
。
柔
は
亦
、
昔
符
。
字
解
を
見
よ
。

【
鞣
酸
】
1

芸
芳
香
族
有
機
酸
。
白
色
或
は
類
黄
色
の

粉
末
、
又
は
棲
粗
な
鱗
屑
片
を
な
し
、
味
澁
く
、
特
異
の

臭
氣
が
あ
る
。
馨
槃
・
染
料
な
ど
に
用
ひ
る
。
箪
寧
酸
゜

ィ
ッ
イ
チ

ケ
ン
ク
ご
ワ
ン

〔
集
韻
〕
呼
願
切

圃

爾】[

□
粘
牒
は
‘
し
た
ぐ
ら
。
〔
玉
篇
〕
諜
‘
帖
諜
‘
蓋
具

也
。
口
花
の
な
ら
び
つ
ら
な
る
さ
ま
。
押
諜
。
鰈

の
謳
字
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
評
鰈
‘
華
菓
重
多
兒
゜
〔
何

晏
、
景
福
殿
賦
〕
紅
絶
押
諜
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
岬
牒
‘

花
相
次
比
貌
。

匝l曰口己
.::..ヂ.::.，ジ，ニジニジ
ユウユウユ’ヴエゥ'

因面暦

〔
集
韻
〕
女
救
切
国
q

〔
集
韻
〕
如
又
切

集
韻
〕
忍
九
切

●
車
の
へ
り
の
皮
。
〔
字
彙
〕
樹
、
車
邊
皮
。
●
軍

人
の
皮
゜
〔
玉
篇
〕
樹
、
軍
人
皮
。
●
絋
(
1
2
-
4
2
9
1

1
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
樹
、
郎
輩
字
。

〔
集
韻
〕
而
由
切

〔
玉
篇
〕
方
奉
切
醐
-

く
び
き
し
ば
り
。
〔
集
韻
〕
輯
、
博
雅
‘
輯
謂
二
之

靡
□
日
、
車
輯
゜

【
牒
]
螂

曰
セ
ブタブ

デ，

7

戸

〔
集
韻
〕
悉
協
切

〔
集
韻
〕
直
甲
切

面国

シ，
7

〔
集
韻
〕
即
入
切
園
『

"‘F』-
韻
〕
極
或
作
レ
革
゜
●
皮
が
か
た
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕

極
‘
皮
鞭
兒
。

O
章
が
か
た
い
。
或
は
経
1
2
-
4
3

1
7
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
極
‘
章
堅
也
‘
或
炊
レ
幸
。

厨
】
〗
万

●
く
つ
の
か
は
。
〔
玉
篇
〕
絋
桂
革
皮
。
●
く
つ

の
へ
り
を
治
め
る
。
甜
(
4—
9
1
2
5
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
材
、
治
11

履
邊
1

也
、
或
作
レ
絋
。

冦]呻
刀
腟
゜

、，ゥ＇ 

〔
集
韻
〕
逍
帝
切
勺
尤

題pan
g
'
 

12765 



(42917)一 (42929)

小

日

口

O
た
づ
な
。
〔
説
文
〕
輯
‘
轡
輯

鞘
策
私
革
弁
臀
、
讀
若
屠
゜
〔
段
注
〕
轡

斡
、
蓋
古
語
、
轡
亦
名
レ
鞍
也
。
●
お
も
が
い
。

〔
説
文
〕
翰
、
一
日
‘
朧
頭
撓
者
。
〔
段
注
〕
朧
頭
‘

ァ
ン
オ
ン

国

【斡】』

日
口
977

口
ォ
ヴ

面

〔
集
韻
〕
一
憎
切
圏

L
 
eng' 

〔
集
韻
〕
烏
含
切
園
i

〔
集
韻
〕
逼
合
切

●
く
つ
の
そ
こ
。
〔
玉
篇
〕
緻
、
履
底
。
●
く
つ
ぞ

こ
を
剌
す
。
緻
(
9
ー
3
0
1
7
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

緻
、
字
林
、
刺
履
底
也
、
或
私
革
゜

【
教
】
g

[

〔
集
韻
〕
直
利
切
園

か
は
お
び
。
或
は
複
(
1
2
ー
4
2
9
0
5
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
輻
、
革
帯
‘
或
作
レ
腹
。

【輻】
g

フ
ク
〔
集
韻
〕
方
六
切
園
『

日
く
つ
。
〔
玉
篇
〕
楷
‘
履
也
。
□
つ
づ
み
の
名
。
通

じ
て
楷
(
6
ー
1
2
3
8
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鞘
‘
鼓

名
、
通
作
レ
楷
゜

【
鞘
鼓
】
1

”
ィ
築
器
の
名
。
〔
文
獣
通
考
、
築
、
革
之
層
、

胡
部
〕
昔
符
堅
破
1

一
編
絃
國
五
空
掲
鼓
・
楷
鼓
・
杖
鼓
・

腰
鼓
玉
漢
魏
用
な
之
。

【
鞘
】
叩

口日
カガカ
イイイ

〔
玉
篇
〕
戸
皆
切
願

〔
集
韻
〕
口
戒
切

oo

【

椴

】

如

タ

ン

緞
(
1
2
ー
4
3
1
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
緞
、
履
後
帖
‘
或
ハ
と
革
。

革

部

〔
九
賓
〕

●
し
り
が
い
。
楢
(
8
ー
2
7
6
6
1
)

・
鞘
(
1
2
|
 4
2
9
2
 

3
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
鍬
、
車
轍
゜
〔
集
韻
〕
楢
‘
説
文
、

馬
討
也
、
亦
作
11

輸
・
鰍
一
〔
世
説
新
語
、
政
事
〕
閣

東
有
,
1

大
牛
ご
和
嬌
鞍
‘
袈
樅
鰍
゜
〔
宋
史
、
外
國

七
、
日
本
國
博
〕
銅
鐵
鐙
、
紅
絲
鍬
。
●
ぶ
ら
ん

こ
。
輯
糧
(

2

)

を
見
よ
。

【
鰍
干
】
1

焚
鰍
糧
に
同
じ
。

【
轍
糧
】
2

努
吊
り
垂
れ
た
縄
で
遊
ぷ
も
の
。
ぶ
ら
ん

こ
。
千
秋
。
秋
千
。
〔
荊
楚
歳
時
記
〕
輯
襲
、
北
方
山
戎
之

El●
か
は
ぐ
つ
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
輻
‘
履
也
。
●
誅

戯
、
以
習
信
越
者
、
施
鈎
之
戯
云
云
‘
涅
槃
経
日
、
躙
―
―
謁
は
、
中
國
北
方
種
族
の
名
。
〔
集
韻
〕
輻
、
一
曰
、

誅
輻
、
北
秋
別
種
。
口
●
皮
を
な
め
す
。
副
(
2
ー

輪
骨
輪
案
云
云
‘
轍
譴
亦
施
鈎
之
類
也
。
〔
開
元
天
賓

2
0
7
6
、、)．礫
(
8
-
2
4
3
1
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
掲
、

遺
事
、
半
仙
之
戯
〕
天
賓
宮
中
、
至
―
―
寒
食
節
五
競
竪
―
―
轍

墨
令
ー
全
宮
蹟
輩
、
戯
咲
以
為
,
,
宴
築
苓
市
呼
為
,
,
半
仙
之

戯
都
中
士
民
因
呼
乞
゜
〔
事
物
紀
原
、
歳
時
風
俗
部
、
治
レ
皮
也
‘
或
ハ
レ
刀
、
亦
作
レ
蝶
。
●
或
は
際
(
1
0

秋
千
〕
古
今
藝
術
圏
日
、
北
方
戎
秋
愛
レ
習
↓
―
軽
趨
之
態
一
ー
3
5
1
4
6
)-~(2 

|
 2
1
1
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
輻
、

毎
呈
寒
食
蕊
レ
之
、
後
中
國
女
子
學
レ
之
、
乃
以
二
採
治
レ
皮
也
‘
或
作
―
―
膝

•
J
I
l
→
国
謁
巾
は
‘
か
し
ら
づ

縄
砿
炉
樹
立
レ
架
‘
謂
乏
秋
千
二
或
曰
、
本
山
戎
之
戯
つ
み
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
北
國
之
人
、
輻
巾
而
衷
。

〔
繹
文
〕
謁
、
昔
末
、
方
言
‘
俗
人
柏
頭
是
也
、
柏

也
、
自
'
"
齊
桓
公
北
伐
―
―
山
戎
正
此
戯
始
偉
1

一
中
國
二
云
‘

正
作
―
―
秋
千
字
ご
局
1

秋
遷
ー
非
也
、
本
出
レ
自
1

一
漢
宮
祝
レ

壽
鵡
也
、
後
世
語
倒
為
―
―
千
秋
耳
。
〔
東
京
夢
華
鋒
、
頭
、
繰
頭
也
。

七
、
駕
笠
臨
水
殿
観
レ
手
レ
標
錫
レ
宴
〕
又
一
人
上
1

一
蹴
【
謁
鼓
】
1

t

ッ
築
器
の
一
。
雨
杖
鼓
。
翔
族
の
用
ひ
た

轍
譴
牌
玉
＇
架
砺
斗
‘
郷
身
入
レ
水
、
謂
―
―
之
水
轍
輻
↓
鼓
で
、
撥
を
以
て
雨
面
を
打
つ
築
器
。
掲
鼓

(
9
-
2
8
5
3

〔
高
無
際
、
漢
武
帝
後
庭
鍬
糧
賦
序
〕
考
1

一
古
之
文
苑
正
惟

7
:3
)

に
同
じ
。
〔
和
名
類
緊
抄
、
調
度
具
、
昔
築
具
〕
輻

鍬
糧
賦
未
レ
有
レ
作
‘
況
椋
糧
者
千
秋
也
、
漢
武
祈
,
1

千
秋
鼓
、
律
書
築
圏
云
、
答
膜
鼓
者
、
今
之
褐
侯
提
鼓
郎
謁
鼓

之
壽
五
故
後
宮
多
二
轍
糧
之
槃
↓
〔
花
蕊
夫
人
、
宮
詞
〕
内
也
。
〔
箋
注
〕
按
‘
褐
鼓
録
云
‘
掲
鼓
出
,
,
外
夷
冨
竪
戎
翔
之

人
稀
見
水
轍
糧
‘
争
撃
珠
簾
帳
殿
前
。
鼓
五
故
日
二
翔
鼓
ご
遡
典
亦
云
、
以
レ
出
―
―
掲
中
五
故
琥
二
掲

〖
肱
糧
架]
3ぢ
セ
，
ぶ
ら
ん
こ
の
柱
。
〔
古
今
藝
術
鼓
工
太
平
御
覧
引
,
,大
周
正
築
1

同
‘
韻
會
云
‘
掲
、
地
名
、

圏
〕
北
方
寒
食
為
1一
鍬
襲
戯
冨
以
習
1一
軽
趨
云
後
乃
以
―
―
採
上
黛
武
郷
翔
室
、
晉
匈
奴
別
部
入
居
レ
之
、
後
、
因
琥
1一胡

繹
縣
レ
木
、
立
レ
架
、
士
女
坐
―
―
其
上
1

推,,
引
之
↓
戎
―
為
レ
掲
‘
是
掲
鼓
従
レ
羊
為
レ
正
、
而
掲
鼓
用
レ
革
造
‘

〖
肱
糧
院
落
夜
沈
沈
〗4
誌
”
”
1

中
庭
に
は
轍
故
俗
斐
レ
羊
心
性
革
、
遂
興
,
,
誅
謁
字
1

混
、
則
作
＞
謁
亦

糧
が
静
か
に
垂
れ
て
夜
も
漸
く
更
け
て
ゆ
く
。
〔
蘇
献
、
非
1

一
正
字
石
其
作
レ
褐
、
未
レ
見
レ
所
レ
出
。
〔
教
訓
抄
、
九
、
打

春
夜
詩
〕
春
宵
一
刻
直
千
金
、
花
有
1

一
清
香
一
月
有
レ
陰
‘
物
部
〕
謁
鼓
者
、
於
1

一
新
築
之
拍
子
ご
叩
為
―
―
築
器
之
指
南
↓

【謁】
i

国口日
メバゼセガカ
チツチツチツ

〔
正
韻
〕
莫
轄
切

〔
集
韻
〕
食
列
切

〔
集
韻
〕
何
葛
切＇ 
9
さ

闊園臣園

祠

】

一

認

〔

集

韻

〕

雌

賃

輩

呑

u'

【
鞘
】
一

鞘
・
鰍
↓

シ，ウ

楢
(
8ー
2
7
6
6
1
)
•
紘
(
1
2ー

4
2
9
2

2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
絹
、
亦
作
1

一

卸
鵬
也
。

O
角
を
つ
つ
む
皮
。
〔
廣
韻
〕
輸
、
皮
衰
レ

角
也
。
国
日
口
の
●
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鞍
‘
轡
闇
゜

歌
管
棲
憂
臀
細
細
‘
鰍
糧
院
落
夜
沈
沈
。
(
-
本
‘
細
細

作
寂
寂
-
)

【
鰍
轡
】
5

c
h
'
i
u
1
 
p
'
e
i
4
 

た
づ
な
。

穀

楷

輻

鞍

鞍

輯

鞘

輻

椛

輸

轄

鞍

葦

ポ
ク
モ
ク

日

冨
】
〗
戸ポヴ

ム
国

〔
集
韻
〕
迷
浮
切

〔
集
韻
〕
墨
角
切

〔
集
韻
〕
莫
卜
切

困優圏

【
鞍
】
一

ケ
ン

棺
(U!
1
 42
9
1
3
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
緩
‘
棺
同
。

祠

】

g

●
皮
を
さ
く
具
。
〔
廣
韻
〕
鍍
析
レ
皮
具
。
●
牛
が

船
を
ひ
く
。
〔
廣
韻
〕
鞭
、
牛
牽
レ
船
、
出
―
―
通
俗
文
↓

〔
集
韻
〕
艘
、
牛
牽
レ
舟
‘
謂
1
1

之
鞍
↓

ット

〔
集
韻
〕
東
徒
切

國

日

ュ

國

只

，

ュ

困

国
シ
，
ユ
〔
集
韻
〕
春
遇
切
園

日
〇
あ
ま
り
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
楡
‘
餘
也
。
●
庶

子
。
〔
玉
篇
〕
輸
‘
堕
也
。
口
幅
に
隧
つ
て
裂
く
。
楡

(
4
|
 89
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
楡
、
説
文
、
正
描
裂

也
、
或
炊
レ
革
。
国
●
さ
や
。
〔
集
韻
〕
輸
‘
刀
絃
。
●

や
は
ら
ぐ
。
〔
集
韻
〕
輸
、
一
日
、
和
也
。
●
あ
ま

り
。
〔
集
韻
〕
輸
、
一
日
、
餘
也
。

【
輸
】
〗
〔
集
韻
〕
雙
雛
切

〔
集
韻
〕
容
朱
切

●
や
は
ら
か
い
。
梶
(
1
2
ー
4
2
7
5
8
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
舵
、
楔
也
、
或
作
レ
糀
。
●
た
づ
な
が
垂
れ
る
。

禰
（
1
2
ー
4
3
0
6
2
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
禰
‘
轡
垂
也
、

通
作
レ
椀
。

【
罷
】
〗
汀
〔
集
韻
〕
乃
穐
切
圏

一
七
〇
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革

部

〔
九
鵞
〕

暢

鞄

鞠

鞍

腱

糊

駿

鞭

一
七

小

日

O
軸
し
ば
り
。
車
軸
の
つ
か
ね
が
三
〕
令
下
監
察
御
史
、
毎
冬
夏
貼
レ
獄
、
有
鞄
勘
失
レ
｛
貫

閑
豪
は
。
〔
説
文
〕
益
、
車
軸
束
也
、
炊
レ
革
孜
責
照
刑
部
郎
官
盃
辟
が
移
送
i

【
鞄
決
】
2

t
”
法
官
が
被
告
人
を
審
問
し
て
罪
の
有
無

臀
。
●
な
が
え
し
ば
り
。
菜
(
6
-
1
5
1
3
8
)
に
同

を
決
定
す
る
。
〔
魏
書
‘
粛
宗
紀
〕
圏
祈
滝
柱
‘
随
速
鞠
決
。

【
鞠
獄
】
3

ぢ
罪
を
裁
き
刑
を
行
ふ
。
断
獄
。
鞠
獄
(
1
2
-

じ
。
〔
玉
篇
〕
紫
‘
曲
輯
束
也
、
亦
作
レ
染
。
参
肇

(10

|
 3
8
4
3
0
)

・
軽
(
1
0
-
3
8
5
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

4
2
8
9
2
 .. 
2
7
)
に
同
じ
。

笠
、
或
艮
車
、
亦
作
レ
蝶
。
旦
な
が
え
し
ば
り
。
〖
鞠
獄
官
〗

4
?
”
了
刑
事
被
告
事
件
の
主
任
裁
判
官
。

〔
集
韻
〕
翠
輯
束
。
国
罷
禁
は
、
か
ぶ
と
。
通
じ
て
〔
唐
律
、
断
獄
‘
鞄
獄
官
停
和
四
封
問
〕
諸
鞠
獄
官
‘
停
レ

囚
待
問
者
。
〔
疏
議
〕
鞠
獄
官
‘
謂
―
―
推
鞠
主
司
↓

〖
鞠
獄
停
レ
囚
待
封
〗
5
"
”
口
冗
"
”
イ
ス
刑
事
裁
判
で
被

牟
(
7
-
1
9
9
2
8
)

・陸

(11|
 4
0
6
4
0
)
に
作
る
。
〔
集

告
人
が
敷
人
あ
る
場
合
、
散
人
の
口
供
を
聴
取
し
封
問

韻
〕
翠
提
箪
首
鎧
、
通
作
二
牟
・
陸
一
〔
漢
書
‘
韓

延
壽
傭
〕
態
甲
罷
翌
〔
注
〕
師
古
日
‘
罷
禁
‘

gP

す
る
必
要
あ
り
、
同
犯
者
が
他
に
在
れ
ば
‘
已
に
獲
た

兜

黎

也

。

囚

人

を

留

置

し

て

同

犯

者

を

勾

引

し

‘

其

の

来

る

を

待

つ
て
封
問
す
る
を
い
ふ
。
〔
明
律
、
刑
律
、
断
獄
、
鞄
獄

停
レ
囚
待
酎
〕
凡
鞠
獄
官
推
1

一
問
罪
囚
云
F
-
―
―
起
内
人
伴
見

在
他
慮
官
司
砿
じ
囚
待
封
者
、
雖
職
分
不
―
―
相
統
撮
一

皆
聰
1

一
直
行
―
―
勾
取
↓

冨

】

[

塁

面

韻

荼

章

切

闘

お
も
が
い
。
〔
玉
篇
〕
暢
‘
馬
頭
上
靭
。
〔
集
韻
〕
【
鞠
賓
】
6

パ
ク
事
賓
を
き
は
め
し
ら
べ
る
。
〔
唐
書
、
李

朝
隠
博
〕
不
レ
経
―
―
鞠
責
｛
不
レ
宜
―
―
軽
用
＞
法
。
〔
資
治
通

鑑
‘
唐
紀
〕
（
宣
宗
‘
大
中
元
年
）
軟
御
史
豪
鞠
賓
以
聞
。

楊
、
馬
靱
。

〔
注
〕
鞠
賓
、
窮
語
其
貰
也
。

〔

集

韻

〕

居

六

切

園

【

鞠

情

】

1

苓
ゥ
｛
貫
情
を
き
は
め
し
ら
べ
る
。
〔
清
會
典
、

【

鞄

】

呻

キ

ク

り

口

chti2

刑
部
〕
凡
聴
断
‘
依
欣
以
態
情
、
如
伝
以
翌
罰
゜

【
鞄
審
]

8

A

グ
ぎ
ん
み
す
る
。
〔
揺
恵
全
書
、
刑
名
部
、

〇
せ
め
た
だ
す
。
罪
を
き
は
め
を
さ
め
る
。
範
問
擬
〕
細
加
鞠
審
↓

(
8
|
 26
7
7
9
)
・
 
鞠
(
1
2
-
4
2
8
9
2
)
に
同
じ
。
〔
集
【
鞠
訊
】
，
匁
罪
を
調
べ
た
づ
ね
る
。
ぎ
ん
み
。
せ
ん

韻
〕
範
‘
説
文
‘
窮
1
一
理
罪
人
一
也
、
亦
作
レ
鞠
゜
〔
史
ぎ
。
鞠
訊
(
1
2
|
 4
2
8
9
2
 :
 3
5
)
を
見
よ
。
〔
謝
荘
‘
奏
"
'
改
二

記
‘
酷
吏
‘
張
湯
博
〕
訊
鞠
論
報
。

O
き
は
ま
る
。
定
刑
獄
―
〕
孝
宣
倍
1

深
文
之
吏
ぶ
竺
鞠
訊
之
法
一

【
鞠
正
]
1
0

衿
と
り
し
ら
べ
た
だ
す
。
〔
宋
史
‘
趙
輿
灌

債
〕
悉
使
―
―
詳
覆
盃
木
可
レ
疑
、
則
親
往
鞄
正
。

き
は
め
る
。
欲
(
8
|
2
6
2
9
1
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通

訓
定
瞥
〕
鞄
‘
段
借
為
紋
。
〔
詩
‘
大
雅
、
公
劉
〕
丙
【
鞠
断
】
1
1
n
グ
罪
を
し
ら
べ
て
き
め
る
。
鞠
断
。
〔
通

鞠
之
即
゜
〔
傭
〕
鞠
、
究
也
。
〔
詩
、
大
雅
‘
雲
漢
〕
鞄
典
、
刑
部
、
守
正
〕
有
畜
氏
鴬
涵
羞
盆
叩
盛
誅
＞
之
、
上

哉
庶
正
。
〔
箋
〕
鞠
‘
窮
也
。
参
が
け
。
涯
の
外
側
。
命
鞄
断
↓

汎
(
6
|
1
7
1
0
2
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鞄
、
【
鞠
問
】
1
2
"
ク
罪
を
と
ひ
き
は
め
る
。
罪
状
を
と
り
し

ら
べ
る
。
〔
宋
史
、
夏
守
思
博
〕
卑
ぐ
大
名
府
通
判
李
絨
一

鞠
問
。

段
借
為
レ
汎
゜
〔
爾
雅
‘
秤
丘
〕
鹿
内
為
レ
隈
‘
外
為
レ

隈
゜
〔
疏
〕
李
巡
日
、
隈
‘
営
レ
作
レ
鞄
゜
R
姓
。
〔
萬
姓

統
譜
〕
鞠
以
正
、
嘉
靖
中
邪
州
知
州
楚
雄
人
。

圏
圏
熟
語
は
鞠
(
1
2
-
4
2
8
9
2
)
を
併
せ
見
よ
。

【
鞄
勘
】
1

”
ク
罪
人
を
と
り
調
べ
る
。
〔
宋
史
、
刑
法
志

【
鞄
】
〗
バ

ン

靴
(
1
2
|
 4
2
8
3
5
)

の
俗
字
。
〔
龍
翁

手
鑑
〕
慟
‘
俗
晩
字
。

小
日
□
―
〇
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
や
づ
つ
。
馬
上

羅
豪
に
つ
け
て
弓
矢
を
を
さ
め
る
器
。
〔
説

文
〕
腱
、
所
己
品
坐
弓
矢

T
凡
レ
革
建
臀
゜
〔
繹
名
、

秤
兵
〕
馬
上
曰
レ
腱
、
腱
‘
建
也
、
弓
矢
並
建
1

一
立
於

其
庄
也
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
腱
‘
弓
蔵
也
。
〔
左
氏
、

饂
二
十
三
〕
右
属
豪
畏
〔
繹
文
〕
腱
、
弓
衣
゜

〔
注
〕
棄
以
受
レ
箭
、
腱
以
受
レ
弓
゜
〔
後
漢
書
、
西
先

博
論
〕
圏
レ
腱
以
鳥
驚
゜
〔
注
〕
腱
、
箭
服
也
。

0
ま

り
。
腱
子
（
2
)
を
見
よ
。
鬱
或
は
建
(
4
|
9
5
7
4
)

に

作
る
。
〔
韻
會
〕
腱
‘
或
作
レ
建
。
画
或
は
轄
(
1
2
-

4
3
0
9
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
腱
‘
或

M
レ寮゚

【
鍵
棄
】
1

陀
や
ぷ
く
ろ
と
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
又
‘
棄
は
よ

ろ
ひ
ぶ
く
ろ
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
傭
〕
臣
聞
‘
昔
命
―
―
師
於
腱

棄
↓
慨
―
―
伯
於
震
畳
↓
〔
注
〕
腱
以
誡
レ
箭
、
棄
以
蔵
レ
弓
゜

〔
孔
子
家
語
、
辮
架
解
〕
将
李
之
士
、
使
レ
為
二
諸
侯
公
叩
レ

之
日
"
腱
棄
↓
〔
増
注
〕
説
文
日
、
腱
、
所
和
盆
央
弓
矢
↓
鄭

玄
日
、
兵
甲
之
衣
曰
レ
棄
。

【
腱
子
】
2

グ
ン
ま
り
。
鉛
錫
を
難
の
利
で
ま
い
た
ま
り
。

〔
武
林
菖
事
〕
諸
小
経
紀
有
ユ
喪
子
↓
〔
事
物
原
始
〕
今
小

兒
以
鉛
錫
為
滋
、
装
以
難
蒻
呼
総
糖
子
ご
二
四

成
レ
塁
走
錫
、
亦
蹴
躇
之
遺
事
也
、
腱
借
用
字
、
後
或
作
レ

樫
、
古
無
二
包
字
一
也
。
〔
通
俗
編
、
俳
優
、
腱
子
〕
呉
氏
字

彙
補
、
毯
、
揃
レ
足
之
戯
具
也
‘
云
云
‘
按
‘
腱
字
未
届
茫

於
前
字
書
盃
瓜
林
藷
事
載
‘
諸
小
経
紀
有
―
―
腱
子
五
ハ
借
,
,

撰
腱
腱
字
―
用
レ
之
、
今
京
市
為
-
1

此
戯
―
最
工
‘
頂
額
口

【
腱
】
〗
口日
ゴケコケ
ンンンン

〔
集
韻
〕
居
―
―
日
切
一
国

り
一
コ

c
h
i
e
n
'

飼

〔
韻
會
〕
巨
恨
切

●
な
め
し
が
は
。
〔
玉
篇
〕
鞍
‘
軟
皮
也
。

O
皮
を

な
め
す
。
或
は
轍
(
1
2
ー

4
3
0
0
9
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鞍
、
治
レ
革
也
‘
或
炊
レ
軟
゜

霰
】
〗
〔
集
韻
〕
先
侯
切

oo

ソ
ヴ
ス

古
〇
む
ち
。
も
と
額
に
作
る
。

鞘

い

含

文

〔

正

字

通

〕

鞭

、

説

げ

腹

④
人
を
う
つ
む
ち
。
〔
説
文
〕
霰
‘
殿
也
レ
革
侵大清

臀
。
〔
段
注
〕
経

鞭
會典

典

之

鞭

、

皆

施

於

人

禾

＇

レ

渾

【

鞭

】

年

園
ベ
ン

ヘ
ン

〔
集
韻
〕
卑
連
切
』
匹

勺
＿
ヰ
・
p
i
e
n
'

冨
】
〗

腔
駿
は
、
あ
わ
た
だ
し
く
馬
を
の
り
ま
は
す
。

〔
集
韻
〕
鞭
‘
腔
駿
、
駕
レ
馬
遠
也
。

ソ
ヴ
ス

〔
集
韻
〕
作
弄
切
宰
g-

【
糊
】
〗

糊
鹿
は
、
や
な
ぐ
ひ
。
や
い
れ
。
通
じ
て
舘
(
8
|

2
6
2
1
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
糊
‘
糊
滝
‘
箭
室
、
通

作
レ
筋
。

コ• コ

〔
集
韻
〕
洪
孤
切

図

鼻
肩
背
腹
隋
皆
可
レ
代
レ
足
‘
一
人
能
兼
應
―
―
敷
敵
一
自

弄
則
腱
子
終
日
撓
レ
身
不
レ
堕
゜

【
腱
兒
】
3

c
h
i
e
n
1
 
e
r
h

北
京
で
兒
童
が
蹴
り
遊
ぶ
小

銅
片
を
皮
で
包
ん
だ
も
の
。

【
腱
精
】
4

切
束
ね
た
な
が
え
。
〔
後
漢
書
‘
崖
憲
博
〕

方
将
し
柑
―
―
勒
腱
輯
以
救i之
、
登
暇
下
嗚
和
鸞
請
•
節

奏
上
哉
。
〔
注
〕
何
休
注
1

一
公
羊
博
一
日
、
柑
、
以
レ
木
街
1

一其

口
也
‘
云
云
‘
腱
、
猶
レ
束
也
。

【
腱
服
】
5

だ
矢
を
入
れ
る
器
。
腱
は
弓
矢
を
蔵
め
る

ふ
く
ろ
、
服
は
服
。
〔
晉
書
、
劉
躍
載
記
〕
近
交
則
刀
矛

倶
登
‘
云
云
、
遠
則
雙
需
腱
服
、
左
右
馳
射
而
走
。

【
腱
都
城
】
6

苓
t

漢
代
、
西
城
の
渠
勒
國
の
城
の
名
。

〔
漢
書
、
西
域
上
、
渠
勒
國
傭
〕
渠
勒
國
王
治
"
腱
都
城
↓

12767 
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革

部

〔

九

壷

鞭

_|— 

謂
レ
施
―
―
於
馬
↓
〔
國
語
‘
魯
語
上
〕
薄
刑
用
―
―
鞭
朴
↓
式
。
〔
疏
〕
載
二
鞭
策
玉
者
、
又
不
1

一
敢
執
レ
杖
杖
＞
馬
、
故
但

〔
注
〕
鞭
、
官
刑
。
＠
馬
を
騒
る
む
ち
。
〔
集
韻
〕
鞭
‘
載
レ
杖
以
行
也
。
〔
荀
子
、
性
悪
〕
前
必
有
―
―
街
轡
之
制
云
後

有
―
―
鞭
策
之
威
↓
〔
史
記
、
太
史
公
自
序
〕
非
―
―
獨
鞭
策
ガ
〈

興
レ
之
脱
レ
難
。
●
む
ち
う
ち
は
げ
ま
す
。
〔
統
山
康
、
答
レ

亦
日
‘
馬
樋
゜
〔
國
語
、
晉
語
四
〕
其
左
執
1
1

鞭
弾
一

難
養
生
論
〕
上
以
周
・
孔
一
総
関
鰻
畢
志
一
誠
、
下

〔
注
〕
鞭
、
所
1
1

以
撃
＞
馬
。
●
む
ち
う
つ
。
〔
左
氏
、

荘
、
八
〕
鞭
レ
之
見
レ
血
゜
〔
史
記
、
三
皇
紀
〕
以
五
g

以
嗜
慾
為
鞭
策
ぶ
密
罷
不
レ
能
。
〔
朱
子
全
書
、
學

鞭
玉
鞭
―
―
草
木
五
始
嘗
ー
百
草
五
始
有
一
瞥
薬
↓
〔
北
史
‘
讀
書
法
〕
開
レ
倦
便
有
伍
が
1

聖
賢
示
＇
"
相
似
虞
盆
苦
可
レ

魏
南
安
王
傭
〕
請
レ
雨
不
レ
瞼
‘
遂
鞭
レ
像
一
百
。
●
不
ー
ー
自
鞭
策
↓

【
鞭
笑
】
10

ぢ
む
ち
。
鞭
策
に
同
じ
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
前

有
薇
飾
之
塵
而
後
有
―
―
鞭
策
之
威
↓
〔
疏
〕
帯
皮
曰
レ

古
の
刑
罰
の
名
。
〔
書
、
舜
典
〕
鞭
作
II

官
刑
↓
働
竹

鞭
、
無
辰
日
レ
英
、
倶
是
馬
杖
也
。
〔
韓
非
子
‘
難
勢
〕
以
―

の
根
。
〔
筍
譜
〕
竹
根
曰
―
―
竹
鞭
↓
〔
張
嬢
、
新
竹
詩
〕

新
鞭
暗
入
レ
庭
、
初
長
雨
三
埜
。

O
古
、
全
（
1

|
1
4

國
位
露
レ
車
、
以
レ
勢
為
レ
馬
、
以
醗
令
一
為
レ
轡
、
以
1

一刑

3
5
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鞭
、
全
、
古
文
鞭
。
罰
葛
鞭
笑
二
戦
國
、
燕
策
〕
客
謂
燕
匡
曰
‘
齊
南

【
鞭
影
】
1

ぢ
む
ち
の
か
げ
。
道
を
學
ぶ
者
は
自
得
に
破
A

楚
、
西
屈
レ
秦
、
用
"
韓
魏
之
兵
‘
燕
趙
之
衆
盃
竺
鞭

あ
る
こ
と
を
‘
良
馬
は
鞭
影
を
見
て
行
く
と
い
ふ
に
喩
英
一
也
。

へ
、
教
授
者
の
心
術
の
喩
。
〔
元
好
問
‘
楓
益
之
兄
詩
〕
【
鞭
殺
】
11

ぢ
む
ち
う
つ
て
こ
ろ
す
。
た
た
き
こ
ろ
す
。

鞭
影
驚
1

一
疲
馬
涵
蘊
臀
急
―
―
暮
禽
↓
〔
五
燈
會
元
〕
佛
言
、
〔
晉
書
、
王
猛
載
記
〕
明
品
法
峻
レ
刑
、
澄
―
―
察
善
悪
一
禁
―
―
勒

如
T

世
良
馬
見
―
―
鞭
影
1

行
3

〔
指
月
録
〕
阿
難
白
レ
佛
、
外
豪
強
玉
鞭
―
―
殺
一
吏
云
口
姓
上
書
訟
レ
之
。

道
畏
何
道
理
面
讃
而
云
、
世
尊
日
、
如
T

此
良
馬
、
見
"
【
鞭
子
】
12

p
i
e
n
'
t
z
i
l

鞭
。
馬
の
む
ち
。

鞭
彰
而
行
i

【
鞭

F
】1
3
(
/

死
屍
を
む
ち
う
つ
て
怨
を
報
ず
る
。
鞭

【
鞭
呵
】
2

が
ン
む
ち
う
っ
た
り
し
か
っ
た
り
す
る
。
〔
蘇
屍
°
咳
餘
叢
考
巻
三
十
九
に
見
ゆ
。
〔
史
記
‘
伍
子
背
傭
〕

献
、
古
意
詩
〕
翁
出
坐
レ
曹
鞭
復
呵
‘
賢
―
―
子
露
兒
—
能
幾
及
二
呉
兵
入
加
郎
、
伍
子
脊
求
―
―
昭
王
盃
巴
不
レ
得
‘
乃
掘

1一

何

。

楚

平

王

墓

面

m
二
其
戸
玉
鞭
レ
之
三
百
‘
然
後
已
゜
〔
魏
書
、

【
鞭
柾
]
3

が5

む
ち
と
に
な
ひ
ぎ
。
〔
緬
憑
全
書
‘
刑
名
王
慧
龍
傭
〕
鞭
―
―
屍
呉
市
玉
竺
墳
江
陰
↓

部
、
詞
訟
‘
用
刑
〕
俯
不
レ
招
再
加
鞭
紅
↓
【
鞭
刺
】
U

(
ン
た
た
き
と
い
れ
ず
み
。
刑
罰
の
一
種
。

【
鞭
粁
】
4

p
i
e
n
'
k
a
n
'

鞭
の
柄
。
〔
緬
恵
全
書
‘
刑
名
部
、
逃
人
‘
拉
撤
〕
免
―
―
其
鞭
刺
↓

【
鞭
糧
】
5

p
i
e
n
'
c
h
i
a
n
g

―
鞭
と
手
綱
。
【
鞭
絲
】

1
5〖
ン
む
ち
。
〔
陸
涌
‘
雪
睛
行1一
盆
昌
道
中
―
頗

【
鞭
撃
】
6

℃
む
ち
う
つ
。
〔
貢
奎
‘
送
-
1

央
谷
伯
敬
之
有
―
―
春
意
―
詩
〕
春
回
柳
眼
梅
蹟
裏
‘
愁
在
鞭
絲
帽
影
間
。

官
面
k
冬
詩
〕
覧
彼
善
牧
煮
鞭
撃
非
レ
所
レ
先
。
〔
楊
【
鞭
春
】
16

が
テ
立
春
の
前
の
日
、
春
牛
を
む
ち
う
つ
行

維
禎
、
春
侠
詞
〕
金
丸
脱
レ
手
弾
一
虹
ば
竺
玉
鞭
嬉
笑
撃
ー
ー
事
。
春
に
な
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
東
京
夢
華
録
‘
六
‘
立

珊

瑚

↓

春

〕

立

春

前

一

日

、

開

封

府

進

―

―

春

牛

丁

仝

禁

中

―

鞭

レ

【
鞭
鼓
】
7

吋
小
さ
い
鼓
。
ふ
り
つ
づ
み
。
相
と
も
に
春
、
開
封
．
詳
符
雨
縣
、
置
―
―
春
牛
於
府
i

刑
至
日
絶
早
‘

應
和
す
る
こ
と
。
〔
正
韻
〕
輩
‘
亦
作
レ
稗
、
蓋
今
俗
呼
―
―
鞭
府
僚
打
レ
春
、
如
↓
1

方
州
儀
↓

鼓
五
是
也
、
古
人
謂
―
―
之
應
稗
す
又
謂
"
之
應
鼓
↓
〔
廼
賢
、
【
鞭
筍
】
17

が
デ
竹
の
根
。
〔
本
草
、
竹
筍
〕
集
解
、
時
珍

塞
上
曲
〕
躙
歌
盛
酔
螢
盤
晩
‘
鞭
鼓
臀
中
按
ー
ー
海
青
↓
曰
、
竹
有
二
雌
雄
一
但
看
―
―
根
上
第
一
枝
一
雙
生
者
必
雌

【
鞭
草
】
8

苓
草
を
む
ち
う
つ
。
〔
捜
肺
記
、
一
〕
神
農
以
―
―
也
、
乃
有
レ
筍
、
土
人
於
―
―
竹
根
行
鞭
時
1

掘
取
"
緻
者
一

緒
薦
鞭
ー
ー
百
草
三
墨
知
―
其
平
毒
寒
温
之
性
、
臭
味
所
▽
謂
,
,
之
鞭
筍
↓

主
、
以
播
1

一
百
穀
盆
堅
＾
下
誠
1

神

農

一

也

。

【

鞭

推

】

18

ぢ
む
ち
う
つ
。
鞭
簸
。
〔
越
絶
書
、
越
絶
荊

【
鞭
策
】
，
i

”
●
む
ち
。
馬
の
む
ち
。
鞭
箪
゜
〔
櫓
、
曲
護
平
王
内
博
〕
子
晋
将
―
―
卒
六
千
面
操
ユ
霊
珪
笞
1

一
平
王
之

上
〕
乗
一
路
馬
す
必
朝
服
、
載
鞭
策
禾
’
1

一
敢
授
＂
緩
、
左
必
墓
↓
〔
列
女
傭
‘
賢
明
、
楚
老
莱
妻
博
〕
妾
聞
レ
之
、
可

n

一食

以
酒
肉
音
、
可
三
随
似
鞭
欝
〔
高
士
傭
〕
可
n

一
食
以
,
,

酒
肉
―
者
、
可
―
―
随
而
鞭
推
↓

【
鞭
筵
】
19

ぢ
●
む
ち
。
又
、
む
ち
う
つ
。
〔
管
子
、
櫃
言
〕

可
ぶ
竪
鞭
箋
1

使
わ
3

゜
〔
國
語
、
呉
語
〕
君
王
不
ぶ
笞
鞭

箪

使
d

之
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
右
下
〕
操
玉
雰
雫
指
麿

而
趣
―
―
使
人
盆
肌
制
,
,
萬
夫
↓
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
今
大
王
之

所
レ
従
十
二
諸
侯
、
非
―
―
宋
衛
一
也
則
郷
魯
陳
莱
‘
此
固
大

王
之
所
,
,
鞭
箋
艇
也
。
〔
説
苑
、
談
叢
〕
獣
無
―
―
過
言
云
慇

無
過
蔓
木
馬
不
レ
能
レ
行
、
亦
不
レ
費
レ
食
、
麒
額
日
馳
―
―

千
里
五
鞭
箋
不
レ
去
1

一
其
背
↓
〇
刑
罰
を
加
へ
る
。
〔
宋
史
、

蘇
轍
博
〕
及
―
―
其
納
A

錢
‘
雖
―
―
富
民
云
；
免
レ
躁
レ
限
‘
如
レ

此
則
恐
『
鰤
鞭
箋
必
用
、
州
縣
之
事
不
比
序
煩
芙
゜

【
鞭
臀
]20

お
む
ち
を
ふ
る
ふ
お
と
。
〔
韻
府
引
、
陸
涌
、

詩
〕
何
時
夜
出
五
原
塞
、
不
レ
聞
『
八
語
畑
空
鞭
臀
↓
〔
黄

庭
堅
‘
賣
天
錫
悪
賓
薫
詩
〕
雉
尾
映
―
―
鞭
臀
公
皿
鑢
彿
―
―
太

清↓

【
鞭
梢
】
2
1
5
5

鞭
の
さ
き
に
つ
い
た
索
。
〔
韻
府
引
、
陸

漉
詩
〕
書
橋
飛
紫
逐
―
―
鞭
梢
↓

【
鞭
鞘
】
22

お
む
ち
の
紐
。
〔
本
草
、
馬
鞭
草
〕
繹
名
、
恭

曰
、
穂
類
l

―
鞭
鞘
正
故
名
二
馬
鞭
↓
〔
韓
但
、
重
遊
1

一
曲
江
一

詩
〕
憫
恨
引
レ
人
還
到
レ
夜
、
鞭
鞘
風
冷
柳
煙
軽
。
〔
宋

史
、
儀
衛
志
六
〕
鳴
鞭
‘
云
云
、
内
侍
二
人
執
5

之
、
鞭
鞘

用
二
紅
絲
盃
皿
漬
以
レ
蟻
‘
行
幸
則
前
騒
而
鳴
レ
之
。

【
鞭
石
】
2
3
5
ゃ
●
石
を
む
ち
う
っ
た
始
皇
の
故
事
。
〔
三

齊
略
記
〕
始
皇
作
,
,
石
橋
ご
欽
油
炉
海
看
―
―
日
出
虞
一
時

有
藉
人
盃
能
騒
后
下
レ
海
、
石
去
不
レ
速
、
紳
蝋
鞭
レ
之
、

皆
流
血
‘
至
レ
今
悉
赤
。
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
〕
東
門
則
鞭
レ

石
成
レ
橋
、
南
極
則
躊
レ
銅
為
レ
柱
。
〔
陳
樵
、
庶
奄
賦
〕
秦

人
鞭
レ
石
而
望
レ
洋
、
謝
蛾
入
レ
海
而
増
レ
嗜
。
●
難
留
城

の
石
穴
に
あ
る
陰
陽
石
で
、
陰
石
を
鞭
う
つ
と
雨
降

り
、
陽
石
を
鞭
う
つ
と
晴
れ
る
と
い
ふ
。
〔
水
経
‘
滝
水

注
〕
南
城
、
即
山
也
、
獨
立
峻
絶
、
西
面
上
里
餘
得
1

一石

穴
盃
把
レ
火
行
百
許
歩
、
得
,
,
ニ
大
石
碩
な
翌
立
穴
中
云
相

去
一
丈
‘
俗
名
―
―
陰
陽
石
盃
陰
石
常
滉
、
陽
石
常
燥
‘
毎
,
,
水

旱
不
p

調
、
居
民
作
,
,
威
儀
服
飾
五
往
入
二
穴
中
五
旱
則
鞭
,
,

陰
石
玉
應
丘
時
雨
多
、
雨
則
鞭
1

一
陽
石
面
俄
而
天
睛
゜

【
鞭
箭
】
24

ぢ
●
溜
子
に
箭
を
入
れ
た
も
の
。
〔
武
備
志
、

鞭
武

軍
資
乗
、
器

備
箭
志

械
一
、
雑
箭
〕

又
有
,
,
鞭
箭
・

七_
 

袖
箭
•
筒
子
箭
・
流
星
煎
鞭
箭
者
、
銅
為
溜
子
以
骰
レ
6
8

之
。
●
武
士
の
稽
琥
。
〔
宋
史
‘
兵
志
一
〕
鞭
箭
。
〔
注
〕
藉

27ー

煕
三
年
、
選
祠
浙
兵
1

良
鞭
煎
次
等
為
怠
節
鞭
箭
↓

【
鞭
樋
】
2
5
i
ン
む
ち
。
又
、
む
ち
う
つ
。
〔
蜀
志
、
張
飛
博
〕

飛
愛
―
―
敬
君
子
盃
而
不
丘
憧
ー
ホ
i
公
先
主
常
戒
5

之
日
‘
卿

刑
殺
既
過
レ
差
‘
又
日
鞭
―
―
樋
健
兒
盃
而
令
と
在
,
,
左
右
五
此

取
レ
禍
之
道
也
。

【
鞭
打
】
2
6
r
ン
●
む
ち
う
つ
。
〔
北
史
、
魏
孝
武
紀
〕
日

晏
還
レ
宮
、
至
-
I

後
門
i

馬
驚
不
レ
前
、
鞭
打
入
。
●
＃

馬
の
鞭
の
あ
た
る
所
。

【
鞭
胎
】
2
7
t
し
鷺
馬
に
む
ち
う
つ
て
奮
ひ
動
ま
す
。
〔
聾

谷
宕
陰
‘
題
―
―
鞭
胎
録
1

〕
鷲
馬
可
レ
致
―
―
干
里
―
耶
‘
日
‘
可
‘

何
以
知
-
―
其
可
一
也
、
吾
聞
二
之
荀
卿
氏
五
I

、
麒
譲
一
日
千

里
、
鷺
馬
十
駕
則
亦
及
レ
之
失
、
使
-
1

荀
卿
妄
人
一
耶
、
則

已
‘
荀
荀
卿
之
非
―
―
妄
人
1

耶
、
則
必
不
n

―
敢
欺
1

一
後
人
一

也
、
然
則
十
駕
之
術
如
何
、
日
、
鞭
5

之
鞭
レ
之
、
而
又
鞭
‘

今
日
行
―
―
十
里
盃
F

日
行
―
―
十
里
石
2

行
不
k

息
、
百
年
如
レ

一
、
必
至
レ
所
レ
志
‘
斃
而
後
已
‘
其
是
庶
―
―
幾
及
ヮ
之
歎
、

予
駕
胎
也
、
而
有
レ
志
-
1

於
千
里
百
竺
一
古
人
一
為
レ
鞭
‘
揮
レ

之
以
レ
氣
、
以
追
石
示
譲
之
風
云
寧
中
道
而
斃
、
不
レ
願
n

―裏

衰
然
帖
,
,
耳
乎
早
樫
問
也
、
作
1

一
鞭
胎
録
↓

【
鞭
撻
]
2
8

ぢ
む
ち
う
ち
使
ふ
。
牛
馬
を
騒
使
す
る
こ

と
。
韓
じ
て
、
む
ち
う
ち
動
ま
す
義
。
〔
風
俗
通
、
惟
紳
〕

患
撻
奴
狂
皆
得
-
1

其
過
↓
〔
魏
志
、
武
帝
紀
評
〕
運
縛
演

謀
‘
鞭
,
,
撻
宇
内
二
晉
書
、
王
遜
博
〕
艇
荒
糾
枷
属
‘
牧
1

一

棗
離
散
ニ
専
使
―
―
威
刑
一
鞭
―
―
撻
殊
俗
↓
〔
世
説
新
語
、
政

治
〕
鞭
1

一
撻
寧
越
百
公
些
威
名
↓
〔
幽
間
鼓
吹
〕
客
亦
不
レ

譲
レ
所
レ
恵
、
語
詑
、
上
ふ
船
‘
奴
婢
慨
冤
者
、
鞭
―
―
撻
之
玉
装

公
盆
奇
レ
之
、
其
人
乃
張
徐
州
。
〔
繹
子
化
書
〕
欺
岡
非
,
,

民
愛
缶
皿
棗
敏
者
教
レ
之
、
殺
害
非
―
―
民
願
―
而
鞭
撻
者

訓
レ
之
。

【
鞭
笞
】
2
9
i
ン
む
ち
う
つ
。
又
い
ま
し
め
る
。
鞭
撻
。
〔
韓

非
子
、
外
儲
説
右
下
〕
然
而
使
下
王
良
操
―
―
左
革
―
而
叱
＊

陀
之
証
使
下
造
父
操
1

一
右
革
一
而
鞭
＊
笞
之
5

馬
不
レ
能
斧
"
―
―

十
里
な
六
故
也
。
〔
賣
誼
、
過
秦
論
〕
及
レ
至
1

一
始
皇
玉
奮
↓
―
六

世
之
餘
烈
ニ
竺
長
策
―
而
取
―
―
宇
内
な
竺
二
周
缶
皿
亡
『
一

諸
侯
二
履
1

一
至
尊
一
而
制
ユ
ハ
合
ご
笠
敲
朴
ー
以
鞭
二
笞
天

下
盃
威
振
―
―
四
海
一
〔
漢
書
、
陸
賣
傭
〕
漢
王
起
＿
一
巴
蜀
玉
鞭
1

一

笞
天
下
五
却
諸
侯
↓
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘
費
長
房
博
〕
遂

能
臀
―
療
衆
病
玉
鞭
1

一
笞
百
鬼
↓
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革

部

〔
九
豊
〕

鞭

樹

騨

罷

【
鞭
柾
】
30

竺
店
む
ち
と
て
か
せ
。
刑
罰
を
い
ふ
。
〔
蘇

拭
、
石
鼓
歌
〕
掃
―
―
除
詩
書
五
叩
一
法
律
ぶ
空
棄
俎
一
立
陳
ニ

鞭
柾
↓

【
鞭
杖
】
31

が
～
ウ
む
ち
。
又
、
む
ち
う
つ
。
〔
魏
志
、
明
帝

紀
〕
鞭
作
―
一
宮
刑
盆
m
"
'
以
糾
―
―
慢
怠
一
也
‘
而
頃
多
以
1

一無

墨
死
‘
其
滅
l

―
鞭
杖
之
制
玉
著
↓
―
子
令
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
渉

務
〕
縦
有
↓
一
小
人
之
態
一
皆
可
,
,
鞭
杖
靡
督
↓

【
鞭
猪
】
32

p
i
e
n
'
c
h
u
'

長
城
外
‘
或
は
隅
東
地
方
よ

り
北
京
に
来
る
豚
゜

【
鞭
鐙
】
33

訂
む
ち
と
あ
ぶ
み
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
載
レ

鐙
留
レ
鞭
〕
眺
元
崇
初
牧
―
―
荊
州
ご
一
年
受
レ
代
日
、
闇
境

民
吏
‘
泣
擁
1

一
馬
首
こ
遮
レ
道
不
レ
使
レ
去
、
所
レ
乖
之
馬
鞭

鐙
、
民
皆
載
留
之
以
表
疏
患
↓

【
鞭
背
]
3
4

芯
古
の
罷
刑
の
一
。
せ
な
か
を
む
ち
う
つ
。

〔
唐
書
‘
櫂
徳
輿
博
〕
唐
家
承
二
隋
苛
虐i以
-
1仁
厚
〖
戸

先
、
太
宗
皇
帝
、
見
二
明
堂
圃
↓
始
禁
―
―
鞭
背
ご
列
聖
所
レ

循
‘
皆
尚
二
徳
教
盆
懇
大
賓
大
盗
穎
獲
‘
俄
而
夷
滅
‘
蓋
本

朝
之
化
、
感
入
心
之
深
也
。

【
鞭
泡
】
35pien'p'ao• 

爆
竹
。

[
鞭
蝦
】
36

p
i
e
n
'
p
'
a
o
•

爆
竹
。

【
鞭
爆
】
37

p
i
e
n
'
p
'
a
o
•

小
燥
竹
を
編
み
連
ね
て
こ
れ

に
貼
火
し
、
連
績
器
楼
せ
し
め
る
こ
と
。

【
鞭
罰
】
38

ぢ
む
ち
う
ち
罰
す
る
。
〔
北
史
‘
景
穆
十
二

王
下
‘
魏
南
安
王
禎
博
〕
郡
城
有
―
―
石
季
龍
廟

r八
奉
―
祀

之
ヰ
禎
告
紳
像
云
、
三
日
不
レ
雨
‘
告

9
加
―
―
鞭
罰
一
請
レ

雨
不
レ
陰
‘
遂
鞭
レ
像
一
百
゜
〔
浮
住
子
〕
不
レ
加
―
―
鞭
罰
一

則
為
レ
悪
者
衆
゜

【
鞭
張
】
39

い
/
む
ち
と
つ
の
ゆ
み
。
惧
は
角
号
、
爾
雅

に
、
縁
あ
る
を
弓
と
い
ひ
、
縁
な
き
を
唄
と
い
ふ
と
。

〔
左
氏
、
博
‘
二
十
三
〕
若
不
レ
獲
公
叩
‘
其
左
執
西
芸
堕

右
属
露
ニ
腱
冨
以
卑
ハ
レ
君
周
旋
゜
〔
劉
萬
錫
、
洲
1

一
太
原
狭

尚
書
見
＞
寄
詩
〕
幽
井
侠
少
趨
二
鞭
張
ギ
燕
趙
佳
人
奉
―
ー
管

絃↓

【
鞭
辟
】

4
0
C
O貴
人
の
通
行
の
時
、
前
騒
の
者
が
鞭

で
人
を
お
ひ
ひ
ら
く
こ
と
。

0
は
げ
ま
す
。
策
動
す

る
。
鞭
督
。
鞭
辟
近
裏
を
見
よ
。

〖
鞭
辟
近
裏
〗41
ジ
匁
鞭
を
も
つ
て
督
勘
す
る
。
又
、

後
世
、
文
字
の
深
刻
な
る
を
評
し
て
い
ふ
。
〔
近
思
録
‘
為

學
〕
學
只
要
―
―
鞭
辟
近
裏
著
＞
己
而
已
゜
〔
朱
子
全
書
‘
學
‘

知
行
〕
學
只
要
―
―
鞭
辟
近
裏
著
＞
己
而
已
゜
〔
李
類
‘
答
―
―
顧

寧
人
書
〕
如
活
澄
淮
地
、
鞭
辟
近
裏
之
類
面
切
語
不
二
雅

息
後
學
必
不
レ
可
レ
用
。
〔
李
類
、
答
―
―
顧
寧
人
一
書
〕
鞭
辟

近
裏
‘
亦
藉
以
導
レ
人
‘
敏
レ
華
就
レ
｛
貫
‘
似
レ
無
―
―
甚
害
ぢ
右

以―
-1

語
不
二
雅
馴
｛
則
活
澄
澄
地
可
レ
緯
‘
而
鞭
辟
近
裏
一

言
‘
賓
吾
人
頂
門
針
、
封
レ
症
薬
、
｛
且
T

掲
―
―
之
座
右
盆
山
入

観
省
、
書
二
之
於
紳
云
E

レ
目
驚
占
心
。

【
鞭
墓
】

4
2
5
伍
子
肖
が
平
王
の
墓
を
鞭
う
っ
た
こ

と
。
〔
史
記
、
季
布
傭
〕
夫
忌
虹
竿
士
以
資
敵
國
↓
此
伍

子
背
所
＝
一
以
鞭
,
,
荊
平
王
之
墓
也
。
〔
後
漢
書
‘
蘇
不
章

博
〕
但
鞭
レ
墓
数
レ
屍
、
以
舒
―
―
其
憤
↓

【
鞭
朴
】
43

釘
む
ち
と
し
も
と
。
鞭
は
役
人
を
罰
す
る

む
ち
‘
朴
は
學
校
の
所
罰
に
用
ひ
る
む
ち
。
又
、
廣
＜

刑
罰
に
用
ひ
る
む
ち
を
い
ふ
。
〔
書
、
舜
典
〕
鞭
作
―
―
官

刑

朴

作
1

一
教
刑
↓
〔
傭
〕
以
レ
鞭
鈴
T

治
―
―
官
事
一
之
刑
い

朴
‘
榎
楚
也
‘
不
レ
勤
n

道
業
盃
則
撻
レ
之
。
〔
國
語
、
魯
語

上
〕
薄
刑
用
―
―
鞭
朴
富
以
威
レ
民
也
。
〔
注
〕
鞭
‘
官
刑
也
、

朴
、
教
刑
也
。
〔
漢
書
‘
刑
法
志
〕
鞭
朴
不
レ
可
レ
弛
―
―
於

家
↓
〔
申
閤
、
政
開
〕
栓
桔
鞭
朴
、
以
加
1

一
小
人
↓
治
―
―
其

刑
也
。
〔
陸
雲
‘
答
―
―
車
茂
安
一
書
〕
鞭
朴
不
レ
施
‘
臀
教

風
靡
゜
〔
白
居
易
、
唐
河
南
元
府
君
夫
人
榮
陽
鄭
氏
墓

誌
銘
〕
専
用
二
訓
誡
ぶ
匹
去
鞭
朴
↓

〖
鞭
朴
之
子
〗44
〖i

；
鞭
や
杖
で
打
た
れ
る
子
供
。

〔
孔
子
家
語
、
六
本
〕
鞭
朴
之
子
、
不
レ
心
独
父
之
教
面
は
以

之
民
、
不
レ
心
些
君
之
令
↓

【
鞭
撲
】
45

花
む
ち
う
つ
。
鞭
朴
゜
〔
後
漢
書
、
列
女
‘
皇

甫
規
妻
博
〕
乃
引
―
―
車
庭
中
冨
整
其
頭
虹
芦
乾
‘
鞭
撲

交
下
。
〔
後
漢
書
、
荀
悦
博
〕
姪
桔
鞭
撲
、
以
加
1

一
小
人
一

化
―
―
其
刑
也
。

【
鞭
毛
】
46

初
動
物
學
用
語
。
下
等
動
物
の
運
動
器
。
形

は
ほ
ぼ
鞭
に
似
て
ゐ
る
。
鞭
毛
晶
類
は
た
い
て
い
有
つ

て
ゐ
る
。

F
l
a
g
e
l
l
u
m

の
繹
゜

【
著
レ
鞭
】
47

心”ヲ

0
馬
を
鞭
つ
こ
と
。
〔
呉
志
、
孫
櫂
債
‘

注
〕
江
表
債
曰
‘
櫂
乖
1

駿
馬
「
上
―
―
津
橋
ニ
橋
南
已
見
レ

徹
‘
丈
餘
無
祓
、
谷
利
在
鳥
総
使
櫂
持
レ
鞍
緩
控
一

利
於
レ
後
著
レ
鞭
、
以
助
一
匡
ぷ
玄
遂
得
,
,
超
度
↓
〇
先
鞭

を
つ
け
る
。
人
に
先
ん
ず
る
。
〔
晉
書
‘
劉
現
偉
〕
現
少

g
ご
志
氣
云

F
縦
横
オ
ニ
ム
云
‘
祗
迅
為
レ
友
‘
聞
―
―
逸
被
＞

用
、
輿
-
―
親
故
書
一
日
‘
吾
枕
レ
文
待
レ
旦
‘
志
果
―
―
逆
虜
ぶ
吊

恐
祠
生
先
涵
著
』
鞭
、
其
意
氣
相
期
如
レ
此
゜

【
停
レ
鞭
】
48

ぃ
幻
馬
に
む
ち
う
つ
こ
と
を
や
め
る
。
馬

冨】一

討
(
8
|
2
7
2
3
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

討
‘
説
文
、
馬
楢
也
、
或
炊
レ
革
゜

チ
ヴ

の
進
行
を
と
ど
め
る
。
〔
高
適
、
別
二
孫
訴
底
詩
〕
屈
指

論
前
蔓
停
レ
鞭
惜
五
磨
四

【
揚
レ
鞭
】
4
9
5
勺
馬
に
乗
っ
て
疾
＜
謳
け
さ
す
こ
と
。

〔
太
ふ
多
‘
節
度
使
赤
鰈
馬
歌
〕
揚
レ
鞭
瞑
急
白
汗
流
、
弄

影
行
騒
碧
蹄
砕
゜
〔
温
庭
笥
、
春
洲
曲
〕
紫
瑠
蹂
跨
金
街

噺
、
岸
上
揚
レ
鞭
姻
草
迷
。

【
鞭
歌
妓
】
50

℃
戯
曲
の
名
。
明
‘
沈
自
徴
の
作
。
唐
の

張
建
封
が
少
時
淮
洒
の
間
に
隠
棲
中
‘
證
部
尚
書
斐
寛

が
二
歌
妓
を
伴
つ
て
宋
る
に
あ
ひ
‘
激
へ
て
酒
色
を
饗

せ
ら
れ
、
張
は
二
歌
妓
の
オ
を
愛
し
て
二
人
を
貰
っ
た

が
、
二
歌
妓
は
侮
つ
て
命
に
従
は
ぬ
の
で
、
従
者
に
命

じ
て
鞭
た
せ
て
伴
ひ
蹄
る
筋
。

【
鞭
鶴
軒
】
51

｛
ク
カ
ク
清
‘
施
廷
嘩
(
6
|
1
3
6
2
9
 ：
 
1
6
9
)

の

室
名
。

【
鞭
聰
明
】
5
2
{
し
,
‘
ゥ
古
、
正
月
に
童
稚
の
い
ふ
俗
語
。

〔
元
横
、
元

H
詩
〕
富
貴
祝
来
何
所
レ
遂
‘
聰
明
鞭
得
1

韓

無
＞
機
。

【
鞭
長
莫
レ
及
】
53

立
昇
臼
パ
レ
ド
モ
鞭
が
長
く
て
も
馬
腹
に

及
ば
な
い
。
勢
の
及
ば
な
い
所
の
あ
る
喩
。
雖
↓
―
鞭
之

艮
不
レ
及
"
馬
腹
(
5
6
)
を
見
よ
。

【
著
鞭
雲
路
-
]
5
4

吐
謬
ニ
ソ
ク
人
の
省
試
に
赴
く
を
賀

す
る
語
。
〔
書
百
故
事
、
科
第
類
〕
賀
入
赴
ヮ
省
、
著
―
―
鞭

雲
路
↓

【
投
レ
鞭
断
レ
流
】
55

ぢ
り
”
”
佗
プ
鞭
を
投
じ
て
流
を
せ
き

と
め
る
。
江
を
渡
る
兵
の
多
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、

符
堅
載
記
下
〕
堅
日
‘
云
云
、
以
1

一
吾
之
衆
旅
五
庄
鞭
於

江
石
炉
断
↓
―
其
流
一

【
雖
鞭
之
長
示
＇
レ
及
鳥
腹
―
】

56rg店
以
ド
モ
強

大
な
力
が
あ
っ
て
も
、
な
ほ
及
ば
な
い
所
の
あ
る
喩
。

一
説
に
、
勢
力
が
あ
り
あ
ま
つ
て
も
、
濫
に
用
ひ
な
い

こ
と
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
五
〕
春
、
公
孫
蹄
父
會
1

一
楚
子
子

宋
本
木
人
使
1
1

築
嬰
齊
告
"
急

f
晉
一
晉
侯
欲
レ
救
レ
之
、
伯

宗
日
、
不
可
、
古
人
有
J
-
―
―
口
‘
日
、
雖
―
―
鞭
之
長
云
＇
レ
及
1

一馬

腹
天
方
授
レ
楚
、
未
レ
可
―
―
輿
弔
盃
竺
晉
之
彊
盃
能
違
レ
天

乎
゜
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
有
レ
勢
莫
ん
煕
夜
日
品
竺
鞭

之
長
士
小
乞
及
1

一
馬
腹
↓

一
七
三

小
巳
□
●
か
は
ぐ
つ
。
〔
説
文
〕
礎
、
革
履

e
更
箪
策
也
‘
胡
人
履
連
レ
胚
‘
謂
二
之
絡
靱
ず
ハ
レ

革
是
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
罷
、
如
ー
今
輝
也
。

〇
ひ
と
へ
の
ざ
う
り
。
〔
方
言
、
四
〕
履
、
下
褥
者

訊
之
翌
〔
注
〕
今
草
罷
也
。
〇
い
と
か
ざ
り
の

な
い
く
つ
。
〔
膿
‘
曲
碍
下
〕
罷
履
素
甑
゜
〔
注
〕
罷

履
、
無
＞
絢
之
非
也
。
働
し
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕

罷
‘
畑
曰
也
。
⑲
通
課
す
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
褪
‘

騨
也
。
〔
疏
證
〕
皆
傭
騨
之
義
也
、
方
言
‘
繹
、
博

也
、
郭
環
注
云
、
博
‘
宣
語
也
。

O
っ
よ
い
は
ね
。

覧
(
9
ー

2
8
7
5
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
罷
、

段
借
為
レ
覧
‘
按
、
昭
十
六
年
、
以
鼓
子
鳶
罷
―

蹄
‘
覧
者
鷲
鳥
之
張
利
也
。
〇
或
は
靱
(
1
2
-
4
2
7

5
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
礎
‘
或
炊
レ
氏
。
R
提
(
6
|
1

2
3
4
4
)

に
通
ず
。
〔
史
記
、
仲
尼
弟
子
偉
〕
桐
罷
゜

〔
大
戴
碕
‘
衛
将
軍
文
子
〕
桐
提
。

O
支
(
6
ー

1
3
0
6

テ
イ
タ
イ

El テ
イ

ロ

屑
】
〗
ダ
イ

〔
集
韻
〕
田
黎
切

〔
集
韻
〕
都
黎
切
カ一

圏竺・圏

或
日
口
国
O
皮
を
な
め
し
‘

翁g'
橿

鼓

を

は

る

エ

人

。

或

は

騨

(
1
2
 |
 4
3
1
7
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
羅
、
攻
レ
皮
治
レ

鼓
工
也
、
八
レ
革
軍
臀
‘
讀
若
レ
運
‘
輝
‘
輝
或
八
レ

章
。
●
通
じ
て
憚
(
7
-
1
9
1
7
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

輝
通
作
畑
゜
〔
詩
‘
邸
風
、
簡
分
、
公
言
態
爵
、

博
‘
祭
有
昇
憚
胞
誓
閣
者
五
秤
文
〕
渾
‘
字
亦
作
レ

輝°

ヽ

翁
4

革＇策
【
輝
]
〗

曰口
ウク，ケ
ンワン
ン

中
華
大
字
典
〕
圃

虚
願
切

〔
集
韻
〕
王
分
切
図

Elウ
ン

〔
集
韻
〕
王
問
切ヽ
u
j
.
 

汀罰

12769 



(42940・ ・1)一 (42962)

盲

】

呻

昌

炉

〔

集

韻

〕

翡

切

蹟

窮
】
〗
[
:
〔
集
韻
〕
那
格
切
願

□
あ
ら
ぬ
の
。
〔
玉
篇
〕
醜
‘
鬼
布
。
□
た
づ
な
。
通

じ
て
績
(
1
2
-
4
3
0
2
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
醜
、
馬

糧
也
、
通
作
レ
績
。

1
)

に
通
ず
。
〔
公
羊
、
昭
、
十
六
〕
且
鼓
子
載
闘

蹄
゜
〔
國
語
、
晉
語
九
〕
以
鼓
子
苑
支
―
来
。

O
姓。

〔
萬
姓
統
譜
〕
提
、
亦
為
Ii

銅
礎
氏
五
風
俗
通
云
、
晉

有
銅
罷
不
華
之
後
↓

【
礎
履
]
1

勺
く
つ
か
ざ
り
の
な
い
く
つ
。
〔
證
‘
曲
幡

下
〕
褪
履
索
緩
。
〔
注
〕
礎
履
無
レ
絢
之
非
也
。
〔
疎
〕
履

抄
絢
為
レ
飾
‘
凶
故
無
レ
絢
也
。

【
提
督
】
2
和
5

か
ぷ
と
。
兜
黎
。
〔
墨
子
‘
備
水
〕
其
二
十

人
‘
人
檀
肴
方
剣
甲
提
贅
↓
〔
間
詰
〕
畢
云
‘
説
文
云
‘

礎
、
革
履
也
、
音
‘
黎
字
瑕
音
、
説
文
云
‘
銭
層
、
王
引
之

云
‘
畢
分
1

一
提
管
―
為
乞
一
物
盆
叶
也
、
提
登
‘
即
兜
黎
也
、

兜
黎
冑
也
、
故
興
レ
甲
連
レ
文
。

【
礎
竪
】
3

切
か
ぶ
と
。
首
鎧
。
兜
婆
。
〔
載
國
、
韓
策
〕
甲

盾
礎
黎
‘
鐵
幕
革
袂
吸
肉
、
無
レ
不
―
―
畢
具
↓
〔
漢
書
‘
揚
雄

博
下
〕
罷
黎
生
―
―
蛾
森
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
罷
登
、
即
兜
酪
也
。

窟】
g

【
提
袋
】
4

切
か
ぶ
と
。
罷
墓
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
兜
益
謂
―
―

之
冑
→
〔
漢
書
、
韓
延
壽
傭
〕
披
甲
礎
竺
屑
馬
上
→
【
吟
神
】
〗
軒

(
1
0
-

3
8
1
8
7
)
・

翰
(
1
0 ー

3
8
4
4

4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
韓
‘
或
炊
レ

〔
注
〕
師
古
日
‘
礎
楚
‘
即
兜
陸
也
。

【
罷
諜
】
5

打

O
西
方
と
北
方
と
の
夷
秋
の
語
の
通
革
、
通
作
レ
軒
゜
〔
韻
會
小
補
〕
韓
‘
興
レ
軒
同
。

繹
官
。
〔
幡
、
王
制
〕
東
方
日
レ
寄
、
南
方
日
レ
象
‘
西
方

冒
】
〗

曰
荻
雙
北
方
曰
レ
繹
。
〔
疏
〕
其
湧
博
西
方
語
官
‘

謂
乏
秋
腿
者
、
提
‘
知
也
、
謂
泣
翌
博
夷
秋
之
語
一
卑
ハ
l
-

中
國
相
知
ぢ
共
通
属
北
方
語
看
‘
謂
レ
之
日
レ
繹
者
、

繹
‘
陳
也
‘
謂
―
―
陳
晟
外
内
之
言
↓
〇
四
夷
よ
り
獣
じ

た
皐
を
繹
言
す
る
こ
と
。
〔
王
融
‘
一
二
月
一
二
日
曲
水
詩
【
誌
訳
】
i

序
〕
駆
讀
相
尋
礎
諜
無
レ
晴
゜
〔
注
〕
銑
日
、
周
官
‘
褪
轄

氏
掌
四
夷
之
架
也
‘
諜
‘
偲
四
夷
之
腿
而
宜
レ
之
者

也
‘
言
1

一
四
夷
獣
レ
築
‘
諜
言
歳
時
不
簸
也
。
【
此

m】呻

【
堤
轄
】
6

切
周
官
の
名
。
昔
築
の
官
。
又
、
超
婁
に
作

る
。
罷
轄
氏
を
見
よ
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
礎
轄
所
レ
掌
之

【

鞘

】

[

昔
‘
妹
昧
任
禁
之
曲
。
〔
注
〕
向
日
、
礎
轄
‘
築
官
、
掌
,
,
四

夷
築
↓

〖
提
轄
氏]
7況
’
周
官
の
名
。
周
證
春
官
の
層
。
四

夷
の
築
を
掌
る
。
〔
廣
韻
〕
轄
‘
褪
轄
氏
、
掌
1

―
四
夷
之

雙
〔
周
祠
、
春
官
礎
轄
氏
〕
掌
西
夷
之
築
臭
其
臀
歌
↓
【
韓
】
如

ヰ

【
靴
】
〗

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
韓
‘
昔
章
。

ビ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
罷
‘
-
H

日眉°

チ，ヨ

義
未
詳
。
〔
龍
翁
手
鑑
〕
猪
、
昔
猪
。
一
【
麒
】
年

蛍↓

カ，ウ

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
較
‘
昔
硬

ヵ
，
ウ

ケ
ン

ク
ヴ
ィ
〔
五
―
音
集
韻
〕
図

日

グ

，

ワ

イ

戸

恢

切

□

[

〔

集

韻

〕

求

位

切

面

麒
(
1
2
|
 4
2
9
4
1
)

の
謡
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
椎
‘
藷
誤
従
―
―
蛍
尤
之

テ
イ

粽
繹
は
、
か
は
ぐ
つ
の
前
を
鋏
い
て
ふ
さ
い
だ

も
の
。
胡
人
が
用
ひ
る
。
〔
繹
名
‘
繹
衣
服
〕
鞣
繹
‘

粋
之
訣
レ
前
痙
者
、
胡
中
所
レ
名
也
、
株
繹
‘
猶
―
―
速

獨
百
心
直
前
之
言
也
。
〔
王
先
謙
疏
證
補
〕
逸
周
書

太
子
晉
篇
云
‘
師
瞭
束
二
闊
其
足
:
北
注
‘
束
閲
、

籍
】
〗
サ
ク
〔
集
韻
〕
昔
各
切
圏

兵
器
。
〔
玉
篇
〕
鞘
‘
兵
器
。

【
鞘
】
螂

タプ

〔
五
昔
集
韻
〕
吐
盆
切
面

III鼠

革
の
く
さ
り
。
〔
集
韻
〕
鞘
、
革
鎖
也
。

鞭
(
1
2
|
 4
2
8
3
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
楼
、
同
レ
鞭
。

霞

】

叩

撲
(
1
2ー

4
3
0
2
4
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
躾
‘
俗
撲
字
。

ポ
ク

【
鞘
】
-
サ
〔
集
韻
〕
損
果
切
圏

ハ，ウ

鞄（
1
2
-
4
2
7
8
1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鞄
‘
俗
鞄
字
。

な
め
し
が
は
。
〔
篇
海
〕
艘
‘
軟
皮
゜

霞

】

醗

ソ
ヴ
ス

〔
篇
海
〕
速
侯
切
因

菌歯

券
小
日
□O
そ
へ
う
ま
の
革
具
。
〔
説
文
〕
【
鞠
】
〗

茎
＇
豪
羅
‘
駿
具
也
、
然
革
蛍
瞥
‘
讀
若
窮

蜃
↓
〇
騎
乗
の
革
具
。
〔
王
篇
〕
罷
‘
騎
具
也
。
【
臨
声
】
年

国
〇
い
と
わ
く
。
い
と
く
り
。
〔
集
韻
〕
椎
‘
牧
レ
絲

器
。
●
そ
へ
う
ま
の
革
具
。
〔
集
韻
〕
麒
一
日
‘
鰺

具

。

【

幽

詈

4
 

圏
藷
本
誤
つ
て
羅
に
作
り
、
十
書
に
入
る
。
今
、
正

す
。
〔
中
華
大
字
典
〕
羅
按
依
哀
及
許
讀
一
骨
炉
作
レ
麒
‘

戸
直
．
廣
韻
正
作
レ
陛
‘
藷
誤
従
1

一
蛍
尤
之
幽
入
11

＋
鵞
―
【
鰤

E】
〖

4
 

セ
ヴ

鞄
(
1
2
-
4
2
8
5
0
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
糊
‘
俗
鞘
字
。

ハヴ

靭
(
1
2
-
4
2
7
8
6
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
糟
‘
柳
字
之
識
。

日
つ
か
ね
る
。
願
(
1
2
-
4
2
8
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
諏
束
也
‘
或
八
レ
靱
。
口
革
の
し
わ
。
或
は
跛

(
8
|
 22
8
9
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鞠
、
革
文
蔓
也
、

或
作
レ
跛
゜

コ

一
【
鞠
】
叩

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鞘
‘
昔
鼓
゜

旦
五
〔
集
韻
〕
楚
九
切
宥

□‘ン
9

ウ
〔
集
韻
〕
笛
尤
切
困

シ
ュ

ヵ
ヴ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鞠
‘
昔
告
。

~id 
テヂチ
ン

〔
集
韻
〕
丑
展
切

〔
集
韻
〕
直
几
切

く
つ
を
つ
く
ろ
ふ
。
〔
集
韻
〕
轄
‘
補
履
謂
乏
麗
一
【
鞘
】
如

餡
(
1
2
|
 4
3
1
8
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
餡
‘
或
炊
レ
革
゜

タ
ヴ

革

部

〔
九
ー
＋
書
＿
〕

礎

椎

軸

鞍

殷

緒

翻

韓

轄

鞠

鞘

糟

糊

罷

躾

椎

鞭

鞘

鞠

艘

靱

鞘

鞣

一
七
四

12770 



(42963)-―(42976) 

革

部

〔
十
書
〕

購

膀

輯

鞘

輛

穀

鞄

穎

陸

鞘

幅

鞣

翰

膊

一
七
五

窮
】
〗
〔
集
韻
〕
託
〗
げ

●
兵
器
。
〔
玉
篇
〕
轄
、
兵
器
。

O
腔
荘
は
‘
つ
づ

タプ
ト
プ

:皇圏

胃

小

日

0
毛
が
多
い
。
毬
(
6
|
1
6
9
3
1
)

に

革
策
同
じ
。
〔
集
韻
〕
毬
、
説
文
‘
毛
盛
也
‘
或

ハ
レ
輯
。
●
く
ら
の
け
か
ざ
り
。
〔
説
文
〕
輯
‘
棄
稔

飾
也
、
ハ
レ
革
茸
臀
。
口
く
ら
の
け
か
ざ
り
。
〔
集

韻
〕
輯
、
葦
證
飾
。
国

0
か
は
。
〔
玉
篇
〕
輯
、
革
也
。

●
け
お
り
。
〔
集
韻
〕
棋
、
一
日
、
罰
也
。

O
く
ら
の

け
か
ざ
り
。
〔
集
韻
〕
輯
‘
輩
歴
飾
゜
轡
或
は
耗
(
1
2

1
 4
2
7
4
1
)

・底
(
6
-
1
6
9
2
8
)

・卑竺
8

-
2
7
7
6
9
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鞘
‘
或
作
む
託
・
既
・
紺
一

ジ
，
司
ウ

ニ，ユ

El 

【
朝
】

g

旦召
．／，ヨ，ウ

ニ，ユ

国‘̀

〔
集
韻
〕
而
用
切

〔
集
韻
〕
如
容
切

困医

〔
集
韻
〕
乳
勇
切
醐
〗

霧】
5

ハヴ

就
(
4

ー
9
1
2
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

料
‘
或
作
レ
膀
゜

【購】
5

通
〕
鞘
、
同
レ
請
。

【
購
靱
】
1

唸
う
っ
ぽ
。
〔
埠
蒼
〕
購
靱
箭
室
。

【
購
韓
】
2

kou1 
p
e
i
'

ビ
ス
ト
ン
。
活
塞
。

コ，ウ

≪
又

kou'

靖
(
1
1
0
1
4
3
1
9
0
)
 

に
同
じ
。
〔
正
字

踏
也
、
此
速
蜀
営
1

一
即
束
濁
百
は
踏
向
レ
前
、
故
云
二

足
直
前
之
言
↓
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
鞣
繹
、
履
也
。
〔
集

韻
〕
繹
‘
廣
雅
、
鞣
繹
‘
履
゜
〔
唐
書
、
西
域
上
、
東
女

博
〕
足
曳
二
株
繹
ぶ
稀
繹
、
履
也
。

宣
号

霰
]
5

日
口
〇
睦
紗
は
‘
か
は
ぐ
つ
。
〔
集
韻
〕
陸
‘
睦
砂

□ 曰
ヵ，ケ，力，
7 7 7 

〔
集
韻
〕
詑
治
切

〔
集
韻
〕
克
益
切

圏砥

日
[
_
〔
集
韻
〕
戸
佳
切
屈

カ
イ
〔
集
韻
〕
雄
皆
切
宿
〗

戻ィ

T
一
せ

h
s
i
e
h
'

な
ま
が
は
。
〔
玉
篇
〕
穎
、
生
皮
也
。

冨早

鞠
(
1
2
-
4
2
9
7
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

幅
、
同
編
。

ヒ

【頼】
g

コヴ
ク

〔
玉
篇
〕
古
孔
切
面
一

冨
】
〗
ョ
ウ
□
[
[
口
ぃ
°
に
同
じ
。
〔
集

き
び
し
く
つ
か
ね
る
。
〔
玉
篇
〕
穀
‘
急
束
也
。
〔
倍

唐
書
‘
索
元
橙
傭
〕
枷
研
楔
穀
゜

霰
】
〗
カ
ク
〔
集
韻
〕
黒
角
切
圏

日
●
く
つ
さ
き
。
〔
廣
韻
〕
輛
‘
履
頭
。
〔
集
韻
〕
輛
、

履
首
為
―
―
之
隔
↓
●
く
つ
を
つ
く
ろ
ふ
。
〔
廣
韻
〕

隔
、
補
レ
履
゜
口
お
ぎ
な
ふ
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
隔
‘

補
也
。

□
口
車
の
試
上
の
お
ほ
ひ
。
獣
(
8
-
2
7
4
3
1
)

に

同
じ
。
も
と
獅
(
1
2
-
4
3
0
1
2
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
輔
、
本
作
レ
鞠
゜
〔
説
文
〕
献
‘
車
献
也
‘
鞠
‘
献

或
炊
レ
革
葡
瞥
。
同
l

●
輸
靱
は
‘
や
い
れ
。
う
つ

ぽ
。
箭
室
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
棚
医
・
贖
執
．
輛
靱
‘
矢

蔵
也
。
〔
集
韻
〕
韓
‘
靴
靱
‘
箭
室
。
〔
張
霜
‘
前
出
軍

詩
〕
後
軍
細
細
苗
ム
白
利
損
闘
靱
↓
〇
通
じ
て

歩
(
6
|
1
6
2
6
4
)

に
作
る
。
〔
韻
會
〕
輌
‘
通
作
レ
歩
。

帳
ふ
い
が
う
。
〔
倭
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
百
工
具
〕
輔
‘

唐
韻
云
‘
阜
襄
吹
レ
火
也
‘
又
云
、
所
下
以
吹
二
冶
火
一

令
4
熾
之
嚢
也
、
按
、
罐
‘
鍛
冶
家
皆
用
レ
之
、
吹
章

也
、
以
狸
皮
露
レ
上
。

[
闊
馬
】
1

べ
馬
に
鞍
や
轡
を
つ
け
る
。
〔
杜
甫
、
狂
歌
行

贈
―
―
四
兄
詩
〕
長
安
秋
雨
十
日
泥
‘
我
曹
鞘
レ
馬
聴
―
―
晨

難
一
〔
集
注
〕
輛
レ
馬
‘
駕
―
―
鞍
轡
一
也
。
〔
王
昌
齢
‘
塞
上
曲
〕

遥
見
胡
地
撒
‘
輻
レ
馬
宿
1

一般霜↓

ガ
ク
ギ
，
ヤ
ク

7

日
ギ
ャ
ク

□
 

【

隔

】

尊

カ

ク

〔
集
韻
〕
下
革
切

〔
集
韻
〕
逆
革
切

願闘

【輛】』

国□ 日
プホビヒプフ

クク

〔
集
韻
〕
房
六
切
繭

ヽ

勺
＼

p
e
i
'
 

〔
集
韻
〕
平
祁
切
閣

〔
集
韻
〕
蒲
故
切
暉
〗

み
の
昔
。
か
ね
の
昔
゜
〔
廣
韻
〕
鞘
‘
腔
荘
‘
鐘
瞥
。
革
履
。
●
軟
(
1
2
-
4
2
8
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
軟
‘

〔
集
韻
〕
鞘
‘
鐙
格
‘
鐘
鼓
臀
。
〔
蘇
拭
、
石
鐘
山
記
〕
説
文
、
罷
‘
軟
沙
也
、
或
炊
レ
去
皿
。

戟
炊
鐙
軽
者
、
魏
猷
子
之
歌
鐘
也
。
参
或
は
賂
【
緒
秒
】
1

↓
か
は
ぐ
つ
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
緒
紗
‘
履
也

(
1
2
-
4
8
3
4
7
)
•

株
(
1
2
-
4
2
9
7
8
)
•

訟
(
1
2
|
 4
2
 

〔
集
韻
〕
誌
、
結
紗
‘
革
履
゜

8
0
5
)

・闇
(
1
1
-
4
1
4
5
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鞄
‘
或

省
、
亦
炊
レ
衆
‘
炊
レ
鼓
‘
亦
作
レ
闇
゜

小
曰
●
車
の
と
こ
し
ば
り
。
或
は
縛
(
1
0

箪
’
策
ー
3
8
4
6
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
膊
車
下

索
也
‘
炊
レ
革
専
臀
゜
〔
集
韻
〕
靱
‘
或
炊
レ
車
。
●
車

上
の
か
は
ぶ
く
ろ
。
或
は
縛
(
1
2
|
 4
3
1
8
2
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
膊
‘
車
上
嚢
‘
或
炊
レ
章
。
□
国
●
革

で
く
び
き
を
つ
つ
む
。
隔
(
1
2
|
 4
3
0
9
0
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
隔
、
革
衰
―
―
車
範
一
也
、
或
省
。
●
腹

(
1
2
-
4
3
1
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腹
‘
或
作
レ
靱
‘

亦
拉
炊
レ
革
゜

祠】[
曰口日
プフプホハ

＇ ゥ ヴク

〔
集
韻
〕
扶
富
切

〔
集
韻
〕
伯
各
切
嘩
C

〔
集
韻
〕
蒲
候
切

OO園

か
は
ぐ
つ
。
韓
勒
。
〔
集
韻
〕
翰
‘
呉
人
謂
二
雑
拗

日
レ
翰
゜

【翰】
5

〔
集
韻
〕
烏
公
切
面
i

ヲ
ヴ
ヲ

小
日
□
●
く
つ
。
生
が
は
の
く
つ
。
又
‘

乳革
蒙
か
は
ぞ
こ
の
麻
ぐ
つ
。
〔
説
文
〕
該

生
革
提
也
、
八
レ
革
羹
臀
゜
〔
繹
名
、
秤
衣
服
〕
牒
‘

解
也
、
著
時
、
縮
,
,
其
上
丘
炉
履
然
、
解
―
―
其
上
1

則

舒
解
也
。
〔
玉
篇
〕
躾
‘
罷
也
、
革
底
麻
菜
。
〔
集
韻
〕

鰈
履
也
。
〔
淮
南
子
、
齊
俗
訓
〕
不
レ
函
一
―
―
―
於
為
-
1

文

句
疏
短
之
躾
↓
●
或
は
畦
(
1
2
-
4
2
8
1
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
躾
‘
或
作
レ
桂
゜

圏
囲
熟
語
は
桂
(
1
2
ー
4
2
8
1
3
)
を
見
よ
。

【
牒
山
】
1

t

パ
山
名
。
江
西
省
郡
陽
湖
中
の
大
孤
山
を

い
ふ
。

12771 



(42977)一 (42980)

【
ニ
ニ
ニ
閤
悶
仁
二
皮
＂
骰
配
じ

ク
，
ワ
ク

廓
(
1
2
-
4
2
9
9
3
)

の
古
字
。
〔
字

彙
補
〕
鞘
、
古
文
榔
字
。

12772 



(42981)— (43001) 

【
鞘
】
-

【
鞘
】
如

冨

】

一

【槌】螂
【
獅
】
-

革

部

〔
十
ー
—
十
一
書
＿
〕瞥
鞘

騨

嵯

槌

輌

鞘

稿

榛

縞

鞭

輯

廓

膜

糖

罹

軽

積

軽

輔

樟

一
七
七

橋
(
1
2
-
4
3
0
2
8
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
縞
‘
俗
橋
字
。

ヶ，ウ

小
●
つ
く
り
皮
。
毛
を
去
っ
た
皮
。
も
と

輯

豪

鞭

(
1
2
ー

4
3
1
0
5
)

に
作
る
。
〔
中
華
大

【

榛

】

一

タ

ッ

□

[

[

訂

mo字。
〔
龍
寵

【
榔
】
-

〔
集
韻
〕
間
獲
切
華
『

ク
，
ワ
ク

万
x
こ

k
'
u
o
•

●
ほ
し
か
は
。
〔
廣
韻
〕
糖
、
通
俗
文
云
‘
乾
革
也
。

●
船
を
逢
い
水
の
中
に
引
く
。
或
は
縦
(
7
ー

2
0
1

5
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
輯
引
二
船
浅
水
中
工
或
作
レ

縦
。

冨

】

年

四

豆

ヴ

〔

集

韻

〕

魯

切

因

【

縞

】

一

ヤ

ク

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鞘
、
昔

胸。

キ，ヨ，ウ

日
●
ひ
ざ
か
け
。
繹
(
1
2
|
 4
3
1
9
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
繹
‘
説
文
‘
祓
也
‘
或
八
レ
革
゜
●
車
の
し
ば
り

な
は
。
秘
(
1
2
|
 4
2
7
6
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
秘
‘
説

文
、
車
束
也
、
或
八
レ
畢
°
口
刀
の
さ
や
。
稗
(
1
2
ー

4
2
8
8
9
)
に
同
じ
。
〔
韻
會
〕
稗
‘
刀
室
也
、
或
作
レ
繹
。

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
稿
、
昔
厄
。
一
【
繹
棒
】
1

第
刀
の
さ
や
。
稗
埠
(
1
2
-
4
2
8
8
9
:
 6
)
に

同
じ
。
〔
晉
書
‘
桓
温
博
〕
臣
遠
離
1

一
宮
省
コ
一
十
餘
載
、
碍

棒
戎
務
‘
役
勤
思
苦
。

結
模
は
、
皮
。
〔
集
韻
〕
模
、
結
模
‘
皮
゜

【
膜
】
如

〔
集
韻
〕
末
各
切
嘩
『

ゞ
ク，
 

マ
ク

ペハ

【
騨
】
一

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
覇
、
歩
罵
切
。
―

字
典
〕
榔
、
本
作
レ
鞭
。
〔
説
文
〕
鞭
、
革
也
、
論
語

曰
‘
虎
豹
之
廓
、

A
レ
革
範
瞥
゜
〔
論
語
、
顔
淵
〕
虎

豹
之
榔
、
猶
天
羊
之
郡
↓
〔
劉
賓
楠
正
義
〕
詩
載

馳
正
義
引
Ii

説
文
‘
諄
、
革
也
公
7

本
説
文
作
レ
靱
‘

云
二
皮
去
レ
毛
也
五
興
1

一
詩
疏
所
＂
引
異
‘
然
諄
為
レ

革
、
凡
去
レ
毛
不
レ
去
レ
毛
‘
皆
得
レ
稲
レ
之
、
不
ー
1

一必

専
主
1

一
去
レ
毛
一
訓
↓
〔
楚
辞
、
劉
向
、
九
歎
‘
離
世
〕

筐
澤
這
以
-
―
豹
靱
分
。
〔
注
〕
廓
、
革
也
。
●
き

焙
小
日
□
国
●
か
は
ぐ
つ
。
〔
説
文
〕
惟
、
堤
が
は
。
な
ま
か
は
。
さ
ら
し
か
は
。
毛
を
去
ら
な

豪
陽
‘
ハ
レ
革
徒
瞥
〇
ま
た
跛
(
1
0
ー

3
7

い
で
張
り
か
わ
か
し
た
皮
。
〔
六
書
故
〕
郁
‘
凡
革

8
1
2
)
・
 
犀
(
4ー

7
7
9
1
)
・

跳
(
1
0
ー

3
7
6
2
6
)

・雄（
1
2

不
レ
去
二
茸
全
文
張
而
完
―
―
暴
之
二
謂
11

之
螂
芯
●
或

|
 4
2
8
6
3
)
・
 
躍
(
1
0
-
3
8
0
2
3
)
・

糧
(
1
2
|
 4
3
0
9
9
)

は
騨
(
1
2
-
4
2
9
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
郡
‘
或
省
。

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
繋
〕
鞭
‘
輿
レ
躍
略
同
、
字

O
古
‘
鞘
(
1
2
ー

4

達
8
0
)

に
作
る
。
〔
康
煕
字
典
〕

亦
作
レ
殿
、
作
檎
、
作
レ
跳
。
〔
集
韻
〕
鞭
‘
或
炊
レ
郁
‘
古
文
鞘
。

麗

゜

〔

集

韻

〕

鵬

或

作

愴

、

亦

省

。

【

榔

革

]
1
"
”
ク
毛
を
去
っ
た
皮
。
〔
新
序
、
雑
事
一
〕
璧
レ

之
其
猶
諄
芍
者
也
。

【
榔
樅
】
2

認
り
ク
献
の
中
央
に
革
を
施
し
て
車
を
堅
固

な
ら
し
め
る
も
の
。
〔
詩
、
大
雅
、
韓
突
〕
輻
穀
漫
帳
‘
條

革
金
厄
。
〔
博
〕
廓
、
革
也
、
戟
、
試
中
也
。
〔
疏
〕
郁
者
去
レ

毛
之
皮
也
、
穀
為
―
―
拭
中
蓋
百
5-1

去
レ
毛
之
皮
エ
施
1

一
子
拭

之
中
央
云
炉
車
使
二
牢
固
1

也。

□ 日
ヒ，ヘヒヒ
ャイチッ
ゥ

薗pi'
 

〔
字
彙
〕
補
鼎
切
躙

〔
集
韻
〕
壁
吉
切
7ヽ
-

ツ
ィ
ヅ
イ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
槌
、
直
追
切
。

【嵯】
i

サ

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
嵯
‘
素
何
切
。

稗
（
1
2
-
4
2
器
9
)

に
同
じ
。
〔
羹

韻
〕
鞭
‘
同
レ
稗
。

ヘ
イ

く
ら
。
〔
五
昔
篇
海
〕
鞍
‘
鞍
轄
也
。

【
轄
】
一
ア
ブ
〔
五
昔
篇
海
〕
昔
帖

【
瞥
】
』

コ

替
(
8
-
2
3
7
4
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

瞥
‘
興
レ
替
同
。

【鞭】
i

国□ 日
シシサシ
ギィ

〔
集
韻
〕
所
綺
切
瞬

〔
集
韻
〕
所
蟹
切
蘭
〗

〔
集
韻
〕
所
寄
切
甲
〖

n11胃[―

障
泥
は
、
鞍
飾
。
あ
ふ
り
。
〔
廣
韻
〕
樟
‘
障
泥
、
鞍

飾
゜
〔
集
韻
〕
障
、
馬
鵬
゜

【
節
】
如

シ
，
ャ
ヴ

〔
集
韻
〕
諸
良
切
卿
i

【糖】
g

籟
(
8
-
2
6
7
3
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

篠
‘
胡
籟
‘
箭
室
‘
或
作
レ
糖
。

ロ
ク

●
つ
づ
み
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
軽
、
一
日
‘
鼓
瞥
。

●
お
ほ
ひ
ぬ
ふ
。
〔
集
韻
〕
縫
‘
字
林
、
被
縫
也
。

●
級
縫
は
、
草
の
名
。
〔
集
韻
〕
軽
‘
一
日
‘
級
軽
‘

舛
名
。

【
縫
】
〗〔
集
韻
〕
符
容
切
圏
i

ホ
ヴ
プ

こ
ま
か
。
〔
字
彙
〕
積
、
微
也
。

【
績
】
-
[
デ
〔
字
彙
〕
側
革
切
園

【
軽
】
』

t
'
a
n
g
'
:
:
:
;
~

。

〔
集
韻
〕
聾
、
説
文
‘
鼓
聾
也
、
或
作
レ
軽
゜

【
陛
軽
】
1

焚
●
鐘
の
昔
。
〔
廣
韻
〕
桔
、
軽
格
‘
鐘
繋
゜

0
瀧
の
昔
の
形
容
。
〔
齋
藤
拙
堂
、
遊
↓
ヤ
箕
面
山
一
遂
入
レ

京
記
〕
大
聾
軽
搭
震
↓
1

山
谷
↓

タ，ウ

六
尤

く
ら
の
皮
゜
〔
玉
篇
〕
罹
、
鞍
皮
゜

【
靴
】
-
[
口
〔
玉
篇
〕
素
回
切
限

12773 
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【
鰺
】
岬

國

窟
】
〗

聾

日
●
馬
の
し
ほ
で
の
た
れ
る
さ
ま
。
し
ほ
で
は
、

□ 日
セセサ
ンンン

〔
集
韻
〕
思
廉
切

〔
集
韻
〕
師
術
切

す
ゑ
も
の
つ
く
り
の
道
具
の
名
。
〔
篇
海
〕
鞭

窯
人
所
レ
用
、
在
二
道
地
経
↓

【

幌

】

畑

ヶ

ン

〔
篇
海
〕
経
天
切
加

盲
】
岬
シ
，
ヤ
〔
集
韻
〕
之
夜
切
圏

【
鞠
】
〗

冨
l

】
伽

ハ，ウ
シ

鞄
（
1
2
-
4
2
7
8
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鞄
‘
或
炊
レ
陶
。

輯
(
1
2
|
 4
2
9
7
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
糊
‘
興
レ
輻
同
。

フ
ク

鞭
(
1
2
-
4
2
9
9
1
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
鞭
、
説
文
‘
豪
作
レ
縫
゜

□
口
か
は
ぐ
つ
。
或
は
磯
(
1
2
|
 4
3
0
9
7
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
靱
、
博
雅
、
履
也
‘
或
作
レ
礁
゜

【
腱
】
岬

[

O

□
[
月
7

口

之
下
レ
輯
也
。
〔
注
〕
鑢
‘
邑
名
也
。

昔
未
詳

シ
，
ヨ
ク

5

日

ゾ

クサク

□
ザ
ク

【靱】畑

〔
集
韻
〕
仕
角
切
圏
f

〔
集
韻
〕
松
玉
切
国
瓜

石
粧
は
、
薬
草
の
名
。
〔
集
韻
〕
槌
、
石
粧
‘
槃
舛

一
名
石
草
。

日
口
曰
國
罷
轄
氏
は
、
周
の
築
官
の
名
。
〔
集
韻
〕

轄
‘
提
轄
氏
、
掌
夷
築
―
官
名
。
〔
周
證
‘
春
官
‘

罷
轄
氏
〕
罷
轄
氏
、
掌
―
―
―
四
夷
之
槃
卑
ハ
ニ
其
瞥
歌
↓

園固

巳
口
●
胡
人
の
ほ
こ
。
〔
玉
篇
〕
輻
、
胡
矛
。

O

胡
人
の
や
い
れ
。
〔
集
韻
〕
輻
‘
字
林
‘
腱
也
、
胡

人
謂
Ii

之
輻
↓

ロ
ヴ
〔
集
韻
〕
郎
侯
切
甲

カ
又

Jou'

ElレJ
 

ロ
疇
〔
集
韻
〕
郎
豆
切
園

曰
ク
〔
集
韻
〕
倶
遇
切
暉
〗

國
ル
〔
集
韻
〕
龍
遇
切
暉
〗

冨】
g

ォ，ウ

ロ
ウ口ゥ

〔
集
韻
〕
於
候
切

〔
集
韻
〕
邑
倶
切

冠[】
g

糧

(
1
2
-
4
3
0
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
謬
‘
或
作
レ
櫂
。

ラ
ク 革

部

〔
十
―
|
+
―
一
書
〕

【
轍
】
畑
ソ
ヴ
び
戸
し
パ
い
）
。
に
同
じ
。
〔
集

【
聰
】
〗

鞍
の
前
輪
と
後
輪
と
の
左
右
に
つ
け
て
、
む
な

が
い
と
し
り
が
い
と
を
止
め
る
紐
゜
〔
集
韻
〕
鰺
‘

馬
鞘
垂
兒
。
●
は
た
あ
し
。
ま
た
謬
(
8
-
2
7
8
5
5
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
鰺
‘
施
旗
旋
也
、
亦
作
レ
謬
。

O

或
は
鞍
(
1
2
-
4
2
7
3
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蹄
‘
或

作
レ
鞍
゜
口
は
た
の
あ
し
。
機
(
1
2
|
 4
3
0
9
2
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
慢
‘
施
旗
末
也
、
或
作
レ
鰺
゜

小

日

口

回
l

●
ぬ
ひ
と
り
を
し
た
と
ぢ

衷
月
草

豪

革

。

も

と

隕

(
1
2
-
4
3
0
8
8
)

に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
隕
、
本
作
レ
鞭
。
〔
説
文
〕
顎
‘
革
繍
也
、

【鞘】螂
囲回口
ヮグク，ク，
イワワワ
イイイ

~ ~ 

集集
韻韻、、
姑求
回≪ 位
切 x切
¥' 

堅駆図ズ園
国

r —~ 
轄
~ 
43023 

〔
集
韻
〕
曰
内
切

〔
集
韻
〕
胡
射
切

日キ

冨】
g

7
ン

巌
(
1
2
|
 4
8
3
5
 0
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
禎
、
同
レ
鼓
。

疇
瓢
言
“

冨
品
キ
ン

観
(
1
0
-
3
4
9
5
2
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
幌
、
観
俗
字
。

圏因

巳
□

0
は
な
づ
な
。
牛
頭
に
ま
と
ふ
縄
。
〔
廣
韻
〕

膜
霰
絡
‘
頭
縄
。
〔
集
韻
〕
畏
一
曰
、
牛
絡
頭
。

O

か
み
づ
つ
み
。
〔
集
韻
〕
鞭
‘
絡
レ
髭
謂
↓
一
之
撲
↓
〇

鞭
(
1
2
-
4
3
0
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
綿
、
或
省
。

祠

】

g

サ
義
未
詳
。
国
音
篇
海
〕
罷
、
先
果
切

冨
品

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
税
、
居

雨
切
。

キ
，
ャ
ヴ

【

聯

】

[

ヶ

ン

椙
(
1
2
~
4
3
0
6
9
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
欝
‘
鞣
俗
字
。

【

鞣

】

叩

ヶ

ン

阻
(
1
2
|
 4
3
0
6
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鞣
‘
同
レ
憔
。

冨
忌

桃（
1
2
-
4
2
8
0
7
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鞭
‘
同
レ
桃
。

タ
ヴ

祠
】
螂
曰
ホ
ク

□
ホ
ク

〔
集
韻
〕
博
木
切

〔
集
韻
〕
週
玉
切

ク
，
ワ
ン

棺
(
1
2
-
4
2
8
7
0
)

の
俗
字
。
〔
正

字
通
〕
憶
‘
俗
棺
字
。

か
は
ぐ
つ
。
〔
玉
篇
〕
顆
‘
桂
也
。
〔
集
韻
〕
帽
‘
頼

撲
‘
履
也
。

冨
品
勺
〔
集
韻
〕
莫
佳
切
廂

炊
レ
革
貴
瞥
゜
〔
集
韻
〕
輯
‘
績
阜
。
〔
國
語
‘
齊
語
〕

軽
罪
贖
以
糖
盾
一
戟
一
〔
注
〕
積
盾
‘
綴
レ
革
有
レ

文
如
レ
績
也
。
●
た
づ
な
。
醜
(
1
2
-
4
2
9
5
6
)

に
通

ず
。
〔
集
韻
〕
鞭
‘
馬
橿
也
、
通
作
レ
鞘
。

O
つ
よ
い
。

勃
(
2ー

2
3
5
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鞘
‘

段
借
為
レ
勃
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
鞘
‘
強
也
。
⑲

く
ぢ
く
。
＜
ぢ
け
る
。
劇
(
2
-
2
2
2
7
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
輯
‘
段
借
為
レ
劇
。
〔
淮
南
子
、

原
道
訓
〕
堅
強
而
不
レ
績
。
〔
注
〕
績
‘
折
。

O
或
は

績
（
1
2
-
4
3
2
0
4
)

に
作
り
、
ま
た
輻
(
1
2
|
 4
3
0
6
 

5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
績
‘
或
炊
レ
章
‘
亦
作
レ
櫃
゜
國

た
づ
な
。
又
‘
ぬ
ひ
と
り
を
し
た
な
め
し
が
は
。

或
は
績
(
1
2
|
 4
3
2
0
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
精
‘
糧

也
、
一
曰
‘
繍
章
也
、
或
作
レ
績
。

【
蹟
盾
】
1

グ
翌
な
め
し
が
は
で
綴
ぢ
て
績
の
や
う
に

飾
っ
た
た
て
。
〔
國
語
‘
齊
語
〕
軽
罪
贖
以
精
盾
―
戟
↓

〔
注
〕
鞘
盾
‘
綴
レ
革
有
レ
文
如
レ
績
也
。

謬

輻

鞄

靱

親

鰺

轄

轍

糠

縫

鞘

撃

鞭

鞣

靡

務

棟

開

戟

鞘

帽

轄

撲

一
七
八

12774 
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革

部

〔
十
一
―
|
|
+
―
―
一
書
一
〕

輻

搬

帷

橋

鵜

特

散

駆

観

鞄

鞭

横

轍

糀

観

聴

擁

鞠

鞭

鞄

暢

轄

糧

一
七
九

く
つ
。
か
は
ぐ
つ
。
或
は
靴
（
1
2
-
4
2
7

姦

2
9
)

・
駆
(
1
2
|
 4
3
0
3
2
)
•

履
(
4
-
7
7
7

韓
小

7
)
•履
(
4
|7
7
9
3
)

に
作
り
、
も
と
輯
に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
陣
‘
説
文
作
レ
輯
゜
〔
説
文
新
附
〕
鴇
‘
罷

隔
‘
凡
レ
革
華
臀
゜
〔
繹
名
‘
秤
衣
服
〕
樺
‘
跨
也
、
雨

冨[][

〔
集
韻
〕
呼
胆
切
園
i

ク
ヴ
—

T
U
せ

h
s
u
e
h
'

冨
】
〗
篤
(
9
|
3
0
2
0
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鳳
履
也
、
亦
作
レ
紺
。

セ
キ

冦
】
〗
戸
シ
責
い
□
7
[い
げ
｀

(
4
|
 78
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
履
‘
説
文
‘
展
也
‘
或
作
レ

橋
、
亦
八
レ
革
゜

車
駕
の
革
か
ざ
り
。
或
は
嗣(
1
2
~
4
2
8
0
4
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
臆
、
車
被
具
飾
‘
或
炊
レ
同
。

【
戟
】
〗
〔
集
韻
〕
居

7予
虞

0
く
つ
ば
み
。
〔
集
韻
〕
観
‘
一
日
、
糧
在
レ
ロ
。
〔
漢

書
‘
刑
法
志
〕
是
猶
1

一
以
レ
鞭
而
御
一
騨
突

U
0き
づ

な
。
〔
廣
韻
〕
親
‘
繋
レ
馬
。
参
お
も
が
い
。
〔
集
韻
〕

磯
‘
馬
絡
頭
。
働
と
り
し
ま
る
。
た
だ
す
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
観
‘
検
也
。

O
覇
(
9
|
2
8
4
1
7
)

・認
(
9
ー

2
8
4
1

2
)

・
騎
(
1
2
|
 4
2
8
8
2
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
鞭
‘

鵡
闘
・
騎
並
通
。

[
親
謡
】
1
"

●
馬
の
き
づ
な
。
〔
楚
酔
‘
離
騒
〕
余
雖
―
―
好

脩
跨
以
親
覇
云
ッ
‘
賽
朝
辞
而
夕
替
。
〔
注
〕
機
鵡
以
レ
馬

自
喩
‘
糧
在
レ
ロ
日
レ
磯
‘
革
絡
レ
頭
曰
レ
鵜
‘
言
レ
為
"
一
人

所
―
―
係
累
一
也
。
〔
顔
延
之
‘
緒
白
馬
賦
〕
既
剛
且
淑
‘
服
―
―

磯
楓
分
。
〔
注
〕
清
曰
‘
観
鵡
‘
輻
控
也
。

O
心
氣
の
む
す

ぽ
れ
る
こ
と
。
〔
楚
辞
‘
九
章
‘
悲
回
風
〕
心
観
鵜
而
不
レ

形
分
、
氣
線
轄
而
自
締
゜

【
以
レ
親
御
―
騨
突
―
】
2

i
”
五
い
紆
ス
？
き
づ
な
で
あ
れ
う

ま
を
制
御
す
る
。
騨
突
は
悪
馬
。
軽
い
刑
罰
を
以
て
奸

兇
を
制
す
る
喩
゜
〔
漢
書
、
刑
法
志
〕
今
漢
承
1

一
衰
周
暴

盲】螂

ケキ

〔
集
韻
〕
徒
東
切

oo

ト
ヴ
ヅ

冨
】
〗
粋
(
1
2
ー

4
3
0
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集

ク，ワ

韻
〕
粋
‘
或
作
レ
齢
。

ロロ
0
た
づ
な
。
置
(
1
2
|
 4
3
1
0
6
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
饂
‘
鞄
也
‘
鞭
、
同
冨
。
●
た
づ
な
の
さ
き
。
【

It】岬

〔
廣
韻
〕
鞭
‘
轡
首
。
＠
く
つ
わ
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕

椴
‘
勒
也
。

桔
散
は
‘
胡
人
の
酒
器
。
〔
篇
海
〕
散
‘
胡
人
酒
器

結
敷
。

ト
ン

〔
篇
海
〕
都
昆
切
国

【
徽
】
〗
日
カ
ク
キ
，
ヤ
ク

キ
，
ヨ
ク

コ
ク

□’ 

〔
集
韻
〕
詑
力
切

〔
集
韻
〕
各
核
切

國園

冨
】
〗ド
ヴ

躍
(
9
-
2
8
5
7
5
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鞘
‘
珊
俗
字
。

足
各
以
レ
一
跨
騎
也
。
〔
集
韻
〕
輝
、
或
作
11

靴
・
梢

履
・
履
一

国
団
熟
語
は
靴
(
1
2
-
4
2
7
2
9
)
を
見
よ
。

【
袢
園
】
1

焚
消
‘
溢
爵
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 4
)

の
麗

【
韓
村
】
2

笈
木
下
業
廣
の
琥
。
木
下
犀
澤
(
6
-
1
4
4
1

5
:
 36
)
を
見
よ
。

く
つ
。
か
は
ぐ
つ
。
雄
勤
。
或
は
鞄
(
1
2
-
4
2
9
6
9
)

に
作
り
、
ま
た
輯
(
1
2
-
4
3
2
1
4
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
擁
‘
樺
勒
‘
或
八
レ
邑
‘
亦
作
レ
請
。

き
づ
な
。
た
づ
な
。
橿
(
8
|
2
7
9
4
9
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
橿
‘
説
文
‘
馬
雛
也
‘
或
ハ
レ
革
。

冨

】

蜘

〔
集
韻
〕
於
容
切
圏
]

ヨ，ゥュ

【
糧
】
蜘

:
ヤ
ゥ
〔
集
韻
〕
居
良
切
一
犀

ヵ

ヴ

り

＿

尤

c
h
i
a
n
g
1

≪
尤

k
a
n
g
1

n麟
昌
且

冨
〉
】
〗
ケ
ン
コ
ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
懇
居
言
＿
【
鶉
】
〗

切。

馬
に
被
せ
る
革
具
。
或
は
棧
（
1
2
|
 4
2
8
7
9
)

・網

(
8
ー

2
7
9
8
2
)
・

犠
(
1
2
|
 4
3
0
8
9
)

に
作
＂
る
。
〔
隼
木

韻
〕
聴
、
馬
被
具
‘
或
炊
レ
箋
‘
炊
：
糸
。
〔
字
莱
〕
糖
‘

同
レ
礁
゜

セ
ン

〔
集
韻
〕
将
先
切
囲

H
＿
ヰ
・
c
h
i
e
n

冨
溢
｀
／
，
ヨ
，
ウ
"
[
:
“
寵
手
鑑
〕
靴
‘
昔

く
つ
。
〔
篇
海
〕
繹
‘
駐
饂
゜

曾
】
〗7 
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
館
、
音
富
。

貧

】

岬

、，ウ
9
,
 

〔
篇
海
〕
布
江
切
印

【
轍
】
岬

ジ
，
式
ウ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
轍
‘
而

ニ
，
ュ
鍾
切
。

霰
】
〗

燻
(
7
ー

1
9
1
8
1
)

の
古
字
。
〔
字

彙
補
〕
戟
‘
古
煙
字
。

ク
，
ヮ
ゥ

0
五
採
の
絲
で
か
が
っ
た
く
つ
。
或
は
総
(
8
-

2
7
9
7
0
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
憶
、
五
採
絲
條
・
―
―
履
下
一

也
、
或
作
レ
穏
。

O
く
つ
さ
き
。
〔
廣
韻
〕
臆
‘
履
頭

也
、
出
1

一
韻
略
↓
〔
集
韻
〕
臆
‘
履
首
。

【琶叩
戸
[
〔
集
韻

N
力

切

國

冨
】
〗
＂
ン
，
ヨ
，
ウ

饒
(
1
2
|
 4
3
0
3
9
)

に
同
じ
。
〔
五

昔
篇
海
〕
幅
、
同
レ
隅
゜

曾

】

岬

サ

ン

跨
(
1
2
-
4
3
0
0
 7
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
條
、
同
レ
跨
。

祠
]
〗
タ
ッ
・
セ
ツ
・
タ
ン

或
炊
に
置
。

靭
(
1
2
|
 4
2
7
6
4
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
靭
‘

秦
極
散
之
流
硲
巾
已
薄
11

於
三
代
盃
皿
行
―
―
尭
舜
之
刑
す
是

猶
和
ぞ
磯
而
御
畔
突
↓

〇
篇
(
8
ー

2
6
7
2
9
)

に
同
じ
。
〔
集

冨
】
〗
韻
〕
篇
‘
説
文
、
酒
母
也
‘
或
作
レ

畏

O
鞠
(
1
2ー

4
2
8
9
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鞠
‘
或
作
レ

掬゚

キ
ク
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【
轄
】
〗
圃
ダ
ッ

タ
ッ
〔
字
彙
〕
他
達
切
園

／
 

タ

チ

カ

Y

ta2 

や
は
ら
か
い
。
〔
集
韻
〕
轄
‘
軟
謂
―
―
之
聘
↓

祠

】

g

〔
集
韻
〕
土
證
切
澤
]

テ
イ
タ
イ

【

鞘

】

岬

／

ヨ

ク

ハ

戸

』

彗

0
同
し
。
〔
集

祠

】

g

/

，
ヨ
ク
[
]
[
‘
]
旦

[
O同じ。
〔
集

【
靴
】
〗

あ
ふ
り
。
〔
集
韻
〕
鞭
‘
馬
障
泥
也
。

セ
ン

集
韻
〕
昌
開
切
畔
皿

ヽ

／
イ
コ

c
h
'
a
n
•

【
鞠
】
〖
ヒ
＂
〕
（
だ
打
。
）
に
同
じ
。
国
字

【
糧
舘
]

1

[

ヤ
＇
，
輻
は
、
馬
を
制
し
止
め
る
き
づ
な
、
舘

は
‘
と
ざ
し
つ
な
ぐ
こ
と
。
他
の
束
縛
を
受
け
る
喩
゜
〔
漢

書
‘
叙
傭
上
〕
貫
仁
誼
之
覇
絆
五
繋
一
名
臀
之
糧
鎖
↓
〔
注
〕

師
古
日
、
精
如
馬
糧
一
也
。
〔
白
居
易
、
養
拙
詩
〕
身
去
―

糧
鎖
累
石
耳
辟
―
―
朝
市
喧
一
〔
慮
思
道
、
努
生
論
〕
糧
―
―
鍍

仁
義
↓
籠
―
―
絆
朝
市
↓
〔
欧
陽
脩
‘
送
1

一
方
希
nlJ1
序
〕
蒙
荘

似
紳
笏
為
柴
柵
↓
班
伯
以
1

名
賢
為
繹
舘
↓

【
糧
鎌
]

2

[

ャ
ウ
他
の
束
縛
を
受
け
る
喩
゜
糧
鎖
に
同

じ
。
〔
祁
鴻
動
‘
輿
"
陽
休
之
一
書
〕
吾
生
既
繋
1

一
名
臀
之
糧

鎮
就
l

―
良
工
之
剖
覇
↓

【
糧
縄
】
3

c
h
i
a
n
g
'
s
h
e
n
g
2
 

手
綱
。

革

部

〔
十
三
I

十
四
書
一
〕

●
む
ち
う
つ
。
撻
(
5
|
1
2
7
7
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

磋
‘
卑
ハ
レ
撻
同
。

0
種
族
の
名
。
撻
鞄
（
1

)

を
見
よ
。

〔
字
彙
〕
撻
‘
磋
鞄
‘
北
秋
総
名
。

【
鞄
靭
】
1

”/
0國
の
名
。
も
と
昧
稿
の
別
部
。
唐
末
、

始
め
て
其
の
名
を
見
、
後
、
蒙
古
の
梢
と
な
る
。
元
亡

ぴ
‘
其
の
宗
族
、
漠
北
に
走
り
、
元
の
國
琥
を
去
つ
て
撻

鞘
と
稽
す
。
明
及
ぴ
瓦
刺
に
攻
め
ら
れ
、
勢
大
い
に
衰

ヘ
‘
逹
延
汗
の
後
、
勢
復
盛
に
、
隠
：
明
の
邊
境
を
擾

す
。
消
の
興
起
す
る
に
及
ぴ
諸
部
相
緞
い
で
降
附
す
。

或
は
又
‘
逹
鞄
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
撻
鞄
‘
始
起
地
虞
1

一

契
丹
西
北
一
族
出
1

一
沙
陀
別
種
↓
〔
唐
書
‘
沙
陀
博
〕
國
昌

敗
‘
卑
ハ
ニ
克
用
玉
争
レ
宗
奔
―
―
逹
鞄
↓
〔
明
史
、
外
國
、
撻
靭

博
〕
撻
靭
‘
郎
蒙
古
、
故
元
後
也
‘
云
云
、
後
部
帥
紛
摯
‘

五
博
至
1

一
坤
帖
木
兒
一
咸
被
レ
拭
‘
不
―
―
―
復
知
モ
帝
琥
二

9

鬼
力
赤
者
「
纂
立
稲
二
可
汗
玉
＃
國
琥
姦
9

楢
―
―
槌
靭
―
云
゜

〔
績
通
典
‘
邊
防
‘
鞄
鞄
〕
撻
鞄
‘
郎
蒙
古
、
故
元
後
也
、
明

初
元
順
帝
咀
―
―
子
應
昌
工
其
子
阿
裕
｛
貫
哩
達
剛
‘
嗣
立
‘

徒
―
―
於
和
寧
面
豆
其
次
子
特
古
斯
特
穆
爾
ぶ
生
捕
魚
兒

視
於
―
―
太
祇
洪
武
二
十
一
年
玉
竺
明
将
藍
玉
所
＂
敗
‘

走
至

,rliiil拉
河
↓
為
-
―
其
下
伊
蘇
岱
爾
所
品
6

、
部
落
多

潰
‘
其
族
鳥
納
賓
哩
‘
牧
―
―
散
亡
戸
壁
和
寧
之
西
↓
復
為
ニ

明
都
督
劉
慎
等
所
乙
破
‘
自
↓
―
特
古
斯
特
穆
爾
ー
後
、
五
傭

至
衰
特
穆
爾
↓
皆
被
穀
、
遠
族
果
勒
齊
纂
レ
位
稽
レ
汗
‘

始
去
t

一
国
鼠
稽
1

一
撻
靭
↓
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
異
國
人
物
〕

撻
鞄
‘
蒙
古
、
北
秋
‘
猜
棗
夏
‘
搬
抗
周
‘
匈
奴
秦
漢
‘
突

蕨
唐
、
契
丹
宋
‘
撻
子
明
‘
其
名
歴
代
各
異
也
、
三
才
圏
會

云
‘
及
に
木
復
盛
‘
其
別
部
小
者
曰
二
蒙
古
↓
日
―
秦
赤
烏
一

旦
塔
塔
兒
百
]
-
―
克
列
↓
後
蒙
古
盛
‘
兼
並
入
―
―
寇
中
國
一

伐
な
否
炉
元
‘
閏
位
十
四
博
‘
而
天
命
蹄
,
,
大
明
玉
蓋
磋

靭
其
種
本
有
レ
五
、
皆
或
牛
獲
猪
鹿
之
隔
所
レ
生
‘
而
其

一
種
蒼
色
狼
卑
ハ
―
―
惨
白
鹿
面
り
レ
生
者
、
二
十
五
世
生
―
―
帖

本
慎
ご
走
梢
ー
ー
大
蒙
古
都
長
ご
惜
絨
一
皇
帝
霊
世
居
―
―
沙
漠

東
北
六
千
里
一
後
居
山
陰
正
翌
撻
靭
一
地
産
―
―
羊
馬
一

無
城
池
房
含
随
永
草
面
~
レ
居
‘
俗
尚
→
―
射
撒
｛
食
至
＇

馬
野
鹿
云
全
皮
革
五
帖
本
漠
四
世
孫
忽
必
烈
、
僭
1

居
中

國
桐
褥
、
皮
國
絨
旦
大
元
↓
●
地
名
。
中
古
‘
撻

靭
族
が
中
央
亜
細
亜
に
侵
入
し
た
こ
と
よ
り
名
づ
く
。

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
二
部
に
分
る
。

或
は
更
に
廣
義
に
用
ひ
‘
渦
洲
蒙
古
よ
り
欧
洲
の
頓
河

祠

】

一

ぅ

昇

’

,

＂

戸

0
俗
字
。
〔
龍
寵

【
鞭
】
〗
ィ
ン

靭
(
1
2
-
4
2
7
3
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鞭
、
同
レ
靭
。

掘
(
1
2
|
 4
2
8
8
6
)

に
同
じ
。
〔
六
書

【
欄
】
〗
ク
ツ
統
〕
輻
、
興
枷
同
。

冤】』
し
ば
り
。
〔
川
篇
〕
蟄
、
顕
也
。

タ
ク
ダ
ク

〔
川
篇
〕
大
角
切

圏

【
孵
】
〗

く
び
き
し
ば
り
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
鞘
謂
二
之
孵
↓

カ
イ
ゲ

〔
集
韻
〕
下
買
切

麗

【繹】
g

鞣
繹
は
‘
く
つ
。
〔
集
韻
〕
繹
、
廣
雅
、
粽
繹
‘
騨
也
。

タ
ク
ダ
ク

〔
集
韻
〕
逹
各
切

圏

祠

】

叩

総
(
8
-
2
7
9
7
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

ス
イ

縫
亦
炊
レ
革
。

泥
河
の
間
に
至
る
間
を
梢
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山

西
、
外
夷
‘
附
考
〕
蒙
古
‘
欧
陽
脩
日
、
撻
鞘
在
羹
契
丹

東
北
ぢ
悠
腔
契
丹
所
＞
攻
、
部
族
分
散
‘
居
―
―
陰
山
者
、

琥
日
闘
靭
↓

[
靱
帽
】
2

芯
撻
鞄
の
帽
子
。
〔
―
ニ
オ
圏
會
、
衣
服
‘
撻

帽
〕
皮
為
レ
之
、
以
獣
尾
五
縁
稽
‘
或
注
"
於
頂
↓
亦
胡
服

也。

輻

鞠

靴

靱

鞘

轄

轄

隧

繹

孵

繋

輻

峡

鞄

輻

輛

鞍

輯

糧

罷

靱

【

鞭

]

螂

ホ

ク

〔

集

韻

〕

舟

切

因

【
罷
】
〗

0
こ
し
お
び
。
〔
玉
篇
〕
髄
‘
辮
帯
随
。
●
か
は

お
び
。
〔
集
韻
〕
糧
‘
章
帯
謂
11

之
糧
↓

ケ
ン

〔
集
韻
〕
詰
戦
切
四
幽

【

琶

叩

キ

＂

戸

q)に同
じ
。
〔
集
韻

【
鞠
】
岬

隔
(
1
2
-
4
3
0
9
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
隔
‘
亦
作
レ
輯
゜

、
ク
ノ

【
際
】
〗

ひ
き
づ
な
。
〔
集
韻
〕
粽
‘
鞍
也
。

シ‘ウ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
側
救
切
固
q

【
輛
]
』

た
づ
な
が
た
れ
る
。
通
じ
て
脆
(
1
2
-
4
2
9
2
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
輛
‘
轡
垂
也
、
通
作
レ
脆
。

デ
イ
ナ
イ

〔
集
韻
〕
乃
證
切
淘
[
-

【
轄
】
蜘

か
は
ぐ
つ
。
〔
玉
篇
〕
襦
‘
桂
襦
也
。

ジ，ユニ，ユ

玉
篇
〕
而
庚
切

'-―― ご
八
〇

國
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冨】畑

”
 

革

音

〔
十
四
ー
＋
六
書
i

〕

轄

鞣

糀

鞭

鞍

歓

棋

精

翰

積

轍

聴

鞭

讃

輯

蟄

籍

轄

朧

槌

鞘

一
八

〔
集
韻
〕
呼
典
切
＞
餌

T

ニカ
h
s
1
e
n
3

〔
集
韻
〕
馨
旬
切
霰

小
□
已
馬
車
の
革
紐
の
名
。
前
足
の
後
か

雙
荻
ら
上
げ
て
懇
の
後
に
結
ぶ
革
ひ
も
。
も

と
聾
(
1
2
~
4
3
1
0
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鞣
‘
説

文
作
レ
聾
゜
〔
説
文
〕
豊
、
箸
レ
亦
輯
也
、
炊
レ
革
顕

臀
゜
〔
繹
名
、
繹
車
〕
鞣
‘
純
也
、
横
経
1

一
其
腹
下
一

也
。
〔
集
韻
〕
粗
‘
説
文
、
箸
レ
腋
斡
也
、
一
曰
、
在
レ
背

曰
レ
鞣
゜
〔
左
氏
‘
倍
、
二
十
八
〕
晉
車
七
百
乗
、
鞣

靭
鞍
絆
゜
〔
注
〕
在
レ
背
曰
レ
鞣
゜
〔
史
記
‘
證
書
〕
鮫

塁
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
、
糀
者
、
告
史
馬
摘
一
之

革
‘
索
隠
日
‘
鮫
罷
者
、
以
鮫
魚
皮
師
レ
鞣
、
饂

馬
腹
帯
也
。

【
樵
靭
】
1

竺

鰺
馬
の
背
に
つ
け
る
ほ
だ
し
と
腹
に
つ

口
ヶ
ン

日
ヶ
ン

小

日

口

回

國

0
か
た
な
の
さ
げ
を
。
〔
説

董ヨ`革
策
文
〕
鞭
‘
侃
刀
系
也
、
炊
レ
革
蔓
瞥
。
●

刀
の
つ
か
革
゜
〔
集
韻
〕
穫
‘
一
日
、
刀
鞄
中
章
。

〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
夫
外
鞭
者
、
不
レ
可
―
―
繁
而
捉
↓

〔
繹
文
〕
穫
、
三
蒼
云
‘
侃
刀
鞄
草
也
。
参
つ
か
ね

る
。
皮
で
し
ば
る
。
〔
集
韻
〕
轄
、
縛
也
。
〔
荘
子
、
庚

桑
楚
、
繹
文
〕
轄
‘
李
云
‘
縛
也
。
働
鞭
(
1
2—
4
3
2

2
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
暖
‘
或
炊
レ
革
゜

祠】畑
固曰口口
ゴコアキ＇カャァ

＇ クヤククク
ク

〔
集
韻
〕
胡
故
切

〔
集
韻
〕
胡
栢
切

〔
集
韻
〕
乙
角
切

〔
集
韻
〕
乙
格
切

園党凰凰

は
な
づ
な
。
牛
の
頭
に
ま
と
ふ
縄
゜
或
は
鞣
(
1
2

-
4
3
0
2
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
戦
、
牛
首
絡
‘
或
省
。

祠芦
鍬
精
ぱ
‘
ぶ
ら
ん
こ
。
〔
集
韻
〕
靱
‘
鍬
精
、
北
方

山
戎
‘
戯
以
習
五
猛
竺
者
。

セ
ン

〔
集
韻
〕
親
然
切

oo

く
一
口
，

c
h
'
i
e
n
1

”“髯
i

――

軍】
5

"
ン，ヨーウ

輯
(
1
2
-
4
2
9
6
5
)
に
同
じ
。
〔
五

昔
篇
海
〕
棋
、
同
レ
輯
。

霰
】
[
ケ
ッ

訣
(
1
2
|
 4
5
3
3
7
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
飲
‘
按
即
訣
字
之
識
。

【
鞭
】
』

イ
ン

靭
(
1
2
|
 4
2
7
3
5
)

の
箪
文
。
〔
中
華

大
字
典
〕
悛
‘
靭
揃
文
‘
見
1

一
説
文
↓

【曖】
5

ィ
ン

靭
(
1
2
-
4
2
7
3
5
)

の
細
文
。
〔
字
彙

補
〕
曖
‘
揃
文
靭
゜

冒】
5

耀
嬰
は
、
か
た
い
皮
。
或
は
謬
(
1
2
-
4
3
0
0
 2
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
耀
‘
櫂
覺
、
皮
堅
也
‘
或
作
レ
膠
゜

ラ
ク

〔
集
韻
〕
力
角
切

圏

け
る
む
な
が
い
。
軽
靭
鞍
絆
を
見
よ
。
〔
韓
愈
、
贈
5
声立

之
評
事
詩
〕
子
時
専
レ
場
誇
―
―
紫
距
云
余
始
張
レ
軍
骰
5
蝕

矧↓
〖
縣
靭
鞍
絆
〕2
訂
刀
駿
馬
の
飾
り
で
‘
皮
の
背
に
在

る
を
罷
と
い
ひ
、
胸
に
約
す
る
を
靭
と
い
ひ
‘
腹
帯
を

鞍
と
い
ひ
‘
足
を
杓
絆
す
る
を
絆
と
い
ふ
。
〔
左
氏
、

博
、
二
十
八
〕
晉
車
七
百
乗
‘
鞣
矧
軟
絆
。
〔
注
〕
在
背

曰
レ
憔
‘
在
に
胸
曰
レ
靭
‘
在
レ
腹
日
レ
鞍
‘
在
レ
後
日
レ
絆
‘

言
―
―
駕
乗
修
備
一
也
。

【

戦

】

螂

サ

ン

讚（
1
2
|
 4
3
0
9
8
)
に
同
じ
。
〔
康
煕

字
典
〕
鞘
‘
讚
字
重
文
。

【
麓
】
〗
糠
(
1
2
ー

4
3
0
1
0
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
麓
、
同
レ
鑢
゜

昔
未
詳

【
鞭
】
5

9

餓
(
1
2ー

4
3
2
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集

ソ‘
韻
〕
蛾
‘
説
文
、
足
衣
也
、
或
ハ
レ
革
゜

ヘ

冨
0
5

お
も
が
い
。
〔
集
韻
〕
戦
、
馬
鞄
。

レ
9
7

〔
集
韻
〕
力
渉
切

圏

小
●
や
づ
つ
。
や
な
ぐ
ひ
。
〔
説
文
〕
讀
‘

迄
胃
革
策
弓
矢
隕
也
、
八
レ
革
賣
瞥
゜
〔
廣
韻
〕
讀
‘

箭
第
。

O
め
ど
ぎ
づ
つ
。
〔
儀
證
‘
士
冠
幡
〕
抽

1'-

鯛
〔
注
〕
輯
‘
蔵
レ
英
之
器
。

O
或
は
敲
（
8
-
2
2
9

2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
績
‘
或
炊
レ
皮
゜

【
隕
丸
】
1

が
ウ
弓
矢
を
入
れ
る
器
。
も
と
堕
竹
を
容

れ
た
も
の
。
〔
儀
栂
‘
士
冠
穂
〕
堕
人
執
レ
英
‘
抽
―
―
上
隕
↓

〔
注
〕
精
‘
蔵
レ
英
之
器
‘
今
時
藍
弓
欠
者
、
謂
之
精
丸
一

也
。
〔
胡
培
輩
正
殺
〕
案
‘
績
有

11K'
―
者
、
下
績
闊
兄
_
-

承
レ
之
、
上
贖
闊
レ
下
冒
レ
之
‘
云
云
、
必
抽
―
―
上
糟
百
炉
著

者
‘
示
レ
有
な
事
也
。
〔
後
漢
書
、
南
匈
奴
偉
〕
今
齋
砿
祉
籍
五

百
匹
‘
弓
腱
讀
丸
一
‘
矢
四
猜
「
遣
1

一
遺
箪
子
↓
〔
注
〕
方
言

云
‘
蔽
レ
弓
為
レ
腱
‘
蔵
レ
箭
為
レ
績
‘
績
丸
‘
郎
箭
椴
也
。

冨
品
ぃ
11

〔
集
韻
〕
徒
□
[

旦圏

【翰】
5

し
た
ぐ
ら
。
〔
廣
韻
〕
輸
‘
皮
鞍
。

シ

〔
廣
韻
〕
章
移
切

図

n11闘
i

――

輯
(
1
2
-
4
3
0
2
1
)

の
本
字
。
〔
正
字

【
鞘
】
〗
キ
通
〕
鞘
、
本
作
レ
精
。

□
□
な
は
。
〔
字
粟
〕
槌
、
絲
縄
也
。

貧
溢
日
ヰ
〔
字
彙
〕
以
貴
切
困

昌
ィ
〔
字
彙
〕
以
追
切
図

【
朧
】
螂

お
も
が
い
。
通
じ
て
朧
(
1
2ー

4
8
8
3
2
)

に
作
る
。

〔
玉
篇
〕
朧
‘
朧
頭
也
。
〔
集
韻
〕
朧
‘
馬
被
具
、
通

作
レ
朧
。

ロ
ヴ
レ！
 

〔
集
韻
〕
慮
束
切
園

／
 

ヵ
x
L

lung' 

【
轄
】
〖
ケ
ン

輝
(
1
2
-
4
3
1
7
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
騨
‘
治
レ
鼓
工
也
‘
或
作
レ
轄
。

言
[
ク
[
臼
打
石
門
パ

籍。

n闘
閾
□
―

【
蟄
】
螂
ヶ
ッ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
翠
昔
決
。

盲
】
〗
チ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
棋
‘
昔
知
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冦

】

畑

ヶ

ン

腱
(
U
i
l
-
4
2
9
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
腱
、
或
ハ
レ
寃
゜

日
●
社
覇
は
、
車
中
の
し
き
も
の
。
或
は
籟
(
1
0

|

3

為
0
6
)

に
作
り
、
ま
た
輯
（
1
2
-
4
3
0
6
4
)
・

縛

(
1
2ー

4
3
2
2
3
)

に
作
る
。
〔
秤
名
、
繹
車
〕
社
臨
、
車

中
重
薦
也
、
軽
牡
隔
、
小
紹
者
也
。
〔
集
韻
〕
隔
‘
畦

鵬
謂
―
―
之
靱
面
或
炊
レ
車
、
亦
作
―
―
樽
．
縛
↓
〔
廣
雅
、

繹
器
〕
社
輯
謂
,
,
之
靱
↓
●
鞠
除
は
、
わ
ら
ぐ
つ
。

〔
王
念
孫
疏
證
〕
廣
韻
、
輯
除
、
履
也
、
展
、
履
中
薦

也
、
膳
餘
亦
昼
韻
字
、
履
中
薦
謂
-
l

之
輯
除
云
ぞ

車
中
薦
謂
―
―
之
社
輯
1

失
。
口
駐
糊
は
、
車
中
の
し

き
も
の
。
或
は
覇
(
1
2ー

4
3
2
3
0
)

に
作
り
、
ま
た

輔
(
1
2
|
 4
2
8
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
榊
、
駐
輯
、

車
菌
、
或
炊
レ
章
、
亦
作
レ
輔
。
国
車
の
く
び
き
を

つ
つ
む
革
。
或
は
縛
(
1
2ー

4
2
9
7
6
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
縣
、
革
衰
11

車
範
1

也
、
或
省
。

、ク，ク

日
3

【榊】
g

凡具ヴ
〔
集
韻
〕
伴
姥
切
圏
{
l

〔
集
韻
〕
蒲
候
切
国
t-

〔
集
韻
〕
白
各
切
画
-

し
た
ぐ
ら
。
〔
説
文
新
附
〕
犠
、
馬
鞍
具

，
也
、
松
革
薦
贅
。
〔
鄭
珍
、
説
文
新
附

孜
〕
犠
所
ー
t
i

以
藉
t
i

馬
鞍
工
牛
止
作
レ
薦
、
俗
別
加

ハ
レ
革
゜
〔
廣
韻
〕
犠
、
鞍
礁
。
〔
北
史
、
室
車
博
〕
織
レ

草
為
レ
犠
。

冨

】

-

セ

ン

〔
廣
韻
〕
則
前
切
元
g

H
 
I
 

i:I'chien' 

＂ 
革

音

や
づ
つ
。
え
び
ら
。
簡
(
8ー

2
6
7
6
8
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
欄
、
盛
―
弩
界
服
。
〔
正
字
通
〕
襴
、
盛
―
―
弩
矢
1

嵐
口
、
車
の
た
れ
ひ
も
。
〔
説
文
〕
鵬

服
‘
按
説
文
、
本
作
レ
簡
゜
〔
史
記
、
信
陵
君
傭
〕
平

蔓
＇
策
矮
也
、
八
レ
革
誦
臀
。
〔
段
注
〕
系
部
曰
、

原
君
負
―
―
糊
矢
盃
竺
公
子
一
先
引
。

矮
、
系
レ
冠
緩
也
、
引
伸
凡
垂
者
謂
ー
う
踪
竺
廣
雅
、

【
欄
矢
】
1

”
`
／
え
び
ら
に
入
れ
た
矢
゜
〔
史
記
、
信
陵
君

鴨
謂
乏
雙
鞘
、
音
梢
、
玉
篇
謂
査
邊
帰
是

博
〕
平
原
君
負
二
欄
矢
盃
竺
公
子
ー
先
引
。
〔
注
〕
集
解
日
、

也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鴨
‘
此
嘗
レ
為
二
挽
以
上
レ

車
之
革
↓
●
た
れ
る
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
鵬
、
一
曰
、
垂
呂
枕
曰
‘
欄
盛
弩
矢
云
糸
隠
日
、
襴
‘
昔
蘭
‘
謂
―
―
以
盛
"

兒
。
●
く
ら
お
ぴ
゜
鞍
の
前
後
の
輪
に
つ
け
る
ひ
矢
、
如
今
之
胡
簾
而
短
也
。

或
車
の
な
が
え
し
ば
り
。
或
は

骰

讚
(
1
2
|
 
43098)• 

讚
(
1
0ー

鴇
5

韓

3
8
6
1
6
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
塵
、
車
衡
三
束
也
、
曲

輯
霞
縛
、
直
輯
景
縛
、
ハ
レ
革
羹
臀
、
讀
若
,
,
論
語

鑽
レ
隧
之
鑽
云
讚
‘
隕
或
ハ
,
,
革
賛
↓
〔
集
韻
〕
隕
、
或

作
讚
・
甕

ス
イ

【薦】
g

門

図

〔
集
韻
〕
蘇
回
切
菌
{

〔
集
韻
〕
山
垂
切

【
欄
】
畑

【
犠
】
』
サ
ン

ラ
ン
レ
ン

〔
字
彙
〕
離
閑
切
醐
i

,Eaa―― 

.＿●疇――

【
靴
】
畑
セ
ン

耗
(
6ー

1
2
g
)
に
同
じ
。
〔
龍
藉

手
鑑
〕
轍
、
同
レ
耗
゜

【
罷
】
〗
ラ

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
羅
‘
昔
羅
。

【
犠
】
〗
カ
ク
＂
〕
（
し
＇
い
，
＂
~
)
に
同
じ
。
〔
玉

【
鞭
】
岬
ヶ
ン

腱
(
1
1
0
1

4
2
9
3
4
)

に
同
じ
。
〔
應
籠
〖
罷
】

g
1

戸
戸
且
7
―
【
塁

韻
〕
躍
‘
或
μ
レ
革
゜
〔
集
韻
〕
鞭
‘
或
炊
レ
麗
゜

手
鑑
〕
糖
、
同
レ
腱
。

説
文
↓

シ
・
サ
イ
・
リ

【
欄
】

g

ラ
ン

〔
集
韻
〕
祗
官
切
面
i

●
闘
麗
』
一

’

榔

(
1
2
1

4
器
9
3
)

の
本
字
。
〔
中

華
大
字
典
〕
鞭
、
郁
本
字
、
見
―
―

ク
ワ
ク

簡
(
8ー

2
3
g
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

籠
‘
或
ハ
レ
革
゜

隕
(
1
1
1
0
1
4
3
1
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
隕
、
或
作
レ
讚
。

冨

】

年

国□ 日
セゼサゼサ
ンンンンン

璽
□
麟
謂
＿

國

〔
集
韻
〕
仕
懺
切
認
〗

〔
集
韻
〕
思
廉
切
庫
l

日
口
●
し
た
ぐ
ら
。
〔
玉
篇
〕
機
、
鞍
橡
。
〔
集
韻
〕

機
、
馬
犠
也
。
●
短
い
し
た
ぐ
ら
。
〔
廣
韻
〕
饒
、

暢
之
短
者
。
国
●
は
た
あ
し
。
或
は
穆
(
1
2
ー

4
3
0

0
 7)
・
 
緯
(
8
|
2
7
8
4
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
譴
‘
施
旗

末
也
‘
或
作
二
穆
・
縮
↓

0
は
た
の
布
。
帷
(
4ー

9
0
4

7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
帷
、
旗
正
幅
為
レ
帷
‘
或
八
レ

糸
‘
亦
作
レ
襲
。

,Eaa―― 

【
聾
】
〗
ケ
ン

椙
(
1
2
-
4
3
0
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
憔
‘
或
炊
レ
甍
。

’

靱

(
1
2
-
4
3
0
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
靱
、
或
作
レ
櫨
。

シ
ョ
ク

【顧】
g

ケ
ン

憔
(
u
a
-
4
3
0
6
9
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
顧
、
同
レ
帳
。

11-麟

l-―
――

〔
集
韻
〕
鋤
咸
切

〔
十
七
ー
ー
ニ
十
九
書
＿
〕

【帽】
g

サ
ン

冨

】

岬

も
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
鴨
謂
1
1

之
鞘
↓
〔
集
韻
〕
鳴
、
馬

垂
鞘
゜
R
鴨
鞘
は
、
大
車
の
く
ぴ
き
を
し
ば
る
革
。

〔
廣
韻
〕
鞘
、
鵬
鞘
‘
刀
鞘
也
‘
説
文
日
、
大
車
縛
レ
範

靭
也
。
口
く
ら
お
び
。
し
ほ
で
。
或
は
鞍
（
1
2
-
4
2

8
4
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴨
‘
蓋
邊
帯
‘
或
作
レ
鞍
。

【
犠
】
〗
イ
ン

矧
(
1
2
|
 

42735)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
襲
、
同
レ
矧
゜

犠

覇

糧

機

瓢

轄

轍

鴨

輯

讚

罷

羅

鞭

榎

顧

聾

鞭

鷹

輻

一
八

12778 
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岸

部

享

州
章
城
即
其
地
、
能
拳
レ
龍
、
故
章
城
古
城
内
有
二

象
龍
井
面
四
存
‘
按
唐
表
云
、
顕
帝
孫
大
影
、
為
-
―
夏

諸
侯
示
ノ
康
之
世
、
封
―
―
其
別
孫
元
哲
於
琢
草
工
大

影
琢
草
迭
総
商
伯
面
靡
諏
王
時
始
失
レ
國
、
徒
居
一

彰
城
一
以
レ
國
為
レ
氏
、
然
元
哲
之
名
無
レ
所
1

一経

見
二
春
秋
時
自
無
↓
―
草
國
ー
何
得
レ
至
二
報
王
一
也
、

章
伯
退
一
十
四
世
孫
孟
為
二
漢
楚
王
博
一
去
レ
位

徒
居
魯
國
鄭
縣
□
め
ぐ
る
。
回
(
3
-
4
6
9
0
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
回
、
説
文
、
縛
也
、
或
作
レ
拿
゜

【
章
愛
】
1

？
梁
の
人
。
叡
の
族
弟
。
字
は
孝
友
。
清
介

沈
静
‘
學
を
好
む
。
少
く
し
て
孤
、
母
に
事
へ
て
孝
、
喪

小

古

日

0
そ
む
く
。
た
が
ふ
。
〔
説
に
遭
ひ
、
土
を
負
つ
て
墳
を
成
し
、
墓
側
に
直
す
。
武

文
文
〕
章
、
相
背
也
、
八
レ
舛
口
帝
引
い
て
中
兵
参
軍
と
し
、
義
師
起
る
や
、
軍
司
馬
と

塁
＇
豪
羹

瞥
、
獣
皮
之
車
、
可
己
息
物
柾
戻
相
専
背
五
瓜
為
り
、
襄
陽
令
を
帯
ぷ
。
中
興
中
、
和
帝
に
従
っ
て
東

借
己
岱
皮
車
〇
な
め
し
が
は
。
〔
廣
韻
〕
阜
、
柔
下
す
。
梁
、
祠
を
受
け
る
や
、
琥
を
輔
國
将
軍
に
進
め
ら

れ
、
寧
蜀
太
守
に
除
せ
ら
れ
卒
す
。
〔
梁
書
、
十
一
―
〕
゜

【
岸
澳
】
2

？
唐
の
人
。
貫
之
の
子
。
字
は
子
装
。
溢
は

皮
也
。
〔
一
切
経
―
ヰ
日
義
、
十
四
〕
卓
、
柔
皮
也
。
〔
正

字
通
〕
章
、
柔
皮
、
熟
日
葎
、
生
目
革
゜
〔
儀
聘
、
貞
。
武
宗
の
朝
に
宏
詞
に
擢
ん
で
ら
る
。
方
静
寡
欲
、

聘
帳
、
注
〕
皮
岸
同
レ
類
。
〔
疏
〕
去
レ
毛
熟
治
則
日
レ
十
年
調
せ
ら
れ
ず
‘
宣
宗
の
朝
に
學
士
承
旨
に
累
遷

草
。
参
脂
草
は
、
あ
ぶ
ら
や
な
め
し
が
は
の
如
く
し
、
深
く
謁
遇
を
被
る
。
鯰
宗
の
朝
に
河
南
手
を
以
て

柔
い
こ
と
。
〔
正
字
通
〕
章
、
脂
草
、
言
―
―
其
柔
如
レ
辞
し
て
攀
川
に
蹄
り
、
卒
す
。
〔
唐
書
、
一
百
六
十
九
〕
．

〔
藷
唐
書
、
一
百
五
十
八
〕
。

【
岸
竜
】
3

？
字
琥
。

O
明
、
王
源
（
龍
巖
の
人
）
（
7
ー

2
0

脂
如
ヮ
i

早
也
。
〔
楚
辟
、
卜
居
〕
将
突
梯
滑
稽
、
如
レ
脂

如
葎
、
以
潔
橡
乎
゜
R
か
こ
ひ
。
園
(
3
-
4
8
0
6
)
に

8
2
3
:
 3
7
6
)
の
0
の
麗

0
岡
本
監
輔
の
鱚
岡
本
章
庵

通
ず
。
〔
漢
書
、
成
帝
紀
〕
大
風
抜
i
i

廿
泉
時
中
大

(
4ー

7
9
6
2
:
 6
4
)
を
見
よ
。

木
十
草
以
上
→
〔
注
〕
師
古
曰
、
草
‘
卑
ハ
レ
園
同
。

O

【
幸
鯨
】•
t
’
梁
の
人
。
稜
の
弟
。
字
は
務
直
。
性
、
彊

琢
摩
は
、
古
の
國
の
名
。
春
秋
に
は
衛
の
地
と
な
正
。
少
く
し
て
経
史
を
習
ふ
。
位
は
太
府
卿
。
官
は
太

僕
卿
。
後
、
軽
車
将
軍
に
至
る
。
〔
梁
書
、
十
一
―
〕
・
〔
南
史
、

六
十
八
〕
。

る
。
今
、
河
南
省
滑
縣
の
治
。
〔
正
字
通
〕
章
、
琢
専
‘

【
葦
衣
】
5

け
〇
な
め
し
皮
の
衣
服
。
撒
衣
。
〔
後
漢
書
、

國
名
、
杜
預
日
、
東
郡
白
馬
縣
東
南
有
―
―
草
城
↓
今

滑
州
。

O
違

(11|
 3
9
0
1
3
)
に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
東
夷
‘
韓
博
〕
其
人
短
小
梵
頭
、
衣
葦
衣
↓
〔
晉
書
‘
魏

拿
輿
逼
通
、
依
違
、
漢
書
作
―
―
依
拿
↓
〇
古
、
羹
舒
博
〕
性
好
ー
一
騎
虹
著
畜
衣
入
二
山
遠
以
原
微

(
6ー

1
4
3
0
8
)
・
復
(
3
-
5
9
8
7
)
・

莫
(
8
|
6
0
1
6
)
に
為
レ
事
。

0
山
野
の
服
。
虞
士
の
服
。
〔
説
苑
、
善
説
〕

林
既
衣
葦
衣
↓
而
朝
―
―
齊
景
公
↓

。
【
章
維
】
6

丑
唐
の
人
。
叔
諧
の
従
孫
。
字
は
文
紀
。
進

作
る
。
〔
説
文
〕
葦
、
奥
、
古
文
専
。
〔
康
熙
字
典
〕
i

串、

士
高
第
よ
り
武
功
主
簿
を
授
け
ら
る
。
乾
陵
に
督
役

古
文
、
復
・
莫
゜
R
な
め
し
が
は
。
漢
字
の
偏
の
名

〇
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
國
為
レ
氏
〕
土
早
氏
、
亦
し
、
歳
飢
に
會
ひ
、
力
を
均
し
く
し
て
功
を
勧
め
、
人
、
芳

日
―
―
琢
京
氏
面
｛
姓
、
杜
預
云
‘
影
商
伯
之
國
、
今
滑
を
知
ら
ず
。
戸
部
郎
中
に
遷
り
、
裁
剖
を
善
く
す
。
時

宮
】
〗
ク
ヴ
ィ

グ
ー
ワ
イ

ロ 日ヰ

〔
集
韻
〕
子
非
切／ 
x
¥
 

集
韻
〕
胡
隈
切

函”

彦ャ

n
 

立
口

に
員
外
の
宋
之
問
、
詩
を
善
く
し
、
時
人
‘
戸
部
二
妙
と

い
ふ
。
太
子
右
庶
子
に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
日
十
八
〕
。

【
車
祐
】
7

が
北
周
、
京
兆
の
人
。
字
は
法
保
。
溢
は

荘
。
少
く
し
て
遊
侠
を
好
み
、
魏
の
正
光
の
末
、
四
方
雲

擾
す
る
や
、
王
公
の
難
を
被
る
者
を
多
く
救
清
し
、
責

消
に
徳
と
せ
ら
る
。
貝
外
散
騎
侍
郎
よ
り
東
洛
州
刺

史
に
歴
任
す
。
河
南
の
手
に
除
せ
ら
れ
、
東
魏
と
戦
ひ
‘

流
矢
に
中
つ
て
卒
す
。
〔
周
書
、
四
十
三
〕
．
〔
北
史
、
六

十
六
〕
。

【
阜
迪
】
8

炉
唐
の
人
。
述
の
弟
。
弟
の
迪
と
學
業
並
ぴ

に
述
に
亜
ぎ
‘
述
は
迪
と
學
士
と
な
り
、
迪
と
幡
官
と

な
り
、
措
紳
之
を
高
し
と
す
。
〔
藷
唐
書
、
一
百
一
―
〕
゜

【
章
或
】
，
が
後
魏
の
人
。
讚
の
弟
。
字
は
遵
慶
。
溢
は

文
。
束
豫
州
刺
史
に
歴
任
し
、
蜜
左
を
緩
ん
じ
靡
か
し

む
。
蟹
族
の
荒
梗
を
和
ら
げ
ん
が
た
め
に
、
太
學
を
表

立
し
、
城
北
に
崇
武
館
を
建
て
て
武
事
を
習
ひ
‘
瞥
教

大
い
に
行
は
れ
、
境
内
清
粛
。
封
は
陰
盤
縣
男
。
〔
魏
書
｀

四
十
五
〕
。

【
卓
叡
i
]
1
0
1
4
イ
梁
、
杜
梁
の
人
。
字
は
懐
文
。
盆
は
蔽
゜

幼
く
し
て
織
母
に
事
へ
て
至
孝
。
宋
の
時
、
右
軍
将
軍

に
歴
官
す
。
齊
末
多
故
、
郷
里
に
遠
ざ
か
る
を
欲
せ

ず
、
求
め
て
上
庸
太
守
と
為
り
、
遂
に
兵
を
起
し
て
武

帝
に
應
じ
、
多
く
策
功
を
建
つ
。
郭
州
に
留
守
と
な
り
、

豫
州
刺
史
に
遷
り
、
戦
功
を
積
み
、
封
は
永
昌
縣
侯
゜

普
通
の
初
、
侍
中
・
車
騎
将
軍
に
遷
り
、
未
だ
拝
せ
ず
し

て
卒
す
。
叡
、
兵
を
ひ
き
ゐ
て
至
る
所
、
豊
、
賓
客
に
接

し
、
夜
、
軍
書
を
算
し
、
陣
に
臨
ん
で
は
常
に
緩
服
に
て

奥
に
乗
り
、
竹
如
意
を
執
つ
て
軍
を
指
魔
し
、
世
に
名

将
と
梢
せ
ら
る
。
〔
梁
書
、
十
二
〕
．
〔
南
史
、
五
十
八
〕
・

〔
瑣
堺
代
酔
編
、
十
七
〕
。

[
章
曜
】
11

翌
三
國
‘
呉
の
人
。
非
昭
(
9
2
)
を
見
よ
。

【
章
説
】
12

ザ
五
代
、
唐
の
人
。
袖
の
子
。
荘
宗
、
沐
洛
を

定
め
る
や
、
平
章
事
を
授
け
ら
る
。
謹
重
、
職
に
奉
じ
、

政
務
の
得
失
、
措
言
す
る
所
無
し
。
明
宗
の
時
、
高
季
興

の
事
に
坐
し
て
合
州
に
流
さ
れ
、
自
盛
を
賜
は
る
。
〔
藷

五
代
史
、
六
十
七
〕
。

【
章
櫃
】
1
3
i
/

唐
‘
杜
陵
の
人
。
黎
の
子
。
蜀
に
寓
す
。
官

は
少
監
゜
藍
を
善
く
し
、
松
石
尤
も
佳
に
、
筆
力
勁
捷
、

顔
魯
公
の
書
法
の
如
し
。
〔
唐
朝
名
藍
録
〕
・
〔
歴
代
名
書
l

記
〕
・
〔
宣
和
書
譜
〕
．
〔
米
帝
書
史
〕
．
〔
廣
川
鵞
跛
〕
．
〔
書
一

一
八
三

黎〕。

【
車
淵
】
14

ザ
宋
、
開
封
の
人
。
顧
仁
太
后
の
季
弟
。
性

暴
横
に
し
て
、
法
度
に
循
は
ず
、
高
宗
即
位
し
、
親
衛
大

夫
に
遷
る
。
太
后
、
金
よ
り
還
り
、
平
架
郡
王
に
封
ぜ

ら
れ
、
致
仕
し
、
後
、
太
偲
に
遷
る
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十

五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
八
十
三
〕
・
〔
南
宋
書
、
六
十

七
〕
．
〔
宋
中
興
三
公
年
表
〕
。

【
岸
温
】
15

ク

0
唐
‘
萬
年
の
人
。
中
宗
の
瞭
后
京
庶

人
の
従
兄
。
中
宗
位
に
復
す
る
や
、
温
、
證
部
尚
書
に

累
遷
す
。
封
は
魯
國
公
。
中
宗
崩
じ
‘
后
‘
温
に
内
外
の

兵
馬
を
継
知
し
宮
腋
を
守
援
せ
し
め
る
や
、
温
、
宗
楚

客
等
と
謀
り
、
后
に
説
く
に
、
圏
識
に
託
し
て
章
氏
の

受
命
に
嘗
る
こ
と
を
い
ひ
、
少
帝
を
殺
さ
ん
と
謀
る

も
‘
玄
宗
の
兵
、
夜
起
り
、
温
、
誅
に
坐
す
。
〔
唐
書
、
二
百

六
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
日
八
十
三
〕
。
〇
唐
の
人
。
翰
林
學
士

綬
の
子
。
字
は
弘
育
。
盆
は
孝
。
年
＋
一
、
雨
経
に
畢
げ

ら
れ
て
及
第
し
、
著
作
郎
を
授
け
ら
れ
た
が
謝
し
蹄

り
、
親
の
疾
に
侍
す
る
こ
と
二
十
年
、
衣
帯
を
弛
め
ず
。

文
宗
の
初
、
右
補
閥
に
遷
り
、
給
事
中
に
歴
任
し
、
論
議

甚
だ
侃
直
。
武
宗
の
朝
に
吏
部
侍
郎
に
抜
擢
さ
る
。
李

徳
裕
引
い
て
輔
政
を
同
じ
く
し
よ
う
と
し
た
が
、
き
か

ず
、
出
で
て
宣
歓
観
察
使
と
な
る
。
〔
唐
書
、
二
日
六
十

九
〕
．
〔
悟
唐
書
、
一
百
六
十
八
〕
。

【
章
蝦
】
16

丑
後
蜀
の
人
。
胎
範
の
子
。
字
は
世
齢
。
官
は

孟
柑
に
仕
へ
て
御
史
中
丞
。
性
、
依
違
多
く
、
時
人
、
軟

餌
中
丞
と
琥
す
。
〔
十
國
春
秋
〕
。

【
草
江
】
17

が
清
、
何
玉
梁
(
1
|
5
1
1
 :
 2
3
9
)
の
字
。

【
章
抗
]
1
8

が
唐
の
人
。
安
石
の
従
父
兄
の
子
。
溢
は

貞
。
弱
冠
に
し
て
明
経
に
攣
げ
ら
る
。
景
雲
中
、
永
昌

令
と
為
り
、
威
刑
を
用
ひ
ず
し
て
治
む
。
御
史
大
夫
、
兼

按
察
京
畿
に
累
遷
し
、
後
、
官
は
刑
部
尚
書
に
至
る
。
清

倹
に
し
て
、
産
を
治
め
ず
。
〔
唐
書
、
一
百
二
十
二
〕
．
〔
藷

唐
書
、
九
十
二
〕
。

【
草
泉
】
19

が
唐
‘
萬
年
の
人
。
字
は
城
武
。
溢
は
忠
武
。

初
、
殿
中
侍
御
史
を
以
て
闇
州
行
螢
留
事
を
知
し
、
連

り
に
朱

ii
の
偽
命
を
拒
ぎ
‘
其
の
使
を
斬
り
、
奉
義
軍

節
度
使
を
授
け
ら
る
。
貞
元
の
初
‘
張
延
賞
に
代
つ
て

剣
南
西
川
節
度
使
と
為
り
、
演
南
を
経
略
し
、
諸
縦
皆

内
附
す
。
封
は
南
康
郡
王
。
順
宗
立
ち
、
検
校
太
尉
を
加

ふ
。
〔
唐
書
、
一
百
五
十
八
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
四
十
〕
。

12779 
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車

部

岸

八

四

|_— 

〖
車
泉
再
世
縁
〗2
0
悶
バ
乃
唐
の
拿
泉
に
一
―
世
の
縁
【
草
顕]
2
8
"唐の
人
。
誇
の
従
子
。
字
は
周
仁
。
陰
陽
象
士
。
官
は
中
書
含
人
。
後
、
明
州
長
史
に
貶
さ
れ
、
桂
管
罪
を
構
成
し
て
嶺
南
に
流
し
、
人
を
遣
し
て
殺
害
せ
し

8
0

の
あ
っ
た
と
い
ふ
奇
談
。

O
嘗
て
婚
約
を
し
た
玉
笙
と
緯
に
精
通
し
、
山
川
風
俗
を
熟
知
し
‘
論
議
必
ず
典
撮
観
察
使
に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
日
六
十
二
〕
．
〔
全
唐
詩
、
十
む
。
〔
唐
書
‘
一
百
三
十
四
〕
．
〔
菖
唐
書
、
二
臼
五
〕
。

2

い
ふ
女
が
、
車
泉
か
期
に
来
ぬ
を
恨
ん
で
死
し
、
後
、
再
あ
り
。
官
は
敬
宗
の
時
、
吏
部
侍
郎
。
著
に
易
蘊
解
が
あ
九
〕
．
〔
全
唐
文
、
六
百
九
十
五
〕
。
【
車
・
~
】

4
4
[／
唐
、
京
兆
の
人
。
執
誼
の
子
。
字
は
文
明
。

生
し
て
泉
に
嫁
し
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
剪
燈
新
話
、
翠
翠
る
。
〔
唐
書
、
二
日
十
八
〕
・
〔
藷
唐
書
、
二
臼
八
〕
°
[
草
．
卿
】
36

？
明
、
渇
學
易
(
1
2
-
4
4
5
7
9
:
 1
8
8
)

の
字
。
長
慶
の
初
、
江
陵
少
平
た
る
時
、
自
帝
城
に
て
劉
馬
錫

傭
‘
玉
笙
女
雨
世
因
縁
‘
注
〕
唐
草
皐
遊
―
―
江
夏
百
ぞ
一
【
蕗
況
】
29

ザ
ャ
ウ
唐
の
人
。
斌
の
子
。
少
く
し
て
王
屋
山
【
阜
早
詣
】
37

戸
唐
の
人
。
張
志
和
と
時
を
同
じ
く
す
。
志
に
聞
い
た
所
を
追
逃
し
て
、
劉
賓
客
嘉
話
録
を
著
す
。

肯
衣
名
玉
笙
↓
未
レ
及
―
―
破
瓜
之
年
エ
約
自
待
レ
我
五
年
に
隠
遁
し
、
徴
召
に
應
ぜ
ず
、
強
ひ
て
仕
官
せ
し
め
る
和
江
湖
の
間
に
居
り
、
玄
慎
子
を
著
は
す
‘
詣
‘
其
の
書
〔
四
庫
提
要
、
二
日
四
十
〕
。

而
嫁
、
因
謳
―
玉
指
環
一
枚
面
竺
五
年
示
＇
レ
至
、
玉
笙
乃
も
、
常
に
散
月
或
は
半
歳
で
官
を
棄
て
て
去
る
。
元
和
を
善
し
と
し
て
、
内
解
を
撰
す
。
〔
唐
書
、
一
百
九
十
六
〕
。
【
君
．
賢
】

4
5
t
／
漢
、
都
の
人
。
孟
の
五
世
の
孫
。
字
は
長

絶
食
而
碩
、
後
五
年
、
葦
泉
得
こ
歌
姫
冨
以
二
玉
笙

[
E
レ
中
、
太
子
左
庶
子
を
致
仕
し
て
卒
す
。
〔
藷
唐
書
、
九
＋
【
産
＇
酋
二

38

？
北
周
の
人
。
孝
寛
の
兄
。
字
は
敬
遠
。
儒
゜
溢
は
節
。
質
朴
に
し
て
篤
學
‘
魯
詩
を
以
て
教
授

鑢
中
指
有
レ
肉
隠
起
、
無
レ
異
二
玉
環
一
也
。

O
車

泉

は

蜀

―

-

〕

。

志

尚

夷

簡

‘

弱

冠

に

し

て

、

召

さ

れ

て

碓

州

中

従

事

を

し

、

兼

ね

て

證

・

尚

書

に

通

じ

、

郡

魯

の

大

儒

と

琥

す

。

の
諸
葛
武
侯
の
再
生
で
あ
る
と
い
ふ
故
事
。
〔
宜
室
志
〕
【
岸
辛
m
】3
0
"
ョ
宋
、
蕪
湖
の
人
。
字
は
深
道
。
志
尚
矯
潔
‘
授
け
ら
れ
、
疾
を
以
て
辞
謝
し
て
去
り
、
徴
辟
に
就
か
徴
さ
れ
て
博
士
・
給
事
中
と
為
り
、
昭
帝
に
詩
を
授
く
。

剣
南
節
度
使
草
泉
、
既
生
―
月
、
召
1

一
慧
僧
―
會
食
、
有
l

一
義
に
赴
く
こ
と
餓
渇
の
如
く
、
室
を
築
き
‘
榜
し
て
獨
ず
。
林
泉
中
に
自
適
し
て
、
雛
然
自
ら
架
し
む
。
明
帝
の
霜
光
と
共
に
宣
帝
を
立
て
、
本
始
中
、
少
府
を
以
て
祭

一
胡
僧
；
貌
甚
晒
‘
既
食
、
車
氏
命
乳
母
正
ザ
嬰
兒
一
柴
と
い
ふ
。
元
祐
中
、
貶
に
遭
つ
て
江
上
を
過
ぎ
る
諸
時
、
有
司
に
救
し
て
日
に
河
東
酒
一
斗
を
給
し
‘
琥
を
義
に
代
つ
て
丞
相
と
為
り
、
扶
陽
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
在

請
豆
偏
祝
―
―
其
阿
胡
僧
忽
謂
嬰
鬼
曰
、
別
久
無
レ
賢
に
心
を
傾
け
て
款
接
す
。
紹
興
の
初
、
官
を
授
け
ら
逍
遥
公
と
賜
ふ
。
晩
年
、
橙
道
會
箕
を
務
と
し
、
宣
政
の
位
五
年
‘
休
を
乞
ふ
。
〔
史
記
、
九
十
六
〕
．
〔
前
漢
書
、
七

恙
乎
‘
嬰
兒
若
レ
有
＿
一
喜
色
盃
衆
皆
異
レ
之
、
胡
僧
曰
‘
此
乃
れ
た
が
、
拝
し
て
衡
を
署
せ
ず
‘
自
ら
蕪
陰
居
士
（
湖
陰
初
‘
卒
す
。
〔
周
書
、
三
十
一
〕
．
〔
北
史
、
六
十
四
〕
。
十
三
〕
。

諸
葛
武
侯
後
身
耳
、
吾
往
歳
在
創
門
盃
竺
此
子
一
善
、
居
士
）
と
琥
す
。
〔
宋
元
學
案
、
三
〕
。
【
章
藝
】

3
9
？
隋
の
人
。
洸
の
弟
。
字
は
世
文
。
盆
は
懐
°
〖
草
賢
渦
簾
〗

4
6
召
グiィ
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
草
賢
‘
學

今
聞
レ
降
子
章
氏
ぶ
口
故
不
レ
遠
而
来
、
幸
氏
因
以
1

一
武
【
草
曲
】
31"
ヨ
ク
地
名
。
映
西
省
長
安
縣
の
南
。
唐
代
、
4

早
官
は
周
の
武
帝
の
時
‘
魏
郡
太
守
‘
隋
の
営
州
穂
管
。
容
徳
一
世
に
高
く
‘
宣
帝
の
時
‘
丞
相
に
至
る
。
其
の
子

侯

字

レ

之

。

氏

が

世

；

此

虞

に

住

ん

だ

の

で

名

づ

け

ら

る

。

〔

―

二

秦

貌

魁

偉

、

番

人

に

畏

れ

ら

る

。

大

い

に

産

業

を

治

め

北

玄

成

も

亦

學

を

好

み

、

ま

た

明

経

を

以

て

累

進

し

て

丞

【
阜
綱
】21
が
隋
の
人
。
榮
亮
の
子
。
字
は
世
紀
。
操
行
•
紀
〕
在
二
皇
子
跛
之
西
一
〔
咸
寧
縣
志
〕
阜
曲
東
西
椅
―
―
龍
人
と
貿
易
す
。
〔
隋
書
、
四
十
七
〕
。
相
に
至
る
。
故
に
時
の
諺
に
、
子
に
黄
金
涌
簾
を
遺
す

學
殖
、
時
流
に
領
袖
た
り
。
本
州
、
調
し
て
中
正
と
な
首
盃
南
面
二
神
禾
心
澗
水
逸
1

一
其
前
面
？
奥
川
第
一
名
勝
i

【産．
t
a
]
4
0
9
7

隋
の
人
。
洸
の
子
。
字
は
欽
仁
。
學
を
好
は
一
経
に
如
か
ず
と
い
は
れ
た
故
事
。
〔
漢
書
、
章
賢
博
〕

し
、
開
皇
中
‘
仕
へ
て
趙
州
長
史
と
な
る
。
〔
尚
友
録
、
諸
葦
世
居
―
―
於
此
↓
み
、
雅
量
あ
り
。
著
作
佐
郎
よ
り
起
り
、
開
皇
中
、
洸
、
本
始
一
―
一
年
、
代
―
―
祭
義
云
竺
丞
相
↓
云
云
、
少
子
玄
成
、
復

二

〕

。

【

車

闘

】

32

↑
陳
の
人
。
愛
の
孫
。
字
は
子
利
。
官
は
梁
廣
州
に
在
つ
て
功
あ
り
、
帝
、
協
に
詔
書
を
齋
し
て
芳
以
―
―
明
経
一
歴
レ
位
至
―
―
丞
相
一
故
郡
魯
諺
日
、
遺
,
,
子
黄

【
章
革
】
22

が
な
め
し
か
は
と
つ
く
り
が
は
。
又
、
な
の
鰈
騎
将
軍
。
後
、
宣
城
太
守
と
な
る
。
素
よ
り
名
望
あ
問
せ
し
め
た
が
、
未
だ
至
ら
ず
し
て
洸
は
王
事
に
没
金
涌
簾
士
不
レ
如
＿
―
-
経
↓

め

し

か

は

。

り

、

大

事

あ

る

毎

に

帝

の

左

右

に

侠

侍

し

、

侠

御

将

軍

し

、

よ

っ

て

柱

國

を

授

け

ら

れ

、

後

、

定

息

秦

―

二

州

の

剌

【

土

早

玄

】

4
7
t

ノ
五
胡
、
夏
の
京
兆
の
人
。
字
は
祖
思
。
隠

【
草
岳
】
23

が
唐
の
人
。
拿
岳
子
(
1
6
5
)

を
見
よ
。
と
琥
せ
ら
る
。
王
琳
を
平
ぐ
。
封
は
清
源
縣
侯
゜
〔
陳
書
、
史
に
歴
任
す
。
〔
隋
書
、
四
十
七
〕
。
居
し
て
志
を
養
ひ
、
経
史
に
博
渉
し
、
尤
も
文
章
を
善

【
芹
誇
】
24

が

唐

の

人

。

見

素

の

子

。

京

兆

府

司

録

参

軍

十

八

〕

。

【

車

陵

】

41

？
な
め
し
が
は
の
は
こ
。
〔
戴
表
元
、
贈
1

一
趙
く
す
。
眺
興
・
劉
裕
が
證
を
厚
く
し
て
辟
し
た
が
就
か

を
歴
官
し
、
見
素
に
従
っ
て
玄
宗
の
蜀
に
幸
す
る
に
随
【
窟
串
洸
】
3
3
[
ワ
ゥ
隋
の
人
。
世
康
の
弟
。
字
は
世
穆
゜
溢
は
子
｛
貫
1

詩
〕
幅
巾
大
帯
長
襦
抱
、
草
億
錦
薇
鮮
＿
丘
唸
笠
ず
、
赫
連
勃
勃
が
長
安
に
入
る
や
、
徴
さ
れ
て
太
子
庶

ふ
。
楊
國
忠
の
死
に
、
軍
緊
つ
て
解
か
ず
‘
陳
玄
證
、
貨
敬
。
剛
毅
に
し
て
、
器
幹
有
り
、
弓
馬
に
便
習
す
。
初
、
周
【
産
．
建
】

4
2
?
〇
唐
の
人
。
博
學
、
詩
に
巧
。
官
は
玄
宗
子
と
為
る
。
勃
勃
怒
り
、
汝
は
昔
眺
興
を
拝
せ
す
、
今

妃
を
殺
さ
ん
と
請
ふ
も
、
帝
、
猶
豫
せ
る
を
力
諫
す
。
に
仕
へ
、
功
に
よ
り
柱
國
を
授
け
ら
る
。
隋
に
入
っ
て
の
時
‘
河
南
令
。
蒲
穎
士
・
劉
長
卿
と
交
は
る
。
〔
全
唐
詩
、
な
ん
ぞ
我
を
拝
す
る
や
、
我
の
死
後
、
汝
等
文
筆
を
弄

帝
‘
悟
り
、
妃
に
死
を
賜
ひ
、
軍
、
大
い
に
怜
ぷ
。
御
史
中
後
、
陳
を
伐
つ
に
従
ひ
、
江
州
総
管
を
授
け
ら
る
。
九
江
九
〕
・
〔
全
唐
文
、
三
百
七
十
五
〕
゜
●
五
代
、
呉
の
人
。
少
し
て
我
を
何
の
地
に
置
く
や
と
言
っ
て
、
遂
に
殺
す
。

丞
に
抜
擢
さ
れ
、
給
事
中
に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
日
＋
を
略
定
し
、
進
ん
で
嶺
南
を
圏
る
。
高
梁
の
女
子
洗
氏
、
時
‘
楊
行
密
の
軍
中
に
居
り
、
贅
力
を
以
て
聞
え
、
諸
軍
〔
梁
書
、
十
二
〕
。

八
〕
・
〔
藉
唐
書
、
二
日
八
〕
。
衆
を
率
ゐ
て
洸
を
迎
へ
、
緩
集
す
る
所
二
十
四
州
。
嶺
都
虞
候
に
累
遷
し
、
哀
州
刺
史
と
な
り
、
郡
中
大
い
に
【
章
．
~
】4
8
?
な
め
し
か
は
と
弓
づ
る
。
緩
と
急
と
の

【
章
黎
】
25

”
／
唐
、
杜
陵
の
人
。
官
は
著
作
郎
。
龍
馬
を
表
皆
定
り
、
廣
州
総
管
を
授
け
ら
る
。
後
、
番
黒
夷
の
乱
治
ま
る
。
學
問
は
な
か
っ
た
が
性
、
渾
厚
、
清
静
自
ら
喩
。
享
弦
之
鳳
を
見
よ
。
〔
魏
志
、
劉
嘆
傭
〕
且
草
弦
非
―
―

聾
く
に
巧
で
、
妙
、
精
氣
を
得
。
八
分
の
書
を
も
善
く
す
。
作
る
や
、
兵
を
勒
し
て
拒
ぎ
‘
流
矢
に
中
つ
て
卒
す
。
虞
す
。
南
唐
に
入
り
、
武
昌
軍
節
度
使
に
至
っ
て
卒
能
言
之
物
面
皿
聖
賢
引
以
自
匡
゜
〔
任
防
、
王
文
憲
集
序
〕

〔

歴

代

名

書

記

〕

。

〔

隋

書

、

四

十

七

〕

。

す

。

〔

十

國

春

秋

〕

。

夷

雅

之

證

、

無

レ

待

―

―

存

絃

一

〔

注

〕

向

曰

、

葦

、

皮

縄

、

喩

レ

【
芹
機
]
2
6
"

唐
の
人
。
車
弘
機
(
1
8
4
)

を

見

よ

。

【

阜

晃

]
3
4

炉
ウ
後
漢
の
人
。
獣
帝
の
時
‘
丞
相
司
直
と
【
芹
堅
】
4
3
"
/

唐
‘
萬
年
の
人
。
字
は
子
全
。
長
安
令
と
緩
也
、
弦
‘
弓
弦
、
喩
レ
急
也
、
西
門
豹
性
急
、
故
侃
レ
亨
以

【
芹
義
】
27

狂
後
漢
の
人
。
豹
の
弟
。
字
は
季
節
。
初
、
州
な
る
。
時
に
曹
操
‘
國
柄
を
執
る
。
晃
獲
憤
し
、
京
兆
為
つ
て
餐
あ
り
。
江
淮
の
租
賦
を
韓
運
し
、
吏
を
置
い
自
緩
、
董
安
子
性
緩
、
故
侃
レ
弦
以
自
急
。
〔
唐
書
、
李
徳

郡
に
仕
へ
、
廣
都
長
と
為
り
、
廿
陵
・
陳
一
＿
縣
令
に
歴
任
金
緯
ふ
ノ
府
敗
紀
等
と
兵
を
起
し
、
天
子
を
挟
ん
で
操
て
督
察
し
、
歳
に
釦
萬
を
盆
し
、
玄
宗
に
能
と
捨
さ
れ
、
裕
博
〕
置
l

―
之
坐
隅
苗
m
比
二
専
弦
之
益
↓

し
、
政
績
あ
り
。
兄
の
喪
を
以
て
官
を
去
り
、
再
ぴ
出
で
を
誅
せ
ん
と
し
、
南
、
劉
備
を
援
く
。
敗
れ
て
三
族
を
快
郡
太
守
に
擢
ん
で
ら
る
。
廣
運
澤
を
穿
ち
、
舟
楕
を
〖
産
＇
祐

H之
侃
〗4
9
芯
／
ノ
i早
と
弦
の
お
び
も
の
。
阜
は

ず
‘
廣
都
の
人
、
生
廟
を
立
つ
。
卒
す
る
に
及
び
、
三
縣
の
夷
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
四
十
九
〕
。
通
じ
、
江
淮
南
租
庸
轄
運
慮
置
等
の
使
に
進
む
。
李
林
柔
、
弦
は
急
に
取
っ
て
身
を
誡
め
る
資
と
す
る
。
西
門

吏
民
、
考
砒
を
喪
ふ
が
如
し
。
〔
後
漢
書
、
五
十
六
〕
。
【
堂
＇
瑞
i

】35
研
？
唐
の
人
。
夏
卿
の
従
子
。
字
は
茂
弘
。
進
甫
‘
其
の
寵
を
嫉
み
‘
刑
部
尚
書
を
授
け
、
諸
使
を
奪
ひ
‘
豹
の
性
は
急
、
よ
っ
て
i

串
を
侃
び
、
又
、
董
安
子
の
心
は
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緩
、
よ
っ
て
弦
を
偏
び
、
共
に
氣
質
を
愛
じ
、
身
を
修
め
者
を
徴
す
る
に
用
ひ
る
。
蒲
輪
゜
〔
梁
元
帝
、
薦
二
飽
幾
1

け
さ
せ
た
が
、
菜
動
か
ず
‘
遂
に
害
せ
ら
る
。
元
帝
、
侯
進
士
に
攀
げ
ら
れ
る
や
、
状
貌
甚
だ
屈
な
る
を
以
て
時

る
訓
戒
と
な
し
た
故
事
。
侃
摩
。
侃
弦
゜
〔
韓
非
子
、
観
表
〕
叶
編
登
夢
之
客
、
日
貨
二
於
丘
園
面
4

早
穀
投
釣
之
臣
、
景
を
平
げ
る
や
、
忠
貞
と
追
溢
す
。
〔
梁
書
、
四
十
三
〕
・
人
に
轄
ん
ぜ
ら
れ
た
が
、
咄
掲
り
、
其
の
必
ず
大
用
さ

行
〕
西
門
豹
之
性
急
、
故
鳳
レ
車
以
緩
レ
己
‘
蘊
安
子
之
心
相
二
望
於
魏
闘
↓
〔
沈
約
、
薦
―
―
劉
菜
1

表

〕

輸

軒

草

栽

、

〔

南

史

、

五

十

八

〕

。

れ

る

を

い

ひ

、

後

に

揚

が

政

を

執

る

に

及

ぴ

、

袖

は

洒

緩
、
故
息
弦
以
自
急
、
故
以
レ
餘
補
レ
不
レ
足
、
以
レ
長
績
レ
交
,,:igl
於

追

路

↓

【

牟

纂

】

61

丑
’
梁
の
人
。
叡
の
兄
。
名
、
嘗
世
に
知
ら
る
。
州
刺
史
よ
り
、
緬
建
観
察
使
に
抜
擢
せ
ら
る
。
〔
唐
書
、

短

、

之

謂

明

主

一

【

草

載

】

59

丑
ィ
陳
の
人
。
正
の
子
。
字
は
徳
甚
。
少
く
し
沈
約
に
、
纂
の
學
は
臣
輩
の
比
に
非
ず
と
梢
せ
ら
る
。
一
百
九
十
七
〕
。

[
皐
袴
】50
社
な
め
し
が
は
の
袴
。
草
袴
布
被
を
見
よ
。
て
好
學
、
長
し
て
沈
敏
に
し
て
‘
器
局
あ
り
。
梁
に
仕
官
は
司
徒
記
室
。
〔
南
史
、
五
十
八
〕
。
【
崖
・
~
】

1
5バ
ウ
な
め
し
が
は
の
や
う
に
や
は
ら
か
い
。

〖
車
誇
布
被
〗5
1
7
4
い
な
め
し
が
は
の
袴
と
、
布
の
衣
。
へ
て
官
は
尋
陽
太
守
。
侯
景
を
討
つ
て
功
あ
り
。
武
【
率
績
[
】

6
8
t’
後
魏
の
人
。
珍
の
子
。
字
は
逢
彦
。
年
軟
弱
で
人
に
さ
か
ら
は
な
い
こ
と
。
〔
唐
書
、
闘
播
博
〕

後
漢
の
祭
逢
か
倹
約
質
素
を
以
て
身
を
虞
し
た
故
事
。
帝
、
王
僧
辮
を
誅
す
る
や
、
人
を
遣
し
て
載
を
喩
さ
し
十
三
、
中
書
學
生
に
補
せ
ら
る
。
孝
文
帝
、
名
徳
沙
門
虞
杞
雅
知
二
播
章
柔
可
＞
制
、
因
従
容
言
、
播
材
任
,
,
宰

〔
後
漢
書
、
祭
違
傭
〕
違
為
レ
人
廉
約
小
心
、
克
缶
J

奉
レ
め
、
更
に
梁
の
敬
帝
の
勅
を
奉
じ
て
載
の
兵
を
解
か
と
談
論
往
復
す
る
毎
に
、
績
、
綴
録
を
掌
つ
て
遺
漏
な
相
―
)

公
、
賞
賜
輔
盆
興
―
―
士
卒
ニ
家
無
―
―
私
財
云
身
衣
二
4

早
袴
布
せ
、
か
く
て
載
、
降
る
。
永
定
中
、
官
は
散
騎
常
侍
。
天
嘉
く
‘
頗
る
賞
せ
ら
る
。
官
は
平
遠
将
軍
・
梁
郡
太
守
。
【
産
'
i
表】
1
6
A
ャ
ウ
な
め
し
が
は
の
し
た
ば
か
ま
。
〔
急
就

良
夫
人
裳
不
品
加
レ
縁
、
帝
以
レ
是
重
焉
。
の
初
、
疾
を
以
て
官
を
去
り
、
室
を
江
乗
の
白
山
に
築
〔
魏
書
、
四
十
五
〕
。
篇
‘
裳
拿
不
借
為
―
―
牧
人
↓
注
〕
言
著
―
―
芹
裳
及
不
借
一
者
、

【
卓
顧
】
5
2
7
4

古
の
一
＿
國
の
名
。
車
と
顧
°
〔
詩
‘
-
商
頌
、
き
、
人
事
を
屏
絶
し
、
家
に
終
る
。
〔
陳
書
、
十
八
〕
．
〔
南
【
章
之
】
6
9
A

清
、
高
其
侃
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 1
0
8
3
)

の
字
。
卑
賤
之
服
、
便
―
―
易
於
事
↓
宜
和
訟
竪
牛
羊
一
也
。

長
検
〕
i

早
顧
既
伐
‘
昆
吾
夏
舛
木
°
〔
博
〕
有
,
,
.
國
者
石
有
―
―
史
、
五
十
八
〕
0
 

[
~
l
l
l
l

＇
氏
】10
占
周
官
の
名
。
冬
官
の
喝
。
皮
細
工
を
掌
【
幸
賞
】
1
1
炉
'
’
漢
の
人
。
賢
の
孫
。
少
く
し
て
家
學
を

顧
國
者
五
有
,
,昆
吾
國
者
→
[
草
浩
~
】

S
o
tィ
唐
の
人

o

悟
の
弟

o

官
は
戸
部
侍
郎
ヽ
太
る

o

〔
周
礎
ヽ
考
工
記
ヽ
車
氏
ヽ
義
疏
〕
易
氏
祓
日
£
早
氏
承
け
ヽ
詩
説
に
明
通
す

o

初
め
定
陶
王
の
太
博
と
な
る

o

【
京
~
旧
】
5
3
丑
ゥ
〇
唐
萬
年
の
人
。
中
宗
の
后
。
中
宗
、
武
原
手
。
み
な
治
績
あ
り
。
天
賓
中
、
尚
書
左
丞
、
後
、
渇
翔
之
篇
亡
芙
、
其
所
レ
掌
不
レ
可
レ
考
、
上
経
飽
人
之
事
、
則
哀
帝
郎
位
す
る
や
‘
藷
恩
を
以
て
車
騎
将
軍
に
累
官

后
に
廃
せ
ら
れ
て
房
陵
に
在
る
や
、
使
者
の
至
る
毎
に
太
守
と
な
つ
て
終
る
。
〔
唐
書
、
一
百
十
六
〕
．
〔
全
唐
詩
、
治
レ
革
而
柔
レ
之
者
、
蓋
皮
之
去
レ
毛
則
為
レ
革
、
熟
レ
之
則
す
。
三
公
に
列
り
、
爵
は
闘
内
侯
。
年
八
十
餘
、
天
壽

恐
れ
て
自
殺
せ
ん
と
し
た
が
、
車
后
常
に
之
を
止
む
。
九
〕
。
為
レ

4早
、
革
如
―
―
革
車
之
類
二
不
―
―
必
其
軟
~
一
也
、
車
如
孟
早
を
以
て
終
る
。
〔
史
記
、
九
十
六
〕
．
〔
前
漢
書
、
七
十
三
〕
。

帝
‘
復
辟
す
る
に
及
ぴ
、
政
冶
に
参
輿
し
、
武
三
思
と
私
【
阜
．
齋
】
61

？
字
琥
。

O
宋
‘
朱
松
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 3
9
2
)

弁
服
之
類
ご
必
待
レ
熟
而
後
可
、
或
者
草
氏
所
レ
掌
、
用
―
-
[
泣
・
城
】
18

召
＇
ウ
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
古
の
禾
草
國
。
河
南

通
す
。
後
、
中
宗
を
拭
し
、
瘍
帝
を
立
て
、
朝
に
臨
ん
で
の

0
の
琥
。

O
明
、
巌
垣
(
2
ー

4
5
8
9
:
 8
1
)

の
琥
。

0
清

、

於

弁

服

之

類

一

云

耳

。

省

滑

縣

の

東

南

。

〔

後

漢

書

‘

郡

國

志

―

―

-

‘

白

馬

有

,
,
l

早
卿
一

政
を
胤
る
。
臨
禅
王
隆
基
、
即
ち
玄
宗
に
殺
さ
れ
、
竪
せ
恥
願
魯
(
9
ー

2
9
0
2
6
:
 5
4
)

の

琥

。

【

葦

．

師

】

71

バ
隋
の
人
。
填
の
子
。
字
は
公
穎
。
溢
は
定
。
注
〕
杜
預
曰
‘
縣
東
南
有
玉
中
城
↓
古
琢
幸
氏
之
國
゜
〔
讀

ら
れ
て
庶
人
と
な
る
。
〔
唐
書
、
七
十
六
〕
・
〔
藷
唐
書
、
五
〖
拿
齋
集
〗

6
2
tィ4
7
書
名
。
十
二
巻
。
宋
‘
朱
松
撰
。
松
経
史
を
渉
服
し
、
騎
射
に
巧
。
初
、
北
周
に
仕
へ
、
官
は
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
大
名
府
‘
滑
縣
〕
専
城
瞭
縣
、
縣
東

+
-
〕
。
●
唐
の
人
。
穆
宗
の
后
。
謡
は
宣
捻
。
武
宗
を
生
の
弟
樟
の
撰
で
あ
る
。
玉
瀾
集
‘
一
巻
を
附
す
。
〔
四
庫
賓
部
大
夫
。
文
帝
受
祠
の
後
、
兵
部
尚
書
に
累
遷
し
、
沐
南
五
十
里
、
相
博
、
殷
琢
市
氏
故
國
、
戦
國
時
亦
曰
―
―
境

む

。

〔

唐

書

、

七

十

七

〕

。

提

要

‘

集

‘

別

集

類

〕

。

州

刺

史

に

除

せ

ら

れ

、

治

名

あ

り

。

平

陳

の

役

に

府

誡

津

ご

信

陵

君

日

、

秦

有

―

―

塊

津

孟

以

臨

1

面
品
ば
是
也
、
志

【
葦
，
厚
】
54

炉
明
、
長
興
の
人
。
字
は
元
載
。
成
化
の
進
【
草
荘
】
63

が
前
蜀
、
杜
陵
の
人
。
字
は
端
已
。
溢
は
文
を
悉
く
師
に
委
ね
た
が
、
秋
嘔
も
犯
さ
ず
、
清
白
と
稽
云
、
河
水
至
孟
率
城
「
名
曰
1

草
津
↓
漢
為
―
―
白
馬
縣
地
↓
隋

士
。
官
は
同
知
。
消
苦
自
ら
勘
ま
し
、
官
に
卒
す
。
殆
靖
。
性
、
疎
瞭
。
幼
く
し
て
詩
を
能
く
す
。
唐
の
乾
寧
の
せ
ら
る
。
〔
隋
書
、
四
十
六
〕
．
〔
北
史
、
六
十
四
〕
。
開
皇
十
六
年
、
罹
二
尊
城
縣
「
陽
,
,
滑
川
↓

を
為
す
無
く
、
本
郡
の
太
守
‘
其
の
喪
を
経
紀
す
。
〔
明
進
士
。
左
補
闘
を
以
て
雨
川
を
宣
諭
し
、
遂
に
蜀
に
留
【
涅
・
脂
】
1
2
A

な
め
し
が
は
と
あ
ぶ
ら
。
共
に
柔
滑
な
[
君
＇
騨
-
】

79

炉
ヴ
宋
、
錢
塘
の
人
よ
子
は
子
駿
o

皇
祐
の
進

名
人
博
、
二
〕
。
つ
て
王
建
に
事
ふ
。
梁
‘
唐
を
纂
つ
て
改
元
す
る
や
、
諸
も
の
。
卑
劣
で
世
俗
に
こ
び
へ
つ
ら
ふ
人
の
喩
。
又
脂
士
。
官
は
靖
國
中
、
明
州
の
知
。
詩
文
に
巧
。
著
に
錢
塘

霊

樹

】
55

ザ
唐
の
人
。
嗣
立
の
子
。
開
元
の
初
、
楊
山
将
と
建
を
擁
し
て
帝
を
梢
せ
し
む
。
蜀
の
開
國
の
制
度
草
。
字
解
口
の

O
を
見
よ
。
〔
菊
池
―
―

-ii、
本
朝
虞
初
新
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
六
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
一
百
五

令

と

為

り

、

寛

悪

に

し

て

民

心

を

得

、

御

史

中

丞

宇

文

は

皆

荘

の

定

め

る

と

こ

ろ

。

官

は

吏

部

尚

書

・

同

平

章

誌

〕

況

士

而

車

脂

軟

弱

。

十

三

〕

。

融
、
悟
の
経
渭
の
オ
有
る
を
薦
め
て
位
を
譲
る
。
給
事
事
。
著
に
浣
花
集
及
ぴ
箋
表
・
蜀
程
記
か
あ
る
。
〔
全
唐
【
享
辞
】
13

バ
唐
の
人
。
字
は
践
之
。
少
く
し
て
雨
経
を
【
卓
壽
】
80

翌
隋
の
人
。
穂
の
弟
。
字
は
世
齢
。
盆
は
定
。

中
に
累
轄
す
。
卒
す
る
時
、
官
は
陳
留
太
守
。
〔
唐
書
、
一
詩
、
二
十
六
〕
．
〔
全
唐
文
、
八
百
八
十
九
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
以
て
第
に
擢
ん
で
ら
る
。
草
虚
厚
、
政
を
執
る
や
、
辞
の
北
周
に
在
る
や
、
早
く
よ
り
貴
公
子
を
以
て
令
誉
あ

百

十

六

〕

。

一

百

五

十

一

〕

。

文

學

理

行

あ

る

を

知

り

、

引

き

て

中

書

含

人

と

な

す

。

り

、

官

は

儀

同

三

司

。

文

帝

受

碍

す

る

や

、

時

に

父

の

【
章
繕
】
56

戸
か
は
の
ゆ
が
け
。
か
は
の
腕
お
は
ひ
。
【
章
索
】
64

が
鞣
皮
で
作
っ
た
縄
゜
〔
宋
史
、
岳
飛
博
〕
酔
、
高
名
を
撞
に
す
る
も
、
公
論
を
厭
は
な
か
っ
た
た
喪
に
居
る
も
、
起
用
さ
れ
て
事
を
覗
、
再
ぴ
刺
史
と
な

〔
李
陵
、
答
蘇
武
書
〕
草
購
廃
模
、
以
累
風
雨
↓
初
冗
地
有
―
―
勁
軍
五
皆
重
鎧
貫
以
葦
索
↓
「
字
。
め
、
後
、
湖
南
観
察
使
と
な
り
、
鎮
に
在
る
こ
と
―
一
年
、
り
、
頗
る
治
名
あ
り
。
〔
隋
書
、
四
十
七
〕
。

霊

穀

】
57

戸
五
代
、
蜀
の
人
。
少
く
し
て
文
藻
あ
り
、
【
幸
三
】
6
5
t
’
清
、
高
其
侃
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 1
0
8
3
)

の
治
績
あ
り
。
〔
藷
唐
書
、
二
日
六
十
〕
0
 

[,lllll-
綬
]
8
1

バ
ュ
〇
唐
の
人
。
貫
之
の
兄
。
明
経
に
擢
ん
で

夢
中
に
軟
羅
顕
巾
を
得
、
是
よ
り
オ
思
益
：
進
む
。
孟
【
阜
菜
】
6
6
t

’
梁
の
人
。
放
の
子
。
字
は
長
個
。
大
同
中
、
【
章
袖
】
14

凡
ゥ
唐
の
人
。
宙
の
弟
。
字
は
伯
起
。
人
を
知
ら
れ
、
東
都
幕
府
に
辟
さ
る
。
徳
宗
の
時
、
官
は
翰
林
學

氏
父
子
に
仕
へ
て
監
察
御
史
と
為
り
、
街
書
に
遷
る
。
衡
州
刺
史
と
為
り
、
召
還
さ
れ
て
直
陵
に
至
り
、
侯
景
る
の
黎
識
あ
り
。
嶺
南
に
在
り
し
時
、
従
女
を
小
校
の
士
。
密
政
に
参
逮
す
る
所
多
し
。
晩
年
、
疾
を
以
て
罷
め

唐
人
の
詩
千
首
を
輯
め
、
オ
調
集
を
為
る
。
〔
十
國
春
が
逆
を
作
す
と
聞
き
、
急
遠
赴
き
援
け
、
青
塘
に
至
る
。
劉
謙
に
妻
は
す
。
或
る
人
、
不
可
と
い
ふ
も
、
袖
は
吾
が
て
第
に
還
り
、
官
は
左
散
騎
常
侍
に
終
る
。
〔
唐
書
、
一

秋
〕
．
〔
四
庵
提
要
、
一
百
八
十
六
〕
。
景
‘
菜
の
軍
螢
の
未
だ
立
た
ぬ
を
望
見
し
、
鋭
卒
を
卒
子
孫
は
必
ず
之
に
依
る
可
し
と
言
っ
た
が
、
果
し
て
謙
百
六
十
九
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
百
五
十
八
〕
゜
●
唐
‘
篤
年
の

【
草
穀
】
58

戸
な
め
し
皮
で
輪
を
つ
つ
ん
だ
車
。
古
、
賢
ゐ
て
束
り
攻
む
。
軍
敗
れ
、
左
右
、
菜
を
牽
き
‘
賊
を
避
は
封
州
刺
史
と
為
り
、
二
子
、
隠
・
腹
を
生
む
。
薩
揚
が
人
。
字
は
子
章
。
溢
は
通
醜
。
至
性
あ
る
も
不
経
を
好

— 
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む
。
父
の
喪
に
腎
を
錢
つ
て
浮
圏
の
書
を
血
葛
す
。
建
【
芦
早
読
】
88

グ
唐
、
京
兆
の
人
。
官
は
潤
州
刺
史
。
一
族

中
の
末
、
長
安
尉
に
起
家
す
。
穆
宗
、
太
子
と
為
る
や
、
責
清
を
望
む
。
女
あ
り
‘
壻
を
揮
む
に
苛
。
参
軍
斐
寛
、

入
っ
て
侍
讀
と
為
り
、
偶
言
を
以
て
太
子
を
悦
ば
す
。
碧
衣
痩
長
、
繋
呼
ん
で
鶴
雀
と
な
す
を
見
て
、
誅
日
く
‘

帝
怒
つ
て
虔
州
の
刺
史
に
出
す
。
穆
宗
立
ち
、
召
さ
れ
女
を
愛
す
る
は
、
賢
公
侯
の
妻
と
な
ら
し
め
ん
た
め
な

て
尚
書
右
丞
と
為
り
、
尋
い
で
山
南
西
道
節
度
使
を
授
り
、
何
ぞ
貌
を
以
て
人
を
求
め
ん
と
て
、
寛
に
妻
は
す
。

け
ら
る
。
老
に
し
て
貪
、
綱
維
乱
弛
す
。
〔
唐
書
、
一
百
六
後
、
寛
、
貴
盛
に
至
る
。
〔
尚
友
録
、
二
〕
。

+

〕

．

〔

菖

唐

書

、

一

百

六

十

二

〕

。

【

章

震

】

8

9

A

/

0

五
代
、
梁
の
人
。
初
名
は
肇
。
字
は
東

【
車
逃
】
82

庄
＇
ユ
＇
唐
の
人
。
景
駿
の
子
。
年
少
に
し
て
進
卿
。
彊
敏
に
し
て
、
口
辮
あ
り
。
太
祁
に
事
へ
て
、
都

士
に
登
第
し
、
考
功
郎
宋
之
問
に
器
重
せ
ら
る
。
官
は
統
判
官
と
為
る
。
唐
昭
宗
の
時
、
太
祗
が
四
鎮
を
兼
領

集
賢
學
士
・
エ
部
侍
郎
。
封
は
方
城
縣
侯
。
圏
書
を
典
掌
す
る
を
得
し
は
震
の
功
に
よ
る
。
受
輝
に
及
ぴ
官
は
太

す
る
こ
と
四
十
年
。
史
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
こ
と
二
十
子
太
博
。
末
帝
即
位
し
、
太
師
を
加
へ
ら
る
。
〔
五
代

年
。
儲
書
二
萬
巻
、
皆
自
ら
校
定
す
。
又
、
開
元
譜
―
―
史
、
四
＋
―
二
〕
゜
●
周
、
玉
子
(
7
-
2
0
 8
2
1
 :
 3
2
9
)
の

O
の

十
篇
を
撰
述
し
、
武
徳
以
来
の
國
史
を
主
と
し
、
文
は
姓
名
。

約
、
事
は
詳
、
時
人
、
誰
周
・
陳
壽
に
比
す
。
安
藤
山
の
【
章
早
崇
]
9
0

？
後
魏
の
人
。
闇
の
従
子
。
字
は
洪
基
。
官

乱
に
、
國
史
を
抱
い
て
南
山
に
蔵
れ
、
身
‘
賊
に
陥
り
、
は
孝
文
の
時
、
南
穎
川
太
守
。
細
事
を
摘
獲
す
る
を
好

偽
官
に
汁
さ
る
。
賊
平
定
し
、
漁
洲
に
流
さ
れ
、
刺
史
ま
ず
‘
郡
中
大
い
に
治
ま
る
。
洛
に
遷
る
の
後
、
司
州
中

に
困
め
ら
れ
、
食
は
ず
し
て
死
す
。
〔
唐
書
、
一
百
―
二
十
正
と
為
り
、
復
、
河
南
邑
中
正
と
為
り
、
平
直
の
評
判

二

〕

・

〔

藷

唐

書

、

二

日

二

〕

。

あ

り

、

華

山

太

安

に

累

遷

す

。

〔

魏

書

、

四

十

五

〕

。

【
草
偶
]
9
3

翌
／
後
魏
の
人
。
闇
の
孫
。
字
は
穎
超
。
熙
【
葦
正
]
9
1

戸
梁
の
人
。
放
の
弟
。
字
は
敬
直
。
官
は
給

平
の
初
、
貞
と
追
盆
す
。
早
く
よ
り
學
識
あ
り
、
少
く
事
黄
門
侍
郎
。
初
、
東
海
の
王
僧
襦
と
親
友
た
り
。
僧
揺

し
て
孤
゜
祁
母
に
事
へ
て
至
孝
。
温
和
廉
譲
、
州
里
に
が
吏
部
郎
と
為
り
大
選
を
参
掌
す
る
や
、
賓
友
故
人
、

推
稲
さ
る
。
興
平
男
を
襲
爵
し
、
本
州
中
正
・
都
水
使
皆
出
入
す
る
も
、
正
は
獨
り
括
漁
。
僧
儒
が
撲
限
さ
れ

者
に
累
遷
す
。
宣
帝
崩
じ
、
領
軍
子
忠
に
害
せ
ら
る
。
る
に
及
ぴ
、
復
、
篤
く
交
際
し
、
昔
日
に
躁
え
る
も
の

〔

魏

書

、

四

十

五

〕

。

有

り

。

〔

梁

書

、

十

二

〕

．

〔

南

史

、

五

十

八

〕

。

【
章
純
】
84

翌
／
唐
の
人
。
章
貫
之
(
1
7
3
)
を

見

よ

。

【

蕗

昭

]
8

炉
三
國
呉
、
雲
陽
の
人
。
字
は
弘
嗣
。
史
家
‘

【
車
恕
】
85

丑
ヨ
梁
、
杜
陵
の
人
。
天
監
中
、
揚
州
曹
操
と
晉
の
緯
の
た
め
に
曜
と
改
む
。
少
く
し
て
好
學
。
文
章

な
り
、
秩
涌
ち
間
居
す
。
女
あ
り
、
5

弁
に
及
ぴ
、
園
斐
張
を
能
く
す
。
太
子
中
庶
子
に
歴
遷
す
。
令
を
承
け
て
博

老
に
許
嫁
す
。
相
傭
ふ
、
張
老
夫
婦
皆
仙
去
す
と
。
〔
尚
穿
論
を
為
り
、
梢
揚
さ
る
。
孫
皓
立
ち
、
侍
中
と
為
り
、

友

録

、

二

〕

。

國

史

を

領

し

、

持

正

を

以

て

皓

に

殺

さ

る

。

著

に

孝

経

【
章
架
]
8
6

バ
ョ
な
め
し
が
は
と
わ
た
。
車
の
輪
に
用
ひ
論
語
の
注
・
洞
記
・
官
職
訓
・
辮
繹
名
・
國
語
注
が
あ
る
。

て
車
の
動
揺
を
避
け
る
。
〔
漢
書
、
霰
光
傭
〕
太
夫
人
顕
〔
三
國
志
、
六
十
五
〕
。

改
下
光
時
所
―
―
自
造
1

埜
制
益
叫
修
工
今
会
云
云
‘
廣
治
―
-
【
章
設
】
9
3
i
’
後
趙
、
京
兆
の
人
。
字
は
憲
道
。
儒
學
を

第
窒
作
―
―
乗
輿
輩
「
加
1

霊
繍
細
憑
黄
金
塗
、
阜
架
薦
レ
好
み
、
著
述
を
善
く
す
。
群
言
認
要
、
綜
覧
せ
ざ
る
は

輪
‘
侍
婢
以
五
采
絲
齢
ご
顧
‘
涌
飯
第
中
一
〔
注
〕
晉
灼
莫
く
、
著
作
及
ぴ
世
事
散
十
萬
言
を
集
記
す
る
に
、
皆

曰
、
御
輩
‘
以
レ
草
緑
レ
輪
、
著
レ
之
以
レ
架
‘
師
古
日
、
取
―
―
―
深
博
に
し
て
オ
義
あ
り
。
初
、
劉
躍
に
、
後
、
石
虎
に
仕

其

行

安

不

面

動

一

也

。

へ

、

太

子

太

博

に

至

る

。

直

諫

を

以

て

舟

閲

に

殺

さ

る

。

【
京
縄
】87
荘
，
ヨ
•
ウ
唐
の
人
。
維
の
弟
。
文
辟
に
長
ず
。
初
、
〔
晉
書
、
九
十
一
〕
。

孝
廉
。
官
は
長
安
尉
。
洒
・
涅
．
郎
の
―
二
州
刺
史
を
歴
、
【
車
為
】
9
4
i
キ
車
は
柔
皮
、
器
は
‘
う
ら
そ
こ
に
木
を
ほ

天
賓
の
初
、
秘
書
少
監
。
後
、
陳
王
博
に
終
る
。
〔
唐
書
、
ど
こ
し
た
履
、
皮
革
製
の
木
底
靴
を
い
ふ
。
〔
宋
書
、
證

二

日

十

八

〕

。

志

五

〕

主

簿

祭

酒

、

中

箪

章

昂

‘

拉

備

。
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車

草

僕
。
孔
融
と
親
し
。
嘗
て
二
子
康
・
誕
を
遣
し
て
融
に
詣
博
通
。
年
十
二
、
父
を
喪
ひ
、
直
墓
に
哀
毀
し
、
徴
辟
に

ら
し
む
。
融
‘
端
に
書
を
輿
へ
て
云
ふ
、
意
は
ざ
り
き
雙
就
か
ず
。
劉
聰
に
仕
へ
て
、
官
は
鎮
西
将
軍
。
叛
先
を

珠
、
近
く
老
蛙
よ
り
出
で
ん
と
は
、
前
日
、
元
、
将
来
す
、
討
伐
し
、
矢
泰
く
る
も
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
晉
書
、
八

淵
才
亮
茂
、
雅
度
弘
毅
、
経
世
の
器
な
り
、
昨
日
、
仲
、
将
十
九
〕
。

来
す
、
文
敏
篤
誠
、
家
を
保
つ
の
主
な
り
と
。
〔
尚
友
録
、
【
草
著
】
115

が
後
漢
の
人
。
豹
の
子
。
字
は
休
明
。
少
＜

二

〕

。

し

て

経

行

を

以

て

知

ら

れ

、

徴

辟

に

應

ぜ

ず

。

延

窯

の

【
章
誕
】
109

ク
三
國
魏
、
京
兆
の
人
。
端
の
子
。
字
は
仲
初
‘
公
車
、
種
を
備
へ
、
徴
し
て
覇
陵
に
至
る
。
疾
と
稽

将
。
文
才
あ
り
、
辞
章
を
善
く
し
、
又
、
善
書
の
名
あ
り
。
し
て
雲
陽
山
に
入
り
、
築
を
采
つ
て
返
ら
ず
。
後
、
曹

漢
の
建
安
中
、
郡
上
計
吏
と
為
り
、
特
に
郎
中
を
授
け
操
‘
櫂
を
撞
に
す
る
や
、
守
皇
帝
に
白
し
て
家
に
就
い
て

ら
る
。
太
和
中
、
能
書
を
以
て
侍
中
に
補
せ
ら
る
。
官
は
東
海
相
を
拝
せ
し
め
‘
詔
書
逼
切
、
已
む
を
得
ず
‘
巾
を

光
誅
太
夫
に
終
る
。
魏
の
賓
器
銘
題
は
皆
誕
の
書
。
明
解
い
て
郡
に
之
き
、
刑
に
任
じ
て
政
を
乱
り
、
卒
に
姦

帝
凌
雲
殿
を
造
り
‘
匠
者
誤
つ
て
先
づ
榜
を
上
す
。
誕
人
に
害
せ
ら
れ
、
隠
者
之
を
恥
づ
゜
〔
後
漢
書
、
五
十

に
之
に
書
せ
し
め
、
輔
鑢
に
よ
っ
て
引
き
上
げ
、
地
を
六
〕
。

去
る
こ
と
二
十
五
丈
‘
詑
る
時
、
験
髭
泰
く
白
し
と
い
【
葦
捗
】
116

が
ク
唐
の
人
。
安
石
の
子
。
字
は
殷
卿
。
滋

ふ
。
誕
、
製
墨
を
善
く
し
、
世
に
仲
将
の
墨
と
い
ふ
。
又
‘
は
忠
孝
。
少
く
し
て
風
格
方
正
、
文
酔
を
善
く
す
。
十
歳

製
筆
を
能
く
し
、
筆
経
を
著
は
す
。
〔
三
國
志
、
二
十
に
し
て
朝
散
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
證
、
吏
二
部
尚
書
に

こ

°

累

遷

し

、

郁

國

公

を

襲

封

す

。

陵

台

輔

の

望

あ

る

も

、

【
草
宙
】
110

が
唐
の
人
。
丹
の
子
。
蔭
に
よ
つ
て
官
に
入
李
林
甫
・
楊
國
忠
に
楕
さ
れ
て
相
位
を
得
ず
、
貶
譴
さ

り
、
初
は
河
陽
幕
府
に
辟
さ
る
。
宣
宗
召
し
て
侍
御
使
れ
て
病
没
す
。
常
に
五
採
賤
を
書
記
に
用
ひ
、
字
罷
、
五

を
授
く
。
太
原
節
度
使
薩
釣
に
表
章
さ
れ
、
邊
境
を
覗
‘
乃
木
雲
に
類
す
る
を
以
て
、
時
人
、
郁
公
五
雲
證
と
い
ふ
。

三
部
六
蕃
皆
信
悦
す
。
出
で
て
永
州
刺
史
と
な
り
、
政
性
‘
奢
修
を
好
み
‘
郁
公
附
の
梢
あ
り
。
〔
唐
書
、
一
百
―
―

績
殊
異
、
蟄
俗
為
に
遷
改
す
。
嶺
南
節
度
使
に
累
遷
し
、
十
二
〕
．
〔
藷
唐
書
、
九
十
二
〕
。

巻
有
り
。
卒
す
る
時
、
官
は
左
僕
射
同
平
章
事
。
〔
唐
書
、
【
君
・
珍
】
117"
ン
後
魏
の
人
。
間
の
族
弟
。
字
は
震
智
。
溢

一

百

九

十

七

〕

。

は

箆

。

少

く

し

て

志

操

あ

り

、

孝

文

の

初

、

命

を

受

け

、

【
章
．
娘
】
lll

了
歌
曲
の
上
手
な
美
人
。
〔
馬
祗
常
、
次
1

桓
誕
と
蜜
部
を
招
慰
す
。
珍
、
桐
柏
山
に
至
り
淮
源
を

前
韻
詩
〕
築
部
章
娘
舞
二
小
垂
云
病
宋
能
召
1

一
翰
林
臀
一
探
窮
す
。
其
の
地
、
藷
く
よ
り
祠
堂
あ
り
、
蟹
俗
、
人
を

〔
桃
花
扇
‘
媚
座
〕
牛
放
紅
梅
‘
只
少
二
章
娘
一
曲
催
一
用
ひ
て
祭
る
。
珍
、
諭
戒
し
て
‘
俗
習
を
革
む
。
凡
て
招

〖
章
娘
曲
〗1

1
2
況
芦
杜
章
娘
曲
の
略
。
唐
の
杜
車
娘
降
す
る
所
七
萬
餘
戸
‘
郡
縣
を
置
い
て
還
る
。
官
は
鎮

と
い
ふ
妓
女
が
歌
っ
た
歌
曲
の
名
。
〔
劉
馬
錫
、
贈
―
―
李
遠
将
軍
、
戦
功
に
よ
り
爵
は
覇
城
侯
に
至
る
。
〔
魏
書
、

司
空
妓
―
詩
〕
高
岱
雲
賛
宮
様
版
、
春
風
一
曲
杜
草
娘
、
四
十
五
〕
。

司

空

見

慣

渾

閑

事

、

断

盛

蘇

州

刺

史

腸

。

【

章

挺

】
118

？
唐
の
人
。
沖
の
子
。
少
く
し
て
隠
太
子
と

【
章
沖
】
1
1
3
i
f
ゥ
隋
の
人
。
藝
の
弟
。
字
は
世
沖
。
都
雅
に
善
し
。
官
は
左
衛
卒
。
太
子
敗
れ
、
坐
し
て
越
鳩
に
譴

し
て
辞
辮
あ
り
。
少
く
し
て
周
に
仕
へ
、
陳
を
伐
つ
に
せ
ら
る
。
貞
観
の
初
、
薦
め
ら
れ
て
御
史
大
夫
に
累
遷

従
ひ
‘
虜
へ
ら
れ
、
周
の
武
帝
に
贖
ひ
還
さ
れ
、
沿
州
刺
す
。
帝
、
遼
東
を
征
討
す
る
や
、
鉤
運
を
命
ぜ
ら
れ
、
唐

史
に
累
遷
す
。
文
帝
祠
を
受
け
、
位
を
開
府
に
進
め
ら
米
運
輪
せ
ざ
る
に
坐
し
て
限
せ
ら
れ
て
民
と
な
り
、
白

れ
、
官
は
南
寧
州
鶯
穂
管
。
寛
厚
に
し
て
、
衆
心
を
得
、
衣
を
以
て
従
ひ
‘
蓋
牟
城
を
破
り
、
復
た
怨
望
を
以
て

株
輻
•
契
丹
を
撫
寧
す
。
霙
管
畏
濯
し
、
朝
貢
相
績
く
。
象
州
刺
史
に
貶
せ
ら
れ
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
九
十
八
〕
．

又
、
高
麓
兵
を
撃
退
し
、
徴
さ
れ
て
民
部
尚
書
を
授
け
〔
藷
唐
書
、
七
十
七
〕
。

ら

る

。

〔

隋

書

、

四

十

七

〕

。

【

章

鼎

】

119

？
隋
の
人
。
載
の
弟
。
字
は
超
盛
。
少
く
し

【
芹
忠
】
114

が
f
ゥ
前
趙
、
平
陽
の
人
。
字
は
子
節
。
好
學
て
経
史
に
博
渉
し
、
陰
陽
に
明
か
に
、
相
術
を
善
く
す
。

_
 ＂ 

立
口

梁
に
仕
へ
て
官
は
中
書
侍
郎
。
時
に
陳
の
武
帝
、
南
徐
だ
立
た
ず
‘
魔
下
た
だ
二
百
餘
人
、
皆
色
を
失
ひ
去
ら

州
に
在
り
、
鼎
、
氣
を
望
ん
で
其
の
王
た
る
ぺ
き
を
知
ん
事
を
請
ふ
。
放
、
属
瞥
し
て
之
を
叱
し
、
力
戦
し
て
‘

り
、
遂
に
挙
を
寄
す
。
太
建
中
、
官
は
散
騎
常
侍
。
至
徳
の
魏
軍
を
退
く
。
官
は
北
徐
州
刺
史
。
〔
梁
書
、
二
十
八
〕
．

初
、
陳
の
亡
ぶ
べ
き
を
知
り
、
忽
ち
、
田
宅
を
賣
り
、
僧
寺
〔
南
史
、
五
十
八
〕
。

に
客
居
す
る
も
、
陳
亡
び
‘
隋
の
文
帝
、
天
下
を
有
ち
、
【
章
肪
]128

丑
ウ
後
蜀
、
蜀
の
人
。
嘗
て
渚
陵
江
に
夜
泊

召
さ
れ
て
、
上
儀
同
一
二
司
を
授
け
ら
れ
、
光
州
刺
史
に
し
、
龍
女
に
遇
ひ
迎
へ
ら
れ
て
宮
に
入
る
。
已
に
し
て

除
せ
ら
る
。
仁
義
を
以
て
教
導
し
、
務
め
て
清
静
を
弘
登
第
し
、
簡
州
に
知
と
な
る
。
一
夕
、
龍
女
、
信
を
遣
し

む
。
後
、
召
し
還
さ
れ
、
長
安
に
卒
す
。
〔
南
史
‘
五
十
て
召
す
、
遂
に
俄
に
卒
す
。
事
、
朝
に
聞
え
、
赦
し
て
北

八

〕

．

〔

隋

書

、

七

十

八

〕

。

海

水

仙

と

な

す

。

〔

十

國

春

秋

〕

。

【
章
逗
】
120

が
唐
、
京
兆
の
人
。
官
は
都
官
郎
・
嶺
南
節
【
章
博
】
1
2
9
7
ク
唐
‘
萬
年
の
人
。
字
は
大
業
。
進
士
。
殿

度
行
軍
司
馬
。
杜
甫
と
親
し
。
〔
尚
友
録
、
二
〕
。
中
侍
御
史
と
な
り
、
開
成
中
、
中
人
と
誠
吏
の
財
産
を

【
章
肇
】
121

炉
〇
唐
、
京
兆
の
人
。
隻
の
七
世
の
孫
。
溢
籍
し
、
簿
に
遺
貨
無
し
、
主
客
郎
中
に
遷
る
。
時
に
詔

は
貞
。
官
は
大
暦
中
、
中
書
含
人
。
隕
；
上
書
し
て
得
し
て
佛
祠
を
毀
し
、
浮
屠
を
悉
し
て
主
客
に
隷
す
。
博

失
を
言
ひ
、
元
載
に
悪
ま
れ
、
京
兆
少
手
に
左
遷
す
。
の
言
令
甚
だ
暴
、
宰
相
李
徳
裕
に
悪
ま
る
。
官
は
平
麿

後
靱
書
少
監
に
改
め
ら
れ
る
。
載
、
誅
せ
ら
れ
、
吏
部
節
度
使
・
検
校
褪
部
尚
書
。
昭
義
に
徒
つ
て
卒
す
。
〔
唐

侍
郎
に
除
せ
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
日
六
十
九
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
書
、
一
百
七
十
七
〕
。

二
百
五
十
八
〕
゜

0
後
梁
の
人
。
草
震
(
8
9
)
を
見
よ
。
【
産
瑛
】
130

？
宋
の
人
。
淵
の
孫
。
淳
煕
の
末
、
太
府
少

【
車
條
】
122

が
か
は
の
ひ
も
。
〔
蝠
悪
全
書
、
保
甲
部
、
卿
と
為
る
。
高
宗
崩
じ
、
金
國
告
哀
使
と
な
り
、
節
を
守

城
廂
防
守
〕
牌
用
二
章
條
1

穿

好

。

つ

て

金

人

に

辱

し

め

ら

れ

ず

。

寧

宗

の

時

、

清

遠

軍

節

【
拿
填
】
123

ク
北
周
、
杜
陵
の
人
。
字
は
世
珍
°
溢
は
悪
。
度
使
に
至
る
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十
五
〕
．
〔
南
宋
書
、
六
十

魏
孝
明
帝
の
時
‘
太
尉
府
法
曹
参
軍
よ
り
起
家
し
、
諫
七
〕
。

議
大
夫
に
累
遷
す
。
文
帝
に
従
つ
て
載
征
し
、
累
り
に
【
章
．
藩
1
]
1
3
1

？
車
の
な
め
し
皮
の
蔽
ひ
。
〔
國
語
、
晉
語

功
あ
り
、
瓜
州
刺
史
に
除
せ
ら
る
。
性
清
倹
、
武
略
あ
八
〕
夫
綽
之
富
商
、
車
藩
木
撻
以
過
二
子
朝
面
唯
其
功
庸

り
、
為
に
胡
人
寇
を
為
さ
ず
。
公
私
静
安
、
明
帝
の
時
、
少
也
。
〔
注
〕
車
藩
‘
章
蔽
―
―
前
後
一

開
府
儀
同
一
二
司
に
累
遷
す
。
〔
周
書
、
三
十
九
〕
．
〔
北
史
、
【
章
妃
】
1
3
2
i

唐
の
人
。
初
、
良
姶
と
為
り
、
貞
元
中
、
徳

六

十

四

〕

。

宗

冊

し

て

賢

妃

と

す

。

性

、

敏

淑

。

言

動

、

縄

矩

有

り

。

【
章
杜
】
1
2
4
i

唐
時
の
章
氏
と
杜
氏
。
世
々
望
族
で
あ
つ
帝
、
之
を
重
ん
じ
、
後
宮
皆
其
の
行
ひ
を
師
と
す
。
元

た
。
轄
じ
て
、
高
貴
な
家
柄
の
喩
。
章
氏
の
居
る
所
を
享
和
中
、
卒
す
。
〔
唐
書
、
七
十
七
〕
。

曲
、
杜
氏
の
居
る
所
を
杜
曲
と
い
ふ
。
皆
、
長
安
咸
寧
縣
【
車
拙
]
1
3
3
i

後
魏
の
人
。
或
の
弟
。
字
は
違
顧
゜
溢
は

の
南
。
〔
辛
氏
三
秦
記
〕
城
南
章
杜
‘
去
レ
天
尺
五
゜
〔
韓
愈
‘
宣
。
少
く
し
て
志
業
あ
り
、
年
十
八
、
州
の
主
簿
に
辟
さ

出
レ
城
詩
〕
應
須
奎
中
杜
家
家
到
盃
祇
有
,
,
今
朝
一
日
閑
↓
る
。
時
に
凶
歳
に
嘗
り
、
家
粟
を
出
し
て
粥
を
造
り
飢

【
草
.
形
]125

炉
唐
の
人
。
方
質
の
四
世
の
孫
。
能
＜
證
に
人
を
飼
ふ
。
官
は
左
軍
将
軍
に
累
遷
す
。
齊
を
破
る
の

精
通
す
。
官
は
徳
宗
の
時
、
太
常
博
士
。
論
議
有
る
毎
功
を
以
て
杜
縣
開
國
子
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
魏
書
、
四
十

に
、
朝
臣
常
に
依
撼
と
す
。
〔
唐
書
、
二
百
〕
。
五
〕
。

【
車
嚢
】
126

が
な
め
し
が
は
の
ふ
く
ろ
。
〔
史
記
、
宋
微
【
章
彪
】
1
3
4
"
’
’
後
漢
の
人
。
賞
の
孫
。
字
は
孟
達
。
性
、

子

世

家

〕

盛

レ

血

以

二

阜

嚢

↓

純

孝

゜

學

を

好

み

治

聞

、

初

め

孝

廉

に

攀

げ

ら

れ

て

郎

【
章
放
】
127

況
梁
の
人
。
叡
の
子
。
字
は
元
直
。
盆
は
宜
。
と
為
り
、
病
を
以
て
免
ぜ
ら
れ
、
蹄
つ
て
教
授
し
、
貧
に

3
 

天
監
中
、
永
昌
縣
侯
を
襲
封
す
。
累
り
に
藩
佐
と
為
り
、
安
ん
じ
道
を
築
し
む
。
明
帝
の
時
、
徴
さ
れ
て
謁
者
を

8
 
7
 

並
に
臀
績
を
著
す
。
普
通
末
、
命
を
奉
じ
て
渦
陽
を
攻
授
け
ら
る
。
章
帝
の
時
、
大
鴻
腫
に
累
官
す
。
詔
に
應
じ

む
。
時
に
魏
軍
大
攀
し
て
攻
め
来
る
も
、
放
の
軍
螢
未
て
選
攀
及
ぴ
人
を
用
ふ
る
の
法
を
論
ず
。
帝
東
巡
す
る

12

— 
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や
、
司
徒
の
事
を
行
ふ
も
、
後
、
病
を
以
て
致
仕
し
、
卒

す
。
書
十
二
篇
を
著
し
、
芹
卿
子
と
琥
す
。
〔
後
漢
書
、
五

十
六
〕
。

【i
患
斌
】
1
3
5
i
ン

0
唐
の
人
。
陣
の
弟
。
少
く
し
て
修
整
、

文
藝
を
好
み
、
容
止
巌
峻
、
大
臣
の
糧
あ
り
。
陣
と
名
を

齊
く
す
。
天
賓
中
、
銀
寄
光
祗
大
夫
を
授
け
ら
る
。
安
祗

山
洛
陽
を
陥
れ
る
や
賊
に
捕
へ
ら
れ
、
黄
門
侍
郎
に
署

せ
ら
れ
、
憂
憤
し
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
一
百
―
-
＋
―
-
〕
.
〔
藷

唐
書
、
九
十
二
〕
゜

0
明
｀
江
南
山
陽
の
人
。
字
は
彦
質
。

成
化
の
進
士
。
官
は
給
事
中
。
嘗
て
日
く
、
弾
劾
に
恨
り

て
私
讐
を
快
く
し
、
細
微
に
投
じ
て
公
道
を
賣
る
は
吾

の
深
く
恥
づ
る
所
な
り
と
。
後
、
揺
建
學
使
と
な
る
。

【
阜
曼
]
1
3
6
5
／
宋
、
上
林
の
人
。
博
聞
彊
記
、
書
棲
の
梢

あ
り
。
琴
に
應
じ
て
第
せ
ず
‘
羅
洪
洞
に
隠
居
し
、
山

林
泉
石
の
勝
に
撮
り
、
自
ら
白
雲
先
生
と
琥
す
。
善
＜

内
養
し
、
壽
百
餘
歳
に
至
る
。
〔
尚
友
録
、
二
〕
。

【
葦
布
】
13774

牟
帯
布
衣
の
略
。
貧
者
の
服
装
。
轄
じ
て
、

羅
晒
な
喩
゜
〔
司
馬
相
如
、
報
1

一
卓
文
君
一
書
〕
五
色
有
レ
燦

而
不
レ
掩
1

一
準
布
↓
〔
韓
愈
、
荊
渾
唱
和
詩
序
〕
輿
奎
中
布
里

間
、
憔
悴
専
一
之
士
涵
含
其
奄
椛
分
寸
↓

【
章
武
】
1
3
8
t

唐
の
人
。
待
憤
の
曾
孫
。
蔭
に
よ
り
右
千

牛
に
補
せ
ら
れ
、
長
安
丞
に
累
遷
す
。
徳
宗
、
梁
州
に
幸

す
る
や
、
武
、
妻
子
を
委
ね
て
行
在
に
奔
り
、
刑
部
員
外

郎
に
歴
任
す
。
時
に
胤
後
の
典
章
を
整
備
す
る
に
嘗

り
、
執
事
者
、
時
々
武
に
杏
る
に
、
武
、
官
を
酌
み
用
を

約
し
、
證
の
衷
を
得
。
後
、
綽
州
剌
史
と
為
り
、
滑
水
を

竪
ち
‘
田
萬
餘
頃
を
灌
漑
す
。
憲
宗
の
時
、
官
は
京
兆
手

に
至
る
。
〔
唐
書
、
九
十
八
〕
．
〔
全
唐
詩
、
十
七
〕
。

【
章
服
】
13974
ク
皮
の
陣
乃
織
。
〔
青
山
侃
弦
齋
、
赤
穂
義

士
〕
戴
而
墓
著
葦
服
一

【
章
平
】
1
4
0
}

ィ
漢
の
宰
相
、
車
賢
及
び
そ
の
子
章
玄
成

と
、
平
営
及
ぴ
其
の
子
平
晏
を
さ
す
。
父
子
宰
相
と
な

る
喩
゜
〔
李
商
隠
‘
為
―
―
李
胎
孫

L
上
―
―
李
相
公
一
啓
〕
叙
1

一漢

代
之
名
門
涵
中
平
掩
レ
耀
゜
〔
唐
詩
紀
事
‘
李
商
隠
〕
商
隠

為
―
―
彰
陽
公
従
事
一
影
陽
之
子
絢
継
、
有
↓
一
章
平
之
拝
一

悪
"
―
商
隠
ぶ
笠
鄭
亜
之
辟
冨
以
為
レ
忘
ー
一
家
恩
―
疎
レ
之
。

【
茸
平
相
延
]141

裟
＇
バ
ぅ
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
車
賢
・
阜

玄
成
の
父
子
と
平
営
・
平
晏
の
父
子
と
が
引
き
つ
づ
い

て
宰
相
と
な
っ
た
故
事
。
〔
漢
書
、
平
嘗
博
〕
漢
興
唯
章

平
父
子
至
―
―
宰
相
―
)
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冨
豹
】

1
4
2
屯
ウ
後
漢
、
杜
陵
の
人
。
字
は
季
明
。
玄
成
の
る
迄
五
世
、
郡
魯
の
大
儒
た
り
。
富
時
、
詩
に
章
氏
の
學
〖
侃
レ

i早
侃
レ
弦
〗1

5
6
ぢ
ガ
炉
専
弦
之
侃

(
4
9
)
に
同
じ

0
8
4

玄
孫
。
散
：
公
府
に
辟
さ
れ
た
が
事
を
構
へ
て
去
る
。
あ
り
。
〔
前
漢
書
、
七
＋
―
二
〕
。
〖
侃
レ
草
以
緩
レ
己
〗

1
5
7
”
昇
芥
註
ス
西
門
豹
が
拿
を

7
2
 

安
帝
西
巡
す
る
や
、
徴
さ
れ
て
議
郎
を
拝
す
。
〔
後
漢
[
岸
間
】
149

炉
後
魏
ヽ
杜
陵
の
人
o

字
は
友
観
o

少
V
し
身
に
つ
け
て
己
の
性
急
な
氣
質
を
矯
め
ヽ
緩
に
し
た
故
ー

書

、

五

十

六

〕

。

て

器

望

あ

り

。

官

は

太

武

帝

の

時

、

咸

陽

太

守

。

後

、

事

。

章

弦

之

侃

(
4
9
)

を
見
よ
。
〔
故
事
成
語
考
、
器
用
〕
西

【
章
編
】
1
4
3
7
／
竹
簡
を
な
め
し
が
は
で
綴
っ
た
書
籍
。
武
都
太
守
に
轄
ず
。
闘
中
の
擾
乱
に
遇
ひ
、
心
を
盛
し
門
豹
性
急
、
常
侃
レ
阜
以
自
寛
゜

上
代
未
だ
紙
筆
の
な
い
時
代
、
書
を
寓
す
に
竹
簡
を
用
て
撫
納
し
、
所
部
獨
り
全
し
。
郡
に
在
る
こ
と
十
六
年
【
章
中
李

m
】158
丑
豆
唐
‘
萬
年
の
人
。
盆
は
文
貞
。
孝
寛

ひ
、
章
を
以
て
之
を
編
ん
だ
。
書
籍
を
い
ふ
。
岸
編
三
に
し
て
卒
す
。
〔
魏
書
、
四
十
五
〕
．
〔
北
史
、
二
十
六
〕
。
の
曾
孫
。
性
、
方
厳
、
言
笑
を
荀
く
も
せ
ず
。
明
経
に

絶
を
見
よ
。
〔
朱
燦
、
四
時
讀
書
架
詩
〕
坐
射
一
霞
・
編
一
燈
【
車
嬰
】
1
5
0
i
/

唐
‘
杜
陵
の
人
。
翌
の
弟
。
官
は
少
監
。
書
攀
げ
ら
る
。
官
は
武
后
の
時
、
親
憂
侍
郎
同
平
章
事
。

勲

壁

、

高

歌

夜

半

零

堅

レ

薩

。

に

巧

。

〔

歴

代

名

蓋

記

〕

．

〔

唐

朝

名

書

録

〕

。

時

に

一

＿

張

及

び

武

一

二

思

寵

横

な

り

。

安

石

散

：

折

辱

〖
専
編
三
絶
〗m
只
；
孔
子
が
易
を
閲
讀
す
る
こ
【
葦
稜
】

1
5
1
ぃ
t

梁
の
人
。
正
の
弟
。
字
は
威
直
。
性
、
括
し
、
廷
臣
之
を
漠
宰
相
と
い
ふ
。
容
宗
の
時
、
太
平
公

と
頻
繁
な
為
に
、
な
め
し
が
は
の
綴
ぢ
紐
が
何
度
も
き
素
。
博
學
強
記
‘
嘗
世
の
士
咸
就
い
て
疑
を
質
す
。
安
主
異
謀
あ
り
、
安
石
を
引
き
入
れ
ん
と
す
る
も
拒
否

れ
た
と
い
ふ
故
事
。
極
め
て
讀
書
に
勉
め
る
喩
゜
〔
史
成
王
府
行
参
軍
よ
り
起
り
、
光
緑
卿
に
累
官
す
。
著
に
す
。
尚
書
右
僕
射
に
累
遷
す
。
後
、
事
を
以
て
罷
誦
さ

記
、
孔
子
世
家
〕
孔
子
晩
而
喜
レ
易
、
序
―
―
象
・
繋
・
象
・
説
漢
書
讀
訓
が
あ
る
。
〔
梁
書
、
十
二
〕
．
〔
南
史
、
五
十
八
〕
。
れ
、
登
憤
し
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
一
百
二
十
三
〕
•
[
藷
唐

卦
・
文
言
玉
炉
易
章
編
三
絶
。
〔
抱
朴
子
、
載
惑
〕
常
勧
レ
【
章
倫
]152

り
唐
、
京
兆
の
人
。
誼
は
鼎
。
初
、
父
の
蔭
書
、
九
十
二
〕
。

我
讀
レ
易
‘
云
‘
此
良
書
也
‘
丘
極
好
5

之
、
章
編
三
絶
、
鐵
に
よ
り
、
藍
田
尉
と
な
り
、
御
史
に
遷
り
、
玄
宗
の
入
【
章
早
胎
節
-
】
159i
ハ
ノ
唐
の
人
。
字
は
垂
憲
。
龍
州
刺
史
を

樋

三

折

、

今

乃

大

悟

゜

蜀

に

従

ひ

、

清

倹

自

ら

持

す

る

も

、

謁

せ

ら

れ

て

衡

州

以

て

通

州

に

貶

適

さ

れ

、

昭

宗

‘

鳳

翔

に

幸

す

る

や

、

行

【
蕗
ム
升
】
145

？
古
‘
稽
冠
の
名
。
葦
弁
服
に
同
じ
。
〔
儀
司
戸
に
譴
さ
れ
、
後
、
再
ぴ
薦
め
ら
れ
て
再
起
す
。
代
在
に
奔
り
、
給
事
中
に
遷
る
。
エ
部
侍
郎
同
平
章
事
を

幡
聘
穂
〕
君
使
―
―
―
卿
章
弁
還
二
玉
干
館
二
注
〕
準
弁
‘
誅
宗
立
ち
、
績
い
て
忠
・
台
・
饒
の
一
二
州
の
刺
史
を
拝
す
。
以
て
度
支
を
判
し
、
櫂
臣
に
椅
侍
し
、
恣
驚
不
恭
、
母
の

車
之
弁
。
〔
儀
幡
‘
聘
請
〕
下
大
夫
幸
弁
。
〔
荀
子
‘
大
略
〕
又
、
宦
者
に
中
傷
さ
れ
、
信
州
司
馬
に
貶
譴
さ
れ
る
こ
喪
に
奪
服
し
て
事
を
視
る
。
幾
く
も
な
く
卒
す
。
〔
唐

大

夫

神

晃

、

士

章

弁

。

と

十

年

。

徳

宗

立

ち

、

選

ば

れ

て

絶

域

に

使

し

、

太

常

書

、

二

日

八

十

一

―

〕

゜

〖
専
弁
服
〗1

4
6
只
／
古
、
戎
服
の
名
。
誅
草
を
用
ひ
て
卿
に
擢
ん
で
ら
れ
、
再
ぴ
吐
蕃
に
使
し
、
太
子
少
師
を
【
産
早
雲
起
】

1
6
0
？
キ
唐
‘
屈
年
の
人
。
隋
の
開
皇
中
、
明
経

作
る
。
弁
は
其
の
製
、
皮
弁
と
同
じ
く
、
但
；
聘
幡
に
以
て
致
仕
す
。
〔
唐
書
、
一
百
四
十
三
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
を
以
て
符
璽
虹
長
に
補
せ
ら
れ
、
大
業
の
初
、
謁
者
に

は

‘

十

五

升

の

あ

か

ね

染

め

の

布

を

用

ひ

た

。

〔

周

證

、

百

三

十

八

〕

。

改

め

ら

る

。

陳

奏

、

皆

人

の

敢

て

言

は

ぬ

所

を

い

ふ

。

突

春
官
、
司
服
〕
凡
兵
事
章
弁
服
。
〔
注
〕
専
弁
以
1

紅

8
早
為
レ
【
産
．
輪
】
1
5
3
i
ノ
動
揺
を
ふ
せ
ぐ
為
に
な
め
し
が
は
で
輪
蕨
を
討
平
す
る
の
功
に
よ
り
治
書
侍
御
史
を
授
け
ら

弁
‘
又
以
為
―
―
衣
裳
i

春
秋
傭
曰
‘
晉
部
至
‘
衣
1

一
誅
草
之
附
を
つ
つ
ん
だ
車
。
〔
漢
書
、
霰
光
傭
〕
廣
治
-
1

第
室
一
作
二
る
。
帝
、
江
都
に
幸
す
る
や
、
蹄
國
を
乞
ひ
、
唐
の
高
祗

祖
是
也
。
〔
孫
治
譲
正
義
〕
任
大
椿
云
、
戎
事
用
レ
章
、
聘
乗
輿
輩
↓
加
―
―
蓋
繍
網
喝
玉
黄
金
塗
、
章
紫
薦
レ
輪
、
侍
婢
闘
に
入
る
や
、
上
謁
し
、
開
府
俵
同
一
一
＿
司
に
進
む
。
時
に

異
於
度
故
不
レ
阻
皐
聘
糧
、
正
服
皮
弁
、
或
以
朝
以
―
―
五
采
絲
紐
炉
顧
‘
涌
↓
―
戯
第
中
↓
〔
注
〕
晉
灼
曰
、
御
王
世
充
を
討
た
ん
と
議
す
る
も
、
兵
を
敗
め
農
を
務
め
、

服
‘
衣
皆
十
五
升
布
、
此
章
弁
亦
用
二
十
五
升
布
歪
i

レ
輩
以
レ
章
縁
レ
輪
、
著
レ
之
以
レ
如
糸
‘
師
古
曰
‘
取
l-

―
其
行
安
、
後
に
一
琴
に
平
定
す
る
を
建
議
し
、
遂
州
の
都
督
に
改

衣

、

特

以

紅

染

、

異

応

皮

弁

朝

服

之

布

耳

゜

〔

三

證

不

揺

動

也

。

め

ら

れ

た

が

、

賓

軌

と

隙

あ

り

、

事

に

因

つ

て

害

せ

ら

圏
葦
弁
〕
草
弁
服
者
、
王
及
諸
侯
卿
大
夫
之
兵
服
、
後
【
章
乱
】
154

炉
晉
、
京
兆
の
人
。
字
は
元
量
。
少
よ
り
清
る
。
〔
唐
書
、
一
百
三
〕
．
〔
藷
唐
書
、
七
十
五
〕
。

鄭
云
箪
弁
以
蘇
崖
為
レ
弁
、
又
以
為
,
,
衣
裳
↓
春
秋
傭
節
。
喪
乱
の
際
、
親
閏
み
な
盛
き
‘
洛
陽
に
客
遊
し
、
汝
【
車
榮
亮
】
161

戸
リ
芯
後
魏
、
杜
陵
の
人
。
偶
の
子
。
字

口
、
晉
部
至
、
衣
,
,
味
拿
之
附
注
一
是
也
、
今
時
伍
伯
提
南
の
應
省
の
名
を
聞
き
‘
之
に
依
託
す
。
階
呉
に
甘
苦
は
子
竪
。
博
學
、
文
才
あ
り
、
資
性
仁
厚
、
時
に
重
ん
ぜ

衣
、
古
兵
服
之
遺
色
芙
。
を
分
ち
、
情
、
弟
兄
の
若
し
。
元
帝
に
疏
薦
さ
れ
、
議
郎
ら
る
。
官
は
諫
議
大
夫
・
衛
大
将
軍
。
〔
尚
友
録
、
―
-
〕
。

【
章
著
】
147

れ
隋
、
京
兆
の
人
。
官
は
北
周
の
内
史
大
夫
。
官
よ
り
少
府
卿
に
至
る
。
階
の
生
成
の
恩
を
感
じ
、
歿
[
葦
早
應
物
】
162

炉
了
唐
‘
京
兆
の
人
o

琥
は
蘇
州
o

詩
に

後
、
上
柱
國
。
隋
の
開
皇
の
初
、
蒲
州
刺
史
。
封
は
晉
安
す
る
や
朋
友
の
服
を
行
ひ
階
を
祭
つ
て
身
を
終
ふ
。
〔
晉
巧
。
官
は
建
中
の
初
‘
比
部
員
外
郎
。
後
、
左
司
郎
中
。
貞

郡

公

。

〔

隋

書

、

三

十

八

〕

。

書

、

七

十

〕

。

元

中

、

蘇

州

刺

史

と

な

る

。

性

、

高

潔

、

憑

政

多

し

。

顧

【
土
墜
孟
】
148

叶
ゥ
漢
、
彰
城
の
人
。
楚
元
王
の
博
と
な
る
。
【
侃
レ
車
】
155

け
な
め
し
が
は
の
お
ぴ
も
の
を
身
に
つ
況
・
劉
長
卿
等
と
酬
唱
し
、
其
の
詩
‘
間
淮
簡
遠
、
世
人
、

相
を
歴
任
す
る
こ
と
一
二
世
。
王
戊
が
荒
淫
に
し
て
道
に
け
る
。
西
門
豹
が
性
急
な
の
で
柔
か
な
章
を
侃
ぴ
て
誡
淵
明
に
比
し
て
陶
章
と
い
ひ
、
又
、
王
維
・
孟
浩
然
•
柳

逢
は
な
い
の
を
見
て
‘
孟
、
詩
を
作
っ
て
諷
諫
す
。
後
、
と
し
た
故
事
。
草
弦
之
侃
(
4
9
)

に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
苑
宗
元
に
配
し
て
王
孟
草
柳
と
楢
す
。
著
に
阜
蘇
州
集
が

遂
に
位
を
去
り
、
徒
つ
て
郡
に
家
す
。
孟
よ
り
賢
に
至
丹
博
〕
以
如
泊
急
不
比
能
5
征
レ
俗
、
常
侃
―
―
拿
於
朝
↓
あ
る
。
〔
唐
書
、
二
百
一
〕
。



冒

夏

卿

】
163

狂
ケ
イ
唐
萬
年
の
人
。
字
は
雲
客
。
盆
は
天
下
を
動
か
し
、
櫂
、
人
主
に
ひ
と
し
く
、
再
ぴ
太
常
卿
【
草
串
景
駿
】

177?/ユ
／
唐
の
人
。
弘
機
の
孫
。
明
経
に
中

駄
。
文
辞
を
善
く
す
。
大
暦
中
、
弟
正
卿
と
呉
に
賢
良
に
抜
擢
さ
る
。
〔
唐
書
、
一
百
六
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
る
。
紳
龍
中
‘
肥
郷
・
貴
郷
―
一
縣
の
令
を
歴
、
治
行
最
良
。

方

正

に

攀

げ

ら

る

。

吏

部

侍

郎

に

擢

ん

で

ら

れ

、

官

、

三

十

五

〕

。

後

、

趙

州

長

史

と

為

り

、

房

州

刺

史

に

累

遷

す

。

〔

唐

太
子
少
保
に
至
る
。
辟
す
所
の
士
、
多
く
達
官
宰
相
に
【
章
早
虚
舟
[
】

1
6
9
~
ヨ
／
ウ
唐
の
人
。
虚
心
の
弟
。
洪
魏
二
州
刺
書
、
一
百
九
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
日
八
十
五
〕
。

至
り
、
世
人
、
人
を
知
る
の
明
を
歎
梢
す
。
〔
唐
書
、
一
史
を
歴
、
入
っ
て
刑
部
侍
郎
と
為
る
。
蔀
氏
、
数
世
郎
と
【
君
巨
九
表
^
]
1
7
8
"

；
唐
の
人
。
湊
の
子
。
字
は
會
微
゜
盆
は

百
六
十
二
〕
．
〔
悟
唐
書
、
二
日
六
十
五
〕
。
為
り
、
世
人
、
郎
官
家
と
琥
す
。
〔
唐
書
、
一
百
十
八
〕
・
忠
貞
。
進
士
。
文
部
侍
郎
に
歴
任
す
。
時
に
楊
國
忠
、
安

【
阜
孝
寛
】
164

”

ウ

ク

，

？

北

周

、

杜

陵

の

人

。

名

は

叔

裕

゜

〔

藷

唐

書

、

二

臼

一

〕

。

腺

山

と

寵

を

半

ひ

‘

見

素

の

安

雅

に

し

て

制

し

易

き

を

字
を
以
て
行
は
る
。
盆
は
襄
。
沈
敏
和
正
、
経
史
に
渉
【
章
虚
心

]170y
：
唐
の
人
。
維
の
子
。
字
は
無
逸
。
孝
以
て
引
き
入
れ
て
己
の
助
と
し
、
武
部
尚
書
、
同
平
章

撒
す
。
弱
冠
、
稲
賓
資
の
乱
起
る
や
、
闘
に
詣
り
、
語
ひ
廉
に
拳
げ
ら
る
。
大
理
丞
・
侍
御
史
に
遷
り
、
正
に
撮
事
を
授
く
。
誅
山
反
す
る
や
、
帝
に
蜀
に
従
幸
し
、
粛

て
軍
の
前
謳
と
為
り
、
毎
載
、
功
あ
り
、
用
兵
神
の
如
つ
て
撓
ま
ず
‘
至
る
所
名
績
あ
り
、
工
部
尚
書
•
東
京
留
宗
立
ち
、
太
子
太
師
と
な
る
。
〔
唐
書
、
二
日
十
八
〕
．
〔
藷

し
。
官
は
西
魏
の
時
、
騎
騎
大
将
軍
。
周
に
入
っ
て
、
大
守
に
累
官
す
。
封
は
南
皮
郡
子
。
〔
唐
書
、
一
百
十
八
〕
・
唐
書
、
二
日
八
〕
。

司

空

・

上

柱

國

に

至

る

。

〔

周

書

、

三

十

一

〕

。

〔

藷

唐

書

、

一

百

一

〕

。

【

阜

元

恢

】

179?久
？
後
魏
、
影
城
の
人
。
少
く
し
て
氣

【
草
岳
子
】1

6
5
が
/
唐
の
人
。
弘
機
の
孫
。
藷
唐
書
に
専
【
阜
銀
豹
】

1
7
1
狂
／
へ
•
ウ
明
、
桂
林
古
田
の
撞
人
。
古
田
に
幹
有
り
、
官
は
孝
昌
の
初
、
徐
州
刺
史
。
元
法
僧
が
城
に

岳
に
作
る
。
官
は
武
后
の
時
、
汝
州
司
馬
。
辮
治
の
稲
あ
撮
り
隅
；
官
吏
を
殺
す
。
嘉
靖
中
、
其
の
従
父
朝
威
と
腺
つ
て
反
す
る
や
、
同
志
を
招
緊
し
、
密
か
に
克
復
を

り
、
召
さ
れ
て
尚
含
奉
御
を
授
け
ら
れ
、
海
直
等
の
州
洛
容
縣
を
攻
餡
し
、
永
揺
よ
り
桂
林
に
入
り
、
布
政
司
議
る
も
、
事
泄
れ
て
、
法
僧
に
殺
さ
る
。
〔
魏
書
、
四
十

の
刺
史
を
歴
任
す
。
容
宗
の
時
、
映
州
刺
史
に
終
る
。
庫
を
劫
か
し
、
参
政
、
黎
民
衷
を
殺
害
す
。
隆
慶
中
、
殷
五
〕
。

〔
唐
書
、
二
日
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
日
八
十
五
〕
。
正
茂
、
廣
西
巡
撫
と
為
る
や
、
穂
兵
椒
大
猷
を
し
て
兵
【
岸
串
元
旦
]
1
8
0
[

ノ
ク
／
唐
‘
萬
年
の
人
。
進
士
。
官
は
監
察

[
章
起
宗
】
166
”
ウ
明
、
晉
江
の
人
。
母
の
保
氏
、
節
を
守
を
統
べ
て
進
動
さ
せ
、
か
く
て
朝
威
敗
死
し
、
銀
豹
も
御
史
。
張
易
之
の
姻
圏
に
坐
し
て
貶
せ
ら
れ
、
卓
后
の

る
。
長
じ
て
士
大
夫
に
遇
へ
ば
、
拝
跳
し
て
文
も
て
表
亦
檎
へ
ら
れ
誅
に
伏
す
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
四
百
十
二
〕
。
女
弟
の
力
に
憑
つ
て
、
再
び
中
書
含
人
に
起
用
さ
る
。

揚
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
朝
に
請
ふ
も
得
ら
れ
ず
‘H

【
章
早
乎
～
~
駆
】

1
7
2
パ
ワ
ヴ7ノ
清
、
長
州
の
人
。
字
は
君
繍
゜
琥
は
〔
唐
書
、
二
百
二
〕
。

夜
涌
泣
し
盲
目
と
な
る
。
久
し
く
し
て
朝
命
を
獲
る
や
漣
懐
。
又
、
洞
虚
子
、
書
に
巧
。
書
室
を
在
山
堂
と
い
ふ
。
【
岸
串
元
甫
】
181t
ノ
ホ
唐
の
人
。
少
く
し
て
修
謹
゜
學
行
に

目

復

た

明

。

母

歿

し

て

直

墓

三

年

‘

又

、

父

の

た

め

に

追

著

に

在

山

堂

集

か

あ

る

。

敏

。

初

‘

白

馬

尉

に

任

ぜ

ら

れ

、

吏

術

に

名

あ

り

。

時

に

服
し
て
濾
墓
―
一
年
。
拭
暦
中
‘
其
の
里
に
節
孝
を
腔
表
【
岸
串
貫
之
】
173
”
：
唐
の
人
。
肇
の
子
。
名
は
純
。
字
を
元
甫
は
簡
讀
に
精
し
き
を
以
て
知
ら
れ
、
一
方
、
員
錫

せ
ら
る
。
〔
明
名
人
博
、
―
-
〕
。
以
て
行
は
る
。
溢
は
文
。
進
士
。
初
、
右
補
闘
を
歴
、
正
を
は
訊
覆
に
詳
し
く
、
時
人
稲
し
て
、
員
推
草
状
と
い
ふ
。

[
土
串
巨
源
]167
：
ノ
唐
の
人
。
穂
の
曾
孫
。
盆
は
昭
゜
吏
守
り
邪
を
撃
ち
、
櫂
幸
側
目
す
。
謄
部
侍
郎
に
改
め
ら
官
は
大
暦
中
、
准
南
節
度
使
に
至
る
。
〔
藷
唐
書
、
二
日

幹
有
り
、
武
后
の
時
、
官
は
夏
官
侍
郎
同
平
章
事
。
侍
れ
、
士
を
取
る
に
浮
華
を
抑
へ
行
賓
を
先
に
す
。
専
い
十
五
〕
。

中
・
中
書
令
に
累
遷
す
。
封
は
舒
國
公
。
草
后
の
三
等
で
同
中
書
門
下
平
章
事
よ
り
中
書
侍
郎
に
遷
り
、
張
宿
【
酷
．
玄
成
]
g
t
ノ
セ
イ
漢
‘
鄭
の
人
。
賢
の
少
子
C

字
は
少

親
に
附
入
し
、
兄
弟
を
以
て
遇
せ
ら
る
。
巨
源
、
帝
の
昏
等
に
構
へ
ら
れ
て
太
子
階
事
に
左
遷
さ
れ
、
穆
宗
立
翁
゜
謡
は
共
。
少
く
し
て
経
に
明
通
し
‘
嘗
つ
て
五
経
諸

惑
を
見
、
宗
楚
客
等
と
妖
詳
の
事
を
行
ひ
‘
陰
か
に
車
ち
、
河
南
手
を
授
け
ら
る
。
エ
部
尚
書
を
以
て
召
さ
れ
儒
と
石
渠
閣
に
論
ず
。
爵
を
譲
り
兄
を
辟
く
、
朝
議
其

后
を
導
い
て
武
后
の
故
事
を
行
っ
た
が
、
俄
に
左
僕
射
た
が
‘
未
だ
行
か
ず
し
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
二
日
六
＋
の
高
節
を
嘉
賞
し
、
河
南
太
守
を
授
（
。
元
帝
の
時
‘
父

8
 
●
に
遷
さ
れ
、
諸
罪
敗
れ
、
乱
兵
に
殺
さ
る
。
〔
唐
書
、
一
九
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
百
五
十
八
〕
。
の
相
位
を
継
ぎ
‘
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
相
と
為
る
こ
と
七

亘
一
十
三
〕
．
〔
藉
唐
書
、
九
十
二
〕
。
【
草
燥
章
】

1
7
4
1
4
9

ワ
:
•
ヤ
•
ウ
渦
州
遼
寧
省
遼
腸
の
人
。
字
は
年
、
守
正
持
重
は
父
に
及
ば
ぬ
も
‘
文
采
は
父
に
過
ぐ
。

8
 。

3
1
【
草
~
渠
牟
】

1
6
8
狂
ヨ
ぷ
’
唐
の
人
。
逃
の
従
子
。
溢
は
中
心
。
少
秀
賓
、
遼
陽
師
範
學
校
卒
業
。
奉
天
省
教
育
鹿
第
一
科
〔
史
記
、
九
十
六
〕
．
〔
前
漢
書
、
七
十
三
〕
。

く
し
て
警
悟
。
詩
に
巧
。
李
白
、
古
栗
府
を
授
く
。
去
つ
長
、
同
教
育
鹿
代
理
等
を
歴
任
し
涌
洲
事
髪
と
共
に
奉
【
葦
．
公
粛
】
183

戸
／
ユ
ク
唐
、
京
兆
の
人
。
橙
制
に
明
習
す
。

4
 

一
て
道
士
と
為
り
、
更
に
浮
屠
と
為
り
、
復
た
冠
す
。
官
は
天
教
育
事
務
篇
備
慮
長
と
な
り
、
教
育
事
業
の
復
活
を
官
は
元
和
の
初
、
太
常
博
士
。
憲
宗
か
耕
籍
の
随
を
行

①
四
門
博
士
。
徳
宗
の
誕
日
に
儒
臣
に
詔
し
て
佛
老
と
並
計
る
。
次
い
で
奉
天
省
教
育
鹿
長
、
吟
爾
濱
市
長
を
歴
ふ
に
営
り
、
公
謂
に
詔
し
て
儀
典
を
草
具
せ
し
む
。
初
‘

6
 
•
封
せ
し
む
。
渠
牟
、
口
辮
あ
り
‘
答
問
鋒
生
じ
、
帝
聴
い
任
。
〔
現
代
中
華
民
國
渦
洲
帝
國
人
名
鑑
〕
。
容
宗
の
詳
月
を
太
常
が
奏
し
て
證
節
と
定
め
、
常
例

⑱
て
意
動
く
。
歳
中
に
諫
議
大
夫
に
累
遷
す
。
延
英
に
封
【
亨
君
載
】
175

”
/
？
宋
、
陽
春
の
人
。
字
は
元
原
。
淳
熙
と
為
っ
た
が
、
公
前
は
幡
に
忌
日
あ
っ
て
忌
月
は
無
い

し
、
五
六
刻
て
罷
め
、
天
子
甚
だ
歓
ぶ
。
渠
牟
‘
桃
躁
浮
の
進
士
。
官
は
奉
議
郎
と
し
て
廣
東
路
提
攀
を
撮
す
。
と
経
誼
に
依
つ
て
裁
正
を
願
ひ
、
事
、
幡
官
の
議
に
下

3
 
4
 
（
戌
‘
検
巧
を
用
ひ
て
帝
の
意
に
中
り
、
恩
勢
を
張
つ
て
【
産
＇
卿
子
】

176?'
後
漢
、
専
彪
(
1
3
4
)

の
琥
。
さ
れ
‘
請
の
通
り
に
な
っ
た
。
官
に
卒
す
。
〔
唐
書
、
二

|

_

 

章

部

草

百〕。

【
阜
弘
機
】
1
8
4
0
4
9
キ
唐
‘
篤
年
の
人
。
藷
唐
書
に
は
津
機

に
作
る
。
官
は
貞
観
中
‘
左
千
牛
冑
曹
参
軍
と
為
り
‘

西
突
蕨
に
使
し
‘
裾
を
裂
い
て
経
過
す
る
所
の
諸
國
の

風
俗
物
産
を
録
し
‘
西
征
記
を
為
る
。
顕
慶
中
‘
檀
州

剌
史
と
為
り
‘
邊
人
が
文
儒
を
貴
ぷ
を
知
ら
ぬ
の
で
學

宮
を
修
め
‘
孔
子
七
十
二
子
の
像
を
憲
き
‘
自
ら
贄
を

為
り
、
生
徒
を
教
化
す
。
後
‘
検
校
司
農
少
卿
に
終
る
。

〔
唐
書
‘
一
百
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
八
十
五
〕
。

【
岸
弘
景
】
185

召
ウ
ケ
イ
唐
の
人
。
嗣
立
の
孫
。
進
士
。
官
は

幡
部
尚
書
‘
東
都
留
守
。
直
道
を
以
て
進
み
‘
議
論
持

正
‘
賓
に
長
慶
の
名
卿
た
り
。
〔
唐
書
‘
一
百
十
六
〕
．
〔
藷

唐
書
‘
一
百
五
十
七
〕
。

【
阜
弘
嗣
】
186

翌
／
三
國
呉
の
人
。
芹
昭
(
9
2
)

を
見
よ
。

【
阜
子
菜
】
187

庄
？
北
齊
の
人
。
偶
の
子
。
字
は
暉
茂
゜

詮
は
忠
゜
魏
の
孝
武
帝
が
間
に
入
る
や
‘
南
沿
州
刺
史

と
為
り
、
神
武
帝
に
降
り
‘
豫
州
剌
史
に
累
遷
す
。
初

め
子
菜
の
兄
弟
十
三
人
あ
り
‘
子
姪
親
闇
を
合
せ
て
‘

闇
門
百
口
‘
皆
西
魏
に
あ
り
‘
子
簗
が
國
難
に
死
せ
ざ

る
を
以
て
、
多
く
誅
滅
さ
れ
‘
惟
；
一
弟
の
道
諧
の
み

存
生
を
得
。
子
菜
は
富
貴
の
後
、
弟
を
棄
て
て
別
居
し
、

凜
緑
も
分
輿
せ
ず
。
〔
北
森
書
‘
二
十
七
〕
．
〔
北
史
‘
二
十

六〕。

【
皐
思
謙
】
188

庄
ケ
／
唐
‘
陽
武
の
人
。
各
は
仁
約
。
字
を
以

て
行
は
る
。
進
士
。
應
城
令
よ
り
御
史
に
抜
擢
さ
る
。

油
王
府
長
史
の
参
軍
に
引
か
れ
‘
御
史
大
夫
に
累
進

し
、
後
‘
太
中
大
夫
に
至
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
十
六
〕
．
〔
藷

唐
書
‘
八
十
八
〕
。

【i
串
嗣
立
】

189?＇
唐
の
人
。
承
慶
の
異
母
弟
。
字
は
延

構
。
詮
は
孝
。
少
く
し
て
友
悌
‘
母
か
承
慶
を
笞
う
つ

に
遇
へ
ぱ
衣
を
解
い
て
代
ら
ん
事
を
求
め
‘
母
‘
感
悟

す
、
世
人
‘
晉
の
王
覧
に
比
す
。
進
士
。
雙
流
令
と
為

り
‘
政
績
あ
り
‘
承
慶
に
代
つ
て
鳳
閣
含
人
と
為
る
。

長
安
中
‘
鳳
閣
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
時
に
州
縣
に
其
の

人
無
く
‘
嗣
立
‘
外
補
を
請
ひ
‘
本
官
を
以
て
沖
州
刺
史

を
桧
校
す
。
二
張
と
親
善
な
る
に
坐
し
て
饒
州
に
貶
譴

さ
る
。
官
は
景
龍
中
‘
兵
部
尚
書
‘
同
中
書
門
下
三
品
。

5
 

詔
し
て
葦
后
の
屡
籍
に
附
し
‘
封
は
逍
遥
公
。
芹
后
敗

8
 
7
 

れ
、
出
で
て
許
州
刺
史
と
な
り
‘
後
‘
陳
州
に
徒
る
。

〔
唐
書
‘
二
日
十
六
〕
．
〔
藷
唐
書
、
八
十
八
〕
。

12

|
 

八
九
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【
岸
慈
蔵
】
190

在
ザ
ウ
唐
‘
京
兆
の
人
。
官
は
景
龍
中
‘
光
【
皐
叔
方
】
197

翌クハ
9

ウ
唐
の
人
。
進
士
に
及
第
す
。
馬
を
年
に
し
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
二
日
五
十
八
〕
。
旋
し
て
高
昌
に
屯
し
、
罪
に
坐
し
て
繍
州
に
流
さ
れ
て

86

誅
卿
。
臀
術
を
善
く
す
。
洛
陽
の
人
‘
張
文
仲
・
李
虔
書
く
に
巧
゜
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。
「
よ
。
【
産
．
昭
度
】
2055
ウ
タ
ク
唐
、
京
兆
の
人
。
字
は
正
紀
。
進
卒
す
。
〔
唐
書
‘
九
十
八
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
七
十
七
〕
。

27

縦
と
並
ぴ
に
方
槃
を
以
て
名
を
檀
に
し
‘
則
天
•
中
宗
【
阜
叔
裕
】

1
9
8
バ
ユ
ク
ユ
ヴ
北
周
の
人
。
草
孝
寛
(
1
6
4
)
を
見
士
。
兵
部
侍
郎
・
翰
林
學
士
承
旨
に
異
官
す
。
僭
宗
の
【
章
提
希
]
2
1
3
~

ダ
ィ
摩
翔
陀
國
頻
婆
沙
羅
王
の
后
。
阿
闇

よ
り
以
後
、
諸
：
の
臀
を
業
と
す
る
者
皆
推
重
す
。
〔
藷
[
阜
虚
宕
午
】
函
砂
ョ
ぇ
唐
、
京
兆
の
人
ぶ
子
は
徳
載
o

進
士
o

西
狩
に
心
征
ひ
、
同
平
章
事
に
進
む
o

帝

再

ぴ

山

南

に

世

の

母

゜

V
巴
d
e
h
l

〔
観
無
量
壽
経
〕
章
提
希
卑
ハ
ニ
五
百

唐

書

‘

二

日

九

十

一

〕

。

官

は

中

書

侍

郎

、

同

中

書

門

下

平

章

事

。

封

は

霊

昌

郡

狩

し

‘

還

つ

て

鳳

翔

に

次

り

、

李

昌

符

の

乱

を

平

ぐ

。

侍

女

』

即

佛

所

説

↓

【i
舟
訊
誼
】
団
グ
ギ
唐
‘
京
兆
の
人
。
少
く
し
て
才
あ
り
、
公
。
憲
・
穆
・
敬
・
文
の
四
帝
に
歴
事
し
‘
獣
替
を
以
て
己
昭
宗
の
時
‘
西
川
節
度
使
を
授
け
ら
れ
、
朝
に
還
つ
て
【
章
早
道
遜
】
214

が
'
/
北
齊
‘
杜
陵
の
人
。
官
は
武
平
中
‘

進
士
に
及
第
す
。
冠
し
て
翰
林
に
入
り
學
士
と
な
る
。
の
任
と
し
‘
賢
相
の
巻
高
し
。
性
‘
學
を
嗜
み
‘
蔵
書
萬
政
柄
を
舘
す
。
王
行
喩
、
怨
ん
で
敷
；
上
表
し
て
朝
政
通
直
常
侍
。
兄
の
道
密
・
道
建
・
道
儒
と
輿
に
早
く
よ
り

徳
宗
に
幸
せ
ら
れ
、
王
叔
文
と
親
交
あ
り
。
順
宗
立
ち
‘
巻
に
至
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
四
十
二
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
二
日
五
を
紙
謀
し
、
昭
度
濯
れ
て
致
仕
す
。
行
喩
等
、
兵
を
聯
文
學
を
以
て
名
を
知
ら
る
。
〔
北
齊
書
‘
四
十
五
〕
。

叔

文

事

を

用

ひ

‘

擢

ん

で

ら

れ

て

‘

尚

書

左

丞

・

同

中

書

十

九

〕

。

ね

て

闘

に

至

り

‘

牧

容

し

て

殺

す

。

〔

唐

書

、

一

百

八

＋

【

崖

早

道

輻

】

215

がウ
7

ク
後
魏
の
人
。
間
の
従
叔
。
盆
は
簡
゜

門
下
平
章
事
と
為
る
。
叔
文
‘
中
に
居
つ
て
命
を
騒
む
【
泣
早
承
塵
(
】
200

社
ョ
ウ
ケ
イ
唐
の
人
。
思
謙
の
子
。
字
は
延
休
。
五
〕
・
〔
藷
唐
書
、
二
日
七
十
九
〕
。
志
略
有
り
‘
宋
に
仕
へ
て
再
び
郡
守
と
為
り
‘
鎮
北
府

や
‘
論
を
異
に
し
相
可
否
し
‘
反
つ
て
仇
怨
と
成
る
。
叔
盆
は
温
。
進
士
。
鳳
閣
含
人
に
累
遷
す
。
朝
に
在
つ
て
【
i

翌
吾
道
】
2
0
6
5
/
h
’
明
‘
南
海
の
人
。
字
は
守
約
。
少
＜
録
事
参
軍
を
領
す
。
時
に
徐
州
刺
史
‘
州
を
學
げ
て
魏

文
敗
れ
‘
坐
し
て
崖
州
司
戸
に
貶
せ
ら
れ
‘
貶
所
に
死
陽
；
譲
言
を
進
め
、
天
官
侍
郎
に
轄
じ
‘
＝
一
度
選
を
掌
し
て
縣
吏
と
な
り
張
元
章
に
奇
と
せ
ら
る
。
三
栂
に
通
に
附
き
‘
道
輻
‘
其
の
事
に
参
賛
し
‘
功
に
よ
り
安
遠
将

す

。

〔

唐

書

‘

一

百

六

十

八

〕

。

り

‘

鐙

授

平

允

。

長

安

中

‘

鳳

閣

侍

郎

・

同

平

章

事

を

授

ず

。

後

‘

棉

州

守

に

遷

る

。

軍

を

拝

す

。

爵

は

高

密

侯

゜

彰

城

に

家

す

。

〔

魏

書

‘

四

十

[
土
早
日
日
輝
】
192

翌
＇
ウ
キ
清
‘
桂
平
の
人
。
原
名
は
正
。
家
も
け
ら
る
。
張
易
之
の
誅
せ
ら
れ
る
に
坐
し
、
嶺
表
に
流
【
産
＇
祀
征
】

207

バ
セ
イ
南
朝
宋
の
人
。
叡
の
伯
父
。
人
を
知
五
〕
。

と
富
饒
‘
洪
秀
全
が
事
を
起
す
や
、
軍
費
を
獣
じ
‘
歴
載
譴
さ
れ
‘
後
‘
認
書
員
外
少
監
を
以
て
召
さ
る
。
封
は
扶
る
の
明
あ
り
。
初
‘
郡
守
と
な
る
。
毎
に
叡
を
揚
へ
て
職
【
産
‘
道
曹
i

】216
が

5

五
代
‘
江
夏
の
人
。
蜜
に
巧
゜
運
思

し
て
軍
功
を
積
み
‘
秀
全
に
信
任
せ
ら
れ
、
北
王
に
封
陽
縣
子
。
〔
唐
書
‘
二
日
十
六
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
八
十
八
〕
。
に
之
き
‘
之
を
視
る
こ
と
子
の
如
し
。
時
に
叡
の
内
兄
奇
僻
‘
月
を
累
ね
、
年
を
経
て
一
圃
を
成
し
、
成
れ
ば
則

ぜ
ら
る
。
楊
秀
清
が
自
立
せ
ん
と
す
る
を
殺
し
‘
秀
清
[
=
早
仁
壽
】
201

グ
’
，
ユ
唐
‘
萬
年
の
人
。
隋
の
大
業
の
末
‘
王
燈
．
娩
弟
杜
憚
‘
並
ぴ
に
盛
名
あ
り
‘
祖
征
‘
叡
に
曰
ち
人
を
驚
か
す
。
〔
郭
思
紀
藝
〕
。

の

鴬

に

殺

さ

る

。

蜀

郡

の

司

法

書

佐

と

為

る

。

断

獄

公

平

に

し

て

‘

罪

を

く

‘

汝

、

文

章

は

或

は

橙

・

憚

に

比

し

て

小

減

せ

ん

も

、

【

土

早

迅

母

】

217

バ
芯
前
秦
の
人
。
姓
は
宋
氏
‘
家
世
：
儒

【
車
昌
明
】
193

翌
ウ
メ
イ
唐
‘
龍
川
の
人
。
學
を
好
み
‘
詞
賦
得
た
る
者
‘
皆
‘
章
君
の
論
罪
す
る
所
な
れ
ば
、
死
す
と
學
識
は
之
に
過
ぐ
‘
國
家
に
幹
と
な
り
功
業
を
成
す
學
を
修
む
。
幼
く
し
て
母
を
喪
ひ
‘
長
ず
る
に
及
ぴ
‘

に
巧
。
長
慶
中
‘
進
士
に
及
第
し
‘
累
官
し
て
祁
書
郎
に
も
恨
無
し
と
い
ふ
。
唐
の
高
帷
‘
仁
壽
の
治
理
を
聞
き
‘
は
‘
皆
‘
汝
に
及
ば
ず
と
。
後
‘
叡
‘
果
し
て
動
名
を
立
父
‘
周
官
昔
義
を
授
く
。
後
‘
夫
と
山
東
に
徒
り
‘
膠
東

至
る
。
〔
廣
東
通
志
〕
。
桧
校
南
寧
州
都
督
に
詔
す
。
仁
壽
、
西
消
河
に
循
つ
て
て
‘
梁
の
世
に
顕
は
る
。
祀
征
‘
官
は
光
祗
動
に
至
る
。
の
富
人
陳
安
壽
に
依
る
。
退
‘
時
に
年
少
‘
宋
氏
書
は
樵

【
事
商
臣
】
194

翌

？

／

明

の

人

。

厚

の

子

。

字

は

希

手

。

嘉

地

散

干

里

を

聞

き

‘

七

州

十

五

縣

を

置

く

。

酋

豪

賓

見

〔

梁

書

、

専

叡

博

〕

。

を

採

り

、

夜

は

逗

に

教

ふ

。

退

‘

學

成

り

‘

仕

へ

て

太

常

靖
の
進
士
。
官
は
大
理
評
事
。
廷
臣
の
罪
な
く
て
吏
す
れ
ば
牧
宰
を
授
け
‘
威
令
簡
殿
‘
夷
夏
安
悦
す
。
治
【
産
＇
蘇
州

]208

庄
／
ウ
唐
‘
車
應
物
(
1
6
2
)

を
い
ふ
。
と
な
り
‘
符
堅
、
宋
氏
の
家
に
就
い
て
講
堂
を
立
て
、
生

に
下
さ
れ
る
あ
り
、
平
反
し
て
災
患
を
頭
め
ん
事
を
請
を
南
寧
に
徒
し
‘
兵
を
瑕
り
て
撫
定
す
る
事
を
請
う
た
〖
窟
早
蘇
州
~
〗

2
0
9
衿
4

’
書
名
。
＋
巻
。
唐
‘
芹
應
物
撰
。
員
百
二
十
人
を
置
き
、
綽
紗
帳
を
隔
て
て
授
業
さ
せ
‘

ふ
も
‘
油
名
賣
直
と
責
め
ら
れ
‘
清
江
丞
に
貶
譴
さ
る
。
が
‘
忌
者
に
抑
へ
ら
れ
‘
歳
餘
に
し
て
卒
す
。
〔
唐
書
‘
-
｛
木
の
嘉
祐
中
、
王
欽
臣
校
定
し
、
序
一
首
を
附
す
。
四
唐
宋
氏
を
琥
し
て
宜
文
君
と
い
ふ
。
〔
晉
書
、
九
十
六
〕
。

江
南
餃
事
に
遷
り
、
永
寧
の
巨
冠
を
討
平
す
。
櫂
要
に
百
九
十
七
〕
．
〔
唐
書
、
一
百
八
十
五
〕
。
提
要
に
は
四
十
類
に
分
ち
、
凡
て
賦
一
篇
、
詩
五
百
七
【
葦
．
方
質
】
218-ウ
/
＇
唐
の
人
。
雲
起
の
孫
。
官
は
光
宅
の

中
傷
さ
れ
、
四
川
参
議
よ
り
落
職
し
て
蹄
り
、
卒
す
。
【
草
仁
約
】
202

グ
ヤ
ク
唐
の
人
。
章
思
謙
(
1
8
8
)

を
見
よ
。
＋
首
と
い
ふ
。
〔
四
唐
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
初
‘
鳳
閣
侍
郎
、
同
鳳
閣
鸞
憂
平
章
事
。
貴
戚
に
阿
諫

〔
明
史
‘
二
百
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
八
十
一
〕
．
〔
明
【
幸
世
康
】

2
0
3
~
ィ
各
隋
の
人
。
復
の
子
。
溢
は
文
。
幼
く
〖
章
蘇
州
證
〗21
0
"
り
ヵ
唐
の
章
應
物
の
詩
橙
゜
〔
清
浪
せ
ず
‘
常
に
吉
凶
は
命
な
り
、
節
を
折
つ
て
荀
免
せ
ん

史
稿
‘
一
百
八
十
九
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
九
十
八
〕
・
〔
明
し
て
孝
友
。
沈
敏
に
し
て
‘
器
度
有
り
、
年
＋
歳
‘
州
詩
話
‘
詩
粒
〕
章
蘇
州
陸
‘
章
應
物
也
。
や
と
言
ふ
。
後
‘
酷
吏
に
陥
ら
れ
‘
僧
州
に
流
死
し
‘
其

人
小
傭
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
六
〕
．
〔
明
詩
の
主
簿
に
辟
さ
れ
‘
魏
に
仕
へ
、
周
を
歴
‘
位
‘
上
開
府
[
童
'
太
后
】

zllf忍
宋
‘
開
封
の
人
o

高
宗
の
母
o

溢

は

の

家

を

籍

没

さ

る
o

〔
唐
書
二
百
三
〕
。

綜
‘
一
二
十
九
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
一
〕
。
に
進
む
。
文
帝
の
時
‘
丞
相
と
為
り
、
尉
遅
廻
の
辟
を
顕
仁
。
賢
妃
を
以
て
上
皇
の
北
遷
に
従
ひ
‘
紹
興
中
‘
皇
[
車
保
衡
】
219

伍
ゥ
今
唐
ヽ
京
兆
の
人
o

字
は
蘊
用
o

咸
通

【
草
叔
夏
】
196

翌
ク
カ
唐
の
人
。
安
石
の
兄
。
詮
は
文
。
視
憂
ひ
‘
緯
州
刺
史
を
授
け
ら
れ
、
開
皇
中
‘
荊
州
縄
管
を
太
后
に
造
尊
さ
れ
、
五
年
に
し
て
蹄
る
。
聰
明
に
し
て
の
進
士
。
起
居
郎
を
拝
し
‘
梵
宗
の
女
、
同
昌
公
主
に

家
の
學
に
精
通
し
、
明
経
に
擢
ん
で
ら
る
。
太
常
少
卿
授
け
ら
る
。
〔
隋
書
‘
四
十
七
〕
．
〔
北
史
‘
六
十
四
〕
。
智
慮
あ
り
。
性
、
節
倹
。
年
八
十
に
し
て
崩
ず
。
〔
宋
史
‘
尚
す
。
尋
い
で
入
っ
て
相
と
な
り
‘
恩
寵
を
た
の
ん
で

と
な
り
、
朝
廷
の
議
制
、
皆
参
討
に
輿
る
。
官
は
銀
光
【
産
．
正
貫
]
2
0
4
5
ィ
合
ノ
唐
の
人
。
琴
の
弟
子
。
字
は
公
理
。
二
百
四
十
一
＿
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
五
十
九
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
排
斥
す
る
所
多
し
。
後
‘
公
主
菟
じ
‘
恩
栂
漸
く
薄
く
‘

禄
大
夫
。
封
は
浦
郡
公
。
〔
唐
書
‘
一
百
二
十
二
〕
・
〔
藷
少
く
し
て
孤
。
賢
良
方
正
に
攣
げ
ら
れ
て
‘
抜
塁
。
官
は
十
四
〕
．
〔
南
宋
書
‘
七
〕
．
〔
宋
人
軟
事
彙
編
‘
五
十
九
〕
。
怨
に
よ
っ
て
‘
其
の
陰
事
を
摘
猜
さ
れ
‘
澄
邁
令
に
累

唐

書

、

二

臼

八

十

九

〕

。

宣

宗

の

時

‘

嶺

南

節

度

使

。

南

海

の

俗

‘

鬼

を

崇

拝

す

。

【

車

待

償

】

212"
イ
カ
唐
の
人
。
挺
の
子
。
左
千
牛
備
身
と
貶
さ
れ
‘
死
を
賜
は
る
。
〔
唐
書
‘
二
日
八
十
四
〕
・
〔
菌
唐

【
車
叔
諧
】
196

ざ
ク
？
唐
‘
萬
年
の
人
。
官
は
貞
観
中
‘
正
貰
、
淫
祠
を
毀
つ
。
時
に
海
水
張
溢
し
、
人
民
撤
祠
の
為
り
‘
敦
；
吐
蕃
と
戦
つ
て
功
有
り
‘
桧
校
涼
州
都
督
書
‘
一
百
七
十
七
〕
。

盾
部
郎
中
。
兄
の
吏
部
郎
中
叔
謙
‘
弟
の
主
爵
郎
中
季
咎
と
い
ふ
。
正
貫
城
に
登
り
酒
を
沃
い
で
誓
ひ
、
神
意
に
累
遷
す
。
武
后
の
時
‘
天
官
尚
書
に
改
め
ら
れ
‘
後
‘
【
滋
早
萬
石
】

220?セ
キ
唐
の
人
。
挺
の
子
。
學
に
博
渉
し
‘

武
と
省
を
同
じ
く
し
‘
三
列
宿
と
琥
さ
る
。
〔
唐
書
‘
一
に
営
ら
ず
ば
長
官
其
の
咎
に
任
ず
、
下
民
に
逮
ぽ
す
母
安
息
道
行
軍
大
綿
督
を
授
け
ら
る
。
後
‘
三
十
六
穂
管
昔
律
を
善
く
す
。
上
元
中
‘
太
常
少
卿
に
累
遷
す
。
郊

百

十

八

〕

。

れ

と

い

ふ

に

‘

俄

に

水

引

き

去

る

。

鎮

に

居

る

こ

と

一

―

―

を

督

し

て

吐

蕃

を

討

つ

も

‘

天

寒

く

‘

餡

糧

訣

乏

‘

師

を

廟

燕

會

の

架

曲

、

皆

太

史

令

眺

元

辮

と

増

損

し

、

任

職



(43108 "221)-―(43121) 

【
靭
】
〗草

部

章

〔
―
-
―
|
五
聾
〕

一
九

小
〇
し
な
や
か
。
や
は
ら
か
で
強
い
。
弾

りg'
豪
力
が
あ
っ
て
固
い
。
〔
説
文
新
附
〕
靭
‘

柔
而
固
也
‘
炊
レ
享
刃
磐
゜
〔
廣
韻
〕
靭
、
柔
靭
゜

〔
詩
‘
鄭
風
‘
牌
仲
子
‘
無
レ
虹
我
樹
檀
面
〕
檀
‘

彊
靭
之
木
。
〇
や
は
ら
か
。
〔
一
切
経
音
義
‘
十

九
〕
靭
‘
柔
也
。

O
籾
(
9
-
2
9
2
6
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
籾
‘
或
ハ
レ
阜
゜
R
通
じ
て
靭
(
1
2
-
4
2
7
1
5
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
靭
、
通
作
レ
靭
。

O
通
じ
て
刃

(
2
|
 1
8
4
8
)

に
作
る
。
〔
韻
會
〕
靭
‘
通
作
レ
刃
。

O

通
じ
て
忍
(
4
ー

1
0
3
1
2
)

・伯
(
1
-
3
7
9
)

に
作
る
。

記
韻
〕
靱
通
作
―
―
忍
・
切
↓
〇
ま
た
籾
(
8
|
2
7
2
4
 

8
)

に
作
る
。
〔
説
文
新
附
孜
〕
玉
憂
新
詠
載
古
詩
‘

蒲
葦
籾
如
レ
絲
‘
是
靭
又
作
レ
籾
゜
R
靭
(
1
0
|
 3
8
1
 

9
0
)

に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
靭
、
通
レ
靭
。

O
通

じ
て
初
(
7ー

1
9
9
3
5
)

に
作
る
。
〔
呂
曹
、
別
類
〕
黄

所
二
以
為
＞
初
也
。
〔
注
〕
初
‘
卑
ハ
レ
靭
古
通
用
。

集
韻
〕
悉
合
切

集
韻
〕
息
入
切

ヲヱ

チツ

⑪
 

、
’
鞄
(
1
2
-
4
2
7
8
1
)

に
同
じ
。
〔
集

，
韻
〕
鞄
、
柔
革
エ
‘
或
八
レ
車
。

ゥ

ヵ
ヴ
ヶ，ウ

El ヵ
ヴゲヴ
ロl

〔
五
昔
集
韻
〕
胡
茅
切

ジ
ン
ニ
ン

〔
集
韻
〕
而
振
切
響
辱

ヽ

日
_f
jen• 

冒
●
皇
一

と
琥
さ
る
。
後
‘
吏
部
選
事
を
知
す
。
〔
唐
書
‘
九
十

八
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
七
十
七
〕
。

[
草
表
微
】
2
2
1
}
ウ
ピ
唐
‘
萬
年
の
人
。
字
は
子
明
。
少
ぎ
よ

り
文
章
を
能
く
す
。
車
泉
の
幕
府
に
客
と
な
り
‘
晉
の

衛
玲
に
似
る
と
稲
さ
る
。
進
士
に
登
第
。
官
は
翰
林
學

士
に
至
る
。
文
宗
の
時
‘
戸
部
侍
郎
。
著
に
三
傭
継
例
・

九
経
師
授
譜
が
あ
る
。
〔
唐
書
‘
二
日
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐

書
‘
一
百
八
十
九
〕
。

【
草
尤
恭
】
竺
テ
／
唐
‘
京
兆
の
人
。
玄
宗
の
時
‘
侍
郎
・

左
武
衛
大
将
軍
に
至
る
。
人
物
を
蟄
く
に
巧
に
‘
鞍
馬

禽
獣
‘
絶
妙
な
ら
ざ
る
は
な
し
。
弟
元
縦
‘
善
＜
貌
を

窺
す
。
〔
歴
代
名
書
記
〕
・
〔
唐
朝
名
蓋
録
〕
。

【
章
柳
罷
】
223"ウ
タ
イ
唐
の
茸
應
物
及
ぴ
柳
儀
曹
の
詩
橙
゜

〔
清
浪
詩
話
‘
詩
憫
〕
茸
柳
橙
‘
蘇
州
輿
―
―
儀
曹
ー
合
言
レ
之
。

【紆】
5

霰】如
日
サ
プ

口シ
9
7 〔

集
韻
〕
平
秘
切

0
試
車
前
の
横
木
。
〔
玉
篇
〕
献
‘
車
献
。

O
車
の

試
上
の
お
ほ
ひ
゜
或
は
献
(
8
-
2
7
4
3
1
)

・荻
(
9
|

3
0
9
0
6
)

・臨（
1
2
-
4
2
9
7
2
)

に
作
＂
る
。
〔
佳
木
韻
巴
獣
、

説
文
、
車
獣
也
‘
或
作
二
i

伏
・
罐
．
歓
↓

〇
よ
わ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
納
、
弱
也
。
●
や
は

ら
か
。
〔
集
領
〕
納
‘
博
雅
‘
軟
也
。
〇
や
は
ら
か
な

さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
納
‘
膜
兒
゜

霰
】
[

霰]叫
冨
3
』

ダ
7
ナ
7

ビヒ カ
ン

〔
集
韻
〕
居
肴
切

日
口
〇
ふ
く
ろ
。
〔
玉
篇
〕
紋
嚢
靱
〔
廣
韻
〕
駁

襄
也
。
●
餃
(
1
2
-
4
3
1
3
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
餃
‘

或
炊
レ
交
。
参
較
(
1
2
|
 4
2
7
3
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
較
‘
同
レ
駁
゜

函圃

□
□
●
く
つ
。
級
(
1
2
|
 4
2
7
4
3
)

に
同
じ
。
④
小

兒
の
く
つ
。
〔
集
韻
〕
級
、
説
文
、
小
兒
履
也
、

靭

奸

歓

納

較

級

軟

秘

鞄

絨

訴

舵

祓

〔
集
韻
〕
諾
答
切
圏

ヽ

万

y
na4 

回口
へへへへ
チツ ィ

〔
集
韻
〕
兵
媚
切
閣

ヽ
勺
I

pi• 

〔

詩

繹

文

〕

甕

邊
意
切

圏

〔
集
韻
〕
必
結
切

I且
閣

社直

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
軒
‘
＿
音
旱
°

日
□
回
ゆ
だ
め
。
弓
を
た
め
な
ほ
す
に
用
ひ
る

具
。
〔
集
韻
〕
秘
、
弓
維
也
。
〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
〕
竹

閉
親
膝
゜
〔
疏
〕
既
夕
記
説
明
器
之
弓
一
云
‘
有
レ

秘
、
注
云
‘
秘
‘
弓
槃
也
、
弛
則
縛
1

一
之
於
弓
裏
「

備
積
巖
也
、
以
レ
竹
為
レ
之
、
引
詩
云
‘
竹
閉
縦

膝
‘
然
則
竹
閉
一
名
秘
也
、
言
1

一
閉
維
―
者
‘
説
文

云
、
維
‘
繋
也
‘
謂
下
置
二
弓
秘
裏
ー
以
レ
縄
縄
丸
之
、
因

名
レ
秘
為
レ
維
。
〔
周
饒
‘
考
工
記
‘
弓
人
‘
辟
如
―
―
終

疇
注
〕
維
、
弓
秘
也
、
弓
有
レ
眈
者
、
為
玉
否
弦
時

備
頓
傷
↓

霰
】
[

【鞄】如
冨][
日ヒ

〔
集
韻
〕
王
伐
切

を
の
ぶ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
絨
‘
斧
衣
也
。

胃
●
昌

霰

】

叩

ク

ン

・

フ

ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
歓
、

口
云
切
‘
又
方
吻
切
。

或
作
レ
級
。
＠
わ
ら
ぐ
つ
。
〔
玉
篇
〕
級
‘
騰
也
、
亦

作
レ
級
。

O
或
は
給
(
1
2
|
 4
2
8
0
5
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
級
‘
或
作
二
給
・
級
一

冠
芦
口日
ヒ 77
チッ

〔
集
韻
〕
分
物
切＇ 
亡

X

〔
集
韻
〕
方
未
切

窮
】
〗
[

圏

〔
集
韻
〕
恥
格
切

扉]呻
鞭
訴
は
‘
刀
の
つ
か
が
は
。
〔
集
韻
〕
訴
、
鞭
訴
‘
刀

把
中
章
。

〔
字
彙
〕
唐
河
切

●
皮
を
は
っ
た
く
つ
。
〔
字
彙
〕
舵
、
皮
帖
レ
履
也
。

〇
統
(
1
2
|
 4
3
1
5
7
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字
典
〕
舵
、

集
韻
・
類
篇
、
並
作
レ
覇
。

両fu2 困

小

日

□

0
ひ
ざ
か
け
。
ま
へ
だ
れ
。
な
め

皐
豪
し
が
は
の
ひ
ぎ
か
け
。
古
‘
祭
服
の
ひ

ざ
か
け
。
市
(
4
-
8
7
7
2
)
•

散
（1
2
-
4
8
2
5
0
)
•

帝

(
9ー
3
0
7
4
8
)
•
絨
(
8
-
2
7
3
4
5
)
・
紐
面
(
1
2
-
4
3
1
2

闘
り

i

也
、
上
古
衣
蔽
盆
即
而
已
、
市
以
象
レ
之
、
天
子
朱

市
、
諸
侯
赤
市
、
大
夫
葱
衡
‘
八
レ
巾
象
1

一
連
帯
之

尼
或
凡
涵
宝
及
一
亦
炊
レ
弗
、
通
作
レ
帝
。
〔
正
字

通
〕
祓
・
市
・
敵
．
i

市
・
紋
同
‘
蔽
膝
也
。
〔
幡
‘
玉
藻
〕

一
命
編
歓
幽
衡
、
再
命
赤
戟
幽
衡
‘
三
命
赤
歓
葱

衡
゜
〔
注
〕
此
玄
冤
爵
弁
服
之
繹
、
尊
二
祭
服
面
異
―
―

其
名
一
耳
‘
歓
之
言
‘
亦
蔽
也
。
〔
疏
〕
他
服
稽
レ
輝
‘

祭
服
稲
レ
載
。
〔
礎
、
明
堂
位
〕
有
虞
氏
服
祓
゜
〔
注
〕

タ
ク
チ
＇
ヤ
ク

闘

12787 
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ひ
ざ
か
け
。
ま
へ
だ
れ
。
市
(
4
-
8
7
7
2
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
市
‘
説
文
‘
輝
也
、
或
八
一
玉
患
友
エ
亦
炊
レ

弗゚ 【
緯
】
〗
〔
集
韻
〕
分
物
切
囮
〗

7
ツ
7
チ

〇
ひ
つ
ぎ
な
は
。
棺
を
引
く
な
は
。
綿
(
8
|
2
7
3
6
 

4
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
綿
‘
引
レ
棺
縄
゜
〔
正
字
通
〕

韓
息
彿
同
‘
引
レ
棺
縫
也
。
●
歓
(
1
2ー
4
3
1
2
1
)
•

祓
(
1
0
-
3
4
1
9
7
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
綿
‘
同
レ

載
、
集
韻
‘
祓
或
作
レ
韓
‘
増
韻
‘
作
レ
祓
。

冨
芦
7
ツ

〔
玉
篇
〕
昔
弗

歓
‘
毘
服
之
輝
也
。
参
く
み
ひ
も
。
い
ん
の
く
み

ひ
も
。
〔
漢
書
、
諸
侯
王
表
序
〕
奉
―
―
上
璽
祓
↓
〔
注
〕

師
古
曰
‘
祓
‘
璽
之
組
也
。
〔
漢
書
‘
王
丼
偉
上
〕
歓

如
相
門
〔
注
〕
師
古
日
紐
‘
亦
謂
レ
組
也
。
＠
通

じ
て
綿
(
8
ー

2
7
3
6
4
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
歓
、
通

作
レ
綿
゜

【
歓
継
】
1

℃
印
の
く
み
ひ
も
。
〔
漢
書
、
智
方
進
博
〕

遣
使
贅
持
―
―
黄
金
印
・
赤
歓
椛
工
朱
輪
車
‘
即
軍
中
一

拝
授
。
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
槌
卸
今
之
綬
也
、
師
古
日
、
歓

阿
以
繋
＞
印
也
‘
椛
者
系
也
、
謂
品
竺
受
之
直
゜

【
祓
侃
】
2

芦
ひ
ざ
か
け
と
侃
玉
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志

下
〕
古
者
君
臣
侃
玉
‘
尊
卑
有
レ
度
、
上
有
レ
祓
‘
貴
賤
有
レ

殊
賦
所
以
章
＞
徳
‘
服
之
衷
也
‘
祓
所
以
執
＞
事
‘
随
之

共
也
‘
故
證
有
共
度
「
威
儀
之
制
、
三
代
同
レ
之
、
五
覇
迭

興
、
戦
兵
不
レ
息
傾
非
戦
翌
載
非
底
旗
硲
涎
解
―
―

去
祓
凧
「
留
―
―
其
係
瑶
一
以
為
1

一
章
表
正
故
詩
曰
‘
鞘
鞘
颯

珪
‘
此
之
謂
也
。

【
歓
冤
】
3

竺
ひ
ざ
か
け
と
冠
。
散
冤
。
〔
漢
書
、
王
袢

博
上
〕
臣
請
、
安
漢
公
居
レ
撮
践
レ
詐
‘
服
↓
―
天
子
祓
冤
↓

〔
庄
〕
師
古
日
、
此
祓
亦
謂
―
―
裳
祓
一
也
。

車

部

〔五
I

六
書
一
〕

日
□
国
國
国
因
●
あ
か
ね
ぞ
め
の
か

は
。
あ
か
ね
草
で
う
す
く
染
め
た
な

め
し
が
は
。
〔
説
文
〕
誅
‘
茅
蒐
染
草
也
‘
一
入
日
レ

誅
、
八
レ
i

翌
末
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
磐
〕
其
色
卸
姦
碗

也
、
編
也
‘
荷
也
、
赤
黄
之
間
色
。
〔
左
氏
‘
成
‘
十

ヽ

席
4

名
策

イ
ゞマ
イ

日ノ
ィ
ゞマ
イ

□ノキヶ
曰l

霰】呻

9ゞッメチ
国
ノゞ

ソ
マ
チ

因
ノゞ

ソ
マ
チ

団
ノ

〔
集
韻
〕
莫
侃
切
隙

nヽ
¥
 m
e
i
4
 

封困圏鱈岡直

〔
集
韻
〕
勿
猜
切

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

〔
集
韻
〕
莫
轄
切

〔
集
韻
〕
莫
貝
切

〔
集
韻
〕
居
氣
切

〔
集
韻
〕
暮
拝
切

●
か
は
の
も
も
ひ
き
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
一
日
‘
章
袴
。

●
軍
服
の
ひ
ざ
か
け
。
〔
集
韻
〕
粧
‘
戎
服
蔽
膝

也。 【
粧
】
〗
、
ン
，
ユ

〔
集
韻
〕
朱
戌
切
国
g

や
ま
。
或
は
胚
(
8ー
4
9
8
4
)
•
任
(
1
-
4
8
7
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
胚
‘
爾
雅
、
山
一
成
曰
レ
胚
‘
専
昭
讀
‘

或
作
―
―
胚
．
佑
↓

薗
集
韻
が
胚
を
解
し
て
や
ま
と
し
、
胚
・
任
に
同
じ

と
し
た
の
は
‘
茸
昭
の
言
を
誤
解
し
た
も
の
。
〔
正
字

通
〕
胚
‘
謡
字
‘
藷
註
同
レ
胚
‘
篇
海
‘
丘
一
成
為
レ
胚
‘
拉

非
‘
丘
専
殊
レ
類
‘
爾
雅
丘
一
成
為
二
敦
兵
一
無
―
―
胚
名
↓

窮
】
[
ハ
イ
〔
集
韻
〕
鋪
来
切
図

戟

韓

僻

胚

駐

株

帖

靴

餓

六
〕
有
1

一
味
岸
之
附
注
↓
〔
注
〕
味
、
赤
色
‘
附
注
‘
戎

服
。
〔
疏
〕
買
逸
云
‘
一
染
日
レ
味
。

O
な
め
し
が
は

で
つ
く
っ
た
兵
服
。
〔
正
字
通
〕
味
、
合
レ
i

早
為
レ
之
、

兵
事
之
服
也
。

O
東
夷
の
楽
の
名
。
一
に
昧
(
5

ー

1
3
8
4
6
)
に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
昧
、
東
夷
栗
名
。
〔
正

字
通
〕
誅
、
東
夷
栗
名
、
膿
記
作
レ
昧
゜
〔
周
碍
、
春

官
‘
誅
師
〕
誅
師
掌
レ
教
1

紐
盆
宍
〔
聘
、
明
堂
位
〕

昧
、
東
夷
之
築
也
。
R
北
狭
の
楽
の
名
。
〔
集
韻
〕

駄
一
曰
、
北
狭
之
柴
。

O
休（
1

|
4
9
4
)
に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
妹
、
輿
レ
保
同
。

O
古
‘
鮭
(
6
-
1
5
7
6
1
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
誅
、
古
文
妹
。
団
く
つ
し

た
。
た
び
。
餓
(
1
2
-
4
3
2
2
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

観
‘
説
文
‘
足
衣
也
、
亦
作
レ
味
。

【
妹
葦
】
1

が
，
あ
か
ね
ぞ
め
の
な
め
し
皮
゜
〔
左
氏
‘
成
‘

十
六
〕
有
1

函
誅
葦
之
附
注
玉
君
子
也
。
〔
注
〕
昧
、
赤
色
‘

附
注
‘
戎
服
。
〔
疏
〕
鄭
玄
詩
箋
云
‘
妹
‘
茅
蒐
染
也
‘
草
昭

云
‘
茅
蒐
、
今
綽
草
也
、
急
疾
呼
"
茅
蒐
面
｛
レ
妹
‘
茅
蒐
、
今

之
侑
也
‘
賣
逹
云
‘
一
染
日
レ
味
。
〔
國
語
、
晉
語
六
〕
那
之

戦
、
部
至
以
蘇
葦
之
附
注
三
塁
楚
平
王
卒
↓

【
誅
栗
】
2

初
’
束
夷
の
昔
渠
〔
周
幡
‘
春
官
‘
誅
師
〕
掌
レ

数
蘇
翠
祭
祀
、
則
帥
其
属
而
舞
レ
之
、
大
饗
亦
如
レ

之
。
〔
注
〕
舞
＞
之
以
東
夷
之
舞
↓
〔
疏
〕
東
夷
之
築
日
レ

昧゚
【
誅
給
】
3

ぢ
砕
〇
あ
か
ね
で
染
め
た
膝
蔽
ひ
。
〔
廣

韻
〕
給
‘
誅
給
、
章
蔽
膝
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
瞭
彼
洛
芙
〕
昧
給

有
レ
央
、
以
作
ー
エ
ハ
師
↓
〔
博
〕
誅
給
者
、
茅
蒐
染
井
也
、
一

曰
‘
誅
給
所
―
―
以
代
＞
繹
也
。
〔
疏
〕
昧
給
者
、
衣
服
之
名
、

爽
者
赤
貌
‘
傭
解
一
言
レ
庚
之
由
百
ぞ
其
用
1

一
茅
蒐
之
草
1

笠
之
、
其
草
赤
色
上
故
也
、
云
云
‘
言
‘
古
人
之
道
二
茅
蒐
一

其
替
如
麻
険
故
名
此
衣
一
低
麻
鯰
也
‘
士
冠
穂
注

云
、
昧
給
者
編
戟
而
勁
桁
‘
合
レ
牟
為
レ
之
、
士
染
以
―
―
茅

蒐
面
四
以
名
焉
‘
云
云
、
士
朝
服
謂
1

一
之
輝
五
祭
服
謂
―
―
之

妹
給
↓
駁
異
義
云
、
有

1m唸
知
無
J

繹
、
有
レ
輝
無
―
―
誅
給
一

是
誅
給
必
代
J

輝
也
‘
其
橙
合
レ
率
為
レ
之
、
此
誅
給
是
蔽

膝
之
衣
耳
゜
〔
儀
穂
、
士
冠
穂
〕
爵
弁
服
‘
纏
裳
、
純
衣
、
細

帯
‘
誅
給
。
〔
注
〕
誅
給
、
編
歓
也
、
士
編
祓
而
幽
衡
、
合
レ

阜
為
レ
之
‘
士
染
以
―
―
茅
蒐
一
因
以
名
焉
、
今
齋
人
名
レ
偕

冨
母
●
つ
か
ね
る
。
た
ば
ね
る
。
〔
玉
篇
〕
眼
‘
束
也
。

コ
ン

〔
玉
篇
〕
口
恩
切

因

墾
爾
且

祠】
g

ヱ
ン

婉
(
1
2
-
4
3
1
5
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
翻
‘
或
作
レ
婉
。

〇
貼
諜
は
‘
帯
の
具
。
〔
集
韻
〕
帖
‘
帖
諜
‘
帯
具
。

〔
唐
書
、
車
服
志
〕
而
武
官
五
品
以
上
侃
1

一
帖
鰈
七

事
一
侃
刀
刀
子
濃
石
契
サ
必
箕
嘘
蕨
針
筒
火
石
是

也
。

O
鰈
(
1
2
-
4
3
1
7
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
帖
、

俗
牒
字
。

冨

】

如

テ

，
7

〔
集
韻
〕
的
協
切
国
『

為
―
―
昧
給
↓
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
総
衣
誅
給
。
〇
お
ほ
お
ぴ
。

〔
廣
韻
〕
給
‘
味
給
、
大
帯
。

【
味
師
】
4

パ
ィ
周
官
の
名
。
春
官
の
隔
。
東
夷
の
築
及
ぴ

其
の
舞
の
事
を
掌
る
。
〔
周
轄
、
春
官
、
味
師
〕
掌
レ
教
―
―

誅
翠
祭
祀
、
則
帥
其
闇
面
舞
レ
之
。
〔
注
〕
舞
レ
之
以
二

東
夷
之
舞
↓

【
誅
任
】
5

が
パ
東
夷
の
築
と
南
夷
の
架
゜
〔
左
思
‘
呉
都

賦
〕
胤
1

一
陽
阿
五
竺
味
任
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
毛
襄
詩
博
日
、

東
夷
之
築
曰
レ
味
、
南
夷
之
築
日
レ
任
。

【
味
昧
]
6

霜
東
夷
の
昔
築
の
名
。
昧
昧
任
禁
を
見
よ
。

〖
味
昧
任
禁
〗7
匁
ぢ
東
夷
の
架
を
味
昧
と
い
ひ
‘

南
夷
の
栗
を
任
と
い
ひ
‘
北
夷
の
築
を
禁
と
い
ふ
。
〔
左

思
‘
魏
都
賦
〕
礎
轄
所
レ
掌
之
昔
、
誅
昧
任
禁
之
曲
。
〔
注
〕

善
日
‘
毛
夜
詩
博
曰
、
東
夷
之
築
曰
レ
妹
、
孝
経
鉤
命
決

日
、
東
夷
曰
レ
昧
、
南
夷
曰
レ
任
、
西
夷
之
栗
曰
1

一
株
離
平
心

夷
之
築
曰
レ
禁
‘
昧
昧
皆
東
夷
之
築
而
重
用
レ
之
‘
疑
慄

也。

一
九
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岸

部

〔六
I

七
書
一
〕

戟

較

筆

献

糎

給

龍

絡

鞣

姻

練

妻

跡

練

舗

競

鞘

峡

小

日

□

l国
同

l0か
は
の
ひ
だ
。
革
が
し

闇
祓
は
よ
る
。
〔
説
文
〕
摯
革
中
絣
‘
謂
乏

菜
炊
レ
芹
来
誌
臀
゜
〔
段
注
〕
按
‘
常
ビ
ぞ
革
辮
謂
二

之
登
面
＇
乃
術
文
‘
衣
部
襲
下
云
‘
縦
衣
也
、
衣
憫

古
日
レ
肇
‘
亦
日
襲
積
↓
〇
革
が
折
れ
め
か
ら

き
れ
る
。
か
は
が
さ
け
る
。
分
つ
。
切
る
。
〔
爾

雅
‘
繹
器
〕
革
中
絶
謂
乏
琲
涵
中
辮
開
之
筆
↓

〔
注
〕
復
分
レ
半
也
。
〔
疏
〕
中
断
之
名
レ
琲
‘
復
中
二

分
其
辮
一
名
レ
登
也
。
〔
祁
鈴
行
義
疏
〕
耕
．
肇
皆
分

半
之
名
。
参
か
が
む
。
ち
ぢ
む
。
ま
が
る
。
〔
玉
篇
〕

縦
‘
訛
也
、
曲
也
。
〔
集
韻
〕
登
‘
屈
也
。
R
車
の
上

ロケ
9

ン

ク
ワ
ン

口
ヶ
ン
ケ
ン

2
 

ワ
ン

ク
曰

3
 
4
 

冨】
13

國
ヶ
ン

ク
ワ
ン

国
ケ
9

ン

〔
集
韻
〕
倶
願
切
頸

U
.
Uヰ

c
h
u
a
n
•

〔
集
韻
〕
古
倦
切
霰

〔
集
韻
〕
己
衰
切
因

〔
集
韻
〕
古
韓
切
鉤

〔
集
韻
〕
九
遠
切
飼

0
ふ
く
ろ
。
或
は
駁
(
1
2
|
 4
3
1
1
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
餃
‘
嚢
也
、
或
炊
レ
メ
父
。

O
菱
(
6
ー

1
5
8
1
8
)

の

俗
字
。
〔
正
字
通
〕
較
‘
俗
菱
字
。

霰】叫
[
9
[

〔
集
韻
〕
居
肴
切
圏

ぬ
ひ
と
り
す
る
。
〔
字
彙
〕
戟
‘
繍
也
。

貧
】
〗
ケ
イ
〔
集
韻
〕
許
罰
切
圏

●
賑
(
1
2
|
 4
2
8
1
7
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
銀
‘
輿
レ

報
通
。

日

0
誅
給
は
、
あ
か
ね
で
染
め
た
な
め
し
が
は

の
ひ
ぎ
か
け
。
兵
服
。
〔
玉
篇
〕
給
、
味
給
也
。
〔
正

字
通
〕
給
‘
誅
給
、
戎
服
。
●
も
と
給
(
4
|
8
9
1
1
)
 

に
作
り
‘
或
は
袷
(
4
|
8
8
8
0
)

・峡
(
1
2
-
4
3
1
4
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
給
‘
或
作
二
給
・
映
↓
〔
正
字
通
〕

給
、
説
文
本
作
レ
幹
‘
或
作
レ
袷
°
□

-O味
給
は
‘

お
ほ
お
ぴ
。
〔
廣
韻
〕
給
‘
昧
給
、
大
帯
。

O
誅
給

は
‘
士
服
の
ひ
ざ
か
け
。
或
は
給
(
4
ー

8
9
1
1
)
・

袷

(
4
-
8
8
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
給
‘
味
給
‘
士
服
‘

【

給

】

[

□ 日
コ，力，ケ，力，
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
詑
治
切
涵

≪
古

k

咆涵

集
韻
〕
葛
合
切

●
つ
づ
み
つ
く
り
。
鼓
を
作
る
エ
人
。
〔
篇
海
〕

転
、
作
レ
鼓
工
‘
亦
騨
也
。

O
緩
(
1
2
-
4
3
1
6
8
)

に

同
じ
。
〔
字
彙
〕
蛭
‘
卑
ハ
レ
緩
同
。

冒
品
ケ
ン
ク
，
ワ
ン

〔
篇
海
〕
虚
願
切
醐

日
□

0
試
車
前
の
横
木
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
獣

詞
之
兄
〇
車
の
試
上
の
お
ほ
ひ
。
獣
(
8
-
2
7

4
3
1
)

・戦
(
1
2
-
4
2
8
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
維
‘
説

文
‘
車
献
也
‘
或
八
レ
岸
、
炊
レ
革
。
参
軟
(
1
2
|
 4
2
8
 

0
8
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
献
‘
俗
欺
字
。

日
1711

乳

霰
】
[

〔
玉
篇
〕
皮
秘
切

〔
集
韻
〕
房
六
切

面圏

に
用
ひ
る
皮
゜
〔
廣
韻
〕
筆
、
車
上
所
レ
用
皮
也
。

国
か
が
む
。
ち
ぢ
む
。
〔
集
韻
〕
豫
‘
囲
也
。

よ
こ
し
ま
。
な
な
め
。
〔
説
文
〕
妻
、

廣
：
《
也
、
炊
レ
交
幸
臀
。

【
寝
】
叩
ヰ
〔
集
韻
〕
子
非
切
麗

つ
か
ね
る
。
或
は
棘
(
1
2
-
4
3
1
4
3
)

に

9ー
作
る
。
〔
説
文
〕
棘
‘
束
也
‘
八
属
章

臀
。
〔
集
韻
〕
練
‘
束
也
‘
或
炊
レ
束
。

鳳
康
熙
字
典
‘
練
(
1
2
ー

4
3
1
8
3
)
に
作
り
十
書
一
に
列

す
る
は
誤
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
棘
‘
按
‘
康
熙
字
典
木
部
東

字
注
‘
既
云
‘
説
文
凡
レ
弓
不
レ
八
レ
戸
‘
八
レ
戸
者
誤
‘
而

幸
部
十
輩
復
作
レ
東
‘
失
レ
桧
゜

冨
丑
ヰ
〔
集
韻
平
非
切
陶
i

祠
】
〗
ィ
ン
因
(
3
-
4
6
9
3
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
梱
、
同
レ
因
。

【

鞣

】

[

タ

鞍
(
1
2
-
4
2
8
1
2
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
縣
、
同
レ
鞣
。

露
1
亨

’

繕

(110
ー

4
3
1
9
0
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
絡
、
同
レ
請
。

コ
ウ

冦
】
〗

ひ
か
り
。
〔
字
彙
補
〕
龍
‘
光
也
。

ヰ

字
彙
補
〕
f
鬼
切

圏

制
如
レ
歓
‘
或
作
二
給
・
拾
↓

【
給
帯
】
1

”
け
か
は
で
つ
く
っ
た
帯
。
〔
儀
碍
、
士
喪
穐
〕

襲
給
幣
籍
レ
笏
゜
〔
注
〕
給
帯
‘
誅
給
維
帯
、
不
に
言
蘇

緬
者
省
文
、
亦
慾
見
畜
自
有
レ
帯
‘
給
帯
用
＞
革
゜

貧

】

叩

【
鞘
】
〗

一
九
三

給
(
4ー

8
9
1
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

給
‘
或
作
―
―
給
・
映
↓

ヵ
9
7

鞘
（1
2—
4
2
8
50
)
に
同
じ

〔
集
韻
〕
鞘
‘
或
炊
レ
革
゜

サ
ウ
・
セ
ヴ

穂
(
1
2
|
 4
3
2
1
0
)

に
同
じ
。
〔
集

冨
3
[
セ
イ
韻
〕
罷
‘
或
作
祗
゜

0
車
の
下
の
と
こ
し
ば
り
。
縛
(
1
2
-
4
3
1
8
2
)

に

同
じ
。
〔
玉
篇
〕
輔
、
車
下
輔
。
〔
正
字
通
〕
輔
‘
縛

字
之
謳
‘
藷
註
‘
車
下
輔
也
。
●
こ
し
ま
き
。
〔
廣

韻
〕
舗
尻
衣
゜
＠
ふ
ん
ど
し
。
し
た
お
び
。
〔
集

韻
〕
輔
、
松
也
。
⑲
ま
た
輔
(
1
2
-
4
2
8
4
2
)
・

藷
(
1
2

|
 4
3
2
3
0
)
・
 

穀
(
1
2
-
4
3
2
2
2
)

に
作
E

る
。
〔
正
字

通
〕
輔
‘
篇
海
、
舗
‘
亦
作
1

一
輔
・
藷
・
籟
↓

【

輔

孟

77

〔
集
韻
〕
奉
甫
切
圏

【

棘

】

[

つ
か
ね
る
。
練
(
1
2
-
4
3
1
8
3
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

棘
‘
束
也
。
〔
集
韻
〕
練
‘
説
文
‘
束
也
‘
或
炊
レ
束
。

ヰ

〔
集
韻
〕
子
非
切

麗

＇且

【
読
】
叩

エ
キ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
統
‘
昔
亦
゜

鳳
康
熙
字
典
‘
夏
(
1
2
-
4
3
1
6
6
)

に
作
り
、
九
鵞
に
列

す
る
は
誤
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
妻
‘
按
‘
康
熙
字
典
‘
炊
レ
‘
―

炊
レ
園
炊
レ
女
入
-
―
九
書
1

識
‘
今
依
―
―
集
韻
一
正
。
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●
か
は
ご
ろ
も
。
〔
玉
篇
〕
馘
、
装
也
。
〔
字
彙
〕
馘
、

衷
也
。
●
絨
（
8
-
2
7
6
0
8
)

の
俗
字
。
ま
た
絨
（
1
2

ー

4
2
8
7
6
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
馘
‘
俗
絨
字
‘
亦

作
レ
絨
。

【
馘
】
叩

43
い
〔
字
彙
〕
越
逼
切
國

日
ま
が
る
。
〔
篇
海
〕
鞄
、
曲
也
。
口
か
は
ぐ
つ

の
ぬ
ひ
目
。
〔
字
彙
〕
轄
‘
縁
繹
縫
也
。

ケ
ン
ク
，
ワ
ン

日ロ竺

【鞄】四

〔
篇
海
〕
去
願
切
醐
i-

〔
字
彙
〕
逸
脊
切
霰

＇ 

冨
ag
タ
ン

鍛
(
1
2
-
4
3
1
7
2
)

の
謡
字
。
〔
捜
異

玉
鏡
〕
殿
、
縮
字
之
謡
。

【
梱
】
呻
ヰ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
闊
、
昔
違
゜

冨
】
呻
ヶ
ン
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
誓
‘
昔
渦
。

冨

】

叩

カ

ッ

義
未
詳
。
〔
龍
窮
手
鑑
〕
葦
‘
昔
轄
。

か
は
。
〔
川
篇
〕
終
、
皮
也
。

冦】叩
エ
キ
〔
川
篇
〕
昔
亦

章

部

〔
七
ー
八
賓
〕

小
〇
ゐ
げ
た
。
井
の
垣
。
も
と
韓
(
1
2
ー

4

豪

3
1
8
5
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
韓
、
本
作
レ

韓
韓
゜
〔
説
文
〕
輯
、
井
橋
也
、
ハ
レ
章
‘
取
↓
―
其

m也、

【韓】
g

”〔集韻
〕
河
干
切
圏

／
 

r
r

百
n
•

●
つ
つ
む
。
〔
玉
篇
〕
鞠
‘
衰
也
。
●
鞠
(
1
2
ー

4
2

8R)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鞠
、
同
レ
鞠
゜

【
鞠
】
〗
i
i”〔
玉
篇
〕
巨
竹
切
園
『

●
皮
を
は
っ
た
く
つ
。
〔
集
韻
〕
醗
、
皮
帖
レ
履
。
●

舵
(
1
2
ー

4
3
1
2
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
粧
、
同
レ
詑
。

【

院

】

』

[

〔

集

韻

涵

悶

圏

【
緋
】
〗

ふ
い
が
う
。
火
を
吹
き
お
こ
す
か
は
ぶ
く
ろ
。
禰

(
1
2ー

4
3
1
9
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
糖
‘
吹
レ
火
章
嚢

也
、
或
作
レ
緋
。 9 9ゞヽ

イイ

〔
集
韻
〕
歩
拝
切
圏

●
婉
底
は
‘
く
つ
の
名
。
〔
廣
韻
〕
婉
‘
椀
底
、
履

名
。
●
あ
さ
い
く
つ
。
二
重
底
の
低
い
く
つ
。
椀

(
1
2
 |
 4
2
7
7
8
)
・

霰
(
1
2
ー

4
2
9
7
9
)
・

椀
(
1
2
ー

4
2
8

6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
椀
、
方
言
、
自
レ
隅
而
東
、
履

其
庫
者
謂
Ii

之
椀
盃
茄
ぴ
婉
。
〔
正
字
通
〕
婉
‘
靴
‘

椀
同
。

【
腕
】
〗
ヲヱ
ンン

〔
集
韻
〕
委
遠
切
戸
匹

終

葦

葦

騎

緞

乾

馘

婉

緋

饒

鞠

韓

〔
文
献
通
考
、
封
建
考
、
春
秋
列
國
傭
授
本
末
事

迩
〕
韓
‘
其
先
息
周
同
姓
‘
其
後
苗
裔
事
レ
晉
得
―

封
於
韓
原
一
日
1
1

韓
武
子
一
武
子
後
三
世
有
―
―
韓

蕨
•
起
・
頃
・
不
信
・
虎
・
啓
章
一
景
侯
虔
始
為
―
―
諸

侯
一
列
侯
・
文
侯
・
哀
侯
・
銹
侯
・
昭
侯
・
宣
恵
王
・

襄
王
・
驚
王
・
桓
恵
王
・
王
安
、
自
―
―
景
侯
虔
-
H
ぎ

臥
臀
。
●
或
は
斡
（
6

|
1
5
2
5
7
)
・幹
(
4
ー

9
1
8
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
輯
、
隷
省
‘
或
作
二
斡
・
幹
ぶ
〇
國

の
名
。
④
古
の
國
の
名
。
姫
姓
。
春
秋
の
時
‘
晉

に
入
る
。
六
國
の
韓
は
其
の
後
、
晉
に
滅
さ
る
。

今
、
映
西
省
韓
城
縣
の
地
。
〔
詩
、
大
雅
、
韓
突
、

箋
〕
韓
‘
姫
姓
之
國
也
、
後
為
二
晉
所
＂
滅
、
故
大
夫

韓
氏
以
為
11

邑
名
1

焉
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
歴
代

州
域
形
勢
、
春
秋
戦
國
〕
韓
‘
今
映
西
韓
城
縣
南

十
八
里
有
―
―
古
韓
城
玉
襄
二
十
九
年
‘
晉
女
叔
侯

日
、
虞
•
琥
・
焦
・
滑
・
霰
・
楊
•
韓
・
魏
、
皆
姫
姓
也
、

杜
預
日
、
八
國
皆
晉
所
5

滅
。
＠
古
の
國
の
名
。
武

王
の
子
の
封
ぜ
ら
れ
た
所
。
今
、
河
北
省
固
安
縣

の
東
南
。
漢
の
三
韓
は
其
の
後
。
韓
城
(
1
1
6
)

の

0
を
見
よ
。
〔
左
氏
、
僭
、
二
十
四
〕
邦
・
晉
・
應
．

韓
、
武
之
穆
也
。
〔
注
〕
四
國
皆
武
王
子
也
、
韓
國

空
河
東
郡
界
↓
◎
戦
國
の
國
の
名
。
姫
姓
。
武
王

の
子
、
韓
侯
の
後
。
晉
に
事
へ
て
韓
氏
と
な
り
、
韓

武
子
、
韓
原
に
封
ぜ
ら
れ
て
後
、
世
々
、
大
夫
と

な
る
。
景
侯
虔
に
至
り
、
周
の
威
烈
王
の
命
を
以

て
、
趙
魏
と
晉
を
分
つ
て
諸
侯
と
な
り
、
戦
國
七

雄
の
一
と
な
り
、
平
陽
に
都
す
。
昭
公
に
至
り
、

鄭
人
申
不
害
を
相
と
し
、
富
國
強
兵
を
致
す
。
今

の
河
南
省
の
西
北
部
及
び
陳
西
省
東
部
の
地
を

有
す
。
王
安
の
時
‘
秦
に
滅
さ
る
。
其
の
系
譜
は
‘

①
景
公
虔
ー
②
烈
侯
取
I
③
文
侯
ー
④
哀
公
ー

⑤
銹
侯
—
⑥
昭
侯
ー
四
旦
恵
王
ー
⑧
襄
王
倉
ー

⑨
應
咎
I

贋
菌
王
—
雙
安
。

王
宏
十
一
傭
‘
而
韓
為
―
―
秦
所
已
滅
。

G)
朝
鮮
南

部
の
地
。
一
に
肝
に
作
り
、
又
、
甘
露
と
い
ふ
。
即

ち
古
の
三
韓
の
地
。
其
の
名
は
任
那
の
一
部
落
、

駕
落
の
輯
訛
。
李
氏
に
至
り
、
朝
鮮
の
穂
稽
と
な

る
。
〔
正
字
通
〕
韓
‘
國
名
、
後
漢
光
武
紀
、
東
夷

有
三
韓
國
冦
韓
・
弁
韓
・
馬
韓
也
。
R
蛛
〔
通

志
、
氏
族
略
‘
以
レ
國
為
レ
氏
〕
韓
氏
、
姫
姓
之
別

族
、
出
晉
穆
侯
之
少
子
曲
沃
成
師
一
是
為
,
,
桓

叔
ぶ
汗
萬
‘
是
為
,
,
武
子
云
登
采
韓
原
二
云
、
成

王
封
,
,
叔
虞
於
唐
工
堕
畢
萬
・
韓
原
之
地
二
其
地

今
同
州
韓
城
縣
南
十
八
里
故
城
、
是
武
子
生
レ

蕨
‘
是
為
,
,
猷
子
一
晉
景
公
之
時
‘
晉
作
ー
ユ
ハ
卿
涵
m

子
在
二
卿
之
位
盆
笠
其
始
封

1
遂
為
—
韓
氏
→

【
韓
哀
】1
存
古
の
御
者
の
名
。
〔
王
褻
‘
聖
主
得
—
玉
賢

臣
頌
〕
王
良
執
レ
鞄
、
韓
哀
附
レ
輿
。
〔
注
〕
銑
日
、
王
良

韓
哀
、
古
善
御
者
。
〔
蜀
志
、
部
正
博
〕
韓
哀
乗
レ
轡
而
馳
レ

名。
【
韓
偲
】
2

”
ん
唐
‘
萬
年
の
人
。
字
は
致
発
。
唐
書
は
致

光
、
漁
隠
叢
話
は
致
元
に
作
る
。
小
字
は
冬
郎
。
琥
は

玉
山
樵
人
。
十
歳
に
し
て
詩
を
能
く
す
。
龍
紀
の
進

士
。
官
は
昭
宗
の
時
、
兵
部
侍
郎
・
翰
林
學
士
承
旨
゜

後
、
機
密
を
慮
決
し
、
甚
ぢ
帝
意
に
合
す
。
隈
t

相
に

擬
せ
ら
れ
た
が
、
皆
固
辞
す
。
後
‘
朱
全
忠
に
悪
ま
れ
、

郵
州
司
馬
に
貶
せ
ら
る
。
天
祐
中
‘
故
官
に
復
す
る
も
‘

全
忠
の
逆
節
を
悪
み
‘
肯
へ
て
朝
に
入
ら
ず
、
閻
に
避

け
て
王
審
に
依
り
‘
其
の
地
に
卒
す
。
其
の
詩
は
懐
慨

激
昂
‘
忠
憤
の
氣
に
涌
つ
。
但
；
香
奮
集
の
み
は
縁
情

綺
靡
、
艶
糧
の
一
派
を
開
き
、
香
奮
橙
と
稽
せ
ら
る
。

著
に
韓
内
翰
別
集
が
あ
る
。
別
に
唐
書
藝
文
志
は
香
奮

集
一
巻
を
著
録
す
る
も
現
存
せ
ず
。
〔
唐
書
、
一
百
八
十

三〕。

【
韓
夷
】
3

"

ン
明
の
人
。
突
の
弟
。
少
く
て
母
を
失
ひ
‘

変
に
育
せ
ら
る
。
初
名
は
詮
孫
。
字
は
伯
翼
。
瞥
術
に
精

し
く
郡
の
瞥
學
正
科
と
な
る
。
永
築
中
、
召
さ
れ
て
御

瞥
を
授
け
ら
れ
、
名
を
夷
‘
字
を
公
逹
と
改
む
。
搬
い
で

院
判
に
の
ぽ
る
。

【
韓
維
】
4

”
ン
宋
の
人
。
綽
の
弟
。
字
は
持
國
。
琥
は
南

一
九
四

12790 
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i

早

部

〔
八
書
一
〕

韓

一
九
五

陽
。
古
を
好
み
學
を
嗜
ん
で
静
退
に
安
ん
じ
、
宰
相
に

薦
め
ら
れ
た
が
就
官
せ
ず
。
後
、
官
は
記
室
参
軍
。
神
宗

の
時
‘
翰
林
學
士
・
開
封
府
の
知
・
學
士
承
旨
。
天
旱
に

値
ひ
、
青
苗
の
害
を
疏
陳
す
。
哲
宗
の
時
‘
門
下
侍
郎
。

太
子
少
偲
を
以
て
致
仕
す
。
紹
聖
中
、
元
帖
黛
籍
に
入

り
‘
均
州
に
安
置
さ
る
。
嘗
て
南
陽
郡
公
に
封
ぜ
ら
る
。

著
に
南
陽
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
三
百
十
五
〕
．
〔
宋
史
新

編
‘
二
日
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
五
十
八
〕
．
〔
名
臣
碑
博
碗
球

集
、
下
十
七
〕
．
〔
碗
球
集
剛
存
、
三
〕
．
〔
三
朝
名
臣
言
行

録
‘
十
〕
．
〔
元
祐
窯
人
傭
、
一
〕
．
〔
桐
陰
話
藷
〕
．
〔
宋
詩

紗
〕
・
〔
宋
大
臣
年
表
、
十
四
〕
．
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
二
十

八
・
ニ
十
九
・
三
十
一
―
〕
・
〔
宋
人
軟
事
彙
編
‘
二
百
七
十

-〕。

【
韓
友
】
5

認
晉
‘
舒
の
人
。
字
は
景
先
。
易
を
會
稽
の

伍
振
に
受
く
。
占
卜
を
善
く
し
、
神
炊
多
し
。
能
＜
宅

を
圏
り
家
を
相
し
‘
又
‘
厭
勝
の
術
を
行
ふ
。
元
康
中
‘

賢
良
に
翠
げ
ら
る
。
官
は
廣
武
将
軍
。
永
嘉
の
末
に
卒

す
。
〔
晉
書
、
九
十
五
〕
。

【
韓
祁
】
6
位
5

宋
、
石
城
の
人
。
紹
興
中
、
書
院
祗
候
。

窺
生
を
善
く
す
。
〔
南
宋
院
霊
録
‘
三
〕
。

【
韓
郁
｝
げ
明
の
人
。
官
は
建
文
の
時
、
御
史
。
時
に

事
を
用
ひ
る
者
、
諸
王
を
削
ら
ん
こ
と
を
議
す
る
に
封

し
、
獨
り
遼
東
の
高
魏
と
先
後
し
て
恩
を
加
へ
ん
こ
と

を
請
ふ
。
後
、
燕
師
‘
江
を
渡
る
に
及
ん
で
、
官
を
棄
て

て
遁
走
し
‘
其
の
終
る
所
を
知
ら
ず
。
〔
明
史
、
一
百
四

+
―
―
-
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
日
八
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一

百
三
十
三
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
・
―
-
+
―
-
〕
・
〔
明
名

臣
言
行
録
‘
十
一
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
．
〔
明
史
騒
‘

八
十
〕
・
〔
績
蔵
書
‘
六
〕
．
〔
遜
國
諸
臣
傭
‘
三
〕
。

【
韓
因
】
8

げ
ク
元
‘
沐
梁
の
人
。
字
は
可
宗
。
少
く
し
て

攀
子
の
業
を
習
ひ
‘
氣
を
負
ひ
て
衆
と
群
せ
ず
。
後
、
汝

寧
に
腺
る
盗
を
討
つ
も
破
る
こ
と
能
は
ず
‘
却
つ
て
賊

に
捕
へ
ら
れ
‘
遂
に
口
を
極
め
て
賊
を
罵
詈
し
つ
つ
寸

割
せ
ら
る
。
〔
元
史
‘
二
日
九
十
四
〕
．
〔
新
―
冗
史
‘
二
百

三
十
〕
。

【
韓
殷
】
，
竺
明
、
番
晶
の
人
。
字
は
阜
民
。
琥
は
雪
鴻
゜

景
泰
の
進
士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
冤
抑
を
伸
理
し
て
櫂

要
を
避
け
ず
、
時
人
、
韓
鐵
筆
と
い
ふ
。
著
に
雪
鴻
稿
が

あ
る
。

【
韓
隠
】
IO

”字
琥
。

O
遼
‘
篇
排
押
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 4
9
 

4
)

の
字
。
●
遼
‘
耶
律
斜
診
(
9
ー

2
9
0
0
8
:
 8
5
)

の
字
。

【
韓
憚
】
11

竺
五
代
‘
晉
の
太
原
の
人
。
字
は
子
重
。
性
‘

謹
厚
。
好
ん
で
歌
詩
を
作
り
‘
書
数
千
巻
を
緊
む
。
官

は
交
城
文
水
令
。
唐
の
荘
宗
の
時
‘
右
散
騎
常
侍
。
晉
の

初
、
兵
部
尚
書
。
〔
藷
五
代
史
、
九
十
二
〕
。

【
韓
永
】
12

げ
明
、
映
西
西
安
の
人
。
或
は
‘
浮
山
の
人

と
い
ふ
。
追
謡
は
荘
介
。
状
貌
魁
梧
に
し
て
、
音
吐
洪

亮
。
毎
に
兵
事
を
懐
慨
す
。
官
は
建
文
の
時
‘
給
事

中
。
後
‘
燕
王
入
る
に
及
ん
で
‘
抗
辞
し
て
死
す
。
〔
明

史
、
一
百
四
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
一
百
八
十
六
〕
・

〔
明
史
稿
‘
一
百
三
十
二
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
八
十
〕
．
〔
國

朝
名
世
類
苑
、
四
・
十
八
・
―
―
-
+
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
十

九
〕
．
〔
明
人
小
傭
、
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
日
一
―
-
〕

〔
明
詩
綜
、
十
九
下
〕
．
〔
建
文
忠
節
録
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸

臣
録
‘
十
二
〕
．
〔
明
書
、
一
百
―
二
〕
．
〔
績
蔵
書
‘
六
〕
．
〔
明

詩
紀
事
‘
乙
、
十
四
〕
．
〔
備
遺
録
〕
．
〔
遜
國
諸
臣
博
‘
四
〕
。

【
韓
榮
】
13

だ
元
‘
陽
信
の
人
。
奇
節
あ
り
。
家
は
素
か

ら
富
饒
‘
能
く
財
を
散
じ
、
人
よ
り
徳
と
せ
ら
る
。
濱
棟

軍
馬
を
以
て
丞
相
史
天
澤
の
麿
下
に
隷
し
‘
隈
；
戦
功

あ
り
。
濱
棟
路
元
帥
を
授
け
ら
る
。
〔
元
史
、
一
百
九
十

七
〕
．
〔
新
元
史
、
二
百
四
十
〕
。

【
韓
嬰
】
14

兄
〇
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
韓
嬰
‘
姫
姓
‘
姓

纂
本
‘
晉
韓
宣
子
元
孫
也
、
為
"
韓
嬰
氏
＾
〇
漢
の
人
。
韓

王
信
の
孫
。
文
帝
の
時
‘
煽
常
と
倶
に
漢
に
降
る
。
封

は
襄
城
侯
゜
〔
史
記
、
九
十
三
〕
．
〔
前
漢
書
‘
―
―
-
+
―
―
-
〕
。

参
漢
、
燕
の
人
。
文
帝
の
時
‘
博
士
と
な
り
‘
景
帝
の
時
‘

常
山
太
博
に
至
る
。
詩
人
の
意
を
推
し
て
内
外
博
散
萬

言
を
作
り
‘
淮
南
貨
生
に
授
く
。
其
の
語
頗
る
齊
魯
の

間
と
異
な
り
‘
燕
趙
の
間
‘
詩
を
言
ふ
も
の
之
に
従
ふ
。

嬰
‘
又
易
意
を
推
し
て
之
が
偵
を
為
る
。
燕
趙
の
間
‘
詩

を
好
む
‘
故
に
其
の
易
、
微
な
り
。
武
帝
の
時
‘
嬰
‘
蓋
仲

舒
と
帝
前
に
論
ず
。
其
の
人
精
伴
、
虞
事
分
明
、
仲
舒
‘

難
ず
る
能
は
ず
。
今
‘
惟
t
外
傭
十
巻
の
み
世
に
博
は

る
。
〔
前
漢
書
‘
八
十
八
〕
。

【
韓
突
】
15

ビ

O
詩
経
‘
大
雅
、
蕩
之
什
の
篇
名
。
韓
侯

始
め
て
来
朝
し
、
王
命
を
受
け
て
蹄
る
時
‘
詩
人
が
宣

王
の
能
く
諸
侯
に
命
を
錫
ふ
を
捨
美
し
て
‘
之
を
送
っ

た
詩
。
一
に
手
吉
甫
の
作
と
い
ふ
。
〔
詩
、
大
雅
、
韓
突

序
〕
韓
突
‘
手
吉
甫
美
1

一
宣
王
1

也
‘
能
錫
二
命
諸
侯
↓
〔
集

傭
〕
韓
侯
初
立
来
朝
、
始
受
1

一
王
命
―
而
蹄
‘
詩
人
作
レ
此

以
送
レ
之
‘
序
亦
以
為
、
平
吉
甫
作
、
今
未
レ
有
レ
撮
。

O

明
、
映
西
後
衛
の
人
。
字
は
大
之
。
成
徳
の
進
士
。
官
は

新
都
令
。
後
、
四
川
令
事
に
至
る
。
致
仕
し
て
城
南
に
隠

居
し
‘
性
理
の
學
を
講
明
す
。
参
明
‘
呉
縣
の
人
。
字
は

公
望
。
琥
は
蒙
齋
。
埼
の
後
裔
。
幼
く
し
て
端
重
簡
獣
、

好
ん
で
山
水
を
消
覧
し
、
博
學
に
し
て
詩
に
巧
゜
且
つ

馨
理
に
精
通
す
。
後
‘
榜
枷
山
に
走
り
、
又
、
小
舟
を
没

べ
て
太
湖
に
入
り
優
消
自
適
す
。
著
に
易
牙
遺
意
・
韓

山
人
集
が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
九
十
六
〕
．
〔
昭

代
明
良
録
‘
二
十
・
四
十
九
〕
．
〔
蘭
壼
法
蓉
録
‘
十
四
〕
．

〔
明
人
小
博
、
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
十
八
〕
．
〔
績
呉

先
賢
讃
‘
十
二
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
十
一
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘

l
-
+
―
―
-
〕
.
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
甲
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
四
〕
。

【
韓
弁
】
16

竺
唐
‘
南
陽
の
人
。
雲
卿
の
子
。
裔
の
弟
。
貞

元
中
‘
累
官
し
て
殿
中
侍
御
史
に
至
る
。
平
涼
の
盟
に
‘

判
官
を
以
て
馬
隧
と
議
に
預
る
。
吐
蕃
‘
盟
を
劫
か
し
、

倉
‘
之
に
死
す
。
〔
唐
書
‘
二
百
十
六
下
〕
．
〔
唐
書
‘
一
百

九
十
六
下
〕
。

【
韓
撮
】
17

竺
晉
の
韓
壽
の
異
名
。
司
空
撮
を
賜
は
つ
た

か
ら
い
ふ
。
韓
壽
(
1
1
8
)

を
見
よ
。
〔
長
生
殿
‘
倖
恩
〕
香

含
両
奥
肯
宜
韓
撮
軽
倫
↓

【
韓
英
】
18

竺
清
‘
長
洲
の
人
。
字
は
元
少
。
別
字
は
慕

崖
。
盆
は
文
捻
。
康
熙
中
、
會
試
・
殿
試
に
皆
第
一
と
な

る
。
修
撰
よ
り
證
部
尚
書
に
累
官
す
。
在
官
中
‘
其
の
持

論
侃
々
と
し
て
雨
可
の
説
を
為
さ
ず
。
性
、
括
嘴
、
山
水

を
好
み
‘
暇
日
に
は
泉
石
の
間
に
徊
祥
す
。
経
史
を
鮎

勘
し
、
文
章
を
以
て
名
あ
り
。
書
室
を
有
懐
堂
と
い
ひ
‘

著
に
有
懐
堂
詩
文
稿
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
七
十

二
〕
・
〔
清
史
列
傭
、
九
〕
．
〔
國
朝
誓
獣
類
徽
‘
五
十
八
〕
・

〔
碑
債
集
、
二
十
一
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
十
〕
．
〔
従
政
観

法
録
‘
六
〕
．
〔
漢
名
臣
側
、
十
一
〕
．
〔
文
駄
徴
存
録
‘
二
〕
．

〔
國
朝
名
家
詩
紗
小
博
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
九
〕
。

【
韓
鳩
】
19

ゾ
漢
の
人
。
績
常
の
庶
孫
。
字
は
王
孫
。
武

帝
が
、
膠
東
王
た
り
し
時
‘
輿
に
書
を
學
ぴ
相
愛
す
。

又
、
騎
射
を
善
く
す
。
帝
即
位
す
る
に
及
ん
で
、
上
大
夫

と
な
り
‘
常
に
帝
と
同
じ
く
起
臥
す
。
時
に
江
都
王
入

朝
す
。
鳩
、
帝
に
従
っ
て
上
林
に
撒
し
、
江
都
王
は
‘
鳩

の
乗
れ
る
副
車
を
天
子
と
誤
認
し
て
伏
し
て
道
傍
に

謁
す
。
嬉
‘
馳
騒
し
て
王
の
礎
を
見
ず
。
王
怒
つ
て
太
后

に
言
ふ
。
是
よ
り
太
后
に
恨
ま
る
。
尋
い
で
姦
を
以
て

上
言
せ
ら
れ
、
遂
に
死
を
賜
は
る
。
〔
史
記
‘
了
日
一
―
十

五
〕
．
〔
漢
書
‘
九
十
三
〕
。

【
韓
演
】
20

竺
後
漢
の
人
。
稜
の
孫
。
字
は
伯
南
。
官
は

河
南
丹
陽
の
太
守
。
政
績
あ
り
。
桓
帝
の
時
‘
司
徒
。
事

に
坐
し
て
官
を
罷
め
蹄
る
。
後
、
復
た
徴
さ
れ
て
司
隷

校
尉
を
授
け
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
七
十
五
〕
。

【
韓
碗
】
21

竺
唐
の
人
。
思
彦
の
子
。
字
は
茂
貞
。
喜
ん
で

酒
徒
に
交
は
る
。
第
に
擢
ん
で
ら
れ
‘
又
‘
文
藝
優
良
・
賢

良
方
正
に
琴
げ
ら
る
。
官
は
監
察
御
史
。
景
雲
中
‘
上
書

し
て
時
政
を
言
ふ
も
報
い
ら
れ
ず
。
出
で
て
河
北
軍
を

監
し
、
按
察
使
を
兼
ぬ
。
開
元
中
‘
殿
中
侍
御
史
。
事
に

坐
し
官
を
貶
さ
れ
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
二
臼
十
一
―
〕
゜

【
韓
暖
】
22

竺
唐
の
人
。
仲
良
の
子
。
字
は
伯
玉
。
少
＜

し
て
節
行
あ
り
。
博
學
に
し
て
吏
事
に
饒
通
す
。
官
は

貞
観
中
‘
兵
部
侍
郎
を
以
て
襲
爵
す
。
永
徽
中
‘
侍
中
。

高
宗
、
王
后
を
限
し
、
武
后
を
立
て
ん
と
す
る
や
‘
泣
諫

し
て
納
れ
ら
れ
ず
。
又
、
涌
泣
し
て
堵
遂
良
を
救
は
ん

と
し
‘
遂
に
聴
か
れ
ず
。
後
‘
許
敬
宗
・
李
義
府
に
遂
良

に
通
じ
て
不
軌
を
謀
る
と
謹
告
さ
れ
‘
振
州
刺
史
に
貶

せ
ら
れ
て
卒
す
。
〔
唐
書
‘
一
百
五
〕
。

【
韓
欺
】
23

”5

唐
の
韓
愈
と
宋
の
欧
陽
脩
。
共
に
文
章

の
大
家
。
〔
元
好
問
‘
贈
―
―
答
劉
御
史
雲
卿
1

詩
〕
九
原
如

可
レ
作
‘
吾
欲
レ
起
,
,
韓
獣
↓
〔
王
惟
‘
姦
院
趙
公
許
恵
―
―
獣

蘇
集
咋
げ
詩
詩
〕
葎
然
淵
海
鮫
鰐
翁
‘
洞
視
千
古
蘇
韓

獣
。
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
‘
江
中
〕
尤
善
閤
な
文
‘
上
韮
韓

獣
冨
緊
韓
魏
六
朝
l

為
レ
則
。

【
韓
億
】
24

”8

宋
‘
薙
丘
の
人
。
字
は
宗
魏
゜
溢
は
忠
獣
。

進
士
。
官
は
永
城
・
洋
州
・
相
州
等
の
知
。
治
績
あ
り
。
仁

宗
の
時
‘
尚
書
左
丞
。
太
子
少
博
を
以
て
致
仕
す
。
性
、

方
童
、
家
を
治
め
る
こ
と
巌
鉤
゜
燕
居
の
時
も
惰
容
な

く
‘
故
藷
の
孤
貧
な
る
者
を
親
し
み
‘
常
に
其
の
婚
葬

の
費
を
給
す
。
八
子
あ
り
、
皆
貴
顕
と
な
り
、
世
に
桐
樹

韓
家
と
梢
せ
ら
る
。
〔
宋
史
、
三
百
十
五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘

二
百
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
五
十
八
〕
．
〔
隆
平
集
‘
七
〕
．
〔
名
臣

碑
債
碗
球
集
、
下
、
八
〕
・
〔
五
朝
名
臣
―
―
―
―
口
行
録
‘
六
〕
．
〔
桐

陰
話
藷
〕
．
〔
宋
大
臣
年
表
、
十
四
〕
．
〔
北
宋
経
撫
年
表
、

十
九
・
四
十
七
・
□
日
十
五
〕
・
〔
宋
人
軟
事
槃
編
‘
二
百

七
十
一
〕
。

【
韓
蛾
】
2
5
5
/
0
古
の
善
く
歌
ふ
者
。
東
‘
齋
に
往
き
碓

門
を
過
ぎ
‘
歌
を
震
い
で
食
に
供
す
。
既
に
去
つ
て
‘
餘

12791 
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昔
、
梁
を
燒
り
一
二
日
絶
え
ず
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
昔
韓
蛾

東
之
レ
齊
、
直
レ
糧
、
過
耀
門
一
棗
レ
歌
恨
レ
食
、
既
去
、
而

餘
音
饒
―
―
梁
楓
三
日
否
絶
。
〔
注
〕
韓
蛾
、
韓
國
善
歌
者

也
。
●
明
の
人
。
韓
成
の
女
。
少
く
し
て
父
母
を
失
ひ
‘

叔
父
に
養
は
る
。
元
末
の
乱
に
男
装
し
て
寇
揚
と
な

り
、
韓
開
保
と
轡
名
し
、
軍
中
に
出
入
す
る
こ
と
十
一
―

年
、
人
‘
其
の
女
た
る
を
知
ら
ず
。
後
、
叔
父
に
贖
は
れ

て
飩
り
、
馬
復
宗
に
嫁
す
。

【
韓
介
】
26

衿
唐
、
南
陽
の
人
。
仲
卿
の
子
。
會
の
弟
。

愈
の
仲
兄
。
人
と
な
り
孝
友
。
官
は
李
府
参
軍
。
〔
尚

友
録
‘
五
〕
。

【
韓
海
】
27

”
い
清
、
番
黒
の
人
。
字
は
緯
五
、
又
、
橋
村
。

琥
は
東
奉
。
家
貧
に
し
て
勤
學
。
鄭
際
泰
・
梁
侃
蘭
に
知

ら
る
。
雅
正
の
末
、
進
士
に
及
第
し
、
封
川
教
諭
を
授
け

ら
る
。
年
已
に
六
十
、
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
て
應
ぜ
ず
。
其

の
文
は
史
漢
に
浸
淫
し
、
尤
も
絣
橙
に
巧
゜
其
の
詩
は

李
杜
に
出
入
し
、
帝
ら
西
昆
に
及
ぶ
。
著
に
東
皐
詩
文

集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
偶
、
七

十
一
〕
・
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
二
百
五
十
三
〕
・
〔
碑
偶
集
、

二
日
四
十
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
二
十
六
〕
。

〖
韓
海
蘇
潮
〗2
8
g
tィ
韓
愈
の
文
は
注
洋
と
し
て
海

の
如
く
‘
蘇
献
の
文
は
波
瀾
が
あ
っ
て
潮
の
如
し
と
評

し
た
語
。
〔
丹
鉛
綿
録
、
詩
話
類
〕
李
者
卿
評
レ
文
云
、
韓

如
レ
海
、
柳
如
レ
泉
‘
欧
如
レ
淵
‘
蘇
如
レ
潮
。

【
韓
階
】
29

”
し
晉
、
長
沙
の
人
。
性
、
廉
謹
に
し
て
篤
慣
‘

間
里
に
敬
愛
さ
る
。
官
は
議
曹
祭
酒
•
西
曹
書
佐
。
刺

史
誰
王
承
が
禍
に
遇
ふ
に
及
ん
で
、
親
ら
殖
殆
を
螢

み
‘
柩
を
送
つ
て
都
に
還
り
、
朝
夕
哭
霙
し
、
葬
畢
つ

て
還
る
。
〔
晉
書
、
八
十
九
〕
。

【
韓
楷
】
30

”
い
明
、
江
夏
の
人
。
字
は
以
正
。
琥
は
夏
浦
。

正
徳
の
進
士
。
官
は
穂
科
都
給
事
中
。
大
證
を
議
し
て

廷
杖
を
受
け
、
出
で
て
揚
州
を
守
る
。
後
、
右
副
都
御
史

と
な
り
、
雲
南
を
巡
撫
す
。
〔
國
朝
列
卿
記
、
一
百
十

五〕。

【
韓
江
】
31

梵
川
の
名
。
古
名
は
員
水
。
源
は
、
縣
建
省

長
汀
縣
の
北
の
観
昔
嶺
。
上
流
を
汀
江
と
い
ふ
。
分
流

し
て
海
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
潮
州
府
、
海

陽
縣
〕
韓
江
、
在
―
―
府
城
東
韓
山
下
砿
源
出
,
,
江
閻
・
汀
籟

ニ
州
境
五
流
-
1

入
界
三
河
一
而
南
出
。

【
韓
抗
】
32

競
宋
‘
會
稽
の
人
。
字
は
義
行
。
埼
の
後
。
博

＜
塁
書
を
極
め
‘
性
理
の
學
を
研
精
し
、
能
＜
冠
卿
の

遺
緒
を
承
ぐ
。
宋
亡
ん
で
仕
へ
ず
。
従
弟
の
性
と
相
師

友
と
な
り
‘
嘗
世
に
師
表
と
推
尊
せ
ら
る
。
〔
宋
元
學

案
、
五
十
九
〕
。

【
韓
浩
】
33
;
;
 
.
 
―
二
國
‘
魏
の
河
内
の
人
。
字
は
元
嗣
。
漢

末
、
徒
衆
を
緊
め
て
縣
の
藩
衛
と
な
り
、
兵
を
率
ゐ
て

董
卓
を
盟
津
に
拒
ぐ
。
舅
の
杜
陽
‘
卓
に
執
へ
ら
れ
た

が
従
は
ず
。
哀
術
に
壮
と
稽
せ
ら
る
。
官
は
騎
都
尉
。
尋

い
で
柳
城
を
破
り
、
忠
勇
を
以
て
顕
は
る
。
中
護
軍
に

改
め
ら
れ
‘
張
魯
を
討
つ
て
之
を
降
す
。
卒
す
る
に
及

ん
で
、
曹
操
に
慾
惜
せ
ら
る
。
〔
三
國
志
、
九
〕
゜
●
宋
の

人
。
埼
の
孫
。
官
は
建
炎
中
、
奉
直
大
夫
。
淮
州
を
守
る
。

金
人
に
攻
め
ら
れ
、
衆
を
率
ゐ
て
死
守
し
、
城
陥
り
カ

戦
し
て
死
す
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一

百
七
十
三
〕
゜
●
元
、
蔚
州
の
人
。
便
宜
都
元
帥
に
任
じ
‘

應
州
彰
國
軍
節
度
使
を
兼
ね
‘
撫
取
、
方
あ
り
、
軍
民
愛

戴
す
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
日
七
十

三〕。

【
韓
桁
】
34

梵
後
漢
、
代
郡
の
人
。
字
は
子
侃
。
哀
紹
に

徴
さ
れ
て
別
駕
と
な
る
。
哀
尚
、
曹
操
に
破
ら
れ
る
に

及
び
、
其
の
部
将
、
諸
部
の
太
守
を
李
ゐ
て
哀
に
背
き

曹
に
向
ふ
も
、
桁
獨
り
其
の
節
を
守
る
。
後
、
屠
；
操
に

徴
さ
れ
た
が
至
ら
ず
。
家
に
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
一
百
四

下
〕
．
〔
三
國
志
、
六
〕
。

【
韓
奉
】
出
競
唐
の
人
。
滉
の
子
。
字
は
仲
聞
。
溢
は
貞
。

資
質
重
厚
に
し
て
大
臣
の
器
あ
り
。
昔
律
を
知
り
、
文

を
善
く
す
。
賢
良
方
正
異
等
に
策
せ
ら
る
。
官
は
考
功

員
外
郎
。
後
、
東
都
留
守
。
鎮
海
軍
、
及
び
忠
武
軍
節
度

使
。
簡
倹
を
以
て
治
め
、
至
る
所
政
績
あ
り
。
長
慶
中
‘

検
校
尚
書
左
僕
射
よ
り
東
都
留
守
に
復
し
、
道
中
に

卒
す
。
〔
唐
書
、
二
日
二
十
六
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
百
二
十

九〕。

【
韓
捌
】
36

梵
唐
、
南
陽
の
人
。
字
は
君
平
。
詩
名
あ
り
。

大
暦
＋
オ
子
の
一
。
官
は
駕
部
郎
中
・
知
制
詰
。
時
に
雨

韓
捌
あ
り
、
他
の
一
は
刺
史
た
り
、
詩
人
の
規
は
初
‘
落

襄
の
時
、
一
李
生
と
善
く
‘
其
の
幸
姫
柳
氏
と
意
を
通
ず
。

李
生
に
柳
氏
を
贈
ら
れ
‘
且
つ
資
を
以
て
佐
け
ら
れ
‘
其

の
翌
年
第
に
擢
ん
で
ら
る
。
二
京
覆
へ
る
に
及
ん
で
、

柳
氏
辱
し
め
ら
る
る
を
濯
れ
、
翡
髪
し
て
尼
と
な
る
。

時
に
朗
、
侯
希
逸
に
徴
さ
れ
て
記
室
と
な
る
。
乱
定
り
‘

人
を
し
て
金
及
び
章
壷
柳
の
詩
を
奉
じ
て
、
柳
氏
を
求

め
し
め
た
が
、
柳
も
亦
詩
を
以
て
答
へ
た
の
み
に
て
‘

如
何
と
も
す
る
こ
と
能
は
ず
‘
藩
牌
沙
托
利
に
劫
去
せ

ら
る
。
後
、
希
逸
府
中
の
虞
侯
許
後
の
計
を
以
て
柳
氏

が
蹄
さ
れ
、
捌
と
偕
老
す
。
中
書
含
人
に
終
る
。
〔
唐
書
、

二
百
三
〕
。

[
韓
康
】
37

”
が
後
漢
‘
覇
陵
の
人
。
一
名
、
括
休
。
字
は
伯

休
。
薬
を
長
安
の
市
に
賣
る
こ
と
三
十
餘
年
。
名
を
避

け
、
口
に
二
債
せ
ず
。
時
に
小
女
子
に
ま
で
名
を
知

ら
れ
、
歎
じ
て
覇
陵
山
中
に
遜
入
す
。
連
り
に
徴
さ
れ

た
が
至
ら
ず
。
後
‘
桓
公
に
安
車
を
以
て
聘
せ
ら
れ
‘
已

む
を
得
ず
、
安
車
を
辟
し
て
自
ら
柴
車
に
乗
り
、
道
中

よ
り
い
づ
れ
へ
か
遜
る
。
〔
後
漢
書
、
二
日
十
三
〕
。

〖
韓
康
賣
槃
〗38
勺
い
焚
後
漢
の
韓
康
が
薬
を
賣
る
に

債
を
二
に
し
な
か
っ
た
故
事
。
掛
値
の
な
い
喩
。
〔
後

漢
書
、
韓
康
博
〕
韓
康
、
字
伯
林
、
一
名
括
休
、
京
兆
覇
陵

人
、
家
世
世
著
姓
、
常
采
二
槃
名
山
―
賣
,
,
於
長
安
市
言
I

不
レ
ニ
レ
債
三
十
餘
年
、
時
有
,
,
女
子
盆
此
ね
康
買
レ
薬
‘
康

守
レ
債
不
レ
移
、
女
子
怒
日
、
公
是
韓
伯
休
、
那
乃
不
レ
ニ
レ

債
乎
、
康
歎
日
、
我
本
欲
レ
避
レ
名
、
今
小
女
子
皆
知
レ
有
レ

我
焉
‘
何
用
レ
薬
為
、
乃
遜
入
二
覇
陵
山
中
↓

【
韓
綽
】
39

競
宋
の
人
。
綜
の
弟
。
字
は
子
華
゜
盆
は
猷

粛
。
進
士
。
官
は
神
宗
の
時
、
櫃
密
副
使
、
尋
い
で
参
知

政
事
、
後
、
快
西
宣
撫
使
・
同
中
書
門
下
平
章
事
・
昭
文

館
大
學
士
。
兵
事
に
習
は
ず
‘
措
置
乖
り
、
議
者
に
罪
せ

ら
れ
て
郎
州
の
知
と
な
る
。
後
、
復
し
て
王
安
石
に
代

つ
て
相
と
な
る
。
事
多
く
は
稽
留
し
て
決
せ
ず
‘
且
つ

敷
:
呂
恵
卿
と
争
論
す
。
出
で
て
許
州
の
知
と
な
り
、

封
は
哲
宗
の
朝
、
康
國
公
。
北
京
留
守
と
な
る
。
後
、
司

空
。
検
校
太
尉
を
以
て
致
仕
す
。
〔
宋
史
、
三
百
十
五
〕
．

〔
宋
史
新
編
、
一
百
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
五
十
八
〕
．
〔
名
臣
碑

傭
碗
球
集
、
上
下
〕
．
〔
碗
球
集
剛
存
、
一
〕
．
〔
三
朝
名
臣

言
行
録
‘
十
〕
．
〔
桐
陰
藷
話
〕
・
〔
宋
大
臣
年
表
、
十
ニ
・
十

三
〕
・
〔
學
士
年
表
、
下
〕
．
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
二
十
八
・
三

十
ニ
・
三
十
六
•
四
十
四
•
五
十
一
ニ
・
七
十
一
•
一
百
十

五
〕
．
〔
宋
人
軟
事
彙
編
、
二
百
七
十
一
〕
。

【
韓
綱
】
40

競
宋
の
人
。
億
の
子
。
官
は
慶
暦
中
、
光
化

軍
の
知
。
性
、
苛
急
に
し
て
士
卒
を
撫
循
す
る
こ
と
能

は
ず
。
遂
に
城
を
棄
て
て
走
る
。
名
を
除
か
れ
、
英
州

に
編
管
せ
ら
る
。
〔
宋
史
、
三
百
十
五
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
一

九
六

— 

2
 ，
 

百
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
五
十
八
〕
。

【
韓
衡
】
41

競
明
、
通
山
の
人
。
字
は
克
佐
。
洪
武
中
、
興

27

國
府
訓
導
と
な
る
。
後
、
直
州
の
知
よ
り
、
湖
州
に
轄
ー

ず。

【
韓
褐
】
42

梵
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
1

一
名
氏
[
炉

氏
〕
韓
褐
氏
、
姫
姓
、
英
賢
傭
云
、
晉
韓
蕨
之
後
、
韓
子

云
‘
趙
窟
侯
大
夫
韓
褐
脅
居
。

【
韓
治
】
心
梵
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
君
望
。
諸
生
。
書
室

を
繍
香
堂
と
い
ひ
、
著
に
嬬
香
堂
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小

傷
、
四
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
七
十
九
〕
．
〔
明
詞
綜
、
七
〕
・
〔
小
脹

紀
傭
‘
五
十
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、
二
十
八
〕
．
〔
静
志

詩
話
、
二
十
二
〕
。

【
韓
咸
】
43

努
清
‘
會
稽
の
人
。
字
は
無
我
゜
琥
は
虚
齋
。

董
を
以
て
名
あ
り
‘
其
の
詩
は
唐
人
の
致
あ
り
。
書
室

を
青
琳
堂
と
い
ひ
、
著
に
青
琳
堂
詩
紗
が
あ
る
。
〔
清
書
一

家
詩
史
、
丙
、
上
〕
．
〔
國
朝
壷
識
、
九
〕
。

【
韓
幹
】
45

焚
唐
、
大
梁
の
人
。
又
、
長
安
の
人
と
い
ふ
。

書
家
、
曹
覇
の
弟
子
。
玄
宗
の
時
‘
太
常
府
丞
と
な
る
。

善
く
人
物
を
窺
し
、
尤
も
鞍
馬
に
巧
。
―
帝
詔
し
て
陳
閤

を
以
て
師
と
せ
し
む
‘
幹
従
は
ず
し
て
日
く
‘
臣
に
は

自
ら
師
あ
り
、
陛
下
の
内
暇
の
馬
は
皆
臣
の
師
な
り

と
。
〔
瑣
堺
代
酔
編
、
十
八
〕
．
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

【
韓
硫
叩
】
46

努
春
秋
、
晉
の
大
夫
°
萬
の
孫
。
時
に
秦
伯
‘

晉
を
伐
つ
。
簡
‘
恵
公
の
命
を
受
け
て
師
を
覗
る
。
恵
公

韓
原
に
戦
ひ
‘
泥
淳
に
陥
る
。
公
、
慶
鄭
を
琥
ぷ
。
鄭
、
諫

に
複
り
卜
に
違
ふ
‘
固
よ
り
敗
を
求
む
‘
又
、
何
ぞ
逃
れ

ん
と
い
ひ
‘
遂
に
之
を
去
る
。
梁
由
靡
、
韓
簡
に
御
し
、

饒
射
右
と
な
り
、
秦
伯
を
逆
へ
将
に
こ
れ
を
止
め
ん
と

す
。
鄭
、
公
を
救
へ
と
呼
び
し
を
以
て
之
を
誤
り
、
遂
に

秦
伯
を
逸
し
去
ら
し
め
‘
又
、
晉
侯
を
も
救
ふ
こ
と
能

は
ず
、
秦
、
晉
侯
を
獲
て
鰭
り
、
韓
簡
侍
す
。
〔
左
氏
、
倍
、

十
五
〕
。

【
韓
泊
】
"
”
ン
宋
の
人
。
溝
の
弟
。
進
士
。
兄
と
倶
に
文

を
以
て
稽
せ
ら
る
。
常
に
漕
を
軽
ん
じ
‘
吾
が
兄
の
文

は
風
雨
を
庇
ふ
の
み
‘
吾
が
文
は
直
ち
に
五
鳳
棲
手
を

修
む
と
い
ふ
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
〕
。

【
韓
軌
】
48

”
.
，
北
齊
、
秋
那
の
人
。
字
は

113年
。
溢
は
庸

武
。
少
ぐ
し
て
志
操
あ
り
。
性
、
深
沈
に
し
て
喜
怒
色
に

表
は
さ
ず
。
神
武
兵
を
信
都
に
起
す
に
及
び
鎮
城
都
督

と
な
り
、
其
の
謀
に
賛
畳
す
。
後
、
秦
州
刺
史
と
な
り
、
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皐

部

三
國
‘
魏
の
堵
陽
の
人
。
字
は
公
至
゜
盆
は

甚
だ
邊
の
和
を
得
。
北
齊
の
輝
を
受
け
て
後
‘
封
は
安

徳
郡
王
。
後
、
大
司
馬
と
な
る
。
文
宜
に
従
っ
て
嬬
蟷
を

征
し
、
軍
中
に
卒
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
五
〕
．
〔
北
史
、
五
十

四〕。

【
韓
起
】
49

”
／
春
秋
、
晉
の
人
。
蕨
の
＋
。
誼
は
宣
。
即
ち

韓
宣
子
。
悼
公
に
事
へ
て
卿
と
な
る
。
平
公
の
時
‘
趙
武

に
代
つ
て
政
を
為
す
。
魯
に
聘
せ
ら
れ
、
書
を
太
史
氏

に
観
‘
易
象
と
魯
の
春
秋
を
見
て
、
周
幡
は
盆
＜
魯
に

在
り
と
感
嘆
す
。
頃
公
の
時
‘
卒
す
。
〔
春
秋
、
昭
‘
ニ
・
十

一
〕
．
〔
左
氏
‘
襄
‘
九
•
十
三
・
十
八
・
ニ
十
五
。
昭
‘
三
・

五
・
十
六
〕
。

【
韓
揆
】
50

”
/
後
漢
‘
縣
竹
の
人
。
字
は
伯
彦
。
縣
の
主

簿
と
な
る
。
黄
巾
の
賊
‘
界
に
入
る
や
‘
縣
令
綺
哀
を
扶

け
て
の
が
れ
、
哀
‘
殺
さ
れ
て
自
殺
す
。

【
韓
埼
】
51

”
ノ
宋
、
安
陽
の
人
。
國
華
の
子
。
字
は
稚
圭
゜

琥
は
籟
曳
•
安
陽
悲
斐
゜
盆
は
忠
獣
。
天
聖
中
の
進
士
。

官
は
初
、
将
作
監
丞
。
趙
元
臭
反
し
‘
櫃
密
直
學
士
に
進

む
。
尋
い
で
映
西
経
略
安
撫
招
討
使
。
苑
仲
滝
と
輿
に

兵
間
に
在
る
こ冒

〗
貸
□

し
、
途
に
元
臭
を
し
て
臣
と
梢
せ
し
め
‘
名
、
中
外
に
震

ひ
‘
召
さ
れ
て
櫃
密
副
使
と
な
る
。
喜
枯
中
、
同
中
書
門

下
平
章
事
。
英
宗
の
時
‘
右
僕
射
。
封
は
魏
國
公
。
神
宗

の
時
、
司
徒
、
兼
侍
中
。
天
資
撲
忠
‘
識
量
大
偉
。
嘉
祐
・

治
平
の
間
、
大
策
を
決
し
、
社
稜
を
安
ん
ず
。
書
室
を
押

鵡
亭
・
書
錦
堂
・
酔
白
堂
•
閲
古
堂
・
養
箕
亭
と
い
ふ
。

〔
宋
史
、
三
百
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
九
十
八
〕
．
〔
東
都
事

略
‘
六
十
九
〕
・
〔
名
臣
碑
傭
碗
球
集
、
上
一
、
中
四
十

八
〕
・
〔
碗
珠
集
剛
存
、
一
・
ニ
〕
．
〔
三
朝
名
臣
言
行
録
‘

-
〕
.
〔
皇
宋
書
録
‘
中
〕
．
〔
宋
詩
紗
〕
．
〔
宋
大
臣
年
表
、

九
・
十
一
・
十
二
〕
・
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
二
十
四
・
三
十

六
・
四
十
三
•
四
十
七
・
五
十
ニ
・
五
十
八
・
七
十
四
・
九

十
八
〕
・
〔
宋
人
軟
事
彙
編
‘
三
百
一
―
十
三
〕
．
〔
宋
元
學

案
‘
三
〕
。

【
韓
腎
】
52

”/

〔
八
聾
〕

韓

一
九
七

恭
。
親
の
讐
を
報
い
、
名
顕
は
る
。
徴
辟
に
應
ぜ
す
‘
姓

名
を
髪
じ
て
魯
陽
山
中
に
隠
居
し
、
山
民
を
薫
化
す
。

哀
術
の
召
を
避
け
て
山
都
に
徒
居
す
。
尋
い
で
荊
州
牧

劉
表
に
幡
を
以
て
徴
さ
る
。
途
に
遁
逃
し
、
表
に
深
く

恨
ま
れ
‘
濯
れ
て
命
に
應
ず
。
官
は
宜
城
長
。
曹
操
に
徴

さ
れ
て
‘
丞
相
士
曹
闊
と
な
り
‘
黄
初
中
、
太
常
に
至

る
。
封
は
南
卿
亭
侯
。
正
務
を
崇
明
し
‘
淫
祀
を
際
去
し

て
匡
正
す
る
所
多
き
も
‘
疾
を
以
て
位
を
遜
る
。
〔
三
國

志
、
二
十
四
〕
。

【
韓
麒
】
5
3
5
/

消
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
其
武
。
琥
は
補
鑓

貢
生
。
著
に
補
靡
存
稿
が
あ
る
。

【
韓
魏
】
54

む
／
韓
氏
と
魏
氏
。
春
秋
、
晉
の
六
卿
中
の
富

者
。
轄
じ
て
、
富
貴
の
家
を
い
ふ
。
〔
孟
子
、
虚
心
上
〕
孟

子
曰
‘
附
レ
之
以
韓
魏
之
家
ぶ
茫
其
自
視
欲
然
盃
則
過
レ

人
遠
芙
゜
〔
集
注
〕
韓
魏
‘
晉
卿
富
家
也
。
〔
杜
牧
‘
阿
房
宮

賦
〕
燕
趙
之
牧
蔵
、
韓
魏
之
経
螢
゜

〖
韓
魏
公
〗
竺
咋
宋
の
人
。
韓
埼(5
1
)
を
見
よ
。

〖
韓
魏
公
集
〗56
翌
ギ
コ
'
,
書
名
。
―
二
十
八
巻
。
宋
、
韓
埼

撰
。
詩
文
を
集
め
た
も
の
で
、
又
、
安
陽
集
と
も
い
ふ
。

其
の
目
は
詩
十
巻
‘
序
一
巻
‘
記
一
巻
‘
題
後
・
解
・
策
・

賛
．
銘
・
栗
府
・
疏
文
共
一
巻
‘
奏
議
八
巻
‘
表
四
巻
‘
状
・

割
子
・
雑
表
状
共
三
巻
‘
書
啓
二
巻
‘
制
一
巻
‘
冊
文
一

巻
‘
祭
文
一
倦
‘
墓
誌
銘
・
墓
記
・
墓
表
共
四
巻
‘
神
道
碑

行
状
一
倦
。
終
り
に
宋
史
本
博
一
篇
・
家
博
十
巻
•
別
録

一
倦
・
遺
事
一
巻
を
附
す
。
〔
正
誼
堂
全
書
、
第
四
六
ー

五
十
冊
〕
。

【
韓
休
】
57

”
の
唐
、
長
安
の
人
。
盆
は
文
忠
。
大
敏
の
弟

子
。
文
辞
に
巧
。
賢
良
に
攀
げ
ら
れ
、
玄
宗
の
時
‘
趙
冬

壕
と
輿
に
乙
科
に
中
る
。
官
は
左
補
闘
、
開
元
中
、
黄
門

侍
郎
・
同
中
書
門
下
平
章
事
を
授
け
ら
る
。
人
と
な
り

蛸
鰊
、
時
政
の
得
失
を
論
じ
て
は
必
ず
之
を
虚
し
、
宋

環
に
仁
者
の
勇
と
稲
せ
ら
る
。
後
、
エ
部
尚
書
・
太
子

少
師
に
至
る
。
封
は
宜
陽
縣
子
。
頭
部
が
尖
れ
る
を
以

て
‘
時
人
‘
筆
頭
公
と
呼
ぶ
。
〔
唐
書
、
一
百
二
十
六
〕
・
〔
藷

唐
書
‘
九
十
八
〕
。

【
韓
求
】
58

灼
五
代
‘
唐
の
映
の
人
。
一
に
虻
に
作
る
。
李

祝
と
輿
に
呉
道
玄
に
、
繹
道
蟄
を
學
ぴ
、
並
び
に
臀
誉

あ
り
。
オ
能
を
侍
み
退
蔵
し
て
仕
へ
ず
。
後
、
李
克
用
、

謙
を
信
じ
‘
求
を
誘
ひ
‘
中
流
に
至
つ
て
溺
死
せ
し
む
。

〔
五
代
名
鵞
補
遺
〕
。

隋
の
人
。
韓
檎
虎
(
2
6
5
)

の
改
名
。

【
韓
軋
】
59

詑
五
代
、
後
唐
の
人
。
韓
求
を
見
よ
。

【
韓
咎
]
6
0

詑
戦
國
、
韓
掻
王
(
2
5
9
)

の
名
。

[
韓
EEEE
】61
”
ャ
ウ
清
‘
宛
平
の
人
。
字
は
経
正
。
琥
は
石

耕
・
天
樵
子
。
終
身
緊
ら
ず
、
江
湖
に
遊
覧
し
て
終
る
。

著
に
天
樵
子
集
が
あ
る
。
〔
碑
偵
集
、
二
日
二
十
六
〕
．

〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
、
二
十
七
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初

編
‘
五
〕
。

【
韓
境
】
62

”
炉
宋
の
人
。
焚
の
従
弟
。
字
は
仲
容
。
焚

と
名
を
齊
し
く
し
、
二
仲
と
梢
せ
ら
れ
、
又
、
劉
清
之
の

學
を
博
ふ
。
官
は
直
史
館
訛
閣
。
〔
宋
元
學
案
、
五
十

九〕。

【
韓
旭
】
63

”ク

O
明
‘
淮
陽
の
人
。
字
は
荊
山
。
聾
に

巧。

O
明
、
浙
の
人
。
輩
に
巧
。

【
韓
玉
】
6
4
5
5
ク

0
宋
、
本
金
の
人
。
北
方
の
豪
。
司
馬

通
國
と
結
ん
で
事
を
學
げ
て
要
領
を
得
ず
。
紹
興
の

初
家
を
摯
げ
て
南
す
。
官
は
江
淮
都
督
府
計
議
軍
事
。

詞
に
巧
。
著
に
東
浦
詞
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
二
日
九

十
八
〕
。
〇
金
の
人
。
錫
の
曹
孫
。
字
は
温
甫
。
経
義
詞
賦

雨
科
進
士
を
以
て
翰
林
に
入
り
應
奉
と
な
る
。
應
制
日

に
百
篇
、
一
氣
呵
勢
に
し
て
成
る
。
大
安
中
、
官
は
鳳

翔
判
官
。
夏
人
を
北
原
に
破
る
。
其
の
功
を
賞
事
者
に

忌
ま
れ
、
課
告
さ
れ
て
玉
河
平
軍
節
度
副
使
と
な
り
、

後
‘
冤
に
よ
っ
て
囚
へ
ら
れ
て
死
す
。
〔
金
史
、
二
臼

+〕。

[
饒
疑
】
6
5
5
5
ク
唐
の
人
。
書
一
に
巧
‘
彩
色
を
善
く
す
。

〔
歴
代
名
書
記
〕
。

【
韓
均
】
66

竺
後
魏
の
人
。
茂
の
子
。
字
は
天
徳
゜
盆
は

康
。
少
く
し
て
射
を
善
く
し
、
将
略
あ
り
。
兄
備
の
家
を

績
ぎ
‘
安
定
公
を
襲
爵
す
。
官
は
散
騎
常
侍
•
-
P
l
痰
ニ

州
刺
史
を
歴
任
す
。
民
を
郎
ん
で
廉
謹
‘
甚
だ
其
の
治

を
稲
せ
ら
る
。
再
ぴ
定
州
刺
史
と
な
り
‘
径
を
軽
く
し

賦
を
薄
く
し
て
百
姓
を
安
ん
ぜ
し
む
。
〔
魏
書
、
五
十

一〕。

【
韓
飲
]
6
7

ゾ
後
漢
、
南
陽
の
人
。
字
は
翁
君
。
官
は
大

司
徒
。
封
は
扶
陽
侯
。
直
言
を
好
ん
で
隠
講
な
く
、
光
武

に
容
れ
ら
れ
ず
。
僅
か
に
免
れ
て
田
里
に
蹄
る
。
尋
い

で
復
た
使
を
以
て
責
め
ら
れ
、
子
‘
嬰
等
と
皆
自
殺
す
。

後
、
錢
穀
を
追
賜
し
‘
證
を
具
へ
葬
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
五

十
六
〕
。

【
韓
檎
】
68

”

【
韓
謹
】
69

ゾ
宋
‘
晉
江
の
人
。
字
は
去
華
。
崇
寧
の
進

士
。
官
は
南
海
尉
。
盗
を
捕
へ
て
功
あ
り
。
宣
議
郎
・
虞

州
教
授
・
國
子
博
士
・
廣
西
東
路
提
泉
學
事
を
歴
仕
す
。

著
に
詩
幡
義
解
が
あ
る
。
〔
泉
州
府
志
〕
。

【
韓
駒
】
70

勺
宋
、
仙
井
監
の
人
3

字
は
子
奸
°
琥
は
陵

陽
。
少
く
し
て
文
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
政
和
中
‘
召
試
さ

れ
、
進
士
を
賜
は
る
。
官
は
祁
書
省
正
字
・
著
作
郎
。
御

前
文
籍
を
校
正
し
、
又
‘
三
館
士
と
親
祠
・
明
堂
・
圃
壇
・

方
澤
等
の
築
曲
を
分
撰
す
。
尋
い
で
中
書
含
人
・
直
學

士
院
と
な
り
、
制
詞
簡
重
、
時
に
推
梢
せ
ら
る
。
嘗
て
蘇

轍
に
従
つ
て
學
ぶ
。
其
の
詩
は
儲
光
義
に
似
る
。
後
‘
郷

蕉
の
曲
學
に
坐
し
、
集
英
殿
修
撰
を
以
て
江
州
太
平
観

を
提
攀
す
。
紹
興
中
、
江
州
の
知
と
な
り
、
撫
州
に
卒

す
。
著
に
陵
陽
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
五
〕
・
〔
宋

史
新
編
‘
一
百
七
十
一
〕
・
〔
南
宋
書
‘
二
十
五
〕
・
〔
宋
詩

紗〕。

【
韓
果
】
71

訂
北
周
、
武
川
の
人
。
字
は
阿
六
抜
。
魏
に

仕
へ
て
石
城
公
に
封
ぜ
ら
る
。
性
、
強
記
に
し
て
櫂
略

あ
り
。
官
は
文
帝
の
時
‘
虞
候
都
督
。
戦
功
あ
り
。
河
東

郡
守
と
な
り
、
稽
胡
を
北
山
に
破
る
。
功
を
以
て
、
大
都

督
・
車
騎
将
軍
と
な
り
、
保
定
中
、
少
師
と
な
る
。
位
は

柱
國
。
出
で
て
華
州
刺
史
と
な
り
、
政
‘
寛
簡
に
し
て
吏

民
に
稲
せ
ら
る
。
〔
周
書
‘
二
十
七
〕
．
〔
北
史
、
六
十
五
〕
。

【
韓
洞
]
巴
戸
唐
の
人
。
滉
の
弟
。
字
は
幼
深
。
弘
文

生
。
官
は
章
懐
太
子
陵
令
。
安
誅
山
の
乱
に
家
人
多
く

害
に
遭
ふ
。
遂
に
難
を
江
南
に
避
け
‘
疏
食
し
て
築
を

認
か
ず
。
徳
宗
の
時
‘
戸
部
侍
郎
。
貞
元
中
‘
國
子
祭
酒

に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
臼
二
十
六
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
二

十
九
〕
。

【
韓
會
】
73

”5
ィ
唐
の
人
。
仲
卿
の
子
。
善
く
清
言
し
、
文

章
を
以
て
も
名
古
向
し
。
官
は
起
居
含
人
。
大
暦
中
‘
詔
州

刺
史
に
貶
さ
れ
、
官
に
卒
す
。
〔
唐
書
‘
二
日
七
十
六
〕
。

【
韓
晃
】
74

”
炉
明
、
南
海
の
人
。
字
は
賓
仲
。
萬
暦
の
學

人
。
官
は
青
田
令
。
著
に
羅
浮
野
乗
が
あ
る
。
〔
勝
朝
聰

東
遺
民
録
‘
三
〕
。

【
韓
滉
】
75

的
ウ
唐
の
人
。
休
の
子
。
字
は
太
沖
。
溢
は

忠
扁
。
幼
に
し
て
美
名
あ
り
。
官
は
至
徳
中
‘
吏
部
員

外
郎
。
性
、
強
直
に
し
て
吏
事
に
明
通
す
。
後
、
戸
部
侍

郎
と
な
り
、
徳
宗
の
時
‘
鎮
海
軍
節
度
使
。
貞
元
の
初
‘

検
校
左
僕
射
・
同
中
書
門
下
平
章
事
・
江
淮
轄
運
使
。
封

12793 



葬

部

〔

八

聾

韓

|
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）
は
晉
公
。
性
、
節
倹
。
衣
衷
菌
祇
は
十
年
に
一
度
易
へ
、
七
〕
．
〔
皇
明
開
國
功
臣
録
‘
二
十
三
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
封
は
許
國
公
。
後
、
梁
に
降
り
、
司
徒
同
中
書
門
下
平

9

居
慮
は
僅
か
に
風
雨
を
蔽
ふ
に
過
ぎ
ず
。
〔
唐
書
、
二
臼
孜
、
十
六
〕
．
〔
明
書
、
九
十
四
〕
．
〔
開
國
臣
博
、
四
〕
。
章
事
を
拝
す
。
相
を
罷
め
、
出
で
て
許
州
を
鎮
し
、

OOL

9

二
十
六
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
亘
一
十
九
〕
．
〔
浪
那
代
酔
編
、
【
韓
動
】
80

竺
清
の
人
。
良
輔
の
子
。
溢
は
果
壮
。
康
熙
軍
に
殺
さ
る
。
〔
五
代
史
、
四
十
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
十
五
〕
。

5
 

十

六

〕

。

の

武

攣

。

薙

正

中

‘

烏

蒙

裸

‘

雲

南

永

遠

縣

を

擾

す

や

、

【

韓

虔

】

87

竺
戦
國
、
韓
景
侯
(
2
7
2
)

の
名
。

3
 

（
【
韓
墳
】
7
6
翌
ウ
宋
‘
碓
丘
の
人
‘
億
の
後
裔
。
字
は
叔
動
、
参
将
を
以
て
張
曜
雌
·
拾
元
生
と
三
路
に
分
れ
て
【
~
賢
】
8
8
"ク
北
齋
、
石
門
の
人
。
字
は
普
賢
。
壮
健
に

4
 

―
夏
。
南
渡
後
、
衡
山
に
居
る
。
胡
安
國
に
従
っ
て
學
を
進
動
し
、
四
百
人
を
以
て
裸
衆
敷
千
に
抗
し
‘
塞
を
破
し
て
武
勇
あ
り
。
初
‘
爾
朱
榮
の
左
右
に
在
り
。
榮
の
死

紛
講
じ
、
出
仕
し
て
廣
西
提
刑
と
な
る
。
節
義
を
尚
ぴ
、
邪
る
こ
と
百
餘
、
勝
に
乗
じ
て
鎮
雄
・
永
遠
を
復
し
、
諸
苗
後
、
帳
内
都
督
と
な
り
、
魏
の
普
泰
中
、
廣
州
刺
史
に
遷

•
曲
を
憎
む
。
後
、
諫
官
と
な
り
、
秦
檜
に
杵
ふ
を
以
て
蹄
を
平
定
し
、
貴
州
提
督
に
陸
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百
五
〕
・
る
。
高
歓
‘
兵
を
攀
ぐ
る
に
及
ぴ
使
を
し
て
誠
を
通
ぜ

59

る
。
胡
寅
・
向
子
志
と
友
と
し
善
く
、
三
友
と
梢
せ
ら
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
八
十
四
〕
．
〔
漢
名
臣
博
‘
十
し
め
‘
建
州
使
史
を
授
け
ら
る
。
天
平
の
初
‘
洛
州
に
移

。
州
人
韓
雄
等
の
叛
軍
を
撃
破
し
、
親
ら
按
桧
し
て

3

る
。
〔
宋
人
軟
事
藁
編
‘
七
百
九
十
六
〕
・
〔
宋
元
學
案
、
三
九
〕
。

4
 
（

＋

四

〕

°

[

韓

逍

】

81

げ
宋
、
昭
州
の
人
。
琥
は
東
山
野
曳
。
仕
へ
其
の
甲
伎
を
牧
め
ん
と
し
た
時
‘
屍
間
に
隠
れ
た
一
賊

【
韓
熾
】
77

”
か
明
‘
蒲
州
の
人
。
字
は
象
雲
。
萬
暦
の
進
て
太
子
中
含
に
至
っ
た
が
、
嘉
祐
中
‘
疾
と
梢
し
て
蹄
に
胚
を
断
た
れ
て
卒
す
。
〔
北
腎
書
、
十
九
〕
．
〔
北
史
、
五

士
。
官
は
編
修
。
碍
部
尚
書
兼
東
閣
大
學
士
少
博
、
太
子
る
。
轄
運
使
李
師
‘
其
の
氣
概
を
高
し
と
し
、
詩
を
作
っ
＋
―
―
-
〕
。

太
博
‘
建
極
殿
大
學
士
に
進
み
‘
辱
い
で
葉
向
高
に
代
て
之
に
贈
る
。
〔
尚
友
鋒
‘
五
〕
。
【
~
櫂
】

8
9
"ク
元
‘
幸
縣
の
人
。
字
は
公
衡
゜
鵬
の
子
。
幼

つ
て
相
と
な
る
。
事
に
臨
ん
で
正
を
持
し
、
魏
忠
賢
の
【
韓
卿
】
82

乃
南
齋
、
陸
蕨

(11-4170
8
:
 94)
の
字
。
よ
り
儒
を
業
と
す
。
天
性
孝
友
。
父
、
遠
地
に
行
き
‘
久

窯
に
評
劾
さ
れ
、
籍
を
削
ら
る
。
崇
禎
の
初
‘
召
さ
れ
て
【
韓
鰹
】
83

”
し
明
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
埼
の
十
二
世
の
し
く
蹄
ら
ず
、
書
夜
哀
思
す
。
陰
を
渉
つ
て
尋
ね
、
年
を

故
官
に
復
し
、
首
輔
と
な
る
。
尋
い
で
疾
を
以
て
罷
む
。
孫
。
字
は
本
常
°
琥
は
恒
軒
゜
行
誼
を
以
て
郷
に
梢
せ
ら
歴
て
卒
に
雲
南
に
遇
ふ
。
行
省
‘
其
の
孝
を
嘉
し
、
天
子

人
と
な
り
老
成
恨
重
‘
正
人
を
引
ぎ
‘
邪
鴬
を
抑
へ
、
天
る
。
陽
；
徴
さ
れ
た
る
も
起
た
ず
。
家
居
し
て
教
授
す
。
に
聞
し
‘
臨
安
教
授
を
授
け
‘
父
を
誅
養
せ
し
む
。
後
‘

下

に

其

の

賢

を

梢

せ

ら

る

。

蒲

城

餡

落

す

る

に

及

ん

著

に

恒

軒

集

が

あ

る

。

幸

に

蹄

つ

て

父

を

奉

養

せ

ん

こ

と

を

請

ひ

、

山

東

宣

慰

で
‘
鬱
憤
し
て
卒
す
。
〔
明
史
、
二
百
四
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
【
韓
碓
】
8
4
"
し
韓
國
に
産
す
る
難
。
〔
繹
名
、
秤
飲
食
〕
司
照
磨
を
授
け
ら
る
。
後
‘
成
都
路
知
州
と
な
る
。
至
る

史
‘
三
百
五
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
-
―
百
二
十
四
〕
．
〔
皇
明
韓
羊
・
韓
免
•
韓
難
、
本
法
出
―
―
韓
國
所
届
為
也
‘
猶
ら
酒
所
能
臀
あ
り
。
〔
幸
縣
志
〕
。

通
紀
直
解
、
十
五
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
七
十
八
〕
・
〔
崇
言
え
且
成
膠
・
蒼
梧
清
一
之
腸
L

也

。

【

韓

言

】

90

”
ク
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
韓
言
‘
姫
姓
、
韓
蕨

韻
閣
臣
行
略
〕
．
〔
崇
禎
五
十
宰
相
傭
〕
・
〔
績
表
忠
記
、
【
韓
蕨
】
85

”ル

O
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
韓
蕨
‘
姫
姓
‘
韓
生
二
無
忌
一
無
忌
生
レ
襄
‘
襄
生
一
子
魚
玉
為
1
1

韓
言
氏
↓

-
〕
．
〔
東
林
列
博
‘
十
七
〕
・
（
啓
禎
野
乖
‘
二
集
‘
一
〕
。
獣
子
蕨
支
孫
氏
焉
。

O
春
秋
‘
晉
の
人
。
萬
玄
の
孫
。
盆
【
韓
原
】
9
1
t

ク
地
名
。
映
西
省
韓
城
縣
の
西
南
。
一
説

【
韓
灌
】
78

”
テ
宋
の
人
。
億
の
曾
孫
。
字
は
徳
全
。
劉
安
は
獣
子
。
官
は
景
公
の
時
‘
司
馬
。
楚
師
と
郡
に
戦
に
、
山
西
省
河
津
萬
泉
の
間
。
〔
左
氏
、
憶
‘
十
五
〕
壬
戌

居
に
従
っ
て
滞
ぴ
、
好
學
に
し
て
博
雅
。
元
胃
中
、
秀
州
ふ
。
鞍
の
戦
に
は
幾
ん
ど
齊
侯
を
獲
ん
と
す
。
後
、
晉
戦
1

一
干
韓
原
↓
〔
江
永
、
春
秋
地
理
考
賓
、
悟
十
年
散
―

-f

に
知
と
な
る
。
政
和
の
初
、
於
潜
の
令
と
な
り
‘
至
る
六
軍
を
作
る
に
及
ん
で
卿
と
な
る
。
又
、
趙
同
・
趙
括
韓
1

句
〕
槃
纂
引
1
1

括
地
志
U

韓
城
縣
南
十
八
里
為
1
1

古
韓

所
、
利
を
典
し
弊
を
除
き
、
事
、
應
滞
無
く
‘
吏
‘
敢
て
を
討
つ
に
功
を
立
つ
。
悼
公
立
つ
や
、
政
を
執
り
、
宋
國
公
7

名
1
1

韓
原
一
按
韓
城
縣
地
在
,
,
河
西
ぶ
工
秦
・
漢
之

欺
か
ず
‘
人
‘
曾
祖
の
家
法
あ
り
と
梢
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
を
救
ひ
鄭
を
伐
ち
‘
晉
は
再
ぴ
諸
侯
の
覇
と
な
る
。
〔
春
夏
陽
縣
地
‘
十
五
年
秦
・
晉
載
1

一
韓
原
盃
竺
此
地
一
也
、
韓

二
十
〕
。
秋
襄
、
元
〕
．
〔
左
氏
、
宜
‘
十
二
。
成
、
ニ
・
三
・
八
・
十
三
•
原
笠
在
祠
恵
故
博
云
‘
渉
祠
、
侯
車
敗
、
注
謂
、
秦

【
韓
観
】
79

”E
/

011
―
國
‘
魏
の
前
の
人
。
字
は
曼
涌
。
黎
十
六
・
十
七
゜
襄
‘
元
・
九
〕
．
〔
説
苑
‘
復
恩
〕
．
〔
新
序
‘
節
伯
之
軍
渉
知
河
‘
則
晉
侯
車
敗
‘
則
韓
原
不
レ
在
―
―
河
西
五
姓

識

器

幹

あ

り

。

同

郡

の

徐

池

と

名

を

齊

し

う

す

。

官

は

豫

士

〕

。

氏

書

、

韓

蓋

庶

子

、

周

属

王

世

失

レ

國

‘

宣

王

中

興

復

レ

之

‘

州
刺
史
。
甚
だ
治
績
あ
り
。
〔
三
國
志
、
二
十
七
〕
゜

0
【
韓
建
】
防
？
五
代
‘
梁
の
長
社
の
人
。
字
は
佐
時
。
官
は
平
王
時
韓
萬
復
采
―
―
韓
原
ご
則
韓
原
者
、
韓
拭
之
采
邑
‘

明
の
人
。
成
の
子
。
字
は
彦
賓
。
桂
林
右
衛
指
揮
餃
事
軍
校
。
唐
‘
倍
宗
の
時
‘
華
州
刺
史
。
兵
民
を
撫
揖
し
‘
驀
在
1

一
山
西
平
陽
府
河
津
・
萬
泉
之
間
「
彙
纂
引
―
一
括
地

と
な
り
‘
隈
；
聾
蟹
を
討
平
し
‘
征
南
左
副
将
軍
を
又
‘
學
を
好
む
。
李
茂
貞
、
京
師
を
犯
す
に
及
ぴ
、
太
原
志
函
咤

拝
す
。
勇
略
あ
り
。
性
‘
鵞
悼
に
し
て
誅
罰
は
瑕
借
す
に
奔
ら
ん
と
し
た
昭
宗
に
華
州
に
幸
せ
ん
こ
と
を
請
【
韓
益
g

】9
2
c

’
朝
鮮
の
國
語
。
昔
韻
組
織
は
母
昔
十
一
‘

る
所
な
く
‘
賊
を
虐
す
る
に
は
必
ず
極
刑
を
以
て
す
。
ふ
。
乃
ち
兵
を
卒
ゐ
て
行
宮
を
園
み
‘
帝
に
迫
つ
て
殿
子
昔
十
四
を
組
み
合
は
せ
‘
百
五
十
四
昔
か
ら
成
り
、
文

永
栗
中
、
穂
兵
と
な
つ
て
交
趾
を
鎖
し
‘
威
、
南
中
に
後
軍
及
ぴ
三
都
衛
兵
を
散
じ
‘
李
笥
及
ぴ
諸
王
を
殺
字
は
諺
文
。
〔
和
漢
―
ニ
オ
圏
會
‘
藝
オ
、
本
朝
用
↓
翠
秦
文

震
ふ
。
〔
明
史
‘
二
日
六
十
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
し
‘
寝
立
を
行
は
ん
と
し
た
が
、
諸
藩
、
兵
を
獲
し
て
天
字
―
始
〕
先
間
二
論
語
正
其
貼
如
レ
是
、
左
以
二
韓
語
ぶ
m
以
1

一

五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
四
十
五
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
錬
‘
二
日
子
を
迎
へ
ん
と
す
る
者
多
ぎ
を
以
て
‘
濯
れ
て
止
む
。
吾
國
鮎
一

九
八|
 

【
韓
弘
】
93

詑
〇
唐
‘
匡
城
の
人
。
詮
は
隠
゜
荘
重
寡
言

M2
 

に
し
て
沈
謀
勇
断
。
明
経
に
學
げ
ら
れ
て
中
ら
ず
‘
騎

7

射
を
學
ぶ
。
官
は
大
理
評
事
・
宣
武
節
度
使
。
憲
宗
の
ー

時
、
諸
軍
行
螢
都
統
使
兼
侍
中
。
封
は
許
國
公
。
後
‘
司

徒
・
中
書
令
に
至
る
。
〔
唐
書
、
二
日
五
十
八
〕
．
〔
藷
唐

書
、
一
百
五
十
六
〕
。
〇
明
‘
輻
清
の
人
。
字
は
士
毅
。
永

築
の
進
士
。
官
は
戸
部
主
事
・
寧
府
長
吏
。
直
諫
を
好

む
。
謹
告
さ
れ
、
執
へ
ら
れ
て
京
師
に
至
る
。
後
、
永
平

府
同
知
と
な
り
、
政
績
あ
り
。
揚
州
府
知
よ
り
浙
江
左

参
政
に
終
る
。
〔
明
名
人
博
‘
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

又
七
十
〕
。

【
韓
侯
】
94

詑
複
姓
。
〔
賦
姓
統
譜
〕
韓
侯
‘
周
宣
王
時

韓
侯
支
孫
氏
焉
。

〖
韓
侯
嶺
]
9
5
バ
信
ヴ
山
名
。
山
西
省
叢
石
縣
の
南
。
一

名
、
韓
信
嶺
。
古
名
は
裔
壁
嶺
。
山
上
の
韓
侯
廟
は
金
の

明
昌
の
間
、
建
つ
。
漢
の
高
祖
‘
陳
稀
を
撃
つ
や
‘
呂
后
‘

信
を
斬
り
、
首
を
函
に
し
東
に
来
る
。
帝
師
此
慮
に
還

り
‘
之
を
嶺
上
に
葬
る
。
廟
後
に
韓
侯
墓
が
あ
る
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
平
陽
府
‘
霧
州
、
霰
石
縣
〕
裔
壁

嶺
、
在
1

一
縣
東
南
二
十
五
里
エ
亦
名
―
―
韓
信
嶺
ご
最
総
瞼

固↓

【
韓
悟
]
9
6

梵
前
燕
、
灌
津
の
人
。
字
は
景
山
。
少
く
し

て
文
を
能
く
し
、
博
く
経
籍
に
通
ず
。
永
嘉
の
末
‘
乱
を

遼
東
に
避
け
‘
慕
容
魔
の
軍
事
に
参
輿
す
。
魔
に
逆
ら

っ
た
た
め
、
出
さ
れ
て
新
昌
令
と
な
る
。
後
、
復
慕
容
銃

の
軍
に
参
す
。
尋
い
で
螢
丘
太
守
に
遷
り
、
政
化
大
い

に
行
は
る
。
慕
容
偶
の
時
、
大
将
軍
・
諮
議
参
軍
と
な

る
。
偶
の
僭
位
の
後
は
李
産
と
倶
に
東
宮
の
博
と
な

る
。
〔
晉
書
、
一
百
十
〕
。

【
韓
洪
】
”
翌
●
隋
の
人
。
檎
虎
の
李
弟
。
字
は
叔
明
。

少
く
し
て
験
勇
。
射
を
善
く
し
‘
齊
力
人
に
過
ぐ
。
周
に

仕
へ
‘
功
を
以
て
官
は
上
開
府
‘
封
は
廿
棠
縣
侯
。
隋

初
‘
公
と
な
る
。
平
陳
の
役
に
行
軍
穂
管
と
な
り
‘
功
を

以
て
柱
國
を
加
へ
ら
る
。
後
、
蒋
州
刺
史
と
な
る
。
突
蕨

患
を
為
す
や
、
特
に
代
州
穂
管
を
授
け
ら
る
。
仁
壽
の

初
‘
敵
に
長
安
に
遇
ひ
‘
衆
寡
敵
せ
ざ
る
を
以
て
僅
か
に

園
を
破
つ
て
難
を
免
れ
、
除
名
せ
ら
る
。
揚
帝
の
時
‘
瀧

西
太
守
に
復
し
、
王
萬
昌
兄
弟
を
討
ち
之
を
平
ぐ
。
師

未
だ
旋
ら
ず
し
て
疾
を
以
て
卒
す
。
〔
隋
書
、
五
十
一
―
〕
゜

〇
唐
の
人
。
浩
の
弟
。
官
は
司
庫
貝
外
郎
。
累
に
坐
し
貶



(43159・ ·98) — (43159· ・121) 

〔
八
書
一

韓

せ
ら
る
。
後
‘
華
州
長
史
と
な
る
。
安
祗
山
京
師
を
陥
る

に
及
ぴ
、
捕
へ
ら
れ
た
が
従
は
ず
。
出
奔
し
て
、
将
に
行

在
に
走
ら
ん
と
し
‘
賊
に
檎
殺
せ
ら
る
。
平
生
‘
人
と
交

は
つ
て
節
義
あ
り
。
〔
唐
書
、
二
日
二
十
六
〕
。

【
韓
國
】
98

翌
〇
古
の
人
名
。
よ
く
犬
を
相
す
。
〔
曹
植
、

求
二
自
試
ー
表
〕
麒
駿
長
鳴
‘
伯
楽
昭
1

一
其
能
ぶ
虜
狗
悲
琥
‘

韓
國
知
―
―
其
才
↓
〔
注
〕
善
曰
、
高
誘
曰
‘
韓
國
之
虞
犬
‘
古

之
名
狗
也
‘
良
日
、
慮
、
黒
也
‘
謂
二
黒
狗
一
也
‘
齊
人
韓
國

相
面
於
市
森
有
―
―
狗
琥
鳴
1

而
國
知
―
―
其
善
ニ
0
朝
鮮

の
藷
梢
。
字
解
の

O
Oを
見
よ
。

〖
韓
國
併
合
〗9
9
杉
ぢ
明
治
四
＋
―
二
年
八
月
、
日
本

と
韓
國
と
合
併
し
、
韓
國
を
日
本
の
統
治
下
に
置
い
た

こ
と
。
日
韓
合
併
。

【
韓
瑞
]100

”
唐
の
人
。
韓
充
(

1

2

5

)

を
見
よ
。

[
韓
倉
】
101

梵
戦
國
‘
韓
襄
王
(
3
0
9
)

の
名
。

【
韓
荘
】
102

翌
地
名
。

0
山
東
省
繹
縣
の
西
南
。
微
山

湖
に
臨
む
。
津
浦
鐵
路
に
沿
ふ
。
●
河
南
省
中
牟
縣
の

東
。
恵
清
河
の
南
岸
。
隅
秦
豫
海
鐵
路
に
沿
ふ
。
参
河

南
省
汝
南
縣
の
西
。
黄
酋
河
の
濱
。
明
の
正
徳
六
年
‘

賊
劉
六
等
、
境
を
犯
す
。
千
戸
方
瑶
、
韓
荘
に
拒
ぎ
敗
死

す。

【
韓
子
】
103

パ／

0
書
名
。
韓
非
子
の
藷
梢
゜
〔
漢
書
‘
藝

文
志
〕
韓
子
五
十
五
篇
゜
〔
注
〕
名
非
、
韓
諸
公
子
。

O

戦
國
、
韓
の
韓
非
子
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
韓
非
偶
賛
〕
韓
子

引
蘊
墨
切
事
情
一
明
是
非
↓
轡
唐
の
韓
愈
を
い

ふ
。
〔
朱
嘉
、
孟
子
集
注
序
説
〕
韓
子
曰
‘
圭
荷
炉
是
傭
―
―

之
舜
↓

〖
韓
子
孤
憤
〗1

0
4
功
乞
蒙
求
の
標
題
。
韓
非
は
韓
の
諸

公
子
で
刑
名
法
術
を
好
む
。
韓
の
弱
ぎ
を
見
て
隅
；

韓
王
を
諫
め
た
が
用
ひ
ら
れ
ず
‘
孤
憤
外
散
篇
十
餘
萬

言
を
作
っ
た
故
事
。
〔
史
記
、
韓
非
傭
〕
韓
非
者
韓
之
諸

公
子
也
、
喜
1

一
刑
名
法
術
之
學
盃
皿
其
蹄
本
二
於
黄
老
硲
介

為
レ
人
口
吃
‘
不
レ
能
1

一
道
説
↓
而
善
著
レ
書
、
云
云
‘
非
見
ニ

韓
之
削
弱
砿
散
以
レ
書
諫
二
韓
王
一
韓
王
不
レ
能
レ
用
‘
云
云
‘

故
作
'1

孤
憤
・
五
嚢
・
内
外
儲
・
説
林
・
説
難
‘
十
餘
萬
言
一

【
韓
依
】
105

パ
，
唐
の
人
。
朝
宗
の
孫
。
字
は
相
之
。
性
‘
清

簡
。
元
和
の
進
士
。
官
は
桂
管
観
察
使
。
詔
に
よ
っ
て
五

管
監
兵
を
置
く
も
軍
費
に
乏
し
く
‘
倹
約
を
動
行
‘
遂

に
定
制
と
し
た
た
め
‘
衆
に
難
ぜ
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
日

十
八
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
日
一
〕
。

|
 

草

部

〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
詩
経
一
―
十
八
巻
‘
魯
齊
韓
一
二
家
‘

云
云
、
韓
故
三
十
六
巻
‘
韓
内
傭
四
巻
‘
韓
外
偵
六
巻
‘

韓
説
四
十
一
巻
‘
云
云
‘
三
家
皆
列
於
學
官
↓
〔
漢
書
‘

韓
嬰
傭
〕
背
受
二
韓
詩
二
不
レ
如
"
韓
氏
易
深
↓
〔
後
漢
書
‘

儒
林
傭
下
〕
燕
人
韓
嬰
亦
傭
レ
詩
‘
是
為
―
―
韓
詩
↓
〔
経
典
繹

文
‘
序
録
〕
燕
人
韓
嬰
‘
推
訂
之
度
作
困
外
博
散
萬

言
｛
琥
日
1

一
韓
詩
一
〇
清
‘
三
原
の
人
。
字
は
聖
秋
。
明
の

崇
禎
の
學
人
。
清
に
入
り
、
官
は
同
知
。
書
室
を
學
古
堂

と
い
ひ
‘
著
に
學
古
堂
集
が
あ
る
。

〖
韓
詩
外
傭
〗10

7
”
ぞ
デ
／
書
名
。
＋
巻
。
漢
‘
韓
嬰
撰
゜

古
、
韓
詩
内
傭
が
あ
っ
た
が
今
は
亡
ぶ
。
古
事
古
語
を

雑
引
し
證
す
る
に
詩
句
を
以
て
す
る
も
、
経
義
と
相
比

附
せ
ず
‘
逃
べ
る
所
多
く
は
周
秦
諸
子
と
相
出
入
す
。

〔
四
庫
提
要
、
経
‘
詩
類
‘
附
鋒
〕
。

〔
参
考
書
〕
【
韓
詩
外
傭
疏
證
】
＋
巻
清
‘
陳
珠
撰
。
【
韓

詩
外
偶
補
逸
】
一
巻
清
‘
趙
懐
王
撰
゜

〖
韓
詩
内
傭
考
〗1

0
8
”
だ
ナ
イ
デ
ノ
書
名
。
清
、
郡
晉
涵
撰
゜

韓
詩
内
偉
に
つ
い
て
考
證
し
‘
王
應
麟
の
足
ら
ぬ
所
を

補
ふ
。

[
韓
贄
]109

パ
／
宋
、
長
山
の
人
。
字
は
獣
臣
。
進
士
。
官
は

殿
中
侍
御
史
。
後
‘
櫂
開
封
府
手
。
政
治
簡
に
し
て
紳
宗

に
稲
せ
ら
る
。
後
‘
徐
州
の
知
よ
り
吏
部
侍
郎
を
以
て

致
仕
す
。
家
居
十
五
年
‘
書
を
讀
み
‘
詩
を
賦
し
て
自
ら

娯
し
む
。
得
る
所
の
誅
賜
は
悉
く
田
を
買
つ
て
族
窯
に

輿
ふ
。
〔
宋
史
‘
―
二
百
―
二
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
九
〕
・

〔
北
宋
経
撫
年
表
‘
―
二
十
九
•
四
十
八
〕
。

【
韓
州
】
Uo

吟
州
名
。
遼
‘
置
く
。
渦
洲
遼
寧
省
畠
圏
縣
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
遼
東
都
指
揮
使
司
、
安
東

韓

嬰

責

生韓

商

「

倉

子

公

ー

栗

豊

ー

張

就

，
趙
子
ー
保
誼
王
吉
ー
長
孫
順
ー
髪
幅

【
韓
詩
】
106

心
／
〇
詩
経
の
四
家
の
一
。
漢
代
‘
燕
の
人
‘

韓
嬰
の
博
へ
た
も
の
。
景
帝
に
至
り
‘
魯
詩
・
齋
詩
と
共

に
學
官
に
立
て
ら
れ
、
後
漢
‘
光
武
帝
の
建
武
元
年
、
博

士
を
置
か
る
。
鄭
玄
‘
毛
詩
箋
を
作
っ
て
よ
り
‘
毛
詩
盛

行
す
る
に
至
り
‘
漸
く
衰
へ
、
今
僅
か
に
韓
詩
故
・
内
偵

及
ぴ
韓
詩
説
の
侠
文
と
外
債
と
を
存
す
。
其
の
授
受
の

系
統
は
次
の
如
し
。

衛
〕
懸
韓
州
、
在
―
―
衛
東
北
ぶ
遼
志
云
‘
本
藁
離
國
‘
菌
治
二
為
―
―
韓
城
縣
曰
守
同
州
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
映
西
、
同

柳
河
縣
盃
回
麗
置
鄭
頷
府
都
督
鄭
頷
二
州
一
渤
海
因
レ
州
府
‘
縣
八
、
韓
城
。

O
鎮
の
名
。
④
河
北
省
豊
潤
縣
の

之
、
後
際
‘
契
丹
初
置
ニ
―
二
河
楡
河
―
―
州
一
尋
井
,
i
i

州
一
南
。
〔
金
史
、
地
理
志
〕
韓
城
‘
云
云
‘
鎮
一
―
゜
＠
河
南
省

置

韓

州

東

平

軍

云

品

炉

之

。

宜

陽

縣

の

西

。

金

‘

置

く

。

亀

消

、

周

玉

麒

(
2ー

3
4
4
1

:
6
 

【
韓
秀
】
lll

忍
後
魏
‘
昌
黎
の
人
。
字
は
伯
虎
。
官
は
尚

1

1

)

の
字
。

書
郎
。
其
の
聰
敏
に
し
て
消
辮
‘
オ
喉
舌
に
任
ず
る
を
【
韓
沫
】
m
バi

宋
‘
鉛
山
の
人
。
字
は
宗
魯
。
海
安
の
黎

稽
せ
ら
る
。
遂
に
命
ぜ
ら
れ
て
詔
勅
を
司
り
、
井
せ
て
安
詐
‘
其
の
家
に
宿
し
‘
嚢
金
散
十
雨
を
忘
れ
て
去
る
。

機
密
を
掌
る
。
行
幸
涌
撒
に
は
必
ず
左
右
に
侍
す
。
猷
沫
‘
之
を
識
り
、
悉
く
之
を
還
し
、
朝
廷
か
ら
束
吊
を

文
即
位
す
る
に
及
び
‘
給
事
中
に
轄
じ
、
青
州
刺
史
に
賜
は
る
。
性
‘
孝
‘
父
母
に
事
へ
て
能
く
其
の
力
を
娼

終
る
。
〔
魏
書
‘
四
十
二
〕
・
〔
北
史
‘
二
十
七
〕
。
し
、
郷
人
に
孝
廉
と
稽
せ
ら
る
。
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

【
韓
修
】
m
切
〇
高
麗
の
人
。
字
は
孟
雪
。
論
は
文
敬
。
【
韓
壽
】
u
s
笠
晉
‘
堵
陽
の
人
。
字
は
徳
貞
°
姿
容
美
し

官
は
理
部
尚
書
修
文
殿
學
士
。
後
‘
判
厚
徳
府
事
。
封
く
‘
買
充
辟
し
て
以
て
捧
と
為
す
。
充
の
女
見
て
之
を

は
清
城
君
。
著
に
柳
巷
集
が
あ
る
。
〔
高
麗
史
〕
。
〇
朝
鮮
説
ぴ
‘
御
賜
の
西
域
の
奇
香
を
盗
ん
で
壽
に
遺
る
。
充

李
朝
、
消
州
の
人
。
字
は
永
叔
゜
琥
は
石
峯
゜
官
は
敦
寧
拷
問
し
て
之
を
知
る
も
、
事
の
世
に
顧
は
れ
る
を
欲
せ

都

正

判

決

事

。

〔

人

物

考

〕

。

ず

‘

卒

に

女

を

以

て

妻

は

す

。

〔

晉

書

、

四

十

〕

。

【
韓
照
】m
笠
ゥ
韓
園
の
大
牌
。
〔
日
本
政
記
、
後
陽
成
〖
韓
壽
香
〗

l
l
g
バ
が
唸
韓
壽
瓶
香
を
見
よ
。
〔
西
廂
記
‘
張

天
皇
〕
文
誅
元
年
‘
清
正
入
-
―
咸
鏡
道
盃
竺
韓
牌
韓
克
君
瑞
間
―
―
道
場
如
袖
劇
〕
看
逍
垣
楡
―
―
将
韓
壽
香
玉
棧
到
是

誠

連

戦

破

芝

‘

猿

克

誠

一

未

レ

雙

風

流

況

-

[
韓
詳
]
mな
5ゥ
宋
‘
玉
山
の
人
。
字
は
履
善
。
學
を
好
〖
韓
壽
窯
香
〗

1
2
0梵認
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
韓
壽
‘
容

み
文
を
嗜
む
。
弟
補
と
‘
嘉
定
の
進
士
に
登
第
す
。
累
官
姿
美
し
く
、
司
空
の
賣
充
に
用
ひ
ら
る
。
恵
帝
が
西
城

し
て
吏
部
侍
郎
に
至
る
。
兄
弟
皆
‘
程
朱
の
學
を
宗
と
の
奇
香
を
充
に
賜
う
た
時
‘
充
の
女
は
密
に
こ
の
香
を

し
、
世
に
二
韓
と
稲
す
。
理
宗
よ
り
倉
和
堂
の
勅
額
を
盗
み
‘
こ
れ
を
壽
に
贈
っ
た
の
で
、
充
は
已
の
女
の
壽

賜
は
る
。
〔
南
宋
館
閣
績
録
‘
七
〕
．
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。
に
通
ぜ
る
を
知
つ
て
遂
に
之
を
妻
は
し
た
故
事
。
〔
晉

【
韓
湘
】
lls

バ
ヤ
ゥ
唐
の
人
。
老
成
の
子
。
韓
愈
の
従
孫
。
字
書
‘
買
充
傭
〕
韓
壽
‘
字
徳
慎
‘
南
陽
堵
陽
人
‘
魏
司
徒

は
北
渚
。
進
士
。
官
は
大
理
丞
。
一
説
に
、
道
術
に
心
を
賢
曾
孫
、
美
-
―
姿
貌
面
口
え
谷
止
盃
賣
充
辟
為
―
―
司
空
橡
玉
充

寄
せ
、
後
に
は
仙
人
と
な
っ
た
と
い
ふ
。
〔
績
仙
博
〕
湘
毎
レ
溢
』
―
―
賓
寮
一
其
女
輯
於
―
―
青
瑣
中

g笠
之
‘
見
レ
壽
而

少
學
レ
道
‘
落
峨
不
覇
‘
嘗
緊
レ
土
覆
レ
盆
‘
頃
刻
花
開
‘
花
悦
焉
‘
問
下
其
左
右
識
―
―
此
人
示

'ae-
―
婢
1

説,,
壽
姓

片
上
有
下
雲
横
―
―
秦
嶺
一
家
何
在
‘
零
擁
"
藍
覇
1

馬

不

レ

前

字
1

云
‘
是
故
主
人
、
女
大
感
想
‘
猿
,
,
於
藷
昧
ぶ
叶
後
往
―
―

之
旬
芸
惑
不
レ
饒
、
後
愈
貶
1

一
潮
州
石
中
途
遇
レ
雪
‘
湘
冒
レ
壽
家
一
具
説
,
,
女
意
五
介
言
―
―
其
女
光
麓
艶
逸
端
美
絶
倫
一

雪
而
来
‘
詢
―
―
其
地
盆
り
藍
闘
也
。
〔
随
園
随
筆
〕
湘
乃
會
壽
聞
而
心
動
‘
便
令
云
翌
呼
殷
勤
一
婢
以
白
レ
女
‘
女
遂

昌
二
年
進
士
、
非
―
―
好
レ
道
着
也
‘
其
好
レ
道
者
、
別
是
一
潜
修
―
―
昔
好
↓
厚
相
贈
結
‘
呼
レ
壽
夕
入
‘
壽
勁
捷
過
レ

族
子
、
韓
詩
云
‘
繋
レ
門
者
誰
子
、
問
言
乃
吾
宗
、
自
言
人
、
躁
レ
垣
而
至
、
家
中
莫
レ
知
、
惟
充
覺
―
―
―
其
女
悦
暢
異
二

有
奇
術
↓
探
レ
妙
知
天
工
討
藷
也
。
〔
全
唐
詩
‘
三
十
於
常
旦
時
西
域
有
レ
貢
―
―
奇
香
二
著
レ
人
則
経
レ
月
不
レ

こ

。

歓

、

帝

甚

貴

レ

之

‘

唯

賜

充

及

大

司

馬

陳

賓

其

女

密

盗

【
韓
城
】
園
笠
ゥ
〇
城
の
名
。
河
北
省
固
安
縣
の
東
南
。
以
遺
レ
壽
‘
寮
隔
輿
レ
壽
燕
慮
‘
聞
,
,
其
芥
緩
云
E
―
之
於

〔
水
経
‘
聖
水
注
〕
聖
水
又
東
南
遥
二
韓
城
東
ニ
●
縣
名
。
充
「
自
レ
是
充
意
知
―
女
卑
ハ
レ
h

壼
澳
云
云
‘
遂
以
レ
女
妻
レ

隋
‘
置
く
。
快
西
省
大
茄
縣
の
東
北
。
縣
城
は
黄
河
の
西
壽
、
壽
官
至
―
―
散
騎
常
侍
河
南
手
↓
〔
故
事
成
語
考
、
女

岸
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
西
安
府
、
同
州
〕
韓
子
〕
賣
女
倫
―
紐
韓
壽
之
香
↓

5

城
縣
‘
州
東
北
―
―
百
―
―
十
里
‘
古
韓
國
、
晉
為
一
少
梁
邑
一
【
韓
襦
】
121

笠
漢
、
池
陽
の
人
。
消
侠
を
以
て
名
あ
り

0
7
9

秦
匹
名
夏
陽
盃
漢
為
一
夏
陽
縣
云
喪
左
凋
翔
二
云
云
‘
隋
漢
書
に
は
韓
幼
襦
に
作
る
。
〔
史
記
、
二
臼
二
十
四
〕
。

12

— 

九
九
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津

部

〔
八
書
一
〕

韓

作
。
漂
母
か
韓
信
を
哀
ん
で
食
を
進
め
た
事
を
演
ず
。
川
氏
前
記
‘
豊
臣
氏
中
〕
祗
承
訓
攻
―
―
南
門
一
承
訓
欲
T

〖
韓
信
升
壇
〗1

3
4翌も
／
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
韓
信
‘

1星
奇
功
償
に
前
敗
い
知
l―
―
我
易
二
韓
人
1
也
‘
令
下
其
兵
皆

漢
王
に
用
ひ
ら
れ
て
治
粟
都
尉
と
な
る
。
王
は
蒲
何
尚
1

一
韓
装
盆
瓜
踏
趾
不
訟
涛

の
み
を
奇
と
し
て
信
を
重
ん
ぜ
ず
‘
信
は
遂
に
用
ひ
ら
【
~
遂
】

1
3
7げ後
漢
‘
金
城
の
人
。
字
は
文
約
。
同
郡
の

れ
ざ
る
を
察
し
て
亡
ぐ
。
癖
何
こ
れ
を
追
っ
て
つ
れ
邊
章
と
倶
に
、
名
、
西
州
に
著
は
る
。
吏
務
を
以
て
京
師

蹄
る
。
王
は
諸
牌
の
亡
げ
る
を
追
は
ず
、
何
を
以
て
に
詣
り
、
諸
闇
を
誅
せ
ん
こ
と
を
何
進
に
説
い
た
が
従

信
を
追
ふ
か
と
罵
る
。
篇
何
は
‘
諸
将
は
得
易
き
も
‘
信
は
れ
ず
‘
辞
し
て
蹄
る
。
涼
州
、
章
を
主
と
し
て
兵
を
攀

は
國
士
無
雙
で
あ
る
‘
王
天
下
を
手
は
ん
に
は
信
に
計
げ
‘
章
等
病
卒
す
る
や
‘
衆
に
劫
さ
れ
‘
已
む
を
得
ず
‘

る
外
な
し
と
い
ふ
。
是
に
於
て
吉
日
に
壇
場
を
設
け
‘
兵
を
阻
し
て
乱
を
作
し
、
三
十
二
年
に
し
て
曹
操
に
滅

聘
を
具
へ
て
信
を
大
将
に
拝
し
た
故
事
。
〔
漢
書
‘
韓
信
さ
る
。
〔
後
漢
書
、
二
日
二
〕
。

博
〕
漢
王
以
為
1

一
治
粟
都
尉

t士
否
奇
レ
之
也
‘
藪
呉
―
謡
E

【
韓
嵩
】
138

効
が
後
漢
‘
義
陽
の
人
。
字
は
徳
高
。
少
よ
り

何
語
、
何
奇
レ
之
、
至
"
南
鄭
云
諸
将
道
亡
者
藪
十
人
‘
信
學
を
好
み
‘
貧
な
る
も
操
を
改
め
ず
。
世
の
乱
れ
ん
と

度
向
等
已
藪
言
、
上
不
―
―
我
用
面
字
」
、
何
聞
1

一
信
亡
云
＇
レ
す
る
を
知
り
、
三
公
の
命
に
應
ぜ
ず
‘
鄭
西
山
中
に
隠

及
―
―
以
聞
ご
日
追
レ
之
‘
人
有
ビ

-l-ロレ
上
曰
‘
丞
相
何
亡
‘
上
居
す
。
黄
巾
の
賊
起
り
‘
難
を
南
方
に
避
く
。
劉
表
逼

怒
‘
如
年
含
左
右
手
云
居
―
二
日
、
何
来
謁
‘
上
且
怒
且
つ
て
別
駕
と
な
し
、
従
事
中
郎
に
韓
ず
。
表
、
天
地
を

喜
‘
罵
レ
何
曰
‘
若
亡
何
也
‘
何
日
‘
臣
非
―
―
敢
亡
ぶ
ぎ
亡
郊
祀
す
る
や
‘
嵩
‘
正
諫
す
る
も
従
は
れ
ず
‘
又
‘
表
に

着
耳
、
上
曰
‘
所
レ
追
者
誰
也
‘
曰
‘
韓
信
‘
上
復
罵
日
‘
曹
操
に
附
か
ん
こ
と
を
説
き
‘
使
を
奉
じ
許
に
到
つ
て

諸
将
亡
者
以
[
5
+
「
公
無
レ
所
レ
追
‘
追
レ
信
詐
也
、
何
虚
賓
を
観
‘
還
つ
て
曹
操
の
威
徳
を
説
く
。
表
、
大
い
に

曰
‘
諸
将
易
レ
得
‘
至
レ
押
信
‘
國
士
無
雙
‘
王
必
慾
長
怒
り
、
殺
さ
ん
と
し
た
が
嵩
の
他
意
な
き
を
知
つ
て
止

王
―
―
漢
中
五
か
所
レ
事
レ
信
‘
必
欲
レ
学
二
天
下
面
介
レ
信
無
下
む
。
表
の
減
ん
だ
時
は
病
ん
で
家
に
在
り
、
就
い
て
大

可,,
輿
計
な
事
者
盆
釦
王
策
安
決
‘
王
曰
‘
吾
亦
欲
レ
東
耳
‘
鴻
腫
を
授
け
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
二
日
四
下
〕
。

安
能
鬱
鬱
久
居
レ
此
乎
‘
何
日
‘
王
計
二
必
東
盃
砦
炉
信
、
【
韓
成
】
139

朽
明
‘
虹
縣
の
人
。
官
は
左
副
指
揮
。
康

信
即
留
‘
不
レ
能
5

用
レ
信
‘
信
終
亡
耳
‘
王
日
‘
吾
為
久
ム
以
郎
山
に
戦
死
す
。
追
封
は
高
陽
忠
牡
侯
。
〔
明
史
‘
二
日

為
レ
将
、
何
日
、
雖
レ
為
レ
将
、
信
不
レ
留
、
王
日
‘
以
為
―
―
大
―
二
十
三
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
二
十
一
〕
．
〔
園
朝
獣
徴
録
‘

殷
何
日
‘
幸
甚
‘
於
レ
是
王
欲
ち

9
信
仔
之
、
何
曰
‘
王
八
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
一
・
十
六
〕
．
〔
今
獣
備
遺
‘
四
〕
・

素
慢
無
レ
幡
‘
今
拝
,
,
大
将
一
如
レ
召
l
1

小
兒
五
此
乃
信
所
,
,

〔
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
二
十
七
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十

以
圭
也
、
王
必
欲
レ
拝
レ
之
‘
揮
后
1

齋
戒
‘
設
↓
―
壇
場
一
九
〕
・
〔
皇
明
應
誼
名
臣
備
孜
録
‘
二
〕
・
〔
皇
明
開
國
功

9

磯
乃
可
‘
王
許
レ
之
、
諸
将
皆
喜
、
人
人
各
自
以
為
臣
録
‘
十
六
•
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
十
四
〕
．
〔
明

雙
大
股
至
レ
拝
乃
韓
信
也
‘
一
軍
皆
驚
゜
史
騒
‘
二
十
八
〕
・
〔
明
書
‘
九
十
四
〕
．
〔
績
蔽
書
‘
四
〕
．

【
韓
績
】
135

竺
宋
の
人
。
維
の
弟
。
字
は
玉
汝
゜
詮
は
荘
〔
開
國
臣
偉
‘
四
〕
。

敏
。
進
士
。
官
は
龍
刷
閣
直
學
士
。
元
豊
中
‘
檻
密
院
に
【
韓
性
】
140

兌
元
、
翼
甫
の
人
。
字
は
明
善
。
詮
は
荘
節

入
る
。
哲
宗
の
時
‘
尚
書
右
僕
射
兼
中
書
侍
郎
と
な
り
、
先
生
。
弱
冠
に
し
て
博
＜
群
書
に
通
じ
、
先
儒
の
性
理

祭
確
章
惇
の
姦
状
を
暴
露
す
。
太
子
太
保
を
以
て
致
の
學
に
於
て
尤
も
深
く
‘
其
の
閻
域
に
至
る
。
四
方
の

仕
す
。
至
る
所
暴
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
十
學
者
多
く
業
を
受
け
‘
隷
卒
断
役
に
も
韓
先
生
と
梢
せ

五
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
五
十
八
〕
．
〔
名
ら
る
。
慈
湖
書
院
山
長
を
薦
め
ら
れ
た
が
‘
謝
し
て
起

臣
碑
傭
碗
球
集
‘
下
二
十
〕
．
〔
碗
球
集
劃
存
、
三
〕
．
〔
桐
た
ず
。
著
に
橙
記
説
・
詩
音
秤
・
書
耕
疑
・
五
雲
漫
稿
が

陰
話
藷
〕
・
〔
宋
大
臣
年
表
、
十
三
・
十
四
〕
・
〔
北
宋
経
撫
あ
る
。
〔
元
史
‘
二
日
九
十
〕
．
〔
新
元
史
‘
二
百
三
十
五
〕
。

年
表
、
二
十
九
•
四
十
•
五
十
三
•
五
十
九
・
七
十
五
〕
・
【
韓
政
】

1
4
1杓
〇
元
‘
盆
都
の
人
。
字
は
君
用
。
誼
は
威

〔
宋
人
軟
事
彙
編
‘
二
百
七
十
一
〕
。
敏
。
幼
よ
り
醤
を
業
と
す
。
弱
冠
‘
従
軍
し
て
功
あ
り
。

【
韓
人
】
136

竺
韓
國
の
人
。
朝
鮮
人
。
〔
日
本
外
史
‘
徳
逹
春
に
従
つ
て
遼
東
を
鎮
し
、
嘉
議
大
夫
・
漢
軍
元
帥

二
0
0

12796 
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草

部

〔
八
書
一
〕

韓

ニ
O

監
軍
事
を
授
け
ら
れ
、
善
く
軍
を
治
め
‘
紀
律
巌
整
。
る
。

櫃
密
院
判
官
よ
り
淮
東
道
按
察
使
に
累
轄
し
、
明
決
を
【
韓
詔
】
146

梵
後
漢
‘
舞
陽
の
人
。
字
は
仲
黄
。
少
く
し

以
て
梢
せ
ら
る
。
〔
新
元
史
‘
一
百
七
十
四
〕
゜
●
明
‘
唯
て
郡
に
仕
ふ
。
太
山
の
賊
‘
擾
乱
す
る
に
及
ん
で
‘
嵐
縣

の
人
。
官
は
江
淮
行
省
平
章
政
事
。
濠
州
を
攻
む
。
長
と
な
る
。
賊
其
の
賢
を
聞
き
、
相
戒
め
て
境
に
入
ら

叉
、
安
豊
を
破
り
、
元
将
の
祈
都
を
獲
‘
淮
の
東
西
を
悉
ず
。
流
民
縣
界
に
入
る
者
甚
だ
衆
し
。
餡
‘
其
の
饒
を
慇

く
平
ぐ
。
後
、
北
伐
し
て
益
都
・
清
寧
・
渭
南
を
取
り
、
れ
み
‘
倉
を
開
い
て
賑
救
す
。
後
、
病
を
以
て
官
に
卒

功
を
た
つ
。
洪
武
中
、
東
平
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
河
北
を
す
。
〔
後
漢
書
、
九
十
二
〕
。

鎮
す
。
卒
す
る
に
及
ん
で
、
郡
國
公
に
追
封
さ
る
。
〔
明
【
韓
雑
〖
】

1
4
7
翌
金
、
漁
陽
の
人
。
字
は
難
老
。
官
は
蔭
を

史
‘
一
百
三
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
六
十
六
〕
．
〔
明
以
て
閤
門
祗
候
に
補
せ
ら
る
。
天
徳
の
初
、
尚
書
工
部

史
稿
、
二
日
十
九
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
八
〕
・
〔
皇
明
人
物
貝
外
郎
。
燕
都
螢
繕
を
領
し
、
特
に
進
士
及
第
を
賜
は

考
‘
一
〕
・
〔
皇
明
開
國
功
臣
録
‘
十
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
る
。
大
定
中
、
河
間
府
の
知
と
な
る
や
、
世
宗
‘
誡
め
て

物
孜
‘
三
十
ニ
・
八
十
八
〕
．
〔
造
邦
賢
動
録
略
〕
．
〔
明
書
、
日
く
、
皇
族
彼
に
居
る
者
、
甚
だ
放
縦
な
り
、
卿
、
営
に

九
十
五
〕
．
〔
開
國
臣
傭
‘
五
〕
。
法
を
以
て
之
を
縄
す
べ
し
と
。
錫
、
車
を
下
り
て
、
直
ち

【
韓
青
】
142

杞
明
、
全
椒
の
人
。
永
架
中
の
北
征
に
前
に
詔
言
を
宣
布
す
。
以
後
政
を
撓
め
、
民
を
害
ふ
者
な

鋒
と
な
り
‘
甚
だ
戦
績
を
著
は
す
。
宣
徳
中
、
平
甘
延
し
。
後
‘
鋒
陽
軍
節
度
使
よ
り
清
南
府
の
知
を
以
て
致

の
諸
先
を
討
伐
す
。
官
は
都
指
揮
餃
事
。
景
泰
の
初
‘
仕
す
。
〔
金
史
‘
九
十
七
〕
。

紫
荊
闊
を
守
り
‘
賊
と
升
兒
渭
に
交
戦
し
、
流
矢
に
中
【
韓
績
】
148

お
晉
‘
廣
陵
の
人
。
字
は
興
齊
。
少
く
し
て

り
‘
且
つ
包
圃
せ
ら
れ
‘
遂
に
自
例
す
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
文
學
を
好
み
、
布
衣
萩
食
‘
裳
世
と
交
は
ら
ず
‘
東
土
に

一
百
十
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
一
〕
．
〔
明
史
分
稿
宗
敬
せ
ら
る
。

I
導
に
徴
さ
れ
て
橡
と
な
る
も
就
か

残

編

‘

上

〕

。

ず

。

咸

康

の

末

‘

召

さ

れ

て

博

士

を

授

け

ら

れ

る

も

、

老

【
韓
盛
】
143

杞
北
周
‘
渚
陽
の
人
。
字
は
文
熾
。
少
く
し
病
と
稲
し
て
起
た
ず
、
家
に
卒
す
。
〔
晉
書
‘
九
十
四
〕
。

て
操
行
あ
り
。
経
史
に
渉
撒
し
‘
兼
ね
て
騎
射
を
善
く
【
韓
籍
】
149

的
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
韓
籍
‘
姫
姓
‘
晉
韓

す
。
積
年
征
討
し
、
毎
に
戦
功
あ
り
。
官
は
至
大
都
督
。
延
之
子
籍
字
叔
禽
‘
為
―
―
韓
籍
氏
↓

封
は
臨
瑞
縣
子
。
保
定
中
‘
新
平
郡
守
と
な
る
。
官
に
居
【
韓
紬
皿
】
150

梵
宋
‘
南
陽
の
人
。
字
は
純
全
。
一
に
全
翁

て
清
静
‘
孤
貧
を
衿
憧
し
‘
豪
右
を
抑
挫
し
て
郡
治
大
に
作
る
。
琥
は
琴
堂
。
善
く
山
水
案
石
を
藍
く
。
紹
聖

い
に
張
る
。
尋
い
で
本
官
を
以
て
晉
公
宇
文
護
に
従
っ
中
、
都
下
に
至
り
藝
を
進
む
。
官
は
翰
林
書
藝
局
祗
候
・

て
東
征
し
‘
洛
陽
に
戦
歿
す
。
〔
周
書
、
三
十
四
〕
゜
忠
訓
郎
。
著
に
山
水
純
全
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一

【
韓
昭
】
1
4
4
5
が
前
蜀
‘
長
安
の
人
。
字
は
徳
華
。
性
‘
便
百
十
二
〕
。

倭
‘
善
く
人
意
を
窺
ふ
。
王
術
引
い
て
押
客
と
し
、
日
【
韓
説
】
151

翌
〇
漢
の
人
。
蝸
の
弟
。
官
は
校
尉
。
大
将

タ
、
昭
華
苑
の
宴
に
侍
す
。
累
官
し
て
藉
部
尚
書
兼
成
軍
衛
宵
に
従
っ
て
匈
奴
を
撃
つ
。
封
は
龍
頷
侯
。
酎
金

都
手
と
な
り
文
思
大
學
士
に
進
む
。
唐
師
蜀
に
入
る
の
事
に
坐
し
て
爵
を
失
ふ
。
復
た
待
詔
を
以
て
横
海

や
、
王
宗
弼
、
昭
の
侯
諌
、
事
を
債
せ
る
を
責
め
て
巣
斬
将
軍
と
な
り
、
東
越
を
撃
つ
て
功
あ
り
。
按
道
侯
に
封

す
。
粗
：
文
章
に
通
じ
‘
琴
亦
書
算
‘
悉
く
渉
撒
す
。
朝
ぜ
ら
る
。
太
初
中
‘
消
撃
将
軍
と
な
り
五
原
外
列
城
に

士
李
台
瑕
‘
之
を
磯
つ
て
曰
く
‘
韓
八
座
の
藝
を
事
と
屯
し
‘
還
つ
て
光
禄
動
を
授
け
ら
る
。
墨
盛
の
事
に
坐

す
る
‘
俄
線
を
折
＜
如
く
‘
寸
長
あ
る
無
し
と
。
〔
後
漢
し
て
‘
太
子
に
殺
さ
る
。
〔
史
記
、
二
日
十
一
〕
゜

0
後
漢
‘

書

、

六

〕

。

山

陰

の

人

。

字

は

叔

儒

。

博

く

五

経

に

通

じ

、

尤

も

圏

緯

【
韓
幼
g

】145
梵
明
‘
烏
程
の
人
。
字
は
光
祖
。
隆
慶
の
進
の
學
を
善
く
す
。
孝
廉
に
學
げ
ら
れ
、
侍
中
と
な
り
‘
光

士
。
廣
東
兵
備
と
な
る
。
府
江
五
百
里
‘
岸
を
央
ん
で
山
和
中
‘
散
々
災
省
を
豫
言
し
‘
皆
中
る
。
後
、
江
夏
太
守

木
叢
密
し
、
筋
撞
出
没
す
る
た
め
、
木
を
刊
つ
て
坦
途
と
な
り
、
公
事
を
以
て
免
ぜ
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
二
日
十

と
成
す
。
時
人
‘
韓
公
塘
と
呼
ぶ
。
後
、
太
僕
寺
卿
と
な
二
下
〕
。

【
韓
登
】
152

梵
宋
の
人
。
冠
卿
の
子
。
字
は
仲
和
。
能
＜

家
學
を
傭
ふ
。
官
は
除
州
の
知
。
〔
宋
元
學
案
‘
五
十

九〕。

【
韓
川
】
153

竺
宋
‘
挟
の
人
。
字
は
元
伯
。
進
士
。
官
は
元

祐
の
初
‘
監
察
御
史
と
な
り
、
市
易
の
害
を
極
論
す
。
殿

中
侍
御
史
と
な
り
、
用
オ
の
道
を
疏
陳
す
。
吏
謄
二
部

の
侍
郎
と
な
り
‘
龍
圏
待
制
を
以
て
琥
州
を
守
る
。
後
、

坊
州
に
貶
せ
ら
れ
、
再
ぴ
道
州
に
安
置
さ
る
。
徽
宗
の

時
‘
故
官
に
復
す
。
尋
い
で
育
襄
二
州
の
知
と
な
る
。

〔
宋
史
‘
二
百
四
十
七
〕
．
〔
｛
木
史
新
編
‘
一
百
十
七
〕
・
〔
元

祐
鴬
人
傭
‘
-
―
〕
・
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
二
十
二
〕
．
〔
宋
元

學
案
‘
九
十
六
〕
。

【
韓
宣
】
154

竺
一
1

一
國
‘
魏
の
渤
海
の
人
。
字
は
景
然
。
人
と

な
り
短
小
。
明
帝
の
時
‘
尚
書
大
鴻
腫
に
至
る
。
前
後
の

官
績
に
は
著
功
な
き
も
‘
善
＜
己
を
以
て
人
を
恕
す
。

南
陽
の
韓
竪
、
宿
徳
を
以
て
前
に
大
鴻
腫
と
な
り
‘
賢

を
以
て
知
ら
る
。
宣
も
亦
職
に
梢
ふ
。
故
に
人
日
く
、
大

鴻
腫
・
小
鴻
臆
‘
治
行
昂
ぞ
相
如
く
と
。
〔
前
漢
書
、
九
十

六
下
〕
。

【
韓
蘇
】
155

”
／
唐
の
韓
愈
と
宋
の
蘇
試
。
共
に
文
章
の

大
家
。
〔
園
朝
漢
學
師
承
記
‘
朱
笥
河
〕
古
文
以
―
―
班
馬
一

為
レ
法
‘
而
参
以
韓
蘇
↓

【
韓
曾
】
156

況
漢
の
人
。
韓
増
を
見
よ
。

【
韓
綜
】
157

”

[
O二
國
‘
呉
の
令
支
の
人
。
常
の
子
。
侯
を

襲
ぎ
‘
兵
を
領
し
て
武
昌
を
守
る
。
淫
乱
不
軌
な
る
も
‘

孫
櫂
‘
綜
の
父
の
故
を
以
て
問
は
ず
。
綜
‘
内
に
濯
れ
‘

遂
に
魏
に
奔
る
。
魏
‘
以
て
将
軍
と
な
し
‘
廣
陽
侯
に
封

ず
。
散
々
呉
境
を
犯
す
。
櫂
‘
常
に
切
歯
す
。
後
‘
諸
葛
格

に
敗
ら
れ
、
首
は
櫂
に
送
ら
る
。
〔
三
國
志
‘
五
十
五
〕
。

●
宋
の
人
。
綱
の
弟
。
字
は
仲
文
。
進
士
。
官
は
集
賢
校

理
・
刑
部
員
外
郎
・
知
制
詰
゜
〔
宋
史
‘
三
百
十
五
〕
．
〔
宋

史
新
編
‘
二
日
〕
．
〔
束
都
事
略
‘
五
十
八
〕
．
〔
桐
陰
話

藷
〕
．
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
二
十
八
〕
。

【
韓
壻
】
158

祝
漢
の
人
。
説
の
子
。
一
に
曾
に
作
る
。
字

は
季
君
゜
謡
は
安
。
爵
を
嗣
ぎ
‘
昭
―
帝
の
時
、
前
将
軍
と

な
る
。
霊
光
と
策
を
定
め
て
宣
帝
を
立
つ
。
紳
爵
の
初
‘

大
司
馬
・
車
騎
牌
・
領
尚
書
事
と
な
る
。
家
世
々
貴
く
‘

三
主
に
事
へ
、
名
、
朝
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
人
と
な
り
寛

和
。
五
鳳
中
、
卒
す
。
〔
前
漢
書
、
三
十
三
〕
。

【
韓
村
】

159g
鎮
の
名
。

O
河
北
省
壁
山
縣
の
北
。
璧
産

地
。
利
國
璧
場
が
あ
る
。
●
河
北
省
翼
縣
の
西
南
。

【
韓
遜
】
160

竺
五
代
‘
梁
の
人
。
官
は
震
武
軍
校
。
唐
末
‘

其
の
地
を
撮
有
し
‘
唐
の
節
度
と
な
る
。
後
‘
梁
に
臣

屡
す
。
官
は
開
平
中
、
中
書
令
。
封
は
穎
川
郡
王
。
善

＜
其
の
部
を
撫
し
、
部
人
に
愛
敬
せ
ら
る
。
〔
五
代
史
‘

四
十
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
二
日
一
二
十
二
〕
。

【
韓
泰
】
161

”
し
唐
の
人
。
字
は
安
平
。
需
書
あ
り
、
能
＜

大
事
を
決
し
、
王
任
・
王
叔
文
に
椅
重
せ
ら
る
。
官
は
戸

部
郎
中
・
紳
策
行
螢
節
度
司
馬
。
後
‘
虔
州
司
馬
に
貶

せ
ら
れ
、
湖
州
刺
史
に
終
る
。
〔
唐
書
、
一
百
六
十
八
〕
。

【
韓
退
】
1
6
2
"
9

宋
‘
稜
山
の
人
。
琥
は
安
逸
虞
士
。
神

放
に
師
事
す
。
母
死
し
、
土
を
負
う
て
墳
を
成
す
。
後
、

嵩
山
に
隠
去
す
。
呉
遵
路
・
石
山
年
に
其
の
高
節
を
論

ぜ
ら
れ
、
朝
廷
よ
り
粟
吊
を
賜
は
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
五

十
七
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
七
十
七
〕
。

【
韓
営
】
函
梵
三
國
‘
呉
の
令
支
の
人
。
字
は
義
公
。
弓
馬

に
長
じ
て
齊
力
あ
り
。
孫
堅
に
従
っ
て
征
伐
し
て
功

を
立
て
別
部
司
馬
と
し
て
孫
策
に
従
っ
て
三
郡
を
討

ち
、
先
登
校
尉
に
遷
る
。
後
、
周
喩
と
典
に
曹
操
を
破

り
、
又
、
呂
蒙
と
典
に
南
郡
を
襲
取
す
。
功
を
以
て
偏

賄
軍
に
遷
り
‘
永
昌
太
守
を
統
ぶ
。
善
＜
牌
士
を
撫

し
、
法
令
を
奉
遵
し
て
甚
だ
孫
櫂
に
稽
せ
ら
る
。
黄
武

中
‘
昭
武
牌
軍
。
封
は
石
城
侯
に
至
る
。
〔
二
國
史
‘
五

十
五
〕
。

【
韓
道
】
164

”
が
宋
‘
楊
適
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 2
9
2
)

の
舅

【
韓
卓
】
165

梵
後
漢
‘
陳
留
の
人
。
字
は
子
助
。
腺
日
に

奴
、
食
を
極
ん
で
其
の
先
を
祭
る
。
卓
‘
其
の
心
を
義
と

し
‘
之
を
免
す
。
〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
二
十
一
〕
。

【
韓
揮
】
166

”
ル
元
‘
奉
元
の
人
。
字
は
従
善
。
天
資
超
絶
。

道
を
信
じ
て
惑
は
ず
。
其
の
教
學
は
中
歳
以
後
に
て

も
必
ず
小
學
等
の
書
よ
り
始
む
。
尤
も
證
學
に
精
涌

し
‘
若
し
質
問
す
る
者
あ
れ
ば
‘
口
講
指
聾
倦
む
こ
と

な
し
。
世
祗
に
召
さ
れ
た
が
‘
疾
を
以
て
行
く
を
果
さ

ず
。
卒
す
る
に
及
ん
で
、
門
人
百
餘
人
、
総
麻
に
服
す
。

〔
元
史
‘
一
百
八
十
九
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
九
十
五
〕
。

【
韓
鐸
】
161

”
か
金
の
人
。
企
先
の
次
子
。
字
は
振
安
。
官

は
武
義
将
軍
。
儒
學
あ
る
を
以
て
‘
煕
宗
に
進
士
の
第

を
賜
は
る
。
尋
い
で
刑
部
員
外
郎
と
な
り
‘
獄
に
疑
ぁ

る
時
は
経
に
振
つ
て
裁
決
す
。
後
、
中
都
路
都
韓
運
使
・

順
天
軍
節
度
使
に
至
る
。
〔
金
史
‘
七
十
八
〕
。

12797 
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【
韓
和
]168

”
炉
唐
‘
昌
黎
の
人
。
愈
の
子
。
小
字
は
符
。

幼
よ
り
聴
穎
。
長
慶
の
進
士
。
官
は
集
賢
校
理
。
〔
藷

蜃
〖
‘
ー
百
六
十
〕
。

【
韓
張
】
169

”
炉
山
名
。
湖
北
省
臨
武
縣
の
北
。
唐
の
韓

愈
と
張
著
と
が
同
時
に
左
遷
さ
れ
、
此
慮
に
休
憩
し
た

の
で
名
づ
く
。
〔
明
一
統
志
〕
唐
韓
愈
張
著
同
時
遷
摘
‘

韓
令
揚
山
‘
張
令
臨
武
‘
嘗
憩
―
―
於
此
i

故
名
。

【
韓
重
】
170

”
が
明
‘
綽
州
の
人
。
字
は
淳
夫
。
成
化
の

進
士
。
官
は
帳
科
都
給
事
中
。
事
に
遇
へ
ば
敢
言
す
。

萬
妃
の
過
寵
を
諫
め
、
西
僧
の
煽
惑
を
排
斥
し
、
人
に

煉
濯
せ
ら
る
。
後
、
右
副
都
御
史
と
な
り
‘
遼
陽
を
巡
撫

し
‘
奸
宦
梁
記
を
弾
劾
し
‘
快
と
稽
せ
ら
る
。
移
つ
て
湖

廣
を
撫
し
、
南
工
部
尚
書
に
進
み
‘
劉
瑾
に
嫉
ま
れ
遂

に
致
仕
す
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
五
十
二
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、

五
十
ニ
・
五
十
三
・
六
十
三
・
一
百
十
一
・
一
百
十
九
•
一

百
三
十
九
•
一
百
四
十
一
〕
．
〔
明
名
人
偉
‘
九
〕
．
〔
本
朝

分
省
人
物
考
‘
一
百
〕
。

【
韓
澄
】
171

”
が
唐
、
南
海
の
人
。
瑳
の
曾
孫
。
字
は
伯

源
。
志
を
動
し
て
書
を
蹟
み
、
世
讐
を
復
せ
ん
こ
と
を

祈
る
。
李
義
府
の
死
後
、
始
め
て
秀
オ
を
以
て
薦
め
ら

る
。
汲
郡
太
守
と
な
つ
て
郭
英
又
の
髪
に
軍
功
あ
り
。

普
州
刺
史
よ
り
尚
書
兵
部
郎
中
に
進
む
。
嘗
て
巡
歴
し

て
義
府
の
墓
に
至
り
、
私
に
其
の
戸
を
獲
き
、
鞭
つ
て

之
を
刑
す
。
〔
五
代
史
、
四
十
〕
・
〔
藷
五
代
史
、
一
百
三

十
二
〕
。

【
韓
通
】
172

忽
五
代
、
周
の
太
原
の
人
。
字
は
仲
達
。
勇
力

を
以
て
聞
ゆ
。
官
は
初
、
漢
の
太
祗
に
従
つ
て
軍
校

奉
國
指
揮
使
と
な
り
、
廣
順
の
初
、
右
廂
都
巡
検
。
城

を
築
き
渠
を
清
つ
て
遼
を
禦
ぎ
‘
屡
i

功
績
を
著
は

し
、
検
校
太
尉
同
平
章
事
に
至
る
。
宋
の
太
祗
‘
陳
橋
に

至
る
に
及
び
、
諸
軍
推
戴
し
て
―
帝
と
稽
し
た
と
聞
き
‘

遠
に
鯖
ら
ん
と
し
、
軍
校
王
彦
昇
に
害
せ
ら
る
。
性
‘

剛
に
し
て
謀
寡
く
、
言
多
く
は
物
に
反
杵
し
‘
威
虐
を

律
に
し
‘
衆
人
に
韓
喧
眼
と
稽
せ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
四
百

八
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
九
十
一
〕
。

【
韓
貞
】
173

”
し
明
‘
興
化
の
人
。
字
は
以
中
。
琥
は
築
吾
゜

陶
瓦
を
業
と
す
。

【
韓
梃
】
174

梵
宋
、
延
安
の
人
。
世
忠
の
孫
。
紹
煕
の
初
‘

朝
請
大
夫
直
認
閣
よ
り
姿
州
の
知
と
な
り
、
州
志
七

巻
を
輯
す
。
能
く
人
材
を
奨
抜
す
。
時
の
司
法
劉
宰

章

部

〔
八
螢
〕

韓

蔚
‘
重
望
あ
り
‘
梃
‘
攀
げ
て
練
逹
科
に
充
つ
。
後
、
果
し
新
城
の
計
吏
と
な
し
た
る
に
坐
し
、
武
帝
の
怒
を
得
て

て

世

に

聞

ゆ

。

〔

尚

友

録

‘

五

〕

。

殺

さ

る

。

〔

楚

國

先

賢

博

〕

。

U
牌
鼎
】
175

”
い
明
、
合
水
の
人
。
字
は
廷
器
。
琥
は
斗
奄
。
【
韓
防
】
184

裳
金
‘
燕
京
の
人
。
字
は
公
美
。
天
慶
の
初
‘

成
化
の
進
士
。
官
は
給
事
中
。
劉
瑾
に
引
か
れ
て
、
戸
部
進
士
第
一
。
官
は
右
拾
遺
・
衛
尉
卿
。
裔
麗
國
信
使
に
充

右
侍
郎
と
な
る
。
著
に
斗
奄
集
が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
て
ら
る
。
高
麗
‘
誓
表
を
進
め
る
を
肯
ん
ぜ
ず
‘
防
‘
力

史
、
二
百
五
十
二
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
一
二
十
〕
・
〔
國
朝
列
学
し
て
遂
に
約
を
賓
行
せ
し
む
。
尋
い
で
翰
林
侍
講
學

卿
記
、
三
十
六
•
六
十
七
•
八
十
八
•
八
十
九
•
一
百
二
〕
・
士
・
帳
部
尚
書
と
な
り
‘
後
、
参
知
政
事
に
至
る
。
封
は

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
一
百
六
〕
。
郭
國
公
。
性
‘
仁
厚
‘
人
を
待
つ
こ
と
甚
だ
寛
、
長
者
と

【
韓
超
】
178

梵
清
、
昌
黎
の
人
。
字
は
寓
中
。
饒
は
南
埃
。
稽
せ
ら
る
。
又
‘
文
を
善
く
し
、
詔
冊
に
長
ず
。
〔
金
史
‘

誼
は
果
靖
。
道
光
中
の
副
貢
。
咸
豊
中
、
胡
林
翼
‘
黎
平
一
百
二
十
五
〕
。

の
守
と
な
り
、
招
致
し
て
勇
丁
を
訓
練
せ
し
む
。
後
、
貴
【
韓
サ
方
】
185

祁
明
の
人
。
韓
方
(
1
8
2
)
を
見
よ
。

州
境
内
に
轄
戦
す
‘
賊
其
の
軍
を
見
れ
ば
籠
ち
逃
避
し
、
【
韓
褒
】
186

祝
北
周
‘
昌
黎
の
人
。
字
は
弘
業
。
誼
は
貞
。

韓
家
軍
と
稽
す
。
後
、
責
州
巡
撫
に
至
る
。
〔
清
史
稿
‘
経
史
に
博
渉
し
、
深
沈
に
し
て
遠
略
あ
り
。
宇
文
泰
に

四
百
二
十
六
〕
・
〔
績
碑
偲
集
‘
二
十
六
〕
．
〔
中
興
牌
帥
列
引
か
れ
て
録
事
参
軍
と
な
り
、
姓
‘
侯
呂
陵
氏
を
賜
は

博
、
二
十
九
上
〕
・
〔
大
清
畿
輔
先
哲
偉
‘
六
〕
。
る
。
魏
、
大
統
の
初
‘
丞
相
府
司
馬
よ
り
出
で
て
北
藉
州

U
牌
擢
】
177

”3

明
、
博
羅
の
人
。
字
は
叔
捷
。
萬
暦
の
進
刺
史
と
な
り
、
天
和
中
‘
鳳
州
刺
史
を
以
て
致
仕
す
。
封

士
。
官
は
南
戸
部
主
事
。
後
、
四
川
按
察
副
使
に
至
る
。
は
三
水
縣
公
。
三
朝
に
歴
事
し
、
忠
厚
を
以
て
知
ら
れ
、

【
韓
店
】
178

焚
鎮
の
名
。
山
西
省
長
治
縣
の
南
。
特
に
武
帝
に
は
師
と
し
て
敬
重
せ
ら
る
。
〔
周
書
、
三
十

【
韓
杜
】
m
り
唐
の
韓
愈
と
杜
甫
と
の
併
稽
゜
〔
閉
益
新
七
〕
．
〔
北
史
‘
七
十
〕
。

話
‘
詩
文
類
‘
文
中
有
レ
詩
詩
中
有
レ
文
〕
韓
以
な
文
為
レ
【
韓
盗
彰
】
187

況
韓
信
と
彰
越
と
を
い
ふ
。
共
に
功
臣
に

詩
‘
杜
抄
詩
為
な
文
、
世
博
以
為
』
戯
、
然
文
中
要
ー
ー
自
し
て
漢
の
高
祗
の
た
め
に
殺
さ
る
。
〔
李
陵
‘
丈
g
蘇

有
＂
詩
‘
詩
中
要

11

自

有

＂

文

‘

亦

相

生

法

也

。

武

1

書
〕
昔
粛
奨
囚
繁
‘
韓
彰
薙
髄
゜
〔
注
〕
善
日
、
鯨
布

【
韓
度
】
180

”
ン
宋
の
人
。
宜
卿
の
子
。
冠
卿
の
従
子
。
字
傭
‘
辞
公
日
、
前
年
随
己
彩
越
な
丘
年
殺
―
―
韓
信
↓
〔
沈
徳

は
百
洪
。
父
と
倶
に
劉
清
之
に
學
ぶ
。
隠
居
し
て
、
學
を
潜
‘
歌
風
畳
詩
〕
韓
彰
安
在
哉
‘
徒
勢
思
―
―
猛
士
↓

講
じ
、
風
節
高
峻
‘
學
者
、
蔽
山
先
生
と
稽
す
。
〔
宋
元
【
韓
伯
】
188

匁
晉
、
長
社
の
人
。
字
は
康
伯
。
幼
に
し
て

學

案

‘

五

十

九

〕

。

穎

悟

。

家

貧

‘

長

ず

る

に

及

び

清

和

、

思

理

あ

り

、

心

【
韓
涵
8

】

181"の
明
、
高
陽
の
人
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
戸
を
文
藝
に
留
む
。
舅
殷
浩
、
出
璽
の
器
と
稽
す
。
官
は

部
主
事
。
屡
t
運
餡
を
督
し
、
出
納
公
平
と
稽
せ
ら
る
。
吏
部
尚
書
・
領
軍
・
持
軍
。
太
常
に
改
め
ら
れ
た
が
拝
せ

山
東
飯
事
と
な
り
‘
遼
東
を
分
巡
す
。
妖
賊
の
李
員
等
ず
し
て
卒
す
。
〔
晉
書
、
七
十
五
〕
．
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

を
平
げ
功
を
た
つ
。
挟
西
按
察
副
使
と
な
り
‘
謗
を
避
【
韓
白
】
189

匁
●
韓
信
と
白
起
と
を
い
ふ
。
共
に
古
の

け
て
鰭
る
。
後
、
四
川
副
使
と
な
り
、
五
棄
の
蜜
夷
を
夜
名
牌
。
〔
諸
葛
亮
、
新
書
〕
若
賞
移
在
二
櫂
臣
云
罰
不
な
由
ニ

襲
し
悉
く
平
定
す
。
湖
廣
参
政
を
以
て
致
仕
す
。
〔
本
朝
主
牌
一
人
荀
自
利
、
誰
懐
』
『
竺
雖
11

伊
呂
之
謀
、
韓
白

分

省

人

物

孜

‘

五

〕

。

之

功

盃

而

不

レ

能

―

―

自

衛

一

也

。

〔

晉

書

、

孫

楚

傭

〕

夫

戦

勝

【
韓
方
】
182

裳
〇
明
の
人
。
一
に
芳
に
作
る
。
字
は
中
攻
取
之
勢
‘
井
兼
―
―
混
一
之
威
ご
＃
旧
之
事
、
韓
白
之
攻

直
。
琥
は
鶴
仙
。
官
は
欝
徳
衛
指
揮
。
善
＜
梅
竹
草
晶
を
耳
。
〔
南
史
‘
呉
明
徹
傭
論
〕
才
非
―
―
韓
白
一
識
暗
11

孫
呉
↓

驚
く
。
〔
明
蜜
録
‘
七
〕
゜
●
清
‘
蒋
作
輯
(
9ー

3
1
8
2
0
:
 1
5
 

.
 
唐
の
韓
愈
と
白
居
易
の
併
稲
。
共
に
元
和
長
慶
の
際

4
)

の

字

。

に

出

で

能

く

大

暦

以

後

の

詩

運

を

振

興

す

。

【
韓
坤
邦
】
183

況
晉
‘
堵
陽
の
人
。
賢
の
孫
。
字
は
長
林
。
【
韓
苑
】
l
o
o
t
5

●
宋
の
名
臣
韓
埼
と
苑
仲
滝
と
の
併

少
く
し
て
オ
學
あ
り
。
官
は
武
帝
の
時
、
野
王
令
。
稲
稽
。
〔
宋
史
、
韓
埼
博
〕
興
―
―
苑
仲
滝
云
竺
兵
間
一
久
、
名

績
あ
り
、
新
城
太
守
に
遷
る
。
野
王
の
故
吏
を
攀
げ
て
重
―
―
一
時
了
八
心
鰈
レ
之
、
朝
廷
椅
以
為
レ
重
、
故
天
下
稽

為
―
―
韓
堕
〔
言
行
録
〕
謡
日
、
軍
中
有
二
韓
盃
西
賊
聞
レ

之
心
謄
寒
‘
軍
中
有
こ
t

喪
西
賊
聞
レ
之
驚
ユ
叡
騰
↓
●

明
‘
沿
水
の
人
。
字
は
思
兼
°
萬
暦
の
進
士
。
官
は
武
選

郎
中
。
事
に
よ
っ
て
金
縣
典
史
に
左
遷
せ
ら
る
。
泰
昌

の
初
、
南
兵
部
郎
中
に
起
用
せ
ら
れ
、
後
、
通
政
に
至
る
。

〖
韓
苑
富
獣
陽
】1

9
1”
忠
窃
北
宋
の
名
臣
‘
韓
埼
•
苑

仲
滝
•
富
弼
．
厭
陽
脩
の
四
人
。
〔
蘇
献
‘
苑
文
正
公
文

集
序
〕
且
日
‘
韓
苑
富
獣
陽
‘
此
四
人
者
、
人
傑
也
。

【
韓
萬
】
192

”
≫
ぢ
春
秋
‘
晉
の
人
。
曲
沃
荘
伯
の
弟
。
詮

は
武
子
。
武
公
、
翼
を
伐
っ
た
時
‘
戎
に
御
し
‘
翼
侯
を

獲
‘
韓
原
に
封
ぜ
ら
る
。
後
、
遂
に
韓
を
以
て
氏
と
な

す
。
〔
左
氏
‘
桓
‘
三
〕
．
〔
潜
夫
論
、
志
氏
姓
〕
。

【
韓
王
]193to
ン
宋
‘
鄭
の
人
。
字
は
太
簡
。
貧
に
し
て
孤
‘

志
操
あ
り
。
周
易
證
記
に
精
通
す
。
太
平
興
國
の
進
士
。

官
は
著
作
佐
郎
・
直
史
館
。
端
挟
の
初
、
右
諫
議
大
夫
。

河
陽
・
濠
州
の
知
を
歴
任
。
沖
淡
を
以
て
自
ら
慮
り
、
名

宦
を
競
は
ず
。
甚
だ
太
宗
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
後
‘
翰
林
學

士
。
エ
部
侍
郎
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
九
十
六
〕
．
〔
宋
史

新
編
‘
八
十
三
〕
・
〔
學
士
年
表
、
下
〕
。

【
韓
碑
】
194

”
裟
唐
の
憲
宗
の
時
‘
淮
西
の

ILを
平
げ
‘

其
の
功
を
勒
し
た
碑
。
文
は
韓
愈
の
撰
。
其
の
文
、
功

を
装
度
に
欝
す
る
を
以
て
‘
李
懇
に
忌
ま
れ
‘
懇
の
妻
が

天
子
の
女
な
る
に
因
つ
て
、
碑
の
詞
は
賓
を
失
ふ
と
訴

へ
、
詔
し
て
其
の
碑
文
を
磨
し
去
り
‘
更
に
翰
林
學
士

の
段
文
昌
に
命
じ
て
‘
改
作
せ
し
め
た
と
い
ふ
。
文
は
唐

宋
八
大
家
文
春
五
（
平
11

淮
西
―
碑
）
に
載
す
。
〔
李
商
隠
‘

韓
碑
詩
〕
元
和
天
子
紳
武
姿
‘
彼
何
人
哉
軒
興
A

糖
‘
誓

牌
ー
上
雪
―
―
列
聖
恥
i

坐
11

法
宮
中
1

朝
1
1

四
夷
i

淮
西
有
レ

賊
五
十
載
‘
封
狼
生
レ
饂
謳
生
レ
罷
‘
不
レ
撼
↓
ー
山
河
1

撼ニ

平
地
古
長
文
利
矛
日
可
レ
竃
‘
―
帝
得
―
―
聖
相
ー
相
日
レ
度
‘
賊

研
不
レ
死
軸
扶
持
‘
腰
懸
―
―
相
印
ん
g
都
統
盃
陰
風
惨
潅

天
王
旗
‘
懇
武
古
通
作
11

牙
爪
盃
儀
曹
外
郎
載
レ
筆
随
‘
行

軍
司
馬
智
且
勇
‘
十
四
萬
衆
猶
虎
饒
‘
入
レ
禁
縛
J

賊獣――

太
廟
石
功
無
―
―
興
譲
1

恩
不
』
皆
‘
―
帝
曰
汝
度
功
第
一
‘
汝

従
事
愈
宜
レ
為
レ
酔
‘
愈
拝
稽
首
踏
且
舞
、
金
石
刻
壷
臣

能
為
、
古
者
世
稽
大
手
筆
‘
此
事
不
レ
繋
―
―
子
職
司
玉
嘗
レ

仁
自
レ
古
有
レ
不
レ
譲
‘
言
詑
屡
頷
1
1

天
子
願
一
公
退
齋
戒

坐
ホ
閣
盃
野
染
大
箪
何
淋
溝
‘
貼
直
発
典
舜
典
字
一

塗
改
清
廟
生
民
詩
i

文
感
破
麟
書
伊
紙
‘
清
晨
再

秤
鋪
11

丹
患
表
日
臣
愈
昧
死
上
‘
詠
二
神
聖
功
1

書
1

一之

二
0
ニ

12798 
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章

部

〔
八
董
〕

韓

残
碑
高
三
丈
字
如
レ
斗
‘
負
以
11

震
鼈
―
蝠
以
レ
蠣
、
句
奇

語
重
喩
者
少
、
議
1

一
之
天
子
1

言
-
l

其
私
一
長
縄
百
尺
捜
レ

碑
倒
‘
轟
砂
大
石
相
磨
治
‘
公
之
斯
文
若
元
氣
、
先
時
已

入,,
人
肝
牌
涵
g
盤
孔
鼎
有
二
逃
作
公
r
無
1

一
其
器
1

存,,
其

鼓
嗚
呼
聖
皇
及
聖
相
、
相
興
垣
赫
流
忌
品
茨
公
之
斯

文
不
レ
示
レ
後
、
昂
興
,
,
三
五
相
攀
追
‘
願
書
,
,
萬
本
1

誦二

萬
過
言
I

角
流
レ
沫
右
手
脈
‘
億
,
,
之
七
十
有
二
代
百
孟
為

封
祠
玉
桧
明
堂
基
。
〔
江
端
友
、
韓
碑
詩
〕
淮
西
功
業
冠
ニ

皇
唐
盃
丈
部
文
章
日
月
光
‘
千
載
断
碑
人
謄
灸
‘
不
レ
知
,
,

世
有
段
文
昌
↓
〔
沈
徳
潜
‘
韓
愈
平
―
―
淮
西
―
碑
評
〕
菖
史

云
‘
李
懇
不
レ
平
レ
欝
1

一
功
袈
度
一
懇
妻
唐
公
主
、
出
―
―
入
禁

中
盃
空
碑
詞
不
＞
寅
‘
詔
令
』
磨
11

去
原
文
公
空
段
文
昌
―

改
作
5

又
羅
隠
約
-
1

石
烈
士
事
一
云
、
部
牌
石
姓
不
レ
平
‘

仕
—
其
碑
面
時
廟
堂
無
レ
主
、
不
レ
罪

1
h
"レ
碑
之
人
玉
因
命
,
,

段
文
昌
改
作
、
今
観
―
―
碑
文
中
一
懇
部
牌
姓
名
如
-
l

史
畏

仇
良
輔
李
祐
李
誠
義
田
進
誠
之
類
ご
一
膿
列
、
理
或

然
也
、
不
レ
然
懇
入
レ
禁
時
‘
具
,
,
棄
腱
―
迎
―
―
晉
公
百
以
明
―
―

上
下
之
分
一
而
此
必
欲
レ
争
,
,功
於
文
字
間
—
耶
‘
羅
紀

似
可
レ
従
‘
宋
代
汝
寧
守
陳
璃
命
レ
エ
磨
1

一
去
段
作
云
重

刻
原
文
面
為
↓
1

千
古
快
事
↓

【
韓
非
】
195"
ン
戦
國
、
韓
の
人
。
韓
の
諸
公
子
。
刑
名
法

律
の
學
を
喜
ぶ
。
人
と
な
り
吃
、
道
説
す
る
こ
と
能
は

ず
‘
善
く
書
を
著
は
す
。
李
斯
と
倶
に
荀
卿
に
事
へ
、

散
i

書
を
以
て
韓
王
を
諫
め
て
用
ひ
ら
れ
ず
‘
廼
ち
登

憤
し
て
内
外
儲
説
・
説
林
・
説
難
•
孤
憤
・
五
牽
、
す
べ
て

五
十
餘
篇
を
作
り
、
韓
非
子
と
琥
す
。
秦
王
其
の
書
を

見
て
悦
び
、
其
の
人
を
慕
ふ
。
因
つ
て
急
に
韓
を
攻
む

る
に
及
び
、
王
命
を
受
け
秦
に
使
す
。
李
斯
・
挑
賣
に
毀

損
せ
ら
れ
、
吏
に
下
し
て
、
治
せ
ら
れ
、
尋
い
で
李
斯
に

薬
を
遺
ら
れ
自
殺
す
。
〔
史
記
、
六
十
三
〕
。

〖
韓
非
子
〗1

9
6
況
書
名
。
二
十
巻
。
戦
國
、
韓
非
撰
゜
菖

稲
は
韓
子
。
宋
以
後
始
め
て
韓
文
公
と
別
つ
て
非
の

字
を
加
ふ
。
凡
そ
二
十
巻
五
十
五
篇
゜
藷
本
脱
侠
す
る

所
多
く
、
明
の
趙
用
賢
に
至
り
、
宋
栗
本
を
得
て
校
補

し
、
梢
i

完
傭
す
。
然
れ
ど
も
恣
に
文
字
を
改
訂
し
、
古

書
の
面
目
を
失
ふ
嫌
あ
り
。
我
が
國
に
は
宋
の
乾
道
本

の
傭
は
る
も
の
あ
り
、
朝
川
善
庵
之
を
覆
刻
し
、
宋
栗

の
面
目
を
見
る
を
得
。
其
の
目
は
初
見
秦
・
存
韓
・
難

言
•
愛
臣
・
主
道
・
有
度
・
ニ
柄
・
揚
櫂
・
八
姦
•
十
過
・
孤

憤
・
説
難
•
和
氏
・
姦
劫
拭
臣
・
亡
徴
・
三
守
・
備
内
・
南 面

・
飾
邪
・
解
老
・
喩
老
・
説
林
（
上
下
）
・
観
行
・
安
危
・
守

道
・
用
人
・
功
名
・
大
骰
・
内
儲
説
（
上
下
）
・
外
儲
説
（
左

上
下
‘
右
上
下
）
・
難
（
四
篇
）
・
難
勢
・
問
辮
・
問
田
・
定
法
・

説
疑
．
詭
使
•
六
反
•
八
説
・
八
経
•
五
薫
・
顕
學
•
忠
孝
・

人
主
・
飾
令
・
心
度
•
制
分
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
、
法
家
類
〕
。

〔
参
考
書
）
【
韓
非
子
識
誤
】
三
警
清
、
顧
廣
祈
撰
。
【
韓

非
子
集
解
】
二
十
巻
清
、
王
先
慣
撰
。
【
讀
韓
非
子
】
―

帯
荻
生
雙
松
撰
。
【
韓
非
子
纂
聞
】
二
十
帯
蒲
坂
圃
撰
゜

【
増
讀
韓
非
子
】
二
十
帯
蒲
坂
圃
撰
。
【
韓
非
子
翼
雹
】
ニ

十
巻
太
田
方
撰
。
【
韓
非
子
校
注
】
不
分
帯
依
田
利
用

撰
。
【
韓
非
子
解
詰
】
二
十
帯
津
田
邦
儀
撰
゜

【
韓
憑
】
1973
が
戦
國
、
宋
の
大
夫
。
一
に
韓
朋
に
作
る
。

康
王
に
妻
を
奪
は
れ
て
自
殺
す
。
妻
も
亦
畳
下
に
投

じ
て
死
す
。
其
の
墓
上
に
は
、
常
に
鴛
驚
の
雌
雄
が
棲

ん
だ
と
い
ふ
。
一
に
化
し
て
糊
蝶
と
な
る
と
偉
ふ
。
〔
捜

紳
記
、
十
一
〕
宋
康
王
含
人
韓
憑
‘
姿
―
―
妻
何
氏
―
而
美
、

康
王
奪
レ
之
、
云
云
‘
妻
密
遺
1

一
憑
書
云
ぞ
其
酔
一
日
‘
其

雨
淫
淫
、
河
大
水
深
、
日
出
嘗
レ
心
‘
既
而
王
得
11

其
書
一

以
示
1

一
左
右
ゴ
右
云
‘
臣
蘇
賀
討
日
、
其
雨
淫
淫
‘
言
11

愁

且
墨
也
、
河
大
水
深
、
不
レ
得
え
庄
硲
也
、
日
出
嘗
レ
心
、

心
有
死
志
1

也
‘
俄
而
憑
乃
自
殺
‘
云
云
、
妻
遂
自
投
―
―

畳
団
云
云
、
使
1

一
里
人
埋
ヮ
之
、
云
云
‘
便
有
二
大
梓
木
一

生,,
於
二
家
之
端
二
云
云
‘
又
有
―
―
鴛
驚
雌
雄
各
一
云
恒
枝

樹
上
晨
夕
不
レ
去
‘
交
レ
頸
悲
鳴
‘
昔
誓
感
レ
人
。
宋
人
哀
レ

之
‘
遂
琥
―
―
其
木
1

日,,
相
思
樹
↓

【
韓
畏
】
198

跨
清
、
杭
州
の
人
。
字
は
克
章
。
花
鳥
董
を

善
く
し
、
兼
ね
て
肖
像
萱
に
巧
。
〔
國
朝
董
識
‘
十
三
〕
。

【
韓
符
】
200

”
ン
唐
の
韓
和
を
い
ふ
。
韓
科
の
小
字
は
符
、

因
つ
て
い
ふ
。

【
韓
溝
】
201

”
ン
宋
の
人
。
休
の
裔
孫
。
周
の
顧
徳
の
初
の

進
士
。
官
は
宋
に
仕
へ
て
司
門
郎
中
。
淳
化
中
、
病
を

以
て
官
を
去
る
。
博
學
に
し
て
善
く
論
じ
、
畳
閣
故
事

に
詳
し
。
尤
も
筆
札
を
善
く
し
、
其
の
尺
讀
は
多
く
措

紳
の
間
に
蔽
せ
ら
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
〕
．
〔
宋
史
新

編
、
二
日
六
十
九
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
一
百
十
五
〕
。

【
韓
風
】
202

誇
古
の
人
名
。
よ
く
馬
を
相
す
。
〔
淮
南
子
、

齊
俗
訓
〕
伯
築
•
韓
風
・
秦
牙
・
管
青
、
所
レ
相
各
異
、
其

知
レ
馬
一
也
。
〔
注
〕
四
子
皆
古
善
相
レ
馬
者
。

【
韓
楓
】
203

祝
明
、
涌
城
の
人
。
字
は
湛
江
。
賊
、
城
に
迫

る
や
、
力
守
す
る
こ
と
五
萱
夜
、
城
陥
り
、
妻
と
井
に
投

じ
て
死
す
。

【
韓
縣
】
204

”
”
●
漢
、
泳
の
人
。
行
義
修
潔
を
以
て
著

は
る
。
昭
帝
の
時
、
義
士
を
表
顕
す
。
徴
さ
れ
て
京
兆

に
至
り
、
病
ん
で
進
む
こ
と
を
得
ず
。
乃
ち
吊
五
十
疋

を
賜
は
る
。
欝
つ
て
終
身
仕
官
せ
ず
。
〔
前
漢
書
、
七
十

二
〕
。
●
明
、
西
安
前
衛
の
人
。
字
は
徳
夫
。
成
化
の
進

士
。
官
は
右
副
都
御
史
。
累
に
坐
し
て
下
獄
す
。
劉
瑾

と
同
郷
の
故
を
以
て
召
し
出
さ
れ
て
、
戸
部
左
侍
郎
と

な
り
、
後
、
遼
東
屯
田
を
荻
し
、
固
原
を
戌
る
。
〔
明
史
、

三
百
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
五
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
、

二
百
八
十
六
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
三
十
〕
．
〔
國
朝
列
卿

記
、
三
十
六
•
七
十
九
•
九
十
四
•
一
百
十
一
・
一
百
十

八
、
二
日
十
九
・
ー
百
二
十
九
〕
．
〔
明
名
人
傭
、
九
〕
．
〔
本

朝
分
省
人
物
孜
、
九
十
八
〕
゜

0
明
、
膠
州
の
人
。
字
は
以

徳
。
官
は
輩
昌
府
知
。
寧
夏
を
巡
撫
す
。

【
韓
複
】
205

”
”
後
漢
、
穎
川
の
人
。
字
は
文
節
。
官
は
御

史
中
丞
。
董
卓
攀
げ
て
翼
州
牧
と
な
す
。
哀
紹
が
兵
を

攀
げ
て
卓
を
討
つ
に
應
じ
、
安
平
に
軍
し
、
公
孫
環
に

敗
ら
る
。
環
、
卓
を
討
つ
を
名
と
し
、
責
は
緩
を
襲
は
ん

と
す
。
腹
、
濯
れ
て
自
ら
安
ん
ぜ
ず
。
紹
、
人
を
し
て
腹

を
説
か
し
め
、
翼
州
を
紹
に
譲
ら
し
む
。
綾
素
よ
り
恒

怯
、
乃
ち
位
を
避
け
印
綬
を
紹
に
興
へ
、
猶
憂
怖
す
。
往

い
て
張
逸
に
依
る
。
後
、
紹
‘
使
を
邁
に
遣
し
、
計
議
す

る
所
あ
り
、
逮
と
耳
語
す
。
綾
、
坐
上
に
在
り
、
不
安
に

堪
へ
ず
、
起
つ
て
渦
に
至
つ
て
自
殺
す
。
〔
後
漢
書
、
一

百
四
上
〕
。

【
韓
文
】
206
カ
:
;

.
 

唐
の
韓
愈
の
文
章
。
唐
宋
八
家
文
の

一
。
〔
藷
唐
書
、
韓
愈
億
蒼
所
檎
文
、
務
反
記
丑
雙
抒
レ

意
立
レ
言
、
自
成
t

ー
一
家
新
語
五
後
學
之
士
、
取
為
1
1

師
法
一

嘗
時
作
者
甚
衆
、
無
―
―
以
過
＞
之
、
故
世
稽
1
1

韓
文
1

焉。

〔
西
廂
記
、
張
君
瑞
慶
一
面
画
[

1

雑
劇
〕
他
憑
下
著
講
―
―
性

狸
齊
論
魯
論
、
作
―
―
詞
賦
1

韓
文
柳
文
3

●
明
、
洪
洞
の

人
。
埼
の
後
。
字
は
貫
道
。
誼
は
忠
定
（
定
忠
）
。
成
化
の

初
‘
進
士
に
學
げ
ら
る
。
官
は
エ
科
給
事
中
。
事
に
遇
ヘ

ば
敢
言
す
。
都
御
史
王
越
を
弾
劾
し
て
杖
せ
ら
る
。
弘
治

中
、
戸
部
尚
書
。
國
計
を
司
る
こ
と
二
年
、
力
め
て
大
橿

を
持
し
‘
櫂
倖
を
湛
め
、
國
の
た
め
に
財
を
惜
し
む
。
武

宗
の
時
、
同
官
を
卒
ゐ
て
馬
永
成
劉
瑾
等
の
八
人
を
疏

論
し
、
劉
瑾
等
に
甚
だ
恨
ま
る
。
罪
に
坐
し
‘
級
を
降
さ

る
。
後
、
官
に
復
し
致
仕
す
。
〔
明
史
、
二
日
八
十
六
〕
．

二
0
三

〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
四
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
七

+
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、
八
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
二
十
九
・

六
十
一
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
三
・
十
•
十
一
・
十
四
・
十

九
・
ニ
十
四
・
ニ
十
八
・
三
十
三
・
三
十
六
•
四
十
六
〕
．

〔
今
猷
備
遺
、
三
十
一
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
三
十
六
〕
．

〔
王
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
+
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
録
‘

三
〕
．
〔
沈
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
、
二
十
二
〕
．
〔
皇
明
人
物

考
、
五
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
十
九
・
三
十
三
・
五
十
•
一

百
十
一
・
一
百
二
十
•
一
百
二
十
九
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘

二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
四
・
ニ
日
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
二
十

四
〕
．
〔
明
史
顧
、
四
十
八
〕
・
〔
皇
朝
名
臣
言
行
録
、
四
〕
．

〔
明
書
、
ー
百
七
〕
．
〔
績
蔵
書
、
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
丙
、

五
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
八
〕
゜
●
書
名
。
四
十
巻
。
外
集
、
十

巻
。
唐
、
韓
愈
撰
。
門
人
李
漢
編
。
又
、
韓
昌
黎
集
と
い

ふ
。
首
に
崇
禎
六
年
陳
織
儒
・
蒋
之
懸
の
二
序
、
論
例
‘

叙
説
共
一
巻
、
目
録
一
巻
あ
り
、
巻
一
の
首
に
李
漢
の

序
あ
り
、
其
の
目
は
巻
―

I
七
は
賦
・
古
詩
‘
巻
八
は
聯

句
‘
巻
九
・
＋
は
律
詩
‘
巻
十
一

I
十
四
は
雑
著
‘
巻
＋

五
—
十
九
は
啓
・
書
・
序
、
巻
二
十
・
ニ
十
一
は
序
‘
巻
二

十
二
は
哀
辞
・
祭
文
‘
宅
二
十
三
は
祭
文
‘
巻
二
十
四
—

三
十
五
は
碑
誌
‘
巻
三
十
六
は
雑
文
‘
巻
三
十
七
は
状
、

巻
三
十
八
ー
四
十
は
表
状
。
外
集
は
賦
詩
議
書
序
解
射

記
制
祭
文
銘
賛
牒
及
び
順
宗
責
鋒
を
牧
め
、
末
に
本
傭

及
び
唐
宋
人
の
序
傭
等
を
附
す
。
〔
昌
平
叢
書
、
第
一
百

二
十
ー
一
百
二
十
五
冊
〕
。

〔
参
考
書
〕
【
韓
集
攀
正
】
＋
春
【
外
集
攀
正
】
＋
巻
宋
、
方

松
卿
撰
。
【
原
本
韓
文
考
異
】
＋
春
宋
、
朱
煮
撰
。
【
別

本
韓
文
考
異
】
四
十
春
外
集
＋
倦
補
遺
一
巻
宋
、
正
伯

大
撰
。
朱
子
の
韓
文
考
異
に
諸
家
の
昔
繹
を
採
つ
て

篇
末
に
附
し
た
も
の
。
韓
文
を
研
め
る
者
は
多
く
此
の

本
に
従
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
【
五
百
家
注
昔

耕
昌
黎
先
生
文
集
]
四
十
巻
宋
、
魏
仲
攀
撰
。
【
東
雅
堂

韓
昌
黎
集
注
】
四
十
巻
外
集
十
巻
宋
、
麿
螢
中
撰
。
【
韓

昌
黎
全
集
】
四
十
告
明
、
顧
錫
疇
評
注
。
【
韓
昌
黎
集
】

四
十
春
明
、
蒋
之
懸
注
。
【
韓
文
公
集
】
八
巻
明
、
欝
有
光

注
。
【
韓
文
起
】
＋
二
春
清
、
林
雲
銘
評
注
。
【
韓
集
貼
勘
】

四
春
清
、
陳
景
雲
撰
。
【
韓
詩
集
注
】
＋
一
巻
清
、
顧
嗣
立

撰
。
【
韓
文
正
宗
】
二
倦
朝
鮮
由
公
清
等
編
。

[
韓
文
之
疵
寄
て
ン
ア
ぅ
唐
の
韓
愈
の
送
―
―
孟
東
野
1

序
に
、
不
平
な
れ
ば
嗚
る
と
い
ひ
、
後
に
至
つ
て
其
の

12799 
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反
射
に
得
意
な
も
の
が
鳴
る
と
い
つ
て
あ
る
こ
と
か

ら
、
自
己
の
説
の
矛
盾
す
る
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
送
孟
血
東

野
序
〕
大
凡
物
不
レ
得
,
,
其
平
如
匹
鳴
‘
草
木
之
無
レ
臀
、

風
撓
レ
之
鳴
、
水
之
無
レ
臀
、
風
蕩
＞
之
鳴
‘
其
躍
也
或
激
＞

之
、
其
超
也
或
梗
レ
之
、
其
沸
也
或
炎
レ
之
、
金
石
之
無
レ

臀
‘
或
繋
之
鳴
‘
人
之
松
言
也
亦
然
、
有
示
¢
得
レ
已

者
―
而
后
言
‘
其
謁
也
有
レ
思
‘
其
哭
也
有
レ
懐
、
凡
出
二
乎

□
而
為
レ
臀
者
、
其
皆
有
1

一
弗
レ
平
者
1

乎
、
柴
也
者
鬱
,
,

於
庄
而
泄
1
1

於
外
1

者
也
、
揮
,
,
其
善
鳴
者
1

而
瑕
な
之

鳴
、
金
石
絲
竹
抱
土
革
木
、
八
者
物
之
善
鳴
者
也
、
維
天

之
於
レ
時
也
亦
然
、
揮
,
,
其
善
鳴
者
―
而
椴
な
之
鳴
‘
是
故

以
t

烏
鳴
レ
春
、
以
レ
雷
鳴
レ
夏
、
以
レ
贔
鳴
レ
秋
、
以
J

風
鳴
レ

冬
、
四
時
之
相
推
敗
‘
其
必
有
T

不
レ
得
真
平
玉
I

七
乎
‘
其

於
レ
人
也
亦
然
、
人
臀
之
精
者
為
レ
言
、
文
辞
之
於
レ
言
‘

又
其
精
也
。

【
韓
琥
】
2
0
8
}
8

宋
の
人
。
元
吉
の
子
。
字
は
仲
止
。
琥
は

澗
泉
。
高
節
あ
り
、
仕
へ
て
久
し
か
ら
ず
し
て
饉
り
、
嘉

定
中
、
卒
す
。
著
に
澗
泉
日
記
・
澗
泉
集
が
あ
る
。
〔
宋
元

學
案
、
五
十
九
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
一
百
二
十
こ
。

【
韓
補
】
209
セ
宋
の
人
。
詳
の
弟
。
字
は
復
善
。
嘉
定
の

進
士
。
官
は
徽
州
知
。
後
、
淮
西
綿
領
と
な
つ
て
南
邦
に

使
す
。

【
韓
朋
】
2
1
0
3
5

戦
國
‘
宋
の
人
。
韓
憑
(
1
9
7
)
を
見
よ
。

【
韓
峯
】
211

梵
明
、
沈
越
(
8
-
1
7
1
8
9
:
 4
3
)

の
字
。

【
韓
府
】
212

梵
清
、
元
和
の
人
。
字
は
旭
亭
、
又
、
桂
蛉
。

統
は
還
讀
齋
・
種
梅
老
農
。
乾
隆
の
抜
貢
。
刑
部
七
品
の

小
京
官
を
以
て
刑
部
尚
書
に
累
擢
さ
る
。
律
法
に
精
通

し
、
中
正
和
平
に
し
て
、
秋
官
の
最
た
り
。
著
に
還
讀
齋

集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百
五
十
八
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類

徴
‘
一
百
三
〕
。

【
韓
鳳
】
213
梵
北
齊
、
昌
黎
の
人
。
字
は
長
鸞
。
少
く
し

て
聰
察
。
贅
力
あ
り
、
騎
射
を
善
く
す
。
官
は
都
督
。
選

ば
れ
て
東
宮
に
待
衛
す
。
時
に
後
主
な
ほ
幼
稚
、
散
t

喚
ば
れ
て
共
に
戯
る
。
因
つ
て
寵
倖
を
獲
、
即
位
す
る

に
及
ん
で
侍
中
・
領
軍
と
な
り
、
内
省
の
機
密
を
線
知

す
。
封
は
昌
黎
郡
王
。
行
幸
溜
撒
に
は
必
ず
其
の
傍
に

侍
す
。
高
阿
那
肱
•
穆
提
婆
と
共
に
衡
軸
に
虞
り
、
三
貴

と
琥
せ
ら
る
。
國
政
を
損
害
し
、
朝
士
を
嫉
訴
す
。
後
、

主
に
従
つ
て
河
を
渡
り
、
青
州
に
到
り
、
周
軍
に
獲
ら

る
。
隋
に
仕
へ
‘
随
州
刺
史
に
終
る
。
〔
北
齊
書
、
五
十
〕
．

章

部

〔
八
蜜
〕

韓

〔
北
史
、
九
十
二
〕
。

【
韓
忠
】
214

梵
明
、
濾
州
の
人
。
琥
は
飛
霞
道
人
。
義
媚

山
に
往
き
て
瞥
を
訪
ひ
‘
楊
慎
に
箕
隠
と
稽
せ
ら
る
。

著
に
臀
通
が
あ
る
。

【
韓
木
】
215

梵
潮
州
、
韓
文
公
の
祠
に
あ
る
異
木
。
〔
竹

域
詩
話
〕
潮
州
韓
文
公
祠
有
―
―
異
木
ぶ
坦
之
手
植
、
去
』
祠

十
散
歩
種
レ
之
‘
諏
苑
有
下
題
―
―
文
公
祠
〗
只
云

1一
世
博
‘

韓
木
有
レ
情
春
谷
暖
‘
罐
魚
無
レ
種
海
渾
清
一
者
是
也
。

【
韓
務
】
216

勺
後
魏
の
人
。
秀
の
子
。
字
は
道
世
。
性
、
端

謹
に
し
て
治
幹
あ
り
。
官
は
初
、
中
散
。
楊
震
珍
を
討
つ

て
功
あ
り
。
後
軍
長
史
と
な
り
、
征
蜜
都
督
李
崇
に
引

か
れ
て
司
馬
と
な
る
。
後
、
平
北
長
史
。
賄
賂
を
好
み
‘

廷
尉
に
劾
付
せ
ら
る
。
赦
に
會
つ
て
免
か
れ
、
那
州
刺

史
よ
り
冠
軍
牌
軍
・
大
中
大
夫
に
至
る
。
〔
魏
書
、
四
十

二〕。

【
韓
茂
】
217

努
が
後
魏
、
安
武
の
人
。
字
は
元
興
。
溢
は

桓
。
騎
射
を
善
く
し
、
齊
力
人
に
過
ぐ
。
官
は
虎
責
中

郎
将
。
太
武
に
従
つ
て
赫
連
昌
を
討
ち
、
統
萬
を
征

し
、
平
涼
を
平
げ
、
蟷
嬬
を
伐
ち
、
皆
功
あ
り
。
散
験
常

侍
・
殿
中
尚
書
。
封
は
安
定
公
。
文
成
帝
の
時
、
尚
書
令

を
授
け
ら
れ
、
侍
中
・
征
南
大
将
軍
を
加
へ
ら
る
。
性
、

沈
毅
に
し
て
篤
賓
゜
學
問
は
な
い
が
‘
議
論
は
理
に
合

す
。
将
と
し
て
善
＜
衆
を
撫
し
、
勇
‘
嘗
世
に
冠
絶
し
、

朝
廷
か
ら
稽
せ
ら
る
。
〔
魏
書
、
五
十
一
〕
・
〔
北
史
、
三
十

七〕。

【
韓
陽
】
218

祝
明
の
人
。
経
の
子
。
字
は
伯
陽
。
琥
は
思

奄
。
永
築
の
攀
人
。
官
は
南
監
察
御
史
。
後
、
廣
西
布
政

使
に
至
る
。
著
に
思
奄
集
が
あ
る
。

【
韓
約
】
219
匁
唐
、
武
陵
の
人
。
本
名
は
重
華
。
性
、
勇

決
。
略
:
書
史
に
渉
り
‘
吏
幹
あ
り
。
官
は
虔
州
刺
史
・

安
南
都
護
。
再
び
太
府
卿
に
遷
る
。
太
和
中
、
左
金
吾

衛
大
将
軍
と
な
る
。
李
訓
と
謀
り
、
宦
官
仇
士
良
等
を

誅
せ
ん
と
し
た
が
、
克
た
ず
し
て
殺
さ
る
。
〔
唐
書
、
一

百
七
十
九
〕
。

【
韓
愈
】
220t
ン
唐
、
昌
黎
の
人
。
新
唐
書
に
は
郡
州
南
陽

の
人
に
作
り
‘
朱
煮
の
考
異
に
は
河
南
南
陽
の
人
に
作

る
。
字
は
退
之
。
溢
は
文
。
介
の
弟
。
生
れ
て
三
歳
に
し

て
孤
。
捜
、
鄭
に
養
は
る
。
讀
書
を
好
み
、
長
ず
る
に
及

ん
で
盛
く
六
経
百
家
の
學
に
通
ず
。
進
士
の
第
に
擢
ん

で
ら
る
。
官
は
張
建
封
に
徴
さ
れ
て
府
推
官
と
な
り
、

,...., ,...., ,...., ,...., 
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氏 こて同さ大、ウン四姓てに門刺に懐勇 唐昌唐古
゜に言へ黎は卒爾Lり
をず伯昌すを

、で貶した
‘時
に示郎へ論士

召哀せ潮、迎佛と しに

明焉複°約居ずo鴻後十宇顕入霞史攀慨敢 黎宋文成゜と黎‘宣
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冒［『凰喜［言言》〗
後‘遷

、先八のし其なに年撫れ
さ州ら州上へ骨な、山 る

毅
。
正
統
の
進
士
。
官
は
御
史
。
江
西
を
巡
按
す
。
景
泰

n

の
時
、
廣
東
副
使
。
尋
い
で
江
西
を
巡
撫
す
。
オ
望
あ

28

り
。
天
順
中
、
兵
部
右
侍
郎
。
憲
宗
の
初
、
累
に
坐
し
て
＿

1

官
を
貶
さ
る
。
廣
西
の
描
撞
‘
寇
を
為
す
に
會
ひ
、
左
餃

都
御
史
に
改
め
ら
れ
、
軍
務
を
賛
理
す
。
賊
の
砦
を
破

る
こ
と
三
百
二
十
四
‘
賊
魁
を
檎
に
し
、
其
の
餘
鴬
を

撃
つ
て
悉
く
平
ら
げ
、
威
、
南
方
に
振
ふ
。
後
、
左
副
都

御
史
と
な
り
、
雨
廣
の
軍
務
を
提
督
し
て
功
績
あ
り
、

雨
廣
の
人
に
奉
祀
せ
ら
る
。
著
に
襄
毅
文
集
が
あ
る
。

〔
明
史
‘
ー
百
七
十
八
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
二
十

九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
ー
百
六
十
一
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
、
五
十

八
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
三
・
五
・
九
・
十
一
・
十
五
・
三

十
・
三
十
ニ
・
四
十
三
・
四
十
五
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
二

十
五
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
．
〔
皇
明
人
物
考
‘
六
〕
．
〔
國

朝
列
卿
記
、
五
十
ニ
・
七
十
九
•
九
十
四
・
ー
百
三
・
一
百

七
・
ー
百
二
十
四
・
ー
百
二
十
五
〕
．
〔
蘭
畳
法
饗
鋒
‘

八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
十
九
〕
．
〔
明
詩
綜
、
二
十
〕
．

〔
明
史
穎
、
五
十
三
〕
・
〔
皇
朝
名
臣
言
行
録
‘
二
〕
．
〔
明

書
、
ー
百
〕
．
〔
績
蔽
書
、
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
乙
、
＋

七〕。

【
韓
錆
】
225

競
●
元
、
清
南
の
人
。
字
は
伯
高
。
延
祐
の

進
士
。
官
は
飯
浙
西
廉
訪
司
事
。
姦
暴
を
撃
ち
‘
貪
墨
を

勁
け
、
郡
縣
の
治
を
粛
正
す
。
後
、
侍
御
史
と
な
る
も
‘

剛
介
を
時
人
に
忌
ま
れ
‘
罷
め
去
る
。
朝
廷
守
令
を
慣

選
す
る
に
會
ひ
‘
饒
州
路
線
管
に
復
す
。
淫
祠
を
毀
ち
、

俊
秀
の
子
弟
を
選
ん
で
學
宮
に
入
れ
、
宿
儒
を
求
め
て

経
師
と
す
。
是
よ
り
人
々
自
ら
學
に
力
む
。
後
、
西
行
畳

中
丞
に
至
る
。
〔
元
史
、
二
日
八
十
五
〕
．
〔
新
元
史
、
二
百

十
二
〕
゜
●
明
、
声
畑
清
の
人
。
字
は
文
亮
。
成
化
の
進
士
。

官
は
南
戸
部
郎
中
。
後
、
雲
南
参
議
よ
り
責
州
参
議
に

轄
じ
、
映
西
参
政
に
陸
る
。

【
韓
勅
】
226

移
後
漢
の
人
。
字
は
叔
節
。
永
壽
中
、
魯
相

と
な
り
‘
孔
廟
幡
器
婢
を
造
る
。

【
韓
柳
]227

認
唐
の
韓
愈
と
柳
宗
元
と
の
併
梢
。
共
に

文
章
の
大
家
。
〔
駄
陽
脩
‘
唐
南
嶽
禰
陪
和
尚
碑
〕
自
レ
唐

以
来
‘
言
1

一
文
章
一
惟
韓
柳
、
柳
登
韓
之
徒
哉
‘
異
韓
門
之

罪
人
也
。

〖
韓
柳
獣
蘇
〗2

2
8
梵
喝
唐
の
韓
愈
•
柳
宗
元
と
宋
の

厭
陽
脩
•
蘇
献
。
皆
唐
宋
の
大
文
章
家
。
〔
鶴
林
玉
露
‘

天
、
韓
柳
獣
蘇
〕
韓
柳
文
多
似
‘
云
云
、
韓
如
-
1

美
玉
盃
柳

二
0
四



(43159 ・・ 229)—(43159 ・・ 258)

章

部

〔
八
書
〕

韓

二
0
五

如

精

金

韓

如

酔

女

二

柳

如

名

蛛

韓

如

憾

墾

柳

如
天
馬
飯
似
椅
‘
蘇
似
レ
柳
，
〔
張
斯
桂
‘
唐
宋
八
家
文

序
〕
夫
唐
之
韓
柳
‘
宋
之
獣
蘇
諸
家
‘
皆
超
レ
前
軟
レ
後
、

為
年
＇
古
来
文
家
之
巨
撃
二
故
事
成
語
考
‘
武
職
〕
韓

柳
獣
蘇
‘
固
文
士
之
最
著
，

〖
韓
柳
年
譜
〗2

2
9”＂
匁
書
名
。
八
巻
。
宋
の
魏
仲
學
撰

に
係
る
韓
文
類
譜
七
巻
と
、
｛
木
の
文
安
證
撰
に
係
る
柳

子
厚
年
譜
一
巻
と
を
、
消
の
馬
曰
眺
が
合
刻
し
た
も

の
。
〔
四
庫
提
要
‘
史
部
、
博
記
類
存
目
〕
。

〖
韓
柳
李
杜
]
2
3
0
り
し
少
唐
の
韓
愈
•
柳
宗
元
・
李
白
・

杜
甫
の
併
捨
，
韓
・
柳
は
文
に
長
じ
‘
李
．
杜
は
詩
に
長

ず
。
韓
柳
及
ぴ
李
杜
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 6
2
4
)

の
直
を
見
よ
。

〔
閉
益
新
話
、
詩
文
類
、
李
杜
韓
柳
有
―
―
優
劣
―
〕
唐
世
詩

紐
云
古
竺
文
章
梢
―
―
韓
柳
↓

【
韓
陵
】
231

認
ウ
山
名
。
河
南
省
安
陽
縣
の
東
北
。
後
魏

の
高
歓
‘
銅
朱
兆
を
韓
陵
に
敗
り
‘
此
虞
に
定
國
寺
を

立
て
功
を
表
す
。
温
子
昇
‘
碑
文
を
作
る
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
‘
河
南
‘
彰
徳
府
、
安
陽
縣
〕
韓
陵
山
‘
在
―
―
城
束
北

十
七
里
エ
北
魏
主
嗣
泰
常
八
年
、
自
レ
代
至
レ
郡
‘
敗
"
於

韓
陵
山
↓

〖
韓
陵
片
石
]
2
3
2
匁
砕
ゥ
梁
の
庚
信
が
温
子
昇
の
つ

＜
っ
た
韓
陵
山
寺
碑
文
を
稲
し
た
語
。
〔
朝
野
餃
載
〕
梁

庚
信
以
南
朝
初
至
―
―
北
方
一
文
士
多
軽
レ
之
、
信
将
l
-

枯
樹
賦
一
以
示
レ
之
、
於
レ
後
無
二
敢
言
者
涵
f

温
子
昇
作
―
―

韓
陵
山
寺
碑
石
信
讀
而
嵩
1

一
其
本
盃
甲
八
問
レ
信
日
、
北
方

文
字
何
如
‘
信
日
‘
惟
有
―
―
韓
陵
一
片
石
1

堪
1

一
共
語
一
砕

道
衡
．
慮
思
道
、
少
解
"
把
筆
ぶ
口
餘
櫨
鳴
狗
吠
‘
話
レ
耳

而
已
゜

【
韓
稜
】
233

り5
ゥ
後
漢
‘
舞
陽
の
人
。
字
は
伯
師
，
績
嘗

の
子
孫
。
幼
に
し
て
孤
。
孝
友
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
官

は
郡
の
功
曹
・
尚
書
令
。
藪
；
良
吏
を
翠
げ
‘
才
能
を
梢

せ
ら
れ
、
章
帝
よ
り
賓
剣
を
賜
は
る
。
和
帝
の
時
、
大
将

軍
賓
憲
の
威
天
下
に
震
ふ
。
憲
‘
長
安
に
詣
る
に
及

ぴ
‘
衆
議
し
て
下
拝
し
て
萬
歳
を
梢
へ
ん
と
し
た
が
、

稜
‘
獨
り
拒
ん
で
應
ぜ
ず
。
等
い
で
南
陽
太
守
と
な
り
、

姦
盗
を
摘
猜
し
‘
其
の
政
は
蔽
平
と
梢
せ
ら
る
。
後
、
司

空
と
な
つ
て
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
七
十
五
〕
。

【
韓
廉
】
234

臼
〇
明
‘
餘
眺
の
人
。
拭
姓
統
譜
に
は
韓
源

に
作
る
。
字
は
守
清
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
。

出
で
て
八
間
を
按
じ
、
風
裁
凛
然
た
り
。
後
、
高
安
縣
の

知
。
山
東
副
使
に
遷
つ
て
致
仕
す
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
九

十
五
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
〕
．
〔
紹
興
府
志
〕
゜
●

明
、
姿
源
の
人
。
字
は
仲
廉
゜
琥
は
樵
壁
（
樵
野
）
。
好
學

に
し
て
詩
文
を
能
く
し
、
兼
ね
て
翰
墨
に
巧
。
時
人
‘
三

絶
と
い
ふ
。

【
韓
源
】
235

り
ク
明
の
人
。
韓
廉
を
見
よ
。

【
韓
虞
】
2
3
6
[

／
戦
國
時
代
、
韓
國
か
ら
出
た
黒
毛
の
俊

犬
の
名
。
馳
―
韓
虞
1

塁
冤
免
一
を
見
よ
。
〔
漢
書
、
王

葬
偵
下
〕
遣
レ
将
不
レ
典
兵
符
「
必
先
請
而
後
動
‘
是
猶
下

紐
韓
虞
而
責
中
之
獲
上
也
。
〔
注
〕
師
古
日
、
韓
慮
、
古
韓

國
之
名
犬
也
‘
黒
色
日
レ
虞
゜
〔
新
序
‘
雑
事
五
〕
於
レ
是
齊

有
1

一
良
狗
ー
曰
1

一
韓
虞
二
亦
一
旦
而
走
五
百
里
↓
〔
博
物

志
〕
韓
國
有
1

一
黒
犬
1

曰
レ
慮
‘
宋
有
―
―
駿
犬
己
ぴ
訊
。
〔
故

事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
韓
慮
楚
擬
‘
皆
犬
之
名
。

〖
韓
慮
逐
レ
塊
寄
詑
位
ヲ
オ
7

韓
虞
が
っ
ち
く
れ
を
追

ひ
か
け
ま
は
す
。
精
紳
意
氣
を
無
用
な
こ
と
に
費
す
喩
。

〔
五
燈
會
元
〕
直
須
1

一
師
子
咬
＞
人
‘
莫
レ
學
,
,
韓
虞
逐
＞
塊
。

〖
馳
韓
虞
逐
霙
免

-
]
2
3
8

竺
仔
芍
韓
慮
を
馳
せ

て
あ
し
な
へ
の
う
さ
ぎ
を
逐
ふ
。
至
強
を
以
て
至
弱

を
伐
つ
喩
゜
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
以
二
秦
卒
之
勇
、
車
騎
之

芝
以
賞
諸
侯
一
璧
若
下
馳
韓
虚
而
逐
•
塞
免
L
也
。

〔
注
〕
齊
策
、
韓
子
虞
、
天
下
之
疾
犬
也
、
博
物
志
、
韓
有
二

黒
犬
ぶ
6

レ
虚
゜
〔
史
記
‘
箔
雖
博
〕
夫
以
1

一
秦
卒
之
勇
‘
車

騎
之
衆
雷
以
治
―
―
天
下
一
讐
若
下
馳
1一
韓
慮
一
而
樽
•
憲
免
上

也
。
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
走
1

一
韓
虞
1

而
樽
二
塞
免
一
比
―
―

言
敵
之
易
む
屯

【
韓
櫨
】
露
5

ノ
韓
慮
に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
繹
獣
〕
韓
櫨
ふ
木

捉
‘
犬
圏
。
〔
廣
韻
〕
櫨
‘
韓
櫨
‘
犬
名
。

【
韓
哀
侯
】
2
3
9
[
1
}
ウ
戦
國
‘
韓
の
景
公
虔
の
曾
孫
。
盆
は

哀
。
趙
魏
と
晉
國
を
分
割
す
。
鄭
を
滅
し
、
都
を
鄭
に
徒

す
。
在
位
六
年
。
韓
巌
に
拭
せ
ら
る
。
〔
韓
非
子
、
内
諸

説
下
〕
．
〔
史
記
‘
四
十
五
〕
。

【
韓
安
國
】
2
4
0
t

ク
；
漢
‘
梁
の
成
安
の
人
。
唯
陽
に
徒

居
す
。
字
は
長
儒
。
官
は
梁
孝
王
に
事
へ
て
中
大
夫
と

な
る
。
呉
楚
の
反
に
‘
呉
兵
を
東
界
に
抒
ぐ
。
名
こ
れ

よ
り
顕
は
る
。
武
帝
の
時
‘
御
史
大
夫
と
な
る
。
大
略
あ

り
‘
其
の
推
攀
す
る
所
は
皆
廉
士
な
る
故
に
、
士
に
梢

慕
さ
る
。
後
、
衛
尉
と
な
る
。
匈
奴
侵
入
す
る
に
及
ん
で

材
官
将
軍
と
な
り
、
漁
陽
に
屯
す
。
匈
奴
に
敗
れ
、
責
譲

を
蒙
り
、
右
北
平
に
徒
さ
る
。
既
に
し
て
疏
遠
さ
れ
、

意
忽
々
と
し
て
築
し
ま
ず
‘
血
を
は
い
て
死
す
。
〔
史

記
、
一
百
八
〕
．
〔
前
漢
書
、
五
十
二
〕
。

【
韓
安
仁
】
241

”
ク
'
/
高
麗
‘
端
州
の
人
。
藷
名
は
激
如
゜

字
は
子
居
。
盆
は
文
烈
。
官
は
参
知
政
事
・
中
書
侍
郎

平
章
事
。
〔
古
向
罷
史
〕
。

【
韓
治
孫
】
242

位
グ
明
の
人
。
韓
夷
(

3

)

を
見
よ
。

【
韓
友
苑
】
3

位8
ハ
ン
明
、
保
徳
の
人
。
字
は
一
咸
。
萬

暦
の
攀
人
。
官
は
鹿
邑
縣
の
知
。
神
木
道
副
使
。
聞
賊
の

た
め
に
城
陥
る
に
及
ぴ
、
金
昏
を
以
て
自
ら
刺
す
も
死

せ
ず
、
後
‘
賊
を
罵
つ
て
殺
さ
る
。
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘

八〕。

【
韓
溜
環
】
244

認
久
？
唐
‘
震
武
の
人
。
盆
は
襄
。
官
は

初
‘
郭
子
儀
の
袢
将
。
従
つ
て
安
腺
山
を
破
り
、
邪
寧
節

度
使
留
後
と
な
る
。
徳
宗
の
時
‘
邪
寧
節
度
使
。
朱
泄
を

平
げ
‘
渾
域
等
と
輿
に
功
第
一
と
論
ぜ
ら
る
。
尋
い
で

右
龍
武
統
軍
と
な
る
。
〔
唐
書
、
二
日
五
十
六
〕
．
〔
藷
唐

書
、
二
日
四
十
四
〕
。

[
韓
一
光
】
245

位
じ
合
ウ
明
‘
裔
淳
の
人
。
字
は
季
字
。
崇

禎
の
進
士
。
官
は
御
史
。
後
、
山
東
副
使
と
な
る
。

【
韓
一
古
】
246

”n明
、
青
城
の
人
。
嘉
靖
の
進
士
。
官

は
南
御
史
。
後
、
四
川
副
使
に
至
る
。

【
韓
雲
卿
】
247

努
ケ
イ
唐
‘
南
陽
の
人
。
叡
素
の
子
。
少
卿

の
弟
。
文
章
に
巧
に
、
大
暦
の
世
‘
文
詞
、
中
朝
に
獨
行

す
。
時
人
、
多
く
父
眼
の
墓
誌
行
状
の
文
を
依
頼
す
。
官

は
幡
部
侍
郎
。
〔
全
唐
文
‘
四
百
四
十
一
〕
。

【
韓
叡
素
】
248

翌
ソ
唐
‘
南
陽
の
人
。
愈
の
祗
、
官
は
桂

州
長
史
。
化
、
南
方
に
行
は
る
。
〔
韓
愈
‘
琥
州
司
戸
韓
府

君
墓
誌
銘
〕
安
定
桓
王
五
世
孫
叡
素
‘
為
,
,
桂
州
長
史
一

化
行
1

一
南
方
↓

【
韓
幼
揺
】
249

誇
ぇ
ュ
漢
の
人
。
韓
儒
(
1
2
1
)

を
見
よ
。

【
韓
延
徽
】
250

”
t
遼
‘
安
次
の
人
。
字
は
蔵
明
。
官
は

太
祖
の
時
‘
崇
文
館
大
學
士
。
中
外
の
事
悉
く
参
決
す
。

功
を
以
て
左
僕
射
と
な
る
。
太
紐
の
初
元
‘
庶
事
草
創

の
時
に
‘
螢
建
制
作
、
法
度
井
然
た
る
は
延
徽
の
力
に

し
て
‘
佐
命
功
臣
の
一
と
梢
せ
ら
る
。
世
宗
の
時
、
南
府

宰
相
と
な
り
‘
穆
宗
の
時
‘
致
仕
し
て
卒
す
。
〔
遼
史
‘
七

十
四
〕
。

【
韓
延
之
]
2
5
1
E

グ
後
魏
‘
赫
陽
の
人
。
字
は
顕
宗
。
官
は

晉
に
仕
へ
て
、
平
西
府
録
事
参
軍
。
後
、
司
馬
休
之
と
倶

に
眺
興
に
奔
り
、
ま
た
魏
に
入
り
、
武
牢
鎮
将
と
な
る
。

爵
は
魯
陽
侯
。
〔
晉
書
、
三
十
七
〕
・
〔
魏
書
、
三
十
八
〕
．

〔
北
史
、
二
十
七
〕
。

【
韓
延
壽
]252

ロ
/
ュ
漢
‘
燕
の
人
。
杜
陵
に
徒
る
。
字
は

長
公
。
官
は
昭
帝
の
時
‘
魏
相
の
薦
に
よ
っ
て
諫
大
夫

と
な
り
、
淮
陽
太
守
に
遷
る
。
尋
い
で
穎
州
に
徒
り
、

又
、
東
郡
に
徒
る
。
栂
儀
を
尚
ぴ
、
古
の
教
化
を
好
む
。

至
る
所
、
必
ず
穐
を
以
て
賢
士
を
聘
し
、
廣
く
謀
議
し

て
諫
許
を
納
る
。
東
郡
に
在
る
こ
と
三
歳
。
治
行
天
下

第
一
と
稲
せ
ら
る
。
後
、
左
喝
朔
を
守
る
。
蒲
望
之
に
弾

劾
せ
ら
れ
、
遂
に
棄
市
せ
ら
る
。
〔
漢
書
、
七
十
六
〕
。

【
韓
應
龍
】
253

競
リ
ヨ
ウ
明
‘
光
化
の
人
。
字
は
五
雲
。
萬

暦
の
琴
人
。
官
は
南
川
令
。
白
仙
畳
を
平
ら
げ
て
功
を

た
て
‘
胄
州
運
同
と
な
り
‘
尋
い
で
長
瞳
運
使
に
至
る
。

李
自
成
‘
襄
陽
に
撮
る
に
及
ん
で
、
自
溢
し
て
死
す
。

〔
明
史
‘
二
百
九
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
八
十
〕
．

〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
五
〕
・
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
八
〕
．
〔
勝

朝
殉
節
諸
臣
録
‘
八
〕
。

【
韓
孝
彦
】
254

競
ゲ
／
金
‘
僕
定
の
人
。
字
は
允
中
。
著
に

四
瞥
篇
海
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
四
十
三
〕
。

【
韓
康
伯
】
255

競
ハ
ク
晉
の
人
。
韓
伯
(
1
8
8
)

を
見
よ
。

【
韓
企
先
】
256

”
し
／
金
‘
燕
京
の
人
。
柳
城
に
徒
居
す
。

知
古
の
九
世
の
孫
。
盆
は
簡
捻
。
乾
統
の
進
士
。
官
は

尚
書
左
僕
射
兼
侍
中
。
天
會
中
、
始
め
て
官
制
を
定
め

る
に
及
ん
で
尚
書
右
丞
相
と
な
る
。
博
く
経
史
に
通

じ
、
前
代
の
故
事
、
典
章
制
度
を
知
り
‘
損
益
を
革
め
て

折
衷
す
。
相
と
な
つ
て
は
後
進
の
培
養
を
以
て
己
の
任

と
し
、
務
め
て
士
類
を
推
穀
し
、
人
物
を
顔
別
し
、
時
に

賢
相
と
梢
せ
ら
る
。
皇
統
の
初
‘
横
王
に
封
ぜ
ら
る
。

〔
金
史
、
七
十
八
〕
。

【
韓
希
孟
】
257

訪
ウ
宋
‘
巴
陵
の
人
。
襄
陽
の
買
、
尚
書

子
境
の
婦
。
開
慶
の
初
‘
年
十
八
、
元
兵
‘
岳
陽
に
至
り
、

捕
へ
ら
れ
、
水
に
赴
い
て
死
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
〕
．

〔
宋
史
新
編
‘
二
日
八
十
〕
．
〔
南
宋
書
、
六
十
六
〕
。

【
韓
熙
載
]
2
5
8
5
が
イ
南
唐
、
北
海
の
人
。
字
は
叔
言
。
溢

は
文
靖
。
後
唐
の
同
光
中
の
進
士
。
文
を
善
く
し
‘
又
、

書
憲
に
巧
に
し
て
其
の
名
京
洛
に
聞
ゆ
。
官
は
秘
書

郎
・
東
宮
の
博
。
李
景
立
つ
や
、
虞
部
員
外
郎
と
な
り
、

史
館
修
撰
を
授
け
ら
れ
、
藪
；
朝
事
を
言
ひ
‘
回
隠
す

る
所
な
し
。
尋
い
で
、
制
詰
を
櫂
知
す
。
書
命
典
雅
に

し
て
徐
絃
と
名
を
齊
し
う
し
、
韓
徐
と
並
稲
さ
る
。
李

12801 
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燈
の
時
、
中
書
侍
郎
・
光
政
學
士
承
旨
。
好
ん
で
姫
妾
を

蓄
へ
、
四
十
餘
人
に
至
る
。
得
る
所
の
俸
錢
は
悉
く
諸

姫
に
分
ち
輿
へ
、
自
ら
は
納
衣
を
著
け
‘
筐
を
負
つ
て

食
を
乞
ふ
。
著
に
格
言
後
述
・
擬
議
集
・
定
居
集
が
あ

る
。
〔
宋
史
‘
四
百
七
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
九
十
〕
．

〔
尚
友
録
‘
五
〕
．
〔
浪
瑯
代
酔
編
‘
三
十
〕
。

【
韓
掻
王
】
259

”
窃
載
國
、
韓
の
君
。
襄
王
の
子
。
名
は

咎
゜
溢
は
掻
。
時
に
秦
の
勢
漸
く
彊
く
‘
陽
t

侵
さ
れ
、

壌
地
は
日
に
削
ら
る
。
在
位
二
十
三
年
に
し
て
卒
す
。

〔
史
記
、
四
十
五
〕
。

【
韓
麒
麟
】
260

”
し
／
後
魏
‘
棘
城
の
人
。
盆
は
康
。
幼
に

し
て
學
を
好
み
‘
騎
射
を
善
く
す
。
慕
容
白
曜
の
軍
事

に
参
興
す
。
官
は
翼
州
刺
史
。
孝
文
の
時
‘
齋
州
刺
史
と

な
る
。
其
の
政
は
寛
を
尚
ぴ
、
刑
罰
を
寡
く
す
。
〔
魏
書
‘

六
十
〕
．
〔
北
史
、
四
十
〕
。

【
韓
宜
可
】
261

”
い
明
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
伯
時
゜
官

は
監
察
御
史
。
弾
劾
し
て
櫂
貴
を
避
け
ず
。
丞
相
の
胡

惟
庸
•
御
史
大
夫
の
陳
寧
・
中
丞
の
徐
節
が
帝
坐
に
侍

し
た
時
、
進
ん
で
懐
中
よ
り
三
人
を
弾
劾
す
る
文
を
出

す
。
帝
怒
り
‘
快
口
御
史
と
呼
ぶ
。
後
、
山
西
右
布
政
と

な
り
、
左
副
都
御
史
に
至
る
。

【
韓
祇
和
】
262

梵
宋
の
人
。
名
瞥
。
傷
寒
を
専
門
と
す
。

著
に
傷
寒
微
旨
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
三
〕
。

【
韓
匡
嗣
】
g

翌
ウ
ン
遼
の
人
。
知
古
の
子
。
初
、
臀
を
善

く
す
る
を
以
て
幸
せ
ら
る
。
官
は
景
宗
の
時
、
南
京
留

守
。
保
寧
の
末
、
櫃
密
使
を
撮
す
。
宋
師
と
涌
城
に
戦

つ
て
敗
れ
還
り
、
官
を
免
ぜ
ら
る
。
後
、
西
南
面
招
討

使
に
至
る
。
〔
遼
史
、
七
十
四
〕
。

【
韓
居
仁
】
264

翌
・
ン
／
宋
、
開
封
の
人
。
明
州
に
徒
る
。
字

は
君
美
。
劉
巴
山
に
師
事
し
、
講
學
甚
だ
醇
。
慶
元
経

歴
と
な
り
、
城
渠
の
水
脈
を
視
‘
或
は
疏
し
或
は
潅
し
、

民
‘
早
湯
の
患
な
し
。
證
部
郎
中
に
至
る
。
〔
宋
元
學
案
｀

七
十
〕
。

【
韓
檎
虎
】
蕊
”
ぞ
隋
‘
東
垣
の
人
。
雄
の
子
。
唐
人
‘
講

を
避
け
て
韓
檎
に
作
る
。
字
は
子
通
。
容
貌
魁
岸
‘
騰
略

を
以
て
稽
せ
ら
る
。
性
‘
書
を
好
み
‘
経
史
百
家
に
於

て
略
；
大
旨
に
通
ず
。
周
に
仕
へ
父
の
爵
を
襲
ぐ
。
軍

功
を
以
て
、
利
州
刺
史
と
な
り
‘
隈
；
陳
師
を
挫
く
。
開

皇
の
初
、
文
帝
江
南
を
井
せ
ん
と
し
た
時
、
文
武
の
オ

用
あ
る
を
以
て
特
に
直
州
纏
管
を
拝
し
‘
陳
を
平
げ
る

任
を
委
ね
ら
る
。
乃
ち
先
鋒
と
な
り
、
精
騎
五
百
を
以

て
直
ち
に
金
陵
を
取
り
‘
陳
主
を
執
へ
て
蹄
る
。
位
は

上
柱
國
。
封
は
壽
光
縣
公
と
な
り
、
涼
州
綿
管
に
終
る
。

〔
隋
書
、

J
i
+
―
-
〕
・
〔
北
史
‘
六
十
八
〕
。

【
韓
懐
明
]266

約
イ
メ
イ
梁
、
上
黛
の
人
。
荊
州
に
客
居
す
。

年
十
Ji
に
し
て
父
の
喪
に
居
り
、
哀
毀
し
て
性
を
滅

し
、
土
を
負
ひ
墳
を
成
す
。
喪
明
け
、
南
陽
の
劉
軋
に
師

事
す
。
軋
、
外
岨
が
盲
目
な
る
を
以
て
講
を
際
し
、
獨
居

涌
泣
す
。
懐
明
其
の
故
を
聞
き
‘
即
日
に
學
を
罷
め
、
家

に
還
つ
て
母
を
養
ふ
。
母
死
し
、
水
漿
口
に
入
ら
ざ
る

こ
と
一
旬
‘
終
身
薙
食
し
て
衣
食
改
め
ず
。
天
監
中
、
州

に
徴
さ
れ
る
も
就
か
ず
。
〔
梁
書
、
四
十
七
〕
．
〔
南
史
‘
七

十
四
〕
。

【
韓
冠
卿
】
267

”5
,

ケ
イ
宋
、
安
陽
の
人
。
埼
の
五
世
の
孫
。

字
は
貫
道
。
官
は
饒
州
の
知
。
嘗
て
學
を
薩
陵
の
劉
清

之
に
受
く
。
清
之
、
教
ふ
る
に
｛
貰
の
一
字
を
以
て
す
。

〔
宋
元
學
案
‘
五
十
九
〕
。

【
韓
君
恩
】
268

”
了
明
、
沿
水
の
人
。
嘉
靖
の
進
士
。
官

は
薩
州
府
推
官
・
御
史
。
性
‘
孝
友
。
官
に
居
り
氣
節
を

以
て
捨
せ
ら
る
。
後
‘
浙
江
副
使
に
至
る
。
〔
蘭
壷
法
黎

録
‘
一
〕
。

【
韓
係
伯
】
269

”
し
ハ
ク
南
齊
‘
襄
陽
の
人
。
父
母
に
事
へ
て

謹
孝
。
襄
陽
の
俗
‘
桑
樹
を
郡
家
と
の
界
上
に
植
ゑ
て

境
の
印
と
し
た
が
、
係
伯
は
桑
枝
が
他
地
を
妨
げ
る
を

以
て
界
上
よ
り
敦
尺
開
い
て
遷
し
、
ま
た
他
地
を
侵
せ

ば
更
め
て
改
種
し
、
部
人
を
し
て
漸
愧
せ
し
め
た
。
〔
南

齊
書
、
五
十
五
〕
．
〔
南
史
、
七
十
三
〕
。

【
韓
荊
州
】
270

”ル
4

ウ
唐
の
人
。
韓
朝
宗
(
3
6
1
)
を
見
よ
。

〖
願
レ
識
韓
刑
州
―
〗

2
7
1
バ
ぢ
認
昇
ネ
ガ7

唐
の
韓
朝
宗
‘

荊
州
の
刺
史
と
な
り
、
極
め
て
臀
誉
あ
り
、
人
皆
之
に

識
ら
れ
ん
こ
と
を
翼
っ
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
李
白
‘
卑
ハ
ニ

韓
荊
州
一
書
〕
白
聞
、
天
下
談
士
相
緊
而
言
日
、
生
不
レ

用
レ
封
―
―
萬
戸
侯
面
g

願
こ
識
11

韓
荊
州
↓
何
令
n

一
人
之
景

慕
一
至
―
―
於
此
↓

【
韓
景
侯
】
272

”
じ
忍
戦
國
、
韓
の
君
。
起
の
六
世
の
孫
。

名
は
虔
゜
溢
は
景
。
趙
魏
と
列
し
て
諸
侯
と
な
る
。
在
位

九
年
。
〔
史
記
‘
四
十
Ji
〕゚

【
韓
緞
藉
】
273

衿
キ
朝
鮮
李
朝
、
清
州
の
人
。
字
は
子
順
。

溢
は
文
靖
。
官
は
戊
戌
議
政
府
左
賛
成
。
〔
成
宗
賓
録
〕
。

【
韓
憲
王
】
274
が
5

ケ
ン
明
‘
朱
松
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 3
9
2
)

の
O

0
六

— 

の

封

溢

琥

。

を

以

て

廟

膜

を

利

翼

す

。

論

議

の

際

は

義

を

乗

り

法

を

02

【
韓
丘
顕
宗
】
275

”
ク
’
、
ウ
後
魏
の
人
。
麒
麟
の
子
。
字
は
茂
陳
ぶ
。
家
に
在
つ
て
は
苑
仲
滝
の
遺
規
に
炊
つ
て
、
田

28

親
。
オ
學
あ
り
。
太
和
の
初
‘
秀
オ
に
學
げ
ら
れ
‘
酎
策
百
畝
を
置
き
、
義
荘
と
し
て
貧
族
を
救
ふ
。
復
た
義
塾
ー

し
て
甲
科
を
得
。
官
は
著
作
佐
郎
。
後
、
中
書
侍
郎
を
兼
を
つ
く
り
、
名
士
を
延
い
て
族
人
の
子
弟
を
救
ふ
。
〔
元

ぬ
。
性
‘
刷
直
。
能
く
面
折
廷
争
‘
散
；
上
書
し
て
事
を
史
‘
二
日
八
十
四
〕
・
〔
新
元
史
‘
一
百
九
十
六
〕
。

論
じ
、
皆
孝
文
帝
に
嘉
納
せ
ら
る
。
後
、
右
軍
府
長
史
と
【
韓
元
龍
i

】281
”
后
＇
ョ
ウ
宋
の
人
。
維
の
玄
孫
。
字
は
子
雲
。

な
る
。
諸
陽
に
次
し
‘
敵
将
を
撃
斬
す
。
尋
い
で
尚
書
張
蔭
を
以
て
将
仕
郎
に
補
し
、
天
台
令
と
な
る
。
縣
久
し

葬
の
上
奏
に
よ
っ
て
、
官
を
免
ぜ
ら
れ
て
卒
す
。
著
に
く
治
ま
ら
ず
。
元
龍
力
を
悉
し
て
匪
蟄
し
‘
家
事
を
忘

渇
氏
燕
志
及
び
孝
友
博
が
あ
る
。
〔
魏
書
、
六
十
〕
。
れ
る
に
至
り
‘
邑
大
い
に
治
ま
る
。
官
は
直
龍
圏
閣
・

【
韓
顕
符
】
2
7
6
"

ク
フ
宋
の
人
。
少
く
し
て
―
二
式
を
習
ひ
‘
浙
西
提
刑
。
性
‘
純
孝
。
従
弟
元
吉
と
倶
に
文
學
を
以

善
く
星
象
を
察
視
す
。
官
は
司
天
監
生
・
冬
官
正
。
淳
て
顧
は
る
。
〔
宋
史
翼
‘
十
四
〕
．
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

化
の
初
‘
表
し
て
銅
渾
儀
・
候
儀
を
造
る
こ
と
を
請
ふ
。
【
韓
彦
古
】
292t
ク
コ
宋
の
人
。
彦
直
の
弟
。
官
は
平
江
府

至
道
の
初
‘
渾
儀
躊
成
し
‘
渾
儀
法
要
十
巻
を
上
る
。
の
知
。
事
を
以
て
捕
吏
に
杖
せ
ら
る
。
後
、
戸
部
尚
書
に

後
‘
殿
中
丞
兼
翰
林
天
文
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
至
る
。
〔
宋
史
、
三
百
六
十
四
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
三

-
〕
．
〔
宋
史
新
禍
‘
一
百
八
十
一
〕
。
＋
〕
．
〔
南
宋
制
撫
年
表
、
四
〕
。

【
韓
元
吉
】
277

”r
キ
，
宋
の
人
。
元
龍
の
従
弟
。
字
は
元
【
韓
彦
直
】
283t
クt
3
ク
宋
の
人
。
世
忠
の
子
。
字
は
子
温
゜

咎
。
琥
は
南
澗
翁
。
官
は
紹
興
中
、
南
剣
州
主
簿
・
建
安
六
歳
の
時
、
世
忠
に
従
ひ
入
っ
て
帝
に
見
え
‘
皇
帝
萬

令
。
建
安
を
守
る
や
、
大
い
に
學
校
を
興
す
。
後
‘
吏
部
歳
の
四
字
を
大
書
し
て
、
他
日
の
令
器
と
稽
せ
ら
る
。

尚
書
・
龍
圏
閣
學
士
と
な
る
。
封
は
穎
州
郡
公
。
老
い
て
紹
興
の
進
士
。
官
は
エ
部
郎
。
金
に
使
し
て
節
に
抗
し

上
饒
に
蹄
る
。
元
吉
、
手
惇
に
師
事
し
‘
其
の
輯
め
る
所
て
屈
せ
ず
。
後
、
龍
園
閣
學
士
・
砥
壽
観
提
學
に
至
る
。

の
河
南
師
説
は
惇
を
以
て
首
と
す
。
著
に
桐
陰
藷
話
・
光
禄
大
夫
を
以
て
致
仕
し
て
卒
す
。
著
に
水
心
鏡
・
有

南
澗
甲
乙
稿
・
焦
尾
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
‘
十
四
〕
．
〔
四
橘
録
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
一
三
日
六
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘

庫

提

要

、

六

十

一

〕

。

二

日

三

十

〕

・

〔

南

宋

書

、

十

五

〕

．

〔

南

宋

制

撫

年

表

‘

四

・

【
韓
冗
傑
】
278t
ク
ケ
ゾ
宋
、
開
封
の
人
。
億
の
六
世
の
孫
。
三
十
五
〕
．
〔
紹
興
十
八
年
同
年
小
録
〕
。

字
は
漢
臣
。
少
よ
り
大
志
あ
り
。
靖
康
中
‘
陰
を
以
て
選
【
韓
公
裔
】
284

梵
エ
イ
宋
、
開
封
の
人
。
字
は
子
展
。
盆
は

ば
れ
て
臨
穎
に
知
と
な
る
。
寇
暴
か
に
至
る
や
、
力
支
恭
榮
。
三
館
吏
補
官
を
以
て
康
王
府
内
知
客
に
充
て
ら

ヘ
ざ
る
を
度
り
、
県
騎
園
を
潰
し
て
出
づ
。
宣
撫
‘
劉
る
。
官
は
武
功
大
夫
・
貴
州
防
禦
使
。
岳
陽
軍
節
度
使
を

光
世
‘
其
の
オ
を
奇
と
し
、
薦
め
て
怪
州
に
知
た
ら
し
以
て
致
仕
す
。
藩
邸
に
給
事
す
る
こ
と
三
十
餘
年
。
恩

む
。
冗
地
人
寇
す
る
や
、
大
い
に
其
の
衆
を
破
つ
て
凱
寵
優
厚
‘
慈
寧
宮
に
遣
酒
す
る
毎
に
必
ず
召
さ
れ
て
會

旋
し
た
が
‘
嘗
て
其
の
功
を
伐
ら
ず
。
〔
尚
友
録
、
五
〕
。
に
輿
る
。
身
を
律
す
る
こ
と
常
に
謹
防
。
事
を
以
て
黄

【
韓
元
象
】
279

？
ヤ
ウ
宋
、
開
封
の
人
。
元
傑
の
弟
。
字
は
潜
善
・
秦
檜
に
逆
ら
ひ
‘
論
劾
せ
ら
れ
た
が
、
帝
の
顧
脊

仲
父
。
陰
を
以
て
官
に
補
せ
ら
る
。
書
を
嗜
み
‘
尤
も
吟
衰
へ
ず
。
〔
宋
史
‘
三
百
七
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
三

味
に
巧
。
善
く
古
今
の
成
敗
を
論
じ
‘
聴
く
者
倦
を
忘
十
八
〕
．
〔
南
宋
書
、
二
十
五
〕
。

る
。
少
よ
り
功
名
を
以
て
自
負
す
。
部
宏
淵
‘
辟
し
て
【
韓
公
舶
】
285

匁
n'
ゥ
潮
州
の
婦
女
の
頭
に
蒙
る
丈
餘
の

幕
中
に
置
く
。
宏
淵
の
北
伐
に
は
‘
元
象
の
謀
多
き
に
阜
布
。
唐
の
韓
愈
の
遺
製
。
首
か
ら
膝
に
至
り
雨
手
を

居
る
。
孝
宗
召
し
て
便
殿
に
射
す
。
骰
州
通
判
に
擢
ん
以
て
倉
張
し
て
人
を
見
る
。
一
説
に
、
西
方
か
ら
博
来

で

ら

る

。

〔

萬

姓

統

譜

〕

。

し

た

も

の

と

い

ふ

。

〔

舅

遊

小

志

〕

潮

州

婦

女

出

行

‘

以

1

一

【
韓
元
善
】
280

焚
ゼ
ン
元
、
太
康
の
人
。
字
は
大
雅
゜
國
子
阜
布
丈
餘
蒙
レ
頭
、
自
レ
首
以
下
‘
雙
垂
至
レ
膝
‘
時
或
雨

生
。
官
は
繹
褐
新
州
判
官
。
至
正
中
、
参
知
政
事
・
中
書
手
倉
1

一
張
其
布
ー
以
視
レ

A
、
名
―
―
韓
公
帖
↓
蓋
昌
黎
遺
製

左
丞
と
な
る
。
性
‘
純
正
。
政
糧
に
明
逹
し
、
文
學
治
オ
也
。



(43159・ ・286) (43159・ ・315) 

0
七

【
韓
公
武
】
286

詑
，
唐
の
人
。
弘
の
子
。
字
は
従
慨
。
盆
め
る
や
‘
兵
を
募
り
‘
伏
を
杭
洗
橋
西
岸
下
に
設
け
‘
賊
に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
日
十
―
-
〕
。
名
は
倉
。
溢
は
襄
。
韓
秦
と
楚
を
伐
ち
、
楚
将
唐
昧
を

は
恭
。
官
は
宣
武
行
螢
兵
馬
使
。
弘
入
朝
し
、
右
金
吾
半
ば
渡
る
を
候
つ
て
‘
之
を
縦
撃
し
潰
滅
せ
し
む
。
後
、
【
~
思
~
】

3
0
2
グ
8ク
唐
‘
長
安
の
人
。
字
は
紹
出
。
溢
は
敗
っ
た
が
太
子
嬰
死
し
、
公
子
咎
・
公
子
磯
風
‘
太
子
の

将
軍
を
授
け
ら
れ
た
が
固
辞
す
。
尋
い
で
右
験
騎
衛
本
司
副
使
に
至
る
。
〔
明
史
稿
‘
一
百
七
十
〕
。
文
。
少
く
し
て
篤
學
。
志
行
廉
介
。
秀
才
高
第
に
畢
げ
位
を
半
ふ
。
時
に
蛾
風
‘
楚
に
質
と
な
れ
る
を
以
て
咎

大
将
軍
と
な
る
。
性
‘
恭
遜
‘
富
責
を
以
て
自
ら
慮
ら
【
韓
土
子
高
1295
乃
が
陳
、
山
陰
の
人
。
本
名
は
轡
子
。
家
ら
れ
‘
岨
封
、
長
山
縣
男
を
襲
ふ
。
官
は
永
淳
中
、
沐
州
を
立
て
て
太
子
と
す
。
在
位
十
六
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史

ず
、
時
人
に
稽
せ
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
日
五
十
八
〕
・
〔
藷
世
：
微
賤
。
年
十
六
‘
貌
美
麓
に
し
て
婦
人
に
似
る
を
司
戸
。
仁
恕
に
し
て
鞭
罰
を
行
は
ず
。
親
の
喪
に
遭
ひ
記
、
四
十
五
〕
。

唐
書
、
二
日
五
十
六
〕
。
以
て
文
帝
の
近
侍
と
な
り
、
名
を
改
む
。
性
‘
勤
謹
。
官
を
去
る
。
挑
崇
の
薦
に
よ
つ
て
‘
五
経
博
士
と
な
る
°
[
韓
丑
右
愚
】
310

梵
ク
グ
元
、
涌
城
の
人
。
字
は
希
賢
。
盆
は

【
韓
公
麟
】
287

功
炉
リ
/
元
‘
箕
定
の
人
。
字
は
國
瑞
゜
琥
は
又
‘
善
く
意
旨
に
會
ひ
甚
だ
寵
愛
せ
ら
る
。
長
ず
る
に
尋
い
で
中
書
含
人
に
任
ぜ
ら
れ
、
敷
；
得
失
を
指
言
貞
粛
。
官
は
武
衛
府
史
。
皇
慶
の
初
‘
中
書
左
司
郎
中
。

雪
谷
（
雲
谷
）
。
官
は
太
瞥
副
使
。
竹
簡
を
書
い
て
生
意
及
ん
で
騎
射
を
苫
得
し
、
脆
力
あ
り
、
願
つ
て
将
帥
と
し
、
爵
を
進
め
ら
れ
て
伯
と
な
る
。
吏
部
侍
郎
よ
り
出
後
、
河
南
省
左
丞
・
淮
西
江
北
道
廉
訪
使
に
至
る
。
〔
元

あ
り
。
〔
圏
籍
賓
鑑
〕
。
な
る
。
官
は
文
帝
の
時
‘
右
軍
将
軍
。
功
を
積
み
、
都
鎮
で
て
襄
州
刺
史
と
な
り
治
行
天
下
に
捨
せ
ら
る
。
還
つ
史
、
一
百
七
十
六
〕
．
〔
新
元
史
‘
二
百
三
〕
。

【
韓
孔
営
】2

8
8
競
タ
ウ
清
‘
餘
挑
の
人
。
字
は
仁
父
。
沈
國
に
至
り
、
軍
府
を
領
す
。
爵
は
文
招
縣
伯
。
限
帝
の
時
‘
て
太
子
賓
客
を
授
け
ら
る
。
死
後
、
玄
宗
よ
り
有
唐
忠[
~
i右
拙
】3

1
1名ク
セ
，
宋
‘
洛
陽
の
人
。
善
＜
笥
毛
を
書
一

模
の
弟
子
。
眺
講
書
院
主
講
を
授
け
ら
る
。
其
の
學
は
散
騎
常
侍
。
宣
帝
の
時
、
相
と
な
っ
た
が
、
兵
櫂
過
重
に
孝
韓
長
山
之
基
の
題
を
賜
は
る
。
〔
唐
書
、
一
百
十
八
〕
・
き
‘
絶
筆
と
稲
せ
ら
れ
、
又
能
＜
紳
を
博
ふ
。
宣
和
の

諸
儒
を
兼
綜
し
、
名
教
を
尊
ぴ
、
経
世
を
説
く
。
〔
清
史
し
て
不
安
な
る
を
以
て
出
で
て
鎖
と
な
る
。
謀
反
を
以
〔
藷
唐
書
、
二
日
一
〕
。
末
‘
應
募
し
て
高
麗
に
使
し
、
國
王
の
た
め
慎
を
寓
さ

稿
、
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
著
て
人
に
告
げ
ら
れ
、
召
さ
れ
て
尚
書
省
に
入
り
、
廷
尉
【
韓
粒
叶
材
】
303

戌
デ
唐
の
人
。
字
は
利
用
。
元
横
が
副
東
ん
と
し
た
が
、
た
ま
た
ま
兵
乱
が
起
っ
た
た
め
果
さ

献
類
徴
、
三
百
九
十
五
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
一
百
二
十
七
〕
．
に
送
ら
れ
、
死
を
賜
は
る
。
〔
陳
書
、
二
十
〕
．
〔
南
史
‘
六
観
察
と
な
っ
た
時
‘
幕
府
に
参
ず
。
書
に
巧
。
〔
墨
池
ず
。
〔
驚
織
〕
。

〔

國

朝

先

正

事

略

‘

―

―

十

八

〕

．

〔

宋

學

淵

源

記

、

二

〕

。

十

八

〕

。

編

〕

0
 

[
韓
守
英
】
312

笠
エ
イ
宋
‘
祥
符
の
人
。
字
は
徳
華
。
官
は

【
韓
克
忠
]289

”
”
チ
ユ
ウ
明
、
武
城
の
人
。
字
は
守
信
。
洪
【
韓
子
煕
】
298

バ
も
後
魏
の
人
。
麒
麟
の
子
。
字
は
元
碓
。
【
韓
侍
郎
】
304

北
ウ
唐
、
韓
愈
の
異
稽
。
刑
部
侍
郎
・
兵
入
内
高
官
。
河
東
を
征
し
、
隆
州
を
取
る
。
又
、
先
鋒
と

武
中
‘
廷
射
第
一
。
官
は
行
在
翰
林
院
修
撰
。
太
祗
に
少
く
し
て
修
整
‘
學
識
あ
り
。
官
は
初
‘
清
河
王
憚
の
部
侍
郎
・
吏
部
侍
郎
と
な
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
欧
陽
脩
‘
な
り
剣
門
に
戦
つ
て
功
あ
り
。
井
代
路
都
鈴
轄
と
な

其
の
學
行
淳
賓
を
梢
せ
ら
れ
‘
僅
か
三
月
に
し
て
國
子
郎
中
令
。
憬
‘
元
又
に
匪
告
さ
る
る
に
及
ん
で
、
子
廊
~
讀

1
1李
闘
文
―
〕
又
讀
下
卑
ハ

1一
韓
侍
郎1薦
レ
賢
書
L
O

る
。
此
の
路
は
宿
兵
多
く
‘
百
姓
飛
較
に
困
し
む
を
建

司
業
に
抜
擢
さ
る
。
法
制
を
創
立
し
、
監
規
を
編
刊
し
も
亦
田
野
に
屏
居
し
‘
憂
悴
秤
け
ず
‘
遂
に
上
書
し
て
【
韓
泰
ダ
｛
貫
】
305
バ5
ノ
ソ
明
‘
泳
州
の
人
。
善
く
馬
を
螢
き
‘
言
し
、
騎
軍
千
餘
人
を
留
め
‘
悉
く
内
地
に
徒
さ
ん
こ

て
大
い
に
學
政
を
振
興
す
。
建
文
の
時
‘
河
南
按
察
餃
其
の
冤
を
言
ふ
。
震
太
后
之
を
義
と
し
‘
帝
に
勧
め
て
人
物
も
亦
佳
。
〔
明
宣
録
‘
五
〕
。
と
を
請
ふ
。
因
つ
て
慎
宗
に
其
の
能
く
朝
廷
郎
民
の
意

事
。
永
柴
の
初
‘
塚
鹿
令
に
誦
さ
れ
‘
洪
熙
の
初
‘
起
中
書
含
人
に
任
ず
。
後
‘
國
子
祭
酒
。
官
に
在
つ
て
倹
[
~
日
綬
】
謡
笠
ゥ
明
ヽ
博
羅
の
人

o

字
は
緒
中

o

盆
を
證
す
る
を
嘉
せ
ら
る

o

後
、
延
娠
宮
使
．
入
内
都
知
·

つ
て
監
察
御
史
と
な
る
。
〔
國
朝
獄
徴
録
‘
―
―
十
一
〕
・
素
‘
貧
に
安
ん
じ
‘
清
白
自
ら
守
る
。
元
象
中
‘
衛
大
将
は
文
洛
゜
萬
暦
の
進
士
。
官
は
検
討
．
證
部
尚
書
。
宦
官
諸
司
庫
務
提
琴
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
七
〕
。

〔
國
朝
列
卿
記
、
二
日
六
十
一
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
軍
を
加
へ
ら
る
。
〔
魏
書
‘
六
十
〕
。
の
政
を
縦
に
す
る
世
に
あ
ひ
‘
獨
り
潅
然
と
し
て
之
に
【
韓
五
｛
寸
盆
】
313

笠
エ
キ
明
、
石
首
の
人
。
字
は
仲
珍
゜
琥
は

九

十

五

〕

。

【

韓

子

誕

】

297

冗
／
隋
‘
文
水
の
人
。
親
歿
し
、
土
を
負
つ
虞
す
。
経
廷
講
官
に
充
て
ら
れ
‘
洪
範
の
無
偏
無
陵
一
樗
壽
。
官
は
河
南
道
御
史
。
頂
言
‘
旨
に
杵
ひ
‘
國
子
膳

[
韓
國
華
】
290

”
”
久
ワ
宋
、
安
陽
の
人
。
字
は
光
弼
。
太
平
て
墳
を
築
き
‘
喪
に
居
る
こ
と
證
に
過
ぐ
。
卒
す
る
に
節
を
講
じ
‘
疏
繹
詳
明
、
窯
宗
帝
に
楢
せ
ら
る
。
著
に
敬
夫
供
事
に
充
て
ら
る
。
尋
い
で
御
史
に
復
す
。
後
、
重
慶

興
國
の
進
士
。
性
‘
純
直
に
し
て
時
誉
あ
り
。
官
は
左
司
及
ぴ
‘
其
の
橙
を
見
る
に
脊
骨
皆
毀
れ
た
り
と
い
ふ
。
梓
録
・
詢
桃
録
・
代
言
草
・
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
明
詩
紀
太
守
。
貢
畢
の
事
に
坐
し
て
、
安
慶
府
判
に
貶
せ
ら
れ

諫
゜
淳
化
の
初
、
契
丹
と
和
を
講
じ
た
時
、
朝
廷
の
命
を
大
業
の
末
‘
其
の
門
閻
に
表
す
。
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。
事
‘
庚
‘
―
-
+
―
-
〕
。
復
た
御
史
と
な
る
。
後
‘
太
瞥
院
調
治
・
春
坊
中
允
と

受
け
‘
河
朔
に
使
し
、
盛
＜
其
の
詐
な
る
こ
と
を
察
知
【
~
眸
戸
戸

]
2
9
8

グ
＂
南
山
の
姦
の
鳴
臀
゜
〔
事
物
異
名
録
、
【
~
昌
笠
(
】

3
0
7
笠
ウ
ギ
明
‘
烏
程
の
人
。
字
は
仲
弓
。
著
に
な
る
。
著
に
樗
壽
稿
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
‘
一
〕
．
〔
本
朝

し
て
報
告
す
。
後
、
右
諫
議
大
夫
・
泉
州
の
知
と
な
る
。
昆
晶
‘
u
紐
〕
集
異
志
、
治
陽
南
山
有
レ
姦
‘
作
レ
瞥
曰
二
韓
戸
王
謝
世
家
が
あ
る
。
分
省
人
物
孜
‘
七
十
九
〕
．
〔
明
詩
綜
、
四
〕
．
〔
明
詞
綜
‘

〔

宋

史

‘

二

百

七

十

七

〕

・

〔

宋

史

新

編

‘

七

十

九

〕

°

戸

↓

【

韓

上

桂

】

308

名
ウ
ケ
イ
明
‘
番
馬
の
人
。
字
は
孟
郁
゜
琥
一
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘
十
一
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
、
二
〕
・

【
韓
暦
寮
]291

切
サ
ク
製
堕
場
の
名
。
輻
建
省
平
渾
縣
の
【
韓
至
消
】

299gィ
唐
の
人
。
韓
志
清
を
見
よ
。
は
月
峯
。
幼
に
し
て
穎
異
‘
讀
書
を
好
む
も
、
家
貧
に
し
〔
静
志
居
詩
話
、
二
〕
。

西

北

。

海

甕

の

産

地

。

【

韓

志

清

】

300gイ
唐
‘
常
州
の
人
。
一
に
至
清
に
作
る
。
て
購
入
す
る
を
得
ず
。
人
よ
り
―
-
+
―
史
を
借
り
、
一
【
韓
守
愚
】
314

笠
グ
明
の
人
。
鼎
の
子
。
字
は
希
哲
。
正
徳

【
韓
山
人
】
292

”
.
；
ノ
明
、
韓
突
(

1

5

)

を
い
ふ
。
官
は
侍
御
史
。
學
藝
書
畳
を
以
て
上
元
中
に
名
臀
あ
月
に
し
て
郎
ち
大
略
を
獣
識
す
。
萬
暦
中
‘
卿
に
攀
げ
の
進
士
。
庶
吉
士
。
官
は
兵
部
主
事
・
清
寧
通
判
。
時
に

【
韓
士
英
】
四
パ
デ
明
、
南
充
の
人
。
字
は
廷
延
。
正
徳
の
り
。
〔
砒
陵
集
〕
。
ら
る
。
官
は
國
子
監
丞
。
後
、
永
平
通
判
に
至
り
‘
巡
撫
民
兵
を
率
ゐ
て
流
賊
を
禦
ぐ
。
後
、
四
川
按
察
餃
事
に

進
士
。
官
は
南
戸
部
郎
中
を
以
て
岳
州
府
を
知
す
。
温
【
韓
思
彦
】
301

認
／
唐
‘
南
陽
の
人
。
字
は
英
遠
。
太
學
に
の
方
一
藻
に
其
の
オ
を
推
稲
せ
ら
る
。
崇
韻
の
末
、
京
終
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
五
十
二
〕
。

雅
に
し
て
度
あ
り
‘
政
は
明
恕
を
尚
ぶ
。
後
、
戸
部
尚
書
源
ぶ
。
萬
年
令
乾
祐
‘
其
の
オ
を
異
と
し
、
下
箪
成
章
志
師
陥
落
す
る
を
聞
き
‘
憤
つ
て
病
を
得
て
卒
す
。
〔
明
【
韓
丘
叔
~
陶
】

3
1
5
グ
テ
ャ
ウ
明
‘
古
向
淳
の
人
。
字
は
進
甫
。
少

に
至
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
日
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
烈
秋
霜
科
に
學
げ
、
及
第
す
。
官
は
監
察
御
史
。
散
；
嘗
人
小
博
、
三
〕
・
〔
明
詩
綜
、
五
十
七
〕
．
〔
勝
朝
舅
束
遺
民
く
し
て
聰
慧
に
し
て
遠
志
あ
り
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は

孜
‘
二
日
八
〕
。
世
の
得
失
を
昌
百
す
。
後
、
李
義
府
等
に
譜
ら
れ
、
出
さ
録
‘
四
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
浦
江
令
。
政
績
あ
り
。
戸
部
郎
中
と
な
り
、
穀
州
を
守

【
韓
士
奇
】
294

泣
ャ
明
‘
繁
峙
の
人
。
永
築
の
畢
人
。
官
は
れ
て
山
陽
丞
と
な
り
、
自
ら
罷
め
去
る
。
後
、
ま
た
召
さ
六
下
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丁
、
下
〕
。
つ
て
悪
政
あ
り
。
湖
廣
副
使
に
抜
擢
さ
れ
た
が
赴
か

映
西
分
巡
闘
内
道
。
天
順
中
‘
賊
首
定
山
等
漢
中
を
攻
れ
て
御
史
と
な
り
、
再
ぴ
外
に
貶
誦
さ
れ
‘
賀
州
司
馬
【
韓
五
杢
土
】
309

名～ヮ
9

ウ
戦
國
、
韓
の
君
。
宣
悪
王
の
子
。
ず
。
〔
明
名
人
博
‘
九
〕
。

|

|

_

 

芹

部

〔

八

書

一

韓

12803 



(43159・ ·316) — (43159· ・340) 

【
韓
俊
蛾
】
316

パ
テ
ガ
隋
の
人
。
湯
帝
の
侍
兒
。
帝
‘
沈

直
度
を
失
ひ
‘
睡
る
毎
に
揺
り
動
か
す
癖
あ
り
。
俊
蛾

其
の
意
を
得
‘
帝
の
枕
に
就
く
毎
に
必
ず
支
節
を
振
動

さ
せ
て
常
に
美
睡
を
得
し
め
‘
因
つ
て
来
夢
兒
と
呼
ば

れ
た
。
〔
姻
花
記
〕
。

【
韓
腫
仁
】
317

笠
ノ
・
／
／
明
‘
沿
水
の
人
。
字
は
伯
倫
。
萬

陪
の
進
士
。
官
は
大
理
評
事
・
寺
正
。
出
で
て
胄
州
府

の
知
と
な
り
賄
賂
を
除
き
‘
學
校
を
興
し
‘
濡
獄
を
琲

じ
‘
豪
右
を
抑
へ
、
節
孝
を
桂
し
、
七
夫
を
栂
し
‘
吏
民

を
畏
服
せ
し
む
。
仲
弟
の
喪
を
聞
き
‘
悲
思
已
ま
ず
‘
遂

に
致
死
し
て
蹄
る
。
〔
山
西
通
志
〕
。

【
韓
純
玉
】
318

笠
．
ノ
そ
ヨ
ク
清
、
蹄
安
の
人
。
字
は
子
蓬
。
別

琥
は
蓬
直
居
士
。
諸
生
。
明
の
翰
林
、
韓
敬
の
子
。
敬
‘
湯

賓
手
に
窯
附
す
る
を
以
て
措
せ
ら
れ
‘
是
を
以
て
憾
を

抱
き
終
身
仕
へ
ず
。
著
に
蓬
蔵
詩
が
あ
る
。
〔
明
人
小

博
‘
五
〕
．
〔
明
詩
綜
、
八
十
一
下
〕
．
〔
明
詞
綜
、
九
〕
．
〔
明

詩
紀
事
、
辛
‘
二
十
八
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
二
十
―
-
〕
.
〔
図

朝
者
駄
類
徴
‘
四
百
七
十
六
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘

五〕。

【
韓
如
愈
】
319

包
ュ
明
‘
揚
州
興
化
の
人
。
字
は
唐
山
。
崇

禎
の
進
士
。
官
は
兵
科
給
事
中
。
都
給
事
中
の
曾
應
燦

を
弾
劾
す
。
後
、
穂
兵
の
劉
澤
清
を
劾
し
、
害
せ
ら
る
。

〔
小
膜
紀
年
、
三
〕
。

【
韓
心
淵
】
320

竺
う
元
‘
磁
州
武
安
の
人
。
文
學
を
以
て

徴
さ
れ
て
國
子
監
に
入
り
、
至
正
中
、
衡
水
縣
手
に
任

じ
‘
徳
を
以
て
民
を
化
す
。
箕
定
縣
に
遷
り
‘
掃
地
王
の

胤
を
作
す
に
會
ひ
、
子
と
拒
守
し
た
が
、
城
陥
り
、
父

子
倶
に
之
に
死
す
。
〔
新
元
史
‘
二
百
三
十
〕
。

【
韓
信
同
】
321

竺
ド
ウ
元
、
幅
寧
の
人
。
字
は
伯
循
。
琥
は

中
村
。
楊
碗
・
黄
裳
と
輿
に
陳
晉
に
弟
子
の
蠅
を
執
る
。

藷
聞
を
整
理
し
、
周
程
張
朱
の
説
を
貰
穿
し
て
條
分
纏

析
す
。
雲
荘
書
院
山
長
と
な
り
、
四
書
六
経
を
以
て
課

試
し
、
従
學
者
甚
だ
衆
し
。
至
順
中
卒
し
‘
學
者
に
古
遺

先
生
と
梢
せ
ら
る
。
著
に
四
書
標
注
・
易
詩
―
二
幡
労
注
・

書
集
解
・
書
講
義
・
諸
史
類
纂
・
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
宋
元

學
案
、
六
十
四
〕
。

【
韓
晉
卿
】
322

匁
ケ
イ
宋
‘
安
丘
の
人
。
字
は
伯
修
。
明
経

を
以
て
及
第
す
。
官
は
同
州
・
壽
州
の
知
。
元
祐
中
、
大

理
卿
。
平
を
持
し
櫂
責
を
畏
れ
ず
‘
士
大
夫
に
其
の
中
心

厚
を
推
楢
せ
ら
る
。
〔
｛
木
史
‘
四
百
二
十
六
〕
．
〔
宋
史
新

葦

部

〔
八
書
―
〕

韓

編
‘
一
百
六
十
八
〕
。

【
韓
晉
明
】
323

竺
；
北
齋
の
人
。
軌
の
子
。
父
の
爵
を

襲
ふ
。
少
く
し
て
侠
氣
を
負
ひ
‘
心
を
學
問
に
留
む
。

酒
を
好
ん
で
誕
縦
‘
賓
客
を
招
き
‘
一
席
の
費
‘
動
も
す

れ
ば
萬
錢
に
至
り
、
な
ほ
倹
率
を
恨
む
。
官
は
武
平
の

末
、
尚
書
左
僕
射
。
百
餘
日
に
し
て
病
と
梢
し
て
官
を

罷
む
。
〔
北
齋
書
、
十
五
〕
。

【
韓
崇
訓
】
324

競
ク
/
｛
木
の
人
。
重
賛
の
子
。
字
は
知
褪
゜

官
は
麟
州
の
知
。
行
螢
鈴
轄
を
以
て
鎮
州
に
屯
す
。
兵

を
唐
河
に
陳
し
‘
契
丹
軍
の
要
路
を
拒
し
‘
饒
乏
を
以

て
遁
走
せ
し
む
。
景
徳
中
、
又
、
王
趙
と
契
丹
を
追
襲

し
鎮
州
に
至
る
。
人
と
な
り
長
岸
に
し
て
謙
畏
。
後
‘

検
校
太
博
よ
り
、
大
中
詳
符
中
、
龍
武
軍
大
将
軍
に
至

り
、
防
禦
使
を
領
す
。
〔
宋
史
、
二
百
五
十
〕
．
〔
宋
史
新

編
‘
六
十
五
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
二
十
一
〕
．
〔
隆
平
集
、
十
〕
．

〔
宋
大
臣
年
表
、
五
〕
・
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
五
十
〕
。

[
韓
世
誇
】
325

杉
ガ
ク
隋
の
人
。
檎
虎
の
子
。
個
僅
験
捷
に

し
て
父
の
風
あ
り
。
楊
玄
感
の
學
兵
に
従
ひ
‘
将
と
な

り
、
戦
ふ
毎
に
先
登
と
な
る
。
玄
感
敗
れ
‘
吏
に
執
へ
ら

れ
て
高
陽
行
在
に
送
ら
る
。
計
を
以
て
吏
を
酔
は
し

め
‘
逃
げ
去
つ
て
其
の
終
る
所
を
知
ら
ず
。
〔
隋
書
、
五

十
二
〕
。

【
韓
世
忠
】
326

”
：
ウ
宋
‘
延
安
の
人
。
字
は
良
臣
。
琥

は
清
涼
居
七
・
西
園
。
溢
は
忠
武
。
眼
光
は
電
の
如
く
‘

鴛
勇
人
に
絶
す
。
官
は
宣
和
中
‘
偏
将
。
王
淵
に
従
っ

て
方
職
を
討
ち
、
之
を
檎
に
す
。
高
宗
の
時
、
平
寇
左

将
軍
と
な
り
‘
淮
陽
に
屯
す
。
苗
博
•
劉
正
彦
の
反
に

部
下
を
以
て
平
江
を
狙
し
‘
賊
を
破
り
遁
走
せ
し
む
。

帝
よ
り
忠
勇
の
二
字
を
手
書
し
‘
旗
に
掲
げ
て
賜
は

る
。
鎮
江
を
守
り
、
几
北
を
激
撃
し
、
八
千
の
衆
を
以

て
金
師
十
萬
と
相
封
峙
す
る
こ
と
四
十
八

H
‘
遂
に
遁

去
せ
し
む
。
建
炎
中
、
金
兵
侵
入
す
る
に
及
ん
で
、
大

儀
に
次
し
‘
伏
を
設
け
る
こ
と
二
十
餘
所
。
伏
兵
四
起

し
、
金
兵
を
潰
滅
せ
し
め
、
中
興
の
武
功
第
一
と
梢
せ

ら
る
。
京
東
淮
東
路
宣
撫
虞
置
使
と
な
り
楚
州
を
司

る
。
楚
の
兵
僅
か
に
三
萬
に
し
て
、
金
兵
に
犯
さ
れ
ず
。

秦
檜
が
國
を
誤
る
こ
と
を
疏
紙
し
‘
酪
泉
観
使
に
貶
せ

ら
る
。
こ
れ
よ
り
門
を
杜
し
‘
客
を
謝
し
、
時
に
罐
に

跨
り
酒
を
携
へ
、
西
湖
に
縦
遊
す
る
を
以
て
架
と
す
。

卒
し
て
太
師
に
進
拝
せ
ら
れ
‘
孝
宗
の
朝
に
薪
王
に
追

封
せ
ら
る
。
性
‘
勇
敢
に
し
て
忠
義
。
事
、
廟
社
に
隅
す

れ
ば
、
必
ず
流
涌
極
言
す
。
又
、
軍
を
持
す
る
こ
と
穀

重
‘
武
藝
人
に
過
ぐ
。
〔
宋
史
、
三
百
六
十
四
〕
・
〔
宋
史
新

編
‘
一
亘
二
十
〕
．
〔
南
宋
書
、
十
五
〕
．
〔
名
臣
碑
博
碗
球

集
‘
上
十
三
〕
．
〔
碗
珠
集
剛
存
、
一
〕
．
〔
宋
朝
南
渡
＋
将

博
‘
五
〕
．
〔
四
朝
名
臣
言
行
録
‘
上
六
〕
．
〔
宋
大
臣
年
表
、

二
十
一
〕
・
〔
宋
中
興
一
二
公
年
表
〕
・
〔
宋
人
軟
事
彙
編
‘
七

亘
一
十
一
〕
。

〖
韓
世
忠
妻
〗3

2
7
心
し
芍
ヂ
ユ
o宋
の
人
。
梁
紅
玉
(
6
-
1
4

8
2
5
 :
 2
4
4
)
を
見
よ
。

【
韓
世
能
】
328

花
／
ウ
明
‘
長
洲
の
人
。
字
は
存
良
。
隆
慶

の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
・
編
修
。
世
宗
穆
宗
賓
録
を
修
め

る
こ
と
に
参
典
し
‘
経
筵
B
講
官
に
充
て
ら
る
。
後
、
韓

部
左
侍
郎
と
な
り
‘
疾
を
以
て
蹄
る
。
榮
利
に
活
淡
、
朝

鮮
に
奉
使
し
‘
饒
遺
を
一
も
受
け
ず
。
著
に
雲
東
拾
草

が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
―
一
百
―
-
―
〕
・

〔
明
人
小
博
‘
三
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
五
十
一
〕
。

【
韓
肖
冑
】
329

翌
令
ウ
｛
木
の
人
。
忠
彦
の
孫
。
字
は
似
夫
。

溢
は
元
穆
。
官
は
虹
砒
閣
。
父
に
代
つ
て
相
州
の
知
と

な
る
。
初
‘
曾
祖
、
埼
、
書
＿
錦
堂
を
作
り
、
父
、
冶
‘
榮
蹄

堂
を
作
る
。
肖
冑
に
至
っ
て
又
‘
榮
事
堂
を
作
り
、
三
世

郷
郡
を
守
る
。
建
炎
の
初
‘
祠
部
郎
と
な
り
、
左
司
に

遷
る
。
詔
に
應
じ
て
五
事
を
陳
べ
‘
淮
南
に
屯
田
せ
ん

こ
と
を
請
ふ
。
又
、
載
守
の
計
を
問
は
れ
、
千
餘
言
を

條
奏
し
‘
其
の
事
理
簡
常
を
捨
せ
ら
る
。
紹
興
の
初
‘

端
明
殿
學
士
・
同
餃
書
檻
密
院
事
と
な
る
。
通
問
使
に

充
て
ら
れ
、
慨
然
と
し
て
命
を
受
け
金
に
至
り
‘
甚
だ

金
人
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
後
‘
資
政
殿
學
士
を
以
て
紹
興

府
を
知
す
。
尋
い
で
父
の
祠
を
奉
じ
て
‘
弟
隋
冑
と
越

に
寓
居
し
、
孝
友
を
以
て
楢
せ
ら
る
。
〔
宋
史
、
三
百
七

十
九
〕
。

【
韓
昭
嘩
]330

梵
工
＇
フ
元
‘
燕
の
人
。
字
は
子
華
。
官
は
御

衣
局
使
。
書
を
善
く
す
。
〔
蓋
史
會
要
〕
。

【
韓
昭
侯
】
331

梵コ
9

ウ
戦
國
‘
韓
の
君
゜
哀
侯
の
孫
。
溢
は

昭
。
申
不
害
を
相
と
し
‘
術
を
修
め
道
を
行
ひ
‘
國
内
よ

つ
て
治
ま
り
、
諸
侯
敢
へ
て
侵
伐
せ
ず
。
在
位
二
十
六

年
。
〔
史
記
、
四
十
五
〕
。

【
韓
紹
動
】
332

梵
ク
／
遼
の
人
。
延
徽
の
孫
。
官
は
東
京

戸
部
使
。
大
延
琳
の
反
に
、
執
へ
ら
れ
て
屈
せ
ず
‘
賊

に
鋸
解
せ
ら
る
。
〔
遼
史
‘
七
十
四
〕
。

【
韓
紹
芳
】
3
3
3
3
炉
＇
ウ
遼
の
人
。
紹
動
の
弟
。
官
は
重
熙

中
、
参
知
政
事
兼
侍
中
。
時
に
朝
廷
‘
李
元
臭
を
征
す
る

こ
と
を
議
す
。
力
諫
し
て
認
か
れ
ず
。
出
で
て
廣
徳
軍

節
度
使
と
な
る
。
敗
績
を
聞
き
‘
嘔
血
し
て
死
す
。
〔
遼

史
‘
七
十
四
〕
。

[
韓
錫
昨
]334

杉
’
清
‘
宵
田
の
人
。
字
は
介
圭
琥
は

湘
巖
゜
乾
隆
の
畢
人
。
官
は
蘇
松
糧
道
。
書
壷
に
巧
。

詩
古
文
尤
も
俊
抜
。
著
に
滑
疑
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
書

董
家
筆
録
‘
―
-
〕
。

【
韓
千
秋
】
335

竺
5

ウ
明
‘
烏
程
の
人
。
字
は
聖
開
。
漢
よ

り
明
に
至
る
ま
で
の
藝
文
に
し
て
湖
州
に
隅
す
る
も

の
を
采
録
し
‘
董
斯
張
等
と
呉
興
藝
文
補
を
編
す
。

【
韓
宣
子
】
336

竺
／
春
秋
‘
晉
の
人
。
韓
起
(
4
9
)
を
見
よ
。

〖
韓
宣
子
適
レ
魯
〗

3
3
7
竺
fだ
晉
の
韓
宣
子
が
魯
國
に

行
き
、
周
の
證
は
盛
＜
魯
に
在
り
と
言
っ
た
故
事
。
〔
左

氏
‘
昭
‘
―
-
〕
晉
侯
使
―
―
韓
宣
子
来
聘
百
ユ
告
レ
為
レ
政
而
来

見
‘
褪
也
‘
観
―
―
書
子
太
史
氏
一
見
1

↓
―
易
象
興
―
―
魯
春
秋
1

日
、
周
證
蓋
在
レ
魯
芙
‘
吾
乃
今
知
口
周
公
之
徳
輿
n

一
周
之

所
―
―
以
王
一
也
。

【
韓
全
義
】
338

竺
ギ
唐
の
人
。
卒
伍
よ
り
起
り
、
巧
倭
を

以
て
宦
者
に
仕
ふ
。
官
は
夏
緩
銀
宥
節
度
使
。
性
‘
儒
貪

に
し
て
紀
律
な
く
‘
詔
を
受
け
て
十
七
鎮
の
兵
を
合
し

て
呉
少
誠
を
討
っ
た
が
、
方
略
な
く
‘
琥
令
は
監
軍
に

稟
け
‘
遂
に
全
軍
潰
滅
す
る
に
至
る
。
後
、
太
子
少
保
と

な
る
。
〔
唐
書
、
二
日
四
十
一
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
百
六
十

二〕。

【
韓
全
誨
】
339

竺
久
ワ
イ
唐
の
人
。
昭
宗
の
時
の
宦
者
。
官

は
内
樅
密
使
。
昭
宗
‘
劉
季
述
を
誅
す
る
に
及
ん
で
左
神

策
中
尉
と
な
り
‘
騨
騎
大
将
軍
を
授
け
ら
る
。
勢
に
憑

つ
て
恣
暴
°
雀
胤
の
命
を
受
け
た
朱
全
忠
に
討
た
れ
、

濯
れ
て
帝
に
逼
り
‘
鳳
翔
に
幸
せ
し
む
。
鳳
翔
も
亦
全

忠
に
攻
め
ら
れ
‘
城
危
急
に
瀕
し
‘
斬
殺
さ
る
。
〔
唐
書
、

二
百
八
〕
。

【
韓
宗
師
】
340

位
グ
宋
耀
丘
の
人
。
綽
の
子
。
字
は
博

道
。
父
の
任
を
以
て
州
縣
を
歴
任
す
。
登
第
の
後
、
王
安

石
の
薦
に
て
度
支
判
官
と
な
り
‘
集
賢
殿
修
撰
よ
り
河

中
府
に
知
と
な
る
。
神
宗
の
朝
に
在
り
‘
敦
；
討
を
賜

は
る
。
常
に
親
の
側
を
去
る
に
忍
ぴ
ず
‘
壌
：
官
を
辞

し
て
拝
せ
ず
。
世
‘
孝
を
以
て
捨
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
十

五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
五
十
八
〕
。

ニ
O
八

12804 



(43159・ ・341) (43159・・370)

車

部

〔
八
董
〕

韓

二
0
九

【
韓
宗
武
】
341

忽
プ
宋
の
人
。
績
の
子
。
進
士
。
官
は
河

間
令
。
徽
宗
の
時
‘
秘
書
丞
。
後
、
都
官
員
外
郎
・
淮
南

韓
運
判
官
に
至
る
。
事
に
坐
し
て
貶
秩
せ
ら
れ
‘
罷
め

蹄
る
。
〔
宋
史
、
三
百
十
五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
〕
。

【
韓
曾
駒
】
342

乃
炉
明
、
烏
程
の
人
。
字
は
人
穀
。
琥
は

悟
零
齋
。
著
に
悟
雪
齋
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
、
四
〕
．

〔
明
詩
綜
‘
七
十
七
〕
．
〔
明
詞
綜
、
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、

二
十
三
〕
。

【
韓
僧
壽
】3

4
3
”
”
;
•
ユ
隋
の
人
。
檎
虎
の
弟
。
字
は
元
慶
。

勇
烈
を
以
て
名
を
知
ら
る
。
官
は
周
の
武
帝
の
時
、
侍

伯
中
旅
下
大
夫
。
後
、
尉
遅
逍
を
平
げ
る
に
従
つ
て
功

あ
り
。
大
将
軍
と
な
る
。
隋
の
初
、
安
州
刺
史
。
再
び

蔚
州
に
徒
り
‘
敦
し
突
蕨
を
破
る
。
位
は
上
柱
國
。
封

は
江
都
郡
公
。
〔
隋
書
、
五
十
二
〕
。

【
韓
存
中
】
出
努
t
{
ゥ
宋
、
穎
川
の
人
。
字
は
持
正
。
官

は
宣
和
中
‘
鄭
州
知
。

【
韓
泰
華
】
3
4
5
"
じ
久
ワ
清
‘
仁
和
の
人
。
字
は
小
亭
。
官
は

道
光
の
時
‘
潅
闊
道
。
晩
年
、
金
陵
に
居
り
、
玉
雨
堂
を

築
き
｀
蔵
書
甚
だ
富
む
。
著
に
無
事
為
縣
齋
随
筆
が
あ

る。

【
韓
退
之
】
346

”
じ
’
唐
の
人
。
韓
愈
(
2
2
0
)
を
見
よ
。

【
韓
績
嘗
】
3
4
1
"
じ
久
ウ
漢
の
人
。
韓
王
信
の
子
。
信
‘
匈
奴

に
入
り
‘
績
嘗
城
に
至
つ
て
子
を
生
む
。
因
つ
て
績
営

と
名
づ
け
ら
る
。
文
帝
の
時
、
衆
を
率
ゐ
漢
に
降
る
。
封

は
弓
高
侯
。
呉
楚
の
反
に
功
、
諸
将
に
冠
絶
す
。
〔
史
記
、

九
十
三
〕
．
〔
漢
書
、
三
十
三
〕
。

【
韓
大
寧
】
348

”
じ
？
宋
‘
玉
山
の
人
。
字
は
孝
先
。
紹
興

の
進
士
。
経
世
の
志
あ
り
。
乾
道
中
、
上
書
し
て
時
事
を

言
ふ
。
詞
甚
だ
劃
切
‘
1

帝
‘
之
を
異
と
し
、
除
し
て
徳
興

縣
に
知
た
ら
し
め
、
患
政
あ
り
。
著
に
績
百
将
博
・
周
易

集
注
が
あ
る
。
〔
紹
興
十
八
年
同
年
小
録
〕
．
〔
尚
友
録
‘

五〕。

【
韓
大
敏
】
349

”
じ
ピ
ン
唐
、
長
安
の
人
。
官
は
武
后
の
時
‘

鳳
閣
含
人
。
詔
を
奉
じ
て
梁
州
都
督
李
行
褒
を
鞄
治

し
‘
后
の
怒
に
獨
れ
死
を
賜
は
る
。
〔
唐
書
、
一
百
二
十

六〕。

【
韓
道
昭
】
3
5
0
9
り
苫
金
、
松
水
の
人
。
字
は
伯
暉
。
著

に
五
昔
集
韻
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
四
十
二
〕
。

【
韓
飩
冑
】
351

””
t
ゥ
宋
、
安
陽
の
人
。
埼
の
曾
孫
。
字
は

節
夫
。
官
は
汝
州
防
禦
使
。
閤
門
の
事
を
知
す
。
時
に
孝

宗
崩
じ
、
光
宗
疾
ん
で
喪
を
執
る
こ
と
能
は
ず
。
趙
汝

愚
‘
寧
宗
を
策
立
せ
ん
こ
と
を
議
す
。
飩
胄
因
つ
て
入

つ
て
憲
聖
呉
太
后
の
撮
政
を
請
ふ
。
寧
宗
‘
立
つ
に
及

ん
で
詔
旨
を
博
導
す
る
を
以
て
幸
せ
ら
れ
、
時
に
威
緬

を
弄
す
。
定
策
の
功
に
預
る
も
‘
賞
厚
か
ら
ざ
る
を
以

て
汝
愚
を
怨
み
‘
其
の
黛
を
諷
し
‘
之
を
劾
去
す
。
又
、

己
を
論
難
し
た
朱
煮
・
彰
亀
年
等
に
罪
を
得
せ
し
め
、

散
十
人
の
多
き
に
至
る
。
尋
い
で
偽
學
の
目
を
設
け
‘

詔
を
下
し
て
巌
禁
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
‘
善
類
悉
く
窯
禍

に
罹
り
、
慶
元
蕪
案
と
稽
せ
ら
る
。
官
は
太
師
平
章
軍

國
事
。
封
は
平
原
郡
王
。
翠
小
阿
附
し
‘
其
の
乗
輿
服
御

は
僭
妄
無
軌
を
極
む
。
隈
；
金
人
と
戦
つ
て
潰
敗
す
る

や
‘
濯
れ
て
金
に
和
を
請
は
し
む
。
後
、
嘉
定
の
初
‘
其

の
首
を
斬
ら
れ
、
函
し
て
金
人
に
遺
ら
る
。
書
室
を
璽

玉
堂
と
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
四
百
七
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一

百
八
十
七
〕
．
〔
南
宋
書
、
四
十
九
〕
・
〔
宋
大
臣
年
表
、
―
―

十
七
•
二
十
八
〕
．
〔
宋
中
興
三
公
年
表
〕
．
〔
宋
人
秩
事
彙

編
‘
八
百
七
十
〕
。

【
韓
知
古
】
352

”8

遼
‘
玉
田
の
人
。
善
謀
に
し
て
識
量

あ
り
。
太
祗
に
賢
と
せ
ら
れ
、
謀
議
に
参
ず
。
官
は
神

冊
の
初
、
彰
武
軍
節
度
使
。
信
任
益
t
篤
＜
、
漢
兒
司

事
を
綿
知
し
、
兼
ね
て
諸
國
の
橙
儀
を
掌
る
。
故
典
を

援
き
‘
國
俗
を
酌
参
す
。
後
、
左
僕
射
と
な
り
、
渤
海
を

征
す
る
の
功
を
以
て
中
書
令
に
遷
る
。
佐
命
功
臣
の
一

と
稽
せ
ら
る
。
〔
遼
史
‘
七
十
四
〕
。

【
韓
長
山
】
g

認
ウ
ザ
ン
唐
の
人
。
韓
思
復
(
3
0
2
)

を
見
よ
。

【
韓
仲
孝
】3

5
4
”
～
ウ
カ
•
ウ
明
の
人
。
邦
憲
の
子
。
字
は
君
陳
゜

琥
は
非
齋
。
弱
冠
に
し
て
郡
痒
に
食
凜
し
、
身
を
守
る

こ
と
謹
殿
。
金
川
令
の
唐
某
、
溜
壷
滅
明
を
以
て
之
を

稽
す
。
時
人
よ
つ
て
溜
明
先
生
と
い
ふ
。
著
に
非
齋
集

が
あ
る
。

【
韓
仲
卿
】
355

”
が
ャ
イ
唐
の
人
。
叡
素
の
子
。
官
は
武
昌

令
。
美
政
あ
り
。
去
つ
て
後
、
縣
人
、
石
を
刻
み
徳
を

頌
す
。
後
、
認
書
に
至
る
。
〔
唐
書
、
一
百
七
十
六
〕
。

【
韓
仲
良
】
356

”
ゃ
梵
笞
唐
‘
三
原
の
人
。
武
徳
の
初
‘
律

令
を
定
め
る
に
興
り
、
建
言
し
て
開
皇
律
を
采
り
、
修

正
し
て
新
律
を
定
む
。
官
は
刑
部
尚
書
。
後
、
秦
州
都
督

府
長
史
。
封
は
穎
川
縣
公
。
〔
唐
書
、
一
百
五
〕
．
〔
藷
唐

書
、
八
十
〕
。

【
韓
忠
彦
】
357

翌ウゲン

宋
の
人
。
埼
の
長
子
。
字
は
師
撲
。

少
く
し
て
父
の
任
を
以
て
官
に
補
せ
ら
る
。
ま
た
進
毎
に
盈
涌
を
濯
れ
て
敢
へ
て
政
に
干
せ
ず
‘
故
に
天
下

士
に
攀
げ
ら
る
。
官
は
吏
部
尚
書
。
徽
宗
の
時
、
門
下
皆
飩
胄
を
后
族
と
し
て
憚
り
、
同
卿
を
憚
る
を
知
ら

侍
郎
。
仁
恩
を
廣
く
し
、
言
路
を
開
き
‘
疑
似
を
去
り
、
ず
。
同
卿
歿
後
一
年
、
后
崩
じ
、
飩
冑
敗
れ
、
始
め
て
其

用
兵
を
戒
め
る
四
事
を
疏
陳
し
‘
採
用
せ
ら
る
。
後
、
の
善
＜
櫂
勢
に
遠
ざ
か
り
た
る
に
服
す
。
〔
宋
史
新
編
‘

尚
書
左
僕
射
と
な
る
。
封
は
儀
國
公
。
曾
布
と
協
は
ず
。
一
百
八
十
三
〕
．
〔
南
宋
書
、
六
十
七
〕
。

排
斥
せ
ら
れ
て
、
観
文
殿
大
學
士
を
以
て
大
名
府
知
と
【
韓
徳
凝
】
365"
”
そ
ヨ
，
ウ
遼
の
人
。
徳
源
の
弟
。
性
‘
謙
遜
に

な
る
。
論
劾
す
る
者
な
ほ
已
ま
ず
。
遂
に
磁
州
圃
練
副
し
て
廉
謹
。
官
は
保
寧
中
、
護
軍
司
徒
•
廣
徳
軍
節
度

使
に
誦
さ
れ
、
宣
奉
大
夫
を
以
て
致
仕
す
。
名
は
元
祐
使
。
秩
涌
つ
る
も
部
民
に
請
は
れ
て
留
ま
る
。
後
、
大
同

黛
籍
に
入
る
。
〔
宋
史
、
三
百
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
軍
節
度
使
に
至
る
。
〔
遼
史
、
七
十
四
〕
。

二
十
一
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
六
十
九
〕
・
〔
名
臣
碑
博
碗
球
【
韓
徳
源
】
366"
”
ゲ
ン
遼
の
人
。
匡
嗣
の
子
。
性
‘
愚
に
し

集
中
五
十
〕
．
〔
元
祐
鴬
人
博
‘
一
〕
．
〔
宋
大
臣
年
表
、
十
て
貪
。
官
は
統
和
中
、
崇
義
・
興
國
二
軍
節
度
使
。
賄
を

四
・
十
五
•
十
六
〕
．
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
三
十
七
•
四
十
・
受
け
る
を
以
て
名
あ
り
。
後
、
同
門
下
平
章
事
に
至
る
。

四
十
四
•
四
十
九
〕
。
〔
遼
史
、
七
十
四
〕
。

【
韓
重
賛
】
358

翌
ウ
イ
ン
宋
、
武
安
の
人
。
少
く
し
て
武
勇
【
韓
徳
譲
】
3
6
7
"
”
点
ウ
遼
‘
耶
律
隆
運
(
9ー

2

呂
0
8
:
 1
4
 

を
以
て
周
の
太
祗
の
庵
下
に
隷
す
。
世
宗
に
従
つ
て
淮

5
)

の
本
姓
名
。

南
を
征
し
、
控
鶴
軍
都
指
揮
使
・
龍
捷
左
廂
都
校
よ
り
【
~
喪
偲
櫃
】

3
6
8
"
”
ペ
ウ
遼
の
人
。
延
徽
の
子
。
年
十
五
に
し

彰
徳
軍
節
度
•
北
面
都
部
署
に
至
る
。
契
丹
の
兵
を
定
て
太
宗
に
見
え
、
是
の
兒
は
卿
家
の
縣
‘
朕
國
の
賓
‘
箕

州
に
襲
破
し
、
優
紹
褻
美
せ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
五
に
英
物
な
り
と
稽
せ
ら
る
。
後
、
遼
興
軍
節
度
使
と
な

十
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
六
十
五
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
二
十
一
〕
・
り
、
紛
を
整
へ
、
奮
を
別
り
、
農
桑
を
勧
め
、
教
化
を
興

〔
北
宋
経
撫
年
表
、
六
•
九
〕
。
し
、
民
を
養
ふ
。
後
、
入
っ
て
南
院
宣
徽
使
・
門
下
平
章

【
韓
重
華
】
359

翌
＇
ウ
ク
ヴ
唐
の
人
。
韓
約

(
2
1
9
)
を
見
よ
。
事
・
開
府
儀
同
三
司
・
行
侍
中
と
な
り
‘
趙
國
公
に
封
ぜ

【
韓
鼎
晉
】
360

”
じ
シ
ン
清
‘
四
川
長
壽
の
人
。
字
は
樹
屏
。
ら
る
。
保
寧
の
初
に
卒
す
。
〔
遼
史
、
七
十
四
〕
。

乾
隆
の
進
士
。
官
、
エ
部
左
侍
郎
に
至
り
、
十
四
度
の
轄
【
韓
内
翰
】
369

”
し
カ
ン
唐
、
韓
偲
(

2

)

を
い
ふ
。

任
に
一
度
も
外
憂
を
履
ま
ず
。
農
田
水
利
漕
務
賑
荒
詰
【
韓
邦
奇
】
370

謬
＊
明
、
朝
邑
の
人
。
字
は
汝
節
。
琥
は
苑

戎
の
諸
大
政
に
於
て
は
餘
力
を
遺
さ
ず
。
其
の
學
は
窮
洛
。
溢
は
恭
簡
。
正
徳
の
進
士
。
官
は
吏
部
員
外
郎
。
地

経
致
用
を
以
て
本
と
為
す
。
著
に
樹
屏
文
集
が
あ
る
。
震
に
會
ひ
、
時
政
の
闘
失
を
疏
論
し
て
、
平
陽
通
判
に

〔
清
史
稿
‘
三
百
六
十
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
一
百
九
〕
．
嫡
さ
る
。
後
、
浙
江
按
察
致
事
と
な
り
、
註
奏
せ
ら
れ
て

〔

績

碑

傭

集

‘

+

〕

°

官

を

奪

は

る

。

嘉

靖

の

初

‘

起

用

さ

れ

て

山

西

参

議

と

【
韓
朝
宗
】
361

認’
9

ウ
唐
の
人
。
思
復
の
子
。
官
は
左
拾
な
る
。
自
後
、
堰
；
起
ち
屡
t
罷
め
、
南
兵
部
尚
書
に
終

遺
・
荊
州
刺
史
。
後
進
を
識
抜
す
る
を
喜
び
‘
嘗
時
の
る
。
性
‘
剛
直
に
し
て
節
概
を
尚
ぶ
。
又
、
讀
書
を
好
み
‘

士
に
甚
だ
稽
慕
せ
ら
る
。
開
元
中
、
襄
州
刺
史
。
天
賓
諸
経
子
史
は
勿
論
、
天
文
・
地
理
・
築
律
・
術
敦
・
兵
法
の

の
初
、
京
兆
令
よ
り
出
で
て
高
平
太
守
と
な
る
。
終
南
書
に
至
る
ま
で
皆
通
究
す
。
著
に
易
學
啓
蒙
意
見
・
馬

山
に
直
す
。
玄
宗
の
怒
に
獨
れ
、
呉
興
別
駕
に
貶
せ
ら
貢
詳
略
・
苑
洛
志
築
・
洪
範
圏
解
・
易
占
経
緯
・
築
律
攀

れ
て
卒
す
。
〔
唐
書
、
一
百
十
八
〕
。
要
・
苑
洛
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明

【
韓
努
場
】
烹
ン
ド
壌
の
名
。
察
恰
爾
省
張
北
縣
の
北
。
史
、
二
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
六
十
四
〕
．
〔
國
朝

【
韓
冬
郎
】
363"”-1
ウ
唐
、
韓
但
(

2

)

の
別
稽
。
獣
徴
録
、
四
十
二
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
三
・
十
・
十
ニ
・

【
韓
同
卿
】3

6
4
”
”
ケ
イ
宋
の
人
。
埼
の
五
世
の
孫
。
溢
は
恭
二
十
六
•
三
十
•
三
十
五
〕
·
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
四
十

靖
。
泰
州
に
知
と
な
り
、
慶
遠
軍
節
度
使
に
累
遷
し
、
太
九
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
録
‘
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
九
十

尉
を
加
へ
ら
る
。
其
の
女
は
寧
宗
の
后
と
な
り
、
季
父
四
・
ニ
日
ニ
・
一
百
十
九
・
ニ
日
二
十
四
〕
．
〔
明
人
小
博
‘

飩
冑
は
定
策
の
功
を
以
て
櫂
勢
を
振
っ
た
が
、
同
卿
は
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
一
百
四
〕
・
〔
明
詩
綜
、
三
十

12805 
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三
〕
・
〔
明
詞
綜
、
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
丁
、
十
六
〕
．
〔
訴
陽

日
記
〕
．
〔
明
儒
學
案
、
九
〕
。

【
韓
邦
憲
】
371

裳
ヶ
’
明
の
人
。
叔
陽
の
子
。
字
は
子
成
。

嘉
靖
の
進
士
。
官
は
エ
部
主
事
・
衛
州
府
の
知
。
民
の

疾
苦
を
問
ひ
‘
大
義
、
正
-
―
職
守
玉
｛
貫
1
1

節
省
こ
復
ー
一
成
法
一

議
賦
役
こ
講
―
―
責
政
盃
竺
儲
蓄
ご
修
1

一
武
備
一
の
八
事
を

陳
明
し
、
尤
も
風
俗
を
教
化
す
る
人
材
を
先
と
な
す
と

説
く
。
疾
既
に
篤
く
し
て
‘
な
ほ
強
ひ
て
起
つ
て
案
讀

を
視
‘
遂
に
官
に
没
す
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
五
〕
。

【
韓
邦
靖
】
372

況
セ
イ
明
の
人
。
邦
奇
の
弟
。
字
は
汝
度
。

琥
は
五
泉
。
少
く
し
て
聰
悟
。
年
十
四
に
し
て
郷
に
學

げ
ら
れ
、
邦
奇
と
同
年
に
進
士
と
な
る
。
官
は
エ
部
主

事
。
時
政
を
指
斥
し
て
‘
投
獄
さ
る
。
専
い
で
秤
さ
れ
て

民
と
な
る
。
嘉
靖
の
初
‘
起
用
さ
れ
て
山
西
左
参
議
と

な
り
、
大
同
を
分
守
す
。
性
‘
孝
友
‘
兄
の
邦
奇
が
疾
ん

で
歳
餘
‘
薬
は
必
ず
分
け
て
嘗
め
、
飲
食
は
皆
手
づ
か

ら
進
む
。
郡
人
‘
為
に
孝
弟
碑
を
立
て
梢
美
す
。
著
に
朝

邑
志
・
五
泉
詩
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
―
―
百
一
〕
．
〔
萬
斯
同

明
史
‘
―
一
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
六
十
四
〕
．
〔
國

朝
献
徴
録
‘
九
十
七
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
、
五
〕
．
〔
明

人
小
傭
‘
―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
日
四
〕
．
〔
明
詩

綜
、
三
十
三
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、

T
、
十
六
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小

博
‘
丙
〕
・
〔
盛
明
百
家
詩
‘
一
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
、
十
〕
。

【
韓
邦
問
】
373

芯
モ
’
明
‘
會
稽
の
人
。
字
は
大
経
。
成
化

の
進
七
゜
盆
は
荘
博
。
官
は
淮
安
知
府
。
冗
費
を
節
し
、

滞
獄
を
琲
ず
。
其
の
設
施
す
る
所
、
苛
察
な
ら
ざ
る
も
‘

人
を
し
て
畏
服
せ
し
む
。
江
西
巡
撫
よ
り
南
京
刑
部
尚

書
に
至
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
獄

徴
録
‘
四
十
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
五
十
九
・
九
十
ニ
・
一

百
四
•
一
百
二
十
〕
·
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
·
七
十

七〕。

【
韓
保
昇
】
函
芯
釘
ウ
五
代
‘
蜀
の
人
。
保
正
の
弟
。
官

は
翰
林
學
士
。
博
治
に
し
て
窺
は
ざ
る
所
な
く
‘
尤
も

名
物
の
學
に
精
通
す
。
孟
科
の
命
を
受
け
て
‘
唐
本
草

を
取
り
、
参
校
噌
注
し
て
圏
経
を
著
は
す
。
之
を
蜀
本

草
と
い
ふ
。
〔
十
國
春
秋
〕
。

【
韓
保
正
】
丘
裳
セ
イ
五
代
‘
蜀
の
長
子
の
人
。
十
國
春
秋

は
保
貞
に
作
る
。
字
は
永
吉
。
官
は
初
‘
押
術
・
翌
徳
嘩

使
・
検
校
太
尉
。
峡
路
都
指
揮
制
を
以
て
甍
州
に
屯

し
‘
邊
事
を
経
驚
す
。
蜀
、
宋
に
伐
た
れ
る
に
及
ん
で
、

章

部

〔
八
書
一
〕

韓

山
南
節
度
を
拝
し
、
出
で
て
宋
師
を
拒
ぎ
‘
史
延
徳
に

檎
に
せ
ら
れ
‘
闘
下
に
送
ら
る
。
宋
の
太
岨
は
升
殿
を
許

し
、
努
問
し
て
抱
笏
鞍
馬
甲
第
を
賜
は
る
。
官
を
命
ぜ

ら
る
る
に
及
ば
ず
し
て
卒
す
。
〔
宋
史
、
四
百
七
十
九
〕
・

〔
宋
史
新
編
‘
一
百
九
十
〕
。

【
韓
伯
高
]
3
7
4
7
い
忍
後
漢
‘
矩
鹿
の
人
。
淮
陽
の
蒔
漢
世

世
韓
詩
を
習
ひ
‘
章
句
を
以
て
名
著
は
る
と
聞
き
、
往

い
て
之
に
師
事
す
。
漢
の
教
授
藪
百
人
中
、
最
も
名
を

知
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
二
日
九
〕
。

【
韓
伯
達
】
375f
い
ク
＇
唐
の
人
。
善
く
馬
を
豊
き
‘
筋
骨
氣

力
慎
の
如
し
。
〔
唐
朝
名
鵞
録
〕
。

【
韓
伯
｛
郎
】
376

カ
ユ
漢
、
梁
の
人
。
性
‘
至
孝
°
或
る
時
、
過

あ
り
、
母
之
を
杖
す
る
に
、
大
い
に
泣
く
。
母
日
く
‘
往

者
‘
汝
を
杖
す
れ
ば
常
に
悦
ん
で
受
く
。
今
何
ぞ
悲
泣

す
る
や
と
。
伯
愈
日
く
‘
往
者
は
杖
常
に
痛
し
、
母
の
康

健
な
る
を
知
る
‘
今
の
杖
痛
か
ら
ず
‘
母
の
力
衰
へ
た

る
を
知
る
、
故
に
悲
泣
す
と
。
〔
尚
友
録
‘
五
）
。

[
韓
蜜
子
】
377

乃
／
陳
の
人
。
韓
子
高
(
2
9
5
)

を
見
よ
。

【
韓
百
謙
】
378

認
ク
ケ
／
朝
鮮
李
朝
、
清
州
の
人
。
字
は
鳴

吉
。
琥
は
久
奄
。
李
滉
に
師
事
す
。
官
は
参
議
。
著
に

東
國
地
理
誌
・
久
i

奄
集
が
あ
る
。
〔
人
物
考
〕
。

【
韓
夫
人
】
379

力
グ
〇
漢
、
更
始
の
夫
人
。
倭
諮
媚
邪
、

酒
を
嗜
ん
で
證
な
し
。
更
始
‘
酔
飲
沈
画
し
‘
夫
人
幕

中
に
於
て
詐
つ
て
更
始
と
な
り
、
環
臣
と
語
る
。
聾
臣
‘

更
始
の
臀
に
非
ざ
る
を
知
り
‘
怨
恨
せ
ざ
る
莫
し
。
後
、

赤
眉
に
殺
さ
る
。
〔
後
漢
書
、
四
十
一
〕
゜
●
唐
の
博
宗
の

時
の
宮
人
。
子
祐
、
御
溝
中
に
於
て
一
葉
を
拾
ふ
、
上
に

詩
あ
り
‘
祐
も
亦
詩
を
葉
に
題
し
、
溝
の
上
流
に
置
き
‘

韓
‘
之
を
拾
ふ
。
後
、
帝
が
宮
女
を
放
す
に
値
ひ
‘
韓
氏
、

祐
に
嫁
し
て
、
各
；
笥
中
の
紅
葉
を
取
っ
て
相
示
し
、

媒
を
謝
す
べ
し
と
い
っ
た
。
韓
氏
に
方
知
紅
葉
是
良
媒

の
句
あ
り
。
雲
渓
友
議
に
は
虚
渥
の
事
、
北
夢
瑣
言
に

は
李
菌
の
事
、
侍
兒
小
名
録
に
は
王
鳳
兒
の
事
と
す
。

〔
青
瑣
高
議
〕
。

【
韓
復
渠
]380

だ
ク
民
國
‘
河
北
省
覇
縣
の
人
。
字
は
向

方
。
年
少
よ
り
渇
玉
詳
軍
に
入
り
、
一
兵
卒
よ
り
漸
次

昇
進
し
‘
國
民
軍
の
山
西
攻
撃
に
際
し
西
方
継
司
令
と

な
つ
て
よ
り
諸
方
に
輯
戦
、
後
、
渇
玉
詳
反
蒋
軍
を
興

す
や
之
に
背
き
中
央
擁
護
を
瞥
明
、
河
南
省
政
府
主
席

と
な
り
、
親
友
石
友
三
の
反
蒋
軍
に
も
興
せ
ず
中
央
擁

護
を
標
榜
し
、
後
、
東
北
政
務
委
員
・
中
央
執
行
委
員
に

拳
げ
ら
れ
た
。
〔
現
代
中
華
民
國
涌
洲
帝
國
人
名
鑑
〕
。

【
韓
文
侯
】
函
乃
丸
戦
國
、
韓
の
君
。
列
侯
の
子
。
周
の

安
王
の
十
六
年
に
即
位
し
、
二
年
‘
鄭
を
伐
つ
て
陽
城

を
取
り
、
又
‘
宋
を
伐
つ
て
彰
城
に
到
り
宋
君
を
執
ヘ

た
。
七
年
‘
齊
を
伐
つ
て
桑
丘
に
至
り
、
九
年
、
再
ぴ
齊

を
伐
つ
て
霰
丘
に
至
っ
た
。
在
位
十
年
に
し
て
卒
し

た
。
〔
史
記
、
四
十
五
〕
。

【
韓
文
俊
】
381

乃ク
4

ユ
／
高
麗
‘
大
興
郡
の
人
。
盆
は
貞

餞
官
は
門
下
侍
郎
平
章
事
判
吏
部
事
。
〔
裔
麗
史
〕
。

【
韓
文
布
】
382

乃
7

後
漢
、
太
原
の
人
。
郭
泰
に
識
ら
れ

て
名
を
成
す
。
〔
後
漢
書
、
九
十
八
〕
。

【
韓
邊
外
】
383

”5
い
／
地
名
。
涌
洲
吉
林
省
樺
田
縣
一
帯

の
地
。
清
の
咸
豊
の
時
‘
山
東
の
人
韓
効
忠
‘
央
皮
溝
に

至
り
抱
金
賊
の
首
領
と
な
り
、
附
近
の
各
地
を
占
領

し
‘
獨
立
部
落
と
す
。
邊
外
は
効
忠
の
綽
琥
。
人
其
の
占

め
る
所
の
地
を
韓
邊
外
と
い
ふ
。
再
博
し
て
孫
登
學
に

至
り
、
累
升
し
て
南
山
一
帯
の
穂
練
長
と
な
る
。
光
緒

の
末
年
‘
始
め
て
其
の
地
に
樺
旬
縣
を
置
く
。

【
韓
朋
鳥
】
386

詑
今
韓
朋
夫
妻
の
震
が
化
し
て
成
っ
た

と
い
ふ
鳥
。
韓
憑
(
1
9
7
)

を
見
よ
。
〔
海
録
砕
事
、
鳥
獣
‘

飛
鳥
〕
捜
紳
記
、
韓
朋
大
夫
妻
美
‘
宋
康
王
奪
レ
之
‘
夫
妻

皆
自
死
、
王
怒
埋
レ
之
‘
其
塚
相
望
‘
経
レ
宿
忽
有
"
梓
木
一

枝
連
於
上
云
P

レ
鳥
如
鴛
喬
↓
棲
―
―
其
木
丁
八
謂
1

一
之
韓

朋
鳥
↓

【
韓
朋
木
】
387

”
ホ
ゥ
琵
琶
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
音

架
‘
琵
琶
〕
楊
維
禎
、
西
湖
竹
枝
詞
‘
琵
琶
元
是
韓
朋
木
‘

弾
得
鴛
病
一
虞
飛
゜

【
韓
夢
周
】
3
8
9
E
~
4
’
清
‘
漉
縣
の
人
。
字
は
公
復
。
一
字

は
理
堂
。
乾
隆
の
進
士
。
来
安
縣
知
を
授
け
ら
る
。
縣
故

よ
り
椿
樹
を
産
す
。
夢
周
‘
育
露
及
ぴ
種
樹
法
を
手
訂

し
、
エ
師
を
募
つ
て
其
の
民
に
教
へ
し
め
、
民
以
て
豊

饒
な
る
を
得
。
退
職
し
て
蹄
り
、
程
符
山
中
に
講
學
す
。

尤
も
古
文
に
巧
。
著
に
理
堂
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四

百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
著
獣
類

徴
‘
二
百
三
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
-
―
-
+
-
〕
・
〔
宋

學
淵
源
記
、
一
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、
五
〕
．
〔
文
獣
存
録
‘

三〕。

【
韓
無
忌
】
函
灼
春
秋
‘
晉
の
人
。
起
の
兄
。
溢
は
穆
子
。

隕
疾
あ
り
。
韓
獣
子
老
を
告
げ
、
将
に
立
て
ら
れ
ん
と

す
る
や
、
不
オ
を
以
て
辞
し
‘
起
を
立
て
ん
こ
と
を
請

ふ
。
悼
公
に
其
の
仁
を
梢
せ
ら
る
。
よ
っ
て
公
族
大
夫

を
掌
る
任
に
就
く
。
〔
左
氏
、
成
、
十
八
。
襄
‘
七
〕
。

【
韓
無
辟
】
390

均
キ
漢
‘
梁
の
人
。
涸
侠
を
以
て
名
あ
り
。

〔
史
記
‘
一
百
二
十
四
〕
。

【
韓
明
清
】
3
9
1
"
し
久
ワ
イ
朝
鮮
李
朝
、
清
州
の
人
。
字
は
子

濱
゜
琥
は
鴎
亭
。
滋
は
忠
成
。
官
は
領
議
政
・
左
議
政
。

〔
海
東
名
臣
録
‘
四
〕
．
〔
捜
聞
瑣
録
〕
．
〔
新
噌
東
國
輿
地

勝
覧
‘
十
五
、
清
州
牧
〕
。

【
韓
約
素
]392

戸
清
の
人
。
梁
千
秋
の
侍
兒
。
字
は
細

叫
印
章
の
鏑
刻
を
善
く
す
。

【
韓
翼
甫
】
393

”
”
ホ
宋
‘
會
稽
の
人
。
字
は
洵
齋
。
朝
奉

郎
・
大
理
寺
主
簿
に
歴
官
す
。
宋
亡
ぴ
、
家
を
摯
げ
て
東

し
‘
門
を
杜
ぢ
て
學
を
講
じ
、
人
と
交
ら
ず
。
門
人
陳
晉

日
く
、
韓
先
生
の
夜
中
に
四
書
を
誦
す
る
を
聴
く
に
、

九
詔
を
奏
す
る
如
く
‘
人
を
し
て
肉
の
味
を
知
ら
し
め

ず
と
。
〔
宋
元
學
案
‘
六
十
四
〕
。

【
韓
老
成
】
394

”
”
セ
イ
唐
、
南
陽
の
人
。
介
の
子
。
伯
父
會
、

子
無
く
‘
老
成
を
後
嗣
と
す
。
年
十
二
‘
厚
謹
、
文
を
よ

く
す
。
叔
父
愈
‘
目
し
て
克
家
良
子
と
い
ふ
。
卒
す
る
に

及
ぴ
愈
‘
祭
―
―
十
二
郎
一
文
を
作
っ
て
祭
る
。
〔
韓
愈
‘
祭
二

十
二
郎
文
〕
。

【
韓
蘭
英
】
395

”
ク
エ
イ
南
齊
‘
呉
郡
の
婦
人
。
文
酔
あ
り
。

宋
孝
武
帝
の
時
‘
中
興
賦
を
猷
じ
‘
賞
せ
ら
れ
て
宮
に

入
る
。
明
帝
の
時
‘
宮
中
職
僚
と
な
る
。
齊
に
入
り
、
武

帝
、
博
士
と
な
し
、
六
宮
書
學
を
教
ふ
。
年
老
い
多
識

な
る
を
以
て
‘
呼
ん
で
韓
公
と
な
す
。
〔
江
寧
府
志
〕
。

【
韓
吏
部
】
398

坊
唐
、
韓
愈
(
2
2
0
)

を
い
ふ
。

【
韓
良
卿
】
397

翌
ウ
ケ
イ
清
の
人
。
良
輔
の
弟
。
溢
は
勤
毅
゜

武
進
士
よ
り
参
将
に
歴
官
す
。
苑
正
中
、
青
海
の
羅
卜

蔵
丹
津
叛
く
や
‘
綿
兵
楊
盛
信
に
随
つ
て
之
を
撃
破

し
、
甘
粛
提
督
に
至
る
。
〔
清
史
稿
‘
三
百
五
〕
．
〔
漢
名

臣
傭
‘
十
五
〕
。

【
韓
良
輔
】
398

記
＇
ウ
ホ
清
、
甘
州
の
人
。
重
慶
に
徒
る
。
康

熙
の
武
進
士
。
碓
正
中
‘
廣
西
巡
撫
を
授
け
ら
る
。
民
を

招
致
し
て
開
墾
せ
し
め
‘
跛
渠
塘
堰
の
利
を
興
し
、
民

を
清
ふ
。
後
、
事
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
三

百
五
〕
．
〔
國
朝
者
献
類
徴
‘
二
日
六
十
五
〕
．
〔
従
政
観
法

録
‘
十
四
〕
・
〔
漢
名
臣
博
、
十
五
〕
。

[
韓
林
兒
]
3
9
9
"
グ
明
‘
槃
城
の
人
。
一
説
に
、
｛
貫
は
李
氏

-＝
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章

郎

〔八
I

九
書
〕

韓

賑

緒

轄

諄

厳

鞣

甕

綾

の
子
。
琥
は
奨
棲
。
元
末
、
劉
輻
通
に
迎
へ
ら
れ
て
壱
州

に
至
り
、
立
つ
て
皇
帝
と
な
り
、
小
明
王
と
稽
す
。
國
を

宋
と
琥
し
‘
龍
鳳
と
改
元
す
。
元
将
に
撃
た
れ
、
安
豊
に

走
る
。
又
‘
輻
通
に
迎
へ
ら
れ
沐
に
都
す
。
後
、
又
敗
績

し
て
安
豊
に
還
る
。
太
祗
の
時
、
除
州
に
置
か
れ
、
三
年

に
し
て
卒
す
。
〔
明
史
‘
一
百
二
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、

二
日
五
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
、
一
百
十
三
〕
．
〔
國
朝
獣
徴

録
‘
ー
百
十
九
〕
．
〔
明
史
騒
、
三
十
〕
・
〔
明
書
、
八
十
九
〕
。

【
韓
令
坤
】
400

謬
，
／
宋
、
武
安
の
人
。
少
く
し
て
周
太

祖
の
帳
下
に
隷
す
。
世
宗
の
時
‘
淮
南
を
征
す
。
揚
州
・

壽
州
を
下
し
て
功
を
た
つ
。
官
は
恭
帝
の
時
、
検
校
太

尉
・
侍
衛
馬
歩
軍
都
虞
候
。
北
邊
を
防
守
す
。
宋
の
初
‘

移
つ
て
天
平
軍
節
度
を
領
し
、
成
徳
軍
に
改
ま
る
。
オ

略
あ
り
、
治
道
を
識
り
、
太
祗
と
興
に
周
室
に
事
へ
‘
情

好
最
も
密
。
常
山
に
鎮
す
る
こ
と
凡
そ
七
年
‘
よ
く
北

邊
を
鎮
む
。
卒
す
る
に
及
び
甚
だ
悼
惜
せ
ら
る
。
〔
宋

史
、
二
百
五
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
六
十
六
〕
．
〔
東
都
事

略
、
十
九
〕
·
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
四
・
七
•
九
〕
。

【
韓
震
敏
】
401

り
炉
ピ
ノ
南
齊
、
剣
の
人
。
幼
く
し
て
孤
。
兄

の
霊
珍
と
共
に
孝
心
あ
り
。
母
の
亡
後
、
家
貧
に
し
て

喪
を
螢
む
こ
と
を
得
ず
‘
兄
弟
共
に
瓜
半
畝
を
種
植
し

て
葬
事
を
琲
ず
。
〔
南
齊
書
、
五
十
五
〕
．
〔
南
史
、
七
十

三〕。

【
韓
王
安
】
402

”
≫g
戦
國
、
韓
の
君
。
桓
恵
王
の
子
。
在

位
九
年
に
し
て
秦
の
捕
虜
と
な
り
‘
其
の
地
は
盛
＜
穎

川
郡
に
液
入
せ
ら
れ
、
韓
遂
に
亡
ぶ
。
〔
史
記
、
四
十

五〕。

【
韓
王
信
】
403

匁
各
漢
‘
故
韓
襄
王
の
頸
孫
。
張
良
に
立

て
ら
れ
て
韓
王
と
な
り
、
項
利
を
破
る
。
韓
は
天
下
勁

兵
の
慮
の
故
を
以
て
漢
、
高
祗
に
太
原
に
徒
さ
る
。
後
、

匈
奴
に
園
ま
れ
、
散
；
使
を
遣
し
て
和
を
求
む
。
―
帝
に

二
心
あ
る
を
疑
は
れ
、
遂
に
匈
奴
に
亡
げ
、
漢
の
柴
武

に
撃
殺
せ
ら
る
。
〔
史
記
、
九
十
三
〕
．
〔
前
漢
書
、
三
十

三〕。

【
韓
桓
悪
王
]
4
0
4
m
窃
ケ
イ
忍
戦
國
、
韓
の
君
。
麓
王
の

子
。
溢
は
桓
恵
。
秦
の
た
め
に
太
行
上
黛
に
撃
た
る
。

時
に
郡
守
渇
亭
、
上
黛
を
以
て
趙
に
降
る
。
又
、
十
三
城

を
秦
に
抜
か
る
。
在
位
三
十
四
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史

記
、
四
十
五
〕
。

【
韓
君
軽
格
】
405

”
り
”
”
韓
煕
載
の
造
っ
た
軽
い
紗
の

書
名
。
一
巻
。
唐
、
韓
偲

日
昇ハイ
〔
龍
寵
手
鑑
〕

イ

蒲

拝

切

口‘

日
●
ゆ
が
け
。
弓
を
射
る
時
に
手
指
が
痛
ま
ぬ

や
う
に
用
ひ
る
革
の
手
袋
゜
〔
集
韻
〕
緒
、
指
衣
゜

帽
子
。
〔
清
異
録
‘
衣
服
〕
韓
熙
載
在
,
,
江
南
ご
翌
軽
紗
撰
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

幌
匠
者
謂
為
1

一

韓

君

軽

格

↓

【

韓

亡

子

房

奮

】

416
パ
や
5
7
0

特
謝
璽
運
の
詩
の
句
。
秦
の

【
韓
集
學
正
】
406

怜
衿
書
名
。
十
巻
。
外
集
攀
正
一
巻
。
始
皇
帝
が
韓
を
滅
し
た
た
め
、
其
の
臣
‘
張
良
が
其
の

韓
文
(
2
0
6
)
の
文
字
の
異
同
を
考
證
し
た
も
の
。
宋
、
方
君
の
鱚
を
復
せ
ん
と
し
て
、
始
皇
帝
に
鐵
椎
を
拗
っ
た

楼
卿
撰
。
〔
四
庫
提
要
、
集
‘
別
集
類
〕
。
こ
と
を
い
ふ
。
震
運
は
晉
の
遺
臣
で
、
劉
宋
に
仕
へ
、
臨

【
韓
~
釆
貼
勘
】
4
0
7
"
ク
衿
書
名
。
四
巻
。
清
、
陳
景
雲
撰
。
川
内
史
と
な
る
。
故
に
自
ら
子
房
と
魯
連
と
に
比
し
て

東
雅
堂
韓
文
集
注
に
因
つ
て
其
の
舛
注
を
糾
し
て
一
い
ふ
。
〔
謝
震
運
‘
自
絞
詩
〕
韓
亡
子
房
奮
‘
秦
帝
魯
連

編
と
為
す
。
史
博
に
考
撮
し
、
訓
詰
を
訂
正
す
る
こ
と
、
恥
、
本
自
江
海
人
‘
忠
義
感
ー
一
君
子
↓

頗
る
精
密
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
【
韓
多
レ
悲
白
多
レ
築
】
417

苔
瓦
{
”
U

グ
韓
愈
に
は
悲
観

【
韓
昌
黎
集
】
408

衿
吃
芍
書
名
。
四
十
春
。
外
集
十
巻
。
的
な
詩
が
多
く
、
白
居
易
に
は
築
観
的
な
詩
が
多
い
。

遺
文
一
巻
。
唐
、
韓
愈
撰
。
門
人
李
漢
編
。
其
の
目
は
、
〔
泊
宅
編
〕
韓
多
レ
悲
白
多
レ
築
‘
退
之
詩
三
百
六
十
首
、

賦
•
古
詩
・
聯
句
・
律
・
詩
・
雑
著
・
啓
・
書
・
序
•
哀
辞
・
祭
哭
泣
者
三
十
首
、
築
天
詩
二
千
八
百
首
‘
飲
酒
者
九
百

文
・
碑
志
・
雑
文
。
韓
文
(
2
0
6
)
を
見
よ
。
〔
四
部
叢
刊
、
集
首
。

部
、
第
六
百
七
十
八
ー
六
百
八
十
五
冊
〕
。

【
韓
昌
黎
橿
】
409

謬
託
ゥ
唐
、
韓
愈
の
詩
證
゜
〔
清
浪
詩

話

、

詩

餞

〕

韓

昌

黎

骰

。

「

琥

°

【
韓
青
老
農
】
410

誇
特
宋
、
何
還
(

1
ー

511
:
 
1

7

)

の

【
韓
宣
悪
王
】
411

努
り
イ
ぼ
戦
國
‘
韓
の
君
。
昭
侯
の
子
。

溢
は
宣
恵
。
自
ら
王
と
稲
す
。
秦
に
敗
れ
、
将
‘
艘
申
差

捕
虜
と
な
る
。
王
恐
れ
、
公
仲
を
し
て
秦
に
賂
し
て
、

和
を
請
ひ
‘
楚
を
伐
た
ん
と
す
。
楚
王
之
を
聞
い
て
擢

れ
、
兵
を
興
し
て
韓
を
救
ふ
。
王
之
を
聞
い
て
大
い
に

悦
び
、
公
仲
の
行
く
こ
と
を
止
む
。
秦
に
伐
た
れ
る
に

及
ん
で
楚
の
救
至
ら
ず
‘
岸
門
に
て
大
敗
を
喫
す
。
乃

ち
太
子
倉
を
秦
に
質
と
し
、
秦
と
共
に
楚
を
攻
め
、
大

い
に
之
を
破
る
。
在
位
二
十
一
年
。
〔
史
記
、
四
十
五
〕
。

【
韓
潮
蘇
海
】
412

認
屯
韓
海
蘇
潮
(
2
8
)
を
見
よ
。
〔
茶

香
室
叢
紗
〕
離
墨
経
史
管
窺
、
引
―
―
李
誓
卿
文
章
精
義
―

云
、
韓
如
檎
、
柳
紐
泉
、
欧
如
レ
瀾
‘
蘇
如
レ
潮
、
然
則
今

人
稽
―
―
韓
潮
蘇
洩
誤
牟
゜

【
韓
門
才
子
】
413

花
勺
唐
の
韓
愈
の
門
下
中
の
秀
オ
、

孟
郊
・
買
島
・
虞
仝
・
張
籍
・
王
建
等
を
い
ふ
。

【
韓
嬉
之
金
丸
】
4
1
4
"
芦
＇
努
前
漢
の
韓
嬌
、
武
帝
に
事

へ
て
上
大
夫
に
至
り
‘
賞
賜
甚
だ
多
く
、
家
頗
る
富
み
‘

常
に
金
を
以
て
丸
を
作
つ
て
禽
獣
を
射
艤
し
た
と
い

ふ
故
事
。
〔
西
京
雑
記
、
四
〕
韓
嬌
好
レ
弾
‘
常
以
レ
金
為
レ

丸
、
所
レ
失
者
日
有
二
十
餘
ご
長
安
為
,
,
之
語
1

日
‘
苦
n
餓

寒
ご
翌
金
丸
一
京
師
兒
童
毎
レ
聞
,
,
嬌
出
弾
二
罰
随
ら
之
、

望
五
之
所
p
落
輯
拾
焉
。

【
韓
内
翰
別
集
】
415

匁ゲカカン

【
鞘
】
畑

〔
集
韻
〕
託
合
切

圏面

〔
集
韻
〕
丑
亮
切
譴
函

イ
尤

c
h
'
a
n
g
4

〔
集
韻
〕
力
譲
切
譴

小
日
口
●
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
又
‘
弓
を
袋
に

縣
豪
入
れ
る
。
〔
説
文
〕
脹
、
弓
衣
也
、
少
章

長
臀
。
〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
〕
虎
賑
錢
膚
‘
交
1

一
脹
二

弓
↓
〔
博
〕
賑
‘
弓
室
也
‘
交
脹
、
交
己
一
弓
於
脹
中
1

也
。
〔
詩
、
小
雅
‘
采
緑
〕
言
脹
―
―
其
弓
↓
〔
繹
文
〕
賑
、

歿
也
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
赴
車
不
レ
載
1

一
棄
賑
↓
〔
注
〕

賑
‘
弓
衣
。
●
或
は
帳
(
1
2ー

4
2
8
6
5
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
脹
‘
或
ハ
レ
革
°
●
或
は
暢
(
6
ー

1
4
0
9
5
)

に
作

る
。
〔
詩
‘
秦
風
、
小
戎
、
繹
文
〕
脹
‘
本
亦
作
レ
暢
゜
●

或
は
壱
（
1
2
ー

4
5
6
6
1
)
に
作
る
。
〔
詩
、
小
雅
‘
采

緑
‘
秤
文
〕
賑
、
本
亦
作
レ
壱
。

【
賑
】
〗
口
リ
，
ャ
ゥ

日
令
ヤ
ウ

冨
】
』

●
車
の
く
ぴ
き
つ
つ
み
の
皮
。
〔
集
韻
〕
腹
、
皮

衣
軍
郎
也
。
●
或
は
縛

(
1
2ー
4
3
1
8
2
)
•
腹

(
1
2ー

4
2
9
0
5
)
・

縛
(
1
2
ー

4
2
9
7
6
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
腹
‘
或
作
レ
縛
‘
亦
拉
ハ
レ
革
゜

プg

〔
集
韻
〕
扶
富
切
固
t-

I昌

【
夏
】
〗
ヰ
[
-
R琵
の
論
字
。
〔
龍
寵
手

【鞣】呻

諜（
u
a
-
4
3
1
7
5
)
に
同
じ
。
〔
錮
藷

手
鑑
〕
鞣
、
同
レ
諜
。

セフ

【

厳

】

畑

ヒ

"
5巨
r
o
)
に
同
じ
。
〔
贋
手

復
る
さ
ま
。
〔
管
子
、
白
心
〕
諄

【
諄
】
〗
乎
其
園
也
‘
諄
諄
乎
莫
レ
雙
其

門
↓
〔
注
〕
諄
‘
復
貌
‘
謂
溢
茫
圃
則
為
p

園
也
。

昔
未
詳

や
は
ら
か
。
〔
字
彙
補
〕
轄
、
柔
也
。

【範】』

ハ，ウ
ペ
，
ウ

〔
字
彙
補
〕
蒲
交
切

OO

●

鰈
(
1
2
ー

4
3
1
7
5
)

・
張
(
4ー

9
8
3
3
)
に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
緒
‘
諜
喋
同
。
●
措
(
5ー

1
2
1
8
5
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
措
‘
或
ハ
レ
章
。
口
ふ
い
が
う
。
瞬

(
1
2
ー

4
3
1
9
9
)
の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
緒
‘
輯
俗

字
‘
章
嚢
吹
レ
火
具
也
。
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日
口
〇
う
し
ろ
ば
り
。
＜

鞘

ぃ

絹

：

つ

の

か

か

と

の

つ

つ

み

皮

゜

〔
説
文
〕
緞
‘
履
後
帖
也
、
八
レ
i

早
段
臀
。
〔
説
文
通

訓
定
瞥
〕
緞
‘
按
‘
履
眼
、
著
以
レ
章
使
―
―
堅
厚
一
也
。

〇
或
は
椴
(
1
2
-
4
2
9
1
7
)
・

緞
(
S
-
2
7
6
4
6
)
に
作

る
。
〔
説
文
〕
緞
‘
緞
、
緞
或
八
レ
糸
。
〔
集
韻
〕
緞
‘
或

八
レ
糸
‘
炊
レ
革
゜

【
椴
早

口日
ダタダタ
ンンンン

〔
集
韻
〕
杜
管
切

〔
集
韻
〕
徒
玩
切

間屈

〇
う
し
ろ
ば
り
。
く
つ
の
か
か
と
の

つ
つ
み
皮
。
〔
説
文
繋
博
〕
蝦
‘
履
也
、

八
レ
車
段
臀
‘
臣
錯
曰
‘
帖
二
後
限
也
。
〔
集
韻
〕

緞
一
曰
‘
履
根
後
帖
。

O
或
は
暇
(
1
2
|
 4
2
9
1
 

6
)
・
 

緞
(
8
ー

2
7
6
4
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
暇
‘
或
八
レ

革
‘
炊
レ
糸
。

鞘
策小

冨

】

血

パ

集
韻
〕
何
加
切
國
i
)

＇ 

T
-
Y
 h
s
i
a
2
 

0
し
な
や
か
。
や
は
ら
か
で
強
い
。
〔
集
韻
〕
鞣
、

靭
也
。
●
車
の
と
め
木
。
車
輪
が
ま
は
る
の
を

止
め
る
木
。
〔
正
字
通
〕
鞣
‘
車
靭
°

【鞣】
5

-

―五

集
韻
〕
忍
九
切
知
5-

籍
】
〗
ケ
ン
輝
（
1
2ー

4
3
1
7
4
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
騨
‘
或
作
レ
轄
。

【
緩
】
〗
ケ
ン

輝
(
1
2ー

4
3
1
7
4
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
輝
‘
或
作
レ
緩
゜

章

部

〔
九
ー
＋
鵞
〕

呈葦骨決を
‘某―ヽ
巴臀草

也ひ
ヽ

諜ー、系所
＜ 

ヽニ も

詣喜著呂竺隋
沓二鉤-

也童
‘右 V 説観或

巨弦文 一O瓜詣[ ~ に● 集

且鰈秒ニ ヽ

目諜右ゆ 韻

象射のが 失
ヽ

ロ『悶
（圏物名）諜

てと
弦き

精
い
祠】
g

セフ

＂恩 圃yti
n
4
 

圃顧困

曰
□
国
國
●
く
つ
。
〔
玉
篇
〕
騨
靴
也
。

O
皮
を

な
め
し
鼓
を
は
る
エ
人
。
騨
(
1
2
|
 4
2
9
3
9
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
騨
‘
説
文
、
攻
レ
皮
治
レ
鼓
工
也
‘
或

炊
レ
吾
中
。
O
宝
或
は
緩
(
1
2
-
4
3
1
6
8
)

・館
(
1
2
|
 4
3
1
 

6
9
)
・
 
踪
(
1
2
-
4
2
9
1
3
)
・
i
l
.
1
1
(
1
2
-
4
3
0
8
5
)
・
邸
t
(
7

-

1
9
1
7
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
輝
‘
或
作
1
一
緩
・
舘
．

腟
・
轄
・
渾
↓

[
騨
人
】
1

竺
周
官
の
名
。
冬
官
の
属
。
皮
を
な
め
し
、

或
は
鼓
を
造
る
こ
と
を
掌
る
。
〔
周
幌
‘
考
工
記
‘
穂
目
〕

攻
皮
之
工
‘
函
飽
輝
章
衷
゜
〔
周
稽
｀
考
工
記
‘
騨
人
〕
騨

人
為
―
―
泉
陶
二
注
〕
鄭
司
農
云
‘
輝
‘
書
或
作
レ
鞠
‘
泉
陶

鼓
木
也
‘
玄
謂
‘
鞠
者
以
1

一
泉
陶
る
9
官
也
‘
鞠
則
掬
字

従
レ
革
゜

〔
集
韻
〕
王
分
切

[騨
]
5

回
ク
ン

ク
，
ワ
ン

国
ケ
ン

圏
ゥ
ン

〔
集
韻
〕
呼
願
切

日
ゥ
ン

集
韻
〕
王
問
切ヽ
u

j

 

集
韻
〕
旺
運
切

な
め
し
が
は
。
党
(
7
-
2
1
5
5
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

壺
‘
説
文
‘
柔
岸
也
、
或
作
レ
競
゜

【競】
5

戸

/

〔
集
韻
〕
乳
尭
切
瓦
-

講（
1
2
-
4
3
1
9
0
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

冨
】
呻
コ
ヴ
手
鑑
〕
鰭
愚
講
同
。

冨

】

[

紹
(
1
2
|
 
4
3
1
8
9
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
誦
、
同
レ
i

粕°

タ
ヴ

な
め
し
が
は
が
か
た
い
。
極
(
1
1
0ー

4
2
9
0
7
)
に
同

じ
。
「
集
韻
〕
極
‘
草
堅
也
‘
或
炊
レ
i

早°

冨

】

5
[
9
?
ク
〔
集
韻
〕
乞
力
切
薦

冦】叩

趙
(
1
2
-
4
3
1
7
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鰈
、
同
レ
題
。

ヰ

揃

0
た
だ
し
い
。
よ
い
。
〔
説

諄
い
怜
文
文
〕
趙
‘
是
也
、
長
是
車
臀
。

〔
左
氏
、
隠
‘
十
一
〕
犯
二
五
不
越
↓
〔
注
〕
趙
‘
是
也
。

〔
漢
書
‘
叙
傭
下
〕
昭
レ
題
見
レ
戒
゜
〔
注
〕
張
晏
日
‘

漣
‘
是
也
、
明
二
其
是
者
盆
匹
其
非
一
也
。
〔
張
衡
‘

東
京
賦
〕
岡
レ
有
木
＇
題
↓
〔
注
〕
綜
日
‘
題
、
善
也
。

O

捕
文
、
悼
(
4
-
1
0
9
0
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
題
‘
悼
‘

揃
文
建
八
レ
心
。

【
趙
書
]
1

グ
ョ
唐
の
納
垢
夷
の
子
孫
の
阿
崎
が
巖
谷
に

隠
居
し
‘
霙
字
を
撰
し
た
。
蛸
斜
の
如
く
で
あ
り
、
―
一
年

に
し
て
字
母
一
干
八
百
四
十
字
を
成
し
‘
越
書
と
琥
し

た
。
〔
清
一
統
志
〕
。

冠
芦

〔
集
韻
〕
材
鬼
切
躙
-

ヰ

＞

x
¥
 wei 

は
‘
射
具
。
〔
廣
韻
〕
諜
‘
諜
請
‘
射
具
。

O
帖
諜
は
‘

帯
の
具
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
粘
諜
‘
帯
具
。
幽
或
は
渫
(
4

|

9

g

 3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
諜
‘
牒
、
諜
或
八
レ
弓
。

緩

粽

鞣

緞

緞

競

輝

鰈

趙

観

騒

楯

輯

諄

縛

練

魏

韓

翡

祠】畑
タ，
7

【
韓
】
坤
カ
ン

〔
集
韻
〕
徳
盆
切
広
〗

＇ 
ヵ
Y
'
t
a
'

韓
(110
-
4
3
1
5
9
)
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
韓
‘
韓
本
字
。

日
も
の
の
け
。
〔
集
韻
〕
魏
‘
鬼
也
。
口
績
（
1
2
|
 
4
3
 

0
 2
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
魏
、
同
レ
績
。

【魏】呻

Elヰ
〔
集
韻
〕
利
鬼
切
躙
-

□
キ

冨
】
〗
ヰ
□
皿
＂
→
:
戸
琵
識
字
。
〔
中
華
大

遠

『

小

日

O
車
の
く
ぴ
き
つ
つ
み
。
車
の
く

g'
豪
ぴ
き
を
し
ば
る
革
゜
〔
説
文
〕
縛
‘
範

衰
也
、
八
レ
章
専
臀
。

O
車
上
の
ふ
く
ろ
。
膊
（
1
2

|
 4
2
9
7
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
膊
‘
車
上
嚢
‘
或
凡
レ

幸
。
口
く
び
き
つ
つ
み
。
〔
集
韻
〕
縛
‘
草
衷
軍

熊

国

0
こ
し
ま
き
。
〔
玉
篇
〕
縛
‘
尻
衣
。

O
く
び

き
つ
つ
み
。
腹
(
1
2
-
4
3
1
6
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

腹
‘
皮
衣
二
車
範
一
也
‘
或
作
レ
縛
。

祠】呻
国口 El
プフピヘハ
'' ウヤキク
ク

圏厨

〔
集
韻
〕
扶
富
切
宥

〔
集
韻
〕
匹
各
切

〔
集
韻
〕
平
碧
切

＇昌

貧
】
呻
カ
ク
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
輝
‘
昔
革
゜

~ 

12808 



(43187) — (43190) 

冨】呻
章

部

〔
十
蓋
〕

軽

精

餡

講

雅
‘
繹
詰
二
〕
餡
‘
寛
也
。
〇
よ
い
。
た
だ
し
い
。
〔
玉
に
お
ほ
は
れ
て
う
す
ぐ
ら
い
こ
と
。
〔
南
史
‘
張
充
博
〕

篇
〕
餡
、
義
也
。
〇
或
は
鞘
(
1
2
-
4
2
9
5
7
)

・
紹
(
8

頃
日
路
長
‘
愁
諜
餡
晦
‘
涼
暑
未
レ
乎
゜

【
鞘
光
】
ll

”
炉
〇
光
を
か
く
し
て
外
に
あ
ら
は
さ
な

い
。
〔
孔
融
‘
離
合
作
―
―
郡
姓
名
字
詩
〕
攻
造
隠
曜
‘
美
玉

-
2
7
7
7
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餡
‘
或
炊
レ
革
゜
〔
正

餡
光
。

0
オ
徳
を
か
く
し
て
外
に
あ
ら
は
さ
な
い
。
餡

字
通
〕
餡
‘
或
作
レ
鞘
‘
別
作
レ
紹
゜
R
或
は
支
(
2
_

3
1
3
3
)

に
作
る
。
〔
鵡
‘
喪
大
記
‘
秤
文
〕
餡
、
本
又
晦
゜
〔
晉
書
慕
容
垂
載
記
〕
但
時
来
之
運
未
レ
至
‘
故
餡
レ

作
レ
支
°
〇
通
じ
て
翻
(
9
-
2
8
00 2
7
)

に
作
る
。
〔
儀
光
侯
レ
奮
耳
゜
〔
梁
昭
明
太
子
‘
陶
靖
節
集
序
〕
聖
人
餡
レ

證
‘
郷
射
證
‘
柾
長
三
切
以
1

一
鴻
脱
i

炉
上
二
尋
、
光
‘
賢
人
隠
世
。
参
新
論
の
篇
名
。
R
庵
の
名
。
逝
江

省
杭
縣
の
霊
隠
山
の
雲
林
寺
の
西
。
庵
は
呉
越
王
、
建

つ
。
も
と
廣
巖
庵
と
い
ふ
。
唐
の
僧
餡
光
‘
此
虞
に
卓
錫

注
〕
今
文
‘
餡
為
レ
翻
゜
□
ゆ
こ
て
。
弓
を
射
る
時
、

す
。
因
つ
て
名
づ
く
。
寺
の
頂
に
石
棲
方
丈
あ
り
。
錢

袖
の
さ
は
る
の
を
避
け
‘
弦
の
営
る
の
を
防
ぐ
た

め
に
、
左
の
腎
を
被
ふ
も
の
。
〔
集
韻
〕
餡
‘
腎
衣
。
塘
江
に
封
す
。
〔
杭
州
府
志
〕
新
山
贔
頂
有
二
餡
光
庵
一

量

ョ

シ

。

蓋

寺

之

別

院

。

O
宋
‘
曹
燦
(
6
ー

1
4
2
9
7
:
 9
6
)

の
字
。

【
餡
鈴
】
1
2
[
t

古
、
兵
法
の
書
に
‘
六
餡
と
玉
鈴
篇
と
あ

【
餡
軟
】

1
g
ま
さ
る
。
す
ぎ
る
。
〔
王
融
、
三
月
三
日

っ
た
こ
と
か
ら
、
轄
じ
て
‘
兵
法
を
い
ふ
。
〔
張
説
、
将
レ

曲
水
詩
序
〕
餡
秩
炎
漢
↓
〔
注
〕
銑
日
、
餡
‘
蔵
‘
軟
‘
過

h1
。

赴

二

朔

方

軍

應

制

詩

〕

證

架

逢

1
1

明
主
↓
餡
鈴
用
―
老
臣
↓

〔
白
居
易
、
和T
渭
北
劉
大
夫
借
二
便
秋
遮
虜
玉
i
•朝
中

親
友
上
詩
〕
餡
鈴
漢
上
将
、
文
墨
魯
諸
生
。

【
鞘
隠
】
2

匁
つ
つ
み
か
く
す
。
紹
晦
゜
〔
新
論
、
餡
光
〕

〖
餡
鈴
家
〗1
3
5ウケ
ン
兵
法
家
。
餡
鈴
を
見
よ
。

能
船
―
隠
其
質
ぶ
竪
双
レ
全
レ
性
也
。

【
餡
乎
】
14

カ
物
を
蔵
す
る
さ
ま
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
君
子

【
餡
饂
】
3

匁
つ
つ
み
か
く
す
。
〔
魏
志
、
管
寧
博
〕
匿
レ

明
―
―
於
此
十
者
「
削
餡
乎
其
事
レ
心
之
大
也
。

景
蔵
レ
光
、
嘉
レ
遁
養
レ
浩
、
i

炉
饂
儒
墨
云
潜
化
傍
流
。

【
餡
耀
】
4

琴
光
を
つ
つ
み
か
く
す
。
餡
光
。
〔
晉
書
、
【
餡
蔽
】
15

琴
つ
つ
み
か
く
す
。
オ
徳
を
く
ら
ま
し
か

隠
逸
博
序
〕
漱
況
而
激
箕
清
一
良
巣
而
i

炉
其
耀
↓
く
す
。
紹
晦
〔
歌
陽
脩
、
仲
氏
文
集
序
〕
餡
祓
抑
鬱
‘
久

【
餡
涵
】
5

”
バ
つ
つ
み
ひ
た
す
。
〔
柳
宗
元
‘
陪
永
州
伏
否
顕
者
、
蓋
其
不
面
屈
以
合
＞
世
‘
故
世
亦
莫
一
之

雀
使
君
函
竺
諮
南
他
序
〕
i

炉

涵

太

虚

↓

知

也

。

【
餡
含
】
6

”
パ
諸
記
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
上
‘
謝
【
餡
日
】
16

勾
日
光
を
つ
つ
み
か
く
す
。
〔
陸
浦
、
初
夏

夷
吾
博
〕
少
贋
一
儒
雅
云
炉
含
六
籍
→
間
ー
一
歩
邦
落
間
—
詩
〕
薄
雲

i炉
日
不
レ
成
レ
晴
、
野
水
通
レ

昏
）
小
日
●
つ
る
ぎ
ぶ
く
ろ
。
〔
説
文
〕
餡
細
【
紹
奇
】
こ
ゥ
す
ぐ
れ
た
才
能
を
つ
つ
み
か
く
す
。
〔
抱
地
漸
欲
レ
平
。

皐
豪
衣
也
、
八
レ
車
酋
臀
゜
〔
玉
篇
〕
餡
、
細
衣
朴
子
、
廣
讐
〕
應
侯
餡
柔
可
於
溺
簑
↓
【
鞘
世
】
＂
＂

5

-

世
を
包
蔵
す
る
。
度
量
の
大
な
る
に

【
餡
弓
]
8

翌
＇
ウ
弓
ぷ
く
ろ
。
又
、
弓
を
袋
に
祓
め
る
。
い
ふ
。
蓋
世
。
〔
播
岳
‘
寡
婦
賦
序
〕
築
安
任
子
咸
者
、
有

l
-

也
゜

eゆ
み
ぶ
く
ろ
。
歿
(
4
ー

9
7
4
8
)

に
同
じ
。
〔
廣

〔
詩
、
周
頌
、
時
邁
‘
載
棄
―
―
弓
矢
五
疏
〕
棄
者
、
弓
衣
‘
一
名
餡
世
之
量
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
廣
雅
曰
‘
餡
‘
祓
也
‘
言
n

一
度
之

餡
‘
故
内
1

一

弓

於

衣

盃

叩

一

之

餡

弓

↓

大

‘

包

玉

諏

一

世

1

也。

雅
、
繹
器
〕
餡
‘
弓
蔽
也
。
〔
詩
‘
小
雅
、
形
弓
、
棄
レ

之
博
〕
羹
餡
也
。
〔
繹
文
扇
、
本
又
作
レ
投
、
弓
衣
【
餡
玉
】
，
”
aO

ク
●
お
ぴ
だ
ま
。
〔
謝
荘
‘
司
空
何
尚
之
【
餡
潜
】
1
8
"
心
つ
つ
み
か
く
す
。
か
く
れ
ひ
そ
む
。
餡

也
。

0
を
さ
め
る
。
つ
つ
む
。
〔
廣
韻
〕
餡
、
蔵
也
。
墓
誌
〕
遠
源
長
爛
、
自
レ
晉
祖
レ
韓
‘
潜
川
紹
玉
‘
霧
袖
騰
蔵
。
〔
張
仲
甫
‘
雷
賦
〕
或
殷
輯
而
鼓
作
‘
或
滅
没
而
餡

〔
詩
、
周
頌
‘
時
邁
、
載
嚢
己
五
今
疏
〕
棄
者
弓
衣
、
竪
。
●
唐
‘
柳
環
(
6
-
1
4
6
6
2
:
 2
0
5
)

の

字

。

潜

゜

一
名
紹
‘
故
納
―
―
弓
於
衣
面
匹
之
餡
弓
→
〔
後
漢
書
、
【
餡
晦
】

1
0

”
や
〇
オ
智
學
問
な
ど
を
つ
つ
み
く
ら
ま
【
餡
仲
】19
”
〗
ゥ
宋
‘
劉
柄
(
9ー
2
2
2
4
:
 5
9
2
)

の

O
の

し
て
顧
さ
な
い
。
餡
蔵
。
〔
藷
唐
書
‘
宣
帝
紀
〕
歴
1

一
大
和
・
字
。

會
昌
朝
盃
愈
事
―
餡
晦
↓
〔
五
色
線
〕
李
泌
年
九
歳
、
賦
長
【
餡
沈
】
20

只
か
く
れ
し
づ
む
。
〔
包
融
‘
酬
―
―
忠
公
林

先
肱
偉
〕
以
レ
被
i

炉
面
。
〔
注
〕
紹
‘
誠
也
。
R
は
た

ざ
を
を
つ
つ
む
。
〔
王
篇
〕
餡
、
i

炉
打
也
。
〇
ゆ
る
緊
博
寝
者
良
不
―
―
梢
賞
盃
京
九
齢
見
而
獨
戒
レ
之
日
、
亭
詩
〕
自
言
解
塵
事
面
l

尺
能
紹
沈
。

や
か
。
ひ
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
二
〕
餡
‘
緩
也
。
〔
廣
早
得
美
名
砿
着
必
所
レ
折
‘
宜
二
自
餡
晦
↓
〇
雲
雨
な
ど

[

i

粕
芳
】
2
1
5
0
0

清
‘
査
容
(
6
ー

1
4
6
4
3
:
 7
6
)

の
字
。

タ
ヴ
ト
ヴ

日
タ，ウ
ト
ヴ

□l
 

集
韻
〕
明
琥
切

〔
集
韻
〕
他
刀
切
大
名

薗 i圏

冨】畑
く
さ
び
。
轄
(
1
0
ー

3
g8
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
韓

輿
レ
轄
同
‘
車
軸
頭
鐵
也
。

カ
ッ
ゲ
チ

〔
玉
篇
〕
下
賭
切

闊

窮]坤
〇
ゆ
が
け
。
弓
を
射
る
時
に
手
指
が
痛
ま
ぬ
や

う
に
用
ひ
る
革
で
作
っ
た
手
袋
゜
〔
字
彙
〕
軽
、

皮
指
。
●
緒
(
1
2
|
 4
3
1
6
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

絡
、
同
レ
鞘
゜

タ，
7
トブ

〔
字
彙
〕
都
合
切

亙

〇
あ
つ
い
。
〔
玉
篇
〕
輯
‘
熱
闘
翡
°
●
皮
の
衣
゜

〔
集
韻
〕
開
‘
皮
服
。

O
鞘
(
1
2
|
 4
2
9
6
1
)

に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
翡
、
同
レ
鞘
゜

ロ

日
口
●
ゆ
こ
て
。
弓
を
射
る
時
‘
つ
る

の
営
る
を
ふ
せ
ぐ
た
め
に
左
の
腎
に

つ
け
る
革
具
。
〔
説
文
〕
繕
‘
腎
衣
也
、
ハ
レ
草
背

瞥
。
〔
段
注
〕
各
本
作
11

射
腎
決
也
面
誤
甚
‘
今
依
下

文
選
答
蘇
武
書
注
韮
‘
凡
因
ー
1

一
射
著
左
臀
一

謂
乏
射
睛
面
介
レ
射
而
雨
腎
皆
著
レ
之
、
以
便
―
―
於

事
面
炉
之
繕
ぶ
其
字
或
作
レ
溝
‘
見
11

後
漢
書
↓
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
講
‘
按
‘
射
臀
搭
也
、
著
二
左
臀
百
竪

朱
事
為
レ
之
、
詩
謂
二
之
拾
ご
儀
證
謂
―
―
之
遂
二
内

則
謂
乏
拝
工
非
レ
射
亦
用
以
敏
レ
衣
便
レ
事
、
日
1

一

“ 豪小

[

講

]

徊

コ
ヴ
石
集
韻
〕
居
侯
切
尤

ク

≪

又

k
o
u

日凡
ヴ
〔
集
韻
〕
居
候
切
園

【
餡
筆
】
22

焚
籠
を
を
さ
め
て
用
ひ
な
い
。
書
く
こ
と

を
や
め
る
。
歿
筆
。
〔
晉
書
、
王
接
博
〕
識
智
之
士
‘
鉗
レ

口
紹
レ
筆
。

【
鞘
伏
】
2
3
7
”
を
さ
め
ふ
せ
る
。
又
、
か
く
れ
ふ
す
。
〔
後

漢
書
、
申
屠
蝠
傭
賃
〕
i

炉
伏
明
姿
五

g
是
煙
曖
↓

【
餡
文
】
2
4
7
パ
清
‘
畢
著
（
7
-
2
1
8
2
9
:
 5
6
)

の
字
。

【
餡
表
】
25

芯
上
表
の
文
を
つ
つ
む
。
〔
唐
書
‘
叛
臣
上
‘

李
懐
光
博
〕
前
遣
二
袢
将
張
紹
冨
ぞ
蛾
i

炉
表
。

【
餡
父
】
26

”
ゥ
清
、
周
謄
虎
(
2
-
3
4
4
1
:
 8
0
7
)

の
字
。

【
餡
甫
】
27

勺
清
、
周
騰
虎
(
2
-
3
4
4
1
:
 8
0
7
)

の
字
。

【
餡
孟
】
28

琴
明
、
王
嘩
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 7
4
)

の
●
の
字
。

【
餡
面
]
2
9

匁
か
ほ
を
つ
つ
み
か
く
す
。
〔
後
漢
書
‘
姜

肱
博
〕
後
卑
ハ
―
―
徐
腐
倶
徴
不
レ
至
‘
桓
帝
乃
下
1
1

彰
城
一

使
董
工
匪
其
形
吠
肱
臥
子
幽
闇
盆
抄
被
餡
面
、

言
‘
惑
眩
疾
、
不
レ
欲
―
―
出
風
↓
工
党
不
レ
得
レ
見
レ
之
。

【
餡
篇
】
30

昇
笛
を
つ
つ
む
。
〔
播
岳
、
笙
賦
〕
弛
レ
絃
餡
レ

箇
【
餡
略
】
31

認
ク
六
餡
と
三
略
と
の
略
。
韓
じ
て
、
兵
書

又
は
軍
略
を
い
ふ
。
〔
在
日
用
、
奉
n

一
和
聖
製
送
―
―
張
説

巡
＞
邊
詩
〕
廟
謀
能
允
迪
‘
餡
略
又
樅
横
゜
〔
丁
鶴
年
‘
客

懐
詩
〕
文
章
非
↓
―
豹
隠
一
紹
略
登
鷹
揚
。

12809 



(43190 ・・ 1)—(43198)

〔
集
韻
〕
烏
昆
切
字
四

u
r

活
n
•

口
ウ
ン
〔
集
韻
〕
委
隕
切
戸
8

日
口
●
か
き
い
ろ
。
赤
と
黄
の
間
色
。
〔
玉
篇
〕

饂
、
赤
黄
之
間
色
也
。
●
う
ら
。
う
ち
。
〔
玉
篇
〕
饂
‘

裏
也
。
●
つ
つ
む
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
饂
‘
褒
也
。

●
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
饂
‘
躙
也
。

0
を
さ
め

る
。
か
く
す
。
〔
廣
韻
〕
饂
‘
饂
レ
棟
。
〔
集
韻
〕
饂
‘
蔵

也
。
〔
論
語
、
子
平
〕
饂
レ
置
而
蔵
レ
諸
゜
〔
集
解
〕
馬
融

曰
‘
饂
‘
蔽
也
。
〔
陸
機
、
文
賦
〕
石
饂
レ
玉
而
山
暉
。

●
く
し
げ
。
は
こ
。
〔
後
漢
書
、
雀
駆
傭
〕
今
子
饂

横
六
経
。
〔
注
〕
饂
‘
匝
也
。
●
も
と
輻
に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
饂
‘
本
作
レ
輻
。
●
蘊
(
9
-
3
2
4
3
4
)

に

同
じ
。
〔
任
明
、
百
辟
勧
,
,
進
今
上
1

賤
‘
近
以
ー
ー
朝

愈
蘊
レ
策
‘
注
〕
善
日
‘
蘊
‘
興
レ
饂
同
。

【
饂
奄
】
1

戌
清
、
李
文
燦
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 1
9
0
7
)
の
統
。

【
饂
債
】
2

”
ン
償
を
つ
つ
み
か
く
す
。
材
智
が
あ
り
な

【

饂

】

呻

日
ヲ
ン

攘
衣
五
著
―
―
雨
臀
↓
〔
玉
篇
〕
韓
、
結
也
、
腎
沓
也
。

〔
史
記
、
滑
稽
‘
淳
子
梵
傭
〕
梵
倦
講
鞠
胞
。
〔
注
〕

集
解
日
、
徐
廣
曰
‘
講
‘
臀
拝
也
。
●
又
‘
溝
(
1
0
-

3
4
4
8
0
)
・
 
暢
(
4
-
9
0
2
8
)

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
講
、
字
亦
作
レ
構
、
作
レ
帳
。
●
構
(
1
2
-
4
2
9

6
3
)

に
同
じ
。
〔
康
煕
字
典
〕
講
‘
玉
篇
作
レ
講
。

【
講
下
】
1

5

ゥ
ゆ
ご
て
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
青
枕
摯
t
1

於

講
下
↓

【
講
蔽
】
2

袴
ゆ
ご
て
を
は
め
前
垂
を
か
け
る
。
賤
者

の
風
に
い
ふ
。
〔
史
記
‘
張
耳
陳
餘
傭
〕
高
祗
従
1

一
平
城
1

過
J

趙
‘
趙
王
朝
夕
担
韓
蔽
゜
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
、
講

者
臀
拝
也
。

【
講
上
鷹
】
3

t
戎
5
ゥ
ゆ
ご
て
の
上
の
鷹
。
勇
ま
し
く
飛

び
ま
は
る
喩
。
〔
鮪
照
、
東
武
吟
〕
昔
如
二
精
上
鷹
公
F
似,,

檻
中
猿
↓
〔
注
〕
良
日
、
言
下
少
時
如
釦
空
生
韓
上
涵
l

占

攻
禽
獣
↓

章

部

〔十|+―奎軍〕

が
ら
世
人
に
知
ら
れ
な
い
喩
。
〔
晉
書
、
部
読
博
論
〕
説

等
並
饂
憤
州
雙
哀
然
應
レ
召
、
封
1
1

揚
天
問
云
高
―
―
歩
雲

衝
↓
〔
賂
賓
王
‘
秋
日
盆
州
李
長
史
宅
宴
序
〕
懐
レ
材
纏
レ

債
‘
兼
清
之
道
未
レ
弘
゜

【
饂
輝
】
3

”
ン
清
、
王
海
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 8
7
8
)
の
字
。

【
饂
園
】
4
5
"

清
、
高
其
位
(
U
!
-
4
5
3
1
3
:
 1
0
8
0
)

の

字。

【
饂
玉
】
5

か
が
’
玉
を
つ
つ
み
蔵
す
。
〔
陸
機
、
文
賦
〕
石

饂
レ
玉
而
山
暉
‘
水
懐
レ
珠
而
川
媚
。

〖
饂
玉
硯
〗6
"
»芍ヨ
9

渦
石
、
郎
ち
山
東
渦
川
縣
か
ら

出
る
硯
。
〔
東
域
題
跛
、
評
渦
端
硯
〕
渦
石
琥
↓
―
饂
玉
硯
一

獲
レ
墨
而
損
レ
筆
。
〔
陸
源
、
秋
睛
詩
〕
饂
玉
硯
凹
宜
1

一墨

堂
冷
金
棧
滑
助
―
―
詩
情
↓

【
饂
卿
】
8

杉
清
、
董
洵
(
9
-
3
1
4
3
3
:
 9
3
)
の
字
。

【
饂
齋
]
9

杉
字
琥
。

O
清
、
許
自
俊
(
1
0
-
3
5
2
9
8
 :

3

 

0
6
)
の
琥
。

O
清
、
郷
顧
吉
(
1
1
|
 3
9
5
6
2
 :
 8
5
)
の
琥
。

●
清
、
劉
嘉
(
2
-
2
2
2
4
:
 2
8
5
)
の
字
。

【
饂
山
】
10

ぢ
字
琥
。
●
清
‘
沈
赤
然
（
6
-
1
7
1
8
9
:
 5
7
 

6
)
の
字
。
●
清
‘
張
錫
壊
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
2
6
7
)
の
琥
。

〖
饂
山
堂
〗11”
”
ザ
ン
清
、
管
世
銘(8
-
2
6
1
6
2

:
 1
9
3
)
 

の
室
名
。

【
饂
斯
】
12

介
ン
明
‘
邪
國
璽
(
U
-
3
9
3
0
1
:
 5
8
)
の
字
。

【
饂
藉
】
13

翌
重
厚
で
圭
角
の
無
い
こ
と
。
局
量
ひ
ろ

v
、
其
の
漫
深
の
知
れ
ぬ
こ
と
。
含
蓄
あ
る
を
い
ふ
。

譴
藉
゜
〔
敬
齋
古
今
懃
〕
饂
藉
、
乃
養
重
厚
、
不
ゴ
一
露
1

一
涵
圭

角
之
意
、
故
前
史
謂
T

有
ー
ー
局
量
1

不
レ
令
n

一
人
窺
1

一
見
漫

思
而
風
流
閑
雅
者
4

為
―
―
饂
藉
云
唐
明
皇
陳
―
―
築
於
勤
政

棲
下
云
告
簾
観
レ
之
、
兵
部
侍
郎
虞
絢
謂
―
―
上
已
起
釜
土
レ

鞭
按
レ
轡
‘
横
過
―
臼
雫
＇
工
絢
風
標
―
―
清
梓
て
上
目
―
―
送
之
一

深
歎
―
―
其
饂
藉
:
又
徳
宗
好
―
―
文
雅
饂
藉
ご
叩
柳
渾
質
直

軽
脱
細
穿
威
儀

:4否
説
、
以
レ
是
罷
レ
相
、
饂
藉
之
説

如
レ
此
゜

【
饂
衰
】
14

笠
ン
愚
な
さ
ま
。
〔
晉
書
、
文
苑
、
王
沈
博
〕

饂
裏
者
以
t

一
色
厚
―
為
鵞
誠
↓

【
饂
退
】
15

伐
清
‘
趙
進
美
(
1
0
-
3
7
1
7
1
・

・
7
0
5
)
の
字
。

【
饂
置
】
16

昇
ひ
つ
の
中
に
し
ま
つ
て
お
く
。
饂
楕
に

同
じ
。
〔
論
語
、
子
竿
〕
有
"
美
,
1

玉
於
斯
-
箪
レ
贋
而
蔵
レ

諸
‘
求
1

一
善
買
而
拮
諸
。
〔
集
解
〕
馬
融
日
、
饂
‘
蔽
也
‘

贋
、
厘
也
。
〔
胃
文
〕
置
、
本
又
作
レ
棟
゜

【
饂
憤
】
17

認
ひ
つ
に
を
さ
め
て
お
く
。
オ
を
抱
い
て

講

饂

縄

韓

棘

羅

糠

繹

編

【
課
】
〗

つ
か
ね
る
。
糠
(
6ー

1
5
7
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

蝶
‘
束
也
‘
或
ハ
レ
章
。

サ
ヴ
ゼ．ウ

〔
集
韻
〕
鋤
交
切

圏

【

血

誰

】

呻

医

く
ら
。
鞍
(
1
2
-
4
2
9
9
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
羅
‘
羅

鞍
也
。
〔
正
字
通
〕
羅
、
同
レ
罹
。

サ
イ
ス
イ

〔
玉
篇
〕
素
回
切＇ 

【

篠

】

叩

コ
ン

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
糠
‘
蒐
上
臀
。

【
韓
】
〗
ケ
ン

義
未
詳
。
〔
等
韻
〕
韓
‘
昔
巻
。

籟
(
1
1
0
1
4
3
2
1
4
)
・
編
(
1
1
0
-
4
2
9
6
 

祠
】
〗
9
)
·
擁
(
1
1
0

-
4
3
名
）
に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
縄
、
調
‘
鞄
‘
擁
義
同
。

ヨ，ウ

用
ひ
ら
れ
な
い
喩
。
饂
置
。
〔
後
漢
書
、
雀
姻
博
〕
今
子

饂
積
六
息
服
面
道
術
↓
〔
注
〕
饂
‘
匝
也
、
槽
‘
直
也
、

論
語
曰
‘
有
1

一
美
玉
云
饂
レ
楕
而
蔵
レ
諸
。
〔
後
漢
書
、
張
衡

博
〕
且
饂
レ
横
以
待
徊
憤
‘
踵
―
―
顔
氏
ー
以
行
止
。
〔
左
思
、
呉

都
賦
〕
傾
―
―
神
州
1

而
饂
楕
。
〔
劉
現
‘
答
1

一
慮
謀
1

詩
〕
如
1
1

彼
亀
玉
‘
饂
憤
毀
＂
諸
。

【
饂
夫
】
18

ガ
ン
元
、
社
柄
(
9
-
2
9
1
7
9
:
 1
7
)

の
字
。

【
饂
瑣
】
19

”
汐
清
‘
張
含
輝
(
4
-
9
8
1
2
:
 8
9
0
)

の
字
。

【
碑
需
尤
棲
】
20

競
2
ワ
，
ゥ
清
‘
許
容
(
1
0ー

3
5
2
9
8
:
 2
1
8
)

の

●
の
室
名
。

、
イ
〔
集
韻
〕
歩
拝
切
圏

ヽ

イ
勺
ヽ

p
e
i
•

日
2
＇ 
具
77

〔
集
韻
〕
房
六
切
園
『

【
編
】
〗

●
ひ
ざ
か
け
。
ま
へ
だ
れ
。
な
め
し
革

の
ひ
ざ
か
け
。
〔
説
文
〕
繹
‘
祓
也
、
所
,
,

目
蔽
＂
前
者
、
目
レ
章
、
下
廣
二
尺
‘
上
廣
一
尺
‘
其

頸
五
寸
‘
一
命
蘊
繹
、
再
命
赤
繹
‘
炊
レ
章
畢
臀
。

〔
荀
子
、
正
論
〕
共
交
畢
。
〔
注
〕
畢
‘
興
レ
繹
同
‘
紋

也
、
所
↓
ー
以
蔽
＂
前
。
〔
集
解
〕
注
紋
‘
骨

9
作
レ
祓
。
●

朝
服
の
ひ
ざ
か
け
。
祓
(
1
2

ー
と
1
2
1
)

に
同
じ
。

〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
繹
、
朝
服
日
レ
繹
‘
祭
服
曰
レ

祓
、
戎
服
日
レ
給
‘
上
古
之
世
衣
,
,
獣
皮
一
先
知
レ

蔽
レ
前
‘
継
知
J

蔽
レ
後
、
後
王
易
以
,
,
章
布
盃
而
存
―
―

其
蔽
レ
前
者
百
公
永
レ
之
、
不
レ
と
炉
本
也
。
〔
秤
名
、

繹
衣
服
〕
戟
‘
繹
也
、
繹
‘
蔽
膝
也
、
所
n

―
以
蔽
―
―
膝

即
也
。
〔
王
先
謙
疏
證
補
〕
畢
玩
日
、
本
名
,
,
蔽

墜
急
溢
―
口
之
ー
則
雨
音
合
一
、
遂
名
レ
繹
矢
‘
蔽

膝
、
乃
為
繹
之
反
語
戻
゜
〔
儀
證
‘
士
冠
穂
〕
主

人
玄
冠
朝
服
細
帯
素
繹
。

O
胡
服
の
ひ
ざ
か
け
。

〔
廣
韻
〕
繹
‘
胡
服
蔽
膝
。
●
或
は
暉
(
7ー

2
1
1
8
4
)
・

軸
(
8
|
2
2
9
0
5
)

に
作
り
‘
俗
に
繹
（
1
2ー

4

逗
9
2
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
繹
‘
俗
作
レ
繹
‘
暉
、
上
同
。
〔
集

韻
〕
繹
‘
或
八
レ
皮
、
ハ
レ
革
。

O
通
じ
て
繹
(
8ー

2
7

808)• 

畢
(
7
|
2
1
8
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
繹
、
通

作
レ
繹
゜
〔
韻
會
〕
繹
、
通
作
レ
畢
゜

【
繹
帯
】
1

伐
膝
蔽
ひ
と
大
帯
。
證
装
に
用
ひ
る
。
〔
國

語
、
晉
語
九
〕
端
委
繹
帯
、
以
随
＿
＿
宰
人
↓

【
繹
冤
】
2

苫
膝
蔽
ひ
と
冤
冠
。
證
装
に
用
ひ
る
。
〔
説

苑
‘
脩
文
〕
繹
毘
属
戎
‘
立
―
―
子
廟
堂
之
上
↓

韓
豪小

[

輝

]

呻

戸

〔

集

韻

〕

壁

繍

p

環

二
―
四
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冨

】

』

草

部

〔
十
一
—
—
＋
三
聾
〕編
価

料

軽

螺

監

績

礁

幡

韓

韓

樺

穂

龍

輝

猷

請

二
―
五

ハ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
媒
‘
昔
敗
0
1
[
1
3
]
1

キ
〔
集
韻
〕
旺
為
切
玄

清
‘
注
棟
(
6
|
1
7
1
5
4
 :
 1
1
0
)

の
字
。

冨
】
〗

ふ
る
ふ
。
〔
川
篇
〕
軽
‘
震
也
。

ヨ
ク

川
篇
〕
昔
域

口
む
ら
が
る
。
平
方
形
の
か
は
。
〔
玉
篇
〕
幡
‘
禁

幡
゜
〔
集
韻
〕
幡
‘
慧
也
葦
平
＇
方
也
°
□
]
か
は
で
つ

つ
ん
だ
も
の
。
か
は
づ
つ
み
。
〔
集
韻
〕
幡
‘
草
褒

日
レ
幡
。

O
嚢
の
紐
の
名
。
〔
玉
篇
〕
唱
‘
嚢
組
名
。

O
穂
(
1
2

-
4
3
2
1
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
帽
、
同
レ
隠
°
〇
或

は
轄
(
1
0
|
 3
8
5
2
2
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
欝
‘
或
作
レ

隠

⑲

隠
(
1
2
-
4
3
2
2
8
)

の
謳
字
。
〔
集
韻
校
正
〕

開
‘
案
襄
芦
胄
‘
雙
類
篇
正
‘
類
篇
章
部
、
無
―
―

円
字
↓

冨
】
〗口日
ボハホハ
ンンンン

〔
集
韻
〕
符
哀
切

〔
集
韻
〕
学
哀
切

因因

冦
】
〗
，

躾

(
1
2
|
 4
3
2
3
1
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
樵
、
同
レ
虞

シ
ウ

曾
】
〗冒
〔
玉
篇
〕
徐
酔
切
面

冨
[
]
〗
編（
1
2
|
 4
3
1
9
8
)

に
同
じ
。
〔
類

篇
〕
臓
卑
ハ
レ
雛
同
。

フ
ク

日
つ
む
ぐ
。
魏
(
1
2—
4
3
1
8
4
)
に
同
じ
。
〔
王
篇
〕

績
‘
績
絹
也
‘
魏
、
同
レ
上
。
口
□
な
め
し
革
の
ぬ
【
婢

t
]〗

ひ
と
り
。
鞘
(
1
2
-
4
3
0
2
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鞘
‘

説
文
‘
串
繍
也
‘
或
八
レ
牟
゜

〔
集
韻
〕
利
鬼
切

ヰ

xヽ

小

O
さ
か
ん
。
さ
か
ん
な
さ
ま
。
花
の
盛

唸アg
策
な
さ
ま
。
も
と
謁
(
1
2
-
4
3
2
2
0
)

に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
陣
‘
説
文
、
本
作
レ
聘
。
〔
説
文
〕
栂
‘

盛
也
‘
炊
涵
玄
早
臀
‘
詩
日
‘
号
不
―
―
跨
謁
↓
〇
物
の

さ
ま
。
韓
韓
(
2
)

を
見
よ
。
〇
偉
(
7
-
1
9
1
8
9
)

に

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
騨
‘
仮
借
為
レ
情
。

【
縛
偉
】
1
4
4

盛
に
明
か
な
さ
ま
。
偉
偉
。
〔
張
華
‘
感
婚

詩
〕
綽
偉
衆
親
盛
‘
於
レ
我
猶
若
レ
常
゜

【
韓
樺
】
2
4
4

光
明
あ
る
さ
ま
。
又
‘
華
の
盛
な
さ
ま
。

〔
詩
‘
小
雅
‘
常
棟
〕
常
棟
之
華
‘
郡
不
二
韓
躾
〔
偵
〕
紳

韓
‘
光
明
也
。

【
樺
嘩
】
3

ザ
あ
き
ら
か
に
さ
か
ん
な
さ
ま
。
ひ
か
り

か
が
や
く
さ
ま
。
嘩
‘
一
に
婢
に
作
る
。
〔
張
衡
‘
西
京

賦
〕
流
―
―
景
曜
之
騨
嘩
一
〔
注
〕
綜
日
、
韓
嘩
‘
言
1

一明盛―

也
。
〔
曹
植
、
聖
皇
篇
〕
車
服
齋
整
設
‘
騨
婢
耀
夫
精
一
)

【
樺
経
】
4

が
花
の
む
ら
が
つ
て
は
な
や
か
な
さ
ま
。

〔
文
心
離
龍
‘
才
略
〕
梢
幹
之
貰
才
‘
非
―
―
群
華
之
雑
謡
F
-

也。

【
騨
懐
】
5

炉イ

□園

【
邑
〗回 bl El 

ギキグクギキ
'' ヮヮ
イイ

B
0ふ
い
が
う
。
火
を
吹
き
お
こ
す
か
は
ぶ
く

ろ
。
〔
玉
篇
〕
媚
‘
章
嚢
‘
可
二
以
吹
レ
火
令
乙
熾
゜
〔
集

韻
〕
媚
‘
吹
レ
火
章
嚢
也
。
〔
正
字
通
〕
調
‘
吹
レ
火
皐

嚢。

O
又
‘
榛
（
6
-
1
5
9
3
9
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕

【
鐙
】
』

蒻
‘
亦
作
レ
榛
。

0
或
は
緋
(
1
2
-
4
3
1
5
6
)

・秦
(
6

-
1
5
8
2
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
編
‘
或
作
二
緋
・
壺
ぢ

□
え
び
ら
。
服
(
8
|
2
6
1
4
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
皮
を
張
る
。
〔
集
韻
〕
鐙
‘
張
レ
皮
也
。

服
‘
説
文
‘
弩
矢
5

服
也
‘
或
作
レ
媚
゜

【
媚
祭
】
1
7
7

パ
琴
冒
リ
陰
暦
十
一
月
八
日
、
鍛
冶
・
躊
物

師
・
飾
職
な
ど
、
平
日
韓
を
用
ひ
て
業
を
螢
む
職
人
等

が
‘
其
の
守
護
紳
の
梢
荷
神
を
祭
る
紳
事
。

〔
玉
篇
〕
巨
貴
切
困

〔
集
韻
〕
胡
酎
切
認
〗

〔
集
韻
〕
求
位
切
面
g

〇
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
〔
字
彙
〕
韓
‘
餡
也
。
●
お
ほ
ぶ

く
ろ
。
棄
(
6
|
1
5
8
1
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
棄
‘
説

文
、
車
上
大
棄
‘
或
作
レ
韓
゜

【
綿
章
】
1

抄
弓
袋
を
驚
い
た
旗
。
戦
の
止
ん
だ
印
に

用
ひ
る
。
〔
管
子
、
兵
法
〕
九
日
‘
學
―
―
綿
章
ー
則
載
レ
食
而

駕
。
〔
纂
詰
〕
韓
章
‘
書
l

二
絆
弓
之
貼
也
‘
載
止
則
繹
弓
‘

今
學
―
此
旗
な
空
戦
止
牌
p

還
也
。

タ
ヴ
チ
ぷ
｀
，
ウ

集
韻
〕
拷
孟
切
蒻

n
躙
言
i
~一

冨
[
]
〗
謬
〔
集
韻
〕
居
努
切
圏

●
平
均
に
な
め
さ
れ
た
皮
゜
〔
集
韻
〕
戯
、
柔
革

平
均
也
。

0
平
均
に
な
め
さ
れ
て
ゐ
な
い
皮
。

〔
正
字
通
〕
戯
、
柔
革
不
レ
均
゜

日
口
罪
譜
は
‘
く
つ
。
擁
(
1
2
|
 4
3
0
4
1
)

麗
(
1
2

【籠
]
i

ロビ］
ュョュョ
''  ゥゥ

困

〔
集
韻
〕
於
用
切
甲
g

〔
集
韻
〕
於
容
切

n躙
昌
i

――

冨
】
〗
ヵ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
嶽
‘
昔
村
。

【
靡t
]〗
タ
ン義未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
輝
‘
昔
箪
°

冦

】

』

ハ
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
翰
‘
昔
敗
。

□
□
●
ふ
く
ろ
の
ひ
も
。
〔
説
文
〕
穂
、

棄
紐
也
、
八
レ
章
悪
瞥
。

O
く
ぴ
ぶ
く

ろ
。
首
級
を
入
れ
る
ふ
く
ろ
。
〔
説
文
〕
穂
、
一

曰
‘
盛
―
―
虜
顕
棄
也
。
〔
注
〕
謂
三
載
伐
以
盛
二
首

級一

O
衣
の
紐
に
つ
い
て
ゐ
る
環
。
〔
六
書
故
〕

鑢
今
以
表
紐
之
牡
環
[
?
穂
゜
＠
或
は
就
(
1
2

1
 4
3
1
4
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
穂
‘
或
作
レ
脱
。
国
●

ふ
く
ろ
の
ひ
も
。
〔
集
韻
〕
穂
‘
棄
紐
也
。
●
虎
の

頭
を
入
れ
る
ふ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
聰
‘
一
日
‘
盛
1

虎

頭
嚢
。
・
或
は
囃
(
1
2ー

4
3
2
2
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
聰
‘
或
炊
レ
慧
゜

ヽ

峯
4

名

〒

豪

冨
臼
且
パ
〔
集
韻
〕
胡
計
切
噸

具
バ
〔
集
韻
〕
此
肉
切
馨

巳
□
〔
集
韻
〕
徐
酔
切
面
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小
曰
□
●
ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
〔
説
文
〕
躙

覇皐策
弓
衣
也
、
炊
レ
車
蜀
臀
゜
〔
玉
篇
〕
躙
‘
弓

衣
也
‘
餡
也
。
〔
儀
栂
‘
観
證
〕
載
―
―
龍
旅
弧
躙
↓

〔
注
〕
弓
衣
曰
レ
躙
゜
〔
呂
覧
‘
仲
春
〕
需
以
―
弓
閻
一

〔
注
〕
弓
餡
也
。

O
っ
か
ね
る
。
た
ば
ね
る
。
〔
廣

雅
‘
秤
詰
三
〕
躙
束
也
。

O
ふ
く
ろ
。
つ
つ
み
を

冨
面

ト
ク
ド
ク

日
ノ
ヨ
ク

ソ
ク

□`̀ 

〔
集
韻
〕
朱
欲
切

〔
集
韻
〕
徒
谷
切／ 
カ
メ

因弓圏

曰
セ
ン
〔
集
韻
〕
慮
占
切
陶
⇔

□
エ
ン
〔
集
韻
〕
余
廉
切
緬
⇔

□
セ
ン
〔
集
剖
〕
昌
闘
切
暉
皿

□
●
お
ほ
ひ
。
か
き
。
つ
い
た
て
。
〔
廣
韻
〕
腑
‘
屏

也。

O
ひ
ざ
か
け
。
罹
(
1
0
-
3
4
6
4
1
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
褥
‘
説
文
‘
衣
蔽
塩
削
‘
或
八
レ
卓
。
口
衣
の

お
ほ
ひ
゜
〔
集
韻
〕
糖
‘
衣
蔽
也
。
曰
●
ひ
ざ
か
け
。

ま
へ
だ
れ
。
通
じ
て
檄
(
1
0
-
3
4
6
4
1
)
・

帷
(
4
|
9

1
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
靡
‘
歓
也
、
通
作
―
―
被
・
帷
『

〇
馬
の
あ
ふ
り
。
粧
(
1
2
-
4
3
0
4
9
)
に
同
じ
。
〔
廣

韻
〕
鞘
‘
寮
小
障
泥
‘
腑
‘
上
同
。

冨
母

冨】如

〔
集
韻
〕
虚
巖
切
顕

〔
集
韻
〕
虚
検
切
國

〔
集
韻
〕
虚
欠
切
謳

曰

□

国

0
ふ
す
ま
。
よ
ぎ
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
腺

被
也
。

O
え
び
す
の
ふ
す
ま
。
〔
集
韻
〕
瞼
‘
胡
被
゜

国□ 日
ケケコケ

ンンンン

|
 4
2
9
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
擁
‘
翡
勒
、
亦
作
レ

請
。
〔
集
韻
〕
請
‘
騨
勒
‘
或
八
レ
邑
゜

皐

部

〔
十
―
―
一
ー
十
五
粛
〕

【
韓
】
〗
ホ
＂
戸
い

:
1
4
4
)

に
同
じ
。
〔
王
篇

口
〇
暖
繹
は
‘
刀
の
か
ざ
り
。
〔
玉
篇
〕
護
、
鞭
繹
‘

刀
飾
。
●
護
訴
は
‘
か
た
な
の
つ
か
か
は
。
〔
集

韻
〕
暖
‘
護
訴
‘
刀
鞄
中
章
。
〇
糠
(
1
2
|
 4
3
0
6
8
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
暖
‘
或
炊
レ
革
。
口
侃
刀
の
か

ざ
り
。
〔
韻
會
〕
艘
‘
侃
刀
飾
也
。

冨
l
f
x
]

〗
日
ワ
ク
〔
集
韻
〕
屋
琥
切
嗣
i

旦

一

〔

韻

會

〕

胡

故

切

渥

＇i[一
樺
(
1
2—
4
3
2
0
9
)
の
本
字
。
〔
正
字

祠
】
〗
ヰ
通
〕
韓
‘
説
文
本
作
レ
跨
゜

冨
i】
〗
／
ヨ
ク
[
]
[
〗
パ
戸

0同
し
。
〔
王

小
〇
た
び
。
＜
っ
し
た
。
〔
説
文
〕
餓
‘
足

，

衣

也

‘

炊

レ

i

早
蔑
賛
〔
左
氏
‘
哀
‘
二
十

五
〕
猪
師
瞥
子
‘
餓
而
登
レ

席
。
〔
注
〕
古
者
見
愴
解
レ
ロ
ロ
ご
〗

餓
。

O
或
は
鞭
(
1
2ー

4
3
0
7
 

9
)

ぶ
俄
(
1
0
|
 3
4
6
9
6
)
・

蘊
(
8
-
2
2
9
3
2
)
・
鮭
蛉

(
1
2

|
 4
3
1
2
6
)
•

株
(
8
|2
7
3
4
9
)

・
妹
(
8
-
2
2
8
4
6
)
・

抹
(
1
0
-
3
4
2
0
0
)
・

昧
(
4
|
8
8
4
4
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
餓
‘
或
炊
レ
革
‘
八
レ
衣
‘
炊
レ
皮
、
亦
作
二
誅
・

妹
・
妹
・
抹
．
昧
↓

【
餓
解
】
ー
が
い
足
衣
の
紐
か
解
け
る
。
〔
史
記
‘
張
秤
之

博
〕
王
生
老
人
曰
‘
吾
絨
解
。

[
緩
繋
】
2

｛
い
た
ぴ
の
紐
゜
鞭
繋
゜
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
左

下
〕
文
王
伐
レ
崇
‘
至
―
―
鳳
黄
之
虚
一
鞘
繋
解
‘
因
自
結
。

【
絨
袴
】
3

吟
婦
人
の
服
。
椴
袴
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
五
〕

又
詔
‘
敢
為
’
契
丹
服
若
―
―
既
笠
釣
激
一
之
類
上
者
、
以
レ

違
御
箪
論
‘
釣
激
今
亦
謂
二
之
鞣
袴
ぶ
畑
人
之
服
也
。

【
餓
材
】
4

ぢ
宋
の
文
輿
何
‘
書
竹
に
妙
を
得
‘
揮
竜
を

乞
ふ
も
の
門
に
集
る
を
厭
う
て
素
絹
を
地
に
投
じ
‘
絨

と
な
さ
ん
と
言
っ
た
故
事
。
轄
じ
て
‘
書
聾
の
揮
奄
を

貧
】
〗

【
鐸
]
〗

繹
艘
は
、
か
た
な
の
か
ざ
り
。
か
た
な
の
つ
か
か

は
。
〔
廣
韻
〕
繹
‘
繹
暖
‘
刀
飾
゜
〔
集
韻
〕
繹
‘
繹

護
‘
刀
鞄
摯
也
。

バ
ッ
〔
集
韻
〕
勿
骰
切
同
〗

ヽ

マ
チ

X
Y
•wa• 

園
ベ
ッ

,冒-

タ
ク
ヂ
ギ
ク

〔
集
韻
〕
直
格
切

歯

冨
】
〗
キ
＂
丘
叶
2
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

さ
め
る
も
の
。
燭

(
1
0

—

3
4
6
5
0
)

に
通
ず
。
〔
六
書
【
識
吋
]
〗

故
〕
闊
‘
所
阪
鞘
緻
之
器
也
‘
又
作
レ
燭
°
R
通

じ
て
獨
(
1
2ー

4
3
0
5
0
)

・
精
(
1
2
|
 4
3
0
7
7
)
・

績

(
1
2
 |
 4
3
2
2
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
躙
‘
或
作
レ
譴
~
。

〔
集
韻
〕
閻
‘
或
炊
レ
革
゜
〔
正
字
通
〕
闊
、
通
作
二
躙
・

績
・
績
↓

冨
云
ケ
ン

椙
(
1
2
-
4
3
0
6
9
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
縣
、
同
レ
糀
゜

懸
1
1
0
|
4
3
0
9
0
)

に
同
じ
。
〔
集

ノ
韻
〕
構
‘
亦
作
レ
縛
゜

、
ク

翰

詭

躙

繹

請

雑

鞭

緒

縛

視

讃

絨

籟

ゆ
み
ぶ
く
ろ
。
闊
(
1
2
|
 4
3
2
1
7
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
躙
‘
弓
衣
‘
或
作
レ
績
。

【
績
丸
｝
兄
矢
を
盛
る
器
。
〔
後
漢
書
‘
南
匈
奴
偲
〕

今
齋
―
―
雑
稽
五
百
匹
‘
弓
腱
讀
丸
一
‘
矢
四
検
五
竺
遺
箪

藷

芦

い

[

集
韻
〕
徒
谷
切
園
『

請
ふ
も
の
の
多
い
喩
゜
〔
蘇
拭
、
文
典
可
書
貨
管
谷
堰

竹
記
〕
輿
可
書
一
レ
竹
‘
初
不
―
―
自
貴
重
盃
四
方
之
人
‘
持
,
,
練

悶
而
請
者
‘
足
相
云
門
於
其
門
↓
輿
可
厭
レ
之
、
投
,
,
諸

雄
而
罵
曰
‘
吾
将
―
―
以
為
丘
匹
士
大
夫
傭
レ
之
‘
以
為
,
,

ロ
｛
貫
ご
及
下
輿
可
自
―
―
洋
州
-
還
い
而
余
為
↓
―
徐
州
「
輿
可

以
レ
書
遺
レ
余
曰
‘
近
語
l

―
士
大
夫
「
吾
墨
竹
一
派
‘
近
在
―
―

影
城
寄
り
社
牛
ぎ
之
‘
絨
材
営
レ
草
―
―
於
子
一
英
。

【
餓
子
】
5wa• 

t
z
u

靴
下
。
靴
足
袋
゜

【
絨
雀
】
6

〈
[
ク
鶴
の
異
名
。
其
の
巣
は
麻
を
以
て
ぬ

ひ
‘
絨
を
剌
す
に
似
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
埠
雅
‘
秤
鳥
‘
桃

晶
〕
繹
鳥
云
‘
桃
品
鵡
、
其
鵡
鴻
‘
云
云
‘
其
味
尖
利
如
レ

錐
‘
取
,
,
茅
秀
為
レ
巣
‘
巣
至
精
密
‘
以
レ
廠
秩
レ
之
‘
如
レ

刺
レ
絨
然
‘
故
又
一
名
↓
―
絨
雀
↓

【
餓
船
】
1

ぢ
観
の
下
緑
。
〔
匝
語
補
證
〕
今
人
紐
訊

下
紐
日
レ
船
‘
杜
詩
‘
天
子
呼
来
不
レ
上
レ
船
‘
一
云
‘
船

領
縁
也
‘
施
う
芋
瓜
形
更
近
似
。

【
餓
線
】
8

竺
自
ら
オ
の
短
を
謙
す
る
辟
。
懐
線
(
1
0ー

3
4
6
9
6
 :
 7
)

に
同
じ
。
〔
書
言
故
事
大
全
、
文
章
類
〕
自

謙
碩
線
短
才
玉
唐
韓
昭
祀
‘
粗
有
二
文
章
了
八
曰
‘
韓
八

座
オ
‘
如
レ
折
1

一
餓
線
五
無
二
條
長
↓

【
絨
却
子
】
，
万
t
7

種
族
の
名
。
遼
史
道
宗
紀
に
梅
黒

急
‘
天
酢
紀
に
密
里
紀
‘
元
史
に
蔑
兒
乞
に
作
る
。
貝

喀
爾
ぢ
湖
の
東
南
に
居
り
、
色
榜
格
郡
爾
坤
柄
河
の

開
に
曼
延
す
。
後
‘
蒙
古
に
滅
さ
る
。
〔
五
代
史
‘
四
夷

附
録
第
二
博
論
〕
餓
却
子
‘
其
人
冦
首
‘
披
レ
布
為
レ
衣
‘

不
レ
鞍
而
騎
、
大
弓
長
箭
‘
尤
善
レ
射
‘
遇
レ
人
籠
殺
而
生
,
,

食
其
肉
↓
契
丹
等
國
皆
畏
レ
之
‘
契
丹
五
騎
‘
遇
二
靱
却

壬
則
皆
散
走
。

【
脱
レ
餓
登
レ
席
】
1
0
i
"
-
n
打
く
つ
を
ぬ
い
で
席
に
坐

る
。
〔
核
餘
叢
考
‘
脱
レ
餓
登
証
席
〕
古
人
席
レ
地
而
坐
‘
故

登
レ
席
必
脱
,
,
其
履
↓

二
―
六

12812 
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章

部

〔
十
五
ー
ー
ニ
十
書
―
〕

親

壼

藷

躾

熊

鸞

護

鑓

北

部

非

二
―
七

El車
の
と
こ
し
ば
り
。
舗
(
1
2
-
4
3
1
4
4
)

に

同

じ
。
〔
玉
篇
〕
輔
‘
車
下
舗
‘
藷
‘
同
レ
輔
。
口
牡
藷

は
‘
車
中
の
し
ぎ
も
の
。
構
(
1
2
-
4
3
0
9
0
)

に
同

冨
】
〗□ 日
プホフホ

集
韻
〕
伴
姥
切

〔
玉
篇
〕
布
古
切

圏逍

II朧
闘
□
―

芳
し
い
く
さ
。
鬱
（
1
2
-

4
5
6
7
0
)
・
I
l
l
 (
9
 -

3
2
6
7
 

0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鬱
説
文
‘
芳
丼
也
‘
或
作
レ

鸞
゜
〔
管
子
、
地
貝
〕
華
下
'

1

一

於

霞

鸞

下

秘

塞

克

下
二
於
蒲
↓
〔
注
〕
饗
‘
即
鬱
也
c

冨
i】
〗
[
[
〔
集
韻
〕
紆
勿
切
加
〗

,“
 

日
●
ふ
く
ろ
の
ひ
も
。
閉
(
1
2
|
 4
3
2
0
0
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
閻
‘
嚢
組
謂
二
之
閉
↓
〔
集
韻
‘
校
正
〕
胄
‘

案
‘
親
謳
レ
閉
‘
撮
1

一
類
篇
一
正
、
類
篇
幸
部
無
―
―
閉

字

二

m'華
大
字
典
〕
親
‘
按
‘
集
韻
作
レ
閻
。
口
ふ

く
ろ
の
ひ
も
。
又
‘
虎
頭
を
盛
る
ふ
く
ろ
。
聰
(
1
2

|
 4
3
2
1
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
聰
‘
棄
紐
也
‘
一
曰
‘

盛
虎
頭
霞
‘
或
炊
レ
慧
゜

冠
】
〗El
ス
イ
〔
集
韻
〕
雖
遂
切
濯

ロ
戸
〔
集
韻
〕
徐
酔
切
面

工
〔
庄
〕
方
言
云
繊
レ
弓
為
レ
腱
‘
祓
レ
箭
為
レ
績
‘
讀
丸
即

箭
服
也
。

曰
●
聾
―
―

【攣母
な
め
し
が
は
。
〔
字
彙
〕
攣
、
柔
牟
也
。

ケ
ン
ク
ヴ
ン

〔
玉
篇
〕
居
願
切

願

’
□
―
 

【
熊
】
〗
，

躾

(
1
2
1
 43
2
3
1
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
蕪
、
同
レ
躾
゜

シ
ウ

因薦尤

〔
集
韻
〕
子
肖
切
直

或
日
口
国
0
た
ば

観

い

騒

[

摯

;

る

o

つ
か
ね
る
o

〔
説
文
〕
躾
‘
束
也
、
炊
レ
i

串
樵
瞥
‘
讀
若
レ
酋
゜

e

堅
く
し
ば
る
。
〔
玉
篇
〕
穀
‘
堅
縛
也
。
参
あ
っ

め
る
。
〔
正
字
通
〕
躾
‘
衆
也
。
R
或
は
題
(
8ー

2
7

2
1
7
)
・
 
摯
(
6ー

1
2
3
8
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
躾
‘
雌
‘

躾
或
凡
レ
要
、
摯
躾
或

JA1
一
秋
手
↓
〇
ま
た
礁
(
1
2

|
 4
3
2
0
5
)
に
作
る
。
〔
王
篇
〕
翡
‘
亦
作
レ
礁
゜
固
物

を
を
さ
め
た
ば
ね
る
。
〔
集
韻
〕
躾
‘
牧
二
束
物
一

也。 冨
i
]〗
曰
戸
□
セ
ヴ合
ロい
:1
ユ

囲
セ
ヴ

〔
集
韻
〕
将
由
切

〔
集
韻
〕
弦
消
切

〔
集
韻
〕
字
秋
切
＇i[一

じ
。
〔
集
韻
〕
隔
‘
社
構
‘
車
菌
‘
或
八
レ
章
。

小

0
に
ら
。
輩
菜
の
名
。
細
長
い
葉
を

~
 
豪
有
し
て
叢
生
し
、
秋
に
小
さ
い
白
色

の
花
を
著
け
る
。
痙
及
ぴ
葉
は
食
用
と
な
る
。

〔
説
文
〕
非
、
非
菜
也
‘
一
憧
而
久
生
者
也
、
故
謂
二

之
非
盃
冬
形
、
在
二
之
上
―
-
、
地
也
‘
此
輿
レ
樹

同
意
。
〔
軽
‘
曲
轄
下
〕
非
日
二
翌
本
『
〔
楼
‘
内
則
〕

豚
春
用
レ
非
‘
秋
用
レ
蓼
゜
〔
本
草
‘
非
〕
繹
名
‘
草

鍾
乳
‘
起
陽
草
。

O
山
非
は
‘
や
ま
に
ら
。
〔
爾
雅
‘

秤
草
〕
荏
‘
山
非
。
〔
疏
〕
非
、
生
一
山
中
―
者
名
レ
蓄
。

〔
本
草
‘
山
非
〕
集
解
、
頌
曰
‘
菩
‘
山
非
也
‘
山
中

往
往
有
レ
之
、
而
人
多
不
レ
識
、
形
性
亦
卑
な
家
非
―

相
類
。

O
或
は
韮
(
1
2
-
4
3
2
3
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
北
‘
或
炊
レ
神
。

畠ヒサ。

蘭
由
象
形
。
本
義
は
に
ら
（
一
種
の
輩
菜
）
。
字
形
‘
一
は

[
北
]
〗
キ
ヴ
〔
集
韻
〕
已
有
切
＞
固
中

ク

り

＿

又

c
h
i
u
3

北

部

写
知
】
〗
コ
ヴ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
縫
‘
昔
寇
°

0
繹
護
は
‘
刀
の
つ
か
の
か
は
。
〔
集
韻
〕
護
‘
繹

護
‘
刀
鞄
摯
゜
〇
護
(
1
2
-
4
3
2
2
1
)

の
調
字
。
〔
正

字
通
〕
護
‘
簸
字
之
調
。

冨
】
〗
汀
〔
集
韻
〕
蕨
縛
切
薦
地
を
あ
ら
は
し
、
そ
の
上
は
に
ら
の
形
に
か
た
ど
る
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
）
非
‘
菜
名
、
一
撞
而
久
生
者
、
故
謂
1

一

之
墾
象
形
在
こ
之
上
口
、
地
也
‘
指
事
。

【
非
黄
】
1

昇
ウ
に
ら
の
根
。
最
も
美
味
の
と
こ
ろ
。
〔
本

草
‘
非
〕
秤
名
、
時
珍
日
‘
非
之
埜
名
1

玉
古
只
根
名
1

一非

殴
花
名
孟
土
宵
ご
鰐
記
謂
レ
非
為
1

一
豊
本
一
言
―
―
其
美
在
ウ

根
也
‘
薙
之
美
在
レ
白
‘
非
之
美
在
レ
黄
‘
黄
乃
末
出
レ
±

也
。
〔
黄
庭
堅
‘
蒲
巽
葛
敏
修
二
學
士
和
午
食
レ
掌
詩
―

次
韻
答
レ
之
詩
〕
非
黄
照
―
―
春
盤
五
菰
白
媚
―
―
秋
菜
↓

【
北
山
】
2

[

パ
清
‘
悦
象
占
(
1
ー

7
9
2
:
 5
2
)
の
字
。

[
非
藩
】
3

吟
に
ら
の
つ
け
も
の
。
〔
周
幡
‘
天
官
‘
臨

人
〕
醸
人
‘
掌
四
豆
之
賓
、
朝
事
之
一
竺
其
賓
、
非
藩

酸
臨
‘
昌
本
稟
開
。
〔
儀
幡
‘
聘
幡
〕
堂
上
、
八
豆
設
1

一
子
戸

酉
西
陳
‘
皆
二
以
並
‘
東
上
、
北
疸
‘
其
南
臨
臨
、
屈
゜

【
非
青
】
4

料
に
ら
の
根
。
非
黄
(

1

)

を
見
よ
。

【
非
白
】
5

芦
に
ら
の
埜
。
〔
本
草
‘
非
〕
秤
名
、
時
珍
曰
‘

非
之
葉
名
韮
白
一

【
非
沖
】
6

謬
に
ら
と
う
き
く
さ
。
〔
蘇
献
‘
次
-n

韻
曾

仲
錫
承
議
食
蜜
漬
生
方
空
冬
詩
〕
代
北
寒
肇
贅
韮
津
一

奇
包
零
落
似
晟
星
一

〖
非
蒋
靡
〗7
只
パ
？
晉
の
石
崇
が
毎
冬
‘
客
に
供
し
た

菜
の
名
。
非
根
を
捻
い
て
衷
苗
を
雑
へ
た
も
の
。
〔
晉

書
、
石
崇
側
〕
崇
為
レ
客
作
1

向
函
累
咄
嵯
便
耕
‘
毎
冬
得
二

墾
滑
慶
云
云
‘
王
惜
密
貨
―
崇
帳
下
↓
問
1
1

其
所
以
ぶ
合

云
‘
豆
至
難
レ
霙
‘
豫
作
―
―
熟
末
二
客
来
但
作
一
白
粥
瓦
炉

之
耳
‘
非
蒋
齋
是
摺
―
―
非
根
盃
雑
以
二
唆
苗
―
耳
。

【
非
価
心
】
8

謬
清
‘
悦
模
(
1
|
7
9
2
 :
 3
0
)

の
琥
°

【
非
卵
】
9

[

乃
に
ら
と
卵
。
〔
穀
梁
‘
桓
‘
八
‘
春
正
月
己

卯
悉
‘
注
〕
春
祭
曰
レ
祠
、
薦
尚
孟
正
卵
↓
〔
説
苑
‘
脩
文
〕
春

薦
,
1

非
卵
↓
〔
璧
鐵
論
‘
散
不
足
〕
食
必
趣
レ
時
‘
楊
豚
非

卵
‘
狗
摺
馬
陵
。

【
祭
レ
非
】
10

日
に
ら
を
お
供
へ
し
て
祭
る
。
上
代
庶

人
の
古
朴
な
證
゜
〔
詩
‘
幽
風
‘
七
月
〕
四
之
B
其
蚤
‘
献
レ

恙
祭
レ
非
゜
〔
會
箋
〕
非
‘
祭
名
、
云
云
‘
恙
・
北
祭
レ
之
、
古

朴
也
、
云
云
‘
獣
レ
恙
祭
レ
非
、
明
是
庶
人
之
祭
。

【
非
花
帖
]
1
1

焚
ゥ
法
帖
の
名
。
唐
‘
楊
蹂
式
撰
゜
〔
楊

凝
式
、
非
花
帖
〕
常
二
葉
報
レ
秋
之
初
面
り
非
花
退
レ
味

之
始
‘
助
1
1

其
肥
粁
盃
沿
ザ
珍
羞
言
宜
和
書
譜
‘
草
書
七
‘

五
代
‘
楊
凝
式
〕
喜
作
に
子
‘
尤
エ
―
―
顛
草
五
デ
云
‘
今
御
府

所
レ
誡
三
‘
草
書
古
意
帖
‘
正
書
非
花
帖
‘
行
書
乞
花
帖
゜
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冨
早

躙

I
『―― 〔

字
彙
補
〕
昔
未
詳
。
〔
泉
志
〕

尊
慮
氏
幣
有
―
―
此
字
↓

昔
義
未
詳

【
載
】
如

セ
ン

鐵
(
1
2
-
4
3
2
4
6
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
鐵
‘
或
作
レ
戴
。
＇i-ー

餐（
Ui!ー
4

は
4
3
)

の
謳
字
。
〔
五
昔

冨

】

g

カ
イ
篇
海
〕
蛋
、
餐
字
之
認
。

冠】
g

姓
。
〔
字
彙
〕
雅
‘
姓
也
。

キ
ヴ
ク

〔
字
彙
〕
攀
有
切
陶
i

●
わ
る
い
。
〔
廣
韻
〕
肇
、
悪
也
。
●
姓
。
〔
廣
韻
〕

棄
姓
‘
也
纂
文
公
F

北
海
有
レ
之
°

闘
字
形
‘
集
韻
は
鋒
(
1
2ー

4
2
5
9
8
)

に
作
る

窒】
g
[
9
7
7

【韮】
g

〔
廣
韻
〕
オ
盆
切
索

非
(
1
2
1
 43
2
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
非
‘
或
炊
5

紳。

キ
ヴ

I昌
非

部

〔
四
ー
＋
書
一
〕

●
嶽
妓
は
‘
起
き
る
。
〔
廣
韻
〕
敲
‘
敲
岐
‘
起
也
、

型
新
字
林
↓
〔
集
韻
〕
猷
‘
起
也
。
●
猷
子
は
‘
几

案
の
四
足
の
平
か
で
な
い
も
の
に
あ
て
が
ふ
小

木
。
さ
さ
へ
木
。
〔
中
州
集
‘
迂
齋
先
生
周
馳
‘

敲
子
〕
勿
下
以
1
1

微
才
1

棄
か
女
危
任
不
レ
軽
‘
誰
怜

一
片
小
‘
能
使
!I

四
方
平
ず
心
按
由
レ
吾
正
‘
槃
孟

免
―
―
爾
傾
面
何
営
レ
遇
1
1

夷
坦
姦
匹
獣
更
何
螢
‘
此
詩

王
仲
澤
所
レ
博
‘
或
以
為
―
―
仲
澤
作
一
也
、
以
下
其

衷
周
オ
仲
詩
意
ー
相
近
ぢ
姑
附
,
,
於
此
↓
〔
援
鶉
堂

集
〕
中
州
集
有
二
猷
子
五
律
―
云
‘
几
案
由
レ
吾
正
‘

盤
孟
免
,
,
爾
傾
函
荘
隆
三
十
五
年
南
巡
時
‘
劉
塘

為
え
女
徽
學
政
ガ
召
,
,
試
諸
生
i

猷,,
迎
豊
詩
賦
ぶ
劉

先
レ
期
習
試
‘
詩
題
有
二
敲
子
面
郎
本
1
1

中
州
集
命

題
也
。

冨
】
〗サ
ブ
〔
集
韻
〕
悉
盆
切
国
i

＇一編

【
壼
】
i

キ

"i"”°
の
古
字
。
〔
字
彙
補
〕

〇
螢
慄
は
‘
心
狭
く
氣
が
荒
い
。
〔
廣
韻
〕
蓋
‘

餐
慄
‘
猶
―
―
果
敢
也
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
風
俗
以
二

肇
課
為
レ
嬬
、
人
物
以
―
―
残
害
―
為
レ
藝
゜
〔
注
〕
善

曰
‘
餐
‘
狭
也
‘
慄
‘
勇
也
‘
良
曰
‘
言
、
風
俗
以
―
―
狭

劣
果
勇
為
レ
好
也
。
●
せ
ま
い
。
又
‘
す
み
や
か
。

僅
(
1
ー

1
2
7
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
僅
‘
博
雅
‘
隠

也
‘
一
日
、
速
也
‘
或
省
。

冨
】
〗
戸
〔
集
韻
〕
下
介
切
割ヽ,4 

惹

罰

豪

或
●
き
ざ
み
な
。
き
ざ
ん
だ
っ

窟
證
け
な
。
野
菜
類
を
細
か
く
刻

曾

】

g

打

〔

集

韻

〕

賤

譴

這

死
人
を
送
る
歌
。
薙
(
9ー

3
2
1
4
1
)

の
調
字
。
〔
集

韻
〕
啜
‘
送
レ
死
歌
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
嗜
‘
按
‘
郎
薙

字
之
識
。

【
啜
】

g

刀
〔
集
韻
〕
下
介
切
圏

冒
】
〗
齋（
1
2
|

4

g

 78
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
壼
、
同
レ
齋
゜

セ
イ

,i―― 
国】
g

埜
(
1
2
-
4
3
2
5
2
)

に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
蟄
、
同
レ
埜
。

セ
イ

蟄
(
U
i
!
-
4
3
2
5
5
)

に
同
じ
。
〔
篇

【
肇
】
如
セ
イ
海
類
編
〕
肇
‘
同
レ
蟄
゜

小
●
山
に
ら
。
繊
(
9
|
3
2
6
1
7
)

に
同
じ
。

眉
豪
〔
説
文
〕
鐵
山
非
也
‘
ハ
レ
非
茂
贅
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鐵
、
即
爾
雅
‘
減
、
百
足
之
減
‘

蔵
即
蓄
也
。
●
ほ
そ
い
。
織
(
8
|
2
8
0
7
2
)

に
通

ず
。
〔
集
韻
〕
織
、
説
文
、
細
也
、
通
作
レ
鐵
゜
●
或
は

蔽
(
9ー

3
2
4
9
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鏃
‘
或
作
レ
蔽
。

【鐵】
g

セ
ン

〔
集
韻
〕
思
廉
切
鰯
』

韮

韮

珪

壷

裁

皇

肇

董

敲

鐵

肇

蟄

壼

嘔

埜

赫

鍮

●●胃――
埜
(
1
2
-
4
3
2
5
2
)

に
同
じ
。
〔
中
華

冨

】

i

セ
イ
大
字
典
〕
鍮
‘
董
或
字
‘
見
面
文
↓

冨
i
】

g

薩
(
1
2
-
4
3
2
5
6
1
)

の
調
字
。
〔
正

字
通
〕
輻
‘
輻
字
之
誠
゜

セ
イ

み
‘
酢
・
醤
に
和
し
‘
或
は
辛
い
も
の
を
攘
き
ま

ぜ
た
も
の
。
〔
説
文
〕
埜
‘
肇
也
、
ハ
盆
主
‘
次
拓
皆

臀
。
〔
義
證
〕
楚
辞
九
章
‘
懲
於
羹
1

者
而
吹
レ
埜

分
、
洪
注
、
凡
臨
醤
脈
和
、
細
切
為
レ
皇
一
曰
‘

満
菫
蒜
辛
物
露
レ
之
。
〔
繋
値
〕
荘
子
曰
‘
筐
萬

物
而
不
レ
為
レ
義
‘
謂
下
墨
萬
物
如
中
埜
之
細
砕
3

〔
慮
文
招
‘
荘
子
昔
義
考
證
〕
蟄
、
説
文
作
レ
董
‘
亦

作
レ
齋
、
陸
毎
炊
レ
赦
‘
謳
、
今
従
レ
隷
省
作
レ
肇
、
下

拉
同
。

0
ま
ぜ
る
。
混
和
す
る
。
〔
荘
子
、
知
北
遊
〕

故
以
―
―
是
非
相
埜
也
。
〔
注
〕
埜
‘
和
也
。
●
く
だ

く
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
輩
寓
珈
而
否
為
レ
義
。

〔
秤
文
〕
埜
‘
砕
也
。
●
み
だ
す
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕

而
菫
其
所
＞
患
。
〔
繹
文
〕
暦
‘
胤
也
。

O
或
は
鍮

(12-43254)• 

齋
(
1
2
ー

4
8
5
7
8
)

・
董
・
誕
(
9
-
3

0
 2
3
3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
埜
‘
鍮
、
埜
或
ハ
レ
角
。

〔
集
韻
〕
埜
‘
或
作
二
齋
・
壼
・
普
↓
●
通
じ
て
齊
(
1
2

ー

4
8
5
6
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
埜
、
通
作
レ
齊
。

O
俗

に
置
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
埜
‘
俗
作
レ
量
。

【
筐
粉
】
1

t

バ
こ
な
み
ぢ
ん
に
く
だ
け
る
。
齋
粉
。
〔
荘

子
、
列
製
寇
〕
使
―
―
宋
王
而
賭
王
よ
竺
埜
粉
玉
＾
゜

【
埜
落
】
2

”
”
ぉ
ち
て
こ
な
み
ぢ
ん
に
な
る
。
〔
飽
照
‘

登
天
雷
岸
正
¢
妹
書
〕
湛
石
為
ぢ
之
措
砕
、
碕
岸
為
レ
之

埜
落
。

二
―
八
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北

部

〔
十
―
|
＋
五
聾
〕

監

壷

軽

栢

瞥

賤

緋

籠

堵

麿

際

墓

昔

部

昔

二
―
九

羞
ご

~
0
こ
び
る
。
〔
説
文
〕
撮
、
小
蒜
‘
八
レ
非

匪
豪
番
臀
。
●
や
ま
ゆ
り
。
〔
王
篇
〕
蹟
‘
百

合
蒜
也
。

冨
{
】
〗
ボハ

ンン

〔
集
韻
〕
符
哀
切
字

小
き
ざ
み
な
。
細
切
の
野
菜
を
醍
醤
に

,1豪和
し
‘
或
は
辛
に
つ
き
ま
ぜ
た
も
の
。

或
は
隆
(
1
2
-
4
3
2
6
3
)
•

靡
(
1
2
|
 4
3
2
6
2
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
肇
‘
壺
也
‘
炊
レ
非
隊
瞥
。
〔
玉
篇
〕
墜
‘

齋
殖
゜
〔
集
韻
〕
墜
‘
或
作
二
隆
・
麿
↓

冦

】

』

言

〔

集

韻

〕

徒

封

切

菌

n瓢
雪
且

冠
]
〗
汀
戸
註
バ
戸
戸
戸
[

典
〕
按
‘
玉
篇
作
レ
箭
‘
廣
韻
・
類
篇
作
レ
埜
‘
廣
雅
作
レ

驚
集
韻
．
韻
會
作
レ
埜
‘
字
彙
作
レ
輻
‘
正
字
通
作
レ
輻
‘

以
暦
・
態
盃
竺
謡
字
（
今
依
蒙
文
氾
作
―
―
中
彪
改

正。

セ
イ

齋
(
1
2
|
 4
8
5
7
8
)

の
本
字
。
〔
正
字

ー

[
輯
]
〗
セ
イ
通
〕
籟
‘
齋
本
字
。

冨
】
〗ジ
自
(
9
-
3
0
0
9
5
)

に
同
じ
。
〔
海
篇

金
鏡
〕
驀
、
同
レ
自
゜

冦
】
〗
輻
(
1
1
0
ー

4
3
2
5
3
)

の
謡
字
。
〔
正
字

セ
イ
通
〕
箭
‘
薩
字
之
證

き
ざ
み
な
。
墜
(
1
2
-
4
3
2
5
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

墜
‘
説
文
‘
齋
也
‘
或
作
レ
麿
゜

国
】
〗
グ
パ
〔
集
韻
〕
徒
封
切
醐

好
(
8ー

6
0
5
3
)

の
古
字
。
〔
字
彙

【
堪
】
〗
カ
ウ
補
〕
堰
‘
古
文
好
字
。

小
●
お
ほ
に
ら
。
ら
つ
き
よ
う
。
韮
に
似

た
一
種
の
輩
菜
。
〔
説
文
〕
籠
‘
饉
菜
也
、

饉
荼

似
レ
非
‘
炊
レ
非
叡
臀
゜
〔
爾
雅
‘
秤
草
〕
饉
‘
鴻
蒼
゜

〔
注
〕
郎
籠
菜
也
。
〔
祁
焚
行
義
疏
〕
上
云
レ
勁
‘
是

山
饉
‘
此
即
人
家
籠
也
‘
饉
‘
一
名
渾
涵
只
本
草

名
菜
芝
雙
〇
せ
ま
い
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
何

文
騨
而
質
饉
゜
〔
注
〕
應
助
曰
‘
饉
‘
狭
也
。
参
或
は

薙
(
9
ー

3
2
1
4
1
)
・

蓋
(
9
ー

3
2
4
2
1
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
籠
‘
或
作
硫
・
蓋
↓

【
饉
露
】
1

勺
挽
歌
。
薙
露
(
9ー

3
2
1
4
1
:
 6
)

の
O
に
同

じ
。
〔
捜
肺
記
‘
十
六
〕
挽
歌
者
、
喪
家
之
架
、
執
レ
綿
者
相

和
之
臀
也
‘
挽
歌
辞
有
立
血
露
嵩
里
二
章
涵
百
3

横
門
人

作
、
横
自
殺
‘
門
人
傷
レ
之
悲
歌
言
‘
人
如
l

―
誰
上
露
ぶ
？

稀
滅
面
亦
謂
‘
人
死
精
魂
蹄
総
伍
悶
弐
故
有
三
一
章
↓
〔
後

漢
書
、
周
學
博
〕
及
―
―
酒
闇
1

借
罷
‘
継
以
饉
露
之
歌
↓

〔
注
〕
纂
文
曰
‘
饉
露
‘
今
之
挽
歌
也
‘
雀
豹
古
今
注
日
、

謡
上
露
、
何
易
レ
喘
‘
露
稀
明
朝
還
復
落
‘
人
死
一
去
何

時
蹄
゜

〔
集
韻
〕
於
金
切
歴

l.f 
y
i
n
'
 

〔
正
韻
〕
於
禁
切
図
i
l

-
｝
 

y
i
n
'
 

日
●
ね
。
お
と
。
こ
ゑ
。
耳
官
に
ひ
び

き
聞
こ
え
る
刺
戟
。
金
石
絲
竹
抱
士

革
木
の
骰
す
る
こ
ゑ
。
〔
説
文
〕
昔
‘
臀
生
二
於
心
一

有
レ
節
―
―
於
外
ニ
謂
1

一
之
昔
一
宮
商
角
徴
刃
‘
臀
也
‘

絲
竹
金
石
抱
土
革
木
、
昔
也
‘
ハ
1

一
言
含
＞
一
。

〔
幡
‘
栗
記
〕
瞥
成
な
文
謂
―
―
之
昔
↓
〔
淮
南
子
、
天
文

訓
〕
合
レ
氣
而
為
呈
口
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形
訓
〕
消
水

昔
小
‘
濁
水
―
立
日
大
。
〔
注
〕
音
‘
贅
也
。
〔
新
書
‘
六
術
〕

是
故
五
臀
宮
商
角
徴
羽
‘
唱
和
相
應
而
調
和
‘

調
和
而
成
レ
理
‘
謂
1

一
之
昔
↓
〔
白
虎
通
‘
聘
栗
〕
昔

者
飲
也
、
言
1

一
其
剛
柔
消
濁
和
而
相
飲
一
也
。

O
ふ

し
。
て
う
し
。
ね
い
ろ
。
こ
ゑ
の
節
文
。
〔
龍
‘
築

記
〕
審
レ
臀
以
知
レ
＿
音
。
〔
左
氏
、
成
‘
九
〕
卑
ぐ
之
琴
―

操
面
昔
一
〔
史
記
‘
築
書
〕
治
道
屁
訣
‘
而
鄭
音
興

起
。
参
う
た
。
昔
架
。
〔
謁
‘
架
記
〕
治
世
之
昔
。
働

落
豪小

胃
]
〗□ 曰
オイオイ
ンンンン

立

曰

部

[

冨
】
〗[
1
1
〔
集
韻
〕
下T□
国i
e
h
•

季
(
3
ー

6
9
6
5
)

の
古
字
。
〔
字
義
継

冨
】
』
キ
略
〕
霊
‘
古
文
季
字
。

墾
圏
曰
i

――

,"-

【
維
】
〗
ノ‘

ン

賤
(
1
2
-
4
3
2
5
8
)

に

同

じ

。

〔

康

熙

＿

肇

(
1
2
-
4
3
2
5
7
)

に
同
じ
。
〔
集

字
典
〕
維
‘
廣
韻
‘
撮
書
作

0`
 

[
隆
】
〗
タ
イ
韻
〕
墜
‘
或
作
幅
゜

こ
と
ば
。
言
語
。
詞
章
。
〔
陸
機
‘
文
賦
〕
或
寄
二
辞

於
痒
音
↓
〔
注
〕
善
日
‘
痺
昔
‘
謂
悪
餡
也
。

O
ょ

み
こ
ゑ
゜
讀
臀
。
競
音
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
書
證
〕
撲
常

作
レ
持
、
1音
宣
。

O
お
と
づ
れ
。
た
よ
り
。
傭
信
。
〔
陸

機
、
為
顧
彦
先
一
輝
婦
詩
〕
昔
息
職
否
逹
。

〔
注
〕
善
曰
‘
昔
息
‘
昔
問
消
息
也
。
〔
部
賓
‘
憶
レ
母

詩
〕
讀
罷
家
賃
添
緊
旦
書
成
國
字
砕
竺
丹

心

-
0姓
。
〔
正
字
通
〕
昔
‘
姓
‘
見
奸
苑
二
口
か

げ
。
蔭
(
9
|
3
1
8
4
0
)

に
通
ず
゜
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

昔
‘
段
借
為
レ
蔭
゜
〔
左
氏
‘
文
‘
十
七
〕
鹿
死
不
レ

搾
に
音
。
〔
注
〕
昔
‘
所
森
蔭
之
虞
古
字
臀
同
。

〔
疏
〕
杜
意
言
1

一
本
営
広
り
蔭
゜

鳳
ナ
リ
。
オ
ト
。
ネ
。

願
由
指
事
。
本
義
は
金
石
絲
竹
抱
土
革
木
の
検
す
る

瞥
。
即
ち
臀
の
外
に
い
で
て
節
あ
る
も
の
。
故
に
言
と

一
と
を
合
す
。
一
は
そ
の
節
あ
る
を
指
事
す
。
〔
説
文
‘

昔
ぃ
―
言
含
▽
―
‘
段
注
〕
有
レ
節
之
意
也
。

[
-
H

日
異
】
1

”
し
ナ
リ
讀
み
昔
が
違
ふ
。
昔
異
義
同
を
見
よ
。

〖
昔
異
義
同
〗2
”
弁
ナ
リ
讀
み
昔
が
違
ふ
が
意
味
は

同
じ
。
〔
謝
雅
‘
秤
訓
‘
湧
湧
‘
疎
〕
湧
・
斐
‘
昔
異
義
同
。

[
―
音
郵
】
3

紀
た
よ
り
。
昔
信
。
〔
徐
陵
‘
葛
頁
陽
侯
―

答
主
太
尉
書
〕
行
人
失
レ
紹
‘
尚
停
然
諾
盃
臨
レ
江
穂
レ

轡
企
望
音
郵
↓

【-H
日
均
】
4

サ
ク
昔
韻
に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
律
暦
志
上
〕
象
器

有
レ
制
‘
音
均
和
協
゜
〔
晉
書
‘
成
公
緩
傭
〕
昔
均
不
レ
恒
‘

曲
無
t

一定制一

【
昔
韻
】
5

”

0
漢
字
の
登
音
の
調
子
。
平
上
去
入
の

四
に
分
っ
た
も
の
。
古
代
に
は
此
の
謳
別
は
な
か
つ

た
が
、
詩
歌
を
吟
ず
る
に
あ
た
つ
て
、
調
子
を
と
と
の

へ
る
た
め
‘
昔
韻
を
協
へ
る
こ
と
は
、
自
然
、
古
来
か
ら

あ
っ
た
。
齊
梁
の
際
に
至
っ
て
‘
昔
韻
の
學
興
り
、
周

顕
は
四
臀
切
韻
を
著
し
‘
沈
約
は
四
瞥
譜
を
著
し
、
皆

盛
に
世
に
行
は
れ
‘
隋
に
至
つ
て
、
陸
法
言
は
切
韻
を

著
し
、
分
つ
て
二
百
六
韻
と
し
、
宋
の
劉
淵
・
王
子
新

は
韻
略
を
刻
し
て
二
日
七
韻
と
し
、
金
の
韓
道
昭
は
五

昔
集
韻
を
著
し
て
百
六
十
韻
と
し
た
が
、
次
い
で
元
の

陰
時
夫
兄
弟
は
韻
府
群
玉
を
著
し
て
‘
定
め
て
百
六
韻

12815 
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〔
通
志
、
七
昔
略
‘
七
昔
序
〕
天
地
之
大
‘
其
用
在
1

一
炊
離
一

人
之
為
レ
震
‘
其
用
在
―
―
耳
目
ア
八
興
,
,
禽
獣
玉
視
聴
一
也
‘

聖
人
制
レ
律
、
所
ー
1

ー
以
導
,
,
耳
之
聴
石
肥
字
‘
所
ー
＝
以
攘
n
目

之
明
石
耳
目
根
1

一
於
心
面
聴
明
獲
1

一
於
外
下
上
智
下
愚
‘
自
レ

此
分
矢
‘
雖
も
日
―
―
倉
頷
制
レ
字
‘
伶
倫
制
＞
律
‘
歴
代
相
承
、

未
レ
聞
―
―
其
書
函
T

人
課
1

一
箱
隷
:
始
為
え
子
書
盆
以
通
1

一文

字
之
學
芹
牛
孟
竺
風
騒
五
如
為
―
―
韻
書
一
以
通
二
臀
昔
之

雙
然
漢
儒
識
"
文
字
―
而
不
レ
識
1

一
子
母
ぶ
則
失
＝
細
炉
字

之
旨
ご
江
左
之
儒
識
―
―
四
臀
1

而
不
』
識
―
―
七
―
H

只
則
失
二
立

韻
之
源
ご
獨
橙
為
レ
文
、
合
怜
為
レ
字
‘
漢
儒
知
下
以
1

一説

文
解
た
子
‘
而
不
レ
知
令
全
翌
子
母
元
生
レ
字
為
レ
母
、
従
レ

母
為
丘
子
、
子
母
不
レ
分
、
所
1

和
忠
空
制
レ
字
之
旨
面
5

臀

為
レ
経
‘
七
昔
為
レ
緯
‘
江
左
之
儒
‘
知
＂
縦
有

n

一
平
上
去
入

為
―
―
四
覧
而
不L
知
•
衡
有
え
呂
商
角
徴
利
半
徴
半
商

為
―
―
七
―
壁
縦
成
徊
‘
衡
感
緯
‘
経
緯
不
レ
交
、
所
―
―
―
以
失
"

立
韻
之
源
工
羊
口
之
韻
‘
起
レ
自
―
―
西
城
五
流
入
t

ー
諸
夏
云
梵

僧
欲
下
以
―
―
其
教
丘
E
中
之
天
下
お
緊
恩
此
書
盃
雖
下
重
"
百

繹
ら
之
遠
、
一
字
不
迄
通
之
慮
い
而
昔
義
可
レ
債
‘
華
僧
従

而
定
レ
之
、
以
乞
一
十
六
云
空
之
母
云
重
軽
清
濁
、
不
レ
失
"

其
倫
玉
天
地
萬
物
之
昔
‘
備
―
―
於
此
ら
K

‘
雖
―
―
鶴
暇
風
臀
‘

難
鳴
狗
吠
‘
雷
露
驚
レ
天
‘
蚊
妄
過
＞
耳
、
皆
可
レ
繹
也
。

入
臀

去
臀

上
臀

平
臀

の迫短預
°る＜昔
もてが

酸
音
が

急
に
下

る
も
の
。

の上つ一接
°るて度昔
も又下が

もり上平獲
のなり易昔
°い下でが

下
平
上
平

屋
・
沃
・
覺
・
質
・
物
・
月
・

号
駐
・
屑
・
薬
・
栢
・
錫
・

職
・
絹
・
合
・
葉
・
治
。

径炊問遇送有皓玩霙董軍陽先冗虞東．． 
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と
し
た
。
凡
て
上
平
贅
十
五
・
下
平
臀
十
五
・
上
贅
二
十

九
・
去
臀
三
十
・
入
贅
十
七
。

昔

部

昔

〔
晉
書
、
摯
虞
傭
〕
施
―
―
之
金
石
一
昔
韻
和
諧
゜
〔
宋
書
、
謝

m
u
s
i
c
a
l
scale
の
繹
。

震
運
傭
論
〕
一
簡
之
内
、
昔
韻
盛
殊
、
雨
句
之
中
‘
輻
重
[
-
音
耗
】
15

”5

安
否
の
昔
信
を
い
ふ
。
お
と
づ
れ
。
た
よ

悉
異
。
〔
藷
五
代
史
‘
唐
末
帝
紀
中
〕
偏
労
文
字
‘
＿
音
韻
懸
り
。
耗
は
消
。
消
息
(
6
ー

1
7
5
2
9
:
 8
2
)

の
●
に
同
じ
。
息

殊
。
●
お
と
。
ね
い
ろ
。
〔
白
居
易
‘
夜
琴
詩
〕
蜀
桐
本
性
耗
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
耗
‘
又
因
レ
消
為
―
―
消
息
五
遂
有
1

一

質

‘

楚

絲

音

韻

清

。

信

問

昔

耗

之

訓

↓

〔

因

話

録

〕

皆

無

孟

日

耗

↓

〔

剪

燈

新

話

、

〖
昔
韻
學
〗6
”
？
漢
字
の
昔
韻
•
四
臀
・
反
切
等
に
金
鳳
欽
記
〕
雀
家
郎
君
一
去
十
五
載
‘
不
レ
通

1一
—
音
耗
→

闘
す
る
學
゜
韻
學
゜
〔
経
學
歴
史
‘
経
學
復
盛
時
代
〕
小
[
-
音
~
栄
】

1
6
5ル
築
器
で
昔
臀
を
程
よ
く
調
和
し
人
の
心

學
兼
1
1

臀
昔
故
訓
｛
宋
呉
械
、
明
陳
第
講
1

一
求
古
昔
ご
猶
を
築
し
ま
せ
る
技
術
の
縛
稽
。
昔
律
。
昔
曲
。
〔
證
‘
渠

多
疏
失
云
顧
炎
武
昔
學
五
書
、
始
返
―
―
於
古
一
江
・
戴
・
記
〕
感
―
―
於
物
盃
四
動
、
故
形
―
―
於
瞥
一
臀
相
應
‘
故
生
レ

段
・
孔
‘
益
加
間
明
五
是
名
二
—
音
韻
之
學
→
髪
‘
髪
成
レ
方
‘
謂
―
―
之
昔
瓦
せ
音
而
築
レ
之
‘
及

1
1干
戚
利

〖
昔
韻
述
微
〗7
翌
g

書
名
。
三
十
巻
。
清
‘
乾
隆
一
―
―
躾
謂
―
―
之
築
→
〔
疏
〕
比
レ
—
音
而
築
レ
之
者
、
言
、
以
―
―
築
器
一

十
八
年
赦
撰
゜
其
の
合
臀
切
字
は
昔
韻
間
微
に
本
づ
次
,
,
比
昔
之
歌
曲
1

而
築
器
播
レ
之
。
〔
呂
覧
‘
大
築
〕
昔
築

く
。
惟
t

ー
音
韻
闇
微
は
字
母
の
先
後
を
以
て
字
の
先
後
之
所
,
,
由
来
―
者
遠
癸
、
生
1

一
於
度
量
ぶ
午
―
―
於
太
一
一
〔
史

と
す
る
が
、
こ
れ
は
領
韻
の
字
母
を
以
て
首
と
し
‘
餘
記
‘
武
安
侯
田
紛
傭
〕
所
レ
好
昔
築
狗
馬
田
宅
。
〔
漢
書
、

母
は
次
を
以
て
之
に
従
ひ
‘
其
の
分
部
は
一
に
侃
文
詩
史
丹
博
〕
圃
―
―
好
昔
築
↓
〔
韓
詩
外
億
‘
一
〕
昔
築
相
和
、
物

韻
に
従
ふ
。
〔
四
庫
提
要
‘
経
部
、
小
學
類
〕
。
類
相
感
。
〔
呉
志
、
周
喩
博
〕
喩
少
精
―
―
意
於
音
架
↓

〖
昔
韻
聞
微
〕8
努
5
ン
書
名
。
十
八
巻
。
消
、
康
煕
五
〖
昔
築
的
〗
1
7
”
ゃ
ガ
ク
ー
音
築
の
お
も
む
き
を
も
つ
て
ゐ

十
四
年
李
光
地
等
奉
赦
撰
。
今
韻
の
目
に
従
ひ
‘
併
せ
る
さ
ま
に
い
ふ
語
。

て
、
廣
韻
の
子
目
を
附
載
し
‘
其
の
藷
を
存
す
る
。
其
の
【
―
音
墨
．
】

18"”
-
音
韻
に
闊
す
る
學
問
。
〔
王
祈
‘
績
文
猷

字
は
三
十
六
母
を
以
て
次
と
為
し
、
諸
家
の
異
同
を
載
通
考
‘
黄
公
紹
古
今
韻
會
摯
要
〕

l
、
-
音
學
久
失
→
—
韻
書
一

せ
、
協
ふ
も
の
は
之
に
従
ひ
、
協
は
ぬ
も
の
は
改
め
て
謳
舛
相
襲
、
今
以
,
,
司
馬
温
公
切
韻
一
参
1

一
考
諸
家
臀
昔

合
臀
を
用
ふ
。
〔
四
庫
提
要
‘
経
部
、
小
學
類
〕
。
之
書
否
益
全
角
徴
宮
商
利
半
徴
半
商
面
序
―
―
毎
昔
毎
等

〖
昔
韻
日
月
燈
〗
，
＂
ゥ
tゥh
ウ
書
名
。
七
十
巻
。
明
‘
呂
之
首
→

維
棋
撰
°
韻
母
五
巻
・
文
鐸
三
十
春
・
韻
鍮
三
十
五
巻
に
〖
昔
學
五
書
〗

1
9
ぢ
”
ク
書
名
。
三
十
八
巻
。
清
、
顧

分
る
。
沈
約
は
四
臀
あ
る
を
知
つ
て
七
昔
あ
る
を
知
ら
炎
武
撰
。
一
は
昔
論
三
巻
‘
二
は
詩
本
昔
十
巻
‘
三
は

ず
‘
司
馬
光
は
七
昔
あ
る
を
知
つ
て
四
聾
あ
る
を
知
ら
易
昔
三
巻
‘
四
は
唐
韻
正
二
十
巻
‘
五
は
古
昔
表
二
巻
。

ざ
る
を
磯
つ
て
‘
此
の
三
書
を
作
る
と
い
ふ
。
〔
四
庫
提
昔
論
三
巻
は
縛
論
と
し
て
他
の
四
書
を
統
括
す
る
。

要

罷

部

、

小

學

類

存

目

〕

。

〔

四

庫

提

要

、

経

‘

小

學

類

〕

。

【
昔
景
】
10

梵
お
と
と
光
。
贅
と
姿
。
音
影
。
〔
陸
機
、
弔
―
-
【
昔
合
】
20

が
セ
雉
子
な
ど
が
地
震
に
感
じ
て
鳴
く
こ

魏
武
盛
文
〕
荀
形
瞥
之
翡
液
、
雖
―
―
—
音
景
―
其
必
蔽
。
と
。

〔

注

〕

銑

日

、

昔

‘

響

‘

景

‘

影

也

。

【

昔

監

】

2
1
"
≫

築
人
を
監
督
す
る
も
の
。
〔
海
録
砕
事
、

【
昔
影
】
11

”
臀
と
姿
。
〔
江
滝
、
総
建
平
王
譲
レ
鎮
―
―
昔
築
‘
築
人
〕
築
府
昔
監
景
武
‘
注
、
昔
監
監
ー
主
築
人
一

南
徐
州
刺
史
—
啓
〕
無
乖
意
失
‘
昔
影
何
地
。
也
。

【
昔
騨
】
"
[
や
た
よ
り
。
通
信
。
〔
後
漢
書
、
馬
援
傭
〕
【
昔
翰
】
22

努
書
い
た
も
の
。
筆
墨
で
博
へ
る
も
の
。

前
別
l

一

翼

南

盃

奴

無

幸

品

竺

詩

筆

を

い

ふ

。

〔

陸

機

‘

答

1

一
賣
長
淵
l

詩
〕
公
之
云
感
‘

【
昔
家
]
1
3

勺
昔
築
師
。
歌
妓
。
〔
唐
書
、
王
珪
博
〕
帝
使
T

胎
―
―
此
昔
翰
↓
〔
注
〕
拿
昭
曰
、
翰
‘
筆
也
、
清
曰
‘
昔
翰
謂
―
―

太
常
少
卿
祗
孝
孫
以
1一
築
律
五E
•宮
中
昔
家
3

詩
筆
一
也
。
〔
陸
機
、
弔
―
―
魏
武
帝

1
文
〕
5翌
螢
魏
之
未
p

【
昔
階
】

"
g
原
―
音
と
其
の
オ
ク
タ
ー
プ
と
の
間
に
‘
離
‘
瑕
1

一
餘
息
乎
昔
翰
↓
〔
宋
書
、
徐
湛
之
博
〕
昔
蒙
玉
官

敷
箇
の
架
音
を
高
低
の
順
を
逐
つ
て
排
列
し
た
も
の
。
顧
玉
不
レ
容
ー
ー
自
絶
{
-
音
翰
信
命
、
時
相
往
来
。

築
曲
組
織
の
材
料
と
な
り
又
基
礎
と
な
る
。
英
語
【
菩
届
t

】2
3
"
ン
こ
わ
ね
。
昔
臀
゜
〔
書
、
舜
典
‘
臀
依
レ
永

律
和
レ
臀
、
博
〕
臀
謂
二
五
繋
享
竺
H
、
律
謂
ユ
ハ
律
六
呂
‘

十
二
月
之
昔
氣
一
言
レ
嘗
下
依
"
臀
律
1

以
和
な
采
。
〔
論
衡
‘

是
應
〕
人
含
キ
ュ
常
五
口
氣
交
通
、
且
猶
不
レ
能
―
―
相
知
↓

〔
魏
書
‘
酷
吏
、
高
逢
博
〕
高
祖
恭
薦
孟
示
廟
る
遵
形
貌
荘

潔
‘
昔
氣
雄
暢
‘
常
兼
―
―
太
祝
令
盃
跳
賛
―
―
證
事
涵
為
―
―
俯
仰

之
節
盃
粗
合
"
儀
矩
ぶ
E

レ
是
高
祗
識
1

注
待
之
↓

【
昔
徽
】
2
4
H
ノ
●
た
よ
り
。
昔
信
。
〔
陸
機
‘
擬
古
‘
擬
三
庭

中
有
,
1

奇
樹
一
詩
〕
歓
友
蘭
時
往
‘
逗
逗
匿
,
1

I~ 

徽
↓
〔
注
〕

翰
曰
‘
昔
徽
、
言
,
,
文
章
書
信
↓
●
よ
い
ほ
ま
れ
。
徽
昔
(
4

-
1
0
2
6
7
 :
 3
)

の
●
に
同
じ
。
〔
王
倫
、
拷
淵
碑
文
〕
＿
音
徽

界
春
雲
等
レ
潤
。
〔
注
〕
善
日
、
＿
音
徽
‘
卸
徽
音
也
‘
銑
日
、

徽
、
美
也
‘
言
乙
徳
昔
既
善
、
必
潤
於
物
五
瓜
比
,
1

之
春

雲
也
。
●
美
昔
。
美
し
い
昔
。
〔
陸
機
‘
演
連
珠
〕
乗
レ
風

載
レ
響
‘
則
昔
徽
自
遠
。
〔
注
〕
銑
日
‘
徽
‘
美
也
‘
言
下
雨
之

濯
潤
‘
贅
之
昔
響
、
必
哀
風
震
而
後
芥
美
流
遠
ぉ
也
。

【
昔
伎
】
25

”
ー
音
築
の
わ
ざ
。
昔
技
。
〔
後
漢
書
‘
禁
邑

偉
賛
〕
苑
―
―
固
典
文
五
流
二
悦
昔
伎
↓

【
昔
技
】2
6
5ン
—
音
架
の
わ
ざ
°
鼓
琴
吹
笛
の
屡
゜
〔
漢

書
‘
杜
欽
偉
〕
及
レ
郎
レ
位
‘
皇
太
后
詔
采
―
―
良
家
女
ぶ
巴
因
レ

是
説
ー
大
将
軍
鳳
—
曰
‘
云
云
‘
詳
揮
,
,

有
レ
行
レ
義
之
家
一

求,,
淑
女
之
質
一
母
レ
必
レ
有
―
―
臀
色
昔
技
一
為
,
,
萬
世
大

法
↓
〔
隋
書
‘
昔
築
志
下
〕
持
『
一
其
昔
技
が
堕
街
公
王
之
間
↓

【
昔
義
】
27

”
聾
音
と
其
の
有
す
る
意
義
。
字
―
音
と
意

義
。
昔
訓
。
〔
隋
書
‘
経
籍
志
二
〕
魏
志
昔
義
、
一
巻
‘
虞
宗

道
撰
。
〔
経
典
繹
文
‘
二
〕
周
易
音
義
。
〔
康
熙
字
典
‘
凡

例
〕
正
字
通
昔
訓
‘
毎
多
二
繁
冗
重
複
公
ユ
竺
昔
義
相
同

之
字
エ
止
云
N

注
見
1

一
某
字
玉
不
レ
載
＝
―
-
音
義
↓

【
昔
響
】
2
8
>
炉
昔
と
其
の
反
響
。
お
と
。
ひ
び
き
。
〔
列

子
、
周
穆
王
〕
昔
響
所
レ
来
、
王
耳
乱
不
レ
能
褥
競
↓
〔
古

詩
十
九
首
‘
其
五
〕
上
有
ー
一
絃
歌
臀
一
昔
響
―
何
悲
。
〔
南

史
、
梁
元
帝
紀
〕
帝
聰
悟
俊
朗
‘
天
才
英
登
、
出
レ
言
為
レ

論
‘
＿
音
響
若
レ
鐘
゜
〔
博
玄
‘
昔
思
君
〕
昔
君
興
レ
我
令
‘
昔

響
相
和
。

〖
昔
響
學
〗29”
”
斗
ヤ
，
ウ
—
音
の
性
質
・
現
象
を
研
究
す
る

學
問
。

【
昔
曲
】

30F
●
榮
音
と
築
曲
。
又
、
昔
築
の
曲
。
〔
糧
‘

學
記
、
不
レ
學
1

一
操
綬
云
＇
レ
能
な
デ
弦
、
疎
〕
先
學
―
―
雑
弄
一

然
後
昔
曲
乃
成
也
。
〔
魏
志
、
東
夷
‘
韓
傭
〕
俗
喜
1

一
歌
舞

飲
酒
云
有
レ
琴
其
形
似
レ
筑
‘
弾
レ
之
亦
有
,
1

昔
曲
↓
〔
張
協
‘

七
命
〕
此
蓋
昔
曲
之
至
妙
‘
子
登
能
従
レ
我
而
聴
レ
之
乎
。

ニニ
O
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音

部

昔

0
"
5’
琴
・
三
味
線
に
合
せ
て
う
た
ふ
俗
間
の
う
た
ひ

も
の
。
又
‘
か
た
り
も
の
の
梢
゜

【
昔
金
】
3
1
[
＂
矢
を
射
る
時
‘
響
を
出
す
た
め
に
‘
弓
の

末
酉
の
少
し
下
で
、
弦
の
中
に
包
ん
だ
銅
ま
た
は
鉛
゜

〔
和
漢
三
才
圏
會
、
兵
器
〕
弦
、
音
金
‘
末
彊
下
i

色
相
打

之
虞
之
弦
中
納
―
―
銅
或
鉛
応
m
曰,,
一
音
金
ご
用
レ
之
射
則

強
甚
高
、
可
l

―
以
奪
敵
生
近
世
新
製
也
。

【
音
官
】
32

バ
グ
昔
築
を
掌
る
官
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
替

帥
音
宜
以
省
風
土
↓
〔
庄
〕
昔
官
‘
栗
官
也
。

【
昔
訓
】
33

”0
文
字
の
競
音
と
意
味
。
昔
毅
゜
〔
晉
書
、

儒
林
‘
徐
逸
傭
〕
撰
1

一
正
五
経
昔
訓
砿
千
者
宗
レ
之
。
〔
北

史
‘
劉
芳
博
〕
芳
オ
思
深
敏
‘
特
精
二
経
義
云
博
聞
強
記
‘

兼
賣
蒼
雅
ぶ
3

長
孟
日
訓
ぶ
吋
析
無
レ
疑
゜

0-H口
に
よ
っ

て
字
義
を
解
繹
す
る
こ
と
。
古
は
一
字
一
義
で
あ
っ
た
。

故
に
昔
の
近
い
字
は
意
義
も
多
く
相
同
じ
く
‘
劉
熙
の

繹
名
は
多
く
音
訓
で
あ
る
。
易
の
咸
は
感
な
り
‘
荀
子

の
君
は
慧
な
り
‘
論
語
の
政
は
正
な
り
の
類
が
こ
れ
で

あ
る
。
参
漢
字
の
昔
と
我
が
國
語
の
訓
讀
゜

【
昔
形
】
34

訂
臀
と
す
が
た
。
〔
顔
延
之
‘
秋
胡
詩
〕
年

往
誠
思
努
‘
路
遠
濶
―
―
昔
形
↓

【
昔
語
】
35

勺
お
と
と
こ
と
ば
。
〔
白
虎
通
‘
情
性
〕
耳

能
遁
―
―
内
外
盃
匹
音
語
↓

[
―
音
叉
】
3
6
t
ノ
競
音
證
の
振
動
敷
を
計
り
、
又
は
共
鳴

の
賓
瞼
に
用
ひ
ら
れ
る
器
具
。
鋼
又
は
鐵
で
製
し
、

U

字
形
を
な
し
、
柄
が
有
る
。

【
音
旨
】
37

勺
こ
と
ば
。
＿
音
辞
。
〔
晉
書
、
王
承
側
〕
諷
―

味
遺
言
デ
不
レ
若
―
―
―
親
承
,
,
昔
旨
↓
〔
謝
震
運
‘
慧
遠
法
師

誅
〕
従
容
音
旨
、
優
消
俄
形
。
〔
梁
簡
文
帝
、
輿
廣
信

総
書
〕
濶
―
―
絶
昔
旨
ご
母
用
廷
結
↓

【
音
使
】
38

勺
使
者
を
い
ふ
。
信
使
。
言
使
。
〔
後
漢

書
、
南
蟹
‘
西
南
夷
博
〕
周
公
居
撮
六
年
‘
制
レ
證
作
如
交

天
下
和
平
‘
越
裳
以
己
二
象
重
繹
1

而
獣
―
―
白
雉
一
日
、
道

路
悠
遠
‘
山
川
岨
深
‘
昔
使
不
レ
用
‘
故
重
繹
而
朝
。

【
昔
字
】
39

勺
〇
反
切
字
の
上
下
二
字
の
内
、
下
を
韻

字
と
い
ふ
に
封
し
、
上
を
音
字
と
い
ふ
。

O
一
字
一
字

が
臀
昔
を
表
は
す
ば
か
り
で
何
の
意
味
を
も
も
た
ぬ

も
の
。
我
が
國
の
恨
名
、
西
洋
の
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
の

類
。
昔
符
文
字
。
昔
標
文
字
。

〖
昔
字
傍
〗40yin'tzu• 

p
'
a
n
g
2

漢
字
の
昔
偏
。

【
音
辞
]
4
1

バ／

O
こ
と
ば
。
言
辞
。
〔
晉
書
‘
袈
綽
博
〕

善
言
"
玄
理
{
-
音
辞
清
暢
‘
冷
然
若
-
1

琴
芦
竺
〔
南
史
、
張
【
昔
瞥
]
5
2
"
廷
炉
こ
ゑ
。
お
と
。
お
と
と
こ
ゑ
。
物
の

融
傭
〕
張
氏
自
レ
敷
以
来
‘
拉
以
下
理
孟
品
軒
「
修
・
儀
範
上
瞥
。
こ
わ
ね
。
う
た
ご
ゑ
゜
臀
昔
。
〔
周
證
‘
地
官
‘
鼓

為
レ
事
。

O
顔

氏

家

訓

の

篇

名

。

人

〕

掌

レ

教

ユ

ハ

鼓

四

金

之

昔

贅

↓

〔

管

子

‘

七

臣

七

主

〕

【
昔
繹
】
42

戸
文
字
の
昔
と
解
樺
゜
〔
康
熙
字
典
‘
凡
而
況
愉
架
音
臀
之
化
乎
。
〔
老
子
、
二
〕
＿
音
臀
相
和
。
〔
列

例
〕
各
引
罷
史
昔
繹
盃
〖
レ
證
。
〔
輸
軒
語
、
語
學
音
2

二
子
、
揚
朱
〕
夫
耳
之
所
レ
欲
レ
聞
者
昔
瞥
‘
而
不
レ
得
レ
聴
‘

唐
陸
徳
明
経
典
秤
文
一
書
一
其
中
皆
采
,
,
集

魏

晉

南

北

謂

1

一
之
開
＞
聰
゜
〔
荘
子
、
至
築
〕
耳
不
レ
得
孟
日
瞥
一

朝
諸
家
昔
繹
→
[
-
音
瞥
子
〗

5
3
Uグ
鳥
の
名
。
百
舌
の
類
。
〔
海
録
砕
事
‘

【
昔
取
】
43

け
奏
築
以
前
に
‘
豫
め
架
器
の
調
子
を
合
鳥
獣
、
飛
鳥
〕
昔
臀
子
、
鳥
名
、
出
,
,
興
州
芸
口
舌
之
類
也
。

は
せ
る
こ
と
。
〖
昔
臀
樹
〗

5
4

翌
セ
イ
尚
書
省
の
門
前
に
あ
っ
た
古
愧

【
昔
儒
】
44

翌
音
博
士
を
い
ふ
。
〔
職
原
抄
〕
大
學
寮
‘
樹
。
こ
の
愧
樹
が
深
夜
絲
竹
の
音
を
務
す
る
と
‘
省
か

昔
博
士
二
人
‘
唐
名
、
音
儒
゜
〔
増
注
〕
教
1

諸
書
之
音
訓
1

ら
入
っ
て
宰
相
と
な
る
も
の
が
出
た
と
い
ふ
。
〔
因
話

人
也
、
非
1

一

唐

名

一

也

。

録

〕

都

堂

省

門

東

道

、

有

,

,

古
愧
ご
垂
陰
至
廣
、
相
博
夜

【
昔
初
]
4
5

冗

呂

氏

春

秋

、

季

夏

紀

の

篇

名

。

聞

絲

竹

之

昔

「

省

中

即

有

入

相

者

函

m
謂
之
音
瞥
樹
↓

【
昔
書
】46
笠
〇
お
と
づ
れ
の
手
紙
。
た
よ
り
。
消
息
。
〖
音
臀
人
〗
5
5
バ
ク
セ
イ
唐
代
‘
築
人
を
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
祠
架

信
書
。
〔
宋
之
問
、
渡
玉
翌
竺
詩
〕
嶺
外
音
書
断
、
経
レ
冬
志
十
二
〕
唐
之
盛
時
、
凡
築
人
・
昔
瞥
人
・
太
常
雑
戸
子

復
歴
レ
春
。
〔
沈
伶
期
、
古
意
呈
↓
―
補
闘
喬
知
之
1

詩
〕
白
狼
弟
‘
隷
―
―
太
常
及
鼓
吹
署
面
自
番
上
‘
穂
琥
―
-
l

音
臀
人
云
ぎ

河
北
昔
書
断
‘
丹
鳳
城
南
秋
夜
長
。
〔
白
居
易
‘
渭
村
洲
二
敷
萬
人
一

李
二
十
見
＞
寄
詩
〕
百
里
昔
書
何
太
遅
‘
暮
秋
把
得
暮
春
〖
―
ヰ
日
瞥
如
レ
鍾
〗

5
6
”
兵
カ
卜
／
臀
の
極
め
て
大
き
い
こ

詩
。
．

g
-音
韻

學

の

書

物

。

と

。

〔

後

漢

書

‘

虞

植

博

〕

（

慮

植

）

身

長

八

尺

二

寸

‘

音

臀

【
昔
色
】
47
な
5

ク
ね
い
ろ
。
古
向
さ
と
強
さ
の
外
に
、
競
音
如
レ
鍾
゜

謄
の
種
類
、
及
ぴ
形
や
大
き
さ
等
に
よ
っ
て
違
ふ
昔
の
〖
年
口
輯
苓
心
誦
〗

5
7
"笈
ぢ
園
臀
を
出
し
て
佛
名
を
梢

お
も
む
き
。
て
音
響
が
他
の
昔
響
と
謳
別
さ
れ
る
特
へ
、
経
を
誦
す
る
こ
と
。
四
種
念
誦
の
一
。
〔
叱
密
喩

色
。
英
語
t
i
m
b
r
e
の

繹

。

伽

捷

圏

〕

。

【
音
信
】
4
8
"
／
お
と
づ
れ
。
た
よ
り
。
通
信
。
＿
音
訊
。
昔
【
昔
石
】
58

℃
音
の
高
く
響
く
石
。
磐
石
を
い
ふ
。
〔
太

耗
。
音
問
。
〔
沈
約
‘
襄
陽
白
銅
提
歌
〕
若
欲
な
寄
二
丘
曰
信
一
平
賽
宇
記
〕
廣
漢
有
t

一
青
石
山
工
九
州
要
記
云
‘
此
山
音

漢
水
向
レ
東
流
。
〔
王
維
‘
送
孟
郎
書
麗
監
還
1

日
本
國
五
詩
〕
石
、
天
下
無
レ
加
、
可
レ
為
レ
磐
゜

別
離
方
異
域
‘
昔
信
若
為
通
。
〔
宋
之
問
‘
至
―
一
端
州
騨
―
【
昔
節
】
59

梵
〇
昔
ま
た
は
昔
栗
の
調
子
。
昔
調
。
節

見
"
杜
五
審
言
・
沈
三
伶
期
・
閻
五
朝
隠
・
王
二
無
競
題
＞
奏
。
〔
後
漢
書
‘
文
苑
下
‘
禰
衡
博
〕
聞
1

一
衡
善
撃
p

鼓
‘
乃
召

壁
慨
然
成
レ
詠
詩
〕
雲
揺
雨
散
各
鰈
飛
、
海
闊
天
長
昔
為
―
―
鼓
吏
一
因
大
會
二
賓
客
ぶ
四
試
＿
音
節
↓
〔
蘇
拭
‘
輿
"

信

稀

゜

謝

民

師

推

官

一

書

〕

燭

斐

二

其

昔

節

一

便

謂

―

―

之

経

↓

〔

蘇

霊
日
信
断
〗4
9
"セ
／
お
と
づ
れ
が
絶
え
る
。
〔
李
白
‘
献
‘
往
在
"
東
武
輿
り
人
往
反
作
み
来
字
韻
詩
四
首
―
云
云

大
隧
曲
〕
不
レ
見
眼
中
人
、
天
長
昔
信
断
。
詩
〕
獨
喜
誦
―
一
君
詩
工
威
詔
昔
節
緩
゜
〔
元
史
、
儒
學
二
‘

【
昔
訊
】
50

バ
ク
お
と
づ
れ
。
た
よ
り
。
手
紙
。
昔
信
に
同
楊
載
博
〕
背
語
1

一
學
者
―
曰
‘
詩
掌
レ
取
―
―
材
於
漢
魏
↓
而
昔

じ
。
〔
元
横
‘
酬
1

二
築
天
早
春
閑
1

一
湘
西
湖
去
云
詩
〕
故
交
節
則
以
レ
唐
為
レ
宗
。

O
言
語
の
構
成
上
一
＿
音
又
は
散
音

昔

訊

少

、

蹄

夢

往

来

頻

。

か

ら

な

る

登

音

の

最

小

箪

位

。

シ

ラ

プ

ル

。

【
昔
制
】
51

打
言
葉
の
用
ひ
ぶ
り
。
言
葉
の
様
子
。
〔
後
[
-
音
息
】
60

り
た
よ
り
。
消
息
。
〔
陸
機
、
為
―
―
顧
彦
先
1

漢
書
、
郭
太
傭
〕
善
"
談
論
盆
杢
音
制
↓
〔
王
先
謙
集
解
〕
贈
レ
婦
詩
〕
形
影
参
商
乖
、
昔
息
瞭
不
レ
逹
゜
〔
注
〕
善
曰
‘

周
壽
昌
日
、
昔
制
‘
即
音
臀
儀
制
也
。
〔
後
漢
紀
、
孝
桓
紀
音
息
｀
一
立
日
問
消
息
也
。
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
文
帝
、
天
開

下
〕
文
辞
昔
制
‘
漸
相
祖
習
。
〔
北
史
、
楊
憧
傭
〕
及
レ
長
‘
五
年
）
遣
"
間
使
ー
入
レ
齊
求
レ
之
、
莫
レ
知
幸
日
息
↓
〔
注
〕
昔

能

渭

言

砿

含

音

制

一

息

‘

猶

"

'

今

人

言

枷

塁

也

。

~ 

【
昔
泰
】
6
1
"
し
清
‘
涌
洲
壌
紅
旗
人
。
姓
は
瓜
爾
佳
氏
。

溢
は
清
端
。
康
熙
中
‘
呉
三
桂
・
王
輔
臣
が
喝
爾
丹
を

征
す
る
に
従
ひ
‘
至
る
所
功
を
立
つ
。
官
は
川
映
継
督
。

己
を
正
し
て
隔
を
率
ゐ
‘
寛
巌
雨
用
し
て
、
軍
民
に
心

服
せ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
八
十
二
〕
．
〔
國
朝
苦
獣
類

徽
二
臼
六
十
一
〕
．
〔
従
政
観
法
鋒
‘
十
二
〕
・
〔
渦
洲
名

臣
博
｀
十
七
〕
。

【
昔
注
】
62

”
が
反
切
法
の
無
い
以
前
に
、
讀
若
・
讀
曰

の
如
く
、
同
昔
の
字
を
瑕
借
し
て
説
い
た
注
繹
。

【
昔
戦
】
g
ク
お
と
づ
れ
。
音
信
。
音
問
。
〔
謝
荘
‘
月

賦
〕
美
人
邁
分
昔
塵
闘
。
〔
注
〕
銑
曰
、
音
信
復
闘
。
〔
謝

需
運
‘
郡
里
相
五
方
山
詞
〕
各
勉
,
,
日
新
志
了
ヰ
日
塵

塵
寂
良
〔
白
居
易
、
憶
薇
之
詩
〕
三
年
隔
間
昔
隈

断
‘
雨
地
瓢
零
氣
味
同
。
「
通
ず
る
こ
と
。

【1音
通
】
64

勾
昔
の
同
じ
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
意
味
に

[
―
ヰ
日
程
】
6
5
"
し
二
つ
の
架
音
の
古
回
さ
の
隔
り
。
即
ち
其

の
振
動
散
の
比
。
英
語

inteval

の
諜
。

【
昔
締
】66
ク
琴
•
三
味
線
な
ど
の
絃
を
巻
き
締
め
て

調
子
を
合
せ
る
こ
と
。
又
、
其
の
結
果
得
た
昔
の
冴
え
。

【
音
調
】
61
が
5

幸
日
の
調
子
。
音
築
の
ふ
し
。
し
ら
べ
°

節
調
。
〔
世
説
新
語
、
容
止
〕
庚
太
尉
在
―
―
武
昌
↓
秋
夜
氣

佳
景
清
、
佐
吏
殷
浩
・
王
胡
之
之
徒
‘
登
1
1

南
悽
一
理
詠
‘

音
調
始
違
‘
云
云
‘
俄
而
率
,
,
左
右
＋
許
人

L
ッ
来
‘
諸
賢

欲
起
避
＞
之
‘
公
徐
云
‘
諸
君
少
住
‘
老
子
於
叶
ば
竺
興

復
不
レ
漫
。

【
昔
吐
】
6
8
"
／
も
の
い
ふ
こ
ゑ
。
こ
わ
ね
。
昔
臀
。
語

賃
〔
南
史
‘
齊
靡
帝
鬱
林
王
博
〕
帝
少
美
―
―
容
止
「
云
云
‘

進
退
昔
吐
‘
甚
有
―
―
令
誉
言
元
史
‘
儒
學
一
‘
張
翌
博
〕
氣

宇
端
重
‘
昔
吐
洪
亮
‘
講
説
特
精
詳
‘
子
弟
従
レ
之
者
‘
説

誅
如
也
。

〖
昔
吐
明
暢
〗
⑲
げ
：
t
-

音
贅
が
ほ
が
ら
か
で
よ
く

と
ほ
る
。
〔
宋
史
、
王
洒
博
〕
毎
封
―
―
御
讀
盆
び
試
進
士

辞
賦
、
音
吐
明
暢
゜

【
音
同
】
10

り
讀
み
昔
が
同
じ
。
昔
同
義
異
を
見
よ
。

〖
昔
同
義
異
〗n
n
/
[げ
[
モ
讀
み
＿
音
は
同
じ
だ
が
意
味

が
違
ふ
。
〔
説
文
、
戯
、
段
注
〕
戯
、
輿
q

井
部
附
穿
-
―
音
同

義
異
゜

【
音
頭
】
7
2
"

臼

O
雅
築
の
合
奏
に
於
け
る
管
絃
の
第

一
奏
者
を
い
ふ
。

O
多
人
藪
で
謡
ふ
時
、
調
子
を
揃
ヘ

る
た
め
に
、
衆
に
先
だ
っ
て
唱
ふ
こ
と
。
参
多
人
敦
で

12817 
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お
ほ
こ
ゑ
。
或
は
旺
(
2
ー

3
2
7
1
)

・
降
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
紅
、
大
磐
‘
或
作
二
旺
・
降
↓

萬
歳
と
叫
ぶ
時
、
又
、
動
作
の
調
子
を
揃
へ
る
た
め
に
乃
重
"
灼
四
方
涵
生
耀
都
郎
↓
〔
注
〕
翰
曰
‘
王
昔
・
王
鳳
・
【
比
釜
口
】
8
9
"
ぢ
種
々
の
築
昔
を
組
み
合
せ
連
ね
る
こ

か
け
臀
を
獲
す
る
時
な
ど
に
、
衆
に
さ
き
だ
っ
て
登
瞥
弘
恭
・
石
顧
之
徒
‘
邪
倭
用
レ
勢
、
煎
1

一
灼
震
5
確
於
天
下
一
と
。
錯
レ
正
日
。
〔
證
、
築
記
〕
比
レ
昔
而
築
レ
之
、
及
1

元
＇
戚
利

す
る
こ
と
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
藝
能
‘
輿
樗
〕
今
人
學
レ
【
昔
物
】
8
1
5
”
好
意
を
通
ず
る
た
め
に
贈
典
す
る
物
粍
↓
謂
―
―
之
築
↓

重
出
レ
カ
者
、
一
人
唱
削
為
1

一

琥

頭

一

衆

皆

和

レ

之

曰

"

打

品

。

贈

物

。

進

物

。

【

―

ヰ

日

沙

汰

】

9
0
5
が
お
と
づ
れ
。
し
ら
せ
。
通
信
。

鼠
按
‘
琥
頭
、
今
云
孟
日
頭
一
也
。
R
多
人
敦
が
歌
に
合
【
昔
問
】
8
2
"
丑
ク
お
と
づ
れ
た
づ
ね
る
。
お
と
づ
れ
。
【
昔
登
額
】
9
1
"
テ
ク
清
、
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
舒
穆

せ
て
踊
る
こ
と
。
又
‘
其
の
時
の
歌
曲
。
た
よ
り
。
昔
訊
。
〔
陶
潜
、
贈
―
―
長
沙
公
族
祗
―
詩
〕
敬
哉
魯
氏
。
字
は
健
齋
。
盆
は
剛
節
。
嘉
慶
中
、
川
楚
の
教

【
＿
音
律
i

】7
3
"
ル
清
、
涌
洲
鍍
黄
旗
人
。
渇
必
隆
の
第
四
離
人
、
臨
レ
路
悽
然
、
款
襟
或
遼
、
＿
音
問
其
先
。
〔
韓
愈
、
匪
、
及
ぴ
滑
縣
の
教
匪
李
文
成
を
征
す
る
に
従
ひ
、
官

子
。
盆
は
慇
敬
。
康
熙
中
‘
喝
爾
丹
に
従
征
し
て
戦
功
あ
送
1

一
僧
澄
観
一
詩
〕
臨
淮
太
守
初
到
レ
郡
‘
遠
遣
1

一
州
民
一
は
葉
爾
尭
辮
事
大
臣
。
張
格
爾
の
乱
に
、
嬰
城
を
固
守

り

。

碓

正

中

‘

―

一

等

公

を

襲

爵

す

。

官

は

領

侍

衛

内

大

送

幸

日

問

↓

し

、

力

端

き

て

死

ん

だ

。

〔

國

朝

者

獣

類

徴

‘

三

百

七

十

臣
兼
議
政
大
臣
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
二
百
六
十
九
〕
•
【
-
音
容

i

】8
3

梵
こ
ゑ
と
す
が
た
。
昔
贅
や
容
姿
。
〔
謝
震
二
〕
．
〔
績
碑
偲
集
、
六
十
四
〕
。

〔

涌

洲

名

臣

傭

、

三

十

四

〕

。

運

‘

酬

訟

匹

弟

恵

追

詩

〕

巖

堅

寓

1

耳
目
一
歓
愛
隔
l
-

＿
音
[
-
音
博
士
】
92

心
炉
セ
王
朝
時
代
に
於
け
る
大
學
の
数
官

【
昔
讀
f
]
7
4
"
”
〇
漢
字
の
字
昔
を
い
ふ
。
〔
朱
煮
、
語
孟
容
芸
謝
荘
‘
月
賦
〕
絃
桐
練
レ
響
‘
昔
容
選
レ
和
。
〔
白
居
易
、
の
一
。
漢
呉
音
を
教
授
す
る
こ
と
を
掌
る
。
〔
職
原
抄
〕

集
義
序
〕
漢
魏
諸
儒
、
正
二
I

音
讀
「
通
1

一
訓
詰
五
考
1

一
制
度
一
長
恨
歌
〕
含
レ
情
疑
レ
眺
謝
―
―
君
王
二
別
音
容
雨
砂
茫
。
大
學
寮
、
昔
博
士
二
人
、
唐
名
、
昔
儒
゜

甕
名
物
一
其
功
博
芙
。

O
漢
字
を
其
の
昔
で
讀
む
こ
【
昔
律
】
84

＂
し
●
-
音
築
の
調
子
。
昔
の
調
子
。
又
‘
立
日
【
音
切
指
南
】

93

幻
令
書
名
。
一
巻
。
元
、
劉
鑑
撰
゜

と
。
訓
讀
(
1
0
|
 3
5
2
3
8
 :
 5
2
)

の
封
。
参
臀
を
出
し
て
讀
架
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
賛
〕
協
孟
日
律
一
作
l

―
詩
築
五
竺
封
其
の
書
は
指
掌
圏
を
稿
本
と
す
。

む
こ
と
。
獣
讀
(
1
2
-
4
8
0
 6
3
 :
 6
7
)

の
封
。
壇
五
竺
百
神
↓
〔
後
漢
書
‘
禁
邑
博
〕
好
"
酔
章
敦
術
天
【
昔
標
文
字
】
94

”
勾
昔
の
記
琥
と
し
て
用
ひ
る
文

【
音
波
】
75

心
/
―
音
響
の
碩
す
る
時
‘
之
に
接
躙
す
る
空
文
五
妙
操
幸
日
律
↓
〔
説
苑
‘
脩
文
〕
作
忘
竺
音
律
↓
〔
曹
植
、
字
。
瑕
名
及
ぴ
西
洋
の
ア
ル
フ
ァ
ペ
ッ
ト
の
類
。
昔
字
。

氣
が
波
状
に
博
は
り
ゆ
く
振
動
。
其
の
波
及
が
人
の
耳
平
陽
稔
公
主
誅
〕
儀
同
―
―
聖
表
五
臀
協
―
―
ヰ
日
律
言
晉
書
‘
玩
【
―
音
卑
ハ
レ
政
通
】
95

な
が
か
マ
ソ
リ
ゴ
ト
ト
＿
音
築
と
政
治
と
は
互

に

入

っ

て

昔

の

感

覺

を

起

す

。

咸

傭

〕

咸

妙

1

解
昔
律
釜
豆
琵
琶
ご
玄
云
‘
荀
勘
毎
輿
レ
咸
に
相
覇
係
す
る
。
治
世
の
立
日
は
安
築
、
乱
世
の
昔
は
怨

【
音
便
]
7
6

竺
箪
語
が
連
接
す
る
場
合
、
競
音
の
便
宜
論
豆
日
律
↓
自
以
為
―
―
遠
不
＞
及
也
。

O
呂
氏
春
秋
‘
季
夏
怒
‘
亡
國
の
昔
は
哀
思
゜
〔
覗
‘
築
記
〕
治
世
之
昔
、
安
以

に

よ

っ

て

起

る

昔

韻

隻

化

の

中

、

「

咲

キ

て

」

が

「

咲

イ

紀

の

篇

名

。

築

‘

其

政

和

‘

趾

世

之

昔

‘

怨

以

怒

‘

其

政

乖

、

亡

國

て
」
と
な
る
如
き
も
の
（
イ
昔
便
）
、
「
買
ヒ
て
」
が
「
買
ウ
【
音
論
】
8
5
5

ク
書
名
。
三
巻
。
清
、
顧
炎
武
撰
。
昔
學
之
昔
、
哀
以
思
‘
其
民
困
‘
贅
昔
之
道
、
興
レ
政
通
芙
゜

て
」
と
な
る
如
ぎ
も
の
（
ウ
昔
便
）
、
「
飛
ピ
て
」
が
「
飛
ン
五
書
の
一
。
此
の
書
は
五
書
の
綱
領
を
述
ぶ
。
上
巻
は
【
玲
~
レ
―
音
接
レ
辞
】

9
6
"と
パ[
A

に
面
會
し
て
昔
臀
言
語

で
」
と
な
る
如
き
も
の
（
撥
音
便
）
、
「
降
IJ
て
」
が
「
降
ツ
三
篇
、
中
巻
は
六
篇
‘
下
巻
は
六
篇
に
分
れ
、
其
の
目
は
を
直
接
に
聴
く
こ
と
。
〔
韓
愈
‘
答
二
張
籍
一
書
〕
及
伝
ザ

て
」
と
な
る
如
き
も
の
（
促
昔
便
）
の
四
種
を
い
ふ
。
古
日
昔
今
曰
韻
．
韻
書
之
始
・
唐
宋
韻
譜
異
同
・
古
人
韻
其
昔
臀
盃
笠
其
辞
氣
如
則
有
玉
茫
交
之
志
「
因
縁
幸
會
‘

【
昔
符
】77
で

O
文
字
の
補
助
符
琥
。
瑕
名
に
於
て
は
‘
緩
不
煩
改
字
・
古
詩
無
叶
昔
•
四
贅
之
始
・
古
人
四
臀
一
遂
得
レ
所
レ
園
、
登
惟
吾
子
之
不
レ
遺
‘
抑
僕
之
所
溢
遇
有
レ

濁
昔
符
(
‘
、
)
、
半
濁
音
符
(
。
)
‘
促
―
音
符
（
ツ
）
、
反
復
昔
貫
・
入
為
閏
臀
・
近
代
入
臀
之
誤
・
六
書
轄
注
之
解
・
先
時
焉
耳
゜

符
（
、
・
(
)
、
長
音
符
（
ー
）
な
ど
が
あ
る
。
O
築
譜
に
儒
雨
臀
各
義
之
説
不
虚
然
・
反
切
之
始
・
南
北
朝
反
語
•
[
属
レ
—
音
正
レ
色
】

9
7
"
o
c
”
かt竺
＿
音
瞥
を
強
く
穀
か
に

使
用
さ
れ
る
記
琥
の
一
。
其
の
形
に
よ
っ
て
築
昔
の
長
反
切
之
名
・
讀
若
某
゜
〔
四
南
提
要
、
経
、
小
學
類
〕
。
し
、
顔
色
を
正
す
。
〔
後
漢
書
、
邦
壽
傭
〕
属
レ
＿
音
正
レ
色
、

短
を
示
し
‘
譜
表
中
の
位
置
に
よ
っ
て
昔
の
高
低
を
示
[
-
音
和
】
8
8
[
／
反
切
の
上
の
一
字
と
切
る
所
の
字
と
同
酔
旨
甚
切
。

す
。
通
常
、
全
音
符
（
。
）
・
ニ
分
昔
符
(
)
)
•
四
分
昔
符
臀
同
清
濁
、
下
の
一
字
と
切
る
所
の
字
と
同
韻
同
等
呼

(
J
)
•八
分
昔
符
(
f
)
·十
六
分
昔
符
(
)
)
・
三
十
二
分
な
る
こ
と
。
〔
郡
光
祗
‘
切
韻
指
掌
圏
桧
例
論
切
字
法
〕

音
符

(9)、
及
び
各
種
の
附
貼
音
符
(
J
な
ど
）
が
用
ひ
取
己
凹
昔
・
同
母
・
同
韻
・
同
等
四
者
皆
同
玉
庄
之
昔
和
↓

ら

れ

る

。

【

徽

ヒ

H

目】
8
7
"
”
ヨ
ク
ス
美
言
を
は
な
つ
こ
と
。
輯
じ
て
‘

〖
昔
符
文
字
〗7
8
"劣
昔
字

(
3
9
)
に
同
じ
。
高
貴
の
人
の
言
葉
を
徽
音
と
い
ふ
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣

【
紅
】
〗

【
昔
譜
】
79

カ／

0-音
に
就
い
て
書
き
し
る
し
た
書
物
。
序
贄
〕
進
能
徽
レ
＿
音
‘
退
不
レ
失
レ
徳
゜
〔
注
〕
清
日
、
徽
、
美

〔
清
史
、
藝
文
志
、
経
部
、
小
學
類
〕
宋
、
李
築
‘
昔
譜
、
一
也
。

巻。

O-H口
築

の

譜

。

架

譜

。

【

錯

i

レ-=日
]
8
8
t
名
種
々
の
柴
音
を
組
み
合
せ
連
ね
る
こ

【
昔
鳳
】
80

的
漢
の
王
鳳
と
其
の
従
弟
王
昔
。
共
に
邪
と
。
比
レ
昔
。
〔
陸
機
、
漢
高
祗
功
臣
頌
〕
詔
漫
錯
レ
ー
音
‘
衰

倭
の
人
。
〔
溢
岳
‘
西
征
賦
〕
常
孟
日
鳳
恭
顔
之
任
＞
勢
也
‘
龍
比
レ
象
。

コ，ウ
グ

〔
集
韻
〕
胡
公
切

菌

冒

I直
＿

昔

部

昔

〔
―
-
「
—
|
四
書
一
〕

紅

弛

約

師

齢

約

滝

新

冨】
5

キ
ン
コ
ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
新
、
去
斤

切。

冠
写
誉
業
の
名
。
〔
集
韻
〕
頑
‘
築
名
。

ゲ
ン
グ
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
五
遠
切

屈

【約】
5

ヰ
ン

韻（
1
2
-

4
3
3
0
7
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
飴
、
同
レ
韻
。

冒】
5

ギ
ン

吟
(
2
-
3
3
3
0
)
に
同
じ
。
〔
康
熙
字

典
〕
給
、
説
文
‘
本
作
レ
吟
゜

と
ぎ
れ
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
師
‘
断
磐
゜
圃
ふ
つ
。
師
霰

(

1

)

を
見
よ
。

【
師
霊
】
1

豆
切
上
古
の
神
剣
の
名
。
〔
神
武
即
位
前
紀
‘

五
〕
予
剣
琥
曰
l

―
師
霰
盃
即
震
‘
此
云
―
―
赴
屠
能
禰
移
磨
↓

【師】
g

戸
〔
集
韻
〕
昨
合
切
忍

＝

i.i―― 
【約】
g

ハ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
約
‘
昔
雹
゜

咸
地
は
‘
黄
帝
の
架
の
名
。
通
じ
て
池
(
6
|
1
7
1
4
 

I
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
龍
‘
咸
龍
‘
装
帝
栗
名
、
通

作
レ
池
。

冨

]

』

[

〔

集

韻

〕

陳

知

切

支

~ 
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冨叩】
5

昔

部

〔
五
書
一
〕

勝

甑

詔

鳳
ッ
グ
。
ヨ
シ
。
オ
ト
。
ア
キ
。
ツ
ナ
。

【
詔
隠
】
1

岱
唐
‘
王
詔
應
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
8
0
2
)

の
一

名。

【
詔
運
】
2

焚
太
平
の
世
の
ま
は
り
あ
は
せ
。
〔
溢
尼
‘

贈
1

一
隈
西
太
守
張
正
治
一
詩
〕
繋
震
成
翌
詔
運
↓
理
翻
應
―
―

翔
風
↓

【
詔
英
】
3

苔
舜
の
架
と
帝
魯
の
梨
。
詔
躾
゜
〔
苑
成

大
‘
復
作
―
―
耳
鳴
二
貰
詩
〕
東
極
空
歌
下
二
始
青
面
5

方

榮
贅
の
忽
ち
息
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
読
‘
築
瞥
乍
賓
網
奏
詔
英
一

息

兒

。

【

紹

躾

】

4

特
舜
の
築
と
帝
魯
の
柴
゜
〔
韓
愈
・
孟
郊
、
城

南
聯
句
〕
歳
律
及
二
郊
至
工
古
昔
命
二
詔
躾
↓

【
詔
聾
】
5

焚
美
し
い
い
ろ
。
う
る
は
し
い
つ
や
。
〔
柳

宗
元
‘
始
見
百
髪
題
即
い
植
海
石
櫂
樹
詩
〕
幾
年
封

筐】
5

[

ゥ
〔
字
彙
〕
蒲
逢
切

OO

植
愛
玩
衷
詔
諧
朱
顔
尭
不
祠
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
田
沫

遇
秤
葛
聯
句
記
〕
詔
蟄
應
レ
難
レ
挽
‘
芳
華
信
易
レ
凋
。

や
な
り
。
屋
の
ひ
び
き
。
〔
字
彙
〕
甑
、
屋
響
也
。
【
切
翌
日
】
6

焚
虞
舜
の
作
っ
た
昔
築
。
紹
は
紹
、
発
の

徳
を
紹
ぐ
意
。
〔
史
記
、
孔
子
世
家
〕
孔
子
適
レ
齊
、
云

云
、
聞
,,!l
竪
竺
學
レ
之
、
三
月
不
レ
知
―
―
肉
味
↓
〔
論
語
、
述

而
〕
子
在
レ
齊
聞
レ
詔
‘
―
二
月
不
レ
知
肉
味
↓

【
紹
夏
}
仕

,
0
詔
は
舜
の
築
、
夏
は
馬
の
羹
〔
荀
子
、

翌

〔

集

韻

蒔

饒

切

薩

[

證
論
〕
詔
夏
護
武
。
〔
増
注
〕
詔
‘
舜
架
‘
夏
‘
黒
架
‘
漫
‘
湯

【
切
130】
g

ゼ

ウ

戸

名

shao'

小
〇
虞
舜
の
業
の
名
。
樅
ぐ
‘
又
、
あ
き
ら
架
云
云
護
‘
典
複
同
。
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
淫
羅
而
不
レ

カ
D
窟
策
か
の
義
。
〔
説
文
〕
詔
‘
虞
舜
架
也
‘
書
可
レ
聴
者
、
非
詔
夏
之
翠
也
。
〔
注
〕
向
曰
‘
詔
‘
舜
築

日
、
篇
紹
九
成
‘
鳳
皇
来
儀
、
炊
情
召
贅
。
〔
栂
‘
名
、
大
夏
‘
萬
架
名
。
〇
徳
の
明
か
で
大
き
い
こ
と
。
詔

は
一
に
昭
に
作
る
。
〔
司
馬
相
如
‘
封
祠
文
〕
紺
―
―
詔
夏
一

崇
―
―
琥
溢
↓
〔
注
〕
善
日
、
文
穎
曰
‘
詔
‘
明
也
‘
夏
‘
大
也
。

栗
記
〕
紹
躙
也
。
〔
注
〕
紹
之
言
‘
紹
也
。
〔
論
語
、
八

僧
〕
子
謂
佃
゜
〔
集
解
〕
孔
安
國
曰
‘
紹
‘
舜
柴
也
。
【
詔
顔
】
8

努
美
し
い
醍
わ
か
い
容
貌
。
〔
飽
照
‘
狡
―

〔
漢
書
‘
幡
栗
志
〕
詔
‘
紹
也
‘
言

-
1能
紹
1一
尭
之
道
—
後
渚
詩
〕
華
志
分
馳
レ
年
‘
詔
顔
惨
驚
レ
節
。

也
。
〔
春
秋
繁
露
‘
楚
荘
王
〕
詔
者
、
昭
也
。
●
つ
ぐ
。
【
詔
氣
]
,
[
ゥ
春
の
の
ど
か
な
景
色
。
又
、
春
の
氣
゜
〔
宋

之
問
‘
翫
1

一
郡
齋
海
櫂
↓
詩
〕
澤
國
詔
氣
早
、
開
レ
簾
延
二
孵

天↓

〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
詔
‘
搬
也
。
参
う
つ
く
し
い
。
〔
集

【
詔
暉
】
10

店
明
か
に
か
が
や
く
。
又
、
明
か
な
ひ
か

韻
〕
詔
、
一
日
、
美
也
。
働
或
は
磐
(
6
-
1
6
6
8
6
)

・招

(
6
-
1
1
9
6
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
詔
‘
或
作
ユ
宮
・
招
↓
り
ollx
暉
。
鮮
暉
゜
〔
皮
日
休
‘
奉
和
魯
望
春
雨
即
事
一
次

〔
周
視
‘
春
官
‘
大
司
築
‘
九
啓
之
舞
‘
注
〕
九
磐
‘
讀
韻
詩
〕
牛
旬
瓢
滉
掩
詔
暉
↓

常
レ
貸
大
壁
字
之
誤
也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
九
、
【
詔
九
】
11

店
字
琥
。

0
清
‘
朱
軒
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 2
6
7
)
 

の
字
。

O
清
‘
那
彦
成
(
1
1
|
 3
9
3
0
5
 :
 5
8
)

の
字
。
「
よ
。

【
詔
虞
】
12

バ
ゥ
舜
の
架
。
昭
虞
(
5
|
1
3
8
5
5
 :
 2
8
)

を
見

見
下
舞
函
an
護
者
お
秤
文
〕
詔
‘
本
或
作
レ
招
。

O
【
詔
華
】
13

読
〇
華
か
な
春
の
景
色
。
又
、
春
の
光
。
詔

古
訊
（
献
）
（
5

|

1
1
6
7
5
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕

詔

古

文

誼

。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
詔
‘
州
名
、
光
。
〔
韓
維
、
太
后
閤
帖
子
〕
但
得
詔
華
入
―
―
中
禁
面
i

見
―
―
姓
苑
ぶ
岳
ザ
太
原
公
7
開
封
有
二
此
姓
↓
風
次
第
遍
紳
州
↓
〔
鄭
審
‘
奉
レ
使
巡
1

稔
柄
京
路
細
竺
果

フ
ッ
7
チ

〔
集
韻
〕
敷
勿
切
躙
i

冒
■
霞
董

樹
事
畢
入
レ
秦
因
詠
詩
〕
聖
徳
周
―
―
天
壌
盃
印
華
涵
玉
E

畿
↓
.
胄
年
時
代
を
い
ふ
。
青
春
。
〔
白
居
易
、
香
山

居
士
葛
慎
詩
〕
勿
レ
歎
詔
華
子
‘
俄
成
1

一
幡
斐
仙
↓

【
詔
光
】
＂
焚
春
の
の
ど
か
な
景
色
。
又
、
春
光
。
〔
唐

太
宗
、
春
日
玄
武
門
宴
1

一
塁
臣
―
詩
〕
紹
光
開
―
―
令
序
盃
t

氣
動
土
方
年
↓
〔
秦
餡
玉
‘
封
レ
花
詩
〕
長
臭
函
累
少
暗
有
レ

期
‘
可
レ
憐
蜂
蝶
却
先
知
。
〔
朱
翠
四
時
讀
書
築
詩
〕
鎚

陀
莫
レ
遣
詔
光
老
天
生
惟
有
讀
書
好
↓

【
紹
卿
】
15

特

元

、

方

鳳
(
5
ー

1
3
6
2
0
:
 4
2
0
)

の
字
。

【
詔
景
】
16

苔
春
の
の
ど
か
な
け
し
き
。
餡
光
。
詔
氣
゜

春
景
。
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
春
景
曰
―
―
詔
景
↓
〔
苗
秀
、
登
春

憂
賦
〕
岳
詔
景
而
則
麗
、
聡
一
微
風
而
韓
和
。

【
詔
淫
】
17

苔
宋
、
車
安
行
(
1
0
|
 3
8
1
7
2
 :
 2
6
3
)

の
琥
゜

【
紹
警
】
18

苔
才
智
が
あ
き
ら
か
で
さ
と
い
こ
と
。
聰

贅
〔
唐
書
‘
后
妃
上
‘
上
官
昭
容
偉
〕
天
性
詔
警
‘
善
l
-

文
章
↓

【
詔
漫
】
19

誇
炉
ワ
ク
殷
の
湯
王
の
柴
。
紹
は
紹
、
其
の

徳
、
大
萬
に
継
ぐ
義
。
一
説
に
、
詔
は
虞
舜
の
架
、
漫
は

殷
の
湯
王
の
築
。
大
漫
゜
〔
左
氏
‘
襄
‘
-
―
十
九
〕
見
T

舞――

詔
漫
玉
れ
〔
注
〕
殷
湯
築
也
。
〔
疏
〕
以
"
'
其
防
―
―
漫
下
民
一

故
稽
レ
漫
也
、
紹
‘
亦
紹
也
‘
言
―
―
―
其
能
紹
二
縦
大
馬
一
也
。

〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
詔
漫
武
象
之
築
‘
陰
淫
案
術
之

昔
゜
〔
注
〕
善
曰
、
文
穎
曰
‘
紹
‘
舜
築
也
、
漫
‘
湯
築
也
。

【
紹
護
】
20

琴
5

古
築
の
名
。
詔
漫
に
同
じ
。
〔
荀
子
、
儒

奴
〕
於
レ
是
武
象
起
、
而
紹
護
窮
芙
。
〔
注
〕
詔
護
‘
殷
築

名
。
〔
集
解
〕
慮
文
招
曰
‘
護
卑
ハ
レ
漫
同
。
〔
荀
子
、
正
論
〕
歩

中
―
―
武
象
玉
翡
中
二
詔
護
↓
〔
史
記
‘
帳
書
〕
歩
中
1

一
武
象
云
布

中
語
護
↓
〔
陸
機
‘
漢
高
祗
功
臣
頌
〕
詔
護
錯
レ
＿
音
。
〔
注
〕

善
日
、
漢
書
日
、
舜
作
レ
詔
‘
湯
作
レ
護
。
〔
王
巾
‘
頭
陀
寺

碑
文
〕
歩
中
二
雅
頌
五
啄
合
函
即
護
↓
〔
注
〕
鄭
玄
日
、
詔
‘

舜
槃
‘
護
‘
湯
築
也
。

【
詔
州
】
21

ペ

O
O
O州
の
名
。
唐
、
置
く
。
廣
東
省
曲
江
縣

の
西
。
〔
韻
會
〕
州
名
、
古
百
越
地
‘
漢
曲
江
縣
‘
隋
置
―
―
詔

雙

有
n

一
雨
石
相
射
如
1

一
雙
閥
面
苫
]
‘
舜
作
1

一
築
於
此
ぶ
m

名
面
石
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
束
〕
詔
興
府
、
馬
貢
、

揚
州
南
境
、
戦
國
陽
レ
楚
、
云
云
、
唐
貞
観
初
改
日
1

一紹

州
↓
〇
府
名
。
明
‘
置
く
。
清
こ
れ
に
因
り
、
廣
東
省
に

屡
し
、
曲
江
・
栗
昌
·
仁
化
・
乳
源
・
翁
源
•
英
徳
の
六
縣

を
管
轄
す
。
故
治
は
今
の
曲
江
縣
゜
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕

廣
東
、
紹
州
府
、
領
二
縣
六
一
曲
江
・
架
昌
・
仁
化
・
乳
源
・

~ 

翁
源
・
英
徳
゜

【
詔
箭
】
22

誘
舜
の
作
っ
た
築
の
名
。
詔
篇
。
箭
詔
。
〔
左

氏
‘
襄
‘
二
十
九
〕
見
下
舞
1
1

餡
箭
玉
只
日
、
徳
至
芙
哉
。

〔
注
耳
孟
禿
〔
疏
〕
築
記
解
↓
―
此
築
名
―
云
、
餡
、
継
也
、
鄭

玄
云
、
餡
之
言
、
紹
也
、
言
n

―
舜
能
緞
II

紹
尭
之
徳
ご
杜
不
レ

解
箭
義
箭
‘
即
篇
也
、
尚
書
日
‘
籠
詔
九
成
‘
鳳
凰
来

儀
‘
此
云
詔
箭
‘
卸
彼
篇
詔
是
也
‘
孔
安
國
云
‘
言
レ
籠
、

見
細
器
之
備
直
‘
蓋
詔
築
兼
レ
篇
為
レ
名
、
籟
字
或
上

或
下
耳
。
〔
馬
融
‘
長
笛
賦
〕
上
擬
1

一
法
於
詔
箭
南
篇
↓

[
5
a
o
筆
】
2
3
5
[
O
虞
舜
の
築
。
詔
箭
に
同
じ
。
〔
左
氏
、

襄
、
二
十
九
‘
見
下
舞
面

ぼ
叫
ぶ
~
い
い

【
紹
石
】
24

翌
廣
東
省
曲
江
縣
に
在
る
石
。
三
十
六
石

あ
り
。
紹
州
(
2
1
)
を
見
よ
。
〔
水
経
‘
湊
水
注
〕
其
高
百

初
、
廣
圃
五
里
、
雨
石
封
峙
、
相
去
一
里
、
小
大
略
均
、

似
―
―
雙
凹
名
曰
―
詔
石
「
古
老
言
‘
昔
有
三
仙
公
“
而

憩
レ
之
、
自
レ
爾
年
翌
‘
禰
―
―
歴
一
紀
一
〔
太
平
賽
宇
記
〕
詔

州
有
面
石
面
舜
南
遊
‘
登
レ
石
奏
-
5
醤
杢
因
名
。

【
詔
代
】
25

店
あ
き
ら
か
に
お
さ
ま
る
御
代
。
昭
代
。

【
5
翠
】
26

特
清
、
爾
九
成
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 3
2
9
)

の
字
。

【
詔
膳
】
27

謗
廣
東
省
藷
節
州
府
か
ら
出
す
る
樟
脳
゜

〔
本
草
‘
樟
腺
〕
秤
名
‘
詔
脳
‘
集
解
、
時
珍
曰
‘
樟
脳
‘
出
,
,

詔
州
盆
厚
州
状
似
龍
脹
一

【
詔
製
】
28

焚
う
つ
く
し
い
か
み
の
毛
。
〔
李
鐸
‘
密
雨

如
散
絲
賦
〕
驚
函
褪
之
幡
如
↓

【
紹
美
】
29

五
ゥ
宋
、
劉
俄
鳳
(
2
|
2
2
2
4
 :
 8
0
0
)

の
字
。

【
詔
武
】
30

ヘ
ゥ
古
築
の
名
。
詔
は
虞
舜
の
築
‘
武
は
周
の

武
王
の
栗
゜
〔
論
語
、
八
僧
〕
子
謂
レ
詔
‘
圭
ヂ
美
矢
、
又
圭
茫

善
也
‘
謂
レ
武
、
盛
レ
美
尖
‘
未
レ
圭
血
レ
善
也
。
〔
集
注
〕
詔
‘
舜

築
‘
武
、
武
王
礫
〔
論
衡
、
自
紀
〕
間
巷
之
栗
、
不
レ
用
詔

武
一
〔
班
固
‘
束
都
賦
〕
歌
1

一
九
功
ご
竺
八
僧
盃
印
武
備
、
泰

古
畢
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
八
僧
・
詔
武
‘
皆
架
名
。
〔
晉
書
、
岱
紹

等
傭
論
〕
蘭
桂
異
レ
質
而
齊
芳
‘
詔
武
殊
レ
—
音
而
並
美
。

【
紹
舞
】
31

へ
ゥ
帝
舜
の
作
っ
た
紹
と
い
ふ
舞
架
゜
〔
論

語
、
衛
憲
公
〕
栗
則
詔
舞
。
〔
集
解
〕
何
晏
曰
‘
詔
‘
舜
柴

也
‘
圭
笠
善
盤
レ
美
‘
故
取
レ
之
。
〔
漢
書
‘
儒
林
債
序
〕
梢
レ
架
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冨

】

g

詈
業
の
名
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
飽
、
築
名
。

ハ
ヴ
'

〔
龍
寵
手
鑑
〕
昔
抱

冨

】

5

詈
贅
が
か
ま
ぴ
す
し
い
。
〔
篇
海
〕
麒
昔
臀
煩

間
也
。

ラ
ク
リ
ヤ
ク

〔
篇
海
〕
力
琥
切

麗

則
法
1

一
詔
舞
↓
〔
朱
煮
、
虞
帝
廟
迎
神
築
歌
〕
潔
尊
分
肥

俎
‘
九
歌
分
紹
舞
。
〔
朱
徳
潤
‘
遊
山
詩
〕
竹
枝
畏
―
詔
舞
一

翔
鼓
如
震
露
↓

〖
詔
舞
九
成
築
譜
〗3
2峠
5イ
ガ
ク7

書
名
。
一
巻
。
元
、
余

載
撰
。
〔
四
庫
提
要
、
経
、
架
類
〕
。

【
詔
粉
】
3
3
7
四
詔
州
か
ら
出
る
白
粉
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏

會
、
容
飾
具
‘
白
粉
〕
詔
州
者
裕
詔
粉
辰
州
者
為
辰

粉↓

【
詔
鳳
】
34

誘
明
‘
章
格
（
8
ー

2
5
7
6
1
:
 2
4
)
の
字
。

【
紹
朗
】
35

誘
美
し
く
あ
き
ら
か
な
こ
と
。
〔
陳
書
、
世

祗
紀
〕
親
祠
南
笠
詔
日
、
云
云
‘
雲
物
紹
朗
‘
風
景
清

和
‘
慶
動
入
祗
森
＂
流
面
俗
↓

【
詔
理
】
36

バ
ゥ
よ
く
を
さ
ま
る
。
立
派
に
と
と
の
ふ
。

〔
顔
延
之
、
宋
文
皇
帝
元
皇
后
哀
策
文
〕
壺
政
穆
宣
、
房

築
詔
理
。

【
詔
令
】
37

芸
明
か
で
さ
と
い
。
〔
南
史
‘
謝
荘
偶
〕
七

歳
能
陽
な
文
、
及
レ
長
詔
令
、
美
,
,
容
儀
↓

【
詔
麗
】
38

苔
の
ど
か
で
う
る
は
し
い
こ
と
。
〔
梁
簡

文
帝
、
答
,
,
湘
東
王
1

書
〕
暮
春
美
景
、
風
雲
詔
麗
。

【
詔
和
】
39

芍
う
つ
く
し
く
や
は
ら
ぐ
。
〔
王
菜
‘
栢
賓

鐘
銘
〕
表
贅
詔
和
、
民
聴
以
睦
°

【
詔
部
頭
】
40

翌
俳
優
の
か
し
ら
。
掌
班
。
〔
捨
謂
録
‘

優
、
紹
部
頭
〕
随
隠
漫
録
‘
詔
部
頭
陳
粉
兒
捧
↓
1

牙
板
玉
案
‘

詔
部
頭
、
即
掌
班
也
。

【
詔
陽
魚
】
4
1
t
’
素
乾
ゲ
に
し
た
ひ
し
こ
を
い
ふ
。

〔
倭
名
類
緊
抄
、
龍
魚
部
、
龍
魚
類
〕
雀
馬
食
経
云
‘
詔
陽

魚
、
古
米
、
下
縛
本
古
下
有
―
―
萬
字
↓

昔

部

〔
五
ー
|
八
書
一
〕

鼓
の
お
と
。
摯
(
1
2
|
 4
8
3
4
5
)

・巖
(
1
2
|
 4
8
3
8
3
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鋒
‘
鼓
臀
‘
或
作
レ
摯
゜
〔
集
韻
〕

髄
‘
鼓
臀
、
或
作
レ
鋒
。

日
口
O
鼓
の
お
と
。
静
鋒
゜
逢
(
1
1
-
3
8
9
0
1
)

に

通
ず
。
〔
集
韻
〕
静
、
鼓
臀
。
〔
集
韻
〕
逢
、
逢
逢
、
鼓

贅
‘
或
作
レ
静

0.やはらぐ
。
〔
玉
篇
〕
鋒
、
和
也
。

冨

】

g

ハ
ヴ

〔
集
韻
〕
披
江
切
屈
』

ホ
ヴ

日
プ7

 

団
l

冨

】

g

忍

業
器
を
懸
け
る
具
の
絲
の
翫
絶
し
た
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
赫
、
築
懸
断
兒
。

【
赫
】
〗
、

X
ユ
ク
〔
集
韻
〕
子
六
切
圏

執
紅
は
、
お
ほ
ご
ゑ
゜
或
は
陶
(
2
-
3
5
8
9
)
に
作

る
。
〔
廣
韻
〕
執
‘
麒
紅
、
大
臀
゜
〔
集
韻
〕
執
‘
大
臀
‘

或
作
レ
咽
゜

困

〔
集
韻
〕
敷
渇
切
両

〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切

冠】
g

●
贅
が
ひ
く
い
。
こ
f
E

ゑ
゜
〔
集
韻
〕
給
‘
瞥
小
也
。

〇
錨
(
1
2
|
 4
3
3
1
2
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
給
、
同
レ

鮪゚

冨

】

』

コヴ
ク

〔
集
韻
〕
呼
公
切
両
i

オア
ンン

〔
集
韻
〕
烏
含
切
園
i)

•I
“— 

窟
】
一
ヤ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
窮
手
鑑
〕
絣
‘
昔
葵
。

指
の
節
の
鳴
る
詈
。
筋
(
8
|
2
6
0
4
5
)
に
同
じ
。

〔
廣
韻
〕
絞
、
指
臀
゜
〔
集
韻
〕
筋
‘
説
文
、
手
足
指
節
ー
【
銅
】
』

鳴
也
、
或
作
レ
絞
。

ト
ヴ
義
未
詳
。
〔
海
篇
〕
銅
、
昔
洞
。

霰

】

一

ハ
ク
〔
集
韻
〕
北
角
切
卿
g

冠】一

義
未
詳
。
〔
li-音
篇
海
〕
説
、
古

横
切
。

ク
，
ヮ
ゥ

箱
呪
は
、
平
か
な
ら
ぬ
こ
ゑ
。
〔
集
韻
〕
錯
、
箱
咀

不
レ
平
臀
。

冨
】
〗
カ
ッ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
給
、
昔
喝
゜

冤】
5

[

/

〔
集
韻
〕
於
禁
切
囮

’

’

響

(
1
2
|
 4
3
3
2
5
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
響
、
興
レ
響
同
。

キ
ャ
ウ

＇昌

曾】
i

昌
藷
本
、
七
畳
に
列
す
る
は
誤
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
鋒
‘

藷
入

1L玉
竺
誤
゜

詔

拙

飽

錯

絞

餅

赫

鋒

薯

給

説

銅

誹

給

綽

罷

静

躾

諌

鯰

絞

こ
ゑ
゜
〔
龍
寵
手
鑑
〕
誼
‘
瞥
也
。

貧
】
g
オ
ク
〔
龍
寵
手
鑑
〕
烏
里
~
切
職

臀
が
や
む
。
認
(
1
0
-
3
5
6
6
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

捻
‘
臀
止
也
、
或
炊
レ
言
。

【
総
早
豆
77

〔
集
韻
〕
諾
叶
切
画
『

,―― 

【
諌
】

g

ソ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
諌
、
昔
速
。

貧

】

g

カ
ン

績
(
1
0
-
3
6
9
8
4
)
の
識
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
躾
、
按
、
郎
績
字
之
謡
。

【静】
g

物
を
と
ど
め
る
音
。
或
は
絆
(
8ー

2
5
7
6
8
)
に
作

る
。
〔
廣
韻
〕
静
‘
按
レ
物
瞥
、
或
作
レ
静
゜
〔
集
韻
〕

坪
‘
按
レ
物
臀
‘
或
省
。

ホ
ッ
ホ
チ

〔
集
韻
〕
普
没
切
同
i

●
し
お
き
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
罷
‘
刑
也
。
●
六
罷

は
、
顕
項
の
架
の
名
。
通
じ
て
埜
（
9
ー

3
1
0
5
2
)
に

作
る
。
〔
集
韻
〕
罷
、
博
雅
‘
六
罷
‘
顧
項
築
、
通
作
レ

埜
゜

【
罷
写

〔
集
韻
〕
何
耕
切
固
{

カ，ウ
ギ
，
ヤ
，
ウ

ニニ四
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昔

部

〔
八
ー
＋
書
―
〕

帽

紳

腟

誤

諜

諦

舒

稿

韻

醤

韻

楽
器
の
名
。
〔
集
韻
〕
諜
‘
築
器
。

【
牒
】
血
昇
〔
集
韻
〕
余
業
切

園

五
誤
は
‘
帝
魯
の
栗
の
名
。
通
じ
て
英
(
9
ー
3

呂
0

8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
躾
、
博
雅
‘
五
躾
、
帝
偕
築
‘

通
作
レ
英
。

【躾】畑

戸
〔
集
韻
〕
於
驚
切
庚

曰
□
楽
の
お
と
。
鐘
鼓
の
音
。
哨
(
2

ー
3
9
7
3
)
・

鈍

(11
ー
4
0
6
3
0
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘
繹
訓
〕
鐙
鐙
‘

築
也
。
〔
注
〕
鐘
鼓
昔
゜
〔
繹
文
〕
腔
腔
‘
詩
作
-
―
哩

嗅
華
盲
反
‘
字
書
‘
鐙
鐙
‘
築
之
替
也
‘
又
作
レ

鑓
一
音
胡
光
反
。
〔
玉
篇
〕
鐙
‘
築
瞥
也
。
〔
集
韻
〕

鑓
或
凡
レ
＿
音
。
曰
ど
ら
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
龍
‘
銅

器
替
。

ク
，
ヮ
ゥ

ヮ，ウ

口

貧
】
〗
乳
汀
ア
ウ
ャ
ゥ

国

【紳】
g

【韻】年

，ゞウ
ノ

〔
集
韻
〕
於
埜
切

〔
集
韻
〕
胡
光
切

〔
集
韻
〕
胡
盲
切

＇且
屁願圏

7
9
[

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
緋
‘
戸
皐
切
。

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
絹
、
音
贈
。

□
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
醤
‘
瞥
也
。
□
国
う
め
く
。

日
訂シ，ヤ

ヴ

旦
サ
ウァヴ

国
ヤ
ゥ

冨孟

エ
イ
ャ
ウ

國
＇

〔
集
韻
〕
娼
螢
切
圏圏底圏

〔
集
韻
〕
烏
焚
切

〔
集
韻
〕
於
葉
切

〔
集
韻
〕
初
耕
切

鐘
の
お
と
。
或
は
樋
(
1
2
-
4
3
3
1
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
韻
、
鍾
臀
‘
或
炊
レ
通
。

【
韻
】
畑
ば
〔
集
韻
〕
徒
弄
切
琴

口
濶
濶
は
‘
ど
よ
め
ぎ
。
〔
集
韻
〕
縞
‘
腐
腐
、
欧

瞥
。
□
楽
の
香
が
美
し
い
。
〔
集
韻
〕
濶
、
架
音
美

也。

日
タ
ゥ
〔
集
韻
〕
楚
九
切
面

□
:
〔
集
韻
〕
初
口
切
如
5

冨】
5

/

[

＇昌

冨】
g

テ
イ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
梢
、
昔
亭
。

楽
器
の
名
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
臨
BB

‘
築
器
‘
見
貫
珠

集↓ 冒】
g

ゲ
ン

〔
龍
寵
手
鑑
〕
昔
玩

子
科
攀
人
。

【
韻
友
】
1
位
5

荼
喉
の
異
名
。
＋
友
(
2

ー、
2
6
9
5
:
 8
)

の

0
を
見
よ
。
〔
三
餘
贅
筆
〕
宋
曾
瑞
伯
以
十
花
為
一
＋

灰
各
為
―
―
之
詞
涵
荼
慄
為
,
,
韻
友
一

【
韻
宇
】
2
0
4

ノ
オ
器
。
度
量
。
器
量
。
韻
度
。
〔
王
倹
‘

堵
淵
碑
文
〕
韻
宇
弘
深
｀
喜
温
無
レ
見
1

一
其
際
↓
〔
注
〕
良

日
、
韻
宇
、
猶
血
四
直
也
。

[
韻
會
】
3

T

／
古
今
韻
會
(
2

ー
3
2
3
3
:
 1
6
6
)

を
見
よ
。

〖
韻
會
小
補
〗4
梵
i

書
名
。
三
十
巻
。
明
‘
方
日
升

oa"
小

曰

□

0
ひ
び
き
。
て
う
し
。
賛
音
の
末
撰
。
韻
會
畢
要
に
牧
め
ら
れ
た
字
に
従
ひ
‘
一
も
噌
減

豪
尾
の
て
う
し
。
瞥
昔
の
同
和
。
〔
説
文
新
が
な
い
。

—
習

附
〕
韻
‘
和
也
、
ハ
箪
日
員
啓
‘
装
光
遠
日
、
輿
レ
均
【
韻
雅
】
5

H

／
書
名
。
清
‘
禽
避
撰
゜
廣
韻
中
の
古
言
古

義
を
爾
雅
の
例
に
よ
っ
て
類
別
編
纂
し
た
書
。

【
韻
海
】
6

門
韻
書
の
名
。
唐
の
顔
慎
卿
に
韻
海
鑑
源

同
、
未
レ
知
其
審
一
〔
六
書
故
〕
韻
、
昔
響
相
餡
也
、

十
六
巻
‘
宋
の
許
冠
に
韻
海
五
十
巻
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘

臀
相
應
為
レ
韻
‘
凡
詩
必
有
レ
韻
、
今
之
字
書
以
―
―
昔

相
茄
為
レ
部
旦
韻
書
↓
●
お
と
。
ね
。
〔
寇
準
、
秋
藝
文
志
一
〕
顔
漠
卿
‘
筆
法
一
巻
‘
又
韻
海
鑑
原
十
六

日
原
上
詩
〕
深
臀
迷
1

一
竹
韻
涵
野
色
混
―
秋
光
↓
〇
巻
‘
許
冠
‘
韻
海
五
十
巻
。
〔
絞
然
‘
奉
下
和
顔
使
君
修
訊

漢
字
を
其
の
ひ
び
き
に
よ
っ
て
類
別
し
た
も
の
海
畢
州
中
重
宴
晶
吋
〕
九
流
宗
―
―
韻
涙
七
字
揖
文
江
↓

【
韻
香
】
7

だ
字
琥
。

O
清
‘
嶽
蓮
(
4

ー
8
5
6
6
:
 5
8
)

の

の
稲
。
昔
韻
(
1
2
-
4
3
2
6
5
:
 5
)の
•
•
平
水
韻(
4

R
の
字
。
〇
清
‘

E
蓮
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
0
9
7
)

の
字
。

【
韻
泉
】
8

梵
清
‘
呉
慈
鶴
(
2
-
3
3
6
5
:
 6
3
2
)

の
字
。

|
 9
1
6
7
 :
 3
5
0
)
を
見
よ
。
〔
南
史
‘
陸
蕨
値
~
〕
照

5
-

平
上
去
入
四
気
以
レ
此
制
レ
韻
。
働
詩
賦
゜
歌
曲
。
【
韻
學
]
1
0
H

ル
音
韻
を
研
究
す
る
學
問
。
古
、
小
學
の

〔
陸
機
、
文
賦
〕
或
託
―
―
言
於
短
韻
↓
〔
注
〕
善
日
‘
-
。
音
讀
を
考
正
す
る
も
の
で
大
別
し
て
今
韻
・
古
韻
・

短
韻
‘
小
文
也
。
R
な
り
ふ
り
。
檬
子
。
お
も
む
等
韻
の
―
―
―
類
と
す
る
。
此
の
學
を
知
る
た
め
に
は
通

韻
．
轄
韻
の
こ
と
も
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
参

考
に
劉
文
蔚
の
詩
韻
含
英
の
通
轄
を
附
記
す
る
。
〔
四

き
。
風
度
。
趣
致
。
〔
正
韻
〕
韻
‘
風
度
也
。
〔
晉
書
‘

庚
鼓
傭
〕
雅
有
認
韻
二
東
観
餘
論
〕
王
逸
少
之
庫
提
要
、
経
部
、
小
學
類
存
目
、
韻
學
臆
説
〕
大
抵
不
レ

書
、
凝
之
得
箕
韻
↓
〔
南
史
‘
謝
弘
微
博
〕
康
架
誕
紐
韻
學
因
革
源
遼
而
惟
峙
唇
吻
之
間
孟
竪
等
韻

通
、
度
賓
有
―
―
名
家
應
〇
風
雅
゜
〔
世
説
新
語
、
言
琲
別
。
〔
劉
文
蔚
、
詩
韻
含
英
、
例
言
五
則
〕
偏
文
詩
韻
乃

語
〕
或
言
‘
道
人
畜
レ
馬
不
レ
韻
。

O
こ
の
み
。
趣
向
。
聖
祖
仁
皇
帝
御
定
、
集
甑
學
之
大
成
。

〔
参
考
〕
〔
詩
韻
含
英
、
目
録
〕
古
韻
通
韓
、
向
来
讀
本

依
―
―
宋
呉
械
韻
補
一
書
1

訂
定
‘
後
部
長
衡
韻
界
、
則
取
ニ

〔
江
滝
‘
知
己
賦
〕
毎
齊
レ
韻
而
等
レ
裡
‘
輔
同
レ
懐

宋
鄭
痒
古
韻
本
一
改
訂
、
今
於
―
―
藷
本
外
一
将
1

一
部
本
一
附

而
共
レ
術
。

O
ゃ
う
す
の
よ
い
婦
女
。
〔
通
俗
編
‘

婦
女
‘
韻
〕
稿
簡
贅
筆
‘
王
紬
撰
11

明
節
和
文
貴
妃
録
‘
以
備
参
用
↓

墓
志
―
云
‘
六
宮
稲
レ
之
日
レ
韻
‘
蓋
営
時
以
下
婦
人

0
上
平
臀
古
通
レ
冬
、
韓
レ
江
、

韻
略
通
―
―
冬
・
止
↓

亨

標

致

者

な

m目
レ
之
為
レ
韻
、
何
所
J
-
―
―
口
之
漬
一
東

二
江
古
通
丘
賜
。

也。

O
均
(
3
-
4
9
1
6
)

・
約
(
1
2
-
4
3
2
7
1
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
韻
‘
装
光
遠
云
‘
古
輿
レ
均
同
‘
或
作
レ

約。

O
姓
。
〔
山
西
通
志
〕
韻
繁
‘
清
源
人
、
永
築
庚

【韻】
5

口
ヰ
ン

圃
ヰ
ン

日
ゥ
ン

〔
集
韻
〕
王
問
切
圃

u
 .f 
y
u
n
4
 

〔
集
韻
〕
5

均

均

切

國

う
め
き
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
呻
也
。
固
こ
こ
ゑ
゜
〔
集

韻
〕
磐
、
小
瞥
。

五
微
古
通
及

ニニ五 二
冬
古
屈
東
。

古
通
己
叫
・
會
•
灰
五t
レ
佳
、

韻
略
通
,
,微
·
齋
・
佳
•
灰
→

四
支

古通レ虞‘

韻
略
同
。

六
魚

12821 
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十
四
旱
古
縛
レ
銑
゜

古
通
―
―
玩
・
球
・
嫌

鱒
―
旱
•
清
．
感
→

十
六
銑

十
八
巧
古
紐
篠
゜

古
縛
し
馬
‘

韻
略
通
レ
馬
。

二
十
明

二
十
一
馬
古
通
レ
朝

十
五
潜
古
韓
五
゜

古
通
1

一
巧
・
皓

韻
略
同
。

十
七
篠

十
九
皓
古
通
レ
篠
。

十
二
吻
古
縛
レ
斡

十
三
玩
古
且
銑

九
蟹
古
通
L

紙

。

十

賄

古

通

レ

紙

古
通
,
,
梗
•
逍
•
寝
i韓
レ
吻
‘

韻
略
通

1一
吻
・
玩
•
早
・
湛
．
銑

十
一
診

七
霙
古
旦
語

八
薔
古
通
五
紙

十
五
咸
古
通
面

0
上
臀古
通
レ
腫
、
縛
L

講

韻
略
通
―
腫
・
講
↓

一
董

―
-
＿
講
古
通
レ
養
縛
レ
葦
゜

古
通
1
1

尾
・
蒋
．
賄
＂
輯
レ
螢
．

韻
略
通
―
尾
・
齊
・
蟹
．
賄
一

四
紙

五
尾
古
隠
紙
。
六
語
古
通
レ
羹
‘
韻
略
同
。

二
腫
古
通
泣

三
肴
古
足
籟
。

古
輯
に
随
‘

五
歌
韻
略
阻
麻
゜

古
通
レ
江
、
輯
レ
庚

韻
略
獨
用
。

七
賜

九
胄
古
通
属
。

古
獨
用
、
韻

略
同
。

十
一
尤

十
三
票
古
通
』
璽

六
麻
古
韓
祇
。

古
通
レ
慎
、
韻

略
通
1

一青・蒸↓

八
庚

十
蒸
古
通
レ
慎
。

古
通
J
呉
‘
韻

略
通
孟
旱
’
堕
．
咸

十
二
侵

十
四
聾
古
通
レ
先
。

古
通
"
肴
・
豪

韻
略
同
。

一
先
古
通
直
、
韓
寒
・
劃
↓
―
一
繭

四
豪
古
旦
蕪

十
四
寒
古
輯
祝

0
下
平
臀

十
五
劃
古
通
扇
．
咸
五
い
先

九

佳

古

輯

レ

支

。

＋

灰

古

通

レ

支

古
通

1一
庚
•
青
·
蒸;
g
―
文
・
元
一

韻
略
通
"
文
・
元
・
寒
・
副
・
先
↓

十
一
慎

十

二

文

古

輯

レ

匹

十

三

元

古

縛

涵

゜

七
虞
古
且
魚

八
齊
古
通
レ
支
゜

昔

部

〔
＋
書
〕

韻

0
入

瞥古
通
レ
沃
、
輯
レ
覺
‘

韻
略
通
r

一沃・覺一

一
屋

三
覺
古
阻
葉
、
い
薦

二
沃
古
通
レ
屋

十
陥
古
通
レ
諫

二
十
八
勘
古
旦
翰

二
十
九
開
古
通
レ
霰

二
十
二
祗
古
通
レ
箇
。

古
通
』
霞
‘

韻
略
通
'
掩

二
十
四
敬

古
獨
用
、

韻
略
同
。

二
十
六
宥

十
七
霰
古
通
願
・
饂
縛
レ
諫

古
通
孟
パ
・
琥
＂

韻
略
同
。

十
八
噛

二
十
琥
古
通
レ
喝
゜

十
九
炊
古
通
レ
噛
。

古
通
レ
祗
‘

韻
略
同
。

二
十
一
箇

古
通
し
鋒
‘

韻
略
獨
用
。

二
十
三
潔

二
十
五
径
古
屈
震
。

古
通
』
震
‘

韻
略
通
—
勘
・
闘
・
陥

二
十
七
沿

十
五
翰
古
通
レ
勘
゜

十
二
啄
古
通
レ
哀
。

古
通
威
・
径
・
知
縛
佃

韻
略
通
問
・
頴
↓

十
二
震

十
三
問
古
輯
箪
゜

十
四
願
古
旦
霰
゜

古
通
レ
陥
、
韓

十
六
諫
霰
゜

九
泰
古
輯
レ
真

＋
卦
古
輯
レ
虞

七
遇
古
旦
御

〇
去
臀古
通
レ
宋
、
縛
し
綽

韻
略
通
元
木
・
綽
一

一
送

三
綽
古
阻
遠
轄
ら
｛
木
。

古
通
―
―
未
・
魯
．
隊
こ
縛
レ
泰
‘

韻
略
通
―
未
・
賓
．
泰
・
卦
・
除
↓

四
賞

古
通
レ
遇
、

韻
略
同
。

五

未

古

通

レ

寅

。

六

御
八
黍
古
通
と
直
。

二
宋
古
通
返

二
十
九
嫌
古
旦
銑

古
通
’
講
‘

韻
略
獨
用
。

二
十
二
養

古
通
ふ
杉
‘

韻
略
通
J

逍

二
十
三
梗

古
獨
用
、

韻
略
同
。

二
十
五
有

二
十
七
感
古
縛
L

銑゚

二
十
四
逍
古
通
レ
斡
。

古
通
:
修
‘
韻

略
通
1
l

感
，
球
・
嫌

二
十
六
寝

二
十
八
球
古
通
レ
銑
゜

十
七
治
古
獨
用
。

【
韻
合
】
11

呪
韻
が
合
ふ
。
お
も
む
き
が
か
な
ふ
。
〔
雲

笈
七
簸
〕
意
音
韻
合
、
玉
朗
稟
漠
゜

【
韻
鑑
】
12

竺
韻
鏡
に
同
じ
。

【
韻
鏡
】
13

翌
ウ
書
名
。
一
巻
。
撰
者
未
詳
。
蓋
し
‘
唐
末

の
作
。
宋
代
は
太
祗
の
父
の
講
を
避
け
て
指
徹
韻
鑑
と

い
ふ
。
開
輯
清
濁
四
瞥
七
昔
等
の
昔
韻
を
明
か
に
す
る

を
主
と
す
る
か
ら
鏡
と
い
ふ
。
其
の
昔
韻
圏
は
、
第
一

轄
に
始
ま
り
、
第
四
十
三
韓
に
終
り
、
毎
轄
字
ヰ
日
の
開

と
合
の
別
を
立
て
て
ゐ
る
。
此
の
書
、
中
国
に
は
早
く
亡

ん
で
傭
ら
ず
‘
我
が
閾
に
傭
っ
た
の
は
鎌
倉
時
代
と
い

ふ
。
昔
韻
の
學
を
為
す
者
の
必
讀
書
と
さ
れ
た
。
〔
古
逸

叢
書
‘
一
二
十
四
冊
〕
。

〔
参
考
書
〕
【
韻
鏡
開
奮
】
六
巻
秤
宥
朔
撰
。
【
韻
鏡
袖
中

祁
傭
抄
八
巻
・
訂
正
重
改
韻
鏡
秘
訣
袖
中
抄
五
巻
・
韻

鏡
袖
中
抄
人
名
反
切
績
編
愚
蒙
記
―
一
巻
】
毛
利
瑚
珀

撰
。
【
韻
鏡
諸
抄
大
成
】
七
巻
馬
場
信
武
撰
。
【
新
増
韻
鏡

易
解
大
全
四
巻
・
字
子
大
全
一
巻
】
繹
盛
典
編
。
【
韻
鑑

古
義
標
註
―
―
舒
・
補
遺
一
巻
】
河
野
通
清
撰
。
【
磨
光
韻

鏡
―
一
巻
・
後
編
―
―
春
・
餘
論
三
巻
・
磨
光
韻
鏡
字
庸
―
―

巻
】
繹
文
雄
撰
。
【
韻
鏡
楼
輝
】
―
巻
大
澤
賽
孜
定
。
【
韻

鏡
藤
氏
博
】
―
一
巻
富
森
一
齋
撰
。
【
字
昔
瑕
字
用
格
】
―

巻
本
居
宣
長
撰
。
【
漢
呉
昔
圏
一
巻
・
漢
呉
昔
徴
一
巻

漢
呉
圏
説
一
巻
・
昔
圏
口
義
一
を
・
昔
徴
不
盪
一
巻
・
同

稟
音
圏
一
を

F
八
田
方
撰
。
【
男
信
】
三
巻
繹
義
門
撰
。

【
昔
韻
瑕
字
用
例
】
三
舒
白
井
寛
蔭
撰
゜

【
韻
脚
]
1
4

記
ク
詩
賦
の
句
末
に
用
ひ
る
韻
字
。
〔
能
改

齋
漫
錬
、
事
始
‘
詩
賦
八
字
韻
脚
〕
賦
家
者
流
‘
由
1

一漢

晉
口
生
隋
唐
之
初
ご
専
以
取
レ
士
‘
止
命
以
レ
題
‘
初
無
二

十
五
合
古
獨
用

九
屑
古
通
レ
月
。

古
通
t

月、

韻
略
通
鐸
・
職

十
一
栢

十
三
職
古
阻
質
。

+
―
一
錫
古
通
国
・
絹

十
四
絹
古
旦
質
‘

韻
略
通
ー
ー
合
・
葉
・
治

十
六
葉
古
通
レ
月
。

十
葵
古
通
レ
覺
゜

七
昴
古
輯
レ
月

古
通
―
ー
職
・
絹
一
輯
レ
物
、

韻
略
通
一
物
・
月
・
褐
・
琵
．
屑
↓

四
質

古
通
屑
・
葉
・
阻

韓
レ
品
。

五

物

古

並

質

。

六

月

八
酷
古
輯
t

月。

定
韻
云
ぎ
開
元
二
年
王
土
邸
員
外
知
↓
こ
盆
全
試
―
―
旗
賦
一

始
有
―
―
八
字
韻
脚
盃
川
謂
風
・
日
・
雲
•
野
・
軍
・
國
・
清
・
粛

見
属
蜀
喝
鑑
所
記
文
橙
指
要
↓

〖
韻
闘
鶴
髄
〗15
だ
心
ャ
’
詩
病
の
一
。
鵜
の
足
の
重

く
て
行
歩
の
自
由
で
な
い
様
に
‘
韻
字
の
温
重
な
の
を

冷
評
し
た
語
。

【
韻
琴
】
16

”

O
琴
を
弾
じ
る
。
琴
の
昔
゜
〔
劉
論
、
贈
ニ

陳
縣
戸
詩
〕
一
簾
花
影
韻
琴
清
。

0
清
、
盛
冗
(
8
ー

2
3
0

0
5
 :
 6
7
)

の
字
。

【
韻
句
】
1
7
[

／
韻
を
ふ
ん
だ
句
。
〔
書
、
大
馬
膜
‘
乃
武
乃

文
‘
疏
〕
溢
法
云
、
経
↓
―
緯
天
地
1

曰
レ
文
‘
克
定
二
禍
胤
ー
曰
レ

武
‘
経
偉
文
武
倒
者
、
経
取
,
,
韻
句
面
博
以
l

士
全
阜
故
也
。

【
韻
外
】
18

な
～
ィ
俗
世
の
外
。
天
界
・
仙
界
な
ど
を
い
ふ
。

〔
郭
環
、
山
海
経
圃
賛
‘
上
、
西
山
経
、
西
王
母
〕
天
帝
之

女
‘
蓬
髭
虎
顔
‘
穆
王
執
レ
贄
‘
賦
レ
詩
交
レ
歓
‘
韻
外
之

事
、
難
以
具
言
↓

【
韻
磐
】
19

”
琴
の
異
名
。
〔
尚
書
故
｛
貫
〕
唐
李
勉
、
好
―

雅
琴
面
匹
之
響
泉
韻
磐
工
絃
一
上
可
,
,
十
年
不
＞
断
。
〔
陳

賜
‘
琴
論
〕
黄
帝
之
胄
角
‘
齊
桓
之
琥
鐘
、
楚
荘
之
撓
梁
、

相
如
之
縁
綺
‘
禁
邑
之
焦
尾
、
以
至
1

玉
宋
・
響
泉
・
韻

磐
•
清
英
・
恰
神
之
類
なg
慨
之
別
也
。

【
韻
劇
】
2
0
t
し
韻
字
の
た
は
む
れ
。
韻
字
を
も
て
あ
そ

ん
で
詩
賦
歌
曲
な
ど
を
作
る
こ
と
。
〔
白
居
易
‘
和
二
微

ざ
詩
二
十
三
首
序
〕
韻
劇
辞
環
環
奇
怪
溢
。
「
字
。

【
韻
言
】2
1
tク
清
、
金
學
詩

(
1
1—
4
0
1
5
2:
 1
2
1
4
)

の

【
韻
語
】
22

狂
ノ
韻
を
ふ
ん
だ
文
章
。
有
韻
の
文
。
韻
文
。

詩
賦
の
類
。
〔
南
史
‘
謝
霰
運
偲
〕
臨
川
王
義
慶
‘
招
―
―
集

文
七
一
長
喩
云
云
以
1

一
韻
語
正
？
義
慶
州
府
僚
佐
一
云

云
‘
而
軽
薄
少
年
遂
演
レ
之
‘
凡
人
士
拉
為
1

一
題
目
ご
i
白

加
劇
言
苦
堕
其
文
流
行
。

〖
韻
語
陽
秋
〗23
況
ダ
ウ
書
名
。
二
十
巻
。
宋
、
葛
立
方

撰
。
諸
家
の
詩
を
雑
評
し
た
も
の
。
陽
秋
は
春
秋
に

同
じ
。
晉
代
、
春
を
講
ん
で
陽
と
い
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、

集
、
詩
文
評
類
〕
。

【
韻
齋
】
24

丑
し
清
翁
同
鋲
(
9
ー

2
8
6
3
5
:
 9
0
)

の

望

[
韻
珊
】
25

門
清
‘
黄
党
清
(
1
2ー

4
7
9
2
6
:
 1
1
9
8
)

の
字
。

【
韻
士
】
26

パ
／
風
流
な
人
。
風
韻
あ
る
士
。
雅
士
。
〔
竹

添
井
井
、
棧
雲
峡
雨
日
記
、
下
〕
騒
人
韻
士
。

【
韻
字
】
27

勺
〇
詩
や
韻
文
の
韻
脚
に
用
ひ
る
文
字
。

●
詩
賦
の
類
を
い
ふ
。
〔
劉
子
輩
、
‘
Ir
京
紀
事
二
十
首

ニ
―
一
六

12822 
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昔

部

〔
十
豊
〕

韻

詩
〕
一
時
風
物
堪
1

一
魂
断
一
機
女
猶
挑
韻
字
紗
。

【
韻
事
】
28
牙
／
風
流
の
あ
そ
び
。
詩
歌
書
畳
な
ど
の

遊
。
風
流
韻
事
。
〔
長
生
殿
．
製
譜
〕
妃
子
妃
子
、
美
人
韻

事
、
被
禰
都
占
墨
也
。

【
韻
蒔
】
29

勺
清
、
盛
竪
(
8
|
2
3
0
0
5
 :
4
)

の
琥
゜

【
韻
集
】
30

衿
書
名
。
五
巻
。
晉
‘
呂
静
撰
。
宮
商
角
徴
利

を
以
て
韻
を
分
類
し
、
後
世
の
四
臀
の
基
を
開
く
。
此

の
書
散
侠
し
‘
玉
函
山
房
輯
侠
書
中
に
輯
録
せ
ら
る
。

【
韻
章
】
31
也
ウ
韻
の
あ
る
文
章
。
〔
白
居
易
‘
池
上
篇
序
〕

視
1

社
其
祖
成
二
韻
章
公
叩
為
―
―
池
上
篇
二
五
爾
。
「
字
。

【
韻
笙
】
竺
名
ゥ
清
、
黄
雙
清
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 1
1
9
8
)

の

【
韻
主
】
33

翌
等
韻
の
學
に
明
か
な
僧
。
等
韻
と
は
、
反

切
を
研
究
す
る
一
種
の
方
式
。
明
代
、
等
韻
の
學
盛
に

行
は
れ
、
参
輝
を
大
悟
門
と
い
ひ
‘
等
韻
を
小
悟
門
と
い

ひ
、
各
寺
に
韻
主
和
尚
が
置
か
れ
た
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
虚

谷
大
師
嘗
受
1

一
等
韻
之
學
於
語
拙
韻
主
盃
韻
主
‘
慎
定
釦

鹿
縣
人
、
為
―
―
黄
山
第
二
代
教
授
師
面
笠
明
中
葉
盃
等
韻

之
學
‘
盛
行
二
於
世
了
北
京
術
法
・
五
畳
・
西
蜀
峨
眉
・
中

州
伏
牛
・
南
海
普
陀
‘
皆
有
1

一
韻
主
和
尚
一
純
以
レ
唱
レ
韻

開
―
―
悟
學
煮
學
者
且
参
輝
為
ー
大
悟
門
盃
等
韻
為
―
―
小

悟
門
一
而
徽
州
黄
山
普
門
和
尚
、
尤
為
ー
ー
諸
方
之
推
重
一

語
拙
師
幼
不
レ
識
レ
字
、
年
三
十
芙
、
入
二
黄
山
1

充――火

應
寒
暑
一
柄
‘
行
住
坐
臥
‘
惟
唱
ー
ー
等
韻
石
如
レ
是
者
六

年
、
一
旦
諮
然
而
悟
、
凡
蔵
典
幡
繹
、
無
瓦

9
難
者
云
遂

為
第
二
代
韻
主
教
授
師
↓

【
韻
初
】
34

衿
清
‘
沈
樹
鐘
(
8
-
1
7
1
8
9
:
 5
4
6
)

の
字
。

【
韻
書
】
35

衿
韻
字
で
分
類
し
た
字
書
。
切
韻
・
廣
韻
・

五
車
韻
瑞
・
侃
文
韻
府
な
ど
。
〔
康
熙
字
典
、
凡
例
〕
正

字
通
所
レ
載
諸
字
、
多
有
レ
未
レ
盛
、
今
備
采
1

一
字
書
・
韻

書
・
経
史
子
集
来
歴
典
確
者
一
並
行
編
入
。
〔
経
解
入

門
、
昔
韻
源
流
〕
韻
書
始
萌
1

一
芽
於
魏
晉
李
登
之
贅
類
、

梁
沈
約
之
韻
譜
↓

【
韻
清
】
36

杓
ひ
び
き
が
き
よ
ら
か
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕

昔
朗
琥
鐘
‘
韻
清
饒
レ
梁
。
〔
白
居
易
‘
夜
琴
詩
〕
蜀
桐
木
性

賓
、
楚
絲
音
韻
清
。

【
韻
宣
】
3
7
5
≫

清
、
徐
激
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 5
0
)

の
琥
゜

【
韻
鐵
】
38

翌
韻
字
を
記
し
た
小
さ
い
ふ
だ
。
探
レ
韻
(
5

6
)

を
見
よ
。

【
韻
塞
】
39

刃
ギ
詩
句
の
韻
字
を
か
く
し
て
こ
れ
を
言

ひ
あ
て
る
遊
戯
。
韻
掩
。

＼万 せ亡こ Y' 
u X 注

昔
符
琥

ei ai e ê 。a 
u
 
u
 

現

行
羅
馬
字

咀哀匿l鶉圏剛迂烏衣
衣 I蘇 I寧
昔昔

讀

若

支
微
齊

魚
虞

魚
虞
麻歌質

陪
職

麻佳
灰
支
微
齊
灰

平
水
韻
目

【
韻
苔
】
40"じ

8
7
)

の
字
。

【
韻
景
】
4
1
[
じ

8
7
)

の
字
。

【
韻
逹
】
4
2
"
ル
人
品
が
立
派
な
こ
と
。
〔
孔
平
仲
‘
雑
記
〕

陳
子
昂
嘗
稽
1

一
其
神
清
韻
逹
↓

【
韻
致
】
43

”
風
流
な
お
も
む
き
。
風
致
。
風
韻
。
雅

致。

【
韻
紐
】
“
梵
字
昔
を
構
成
す
る
原
素
。
昼
韻
の
字
を

類
棗
し
、
其
の
中
か
ら
標
目
と
し
て
選
び
出
し
た
一
字

を
韻
と
い
ふ
。
東
・
冬
•
江
・
陽
の
類
が
是
で
あ
る
。
雙

臀
の
字
を
類
緊
し
、
其
の
中
か
ら
標
目
と
し
て
選
び
出

し
た
一
字
を
紐
と
い
ふ
。
見
・
演
・
霊
・
疑
の
類
が
是
で

あ
る
。

【
韻
度
】
45"
，
風
流
な
心
構
へ
。
韻
宇
。
風
度
。
〔
世
説

新
語
、
任
誕
〕
玩
渾
長
成
‘
風
氣
韻
度
似
お
父
。

【
韻
牌
】
紺
丑
し
同
一
の
韻
に
陽
す
る
文
字
を
集
め
て
一

紙
札
に
記
し
た
も
の
。
韻
は
二
百
六
あ
る
か
ら
合
計
二

百
六
枚
と
な
り
、
之
を
容
れ
て
お
く
箱
を
韻
牌
匝
子
と

い
ふ
。
〔
紅
棲
夢
、
三
十
七
回
〕
又
要
―
―
了
韻
牌
匝
子
一
過

来
、
抽
面
十
三
元
一
患

【
韻
梅
】
46

匁
清
、
張
漿
祁
(
4
-
9
8
1
2
:
 9
6
8
)

の
琥
。

【
韻
符
】
4
7
t
ン
標
韻
の
符
琥
‘
即
ち
反
切
法
の
韻
を
い

ふ
。
中
國
昔
に
十
六
韻
符
あ
り
、
平
水
韻
と
の
討
照
左

の
通
り
で
あ
る
。 清

、
高
本
（
華
亭
の
人
）
（
1
2
-
4
5
3
1
3
:

4

 

清
、
高
本
（
華
亭
の
人
）
（
1
2
ー

4
5
3
1
3
:

4

 

【
韻
譜
】
48

九
ン
韻
字
を
次
第
順
序
づ
け
て
記
録
し
た
書

物
。
〔
宋
史
‘
藝
文
志
一
〕
徐
錯
説
文
解
字
繋
博
四
十
巻
‘

又
説
文
解
字
韻
譜
十
巻
。

【
韻
芥
】
49

ぢ
清
、
席
侃
蘭
(
4
-
8
9
2
6
:
 8
3
)

の
字
。

【
韻
文
】
50

ぢ
一
定
の
韻
に
陽
す
る
字
を
各
旬
末
に
置

き
、
句
法
に
よ
っ
て
臀
調
を
調
へ
作
っ
た
文
章
。
散
文

(
6
|
 1
3
2
6
5
 :
 2
0
3
)の
●
の
討
。
詩
頌
•
哀
諫
・
祭
文
・
蔵

銘
・
占
絲
・
古
今
糧
詩
・
詞
曲
の
六
種
に
分
た
れ
る
。

〖
韻
文
韻
事
〗51
丑
屹
詩
賦
・
文
章
・
歌
曲
の
風
流
事

を

い

ふ

。

「

字

。

【
韻
甫
】
52

”

清

、

黄

雙

清
(
1
1
0
-

4
7
9
2
6
 :
 1
1
9
8
)

の

【
韻
補
】
53

”
書
名
。
五
巻
。
宋
‘
呉
械
撰
。
上
平
・
下
平
・

上
・
去
・
入
各
:
―
巻
に
分
ち
‘
尚
書
か
ら
宋
の
蘇
轍
の

文
集
に
至
る
ま
で
の
五
十
種
の
書
か
ら
、
古
韻
語
を
取

つ
て
注
し
た
も
の
。
朱
子
の
詩
集
博
を
作
る
や
、
亦
頗

る
此
の
説
を
採
る
。
宋
以
来
古
韻
を
言
ふ
も
の
は
、
此

の
書
に
始
ま
る
。
然
し
乍
ら
舛
誤
も
亦
多
く
、
清
の
顧

炎
武
に
至
つ
て
韻
補
正
を
作
っ
て
、
其
の
失
を
糾
し

た
。
〔
四
庫
提
要
、
経
、
小
學
類
〕
。

〖
韻
補
正
〗
因
梵
ホ
書
名
。
一
巻
。
清
、
顧
炎
武
撰
。
朱

子
が
詩
集
博
を
作
つ
て
‘
韻
補
の
説
を
用
ひ
て
か
ら
‘

叶
韻
は
呉
械
の
説
を
偲
へ
た
が
、
炎
武
に
至
つ
て
始
め

て
此
の
書
を
作
り
以
て
其
の
失
を
正
し
た
。
〔
四
庫
提

要
、
経
‘
小
學
類
〕
。

【
韻
母
】
“
“
ン
標
韻
（
元
昔
）
の
字
母
を
い
ふ
。
中
國
昔

に
十
六
韻
母
あ
り
、
今
、
韻
符
と
改
稽
す
。
韻
符
(
4
7
)
を

見
よ
。

【
韻
令
】
55

況
詞
牌
の
名
。
〔
詞
譜
〕
按
唐
教
坊
記
有
―
―
上

韻
・
中
韻
・
下
韻
三
小
曲
↓
韻
令
調
名
‘
疑
出
11

於
此
本
木

周
憚
清
波
雑
志
云
‘
宣
和
間
‘
衣
著
日
―
―
韻
福
盃
果
賓
日
1
1

）し L 尤 ½"'7 又 名
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兒呼昂恩安欧然

委灌
A 幸
ロ目

江
陽
庚
青
蒸
東

冬支 尤元
寒
剛
先

章
甕
咸

慎
文
侵
元

簾
肴
豪

ニニ七

韻
梅
面
詞
曲
曰
,
,
韻
令
i

張
世
南
遊
宦
紀
聞
云
‘
宣
和
開
‘

市
井
競
唱
,
,
韻
令
↓

【
探
レ
韻
】
56

梵
”
多
人
散
が
集
つ
て
詩
を
作
る
時
、
韻

字
を
一
っ
づ
つ
記
し
た
札
（
韻
鐵
）
を
一
孔
を
設
け
た

箱
に
入
れ
、
み
く
じ
を
求
め
る
時
の
や
う
に
、
各
；
其

の
一
札
を
振
り
出
す
こ
と
。
斯
く
し
て
得
た
韻
字
に
よ

つ
て
詩
を
作
る
。
〔
西
宮
記
〕
王
卿
層
レ
文
者
探
レ
韻
、
幅

下
文
人
、
次
第
探
＞
之
。

【
勒
レ
韻
】
57

叶
芍
勒
韻
(
B
-
2
3
8
6
:
 2
)
を
見
よ
。

【
韻
悠
悠
】
58
いが
t
ウ
響
の
か
す
か
な
さ
ま
。
〔
西
廂
記
、

草
橋
店
夢
1

一
鶯
鶯
1

雑
劇
〕
韻
悠
悠
砧
臀
兒
不
―
―
断
絶
↓

【
韻
山
堂
】
”
”
芍
清
、
王
文
詰
(
7
ー

2
0
8
2
3

：
 
2
0
6
9
)
 

の

室

名

。

「

琥

°

【
韻
石
齋
】
6
0
t
危
今
清
‘
姜
紹
書
(
8
-
6
2
0
5
:
 1
0
5
)

の

〖
韻
石
齋
筆
談
〗61況
ヘ
パ
？
書
名
。
二
巻
。
清
‘
姜
紹

書
撰
。
見
る
所
の
書
警
器
玩
の
こ
と
を
記
し
、
橿
例
尤

も
詳
し
い
。
周
密
の
雲
姻
過
眼
録
に
佑
つ
て
作
る
。
〔
四

庫

提

要

、

子

、

雑

家

類

〕

。

「

2
4
9
)

の
琥
゜

【
韻
郷
老
人
】
62

”
政
令
宋
、
黄
仲
元
(
1
8
|
 4
7
9
2
6
 :

1

 

【
韻
府
一
隅
】

64gダ
書
名
。
十
六
巻
。
清
、
顔
愁
功

撰
。
侃
文
韻
府
に
撮
り
、
二
字
か
ら
七
字
に
至
る
ま
で
の

語
を
集
む
。
詩
韻
含
英
と
同
じ
く
、
作
詩
家
の
必
携
書
。

【
韻
府
霊
玉
】
65

焚
灯
ヨ
ク
書
名
。
二
十
巻
。
元
‘
陰
時
夫

撰
。
其
の
兄
陰
中
夫
注
。
毎
韻
に
通
用
を
注
し
、
毎
字
に

反
切
を
攀
げ
‘
字
の
異
同
雙
遷
を
明
か
に
し
、
経
史
子

集
の
語
及
び
輝
語
を
録
す
。
今
世
通
用
す
る
所
の
韻
書

は
‘
皆
此
の
書
か
ら
録
出
し
た
も
の
と
い
ふ
。
〔
四
庫
提

要
、
子
、
類
書
類
〕
。

【
韻
府
拾
遺
】
66

沿
衿
書
名
。
侃
文
韻
府
(
1
|
5
4
3
 :

7

 

9
)

の
参
考
書
を
見
よ
。

【
韻
府
莱
昔
】
67

”
し
グ
書
名
。
十
二
集
。
清
、
龍
柏
撰
。

此
の
書
は
侃
文
詩
韻
を
綱
と
し
、
字
通
・
字
彙
・
字
林
・

字
様
・
九
経
文
字
・
許
氏
説
文
•
干
藤
字
書
・
侃
槽
集
・
海

篇
大
成
・
文
房
心
鏡
・
五
―
音
篇
海
・
龍
寵
手
鑑
・
捜
慎
玉

鏡
・
問
奇
一
覧
・
洪
武
正
韻
等
の
字
書
よ
り
、
同
昔
の
字

を
芽
め
て
目
と
し
た
も
の
。
始
め
青
霧
昔
類
と
名
づ

け
、
後
、
今
の
名
に
改
む
。
全
部
を
十
二
支
集
に
分
ち
‘

子
集
は
た
だ
凡
例
二
十
二
則
、
詩
韻
類
綱
の
み
を
録

す
。
丑
集
よ
り
戌
集
に
至
る
ま
で
は
、
四
臀
一
百
六
韻

を
排
す
。
末
巻
の
亥
集
は
‘
字
備
偏
一
菊
貼
萱
類
・
字
糧
相

12823 
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冨
】
〗

【
謎
】
血

綽
．
謎
↓
冨】畑
[課]畑

因国國国□日
エアオアオアエォイオア
ンンンンンンンンンンン

厘

〔
集
韻
〕
於
金
切
餞

〔
集
韻
〕
衣
廉
切
顕
〖

〔
集
韻
〕
郎
感
切
圏

〔
集
韻
〕
烏
紺
切
暉
〗

ヽ
~an' 

集
韻
〕
於
陥
切
認

〔
集
韻
〕
烏
含
切

逢
(
1
1
ー

3
8
9
0
1
)

砕
(
1
2
ー

4
3
2
9
1

【
誦
】
血

0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
逢
‘
或
作
二

ホ
ヴ n11"
“―
 

昔
義
未
詳

〔
五
音
篇
海
〕
誨
‘
昔
鯰

サ
ヴ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
諫
‘
昔
桑
。

【
詣
】
g

多
言
。
〔
字
彙
補
〕
韻
‘
多
言
也
。

セ
プ

字
彙
補
〕
之
渉
切

凜

似
類
孜
・
字
書
不
牧
世
俗
常
用
類
孜
・
常
用
字
而
昔
韻

不
諧
訓
未
備
考
・
謡
字
類
・
有
昔
無
義
類
孜
・
有
義
無
音

類
孜
'
-
音
義
倶
未
詳
類
孜
・
階
敦
仁
答
奇
字
詩
・
草
箪

琲

・

詩

韻

切

訛

辮

を

載

す

。

「

琥

°

【
韻
蘭
外
史
】
68

な
叫
り
＂
清
、
周
笠

(
2
-
3
4
4
1
:
 5
1
1
)

の

【
韻
華
館
道
士
]
6
9

が
ぢ
ワ
久
？
清
‘
朱
英
(
6
-
1
4
4
2
4
 :
 

4
2
)

の
琥
。

昔

部

〔
＋
ー
＋
三
書
〕

冨】如
【
縮
】
[

パ
ク
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
膜
‘
昔
莫
゜

音
義
未
詳
〔
龍
寵
手
鑑
〕
縮
、
音
謎
。

う
つ
。
〔
川
篇
〕
雙
打
也
。

【
雙
】
5

ロ
ク

〔
川
篇
〕
昔
勒

韻
(
1
2
-
4
3
3
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
韻
‘
或
炊
レ
通
。

ト',ウ

日
口
贅
が
や
は
ら
ぐ
。
〔
集
韻
〕
瞥
‘
贅
和
靖
也
。

〔
集
韻
〕
馨
‘
瞥
和
也
。

冠
】
〗ロロ
オアイ
ンンン

〔
集
韻
〕
烏
含
切

〔
集
韻
〕
伊
淫
切

園題

晋
i

小

□

□

国

國

国

因

0
ひ
く
く
て
と
ほ

6
蔽
る
こ
ゑ
゜
〔
説
文
藉
、
下
徹
瞥
、
炊
レ
ヰ
日

舎
臀
。

0
小
さ
い
こ
ゑ
。
〔
集
韻
〕
錨
、
小
臀
゜
＠

鐘
の
音
が
小
さ
く
て
よ
く
聞
え
な
い
こ
と
。
培

(
7ー

2
2
3
5
9
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
絲
‘
鐘
臀
小
也
。

〔
周
證
‘
春
官
‘
典
同
〕
微
臀
鮪
゜
〔
注
〕
鮪
‘
臀
小

不
レ
成
也
。
〔
孫
話
譲
正
義
〕
節
‘
卑
ハ
レ
惜
通
。
⑲
か

ね
の
調
子
の
狂
っ
た
音
。
〔
集
韻
〕
鮪
‘
鍾
病
瞥
‘

周
幡
微
臀
鏑
‘
戚
衰
讀
。

O
或
は
館
(
1
2
-
4
8
8

9
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
絲
、
下
臀
也
‘
或
炊
レ
會
゜

【
稲
絲
】
1

竺
臀
の
微
か
な
さ
ま
。
〔
蘇
献
‘
鳳
翔
八

観
‘
東
湖
詩
〕
暮
飩
伯
倒
載
‘
鐘
鼓
已
飾
錨
。

う
め
き
。
〔
字
彙
〕
競
、
痛
瞥
。

【
臆
】
g

イ
〔
字
彙
〕
於
宜
切
図

な
り
も
の
。
〔
集
韻
〕
諜
‘
栗
也
。

【
牒
】
g

臼，
77

〔
集
韻
〕
逆
怯
切
薗

冨】
g

つ
ん
ぼ
゜
〔
廣
韻
〕
親
‘
龍
韻
。

タ
ク
ダ
ク

〔
廣
韻
〕
直
角
切
障
〖

n
鴫『
i

――

冨】
g

ギ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
謡
‘
昔
識
。

冒】
g

ハ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
諜
‘
音
撲
゜

霊
岳
’

’

響
(
1
2
-
4
3
3
2
5
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
韻
‘
卑
ハ
レ
響
同
。

キ
ャ
ウ
n闘
言
F』
-

【
郷
醤
】
〗

キ
，
ヤ
ヴ
響
(
1
2
-
4
3
3
2
5
)

の
略
字
。

宵
i
】

g

罷
(
1
2
1
 43
2
9
1
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
睦
、
同
レ
罷
。

カ，ウ

韻

詣

諫

睛

謎

飴

馨

誦

雙

縮

膜

罷

響

韻

諜

謡

閥

諜

臆

響

小
〇
ひ
び
き
。
〔
説
文
〕
響
‘
瞥
也
、

fAと
音

策
郷
臀
゜
〔
繋
傭
〕
臀
之
外
曰
レ
響
。
〔
玉

墨
宙

篇
〕
響
‘
應
臀
也
。
〔
易
‘
繋
辞
上
〕
其
受
レ
命
也
如
レ

響
。
〔
素
問
、
天
元
紀
大
論
〕
響
之
應
レ
臀
也
。
〔
注
〕

響
‘
應
臀
也
。
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
〕
炎
光
飛
響
。

〔
注
〕
善
日
‘
飛
響
‘
震
臀
也
。

O
ひ
ぴ
く
。
〔
南
史
‘

齊
高
帝
紀
〕
震
響
山
谷
↓
〔
王
維
‘
謁
―
―
瑶
上
人
―

詩
〕
古
向
柳
早
鶯
暗
‘
長
廊
春
雨
響
。

O
き
こ
え
。
臀

聞
。
〔
陸
雲
‘
祗
考
頌
〕
簡
薙
碩
響
‘
萬
載
是
提
゜
R

こ
た
へ
°
應
答
。
〔
魏
志
‘
管
絡
傭
‘
注
〕
鍾
統
難
窮
~

易
―
―
十
餘
費
格
尋
愴
翡
響
‘
言
無
函
塁
兜

O

こ
と
づ
て
。
た
よ
り
。
〔
蜀
志
‘
後
主
傭
‘
注
〕
街
レ
命

来
征
‘
思
レ
聞
＿
一
嘉
響

-
0ね
。
お
と
。
て
う
し
。
〔
晉

書
‘
四
夷
博
論
〕
振
蒻
響
而
挺
災
恣

1
G郷

(11ー
3
9
5
7
1
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
、
天
文
志
、
猶
11

景

之
象
レ
形
郷
之
應
＞
臀
‘
注
〕
師
古
日
、
郷
‘
讀
曰
レ

響。

O
通
じ
て
饗
(
1
2
ー

4
4
4
3
1
)

に
作
る
。
〔
漢

書
‘
帳
柴
志
、
五
―
ヰ
日
六
律
依
君
饗
昭
‘
注
〕
師
古

曰
‘
饗
‘
讀
曰
レ
響
。

O
通
じ
て
閣
(
2
|
4
5
6
5
)

に

作
る
。
〔
荀
子
、
勧
學
‘
君
子
如
レ
閤
芙
‘
注
〕
閣
‘

輿
レ
響
同
。

0
通
じ
て
饗
(
1
0
-
3
3
6
8
2
)

に
作
る
。

〔
揚
雄
‘
利
撒
賦
‘
饗
智
如
レ
紳
‘
注
〕
善
曰
‘
饗
‘

輿
レ
響
同
。

O
古
‘
宦
(
8
ー

7
3
3
0
)

・
管
(
8
|
7
3
2
 

7)• 

癒
(
9
-
3
2
1
0
0
)
・

瑯
(
2
-
4
3
7
1
)
・
編
口

(
1
0
-

3
6
0
2
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
響
、
古
作
二
官
・
蔀
知
或

炊
レ
ロ
‘

U
レ言。

儡
ォ
ト
。

【
響
音
】
1

hsiang3 
y
i
n
'
1
音
。
臀
。
音
響
。
ひ
ぴ
き
。

【
響
應
】
2

"

t
ゥ
ひ
ぴ
き
が
臀
に
つ
れ
て
起
る
や
う
に

速
か
に
應
ず
る
こ
と
。
人
の
動
作
に
應
じ
て
腹
ち
に
動

作
を
す
る
喩
゜
〔
史
記
‘
淮
南
王
安
債
〕
（
陳
勝
・
呉
廣
）
奮
レ

腎
大
呼
‘
而
天
下
響
應
゜
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
響
應
而

【
響
】
g

心
｀
，
ウ
〔
集
韻
〕
許
雨
VW
圏

ヵ
ヴ

T
一尤

h
s
i
a
n
g
3

ニニ八

12824 
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昔

部

〔
十
三
書
＿
〕

響

ニニ九

否
乏
。
〔
新
書
、
過
秦
上
〕
天
下
雲
合
而
響
應
‘
胤
レ
糧
延
壽
、
魯
震
光
殿
賦
〕
忽
瞑
砂
以
響
像
‘
若
1

一
鬼
紳
之
勢
石
梁
ご
走
為
1

一
下
響
水
橋
一
其
上
響
水
橋
亦
然
、
今
帝
雨
注
解
〕
北
方
大
盗
、
騎
レ
馬
帯
レ
鈴
‘
自
レ
遠
聞
レ
臀
‘
即
知
―
―

而
景
従
。
〔
繁
欽
、
興
"
魏
文
帝
一
賤
〕
喉
所
獲
レ
ー
音
、
無
レ
儲
↓
〔
注
〕
善
日
‘
響
像
、
猶
―
―
依
稀
↓
●
昔
響
と
形
像
。
窟
崩
‘
惟
中
一
窟
存
、
河
水
過
而
伏
行
。
其
来
五
故
有
―
―
此
名
↓

不
1
1響
應
→
〔
呉
志
、
呂
岱
博
〕
七
郡
百
蜜
、
雲
合
響
應
゜
〔
陸
機
、
歎
逝
賦
〕
尋
"
平
生
於
響
像
-
竺
前
物
一
而
懐
レ
〖
嬰
工
小
磯
〗

2
5
"芯
ス
イ
地
名
。
安
徽
省
東
流
縣
の
西
南
。
【
響
報
】

3
5
7唸ひ
び
き
が
昔
に
應
ず
る
。
き
は
め
て
は

【
響
炊
】
3

”

な

響

の

臀

に

應

ず

る

や

う

に

、

人

の

す

る

之

。

〔

注

〕

清

日

、

昔

響

形

像

。

大

江

の

濱

。

や

い

喩

゜

〔

韓

愈

、

薦

士

詩

冦

木

華

肖

―

―

天

秀

云

祐

安

翌

響

所
に
應
じ
て
唐
ち
に
動
作
す
る
こ
と
。
響
應
に
同
じ
。

U
響
山
]
1
6

焚，ウ

0
山
名
。
④
安
徽
省
宣
城
縣
の
南
。
下
、
【
襲
昇
ガ
】
27

楼
ゥ
井
の
名
。
江
蘇
省
江
寧
縣
の
南
。
〔
明
一
報
↓

〔
陸
機
、
漢
高
祗
功
臣
頌
〕
大
略
淵
回
、
元
功
響
炊
゜
〔
注
〕
宛

itに
臨
む
。
〔
櫂
徳
輿
、
響
山
亭
新
管
記
〕
（
宣
城
長
）
襄
統
志
〕
井
欄
有
l

一
元
祐
五
年
四
字
盆
帝
竪
紗
吊
五
家
―
―
其
【
嬰
品
m
】36
h
s
i
a
品
3

f
a
n
g
'

結
婚
の
日
、
男
の
家
か
ら

向
日
、
大
功
如
疇
應
之
遠
涵
盆
g
レ
應
也
。
陽
郡
王
路
公
作

1一
新
亭
新
螢
響
山
—
焉
、
雨
崖
掛
峙
、
蒼
上
玉
撃
レ
之
作

,
1鼓
瞥
ご
投
以
"
瓦
石
ご
則
其
贅
如
"
鍾
鼓
一
喜
輯
を
出
す
前
に
新
房
で
奏
築
す
る
を
い
ふ
。

【
響
琥
】
4

h
s
i
a品

h
a
o
•
信
琥
。
呼
瞥
。
「
の
中
。
翠
討
。
＠
安
徽
省
泄
縣
の
西
北
。
●
清
‘
陳
學
沫

(11-4

然
0

[
響
爆
】
37
h
s
i
a
n
g
3
 pao• 

爆
竹
。

【
響
澗
】
6

巧
川
の
名
。
河
北
省
前
縣
の
西
北
、
盤
山

1
6
9
8
:
 7
0
6
)

の

琥

。

「

室

名

。

【

響

石

】

28

芯
ゥ
石
の
名
。
江
西
省
南
豊
縣
゜
〔
輿
地
紀
【
響
八
】
38

芥
ゥ
鍾
（
ど
ら
）
を
い
ふ
。
蜀
の
王
建
の
軍
の

【
響
起
】7
[
笞
ひ
ぴ
き
が
起
る
。
〔
司
馬
相
如
、
長
門
〖
響
山
堂
〗1
7
c
t
'

ウ
ザ
／
清
、
耽
邁
(
9
-
2
9
0
2
6

:
 4
7
)

の
勝
〕
縣
東
十
五
里
、
有
"
巨
石
1

臨
レ
路
、
高
百
餘
切
‘
其
上
隠
語
。
〔
清
異
鋒
、
武
器
〕
蜀
王
建
軍
中
隠
語
、
鑓
日
1

一響

賦
〕
雷
隠
隠
而
響
起
令
‘
瞥
象
君
之
車
昔
↓
〔
陸
機
、
文
【
響
賤
】
18

焚
ゥ
築
器
の
名
。
鴫
般
。
〔
徐
渭
、
南
詞
紋
録
〕
平
坦
、
可
レ
容
1
1

散
百
人
一
往
-
1

来
其
帝
1

者
、
笑
語
高
低
、
八
↓

賦
〕
蔵
戸
景
滅
芦
fT
算

響

起

↓

中

原

自

―

―

金

元

二

虜

猾

胤

之

後

盆

盟

血

盛

行

、

今

惟

琴

譜

應

答

如

レ

響

。

【

響

板

】

39

丸ゥ

0
合
圏
な
ど
す
る
時
に
打
ち
鳴
ら
す

【
響
器
】
8

h
s
i
a品
'
c
h
'
i
•
築

器

。

僅

存

11

古
曲
一
餘
若
1

一
琵
琶
・
箪
・
笛
・
玩
咸
・
響
賤
之
闇
一
【
響
泉
】
29

丸
ゥ
●
琴
の
名
。
韻
磐
(
1
2
|

4

g

 0
7
 :
 1
9
)

た
め
に
作
ら
れ
た
板
匁
〔
談
藪
〕
莱
確
貶
1

一
新
州
涵
2

兒

【
響
玉
】
，

g”
打
つ
と
よ
<
-
音
響
を
獲
す
る
玉
を
い
其
曲
但
有
1

一
迎
仙
客
・
朝
天
子
之
類
一
無
こ
器
能
存
―
―
其
を
見
よ
。
〔
尚
書
故
賓
〕
唐
李
勉
好
―
―
雅
琴
ユ
謂
1
1

之
響
泉
名
―
―
琵
琶
ズ
ム
毎
打
-
1

響
板
こ
鶴
鵡
籠
呼
―
―
其
名
云
琵
琶
卒

ふ
。
〔
雲
仙
雑
記
、
一
、
荼
瞥
奥
一
律
呂
1

相
應
〕
元
頴
本
藷
上
者
芸
ぎ
於
剛
吠
．
哨
商
之
流
石
江
天
器
皆
金
元
遺
物
韻
磐
こ
絃
一
上
‘
可
1

一
十
年
不
』
断
。
〔
唐
國
史
補
、
下
〕
李
後
、
誤
獨
―
―
響
板
一
輛
偉
呼
不
レ
已
、
公
悟
悟
不
血
築
、
詩

棋
秤
‘
臀
衷
律
呂
1

相
應
‘
蓋
用
―
―
響
玉
1

為
レ
盤
、
非
レ
【
響
子
】
19
h
s
i
a
品
3

tzu

空
弾
。

L

芙
°
粁
公
雅
好
レ
琴
‘
常
断
レ
桐
‘
又
取
―
―
漆
桶
[
『
5

之
、
多
至
―
―
云
、
鶴
鵡
言
猶
な
在
、
琵
琶
事
已
非
。
●
ピ
ア
ノ
の
絃
線

有

異

術

↓

【

聾

品

k

】20
捻
ゥ
ひ
び
き
の
物
に
應
ず
る
や
う
に
さ
と
散
百
張
釜
小
者
興
レ
之
、
有
"
絶
代
者
二
名
―
―
響
泉
二
名
二
下
に
張
つ
て
あ
る
板
。

【
響
叫
】
10

謀
ゥ
ひ
び
き
わ
た
る
叫
び
聾
゜
〔
謝
霊
運
‘
宋
く
は
や
い
こ
と
。
極
め
て
さ
と
い
こ
と
。
〔
荘
子
‘
應
帝
韻
磐
↓
自
賓
―
―
千
家
↓
〔
蘇
試
‘
琴
枕
詩
〕
響
泉
党
何
用
、
金
【
響
l

附-】
4
0
[
ヤ
，
ゥ
響
の
贅
に
應
ず
る
や
う
に
、
速
か
に
つ

武
帝
昧
〕
殊
方
均
服
、
集
槃
素
鍍
、
瀧
涙
成
レ
雨
、
響
叫
王
〕
響
疾
彊
梁
、
物
徹
疏
明
‘
學
レ
道
不
レ
勅
。
帯
常
苦
窟
。
●
清
、
顧
光
旭
(
1
2
|
 4
3
6
8
9
 :
 2
4
6
)

の
琥
。
き
従
ふ
。
〔
陸
唾
、
石
闘
銘
序
〕
亀
箆
協
従
、
人
祇
響
附
゜

如

レ

雷

。

【

響

振

】

21

弁
ゥ
ひ
び
き
ふ
る
ふ
。
〔
陳
琳
、
為
―
―
哀
紹
1

【
響
I

箭
】
30

焚
ゥ
鳴
り
ひ
び
く
矢
。
か
ぶ
ら
や
。
璃
矢
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
響
附
‘
謂
レ
如
1

一
響
應
p

聾
也
。
〔
宋
史
‘
忠
義

【
響
激
】

11gゥ
ひ
び
き
が
は
げ
し
い
。
〔
邊
巖
、
章
華
檄
豫
州
文
〕
金
鼓
響
振
、
布
衆
奔
祖
。
〔
荘
子
、
在
宥
‘
栞
妬
喝
矢
、
秤
文
〕
向
云
‘
喝
矢
‘
矢
之
鳴
―
―
-
‘
李
彦
仙
博
〕
乗
レ
勝
渡
レ
河
‘
云
云
‘
労
郡
邑
皆
響
附
゜

賦

〕

清

瞥

猜

而

響

激

‘

微

昔

逝

而

流

散

。

【

響

震

】

22

共

ゥ

〇

ひ

び

き

ふ

る

ふ

。

ふ

る

ひ

ひ

び

く

。

者

‘

郭

云

‘

矢

之

猛

者

。

【

響

墳

】

41

焚
ゥ
回
教
の
天
方
貴
聖
の
墓
の
名
。
回
教
は

【
饗
百
】
12

巧
遠
方
に
ま
で
聞
え
る
臀
。
〔
宋
書
、
五
行
響
振
。
〔
後
漢
書
、
哀
紹
偉
〕
金
鼓
響
震
、
布
衆
破
祖
。
●
【
響
捐
】
31

”
芍
透
き
寓
し
す
る
。
隔
捐
(
S
-
4
5
6
5

:
1

舅
東
に
博
へ
ら
れ
た
。
天
方
貴
聖
は
始
め
、
城
内
の
懐

志
二
〕
呉
孫
休
世
‘
烏
程
民
有
下
得
―
―
困
疾
百
含
差
‘
能
以
1

―
ゎ
め
き
さ
わ
ぐ
。
驚
き
騒
ぐ
形
容
。
〔
班
固
、
答
賓
戯
〕

4
)

に
同
じ
。
〔
何
延
之
、
蘭
亭
始
末
記
〕
貧
僧
有
こ
慎
聖
寺
に
教
を
開
き
、
後
に
光
塔
寺
に
移
る
。
死
後
、
北
門

響
貫
者
5
言
—
叔
於
此
盃
皿
聞
―
―
於
彼
ご
旦
其
所

-
iレ
之
、
見
レ
之
者
影
駿
、
聞
レ
之
者
響
震
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
博
〕
隅
跡
涵
巫
亦
殊
レ
常
‘
翼
日
、
何
帖
‘
耕
オ
日
、
蘭
亭
‘
翼
伴
の
外
に
葬
ら
れ
、
信
者
は
其
の
墓
を
響
墳
と
呼
ぶ
。
此

不
レ
覺
真
臀
之
大
也
、
自
レ
遠
罷
レ
之
、
如
1

人

討

言

一

中

響

震

。

笑

日

、

散

経

5
皿
離
面
慎
跡
登
在
、
必
是
響
捐
偽
作
耳
。
の
地
は
‘
嘗
て
天
方
貴
聖
が
響
箭
を
放
つ
て
此
虞
に
至

不
＞
覺
t

一
瞥
之
自
レ
遠
来
1

也
、
瞥
之
所
レ
往
‘
随
―
―
其
所
ヮ
【
響
珠
】
23

ペ
匁
響
の
瞥
に
應
ず
る
や
う
に
あ
つ
ま
る
。
【
響
銅
】

32"芍
一
種
の
合
金
。
昔
時
、
銅
一
斤
に
鉛
五
ら
し
め
、
其
の
徒
に
自
ら
の
葬
る
虞
を
示
し
た
場
所
で

向
、
遠
者
不
4

過
"
十
散
里
一
其
部
人
有
」
責
n

息
於
外
―
〔
陸
機
‘
琲
亡
論
上
〕
豪
彦
尋
レ
臀
而
響
毀
゜
〔
注
〕
銑
日
、
分
の
一
と
錫
十
分
の
一
を
混
ぜ
た
が
、
今
は
銅
十
分
に
あ
る
と
い
ふ
。
其
の
後
、
信
者
は
‘
皆
其
の
墳
の
近
く
に

歴
レ
年
不
J
還
‘
乃
俣
＞
之
使
レ
為
"
責
譲
る
濯
以
―
―
禍
縣
ぢ
〖
辣
‘
至
゜
〔
孔
融
‘
薦

1一
禰
衡
一
表
〕
疇
杏
煕
レ
載
、
霊
士
響
蹟
゜
鉛
・
錫
各
；
二
分
の
割
合
に
混
ぜ
る
。
〔
讀
文
獣
通
考
‘
築
墓
所
を
作
つ
て
葬
っ
た
。

物
者
以
為
1

一

鬼

紳

面

郎

傾

倒

界

レ

之

。

【

響

水

】

2
4
[
代ゥ

0
間
の
名
。
④
雲
南
省
慶
通
縣
の
東
。
考
十
‘
築
器
‘
笙
〕
王
垢
績
通
考
曰
‘
云
云
‘
黄
用
―
―
好
響
【
響
枯
】
4
2
5
窃
瞥
に
應
じ
て
起
る
響
の
如
く
‘
琥
令
な

【
響
谷
】
13

焚
ゥ
ひ
び
き
鳴
る
谷
。
〔
張
蛾
、
過
1

一
山
家
―
又
、
蘭
谷
闘
と
い
ふ
。
〔
演
程
記
〕
響
水
闊
、
産
レ
蘭
、
緑
葉
銅
薄
片
云
鵠
舌
尖
頭
上
、
用
1

油
黄
蟻
和
―
―
栗
背
五
作
ふ
和
頭
↓
ど
に
即
應
し
て
勇
み
立
つ
こ
と
。
井
は
手
を
打
ち
鳴
ら

詩
〕
響
谷
博
ー
一
人
語
盃
嗚
泉
洗
1客
愁
→
紫
埜
。
＠
貴
州
省
貴
陽
縣
の
西
北
。
一
名
‘
禁
家
隅
。
●
【
~
動
】

3
3
9芍
ひ
び
き
う
ご
く
。
ど
よ
め
き
さ
わ
ぐ
。
す
こ
と
で
、
喜
び
は
し
や
ぐ
意
を
含
む
。
〔
呉
志
、
周
紡

【
響
犀
】
14

巧
白
玉
の
犀
槌
。
外
の
響
に
應
じ
て
中
か
堡
の
名
。
陳
西
省
楡
林
縣
の
西
。
明
の
正
統
二
年
、
置

U
響
馬
】
34

唸
ゥ
馬
に
乗
り
、
鈴
や
喝
矢
で
其
の
来
襲
を
傭
〕
都
陽
之
民
‘
賓
多
"
愚
勁
ぶ
炉
之
赴
レ
役
‘
未
1

一
郎
應
ヮ

ら
妙
な
る
昔
臀
を
獲
す
る
と
い
ふ
。
〔
朴
陽
雑
編
〕
有
―
―

v゚
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
陳
西
‘
楡
林
鎮
〕
響
水
堡
、
鎮
西
公
然
と
知
ら
せ
る
盗
賊
。
〔
兒
女
英
雄
博
、
十
一
回
〕
既
人
‘
偏
レ
之
為
レ
轡
、
聞
レ
臀
響
井
゜

宮
人
沈
阿
憩
盃
為
レ
上
舞
―
河
渦
子
面
調
贅
風
態
‘
卒
皆
宛
四
十
里
、
藷
為
―
―
緩
徳
州
ご
閲
レ
砦
、
成
化
二
年
‘
邊
臣
王
作

1
1緑
林
大
盗
ご
使
興

1
1那
倫
猫
盗
狗
的
1
不
乙
同
、
他
断
【
響
菓
~
】

4
3
5苫
よ
ろ
こ
び
し
た
ふ
。
又
、
し
た
ふ
。
閤

暢
曲
罷
‘
上
凹
其
酋
従
来
五
I

‘
妾
本
呉
元
清
妓
女
‘
復
議
移
憮
河
山
ご
B
―
名
平
非
堡
七
年
、
余
子
俊
以
"
不
―
―
肯
梢
梢
兒
的
下
来
盃
放
1
1

這
枝
響
箭
涵
盆
か
同
告
1

一
訴
慕
゜
〔
白
居
易
‘
輿
1

一
楊
虞
卿
一
書
〕
斯
僕
所
―
―
以
響
慕
勤
勤
↓

俄
遂
進
―
―
白
玉
方
響
ご
広
、
本
呉
元
清
所
レ
輿
也
、
光
明
平
葬
水
泉
枯
涸
盃
汲
還
"
故
治
↓
〇
橋
の
名
。
陳
西
省
横
那
一
行
人
一
説
レ
我
可
―
―
来
打
劫
来
了
一
不
レ
然
、
為
一

h"
【
響
卜
】
“
丸
ゥ
●
物
の
ひ
ぴ
き
で
吉
凶
を
占
ふ
。
〔
唐

絞
潔
、
可
レ
郎

1'散
歩
ニ
―
―
口
其
犀
槌
即
響
犀
也
‘
凡
物
山
縣
の
東
。
響
水
堡
の
南
。
滉
忽
都
河
の
上
。
〔
延
緩
鎮
麿
盃
叫
作
―
―
響
馬
↓
〔
輻
恵
全
書
、
保
甲
部
、
調
集
符
信
〕
披
言
‘
八
‘
聴
1

一
響
卜
1

〕
畢
誠
相
公
及
第
年
‘
輿
ニ
ニ
同

有
レ
贅
‘
乃
響
應
―
―
其
中

1
焉
。
志
〕
昔
河
廣
半
里
、
水
従
レ
崖
落
、
明
成
化
中
、
有
レ
僧
、
若
遇
―
―
璧
徒
・
響
馬
‘
事
起

1一
倉
卒
訂
控
待
"
調
~
二
集
伍
荘
一
人
[
Ii, 
一
響
卜
盃
夜
文
人
稀
、
久
細
炉
所
レ
聞
‘
俄
遇
下
人
投
1
1

【
響
像
】
15

”な

O
ほ
の
か
。
ほ
の
ぐ
ら
い
。
依
稀
。
〔
王
従
―
―
水
底
1

墾
通
1

一
三
窟
盃
河
流
―
―
其
下

T
A
行
二
巖
上
1

為
―
―
始
出
‘
緩
不
レ
及
レ
事
英
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
響
馬
‘
骨
於
地
云
霊
犬
争
趨
ぢ
人
一
人
曰
、
後
来
者
必
街
得
。
●

12825 
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除
夜
に
人
の
言
語
を
聴
い
て
吉
凶
を
占
ふ
こ
と
。
〔
曲
逼
雲
曲
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
辞
輝
學
―
―
謳
於
秦
青
H

未
5

窮
11

清
藷
聞
〕
王
建
集
有
1

一
無
鏡
詞
五
近
世
人
懐
レ
杓
以
聰
‘
亦
青
之
技
芦
口
謂
盤
な
之
笑
、
遂
辞
儲
‘
秦
青
弗
レ
止
、
餞
―
―
於

猶
是
也
‘
又
、
有
1一
鉦
炉
所
レ
懐
而
直
以
レ
耳
聴
レ
之
者
盃
謂
1―

郊

衝
U

撫
レ
節
悲
歌
、
警
振
1一
林
木
0

響
逼
―
―
行
雲
云
砕
輝
乃

之

響

卜

↓

謝

求

届

｛

、

終

身

不

―

―

敢

言

J

饒。

【
響
螺
】
45
h
s
i
a
n
g
'
l
u
o
2

法

螺

貝

。

【

響

皮

底

畦

】

56
h
s
i
a
n
g
'
p
'
i
2
 
t
i
'
h
s
i
e
h
2

西
洋

【
響
亮
】
46
h
s
i
a
品
3

J
i
a
n
g
'

一
音
瞥
の
明
亮
な
。
は
つ
式
の
靴
。

き

り

し

た

大

昔

響

。

【

響

不

レ

辞

レ

瞥

】

57

北
ヰ
が
セ
ズ
ひ
び
き
は
ど
ん
な
昔
に

【
響
鈴
】
47hsiang'ling• 

鈴

。

で

も

し

た

が

つ

て

起

る

。

事

賓

が

有

れ

ば

名

は

こ

れ

に

【
響
和
】
4
8
9
苫
臀
に
應
じ
て
和
す
る
こ
と
。
〔
保
邑
、
郭
従
ふ
喩
。
〔
説
苑
、
雑
言
〕
曾
子
曰
、
響
不
レ
辞
レ
臀
、
鑑
不
レ

泰
碑
文
〕
望
形
表
而
影
附
‘
玲
1

一
幕
誓
―
而
響
和
者
、
辟
レ
形
、
君
子
正
こ
、
而
萬
物
皆
成
、
夫
行
非
レ
為
レ
影

猶
n

ー
百
川
之
蹄
,
,
巨

海

↓

也

、

而

影

随

レ

之

、

呼

非

レ

為

レ

響

也

、

而

響

和

レ

之

、

故

君

【
如
レ
響
】
4
9
t
巧
物
の
其
の
類
に
應
ず
る
喩
。
〔
左
氏
、
子
功
先
成
‘
而
名
随
＞
之
。

昭
‘
十
二
〕
析
父
謂
1

一
子
革
1

日
、
吾
子
楚
國
之
望
也
、
今
【
窮
レ
響
以
レ
臀
】
5
8
a
t
立”"在
U

ル
ー
ー
響
を
悪
み
‘
之
を
止

興
レ
王
言
如
』
響
‘
國
其
若
レ
之
何
゜
〔
荘
子
、
天
下
〕
其
孵
め
ん
と
し
て
叫
び
叱
す
れ
ば
愈
；
響
を
増
す
。
本
を
襄

若
レ
鏡
‘
其
應
若
レ
響
。
〔
子
華
子
、
晏
子
〕
必
以
11

其
類
む
八
し
て
末
に
走
る
喩
。
〔
荘
子
、
天
下
〕
惜
乎
‘
悪
施
之
オ
、

應

如

レ

響

。

胎

蕩

而

不

レ

得

‘

逐

-
1

萬
物
―
而
不
レ
反
‘
是
窮
レ
響
以
レ
臀
‘

〖
如
響
之
應
p
臀
〗s
o魏
g
t
[
-
l應
ず
る
こ
と
の
速
形
興
レ
影
競
走
也
。

か
な
喩
。
響
應
。
〔
管
子
、
明
法
解
〕
如
レ
此
則
下
之
従
レ
上

也
‘
如
↓
―
響
之
應
』
臀
‘
臣
之
法
レ
主
也
、
如
影
之
随
p

形。

【韻】
g

〔
史
記
‘
田
敬
仲
完
世
家
〕
是
人
者
吾
語
1

一
之
微
言
五
む
氏

應
レ
我
如
響
之
應
p

瞥。

【
響
胡
直
】51
砕
•
ウ
小
兒
の
玩
具
。
小
笛
の
一
種
。
〔
椅
晴

閣
雑
〕
響
胡
置
、
小
兒
口
卿
‘
嘘
吸
成
レ
瞥
‘
俗
名
—

i倒
椛

墨
按
、
今
亦
謂
＿
一
之
不
登
一
嘘
吸
作
レ
響
、
臀
如
―
―
不
登
一

【
響
瞥
兒
】
52
h
s
i
a
n
g
3
 
s
h
e
n
g
1
 
e
r
h

昔
。
瞥
。

L

也。

【
響
属
廊
】
53

”
唸
与
春
秋
‘
呉
の
王
宮
の
廊
の
名
。
廊
の

床
板
が
特
別
な
作
り
方
を
し
て
あ
つ
て
、
其
の
上
を
歩
【
嘩
臣
】

g

く
と
昔
を
登
し
た
か
ら
名
づ
け
た
。
遺
址
は
江
蘇
省
呉

縣
の
震
巖
山
中
。
〔
呉
都
志
〕
響
履
廊
、
相
博
‘
呉
王
建
レ

廊
而
虚
―
―
其
下
公
F
T

西
施
興
11

宮
人
一
歩
属
＊
饒
之
3

〔姑

蘇
圏
経
〕
呉
王
宮
中
廊
名
、
以
,
,
櫃
梓
板
1

藉
五
地
‘
行
則

有
レ
臀
、
故
名
。

【
響
尾
蛇
】
54
h
s
i
a
品
2
w
e
i
'
s
h
e
2

毒
蛇
の
名
。
が
ら

が
ら
へ
び
。
長
さ
七
八
尺
。
尾
端
に
環
の
や
う
な
表
皮

の
勢
形
物
が
あ
っ
て
、
行
く
時
に
蝉
鳴
の
や
う
な
臀
を

預
す
る
。
頬
に
毒
嚢
が
あ
っ
て
、
怒
る
時
は
管
状
の
牙

か
ら
毒
汁
を
出
す
。
雨
廣
及
び
北
米
に
産
す
る
。

【
響
逼
二
行
雲
1

】55
砧
咋

g
ン
ヲ
ト
ム
歌
の
臀
が
空
行
く
雲

を
し
ば
し
止
ま
ら
せ
る
。
空
行
く
雲
も
し
ば
し
止
ま
つ

て
耳
を
傾
け
る
ほ
ど
に
歌
臀
の
美
妙
な
こ
と
を
い
ふ
。

冨】
g

う
つ
。
或
は
綴
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
證
‘
撃
也
‘
或

作
レ
綴
゜

キ，ヤ，ウ

カ，ウ

〔
主
某
補
〕
許
姜
切
騨

●
す
く
ふ
。
〔
春
秋
繁
露
、
楚
荘
王
〕
臆
者
、
救
也
。

●
ま
も
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
四
〕
護
‘
護
也
。
●
大
護

は
‘
湯
の
築
の
名
。
通
じ
て
漫
（
7
ー

1
8
5
1
7
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
護
‘
大
護
‘
湯
築
名
、
通
作
レ
淮
゜

ゴコ

〔
集
韻
〕
胡
故
切
暉
〗

暉
鴫
温
譴
＿

コ，ウ

績
(
1
0ー

3
6
9
8
4
)

の
謡
字
。
〔
康
煕

字
典
〕
韻
、
績
字
之
謳
゜

昔

部

〔
十
三
ー
ニ
十
四
憲
〕

響

韻

護

綴

韻

書

蠍

濡

頁

部

【濡】
g

ね
。
お
と
。
書
(
1
2
|
 4
3
3
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

蓋
‘
昔
也
、
或
省
。

レ
イ

—
・
ヤ
，
ウ
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
圏
i

璽
”
讐
轟

i-

【緻】
g

ジ
ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
蠍
‘
昔
稔
。

,i―― 
冨】
g

饉
(
l
l
!
-
4
3
3
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
罐
‘
或
省
。

レ
イ 瓢
瓢
西
芦
―
―

こ
ゑ
゜
〔
羹
韻
〕
韻
、
臀
也
。

【韻】
g

頁

部

頁

ク
，
ワ
ウ
〔
冥
韻
〕
古
瞭
切
国
g-

瓢
瓢
髯
量

小
日
回
●
か
し
ら
。
か
う
べ
。
贈
(
1
2
ー

藁

4
4
5

8
)
・
首
(
1
2
ー

4
4
4
8
9
)

の
古
字
。

gベ
〔
説
文
〕
冤
、
頭
也
、
ハ
レ
百
ハ
レ

JL
、
古
文
猫
首
如
レ

此
。
〔
繋
傭
〕
古
人
以
為
―
―
首
字
1

也
。
〔
六
書
故
〕

酋
‘
酋
之
為
レ
百
、
猶
↓
―
半
之
為
＂
子
、
頁
之
加
レ
人
、

猶
薔
之
加
＂
雨
、
説
文
倶
訓
レ
頭
、
不
レ
賞
一
分
而

為
巴
一
‘
説
文
頁
訓
レ
頭
、
以
為
11
古
購
酋
之
曾
玉
ざ

嘗
有
他
―
H

只
孫
氏
胡
結
之
昔
‘
非
也
、
李
陽
泳
亦

謂
‘
頁
昔
酋
、
不
レ
嘗
脊
堕
況
自
有
謡
字
而
頁

無
,
1

他
義
二
白
今
書
傭
未
レ
有
下
用
―
―
頁
字
1

者
ざ
凡

頭
顧
顛
頂
願
額
之
類
属
キ
挺
竺
者
、
倶
ハ
レ
頁
‘

頁
之
即
為
レ
酋
明
甚
。
●
く
ぴ
す
ぢ
。
う
な
じ
。

〔
六
書
縛
要
〕
頁
、
直
項
也
。
〇
お
ほ
が
ひ
。
漢
字

の
傍
の
名
。
頁
に
貝
の
義
は
な
い
が
、
貝
と
逼
別

し
て
大
貝
と
呼
ぶ
。
国
●
ペ
ー
ジ
。
書
物
の
紙

葉
の
一
枚
の
片
面
。
〔
中
華
大
字
典
〕
頁
‘
俗
以
1
1

書
冊
一
翻
云
〖
レ
頁
‘
讀
興
レ
葉
同
。
〔
縣
恵
全
書
、

闘
色
式
、
注
〕
面
頁
葛
二
呈
字
↓
●
葉
(
9
ー

3
1
3

8
7
)
に
通
ず
。
〔
朔
方
備
乗
〕
庫
葉
鳥
、
一
名
黒
龍

嶼
亦
作
↓
1

庫
頁
蜃
吉
林
寧
古
塔
所
陽
大
州
、
即

庫
葉
愚
也
、
在
ii

寧
古
塔
城
東
北
三
千
餘
里
、
混

同
江
口
之
東
大
海
中
盃
南
北
二
千
餘
里
、
東
西
敷

百
里
。

隔
由
象
形
。
本
義
は
人
の
か
し
ら
。
上
部
の
百
は
く
び

で
、
下
部
は
人
の
橿
を
表
は
す
と
い
ふ
。

【
頁
岩
】
1

苔
況
ン
地
質
學
用
語
。
一
名
、
泥
板
岩
。

Iii土

が
凝
固
し
て
成
り
、
軟
板
状
を
為
す
。
灰
色
又
は
黒
色

を
帯
び
、
砥
石
‘
又
は
硯
石
と
し
て
用
ひ
る
。

園
コ
，
ウ

【頁】
g

国
エ
，
7

〔
朔
方
備
乗
〕
昔
葉

昂
[

口シ，ユ

〔
集
韻
〕
霙
結
切
圏

―ぜ

y
e
h
'

〔
六
書
故
〕
昔
首

二
三
〇

12826 



(43334)-―(43335・ ・28) 
【頂】
g

頁

部

冤

〔
二
書
＿
〕

頂

か言為抵 l 又之詮頭自銀公典位冠だ帝字しき滅丁〇
は相 2担g言、之‘秤を二賜職 '-'0をき‘典ら° レ
る。砥よ以ぶを謂-お問~,凹盆散g斎-に芳珂。の臀頭復豪小
,--,. 皆中レツ以レ頂さ 般瑣物号,.....,..い
言にて頂‘へ故頂上清華へ It

中謂華抵通 ° 撞る俗‘、制大る書若俗を
ロ、虞かた A

閃乏李拒ず tt 退。叶其依王、字箪と懺謂戴巴巴した~1l
字應典臼二るつ我房し制土 鐵さ阪。、

＜頂頂全見謄或
（文説）

典本嶺謂新゜？彼手敷庶等 珠頂械大上首‘か,--,. ~ 
＂注方狂物之法於差 玉戴戴切盟典え説 雷
凡之号 O を子の P殖ー 等奉 v、 の持物に GI@ ゜-骰或

文惰面i~UtHUH亙 i:』；~~!ヵ~if本~'i!
テ
イ
チ
ャ
，
ウ
日
1
“―

寛】
g

ケ
ゾ

[
F戸
旦
J
L
o
字
。
〔
説

頂
替
↓
〇
い
つ
は
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
頂
‘
俗
謂
1
1

冒
籍
云
I

―
―
冒
頂
↓
〇
通
じ
て
定
(
8
|
7
1
0
9
)

に
作

る
。
〔
説
文
、
頂
‘
段
注
〕
頂
之
段
借
字
作
レ
定
。

O

或
は
憎
（
頂
）
（
1
2
-
4
4
4
9
1
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
頂
‘

清
‘
或
払
酋
作
。
〔
段
注
〕
藷
作
レ
頂
‘
誤
。

O
或
は

額
(
1
2
ー

4
3
5
3
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頂
‘
亦
炊
レ

定。

O
籍
文
‘
顧
(
1
2
-
4
3
7
0
8
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

頂
‘
顧
‘
籍
文
ハ
レ
鼎
゜
鬱
園
④
さ
か
ら
ふ
。
＠
ぅ

け
つ
ぐ
。

8
嘗
る
。
相
営
す
る
。
◎
著
く
。
い
た

る
。
R
ま
で
に
。

8
つ
き
出
る
。
も
た
げ
る
。
R
最

も
。
謄
い
た
だ
く
。
④
も
ら
ふ
・
た
べ
る
・
買
ひ
受

け
る
等
の
謙
遜
語
。
＠
し
く
じ
る
。
恥
を
被
る
。

【
頂
雲
】
1

5
令
五
代
呉
‘
憂
濠
(
9
-
3
0
1
6
1
:
 1
1
1
)

の

字。

【
頂
好
】
2

t
i
n
g
'
h
a
 03

最
も
良
い
。
極
上
。

【
頂
紅
】
3

説
ゥ
他
人
の
災
に
営
る
。
人
に
代
つ
て
罪
を

受
け
る
こ
と
。
〔
雅
俗
稽
言
〕
金
陵
沿
江
岸
善
壌
、
或
言
‘

猪
婆
龍
為
レ
崇
‘
因
む
笛
型
國
姓
一
遂
托
レ
言
日
レ
醜
、
上

命
捕
5

之
、
適
釣
得
レ
饂
、
不
レ
能
レ
出
‘
因
取
ー
五
益
庄
翠

出
レ
之
、
諺
云
、
猪
婆
龍
為
レ
残
、
瀬
頭
鼈
頂
レ
紅
‘
呉
中

謂――代
f

人
受
＞
過
旦
頂
紅
一
本
レ
此
。
〔
元
曲
‘
陳
州
耀

米
〕
作
不
―
―
知
道
五
我
是
雇
牌
来
的
頂
紅
外
郎
。

【
頂
角
】
4

5
芍
幾
何
學
用
語
。
多
角
形
の
底
邊
‘
又
は

多
面
橙
の
底
面
に
封
す
る
角
。

【
頂
牛
】
5

ti
品
3

n
i
u
2

●
頭
と
頭
で
押
合
ふ
。
●
カ

ル
タ
の
名
。

【
頂
吉
】
6

”
”
’
豊
前
國
の
地
名
。

[
頂
兇
】
7

5
閤
他
人
を
自
分
の
罪
の
替
玉
に
使
ふ
こ

と
。
〔
閲
微
草
堂
筆
記
〕
有
"
頂
凶
者
五
甘
為
レ
人
代
死
、

有
―
―
賄
和
贅
甘
震
其
所
＞
親
。

【
頂
光
】
8

丸
器
圏
佛
菩
薩
の
頭
上
の
圃
光
。
後
光
。
圏

光
。
〔
大
阿
禰
陀
経
〕
諸
佛
頂
光
、
不
レ
及
1

一
禰
陀
頂
中
光

明↓

【
頂
換
】
，
焚
巧
す
り
か
へ
る
。
〔
蝠
憑
全
書
、
雑
課
部
、

牙
税
〕
可
n

―
頂
"
換
敦
十
人
一
也
。

【
頂
契
】
10

”
岱
清
制
、
土
地
開
墾
等
の
場
合
の
交
付
證

書
。
即
ち
小
作
人
の
名
義
書
換
の
證
明
書
を
い
ふ
。

〔
戸
則
部
例
〕
。

【
頂
鋏
】
11

t
i
n
g
"
 
ch'iieh'

代
理
す
る
。

【
頂
湖
】
12

万
山
名
。
廣
東
省
高
要
縣
の
東
北
。

【
頂
喪
】
13
t
i
n
g
"
 
s
a
n
g
―
女
子
が
柩
の
旗
後
に
あ
っ

て
送
葬
す
る
こ
と
。

【
頂
子
】
14

万
消
代
、
一
品
か
ら
九
品
ま
で
の
官
吏
が

帽
子
の
頂
に
つ
け
る
珠
玉
を
い
ふ
。
其
の
色
と
質
と

に
よ
っ
て
品
級
を
謳
別
し
た
。
即
ち
、
―
二
品
官
は
紅

頂
子
で
質
は
珊
瑚
（
一
品
）
花
兒
珊
瑚
（
二
品
）
、
三
四

品
は
藍
頂
子
で
亮
藍
賓
石
（
三
品
）
涅
藍
賓
石
（
四
品
）
、

五
六
品
は
白
頂
子
で
水
晶
（
五
品
）
碑
礫
（
六
品
）
、
七

八
九
品
は
黄
頂
子
で
金
を
用
ひ
る
。
一
品
以
上
、
即
ち

王
公
は
紫
の
賓
石
を
用
ひ
、
天
子
は
紅
絨
で
結
ん
だ
頂

子
を
用
ひ
た
。
〔
清
會
典
事
例
、
糧
部
、
冠
服
〕
順
治
二
年

定
、
一
品
官
、
冠
用
―
―
鰈
花
金
頂
て
士
野
紅
賓
石
ぢ
工
即
―

東
珠
―
n

帯
用
―
―
金
方
玉
版
四
:
合
飾
,
,
紅
賓
石
一
コ
一

品
官
、
冠
用
二
錢
花
金
頂

T
玉
即
紅
賓
石
ぶ
エ
四
小
紅

賓
石
U

帯
用
―
―
錢
花
金
圃
版
四
ず
各
飾
―
―
紅
賓
石
―
一
三
品

官
、
冠
用
―
―
錢
花
金
頂
了
上
街
,
,
紅
賓
石
で
中
飾
,
,
小
藍
賓

石
云
帯
用
―
―
錢
花
金
圃
版
四
↓
四
品
官
、
冠
用
―
―
錢
花
金

頂
下
土
衡
―
―
藍
賓
石
「
中
飾
―
―
小
藍
賓
石
一
帯
用
,
,
銀
躊
鑢

花
金
圏
版
四
ご
立
品
官
、
冠
用
―
―
錢
花
金
頂
一
上
街
-
1

水

晶
盃
＇
飾
―
―
小
藍
賓
石

n

帯
用
ー
ー
銀
鎮
素
金
圃
版
四
工
ハ
品

官
、
冠
用
-
1

錢
花
金
頂
一
上
街
,
,
水
晶
一
帯
用
―
―
金
鑢
斌
瑣

圃
版
四
ア
七
品
官
、
冠
用
二
錢
花
金
頂
一
中
飾
―
―
小
藍
賓

石
云
帯
用
,
,
素
銀
園
版
四
了
八
品
官
、
冠
用
二
錢
花
金
頂
一

帯
用
―
―
銀
鎮
明
羊
角
圃
板
四
[
九
品
官
ヽ
冠
用
云
生
化
銀

頂

n市
用
-
1

銀
嬢
鳥
角
圃
板
四
コ
Z
云
、
雉
正
八
年
議
准
‘

二
品
官
、
朝
冠
頂
上
、
衡
二
錢
花
珊
瑚
一
中
飾
,
,
小
紅
賓

石
コ
ニ
品
官
、
上
衡
―
―
藍
賓
石
、
或
藍
色
明
跛
璃
で
中
飾
,
,

小
紅
賓
石
盆
四
品
官
、
上
街
―
―
青
金
石
、
或
藍
色
、
涅
破

璃
ぶ
中
飾
1

一
小
藍
賓
石
ご
立
品
官
、
上
衝
,
,
水
晶
‘
或
白
色

明
破
璃
工
中
飾
―
―
小
藍
賓
石
ニ
ハ
品
官
、
上
術
―
―
碑
礫
、
或

白
色
涅
破
璃
「
中
飾
―
―
小
藍
賓
石
一
七
品
官
、
用
―
―
素
金

應
中
飾
―
―
小
水
晶
了
八
品
官
用
―
―
錢
花
金
頂
T

九
品
官
‘

用
-
1

錢
花
銀
頂
な
杏
入
レ
流
、
奥
一
九
品
ー
同
。

【
頂
趾
】
15

t
i
n
g
'
c
h
i
h
'

頭
か
ら
足
さ
き
ま
で
。

【
頂
絲
】
16

万
い
た
だ
き
に
あ
る
毛
。
〔
苑
陶
‘
雀
少
府

池
鷺
詩
〕
雙
鷺
應
レ
憐
水
涌
レ
池
、
風
諷
不
レ
動
頂
絲
垂
゜

【
頂
嘴
】
17

t
i
n
g
'
t
s
u
e
i
'

口
封
へ
す
る
。
口
論
す
る
。

~ 

【
頂
兒
】
18

t
i
n
g
'
e
r
h

清
朝
官
吏
の
位
階
を
示
す
帽

珠
。
頂
子
(
1
4
)
に
同
じ
。

【
頂
謝
】
19ting'hsieh• 

感
謝
す
る
。

【
頂
上
】
20

呪
謗
●
い
た
だ
き
。
て
つ
ぺ
ん
。
最
高
の
所
。

頂
貼
。
轄
じ
て
、
最
上
。
極
貼
。
〔
秦
観
、
詞
〕
秋
容
老
墨
芙

蓉
院
‘
頂
上
霜
花
濃
似
レ
剪
゜
●
名
を
書
き
足
す
。
補
鋏
の

意
。
〔
長
生
殿
‘
騨
備
〕
就
把
レ
備
頂
上
罷
‘
備
叫
1

一
甚
麿
名

字
~
●
上
に
奉
る
。
拝
上
。
面
盆
5膜
、
織
世
記
聞
〕
逆
瑾
威

櫂
日
甚
、
科
道
部
屡
、
官
皆
行
1

一
脆
證
一
用
―
―
涜
紅
箋
紙
1

哀
官
衡
玉
g
頂
上
字
様
一
以
為
1
1

常
随
ご
云
云
、
朱
恩

為
11

南
京
侍
郎
尚
登
事
レ
瑾
極
恭
、
凡
拝
帖
襄
頂
上
一

不
泣
敢
云
1
1

拝
上
盃
頂
上
之
稽
自
証
此
起
。

【
頂
手
】

2
1
5
F
O人
手
を
借
り
る
こ
と
。
〔
黄
消
‘
題
―
―
宣

一
僧
正
院
裔
〕
吾
曹
来
頂
手
、
不
公

g
不
レ
題
迄
詩

o.

t
i
n
g
'
s
h
o
u
3

代
人
。
替
玉
。

【
頂
首
】
22

呪
吐
ゥ
錢
を
出
し
て
他
人
の
職
業
又
は
財
産

を
買
ひ
受
け
る
こ
と
。
〔
明
夷
待
訪
録
〕
京
師
櫂
要
之

吏
、
頂
首
皆
散
千
金
。

【
頂
珠
】
23

況
吐
ゥ
●
帽
子
の
頂
に
飾
る
大
き
な
珠
。
〔
哀

華
、
完
顔
巾
歌
、
注
〕
責
願
者
、
於
↓
一
方
頂
l

循
-
―
十
字
―
縫

飾
以
J

珠
、
其
中
必
賓
以
ュ
＾
者
盃
謂
11

之
頂
珠
↓
●
圏
佛

の
、
圃
き
こ
と
珠
の
如
き
相
の
肉
昏
を
い
ふ
。
〔
祗
庭
事

苑
、
四
〕
頂
珠
‘
佛
頂
珠
也
、
即
世
尊
頂
園
如
レ
珠
。

【
頂
衝
】
24

呪
認
河
水
が
流
登
し
て
、
高
く
衝
突
し
来
る

こ
と
。
〔
六
部
成
語
、
エ
部
‘
頂
衝
‘
注
解
〕
河
水
頂
頭
‘
衝

突
而
来
也
。

【
頂
踵
】
25

認
い
た
だ
き
と
か
か
と
。
頭
と
足
。
〔
孟

子
、
泰
心
上
〕
墨
子
兼
愛
、
摩
レ
頂
放
レ
踵
、
利
1

一
天
下
1

為レ

之
。
〔
任
防
‘
弾
1
1

曹
景
宗
1

文
〕
自
レ
頂
至
レ
踵
、
功
鯖
―
―
造

化
↓
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
皆
願
葎
レ
頂
至
レ
踵
、
猪
レ
騰

抽
ヮ
腸
。

【
頂
心
】
26

乃
頭
の
い
た
だ
き
。
頭
の
ひ
よ
め
き
。
〔
蘊

悪
全
書
‘
刑
名
部
、
人
名
下
‘
瞼
―
―
各
種
死
傷
―
〕
以
玉
＇
頭

鐵
釘
1

釘
―
―
頂
心
↓

【
頂
針
】
27

九
窃
●
文
章
法
の
名
。
上
旬
の
字
を
下
句
の

頂
き
に
置
い
て
書
き
進
め
る
法
。
針
を
環
頂
に
立
て

れ
ば
環
は
回
り
易
い
と
い
ふ
意
に
取
る
。
一
名
、
頂
針

回
環
法
。
●
t
i
n
g
'
c
h
e
n
'

指
貫
。
ゆ
び
ぬ
き
。

【
頂
水
】
28
t
i
n
g
'
s
h
u
e
i
'

流
れ
を
遡
る
。
川
を
さ
か

の
ぽ
る
。

12827 
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【
頂
尖
】
29

t
i
n
g
'
c
h
i
e
n
'

最
上
等
の
。
「
瓦
。
是
一
個
頂
天
立
地
的
男
兒
‘
乍
心
肯
倣
忌
逗
般
句
嘗
↓

【
頂
碍
】
30

t
i
n
g
'
c
h
u
a
n
 1

屋
根
の
頂
上
に
の
せ
る
煉
【
頂
鮎
】
45

丑
岱
〇
い
た
だ
き
。
て
つ
ぺ
ん
。
最
高
所
。

【
頂
選
】
31

巧
中
央
官
鞭
に
訣
員
が
生
じ
た
場
合
に
〇
角
を
成
す
二
直
線
の
相
會
す
る
貼
。
又
、
多
面
角
を

補
訣
と
し
て
任
官
せ
ら
れ
る
豫
備
員
の
第
一
席
に
ゐ
成
す
散
面
の
相
會
す
る
貼
゜

る
人
。
〔
六
部
成
語
‘
吏
部
‘
頂
選
‘
注
解
〕
選
訣
次
第
‘
到
―
-
【
頂
頭
】
46
t
i
n
g
'
t
'
o
u
'

ば
っ
た
り
と
行
き
會
ふ
。
出

了

第

一

―

了

。

會

ひ

が

し

ら

に

。

【
頂
大
】
32ting'ta• 

最
も
大
き
い
。
最
大
。
〖
頂
頭
風
〗

4
7t
i
n
g
'
t
'
o
u
2
 
f
e
n
g
―
向
ひ
風
。
逆
風
。

【
頂
替
】
33

乃
替
り
に
つ
か
ふ
。
替
玉
を
使
ふ
。
〔
明
頂
風
(
5
4
)

に
同
じ
。

律
、
刑
律
、
訴
訟
‘
註
告
充
軍
及
遷
徒
〕
若
官
吏
故
脱
云
＇
【
頂
馬
】

48

伍
ャ
ゥ
責
人
が
道
を
行
く
時
に
先
行
す
る
騎

人
宿
ざ
替
他
人
軍
役
―
者
、
以
1

一
故
出
入
罪
ー
論
。
〔
娠
恵
馬
。
先
駆
゜
〔
随
園
精
筆
〕
今
貴
人
街
行
、
前
有
＿
一
騎
レ
馬

全
書
、
刑
名
部
、
問
擬
〕
以
,
,
正
嗣
冒
レ
名
頂
替
五
翌
主
彼
者
一
―
一
人
↓
琥
稲
―
―
頂
馬
一
按
1

一
國
語
↓
越
王
句
践
親
為
,
,

此
争
喉
言
六
部
成
語
‘
兵
部
、
頂
替
‘
注
解
〕
此
係
下
考
試
呉
王
前
馬
面
5

馬
者
即
今
頂
馬
芙
。

時

‘

如

査

凪

有

冑

名

頂

賛

立

即

究

琲

い

【

頂

拝

】

49

芯
ゥ
首
を
下
げ
て
を
が
む
。
〔
梁
簡
文
帝
、

【
頂
戴
】34
伍
認n
0

頭
に
い
た
だ
く
。
お
し
戴
く
。
又
、
大
法
頌
序
〕
頂
―
―
拝
金
山
盃
〖
―
―
依
月
面
→

敬
證
の
意
。
〔
梁
武
帝
、
金
剛
般
若
懺
文
〕
得
＿
一
金
剛
之
妙
【
頂
棚
】
50
t
i
n
g
'
p
'
e
n
g
2

天
井
。

夏

見
1

一
金
牒
之
深
経
盃
H

戴
奉
持
、
終
不
―
―
捨
離
↓
〔
梁
簡
【
頂
冒
】
51

梵
芍
法
規
に
反
し
て
他
人
と
私
に
相
約
し
‘

文
帝
‘
謝
レ
頂
扇
啓
〕
頂
―
―
戴
曲
私
石
硲
主
欣
躍
↓
〔
唐
互
に
他
人
の
名
義
を
利
用
す
る
こ
と
。
〔
消
會
典
事

臨
言
‘
十
、
海
叙
不
遇
〕
張
悼
者
‘
束
之
孫
也
‘
嘗
欅
二
進
例
‘
随
部
、
貢
攀
〕
康
熙
五
十
三
年
覆
准
、
郷
會
試
琥
軍
、

士
為
第
‘
捧
二
登
科
記
面
竺
戴
之
一
日
‘
此
即
千
佛
名
経
毎
多
頂
冒
入
場
↓
易
二
於
作
＂
弊
゜
〔
縣
恵
全
書
、
編
審

也。

O
清
代
‘
官
吏
の
帽
頂
に
珠
王
金
石
を
附
し
て
其
部
、
立
局
親
審
〕
恐
是
頂
冒
‘
應
レ
貼
゜

の
品
級
を
謳
別
す
る
し
る
し
。
珊
瑚
・
藍
賓
石
・
育
金
【
頂
桁
~
】

5
2
t
i
n
g
'
p
a
n
'

天
井
板
。

石
・
水
晶
・
碑
砥
金
の
別
が
あ
る
。
頂
子
(
1
4
)

を
見
よ
。
【
頂
部
】
53

九
ャ
ゥ
い
た
だ
き
の
部
分
。

〔
清
會
典
事
例
‘
幡
部
‘
冠
服
〕
凡
文
武
大
小
官
員
，
頂
【
頂
風
】
54

t
i
n
g
'
f
e
n
g
―
向
ひ
風
。
逆
風
。

戴
・
補
服
・
坐
褥
‘
皆
有
二
等
級
↓
〇
も
ら
ひ
受
け
る
こ
と
【
頂
補
】
5
5
i
ャ
，
ゥ
鋏
け
た
と
こ
ろ
を
補
ふ
こ
と
。
あ
と
つ

の

敬

語

。

拝

受

。

秤

領

。

ぎ

と

す

る

こ

と

。

〔

輻

恵

全

書

、

教

養

部

、

郎

孤

貧

〕

俯

【
頂
嘗
】
35

t
i
n
g
'
t
i
n
g
'

質
物
を
入
れ
代
へ
る
。
准
下
如
前
項
入
上
頂
補
。

【
頂
撞
]
3
6
t
 ing3 
c
h
u
a
n
g
'

逆
ら
ふ
。
突
き
営
る
。
【
頂
名
】
57

圧
な
他
人
の
名
を
詐
稽
す
る
。
〔
新
方
言
‘
繹

【
頂
托
]
3
7
ti
品
3

t
'
u
o
―
頂
子
の
下
に
あ
っ
て
こ
れ
言
〕
爾
雅
秤
言
‘

T
‘
常
也
、
字
亦
通
レ
鼎
‘
凡
以
11

是
人
一

を

受

け

る

畳

。

「

じ

。

充

1

一
嘗
彼
人
玉
謂
二
之
鼎
名
玉
俗
以
―
―
頂
字
―
為
レ
之
。
〔
輻
恵

【
頂
術
】
38
t
i
n
g
'
c
h
i
h
'

ゆ
ぴ
ぬ
き
。
頂
針
(
2
7
)

に
同
全
書
‘
笙
仕
部
、
投
供
瞼
到
〕
間
有
1一
頂
名
瑕
冒
1
而
同
結

[
頂
脹
】
39
t
i
n
g
'
c
h
a
n
g
'

勘
定
を
差
引
す
る
。
計
算
不
レ
知
。
〔
六
部
成
語
、
證
部
、
頂
名
、
注
解
〕
求
レ
友
冒
t―充

【
頂
柱
】
40

t
i
n
g
'
c
h
u
4

支
柱
。

L

を
相
殺
す
る
。
已
名
一
頂
替
‘
入
1一
場
考
試
盃
謂
―
―
之
頂
名
↓

【
頂
住
】
41

t
i
n吃

c
h
u
•
戸
な
ど
の
あ
か
ぬ
や
う
に
も
【
頂
門
】
58

豆
岱
〇
頭
の
い
た
だ
き
。
頂
門
鍼
(
6
1
)

を
見

の

を

も

た

せ

て

支

え

置

く

こ

と

。

よ

。

●

t
i
n
g
'
m
e
n
'
0
門
に
つ
つ
ぱ
り
す
る
。
＠
こ

【
頂
額
】
42

琵
ゥ
頭
の
頂
を
い
ふ
。
い
た
だ
き
。
〔
倭
名
と
よ
せ
る
。
だ
し
に
使
ふ
。

類
緊
抄
、
形
腔
部
、
頭
面
類
、
頂
額
〕
陸
詞
曰
‘
顛
、
頂
也
、
〖
頂
門
眼
〗

5
9焚
ゥ
ぅ
雁
摩
醍
首
羅
天
に
―
二
眼
あ
り
。

額

、

頭

上

也

。

其

の

竪

の

一

眼

を

い

ふ

。

常

眼

を

超

え

て

物

を

見

る

【
頂
天
]
4
3

t
i
n
g
'
t
'
i
e
n
'

頂
上
。
極
度
。
眼
。
〔
碧
巖
録
‘
一
二
十
五
則
‘
乗
示
〕
若
不
1

一
是
頂
門
上
有
レ

〖
頂
天
立
地
〗44
梵
凸
＿
T

／
燭
立
し
て
他
人
を
侍
ま
な
眼
‘
肘
臀
下
有
＂
符
‘
往
往
営
頭
嵯
過
。

い
こ
と
。
蜀
立
の
氣
概
。
〔
元
曲
、
趙
氏
孤
兒
〕
但
我
韓
蕨
〖
頂
門
心
〗

6
0
ti
品
3
m
e
n
2
 
h
s
i
n
―
頭
の
ひ
よ
め
き
。

＂ 
頁

音

〔
―
一
書
〕

頂

煩

飢

頃

【煩】
g

，

穎

(
1
2
|
 
4
3
3
7
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
顛
‘
頭
額
也
、
亦
炊
レ
又
。

イ
ウ

〖
頂
門
鍼
〗61吠
岱
ぅ
人
の
急
所
を
抑
へ
て
痛
切
な
訓

戒
を
輿
へ
る
意
。
頂
門
一
鍼
に
同
じ
。
〔
李
顕
‘
答
,
,
顧
寧

人
一
書
〕
鞭
辟
近
裏
一
語
、
賓
吾
人
頂
門
鍼
、
封
症
槃
°

〖
頂
門
一
針
]
6
2
げ
悶
ベ
ン
）
頂
上
に
一
本
の
針
を
さ
す
。

人
の
急
所
を
抑
へ
て
痛
切
な
戒
を
加
へ
る
喩
。
頂
門

金
椎
。
頂
蔵
。
〔
蘇
拭
‘
荀
卿
論
‘
王
違
巖
評
〕
以
11
異
説

高
論
四
字
―
立
案
‘
熟
是
荀
卿
頂
門
一
針
。

〖
頂
門
一
鍼
〗8
仔
悶
べ9

ノ
頂
門
一
針
に
同
じ
。

〖
頂
門
金
椎
〗64
え
ば

9

ノ
頭
上
を
鐵
槌
で
う
つ
。
大

い
に
驚
醒
さ
せ
る
こ
と
。
頂
門
一
鍼
に
同
じ
。
〔
韻
府

引
‘
黄
庭
堅
‘
詩
〕
頂
門
須
n

一
更
下
,
,
金
椎
一

【
頂
礎
】
絡
九
な
圃
印
度
古
代
の
最
敬
證
の
形
式
。
長
者

の
前
に
俯
伏
し
て
頭
を
地
に
つ
け
‘
其
の
人
の
足
下
に

拝
す
る
。
〔
圃
覺
経
‘
疏
〕
以
―
―
己
最
勝
之
頂
云
竺
佛
最

卑
之
足
盆
成
之
至
也
。
〔
沈
約
‘
為
1

一
文
悪
太
子
1

稽
レ
佛
願

疏
〕
伽
藍
精
含
‘
饒
レ
足
頂
證
゜
〔
蹄
敬
儀
〕
経
律
文
中
、
多

云
飯
面
證
足
威
云
―
―
頂
幡
佛
足
肴
‘
蓋
我
所
レ
責
者
、

頂
也
、
彼
所
レ
卑
者
、
足
也
‘
以
―
―
我
所
＂
尊
敬
1

一
彼
所
レ
卑

者
云
四
之
極
也
。

【
頂
老
】
66

狂
窃
俳
優
の
別
名
。
〔
徐
渭
、
南
詞
綾
鋒
〕
。

【
頂
流
】
67

ting3 

liu2

流
れ
を
潮
る
。
流
れ
に
反
抗

す
る
。

【
頂
慎
橙
】
68
梵
ゥ
，
，
詩
又
は
詞
曲
中
の
俳
橙
の
一
格
。

後
一
句
の
首
字
は
前
一
句
の
末
字
を
用
ひ
る
。
又
、
聯

珠
格
と
い
ふ
。

【
頂
陽
骨
】
69

巧
岱
ャ
ゥ
頭
蓋
骨
を
い
ふ
。
〔
水
滸
偲
‘
百
三

回
〕
正
如
ぶ
竺
開
八
片
頂
陽
骨
丘
E
•不
牛
桶
氷
雪
水

L
O

【
抵
レ
頂
交
レ
妬
】
10

砂＂た
77

が
頭
を
突
き
合
は
せ
足

を
重
ね
合
ふ
。
人
々
の
身
證
の
近
接
す
る
を
い
ふ
。
〔
韓

愈
、
祭
1

河
南
張
員
外
ー
文
〕
守
隷
防
夫
、
艇
レ
頂
交
レ
妬
゜

【
摩
レ
頂
放
レ
踵
】

71gx"”
い
摩
頂
(
6
ー

1
2
6
1
3
:
 6
0
)
 

及
ぴ
放
踵
(
5
-
1
3
1
3
3
:
 1
3
9
)

を
見
よ
。

【
然
レ
頂
煉
レ
腎
刺
レ
血
断
レ
指
】
72

丑
認
グ
謬
む
れ
ザ
ヲ
ヤ
キ
油

燭
で
頂
を
燃
し
腎
を
燒
き
、
針
で
血
を
さ
し
、
指
を
た

つ
。
佛
に
祈
る
修
行
を
い
ふ
。
〔
宋
史
、
徽
宗
紀
二
〕
（
大
観

四
年
）
二
月
庚
午
朔
‘
禁
涙
~
レ
頂
煉
レ
腎
‘
刺
レ
血
断
＂
指
゜

小
日
●
田
の
ひ
ろ
さ
の
名
。
④
百
畝
゜

夏n
策
〔
玉
篇
〕
頃
‘
説
文
田
百
畝
為
―
―
頃
↓

＠
十
二
畝
半
。
〔
公
羊
‘
宣
‘
十
五
、
什
―
者
天
下
之

中
正
也
‘
注
〕
凡
為
レ
田
‘
一
頃
十
二
畝
半
。
●
し
ば

ら
く
。
わ
づ
か
の
時
間
。
〔
荀
子
、
正
論
〕
不
レ
待
レ
頃

芙
。
〔
注
〕
頃
‘
少
頃
也
。
〔
載
國
‘
秦
策
〕
i

伊
政
有
レ

頃
。
〔
注
〕
言
レ
未
レ
久
。
参
こ
の
こ
ろ
。
近
来
。
〔
王
義

之
、
十
七
帖
〕
頃
積
雪
凝
寒
。
R
又
‘
頴
(
1
2
-
4
3
4

8
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頃
‘
亦
炊
レ
田
。
口
●
か
た
む

く
。
か
た
む
け
る
。
④
頭
が
か
し
ぐ
。
〔
説
文
〕
頃
‘

頭
不
レ
正
也
‘
炊
―
―
ヒ
頁
↓
〔
段
注
〕
頁
者
頭
也
‘
ヒ
ニ

其
頭
「
是
不
レ
正
也
、
義
主
＝
於
不
正
正
故
入
ニ
ヒ
部
↓

＠
か
た
む
く
。
た
ひ
ら
で
な
い
。
〔
詩
‘
周
南
‘
巻

耳
〕
不
レ
盈
頃
筐
↓
〔
繹
文
〕
頃
筐
‘
岐
筐
也
。
〔
博

疏
〕
頃
筐
‘
口
不
レ
能
レ
平
、
執
慮
深
而
向
1

一
掲
虞
―

漫
。
〇
か
た
む
け
る
。
婦
人
が
國
政
を
ほ
し
い
ま

ま
に
す
る
。
〔
漢
書
、
五
行
志
下
之
上
〕
婦
人
檀
レ

國
‘
絃
謂
砿
。

O
誼
゜
〔
史
記
正
義
、
誼
法
解
〕
頸

心
動
濯
旦
頃
‘
敏
以
敬
慎
日
レ
頃
。
●
傾
（
1

-

1
0
 

3
8
)
に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
頃
‘
卑
ハ
レ
傾
通
。
R
姓
。
〔
萬

姓
統
譜
〕
漢
頃
憲
‘
見
1

一
印
藪
↓
回
か
た
あ
し
。
一

国
キ

日
ケ
イ
キぶ`
，ウ

【頃】
g

昌
炉
〔
集
韻
〕
犬
穎
闊
蹟

vi L
 
ch'i
品
3

〔
集
韻
〕
窺
螢
切
圏

vi L
 
c
h
'
i
n
g
1
 

〔
集
韻
〕
犬
紫
切
醐
幽

0
ぁ
を
む
く
。
〔
字
彙
誕
‘
門
頭
顔
凧
。
●
贅

(
1
2
 |
 4
3
6
5
0
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
副
‘
俗
贅

字。 霞】
g

ゲ
ヴ

〔
字
彙
〕
牛
召
切
國
q

g 

12828 
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頁

部

〔ニーー三霊〕

頃

煩

頌

頌

頃

項

〔
集
韻
〕
渠
尤
切
元

<
l
又

c
h
'
i
u
'

〔
集
韻
〕
渠
亀
切
図

〔
集
韻
〕
琴
威
切
閾
g

〔
集
韻
〕
謳
倫
切
圏

日
□
国
國
●
ほ
ほ
ぼ
ね
。
〔
廣
雅
‘
繹
親
〕
煩
甑

也
。
〔
廣
韻
〕
頑
‘
頬
間
之
骨
゜
〔
集
韻
〕
頑
‘
面
顕

也
。
●
か
ほ
。
お
も
て
。
は
ほ
ぼ
ね
と
ほ
ほ
ぼ

ね
と
の
間
。
〔
易
、
夫
〕
牡
左
J

煩
↓
〔
饗
注
〕
煩
‘

面
也
、
謂
二
上
慮
乾
首
之
前
血
E

レ
煩
‘
煩
‘
頬
間

足
を
あ
げ
る
こ
と
。
又
‘
其
の
歩
幅
。
半
歩
。
桂
〖
頃
刻
花
〗

1
0
”
”
コ
クO
忽
然
と
し
て
現
は
れ
咲
く
花
。
栗
志
‘
郊
祀
歌
‘
青
陽
〕
年
廷
臀
痰
榮
‘
域
慮
頃
聰
゜

(10-37123)• 

娃
(
1
0
-
3
7
5
2
0
)
に
通
ず
。
〔
隼
示
魔
法
・
手
品
等
に
よ
っ
て
瞬
時
に
し
て
現
は
れ
た
花
を
[
頃
田
]
2
3

石
パ
-
頃
の
田
o

百
畝
の
田
地
ょ
玉
篇
〕
頃
ヽ

韻
〕
桂
‘
説
文
、
半
歩
也
‘
或
作
レ
頃
。
〔
謄
‘
祭
筏
〕
い
ふ
。
〔
韓
湘
、
言
レ
志
詩
〕
一
瓢
蔵
世
界
三
尺
斬
1

一
説
文
田
百
畝
為
ご
頃
↓

妖
邪
↓
解
造
1

玉
逗
巡
屈
能
開
↓
―
頃
刻
花
二
有
レ
人
能
學
レ
【
頃
年
】
24

打
ち
か
ご
ろ
の
年
。
近
年
。
〔
後
漢
書
、
明

我
、
同
去
看
佃
茫
↓
〇
風
に
舞
ひ
狂
ふ
雪
を
い
ふ
。
帝
紀
〕
自
―
―
沐
渠
決
敗
六
十
餘
歳
、
加
頃
年
以
来
雨
水

故
君
子
頃
歩
而
弗
―
敢
忘
＞
孝
也
。
〔
注
〕
頃
‘
営
レ

為

社

臀

之

誤

也

。

〔

責

庭

堅

‘

詠

レ

雪

詩

〕

風

回

共

作

婆

娑

舞

‘

天

巧

能

開

頃

不

レ

時

。

〔

呉

志

、

賀

部

傭

〕

自

1

一
頃
年
以
来
、
朝
列
紛
錯
‘

蘭
咀
會
意
。
頁
と
ヒ
（
薮
橙
は
~
で
、
ピ
う
と
は
別
字
）
刻
花
。
箕
偽
相
貿
゜

と
の
合
字
。
頁
は
頭
、
ヒ
は
傾
く
意
。
故
に
合
し
て
、
頭
〖
頃
刻
酒
〗

l
l笞
コ
ク
彬
湖
の
人
が
、
樹
葉
を
採
つ
て
襦
【
頃
聞
】

2
5
c
h
'
i
n
g
1
 
w
e
n
'

此
の
頃
聞
け
ば
。

の
か
た
む
く
意
を
表
は
す
。
字
解
を
見
よ
。
米
少
許
を
衰
み
‘
こ
れ
を
盆
に
置
い
て
醸
し
た
酒
。
初
【
頃
歩
]
2
6
[

ひ
と
あ
し
。
半
歩
。
娃
歩
。
顛
歩
。
〔
證
‘
祭

【
頃
熊
]

1
位
5

春
秋
、
魯
の
宣
公
の
母
。
左
氏
は
敬
楓
め
飲
む
や
淡
泊
無
味
な
る
も
、
少
頃
に
し
て
酪
酌
す
る
義
〕
故
君
子
頃
歩
而
弗
"
敢
忘
＞
孝
也
。
〔
注
〕
頃
‘
常
レ
為
レ

に
作
る
。
〔
公
羊
、
宣
、
八
〕
頃
熊
者
何
‘
宜
公
之
母
也
。
と
い
ふ
。
〔
狐
騰
績
編
〕
彬
湖
人
‘
採
―
一
樹
葉
五
容
襦
米
少
娃
‘
臀
之
誤
也
。
〔
繹
文
〕
頃
‘
讀
為
レ
娃
‘
一
攀
レ
足
為
レ

【
頃
閲
】
2

c
h
'
i
n
g
'
y
i
.
i
e
h
4

こ
の
頃
閲
覧
し
た
。
旗
ち
許
五
吐
1一
之
盆
↓
頃
刻
成
レ
酒
、
初
飲
淡
泊
無
品
味
‘
少
頃
‘
娃
‘
再
學
レ
足
為
レ
歩
。
〔
孫
希
旦
集
解
〕
字
亦
作
レ
顛
゜

に

見

る

。

只

今

云

云

を

閲

覧

す

。

酪

酌

而

蹄

‘

謂

,

,

之

頃

刻

酒

↓

【

頃

畝

】

27

乃

0
百
畝
の
廣
さ
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
淮
南

【
頃
間
】3
が
パ
こ
の
頃
。
〔
荘
子
、
山
木
〕
夫
子
何
為
頃
〖
頃
刻
晶
〗

1
2芯
芍
鵡
鳥
の
異
名
。
〔
消
異
録
‘
禽
‘
頃
王
安
博
〕
橿
戸
千
里
、
流
血
頃
畝
。

O
土
地
の
面
積
。
又
‘

間

甚

不

庭

乎

゜

刻

晶

〕

後

周

武

帝

、

置

―

官

子

濾

川

玉

竺

毒

葵

1

為
レ
酒
‘
土
地
の
面
積
を
計
る
こ
と
。
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
九
州

【
頃
久
]
4

訂
僅
か
な
時
間
と
長
い
時
間
。
少
時
と
多
年
以
供
進
‘
而
所
レ
用
材
品
不
こ
‘
云
云
‘
呼
レ
嬬
為
二
不
レ
可
11
頃
畝
一
也
、
八
極
不
レ
可
↓
―
道
里
一
也
。
〔
後
漢
書
‘

時
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
不
下
為
t

―

頃

久

一

推

移

い

〔

疏

〕

頃

、

少

時

彿

鳥

・

頃

刻

晶

↓

光

武

紀

下

〕

詔

下

―

―

州

郡

云

竺

殷

墾

田

頃

畝

及

戸

口

年

也

、

久

、

多

時

也

。

【

頃

歳

】

13

打
近
年
。
又
、
近
頃
。
〔
黄
庭
堅
、
欧
―
劉
仲
更
紀
↓
〔
後
漢
書
‘
安
帝
紀
〕
而
州
郡
隠
匿
‘
裁
言
,
,
頃
畝
↓

【
頃
匡
]

5

[

炉
籠
の
一
種
。
頃
筐
に
同
じ
。
〔
晉
書
、
紀
墨
蹟
―
〕
頃
歳
、
蒙
レ
恩
入
孟
既
書
省
盆
郎
書
省
官
、
皆
天
下
【
頃
束
．
】
28

打
ち
か
ご
ろ
。
こ
の
ご
ろ
。
〔
類
緊
往
来
〕
。

瞭
傭
〕
雖
レ
良
頃
匡
於
将
衷
登
得
レ
救
餌
宗
之
危
選
‘
求
下
如
ー
仲
更
之
學
術
深
密
玉
？
蓋
鮮
゜
〔
李
滉
、
書
―
【
頃
王
]
2
9

が5

周
、
第
十
九
代
の
王
。
周
頃
王
(
2ー

3
4
4

急

↓

漁

父

歌

後

―

〕

頃

歳

、

有

―

―

密

陽

朴

浚

者

↓

1
:
6
2
6
)

を
見
よ
。

[
頃
筐
】
6

諮
ゥ
籠
の
一
種
。
上
縁
の
一
方
が
高
く
一
方
【
頃
之
]
1
4

勺
し
ば
ら
く
し
て
。
〔
資
冶
通
鑑
、
周
紀
〕
（
報
【
有
レ
頃
】
30
九
四
弓
少
時
に
し
て
。
や
が
て
。
〔
史
記
‘
張

が
低
い
か
ご
。
〔
詩
、
周
南
‘
巻
耳
〕
笈
采
巻
耳
「
不
レ
盈
―
―
玉
三
十
六
年
）
頃
之
、
昭
王
姥
。
〔
注
〕
頃
之
、
言
レ
無
―
儀
博
〕
越
人
荘
蔦
‘
仕
レ
楚
執
珪
、
有
レ
頃
而
病
。

頃

罠

〔

傭

〕

頃

筐

‘

呑

隔

‘

易

レ

盛

之

器

也

。

〔

馬

瑞

辰

毛

幾

何

時

↓

【

頃

襄

王

】

31

叩芍

g
戦
國
‘
楚
の
第
三
十
七
代
の
君
。
「
国
択
1
匹

詩
偲
箋
通
秤
〕
頃
筐
‘
蓋
即
今
箱
箕
之
類
、
後
高
而
前
【
頃
耳
】
15

勺
耳
を
傾
け
て
聞
く
。
〔
漢
書
、
王
褒
僧
〕
楚
頃
襄
王
（
6
-
1
5
1
4
1
:
 1
8
9
)
を
見
よ
。

低
‘
故
旦
頃
筐
函
烹
則
前
漫
‘
故
旦
易
レ
盈
゜
〔
集
博
〕
頃
、
不
"
箪
頃
＞
耳
而
聰
已
聰
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
箪
‘
圭
寧
極
也
‘

欲
‘
筐
‘
竹
器
也
。
〔
荀
子
‘
解
蔽
〕
頃
筐
易
レ
渦
也
。
〔
晉
頃
‘
讀
曰
レ
傾
゜

書

‘

殷

仲

堪

博

〕

行

者

頃

筐

以

顧

念

。

【

頃

時

】

16

勺
〇
こ
の
ご
ろ
。
此
の
程
。

t
)
c
h
'
i
n
g
'

【
頃
宮
】
7

芯
ゥ
殷
の
討
王
の
作
っ
た
宮
殿
。
一
頃
の
地

s
h
i
h
2

少
し
の
間
。
す
ぐ
。

に
涌
ち
る
と
い
ふ
意
。
其
の
博
大
を
い
ふ
。
漢
書
‘
揚
雄
【
頃
悉
】
17

c
h
'
i
n
g
1
 
h
s
i
'

書
翰
文
用
語
。
只
今
委
細

偶

に

傾

宮

に

作

る

。

〔

呂

覧

、

過

理

〕

作

云

麗

窒

築

承

知

仕

候

。

【

年

5
】

g

為
1

一
頃
宮
一
〔
注
〕
頃
宮
‘
築
作
石
品
烹
涵
二
頃
田
↓
【
頃
日
】
18

賃
こ
の
頃
。
ち
か
頃
。
頃
者
。

【
頃
月
]

8

t

パ
こ
の
頃
。
〔
呉
志
‘
孫
絣
傭
〕
琳
以
―
―
薄
オ
―
【
頃
者
】
19

各
こ
の
ご
ろ
。
ち
か
ご
ろ
。
頃
B
。
者
は
助

見
レ
授
1

一
大
任
一
不
レ
能
凸
匹
導
陛
下
一
頃
月
以
来
、
多
レ
字
。
〔
漢
書
、
元
帝
紀
〕
頃
者
有
司
‘
縁
二
臣
子
之
義
五
奏

所

造

立

面

竺

近

劉

承

↓

餌

郡

國

民

「

以

奉

―

―

園

陵

↓

〔

胡

姪

、

上

,
d高
充
封
事
〕
只

【
頃
刻
】
，
巧
パ
わ
づ
か
の
時
間
。
し
ば
ら
く
。
暫
時
。
〔
呉
如
田
五
只
醜
虜
陸
梁
、
偽
豫
入
寇
‘
固
嘗
敗
1

之
子
襄

志
、
諸
葛
格
博
〕
犬
印
引
其
衣
一
格
日
、
大
不
レ
欲
我
陽
盃
緊
之
子
淮
上
面
竪
之
於
渦
口
面
竪
之
於
淮
陰
一

丘
乎
‘
還
坐
‘
頃
刻
乃
復
起
‘
犬
又
街
―
―
其
衣
↓
〔
曹
松
‘
夏
【
頃
然
】
21

努
し
ば
ら
く
。
し
ば
ら
く
し
て
。
〔
新
序
、
雑

雲
詩
〕
勢
能
成
届
克
雙
頃
刻
長
柑
蒐
。
〔
欧
陽
脩
、
憎
"
蒼
事
一
一
〕
頃
然
、
一
人
又
来
告
レ
之
。

蠅

賦

〕

頃

刻

而

集

。

【

頃

聴

】

22

”
が
耳
を
傾
け
て
き
く
。
傾
聰
゜
〔
漢
書
‘
證

國
キ
ン

国□ 日
ギキギキグキ，

ゥ

i 

小
〇
う
な
じ
。
＜
ぴ
す
ぢ
。
〔
説
文
〕
項
‘

豪
頭
後
也
‘
炊
レ
頁
工
瞥
。
〔
段
注
〕
頭
後

項‘
者
、
在
―
―
頭
之
後
五
後
•
項
雙
臀
‘
故
項
棄
亦
日

1一
后

【項】
g

ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
戸
講
切
、
園

ガ
ヴ

T

一
尤

h
s
i
a
n
g
•

□
●
ほ
ほ
の
下
方
。
骸
(
9
|
2
9
4
3
3
)
・
 
膿
(
9
-
2
9

8
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頭
‘
頬
下
日
レ
頑
‘
或
作
二

肢
．
膿
↓
〇
頬
(
1
2
-
4
3
4
5
6
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

頃
、
本
作
レ
頬
。
口
こ
ど
も
。
核
(
3
-
6
9
7
7
)
に
同

じ
。
〔
五
昔
集
韻
〕
改
‘
俗
核
字
。

日
カ
イ
〔
集
韻
〕
己
亥
切
罰

戸

来

切

図

カ
イ
〔
五
昔
集
韻
〕

ロ
ガ
イ

【頌】畑
頭
の
小
さ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頌
‘
頭
小
兒
゜

エ，ウ

集
韻
〕
伊
尭
切

圏

日
口
頗
頌
は
‘
ほ
ほ
げ
た
。
〔
集
韻
〕
頌
‘
頓
頌
‘
頗

労゚ 【頌】
g

日

げ

〔

集

韻

〕

初

佳

切

瓦

昌

ャ

〔

集

韻

〕

初

加

切

圏

璽
●
昌

骨
。
●
額
(
1
2
-
4
3
4
9
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
額
‘
或

作
レ
頑
。
働
埴
(
1
2
-
4
4
4
9
2
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘
秤

草
、
中
旭
菌
‘
繹
文
〕
旭
字
、
則
西

9
作
レ
煩
。

12829 
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豪
也
‘
肉
部
曰
‘
脱
‘
項
也
‘
公
羊
傭
‘
樽
二
閲
公
之
〔
小
膜
紀
債
‘
十
九
〕
。

厘
何
云
‘
脱
‘
頸
也
‘
齊
人
語
‘
此
慮
曰
レ
項
‘
而
【
項
利
】
4

呟
秦
末
、
楚
の
人
。
項
籍
(
3
2
)

を
見
よ
。

【
項
穎
】
5

琵
明
の
人
。
憬
の
子
。
字
は
廷
獣
。
官
は
正

徳
中
‘
廣
西
寧
府
訓
導
。

日
レ
頸
者
‘
渾
言
則
不
レ
分
。
〔
秤
名
‘
繹
形
謄
〕
項
‘

【
項
燕
】
6

翌
秦
代
‘
楚
の
名
牌
。
秦
将
王
剪
に
圃
ま

硝
也
‘
堅
硝
受
レ
枕
之
慮
也
。

O
く
び
。
〔
廣
韻
〕
項
‘

頸
項
也
。
〔
六
書
故
〕
項
‘
頸
也
‘
願
下
曰
レ
項
。
〔
正
れ
、
自
殺
し
た
。
〔
前
漢
書
、
三
十
一
〕
。

字
通
〕
項
‘
合
二
頸
之
前
後
一
日
レ
項
。
〔
張
衡
‘
西
京
【
項
下
】
7

”
ゥ
費
目
。
項
目
。
又
、
項
目
中
。
條
項
中
。
種

賦
〕
脩
額
短
項
。

O
冠
の
う
し
ろ
。
〔
儀
幡
、
士
冠
類
中
。
科

H
中
。
〔
清
會
典
事
例
、
戸
部
、
漕
運
〕
其
在
"
四

税
項
下
玉
密
支
牢
＇
本
一

【
項
衡
】
8

蒻
う
な
じ
を
平
か
に
す
る
。
〔
新
書
‘
容
経
〕

證
〕
賓
右
手
執
レ
項
。
〔
張
悪
言
‘
儀
證
圏
〕
凡
冠
後

拝
以
磐
折
之
登
云
云
、
項
衡
以
下
‘
寧
速
無
レ
渥
゜

伊
項
。
R
大
き
い
。
〔
詩
、
小
雅
‘
節
南
山
〕
四
牡

項
領
。
〔
債
〕
項
、
大
也
。
〔
馬
瑞
辰
‘
毛
詩
傭
箋
通
【
項
麒
】
9

[

ゥ
明
‘
仁
和
の
人
。
字
は
文
祥
。
景
泰
の
學

秤
〕
説
文
‘
堆
、
鳥
肥
大
、
堆
堆
然
也
、
博
蓋
以
レ
項
人
。
官
は
南
京
刑
部
郎
中
。
憲
宗
の
初
、
直
―
―
―
口
を
求
め
る

貸
堆
之
段
雙
故
訓
為
レ
大
。

O
こ
と
が
ら
。
分
に
會
ひ
‘
正
學
を
務
む
‘
諫
評
を
納
る
‘
節
義
を
崇
ぴ
、

類
種
目
の
名
。
條
目
。
〔
宋
史
‘
兵
志
七
〕
願
面
心
レ
近
習
を
遠
ざ
く
、
天
喪
を
弾
む
の
五
事
を
陳
べ
た
。
〔
萬

斯
同
明
史
、
二
百
三
十
六
〕
．
〔
明
名
人
博
、
二
十
二
〕
・

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
四
十
一
―
〕
゜

募
為
一
部
領
人
一
者
、
依
二
逐
項
名
目
「
櫂
―
抵
部

領
↓

0
周
の
國
の
名
。
姓
は
姑
。
爵
は
子
。
春
秋
の
[
項
研
】

log
足
永
嘉
の
人
o

餘
挑
に
徒
居
し
だ
字

時
‘
齋
に
滅
さ
る
。
今
の
河
南
省
項
城
縣
の
東
は
彦
章
。
琥
は
抱
一
翁
゜
詞
章
、
音
律
を
善
く
し
た
が
、

北
。
〔
春
秋
‘
倍
‘
十
七
〕
夏
滅
レ
項
。
〔
杜
注
〕
項
國
‘
母
の
病
に
庸
瞥
が
槃
を
誤
つ
て
死
し
て
よ
り
、
臀
に
志

今
汝
陰
項
縣
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
圏
為
レ
し
た
。
著
に
牌
胃
後
論
・
五
運
六
氣
撰
要
が
あ
る
。

【
項
冠
】
1
1
5
四
元
、
嘉
興
の
人
。
字
は
儀
甫
。
江
浙
地
方

に
長
者
と
梢
せ
ら
る
。
世
祗
、
将
仕
郎
少
府
丞
を
授
け

氏
〕
項
氏
、
或
言
―
―
姫
姓
之
國
一
故
城
在
一
陳
州
項

城
縣
東
北
一
里
ぶ
竺
齊
所
＞
滅
、
子
孫
以
レ
國
為
レ
よ
う
と
し
た
が
固
辞
し
て
晋
山
に
隠
れ
た
。

氏
、
項
索
‘
八
歳
孔
子
師
レ
之
‘
又
漢
賜
社
劉
氏
一
【
項
奎
】
1
2
t
げ
清
の
人
。
徽
膜
の
子
。
字
は
子
漿
。
琥
は

周

賜
11
姓
辛
氏
る
望
出
1
1

遼
西
↓
R
敷
學
用
語
。
④
東
井
。
又
、
膳
東
居
士
。
諸
生
。
書
に
巧
。
書
室
を
晩
需
堂

多
項
式
を
組
立
て
る
各
箪
位
。
◎
分
敷
の
分
母
と
い
ひ
、
著
に
晩
幣
堂
詩
草
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類

徴
‘
四
百
七
十
七
〕
．
〔
清
蜜
家
詩
史
、
甲
、
下
〕
．
〔
國
朝
書

書
家
筆
録
‘
-
〕
.
〔
國
朝
書
識
‘
五
〕
。

ま
た
は
分
子
°
◎
-
―
量
の
比
に
於
け
る
各
量
。
c

級

散

を

組

立

て

る

各

敷

。

【

項

悧

】

13

袴
元
‘
臨
海
の
人
。
字
は
可
立
。
端
行
‘
學
を

畠

ゥ

ジ

。

積

み

‘

翠

経

の

大

義

に

通

じ

‘

時

の

名

儒

で

あ

っ

た

。

晦

【
項
恰
】
1

匁
明
‘
奉
化
の
人
。
字
は
友
夫
。
宣
徳
の
攀
迩
し
て
仕
へ
ず
‘
一
時
の
名
公
碩
士
、
多
く
従
涌
し
た
。

人
。
官
は
翰
林
院
検
討
。
國
子
助
教
と
な
る
こ
と
一
―
十
詩
に
巧
。
著
に
可
立
集
が
あ
る
。
〔
元
詩
記
事
、
十
七
〕
。

餘

年

。

【

項

喬

】

14

琴
明
、
永
嘉
の
人
。
字
は
遷
之
。
嘉
靖
の
進

【
項
願
】
2

匁
う
な
じ
と
あ
ご
の
し
た
。
〔
漢
書
、
東
方
士
。
官
は
廣
東
参
政
。
著
に
甑
東
文
集
が
あ
る
。
〔
萬
斯

朔
博
〕
吐
"
臀
吻
玩
竺
項
願
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
願
‘
頷
下
同
明
史
、
三
百
一
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
九
十
九
〕
．
〔
皇
明

也

。

詞

林

人

物

考

、

七

〕

．

〔

本

朝

分

省

人

物

孜

、

五

十

六

〕

。

【
項
燈
】
3

認
明
、
呉
縣
の
人
。
字
は
水
心
。
崇
禎
の
進
【
項
圏
】
15

焚
婦
人
又
は
子
供
の
頸
の
ま
は
り
に
纏
ふ

士
。
官
は
偕
事
。
李
自
成
の
難
に
之
に
執
へ
ら
れ
、
後
‘
飾
り
物
。
＜
ぴ
わ
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
回
〕
iIJレ
菖
戴
1

一
著
項

四
明
に
走
り
、
土
人
に
殺
さ
れ
た
。
〔
小
膜
紀
年
、
四
〕
．
圏
・
賓
玉
•
寄
名
鋏
・
護
身
符
等
物
→

＂ 
頁

音

〔――一書＿〕

項

【
項
縣
]
1
6

翌
縣
名
。

O
漢
‘
置
く
。
故
城
は
河
北
省
項

城
縣
の
東
北
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
汝
南
郡
‘
縣
三
十

七
‘
項
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
開
封
府
‘
陳
州
〕
項
城

縣
、
州
南
亘
一
十
里
、
古
項
子
國
‘
漢
置
1
1

項
縣
面
g
―汝

南
郡
↓

0
北
齊
、
置
く
°
故
治
は
河
南
省
淮
陽
縣
゜

【
項
鎖
】
"hsiang• 

S
U
 
0
3

罪
人
の
首
に
つ
け
る
く
さ

り
【
項
荘
】
lB

誘
秦
の
人
。
籍
の
従
弟
。
鴻
門
の
會
に
剣
舞

に
因
つ
て
油
公
を
撃
た
ん
と
し
、
項
伯
に
妨
げ
ら
れ
て

果
さ
ず
。
〔
史
記
‘
七
〕
．
〔
前
漢
書
‘
三
十
一
〕
。

【
項
紫
】
19

岱
う
な
じ
が
む
ら
さ
き
色
で
美
し
い
。
〔
論

衡
‘
語
増
〕
高
祗
之
相
、
龍
顔
隆
準
項
紫
美
賊
髯
、
身

有
玉
十
二
黒
子
↓

【
項
斯
】
20

匁
唐
、
江
東
の
人
。
一
に
台
州
の
人
と
い

ふ
。
字
は
子
遷
。
會
昌
の
進
士
。
官
は
丹
徒
尉
。
性
‘

清
奇
雅
正
。
尤
も
詩
に
巧
。
〔
唐
書
‘
一
百
八
十
〕
。

〖
説
瑣
斯
〗
2
1
り
？
ヲ
唐
の
楊
敬
之
が
項
斯
の
立
派

な
人
物
で
あ
る
こ
と
を
世
人
に
向
つ
て
説
い
た
故
事
。

先
輩
者
が
後
輩
を
引
き
立
て
る
こ
と
に
い
ふ
。
〔
唐
詩

紀
事
、
項
斯
〕
斯
‘
字
子
遷
、
江
東
人
、
始
未
レ
為
―
―
聞
人
↓

因
政
レ
巻
聾
楊
敬
之
一
楊
苦
愛
レ
之
、
贈
レ
詩
―
本
、
幾
度

見
レ
詩
詩
益
好
、
及
レ
観
,
,
標
格
五
翌
於
詩
二
半
生
不
"
'
解

蔵
入
善
「
到
慮
逢
レ
人
設
項
斯
一
未
レ
幾
詩
逹
1

一
長
安
↓

明
年
擢
一
上
第
↓

【
項
城
】
22

砕
ゥ
〇
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
河
南
省
沈
丘
縣
の

西
。
洪
河
の
北
岸
。
衰
世
凱
の
郷
里
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

河
南
、
開
封
府
‘
陳
州
〕
項
城
縣
、
州
南
百
二
十
里
、
古
項

子
國
、
漢
置
,
,
項
縣
⇒
匹
汝
南
郡
三
竺
ム
‘
隋
始
改
為
1

一項

城
縣
云
四
陳
州
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
河
南
‘
陳
州
府
‘

縣
七
、
項
城
。

O
民
國
‘
哀
世
凱
(
1
0

1
 3
4
1
5
2
 :
 2
2
4
)

の

琥。
〖
項
城
阜
〗2
3
7
0
ウ
ジ
ヤ
ウ
地
名
。
山
東
省
撲
縣
の
南
。
項
梁

嘗
て
兵
を
此
慮
に
屯
す
と
傭
ふ
。

【
項
沫
】
＂
吟
唐
の
人
。
文
宗
の
時
の
慮
士
。
水
墨
書
一
を

善
く
し
た
。
〔
元
英
先
生
集
〕
。

【
項
充
】
26

な
炉
宋
、
龍
泉
の
人
。
字
は
徳
英
。
幼
時
‘
兄

洵
美
の
甚
だ
至
れ
る
訓
督
に
よ
っ
て
學
ぴ
、
途
に
胡
鐙

と
春
秋
學
に
名
瞥
を
馳
す
。
父
母
歿
し
、
兄
弟
、
産
を

析
つ
に
常
り
、
悉
く
兄
に
遜
つ
て
、
教
育
の
恩
を
報
ず
。

〔
尚
友
録
‘
十
四
〕
。

【
項
縮
】
2
7
/
デ
く
ぴ
が
ち
ぢ
ま
る
。
羞
ぢ
る
さ
ま
。
〔
張

養
浩
‘
贈
―
―
劉
仲
憲
1

詩
〕
我
聞
1

一
其
語
五
n
雨
如
‘
始
也

解
レ
願
終
項
縮
。

【
項
松
】
28
れ
5

ゥ
清
の
人
。
椋
の
子
。
字
は
林
士
。
聾
に

巧
。
人
に
小
米
と
梢
せ
ら
る
。
〔
國
朝
叢
識
‘
七
〕
。

【
項
誦
】
29

岱
後
漢
‘
豫
章
の
人
。
字
は
叔
和
。
順
帝
の

時
‘
郡
の
主
簿
と
な
る
。
太
守
が
隔
縣
よ
り
課
告
さ
れ

た
冤
を
雪
ぐ
。

【
項
箕
】
30

匁
清
、
秀
水
の
人
。
字
は
不
損
。
明
の
諸
生
。

清
に
入
り
、
景
陵
知
縣
を
授
け
ら
る
。
著
に
無
事
編
が

あ
る
。
〔
四
南
提
要
‘
一
百
三
十
三
〕
。

【
項
生
]
3
1

袴
漢
‘
梁
の
人
。
田
何
に
易
を
學
ぶ
。
〔
前
漢

書
‘
八
十
八
〕
。

【
項
籍
】
32

翌
秦
、
下
相
の
人
。
字
は
利
。
目
、
重
瞳
子
。

カ
‘
能
＜
鼎
を
狂
ぐ
。
嘗
て
叔
父
梁
と
呉
中
に
難
を
避

け
‘
始
皇
帝
の
會
稽
に
遊
ぶ
に
會
ひ
‘
浙
江
を
渡
り
‘

梁
と
之
を
観
て
‘
取
っ
て
代
る
べ
し
と
い
ふ
。
二
世
の

初
‘
陳
渉
等
兵
を
起
す
や
‘
梁
と
兵
を
呉
中
に
起
し
、
梁

敗
死
す
る
に
及
ぴ
‘
其
の
軍
を
領
し
、
秦
軍
と
九
戦
し
、

皆
之
を
破
り
、
諸
侯
の
軍
を
率
ゐ
て
闘
に
入
り
、
秦
王

子
嬰
を
殺
し
、
咸
陽
を
焚
き
、
自
立
し
て
西
楚
の
覇
王

と
な
る
。
漢
の
高
祗
と
天
下
を
争
ひ
‘
遂
に
漢
軍
及
ぴ

諸
侯
の
軍
に
埃
下
に
園
ま
れ
、
夜
、
漢
軍
の
四
面
皆
楚

歌
す
る
を
聞
ぎ
‘
園
を
潰
し
て
出
で
、
烏
江
に
至
り
、
自

例
し
て
死
す
。
〔
史
記
‘
七
〕
・
〔
前
漢
書
、
三
十
一
〕
。

【
項
慄
】
33

冷
明
、
奉
化
の
人
。
字
は
思
誠
。
景
泰
の
進

士
。
官
は
湖
廣
道
御
史
。
四
川
を
巡
按
し
、
蟄
民
の
乱
を

平
げ
、
芳
を
以
て
卒
し
た
。
〔
蘭
壼
法
璧
録
‘
九
〕
．
〔
本
朝

分
省
人
物
孜
‘
四
十
八
〕
。

【
項
粽
】
門
砂
清
、
徽
州
の
人
。
嘉
定
に
流
寓
す
。
字
は

紀
雲
。
驚
に
巧
。
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
-
―
〕
・
〔
國
朝
書
一

識‘――-〕。

【
項
宅
】
35

”
ゥ
漢
の
人
。
高
祖
‘
魏
王
を
撃
ち
し
時
‘
魏

の
将
と
な
っ
て
戦
ふ
。
後
、
漢
に
降
り
‘
姓
劉
氏
を
賜

ひ
、
平
皐
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
漢
書
、
三
十
九
〕
。

【
項
託
】
36

”
パ
古
の
神
童
。
七
オ
に
し
て
孔
子
の
師
と

な
っ
た
と
い
ふ
人
。
項
棄
に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、
脩
務
訓
〕

夫
項
託
七
歳
為
―
―
孔
子
師
「
孔
子
有
1

↓一以聴
1

一
其
言
一
也
。

〔
論
衡
‘
賓
知
〕
夫
項
託
年
七
歳
教
―
―
孔
子
云
案
七
歳
未
レ

人
―
―
小
學
↓
而
教
1

一
孔
子
ぶ
出
日
知
也
‘
孔
子
曰
、
生
而
知
レ

ニ
―
二
四

12830 



(43343・ ・37)-(43343・ ・74) 

頁

部

〔
三
蓋
〕

項

之
上
也
‘
云
云
‘
若
1

一
項
託
之
類
一
也
。

【
項
棄
】

37g
春
秋
時
代
の
人
。
生
れ
て
七
歳
、
孔
子
の

師
と
な
る
。
項
託
。
〔
新
序
、
雑
事
五
〕
．
〔
顔
氏
家
訓
‘
蹄

心〕。

〖
項
棄
七
歳
而
為
1一
孔
子
師1
〗3
8ヵ
”
”
芹
打
乞
項

棄
は
年
僅
に
七
歳
で
、
孔
子
の
師
と
な
っ
た
と
い
ふ
。

〔
戦
國
‘
秦
策
〕
文
信
侯
因
請
―
―
張
唐
知
ザ
燕
‘
云
云
‘
張

唐
辞
‘
云
云
‘
文
信
侯
去
不
レ
快
‘
云
云
‘
甘
羅
日
‘
臣
請

行
レ
之
‘
文
信
侯
叱
曰
‘
去
‘
我
自
行
レ
之
而
不
レ
肯
‘
汝
安

能
行
レ
之
也
‘
甘
羅
曰
‘
夫
項
棄
生
七
歳
而
為
1

一
孔
子
師
一

今
臣
生
十
乞
一
歳
於
i

終
芙
‘
君
其
試
レ
臣
。
〔
史
記
‘
甘
茂

博
〕
夫
項
棄
生
七
歳
‘
為
―
―
孔
子
師
コ
]
止
〕
索
隠
日
‘
豪
‘

昔
託
、
尊
―
―
其
道
徳
盆
屯
ぞ
項
棄
↓
〔
新
序
、
雑
事
五
〕
項

棄
七
歳
為
如
手
八
師
一

【
項
忠
】
39

認
’
明
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
蓋
臣
。
盆
は
襄

毅
。
正
統
の
進
士
。
官
は
成
化
中
、
都
察
院
事
。
固
原

の
土
番
涌
俊
の
反
を
討
ち
、
大
小
三
百
載
。
親
ら
矢
石

を
犯
し
て
、
俊
を
檎
に
す
。
後
、
兵
部
尚
書
。
憫
儘
に
し

て
大
略
あ
り
、
戎
務
に
練
逹
し
、
強
直
に
し
て
阿
附
せ

ず
、
政
事
に
敏
な
り
と
稽
せ
ら
れ
た
。
〔
明
史
、
一
百
七

十
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
二
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
、
一

百
六
十
一
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
‘
七
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘

三
十
八
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
ニ
・
六
•
十
六
・
三
十
・
三

十
三
・
―
二
十
四
・
一
二
十
八
・
四
十
四
・
四
十
六
〕
．
〔
明
名
臣

言
行
鋒
‘
三
十
一
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
・
〔
皇
明
人
物

考
‘
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
四
十
七
・
五
十
六
・
七
十
二
・

二
日
十
一
·
一
百
十
ニ
・
ニ
白
十
六
•
一
百
二
十
七
〕
．

〔
明
名
人
博
‘
―
-
+
―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十

四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
―
-
+
〕
.
〔
明
史
極
‘
五
十
一
〕
．
〔
皇
朝
名

臣
言
行
録
‘
三
〕
．
〔
明
書
‘
一
百
〕
。

【
項
枕
】
40

焚
う
な
じ
に
ま
く
ら
す
る
。
〔
蜀
志
‘
簡
薙

傭
〕
性
簡
傲
鉄
宕
、
在
1

一
先
主
坐
席
云
個
箕
据
傾
椅
、
威
儀

否
粛
自
縦
‘
適
諸
葛
亮
已
下
、
則
獨
檀
―
―
こ
雙
項
枕
臥

語
、
無
レ
酋
為
阻
↓

【
項
纏
】
41

焚
漢
の
人
。
項
伯
(
4
3
)

を
見
よ
。

【
項
徳
】
42

認
宋
‘
武
義
の
人
。
郡
の
禁
卒
と
な
り
‘
宣

和
中
‘
盗
賊
を
討
ち
、
大
小
百
餘
戦
。
勇
戦
し
て
賊
を

恐
れ
し
め
‘
項
縞
子
と
梢
せ
ら
る
。
後
、
賊
の
鋭
を
悉

し
て
来
る
に
遇
ひ
‘
載
死
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
五
十
一
―
-
〕
。

【
項
伯
】
43

霧
漢
‘
下
相
の
人
。
籍
の
季
父
。
名
は
纏
。
伯

は
字
。
鴻
門
の
會
に
苑
増
が
籍
に
説
い
て
油
公
を
撃
た
百
五
十
〕
．
〔
南
宋
書
‘
四
十
二
〕
・
〔
慶
―
冗
窯
禁
〕
・
〔
宋
元

し
め
ん
と
す
る
や
、
夜
馳
せ
て
張
良
に
告
げ
‘
項
荘
が
學
案
‘
四
十
九
〕
。

剣
舞
に
托
し
て
浦
公
を
刺
さ
う
と
す
る
や
、
共
に
舞
ひ
、
【
項
惟
貞
】
芍
”

r
清
、
秀
水
の
人
。
字
は
端
伯
。
朱
葬
尊

身
を
以
て
浦
公
を
蔽
つ
た
。
後
、
射
陽
侯
に
封
ぜ
ら
れ
、
の
門
人
。
著
に
燕
憂
筆
録
が
あ
る
。
〔
四
康
提
要
‘
七
十

姓
‘
劉
氏
を
賜
は
る
。
〔
史
記
、
七
〕
・
〔
前
漢
書
、
三
十
一
〕
。
七
〕
。

【
項
浦
】
4
4
[
ゥ
地
名
。
浙
江
省
呉
興
縣
。
一
名
‘
掩
浦
。
【
項
鶴
子
]
5
6

”
ゲ
宋
‘
項
徳
(
4
2
)

の
綽
琥
。
宣
和
中
、
盗

〔
明
一
統
志
〕
秦
始
皇
東
遊
1

一
會
稽
面
項
梁
興
レ
籍
私
往
観
レ
賊
を
討
ち
、
大
小
百
餘
戦
。
勇
戦
し
て
賊
を
恐
れ
し
め

之
‘
籍
曰
‘
彼
可
,
,
取
而
代
一
也
‘
梁
掩
―
其
口
五
温
竺
妄
た
の
で
か
く
い
は
る
。
〔
宋
史
‘
忠
義
八
‘
項
徳
博
〕
徳
‘
婆

言
一
族
芙
‘
因
以
名
1

一

其

浦

↓

州

武

義

人

、

郡

之

禁

卒

也

、

宣

和

間

、

盗

狙

一

耕

源

↓

明

年

【
項
穆
】
45

翌
明
の
人
。
項
徳
純
(
7
9
)

を
見
よ
C

陥
レ
姿
而
邑
隧
没
‘
徳
率
―
―
敗
亡
百
人
一
破
レ
賊
‘
因
撮
一
石
Bl

【
項
目
】
46

悶

小

さ

い

箇

條

。

こ

わ

け

。

之

城

陸

祠

ご

日

,

,

―一月
1

迄
1
1

五
月
二
束
抗
―
―
江
察
一
西
拒
―
―

【
項
容
】
47

認
唐
‘
天
台
の
人
。
虞
士
。
王
獣
に
師
事
し
‘
蔓
奉
二
北
拝
1

一
王
國
了
大
小
百
餘
戦
‘
出
則
居
1

ー
選
鋒
之

善
く
山
木
松
石
を
書
―
き
‘
挺
特
峻
絶
‘
つ
ぶ
さ
に
其
の
能
先
T
入
則
殿
後
、
前
後
伴
馘
不
レ
可
1

一
勝
計
こ
賊
目
為
,
,
項

を

虚

し

た

。

〔

圃

綸

賓

鑑

〕

。

銚

子

一

[
項
梁
】
48

翌
秦
の
人
。
燕
の
子
。
嘗
て
人
を
殺
し
、
従
【
項
可
教
]
5
7
%、
ウ
明
の
人
。
可
試
の
弟
。
字
は
幼
思
。
羅

子
籍
（
項
利
）
と
仇
を
呉
中
に
避
け
た
。
陳
渉
が
兵
を
起
汝
芳
に
従
學
し
た
。
官
は
龍
泉
訓
導
。
著
に
蘭
沙
集
が

す
や
‘
之
に
應
じ
‘
秦
軍
と
戦
ひ
‘
章
那
に
破
ら
れ
て
死
あ
る
。

ん
だ
。
〔
史
記
‘
七
〕
．
〔
前
漢
書
‘
三
十
一
〕
。
【
項
可
試
】
58

焚
明
‘
奉
化
の
人
。
字
は
幼
志
゜
羅
汝
芳

[
項
領
】
4
9
g
炉

0
大
き
な
く
ぴ
す
ぢ
。
項
は
大
。
〔
詩
‘
に
従
學
し
た
。
著
に
學
易
緒
言
・
史
函
・
子
函
が
あ
る
。

小
雅
‘
節
南
山
〕
駕
,
,
彼
四
牡
面
5

牡
項
領
。
〔
傭
〕
項
、
大
[
項
嘉
誤
]
5
9

砕
明
、
嘉
興
の
人
o

字
は
君
馬
o

詩
甍
に

也
。
〔
後
漢
書
‘
宦
者
、
呂
強
傭
〕
墾
邪
項
領
‘
膏
レ
唇
拭
レ
巧
。
官
は
前
遼
守
備
。
南
都
破
る
る
や
、
著
す
所
の
詩
文

舌
゜
〔
陸
機
‘
贈
一
＝
喝
文
罷
遷
―
―
斥
丘
令
一
詩
〕
之
子
既
命
、
を
懐
に
し
、
二
子
及
ぴ
妾
と
天
星
湖
に
投
じ
て
死
す
。

四
牡
項
領
。
●
＜
ぴ
。
う
な
じ
。
頸
゜
〔
抱
朴
子
外
篇
‘
清
〔
明
人
小
博
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
三
〕
・
〔
小
膜
紀
年
‘

黎
〕
眼
能
察
―
―
天
衛
盃
皿
不
レ
能
レ
周
―
―
項
領
之
間
云
〇
要
害
＋
〕
・
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
+
―
-
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘

の
地
の
喩
゜
〔
魏
志
‘
陳
泰
傭
〕
乗
レ
高
隙
レ
勢
‘
臨
,
,
其
項
六
〕
．
〔
小
脹
紀
傭
‘
四
十
七
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
二
十
〕
。

領
一
不
レ
戦
必
走
。
〔
魏
志
‘
蘇
側
傭
‘
庄
〕
西
平
麹
演
等
【
項
泉
誤
]
6
0

競
r

明
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
麻
心
功
゜
琥
は
酉

贋
造
邪
謀
五
蘇
）
側
尋
RlJ
出
レ
軍
‘
臨
真
項
領
↓
山
居
士
。
書
室
を
學
易
堂
と
い
ひ
、
著
に
學
易
堂
筆
記

〖
項
領
之
功
〗5
0誘
リ
せ
？
第
一
の
て
が
ら
。
項
領
の
〇
が
あ
る
。

の
輯
義
。
〔
南
史
‘
孝
義
上
、
築
預
博
〕
沈
昇
之
亦
説
レ
之
【
項
玉
筍
】
61

”37
ク
ジ
9

う
清
の
人
。
聖
膜
の
従
子
。
字
は
知

日
‘
昇
之
輿
レ
君
‘
倶
有
,
,
項
領
之
功
↓
父
。
又
‘
媚
雲
。
官
は
覚
陵
縣
知
。
書
に
巧
。
著
に
檎
李
往

【
項
烈
】
51

濡
遼
‘
籠
幹
(
9ー

3
2
0
1
2
:
 5
4
)

の
小
字
。
哲
績
編
が
あ
る
。
〔
國
朝
霊
識
‘
五
〕
。

【
項
練
】
52

h
s
i
a
n
g
4
 lien• 

婦
人
の
頸
に
つ
け
る
く
【
項
漿
襄
]
6
2

袴
兌
ウ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
法
浮
゜
琥

は
眉
山
。
順
治
の
進
士
。
官
は
兵
部
右
侍
郎
。
〔
圃
朝

さ
り

【
項
王
】
53

認

項

籍

(
3
2
)

を
い
ふ
。
〔
呉
偉
業
‘
虞
分
詩
〕
者
猷
類
徴
‘
四
十
九
〕
・
〔
碑
傭
集
‘
十
八
〕
・
〔
國
朝
詩
人

博
得
美
人
心
肯
レ
死
‘
項
王
此
虞
是
英
雄
。
徴
略
一
一
編
‘
三
〕
。

【
項
安
世
】54焚
セ
イ
宋
‘
括
蒼
の
人
。
字
は
平
父
。
淳i
i
E
~
【
項
元
淳
】6
3
焚
カ
ウ
明
の
人
。
忠
曾
の
孫
。
字
は
子
南
。

の
進
士
。
官
は
秘
書
省
正
字
。
寧
宗
即
位
の
時
‘
朱
懸
の
父
の
遺
産
を
守
り
‘
凶
歳
に
賑
救
し
、
全
活
す
る
も
の

召
さ
れ
て
祠
に
輿
る
を
諫
止
。
劾
せ
ら
れ
て
去
る
。
後
、
無
散
。
郡
守
が
其
の
事
を
上
奏
し
よ
う
と
し
た
が
固
辟

戸
部
員
外
郎
・
湖
廣
穂
領
に
至
る
。
著
に
易
玩
辟
•
項
氏
し
た
。

家
訓
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
一
三
日
九
十
七
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
-
【
項
元
湛
】
64

焚
キ

明
の
人
。
中
心
曾
の
孫
。
字
は
子
瞭
゜
琥

二
三
五

は
少
嶽
。
南
太
學
生
。
官
は
上
林
録
事
。
書
に
於
て
窺

は
ぬ
所
無
く
‘
詩
古
文
酔
に
巧
。
小
楷
は
穀
整
‘
尤
も

草
書
を
善
く
し
た
。
書
室
を
欧
山
響
齋
と
い
ふ
。
著
に

少
嶽
山
人
集
が
あ
る
。
（
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
四

十
八
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
己
‘
十
九
〕
。

【
項
元
沐
】
6
5
t
バ
ペ
ン
明
の
人
。
篤
壽
の
弟
。
字
は
子
京
。

琥
は
票
林
山
人
・
退
密
齋
主
人
・
古
樵
李
狂
儒
・
香
穀
居

士
・
櫻
寧
脊
。
鵞
に
巧
゜
其
の
蔵
す
る
所
の
法
書
名
書
は

一
時
の
盛
を
極
め
‘
皆
、
天
籟
閣
項
墨
林
の
印
を
識
し
‘

天
籟
閣
帖
を
刊
行
。
萬
暦
中
‘
卒
す
。
清
兵
、
嘉
禾
に
至

る
や
、
項
氏
累
歳
の
蔵
、
盪
く
千
夫
長
汗
六
水
に
掠
め

ら
る
。
書
室
を
天
籟
閣
•
赤
松
軒
•
世
清
美
堂
と
い
ふ
。

〔
明
聾
録
‘
四
〕
。

【
項
公
悦
]
6
6

誘
ェ
，
宋
‘
永
嘉
の
人
。
字
は
無
欲
。
無
為

軍
司
理
と
な
り
、
寝
食
を
忘
れ
て
蹴
閲
し
、
獄
含
は
為

に
空
し
く
な
っ
た
。
侯
官
縣
に
知
と
な
り
、
雨
を
禰
り
、

脹
疾
を
病
ん
で
卒
し
た
。
〔
尚
友
録
‘
十
四
〕
。

[
項
鴻
詐
】
67

拉
炉
清
‘
錢
塘
の
人
。
原
名
は
継
章
。
字
は

蓮
生
。
道
光
の
學
人
。
填
詞
を
善
く
し
‘
尤
も
小
令
に

巧
。
書
室
を
憶
雲
棲
と
い
ひ
、
著
に
憶
雲
棲
詞
甲
乙
丙

稿
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
碑
博
集
補
、
四

十
九
〕
。

【
項
志
寧
】

68gィ
明
‘
常
熟
の
人
。
字
は
清
伯
。
私
溢
は

文
烈
。
文
章
を
善
く
し
、
明
経
を
以
て
薦
め
ら
る
。
崇
禎

甲
申
の
嬰
後
、
村
居
し
‘
門
を
閉
ぢ
て
卒
し
た
。
〔
小
膜

紀
年
‘
十
〕
・
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
+
〕
・

〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
鋒
‘
十
〕
．
〔
南
都
死
難
紀
略
〕
．
〔
小
膜

紀
博
‘
四
十
九
〕
。

【
項
思
教
】
竺
炉
明
‘
臨
海
の
人
。
字
は
敬
放
。
嘉
靖
の

進
士
。
官
は
湖
廣
参
政
。
後
‘
廣
西
按
察
使
に
至
る
。
〔
明

詩
紀
事
、
己
、
十
四
下
〕
。

【
項
嗣
宗
】
70

烙
ゥ
明
の
人
。
項
世
賢
(
7
4
)

を
見
よ
。

【
項
守
謁
】
71

翌
ィ
明
‘
奉
化
の
人
。
字
は
伯
進
。
嘉
靖

の
進
士
。
官
は
南
京
刑
部
郎
中
。
後
‘
山
西
按
察
使
副
使

に
至
る
。

【
項
如
泉
】
n
鈴
カ
ウ
明
‘
寧
國
太
平
の
人
。
字
は
孟
凱
゜

崇
禎
の
學
人
。
官
は
刑
部
主
事
。

【
項
承
恩
】
73

袴
ウ
ォ
’
明
‘
新
安
の
人
。
字
は
寵
叔
。
諸

生
。
浙
江
の
西
湖
に
隠
居
し
た
。
聾
に
巧
゜

[
項
世
賢
】
74

翌
ケ
ン
明
‘
架
平
の
人
。
名
は
嗣
宗
。
字
を

12831 
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以

て

行

は

る

。

臀

術

に

精

し

。

耕

讀

亭

と

い

ひ

、

著

に

耕

讀

亭

集

が

あ

る

。

【
項
聖
誤
】
75

誇
ポ
清
の
人
。
元
沐
の
孫
。
字
は
孔
彰
（
孔
【
項
文
躍
】
85

焚
f

ゥ
明
‘
淳
安
の
人
。
字
は
應
昌
。
宣
徳

章
・
孔
障
）
。
琥
は
易
奄
。
又
‘
骨
山
樵
・
煙
雨
棲
邊
釣
鼈
の
進
士
。
官
は
正
統
中
‘
吏
部
侍
郎
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
-
―

客
・
松
濤
散
仙
・
存
存
居
士
・
蓮
塘
居
士
・
大
酉
山
人
。
鵞
十
六
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
十
八
・
ニ
十
九
・
五
十
一
―
〕
。

に
巧
。
書
室
を
朗
雲
堂
（
朗
山
堂
）
と
い
ひ
、
著
に
朗
雲
【
項
夢
原
】
86

戸
明
‘
秀
水
の
人
。
字
は
希
憲
。
大
暦

[
1

只↓
1345

堂
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
五
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
八
十
一
の
進
士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
著
に
宋
史
偶
識
が
あ
る

髪
を
去
る
刑
。
発
(
1
2
-
4
5
3
6
1
)

に
同
じ
。
〔
集

下
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
辛
‘
二
十
七
〕
・
〔
明
憲
鋒
‘
四
〕
．
〔
清
【
項
猛
奴
]
8
7

丸
炉
陳
、
周
文
育
(
2
-
3
4
4
1
:
 8
4
0
)
の一

韻
〕
発
‘
去
レ
髪
刑
‘
或
作
レ
順
。

史
稿
‘
五
百
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
―
-
+
＝
-
―
〕
・
姓
名
。

〔
清
藍
家
詩
史
‘
甲
、
上
〕
・
〔
清
代
學
者
象
博
‘
一
〕
・
〔
國
【
項
名
逹
】

88gタ
ソ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
梅
侶
。
琥
は

朝

書

蜜

家

筆

録

‘

-

〕

。

下

學

齋

。

道

光

の

進

士

。

官

は

國

子

監

學

正

。

襟

懐

沖

【
詰
祖
]
〗
[
ゥ
〔
五
年
日
集
韻
〕
渠
公
切
園

【
項
大
徳
】
76

”
”
ト
ク
清
‘
漢
陽
の
人
。
字
は
立
上
。
股
を
淮
°
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
乞
蹄
し
、
紫
陽
書
院
に
主
講

判
い
て
母
を
療
養
し
‘
愈
え
ず
‘
哀
毀
し
て
卒
す
。
著
に
と
な
る
。
詩
詞
に
巧
。
晩
年
、
白
業
に
耽
る
。
其
の
没
す

梯
宵
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
八
十
五
〕
。
る
や
‘
豫
め
日
時
を
知
り
‘
沐
浴
し
て
衣
冠
を
具
し
て

【
項
仲
山
】
77

”
[
、
ウ
ザ
ノ
漢
、
安
陵
の
人
。
清
節
を
以
て
著
逝
去
し
た
。
著
述
多
く
散
侠
し
、
下
學
齋
算
術
の
み
が
か
ほ
。
お
も
て
。
〔
五
昔
集
韻
〕
頓
‘
面
上
也
。

る
。
馬
に
渭
水
に
水
飼
ふ
毎
に
一
二
錢
づ
つ
を
投
じ
た
。
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
五
百
十
二
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
七
十
三
〕
．

〔

尚

友

録

‘

十

四

〕

。

〔

碑

博

集

補

‘

四

十

二

〕

。

【
項
博
森
】
78

翌
リ
／
清
‘
端
安
の
人
。
字
は
叔
雨
。
琥
は
【
項
蘭
貞
】
89

”
ク
ア
イ
明
‘
秀
水
の
人
。
字
は
孟
碗
。
黄
卯

窟】如

几
山
。
道
光
の
攀
人
。
経
史
に
博
通
し
、
天
官
・
歴
算
・
陰
錫
の
妻
。
詩
に
巧
。
著
に
裁
月
・
雲
露
の
二
集
が
あ
る
。

陽
・
風
角
諸
雑
家
の
説
に
労
渉
す
。
官
は
晩
年
‘
富
陽
教
〔
明
人
小
傭
‘
五
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
八
十
六
〕
．
〔
明
詞
綜
‘
十

諭
と
な
る
。
〔
績
碑
博
集
‘
八
十
二
〕
。
一
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
閏
〕

【
項
徳
純
】
19

昇
ジ
ュ
／
明
の
人
。
元
沐
の
子
。
名
は
穆
。
字
【
項
氏
家
説
】
90

”
笠
書
名
。
＋
巻
。
附
録
二
巻
。
宋
、
項

を
以
て
行
は
る
。
琥
は
貞
元
。
又
、
無
梢
子
。
官
は
中
安
世
撰
。
説
経
篇
・
説
事
篇
・
説
政
篇
・
説
學
篇
に
分
る
。

書
。
書
法
に
巧
゜
雙
美
帖
あ
り
‘
世
に
行
は
る
。
著
に
附
録
二
巻
は
‘
一
は
孝
経
説
と
為
し
、
一
は
中
庸
臆
説

書
法
雅
言
・
元
貞
子
詩
草
が
あ
る
。
と
為
す
。
此
の
外
、
詩
篇
次
一
巻
・
丘
乗
園
一
巻
が
有
つ

【
項
徳
新
】
80

双
＂
／
ノ
明
の
人
。
徳
純
の
弟
。
字
は
復
初
。
た
が
、
今
、
侠
す
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
儒
家
類
〕
。

鵞

に

巧

。

【

項

背

相

望

]
9
1
g
公
ム
往
来
の
頻
繁
な
形
容
。
前
後

【
項
徳
明
】
81

”
”
メ
イ
明
の
人
。
徳
新
の
弟
。
琥
は
鑑
憂
。
相
顧
。
〔
後
漢
書
、
左
雄
傭
〕
監
司
項
背
相
望
、
典
同
―
―
疾

族
兄
、
旅
に
卒
し
、
子
幼
し
。
徳
明
、
藪
千
里
に
走
り
‘
概
荻
↓
〔
注
〕
項
背
相
望
‘
謂
1

一
前
後
相
顧
一
也
。

を
扶
け
て
欝
り
、
其
の
家
を
経
紀
す
。
董
其
昌
嘗
て
言

ふ
、
元
沐
の
六
子
、
或
は
其
の
書
法
を
得
、
或
は
其
の
綸

事
を
得
、
或
は
其
の
博
物
を
得
‘
而
し
て
季
獨
り
其
の

【
[

[

5戸
明
の
人
。
元
湛
の
弟
。
字
は
子
長
。
【
碩
】
叩

琥
は
少
埃
主
人
・
城
南
耕
隠
・
蘭
石
主
人
。
嘉
靖
の
進

士
。
官
は
兵
部
郎
中
。
書
室
を
萬
巻
棲
と
い
ふ
。
著
に
小

司
馬
奏
草
・
今
猷
備
遺
・
全
史
論
賛
が
あ
る
。
〔
國
朝
獣

徴
録
‘
九
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
五
〕
。

【
項
伯
蔵
】
83

匁
ザ
’
明
‘
仁
和
の
人
。
字
は
智
用
。
博
學

多
識
。
生
徒
に
教
授
し
‘
九
十
餘
で
卒
し
た
。

【
項
博
梅
】
84

”
ク
清
‘
瑞
安
の
人
。
字
は
i

名
詫
。
書
室
を

小

日

□
l

国
碩
顧
は
‘
あ
た
ま
の
ほ
ね
。
し

目そ豪
や

り

か

う

べ

。

憫
(
1
2
ー

4
5
2
8
1
)

に
通

ず
。
〔
説
文
〕
碩
‘
碩
顧
‘
首
骨
也
‘
凡
レ
頁
毛
磐
゜

〔
段
注
〕
此
五
字
、
各
本
作
1

一
顧
也
二
字
公
7
依
―
―
全

頷
預
は
‘
頭
の
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
預
‘
頷
預
‘
頭

動
兒
゜
窟】呵
ク

集
韻
〕
匈
子
切

固

ト
ク
ド
ク

日
タ
ク
ダ
ク

口l
タ
ク
チ
ぶ
｀
ク

国

〔
集
韻
〕
恥
格
切

〔
集
韻
〕
逹
各
切

〔
集
韻
〕
徒
谷
切

園薦閾

小
日
か
む
ろ
。
は
げ
あ
た
ま
。
も
と
頷

月＇策

(
1
2
~
4
3
3
6
7
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
旗
、

説
文
、
本
作
レ
領
。
〔
説
文
〕
頷
‘
禿
也
、
八
レ
頁
与
7

臀
゜
〔
玉
篇
〕
頷
、
禿
也
。
口
国
賑
(
1
2
|
 4
3
4
3
9
)

に

同
じ
。

O
頬
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
傾
、
頬
起
兒
。

〔
集
韻
〕
頷
、
頬
高
也
‘
或
炊
レ
艮
。
●
ほ
ほ
の
う
し

ろ
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
説
文
‘
頬
後
也
、
或
作
レ
頷
。

O
は

げ
あ
た
ま
。
顧
(
1
2
|
 4
3
4
8
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顧
、
無
レ
髪
也
、
通
作
レ
頷
。
圃

0
日
に
同
じ
。

0
ロ

国
の

O
に
同
じ
。 ケ

ッ
ケ
チ

日□
コ
ン

団
久
ワ
イ

コ
ッ
コ
チ

國

〔
集
韻
〕
苦
乾
切

〔
集
韻
〕
苦
本
切

〔
集
韻
〕
油
罪
切

〔
集
韻
〕
丘
謁
切

且圃配且

ゴゴ
チツ

〔
集
韻
〕
五
忽
切

同

書
通
例
一
正
‘
骨
部
日
、
憫
牒
‘
頂
也
‘
碩
顧
即
憫

牒
‘
語
之
轄
也
。

7
n
L
 

頁
立
口

〔
―
二
豊
〕

項

碩

順

頓

領

預

順

小
日
□
●
を
さ
め
る
。
す
ぢ
み
ち
に
従

g
 

Ill
豪
つ
て
を
さ
め
る
。
〔
説
文
〕
順
‘
理
也
‘

炊
―
―
頁
川
↓
〔
段
注
〕
順
者
理
也
‘
順
レ
之
所
-
―
以
理
＂

之
‘
未
レ
有
下
不
レ
順
二
民
情
一
而
能
理
者
い
云
云
‘
人

自
レ
頂
以
至
秘
伍
生
順
之
至
也
、
川
之
流
‘
順
之

至
也
‘
故
字
炊
二
頁
川
云
會
意
而
取
二
川
臀
↓
〇
し

た
が
ふ
。
④
よ
る
。
道
理
に
そ
ふ
。
〔
繹
名
‘
秤
言

語
〕
順
‘
循
也
‘
循
―
―
其
理
一
也
。
〔
易
‘
説
卦
〕
昔
者

聖
人
之
作
レ
易
也
‘
臆
和
盆
墾
性
命
之
理
↓
〔
戦

國
‘
秦
策
〕
以
墨
王
卑
ハ
レ
儀
之
雙
〔
注
〕
順
‘
従

也
。
◎
逆
は
な
い
。
〔
論
語
‘
為
政
〕
六
十
而
耳
順
。

◎
そ
ふ
。
も
の
に
よ
り
そ
ふ
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
袢
水
〕

應
彼
長
道
↓
〔
箋
〕
順
、
従
也
。
＠
な
ら
ふ
。
〔
儀

譴
大
射
儀
〕
以
レ
袂
順
1

左
右
隈
↓
〔
注
〕
順
‘
放
レ

之
也
。
⑮
な
ら
ぶ
。
つ
ら
な
る
。
あ
と
に
つ
く
。

〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
順
‘
陳
也
。
〔
俄
饒
‘
特
牲
饉
食
幡
〕

南
順
。
〔
注
〕
順
、
猶
レ
従
也
。

8
つ
い
で
る
。
〔
爾
雅
‘

秤
詰
〕
順
‘
叙
也
。
①
飩
服
す
る
。
〔
證
‘
月
令
〕
順
―

彼
遠
方
一
〔
注
〕
順
‘
猶
レ
服
。
〔
呂
覧
‘
高
義
〕
萬
園

之
順
也
。
〔
注
〕
順
‘
従
。
参
う
け
る
。
つ
ぐ
。
〔
呂

覧
‘
懐
寵
〕
上
不
レ
順
レ
天
。
〔
注
〕
順
‘
承
。
R
す
な

ほ
。
お
と
な
し
い
。
よ
く
従
ひ
事
へ
る
こ
と
。
〔
左

氏
襄
‘
三
〕
師
衆
以
レ
順
為
レ
武
。
〔
注
〕
順
‘
蓼
敢

遵
〇
や
は
ら
ぐ
。
〔
易
‘
豫
〕
豫
順
以
動
。
〔
疏
〕
聖

人
和
順
而
動
。
〔
詩
‘
鄭
風
‘
女
日
難
鳴
〕
知
―
―
子
之

順
＞
之
。
〔
箋
〕
順
‘
謂
痒
ハ
レ
己
和
順
一
〇
安
ん
ず

る
。
よ
ろ
こ
ぶ
。
〔
中
庸
〕
父
母
其
順
芙
乎
゜
〔
章

句
〕
則
父
母
其
安
―
―
梨
之
一
英
。

O
し
り
ぞ
く
。
の

が
れ
る
。
遁
(
1
1
-
3
8
9
8
2
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
順
‘
段
借
為
レ
遁
゜
〔
小
爾
雅
‘
廣
言
〕
順
‘
退

【
順
]
〗
□ 日ジシジシ
'''' ュュュュ
ンンンン

集
韻
〕
殊
閏
切
圏
辱

ヽ

戸

x
.f shuen• 

正
韻
〕
食
閏
切
醐

―
―
―
二
六

12832 
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＂ 
頁
立
口

〔
三
書
―
〕

順

二
三
七

也
。
R
か
あ
い
が
る
。
〔
孟
子
‘
賦
章
上
〕
為
＞
不
レ

5
:
3
7
)

を

見

よ

。

蒙

毅

言

‘

已

少

事

1

一
始
白
夫
順
レ
旨
蒙
一
恩
幸
↓
隷
‘
順
天
府
‘
縣
十
九
‘
順
義
。

順
於
父
母
一
〔
注
〕
順
‘
愛
也
。

0
を
し
へ
る
。
訓
【
順
易
】
4

？
ゃ
は
ら
ぎ
お
だ
や
か
。
〔
韓
愈
‘
唐
故
江
[
順
格
】
15

如
勺
渾
呉
六
奇
（
2
-
3
3
6
5
.. 
8
9
2
)

の

盆

【

順

儀

】
24
ん
ュ

/

O
惰
代
の
女
官
の
官
名
o

九
蹟
の
一
o

南
西
道
観
察
使
云
云
贈
左
散
騎
常
侍
太
原
王
公
紳
道
【
順
合
】
紺
芸
/
天
文
學
上
、
内
惑
星
が
軌
道
を
運
行
し
〔
隋
書
‘
后
妃
債
序
〕
順
儀
・
順
容
・
順
華
・
修
儀
・
修
容
・
修

碑
〕
風
雨
順
易
‘
杭
栢
盈
レ
疇
。
て
‘
地
球
と
太
賜
と
を
結
ぶ
直
線
上
に
束
り
、
太
陽
が
華
・
充
儀
・
充
容
・
充
華
‘
是
為
―
玉
は
竺
品
正
第
二
。
〔
事

(
1
0

ー
3
5
2
3
8
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
順
‘

【
順
因
】
5

豆
{
/
し
た
が
ひ
よ
る
。
〔
新
序
‘
善
謀
下
〕
順
1

そ
の
惑
星
と
地
球
と
の
間
に
あ
る
時
を
‘
そ
の
内
惑
星
物
紀
原
、
頷
御
命
婦
部
、
順
儀
〕
惰
内
官
有
―
―
順
儀
お
北
史

段
借
為
レ
訓
゜
〔
孝
経
‘
開
宗
明
義
章
〕
先
王
有
.
,
至

徳
要
道
以
順
矢
下
云
〇
正
し
い
。
蕃
い
。
〔
詩
‘
大
因
箪
子
之
欲
五
誘
而
致

1一
之
邊
→
の
順
合
と
い
ふ
。
故
に
順
合
の
時
は
‘
地
球
の
動
径
と
后
妃
傭
日
‘
隋
楊
帝
参
―
―
詳
典
故
ぶ
墾
順
儀
ぶ
〖
―
―
九
頷
→

雅
蒸
民
、
邦
國
若
否
仲
山
甫
明
レ
之
、
箋
〕
若
‘
順
【
順
竹
]
6

四
ぅ
矢
の
利
を
そ
ろ
へ
る
。
〔
儀
證
‘
郷
射
惑
星
の
動
荏
と
は
‘
平
角
即
ち
一
八

0
度
と
な
る
。

O
宋
‘
沈
倫
(
6

ー
1
7
1
8
9
:
 3
9
7
)

の
字
。

栂
〕
順
利
且
興
‘
執
社
而
左
還
〔
庄
〕
順
利
者
‘
手
放
【
順
姦
】
16shuen• 

chien'

悪
事
に
同
意
す
る
。
【
順
郷
】
25

認
'
5

時
月
に
よ
っ
て
居
る
べ
き
方
位
に
居

而
下
‘
備
レ
不
1

一
整
理
一
也
。
〔
疏
〕
言
1

一
順
利
且
興
一
者
‘
謂
T

【
順
諫
]
1
7

炉
{
/
相
手
を
怒
ら
せ
ぬ
や
う
に
穏
か
に
諫
る
こ
と
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
規
レ
天
矩
レ
地
‘
授
レ
時
順
レ

也
、
順
否
‘
猶
1

一
威
否
面
匹
善
悪
一
也
。

O
道
理
に
し

た
が
ふ
者
。
〔
王
菜
三
輔
論
〕
古
暴
攀
レ
順
。
轡
但
右
手
順
利
之
時
1

則
興
い
故
―
ぞ
且
興
也
。
め
る
こ
と
。
〔
白
虎
通
‘
諫
許
〕
順
諫
者
‘
仁
也
、
出
レ
辞
遜
郷
。
〔
注
〕
綜
日
、
郷
‘
方
也
、
言
油
炉
政
賦
レ
常
‘
随
一
時

い
と
ぐ
ち
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
順
‘
緒
也
。
藝
う
つ
く
【
順
運
】
7

s
h
u
e
n
4
 
yun'

運
勢
か
よ
い
。
幸
輻
な
運
順
‘
不
レ
逆
二
君
心
一
仁
之
性
也
。
〔
後
漢
書
‘
李
雲
傭
論
〕
月
一
而
居
申
其
方
い
月
令
日
、
孟
春
居
-
1

蒼
龍
左
入
ー
↓

し
い
目
。
光
澤
あ
る
よ
い
目
。
〔
方
言
‘
二
〕
好
目
命
。
順
境
。
證
有
五
諫
五
諷
為
レ
上
。
〔
注
〕
五
諫
‘
謂
―
―
諷
諫
•
順
諫
•
【
順
境
】

2
6
認
'
5
拭
事
都
合
よ
く
順
常
で
あ
る
地
位
。
得

謂
之
順
↓
〔
注
〕
言
―
―
流
澤
也
。
◎
謡
。
〔
史
記
正
【
順
延
】
8

芦

／

期
H
を

じ

ゅ

ん

送

り

に

の

ば

す

こ

と

。

閻

諫

・

指

諫

・

陥

諫

也

。

意

の

境

遇

。

好

運

な

場

合

。

逆

境

(
1
1
-
3
8
8
4
9
:
 1
9
)

の

【
順
縁
】
，
区
雁
順
常
な
出
来
事
に
よ
っ
て
佛
繰
を
【
順
眼
】
18shuen• 

y
e
n
'
0
見
よ
り
見
か
け
が
よ
射
。
〔
言
志
後
録
〕
人
一
生
‘
有
,
,
順
境
エ
有
―
―
逆
境
一

結
ぷ
こ
と
。
逆
緑
(
1
1
-
3
8
8
4
9
:
 1
0
)

の
0
の

汀

〔

止

ぃ

。

0
見

て

氣

に

入

る

。

め

が

ね

に

叶

ふ

。

【

順

逆

】
2
7
5だ
道
理
に
し
た
が
ふ
こ
と
と
そ
む
く
こ

義
、
溢
法
解
〕
慈
和
偏
服
日
レ
順
。

O
循
（
4
-
1
0
1
8

7
)

に

通

ず

。

〔

荘

子

、

天

下

〕

已

レ

之

大

順

。

〔

繹

文

〕

観

‘

五

上

〕

因

緑

有

徊

順

↓

【

順

氣

】

19

ピ／

0
正
し
い
氣
。
な
ご
や
か
な
氣
。
〔
輯
と
。
正
と
邪
。
逆
順
。
〔
管
子
、
四
稲
〕
循
玉
舗
徳
ぶ
空
其

順
‘
或
作
循
。

O
憧
（
4
-
1
1
0
2
4
)

に
通
ず
。
〔
荀
【
順
應
】
10

砂
外
界
の
状
況
に
應
じ
て
嬰
化
す
る
。
築
記
〕
正
臀
感
レ
人
而
順
氣
應
レ
之
。
●
順
嘗
な
氣
候
。
順
逆
↓
〔
史
記
、
天
官
書
〕
察
一
日
月
之
行
百
盆
竺
歳
星

子
‘
彊
國
‘
為
―
一
人
上
一
者
不
レ
可
レ
不
レ
順
也
‘
注
〕
よ
く
外
部
の
事
情
に
か
な
ふ
や
う
に
す
る
こ
と
。
適
〔
王
勃
、
九
成
宮
頌
〕
順
氣
骰
生
‘
巡
遊
之
大
功
也
。

O
氣
順
逆
↓
〔
後
漢
書
‘
律
暦
志
下
〕
遅
速
順
逆
‘
晨
夕
生
焉
。

順

‘

営

属

檎

゜

◎

遜

(
1
1

ー
3
9
0
3
8
)

に

通

ず

。

應

。

候

に

順

應

す

る

。

〔

後

漢

書

‘

輿

服

志

下

〕

阜

衣

墾

吏

、

春

〔

杜

甫

‘

白

水

縣

雀

少

府

十

九

翁

高

齋

三

十

韻

詩

〕

人

生

【
順
下
】
II

が
ユ
／
し
た
が
ひ
く
だ
る
。
〔
荀
子
‘
儒
炊
〕
人
服
二
胄
帳
ぶ
立
夏
乃
止
‘
助
レ
微
順
レ
氣
‘
尊
―
―
其
方

Ei。
R
半
二
哀
班
杢
天
地
有
↓
―
順
逆
↓

主
用
5

之
則
執
在
二
本
朝
而
宜
‘
不
レ
用
削
退
編
云
品
虹
氣
性
に
し
た
が
ふ
。
〔
白
虎
通
‘
聰
築
〕
架
所
下
以
順
レ
氣
【
順
許
】
28

いi
／
し
た
が
ひ
ゆ
る
す
。
〔
任
坊
‘
為
―
―
齋
明

〔
易
‘
坤
〕
履
レ
霜
堅
氷
至
、
蓋
戸
順
也
。
〔
春
秋
繁

露

‘

基

義

〕

履

レ

霜

堅

氷

‘

蓋

言

レ

遜

也

。

藝

古

‘

憤

而

慇

‘

必

為

順

下

戻

。

良

化

萬

民

面

玉

性

命

上

也

。

〇

順

調

な

氣

分

。

皇

帝

作

レ

相

譲

宜

城

郡

公

第

一

表

〕

亦

願

曲

留

降

(
4

ー
1
0
9
3
5
)
・

巡
(

4

|8684)• 

倣
(

1

|
7
0
8
)

に
【
順
行
】
12

芸／

0
じ
ゅ
ん
を
踏
ん
で
ゆ
く
。
し
た
か
つ
【
順
倍
】
20

し
ぅ
清
‘
多
爾
清
逹
爾
平
（
8

ー
5
7
5
6
:
 3
4
8
)
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順
許
↓

作

る

。

〔

集

韻

〕

順

‘

古

作

二

慎

・

巡

．

倣

↓

〇

姓

。

〔

萬

て

行

ふ

。

〔

國

語

‘

晉

語

六

〕

夫

以

―

―

果

戻

順

狂

民

不

レ

犯

の

誼

。

【

順

化

】

29

”[／

0
し
た
が
ひ
化
す
。
〔
陳
佑
‘
平
1

一
櫂
衡
―

也
。
〔
注
〕
戻
‘
帥
也
‘
以
栗
敢
帥
‘
順
レ
道
而
行
レ
之
‘
故
【
順
語
】
2
2
}
ぅ
清
‘
祁
可
法
(
8
-
2
4
6
6
4
:
 1
5
3
)

の
詮
°
賦
〕
安
則
無
レ
傾
正
以
順
化
。

0
僧
の
死
を
い
ふ
。
〔
佛

、
。
〔
書
‘
祗
統
紀
〕
是
年
順
化
。
●
縣
名
。
④
唐
‘
置
く
。
故
治
は
甘

姓
統
譜
〕
順
‘
見
―
―
姓
i

竺
明
、
順
寧
‘
大
寧
人
‘
正

民
不
レ
犯
。

O
遊
星
が
西
か
ら
東
へ
向
ふ
運
動
。
〔
後
漢
【
順
碑
[
】
23

しぅ

0
正
し
い
道
理
に
し
た
力
ふ

書
‘
天
文
志
下
〕
客
星
在
誓
忠
至
梢
順
行
、
生
レ
芭
長
五
畢
命
‘
資
富
能
訓
惟
以
永
年
‘
博
〕
以
1

一
富
資
―
而
能
順
レ
粛
省
慶
陽
縣
゜
＠
唐
‘
置
く
。
甘
粛
省
の
境
。

O
唐
‘
置

統
開
、
江
西
築
安
縣
縣
丞
゜

儡
ア
リ
。
マ
サ
。
ム
ネ
。
ユ
キ
。
ノ
プ
。
ト
ン
。
ア
尺
所
。
参
従
順
な
行
ひ
。
〔
周
糧
‘
地
官
‘
師
氏
〕
一
日
孝
義
‘
則
惟
可
―
―
―
以
長
―
―
年
命
ふ
究
〔
國
語
‘
周
語
中
〕
夫
戦
く
。
四
川
省
瑛
縣
の
地
。
◎
遼
‘
置
く
。
涌
洲
遼
寧
省
の

ャ
°
ヲ
サ
。
ヨ
リ
。
ヨ
シ
。
ナ
ホ
。
シ
タ
ガ

700

行
、
以
熊
父
母
已
曰
友
行
、
以
尊
賣
良
コ
ニ
曰
順
行
‘
嘉
レ
敵
為
レ
上
‘
守
二
臥
同
』
炉
義
為
レ
上
。
〔
注
〕
順
義
境
。
R
元
‘
置
く
。
朝
鮮
の
境
。
R
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
の

H
u
e

蘭

會

意

形

臀

。

川

と

頁

と

の

合

字

。

頁

は

人

の

か

し

以

事

二

師

長

一

順

玉

森

和

也

。

0
年
琥
゜
④
五
代
＋
國
の
一
‘
呉
（
淮
の
漢
名
。

ら
。
説
文
段
注
に
よ
れ
ば
‘
頭
よ
り
踵
に
至
る
は
順
の
〖
順
行
運
動
〗
ば
公
知

g
,
0
太
陽
か
ら
見
て
、
地
球
の
南
）
の
容
帝
（
楊
浦
）
の
年
琥
。
(
9
2
1
|
 9
2
7
)
 
＠
五
代
＋
【
順
懐
]
3
0

芸
し
〇
明
‘
侯
泰
(
1

ー
6
3
3
:
 6
1
)

の
字
。
●

至
れ
る
も
の
、
川
は
順
の
至
れ
る
も
の
と
い
ひ
‘
又
、
川
運
動
と
同
方
向
に
起
る
天
證
の
運
動
。

O
地
球
か
ら
見
國
の
一
、
南
平
（
荊
南
）
武
信
王
（
高
季
興
）
の
年
琥
。

(
9

s
h
u
e
n
4
 
huai2

、
心
に
従
ふ
°
思
ふ
や
う
に
な
る
。
順
心

を
昔
符
と
す
。
説
文
通
訓
定
臀
は
別
説
を
な
し
て
、
人
て
、
天
球
上
を
西
よ
り
東
に
向
つ
て
移
行
す
る
天
證
の

2
5
1
 92
6
)
G
I
)
縣
名
。
⑦
隋
‘
置
く
。
湖
北
省
随
縣
の
北
。

(
8
0
)

に
同
じ
。

面

の

文

理

の

順

な

る

を

原

義

と

す

と

い

ふ

。

視

運

動

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

湖

廣

‘

徳

安

府

‘

随

州

〕

順

義

城

‘

州

【

順

光

】

31

紗
窃
後
周
‘
李
暉
(
6

ー
1
4
4
5
9
:
 1
8
3
)

の
字
。

【
順
孝
】
13

年
祁
父
母
・
父
母
の
命
に
し
た
か
つ
て
孝
北
八
十
里
、
爾
齊
置
ー
北
随
安
左
郡
一
梁
改
1

北
院
郡
{
[
順
懐
】
32

巽
ち
ぶ
／
す
な
ほ
で
せ
は
し
い
。
懐
は
急
。

道
を
つ
く
す
こ
と
。
孝
順
。
〔
橙
‘
祭
統
〕
崇

1一
事
宗
廟
社
云
云
‘
隋
大
業
初
州
顎
‘
改
―
属
城
縣
涵
〖
―
順
義
縣
一
以
―
-
〔
荘
子
、
列
製
寇
〕
有
―
―
順
懐
而
逹
→
〔
疏
〕
懐
‘
急
也
、
形

[
順
愛
】
1

芸
／
和
ぎ
愛
す
る
。
又
‘
愛
す
る
。
〔
晏
子
、

稜

面

子

孫

順

孝

゜

藷

順

義

縣

五

介

入

蔦

゜

＠

明

‘

置

く

。

河

北

省

北

京

市

の

順

躁

急

而

心

逹

レ

理

也

。

問
、
下
〕
順
愛
不
レ
惰
‘
可
n

一
以
使
1

ー
百
姓
↓

【
順
安
】
2

"

｛
／
和
げ
安
ん
ず
る
。
〔
説
苑
‘
貴
徳
〕
必
敬
,
,

【
順
幸
】
14

如
竺
上
の
心
に
従
っ
て
恵
を
う
け
る
こ
と
。
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
直
隷
‘
順
天
府
‘
昌
平
州
〕
順
【
順
環
】
33

知
竺
し
た
が
ひ
め
ぐ
る
。
〔
古
微
書
、
春
秋

〔
史
記
‘
蒙
括
傭
〕
以
1

一
臣
不
＞
能
レ
得
二
先
主
之
意
盃
刑
臣
義
縣
、
州
束
南
九
十
里
‘
本
漢
狐
奴
縣
地
‘
云
云
‘
明
初
演
孔
圏
〕
仁
義
之
道
、
日
月
順
環
。

其
位
面
竺
安
萬
物
↓

[
順
庵
】
3

和
{
/
木
下
貞
幹
の
琥
。
木
下
順
奄
（
6

|

1
4
4
1

少
宦
‘
順
幸
没
レ
世
‘
可
レ
謂
レ
知
レ
意
芙
゜
〔
注
〕
索
隠
日
‘
改
臨
1

順
義
縣
云
匹
順
天
府
一
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
直
【
順
啓
】
34

認
／
六
餡
‘
武
鞘
の
篇
名
。

12833 



(43349 ・ ·35)—(43349·・69) 

【
順
卿
】
35

戸
字
舅
●
元
、
順
時
秀
(
1
6
9
)

の
字
。
●
宋
、
築
備
(
8
-
1
5
3
9
9
:
 2
3
0
 ̀

）
の
字
。
●
元
‘
趙
若
(
1
0

明
、
鄭
太
和
(
1
1
-
3
9
6
4
7
:
 4
9
5
)

の
字
0

-
3
7
1
7
1
 :
 2
1
0
)

の
字
。
●
元
‘
伯
徳
履
信
(
1
|
4
含
：
3

【
順
慶
】
36

砂
府
名
。
宋
、
置
く
。
古
の
巴
國
の
地
。
清

6
5
)

の
字
。

O
宋
、
林
豫
(
8
-
1
4
5
5
1
:
 2
3
3
)

の
字
。

O

は
四
川
省
に
闇
し
、
蓬
•
廣
安
の
二
州
及
び
南
充
•
西
明
、
周
恰

(
2
|3
4
4
1
 :
 4
)

の
字
。

O
明
、
文
従
昌
(
1
5
-
1
3

充
・
螢
山
・
儀
躙
郡
水
・
岳
池
の
六
縣
を
管
轄
す
。
〔
讀

4
5
0
:
 1
0
0
1
)

の
字
。

O
清
、
強
行
健
(
4
-
9
8
1
5
:
 2
2
4
)
 

史
方
輿
紀
要
、
四
川
〕
順
慶
府
、
馬
貢
梁
州
地
、
春
秋
時
の
字
。

袋
巴
國
地
ご
誓
喪
巴
郡
二
雨
漢
因
レ
之
、
云
云
、
宋
例
【
順
旨
】
4
8
9
名
ン
心
持
に
し
た
が
ふ
。
お
ぽ
し
め
し
に
し

日,,
果
舟
賓
慶
三
年
、
升
,
,
順
慶
府
i

元
初
日
↓
1

東
川
府
一
た
が
ふ
。
順
指
゜
〔
後
漢
書
‘
逸
民
‘
巌
光
博
〕
懐
レ
仁
輔
レ

至
元
十
五
年
復
為
―
―
順
慶
府
ご
一
十
年
升
為
レ
路
、
明
復
義
天
下
悦
、
阿
諫
順
旨
要
領
絶
。
〔
呉
志
、
王
蕃
博
〕
蕃
橙

為,,
順
慶
府
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
‘
順
慶
府
、
領
―
―
氣
高
亮
、
不
レ
能
五
t

レ
顔
順
ヮ
指
。
〔
張
華
‘
鵠
鶴
賦
〕
髪
,
,

州
二
、
縣
六
一
南
充
・
西
充
．
蓬
州
・
螢
山
・
儀
隈
・
廣
安
―
＝
品
亨
以
順
レ
旨
、
思
五
茫
翻
而
為
＂
庸
゜

州

郎

水

・

岳

池

。

【

順

志

】

49

戌
ュ
．
，
志
に
適
ふ
。
志
の
通
り
に
な
る
。
〔
書
、

【
順
教
】
37

砕
教
に
し
た
が
ふ
。
〔
管
子
‘
版
法
〕
兼
愛
説
命
下
、
惟
學
遜
レ
志
務
1

一
時
敏
―
蕨
修
乃
来
、
傭
〕
學
以

息
遺
、
是
謂
ー
再
芯
ぷ
必
先
順
レ
教
、
萬
民
郷
レ
風
。
〔
晏
順
レ
志
‘
務
―
―
是
敏
疾
二
共
徳
之
修
乃
宋
。
〔
潜
夫
論
、
務

子
‘
諫
、
上
〕
孤
不
仁
不
レ
能
レ
順
レ
教
。
本
〕
養
レ
生
順
レ
志
‘
所
,
,
以
為
＞
孝
也
。
〔
顔
延
之
‘
緒
白

【
順
見
】
38

竺
道
理
に
従
つ
て
見
る
。
〔
管
子
、
宙
合
〕
馬
賦
序
〕
服
御
順
レ
志
‘
馳
課
合
レ
度
。

目

司

氣

、

親

必

順

見

。

【

順

祀

】

50

名
/
順
序
に
し
た
が
つ
て
ま
つ
る
。
〔
左
氏
、

【
順
櫂
】
39

竺
櫂
力
に
し
た
が
ふ
。
〔
新
書
‘
過
秦
下
〕
安
定
、
八
〕
冬
十
月
、
順
-
l

祀
先
公
1

而
祁
焉
。
〔
公
羊
、
定
、
八
〕

定

者

、

貴

レ

順

レ

櫂

。

従

1

一
祀
先
公
盆
比
祀
者
何
‘
順
祀
也
。
〔
後
漢
書
、
質
帝
紀
〕

【
順
元
】
40

芦
地
名
。
元
‘
露
蟹
を
平
げ
、
順
元
路
安
昔
定
公
追
1

一
正
順
祀
玉
春
秋
善
レ
之
。

撫
司
を
置
く
。
今
貴
州
省
貴
陽
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
【
順
思
】
51

戎
ぅ
宋
‘
石
景
術
(
8
-
2
4
0
2
4
:
 9
2
3
、
)
の

貴
州
〕
貴
陽
軍
民
府
‘
萬
貢
荊
梁
二
州
南
裔
、
後
為
―
―
西
字
。

南
夷
地
三
云
云
、
元
至
元
二
十
年
置
順
元
等
路
軍
民
安
【
順
次
】
52

奴
ュ
ン
じ
ゅ
ん
。
じ
ゅ
ん
ば
ん
。
じ
ゅ
ん
じ
ゅ

撫
司
云
8
-

―
八
番
順
元
等
慮
軍
民
宣
慰
司
↓
ん
。
順
序
。
〔
人
物
志
、
七
謬
〕
或
以
1

一
直
露
―
為
―
―
虚
華
云
或

【
順
言
】41
芦
理
に
従
つ
て
言
ふ
。
〔
管
子
‘
宙
合
〕
心
似
巧
飾
〖
翌
誠
責
す
是
以
早
抜
多
レ
誤
、
不
レ
如
順
次
→

司

レ

慮

‘

慮

必

順

言

。

【

順

事

】

53

戎
ユ
ン
●
物
の
情
に
従
つ
て
事
を
立
て
行
ふ
。

【
順
鼓
】
42

宅
ン
論
衡
の
篇
名
。
〔
易
‘
升
〕
象
日
、
王
用
亨
―
―
子
岐
山
盃
順
事
也
。
〔
注
〕
順
事

【
順
口
】
43

呟
吃
●
口
に
ま
か
せ
て
。
〔
長
生
殿
‘
刺
逆
〕
者
、
順
―
―
物
之
情
盃
型
炉
功
立
な
事
‘
故
曰
二
順
事
1

也
。
●

阻
此
把
,
,
俺
名
字
一
就
順
レ
ロ
喚
,
,
倣
猪
兒
↓
●shuen• 

す
な
ほ
に
事
へ
る
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
〕
順
,
,
事
父
及
後
母

K• 

ou3

口

あ

た

り

が

よ

い

。

興

＞

弟

。

〔

漢

書

、

五

行

志

上

〕

此

聖

王

所

T

以
順
―
―
事
陰

【
順
候
】
44shuen• 

hou• 

つ
い
で
な
が
ら
伺
ふ
。
書
翰
氣
1

和
＊
紳
人
上
也
。
●
事
に
し
た
が
ふ
。
〔
左
氏
、
襄
、

の
末
尾
に
先
方
の
起
居
を
問
ひ
、
或
は
其
の
健
康
幸
輛
二
十
三
〕
仲
尼
日
、
知
之
難
也
、
有
―
―
威
武
仲
之
知
ご
叩

を
祝
縣
す
る
に
用
ひ
る
語
。
不
レ
容
―
―
於
魯
國
盆
押
有
な
由
也
、
作
不
レ
順
‘
而
施
不
レ
恕

【
順
齋
】
45

穀
ン
元
‘
蒲
道
源
(
9
-
3
1
6
1
1
:
 1
9
3
)

の
琥
。
也
夫
‘
夏
書
日
、
念
レ
荘
在
レ
荘
、
順
レ
事
恕
レ
施
也
。

【
順
山
】
46

夕
今
明
‘
桃
學
問
(
8
-
6
2
0
2
:
 1
3
9
)

の
字
。
【
順
時
]
5
4

牧
ュ
ン
と
き
の
宜
し
き
に
し
た
が
ふ
。
時
運
に

【
順
之
】
47

さ
字
琥
。
●
唐
、
辞
従
(
9
-
3
2
1
2
3
:
 7
8
)

應
ず
る
。
〔
左
氏
、
成
、
十
六
〕
徳
以
旋
レ
恵
、
刑
以
正
レ
邪
、

の
字
。
●
唐
、
庚
敬
休
(
4
-
9
3
9
8
:
 5
7
)

の
字
。

O
五
代
詳
以
事
レ
神
、
義
以
建
レ
利
‘
糧
以
順
レ
時
、
信
以
守
レ
物
。

呉
越
‘
希
覺
（
4

_

器
1
3
:
 2
3
)

の
字
。
●
宋
‘
許
升
(
1
0
_

〔
國
語
、
周
語
上
〕
古
者
大
史
順
レ
時
親
レ
土
。
〔
後
漢
書
、

3
5
2
9
8
 :
 1
2
6
)

の
字
。
●
宋
‘
張
士
遜
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
0
8

陳
揖
博
〕
行
―
―
泡
烙
之
刑
h

除,,
順
レ
時
之
法
↓
〔
晉
書
、
元

6
)

の
字
。
●
宋
‘
張
泌
(
4
-
9
8
1
2
:
 6
2
2
)

の
●
の
字
。

O

帝
紀
〕
應
レ
天
順
レ
時
‘
受
滋
明
命
↓
〔
隋
書
‘
昔
築
志
下
〕

頁

部

〔―-董〕

順

成
レ
功
駐
レ

IL、
順

レ

時

経

レ

國

。

年

改

為

―

―

永

順

場

云

尋

升

為

,

,

順
昌
縣
云
層
,
,
建
州
↓
〔
清
史

【
順
酔
】
55

恐
ン
理
に
従
ふ
こ
と
ば
。
又
、
人
の
意
に
叶
稿
‘
地
理
志
〕
縣
建
、
延
平
府
、
縣
六
‘
順
昌
。

ふ
辟
。
〔
國
語
、
楚
語
下
〕
虔
1土
其
宗
祝
一
道1一
其
順
辟
→
〖
順
昌
山
人
〗
6
0製
裟
苫
宋
の
人
。
靖
康
の
末
、I
Lを

〔
韓
非
子
‘
詭
使
〕
今
戦
勝
攻
取
之
士
‘
努
而
賞
不
乙
霜
、
順
昌
山
中
に
避
く
る
者
あ
り
、
深
く
入
っ
て
茅
含
を

而
卜
笙
視
―
―
手
興
狐
晶
為
-
1

順
酔
於
郎
者
日
賜
゜
〔
説
得
。
主
人
、
風
裁
甚
だ
整
ふ
。
郎
ち
之
と
語
る
に
士
君
子

苑
、
脩
文
〕
君
子
集
"
大
辟
芥
必
有
順
辟
↓
〔
後
漢
書
、
循
な
り
。
怪
し
ん
で
問
ふ
。
主
人
嵯
側
久
し
う
し
て
日
く
‘

吏

‘

劉

矩

偉

〕

順

辞

獣

諫

。

我

が

父

は

仁

宗

朝

の

人

、

嘉

祐

の

末

よ

り

、

之

に

卜

居

【
順
州
】
56

忍5
ン
州
名
。
●
西
魏
、
置
く
。
故
治
は
湖
北
し
、
復
出
で
ず
。
但
、
煕
寧
の
紀
年
あ
る
を
知
る
の
み
‘

省
随
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
徳
安
府
、
隧
亦
今
に
幾
何
年
な
る
を
知
ら
ず
と
。
〔
宋
史
、
四
百
五

州
〕
順
義
城
‘
州
北
八
十
里
、
薫
齊
置
ー
北
随
安
左
郡
写
5

十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
七
十
八
〕
。

云
、
西
魏
改
為
―
―
南
陽
郡
ガ
ヘ
析
"
置
淮
南
郡
云
翌
属
城
・
【
順
常
】
61

裟
5

●
常
の
道
に
し
た
が
ふ
。
〔
書
、
梓
材
‘

順
義
二
縣
コ
冥
置
翼
州
二
尋
改
為
―
―
順
州
↓
●
唐
、
置
汝
若
レ
恒
越
日
我
有
-
l

師
師
i

傭
〕
汝
惟
君
道
使
レ
順
地
常
‘

く
。
故
治
は
河
北
省
順
義
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
於
レ
是
日
、
我
有
n

一
典
常
之
師
可
1

一
師
法
↓
〔
國
語
‘
越
語

隷
‘
順
天
府
‘
昌
平
州
〕
順
義
縣
、
州
東
南
九
十
里
、
本
漢
下
〕
因
―
―
陰
陽
之
恒
盃
順
,
,
天
地
之
常
↓
〇
漢
代
、
女
官
の

狐
奴
縣
地
、
云
云
‘
唐
乾
元
初
改
為
ー
ー
順
州
る
遼
初
畷
。
●
名
。
〔
漢
書
、
外
戚
傭
序
〕
元
帝
加
―
―
昭
儀
之
琥
ず
心
十
四

唐
、
置
く
。
故
治
は
廣
西
省
陸
川
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
等
‘
云
云
‘
順
常
厩
三
百
石
↓

輿
紀
要
、
廣
西
‘
梧
州
府
、
鬱
林
州
、
陸
川
縣
〕
龍
化
襄
【
順
情
】
62

花
梵
●
情
理
に
し
た
が
ふ
。
〔
易
、
繋
辟
上
〕

縣
縣
東
南
五
十
里
‘
唐
志
‘
武
徳
五
年
置
1

一
龍
化
縣
i

｛
衷
土
敦
平
仁
五
故
能
愛
。
〔
注
〕
安
な
土
敦
レ
仁
者
、
萬
物

晨
羅
州
三
芸
、
大
歴
八
年
‘
容
管
経
略
使
王
硼
折
属
之
情
也
、
物
順
―
―
其
情
ご
則
仁
功
贈
芙
゜
〔
呂
覧
、
上
徳
〕

羅
耕
白
四
州
置
順
州
治
↓
●
唐
‘
鵜
潔
州
に
置
く
。
轡
レ
容
改
レ
俗
‘
而
莫
レ
得
―
其
所
孟
否
之
‘
此
之
謂
―
―
順

四
川
省
濾
縣
の
地
。
●
遼
‘
置
く
。
故
治
は
涌
洲
遼
寧
省
情
↓
●shuen• 

ch'ing'

人
情
に
し
た
が
ふ
。

北
鎮
縣
の
東
北
。
●
元
、
置
く
。
朝
鮮
平
壌
の
東
北
。

O

〖
順
情
順
理
〗63shuen• 

ch'ing'shuen• 

Ii'

情
理

元
、
置
く
。
故
治
は
雲
南
省
永
北
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
に
し
た
が
ふ
。
す
な
ほ
。
ま
じ
め
。

紀
要
、
雲
南
、
鶴
慶
軍
民
府
〕
順
州
、
古
蟹
夷
地
、
唐
時
地
【
順
寂
】
“
吃
ぢ
僧
の
死
ぬ
こ
と
。
〔
山
堂
律
考
〕
僧
亡

名
、
云
云
、
元
初
内
附
‘
至
元
十
五
年
改
為
―
―
順
州

;m,,
日
1

一
順
寂
↓

麗

江

路

↓

【

順

手

】

Illshuen• 

shou3

●
都
合
が
よ
い
。
順
序
が

【
順
脩
】
57

径
し
た
が
ひ
を
さ
め
る
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
よ
い
。
●
次
手
に
。
手
つ
い
で
に
。

熊

憲

命
1

匿

誅

賞

禁

淫

臀

百
5

レ
時
順
脩
‘
使
一
云
夷
俗
【
順
守
】
66

迄
ン
道
理
に
し
た
が
つ
て
失
は
ぬ
や
う
に

邪

音

不

蔽

胤

ヮ

雅

、

大

師

之

事

也

。

と

り

ま

も

る

。

逆

取

(
1
1
ー

3

器
4
9
:
 5
6
)

の
射
。
〔
管
子
、

【
順
習
】
56

袋
ン
つ
つ
し
ん
で
お
も
お
も
し
い
さ
ま
。
執
〕
既
成
―
―
其
功
盃
順
―
―
守
其
従
↓
〔
史
記
、
陸
賣
偉
〕
且
湯

〔
詩
、
周
頌
、
執
競
‘
威
儀
反
反
‘
箋
〕
反
反
、
順
習
之
貌
。
武
、
逆
取
而
以
順
え
寸
之
一
文
武
並
用
、
長
久
之
術
也
。

【
順
昌
】
59

迄
が
〇
し
た
が
ひ
さ
か
え
る
。
〔
史
記
、
太
史
〔
法
言
、
重
黎
〕
焦
―
―
逆
肝
盃
而
順
―
―
守
之
↓

公
自
序
〕
二
十
四
節
各
有
l

教
令
面
順
レ
之
者
昌
。

O
府
【
順
受
】
67

忍
弓
す
な
ほ
に
受
け
る
。
〔
孟
子
、
盛
心
上
〕

名
。
宋
、
置
く
。
安
徽
省
阜
陽
縣
治
。
宋
の
劉
綺
が
金
の
莫
レ
非
レ
命
也
、
順
,
,
受
其
正
↓

冗
北
を
敗
つ
た
慮
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
鳳
陽
府
〕
【
順
従
】
68

ダ
琴
し
た
が
ふ
。
〔
禰
衡
、
翡
鵡
賦
〕
寧
順
従

穎
州
‘
馬
貢
豫
州
地
、
春
秋
時
胡
子
國
、
云
云
‘
宋
政
和
以
遠
レ
害
。
〔
蜀
志
‘
許
靖
博
〕
順
従
者
同
レ
規
。
〔
孔
子

六
年
改
為
―
―
順
昌
府
↓
〇
縣
名
。
五
代
南
唐
‘
置
く
。
輻
建
家
語
、
執
轡
〕
故
令
不
レ
再
而
民
順
従
゜

省
南
北
縣
の
西
北
。
縣
城
は
富
屯
埃
と
金
埃
と
の
會
流
【
順
祝
】
69
ク
1

ん
周
證
‘
六
祝
の
一
。
豊
年
を
祈
る
こ
と
。

の
慮
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
一
輻
建
、
延
平
府
〕
順
昌
〔
周
證
‘
春
官
、
大
祝
〕
掌
ユ
ハ
祝
之
辞
ご
云
云
‘
一
日
順

縣
、
府
西
百
二
十
里
、
本
建
安
縣
地
、
云
云
‘
唐
景
賑
二
祝
‘
二
曰
年
祝
゜
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
順
祝
‘
順
1

一
豊
年
一
也
。

二
三
八

12834 
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頁

部

〔――一書一〕

順

【
順
執

]70迄
ん
従
ひ
慣
れ
る
。
順
熟
。
〔
荀
子
、
富
園
〕
凡
【
順
人
】
81

ク
予
人
に
し
た
が
ふ
。
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
【
順
聖
】
90

託
／
●
築
曲
の
名
。
〔
唐
書
‘
聰
築
志
十
二
〕

主
相
臣
下
百
吏
之
俗
‘
其
於
"
貨
財
取
輿
計
敷
一
也
、
須
俗
知
レ
順
レ
人
、
莫
レ
知
レ
順
レ
天
。
〔
班
彪
‘
王
命
論
〕
雖
11

山
南
節
度
使
子
顛
‘
又
獄
』
盟
孟
杢
曲
将
レ
半
而
行
綴
皆

執
霊
察
。
〔
集
解
〕
須
字
無
レ
義
‘
乃
順
字
之
誤
‘
祠
論
篇
其
遭
遇
異
レ
時
、
祠
代
不
＞
同
、
至
―
―
子
應
レ
天
順
＞
人
‘
其
伏
‘
一
人
舞
―
―
於
中
ず
入
令
n

―
女
伎
為
"
僧
舞
一
雄
健
牡
妙
‘

曰

ぶ

咋

順

執

脩

為

之

君

子

云

杢

之

能

知

也

い

亦

以

―

―

順

揆

一

焉

。

絨

―

孫

武

順

聖

築

U
O牡
丹
の
異
種
。
〔
洛
陽
牡
丹
記
〕
順

熟
連
レ
文
。
〔
荀
子
‘
幡
論
〕
非
順
執
脩
為
之
君
子
面
K
n

[
順
趨
]
8
2

芯
／
し
た
が
ひ
お
も
む
く
。
〔
梁
書
‘
諸
夷
‘
聖
‘
千
葉
花
也
‘
色
深
類
1

一
陳
州
紫
「
毎
葉
上
有
1

一
白
錢
散

之
能
知
一
也
。
〔
注
〕
順
‘
従
也
‘
執
精
也
。
〔
壻
注
〕
執
、
古
海
南
諸
國
‘
子
胞
利
國
偶
〕
百
川
洋
溢
‘
周
回
屈
曲
‘
順
―
―
道
百
E

に
臀
至
レ
蒋
‘
紫
白
相
間
。

O
縣
名
。
遼
‘
置
く
。
故
治

熟

字

。

趨

大

海

二

切

衆

生

‘

咸

得

二

受

用

↓

は

察

唸

爾

省

陽

原

縣

の

西

南

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

‘

直

隷

‘

[
順
熟
】
71

竺
順
執
に
同
じ
。
「
溜
溜
を
見
よ
。
【
順
正
】
g

5
に
ノ
道
義
に
従
っ
て
正
し
い
。
〔
幡
‘
架
記
〕
高
全
都
指
揮
使
司
、
興
和
守
禦
千
戸
所
〕
順
聖
川
東
城
‘

【
順
順
】
72

ク
竺
つ
ぎ
つ
ぎ
。
順
序
を
お
ふ
さ
ま
。
順
順
耳
目
口
鼻
‘
心
知
百
橙
‘
皆
由
1

一
順
正
冨
以
行
↓
―
其
義
↓
司
―
―
西
南
百
四
十
里
「
唐
末
為
元
女
塞
軍
地
ご
本
云
‘
遼

〖
順
順
溜
溜
〗7
3shuen• 

shuen• 

J
i
u
'
J
i
u
'

都
合
【
順
成
】
8
4
5
竺

0
次
第
よ
く
出
来
上
る
。
〔
幡
、
玉
藻
〕
析
―
―
置
順
聖
縣
盃
翌
奉
律
州
↓

よ
く
運
ぶ
。
思
ひ
通
り
に
な
る
。
す
ら
す
ら
。
＝
ま
子
八
月
元
い
雨
‘
君
不
レ
攀
、
年
不
―
―
順
成
↓
〔
證
‘
築
【
順
誠
】
91

苔
ノ
道
義
に
従
つ
て
ま
こ
と
あ
る
こ
と
。

【
順
助
】
74
忍
i

／
和
ら
げ
た
す
け
る
。
〔
後
漢
書
‘
郎
額
記
〕
寛
裕
肉
好
、
順
成
和
動
之
昔
作
。

0
従
っ
て
成
し
〔
曾
翠
‘
撫
州
顔
魯
公
祠
堂
記
〕
絲
レ
此
観
レ
之
、
荀
順
且

傭
〕
塵
助
元
墨
含
―
―
養
庶
類
↓
と
げ
る
。
〔
左
氏
‘
宣
、
十
二
〕
執
な
事
順
成
為
レ
蔵
、
逆
為
レ
誠
、
天
下
従
レ
之
矢
゜

【
順
序
】
75
忍
3
1
/

正
し
く
つ
い
づ
る
。
次
第
に
し
た
が
否
。
〔
説
苑
‘
建
本
〕
受
レ
學
重
問
、
執
不
―
―
順
成
↓
〔
顔
延
【
順
鞘
】
92

認
／
清
算
取
引
に
於
て
期
近
‘
郎
ち
嘗
限
”
”

ふ
。
韓
じ
て
、
つ
い
で
。
し
だ
い
。
順
次
。
〔
易
‘
恒
‘
恒
久
之
、
宋
文
皇
帝
元
皇
后
哀
策
文
〕
坤
則
順
成
‘
星
軒
潤
よ
り
も
中
限
託
ヴ
、
中
限
よ
り
も
先
限
れ
が
順
次
に
相

也
‘
疏
〕
震
則
剛
尊
在
レ
上
‘
罪
則
柔
卑
在
レ
下
‘
得
―
―
其
順
飾
。

O
魏
の
女
官
の
名
。
〔
魏
志
‘
后
妃
傭
序
〕
太
祗
建
レ
場
が
高
い
こ
と
。
本
鞘
だ
。

序
盃
所
―
―
以
為
＞
恒
也
。
〔
宋
玉
、
神
女
賦
序
〕
順
序
卑
‘
調
―
―
國
‘
始
命
キ
ェ
后
石
其
下
五
等
、
有
―
―
夫
人
「
有
―
―
昭
儀
「
有
-
-
【
順
拙
】
93

芯
／
上
の
な
す
所
に
順
つ
て
之
を
用
ひ
る

心
腸
さ
庄
〕
清
曰
‘
言
性
霊
和
適
‘
心
腸
調
順
‘
宜
レ
侍
君
捷
好
工
有
―
―
容
華
↓
有
-
―
美
人
;
各
帝
増
1

一
責
蹟
・
淑
媛
・
脩
こ
と
。
〔
幡
、
礎
器
〕
有
―
―
放
而
不
＞
致
也
、
有
i
i

順
而
披
―

翌
〔
魏
書
、
高
宗
紀
〕
即
位
以
来
、
百
姓
晏
安
、
風
雨
順
容
・
順
成
・
良
人
盃
F

―
帝
増
↓
―
淑
妃
・
昭
華
・
脩
儀
ご
朗
順
也
。
〔
疏
〕
梱
‘
猶
―
―
拾
取
一
也
。

序
‘
邊
方
無
事
、
衆
瑞
兼
呈
。
〔
王
勃
、
上
,
,
吏

部

装

侍

成

官

↓

【

順

説

】

94

芸
／
呂
氏
春
秋
‘
懺
大
覧
の
篇
名
。

郎

啓

〕

天

地

静

獣

、

陰

陽

順

序

。

【

順

性

】

85

芸
／
性
質
に
し
た
が
ふ
。
本
性
に
し
た
が
【
順
節
】
95

芸
／
き
ま
り
ど
ほ
り
に
な
る
。
き
ま
り
に

【
順
叙
】
76

ぢ
し
だ
い
。
つ
い
で
。
順
序
に
同
じ
。
〔
魏
ふ
。
〔
周
聘
‘
春
官
‘
典
同
‘
掌
ユ
ハ
律
六
同
之
和
エ
注
〕
陽
違
は
ぬ
。
〔
後
漢
書
‘
循
吏
‘
任
延
傭
〕
風
雨
順
レ
節
‘
穀

志
、
何
曖
博
〕
郷
問
使
＝
一
長
幼
順
叙
無
1

一
相
諭
越
↓
〔
紐
山
康
、
律
以
レ
竹
為
レ
管
‘
陰
律
以
レ
銅
為
レ
管
、
竹
陽
也
‘
銅
陰
稼
豊
術
。
〔
謝
霊
運
‘
山
居
賦
〕
寒
煉
順
レ
節
‘
猪
レ
宜
匪
レ

琴
賦
〕
婉
順
叙
而
委
蛇
。
〔
晉
書
‘
劉
毅
博
〕
聘
凡
卑
者
也
‘
各
順
,
,
其
性
「
凡
十
二
律
゜
〔
列
子
、
楊
朱
〕
逸
築
順
レ
敦
゜

執
愴
‘
尊
者
居
レ
逸
‘
是
順
紋
之
宜
也
。
性
者
也
。
〔
謝
璽
運
‘
山
居
賦
〕
藝
レ
菜
嘗
レ
肴
‘
採
レ
栗
救
レ
【
順
善
】
96

も
吟
善
に
し
た
が
ふ
。
〔
詩
、
大
雅
、
根
高
、

【
順
承
】
77

笈

O
し
た
が
ひ
受
け
る
。
〔
易
‘
坤
〕
至
哉
類
、
自
外
何
事
‘
順
レ
性
靡
に
進
。
揉
―
―
此
萬
邦
五
瓜
〕
言
下
揉
―
―
萬
邦
征
岱
順
レ
善
也
。

坤
元
‘
萬
物
資
生
‘
乃
順
,
,
承
天
↓
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
[
順
政
】
邸
ぢ
ノ

O
政
に
ょ
V
し
た
が
ふ
o

〔
逸
周
書
ヽ
【
順
宗
】
釘
必
／

O
廟
琥
o

④
唐
‘
第
十
代
の
帝
o

李
誦
(
6

大
義
休
明
‘
垂
―
―
於
後
世
面
咽
承
勿
レ
革
゜
〔
史
記
、
歴
書
〕
度
訓
解
〕
正
―
―
中
外
ふ
緊
竪
命
、
正
―
―
上
下

b
盆
炉
政
0

-
1
4
4
5
9
 :
 4
6
1
)

を
見
よ
。
＠
遼
‘
耶
律
濱
(
9ー

2
9
0
0

順
ゑ
蕨
翌
〇
宋
‘
曾
乾
度
(
5
|
1
4
2
9
9
 :
 1
8
2
)

の
字
。

O
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
故
治
は
映
西
省
略
陽
縣
。
〔
讀
史
方

8

:
2
5
'
)

の
廟
琥
°
◎
元
‘
答
剌
麻
八
剌
(
8
ー

2
6
0
0
6
:

6

 

【
順
頌
】
78

茫
書
翰
文
の
套
語
。
併
せ
て
云
云
仕
候
輿
紀
要
、
映
西
‘
漢
中
府
‘
寧
兜
州
〕
略
陽
縣
‘
州
東
北
一
―
I

8
)

の
廟
琥
゜
＠
高
麗
第
十
二
代
の
王
。
文
宗
の
長
子
。
名

の
意
。
併
せ
て
云
云
奉
祈
候
。
百
十
里
‘
漢
武
都
郡
祖
縣
地
‘
云
云
‘
隋
開
皇
十
八
年
‘
は
動
。
字
は
義
恭
゜
溢
は
宣
恵
。
〔
高
麗
史
‘
九
〕
゜
R
安
南

【
順
職
】
79

．

芦

ん

己

の

職

務

の

嘗

に

為

す

べ

き

所

を

為

改

為

―

―

順

政

縣

-

陳

朝

、

第

十

一

代

の

王

。

藝

宗

の

末

子

。

名

は

顕

。

権

臣

す
こ
と
。
〔
盟
鐵
論
‘
憂
邊
〕
吾
聞
為
1

一
人
臣
―
者
‘
盛
レ
中
心
【
順
星
】
87

宕
／
藷
暦
正
月
八
日
‘
星
辰
を
祭
る
祭
事
。
黎
季
節
‘
勢
を
得
、
在
位
十
年
、
全
く
虚
器
を
擁
す
。
光

以
順
レ
職
‘
為
1

一
人
子
―
者
、
致
レ
孝
以
承
レ
業
。
〔
尉
線
子
、
〔
燕
京
歳
時
記
‘
順
星
〕
初
八
日
黄
昏
之
後
、
以
レ
紙
蕪
レ
泰
十
年
、
季
節
に
拭
さ
る
。
〔
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
‘
+

踵

軍

〕

名

貸

順

職

之

吏

↓

油

‘

然

燈

一

百

零

八

蓋

[

焚

レ

香

而

祀

レ

之

ヽ

訊

ぅ

澁

咽

-

〕

゜

O
明
、
王
装
（
7
-
2
0
8
2
3
・

・
9
5
2
)

の
字
o

【
順
心
】
8
0
.
芦

/
0従
順

な

心

。

す

な

ほ

な

心

。

〔

詩

‘

邸

星

↓

【

順

俗

]
9
8

グ
[
/
時
の
風
俗
に
し
た
が
ふ
。
〔
荘
子
、
秋

風
‘
終
風
‘
悪
然
肯
来
、
側
〕
言
-n

時
直
順
少
也
。

O
心

冨

清

】

88

げ
た
だ
し
く
て
き
よ
ら
か
な
こ
と
。
〔
史
水
〕
皆
豆
其
時
面
f

二
其
俗
者
、
謂
乏
義
之
徒
↓
〔
呉
子
、

を
や
は
ら
げ
る
。
思
ふ
や
う
に
な
る
。
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
記
、
倉
公
博
〕
井
陰
者
、
脈
順
消
而
愈
゜
圃
國
〕
安
,
,
集
吏
民
一
順
レ
俗
而
教
。
〔
岱
康
‘
興
―
―
山
巨

欲
籍
則
順
レ
、
心
。
〔
柳
宗
元
、
梁
丘
撮
賛
〕
梁
丘
氏
之
媚
、
【
順
勢
]
8
9

芸
／
勢
に
し
た
が
ふ
。
〔
孫
綽
‘
望
海
賦
〕
各
源
―
絶
交
書
〕
欲
―
―
降
レ
心
順
＞
俗
‘
則
詭
故
不
レ
情
。

息

心

押

レ

耳

。

資

順

翌

雙

帆

同

懸

。

【

順

孫

]
9
9

公
／
孫
が
善
＜
覗
父
に
事
へ
る
を
い
ふ
。
孝

二
三
九

孫
。
〔
漢
書
‘
循
吏
‘
黄
覇
傭
〕
覇
宣
―
―
布
詔
令
芸
口
姓
郷
レ

化
‘
孝
子
弟
弟
‘
貞
婦
順
孫
‘
日
以
衆
多
。
〔
魏
志
、
杜
畿

傭
〕
緊
孝
子
貞
婦
順
孫
玉
復
其
縣
役
玉
随
レ
時
慰
勉
之
↓

〔
孔
子
家
語
‘
致
思
〕
将
恐
―
―
孝
子
順
孫
‘
妨
レ
生
以
送
＞

死。

【
順
袋
】
100

”
↑
/
紙
入
れ
。
〔
紅
棲
夢
‘
四
回
〕
一
面
説
一

面
心
匹
順
袋
中
盆
生
出
一
張
抄
葛
的
護
官
符
如
令

【
順
刀
】
IOI

忍／も
』
＿
．
一
，

,
:
·
J
l
:
,
.
1
1
\
'
,
I
I
•

•
.
u
-
l
•

―
―
―
l
-
―
•
一
―
―
-
•
•
一

P
-
．
ー
：
v

〗
｝
大
順

清

諸
刃
の
刀

ろ

は

。

會

刀
典圏

【
順
営
】
102

認

ン

{

-

'

-

―

-i1-

順
序
の
正
し

い
こ
と
。
又
、
道
理
に
順
つ
て
適
常
な
こ
と
。
あ
た
り
ま

へ
の
こ
と
。
常
然
。
常
道
。
〔
水
滸
博
、
十
回
〕
安
排
的
好

菜
薙
‘
調
和
的
好
汁
水
、
来
喫
的
人
都
喝
采
‘
以
レ
此
買

賣
順
常
゜

【
順
道
】
103

忍
／
●
和
ら
げ
み
ち
ぴ
く
。
〔
國
語
、
楚
語

下
〕
上
下
説
乎
鬼
蝕
順
1

道
其
欲
悪
面
使
軸
無
』
有
＝

怨
痛
f
楚
國
↓
〇
道
理
に
し
た
が
ふ
。
〔
證
‘
祭
統
〕
孝

者
畜
也
‘
順
―
―
於
道
二
小
レ
逆
1

一
於
倫
ご
是
之
謂
レ
畜
。
〔
漢

書
、
谷
永
博
〕
皆
承
レ
天
順
レ
道
‘
違
II

先
祖
法
度
一
〔
魏
志
‘

鍾
絲
傭
‘
注
〕
古
人
有
レ
言
‘
順
レ
道
者
昌
゜

【
順
治
】
104

”
ぅ
〇
や
は
ら
ぎ
を
さ
ま
る
。
〔
證
‘
聘
義
〕

用
1

一
之
於
戦
勝
如
切
無
レ
敵
‘
用
―
―
之
於
證
義
1

則
順
治
、
外

無
レ
敵
、
内
順
治
‘
此
之
謂
―
―
盛
徳
↓
〔
新
書
‘
敷
寧
〕
大
散

既
得
‘
則
天
下
順
治
。
●
清
の
世
祗
、
章
皇
帝
の
年
琥
。

(
1
6
4
4
-
1
6
6
1
)
 

〖
順
治
帝
〗1
0
5
5
仁
／
チ
清
の
世
祗
を
い
ふ
。

〖
順
治
門
〗1

0
6
し
●
{
/
チ
北
京
城
門
の
名
。
宣
武(3
-
7
1
3

2

:

 2
0
1
)

の

O
に
同
じ
。
〔
藷
京
風
俗
志
‘
稿
本
〕
洗
象

笞
北
京
應
時
風
俗
之
二
於
1

一
毎
年
六
月
初
六
日
』
テ

行
之
面
心
貼
則
在
順
治
門
外
池
西
響
間
地
方
一

〖
順
治
通
賓
〗1

0
7必～
叶
清
の
世
祗
の
順
治
年
間
に
躊

造
し
た
貨
幣
の
名
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
内
務
行
政
‘
貨

幣
‘
法
定
錢
幣
‘
錢
式
〕
面
文
‘
世
祗
躊
1

一
順
治
通
賓
盃
惟
一

品
、
文
用
1

一
漢
字
二
不
n

一
復
躊
II

涌
字
錢
一
蓋
示
如
酔
宏
規

模
｛
ご
橙
涌
漢
一
之
意
比
也
。

【
順
長
]108

お
＇
が
や
は
ら
ぎ
長
ず
る
。
〔
畢
子
、
経
説
上
〕

順
長
治
也
‘
鼈
買
化
也
。

【
順
中
】
109

む
心
字
琥
。
●
宋
‘
宋
直
方
(
8
ー

7
0
7
8
:
 3
7
 

12835 



(43349 ・・ 110)—(43349 ・・ 137)

1
)

の
字
。
●
明
、
顧
英
(
U
i
l
-
4
器
翠
：
1
7
)

の
字
。

〖
順
中
之
逆
〗1

1
0
知
ぢt
f

？
幸
中
の
不
幸
。
〔
言
志
晩

録
〕
余
又
自
檎
有
1

一
順
中
之
逆
土
有
,
,
逆
中
之
順
↓

【
順
女
】
Ul

芸
節
操
の
た
だ
し
い
女
。
貞
女
。
〔
漢
書
、

宣
帝
紀
〕
貞
婦
順
女
吊
゜

【
順
弟
】
112

松
・
’
●
従
順
な
こ
と
。
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
端
愁

順
弟
、
則
可
レ
謂
―
―
善
少
者
1

失
。
〔
注
〕
弟
卑
ハ
レ
悌
同
。
●

従
順
な
弟
。
〔
晏
子
、
重
而
異
者
〕
父
之
孝
子
、
兄
之
順

弟
也
。
〔
大
戴
穂
、
曾
子
立
孝
〕
興
レ
兄
言
言
,
,
順
弟
盃
K

レ

弟
言
言
,
,
承
兄
↓

【
順
亭
】
113

げ

鈴

木

嘉

の

舅

鈴

木

順

亭

(11|
 4
0
2
6
 

7
:
 32
)
を
見
よ
。

【
順
帝
】
114

穀
'
-
帝
溢
。
●
後
漢
、
第
八
代
の
帝
。
劉
保

(
9
1
 22
2
4
 :
 5
4
6
)
を
見
よ
。
●
南
朝
宋
、
最
後
の
帝
。

劉
準
(
2
-
2
2
2
4
:
 3
7
5
)

の
●
を
見
よ
。
0

元
、
順
帝
。
元

の
最
後
の
帝
。
又
‘
恵
宗
と
い
ふ
。
名
は
妥
憎
貼
睦
爾

(
T
o
g
a
n
 T
i
m
u
r
)
。
明
宗
の
長
子
。
一
三
三
三
年
即
位
。

一
三
六
八
年
、
朱
元
障
（
明
の
太
祗
）
の
た
め
に
都
を
陥

れ
ら
れ
て
應
昌
（
熱
河
省
西
北
部
の
逹
里
泊
の
西
南
岸
）

に
逃
れ
、
明
の
洪
武
三
年
(
-
三
七

O
)
‘
其
の
地
に
死
す
。

【
順
貞
】
115

花
ン
従
順
で
た
だ
し
い
。
〔
列
女
偲
‘
貞
順
‘

禁
人
之
妻
傭
〕
頌
日
‘
云
云
‘
詩
人
美
レ
之
、
以
為
―
―
順
貞
↓

【
順
悌
】
116

狂
従
順
な
こ
と
。
順
弟
。
〔
意
林
、
三
、
新

論
十
七
巻
〕
賢
有
,
,
五
品
ニ
謹
勅
―
―
子
家
事
ニ
順
―
―
悌
子
倫

黛
云
郷
里
之
士
也
。

【
順
潮
】
117

認
ン
●
う
し
ほ
の
流
に
し
た
が
ふ
。
〔
元
史
、

張
弘
範
傭
〕
先
魔
1
1

北
面
一
軍
盃
ヂ
潮
而
戦
、
不
レ
克
、
李

恒
等
順
レ
潮
而
退
。
●
順
調
な
こ
と
。

【
順
調
】
118

認
ン
物
事
の
順
序
よ
く
と
と
の
ふ
こ
と
。
物

事
が
す
ら
り
と
調
子
よ
く
ゆ
く
こ
と
。
又
、
た
だ
し
く

と
と
の
ふ
こ
と
。
く
る
ひ
の
無
い
こ
と
。
〔
雲
笈
七
蔽
〕

天
地
愛
レ
之
、
神
明
護
レ
之
、
風
雨
順
調
‘
國
家
安
泰
゜

【
順
適
】
119

ビ
ン
道
に
し
た
が
ひ
人
の
心
に
逆
は
な
い

様
に
す
る
こ
と
。
順
調
に
ゆ
く
こ
と
。
〔
戦
國
‘
燕
策
〕

間
進
―
―
車
騎
美
女
一
恣
,
,
荊
輌
所
＂
欲
、
以
順
,
,

適
其
意
↓

〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
舜
順
適
、
不
レ
失
1

土
子
道
↓
〔
漢
書
、
元

后
博
〕
宣
帝
聞
n

一
太
子
恨
,
,
過
諸
綿
妾
ぶ
酔
順
適
其
意
↓

【
順
天
】
120

”
芍
●
天
道
に
し
た
が
ふ
。
〔
易
、
革
〕
湯
武

革
レ
命
、
順
→
—
乎
哀
而
應
―
―
乎
人
→
〔
左
氏
、
文
、
十
五
〕
蒻

以
順
レ
天
、
天
之
道
也
。
〔
管
子
、
形
執
〕
順
レ
天
者
有
―
―
其

頁

部

〔
三
驚
〕

順

翌
〔
漢
書
‘
董
仲
舒
博
〕
文
王
順
レ
天
理
レ
物
、
師
11

用
賢

翌
〔
後
漢
書
、
楊
乗
博
〕
先
王
建
レ
國
、
順
レ
天
制
レ
官
。

●
府
名
。
明
、
置
く
。
戦
國
の
時
、
燕
の
地
。
漢
・
唐
‘
幽

州
の
治
所
。
遼
、
南
京
を
置
き
、
燕
京
と
い
ふ
。
金
、
中
都

と
い
ひ
、
元
、
大
都
と
い
ふ
。
明
、
永
築
の
初
、
北
京
を
建

て
て
順
天
府
と
い
ふ
。
後
、
又
改
め
て
京
兆
と
い
ふ
。
俗

に
明
代
の
藷
稽
に
よ
つ
て
北
京
と
い
ふ
。
清
は
通
・
昌

平
涼
・
覇
前
の
五
州
及
び
大
興
・
宛
平
・
良
郷
・
固
安
・

永
清
・
東
安
・
香
河
・
三
河
•
武
清
・
賓
砥
・
寧
河
・
順
義
・

密
雲
・
攘
柔
．
房
山
・
文
安
・
大
城
・
保
定
・
平
谷
の
十
九

縣
を
管
轄
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
〕
順
天
府
、
馬
貢

翼
州
地
、
云
云
、
明
初
曰
,
,
北
平
府
で
氷
築
初
建
-
1

北
京
一

七
年
改
,
,
北
平
盃
竺
順
天
府
公
「
領
11

州
五
、
縣
二
十
二
↓

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
腹
隷
‘
順
天
府
、
領
1

一
州
五
、
縣
十

九
一
大
興
・
宛
平
・
良
郷
・
固
安
・
永
清
・
東
安
・
香
河
・
通

州
、
三
河
・
武
清
・
賓
祇
・
奪
河
‘
昌
平
州
、
順
義
・
密
雲
・

懐
柔
‘
泳
州
、
房
山
、
覇
州
、
文
安
・
大
城
・
保
定
、
前
州
、

平
谷
。

0
年
琥
゜
④
唐
の
窟
宗
の
時
、
史
思
明
の
僭
稽
。

(
7
5
9
 1
 76
0
)
 
＠
申
g

の
昭
宗
の
時
‘
董
昌
の
僭
琥
。
一
に

天
冊
と
も
い
ふ
。
(
8
9
5
ー

8
9
6
)
c
宋
時
、
大
襲
越
（
安

南
）
の
太
祗
李
公
蘊
稽
す
。
(
1
0
1
0
-
1
0
2
8
)
@
金
の
宣

宗
の
時
、
祁
定
の
僭
琥
。
（
1

2

1

6

)

R
明
の
宣
宗
の
時
、

越
（
安
南
）
の
太
祖
黎
利
稽
す
。
(
1
4
2
8
-
1
4
3
3
)
0
清
の

高
宗
純
皇
帝
の
時
、
林
爽
文
の
僭
琥
。
(
1
7
8
6
-
1
7
器）

〖
順
天
道
〗12

1
袋
ン
テ
ン
晉
‘
鼓
吹
曲
の
名
。
博
玄
の
製
。

〔
築
府
詩
集
、
鼓
吹
曲
辟
‘
晉
鼓
吹
曲
、
順
天
道
〕
古
石
画

行
、
古
今
築
録
日
、
順
天
道
、
言
仲
冬
大
閲
、
用
武
修
文
‘

大
晉
之
徳
配
レ
天
也
。

〖
順
天
郷
試
〗1

2
2
姥
窃
ン
北
京
に
住
居
し
て
各
省
の

郷
試
に
應
じ
な
か
っ
た
者
が
、
北
京
で
受
瞼
す
る
を
い

ふ
。
〔
大
政
紀
〕
八
月
命
1

一
太
常
寺
少
卿
劉
懺
、
編
修
黄

諫
字
工
―
―
考
順
天
郷
試
面
空
宴
於
順
天
府
↓

〖
順
天
元
賓
〗1

2
3”ざ
心
紆
ン
唐
の
逆
賊
史
思
明
が
順
天

元
年
に
躊
造
し
た
貨
幣
の
名
。
開
元
錢
の
百
に
嘗
る
大

錢
。
背
に
月
文
が
あ
る
。
〔
董
迪
‘
錢
譜
〕
僭
偽
錢
、
得
一

元
賓
、
唐
史
思
明
僭
躊
、
順
天
元
賓
、
見
レ
上
。

〖
順
天
通
賓
]
1
2
4

花
怒
紆
ン
安
南
黎
朝
の
太
祗
が
躊
造

せ
る
貨
幣
。

〖
順
天
得
―
]
1
2
5

昇
し
ザ
/
唐
‘
史
思
明
が
僭
琥
し
て
躊

た
錢
の
名
。
順
天
は
其
の
偽
年
琥
。
得
一
は
其
の
躊
錢

の
名
。
〔
績
墨
客
揮
犀
〕
煕
寧
中
、
嘗
登
レ
地
得
1

一
大
錢
三

＋
餘
壬
文
皆
順
天
得
一
、
嘗
時
在
庭
皆
疑
、
古
無
二
得

一
年
墓
予
按
―
―
唐
書
一
史
思
明
僭
琥
‘
躊
順
天
得
一

隻
順
天
乃
其
偽
年
琥
‘
得
一
特
以
名
―
―
躊
錢
1

耳
、
非
二

年
琥
1

也。

【
順
踵
】
126

和
弓
正
し
く
軌
道
を
廻
る
。
〔
劉
基
、
甘
露

頌
〕
萬
姓
率
レ
徳
‘
七
曜
順
踵
゜

【
順
動
】
127

屈
芍
順
を
以
て
動
く
。
〔
易
、
豫
〕
象
曰
‘
云

云
、
天
地
以
レ
順
動
‘
故
日
月
不
レ
過
‘
而
四
時
不
レ
式
‘
聖

人
以
』
順
動
、
HlJ
刑
罰
清
而
民
服
。
〔
顔
延
之
‘
應
5

詔観――

北
湖
田
牧
―
詩
〕
―
帝
暉
贋
―
―
順
動
↓
〔
白
行
簡
‘
斗
為
,
,
,帝

車
賦
〕
周
行
不
レ
失
―
―
於
紀
綱
玉
順
動
岡
レ
差
―
―
於
躊
次
↓

【
順
徳
】
128

豆
分
●
す
な
ほ
な
徳
。
又
、
徳
に
し
た
が
ふ
。

〔
易
‘
升
〕
象
日
、
地
中
生
な
木
升
、
君
子
以
順
徳
、
積
レ
小

以
高
大
。
〔
詩
、
大
雅
、
下
武
〕
媚
絃
一
人
‘
應
,
,
侯
順
徳
↓

〔
左
氏
‘
襄
、
二
〕
詩
日
、
其
惟
哲
人
、
告
―
―
之
話
言
面
順
レ
徳

之
行
‘
季
孫
於
レ
是
為
二
不
哲
1

矢
゜
〔
國
語
、
晉
語
九
〕
順
レ

徳
以
學
ゎ
子
。
〔
漢
書
‘
高
帝
紀
上
〕
順
レ
徳
者
昌
‘
逆
レ
徳
者

亡
。
〔
説
苑
‘
君
道
〕
凡
虞
―
尊
位
1

者
、
必
以
―
―
敬
下
順
徳
↓

0
府
名
。
金
、
置
く
。
清
は
河
北
省
に
屡
し
、
邪
壷
・
沙

河
・
南
和
・
平
郷
・
廣
宗
・
距
鹿
・
唐
山
・
内
丘
・
任
の
九
縣

を
管
轄
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
〕
順
徳
府
‘
馬
貢
翼

州
地
‘
殷
祗
乙
遷
―
―
子
邪
盆
即
此
、
云
云
、
元
初
為
―
―
順
徳

府
一
至
元
初
又
改
為
-
1

順
徳
路
盃
四
ロ
ー
ー
順
徳
府
云
領
―
―
縣

九
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
直
隷
‘
順
徳
府
、
領
t
l

縣
九
盃
邪

壼
・
沙
河
•
南
和
・
平
郷
・
廣
宗
・
矩
鹿
・
唐
山
・
内
邸
・
任
。

●
縣
名
。
明
、
置
く
。
廣
東
省
南
海
縣
の
東
南
。
西
江
が

海
に
出
る
口
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
廣
州

府
〕
順
徳
縣
、
府
西
南
八
十
里
、
本
南
海
縣
南
境
‘
東
涌

馬
寧
西
琳
三
都
濱
海
地
、
景
泰
三
年
始
析
1

一
其
地
1

置
1

縣
治
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
‘
廣
州
府
‘
縣
十
四
‘
順

徳
。
●
路
の
名
。
元
、
置
く
。
河
北
省
邪
壷
・
矩
鹿
・
内
丘
・

唐
山
•
平
郷
・
廣
宗
・
沙
河
•
南
和
・
任
縣
の
九
縣
の
地
。
直

隷
省
邪
畳
縣
の
治
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
寵
隷
〕
順
徳
府
、

昂
貢
翼
州
池
‘
云
云
、
元
至
元
初
‘
又
改
為
―
―
順
徳
路
↓
●

年
琥
。
④
明
の
武
宗
の
時
、
寧
藩
寝
濠
の
僭
琥
。
(
1
5
1
9

ー

1
5
2
0
)
◎
清
初
、
聖
祗
仁
皇
帝
の
時
‘
越
の
莫
敬
宗
梢

す。
(
1
6
6
6
ー

1
6
6
7
)

●
第
八
十
四
代
の
帝
溢
。

【
順
寧
】
129

託
ン
●
府
名
。
④
元
‘
置
く
。
清
は
雲
南
省
に

圏
し
‘
緬
寧
顧
・
雲
州
・
順
寧
縣
・
歌
馬
宣
撫
司
を
領
す
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
〕
萬
全
部
指
揮
使
司
、
馬
貢
翼

州
之
域
‘
春
秋
戦
國
皆
為
,
,
燕
地
云
秦
為
―
―
上
谷
郡
地
玉
雨

漢
因
5

之
‘
云
云
、
元
至
元
三
年
改
―
―
順
寧
府
↓
〔
清
史
稿
‘

地
理
志
〕
雲
南
、
順
寓
府
、
領
』
g
-

‘
州
一
、
縣
一
‘
宣
撫

司
一
盃
順
寧
‘
緬
寧
顧
、
雲
州
、
歌
馬
宣
撫
司
。
＠
明
、
置

く
。
雲
南
省
順
寧
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
雲
南
〕
順
寧

府
、
蟹
古
夷
地
、
地
名
-
1

慶
旬
土
蒲
蟹
居
と
之
、
元
泰
定
間

始
内
附
、
天
歴
九
年
置
―
―
今
府

#
2置
1

一
賓
通
州
及
賓
旬

懸
明
初
洪
武
十
五
年
俯
置
レ
府
、
而
以
二
州
縣
省
入

焉
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
、
順
寧
府
、
縣
一
、
順
寧
。

●
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
雲
南
省
雲
縣
の
西
北
。
瀾
清
江

の

支

流

の

孟

佑

河

に

瀕

す

。

「

字

。

【
順
伯
】
130

呟
を
宋
、
王
厚
之
(
7
ー

2

g

g

:

1
4
6
2
)

の

【
順
番
】
131
戌
i

ン
順
序
を
追
つ
て
か
は
り
あ
ふ
。
じ
ゅ

ん
ぐ
り
。
又
、
其
の
順
序
。

【
順
比
】
1323'
ュ
ン
し
た
が
ふ
。
し
た
が
ひ
か
な
ふ
。
〔
荘

子
、
徐
無
鬼
〕
此
皆
順
―
―
比
於
歳
云
＇
レ
物
,
,

於
易
―
者
也
。

〔
荀
子
、
王
制
〕
使
―
―
天
下
莫
＞
不
順
比
従
服
芸
へ
王
之

事
也
。
〔
淮
南
子
‘
兵
略
訓
〕
宇
中
六
合
‘
振
奄
之
末
‘
莫
レ

不
-
―
順
比
↓

〖
順
比
滑
澤
〗1

3
3
終
8た
ク
人
の
意
に
順
つ
て
逆
は
ず
‘

言
語
が
す
ら
す
ら
と
し
て
う
る
ほ
ひ
の
あ
る
こ
と
。

〔
韓
非
子
‘
難
言
〕
所
1

ー
以
難
＞
言
者
、
言
順
比
滑
澤
。

【
順
備
】
134

望
ン
し
た
が
ひ
そ
な
は
る
。
〔
謄
、
祭
統
〕
順

以
備
者
也
‘
其
教
之
本
歎
。
〔
疏
〕
祭
既
順
備
可
溢
炉
軟
、

故
人
君
因
為
レ
教
焉
。
〔
白
虎
通
、
文
質
〕
陽
尊
、
故
其
龍
一

順
備
也
。

【
順
附
】
135

を
ン
し
た
が
ひ
つ
く
。
〔
新
書
、
五
美
〕
上
下

憧
親
、
諸
侯
順
附
゜
〔
新
書
、
春
秋
〕
民
順
附
而
臣
下
為
レ

用
。
〔
魏
志
、
三
少
帝
‘
陳
留
王
笑
紀
〕
宣
告
1

一
喩
威
徳
一

開
示
仁
信
涵
炉
知
1

一
順
附
和
同
之
利
↓

【
順
風
】
136

翠
9
0
ぉ
ひ
か
ぜ
。
お
ひ
て
。
〔
後
漢
書
、
文

苑
下
‘
趙
登
博
〕
順
風
激
靡
レ
草
。
〔
王
褻
‘
得
t

一
賢
臣
―
頌
〕

翼
乎
如
油
鴻
毛
之
遇
順
風
一
浦
乎
若
n

一
亘
魚
縦
ー
ー
大
堅
↓

0
風
の
向
き
に
し
た
が
ふ
。
〔
荀
子
、
勧
學
〕
登
も
高
而

招
‘
腎
非
品
加
レ
長
也
。
而
見
者
遠
‘
順
レ
風
而
呼
‘
臀
非
レ

加
レ
疾
也
、
而
聞
者
彰
。
〔
史
記
‘
滞
侠
傭
序
〕
比
如
―
―
順
レ

風
而
呼

n宵
非
レ
加
レ
疾
‘
其
勢
激
也
。
〔
淮
南
子
、
脩
務

訓
〕
夫
雁
順
レ
風
以
愛
―
―
氣
力
↓

〖
順
風
旗]
1
3
7

豆
ュ
ン
プ
，
ゥ
清
代
、
北
京
欽
天
監
の
備
品
。

ニ
四
O

12836 



(43349 ・・ 138)—(43350)

頁

部

〔
―
二
饗
〕

順

頑

ニ
四

鐵
籠
二
十
八
道
を
二
十
八
宿
に
象
り
‘
竿
の
上
に
掛
け

る
旗
。

〖
順
風
耳
〗1

3
8
各
／
プ
，
ゥ
西
洋
で
骰
明
し
た
、
音
瞥
を
遠
方

に
傭
へ
る
器
。
メ
ガ
ホ
ー
ン
。
〔
査
恨
行
、
人
海
記
〕
順

風
耳
、
西
洋
巧
工
所
レ
製
‘
以
レ
銅
為
レ
管
‘
節
節
相
績
、
約

長
丈
餘
、
如
一
千
里
鏡
之
式
ぶ
竺
其
中
↓
口
大
而
末
小
、

向
1

一
空
中
一
博
語
、
自
レ
上
而
下
‘
或
自
レ
下
而
上
、
相
去
五

六
里
、
臀
息
相
聞
。

〖
順
風
吹
起
烏
江
水
〗1

3
9
認
冨
砂
偽
が
烏
江
の
上
に

順
風
が
吹
き
起
っ
た
の
を
見
て
、
昔
項
利
が
敗
北
し
て

烏
江
に
帆
を
懸
け
て
江
東
の
地
へ
逃
れ
ん
と
し
た
の

を
思
ひ
起
し
た
こ
と
。
〔
水
滸
傭
、
四
回
〕
九
里
山
前

作
戦
楊
牧
童
拾
得
藷
刀
銃
、
順
風
吹
起
烏
江
水
、
好

似
虞
姫
別
覇
王
一

【
順
服
】
140

互
／
し
た
が
ひ
な
つ
く
。
徳
に
し
た
が
ひ
服

従
す
る
。
蹄
服
。
〔
後
漢
書
、
神
嵩
側
〕
（
嵩
）
誠
心
懐
撫
‘

信
賞
分
明
‘
由
レ
是
兜
胡
・
亀
絃
・
i

沙
車
・
烏
孫
等
‘
皆
来
順

艮。月
【
順
聞
】
141

カ
考
理
に
合
し
た
こ
と
を
聞
く
。
〔
管
子
、

宙
合
〕
耳
司
レ
聴
‘
聰
必
順
聞
。
〔
纂
詰
〕
所
レ
聞
無
泣
炉

理
之
叩
也
。

【
順
平
】
142

芸／

0
明
の
世
宗
の
時
、
安
南
黎
朝
、
中
宗

武
皇
帝
（
黎
誼
‘
一
に
黎
寵
）
の
年
琥
。

(
1
5
4
9
ー

1
5
5
4
)

〇
二
國
蜀
‘
趙
雲
(
1
0
|
 3
7
1
7
1
 :
 2
4
)

の
詮
。

〖
順
平
元
賓
〗1

4
3芸
芦
ィ
安
南
黎
朝
、
中
宗
武
皇
帝
の

順
平
年
間
に
躊
造
さ
れ
た
貨
幣
の
名
。

【
順
便
】
144shuen• 

p
i
e
n
•ょ
い
を
り
か
ら
。
便
宜
上
。

つ
い
で
。

【
順
甫
】
1
4
5
i
ぅ
字
琥
。

O
明
‘
魏
裳
(
1
2
|
 4
5
8
7
2
 :
 7
6
)
 

の
字
。
●
明
、
茅
坤
(
9
1
3
0
8
3
6
 :
 2
3
)

の
字
。
参
清
‘
錢

善
揚

(11|
 4
0
5
6
3
 :
 3
7
1
)

の
字
。

【
順
奉
]146

絃
／
し
た
が
ひ
う
け
る
。
違
奉
。
奉
順
。
〔
易
、

大
有
‘
順
1

一
天
休
命
云
疏
〕
匿
―
―
其
悪

5
含
揚
其
善
盃
生
奉

天
徳
一

【
順
墨
】
147

芸
／
恨
到
と
墨
蓄
。
順
は
慣
の
誤
゜
〔
荀
子
、

脩
身
〕
術
順
墨
而
精
雑
汗
。
〔
注
〕
順
墨
‘
常
レ
為
1

一
慎
墨
↓

【
順
民
】
148

昇／

0
ょ
く
己
の
本
分
に
安
ん
じ
て
道
に

し
た
が
ふ
人
民
。
天
命
の
自
然
に
順
ふ
人
民
。
法
規
を

よ
く
守
る
人
民
。
忠
賓
な
民
。
〔
三
略
、
下
略
〕
善
施
―

於
順
民
一
悪
加
―
―
於
凶
民
↓
〔
列
子
、
楊
朱
〕
楊
朱
日
、
不
レ

逆
レ
命
、
何
羨
レ
壽
‘
不
レ
衿
レ
貴
、
何
羨
レ
名
、
不
袖
女
レ
勢
‘

何
羨
レ
位
、
不
レ
貪
レ
富
‘
何
羨
レ
貨
‘
此
之
謂
―
―
順
民
一
也
。

0
民
の
心
に
し
た
が
ふ
。
〔
逸
周
書
‘
小
開
武
解
〕
三
‘
順
レ

民
得
レ
和
、
四
、
順
レ
利
財
足
。
〔
鍾
會
、
移
レ
蜀
檄
〕
應
レ
天

順
レ
民
‘
受
公
PP
践
レ
詐
。

O
呂
氏
春
秋
、
季
秋
紀
の
篇

名
。
⑲shuen• 

m
i
n
'

降
服
し
た
人
民
。

【
順
命
】
149

り
に
／
〇
命
令
に
し
た
が
ふ
。
〔
史
記
、
管
晏

傭
〕
國
有
レ
道
即
順
レ
命
、
無
レ
道
卸
衡
レ
命
。
〔
孔
子
家

語
、
弟
子
行
〕
有
レ
道
順
レ
命
、
無
レ
道
衡
レ
命
‘
蓋
晏
平
仲

之
行
也
。

O
天
命
に
順
従
す
る
。
〔
易
、
臨
〕
象
曰
‘
咸

臨
‘
吉
‘
尤
レ
不
レ
利
、
未
レ
順
レ
命
也
。
〔
漢
書
‘
董
仲
舒

傭
〕
王
者
上
謹
T

於
承
1

一
天
意
ー
以
順
占
命
也
、
下
務
―
―
明
レ

教
化
レ
民
以
成
品
性
也
。
〔
白
虎
通
‘
證
築
〕
順
レ
命
重
レ
始

也。

【
順
明
】
150

仕
／
晉
‘
礁
登
(
1
0
ー

3
5
9
7
6
:
 2
6
)

の
字
。

【
順
陽
]151

や竺

O
陽
氣
に
従
ふ
。
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕

詔
日
、
月
令
冬
至
之
後
、
有
二
順
陽
助
生
之
文
一
而
無
―
―
鞠

獄
断
刑
之
政
↓
〔
齋
民
要
術
‘
雑
説
〕
二
月
順
陽
閂
レ
射
‘

以
備
示
＇
虞
↓
〇
郡
名
。
④
晉
‘
置
く
。
湖
北
省
光
化
縣

の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
襄
陽
府
、
光
化
縣
〕
鄭

城
‘
縣
東
北
四
十
里
‘
秦
置
"
鄭
縣
涵
閉
凶
レ
之
、
云
云
‘
晉

武
帝
改
―
―
南
郷
ご
邑
順
陽
郡
治
↓
＠
東
魏
‘
置
く
。
故

治
は
河
南
省
拙
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
‘

南
陽
府
、
汝
州
〕
郊
縣
、
州
東
南
九
十
里
‘
春
秋
時
鄭
地
、

云
云
、
東
魏
為
11
順
陽
郡
治
↓
〇
縣
名
。
④
後
漢
‘
置
く
。

故
城
は
河
南
省
浙
川
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河

南
、
南
陽
府
、
部
州
‘
浙
川
縣
〕
順
陽
城
‘
縣
東
北
三
十

里
、
本
漢
析
縣
之
順
陽
郷
‘
哀
帝
初
封
―
―
孔
光
盃
竺
博
山

侯
一
因
置
博
山
縣
↓
云
云
‘
漢
中
明
帝
因
改
―
―
博
山
「
日
―
―

順
陽
縣
文
⑫
南
朝
宋
‘
置
く
。
四
川
省
の
境
。
働
明
、
瀧

迪
我
（
1
2
1
 4
8
8
2
4
 :
 6
2
)

の
字
。

〖
順
陽
侯
〗1

5
2
芸

S

ヤ
ヴ
後
漢
、
馬
磨
(
1
2| 4
4
5
7
2
 :
 6
5
 

2
)

の

封

琥

。

「

8
)

の
封
盆
琥
゜

〖
順
陽
懐
侯
〗1

5
3茄昇
祝
後
漢
‘
劉
嘉

(
2
|2
2
2
4
・
・
7
 

【
順
養
】
154

炉
空
し
た
が
ひ
養
ふ
。
〔
潜
夫
論
‘
慎
微
〕
嬬

不
T
遵

1
1履
五
常
面
順
―
―
養
性
命
→
以
保
•
南
山
之
壽
、
松
柏

之
茂
上
也
。

【
順
容
】
155

認
ノ
隋
代
、
女
官
の
名
。
九
蹟
の
一
。
〔
隋
書
、

后
妃
博
序
〕
順
儀
・
順
容
・
順
華
・
修
儀
·
修
容
•
修
華
・
充

俄
．
充
容
・
充
華
‘
是
為

-f滅
雰
品
正
第
二
。
〔
事
物
紀

原
、
蹟
御
命
婦
部
‘
順
容
〕
隋
九
蹟
有
1

一
順
容
面
如
史
曰
‘
湯
尊
レ
尊
貴
レ
貴
‘
不
レ
得
,
,
相
躁
ご
所
l

―
以
為
＞
穐
也
‘
非
二
其

帝
置
‘
宋
朝
會
要
、
漠
宗
詳
符
中
、
又
壻
―
―
置
順
容
之
官
↓
人
一
不
紐
げ
服
―
―
其
服
盃
竺
以
順
＞
橙
也
。
●
諸
國
を
順
次

【
順
頼
】
156

託
／
し
た
が
ひ
よ
る
。
た
の
み
に
思
ふ
。
〔
唐
に
め
ぐ
つ
て
神
佛
を
幡
拝
す
る
こ
と
。
又
‘
其
の
人
。

書
、
王
方
翼
傭
〕
力
省
而
見
レ
功
多
‘
百
姓
順
頼
。
〔
韓
愈
、
巡
證
（
4
ー

8
6
8
4
:
 9
9
)

の
O
に
同
じ
。

柳
州
子
厚
墓
誌
銘
〕
因
―
―
其
土
俗
ご
為
設
―
―
教
禁
一
州
人
【
順
列
】
166

芸
／
順
序
正
し
く
列
ぷ
゜

順

頼

。

【

順

路

】

1675'
ュ
ン
〇
つ
い
で
。
次
手
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
七

【
順
利
】
157

豆
ぅ
〇
利
益
に
し
た
が
ふ
。
〔
逸
周
書
、
小
開
回
〕
明
兒
有
レ
人
去
就
順
路
給
那
邊
舅
妨
妨
一
帯
去
。
●

武
解
〕
三
‘
順
レ
民
得
レ
和
、
四
‘
順
レ
利
財
足
。
●shuen• 

順
序
の
よ
い
み
ち
す
ぢ
。
み
ち
じ
ゅ
ん
。

li4

事
が
順
序
よ
く
運
ぴ
利
益
を
得
る
。
順
調
。
【
順
河
集
】
168

心
＇
全
地
名
。
〇
河
北
省
消
豊
縣
の
西
南
。

【
順
理
】
158

砂
ぅ
道
理
に
し
た
が
ふ
。
〔
晉
書
‘
宣
帝
紀
論
〕
●
江
蘇
省
宿
縣
の
東
、
運
河
の
東
岸
。

0
江
蘇
省
淮
陰

簡
理
而
翠
、
易
レ
為
レ
カ
、
背
レ
時
而
動
、
難
な
為
レ
功
。
〔
張
縣
の
西
南
。
淮
河
の
濱
。

華
‘
鵡
鶴
賦
〕
委
爺
順
レ
理
、
輿
レ
物
無
レ
患
。
【
順
時
秀
】
169

松
お
元
の
妓
。
姓
は
郭
氏
。
字
は
順
卿
。

【
順
流
】
159

認／

0
さ
か
ら
ふ
所
な
く
な
が
れ
る
。
〔
新
行
は
第
二
。
時
人
‘
郭
二
姐
と
い
ふ
。
姿
態
閑
雅
、
雑
劇

語
、
道
基
〕
百
川
順
流
、
各
匿
其
墜
〔
束
哲
、
補
亡
詩
〕
を
よ
く
す
。

獣
在
二
子
草
一
魚
躍
順
流
↓
●
水
の
流
に
し
た
が
ふ
。
【
順
日
歩
】
170)
在
株
式
の
短
期
取
引
に
於
て
買
方
が

〔
爾
雅
‘
繹
水
〕
順
レ
流
而
下
‘
日
玉
舷
壁
〔
晏
子
、
諫
、
下
〕
賣
方
に
封
し
受
渡
の
繰
延
べ
を
乞
ふ
た
め
に
支
掃
ふ

潜
行
隅
流
百
歩
‘
應
流
九
里
。
〔
史
記
、
葡
相
國
世
繰
延
料
の
こ
と
。
本
日
歩
。
日
歩
。

家
贄
〕
奉
レ
法
順
レ
流
、
輿
レ
之
更
始
。
〔
班
彪
、
王
命
論
〕
従
レ
【
順
奴
部
】
m
紗
在
古
、
高
句
職
の
五
族
の
一
。
〔
後
漢

諫
如
レ
順
レ
遼
趣
レ
時
如
響
起

^
0
ぃ
な
づ
ま
。
電
。
〔
起
書
、
東
夷
、
高
句
朧
傭
〕
消
奴
部
、
絶
奴
部
、
順
奴
部
、
灌

世
経
〕
東
方
有
レ
電
、
名
曰
―
―
無
厚
「
南
方
有
レ
電
、
名
日
↓
―
奴
部
、
桂
婁
部
。

順
流
↓
R
圃
[
'
ュ
ン
生
死
の
流
行
の
ま
ま
に
し
た
が
つ
【
順
絲
順
緒
】
172shuen• 

ssu1 shuen• 

liu3

條
理

て
、
涅
緊
の
道
に
逆
ふ
こ
と
。
迷
ひ
に
迷
ふ
こ
と
。
〔
大
が
正
し
い
。

蔵
法
散
〕
六
道
衆
生
‘
順
庄
死
流
証
澁
四
趣
下
↓
【
順
受
老
人
】
173

忍
・
ク
各
宋
‘
呉
謁
之
(
2
ー

3
3
6
5
:
 9
0
 

〖
順
流
之
計
〗1

6
0
り
に
元
？
流
水
に
し
た
が
つ
て
降
下

o
)の
琥
゜

す
る
と
い
ふ
は
か
り
ご
と
。
〔
晉
書
‘
羊
祐
博
〕
會
益
州
【
順
受
二
其
正
―
】
174

佐
冗
”
ウ
ク
天
理
に
し
た
が
つ
て
‘

刺
吏
王
濱
‘
徴
為
二
大
司
農
エ
祐
知
―
―
其
可
＞
任
‘
云
云
‘
因
身
を
修
め
、
自
ら
正
命
郎
ち
招
か
な
く
と
も
自
然
に
来

表
留
レ
溶
、
監
盆
州
諸
軍
事
云
云
‘
密
令
T

修
右
四
四
る
命
散
の
至
る
の
を
ま
つ
こ
と
。
〔
孟
子
‘
證
心
上
〕
孟

為
•
順
流
之
計
い
子
日
、
莫
レ
非
レ
命
也
‘
順
受
斉
空
生
是
故
知
レ
命
者
、
不
レ

【
順
溜
】
161

豆
巧
服
従
す
る
。
〔
還
魂
記
、
虜
諜
〕
他
心
順
,
,

立

二

乎

巖

喘

之

下

↓

「

6
)

の
琥
゜

溜
於
俺
↓
俺
先
封
レ
他
為
―
―
溜
金
王
之
職
↓
【
順
所
然
齋
】
175

努
だ
ョ
清
‘
張
雲
錦
(
4
|
9
8
1
2
0
0
7
9
 

【
順
良
】
162

叩
窃
長
上
な
ど
の
命
令
に
し
た
が
つ
て
お
【
順
水
行
船
】
176

s
h
u
e
n
4
 
s
h
u
e
i
3
 

h
s
i
n
g
'
c
h
'
u
a
n
'
 

と

な

し

い

。

す

な

ほ

。

循

良

。

温

順

。

思

ひ

通

り

に

な

る

。

【
順
慮
]163

心
門
し
た
が
ひ
お
も
ん
ぱ
か
る
。
〔
墨
子
‘
[
順
烈
梁
皇
后
]
1
7
7
5
五咋＇の、ウゴヴ

非
攻
下
〕
必
順
―
―
慮
其
義
1

而
後
為
―
―
之
行
↓

5
:7
9
)

の
●
を
い
ふ
。

【
順
陵
】
164

豆
窃
陵
の
名
。
後
周
、
恭
帝
の
陵
。
世
宗
の
慶

陵
の
側
に
在
り
。
〔
文
獣
通
考
‘
王
饒
考
二
十
、
山
陵
〕
恭

冠
】
〗

帝
崩
‘
葬
順
陵
在
二
慶
陵
之
側
↓
〔
開
封
府
志
〕
恭
帝
陵
‘

在
嵩
陵
西
一
里
許
↓

【
順
證
】
165

認／

0
謁
儀
に
し
た
が
ふ
。
〔
國
語
、
晉
語

四
〕
君
補
主
問
一
以
順
レ
幡
也
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
上
〕

0
た
ま
。
〔
字
彙
〕
煩
、
丸
也
。
●
あ
た
ま
。
〔
字
彙
〕

ク
ヴ
ン

グ
，
ワ
ン

字
彙
〕
胡
官
切

圏

後
漢
‘
梁
后
(
6
-
1
4
8
2

12837 



(43351)—(43352 ・・ 12)

/
，
ユ
〔
集
韻
〕
詢
趨
切
函
-

日↑

T
:J 

h
s
t
i
1
 

口
ハ
ン
〔
集
韻
〕
逍
還
切

Ill

小
日
0
か
ほ
の
ひ
げ
。
面
毛
。

O
を
見

'
／
筆
よ
。
〔
玉
篇
〕
須
‘
面
毛
也
。
●
あ
t
J

ひ
げ
。
〔
説
文
〕
須
‘
願
下
毛
也
‘
ハ
―
―
頁
多
↓
〔
段

注
〕
各
本
臓
作
ー
一
面
毛
也
三
字
公
7

正
‘
云
云
‘
今

本
而
策
下
云
‘
頬
毛
也
‘
須
策
下
云
‘
面
毛
也
、

語
皆
不
レ
通
‘
毛
豪
下
云
‘
眉
髪
之
闊
‘
故
眉
解
1
1

目

上
毛
盃
須
解
1

一
願
下
毛
盃
須
在
レ
頬
者
謂
1
1

之
顧
i

不レ

謂

乏

而

t9須
為
面
喪
則
尤
無
レ
理
、
須
在
―
―

願
下
こ
箆
在
―
―
口
上
一
額
在
レ
頬
‘
其
名
分
別
有
レ

定
、
繹
名
亦
日
、
口
上
日
レ
髭
、
口
下
曰
―
―
承
漿
云
願

下
日
レ
籟
、
在
―
―
頬
耳
労
1

曰
レ
髯
‘
卑
ハ
1
1

許
説
1

合、

易
貢
六
二
、
責
―
―
其
須
涵
k

果
曰
、
自
レ
三
至
上
、
有
二

顛
之
象
コ
一
在
―
―
願
下
盃
須
之
象
也
‘
俗
俣
レ
須
為
レ

需
、
別
製
貨
験
杢
〔
易
‘
責
〕
責
―
―
其
須
↓
〔
疏
〕
須

是
上
附
↓
1

於
面
↓
〔
漢
書
、
高
帝
紀
〕
美
須
髯
゜
〔
注
〕

【須】
g

〔
集
韻
〕
河
干
切
國
i

r
 
i:i-

han' 

〔
集
韻
〕
牙
葛
切
園
『

〔
集
韻
〕
魚ll
f切
認
〗

巳
●
か
ほ
の
大
き
い
さ
ま
。
顧
預
。
〔
集
韻
〕
預
‘

顛
頂
、
大
面
兒
。
●
頭
に
髪
の
無
い
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
預
、
頭
無
レ
髪
兒
。
口
髪
が
な
い
。
〔
集
韻
〕

頂
、
無
レ
髪
。
国
●
髪
が
な
い
。
〔
集
韻
〕
頂
、
無
レ
髪

也
。
●
冠
が
後
に
か
た
む
く
。
〔
集
韻
〕
頂
、
一
日
、

冠
岐
レ
後
謂
―
―
之
頂
↓

【
預
慢
】
1han'man• 

ぐ
ず
ぐ
ず
す
る
。
遅
緩
。

祠】
g

国□ 日
ガガガガカ
ンチツンン

煩
、
頂
顛
。

頁

部

〔
三
畳
〕

預

須

在
レ
願
日
レ
須
、
在
レ
頬
日
レ
髯
。
●
獣
や
魚
の
ひ

げ
。
〔
周
證
、
秋
官
‘
冥
師
〕
若
得
―
―
其
獣
面
四
猷
―
―
其

皮
革
歯
須
備
↓
〔
尚
書
大
偲
‘
馬
貢
〕
東
海
魚
須
。

〔
注
〕
今
以
為
レ
榜
゜
・
ま
つ
。
ま
ち
う
け
る
。
〔
易
、

蹄
妹
〕
蹄
妹
以
須
。
〔
虞
注
〕
須
、
需
也
。
〔
詩
‘
邸

風
、
抱
有
苦
葉
〕
印
須
―
―
我
友
↓
〔
儀
證
‘
士
昏
護
〕

某
敢
不
―
―
敬
須
↓
〔
注
〕
須
‘
待
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕

以
須
ぶ
但
啓
明
五
匹
朝
霞
一
登
中
天
光
於
扶
桑
i

〔
注
〕
綜
日
、
須
、
侯
也
。
●
ゆ
る
＜
す
る
。
お
そ
く

す
る
。
〔
正
字
通
〕
須
、
遅
緩
也
。
〔
後
漢
書
、
清
河

孝
王
慶
博
〕
且
復
須
留
。

O
と
ど
ま
る
。
〔
書
、
五

子
之
歌
序
〕
須
l
i
l
t
,
洛
訥
↓
〔
馬
注
〕
須
‘
止
也
。

O

や
す
む
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
魚
日
レ
須
。
〔
注
〕
鼓
レ
鰐

須
息
。
〔
義
疏
〕
須
者
、
易
云
‘
需
、
須
也
、
魚
嘗
,
,
停

泊
鼓
鰐
吹
息
以
自
息
盃
須
‘
謂
,
,
止
而
息
1

也
。
●

の
ぞ
む
。
ね
が
ふ
。
も
と
め
る
。
〔
正
字
通
〕
須
、
意

所
レ
欲
也
。
〔
陸
雲
、
九
愁
、
感
逝
〕
居
静
言
其
何

須。

O
用
ひ
る
。
必
要
と
す
る
。
た
す
け
と
す
る
。

〔
正
字
通
〕
須
、
資
也
、
用
也
。
〔
漢
書
、
渇
奉
世
博
〕

不
レ
須
複
煩
二
大
将
↓
〔
唐
書
‘
鄭
殉
喩
偉
〕
軍

墾
期
會
云
〖
レ
急
。O
し
ば
ら
く
。
少
時
。
〔
荀

子
、
王
制
〕
罷
示
能
不
レ
待
レ
須
而
際
゜
〔
注
〕
須
‘

須
曳
也
。
〔
班
彪
、
北
征
賦
〕
聯
須
央
以
婆
娑
゜

〔
注
〕
善
日
、
須
曳
、
少
時
也
。

O
す
べ
か
ら
く

云
云
す
べ
し
。
決
定
の
助
辞
。
す
べ
か
ら
く
と

先
づ
讀
み
、
べ
し
と
返
し
讀
む
。
〔
應
暖
、
興
,
,
涌

公
球
一
書
〕
適
有
事
務
二
生
自
経
螢
↓
〔
博
燈

録
‘
+
、
湖
南
長
沙
景
太
「
祠
師
〕
百
尺
竿
頭
須
レ

進
レ
歩
。
●
オ
智
が
あ
る
こ
と
。
〔
易
、
欝
妹
〕
蹄
妹

以
須
。
〔
秤
文
〕
須
、
有
ー
ー
オ
智
l

之
稽
°
〇
や
ぶ
れ

る
。
須
捷
(
2
1
)

を
見
よ
。
＠
た
れ
下
る
。
た
れ
さ

が
っ
た
も
の
。
蘇
(
9ー

3
2
4
2
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
須
、
轄
注
‘
凡
為
―
―
下
垂
之
稽
王
ふ
皿

賦
靡
―
―
魚
須
之
撓
栴
面
大
都
賦
旅
1

一
魚
須
ぶ
汝
‘
如
―
―
画
圏
潰
（
7
-
1
7
8
2
7
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
醒
誤
〕
須
、
斯
須

魚
尾
之
里
也
、
此
義
後
人
以
レ
蘇
為
レ
之
、
史
記
之
須
、
今
誤
作
レ
潰
。
濱
‘
昔
誨
‘
漁
缶
面
也
。

【
須
友
】
1

経
友
を
待
つ
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
抱
有
苦
葉
〕
人

渉
印
否
‘
印
須
―
―
我
友
↓
〔
詩
、
小
雅
‘
伐
木
序
〕
自
―
―
天

司
馬
相
如
傭
、
蒙
一
鵜
蘇
な
集
解
、
尾
也
、
呉
都
賦
、

子
至
―
―
子
庶
人
字
杏
有
―
―
不
レ
須
レ
友
以
成
者
↓

摂
流
蘇
正
、
謂
下
剪
藉
総
垂
申
子
彫
文
之
棲
上

也
、
皆
須
字
也
、
須
・
蘇
雙
瞥
。

0
か
ぶ
ら
。
〔
爾
雅
‘
【
須
要
】
2

芸
●
最
も
必
要
な
こ
と
。
●
是
非
と
も
云

秤
草
〕
須
、
蔚
従
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
須
、
即
蔓
蒋
云
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
須
得
。
〔
言
志
録
〕
人
為
レ
學
、
須
レ

也
、
一
日
、
萩
、
松
須
、
一
臀
之
轄
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
要
及
レ
時
立
レ
志
勉
動
↓

須
哀
蕪
゜
〔
注
〕
似
―
―
羊
蹄
盃
葉
細
、
味
酢
可
レ
食
。
【
須
揺
】
3

お
し
ば
し
。
須
曳
(
4
2
)

に
同
じ
。
〔
絣
雅
‘
繹

訓
下
〕
須
揺
‘
俄
頃
也
。
〔
漢
書
‘
證
築
志
〕
紳
奄
留
‘
臨
須

揺
。
〔
注
〕
晉
灼
日
、
須
揺
、
須
申
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
錢

〔
祁
捻
行
義
疏
〕
陶
注
,
,
本
草
羊
蹄
1

一
云
‘
一
種
極

大
昭
曰
‘
須
揺
郎
須
央
。

似
辛
蹄
而
味
酢
‘
呼
総
酸
模
云
酸
模
・
残
蕪
一

臀
之
轄
、
邪
疏
誤
以
話
須
蔚
礎
興
,
,
~

蕪
為
二
【
須
暇
】
4

唸
ゆ
る
し
か
す
。
寛
恨
。
〔
書
、
多
方
〕
天
惟

物
↓
〇
邑
の
名
。
春
秋
‘
衛
の
邑
。
今
、
河
南
省
滑
縣
五
年
、
須
,
,
暇
之
子
孫
↓
〔
禁
傭
〕
猶
五
年
之
久
、
須
待
暇
二

の
東
南
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
泉
水
〕
思
―
―
須
卑
ハ
＞
漕
。
〔
集
寛
於
討
↓

傭
〕
須
・
漕
‘
衛
邑
也
。

O
翌
(
8
ー
註

go)に
通
ず
。
【
須
句
】
5

公
周
代
の
國
。
姓
は
風
、
爵
は
子
。
春
秋
の

時
嘗
て
祁
に
滅
さ
れ
‘
魯
‘
之
を
復
す
。
山
東
省
東
平
縣

の
東
南
。
公
羊
博
は
須
胞
に
作
る
。
〔
左
氏
‘
僭
‘
二
十

〔
詩
‘
邸
風
、
砲
有
苦
葉
〕
印
墾
我
友
一
〔
爾
雅
‘
繹

一
〕
任
宿
・
須
句
・
顕
曳
風
姓
也
、
賓
団
太
暉
臭
有
清
―

詰
‘
疏
〕
印
竪
―
我
友
↓
〇
或
は
賛
(
1
2
-
4
5
5
1
1
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
須
‘
或

A
レ影。

O
俗
に
蹟
(
1
2ー

4
5

之
祀
い
以
服
事
諸
夏
一
祁
人
滅
須
句
一
須
句
子
来
奔

5
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
須
‘
俗
作
レ
験
。
●
姓
。
〔
通
因
成
風
也
。
〔
注
〕
須
句
、
在
1

一
東
平
須
昌
縣
西
北
↓

志
‘
氏
族
略
‘
以
レ
國
為
レ
氏
〕
須
句
氏
、
子
爵
、
風
【
須
胞
】
6

ん
，
ュ
周
の
國
の
名
。
須
句
に
同
じ
。
〔
公
羊
、

姓
、
太
長
之
後
也
、
子
孫
郎
以
レ
國
為
レ
氏
、
或
省
レ
倍
、
二
十
二
〕
公
伐
邪
婁
取
―
―
須
胸
↓
〔
潜
夫
論
、
志
氏

姓
〕
伏
糖
姓
風
‘
其
後
封
―
―
任
宿
須
胸
顕
曳
四
國
云
賓
司
下

大
峰
興
1

一
有
清
1

之
祀
3

句
為
―
―
須
氏
ご
人
商
有
t

―
密
須
國
二
兵
後
亦
為
1
1

須

【
須
丸
】
7

和

代

諸

石
(
1
ー

3
8
6
:
 5
6
)
を
い
ふ
。
〔
本

氏
閂
〗
ま
だ
ら
。
文
采
。
頒
(
1
2
-
4
3
3
7
8
)

の
誤
字
。

〔
集
韻
〕
須
‘
斑
也
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
笏
、
大
夫
以
,
,
魚
草
、
代
諸
石
〕
繹
名
、
須
丸
‘
血
師
、
土
朱
‘
鐵
朱
。

須
文
竹
↓
〔
経
義
述
聞
〕
須
興
レ
班
‘
瞥
不
,
,
相
近
一
【
須
演
】
•
ね
秋
元
以
正
の
琥
。
秋
元
漏
園

(
8ー
2
4
9
4
0

此
節
経
文
及
繹
文
正
義
内
須
字
‘
皆
頒
字
之
誤
‘
:4
2
5
)
を
見
よ
。

頒
興
レ
班
古
字
通
、
故
繹
文
昔
班
、
故
雀
氏
日
、
〖
須
埃
集
〗
，
裟
ケ
イ
書
名
。
十
巻
。
宋
、
劉
辰
翁
撰
。
〔
四

庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

阻
文
竹
及
魚
班
一
也
‘
隷
書
分
字
或
作
レ
分
、
故

〖
須
埃
先
生]
1
0
g
u宋
、
劉
辰
翁
(
2
-
2
2
2
4

:
 1
0
7
 

8
)

の琥。

頒
字
或
作
レ
頒
‘
形
興
レ
須
相
似
‘
因
誤
為
レ
須
耳
‘

〖
須
埃
四
景
詩
〗
1
1
芸
g

書
名
。
四
告
。
宋
、
劉
辰
翁

自,,
唐
石
経
1

始
誤
レ
頒
為
レ
須
‘
而
集
韻
、
二
十
七

剛

内

、

遂

肱

入

須

字

↓

撰

。

皆

五

言

長

律

を

載

せ

、

各

t

四
時
寓
景
の
句
を
以

醤

モ

チ

。

マ

ツ

。

て

題

に

名

づ

け

て

居

る

。

〔

四

庫

提

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

蘭
會
意
。
本
義
は
顔
の
ひ
げ
。
故
に
頁
（
か
し
ら
）
と
【
須
買
】
12

花
ュ
戦
國
‘
魏
の
中
大
夫
・
苑
雖
‘
貧
時
嘗
て
之

多
（
毛
の
形
）
と
を
合
す
。
段
氏
は
説
文
を
改
め
、
あ
ご
に
服
事
す
。
後
‘
買
‘
秦
に
使
す
る
に
、
雖
‘
已
に
秦
昭
王

の
ひ
げ
と
い
ふ
。
字
解
を
見
よ
。
の
相
た
り
‘
微
行
敵
衣
し
て
之
を
見
る
。
賣
一
梯
抱
を

ニ
四
二

12838 
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頁

部

〔
三
聾
〕

須

贈
る
。
雌
た
め
に
昭
王
に
言
ひ
‘
賣
を
欝
す
。
〔
戦
國
、
【
須
捷
】
21

芸
破
れ
て
き
た
な
い
衣
。
ぽ
ろ
。
〔
方
言
‘
よ
。
〔
史
記
、
律
書
〕
東
至
.,it,
須
女
↓
〔
注
〕
索
隠
日
‘
姿
女

魏

策

〕

゜

―

二

〕

南

楚

‘

凡

人

貧

‘

衣

被

醜

弊

‘

謂

―

―

之

須

捷

下

或

謂

ー

一

之

名

也

。

〔

宋

史

、

天

文

志

三

〕

離

珠

五

星

‘

在
-
1

須
女
北
↓
〔
説

〖
須
買
擢
髭
〗1
3
1迄
デ
蒙
求
の
標
題
。
戦
國
魏
の
須
棲
裂
盆

5
謂
玉
ほ
竺
〔
注
〕
須
捷
‘
押
婆
也
。
〔
錢
繹
箋
疏
〕
苑
‘
緋
物
〕
北
方
曰
二
斗
·
牛
・
須
女
・
虚
．
危
．
螢
室
・
東

賣
‘
苑
雖
を
魏
齊
に
悪
言
し
、
厠
中
に
辱
し
め
、
更
に
酔
須
捷
‘
猶
に
―
―
―
竺
須
接
一
也
、
是
敗
之
意
也
。
壁
ニ
〇
賤
女
。
〔
史
記
‘
天
官
書
‘
姿
女
‘
注
〕
正
義
日
‘
須

ひ
て
溺
す
。
後
‘
苑
雖
‘
秦
の
相
と
な
る
。
質
‘
秦
に
使
【
須
髯
]
2
2

努
あ
ご
ひ
げ
と
は
ほ
ひ
げ
。
蹟
髯
゜
〔
漢
書
、
女
‘
賤
妾
之
梢
‘
婦
職
之
卑
者
、
主
二
布
吊
裁
製
嫁
姿
↓

し
て
知
り
‘
髪
を
擢
い
て
罪
を
贖
ふ
も
な
ほ
足
ら
ず
と
高
帝
紀
上
〕
高
祗
為
レ
人
隆
準
而
龍
顔
、
美
須
髯
‘
左
股
【
須

ii
】31
が
口
海
渭
の
名
。
オ
ラ
ン
ダ
西
北
部
に
あ
る
。

い
っ
た
故
事
。
〔
史
記
‘
苑
雖
博
〕
須
買
頓
首
言
.
,
死

罪

ー

有
1

一
七
十
二
墨
子
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
在
レ
願
日
レ
須
‘
在
レ
頬

Z
u
i
d
e
r
Z
e
e

の
音
繹
゜

曰
‘
買
不
レ
意
"
一
君
能
自
致
於
青
雲
之
上
二
買
不
n

―

敢

復

曰

レ

髯

。

【

須

抜

】

32

芸
北
齊
、
高
叡
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 4
2
)

の
O
の

堕
天
下
之
書
二
小
"
一
敢
復
卑
ハ
―
―
天
下
之
庚
賣
有
―
―
湯
錘
【
須
領
】
23

芸
あ
ご
ひ
げ
と
ほ
ほ
ひ
げ
。
須
髯
に
同
じ
。
小
名
。

之
罪
一
請
自
屏
―
―
於
胡
絡
之
地
一
唯
君
死
―
一
生
之
ご
氾
唯
〔
漢
書
‘
霰
光
博
〕
白
哲
疏
眉
‘
目
美
須
顧
。
〔
漢
書
、
西
域
【
須
眉
】
33

翌
あ
ご
ひ
げ
と
ま
ゆ
。
蹟
眉
。
〔
漢
書
‘
張

日
‘
汝
罪
有
レ
幾
、
日
、
擢
―
↓
賣
之
製
「
以
績
―
―
賣
之
罪
ぶ
四
上
、
大
宛
國
博
〕
其
人
皆
深
目
多
1

一
須
顧
一
〔
後
漢
書
‘
光
良
博
〕
年
皆
八
十
有
餘
‘
須
眉
皓
白
。
〔
漢
書
‘
武
五
子
‘

未
レ
足
‘
苑
雖
曰
‘
汝
罪
有
に
二
耳
‘
云
云
‘
公
前
以
益
嘩
武
十
王
‘
束
平
憲
王
蒼
博
〕
蒼
少
好
―
―
経
書
↓
雅
有
―
―
智
昌
邑
哀
王
膊
博
〕
少
―
―
須
眉
五
身
證
長
大
。

岱
有
1
1外
1一
心
於
齊
「
悪1一
雖
於
魏
齊
一
公
之
罪
一
也
、
思
涵
戸
人
美
須
顧
‘
要
帯
八
園
。
〖
須
眉
交
白
〗

3
4
i
i
咋
う
口
/
あ
ご
ひ
げ
も
眉
も
白
い
。

掌
魏
齋
雙
我
於
厠
里
公
不
レ
止
‘
罪
二
也
、
更
酔
而
【
須
陀
】
2
4
n

園
0
梵
語
S

且
r
a
の
昔
繹
。
古
‘
印
度
の
老
人
の
形
容
。
〔
荘
子
、
漁
父
〕
有
1

一
漁
父
者
全
＇
レ
船
而

溺
レ
我
、
公
其
何
忍
乎
‘
罪
三
芙
‘
然
公
之
所
二
以
得
＂
鉦

5

人
民
の
四
階
級
の
最
下
に
位
し
た
も
の
で
、
奴
隷
を
い
宋
、
須
眉
交
白
‘
披
斐
楡
袂
゜

死
者
、
以
籍
抱
患
患
‘
有
故
人
之
意
五
m
繹
レ
公
。
ふ
。
婆
羅
門
教
で
は
‘
此
の
階
級
を
斥
け
て
‘
宗
教
の
恩
【
須
禰
]
3
5

ク
翌
山
名
。
①
甘
篇
省
固
原
縣
の
北
。
一
名
、

【
須
索
】
14

だ
〇
川
の
名
。
河
南
省
の
境
。
上
流
は
須
索
悪
に
典
る
こ
と
の
出
来
な
い
も
の
と
し
た
。
首
陀
(
1
2

石
門
山
。
上
に
古
の
石
門
願
の
遺
址
が
あ
る
。
＠
雁
山

二
水
。
索
水
は
古
の
栴
然
水
、
源
は
榮
陽
縣
の
南
萬
山
'

-

4

4

4

8

9

:
 9
3
)

に
同
じ
。

O
天
の
甘
露
味
を
い
ふ
。
〔
玄
名
。
須
禰
山
を
見
よ
。

須
水
の
源
は
榮
陽
縣
の
東
南
の
山
。
東
流
し
て
買
魯
河
應
昔
義
〕
須
陀
食
、
或
云

1圧
蹂
咲
此
天
食
也
、
修
陀
‘
此
〖
須
~
座
〗
3
6
、
袢
雁
須
禰
壇
と
も
い
ふ
。
形
、
須
禰
山

と
な
る
。
t)hsii1

s
u
o
'

す
べ
か
ら
く
云
云
す
る
を
要
云
レ
白
也
。
〔
法
苑
珠
林
〕
四
天
王
並
食
―
―
須
陀
味
涵
朝
食
―
―
に
象
り
、
中
細
い
憂
座
。
其
の
上
に
本
尊
を
安
置
す
る
。

す

。

〔

元

曲

、

全

錢

記

〕

作

須

索

走

一

遭

去

。

〔

西

廂

記

‘

張

一

撮

ぢ

呑

食

こ

撮

↓

〔

王

勃

‘

梓

州

白

鶴

寺

碑

〕

俯

.

,

會
衆
心
盃
既
起
,
,
須
禰
之

君

瑞

間

道

場

雑

劇

〕

須

索

走

一

遭

。

【

須

待

】

25

に
ま
つ
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
上
ぶ
炉
留
海
上
一
座
↓

【
須
至
】15
名
公
文
の
末
尾
に
用
ひ
る
慣
用
語
。
此
の
輿
ー
一
方
士
博
車
―
及
レ
間
使
レ
求
紬
柏
甲
八
一
注
〕
師
古
日
‘
宿
〖
須
禰
山
〗

3
7し9

ご
ぺ
／
圏
梵
語
S
§
e
r
u
一
に
修
迷
棲
‘

公
文
書
は
必
ず
名
宛
人
の
手
に
到
逹
す
べ
き
も
の
な
留
謂
レ
有
レ
所
1

一
須
待
一
也
。
〔
魏
志
‘
趙
徽
傭
〕
（
李
）
通
日
‘
又
は
蘇
迷
直
と
い
ふ
。
妙
高
山
と
繹
す
。
高
さ
八
萬
四

り
と
の
意
。
〔
通
俗
編
、
政
治
、
須
至
〕
朱
子
文
集
、
公
移
紹
興
一
大
将
軍
ご
相
持
甚
急
‘
左
右
郡
縣
背
叛
乃
爾
、
若
千
由
旬
、
日
、
此
の
陰
に
入
れ
ば
夜
と
な
り
、
現
れ
る
と

膀
帖
末
多
用
,
,
須
至
字
ぶ
窃
云
1

一
須
至
晩
示
者
、
須
至
瞭
綿
絹
不
―
―
調
送
一
観
聴
者
必
謂
1

一
我
顧
望
有
巳
所
"
須
待
一
書
＿
と
な
り
、
月
な
ど
も
亦
此
の
陰
に
か
く
れ
る
と
い
ふ

諭
約
束
者
‘
看
定
文
案
申
状
エ
亦
云
1

一

須

至

供

申

者

ぃ

也

。

大

山

。

〔

大

唐

西

域

記

‘

-

、

阿

者

尼

國

等

〕

蘇

迷

虚

山

‘

〖
應
至
照
會
著
〗

1
6に
g
"竺
砂
ィ
一
＿
文
書
の
句
。
【
須
逹
】

2
6な
佛
の
在
世
時
の
含
衛
國
の
長
者
。
性
‘
唐
―
―
―
空
妙
高
山
涵
目
示
盆
竺
又
曰
―
―
須
禰
婁
ご
皆
訛
界
‘

末
尾
。
右
御
照
會
ま
で
。
必
ず
名
宛
人
の
手
元
に
到
逹
慈
悲
心
に
富
み
‘
又
佛
に
供
養
す
る
を
怠
ら
ず
。
祇
園
四
賓
合
成
、
在
―
―
大
海
中
ぶ
空
金
輪
上
ご
口
月
之
所
"
廻

せ

よ

の

意

。

精

含

を

建

立

し

て

佛

に

奉

り

、

又

多

く

の

財

を

捨

て

て

薄

五

諸

天

之

所

,

,

遊
含
工
し
山
七
海
、
環
峙
環
列
。
〔
翻
諜

[
須
昌
】
17

ク
炉
縣
名
。
漢
、
置
く
。
春
秋
の
須
句
閑
。
故
孤
獨
の
者
に
給
典
す
。
〔
雑
讐
喩
経
‘
下
〕
。
名
義
集
‘
七
‘
衆
山
篇
〕
蘇
迷
虞
、
西
域
記
云
‘
唐
言
1

一妙

城
は
山
東
省
東
平
縣
の
西
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
東
【
須
男
】
27

公
清
、
博
眉
(
1
|
9
3
9
 :
 1
0
7
)
の

字

。

高

五

藷

曰

1

須
函
央
又
曰
―
須
禰
棲
五
皆
訛
。
〔
華
巌
経
〕
讐

郡
、
縣
二
十
二
、
須
昌
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
尭
州
【
須
知
】

2
8
し
ュ
〇
是
非
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
知
ら
ざ
る
如T
日
出
―
―
閻
浮
提
一
充
照
•
一
切
須
禰
山
等
い

府
、
東
平
州
〕
須
城
懇
縣
、
今
州
治
、
古
須
句
國
地
、
云
べ
か
ら
ず
。

O
備
忘
録
。
控
え
。
覺
え
書
。
〔
幅
恵
全
【
須
粟
】
38

臼
あ
ご
ひ
げ
と
ま
ゆ
。
須
眉
(
3
3
)

に
同
じ
。

云
‘
秦
置
"
須
昌
縣
↓
書
‘
荊
任
部
、
看
須
知
〕
須
知
‘
乃
一
州
縣
之
政
事
大
綱
〔
荀
子
、
非
相
〕
伊
手
之
状
‘
面
無
ー
伝
盃
交
〔
庄
〕
棄
‘
輿
レ

【
須
従
】
18

グ

炉

か

ぶ

ら

。

蔚

゜

〔

説

文

〕

蔚

、

須

従

也

。

節

目

、

無

レ

不

―

―

備

載

一

眉

同

。

【
須
頌
】
19

炉

論

衡

の

篇

名

。

【

須

杖

】

29

記
'
,
っ
ゑ
に
た
す
け
ら
れ
る
。
〔
論
衡
、
問
【
須
慄
】
39

応
東
方
の
涯
の
地
名
。
〔
論
衡
、
道
虚
〕
西

【
須
遂
】
20

は
複
姓
。
〔
左
氏
‘
荘
‘
十
七
〕
夏
‘
遂
因
氏
・
孔
〕
人
有
レ
病
、
須
杖
而
行
。
窮
"
乎
杏
冥
之
蕉
盃
皿
東
貫
涵
盆
ぽ
之
先
↓

領
氏
・
エ
婁
氏
・
須
遂
氏
‘
饗
1

齊
戌
酔
而
殺
レ
之
‘
齊
人
【
須
女

]
3
0
5
0星
の
名
。
織
女
星
の
南
の
四
星
。
布
吊
【
須
卜
】

4
0
E
O匈
奴
の
姓
氏
の
名
。
〔
史
記
、
匈
奴
博
〕

磯

焉

を

掌

る

。

嬰

女

。

姿

女

。

女

宿

(OOー

6
0
3
6
:
 1
6
2
)

を
見
諸
大
臣
皆
世
に
呂
‘
呼
術
氏
、
蘭
氏
、
其
後
有
須
卜
氏
↓

ニ
四
三

此
三
姓
‘
其
責
種
也
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
博
下
〕
其
大
臣
皆
世
レ

官
‘
呼
術
氏
、
蘭
氏
‘
其
後
有
二
須
卜
氏
ぶ
些
二
姓
其
貴
種

也
。
〔
漢
書
‘
王
祥
傭
下
〕
詣
―
―
長
安
涵
強
立
以
為
―
―
須
卜
箪

f
↓
〔
後
漢
書
‘
南
匈
奴
偉
〕
異
姓
有
―
―
呼
術
氏
・
須
卜
氏
・

丘
林
氏
・
蘭
氏
↓
〇
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
代
北
複
姓
〕

須
卜
氏
改
為
1

一
卜
氏
↓

[
須
無
】
41

竺
漢
の
人
。
高
祗
の
時
、
陸
量
侯
に
封
ぜ
ら

れ
、
四
代
、
紹
封
す
。
〔
前
漢
書
、
十
六
〕
。

【
須
央
]
4
2

苔
〇
し
ば
ら
く
。
少
し
の
あ
ひ
だ
。
日
知

録
‘
巻
五
に
見
ゆ
。
〔
徐
瀬
‘
説
文
解
字
注
箋
〕
少
褐
謂
二

之
須
央
一
因
謂
,
,
時
不
＞
久
曰
1

一
須
曳
↓
〔
儀
幡
‘
燕
穂
〕

致
公
叩
曰
‘
寡
君
使
下
某
有
一
示
＇
膜
之
酒
ご
以
請
•
吾
子
之

良
寡
君
須
戸
焉
〔
中
庸
〕
道
也
者
、
不
レ
可
,
,
須
央

離
也
。
〔
列
子
‘
説
符
〕
諷
風
暴
雨
‘
不
レ
終
レ
朝
、
日
中

不
示
岱
交
〔
注
〕
須
央
‘
言
レ
不
1

一
敢
久
↓
〔
荘
子
‘
知
北

遊
〕
須
央
之
説
也
‘
梁
足
1
1

以
為
二
尭
架
之
是
非
一
〔
荀

子
‘
勧
學
〕
不
レ
如
,
,
須
央
之
所
＞
學
也
。
〔
史
記
‘
項
材

紀
〕
梁
召
レ
籍
入
‘
須
央
梁
詢
レ
籍
日
‘
可
レ
行
矢
。

O
古‘

陰
陽
家
の
術
‘
陰
陽
吉
凶
立
成
の
法
。
〔
後
漢
書
、
方

術
博
序
〕
其
流
又
有
―
―
風
角
・
遁
甲
・
七
政
・
元
氣
・
六
日
・

七
分
・
逢
占
•
日
者
・
挺
専
•
須
央
・
孤
虚
之
術
→
〔
注
〕

須
央
‘
陰
陽
吉
凶
立
成
之
法
也
、
今
書
七
志
有
―
―
武
王
須

央
一
巻
↓
参
圏
時
の
量
。
暫
時
の
意
。
刹
那
。
〔
梵
語
雑

名
〕
須
央
‘
乞
沙
努
‘
K
~
a
l
)
a
刹
那
也
。

【
須
量
]
4
3

臼
鳥
の
名
。
に
ほ
ど
り
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
麒
‘

須
鼠
。
〔
注
〕
鵬
‘
鷺
鶴
‘
似
レ
亮
而
小
。

【
須
留
】
44

祐
留
ま
つ
て
待
つ
。
須
は
待
。
〔
後
漢
書
‘
章

帝
八
王
、
清
河
孝
王
慶
博
〕
選
儒
之
恩
、
知
レ
非
―
―
國
典
一

且
復
須
留
。
〔
注
〕
東
観
記
‘
須
留
作
1

一
宿
留
↓

[
須
慮
】
45

姪
船
を
い
ふ
。
越
人
の
語
。
〔
越
絶
書
‘
越

絶
呉
内
傭
〕
越
人
謂
レ
船
為
1

一
須
慮
↓

【
賀
レ
須
】
46

れ
訂
ひ
げ
を
長
く
し
て
儀
容
を
飾
る
。

〔
易
‘
貨
〕
六
―
―
‘
貫
其
摂
象
日
‘
貫
其
須
輿
レ
上
興

也
。
〔
疏
〕
買
―
―
其
須
者
、
須
是
上
須
1

於
面
一
六
二
常
上

附
於
一
云
若
似
と
g
飾
其
須
也
。

【
須
之
彦
】
4
7
n
戸
明
‘
嘉
定
の
人
。
字
は
君
美
。
萬
暦
の

進
士
。
官
は
幡
部
儀
制
郎
。
後
、
尚
賓
司
少
卿
に
至
る
。

【
須
菩
提
]
4
8

ぢ
イ
梵
語
S
u
b
h
u
t
i
E,1
音
繹
゜
佛
の
十
大

弟
子
の
一
。
其
の
義
は
善
吉
の
意
。
ま
た
空
生
と
い
ふ
。

須
浮
帝
。
須
扶
提
。
蘇
補
底
゜
浪
堺
代
酔
編
‘
巻
三
十
二

12839 
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に
見
ゆ
。
〔
法
華
文
句
、
二
〕
須
菩
提
、
此
翻
ー
空
生
ず
ェ

時
家
中
倉
庫
筐
徳
器
皿
皆
空
‘
問
―
―
占
者
下
占
者
言
‘
吉
‘

因
レ
空
而
生
、
字
曰
"
空
生
盆
匹
依
報
器
皿
端
空
1

以名――

空
生
正
依
正
倶
吉
‘
故
言
"
善
吉
一
也
。

【
須
摩
提
】
49

な
マ
園
梵
語
S
u
m
a
t
i

の
音
繹
。
西
方
極

架
の
別
名
。
妙
意
の
義
。
〔
般
若
三
昧
経
〕
念
二
西
方
阿

禰
屁
今
現
在
レ
彼
‘
随
レ
所
レ
聞
嘗
レ
念
‘
去
5

此
十
萬
億

佛
刹
名
須
摩
提
↓
〔
雲
棲
小
経
疎
‘
二
〕
極
築
者
梵
語
須

摩
提
‘
此
云
二
安
柴
工
亦
―
ぞ
安
養
工
亦
云
二
清
泰
エ
亦
―
ぞ

妙
意
「
名
雖
1

一
小
殊
西
口
極
築
義
。

【
須
曼
那
】
50

ぢ
マ
ン
圏
梵
語
S
u
m
a
n
a
の
昔
繹
。
花
の

名
。
し
ゅ
ま
な
。
須
摩
那
。
〔
翻
繹
名
義
集
‘
八
‘
百
華
〕
須

曼
那
‘
或
云
二
須
未
那
「
又
云
1
-
i

蘇
序
那
ぶ
些
デ
善
撮
意
↓

又
云
―
―
稽
意
華
↓
其
色
黄
白
而
極
香
、
樹
不
,
,
至
大
云
高
三

四
尺
‘
下
垂
如
レ
蓋
‘
須
曼
女
生
二
於
須
曼
華
中
↓

【
須
用
綸
】
51

知
府
／
明
、
武
進
の
人
。
字
は
如
卿
。
萬
暦

の
學
人
。
官
は
崇
繭
中
‘
胄
州
府
司
李
゜

【
須
頼
比
】
52
バ

17"ラ
梵

語
S
u
r
a
s
t
r
a
¥,t
音
諄
。
西
印
度

の
一
古
國
の
名
。
四
世
紀
の
頃
笈
多
王
朝
に
屡
し
、
五
世

紀
末
よ
り
伐
脹
毘
國
の
も
の
と
な
る
。
大
唐
西
域
記
‘
巻

十
一
に
見
え
る
蘇
剌
佗
國
が
こ
れ
で
あ
る
。
「
よ
。

【
須
涵
登
清
履
―
】
53

琵

g"7ペ
ン
上
草
履
に
は
き
か
へ

【
須
静
主
人
】
54

盆
梵
貫
名
芭
の
琥
。
貫
名
海
屋
(
1
0

ー

3
6
6
8
1
:
 7
8
)
-
W
目～よ。

【
須
跛
陀
羅
】
55

”
乃
梵
語
S
u
b
h
a
d
r
a

の
音
繹
。
繹

迦
最
後
の
弟
子
の
名
。
蘇
蚊
陀
羅
。
〔
慧
琳
昔
義
、
十
八
〕

蘇
践
陀
羅
、
阿
羅
漢
名
也
、
唐
言
―
―
善
賢
;
疋
佛
在
世
時

最
後
得
度
聖
弟
子
也
、
即
涅
槃
経
中
須
践
陀
羅
是
也
。

[
翡
レ
須
和
レ
槃
]
5
6

認
只
芍
ひ
げ
を
切
っ
て
之
を
燒

き
‘
灰
と
し
て
槃
に
和
し
た
故
事
。
他
人
の
病
氣
の
た

め
に
盛
す
喩
。
唐
の
太
宗
が
ひ
げ
を
切
っ
て
功
臣
李
動

に
槃
と
し
て
賜
う
た
故
事
。
〔
唐
書
‘
李
勧
傭
〕
動
既
"
忠

ヵ
玉
↓
帝
謂
‘
可
レ
熙
大
甕
嘗
暴
疾
、
翌
日
、
用
頑
灰
可
レ

治
‘
帝
乃
自
剪
レ
須
以
和
レ
薬
、
及
レ
愈
入
謝
‘
頓
首
流
レ

血
、
帝
曰
‘
吾
為
1

一
社
稜
1

計
、
何
謝
為
。

【
須
蔭
折
羅
婆
香
】
5
7
5

勾
ば
’
楓
香
脂
(
6
|
1
5
1
2
6
 :
 

3
3
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
楓
香
脂
〕
秤
名
、
白
膠
香
、
時
珍

曰
‘
金
光
明
経
‘
謂
―
―
其
香
云
〖
→
―
須
薩
折
羅
婆
香
溢
虫
日
‘

梵
書
謂
乏
薩
闇
羅
婆
香
↓

【
須
髭
眉
目
如
レ
甍
】
58
芸
か
い
ん
モ
ク

あ
ご
ひ
げ
、
か
み

”
 

頁

音

〔
―
―
―
ー
四
驚
〕

ヽ
一

夏
’
王

簗

【
項
】
』

日
●
頭
の
謹
し
む
さ
ま
。
〔
説
文
〕
項
、
【
暉
品

頭
項
項
謹
兒
‘
八
レ
頁
玉
臀
。

O
項
項

キ
，
ヨ
ク

日
コ
ク
ギ
，
ヨ
ク

コ
ク

口令

〔
隻
韻
〕
叶
玉
切
Tヽ
U
 

〔
集
韻
〕
虞
欲
切

因□国

【煩】
g

【
項
】

g

い
戸
い
O戸）
に
同
じ
。
〔
集

画

圏

項

(
1
2
|
 4
3
3
5
7
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
辮
似
、
二
字
相

似
〕
碩
‘
庭
上
臀
‘
直
也
、
炊
レ
壬
。
項
‘
昔
旭
‘
敬
謹
貌
、

八
レ
玉
。

義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
影
、
昔
振
。

頌（
1
2
-
4
3
3
4
1
)

の
識
字
。
〔
字
彙

補
〕
頌
‘
頌
字
之
調
。

エ，ウ

祠】
g

●
お
と
が
ひ
。
あ
こ
。
〔
字
彙
補
〕
頗
、
頷
也
。
●
や

し
な
ふ
。
〔
字
彙
補
〕
碩
、
養
也
。

ま
ゆ
‘
目
等
が
う
つ
く
し
く
て
書
一
の
や
う
で
あ
る
。
〔
後

漢
書
‘
馬
援
傭
〕
援
自
レ
還
二
京
師
ぶ
叙
被
二
進
見
涵
『
レ
人

明
頑
髭
眉
且
如
レ
藍
゜

【
所
レ
須
松
樹
消
泉
】
59

芥
菜
共

g
ノ
山
家
に
は
唯
；

松
樹
と
消
泉
と
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
閑
淡
な
生
涯
を

い
ふ
。
唐
‘
溢
師
正
の
故
事
。
〔
藷
唐
書
‘
隠
逸
‘
播
師
正

偉
〕
高
宗
幸
1

一
束
都
石
因
召
見
輿
語
‘
問
品
叫
坦
山
中
有
二

何
所
＞
須
‘
師
正
封
曰
‘
所
レ
須
松
樹
清
泉
‘
山
中
不
レ
乏
‘

高
宗
輿
1

一
天
后
ぶ
甚
翁
二
敬
之
↓

頭
を
あ
げ
る
。
〔
字
彙
〕
哨
‘
哨
レ
頭
。

ガ
，
ウ

〔
字
彙
〕
五
剛
切
獨

日
□
●
あ
た
ま
。
〔
字
彙
〕
頑
、
顧
頑
也
。

O
煩
(
1
2

|
 4
3
3
7
6
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
頑
‘
煩
字
之
調
。

冠】血

テ
イ

Ii“
 

国日
トタトタ
ンンンン

〔
字
彙
〕
都
感
切
國
i-

〔
字
彙
〕
都
紺
切
暉
幽

炭
(
1
2
ー

4
5
4
0
0
)

の
古
字
。
〔
集

，
韻
〕
斐
、
古
作
レ
頷
。

、ッ

【影】
g

シ
ン

し
づ
か
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
静
也
。

国】
g

グ
ヴ
〔
集
韻
〕
五
果
切
網
幽

【
頌
】
』

ィ

〔
字
彙
補
〕
典
之
切

固

須

頓

頌

影

碩

項

領

顛

煩

頑

楯

照

領

頌

籍

B
Oさ
ま
。
か
た
ち
。
容
貌
。

冽

4
6

も
豪
月
文
〔
説
文
〕
頌
‘
兒
也
、
ハ
レ
頁
公

臀
゜
〔
段
注
〕
兒
下
日
、
頌
儀
也
、
古
作
1

一
頌
型
今

作
―
―
容
兒
五
今
字
之
異
也
‘
容
者
、
盛
也
、
卑
ハ
レ
頌

義
別
。
〔
漢
書
‘
儒
林
傭
〕
而
魯
徐
生
善
為
レ
頌
゜

〔
注
〕
師
古
日
‘
頌
‘
讀
卑
ハ
な
容
同
‘
蘇
林
曰
‘
漢
栴
儀

有
J
-
‘
郎
為
11

此
頌
貌
威
儀
事
↓
●
ゆ
る
や
か
。

ゆ
と
り
。
〔
史
記
‘
魯
仲
連
傭
〕
世
以
二
飽
焦
盃
ぞ

無

従

頌

而

死

L

者
、
皆
非
也
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
皆

以
為
下
不
レ
能
ー
自
寛
容
一
而
取
知
死
。
〔
漢
書
、
悪
帝

紀
〕
有
レ
罪
常
哀
血
械
―
者
、
皆
頌
繋
゜
〔
注
〕
如
淳
曰
、

頌
者
、
容
也
‘
言
レ
見
1

一
寛
容
↓
参
お
ほ
や
け
。
〔
漢

書
‘
哭
王
瀑
傭
〕
宅
郡
國
吏
欲
ー
1

一
来
捕
二
亡
人
一
者
、

頌
共
禁
不
レ
興
。
〔
注
〕
如
淳
曰
‘
頌
‘
猶
レ
公
也
。
R

相
術
家
の
語
。
口
の
左
下
に
在
つ
て
運
氣
を
判

ず
る
虞
。
流
年
運
氣
（
6

-

1
7
4
3
1
 :
 3
0
7
)

を
見

よ
。
＾
D
庸
(
4
-
9
3
7
8
)

に
通
ず
。
〔
儀
鵡
、
大
射
儀
‘

頌
磐
東
面
‘
注
〕
古
文
頌
為
レ
庸
。

O
通
じ
て
容
(
8

|
 
7
1
7
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頌
、
通
作
に
谷
。
〇
揃

面園窮

日
口
み
み
の
ね
。
〔
集
韻
〕
頼
、
耳
本
。
国
頭
が
か

た
む
く
。
頼
(
1
2
ー

4
3
4
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頼
、

説
文
、
頭
不
レ
正
也
‘
或
省
。

ョ
ヴ
〔
集
韻
〕
餘
封
切
／
困

ュ

日

X
L

jung2 

口
く
ヨ
，
ウ
〔
集
韻
〕
似
用
切
芍
q

□
[
 

【
頌
】
年

シ
，
ュ
ム

X
L
s
§
g
•

冒】
g

国口巳
7 ,~ フホ，
イウウ

〔
集
韻
〕
補
孔
切

〔
集
韻
〕
補
講
切

〔
集
韻
〕
慮
封
切

日
み
に
く
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
領
‘
醜
兒
゜
□
み
に

く
い
さ
ま
。
領
願
。
頗
(
1
2
-
4
3
7
0
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
頗
‘
額
願
‘
醜
兒
‘
或
作
レ
領
。

は
、
自
失
の
さ
ま
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
子
貢
卑
阪
失
レ
【
胆
】

g

色
、
項
項
然
不
二
自
得
↓
〔
疏
〕
項
項
、
自
失
之
貌
゜

〇
顧
項
は
‘
高
陽
氏
の
琥
゜
〔
集
韻
〕
項
‘
一
曰
‘
顕

項
‘
帝
高
陽
之
舅
□
人
の
後
頭
部
。
〔
集
韻
〕
項
‘

人

腿

m
。

【

領

】

i

圏

項

(
1
2
-
4
3
3
5
6
)

の
参
考
を
見
よ
。

□ 巳
コカコカ
ンンンン

〔
集
韻
〕
丘
凡
切

〔
集
韻
〕
枯
含
切

國園

ゼ
ン

顧
(
1
2
-
4
3
4
9
8
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
振
、
同
レ
顧
。

ニ
四
四

12840 



(43365 .. 1)― (43365 .. 32) 

＂ 
頁
立
口

〔
四
書
一
〕

頌

ニ
四
五

文
‘
額
(
1
2
-
4
3
6
2
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
頌
‘
額
‘
博
聞
者
;
幻
饂
云
‘
頌
之
為
レ
橙
‘
典
雅
清
礫
‘
楡

籠
文
。
□

O
詩
の
六
義
の
＿
。
天
子
の
栗
。
専
ら
揚
注
洋
、
敷
窺
似
レ
賦
而
不
レ
入
―
―
華
修
之
謳
ご
収

宗
廟
に
用
ひ
て
神
徳
を
形
容
し
、
之
を
讃
美
し
た
慎
如
レ
銘
而
異
―
―
乎
規
戒
之
域
五
江
咬
斯
言
盃
T
-
――

も
の
。
又
‘
頌
は
様
子
の
意
で
、
之
を
奏
す
る
時
に
以
得
1

一
作
レ
頌
之
法
玉
大
。
画
う
ら
か
た
の
こ
と

は
皆
舞
容
を
為
す
か
ら
名
づ
く
と
い
ふ
。
〔
詩
、
大
ば
。
占
兆
の
辞
。
〔
周
礎
、
春
官
、
大
卜
〕
其
頌
皆
千

序
〕
頌
者
、
美
盛
徳
之
形
容
百
竺
其
成
功
一
告
於
｝
有
二
百
゜
〔
注
〕
頌
‘
謂
レ
縣
也
。

O
曰
0
に
同
じ
。

誹
朋
者
也
。
〔
玩
元
‘
摩
経
室
集
‘
秤
頌
〕
詩
分
―
―
風

O
或
は
額
(
1
2
-
4
3
6
2
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頌
‘

雅
頌
↓
頌
之
訓
為
レ
美
盛
徳
一
者
、
餘
義
也
‘
頌
之
或
作
レ
額
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
頌
‘
姓
。

訓
為
形
容
一
者
本
義
也
‘
且
頌
字
即
容
字
也
‘
云
肉
圏
ノ
プ
。
ウ
タ
。
ヨ
ム
。
オ
ト
。

云
‘
容
・
養
・
茉
一
臀
之
韓
、
古
籍
毎
多
嘉
迪
借
公
7

【
頌
音
】
1

し
喝
ほ
め
う
た
の
昔
築
。
〔
日
本
書
紀
、
推

世
俗
傭
之
揉
字
始
1

一
子
唐
韻
面
究
谷
字
轄
瞥
所
レ
借
古
紀
〕
十
二
年
‘
皇
太
子
親
肇
作
憲
法
十
七
條
享
竺
云
‘

之
渠
字
‘
不
レ
知
何
時
再
加
ニ
オ
労
以
別
ぢ
之
‘
而
七
日
‘
云
云
‘
賢
哲
任
レ
官
、
頌
音
削
起
。

【
頌
嘉
】
2

勺
ヴ
清
‘
曹
禾
(
5
-
1
4
2
9
7
:
 5
8
)

の
字
。

【
頌
歌
】
3

竺1
ヴ
〇
ほ
め
て
う
た
ふ
。
謳
歌
。
〔
唐
書
‘
張

後
人
遂
絶
不
レ
知
捉
頌
容
漿
轄
髪
而
来
ぶ
豆
知
下

所
謂
商
頌
周
頌
魯
頌
者
、
若
レ
日
,
1

商
之
揉
子
、
周
玄
素
側
〕
天
下
倉
然
、
一
口
頌
歌
。
〔
謝
震
運
‘
撰
征
賦
〕

之
捺
子
、
魯
之
様
子
1

而
已
、
無
中
深
義
上
也
‘
何
以
士
頌
歌
於
政
教
面
捻
呼
詠
於
渥
恩
↓
●
功
徳
を
た
た

三
頌
有
レ
揉
而
風
雅
無
レ
揉
也
、
風
雅
唯
弦
歌
笙
へ
た
歌
詞
。
〔
宋
環
、
三
月
三
日
謝
―
―
賜
宴
ー
表
〕
欣
歓
之

臀
‘
決
―
―
子
億
兆
↓
街
感
之
至
‘
形
二
子
頌
歌
↓

【
頌
閣
】
4

5

屯
清
、
徐
郁
(
4
|
1
0
1
1
0
 :
 2
8
6
)

の
字
。

間
‘
賓
主
及
歌
者
‘
皆
不
111

必
因
レ
此
而
為
二
舞
容
一

惟
三
頌
各
章
‘
皆
是
舞
容
、
故
稲
為
レ
頌
。

O
ほ
め
【
頌
祇
】
5

知
ぇ
歌
誦
を
作
っ
て
地
祇
を
祭
る
。
〔
揚
雄
、

た
た
へ
る
。
の
べ
る
。
〔
繹
名
‘
秤
典
藝
〕
稲
―
―
頌
成
甘
泉
賦
〕
集
"
乎
謄
神
之
圃
一
登
―
―
乎
頌
祇
之
堂
↓
〔
注
〕

功
溢
ザ
之
頌
↓
〔
謁
、
少
儀
〕
頌
而
無
レ
謳
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
認
歌
頌
以
祭
弛
祇
↓

頌
‘
謂
面
順
其
美
〇
文
饉
の
＿
。
紳
明
・
人
君
【
頌
義
】
6

％
ヴ
徳
を
ほ
め
た
た
へ
る
。
〔
蝠
恵
全
書
、
液

任
部
、
詳
文
贅
説
〕
世
世
為
―
―
憲
壷
頌
レ
義
感
レ
恩
之
赤

子
石
却
民
幸
甚
‘
卑
職
幸
甚
゜

な
ど
の
盛
徳
成
功
を
ほ
め
た
た
へ
る
も
の
。
〔
陸

機
‘
文
賦
〕
頌
、
優
滞
以
彬
蔚
。
〔
注
〕
善
曰
‘
頌
‘
以
【
頌
共
】
1

豆
炉
世
人
の
共
に
す
る
所
で
、
個
人
の
私
す

哀
述
功
美
一
以
レ
辟
為
レ
主
。
〔
文
腔
名
辮
‘
頌
〕
る
を
得
な
い
も
の
。
公
共
。
頌
は
公
。
〔
漢
書
、
呉
王

按
、
詩
有
天
義
其
六
曰
レ
頌
‘
頌
者
、
容
也
、
美
―
―
渇
傭
〕
｛
ヒ
郡
國
吏
慾
束
捕
亡
人
一
者
、
頌
共
禁
不
レ
興
。

〔
注
〕
如
淳
曰
‘
頌
、
猶
久
ム
也
‘
師
古
曰
‘
頌
‘
讀
曰
な
容
。

【
頌
琴
】
8

％
ヴ
琴
の
一
種
。
後
世
、
十
三
弦
の
も
の
を

盛
徳
之
形
容
百
竺
其
成
功
一
告
二
子
神
明
一
者
也
、

若
商
之
那
、
周
之
清
廟
諸
仕
皆
以
告
レ
紳
‘
乃
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
〕
初
穆
姜
使
レ
繹
芙
楓
以
自
為
ー
,
,

頌
之
正
腔
也
‘
至
1

一
於
魯
頌
駒
閾
等
篇
一
削
用
以
概
輿
―
―
頌
琴
↓
〔
注
〕
頌
琴
、
琴
名
、
猶
言
―
―
雅
琴
↓
〔
宋

頌
倍
全
而
頌
之
憫
妻
芙
、
後
世
所
レ
作
皆
髪
腔
史
簗
志
十
七
〕
古
者
、
大
琴
則
有
天
翌
中
琴
則
有
1

中

翌
有
雅
琴
・
頌
琴
而
雅
翠
頌
闊
‘
賓
貸
之
合
一
〔
文

駄
通
考
‘
築
考
十
‘
絲
之
隔
〕
絲
之
陽
‘
頌
琴
。
〔
注
〕
十
三

也
、
其
詞
或
用
1

一
散
文
で
或
用
二
韻
語
丁
今
亦
辮
而

絃
柱
如
レ
挙
。

列
レ
之
、
又
有
二
哀
頌
｛
則
任
防
所
レ
梢
漢
張
紘
初

作
‘
陶
侯
哀
頌
者
、
是
已
、
今
其
文
雖
レ
未
レ
及
レ
【
頌
偲
】
，
匁
圃
佛
得
を
た
た
へ
た
低
゜

見
‘
而
穎
意
大
怜
卑
ハ
ニ
哀
賛
―
略
同
‘
姑
識
以
侯
1
1

【
頌
磐
】
1
0
7
3
バ
西
方
に
置
く
磐
゜
〔
周
橙
‘
春
官
‘
眠
瞭
〕

臼
応
入
[
[

〔
儀
證
‘
大
射
儀
〕
西
階
之
西
‘
頌
磐
‘
束
面
。
〔
注
〕
言
成
レ

功
日
レ
頌
、
西
為
―
―
陰
中
↓
拭
物
之
所
レ
成
‘
云
云
‘
是
以
西

方
鍾
磐
謂
1

一
之
頌
「
云
云
‘
古
文
頌
為
レ
庸
。
〔
三
オ
圃
會
‘

器
用
三
‘
笙
磐
頌
磐
〕
應
笙
之
磐
謂
―
―
之
笙
砥
烹
應
歌
之

磐
謂
乏
頌
磐
↓

【
頌
繋
】
11

豆
げ
罪
人
の
扱
ひ
を
寛
容
に
し
て
栓
桔
を
用

ひ
ず
に
つ
な
ぐ
こ
と
。
〔
漢
書
‘
悪
帝
紀
〕
爵
五
大
夫
‘
吏

六
百
石
以
上
、
及
宦
―
―
皇
帝
一
而
知
レ
名
者
、
有
レ
罪
嘗
,
,
盗

械
者
、
皆
頌
繋
゜
〔
注
〕
如
淳
曰
‘
頌
者
容
也
、
言
見
寛

登
但
虞
―
曹
吏
含
二
不
レ
入
―
―
狸
宇
也
、
師
古
日
、
古
者

頌
輿
レ
容
同
。
〔
漢
書
‘
刑
法
志
〕
年
八
十
以
上
八
歳
以

下
‘
及
卒
者
未
レ
乳
‘
師
‘
朱
儒
‘
喘
竺
鞠
繋
―
者
頌
二
繋
之
-

〔
庄
〕
師
古
日
、
頌
‘
讀
曰
レ
容
‘
容
‘
寛
,
,
容
之
二
小
孟
住
桔
一

【
頌
軒
】
1
2
5
喝
清
‘
呉
大
激
(
2
ー

3
3
6
5
:
 7
5
1
)

の
琥
゜

【
頌
填
】
1
3
~
，
喝
形
が
難
卵
位
に
小
さ
い
填
召
゜
〔
證

圏
〕
大
如
雁
卵
曰
1

一
雅
填
石
空
難
子
一
旦
頌
填
↓
〔
文

獣
通
考
‘
築
考
八
‘
上
之
隔
〕
雅
填
‘
頌
填
‘
古
有
1

一
雅
填
1

如
雁
子
薙
填
如
龍
子
面
臀
裔
濁
‘
合
―
―
乎
雅
頌
故

【
頌
賢
】
1
4
~互
,
9

堕
鐵
論
の
篇
名
。

L

也。

【
頌
辞
]
1
5

む
ヨ
，
ウ
ほ
め
こ
と
ば
。
美
辞
。
讚
辞
。
〔
柳
宗
元
、

箕
子
碑
〕
古
闘
1

一
頌
辞
西
暉
在
1

一
後
儒
―
)

【
頌
認
]
1
6
"
匁
琴
の
一
種
。
等
。
〔
爾
雅
‘
繹
築
、
大
忍

謂
―
―
之
瀧
↓
疏
〕
頌
認
長
七
尺
二
寸
‘
廣
尺
八
寸
、
二
十
五

絃
‘
證
用
レ
之
。
〔
唐
書
‘
幡
柴
志
十
一
〕
頌
闊
、
挙
也
。

【
頌
酒
】
17

ク
刃
晉
、
劉
伶
の
酒
徳
頌
を
い
ふ
。
〔
顔
延

之
、
五
君
詠
、
劉
参
軍
詩
〕
頌
酒
雖
1

一
短
章
ぶ
沐
衷
自
レ
此

見
。
〔
注
〕
善
日
、
頌
酒
、
即
酒
徳
頌
也
。

【
頌
逃
】
18

移
ほ
め
て
の
べ
る
。
〔
班
固
‘
典
引
〕
主
上

爽
取
其
書
菟
得
石
竺
進
功
徳
一
「
賞
讃
す
る
。

【
頌
稲
】
19sung• 

c
h
'
e
n
g
1

ほ
め
そ
や
す
。
梢
揚
す
る
。

【
頌
鍾
]
2
0

藷
西
方
に
笛
＜
鐘
゜
頌
磐
(
1
0
)

を
見
よ
。

〔
儀
穂
、
大
射
儀
〕
西
階
之
西
‘
頌
磐
、
東
面
‘
其
南
鍾
゜

〔
注
〕
言
成
レ
功
日
レ
頌
、
西
為
―
―
陰
中
面
萬
物
之
所
レ
成
‘
是

以
西
方
鍾
磐
謂
-
1

之
頌
↓
云
云
‘
鍾
不
ビ
―

-9頌
、
省
文
耳
‘

古
文
頌
為
レ
庸
゜

【
頌
臀
]
2
1

ぢ
ゥ
功
徳
を
ほ
め
た
た
へ
る
こ
ゑ
。
又
、
太

平
を
歌
頌
す
る
こ
ゑ
。
其
の
音
架
。
〔
公
羊
‘
宣
、
十
五
〕

什
一
[
i
T
而
頌
臀
作
芙
゜
〔
注
〕
頌
臀
者
、
太
平
歌
頌
之
臀
。

〔
史
記
、
周
紀
〕
民
和
睦
‘
頌
臀
興
。
〔
漢
書
、
手
帝
紀
賛
〕

休
徴
嘉
應
‘
頌
瞥
並
作
。
〔
漢
書
、
買
山
博
〕
君
有
,
,
餘

財
五
民
有
―
―
餘
力
盃
皿
頌
瞥
作
。
〔
班
固
‘
雨
都
賦
序
〕
昔

成
康
没
而
頌
臀
寝
゜
〔
夏
侯
湛
‘
束
方
朔
驚
賛
〕
祐
,
,
彿

風
塵
面
盗
ぎ
頌
瞥
↓

【
頌
篇
】
22

説
ゥ
架
器
の
名
。
尺
四
寸
、
十
六
嘔
の
篇
゜

〔
文
猷
通
考
、
架
考
十
一
、
竹
之
陽
〕
雅
籠
一
―
十
四
‘
頌

篇
十
六
‘
碍
圏
‘
雅
篇
尺
有
二
寸
‘
二
十
四
弛
‘
頌
篇
尺

有

四

寸

‘

十

六

逗

。

「

字

。

【
頌
仙
】
23

玲
清
、
王
景
賢
(
7ー

2
0
8
2
3
:
 1
3
7
7
)

の

【
頌
歎
]
2
4

公
ゥ
ほ
め
た
た
へ
る
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
秦

漢
之
所
1

一
極
観
面
淵
雲
之
所
頌
歎
一
〔
論
衡
‘
宣
漢
〕
非
T

以,,,
身
生
漢
世
面
が
衰
増
頌
歎
、
以
喪
媚
梢
．
也
。

【
頌
徳
】
25

註
ゥ
功
徳
を
ほ
め
た
た
へ
る
。
〔
史
記
、
周

紀
〕
民
皆
歌
―
―
架
之
↓
頌
二
其
徳
↓
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
刻
レ

石
頌
―
―
秦
徳
一
〔
漢
書
‘
諸
侯
王
表
序
〕
或
廼
稽
レ
美
頌
レ

徳
‘
以
求
―
―
容
媚
「
登
不
レ
哀
哉
。
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
上
〕
上

旦
泰
山
陽
云
ぎ
顛
‘
立
レ
石
頌
レ
徳
‘
明
―
―
其
得
＞
封
也
。

〖
頌
徳
碑
〗2
6
レ
翌
功
徳
を
ほ
め
た
文
章
を
ほ
り
こ
ん

だ
石
碑
。
〔
北
史
‘
房
彦
謙
博
〕
以
1

一
秩
涵
―
遷
-
―
長
葛
縣

令
一
甚
有
1

一
悪
化
一
云
云
‘
其
後
百
姓
思
レ
之
‘
立
レ
碑
頌
レ

徳
゜
〔
封
氏
聞
見
記
‘
頌
徳
〕
在
レ
官
有
―
―
異
政
玉
考
秩
已
終
‘

吏
人
立
レ
碑
頌
レ
徳
者
‘
皆
須
下
審
―
―
詳
事
賓
面
川
司
以
レ
状

聞
奏
い
恩
赦
聴
許
‘
然
後
得
レ
建
レ
之
‘
故
謂
↓
一
之
頌
徳
碑
一

亦
旦
遺
愛
碑
↓
〔
集
古
録
、
上
〕
唐
掲
孤
府
君
頌
徳
碑
。

〖
頌
徳
表
〗27政
5
'ウ功
徳
を
ほ
め
た
た
へ
る
文
。

【
頌
讀
]
2
8

捻
そ
ら
ん
じ
よ
む
。
〔
孟
子
‘
萬
章
下
〕
頌
,
,

其
詩
一
讀
真
書
二
集
注
〕
頌
誦
通
。
「
字
。

【
頌
南
】2
9
%
•
ウ
清
、
陳
慶
錆

(
1
1ー
4
1
6
9
8:
 7
9
7
)

の

【
頌
美
]
3
0
5
ョ
．
ウ
は
め
る
。
稽
美
。
捨
頌
。
〔
唐
書
‘
齋
幹

博
〕
幹
以
清
毅
聞
‘
吏
民
頌
美
。
〔
韻
府
引
‘
梁
粛
‘
文
〕

歌
以
痰
レ
徳
‘
詩
以
頌
レ
美
。

【
頌
芥
】
31

召
清
、
蒋
彬
蔚
(
9
-
3
1
8
2
0
:
 2
0
8
)

の
字
。

【
頌
證
】
3
2
[
5

容
貌
の
證
儀
。
容
憫
(
8ー

7172
:
 
9
4
)

に

同
じ
。
〔
漢
書
‘
儒
林
、
王
式
博
〕
揺
レ
衣
登
レ
堂
‘
頌
穂
甚

骰
。
〔
注
〕
師
古
日
、
頌
‘
讀
日
レ
容
。
〔
庚
信
‘
周
騒
騎
大
将

軍
開
府
儀
同
一
＿
一
司
冠
軍
伯
柴
烈
李
夫
人
墓
誌
〕
楡
暫

有
レ
典
‘
頌
橙
無
レ
違
。

12841 



(43366) — (43373· ・9) 

〔
集
韻
〕
五
委
切
砥

〔
集
韻
〕
犬
衆
切
嗣

万
x

¥

K
ど
e
1
3

〔
集
韻
〕
居
悸
切
甲
g

〔
集
韻
〕
窺
絹
切
醐
幽

小
日
弁
冠
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頬
、
弁
兒
°

月含’
豪
〔
詩
、
小
雅
、
頬
弁
〕
有
畑
者
弁
。
〔
繹

文
〕
頬
、
著
弁
貌
。
口

0
頭
を
あ
げ
る
。
〔
説
文
〕

頬
、
學
孤
也
、
炊
レ
頁
支
臀
、
詩
日
、
有
レ
頬
者
弁
。

0
か
み
か
ざ
り
。
〔
儀
碍
‘
士
冠
幡
‘
細
布
冠
鋏
項
‘

注
〕
腺
砕
名
レ
閾
為
レ
頬
。
口
弁
冠
の
小
さ
い
さ

ま
。
〔
集
韻
〕
穎
‘
弁
小
兒
゜
國

0
頭
を
あ
げ
る
。
〔
集

韻
〕
頬
‘
攀
レ
首
也
。
●
弁
冠
が
小
さ
く
銀
い
。
〔
集

【
頬
】
〗
国
キ
國
ヶ
ン

日
ギ口キ

イ
’
イ

□:〉
ィイ

□
2
 

小
日
●
曲
っ
た
あ
こ
。
し
や
く
れ
た
お

息箭策
と
が
ひ
。
〔
説
文
〕
積
‘
曲
願
也
‘
八
レ

頁
不
臀
゜
〔
段
注
〕
曲
願
者
‘
願
曲
而
願
向
レ
前
也
。

0
或
は
碩
(
1
2
ー

4
3
3
9
7
)
・

頷
(
1
2
|
 4
3
5
2
0
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
預
‘
或
炊
レ
玉
‘
凡
レ
否
。
口

O
口
の

〇
に
同
じ
。

0
大
き
い
面
の
さ
ま
。
碩
(
1
2
|
 4
3
3
 

9
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
碩
、
大
面
兒
‘
或
作
レ
碩
。

【頑】
5

【碩】
g

〔
集
韻
〕
築
皆
切

〔
集
韻
〕
蒲
枚
切

虹圏

脳ch'
i
'
 

圃

〔
集
韻
〕
口
恨
切
屈

小
町
日
ロ
―

0
頭
の
か
た
ち
の
よ
い
さ

注

息

ま
。
〔
説
文
〕
頑
、
頭
佳
兒
、
炊
レ
頁
斤

豪
本

Z
 

瞥
、
讀
又
若
レ
賢
゜
〔
段
注
〕
按
、
頑
策
併
解
、
各
本

奪
、
今
依
ふ
徐
本
及
集
韻
・
類
篇
・
韻
會
所
＞

引
訂
補
。

O
丈
が
高
く
て
立
派
な
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
頑
、
一
日
、
長
兒
゜
〔
詩
、
衛
風
、
碩
人
〕
碩
人

其
頑
。
〔
傭
〕
頑
、
長
貌
。
国
●
い
た
る
。
ね
ん

こ
ろ
。
〔
集
韻
〕
頑
、
至
也
。
〔
蒻
、
檀
弓
上
〕
稽
願

而
后
拝
、
頑
乎
其
至
也
。
〔
注
〕
頑
、
至
也
。

O
ぃ

た
む
さ
ま
。
い
た
み
な
げ
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頑
、

一
曰
、
側
隠
゜
〔
證
、
檀
弓
上
〕
頑
乎
其
至
也
。
〔
繹

文
〕
頑
、
側
隠
之
貌
。

O
ち
ひ
さ
い
。
〔
周
膿
、
考

工
記
‘
梓
人
、
大
胃
燿
後
、
注
〕
燿
、
讀
為
二
哨
頑
一

小
也
。
〔
疏
〕
哨
輿
レ
頑
‘
皆
是
少
小
之
義
。

凰

ョ

シ

。

【
頑
頑
】
1
"

長
く
て
美
し
い
さ
ま
。
脊
高
く
美
し
い
さ

ま
。
〔
詩
、
衛
風
、
碩
人
、
碩
人
其
頑
、
偶
、
頑
長
貌
‘
疏
〕

大
徳
之
人
、
其
貌
頑
頑
゜

【
頑
然
】
2

5

ノ
長
い
さ
ま
。
〔
孔
子
家
語
、
翔
築
解
〕
頑
然

国ロロ
ココキゲキ
ンンン

〔
集
韻
〕
渠
希
切／ 
く
一

〔
集
韻
〕
居
倣
切

窟
忘
コ
ツ
・
コ
ン

□
口
た
だ
し
い
。
〔
玉
篇
〕
頭
、
正
也
。

【頚】畑
日
サ
ク
、
名
ヤ
ク

□
シ
ン

韻
〕
穎
‘
一
日
‘
弁
小
而
鋭
。
轡
鋏
(
9
|
2
8
1
2
2
)

に

通
ず
。
頬
項
(

1

)

を
見
よ
。
〔
儀
譜
‘
士
冠
碍
、
細

布
冠
鋏
項
‘
注
〕
訣
‘
讀
如
二
有
レ
頬
者
弁
之
頬
↓

【
頬
項
】
1

"

店
＇
ウ
冠
を
固
く
い
た
だ
く
た
め
に
項
中
に

結
ぴ
つ
け
る
巾
。
は
つ
ま
き
。
巻
帳
゜
訣
項
。
〔
三
證

圏
‘
頬
項
〕
頬
‘
経
作
レ
訣
‘
注
‘
讀
如
有
レ
頬
者
弁
之
頬
一

額
(
1
2
-
4
3
3
4
7
)
の
本
字
。
一
【
頬
弁
】
2

？
詩
経
‘
小
雅
、
甫
田
之
什
の
篇
名
。
諸
侯

〔
正
字
通
〕
傾
‘
頷
本
字
。
が
幽
王
を
刺
っ
た
詩
。
〔
詩
、
小
雅
、
頬
弁
序
〕
頬
弁
、
諸

公
刺
―
幽
幽
王
一
也
、
暴
戻
無
レ
親
、
不
レ
能
ら
ぎ
柴
同
姓
一

親
•
睦
九
族
い
孤
危
将
レ
亡
、
故
作
二
是
詩
一
也
。

〔
玉
篇
〕
初
慎
切

字
彙
〕
楚
革
切

囮綱

＂ 
頁

音

〔
四
聾
〕

頭

頷

禎

頬

頑

頗

預

預

【頻】』

小
●
や
す
ん
ず
る
。
〔
説
文
新
附
〕
預
、
安

也
、
炊
レ
頁
未
レ
詳
。

O
た
の
し
む
。
〔
玉

目序
豪

篇
〕
預
、
宴
也
、
築
也
。
参
お
よ
ぶ
。
あ
づ
か
る
。
か

か
は
る
。
〔
華
骰
紐
音
義
‘
中
‘
預
流
〕
珠
叢
曰
‘
凡

事
相
及
為
レ
預
也
。
〔
正
韻
〕
預
‘
参
預
也
‘
干
也
。

R
あ
ら
か
じ
め
。
あ
ら
か
じ
め
す
る
。
〔
集
韻
〕

預
‘
先
也
。
〔
一
切
経
昔
義
‘
十
八
〕
先
塀
也
‘
逆

貸
之
具
五
故
日
レ
預
。
〔
説
苑
‘
建
本
〕
禁
―
―
於
其

未
乙
殴
之
曰
レ
預
。

0
通
じ
て
豫
(
1
0
-
3
6
4
2
5
)
に

作
る
。
〔
集
韻
〕
預
、
通
作
レ
豫
゜
〔
左
氏
‘
荘
‘
二
十

ニ
‘
成
子
得
レ
敢
‘
注
〕
卜
痙
者
‘
聖
人
所
下
以
定
11

猶
豫
丁
決
―
―
疑
似
玉
因
生
中
義
教
上
者
也
。
〔
繹
文
〕

□

ヵ

ー

ゥ

豫

‘

本

亦

作

レ

預

。

O
輿
(
9
-
3
0
2
1
2
)

に
通
ず
。

〔
易
、
大
牡
‘
上
六
、
不
レ
能
レ
遂
‘
注
〕
持
レ
疑
猶
豫
゜

ヵ
ヴ
ヵ
ヴ

国
4

〔
繹
文
〕
輿
‘
一
本
作
レ
預
°
〇
或
は
仔
（
4

-

1
0
3
7
 

充
曰
●
と
ぴ
お
り
る
。
鳥
が
下
の
方
へ

1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
預
‘
或
炊
レ
心
。

飛
ぶ
。
〔
詩
、
邸
風
、
燕
燕
〕
燕
燕
千
飛
、

息
或怜

人

n"

儡
ャ
ス
。
ヨ
シ
。
マ
サ
。
サ
キ
。

【
預
買
】
1
0
3

か
け
ね
。
又
、
か
け
ね
を
す
る
。
賣
は
債
゜

屈
之
頑
レ
之
。
〔
博
〕
飛
而
上
日
レ
頷
、
飛
而
下
日
レ

豫
賣
(
1
0ー

3
22
5
 :
4
)

に
同
じ
。

頗。

(
Oく
び
。
の
ど
。
i

几
(
1
-
2
8
8
)

・暁
(
2
ー

3
3
5

3
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
充
、
人
頸
也
、
頑
‘
i

几
或
炊
レ
【
預
戒
】
2
yU'chieh• 

前
以
て
警
戒
す
る
。
「
ょ
゜

頁
。
〔
集
韻
〕
暁
‘
咽
也
‘
或
作
二
頑
・

i

几
↓
口
曰
の
【
預
浩
]
3
0
3
,
’
宋
の
名
工
。
喩
皓
(
2ー

3
9
7
9
:
 2
)
を
見

ど。
i

几
(
1
-
2
8
8
)

・暁
(
2ー

3
3
5
3
)

に
同
じ
。
〔
集
【
預
金
】
4

戸
／
金
錢
を
個
人
又
は
銀
行
な
ど
に
あ
づ
け

る
こ
と
。
又
‘
其
の
金
。
あ
づ
け
た
か
ね
。

【
預
計
】
5yti• 

chi• 

あ
ら
か
じ
め
計
る
。
豫
算
す
る
。

韻
〕
暁
‘
咽
也
‘
或
炊
レ
頁
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
咽
也
、
通

豫
想
す
る
。
預
料
(
4
1
)
に
同
じ
。

作
レ
一
几
。

【
預
言
】
6

？
あ
ら
か
じ
め
い
ふ
。
豫
言
。

【
預
伯
】
7

互
豫
算
の
義
。
〔
光
緒
會
典
、
十
九
〕
。

【
預
告
】
8

戸
豫
告
。
前
以
て
知
ら
せ
る
。

[
預
賽
】
9

y
U
'
s
a
i
•
豫
選
。

【頗】
5

曰
ィ
ン

□イ
日
ヵ
ヴ

〔
集
韻
〕
庚
準
切
に

〔
集
韻
〕
於
夷
切
甲
{

〔
集
韻
〕
居
郎
切
犀
i

‘ヽr尤
h
a
n
g
'

〔
集
韻
〕
口
朗
切
圏

〔
集
韻
〕
下
浪
切
睾
5-

長
畷
如
望
笠
奄
肴
四
方
二
注
〕
頑
、
長
貌
。

【
頑
大
】
3

n

イ
背
が
高
く
て
ふ
と
っ
た
こ
と
を
い
ふ
。

〔
唐
書
‘
回
鶴
博
下
〕
大
漢
者
慮
1

一
鞠
之
北
五
竺
羊
馬

r八

物
頑
大
‘
故
以
自
名
。

【
頑
長
】
4

H

ャ
ゥ
身
の
た
け
が
高
い
。
〔
詩
、
齊
風
、
椅
嵯
〕

猜
嵯
昌
分
、
頑
而
長
分
。
〔
傭
〕
頑
、
長
貌
゜
〔
國
朝
漢
學

師
承
記
、
程
晉
芳
〕
君
生
而
頑
長
、
美
蹟
髯
゜

【
頑
典
】
5

i

ク
堅
く
強
い
さ
ま
。
〔
周
證
、
考
エ
記
、
輯

人
〕
是
故
輯
欲
廂
~
典
→
〔
注
〕
順
典
、
堅
刃
貌
、
鄭
司
農

云
‘
頑
‘
讀
為
レ
懇
‘
典
‘
讀
為
レ
珍
‘
閉
馬
之
輻
‘
率
―
―
尺

所
一
縛
‘
懇
典
似
レ
謂
レ
此
也
。
〔
疏
〕
先
鄭
云
‘
四
馬
之

較
‘
率
二
尺
所
二
縛
者
‘
此
即
詩
五
染
梁
精
一
也
。

〔
孫
話
譲
正
義
〕
鄭
用
牧
云
‘
頑
典
者
、
弯
隆
而
堅
強
之

貌
雖
履
而
不
レ
傷
1

一
其
力
也
‘
云
云
‘
毛
詩
秦
風
小
戎

偉
一
輯
五
束
‘
束
有
1

伝
澁
竺
云
云
‘
尺
許
一
縛
‘
蓋
在
―
―

輯
弧
中
以
前
近
レ
衡
之
虞
ご
n
束
為
―
―
五
尺
ご
則
帆
前
之

輯
其
半
有
レ
縛
‘
卸
毛
詩
之
染
‘
云
云
‘
先
鄭
之
意
‘
蓋

以
―
―
懇
典
認
縛
油
之
貌
一

【
預
早

ョ

〔
集
韻
〕
羊
茄
切
庫
g

ヽu
 
yil• 

小
巳
□
お
も
て
が
ゆ
が
ん
で
正
し
く
な

酉n豪
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
預
、
面
目
不
レ
正
兒
、

炊
レ
頁
手
臀
゜
〔
集
韻
〕
預
、
頻
頗
、
面
不
1

一
平
正
一

ニ
四
六

12842 



(43373 ・・ 10)—(43374·・17) 

〔
四
書

預

頑

【
預
早
】
10yu• 

tsao3

先
づ
前
に
。
豫
め
早
く
。
【
預
報
】
8

勺

＇

ウ

豫

報

。

【

預

買

法

】

“

匁

ィ

政

府

が

春

に

預

め

絹

．

紬

の

代

債

【
預
想
】
11

が
事
に
先
だ
っ
て
想
像
す
る
。
〔
秦
観
、
次
―
-
【
預
防
】
30

宍
豫
防
す
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
堕
仕
部
、
延
を
現
金
で
支
給
し
‘
絹
・
紬
が
織
ら
れ
た
時
に
納
入
さ
せ

韻
参
客
見
＂
別
詩
〕
預
想
江
天
回
レ
首
慮
、
雪
風
横
急
雁
幕
友
〕
先
レ
事
預
防
。
る
法
。
宋
の
太
宗
の
時
か
ら
行
は
れ
た
。
〔
文
献
通
考
‘

聾

長

。

【

預

白

】

31

yti4 
pai2

豫
告
す
る
。
豫
め
廣
告
す
る
。
市
櫂
考
〕
（
神
宗
煕
寧
三
年
）
七
月
、
以
涼
東
預
買
紬
絹
‘

【
預
参
】
12

が
あ
づ
か
り
ま
じ
は
る
。
参
豫
。
〔
晉
書
、
【
預
備
】
3
2
5

事
の
起
ら
ぬ
中
に
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
並
息
錢
五
十
萬
楷
面
向
1

一
常
平
場
司
↓

外
戚
博
論
〕
遭
,
,
逢
潜
曙
之
際
云
竺
参
経
始
之
謀
ス
魏
て
お
く
こ
と
。
か
ね
て
の
用
意
。
し
た
く
。
豫
備
。
〔
漢

書

、

爾

朱

榮

博

〕

預

参

大

議

↓

書

‘

趙

充

國

博

〕

宜

A

遣
1

一
使
滋
行
1

一
邊
兵
こ
豫
為
た
備
。

霰

算

】
1
3
5

ノ
前
も
つ
て
み
つ
も
り
を
た
て
る
。
又
、
そ
〔
越
絶
書
‘
越
絶
計
悦
内
経
〕
聖
人
早
知
天
地
之
反
―
【
字
虫
】
5

グ
＇
〔
集
韻
〕
五
鰈
畑
圏

x
 
i
:
f
'
w
a
n
'
 

の
み
つ
も
り
。
豫
算
。
〔
耶
律
楚
材
、
和
↓
―
張
敏
之
一
七
十
為
1

一
之
預
備
五
故
湯
之
時
‘
比
1

一

七

年

旱

盃

皿

民

不

レ

飢

、

馬

ヮ

ン

韻
詩
〕
雄
才
能
1

一
預
算
工
入
略
固
難
レ
量
。
之
時
‘
比
,
,
九
年
水
盃
而
民
不
レ
流
。
〔
諸
葛
亮
‘
戒
備
〕
預
＝

小
●
に
ぶ
い
。
物
の
先
が
ま
る
く
て
す

月

【
預
事
】
1
5
g

事
を
あ
ら
か
じ
め
す
る
。
〔
通
俗
編
、
行
備
不
虞
↓
古
之
善
政
。

事
、
預
事
〕
唐
子
、
佐
レ
闘
者
傷
、
預
承
者
亡
。
〖
預
備
倉
〗

3
3

炉
咋
明
代
、
凶
年
の
た
め
に
備
へ
た
倉
°
-
R
豪
る
ど
く
な
い
。
〔
説
文
〕
頑
‘
梱
頭
也
、

八
レ
頁
元
聾
。
〔
段
注
〕
木
部
曰
、
梱
、
椋
木
未
レ
析

【
預
習
】
16

界
あ
ら
か
じ
め
習
ふ
。
豫
修
。
豫
行
。
太
祗
洪
武
一
二
年
、
各
州
縣
東
西
南
北
の
四
境
に
設
置
し

也
、
椀
‘
櫃
木
薪
也
、
凡
物
渾
溢
未
レ
破
者
皆
得
レ

【
預
借
】
17

氾
ヤ
ク
ま
へ
が
り
。
前
借
。
〔
咳
餘
叢
考
、
預
借
た
。
〔
績
文
猷
通
考
、
市
櫂
考
三
〕
明
太
祗
洪
成
、
初
設
二

俸
錢
〕
凡
謁
選
官
得
レ
鋏
後
、
預
借
,
,
養
廉
ー
以
免
―
―
弓
貸
一
預
備
倉
↓

豚
以
憧
下
養
廉
法
至
善
也
。
〔
輻
悪
全
書
、
錢
穀
部
、
〖
預
備
立
憲

]
3
4昇
ケ
ン
立
憲
政
治
の
賓
施
前
に
於
け
日
レ
梱
‘
凡
物
之
頭
渾
全
者
皆
日
―
―
梱
頭
盃
梱
・
頑

解

給

〕

官

役

之

過

支

預

借

。

る

準

備

期

間

。

清

、

徳

宗

の

季

年

に

行

は

る

。

〔

清

國

行

雙

幣

[

‘

析

者

I

鋭
、
梱
者
I

鈍
、
故
以
為
二
愚
魯
I

之
倦
↓

【
預
政
】
1
8
5
ィ
政
事
に
あ
づ
か
る
。
〔
國
史
略
、
二
條
天
政
法
汎
論
、
行
政
組
織
、
革
新
困
難
〕
三
十
三
年
七
月
‘
●
お
ろ
か
。
オ
の
は
た
ら
き
が
に
ぶ
い
。
〔
廣
雅
、

皇
〕
櫂
中
納
言
信
頼
雖
レ
無
才
徳
百
竺
上
皇
寵
臣
和
~
燥
蒻
預
備
立
憲
之
上
諭
盃
改-
1官
家
制
盃
忠
誕
益
守
清
秤
詰
一
〕
頑
、
愚
也
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
頑
‘
鈍

也
。
●
か
た
く
な
。
か
た
い
ぢ
。
〔
書
、
発
典
〕

預
レ
政
、
撞
己
感
耀
極
,
,
.
奢

↓

積

弊

↓

【
預
箆
】
1
9
5
ィ
あ
ら
か
じ
め
吉
凶
を
う
ら
な
ひ
み
る
。
【
預
付
】
35

y
t
i
'
f
u
4

前
以
て
支
彿
ふ
。
前
彿
ひ
す
る
。

〔
儀
磯
士
冠
磯
若
否
吉
則
箆
遠
日
砧
炉
初
儀
云
疏
〕
【
預
聞
】
36

ク
あ
ら
か
じ
め
き
く
。
〔
論
衡
、
逢
遇
〕
ヵ
父
頑
゜
〔
偲
〕
心
不
恥
型
徳
義
之
経
1

為
レ
頑
゜
〔
國

士
冠
證
亦
子
1

一
上
旬
之
内
―
預
堕
、
三
旬
不
吉
則
更
レ
笙
。
不
レ
足
不
-
1

預

聞

↓

語

、

鄭

語

〕

而

近

頑

童

窮

固

゜

〔

注

〕

頑

童

‘

童

昏

、

【
預
先
】
20

ytiこ

hsien'

豫

め

先

づ

。

前

以

て

。

【

預

表

】
37

y
t
i
'
p
i
a
o
'

前
知
ら
せ
。
前
兆
。
固
‘
栖
也
。
働
む
さ
ぽ
る
。
よ
く
ふ
か
。
〔
孟
子
、

〖
預
先
牧
受
〗21
祖g
ざ
秋
に
納
め
る
租
税
を
一
定
の
【
預
保
】
3
8

臼
清
、
督
撫
提
鎮
よ
り
其
の
部
下
の
武
官
を
盛
心
下
〕
頑
夫
廉
。
〔
注
〕
頑
‘
貪
。
〔
焦
循
正
義
〕
趙

氏
以
レ
頑
訓
レ
貪
、
未
レ
詳
知
り
出
、
而
雨
漢
及
唐

期
限
よ
り
早
く
徴
牧
す
る
こ
と
。
〔
明
律
、
戸
律
、
倉
陸
用
す
る
場
合
に
｀
豫
め
其
の
堪
能
者
を
保
證
し
て
奏

庫
〕
秋
糧
十
月
初
一
日
開
レ
倉
、
十
二
月
終
齊
足
、
早
牧
請
す
る
こ
と
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
一
、
下
〕
。

去
虞
預
先
牧
受
0

[
預
約
】
39

が
前
以
て
約
束
す
る
。
人
、
皆
引
作
レ
貪
、
知
―
―
必
非
＞
無
レ
本
‘
呂
氏
春
秋
慎

【
預
度
】
22

ク
事
に
先
だ
っ
て
は
か
る
。
預
料
。
〔
晉
【
預
慮
】
40

姐
ョ
あ
ら
か
じ
め
お
も
ん
ぱ
か
る
。
豫
慮
。
大
篇
云
、
暴
戻
頑
貪
、
是
頑
亦
貪
也
。
鬱
わ
る
い
。

書
‘
束
哲
博
〕
忠
否
足
政
衛
已
J

、
禍
否
可
1

一
以
預
度
↓
〔
賣
誼
‘
駒
鳥
賦
〕
天
不
レ
可
預
慮
―
令
‘
道
不
レ
可
―
―
預
謀
↓
凶
悪
゜
〔
書
、
盆
稜
〕
苗
頑
弗
レ
郎
レ
エ
。

O
ゃ
ば
ん

【
預
知
】
23

臼
あ
ら
か
じ
め
し
る
。
豫
知
。
〔
史
記
、
扁
鵠
【
預
料
】
41

炉
豫
想
す
る
。
豫
定
す
る
。
豫
測
す
る
。
で
無
智
な
も
の
。
〔
國
語
、
鄭
語
〕
非
レ
親
則
頑
゜

〔
注
〕
頑
、
謂
11

蟄
夷
戎
秋
1

也。

O
ぁ
そ
ぶ
。
た
は

博
〕
使
n

―
聖
人
預
II

知

微

↓

倉

庫

業

者

若

く

は

保

税

倉

嘩

が

【
預
證
券
】
42

ク
認
か

む
れ
る
。
〔
陳
侠
、
田
家
謡
〕
令
下
伴
―
―
阿
姑
1

頑
過
や

〖
預
知
子
〗2
4
[チ
蔓
草
の
名
。
〔
本
草
、
預
知
子
〕
繹
名
、
寄
託
者
の
請
求
に
よ
り
寄
託
を
受
け
た
物
品
に
付
き

聖
知
子
‘
聖
先
子
、
盆
合
子
、
仙
沼
子
、
志
曰
、
相
博
、
取
―
―
狽
行
す
る
有
憤
證
券
で
、
物
櫂
的
効
力
を
有
す
る
も

子
二
枚
ぶ
竺
衣
領
よ
遇
レ
有
II

盪
毒
面
四
聞
II

其

有

＂

臀

、

の

。

預

證

書

。

預

手

形

。

日

。

〔

自

注

〕

房

俗

謂

レ

嬉

為

レ

頑

。

裳
預
知
＂
之
‘
故
有

II

諸
名
↓
「
こ
と
。
豫
徴
。
【
預
證
文
】
43

各心

5
/
0金
品
を
預
っ
た
證
撮
と
し
て
【
頑
悪
】
1

サ
戌
か
た
く
な
で
わ
る
づ
よ
い
。
頑
強
で
猛

【
預
徴
】
25

が
＇
ウ
次
年
の
租
税
を
繰
上
げ
て
徴
牧
す
る
渡
す
書
附
。
●
江
戸
時
代
に
奉
行
が
訴
訟
者
を
親
屡
悪
な
こ
と
。
又
、
其
の
者
。
〔
岱
康
、
管
揉
論
〕
凶
逆
頑

【
~
史
疋
】
ぉ
P

豫
定
す
る
。
前
に
定
め
る
。
豫
約
。
又
は
町
村
に
預
け
て
保
護
す
る
と
き
徴
収
し
た
證
文
。
悪
顕
著
。
〔
岳
飛
、
題
,
,

青
泥
市
寺
壁
―
詩
〕
斬
,
,
除
頑
悪
―

【
預
訂
】2
7
y庄

t
i
n
g
•
豫
約
す
る
。
又
、
不
始
末
を
し
た
雇
人
を
身
許
引
受
人
に
預
け
る
際
、
還
―
―
車
駕
云
＇
レ
問
登
壇
萬
戸
侯
゜

【
預
兆
]
2
8yti'chao• 

前

兆

。

主

人

側

に

て

徴

牧

し

た

證

文

。

【

頑

奄

】

2

焚
ン
字
琥
。
●
清
、
荘
元
辰
(
9
-
3
1
0
3
5
:
 1
6
 

|
 

頁

部

四
七

3
)

の
字
。
●
清
、
徐
波
(
4
-
1
0
1
1
0
:
 2
4
5
)
の
琥
°

【
頑
闇
】
3

ウ
奴
ン
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
と
。
頑
愚
。

〔
後
漢
書
、
謝
弼
博
〕
臣
山
藪
頑
闇
、
未
レ
逹
<
1

國
典
策
↓

〔
禁
幽
‘
巴
郡
太
守
謝
表
〕
臣
猥
以
―
―
頑
闇
五
連
値
1

一
盛
時
↓

〔
應
肋
‘
風
俗
通
序
〕
予
賓
頑
闇
無
1

一
能
逃
演
↓

【
頑
朧
】
4

焚
ン
●
頑
鈍
の
人
と
朧
美
の
人
。
哀
―
―
感
頑

皇
を
見
よ
。
●
わ
か
く
美
し
い
童
兒
。
嬰
童
。
〔
漬
貸

録
〕
世
之
含
』
腺
蔵
レ
濁
者
、
莫
丘
漁
1
1

於
頑
髄
之
尻
窮
↓

〖
哀
愈
頑
諧
-
]
5
t
け
蹂
芍
愚
か
な
人
も
聰
い
人
も

感
動
せ
し
め
る
。
〔
繁
欽
、
興
―
―
魏
文
帝
―
棧
〕
悽
入
―
―
肝

牌
芸
ぞ
感
頑
髄
↓
〔
注
〕
清
日
、
頑
鈍
髄
美
者
皆
感
レ
之
。

〔
恵
風
詩
話
〕
問
哀
―
―
感
頑
朧
盃
頑
字
云
何
詮
胄
、
日
、
拙

不
レ
可
レ
及
、
融
涵
置
¢
大
於
拙
之
中
一
鬱
勃
久
ら
之
、
有
,
,

不
レ
得
臼
J

者
一
出
1
1

乎
其
中
1

而
不
―
―
自
知
一
乃
知
伝
不
レ

可

レ

解

‘

其

殆

庶

幾

乎

。

「

5
6
1
)

を
見
よ
。

【
頑
鵡
】
6

”
祝
ン
太
田
象
の
統
。
太
田
頑
鴎
(
8
|
5
8
3
4
 ：
 

【
頑
抗
】
1

奴
咋
わ
る
こ
ば
み
。
〔
蝠
恵
全
書
、
錢
穀
部
、

比
較
〕
開
徴
比
レ
卯
、
其
頑
抗
自
若
也
。

[
頑
狡
】
8

心g
ン
か
た
く
な
で
ず
る
い
。
〔
蘇
轍
‘
表
弟
程

之
邪
奉
議
知
―
―
洒
州
―
詩
〕
談
笑
頑
狡
伏
、
何
會
用
―
―
敲
榜
↓

【
頑
梗
】
，
筋
，
頑
固
。
頑
強
。
頑
冥
。
〔
緬
恵
全
書
、
錢

穀
部
、
催
徴
〕
各
甲
毎
有
l

―
頑
梗
延
握
↓

【
頑
悴
】
10

”
ィ
，
か
た
く
な
で
あ
ら
い
。
〔
友
會
叢
談
〕
麟

州
古
雲
中
之
地
、
人
性
頑
惇
、
不
レ
循
1

一
證
法
↓
〔
縣
恵
全

書
、
刑
名
部
、
人
命
中
、
自
盛
〕
風
俗
頑
悴
、
素
喜
闘
争
↓

【
頑
顔
】
11

口
頑
固
な
顔
つ
き
。
〔
柳
宗
元
、
乞
巧
文
〕

易
11

臣
頑
顔
↓

【
頑
戯
】
12

w
a
n
'
h
s
i
4

ふ
ざ
け
る
。

〖
頑
戯
班
子
】13wan'hsi• 

p
a
n
 
I
 

t
z
u

役
者
が
金

を
儲
け
た
時
に
、
其
の
金
で
子
供
を
買
ひ
‘
其
れ
に

藝
を
仕
込
む
こ
と
を
業
と
す
る
一
座
。

【
頑
強
]
1
4
i
i
j
,
5

●
頑
固
で
剛
情
。
意
地
づ
よ
い
。
●
手

ご
は
い
。
頑
健
。

【
頑
虐
】
15

％
ル
片
意
地
で
ひ
ど
い
事
を
す
る
。
〔
獨
孤

綬
、
賀
臼
堕
周
智
尤
表
〕
傲
狼
頑
虐
、
昏
迷
椙
狡
。

【
頑
虚
】
16

巧
お
ろ
か
で
む
な
し
い
。
〔
呉
志
、
辞
綜

博
〕
璽
彼
藷
寵
⇒
雙
此
頑
虚
↓

3
 

【
頑
凶
】
＂
衿

'
8

か
た
く
な
で
わ
る
い
。
〔
史
記
、
五
帝

4
 
8
 

紀
〕
発
日
、

Pf頑
凶
‘
不
レ
用
。
〔
曹
植
、
責
レ
射
詩
〕
杏
我
小

子
、
頑
凶
是
嬰
。

12



(43374・・18) (43374・・71) 

【
頑
欄
】18
努
／
か
た
く
な
で
道
理
に
く
ら
い
。
頑
は
心
林
上
‘
張
偉
偉
〕
郷
里
受
レ
業
者
常
散
百
人
‘
云
云
‘
雖
レ
〖
頑
石
居
士
〗
妬

0
7
9
汀
／
セ
キ
清
、
李
山
（
長
洲
の
人
）
（

6
-

が
徳
義
を
守
ら
な
い
、
膳
は
口
に
中
心
信
を
言
は
な
い
。
有
n

―
頑
固
問
至
"
散
十
涵
仔
告
諭
殷
勤
‘
曾
無
―
―
温
色
言
李

1
4
4
5
9
:
 3
6
3
)

の
参
の
琥
゜

〔
書
、
発
典
〕
父
頑
母
開
、
象
傲
‘
克
諧
以
レ
孝
、
魚
魚
又
粋
‘
兵
部
尚
書
王
紹
神
道
碑
〕
推
以
孟
諏
信
ご
縣

-
1其
疵
〖
頑
石
道
人
〗

4
7
閤
公
キ
内
田
升
の
琥
。
内
田
頑
石
(
1

不
レ
格
レ
姦
゜
〔
博
〕
心
不
レ
則
1

一

徳

義

之

経

盃

デ

頑

‘

言

不

―

―

瑕

云

頑

固

革

＞

心

‘

彊

内

如

レ

春

°

|

1
4
1
8
 :
 6
2
5
)
を
見
よ
。

忠
信
露
レ
闘
〔
左
氏
、
文
、
十
八
〕
頑
開
不
レ
友
、
相
輿
比
【
頑
要
】

3
0ヅ
？
あ
そ
ぶ
。
嬉
築
す
る
。
〔
新
方
言
、
繹
言
〕
〖
頑
石
貼
頭
〗

4
8
”
臼
芍
説
法
の
功
力
で
、
無
心
の
石

周
゜
〔
孔
叢
子
、
論
書
〕
今
舜
之
鰈
、
乃
父
母
之
頑
楓
也
。
今
人
講
―
―
遊
戯
云
〖

1一
頑
要
盃
女
即
婿
之
識
俗
、
本
嘗
レ
作
―
一
が
う
な
づ
く
。
感
化
の
深
い
喩
。
〔
通
俗
編
、
地
理
、
頑

〔
論
衡
、
藝
噌
〕
非
―
―
狂
妄
頑
開
五
身
中
無
二
知
一
也
。
〔
王
槃
婿
ぶ
か
即
婆
娑
゜
〔
紅
棲
夢
‘
+
―
二
回
〕
也
不
二
和
レ
人
頑
石
貼
頭
〕
蓮
社
高
賢
博
、
竺
道
生
入
―
―
虎
耶
山
ぶ
否
石

襄
四
子
講
徳
論
〕
僕
雖
頑
農
願
従
足
下
↓
要
芦
喪
到
晩
皿
便
索
然
睡
了
。
〔
桃
花
扇
‘
嫌
将
〕
作
為
レ
徒
、
講
渥
槃
鰈
墾
石
皆
為
貼
頭
。

【
頑
謳
】
19

”
.
？
頑
健
な
か
ら
だ
。
自
己
の
謙
稽
゜
〔
蘇
―
―
将
各
領
―
―
散
騎
二
随
レ
我
入
レ
城
飲
涵
酒
頑
要
、
這
大
螢
【
頑
拙
】

49%
／
お
ろ
か
で
つ
た
な
い
。
〔
孔
叢
子
、
陳

献
、
賓
山
畳
睡
詩
〕
七
尺
頑
謳
走
-
面
函
弐
十
園
便
腹
貯
ー
一
人
馬
、
不
レ
許
―
―
撹
動
↓
〔
蝠
恵
全
書
、
刑
名
部
、
人
命
上
、
士
義
〕
夫
東
間
子
、
外
質
頑
拙
、
有
レ
似
―
―
銃
直
↓

天
慎
一
審
鞠
〕
打
拳
頑
要
‘
而
恨
中
―
―
某
人
某
慮

1
碩
久
叩
°
〖
頑
拙
齋
〗

5
0苔
ノ
セ
ソ
宇
都
宮
的
の
琥
。
宇
都
宮
遂
庵

【
頑
愚
】20
ク
？
か
た
く
な
で
愚
か
な
こ
と
。
頑
魯
゜
〔
後
〖
頑
要
慣
〗

3
1
昴
ク
サ
な
ま
け
く
せ
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
六
(
8ー
7
0
6
7
 :
 1
0
8
)
を
見
よ
。

漢
書
‘
律
歴
志
下
〕
無
道
之
君
‘
胤
一
之
於
上
云
頑
愚
之
吏
‘
回
〕
林
黛
玉
素
知
了
頭
佃
的
情
性
、
他
憫
彼
此
頑
要
慣
【
頑
仙
】
51

豆
竺
字
琥
。

O
清
‘
沈
廷
瑞
(
6ー

1
7
1
8
9
:
 6
0
 

失
乏
於
下
↓
〔
論
衡
‘
刺
孟
〕
謂
n

一
孔
子
之
徒
‘
孟
子
之
輩
‘
了
。

3
)

の
0
の
琥
。

O
石
川
凹
の
琥
。
石
川
丈
山
(
8
-
2
4
0
 2
4
 

教

授

後

世

砿

竺

悟

頑

愚

乎

°

[

頑

坐

】

33

ぢ
／
い
つ
ま
で
も
か
た
苦
し
く
坐
る
。
〔
貫
：
4
7
9
)
を
見
よ
。
参
古
賀
叢
の
琥
。
古
賀
穀
堂
(
2
-
3
2
3

【
頑
空
】
21

”
竺
表
面
が
固
く
て
中
味
の
空
な
も
の
。
休
‘
思
1

一
匡
山
買
匡
1

詩
〕
覚
レ
句
唯
頑
坐
。

3

:
5
8
6
)
を
見
よ
。

〔
鶴
林
玉
露
、
地
、
無
思
無
為
〕
責
二
慎
空
禾
＇
レ
貴
―
―
頑
空
→
【
頑
オ
】

3
4
ぢ
／
お
ろ
か
な
オ
。
〔
應
暖
‘
卑
ハ
―
―
涌
公
球
―
〖
頑
仙
薩

]
5
2
0
7
,

？
ゥ
明
、
陳
継
儒

(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 8
0
 

蓋

頑

空

則

頑

然

無

知

之

空

、

木

石

是

也

。

書

〕

外

嘉

1

一
郎
君
謙
下
之
徳
面
ぃ
幸
ー
ニ
頑
オ
見
二
誠
知
己
一

o)
の
室
名
。

【
頑
搬
】
22

誘
'
5

か
た
く
な
に
て
わ
る
づ
よ
い
。
凶
擬
。
【
頑
兒
】
35

w
a
n
'
e
r
h
2

愚
息
。
自
家
の
子
を
謙
楢
し
て
【
頑
倦
】
5
3
5
ク
か
た
く
な
な
仙
人
。
〔
法
書
要
録
〕
陶
隠

〔

元

史

、

莱

仙

踊

博

〕

素

熟

二

夷

情

面

匹

地

陀

塞

盆

竪

屯

い

ふ

語

。

居

輿

―

―

梁

武

帝

―

啓

、

毎

以

為

得

レ

作

―

ー

オ

鬼

↓

亦

常

勝

―

―

於

聾

撫

之

「

恩

威

兼

著

、

頑

攘

皆

悦

服

。

【

頑

愁

]
3
6
/
竺
き
え
が
た
い
も
の
お
も
ひ
。
〔
張
未
、
看
頑
倦
↓

【
頑
玩
】
2
3
"
竺
悪
癖
。
わ
る
い
く
せ
。
〔
蝠
悪
全
書
‘
疱
任
花
詩
〕
経
螢
美
景
還
詩
匠
‘
傾
一
掃
頑
愁
五
竺
酒
軍
↓
【
頑
癬
]
5
4

w
a
n
'
h
s
i
i
a
n
3

皮
膚
病
の
一
。
た
む
し
。

部
‘
駅
街
役
〕
若
左
右
之
頑
玩
猶
塩
曰
‘
其
他
又
何
求
焉
。
【
頑
質
】
37

／
グ
か
た
く
な
な
性
質
。
〔
後
漢
書
、
橋
玄
【
頑
然
】
55

努
/
か
た
く
な
で
他
人
の
言
葉
な
ど
を
容

【
頑
頑
】
2
4
7
7
竺
あ
そ
ぶ
。
嬉
嗅
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
回
〕
博
〕
特
以
頑
質
ヽ
～
レ
納
―
―
君
子
↓
〔
文
同
‘
石
姥
賦
〕
笑
緑
れ
ぬ
さ
ま
。
強
情
な
さ
ま
。

這
會
子
還
不
レ
叫
→
―
他
i
r
i頑頑
去
→
珂
頑
質
分
‘
諏
矯
レ
櫂
而
自
主
レ
事
‘
登
無
―
―
於
適
然
入
サ
。
〖
頑
然
無
レ
行
〗

5
6
”
対
ヤ
竺
か
た
い
ぢ
で
正
し
い
行
が

【
頑
荊
】
25

ダ
竺
木
の
名
。
は
な
ず
は
う
。
奥
荊
の
異
名
。
【
頑
湿
】
38

グ
竺
か
た
く
な
で
し
ぶ
る
。
柔
軟
さ
の
な
い
見
え
な
い
。
〔
古
賀
侶
i

奄
、
論
レ
學
示
ー
一
家
塾
諸
生
―
〕
頑

〔
本
草
‘
堤
荊
〕
繹
名
、
頑
荊
。
さ
ま
。
〔
園
給
賓
鑑
〕
故
昔
之
評
レ
書
、
哉
―
―
其
頑
温
↓
然
無
レ
行
、
将
知
空
染
家
塾
風
俗
↓

【
頑
慧
]
2
6

げ
お
ろ
か
な
も
の
と
さ
と
い
も
の
。
〔
論
【
頑
守
]39

蛉

／

頑

強

に

固

守

す

る

。

【

頑

素

】

57

ダ
？
お
ろ
か
な
た
ち
。
〔
魏
武
帝
‘
譲
三
噌
l
-

衡
‘
命
誅
〕
貴
賤
在
命
、
不
レ
在
一
智
愚
こ
貧
富
在
レ
禄
、
【
頑
竪
】

40g/
片
意
地
な
小
人
。
〔
元
包
経
博
、
四
‘
孟
封
武
平
侯
一
表
〕
姿
質
頑
素
、
材
志
部
下
。
〔
曹
植
、
七

不
レ
在
―
―
頑
慧
↓
〔
張
載
、
権
論
〕
オ
無
レ
所
レ
騎
―
―
其
能
↓
辮
陰
〕
無
レ
停
-1

一

頑

竪

以

撞

―

―

乃

威

櫂

↓

啓

〕

覧

1

一
盈
虚
之
正
義
面
竺
頑
素
之
迷
惑
一

烏

所

レ

展

其

股

則

頑

慧

均

也

。

【

頑

縦

】

41

ィ
切
頑
固
で
氣
儘
な
こ
と
。
〔
日
本
外
史
、
徳
【
頑
辣
】
5
8
"
？
お
ろ
か
で
う
と
い
。
〔
岱
康
‘
幽
憤
詩
〕

【
頑
健
]
2
7

グ
々
か
た
く
な
で
す
こ
や
か
な
こ
と
。
自
分
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
三
〕
天
質
頑
縦
、
及
レ
老
益
甚
。
匪
レ
降
レ
自
レ
天
、
｛
是
由
1

一
頑
疏
一
〔
法
苑
珠
林
〕
憩
愚
昏
晋
、

の
身
橙
の
丈
夫
な
こ
と
を
い
ふ
謙
辞
。
頑
強
。
〔
北
夢
瑣
【
頑
是
】
42

豆
？
是
非
の
謳
別
。
耕
別
。
庸
魯
頑
疎
゜
〔
白
居
易
‘
常
架
里
間
居
偶
題
二
十
六
韻
1

云

言
〕
唐
李
太
尉
徳
裕
左
降
至
l
1

朱
崖
面
嘗
遺
―
一
段
少
常
成
【
頑
笑
】
43

立
？
ぁ
そ
ぷ
。
〔
紅
棲
夢
、
五
回
〕
亦
多
喜
下
云
詩
〕
三
旬
雨
入
レ
省
‘
因
得
A

養
二
頑
疎
↓

式

書

曰

、

自

レ

知

佳

州

幸

自

頑

健

°

卑

ハ

ニ

賓

奴

去

頑

笑

い

【

頑

率

】

59

グ
々
お
ろ
か
で
か
る
は
ず
み
な
こ
と
。
頑
愚

【
頑
戸
】
28

嗜
ノ
〇
わ
か
ら
ず
や
。
頑
固
の
人
。
●
わ
る
【
頑
石
】
“
kr
”
/
0ゃ
く
ざ
石
。
頑
弄
石
。
頑
石
貼
頭
(
4

軽
卒
。
〔
小
學
、
嘉
言
〕
莫
レ
不
下
由
―
―
子
孫
頑
率
奢
傲
百
5

も
の
。
〔
輻
悪
全
書
、
錢
穀
部
、
比
較
〕
摘
本
皇
頑
戸
↓

8
)

を
見
よ
。
〔
書
齋
夜
話
‘
三
〕
有
レ
名
何
在
錨
1

一
頑
石
姦
E

覆
証
士
之
3

【
頑
固
】
29

考
／
か
た
く
な
で
さ
と
り
が
悪
い
。
か
た
い
上
行
人
口
是
碑
。

O
明
‘
郭
都
賢
(
1
1

|
 
3
9
4
7
4
 :
 3
9
0
)【
頑
惰~
]
6
0
”
？
か
た
く
な
で
怠
る
こ
と
。
〔
何
承
天
、

ぢ
。
い
つ
こ
く
。
又
其
の
者
。
〔
宋
書
‘
前
靡
帝
紀
〕
聞
‘
汝
の
琥
。
「
の
室
名
。
上
"
元
嘉
麻
表
〕
臣
授
性
頑
惰
‘
少
レ
所
―
―
闊
解
↓
〔
杜
牧
‘

素
都
僻
怠
‘
捐
戻
日
甚
‘
何
以
頑
固
乃
爾
耶
゜
〔
北
史
‘
儒
〖
頑
石

I
i
i
〗4
5
O
r

ヴ
／
セ
キ
消
、
徐
養
原(
4
-
1
0
1
1
0

:
 6
4
1
)

観
察
使
崖
郡
行
状
〕
建
立
儒
官
こ
巴
博
士
ー
設
―
―
生
徒
一

頁

部

〔
四
書
一
〕

頑

凜
録
必
具
‘
頑
惰
必
遷
‘
敬
譲
之
風
‘
人
知
―
一
家
習
↓

【
頑
疑
】
61

豆
？
か
た
く
な
で
お
ろ
か
。
凝
頑
゜
〔
草
應

物
、
逢
―
―
楊
開
府
―
詩
〕
一
字
都
不
レ
識
、
飲
酒
騨
―
―
頑
擬
一

【
頑
張
】
62
ク

9
]
0
我
意
を
張
り
通
す
。

O
韓
じ
て
、
元

氣
を
出
し
て
苦
痛
を
堪
へ
忍
ぶ
こ
と
。

【
頑
鴛
】
64

立
？
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
と
。
愚
劣
゜

〔
後
漢
書
‘
陳
組
博
〕
臣
頑
鷺
器
‘
無
-
1

鉛
刀
一
割
之
用
一

過
受
―
―
國
恩
涵
榮
秩
兼
優
。
〔
後
漢
書
‘
黄
項
博
〕
臣
至
頑

鷲
、
世
阿
國
恩
↓
〔
後
漢
書
‘
方
術
上
‘
謝
夷
吾
博
〕
臣
以

頑

鷲

‘

器

非

―

―

其

疇

-

「

何

所

レ

有

。

[
頑
冬
】
65

嘉
／
き
ぴ
し
い
冬
。
〔
韻
府
引
‘
古
詩
〕
頑
冬

【
頑
童
】
66

昴／

0
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
ど
も
。
物

事
の
道
理
の
わ
か
ら
ぬ
こ
ど
も
。
頑
是
な
い
子
供
。

〔
書
‘
伊
訓
〕
敢
有
下
侮
聖
言
ぶ
竺
忠
直
ぶ
涅
者
徳
斤
比
•

頑
童
い
〔
博
〕
童
稚
頑
僻
親
―
―
比
之
↓
〇
か
た
く
な
で
く
ら

い
。
〔
國
語
‘
鄭
語
〕
亜
竺
角
犀
豊
竺
而
巫
頑
童
窮
固
↓

〔
注
〕
童
昏
‘
固
陪
也
。

【
頑
銅
】
67

”
？
か
た
い
銅
゜
〔
韻
府
引
‘
梅
発
臣
‘
詩
〕
圃

圃
一
片
如
頑
銅
↓

【
頑
頓
】
68

げ
誓
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
と
。
〔
漢
書
、

陳
平
博
〕
士
之
頑
頓
‘
圭
9
利
無
レ
恥
者
、
亦
多
師
レ
漢
。

〔
漢
書
‘
買
誼
博
〕
頑
頓
亡
レ
恥
、
嗅
訴
亡
レ
節
。
〔
新
書
、
階

級
〕
頑
頓
無
レ
恥
、
奥
荀
無
レ
節
。

【
頑
鈍
】
69

岱
ノ
〇
な
ま
く
ら
刀
。
頑
鐵
鈍
刀
。
〔
説
苑
、

雑
言
〕
子
貢
日
、
夫
隠
括
之
労
多
柱
木
百
k

臀
之
門
多
―
―

疾
人
面
吟
蠣
之
帝
多
一
頑
鈍
芸
張
載
、
権
論
〕
駕
冤
望
レ
風

而
退
、
頑
鈍
未
レ
試
而
窮
゜
〇
オ
智
が
に
ぶ
く
て
足
ら

ぬ
。
か
た
く
な
で
神
経
が
に
ぶ
い
。
愚
か
。
頑
頓
。
頑
固
゜

〔
白
虎
通
‘
辟
碓
〕
頑
鈍
之
民
‘
亦
足
下
以
別
1

一
於
禽
獣
―
而

知
・
人
倫
LO

〔
後
漢
書
、
賓
融
博
〕
有
レ
子
年
十
五
、
性
質

頑
鈍
゜
〔
韻
語
陽
秋
〕
政
和
中
‘
士
庶
有
下
博
1

一
習
詩
賦
一

者
打
杖
二
日
、
畏
謹
者
至
レ
不
1

一
敢
作
＞
詩
、
時
張
芸
斐
有
レ

詩
云
、
惟
有
―
―
少
陵
頑
鈍
斐
一
静
中
吟
撚
白
髭
骸
、
蓋
芸

斐
自
謂
也
。

O
氣
節
が
無
い
こ
と
。
無
恥
゜
〔
史
記
、
陳
丞

相
世
家
〕
士
之
頑
鈍
嗜
利
無
レ
恥
者
、
亦
多
蹄
レ
漢
。
〔
注
〕

集
解
日
‘
如
淳
曰
、
猶
レ
無
1

一
廉
隅
一

〖
頑
鈍
不
レ
知
レ
機
〗
7
0
%
"”c

お
ろ
か
で
か
た
く
な

で
、
微
妙
な
機
會
を
察
す
る
明
が
な
い
こ
と
。
〔
藤
田

東
湖
、
正
氣
歌
〕
頑
鈍
不
レ
知
レ
機
、
罪
戻
及
―
―
孤
臣
―
)

[
頑
態
】
71

タ
？
お
ろ
か
も
の
。
〔
輻
恵
全
書
、
錢
穀
部
、

ニ
四
八

12844 
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頁

部

〔
四
聾
〕

頑

穎

頑

領

頒

ニ
四
九

催

徴

〕

頑

懲

窮

民

。

貪

之

夫

、

更

思

―

―

廉

紫

涵

叩

弱

之

人

、

更

思

レ

有

1

而
ご
義
之

【
頑
放
】
72

タ
ク
頑
固
で
放
逸
な
る
こ
と
。
〔

H
本
外
史
、
志
一
也
。
〔
集
注
〕
頑
者
、
無
―
―
知
覺
一

徳
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
中
〕
秀
次
為
レ
人
頑
放
、
其
留
-
呑
~
[
頑
輻
】

8
5
ガ
臼
己
に
徳
な
く
と
も
、
先
世
の
陰
功
で
姑

緊

悶

淫

虐

日

甚

。

「

字

。

＜

不

義

の

富

貴

を

享

け

る

者

を

い

ふ

。

〔

翡

燈

新

話

、

【
頑
伯
】
73

ク
？
消
、
部
石
如

(11ー
3
9
6
3
0
:
 

173)
の
富
貴
登
跡
司
志
〕
郎
欲
レ
加
レ
罪
、
縁
-
1

本
人
頗
有
五
雰
兜

【
頑
環
】
74

タ
、
？
ま
だ
み
が
か
な
い
あ
ら
た
ま
。
〔
梅
尭
故
稽
延
敷
年
、
使
レ
罹
,
,
滅
族
之
禍
一
》

臣
、
讀
1

月
石
屏
詩
〕
徒
葛
頑
環
こ
は
四
温
潤
又
不
レ
【
頑
物
]
8
6

サ
々
お
ろ
か
な
も
の
。
固
阻
な
も
の
。
〔
齋
藤

似

圭

璧

↓

拙

堂

、

陪

面

笠

置

止

記

〕

慎

不

震

頑

物

耳

゜

【
頑
薄
】
75

タ
臼
／
お
ろ
か
で
智
識
が
う
す
い
。
〔
後
漢
書
、
【
頑
弊
】
8
7
}
げ
/
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
と
。
〔
呉
志
、

文
苑
下
‘
趙
壼
博
〕
誠
則
頑
薄
‘
賓
識
―
―
其
趣
↓
〔
後
漢
書
‘
蒔
綜
博
〕
過
庭
既
訓
‘
頑
弊
難
レ
啓
。
〔
晉
書
、
周
顧
博
〕

東
夷
博
論
〕
回
二
頑
薄
之
俗
i

就
―
―
寛
略
之
法
↓
不
レ
悟
辛
八
鑑
一
忘
―
―
臣
頑
弊
↓

【
頑
皮
】
76

立？

0
か
た
く
な
な
皮
。
亀
の
皮
甲
の
頑
鈍
【
頑
蔽
】
88

夕
位
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
と
。
頑
弊
に

な
こ
と
か
ら
い
ふ
。
〔
太
平
廣
記
、
嘲
誼
、
皮
日
休
〕
唐
皮
同
じ
。
〔
播
岳
、
楊
荊
州
誅
〕
余
以
11

頑
蔽
函
竺
露
重
陰
↓

日
休
嘗
謁
1

一
蹄
仁
紹
こ
敷
往
而
不
加
げ
見
、
皮
既
心
有
レ
〔
注
〕
向
曰
、
頑
蔽
、
猶
二
愚
魯
一
也
。

所
蘊
g

、
而
動
1

一
形
於
言
ご
囚
作
―
―
詠
レ
亀
詩
一
硬
骨
残
形
【
頑
碧
】
89

％
ノ
山
な
ど
の
瞼
し
く
し
て
青
い
こ
と
。

知
幾
応
屍
駿
終
不
是
風
遼
頑
皮
死
後
鑽
須
遍
‘
〔
余
靖
、
遊
天
洞
山
詞
〕
不
レ
逢
菓
由
高
面
梵
山
亦
頑

都
為
示
生
不
む
ザ
頭
。

0
小
兒
を
叱
る
語
。
わ
か
ら
ず
碧
゜
〔
沈
遼
、
射
レ
雲
詩
〕
遥
山
頑
碧
空
崚
噌
、
高
堂
閑
坐

や
。
ひ
ね
く
れ
も
の
。
〔
新
方
言
、
秤
言
〕
小
兒
遊
戯
無
レ
輝
散
籍
↓

度

為

頑

皮

函

卸

婆

之

瞥

"

。

[

頑

朴

]
9
0

鍔
ノ
か
た
く
な
で
か
ざ
り
が
な
い
。
〔
蘇
拭
、

〖
頑
皮
頼
骨
〗77
w
a
n
'
p
'
i
2
 
l
a
i
'
k
u
3

人
を
罵
る
監
試
呈
藷
試
官
―
詩
〕
却
顧
老
鈍
饂
、
頑
朴
謝
五
霞
梵

語

。

野

郎

と

い

ふ

に

同

じ

。

【

頑

僕

】

9
1
¢

ク
か
た
く
な
な
し
も
べ
。
〔
王
建
、
林
居

【
頑
蒋
{
】
78

w
a
n
'
p
'
i
'

頑
固
な
。
ひ
ね
く
れ
た
。
詩
〕
頑
僕
長
如
レ
客
、
貧
居
未
レ
勝
レ
蓬
゜

【
頑
痺
】
79

豆
？
し
ぴ
れ
る
。
〔
呂
頌
、
為
―
―
張
侍
郎
と
J
,

―
〖
頑
僕
童
〗8
認
／
ず
ク
片
意
地
な
し
も
べ
゜
〔
方
回
、
詩
〕

入
観
表
〕
臣
従
―
―
去
年
冬
初
一
忽
染
函
四
疾
ぶ
味
腟
頑
痺
‘
浪
↓
―
費
薪
銃
1

頑
僕
童
。

行

歩

眼

難

。

【

頑

麻

】

93

ク
？
し
ぴ
れ
。
し
ぴ
れ
る
。
麻
牌
。
〔
唐
庚
、

【
頑
碑
】
80

翌
／
か
た
い
石
碑
。
〔
韻
府
引
‘
楊
萬
里
‘
詩
〕
冬
雷
行
〕
龍
蛇
尺
蜆
鋸
已
久
、
亦
欲
―
―
―
奮
迅
舒
1

一
頑
麻
↓

競
磨
夏
昴
打
二
頑
碑
f

〔
楊
萬
里
、
同
二
王
見
可
・
劉
子
年
循
―
―
南
埃
一
度
西
橋
―

【
頑
郎
】
81

豆
？
か
た
く
な
で
い
や
し
い
。
〔
老
子
、
二
登
天
柱
岡
望
東
山
―
詩
〕
偶
因
閑
歩
1

散
―
―
頑
麻
↓

十
〕
衆
人
皆
有
レ
以
‘
我
掲
頑
似
レ
部
。
〔
論
衡
‘
別
通
〕
【
頑
昧
】
94

ク
位
か
た
く
な
で
く
ら
い
。
頑
冥
。
愚
昧
゜
〔
藷

多
聞
博
識
、
無
1

一
頑
祁
之
些
言
↓
〔
魏
志
、
夏
侯
玄
博
〕
民
命
唐
書
‘
王
虔
休
傭
〕
愚
臣
不
レ
揆
頑
昧
面
敢
思
面
翌
竺
〔
晃

而
常
頑
祁
゜
〔
陸
雲
、
答
―
―
兄
平
原
1

詩
〕
明
徳
緞
陸
‘
莫
レ
補
之
、
北
京
學
直
含
封
レ
客
詩
〕
尚
因
呼
乃
覺
、
笑
自
謝
―
―

非
哲
人
公
7

我

頑

郎

、

規

範

靡

レ

遵

。

頑

昧

↓

【
頑
複
】
8
2
7
7
竺
か
た
く
な
で
も
と
る
。
〔
元
包
経
博
〕
【
頑
民
】
95

グ
グ
藷
俗
を
慕
つ
て
新
し
い
政
事
を
悦
ば

為
レ
國
者
価
や
長
―
―
緊
敏
之
臣
盆
以
重
晶
ば
賦
ぃ
無
下
縦
,
,
頑
ぬ
人
民
。
又
、
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
民
。
〔
書
、
多
士

複

之

隷

百

盆

ぞ

邦

人

い

序

〕

成

周

既

成

、

遷

―

―

殷

頑

民

↓

〔

書

、

畢

命

〕

豚

―

―

殷

頑

【
頑
夫
】
83

サ
？
か
た
く
な
で
む
さ
ぽ
る
男
。
わ
け
の
わ
民
「
遷
,
,
+
洛
邑
↓

か
ら
ぬ
欲
ば
り
の
人
。
貪
夫
。
頑
夫
廉
を
見
よ
。
【
頑
冥
】

96gノ
か
た
く
な
で
道
理
に
く
ら
い
。
冥
頑
゜

〖
頑
夫
廉
〗84
考
芦
知
覺
の
な
い
頑
愚
な
人
ま
で
も
鈍
冥
。

廉
潔
な
志
を
抱
く
や
う
に
な
る
。
〔
孟
子
‘
萬
章
下
〕
故
【
頑
迷
】
釘
グ
竺
か
た
く
な
で
理
非
を
わ
き
ま
へ
な
い
。

開
伯
夷
之
風
者
、
頑
夫
廉
、
儒
夫
有
旦
止
レ
志
゜
〔
注
〕
頑
頑
冥
に
同
じ
。
昏
迷
。

冠】
5

国ロロ
トタトタシ
ンンンンン

〔
集
韻
〕
章
荏
切
誨

〔
集
韻
〕
都
感
切
國

〔
集
韻
〕
丁
紺
切
画
痒

小

●

頭

が

ふ

る

へ

る

。

〔

説

文

〕

息房
豪

穎

、

顛

也

、

炊

レ

頁

尤

瞥

。

O

や
ま
ひ
゜
〔
玉
篇
〕
穎
、
病
也
。
参
或
は
税
(
7
|
2
2
0
 

5
0
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
頑
、
税
、
穎
或
八
レ

f゚

＠

ま
た
頭
(
1
2
-
4
3
3
3
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
穎
、
亦

炊
レ
又
゜

或

一弓
k
H

骰

冠

忘

パ

ゥ

〔

集

韻

〕

尤

救

切

園

【
頑
良
】
98

立39,
～
悪
い
者
と
よ
い
者
。
〔
幅
恵
全
書
、
錢

穀
部
、
折
貯
〕
各
里
之
頑
良
。

国
劣
】
99wan'lieh• 

頑
固
で
愚
鈍
。
頑
劣
異
常
を
見

よ

。

「

類

。

〖
頑
劣
異
常
〗1

0
0

wan'lieh• 

i
'
c
h
a
n
g
'

腕
白
無

[
頑
魯
】
101

立
？
か
た
く
な
で
お
ろ
か
な
こ
と
。
頑
愚
゜

頑
歯
。
〔
劉
禎
、
贈
二
五
官
中
郎
将
一
詩
〕
小
臣
信
頑
魯
、

俺
挽
安
能
追
゜
〔
晉
書
、
玩
神
博
〕
臣
猥
以
―
―
頑
魯
之
質
↓

應
清
明
之
雙
〔
顔
氏
家
訓
、
教
子
〕
賢
俊
者
自
可
賞

愛
玉
頑
魯
者
亦
営
―
―
衿
憐
↓
〔
顔
氏
家
訓
、
勉
學
〕
性
既
頑

魯
、
亦
所
レ
不
レ
好
レ
云
。

【
頑
栖
]
g
o
Y
'
竺
か
た
く
な
で
い
や
し
い
。
〔
後
漢
書
、
曹

褻
博
〕
況
予
頑
聞
、
無
"
以
克
堪
↓
〔
王
令
、
詩
〕
頑
阻
徒

老
大
。

【
頑
聾
】
103

ク
四
か
た
く
な
で
道
理
に
く
ら
い
こ
と
。

孟
郊
‘
秋
懐
詩
〕
習
レ
學
莫
レ
習
レ
臀
‘
習
レ
臀
多
頑
聾
゜

【
頑
話
】
104

w
a
n
'
h
u
a
4

じ
ゃ
う
だ
ん
。

【
頑
廉
儒
立
】1

0
5
ぢ
じ
レ
/
•
利
欲
を
む
さ
ぽ
る
人
も
消
廉

と
な
り
、
意
氣
地
の
な
い
男
も
奮
然
と
し
て
立
つ
よ
う

に
な
る
。
人
の
高
風
に
感
化
せ
ら
れ
る
こ
と
。
〔
孟
子
、

拭
章
下
〕
故
聞
―
―
伯
夷
之
風
云
頑
夫
廉
‘
儒
夫
有
レ
立
レ
志
゜

〔
集
注
〕
頑
者
無
1

一
知
覺
盃
廉
者
有
1

浴
函
竺
儒
柔
弱
也
。

小

巳

0
大
き
な
頭
。
〔
説
文
〕
頒
、
大
頭

項)≫
策
也
、
炊
レ
頁
分
瞥
゜
〔
詩
、
小
雅
、
魚
藻
〕

有
頒
其
首
↓
〔
博
〕
頒
‘
大
首
貌
。
〇
お
ほ
い
さ
ま
。

〔
詩
‘
小
雅
‘
魚
藻
‘
繹
文
〕
頒
‘
韓
詩
云
‘
衆
貌
。
参

び
ん
。
び
ん
づ
ら
。
〔
説
文
〕
頒
‘
一
日
‘
賢
也
。
⑱

わ
け
る
。
④
わ
け
る
。
逼
分
す
る
。
〔
縄
、
祭
義
〕

頒
レ
禽
隆
1

一
諸
長
者
↓
〔
注
〕
頒
之
言
、
分
也
。
＠

わ
け
あ
た
へ
る
。
上
か
ら
下
に
た
ま
は
る
。
〔
集

韻
〕
頒
、
一
曰
、
賜
也
。
〔
周
證
、
春
官
、
小
宗
伯
〕

遂
頒
レ
禽
゜
〔
注
〕
頒
レ
禽
‘
謂
-
1

以
予
二
翠
臣
↓
〔
大

戴
栂
、
夏
小
正
〕
頒
レ
泳
、
頒
レ
沐
者
、
分
レ
泳
以
授
―
―

大
文
也
。
〔
播
岳
、
馬
消
督
誅
〕
秋
隷
可
レ
頒
゜

〔
注
〕
善
曰
‘
頒
、
賦
也
。
◎
わ
か
ち
し
く
。
法
令

【頒】
5

フ
ン
プ
ン

ロ― 日ハ
ン

〔
集
韻
遥
還
切
直
〗

勺
コ

pan'

〔
集
韻
〕
符
分
切

5
5

●
顛
預
は
、
大
き
な
頭
。
〔
廣
韻
〕
預
、
顛
預
、
大

頭
。
〔
集
韻
〕
禎
、
大
頭
也
。

O
悟
(
2
|
3
8
1
3
)
に
通

ず
。
〔
正
字
通
〕
領
、
輿
レ
悟
通
。

祠】如
昇
〔
集
韻
〕
五
老
切
飼

小
□
●
う
な
じ
の
骨
。
枕
に
営
る
骨
。

息柄策
〔
説
文
〕
煩
、
玉
枕
也
、
炊
レ
頁
尤
臀
゜

〔
繋
博
〕
謂
1

一
項
後
承
レ
枕
骨
一
也
。
〔
段
注
〕
玉
枕
骨

即
恨
臥
箸
レ
枕
之
慮
、
箪
評
日
レ
傾
。

0
頭
を
垂
れ

る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
穎
、
垂
レ
頭
兒
゜
口
顧
様
は
‘
み

に
く
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
煩
、
顧
穎
、
醜
也
。
国
傾

額
は
、
お
ろ
か
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
煩
‘
煩
頗
‘
擬

兒゚

12845 
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6
 
4
 

ふ
等
の
非
常
の
糧
に
用
ひ
、
又
、
喪
の
時
に
も
、

8
 

手
の
組
み
か
た
を
更
め
て
用
ひ
た
。
稽
顆
。
〔
説

2.

文
〕
頓
、
下
首
也
、
ハ
レ
頁
屯
臀
゜
〔
段
注
〕
按
‘
営
下

作
1

一
頓
首
也
三
字
1

為
占
句
、
周
證
太
祝
九
捧
、
一

日
睛
首
、
二
日
頓
首
、
三
日
空
首
、
三
者
分
別
劃

然
、
不
レ
営
A

頓
睛
二
字
皆
訓
レ
之
日
1
1

下
首
1

明

袋
鄭
日
、
稽
首
拝
、
頭
至
レ
地
也
、
頓
首
拝
、
頭

叩
レ
地
也
、
空
手
拝
、
頭
至
レ
手
、
所
謂
拝
手
也
、
吉

拝
、
拝
而
後
稽
穎
、
謂
―
―
齊
哀
不
レ
杖
以
下
者
ぶ
四

拝
、
稽
願
而
後
拝
‘
謂
乞
一
年
服
煮
玉
裁
按
、
九
拝

以
ー
ー
前
三
者
1

為
レ
糧
、
後
六
者
為
レ
用
、
凡
経
言
二

拝
首
奎
ロ
レ
拝
‘
皆
周
證
之
空
首
‘
手
部
捧
字
下
曰
‘

首
至
レ
手
‘
何
注
入
ム
羊
傭
1

曰
‘
頭
至
レ
手
日
二
拝

手
玉
皆
興
―
―
周
護
空
首
注
ー
合
、
凡
経
言
―
―
稽
首
示
~

豪
作
レ
睛
、
古
文
作
レ
冤
、
経
億
無
面
盆
京
何
注
1
1

公

芋
云
、
頭
至
レ
地
日
―
―
稽
首
盃
空
周
證
注
↓
合
、
凡

経
博
言
―
―
頓
首
一
言
―
―
稽
顆
釜
或
畢
言
レ
顆
、
皆
九
拝

之
頓
首
、
何
注
1
1

公
羊
1

日
、
願
、
猶
―
―
今
叩
頭
涵
g
弓

稽
願
注
日
、
獨
レ
地
無
レ
容
、
皆
興
1
1

周
證
頓
首
注
1

合
、
頭
至
レ
手
者
、
挟
手
而
頭
至
―
―
於
手
盃
頭
興
レ
手

倶
齊
レ
心
不
レ
至
レ
地
、
故
曰
1
1

空
首
ご
空
稽
手
頓

雙
則
挟
手
皆
下
至
レ
地
、
頭
亦
至
レ
地
、
而
稽
首

尚
11

稽
遅
面
頓
首
尚
―
―
急
遠
砿
頓
首
主
―
―
於
以
レ
願
叩

濁
五
瓜
謂
1

一
之
稽
顆
盆
叫
謂
1
1

之
願
云
周
騰
之
九
拝

不
―
―
盛
知
盃
皿
稽
首
者
吉
藉
也
、
頓
首
者
凶
證
也
、

空
首
者
吉
凶
所
レ
同
之
橙
也
、
経
博
立
文
、
凡
阜

言
レ
拝
、
及
下
属
1

稽
首
稽
頼
奎

9
拝
言
11

拝
手
一

者
、
皆
空
首
也
、
言
二
拝
手
稽
首
1

者
、
空
首
而
稽
首

也
、
言
↓
―
拝
而
後
稽
願
1

者
、
空
首
而
頓
首
也
、
言
ニ

稽
顆
而
後
拝
―
者
、
頓
首
而
空
首
也
、
言
1
1

稽
顆
而

不
＞
拝
者
、
頓
首
而
不
二
空
首
1

也
、
経
於
二
吉
賓

嘉
曰
藉
首
玉
含
有
下
言
頓
首
著
祉
、
於
レ
喪

日
1
1

稽
願
盃
バ
未
レ
有
下
言
頓
首
玉
？
也
、
然
則
稽
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願
之
郎
頓
首
無
レ
疑
矢
、
有
下
非
レ
喪
而
言
―
―
頓
首
―
頓
―
―
承
明
↓
〔
注
〕
善
日
、
頓
、
止
含
也
。

O
と
と
の
〔
史
記
、
買
生
偉
〕
莫
邪
為
レ
頓
分
。
〔
注
〕
索
隠

者
盆
竺
常
事
1

也
、
類
―
―
乎
凶
亭
也
、
如
申
包
晋
へ
る
。
〔
陸
機
、
演
連
珠
〕
臣
聞
、
頓
レ
網
探
レ
淵
、
曰
‘
頓
‘
讀
為
レ
鈍
。
国
人
名
。
冒
頓
(
2
-
1
5
3
8
:
 

之
九
頓
首
而
坐
百
竺
國
破
君
亡
玉
穆
厩
頓
二
首
於
不
レ
能
レ
招
レ
龍
゜
〔
注
〕
善
日
、
頓
、
猶
レ
整
也
。

O
ひ

7
0
)

を
見
よ
。

宣
子
盆
以
i

太
子
不
Ii

立
典
二
季
平
子
稽
,
,
穎

於

叔

く

。

掩
(
5ー

1
1
8
5
0
)
に
通
ず
。
〔
荀
子
、
勧
學
〕
拙
―
―
肉
圏
ハ
ヤ
。

孫
昭
子
百
竺
君
亡
函
g
公
子
家
駒
再
,
,拝
願
於
齊
五
指
―
而
頓
レ
之
。
〔
注
〕
頓
、
摯
也
。
〔
讀
書
雑
志
〕
【
頓
已
】

1
訂
—
ー
突
然
に
中
止
す
る
。
又
、
病
氣
等
が
に

公
百
含
失
國
正
同
1

也
、
若
伍
陳
無
宇
稽
,
,
類
於
巣
頓
者
引
也
、
言
下
摯
-
l

衷
領
1

者
、
拙
t

一
五
指
1

而
引
レ
は
か
に
な
ほ
る
こ
と
。
〔
井
上
梧
陰
、
岩
倉
村
痙
髪
碑
〕

如
病
頓
已
者
↓

【
頓
飲
】
2

い
汐
い
ち
ど
に
の
む
。
〔
縣
恵
全
書
、
刑
名
部
、

雄
以
排
レ
患
繹
む
維
、
纏
之
過
也
、
無
宇
之
詐
也
、
之
‘
則
全
衷
之
毛
皆
順
上
也
、
廣
雅
日
‘
掩
、
引
也
、

人
命
下
、
瞼
各
種
死
傷
〕
侯
―
―
酒
止
1

一半升
1

頓
飲
郎
解
。

沿
至
―
―
秦
漢
盆
竪
頓
首
1

篇
藷
5
罪
之
辟
「
中
山
古
無
―
―
掩
字
五
炉
頓
為
レ
之
、
璧
鐵
論
諸
聖
篇
日
、

策
司
馬
喜
之
頓
首
、
別
―
―
於
陰
姫
公
之
稽
首
ご
澳
今
之
治
レ
民
者
、
若
二
拙
御
＞
馬
、
行
則
頓
レ
之
、
止
【
頓
鋭
】
3

礼
明
、
濠
州
の
人
。
字
は
叔
養
。
正
徳
の
進

人
文
字
存
者
、
禁
邑
戌
邊
上
章
云
、
朔
方
梵
鉗
徒
則
撃
レ
之
。
●
す
て
る
。
〔
後
漢
書
、
劉
趙
淳
子
江
士
。
官
は
代
府
右
長
史
。
少
く
し
て
詩
名
あ
り
、
時
人
、

臣
邑
、
稽
首
再
拝
、
上
,
,
書
皇
帝
陛
下
工
末
云
、
臣
劉
周
趙
傭
序
〕
田
直
取
1

其
荒
頓
者
↓
〔
注
〕
頓
‘
猶
レ
琢
郡
に
オ
一
石
あ
り
、
鋭
八
斗
を
得
と
い
ふ
。
晩
年
、
懐

玉
山
に
卜
居
し
、
吟
詠
自
適
す
。
著
に
鵡
汀
長
古
集
・
漁

噸
集
が
あ
る
。

頓
首
死
罪
、
稽
首
再
拝
‘
以
聞
、
許
沖
進
ー
一
説
文
解
畷
也
。
〔
張
協
、
七
命
〕
於
レ
是
撤
レ
園
頓
レ
岡
。
〔
注
〕

【
頓
螢
】
4

秒
行
軍
等
に
兵
士
の
た
む
ろ
す
る
と
こ

字
首
云
‘
召
陵
萬
歳
里
公
乗
臣
沖
、
請
首
再
拝
、
善
日
、
頓
、
猶
レ
捨
也
。

O
み
だ
れ
る
。
〔
廣
雅
、
繹

上
,
,
書
皇
帝
陛
下
エ
末
云
、
臣
沖
誠
憧
誠
恐
、
頓
首
詰
三
〕
頓
、
乱
也
。

O
と
み
に
。
に
は
か
に
。
き
ふ
ろ
。
陣
螢
゜
頓
所
。

頓
首
、
死
皐
死
皐
‘
罐
首
再
拝
、
以
聞
直
帝
陛
に
。
〔
正
字
通
〕
頓
、
遠
也
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
凡
一
氣
〔
大
清
會
典
園
六

=
O
O

大

ぃ
日
[
"
闘
し
。
”
"
“
[
:
"
"
＂
ぃ
ビ
→

5頂

[
[
[
[
~
i

〔
廣
雅
、
繹
詰
四
〕
頓
、
優
也
。
●
つ
ま
づ
く
。
〔
荀
皆
主
レ
之
、
大
細
畢
給
。
参
た
む
ろ
。
食
物
器
用
を
丈
、
設
資
鰻
城
門

子
、
仲
尼
〕
頓
窮
則
従
レ
之
。
〔
注
〕
頓
‘
謂
―
―
困
蹟
1

供
へ
て
置
い
て
、
不
時
の
用
に
そ
な
へ
る
と
こ
南
闊
、
内
設
1
1

黄
布
屏
盃
＇
建
面
帷
云
蓋
高
一
丈
、
騰
高

也
。
.
く
る
し
む
。
頓
卒
（
4
1
)
を
見
よ
。

O
ゃ
ぶ
ろ
。
〔
増
韻
〕
頓
‘
宿
食
所
也
。
〔
正
字
通
〕
頓
‘
供
頓
四
尺
、
門
南
儒
、
高
三
尺
七
寸
、
間
二
尺
三
寸
、
幕
蓋
園

臆
倶
如
駐
鐸
御
幅
之
制
三
幌
内
藉
1

一
高
麗
席
茄
空
白

毯↓

れ
る
。
④
こ
は
れ
る
。
〔
華
巌
経
昔
義
、
上
〕
頓
、
也
。
〔
隋
書
‘
湯
帝
紀
〕
毎
レ
之
二
所
五
籠
敷
道
置
レ

【
頓
櫻
】
5

5

ゃ
自
ら
ひ
も
を
と
き
去
る
。
〔
岱
康
、
興
二

損
也
。
〔
左
氏
、
襄
、
四
〕
甲
兵
不
レ
頓
゜
〔
注
〕
頓
、
頓
。
●
た
び
。
一
回
。
一
食
事
の
間
。
〔
増
韻
〕
頓
‘
次

壌
也
。
＠
容
儀
を
失
ふ
。
〔
呉
質
、
在
,
,元
城
五
C
―
也
。
〔
正
字
通
〕
頓
、
食
一
次
也
。
〔
杜
甫
、
戯
作

1徘
~
山
巨
源
絶
レ
交
書
〕
狂
顧
頓
レ
櫻
、
赴
踏
湯
火
→

魏
太
予
賤
〕
先
取
,
,
沈
頓
↓
〔
注
〕
善
曰
、
頓
、
猶
レ
諧
橙
遥
炉
悶
詩
〕
頓
頓
食
玉
登
笠

O
書
法
の
名
。
【
頓
河
】
6

夕
河
の
名
。
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
ロ
シ
ャ
西
南
部

弊
也
。
◎
失
敗
す
る
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
而
王
奄
の
端
に
筆
力
を
注
ぎ
、
強
く
を
さ
へ
る
こ
と
。
の
大
河
。

D
o
n
R
i
v
e
r
 
E,1
音
謁
゜

、
【
頓
綱
】
1

が
5

綱
紀
を
整
頓
す
る
。
〔
資
治
通
鑑
、
周
紀
〕

（
顧
王
、
四
十
八
年
）
臣
光
曰
‘
云
云
‘
夫
賢
者
其
徳
足
1
-

幾
頓
乎
。
〔
注
〕
頓
、
敗
也
。

O
っ
か
れ
る
。
〔
戦

0
周
の
國
の
名
。
姓
は
姫
。
爵
は
子
。
春
秋
の
時

以
敦
レ
化
正
＞
俗
‘
其
才
足
↓
1

以
頓
レ
綱
振
＞
紀
。
〔
注
〕
頓
‘

國
、
秦
策
〕
吾
甲
兵
頓
゜
〔
注
〕
頓
、
罷
也
。

O
と
楚
に
滅
ぽ
さ
る
。
そ
の
故
城
は
今
、
河
南
省
項
城

め
る
。
と
ど
め
る
。
〔
張
翰
、
雑
詩
〕
頓
レ
足
託
―
―
縣
の
北
の
南
頓
の
地
。
〔
左
氏
、
僭
、
二
十
三
〕
楚
成
謂
整
頓
↓

幽
深
↓
〔
注
〕
善
日
、
頓
、
猶
な
止
也
。
〔
陸
機
、
赴
レ
得
臣
帥
レ
師
伐
レ
陳
、
討
―
―
―
其
戴
二
於
宋
1

也
‘
遂
取
―
-
【
頓
琥
】
8

競
新
式
標
貼
の
「
、
」
を
い
ふ
。
名
詞
を
並

洛
道
中
詩
〕
頓
レ
轡
椅
1

嵩
巖
↓
〔
注
〕
善
日
、
頓
、
焦
夷
五
翌
頓
而
還
。
〔
注
〕
頓
國
、
今
汝
陰
南
頓
列
す
る
時
に
用
ふ
。

【
頓
起
】
，
”
宋
の
人
。
元
祐
の
進
士
。
煕
寧
中
、
教
授

と
な
り
、
秦
州
に
通
判
た
り
。
嘗
て
景
徳
寺
を
過
ぎ
、

猶
レ
含
也
。
●
と
ま
る
。
や
ど
る
。
〔
漢
書
、
李
廣
縣
。
鬱
姓
。
〔
尚
友
録
〕
頓
、
弱
頓
子
之
後
、
楚
滅
レ

故
相
の
富
弼
の
像
を
絨
蔽
し
、
張
苑
の
祠
を
修
整
し
、

博
〕
就
藉
水
草
頓
含
。
〔
注
〕
師
古
日
、
頓
、
止
之
、
子
孫
以
レ
國
為
レ
氏
‘
望
出
―
―
魏
郡
雲
陽
芸
』
に

也
。
〔
陸
機
、
於
承
明
1

作
興
二
士
龍
裔
〕
北
邁
ぶ
い
。
鋭
利
で
な
い
。
鈍
(
1
1
|
 4
0
2
1
9
)

に
通
ず
。
扁
し
て
三
賢
堂
と
日
ふ
。
蘇
拭
と
親
し
。
〔
尚
友
録
、
十

|

|

_

 

頁

部

〔

四

書

＿

頓

九〕。

【
頓
棄
】
1
0
"
ン
す
て
る
。
〔
楚
酔
、
王
褻
、
九
懐
、
株
昭
〕

訟
刀
属
御
分
、
頓
棄
太
阿
↓
〔
注
〕
明
智
忠
賢
、
放
斥
逐

也。
【
頓
埼
】

11"ン
漢
、
蒼
梧
の
人
。
字
は
孝
異
。
母
の
喪
に

居
り
、
皐
身
墳
を
築
き
、
年
を
歴
て
成
り
、
手
づ
か
ら
松

柏
を
植
ゑ
、
哀
毀
、
制
を
逢
ゆ
。
飛
覺
白
鳩
、
直
側
に
棲

息
し
、
人
を
見
れ
ば
去
る
も
、
埼
を
見
れ
ば
留
ま
る
。

南
齊
の
永
明
中
、
苑
雲
、
州
の
刺
史
と
な
り
、
其
の
墓
を

祭
ら
し
む
。
〔
尚
友
録
、
十
九
〕
0

.

 

【
頓
栃
】
1
2
"
ン
に
は
か
に
か
け
損
ず
る
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕

凡
一
氣
不
―
―
頓
進
二
形
不
1

一頓蛎↓

【
頓
丘
】13
い
~
.
小
さ
い
を
か
。
鉢
を
ふ
せ
た
様
な
形

を
し
た
丘
。
こ
や
ま
。
〔
詩
、
衛
風
、
保
〕
送
レ
子
渉
レ
洪
、

至
,,ft.
頓
丘
↓
〔
博
〕
丘
一
成
為
1

一
頓
丘
↓
●
地
名
。
春
秋

の
衝
の
邑
。
河
南
省
清
縣
の
西
。
〔
詩
、
衛
風
、
壊
〕
送
レ

子
渉
和
〖
、
至
,
,
子
頓
丘
↓
〔
集
博
〕
頓
丘
、
地
名
。
●
郡

名
。
一
に
頓
邸
に
作
る
。
④
晉
、
置
く
。
河
北
省
清
豊

縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
大
名
府
、
清
豊

縣
〕
祁
邸
城
、
縣
西
南
二
十
五
里
、
古
衛
邑
、
云
云
、
晉

為
郡
郎
郡
治
↓
＠
東
晉
、
僑
置
す
。
安
徽
省
除
縣
゜
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
江
南
〕
除
州
、
馬
貢
之
城
、
戦
國
時
麗
レ

楚
、
云
云
、
晉
、
元
帝
雙
置
頓
邸
郡
↓
●
縣
名
。
丘
は

又
、
邸
に
作
る
。
④
漢
、
置
く
。
故
城
は
河
北
省
清
豊

縣
の
西
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
東
郡
、
縣
二
十
二
、
頓

丘
。
〔
蹟
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
大
名
府
、
清
豊
縣
〕
頓
郎

城
、
縣
西
南
二
十
五
里
、
古
衛
邑
、
云
云
、
漢
置
―
―
頓
邸

縣
治
レ
此
゜
＠
宋
、
置
く
。
故
治
は
安
徽
省
除
縣
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
江
南
〕
除
州
、
馬
貢
之
域
、
戦
國
時
麗
レ

楚
、
云
云
、
晉
元
帝
雙
置
頓
邸
郡
二
宋
畷
レ
郡
為
レ
縣
。

畠
朝
宋
、
置
く
。
山
東
省
の
境
。
＠
南
朝
宋
、
置
く
。

江
蘇
省
奮
徐
州
府
の
境
。
⑯
雨
朝
宋
、
置
く
。
山
東
省

藷
尭
州
府
の
境
。

C
活
E

朝
宋
、
置
く
。
山
東
省
藷
清
南

府
の
境
。
R
後
魏
、
置
く
。
安
徽
省
の
境
。
R
東
魏
‘
置

く
。
故
治
は
安
徽
省
宿
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江

南
、
鳳
陽
府
、
宿
州
〕
竹
邑
城
、
在
―
―
州
北
二
云
云
、
東
魏
武

帝
五
年
、
改
置
南
清
陰
匝
領
―
―
頓
邸
定
陶
二
縣
↓

7
 

【
頓
狂
】
14

少
だ
し
ぬ
け
に
調
子
外
れ
の
言
動
を
す

る
こ
と
。
お
ど
け
る
。
又
、
お
ど
け
0

8

4

【
頓
優
】
15

が
た
ふ
れ
る
。
又
、
た
ふ
す
。
〔
漢
書
、
外
戚

12

_
 
五



(43381 ・・ 16)—(43381 ・ ·57)

下
‘
孝
成
許
皇
后
博
〕
折
1

一
抜
樹
木
云
頓
1

一

債

車

輩

↓

長

有

1

一
異
解
工
立
頓
―
―
悟
義
云
時
人
推
-
1

服
之
コ
ギ
大
日
経
‘

【
頓

ilP】16
い
ヂ
足
踏
み
す
る
。
頓
足
。
〔
韓
愈
、
送
レ
窮
疏
〕
無
1
1

頓
悟
機
ぞ
小
レ
入
―
―
其
手
↓

文
〕
五
鬼
相
興
張
レ
眼
吐
レ
舌
‘
跳
践
櫃
什
、
抵
レ
掌
頓
レ
【
頓
功
】
26

況
功
を
や
ぶ
る
。
〔
盟
鐵
論
、
刺
議
〕
謀
及
レ

脚

、

失

笑

相

顧

。

下

者

無

レ

失

レ

策

、

攀

及

レ

衆

者

無

レ

頓

レ

功

。

【
頓
餌
[
】
17

が
が
く
る
し
み
き
は
ま
る
。
困
頓
。
窮
迫
。
【
頓
挫
】
27

が
ン
勢
力
が
に
は
か
に
く
じ
け
る
。
又
、
文
勢

〔
荀
子
、
仲
尼
〕
頓
窮
則
従
レ
之
‘
疾
力
以
申
二
重
之
↓
が
急
に
か
は
つ
て
、
強
い
筆
鋒
を
急
に
柔
げ
る
絞
逃
に

【
頓
愚
】
1
8
n
ン
に
ぶ
く
お
ろ
か
な
こ
と
。
〔
論
衡
、
商
晶
〕
つ
い
て
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
孔
融
博
賛
〕
北
海
天
逸
、
昔
情

彊
大
食
細
弱
面
慧
反
1

一
頓
愚
↓
頓
挫
。
〔
注
〕
頓
挫
、
猶
抑
蘊
ク
也
。
〔
陸
機
、
文
賦
〕
級
頓

【
頓
空
】
19

紗
に
は
か
に
む
な
し
い
。
〔
白
虎
通
、
崩
苑
〕
挫
而
清
壮
。
〔
注
〕
銑
曰
、
頓
挫
、
猶
―
―
抑
折
一
也
。
〔
杜
甫
、

為
天
子
令
五
番
、
不
レ
可
―
―
頓
空
一
也
。
〔
逸
周
書
、
文
博
進
レ
離
賦
表
〕
沈
欝
頓
挫
‘
随
レ
時
敏
捷
‘
揚
雄
・
枚
皐
之

解
〕
生
レ
＋
殺
こ
者
物
十
重
、
生
こ
殺
レ
十
者
物
頓
空
、
徒
‘
庶
可
二
企
及
一
也
。

十

重

者

王

、

頓

空

者

亡

。

【

頓

オ

】

28

謬
其
の
時
に
應
じ
て
よ
く
は
た
ら
く
智
慧
。

【
頓
宮
】

2
0
g
O
か
り
み
や
。
行
宮
。
行
在
所
。
櫂
宮
。
と
ん
ち
。
き
て
ん
。
機
智
°

〔
唇
類
緊
抄
、
居
慮
部
、
屋
宅
類
、
行
宮
、
箋
注
〕
頓
宮
【
頓
相
】
29

況
古
代
の
一
種
の
築
器
。
地
を
春
い
て
調

見
蘊
日
本
紀
・
三
代
賓
録
・
齋
宮
式
函
盆
ば
旦
湯
帝
紀
‘
子
を
と
る
も
の
。
讀
(
7ー

1

器

g)
の
字
解
の
●
を
見

毎
レ
之
二
所
U

諏
散
道
置
レ
頓
、
通
鑑
隋
楊
帝
紀
‘
置
―
―
騨
ょ
゜
〔
太
平
御
覧
‘
架
部
二
十
二
、
春
讀
類
〕
周
穂
笙
師
曰
‘

宮
草
頓
ぶ
欲
と
否
翌
會
稽
玉
唐
書
高
宗
紀
、
詔
所
レ
過
供
レ
掌
レ
春
n
讀
應
雅
一
鄭
司
農
云
‘
状
如
↓
-
漆
第
一
而
拿
口
‘

頓
、
秋
仁
傑
博
、
帝
幸
II

沿
陽
宮
盃
竺
知
頓
使
涵
中
倫
博
、
大
二
園
、
長
五
尺
六
寸
、
以
レ
革
晩
レ
之
、
有
―
―
雨
紐
二
虚

従
レ
—
帝
入
レ
蜀
、
為
置
1一
頓
判
官
五
是
頓
之
名
、
隋
書
皆
有
レ
無
レ
底
‘
學
以
頓
レ
地
‘
如
→
→
春
杵
盃
“
謂
―
―
之
頓
相
玉
相
‘
助

之
、
非
1

一
皇
國
俗
稽
一
但
頓
宮
字
、
未
レ
見
レ
所
レ
出
。

O

也
、
以
節
レ
築
也
、
或
謂
、
梁
孝
王
築
―
―
唯
陽
城
士
方
十
二

心
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
〕
。
里
、
造
時
唱
臀
以

I
I小
鼓
〖
『
レ
節
、
築
者
下
レ
築
和
レ
之
、

【
頓
壌
】
21tuen• 

huai'

俄

か

に

破

壌

す

る

。

後

世

謂

1
1

此
瞥
[
『
―
―
唯
陽
築
↓

[
頓
頑
】
2
2
n丸
ノ
流
星
の
名
。
〔
文
献
通
考
‘
象
緯
考
四
、
【
頓
類
】
30

詑
ぬ
か
づ
く
。
額
を
地
に
つ
け
て
拝
す
。

流
星
〕
中
興
天
文
志
‘
云
云
‘
飛
星
有
レ

li
、
一
日
天
刑
、
お
じ
ぎ
を
す
る
。
頓
首
。
〔
國
語
、
呉
語
〕
親
委
―
―
重
罪
一

二
日
降
石
、
三
曰
頓
頑
、
四
日
解
街
、
五
日
大
漬
゜
〔
隋
頓
―
―
頼
於
邊
二
賣
至
子
新
書
‘
匈
奴
〕
夫
悪
得
レ
不
下
係
レ
頸

書
、
天
文
志
中
、
流
星
〕
飛
星
大
如
,
,
缶
若
甕
ご
後
咬
然
頓
レ
類
、
請
4

欝
↓
臨
陛
下
之
義
一
哉
。
〔
隋
書
、
湯
帝
紀
論
〕

白

、

前

卑

後

高

‘

此

謂

―

―

頓

頑

↓

箪

子

頓

穎

‘

越

裳

重

繹

゜

【
頓
軍
】

23g
軍
を
駐
屯
せ
し
む
。
〔
日
本
外
史
、
徳
川
【
頓
止
】
31tuen• 

chih3

俄
か
に
停
止
す
る
。

氏
正
記
、
徳
川
氏
四
〕
定
総
頓
軍
之
地
盃
南
興
1

一
大
垣
―
【
頓
死
】
32

バ
ン
に
は
か
に
し
ぬ
こ
と
。
暴
死
。

封

。

【

頓

時

】

33tuen• 

shih2

直
ち
に
。
た
ち
ま
ち
。
即
時
。

【
頓
教
】
24

討
園
漸
次
に
佛
教
を
進
修
せ
ず
に
、
直
ち
に
【
頓
爾
】
34

が
ノ
に
は
か
。
〔
世
説
新
語
、
任
誕
〕
張
駿
酒

其
の
異
意
を
悟
る
教
。
頓
成
の
教
法
。
華
巌
・
天
台
・
箕
後
、
挽
歌
甚
悽
苦
、
桓
車
騎
曰
‘
卿
非
―
―
田
横
門
人
面
り
乃

言
な
ど
は
之
に
属
す
る
。
漸
教
(
7ー

1
8
1
7
9
:
 1
3
)

の
頓
爾
至
致
。

封
。
〔
園
覺
経
〕
善
男
子
、
是
経
名
為
II

頓
教
大
爽
頓
機
【
頓
含
】
35

バ
や
と
ま
り
や
ど
る
。
軍
隊
が
陣
を
取
る
を

衆

生

従

レ

此

開

悟

。

い

ふ

。

屯

戌

゜

〔

史

記

‘

王

翡

博

〕

三

日

三

夜

不

―

―

頓

含

工

＾

【
頓
悟
】
25

梵
園
直
ち
に
さ
と
る
。
修
行
の
階
位
を
経
破
1

一
李
信
軍
ず
仝
雨
壁
五
空
七
都
尉
↓
〔
漢
書
‘
李
廣
博
〕

ず
に
直
ち
に
悟
に
至
る
こ
と
。
漸
悟
(
7ー

1
8
1
7
9
:
 1
5
)

廣
行
無
1

一
部
曲
行
陳
ご
就
"
善
水
草
↓
頓
含
。
〔
注
〕
師
古

の
封
。
〔
宋
書
、
天
竺
迦
昆
黎
國
博
〕
宋
世
名
僧
有
n
道
日
‘
頓
‘
止
也
‘
含
‘
息
也
。

生
道
生
‘
彰
城
人
也
‘
父
為
1
1

廣
戚
全
生
出
家
‘
為
1

一
沙
【
頓
首
】
36

虚
●
周
證
九
拝
の
一
。
頭
を
下
げ
て
地
を

門
法
大
弟
子
五
幼
而
聰
悟
、
年
十
五
‘
便
能
講
レ
経
、
及
レ
た
た
く
や
う
に
す
る
敬
證
。
お
じ
ぎ
を
す
る
。
字
解
日

頁

部

〔
四
萱
〕

頓

の
O
を
見
よ
。
〔
周
證
、
春
官
、
大
祝
〕
耕
―
―
九
捧
二
日
稽
道
を
修
め
さ
せ
る
二
種
の
方
法
。
頓
教
は
利
獲
な
上
智

首
、
二
曰
頓
首
、
三
日
空
首
、
四
日
振
動
。
〔
注
〕
稽
首
の
も
の
の
た
め
に
設
け
た
も
の
で
、
直
ち
に
佛
教
の
慎

拝
、
頭
戸
地
也
、
頓
首
拝
、
頭
叩
レ
地
也
‘
一
日
稽
首
‘
稽
理
を
悟
ら
せ
、
漸
教
は
中
下
の
人
の
た
め
に
設
け
た
も

是
稽
留
之
義
、
頭
至
征
地
多
時
、
則
為
迄
翌
旦
也
、
云
云
、
の
で
、
漸
次
に
進
修
さ
せ
る
。
〔
止
観
、
三
〕
四
明
―
―
漸
頓
一

稽
首
‘
拝
中
最
重
‘
臣
拝
レ
君
之
拝
、
二
日
頓
首
者
、
平
敵
者
、
漸
名
二
次
第
云
藉
レ
浅
由
レ
深
、
頓
名
1

一
頓
足
頓
極
↓

相
拝
之
拝
‘
云
云
‘
二
種
秤
、
倶
頭
至
レ
地
‘
但
稽
首
‘
至
レ
【
頓
足
】
48

砂
足
を
ば
た
ば
た
す
る
。
足
ぶ
み
す
る
。
足

地
多
時
‘
頓
首
、
至
レ
地
則
攀
‘
故
以
レ
叩
レ
地
言
レ
之
‘
謂
T

ず
り
す
る
。
ぢ
だ
ん
だ
を
ふ
む
。
〔
韓
非
子
、
初
見
秦
〕

若
I

抄
首
叩
＞
物
然
3

〔
左
氏
、
定
、
四
〕
九
頓
首
而
坐
。
聞
レ
戦
頓
足
徒
褐
、
犯
―
―
白
刃
距
!
,
一
鑢
炭
ニ
断
―
―
死
於
前
―

〔
韓
非
子
、
初
見
秦
〕
頓
首
戴
レ
利
。
〔
史
記
、
仲
尼
弟
子
者
、
皆
是
也
。
〔
史
記
、
酷
吏
、
王
温
舒
博
〕
温
舒
頓
足
歎
。

傭
〕
句
践
頓
首
再
拝
。
〔
史
記
‘
張
秤
之
偉
〕
秤
之
免
レ
冠
〔
漢
書
、
楊
憚
博
〕
彿
レ
衣
而
喜
‘
奮
レ
褒
低
CJl
、
頓
足
起

頓
首
謝
。
〔
漢
書
、
田
叔
博
〕
上
日
、
公
長
者
、
宜
レ
知
レ
之
、
舞
。
〔
播
尼
、
繁
賦
〕
或
延
レ
首
以
鶴
顧
‘
或
頓
レ
足
而
鷹

叔
頓
首
日
。

O
書
簡
文
又
は
上
書
な
ど
に
敬
意
を
表
は
距
゜
〔
杜
甫
‘
兵
車
行
〕
牽
レ
衣
頓
レ
足
欄
レ
道
哭
。

す
に
用
ひ
る
辟
゜
〔
曹
植
、
上
―
―
責
品
幻
應
レ
詔
詩
1

表
〕
臣
【
頓
息
】
49

砂
と
ど
ま
り
や
す
む
。
止
息
。
〔
魏
志
‘
鮪

植
誠
憧
誠
恐
‘
頓
首
頓
首
、
死
罪
死
罪
。
勘
偉
〕
ー
帝
手
毀
―
―
其
表
―
而
競
行
血
慮
‘
中
道
頓
息
。
〔
呉

【
頓
所
】
37

バ
む
軍
除
の
陣
螢
゜
頓
含
゜
〔
梁
書
‘
武
帝
紀
志
、
孫
登
博
〕
避
―
―
良
田
云
＇
レ
践
土
田
稼
云
ぎ
所

1

一
頓
息
一

下
〕
普
通
六
年
、
行
―
―
幸
白
下
城
｛
履
1

一
行
六
軍
頓
所
↓
又
揮
二
空
開
之
地
↓

【
頓
虞
】
38tuen• 

ch'u'

文
章
の
句
の
終
る
慮
。
【
頓
遜
】

50g
古
、
南
海
の
國
の
名
。
〔
梁
書
‘
諸
夷
、
海

【
頓
進
】
39

パ
汐
に
は
か
に
す
す
む
。
急
進
。
〔
列
子
、
天
南
諸
國
‘
扶
南
國
偉
〕
南
界
三
千
餘
里
有
1

一
頓
遜
國
五
在
1
-

瑞
〕
凡
一
氣
不
二
頓
進
ご
形
不
一
緬
溢
竺
〔
晉
書
‘
羊
祐
海
崎
上
面
地
方
千
里
‘
城
去
レ
海
十
里
‘
有
ー
↓
五
王
な
虹
鵡
ニ

博
〕
常
以
1

一
智
力
云
＇
レ
可
―
―
頓
進
面
恩
寵
不
レ
可
↓
一
久
謬
芦
爪
闇
扶
南
五
頓
遜
之
東
界
通
-
1

交
州
縣
↓
〔
諜
用
之
‘
寄
1

一許

夜
戦
棟
‘
以
レ
榮
為
レ
憂
゜
〔
唐
書
‘
杜
正
倫
博
〕
興
―
―
杜
公
1

下
前
管
記
王
侍
御
1

詩
〕
昔
年
南
去
得
レ
娯
レ
賓
‘
頓
遜
杯

評
レ
文
‘
今
自
覺
―
―
吾
文
頓
進
↓
前
共
好
春
。
〔
注
〕
南
州
異
物
志
‘
頓
遜
國
有
レ
樹
‘
似
1

一安

【
頓
刃
】
40

が
ウ
や
い
ば
を
に
ぶ
ら
す
。
〔
史
記
、
越
世
家
〕
石
櫂
盃
竺
花
汁
[
t
レ
酒
、
極
美
而
酔
レ
人
。

阿
求
二
於
晉
奢
、
不
レ
戸
頓
レ
刃
接
ヮ
兵
。
〔
杜
牧
‘
請
レ
【
頓
濡
】
51"し
た
ふ
れ
と
ど
こ
ほ
る
。
〔
後
漢
書
、
獨
行
‘

進
尊
鼠
表
〕
否
遺
こ
矢
禾
＇
畑
雙
一
刃
↓
劉
翔
博
〕
遇
函
咲
車
毀
頓
―
―
濡
道
路
↓

【
頓
卒
】
4
1
5
じ
く
る
し
む
こ
と
。
頓
領
。
〔
管
子
、
版
法
〕
【
頓
黛
】
53

梵
一
齊
に
。
齊
し
く
。
又
、
一
齊
に
事
を
為

頓
卒
怠
倦
以
辱
レ
之
。
〔
注
〕
頓
卒
、
猶
-
1

困
苦
↓
す
も
の
。
〔
呉
下
方
言
考
〕
齊
民
要
術
云
、
頓
黛
黄
‘
頓

【
頓
莱
】
4
2
"
じ
く
る
し
む
。
又
、
く
る
し
め
る
。
莱
は
領
。
窯
、
一
齊
也
‘
呉
中
謂

k
g事
井
為
土
只
曰
↓
―
頓
黛
↓

〔
荀
子
、
富
國
〕
努
苦
頓
苓
而
愈
無
な
功
。
〔
注
〕
説
文
云
、
【
頓
稼
】
54

”8
黄
色
の
穀
の
名
。
〔
集
韻
〕
稿
‘
頓
襦
‘
黄

頓
、
下
レ
首
也
‘
莱
‘
輿
五
領
同
。
〔
宋
書
‘
王
弘
博
〕
内
外
要
穀
名
。

重

‘

頓

―

―

莱

微

雙

【

頓

智

】

55

門
機
に
臨
ん
で
は
た
ら
く
ち
ゑ
。
臨
機
の

【
頓
領
】

43g
く
る
し
む
。
頓
幸
。
〔
王
褻
、
洞
篇
賦
〕
架
智
恵
。
頓
オ
。
機
智
゜

妬
齋
博
、
儡
以
頓
領
。
〔
注
〕
善
曰
、
領
、
即
愁
悴
也
。
【
頓
蹟
】

56t
●
つ
ま
づ
き
た
ふ
れ
る
。
〔
易
林
‘
小
過

【
頓
消
】
44

説
に
は
か
に
な
く
な
る
こ
と
。
〔
近
古
史
之
第
六
十
二
、
剥
〕
登
レ
高
折
レ
木
、
頓
蹟
距
レ
陰
゜
〔
後
漢

談
、
織
篇
、
稲
葉
一
撤
〕
猜
疑
之
心
頓
消
矢
。
書
‘
馬
融
博
〕
或
夷
由
未
レ
殊
、
顛
狽
頓
蹟
゜
〔
謝
霊
運
‘
石

【
頓
絶
】
45

釘
と
ど
ま
り
た
え
る
。
〔
蒔
道
衡
‘
老
氏
碑
〕
壁
立
↓
1

招
提
精
含
―
詩
〕
四
城
有
1

一
頓
蹟
コ
ニ
世
無
―
―
極
已
↓

若
夫
名
言
頓
絶
‘
幽
泉
之
路
莫
レ
開
。
●
窮
困
の
境
遇
に
慮
る
こ
と
。
〔
晉
書
‘
儒
林
‘
杜
夷
傭
〕

【
頓
然
】
46

ぢ
に
は
か
に
。
〔
欧
陽
脩
、
論
一
迫
畳
諫
官
唐
徴
士
杜
君
‘
徳
愁
行
潔
、
高
,
,
尚
其
志
ぶ
さ
匹
離
道
路
一

介
等
宜
―
―
早
牽
復
1

箭
子
〕
頓
然
改
レ
節
、
故
為
1

一
欺
岡
↓
聞
,
,
其
頓
蹟
↓

【
頓
漸
】
47

ぢ
園
頓
教
と
漸
教
。
佛
教
で
人
を
教
へ
て
【
頓
著
】
57

”
ヂ

●
ぉ
ち
つ
け
て
お
く
。
す
ゑ
お
く
。
安

二
五
二

12848 
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頁

部

〔
四
ー
|
五
書
―
〕

頓

碩

頴

穎

傾

頴

領

頼

傾

頒

顛

頻

隕

置
〔
楊
拭
里
‘
題
朱
．
伯
勤
千
峯
紫
翠
棲
詩
〕
秀
嶺
西
頭
【
頓
伏
】
70

り
た
ふ
れ
ふ
す
。
〔
魏
志
、
王
朗
傭
〕
―
-
毛

鳳
嶺
束
‘
周
曹
略
敷
一
千
峯
‘
商
量
没
，
頓
孟
莉
棲
品
g

い
頓
不
レ
戎
‘
則
老
者
無
,
,
頓
伏
之
患
↓
〔
劉
現
‘
上
二
懐
―
帝
1

請
レ

著
稜
藍
醸
紫
中
。

O
圏
m
シ
貪
著
の
輯
訛
。
物
を
む
さ
ぽ
糧
表
〕
輔
以
レ
少
撃
レ
衆
‘
冒
レ
瞼
而
進
‘
頓
―
―
伏
眼
危
ぶ
十

つ
て
や
ま
ぬ
こ
と
。

O
氣
に
か
け
る
こ
と
。
留
意
。
介
意
。
苦
備
背
。

【
頓
遺
】
5
8
n
し
道
に
酒
食
を
設
け
て
軍
隊
に
供
す
る
を
【
頓
服
】
7

1

t

7

0
榮
等
を
一
度
に
の
む
こ
と
。
〔
博
物

頓
と
い
ひ
‘
郵
騨
を
置
く
を
邁
と
い
ふ
。
又
、
其
の
こ
志
、
服
食
〕
先
不
レ
食
一

H
‘以
1

一
冷
水
1

頓
服
詑
。

O
―
日

と
を
掌
る
役
人
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
博
宗
‘
中
和
元
何
度
と
定
め
て
飲
ま
ず
‘
急
病
の
時
に
飲
む
槃
。

年
）
李
克
用
牒
―
―
河
東
→
梢
’
奉
レ
詔
将
―
―
兵
五
萬
—
討
・
黄
【
頓
兵
】

7
2
内
兵
器
を
や
ぶ
る
。
軍
隊
を
つ
か
ら
せ
る
。

巣
苓
レ
具
頓
塁
〔
注
〕
緑
道
聾
酒
食
以
供
レ
軍
為
レ
〔
論
衡
‘
語
増
〕
夫
以
1

玉
索
レ
鐵
伸
レ
鉤
之
力
砕
戸
人
‘
則

頓
、
置
―
―
郵
騨
為
レ
遺
〔
卸
掃
編
〕
橋
道
頓
遁
使
則
京
是
孟
貴
夏
育
之
匹
也
、
以
示
＇
レ
血
レ
刃
之
隠
取
レ
之
‘
是

兆
為
レ
之
‘
頓
遮
司
例
造
レ
酒
分
二
鉤
近
臣
ご
凩
師
稲
"
頓
三
皇
五
帝
之
隔
也
‘
以
-
―
索
レ
鐵
之
力
「
不
レ
宜
レ
岳
又
レ
服
‘

逓

司

酒

盃

竺

最

美

↓

以

―

―

不

レ

血

レ

刃

之

徳

「

不

レ

宜

レ

頓

レ

兵

。

〔

諸

葛

亮

‘

絶

,

,

【
頓
頭
】
59

見
頭
を
地
に
す
り
つ
け
る
。
〔
風
俗
通
、
十
盟
好
1

議
〕
頓
レ
兵
相
持
‘
坐
而
須
レ
老
。

反

〕

頓

頭

流

レ

血

。

【

頓

弊

】

73

？
ゃ
ぶ
れ
す
た
れ
る
。
顎
頓
。
荒
頓
゜
〔
蘇

【
頓
頓
】60只

0
親
し
み
あ
っ
て
む
つ
ま
じ
い
さ
ま
。
拭
‘
教
—
ー
戦
｛
寸
文
〕
藪
十
年
之
後
、
甲
兵
頓
弊
‘
而
人
民

〔
荀
子
‘
王
制
〕
我
今
将
―
―
頓
頓
焉
、
日
日
相
親
愛

m]。
〔
集
日
以
安
,
,
於
侠
築
↓

解
〕
頓
頓
、
猶
薮
敦
面
相
親
厚
之
意
也
。

O
食
事
の
度
ご
【
頓
辟
】
74

む
崩
れ
倒
れ
る
。
〔
曹
植
‘
送
,
,
應
氏
―
詩
〕

と
。
毎
食
毎
食
。
〔
杜
甫
‘
戯
作
―
―
俳
諧
陸
渾
竺
悶
詩
〕
家
垣
塙
皆
頓
辟
゜
〔
注
〕
銑
日
‘
頓
辟
‘
崩
倒
也
。

家
養
,
,
烏
鬼
砿
溢
答
戸
黄
魚
弓
蘇
献
‘
聞
―
―
子
由
痩
一
詩
〕
【
頓
牟
】
75

梵

琥

珀

(
7
ー

2
1
0
6
1
:
 2
)

の
異
名
。
〔
論
衡
‘

土
人
頓
頓
食
藷
芋
直
以
1

薫
鼠
燒
蝙
蝠
一
〔
陶
宗
儀
‘
乱
龍
〕
頓
牟
援
レ
芥
、
磁
石
引
レ
針
、
皆
以
二
其
慎
一
是

南
村
後
詩
〕
農
事
年
年
在
、
家
常
頓
頓
謀
゜
不
レ
恨
―
―
他
類
↓
〔
庶
物
異
名
疏
、
金
石
部
〕
頓
牟
、
琥
珀

[
頓
馬
】
6
1
t
ノ

ま

ぬ

け

。

の

ろ

ま

。

也

。

【
頓
限
】
62

心
し
た
ふ
れ
す
た
れ
る
。
〔
後
漢
書
‘
仲
長
統
【
頓
什
】
76

り
倒
れ
ふ
す
。
頓
蹄
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
消

博
〕
用
―
―
天
性
ぶ
空
人
理
ご
興
1

一
頓
限
面
空
断
絶
↓
〔
北
侠
‘
陳
遵
博
〕
遵
起
舞
跳
梁
‘
頓
1

一
什
坐
上
↓
〔
新
語
‘
本

史
、
鄭
伯
猷
側
〕
過
―
―
赦
免
面
四
以
頓
廃
。
行
〕
厄
挫
頓
什
、
歴
ー
一
説
諸
侯
↓
〔
呉
志
、
諸
葛
格
傭
〕
士

【
頓
傭
心
】
63

冗
く
ぢ
け
つ
か
れ
る
。
〔
唐
書
‘
李
靖
偲
〕
卒
傷
病
、
流
t

一
曳
道
路
面
盗
竺
什
坑
叡
弐

懇
乞
―
―
骸
骨
一
帝
遣
中
書
侍
郎
太
ふ
文
本
一
諭
旨
曰
、
自
レ
【
頓
路
】
77

虎
つ
ま
づ
ぎ
た
ふ
れ
る
。
た
ふ
れ
ふ
す
。

古
富
貴
而
知
レ
止
者
蓋
少
‘
雖
1

一
疾
頓
應
盆
犀
力
,
,
於
進
一
頓
什
゜
〔
秤
名
‘
繹
姿
容
〕
什
‘
蹄
也
、
頓
蹄
而
前
也
。
〔
後

公
今
引
工
入
謄
ぶ
訳
深
嘉
レ
之
。
漢
書
‘
陳
忠
傭
〕
頓
路
呼
嵯
‘
莫
レ
不
協
炉
心
。
〔
柳
宗
元
、

【
頓
碩
】
64

芥
五
頓
は
‘
に
は
か
、
突
然
。
に
は
か
に
出
る
捕
レ
蛇
者
説
〕
琥
呼
而
轄
徒
‘
飢
渇
而
頓
蹄
゜
〔
注
〕
辟
、

こ

と

。

〔

齋

藤

竹

堂

‘

猿

説

〕

故

態

頓

猜

゜

橿

也

。

【
頓
轡
】
66

門
た
づ
な
を
と
ど
め
る
。
〔
陸
機
、
赴
レ
洛
【
頓
網
】
78

定
あ
み
を
す
て
る
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
頓
レ
網

道
中
作
詩
〕
頓
レ
攣
屎
翌
高
巖
一
側
レ
嬰
悲
1

一
風
響
↓
縦
レ
綱
、
罷
レ
僚
廻
邁
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
杜
預
左
氏
博
注
日
‘

【
頓
筆
】
6
7
5
し
書
く
こ
と
を
停
め
る
。
〔
晉
書
、
儒
林
‘
頓
‘
猶
レ
捨
也
‘
渭
曰
‘
頓
縦
‘
撒
去
也
。

苑
弘
之
博
〕
頓
レ
筆
按
レ
氣
‘
不
,
,
敢

多

云

↓

【

頓

癒

】

79

バ
芦
忽
ち
な
ほ
る
。
〔
藤
田
東
湖
‘
正
氣
歌

【
頓
病
】
68tuen• 

ping• 

に
は
か
に
お
こ
る
病
氣
。
序
〕
宿
病
頓
癒
、
橙
氣
頗
佳
゜

【
頓
愁
】
69

門
に
ぶ
い
。
く
ら
い
。
又
‘
強
い
築
を
飲
ん
【
頓
利
]
8
0

り
や
ぷ
り
と
ほ
す
。
〔
論
衡
‘
物
勢
〕
H

ぎ
於

で
目
の
く
ら
む
こ
と
。
〔
方
言
‘
十
〕
頓
懲
‘
惜
也
‘
云
云
‘
相
昧
食
者
盃
口
以
―
―
歯
牙
一
頓
利
。

江
湘
之
間
‘
謂
―
―
之
頓
愁
↓
云
云
‘
南
楚
飲
―
―
毒
葉
憑
‘
云
【
頓
家
岡
】
81

梵
力
地
名
。
河
南
省
新
察
縣
の
東
。

云
‘
亦
謂
之
頓
慾
言
注
〕
頓
慾
‘
猶
己
頓
悶
也
。
【
頓
子
姑
】
82

バ5

宋
の
顧
臨
を
劉
放
が
さ
か
さ
ま
に
呼

祠
】
〗

寵
】
[

【
頌
】
〗

ラ
7

ラ
イ

コ
ッ

二
五
―
-
―

一
【
頭
】
螂

義
未
詳
。
〔
捜
僕
玉
鏡
〕
頒
‘
郎
合

切。

か
ほ
が
ひ
ら
た
い
。
〔
集
韻
〕
頭
‘
面
平
也
。

タ
ン

〔
集
韻
〕
憔
旱
切
割

祠

】

疇

ィ

[

戸

パ

[

も

且

拿

彙

＂
戸
戸o

)に
同
じ
。
〔
字
槃
一
【
頭
】
〗

ぁ
こ
。
〔
集
韻
〕
頭
、
頷
也
。

【
瓶
】
〗
ゥ

シ＇ 

〔
集
韻
〕
子
余
切

圏

領
(
1
2
-
4
3
3
4
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
穎
、
同
レ
頷
゜

0
う
つ
く
し
い
。
よ
い
。
〔
集
韻
〕
顛
、
好
也
。
●
人

名
。
〔
唐
書
、
子
顛
傭
〕
子
顛
‘
字
允
元
、
後
周
太
師

謹
七
世
孫
。

【
顛
塘
】
1

昇

清
‘
悦
承
茂
(

1

|

7
9
2
 :
 5
6
)

の
琥

孔
子
の
頭
。
〔
字
彙
補
〕
頒
‘
秤
典
‘
瓶
、
孔
子
頭

也
、
顧
充
曰
、
義
合
レ
作
レ
瓶
゜

〔
字
彙
補
〕
王
矩
切
淘
-

冨

】

呻

[
9
[
ク
〔
集
韻
〕
亭
歴
切
襄

ん
で
い
っ
た
語
。
〔
東
軒
筆
録
‘
十
一
〕
孫
覺
・
孫
沫
‘
同

在
三
館
硲
肥
而
長
深
短
而
小
‘
然
二
人
皆
髯
‘
劉
放

呼
為
天
胡
孫
ふ
胡
孫
一
顧
臨
字
子
敦
‘
亦
同
為
―
―
館

職
応
仄
包
儀
幹
↓
而
好
談
属
、
放
目
貸
顧
将
軍
「

ふ
日

8
3`
二
い
汀
[
°
〔
黄
庭
堅
‘
題

l
-
-
【
穎
】
〗

李
伯
時
事
竺
頓
塵
馬
一
詩
〕
竹
頭
捨
レ
地
風
不
レ
琴
‘
文
書
痙
心

堆
レ
案
睡
自
語
‘
忽
看
高
馬
頓
二
風
塵
工
亦
思
蹄
レ
家
洗
二

抱
袴
一

【
頓
莫
賀
】
84

内
ガ
唐
、
国
屹
部
族
人
。
初
‘
芙
利
可
汗
の

宰
相
と
な
り
、
尋
い
で
可
汗
を
殺
し
、
途
に
自
立
し
;
口
[
時

5】
〗

骨
咄
誅
枇
伽
可
汗
と
な
る
。
使
者
朝
貢
し
‘
回
乾
を
回

鶴
に
髪
更
せ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
唐
使
源
休
往
き
‘
武
義

成
功
可
汗
に
冊
し
、
成
安
公
主
を
降
嫁
す
。
〔
唐
書
‘
二

百
十
七
上
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
九
十
五
〕
。
【
頒
】
〗

【
頓
證
菩
提
】
8
5
m
ん
し
ョ
ウ
園
速
疾
に
佛
道
の
慎
理
を
會

得
し
て
佛
果
を
得
る
こ
と
。
頓
證
佛
果
。
〔
往
生
講
式
〕

頓
證
菩
提
道
‘
無
レ
如
1

一
斯
観
門
一

寵】亨

胃
■
疇
＿

ガ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
頒
‘
昔
雅
°

〔
字
彙
補
〕
傾
‘
此
字
出
―
―
西

域
記
中
ご
誤
昔
傾
字
側
也
。

昔
義
未
詳

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
顆
‘
昔
撫
‘

出
―
―
繹
典
ご
益
口
規
、
出
"
百
縁

プ
・
キ

t
ウ
義
未
詳
。
〔
笑
韻
〕
領
‘
昔
斗
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冨
】
〗

〔
廣
韻
〕
都
甘
切
園
i)

〔
集
韻
〕
都
念
切
畔
-

日
ほ
ほ
が
ゆ
る
＜
た
れ
る
。
〔
廣
韻
〕
頗
‘
頬
緩
。

口
垂
れ
た
菖
゜
〔
集
韻
〕
頗
‘
垂
首
也
。

日
タ
ン

口
テ
ン

日
大
き
な
面
。
〔
玉
篇
〕
碩
、
大
面
。
□
大
き
な
面

の
さ
ま
。
或
は
碩
(
1
2ー

4
3
3
6
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

碩
、
大
面
兒
‘
或
作
レ
碩
。
国
曲
っ
た
お
と
が
ひ
゜

或
は
碩
(
1
2
-
4
3
5
2
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
碩
‘
説

文
‘
曲
願
也
、
或
ハ
レ
否
。

【
碩
忘

国口口
バハバハヒ

イイイイ

〔
集
韻
〕
蒲
枚
切

〔
集
韻
〕
蔭
皆
切

〔
集
韻
〕
攀
悲
切

屈固図

【
頗
】
〗

●
つ
よ
い
。
〔
廣
韻
〕
願
、
強
也
。
●
つ
よ
い
あ
た

ま
。
顧
(
1
2
ー

4
3
5
9
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頭
‘
彊
頭

也
、
或
凡
レ
昏
゜ ビ

ン
ミ
ン

〔
集
韻
〕
眉
貧
切

邁

●
つ
と
め
る
。
は
げ
む
。
〔
玉
篇
〕
頷
、
勤
也
。
〔
集

韻
〕
頷
、
頷
頷
、
勤
力
。
●
頷
顧
は
‘
老
人
。
〔
集

韻
〕
頷
、
一
説
、
頷
顧
、
老
稽
。

【頷】畑

コ，ウ
ク

〔
集
韻
〕
許
候
切

oo

【
頗
】
』

髭
(
1
2
-
4
5
4
0
0
)

の
古
字
。
〔
集

ヽ
ソ
9

‘
韻
〕
製
‘
古
作
レ
頷
。

頁

部

〔
五
蜜
〕

預
宮
は
、
諸
侯
の
學
校
の
名
。
預
は
‘
わ
か
つ
‘
政

教
を
分
つ
意
。
又
、
な
か
ば
‘
學
宮
の
西
南
に
水

を
め
ぐ
ら
し
、
東
北
に
睛
を
め
ぐ
ら
す
か
ら
名

づ
く
と
い
ふ
。
沖
(
6
ー

1
7
3
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

沖
、
説
文
、
諸
侯
郷
射
之
宮
、
西
南
為
レ
水
、
東
北

為
レ
謄
、
或
作
レ
預
゜
〔
視
‘
王
制
〕
諸
侯
日
―
―
預
宮
↓

〔
注
〕
預
之
言
‘
班
也
、
所
和
盆
竺
政
教
一
也
。
〔
疏
〕

按
、
詩
注
云
‘
預
之
言
、
半
‘
以
―
―
南
通
レ
水
北
無
一

也
。
〔
糧
‘
明
堂
位
〕
預
宮
‘
周
學
也
。
〔
注
〕
預
之

言
‘
班
也
‘
於
以
班
二
政
教
一
也
。

【
預
宮
]
↓
が
諸
侯
の
學
校
の
名
。
拌
宮
(
6
-
1
7
3
2
3

:
 3
)

を
見
よ
。
〔
種
、
王
制
〕
天
子
日
孟
竺
烹
諸
侯
日
―
―
預

宮
↓
〔
注
〕
預
之
言
‘
班
也
、
所
―
ー
以
班
1
1

政
教
一
也
。
〔
疏
〕
預

是
分
判
之
義
、
故
為
レ
班
‘
於
―
―
此
學
中
ー
施
わ
化
‘
使
1
1

人

観
ヮ
之
‘
故
云
躙
所
和
盆
竺
政
教
l

也
、
按
詩
注
云
‘
築
レ
土

誰
―
―
水
之
外
盃
皿
如
レ
璧
、
注
又
云
、
預
之
言
、
牛
‘
以
1

一南

通
な
水
北
無
1

也
‘
二
注
不
レ
同
者
、
此
注
解
―
―
其
義
i

詩
注

解
沃
形
↓
〔
磯
明
堂
位
〕
米
凜
有
―
―
虞
氏
之
序
也
、
序
、

夏
后
氏
之
序
也
‘
替
宗
‘
殷
學
也
‘
預
宮
‘
周
學
也
。

〖
預
宮
護
榮
疏
】2
お
”
”
書
名
。
十
巻
。
明
、
李
之
藻

撰
。
首
に
預
宮
儀
注
を
列
し
、
次
に
名
物
器
散
を
陳
ね
‘

併
せ
て
八
巻
、
第
九
巻
は
啓
聖
祠
名
宦
郷
賢
祠
と
し
、
第

十
巻
は
郷
飲
酒
證
・
郷
射
證
を
附
載
し
、
頗
る
詳
備
す
。

其
の
築
譜
は
尤
も
心
得
を
具
ふ
。
〔
四
庫
提
要
、
史
、
政

書
類
〕
。

【領】
g

"
 ン

〔
集
韻
〕
普
半
切
匹
g

ヽ

父
J
:
f
'
p
'
a
n
'

祠
】
畑

●
首
が
ふ
る
へ
る
病
。
〔
字
彙
〕
頷
‘
顕
疾
。
●
或

は
穎
(
1
2
-
4
3
3
7
5
)

に
作
り
、
ま
た
戎
(
7
ー

2
2
0

2
4
)

に
作
る
。
〔
字
彙
〕
頷
‘
或
作
レ
穎
‘
又
作
レ

夜。

ウふ

〔
字
彙
〕
子
救
切
南
i
-

●
頼
穎
は
、
す
こ
や
か
。
〔
集
韻
〕
槙
、
頼
穎
‘
健

也
。
●
頼
顕
は
‘
の
つ
ぺ
り
し
た
か
ほ
。
ひ
ら
が

ほ
。
〔
集
韻
〕
頼
、
頼
願
、
一
日
、
面
平
。

圏

頼

(U!ー
4
3
4
0
3
)

の
参
考
を
見
よ
。

祠
】
5

圏

ゞ

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

，ッ
マ
チ

●
牛
の
あ
f
J

の
た
れ
に
く
。
胡
(
9
ー

2
9
4
0
0
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
胡
、
説
文
、
牛
頷
垂
‘
或
作
レ
頷
。

●
あ
t
J

の
つ
が
ひ
゜
〔
集
韻
〕
頷
、
頷
車
。

【
頷
】
〗
五
〔
集
韻
〕
洪
孤
切
函

か
ほ
が
う
つ
む
く
。
〔
集
韻
〕
頼
‘
面
俯
レ
前
也
。

画

囲

頼
(
1
1
0ー

4
3
4
0
5
)
は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
榊
似
‘

二
字
相
似
〕
頼
、
昔
未
、
面
前
也
。
頼
‘
昔
末
、
頼
願
‘
健

也。
【
頼
】

g

旦
〔
集
韻
〕
無
沸
切
甲

頸
が
自
由
に
な
ら
ぬ
。
〔
集
韻
〕
頌
、
頸
不
レ
随
也
。

祠
】
g

ァ，ウ
ェ
ヴ

〔
集
韻
〕
於
教
切
呟

祠
】
』

預
預
は
、
平
ら
で
な
い
。
預
頗
。
頷
(
1
2

1
 43
7
0
0
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
頷
顧
‘
面
不
丘
平
也
、
或
作
レ

預。

〔
集
韻
〕
丘
検
切
芦
gl

頗

頷

頗

碩

頷

頷

預

預

頌

頼

領

頼

頭

頬

頬

頼

領

ケ
ン

【領】叩
髪
の
白
い
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
領
‘
髪
白
貌
。

ヒ
，
ヨ
ク

ビ
キ

〔
字
彙
〕
符
逼
切

國

日
口
ほ
ほ
ひ
げ
。
顧
(
1
2
-
4
3
4
9
8
)

・
獨
・
振
（
1
2

|
 4
3
3
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頼
‘
頬
須
也
。
〔
校

正
〕
案
‘
宋
本
及
荘
子
田
子
方
篇
‘
眼
作
レ
頼
‘
撮
―
―

説
文
面
日
レ
作
レ
顧
゜
〔
五
昔
集
韻
〕
頻
‘
興
レ
揖
同
。

〔
荘
子
、
田
子
方
〕
黒
色
而
頼
。
〔
繹
文
〕
頼
‘
而
占

反
、
郭
・
李
‘
而
兼
‘
又
‘
而
街
反
。

【
頷
胡
】
1

芍
ほ
ほ
ひ
げ
と
あ
ご
の
垂
れ
肉
。
〔
後
漢

書
‘
輿
服
志
下
〕
見
土
鳥
獣
有
―
―
冠
角
頼
胡
之
制
涵
茄
g

冠
晃
櫻
穏
冨
以
為
↓
ー
首
飾
↓

ゼ
ン
ネ
ン

，

日

ザ
ン

ロ
ネ
ン

【額】
g

〔
集
韻
〕
而
術
切

〔
五
昔
集
韻
〕
汝
蓋
切

國圏

ぁ
t
J

の
ほ
ね
。
〔
字
彙
〕
頬
、
車
領
骨
也
。

【
頬
】
〗
多
〔
字
彙
〕
古
盆
切
函

日
口
ぁ
こ
の
う
し
ろ
。
〔
集
韻
〕
頬
、
顆
後
。

【頬】
5

□ 日
ゲケゲケ
ンンンン

囲

〔
集
韻
〕
焚
絹
切
醐
i
-

〔
集
韻
〕
胡
渦
切

〔
集
韻
〕
許
我
切
廻
幽

〔
集
韻
〕
待
可
切
廻
匹

〔
集
韻
〕
虎
何
切
卿
i

日
口
国
頭
を
傾
け
て
み
る
。
〔
集
韻
〕
頭
‘
傾
レ
頭

覗
也
。

【
頭
】
〗
国口日
カダタカ

二
五
四

12850 
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ヽ

目乃．

4

百
n
豪

頁

部

〔
五
蜜
〕

願

顕

顧

頷

頗

額

二
五
五

〔
集
韻
〕
榜
禾
切
瞬
〖

父
こ

P
o
'

〔
集
韻
〕
蒲
廉
切
甲
{

〔
集
韻
〕
普
靡
切
菌

〔
集
韻
〕
普
火
切
廻

父
こ

p
:
oJ 

国
ハ
〔
集
韻
〕
普
過
切
醐
皿

日
●
か
た
よ
る
。
④
頭
が
か
た
よ
る
。

〔
説
文
〕
頗
、
頭
偏
也
、
ハ
レ
頁
皮
臀
。
＠

か
た
む
く
。
ま
が
る
。
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
循
Ii

縄
墨
1

而
不
レ
頗
。
〔
注
〕
頗
‘
傾
也
。
◎
か
た
て
お
ち
。

公
平
で
な
い
。
偏
頗
゜
〔
左
氏
、
昭
、
二
〕
君
刑
已

【頗】如

國国に
ハヒピヒ

日ハ

日
●
冠
の
名
。
〔
玉
篇
〕
頗
‘
冠
名
。
●
冠
の
大
き

い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
瓶
‘
冠
碩
兒
。
●
か
ほ
゜
〔
太
玄

経
、
視
〕
粉
,
,
其
題
應
〔
注
〕
瓶
‘
面
也
。
口
髪
が
無

い
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
無
レ
髪
也
。

【瓶】如

口日
ポハペへ
ンンンン

〔
集
韻
〕
皮
轡
切
霰菌

〔
集
韻
〕
父
遠
切

【頗】
5

シ

毘
(
1
2
-
4
3
5
3
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
頗
、
同
レ
琵
゜

【頴】
5

巳
ハ
〔
集
韻
〕
浩
禾
切
賑
l

□
ハ
〔
類
篇
〕
普
火
切
廻

日
口
頭
が
か
た
む
く
。
頗
(
1
2
ー
4
3
4
1
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
説
文
、
頭
偏
也
、
或
ハ
レ
匝
゜

【頴】如

コ

顧（
1
2
ー
4
3
6
8
9
)

の
俗
字
。
〔
玉
篇
〕

願
‘
同
レ
顧
‘
俗
。

小
日
口
●
ほ
ほ
ぼ
ね
。
つ
ら
ぼ
ね
。
或
は

應

．

豪

脆
(
9

ー
2
9
3
0
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
額
、

面
骨
、
博
雅
、
顕
順
、

lfi也
、
或
作
細
i

。
●
準
(
7
ー

1
7
9
3
4
)
に
通
ず
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
上
〕
隆
準
而
龍

顔
。
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
準
‘
昔
拙
゜
〔
玉
篇
〕
頗
‘
之
劣

也
‘
準
也
‘
又
之
出
切
。
国
頭
の
と
が
っ
た
さ
ま
。

〔
説
文
〕

lfi‘
頭
頷

lfi也‘
A
レ
頁
出
臀
‘
讀
又
若
レ

骨
゜
〔
段
注
〕
頷

lfi‘
畳
鉤
、
古
語
、
菌
套
貌
。
〔
集

韻
〕

lfi‘
頭
兒
゜

頗
゜
〔
注
〕
頗
、
不
レ
平
也
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
博
上
〕
天
臣
術
〕
中
賓
頗
陰
、
外
容
貌
小
謹
‘
巧
J
-
―
―
口
令
レ
色
。
詳
符
寺
芦
ロ
レ
唐
至
二
皇
朝
ず
凡
有
ユ
＇
賓
面
此
其
一
也
。

不
二
頗
覆
地
不
―
―
偏
載
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘
頗
亦
偏
【
頗
側
】
6

グ

か

た

よ

る

。

偏

側

。

頗

僻

。

【

頗

廷

相

】

"rstゥ
明
の
人
。
官
は
萬
暦
の
時
‘
副
将
。

【
頗
奈
】
7

p
'
o
3
 
n
a
i
4

堪
忍
な
ら
な
い
。
又
、
い
か
ん
清
兵
を
撫
順
に
拒
ぎ
‘
陣
中
に
死
す
。
〔
勝
朝
殉
節
諸

と

も

し

が

た

い

。

匝

奈

。

臣

録

、

四

〕

。

也
。
＠
よ
こ
し
ま
。
〔
荀
子
、
臣
道
〕
正
義
之
臣
設
、

【
頗
重
】
8
p
^
01 
c
h
u
n
g
'

頗

る

慎

面

目

。

【

頗

超

氏

】

18
が

t
ゥ
魏
晉
以
後
漸
く
盛
と
な
っ
た
西
誠

則
朝
廷
不
レ
頗
゜
〔
注
〕
頗
、
邪
也
。
〔
張
衡
、
思
玄

賦
〕
行
,
,
頗
僻
而
獲
レ
志
分
。
〔
注
〕
翰
日
、
頗
僻
、
【
頗
頗
】
，
p
'
o
3

p
'
o

す
こ
ぶ
る
。
甚
だ
。
又
、
ほ
ぽ
。
概
族
の
一
で
あ
る
党
項
の
一
酋
で
、
唐
の
時
内
附
す
。
〔
藷

邪
侯
也
。
●
破
(
7
|
2
0
8
9
9
)
に
通
ず
。
〔
本
草
、
破
ね
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
四
回
〕
却
因
レ
人
而
施
、
頗
頗
的
有
二
唐
書
‘
西
戎
、
党
項
蒐
博
〕
党
項
蒐
在
―
―
古
析
支
之
地
涵
〖

黎
〕
繹
名
、
時
珍
日
‘
本
作
↓
―
頗
黎
面
頗
黎
‘
國
名
也
。
義
侠
之
名
↓
西
施
之
別
種
也
、
魏
晉
之
後
、
云
云
‘
党
項
始
強
‘
云
云
、

【
頗
覆
】
10

釈
物
を
覆
ふ
の
に
偏
頗
で
不
公
平
な
こ
と
。
其
種
毎
姓
別
自
為
1

一
部
落
―
―
姓
之
中
復
分
為
―
―
小
部

〔
史
記
‘
匈
奴
博
〕
朕
聞
天
不
↓
1頗
覆
盃
地
不
―
―
偏
載
↓
落
T

大
者
萬
餘
騎
、
小
者
散
干
騎
、
不
1一
相
統
一
一
有
11
細

●
通
じ
て
跛
(
1
1
-
4
1
6
0
3
)
に
作
る
。
〔
説
文
‘
頗
、

【
頗
僻
】
1
1
i
＊
か
た
よ
る
。
ひ
が
ん
で
よ
こ
し
ま
な
こ
封
氏
・
費
醐
氏
・
往
利
氏
・
頗
超
氏
・
野
酔
氏
・
房
営
氏
・

段
注
〕
古
借
レ
跛
為
レ
頗
゜
R
或
は
穎
(
1
2
ー
4
3
4
1
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頗
、
或
ハ
レ
匝
。

O
古
‘
跛
(
1
0

ー
と
。
不
公
平
。
偏
頗
邪
僻
゜
〔
張
衡
、
思
玄
賦
〕
行
11

頗
僻
1

米
檎
氏
・
拓
抜
氏
盃
而
拓
抜
最
為
1

一
強
族
↓

3
5
3
8
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頗
、
古
作
レ
跛

°g国
●
而
獲
レ
志
合
、
循
紐
度
而
離
レ
残
。
〔
注
〕
翰
日
‘
頗
僻
‘
邪
【
頗
剌
淑
】
19

か
デ
金
の
粛
宗
゜
頗
剌
淑
は
其
の
女
慎

侯
也
。
〔
雀
姻
‘
太
尉
諸
蔵
〕
季
世
頗
僻
‘
穐
用
不
レ
匡
。
名
。
始
祗
か
ら
第
八
代
目
に
嘗
り
、
建
國
第
一
代
の
太

【
頗
偏
】
1
2
5

’
か
た
お
ち
。
か
た
よ
る
。
不
公
平
。
偏
祖
か
ら
四
代
前
に
営
る
。
金
族
の
歴
史
の
明
か
に
さ
れ

人
名
。
〔
集
韻
〕
頗
、
闘
、
人
名
、
春
秋
傭
‘
楚
有
―
―
還

頗
゜
〔
後
漢
書
‘
方
術
傭
序
〕
意
者
多
迷
t

一
其
統
面
取
遺
頗
て
ゐ
る
の
は
‘
粛
宗
の
兄
の
世
祗
（
劾
里
鉢
）
の
頃
か
ら

頗
↓
〔
公
羊
‘
襄
‘
三
十
〕
楚
子
使
,
,
蓬
頗
来
聘
二
●

一
に
跛
(
1
0
ー
3
7
4
7
9
)
に
作
る
。
〔
公
羊
‘
襄
‘
三
偏
゜
〔
劉
槙
贈
孫
幹
詞
〕
物
類
無
11
頗
偏
↓
〔
顧
況
、
で
、
世
祗
・
粛
宗
の
時
代
に
は
‘
部
内
の
抗
争
を
鎮
堅

+
、
秤
文
〕
頗
、
一
本
作
レ
跛
。
國

0
す
く
な
い
。
匿
陽
爾
寺
云
云
詩
〕
佛
法
付
1

一
國
王
盃
＇
等
無
頗
偏
↓
し
、
鄭
部
を
攻
め
‘
北
は
松
花
江
外
の
呼
蘭
河
流
域
‘
東

〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
頗
、
少
也
。

O
た
だ
し
く
な
【
頗
牧
】
1
3
5
ク
●
戦
國
時
代
の
趙
の
名
将
‘
廉
頗
と
李
牧
は
寧
古
塔
・
郭
化
方
面
ま
で
掌
中
に
牧
め
た
。

と
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
渇
唐
億
〕
陛
下
雖
レ
得
―
―
廉
頗
李
牧

i

【
頗
稲
~
嘗
射
]
2
0
p
'
o
3
 
c
h
'
e
n
g
2
 
t
a
n
g
'
t
u
e
i
'
 

弗
レ
能
桐
也
。
●
汎
く
名
将
を
い
ふ
。
〔
唐
書
、
畢
誠
博
〕
頷
顔
す
る
相
手
。
能
い
相
手
。

い
。
〔
集
韻
〕
頗
、
不
韮
也
。
●
す
こ
ぶ
る
。
④
や

帝
悦
日
‘
吾
将
レ
繹
―
能
帥
煮
執
謂
頗
牧
在
―
―
吾
禁
署
↓

や
。
す
こ
し
。
ほ
ぽ
。
〔
正
字
通
〕
頗
、
差
多
日
,
,
頗

芝
良
久
旦
頗
久
↓
〔
史
記
‘
三
代
世
表
賛
〕
自
レ
殷
【
頗
李
】
ば
炉
廉
頗
と
李
牧
と
を
い
ふ
。
頗
牧
に
同
じ
。

以
前
、
諸
侯
不
レ
可
,
,
得
而
譜
i

周
以
来
乃
頗
可
レ
〔
楊
維
禎
、
禁
葉
行
〕
文
不
レ
談
―
―
周
召
釜
武
不
レ
論
頗
李
↓

著
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通
偲
〕
臣
願
頗
采
―
―
古
證
盃
K
,
,

[
頗
黎
】
14

胚
七
賓
の
一
。
破
璃
(
7
-
2
0
8
9
9

：
 
3
)
の
●

【
頗
】
〗

に
同
じ
。
轄
じ
て
‘
硝
子
を
い
ふ
。
〔
本
草
、
破
環
〕
秤
名
、

頗
黎
、
水
玉
、
時
珍
日
、
本
作
―
―
頗
黎
涵
頗
黎
‘
國
名
也
、
其

秦
儀
1

雑
就
レ
之
。
＠
か
な
り
。
よ
ほ
ど
。
お
ほ
く
。

登
如
レ
水
、
其
堅
如
レ
玉
、
故
名
二
水
玉
ご
哭
―
―
水
精
面
~
レ

は
な
は
だ
。
〔
正
字
通
〕
頗
、
差
多
日
,
,
頗
多
芦
8
久

旦
頗
久
五
多
有
曰
,
,
頗
有
↓
〔
大
學
、
経
一
章
‘
章
名
。
〔
本
草
‘
波
環
〕
集
解
‘
玄
中
記
云
‘
大
秦
國
有
五
色

旬
〕
藷
本
頗
有
,
,
錯
簡
↓
●
姓
。
〔
辟
源
〕
頗
‘
路
史
頗
黎
百
竺
紅
色

[
i
レ貴。

云
羹
後
有
頗
氏
姓
氏
尋
源
云
‘
河
間
阜
城
縣
【
無
レ
頗
】
15

グ
か
た
よ
ら
な
い
。
公
平
。
〔
書
、
洪
範
〕

無
レ
偏
無
レ
陵
‘
違
キ
ェ
之
義
↓
〔
偉
〕
偏
‘
不
レ
平
‘
跛
、
不
レ

正
。
〔
繹
文
〕
陵
‘
藷
本
作
レ
頗
゜
〔
禁
博
〕
偏
‘
不
レ
中
也
‘

多
頗
姓
面
明
史
有
頗
廷
相
↓
国
か
た
よ
る
。
又
‘

疑
ふ
詞
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
偏
也
、
一
日
‘
疑
辟
。
跛
、
不
年
也
。
〔
困
學
紀
聞
〕
宣
和
六
年
詔
‘
洪
範
復
従
1
1

【
頗
有
】

1
g
か
な
り
多
く
あ
る
。
〔
正
字
通
〕
頗
、
多
有
藷
文
百
ぞ
陵
為
レ
頗
゜

旦

頗

有

↓

【

頗

眩

伽

】

16

炉
ゲ
，
十
賓
の
一
。
水
晶
に
似
る
。
十
里
外

【
頗
佳
】
2
p
^
o
'
c
h
i
a
'

甚
だ
良
い
。
又
、
概
ね
よ
い
。
の
火
災
を
止
め
る
と
い
ふ
。
〔
王
輩
、
随
手
雑
録
〕
錢
王

【
頗
好
】
3

p
を
h
a
o
3

非
常
に
よ
い
。
又
、
ほ
ぽ
よ
い
。
有
―
―
外
國
所
臼
猷
頗
眩
伽
賓
一
其
方
尺
餘
、
其
状
為
11
水

【
頗
香
】
4
P
^
o1 
h
s
i
a
n
g

—
甚
だ
香
ば
し
い
。
晶
李
{
缶
可
』
厭
二
十
里
火
残
元
ダ
置
秘
緬

g興
寺
佛
髯
中
一

【
頗
陰
】
5

ク
す
こ
ぷ
る
陰
悪
な
こ
と
。
陰
跛
。
〔
説
苑
‘
餘
杭
散
回
誅
‘
而
龍
興
不
レ
可
レ
近
也
、
皇
朝
改
為
―
―
太
平

セ
ッ
セ
チ

日
コ
ッ
コ
チ

口
／，ュッ

国
．．
 

〔
集
韻
〕
之
出
切

シ
，
ユ
チ

〔
集
韻
〕
朱
劣
切
／
園

出

xこ
c
h
u
o
'

〔
集
韻
〕
吉
忽
切
同
〗

園
力
が

12851 
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髪
が
無
い
。
診
(
1
2
-
4
3
4
1
9
)

の
調
字
。
〔
字
彙

補
〕
傾
、
無
レ
炭
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
頷
‘
診
字
之
謳
゜

窟
】
〗シ
ン

〔
字
彙
補
〕
之
刃
切
醐
辱

霰】如
シ
ン

診（
1
2
-
4
3
4
1
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
餘
、
同
レ
諺
゜

【
頷
】
〗
シ
ン

診
(
1
2
-
4
3
4
1
9
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
頷
、
同
レ
診
。

〔
集
韻
〕
止
忍
切

〔
集
韻
〕
之
刃
切

小
□
□
0
っ
つ
し
む
。
事
を
つ
つ
し
み

愈§‘
策
‘
心
を
抑
へ
て
顔
に
出
さ
な
い
。
〔
説

文
〕
診
‘
顔
色
診
隣
慎
レ
事
也
、
炊
レ
頁
多
臀
゜
〔
繋

傭
〕
錯
曰
‘
診
隣
‘
猶
隠
磁
韮
谷
兒
、
不
レ
見
二

於
色
盆
翌
日
レ
恨
レ
事
。
●
診
傾
は
‘
か
み
の
け
が

少
な
い
。
〔
廣
韻
〕
診
‘
診
顛
‘
一
曰
‘
頭
少
レ
髪
。

0
は
ぢ
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
診
‘
態
也
。

【診】叩

曰ピン
g
シ
ン

国極

髪
の
白
い
老
人
。
〔
字
彙
〕
頒
、
白
首
人
也
。

窟
出
昇
〔
字
彙
〕
胡
到
切
認
幽

頭
が
た
れ
さ
が
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
頭
垂
下

兒゚ 【願】叩

[
バ
〔
集
韻
〕
都
黎
切
圏

＂ 
頁
立
口

〔
五
蓋
〕

東
南
咽
領
→
〇
も
ち
ま
へ
。
才
能
。
最
も
得
意
と
〖
領
港
師
〗
1
3
I
 i
 
n
g
'
c
h
 i
a
n
g
'
s
h
 ih 1

水
先
案
内
人
。

す
る
伎
岡
〔
劉
賓
客
嘉
話
録
〕
本
領
何
雑
。0
か
〖
領
港
的
〗1

4
Ii n
g
'
c
h
 ia
n
g
'
t
e

水
先
案
内
人
。

【
領
項
】15
l
m咤

h
s
i
a
n
g
•
受
取
る
べ
き
金
。

【
領
衡
】
16

い
．
岱
〇
清
の
制
‘
衡
は
官
吏
の
階
位
で
大
官

し
ら
。
を
さ
。
〔
宋
史
、
趙
思
忠
傭
〕
腹
心
酋
領
。
轡

0
く
び
。
〔
説
文
〕
領
‘
項
也
、

lAレ
頁
令

は
皆
之
を
有
す
。
京
旗
奏
事
は
都
統
術
を
領
し
、
六
部

か
づ
き
。
頭
へ
か
ぶ
る
布
。
ひ
れ
。
〔
穂
‘
喪
大
記
、

臀
゜
〔
段
注
〕
按
‘
項
常
レ
作
レ
頸
‘
碩
人
・

注
〕
綴
乏
領
側
一
〔
疏
〕
領
‘
為
1

一
被
頭
二
鬱
よ
い
。
奏
事
は
尚
書
衡
を
領
し
、
穂
理
は
穂
理
衡
を
有
し
、
外

〔
漢
書
‘
揚
雄
博
下
〕
君
子
純
、
終
11

領
聞
↓
〔
注
〕
師
省
将
軍
総
督
同
城
は
将
軍
術
を
有
す
。
〔
皇
朝
政
治
學

桑
塵
博
日
‘
領
‘
頸
也
、
此
許
所
レ
本
也
、
秤
名
・
國

古
曰
‘
領
、
令
也
。
◎
や
ま
。
み
ね
。
嶺
(
4ー

8
5
5
3
)

問
答
〕
。

41l
i
n
g
'
h
s
 ie
n
'

連
名
の
筆
頭
。
頭
。
首
席
。

語
注
同
‘
領
字
以
―
―
全
頸
一
言
レ
之
、
不
レ
骨
自
ー
1

一
秤
以
ニ

頭

使

若

雇

雅

‘

領

頸

項

也

：

戸

宜

分

別

者

、

【

領

竪

】

17

乃
鑑
識
を
い
ふ
。
〔
孫
綽
‘
丞
相
王
導
碑
〕

非
天
領
黎
玄
逹
‘
百
錬
不
＞
漁
、
執
能
莫
レ
奸
子
世
盃
~

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
領
、
山
之
高
者
曰
レ
領
‘
俗

渾
資
I

名
其
全
書
例
類
皆
然
芙
、
衣
之
曲
袷
謂
―
―

動
卑
ハ
レ
理
會
者
哉
。

作
レ
嶺
゜
〔
漢
書
‘
骰
助
博
〕
輿
輻
而
躁
レ
領
。
〔
注
〕

項
昭
日
、
領
、
山
嶺
也
。

0
周
の
地
名
。
〔
左
氏
、
昭
、
【
領
戯
】
18

lin
咤

h
s
i
4

芝
居
の
座
元
に
な
る
。

之
領
ぶ
か
不
レ
謂
―
―
衣
後
一
也
、
仲
尼
燕
居
注
、
領
、

二
十
二
〕
追
扉

f
一
夜
領
。
〔
注
〕
領
、
周
地
也
。
【
領
給
】
19

乃
〇
受
取
っ
て
渡
す
。
〔
祗
恵
全
書
‘
罹
任

猶
レ
治
也
‘
淮
南
子
高
注
、
領
、
理
也
、
皆
引
伸
之

部
‘
猜
到
任
示
票
〕
用
過
領
二
給
エ
償
↓
●
う
け
と
り
と

義
謂
褥
首
領
也
、
組
策
博
用
レ
領
為
レ
蓮
、
異

わ
た
し
。
う
け
わ
た
し
。
〔
輻
悪
全
書
‘
罹
任
部
‘
看
須

置
ヌ
サ
。
ム
ネ
。

部
段
借
゜
〔
廣
雅
‘
繹
親
〕
領
、
項
也
。
〇
え
り
。
〔
繹

【
領
有
】
！
行
已
の
所
領
と
し
て
た
も
つ
。
知
〕
有
無
開
錯
‘
領
給
未
完
゜

【
領
域
】
2
2、
ウ
所
有
す
る
地
域
。
領
地
の
範
園
。
領
内
。

名
、
繹
衣
服
〕
領
‘
頸
也
、
以
痙
レ
頸
也
、
亦
言
T

継
二

領
衣
位
為
中
端
首
上
也
。

O
そ

ろ

ひ

。

か

さ

ね

。

衣

【

領

去

】

20

ピ

0
う
け
さ
せ
る
。
〔
輻
悪
全
書
‘
編
審
部
‘

【
領
邑
】
3

バ

方

所

領

の

地

。

知

行

所

。

立

局

親

審

〕

應

T

着
―
―
地
少
有
レ
T
之
人
ぶ
阻
去
開
墾
ニ
〇

つ
れ
か
へ
る
。
〔
一
輻
恵
全
書
、
刑
名
部
、
人
命
下
、
保
事
〕

類
を
か
ぞ
へ
る
語
。
〔
荀
子
、
正
論
〕
衣
会
一
二
領
。
【
領
引
】
4

ハ
岱
小
切
手
を
受
取
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
雑
課

傷
親
領
去
。

〔
注
〕
―
二
領
‘
-
―
―
梢
也
。
R
す
べ
る
。
と
り
し
ま
る
。
部
‘
甕
課
〕
商
人
認
レ
地
行
レ
堕
‘
領
レ
引
塀
レ
課
。

し
め
く
く
る
。
を
さ
め
る
。
〔
韻
會
〕
領
‘
統
領
也
。
【
領
運
]
5

箕
ヴ
運
漕
船
を
管
領
す
る
こ
と
。
即
ち
運
漕
【
領
搬
】
21

J
i
n咤
c
h
u
•
受
取
書
。
領
牧
證
書
。

〔
證
、
築
記
〕
顔
父
子
君
臣
之
簡
〔
注
〕
領
、
猶
二
船
の
首
領
官
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
‘
戸
部
‘
領
運
‘
注
【
領
御
】
22

昇
ウ
を
さ
め
支
配
す
る
。
〔
韓
非
子
、
姦
劫
拭

理
治
也
。
〔
漢
書
‘
魏
相
傭
〕
而
相
穂
―
―
領
衆
職
↓
解
〕
運
船
之
首
領
官
也
。
臣
〕
下
不
レ
能
下
顔
御
其
衆
「
以
安
中
其
國
3

【
領
要
】
6

丹
事
の
か
な
め
な
と
こ
ろ
。
要
領
(
1
0
ー

3

【
領
巾
】
23

打
古
‘
婦
人
の
頸
に
か
け
て
飾
と
し
た
布

4
7
6
8
 :
 1
5
3
)

の
O
に
同
し
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
高
祗
‘
吊
。
ひ
れ
。
〔
方
言
、
四
〕
府
俵
謂
之
被
巾
一
〔
注
〕
婦

〔
淮
南
子
、
本
純
訓
〕
神
明
弗
レ
能
レ
領
也
。
〔
注
〕

武
徳
二
年
）
陛
下
語
太
多
‘
而
無
l

一
領
要
↓
〔
注
〕
領
要
‘
人
領
巾
也
。
〔
庚
信
、
春
賦
〕
錢
薄
窄
,
,
杉
袖
る
穿
珠
帖
―
―

領
‘
理
也
。
〔
孔
子
家
語
‘
論
燈
〕
領
レ
悪
而
全
レ
好

者
典
。
〔
注
〕
領
‘
理
也
。
〔
白
居
易
、
授
1

一

李

綽

平

章

猶

漢

人

言

要

領

匝

。

領

巾

二

雲

笈

七

蔽

〕

崖

生

妻

榔

二

領

巾

石

化

為

―

―

五

色

事
制
〕
霞
領
財
賦
＾
〇
う
け
る
。
〔
字
彙
〕
領
、
受
【
領
下
】
7

l
i
n
g
'
h
s
i
a
4

下
げ
渡
す
。
掃
ひ
下
げ
る
。
綽
雙
令
雇
生
跨
過
一
随
レ
歩
卸
滅
。

也
。
〔
羅
隠
、
上
餞
尚
父
詩
〕
記
得
嘗
年
捧
領
【
領
海
】

8

い
ば
港
渭
内
海
と
共
に
其
の
沿
岸
國
の
主
〖
領
巾
振
山
〗
2
4
梵
7

ル
肥
前
國
に
在
る
山
。

時
。

O
し
る
す
。
〔
劉
禎
‘
雑
詩
〕
沈
―
―
迷
簿
領
書
↓
櫂
の
下
に
あ
る
と
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
海
面
。
干
潮
の
時
、
【
領
銀
】
25

Jin
咤

y
i
n
'

金
を
受
取
る
。
支
彿
を
受
く
。

海
岸
か
ら
三
海
里
ま
で
。
公
海
(
2
ー

1
4
5
2
:
 6
5
)

の
封
。
【
領
空
]
2
6

バt
ゥ
一
國
の
主
櫂
が
及
ぶ
空
間
の
範
園
。

【
領
解
】
，
＂
＇
屯
〇
さ
と
る
。
の
み
こ
む
。
ゑ
と
く
す
る

C

【
領
回
】
27

バ
芹
取
り
も
ど
す
。
引
き
取
る
。
つ
れ
か
へ

〔
注
〕
善
日
、
領
、
録
也
。

O
さ
と
る
°
心
に
は
た
と

理
會
す
る
。
〔
向
秀
‘
思
倍
賦
〕
託
運
遇
於
領
會
一
領
會
゜
了
解
。
會
得
。
領
悟
。
〔
元
史
‘
逹
褪
麻
識
理
博
〕
幼
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
刑
名
部
‘
問
擬
〕
奴
婢
妻
妾
‘
領
回
贖

兌
〔
注
〕
善
曰
‘
領
會
‘
冥
理
相
會
也
。
R
お
も
む
穎
敏
、
従
レ
師
塁
経
史
函
四
レ
目
幌
領
解
。
〔
解
深
密
経
〕
穀
゜

き
。
意
趣
。
〔
漢
書
‘
張
憲
傭
〕
尭
不
レ
能
レ
得
11

月

氏

我

今

領

-
1

解
世
尊
所
レ
説
義
二
〇
唐
代
‘
郷
試
及
第
者
を
【
領
會
】
28

認
[
さ
と
る
o

會
得
す
る
o

の
み
こ
む
o

合

要
領
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘
要
、
衣
要
也
、
領
、
衣
領
也
、
い
ふ
。
解
額
を
領
す
る
の
義
。
貼
か
ゆ
く
。
領
解
。
〔
向
秀
、
思
藷
賦
〕
託
運
遇
於
領
會
一

〖
領
解
的
〗8
I
 in
g
'
c
h
i
e
h
3
 
t
e

犯
人
を
押
送
す
る
分
‘
寄
l

―
餘
命
於
寸
陰
一
〔
注
〕
善
日
‘
領
會
‘
冥
理
相
會

者
。
〔
還
魂
記
‘
硬
拷
〕
領
解
的
是
藍
橋
騨
配
遁
乗
龍
。
也
‘
云
云
‘
司
馬
彪
曰
‘
領
會
‘
言
下
人
運
命
‘
如
―
―
衣
領
之

凡
持
レ
衣
者
‘
則
執
―
―
要
興
p
領
‘
言
‘
憲
不
レ
能
レ
得
二

月
氏
意
趣
一
倍
以
持
―
―
蹄
於
漠
故
以
1

一
要
領
―
【
領
高
】
11

Jin
咤

k
a
o
'

襟

の

高

さ

。

相

交

貪

或

合

或

開

い

〔

梁

簡

文

帝

‘

荘

巌

曼

法

師

成

賓

為
レ
喩
。

0
か
な
め
。
要
所
。
〔
唐
書
‘
李
翰
傭
〕
拒
―
-
【
領
港
】
12

Ii n
g
'
c
h
 ia
n
g
'

水
先
案
内
す
る
。
論
義
疏
序
〕
標
撮
領
會
‘
商
種
異
端
↓

領
い

【
領
】
〗
レ
イ
リ
ぶ
｀
，
ウ

〔
集
韻
〕
里
郭
切
詞
』

力＿

L

l
i
n
g
3
 

邸

顎

診

頷

餘

傾

領

二
五
六

12852 
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r
 

頁

音

〔
五
藍
〕

領

二
五
七

【
領
款
】
29

l
i
n
g
'
k
'
u
a
n
3

金
を
受
取
る
。

【
領
軍
】
30

焚
ヴ
官
名
。
曹
操
‘
漢
の
丞
相
と
な
り
、
相
府

に
自
ら
領
軍
を
置
く
。
後
‘
改
め
て
中
領
軍
と
い
ふ
。
護

軍
と
共
に
禁
兵
を
領
す
。
文
帝
祠
を
受
け
て
始
め
て
領

軍
将
軍
を
置
き
‘
中
墨
諸
螢
を
掌
ら
し
む
。
晉
は
中
軍

将
軍
を
以
て
饒
騎
諸
螢
を
統
べ
‘
改
め
て
北
軍
中
候
と

す
。
東
晉
は
ま
た
領
軍
と
し
、
梁
の
領
軍
将
軍
は
‘
天
下

の
兵
要
を
管
し
‘
之
を
禁
司
と
い
ふ
。
左
右
僕
射
と
一

流
と
な
し
、
中
領
軍
は
吏
部
尚
書
と
一
流
と
す
。
陳
は

之
に
因
る
。
後
魏
に
領
軍
護
軍
及
ぴ
領
軍
将
軍
‘
護
軍

将
軍
が
あ
る
。
北
齊
は
領
軍
府
を
置
き
‘
隋
は
左
右
領

軍
府
を
置
き
‘
宋
は
之
に
因
る
。
元
を
鰹
‘
明
に
至
っ
て

窮
す
。
領
軍
衛
を
見
よ
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
治
家
〕
郡
下
有
1

一

一
領
軍
石
貧
積
已
甚
゜
〔
濡
岳
‘
楊
荊
州
誅
〕
或
統
饒
騎
一

或
撮
l

一
領
軍
一

〖
領
軍
衛
〗
閃t戸
禁
衛
の
名
。
曹
操
‘
漢
の
丞
相
と

為
つ
て
私
に
領
軍
を
置
き
‘
魏
の
文
帝
に
至
っ
て
、
領

軍
将
軍
を
置
く
。
後
、
中
軍
・
中
領
軍
・
北
軍
中
候
・
領

軍
・
護
軍
等
の
名
あ
り
。
隋
に
至
っ
て
始
め
て
左
右
領

軍
府
を
置
き
‘
唐
、
左
右
領
軍
衛
を
置
く
。
〔
文
獣
通
考
、

職
官
考
、
左
右
領
軍
衛
〕
初
魏
武
為
＝
漢
丞
相
面
相
府
自

置
領
軍
非
漠
宜
也
‘
建
安
＋
―
一
年
‘
改
貸
中
領
軍
一

以
―
―
史
換
1

為
レ
之
‘
輿
1

一
護
軍
韓
浩
―
皆
領
二
禁
兵
一
文
―
帝

受
1一
漢
祠
訟
如
置
1一
領
軍
将
軍
百
5
-

―
曹
休
一
為
レ
之
、
主
1一五

校
・
中
贔
i

・
武
衛
三
螢
一
晉
武
帝
初
省
‘
使
出
＇
軍
将
軍
羊

祐
統
11
―
一
衛
前
後
左
右
饒
騎
七
軍
螢
兵
一
郎
領
軍
之
任

也
‘
祐
遷
罷
‘
復
置
ー
北
軍
中
候
一
懐
帝
永
嘉
中
‘
改
1

一中

軍
為
―
―
中
領
璽
元
帝
永
昌
元
年
‘
復
改
旦
北
軍
中
候
一

尋
復
為
,
,
領
軍
面
成
帝
時
復
以
為
,
,
中
候
盃
四
陶
侃
居
レ
之
‘

等
復
為
二
領
軍
五
魏
晉
領
護
皆
金
章
紫
綬
、
中
領
・
中
護
、

銀
章
青
綬
、
武
冠
綽
朝
服
、
侃
1

一
水
蒼
玉
玉
盆
巴
領
軍
将

軍
一
人
涵
掌
―
―
内
軍
一
護
軍
将
軍
一
人
掌
,
,
外
軍
「
齋
有
1

一

領
軍
及
中
領
軍
ご
梁
領
軍
将
軍
管
―
―
天
下
兵
要
ぶ
ザ
之

禁
司
ご
血
ご
左
右
僕
射
1

為
二
流
「
中
領
軍
輿
―
―
吏
部
尚

鵬
為
こ
流
盃
陳
因
レ
之
、
後
魏
有
―
―
領
軍
護
軍
ぢ
仝
り

領
軍
将
軍
・
護
軍
将
軍
i

二
軍
卑
ハ
1

一
領
護
1

不
―
―
並
置
平
｛
齊

領
軍
府
‘
凡
禁
衛
官
‘
皆
主
レ
之
‘
以
―
―
高
蹄
彦
1

為,,
領
軍

大
将
軍
ご
狽
軍
加
レ
大
自
二
蹄
彦
―
始
‘
隋
有
―
―
左
右
領
軍

府
一
各
掌
↓
―
十
―
一
軍
籍
帳
差
科
絆
訟
之
事
「
不
レ
置
,
,
将

軍
ご
惟
有
―
―
長
史
・
司
馬
・
諸
曹
橡
闇
等
官
ご
燭
帝
改
1

一領

軍
為
,
,
左
右
屯
衛
「
唐
復
採
↓
―
藷
名
一
列
1

一
置
領
軍
衛
公
“

為
1

左
右
面
龍
朔
二
年
‘
改
為
―
―
左
右
戎
衛
ぶ
成
亨
元
年
復
レ

藷
‘
光
宅
元
年
‘
改
為
1

一
左
右
玉
鈴
衛
五
神
龍
元
年
復
レ
菖
、

各
置
天
将
軍
一
人
玉
掌
宮
披
禁
備
ぶ
自
↓
一
撮
除
伍
盆
界

左
右
諸
衛
1

同
、
将
軍
各
―
一
人
以
副
レ
之
。
〔
績
通
典
‘
職

官
‘
武
官
上
、
左
右
領
軍
衛
〕
唐
制
‘
左
右
領
軍
衛
‘
上
将

軍
各
一
人
、
大
将
軍
各
一
人
、
将
軍
各
二
人
‘
掌
同
左

右
衛
ぶ
木
無
一
領
軍
衛
↓
云
云
‘
元
領
軍
将
軍
亦
専
宜
,
,
薦

仮
侠
明
不
レ
設
。

〖
領
軍
裕
〗3
2
5パ
グ
／
地
名
。
河
南
省
河
陰
縣
の
東
。
今

名
は
雙
椀
樹
。
項
利
が
紀
信
を
燒
き
殺
し
た
慮
゜

【
領
家
】
3
3
[
ヤ
，
ウ
本
家
の
下
で
荘
園
を
預
っ
た
役
人
。
事

i

貫
上
荘
園
の
所
有
者
。
其
の
一
二
位
以
上
の
者
を
領
家
‘

以
下
の
者
を
領
主
と
い
ふ
。
〔
京
都
革
島
文
書
河
島
下

司
〕
本
家
御
教
書
‘
領
家
御
下
知
之
状
進
候
。
〔
大
H
本

史
、
食
貨
十
六
、
荘
園
〕
或
侵
森
牧
地
墜
為
―
―
荘
田
面

紐
藷
名
証
往
往
並
稽
日
社
股
其
領
乏
者
、
公
卿

稲
日
l

一
領
家
一

【
領
摯
】
35

乃
ひ
つ
さ
げ
る
。
〔
幅
恵
全
書
‘
稟
啓
附
‘

候
妥
宗
某
―
〕
領
二
聟
―
二
千
覗
雙
如
栢
架
空
レ
墨
而
一

顧
行
＞
天
。

[
領
教
】
36

J
i
n咤

c
h
i
a
o
•御
教
示
を
仰
ぐ
。
教
を
受

け
る
。
承
る
。

【
領
結
】
37

l
i
n
g
'
c
h
i
e
h
'
0
襟
飾
。
ネ
ク
タ
イ
。
〇
金

錢
品
物
を
受
取
る
時
の
証
明
書
。

【
領
胡
】
38

丸
9

ウ
獣
の
名
。
牛
に
似
て
赤
尾
。
〔
山
海
経
‘

北
山
経
〕
陽
山
‘
云
云
‘
有
レ
獣
焉
‘
其
状
如
レ
牛
而
赤
尾
‘

其
頸
賢
‘
其
状
如
―
―
勾
聾
↓
其
名
日
1

一
領
胡
ぶ
兵
鳴
自
設
‘

食
レ
之
已
レ
狂
゜

【
領
悟
】

395g
さ
と
る
こ
と
。
〔
村
上
函
峰
‘
答
"
'
某
生

問
讀
書
作
文
書
〕
自
得
五
領
悟
↓

【
領
護
】
40

丸
ゥ
統
べ
治
め
て
ま
も
る
。
〔
漢
書
、
息
夫

射
債
〕
天
子
使
n

一
射
持
レ
節
領
n
護
―
二
輔
都
水
↓
〔
後
漢

書
‘
哀
安
博
〕
乃
上
1

ぎ
降
者
左
鹿
録
王
阿
侭
云
竺
北
箪

f
涵
巴
中
郎
問
領
護
凹
南
箪
子
故
事
↓

【
領
口
】
41

l
i
n
g
'
k
'
o
u
3

●
襟
ま
は
り
の
長
さ
。
●
洋

服
の
カ
ラ
ー
。

[
領

io
】42
翌
襟
の
掛
絆
゜
〔
還
魂
記
‘
驚
夢
〕
和
レ
作

把
領
柏
云
炉
衣
需
寛
。

[
領
國
】
43

バ
圧
＂
所
領
の
國
。
領
土
。
〔
困
學
紀
聞
‘
雑
識

上
〕
若
封
レ
王
或
以
レ
國
如
―
一
周
魯
面
恐
ク
州
如
ユ
兌
碓
之

類
字
杢
嘗
有
二
所
レ
領
之
図
↓

[
領
墾
】
44

芸
ゥ
う
け
と
つ
て
ひ
ら
く
。
〔
蝠
恵
全
書
、
編

審
部
、
立
局
親
審
〕
慎
正
老
荒
‘
無
1

一
人
領
墾
↓

【
領
催
】
4
5
5
'
げ
ゥ
官
名
。
清
代
‘
旗
螢
の
制
。
毎
佐
領
の

下
に
、
領
催
藪
人
を
置
き
‘
旗
兵
の
登
記
及
ぴ
俸
鉤
の

支
領
を
掌
る
。
内
務
府
も
亦
之
を
置
く
。
〔
歴
代
職
官

表
、
八
旗
都
統
‘
國
朝
官
制
〕
渦
洲
蒙
古
毎
佐
領
下
領
催

五
人
。

【
領
罪
】
46

l
i
n
g
'
t
s
u
e
i
'

罪
に
服
す
。

【
領
誠
】
47

l
 
ing3 
t
s
a
n
g
1

誠
品
を
受
取
る
。

【
領
子
】
48

J
i
n
g
'
t
z
u

襟
カ
ラ
ー
。

[
領
刺
】
4
9
9
、
ヤ
ヴ
な
ふ
だ
を
う
け
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
苅

任
部
、
禁
私
謁
〕
値
―
―
歳
時
1

而
入
賀
‘
則
閣
人
領
レ
刺
゜

【
領
祠
】
50

バ
ヤ
ヴ
う
け
ま
つ
る
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
令
下
祠

官
領
レ
之
如
↓
―
其
方
盃
四
祠
中
於
忌
太
一
壇
労
ぃ

【
領
紙
】
51

バ
，
ヤ
ヴ
清
の
制
‘
官
府
か
ら
金
錢
物
品
を
領
取

し
た
も
の
が
差
出
す
受
取
書
を
い
ふ
。
領
状
。

【
領
事
】
53

バ苫

0
串
を
引
き
受
け
を
さ
め
る
。
〔
漢
書
‘

百
官
公
卿
表
上
〕
古
者
重
1

一
武
官
云
有
"I
主
レ
射
以
督
1

一課

之
二
軍
屯
吏
．
翡
．
宰
・
永
巷
宮
人
皆
有
、
取
,
,
其
領
事
之

琥
一
〇
本
固
政
府
の
命
に
よ
り
‘
條
約
國
に
駐
在
し
て
通

商
交
通
の
視
察
保
護
に
任
じ
‘
且
つ
在
留
民
を
取
り
締
る

官
吏
゜
〔
績
碑
傭
集
、
同
治
朝
宰
輔
〕
天
津
民
有
下
撃
二
殺

法
蘭
西
領
事
官
土
只
法
人
訟
1

一
之
朝
玉
へ
子
慰
―
―
解
之
-

〖
領
事
館
〗54昇
弓
領
事
の
職
務
を
行
ふ
た
め
に
設

け
ら
れ
た
官
署
。

〖
領
事
裁
判
櫂
〗5
5
i
i
心
グ
ヶ
／
在
留
の
外
人
が
其
の
駐

在
國
の
法
律
に
支
配
さ
れ
ず
に
、
自
國
領
事
の
裁
判
を

受
け
る
櫂
利
。

【
領
牧
】
56

バ
ぢ
う
け
と
る
。
う
け
を
さ
め
る
。

【
領
袖
】
57

ロ
賃
～
ゥ
〇
え
り
と
そ
で
。
〔
列
女
博
‘
績
列

女
、
明
徳
馬
后
博
〕
蒼
頭
衣
1

碑
g
団
領
袖
正
白
。
〔
後
漢

書
‘
橙
俄
志
上
〕
執
レ
事
者
、
冠
長
冠
云
全
危
箪
衣
・
綽
領

袖
・
緑
中
衣
・
綺
袴
株
1

以
行
レ
碍
‘
如
二
故
事
↓
〇
衣
服
を

提
撃
す
る
に
は
‘
必
ず
先
づ
え
り
や
袖
を
と
ら
へ
る
こ

と
か
ら
、
人
が
下
の
も
の
を
卒
ゐ
る
場
合
、
そ
の
儀
表
と

な
り
頭
目
と
な
る
人
に
い
ふ
。
多
人
散
の
か
し
ら
。
人

を
率
ゐ
て
儀
表
と
な
る
も
の
。
〔
晉
書
‘
魏
舒
傭
〕
文
帝

深
器
―
―
重
之
↓
毎
―
―
朝
會
罷
ご
目
二
送
之
1

日
、
魏
舒
堂
堂
、

人
之
領
袖
也
。
〔
晉
書
‘
袈
秀
博
〕
後
進
領
袖
有
―
―
装
秀
t

〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
彼
諸
人
者
、
並
其
領
袖
゜
〔
任
防
‘

為
―
―
蒲
揚
州
一
作
薦
レ
士
表
〕
暉
―
―
映
先
達
盆
庄
袖
後
進
↓

〔
注
〕
向
日
‘
領
袖
‘
可
レ
為
—
一
人
之
儀
則
言
辞
源
〕
衣
之
提

摯
、
必
在
l一
領
袖
五
仔
以
喩T
A
之
能
提
"
~
其
下
土
只

【
領
悉
】
58

Jin
咤

hsi'

承
知
す
る
。
拝
承
す
る
。
書
翰

文
用
語
。

【
領
謝
】
59

Jin
咤

h
s
i
e
h
'

贈
物
を
頂
戴
し
有
難
く
感

謝
す
る
。

【
領
相
】
60

バ
謬
朝
鮮
の
領
議
政
。
首
相
。

【
領
章
】
61

Jin
咤

c
h
a
n
g
'

陸
海
軍
将
官
の
礎
服
の
領

上
の
飾
。
金
線
‘
或
は
銀
線
を
用
ひ
、
官
の
高
下
を
以
て

之
を
別
つ
。
楳
章
。

【
領
掌
】
62

l
i
n
g
'
c
h
a
n
g
3
 
0

ぎ
き
い
れ
る
。
承
諾
す

る
。
領
承
(
7
3
)

に
同
じ
。
●
領
牧
(
5
6
)

に
同
じ
。
落
掌
゜

【
領
賞
】
63

l
i
n
g
'
s
h
a
n
g
3

賞
輿
を
受
け
る
。

【
領
餡
】
64

l
i
n
g
'
h
 s
 iang3

軍
用
金
を
受
取
る
。
俸
給
‘

給
料
を
受
取
る
。

【
領
状
】
65

砕
5

受
取
書
。
領
紙
の
別
梢
゜
〔
輻
恵
全
書
‘

堕
仕
部
‘
書
憑
領
憑
〕
領
憑
之
日
‘
窺
l

一
領
状
一
紙
‘
脚

色
―
一
本
予
ハ
部
成
語
‘
戸
部
‘
領
状
‘
注
解
〕
領
二
牧
銀
雨

若
干
面
心
ふ
空
領
官
ー
自
書
二
肱
為
占
憑
゜

【
領
情
】
66

!in
咤

c
h
'
i
n
g
2

厚
情
を
受
く
。
厚
情
を
感

謝
す
る
。

[
領
主
】
67

吟
ヴ
〇
領
土
の
主
。

O
荘
園
の
持
主
。
〔
大

日
本
史
、
食
貨
十
六
‘
荘
園
〕
侵
1

一
掠
牧
地
蔽
森
空
荘
田
一

伯
稲
鷲
名
一
故
往
往
並
稲
日
荘
牧
；
其
領
乏
者
、
豪

民
曰
1

一
領
主
↓

【
領
取
】
68

召
受
取
る
。
〔
清
會
典
事
例
、
エ
部
‘
雑
料
〕

餌
取
器
具
↓

【
領
種
】
69

バ
＇
ぢ
土
地
を
借
受
け
て
耕
作
す
る
。
小
作
す

る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
教
養
部
、
墾
荒
田
〕
無
二
子
孫
涵
竺
人

具
呈
領
種
一

【
領
受
】
7
0
5
ぢ
治
め
受
け
る
。
う
け
と
る
こ
と
。
受
納
゜

受
領
。
領
掌
゜
〔
後
漢
書
‘
震
帝
紀
〕
初
置
西
蕊
額
眠
承
―
―

領
受
郡
國
調
馬
↓

【
領
出
】
71

バ
謬
受
取
書
を
差
出
す
。
〔
輻
恵
全
書
‘
錢

穀
部
‘
催
徴
〕
櫃
吏
領
出
牧
レ
銀
゜

【
領
所
】
72

バ
丘
ゥ
所
領
。
〔
東
鑑
‘
-
〕
治
承
四
年
十
一
月

一
日
、
被
レ
収
入
ム
秀
義
領
所
常
陸
國
奥
七
郡
‘
云
云
‘
等

12853 
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頁

部

〔

五

驚

領

頻

|

|

|

 

所
所
↓

【
領
承
】
73

説
”
う
け
た
ま
は
る
。
承
知
す
る
。

【
領
職
】
74

砕
”
職
を
統
べ
治
め
る
。
〔
後
漢
書
‘
薩
芳

信
〕
叛
レ
芳
攀
レ
郡
降
、
光
武
令
公
領
レ
職
如
レ
故
。
〔
論
衡
‘

書
解
〕
凡
作
者
精
思
已
極
‘
居
レ
位
不
レ
能
レ
領
』
職
。

【
領
臣
】
75

乃
す
ぺ
を
さ
め
る
か
し
ら
の
臣
。
〔
新
書
‘

胎
教
〕
臣
領
臣
之
子
也
。

【
領
針
】
76

ling3 
c
h
e
n
'

ネ
ク
タ
イ
ピ
ン
。

【
領
照
】
77ling'chao• 

0
免
状
を
受
取
る
。
特
許
さ

れ
る
。
●
下
付
を
受
け
た
免
状
‘
又
は
地
券
゜

【
領
脊
】
78

巧
＜
び
や
せ
な
か
。
〔
輻
恵
全
書
、
疱
任

部
、
取
街
役
〕
敦
馬
骨
立
、
領
脊
潰
裂
‘
則
烏
鴇
啄
食
。

【
領
洗
】
79

l
i
n
g
'
h
s
i
3

基
督
教
の
洗
證
を
受
け
る
こ

と
【
領
選
】
80

共
ヴ
人
物
を
選
ぴ
攀
用
す
る
こ
と
を
つ
か

さ
ど
る
。
〔
任
防
‘
王
文
憲
集
序
〕
遷
江
回
書
左
僕
射
盃
領
レ

選
如
レ
故
。

【
領
錢
】
81

l
i
n
g
'
c
h
'
i
e
n
'

金
錢
を
受
取
る
。

【
領
闇
】
82

”
屯
つ
き
し
た
が
ふ
。
〔
史
記
、
李
廣
傭
〕
廣

為
―
―
蜆
騎
将
軍
盃
領
―
―
闇
護
軍
将
軍
↓
〔
漢
書
、
衛
青
信
〕
皆

領,,
層
車
騎
将
軍
面
倶
出
,
,
朔
方
↓

【
領
兌
】
83

”
ギ
，
ゥ
糧
米
等
を
領
取
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
兌

は
表
、
又
は
隊
の
義
、
散
の
多
い
も
の
を
纏
め
て
領
牧

す
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
輻
恵
全
書
、
錢
穀
部
‘
漕
項
〕
弁
丁

水
次
領
―
―
兌
正
米
一
之
外
。
〔
月
令
廣
義
〕
政
典
運
法
、
歴

年
屡
雙
、
永
業
末
令
』
心
運
,
,
赴
淮
安
瓜
洲
兌
直
¢
軍
領

運
お
ぎ
兌
運
五
後
兌
運
漸
壻
、
又
令
,
,
軍
船
附
近
水
次
領

兌
な
名
―
―
改
兌
↓

【
領
帯
】
糾
l
i
n
g
'
t
a
i
4

●
導
く
。
案
内
す
る
。
率
ゐ
る
。

〇
ネ
ク
タ
イ
。
襟
飾
゜

【
領
諾
】
85ling'nuo• 

う
ぺ
な
ふ
。
ひ
き
う
け
る
。

【
領
皐
】
86

l
i
n
g
'
t
a
n
'

領
牧
證
。
領
攘
゜

【
領
地
】
87

”
ゥ
●
所
有
す
る
土
地
。
所
麗
地
。
領
土
。

領
邑
。
●
國
家
の
領
土
主
櫂
の
下
に
屡
す
る
土
地
と
沿

海
と
の
謳
域
。
國
家
の
領
有
す
る
土
地
。

O
土
地
の
撓

下
を
受
け
る
。

【
領
置
】
88

り
ギ
，
ゥ
領
牧
し
置
く
こ
と
。
う
け
と
つ
て
お
く

こ
と
。
司
法
用
語
。

【
領
條
】
8
9
l
i
品
3

t'iao'

●
受
領
證
。
●
カ
ラ
ー
の
ヘ

り
。
襟
の
ふ
ち
。

/
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【

Ti】叫
頁

部

〔
五
六
聾
〕

顧

頴

額

頗

顧

頴

潰

頑

頬

頚

頗

頼

頗

頚

賑

頷

頭

頬

碩

頬

頷

二
五
九

冠
】
〗
、
ン
，
ユ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
順
‘
昔
須

0
か
ほ
が
大
き
い
。
〔
玉
篇
〕
頚
‘
面
大
。

0
か
ほ

が
黒
い
。
〔
字
棠
〕
頚
‘
面
黒
。

頂
(
1
2
|
 

4
3
3
3
5
)

に
同
じ
。
〔
中
華
一

大
字
典
〕
頂
頂
或
字
‘
見
説
文
↓
【
頚
】

g

テ
イ

シ

〔
玉
篇
〕
昌
旨
切
飼

【
頴
】

g

ク
ワ
イ
ロ
□
こ
i
旦
叩
回
し
。
〔
龍

【
頗
】
叩
心
~
4
~
:
~
;
:

戸I
F
i
~
~

同
レ
上
。
〔
集
韻
〕
図
‘
古
作
レ
頗
゜

シ
ン

顧
泳
は
、
人
名
。
〔
呂
覧
‘
知
士
〕
太
子
之
不
仁
過

顧
泳
↓
〔
注
〕
顧
泳
、
不
仁
之
人
也
。

【
顧
】
〗
バ
9
:
〔
字
彙
補
〕
川
責
切
錮
〗

【
頗
】
〗

宵
品

小
日
口
頭
が
か
た
む
く
。
或
は
領
(
1
2—

豪

4
3
3
5
8
)

に
作
り
、
も
と
頼
に
作
る
。

魏
〔
正
字
通
〕
頼
、
本
ハ
レ
釆
作
レ
頼
。
〔
説
文
〕
頼
‘
頭

不
レ
正
也
‘
駄
二
頁
未
ぶ
木
‘
頭
傾
‘
亦
瞥
‘
讀
又
若
1
1

春
秋
陳
夏
留
之
悩
↓
〔
集
韻
〕
頼
、
或
省
。

頬
の
や
ま
ひ
゜
〔
字
彙
補
〕
頗
、
頬
疾
。

カ
ン
コ
ン

〔
字
彙
補
〕
苦
感
切
國
il

□
ラ
イ
〔
集
韻
〕
魯
猥
切
繭
五

□
ラ
イ
〔
集
韻
〕
虚
酎
切
駆
[

シ

施
(
5
-
1
3
6
2
9
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

頷
、
同
レ
施
。

お
ほ
き
な
頭
。
〔
集
韻
〕
頗
、
大
首
也
。

【

頗

芦

久
ワ
イ
〔
集
韻
〕
呼
内
切
醐
5

ぁ
こ
の
下
。
頃
(
1
2
-
4
3
3
4
2
)

の
謳
字
。
〔
字
彙

補
〕
額
‘
願
下
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
頷
、
頑
字
之
調
。

【
頴
】

g

戸
〔
字
彙
補
〕
戸
来
切
屎

【
頭
】

g

【
頼
】
〗

,i―― 

〔
字
彙
補
〕初
責
切

〔
中
華
大
字
典
〕
圏

初
貞
切

日
□
た
だ
し
い
。
〔
字
彙
補
〕
醸
正
也
。

頸
(
1
2
-
4
3
5
1
5
)

の
俗
字
。
〔
宋
元

盲
】
叩
ケ
イ
以
来
俗
字
譜
〕
頸
、
目
蓮
記
作
レ

頚
。

ロロ
シセシサ
ヤィヤク
ウク

固

【頬】
g

之ユ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
頬
‘
音
主
。

息

小

日

0
ぁ
こ
。
〔
説
文
〕
頷
、
頓
也
、
八
貨

合
策
合
臀
゜
〔
段
注
〕
公
羊
傭
‘
呼
レ
契
而
屡
レ

之
‘
焚
亦
躇
レ
階
而
従
レ
之
‘
祁
禰
明
‘
逆
而
竣
レ

之
、
絶
↓
丑
其
頷
面
り
云
、
以
レ
足
逆
躙
日
レ
竣
‘
頷
、
ロ

也
‘
按
‘
玉
篇
引
作
レ
絶1一
其
頷
一
此
謂1
1
1
~
~

足

迎
蹟
レ
之
‘
遂
使
二
契
之
願
不
乙
能
レ
嘆
也
、
方
言
‘

頷
‘
願
、
頷
也
。
南
楚
訊
之
阿
秦
晉
謂
乏
領
一

願
‘
其
通
語
也
‘
胡
感
切
‘
按
‘
依
方
言
而
緩
言

曰
レ
頷
、
急
言
曰
レ
領
、
頷
常
レ
讀
レ
如
公
口
也
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
賓
卑
ハ
レ
頗
同
字
、
長
言
曰
レ
顧
、
短

言
日
レ
頷
、
耳
下
曲
骨
、
所
謂
輔
車
也
。

O
或
は
唖

(2-4043)• 

賠
(
9
ー

2
9
5
3
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

カ
ン
コ
ン

□° 
ガ
ン
コ
ン

口や曰
琴

【
頷
】
〗カ

ン
コ
ン

囲令

〔
集
韻
〕
胡
南
切
園
i

〔
集
韻
〕
戸
感
切
憾

〔
集
韻
〕
五
感
切
圏

〔
集
韻
〕
渇
合
切
索

≪
巴

k
e
'

屈ken
3
 

顧飼匠

日
額
(
1
2
|
 
4
3
3
6
7
)

に
同
じ
。
●
ほ
ほ

の
う
し
ろ
。
ほ
ほ
の
お
く
。
も
と
頓

（頓）（
1
2ー

4
3
4
6
8
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
賑
‘
策

作
レ
頓
゜
〔
説
文
〕
頓
‘
頬
後
也
‘
凡
レ
頁
巳
臀
゜
〔
段

注
〕
頬
後
‘
謂
―
―
近
耳
及
耳
下
一
也
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
説

文
‘
頬
後
也
‘
或
作
レ
頷
。

O
ほ
ほ
が
高
い
。
〔
集

韻
〕
頷
‘
頬
高
也
‘
或
炊
レ
艮
°
□
国
画
ほ
ほ
の
う

し
ろ
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
頬
後
。

ヽ
一

息
’g豪
宿
函
□
コ
ン

曰
テ
ン

画
ヶ
ン

日
コ
ン

〔
集
韻
〕
摯
根
切＞
 

≪
J
 

〔
集
韻
〕
古
恨
切

〔
集
韻
〕
多
珍
切

〔
集
韻
〕
吉
典
切

祠
】
〗5
集
韻
〕
砒
至
切
閣

顧
頬
は
‘
た
ち
ぐ
ら
み
。
め
ま
ひ
。
〔
集
韻
〕
頬
、
願

頬
、
頭
昏
゜

祠

】

i

コ
ヴ
ク

〔
集
韻
〕
虎
孔
切
涸
叩

冠
】
〗コ
顧
(
1
2
-
4
3
3
5
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
願
、
同
レ
願
。

カ
ウ
ヶ
ヴ

口
ヵ
ヴ
ヶ
ヴ

口
カ
ウ
ヶ
ヴ

曰

日
頌
贅
は
‘
媚
び
な
い
。
な
ま
め
か
な
い
。
〔
集
韻
〕

煩
‘
頬
贅
、
不
レ
媚
也
。
口
媚
び
が
少
な
い
。
〔
集
韻
〕

頷
‘
薄
媚
。
国
こ
び
な
い
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
不
レ
媚
゜

窟
】
〗

圏四

集
韻
〕
口
教
切
醐
{

〔
集
韻
〕
苦
絞
切

〔
集
韻
〕
丘
交
切

【
頭
】
叫

キ
ギ
｀
，
ウ

距
(
8
-
2
3
3
1
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
距
、
目
涯
、
或
炊
レ
頁
。

頷
、
或
作
蛹
・
胎
二
□
う
な
づ
く
。
鎖
(
1
2
-
4
3

5
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鎖
‘
説
文
‘
低
レ
頭
也
、
或

作
レ
頷
。
国
●
お
と
が
ひ
の
傍
。
又
、
耳
の
下
に
あ

る
骨
゜
〔
集
韻
〕
領
、
願
帝
‘
一
曰
、
耳
下
骨
゜
〔
揚

雄
、
長
楊
賦
〕
皆
稽
願
樹
レ
領
。
〔
注
〕
銑
曰
、
領
、
耳

下
骨
也
。

O
姓
。
〔
集
韻
〕
領
‘
姓
也
‘
遂
之
彊
族
。

〔
左
氏
、
荘
、
十
七
〕
夏
‘
遂
因
氏
・
頷
氏
・
エ
婁
氏
・

須
遂
氏
‘
饗
齊
戌
酔
而
殺
レ
之
。
固
面
が
黄
い
。

頷
(
1
2
-
4
3
5
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
面
黄
也
、

或
作
レ
領
。

12855 
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〔
集
韻
〕
阿
葛
切
園
f

亡

笠

〔
中
華
大
字
典
〕
醐

烏
肝
切

或
日
●
は
な
ば
し
ら
。
は
な
す

糧
ぢ
。
〔
説
文
〕
額
、
鼻
埜
也
、

頷
い
認

凡
レ
頁
安
臀
゜
〔
段
注
〕
鼻
‘
謂
1

一
之
準
王
鼻
直
埜
謂
ニ

之
額
盃
合
比
唐
學
相
禁
澤
白
‘
先
生
昂
鼻
巨
肩

魃
顔
登
謁
、
既
言
レ
鼻
、
又
言
レ
額
者
、
昴
同
レ
逼
‘

逼
鼻
其
内
不
レ
通
而
馳
‘
隧
腿
則
言
11

在
レ
外
鼻

芦
也
、
鼻
有
二
中
断
―
者
、
禁
澤
・
諸
葛
洛
之
相
是

也
、
烏
割
切
‘
秤
名
日
、
額
、
鞍
也
、
恨
折
如
レ
鞍

也
、
知
―
―
―
固
可
11

讀
如
＞
安
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕
學

疾
レ
首
覺
レ
額
。
〔
疏
〕
頗
、
鼻
頸
也
。
●
幽
額
は
、
獣

の
名
。
通
じ
て
鵠
(
1
1
0
ー

4
6
8
5
2
)
に
作
る
。
〔
中
華

大
字
典
〕
頷
‘
通
レ
鵠
゜
〔
郭
環
‘
山
海
経
圃
賛
‘
上
‘

北
山
経
‘
幽
額
〕
幽
額
侶
レ
朕
‘
伴
1

一
愚
作
＞
智
、
躙
レ

物
則
笑
‘
見
レ
人
伴
睡
‘
好
用
1

一
小
慧
五
終
是
嬰
繋
。

0
或
は
謁
(
1
1
0
-
4
8
5
3
9
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
頷
‘

謁
‘
或
炊
―
―
鼻
昆
↓
□
人
名
。
〔
史
記
、
西
南
夷
博
〕

秦
時
常
頷
‘
略
通
―
―
五
尺
道
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
昔

案
。
〔
評
林
〕
王
竪
日
‘
按
常
頗
‘
疑
人
姓
名
。

【
額
晰
托
】
1

匁
ノ
圃
梵
語

A
g
g
八
寒
地
獄
の
一
。

極
寒
に
逼
ら
れ
て
異
臀
を
骰
す
る
と
い
ふ
地
獄
。
〔
和

漢
一
ニ
オ
岡
會
、
山
類
、
地
獄
〕
―
二
額
晰
托
‘
云
云
‘
以
上

披
寒
逼
1

故
謂
乏
八
寒
↓

【

額

】

如

小
〇
ひ
た
ひ
。
頭
製
の
下
‘
眉
の
上
。
額

筆

(
1
2
-
4
3
5
8
6
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
頷
‘

講
願
也
、
炊
レ
頁
各
瞥
。
〔
方
言
、
十
〕
額
‘
願
也
、
中
夏

謂
乏
凹
東
齊
謂
二
之
願
二
集
韻
〕
額
、
或
作
レ

頷
。
〔
六
書
故
〕
製
下
眉
上
為
レ
頷
。
●
車
を
推
す

こ
ゑ
゜
〔
正
韻
〕
頷
、
推
レ
車
臀
。

0
名
を
し
ら
べ
て

十
分
に
責
め
る
。
〔
封
氏
聞
見
記
‘
査
談
〕
査
レ
名

該
詞
為
レ
額
。
⑲
頷
頷
は
‘
悪
を
為
し
て
や
ま
な

い
さ
ま
。
〔
書
‘
益
稜
〕
岡
査
夜
一
額
額
。
〔
傭
〕
額

頷
、
律
徊
無
休
息
云
〇
漢
の
侯
國
の
名
。
今
、
河

北
省
景
縣
の
東
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
平
原
郡
、

縣
十
九
‘
龍
頷
゜
〔
注
〕
侯
國
‘
師
古
曰
‘
今
書
本
‘

頷
字
或
作
レ
額
‘
而
雀
浩
云
‘
有
二
龍
額
村
五

y
額

者
非
゜

【
頷
額
】
！
打
悪
事
を
為
し
て
や
む
こ
と
な
き
を
い

ふ
。
〔
書
‘
盆
稜
〕
慢
遊
是
好
‘
傲
虐
是
作
‘
岡
萱
夜
一
頷

頷
゜
〔
傭
〕
頷
頷
‘
隷
レ
悪
無
休
息
↓
〔
韓
愈
‘
平
・
―
―
淮
酉

碑
〕
頷
頷
保
城
‘
其
橿
千
里
。

冨】叩
ガ
ク
〔
集
韻
〕
郡
格
切
嗣
〗
）

ギ

，

ヤ

ク

色

、

ii'・'

●
か
し
ら
。
〔
廣
韻
〕
頷
、
首
也
。
●
犬
の
う
ひ
こ
。
【
頷
部
陀
】
2

n
ブ
圏
梵
語
A
r
b
u
d
a

八
寒
地
獄
の
一
。

又
‘
う
ひ
こ
。
曝
(
9
-
3
0
1
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
極
寒
に
逼
ら
れ
身
上
飽
を
生
ず
る
と
い
ふ
地
獄
。
〔
和

漢
三
才
圏
會
、
山
類
地
獄
〕
一
額
部
陀
゜

【
頗
部
曇
]
3

戸
グ
圏
胎
内
の
五
位
の
一
。
託
胎
後
第
二

曝
犬
初
生
子
‘
一
日
、
首
子
、
亦
凡
賃
゜

の
七
日
間
を
い
ふ
。
凝
酪
の
中
で
砲
結
を
生
ず
る
位
。

飽
゜
腫
物
。
〔
拐
戟
経
〕
交
構
猜
生
‘
吸
引
同
レ
業
‘
故

有
1

一
因
縁
生
謁
羅
藍
過
蒲
曇
等
鱚
胎
牛
凡
有
"
五
位
一

二
七
為
―
―
頷
部
曇
一

【
灸
レ
額
飲
レ
鼻
】
4

芦
だ
”
ヲ
ャ
キ
頷
に
灸
し
‘
鼻
を
飲

す
。
姿
を
醜
く
し
て
生
を
貪
る
喩
3

〔
陪
書
｀
萎
鐵
杖
博
〕

鐵
杖
自
以
府
恩
深
璽
毎
懐
"
渇
レ
命
之
志
ご
冬
遼
東

之
役
二
請
レ
為
―
―
前
鋒
一
顧
謂
二
賢
者
哭
景
賢
1

曰
‘
大
丈

夫
性
命
自
有
―
―
所
在
「
登
能
文
灯
灸
レ
頷
‘
爪
帝
歎
レ
鼻
‘

治
黄
不
レ
差
‘
而
臥
二
死
兒
女
手
中
―
乎
゜

□
ア
ン
ァ
ッ
ア
チ

El 

醜
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
醜
兒
゜

祠】叫
夕

〔
集
韻
〕
典
可
切

圏

頁

部

〔
六
書
〕

頷

頗

額

頷

顔

頗

頷

g
小

日

0
ま
つ
す
ぐ
な
く
ぴ
す
ぢ
。
〔
説

士
D

策
文
〕
頷
、
直
項
也
、
八
レ
頁
吉
臀
。
●
飛

【
頷
】
〗

園にl
キケカ
ッチッ

ケ
ッ
ゲ
チ

ロ

〔
集
韻
〕
笑
結
切
／
闇

H
＿
廿
1

c
h
i
e
h
'
 

／
 

T
一せ

h
s
i
e
h
'

〔
集
韻
〕
屹
畦
切
傾

H
-
y
 c
h
i
a
'
 

〔
集
韻
〕
五
賄
切
蹄
〗

x
¥
 we, 

〔
集
韻
〕
五
委
切
菌
5

息
小
日
□
●
な
れ
た
。
し
と
や
か
。
頭
の
俯

豪
仰
に
し
と
や
か
な
さ
ま
。
〔
説
文
〕
願
、

艮
頭
閑
習
也
、
八
レ
頁
危
臀
。
〔
繋
傭
〕
錯
曰
‘
閑
習
、

謂
底
仰
餌
也
。
〔
段
注
〕
閑
、
霊
作
レ
網
、
字
之

誤
也
。

O
し
づ
か
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
頗
、
静
也
。

O

か
し
ら
。
〔
廣
韻
〕
頗
、
頭
也
。
＠
人
名
。
〔
晉
書
‘
装

頗
傭
〕
顧
‘
字
逸
民
、
弘
雅
有
↓
―
遠
識
↓

【

顛

】

呻

□ギ aグ
ワ
イ

圏

〔
集
韻
〕
匹
各
切
圏

〔
集
韻
〕
逆
各
切
嘩
苧

Elか
ほ
が
み
に
く
い
。
〔
玉
篇
〕
頓
‘
面
醜
。
口
か

ほ
が
大
き
く
み
に
く
い
さ
ま
。
穎
(
1
2
|
 4
3
5
9
2
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頴
‘
面
大
醜
兒
、
或
炊
レ
泊
。
国

ぉ
こ
そ
か
。
顎
(
1
2
|
 4
3
5
9
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顎
‘
恭
巌
也
、
或
作
レ
頻
゜

冨
品
□ 口曰
ガハゲゲ

ククチツ

〔
玉
篇
〕
五
舌
切

か
ほ
が
ゆ
が
む
。
顕
顧
。
〔
玉
篇
〕
頷
、
顕
頷
°

冨
i】
〗
〔
玉
篇
〕
奴
兜
切
甲
〗

ド
ヴ
ヌ

ぴ
上
る
。
〔
詩
‘
邸
風
、
燕
燕
〕
燕
燕
干
飛
、
頷
レ
之

頑
レ
之
。
〔
博
〕
飛
而
上
曰
レ
頷
、
飛
而
下
日
レ
頑
。

鬱
お
ほ
き
い
。
〔
呂
覧
、
明
理
〕
長
短
頷
悟
百
疾
゜

〔
注
〕
頷
、
猶
レ
大
也
。
R
獣
の
名
。
〔
山
海
経
、
中

山
経
〕
蔵
山
‘
視
水
出
焉
、
多
レ
頷
゜
〔
注
〕
如
二
青

狗
↓
〇
人
名
。
〔
許
恨
‘
説
文
解
字
絞
〕
黄
帝
之

史
倉
頷
、
見
＝
一
鳥
獣
跳
逃
之
迩
‘
分
理
之
可
ii

相
別

異
也
、
初
造
二
書
契
↓
〇
姓
。
〔
尚
友
録
〕
頷
‘
蒼

頷
之
後
、
頷
衛
古
賢
人
。
口
●
へ
ら
す
。
か
す
め

と
る
。
〔
噌
韻
〕
頷
、
減
剋
也
、
推
除
也
。
〔
唐
書
、
高

仙
芝
博
〕
盗
二
頷
資
糧
↓
●
き
し
る
。
〔
正
韻
〕
頷
、

楳
也
。

O
羹
頷
は
‘
漢
の
爵
名
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
羮

頷
、
漢
侯
名
。

【
頷
雲
】
1

竺
清
‘
畢
振
姫
(
7ー

2
1
8
2
9
:
 1
0
2
)

の
琥
。

【
頷
1

几
]
2

勾
頷
頑
の
●
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
下
〕

鄭
術
以
転
咆
几
一
而
取
二
世
資
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
頷
充
‘
上
下

不
に
疋
也
。

【
頷
桁
】
3

”
い
を
ど
り
か
け
る
。
魚
が
を
ど
り
鳥
が
と

ぷ
゜
頷
頑
゜
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
魚
頷
而
鳥
距
゜
〔
注
〕
善
曰
、

頷
距
、
猶
謡
頑
一
也
、
銑
曰
‘
頷
、
躍
、

Dfi、
翔
也
、
言
下
衆

紳
並
列
―
―
前
後
「
其
行
迅
疾
‘
如
•
魚
躍
鳥
翔
わ
曳

[
頷
頑
】
4
が

[

O
鳥
が
飛
ぴ
上
る
こ
と
と
飛
ぴ
下
る
こ

と
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
燕
燕
〕
燕
燕
子
飛
‘
頷
レ
之
頑
レ
之
。

〔
博
〕
飛
而
上
曰
レ
頷
‘
飛
而
下
曰
レ
頑
゜
〔
張
衡
‘
蹄
田
賦
〕

交
頸
頷
頑
‘
闘
闊
喫
喝
゜
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
利
翻
頷
頑
、

鱗
介
浮
沈
。
〔
注
〕
銑
日
、
言
‘
或
浮
或
沈
也
。
〔
涌
岳
、

楊
仲
武
誅
〕
蹄
鳥
頷
頑
、
行
雲
徘
徊
。

O
勢
力
が
一
上
一

下
し
て
甲
乙
の
な
い
こ
と
。
は
り
あ
ふ
。
〔
晉
書
‘
文
苑

博
序
〕
張
載
檀
―
銘
山
之
美
一
陸
機
挺
―
―
焚
研
之
奇
五
藩
夏

連
輝
‘
頷
-
―
頑
名
輩
二
故
事
成
語
考
‘
人
事
〕
力
相
上
下

旦
頷
應
〔
板
倉
節
山
、
新
井
白
石
信
〕
奥
盛
唐
諸
名

家
相
頷
頑
。
参
＜
ぴ
す
ぢ
の
強
い
こ
と
。
人
に
屈
し

な
い
こ
と
。
強
項
。
一
説
に
、
浮
沈
上
下
の
意
で
、
辮
舌

を
自
由
に
弄
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
又
、
頷
充
に
作
る
。

誕
文
通
訓
定
替
〕
頷
‘
頷
顔
以
傲
レ
世
‘
按
‘
皆
傲
呪
之

意
‘
猶
ヒ
―

9
強
項
也
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
雖
下
王
公
大

人
有
巖
志
頷
頑
之
打
者
ぃ
無
レ
不
―
―
憚
徐
療
心
而
悦
二

二
六

O

12856 



(43452・ ・5)― (43455・・19)

其
色
と
苓
〔
揚
雄
‘
解
嘲
〕
郡
術
以
―
―
頷
頑
―
而
取
一
世
資
f

〔
注
〕
善
曰
‘
株
林
曰
‘
頷
、
音
提
撃
之
摯
‘
頷
頑
‘
奇
怪
之

辞
也
。
〔
後
漢
書
、
史
弼
博
論
〕
史
弼
頷
頑
骰
吏
゜

【
頷
羹
】
5

訂
漢
の
高
岨
が
其
の
兄
の
子
を
封
じ
た

爵
。
羹
頷
侯
(
9
ー

2
8
5
8
4
:
 2
1
)

を
見
よ
。
〔
陳
学
｀
漂
母

家
詩
〕
莫
レ
笑
千
金
酬
↓
油
盟
竺
漢
家
更
有
頷
羹
侯
゜

【
頷
件
】
6

巧
相
さ
か
ら
ふ
。
〔
墨
子
、
経
、
下
〕
仁
義
之

為
1

一
内
外
也
非
‘
説
在
額
作
↓

【
頷
梧
】
7

互
大
い
に
逆
ら
ふ
。
頷
紐
〔
呂
覧
、
明
理
〕

夫
乱
世
之
民
‘
長
短
頷
肝
百
疾
゜
〔
庄
〕
頷
‘
猶
レ
大
、
計
、

逆
也
。
〔
畢
況
校
注
〕
案
‘
荘
子
徐
元
鬼
篇
‘
頷
滑
有
に
貫
‘

向
秀
注
‘
頷
滑
‘
錯
胤
也
‘
此
頷
計
疑
輿
―
―
頷
滑
1

義
同
。

【
頷
滑
】
8

切
〇
ち
が
ひ
み
だ
れ
る
。
錯
胤
゜
頷
滑
有
レ

賓
を
見
よ
。

O
ま
が
り
く
ね
る
さ
ま
。
一
説
に
、
正
し
く

な
い
語
。
〔
荘
子
‘
朕
陵
〕
知
詐
漸
毒
、
頷
滑
堅
白
、
解
垢

同
異
之
髪
多
、
則
俗
惑
―
―
於
堺
と
で
〔
秤
文
〕
頷
滑
‘
難
ニ

料
理
一
也
‘
雀
云
‘
纏
阻
也
‘
李
、
昔
骨
‘
滑
稽
也
‘
一

云
‘
頷
滑
、
不
：
正
之
語
也
。

〖
頷
滑
有
に
貫
〗
，
芦
乃
解
・
不
解
、
知
・
不
知
、
有
崖
・

無
崖
が
錯
軋
し
て
‘
賓
が
無
い
や
う
で
あ
っ
て
而
も
賓

が
有
る
の
を
い
ふ
。
〔
荘
子
‘
徐
無
鬼
〕
頷
滑
有
に
貫
、
古

今
不
レ
代
‘
而
不
レ
可
1

一
以
屁
一
則
可
レ
不
レ
謂
レ
有
-
1

大
揚

輝
乎
。
〔
秤
文
〕
向
云
、
頷
滑
‘
謂
―
―
錯

mL一也。

【
頷
山
】
10

竺
山
名
。
〔
遼
史
、
耶
律
斡
服
債
〕
車
駕
撒
―
―

頷

山

適

、

豪

猪

伏

涵

竪

生

「

2
)

の
綽
琥
°

〖
頷
山
老
人
〗11
訂
ク
遼
、
蒲
札
剌

(
9
|3
2
0
1
2
 :
 3
6
 

【
頷
史
]
1
2

勺
倉
頷
を
い
ふ
。
〔
絣
雅
‘
繹
名
稲
〕
頷
史
、

倉
頷
也
。

【
頷
利
】
13

り
唐
の
突
蕨
可
汗
。
姓
‘
阿
史
那
氏
。
名
は

咄
芯
゜
盆
は
荒
゜
蹄
義
王
を
追
贈
す
。
高
祗
の
時
‘
兵
鋭

に
し
て
馬
多
し
。
歳
々
人
寇
す
る
も
、
中
國
を
見
て
典

す
る
に
足
ら
ず
と
為
す
。
貞
観
中
、
帝
、
李
靖
を
し
て
討

伐
せ
し
め
、
頷
利
、
保
鐵
山
に
逃
走
す
。
張
賓
相
之
を

と
ら
へ
、
京
師
に
送
り
、
右
衛
大
将
軍
に
任
ず
。
〔
唐

書
、
二
百
十
五
上
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
九
十
四
上
〕
。

【
頷
鋏
伊
施
可
汗
】

1
4
g
tィ
，
唐
、
突
蕨
王
烏
蘇
米
施

可
汗
の
時
‘
其
の
配
下
の
部
族
た
る
抜
悉
蜜
の
王
。
回

鵜
・
葛
羅
誅
雨
部
族
は
抜
悉
蜜
と
共
に
烏
蘇
米
施
の
前

王
た
り
し
骨
咄
葉
護
可
汗
を
殺
し
‘
抜
悉
蜜
の
王
を
奉

じ
て
頷
鋏
伊
施
可
汗
と
し
、
他
の
二
部
は
左
右
葉
護
の

|

|

|

 

頁

部

六

書

―

頷

頷

穎

願

,, 
/¥ 

字闊臀。瞭厩
,.......... 頷
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象
形
、
願
‘
策
文
匝
゜
〔
段
注
〕
匝
者
、
古
文
願
也
、
【
願
奄
】
2

[

／
明
、
胡
慨
(
9
ー

2
9
4
0
0
:
 1
3
0
)

の
琥
゜

鄭
易
注
日
、
願
中
、
口
車
輔
之
名
也
、
震
動
於
〖
願

i奄
居
士
〗3
ロ
グ
宋
、
劉
應
時

(
2
-
2
2
2
4

:
 7
2
0
)
 

の
琥
゜

〖
應
奄
文
選
〗4
彗
予
書
名
。
二
巻
。
明
‘
胡
隅
撰
゜

冗
艮
止
巫
佗
士
口
車
動
、
而
上
因
レ
輔
哨
レ
物
、

〔
四
盾
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
＾
)

以
養
レ
人
、
故
謂
シ
涵

m
願
、
養
也
、
按
‘
鄭
意
謂
―

口
下
―
貸
車
、
口
上
貸
輔
、
合
石
車
輔
一
二
者
―
〖
願
奄
居
士
集
〗

5
パ
汀
デ
書
名
。
二
巻
。
宋
、
劉
應
時

筏
願
、
左
氏
云
、
輔
車
相
依
。
〔
秤
名
、
秤
形
腫
〕
撰
゜
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

願
、
養
也
、
動
於
下
了
些
於
上
了
上
下
咀
レ
物
以
【
願
育
】
6

い
養
ひ
そ
だ
て
る
。
〔
後
漢
書
、
王
符
博
〕

願
育
萬
物
履
感
大
化
↓

【
願
研
】
7

が
口
元
に
し
ま
り
の
な
い
こ
と
。
〔
王
憚
、
清

養
レ
人
也
‘
或
曰
二
輔
車
言
E

四
其
骨
強
‘
所
―
―
―
以
輔
1

一

霜
怨
〕
為
レ
花
作
レ
譜
見
―
―
衰
盛
「
自
笑
思
温
願
冴
空
゜

持
旦
也
、
或
曰
二
牙
車
五
比
所
レ
載
也
‘
或
曰
二
頷

應
頷
‘
含
也
、
口
貪
物
之
車
也
、
或
旦
頬
車
一
【
願
頷
】
8

が
/
お
と
が
ひ
。
顆
頷
。
〔
雑
事
祁
辛
〕
朱
口
皓

亦

所
1

一
以
載
＞
物
也
、
或
日
1

一
鎌
車
一
鎌
鼠
之
食
、
臨
‘
脩
耳
懸
鼻
、
輔
監
願
頷
‘
位
置
均
適
゜

猿
於
頬
犬
食
似
之
、
故
取
レ
名
也
。

O
下
あ
【
願
麹
]
,
＂
ク
か
う
ぢ
の
一
種
。
〔
齊
民
要
術
、
菜
麹
餌

酒
〕
作
1

一
願
麹
一
法
‘
断
―
―
理
癸
翌
布
置
法
‘
悉
卑
か
春
酒

麹
同
‘
然
以
五
月
中
1

作
5

之

。

「

を

見

よ

。

こ
。
〔
急
就
篇
、
三
〕
頬
頗
頸
項
肩
腎
肘
。
〔
注
〕
下

【
願
軒
】
1
0
"
/

中
江
原
の
琥
。
中
江
藤
樹
(
1
ー

7
3
:
 7
6
)
 

頷
日
レ
願
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
〕
擢
二
項
願
↓
〔
注
〕

師
古
日
‘
願
‘
頷
下
也
。
参
や
し
な
ふ
。
〔
橙
‘
曲
證
【
願
賢
】
1
1
T

ノ
賢
オ
を
養
ふ
。
〔
漢
書
‘
絞
傭
下
〕
既
登
―
―

上
〕
百
年
曰
1

一
期
願
↓
〔
注
〕
願
、
養
也
、
不
レ
知
衣
爵
位
貞
賜
願
レ
賢
。
国
〕
師
古
日
‘
願
‘
養
也
。

服

食

味

孝

子

翌

墨

養

道

面

已

゜

R

こ

ち

さ

【

頗

公

】
12

バ
’
消
‘
邊
壽
民

(11|
 3
9
2
1
6
 :
 1
9
2
)

の
字
。

【
頗
骨
]
1
3
5
い
お
と
が
ひ
の
骨
゜

【
願
齋
】

14
い
ィ
字
琥
。

O
宋
、
劉
季
殺
（
2

|

2
2
2
4
 :
 7
7
5
)
 

う
す
る
。
〔
左
思
、
魏
都
賦
〕
観
に
旱
願
レ
賓
゜
〔
注
〕

善
曰
‘
願
、
養
‘
亦
享
也
。

O
ぁ
こ
ざ
し
す
る
。
あ
の
麓
〇
宋
、
王
世
英
(
7ー

2
0
8
2
3
:
 1
7
5
0
)

の
鑓

O

ご
を
し
や
く
る
。
あ
ご
を
攀
げ
て
指
圏
す
る
。
清
、
沈
淑
(
6
ー

1
7
1
8
9
:
 2
0
6
)

の
琥
゜

〔
荘
子
、
天
地
〕
手
撓
顧
指
。
〔
繹
文
〕
顧
、
本
亦
作
レ
【
願
山
】
1

5

[

/

0

山
名
。
江
蘇
省
宜
興
縣
の
東
南
。
唐
の

陸
希
瞥
此
慮
に
か
く
れ
、
願
山
十
七
詠
を
著
は
し
て
其

の
景
勝
を
誌
す
。

O
字
琥
゜
④
明
、
安
磐
(
8ー

7
0
7
2
:

4

 

願
‘
謂
攀
レ
願
指
麿
也
。

O
ふ
か
い
。
〔
小
爾
雅
‘

1
8
)

の
琥
°
◎
明
、
呉
仕
(
2
-
3
3
6
5
:
 1
9
9
)

の
琥
゜

廣
詰
〕
願
、
深
也
。

O
語
勢
を
た
す
け
る
助
辞
。
〔
史

記
‘
陳
渉
世
家
〕
骸
願
、
渉
之
為
レ
王
沈
沈
者
。
〔
注
〕
〖
願
山
詩
話
〗

1
6バt
/
書
名
。
二
巻
。
明
、
安
磐
撰
゜
其

索
隠
日
‘
服
虔
言
‘
願
者
、
助
レ
瞥
之
辞
也
。
R
の
詩
を
論
ず
る
は
蔽
利
を
宗
と
し
、
持
論
往
往
理
に
中

易
、
六
十
四
卦
の
一
。
罪
一
暉
戸
゜
物
を
哨
み
人
る
。
〔
四
庫
提
要
集
、
詩
文
評
類
〕
。

【
願
志
】
17

パ
志
を
や
し
な
ふ
。
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
紀
焚
レ

射
以
衛
レ
上
分
‘
皓
願
レ
志
而
弗
レ
傾
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
願
‘

を
養
ふ
象
。
〔
易
、
願
〕
願
‘
貞
吉
、
観
レ
願
、
自
求
ニ

養
也
。
〔
謝
震
運
‘
山
居
賦
〕
皓
棲
レ
商
而
願
レ
志
‘
卿
慨
茂

口
｛
貫
↓
〇
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
願
、
見
―
―
姓
苑
二
奇

姓
通
〕
隋
頚
展
‘
象
川
人
。
ロ
ロ

0
に
同
じ
。
〔
集
而
敷
レ
詞
。

韻
〕
願
‘
頷
也
‘
闘
中
語
‘
或
省
。
〖
願
志
齋
〗

1
8だ
清
、

T
晏
(
1ー
2
:
2
)

の
室
名
。

鳳
頭

(
1
2
-
4
3
4
5
4
)

は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
辮
似
‘
-
―
〖
願
志
齋
叢
書
〗

1
9
パ
芦
釘
叢
書
の
名
。
清
‘
丁
晏
の
著

7
 

字
相
似
〕
碩
、
昔
晒
‘
學
レ
目
視
レ
人
也
。
願
‘
＿
音
移
、
頓
也
。
逃
を
叢
牧
し
た
も
の
。
第
一
・
ニ
冊
、
周
易
逃
博
―
一
巻

【
願
愛
】
1

が
養
ひ
い
つ
く
し
む
。
〔
後
漢
書
、
光
武
紀
績
一
巻
、
周
易
訟
卦
凌
説
一
巻
。
第
三
冊
‘
尚
書
餘
論

58
 

下
〕
願
願
―
―
愛
精
神
云
優
消
自
寧
。
一
巻
。
第
四
・
五
冊
‘
昂
貢
集
秤
三
巻
、
馬
貢
錐
指
正
誤

12



(43455・ ·20) — (43459) 

一
巻
、
馬
貢
莱
博
正
誤
一
巻
。
第
六
・
七
冊
、
毛
鄭
詩
繹

四
巻
。
第
八
・
九
冊
、
詩
考
補
註
補
遺
三
巻
。
第
十
冊
、

鄭
氏
詩
譜
考
正
一
巻
。
第
十
一
冊
、
毛
詩
陸
疏
校
正
一

巻
‘
儀
幡
繹
注
一
巻
。
第
十
ニ
・
士
―
一
冊
、
周
證
繹
注
二

巻
。
第
十
四
・
十
五
冊
‘
證
記
繹
注
四
倦
附
一
倦
績
一
巻
。

第
十
六
冊
、
孝
経
逃
注
一
巻
‘
北
宋
二
罷
石
経
記
一
巻
‘

淮
安
北
門
城
棲
金
天
徳
大
鐘
款
識
一
巻
。
第
十
七
冊
、

子
史
梓
言
二
呑
。
第
十
八
冊
、
四
年
譜
四
巻
（
漢
鄭
君
・

魏
陳
思
王
・
晉
陶
靖
節
・
唐
陸
宣
公
）
。
第
十
九
冊
、
石
亭

紀
事
一
巻
。
第
二
十
冊
、
新
編
百
家
姓
注
一
巻
‘
績
経
説

一巻。

【
願
使
】
20

パ
願
指
に
同
じ
。

【
願
指
】
21

パ
あ
ご
で
さ
し
づ
す
る
。
人
を
自
由
に
使
ふ

こ
と
。
頗
令
。
願
使
。
〔
漢
書
、
買
誼
博
〕
今
陛
下
力
制
"
天

下
涵
悶
m如
盆
思
。
〔
注
〕
如
淳
日
‘
但
動
レ
願
指
磨
‘
削
所
レ

欲
皆
如
盆
息
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
王
念
孫
曰
‘
案
‘
人
之
動
レ

願
‘
不
レ
能
正
祖
緊
如
説
非
也
‘
願
常
レ
為
レ
顧
‘
顧
指
謂
,
,
,

目
顧
レ
人
而
指
使
之
一
也
‘
顕
輿
レ
願
草
書
相
似
‘
因
謳
而

為
レ
頚
、
左
思
呉
都
賦
‘
寧
＞
旗
若
二
顧
指
;
到
逸
注
引
此

博
1

日
、
顧
指
如
意
‘
是
脈
見
本
戻
如
本
不
レ
同
也
、

云
云
‘
貢
馬
債
‘
目
指
氣
使
‘
顔
注
‘
動
レ
目
以
指
レ
物
‘
出
レ

氣
以
使
レ
人
‘
云
云
‘
輿
二
顧
指
―
並
相
近
‘
先
謙
曰
‘
凡
人

出
レ
氣
使
レ
人
‘
願
輿
レ
目
倶
‘
願
指
之
説
‘
未
レ
為
レ
非
也
｀

新
書
本
作
―
―
願
指
一
云
云
‘
菌
唐
書
郭
子
儀
傭
‘
魔
下
老

将
若
李
懐
光
輩
藪
十
人
皆
王
侯
重
貴
‘
子
儀
願
指
進

退
如
―
―
僕
隷
―
焉
、
唐
書
王
翰
博
‘
家
畜
二
臀
伎
ご
目
使
願

令
‘
願
指
之
義
‘
承
用
甚
古
゜
〔
藷
唐
書
‘
郭
子
儀
博
〕
皆

王
侯
重
貴
‘
子
儀
願
指
進
退
如
―
―
僕
隷
―
焉
。
〔
蘇
徹
‘
唐

論
〕
趙
高
檀
―
櫂
於
内
↓
願
指
如
盆
息
。
〔
書
言
故
事
‘
請
託

類
〕
望
レ
人
指
揮
曰
二
願
指
↓

【
願
慎
】
22

グ
字
琥
。
●
明
‘
侯
必
登
(
1
|
6
3
3
 :
 1
5
3
)
 

の
字
。

O
消
‘
眺
球
(
8
|
6
2
0
2
 :
 3
0
)

の
字
。

【
願
神
】
23

グ
精
神
を
養
ふ
。
養
誹
。
〔
晉
書
‘
曹
砒
博
〕

虞
公
‘
潜
ll

崇
巖
1

以
願
レ
神
、
梁
生
‘
適
1

一
南
越
ー
以
保
レ
恨
゜

〔
魏
書
、
i

佳
浩
博
〕
浩
曰
‘
云
云
‘
陛
下
可
ー
一
以
優
消
無
為
‘

頗
レ
神
養
＞
壽
。
〔
韓
愈
‘
問
己
賦
〕
亦
足
以
願
レ
紳
而
保
＞

年。

【
願
正
】
24

和
宋
、
劉
蒙
正
(
2ー

2
2
2
4
:
 1
3
3
7
)

の
字
。

〖
願
正
先
生
〗
ぉ
其3ィ
宋
、
郭
薙

(
1
1
ー

3
9
4
7
4:
 2
1
 

3
)

の

0
の
封
琥
゜

頁

部

〔
六
書
＿
〕

扇

生

】
26

戸

以

右

チ

而

自

蒻

頗

゜

〔

寒

山

‘

詩

〕

拍

レ

手

催

l

―
花
舞
｛
目
ぺ
小
日
□
●
み
に
く
い
。
〔
説
文
〕
頬
、
醜

【
願
堂
]
2
7

り

ゥ

腿

願

螂

鳥

歌

↓

〔

寒

山

、

詩

〕

酔

後

措

籟

坐

‘

須

禰

小

一

層

＂

策

也

、

炊

レ

頁

亥

瞥

。

〔

廣

雅

‘

秤

詰

二

〕

頬
‘
醜
也
。
●
あ
こ
。
し
た
あ
こ
。
〔
玉
篇
〕
頬
‘
願

鑢

弾

丸

。

下
。
〔
集
韻
〕
頬
‘
頷
也
。
〔
韓
愈
‘
記
レ
夢
詩
〕
我
手

〖
願
堂
詞
〗28パ
ダ
ゥ
書
名
。
一
巻
。
宋
、
王
灼
撰
。
【
垂
レ
願
】

4
1江
涎
な
ど
が
あ
ご
に
垂
れ
る
こ
と
。
〔
韻
府

〖
願
堂
先
生
文
集
〗29カ
グ
各
ノ
セ
イ
書
名
。
五
巻
。
宋
、
王
引
、
歌
陽
脩
、
詩
〕
昔
人
逢
鱈
車
ぶ
炉
涎
尚
垂
レ
願
。

灼

撰

。

王

博

編

。

【

a杏
願
】
4
2
"
”

2
木
願
(
6
-
1
4
4
2
9
:
 1
)

を

見

よ

。

承

レ

頬

肘

往

レ

坐

。

O
ほ
ほ
゜
〔
廣
韻
〕
頬
‘
頬
頬
。

【
願
脱
】
30

が
あ
ご
が
は
づ
れ
る
。
甚
だ
し
く
喜
ぷ
こ
【
脱
レ
願
】
43

”
？
あ
ご
を
は
づ
す
。
非
常
に
笑
ふ
こ
と
【
頬
頷
】
1

竹
あ
ご
。
〔
柳
宗
元
、
源
二
黄
渓
ー
記
〕
石
皆

と
。
〔
齊
東
野
語
〕
岐
山
縣
奥
紀
登
第
‘
其
父
以
レ
喜
而
願
を
い
ふ
。
願
を
解
く
。
〔
蘇
試
、
答
二
李
邦
直
―
詩
〕
放
レ
懐
我
然
臨
1

一
峻
流
玉
g
二
頬
頷
断
鰐
↓

脱

、

臀

如

破

衷

語

不

レ

揮

‘

撫

掌

笑

脱

レ

願

。

【

頬

頬

]
2

冥
あ
ご
。
ほ
ほ
の
部
分
。
〔
王
棚
登
、
書
〕
馬

【
願
伯
】
31

宍
清
、

T
壽
昌
(
1
ー

2

:
2
7
3
)

の
●
の
字
。
【
願
學
堂
】
44

”
巧
清
、
王
宗
燿
(
7ー

2
0
8
2
3
:
 1
8
3
1
)

の
君
布
策
多
,
,
奇
中
面
大
人
推
為
一
君
平
季
主
「
何
為
復
須
―
-

【
願
養
】
32

炉

や

し

な

ふ

。

願

は

養

。

〔

漢

書

‘

食

貨

志

室

名

。

王

生

頬

頬

↓

下
〕
酒
者
天
之
美
禄
‘
帝
王
所
下
以
願
養
天
下
工
早
祀
祈
レ
[
願
桂
堂
】
凸
行
明
、
丘
集
(
1
|
3
3
・
 
・
4
6
)

の
去
宕
p
゜
【
頬
皮
】
3

h

臣
p
・i2

動
物
の
頸
の
あ
た
り
の
毛
皮
o

輻
‘
扶
レ
哀
養
伝
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
〕
先
王
所
下
以
平
―
-
【
願
採
堂
】
46

”t
ィ
清
、
沈
叔
涎
(
6
-
1
7
1
8
9
:
 5
4
7
)

の

和
府
瓶
願
養
精
神
ご
竺
之
無
彊
い
〔
晉
書
‘
王
義
之
室
名
。

傭
〕
良
安
石
東
塵
山
海
「
井
行
レ
田
風
地
利
輝
養
【
頗
情
館
】
47

的
苓
清
、
宗
源
論
(
3
1
7
1
0
6
 :
 2

9
9
)

の
【
平
限
】
呻
ゲ
ン
〔
集
韻
〕
悦
旬
切
霰

閑
鯛
衣
食
之
餘
‘
欲
下
輿
1一
親
知
一
時
共
•
灌
諮
い
〔
北
史
、
室
名
。

雀
光
博
〕
取
羹
琴
貴
願
養
紳
性
f

【
願
道
堂
】
48

吐

清

、

陳

文

述

(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1233)~ 

櫃
は
‘
み
め
よ
し
。
〔
集
韻
〕
傾
‘
瓶
雁
、
狡
也
。

【
願
軽
】
33

バ
吟
晶
の
名
。
酢
に
生
ず
る
晶
゜
〔
荘
子
、
至
の
室
名
。

架
〕
願
絡
隼
乎
食
臼
黄
祝
生
1

一
乎
九
猷
↓
〔
繹
文
〕
司
【
頗
貞
堂
】
49

が
勺
明
、
禁
昂
(
9
-
3
1
8
1
8
:
 2
5
)

の
室

馬

云

‘

願

格

、

黄

親

‘

皆

品

名

。

名

。

【

讐

】
34

炉
頭
を
下
げ
あ
ご
の
垂
れ
た
さ
ま
。
身
を
【
夜
願
坐
】
5
0
1
"
サ
サ
ヘ
テ
雨
手
で
し
た
あ
ご
を
さ
さ
へ
て

rg458

俯
す
れ
ば
頭
が
前
に
向
ひ
‘
願
は
さ
な
が
ら
屋
上
か
ら
坐
る
。
ほ
ほ
づ
ゑ
を
つ
い
て
坐
る
。
〔
白
居
易
‘
除
夜
詩
〕

垂
れ
る
あ
ま
だ
れ
の
や
う
で
あ
る
と
い
ふ
。
〔
證
‘
玉
薄
晩
支
レ
願
坐
、
中
宵
枕
レ
腎
眠
゜

藻
〕
願
霰
垂
誤
云
云
‘
端
行
‘
願
霰
如
レ
矢
゜
〔
疏
〕
窃
、
屋
【
頗
壽
老
人
】

51"豆
グ
清
、
錢
賓
深
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 4
1
 

箪
身
俯
故
頭
臨
レ
前
‘
垂
レ
願
如
二
屋
醤
↓

8
)

の
琥
゜

【
願
令
】
3
5
"
ィ
あ
ご
で
さ
し
づ
す
る
。
願
使
。
〔
唐
書
、
文
[
願
性
老
人
]
哉
”
穴
ク
淫

g
尻
匹
1
1
-
4
1
5
6
9
・
・
1
3
)

藝
中
‘
モ
翰
博
〕
家
畜
臀
伎
百
口
使
願
令
、
自
視
―
―
王
侯
↓
の
琥
゜

【
頗
和
]
3
6
5

園
の
名
。
北
京
の
西
直
門
外
‘
萬
壽
山
の
【
持
レ
願
以
聴
】

53g"”
と
ァ
ほ
ほ
づ
ゑ
し
て
き
く
。
〔
荘

麓
。
昆
明
湖
の
畔
。
清
の
光
緒
十
四
年
、
清
瀦
園
の
藷
址
子
、
漁
父
〕
左
手
撮
レ
膝
、
右
手
持
レ
穎
以
聰
。

に
つ
い
て
改
築
し
、
孝
欽
后
常
に
此
虞
に
避
暑
し
た
と
【
願
道
堂
詩
選
】
54

パ5
グ
ダ
ヴ
書
名
。
―
-
＋
六
巻
。
外
集

い

ふ

。

十

巻

。

清

‘

陳

文

述

撰

゜

〖
願
和
園
詞
]
3
7パヮ
ぅ
書
名
。
一
冊
。
民
國
‘
王
國
維
撰
。
【
願
道
堂
文
紗
】

5
5
カ
苔
炊
ゥ

【
解
レ
願
】
38

臼
＂
大
い
に
笑
ふ
こ
と
。
解
願

(
1
0ー

3
5
0
6
7

述
撰
゜

:
 8
)

を
見
よ
。

【
観
レ
頗
】
39

註
其
の
養
ふ
と
こ
ろ
の
如
何
を
見
、
そ
れ

に
よ
っ
て
適
嘗
な
榮
養
を
求
め
る
こ
と
。
〔
易
‘
願
〕
象

【
頬
】
〗

曰
‘
願
‘
貞
吉
‘
養
正
制
吉
也
‘
観
レ
願
‘
観
,
,
其
所
P

養
也
。

〔
疏
〕
観
レ
願
者
、
願
‘
養
也
‘
観
―
此
聖
人
所
J

養
レ
物
也
。

【
措
レ
願
】
4
0
i
t
7

手
で
あ
ご
を
さ
さ
へ
る
こ
と
。
ほ
ほ

づ
ゑ
を
つ
く
。
〔
慈
恩
博
〕
法
師
顧
視
、
合
掌
良
久
‘
遂

清
、
関
翠
詳
(
1
1
-
4
1
2
5
1
:
 5
4
)

の
字
。

宋
、
王
灼
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 5
4
3
)

の

0
の

カ
イ
ガ
イ

□] 
日
カ
イ

〔
集
韻
〕
下
改
切

〔
集
韻
〕
祠
開
切
屎

-•/ 

万
亡

K
ふ
l
•
2

r序
>
h

a

i

2

・

3

 

詢

書
名
。
十
三
巻
。
清
‘
陳
文

宿
品

〔
集
韻
〕
枇
延
切

oo

〔
集
韻
〕
緊
縁
切

OO

〔
集
韻
〕
王
矩
切
圏

〔
集
韻
〕
卑
見
切
回
血

小
□
口
曰
●
頭
が
う
つ
く
し
い
。
〔
説

際
豪
文
〕
猥
‘
照
妍
也
‘
炊
レ
頁
翻
省
臀
‘
讀

若
レ
翻
。

0
な
か
く
ぼ
み
の
孔
子
の
頭
。
〔
説
文
‘

頒
、
段
注
〕
廣
絢
注
云
‘
孔
子
頭
也
、
又
附
會
以

日
ヘ
ン

□
ケ
ン

□ゥ
國
ヘ
ン

日
母
頷
は
夏
代
の
冠
の
名
。
通
じ
て
追
(
1
1
-

3
8
8
3
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頷
、
母
頷
‘
夏
冠
名
‘
通

作
レ
追
゜
口
頭
が
か
し
い
で
ゐ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

頷
、
頭
不
レ
正
兒
。

口 E3
ツタツタ
イイイイ

固

〔
集
韻
〕
観
猥
切
醐
血

〔
集
韻
〕
都
回
切

願

頬

冊

頷

瓶

二
六

12858 



(43460) (43477) 

頁

部

〔
六
藍
〕

顛

瓶

頼

顛

頗

頬

頑

穎

頓

頭

頴

頭

頃

頷

領

頬

領

頸

小
日
口
O
似
る
。
似
か
よ
っ
て
ゐ
て
謳

夏
豪
別
し
に
く
い
。
類
(
1
2ー

4
3
6
3
6
)

に
同

前じ。
〔
説
文
〕
頼
、
難
レ
晩
也
、
八
―
―
頁
米
↓
〔
段
注
〕

謂
相
侶
難
1

分
別
也
、
頼
、
類
、
古
今
字
、
類
本

専
謂
レ
犬
、
後
乃
類
行
而
頼
際
芙
‘
頁
‘
猶
レ
種
也
、

言
i
i

種
縣
多
如
忠
木
也
、
米
多
而
不
レ
可
レ
別
、
會

意
、
一
説
、
齢
首
之
多
如
レ
米
也
、
按
‘
六
書
故
‘

引
屑
本
仄
―
―
迷
省
↓
〔
正
字
通
〕
頼
‘
按
‘
徐
絃
日
、

難
レ
瞭
亦
不
レ
聰
之
義
、
犬
部
、
類
、
炊
レ
犬
粗
臀
、

種
類
相
似
、
惟
犬
為
レ
甚
‘
頼
卑
ハ
レ
類
部
分
義
別
、

訓
辞
未
レ
詳
、
後
人
頗
疑
レ
之
、
魏
校
日
、
精
、
八
レ

米
炊
レ
酋
、
種
各
相
肖
似
也
、
後
加
レ
巫
作
レ
顆
‘
巫

謳
炊
レ
琢
、
改
レ
琢
炊
レ
犬
、
故
特
表
章
古
文
ご
呉

元
涌
曰
、
頼
炊
レ
釆
炊
レ
頁
‘
釆
興
レ
琲
同
‘
凡
物
身

同
‘
其
別
在
レ
酋
‘
小
築
妄
加
レ
犬
作
レ
類
‘
俗
楷
作
レ

類
、
撮
ti

―
―
膜
一
以
レ
精
岱
古
類
字
二
以
籟

為
ti

類
本
字
ご
然
経
史
皆
作
レ
類
、
未
レ
有
下
八
i
i

精

省
】
〗曰
ラ
イ
〔
集
韻
〕
魯
外
切
宰
g

□
ラ
イ
〔
集
韻
〕
慮
封
切
誓
g

【瓶】呻
通一

【
瓶
爾
】
1

勺
怒
を
楼
し
て
顔
色
の
肯
い
さ
ま
。
〔
剪

燈
新
話
、
金
鳳
紋
記
〕
女
忽
顧
爾
怒
。

ヘ
イ

瓶
(
1
2
-
4
3
5
6
1
)

に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
瓶
、
同
レ
梢
、
見
―
―
正
字

【
顛
】
〗

作
レ
銅
。

散
(
8
|
6
2
0
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顛
‘
説
文
、
直
項
‘
或
八
レ
頁
‘
亦
書

ト＂ウ

為
二
孔
子
奸
頂
之
奸
↓
〔
廣
韻
〕
猥
‘
孔
子
頭
也
。

圏
頒
顎
は
‘
み
め
よ
し
。
〔
集
韻
〕
瓶
‘
雁
梱
‘
狡

也
、
ハ
,
,
翻
省
一

9
；
ぃ
；
こ
こ
丑

垂
れ
る
。
或
は
挽
(

1

|
7
0
0
)
・
 
俯（
1

|

7
2
2
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
瓶
、
低
レ
頭
也
、
八
―
―
頁
逃
省
工
太
史
卜

書
、
頻
仰
字
如
レ
此
‘
揚
雄
曰
‘
人
面
顛
、
挽
‘
瓶
或

凡
一
人
免
↓
〔
段
注
〕
逃
者
、
多
レ
塊
而
俯
‘
故
取
以

會
意
、
炊
レ
逃
猶
レ
八
レ
免
也
‘
匡
謬
正
俗
引
―
張
揖

古
今
字
詰
一
日
、
顆
、
今
之
俯
挽
也
、
蓋
挽
字
本
八
レ

免
、
俯
則
由
呈
口
誤
而
製
‘
用
レ
府
為
レ
臀
‘
字
之
俗

而
謬
者
。
〔
集
韻
〕
頴
、
或
作
二
挽
・
俯
↓
國

O
ぅ
っ

む
い
て
き
き
い
る
。
〔
集
韻
〕
穎
‘
俯
レ
首
而
嬰
‘
謂
ニ

之
頷
;
●
み
る
。
ま
み
え
る
。
規
(
1
0
ー

3
4
8
5
4
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
顛
、
視
也
。
〔
祁
稔
行

義
疏
〕
説
文
云
、
諸
侯
三
年
大
相
聘
日
レ
規
、
規
、

視
也
、
通
作
レ
頴
。
国
て
あ
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
顛
、
盟

也。
闘
囲
會
意
。
兆
と
頁
と
の
合
字
。
本
義
は
う
つ
む
く
義
。

頁
（
あ
た
ま
）
と
兆
（
逃
の
省
畳
、
逃
は
恥
多
く
し
て
伏

す
‘
故
に
伏
の
義
あ
り
）
と
を
合
す
。
字
解
を
見
よ
。

集
韻
〕
他
刀
切

〔
集
韻
〕
他
弔
切

[邑[
国固国□
ト，夕，テ，メベマパ
ウウウンンンン

玉
篇
〕
靡
巻
切

□
7
 

集
韻
〕
匪
父
切＞ 
亡

X

〔
集
韻
〕
武
遠
切

圏疇霰菌弓圏

顆
者
ご
品
炉
疑
可
也
。

0
ま
つ
し
ろ
な
さ
ま
。

〔
説
文
〕
頼
、
一
日
‘
鮮
白
兒
‘
八
二
粉
省
↓
〔
段
注
〕

鮮
、
猶
レ
新
也
、
粉
者
、
白
之
甚
者
也
。
参
は
や

い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
頼
‘
疾
也
。

闘
甲
l

會
意
。
頁
と
米
と
の
合
字
。
頁
は
顔
、
米
は
相
似
て

分
別
し
難
い
意
。

冨

】

叩

夕

＂

戸

」

。

0
7
8
)

に
同
じ
。
〔
正
韻
〕

詞
】
〗
戚
(
6
-
1
1
5
9
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
頴
、
同
レ
戚
。

セ
キ

頷
(
1
2
-
4
3
4
6
3
)

の
調
字
。
〔
正
字

【
頬
】
〗
通
〕
頬
、
揚
雄
‘
蜀
都
賦
‘
如
平
陽

1

顧
臣
堕
注
‘
頬
‘
疑
是
頴
字
‘
懇
俯
同
。

7 

冨
出

み
ち
る
。
〔
玉
篇
〕
頬
‘
充
也
。

シ，ョ，ウ

シ，ユ

〔
玉
篇
〕
尺
勇
切

麗

【
頴
仰
】
1

了
ふ
し
あ
ふ
ぐ
。
〔
風
俗
通
、
十
反
〕
叔
都

沃
酸
紳
坐
‘
顛
仰
因
語
。

【
頴
吟
]
2

琵
う
つ
む
い
て
視
る
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
傭
〕

捜
開
饂
而
顔
吟
分
‘
臨
―
―
藷
郷
之
暗
謁
↓

【
頴
視
】
3

刀
み
お
ろ
す
こ
と
。
俯
視
。
俯
眼
。
敵
下
。
〔
日

本
外
史
、
源
氏
正
記
、
源
氏
下
〕
至
―
―
鶉
越
1

削
天
明
、
頴
1

一

視
城
中
ご
一
門
戦
方
酬
、
義
経
欲
↓
―
急
應
＞
之
、
而
懸
崖
敷

百
切
、
如
罷
春
所
＞
言
。

【
頷
首
】
4

ぞ
首
を
垂
れ
て
さ
し
う
つ
む
く
。
俯
首
に

同
じ
。
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
三
〕
諸
宿
将

豪
傑
‘
皆
縣
首
事
1

一
秀
吉
↓

【
顛
聰
】
5

が
＇
ウ
首
を
う
な
だ
れ
て
聰
く
。
俯
聴
゜
〔
張

衡
、
西
京
賦
〕
伏
二
椙
檻
―
而
顆
聴
‘
聞
―
―
雷
迂
之
相
激
↓

〔
注
〕
五
臣
、
作
レ
俯
‘
善
日
、
頒
、
古
字
‘
＿
音
府
。

【
顛
抵
】
6
7
7
イ
俯
し
て
み
る
。
俯
視
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕

鑢
開
陽
而
頴
抵
分
‘
臨
麿
郷
之
暗
應
〔
注
〕
五
臣
‘

作
俯
視
一

【
瓶
聘
】
7

謬

規

聘

(
1
0
-
3
4
8
5
4
:
 3
)

を
見
よ
。

【
瓶
領
】
8

戸
う
な
じ
を
垂
れ
る
。
〔
風
俗
通
、
十
反
｀

安
定
太
守
汝
南
胡
伊
伯
〕
頴
―
―
領
功
曹
盃
宍
倶
班
録
詑
‘

乃
謝
遣
。

【
頸
】
叩

頸。

二
六

頸（
1
2
|
 4
3
5
1
5
)

の
俗
字
。
〔
宋
元

以
来
俗
字
譜
〕
頸
、
古
今
雑
劇
作
レ

ケ
イ

窟
出
女
領
は
‘
屈
原
の
姉
の
名
。
女
嬰
。
〔
川
篇
〕
頚

女
穎
也
。

シ，ユ

川
篇
〕
音
須

ア
ツ
義
未
詳
。
〔
中
華
大
字
典
〕
頬
、
烏

冒
早
ア
チ
葛
切
。
〔
王
菜
、
利
撒
賦
〕
潰
頸
破

頬。 【領】
5

シ
ン

頗
(
1
2
-
4
3
4
8
1
)

に
同
じ
。
、
川

篇
〕
領
、
同
レ
顔
。

【顧】
5

シ，ユ

得
(
4
|
9
0
8
4
)

に
同
じ
。
〔
川
篇

頷
、
同
レ
得
。

冒
芦
シ
ン

頗
(
1
2ー

4
3
4
3
7
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
頃
、
同
レ
頗
゜

【頭】
5

シ，ヨ

頭
(
1
2
1
 43
3
9
2
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
頭
、
同
レ
頭
。

【

頴
]
5

ィ
[
]
□
,
＂
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

あ
た
ま
が
な
ほ
い
。
〔
字
彙
補
〕
頭
‘
頭
頭
也
。

【
頚
】
〗
訂
ゥ
〔
字
彙
補
〕
他
領
切
園

阿
i
]〗
コ
ン

賑
(
1
2
-
4
3
4
3
9
)

に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
頓
、
同
レ
賑
‘
見
―
―
廣
韻
↓
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【
頗
】
畑

國国口
ケジシコカ
ンンンンン

日
キ
ン

〔
集
韻
〕
丘
甚
濁
臨

ィイ

.f

c
h
'
e
n
3
 

〔
集
韻
〕
丘
凡
切
暉
〖

〔
集
韻
〕
士
滓
切
襄

〔
集
韻
〕
丘
検
切
餞

●
強
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
頒
、
強
貌
゜
〇
領
頷
は
‘

強
く
て
よ
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
領
‘
頓
頷
‘
強
可
兒
。

〇
頒
碩
は
‘
小
さ
い
頭
。
〔
集
韻
〕
類
‘
頒
頷
‘
小

頭
。
働
頒
頷
は
‘
面
の
短
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
領
‘

領
頷
‘
一
曰
‘
面
短
兒
゜

冠
】
〗
[
[
〔
集
韻
〕
田

"
[
,
9

ua• 

【
頼
】
5

●
い
た
だ
＜
゜
〔
廣
韻
〕
頼
‘
戴
也
。

O
つ
つ
し
み

し
た
が
ふ
さ
ま
。
又
‘
冠
の
飾
の
さ
ま
。
棟
(
1
|
6

6
8
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
頼
‘
詩
載
弁
球
保
、
鄭
玄
云
‘

恭
順
兒
‘
或
作
レ
頼
。
〔
集
韻
〕
球
‘
説
文
‘
冠
飾
兒
‘

或
八
レ
頁
。

キウ
グ

〔
集
韻
〕
渠
尤
切

尤

旦
[
〗
/
置

□

シ

ン

震

□
く
ち
び
る
。
臀
(
9ー

2
9
5
2
6
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕

腎
‘
説
文
、
口
愉
也
、
古
八
レ
頁
。
口
頭
が
動
く
。

〔
集
韻
〕
願
‘
頭
動
也
。

【
願
早

〔
集
韻
〕
之
刃
切

〔
集
韻
〕
船
倫
切

,――― 
頁

部

〔七書＿〕

冨
品
Elク
ヴ
ッ

□
タ
ッ

E
l碩
(
1
2
~
4
3
4
5
3
)

に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
額
、
同
レ
頷
。
口
宴

頭
を
揺
が
す
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
額
‘
揺
レ
首
兒
。

国

】

畑

サ

ン

〔
集
韻
〕
蘇
紺
切
暉

〔
集
韻
〕
枯
昆
切
苧

〔
集
韻
〕
苦
本
切
屈

〔
集
韻
〕
苦
悶
切
顧

息

小

曰

□

□

0
は
げ
あ
た
ま
。
も
と
顧
に

眉
策
作
る
。
〔
正
字
通
〕
顧
‘
本
作
レ
顧
。
〔
説

文
〕
顧
、
無
レ
髪
也
、
炊
レ
頁
肉
臀
。
●
通
じ
て
領

(
1
2ー

4
3
3
6
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顛
、
無
レ
製
也
‘

通
作
レ
頷
。

O
耳
の
あ
な
。
〔
説
文
〕
顛
‘
一
曰
‘
耳

門
也
。

【
顧
】
〗
曰
コ
ン

口
コ
ン

国
コ
ン

姻圏

B
Oな
な
め
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
二
〕
額
‘
裏
也
。

O

ひ
と
し
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
額
‘
一
日
、
齊
兒
。
ロ

0
か
た
む
い
た
か
ん
む
り
。
〔
廣
韻
〕
額
‘
側
弁

也
。
●
に
は
か
。
俄
(
1
ー

6
6
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

俄
、
行
頃
也
、
或
八
レ
頁
。

祠
】
〗Elガ口ガ
〔
集
韻
〕
牛
河
切

〔
集
韻
〕
語
可
切

日
口
曰
頼
願
・
顔
願
は
‘
醜
い
さ
ま
。
額
(
1
2
ー

4
3

7
0
0
)

に
同
じ
く
‘
或
は
願
・
顎
(
1
2
|
 
4
3
5
0
0
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
額
‘
頗
願
‘
醜
兒
‘
或
作
レ
顔
。
〔
集

韻
〕
頻
‘
顔
願
‘
醜
兒
‘
或
炊
レ
金
。
〔
集
韻
〕
額
‘
醜

兒
‘
或
作
レ
頼
。
画
頗
願
は
‘
面
が
平
ら
で
な
い
。

頷
(
1
2
|
 
4
3
7
0
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
額
顧
‘
面

不
レ
平
也
‘
或
作
レ
頗
゜

頴

頼

頓

踊

額

顧

頷

頷

顧

顔

穎

頗

頭

小
〇
あ
た
ま
。
か
し
ら
。
①
か
う
べ
。
人
龍

夏豆
策
の
頸
か
ら
上
。
〔
説
文
〕
頭
‘
百
也
‘
炊
レ

頁
豆
臀
。
〔
秤
名
、
繹
形
橙
〕
頭
‘
掲
也
‘
於
レ
橙
高
而

獨
也
。
〔
急
就
篇
二
、
頭
頷
頷
脈
眉
目
耳
‘
注
〕
頭

者
、
首
之
縛
名
也
。
〔
荊
楚
歳
時
記
〕
以
1

一
朱
水

E
ぎ

貌
頭
額
百
以
厭
レ
疾
゜
＠
か
み
。
か
み
の
毛
。
〔
庚

【
頭
】
〗
ハ
，
ウ

〔
集
韻
〕
徒
侯
切
困

右
叉

t'ou2

日
□

O
く
び
。
〔
玉
篇
〕
頗
‘
頸
也
。

O
う
な
じ
。

〔
廣
雅
‘
秤
親
〕
頗
‘
項
也
。

冨[】[
ジ，ヤ，ウ

Elセ
イ

ロ
ケ
イ
ギ
ャ
，
ゥ

〔
集
韻
〕
渠
京
切

〔
集
韻
〕
時
征
切

圏屈

盲
】
〗
頃（
1
2ー

4
3
3
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
頃
、
田
百
畝
也
‘
亦
炊
レ
田
。

ケ
イ

頭
が
ま
つ
す
ぐ
な
こ
と
。
〔
集
韻
〕
穎
、
頭
直
也
。

【
穎
】
畑

コ，ウ
グ

〔
集
韻
〕
戸
孔
切
涸
圏

ィ

駆

マ
イ

□ノg
久
ワ
イ
〔
集
韻
〕
呼
内
切
瞬

小

日

口
l

く
ら
い
。
〔
説
文
〕
顧
、
昧
前
也
、

負靡m
策
払
頁
男
臀
、
讀
匿
昧
゜
〔
段
注
〕
前
‘

嘗
レ
作
レ
痔
‘
昧
、
営
レ
作
レ
昧
、
昧
ii

於
浩
翌
喪
論
語

所
謂
正
睛
面
而
立
也
。

宿
泣

〔
集
韻
〕
莫
侃
切

(
8ー

6
8
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
窒
‘
説
文
、
短
面
也
‘
或

作
レ
願
。

信
、
小
園
賦
〕
蓬
頭
王
覇
之
子
。
◎
い
た
だ
き
。
上

部
。
〔
晉
書
‘
玩
修
博
〕
以
―
―
百
錢
丘
竺
杖
頭
↓
〔
列

仙
傭
‘
王
子
喬
〕
駐
1

一
山
頭
ぶ
D
さ
き
。
先
端
。
〔
晉

書
、
顧
惜
之
博
〕
矛
頭
餅
米
剣
頭
炊
。
R
は
じ

め
。
こ
ぐ
ち
。
始
緒
。
〔
唐
書
、
楊
場
博
〕
年
頭
月

尾。

8
は
し
。
も
の
の
一
端
。
〔
王
建
、
揚
衣
詩
〕
曲

燒
梃
火
―
帖
雨
頭
↓
卑
ハ
レ
郎
裁
作
迎
レ
寒
装
↓
①

を
さ
。
一
方
の
長
。
〔
國
語
、
呉
語
〕
行
頭
皆
官
帥
。

〔
古
栗
府
‘
陪
上
桑
〕
夫
婿
居
―
上
頭
↓
〔
元
典
章
〕

監
察
各
行
事
件
、
有
―
―
丞
相
為
＞
頭
‘
尚
書
省
官
某

大
夫
為
レ
頭
‘
一
同
奏
過
。
〶
上
位
。
〔
湯
厘
‘
鵞

論
〕
山
水
打
頭
、
界
驚
打
底
。

O
ち
ゑ
。
才
能
。
〔
春

秋
平
命
芭
〕
頭
者
軸
阪
居
、
上
員
象
天
氣
之
府
―

也
。
〔
素
問
、
肱
要
精
微
論
〕
頭
者
精
明
之
府
。

O

ほ
と
り
。
あ
た
り
。
〔
古
詩
、
木
蘭
詩
〕
暮
宿
黒
山

頭
。
⑲
物
を
藪
へ
る
陪
伴
詞
。
④
人
を
散
へ
る
こ

と
ば
。
〔
春
秋
元
命
包
〕
十
紀
‘
其
一
曰
‘
九
頭
紀
、

即
人
皇
氏
、
人
兄
弟
九
人
故
也
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
答
三

安
吉
公
主
鉤
―
―
胡
子
二
眼
啓
〕
。
＠
牛
馬
等
の
か

う
べ
あ
る
動
物
を
散
へ
る
こ
と
ば
。
〔
漢
書
‘
西
域
‘

烏
孫
博
〕
馬
・
牛
・
羊
・
櫨
．
棄
舵
、
七
十
餘
萬
頭
。

〔
舒
頗
‘
百
牛
圏
歌
〕
横
斜
橙
態
百
頭
殊
゜

0
斎
函
g

を
散
へ
る
こ
と
ば
。
〔
五
雑
組
‘
十
一
、
物
部
三
〕
六

朝
時
‘
呼
レ
食
為
レ
頭
‘
晉
元
帝
謝
レ
賜
―
―
功
徳
浮
餞

ニ
摂
又
謝
レ
齋
二
功
徳
食
一
頭
ご
本
云
‘
一
頭
卸
今

一
筵
也
。
＠
一
°
頭
錢
は
‘
一
錢
。
頭
錢
（
7
1
)

を
見

よ。

O
助
辟
。
名
詞
に
添
へ
て
語
勢
を
助
け
る
助

蘇
〔
通
俗
篇
、
語
辞
‘
頭
〕
世
言
裏
頭
外
頭
之
層
、

云
云
‘
頭
‘
助
辞
也
、
即
二
人
橙
ニ
―
―
-F
眉
曰
↓
1

眉
頭
一

鼻
亦
日
鼻
頭
辛
口
亦
旦
舌
頭
玉
指
亦
旦
指
頭
一

云
云
、
器
用
之
陽
‘
則
如
鉢
頭
杷
頭
函
炉
之
尤

甚
多
也
。

O
歴
(
9ー

2
9
5
4
4
)

に
通
ず
。
〔
公
羊
、

文
、
十
六
、
注
‘
殺
レ
人
者
例
レ
頭
‘
繹
文
〕
頭
、
本
亦

―
一
六
四
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作
品
脱
。

O
兜
(

1

|
1
3
8
6
)

に
通
ず
。
〔
康
熙
字
典
〕
上
人
問
我
遅
留
意
盃
炉
賜
―
―
頭
綱
八
餅
茶
↓
〔
自
注
〕
尚

頭
‘
卑
¢
兜
通
。

O
古
‘
袈
(

8

|
2
4
6
4
8
)

に
作
る
。
書
學
士
得
レ
襲
頭
綱
龍
茶
一
斤
八
粧
〔
楊
萬
里
‘
陳
冤

叔
郎
中
云
云
詩
〕
頭
綱
別
様
建
淡
春
、
小
璧
蒼
龍
浪
得
レ

名。

〔
康
熙
字
典
〕
頭
、
古
文
袈
゜
帳
●
か
み
。
寮
の
長

官
の
意
。
又
、
g

早
に
蔵
人
頭
”
”
E
ド
の
略
語
。
●
か
【
頭
琥
]
1
1

紗
●
第
一
琥
。
〔
清
會
典
事
例
、
兵
部
、
武

し

ら

。

職

人

な

ど

の

親

方

。

科

〕

技

勇

三

項

、

皆

係

11
頭
琥
ぢ
揺
恵
全
書
、
刑
名
部
、
詞

儡

ァ

キ

。

ア

ぎ

フ

。

訟

〕

頭

琥

打

11
強
盗
悪
槌
云
云
、
私
作
弊
者
↓
●
t'ou' 

hao• 

一
等
。

【
頭
角
】
12

砂
〇
あ
た
ま
の
さ
き
。
あ
た
ま
。
は
じ
め
。

【
頭
衣
】
1

屯
帽
子
を
い
ふ
。
〔
説
文
〕
円
、
小
兒
及
螢

は
し
。
端
緒
。
〔
護
、
學
記
、
開
而
弗
レ
逹
‘
注
〕
開
、
為
レ
獲
二

夷
頭
衣
也
。

其
頭
角
↓
〔
疏
〕
但
為
―
學
者
ー
開
11

獲
大
義
頭
角
一
而
已
、

【
頭
畳
】
2

ぢ
眩
筆
す
る
。
頭
が
ふ
ら
っ
く
。
〔
宣
和
遺

亦
不
n

一
事
事
使
1

一
之
通
逹
一
也
。
〔
呉
志
、
張
温
博
〕
頭
角
更

事
、
前
集
下
〕
棧
喫
レ
酒
後
、
便
覺
1

一
眼
花
頭
量
↓

相
表
裏
、
共
為
1

腹
背
ニ
●
き
は
だ
っ
て
人
に
す
ぐ
れ
て

〖
頭
量
眼
花
〗3t
g
a
u
'
y
t
i
n
4
 
y
e
n
'
h
u
a
―
頭
が
ぐ

ゐ
る
こ
と
。
見
1

一
頭
角
ー
を
見
よ
。
〔
韓
愈
、
符
讀
11

書
城

ら
ぐ
ら
し
て
眼
が
く
ら
む
。

南
1

詩
〕
年
至
11

十
二
三
盃
頭
角
梢
相
疎
゜

【
頭
役
】
4

砂
か
し
ら
や
く
。
〔
緬
悪
全
書
、
飛
任
部
、

〖
見1

1頭
角
―
〗13
砂
乃
衆
人
に
ぬ
き
ん
で
す
ぐ
れ
る

取
―
―
街
役
―
〕
計
受
レ
杖
共
二
十
餘
人
、
逢
レ
旬
而
斃
者
一
、

形
容
。
〔
韓
愈
、
柳
子
厚
墓
誌
銘
〕
雖
1

一
少
年
百
J

自
成
人
、

其
杖
而
勁
革
者
五
、
是
所
謂
積
年
頭
役
、
執
掌
科
書
‘

能
取
―
―
進
士
第
盆
町
然
見
―
―
頭
角
玉
衆
謂
‘
柳
氏
有
レ
子
芙
。

為
豪
樅
之
鴬
祖
者
也
。

【
頭
盆
】
14

t'ou2 
he'

婚
栂
の
時
‘
男
の
家
か
ら
送
り

【
頭
櫃
】
5

砂
●
頭
衣
゜
づ
き
ん
。
〔
説
文
〕
櫃
‘
一
日
、
頭

出
し
た
荷
の
第
一
番
に
到
着
し
た
も
の
を
い
ふ
。

薦
〔
段
注
〕
月
下
日
、
小
兒
蜜
夷
頭
衣
也
、
頭
福
蓋
郎
頭

【
頭
衡
】
15

焚
官
吏
の
位
階
。
官
街
。
〔
苗
成
大
‘
客
中
呈
―
―

衣
、
僅
冒
―
―
其
頭
―
耳
。
●
か
ら
む
し
で
織
っ
た
衣
゜
某

幼
度
詩
〕
手
板
頭
衡
意
已
傭
‘
墨
池
書
枕
興
無
レ
窮
。
〔
陸

衣
。
〔
事
物
異
名
録
‘
服
飾
、
衣
、
頭
福
〕
説
文
、
編
‘
菓
衣
、

漉
散
吏
詩
〕
拝
賜
明
時
散
吏
名
、
頭
術
字
字
敵
1

一
泳
清
↓

一
日
‘
頭
低
‘
一
曰
‘
次
裏
衣
°

【
頭
期
】
16

t'ou2 

ch'i2

第
一
期
。

【
頭
家
】
6

咋
●
博
場
で
勝
負
を
司
る
者
。
胴
元
。
〔
吹

【
頭
巾
】

17y
●
布
吊
製
の
か
ぶ
り
も
の
。
帽
子
の
類
。

景
集
〕
博
戯
者
、
立
二
人
盆
空
勝
負
五
I

―
―
頭
家
↓
●
南

〔
本
草
、
頭
巾
〕
繹
名
、
時
珍
日
、
古
以
1

一
尺
布
玉
《
レ
頭
為
レ

洋
の
華
僑
が
傭
主
を
い
ふ
。

【
頭
鶉
】
7

咋
最
初
の
鶉
゜
〔
遼
史
、
螢
衝
志
中
〕
皇
帝
巾
、
後
世
以
―
―
紗
羅
布
葛
―
縫
合
、
方
者
曰
レ
巾
、
園
者
日
レ

帽
。
〔
後
漢
書
、
列
女
‘
董
祀
妻
博
〕
賜
以
11

頭
巾
履
良

腹
頭
鶉
薦
レ
廟
、
塁
臣
各
猷
酒
果

d
デ
レ
築
、
更
相
酬

酢

‘

致

―

―

賀

語

↓

〔

白

居

易

、

郡

齋

暇

日

憶

直

山

草

拿

兼

寄

己

一

林

僧

【
頭
尻
】
8

砂
か
し
ら
と
し
り
。
〔
蘇
献
、
秩
馬
歌
〕
我
社
二
ニ
十
韻
詩
〕
手
板
支
為
レ
枕
、
頭
巾
閣
在
レ
睛
゜
〔
事
物

の

度

銅

馬

示

自

提

‘

頭

尻

軒

昂

腹

脇

低

゜

紀

原

‘

冠

晃

首

飾

部

、

頭

巾

〕

古

以

,,ill¥1羅
玉
衣
レ
頭
琥
―
―
頭

~
【
頭
項
】
，
砂
項
目
。
名
目
。
分
類
。
わ
か
ち
。
〔
朱
子
語
巾
云
禁
邑
獨
断
日
、
古
績
無
レ
巾
‘
王
非
頭
禿
、
乃
始
施
レ

4
 
90

類
〕
許
多
頭
項
、
都
有
己
蹄
着
↓
〔
水
滸
博
、
六
回
〕
僧
門
中
巾
之
始
也
、
筆
談
曰
、
今
庶
人
所
レ
戴
頭
巾
、
唐
亦
謂
―
―
之

4
 
43

職
事
人
員
、
各
有
11
頭

翌

四

麟

二

繋

―

―

脳

後

三

繋

―

―

頷

下

盃

取

品

呼

努

不

レ

脱

、

反

【
頭
綱
】
10

砂
白
茶
及
び
勝
零
等
の
仲
春
以
前
に
京
師
繋
―
於
頂
上
公
7

人
不
n

一
復
繋
1

一
頷
下
云
雨
帯
遂
為
1

一
虚
設
｛

（
 一

に
来
る
新
茶
を
い
ふ
。
〔
熊
蕃
‘
宣
和
北
苑
貢
茶
録
序
〕
後
又
有

1一
雨
帯
四
帯
之
異
云
蓋
自
ー
一
本
朝
—
始
。
●
が
修

‘,＇’ ●
惟
白
茶
卑
な
勝
雪
ご
旦
驚
蟄
前
一
興
レ
役
、
決
ら
日
乃
成
‘
瞼
者
、
即
ち
山
伏
の
頭
に
鉢
巻
を
し
、
更
に
額
に
営
て

〇
飛
騎
疾
騒
不
レ
出
1

一
仲
春
ゴ
已
至
―
―
京
師
ご
既
為
1

一
頭
綱
玉
る
も
の
。
十
二
因
縁
に
象
り
、
十
二
の
襲
を
設
け
紐
で

翌
〔
蘇
献
、
七
年
九
月
云
云
乞
11

會
稽
1

将
レ
去
改
公
乞
レ
願
に
結
ぶ
。
兜
巾
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
‘
冠
帽
類
、
頭
巾
〕

，
 

4
 
3
 
⑭
詩
云
云
詩
〕
乞
レ
郡
三
章
字
半
斜
、
廟
堂
博
笑
眼
昏
レ
花
、
按
頭
巾
‘
役
行
者
之
法
流
修
瞼
者
以
為
し
舶
‘
其
営
レ
額

|

|

 

頁

部

〔

七

董

〕

頭

者
也
、
彼
家
博
云
‘
有
二
十
二
襲
憤
一
也
、
表
―
―
衆
生
所
具

十
二
因
緑
二
其
色
黒
也
、
顧
1

一
最
初
無
明
ご
削
八
分
著
レ

之
、
示
―
―
不
動
頂
上
八
葉
↓

〖
頭
巾
山
〗18ば
ノ
因
幡
國
に
在
る
山
。

【
頭
筋
】

19"四
頭
部
の
各
筋
の
縛
稽
。
其
の
主
要
な
も

の
は
眼
輪
筋
・
ロ
輪
筋
•
顧
額
筋
・
咀
端
筋
。

【
頭
花
】
20tg
ou2 
h
u
a
1

花
舒
子
。
は
な
か
ん
ざ
し
。

【
頭
貨
】
21t̂
o
u
2
 huo• 

〇
一
等
の
し
ろ
も
の
。
一
等

品
。
●
纏
馬
。

【
頭
盗
】
22

砂
イ
か
ぷ
と
を
い
ふ
。
〔
水
滸
博
、
五
十
五

回
〕
銅
鐵
頭
盗
三
千
項
、
長
鎗
二
千
根
。

〖
頭
盛
衣
甲
〗23
t
^
o
u
2
 k'uei• 

i1 

chia3

兜
と
鎧
゜

【
頭
會
I

】24
砂
イ
人
民
の
あ
た
ま
か
ず
。
會
は
か
ぞ
へ
る

こ
と
。
頭
會
箕
敏
を
見
よ
。

〖
頭
會
箕
敏]
2
5
い
玖
ヮ
ィ
人
散
を
か
ぞ
へ
て
税
を
と
る

こ
と
。
箕
紋
は
‘
箕
で
物
を
と
り
集
め
る
や
う
に
多
く

む
さ
ぽ
る
こ
と
。
租
税
を
多
く
と
る
喩
。
〔
史
記
‘
張
耳

陳
餘
博
〕
外
内
騒
動
‘
百
姓
罷
散
‘
頭
會
箕
紋
、
以
供
1

一軍

費
↓
〔
注
〕
集
解
曰
、
漢
書
昔
義
曰
、
家
家
人
頭
散
出
レ
穀

以
レ
箕
敏
レ
之
。
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
秦
之
時
、
高
為
―
―
畳

樹
T

大
為
"
苑
固
ご
速
為
,
,
馳
道
こ
躊
釜
人
こ
翌
適
戌
一

入
―
―
謡
棄
盃
頭
會
箕
賦
、
輪
―
―
於
少
府
↓
〔
注
〕
頭
會
随
1

一民

口
散
ア
八
責
,
,
其
税
ご
箕
賦
、
似
レ
箕
然
‘
敏
1

一
民
財
1

多
取

意
也
。
〔
庚
信
、
哀
江
南
賦
序
〕
頭
會
箕
敏
者
、
合
従
締

交
、
鋤
擾
棘
衿
者
、
因
レ
利
乗
レ
便
。

【
頭
箇
】
四
衿
イ
か
ぷ
と
を
い
ふ
。
頭
盗
(
2
2
)

に
同
じ
。

〔
新
方
言
‘
繹
器
〕
今
浙
江
稽
,
,
作
帽
木
援
盃
竺
頭
箇
↓

〔
注
〕
軍
人
所
レ
戴
頭
盗
、
正
應
＞
作
レ
箇
。

【
頭
管
】
26

砂
ノ
築
器
の
名
。
腎
栗
(
1
0
-
3
5
1
3
1
:
 3
)
を

い
ふ
。
〔
正
字
通
〕
悲
栗
、
今
鼓
吹
柴
坊
以
為
二
頭
管
↓

【
頭
頸
】
27

砕
〇
く
び
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
立
容
耕
卑
母
レ
躙
‘

頭
頸
必
中
。
〔
疏
〕
頭
頸
必
中
者
、
頭
容
直
不
,
,
低
廻
1

也
。
●
頭
と
く
び
。
〔
宋
史
、
賓
懺
博
〕
絞
者
筋
骨
相

連
、
斬
者
頭
頸
異
レ
虞
゜

【
頭
瞼
】
2
8
t
g
o
u
2
 
lien'

頭
と
顔
。
面
貌
の
綿
稽
゜

【
頭
眩
】
29

”
ン
め
ま
ひ
。
目
眩
(
8
-
2
3
1
0
5
:
 4
6
)

に
同

じ
。
〔
金
贋
要
略
〕
柾
娠
、
有
-
―
水
氣
1

身
重
、
小
便
不
利
‘

洒
浙
悪
寒
、
起
即
頭
眩
。

【
頭
口
】
30

誘
牛
馬
の
屡
。
畜
類
の
縛
稲
。
家
畜
。
牲
口
。

〔
元
典
章
、
刑
例
‘
倫
1

一
頭
口
1

〕
達
逹
楡
―
―
頭
ロ
ニ
皿
賠
―
―

九
箇
る
漢
兒
人
低
1

一
頭
ロ
一
箇
一
也
賠
1

一
九
箇
↓
〔
通
俗
編
、

獣
畜
、
頭
口
〕
按
牛
馬
之
屡
、
今
伯
謂
11

之
頭
口
↓

【
頭
功
】
31

誘
一
ば
ん
の
手
柄
。
第
一
の
動
功
。
〔
燕
子

箋
、
兵
葛
〕
拿
得
去
黙
頭
功
↓

【
頭
垢
】
32

勃
ふ
け
。
頭
花
。
〔
本
草
‘
頭
垢
〕
繹
名
、
椀
上

者
名
ー
ー
百
歯
霜
討
弘
景
日
、
術
云
、
頭
垢
浮
鍼
、
以
―
―
肥
脈
1

故
耳
。

【
頭
殻
】
33

t
'
o
u
'
k
'
e
'

頭。

【
頭
骨
】
“
我
あ
た
ま
の
ほ
ね
。

【
頭
彩
】
35

t'ou2 
ts'ai'

一
番
薇
。

【
頭
清
】
36

炉
頭
部
に
生
ず
る
皮
膚
病
の
一
種
。
〔
病
源

候
論
〕
腑
臓
有
レ
熱
‘
熱
氣
上
1

一
衝
於
頭
釜
皿
復
有
―
―
風
温
一

乗
乏
‘
温
熱
相
博
、
折
11

血
氣
―
而
雙
生
レ
癒
也
。

[
頭
願
】
37

誘
あ
た
ま
と
ひ
た
ひ
。
顧
願
。
〔
後
漢
書
、

誓
醐
博
〕
昔
賓
郡
之
寵
‘
傾
11

動
四
方
李
竺
云
‘
及
11

其
破

壌
盃
頭
穎
堕
レ
地
、
願
レ
為
1

一
狐
豚
ぶ
豆
可
レ
得
哉
。

【
頭
ャ
】
3
8
5
7
0

ヤ
は
番
所
、
各
要
所
に
之
を
設
け
て
薩

金
の
徴
牧
を
掌
る
。
其
の
最
初
の
ヤ
郎
ち
、
第
一
の
ヤ

を
頭
ヤ
と
い
ふ
。
鷲
金

(11|
 4
0
1
4
6
 :
 
11)
を
見
よ
。

〔
清
會
典
事
例
、
戸
部
、
饉
税
〕
浙
西
地
方
、
一
起
一
瞼
、

由
1

一
経
過
之
頭
ヤ
1

併
牧
。

【
頭
子
】
39

パ
ゥ
●
軍
機
の
繕
旨
の
預
め
年
月
を
書
い
て

あ
る
も
の
。
〔
通
齋
詩
話
〕
軍
機
繕
旨
、
預
書
1

丘
年
月
ー
以

侯
日
頭
史
此
語
起
―
―
於
五
代
砿
鑑
‘
郭
威
以
―
―
頭
子
1

命
―
―
保
義
節
度
使
白
文
珂
時
周
祗
正
為
概
密
使
一
也
。

●
 t'ou2 
tsii

一
番
の
者
。
第
一
の
者
。
首
領
。

〖
頭
子
錢
〗40焚
，
上
前
を
は
ね
た
金
子
。
び
ん
は
ね

し
た
金
。

O
規
定
の
租
税
以
外
に
牧
め
る
若
干
の
錢
。

又
、
官
吏
の
俸
給
支
撓
に
際
し
、
一
貫
に
就
き
若
干

文
を
控
除
し
て
官
に
納
め
し
め
、
こ
れ
を
頭
子
錢
と
呼

ん
だ
。
宋
の
開
賓
六
年
、
頭
子
錢
一
半
を
収
め
た
こ
と

が
官
に
納
め
た
始
め
で
あ
る
。
尤
も
其
の
徴
収
率
は

極
め
て
軽
く
、
南
宋
紹
興
五
年
の
規
定
で
は
毎
貫
二

十
三
文
で
、
中
十
文
は
中
央
政
府
の
収
入
と
し
、
餘
の

十
三
文
は
路
・
州
・
縣
等
の
地
方
官
題
に
牧
め
ら
れ
た
。

〔
文
猷
通
考
‘
田
賦
考
、
歴
代
田
賦
之
制
〕
（
宋
開
賓
）
六
年

詔
、
諸
倉
場
受
納
所
レ
牧
頭
子
錢
、
一
半
納
に
目
‘
一
半
公

ー

用
、
令
監
司
呉
知
州
通
到
同
支
5

使
1

一
頭
子
錢
納
＂

6
 
8
 

官
‘
始
,
,
於
此
↓
〔
金
石
綜
例
〕
唐
勅
修
文
宣
廟
牒
云
、
撞

破
慮
、
量
破
倉
庫
頭
子
錢
修
葺
、
王
氏
飛
曰
‘
頭
子
錢

12

— 

六
五
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頁

部

〔

七

董

頭

|

|
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乃
抽
1

一
於
民
一
以
充
―
―
公
用
一
也
。
●
賭
博
の
て
ら
錢
を
い

ふ
。
〔
曾
國
藩
、
求
闘
齋
讀
書
録
〕
近
世
賭
博
者
、
百
錢

取
五
文
入
な
公
、
名
旦
頭
子
錢
↓

【
頭
指
】
4
1
9
ゥ
人
さ
し
指
を
い
ふ
。
〔
鳩
翁
道
話
〕
。

【
頭
翅
】
42

t'ou2 ch'ih• 

涌
洲
婦
人
の
結
髪
の
左
右

に
垂
下
し
た
部
分
。

【
頭
字
】
心
バ
シ
ラ
文
章
、
又
は
字
句
の
は
じ
め
の
字
。
英

文
で
は
特
別
に
大
書
す
る
。

〖
頭
字
韻
】
“
り
”
’
書
名
。
五
巻
。
清
、
余
煕
撰
。
熟

語
の
頭
字
を
韻
に
排
し
て
集
め
、
詩
作
上
の
便
に
供
す

る
も
の
。

【
頭
次
】
45

t'ou2 
tz'ii4

初
回
。
第
一
回
。

【
頭
兒
】
48

t'ou2 
e
r
h
 

0
は
じ
め
。
最
初
。
〔
西
廂
記
、

張
君
瑞
害
-
1

相
思
1

雑
劇
〕
我
為
頭
兒
看
看
作
箇
離
魂
情

女
‘
芯
登
付
郷
果
溢
安
。
●
か
し
ら
。
一
方
の
長
た
る

人。

【
頭
風
】
＂
訪
頭
に
た
か
る
風
。
け
じ
ら
み
。
〔
淮
南
子
、

説
林
訓
〕
頭
風
興
―
―
空
木
之
慧
な
苫
型
貫
異
也
。
〔
注
〕
頭

中
品
、
空
木
慧
‘
其
昔
同
、
其
賓
別
異
也
。

【
頭
奨
]
4
8

t'ou2 
chiang3

一
等
賞
。

【
頭
上
】
49

九
が
他
芍
〇
あ
た
ま
の
う
へ
。
〔
古
詩
、
為
焦

仲
卿
妻
ー
作
〕
足
下
躁
―
―
絲
履
盃
頭
上
斌
瑣
光
。
〔
曹
植
、

美
女
篇
〕
頭
上
金
爵
奴
、
腰
楓
1

翠
瑣
lf
↓
●
す
ぐ
其
の

う
へ
。
頭
上
事
を
見
よ
。

〖
頭
上
事
〗51
9
”9
,苫
ノ
手
近
い
事
。
眼
前
の
事
。
〔
白
居

易
、
間
吟
、
贈
―
―
皇
甫
郎
中
親
家
翁
詩
〕
忽
忽
不
レ
知
頭

上
事
、
時
時
猶
憶
眼
中
人
。

〖
頭
上
安
レ
頭
〗
5
2昴
豆
窃
ン
ズ
ニ
重
に
頭
が
あ
る
。
物

事
の
重
複
す
る
喩
。
屋
上
架
レ
屋
(
4
-
7
6
8
4
:
 3
5
)

に
同

じ
。
〔
黄
庭
堅
、
拙
軒
頌
〕
頭
上
安
レ
頭
、
屋
下
蓋
レ
屋
、
畢

党
巧
者
有
に
餘
‘
拙
者
不
后
足
。
〔
博
燈
録
〕
元
安
示
レ
衆

日
、
今
有
ニ
ニ
曼
問
1

一
汝
等
玉
若
道
是
即
頭
上
安
レ
頭
‘
若

道
不
↓
1

是
郎
斬
レ
頭
求
＂
活
。

【
頭
取
】

53"”
●
お
ん
ど
と
り
の
意
。
●
か
し
ら
だ
っ

人
。
を
さ
。
頭
領
。
●
銀
行
な
ど
で
其
の
業
務
執
行
の

主
任
た
る
取
締
役
の
稽
。
●
築
屋
一
切
の
監
督
を
兼

ね
る
俳
優
。
●
と
し
よ
り
。
町
村
の
組
頭
な
ど
の
別

名。

【
頭
首
】
54

紗

O
か
し
ら
。
人
の
首
領
と
な
る
も
の
。
●

く
び
。
首
級
。
〔
後
漢
書
‘
祭
彩
偉
〕
杉
日
、
審
欲
レ
立
は
功
‘

嘗
＞
蹄
撃
1

一
匈
奴
玉
斬
＊
送
頭
首
3

【
頭
酒
】
55

玲
よ
い
酒
。
一
番
し
ぽ
り
の
酒
。
清
酒
。
〔
正

字
通
〕
俗
呼
レ
醸
為
―
―
尾
酒
盃
醗
為
,
,
頭
酒
一

【
頭
得
】
56

砂
髪
に
結
ぶ
き
れ
。
ね
が
け
。
〔
朱
煮
、
文
〕

布
頭
得
用
1

一
略
紐
麻
布
一
條
長
八
寸
盆
以
束
1

一
髪
根
一
而

垂
其
餘
於
後
↓
〔
事
物
紀
原
、
冠
冤
首
飾
部
、
頭
得
〕
二

儀
責
録
日
、
隧
人
時
為
レ
誓
‘
但
以
レ
髪
相
纏
、
而
無
―
―
物

繋
縛
一
至
↓
1

女
蝸
之
女
一
以
1

一
羊
毛
云
『
レ
縄
、
向
レ
後
繋
レ

之
、
後
世
易
ら
名
竪
絲
及
採
絹
;
名
詣
H
笠
縄
之
遣
状

也。

【
頭
輻
(
】
57

紗
頭
髪
と
ひ
げ
。
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
光

武
帝
、
建
武
八
年
）
毎
二
-
登
ヮ
兵
‘
頭
須
為
白
。
〔
注
〕
須
‘

興
レ
蹟
同
、
古
字
通
用
。

【
頭
書
】
58

”
拷
本
文
の
上
に
解
繹
説
明
な
ど
を
書
き

添
へ
る
こ
と
。
標
注
。
冠
注
。

【
頭
緒
】
59

衿
●
物
事
の
い
と
ぐ
ち
。
は
し
。
端
緒
。

〔
禁
邑
、
上
,
,
漢
書
十
志
疏
〕
色
思
圏
膜
尋
繹
度
歎

適
有
―
―
頭
緒
↓
●
心
の
い
ろ
い
ろ
の
思
ひ
。
念
頭
の
感

想
。
意
緒
。
〔
李
白
‘
荊
州
歌
〕
繰
レ
絲
憶
,
,
君
頭
緒
多
五
撥
レ

穀
飛
鳴
本
否
妾
何
。
〔
黄
庭
堅
、
次
,
,
韻
王
稚
川
客
含
―
詩
〕

身
如
病
鶴
薙
伺
短
‘
心
似
―
―
乱
絲
頭
緒
多
。
●
ぁ
と
さ

き
。
〔
縣
恵
全
書
‘
堕
仕
部
、
査
全
書
〕
庶
知
,
,
其
頭
緒
百
5

便
―
ー
預
為
二
壽
萱
↓

【
頭
縄
】60
t
•
o
u
'
s
h
e
n
g
'

元
結
合
。
根
緒
。

【
頭
食
】
61

砂
’
粉
羮
を
い
ふ
。
湯
餅
。
〔
事
物
異
名
録
‘

飲
食
‘
鰐
〕
渇
水
燕
談
録
‘
士
大
夫
筵
霞
率
以
己
胚
託
面
或

在
―
―
水
飯
之
前
ご
丁
近
預
↓
1

河
中
府
蒲
左
丞
會
一
初
坐
即

食
杯
殷
予
驚
凹
之
、
蒲
笑
日
、
世
謂
二
杯
餌
篤
頭

食
宜
檎
蘊
品
之
先
面
~
レ
知
芙
。

【
頭
槻
】
62t̂ou'ch'en• 

資

金

。

「

料

。

【
頭
水
】
63t̂
o
u
'
s
h
u
e
i
3

コ
ン
ミ
ッ
シ
ョ
ン
。
手
散

〖
頭
水
貨
〗6
4
t
•
o
u
'
s
h
u
e
i
3
 huo• 

上
等
品
。

【
頭
散
】
65

衿
あ
た
ま
か
ず
。
牛
馬
等
を
散
へ
る
時
に

い
ふ
。
〔
杜
預
、
論
永
到
疏
〕
今
典
虞
右
典
牧
、
種
産

牛
大
小
相
通
有
而
―
四
萬
五
千
餘
頭
｛
荀
不
な
笠
世
用
i

頭
散
雖
五
多
‘
其
費
日
廣
。

【
頭
寸
】6
6
t
•ou2 ts'uen• 

資
金
。

【
頭
生
】
67t̂
ou2 
s
h
e
n
g

初
め
て
生
れ
た
兒
。
初
兒
。

〖
頭
生
兒
的
〗6
8
t
•ou
'
s
h
e
n
g
 
e
r
h
 
te

初
め
て
の

子。

六
六|
 

【
頭
屑
】
69t̂
ou2 hsieh• 

頭
垢
。
ふ
け
。
西
。
沙
金
の
産
地
。
内
、
三
道
陽
盆
‘
五
道
陽
合
‘
及
び
報

62

【
頭
接
】
70

科
一
番
先
に
来
る
役
人
。
〔
輻
悪
全
書
、
堕
徳
泉
の
三
厖
に
分
る
。
●
涌
洲
遼
寧
省
寛
旬
縣
の
東

28

仕
部
‘
諭
箪
式
〕
頭
接
責
送
、
以
便
―
―
査
閲
↓
北
。
金
の
産
地
。

O
涌
洲
遼
寧
省
寧
興
縣
の
西
。
石
炭
の
ー

【
頭
錢
】
71

焚
一
錢
を
い
ふ
。
〔
老
學
庵
筆
記
、
十
〕
唐
産
地
。
R
涌
洲
吉
林
省
長
春
縣
の
北
。
も
と
一
小
村
落
。

小
説
載
A

李
紆
侍
郎
罵
―
―
負
販
者
1

云
、
頭
錢
債
奴
兵
、
頭
清
の
光
緒
三
十
三
年
、
南
涌
鐵
路
の
終
貼
長
春
騨
の
底

錢
猶
レ
言
ニ
ニ
鯰
也
、
故
都
俗
語
云
、
千
錢
精
紳
頭
錢
域
に
入
る
。

O
涌
洲
吉
林
省
延
吉
縣
の
西
南
。
一
名
、

賣

‘

亦

此

意

。

山

河

鎮

。

清

の

宣

統

元

年

、

日

清

間

島

條

約

の

通

商

場

。

【
頭
前
]
7
2

t'ou2 
ch'ien'

●
前
に
。
以
前
に
。
●
ま
石
炭
の
産
地
。
●
涌
洲
吉
林
省
渾
春
縣
の
東
北
。
石
炭

つ

さ

き

。

先

頭

。

の

産

地

。

O
緩
遠
省
土
獣
特
右
翼
の
六
甲
。
石
炭
の
産

【
頭
足
】
73

玲
あ
た
ま
と
あ
し
。
〔
異
苑
〕
建
安
有
1

一
貨
地
。

営
竹
盃
節
中
有
入
、
長
尺
許
、
頭
足
皆
具
。
【
頭
逹
】
83

砂
官
吏
の
出
行
す
る
時
の
儀
使
を
い
ふ
。

〖
頭
足
異
レ
虞]
7
4
砂
り
”n
ト
ニ
ス
頭
と
足
と
別
々
に
な
頭
達
。
〔
朱
象
賢
、
聞
見
偶
録
〕
。

る
。
首
か
ら
斬
ら
れ
る
。
首
足
異
レ
慮
(
l
S
-
4
4
4
8
9
:

9

【
頭
踏
】
84

蒻
官
人
の
出
行
す
る
と
き
前
行
の
儀
伎
を

0
)

に
同
じ
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
殺
1

一
成
安
君
祗
水
之
い
ふ
。
先
彿
ひ
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
慶
―
閣
麗
砿
和
劇
〕
頭

南
盃
頭
足
異
レ
虞
゜
〔
説
苑
、
雑
言
〕
四
子
身
死
―
―
牧
之
野
-
踏
正
来
1

一
到
衛
尚
書
家
門
首
↓
〔
南
柑
記
博
奇
〕
宮
闇
別

頭

足

異

レ

所

。

餞

、

撮

1

一
五
花
頭
踏
ぶ
迪
遍
而
前
。

【
頭
陀
】
7
5
t

圏
梵
語
D
h
u
t
a
の
繹
。
僧
侶
が
托
鉢
し
【
頭
地
】
85

力
と
び
ぬ
け
た
地
位
。
一
頭
地
を
出
る
。

て
あ
る
く
こ
と
。
又
‘
其
の
僧
侶
。
科
攘
。
科
棟
。
浪
堺
代
〔
宋
史
‘
蘇
紙
博
〕
脩
語
―
―
梅
聖
愈
一
日
、
吾
嘗
レ
避
江
サ
人

酔
編
、
登
二
十
二
に
見
ゆ
。
〔
行
事
紗
‘
頭
陀
行
儀
編
〕
善
出
こ
頭
地
↓

見
云
‘
頭
陀
者
、
漢
言
科
摸
謂
T

拌
―
―
撤
煩
惜
こ
離
＊
諸
滞
【
頭
紐
】
86

勃
秤
の
も
と
紐
。

著

2
大
乗
義
章
、
十
五
〕
頭
陀
胡
語
、
此
方
正
翻
名
為
,
,

【
頭
等
】
87

誘
散
と
り
の
一
番
多
い
こ
と
。
勝
負
ご
と

科
棟
立
此
離
レ
著
行
、
従
に
喩
名
レ
之
、
如
な
衣
科
煉
能
去
"
に
勝
つ
こ
と
。
〔
王
建
、
宮
詞
〕
一
半
走
来
争
跳
拝
、
上
棚

塵
垢
正
竺
習
此
行
盃
能
捨
1
1

貪
著
お
四
曰
二
科
棟
↓
先
謝
得
―
―
頭
壽
↓
〔
北
夢
瑣
言
〕
陳
敬
喧
輿
1

一
師
立
・
牛
勉
・

〖
頭
陀
袋
〗76存
口
頭
陀
の
僧
の
頸
に
か
け
る
袋
。
羅
元
果
ご
竺
打
毬
奎
~
二
三
川
盃
敬
瑾
獲
頭
筆
ユ
制
授1一

〖
頭
陀
法
】77心
ガ
ノ
僧
の
規
則
。
お
き
て
。
〔
白
居
易
‘
右
蜀
節
旅
→

夜
雨
詩
〕
不
レ
學
頭
陀
法
盃
前
心
安
可
レ
忘
。
【
頭
場
】
88

蛉
＇
ウ
科
攀
の
試
瞼
の
第
一
日
。
〔
清
國
行
政

〖
頭
陀
寺
碑
文
〗78
豆
力
文
章
の
名
。
北
齊
、
王
巾
の
法
汎
論
‘
順
天
府
衛
門
、
職
櫂
、
科
攀
〕
郷
試
之
初
日
、
頭

作
。
文
選
巻
五
十
九
に
載
す
。
〔
王
巾
、
頭
陀
寺
碑
文
‘
場
之
問
題
、
必
以
出
1

一
於
欽
命
↓

注
〕
善
日
、
姓
氏
英
賢
録
日
、
王
巾
、
字
簡
栖
‘
浪
邪
臨
祈
【
頭
注
】
89

紗
ウ
書
物
の
上
欄
に
注
繹
又
は
批
評
な
ど

人
也
、
有
學
業
云
長
頭
陀
寺
碑
「
文
詞
巧
麗
、
為
1

一
世
を
書
く
こ
と
。
か
し
ら
が
き
。
鼈
頭
。
頭
書
。

所
＂
重
、
起
ー
一
家
郎
州
従
事
征
南
記
室
辛
＾
監
四
年
卒
、
碑
【
頭
痛
】

90

晟
炉
●
か
し
ら
が
い
た
む
。
頭
風
。
〔
史

在
己
盗
図
題
云
‘
齊
國
録
事
参
軍
瑣
邪
王
巾
制
，
記
‘
倉
公
博
〕
齊
侍
御
史
成
、
自
言
病
―
―
頭
痛
↓
〔
梁
簡
文

【
頭
胎
】79衿
初
産
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
八
回
〕
女
兒
喜
、
—
帝
、
勧
瞥
論
〕
胡
麻
鹿
鷺
‘
織
救
―
―
頭
痛
之
病
→
●
西
域

頭
胎
養
1

了

雙

生

子

↓

に

あ

る

山

名

。

〔

漢

書

、

西

城

上

、

厠

賓

國

傭

〕

歴

ュ

＾

頭

【
頭
描
】
80

t'ou2 
t
a
n
g
"赤
子
の
頭
を
被
ふ
小
さ
い
痛
•
小
頭
痛
之
山
、
赤
土
・
身
熱
之
阪
一
令

1一
人
身
熱
無
レ

蒲

閣

。

色

、

頭

痛

嘔

吐

↓

【
頭
道
】81
砂
〇
地
名
。
涌
洲
遼
寧
省
通
化
縣
の
治
。
侭
〖
頭
痛
花
]
9
1
衿
，
，
ゥ
尭
花
の
異
名
。
〔
本
草
、
充
花
〕
繹

佳
江
の
北
。
●
川
の
名
。
源
は
涌
洲
遼
寧
省
撫
松
縣
の
名
、
杜
尭
、
赤
充
、
去
水
、
毒
魚
、
頭
痛
花
、
兒
草
‘
敗
華
‘

長

白

山

。

松

花

江

に

注

ぐ

。

根

名

-
1

黄
大
戟
‘
蜀
桑
云
時
珍
日
、
俗
人
因
―
―
其
氣
悪
涵
＂

〖
頭
道
溝]
8
2
衿
9

ゥ
地
名
。
●
涌
洲
遼
寧
省
臨
江
縣
の
総
頭
痛
花
→



(43490・ ·92)— (43490· ・142) 

〖
頭
痛
救
レ
頭
揺
痛
救
レ
脚
〗
9
2
衿
％
丸
”
”
”
”
社

9
7

頭
【
頭
髭
】1

0
7
訪
あ
た
ま
の
か
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兼
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〇
て
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ぺ
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ち
脳
天
を
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容
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〔
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記
、
項
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紀
〕
頭
髪
上
指
、
目
砒
盛
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右
記
〕
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蔵
【
頭
油
】
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、
頭
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頭
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。
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〔
史
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頭
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頭
の
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。
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け
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容
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種
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て
出
て
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の
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な
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頭
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道
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。
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〕
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。
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業
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。
〔
注
〕
種
種
‘
短
也
。
〔
會
箋
〕
種
種
者
、
如
苗
種
之
初
此
之
勤
盃
頭
蓬
不
レ
暇
レ
椀
、
饒
不
レ
及
レ
餐
。
【
頭
裡
】
133

t'ou2 
I
i
'
0
ま
へ
。
先
き
。
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。
〔
啓
顔
録
〕
僧
法
軌
形
容
短
小
、
【
頭
領
】
134

妙
ウ
多
く
の
人
の
か
し
ら
。
を
さ
。
頭
目
。

【
頭
童
】
97

砂
か
し
ら
が
は
げ
る
。
禿
頭
。
頭
童
歯
諮
【
頭
批
】
110

丸
い
ち
ば
ん
さ
き
の
順
番
。
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ら
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榮
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梁
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、
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二
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あ
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頓
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五
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。
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一
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冒
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⇒
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〕
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】
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〔
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【
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迷
】
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頭
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ま
ひ
す
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。
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〖
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我
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あ
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ま
の
骨
。
〔
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、
天
震
蓋
〕
輝

身
ぃ
盆
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一
段
丁
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不
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理
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事
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―
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,
,
麒
頴
工
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量
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゜

頭
脳
↓
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判
断
力
。
識
別
力
。
〔
博
習
録
、
上
〕
只
是
有
箇
頴
興
―
―
韓
慮
並
走
‘
寧
能
頭
尾
相
営
、
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脚
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【
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。
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衡
、
初
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〕
天
無
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―
頭
【
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レ
頭
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狽
頭
人
と
な
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者
と
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る
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脳
↓
R
物
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。
主
要
。
根
本
。
〔
博
習
録
‘
有
1

一
先
後
之
覺
玉
大
。
〔
魏
文
帝
‘
論
む
控
耀
詔
〕
前
後
酔
面
云
脊
顧
如
何
゜
〔
密
康
、
輿
1

ー
山
巨
源
五
炉
交
書
〕
頭
面
〔
元
典
章
〕
監
―
―
察
合
知
行
事
件
云
空
丞
相
為
レ
頭
、
尚
書

上
〕
正
是
學
問
的
大
頭
腿
慮
。
●
か
し
ら
。
を
さ
。
首
脹
。
旨
‘
頭
尾
撃
レ
地
、
此
鼠
子
自
知
、
不
レ
能
レ
保
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爾
許
雄
常
一
月
十
五
日
不
レ
洗
、
不
1

一
大
悶
壕
一
不
レ
能
レ
沐
也
。
省
官
某
大
夫
為
レ
頭
、
一
同
奏
過
↓
〔
通
俗
編
‘
身
饉
‘
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レ

【
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年
】
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去

年

。

昨

年

。

也
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〔

曹

植

、

獣

レ

馬

表

〕

臣

於
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先
武
皇
帝
世
盃
竺
大
宛
●
婦
人
の
頭
飾
。
鳳
冠
、
及
び
細
子
に
付
け
る
花
替
。
頭
〕
按
今
以
ユ
字
レ
衆
先
＂
事
日
レ
為
品
頭
。

【
頭
然
】

101y
髪
に
火
が
つ
く
。
火
急
の
喩
。
然
は
燃
。
紫
辟
―
疋
云
形
法
應
レ
圏
‘
善
持
―
―
頭
尾
五
数
令
習
拝
、
今
〔
東
京
夢
華
鋒
〕
相
國
寺
雨
廊
‘
賣
纏
作
―
―
領
抹
花
・
珠
【
傾
レ
頭
】
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”
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を
む
け
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。
＜
び
を
ひ
ね

〔
佛
蔽
経
、
三
〕
勤
行
精
進
、
如
レ
救
,
,
頭

然

↓

諏

已

能

。
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④
始
と
終
。
◎
散
へ
歳
。
翠
・
頭
面
之
類
↓
〔
乾
淳
起
居
注
〕
太
上
太
后
幸
1

一
褻
景
る
。
考
へ
ご
と
を
す
る
。
思
案
す
る
。
〔
温
庭
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、
郭

【
頭
把
】
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婦
人
の
頭
に
裾
す
小
さ
い
竿
。
〖
頭
尾
相
謡
~
〗

1
1
3砂和
ナ7

首
尾
相
應
ず
る
を
い
ふ
。
園
五
皇
后
先
到
ー
一
宮
中
起
居
す
仝
幕
次
五
換
,
,

頭
面
↓
慮
士
撃
甑
歌
〕
乱
珠
躙
績
正
跳
蕩
、
傾
レ
頭
不
レ
覺
金
烏

【
頭
椰
】
loo

苓
一
番
拍
子
木
。
〔
縣
憑
全
書
、
疱
任
部
、
〔
通
俗
編
‘
身
證
、
頭
尾
相
稽
〕
見
下
博
燈
録
‘
疎
山
仁
興
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【
頭
目
】
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砂
●
あ
た
ま
と
目
。
〔
荀
子
、
議
兵
〕
下
之
斜
。

出

堂

規

〕
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偉

面

笛

空

該

役

領

城

門

鍮

匙

↓

石

霜

1

問
答
3

於
レ
上
也
、
若
-
―
子
之
事
も
父
、
弟
之
事
＂
兄
、
若
下
手
腎
之
【
擾
レ
頭
】
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を
揚
げ
る
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と
。
〔
水
滸
偉
‘
二
回
〕

【
頭
賛
】
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衿
賛
船
、
即
ち
敷
十
の
船
を
結
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だ
一
隊
【
頭
品
】
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一
品
。
一
品
官
。
抒
―
―
頭
且
而
覆
＊
胃
腹
上
也
。
〔
漢
書
、
刑
法
志
〕
夫
仁
人
王
進
謝
レ
罪
罷
、
起
来
撞
頭
看
了
。

中
第
一
番
の
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を
い
ふ
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〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
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、
注
【
頭
布
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頭
に
纏
ふ
布
。
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ー
バ
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。
在
片
上
、
為
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下
所
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叩
‘
猶
t

―
子
弟
之
衛
―
―
父
兄
玉
若
ニ
手
足
【
低
レ
頭
】
畑
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i
-
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ヲ
か
う
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を
下
げ
る
。
物
思
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に
ふ
け
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〕
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賛
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。
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抒
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頭

目

↓

〔

論

衡

‘

命

緑

〕

若

1

一
千
里
之
馬
、
頭
目
蹄
足
る
。
〔
李
白
‘
静
夜
思
詩
〕
林
前
看
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月
光
盆
翠
是
地
上
霜
、

【
頭
白
】
1
0
5
7
”
白
髭
の
老
人
を
い
ふ
。
白
頭
。
〔
白
居
【
頭
風
】
117

衿
頭
痛
を
い
ふ
。
〔
魏
志
、
陳
琳
博
‘
注
〕
典
自
相
副
也
。
●
元
代
、
軍
中
の
将
官
を
い
ふ
。
領
軍
。
〔
通
學
レ
頭
望
r山
月
砿
炉
頭
思
―
―
故
郷
↓

易
、
春
墨
華
陽
戴
詩
〕
落
華
何
虞
堪
憫
恨
咸
白
宮
略
曰
、
琳
作
1

ー
諸
書
及
檄
五
草
成
‘
呈
,
,
太
祗
工
太
祗
先
苦
1

一
俗
編
、
身
證
‘
頭
目
〕
按
、
元
誠
一
領
軍
官
―
為
―
―
頭
目
盃
'
[
連
レ
頭
】
142

”
”
”
，
頭
を
な
ら
ぺ
そ
ろ
へ
る
。
大
勢
の
さ

86

【
頭
粕
】
106

t'ou2 p'a• 

鉢
巻
。

L

人
掃
-
―
影
堂
↓
頭
風
一
是
日
疾
獲
、
臥
讀
,
,
琳
所
＂
作
、
拿
然
而
起
日
、
此
統
元
年
詔
‘
軍
人
陣
亡
者
家
扇
、
仰

1
1

各
頭
目
用
心
照
ま
。
〔
干
賓
‘
晉
紀
縛
論
〕
将
相
侯
王
、
連
レ
頭
受
レ
数
。

12

||_— 頁

部

〔

七

驚

頭

六

七
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【
頭
一
行
】
143

t
'
o
u
'
i
1
 
hang'

第
一
列
。
初
め
の
行
。
説
ぶ
E

来
久
上
芙
。

【
頭
一
件
】
144t'ou'i'chien• 

第
一
の
事
柄
。
第
一
【
頭
露
湖
絲
】
1
6
0
9
名
．
，
頭
露
と
は
二
番
露
（
夏
置
）
三

の

要

件

。

番

璽

（

秋

露

）

に

射

し

て

春

露

を

い

ひ

‘

湖

絲

と

は

湖

廣

【
頭
一
個
】
145t̂
o
u
'
i
'
k
e

最
初
。
第
一
。
省
地
方
の
製
絲
を
い
ふ
。
〔
農
政
全
書
〕
。

【
頭
一
次
】
146

t'ou2 i'tz'u• 

初
度
。
第
一
回
。
始
め
[
頭
痒
掻
レ
限
】
血
翌
”
"
た
令
-
l

頭
の
痒
い
の
に
足
の
眼

【
頭
一
代
】
147

t'ou2 i'tai• 

第
一
代
。

L

に
。
を
掻
く
。
無
益
の
こ
と
の
喩
。
〔
易
林
〕
頭
痒
掻
レ
限
、
無
レ

【
頭
一
名
】
148

t
'
o
u
'
i
 
I
 

m
i
n
g
'

第

一

番

の

者

。

筆

頭

盆
11

子

疾

↓

「

す

る

。

の

人

。

【

頭

青

眼

腫

】

162

t'ou2 
ch'ing1 
y
e
n
'
c
h
u
n
g
'

喧
嘩

【
頭
蓋
骨
】
149"t
”
討
ッ
脂
髄
を
被
ふ
骨
の
縛
稽
。
頭
の
【
頭
大
縣
大
】
163t'ou'ta• 

fu2 ta• 

頭
の
大
き
な

外

方

を

包

む

骨

。

あ

た

ま

の

は

ち

。

者

は

一

輻

が

多

い

。

【
頭
行
兒
】
150

t'ou2 
h
a
品
2
e
r
h

第
一
の
も
の
。
筆
頭
【
頭
頭
相
望
】
164

砂
八
t
ム
前
の
人
の
頭
を
後
の
人
が
順

の

も

の

。

又

、

第

一

に

。

「

る

燈

。

次

に

望

み

つ

つ

進

む

さ

ま

。

相

連

な

る

場

合

の

形

容

。

【
頭
脆
燈
】
151
t'°u2 
w
e
i
2
 
teng'

帆
柱
の
尖
に
つ
け
〔
堕
谷
青
山
、
沖
島
廻
滞
記
〕
頭
頭
相
望
、
魚
貫
而
進
。

【
頭
魚
宴
】
152

玲
そ
ヨ
遼
代
、
天
子
が
釣
を
し
て
第
一
等
【
頭
兵
可
汗
】

165"焚
ィ
柔
然
の
王
。
北
魏
、
正
光
の
初

の
魚
を
得
た
時
行
ふ
酒
宴
゜
〔
遼
史
、
天
詐
紀
一
〕
（
天
め
、
嬬
嬬
主
醜
奴
の
歿
後
擁
立
さ
る
。
時
に
族
兄
侯
カ

慶
二
年
）
二
月
丁
酉
、
如
春
州
盃
オ
混
同
江
1

釣
レ
魚
‘
獲
示
獲
の
叛
に
遭
ひ
‘
亡
命
し
て
魏
粛
宗
孝
明
―
帝
の
闘

界
外
生
女
直
酋
長
在
―
―
千
里
内
―
者
、
以
二
故
事
―
皆
来
下
に
窮
状
を
具
陳
し
て
援
を
乞
ひ
‘
方
郡
公
嬬
嬬
主
に

朝
、
適
遇
―
―
頭
魚
宴
云
酒
半
酬
、
上
臨
レ
軒
、
命
―
―
諸
酋
一
次
封
ぜ
ら
る
。
同
正
光
二
年
、
軍
需
品
を
支
給
さ
れ
て
藷

第
起
舞
。
〔
國
語
解
〕
上
歳
時
鈎
魚
得
1

一
頭
金
云
籠
置
酒
土
に
欝
り
主
と
な
る
。
後
、
嬬
嬬
の
勢
盛
と
な
り
、
頻
に

悪
宴
‘
卑
{
-
頭
鶉
宴
1

同

。

幽

州

苑

陽

を

冒

し

、

貿

易

の

利

を

獨

占

し

、

中

國

文

化

【
頭
繭
午
】
153t̂
ou2 
s
h
a
n
g
'
w
u

午
前
。
賓
前
。
に
陶
酔
し
て
文
弱
に
流
れ
る
内
に
突
蕨
の
為
に
滅
さ

-
【
頭
将
レ
蒼
】
154
梵
昇
9
i
ス
頭
髪
が
白
く
な
り
か
け
る
。
れ
た
。
〔
魏
書
、
一
百
三
巻
〕
。

〔
堕
谷
宕
陰
‘
送
え
女
井
仲
平
東
遊
―
序
〕
挽
焉
刻
属
、
不
レ
【
頭
北
面
西
】
166

”
注
ヤ
圏
頭
を
北
方
に
面
を
西
方
に

知

―

―

頭

之

牌

ヮ

蒼

。

向

け

‘

右

脇

を

林

に

著

け

て

臥

す

る

こ

と

。

佛

が

涅

槃

【
頭
状
花
】
155
衿
均
ウ
多
く
の
小
花
が
密
接
し
て
、
丸
く
に
入
っ
た
時
の
方
式
で
、
又
繹
氏
の
臥
法
と
な
る
。
〔
長

人
の
頭
の
や
う
な
形
を
し
て
さ
く
花
。
菊
・
蒲
公
英
ぢ
阿
含
〕
爾
時
世
尊
入
1

一
拘
戸
那
城
面
:
,
,
本
生
慮
娑
羅
雙
樹

な

ど

の

類

。

間

盆

g
阿
難
1

日
‘
汝
為
"
如
来
玉
竺
雙
樹
間
伝
竺
置
林

【
頭
中
牌
】
156
砂
§
近
衛
中
将
で
蔵
人
頭
を
兼
ね
た
座
面
使
1

論
頭
北
首
面
向
,
,
西
方
↓

人
。
〔
勘
中
記
〕
弘
安
七
年
十
二
月
二
十
五
日
、
今
夕
被
レ
【
頭
一
悶
眼
昏
】
168

t'ou2 men• 

y
e
n
3
 
huen'

眩
畳
す

行
―
―
内
侍
所
御
神
築
ご
本
云
、
次
還
御
、
頭
中
牌
候
―
―
御
る
。
目
ま
ひ
立
ち
く
ら
み
す
る
。

剣

↓

【

以

レ

頭

槍

レ

地

】

169

ハ
”
”
勺
ー
ァ
●
哀
み
を
乞
ふ
さ
ま
。

【
頭
納
地
】
157

八
ゥ
ぅ
拝
伏
す
る
。
〔
還
魂
記
‘
拾
董
〕
請
牌
〔
司
馬
遷
、
報
↓
丘
任
少
卿
一
書
〕
見
『
一
獄
吏
ー
則
頭
槍
レ
地
‘
視
―
―

去
鑢
煙
上
過
‘
頭
納
地
‘
添
―
―
燈
火
一
照
的
他
卒
竺
悲
我
↓
徒
隷
ー
則
正
傷
息
。
●
怒
る
さ
ま
。
〔
戦
國
、
魏
策
〕
布
衣

【
頭
二
等
】
158t'ou'erh• 

teng'

―
二
等
。
之
怒
‘
亦
免
レ
冠
徒
銑
、
以
レ
頭
槍
レ
地
耳
。

【
頭
遣
香
】
159
が
唸
燒
頭
香
(
7ー

1
9
4
2
0
:
 1
3
9
)

に
同
【
以
レ
頭
濡
レ
墨
】
170

丸
g
-
”
”
草
書
の
名
人
‘
張
旭
の

じ
。
〔
茶
香
室
叢
紗
〕
宋
人
異
聞
穂
録
載
、
穎
昌
韓
元
英
故
事
。
〔
唐
書
、
文
藝
中
、
張
旭
博
〕
旭
‘
蘇
州
呉
人
、
嗜
レ

事
磁
―
商
甚
謹
、
時
降
―
―
其
家
ご
後
紳
不
1

一
肯
臨
云
急
遣
―
―
酒
、
毎
ー
ー
大
酔
五
呼
叫
狂
走
‘
乃
下
レ
筆
‘
或
以
レ
頭
濡
レ
墨

一
親
信
僕
玉
持
レ
香
往
―
―
岱
岳
―
祈
謝
‘
謂
日
、
聖
帝
惟
享
―
―
而
書
、
既
醒
自
視
、
以
為
』
神
、
不
レ
可
―
―
復
得
一
也
、
世
呼
l
-

頭
遣
香
ご
母
将
L

旦
啓
1

一
時
廟
二
廟
令
品
謁
る

2
隻
是
也
‘
張
顛
↓

能
随
"
其
後
云
神
必
欽
答
、
按
此
知
下
世
俗
有
1

一
燒
頭
香
之
【
有
レ
頭
無
レ
尾
]171

料
汀
リ
テ
あ
た
ま
が
あ
つ
て
も
し
り

六
八

— 

4
 
6
 

が
な
い
。
〔
通
俗
編
‘
身
橙
、
有
レ
頭
無
ら
尾
〕
朱
子
語
録
、
【
垂
レ
頭
塞
レ
耳
】
180

怜
”
”
が
こ
び
へ
つ
ら
ふ
さ
ま
。

若
レ
是
有
レ
頭
無
レ
尾
底
人
‘
便
是
忠
也
不
；
久
‘
又
云
‘
斐
〔
後
漢
書
、
蕩
帝
紀
〕
刺
史
垂
レ
頭
塞
レ
耳
、
阿
私
下
比
、

28

然
感
章
、
也
是
自
成
ー
一
家
1了
‘
倣
-1
得
一
章
有
レ
頭
有
＞
不
レ
畏
11
子
天
二
小
レ
愧
主
J

人
一
〔
顔
氏
家
訓
‘
省
事
〕
荀
ー

尾
、
興
―
―
今
學
者
有
レ
頭
無
レ
尾
底
1

不

レ

同

。

免

二

倫

安

盃

苦

頭

塞

レ

耳

。

【
紐
頭
愚
尾
】
1
7
2
"
”
”
召
弓
’
涌
足
な
さ
ま
。
媚
び
へ
【
垂
レ
頭
捐
レ
翼
】
1
8
1
9
”
”
況
心
氣
祖
喪
の
さ
ま
。
〔
陳

つ
ら
ふ
さ
ま
。
〔
通
俗
編
、
身
橙
、
揺
レ
頭
撮
ら
尾
〕
傭
燈
琳
‘
檄
―
―
豫
州
一
文
〕
方
畿
之
内
、
簡
練
之
臣
、
皆
垂
レ
頭

録
、
元
安
齢
一
臨
潤
去
、
清
日
、
門
下
有
―
―
箇
赤
梢
鯉
魚
一
捐
レ
翼
‘
莫
レ
所
―
―
憑
侍
↓

知
頭
農
尾
向
―
―
南
方
去
‘
否
知
品
型
誰
家
蓋
徒
裏
【
垂
レ
頭
落
レ
汗
】

182g”
”
じ
頭
を
た
れ
汗
を
流
す
。

滝
殺
i

〔
論
衡
‘
状
留
〕
譲
曾
以
引
―
―
堕
車
と
K

、
垂
レ
頭
落
レ
汗
、
行

【
改
レ
頭
換
レ
面
】
173

焚
”
”
77
ク
’
内
心
は
藷
の
ま
ま
で
、
不
レ
能
レ
進
。

只
其
の
表
面
だ
け
を
か
へ
る
。
〔
寒
山
、
詩
〕
改
レ
頭
換
―
-
【
燻
レ
頭
爛
レ
額
】

1835g”
”
”
を
漢
の
霊
光
の
女
、
宣
帝

面
孔
云
＇
レ
離

11藷
時
人
↓
〔
五
燈
倉
冗
〕
宗
果
謂
1一
張
無
の
后
と
な
り
、
性
奢
修
‘
徐
輻
こ
れ
を
抑
ふ
可
き
を
建

振
曰
、
門
下
既
得
―
―
此
話
禰
盃
r
T
改
レ
頭
換
レ
面
、
説
向
1

一
言
せ
し
も
容
れ
ら
れ
ず
、
後
雹
氏
誅
せ
ら
れ
る
に
及
び

儒
家
征
わ
殊
塗
同
欝
3

て
、
そ
の
悪
を
告
げ
る
者
皆
封
ぜ
ら
れ
し
も
‘
豫
言
せ

【
懸
レ
頭
刺
レ
股
】
174

ぉ
”
諄
頭
を
索
で
高
い
と
こ
ろ
に
る
徐
蝠
に
は
何
の
沙
汰
な
し
。
よ
っ
て
或
る
人
云
ふ
、
火

懸
け
て
眠
を
覺
し
、
錐
で
股
を
刺
し
て
睡
を
覺
す
。
苦
事
の
時
に
頭
を
憔
し
額
を
爛
し
て
救
へ
ば
上
客
と
な

學
の
甚
だ
し
い
喩
。
〔
楚
國
先
賢
博
〕
孫
敬
到
レ
洛
、
在
―
―
り
て
賞
せ
ら
れ
る
も
、
曲
突
を
造
り
て
失
火
を
豫
防
す

大
學
釜
炉
柳
為
レ
簡
以
寓
レ
経
‘
睡
則
懸
―
―
頭
子
梁
↓
〔
戦
ぺ
き
を
述
べ
し
者
は
敢
て
録
せ
ら
れ
ず
、
物
の
軽
重
を

國
、
秦
策
〕
蘇
秦
讀
レ
書
欲
レ
睡
‘
引
レ
錐
自
刺
―
―
其
股
血
誤
る
と
い
っ
た
故
事
。
轄
じ
て
、
人
の
危
急
を
救
ふ
功

流

至

レ

足

。

を

い

ふ

に

喩

へ

る

。

〔

漢

書

、

雹

光

偉

〕

初

霰

氏

奢

fi、茂

【
掻
レ
頭
弄
レ
姿
】
1
7
5
丸
5

””
t
紆
ス
髭
を
撫
で
て
姿
態
を
つ
陵
徐
生
曰
、
雹
氏
必
亡
‘
夫
奢
則
不
遜
、
不
遜
必
侮
兄
上
、

く
る
。
〔
後
漢
書
、
李
固
博
〕
固
獨
胡
粉
飾
レ
貌
‘
掻
レ
頭
弄
レ
侮
レ
上
者
逆
レ
道
也
、
在
ー
一
人
之
右
一
衆
必
害
レ
之
、
霰
氏

姿
‘
槃
旋
慨
仰
、
従
容
冶
歩
、
曾
無
1

一
惨
恒
傷
悴
之
心
↓
乗
レ
櫂
日
久
、
害
レ
之
者
多
矢
、
天
下
害
レ
之
‘
而
又
行
以
―
―

【
蔵
レ
頭
露
レ
尾
】
176

砂
”
”
芯
ァ
頭
隠
し
て
尻
隠
さ
ず
。
逆
道
二
小
レ
亡
何
待
、
廼
上
疏
言
‘
云
云
‘
其
後
霰
氏
誅

〔
紅
棲
夢
、
三
十
四
回
〕
一
生
見
沃
T

レ
得
色
這
様
蔵
レ
頭
滅
‘
而
告
―
―
雹
氏
―
者
皆
封
、
人
為
―
―
徐
生
ー
上
書
日
、
臣
聞
、

露

レ

尾

的

事

↓

客

有

込

空

主

人

玉

只

見

1

甘
其
竃
有
突
‘
傍
有
―
―
積
薪
云
客

[
従
レ
頭
至
レ
尾
】
177

砂
0
が

始

か

ら

終

ま

で

。

〔

楊

忠

謂

士

tユ
更
為
1

一
曲
突
ご
還
徒
社
六
薪
二
小
者
且
レ
有
天

愁
公
集
〕
把
―
―
這
手
巻
盆
茫
頭
至
レ
尾
、
念
一
遍
、
合
家
患
ご
土
人
曜
然
不
レ
應
‘
俄
而
家
果
失
レ
火
‘
郎
里
共
救
レ

聴

著

。

之

、

幸

而

得

レ

息

‘

於

レ

是

殺

レ

牛

置

酒

‘

謝

―

其

鄭

人

一

灼

爛

【
出
レ
頭
不
レ
得
】

118"芍
イ
ダ
ス
世
間
に
顔
を
出
だ
す
こ
者
在
1

一
於
上
行
ゴ
踪
各
以
―
―
功
次
―
坐
‘
而
不
レ
録
伝
g
曲

と
が
出
来
な
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
冥
報
記
〕
大
業
時
‘
宜
突
―
者
が
八
謂
1

一
主
人
一
日
、
郷
使
レ
鶴
'1

客
之
言
二
不
レ
費
―
―

州
皇
甫
遷
轄
―
―
胎
猪
腹
i

賣
二
社
家
石
伊
次
縛
殺
、
見
―
―
夢
牛
酒
云
終
亡
11
火
患
公
ょ
論
レ
功
而
請
と
賓
‘
曲
突
徒
レ
薪
亡
'1

妻
兒
盃
雰
贖
還
正
比
郎
相
嫌
者
‘
拉
以
レ
瀦
為
―
―
磯
罵
五
兒
恩
澤
ご
燻
レ
頭
爛
レ
額
‘
為
二
上
客
―
耶
、
主
人
廼
寵
而
請
レ

女
私
報
レ
猪
云
‘
爺
作
業
不
レ
善
、
受
―
―
此
瀦
身
面
男
女
出
レ
之
。
〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕
燻
レ
頭
爛
ら
額
、
為
―
―
上
客
一

頭

不

レ

得

、

請

往

―

―

徐

家

一

送

レ

食

供

養

。

徒

知
1

一
救
急
之
功
宏
↓

【
垂
レ
頭
喪
レ
氣
】
179

枯
ぢ
が
頭
を
た
れ
氣
を
失
ふ
。
氣
【
奉
レ
頭
鼠
馘
】
184

衿”
5'
ウ
；
頭
を
か
か
へ
て
の
が
れ

カ
の
衰
へ
た
形
容
。
垂
レ
頭
失
レ
氣
。
〔
唐
書
、
宦
者
下
、
韓
に
げ
る
。
〔
漢
書
、
剛
通
傭
〕
常
山
王
奉
レ
頭
鼠
直
‘
以
欝
ニ

全
誨
偉
〕
自
見
1

一
勢
去
五
引
無
レ
所
レ
用
‘
垂
レ
頭
喪
レ
氣
。
漢
王
↓

〔
韓
愈
、
送
レ
窮
文
〕
主
人
於
レ
是
‘
垂
レ
頭
喪
レ
氣
、
上
レ
手
【
頭
雪
眼
月
庵
】
185

砂
ぢ
ガ
ン
林
恕
の
琥
。
林
鵞
峰
(
8
-

稽
レ
謝
。

1
4
5
5
1
:
 2
7
7
)

を
見
よ
。
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窟】呻

頁

部

〔
七
書
一
〕

頭

頷

額

額

頼

類

頬

二
六
九

Elク
，
ワ
イ

キ
ヴ
戸国[

國
キ

駆

〔
集
韻
〕
渠
尤
切
尤

〔
集
韻
〕
渠
亀
切
志
｛

祠】畑

／
 

万

x
ヽ
k'uei'

〔
集
韻
〕
苦
軌
切
匂
g

シ
ン

〔
集
韻
〕
七
稔
切
錮
〗

集
韻
〕
苦
會
切

盲
】
〗

は
ど
こ
。
歯
を
さ
さ
へ
る
骨
。
通
じ
て
車
(
1
0
ー

3

8
1
7
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頼
‘
牙
車
、
通
作
な
車
。

シぶ`

〔
集
韻
〕
昌
遮
切

圏

小

El口
国
國
●
ほ
ほ
ぼ
ね
。
〔
説
文
〕
顧

月
策
櫂
也
‘
炊
レ
頁
弁
瞥
゜
〔
段
注
〕
櫂
者
、
今

之
顧
字
。
●
あ
つ
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
額
‘
厚
也
。

〔
疏
證
〕
荘
子
大
宗
師
篇
‘
其
穎
頷
‘
郭
象
注
云
‘

頷
、
大
朴
之
貌
、
天
道
篇
‘
而
願
額
然
、
注
云
、
高

露
骰
美
之
貌
‘
皆
厚
之
義
也
。

O
は
な
は
だ
質
朴

な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頷
、
大
朴
之
兄
。
〔
荘
子
、
大
宗

師
〕
其
願
額
。
〔
注
〕
額
‘
大
朴
之
貌
゜
R
高
く
あ
ら

は
れ
て
う
つ
く
し
い
さ
ま
。
額
然
(

1

)

を
見
よ
。

0
小
さ
い
あ
た
ま
。
〔
廣
韻
〕
額
、
小
頭
。

O
中
央

が
ひ
ろ
く
て
雨
端
が
す
る
ど
い
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕

妃
‘
博
而
額
。
〔
注
〕
額
者
、
中
央
廣
‘
雨
頭
鋭
゜
〔
集

韻
〕
顧
晟
隔
中
央
廣
而
雨
希
鋭
者
。

O
或
は
煩

(
1
2
-
4
3
3
3
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
額
‘
或
作
レ
頑
゜

R

旭
(
1
2
|
 4
4
4
9
2
)

に
同
じ
。
〔
六
書
故
〕
鳩
又

作
レ
額
。

O
一
に
顛
(
1
2
-
4
3
6
3
1
)

に
作
る
。
〔
荘

子
、
大
宗
師
、
繹
文
〕
頷
‘
向
本
作
レ
顛
。

0
ま
た
顕

(
1
2
-
4
3
7
2
6
)
に
作
る
。
〔
荘
子
、
天
道
‘
繹
文
〕

祠】呻
●
か
ほ
を
あ
ら
ふ
。
〔
書
‘
顧
命
〕
王
乃
誂
類
水
一
額
‘
本
又
作
レ
顕
゜

〔
馬
注
〕
額
、
類
徊
也
。
●
沫
（
6

|

1
7
2
3
6
)
・
 
誠
【
額
然
】
1

努
ィ
古
回
く
あ
ら
は
れ
て
美
し
い
さ
ま
。
〔
荘

(
1
2
 |
 4
2
6
8
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
沫
‘
或
作
二
鑓
．
子
、
天
道
〕
而
容
崖
然
、
而
目
衝
然
、
而
願
額
然
、
而
口
闘

頷
↓
〔
書
‘
顧
命
、
繹
文
〕
額
、
音
悔
‘
説
文
作
誅
、
然
。
〔
注
〕
高
露
猾
美
之
貌
゜
〔
疏
〕
願
額
高
充
、
顧
露
華

云

‘

古

文

作

畑

。

国

字

通

〕

額

、

同

レ

繭

。

飾

↓

【
額
濯
】
1
n勺
あ
ら
ふ
。
〔
枚
乖
、
七
骰
〕
激
l

激
手
足
↓

類
泊
切
杢
雙
〔
注
〕
銑
曰
‘
渫
漑
・
瀧
練
・
滑
激
・
頷
濯
、

皆
幣
油
也
。

【
類
面
】
2

バ
汀
ィ
か
ほ
を
あ
ら
ふ
。
〔
書
、
顧
命
、
王
乃
洸
二

碩
水
t

傭
〕
今
疾
病
、
故
但
洸
盟
類
面
。

祠】呻
ク
ヴ
ィ

頷（
1
2
|
 4
3
4
9
2
)

の
識
字
。
〔
正

字
通
〕
額
‘
額
字
之
謡
。

ク
ヴ
ィ

〔
集
韻
〕
呼
内
切
顎

r
xヽ
h
u
e
i
'

【
頭
大
是
君
子
】1
8
6
t
•

o
u
'
t
a
'
s
h
i
h
'
c
h
i
i
n
1
 
tzu3 

頭
の
大
き
な
者
は
君
子
で
あ
る
。

【
學
レ
頭
望
山
月
1

】187
”
｛
昇

9
月
を
望
ん
で
故
郷

を
思
ふ
さ
ま
を
詠
じ
た
句
。
〔
李
白
‘
静
夜
思
詩
〕
林
前

看
石
絋
欠
疑
是
地
上
霜
‘
學
レ
頭
望
二
山
月
盆
炉
頭
思
ニ

故
郷
一

【
殺
レ
頭
而
便
レ
冠
】
188

”
ぢ
芯
グ
；
頭
を
け
づ
つ
て
冠

を
か
ぶ
り
易
く
す
る
。
本
末
顛
倒
を
い
ふ
。
〔
淮
南
子
‘

説
林
訓
〕
夫
所
―
―
以
養
―
而
害
レ
所
レ
養
、
讐
猶
1

袖
炉
足
而

適
』
履
、
殺
レ
頭
而
便
＞
冠
。

【
頭
不
レ
椋
面
不
レ
洗
】
189

バ
ぢ
店
が
ラ
ズ
頭
髪
を
と
か
さ

ず
顔
を
洗
は
な
い
。
〔
通
俗
編
、
身
橙
、
頭
不
レ
杭
面
不
レ

洗
〕
五
燈
會
冗
‘
僧
凹
慧
顛
面
四
何
是
無
縫
塔
中
人
、
顕

摯
レ
語
云
云
゜

【
頭
乗
尾
除
一
算
之
法
】
190

砂
又
ば
て
古
代
の
算
法
。

〔
呉
志
‘
趙
逹
博
〕
此
術
微
妙
、
頭
乗
尾
除
一
算
之
法
、

父
子
不
―
―
相
語
↓

小

描

0
ほ
ほ
゜
〔
説
文
〕
頬
‘
面
労

頬

策

勝

文

也

、

炊

貨

央

賛

〔

段

注

〕

面

者
、
顔
前
也
、
顔
前
者
、
附
眉
間
附
目
間
已
下
至
レ

頬
間
也
、
其
帝
曰
レ
頬
、
凡
言
二
頬
車
1

者
、
今
俗
謂
1

一

牙
林
骨
五
牙
所
レ
載
也
、
輿
孟
早
言
＞
頬
不
レ
同
。
〔
急

就
篇
、
三
〕
頬
願
頸
項
肩
腎
肘
゜
〔
注
〕
面
洒
傍
日
レ

頬
。
●
こ
こ
ろ
よ
い
。
恩
(
4
|
1
0
9
4
8
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
頬
‘
段
借
為
レ
恩
、
荘
子
漁
父

篇
雨
容
頬
適
。
・
擁
文
‘
娼
(
1
2
ー

4
4
5
0
3
)
に
作

る
。
〔
説
文
〕
頬
‘
娼
‘
籍
文
類
。
R
或
は
映
（
9

|
2
9
 

5
2
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
類
‘
或
作
レ
映
。

O
央
(
3
-

5
8
6
7
)
に
通
ず
。
〔
公
羊
、
定
、
十
、
夏
公
會
―
齊
侯

於
頬
谷
五
秤
文
〕
左
氏
作
二
央
谷
↓
〇
姓
。
〔
萬
姓
統

譜
〕
頬
見
二
直
昔
↓

【
頬
肢
】
1

が
け
類
の
肉
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
〕
声
幽
牙
↓

樹
類
堕

【
頬
鳴
】
2

乃
動
物
の
頬
の
裏
の
食
を
貯
へ
る
慮
。
ふ

く
み
。

【
頬
顧
】
3

焚
ほ
ほ
ぼ
ね
。
顛
骨
(
1
2
-
4
3
7
5
1
:
 1
)
に

同
じ
。
〔
韓
愈
、
送
―
―
憎
澄
観
詩
〕
有
レ
僧
来
訪
呼
使
レ
前
‘

伏
犀
括
レ
脳
高
類
顧
↓

【
頬
谷
】
4

芦
地
名
。
央
谷
(
3ー

5
8
6
7
:
 1
8
)

の
O
に
同

じ
。
〔
公
羊
‘
定
、
十
〕
夏
公
會
―
―
宵
侯
於
類
谷
↓
〔
秤
文
〕

左
氏
作
―
―
突
谷
↓
〔
穀
梁
、
定
‘
十
〕
頬
谷
之
會
‘
孔
子
相

焉。

【
頬
骨
】
5

芦
ほ
ほ
ぼ
ね
。

【
頬
腿
】
6

サ
け
ほ
ほ
と
あ
ぎ
と
。
〔
蝠
恵
全
書
‘
刑
名
部
、

人
命
中
‘
検
肉
屍
〕
雨
頬
聰
‘
雨
耳
‘
雨
耳
輪
゜

【
頬
】
〗
ヶ，
7

〔
集
韻
〕
吉
協
切
麗

H
-
y
 c
h
i
a
'
 

〇
龍
が
み
に
く
い
。
疫
(
7
|
2
2
2
0
9
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
衰
橙
栖
也
‘
或
八
レ
頁
。
●
よ
わ
く
お
と
る
。

顎
(
1
2
-
4
3
6
7
8
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
憮
劣
也
‘

通
作
レ
類
。

【
頬
車
】
7

ダ

t

0願
n

の
異
名
。
歯
を
載
せ
る
か
ら
い

ふ
。
顎
骨
゜
〔
樺
名
、
繹
形
謄
〕
願
‘
云
云
‘
或
曰
レ
頷
‘
云

云
‘
或
曰
―
―
頬
車
ギ
究
所
,
,
以
載
＞
物
也
。
●
人
橙
の
経
穴

の
名
。
耳
下
で
曲
頬
端
の
前
方
八
分
に
在
る
陥
凹
し

た
虞
゜
〔
察
櫃
経
、
経
脈
篇
‘
胃
足
陽
明
之
脈
〕
胃
経
諸

穴
欽
、
有
＝
地
倉
之
聾
大
迎
喪
頬
車
之
移
,
,
下
関
↓

輔
車
(
1
0ー

3
8
3
4
2
:
 3
0
)
に
同
じ
。

【
頬
舌
】
8

窮
頬
と
舌
゜
辮
舌
を
い
ふ
。
〔
易
、
咸
〕
上
六
‘

咸
其
輔
・
頬
・
舌
↓
〔
梁
武
帝
、
責
賀
深
救
〕
欺
―
―
岡
朝

廷
盃
圭
か
頬
舌
↓
〔
顧
雲
、
投
―
―
西
邊
節
度
使
1

啓
〕
婁
敬

之
衣
衷
曝
蚊
‘
張
儀
之
頬
舌
何
為
。

[
頗
営
】
，
t

五
武
具
の
一
。
頬
か
ら
下
に
嘗
て
る
鐵
製
に

し
て
椴
面
の
如
き
も
の
を
、
顔
一
面
に
常
て
る
面
頬
に

封
し
て
頬
常
と
い
ふ
。
鼻
あ
る
を
面
頬
‘
鼻
な
き
を
猿

頬
と
い
ふ
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
兵
器
‘
頬
常
〕
有
レ
鼻
名
1

一

面
類

U
密
鼻
名
1

一
猿
頬
↓

【
頬
適
】
10

ぢ
顔
を
和
げ
て
人
の
意
に
適
ふ
こ
と
。
〔
荘

子
、
漁
父
〕
不
レ
澤
函
呆
只
雨
容
頬
適
‘
倫
―
―
抜
其
所
＞
欲
゜

〔
秤
文
〕
善
悪
皆
容
、
顔
貌
調
適
也
、
類
或
作
レ
顔
。

【
頬
白
】
II

詮
鳥
の
名
。
燕
雀
類
雀
科
に
陽
す
。
鶯
よ
り

も
大
き
く
、
全
糧
赤
色
で
頬
が
白
く
‘
よ
く
囀
る
。
〔
和

漢
三
才
園
會
、
林
禽
類
‘
蓋
眉
鳥
〕
按
‘
蓋
眉
‘
俗
云
‘
頬
白

鳥
也
、
状
大
二
於
鶯
ぶ
灰
赤
色
眉
白
如
レ
書
、
頬
亦
白
、
開

黒
背
上
有
需
斑
一

【
頬
被
】

1
2
F
O頭
か
ら
頬
に
か
け
て
手
拭
な
ど
を

か
ぶ
る
こ
と
。

0
見
ぬ
ふ
り
。
知
ら
ぬ
か
ほ
。

【
頬
邊
】
13

芦
は
ほ
の
あ
た
り
。

【
頬
輔
]
1
4

勺
口
の
労
。
ほ
ほ
。
輔
。
〔
左
氏
‘
僭
、
五
、
輔

車
相
依
‘
注
〕
輔
‘
頬
輔
、
車
‘
牙
車
。
〔
疏
〕
易
‘
咸
卦
、
上

九
‘
咸
其
輔
類
・
舌
三
者
並
言
‘
則
各
為
こ
物
玉
廣
雅

云
‘
輔
、
頬
也
、
則
輔
頬
為
こ
。
〔
黄
庭
堅
、
次
1

一
韻
時
進

叔
詩
〕
大
兒
勝
―
―
衣
聾
小
兒
呻
笠
頬
輔
↓

【
柱
レ
頬
】
1
5
t
討
手
を
頬
に
あ
て
て
物
を
思
ふ
さ
ま
。

あ
ご
づ
ゑ
を
つ
く
。
ほ
ほ
づ
ゑ
を
つ
く
。
〔
世
説
新
語
、

豪
爽
〕
陳
林
道
以
如
意
狂
レ
頬
‘
望
難
籠
山
嘆
曰
‘

孫
伯
符
志
業
不
レ
遂
。

【
頬
上
添
に
尾
】
16

窮
砕
970

像
を
蜜
く
に
、
ほ
ほ
の
上
に

毛
を
加
へ
る
こ
と
。
轄
じ
て
、
文
章
の
神
を
得
る
者
を

評
し
て
い
ふ
。
〔
晉
書
、
文
苑
‘
顧
惜
之
傭
〕
嘗
圏
五
衣
楷

象
五
頬
上
加
,
,
三
毛
五
観
者
覺
1

一
神
明
殊
勝
一
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【
顧
】
呻

ほ
ほ
ぼ
ね
。
輔
(
1
0
-
3
8
3
4
2
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
＿
【
頼
】
向

プフ

〔
集
韻
〕
奉
甫
切
園
H

日
口
梱
顆
は
‘
く
び
を
た
れ
る
。
或
は
僻
(
1
ー

6
5

2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顆
‘
梱
顎
‘
俯
レ
首
、
或
作
レ

倅
。
国
醜
い
さ
ま
。
或
は
頗
(
1
2
-
4
3
4
8
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
顆
‘
醜
兒
‘
或
作
レ
顔
。

／
ン
シ
ン

日●`

【
顎
】
蜘
見
/
／
ン
シ
ン

国い‘

〔
集
韻
〕
士
痒
切
陶
5 願

〔
集
韻
〕
時
煽
切
叩
i
l

〔
集
韻
〕
鋤
特
切

【
得
】
〗
ゼ
ン

顧
(
1
2
|
 4
3
4
9
8
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
輯
、
同
レ
顧
゜

●
ほ
ほ
ひ
げ
。
〔
説
文
〕
顧
、
頬
須
也
‘

炊
二
須
拝
仔
亦
臀
゜
〔
秤
名
、
繹
形
橙
〕

在
類
耳
変
日
髯
‘
随
臼
動
揺
‘
井
廿
然
也
。

O

ま
た
特
(
1
2
-
4
5
3
7
5
)
•

應
1
2
-
4
3
3
6
3
)
·

耗
(
6

-

1
6
7
8
6
)

・
厩
(
6
-
1
7
0
2
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

顧
‘
或
長
影
、
亦
作
面
庇
・
阿

蘭
會
意
形
臀
。
須
と
廿
と
の
合
字
。
丹
は
毛
の
ふ
さ

ふ
さ
と
垂
れ
る
貌
。
廿
は
又
昔
符
。

訊
い

【
顧
】
〗
げ
〔
集
韻
〕
如
占
切
願

日コ
jan2

頷
碩
は
、
か
ほ
が
み
に
く
い
。
〔
集
韻
〕
領
、
領
碩
‘

面
醜
゜
冨
品

〔
集
韻
〕
慮
活
切
園
『

ラ
ッ
ラ
チ

＂ 
頁

音

〔
七
饗
〕

テ
イ
チ
，
ャ
ヴ

〔
玉
篇
〕
丑
盈
切
屈

ノイ

L

c
h
ぶ
ing'

緬
頭
は
、
頭
が
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顧
、
顧
預
‘
頭

動
兒
。

【
頷
】
〗
[
砿
韻
吾
靡
圏

日
●
ほ
そ
く
て
ま
つ
す
ぐ
な
あ
た

ま
。
〔
説
文
〕
類
‘
狭
頭
類
也
‘
八
レ
頁
廷

瞥。

0
ま
つ
す
ぐ
。
た
だ
し
い
。
梃
(
9
-
2
9
5
1
8
)

挺
(
5
ー

1
2
1
0
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
‘
類
‘
段
注
〕
俄

借
為
一
挺
虹
之
挺
↓
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
類
‘
酋
也
。
〔
注
〕

正
直
也
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
頴
‘
通
作
レ
艇
‘
又
通

作
レ
挺
゜
◎
或
は
碩
(
1
2
|
 
4
3
3
5
6
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
穎
‘
或
省
°
□
あ
た
ま
が
ほ
そ
な
が
い
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
頴
‘
狭
頭
兒
゜

峨
い

テ
イ
〔
集
韻
〕
他
頂
切
＞
園

チ

ギ

，

ゥ

右

一

L

t
'
i
n
g
"
 

4

ロ
。
テ
イ

ロ
夭
ヤ
ヴ
〔
集
韻
〕
湯
丁
切
圏

【類】
435

【顛】』
顛
顛
は
、
頭
の
く
ら
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
顛
顛
、

頭
悶
兒
。

コヴ
ク

〔
集
韻
〕
呼
公
切

困

頷
噸
は
、
か
し
ら
が
動
く
。
〔
集
韻
〕
噸
‘
頷
噸
、
首

動。 噌
】
〗
咋
[〔集
韻
〕
宜
禁
切
国
〗

輔
‘
説
文
、
人
頬
車
也
‘
或
作
レ
顧
゜

領

顧

得

顎

顧

噸

頓

類

頷

頼

頭

顧

韻

頷

頷

た
か
い
鼻
。
〔
集
韻
〕
頷
、
高
鼻
‘
謂
―
―
之
額
↓

【
頷
】
血

〔
集
韻
〕
胡
沃
切
図
i

コ
ク
ゴ
ク

小
日
頭
が
大
き
い
。
〔
説
文
〕
額
‘
頭
額

臼目i
豪
額
大
也
、
八
レ
頁
君
臀
。
〔
段
注
〕
按
‘
錯

本
作
二
頭
額
也
一
卑
ハ
ニ
文
選
注
ー
合
、
然
恐
有
二
奪

生
耳
。
□
●
大
き
な
頭
。
〔
廣
韻
〕
額
‘
大
頭
。

0
頭
が
大
き
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
額
‘
頭
大
兒
。
国

頭
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
韻
、
頭
兒
°

【
額
旺
】
1

”
ク
石
が
先
を
そ
ろ
へ
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
馬

融
、
長
笛
賦
〕
重
蠍
壻
石
、
簡
積
額
旺
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
額

旺
‘
石
齊
レ
頭
貌
也
。 キ

ン
キ
ン

国
4

【
韻
】
〗
日
ヰ
ン

口
キ
ン

〔
集
韻
〕
紆
倫
切
園

〔
集
韻
〕
倶
倫
切
』
題

り

u
.f 
c
h
i
i
n
1
 

〔
集
韻
〕
巨
隕
切
踪
〗

頭
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顧
、
頭
兒
。

国
】
〗
〔
集
韻
〕
莫
江
切
戸
』

．‘_ウ
ノマ，ウ

大
き
な
頭
。
〔
集
韻
〕
頭
、
大
頭
也
。

祠】[
ゴ
〔
集
韻
〕
訛
胡
切
軍
-

あ
か
い
。
も
と
頼
(
1
0
|
 3
7
0
1
6
)

・軽
(
1
0
-
3
7
0
0

8
)
に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
頼
‘
赤
也
、
本
作
1
1

頻
・
軽
↓

〔
正
字
通
〕
頼
‘
俗
頻
字
。

闘

熟

語

は

顔

(
1
0ー

3
7
0
1
6
)
を
見
よ
。

月
｀
小
□
□
●
顔
が
黄
色
い
。
食
物
に
不
足

含
策
が
ち
で
顔
色
が
わ
る
い
。
〔
説
文
〕
頷
‘

面
黄
也
、
八
レ
頁
含
臀
。
〔
段
注
〕
離
騒
、
長
顧
頷

亦
何
傷
、
王
注
‘
顧
頷
、
不
レ
飽
兒
‘
本
部
顧
字
下

云
‘
飯
不
レ
飽
‘
面
黄
起
行
也
、
義
得
二
相
足
公
7

則

頷
訓
為
レ
願
‘
古
今
字
之
不
レ
同
也
。

O
ぁ
こ
。
〔
方

言
‘
十
〕
頷
．
願
‘
領
也
、
南
楚
謂
I)

之
頷
云
秦
晉
謂
ニ

之
頷
面
5

‘
其
通
語
也
。
〔
秤
名
‘
秤
形
橙
〕
頷
‘
含

也
、
口
含
レ
物
之
車
也
。

O
或
は
頷
(
1
2
ー

4
3
4
4
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
或
作
レ
領
。
国
う
な
づ
く
。

鎖（
1
2
|
 4
3
5
6
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鎖
‘
説
文
‘
低
レ

頭
也
‘
或
作
レ
頷
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
六
〕
逆
二
於

門
者
、
頷
レ
之
而
已
゜
〔
注
〕
頷
‘
揺
二
其
頭
↓
固
曲

っ
た
お
と
が
ひ
°
鎖
(
1
2
|
 
4
3
5
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鎖
、
曲
願
也
‘
或
作
レ
頷
。

【
頷
可
】
1

心
，
う
な
づ
い
て
承
諾
す
る
。
〔
修
酔
指
南
〕

允
許
日
―
―
須
許
五
i
-

―
頷
可
↓
〔
李
滉
‘
啓
蒙
篇
〕
委
曲
陳

逹
‘
頷
可
而
後
行
。

【
頷
頬
】
2

”
し
お
と
が
ひ
。
〔
縣
恵
全
書
、
刑
名
部
、
人

命
中
、
検
肉
屍
〕
上
下
歯
‘
頷
頬
。

【
頷
骨
】
3

h

見
k
u
3

頷
の
骨
。
あ
ご
。
お
と
が
ひ
。

【
頷
之
】
4

グ
’
承
知
す
る
意
を
示
す
。
頷
は
う
な
づ
く
。

〔
明
史
、
方
孝
摺
傭
〕
成
祗
頷
レ
之
。

【
頷
車
】
5

包
歯
の
下
の
骨
゜
〔
繹
名
、
繹
形
罷
〕
願
‘
云

云
‘
或
日
レ
頷
‘
頷
‘
含
也
、
口
含
レ
物
之
車
也
。
〔
疏
證
補
〕

畢
況
曰
‘
説
文
‘
頷
‘
面
黄
也
‘
頷
‘
願
也
‘
顧
‘
匝
也
、
絃

嘗
レ
作
レ
頷
‘
或
作
レ
頗
亦
可
。
〔
左
氏
‘
僭
、
五
、
輔
車
相
依
、

疏
〕
頷
車
‘
牙
下
骨
之
名
也
。

【
頷
首
】
6

笠
う
な
づ
い
て
承
諾
の
意
を
示
す
。
〔
欺

【頷】如

國国口日
コキゴガゴカゴカ
ンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
戸
感
切
滅

r
 
i:f'han' 

〔
集
韻
〕
胡
南
切
園
]

〔
集
韻
〕
五
感
切
國
〗

麿

〔
集
韻
〕
祓
昔
切

二
七

O
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屑
】
血

頁

部

〔
七
董
〕

頷

頻

穎

頸

頷

煩

二
七

小
日
口
〇
＜
ぴ
。
＜
ぴ
す
ぢ
。
〔
説
文
〕
暫
頸
領
i

下
決
11

肝
肺
↓

豪
頸
、
頭
埜
也
、
ハ
レ
頁
翌
臀
。
〔
繹
名
、
繹
【
頸
盤
】
14

切
頸
を
ね
ぢ
む
け
る
。
盤
は
戻
。
〔
新
書
、

頸

階
級
〕
上
不
レ
使
1

一
人
頸
整
而
加
一
也
。

【
頸
憲
】
15

ching3 
Ii'

病
名
。
療
憲
。
る
ゐ
れ
き
。

形
橙
瀬
、
任
也
、
怪
挺
而
長
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
親
〕

【
頸
聯
】
16

切
五
七
言
律
詩
の
第
五
六
の
雨
句
を
い

頸
、
項
也
。
●
な
か
。
物
の
中
央
、
く
び
す
ぢ
に

あ
た
る
と
こ
ろ
。
〔
周
證
、
考
工
記
、
輯
人
〕
参
—
ふ
。
一
名
、
後
聯
°
頷
聯

(
1
2
-
4
3
5
1
2

：
 
8
)
を
見
よ
。
〔
唐

分
其
免
園
字
云
こ
以
為

1
1頸
園
→
〔
注
〕
頸
、
前
持
レ
—
音
癸
簸
〕
昆
明
池
水
、
前
四
語
故
自
絶
、
奈
頸
聯
肥
重
‘

衡
者
。
〔
譴
玉
藻
〕
繹
、
其
頸
五
寸
゜
〔
注
〕
頸
、
中
墜
粉
紅
尤
俗
。

【
延
レ
頸
】
1
7
"
窃
首
を
な
が
く
し
て
望
み
ま
つ
。
待
ち

遠
し
く
思
ふ
。
慧
望
。
慧
首
。
鶴
首
。
鶴
望
。
〔
史
記
‘
築

央
。
●
の
ど
く
び
。
＜
び
す
ぢ
の
前
面
の
部
。
〔
廣

韻
〕
頸
、
項
也
‘
頸
在
レ
前
、
項
在
レ
後
。
〔
素
問
‘
腹
書
〕
延
レ
頸
而
鳴
‘
舒
レ
翼
而
舞
。

中
論
〕
頸
痛
゜
〔
注
〕
頸
、
項
前
也
。
®
星
の
名
。
〔
史
〖
延
レ
頸
鶴
望
〗

1
8
”
パ
勺
郊
手
鶴
の
如
く
頸
を
長
く
し

記
、
天
官
書
〕
七
星
頸
為
11

員
官
エ
壬
急
事
言
注
〕
て
切
に
待
つ
こ
と
。
〔
蜀
志
‘
張
飛
傭
〕
思
レ
漢
之
士
、
延
レ

‘
頸
鶴
望
。

正
義
日
、
七
星
為
レ
頸
、
一
名
天
都
、
以
レ
明
為
レ
吉

〖
延
レ
頸
企
レ
踵]
1
9”咋
”
が
窃
ダ
ツ
人
の
来
る
の
を
待
っ

こ
と
。
延
レ
頸
攀
レ
踵
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
離
望
之
博
〕
是
以

暗
為
レ
凶
゜

【
頸
引
】
1

起
遊
戯
の
一
種
。
二
人
相
射
し
‘
紐
の
雨
端
天
下
之
士
、
延
レ
頸
企
』
踵
、
学
願
n

ー
自
炊
以
輔
,
,
高
明
↓

を
輪
と
し
て
各
i

の
首
に
之
を
掛
け
、
引
い
て
勝
負
を
〖
延
レ
頸
畢
レ
踵
〗

2
0
"咋
”
”
{
グ
人
の
来
訪
を
待
つ
意
。

決
す
る
も
の
。
〔
守
貞
漫
稿
、
二
十
八
〕
頸
引
。
〔
呂
覧
、
精
通
〕
琥
令
未
レ
出
、
而
天
下
皆
延
レ
頸
攀
レ
踵

【
頸
枷
】

2
g”5
罪
人
を
拘
束
す
る
た
め
、
其
の
首
に
芙
。
〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
莫
J

不
胃
延
レ
頸
學
』
踵
‘
而
願
n-

か

け

る

刑

具

。

安

-

―

利

之

↓

〔

淮

南

子

、

主

術

訓

〕

天

下

之

所

―

―

同

側

レ

目

【
頸
鎧
】
3

作
し
こ
ろ
。
鋭
。
〔
駅
雅
、
繹
器
〕
錘
鍛
‘
頸
而
視
、
側
レ
耳
而
巖
、
延
レ
頸
攀
レ
踵
而
望
一
也
。
〔
呉
志
、

鎧

也

。

胡

綜

博

〕

思

レ

為

―

―

臣

妾

盃

茫

頸

攀

レ

踵

。

【
頸
項
】4
坑
く
び
。
〔
孔
平
仲
‘
詩
〕
涌
龍
出
―
―
箸
鼠
一
〖
延
レ
頸
承
レ
刀
〗

2
1
"パ
”
”
が
な
頸
を
の
ば
し
て
刀
を
承

怒
馬
軒
,
,
頸

項

↓

け

る

こ

と

。

即

ち

切

ら

れ

る

こ

と

を

意

に

介

し

な

い

こ

【
頸
筋
】
5
"パ
頸
部
の
筋
の
縄
稽
。
と
を
い
ふ
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
延
レ
頸
承
レ
刀
‘
披
レ
胸
受
レ
矢
。

【
頸
血
】6
功
く
び
か
ら
流
れ
る
血
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
臣
〖
延
レ
頸
躁
望
〗

2
2栞
窃
パ
<
-
ァ
何
年
も
の
間
、
切
に
願

蝋
整
頸
血
涵
印
足
下
衿
↓
〔
史
記
、
廉
頗
蘭
相
如
傭
〕
五
ひ
待
っ
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
班
超
傭
〕
延
レ
頸
躁
望
‘
三
―
―

歩
之
内
、
相
如
請
、
得
下
以
―
―
頸
血

g
g
•大
王
乞
矢
。
年
於
今
→

【
頸
飾
】
1

ガ

が

く

び

か

ざ

り

。

【

繋

レ

頸

以

レ

組

】

23

昇
↑
”
”
竺
冠
又
は
髭
に
つ
け
る
＜

一
【
頸
椎
】
8

右

頸

部

の

脊

椎

骨

。

み

ひ

も

を

頸

に

か

け

る

。

縦

つ

て

殺

し

て

く

れ

と

、

降

【穎】血
頼
穎
は
、
頭
が
か
し
い
で
正
し
く
な
い
。
〔
集
韻
〕
一
【
頸
歴
】
，
昇
う
な
じ
。
＜
び
す
ぢ
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
伏
の
意
を
示
す
こ
と
。
〔
十
八
史
略
、
秦
、
二
世
皇
帝
〕

初
従
―
―
藍
田
1

入

、

顧

柄

努

―

―

頸

脱

↓

浦

公

大

破

11

秦
軍
う
か
闊
‘
至
1

一
覇
上
云
秦
王
子
嬰
‘
素
車

[
頸
尾
】
1
0
5
ィ
か
し
ら
と
尾
。
〔
晏
子
、
不
レ
合
1

ー
経
術
1

白
馬
、
繋
レ
頸
以
レ
組
、
出
降
孟
釈
道
労
↓

穎
、
顛
穎
、
頭
不
レ
正
。

者
〕
頸
尾
咳
―
―
於
天
地
一
乎
゜

【
頸
毛
】
11

祁
く
び
す
ぢ
の
毛
。
〔
本
朝
虞
初
新
誌
〕
至
レ

匿
生
毀
雖
―
―
睡
時
顆
毛
怒
張
、
有
-
l

可
レ
怖
之
状
↓

【
頸
痘
】
12

切
く
び
の
は
れ
も
の
。
〔
證
治
準
縄
、
頸
憲
〕

或
問
頸
上
生
―
―
煽
疸
如
何
、
日
、
是
頸
憲
也
。

【
頸
領
】
13

％
ヴ
く
び
す
ぢ
。
＜
び
。
〔
荘
子
、
説
剣
〕
上

ケ
イ
ギ
ャ
，
ウ

□] 
日
ケ
イ
キギ`
，ウ

〔
集
韻
〕
経
郡
罰
蹟

H
＿
／
一

ching3

＞
 

≪

L

K
翌
咤

〔
集
韻
〕
渠
成
切
廊
i

テ
イ
タ
イ

〔
集
韻
〕
天
黎
切

圏

祠

】

i

か
ほ
が
み
に
く
い
。
酸
(
1
2
ー

4
2
6
5
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
酸
‘
面
醜
、
或
凡
レ
頁
。

セサ

〔
集
韻
〕
散
瓦
切

圃

陽
脩
、
贈
1

一
杜
獣
―
詩
〕
先
生
頷
首
遣
、
教
以
レ
勿
玉
杏
衿
↓

【
頷
命
】
7

バ
じ
う
な
づ
い
て
命
令
を
受
け
る
こ
と
。
〔
剪

燈
餘
話
‘
買
雲
華
還
魂
記
〕
婢
再
拝
頷
命
。

【
領
聯
】
8

況
五
七
言
律
詩
の
前
の
聯
句
、
即
ち
第
三
・

第
四
の
雨
句
を
い
ふ
。
一
名
、
前
聯
。
後
の
聯
句
即
ち
第

五
•
第
六
を
頸
聯
(
1
2
-
4
3
5
1
5

:
 1
6
)

と
い
ふ
の
討
。

〔
清
浪
詩
話
、
詩
罷
〕
有
1

一
頷
聯
工
有
―
―
頸
聯
工
伺
―
―
獲
端
一

堕
落
句
↓
〔
韻
府
引
、
普
聞
詩
論
〕
初
二
句
為
ー
小
破
題
一

第
三
・
第
四
為
額
聯
↓

【
領
下
之
珠
】
，
グ
i

カ
ノ
朧
龍
の
頷
の
下
に
あ
る
と
い
ふ

珠
玉
。
龍
の
睡
っ
た
ひ
ま
に
探
り
採
る
と
い
ふ
。
手
に

入
れ
難
い
重
賓
の
喩
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
荘
子
日
、
河

上
有
家
貧
侍
-
1

緯
葦
而
食
者
お
天
子
浚
―
於
淵
云
得
―
―
千

金
之
珠
ご
兵
父
謂
＿
一
其
子
一
日
、
取
レ
石
来
鍛
レ
之
、
夫
千

金
之
珠
‘
必
在
―
―
九
重
之
淵
而
朧
龍
頷
下
ご
ナ
能
得
レ
珠

者
、
必
塁
其
珪
也
、
使
疇
龍
而
患
子
尚
冥
微
之
有

哉。

【
若
レ
摘
額
底
髭
】
10

五
召
劣
科
第
を
取
る
こ
と

の
易
い
喩
゜
〔
韓
愈
‘
寄
―
―
雀
二
十
六
立
之
—
詩
〕
連
年
牧
"

科
第
五
炉
摘
―
―
頷
底
髭
↓

貌
(
1
0
|
 3
6
5
5
6
)

の
古
字
。
参
部

祠
】
〗
九
董
の
頷
(
1
0

ー 3
6
6
0
1
)を

見
よ
。

〔
正
字
通
〕
額
、
古
文
貌
。
〔
荀
子
‘
證
論
〕
疏
房
槌
顛
。
〔
注
〕

頴
、
古
貌
字
、
或
日
、
貌
、
廟
也
、
廟
者
、
宮
室
尊
巌
之
名
、

，ゞウ＇ 

日
●
く
づ
れ
る
。
④
ぉ
ち
る
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕

墨
廻
諷
而
将
レ
頗
゜
〔
注
〕
善
日
、
頗
、
落
也
。
＠

く
だ
る
。
〔
爾
雅
、
秤
天
、
焚
輪
謂
II

之
顔
云
李
注
〕

頬
、
下
也
。
◎
く
づ
れ
る
。
破
壌
し
落
ち
る
。
〔
糧
、

檀
弓
上
〕
泰
山
其
頗
乎
゜
＠
か
た
む
く
。
〔
播
岳
、

寡
婦
賦
〕
歳
云
暮
分
日
西
頗
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
頗
、
控

也
。
⑮
た
ふ
れ
る
。
〔
柳
宗
元
‘
逐
,
,
畢
方
1

文
〕
民

氣
不
レ
舒
令
、
優
蹄
顛
頗
。

8
ぉ
と
ろ
へ
る
。
〔
謝
霊

運
、
山
居
賦
〕
採
レ
薬
救
レ
顔
。
①
う
す
ら
ぐ
。
次
第

に
下
る
。
〔
岱
康
‘
興
豆
出
環
書
〕
榮
進
之
心
日
顔
。

R
ゆ
る
む
。
〔
宋
書
‘
孔
琳
之
博
〕
憲
綱
其
頷
。
●
お

と
が
ひ
゜
〔
玉
篇
〕
碩
‘
頬
下
。
●
い
だ
く
。
お
も
ふ
。

〔
司
馬
相
如
、
長
門
賦
〕
無
ー
一
面
目
之
可
＞
顕
令
、
遂

顔
レ
思
而
就
レ
林
。
〔
注
〕
善
曰
、
廣
雅
曰
‘
顔
‘
懐
也
、

言
下
懐
,
,
其
思
慮
―
而
就
i
林
。
働
し
た
が
ふ
。
〔
穂
、

檀
弓
上
〕
顔
乎
其
順
也
。
〔
注
〕
顔
‘
順
也
。
〔
疏
〕
碩

然
、
不
レ
逆
之
意
也
。

O
は
や
て
。
上
か
ら
吹
き
下

す
風
。
〔
爾
雅
、
繹
天
〕
焚
輪
謂
,
,
之
頗
↓
〔
疏
〕
暴
風

従
レ
上
来
降
、
謂
―
―
之
頬
↓
〔
詩
、
小
雅
、
谷
風
〕
維
風

及
頗
。

O
水
が
下
り
流
れ
る
。
〔
史
記
、
河
渠
書
〕

水
顔
以
絶
商
顔
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
下
流
日
レ
顔
。

0
頭
が
は
げ
る
。
ま
た
績
(
8
|
2
5
3
4
3
)

に
作
る
。

〔
六
書
故
〕
頑
、
首
禿
也
‘
亦
作
レ
績
。
●
く
づ
す
。

隕

(11ー
4
1
8
4
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
隕
‘
説
文
、
下

墜
也
‘
或
作
レ
類
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
‘
因
隕
―
―
其

宍
注
〕
師
古
日
、
隕
‘
謂
レ
下
レ
之
也
‘
昔
頑
。

O

姓
。
〔
奇
姓
通
〕
漢
七
國
反
時
、
顆
嘗
為
1一
将
軍
芦
〗

タ
イ
〔
集
韻
〕
徒
回
切
」
脚

7

日

ヅ

イ

古

x
ヽ
t
^

uei' 

ロ
”
〔
集
韻
〕
吐
臥
切
薗

【頬】蜘
或
日
、
額
、
讀
為
レ
逮
、
言
-
―
屋
宇
縣
遮
一
也
。

12867 



(43517・ ・1) (43517・ ・55) 

す
た
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頗
、
委
際
兒
、
周
随
‘
類
則
塞
レ
之
、
一
隊
則
塗
レ
之
‘
則
無
顆
毀
之
慮
↓
〔
何
承

爾

如

レ

委

‘

李

軌

讀

。

天

‘

安

邊

論

〕

古

之

城

也

‘

虞

虞

皆

有

、

今

雖

碩

罠

猶

四
修
治
↓

【
頷
妨
】
14"ィ
く
づ
れ
か
け
る
。
〔
雀
埼
、
外
戚
蔵
〕
笈

【
頬
椅
]
1

勺
く
づ
れ
よ
り
か
か
る
。
〔
杜
甫
、
早
狙
詩
〕

賢
末
菜
漸
已
碩
紡
貫
魚
不
祓
、
九
御
差
池
。

頷
椅
睡
未
レ
醒
゜

【
傾
朽
】
15

”5

く
づ
れ
く
ち
る
。
〔
杜
甫
、
九
成
宮
詩
〕

【
頷
幽
】
2

坑
し
づ
み
か
く
れ
る
。
〔
柳
宗
元
、
弔
―
―
技

荒
哉
隋
家
帝
、
製
レ
此
今
頷
朽
゜

弘
文
〕
指
百
旦
以
致
レ
憤
分
、
卒
頷
幽
而
不
レ
列
。

[
頷
響
】
16

”
炉
く
づ
れ
た
ひ
ぴ
き
。
〔
陸
機
‘
招
隠
詩
〕

【
頷
雲
】
3

竺
く
づ
れ
か
か
つ
て
ゐ
る
く
も
。
隕
雲
。

哀
昔
附
霊
波
一
顧
響
赴
―
―
曾
曲
↓

〔
韻
府
引
‘
博
玄
‘
西
都
賦
〕
起
若
―
―
翔
電
五
降
若
二
頑
雲
↓

【
頗
壌
】
17

”
mイ
く
づ
れ
こ
は
れ
る
。
〔
蜀
志
‘
張
疑
偶
〕

〔
韻
府
引
、
王
勃
、
詩
〕
碩
雲
爾
索
見
―
―
層
空
↓

以
―
―
郡
郭
宇
類
壊
夏
築
1

一
小
雙

[
頗
運
】
4

”
パ
お
と
ろ
へ
た
運
命
。
頷
勢
。
衰
運
゜
〔
李

【
頗
教
】
18

”5

す
た
れ
た
を
し
へ
。
〔
張
嘉
貞
、
北
嶽
廟

白
‘
讀
諸
葛
武
侯
偲
書
レ
懐
贈
1

一
長
安
怪
少
府
叔
封
昆

亨
詩
〕
赤
伏
起
五
埒
竺
臥
龍
待
―
―
孔
明
↓
碑
〕
尊
若
我
唐
‘
正
土
口
王
碩
教
↓

【
頬
訣
]
1
9

”
パ
く
づ
れ
そ
こ
な
ふ
。
妃
鋏
゜
〔
蘇
過
‘
殿

【
頬
厭
】
5

況
く
づ
れ
つ
ぶ
れ
る
。
又
‘
其
の
も
の
。
〔
杜

風
賦
〕
補
―
―
茅
茨
之
綽
漏
ぶ
手
謄
垣
之
傾
訣
↓

甫
、
八
哀
詩
‘
故
司
徒
李
公
光
弼
詩
〕
―
一
宮
泣
1

一
西
郊
エ
九

廟

起

瓶

厭

↓

【

傾

闘

】

20"パ
く
づ
れ
訣
け
る
。
頗
訣
゜
頷
鮨
〔
水

【
穎
暦
】
6

5

パ
く
づ
れ
た
の
き
。
あ
は
ら
や
の
意
。
碩
経
‘
汝
水
注
〕
澄
水
又
東
遥
二
葉
公
廟
北
盆
町
前
有
―
―
沈
子

櫓
゜
〔
白
居
易
‘
酬
―
―
張
十
八
訪
レ
宿
見
A

贈
云
云
詩
〕
落
高
諸
梁
碑
工
藷
秦
漢
之
世
、
廟
道
有
二
雙
闘
几
筵
一
黄
巾

然
頷
僭
下
‘
一
話
夜
逹
属
。
〔
皮
日
休
、
英
中
苦
レ
雨
云
之
乱
、
残
毀
頗
闘
。

云
詩
〕
傾
櫓
倒
菌
黄
威
硼
頑
t

沙

緑

。

【

頗

乎

】

21

”
ィ
・
籍
の
順
正
な
形
容
。
頷
は
順
。
〔
聘
、

【
頗
垣
】
7

召
く
づ
れ
た
る
か
き
ね
。
や
ぷ
れ
が
き
。
檀
弓
上
〕
拝
而
后
稽
顛
、
頷
乎
其
順
也
。
〔
庄
〕
類
‘
順
也
。

〔
宋
武
帝
、
登
ー
作
柴
山
詞
〕
壌
草
凌
―
―
故
國
面
い
木
秀

1-
〔
疏
〕
類
然
不
レ
逆
之
意
也
。

O
類
れ
る
さ
ま
。
酒
に
酔

顔
垣
↓
〔
蘇
献
‘
濠
州
七
絶
、
四
望
亭
詩
〕
碩
垣
破
礎
液
11

ふ
形
容
。
傾
然
゜
〔
欧
陽
脩
‘
酔
翁
亭
記
〕
蒼
顔
白
製
‘
碩
,
,

柴

荊

正

故

老

猶

言

短

李

亭

。

然

乎

其

間

―

者

、

太

守

酔

也

。

【
碩
綱
】
8

窮
頗
限
し
た
綱
紀
。
〔
苑
南
‘
穀
梁
偲
序
〕
【
頗
挫
】
22

”
ィ
く
づ
れ
く
じ
け
る
。
〔
韓
愈
、
合
江
亭
詩
〕

極
傾
綱
以
墨
三
五
↓
〔
陸
雲
、
大
将
軍
宴
會
息
命
伊
人
去
軒
謄
‘
絃
宇
遂
頷
挫
。

作
詩
〕
頗
綱
既
振
‘
品
物
咸
秩
。
〔
王
巾
、
頭
陀
寺
碑
文
〕
【
類
散
】
23

”
パ
く
づ
れ
散
る
。
〔
虞
預
‘
卑
ハ
1

一
丞
相
王
導
―

拉

振

砿

綱

倶

維

一

絶

紐

↓

賤

〕

今

丞

大

弊

之

後

淳

風

碩

散

。

【
頷
岸
】
，
ク
く
づ
れ
か
か
っ
た
き
し
。
〔
陸
機
‘
弔
1
-

【
頷
弛
】
24

ク
ィ
く
づ
れ
ゆ
る
む
。
〔
呉
志
、
魯
窟
傭
〕
盆

魏
武
商
文
〕
嗚
呼
登
特
替
史
之
異
闘
景
↓
酔
黎
之
怪
11

州
牧
劉
障
‘
綱
維
頷
弛
°

碩
摩
乎
。
〔
杜
甫
、
早
起
詩
〕
帖
レ
石
防
二
頗
岸
盃
炉
林
【
頷
思
】
25

バ
ィ
思
ひ
に
沈
む
。
沈
思
す
る
。
〔
司
馬
相
如
、

匹

遠

山

↓

長

門

賦

〕

無

1

一
面
目
之
可
品
細
分
、
遂
碩
思
而
就
レ
林
。
〔
注
〕

【
頷
顔
】10
”
パ
衰
へ
た
顔
色
。
〔
厭
陽
脩
‘
送
1一
張
生1詩
〕
善
日
‘
言

T
懐
―
―
其
思
慮
—
而
就i林
。
〔
抱
朴
子
、
動
學
〕

一
別
相
逢
十
七
春
、
碩
顔
衰
製
互
相
詢
。
憂
レ
道
者
、
所
,
,
以
含
レ
悲
而
類
思
一
也
。

【
頷
巖
】
11

タ
＜
づ
れ
た
い
は
。
〔
隋
書
、
食
貨
志
〕
金
【
顧
爾
】
26

勺
く
づ
れ
る
さ
ま
。
顧
如
に
同
じ
。
〔
周
聘
‘

門
象
闘
‘
咸
辣
飛
観
‘
頷
巖
塞
レ
川
、
構
―
―
成
雲
綺
↓
考
工
記
、
梓
人
〕
爪
不
レ
深
‘
目
不
レ
出
‘
鱗
之
而
不
レ
作
‘

【
頗
氣
】
12"ィ
失
望
落
謄
の
意
。
〔
長
生
殿
‘
弾
詞
〕
今
則
必
頷
爾
如
レ
委
芙
゜

日
沿
レ
門
鼓
レ
板
‘
好
不
,
,
,
~

竺

氣

人

一

也

。

【

頷

埴

】

27

砕
＇
ゥ
〇
か
き
を
く
づ
す
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕

【
碩
毀
】
13"ィ
く
づ
れ
や
ぷ
れ
る
。
碩
妃
。
破
毀
。
〔
顔
系
以
1

一
頬
レ
埴
填
J

墜
゜
〇
く
づ
れ
た
か
き
。
〔
晉
書
、
王
術

氏
家
訓
‘
兄
弟
〕
兄
弟
之
際
‘
云
云
‘
誓
猶
1

一
居
室
二
穴
博
賛
〕
夷
甫
謳
謳
焉
‘
倭
―
―
彼
兇
渠
一
以
求
―
―
容
貸
丘
碩
埴

頁

部

〔
七
驚
〕

頗

之

隕

‘

猶

有

レ

證

也

。

嗜

‘

泊

興

レ

淡

相

遭

‘

頗

堕

委

靡

‘

潰

敗

不

レ

可

―

―

牧

拾

↓

【
類
如
】
28

礼
く
づ
れ
る
さ
ま
。
〔
文
中
子
‘
魏
相
〕
先
寧
E

【
頗
唐
】
42

訂
く
づ
れ
お
ち
る
。
隕
登
。
限
唐
゜
〔
王
褻
、

者
為
レ
誰
‘
吾
視
―
―
其
類
類
如
一
也
。
洞
籠
賦
〕
類
唐
遂
往
、
長
辟
遠
逝
。
〔
注
〕
善
曰
‘
頬
唐
、

【
頑
侵
】
29

刃
お
と
ろ
へ
く
づ
れ
る
。
〔
苑
嘩
‘
築
消
應
レ
隕
墜
貌
。

詔
詩
〕
聞
レ
道
雖
―
―
已
積
互
年
力
互
顧
侵
。
【
碩
垢
】
43

”
パ
や
ぶ
れ
さ
け
る
。
〔
杜
牧
‘
石
益
僧
含
詩
〕

【
頬
寝
】
30

召
く
づ
れ
こ
は
れ
た
廟
。
〔
謝
瞭
‘
張
子
房
益
鬱
乍
恰
融
‘
疑
巖
忽
碩
垢
゜

詩
〕
豊
旅
歴
一
碩
寝
盃
飾
像
薦
―
―
嘉
嘗
↓
〔
注
〕
翰
日
、
言
‘
宋
【
頗
沓
】
44

”
力
く
づ
れ
か
さ
な
る
さ
ま
。
〔
李
白
、
明
堂

高
祗
歴
1

一
良
廟
百
笙
頑
毀
寝
際
盃
更
使
T

飾
-
1

其
形
像
一
而
賦
〕
籠
提
類
沓
、
若
レ
鬼
若
レ
棄
。

祭
d

之

。

【

頬

咤

】

45

げ
く
づ
れ
お
ち
る
こ
と
。
崩
拐
゜
〔
論
衡
、

【
煩
勢
】
31

打
＜
づ
れ
か
か
っ
た
い
き
ほ
ひ
。
衰
へ
か
累
害
〕
頷
墜
之
類
、
常
在
二
懸
垂
↓
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
割

か
っ
た
ま
は
り
あ
は
せ
。
衰
勢
。
頗
運
。
剣
度
擬
、
錬
硝
顔
咤
゜

【
頷
雪
]
3
2
5
バ

ゆ

き

な

だ

れ

。

雪

頗

。

雪

崩

。

【

頗

替

】
46

打
＜
づ
れ
す
た
れ
る
。
頷
醗
゜
衰
頬
。
堕
替
。

【
頬
絶
】
3
3
5
バ
お
と
ろ
へ
た
え
る
。
〔
蜀
志
‘
劉
理
偉
〕
〔
晉
書
‘
華
軟
傭
〕
大
義
頗
替
‘
證
典
無
レ
宗
、
朝
廷
滞
議
、

―
二
世
早
夭
‘
國
嗣
頬
絶
。
〔
王
融
、
上
二
北
伐
圏
五
瓜
〕
掻
―
―
莫
1

一
能
彼
已
止
。

玄

綱

於

頷

塾

反

―

―

至

道

於

撓

淳

↓

【

頷

天

】

47

”
パ
天
を
罵
る
言
葉
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
害
―
―

【
碩
仙
】
“
”
病
名
。
脱
腸
。
ヘ
ル
ニ
ャ
゜
〔
素
問
‘
陰
陽
相
思
1

雑
劇
〕
今
日
顔
天
百
般
的
難
レ
得
レ
晩
。

別
論
〕
其
傭
為
―
牽
澤
石
去
博
為
―
―
頗
仙
↓
【
頗
塾
】
48

打
土
砂
な
ど
が
崩
壊
し
て
埋
ま
る
。
＜
づ

【
頗
然
】
3
5
5
パ

O
酒
に
酔
つ
て
罷
の
く
づ
れ
る
さ
ま
。
れ
る
。
〔
湘
山
野
録
〕
魏
侍
郎
瑠
初
知
―
―
廣
州
石
忽
子
城

〔
柳
宗
元
、
始
得
↓
ー
西
山
宴
涸
記
〕
引
レ
膳
涌
レ
酌
、
頼
然
一
角
頷
塾
‘
得
ご
古
碍
↓

就
レ
酔
゜
〔
孔
平
仲
‘
兄
長
寄
五
詩
底
炉
韻
和
寄
詩
〕
憶
【
頷
年
】
49

”
パ
老
年
。
衰
へ
か
か
っ
た
年
齢
。
〔
陸
機
‘

昔
西
辱
山
下
園
‘
芙
蓉
香
裏
酔
頗
然
゜
●
柔
順
な
さ
ま
。
應
レ
嘉
賦
〕
悲
"
来
日
苦
短
涵
竪
頷
年
之
促
↓
〔
海
録
砕

隕
然

(11ー
4
1
8
4
9
:
 9
)

に
同
じ
。
〇
カ
の
無
い
さ
ま
。
事
、
道
繹
‘
養
生
〕
翼
喰
二
圃
丘
草
森
匹
以
還
"
頬
年
↓

老
衰
の
さ
ま
。
〔
林
鶴
梁
‘
烈
士
喜
剣
碑
〕
顔
然
老
芙
。
働
【
顔
波
]
5
0

ヅイ

O
く
づ
れ
か
か
る
水
波
。
〔
水
経
‘
聖
水

物
の
く
づ
れ
る
さ
ま
。
〔
齋
藤
拙
堂
、
陪
1

一
源
笠
置
山
1

注
〕
碩
波
潟
レ
澗
、
一
丈
有
餘
。
●
物
事
の
衰
落
の
勢
の

記

〕

顔

然

横

―

―

崖

上

↓

喩

゜

〔

拿

應

物

、

廣

陵

遇

―

孟

九

雲

卿

―

詩

〕

高

文

激

↓

―

碩

【
頑
暫
】
3
6
5
パ
荒
れ
＜
づ
れ
た
濠
。
〔
買
至
‘
施
儒
廟
碑
〕
波
盃
茫
海
靡
レ
不
レ
傭
。

懲

獣

傾

暫

‘

悲

涼

榛

非

。

【

類

敗

】

51

笞
〇
く
づ
れ
や
ぶ
れ
る
。
〔
皇
朝
史
略
‘
-
―
‘

【
頷
息
】
37

只
く
づ
れ
や
む
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
重
歎
仁
徳
天
皇
紀
〕
宮
垣
頗
敗
、
無
レ
所
―
―
螢
作
↓
〇
す
た
れ

碩

息

‘

招

レ

隋

辟

標

。

や

ぶ

れ

る

。

風

俗

が

悪

く

な

る

に

い

ふ

。

〔

朱

窯

‘

大

【
頗
塞
]
⑬
り
＜
づ
れ
ふ
さ
が
る
。
〔
福
恵
全
書
‘
蔽
任
學
章
句
序
〕
及
二
周
之
衰
云
賢
聖
之
君
不
レ
作
‘
學
校
之

部
、
戒
―
躁
怒
1

〕

皆

頬

塞

如

レ

故

。

政

不

レ

脩

、

教

化

陵

夷

、

風

俗

頑

敗

。

【
顧
惰
】
39

勺
志
が
く
づ
れ
お
こ
た
る
。
限
情
。
〔
韻
府
【
頗
際
】
52

芥
く
づ
れ
す
た
れ
る
。
際
傾
。
傾
妃
。
〔
後

引
‘
陸
涌
‘
詩
〕
老
人
頑
惰
雖
レ
堪
レ
笑
‘
終
勝
ー
1

胸
中
懐
↓
―
漢
書
‘
智
醐
債
〕
太
尉
趙
憲
以
為
、
太
學
辟
薙
‘
皆
宜
二

不

平

↓

兼

存

↓

故

拉

博

至

レ

今

‘

而

頃

者

顔

際

、

至

レ

為

―

―

園

採

靱

[
碩
堕
】
40

勺
崩
れ
お
ち
る
。
だ
ら
し
な
く
な
る
。
〔
欧
牧
之
慮
ご
旦
便
修
繕
‘
誘
1

進
後
學
↓

賜
脩
、
河
南
府
司
録
張
君
墓
表
〕
飲
酒
終
日
不
レ
I
L、
雖
レ
〖
頗
際
氣
分
〗53
"力
合
活
氣
を
失
っ
て
だ
れ
た
氣
分
。

酔

未

一

食

品

原

堕

↓

【

頷

放

】

54

芯
證
法
に
拘
泥
し
な
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
宋

〖
頗
堕
委
靡
〗4
1

”
弓
形
橙
氣
力
な
ど
が
次
第
に
く
史
、
陸
滞
博
〕
苑
成
大
帥
レ
蜀
‘
涸
為
―
―
参
議
官
冨
竺
文
字

づ
れ
衰
へ
る
こ
と
。
〔
韓
愈
‘
送
―
―
高
閑
上
人
ー
序
〕
是
其
交
示
J
拘
二
證
法

r八
磯
―
―
其
頬
放
面
閤
品
笠
放
翁
↓

為
レ
心
、
必
泊
然
無
レ
所
レ
起
‘
其
於
レ
世
必
淡
然
無
レ
所
レ
【
頷
剥
】
55

万
く
づ
れ
は
が
れ
る
。
〔
唐
書
‘
蒋
又
傭
〕

ニ七――
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＂ 
頁
立
口

〔
七
驚
〕

頷

頬

頻

帝
嘗
登
浚
姻
閣
ニ
翌
左
壁
顔
剥
‘
題
文
漫
鋏
‘
行
棲
敷
【
顔
治
】
69

”
バ
く
づ
れ
し
づ
む
。
治
は
液
。
〔
抱
朴
子
、

字

↓

嘉

遜

〕

撞

な

高

則

峻

極

類

治

、

辣

レ

卑

則

淵

池

差

義

。

【
碩
塊
】
56

芦
鋏
け
た
月
。
〔
謝
恵
連
、
秋
懐
詩
〕
頷
塊
【
顔
齢
】
70

召
老
年
を
い
ふ
。
物
の
顔
れ
ん
と
す
る
や

不
1

一
再
四
傾
義
無
,
,
雨
旦
↓
〔
注
〕
善
日
、
魏
、
月
塊
也
。
う
に
老
い
ぽ
れ
た
こ
と
を
い
ふ
。
衰
年
。
残
年
。
〔
陶
潜
‘

【
碩
妃
】
5
7
"
ィ
た
ふ
れ
や
ぶ
れ
る
。
＜
づ
れ
る
。
描
妃
。
九
日
間
居
詩
〕
酒
能
諒
1

ー
百
慮
玉
菊
解
制
―
―
顔
齢
二
〔
謝
霊

堕
落
。
顔
毀
。
〔
朱
煮
、
山
北
紀
行
詩
〕
百
世
踵
―
―
謬
訛
五
葬
運
、
白
石
巖
下
狸
一
行
田
1

詩
〕
藷
業
横
―
―
海
外
五
蕪
稿
積
1

一

倫
日
顔
妃
。
顔
齢
→
〔
沈
約
‘
宿
―
―
東
園
—
詩
〕
若
蒙
『

1西
山
薬
云
顔
齢
儘

【
碩
風
】
58

召
●
あ
ら
い
か
ぜ
。
は
や
て
。
暴
風
。
〔
爾
能
度
。
〔
注
〕
向
日
、
言
、
我
若
蒙
立
は
空
而
頑
毀
之
年
、

雅
‘
繹
天
、
疎
〕
暴
風
従
レ
上
来
降
‘
謂
1

一
之
碩
↓
●
頼
際
僅
或
能
畢
―
―
於
天
地
齢
年
一
也
。

し
た
風
俗
。
わ
る
い
風
俗
。
〔
桓
温
‘
薦
1

一
礁
元
彦
一
表
〕
【
顔
裂
】
71

打
＜
づ
れ
さ
け
る
。
〔
後
漢
書
、
桓
―
帝
紀
〕

足
L

以
鎮
―
―
静
顔
恩
軌
＊
訓
慕
俗
Lo

岱
山
及
博
尤
来
山
並
頗
裂
。

【
頗
索
】
59

カ
パ
お
と
ろ
へ
み
だ
れ
る
。
〔
藷
唐
書
‘
張
説
【
頗
漏
】
72

況
く
づ
れ
て
雨
が
も
る
。
〔
葉
適
‘
超
然
堂

傭
〕
是
時
風
教
顔
案
、
多
以
,
,
起
復
一
為
レ
榮
。
詩
〕
宅
含
空
荒
轄
顔
漏
。

【
頑
散
】
60

存
く
づ
れ
や
ぷ
れ
る
。
〔
後
漢
書
、
儒
林
博
〕
【
頗
瀧
】
73

忠
く
づ
れ
た
塚
。
〔
張
載
、
七
哀
詩
〕
頗
階

朋
徒
相
視
怠
散
‘
學
含
頗
散
、
鞠
為
,
,
園
裁
↓
拉
墾
獲
、
萌
隷
鶯
一
農
圃
↓
〔
注
〕
銑
日
、
顔
闇
‘
頗
墳
也
。

【
顔
弊
]
6
1

吝
く
づ
れ
や
ぶ
れ
る
。
お
と
ろ
へ
る
。
〔
蘇

穎
‘
授
二
楊
嬌
國
子
祭
謳
制
〕
往
在
東
都
一
撮
於
西

墜
巾
巻
哀
其
導
雙
紀
綱
正

1

一
其
顔
弊
→
〔
小
學
‘
善
【
類
】
〗

行
〕
風
俗
顔
弊
如
レ
是
。

【
類
暮
】
竺
～
ィ
老
衰
の
年
。
〔
謝
霊
運
‘
永
初
三
年
七
月

十
六
日
名
郡
初
狽
レ
都
詩
〕
辛
苦
誰
為
レ
情
‘
遊
子
値
,
,

顔
暮
↓
〔
注
〕
良
曰
、
辛
苦
之
情
已
直
堪
‘
而
又
属
顧
暮
【
芦

5
】
5

之
時
↓
〔
任
明
、
属
―
―
吏
人
講
學
―
詩
〕
曰
余
本
疎
惰
‘
顆
暮

積
檎
柳
↓

【
頬
盆
】
63

”
バ
屋
壁
な
ど
の
顔
れ
て
う
づ
た
か
い
塵
と

な
っ
た
虞
を
い
ふ
。
〔
圏
賓
見
聞
誌
〕
乃
募
虹
吐
杢
操
,
,

斤
力
盃
翌
於
頗
盆
之
際
↓

【
顔
名
】
64

t'uei2 
m
i
n
g
'

名
を
汚
す
。

【
頑
陽
】
65

祁
ゆ
ふ
ひ
。
い
り
ひ
。
落
日
。
夕
陽
。
〔
謝
瞭
、

王
撫
軍
庚
西
陽
集
別
作
詩
〕
顔
陽
照
1

一
通
津
石
夕
陰
曖
二

平
陸
↓
〔
注
〕
清
日
、
碩
陽
、
落
日
也
。
〔
王
冷
然
‘
初
月
賦
〕

望
碩
陽
之
初
落
五
見
涵
月
之
孤
告

【
頗
塘
】
66

昇
く
づ
れ
た
垣
。
〔
韻
府
引
‘
張
籍
、
詩
〕
我

来
見
類
雙

【
頑
落
]
6
7

”
パ
く
づ
れ
お
ち
る
。
〔
曹
植
、
離
轍
雁
賦
〕

掛
薇
謳
之
軽
翠
忽
碩
落
而
離
レ
露
。
〔
韓
愈
、
祭
1

一湘

君
夫
人
ー
文
〕
堂
階
頬
落
、
牛
羊
入
レ
室
。

【
頗
陵
】
68

％
ヴ
次
第
に
く
づ
れ
お
と
ろ
へ
る
。
＜
づ
れ

す
た
れ
る
。
頬
顎
゜
〔
後
漢
書
‘
趙
杏
博
〕
至
1

一
於
戦
國
玉
漸

至
碩
陵
↓
〔
注
〕
顔
陵
‘
謂
頑
畷
陵
退
也
。

二
七
三

頻
、
博
、
急
也
、
按
‘
乱
也
。
R
な
ら
ぶ
。
〔
國
語
、
楚
【
頻
散
】
1

梵
し
ば
し
ば
。
た
び
た
び
。
し
き
り
に
。

語
下
〕
霊
臣
頻
行
。
〔
注
〕
頻
‘
拉
也
。

O
し
き
り
〔
梅
発
臣
、
和
永
叔
詩
〕
従
レ
今
宴
會
應
頻
散
↓

[
頻
山
】
8

梵
山
名
。
挟
西
省
富
平
縣
の
東
北
。
〔
元
和

志
〕
秦
属
公
於
―
―
山
南
一
立
レ
縣
、
故
日
1

一
頻
陽
五
後
魏
別
立
1

一

に
。
〔
韻
會
〕
頻
、
連
也
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
汝
何
去
来

土
門
縣
百
ぞ
頻
山
有
三
一
土
門
五
状
似
』
門
‘
故
日
1

一
土
門
↓

之
頻
。

O
ち
か
づ
く
。
〔
華
巌
鰹
音
義
、
下
〕
頻
、
近

也
。

O
し
た
し
む
。
比
(
6
ー

1
6
7
4
3
)
に
通
ず
。
〔
説
【
頻
墜
】
，
序
顔
を
し
か
め
る
こ
と
。
頻
顧
に
同
じ
。

文
通
訓
定
臀
〕
頻
、
段
借
為
レ
比
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
〔
易
、
巽
‘
頻
巽
‘
注
〕
頻
‘
頻
墜
不
血
架
而
窮
、
不
レ
得
レ
已

三
〕
頻
‘
比
也
。
〔
疏
證
〕
頻
為
-
1

親
比
之
比
↓
〇
は
之
謂
也
。
〔
疏
〕
頻
受
‘
憂
戚
之
容
也
。

な
す
ぢ
。
〔
易
、
巽
〕
頻
跨
吝
。
〔
虞
注
〕
頻
‘
頬
也
。
【
頻
顧
】
10

狂
今
ク
顔
を
し
か
め
る
こ
と
。
心
の
や
す
ら
か

で
な
い
さ
ま
。
い
や
に
思
ふ
さ
ま
。
噸
甍
。
輩
顧
(
1
2
-
4

3
7
3
7
 :
 3
)
に
同
じ
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
下
〕
己
頻
顧
日
、
悪

0
ひ
そ
め
る
。
し
か
め
る
。
輩
(
1
2
ー

4
3
7
3
7
)
に

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
頻
、
段
借
為
レ
饗
。
〔
易
、
阻
此
践
践
嘴
為
哉
。
〔
集
注
〕
頻
興
レ
輩
同
、
顧
興
レ
聾

復
〕
頻
復
、
属
無
レ
咎
゜
〔
虞
注
〕
頻
‘
緊
也
。

O
暗
(
8

同
。
〔
陸
雲
、
晉
故
散
騎
常
侍
陸
府
君
昧
〕
頻
―
―
顧
厄
運
一

-
2
3
7
7
7
)
に
通
ず
。
〔
詩
、
大
雅
、
桑
柔
〕
國
歩
斯
載
墨
咎
墨

頻
。
〔
説
文
〕
瞭
、
詩
日
、
國
歩
斯
瞭
。

O
嘴
（
2

|

4
5

【
頻
伯
】
11

社
が
重
厚
の
さ
ま
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
‘
注
〕
頻

俯
・
埠
益
・
枇
輔
、
皆
重
厚
゜
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
小
爾
雅
云
‘

伯
、
再
也
、
周
語
注
‘
俯
‘
散
也
、
漢
書
注
‘
俯
‘
頻
也
、
倶

6
2
)
に
同
じ
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
下
‘
己
頻
顧
日
、
昔

衷
厚
義
近
。

義
〕
頻
‘
亦
作
レ
噸
、
同
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
平

臀
〕
頻
氏
、
風
俗
通
云
、
漢
有
二
酒
泉
太
守
頻
陽
↓
【
頻
伸
】
12

袋
う
め
き
臀
゜
噸
呻
(
2
-
4
5
6
2
:
 5
)
に
同

〔
萬
姓
統
譜
〕
頻
‘
見
,
,
韻

會

↓

じ

。

〔

曾

牽

‘

兜

率

院

記

〕

飛

レ

奇

鉤

レ

貨

以

病

レ

民

、

民

往

凰

シ

ゲ

。

ハ

ヤ

。

カ

ズ

。

ツ

ラ

。

往

頻

伸

而

為

二

塗

中

齊

者

、

以

レ

此

。

【
頻
速
】
13p'in'su• 

急
速
に
。
非
常
に
速
く
。

【
頻
年
】
15

梵
毎
年
毎
年
。
連
年
。
〔
國
史
略
‘
正
親
町

【
頻
憶
】
1

梵
し
き
り
に
思
ふ
。
〔
劉
清
‘
晩
欝
礼
山
居
1

天
皇
〕
長
宗
我
部
元
親
専
横
、
頻
年
用
レ
兵
‘
伐
―
―
異
レ
己

詩
〕
秋
深
頻
憶
故
郷
事
、
日
暮
獨
尋
―
―
荒
径
一
蹄
。

●
み
ぎ
は
。
瀕
(
7
ー

1
8
6
3
6
)
・
濱
(
7
-
1
8
5
3
7
)
に
【
頻
伽
】
2

咋
／
●
良
馬
の
名
。
〔
呉
郡
疏
〕
支
遁
好
頑
登
盛
滅
奮
族
家
老
↓

【
頻
婆
】
16

令
●
樹
木
の
名
。
又
‘
穣
婆
に
作
る
。
か
ら

同
じ
。
も
と
頻
（
頻
）
（
1
2
ー

4
3
6
3
9
)
に
作
る
。
〔
正
馬
石
其
最
愛
者
、
名
日
―
―
頻
伽
↓
●
人
面
鳥
を
い
ふ
。
〔
藷

字
通
〕
頻
‘
説
文
、
豪
作
枷
゜
〔
説
文
〕
頻
、
水
厘
、
人
唐
書
、
憲
宗
紀
下
〕
詞
陵
國
獣
―
―
僧
祗
催
及
五
色
魏
鵡
。
な
し
の
異
名
。
頻
果
の
異
名
。
〔
本
草
‘
奈
〕
繹
名
、
頻
婆
‘

所
賓
阻
也
、
聾
戚
不
枷
而
止
‘
八
レ
頁
八
レ
渉
°
頻
伽
鳥
‘
井
異
香
名
賓
↓
●
圏
梵
語

k
a
l
a
v
i
n
k
a
迦
陵
時
珍
日
‘
豪
文
奈
字
‘
象
下
子
綴
,
,
子
木
云
も
底
楚
言
謂
―

之
頻
婆
↓
●
鳳
眼
果
を
い
ふ
。
廣
東
に
産
す
。
〔
嶺
外
代

頻
伽
の
略
。
雪
山
（
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
）
に
住
み
常
に
妙
―
音
を

登
す
る
と
い
ふ
鳥
。
〔
法
華
文
句
〕
頻
伽
在
レ
殻
、
臀
勝
1
1

答〕。

〔
段
注
〕
牌
レ
渉
者
、
或
因
二
水
深
云
聾
レ
眉
愛
レ
額
而

【
頻
犯
】
17

裳
同
一
の
罪
を
し
き
り
に
犯
す
。
何
度
も
重

止
、
故
字
が
渉
頁
↓
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
頻
、
水
涯
衆
鳥
↓
.
清
‘
郭
磨
(
1
1
-
3
9
4
7
4
:
 2
2
4
)

の
琥
。

也
、
字
亦
作
枷
、
作
レ
濱
゜
〔
説
文
古
本
考
〕
頻
為
1
-
〖
頻
伽
羅
〗3
知
炉
園
鳥
の
名
。
頻
伽
に
同
じ
。
〔
智
度
ね
て
罪
を
犯
す
。
〔
唐
律
、
名
例
‘
二
罪
従
レ
重
〕
郎
以
レ
臓

瀕
之
省
ぶ
濱
乃
瀕
之
別
橙
字
。
〔
集
韻
〕
頻
‘
或
ハ
レ
論
、
二
十
八
〕
如
迦
羅
陵
頻
伽
鳥
な
竺
殻
中
ー
未
レ
出
、
致
レ
罪
、
頻
犯
者
、
並
累
科
。
〔
疏
議
〕
俣
有
下
受
レ
所
ー
ー
監

水
。
〔
詩
、
大
雅
‘
召
畏
〕
不
レ
云
レ
自
レ
頻
。
〔
博
〕
頻
、
登
レ
臀
微
妙
、
勝
1

一

於

餘

鳥

↓

臨

{

-

日

之

中

―

―

一

虞

受

精

一

十

八

匹

二

堅

二

人

共

出

,
1

厘
也
。
〔
箋
〕
頻
‘
嘗
レ
作
濱
°
●
さ
し
せ
ま
る
。
急
【
頻
行
】
4

れ
ん
な
ら
び
ゆ
く
。
拉
行
。
〔
國
語
、
楚
語
下
〕
一
十
八
匹
盆
凹
時
送
者
:
各
倍
為
↓
1

九
匹
而
断
‘
此
名
1
1

霊
紳
頻
行
。
〔
注
〕
頻
‘
並
也
、
並
行
欲
レ
求
レ
食
也
。
以
レ
臓
確
レ
罪
、
頻
犯
者
累
科
↓

【
頻
看
]
5

努
し
ば
し
ば
見
る
。
〔
趙
蝦
‘
洞
庭
寄
―
―
所
【
頻
煩
】
18

裳
し
ば
し
ば
。
た
び
た
ぴ
。
わ
づ
ら
は
し

促
。
〔
詩
、
大
雅
、
桑
柔
〕
國
歩
斯
頻
。
〔
傭
〕
頻
‘
急

墨
詩
〕
書
中
空
有
刀
頭
約
、
天
上
頻
看
破
鏡
飛
。
い
。
頻
繁
。
〔
蜀
志
‘
費
棒
傭
〕
以
奉
レ
使
稲
レ
旨
、
頻
煩
至
レ

也
。
〔
逸
周
書
、
文
酌
解
〕
三
頻
。
〔
注
〕
頻
‘
敷
也
。

●
み
だ
れ
る
。
闇
(
1
2
-
4
5
6
5
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
【
頻
過
】
6

袋
し
ば
し
ば
よ
ぎ
る
こ
と
。
〔
李
嬌
‘
鳳
詩
〕
呉
。
〔
杜
甫
‘
蜀
相
詩
〕
―
二
顧
頻
煩
天
下
計
‘
雨
朝
開
清

通

訓

定

臀

〕

頻

、

段

借

為

レ

闇

、

詩

桑

柔

國

歩

斯

隈

向

秦

棲

側

、

頻

過

洛

水

陽

。

老

臣

心

。

ヒ
ン
ビ
ン

〔
集
韻
〕
砒
賓
切
／
函

父
一
.
f

p'in' 

タ
イ

頗
(
1
2ー

4
3
5
1
7
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
頻
‘
俗
碩
字
。

12869 
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国】』

頼
(
1
0ー

3
6
8
6
1
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
頼
‘
古
作
レ
願
。

ラ
イ

【頷】
g

、

預

(
1
2
ー

4
3
3
6
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
碩
‘
或
ハ
レ
否
。

ノ
イ

【
頻
繁
]
1
9

竺
し
ば
し
ば
。
た
ぴ
た
ぴ
。
い
そ
が
は
し
。

頻
煩
。
〔
庚
亮
‘
譲
―
―
中
書
令
一
表
〕
沐
浴
玄
風
云
空
繁

省
闊
↓
〔
晉
書
、
王
清
傭
〕
頻
繁
擢
絞
‘
遂
過
―
―
其
任
↓

【
頻
頻
】
20

竺
し
き
り
に
。
た
び
か
さ
な
る
さ
ま
。
頻

藪
°
齢
動
。
国
。
〔
杜
甫
、
秋
日
寄
二
題
鄭
監
湖
上
伊
詩
〕

賦
レ
詩
分
―
―
氣
象
五
佳
句
莫
―
―
頻
頻
↓

〖
頻
頻
之
鴬
〗2
1
H唸
ノ
／
群
る
と
も
が
ら
。
〔
法
言
‘
學

行
〕
頻
頻
之
窯
‘
甚
於
鵬
斯
ぶ
か
賊
天
糧
食
1

而
已
矢
゜

【
頻
復
】
22

究

屡

i

失
ひ
屡
：
か
へ
る
こ
と
。
過
を
改

め
善
に
遷
る
意
。
〔
易
‘
復
〕
六
三
、
頻
復
‘
属
元
レ
咎
‘
象

日
‘
頻
復
之
属
、
義
元
レ
咎
也
。
〔
注
〕
頻
‘
頻
愛
之
貌
也
、

塵
下
橙
之
終
ぶ
呻
レ
塵
於
上
六
之
婆
已
失
復
遠
芙
‘

是
以
隧
也
、
登
而
求
‘
復
未
レ
至
秘
湿
竺
故
雖
レ
危
元
レ
咎

也。

【
頻
陽
】
23

梵
縣
名
。
●
秦
、
置
く
。
故
城
は
挟
西
省
富

平
縣
の
東
北
。
秦
の
王
翡
、
病
に
よ
り
自
ら
隠
退
し
て

此
慮
に
飩
る
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
左
渇
翔
‘
縣
二
十

四
‘
頻
賜
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
西
安
府
‘
富
平
縣
〕

頻
陽
城
‘
在
―
―
縣
東
北
六
十
里
云
秦
属
公
二
十
一
年
、
初

縣
輝
陽
「
以
レ
在
頻
水
南
而
名
、
始
皇
二
十
一
年
、
王

剪
謝
レ
病
、
蹄
―
頻
陽
ご
漢
亦
爵
―
―
頻
陽
縣
こ
g
二
左
喝
翔
↓

0
南
朝
宋
、
置
く
。
挟
西
省
南
鄭
縣
の
地
。

【
頻
浪
】
24

わ
[
し
き
り
に
打
ち
よ
せ
る
波
o

〖
頻
浪
草
〗2
5
ん
[
+
・
・
、
す
す
ぎ
の
異
名
。

【
頻
留
】
26

防
一
方
な
ら
ず
引
き
留
め
る
。
〔
黄
浴
、
旅

懐
詩
〕
東
越
雲
山
却
思
レ
隠
、
西
秦
霜
霰
苦
1

一
頻
留
↓

【
頻
羅
奄
】
2
7
[

／
ラ
清
‘
梁
同
書
(
6
ー

1
4
8
2
5
:
 3
0
6
)

の

舅
〖
頻
羅i奄
遺
集
〗2
8
竺
方
ア
／
書
名
。
十
六
巻
。
清
‘
梁
同

書
撰
゜
其
の
目
は
詩
三
巻
・
藷
繍
集
・
集
杜
二
巻
・
文
四

巻
•
題
践
四
巻
・
直
語
補
證
一
巻
•
日
貫
齋
塗
説
一
巻
・

筆
史
一
巻
。

＂ 
頁

音

〔

七

八

戯

〕

【
頼
】
〗
ラ

イ

頼
(
1
0
-
3
6
8
6
1
)

の
略
字
。

顧
(
1
1
0
-
4
3
6
4
9
)

の
俗
字
。
〔
正
字

官

】

g

ガ
ウ
通
〕
狐
俗
頴
字
。

【
額
】
〗
カ
ク
□
い
に
:
補
〕
額
‘
昔
額
‘

【顎】年
7 

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
顎
、
昔
学
。

【
頭
】
〗
ヒ
□
戸
□
豆
~
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
顧
】
〗
ガ
ク
□
〕
（
庄
峠
~
)
に
同
し
。
〔
篇

【
顛
】
〗
コ，ウ

腔
(
1
0ー

3
6
2
1
3
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
顛
、
同
レ
腔
°

【
願
】
〗

圏
圏
此
の
字
形
‘
字
彙
は
願
に
作
る
。
今
、
康
熙
字
典
に

依
る
。

イ

願
(
1
2
|
 4
3
4
5
5
)

の
俗
字
。
〔
康
熙
字

典
〕
願
、
同
レ
願
‘
俗
字
。

□
ひ
げ
が
短
く
白
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頼
、
須
短
白

兒
゜
口
髪
や
ひ
げ
の
短
い
さ
ま
。
頷
(
1
2
|
 4
3
6
1
 

5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
額
‘
短
須
製
兒
‘
或
省
。

ホ
ヴ
7
 

日乳

祠
】
〗
〔
集
韻
〕
貧
悲
切

〔
集
韻
〕
普
溝
切

亙尤

冠

】

g

日
が
[
_
ウ
〔
集
韻
〕
丁
汀
い
星
ing'

小

0
で
ぴ
た
ひ
。
つ
き
出
た
ひ
た
ひ
。
お

自
豪
で
こ
。
〔
説
文
〕
顧
、
出
頷
也
、
払
頁
佳

臀
。
〔
繋
傭
〕
錯
曰
‘
言
二
頷
出
如
＞
椎
也
。

0
ま

く

ら
ば
ね
。
後
頭
骨
゜
〔
廣
韻
〕
傾
‘
項
傾
。

O
せ
ぽ

ね
。
〔
字
槃
〕
傾
‘
脊
骨
゜

罰】
g

ィ
〔
集
韻
〕
博
追
切
図

ソヅ
イ

祠

】

血

シ

髭
(
1
2
-
4
5
3
9
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
毘
、
通
作
レ
髭
゜

小
く
ち
ひ
げ
。
口
の
上
の
ひ
げ
。
髭
(
1
2

目
姦
—

4
5
3
9
9
)
•
頗
(
1
2
|
 4
3
4
1
3
)

に
同
t

ヽ
じ
。
〔
説
文
〕
顧
‘
口
上
須
也
、
炊
レ
須
此
臀
゜
〔
段

注
〕
顧
‘
或
作
レ
髭
゜
〔
秤
名
‘
繹
形
罷
〕
口
上
曰
レ

毘
‘
毘
‘
姿
也
、
為
―
姿
容
之
美
一
也
。
〔
集
韻
〕
顛
‘

或
作
如
比
‘
亦
省
。

【
顛
嬰
】
1

~

＇
口
ひ
げ
と
か
み
の
毛
。
髭
製

(
1
2
-
4
5
3
9

9
:
 7)
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
下
〕
身
青
黄
色

面
白
、
頭
有
―
―
顛
髪
ぶ
E

長
、
大
凡
長
六
寸
一
分
。

【
顧
王
]
2

炉
ひ
げ
の
生
え
た
王
。
〔
左
氏
、
昭
、
二
十

六
〕
在
―
一
定
王
六
年
玉
秦
人
降
レ
妖
曰
、
周
其
有
二
顧
王
ぶ
小

克
能
修
箕
職
云
諸
侯
服
享
‘
云
云
‘
至
於
震
王
工
生
而

有
レ
顛
、
王
甚
神
聖
‘
無
レ
悪
―
―
於
諸
侯
↓
〔
會
箋
〕
説
文
、

顧
、
口
上
須
也
、
徐
曰
‘
俗
作
レ
髭
、
非
レ
是
゜

罰】
g

シ

頻

頷

頴

頷

願

顛

顕

頭

顎

額

頻

頼

顛

盟

傾

額

類

頼

頴

〔
集
韻
〕
将
支
切
甲
｛

P
 tzu1 

,ロ-
祠

】

[

穎
(
1
2
|
 4
3
4
6
3
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
頴
、
顛
字
之
調
。

7
 

ト

日

口

曰

0
首
を
か
し
げ
る
。
〔
説
文
〕

g
,
 

窟
姦
頼
‘
傾
情
也
、
八
貨
卑
臀
゜
〔
段
注
〕

玄
應
引
-
1

蒼
頷
篇
―
云
‘
頭
不
レ
正
也
、
又
引
二
淮
南

子
、
左
頼
右
悦
↓
〇
正
し
く
な
い
。
〔
玉
篇
〕
頼
、

不
レ
正
也
。
●
な
な
め
。
よ
こ
し
ま
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰

―
-
〕
頼
‘
哀
也
。
働
伴
(
1
|
7
4
0
)

に
通
ず
。
〔
一
切

鰹
音
義
、
二
〕
伴
悦
‘
三
蒼
作
二
頼
悦
↓

霰
】
〗日
言
〔
集
韻
〕
普
米
切
圏

口
ヒ
〔
集
韻
〕
普
唄
切
飼

回
ヒ
〔
集
韻
〕
匹
昧
切
甲
g

日
ヰ見パ

日
婦
人
が
男
子
に
つ
き
し
た
が
ふ
。
通
じ
て
委

(
3
-
6
1
8
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
類
、
女
随
レ
人
也
、

通
作
レ
委
゜
口
●
く
づ
れ
る
。
隕

(11ー
4
1
8
4
9
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
隕
‘
説
文
、
下
拐
也
、
或
作
レ
類
。

O

碩
(
1
2
-
4
3
5
1
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
類
‘
俗
頼

字。

【

額

芦

〔
集
韻
〕
邑
危
切

〔
集
韻
〕
徒
同
切

脚皮

B
ひ
た
ひ
。
通
じ
て
定
(

8

|
7
1
0
9
)

に
作
る
。
〔
爾

雅
‘
繹
言
〕
額
‘
題
也
。
〔
集
韻
〕
頻
‘
題
也
、
通
作
レ

定
。
□
い
た
だ
き
。
頂
(
1
2
|
 4
3
3
3
5
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
頂
‘
説
文
、
顛
也
‘
亦
凡
ね
疋
。

[
頗
題
】
1

打
ひ
た
ひ
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
頻
‘
題
也
。
〔
疏
〕

頷
題
‘
皆
問
額
也
。

昌

炉

〔

集

韻

〕

都

挺

切

躙

二
七
四

12870 
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冨

】

蜘

【
頗
】
〗

＂ 
頁
立
口

〔
八
盪
〕

顛

頼

頼

類

頻

頷

頷

顛

穎

昧

槻

顧

穎

梱

二
七
五

日
□
●
お
と
が
ひ
゜
願
(
1
2
-
4
3
6
2
2
)

に
同
じ
。

カ
ン
コ
ン

日・
カ
ン
コ
ン

□]
4
 

〔
廣
韻
〕
胡
感
切
圏

rヽ
 
J
:
f
'
h
a
n
4
 

〔
廣
韻
〕
胡
男
切
園
] 園闘

日
口
か
ほ
が
な
が
い
。
〔
集
韻
〕
類
‘
面
長
也
。

□ 日
エダタ
ンンン

〔
集
韻
〕
徒
甘
切

〔
集
韻
〕
余
廉
切

小

日

□

O
首
か
ら
上
の
う
つ
く
し
い
さ

巨屑ハ
豪
ま
。
〔
説
文
〕
頼
‘
好
兒
‘
八
レ
頁
争
臀
‘

詩
所
謂
頼
首
。
〔
段
注
〕
頭
好
也
。
〔
集
韻
〕
祖
‘
顕

領
、
好
兒
。

O
は
や
し
か
た
。
わ
ざ
を
ぎ
。
俗
に
浮

(
7
-
1
7
6
6
9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
箱
‘
築
工
偏
優

弄
人
、
一
曰
レ
頓
‘
俗
用
レ
浮
。

【
領
】
[
具

炉

集

韻

〕

疾

正

切

醸

凡
＇
〗
ヴ
〔
集
韻
〕
疾
那
切
杷

圏図

日
●
か
う
む
る
。
〔
玉
篇
〕
頼
、
頼
蒙
也
。
●
頼
（

10

ー

3
6
8
6
1
)

の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
頼
‘
帥
頼
之
謡
。

□
頼
骰
は
、
頭
の
長
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頼
、
頼
罷
、

頭
長
兒
゜

【
頼
】
[
日
フ
ィ

□
ラ
イ

〔
王
篇
〕
力
載
切

〔
集
韻
〕
郎
オ
切

顧
類
は
、
短
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
甑
‘
顛
類
‘
短
兒
。

【
顧
】
岬

:
ッ
〔
集
韻
〕
蒲
結
切
凰

へ
チ

小
●
み
に
く
い
。
お
そ
ろ
し
い
。
方
相
氏

見曾TT
策
の
面
に
い
ふ
。
〔
説
文
〕
期
‘
醜
也
‘
云

云
‘
炊
レ
頁
其
臀
、
今
逐
疫
有
二
顛
頭
↓
〔
段
注
〕
方

相
氏
、
黄
金
四
目
衣
緒
‘
希
世
之
順
貌
‘
順
‘
醜
‘

言
二
極
醜
也
‘
風
俗
通
日
、
俗
説
‘
亡
人
魂
氣
滞

揚
‘
故
作
態
頭
以
存
芝
‘
言
―
―
頭
魃
魃
然
盛
大
―

也
‘
或
謂
1

一
魃
頭
為
1

一
獨
雙
殊
方
語
。
●
或
は
魃

(
1
2
 |
 4
5
8
6
3
)

に
作
り
、
通
じ
て
顧
(
1
2
-
4
3
6
3
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
或
作
レ
魃
、
通
作
レ
顛
。

O
欺

【

順

】

叩

キ

〔

集

韻

〕

丘

這

疇
i

日
□
●
面
が
く
ぱ
む
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
頷
‘
面
窓

也。

0
か
ほ
が
長
い
。
〔
玉
篇
〕
頷
‘
顧
頷
゜

【頷】畑

□ 日
コカヶヵ
ンンンン

國

宝
篇
〕
口
感
切
圏

〔
字
彙
〕
口
咸
切

日
口
頭
が
み
じ
か
い
。
〔
集
韻
〕
穎
‘
頭
短
゜
〔
集

韻
〕
首
短
謂
二
之
穎
↓

冨

】

岬

ロロ
テテセセ
チツチッ

〔
集
韻
〕
株
劣
切
醐
g

〔
集
韻
〕
朱
劣
切
闊
g

〔
廣
韻
〕
頓
‘
顧
願
‘
願
‘
上
同
。

0
頓
淡
は
、
水
が

ひ
ろ
び
ろ
と
し
て
ゆ
れ
動
く
さ
ま
。
〔
馬
融
、
長

笛
賦
〕
顛
淡
滞
流
‘
碓
投
漫
レ
穴
。
〔
注
〕
善
日
‘
願

淡
、
水
揺
蕩
兒
‘
翰
曰
、
顧
淡
滴
流
、
水
揺
蕩
廣
大

貌。

[
頗
頌
]
1
t
し

ほ
は
げ
た
。
〔
廣
韻
〕
頌
‘
顧
頌
‘
願
労
゜

〔
集
韻
〕
絢
窺
切
甲

〔
集
韻
〕
居
悸
切
甲
g

〔
集
韻
〕
津
垂
切
甲
3

日
□
●
小
さ
い
頭
。
も
と
昧
(
1
2
|
 4
3
 

5
4
6
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
穎
、
説
文
‘
策

作
レ
腺
。
〔
説
文
〕
躁
、
小
頭
昧
昧
也
、
八
レ
頁
枝
瞥
‘

讀
若
レ
規
。

0
ま
る
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
頼
、
園
‘

圃
、
梢
、
圃
回
也
。
〔
疏
證
〕
各
本
倶
脱
面
茫
天
今

撮
以
補
正
‘
頼
者
、
開
元
占
経
歳
星
占
篇
引
―
―
淮

南
天
文
訓
注
一
云
、
規
者
、
貝
也
、
規
頼
‘
園
・
員
拉

通。

O
ゑ
が
く
。
規
(
1
0ー

3
4
8
1
0
)

に
通
ず
。
〔
廣

雅
‘
繹
詰
四
〕
頼
‘
書
＿
也
。
〔
疏
證
〕
頼
者
、
周
語
、
成

公
之
生
也
‘
其
母
夢
下
神
規
二
其
臀
石

g
墨‘
i

早
昭

注
云
‘
規
‘
聾
也
、
規
輿
レ
頼
通
。
●
或
は
槻
(
1
2
-

4
3
5
4
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頼
‘
或
書
作
レ
槻
。
国
頭

の
小
さ
い
さ
ま
。
槻
(
1
2
-
4
3
5
4
7
)

に
同
じ
。
〔
集

ヽ

魚
4
g
豪

【
穎
】
岬

□
キ
□
キ
国
ス
イ

(
6
-
1
6
0
9
7
)

に
同
じ
。
〔
列
子
、
仲
尼
〕
見
1

一
南
郭

子
盃
果
若
―
欺
塊
焉
‘
而
不
レ
可
―
―
輿
接
二
繹
文
〕

欺
嗅
字
書
作
血
函
只
人
面
醜
也
。
⑩
通
じ
て
供

(
1
ー

777)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
顛
、
通
作
レ
供
。

【
顛
醜
】
1

歪
極
め
て
み
に
く
い
こ
と
。
倣
醜
゜
〔
淮
南

子
‘
精
神
訓
〕
視
―
―
毛
靖
西
施
五
翌
顛
醜
↓
也
。
〔
注
〕
顛

醜
‘
言
―
―
極
醜
一
也
°
〔
劉
文
典
集
解
〕
王
引
之
云
‘
順
醜
‘

本
作
―
―
供
塊
ぶ
i

塊
誤
為
レ
醜
‘
後
人
又
以
―
―
説
文
供
頭
字

作
＞
期
、
故
改
レ
供
為
レ
順
‘
不
レ
知
下
供
醜
本
作
二
供
塊
↓

乃
請
レ
雨
之
土
人
、
非
・
逐
レ
疫
之
期
頭
い
供
晩
‘
一
作
―
―
欺

嗅
又
作
―
―
欺
原
文
選
應
暖
興
史
「
文
琺
書
注
曰
‘
淮

南
子
高
誘
注
‘
供
峨
‘
請
レ
雨
土
人
也
‘
今
則
正
文
既
改
‘

高
注
亦
非
―
―
其
菌
↓
芙
゜

【
顛
頭
】
2

い
ウ
追
催
の
式
に
か
ぶ
る
鬼
面
。
又
、
魃
頭

(
1
2
-
4
5
8
6
3
 :
 !
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
頗
、
醜
也
、
今
逐
疫

有
顛
頭
↓
〔
句
讀
〕
顛
頭
即
今
瑕
面
。
〔
周
幡
、
夏
官
、
方

相
氏
‘
蒙
―
―
熊
皮
黄
金
四
目
‘
庄
〕
冒
,
,
熊
皮
―
者
、
以
驚
ニ

敲
疫
痕
之
鬼
ぶ
如
―
―
今
魃
頭
一
也
。

日
口
梱
顎
は
‘
く
び
を
ふ
せ
る
。
或
は
臨
(
1
ー

1
2

9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
梱
梱
顎
‘
俯
首
‘
或
作
レ

臨。

。
ロ
IJ
ン

祠

】

寧

□

リ

ン

〔
集
韻
〕
梨
針
切
醐

〔
集
韻
〕
力
鵡
切
訳
〗

【
穎
】
〗

あ
た
ま
。
〔
字
彙
〕
顆
‘
頭
也
。

ヵーウ
コ，ウ

字
彙
〕
古
老
切

陸l

夏

小

a□
]
国

0
頭
や
饗
の
毛
が
少
な
い
。

扁

二

象

簡
(
1
2
|
 4
5
5
8
7
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
顧
、

頭
賢
少
レ
製
也
‘
炊
レ
頁
肩
臀
。
〔
段
注
〕
影
部
曰
、

簡
者
賢
禿
也
、
此
昔
義
皆
同
‘
蓋
賓
一
字
矢
‘
而

以
扉
払
頁
‘
故
色
頭
製
謂
碩
上
及
賢
衷

也。

O
長
い
頸
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
一
日
、
長
腔

兒
゜
〔
周
證
、
考
工
記
‘
梓
人
〕
散
目
顧
脱
。
〔
注
〕

顧
、
長
脱
貌
。

カ
ン
〔
集
韻
〕
丘
閑
切
一
厠

ケ
ン

vI
 

J
:
f
'
c
h
'
1
e
n
'
 

巳

【
顧
】
〗
□
ケ
ン
〔
集
韻
〕
経
天
切
加

乳
，
〔
集
韻
〕
戸
弔
切
國

【

槻

】

呻

い

門

彗

い

戸

或
書
作
レ
槻
゜
〔
集
韻
〕
槻
‘
或
書
作
レ
穎
゜

キ
・
ス
イ

届

】

蜘

キ

い

戸

註

[

O
同
し
。
〔
篇
海
類

韻
〕
槻
‘
小
頭
兒
‘
或
書
作
レ
頗
゜

12871 



(43551)― (43562) 

ひ
た
ひ
゜
〔
集
韻
〕
願
、
額
也
。

冨
3
亨

ガ

ン

〔
集
韻
〕
魚
肝
切
繭
~

圏kぶ
i
l
•
3

宜

小

□

0
小
さ
い
頭
。
〔
説
文
〕
顆
‘
小
頭

見墨簗
也
‘
八
レ
頁
果
臀
。
●
つ
ぶ
。
ま
る
い
も

の
を
敷
へ
る
語
。
〔
韻
會
〕
顆
‘
徐
曰
‘
今
言
1

一物一

顆
一
猶
二
頭
砿
‘
又
珠
琲
曰
レ
顆
゜
〔
六
書
故
〕

顆
‘
凡
園
物
使
顆
計
。

O
っ
ち
く
れ
。
渫
(
3
|

5
2
0
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
顆
‘
卑
ハ
レ
課
同
。
〔
漢

書
‘
買
山
博
〕
使
1

一
其
後
世
曾
不
品
匹
蓬
顆
蔽
レ
家

而
託
葬
焉
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
顆
‘
謂
―
―
土
塊
涵
i

顆
‘
言
1

一
塊
上
伊
蓬
者
可
。
口
草
の
名
。
顆
凍

(
4
)

を
見
よ
。
或
は
萩
(
9
|
3
2
0
0
9
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
顆
‘
神
名
‘
爾
雅
‘
菟
霙
、
顆
凍
‘
或
作
レ
萩
゜

【
顆
臨
i

]

1

翌
盟
池
の
水
が
自
然
に
蒸
径
し
て
出
来
た

粒
状
の
墜
。
監
壁
。
苦
墜
゜
〔
周
幡
、
天
官
、
臨
T

人
、
苦

謙
疏
〕
苦
‘
嘗
レ
爵
レ
罹
‘
盤
‘
謂
レ
出
二
於
臨
甜
央
今
之
顆

職
是
也
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
三
〕
堕
之
類
有
レ
ニ
‘
引
レ

池
而
成
者
曰
―
―
顆
臨
央
周
官
所
謂
監
唖
也
。
〔
名
勝
志
〕
山

西
解
州
撫
池
、
得
―
―
南
風
一
水
化
而
成
レ
甕
‘
之
謂
顆
臨
弐

【
顆
顆
]
2

衿
一
粒
一
粒
に
。
個
個
(
1
ー

7
5
8
:
 2
)

に
同

じ
。
〔
欺
陽
玄
‘
題
"
蒲
萄
ニ
―
首
代
,
,
李
公
漑
之
作
一
詩
〕

宛
馬
西
来
貢
,
,
,帝
郷
ニ
騒
珠
顆
顆
露
凝
レ
光
。
〔
剪
燈
餘

話
‘
鸞
鸞
博
〕
綴
狐
犀
顆
顆
櫂
房
↓

【
顆
首
】
3

玲
上
古
‘
穀
果
の
一
梢
゜

【
顆
凍
】
4

昴
草
の
名
。
款
冬
（
6
-
1
6
1
0
7
:
 5
0
)
の
異

名
。
菟
笑
゜
〔
爾
雅
‘
秤
草
〕
菟
霙
‘
顆
凍
。
〔
注
〕
款
冬
也
。

〔
疏
〕
葵
草
也
、
一
名
菟
笑
、
一
名
顆
凍
。
〔
本
草
‘
欧
冬

花
〕
秤
名
、
欧
冬
‘
顆
凍
氏
冬
‘
鑽
凍
‘
菟
羹
‘
豪
吾
‘
虎

蹟゚
【
顆
粒
】
5

昇
つ
ぶ
。
つ
ぶ
つ
ぶ
。
米
粒
。
〔
祗
悪
全
書
、

罹
任
部
、
詳
文
贅
説
〕
田
禾
顆
粒
無
砿
収
。

【
顆
】
』

□
ク
，
ワ
ン

日
ク
，
ワ

〔
集
韻
〕
苦
果
切-．V
 

万
亡

〔
集
韻
〕
苦
緩
切

頁

部

〔
八
書
―
〕

小
曰
〇
や
つ
れ
る
。
〔
説
文
〕
領
、
願
領

6
Bヽ
愈
＾
策
也
、
炊
レ
頁
卒
臀
゜
〔
段
注
〕
許
書
無
二
顛

豪
工
入
徐
増
I

レ
之
、
非
也
、
錢
氏
大
斯
日
、
面
部
之

蝕、
i

色
是
正
字
下
小
雅
、
或
盛
痒
事
レ
國
、
左
博

【
領
】
』

ス
イ
〔
集
韻
〕
秦
酔
切
閣

ズ

イ

古

x
¥

t
s
'
u
e
 

El

、

且
一
十
〔
集
韻
〕
昨
律
切
蘭

巳
顕
頚
は
、
か
ほ
が
ゆ
が
む
。
頸
(
1
2
|
 4
3
6
3
5
)
 

の
謳
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
頚
、
顕
頚
、
面
折
。
〔
中
華

大
字
典
〕
頭
按
、
集
韻
十
九
侯
‘
炊
レ
雖
作
レ
顕
、
訓

同
‘
疑
頚
即
頸
之
謡
。
口
か
し
ら
づ
つ
み
。
鶉
(
4

ー

9
0
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嗚
‘
首
巾
謂
二
之
帳
一

或
作
レ
頚
。

冨
i】
〗

眉
目
。
〔
字
彙
〕
額
‘
眉
目
也
。

冒

】

碑

ギ

〔

字

彙

〕

魚

翡

切

固

口己
ウヲット
ゥ＇

因

〔
集
韻
〕
於
五
切
圏

康
煕
字
典
〕
常
侯
切

顛
願
は
、
か
し
ら
が
か
し
ぐ
。
〔
集
韻
〕
顛
、
顛
願

頭
不
レ
正
。

顕
領
は
、
か
ほ
が
短
い
。
〔
集
韻
〕
顕
、
顧
領
、
面
一

短

。

【

顛

】

亨

〔
集
韻
〕
次
口
盈
切
雨
i

セ
イ
シ，ャゥ

【
顧
】
〗
[
[
〔
集
韻
〕
魚
屈
切
圏

O
う
つ
く
し
い
。
〔
字
彙
〕
頷
、
好
也
。

O
顛
(
1
2
|
 

4
3
5
4
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
頷
‘
俗
顛
字
。

冨

】

血

イ

〔

字

彙

〕

於

宜

切

図

小

0
か
ほ
の
各
部
分
が
高
く
た
つ
。
も

6
 

悶

策

と

頷

(
1
2
|
 4
3
5
2
5
)

に
作
る
。
〔
中
華

大
字
典
〕
頭
、
本
作
レ
顧
゜
〔
説
文
〕
顕
、
前
面
岳
岳

也
、
炊
レ
頁
岳
磐
゜
〔
六
書
故
〕
頭
、
願
願
、
面
少
レ
肉

骨
露
也
。

O
鼻
が
高
い
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
穎
、
鼻
高

也。 祠
】
〗
ガ
ク
〔
集
韻
〕
逆
角
切
圏

引
レ
詩
曰
、
無
レ
棄
―
―
蕉
翠
二
楚
辞
漁
父
、
顔
色
憔

悴
、
班
固
答
賓
戯
、
夕
而
焦
痺
‘
其
字
各
不
レ
同
、

今
人
多
用
二
憔
悴
字
二
許
書
無
―
―
憔
策
ご
悴
則
訓
レ

憂
也
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
領
、
痩
悪
貌
。
●
や
む
。
〔
爾

雅
、
繹
詰
〕
領
、
病
也
。

0
う
れ
へ
る
。
〔
王
褒
、
洞

篇
賦
〕
儡
以
頓
領
。
〔
注
〕
善
曰
、
領
、
即
愁
悴
也
。

R
ま
じ
り
け
が
な
い
。
純
一
。
〔
太
玄
経
、
劇
〕
貞

領
。
〔
注
〕
領
、
純
也
。
R
悴
（
4

|
1
0
7
2
6
)

に
通
ず
。

〔
一
切
経
昔
義
、
六
〕
憔
悴
、
三
蒼
作
i
i

頻
領
↓
〇
痒

(
7
|
 22
2
9
4
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
小
雅
、
北
山
〕
或
盛

痒
事
レ
國
゜
〔
漢
書
、
五
行
志
下
之
下
〕
或
盛
領
事
レ

國
。
口

0
顕
領
は
、
短
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
領
、
顕

領
、
短
兒
。
●
顛
領
は
‘
よ
わ
よ
わ
し
い
。
〔
集

韻
〕
領
、
一
日
、
闘
中
謂
二
燿
弱
云
空
願
領
↓

【
領
奴
】
1

乃
痩
せ
衰
へ
た
奴
僕
。
〔
顔
氏
家
訓
、
治
家
〕

河
北
人
事
、
多
由
―
―
内
政
ぢ
祠
羅
金
翠
‘
不
レ
可

-E品
竺
扁

馬
領
奴
‘
僅
充
而
已
゜

顆

顧

願

頷

顧

額

領

頼

頚

頷

瓶

顛

小
●
く
ら
い
。
お
ろ
か
。
無
知
の
さ
ま
。
或

豪

は

惜
(
4
-
1
0
8
1
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

臆
願
、
繋
碩
殖
也
、
炊
レ
頁
昏
瞥
。
〔
段
注
〕
万
部
日
、

殖
者
、
暴
息
知
也
、
今
本
調
作
胎
慇
則
此
以
レ

彊
繹
レ
顛
、
遂
不
レ
可
レ
通
、
集
韻
・
類
篇
、
引
二
此

條
ご
伺
下
謂
二
頭
被
レ
繋
無
＞
知
也
七
字

a口
巴
是
古

注
語
一
〔
玉
篇
〕
顛
、
荘
子
云
‘
問
焉
則
願
然
‘
顛

【

顛

】

亨

言

〔
集
韻
〕
誤
奔
切

oo

日
□
□

O
怒
つ
て
顔
色
が
青
く
な
る
さ
ま
。
〔
宋

玉
‘
神
女
賦
〕
梱
薄
怒
以
自
持
分
‘
曾
不
レ
可
二
乎
犯

王
〔
注
〕
善
曰
‘
廣
雅
日
、
梱
、
色
也
‘
方
言
日
、
瓶
‘

怒
色
青
貌
‘
敏
容
也
‘
銑
日
、
梱
、
色
也
、
干
‘
求
也
‘

言
下
顔
色
薄
怒
自
守
持
‘
則
不
も
塁
犯
躙
而
求
＞

之
。
~
美
し
い
さ
ま
。
氣
が
充
ち
て
色
に
あ
ら

は
れ
て
美
し
い
。
〔
集
韻
〕
瓶
、
美
兒
゜
〔
雷
浚
、
説

文
外
編
〕
説
文
無
梱
芦
天
玉
篇
杷
下
引
二
楚
辟
1

作
二
玉
色
胆
知
―
杷
即
瓶
字
↓
〔
楚
辟
、
遠
源
〕
玉

色
瓶
以
脱
顔
分
。
〔
注
〕
朋
‘
盛
氣
貌
゜
〔
洪
興
祗
補

注
〕
瓶
‘
美
貌
‘
一
日
‘
敏
容
。
〔
戴
震
注
〕
氣
上
充
1

一

於
色
曰
レ
瓶
。
轡
或
は
杷
(
9
|
3
0
6
1
5
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
瓶
‘
或
凡
レ
色
。

爾】螂
日
い
が
ゥ
〔
集
韻
〕
普
逍
切
詞
l

旦
〗
，
ウ
〔
集
韻
〕
傍
丁
切
閲

巳
[
'
ゥ
〔
集
韻
〕
普
幸
切
蹟

El口
う
な
じ
。
〔
集
韻
〕
頷
、
項
也
。

冨

】

徊

日
ロ
ク
〔
集
韻
〕
慮
谷
切
圏因

ド
ヴ
〔
五
昔
集
韻
〕

ヌ

奴

鉤

切

口

二
七
六

12872 



(43563) (43580) 

【
額
】
岬

頁

部

〔
八
ー
九
書
〕

鎖

額

穎

頷

頷

頷

頼

頻

穎

頓

穎

願

類

顆

穎

頷

顔

頴

二
七
七

ゲケ
ンン

〔
集
韻
〕
遠
員
切

OO

小
日
う
な
づ
く
。
頭
を
た
れ
る
。
頷
(
1
2

目含
簗

ー

4
3
5
1
2
)
に
通
ず
。
或
は
領
(
1
2
|
 4
3
 

4
4
0
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鎖
、
低
レ
頭
也
、
八
レ
頁
金

瞥
、
春
秋
博
曰
、
迎
Ii

子
門
ご
鎮
レ
之
而
已
゜
〔
繋

偲
〕
錯
曰
、
貼
頭
以
應
也
、
今
左
博
作
レ
頷
、
段
借
。

〔
集
韻
〕
鎖
、
或
作
1
1

頷
・
頷
↓
口
ぁ
t

こ
が
し
や
く
れ

る
。
頗
(
1
2
-
4
3
7
0
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頷
、
願
曲

上
曰
レ
頗
、
或
炊
レ
金
。
国
●
う
t

ェ
か
す
。
〔
廣
雅
、

繹
詰
一
〕
鎖
、
動
也
。
●
曲
っ
た
お
と
が
ひ
。
或
は

頷
(
1
2
|
 4
3
5
1
2
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
鎖
、
曲
願
。

〔
集
韻
〕
鎖
‘
曲
願
也
‘
或
作
レ
頷
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
巧

夫
鎖
1

一
其
願
面
削
歌
合
レ
律
゜
〔
繹
文
〕
鎖
‘
曲
願
也
。

【
鎖
願
】
1

代
ン
う
な
づ
く
。
〔
漢
書
、
揚
雄
博
下
〕
鎖
願
折

頗
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
鎖
、
曲
願
也
、
昔
欽
。
〔
王
先
謙
補
注
〕

官
本
、
鎖
作
レ
頷
‘
引
―
―
宋
祁
1

日
、
頷
一
作
レ
鎖
‘
云
云
‘
箭

該
昔
義
、
頷
作
レ
頷
‘
云
云
‘
呉
仁
傑
云
‘
案
‘
文
選
作
レ
頷
、

云
云
‘
王
念
孫
云
‘
作
レ
鎖
者
正
字
、
作
レ
頷
者
借
字
、
作
レ

頷
者
識
字
也
。

【
鎖
滲
】
2

”
う
ご
く
。
〔
集
韻
〕
陰
、
鎖
滲
、
動
也
。
〔
一

切
経
音
義
、
五
〕
今
江
南
謂
レ
揺
レ
頭
為
11

鎖
惨
↓

【
鎖
額
】
よ
ク
頭
を
ゆ
る
が
す
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
額
、
鎖

額
‘
揺
レ
頭
兒
。

【
鎖
頷
】
4

”
頭
を
ふ
る
。
〔
廣
韻
〕
頷
、
鎖
頷
、
揺
レ
頭
。

〔
集
韻
〕
註
昔
切

【鎖】
g

具具昇ガ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
五
感
切
圏

〔
集
韻
〕
丘
甚
切
戸
g鱈

否
晩
也
、
亦
作
レ
惜
゜
●
顧
(
1
2
-
4
3
5
9
3
)
・顛
(
1
2

1
 4
3
3
7
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
額
‘
或
八
レ
昏
‘
亦
省
。

冨
】
〖
カ
ク
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
頓
昔
角
。

【
順
】
血
戸
＋
＂
詳
。
〔
捜
輿
玉
鏡
〕
穎
、
疋
滅

【頻】
5

ヒ
ン

頻（
U
i
l
-
4
3
5
1
9
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
頻
、
同
レ
頻
。

お
と
が
ひ
゜
〔
韓
非
子
、
喩
老
〕
白
公
勝
慮
レ

IL罷レ

朝
、
倒
レ
杖
而
策
レ
鋭
貫
レ
頼
。

祠
】
〗
イ
〔
字
彙
補
〕
余
其
切
図

【
頷
】
岬

頭
(
1
2
-
4
3
5
0
8
)

の
調
字
。
〔
字
彙

補
〕
頷
‘
頭
字
之
調
。

ゴ

み
に
く
い
さ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
頷
、
悪
貌
。

【
穎
】
岬

ジシ

〔
字
彙
補
〕
秦
李
切
卸
g

【
頷
】
〗
ヒ
＂
戸
；
＂
戸
戸
胃
゜
〔
康
血
字

頭
が
は
れ
る
。
〔
廣
韻
〕
穎
、
頭
朕
也
、
出
11

瞥
類
↓

【
穎
】
〗
〔
廣
韻
〕
杜
懐
切
固
-

タ
イ
テ

曲
っ
た
角
。
喬
(
1
0
-
3
5
0
6
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

蓄
‘
説
文
、
曲
角
也
、
或
ハ
レ
頁
。

あ
t

)

。
お
と
が
ひ
。
俗
に
腿
(
9ー

2
9
7
0
2
)

に
作

【
顆
】
〖
サ
イ
〔
集
韻
〕
桑
旦
虞

日
人
を
伺
ふ
。
又
、
お
そ
れ
る
。
〔
説

類
い
文
〕
類
、
司
入
也
、
一
曰
、
恐
也
、
払

頁
契
臀
、
讀
若
レ
楔
。
〔
段
注
〕
司
者
、
今
之
伺
字
。

口
怒
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
類
、
怒
兒
。
国
顧
類
は
‘

短
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
類
、
顧
類
、
短
兒
。

【類】
g

国口日
ケケエアケ
チッチッィ

〔
集
韻
〕
詰
計
切
庫
i

〔
集
韻
〕
乙
轄
切
畔
-圃

〔
集
韻
〕
詰
結
切

●
か
ほ
が
肥
え
て
ゐ
る
。
〔
集
韻
〕
顧
、
面
多
レ
肉

謂
乏
見
●
面
を
洗
ふ
。
額
(
1
2
|
 4
3
4
9
1
)
に
同

じ
。
〔
臀
類
〕
願
、
興
レ
頷
同
、
洗
レ
面
也
。
●
或
は
繭

(
1
2ー

4
2
6
5
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顧
、
或
八
レ
毎
。

【顧】
5

ク
ヴ
ィ
〔
集
韻
〕
呼
内
切
認
g

小
あ
た
ま
が
く
ら
い
。
お
ろ
か
。
〔
説
文
〕

豪
穎
、
頭
蔽
願
也
、
炊
レ
頁
余
瞥
。
〔
段
注
〕

凍
J

琢
蔽
・
穎
昼
鉤
字
、
蓋
古
語
也
、
集
飴
日
‘
謂
11

頭
擬
1

也
、
錢
氏
大
斯
云
‘
春
秋
戦
國
人
名
有
―
―
刷
贖
者
一

疑
即
此
蔽
願
字
。

【
願
早
ク
ー
ワ
イ
〔
集
韻
〕
五
怪
切
圏

I
“
 

国】螂

〔
集
韻
〕
昌
枕
切
醐
-

〔
集
韻
〕
丑
甚
切
襄

〔
集
韻
〕
時
鳩
切
囮

日
よ
わ
い
。
〔
集
韻
〕
頴
‘
弱
也
。
口
頴
類
は
‘
よ
わ

日
シ
ン

口
チ
ン

国
ジ
ン

領
類
は
、
小
さ
い
頭
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顔
、
顔
類
、

小
頭
兒
。

冨

】

5

テ
ッ
〔
集
韻
〕
丁
結
切
圏

テ
チ

月
ぶ
日
旦
国
國
か
ほ
が
ゆ
が
ん
で
正
し

骨
豪
く
な
い
。
〔
説
文
〕
頸
、
面
不
レ
正
也
、

炊
レ
頁
妥
聾
。

【頗】
5

國国□日
久ゲヲヱグゲヲヱ

＇ ワンンンワンンン
ンン

〔
集
韻
〕
雨
玩
切
罰

〔
集
韻
〕
五
遠
切
戸
i
-

〔
集
韻
〕
子
元
切
囲

〔
集
韻
〕
虞
怨
切
醐
i-

頷
願
は
、
は
げ
。
〔
集
韻
〕
顔
、
穎
願
、
禿
也
。

祠]』
rク
〔
集
韻
〕
徒
困
切
顧

る
。
〔
廣
韻
〕
顆
、
顆
頷
‘
俗
又
作
レ
腿
。
〔
集
韻
〕
顆
、

頷
也
‘
俗
炊
レ
肉
、
非
是
゜

【
顆
麟
t

]

1

”
ぃ
ク
蟹
の
足
。
顎
弩

【
顆
頬
】
2

t
力
あ
ご
。
〔
林
逍
、
杏
花
詩
〕
倍
奮
枝
梢
血

貼
乾
、
紛
紅
顆
頬
露
春
寒
。

【
顆
瞼
]
3

s
a
i
'
l
i
e
n
3

ほ
ほ
。
頬
°

【
顆
腺
】
4

打
耳
下
線
を
い
ふ
。

12873 



(43580・・1)― (43584・・21) 

【題】螂

□ 日
ダテダテ
イイイイ

昼t̂ i' 

〔
集
韻
〕
大
計
切
甕

〔
集
韻
〕
田
黎
切／ 
右
＿

頭
が
小
さ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
類
、
頭
小
兒
゜

【類】呻

〔
集
韻
〕
吉
屑
切
園
↓

ケ
ッ
ケ
チ

日
0
頼
顕
は
‘
す
こ
や
か
。
〔
集
韻
〕
顕
、
一
日
、

頼
顕
、
健
也
。

O
願
顕
は
‘
揚
言
す
る
。
〔
集
韻
〕

顕
‘
願
顕
‘
揚
言
也
。
参
頼
顕
は
‘
の
っ
ぺ
り
し
た

か
ほ
。
〔
集
韻
〕
顕
、
一
日
‘
頼
顕
‘
鼻
面
平
也
。
戸

び
ん
が
は
げ
る
。
簡(
1
2—4
5
5
8
7
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
簡
‘
賢
禿
、
或
作
レ
顕
゜

【顕】亨

ロビ］
カカガカ
チツチッ

〔
集
韻
〕
丘
葛
切

〔
集
韻
〕
何
葛
切

儘圏

●
願
羅
は
‘
言
葉
が
た
だ
し
く
な
い
。
〔
廣
韻
〕

廉
、
願
問
、
言
語
無
レ
度
。
〔
集
韻
〕
岡
、
願
踊
、
言

不
症
也
。
●
顧
踊
は
、
も
の
が
言
ひ
に
く
い
。

〔
廣
韻
〕
顧
顧
匪
、
難
レ
語
。

O
或
は
慇
（
4

|

1
0
9
 

2
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
間
、
或
八
レ
心
。

篇

】

岬

[

〔

集

韻

河

闊

圏

く
劣
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
一
曰
‘
勘
傾
‘
儒
劣
兒
゜

国
●
頭
の
さ
ま
甑
題
〔
集
韻
〕
顛
‘
頴
顕
頭
兒
゜

〇
よ
わ
い
。
〔
集
韻
〕
顕
一
日
、
弱
也
。

【
穎
謡
]
l

芦
よ
わ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
傾
‘
勘
傾
‘
儒
弱

兒゚

E
 

頁
立
口

〔
九
聾
〕

小
口
鬱
ひ
た
ひ
゜
〔
説
文
〕
題
‘
頷
也
‘
炊
レ

息e疋
豪
頁
是
臀
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
赤

首
園
題
。
〔
注
〕
張
揖
曰
‘
題
‘
額
也
。
〔
太
玄
経
、
視
〕

粉
―
―
其
題
瓶
↓
〔
注
〕
題
‘
額
也
。

O
さ
き
。
か
し
ら
。

物
の
は
し
。
〔
穂
‘
檀
弓
上
、
柏
梓
以
レ
端
‘
注
〕
以
レ

端
‘
題
湊
也
。
〔
繹
文
〕
題
‘
頭
也
。
〔
淮
南
子
、
本
経

訓
〕
棟
櫓
棟
題
。
〔
注
〕
題
‘
頭
也
。

0
し
る
す
。
あ
ら

は
す
。
〔
集
韻
〕
題
‘
一
日
‘
署
也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
十
〕

舞
師
題
以
腔
夏
↓
〔
注
〕
題
‘
識
也
‘
以
1

一
大
施
上
交

識
其
行
列
ふ
曳
⑲
し
る
し
。
表
標
。
〔
晉
書
‘
郭
翻

博
〕
欲
レ
墾
二
荒
田
ェ
先
立
二
表
題
↓
〇
だ
い
。
詩
文

や
書
物
な
ど
の
表
題
。
〔
燃
黎
餘
筆
〕
分
レ
題
賦
レ

詩
。

O
と
ひ
。
問
題
。
〔
唐
國
史
補
、
下
〕
曰
‘
某
年

試
題
取
二
某
経
ぶ
某
年
試
題
取
―
―
某
史
↓
〔
宋
史
‘
晏

殊
博
〕
請
試
二
他
題
云
〇
し
な
さ
だ
め
。
品
評
。
〔
李

白
、
上
11

韓
荊
州
一
書
〕
云
竺
品
題
「
便
作
二
佳

士
↓
R
し
な
が
ら
。
品
藻
。
〔
晉
書
、
山
濤
傭
〕
餓
1
1

抜
人
物
ず

g竪
題
目
↓
〇
は
ち
。
ほ
と
ぎ
。
〔
後
漢

書
‘
陳
構
傭
、
注
〕
方
言
曰
、
宋
楚
之
間
、
謂
レ
盛

為
レ
題
。

O
文
證
の
名
。
一
書
の
本
文
を
要
約
し

て
巻
頭
に
か
き
し
る
す
文
。
題
蚊
(
5
2
)
を
見
よ
。

〔
繹
名
、
繹
書
契
〕
書
捨
レ
題
、
題
、
諦
也
、
審
二
諦
其

名
鼠
也
、
亦
言
レ
第
、
因
其
第
次
也
。

O
上

疏

文
の
＿
鐙
。
題
本
(
6
2
)
を
見
よ
。

e躁
(
1
0
|
 3
7
6
 

8
8
)

に
通
ず
。
〔
鵡
、
王
制
〕
離
題
交
趾
゜
〔
白
虎

通
、
證
架
〕
離
躁
交
趾
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
題

見
韻
會
↓
口
み
る
。
題
(
1
0
|
 3
4
9
1
6
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
題
、
視
兒
、
或
作
レ
題
。
〔
小
爾
雅
、
廣
言
〕

題
、
視
也
。
〔
詩
、
小
雅
、
小
宛
〕
塵
彼
脊
令
↓
〔
箋
〕

題
之
為
畠
―
口
、
視
眺
也
。

鳳
ミ
ッ
゜

【
題
衣
]

1

げ
ィ
衣
裳
に
文
字
を
書
く
。
〔
拾
遺
記
六
‘
前

漢
下
〕
任
末
年
十
四
時
‘
學
鉦
穿
常
師
ご
広
云
‘
観
レ
書
有
二

合
レ
意
者
一
題
―
―
其
衣
裳
百
5

記
―
―
其
事
一
門
徒
悦
,
,
其
勤

顕

踊

顕

顛

題

雙
更
以
浄
衣
易
レ
之
。

【
題
詠
】
2

グ
パ
題
を
設
け
て
詩
歌
を
作
る
こ
と
。
〔
中
村

敬
字
、
象
山
詩
紗
序
〕
輔
有
二
題
詠
↓

【
題
葉
】
3

巧
詩
を
葉
に
書
ぎ
つ
け
る
。
〔
杜
牧
、
題
桐

葉
詩
〕
江
棲
今
日
送
饒
燕
面
是
去
年
題
レ
葉
時
。
〔
錢

翔
、
江
行
無
題
詩
〕
停
レ
船
捜
1

一
好
句
盃
題
レ
葉
贈
l
1

江
楓
↓

〔
剪
燈
餘
話
、
田
沫
遇
―
―
蒔
濤
―
聯
句
記
〕
何
虞
空
題
レ
葉
。

【
題
縁
】
4
t

î
2
 

yi.ian'
信
者
の
喜
捨
を
募
る
。

【
題
桂
】
5

げ
心
唐
の
劉
夢
得
が
嘗
て
九
日
の
詩
を
作

り
、
桂
字
を
用
ひ
よ
う
と
し
た
が
、
五
経
中
に
此
の
字

の
無
い
の
を
思
ひ
、
や
め
て
作
ら
な
か
っ
た
故
事
。
題

怯
。
〔
部
氏
聞
見
後
録
〕
劉
夢
得
作
尻
日
詩
「
欲
レ
用
桂

字
百
ぞ
五
経
中
無
＞
之
、
報
不
,
,
復
為
｛
宋
子
京
以
為
不
レ

然
、
故
子
京
食
瞑
有
レ
味
云
‘
聰
館
軽
霜
彿
,
,
曙
抱
「
模
香

花
飲
闘
1
1

分
曹
面
劉
郎
不
,
,↓
敢
題
―
―
桂
字
云
虚
負
詩
中
一
世

豪
‘
模
餌
粉
脊
、
桂
類
也
、
出
―
一
周
證
↓

【
題
琥
】
6

筑
書
物
な
ど
の
外
題
の
名
。
題
目
。
み
だ

し
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
凡
例
〕
如
―
―
小
説
及
所
レ
認
者
一

則
不
レ
著
↓
―
其
題
琥
盃
皿
為
1

一
或
書
曰
一
也
。

【
題
額
】
8

”
パ
匝
額
に
題
書
す
る
。
〔
羊
欣
、
筆
陣
園
〕

前
漢
籠
何
善
―
―
策
箱
盃
竺
前
殿
一
成
、
軍
思
三
月
、
以
題
II

其
額
面
観
者
如
涵
g

゜
〔
尚
書
故
賓
〕
永
公
住
,
,
呉
興
永
欣

寺
了
八
来
覚
レ
書
、
井
請
題
額
者
如
レ
市
。

【
題
絨
】
，
＂
パ
〇
鍼
箋
に
字
を
書
く
。
〔
宋
史
、
陳
自
強

博
〕
自
強
尤
貪
鄭
‘
四
方
致
l

一
書
饒
芹
盆
疋
―
―
其
絨
ご
ぞ
某

物
井
獣
↓
凡
書
題
無
二
井
字
二
則
不
レ
開
。

O
官
琥
を
書
い

て
附
箋
と
し
た
封
書
。
〔
事
物
紀
原
、
公
式
姓
講
部
‘
題

絨
〕
事
始
曰
‘
唐
元
和
中
、
李
趙
公
櫂
傾
II

天
下
面
5

方
絨

翰

B
至
‘
蒲
路
帥
部
士
美
有
レ
珍
獣
―
―
趙
公
五
報
書
叙
―
―
殷

勤
↓
誤
入
二
振
武
封
中
ぶ
諏
武
阿
朕
光
進
知
II

其
誤
[
茫

之
、
公
因
命
-
―
書
吏
：
凡
有
1

玉
品
竺
各
甑
II

官
琥
ー
以
送
レ

之
、
於
レ
今
為
レ
式
、
日
―
―
題
鍼
一
也
。

【
題
記
】
1
0
}
ィ
し
る
し
と
し
て
か
い
た
も
の
。
題
言
。
題

鐙
〔
鄭
谷
‘
次
韻
和
n

一
秀
上
人
遊
1

一
南
五
ギ
羹
詩
〕
中
峰

曾
到
慮
‘
題
記
ヵ
竺
蒼
苔
↓

【
題
講
】
11

巧
碑
文
を
記
す
時
、
顕
達
の
人
の
姓
名
を

恨
り
て
書
く
こ
と
。
〔
徐
蜆
、
徐
浩
碑
〕
表
姪
前
河
南
府

参
軍
張
叔
平
題
緯
。

【
題
襟
】
12

”
パ
着
物
の
え
り
に
書
ぎ
つ
け
る
。
又
、
書
籍

の
題
名
。
漢
上
題
襟
集
(
7ー

1
8
1
5
3
:
 1
1
7
)

を
見
よ
。

〔
唐
書
‘
藝
文
志
四
〕
漢
上
題
襟
集
十
巻
‘
段
成
式
・
温
庭

笥
・
余
知
古
゜

【
題
句
]
1
3

”
ィ
詩
句
を
書
き
し
る
す
。
〔
草
荘
、
和
1

一
鄭
拾

遺
秋
日
成
芦
事
一
百
韻
―
詩
〕
訪
レ
僧
紅
葉
寺
、
題
レ
句
白

雲
房
。

【
題
花
】
14

訂
花
に
題
書
す
る
。
〔
韓
但
、
春
悶
偶
成
詩
〕

粉
字
題
レ
花
筆
、
香
賤
詠
レ
柳
詩
。

[
題
董
]
1
5

訂
山
水
等
の
霊
に
詩
文
を
題
し
書
く
こ

と
。
驚
贄
゜
〔
蹄
田
録
〕
近
者
名
書
趙
昌
花
窺
生
逼
レ
慎
、

筆
法
較
俗
、
無
"
古
人
格
致
五
然
時
亦
未
レ
有
1
1

其
比
百
El

毎
題
―
―
其
宣
末
「
日
二
剣
南
樵
曳
↓

【
題
動
】
16

”
パ
動
功
を
書
き
し
る
す
。
銘
動
。
〔
郭
環
、

南
郊
賦
〕
五
嶽
不
レ
足
"
一
以
題
―
―
其
動
「
九
詔
不
レ
足
1
1

以

贄
其
舞
↓

【
題
橋
】
＂
訂
司
馬
相
如
が
初
め
て
昇
仙
橋
を
過
ぎ
た

時
、
橋
柱
に
題
書
し
て
高
車
閉
馬
に
乗
ら
ね
ば
再
ぴ
こ

の
橋
を
過
ぎ
ず
と
い
っ
た
故
事
。
〔
車
荘
、
東
陽
贈
レ
別

詩
〕
去
時
此
地
題
レ
橋
去
、
蹄
日
何
年
侃
レ
印
蹄
゜
〔
羅
隠
‘

投
両
州
楊
尚
霞
啓
〕
旋
慕
題
橋
ぶ
g

吟
―
―
入
洛
↓
〔
成

都
記
〕
司
馬
相
如
、
初
西
去
、
過
―
―
昇
仙
橋
盃
題
レ
柱
日
‘
不
レ

粟
嵩
車
馴
愚
ぎ
過
此
橋
↓

【
題
訣
】
18

”
パ
清
制
、
官
吏
任
命
の
手
績
で
、
地
方
長
官

か
ら
直
接
具
奏
し
て
任
用
す
る
を
い
ふ
。
〔
清
會
典
、

吏
部
〕
司
官
有
―
―
留
訣
↓
〔
注
〕
司
官
有
下
定
為
―
―
題
訣
1

者
訟
皇
担
本
術
門
―
留
補
。
〔
清
會
典
、
兵
部
〕
凡
用
↓
↓
題

訣
五
豫
保
、
日
棟
獲
。

【
題
肩
】
19

グ
パ
鳥
の
名
。
鵠
の
異
名
。
一
名
、
正
。
〔
廣
韻
〕

鴎
‘
方
言
云
‘
齋
魯
間
謂
二
題
肩
云
竺
践
鳥
↓
〔
毛
詩
草

木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕
齊
魯
之
間
、
名
―
―
題
肩
〖
『
レ
正
、
正
‘
鳥

之
捷
鮭
者
、
射
レ
之
難
レ
中
、
故
射
取
な
名
焉
。
〔
儀
幡
、
大

射
儀
‘
見
二
鵠
於
参
字
g
〕
齊
魯
之
間
名
―
―
題
肩

U
臼
レ
正
‘
正

請
皆
鳥
之
捷
琵
者
。
〔
證
‘
月
令
‘
征
鳥
属
疾
‘
注
〕
征
鳥

題
肩
‘
齊
人
謂
―
―
之
撃
征
面
苓
苫
炉
鷹
‘
仲
春
化
為
レ
鳩
。

【
題
言
】
20

グ
パ
は
し
が
き
。
巻
頭
の
文
辞
。
〔
先
哲
叢
談
、

荻
生
祖
裸
〕
繹
文
杢
蹄
題
言
日
、
予
十
四
、
流
―
―
落
南
穂
一

二
十
五
値
レ
赦
逗
一
束
都
面
＇
間
十
有
二
年
、
日
輿
―
―
田
父

野
老
1

偶
虐
゜

【
題
佑
】
21

ウ
ィ
清
制
、
工
事
を
興
す
時
‘
奏
准
の
後
嘗
該

州
縣
よ
り
経
費
の
豫
算
を
立
て
て
記
入
し
た
帳
簿
を

上
司
が
調
査
し
、
中
央
政
府
に
送
る
こ
と
。
〔
六
部
成

二
七
八

12874 
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＂ 
頁
立
口

〔
九
蓋
〕

題

二
七
九

語
、
工
部
、
題
佑
、
注
解
〕
佑
計
用
嫉
題
本
上
奏
也
。
〔
エ
之
表
也
、
若
＝
漢
趙
岐
作
孟
子
題
辞
↓
其
文
梢
煩
‘
而

部

則

例

〕

。

宋

朱

子

倣

レ

之

作

'1

小
學
題
辟
↓
更
為
.
,
韻
語
↓

【
題
紅
】
22

訂
紅
葉
に
詩
を
題
し
て
結
婚
の
媒
介
と
し
【
題
者
】
35

グ
5

0詩
歌
の
會
に
‘
題
を
選
定
す
る
人
。

た
故
事
。
紅
菓
題
詞
（
8
-
2
7
2
4
3
:
 2
9
)
を
見
よ
。
「
名
。
●
圏
法
會
の
論
議
に
際
し
、
論
題
を
出
し
て
、
そ
の
可

〖
題
紅
閣
〗23
”
"
コ
ウ
消
‘f
源
(
1
|2
5
2
 :
 4
3
)

の
室
否
を
判
定
す
る
僧
職
。

〖
題
紅
記
〗
沼
げ
イ
コ
，
ゥ
戯
曲
の
名
。
明
、
王
譲
徳
の
作

0

[
題
主

]36g
喪
橙
の
一
。
喪
家
で
位
牌
を
未
だ
廟
に

【
題
刻
]
2
5

打
文
字
又
は
物
の
形
を
き
ざ
む
こ
と
。
〔
水
入
れ
な
い
前
に
、
人
に
請
ひ
死
者
の
官
職
を
上
に
題
署

経
‘
濠
水
注
〕
隠
―
―
起
忠
孝
之
容
盃
題
,
,
刻
貞
順
之
名
↓
す
る
こ
と
。
批
書
(
5
-
1
1
8
4
5
:
 3
2
)

の
O
を
見
よ
。
〔
清

【
題
材
】26
打
文
藝
作
品
の
題
目
と
材
料
。
通
證
〕
葬
日
題
レ
主
、
捧

1一
宗
親
善
書
者
一
人
云
〖
レ
之
。

【
題
参
】
27

t
'
i
'
t
s
'
a
n
1

弾

劾

す

る

。

〔

吾

學

録

〕

通

證

伯

書

儀

家

證

之

奮

↓

於

.

,

墓
i

即
題
主
、

【
題
詞
】

9
ィ
〇
題
辞
(
3
4
)

と
同
じ
。

O
詩
歌
の
詠
ま
近
日
官
紳
喪
證
、
皆
於
ー
ー
出
蹟
前
―
二
日
伝
2

二
題
主
證

れ
た
趣
意
や
事
情
等
を
記
し
た
言
菓
°
於
喪
次
↓
蓋
以
，
墓
地
偏
仄
‘
難
―
―
以
迎
＞
賓
、
或
道
里
梢

【
題
詩
】
29

グ
ィ
物
に
題
し
て
詩
を
賦
す
る
こ
と
。
又
‘
其
遠
、
供
張
不
名
勿
耳
。

の
詩
。
又
、
詩
を
物
に
書
き
し
る
す
。
〔
杜
甫
‘
散
罐
遣
レ
【
題
儒
】
37

名
宋
、
李
明
友
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 1
9
5
7
)

の
字
。

興
奉
裔
骰
全
詩
〕
把
涵
忠
岳
深
酌
盃
炉
詩
好
細
論
。
【
題
准
】
38

グ
が
題
本
を
以
て
上
奏
し
た
事
件
に
討
し
、

〔
白
居
易
‘
送
己
土
十
八
蹄
＞
山
寄
1

一
題
仙
遊
寺
―
詩
〕
林
間
裁
可
を
輿
へ
た
も
の
を
い
ふ
。
〔
清
會
典
事
例
‘
渦
洲
鈴

暖
レ
酒
燒
紅
葉
芦
心
上
題
レ
詩
掃
―
―
緑
苔
↓
選
〕
康
熙
十
一
年
題
准
‘
庶
吉
士
散
館
、
以
―
―
司
主
事
1

用。

〖
題
詩
巖
〗30”1

巖
の
名
。
輻
建
省
崇
安
縣
の
武
夷
【
題
署]
3
9
后
●
聯
額
の
題
字
を
い
ふ
。
〔
魏
志
、
武
帝

山
四
曲
の
中
。
九
曲
渓
に
臨
む
。
明
代
の
士
人
は
詩
を
紀
、
注
〕
梁
鵠
、
字
孟
黄
、
安
定
人
、
魏
宮
殿
題
署
、
皆
鵠

此

の

巖

壁

に

題

し

た

。

書

也

。

〔

韓

愈

‘

和

,

,

,

虞
部
虜
四
酬
二
翰
林
錢
七
ー
赤
藤
杖

【
題
識
二32
グ
ィ
し
る
す
。
〔
魏
志
、
華
款
傭
〕
密
各
題
識
。
歌
〕
幾
重
包
褒
自
題
署
、
不
，
以

1診
姦
庄
誇
•
荒
夷J
o
o
.

【
題
字
】
33

グ
ィ
書
物
の
初
、
又
は
石
碑
の
上
部
等
に
し
官
文
書
封
筒
の
宛
名
。
〔
唐
律
、
職
制
、
騨
使
不
レ
依
―
―
題

署
こ
諸
騨
使
受
レ
書
‘
不
レ
依
―
―
題
署
五
誤
詣
1

―
他
所
一
者
。

る
す
文
字
。
題
署
。
〔

闘いこ

--1言に
40

いい；。
7

い
[
[
い
且

考
官
、
則
題
請
簡
派
。
〔
清
會
典
、
證
部
、
其
大
學
中
學

題

三

十

字

―

守

宮
↓
〔
慮
照
郡
、
悲
―
―
昔
遊
令
へ
〕
題
え
子
子
扶
風
之
柱
玉
繋
↓
一
小
學
以
為
レ
額
‘
注
〕
題
請
小
學
改
為
―
―
中
學
↓
〔
還
魂
記
、

馬
子
闊
山
之
松
一
〔
李
邑
、
大
唐
洒
州
臨
淮
縣
普
光
王
榜
下
〕
正
此
題
請
‘
冴
、
一
箇
老
秀
才
走
将
来
。

寺
碑
〕
嘉
1一
寺
膀
之
立
名
盃
匹
―
聖
札
之
題
字
一
〔
許
渾
、
【
題
錮

~
]
4
1
訂
経
費
の
牧
支
計
算
を
し
て
奏
聞
す
る
こ

秋
H
行
次
』
闊
西
1

詩
〕
還
同
,
,
長
卿
志
盃
怠
字
渦
―
―
河
橋
↓
と
。
題
は
奏
の
一
種
、
題
本
に
依
つ
て
決
算
報
告
を
す

【
題
辟
】

341
書
物
の
初
、
又
、
石
碑
の
上
部
等
に
記
す
る
こ
と
。
〔
消
會
典
、
戸
部
〕
各
登
l

―
其
敷
於
冊
↓
歳
終
則

文
字
。
全
書
の
本
旨
を
標
學
す
る
も
の
で
、
序
蚊
と
略
ぽ
題
館
。
〔
六
部
成
語
、
工
部
、
題
蛸
、
注
解
〕
上
奏
報
銅
也
。

同
じ
。
題
詞
。
〔
趙
岐
‘
孟
子
題
辞
〕
孟
子
題
辞
者
、
所
応
―
―
以
【
題
策
】
42

ザ
パ
書
籍
の
表
題
を
記
し
た
部
分
。
書
名
。

題
統
孟
子
之
書
本
末
指
義
文
軒
之
表
也
。
〔
疏
〕
此
孟
題
銘
。

子
題
辟
、
岱
孟
子
書
之
庄
也
‘
張
鑑
秤
云
‘
孟
子
題
辞
【
題
疏
】
43

ゲ
ィ
〇
薬
名
や
虞
方
を
其
の
袋
に
題
し
其
の

即
序
也
‘
趙
注
尚
レ
異
‘
故
不
レ
謂
一
之
序
1

而
謂
.
,
之
題
辟
↓
用
法
を
注
記
す
る
こ
と
。
〔
唐
律
、
雑
律
、
醤
合
レ
葵
不
レ

露
参
、
送
下
巌
黄
門
秤
―
御
史
大
夫
云
氾
塾
蜀
川
―
兼
観
如
レ
方
〕
諸
賢
為
レ
人
合
レ
築
、
及
題
1

一
疏
鍼
刺
盃
誤
不
レ
如
ニ

省
上
詩
〕
刀
州
重
入
レ
夢
‘
剣
閣
再
題
レ
詞
。
〔
朱
享
央
小
學
題
本
方
↓
殺
レ
人
者
徒
二
年
。

O
消
代
、
中
央
各
部
院
及
ぴ

絲
注
〕
題
辞
者
、
標
題
書
首
乏
辞
也
。
〔
文
橙
明
辮
‘
題
地
方
長
官
よ
り
政
務
に
隅
す
る
意
見
を
上
る
を
い
ふ
。

跛
〕
又
有
題
鼓
所
,
,
,
以
題
麗
其
書
之
本
末
指
義
文
紐
〔
消
國
行
政
法
汎
論
、
内
閣
、
職
櫂
〕
中
央
各
部
院
、
及
地

方
長
官
、
得
下
具
中
奏
闊
―
―
於
政
務
一
之
意
見
5

梢
日
1

一題

疏
一
又
曰
―
―
章
奏
↓

【
題
奏
】
“
昇
明
制
、
兵
刑
錢
穀
等
凡
て
公
事
に
闘
す

る
上
奏
書
を
題
本
と
い
ひ
‘
捺
印
の
上
、
通
政
司
を
経

て
内
閣
に
出
し
、
私
事
に
開
す
る
も
の
は
奏
本
と
い

ひ
、
捺
印
し
な
い
。
題
奏
は
雨
者
の
略
。
清
初
は
皆
直
接

に
宮
門
に
詣
つ
て
陳
奏
さ
せ
、
軍
機
虞
設
僅
後
、
凡
て

の
緊
要
事
務
は
概
ね
奏
摺
を
具
し
て
軍
機
慮
に
送
ら

せ
、
通
政
司
に
送
る
題
本
は
虚
名
に
過
ぎ
な
い
。
光
緒

庚
子
以
後
‘
題
本
を
限
し
専
ら
奏
摺
を
用
ふ
。
〔
清
會
典
、

橙
部
〕
掌
催
四
司
題
奏
杏
存
之
件
、
而
督
以
-
―
例
限
↓
〔
清

會
典
事
例
、
通
政
使
司
〕
康
熙
三
年
題
准
、
督
撫
提
鎮
等

官
題
奏
本
章
、
無
―
―
貼
レ
黄
渚
↓

【
題
湊
】
45

グ
”
棺
外
に
木
を
累
ね
る
こ
と
。
〔
幡
、
檀
弓

上
、
柏
梓
以
レ
端
長
六
尺
、
注
〕
以
レ
端
、
題
湊
也
、
其
方

蓋
一
尺
。
〔
疏
〕
梓
材
並
皆
従
和
下
累
至
レ
上
始
為
―
―
題
湊
↓

湊
、
需
也
、
言
―
―
―
木
之
頭
相
闊
而
作
,
,
四
阿
一
也
。
〔
繹
文
〕

題
、
頭
也
、
湊
、
緊
也
。
〔
史
記
、
滑
稽
、
優
孟
傭
〕
櫃
楓
豫

章
為
,
,
題
湊
↓
〔
漢
書
、
霰
光
博
〕
賜
―
一
便
房
黄
腸
題
湊
各

一
具
一
〔
注
〕
蘇
林
曰
、
以
―
―
柏
木
黄
心
盃
竺
累
棺
外
{

故
曰
―
―
黄
腸
工
木
頭
皆
内
向
‘
故
日
二
題
湊
↓
〔
王
先
謙
補

注
〕
呂
覧
節
喪
篇
、
題
湊
之
室
、
高
誘
注
、
室
、
榔
蔵
也
、

題
湊
、
複
累
、
案
、
此
為
―
―
榔
之
題
湊
一
也
、
喪
大
記
注
云
、

天
子
之
積
、
居
レ
棺
以
1

一
龍
輛
五
横
レ
木
題
1

一
湊
象
榔
下
上
四

柱
如
レ
屋
以
覆
レ
之
、
盛
塗
レ
之
、
諸
侯
輌
不
レ
書
レ
龍
、
楕

不
n

―題,,
湊
象
榔
i

其
他
亦
如
レ
之
、
此
残
之
題
湊
也
、
皆

天
子
之
制
。
〔
謝
荘
、
宋
孝
武
宣
妃
誅
〕
題
湊
既
粛
、
編
堕

既
辰
゜
〔
注
〕
良
日
、
題
湊
、
棺
木
内
向
也
。

〖
題
湊
之
室
〗46
グ
乃
？
幾
重
に
も
重
ね
て
棺
榔
を

置
く
誡
゜
〔
呂
覧
、
節
喪
〕
題
湊
之
室
、
棺
梓
散
襲
。
〔
注
〕

裔
誘
日
‘
題
湊
、
複
累
。
〔
畢
況
注
〕
案
‘
漢
書
霰
光
偲
‘

便
房
黄
腸
題
湊
注
引
―
―
蘇
林
―
曰
、
以
―
―
柏
木
黄
心
一
致
,
,

累
棺
外
↓
故
曰
―
―
黄
腸
「
木
頭
皆
内
向
‘
故
曰
二
題
湊
↓

【
題
注
】
47

苫
ゥ
ひ
た
ひ
を
以
て
衝
く
。
〔
揚
雄
、
利
撒

賦
〕
角
槍
題
注
‘
誡
練
讐
怖
゜
〔
注
〕
銑
日
‘
題
、
領
也
、
注
、

謂
レ
衝
也
、
言
―
―
驚
走
之
甚
、
或
角
槍
レ
地
、
頷
相
衝
一

【
題
柱
】

48gウ
柱
に
書
き
し
る
す
。
●
漢
の
司
馬
相
如

が
故
郷
成
都
を
去
つ
て
長
安
に
行
か
ん
と
し
た
時
‘
昇

仙
橋
を
通
過
し
て
橋
柱
に
記
し
た
故
事
。
〔
成
都
記
〕
司

馬
相
如
、
初
西
去
、
過
―
―
昇
仙
橋
云
題
レ
柱
日
、
不
レ
乗
,
,
高

車
剛
馬
天
＇
レ
過
―
―
此
橋
↓
〔
太
ふ
参
‘
昇
仙
橋
詩
〕
長
橋
題
レ

柱
去
‘
猶
是
未
レ
逹
時
。
〔
朱
窯
‘
題
1

一
紹
徳
庵
箕
如
軒
―
云

云
詩
〕
寄
語
山
霊
勤
"
守
護
五
莫
―
―
蒋
~
レ
題
レ
柱
比
―
―
相
如
→

0
後
漢
の
田
鳳
が
尚
書
郎
と
な
り
、
容
儀
甚
だ
端
正
な

の
で
、
事
を
奏
す
る
毎
に
霊
帝
之
を
目
送
し
‘
遂
に
殿

柱
に
堂
堂
乎
張
‘
京
兆
田
郎
と
題
し
た
故
事
。
〔
―
二
輔
決

録
〕
田
鳳
為
―
―
尚
書
嬰
容
儀
端
正
‘
毎
↓
―
入
奏
P

事
、
璽
帝

且
送
之
↓
題
レ
柱
曰
‘
堂
堂
乎
張
、
京
兆
田
郎
。
〔
庚
信
‘

周
大
将
軍
聞
幕
公
柳
返
墓
誌
〕
魏
侯
之
見
↓
―
劉
嘆
＝
不
レ

覺
敏
＞
容
‘
漢
主
之
観
―
―
田
鳳
玉
遂
令
レ
題
レ
柱
。
〔
錢
起
、
和
1

王
員
外
詩
〕
題
柱
盛
名
兼
絶
唱
、
風
流
誰
搬
漢
田
郎
。

【
題
調
】
49

訂
清
制
、
地
方
長
官
が
其
の
職
櫂
で
官
吏

を
任
用
す
る
形
式
を
い
ふ
。
一
名
、
外
補
。
題
は
上
奏

の
義
、
調
は
官
吏
の
職
掌
を
其
の
部
内
に
於
て
轄
換
す

る
こ
と
。
〔
清
會
典
、
吏
部
〕
道
府
有
孟
翌
日
玉
有
レ
題
有
レ

調
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
文
官
任
命
形
式
、
題
調
〕
題

調
者
、
督
撫
用
11
其
職
櫂
盃
川
レ
行
之
任
官
形
式
也
、
云

云
‘
題
者
上
奏
之
義
、
云
云
、
調
者
即
官
訣
之
韓
換
也
。

【
題
帖
】
50

訂
標
榜
を
い
ふ
。
〔
絣
雅
、
繹
訓
下
〕
題
帖
、

標
膀
也
。

【
題
榜
】
51

名
ふ
だ
に
か
き
し
る
す
。
〔
玉
海
〕
皇
佳
宗

望
献
1

一
所
レ
為
文
ぶ
竺
全
監
書
ご
又
以
―
―
泥
金
文
羅
細
t
-
1

書
好
レ
學
栗
＂
善
賜
レ
之
、
第
中
建
―
―
御
書
閣
↓
上
為
題
,
,

其

榜↓

【
題
跛
】
52

万

0
書
籍
・
碑
帖
・
書
書
等
の
題
辞
と
践

文
。
前
に
題
す
る
を
題
酔
と
い
ひ
、
後
に
書
す
る
を
践

と
い
ふ
。
皆
文
章
の
一
骰
゜
〔
夢
淫
筆
談
、
築
律
一
〕
唐

昭
宗
幸
1

一
華
州
一
登
齊
雲
棲
面
西
北
顧
望
京
師
石
ザ
菩

薩
蜜
辞
三
章
一
云
云
、
予
頃
年
過
レ
挟
、
曾
二
見
之
な
仮

人
題
跛
、
多
盈
亘
軸
戻
。

O
践
文
。
書
後
。
題
跛
書
後

を
見
よ
。

〖
題
跛
書
後
〗53
召
ぢ
文
橙
の
名
。
書
物
の
後
尾
に

し
る
す
文
。
〔
文
罷
明
辮
、
題
跛
〕
按
、
題
践
者
、
簡
編
之

後
語
也
、
凡
経
偶
子
史
、
詩
文
圃
書
之
類
、
前
有
―
―
序
引
一

後
有
―
―
後
序
二
川
レ
謂
レ
盛
癸
、
其
後
覧
者
或
因
二
人
之
請

哭
或
因
惑
而
有
＞
得
、
則
復
撰
レ
詞
、
以
綴
於
末
簡
一

而
総
謂
乏
題
践
一
＝
ぎ
綜
二
其
賓
ー
則
有
レ
四
焉
、
一
曰

題
‘
―
一
日
版
、
三
曰
書
某
、
四
曰
讀
某
、
夫
題
者
締
也
、

審,,
締
其
義
一
也
、
践
者
本
也
、
因
レ
文
而
見
レ
本
也
、
書
者

書
1

一
其
語
二
讀
者
因
二
於
讀
一
也
、
題
讀
始
―
―
於
唐
ご
双
書

12875 
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起
秘
杢
曰
―
―
題
肱
者
、
攀
レ
類
以
該
レ
之
也
、
其
詞
考
レ
【
題
鳳
】
61

ヅ
パ
人
を
愚
弄
す
る
こ
と
。
鳳
の
字
を
分
て
皆
有
―
―
壁
記
一
叙
―
―
官
秩
創
置
及
遷
授
始
末
一
原
二
其
作
〔
鄭
玄
‘
六
藝
論
〕
孔
子
以
―
―
六
藝
題
目
不
レ
同
、
指
意
殊

76

古
證
レ
今
、
繹
厩
訂
レ
謬
、
褻
レ
善
貶
レ
悪
、
立
レ
法
垂
レ
誡
、
ば
凡
鳥
の
二
字
と
な
る
か
ら
い
ふ
。
〔
世
説
新
語
、
簡
意
ニ
蓋
欲
下
著
1

一
前
政
履
歴
一
而
獲
わ
空
木
健
羨
釦
国
‘
故
別
五
空
道
離
散
、
後
世
莫
＞
知
乙
懲
喪
故
作
1

一
孝
経
i

以

28ー

各
有
レ
所
レ
為
、
而
専
以
1

一
簡
勁
為
レ
主
、
故
興
―
―
序
引
ー
不
レ
傲
〕
岱
康
呉
1

一
呂
安
一
善
、
毎
"
一
相
思
王
＇
里
命
レ
駕
、
安
為
↓
―
記
之
橿
面
貴

1
1

其
説
事
詳
雅
、
不
＞
為
"
荀
飾
盃
而
近
時
綿
―
―
會
之
↓
●
扁
額
。
題
識
。
〔
北
史
、
念
賢
博
〕
行
殿
初

同
、
學
者
熟
玩
所
祠
之
散
篇
爺
亦
庶
―
乎
得
＞
之
芙
、
又
後
来
、
値
―
―
康
不
＂
在
、
喜
出
レ
戸
延
ち
之
、
不
レ
入
、
題

1一
門
作
レ
記
、
多
措
1西
~
辟
云
杢
美
人
材
面
竺
揚
閥
閲
五
殊
失

1
1

成
、
未
レ
有
―
―
題
目
ゴ
帝
詔
"
近
侍
ー
各
名
ら
之
、
討
者
非
レ

有
扇
辟
五
序
以
題
I¥

琥
其
書
之
本
末
指
義
文
辞
一
之
上
ん
g
鳳
字
1

而
去
‘
喜
不
レ
覺
‘
猶
以
為
レ
欣
‘
故
作
1

ー

記

事

之

本

意

↓

―

‘

莫

レ

允

＝

―

-

帝

心

云

賢

乃

為

―

―

園

極

函

E

笑
日
、
正
興
―
―
朕

表
也
、
若
―
―
漢
趙
岐
咋
＂
二
孟
子
題
酔
ご
其
文
梢
煩
、
而
宋
鳳
字
i凡
鳥
也
。
〖
題
名
合
[
〗

6
5
”
が
り
ィ
進
士
に
及
第
し
て
慈
恩
寺
に
集
意
ー
同
、
郎
名
レ
之
。
〇
詩
文
の
命
題
。
〔
楊
萬
里
、
紅
錦
帯

朱
子
倣
レ
之
、
作
二
小
學
題
辞
二
史
為
―
―
韻
語
了
令
皆
不
レ
【
題
本
】
62

”
パ
明
制
、
臣
下
の
章
疏
の
公
事
は
題
本
を
ま
り
名
を
塔
下
に
題
す
る
こ
と
。
〔
國
史
補
〕
進
士
既
捷
花
詩
〕
後
園
初
夏
無
―
―
題
目
記
小
樹
微
芳
也
得
レ
詩
。
●
な

録
‘
姑
著
1

一
其
骰
於
此
ぶ
然
題
跛
書
―
―
子
後
二
而
題
辞
冠
ー
ー
用
ひ
、
私
事
は
奏
本
を
用
ひ
た
。
清
制
、
京
師
外
省
各
謂
1

一
之
同
年
ご
既
捷
、
列
1

一
書
其
姓
名
於
慈
恩
寺
云
謂
1

一
之
ま
へ
。
名
稽
。
〔
白
居
易
、
送
1
1

呂
津
州
1

詩
〕
獨
酔
似
レ
無
レ

子

煎

此

又

其

琲

也

。

官

顧

の

長

官

か

ら

成

例

に

照

し

て

事

を

行

ひ

得

る

場

題

名

會

↓

名

、

借

レ

君

作

―

―

題

目

↓

〇

と

ひ

。

問

題

。

〔

清

會

典

事

例

、

【
題
評
】
a
認
＇
ウ
し
な
さ
だ
め
。
品
評
。
題
品
。
〔
祁
経
、
懐
合
、
皇
帝
に
奏
呈
す
る
伺
書
で
、
外
省
の
題
本
を
通
〖
題
名

I
僧
〗6
6
”
”
屯
ゥ
園
経
供
養
等
の
時
、
経
文
の
題
幡
部
、
貢
琴
〕
光
緒
二
年
杏
准
、
本
年
丙
子
恩
科
宗
室
會

素
青
窃
闘
将
二
帖
歌
〕
見
我
酒
甜
使
―
―
題
評
五
快
飲
散
鍾
本
と
い
ひ
、
六
部
の
題
本
を
部
本
と
い
ふ
。
〔
清
會
典
、
名
を
讀
み
あ
げ
る
僧
職
。
試
題
目
、
考
官
擬
レ
出
、
例
應
1

一
恭
進
↓
〇
圏
経
論
の
題

艮
枯
喉
→
證
部
〕
掌
監
阻
堂
印
盆
収
下
在
京
術
門

1之
文
書
誕
―
―
〖
題
名
録
】
6
7サ
パ
メ
ィ
唐
宋
以
後
、
科
摯
に
同
時
に
及
琥
。
殊
に
日
蓮
宗
に
於
て
は
、
法
華
経
の
題
琥
、
即
ち

【
題
品
】
55

召
し
な
さ
だ
め
。
品
題
。
〔
宋
史
、
楊
億
偲
〕
題
本
於
内
閣
↓
〔
皇
朝
政
治
學
問
答
〕
京
外
皆
有
―
―
題
本
一
第
し
た
者
の
姓
名
・
年
齢
・
郷
貫
等
を
記
し
て
冊
子
と
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
七
字
。

嘗
時
文
士
、
成
頼

I
\其
題
品
→
題
本
有
ー
限
期
エ
大
約
照
レ
例
之
事
、
用

1一
題
本
云
題
本
由
―
―
し
た
も
の
。
科
第
録
。
等
第
録
。
〔
清
會
典
事
例
、
證
〖
題
目
正
~
〗

6
9
5バ
店
北
曲
の
末
尾
に
附
け
る
戯
曲

【
題
彿
~
】
5
6
サ
パ
し
な
さ
だ
め
す
る
。
〔
後
漢
書
、
黛
錮
博
内
閣
一
進
呈
‘
批
本
官
批
出
、
交
―

-
4ハ
科
云
領
出
耕
理
。
部
、
貢
暴
〕
康
煕
三
十
六
年
諭
、
今
覧

1
1各
省
所
紐
進
題
名
の
表
題
。
二
句
或
は
四
句
か
ら
成
り
大
抵
七
言
八
言
の

序

〕

遂

乃

激

―

―

揚

名

瞥

芸

ユ

相

題

彿

。

【

題

名

】
63

”u

●
人
の
目
に
つ
く
所
に
名
を
記
す
こ
と
。
録
中
ず
其
題
目
多
有
レ
未
レ
嘗
。
〔
核
餘
叢
考
、
題
名
録
〕
一
聯
句
を
用
ふ
。

【
題
壁
】
57

芯
壁
に
嘉
言
詩
文
等
を
書
き
し
る
す
こ
と
。
〔
金
昌
協
、
自
ユ
土
表
訓
云
ぎ
正
陽
ー
記
〕
又
有
I¥

題
名
1

在
レ
榜
進
士
、
出
―
―
翰
林
街
門
盃
四
刻
―
―
題
名
録
ぶ
共
蓋
本
1
1

唐
【
題
留
】
70

粁
京
師
に
解
送
す
ぺ
き
款
を
奏
請
し
て
留

〔
南
史
‘
劉
香
傭
〕
（
沈
）
約
郊
居
宅
、
時
新
捧
1

一
閣
齋
ご
百
壁
。

O
科
攀
に
及
第
し
た
も
の
が
名
を
掲
げ
る
こ
と
。
時
進
士
登
科
記
之
例
1

也
、
封
氏
聞
見
記
云
、
営
代
以
I¥

置
し
、
其
の
省
の
需
要
に
充
て
る
こ
と
。
題
は
奏
の
義
。

為
賣
二
首
「
井
但
所
籍
文
章
呈
レ
約
、
約
即
命
I¥

〔
唐
書
、
選
學
志
上
〕
學
人
既
及
第
‘
云
云
‘
又
有
1

一
曲
江
進
士
登
科
[
『
-
―
登
龍
門
一
解
褐
多
拝
溢
盟
緊
「
軽
薄
者
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
題
留
、
注
解
〕
題
亦
奏
也
、
應
森

g

工
書
人
盃
塵
其
賛
干
壁
↓
〔
藷
唐
書
‘
王
績
傭
〕
鯉
一
過
會
正
9
-

―
名
席
↓
〔
嘉
話
録
〕
進
士
張
宮
偶
遊
1

一
慈
恩
寺
盃
g
―
語
日
、
及
第
進
士
俯
厩
1

一
中
黄
部
工
落
第
進
士
揖
二
蒲
華
解
京
1

之
款
、
奏
請
存
―
―
留
本
省
1

需
用
。

酒
隷
面
籍
1

一
散
日
な
庄
往
題
レ
壁
作
レ
詩
、
多
為
1

好
事
者
名
雁
塔
下
五
後
登
第
者
遂
為
―
―
故
事
↓
〔
張
籍
、
哀
一
孟
寂
ー
長
馬
五
好
事
者
因
紀
―
―
其
姓
名
百
竺
紳
龍
1

以
来
‘
詑
―
―
於
【
離
レ
題
】
71

ゴ
竺
額
に
い
れ
ず
み
す
る
。
〔
證
、
王
制
〕
南

諷
詠
→
〔
孟
浩
然
、
秋
登
→
―
張
明
府
海
亭

1詩
〕
染
レ
翰
聯
詩
〕
曲
江
院
裏
題
レ
名
慮
、
十
九
人
中
最
少
年
。
〔
張
籍
、
在
日
苓
名
曰
―
―
進
士
登
科
記
盃
~
い
以
昭

1呆
．
前
良
云
ぞL
d

方
日
レ
蜜
、
離
レ
題
交
レ
趾
、
有
下
不

I
1火
食
土
？
芙
゜
〔
注
〕

題
レ
壁
、
傾
レ
壺
一
解
レ
顔
。
送
忌
生
が
詩
〕
明
日
城
西
送
レ
君
去
‘
藷
遊
重
到
燭
題
レ
後
進
比
也
、
張
繹
落
第
、
雨
手
捧
―
―
登
科
記
訂
以
為
―
―
千
佛
離
文
、
謂
下
刻
―
―
其
肌
和
竺
丹
青
―
涅
な
令

【
題
鷹
】
58
t
'
i
2
 

p
i
e
n
3
直
額
に
題
書
す
る
。
題
額
。
名
。
〔
三
餘
偶
筆
、
七
、
科
第
題
名
〕
゜
●
文
證
の
一
。
登
覧
名
経
ガ
ヘ
元
明
以
来
進
士
、
例
刻
―
―
碑
子
國
子
監
云
盛
列

I
\

〖
離
レ
題
里
炉
歯
〗
7
2
タ
が
た
芹
額
に
い
れ
ず
み
し
て
、
歯

【
題
補
】
59

サ
ィ
或
る
官
術
に
訣
員
を
生
じ
た
時
、
所
屡
尋
訪
の
歳
月
と
其
の
同
遊
の
人
を
記
す
も
の
。
〔
文
橙
明
一
榜
姓
名
T

此
亦
倣
1
1

唐
慈
恩
題
名
之
例
二
嘉
話
録
、
題
を
黒
く
染
め
る
。
野
蜜
人
の
習
俗
。
〔
楚
辟
、
招
魂
〕
離
レ

長
官
が
、
其
の
陽
官
中
か
ら
適
任
者
を
棟
選
し
、
奏
請
辮
、
題
名
〕
按
、
題
名
者
、
紀

A
紙
登
覧
尋
訪
之
歳
月
、
興
I¥

名
起
下
子
進
士
張
苗
偶
遊
1

一
慈
恩
寺
云
題
申
名
雁
塙
下
お
仮
題
里
炉
歯
、
得
I¥

人
肉
1

以
祀
、
以
1

一
其
骨
1

為
レ
醸
些
゜
〔
注
〕

補
用
す
る
こ
と
。
〔
清
會
典
、
吏
部
〕
道
府
有
―
―
請
旨
公
F

レ
其
同
遊
之
人
1

也
、
其
叙
な
事
欲
―
―
簡
而
瞭
谷
益
ヂ
筆
欲
―
―
登
科
者
、
遂
為
1

一
故
事
ご
h
書
―
―
之
子
板
二
宋
時
進
士
題
離
、
蜜
也
、
題
‘
額
也
、
黒
‘
云
げ
墨
、
五
臣
云
、
離
、
錢
也
。

題
。
〔
注
〕
題
補
道
訣
云
有
―
―
直
隷
津
海
隅
道
、
通
永
道
、
健
而
殿
ニ
獨
昌
黎
集
有
レ
之
、
亦
文
之
一
橙
也
、
昔
人
嘗
名
、
則
刻
二
石
子
相
國
興
國
雨
寺
ご
見
『
す
文
昌
雑
録
工
其
〔
補
注
〕
褪
記
、
南
方
日
レ
蟹
、
離
レ
題
交
レ
趾
、
注
云
、
離
レ

清
河
道
、
云
云
、
訣
出
エ
由
I¥

本
省
督
撫
冨
以
―
―
應
調
應
升
集
1

一
華
嶽
題
名
百
ぎ
唐
開
元
云
ぎ
後
唐
清
泰
五
録
為
↓
1

＋

刻

,

,
石
子
國
子
監
面
悶

g
元
仁
宗
時
―
始
。
〔
六
部
成
語
‘
題
、
刻
1

一
其
肌
百
竺
丹
青
1

涅
レ
之
。

之
員
一
棟
選
題
補
。
〔
六
部
成
語
、
吏
部
、
題
補
、
注
解
〕
巻
↑
中
更
二
百
一
年
、
題
レ
名
者
五
百
四
十
二
人
、
可
レ
證
部
、
題
名
録
、
注
解
〕
郷
會
試
出
榜
後
、
書
緯
按
1

一
榜
上
【
題
園
壁
】
73

勺
”
エ
ン
戯
曲
の
名
。
清
、
桂
複
撰
。
陸
放

有
鋲
出
時
‘
上
官
秤
應
レ
補
―
―
此
訣
面
或
應
レ
陸
孟
牡
応
謂
レ
富
癸
、
歌
陽
脩
集
古
録
有
―
―
此
書
盃
而
韓
愈
所
レ
題
亦
中
式
次
序
姓
名
五
刊
刻
刷
印
管
賣
‘
曰
―
―
題
名
録
↓
翁
の
妻
唐
氏
が
姑
に
厭
は
れ
て
離
縁
さ
れ
、
後
、
沈
氏

之
人
員
内
七
憚
選
、
奏
請
補
用
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
文
在
『
一
其
中
正
故
朱
子
採
レ
之
、
以
入
―
―
其
集
盃
皿
謂
―
―
筆
削
之
【
題
目
】
6
8
H
パ
〇
し
な
さ
だ
め
。
品
評
。
品
題
。
〔
魏
志
、
園
中
で
奮
夫
と
逢
ひ
、
感
菖
の
餘
、
詩
を
唱
和
す
る
筋
。

官
任
命
形
式
、
題
調
〕
題
者
上
奏
之
義
、
唯
以
レ
異
二
形
巌
、
非
レ
公
不
＂
可
、
則
此
文
其
可

1
1易
而
為
＂
之
哉
、
獨
惜
威
覇
博
‘
注
〕
覇
一
子
舜
‘
字
太
伯
‘
晉
散
騎
常
侍
、
見
―
-
【
題
扇
~
】

7
4冥
セ
ン
浙
江
省
紹
興
縣
城
内
蔽
山
の
南
。

ぎ
故
名
日
レ
題
、
即
督
撫
選
瓦
疋
営
n

―
陸
―
―
任
其
訣
土
只
余
之
寡
阻
而
不
レ
獲
レ
見
也
、
営
今
名
山
勝
境
、
非
レ
無
―
―
武
帝
百
官
名
一
此
百
官
名
、
不
レ
知
―
―
誰
所
』
撰
也
、
皆
晉
の
王
義
之
が
老
姥
の
た
め
に
六
角
竹
扇
に
書
を
書

於
1

産
候
補
人
員
里
奏
請
以
楓
用
名
或
又
旦
題
補
↓
佳
患
而
世
人
往
往
忽
レ
之
、
其
殆
未
レ
知
レ
此
欺
°
〇
作
有
1

一
題
目
一
紐
―
―
舜
オ
穎
條
暢
、
識
貪
時
宜
↓
〔
呉
志
‘
き
興
へ
た
虞
と
い
ふ
。
〔
晉
書
、
王
蓑
之
博
〕
在
1

一
般
山
1

【
題
墓
】
60

”
ィ
●
墓
に
死
者
の
名
字
な
ど
を
し
る
す
こ
品
の
主
意
を
纏
め
て
初
に
記
し
た
題
。
●
官
吏
登
用
試
歩
隙
博
、
注
〕
李
粛
、
字
偉
恭
‘
云
云
‘
頸
レ
奇
録
レ
異
‘
薦
1

一
見
こ
老
姥
ご
持
1

一
六
角
竹
扇
1

賣
レ
之
、
糖
之
書
―
―
其
扇
1

と
。
〔
南
史
、
陳
誼
傭
〕
卑
含
兄
子
秀
書
―
云
、
吾
生
平
所
レ
瞼
及
第
者
の
名
簿
。
題
名
録
(
6
7
)

を

見

よ

。

逃

後

進

王

題

目

品

藻

、

曲

有

1

一
條
貫
↓
〔
晉
書
、
山
濤
博
〕
各
為
二
五
字
五
姥
初
有
―
―
憔
色
宙
四
謂
レ
姥
日
、
但
言
―
―
是
王

願
、
身
没
之
後
、
題
奢
墓
コ
ぞ
陳
故
酒
徒
陳
君
之
神
〖
題
名
記
〗

6
4
”
イ
メ
ィ
官
署
の
壁
に
其
の
官
に
あ
っ
た
濤
所
レ
奏
‘
甑
―
抜
人
物
ごg
竺
題
目
二
時
稽
―
―
山
公
啓
右
軍
書
百
公
杢
百
錢
―
邪
‘
姥
如
―
其
言
r
八
競
買
レ
之
。

道
↓
●
墓
に
詩
を
書
き
つ
け
る
。
〔
郭
環
、
題
レ
墓
詩
〕
北
者
の
名
と
履
歴
と
を
書
き
記
す
を
い
ふ
。
唐
代
、
之
を
事
↓
〔
世
説
新
語
、
政
事
〕
山
司
徒
‘
云
云
‘
凡
所
↓
―
題
【
題
塔
記
-
】
75

”ィ久
7

戯
曲
の
名
。
作
者
の
姓
名
未
詳
、
騒

阜
烈
烈
、
巨
海
混
混
、
曼
曼
三
墳
、
惟
女
興
レ
昆
。
壁
記
と
い
ふ
。
〔
封
氏
聞
見
記
、
壁
記
〕
朝
廷
百
司
諸
顧
、
目
西
曰
如
↓
1

其
言
↓
〇
み
だ
し
。
標
目
。
書
物
の
標
題
。
隠
生
と
自
署
す
。
宋
の
梁
瀬
が
晩
年
登
第
し
、
父
子
状
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宿
i
]〗

＂ 
頁
立
口

〔
九
書
一
〕

額

額

ニ
八

【
額
外
】7
誇
イ

O
定
敷
以
外
。
〔
紅
棲
夢
‘
―
一
回
〕
因
二
常
を
表
は
す
態
度
。
〔
宋
史
、
司
馬
光
博
〕
帝
崩
、
赴
レ
闘
臨
、
〖
額
哲
庫
〗

2
1カ
ク
テ
，
清
代
、
大
理
寺
評
事
の
滴
洲
名
。

今
隆
恩
盛
徳
ぶ
苺
空
前
代
ぶ
餌
外
加
レ
恩
。

O
官
制
上
、
衛
士
望
見
、
皆
以
レ
手
加
レ
額
日
、
此
司
馬
相
公
也
。

O
待
〔
稲
謂
録
、
大
理
事
職
官
、
額
哲
庫
〕
皇
朝
通
孜
、
評
事
、

官
吏
の
員
敷
を
定
め
た
の
を
額
定
と
い
ひ
‘
額
定
以
外
ち
望
む
さ
ま
。
〔
秋
月
草
軒
、
戦
後
述
懐
詩
〕
聞
説
天
皇
渦
字
稽
為
>I

額
哲
庫
一
漢
字
梢
為
二
評
事
｛
倶
作
―
―
正
七

を
額
外
と
い
ふ
。
〔
明
律
、
吏
律
、
職
制
、
濫
1

一
設
官
吏
―
〕
元
聖
明
、
我
公
貫
日
検
―
―
至
誠
「
恩
賜
赦
書
應
レ
非
レ
遠
‘
品
↓

額
外
濫
充
者
杖
一
百
。
〔
清
會
典
、
吏
部
〕
額
外
郎
中
、
員
幾
回
額
レ
手
望
二
京
城
→
〖
額
哲
庫
吟
番
〗

2
8
努
9
，
清
代
、
主
事
の
渦
洲
名
。

外

郎

。

【

額

漠

]
1
9

ク
蒙
古
語
、
主
人
の
意
。
清
初
、
官
長
を
多
〔
梢
謂
録
、
主
事
、
額
哲
嘩
吟
番
〕
皇
朝
通
孜
、
額
哲
庫
喰

〖
額
外
大
學
士
〗8
”
バ
質
清
代
、
内
閣
大
學
士
の
く
額
慎
と
い
ふ
。
都
統

(
1
1ー3
9
5
0
9:
 1
3
8
)

の
O
に
同
番
、
涌
字
俯
捨
額
哲
庫
唸
番
こ
漢
字
稲
為
正
古
事
一
倶

一
。
定
員
外
に
置
い
た
大
學
士
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
じ
。
〔
皇
朝
文
献
通
考
、
職
官
考
〕
天
聰
八
年
諭
、
云
云
、
作
二
正
六
品
↓

内
閣
大
學
士
、
額
外
大
學
士
〕
薙
正
七
年
諭
云
、
褪
部
尚
管
1

一
固
山
一
者
、
即
為
1
1

固
山
額
慎
涵
管
―
―
梅
勒
―
者
、
郎
為
>I

【
額
田
】
29

刀
●
三
河
國
の
郡
名
。
●
姓
氏
。
〔
明
治
新

書
陳
元
龍
、
左
都
御
史
手
奉
、
歴
―
―
奉
聖
祖
仁
皇
帝
一
多
梅
勒
章
京
ご
ム
云
、
順
治
十
七
年
議
定
、
固
山
額
慎
漢
字
撰
姓
氏
録
〕
。

年
、
曝
経
―
―
任
使
父
了
年
雖
レ
近
1
1

八
旬
↓
而
精
紳
尚
健
、
特
稲
為
1

一

都

統

↓

【

額

頭

】

30
咆

t
§
O
U

ひ
た
ひ
。

加
恩
授
｛
総
額
外
大
學
主
似
下
爽
協
塀
大
學
士
薇
【
額
散
】
20

謗
制
定
し
た
か
ず
。
た
か
。
定
散
。
定
額
。
【
額
馬
】
31

匁
き
ま
っ
た
散
の
馬
。
〔
揺
悪
全
書
、
濯
任

0
ひ
た
ひ
。
或
は
頷
(
1
2
-
4
3
4
4
8
)
に
作
る
。
〔
集
有
床
＇
レ
同
、
今
男
立
二
稲
↓
定
員
。
〔
元
史
‘
順
帝
紀
十
〕
學
人
會
試
者
、
壻
―
―
其
額
藪
↓
部
、
親
査
閲
〕
雖

1

一
額
馬
一
猶
苦
レ
不
レ
足
。

韻
〕
額
‘
説
文
、
願
也
、
或
作
レ
頷
。
〔
繹
名
、
鐸
形
謄
〕
【
額
黄
】
，
”
宏
ひ
た
ひ
に
黄
色
を
塗
つ
て
飾
り
と
す
【
額
設
】
21

努
定
貝
又
は
定
散
を
定
め
て
置
く
。
〔
清
會
【
額
髪
】
32

ぢ
ひ
た
ひ
が
み
。
額
の
上
の
髭
。
ま
へ
が

額
、
郡
也
、
有
一
如
扉
也
、
故
幽
州
人
聾
之
郡
一
る
こ
と
。
六
朝
時
代
、
婦
女
の
風
習
。
〔
駅
雅
、
秤
服
食
〕
典
、
善
撲
営
〕
本
螢
額
設
藍
翔
侍
衛
三
人
、
以
優
等
善
み
。
〔
近
古
史
談
、
徳
篇
第
―
―
-
、
甲
賀
氏
子
〕
額
髪
被
レ
面
、

額
黄
‘
眉
邊
飾
也
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
戯
贈
麗
人
一
詩
〕
同
宏
撲
人
一
充
補
。
〔
福
恵
全
書
、
罹
任
部
、
企
交
代
〕
毎
姑
倶
惨
磐
可
レ
憐
。

賢
裏
撥
「
異
作
二
額
間
黄
↓
〔
李
商
隠
‘
蝶
詩
〕
壽
陽
公
主
嫁
有
1

一

額

設

↓

【

額

畔

]33

努
ひ
た
ひ
の
ふ
ち
。
〔
呉
融
、
賦
四
得
欲
函
呪

也
。
〔
後
漢
書
、
馬
磨
傭
〕
城
中
好
1

一
廣
眉
↓
四
方

時
粧
、
八
字
宮
眉
捧
額
黄
言
皮
日
休
、
木
蘭
後
池
三
詠
、
【
額
徴
】
22

ザ
釈
租
税
の
定
額
。
額
徴
銀
を
見
よ
。
〔
清
會
看
―
―
版
面
―
詩
〕
眉
邊
全
失
レ
翠
、
額
畔
半
留
レ
黄
。

且
レ
半
レ
額
。

O
た
か
。
か
ぎ
り
。
さ
だ
め
。
敷
量
の

き
ま
り
。
制
限
。
〔
唐
書
、
雀
術
傭
〕
不
I
l
l
~
―
―
減
祖
白
蓮
詩
〕
半
垂
金
粉
知
何
似
、
静
婉
臨
レ
渓
昭
竺
額
黄
一
典
、
戸
部
〕
凡
錢
糧
入
布
額
徴
面
動
有
>I

額
支
↓
〔
清
會
【
額
百
】
34

咆

po'

ひ
た
ひ
。

額

T
八
無
↓
一
生
理
↓
〔
五
代
史
、
劉
審
交
傭
〕
租
有
二
【
額
款
】
10

”
”
／
各
項
目
の
金
額
。
〔
福
悪
全
書
、
罹
任
典
、
戸
部
、
四
川
清
吏
司
、
注
〕
欽
定
額
徴
正
税
銀
二
萬
【
額
敏
】
35

努
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
新
彊
省
塔
城
縣
の

定
額
↓
●
が
く
。
門
上
又
は
櫓
頭
な
ど
に
か
か
げ
部
、
査
交
代
〕
若
係
>I

全
書
會
計
額
款
一
雨
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
額
徽
、
注
解
〕
應
レ
徴
之
定
散
東
南
。
額
敏
勒
河
の
北
岸
。

【
額
訣
】11
”
”
官
吏
の
定
員
。
又
は
兵
の
資
格
と
そ
の
也
。
〖
額
敏
勒
〗

3
6
ぢ
ピ
／
川
の
名
。
源
は
新
張
省
額
敏
縣
の

種
類
。
〔
清
會
典
、
戸
部
、
商
レ
甲
則
各
耕
五
苓
す
而
給
レ
〖
額
徽
銀
〗

2
3”
t
ヨ
，9

｛
貫
徴
銀
の
類
。
額
徴
の
額
は
藷
束
北
。
露
領
中
央
亜
細
亜
に
入
り
、
阿
拉
克
圏
胡
爾
泊

る
題
識
。
〔
把
益
新
話
〕
前
世
牌
額
、
必
先
桂
而
後

之
、
注
〕
各
酔
額
訣
馬
甲
内
涵
竺
給
随
甲
一
名
一
額
の
意
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
額
徴
銀
、
注
解
〕
意
同
レ
と
な
る
。

書
、
今
則
先
書
後
桂
゜
〔
程
史
〕
呉
山
有
―
―
伍
貝
祠
一

有
富
民
―
懇
貨
翠
扁
額
一
歴
ぬ
か
。
姓
氏
。
【
額
骨
】
12

翌
ひ
た
ひ
の
ほ
ね
。
前
頭
骨
゜
〔
北
史
‘
齋
平
上
、
但
額
‘
藷
額
也
‘
應
レ
徴
‘
或
有
新
例
在
＂
内
。
【
額
賦
】

37

屯
ね
ん
ぐ
の
た
か
。
〔
輻
恵
全
書
、
典
證
部
、

【
額
引
】
1

げ
ク
切
手
面
の
金
額
。
〔
輻
悪
全
書
、
罹
任
部
、
秦
王
傭
〕
平
秦
王
蹄
彦
、
額
骨
―
二
道
、
着
レ
績
不
レ
安
。
【
額
定
】
24

げ
官
額
。
き
ま
っ
た
高
。
官
制
上
、
官
吏
の
郷
飲
酒
幡
〕
額
賦
存
留
支
款
‘
例
有
I
i

郷
飲
開
蛸
↓

介

交

代

〕

上

納

額

引

°

[

額

載

】

13

”
り
一
定
の
高
を
か
き
記
す
。
〔
揺
悪
全
書
‘
員
敷
に
は
一
定
の
額
が
あ
る
こ
と
。
〔
明
律
、
吏
律
、
職
【
額
鮒
】
38

万
ク
淫
旧
制
‘
宗
室
の
女
、
卸
ち
公
主
の
配
偶
者

【
額
縁
】
2

立
グ
ぬ
の
で
ふ
ち
を
と
る
こ
と
。
〔
韓
非
子
、
編
審
部
、
査
原
冊
〕
典
―
―
上
届
全
書
額
載
一
相
符
。
制
、
濫
―
―
設
官
吏
―
〕
凡
内
外
各
街
門
官
、
有
>I

額
定
員
散
↓
の
封
琥
。
固
倫
公
主
に
尚
す
る
者
は
固
倫
額
鮒
と
い

＋
過
〕
綬
吊
為
酋
、
蒋
席
額
縁
、
膳
酌
有
レ
采
、
而
樽
俎
【
額
山
】
14

”
ク
額
黄
(

9

)

を
い
ふ
。
〔
温
庭
笥
、
照
影
曲
〕
〔
揺
恵
全
書
、
錢
穀
部
、
催
徴
〕
額
t

一
定
百
張
一
ひ
‘
和
碩
公
王
に
尚
す
る
者
は
和
碩
額
鮒
と
い
ふ
。
〔
皇

有

レ

飾

、

此

禰

移

矢

。

黄

印

額

山

軽

為

レ

鹿

、

翠

鱗

紅

椰

倶

含

レ

嘲

。

【

額

鳥

】

2
5
"
い
小
鳥
の
名
。
形
ひ
わ
に
似
て
小
さ
く
、
灰
朝
政
治
學
問
答
〕
問
、
公
主
有
―
―
何
封
琥
云
答
有
1
1

固
倫
公

【
額
賀
】3
咆

h
屯
額
に
手
を
あ
て
敬
祝
の
意
を
表
す
【
~
餌
子
]
1
5
ク
は
ち
ま
き
。
一
種
の
頭
飾
。
又
、
勒
子
と
白
色
に
て
胄
み
が
あ
る
。
善
く
囀
る
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏
主
→
有
―
―
和
碩
公
主
盃
問
何
謂
―
―
固
倫
公
主
ぶ
答
皇
后
所
レ

る

。

額

頌

。

も

い

ふ

。

〔

事

物

異

名

録

、

服

飾

、

巾

〕

藍

史

、

無

レ

頂

頭

巾

會

、

林

禽

類

、

額

鳥

〕

俗

云

、

奴

加

止

利

。

生

之

女

、

封

1

一
固
倫
公
主
二
其
額
鮒
品
級
興
―
―
貝
子
ー
同
。

[
額
角
】
4

鍔
こ
め
か
み
。
顧
顧
。
〔
秤
名
、
秤
形
橙
〕
角
謂
1

一
之
額
子
↓
〔
紅
棲
夢
、
―
二
十
一
回
〕
額
子
也
勒
上
、
猛
【
額
哲
】
26

”
”
陵
丹
汗
の
子
。
詳
し
く
は
額
爾
克
孔
果
〔
清
會
典
、
宗
人
府
〕
凡
額
鮒
之
品
級
、
各
視
―
―
其
公
主
格

者

生

―

於

額

角

一

也

。

〔

庚

信

‘

舞

媚

娘

詩

〕

眉

心

濃

黛

直

一

聰

。

爾

額

哲

。

清

の

太

宗

の

天

聰

九

年

、

容

親

王

多

爾

哀

を

格

之

等

一

以

為

レ

差

。

〔

清

國

行

政

法

汎

論

、

皇

族

、

福

晉

貼

、

額

角

輻

黄

細

安

。

【

額

支

]
1
6

ク
経
常
費
。
平
年
に
支
出
す
る
一
定
の
額
遣
し
て
之
を
討
た
し
め
、
こ
れ
よ
り
達
延
汗
以
来
の
小
例
室
公
主
格
格
等
稽
琥
〕
額
鮒
郎
公
主
格
格
之
配
偶
者

【
額
額
】
5

芍
武
勇
あ
る
さ
ま
。
〔
柳
宗
元
、
獣
品
T1
一
淮
を
定
め
た
経
費
゜
〔
清
會
典
、
戸
部
〕
凡
錢
糧
入
有
二
額
王
子
の
家
全
く
滅
亡
す
。
但
し
清
廷
其
の
家
格
を
棄
て
也
、
以
L

其
尚
―
―
公
主
格
格
五
朕
亦
受
>I

一
定
證
遇
窯
向
―
―

夷
雅
汲
〕
公
曰
‘
徐
レ
之
、
無
レ
侍
,
1

額
額
ぶ
公
炉
爾
容
↓
徴
砿
動
有
―
―
額
支
↓
〔
輻
悪
全
書
、
沿
任
部
、
看
須
知
〕
本
ず
‘
之
に
太
祗
の
女
を
輿
へ
、
母
蘇
泰
太
后
と
共
に
義
固
倫
公
主
1

者
、
為
二
固
倫
額
鮒
一
品
級
興
―
―
固
山
貝
子
一

惟

義

之

宅

。

縣

官

役

俸

エ

、

額

支

若

干

゜

州

邊

外

の

藷

地

孫

島

・

習

爾

吟

地

方

に

居

ら

し

め

た

。

同

、

尚

1

一
和
碩
公
主
1

者
、
為
二
和
碩
額
鮒
↓
品
級
卑
ハ
―
―
超
品

【
額
銀
】
6

”
ク
き
ま
っ
た
た
か
の
か
ね
。
〔
幅
悪
全
書
、
【
額
上
】
11

e2 
s
h
a
n
g
'

ひ

た

ひ

。

崇

禎

七

年

歿

。

E
r
k
e
K
h
o
n
g
k
h
o
r
 
K
h
a
n
 
〔
清
太
宗
公
主
一
同
。

疱

任

部

、

看

須

知

〕

應

レ

徴

額

銀

若

干

。

【

額

手

】
18

名

O
手

を

ひ

た

ひ

に

あ

て

る

こ

と

。

敬

意

賓

録

〕

．

〔

東

華

録

〕

。

【

額

兵

】

39

勺り

八
旗
と
緑
螢
の
兵
。
〔
清
會
典
、
八
旗
都

ガ
ク
苓
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
那
格
切
／・ヽ古

ぎ飼

頭
を
か
し
げ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
額
‘
傾
レ
頭
兄
。

窟】年
ノヽへ

イイ

〔
集
韻
〕
匹
計
切
醐
q

元
と
な
っ
た
事
を
演
ず
。

12877 



(43586・ ・40) (43586・ ・71) 

統
〕
邊
境
無
額
兵
者
則
換
防
。
こ
と
殆
ど
四
十
餘
年
、
未
だ
嘗
て
敗
れ
ず
、
戦
に
克
終
に
戦
死
す
。
〔
清
史
稿
‘
-
―
百
八
十
七
〕
．
〔
國
朝
著
獣
【
額
爾
半
口
倫
i

】6
4
.
[
1
1
げ
清
、
錫
伯
螢
壌
紅
旗
人
。
姓
は

【
額
編
]
4
0
}

ク
規
定
の
額
に
も
と
づ
い
て
税
額
を
登
録
つ
毎
に
、
賜
を
受
け
れ
ば
士
卒
に
分
給
し
、
私
せ
ず
。
類
徴
、
三
百
四
十
六
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
、
八
〕
．
〔
従
政
伊
拉
哩
氏
。
道
光
中
、
喀
什
喝
爾
回
を
征
し
、
張
格
爾
を

す
る
。
〔
幅
恵
全
書
、
疱
任
部
、
査
交
代
〕
本
治
錢
糧
額
官
、
一
等
大
臣
に
至
り
、
爵
は
左
穂
兵
。
遼
陽
に
卒
す
。
観
法
鎌
、
十
一
〕
・
〔
涌
洲
名
臣
傭
、
十
四
〕
。
生
檎
し
て
、
喀
什
喝
爾
領
隊
大
臣
を
授
け
ら
る
。
〔
國
朝

編
、
継
凸
賦
役
全
書
露
孤
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
額
太
宗
の
時
‘
弘
毅
公
に
追
封
さ
る
。
〔
清
史
稿
‘
-
―
百
三
【
額
魯
特
]
5
8

げ
咤
漿
落
の
名
。
又
、
厄
魯
特
に
作
る
。
金
者
獣
類
徴
、
三
百
十
九
〕
。

編
‘
注
解
〕
殷
新
近
陸
科
之
田
面
竺
額
散
編
入
地
丁
十
一
〕
．
〔
清
史
列
博
、
四
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
二
百
六
山
額
魯
特
七
部
の
一
。
外
蒙
古
科
爾
布
多
部
の
西
境
。
【
額
爾
齊
ハ
斯
】
65

苔
/
川
の
名
。
新
囁
省
の
北
境
。
二
源

冊

内

也

。

＋

一

〕

．

〔

碑

偶

集

、

三

〕

．

〔

國

朝

先

正

事

略

‘

一

〕

．

〔

涌

東

は

明

阿

特

部

、

南

は

科

布

多

城

、

西

は

阿

爾

泰

烏

梁

あ

り

。

一

源

は

ア

ル

タ

イ

山

の

南

。

一

源

は

庫

爾

圏

〖
額
編
銀
〗41”
へ
，
額
は
正
額
、
毎
年
徴
税
の
定
額
、
洲
名
臣
博
、
一
〕
。
海
部
、
北
は
杜
爾
伯
特
部
。
所
部
は
一
旗
゜
〔
清
會
典
、
理
嶺
。
合
し
て
西
、
露
領
に
入
り
齊
桑
泊
に
注
ぐ
。
元
史

編
は
分
派
、
其
の
定
額
を
各
地
に
割
常
て
た
豫
算
額
。
【
額
司
泰
5

】5
1
"
1
1
ク
イ
清
の
人
。
額
色
赫
の
弟
。
官
は
康
熙
藩
院
〕
凡
外
蒙
古
之
衆
、
日
喀
爾
喀
‘
日
杜
爾
伯
特
‘
曰
太
祗
紀
は
也
兒
的
石
河
、
憲
宗
紀
は
葉
兒
的
石
河
、
武

〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
額
編
銀
、
注
解
〕
編
乃
分
派
之
意
、
中
、
護
軍
統
領
。
呉
三
桂
反
す
る
や
、
勒
爾
錦
及
ぴ
尚
善
土
爾
思
特
、
日
和
碩
特
、
日
輝
特
‘
曰
綽
囁
斯
、
日
額
魯
宗
紀
は
也
里
的
失
河
、
秘
史
は
額
爾
的
失
水
、
職
方
外

言
T

分
1

一

派

各

地

戸

母

年

所

レ

徴

之

定

額

上

也

。

の

軍

務

を

参

賛

し

、

城

陵

磯

及

ぴ

洞

庭

湖

に

戦

つ

て

之

特

。

紀

は

阿

被

河

、

水

道

提

綱

は

額

勒

清

思

河

に

作

る

。

イ

【
額
穆
】42
努
縣
名
。
清
、
置
く
。
涌
洲
吉
林
省
寧
安
縣
を
撃
破
す
。
還
つ
て
軍
中
に
卒
す
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
〖
額
魯
特
蒙
古
〗

5
9
誘

7
0ト
ク
種
族
の
名
。
新
彊
省
・
青
ル
チ
シ
ュ
。

I
r
t
i
s
h

の
西
南
。
牡
丹
紅
の
北
岸
。
吉
道
。
縣
治
の
土
名
は
額
穆
二
百
七
十
一
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
、
十
〕
。
海
省
・
寧
夏
省
及
ぴ
科
布
多
の
境
。
も
と
四
部
に
分
る
。
【
額
~
律
宮
上
】

6
6
"
1
1
i
O

西
蔵
班
祠
剛
嘩
の
名
琥
。
も

赫
索
羅
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
吉
林
‘
額
穆
縣
、
清
始
祖
【
額
色
赫
】
5
2
t
い
清
、
涌
洲
鍍
白
旗
人
。
姓
は
富
察
氏
。
和
碩
特
・
準
喝
爾
・
杜
爾
伯
特
・
土
爾
屈
特
と
い
ふ
。
土
と
蒙
古
語
の
珍
賓
の
意
。
康
熙
五
十
二
年
に
班
祠
呼
圏

所
レ
居
俄
漢
悪
、
即
此
藷
曰
―
―
額
穆
赫
索
羅
「
乾
隆
―
二
年
溢
は
文
洛
。
官
は
初
、
太
宗
に
事
へ
兵
部
吏
事
。
順
治
爾
應
特
、
北
、
露
西
亜
の
境
に
去
る
。
輝
特
、
之
に
代
克
圏
を
封
じ
て
班
祠
額
爾
徳
尼
と
し
、
爾
来
定
琥
と
な

置
―
―
佐
領
「
宣
統
三
年
、
改
隷
―
―
東
南
路
道
一
中
、
議
政
大
臣
に
列
す
。
世
祗
、
資
政
要
覧
を
修
め
ん
こ
る
。
皆
、
金
山
に
駐
牧
す
。
後
、
諸
部
分
れ
、
他
地
に
涌
る
。

O
清
、
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
納
劇
氏
。
溢
は
文
成
。

〖
額
穆
爾
河
〗4
3
gポ
ク
川
の
名
。
渦
洲
黒
龍
江
省
漢
と
を
命
じ
、
総
裁
官
に
充
つ
。
保
和
殿
大
學
士
に
累
擢
牧
し
、
な
ほ
額
魯
特
を
琥
す
。
其
の
新
彊
省
の
境
に
在
太
祖
に
従
つ
て
蒙
古
の
諸
部
を
討
ち
、
能
＜
其
の
土

河
縣
の
東
南
。
源
は
治
吉
察
山
。
黒
龍
江
に
注
ぐ
。
又
、
さ
れ
、
太
子
太
師
を
授
け
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
四
十
る
も
の
を
天
山
額
魯
特
と
い
ふ
。
青
海
省
に
在
る
も
俗
語
言
文
字
に
因
つ
て
詔
令
を
傭
宣
し
、
降
附
を
招
納

阿
勒
巴
昔
玲
河
と
い
ふ
。
四
〕
．
〔
清
史
列
傭
、
五
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
一
〕
・
〔
國
朝
の
を
育
海
額
魯
特
と
い
ひ
、
寧
夏
省
に
在
る
も
の
を
河
す
。
又
、
明
を
攻
め
、
撫
順
を
取
り
、
男
爵
を
授
け
ら
れ

【
額
涌
】
44

e2 

man'
涌

額

。

先

正

事

略

、

二

〕

．

〔

涌

洲

名

臣

傭

、

十

〕

。

西

額

魯

特

と

い

ふ

。

惟

；

杜

爾

伯

特

と

準

喝

爾

と

は

、

た

が

辟

す

。

清

書

を

創

立

し

‘

蒙

古

字

を

以

て

涌

洲

昔

【
額
面
】45
パ/
O

が
く
。
扁
額
。
O
公
債
•
株
券
等
の
【
額
森
特
】53
t
¢
清
、
涌
洲
正
白
旗
人
。
姓
は
台
堵
勒
金
山
に
衆
ま
つ
て
涌
牧
す
。
金
山
額
魯
特
と
い
ふ
。
に
合
は
せ
、
綴
つ
て
成
句
と
し
た
。
〔
消
史
稿
、
二
百
三

證

券

面

の

金

額

。

氏

。

乾

隆

中

、

緬

旬

及

ぴ

金

川

に

従

征

し

、

偉

功

を

立

【

額

勒

布

】

60

打
プ
清
、
渦
洲
正
紅
旗
人
。
姓
は
索
佳
十
四
〕
・
〔
清
史
列
偲
、
四
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
十

【
鳩
レ
額
】
46

乃
咋
散
人
が
顔
を
寄
せ
て
相
談
す
る
。
鳩
つ
。
後
、
甘
慮
・
回
を
討
ち
、
華
林
山
に
破
る
。
官
、
参
賛
氏
、
字
は
履
豊
゜
琥
は
約
齋
。
官
は
嘉
慶
中
、
筆
帖
式
五
〕
．
〔
碑
偲
集
、
三
〕
．
〔
渦
洲
名
臣
傭
、
八
〕
。

首
。
大
臣
に
至
り
、
三
等
子
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
清
史
稿
‘
一
云
日
よ
り
戸
部
右
侍
郎
。
性
廉
介
、
易
を
嗜
む
。
通
志
堂
刻
〖
額
爾
徳
尼
招
〗

6
7
”
ぉ
ト
ク
地
名
。
外
蒙
古
土
謝
圏
汗

【
貼
レ
額
]
4
7

”
ク
が
ぬ
か
づ
く
。
黄
河
の
上
流
、
龍
門
は
三
十
七
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徽
‘
二
百
九
十
〕
．
〔
従
政
観
法
す
る
所
の
七
十
家
易
説
を
そ
ら
ん
じ
、
又
其
の
詩
は
旗
の
西
南
。
一
名
、
西
庫
倫
。
金
銀
の
産
地
。
オ
ル
コ

水
勢
甚
だ
急
で
、
魚
能
＜
之
を
過
ぎ
れ
ば
、
化
し
て
龍
録
、
三
十
〕
。
蘇
献
•
陸
源
の
意
あ
り
と
評
せ
ら
る
。
〔
國
朝
苦
獣
類
ン
河
上
流
右
岸
に
あ
り
、
蒙
古
の
首
府
和
林
の
あ
っ
た

と
な
り
、
然
ら
ざ
る
も
の
は
額
を
う
ち
つ
け
て
還
る
。
【
額
漕
納
】
54

”77
セ
ィ
川
の
名
。
又
、
亦
集
乃
、
或
は
厄
金
徴
、
一
百
三
〕
・
〔
績
碑
博
集
、
九
〕
。
慮
゜

因
つ
て
試
瞼
に
落
第
し
た
人
の
喩
゜
〔
―
二
秦
記
〕
江
海
魚
餃
に
作
る
。
蒙
古
語
の
幽
隠
の
意
。
萬
貢
の
弱
水
。
今
、
【
~
赫
社

g
因
】6
1
”
”
り
ク
川
の
名
。
涌
洲
遼
寧
省
長
白
縣
【
額
枚
頭
面

~
]
6
8
だ
ル
川
の
名
。
新
彊
省
と
露
領
と
に

墨
龍
門
下
「
登
者
化
龍
、
不
レ
登
者
貼
レ
額
暴
レ
聘
。
〔
李
張
椛
河
と
い
ふ
。
寧
夏
省
額
清
納
藷
土
爾
慮
特
部
の
の
北
。
源
は
長
白
山
の
西
北
。
三
＿
音
諾
因
河
と
會
し
て
跨
り
、
源
を
塔
爾
巴
袷
台
山
脈
に
登
し
、
露
領
ト
ル
キ

白
‘
贈
―
―
雀
侍
御
詩
〕
貼
レ
額
不
レ
成
レ
龍
、
欝
来
伴
―
―
凡
境
。
源
は
甘
粛
省
山
丹
縣
。
部
境
に
至
つ
て
居
延
海
と
松
花
江
に
注
ぐ
。
ス
タ
ン
に
入
り
阿
拉
克
里
湖
に
注
ぐ
。
附
近
一
帯
は
元

魚

↓

な

る

。

エ

チ

ナ

。

臣

s
i
n
a
'
g
o
]

の

諜

'

[

額

造

常

課

】

62

汀
勺
況
炉
額
造
は
毎
年
各
所
で
製
造
す
初
、
高
間
台
汗
國
に
陽
し
、
其
の
中
心
で
あ
っ
た
。
也

【
額
亦
都
】4
8
"い
清
、
額
宜
都
の
一
名
。
〖
額
清
納
藷
土
爾
屋
特
〗

5
5
げ
詮
屁7
免
ウ
衆
落
の
名
。
る
織
造
の
豫
算
額
を
い
ひ
、
常
課
は
政
府
に
上
納
す
る
迷
里
河
。

【
額
赫
里
】
4
9
U
い
清
の
人
。
額
宜
都
の
孫
。
順
治
中
、
参
西
套
蒙
古
二
部
の
一
。
寧
夏
省
の
西
部
。
一
定
の
課
程
を
い
ふ
。
〔
明
律
、
工
律
、
織
造
、
造
作
過
【
額
畢
津
爾
】
69

”
”
究
湖
の
名
。
新
彊
省
清
河
縣
の

領
と
し
て
湖
廣
に
征
し
、
流
賊
一
隻
虎
を
破
る
。
後
、
鄭
【
額
粉
蓄
奄
】
56

”
考
，
清
、
高
第
(
1
2
-
4
5
3
1
3
:
 6
0
6
)

の
限
〕
凡
各
虞
額
造
常
課
段
疋
軍
器
、
過
レ
限
不
1

一
納
齊
足
―
北
。
精
河
・
奎
屯
河
・
博
羅
塔
拉
河
の
三
河
が
一
二
方
よ
り

成

功

を

祗

建

に

征

し

、

連

戦

し

て

こ

れ

に

勝

ち

、

兵

部

〇

の

室

名

。

者

、

以

1
L

十
分
云
『
レ
卒
‘
一
分
工
匠
笞
二
十
、
毎
二
分
―
入
る
所
。

侍
郎
に
累
擢
さ
れ
、
一
等
男
を
授
け
ら
る
。
官
は
エ
部
【
額
稜
特
】
57

吋

卜

清

、

涌

洲

壌

紅

旗

人

。

佛

尼

埒

の

子

。

加

二

等

↓

【

額

布

圏

領

】

70

”
g
山
名
。
新
腸
省
焉
者
縣
の
西
北
。

尚
書
に
至
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
―
二
十
九
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
姓
は
科
奇
哩
氏
。
一
に
額
倫
特
に
作
る
、
盆
は
忠
勇
。
【
額
溺
エ
古
納
】
63

芦
～
川
の
名
。
涌
洲
黒
龍
江
省
の
西
珠
勒
都
司
河
の
北
。

傭

、

八

〕

。

康

煕

中

、

喝

爾

丹

を

征

し

、

費

揚

古

に

随

つ

て

西

路

よ

境

。

上

源

は

外

蒙

古

車

臣

汗

部

の

肯

特

山

の

南

麓

よ

り

【

額

勒

精

額

】

71

”社
11

清
、
涌
洲
鐘
紅
旗
人
。
字
は
瑞

【
額
宜
都
]
5
0
"
1
1
ト
清
、
長
白
山
の
人
。
姓
は
鉦
祐
禄
氏
。
り
進
み
、
賊
衆
を
昭
穆
多
に
大
破
す
。
湖
廣
穂
督
に
累
出
づ
。
ハ
イ
ラ
ル
河
を
入
れ
、
石
勒
格
河
と
會
し
て
黒
亭
。
道
光
中
、
苗
彊
の
事
件
が
曝
；
起
る
や
、
散
省
に
縛

一
に
額
亦
都
に
作
る
。
太
祖
に
従
っ
て
征
討
し
、
身
百
擢
せ
ら
れ
、
西
安
将
軍
を
拝
す
。
兵
を
率
ゐ
て
西
寧
に
龍
江
と
な
る
。
康
熙
二
十
八
年
ネ
ル
チ
ン
ス
ク
條
約
に
戦
、
功
を
積
み
松
江
提
督
を
授
け
ら
る
。
軍
を
治
め
る

載
を
経
て
善
＜
寡
を
以
て
衆
を
破
る
。
兵
を
用
ひ
る
駐
屯
し
、
海
よ
り
蔽
に
入
り
、
屡
；
賊
衆
を
破
っ
た
が
、
よ
り
露
清
の
國
境
線
と
定
め
ら
る
。
ア
ル
グ
ン
河
。
こ
と
寛
般
併
用
、
性
、
光
明
に
し
て
櫂
貴
に
阿
ら
ず
、
剛

rb. 

頁
立
口

〔
九
書
―
〕

額

ニ
八
二

12878 
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頁

部

〔
九
驚
〕

額

類

願

顔

顎

顔

正
を
以
て
名
あ
り
。
〔
績
碑
博
集
、
四
十
九
〕
。

【
額
勒
登
保
】
7
2
"
刃
芍
清
、
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
瓜

爾
佳
氏
。
字
は
珠
軒
。
溢
は
史
毅
。
乾
隆
中
‘
緬
旬
・

金
川
・
畳
潰
・
廓
爾
喀
・
苗
謳
の
諸
部
落
に
従
征
し
、
嘉

慶
中
、
三
省
教
匪
を
平
定
す
。
御
前
大
臣
•
太
子
太
保

を
授
け
ら
れ
、
三
等
公
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百

五
十
〕
・
〔
清
史
列
博
、
二
十
九
〕
・
〔
國
朝
著
猷
類
徴
、
三

百
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
二
〕
．
〔
國
史
列
偉
、
三
十

二〕。

【
額
勒
伯
克
】
7
3
E
1
1
t
ー
清
、
蒙
古
正
白
旗
人
。
姓
は
卓

特
氏
。
乾
隆
中
、
金
川
に
従
征
し
、
険
に
乗
じ
突
撃
し

て
大
勝
す
。
嘉
慶
の
初
、
功
を
以
て
黒
龍
江
将
軍
に
至

る
。
〔
國
朝
昔
獣
類
徴
‘
二
百
九
十
五
〕
．
〔
國
史
列
博
、

三
十
三
〕
。

【
額
爾
克
戴
青
】
74

＂ぃ

g
_
清
、
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は

博
爾
清
吉
特
氏
。
溢
は
勤
良
。
三
等
子
を
襲
爵
す
。
多

爾
衰
其
の
己
に
附
せ
ん
こ
と
を
欲
し
て
之
を
誘
っ
た

が
従
は
ず
。
世
祖
其
の
阿
ら
ざ
る
を
嘉
し
て
一
等
公
に

累
封
し
、
少
保
・
兼
太
子
太
保
を
授
け
ら
る
。
〔
清
史
稿
、

二
百
三
十
五
〕
・
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
二
百
六
十
三
〕
・
〔
涌

洲
名
臣
博
、
九
〕
。

【
額
什
克
巴
什
】
75

匁
存
n

ク
山
名
。
新
彊
省
應
車
縣
の

北
。
硫
蹟
の
産
地
。

【
額
琳
奇
岱
青
】
76

”11
”
じ
チ
ン
清
、
蒙
古
正
白
旗
人
。
姓

は
博
爾
清
吉
特
氏
。
崇
徳
中
、
多
爾
衰
に
従
つ
て
明
を

攻
め
、
燕
京
を
越
え
、
山
東
に
趨
き
、
皆
功
有
り
。
後
、

錦
州
を
園
む
に
従
ひ
、
洪
承
疇
と
松
山
に
戦
ひ
之
を
破

る
。
功
を
積
ん
で
一
等
子
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
二

百
三
十
五
〕
．
〔
國
朝
著
猷
類
徴
、
二
百
六
十
三
〕
．
〔
涌
洲

名
臣
博
、
十
三
〕
。

【
額
勒
錐
特
穆
爾
】
77

”
”
ぢ
勺
明
代
、
蒙
古
の
可
汗
。

額
勒
伯
克
汗
の
子
。
父
が
殺
さ
れ
、
兄
坤
帖
木
兒
が
嗣

立
し
た
時
、
帖
木
兒
の
王
庭
に
走
り
、
撒
馬
兒
竿
に
あ

つ
て
優
遇
せ
ら
れ
た
。
永
築
三
年
帖
木
兒
征
明
の
軍
を

興
し
て
中
途
に
歿
し
、
蒙
古
本
土
も
亦
兄
坤
帖
木
兒
が

殺
さ
れ
て
空
位
と
な
る
や
、
東
蹄
し
て
別
失
八
里
に
至

り
、
阿
魯
台
等
の
力
に
よ
り
汗
位
に
つ
く
。
か
く
て
明

の
招
撫
に
従
は
ず
、
永
築
七
年
、
明
の
招
撫
使
を
斬
り
、

八
月
、
明
の
大
軍
を
臆
胞
河
に
磯
滅
し
た
。
翌
八
年
、
成

祗
の
親
征
を
受
け
、
遂
に
西
馘
し
て
瓦
剌
に
走
り
同
十

撞

配

撞

町

日

●

か

ほ

゜

文

ぱ

文

本

④

眉

と

眉

と

顔

い

顔

雑

注

の
あ
ひ
だ
か
ら
上
の
部
位
。
闘
。
上
丹
田
。
中

正
。
印
堂
。
〔
説
文
〕
顔
、
雀
之
間
也
、
八
レ
頁
彦

贅
〔
段
注
〕
各
本
作
葎
目
之
間
五
漫
人
妄
壻
レ

字
耳
、
今
正
、
着
興
届
口
之
間
不
レ
名
レ
顔
、
繹
言

【顔】』

口日
ゲガゲガ
インン

〔
集
韻
〕
牛
姦
切
嗣
l

／
 

一コ、

yen'

〔
集
韻
〕
宜
佳
切
眸
i

【
顎
】
〗

●
か
ほ
が
高
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
顎
、
面
高
兒
。
●

ぉ
こ
そ
か
。
或
は
顛
(
1
2
-
4
3
7
3
2
)
・

顧（
1
2
-
4

3
7
4
0
)
・
 
頻
(
1
2ー

4
3
4
5
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顎
‘

恭
巌
也
、
或
作
,
,
顛
・
瀕
．
顧
↓

ガ
ク

〔
集
韻
〕
逆
各
切
嘩

亡ヽ

6
4

廣
く
大
き
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
顔
、
廣
大
兒
。

【
顛
】
-

〔
廣
韻
〕
慮
皓
切
臨
i
-

ラ
ヴ＇ 
ロ
ウ

短
い
頭
。
〔
集
韻
〕
顧
、
短
頭
也
。

【
顧
】
〗
〔
集
韻
〕
姑
華
切
國
i
-

ク
ヴ
ヶ

大
き
な
口
。
〔
集
韻
〕
類
、
大
口
。

冨
3
』
[
〔
集
韻
〕
其
季
切
閣

一
年
馬
吟
木
の
た
め
に
拭
さ
る
。
〔
蒙
古
源
流
〕
。

ニ
八
三

日
、
椅
嵯
名
分
、
目
上
為
レ
名
、
郭
注
云
、
眉
眼
韻
〕
顔
、
或
作
レ
絶

°9文、
績
(
1
2ー

4
4
5
0
9
)
に

之
間
、
西
京
賦
名
作
レ
賂
‘
辞
注
日
、
眉
睫
之
間
、
作
る
。
〔
説
文
〕
顔
、
顔
、
摘
文
。
〔
段
注
〕
各
本
策
橙

是
不
レ
謂
二
之
顔
一
也
、
若
云,
,
R
E
~
間
用
目
間
（
右
作
レ
鈷
、
誤
也
、
此
八
-
1

古
文
百
↓

O
姓
。
〔
通
志
、

則
用
目
間
已
是
鼻
埜
、
謂
二
之
頗
ご
仝
非
レ
顔
也
、
氏
族
略
、
以
レ
字
為
レ
氏
〕
顔
氏
、
曹
姓
、
顛
帝
元
孫

面
下
日
、
顔
前
也
、
色
下
曰
、
顔
気
也
、
是
可
レ
證
―
―
―
陸
終
第
五
子
日
に
女
、
安
裔
孫
挟
、
周
武
王
時
封
,
,

顔
墜
眉
問
瞥
経
之
所
謂
閥
、
道
書
所
謂
上
丹
之
於
祁
ぶ
翌
曾
附
庸
谷
和
挟
之
後
、
至
,
,
於
夷
父

田
、
相
書
所
謂
中
正
印
堂
也
、
按
‘
庸
風
、
揚
且
之
字
顔
:
ハ
ム
羊
、
謂
,
,
之
顔
公
ご
十
孫
因
以
為
レ
氏
。

哲
也
、
子
之
清
揚
、
揚
且
之
顔
也
、
傭
曰
、
揚
、
着
口
が
け
。
涯
(
2
|
2
9
3
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
厘
、
説

上
廣
也
、
清
、
視
清
明
也
、
揚
且
之
顔
者
、
廣
揚
而
文
、
山
邊
也
、
或
作
レ
顔
。

顔
角
豊
涌
也
、
毛
云
、
顔
角
、
蓋
指
,
,
全
額
1

而
言
、
【
顔
由
】
1

位
炉
春
秋
魯
、
顔
無
縣
(
1
9
2
)

の
一
名
。

中
謂
乏
顔
釜
謂
乏
角
ぶ
庄
附
雀
皿
以
直
上
【
顔
械
】

2
g
宋
、
永
春
の
人
。
字
は
叔
堅
。
淳
煕
中
、
登

第
。
國
子
正
に
除
せ
ら
れ
、
池
州
に
知
と
な
り
、
治
幹
を

以
て
聞
ゆ
。
江
東
常
平
を
提
攀
し
、
救
荒
の
績
あ
り
。

皆
得
レ
謂
,
,
之
顔
玉
瞥
経
、
頷
日
レ
顔
日
レ
庭
、
是
也
、

國
語
、
角
犀
豊
盈
、
亦
角
謂
レ
労
、
犀
謂
レ
中
、
犀
牛
中
書
含
人
・
エ
部
尚
書
に
至
る
。
〔
宋
中
興
學
士
院
題
名

一
角
在
鼻
、
一
角
在
禎
、
故
相
法
有
下
骨
自
―
―
印
録
〕
．
〔
南
宋
館
閣
録
、
八
•
九
〕
．
〔
尚
友
録
、
五
〕
。

掌
至
レ
頂
者
曰
中
伏
犀
貫
頂
心
右
.
,
方
言
云
,
,
顧
頷
【
顔
烏
】
3

灯
ン
漢
、
烏
傷
の
人
。
純
孝
を
以
て
著
は
る
。

顔
願
典
此
則
依
,
,
方
語
盆
迪
謂
レ
頷
為
枷
、
非
―
―
群
烏
、
鼓
を
街
ん
で
顔
の
居
村
に
集
ま
り
‘
烏
の
口
皆
傷

く
。
人
、
慈
烏
鼓
を
衡
ん
で
至
孝
を
遠
く
聞
か
し
め
ん

と
す
る
な
り
と
い
ふ
。
縣
を
置
い
て
烏
傷
と
い
ふ
。
王

毛
許
意
1

也
。
＠
ぬ
か
。
ひ
た
ひ
。
〔
方
言
、
十
〕
顔
、

願
也
、
汝
穎
淮
洒
之
開
謂
乏
顔
二
小
爾
雅
、
廣
拝
の
時
、
烏
孝
と
改
む
。
〔
尚
友
録
、
五
〕
。

服
〕
顔
、
額
也
。
〔
史
記
、
高
祗
紀
〕
隆
準
而
龍
顔
。
【
顔
鋭
】
4

翌
明
、
蘭
州
の
人
。
字
は
進
之
。
歳
貢
生
。
官

〔
注
〕
集
解
曰
、
顔
、
頷
願
也
。
〔
素
問
、
剌
熱
論
〕
心
【
顔
容
】
5

祁
唐
、
顔
相
時
(
1
6
3
)
の
字
。
L

は
新
鄭
令
。

熱
病
者
顔
先
赤
。
〔
注
〕
顔
、
額
也
。
◎
か
ん
ば
せ
。
【
顔
絲
】
6

祝
春
秋
、
魯
の
顔
無
絲
(
1
9
2
)

の
一
名
。

【
顔
役
】
7

蹂
其
の
地
方
で
勢
力
の
あ
る
親
分
。

【
顔
延
】
8

況
南
朝
宋
、
顔
延
之
(
1
3
2
)

の
一
名
。

か
ほ
い
ろ
。
〔
春
秋
元
命
包
〕
顔
之
言
、
氣
畔
也
。
＠

つ
ら
が
ま
へ
。
か
ほ
つ
き
。
〔
正
字
通
〕
顔
、
顔
容
。
【
顔
淵
】
，
況
●
春
秋
、
魯
の
人
。
孔
子
の
弟
子
。
顔
回

〔
列
子
、
黄
帝
〕
解
レ
顔
而
笑
。
●
い
ろ
ど
り
。
〔
杜

(
3
1
)
を
見
よ
。
〔
列
子
、
力
命
〕
顔
淵
之
オ
、
不
レ
出
―
―
衆
人

甫
、
花
底
詩
〕
深
知
好
顔
色
、
莫
レ
作
レ
委
―
―
泥
沙
↓
之
下
而
壽
四
八
。
〔
史
記
、
仲
尼
弟
子
傭
〕
顔
回
、
字
子

淵
。
●
論
語
の
篇
名
。

【
顔
遠
】
10

翌
晉
、
曹
櫨
(
1
5
-
1
4
2
9
7
:
 1
4
9
)

の
字
。

●
辱
顔
は
、
山
の
高
い
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
顔
、
辱

【
顔
何
】
11

灯
ン
春
秋
、
魯
の
人
。
字
は
寺
。
或
は
秦
寺
と

顔
、
山
高
貌
。
〔
李
商
隠
、
望
,
,
荊
山
1

詩
〕
堅
レ
河

料
華
勢
男
顔
。
R
あ
ら
は
れ
る
。
〔
太
玄
経
、
積
〕
い
ふ
。
孔
子
の
弟
子
。
〔
史
記
、
六
十
七
〕
。

魁
而
顔
而
゜
〔
注
〕
顔
、
見
也
。
参
那
顔
は
、
大
人
の
【
顔
介
】
12

”
じ
北
齊
、
顔
之
推
(
1
5
5
)

の
字
。

意
。
〔
正
字
通
〕
顔
、
外
國
語
、
那
顔
、
華
言
大
人
。
【
顔
階
】
13

”
じ
明
、
龍
演
の
人
。
字
は
徳
升
。
正
徳
の
攀

人
。
嘉
靖
の
初
、
賓
録
を
修
め
る
に
興
か
る
。
官
は
エ
部

員
外
郎
。

〇
雁

(11ー
4
1
9
6
0
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
、
巌
助
傭
、

以
笙
執
事
之
顔
往
注
〕
文
穎
曰
‘
顔
行
、
猶
11

【
顔
行
】
14

筑
●
慎
先
き
に
立
つ
て
行
く
こ
と
。
雁
行

雁
行
一
〇
或
は
絶
(
9
ー

3
0
6
1
6
)

に
作
る
。
〔
集

(
1
1
-
4
1
9
6
0
:
 6
)

の
●
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
厳
助
博
〕
如

12879 



）
他
越
人
蒙
兌
‘
徹
幸
以
翌
執
事
之
顔
行
↓
〔
注
〕
文
穎
魏
造
↓

h
ぷ
竺
横
縫
其
1

即
以
別
、
後
名
レ
之
日
顔
袷
一

2
 
4

曰
、
顔
行
‘
猶
面
行
；
在
レ
前
行
‘
故
曰
砿
也
。
〔
王
先
[
顔
闇
】
21

笠

載

國

魯

の

人
o

道
を
守
つ
て
仕
へ
ず
O

1

謙
補
注
〕
顔
・
雁
‘
一
臀
之
轄
、
文
説
是
也
‘
云
云
‘
管
子
魯
君
使
を
遣
し
て
幣
を
致
す
。
闇
日
＜
、
認
ぎ
誤
つ
て

，
 
軽
重
甲
篇
有
エ
太
宇
前
戦
為
二
顔
行
1

之
語
い
後
世
遂
謂
―
―
使
を
遣
す
罪
を
恐
る
、
審
に
す
る
に
若
か
ず
と
。
使
者

5
 
3
 
4
 
（

戦

士

在

レ

前

者
1

曰
―
―
顔
行
一
也
。
●
軍
隊
の
前
列
。
〔
管
還
り
問
う
て
ま
た
来
り
求
め
た
が
、
逃
れ
て
居
な
か
つ

子
‘
軽
重
甲
〕
若
レ
此
則
士
争
前
、
戦
為
二
顔
行
↓
〔
纂
詰
〕
た
。
〔
尚
友
録
、

li
〕゚

的

顔

行

、

前

列

也

。

【

顔

術

】

22

竺
五
代
、
周
の
曲
阜
の
人
。
字
は
祗
徳
。
梁
、

~
【
顔
幸
】1
5
虎
春
秋
、
魯
の
人
。
孔
子
家
語
·
尚
友
録
・
萬
龍
徳
中
、
及
第
。
官
は
北
海
簿
・
臨
清
令
。
治
行
を
以
て
聞

ー91

姓
統
譜
は
倶
に
顔
辛
に
作
る
。
字
は
子
柳
。
孔
子
の
弟
ゆ
。
唐
末
、
房
知
温
に
勧
め
ら
れ
て
晉
の
高
祖
に
蹄
し
、

3

子

。

〔

孔

子

家

語

、

四

十

四

〕

。

其

の

功

を

嘉

せ

ら

る

。

河

隔

―

二

城

節

度

副

使

。

州

事

を

5
 
4
 
(
【
顔
巷
】
16

虎
孔
子
の
弟
子
顔
淵
の
住
ん
で
居
つ
た
街
知
す
。
父
の
疾
を
聞
き
、
奏
す
る
を
待
た
ず
し
て
、
官
を

の
意
。
非
常
に
狭
く
む
さ
く
る
し
い
所
を
い
ふ
。
學
者
棄
て
去
る
。
開
運
の
末
、
御
史
中
丞
。
憲
を
執
り
頗
る
風

な
ど
の
清
貧
を
栗
し
ん
で
晒
屋
に
居
る
形
容
に
用
ひ
采
あ
り
。
乞
う
て
罷
む
。
周
初
、
尚
書
右
丞
。
顧
徳
の
初
、

る
。
顔
淵
の
巷
゜
〔
論
語
、
薙
也
〕
子
曰
‘
賢
哉
回
也
‘
一
工
部
固
書
を
以
て
致
仕
し
、
家
に
卒
す
。
章
句
の
學
を

簸
食
‘
一
瓢
飲
、
在
切
巷
一
人
不
レ
聾
其
憂
面
四
也
不
レ
守
り
文
藻
無
き
も
、
直
諒
孝
弟
を
以
て
時
人
に
推
服
せ

改
真
患
賢
哉
回
也
。
〔
白
居
易
、
自
題
1

一
小
井
亭
―
詩
〕
ら
る
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
七
＋
―
-
〕
。

陶
直
間
自
愛
、
顔
巷
阻
誰
知
。
〔
許
渾
、
答
―
―
李
秀
才
1

詩
〕
【
顔
間
】
23

竺
か
ほ
を
い
ふ
。
顔
面
。
〔
唐
書
、
陸
贄
傭
〕

顔
巷
雪
深
人
已
去
‘
庚
棲
花
盛
客
初
飩
。
〔
陸
編
蒙
‘
幽
居
帝
喜
見
1

一
顔
間
一

賦
〕
比
砿
巷
ー
ヘ
弓
非
切
‘
方
1

一
賜
腸
一
分
猶
峙
゜
〔
元
好
問
、
【
顔
含
】
24

竺
晉
、
幸
の
人
。
字
は
弘
都
。
溢
は
靖
。
少

感
レ
事
詩
〕
瓢
飲
不
レ
甘
顔
巷
架
、
市
鉗
渓
有
楚
人
憂
。
＜
し
て
操
行
あ
り
、
孝
友
を
以
て
聞
ゆ
。
兄
の
畿
、
疾

【
顔
高
】
17

梵
〇
春
秋
‘
魯
の
人
。
高
は
一
に
刻
に
作
る
。
を
得
る
や
、
射
ら
侍
養
し
、
足
戸
を
出
で
ざ
る
こ
と
十

字
は
子
験
。
孔
子
の
弟
子
。
孔
子
衛
に
在
り
、
南
子
に
三
年
。
捜
患
つ
て
失
明
す
る
や
、
自
ら
槃
傑
す
。
官
は

招
か
れ
て
市
を
過
ぎ
た
時
の
御
者
。
〔
史
記
、
六
十
七
〕
。
東
海
王
越
の
太
博
参
軍
。
蘇
峻
を
討
つ
て
功
あ
り
。
封

〇
春
秋
、
魯
の
人
。
定
公
、
齊
を
侵
し
、
陽
州
の
門
を
攻
は
西
縣
平
侯
。
成
帝
の
時
、
光
禄
動
。
行
｛
貫
を
雅
重
し
、

む
。
時
に
士
皆
列
坐
し
、
魯
人
顔
高
の
弓
は
人
並
よ
り
浮
偽
を
抑
絶
す
。
卒
年
九
十
三
。
〔
晉
書
、
八
十
八
〕
。

強
く
六
鉤
な
り
と
い
ひ
‘
其
の
弓
を
取
り
相
博
へ
て
観
【
顔
岐
】
25

げ
，
宋
の
人
。
復
の
子
。
字
は
夷
仲
。
呂
希
哲

る
内
に
城
中
の
人
に
不
意
に
打
た
る
。
乃
ち
、
傍
な
る
に
従
つ
て
學
ぶ
。
官
は
建
炎
中
、
門
下
侍
郎
。
〔
宋
史
、

人
の
弱
弓
を
奪
取
せ
ん
と
し
た
と
こ
ろ
を
藉
丘
子
組
三
百
四
十
七
〕
．
〔
束
都
事
略
、
二
日
十
四
〕
・
〔
宋
元
學

に
撃
た
れ
、
弓
を
争
ひ
居
る
者
と
共
に
斃
れ
た
が
、
臥
案
、
二
十
三
〕
。

し
な
が
ら
子
銀
を
射
殺
し
た
。
〔
左
氏
、
定
、
八
〕
。
【
顔
殻
】
2
6
}
／
宋
の
人
。
敏
徳
の
子
。
字
は
子
治
。
黎
蟹

【
顔
角
】
18

灯
顔
の
す
み
。
〔
詩
、
郡
風
、
君
子
偕
老
、
揚
を
安
定
し
て
功
あ
り
。
官
は
賓
膜
閣
學
士
。

且
之
顔
也
、
偵
〕
揚
‘
廣
揚
而
顔
角
翌
涌
。
【
顔
暉
】
27

”
／
元
、
江
山
の
人
。
字
は
秋
月
。
善
く
道
繹

【
顔
甲
】
19

舒
つ
ら
の
皮
が
鐵
の
よ
ろ
ひ
の
や
う
に
厚
人
物
を
輩
き
‘
鬼
は
尤
も
奇
絶
と
梢
せ
ら
る
。
〔
園
翰
賓

い
。
恥
知
ら
ず
。
鐵
面
皮
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
斬
顔
鑑
〕
。

厚
如
レ
甲
〕
進
士
楊
光
遠
‘
惟
多
二
嬌
飾
二
不
レ
識
―
―
忌
請
i

【
顔
儀
】
28

”
／
か
ほ
つ
き
と
風
つ
き
。
や
う
す
。
顔
貌

墨
謁
王
公
之
門
ご
丁
索
櫂
豪
之
族
一
云
云
‘
時
人
多
容
儀
。
〔
古
詩
、
為
l
l

焦
仲
卿
妻
一
作
〕
進
退
無
―
―
顔
儀
↓

鄭
5

之
、
皆
云
‘
楊
光
遠
葱
顔
厚
如
二
十
重
鐵
甲
一
也
。
〔
書
【
顔
晰
】
29

ゾ
唐
‘
顔
呆
卿
(
1
3
7
)

の
字
。

言
故
事
、
身
橙
讐
類
〕
葱
顔
厚
日
1

一

顔

甲

一

【

顔

讃

】

30

”
／
宋
、
永
新
の
人
。
慎
卿
の
後
。
少
に
し
て

【
顔
蛤
i

】20
虎
前
後
を
謳
別
し
や
す
い
や
う
に
、
前
に
孤
。
兄
弟
散
人
、
継
母
に
事
へ
孝
を
以
て
聞
ゆ
。
一
門
の

縫
ひ
の
施
し
て
あ
る
帽
子
。
〔
晉
書
、

li
行
志
、
上
〕
初
敦
多
き
も
家
法
巌
粛
、
少
長
輯
睦
し
、
散
十
年
一
日
の
如

頁

部

〔
九
書
一
〕

顔
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頁

部

〔
九
蟄
〕

顔

ニ
八
五

鯛
有
羞
愧
之
事
「
而
不
レ
狙
レ
紅
‘
是
之
謂
1

一
面
皮
之
よ
。

厚
也
、
顔
厚
即
是
゜
〔
溢
岳
‘
閑
居
賦
〕
雖
吾
顔
之
云
〖
顔
閉
不
遇
〗

5
2
巧
～
漢
の
顔
馴
が
三
朝
に
仕
へ
て

雙
猶
内
愧
↓
一
千
寧
蓬
↓
〔
開
元
天
賓
遺
事
‘
愁
顔
厚
如
レ
皆
不
遇
で
あ
っ
た
故
事
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
‘
尉
彪
眉
而

甲
〕
進
士
楊
光
遠
‘
云
云
‘
千
土
糸
櫂
豪
之
族
ご
広
云
‘
常
郎
潜
分
逮
乞
一
葉
―
而
遵
レ
武
、
注
〕
善
曰
‘
漢
武
故
事
曰
‘

遭
宥
レ
勢
費
撻
辱
略
無
因
溢
喪
時
人
多
部
レ
之
‘
皆
顔
豹
不
レ
知
二
何
許
人
↓
漢
文
帝
時
為
レ
郎
‘
至
ー
1

一
武
帝
輩

云
‘
楊
光
遠
葱
顔
厚
如
一
十
重
鐵
田
也
。

O
恥
ぢ
入
る
こ
過
郎
署
一
見
剛
寵
眉
皓
製
下
上
問
曰
‘
曳
何
時
為
レ
郎
、

と
の
謙
梢
゜
〔
書
‘
五
子
之
歌
〕
鬱
陶
乎
予
心
‘
顔
厚
有
和
i

何
其
老
也
、
答
日
‘
臣
文
帝
時
為
レ
郎
、
文
帝
好
レ
文
而
臣

泥
↓
〔
博
〕
顔
厚
‘
色
愧
゜
〔
書
字
故
事
‘
遜
謝
類
〕
絞
↓
ー
自
好
レ
武
‘
至
五
忠
帝
互
夜
美
而
臣
貌
醜
‘
陛
下
即
位
‘
好
レ

愧

曰

顔

厚

↓

少

而

臣

已

老

‘

是

以

＿

―

-

世

不

レ

遇

‘

故

老

二

於

郎

署

下

上

遂

【
顔
刻
】
43

吋
ハ
春
秋
‘
魯
の
人
。
顔
高
(

1

7

)

を
見
よ
。
咸
竺
其
言
面
器
び
會
稽
都
尉
↓

【
顔
渾
】
44

竺
明
‘
懐
寧
の
人
。
字
は
伯
通
。
琥
は
紫
芝
°
[
顔
字
】
53

汀
／
顔
慎
卿
流
の
字
橙
゜

崇
顧
の
進
士
。
官
は
吏
部
主
事
。
後
、
貝
外
郎
に
陸
る
。
【
顔
銹
】
54

召
明
の
人
。
顧
銹
(
1
1
0
1
4
3
6
8
9
 :
 9
0
)

を
見

【
顔
蓋
】
4
5
t

ク
複
姓
。
〔
金
史
‘
國
語
解
〕
顔
蓋
‘
曰
レ
張
。
よ
。

〖
顔
蓋
門
都
〗4
6
豆
臼
金
‘
隆
州
粕
里
千
山
の
人
。
天
【
顔
謝]
5
5
翌
宋
の
顔
延
之
と
謝
霰
運
の
井
稲
゜
〔
宋

會
中
、
兄
羊
文
に
従
っ
て
軍
中
に
在
り
‘
兄
戦
液
の
後
書
‘
謝
霊
運
傭
論
〕
妥
逮
元
木
代
涵
紐
謝
騰
レ
臀
゜
〔
南
史
、

は
代
つ
て
充
軍
し
‘
累
官
し
て
寧
州
刺
史
と
な
る
。
太
顔
延
之
傭
〕
延
之
・
意
運
、
自
―
―
溢
岳
・
陸
機
之
後
ぶ
へ
士

定
の
初
‘
宋
将
呉
瑣
等
、
秦
瀧
に
棟
る
。
門
都
‘
勇
烈
軍
莫
レ
及
、
江
右
稲
―
―
播
陸
年
生
年
稲
―
―
顔
謝
1

焉。

都
穂
管
と
な
っ
て
討
ち
、
秦
隈
平
き
‘
功
を
以
て
通
遠
[
顔
相
】
56

心E
ゥ
春
秋
ヽ
魯
の
顔
峨

3
巴
の
;
兌

軍
節
度
使
を
授
け
ら
れ
、
後
、
慶
陽
手
に
改
め
ら
る
。
【
顔
状
】
57

笠
ウ
か
ほ
の
さ
ま
。
か
は
か
た
ち
。
〔
王
馬

〔

金

史

、

八

十

二

〕

。

倫

、

新

秋

即

事

詩

〕

顔

状

今

成

百

斐

翁

↓

【
頻
子
】
47

グ
／
南
朝
宋
の
周
績
之
が
苑
宵
の
門
に
學
ぴ
、
【
顔
卒
'
】
58

グ
テ
戦
國
の
策
士
。
秦
か
兵
を
興
し
て
、
周

五
経
及
ぴ
緯
候
に
通
じ
た
の
で
顔
子
と
梢
せ
ら
れ
た
。
に
九
鼎
を
求
め
た
。
周
王
は
患
へ
て
顔
李
に
相
談
し

〔
宋
書
、
隠
逸
‘
周
績
之
博
〕
績
之
、
年
八
歳
‘
喪
レ
母
哀
戚
た
。
顔
率
は
‘
齊
に
救
を
借
ら
ん
と
い
ひ
‘
齊
王
に
あ

過
応
成
人
玉
齊
兄
凹
奉
及
‘
豫
章
太
守
苑
宵
於
レ
郡
ひ
‘
秦
は
無
道
‘
九
鼎
を
秦
に
典
へ
る
よ
り
は
‘
齊
に
輿

立
レ
學
‘
招
―
―
集
生
徒
ご
遠
方
束
者
甚
衆
‘
績
之
年
十
二
、
へ
た
い
と
説
き
‘
齋
王
は
兵
を
以
て
周
を
救
ひ
‘
秦
兵

詣
レ
宵
受
レ
業
、
居
レ
學
藪
年
、
通
―
―
五
鰹
井
緯
候
ぶ
名
冠
―
―
は
や
ん
だ
。
齊
王
は
約
に
よ
り
‘
九
鼎
を
求
め
、
周
君

同

門

証

琥

日

―

―

顔

子

一

は

‘

又

‘

患

へ

た

。

顔

率

は

齊

王

に

い

た

り

、

九

鼎

を

運

〖
顔
子
一
瓢
〗48
心
名
～
顔
回
が
一
籠
の
食
‘
一
瓢
の
ぶ
に
は
八
十
一
萬
人
の
士
卒
を
要
す
る
を
説
ぎ
、
そ
の

飲
‘
防
巷
に
あ
っ
て
恥
ぢ
な
か
っ
た
故
事
。
顔
回
の
や
不
可
能
を
述
べ
‘
齊
王
の
欲
望
を
止
め
た
。
〔
戦
國
、
東

う
に
榮
利
を
貪
ら
ず
清
貧
に
安
ん
ず
る
こ
と
。
顔
氏
之
周
策
〕
。

踏
瓢
(
2
1
2
)

を

見

よ

。

【

顔

竣

】

59

心
ジ
南
朝
、
宋
の
人
。
延
之
の
子
。
字
は
士

【
顔
駅
】
50

グ
／
漢
の
人
。
文
帝
の
時
‘
郎
と
な
り
‘
武
帝
‘
遜
。
官
は
孝
武
の
時
‘
吏
部
詢
書
・
丹
陽
手
。
毎
に
得

郎
署
を
過
ぎ
‘
割
の
寵
眉
皓
製
な
る
を
見
て
、
何
故
に
失
を
極
陳
し
‘
諫
争
懇
切
‘
回
避
す
る
所
無
く
‘
帝
に
悦

老
い
た
る
か
を
問
ふ
。
封
へ
て
曰
く
、
文
帝
‘
文
を
好
ん
ば
れ
ず
。
出
任
を
求
め
‘
東
揚
州
刺
史
と
な
っ
た
が
、

で
‘
臣
武
を
好
む
‘
景
帝
、
美
を
好
ん
で
臣
の
貌
は
醜
、
母
の
喪
に
會
つ
て
都
に
還
る
。
こ
れ
よ
り
自
ら
安
ん
ぜ

陛
下
少
を
好
ん
で
臣
已
に
老
ゆ
。
故
に
三
世
遇
せ
ら
ず
‘
頗
る
怨
憤
を
懐
い
た
た
め
、
官
を
免
ぜ
ら
る
。
覚
陵

れ
ず
‘
郎
署
に
老
ゆ
と
。
帝
‘
其
の
言
に
感
じ
て
‘
擢
ん
王
誕
、
謀
反
す
る
に
及
ぴ
‘
陰
に
誕
に
通
ず
と
諌
告
さ

で
て
會
稽
都
尉
と
す
。
〔
漢
武
故
事
〕
。
れ
て
‘
死
を
賜
は
る
。
〔
宋
書
‘
七
十
五
〕
．
〔
南
史
、
三
十

〖
顔
閉
寮
剥
〗51
”
`
"
～
ク
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
顔
割
が
四
〕
。

三
世
に
亙
つ
て
不
遇
で
あ
っ
た
故
事
。
顔
閉
不
遇
を
見
【
顔
色
】
60

召ク

●
か
ほ
い
ろ
。
面
色
。
又
‘
か
ほ
つ
き
。

や
う
す
。
〔
栂
‘
冠
義
〕
證
義
之
始
、
在
下
子
正
1

一
容
粒
「
【
顔
辛
】
68

グ
ク
春
秋
、
魯
の
顔
幸
(
1
5
)

の
一
名
。

賣
顔
色
「
順
白
令
い
〔
論
語
‘
泰
伯
〕
正
二
顔
色
ご
斯
【
顔
神
】
69

ダ
ク
鎮
の
名
。
山
東
省
益
都
縣
の
西
南
。
齊
の

位
信
英
。
〔
注
〕
正
―
―
顔
色
玉
能
衿
荘
絨
栗
‘
則
人
不
n

―
敢
孝
婦
顔
文
の
妻
‘
此
慮
に
居
る
を
以
て
名
づ
く
。
鉛
。
石

駆
詐
之
↓
〔
管
子
‘
心
術
下
〕
可
レ
知
於
顔
色
芦
荀
子
、
炭
の
産
地
。
商
業
地
。
〔
輿
程
記
〕
鎮
北
去
如
佃
川
縣
―

非
相
〕
相
入
之
形
状
顔
色
↓
〔
史
記
‘
苑
雖
博
〕
願
得
下
三
十
里
、
西
南
去
,
,
章
丘
縣
云
口
里
、
明
嘉
靖
十
七
年
、
山

少
賜
屯
畑
観
之
間
ぶ
主
・
見
顔
色
い
〔
孔
子
家
語
‘
曲
幡
子
寇
作
レ
乱
、
専
設
―
―
通
判
一
貝
ー
駐
劉
、
三
十
七
年
築
二
城

夏
問
〕
顔
色
稲
レ
情
‘
戚
容
稲
レ
服
。
〔
陸
機
‘
擬
青
青
河
於
此
涵
竺
守
禦
之
地
↓

畔
草
詩
〕
菜
簗
妖
1

一
容
姿
云
り
灼
美
―
―
顔
色

-
0色
。
色
【
顔
成
】
70

だ
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
1

一
盆
氏
1

為レ

彩
。
又
‘
綸
具
。
〔
杜
甫
‘
花
底
詩
〕
深
知
好
顔
色
、
莫
レ
氏
〕
顔
成
氏
、
曹
姓
‘
祁
婁
顔
之
後
有
森
叫
成
者
石
其
後
以

作
レ
委
混
沙
↓
〔
文
海
披
沙
記
〕
陶
器
‘
柴
窯
最
古
‘
世
為
レ
氏
、
荘
子
有
1

一
顔
成
子
涌
↓

博
柴
世
宗
時
燒
造
‘
所
司
請
石
が
旦
御
批
云
‘
雨
過
天
【
顔
部
】
71

翌
南
朝
‘
宋
の
人
。
延
之
の
族
人
。
剛
正
に
し

青

雲

破

慮

‘

這

般

顔

色

倣

将

来

。

て

勇

力

あ

り

。

謝

梅

が

江

陵

を

鎮

す

る

や

‘

諮

議

参

軍

〖
犯
顔
色
―
〗61
”
む
，
ヨ
ク
ヲ
人
の
怒
を
恐
れ
ず
に
諫
め
に
任
ぜ
ら
れ
、
軍
府
の
務
‘
悉
く
委
任
せ
ら
る
。
後
‘
晦
討

る
。
唐
諫
す
る
。
犯
顔
。
〔
史
記
‘
汲
闘
博
〕
好
1

一
直
諫
一
た
れ
る
に
及
ぴ
‘
薬
を
飲
ん
で
死
す
。
〔
宋
書
、
七
十
五
〕
＾
》

藪
犯
士
之
顔
色
↓
〔
魏
志
‘
衛
競
傭
〕
誰
能
犯
顔
色
一
【
顔
拓
】
72

だ
顔
回
と
盗
拓
。
〔
皮
B
休
‘
九
諷
系
逃
‘

躙
忌
i

咬

建

―

□

-

―

―

只

開

二

設

哉

。

遇

謗

〕

既

不

レ

門

干

顔

校

遂

―

二

貫

子

襄

〖
無
顔
色
-
]
6
2
”
で
ヨ
ク
美
し
さ
を
失
ふ
。
生
彩
が
な
【
顔
再
】

7
3
竺

0
孔
子
の
門
人
の
顔
淵
と
再
伯
牛
。
共
に

く
な
る
。
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
六
宮
粉
黛
無
1

一
顔
色
↓
〔
白
徳
行
を
以
て
著
る
。
〔
論
語
、
先
進
〕
徳
行
‘
顔
淵
・
問
子

居
易
‘
太
行
路
〕
君
看
金
翠
無
―
―
顔
色
一
憲
・
再
伯
牛
・
仲
弓
。
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
車
中
鋲
為
―
―
庶

〖
顔
色
整
齊
〗63
仔
ぢ
ク
顔
色
が
正
し
く
と
と
の
ふ
。
幾

1分
‘
顔
卑
ハ
レ
再
又
不
レ
得
。
〔
注
〕
善
日
、
曹
大
家
曰
‘

又
、
か
ほ
い
ろ
を
正
し
く
と
と
の
へ
る
。
〔
管
子
、
弟
子
顔
、
顔
淵
也
、
再
、
再
伯
牛
也
。
〔
晉
書
‘
景
帝
紀
〕
荊
山

職

〕

顔

色

整

齊

、

中

心

必

式

。

之

環

雖

レ

美

、

不

レ

琢

不

レ

成

,

,

其
賓
「
顔
再
之
オ
雖
レ
茂
、

〖
顔
色
碩
揚
〗64
心
も7
3ク
顔
色
が
光
り
か
が
や
く
。
〔
呂
不
レ
學
不
レ
弘
,
,

其
量
↓
〔
李
康
‘
運
命
論
〕
仲
尼
至
聖
‘
顔

覧

、

過

理

〕

容

貌

充

滴

顔

色

骰

揚

。

再

大

賢

゜

〔

劉

峻

‘

廣

絶

交

論

〕

雖
1

一
顔
告
龍
翰
鳳
雛
‘
曾

〖
顔
色
貼
染
法
〗6
5
T
f
f
g

戸
花
丼
を
書
く
書
法
の
史
蘭
薫
雪
白
一
〇
春
秋
、
魯
の
顔
何

(
1
1
)
を
い
ふ
。

一
。
唐
の
膝
昌
祐
に
始
ま
る
。
輪
廓
を
つ
け
ず
に
彩
色
〖
顔
再
之
器
〗

7
4
U／
ゼ
ノ
ノ
顔
淵
と
再
伯
牛
と
に
比
す
べ

し

て

行

く

法

。

き

人

物

。

〔

文

中

子

、

周

公

〕

砕

牧

遊

―

―

於

館

陶

涵

営

竺

魏

【
顔
獨
】
66

笠
ク
戦
國
‘
齊
の
慮
士
。
宣
王
‘
膚
を
見
て
徴
―
蹄
、
告
レ
子
曰
‘
徴
‘
顔
再
之
器
也
。

前
め
と
言
ふ
。
獨
は
王
前
め
と
言
ふ
。
王
‘
悦
ば
ず
。
潤
〖
顔
再
之
資
〗

7
5
グ
／
ゼ
ノ
ノ
顔
淵
や
再
伯
牛
の
や
う
な
資

曰
く
‘
園
前
め
ば
勢
を
慕
ひ
‘
王
前
め
ば
士
に
趨
く
こ
質
。
〔
漢
書
‘
宣
元
六
王
博
〕
子
高
素
有
―
―
顔
再
之
資
、
威

と
に
な
る
。
獨
を
し
て
慕
勢
た
ら
し
む
る
は
‘
王
を
し
武
之
智
‘
子
貢
之
辮
、
荘
子
之
勇
↓

て
趨
士
た
ら
し
む
る
に
如
か
ず
と
。
王
‘
念
然
‘
色
を
作
[
顔
祗
】
76lff

ノ
春
秋
ヽ
魯
の
人
o

孔
子
家
語
は
顔
相
に
作

す
。
濁
其
の
説
を
引
伸
す
。
王
悦
ぴ
、
請
う
て
弟
子
と
な
る
。
字
は
子
襄
。
孔
子
の
弟
子
。
〔
史
記
‘
六
十
七
〕
。

り
て
寵
貴
せ
ん
と
欲
す
。
濶
、
再
拝
し
て
‘
辞
し
去
る
。
【
顔
素
】
77lff

／
明
、
安
慶
の
人
。
字
は
質
卿
。
琥
は
輿
撲
゜

常
時
其
の
足
る
を
知
る
を
梢
す
。
〔
載
國
‘
宵
策
〕
．
〔
裔
萬
暦
の
進
士
。
官
は
南
大
理
卿
。
後
‘
應
天
府
丞
゜
尤
も

士

偶

、

中

〕

。

易

に

遼

し

。

學

者

簡

一

先

生

と

私

盆

す

。

【
顔
燭
】
67

戸
戦
國
齊
の
人
。
呂
氏
春
秋
は
顔
濁
、
戦
【
顔
宗
】
78

訂
明
‘
南
海
の
人
。
字
は
學
淵
。
永
栗
の
攣

國
策
は
顔
敲
に
作
る
。
隠
居
し
て
仕
へ
ず
‘
賞
て
言
ふ
、
人
。
官
は
邪
武
令
。
政
は
平
易
登
弟
、
荒
を
救
ひ
旱
を
憫

「
無
事
以
常
レ
貴
、
早
寝
以
常
に
畠
‘
安
歩
以
常
レ
車
‘
晩
食
れ
む
を
以
て
先
と
な
す
。
後
‘
兵
部
主
事
・
貝
外
郎
に
署

以
嘗
レ
肉
」
と
。
〔
載
國
‘
齋
策
〕
．
〔
尚
友
録
｀
五
〕
。
せ
ら
る
。
母
の
喪
に
遭
ひ
‘
蹄
る
途
上
に
卒
す
。
〔
明
名

12881 



(43591 ・ ·79)—(43591 ・・ 115)

頁

部

〔

九

董

顔

|

|

_

 

人
博
、
九
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
一
百
十
〕
．
〔
明
壷
録
‘
【
顔
徹
】
90

梵
宋
‘
龍
埃
の
人
。
師
魯
の
子
。
字
は
介
叔
・

二

〕

。

子

通

。

少

よ

り

警

敏

荘

重

。

學

を

力

め

志

節

を

尚

ぶ

。

茂

【
顔
曾
】
79

努
孔
子
の
門
人
の
顔
回
と
曾
参
。
〔
韻
府
オ
を
以
て
召
さ
れ
て
南
外
睦
宗
院
を
授
け
ら
れ
、
後
、

引
‘
蘇
献
‘
詩
〕
顔
曾
本
吾
師
。
永
賑
に
宰
と
な
り
政
瞥
あ
り
。
奉
議
郎
に
至
る
。
〔
尚
友

【
顔
息
】
80

匁
春
秋
‘
魯
の
人
。
定
公
の
時
‘
公
に
従
つ
録
、
五
〕
．

て
齊
を
侵
し
、
人
を
射
て
眉
に
中
て
‘
我
の
志
は
其
の
【
顔
嘗
(
】
91

況
明
、
龍
埃
の
人
。
字
は
太
和
。
永
築
の
進

目
で
あ
る
と
衿
っ
た
と
い
ふ
。
〔
左
氏
、
定
‘
八
〕
．
〔
浪
堺
士
。
官
は
四
會
縣
の
知
。
性
‘
温
厚
に
し
て
公
正
‘
寛
猛

代

酔

編

、

十

八

〕

。

其

の

宜

し

き

を

得

。

奏

し

て

詭

名

糧

を

除

き

‘

璧

紗

を

【
顔
側
】
81

だ
南
朝
宋
、
臨
祈
の
人
。
延
之
の
子
。
竣
の
減
じ
尤
も
意
を
學
校
に
用
ふ
。
後
、
刑
部
郎
中
に
至
る
。

弟
。
官
は
江
夏
王
義
恭
博
・
大
司
徒
録
事
参
軍
。
文
章
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
五
〕
。

を

以

て

知

ら

る

。

〔

宋

書

‘

七

十

三

〕

。

【

顔

貌

]
9
2
材
5

か
ほ
か
た
ち
。
お
も
も
ち
。
顔
容
。
〔
沈

【
顔
舵
】
82

”
ン
酔
つ
て
顔
が
赤
く
な
る
。
〔
楚
酔
、
招
魂
〕
悧
、
欝
魂
賦
〕
思
―
―
我
親
戚
之
顔
貌
W
竺
夢
昧
―
而
魂
求
。

美
人
既
酔
‘
朱
顔
配
些
゜
〔
注
〕
舵
、
著
也
、
言
、
美
女
飲
陥
【
顔
髯
】
93

祝
晉
‘
幸
の
人
。
含
の
子
。
字
は
君
道
、
誼
は

酔
飽
、
則
面
著
↓
ー
赤
色
―
而
鮮
好
也
。
〔
飽
照
、
代
堂
上
歌
宣
゜
學
行
に
雅
惇
。
父
歿
し
殖
に
在
る
内
‘
鄭
家
火
を
失

行
〕
暉
暉
朱
顔
配
‘
紛
紛
織
女
稜
。
〔
楊
衡
‘
白
紆
辟
〕
玉
す
る
も
二
弟
謙
・
約
と
棺
を
抱
い
た
ま
ま
泣
き
叫
び
、

櫻
翠
颯
離
―
―
軽
羅
云
香
汗
微
漬
朱
顔
配
。
姻
焙
至
る
に
垂
ん
と
し
て
忽
ち
燻
む
。
時
人
‘
至
孝
の

【
顔
題
】
四
セ
ひ
た
ひ
に
附
け
る
し
る
し
。
〔
後
漢
書
‘
致
す
所
と
い
ふ
。
官
は
黄
門
郎
・
侍
中
・
光
藤
動
。
〔
晉

輿
服
志
下
〕
古
者
有
レ
冠
無
レ
帳
‘
云
云
‘
秦
雄
二
諸
侯
一
書
、
八
十
八
〕
．
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

乃
加
真
武
将
首
飾
[
?
綽
拍
盆
以
表
―
―
貴
賤
石
其
後
梢
【
顔
塊
】
“
匁
顔
色
と
心
。
〔
李
白
‘
古
風
詩
〕
懐
慨
動
1
1

梢

作

―

―

顔

題

↓

顔

魏

盃

使

弓

人

成

11

荒
淫
↓

【
顔
度
】
84

”
ん
宋
、
昆
山
の
人
。
字
は
魯
子
。
臨
海
令
と
【
顔
斐
】
9
6
5

ノ
三
國
‘
魏
の
清
北
の
人
。
字
は
文
林
。
オ

な
り
、
循
績
あ
り
。
監
察
御
史
・
認
閣
修
撰
に
至
る
。
孝
學
あ
り
。
太
子
洗
馬
よ
り
累
官
し
て
京
兆
太
守
と
な

宗
の
時
、
毎
に
一
言
を
出
し
、
毅
然
奪
ふ
ぺ
か
ら
ず
‘
因
る
。
民
多
く
農
殖
を
務
め
ず
。
斐
‘
官
に
到
る
や
、
屡

つ
て
自
ら
如
山
と
琥
す
。
〔
尚
友
録
、
五
〕
。
縣
に
令
し
て
肝
陪
を
整
へ
桑
果
を
樹
ゑ
‘
車
を
作
り
牛

【
顔
澤
】
郎
梵
顔
色
を
い
ふ
。
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
宋
人
を
買
は
し
む
。
又
、
文
學
を
興
起
し
‘
吏
民
、
讀
書
を
欲

有
T

以
と
象
為
11

其
君
ぶ
り
椿
葉
者
5

三
年
而
成
‘
埜
祠
す
る
者
は
稀
役
を
免
ず
。
風
化
、
為
に
大
い
に
行
は
る
。

豪
芭
、
鋒
殺
顔
澤
、

iiin之
椿
葉
之
中
盃
而
不
レ
可
レ
知
也
。
後
、
平
原
太
守
に
遷
る
や
‘
吏
民
暗
泣
し
て
道
を
遮
り
、

【
顔
擁
】
86

祝
唐
の
顔
師
古
(
1
5
7
)

の
字
。
車
、
前
む
を
得
ず
‘
十
餘
日
に
し
て
境
を
出
づ
。
時
の

【
顔
張
】
87

”
炉
顔
慎
卿
と
張
巡
゜
拉
に
唐
の
忠
臣
。
〔
三
人
、
良
二
千
石
と
稽
す
。
〔
三
國
志
、
十
六
〕
。

島
中
洲
、
乃
木
将
軍
論
序
〕
凡
事
不
レ
過
則
不
t

足
レ
動
レ
【
顔
彪
】
96

況
宋
の
顔
延
之
の
綽
名
。
其
の
性
‘
褐
急

人
、
故
夷
齊
首
陽
之
餓
死
、
興
―
―
起
唐
之
顔
張
、
宋
之
文
な
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
〔
南
史
‘
顔
延
之
傭
〕
性

謝

、

歴

世

忠

烈

之

士

↓

既

楊

激

、

兼

有

―

―

酒

過

云

t

レ
意
直
言
、
曾
無
扁
四
隠
五
故
論

【
顔
鎮
】
88

”5

鎮
の
名
。
山
東
省
盆
都
縣
の
西
南
。
明
の
者
多
不
レ
興
ら
之
、
謂
↓
一
之
顔
彪
↓

嘉
靖
中
、
撫
兵
王
世
貞
の
創
建
し
た
も
の
。
【
顔
馘

q97
況
耳
ぎ
は
の
か
み
の
毛
。
び
ん
づ
ら
。
〔
沈

【
顔
丁
】
89

花
春
秋
‘
魯
の
人
。
善
＜
喪
に
居
る
。
親
の
洞
、
長
安
少
年
行
〕
道
邊
一
老
翁
、
顔
賢
如
ユ
哀
蓬
↓

死
ん
だ
始
は
皇
皇
焉
と
し
て
何
物
か
を
求
め
な
が
ら
【
顔
閲
】
98

祝
孔
子
の
門
人
の
顔
回
と
閲
損
。
〔
漢
書
、

得
ざ
る
が
如
く
、
清
に
は
望
望
焉
と
し
て
従
は
ん
と
す
絞
博
上
〕
伏
11

周
孔
之
軌
躙
玉
f
n

顔
閲
之
極
摯
↓
〔
玩
籍
、

る
も
及
ば
ざ
る
が
如
く
‘
葬
っ
た
後
は
慨
す
る
こ
と
及
詠
懐
詩
〕
被
レ
褐
懐
1
1

珠
玉
云
顔
閲
相
興
期
。
〔
注
〕
清
日
、

ば
ざ
る
が
如
く
し
、
家
に
反
つ
て
後
息
ふ
。
檀
弓
之
を
顔
回
、
問
子
賽
‘
皆
孔
子
弟
子
。

稽

す

。

〔

證

‘

檀

弓

下

〕

。

【

顔

復

】

99

カ
ん
宋
、
彰
城
の
人
。
太
初
の
子
。
字
は
長
道
。

2
 
8
 

琥
は
繹
陽
居
士
。
嘉
祐
中
‘
詔
し
て
遺
逸
を
訪
ふ
や
、
第
に
累
遷
す
。

一
に
選
ば
れ
‘
進
士
を
賜
は
る
。
元
祐
の
初
、
太
常
博
士
【
顔
李
】
囮
”
/
清
の
顔
元
(
4
1
)
と
李
壊
(
6
-
1
4
4
5
9
:

2

2

8

 

よ
り
中
書
含
人
兼
國
子
祭
酒
に
至
る
。
請
う
て
古
今
の

11)
と
の
併
稽
。

1

典
範
を
會
莱
し
て
五
聰
を
為
り
‘
又
、
祀
典
を
正
し
、
朝
〖
顔
李
之
學
〗

1
0
9
”
”
リ
ノ
清
の
顔
元
及
び
其
の
門
人
李

廷
多
く
之
に
従
ふ
。
〔
宋
史
、
三
百
四
十
七
〕
．
〔
宋
史
新
堪
の
唱
道
す
る
學
風
。
其
の
主
と
す
る
所
は
程
朱
陸
王

編
、
二
日
十
七
〕
．
〔
東
都
事
略
、
一
百
十
四
〕
。
の
學
を
離
れ
、
兵
農
穐
築
の
四
目
を
其
の
教
憲
と
し
、

【
顔
標
】
100

況
唐
の
人
。
咸
通
中
、
鄭
薫
、
試
を
主
り
、
誤
徒
ら
に
心
を
努
し
て
‘
出
齋
坐
忘
す
る
を
排
し
、
賓
践
射

つ
て
顔
慎
卿
の
後
と
な
し
て
之
を
取
る
。
後
、
然
ら
ざ
行
を
以
て
其
の
主
義
と
す
る
も
の
で
‘
陽
明
の
學
に
近

る
を
知
る
。
攀
子
詩
を
賦
し
て
嘲
り
、
主
司
頭
脹
太
冬
い
。
此
の
學
は
更
に
大
興
の
王
源
等
に
よ
っ
て
織
承
せ

娯
錯
認
顔
輝
作
↓
―
魯
公
1

の
句
あ
り
。
〔
尚
友
鋒
、
ら
れ
、
江
寧
の
程
廷
酢
は
南
方
に
起
つ
て
其
の
宗
を
奉

五

〕

。

じ

た

。

〖
錯
認
顔
標
,
J1
0
1だ
玲
”
顔
標
を
あ
や
ま
つ
て
顔
〖
顔
李
叢
書
〗l

l
o
”
”
が
ヨ
書
名
。
三
十
二
巻
。
清
の
顔

箕
卿
の
後
と
し
た
故
事
。
〔
抵
言
〕
鄭
侍
郎
薫
主
レ
文
、
誤
元
・
李
堪
の
著
を
牧
む
。

謂
1
1

顔
標
乃
魯
公
之
懇
即
以
レ
標
為
嵌
元
ぶ
竺
無
名
【
顔
柳
】
111

誇
唐
代
の
書
家
、
顔
慎
卿
と
柳
公
櫂
と
を

子
所
＂
嘲
、
日
、
主
司
頭
脹
太
冬
娯
、
錆
―
―
認
顔
標
正
ビ
魯
い
ふ
。
〔
姜
菱
‘
讀
書
譜
〕
歌
・
虞
・
顔
•
柳
前
後
相
望
‘
故

公

一

唐

人

下

レ

筆

應

レ

規

入

レ

矩

、

無

―

―

復

晉

・

魏

諷

逸

之

氣

↓

【
顔
甫
】
四
＊
｀
，
宋
、
史
躊
(
2
ー

3
2
4
9
:
 
1
2
2
)

の
字
。
【
顔
林
】
m
況
地
名
。
山
東
省
曲
阜
縣
の
東
。
防
山
の

【
顔
木
】
103

”
”
明
、
應
山
の
人
。
字
は
惟
喬
。
正
徳
の
進
南
。
其
の
前
に
碑
が
あ
り
、
先
師
尭
國
公
の
墓
と
い

士
。
官
は
許
州
の
知
。
武
人
、
石
氏
の
緯
を
懲
し
、
中
傷
ふ
。
其
の
西
北
に
顔
子
の
父
‘
杞
國
公
の
墓
が
あ
る
。

さ
れ
て
官
を
免
ぜ
ら
る
。
性
、
讀
書
を
好
み
、
其
の
文
【
顔
倫
i

】llJ
況
古
の
善
い
御
者
。
〔
韓
詩
外
博
、
二
〕
孔

は
怪
奇
。
晩
年
始
め
て
詩
を
學
び
、
近
饉
は
唐
人
の
子
云
‘
美
哉
顔
無
父
之
御
也
、
云
云
‘
如
使
＿
一
馬
能
言
な
仮

意
を
得
。
馬
坪
に
退
居
す
る
こ
と
二
十
年
‘
吟
誦
綴
め
将
后
必
曰
盃
築
哉
今
日
之
騎
也
、
至
1

一
於
顔
倫
少
衰
A
K
、馬

ず
。
著
に
随
州
志
‘
家
政
集
・
七
證
解
・
選
詩
評
・
儘
餘
稿
知
二
後
有
ヮ
輿
而
軽
レ
之
、
知
―
―
上
有
1

人
而
敬
レ
之
。
〔
漢
書
‘

が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
八
十
七
〕
．
〔
國
朝
猷
徴
揚
雄
傭
上
〕
蓑
和
司
レ
日
、
顔
倫
奉
レ
輿
゜
〔
注
〕
師
古
日
、

録
‘
八
十
三
〕
・
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
、
六
〕
．
〔
本
朝
分
省
倫
‘
古
善
御
者
也
。

人
物
孜
、
七
十
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十
三
〕
。
【
顔
料
】
m
的
●
化
粧
等
の
材
料
。
紅
•
白
粉
の
類
。
●

【
顔
面
】
1
0
4
9
．
ク
か
ほ
。
顔
貌
。
〔
唐
書
、
劉
子
玄
博
〕
史
局
翰
具
。
著
色
・
染
色
の
材
料
。
染
料
。
〔
輻
恵
全
書
‘
雑
課

深
籍
―
―
禁
門
盃~T以
杜
二
顔
面
森
切
＊
請
謁
比3゜
〔
元
史
、
部
、
顔
料
匠
班
〕
顔
料
薬
材
暦
日
榜
紙
云
云
等
。
〔
六
部

相
威
偉
〕
喩
1

一
相
威
一
日
‘
朕
知
卿
不
レ
惜
1

一
顔
面
-
成
語
、
エ
部
、
顔
料
‘
注
解
〕
塗
―
―
飾
屋
一
之
粉
色
也
。

【
顔
喩
】1
0
5
i
i

ン
元
‘
曲
阜
の
人
。
字
は
徳
澗
。
官
は
鄭
縣
〖
顔
料
庫
〗

u
s
,：ィ
清
制
‘
戸
部
三
庫
の
一
。
各
省
か

教
諭
。
尋
い
で
陽
曲
に
遷
る
。
至
正
中
、
山
東
に
盗
起
る
ら
輪
送
し
て
宋
た
銅
・
鐵
・
鉛
・
錫
・
珠
砂
・
黄
丹
・
沈
香
・

や
、
乃
ち
家
を
機
へ
郭
城
に
走
る
。
道
に
賊
に
遇
ひ
‘
旗
降
香
・
黄
茶
・
白
蟻
・
黄
蟻
•
桐
油
、
及
び
花
梨
・
紫
楡
等

に
記
す
こ
と
を
強
要
せ
ら
れ
た
が
、
口
を
極
め
て
賊
を
の
木
を
格
納
す
る
所
。
〔
會
典
、
戸
部
三
庫
〕
顔
料
庫
‘
郎

話
罵
し
、
遂
に
妻
子
と
興
に
刺
殺
せ
ら
る
。
〔
元
史
、
一
中
、
涌
洲
一
人
、
員
外
郎
‘
涌
洲
二
人
、
司
康
‘
涌
洲
二

百
九
十
四
〕
・
〔
新
元
史
、
二
百
三
十
〕
。
人
‘
掌
―
―
顔
料
紙
珠
之
出
納
ご
凡
物
料
、
視
―
―
庫
儲
之
盈

【
顔
容
】
106

祝

か

ほ

か

た

ち

。

顔

貌

。

拙

盆

生

1

一
其
解
額
↓
〔
注
〕
各
省
採
鼎
物
料
、
有
―
―
紅
黄
熟

[
顔
楯
】
107

託
宋
‘
泉
州
の
人
。
字
は
子
養
。
開
薦
の
進
銅
・
鐵
・
黒
鉛
・
錫
・
飛
金
・
銀
珠
・
白
蟻
・
黄
蟻
．
牛
筋
・
桐

士
。
膝
州
教
授
と
な
り
、
梅
州
の
知
に
至
る
。
油
・
珠
砂
・
天
青
・
石
黄
・
黄
丹
・
芽
茶
・
黄
茶
・
烏
梅
•
明

【
顔
械
】
108

梵
宋
、
永
春
の
人
。
字
は
叔
堅
。
淳
煕
中
、
上
暮
．
茜
草
・
鐙
草
・
紫
草
・
五
倍
子
・
定
元
子
・
芝
麻
・
黄
櫨

含
登
第
。
國
子
正
に
除
せ
ら
れ
、
中
書
含
人
・
エ
部
尚
書
木
・
紫
楡
木
・
花
黎
木
・
紫
降
香
・
沈
香
・
檀
香
・
廣
膠
•
廣

八
六



＂ 
頁
立
口

〔
九
蜜
〕

顔

ニ
八
七

館

・

紙

張

等

項

↓

に

し

て

學

を

力

む

。

舅

‘

娃

孟

に

師

事

し

、

公

羊

春

秋

を

【
顔
路
】
116

サ
／
春
秋
‘
魯
の
人
。
顔
回
の
父
。
孔
子
の
弟
治
む
。
孟
の
弟
子
百
餘
人
中
‘
厳
影
祀
と
輿
に
最
も
顕

子
。
孔
子
よ
り
少
き
こ
と
六
歳
。
顔
無
耗
。
〔
史
記
‘
仲
尼
は
る
。
是
よ
り
公
羊
春
秋
に
顔
巌
の
學
あ
り
。
官
は

弟
子
傭
〕
顔
無
絲
‘
字
路
‘
路
者
、
顔
回
父
、
父
子
嘗
各
齊
郡
太
守
丞
。
後
‘
仇
家
に
殺
さ
る
。
〔
前
漢
書
‘
八
十

異

レ

時

事

孔

子

一

八

〕

。

【
恰
レ
顔
】
117

月
バ
ス
う
れ
し
い
顔
色
を
す
る
。
〔
陶
潜
、
【
顔
願
壽
】
127

”
タ
ユ
明
‘
巴
陵
の
人
。
字
は
天
和
。
弘
治
の

蹄
去
束
辟
〕
引
二
壺
帷
ー
以
自
酌
‘
柄
1

一
庭
村
和
捻
炉
顔
。
進
士
。
官
は
知
縣
。
都
御
史
。
嘉
靖
中
‘
刑
部
尚
書
。
詔
を

【
開
レ
顔
】
118

豆
ぢ
喜
ん
で
笑
ふ
。
解
レ
顔
。
〔
李
白
‘
酬
下
受
け
て
妖
賊
‘
李
輻
達
を
鞠
問
す
。
旨
に
杵
う
て
獄
に

太
「
勒
見
レ
尋
就
―
―
元
丹
丘
如
i

レ
酒
相
待
以
レ
詩
見
勃
招
詩
〕
下
さ
れ
‘
つ
い
で
革
職
せ
ら
れ
て
卒
し
‘
隆
慶
の
初
‘
故

開
レ
顔
酌
1

一
美
酒
盃
不
極
忽
成
レ
酔
゜
〔
杜
甫
‘
宴
―
―
王
使
君
官
に
復
す
。
〔
明
史
‘
―
一
百
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
九
十
〕
．

危
詩
〕
自
吟
レ
詩
送
レ
老
、
相
1

一
射
酒
袖
炉
顔
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
四
十
五
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
―
―
―
十
四
・
四

【
解
レ
顔
】11

9
”
勺
喜
ぴ
笑
ふ
。
さ
う
が
う
を
く
づ
す
。
十
ニ
・
五
十
六
•
九
十
四
〕
．
〔
蘭
壼
法
黎
録
、
十
三
〕
．
〔
本

開
レ
顔
。
〔
列
子
‘
黄
帝
〕
五
年
之
後
‘
云
云
‘
夫
子
始
―
朝
分
省
人
物
孜
‘
八
十
〕
。

息
顔
而
笑
゜
〔
孟
浩
然
、
秋
登
―
―
張
明
府
海
亭
1

詩
〕
染
レ
【
顔
願
仲
】
128

笠
f
ゥ
宋
の
人
。
者
仲
の
弟
。
字
は
景
正
。

翰

卿

題

レ

壁

‘

傾

レ

壺

一

解

レ

顔

。

官

は

祁

閣

修

撰

兼

輻

建

提

刑

。

後

、

吏

部

尚

書

に

累

遷

【
承
レ
顔
】
120

吋
勺
〇
人
の
顔
色
を
見
て
氣
に
入
る
や
う
す
。

に
す
る
。
承
レ
顔
接
レ
辟
を
見
よ
。
〇
子
か
父
母
の
意
中
【
顔
惟
貞
】
129

”
ィ
唐
‘
萬
年
の
人
。
昭
甫
の
子
。
字
は

を
察
し
て
孝
養
す
る
。
〔
晉
書
、
孝
友
博
序
〕
柔
レ
色
承
レ
叔
堅
。
少
に
し
て
孤
゜
舅
‘
殷
仲
容
に
育
て
ら
れ
‘
筆

顔

‘

恰

恰

翌

築

。

法

を

學

ぶ

。

家

貧

に

し

て

紙

無

し

。

兄

元

孫

と

黄

土

を

〖
承
レ
顔
接
レ
辟
〗

1
2
1竺5翌
ァ
顔
色
を
承
順
し
て
‘
其
壁
に
掃
き
、
木
石
を
以
て
書
い
て
習
ひ
‘
草
隷
に
名
を

の
辟
氣
に
接
す
る
こ
と
。
人
と
會
つ
て
共
に
語
る
時
の
檀
に
す
。
官
は
長
安
尉
•
太
子
文
學
゜
〔
顔
慎
卿
家
廟

謙
軒
。
又
、
人
の
顔
色
を
う
か
が
ひ
‘
言
ふ
な
り
に
な
る
碑
〕
。

こ
と
。
〔
漢
書
‘
続
不
疑
博
〕
線
不
疑
字
曼
情
‘
勃
海
人
【
顔
溜
秦
】
130

位
グ
ノ
唐
の
人
。
師
古
の
叔
父
。
官
は
武
徳

也
‘
暴
勝
之
為
―
―
直
指
使
者
「
云
云
‘
素
聞
1

一
不
疑
賢
ご
ム
の
初
‘
廉
州
刺
史
。
境
内
を
撫
憧
し
‘
随
譲
大
い
に
行
は

云
‘
請
輿
相
見
、
不
疑
搬
レ
地
曰
‘
騒
伏
―
―
海
瀕
盃
即
暴
公
る
。
後
、
郡
州
刺
史
。
著
に
漢
書
決
疑
が
あ
る
。
師
古
、
漢

子
威
名
藷
英
、
今
乃
承
レ
顔
接
レ
酔
゜
〔
故
事
成
語
考
‘
人
書
を
注
す
る
に
常
つ
て
、
多
く
参
考
と
し
た
。
〔
唐
書
‘

事
〕
曾
経
1

一
會
語
ロ
ゲ
向
獲
―
―
承
レ
顔
接
＞
辞
。
一
百
九
十
八
〕
。

【
犯
レ
顔
】
122

丑
封
手
の
機
嫌
を
そ
こ
な
ふ
を
も
顧
み
【
顔
曜
卿
]131

況
ケ
イ
唐
‘
航
年
の
人
。
元
孫
の
子
。
呆
卿

）
ず
直
言
す
る
。
お
も
て
を
を
か
す
。
〔
唐
書
‘
魏
徴
博
〕
の
弟
。
開
元
中
‘
兄
と
典
に
書
判
を
以
て
人
に
秀
れ
‘
吏

47

毎
元
炉
顔
進
岐
雖
レ
逢
二
1

帝
甚
怒
五
岬
色
不
レ
徒
。
部
侍
郎
席
豫
‘
杏
嵯
歎
服
す
。
〔
顔
慎
卿
家
廟
碑
〕
。

~
〖
犯
レ
顔
極
諫
冨
昇g
g
テ
君
の
不
機
嫌
も
か
ま
は
【
顔
延
之
】1

3
2
竺
／
南
朝
宋
‘
臨
祈
の
人
。
一
に
顔
延
に

91

ず
に
直
諫
す
る
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
左
下
〕
犯
レ
顔
極
作
る
。
含
の
曾
孫
。
字
は
延
年
。
盆
は
憲
。
孤
に
し
て

諫
‘
臣
不
レ
凹
東
郭
竺
請
立
以
岱
諫
臣
↓
貧
。
文
章
の
美
は
常
時
に
冠
絶
し
、
謝
震
運
と
名
を
齊

5
 
3
 
4
 
（
【
和
レ
顔
】
124

月
グ
顔
色
を
や
さ
し
く
し
て
に
こ
に
こ
し
う
し
、
顔
謝
を
以
て
江
左
に
楢
せ
ら
る
。
官
は
宋
の

一
す
る
。
恰
畑
。
〔
名
臣
言
行
録
〕
必
和
レ
顔
温
語
待
レ
之
。
初
、
太
子
含
人
。
始
安
・
永
嘉
二
郡
太
守
。
秘
書
監
・
光

印
〖
和
レ
顔
侶
色
〗

1
2
5認昇
戸
顔
色
を
和
悦
さ
せ
腺
動
•
太
常
。
孝
建
中
、
金
紫
光
課
大
夫
。
孝
建
の
末

9

る
。
た
の
し
そ
う
な
顔
を
す
る
。
〔
陶
潜
‘
庶
人
孝
傭
賛
‘
に
卒
す
。
身
を
慮
す
る
こ
と
倹
約
‘
財
利
に
漁
‘
酒
を

江
革
〕
革
渇
レ
カ
傭
債
‘
以
致
"
甘
暖
一
和
レ
顔
悦
レ
色
‘
以
嗜
ん
で
細
行
を
護
ら
ず
‘
常
に
酒
店
に
於
て
狂
歌
す
。

ー

，
 

35

塁
歓
心
↓
欲
1

一

親

之

安

一

性

‘

激

直

に

し

て

言

ふ

こ

と

忌

緯

す

る

こ

と

な

く

‘

顔

4
 

（
【
顔
安
築
】
126t
ク
ラ
ク
漢
、
砕
の
人
。
字
は
公
孫
。
家
貧
彪
と
綽
名
せ
ら
る
。
〔
宋
書
‘
七
十
一
―
-
〕
．
〔
南
史
‘
三
十
,...., ,...., ,....,, ,...., ,...., ,....,,...., 
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）
次
國
務
穂
理
及
び
外
交
穂
長
等
に
就
任
‘
又
國
際
聯
盟

，
 

16

に
は
聯
盟
理
事
と
し
て
日
中
問
題
に
活
躍
し
た
。
又
‘

．
英
米
獨
露
各
國
公
使
・
赤
十
字
計
社
長
を
歴
任
。
〔
現
代

ー59

中
華
民
國
涌
洲
帝
國
人
名
鑑
〕
。

・
•
【
顔
繕
祗
】

1
4
8
げ
明
、
溝
州
の
人
。
拭
暦
の
進
士
。
官

は
エ
科
給
事
中
。
エ
部
の
冗
員
‘
及
ぴ
三
殿
絞
功
の

）
濫
猜
を
論
じ
‘
建
白
す
る
所
甚
だ
多
く
‘
履
，
‘
採
納
せ

ら
る
。
後
‘
太
常
少
卿
と
な
り
右
余
都
御
史
と
し
て
山

8
 
4
 
ー~
東
を
巡
撫
し
、
頻
り
に
兵
を
遣
は
し
て
流
賊
を
拒
し
‘

境
内
患
無
き
を
得
た
。
清
師
大
い
に
入
る
に
及
ん
で
、

ー

，
 

5
 
43

専
ら
徳
州
を
防
ぐ
。
清
南
こ
れ
が
た
め
に
空
虚
と
な

（
 

り
、
城
つ
ひ
に
陥
り
、
下
獄
棄
市
せ
ら
る
。
〔
明
史
、
二
百

四
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
四
十
二
〕
。

【
顔
見
遠
】
149

”
ク
エ
ン
南
齊
‘
臨
祈
の
人
。
博
學
、
志
行
あ

り
。
官
は
治
書
侍
御
史
兼
中
丞
。
梁
武
帝
椰
を
受
け
る

ゃ
痘
憤
‘
絶
食
し
て
卒
す
。
〔
梁
書
、
五
十
〕
。

【
顔
見
世
】
ISO

昇
劇
場
に
て
、
新
に
一
座
と
な
っ
た
役

者
が
穂
出
に
て
‘
見
物
人
に
始
め
て
ま
み
え
る
こ
と
。

〔
重
井
筒
、
上
〕
な
ん
と
顔
見
世
見
や
っ
た
か
。

【
顔
元
孫
】
151

”
.
／
唐
‘
萬
年
の
人
。
字
は
車
修
。
十

歳
に
し
て
石
櫂
賦
を
試
作
す
。
嗣
聖
の
進
士
。
官
は
太

子
含
人
。
濠
．
詮
・
祈
諸
州
刺
史
。
嘗
て
玄
宗
の
命
を

受
け
て
諸
家
の
書
跡
の
慎
偽
を
定
む
。
著
に
干
腺
字

書
が
あ
る
。
〔
唐
書
、
一
百
九
十
二
〕
。

【
顔
公
哀
】
152

的
コ
ン
宋
‘
龍
埃
の
人
。
唐
臣
の
曾
孫
。
字

は
鼎
卿
。
父
の
澤
を
以
て
官
に
補
し
、
紹
定
中
、
興
寧

令
と
な
る
。
時
に
強
寇
‘
陳
三
銃
・
羅
動
天
、
境
に
逼
る

や
‘
み
づ
か
ら
賊
螢
に
赴
き
‘
諭
す
に
椿
義
を
以
て
す
。

賊
怒
つ
て
聴
か
ず
‘
瞥
を
属
し
て
賊
を
罵
り
、
執
へ
ら

れ
て
死
す
。
〔
宋
史
翼
‘
―
二
十
一
〕
．
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

【
顔
之
儀
】
153

翌
北
齊
の
人
。
之
推
の
弟
。
字
は
子
升
゜

北
史
は
升
に
作
る
。
博
＜
群
書
に
渉
り
、
好
ん
で
詞
賦

を
作
る
。
辟
致
雅
贈
。
梁
亡
び
、
北
遷
す
。
官
は
明
帝
の

時
‘
麟
趾
學
士
。
宣
帝
の
時
、
上
儀
同
大
将
軍
・
御
正
中
大

夫
。
常
に
諫
言
し
て
―
帝
に
忌
ま
れ
た
が
、
東
宮
の
恩
藷

を
以
て
優
容
せ
ら
る
。
―
帝
‘
崩
じ
て
後
、
劉
防
等
詔
を
矯

め
て
隋
の
文
帝
を
以
て
丞
相
と
し
、
少
主
を
輔
け
し
め

ん
と
す
る
や
‘
拒
ん
で
符
璽
を
守
り
、
殺
さ
れ
ん
と
し

た
が
、
卒
に
其
の
人
望
を
以
て
免
る
る
を
得
。
開
皇
中
、

集
州
刺
史
。
致
仕
し
て
卒
す
。
著
に
文
集
が
あ
る
。
〔
周

頁

部

〔
九
萱
〕

顔

/［/[/; 
呆
卿
眼
レ
目
罵
日
、
汝
螢
州
牧
羊
掲
奴
耳
‘
頴
荷
―
―
恩
寵
一

天
子
負
―
―
汝
何
事
盃
皿
乃
反
乎
‘
云
云
‘
禄
山
不
レ
勝
レ
念
‘

鱗
之
天
津
橋
柱
面
節
解
以
レ
肉
嗽
レ
之
‘
罵
不
レ
絶
‘
賊
鉤
二

断
其
舌
五
]
‘
復
能
罵
否
‘
果
卿
含
胡
而
絶
、
年
六
十
五
。

〔
文
天
詳
‘
正
氣
歌
〕
為
1

一
張
唯
陽
歯
ぢ
竺
顔
常
山
舌
f

【
顔
叔
子
】
166

ダ
｝
？
ン
戦
國
、
魯
の
人
。
嘗
て
室
に
獨
慮
す

る
に
‘
暴
風
雨
に
て
室
破
壌
せ
ら
れ
、
郡
室
の
贅
婦
趨

り
来
る
。
叔
子
之
を
納
れ
、
燭
を
執
ら
す
。
平
旦
に
至
り

薪
盛
き
、
屋
を
抽
き
之
を
織
ぐ
。
〔
孔
子
集
語
‘
十
二
〕
。

【
顔
春
卿
】
167

翌
ン
ケ
イ
唐
の
人
。
果
卿
の
弟
。
偶
儘
に
し

て
世
務
に
通
ず
。
年
十
六
、
明
経
に
攀
げ
ら
れ
高
第
に

抜
擢
せ
ら
る
。
官
は
犀
浦
主
簿
・
蜀
尉
。
嘗
て
魏
曙
の
た

め
に
脱
罪
を
謀
り
‘
其
の
節
を
稲
せ
ら
る
。
後
、
慨
師
丞

に
至
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
九
十
二
〕
。

【
顔
振
仲
】
168

グ
ク
そ
ユ
ウ
宋
の
人
。
者
仲
の
季
弟
。
字
は
景

玉
。
官
は
安
埃
の
宰
。
後
、
朝
散
郎
に
至
る
。

【
顔
慎
卿
】
169

匁
？
唐
‘
臨
祈
の
人
。
師
古
の
五
世
の
従

孫
。
字
は
清
臣
。
詮
は
文
忠
。
博
學
に
し
て
辞
章
に
巧
。

親
に
事
へ
て
至
孝
。
開
元
中
の
進
士
。
又
、
制
科
に
擢
ん

で
ら
る
。
官
は
侍
御
史
。
楊
國
忠
に
悪
ま
れ
、
出
で
て
平

原
太
守
と
な
る
。
｛
女
緑
山
必
ず
乱
を
起
す
こ
と
を
知

り
、
乃
ち
陰
に
防
禦
を
な
す
。
誅
山
反
す
る
に
及
ん
で

平
原
獨
り
全
き
を
得
。
乃
ち
益
≫
上
士
を
募
り
、
従
父
兄

果
卿
等
と
興
に
兵
を
撃
げ
て
賊
を
討
ち
、
河
朔
諸
郡
に

推
さ
れ
て
盟
主
と
な
る
。
尋
い
で
戸
部
侍
郎
‘
河
北
招

討
使
と
な
る
。
賊
勢
甚
だ
鋭
く
、
河
北
諸
郡
多
く
は
陥

る
。
乃
ち
鳳
翔
に
至
り
粛
宗
に
謁
し
、
憲
部
尚
書
を
授

〗
口

ニ
八
八

12884 
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頁

部

〔
九
書
＿
〕

顔

ニ
八
九

り
。
天
下
に
姓
名
を
以
て
稲
せ
ら
れ
ず
‘
魯
公
と
推
尊

せ
ら
る
。
又
、
善
＜
草
書
を
正
し
、
筆
力
遵
婉
‘
世
に
賓

と
し
て
傭
へ
ら
る
。
著
に
顔
魯
公
集
が
あ
る
。
〔
唐
書
‘

二
日
五
十
―
―
-
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
二
日
二
十
八
〕
。

【
顔
昭
甫
】
170

詑
＊
唐
‘
萬
年
の
人
。
勤
證
の
子
。
字
は

周
卿
。
少
よ
り
聰
穎
。
策
揃
草
隷
に
巧
。
特
に
伯
父
師

古
に
賞
せ
ら
れ
、
凡
そ
註
繹
す
る
所
‘
必
ず
参
定
せ
し

む
。
曹
王
の
侍
讀
と
な
る
。
王
の
層
、
古
鼎
を
獣
す
る

者
あ
り
‘
豪
書
二
十
餘
字
‘
攀
朝
能
＜
讀
む
者
な
し
。
昭

甫
悉
く
之
を
讀
む
。
〔
顔
箕
卿
家
廟
碑
〕
。

【
顔
泉
明
】
171

竺
メ
イ
唐
の
人
。
呆
卿
の
子
。
孝
節
あ
り
。

人
の
危
急
を
救
ふ
を
喜
ぶ
。
官
は
郭
令
。
政
化
清
明
‘

宿
盗
を
誅
し
、
人
情
翁
然
と
し
て
集
ま
る
。
後
‘
影
州

司
馬
。
家
貧
に
し
て
廉
‘
母
の
喪
に
居
り
‘
哀
毀
骨
立

し
‘
掌
世
に
其
の
行
義
を
推
梢
せ
ら
る
。
〔
唐
書
‘
一
百

九
十
二
〕
・
〔
藉
唐
書
‘
一
百
八
十
七
下
〕
。

[
顔
宗
儀
】
172

晃
ギ
清
、
海
臨
血
の
人
。
字
は
把
甫
。
琥
は

雪
厖
。
咸
豊
の
進
士
。
官
は
翰
林
院
侍
讀
學
士
。
詰
経

精
含
の
主
講
と
な
り
‘
遠
近
の
士
多
く
之
を
宗
と
す
。

書
室
を
夢
笠
山
房
‘
娘
華
仙
館
と
い
ふ
°
著
に
夢
笠
山

房
詩
存
・
浪
華
仙
館
詩
集
が
あ
る
。

[
顔
則
孔
】
173

巧
コ
'
,
明
‘
折
州
の
人
。
字
は
洒
源
。
官

は
蹄
徳
同
知
。
政
績
あ
り
。
後
、
流
賊
に
執
へ
ら
れ
‘

賊
を
罵
つ
て
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
三
〕
・
〔
属
斯
同

明
史
、
三
百
七
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
．
〔
績

表
忠
記
‘
五
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
―
-
＋
〕
.
〔
勝
朝
殉
節
諸

臣
録
‘
八
〕
。

【
顔
太
初
】
174

”し
4
m

宋
‘
影
城
の
人
。
字
は
醇
之
。
琥

は
覺
繹
虞
士
・
沫
南
子
。
博
學
に
し
て
焦
才
あ
り
。
憬

慨
義
を
好
み
‘
喜
ん
で
詩
を
以
て
時
事
を
磯
切
す
。
進

±
。
官
は
菩
縣
尉
。
南
京
國
子
監
説
書
。
著
に
沫
南
子

集
・
淳
曜
聯
英
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
二
〕
．
〔
宋

史
新
編
、
一
百
十
七
・
ニ
日
七
十
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
二
日

十
四
〕
。

【
顔
唐
臣
]175

”
ジ
/
宋
‘
龍
淫
の
人
。
そ
の
里
に
緑
石
渡

あ
り
、
潮
退
け
ば
滓
し
、
行
く
者
病
む
。
唐
臣
、
資
を
集

め
て
長
堤
を
築
き
‘
且
つ
垂
虹
亭
を
建
て
て
渉
者
を
憩

は
し
む
。
子
‘
敏
若
、
戦
い
で
南
堤
を
築
き
‘
孫
‘
戴
‘
更

に
硼
石
の
高
さ
を
増
す
。
里
に
謡
あ
り
、
渡
不
レ
難
‘
待
―
―

三
顔
ー
と
。
卒
す
る
に
及
び
、
里
人
‘
徳
と
し
て
之
を
祠

る
。
〔
尚
友
録
‘
五
〕
。

【
顔
道
耕
】
176

”8
カ
ウ
明
‘
安
郷
の
人
。
詩
詞
に
巧
。
仕
進

を
築
し
ま
ず
、
室
を
黄
山
に
築
き
て
居
り
、
林
泉
野
老

と

琥

す

。

「

見

よ

。

【
顔
濁
鄭
】
177
〉
5

ダ
ク
春
秋
‘
衛
の
人
。
顔
饂
由
(
1
6
0
)

を

【
顔
娘
泉
】
178

竺
ヂ
，
ャ
ゥ
顔
氏
と
い
ふ
女
が
姑
に
事
へ
て

至
孝
‘
霰
泉
を
感
得
す
。
因
つ
て
顔
娘
泉
と
い
ふ
。
〔
董

迪
‘
顔
泉
記
践
〕
嘗
見
―
―
唐
李
尤
作
集
異
記
一
書
、
文
姜

事
レ
姑
以
一
孝
雙
樵
采
之
外
‘
汲
ー
ー
山
泉
ー
以
供
レ
飲
‘
一

旦
絹
籠
之
下
、
湧
泉
清
冷
可
レ
愛
‘
時
謂
二
顔
娘
泉
玉
李
尤

所
レ
記
、
後
世
撮
レ
之
‘
按
、
顧
野
王
輿
地
志
謂
、
顔
文
妻

也
、
妻
事
レ
姑
孝
、
感
1

一
得
霰
泉
エ
生
―
―
於
室
内
涵
巾
以
―
―
絹

籠
云
i

レ
之
、
姑
出
レ
籠
‘
卸
泉
涌
―
―
居
宅
涵
溢
翌
籠
泉
面
野

王
所
レ
記
、
自
是
常
時
所
レ
傭
‘
李
姜
以
為
顔
文
姜
五
誤

也。

【
顔
中
和
】
179

”
}
ゥ
ヮ
清
‘
呉
縣
の
人
。
年
十
―
二
‘
其
の
父
‘

仇
家
周
昌
に
殺
さ
れ
る
や
‘
斧
を
懐
に
し
て
昌
を
市
中

に
殺
し
、
自
首
し
て
獄
に
繋
が
る
。
巡
撫
囚
を
録
す
る
に

會
ひ
‘
秤
放
せ
ら
る
。
〔
清
史
稿
‘
五
百
三
〕
・
〔
國
朝
者
獣

類
徴
‘
三
百
七
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
六
〕
。

【
顔
直
之
】
180

翌
ク
’
宋
、
呉
の
人
。
字
は
方
叔
゜
琥
は

築
間
。
書
に
巧
‘
小
豪
を
善
く
す
。
〔
圏
翰
賓
鑑
〕
。

【
顔
廷
渠
】
181

”
し
ク
明
、
永
春
の
人
。
字
は
範
卿
。
嘉
靖
の

歳
貢
。
官
は
九
江
府
通
判
。
後
、
太
寧
都
司
断
事
に
調
せ

ら
れ
‘
眠
府
長
史
に
遷
る
。
書
室
を
叢
桂
堂
と
い
ふ
。
著

に
杜
律
意
箋
・
叢
桂
堂
集
が
あ
る
。

【
顔
侃
草
】1
8
2
7

し
ヰ
明
‘
呉
縣
の
人
。
馬
傑
・
沈
揚
•
楊
念

如
・
周
文
元
等
と
輿
に
大
辟
に
論
ぜ
ら
る
。
刑
せ
ら
る

る
に
及
ん
で
虎
丘
の
労
に
合
葬
さ
れ
、
五
人
の
墓
と
稲

せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
四
十
五
〕
．
〔
病
斯
同
明
史
‘
三

百
五
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
十
二
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘

三
〕
．
〔
東
林
同
難
録
‘
十
二
〕
．
〔
東
林
列
債
‘
三
〕
．
〔
前
明

忠
義
別
博
‘
六
〕
・
〔
明
書
‘

-Ei+〕。

【
顔
伯
瑶
】
183

万
ヰ
明
直
陵
の
人
。
名
は
環
。
字
を
以
て

行
は
る
。
盆
は
忠
悪
。
又
‘
孝
節
。
建
文
の
初
‘
賢
良
に
攀

げ
ら
る
。
官
は
油
縣
の
知
。
燕
兵
に
城
を
攻
め
ら
れ
、
固

守
し
て
下
ら
ず
。
冠
帯
を
正
し
‘
堂
に
升
り
、
南
向
し
拝

し
て
遂
に
自
別
す
。
〔
明
史
‘
一
百
四
十
二
〕
・
〔
萬
斯
同
明

史
、
一
百
八
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
一
二
十
三
〕
．
〔
國
朝

獣
徴
録
‘
八
十
三
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
・
十
七
〕
・
〔
明

名
臣
言
行
録
‘
十
三
〕
．
〔
皇
明
名
臣
碗
球
録
‘
十
二
〕
・

〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十

三
〕
・
〔
明
史
蔽
‘
七
十
八
〕
．
〔
建
文
忠
節
録
‘
―
-
〕
．
〔
勝
朝

殉
節
諸
臣
録
‘
十
二
〕
．
〔
明
書
‘
一
百
五
〕
．
〔
績
蔵
書
‘

七
〕
．
〔
備
遺
録
〕
．
〔
遜
圃
諸
臣
傭
‘
三
〕
。

【
顔
伯
現
】
184

勺
ん
エ
イ
清
の
人
。
牢
紹
の
子
。
字
は
士
登
。

四
子
學
生
貝
に
充
て
ら
る
。
明
末
‘
牢
紹
殉
難
す
。
時

に
伯
瑳
は
兌
州
に
居
る
。
間
闊
し
て
河
間
に
行
ぎ
‘
父

の
骸
を
拾
ひ
‘
弟
伯
殉
と
偕
に
蹄
る
。
家
を
治
め
る
こ

と
甚
だ
散
に
し
て
兄
弟
篤
友
‘
終
身
仕
へ
ず
。
〔
小
膜
紀

傭
補
遺
‘
五
〕
．
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
三
百
七
十
九
〕
．
〔
國

朝
先
正
事
略
‘
五
十
五
〕
。

【
顔
伯
奎
郎
】
185

巧

g
清
の
人
。
検
の
子
。
嘉
慶
の
進
士
。

編
修
を
授
け
ら
れ
、
道
光
中
‘
問
浙
総
督
に
累
官
す
。
英

人
厘
門
を
餡
る
る
や
‘
坐
し
て
免
職
せ
ら
る
。
〔
清
史

稿
、
＿
二
百
七
十
七
〕
．
〔
消
史
列
債
四
十
八
〕
。

【
顔
伯
録
】
186

”L
ロ
ク
元
、
永
春
の
人
。
字
は
疇
叔
。
室

に
多
く
梅
を
種
ゑ
‘
自
ら
梅
野
と
琥
す
。
官
は
南
海
平
。

【
顔
博
文
】
187

巧
プ
ノ
宋
、
徳
州
の
人
。
字
は
持
約
。
政
和

中
‘
甲
科
に
登
る
。
霊
に
長
ず
。
〔
書
撒
〕
．
〔
王
廷
桂
慮

淡
集
〕
．
〔
圏
諭
賓
鑑
〕
。

【
顔
筆
仙
】
188
豆
9

セ
/
宋
の
人
。
建
炎
の
初
、
筆
を
霰
ぐ
。

異
人
に
遇
ひ
‘
術
を
授
け
ら
る
。
韓
運
使
‘
境
を
過
ぐ
る

あ
り
‘
之
を
見
て
酒
を
輿
ふ
る
に
‘
一
斗
を
飲
み
終
り
、

揚
へ
た
る
筆
藍
を
遺
し
て
去
る
。
轄
運
使
、
左
右
を
し

て
取
っ
て
還
さ
し
め
ん
と
し
た
が
、
力
を
盛
し
て
攀
ぐ

る
能
は
ず
。
凡
そ
其
の
信
る
所
の
箪
を
剖
き
見
れ
ば
管

中
必
ず
一
詩
あ
り
‘
且
つ
其
成
毀
の
歳
月
と
人
の
姓
氏

を
記
す
。
故
に
筆
仙
と
琥
す
。
年
九
十
二
‘
葦
を
積
ん
で

自
焚
す
。
人
、
仙
去
す
と
な
す
。
〔
揚
州
府
志
〕
。

【
顔
敏
徳
】
189

竺
ト
ク
宋
の
人
。
唐
臣
の
子
。
字
は
克
和
。

乾
道
の
進
士
。
官
は
出
已
管
安
撫
使
。
後
、
朝
散
大
夫
に
至

る
【
顔
文
選
】
190

カ
ク
セ
／
明
‘
宣
城
の
人
。
字
は
巽
之
。
篤
暦

の
進
士
。
官
は
江
夏
知
縣
よ
り
戸
科
給
事
中
に
擢
ん
で

ら
る
。

【
顔
平
原
】
191

巧
ゲ
/
●
北
齋
‘
顔
之
推
(
1
5
5
)

を
い
ふ
。

0
唐
‘
顔
慎
卿
(
1
6
9
)

を
い
ふ
。

【
顔
無
絲
】
192

笠
’
春
秋
‘
魯
の
人
。
字
は
路
。
一
に
名

は
耗
‘
又
は
由
、
字
は
季
路
に
作
る
。
孔
子
よ
り
少
き

こ
と
六
歳
。
子
回
と
時
を
異
に
し
て
孔
子
に
事
ふ
。
回

卒
す
る
に
及
ぴ
、
貧
な
る
た
め
孔
子
の
車
を
請
う
て
葬

ら
う
と
し
た
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
〔
史
記
‘
六
十
七
〕
・

〔
孔
子
家
語
、
七
十
二
弟
子
解
〕
。

【
顔
茂
猷
】
193

”
ぷ
明
、
平
湖
の
人
。
字
は
牡
其
。
又
、

仰
子
。
崇
禎
の
時
‘
特
に
進
士
を
賜
は
る
。
著
に
迪
吉

録
•
六
経
纂
要
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
二
日
三
十
二
〕
。

【
顔
竿
紹
】
194

翌
ま
明
‘
曲
阜
の
人
。
牢
は
一
に
胤
に
作

り
‘
又
‘
允
に
作
り
、
引
に
作
る
。
字
は
潰
明
。
崇
願
の
進

士
。
官
は
鳳
陽
縣
の
知
・
i

県
定
同
知
。
城
を
守
り
寇
を
動

し
て
功
あ
り
。
河
間
府
知
と
な
り
、
清
兵
に
攻
め
ら
れ

衆
を
卒
ゐ
て
堅
守
し
‘
遂
に
城
破
れ
、
全
家
を
率
ゐ
て

自
焚
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
、
三
百
八
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
一
1

一
〕
・
〔
明
末
忠

烈
紀
賓
‘
十
〕
・
〔
績
表
忠
記
‘
五
〕
．
〔
崇
顧
忠
節
録
‘
七
〕
．

〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
鋒
‘
―
-
〕
。

【
顔
容
誼
】
195

詑
ケ
ン
明
‘
滴
浦
の
人
。
字
は
字
襦
゜
琥

は
太
屏
゜
萬
暦
の
進
士
。
官
は
エ
部
郎
。
出
で
て
南
陽

を
守
る
。
尋
い
で
太
平
及
ぴ
維
揚
に
移
る
。
至
る
所

治
績
あ
り
。
後
‘
鳳
翔
を
守
る
。
張
獣
忠
の
餓
に
城
餡

り
‘
屈
せ
ず
し
て
自
例
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九

十
二
〕
・
〔
篤
斯
同
明
史
‘
三
百
七
十
八
〕
・
〔
明
史
稿
、
ニ

百
七
十
二
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘
四
〕
・
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
・

〔

前

明

忠

義

別

傭

‘

十

一

〕

。

「

琥

°

【
顔
築
齋
】
196

だ
ラ
ク
元
‘
胡
長
摺
(
9
-
2
9
4
0
0
 :
 5
5
2
)

の

【
顔
築
堂
】
197

”
[
ラ
ク
明
‘
王
竪
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
5
0
)

の
室

【
顔
魯
公
】
198[
か
唐
‘
顔
慎
卿
(
1
6
9
)

の
尊
梢
。

L

名。

〖
顔
魯
公
集
〗1

9
9巧伊
書
名
。
十
五
巻
、
補
遺
一
巻
、

年
譜
一
巻
、
附
録
一
巻
。
唐
‘
顔
慎
卿
撰
゜
其
の
目
は

奏
議
一
巻
・
表
上
二
巻
・
碑
六
巻
・
墓
謁
・
墓
誌
・
祭
文
共

一
巻
・
書
帖
．
讚
・
題
名
共
一
巻
・
序
一
巻
・
記
二
巻
・
詩

一
巻
。
補
遺
は
詩
議
序
逃
文
帖
等
を
録
し
‘
附
録
は
年

譜
・
行
状
・
碑
銘
・
本
博
を
載
す
。
集
中
‘
廟
享
議
等
の

篇
幌
を
説
く
こ
と
尤
も
精
審
゜
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別

集
類
〕
。

【
顔
家
廟
碑
】
200

翌
5

碑
の
名
。
快
西
省
藷
西
安
府
學

に
在
り
。
唐
の
建
中
元
年
‘
顔
慎
卿
が
其
の
父
惟
貞
の

た
め
に
立
て
た
も
の
。
自
ら
撰
文
並
び
に
隷
書
す
。
其

の
文
‘
碑
の
四
面
に
環
刻
し
た
と
こ
ろ
か
ら
、
四
面
碑

と
も
い
ふ
。
後
‘
唐
室
乱
れ
‘
其
の
碑
は
郊
野
に
倒
れ
‘

12885 



(43591 ・ ·201)—(43597)

宋
の
太
平
興
國
の
時
‘
孔
廟
に
移
し
置
く
。
〔
賽
宇
訪
碑

録
‘
唐
〕
贈
太
子
太
保
顔
惟
貞
廟
碑
‘
顔
箕
卿
撰
‘
並
正

書
‘
建
中
元
年
七
月
‘
俗
呼
為
二
四
面
碑
↓

【
顔
筋
柳
骨
】
201

陀
t
9

唐
の
顔
異
卿
と
柳
公
櫂
と
の

筆
法
の
筋
骨
を
受
け
得
た
と
い
ふ
義
で
、
書
の
極
め
て

立
派
な
の
を
い
ふ
。
〔
苑
仲
滝
‘
祭
―
―
石
學
士
一
文
〕
曼
卿

之
筆
‘
顔
筋
柳
骨
゜

【
顔
苦
二
孔
卓
―
】
202

”
い
芦
‘
ウ
タ
ク
ニ
顔
回
は
孔
子
の
卓
然

と
し
て
及
ぶ
こ
と
の
出
来
ぬ
の
に
苦
し
ん
だ
。
〔
法
言
‘

學
行
〕
顔
不
レ
孔
‘
雖
レ
得
1

一
天
下
↓
不
レ
足
二
以
為
＞
築
、
然

亦
有
レ
苦
乎
、
日
、
顔
苦
1

一
孔
之
卓
之
至
一
也
。

【
顔
光
禄
集
】
203

呼
合
ウ
ロ
ク
書
名
。
南
朝
宋
‘
顔
延
之

の
文
集
。

【
顔
山
雑
記
]
2
0
4
t

り
~
，
書
名
。
四
巻
。
清
‘
孫
廷
鐙
撰
゜

廷
鐙
は
益
都
の
顔
紳
鎮
に
住
み
‘
其
の
地
の
藷
聞
新
事

を
採
り
輯
め
て
此
の
書
を
成
す
。
＋
有
六
目
に
分
つ
。

〔
四
庫
提
要
、
史
、
地
理
類
〕
。

【
顔
氏
家
訓
】
姻
”
と
書
名
。
二
巻
。
北
齊
‘
顔
之
推

撰
゜
其
の
目
は
序
致
・
教
子
・
兄
弟
・
後
姿
•
治
家
・
風

操
・
慕
賢
・
勉
學
・
文
章
・
名
賓
（
上
）
．
渉
務
・
省
事
・
上

足
・
誡
兵
・
養
生
・
蹄
心
・
書
證
・
昔
酔
・
雑
藝
・
終
制
（
下
）

の
二
十
篇
。
立
身
治
家
の
法
を
述
べ
、
世
俗
の
謬
失
を

辮
正
し
、
子
孫
を
戒
め
た
も
の
。
其
の
説
く
所
、
世
故

人
情
に
於
て
深
く
利
害
を
明
か
に
し
、
す
べ
て
経
訓
に

本
づ
く
。
故
に
唐
志
宋
志
倶
に
儒
家
に
列
し
た
が
、
蹄
心

等
の
篇
は
佛
法
を
申
明
し
‘
箪
に
儒
教
を
以
て
立
言
し

た
も
の
で
は
な
い
。
又
兼
て
字
豊
昔
訓
並
に
典
故
品
第

を
考
正
し
文
藝
を
曼
術
し
て
、
専
ら
一
家
の
言
に
非
ざ

る
た
め
‘
四
庫
提
要
は
雑
家
部
に
牧
む
。
清
の
趙
蟻
明
、

宋
刻
の
本
を
取
っ
て
注
解
を
加
へ
た
が
慮
文
招
更
に

之
に
補
注
し
‘
宋
本
に
附
し
た
沈
揆
の
考
證
一
巻
を
加

ヘ
‘
錢
大
明
の
補
注
を
附
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
、
雑
家

類〕。

【
顔
氏
學
記
】
205

”
し
書
名
。
十
巻
。
清
‘
顔
元
撰
。
存

性
・
存
學
・
存
治
・
存
人
の
四
編
よ
り
成
る
。

【
顔
氏
之
子
】
206

”
五
孔
子
の
門
人
顔
回
を
い
ふ
。
時

に
其
の
父
顔
路
が
な
ほ
生
存
し
て
ゐ
た
の
で
か
く
い

ふ
。
〔
易
‘
繋
辟
下
〕
子
日
、
顔
氏
之
子
‘
其
殆
庶
幾
乎
‘

有
示
善
工
ざ
嘗
不
＞
知
‘
知
芝
未
―
―
嘗
復
行
一
也
。

【
顔
氏
春
秋
】
207

翌
ク
え
ウ
漢
の
顔
安
築
の
公
羊
春
秋

頁

部

〔
九
奮
＿
〕

【顔】三

ガ
ン

顔
(
1
2
-
4
3
5
9
1
)
の
俗
字
。

の
學
゜
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
至
―
―
建
武
中
盃
汲
置
"
顔
氏

巌
氏
春
秋
・
大
小
戴
橙
博
士
言
注
〕
顔
氏
‘
謂
二
顔
安
栗
↓

[
顔
叔
乗
燭
]
2
0
8
}

旦
昇
蒙
求
の
標
題
。
昔
‘
顔
叔
子
は

寡
婦
の
部
り
に
蜀
居
し
て
ゐ
た
が
‘
或
る
夜
暴
風
の
た

め
室
壊
れ
‘
婦
人
走
り
束
る
。
叔
子
は
こ
れ
を
納
れ
て

婦
人
を
し
て
燭
を
乗
ら
し
め
て
瞭
に
至
り
‘
嫌
疑
を
避

け
た
故
事
。
〔
詩
、
小
雅
‘
巷
伯
‘
戎
,
,
是
南
箕
扁
E

〕
昔
者

顔
叔
子
‘
獨
虞
二
千
宝
夫
鄭
之
矮
婦
‘
又
掲
虞
1

一
子
室
「
夜

暴
風
雨
至
而
室
壊
、
婦
人
趨
而
至
‘
顔
叔
子
納
レ
之
、
而

使
n

―
兄
燭
放
―
―
乎
旦
而
蒸
盛
‘
縮
レ
屋
而
緞
レ
之
、
自
以

葛
辟
レ
嫌
之
不
＞
審
尖
。

【
顔
如
渥
丹
―
】
209

打
い
グ
ク
ク
／
ノ
顔
色
の
わ
か
わ
か
し
く

美
し
い
こ
と
を
い
ふ
。
渥
丹
は
慎
赤
な
色
。
〔
詩
、
秦

風
、
終
南
〕
錦
衣
狐
衷
、
顔
如
渥
丹
面
君
也
哉
。

【
顔
卜
修
レ
文
】
210

ク
”
”
サ
ム
春
秋
の
時
‘
蘇
紹
な
る
者

死
し
て
陰
府
に
顔
回
・
ト
商
が
文
を
修
す
る
を
見
た
と

い
ふ
故
事
。
〔
―
―
-
＋
國
春
秋
〕
蘇
詔
卒
‘
後
従
弟
節
壼
見
レ

詔
節
因
問
―
―
幽
明
事
一
紹
曰
‘
顔
回
卜
＿
商
為
二
地
下
修

文
郎
↓
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
下
‘
疾
病
死
喪
〕
黄
泉

地
逍
、
地
下
見
顔
卜
修
＞
文
。

【
顔
郎
杉
色
】
211

”
抒
顔
慎
卿
の
衣
服
の
色
。
唐
の

顔
慎
卿
が
将
来
の
出
世
を
尼
に
占
つ
て
も
ら
っ
た
故

事
。
〔
明
皇
遺
事
〕
顔
慎
卿
問
荘
氾
氏
尼
ー
曰
‘
吾
得
―
―
五
品

宜
否
‘
尼
指
1

一
紫
絲
布
ー
曰
‘
顔
郎
杉
色
如
レ
此
。

【
顔
氏
之
臨
瓢
】
212

”
え
顔
回
の
飯
を
盛
る
器
と
酒

な
ど
を
い
れ
る
器
。
顔
回
が
清
貧
に
甘
ん
じ
た
故
事
。

〔
論
語
‘
碓
也
〕
子
日
‘
賢
哉
回
也
‘
一
饂
食
‘
一
瓢
飲
‘

在
陪
巷
一
人
不
レ
堪
其
憂
二
回
也
不
レ
改
1

一
其
築
↓
〔
集

注
〕
箪
、
竹
器
、
食
、
飯
也
‘
瓢
‘
艤
也
。
〔
蜀
志
、
秦
｛
必
債
〕

僕
得
レ
曝
―
―
背
乎
随
畝
之
中
ご
誦
1

一
顔
氏
之
蹴
瓢
一
詠
1

一原

憲
之
蓬
戸
一

[
顔
若
冦
之
翠
】
213

五
臼
5y
顔
は
苔
の
花
が

咲
い
て
ゐ
る
や
う
に
美
し
い
。
苔
は
豆
類
の
草
花
の

名
。
夢
の
美
人
が
歌
っ
た
詩
の
一
節
。
〔
史
記
‘
趙
世

家
〕
他
日
、
王
夢
見
―
―
慮
女
鼓
レ
琴
而
歌
五
詩
曰
、
美
人
榮

焚
分
‘
顔
若
―
―
苔
之
榮
よ
命
乎
命
乎
‘
曾
無
―
―
我
嵐
―
)

顔

顔

穎

額

穎

願

願

剛

,`小
El□
国
固
●
選
ん
で
具
へ
る
。
選
に

息
策
同
じ
。
〔
説
文
〕
顛
‘
泡
具
也
、
炊
1

―ニ

頁
二
段
注
〕
選
揮
而
共
置
レ
之
也
‘
一
ハ
部
曰
‘
疫
‘

具
也
、
騨
‘
具
也
、
人
部
曰
、
僕
、
具
也
、
是
巽
・
顛
•

騨
．
屑
字
、
義
同
‘
玉
篇
日
、
倶
古
文
作
逼
。

O

み
る
。
〔
廣
韻
〕
頗
‘
見
也
。

【顛】蜘

國国口曰
ソゼセセゼサ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
蘇
困
切

〔
集
韻
〕
雛
患
切

〔
五
昔
集
韻
〕
雛
院
切

〔
集
韻
〕
須
尭
切

圃霰飼潮

□

0
つ
よ
い
頭
。
顕
(
1
2
-
4
3
3
9
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
頗
‘
彊
頭
也
‘
或
炊
レ
昏
°
〇
あ
き
ぞ
ら
。
曼
(
5

-

1
3
7
7
5
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
曼
‘
説
文
、
秋
天
也
‘

云
云
、
通
作
レ
額
。
口
く
ら
い
。
或
は
婚
(
6
-
1
6
5
1

5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
滑
‘
説
文
‘
督
也
‘
或
作
レ
顧
゜

国
く
ら
い
。
お
ろ
か
。
も
の
に
お
は
は
れ
て
知
る

と
こ
ろ
の
な
い
こ
と
。
或
は
顛
(
1
2
-
4
3
5
6
2
)
・

類
(
1
2
|
 4
3
3
7
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
證
文
‘
繋
レ

頭
殖
也
‘
謂
1

一
頭
被
繋
無
p

知
也
‘
或
炊
レ
昏
。

回□ 日
モボコミビ
ンンンンン

集
韻
〕
瞑
奔
切

【額】坤

集
韻
〕
呼
昆
切

集
韻
〕
眉
貧
切

国国圏

か
ほ
が
大
き
く
て
み
に
く
い
さ
ま
。
或
は
頻
(
1
2

|
 
4
3
4
5
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頼
‘
面
大
醜
兒
‘
或

八
レ
祐
゜

祠】[
ハ
ク
元
韻
〕
匹
各
切
嘩
〖

●
頭
が
へ
こ
む
。
〔
玉
篇
〕
顧
、
頭
凹
。

0
か
ほ

【
願
】
徊

アウェヴ

〔
集
韻
〕
於
交
切
圏

順兄

〔
集
韻
〕
吾
昆
切

m

□
□
国
●
は
げ
。
〔
玉
篇
〕
願
‘
禿
也
。
〇
顧
願
は
‘

斐
が
な
い
。
〔
集
韻
〕
願
‘
顕
願
‘
禿
無
レ
製
也
。
尋
た

は
む
れ
る
。
じ
ゃ
う
だ
ん
。
調
(
1
0
ー

3
5
7
0
9
)
に

同
じ
。
〔
正
字
通
〕
顧
‘
諧
劇
‘
又
弄
言
也
、
卑
ハ
＞
暉

同
。
〔
唐
書
‘
元
結
傭
〕
諧
臣
願
官
‘
恰
二
楡
天
顔
↓

【
願
官
】
1

ご
俳
優
を
い
ふ
。
〔
稽
謂
録
、
優
、
顧
官
〕

元
結
集
‘
諧
臣
願
官
‘
恰
五
暉
天
顔
↓

【
願
玩
之
臣
】
2

匁
グ
‘
ワ
；
築
官
を
い
ふ
。
〔
稲
謂
録
‘

優
‘
顧
官
〕
杜
牧
築
官
曰
二
願
玩
之
臣
↓

屑
】
徊

曰□ 日
ゴゴコゴ
ンンンン

〔
集
韻
〕
胡
昆
切

〔
集
韻
〕
吾
困
切

●
願
岡
は
‘
言
葉
が
正
し
く
な
い
。
〔
玉
篇
〕
願
‘

願
踊
、
言
不
レ
正
。
〔
廣
韻
〕
踊
‘
願
顔
‘
言
語
無
レ

度
。
〇
願
顕
は
‘
ほ
ら
を
ふ
く
。
大
げ
さ
に
い
ふ
。

〔
廣
韻
〕
願
‘
願
顕
‘
大
言
。
〔
集
韻
〕
願
‘
願
顕
、
揚

言
也
。

O
す
こ
や
か
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
一
曰
‘

健
兒
゜

宵
i

】

亨

万

〔

集

韻

〕

胡

溝

切

困

幅
由
會
意
。
頁
を
二
つ
合
す
。
本
義
は
選
ん
で
具
へ
る
。

頁
を
二
つ
合
し
て
具
へ
る
義
と
す
。
正
字
通
に
依
れ

ば
‘
二
人
、
首
を
拉
べ
て
之
を
為
す
と
。
頁
は
か
し
ら
‘

故
に
人
の
義
。
一
一
人
束
揮
し
て
共
に
之
を
具
へ
る
義
。

〔
正
字
通
〕
ハ
l
-

―
―
頁
コ
下
ぶ
翌
首
為
レ
之
‘
會
意
。
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
顛
、
選
具
也
、
炊
＝
一
百
公
會
意
、
按
‘
此
字
賓

即
弗
之
異
罷
‘
頁
者
‘
人
也
、
二
人
束
揮
而
共
具
レ
之
。

二
九
〇

12886 



(43598)― (43600・ ・13) 
~ 

顕
し一—ュ
43599 

【顧】螂

ru. 

頁

立

口

〔
九
書
〕

顧

顕

顕

二
九

小
●
大
き
い
あ
た
ま
。
又
、
大
き
い
さ

見讃
豪
ま
。
〔
説
文
〕
顕
、
大
頭
也
、
炊
レ
頁
晶

臀
、
詩
曰
‘
其
大
有
レ
顕
゜
〔
段
注
〕
引
一
伸
之
ず
士
大

皆
有
是
俯
詩
小
雅
六
月
、
其
大
有
レ
顕
、
博
‘

顕
、
大
貌
。

O
っ
つ
し
む
。
〔
易
、
観
〕
有
レ
手
顕
若
゜

〔
馬
注
〕
顕
、
敬
也
。
〔
疏
〕
顕
‘
是
巌
正
之
貌
。

O
ぉ

ギーヨーウ

グ

〔
集
韻
〕
魚
容
切／ 
U
L
 
密yun
g
2
 

固回ロロ
ゲガケカコカコカ
ンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
苦
紺
切＞ 
万
ヰ

〔
集
韻
〕
虎
感
切

詔幽憾：：園
屯

が
大
き
く
目
が
く
ぽ
ん
だ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘

大
首
深
目
兒
゜
〔
王
延
壽
‘
魯
震
光
殿
賦
〕
願
蝕

顎
而
瞑
唯
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
願
顛
顎
、
大
首
深
目
之

貌゚

〔
集
韻
〕
丘
咸
切

〔
集
韻
〕
五
陥
切

小
日
頗
蝋
は
‘
黄
色
の
顔
。
食
物
が
充
分

民

蔽

に

取

れ

な

い

で

か

ほ

が

黄

色

に

な

る
。
又
‘
顧
頷
に
作
る
。
〔
説
文
〕
顧
‘
顧
顧
‘
食
不
レ

飽
面
黄
起
行
也
、
ハ
レ
頁
咸
臀
‘
讀
若
レ
慇
゜
〔
楚

辞
、
離
騒
〕
長
顧
頷
亦
何
傷
。
〔
注
〕
頗
頷
、
不
レ
飽

貌
。
〔
洪
興
祇
補
注
〕
顧
頷
、
食
不
レ
飽
面
黄
貌
。
ロ

0
ぅ
ゑ
て
顔
色
が
黄
色
に
な
る
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
説

文
、
飯
不
レ
飽
面
黄
起
行
也
。
●
顧
顧
は
、
や
せ

る
。
〔
廣
韻
〕
噸
顧
師
‘
痩
也
。

O
頭
を
動
か
す
。

願
(
1
2
-
4
3
7
0
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
首
動
也
、

或
省
。
口
固
か
ほ
が
長
い
。
〔
集
韻
〕
噸
‘
顧
顧
‘
面

長
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
頭
頬
長
也
。

だ
や
か
な
さ
ま
。
顕
顕
。
〔
集
韻
〕
顕
、
一
日
、
顕

類
、
温
兒
。
R
ぁ
ふ
ぐ
。
〔
廣
韻
〕
顕
‘
仰
也
。

O
物

小
●
う
や
う
や
し
い
。
謹
し
む
さ
ま
。

の
さ
ま
。
顕
類
(
4
)

を
見
よ
。

0
或
は
翡
(
1
2
|
 4

4

 

〔
説
文
〕
顕
、
頭
顧
顕
謹
兒
‘
炊
レ
頁
附

8
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顕
‘
或
作
紐
。

O
姓

。

〔

萬

緯

g
豪

瞥
゜
〔
段
注
〕
衷
者
、
小
謹
也
、
今
字
作
レ
専
‘
亦

姓
統
譜
〕
顕
‘
姓
纂
本
、
人
姓
。

仮
レ
顕
為
レ
専
。
●
よ
い
。
〔
淮
南
子
、
曹
冥
訓
〕

画
圏
清
代
‘
仁
宗
の
請
を
避
け
て
顛
(
1
2
-
4
3
6
0
5
)

に

猛
獣
食
二
顕
民
二
注
〕
穎
、
善
。
〇
お
ろ
か
。
〔
韻

作
る
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
皇
室
‘
御
名
敬
避
〕
仁
宗
容

皇
帝
、
廟
謙
曰
一
血
涵
ぶ
顕
改
作
レ
顛
。
球
改
作
レ
瑳
‘
夏
炎

等

字

‘

箪

用

無

レ

妨

゜

會

〕

顕

‘

蒙

也

。

〔

法

言

‘

學

行

序

〕

控

個

顕

蒙

。

〔

注

〕

【
顕
i

奄】
1

万
清
‘
程
貞
白
(
8
|
2
5
0
8
1
 :
 2
6
3
)

の
琥
。
顧
蒙
、
頑
愚
也
。
R
も
つ
ば
ら
に
す
る
。
専
(

4

-

7

【
顕
球
]
2

巧

清

‘

仁

宗
(
1
ー

3
4
9
:
 1
6
3
)

の
●

8
の

4
3
9
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
、
高
后
紀
〕
顕
レ
兵
乗
レ
政
。

〔
注
〕
師
古
日
、
顧
、
讀
輿
レ
専
同
。
R
小
さ
い
さ

本
名
。

【
類
昂
】
3

砕
ゥ
敬
順
な
さ
ま
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
洞
天
花

ま
。
又
、
ま
る
い
さ
ま
。
顕
顔
。
圃
(
8
ー

4
8
3
4
)

に

燭
記
〕
如
1
1

令
嗣
某
玉
顕
昂
聞
望
‘
允
為
―
―
白
面
銹
衣
郎
↓

【
類
顕
】
4

砂

O
温
和
で
敬
順
な
さ
ま
。
〔
詩
、
大
雅
、
通
ず
。
〔
漢
書
、
買
捐
之
債
〕
穎
頗
獨
居
二
-
海
之

巻
阿
〕
類
類
叩
印
‘
如
缶
如
レ
障
。
〔
債
〕
顕
顕
‘
温
貌
。
中
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
顕
‘
卑
ハ
レ
専
同
、
専
専
‘
猶
二
逼

〔
陳
英
博
疎
〕
言
1

一
其
徳
温
恭
↓
〔
集
債
〕
類
類
印
印
‘
尊
殿
犀
也
、
一
日
、
園
貌
也
。
〔
正
字
通
〕
圃
‘
通
作
レ

顧。

O
古
の
帯
王
の
名
。
顕
項
（
5
)

を
見
よ
。

O

也。

O
向
ひ
慕
ふ
さ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
朱
偶
博
〕
凡
百
君

子
、
靡
レ
不
↓
―
顆
顕
↓
〔
蜀
志
、
許
靖
博
〕
顕
顕
注
望
‘
足

下
伊
此
。

O
波
の
高
い
さ
ま
。
〔
枚
棄
七
接
〕
顕
顕
姓
。
〔
尚
友
録
〕
顕
、
顕
央
之
後
。

印
印
、
据
据
彊
彊
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
顕
顕
印
印
、
波
高
貌
国
面
]
熟
語
は
再
(
4
|
7
4
3
9
)
を
併
せ
見
よ
。

也

。

【

顧

奄

】

1

竺
清
、
王
扶
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 8
2
)

の
字
。

〖
顕
顕
然
〗5
巧
ゥ
咤
ヨ
ヴ
仰
ぐ
さ
ま
。
〔
淮
南
子
、
傲
慎
【
顕
家
】

2

狂
／
専
門
の
家
。
専
家
(
4ー
7
4
3
9:
 1
5
)

に
同

訓
〕
繋
生
莫
レ
不
下
顕
顕
然
仰
1

一
其
徳
一
以
和
順
い
し
。
〔
唐
書
‘
蒔
楼
傭
〕
貞
観
永
徽
間
‘
虞
世
南
堵
遂
良

【
顛
昆
】
6

巧
明
‘
施
兆
昂
(
6
|
1
3
6
2
9
 ：
 
1
7
2
)

の
字
。
以
レ
書
額
レ
家
‘
後
莫
1

一
能
搬
↓

【
顕
之
】
7

↓，ヨ

9,
宋
‘
蘇
大
琉
(
9
ー

3
2
4
2
7
:

2

器
)
の
[
顕
已
】
3

"

／
己
を
専
ら
に
す
る
。
自
分
勝
手
に
振
舞

字

。

ふ

。

専

己

。

＿

〔

漢

書

‘

地

理

志

下

〕

浦

楚

之

失

‘

急

疾

顛

レ

己

。

【
顕
若
】
8

砕

[

O
ぉ
ご
そ
か
。
骰
正
な
さ
ま
。
〔
易
、
〔
注
〕
師
古
日
‘
言
1

一
性
褐
狭
而
自
用
↓

観
〕
観
益
而
不
槍
、
有
与
顛
若
。
〔
馬
注
〕
顕
敬
也
。
【
顕
玉
】
4
5
5
ク
複
姓
。
〔
萬
奸
統
譜
〕
顕
玉
‘
帝
高
陽
氏

〔
疏
〕
類
‘
是
巌
正
之
貌
。
〔
宋
史
簗
志
九
〕
観
蕨
顕
若
一
也
、
黄
帝
之
孫
。

受
揺
之
符
〇
字
麗
①
明
‘
曹
字
(
5
ー

1
4
2
9
7
:
 1
7
0
)

【
顕
項
】
5
[
5
ク

0
上
古
の
帝
王
。
黄
帝
の
孫
‘
昌
意
の

虞
[
〗
〗
〗
/
〗
向
陽
｀
す
[
[
位

【頻】[
セ
ン

〔
集
韻
〕
朱
瑞
切

E
匹

生

xJ
:
f
'
c
h
u
a
n
'
 

七
十
八
年

に
し
て
崩

ず
。
顕
は

専
‘
項
は

正
‘
よ
く

天
人
相
互

間
の
道
を

正
し
た
人

と
い
ふ
義
。
〔
史
記
‘
一
〕
·
〔
左
氏
、
文
‘
十
八
•
昭
‘
八
・

十
・
十
七
・
二
十
九
〕
゜
●
星
の
名
。
虚
宿
を
い
ふ
。
〔
爾
雅
‘

秤
天
〕
顕
項
之
虚
虚
也
。
〔
注
〕
韻
項
水
徳
‘
位
在
"
北
方
一

〔
左
氏
、
昭
‘
十
〕
今
荻
歳
在
二
頴
項
之
虚
↓
〔
注
〕
歳
‘
歳
星

也
、
顕
項
之
虚
‘
謂
―
―
玄
榜

-
O複
姓
。
〔
廣
韻
〕
神
仙
傭

有
1

一
太
玄
女
五
姓
顔
項
‘
名
和
。

〖
顕
項
陵
〗6
パ
共
ヨ
ク
顕
項
の
陵
。
〇
河
南
省
滑
縣
の
東

北
。
〔
山
海
経
‘
大
荒
北
経
〕
附
黒
之
山
‘
帝
顧
瑣
卑
ハ
1

一九

嫁
葬
焉
。
●
河
北
省
高
陽
縣
の
東
。

O
今
、
山
東
省

聯
城
縣
の
西
北
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
注
〕
皇
覧
曰
‘
顕
項

家
‘
在
1

一
東
郡
諜
陽
頓
丘
城
門
外
廣
陽
里
一
〔
東
昌
府
志
〕

高
賜
氏
陵
‘
在
―
―
府
城
西
北
二
十
里
―
)

〖
顕
項
暦
〗
こ
し
そ
ヨ
ク
穎
項
の
制
し
た
こ
よ
み
。
〔
漢
書
‘

張
蒼
傭
賛
〕
張
蒼
文
好
1

一
律
暦
↓
為
―
―
漢
名
相
盃
皿
専
遵
1

ー用

秦
之
顕
項
暦
面
四
哉
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
下
〕
輿
1

一
秦
初
歴
一

相
應
‘
亦
有
二
頗
項
之
麿
焉
。
〔
洪
範
五
行
博
〕
五
家
之
歴

支
疎
闊
而
顕
項
暦
貸
微
壁
故
張
蒼
用
1

麒
項
歴
↓

【
顕
愚
】
8

t

/

0

ぉ
ろ
か
。
顧
蒙
゜
〔
法
言
‘
學
行
序
〕
侑

偕
顕
蒙
。
〔
注
〕
顕
蒙
‘
頑
愚
也
。
〔
輻
悪
全
書
、
疱
任
部
‘

詳
文
贅
説
〕
顕
愚
無
知
。
●
明
‘
姜
思
容
(
8
|
6
2
 0
5
:
 

9
2
)

の
字
。

【
顕
決
】
，
だ
一
人
で
勝
手
に
き
め
る
。
専
決
。
〔
漢

書
、
朝
鮮
博
〕
乃
使
"
'
衛
山
諭
↓
―
降
右
渠
一
不
レ
能
二
顕
決
一

【
頗
櫂
】
10

竺
櫂
力
を
専
に
す
る
こ
と
。
〔
漢
書
‘
礎
噌

傭
〕
古
向
后
時
‘
用
レ
事
顕
レ
櫂
゜
〔
漢
書
‘
王
商
博
〕
大
将
軍

王
鳳
顕
レ
櫂
、
行
多
l

騎
僭
↓

【
顕
士
]
1
1

ペ／

HIPl
‘
王
項
齢
(
7
|
2
0
8
2
3
 ：
 
1
3
2
8
)

の
字
。

【
顧
恣
】
12

ペ
／
ほ
し
い
ま
ま
。
専
恣
(
4
|
7
4
3
9
 :
 5
7
)

に

同
じ
。
〔
漢
書
、
外
戚
上
‘
孝
武
鉤

t
趙
俺
仔
博
〕
恐
―
―
―
女

主
顕
恣
‘
胤
國
家
↓

【
顧
辞
】
13

竺
わ
が
身
の
た
め
に
す
る
言
華
゜
〔
班
固
‘

曲
引
〕
亦
以
寵
11

震
文
武
正
炉
燕
後
昆
点
覆
以
底
恥
礫
一
登

- -

（索石金） 項顕
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其
為
レ
身
而
有
1

一
顕
辟
1

也
。
〔
注
〕
向
曰
、
成
王
所
1
1

以
封
【
顧
面
】
25

竺
面
貌
を
専
ら
つ
つ
し
む
。
〔
漢
書
‘
李
尋

輝
者
、
登
為
1

一
其
身
―
而
為
―
―
専
檀
之
辞
一
也
、
蓋
以
光
"
博
〕
天
官
上
相
上
将
、
皆
顕
紬
面
正
レ
朝
。
〔
注
〕
孟
康
日
、

帆

考

之

徳

↓

各

専

―

―

一

面

1

而
正
二
天
之
朝
事
一
也
。

【
顕
制
】
14

杓
ほ
し
い
ま
ま
に
事
を
行
ふ
。
専
制
。
専
【
顕
蒙
】
26

梵
お
ろ
か
な
こ
と
。
顕
愚
。
〔
漢
書
、
揚
雄

断
。
〔
揚
雄
‘
諫
J

不
レ
受
,
,
i

早
子
餌
書
〕
然
尚
穎
緊
之
計
博
下
〕
天
降
1

一
生
民
硲
g

僧
顕
蒙
゜
〔
注
〕
鄭
氏
日
、
童
蒙
無
レ

不
―
―
顕
制
↓
〔
漢
書
、
鄭
崇
博
〕
何
有
T

岱
天
了
乃
反
為
＂
栖
知
也
。
〔
法
言
、
學
行
序
〕
天
降

1

一
生
民
盃
禰
顕
蒙
。
【
痣
眠
】

g

一
臣
所
乙
顕
制
•
邪
゜
〔
注
〕
師
古
曰
、
顕
、
興
レ
専
同
也
。
〔
注
〕
顕
蒙
、
頑
愚
也
。

【
顧
政
】
15

梵
政
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
。
専
政
。
【
顧
門
】
2
7
5
ク
経
書
を
研
究
す
る
に
或
る
一
種
の
書
を

〔
漢
書
、
元
后
偉
〕
災
異
之
獲
‘
為
1

一
大
臣
顧
政
―
者
也
。
専
ら
修
め
る
こ
と
。
専
門
(
4
-
7
4
3
9
:
 1
4
7
)

の
●
に
同

〔

漢

書

、

梅

輻

債

〕

王

非

開

政

‘

輻

一

朝

棄

妻

子

玉

＃

九

じ

。

頗

門

名

籍

を

見

よ

。

【

毎

血

】

岬

江
云
ぎ
今
博
以
為
レ
仙
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
頴
讀
興
レ
専
同
。
〖
顕
門
名
レ
経
〗

2
8
t其
が
リ
一
経
の
専
門
家
と
し
て

【
顕
顕
】
16

努
小
さ
な
さ
ま
。
又
、
お
ろ
か
な
さ
ま
。
一
の
名
臀
を
攀
げ
る
。
〔
漢
書
、
夏
侯
勝
博
〕
勝
従
父
子
建
、
お
と
が
ひ
。
顧
(
1
2
-
4
3
5
4
1
)

の
謡
字
。
〔
龍
寵
手

説
に
、
圃
い
さ
ま
。
〔
漢
書
‘
賃
捐
之
博
〕
略
越
之
人
、
父
子
字
長
卿
、
自
師
事
勝
及
獣
陽
高
元
右
采
獲
‘
又
従
―
―
鑑
〕
願
‘
願
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
頷
、
按
、
即
顧
字
之

謡
。

同
レ
川
而
浴
、
相
習
以
レ
鼻
飲
‘
云
云
、
顕
顕
獨
居
二
-
海
之
五
経
諸
儒
盃
即
興
―
―
尚
書
1

相
出
入
者
3

牽
引
以
次
―
―
章

中
↓
〔
注
〕
師
古
曰
、
顕
、
興
レ
専
同
、
専
専
‘
猶
1

一
謳
謳
一
也
、
句
ご
具
レ
文
飾
レ
説
、
勝
非
レ
之
日
、
建
所
謂
章
句
小
儒
‘

一
日
、
園
貌
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
説
文
顔
下
云
‘
頭
頗
頗
破
＃
評
大
填
建
亦
非
レ
勝
、
為
レ
學
疏
略
‘
難
―
―
以
應
＂
敵
‘

'

，

顧

(
1
2
ー

4
3
5
9
9
)
に
同
じ
。
〔
海

謹
貌
‘
此
言
砿
額
五
竺
其
套
蒙
無
＂
所
―
―
知
識
工
亦
従
―
―
建
卒
自
顕
門
名
レ
経
。
〔
注
〕
師
古
日
、
顕
、
興
レ
専
同
、
専

謹

字

―

告

訓

。

門

者

、

自

別

為

,

,

I

家

之

學

↓

【

顛

】

螂

ギ

ヨ

ウ

篇

〕

顛

、

同

畑

゜

【
顕
孫
】
17

パ
≫
複
姓
。
〔
尚
友
録
〕
顔
孫
‘
娯
姓
‘
陳
公
子
【
顕
哭
】
2
9
f
/

魯
の
附
庸
の
國
。
姓
は
風
。
山
東
省
費
縣

顕

孫

仕

レ

晉

‘

子

孫

氏

焉

。

の

西

北

に

顕

曳

村

が

あ

る

。

〔

左

氏

、

博

、

二

十

一

〕

任

〖
顕
孫
師
〗1
8
9ン
ソ
ン
春
秋
‘
陳
の
人
。
字
は
子
張
。
孔
子
宿
・
須
句
・
顕
衷
風
姓
也
、
賓
司
矢
嶋
良
有
漬
之
祀i

【
竿
曲
】
〖
イ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
甑
‘
昔
由
。

の
弟
子
、
孔
子
よ
り
少
き
こ
と
四
十
八
歳
。
容
貌
す
ぐ
〔
注
〕
顕
央
‘
在
―
―
泰
山
南
武
陽
縣
東
北
↓
〔
論
語
、
季
氏
〕

れ
、
資
質
寛
沖
‘
よ
く
人
と
交
は
る
。
〔
史
記
、
六
十
七
〕
・
季
氏
将
レ
伐
1

函
冨
合
云
云
‘
吾
恐
季
孫
之
憂
‘
不
レ
在
―
―
顕

〔
孔
子
家
語
、
七
十
二
弟
子
解
〕
。
衷
而
在
鵞
騰
之
内
也
。
〔
史
記
、
補
三
皇
紀
〕
太
長
伏
【
3
順
】
呻
グ
，
ワ
イ
・
久
ワ
イ

【
顕
断
】
19

焚
勝
手
に
き
め
る
。
専
断
(
4
-
7
4
3
9
:
 1
0

義
氏
、
云
云
‘
其
後
裔
営
1

一
春
秋
時
1

有,,
任
宿
・
須
句
・

3
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
、
五
行
志
上
〕
以
"
春
秋
誼
盃
螂
―
―
断
於
顕
央
五
皆
風
姓
之
胤
也
。
〔
後
漢
書
、
郡
國
志
三
〕
南
武
又
苦
怪
切

外
↓
〔
漢
書
、
王
非
博
中
〕
制
1

一
於
民
臣
函
5

二
断
其
命
一
陽
‘
侯
國
‘
有
一
幽
雷
＾
城
↓

【
顔
童
】
20

読
お
ろ
か
。
顕
蒙
。
〔
太
玄
経
‘
童
〕
顕
童
不
レ
【
顕
封
者
】
30

約
ク
イ
能
く
其
の
事
を
専
に
虞
置
す
る

庫
貪
我
蒙
登
〔
司
馬
光
注
〕
顕
童
之
人
、
不
レ
崖
於
者
。
〔
漢
書
‘
王
非
億
中
〕
享
儒
生
能
顔
封
者
→
【
顛
】
〗

雙
終
亦
欝
1

一
於
蒙
賢
而
已
゜

【
顕
房
】
21
心
5

姫
妾
が
寵
を
専
ら
に
す
る
を
い
ふ
。
専

"
~
[
―
に
い
〗
戸

5い
パ
書
‘
外
戚
上
、
孝
宣
【
額
】
螂

[
9
7
7
〔
字
彙
補
〕
何
朗
切
圏
【
知
祖
】
〗

飛
ぴ
上
り
飛
び
下
る
。
上
下
す
る
。
〔
字
彙
補
〕

【
顕
判
】
22

ペ
≫
も
っ
ぱ
ら
裁
決
す
る
。
〔
唐
書
‘
百
官
志

額
‘
頷
頑
也
。
【
頼
】
〖

二
〕
凡
國
家
之
務
占
空
中
書
令
五
多
線
、
而
顕
二
判
省
事
一

【
顕
兵
】
ZI

苔
兵
櫂
を
檀
に
す
る
こ
と
。
専
兵
。
〔
漢
書
、

高
后
紀
〕
上
将
軍
誨
・
相
國
産
、
顕
レ
兵
乗
レ
政
。
〔
注
〕
師

古
曰
‘
顕
讀
界
専
同
。

【
顧
民
】
24

捻
良
民
の
こ
と
。
〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
往
古
【
癖
俎
】
寧

之
時
、
猛
獣
食
1

一
顕
民
こ
鵞
鳥
攪
―
―
老
弱
↓
〔
注
〕
顕
、
善
。

ヒ

〔
字
彙
補
〕
浩
基
切

図

【
顕
】
[
ケ
ン
サ
ヴ

ル
イ

ガ，ウ

顧（
1
2
-
4
3
7
2
6
)

の
略
字
。

願（
1
1
0ー

4
3
6
2
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
頷
、
俗
頼
字
。

類（
1
2
ー

4
3
6
3
6
)

に
同
じ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
頻
‘
五
郎

切。

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
鹸
、
五
怪
切
‘

ゴカ
ンン

〔
龍
寵
手
鑑
〕
胡
耽
切

圏

フ
ク

腹
(
1
2
,
 4
4
5
4
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
頗
、
同
レ
複
。

み
じ
か
い
か
み
の
毛
が
み
だ
れ
る
さ
ま
。
或
は

頚
(
1
2
|
 4
3
5
6
6
)
に
作
る
。
〔
字
彙
補
〕
顆
、
短
髭

披
貌
‘
亦
作
レ
頼
。

＂ 
頁

音

〔
九
ー
ー
十
書
一
〕

顕

額

顆

頷

頷

顛

甑

鹸

頻

類

頼

顕

額

額

頬

顛

臆
豪小

【順】
g

日
ヰ
ン
見
[

国
ゥ
ン

國
ヲ
ン
国
言

日
口
国
國
か
ほ
い
ろ
が
さ
し
せ
ま
つ

た
さ
ま
。
顛
顛
。
〔
説
文
〕
順
‘
面
色

〔
集
韻
〕
利
敏
切
聟

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
字
四

〔
集
韻
〕
利
粉
切
慟

〔
集
韻
〕
郎
本
切
菌

〔
集
韻
〕
戸
哀
切
罰

小
日
●
大
き
い
頭
。
〔
説
文
〕
頚
、
大
頭

箕
豪
也
、
八
レ
頁
恙
臀
。
●
額
が
大
き
い
さ

ま
。
〔
廣
韻
〕
頚
‘
頷
大
兒
。
〇
お
ほ
き
い
。
〔
廣

雅
‘
繹
詰
一
〕
頚
、
大
也
。
R
廣
い
ひ
た
ひ
゜
〔
集

韻
〕
頴
、
廣
類
謂
1

一
之
頌
↓
□
大
き
い
頭
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
頚
、
大
頭
兒
。
国
●
大
き
い
頭
の
さ
ま
。

又
‘
お
ほ
い
さ
ま
。
頒
(
1
2
-
4
3
3
7
8
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
頒
、
大
首
兒
‘
一
曰
‘
衆
兒
‘
亦
作
レ
頚
。

O
墳
(
8

ー

5
4
8
8
)

に
通
ず
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
苔
之
華
〕
詳
羊
墳

首
。
〔
説
文
、
顕
‘
繋
博
〕
詩
日
、
拌
羊
顕
首
、
作
レ
墳
。

【頚】
5

号フ
ン
プ
ン

国 日
ヶ
ヴ

〔
集
韻
〕
馨
名
切
繭
[
國図

〔
集
韻
〕
馨
叫
切

〔
集
韻
〕
符
分
切

【顔】畑

頼
（
1
2
-
4
3
5
8
5
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
顛
、
同
伝
頼
。

ヘ
イ

●
図
（

8_蕊
1
)

の
古
字
。
〔
集

【
額
】
〗
韻
〕
図
、
古
作
籟
。

O頗(
1
2
-
4
3

4
3
7
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
顛
‘
俗
頗
字
。

シ
ン
•
I

且
二
九
二

12888 
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【顆】叩

＂ 
頁
立
口

〔
十
董
〕

顕

頷

顧

顆

顧

願

額

頷

顧

願

セ
ン

顧
(
U
l
-
4
3
6
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
願
、
或
炊
レ
栞
。

【額】
g

額。

’

’

頌

(
1
2
|
 4
3
3
6
5
)
の
擁

文
。
〔
集
韻
〕
頌
‘
籠
作
レ

ヨ
，
ウ
・
シ
ョ
ウ

日
く
ぴ
す
ぢ
の
毛
。
翁
(
9
ー
2
8
6
3
5
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
翁
、
説
文
、
頸
毛
也
、
或
八
レ
頁
。
口
顧
机

は
、
つ
よ
い
さ
ま
。
勧
(
9

ー
2
4
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
勧
‘
勧
机
‘
屈
強
兒
‘
或
ハ
レ
頁
。

●
顛
願
は
、
頭
が
か
し
ぐ
。
〔
集
韻
〕
願
、
顛
願
、
頭

不
レ
正
。
●
み
め
よ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
一
日
、

好
兒
゜

【
顧
】
〗 ヲ，ウ
日
ヲヲ，ウ
ロヲ

園

〔
集
韻
〕
郎
孔
切
忠
圏

小
日
●
う
や
う
や
し
い
。
謹
し
み
お
ご

息号豆
豪
そ
か
な
さ
ま
。
〔
説
文
〕
顕
‘
謹
荘
兒
‘

炊
レ
頁
登
瞥
゜
〇
や
す
ら
か
。
〔
廣
韻
〕
顕
、
靖
也
。

●
た
の
し
い
。
〔
廣
韻
〕
顕
、
築
也
。
働
し
づ
か
。
〔
爾

雅
、
秤
詰
〕
顕
、
静
也
。
国
顛
顛
は
、
し
づ
か
。
〔
集

韻
〕
顕
、
爾
雅
‘
顕
顧
、
静
也
。

【願】
5

シ

〔
集
韻
〕
相
支
切
甲
-

〔
集
韻
〕
烏
公
切

小
か
み
や
ひ
げ
が
み
じ
か
い
さ
ま
。
頷

怠

豪

(
1
2
ー
4
3
5
6
6
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
麺
‘

短
須
斐
兒
‘
八
レ
須
否
贅
。
〔
集
韻
〕
額
、
或
省
。

【額】』

5

〔
集
韻
〕
貧
悲
切
図

【顕】如

日
パ
〔
集
韻
〕
語
登
切
卿

号
ィ
〔
集
韻
〕
五
―
咳
切
梱

小
日
●
お
も
な
が
の
さ
ま
。
あ
た
ま
が

麒
藁
せ
ま
く
か
ほ
が
長
い
。
〔
説
文
〕
願
、

頭
頬
長
也
‘
炊
レ
頁
兼
臀
゜
〔
段
注
〕
営
レ
作
二
頭
挟

面
長
兒
五
字
↓
〇
願
顕
は
、
か
ほ
に
肉
が
少
＜
骨

が
あ
ら
は
れ
る
。
〔
六
書
故
〕
顧
、
願
顔
‘
面
少
な
肉

骨
露
也
。
口
願
願
は
‘
醜
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
、

顧
顧
、
醜
兒
。
国

0
み
に
く
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

顧
‘
醜
兒
。
●
か
ほ
が
長
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
願
、

面
長
。
国
国
の

O
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
面
長
兒
゜

国
願
願
は
‘
醜
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
願
願
、
醜

兒
。
因
●
顧
願
は
、
か
ほ
が
長
い
。
〔
集
韻
〕
願
‘
顧

顧
‘
面
長
。
●
願
胡
は
、
平
た
い
顔
。
〔
廣
韻
〕
顧
‘

願
胡
‘
剤
面
也
。

因国國国□ 日
ケカケカゲガケカゲゲガ
ンンンンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
口
陥
切

〔
集
韻
〕
丘
咸
切

顛
顛
兒
‘
炊
レ
頁
員
臀
‘
讀
若
レ
隕
。
〔
集
韻
〕
顛
、

顛
順
‘
面
急
也
。
国
●
か
ほ
い
ろ
が
さ
し
せ
ま

っ
た
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
順
順
‘
面
急
。
●
あ
た

【
願
】
〗

ま
も
か
ほ
も
ま
る
い
。
〔
集
韻
〕
順
‘
一
日
‘
面
首

倶
圏
‘
謂
,
,
之
顛
↓

〔
集
韻
〕
五
減
切

〔
集
韻
〕
口
減
切

〔
集
韻
〕
魚
咸
切

〔
集
韻
〕
牛
廉
切

陪祗國園直國

順yiian' 

飼

国
グ
，
ワ
ン
〔
集
韻
〕
五
換
切
四
B

小

日

0
ね
が
ふ
。
恩
(
4
ー
1
1
0
3
0
)

に
通

黒
豪
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
願
、
段
借
為
レ

悪
゜
④
お
も
ふ
。
い
だ
く
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
願
、
思

也
。
〔
詩
、
邸
風
、
二
子
乗
舟
〕
願
言
思
レ
子
。
〔
箋
〕

願
、
念
也
゜
＠
の
ぞ
む
。
ね
が
ふ
。
〔
方
言
‘
-
〕
願
、

欲
思
也
。
〔
正
字
通
〕
願
‘
欲
也
、
凱
望
也
。
◎
し
た

ふ
。
う
ら
や
む
。
〔
正
字
通
〕
願
‘
羨
慕
也
。
〔
幡
、
祭

義
〕
國
人
稽
願
レ
然
曰
‘
幸
哉
有
レ
子
如
レ
此
。
〔
荀

扉】
g

口日
ダゲダゲ
ワンワン
ンン

〔
集
韻
〕
虞
怨
切uヽr
 

〔
集
韻
〕
五
遠
切

晨
小
日
口
〇
お
と
が
ひ
。
あ
t
J

。
或
は
咽
(
2

豪
ー

3
7
8
4
)
•
腫
(
9
|
2
S
7
4
)

に
作
る
。

ヱ
〔
説
文
〕
願
、
願
也
、
八
レ
頁
困
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
願
‘
興
ぬ
頷
略
同
‘
興
レ
頷
別
‘
字
亦
作
レ
咽
、
作
レ

脆
‘
従
石
肉
言
レ
之
日
レ
願
、
日
レ
頷
、
従
―
―
口
外
1

言
レ
之
日
レ
願
。
〔
漢
書
、
王
非
傭
中
〕
非
為
レ
人
修

ロ
覧
璽
〔
注
〕
師
古
曰
醐
‘
願
也
。
〇
顧
淡
は
、
水

が
ゆ
れ
う
ご
く
さ
ま
。
涵
(
7
|
1
7
5
9
5
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
願
、
段
借
為
レ
涵
゜
〔
馬
融
‘
長

笛
賦
〕
顧
淡
榜
流
。
〔
注
〕
善
曰
‘
願
淡
、
水
揺
蕩
貌
。

日
●
ン
コ
ン
カ
ン
コ
ン

口・

【願】
g

園

〔
集
韻
〕
戸
感
切
國
3

〔
集
韻
〕
胡
南
切

【
頷
】
〗

頷
噸
は
、
か
し
ら
が
う
ご
く
。
う
な
づ
く
。
〔
集

韻
〕
頷
、
頷
噸
、
首
動
。

キ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
丘
禁
切
訳

二
九
三

子
、
榮
辱
〕
小
人
莫
レ
不
二
延
レ
頸
學
レ
踵
而
願
一
也
。

〔
注
〕
願
、
猶
レ
慕
也
。

d
)
い
の
る
。
〔
晉
書
‘
藝
術
、

浮
圏
澄
博
〕
衆
僧
祝
願
。
R
た
の
む
。
こ
ふ
。
〔
白

居
易
‘
華
巌
経
社
石
記
〕
斯
石
之
文
‘
但
絞
レ
見
レ

願
。
●
ね
が
ひ
。
の
ぞ
み
。
〔
王
勃
、
武
都
山
浮
恵

寺
碑
〕
弘
宣
二
誓
願
↓
●
ね
が
は
く
は
。
〔
諸
葛
亮
‘

前
出
師
表
〕
願
陛
下
親
レ
之
信
レ
之
。
・
つ
ね
に
。

又
、
い
へ
ど
も
。
〔
集
韻
〕
願
、
一
曰
、
毎
也
、
雖
也
。

〔
詩
、
邸
風
、
二
子
乗
舟
‘
願
言
思
レ
子
、
傭
〕
願
、

毎
也
。
〔
博
疏
〕
博
訓
レ
願
為
レ
毎
、
皇
皇
者
華
博
、

訓
レ
毎
為
レ
雖
、
願
1

言
思
生
子
、
中
心
養
養
、
雖
白

思
＂
子
、
徒
憂
11

其
心
玉
養
養
然
也
。

0
大
き
な
あ

た
ま
。
〔
説
文
〕
願
、
大
頭
也
、
八
レ
頁
原
臀
。
〔
段

注
〕
本
義
如
レ
此
、
故
八
レ
頁
、
今
則
本
義
畷
矢
゜

0
ー
百
六
韻
の
一
。
去
瞥
第
十
四
。

O
或
は
願

(
1
2
-
4
3
7
1
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
願
‘
或
炊
レ
恩
。

口
●
か
ほ
の
み
じ
か
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
面
短

兒
。
●
ね
が
ひ
。
お
も
ひ
。
の
ぞ
み
。
〔
詩
‘
鄭
風
、

野
有
蔓
草
〕
適
―
―
我
願
一
分
。
〔
集
博
〕
願
‘
叶
五
遠

反
。
国
頭
の
大
き
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
、
頭
大
兒
゜

【
願
安
】
1

サ
ク
北
周
、
元
定
(
1

ー
1
3
4
0
:
 4
4
9
)

の字。

【
願
庵
】
2

焚
/
清
‘
丁
元
公
(
1
|
2
:
2
5
0
)

の字。

【
願
意
】
3

げ
ヴ
ノ
●
ね
が
ひ
の
む
ね
。
ね
が
ふ
と
こ
ろ
。

●
 
yuan• 

i• 

願
ふ
。
許
可
す
る
。

【
願
海
】
4

”け

/

0
志
願
の
宏
大
な
る
を
海
に
喩
へ
て

い
ふ
。
〔
江
縛
、
至
徳
二
年
十
一
月
十
二
日
升
ー
一
徳
施
山

賣
三
宿
決
え
疋
罪
輻
一
懺
悔
詩
〕
未
レ
没
慈
舟
遠
‘
徒
令
1

一

願
海
深
↓
〔
隋
楊
帝
、
受
1

一
菩
薩
戒
云
紐
〕
具
足
成
就
‘
皆

栖
願
海
↓
●
圃
菩
薩
の
願
事
の
深
廣
な
る
を
海
に
璧
ヘ

て
い
ふ
。
〔
八
十
華
巌
経
‘
六
〕
顛
乞
ホ
一
切
大
願
海
↓
〔
萬

善
同
鯨
集
‘
六
〕
超
己
二
有
之
苦
津
マ
仝
普
賢
之
願
海
↓

【
願
果
】
5

”
西
ン
梁
、
胡
僧
祐
(
9
|
2
9
4
0
0
 :
 5
3
8
)

の字。

【
願
織
】
6

”
門
受
け
織
が
ん
こ
と
を
願
ひ
の
ぞ
む
。

〔
韻
府
引
、
陸
涸
、
詩
〕
心
雖
レ
願
レ
繕
無
1

一
傭
學
エ
カ
不
レ

能
レ
支
已
際
レ
身
。

【
願
言
]
7

”
ガ
/
つ
ね
づ
ね
。
毎
々
の
意
。
願
は
‘
つ
ね
、

12889 



(43623・ ·8)— (43626) 

一
説
に
お
も
ふ
意
。
言
は
語
助
‘
こ
こ
に
の
意
。
〔
詩
‘
衛

風
、
伯
分
〕
願
言
思
栢
゜
〔
箋
〕
願
‘
念
也
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
二

子
乗
舟
〕
願
言
思
レ
子
。
盆
傭
〕
願
、
毎
也
。
〔
謝
混
、
消
―
―
西

池
詩
〕
逍
遥
越
城
緯
面
を
言
屡
経
過
。
〔
魏
文
帝
‘
卑
ハ
ニ

呉
質
書
〕
願
言
之
懐
‘
良
不
レ
四
任
。

【
願
吾
】
8

ガ
ヴ
／
清
‘
陸
愚
卿
(
1
1
|
 4
1
7
0
8
 :
 2
9
6
)

の
字
。

【
願
齋
】
，
立
竺
願
を
か
け
て
も
の
い
み
す
る
こ
と
。

〔
聞
見
録
〕
張
文
定
公
齊
賢
、
少
為
―
―
摯
子
↓
貧
甚
、
安
―
―
河

南
手
張
全
義
門
下
「
飲
咲
兼
二
敷
人
↓
自
言
平
時
未
二
嘗

鱚
遇
―
―
―
村
人
作
―
―
願
齋
工
方
飽
゜

【
願
之
】
10

グ
？
明
‘
孔
四
可
(
8
|
6
9
3
3
 :
 3
1
1
)

の
字
。

【
願
絲
】
11

名
／
七
夕
の
日
に
子
女
が
絲
を
牽
牛
織
女

の
二
星
に
手
向
け
て
、
裁
縫
の
上
達
を
祈
る
行
事
。
ね

が
ひ
の
い
と
。
〔
太
平
記
‘
-
‘
資
朝
俊
基
願
東
下
向
事
〕

竹
竿
に
願
絲
を
懸
け
‘
云
云
‘
乞
巧
莫
を
修
す
る
夜
な

れ
共
゜

【
願
主
】
12

翌
圃
佛
像
佛
寺
等
を
建
立
し
‘
経
典
法
衣

等
を
供
養
し
て
、
先
亡
・
自
己
ま
た
は
有
縁
無
縁
の
衆

生
の
た
め
功
徳
を
積
ま
う
と
願
を
起
す
そ
の
検
起
人

の
こ
と
。
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
下
〕
前
将

軍
日
、
右
府
為
―
―
願
主
否
ぎ
親
往
慶
已
之
。

【
願
従
】
13yuan• 

ts'ung2

喜
ん
で
應
ず
る
。

【
願
書
]
1
4

衿
ノ
願
ふ
ぺ
き
事
が
あ
っ
て
其
の
筋
に
願

ひ
出
る
た
め
に
認
め
た
書
類
。
〔
日
本
外
史
‘
足
利
氏
正

記
‘
足
利
氏
上
〕
従
容
語
次
及
下
清
氏
託
―
師
~
書
1
之
事

L
o

【
願
船
】
15

努
／
〇
清
の
僧
。
字
は
秋
航
。
院
中
の
梁
家

園
の
壽
佛
寺
に
居
り
、
奔
を
以
て
輝
の
道
に
同
じ
と
な

し
、
道
光
・
咸
豊
の
時
‘
十
八
國
手
の
一
と
な
る
。
性
‘
和

易
、
人
と
競
は
ず
‘
亦
輩
酒
を
用
ふ
。
〔
碑
博
集
補
、
五
十

六
〕
。
〇
清
、
何
秋
濤
(
1
ー

5
1
1
:
 2
8
9
)

の
字
。

【
願
望
】
16

衣
竺
苓
ね
が
ひ
の
ぞ
む
こ
と
。
又
‘
ね
が
ひ
。

【
顧
聞
】
17yuan• 

w
e
n
'

聞
く
を
ね
が
ふ
。
聞
き
た
い
。

【
顆
圃
】
18

匂
／
清
‘
顧
豹
文
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 3
6
3
)

の
琥
°

【
願
文
】
19

戸

O
神
佛
等
へ
の
ね
が
ひ
ご
と
を
記
し

た
文
。
祈
願
文
。

O
tで
願
意
を
記
し
た
文
。

【
願
欲
】
2
0
"
竺
ね
が
ひ
の
ぞ
む
。
〔
方
言
‘
一
〕
願
欲
‘

思
也
。
〔
墨
子
、
修
身
〕
故
君
子
力
事
日
彊
、
願
欲
B
喩゚

〔
荀
子
、
富
國
〕
皆
知
下
己
之
所
,
,
願
欲
一
之
學
在
申
子
是
L

也。

【
願
力
】

21%/
〇
神
佛
に
祈
つ
て
目
的
を
貫
か
う
と

n
 

頁
立
口

〔
十
幾
〕

す
る
い
き
ご
み
。
〔
韻
府
引
‘
陸
涌
、
詩
〕
香
火
徒
勤
願
力
蹄
無
レ
限
春
、
今
朝
方
始
覺
レ
成
レ
人
、
従
レ
今
克
レ
己
應
―
―

違。

O
圃
阿
禰
陀
如
来
の
誓
願
の
力
。
〔
源
平
盛
衰
記
‘
猶
及
面
盆
ハ
1

一
梅
花
ー
倶
自
新
。

十
五
、
宇
治
合
戦
〕
禰
陀
願
力
の
舟
に
心
を
か
け
て
。
【
願
乗
二
長
風
証
竺
萬
里
浪
―
】
32

心
グ
ぢ
丑
昇
翌
竺
ジ
ョ
グ

【
願
學
齋

]22%
／
ガ
ク
字
琥
。

O
清
、
黄
呉
堅
(
1
2
-
4
7
9
2

乗
長
風
破
萬
里
浪
-
(
1
1
-
4
1
1
0
0
:
 7
6
3
)

を
見
よ
。

6

:

 1
3
3
5
)

の
鑓
〇
清
‘
篠
方
柄
(
9
ー

3
1
8
1
8
:
 2
2
9
)

の
【
師
茫
得
ど
美
酒
一
湛
空
五
百
糾
船
-
]
3
3

が
翌
翌
7
0
)

戸”
-
f
‘、タ

麗
〇
清
‘
李
集
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 4
1
0
)

の
琥
。
働
清
、
王
遵
パ
五
百
料
の
大
船
に
よ
い
酒
を
み
た
し
て
飲
み
た

坦
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
6
8
2
)

の

琥

。

い

。

呉

の

鄭

文

淵

が

酒

を

好

ん

だ

故

事

。

〔

呉

志

‘

呉

主

孫

【
願
學
集
】
23
グ
対
／
ガ
ク
書
名
。
八
巻
。
明
、
部
元
標
撰
゜
載
櫂
偲
‘
注
〕
呉
書
日
、
鄭
泉
字
文
淵
‘
陳
郡
人
‘
博
學
有
―
―
奇

す
る
所
は
大
抵
講
學
の
語
で
、
書
名
は
孟
子
の
願
ふ
所
志
盃
皿
性
嗜
レ
酒
‘
其
間
居
毎
日
、
願
得
1

一
美
酒
ふ
炉
五
百

は
削
ち
孔
子
を
學
ば
ん
と
い
ふ
に
出
づ
゜
〔
四
庫
提
要
‘
射
船
冨
以
1

面
四
時
廿
脆
ぶ
巴
雨
頭
面
盆
仮
没
飲
レ
之
‘
應
即

集

、

別

集

類

〕

。

往

而

咲

二

肴

膳

ご

酒

有

二

升

斗

一

減

随

即

益

レ

之

、

不

"

亦

【
願
學
堂
】
24

閤
／
ガ
ク
室
名
。

O
清
、
周
燦
（
臨
滝
の
人
）
快
―
乎
゜

(
2
|
 3
4
4
1
 :
 2
1
9
)

の
O
の
室
名
。
〇
清
、
王
宗
燿
（
7

|
2
 

[
願
以
―
―
今
生
世
俗
文
字
之
業
盃
戸
輯
法
輪
之
縁
―
】
34

0
8
2
3
 :
 1
8
3
1
)

の
室
名
。
「
室
名
。
力
ぢ
竺
迄
召
丑
ヅ
グ
そ
／
，
ン
ノ
ゴ
，
7

ヲ
モ
；
こ
の
世
に
於
て
世
俗

【
願
豊
堂
】
25

グ
竺
ホ
ウ
明
、
陸
深
(
1
1
|
 4
1
7
0
8
 :
 1
5
4
)

の
の
文
字
を
修
め
る
業
（
詩
文
を
作
る
こ
と
）
に
よ
っ
て

【
願
為
1

一
明
鏡
―
】
26

誘
ぢ
丑
ラ

1

明
鏡
と
な
っ
て
美
人
佛
法
を
悟
る
縁
と
し
た
い
も
の
だ
。
〔
白
居
易
、
香
山

の
顔
が
見
た
い
。
〔
劉
希
夷
‘
公
子
行
〕
願
作
―
―
軽
羅
年
土
寺
白
氏
洛
中
集
記
〕
白
氏
洛
中
集
者
、
架
天
在
＞
洛
所
レ

細

腰

面

宮

腔

明

鏡

ふ

タ

―

嬌

面

↓

著

書

也

‘

大

和

三

年

春

、

築

天

始

以

1

一
太
子
賓
客
了
分
ニ

〖
願
為
明
鏡
室
〗2
7
g芯
ゥ
う
清
、
江
順
胎
(
6ー
1
7
1
4

司
東
都
ご
夕
絃
十
有
二
年
芙
‘
其
間
賦
格
律
詩
凡
八

o
:
 48
2
)

の

室

名

。

百

首

、

合

為

―

―

十

登

今

納

―

―

子

龍

門

香

山

寺

経

祓

堂

「

【
願
以
此
功
徳
】
28

悶
勺
ノ
歴
週
向
の
文
で
、
二
重
ぁ
夫
以
―
―
狂
簡
斐
然
之
文
↓
而
蹄
―
依
支
提
法
賓
祓
1

者、

り
。
一
は
梵
天
王
の
願
文
。
他
は
善
導
和
尚
の
願
文
。
共
於
レ
意
云
何
‘
我
有
1

一
本
願
↓
願
以
―
―
今
生
世
俗
文
字
之

に
自
身
所
修
の
功
徳
を
他
の
衆
生
に
遥
施
し
て
、
共
に
業
‘
狂
言
綺
語
之
過
↓
輯
為
―
―
将
来
世
世
讚
佛
乗
之
因
‘

佛
果
を
成
就
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
も
の
。
浮
土
門
で
は
善
輯
法
輪
之
縁
ふ
3

、
十
方
一
＿
一
世
諸
佛
應
レ
知
‘
憶
経
堂
未
レ

導
の
逍
向
文
を
用
ひ
、
そ
の
他
の
宗
派
で
は
法
華
経
の
滅
‘
記
石
未
レ
浪
之
間
、
乗
―
―
此
願
カ
一
安
知
T

我
他
生

梵
天
王
の
願
文
を
用
ひ
る
。
〔
法
華
経
‘
化
城
喩
品
〕
願
不
丙
復
消
-
1

是
寺
一
復
視
乙
斯
文
●
得
ー
,
,
宿
命
通
"
省
今
日

以
此
功
徳
「
普
及
二
於
一
切
五
我
等
臭
乗
生
正
皆
共
成
―
賽
如
T
智
大
師
記
―
―
霊
山
於
前
會
盆
十
叔
子
識
•
金
銀
於

佛
道
↓
〔
観
経
玄
義
分
〕
願
以
-
1

此
功
徳
玉
＇
等
施
こ
切
一
後
身
上
者
歎
‘
於
戯
垂
老
之
年
、
絶

1

一
筆
於
此
「
有
―
―
知
レ
我

同

競

―

菩

提

心

ぶ

竺

生

安

架

國

↓

者

「

亦

無

レ

隠

焉

。

【
願
行
具
足
】
2977,
”
”
咤
苫
圃
願
と
行
と
の
具
足
す
る

こ
と
。
誓
願
と
修
行
の
一
―
事
相
待
っ
て
、
一
を
鋏
く
こ

と
の
な
い
こ
と
。
〔
善
導
観
経
疏
‘
一
〕
如
二
経
中
説
面
g

有
其
行
石
即
孤
‘
亦
紐
所
屋
‘
但
有
―
其
願
五
願
即

虚
‘
亦
烏
所
至
‘
要
墾
願
行
相
扶
所
為
皆
剋
一
乃

至
レ
今
此
観-
5経
中
＋
臀
梢
佛
面
生
付1
-＋
願
十
行
—
具
足
。

【
願
作
―
―
鴛
熊
-
]
3
0
"
呪
い
サ
グ
ぅ
む
つ
ま
じ
い
夫
婦
と

な
り
た
い
。
〔
虞
照
鄭
、
長
安
古
意
詩
〕
得
レ
成
―
―
比
目
―
何

辞
レ
死
‘
願
レ
作
―
―
蹂
熊
示
＇
レ
羨
レ
仙
゜

【
願
卑
ハ
ニ
梅
花
一
倶
自
新
]
3
1
3
”
ぢ
芥

g
gパ
ト
モ
―
―
立
春

の
日
を
詠
じ
た
句
。
〔
虞
懐
英
‘
人
日
立
春
詩
〕
春
度
春

〔
集
韻
〕
葛
朗
切
圏

ム
尤

sang'

〔
集
韻
〕
蘇
郎
切
製

小
口
[
Oひ
た
ひ
。
〔
説
文
〕
願
、
領
也
、

息晶
沿
策
払
頁
桑
臀
。
〔
段
注
〕
方
言
‘
中
夏

謂
乏
餓
東
齊
謂
之
願
一
九
拝
中
之
頓
首
、
必

重
用
其
腿
故
凡
言
二
稽
願
者
、
皆
詞
頓
首
一

非

稽

首

紅
l

、
公
羊
博
曰
、
再
拝
願
者
、
郎
拝
而

【
願
】
〗
□l
サ
ウ

日
サ
ヴ

願

願

頷

顧

醜
い
さ
ま
。
頗
(
1
2
|
 4
3
4
8
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

頼
‘
頼
麒
醜
兒
‘
或
払
金
。

【
願
】
〗
キ
ン

〔
集
韻
〕
丘
甚
切
醒

貧
】
〗

頭
が
か
し
い
で
た
だ
し
く
な
い
。
〔
集
韻
〕
額
‘
頭

不
レ
正
。

ケ
イ
ゲ
イ

〔
集
韻
〕
弦
難
切

圃

後
稽
頷
也
、
何
日
、
穎
者
猶
―
―
今
叩
頭
ぶ
汝
‘
叩
頭

者
、
経
之
頓
首
也
。
〔
六
書
故
〕
頷
上
為
レ
願
。
〔
易
、

説
卦
〕
其
於
レ
人
也
為
虚
涵
竺
〇
あ
た
ま
。
い
た

だ
き
。
〔
太
玄
経
‘
俊
〕
天
撲
元
綜
竺
〔
注
〕
願
、
頭

也
。

O
ほ
ほ
゜
〔
孔
子
家
語
、
困
誓
〕
河
目
隆
願
。

〔
注
〕
穎
、
頬
也
。
＠
ぬ
か
づ
く
。
お
じ
ぎ
を
す
る
。

ひ
た
ひ
を
地
に
つ
け
て
證
す
る
。
〔
公
羊
、
昭
‘
ニ

十
五
〕
再
拝
穎
゜
〔
注
〕
穎
者
、
猶
二
今
叩
頭
玉
k

。

【
願
汗
】
1

焚
ひ
た
ひ
の
あ
せ
。
〔
文
同
‘
夏
日
閑
二
書
墨

君
堂
壁
—
詩
〕
冠
帯
坐1一
大
暑
涵E汗
常
滑
涌
゜

【
穎
額
]
2
i
ゥ
額
が
寛
く
て
大
き
い
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕

匿
然
者
其
心
志
‘
其
容
寂
‘
其
穎
頷
。
〔
疏
〕
頼
‘
額
也
‘

顧
大
朴
貌
。

【
願
子
】
3

な
の
ど
を
い
ふ
。
北
方
人
の
語
。
〔
夢
淫
筆

談
櫂
智
〕
世
人
以
二
竹
木
牙
骨
之
類
為
-
1

叫
子
三
置
入

喉
中
ぶ
び
之
能
作
＿
一
人
言
ニ
謂
―
―
之
願
叫
子
云
嘗
有

1涵
~
レ

僭

贅

為
1

一
人
所
藩
、
煩
冤
欝
以
自
言
こ
喪
訟
者
試

躯
叫
天
令
淑
子
作
レ
臀
如
愧
儡
子
一
粗
能
班
真

一
三
其
冤
獲
レ
申
。

【
願
叫
子
】
4

名
ヶ
，
ゥ
笛
の
一
種
。
さ
る
ま
つ
ぶ
え
。
顆

子
を
見
よ
。

【
願
推
之
履
】
5

t

パ
…
ゃ
ぶ
れ
く
つ
。
一
説
に
‘
類
推

と
い
ふ
名
の
く
つ
。
〔
呂
覧
‘
逹
鬱
〕
列
精
子
高
聴
―
―
行

乎
齊
滑
王
ご
菩
衣
―
―
束
布
衣
一
白
縞
冠
‘
顆
推
之
履
‘
特

會
祠
雨
こ
竺
歩
堂
下
↓
〔
注
〕
頼
推
之
履
‘
散
履
也
。

二
九
四

12890 
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冨
出

＂ 
頁
立
口

〔
＋
書
一
〕

額

顛

二
九
五

〔
集
韻
〕
多
年
切

oo

ヵ
―
口
，

tien1

〔
集
韻
〕
典
因
切
園
i

〔
集
韻
〕
他
旬
切
霰

小
日
0
い
た
だ
き
。
〔
正
字
通
〕
顛
‘
凡
高

夏這
＂
豪
之
脈
極
皆
日
レ
顛
。
⑦
あ
た
ま
の
い

た
だ
き
。
て
つ
ぺ
ん
。
〔
説
文
〕
顛
、
頂
也
‘
炊
レ
頁

慎
臀
゜
〔
晟
子
‘
修
身
〕
華
製
窟
顛
。
＠
山
の
い
た

だ
き
。
〔
玉
篇
〕
山
頂
謂
之
顛
パ
◎
う
へ
。
〔
方
言
‘

六
〕
顛
、
上
也
°
⑤
う
ら
。
す
ゑ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕

顛
、
末
也
。
R
木
の
う
ら
。
〔
正
字
通
〕
顛
、
木
亦

有
レ
顛
。
●
ひ
た
ひ
゜
〔
小
爾
雅
‘
廣
服
〕
顛
‘
額
也
。

〔
詩
‘
秦
風
、
車
鄭
〕
有
レ
馬
白
顛
。
〔
博
〕
白
顛
‘
的

願
也
。

O
く
び
。
〔
周
牌
算
経
〕
以
レ
縄
繋
1

表
顛
↓

〔
注
〕
顛
、
首
也
。
R
も
と
。
お
ほ
ね
。
〔
正
字
通
〕

顛
、
本
末
日
1

顧
顛
末
↓
R
さ
か
さ
。
さ
か
さ
に
す

る
。
〔
説
文
、
顛
‘
段
注
〕
顛
為
―
―
最
上
涵
炉
之
則

為
―
―
最
下
↓
〔
楚
辟
‘
劉
向
、
九
歎
‘
愁
命
〕
顛
レ
裳
以

為
レ
衣
゜
〔
注
〕
顛
‘
倒
也
。

O
た
ふ
れ
る
。
た
ふ
す
。

〔
易
‘
鼎
〕
鼎
顛
レ
趾
゜
〔
繹
文
〕
顛
、
倒
也
。
〔
詩
‘

大
雅
‘
蕩
〕
顛
油
之
掲
゜
〔
傭
〕
顛
、
什
゜
〔
荀
子
‘

正
論
、
蹟
鉄
砕
折
‘
注
〕
蹟
‘
卑
ハ
レ
顛
同
‘
蹟
也
。

〔
楚
辞
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
逢
紛
〕
椒
桂
羅
以
顛
覆
分
。

〔
注
〕
顛
、
頓
也
。
〔
後
漢
書
‘
陳
揖
傭
〕
妻
子
顛

口
チ
ン

国
テ
ン

三
テ
ン

0
ひ
た
ひ
。
眉
目
の
間
。
〔
集
韻
〕
額
‘
眉
目
間
也
。

0
通
じ
て
名
(
2
-
3
2
9
7
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
類
‘

毛
詩
、
爾
雅
借
用
レ
名
。
・
賂
（
8
-
2
3
3
0
6
)

に
通

ず
。
〔
正
字
通
〕
類
‘
張
衡
西
京
賦
作
レ
賂
゜

【
顆
頼
】
I

冗
首
か
ら
上
の
美
し
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
預
、

額
預
‘
好
兒
。

冒】亨

〔
集
韻
〕
忙
経
切
圃

メ
イ
`̀
r
ヤ
ー
ウ

碩
゜
〔
注
〕
顛
‘
蹄
也
。

O
ぉ
ち
る
。
〔
書
‘
盤
庚
晉
大
夫
顛
頷
之
後
、
或
言
、
周
胤
臣
太
顛
之
後

中
〕
顛
越
不
恭
゜
〔
注
〕
顛
、
隕
也
。
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
也
。
□
こ
ず
ゑ
。
枝
の
さ
き
。
〔
集
韻
〕
顛
、
頂

蕨
首
用
夫
顛
隕
゜
〔
注
〕
自
レ
上
下
日
レ
顛
。
〔
漢
書
‘
也
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
櫃
二
寮
秒
顛
↓
〔
注
〕

五
行
志
中
之
上
〕
蕨
應
‘
泰
山
之
石
顛
而
下
。
師
古
日
‘
秒
顛
、
枝
上
端
也
。
曰
み
み
だ
ま
。
瑣

〔
注
〕
師
古
曰
‘
顛
‘
咤
也
。

O
く
だ
す
。
お
と
す
。

(
7
-
2
1
1
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
填
、
説
文
、
以
レ
玉

〔
太
玄
経
‘
疑
〕
態
疑
遇
幹
客
↓
〔
注
〕
顛
、
下
也
。
充
レ
耳
也
、
或
炊
レ
頁
。

〇
あ
わ
て
る
。
う
ろ
た
へ
る
。
顛
浦
゜
〔
後
漢
書
‘
図
園
ヵ
ミ
。

感
呂
博
論
〕
登
其
顛
詞
平
城
之
凰
〔
注
〕
顛
浦
‘
嗣
咆
熟
語
は
蹟
(
1
0
-
3
7
7
6
0
)
を
併
せ
見
よ
。

狼
狽
也
。

O
顛
冥
は
、
ま
よ
ふ
。
〔
荘
子
、
則
陽
〕
固
【
顛
願
】
1

り
さ
か
し
ま
に
養
は
れ
る
。
上
に
在
つ
て

顛
冥
乎
富
貴
之
地
一
〔
繹
文
〕
司
馬
云
‘
顛
冥
‘
猶
―
―
下
に
養
は
れ
る
。
〔
易
‘
願
〕
顛
願
‘
彿
位
、
子
レ
丘
願
‘

迷
惑
也
。

O
き
ち
が
ひ
゜
〔
急
就
篇
、
四
〕
茄
瑕
顛
征
凶
‘
云
云
‘
顛
願
、
吉
‘
虎
視
眈
眈
‘
其
欲
逐
逐
、
先
レ

咎
。
〔
疏
〕
顛
、
倒
也
‘
彿
‘
違
也
‘
云
云
‘
六
―
―
慮
二
下
橙
之

中
玉
ん
レ
應
於
上
「
反
倒
下
費
初
‘
故
曰
‘
顛
願
下
営
レ

疾
狂
失
響
。
〔
注
〕
顛
疾
‘
性
理
顛
倒
失
レ
常
゜
〔
正
字

通
〕
顛
‘
病
狂
艮
常
亦
日
レ
顛
。
〔
張
籍
、
贈
道
士
―
奉
レ
上
、
是
義
之
常
慮
也
、
今
不
レ
奉
於
上
↓
而
反
養
於

詩
〕
聞
1

一
客
語
磐

5
竺
貴
賤
五
炉
花
歌
詠
似
11
狂

下

↓

顛
↓

eぅ
れ
へ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
憂
思
兒
。

O
【
顛
委
】
2
"
/

水
源
と
末
流
。
〔
柳
宗
元
‘
鈷
録
渾
記
〕

物
の
さ
ま
。
顛
顛
(
3
8
)
を
見
よ
。
◎
或
は
慎
（

1-
其
顛
委
勢
峻
‘
盪
撃
盆
暴
‘
紐
其
涯
↓

〖
顛
委
勢
唆
〗3
翌
翌
／
上
流
も
下
流
も
其
の
勢
の

急
な
の
を
い
ふ
。
〔
柳
宗
元
‘
鈷
鎌
鐸
記
〕
其
顛
委
勢
峻
‘

9
5
1
)
に
作
る
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
賓
之
初
筵
、
箋
、
無
レ

使
甑
仕
繹
文
〕
顛
、
本
作
レ
慎
。
R
蹟
(
1
0ー

3
7

盪
撃
盆
暴
‘
悩
―
―
其
聾

7
6
0
)
に
同
じ
。
〔
荀
子
、
正
論
‘
蹟
鉄
砕
折
‘
注
〕
蹟
、
【
顛
飲

]
4
9
甚
し
く
酒
を
飲
む
。
狂
飲
。
〔
開
元
天
賓

衷
顛
同
。

O
或
は
珈
(
7
-
2
2
6
4
3
)
に
作
る
。
〔
正
遺
事
、
顛
飲
〕
長
安
進
士
鄭
愚
．
劉
参
・
郭
保
衡
・
王
沖
・

張
道
陰
等
‘
云
云
‘
不
レ
拘
二
證
節
ご
広
云
‘
毎
春
時
、
選
二

妖
妓
三
十
五
人
ぶ
ヂ
小
積
車
一
詣
"
名
園
曲
沼
一
藉
レ
巾

字
通
〕
顛
、
別
作
レ
輝
°
◎
演
(
7
-
1
8
0
1
0
)
に
同
じ
。

〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
‘
文
成
顛
歌
‘
注
〕
師
古
裸
レ
形
‘
云
云
、
自
謂
―
―
之
顛
飲
↓

日
‘
顛
、
即
演
字
。
藝
闇
(
1
1
|
 4
1
4
4
6
)

に
通
ず
0

[
顛
隕
】
5

け
／
こ
ろ
が
り
お
ち
る
。
轄
覆
す
る
。
〔
楚
辞
‘

〔
謄
‘
王
藻
‘
盛
氣
顛
賓
‘
注
〕
顛
‘
讀
為
レ
閻
、
臀
之
離
騒
〕
蕨
首
用
夫
顛
隕
゜
〔
注
〕
自
レ
上
下
日
レ
顛
。
〔
後
漢

誤
也
。

O
或
は
顧
(
4
-
8
6
4
4
)

に
作
る
。
〔
證
‘
玉
書
、
渇
術
偲
〕
天
下
鎧
動
、
社
稜
顛
隕
゜

【
顛
碩
】
6

竺
た
ふ
れ
絶
え
る
。
〔
部
析
子
、
縛
辟
〕
故
終

顛
―
―
残
乎
混
冥
之
中
盃
四
事
不
レ
覺
於
昭
明
之
術
↓
〔
後

藻
‘
色
容
顛
顛
‘
繹
文
〕
顛
‘
字
又
作
レ
贔
。
R
麒
(
1
2

漢
書
‘
陳
難
傭
〕
妻
子
顛
碩
‘
還
自
誅
刈
゜
〔
注
〕
顛
‘
蹄

|
 
4
8
7
4
9
)
に
通
ず
。
〔
周
鵡
‘
春
官
‘
典
瑞
‘
注
、
柱
下

左
右
顛
及
在
ニ
ロ
由
者
い
繹
文
〕
顛
‘
俄
證
作
レ
鼠
°
也
、
残
‘
絶
也
。

〇
地
名
。
春
秋
、
虞
の
邑
。
山
西
省
平
陸
縣
の
束
【
顛
越
]
7

ー
だ
こ
ろ
が
り
お
ち
る
。
〔
史
記
、
楚
世
家
〕

北
。
〔
左
氏
‘
倦
‘
-
―
〕
合
自
―
―
顛
蛉
↓
畢
縣
名
。
且
魏
断
二
質
顛
越
袋
〔
史
記
‘
呉
世
家
〕
且
盤
庚
之

詰
、
有
顛
越
包
遺
‘
商
之
以
興
二
注
〕
集
解
曰
‘
服

虔
曰
‘
顛
‘
隕
也
‘
越
‘
墜
也
‘
顛
越
無
レ
遺
‘
則
割
絶
無
レ
遺

四
川
省
絞
永
縣
の
境
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博

上
〕
文
成
顛
歌
。
〔
注
〕
文
穎
曰
、
顛
‘
益
州
顛
縣
。
也
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
鵠
夜
撮
二
蚤
蚊
↓
察
二
分
秋
奄
一

〇
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
レ
名
為
レ
氏
〕
顛
氏
、
壼
H
顛
越
、
不
レ
能
レ
見
丘
山
五
形
性
詭
也
。

〖
顛
越
不
恭
〗8
ガ
ヤa
Z幻
道
に
は
づ
れ
て
上
の
命
を
恭

み
用
ひ
な
い
者
を
い
ふ
。
〔
書
、
盤
庚
中
〕
乃
有
一
示
＇
吉
不

迪
顛
越
不
＞
恭
、
暫
遇
去
空
失
我
乃
制
五
空
滅
之
ご
無
,
,

遺
育
一
〔
疏
〕
隕
墜
栂
法
禾
＇
レ
恭
―
上
命
一

【
顛
歌
】
，
”
/
益
州
顛
縣
の
人
が
歌
ふ
西
南
夷
の
歌
。

〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
淮
南
子
遮
‘
文
成
顛
歌
‘
族
居
遁

奏
、
金
妓
迭
起
。
〔
注
〕
善
曰
‘
顛
、
益
州
顛
縣
‘
其
人
能

作
西
南
夷
姻
也
。

【
顛
崖
】
10

だ
＜
づ
れ
た
き
し
。
＜
づ
れ
か
か
っ
た
き

し
。
〔
鄭
元
祐
、
油
一
支
硼
南
峯
―
詩
〕
馬
騎
斤
盆
空
猶

浮
レ
石
、
鶴
放
顛
崖
両
有
レ
亭
゜

【
顛
危
】
1
1
"
／
く
つ
が
へ
し
て
あ
ぶ
な
く
す
る
。
〔
魏

志
夏
侯
玄
博
〕
傾
覆
京
室
面
ざ
危
社
畏

【
顛
狂
】
1
2
"
炉
氣
が
く
る
ふ
。
掘
狂
。
又
‘
攀
動
の
落
着

か
な
い
喩
。
〔
杜
甫
、
漫
興
詩
〕
顛
狂
柳
紫
随
レ
風
舞
‘
軽

薄
桃
花
逐
レ
水
流
。
〔
李
商
隠
‘
送
1

一
宮
人
入
道
1

詩
〕
鳳
女

顛
狂
成
1

一
久
別
一
〔
白
居
易
、
感
ii

櫻
桃
花
一
因
招
飲
レ
客

詩
〕
漸
覺
花
前
成
l

一
老
醜
盆
口
曾
酒
後
更
顛
狂
゜

【
顛
橿
】

13y
＜
つ
が
へ
り
た
ふ
れ
る
。
又
‘
く
つ
が

へ
し
た
ふ
す
。
〔
韓
愈
‘
此
H
足
レ
可
レ
惜
一
首
贈
―
―
張
籍
一

詩〕

H
西
入
1

一
軍
門
ご
廊
馬
顛
且
橿
゜
〔
厭
陽
脩
‘
憎
二
蒼

蠅
賦
〕
咸
頭
垂
而
腕
脱
、
毎
立
麻
而
顛
橿
゜

【
顛
棘
】
14
ザ
5

ク
草
の
名
。
天
門
冬
(
3
-
5
8
3
3
:
 1
4
2
0
)
 

の
別
名
。
〔
本
草
、
天
門
冬
〕
繹
名
、
費
冬
‘
顛
勒
、
顛
棘
、

天
棘
‘
萬
歳
藤
。

【
顛
棘
】
15

”
ク
草
の
名
。
顛
棘
に
同
じ
。
〔
爾
雅
｀
繹
草
〕

髯
顛
蘇
。
〔
注
〕
細
葉
有
レ
刺
‘
蔓
生
‘
一
名
商
棘
゜
〔
祁
踪

行
義
疏
〕
本
草
云
、
天
門
冬
‘
一
名
顛
勒
‘
勒
即
棘
也
。

【
顛
頷
】
1
6
[
”
春
秋
、
晉
の
人
。
文
公
に
従
つ
て
出
奔
す

る
こ
と
十
九
年
。
後
‘
國
に
返
り
、
大
夫
に
封
ぜ
ら
る
。

晉
侯
曹
に
入
る
や
、
倍
負
鵜
の
宮
に
入
る
こ
と
な
か
ら

し
め
‘
其
の
族
を
許
し
た
が
、
頷
、
怒
つ
て
魏
甕
と
僭
負

鵜
氏
を
燒
く
。
公
は
二
人
を
殺
さ
ん
と
し
た
が
、
甕
の

オ
を
惜
し
み
‘
頷
の
み
を
殺
し
て
軍
に
示
す
。
〔
左
氏
、

僭
、
二
十
三
・
ニ
十
八
〕
。

【
顛
躁
】
17

”
”
つ
ま
づ
き
た
ふ
れ
る
。
失
敗
す
る
。
〔
管

子
、
小
匡
〕
恐
顛
1

一
蹟
於
下
冨
以
為
ii

天
子
羞
↓
〔
荀
子
、
大

略
〕
失
レ
所
レ
履
、
必
顧
賑
陪
溺
゜
〔
呂
覧
‘
報
更
〕
顛
蹟
之

請
坐
拝
之
謁
。
〔
後
漢
書
‘
黄
境
傭
〕
終
至
畑
蹴
滅
絶

漢
詐
↓

12891 
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【
顛
詢
】
18

ゾ
め
ま
ひ
し
て
た
ふ
れ
る
。
狂
ひ
惑
ふ
。

一
説
に
、
風
疾
゜
〔
方
言
‘
七
〕
漢
漫
賑
眩
‘
惑
也
、
朝
鮮
冽

水
之
間
‘
煩
憑
謂
―
―
之
漢
漫
一
顛
詢
謂
―
―
之
賑
眩
↓
〔
揚

雄
‘
劇
秦
美
新
〕
臣
官
有
―
―
顛
詢
病
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
買
忍

國
語
注
曰
‘
眩
惑
也
、
詢
、
輿
レ
眩
古
字
通
、
銑
日
‘
顛
詢
‘

謂
風
疾
匝
゜

【
顛
険
】
19

tien1 
h
s
i
e
n
3

災
難
。
不
幸
。

【
顛
歯
】
20

勺
角
と
歯
゜
〔
管
子
‘
山
國
軌
〕
顛
臨
量
―
―
其

高
牡
一
〔
纂
詰
〕
顛
‘
頭
也
‘
凡
察
―
―
老
少
定
丁
視
1

一
其
角
一

馬
親
―
―
其
歯
五
故
日
顛
披
↓
「
揚
休
を
見
よ
。

【
顛
｛
貫
]
2
1

月
ル
氣
力
を
十
分
に
暢
内
に
み
た
す
。
顛
賓

〖
顛
｛
貫
揚
休
〗
2
2
灼
ぷ
氣
分
を
十
分
に
橙
内
に
充
賓

さ
せ
る
や
う
に
呼
吸
す
る
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
盛
氣
顛
賓
揚

休
。
〔
注
〕
顛
讀
為
レ
閻
゜
〔
疏
〕
顛
‘
塞
也
‘
賓
‘
渦
也
。
〔
孫

希
旦
集
解
〕
謂
品
竺
其
氣
一
以
閻
●
｛
貫
於
内
3

【
顛
隋
】
23

汀
た
ふ
れ
お
ち
る
。
〔
書
‘
微
子
〕
今
爾
無
三

指
告
―
―
予
顛
焙
↓
〔
博
〕
殷
邦
顛
隕
隋
整
、
如
レ
之
何
其
救
レ

之。

【
顛
蹟
】
24

杞
た
ふ
れ
お
ち
る
。
顛
陰
に
同
じ
。
〔
史
記
、

宋
微
子
世
家
〕
今
女
無
,
,
故
告
玉
J

顛
蹟
‘
如
レ
之
何
其
゜

【
顛
仙
】
25

竺
明
、
周
顛
(
2
-
3
4
4
1
:
 3
9
6
)

の
俗
紐

【
顛
堕
】

2
6
7

く
つ
が
へ
り
お
ち
る
。
又
‘
く
づ
れ
る
こ

と
。
〔
宋
史
‘
王
換
之
傭
〕
乗
レ
車
常
以
顛
堕
品
炉
下
‘

乗
レ
舟
常
以
覆
溺
虞
レ
之
。

【
顛
頷
]
2
7

”
し
く
つ
が
へ
り
＜
づ
れ
る
。
〔
柳
宗
元
‘
逐
1

一

畢
方
一
文
〕
民
氣
不
レ
舒
分
、
慨
路
顛
頷
。

【
顛
倒
】
28

”
'
[
Oさ
か
さ
ま
に
な
る
こ
と
。
又
、
さ
か
さ

ま
に
す
る
こ
と
。

T
倒
。
〔
詩
‘
齋
風
、
東
方
未
明
〕
東

方
未
レ
明
‘
顛
1

一
倒
衣
裳
↓
〔
博
〕
上
日
レ
衣
、
下
曰
レ
裳
゜

〔
疏
〕
以
レ
裳
為
レ
衣
、
今
上
者
在
レ
下
‘
是
為
―
―
顛
倒
一

也
。
〔
漢
書
‘
王
祥
博
下
〕
國
師
嘉
信
公
‘
顛
1

一
倒
五
経
一

毀
師
法
公
？
學
士
疑
惑
↓
〔
新
語
‘
懐
慮
〕
顛
倒
無
レ
端
。

〔
説
苑
‘
奉
使
〕
獲
レ
懐
視
レ
衣
‘
壼
顛
倒
。
〔
南
史
、
陸
蕨

博
〕
十
字
之
文
‘
顛
倒
相
配
‘
字
不
レ
過
レ
＋
。
〇
た
ふ
れ

る
こ
と
。
又
、
た
ふ
す
こ
と
。
〔
荀
子
、
仲
尼
〕
畜
積
脩
馘
‘

而
能
顛
―
―
倒
其
敵
―
者
也
。
〔
呂
覧
‘
情
欲
〕
臨
死
之
上
、
顛

倒
驚
濯
。

O
ぅ
ろ
た
へ
る
。
平
静
を
失
ふ
。
鬱
大
ま
ち
が

ひ
。
正
と
邪
と
位
置
を
か
へ
る
。
〔
福
恵
全
書
‘
刑
名
部
、

人
命
上
‘
疑
獄
〕
黄
公
平
日
廉
明
、
登
今
顛
倒
若
レ
是
耶
゜

〖
顛
倒
韻
〗29”
タ
ウ
倒
讀
し
て
も
順
讀
し
て
も
意
味

＂ 
頁

音

〔
十
戴
〕

顛

は
同
じ
で
、
し
か
も
韻
に
か
な
っ
た
詩
。
例
へ
ば
梁
の
武
大
奸
↓
顛
鉄
撼
頓
‘
至
二
於
七
八
一
而
終
始
不
下
以
―
―
死
生
温
‘
薦
―
―
誰
元
彦
土
衣
〕
塁
黎
踏
―
―
顛
浦
之
銀
一
〔
獣
陽
建
‘

帝
の
璧
飛
風

1蝶
舞
「
花
落
瓢
―
粉
奮
ご
盆
粉
諷1一
落
花
一
禍
輻

1為
•
秋
奄
顧
慮

L
O

臨
終
詩
〕
顛
油
遇
,
,
災
害
↓

舞

蝶

胤

―

飛

饂

の

詩

の

類

。

【

顛

顛

】

3
8
9
0憂
思
し
て
舒
び
な
い
さ
ま
。
〔
證
‘
玉
【
顛
狽
】
47

⑰
つ
ま
づ
き
う
ろ
た
へ
る
。
顛
浦
゜
〔
後
漢

〖
顛
倒
法
〗3
0
況
タ
ウ
文
章
の
修
辟
上
、
前
後
の
闘
係
又
藻
〕
色
容
顛
顛
。
〔
注
〕
憂
思
貌
也
。

O
車
馬
の
い
か
め
し
書
‘
馬
融
博
上
〕
或
夷
由
未
レ
殊
‘
顛
狽
頓
蹟
‘
娯
嬬
蝠
螺
。

は
語
辞
の
緩
急
等
に
よ
っ
て
‘
規
定
の
位
置
を
倒
に
す
い
や
う
す
。
〔
周
護
、
地
官
‘
保
氏
、
六
曰
車
馬
之
容
、
注
〕
〔
晉
書
‘
王
義
之
博
〕
吾
昔
有
―
―
伯
英
章
草
＋
紙
五
過
レ
江

る
こ
と
。
倒
装
法
。
倒
句
法
。
車
馬
之
容
‘
顛
顛
堂
堂
。
参
専
一
な
さ
ま
。
〔
荘
子
、
馬
顛
狽
‘
遂
乃
亡
失
。
〔
晉
書
、
禿
製
得
檀
載
記
〕
吾
以
―
―
不

〖
顛
倒
之
節
〗31
ご
屯
身
を
さ
か
し
ま
に
し
て
ま
で
蹄
〕
至
徳
之
世
‘
其
行
填
填
‘
其
視
顛
顛
゜
〔
注
〕
顛
顛
、
オ
一
嗣
レ
統
、
不
屁
恥
l
l負
―
―
荷
大
業
一
顛
狽
如
レ
是
‘
胡
顔

も
渇
す
べ
き
節
操
゜
〔
魏
志
、
管
寧
博
〕
逍
―
―
違
臣
隷
顛
倒
専
一
也
。
鬱
お
ろ
か
な
さ
ま
。
〔
北
史
‘
齋
顧
相
文
宣
帝
視
レ
世
‘
雖
レ
存
若
レ
隕
゜
〔
宋
書
‘
苑
泰
博
〕
契
―
―
間
戎
陳
一

之
節
凧
宵
戦
怖
、
無
1一

地

自

暦

↓

紀

〕

海

一

行

市

塵

面

聖

婦

人

一

日

、

天

子

何

如

‘

曰

‘

顛

顛

顛

11
狽
難
危
↓

【
顛
嘗
】
32

訂

品

の

名

。

土

蜘

蛛

の

異

名

。

又

‘

鉄

場

に

疑

疑

‘

何

成

―

―

天

子

一

【

顛

鹿

】

48

”
芯
頭
髭
゜
〔
管
子
、
小
匡
〕
糞
―
―
除
其
顛
鹿
i

作
る
。
蛯
蝠
゜
〔
爾
雅
‘
繹
晶
、
王
鉄
蝸
‘
祁
捻
行
義
疏
〕
鉄
〖
顛
顛
倒
倒
〗

3
9
tien1 
t
i
e
n
 
t
a
 0
 3
 t
a
o

心
の
狂
賜
予
以
鎮
―
―
撫
之
↓
〔
纂
詰
〕
鹿
‘
齊
語
作
レ
毛
、
古
通
用
。

蝸
又
為
,
,
鰹
蟷
｛
又
為
―
―
顛
裳
倶
雙
贅
字
也
。
〔
本
草
‘
蛭
ふ
さ
ま
。
〔
長
生
殿
‘
夜
怨
〕
顛
顛
倒
倒
‘
暗
中
迷
患
。
【
顛
什
】
4
9
t
／
こ
ろ
げ
た
ふ
れ
る
。
又
、
た
ふ
す
。
顛
路
。

蟷
〕
繹
名
、
顛
嘗
品
、
集
解
、
蔵
器
曰
‘
蛭
蟷
是
虞
有
レ
之
、
〖
顛
顛
擬
疑
〗

4
0
”
テ
／
お
ろ
か
な
さ
ま
。
顛
顛
の
⑲
蹟
什
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
賓
之
初
筵
‘
無
レ
伸
—
一
大
怠
玉
箋
〕
酔
者

形

似

二

蜘

蛛

一

穴

土

為

レ

棄

‘

穴

上

有

レ

蓋

覆

え

八

口

↓

〔

酉

を

見

よ

。

有

―

―

過

悪

工

女

無

―

―

就

而

謂

＞

之

‘

常

T

防
―
―
護
之
こ
炉
使
三

陽
雑
俎
‘
廣
動
植
‘
晶
篇
〕
顛
営
‘
其
形
似
―
―
蜘
蛛
盃
爾
雅
【
顛
童
】
41

認
文
悪
太
子
の
棲
館
。
東
田
の
反
語
。
〔
南
顧
什
至
ふ
ル
怠
慢
一
也
。
〔
漢
書
、
孔
光
債
〕
一
旦
顛
什
‘

講
乏
王
鉄
鱗
鬼
谷
子
訊
之
鉄
母
玉
秦
中
兒
童
戯
日
、
史
、
殿
帝
鬱
林
王
紀
〕
先
レ
是
文
悪
太
子
立
1

一
棲
館
於
鍾
無
二
以
報
梢
一
〔
蜀
志
‘
許
靖
傭
〕
擢
卒
顛
什
‘
永
為
―
―
亡

顛
嘗
顛
常
牢
守
加
門
‘
壻
蛸
寇
レ
汝
無
レ
虞
レ
奔
゜
〔
劉
崇
山
下
涵
叫
曰
"
東
田
工
今
丁
隈
消
―
―
幸
之
面
東
田
‘
反
語
為
―
―
虜
一
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
其
餘
栓
,
,
桔
鹿
滓
之
中
盃
顛
l
-

遠
‘
金
華
子
〕
長
安
閻
里
中
小
兒
‘
常
以
二
織
草
呵
~
二
地
顛
童
也
、
武
―
帝
又
於
,
,

青
淫
云
炉
宮
‘
琥
曰
1

一
藷
宮
百
各
什
名
利
之
下
1

者
、
登
可
―
―
備
言
一
乎
゜

穴
以
レ
手
撫
レ
地
曰
―
―
顛
常
出
来
一
既
見
―
―
草
動
両
翌
芽
之
窮
殷
也
‘
果
以
二
軽
捐
↓
而
至
二
於
窮
↓
【
顛
覆
】
5
0
{

”
〇
く
つ
が
へ
る
こ
と
。
又
、
く
つ
が
ヘ

出
赤
色
小
品
涵
悩
胚
1

一
蜘
蛛
ご
辻
南
小
兒
謂
―
―
之
釣
酪
舵
一
【
顛
頓
】
4
2
"
n

く
つ
が
へ
り
た
ふ
れ
る
。
〔
淮
南
子
‘
要
す
こ
と
。
傾
覆
゜
〔
書
、
胤
征
〕
惟
時
糖
和
、
顛
―
―
覆
厭
徳
↓

其
晶
背
有
T
若
"
舵
峯
妖
~
上
也
。
略
〕
今
學
者
鉦
竺
聖
人
之
オ
盃
而
不
レ
為
―
―
詳
説
面
切
終
身
〔
傭
〕
顛
覆
、
言
,
,

反
倒
↓
〔
詩
‘
邸
風
‘
谷
風
〕
昔
育
レ
恐
育
レ

【
顛
奪
】
33

tien1 
tuo'

決
定
す
る
。
決
心
す
る
。
顛
二
頓
乎
混
漢
之
中
一
不
レ
知
―
―
覺
詣
乎
昭
明
之
術
芙
↓
鞠
‘
及
レ
爾
顛
覆
゜
〔
漢
書
、
霰
光
博
賛
〕
湛
―
溺
盈
溢
之

【
顛
蹟
】
3
4
H
／
く
つ
が
へ
り
つ
ま
づ
く
。
轄
じ
て
‘
失
敗
〔
韓
愈
、
答
1一
崖
立
之
一
書
〕
顛
頓
狼
狽
‘
失
n

―
其
所
1一
操
持
↓
欲
百
以
増
1一
顛
覆
之
禍
↓
〔
班
彪
‘
北
征
賦
〕
余
遭
1一
世
之

す
る
。
嵯
鉄
。
傾
什
。
〔
孔
穎
逹
‘
毛
詩
正
義
序
〕
準
―
【
顛
波
】
43

？
く
つ
が
へ
る
は
げ
し
い
波
。
〔
岱
康
‘
琴
顛
覆
ー
（
う
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
逢
紛
〕
椒
桂
羅
以
顛

其
縄
墨
玉
差
式
未
レ
免
‘
勘
―
―
其
會
同
五
時
有
1

一
顛
蹟
↓
〔
杜
賦
〕
爾
乃
顛
波
奔
突
‘
狂
赴
争
流
。
〔
法
書
要
録
〕
劉
眠
覆
令
。
〔
注
〕
顛
、
頓
也
、
覆
‘
什
也
。
●
う
ち
こ
は
す
。
ほ

甫
置
顧
八
分
文
學
饂
洪
吉
州
詩
〕
故
菌
蜀
依
然
、
比
顧
波
赴
レ
堅
‘
狂
瀾
率
＞
流
。
「
揺
れ
る
。
ろ
ぽ
す
。
又
‘
こ
は
れ
ほ
ろ
び
る
。
〔
孟
子
‘
萬
章
上
〕
大

時

危

話

顛

蹟

↓

【

顛

簸

】

45

t
i
e
n
'
p
o
3

船
な
ど
が
顛
覆
す
る
ば
か
り
に
甲
顛
1一
覆
湯
之
典
刑
↓

【
顛
隊
】
35

汀
く
つ
が
へ
り
お
ち
る
。
顛
墜
に
同
じ
。
【
顛
浦
.
]
4
6

汀
つ
ま
づ
き
た
ふ
れ
る
。
危
急
存
亡
の
【
顛
木
】
51

紅
ん
た
ふ
れ
た
木
。
什
木
。
橿
木
。
〔
書
‘
盤
庚

〔
後
漢
書
‘
朱
穆
傭
〕
不
T

自
知
珂
U

竺
失
衣
冠
盃
炉
隊
糀
場
合
。
又
‘
う
ろ
た
へ
る
。
又
‘
く
じ
け
る
。
精
じ
て
、
と
上
〕
若
孟
朗
木
之
有
―
―
由
咽
↓
〔
禁
傭
〕
顛
‘
什
也
。

岸

●

つ

さ

の

場

合

、

短

い

時

間

。

〔

詩

‘

大

雅

‘

蕩

〕

顛

浦

之

掲

‘

【

顛

踏

]
5
2

だ
こ
ろ
ぴ
た
ふ
れ
る
。
顛
什
゜
什
蹄
゜
〔
後

【
顛
墜
】
36

乃
く
つ
が
へ
り
お
ち
る
。
ひ
つ
く
り
か
へ
枝
葉
未
レ
有
レ
害
。
〔
傭
〕
顛
、
什
‘
油
‘
抜
也
。
〔
陳
奥
博
疏
〕
漢
書
、
禁
邑
博
下
〕
未
二
副
従
而
顛
蹄
↓
〔
晉
書
‘
王
禰
博

る
。
こ
ろ
が
り
お
ち
る
。
又
、
失
敗
し
て
ほ
ろ
ぴ
る
。
顛
‘
讀
為
レ
鍬
‘
浦
‘
讀
為
レ
践
‘
抜
輿
5

践
通
‘
説
文
‘
顕
‘
賛
〕
窮
凶
極
暴
‘
為
レ
鬼
為
レ
鍼
‘
縦
―
―
窺
眠
峨
ぶ
底
至
―
―
顛

顛
落
。
〔
左
氏
、
倍
、
九
、
恐
隕
二
越

f
下
ご
注
〕
隕
越
‘
顛
践
也
、
践
‘
蹟
也
、
蹟
践
本
字
、
顛
油
瑕
借
字
‘
馬
注
二
論
蹄
↓
〔
北
史
、
楊
圧
博
〕
圧
少
凶
疎
‘
輿
レ
人
繋
閾
‘
拳
所
ニ

墜
也
。
〔
漢
書
‘
韓
安
國
博
賛
〕
以
韓
安
國
之
見
盃
器
‘
語
里
仁
篇
―
云
‘
顛
浦
‘
恨
什
也
。
〔
論
語
、
里
仁
〕
君
子
暇
撃
ご
杏
不
―
―
顛
蹄
一

座
其
摯
而
顛
墜
゜
〔
孔
子
家
語
‘
困
誓
〕
不
レ
観
―
一
高
崖
一
無
終
食
之
間
違
＞
仁
‘
造
次
必
於
レ
是
、
顛
浦
必
於
レ
是
。
【
顛
液
】
53

吃
く
つ
が
へ
り
な
く
な
る
。
覆
液
。

何

以

知

顛

墜

之

患

↓

〔

集

注

〕

顛

浦

‘

傾

覆

流

離

之

際

゜

〔

後

漢

書

、

威

宮

傭

論

〕

【

顛

毛

]
5
4

訂
頭
製
。
頂
炭
。
〔
國
語
、
齊
語
〕
班
1

一
序
顛

【
顛
鉄
】
37

？
つ
ま
づ
き
た
ふ
れ
る
。
又
、
事
が
く
ひ
ち
登
其
顛
1

一
油
平
城
之
園
↓
〔
注
〕
顛
浦
‘
狼
狽
也
。
〔
班
固
‘
毛
百
娑
竺
民
紀
統
ス
注
〕
顛
、
頂
也
‘
毛
‘
斐
也
。
〔
柳
宗

が
つ
て
失
敗
す
る
こ
と
。
危
難
に
遭
つ
て
困
し
む
。
嵯
答
賓
戯
〕
蹟
風
塵
之
會
面
履
顛
浦
之
勢
↓
〔
注
〕
銑
日
、
元
‘
寄
↓
白
震
少
詩
〕
邁
来
氣
少
筋
骨
露
‘
蒼
白
洵
旧
盈
―

鉄
。
睛
鉄
。
碗
鉄
。
顔
蹴
゜
蹟
顛
。
顛
5

祖
°
蹟
鉄
(
1
0
ー

3
7
7
6

!iil"ffl
顛
ijp
‘吟
5

↓―危甜叫
1

出
3

゜
〔
論
衡
‘
定
賢
〕
鴻
卓
之
義
、
顛
毛
↓

o
:
 2)
に
同
じ
。
〔
曾
翠
‘
撫
州
顔
魯
公
祠
堂
記
〕
歴
二
杵
獲
二
於
顛
浦
之
朝
五
清
高
之
行
、
顕
―
―
於
衰
胤
之
世
一
〔
桓
【
顛
末
】
551
だ

事
柄
の
始
と
終
。
始
か
ら
の
一
部
し
じ

二
九
六

12892 
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＂ 
頁
立
口

〔
十
驚
〕

穎

顛

眠

顛

顛

傾

顛

顎

類

二
九
七

ゆ
う
。
〔
戴
復
古
、
砂
陳
典
機
縣
尉
於
湘
濯
下
撮
市
一

詩
〕
題
レ
詩
記
顛
杢
政
不
レ
餌
入
碑
↓
〔
林
光
朝
、
資
中

行
〕
即
今
原
隷
見
―
―
顛
末
爺
四
於
―
―
董
上
1

分
<
I

錨
錬
↓

[
顛
冥
】
56

竺
ま
よ
ひ
ま
ど
ふ
。
迷
惑
す
る
。
〔
荘
子
、
則

陽
〕
固
顛
＿
―
[
呉
乎
富
貴
之
地
↓
〔
秤
文
〕
冥
‘
昔
眠
、
司
馬

云
‘
顛
冥
、
猶
速
惑
也
。

【
顛
落
】
57

打
つ
ま
づ
き
落
ち
る
。
こ
ろ
げ
お
ち
る
。
顛

墜゚
【
顛
連
】
58

ゾ
非
常
に
困
難
す
る
。
難
澁
す
る
。
騒
乱
に

困
し
む
。
顛
油
゜
〔
張
載
、
西
銘
〕
凡
天
下
疲
痛
残
疾
、
憚

燭
鰈
寡
‘
皆
吾
兄
弟
之
顛
連
而
無
レ
告
者
也
。
〔
燕
子
箋
、

牧
女
〕
誰
知
道
弱
女
顛
連
。

【
顛
勒
】
59

翌
草
の
名
。
て
ん
も
ん
ど
う
。
く
さ
す
ぎ
か

づ
ら
。
天
門
冬
(
8ー

5
8
3
3
:
 1
4
2
0
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
天

門
冬
〕
繹
名
、
顛
勒
゜

【
顛
石
齋
】
60

”
セ
キ
明
、
呉
振
楔
(
2ー

3
3
6
5
:
 6
7
6
)

の

麗
【
顛
不
剌
】
61

tien1 
p
u
 
la

元
代
の
俗
語
。
心
の
甚
だ

た
は
け
た
さ
ま
。
放
蕩
の
さ
ま
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
闇
―
―

道
場
一
雑
劇
〕
顛
不
剌
的
見
了
萬
千
゜
〔
長
生
殿
‘
弾
詞
〕

顛
不
剌
‘
顛
不
剌
‘
撤
不
下
心
兒
上
。

【
顛
蛉
子
]
6
2
1
グ
ノ
レ
ィ
清
‘
巌
啓
隆
(
2
|
4
5
8
9
 :
 2
7
9
)

の

琥゚
【
顛
蛉
坂
】
63

勺
ク
レ
イ
坂
の
名
。
山
西
省
平
陸
縣
の
東
北
。

直
蛉
。
崩
怜
゜
〔
左
氏
、
倍
‘
―
-
〕
痰
為
―
―
不
道
デ
入
レ
自
"
顛

蛉
面
{
―
―
郷
三
門
言
注
〕
河
東
大
陽
縣
東
北
有
二
顛
蛉
坂
↓

〔
水
経
‘
河
水
注
〕
博
巖
束
北
十
餘
里
、
即
顛
蛉
坂
也
‘

春
秋
左
傭
所
謂
入
レ
自
<
I

顛
蛉
―
者
也
‘
有
<
I

東
西
絶
澗
↓

左
右
幽
空
窮
深
、
地
堅
中
則
築
以
成
レ
道
、
指
―
―
南
北
之

路
盃
炉
之
貸
蛉
檎
也
。

[顧-―
-5mm5
】

64tien'san'tao'ssu• 

0
ご
た
ご

た
し
た
さ
ま
。

O
ぽ
ん
や
り
し
た
さ
ま
。

【
顛
撲
不
破
】
65

乃
ボ
ク
理
義
正
常
で
動
か
す
こ
と
の

出
来
な
い
こ
と
。
〔
朱
子
全
書
‘
性
理
‘
性
〕
伊
川
性
即

理
也
四
字
‘
顛
撲
不
破
。

【
顛
鸞
倒
鳳
】
66

勾
梵
顛
倒
し
て
順
序
を
失
ふ
こ
と
。

又
、
男
女
の
恨
抱
交
構
の
状
に
喩
へ
る
。
〔
遺
山
築
府
〕

無
情
六
合
乾
坤
裏
‘
顛
鸞
倒
鳳
‘
摺
露
裂
月
、
直
被
―
―
消

磨
↓
〔
西
廂
記
‘
雀
鶯
鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
小
生
到
<I

得
臥

房
内
五
空
姐
姐
1

解
レ
帯
脱
レ
衣
‘
顛
鸞
倒
鳳
゜

〔
集
韻
〕
古
項
切
陶
E

り
一
尤

c
h
i
a
n
g
3

〔
集
韻
〕
詑
岳
切
圏

日
□

0
た
だ
し
い
。
直
い
。
明
直
゜
〔
史
記
、
曹
相

國
世
家
〕
傭
何
為
レ
法
、
顛
若
レ
書
一
こ
。
〔
注
〕
集
解

曰
、
徐
廣
日
、
稲
、
昔
古
項
反
‘
一
昔
較
‘
索
隠
曰
、

漢
書
、
額
、
作
レ
講
‘
蓋
訓
レ
直
、
又
訓
レ
明
、
言
Ii

法

明
直
若
＞
蓋
こ
也
。
〇
あ
き
ら
か
。
〔
集
韻
〕
顛
、

明
也
。
〇
や
は
ら
ぐ
。
〔
集
韻
〕
額
‘
和
也
。
R
或

は
視
(
1
0
-
3
4
9
3
7
)

に
作
り
、
通
じ
て
講
(
1
0ー

3

5824)• 

較
(
1
0
|
 3
8
2
9
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
類
、

或
炊
レ
見
、
通
作
講
。
〔
集
韻
〕
顛
、
通
作
レ
較
゜

困
ィ
フ
。
ア
ぎ
フ
。
ナ
ホ
°

祠
】
〗□
カ
ク

□
ヵ
ヴ

罰
l
扉
l図

小
日
□
戸
l

●
頭
が
か
し
い
で
た
だ
し
く

悶
｀
策
な
い
。
〔
説
文
〕
顛
‘
頭
不
レ
正
也
、
八
レ
頁

鬼
臀
゜
〇
お
ほ
き
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
顛
、
大

也。

0
大
き
い
頭
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
大
頭
也
。
R
み
に

く
い
。
時
(
1
2
|
 4
3
5
4
4
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
順
‘
説

文
、
醜
也
‘
通
作
レ
頼
。

[
顧
]
呻

日
グ
，
ワ
イ

□
久
ワ
イ

曰
キ

〔
集
韻
〕
五
賄
切

〔
集
韻
〕
苦
猥
切

〔
集
韻
〕
丘
其
切

冨
i

]

[

と
ぴ
あ
が
る
。
〔
五
昔
集
韻
〕
晰
‘
晰
頷
也
。

メベ
チッ

〔
五
音
集
韻
〕
莫
結
切

圏

【
顛
】
〗
テ
ン

顛
(
1
2ー

4
3
6
2
8
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
顛
‘
俗
顛
字
。

顕
頸
は
‘
か
ほ
が
ゆ
が
む
。
し
や
く
し
が
ほ
。
〔
集

韻
〕
顕
‘
顕
類
‘
面
折
。

【
頸
】
〗
バ
，
ウ

〔
集
韻
〕
嘗
侯
切
困

日
ヵ
ブ
〔
集
韻
〕
谷
器
切
圏

□
カ
イ
〔
集
韻
〕
丘
蓋
切
國
g

日
あ
こ
ぱ
ね
。
〔
玉
篇
〕
頗
、
頷
車
骨
゜
〔
集
韻
〕
頻
‘

顛
車
、
頷
骨
。
ロ
―
あ
た
ま
の
骨
の
さ
ま
。
或
は
顛

(
1
2
-
4
3
7
1
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頻
‘
頭
骨
兒
、
或

炊
レ
蓋
゜

冨
i
]〗

小
日
●
お
ほ
き
い
あ
た
ま
。
〔
説
文
〕
韻

負魯策
大
頭
也
、
八
レ
頁
骨
瞥
‘
讀
若
レ
魁
。

O

お
ほ
き
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
領
、
大
也
。

O
ひ

と
り
。
ひ
と
り
慮
る
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
領
‘
獨
慮

貌
゜
〔
後
漢
書
、
張
衡
博
〕
頒
鵜
旅
而
無
レ
友
分
。

〔
注
〕
傾
、
獨
也
。
⑲
み
に
く
い
。
〔
集
韻
〕
傾
‘
醜

也。

O
ふ
れ
あ
ふ
。
〔
集
韻
〕
領
、
相
抵
獨
。
口
●
み

に
く
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
二
〕
傾
‘
醜
也
。
〔
集
韻
〕

甑
醜
也
。
●
ふ
れ
あ
ふ
。
〔
集
韻
〕
甑
倉
頷
篇
‘

相
抵
躙
也
。

0
大
き
い
頭
。
〔
集
韻
〕
顧
、
大
頭
。
国

大
き
い
頭
。
〔
集
韻
〕
傾
、
大
頭
。
國
●
大
き
い
頭
。

〔
集
韻
〕
傾
、
大
頭
也
。
●
首
の
骨
が
大
き
い
。
〔
廣

韻
〕
傾
、
首
大
骨
。
国
み
に
く
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

領
‘
醜
兒
゜

〔
集
韻
〕
苦
瓦
切

祠
]
〗国画曰口口

ケクク
'' 
コクココ

＇ ワワンワチッ
イイ

〔
集
韻
〕
枯
回
切

〔
集
韻
〕
枯
昆
切

〔
集
韻
〕
苦
猥
切

〔
集
韻
〕
苦
骨
切

園圃因図直

小
日
●
に
る
。
も
と
犬
が
相
似
る
意
。
轄

畏杢々
豪
じ
て
、
物
の
相
似
る
梢
゜
〔
説
文
〕
類
、

憧
類
相
侶
‘
唯
犬
為
レ
甚
‘
炊
レ
犬
頼
瞥
゜
〔
段
注
〕

説
t
i
~
~
犬
之
意
也
‘
類
‘
本
謂
―
―
犬
相
侶
引
伸
段

借
為
―
―
凡
相
侶
之
倫
↓
繹
詰
・
毛
博
皆
曰
、
類
、
善

也
、
繹
レ
類
為
レ
善
、
猶
下
繹
示
＇
肖
―
為
中
不
善
上
也
、

左
博
‘
刑
之
頗
類
‘
段
レ
類
為
レ
顧
。
〔
正
字
通
〕
類
、

肖
似
也
。
〔
國
語
、
呉
語
〕
類
レ
有
―
―
大
憂
↓
〔
注
〕

類
、
似
也
。
●
か
た
ど
る
。
〔
呂
寛
‘
序
意
〕
梁
下

類
レ
有
レ
人
。
〔
注
〕
類
‘
象
也
。

O
た
ぐ
ひ
゜
①
う

か
ら
。
同
族
。
種
類
。
〔
正
字
通
〕
類
、
種
類
也
。

〔
厩
語
、
周
語
下
〕
其
類
維
何
。
〔
注
〕
類
‘
族
類

也
。
〔
荀
子
、
證
論
〕
先
祗
者
類
之
本
也
。
〔
注
〕

類
、
種
。
＠
な
み
。
な
か
ま
。
同
列
。
〔
詩
、
大
雅
、

桑
柔
〕
貪
人
敗
レ
類
。
〔
箋
〕
類
、
等
夷
也
。
〔
列
子
、

仲
尼
〕
其
負
レ
類
反
レ
倫
゜
〔
注
〕
類
、
同
也
。
◎
む

れ
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
以
養
―
―
繋
類
一
〔
注
〕
類
、

物
類
也
。
＠
く
ら
べ
。
比
較
。
〔
證
‘
學
記
〕
九
年

知
レ
類
通
逹
゜
〔
注
〕
知
レ
類
、
知
軍
事
義
之
比
一
也
。

R
し
な
。
わ
か
ち
。
品
別
。
〔
荀
子
、
非
十
二
子
〕

堂
統
類
二
注
〕
類
、
謂
比
類
↓

8
も
ろ
も
ろ
。

〔
淮
南
子
、
要
略
〕
浸
―
―
想
宵
類
↓
〔
注
〕
類
‘
衆

也
。
⑲
た
ぐ
へ
る
。
し
た
が
ふ
。
く
ら
べ
る
。
並

比
す
る
。
〔
證
、
柴
記
〕
比
類
以
成
―
―
其
行
↓
〔
注
〕
比

類
、
分
二
次
善
悪
之
類
一
也
、
不
レ
入
二
於
悪
盃
刑
行

無
レ
不
レ
成
。
〔
證
、
月
令
〕
必
比
類
。
〔
疏
〕
品
物
相

随
曰
レ
類
。
〔
左
氏
、
襄
‘
九
〕
晉
君
類
レ
能
而
使
レ

之
。
R
か
た
ち
。
〔
淮
南
子
、
淑
慎
訓
〕
又
況
未
レ

【
類
]
[
國ロロ
リリララ
チツイイ

〔
集
韻
〕
劣
戌
切

□
ル
イ

〔
集
韻
〕
力
遂
切
閣

ヵヽ

lei'

〔
集
韻
〕
路
罪
切
加
〗

〔
集
韻
〕
慮
射
切
隧圏

12893 
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＂ 
頁
立
口

〔
＋
書
―
〕

有
レ
類
也
。
〔
注
〕
類
、
形
象
也
。

O
す

が

た

。

ゃ

ぅ

頭

左

邊

庫

下

者
1

名
レ
類
、
周
軽
、
西
編
曰
雷
霞
空

す
。
〔
楚
辞
、
九
章
、
橘
頌
〕
類
可
レ
任
分
。
〔
注
〕
類
‘
是
也
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
左
悦
者
、
西
亀
也
‘
類
・
露

薦

貌

也

。

〔

孔

子

家

語

‘

致

思

〕

不

レ

勧

紐

類

。

臀

近

‘

故

古

字

通

。

鍮

獣

＼

」

3

〔
注
〕
類
‘
宜
レ
為
畑
。

O
こ
と
。
〔
孟
子
‘
告
子
上
〕
の
名
。
〔
山
海
経
、
南
山
鼻
轡
/
‘
ク
類

此
之
謂
圧
知
類
也
。
〔
注
〕
類
、
事
也
。
O
た
め
経
〕
置
妥
之
山
肴
祇
'
〗
唸
印

し
。
〔
史
記
‘
屈
原
博
〕
吾
勝
而
盆
炉
類
分
。
〔
注
〕
正
焉
‘
其
状
如
レ
狸
而
有
レ
乞
W
、

勃

経

園

ア(‘

義

日

‘

類

、

例

也

。

〔

荀

子

、

非

相

〕

抄

類

襄

類

。

髯

其

名

曰

レ

類

、

自

為

二

，

（

0
の
り
。
〔
方
言
、
十
三
〕
類
、
法
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
牝
牡
一
食
レ
之
不
レ
炉
゜

一
〕
類
、
濯
也
。
〔
證
繍
衣
〕
行
無
レ
類
也
。
〔
注
〕
＠
詮
゜
〔
逸
周
書
‘
誼
法
解
〕
勤
施
無
レ
私
曰
レ
類
。

類
、
謂
比
式
↓
〔
楚
辟
、
九
章
、
懐
沙
〕
吾
将
―
―
以
鍮
顧
(
8ー

2
4
8
7
5
)
に
通
ず
。
〔
詩
、
大
雅
‘
皇
矢
〕

為
＞
類
分
。
〔
注
〕
類
、
法
也
。

O
よ
い
。
〔
爾
雅
‘
繹
是
類
是
禍
゜
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
是
顧
是
禍
。

O
通
じ

詰
〕
類
、
善
也
。
〔
詩
、
大
雅
‘
皇
芙
〕
克
明
克
類
。
て
曽
(
9ー

2
9
7
1
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
類
‘
古
通

〔
箋
〕
類
、
善
也
、
勤
施
無
レ
私
日
レ
類
。

O
み
な
。
す
作
レ
曽
゜
R
姓
。
〔
正
字
通
〕
類
‘
姓
‘
史
記
梁
孝
王

べ
て
。
〔
後
漢
書
、
那
壽
博
〕
賓
客
放
縦
、
類
不
レ
世
家
‘
類
肝
反
‘
宋
類
演
‘
一
輻
州
寧
徳
尉
‘
明
類
康
‘

檎
節
。
〔
注
〕
類
、
猶
捨
也
。
⑲
お
ほ
む
ね
。
あ
ら
正
徳
中
訓
導
。
□
国
か
た
よ
る
。
偏
頗
。
類
(
8
-

ま
し
。
〔
漢
書
、
手
翁
蹄
傭
〕
類
常
如
翁
蹄
言
↓

2
8
0
2
7
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
類
‘
偏
也
。
〔
集
韻
〕
類
‘

〔
注
〕
師
古
日
、
類
、
猶
レ
率
也
。
◎
も
と
る
。
〔
逸
周
偏
頗
也
。
〔
左
氏
‘
昭
、
十
六
〕
刑
之
頗
類
。
〔
疏
〕
服

書
‘
史
記
解
〕
複
類
黒
親
。
〔
集
訓
校
繹
〕
類
‘
戻
虔
讀
レ
類
為
レ
類
、
解
云
‘
類
、
不
レ
平
也
。
國
に
る
。

〔
集
韻
〕
類
‘
似
也
。

也
。
◎
祭
の
名
。
④
正
祭
。
日
月
星
辰
を
四
郊
に

図
圏
ト
モ
。
ヨ
シ
。
ナ
シ
。

ま
つ
る
。
其
の
陰
陽
の
方
位
に
よ
つ
て
適
嘗
な
。
【
類
縁
]
1

竺

0
や
か
ら
。
一
族
。
親
類
。

0
に
よ
り
の

方
角
に
壇
を
設
け
て
ま
つ
る
の
で
類
と
い
ふ

ゆ
か
り
。

【
類
苑
】
2

牙
類
を
以
て
集
め
た
文
章
。
又
は
書
籍
。
類

〔
周
證
、
春
官
、
小
宗
伯
〕
四
望
四
類
亦
如
レ
之
。

〔
注
〕
四
類
、
日
月
星
辰
、
運
行
無
レ
常
、
以
―
―
氣
類
—
林
。
〔
南
史
‘
劉
峻
博
〕
使
レ
横
類
苑
一
未
レ
及
レ
成
‘
復
以
レ

食
之
位
「
兆
レ
日
於
二
東
郊
「
兆
ー
1

一
月
卑
(
-
風
師
―
疾
去
。

麿
西
郊
ご
空
司
中
・
司
命
伝
生
南
郊
「
兆
二
雨
【
類
音
】
3

”
パ
書
名
。
八
巻
。
清
‘
溢
未
撰
°
其
の
法
一
―
-
+

六
母
を
増
し
て
五
十
母
と
し
、
毎
母
の
字
を
横
に
列
ね

て
開
口
•
齋
歯
・
合
口
•
撮
口
の
四
呼
と
す
。
等
韻
の
法

師
於
二
北
郊
届
）
臨
時
の
祭
。
天
神
・
社
稜
・
宗
廟

に
因
り
、
且
つ
又
己
の
意
を
推
し
て
獨
り
一
家
の
言
を

以
下
の
神
に
、
そ
れ
ぞ
れ
を
祭
る
證
に
依
類
し

て
‘
祈
求
す
る
と
こ
ろ
あ
る
祭
。
天
災
出
師
な
ど
為
す
。
〔
四
庫
提
要
、
経
、
小
學
類
存
目
〕
。

の
時
に
と
り
行
ふ
。
〔
周
證
、
春
官
、
小
宗
伯
〕
凡
【
類
家
】
4

勺
一
類
の
家
。
一
族
の
家
。
〔
太
平
記
‘
十

七
、
山
門
牒
送
―
―
南
都
―
〕
南
都
博
陸
股
肱
之
氏
寺
也
‘

須
レ
救
―
―
藤
氏
類
家
之
滝
屈
一

天
地
之
大
栽
‘
類
社
稜
宗
廟
1

則
為
レ
位
。
〔
注
〕

【
類
歌
】
5

竹
同
じ
種
類
の
和
歌
。

類
者
、
依
其
正
輯
而
為
レ
之
。

O
鍮
の
名
。
す
す

む
時
に
頭
が
左
に
か
し
ぐ
組
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
左
【
類
隔
】
6

的
反
切
の
一
種
。
〔
＋
駕
齋
養
新
録
〕
凡
軽

促
不
類
。
〔
疏
〕
悦
‘
庫
也
、
不
‘
獲
瞥
也
、
謂
11

行
時
唇
昔
、
古
皆
讀
為
―
―
重
腎
↓
又
古
無
"
舌
頭
・
舌
上
之
分
一

類

古
人
製
―
―
反
切
ご
皆
取
1→
—
音
和
→
後
儒
不
レ
識
―
―
古
昔
一
謂

1一
解
〕
蓋
未
レ
受

1一
王
命
玉
’
"
一
敢
自
居
,
,

於
諸
侯
之
幡
五
故
其

4

，
 

之
類
隔
盃
｛
貫
非
1

一
古
人
意
也
。
朝
―
―
聘
於
天
子
―
皆
日
レ
類
、
言
‘
依
―
―
於
諸
侯
之
穐
―
而

28

【
類
合
｝
的
類
を
以
て
―
つ
に
な
る
。
同
類
が
あ
つ
為
レ
之
爾
。

1

ま
り
合
ふ
。
〔
春
秋
繁
露
‘
陰
陽
義
〕
天
亦
有
―
―
喜
怒
之
【
類
瞼
】
20

賃
よ
い
し
る
し
。
〔
論
衡
、
資
知
〕
性
敏
才

氣
‘
哀
築
之
生
輿
仄
相
副
‘
以
レ
類
合
レ
之
。
茂
、
獨
思
無
レ
所
レ
撮
‘
不
レ
賭
兆
象
云
＇
レ
見
類
瞼
↓

【
類
打
】
8

い
パ
複
姓
。
〔
史
記
‘
梁
孝
王
世
家
〕
元
朔
中
、
【
類
語
]
2
1
t

ィ
同
種
類
の
こ
と
ば
。
に
よ
っ
た
こ
と
ば
。

唯

陽

人

類

肝

反

者

。

【

類

祭

】

2
2
H
い
祭
の
名
。
瀕
゜
〔
説
文
〕
顧
、
以
―
―
事
類
正
か

【
類
函
】
，
”
書
名
。
唐
類
函
、
又
は
淵
鑑
類
函
の
略
天
神
↓
〔
義
證
〕
錢
大
昭
日
‘
類
祭
之
事
見
―
―
於
経
典
―
者

稲

。

有

五

、

周

碍

小

宗

伯

、

凡

天

地

之

大

栽

、

類

社

楼

宗

【
類
感
]
1
0

が

パ

新

論

の

篇

名

。

廟

涵

H

祈
之
類
也
‘
證
王
制
‘
天
子
牌
レ
出
‘
類
二
乎
上
帝
↓

【
類
規
】1
1
~ィ
同
じ
た
ぐ
ひ
の
規
則
。
巡
守
之
類
也
、
詩
大
雅
皇
癸
、
是
類
是
祗
‘
爾
雅
繹
天

【
類
句
】
12

九
ィ
●
詩
歌
文
章
の
互
に
似
よ
っ
た
句
。
又
‘
作
レ
顧
云
‘
師
祭
也
‘
行
師
之
類
也
、
周
證
律
師
‘
類
1

一造

そ
れ
を
集
め
た
も
の
。

O
同
種
類
の
和
歌
、
俳
句
。
上
帝
ご
戦
勝
之
類
也
、
書
舜
典
‘
緯
類
,
,
子
上
帝
盃
撮
位
之

【
類
狗
】
13

勺
い
ぬ
に
似
る
。
〔
後
漢
書
‘
馬
援
博
〕
所
類
也
、
皆
非
孟
吊
祭
「
依
―
―
正
栂
―
而
為
レ
之
、
故
―
ぞ
以
―
―
事

謂
董
レ
虎
不
レ
成
‘
反
類
レ
狗
者
也
。
類
↓
祭
は
王
玉
樹
枯
字
〕
凡
言
レ
類
者
‘
皆
謂
下
依
―
―
事
類
―

【
類
化
]
1
4

坑
新
経
瞼
に
よ
っ
て
藷
知
識
を
喚
起
し
‘
而
為
七
之
、
如
1

郊
祀
為
祭
レ
天
之
常
祭
「
今
非
1

一
常
祭
1

互
に
其
の
間
に
融
和
さ
れ
て
‘
確
責
な
知
覺
と
す
る
こ
而
亦
依
涵
忠
匹
為
レ
之
則
日
レ
類
、
非
レ
有
―
―
専
稽
ア
故
許

と

。

同

化

。

氏

繹

レ

之

以

―

―

事

類

ー

祭

辛

全

岬

也

。

〔

書

‘

舜

典

、

律

類

1
-

【
類
火
】
1
5
[
灯
他
人
の
家
の
火
事
で
ま
き
ぞ
へ
に
あ
ふ
子
上
帝
五
疏
〕
類
↓
―
祭
於
上
帝
云
空
美
天
及
五
―
商
也
。

こ

と

。

類

燒

。

【

類

造

]23

巧
類
穂
を
以
て
祭
る
。
〔
周
證
、
春
官
‘
騨

【
類
型
】
16

閃
〇
よ
く
似
て
ゐ
る
型
。

O
心
理
學
上
、
千
師
〕
類
―
―
造
上
帝
五
封
―
―
千
大
紳
↓
〔
注
〕
類
幡
依
↓
―
郊
祀
一

差
萬
別
の
個
性
の
中
の
共
通
的
特
徴
の
成
す
一
群
が
、
而
為
レ
之
者
。

他
群
に
封
し
て
本
質
的
に
代
表
的
な
性
質
を
有
す
る
【
類
纂
】
2
4
5
パ
同
じ
種
類
の
も
の
を
集
め
編
む
こ
と
。

こ
と
。
参
あ
り
ふ
れ
た
型
。
よ
く
あ
る
型
。
又
‘
其
の
物
。

【
類
経
】
17

苔
書
名
。
三
十
二
巻
。
明
‘
張
介
賓
編
。
瞥
【
類
祠
】
25

勺
ま
つ
り
を
な
す
こ
と
。
〔
史
記
‘
封
樺
書
〕

書
。
素
問
霊
櫃
を
析
つ
て
三
百
九
十
條
と
し
、
十
二
類
先
類
―
―
祠
泰
―
↓

に
分
ち
、
麿
め
て
十
七
巻
と
し
て
ゐ
る
。
又
、
益
す
に
圃
【
類
字
】
ぉ
勺
形
の
似
た
文
字
。

翼
十
一
巻
、
附
翼
四
巻
を
以
て
し
、
門
目
分
明
、
尋
検
を
【
類
次
】
27

勺
種
類
に
よ
っ
て
順
序
次
第
を
立
て
る
。

為
し
易
い
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
、
臀
家
類
〕
。
分
類
し
て
順
序
を
つ
け
る
。
〔
宋
史
、
痘
正
辞
博
〕
勅
,
,
近

【
類
決
】
18

冗
官
吏
が
公
罪
を
犯
し
笞
に
常
る
時
は
、
臣
面
炉
視
其
可
レ
行
者
云
類
次
以
聞
。
〔
欺
陽
脩
‘
梅
聖
蔽

其
の
身
分
に
依
つ
て
官
と
吏
と
を
届
別
し
、
官
は
牧
贖
詩
集
序
〕
予
嘗
嗜
面
委
郎
詩
盃
皿
患
」
不
レ
能
1

一
盛
得
＞
之
、

さ
せ
る
も
、
吏
は
身
分
卑
し
い
者
故
に
牧
贖
を
許
さ
な
遠
喜
―
―
謝
氏
之
能
類
次
一
也
‘
蝋
序
而
誠
＞
之
。

い
。
而
し
て
四
季
毎
に
同
種
類
の
罪
人
を
集
め
て
、
直
【
類
似
】
28

勺
に
て
ゐ
る
こ
と
。
に
よ
っ
て
ゐ
る
こ
と
。

に
其
の
罪
を
決
行
し
‘
其
の
吏
役
を
免
ず
る
こ
と
。
〔
明
〔
楚
辞
‘
東
方
朔
‘
七
諫
‘
謬
諫
〕
同
―
音
者
相
和
分
、
同
類

律
、
名
例
、
文
武
官
犯
,
,
公
罪
―
〕
官
吏
犯
1

一
公
罪
盆
喪
笞
者
相
似
。
〔
論
衡
‘
説
日
〕
輿
二
晨
鳥
盆
飛
玉
相
類
似
也
。

者
、
官
牧
贖
‘
吏
毎
季
類
決
、
不
1

一

必

附

過

↓

【

類

事

】

匹

勺

類

書

(

4

1

)

の
O
に
同
じ
。
〔
事
物
紀
原
‘

【
類
見
】
19

巧
諸
侯
の
嗣
子
が
父
の
葬
式
を
終
へ
て
天
経
籍
藝
文
部
、
類
事
〕
證
レ
古
類
レ
事
‘
其
始
本
出
―
―
於
梁

子
に
謁
見
す
る
こ
と
。
〔
證
‘
曲
證
下
〕
諸
侯
‘
云
云
、
既
沈
約
之
徒
「
陽
レ
辞
比
レ
事
、
往
往
成
レ
編
、
故
唐
白
居
易
、

葬
‘
見
天
子
亘
類
見
↓
〔
注
〕
代
反
受
レ
國
‘
類
猶
レ
倣
レ
之
為
六
帖
↓

象
也
、
執
店
S
虫
象
―
―
諸
侯
之
證
見
一
也
。
〔
孫
希
且
集
【
類
繍
】
30

芯
ぬ
ひ
と
り
の
き
ぬ
に
似
て
ゐ
る
こ
と
。

二
九
八
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頁

部

〔
十
董
〕

類

二
九
九

〔
謝
震
運
‘
嶺
表
賦
〕
斑
采
類
蘊
、
明
白
若
レ
月
。

【

国

】
31

各
部
類
に
よ
っ
て
あ
つ
め
る
こ
と
。
類
緊

に
同
じ
。
類
纂
。

〖
類
集
文
字
抄
〗3
2
5笈
炉
書
名
。
一
巻
の
み
現
存
。

撰
者
未
詳
。
珍
賓
井
農
類
五
穀
部
よ
り
名
字
井
氏
姓

部
に
至
る
十
六
部
に
分
っ
た
分
類
橿
の
漢
和
字
書
。

【
類
症
]
3
3

裟
’
類
似
症
の
略
。
に
よ
っ
た
病
氣
。

【
類
棗
】
34

が
が
●
そ
れ
ぞ
れ
の
部
類
に
従
つ
て
あ
つ

ま
る
こ
と
。
又
、
あ
つ
め
る
こ
と
。
〔
易
、
繋
辞
上
〕
方

以
』
類
棗
、
物
以
レ
霊
分
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
、
邊
譲
博
〕

金
石
類
棗
、
絲
竹
霊
分
。
●
類
書
の
名
。
〔
唐
書
‘
藝
文

志
三
〕
獣
陽
詢
藝
文
類
棗
一
百
倦
。

〖
類
棗
國
史
〗35
芸
戎f
ゥ
書
名
。
二
百
巻
。
外
に
目
録

二
巻
。
―
帝
王
系
圏
二
巻
。
菅
原
道
慎
奉
勅
撰
。
六
國
史

所
載
の
記
事
を
紳
祇
・
—
帝
王
・
後
宮
・
人
・
歳
事
等
の
諸

部
に
分
ち
類
緊
編
纂
し
た
も
の
。
今
散
侠
し
て
六
十

一
巻
を
存
す
。

〖
類
衆
名
義
抄]
3
6祐筏
炉
書
名
。
十
冊
。
菅
原
是

善
撰
と
い
ふ
。
仁
治
二
年
、
建
長
三
年
の
奥
書
が
あ
る
。

人
・
イ
・
足
等
よ
り
風
・
酉
・
雑
等
に
至
る
百
二
十
類
に

つ
き
漢
字
・
熟
字
を
類
緊
し
て
昔
訓
を
略
注
し
た
も
の

で
全
編
を
佛
法
僧
の
上
・
中
・
下
•
本
・
末
等
に
分
つ
。
一

名
、
三
賓
名
義
類
衆
抄
、
三
賓
名
義
抄
、
三
賓
字
類
抄
、

三
賓
字
抄
、
三
賓
類
棗
集
等
と
も
呼
ぶ
。

〖
類
緊
名
物
考
〗37
竹
芸
が
書
名
。
三
百
四
十
二
倦
。

山
岡
浚
明
撰
。
和
漢
の
事
物
を
、
天
・
時
令
・
紳
祇
以
下

の
三
十
五
部
に
分
類
し
て
考
説
し
た
も
の
。
外
に
目

録
一
巻
、
標
題
十
八
巻
、
縛
ぺ
て
三
百
六
十
一
巻
、
百
五

十
五
冊
に
作
る
。

〖
類
衆
名
義
抄
索
語
】
3
8祐
経
切
ウ
サ
ク
ゴ
書
名
。
九
巻
。

小
山
田
興
清
撰
。
類
泰
名
義
抄
中
の
訓
を
イ
ロ
ハ
順

に
列
ね
て
、
漢
字
を
宛
て
た
索
引
。

〖
類
褻
名
義
抄
字
訓
】
3
9芯
絃
炉
ジ
ク
．
＇
書
名
。
一
巻
。

伴
信
友
撰
゜

【
類
従
】
40

が
が
同
類
に
各
t
従
ふ
。
〔
新
語
、
術
事
〕
事

以
レ
類
相
従
、
臀
以
レ
昔
相
應
。
〔
魏
志
、
文
帝
紀
〕
又
使
三

諸
儒
撰
集
経
博
こ
呼
類
相
従
、
凡
千
餘
篇
‘
琥
日
二
皇

寛↓

【
類
書
】
“
叫
力
〇
書
籍
の
分
類
の
名
。
種
々
の
種
類
の

書
籍
を
集
め
、
其
の
事
項
に
よ
っ
て
分
類
し
て
編
纂

し
、
検
索
に
便
に
し
た
書
物
。
唐
書
経
籍
志
、
初
め
て
類
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
雑
家
類
〕
゜
●
似
よ
っ
た
所
説
。
【
類
篇
1
5
8
}
バ
書
名
。
四
十
五
巻
。
藷
本
、
宋
、
司
馬
光
撰

事
の
目
を
立
て
た
が
‘
崇
文
綿
目
に
至
つ
て
類
書
と
改
【
類
族
】
48

弁
た
ぐ
ひ
に
よ
つ
て
緊
め
る
。
族
は
緊
。
と
題
す
。
賓
は
王
沫
胡
宿
等
の
修
纂
‘
光
は
之
を
奏
進

め
、
爾
来
之
に
従
ひ
、
清
の
四
庫
全
書
縛
目
も
亦
之
に
〔
易
、
同
人
〕
君
子
以
11

類
族

5
び
物
。
〔
疏
〕
族
‘
褻
也
、
言
し
た
も
の
。
共
に
十
五
巻
、
毎
巻
各
：
上
・
中
・
下
の
三

因
る
。
其
の
書
は
、
三
國
の
世
、
魏
の
朝
に
皇
覧
百
二
十
君
子
法
1

一
此
同
人
百
以
レ
類
而
緊
也
。
〔
岱
康
‘
難
11

自
然
好
篇
に
分
る
。
故
に
四
十
五
巻
と
い
ふ
。
五
百
四
十
四
部

巻
を
勅
選
し
た
の
を
始
め
と
し
、
藝
文
類
泰
•
初
學
記
・
學
一
論
〕
乃
始
作
,
,
文
墨
ー
以
偉
―
―
其
意
畜
匹
1

一
別
露
物
涵
d

レ
に
分
ち
、
一
部
に
始
ま
り
亥
部
に
終
る
。
其
の
編
纂
の

太
平
御
覧
を
経
、
清
の
古
今
圏
書
集
成
堂
萬
巻
を
以
有
1

一

類

族

↓

例

、

九

あ

り

。

一

、

同

J
音
而
異
レ
形
者
、
皆
雨
見
、
二
、
同
レ

て
、
其
の
極
に
達
し
た
も
の
と
い
は
れ
る
。
〔
四
庫
提
【
類
題
】
49

行
●
似
よ
っ
た
題
に
よ
っ
て
和
歌
、
俳
句
意
而
異
レ
臀
者
、
皆
一
見
、
三
、
古
意
之
不
レ
可
レ
知
者
、
従
1

一

要
、
子
、
類
書
類
〕
類
事
之
書
、
兼
―
―
牧
四
部
二
而
非
レ
経
等
を
集
め
る
こ
と
。
又
‘
其
の
あ
つ
め
た
も
の
。
●
同
種
其
故
而
5

‘
髪
レ
古
而
有
―
―
異
義
一
者
、
皆
従
レ
今
、
五
、
雙
レ
古

非
レ
史
非
レ
子
非
レ
集
、
四
部
之
内
‘
乃
無
11

類

可

＞

蹄

、

皇

類

の

問

題

。

而

失

レ

慎

者

、

皆

従

レ

古

、

六

‘

字

之

後

出

而

無

レ

撼

者

、

皆

覧
始
於
魏
文
一
晉
荀
品
中
経
部
分
隷
―
―
何
門
一
今
無
レ
【
類
同
】
50

切
似
よ
っ
た
こ
と
。
お
な
じ
。
類
似
。
〔
呂
不
11

特
見
一
七
、
字
之
失
レ
故
而
遂
然
者
、
皆
明
1

一
其
由
一

所
レ
考
‘
隋
志
載
入
二
子
部
ぶ
嘗
レ
有
レ
所
レ
受
レ
之
、
歴
代
相
覧
、
應
同
〕
成
齊
類
同
皆
有
レ
合
、
故
発
為
レ
善
而
衆
善
八
、
集
韻
之
所
レ
遺
者
皆
載
、
九
、
字
之
無
1

一
部
分
ー
者
、
皆

承
、
莫
1

一
之
或
＞
易
、
明
胡
應
鱗
作
1

一

筆

叢

五

始

議

改

入

二

集

至

、

傑

為

レ

非

而

衆

非

来

。

以

レ

類

相

棗

‘

と

。

字

散

凡

て

三

萬

一

千

三

百

十

九

、

重

部
｛
然
無
レ
所
レ
取
』
義
、
徒
事
紛
更
、
則
不
レ
如
レ
俯
―
輩
藷
〖
類
同
相
召
〗

5
1
苔
吐
ヤ
似
よ
っ
た
も
の
は
互
に
招
字
二
萬
一
千
八
百
四
十
六
、
合
し
て
五
萬
三
干
百
六
十

貫
芙
‘
此
骰
一
興
而
操
瓜
者
易
於
検
尋
ぶ
江
書
者
利
,
,

き
合
ふ
。
〔
呂
覧
、
召
類
〕
四
日
、
類
同
相
召
‘
氣
同
則
合
、
五
字
を
収
む
。
蓋
し
集
韻
と
同
時
に
並
び
に
修
め
、
集

於

剰

騒

五

轄

輻

神

販

‘

賓

學

頗

荒

、

然

古

籍

散

亡

、

十

不

レ

瞥

比

則

應

。

韻

は

韻

書

と

な

り

、

此

は

字

書

と

為

っ

た

。

雨

書

相

輔

在
一
‘
遺
文
藷
事
、
往
往
託
以
得
な
存
、
藝
文
類
褻
•
初
【
類
能
】

5
2坑
材
能
あ
る
も
の
に
し
た
が
ふ
。
〔
左
氏
、
し
て
行
は
れ
る
が
、
此
の
書
は
唯
；
集
韻
の
重
文
の
濫

學
記
・
太
平
御
覧
、
諸
編
残
機
断
璧
、
至
1

一
措
拾
不
＞
窮
‘
襄
、
九
〕
晉
君
類
レ
能
而
使
レ
之
、
攀
不
レ
失
レ
選
、
官
不
レ
雑
を
去
っ
た
の
み
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
経
、
小
學
類
〕
。

要
否
可
ね
匝
之
無
乙
補
也
、
其
専
考
二
-
事
一
如
向
姓
易
レ
方
。
〔
注
〕
随
レ
所
レ
能
。
〔
會
箋
〕
随
11

人
所
品
能
、
各
以
―
【
類
本
】
59

”
バ
似
よ
っ
た
書
物
。
同
じ
種
類
の
書
物
。

名

録

之

類

者

、

別

無

レ

可

レ

附

‘

藷

皆

入

―

―

之

類

書

盃

亦

今

其

類

↓

【

類

旅

】

60

怜
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
。
〔
漢
書
、
律
歴

四
其
例
↓
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、
序
〕
有
明
三
百
年
、
四
【
類
蔵
】
53

巧
類
と
祗
と
の
祭
。
類
祭
(
2
2
)
及
び
禍
祭
志
上
〕
陰
陽
之
施
化
‘
萬
物
之
終
始
‘
既
類
,
,
旅
於
律
呂
↓

方
秀
又
、
困
1

一
於
帖
括
冨
竪
講
章
為
1

一
経
學
百
竺
類
書
-

(

8

-

2

4

7

9

9
:
 2
)
を
見
よ
。
〔
詩
、
大
雅
‘
皇
芙
〕
是
類
【
類
林
】
61

片
類
を
以
て
集
め
た
語
句
、
文
章
。
類
似
の

翠
博
聞
ず
長
夜
悠
悠
、
視
レ
天
夢
夢
‘
可
レ
悲
也
。

O
似
よ
是
禍
。
〔
集
博
〕
類
、
将
5

出
レ
師
、
祭
ー

1
士帝
1

也
、
禍
、
至
―
ー
記
事
ま
た
は
類
語
、
類
句
を
棗
め
た
書
物
。
類
苑
。
〔
唐

っ

た

内

容

の

書

物

。

同

類

書

。

所

レ

征

之

地

ぢ

宗

下

始

造

1

一
軍
法
土
合
い
謂
―
―
黄
帝
及
蛍
尤
一
書
‘
藝
文
志
三
〕
装
子
野
類
林
三
巻
、
子
立
政
類
林
十

【
類
慎
】
心
心
パ
慎
責
に
似
て
ゐ
る
。
〔
論
衡
、
死
偽
〕
世
也
。
〔
漢
書
、
絞
傭
下
〕
上
官
幼
尊
、
類
1

一
祗
蕨
宗
↓
〔
注
〕
應
巻
。

多
似
レ
是
而
非
、
虚
偽
類
レ
慎o
g
h

曰
、
詩
云
、
是
類
是
禍
、
證
将1一
征
伐
一
告
レ
天
而
祭
、
【
類
例
[
】

6
2
~“

O
似
よ
っ
た
例
證
。
比
類
凡
例
の
義
。

【
類
推
】
心
”
"
異
な
る
も
の
の
中
か
ら
互
に
類
似
し
た
謂
1

一
之
類
盆
口
以
1

一
事
類
一
也
、
至
L

所
―
―
征
伐
一
之
地
ぢ
衣
而
〔
劉
賓
客
嘉
話
〕
有
―
―
山
東
士
大
夫
類
例
三
巻
↓
●
類
似

貼
に
よ
っ
て
推
測
す
る
。
〔
漢
書
‘
終
軍
億
〕
夫
明
闇
之
祭
レ
之
、
謂
二
之
祗
盃
祗
者
馬
也
、
馬
者
兵
之
首
、
故
祭
―
―
其
の
先
例
。

徴
、
上
風
飛
．
鳥
二

r勲
淵
應
各
以
レ
類
推
。
〔
淮
南
先
紳
一
也
。
〔
孔
叢
子
、
問
軍
證
〕
凡
類
禍
皆
用
1

一
甲
丙
戊
【
異
J

類
】
63

苔
-
ス
種
類
が
同
じ
で
な
い
。
違
つ
て
ゐ

子
、
説
山
訓
〕
病
者
寝
レ
席
、
瞥
之
用
1

一
針
石
ご
巫
之
用
1

↓

庚

壬

之

剛

日

↓

る

。

〔

國

語

、

晉

語

四

〕

異

レ

徳

則

異

レ

類

。

梢
藉
ご
何
救
鉤
也
、
狸
頭
愈
レ
鼠
、
維
頭
已
レ
壌
、
U

螂
散
,
,

【
類
鼻
】
54

吋
草
の
名
。
め
な
も
み
。
稀
姦
草
の
異
名
。
【
引
レ
類
】
“
5

勺
志
の
同
じ
者
を
引
き
寄
せ
る
。
〔
漢

積
血
U

断
木
愈
レ
鯖
、
此
類
11

推
之
―
者
也
。
〔
事
物
異
名
録
‘
葵
材
、
草
類
〕
正
字
通
、
類
鼻
‘
草
名
、
書
‘
劉
向
博
〕
賢
人
在
―
―
上
位
面
叫
引
1

一
其
類
1

而
緊
,
,
之
子

【
類
抄
】
“
祁
類
を
以
て
書
き
あ
つ
め
る
。
〔
趙
崇
絢
、
生
1

ー
田
中
ご
莱
如
二
天
名
精
ご
字
時
珍
云
‘
即
稀
菟
名
二
猪
朝
↓

難
肋
編
序
〕
久
而
成
レ
巻
、
以
レ
類
抄
褻
。
膏
母
―
者
。
〖
引
レ
類
呼
レ
朋

]
6
5
g
”
共
我
と
志
を
同
じ
う
す
る

【
類
招
】
“
茄
類
を
以
て
ま
ね
く
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
、
城
南
【
類
病
】
5
5
5
が
類
似
の
病
氣
。
同
じ
症
状
の
や
ま
ひ
。
人
を
呼
び
集
め
る
こ
と
。
同
類
あ
る
ひ
は
似
通
っ
た
者

聯

旬

〕

類

招

躁

袖

塁

喪

翼

莱

伏

―

―

衿

櫻

↓

類

症

。

〔

運

歩

色

葉

集

〕

類

病

。

同

志

が

自

然

と

集

ま

る

さ

ま

に

も

い

ふ

。

〔

浬

諺

集

覧

〕

【
類
燒
】
船
祁
他
家
か
ら
起
っ
た
火
事
の
た
め
に
燒
け
【
類
物
】
56

弁
●
善
悪
を
別
ち
器
用
を
利
す
る
官
。
〔
國
隋
史
遺
文
引
レ
類
呼
白
蓋
。
〔
六
諭
術
義
〕
和
睦
之
道
、
不
n

る

。

類

火

。

語

、

楚

語

下

〕

於

レ

是

乎

有

↓

―

天

地

紳

民

類

物

之

官

↓

〔

注

〕

徒

在

1

一
引
レ
類
呼
レ
朋
寮
遊
禁
會
↓

【
類
設
i

】47
井
〇
書
名
。
六
十
巻
。
宋
‘
曾
悔
編
。
漢
よ
り
類
物
‘
謂
下
別
釜
品
竺
利
―
―
器
用
一
之
官
3

●
同
類
の
物
。
【
濁
レ
類
】
66

芸
二
類
似
の
事
に
遇
ふ
。
〔
易
、
繋
酔
上
〕

以
来
百
家
の
小
説
を
取
り
、
事
資
を
採
援
し
て
編
し
て
【
類
別
~
】

5
7芥
た
ぐ
ひ
に
従
つ
て
わ
け
る
。
分
類
。
種
引
而
伸
レ
之
、
躙
レ
類
而
長
レ
之
。
〔
杜
預
、
春
秋
左
氏
傭

ゐ

る

。

其

の

録

す

る

と

こ

ろ

は

、

多

く

遺

文

僻

典

で

あ

別

。

序

〕

推

―

―

此

五

糧

百

盆

t-
―
経
博
云
E
レ
類
而
長
ら
之
。

12895 
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●
や
し
な
ふ
。
〔
字
彙
補
〕
頻
、
養
也
。
●
あ
ご
ぽ

ね
。
〔
字
彙
補
〕
源
、
輔
車
骨
也
。

【
鉦
炉
類
】
紺
許
教
育
す
れ
ば
、
ど
ん
な
種
類
の
人
間
で
以
来
、
未
レ
有
む
盛
1

一
於
孔
子
1

也。

も
立
派
に
な
る
。
〔
論
語
、
衛
霊
公
〕
子
曰
‘
有
レ
教
無
レ
類
。
【
類
證
普
清
本
事
方
】
1
9
3
眈
誘
7

セ
イ
書
名
。
十
巻
。
｛
木
、

【
類
伍
齊
】
6
7
5
匂
地
名
。
西
康
省
昌
都
縣
の
西
。
許
叔
微
撰
。
載
せ
る
所
は
皆
経
瞼
の
諸
方
で
並
び
に
瞥

【
類
樗
子
】
68

”ィ
t
ョ
明
、
秦
鐙
(
8ー

2
4
9
9
5
:
 1
2
4
)

の
案
を
記
し
、
其
の
書
、
詞
は
簡
雅
‘
俗
瞥
、
よ
く
解
す
る

琥

゜

能

は

ず

、

故

に

債

習

平

な

る

も

、

賓

は

微

に

入

る

の

論

【
類
博
稿
】
69

”
が
？
書
名
。
十
巻
。
附
録
二
巻
。
明
‘
岳
正
多
し
と
評
せ
ら
れ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
瞥
家
類
〕
。

撰

。

〔

四

庫

提

要

‘

集

、

別

集

類

〕

。

【

類

編

朱

氏

集

瞼

瞥

方

】
80

が
只
裟
芯
書
名
。
十
五

【
以
レ
類
緊
】
70

砕
召
ッ
テ
そ
れ
ぞ
れ
の
共
通
貼
に
よ
っ
巻
。
宋
、
朱
佐
撰
。
瞥
書
。
〔
四
庫
未
牧
書
目
提
要
、

て
す
べ
て
の
も
の
が
分
類
さ
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
人
が
三
1

。

善
き
に
つ
け
悪
し
き
に
つ
け
、
自
然
と
似
通
っ
た
者
同

志
集
ま
り
や
す
い
こ
と
に
い
ふ
。
〔
易
、
繋
辞
上
〕
方
以
レ

類
衆
、
物
以
レ
霊
分
。

【
類
選
錘
注
】
71

互
バ
が
が
類
選
は
同
類
を
集
め
て
選

o
【
滋
邸
】

g

[
パ
〔
集
韻
〕
縣
批
切
圏

す
る
こ
と
、
鐙
注
は
鐙
衡
の
参
考
に
資
す
る
こ
と

〔
明
律
、
吏
律
、
職
制
、
官
吏
給
田
〕
凡
各
街
門
官
吏
給
瀬
願
は
‘
頭
が
た
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
瀬
、
瀬
願
、

田
到
吏
部
属
五
日
1

付
勘
完
備
、
以
憑
,
,
類
選
鐙
注
↓
頭
垂
兒
゜

【
類
帝
之
宮
】
72

芯
？
天
帝
を
祭
る
宮
殿
。
〔
顔
延

之
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
噌
―
―
類
帝
之
｛
呂
玉
飾
―
―
護
紳
之

館↓

贋

類

相

應

】
13

召
沢
勺
善
悪
邪
正
ぎ
其
の
同
類
【
幽
血
】
一
セ
ン
〔
集
韻
〕
諸
延
切
囲

を
以
て
あ
つ
ま
る
。
以
レ
類
表
(
7
0
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
、
五

行
志
中
之
下
〕
上
言
、
天
地
之
氣
、
以
レ
類
相
應
。
ひ
た
ひ
。
顆
(
1
2

ー
む
6
1
7
)

に
同
じ
。
〔
方
言
‘
十
〕

【
息
類
離
倫
】
74

且
召
な
か
ま
の
人
よ
り
非
常
顧
．
頷
・
顔
‘
願
也
、
湘
江
之
間
‘
謂
二
之
顧
↓
〔
集

韻
〕
顧
、
或
八
レ
栞
゜

に
優
れ
る
。
〔
韓
愈
‘
進
學
解
〕
絶
レ
類
離
レ
倫
、
優
入
1

一聖

域↓

【
無
レ
類
失
』
親
]
1
5

弁
”
”
砂
炉
た
ぐ
ひ
が
無
け
れ
ば
、

親
し
み
を
失
ふ
。
〔
孔
子
家
語
‘
致
思
〕
不
レ
紡
無
レ
類
、

【
い
い
パ
~
踪
】

1
6
9
”
合
書
名
。
四
巻
。
撰
者
未
【
頻
】

g

詳
。
王
患
の
野
客
叢
書
に
、
已
に
之
を
引
い
て
ゐ
る
か

ら
、
慶
元
以
前
に
成
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
〔
四
庫
提

要
、
集
詞
曲
類
〕
。

【
充
レ
類
至
義
之
墨
】
1
7
5
パ""”
t
イ
ク
ル
類
を
推
し
て

義
理
の
極
致
に
至
る
こ
と
。
〔
孟
子
‘
萬
章
下
〕
夫
謂
下

非
1

一
其
有
而
取
レ
之
者
盗
也
5

充
レ
類
至
義
之
墨
也
。

〔
集
注
〕
乃
推
1

一
其
類
云
至
―
―
於
義
之
至
精
至
密
之
虞
―
而

極
盲
之
可
。

【
出
,
,
於
類
抜
,
,
乎
i

卒
―
】
7
8
3
衿
井
多
く
の
な
か
ま

の
人
よ
り
特
別
に
優
る
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
聖
人
之

於
レ
民
亦
類
也
、
出
―
―
於
其
類
五
竺
乎
其
莱
一
自
―
―
生
民
1

冒】叩
ィ

〔
字
彙
補
〕
以
之
切

図

【
顛
】
〗
ケ
イ

頃
(
U
l
-
4
3
3
3
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
顛
、
同
レ
頃
。

ヒ
ン

頻
（
lli!|
 4
3
5
1
9
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
頻
、
古
作
レ
頻
゜

＂ 
頁

音

〔
十
—
+
―
蜜
〕

小

E
I』

0
頴
頓
は
‘
高
い
。
頭
が
高
い
。
も

賢

豪

と

贅

(
1
2
-
4
3
6
5
0
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
頻
、
本
作
レ
贅
゜
〔
説
文
〕
贅
、
贅
頬
、
高
也
、
炊
レ

ガ
ヴ

，戸＇ウ

4
 

ガ
ヴ

ロ
ゴ
，
ウ

冨】
436

〔
集
韻
〕
魚
到
切

〔
集
韻
〕
牛
刀
切

圏圏

頭
が
正
し
く
な
い
。
〔
廣
韻
〕
顛
、
顛
願
‘
頭
不
レ
正

兒
。
〔
集
韻
〕
顛
、
頭
不
レ
正
。

【
顛
】
〗
戸
ク
〔
集
韻
〕
側
革
切
園

,m 

【
輝
】
如

"
 ン

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
暉
、
昔
班
。

【
顕
】
〗
ケ
ン

顧
(
1
1
0
ー

4
3
7
2
6
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
顧
‘
俗
作
レ
顕
。

頼（
1
2
-
4
3
5
4
5
)

の
謳
字
。
〔
康
煕

【
顛
】
呻
キ
字
典
〕
額
、
頼
字
之
謳
゜

【
願
】
岬

シ
ン

額
(
1
2
|
 4
3
6
1
0
)

の
識
字
。
〔
字
彙

補
〕
願
‘
額
字
之
謡
。

貧】
i

類（
1
1
0
1
4
3
6
3
6
)

の
謡
字
。
〔
五
昔

篇
海
〕
額
‘
類
字
之
識
。

ル
イ ’

頬

(
1
2
|
 4
3
4
9
6
)

の
摘
文
。
〔
中
華

窟
】
〗
ケ7大
字
典
〕
頬
‘
頬
摘
文
、
見
説
文
→

類

瀬

顧

頻

顛

源

頬

額

頗

顛

顕

願

顛

顔

贅

顛

類

頷

顧

●
顧
頴
は
、
語
り
難
い
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
顧
顔
‘
難
レ

冨】叩
メバ

〔
集
韻
〕
膜
加
切
圏

〇
鎖
頷
は
、
頭
が
う
ご
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頷
、
鎖

頷
、
首
動
兒
。
●
鎖
頷
は
‘
頭
を
動
か
す
。
〔
集
韻
〕

顧
‘
鎖
頷
‘
揺
レ
頭
。

冨】
g

サ
ン

〔
集
韻
〕
桑
感
切
葱

類
願
は
‘
頭
を
ふ
せ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
類
、
類
顆
‘

俯
レ
首
兒
。

屑】
g

ラ
ン
〔
集
韻
〕
虞
含
切
園
i

●
ど
く
ろ
。
し
や
り
か
う
べ
。
髄
顧
。
憫
麓
。
〔
集

韻
〕
顛
、
顧
也
。
●
或
は
髄
(
1
2
ー

4
5
2
5
8
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
顛
、
或
作
レ
饒
。

【
顛
】
岬

[
9
7
ク
〔
集
韻
〕
呼
玉
切
底

【
贅
】
呻

頴
(
1
2
-
4
3
6
4
9
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
顧
本
作
レ
贅
。

ガ
ヴ

頁
放
臀
。
〔
段
注
〕
嘗
レ
云
1

一
頭
高
也
↓
〔
集
韻
〕
頴
、

類
頴
、
高
也
。9
V
•
大
き
い
。
〔
玉
篇
〕
頻
、
高

大
也
。

0
頭
が
な
が
い
。
〔
廣
韻
〕
頻
‘
頭
長
。
R

高
い
頭
。
〔
廣
韻
〕
楓
高
頭
也
。

O
ひ
た
ひ
が
高

い
。
〔
正
字
通
〕
鰤
、
類
高
也
。

三
0
0

12896 
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頁

部

〔
十
一
十
二
聾
〕

日
顆
顧
は
髪
の
乱
れ
る
さ
ま
。
簗
(
1
2
-
4
5
5
5

9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
禦
、
繋
襲
‘
斐
胤
兒
‘
或
作
レ

類
。
口
□
●
或
は
緊
(
1
2
-
4
5
5
5
9
)

に
作
る
。
髪

祠
】
〗国国日

ヘベヘベヘ
ゥ＇ヴゥ’ゥ’ヴ

〔
集
韻
〕
拌
小
切

〔
集
韻
〕
匹
妙
切

〔
集
韻
〕
枇
招
切

薗酉圏

0
み
に
く
い
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕
頬
‘
醜
也
。
●

醜
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
類
‘
醜
兒
。

O
み
ち
る
。
〔
玉

篇
〕
頬
、
渦
也
。

【類】年

サ
ヴ
シ
ギ
｀
，
ウ

〔
集
韻
〕
所
雨
切
滓
q

層査薗

日
鼻
が
高
く
目
が
く
ぼ
ん
だ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顎
、

高
鼻
深
目
兒
。
□

0
頭
が
大
き
く
目
が
く
ぼ
む
。

〔
集
韻
〕
顕
、
大
首
深
目
。
●
顛
類
は
‘
胡
人
の
か

ほ
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
顎
‘
顔
顎
‘
胡
人
面
状
。
曰

0
類
類
は
‘
頭
の
長
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
顎
‘
顎
類
‘

頭
長
兒
。
●
顧
(
1
2
ー

4
3
6
8
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

顧
、
顎
同
。

日
レ
ヴ旦[

回
レ
ヴ

〔
玉
篇
〕
力
弔
切

【
顕
】
〗
〔
集
韻
〕
憐
蒲
切

〔
集
韻
〕
力
交
切

冨
出
ノ‘

顧
(
1
2
ー

4
3
6
5
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顧
‘
或
作
レ
顛
。

語。

O
或
は
顧
(
1
2
-
4
3
6
5
5
)
・

應
(
4
-
1
1
1
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
或
作
二
顛

顛

顎

類

類

顔

顧

顕

顧

顆

顧

顕

顛

願

顧

薇

顧

【

顕

】

呻

7
ウ
〔
集
韻
〕
烏
侯
切
尤

顛
頂
は
、
大
き
な
か
ほ
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
、
顧

頂
‘
大
面
。

国】畑
マパ
ンン

〔
集
韻
〕
護
官
切
面
i

_•/ n
 
i
:
f
'
m
a
n
1
 

小
曰
口
擬
頼
は
、
お
ろ
か
。
顔
が
ま
ぬ
け

息喜
；
て
ゐ
る
。
も
と
頼
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

頼
、
本
作
レ
穎
。
〔
説
文
〕
顧
‘
疑
頷
、
不
―
―
聰
明
一
也
、

炊
レ
頁
象
臀
。
〔
繋
博
〕
錯
日
、
痛
之
状
見
二
於
頭
面

也
。
〔
段
注
〕
各
本
奪
1

一
頼
字
公
F

依
―
―
玉
篇
・
廣
約
一

補
。
口
咄
顔
は
‘
愚
か
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
咄

顔
‘
愚
兒
。
画
お
ろ
か
。
〔
集
韻
〕
頼
‘
頭
否
聰
也
。

国

0
頭
を
撃
つ
＿
音
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
撃
レ
頭
臀
。

O

咄
顔
は
‘
志
の
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
一
日
、
咄

頼
、
無
レ
志
。

O
顔
が
み
に
く
い
。
〔
廣
韻
〕
頼
‘
顔

悪
也
。

園固国 id El 
テタゲギグケクゲク：
ィ ワワワ
イイイ

集
韻
〕
池
怪
切

祠
】
〗

〔
集
韻
〕
五
賄
切

〔
集
韻
〕
魚
既
切

〔
集
韻
〕
呼
怪
切

集
韻
〕
五
怪
切

罰困圃囲圏

が
白
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
類
‘
炭
白
兒
‘
或
作
レ
業
。

〇
髪
が
羅
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顆
‘
髭
乱
兒
‘
或

八
レ
彩
。
〔
楚
辞
‘
王
逸
、
九
思
‘
憫
上
〕
駿
製
寧
領

分
類
賢
白
。
〔
補
注
〕
類
、
製
胤
貌
。

E
l
O顧
頷
は
‘
は
な
す
ぢ
を
し
か
め
る
さ
ま
。

〔
廣
韻
〕
顧
‘
顧
額
、
鼻
願
促
兒
゜
〔
集
韻
〕
顧
‘
顧

頗
‘
麒
レ
鼻
也
。
〔
劉
峻
‘
緋
命
論
〕
夫
靡
顔
賦
理
‘

呟
唸
顧
額
‘
形
之
異
也
。
〔
注
〕
銑
曰
、
顧
頷
‘
鼻

高
兒
也
。

O
墜
(
1
0
-
3
7
7
9
0
)

に
通
ず
。
〔
正
字

通
〕
顧
‘
卑
ハ
レ
鵞
同
。
□
ま
ゆ
を
ひ
そ
め
る
。
〔
集

韻
〕
顧
、
噸
也
。

【顧】岬

セ
キ
シ
，
ヤ
ク

曰 曰
シ
，
ユ
ク

〔
集
韻
〕
子
六
切
圏

古

X

ts'u' 

集
韻
〕
倉
歴
切
暉
[

顕
割
は
‘
頭
の
骨
。
牒
(
1
2
-
4
5
2
6
7
)

に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
顆
‘
顧
匪
゜
〔
集
韻
〕
牒
‘
説
文
、
憫
牒
也
、

或
炊
レ
頁
。

盲】
g

〔
集
韻
〕
郎
侯
切
因

ロ
ヴ
レ） 

小

0
か
み
・
ひ
げ
が
半
ば
白
い
。
〔
説
文
〕

g
 

§
"
豪
顧
‘
須
製
半
白
也
、
炊
レ
須
卑
瞥
°
〔
段

注
〕
兼
言
レ
製
者
類
也
‘
此
孟
子
頒
白
之
正
字
也
‘

趙
注
曰
‘
頒
者
‘
斑
也
、
頭
半
白
斑
斑
者
也
‘
是
以

漢
地
理
志
卑
水
縣
、
孟
康
昔
斑
‘
蓋
古
顧
讀
若
レ

斑
‘
故
亦
瑕
―
―
大
頭
之
頒
『

O
ほ
ほ
ひ
げ
の
さ
ま
。

〔
臀
類
〕
顧
‘
顧
貌
゜

冨
3
』
ヒ
〔
集
韻
〕
賓
禰
切
戌

面
が
ゆ
が
む
。
顕
頷
・
顕
類
は
、
し
や
く
し
が
ほ
°

〔
玉
篇
〕
顕
‘
顕
頷
‘
面
折
゜
〔
集
韻
〕
顕
‘
顕
頸
‘
面

折。

三
0
-

肥
え
た
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
顧
、
肥
貌
。

【顧】
5

〔
字
彙
〕
呼
孔
切
淘
i

コ，ウ
ク

.'“
 
冨
】
岬

’

憂

(
4ー

1
1
1
7
0
)

に
同
じ
。
〔
捜
慎

玉
鏡
〕
驀
‘
卑
ハ
レ
憂
同
。

イ
ウ

【
顧
】
〗
イ
”
[
い
→
[

:
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

さ
い
は
ひ
゜
〔
字
彙
補
〕
顔
‘
課
也
。

【顔】岬

コ
ク

字
彙
補
〕
晩
谷
切
錮
『

E
ロ
ロ
匝
●
短
い
ひ
げ
。
〔
五
昔
篇
海
〕
額
‘
短
須

也
。
●
髪
が
白
い
。
〔
五
―
ヰ
日
篇
海
〕
額
‘
斐
白
也
。
●

か
み
の
さ
ま
。
髪
が
美
し
い
。
筈
（
1
2
-
4
5
4
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
酵
‘
美
髪
謂
二
之
筈
盃
芹
げ
額
。

〔
集
韻
〕
菩
‘
説
文
、
製
兒
‘
或
作
レ
額
。

ホーウ
7
 

固
‘

罰
】
〗国
7
日
7ホ
ヴ
ロプ

〔
集
韻
〕
芳
無
切
配

〔
集
韻
〕
蒲
侯
切

oo

〔
中
華
大
字
典
〕

斐

父

切

藁

〔
中
華
大
字
典
〕
胃

普
后
切

冨
i】
〗ロ
顧（
110ー

4
3
7
4
2
)
に
同
じ
。
〔
康
煕
字

典
〕
願
‘
六
書
故
、
同
レ
顧
゜

12897 
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小
日
□
●
た
か
く
な
が
い
あ
た
ま
。
〔
説

負
策
文
〕
顛
、
高
長
頭
‘
八
賃
尭
臀
。
〔
集

韻
〕
顛
、
高
長
頭
兒
。
●
富
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕

日ご
回
ゲ
，
ウ

冨】
5

具
9
[

國
ヶ
，
ウ
国
昇

〔
集
韻
〕
悦
弔
切
饗

〔
集
韻
〕
悦
名
切
圏

〔
集
韻
〕
人
要
切
直
q

〔
集
韻
〕
丘
召
切
直圏

〔
集
韻
〕
虚
交
切

日
廣
く
大
き
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雌
廣
大
兒
。
ロ

顆
顧
・
顧
顛
は
、
大
き
い
か
ほ
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

顧
‘
顧
朝
、
大
面
兒
゜
〔
集
韻
〕
顧
‘
顔
額
‘
面
大
。

ヵ
ヴ
コ
ヴ

日乳
[

【師】
5

〔
集
韻
〕
乎
刀
切

〔
集
韻
〕
古
老
切

嚢翔

勘
顧
は
‘
よ
わ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
揺
‘
穎
顧
、
儒
弱

兒。 冨】
5

シ
ン

〔
集
韻
〕
所
錦
切
芦
g

2

顎

(
1
2
-
4
3
7
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集

【
顧
】
函
デ
イ
韻
〕
顎
‘
或
炊
愉
゜

小
人
を
み
さ
げ
る
。
も
と
額
(
1
2
ー

4
3
7
3

晨`
豪

1
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
瀕
‘
本
作
レ
願
。

〔
説
文
〕
額
‘
偕
土
瞑
が
也
、
炊
レ
頁
誉
磐
。

窟】
5

セ
ン

〔
集
韻
〕
旨
善
切
写
芦

頁

部

〔
十
二
聾
〕

襄囮

日

0
頭
が
銀
く
長
い
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
一
曰
、
頭
銃

而
長
也
。

0
頭
の
ふ
し
た
れ
た
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

顎
‘
頭
俯
兒
。

O
額
顎
は
‘
頭
が
長
い
。
〔
集
韻
〕

額
‘
顎
顎
‘
頭
長
。
R
ょ
わ
く
お
と
る
。
通
じ
て
領

(
1
2
 |
 4
3
4
9
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
儒
劣
也
、
通

作
レ
類
。
口
頭
が
ふ
し
た
れ
る
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
頭
俯

也。 【
顎
】
〖
日
ン
ン

口
シ
ン

〔
集
韻
〕
章
荏
切

〔
集
韻
〕
側
禁
切

日
□
●
老
人
の
髪
の
白
い
さ
ま
。
幡
(
8
-
2
2
7
8

4
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
幡
‘
老
人
白
也
、
顧
‘
幡
或
炊
レ

頁
。
〔
集
韻
〕
顧
、
老
兒
。
●
顧
顧
は
‘
い
さ
ん
で
舞
【
声
諏
】
三

ふ
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
顧
、
顧
顧
、
勇
舞
兒
。
国
白
い

く
ち
ば
し
。
〔
集
韻
〕
顧
、
白
味
。

ヵ，ウ
ゴ，ウ

〔
集
韻
〕
下
老
切
芦
B

9
公

h
a
o
•

国□ 曰
ポハバハハ

ンン

〔
集
韻
〕
符
衷
切

【
顧
】
』

因函厭

也。

O
或
は
皓
(
8
-
2
2
7
3
2
)
・臨
(
8
ー

2
2
7
6
9
)
・

暉

(
8
-
2
2
7
8
7
)
・
誓
向

(
5
-
1
4
0
8
9
)
・
紐
晒

(
1
2
-
4
5
3
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
願
‘
或
作
二
皓
・
縞
．
嘩
．
嵩
・
旺
烹

〔
李
陵
‘
輿
―
―
蘇
武
一
詩
〕
皓
首
以
玲
レ
期
。
〔
注
〕
善

曰
‘
皓
輿
レ
願
古
字
通
。

O
臭（
5
-
1
3
7
9
9
)
に
通

ず
。
〔
呂
覧
、
有
始
〕
西
方
曰
＝
頴
天
↓
〔
淮
南
子
、
天

文
訓
〕
西
方
日
臭
天
↓
〇
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
願
、

見
姓
苑
↓

喜
會
意
。
景
と
頁
と
の
合
字
。
頁
は
人
の
か
し
ら
、
景

は
、
日
光
で
、
白
い
。
故
に
二
字
を
合
し
て
頭
斐
の
白
い

貌
と
す
る
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
頴
、
按
、
願
、
頭
白
兒
‘

炊
レ
景
、
景
、
日
光
也
、
日
光
白
‘
故
白
炊
レ
日
。

【
願
願
】
1

謗
〇
光
る
さ
ま
。
又
、
白
い
さ
ま
。
〔
楚
辞
‘

大
招
〕
天
白
願
願
‘
寒
凝
凝
只
゜
〔
集
注
〕
願
頴
‘
光
貌
゜

〔
補
注
〕
説
文
‘
白
貌
。
●
―
匹
氣
の
博
大
な
さ
ま
。
〔
陳
子

昂
‘
臨
印
縣
令
封
君
遺
愛
碑
〕
聖
人
願
願
。

【
願
氣
】
2

裕
天
邊
の
白
く
明
か
な
氣
゜
〔
班
固
‘
西
都

賦
〕
秩
―
―
埃
堪
之
混
濁
一
鮮
1

一
願
氣
之
清
英
↓
〔
注
〕
銑
日
‘

願
、
白
也
、
言
n

―
以
承
1

一
潔
白
清
英
之
震
↓
〔
柳
宗
元
‘
桂

州
砦
家
洲
亭
記
〕
列
星
下
布
、
願
氣
廻
合
。
〔
李
商
隠
‘

寓
懐
詩
〕
採
鸞
餐
"
頴
氣
五
威
鳳
食
―
―
卿
雲
↓

【
顧
弯
】
3

誘
ウ
お
ほ
ぞ
ら
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
下
〕

伊
上
古
之
初
‘
肇
レ
自
―
―
頴
弯
生
已
民
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
願
・

弯
‘
皆
謂
レ
天
也
、
願
、
言
n
氣
願
江
也
、
弯
‘
言
"
形
弯

臨
也
。

月
‘
小

0
頭
髪
の
白
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
願
、
白

【
願
興
】
4

”
炉
大
き
な
興
味
。
〔
孟
郊
、
品
松
詩
〕
霜
微

景
豪
兒
‘
凡
景
頁
涵
疋
詞
日
、
天
白
願
願
、

南
山
四
願
、
白
首
人
也
。
〔
段
注
〕
景
者
日
光
也
‘
嵐
浪
際
‘
遊
戯
願
興
濃
。

日
光
白
‘
炊
―
―
棗
頁
畜
里
白
首
布
1
、
按
、
上
文
常
レ
【
願
然
】
5

努
唐
‘
虚
鴻
(
8
-
2
3
0
5
0
:
 6
6
)

の
字
。

云↓
1

白
首
兒
一
李
善
注
文
選
引
臀
類
‘
願
、
白
首
【
願
亭
】
6
丸
5

清
‘
厳
流
(
2
-
4
5
8
9
:
 2
9
)
の
琥
。

兒
‘
瞥
類
蓋
本
二
許
書
一
今
許
書
‘
乃
為
二
漫
人
―
【
願
天
】
7

焚
西
方
の
天
。
〔
呂
覧
、
有
始
〕
西
方
曰
願

胴
首
生
郊
祀
歌
・
西
都
賦
及
楚
辞
、
則
皆
引
伸
天
↓
〔
注
〕
西
方
八
月
建
酉
‘
金
之
中
也
、
金
色
白
‘
故
日
―

願
天
↓

段
借
也
。
●
願
願
は
、
光
る
さ
ま
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕

天
白
願
願
。
〔
集
注
〕
顧
願
、
光
貌
。
参
天
に
漂
ふ

顔（
1
2ー

4
3
6
5
9
)

の
謡
字
。
〔
字

博
大
な
氣
。
天
邊
の
浩
氣
゜
〔
廣
韻
〕
願
、
天
邊
氣
。

R
お
ほ
き
い
。
〔
廣
韻
〕
願
、
大
也
。
〔
漢
書
、
叙
傭
【
却
知
】
呻
グ
ヴ
ィ
彙
〕
願
‘
王
文
考
夢
賦
注
‘
五
怪

上
〕
登
孔
願
而
上
下
分
。
〔
注
〕
孟
康
曰
、
顧
、
大
切
、
昔
外
、
義
闘
‘
按
‘
此
字
字
書
倶
無
、
恐
是
頼
字
‘
或

〇
顧
頓
は
‘
長
い
頭
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
願
顛
‘
長
頭
。

〇
顎
(
1
2
|
 4
3
6
5
6
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
額
‘
顎
同
。

〔
集
韻
〕
蒲
波
切

〔
集
韻
〕
逍
禾
切

【
顧
】
螂

レ9
ウ

〔
集
韻
〕
力
弔
切

隕

【
顕
】
[
）
 

履
(
4ー

7
7
9
9
)

の
古
字
。
〔
正
字
通
〕

顛
‘
古
文
履
゜

蝕
、
高
也
。
己
額
頻
は
、
あ
た
ま
が
な
が
い
。
〔
集

韻
〕
頓
‘
願
傾
‘
頭
長
。
國
頭
を
あ
げ
る
。
〔
集
韻
〕

顔
攣
レ
首
。
因
●
顧
麒
顎
は
‘
頭
が
大
き
く
目

が
く
ぽ
ん
だ
さ
ま
。
〔
王
延
壽
‘
魯
霰
光
殿
賦
〕
圃

触
顎
而
瞑
唯
゜
〔
注
〕
善
日
、
顧
殻
顎
、
大
首
深
目

之
貌
。
●
育
膠
は
‘
面
が
平
か
で
な
い
。
膠
(
9

-
2
9
8
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
膠
、
官
膠
‘
面
不
レ

平
、
或
作
レ
触
。

O
願
頓
は
‘
胡
人
の
面
。
〔
集
韻
〕

傾
‘
願
殻
‘
胡
人
面
。

【
頼
]
-

園甕

日
類
頼
は
、
首
を
た
れ
ふ
す
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頼

額
頓
‘
俯
レ
首
兒
。
口
と
る
。
〔
字
彙
〕
頼
‘
取
也
。

口日
セザサ
ンンン

〔
字
彙
〕
視
占
切

〔
集
韻
〕
常
含
切

日
顛
顛
は
‘
頭
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
、
顛
顛
‘
頭

兒
゜
口
髪
の
無
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
、
無
レ
製
兒
。

【

顛

]

[

ロロ
グク，ダク，
ヮヮヮヮ
イイイイ

〔
集
韻
〕
胡
封
切

〔
集
韻
〕
戸
賄
切

竪圃

顛

顛

顧

願

傾

顛

顧

顎

顛

頓

額

願

願

三
0
1

―

12898 
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頁

音

〔
十
二
鵞
〕

梱

願

願

郭

願

顧

ふ
や
つ
れ
る
。
う
れ
へ
る
さ
ま
。
憔

徐

薮

息'〈本
(
4
|
1
1
2
1
3
)

に
同
じ
。
〔
大
徐
本
説

文
〕
頻
‘
顛
領
也
‘
炊
レ
頁
焦
臀
゜
〔
説
文
、
領
、

段
注
〕
許
書
無
一
顧
笞
杢
大
徐
増
レ
之
、
非
也
。
〔
集

韻
〕
憔
‘
憔
悴
‘
憂
患
也
、
或
炊
レ
頁
。
〔
正
字
通
〕

願
‘
願
領
也
。
〔
正
韻
〕
願
、
脊
也
。

【
鰊
領
】
1

謬
や
せ
衰
へ
た
さ
ま
。
又
‘
憂
へ
る
さ
ま
。

憔
悴
゜
〔
玉
篇
〕
願
領
、
憂
貌
‘
亦
作
レ
憔
。
〔
淮
南
子
、
主

術
訓
〕
百
姓
黎
民
、
鰊
1

一
悴
於
天
下
↓
〔
墜
鐵
論
‘
甕
鐵
取

【
頻
】
〗
セ
ヴ
〔
集
韻
〕
慈
焦
切
蓄
[

ゼ

ヴ

＜

＿

名

c
h
'
i
a
o
2

□
口
曰
ま
る
が
ほ
゜
或
は
籠
(
1
2
-
4
2
6
8
8
)

圏

(
8
|
 4
8
4
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
舗
‘
闘
面
也
‘
或

作
額
・
盟

【

願

】

螂

日
セ
ン
セ
ン
ゼ
ン

口
,
'
〔
集
韻
〕
先
命
切

セ
イ
シ
ャ
ウ

国

〔
集
韻
〕
従
縁
切

〔
集
韻
〕
荀
緑
切

薗囲囲

人
名
。
〔
集
韻
〕
顧
、
闘
、
人
名
、
漢
有
二
北
平
康
侯

願↓ 冨
]
〗
[
ヴ
ィ
〔
集
韻
〕
五
怪
切
圏

【

顆

】

螂

【

棚

】

岬

側
葛
者
縞
゜

ヨ ノ‘

ン

預（
1
2
-
4
3
3
7
3
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
願
‘
俗
預
字
。

類
(
1
2
|
 4
3
7
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
顎
‘
或
省
。

小

日

0
か
へ
り
み
る
。
⑦
ふ
り
む
き
み

息屈
豪
る
。
首
を
廻
し
て
み
る
。
〔
説
文
〕
顧
‘

還
視
也
、
八
レ
頁
雇
瞥
°
◎
み
ま
は
す
。
旋
視
す

る
。
〔
詩
、
小
雅
‘
蓼
我
〕
顧
レ
我
復
レ
我
゜
〔
箋
〕
顧
‘

旋
視
也
。
〔
論
語
、
郷
煎
〕
車
中
、
不
―
―
内
顧
↓
〔
疏
〕

浬
視
也
。
◎
み
つ
め
る
。
〔
玉
篇
〕
顧
‘
聰
也
。
〔
呂

寛
‘
恨
勢
〕
行
者
不
レ
顧
。
〔
注
〕
顧
‘
覗
。
〇
）
目
を

つ
け
て
は
な
さ
ぬ
。
心
に
忘
れ
ぬ
。
〔
書
、
太
甲

上
〕
先
王
顧
諜
天
之
明
命
↓
〔
博
〕
顧
‘
謂
孟
吊
目

在
1

之
。
R
観
察
す
る
。
〔
史
記
、
儒
林
博
〕
為
レ
治

者
不
レ
在
ー
多
言
五
顧
ニ
カ
行
何
如
耳
。
〔
漢
書
‘
霰

去
病
傭
〕
上
嘗
欲
レ
教
二
之
呉
・
孫
兵
法
面
封
曰
‘
顧
二

方
略
何
如
百
r
、
不
レ
至
レ
學
午
口
兵
法
↓
〔
王
先
謙

補
注
〕
顧
‘
視
也
。

8
ぉ
も
ふ
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
而

不
レ
顧
―
―
萬
乗
之
利
↓
〔
注
〕
顧
‘
念
也
。
①
た
ち
か
へ

る
。
反
省
す
る
。
〔
書
、
康
詰
〕
顧
五
猛
翌
〔
博
〕
顧
二

省
汝
徳
↓
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
吾
朝
夕
顧
焉
。
〔
注
〕

顧
問
也
。
〶
ぃ
っ
く
し
む
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕

神
款
レ
馨
而
顧
レ
徳
゜
〔
注
〕
綜
日
、
顧
‘
脊
也
。
R

た
づ
ね
る
。
お
と
づ
れ
る
。
〔
諸
葛
亮
、
前
出
師

表
〕
三
―
―
顧
臣
於
草
直
之
中
↓
●
か
へ
り
み
。
な

さ
け
。
〔
藷
唐
書
‘
后
妃
、
楊
貴
妃
博
〕
久
承
二
恩

顧
↓
参
か
へ
る
。
も
ど
る
。
〔
呂
寛
、
離
謂
〕
了

以
レ
死
為
レ
顧
゜
〔
注
〕
顧
‘
反
。
R
め
ぐ
る
。
〔
沈

約
‘
鍾
山
詩
應
二
西
陽
王
教
―
〕
顧
歩
仔
ニ
ニ
芝
↓

〔
注
〕
善
日
‘
蒼
頷
篇
日
、
顧
‘
旋
也
。

0
か
へ
つ

扉]亨
□ 日
クコクコ

〔
集
韻
〕
古
慕
切
躙
〗

ヽ
≪
x
 k
u
4
 

〔
集
韻
〕
果
五
切
演
苧

下
〕
妻
子
好
合
、
子
孫
保
レ
之
、
不
レ
知
↓
―
老
母
之
願
悴

〔
禰
衡
‘
鶴
鵡
賦
〕
容
貌
惨
以
鰊
領
。

――
J
O
三

て
。
逆
に
。
反
射
に
。
〔
呂
覧
‘
審
分
〕
白
レ
之
顧
官
。
書
豊
に
巧
゜
〔
聾
史
會
要
〕
．
〔
存
復
齋
集
〕
．
〔
寓
意

盆
黒
。
〔
注
〕
顧
、
反
。

O
む
く
い
る
。
こ
た
へ
る
。
編
〕
。

【
顧
奄
】
4

デ
清
‘
曹
爾
堪
(
6
-
1
4
2
9
7
:
 2
4
9
)

の
琥
゜

【
顧
開
】
5

？
南
齊
、
幌
官
の
人
。
字
は
長
襦
。
官
は
散

〔
漢
書
、
籠
錯
傭
〕
如
レ
此
敏
1

一
民
財
一
以
顧
―
―
其

騎
侍
郎
。
隠
操
あ
り
。

翌
〔
注
〕
師
古
曰
、
顧
‘
鰈
也
、
若
―
-
―
今
言
―
―
雇
賃
一

也。

O
ひ
く
。
〔
後
漢
書
、
黛
鋼
博
論
〕
為
―
―
八
顧
↓
【
顧
弁
】
6

い
清
‘
仁
和
の
人
。
字
は
名
六
。
水
星
闇
菊
贅

顧
者
、
言
下
能
以
穏
行
ー
引
レ
人
者
上
也
。
R
ま
つ
。
を
善
く
し
、
詩
詞
小
豪
、
尤
も
佳
絶
な
り
。
〔
國
朝
鵞
識
、

〔
穀
梁
、
荘
‘
二
十
八
〕
有
レ
顧
之
辞
也
。
〔
疏
〕
顧
‘
―
二
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
一
〕
。

【
顧
畏
｝
ゃ
躊
躇
し
お
そ
れ
る
。
〔
書
、
召
詰
〕
用
顧
―
―
畏

子
民
伶
言
北
史
、
郭
酢
博
〕
人
生
直
運
、
非
レ
可
レ
避
也
‘

猶
レ
待
也
。

O
む
か
ふ
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
顧
、
需

也。

O
去
る
。
〔
書
、
顧
命
‘
鄭
注
〕
顧
、
将
レ
去
之
但
裳
明
白
嘗
＞
官
、
何
所
顧
畏
↓

意
也
。
〇
お
よ
び
。
〔
後
漢
書
、
凋
術
傭
〕
正
レ
身
【
顧
偉
]
8

や
清
、
呉
江
の
人
。
字
は
英
伯
゜
琥
は
格
軒
゜

直
レ
行
‘
括
然
隷
な
心
‘
顧
嘗
好
1

一
傲
儘
之
策
↓
〔
注
〕
著
に
格
軒
遺
書
四
十
五
種
が
あ
る
。

顧
‘
猶
及
也
。
◎
故
に
。
そ
れ
ゆ
ゑ
。
〔
饂
祭
統
〕
【
顧
維
】
0

や
清
‘
菩
渓
の
人
。
字
は
師
王
。
〔
國
朝
書
識
、

士―-〕

[
顧
韓
】
10

や
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
開
林
。
明
末
の
諸

顧
上
先
下
後
耳
。
〔
疏
〕
顧
、
故
也
。
◎
ま
た
。

〔
穆
天
子
博
‘
三
〕
吾
顧
見
レ
汝
゜
〔
注
〕
顧
‘
還
也
。
生
。
清
に
入
り
、
母
を
奉
じ
て
隠
居
し
、
古
金
石
文
字
を

◎
登
語
の
助
辟
。
〔
正
字
通
〕
顧
‘
骰
語
辞
。
◎
古
嗜
ん
だ
。
著
に
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
四

の
國
の
名
。
春
秋
の
時
‘
齊
の
地
と
な
る
。
山
束
百
七
十
三
〕
。

省
箔
縣
の
東
南
の
顧
城
。
〔
詩
、
商
頌
、
長
登
〕
章
【
顧
憂
】
11

炉
か
へ
り
み
う
れ
へ
る
。
〔
管
子
、
形
執
〕
顧

憂
者
、
可
―
―
典
致
＞
道
。

【
顧
燈
】
12

戸
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
銘
柏
。
順
治
の
進

顧
既
伐
。
〔
博
〕
有
顧
國
者
↓
〔
左
氏
‘
哀
‘
二
十
一
〕

公
及
責
侯
・
祁
子
盟
二
子
顧
↓
〔
注
〕
顧
‘
齊
地
。
士
。
官
は
象
山
縣
知
。
上
官
に
件
つ
て
免
職
さ
れ
た
。
著

藝
古
‘
蒻
(
1
2
-
4
7
2
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顧
、
古
に
尚
書
講
義
経
清
距
文
・
古
文
粋
・
射
書
が
あ
る
。
〔
國

作
籍
。
◎
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
闊
為
レ
氏
〕
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
十
六
〕
。

顧
氏
‘
己
姓
‘
伯
爵
、
夏
商
之
諸
侯
、
今
諜
州
苑
縣
【
顧
胤
】
13

？
唐
‘
呉
の
人
。
永
徽
中
、
起
居
郎
と
な
り
、

太
宗
賓
録
・
武
徳
貞
観
雨
朝
國
史
を
撰
し
て
餘
杭
縣
男

に
封
ぜ
ら
る
。
龍
朔
中
、
司
文
郎
中
を
授
け
ら
る
。
特
に

東
南
二
十
八
里
有
一
故
顧
城
↓
是
其
地
也
、
子
孫

以
レ
國
為
レ
氏
、
又
顧
氏
譜
云
‘
越
王
句
賤
七
代
孫
漢
書
古
今
集
が
あ
る
。
〔
唐
書
、
一
百
―
―
〕
・
〔
藷
唐
書
、
七

間
君
椛
‘
漢
封
二
東
甑
正
揺
別
封
―
―
其
子
云
竺
顧
余
十
三
〕
。

侯
涵
漢
初
居
1

一
會
稽
盃
袋
竺
顧
氏
↓
口
か
へ
り
み
【
顧
寅
】
1
4
1ン
明
‘
蘇
州
の
人
。
字
は
叔
明
。
琥
は
友
雲

る
。
〔
集
韻
〕
顧
晟
也
、
書
我
不
レ
顧
和
遂
裔
湖
（
雲
友
）
。
又
、
無
心
。
善
く
山
水
竹
石
松
樹
を
鵞
い
た
。

〔
明
藍
録
‘
-
―
〕
゜

【
顧
隠
】
15

戸
清
、
無
錫
の
人
。
常
熟
に
寓
す
。
故
に
或

讀゚
凰

ミ

。

は

常

熟

の

人

と

い

ふ

。

初

名

は

柔

謙

。

字

は

剛

中

。

明

末

【
顧
哀
】
1

デ
い
つ
く
し
み
あ
は
れ
む
。
〔
漢
書
‘
平
帝
の
諸
生
。
清
に
入
っ
て
後
、
更
に
隠
と
名
づ
け
‘
耕
石
と

紀
〕
皇
帝
仁
恵
‘
無
レ
不
―
―
顧
哀
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘
言

l
-—
帝
平
字
し
た
。
策
書
に
巧
で
あ
っ
た
。
著
に
補
韻
略
・
六
書
考

生
多
底
竺
顧
念
哀
憐
→
「
じ
。
定
•
和
翠
草
•
山
中
吟
·
湖
東
雑
詠
・
釣
濱
集
・
知
非
集
・

[
顧
愛
】
2

E

ィ
ひ
ぃ
ぎ
。
愛
顧
(
4
|
1
0
9
4
7
 :
 1
1
2
)

に
同
平
山
稿
・
耕
石
草
が
あ
る
。

【
顧
安
】
3

戸
元
の
人
。
字
は
定
之
。
官
は
泉
州
路
判
【
顧
雲
】
1
6
g

ノ
唐
‘
池
州
の
人
。
字
は
垂
象
。
風
韻
詳
整
。
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杜
荀
鶴
・
殷
文
圭
と
友
と
し
善
く
、
同
じ
く
業
を
九
華

山
に
詐
ひ
、
文
名
あ
り
。
咸
通
中
‘
登
第
。
高
駅
の
淮
南

節
度
従
事
と
な
る
。
後
、
雪
川
に
退
居
し
、
門
を
杜
ぢ
て

著
書
を
事
と
す
。
大
順
中
、
宣
捻
博
三
朝
貰
鋒
を
修
す

る
に
預
り
、
書
成
る
や
‘
虞
部
貝
外
郎
に
加
へ
ら
れ
‘
乾

寧
の
初
、
卒
し
た
。
著
に
風
策
聯
華
編
・
昭
亭
雑
筆
が
あ

る
。
〔
尚
友
鋒
‘
十
八
〕
。

【
顧
英
】
17

デ
明
、
慈
裕
の
人
。
字
は
順
中
。
琥
は
猜
齋
゜

官
は
四
川
建
昌
兵
備
副
使
。
書
室
を
南
没
草
堂
と
い

ふ
。
著
に
四
書
正
義
・
南
畳
奏
稿
・
獲
齋
集
等
が
あ
る
。

【
顧
景
】
18

戸
自
ら
の
容
姿
を
か
へ
り
み
る
こ
と
で
、

自
分
の
美
を
衿
る
意
。
景
は
一
に
影
に
作
る
。
顧
影
(
2

2
)

を
も
見
よ
。
〔
後
漢
書
、
南
匈
奴
傭
〕
昭
君
翌
容
親
飾
‘

光
明
1

一
漢
宮
涵
知
レ
景
投
回
、
辣
―
―
動
左
右
↓

【
顧
瑛
】
19

デ
明
の
人
。
鳳
正
の
子
。
琥
は
玉
山
道
人
。

能
く
父
の
教
行
を
履
み
‘
卓
然
と
し
て
隠
れ
、
詩
・
書

を
事
と
す
。
山
水
・
花
丼
・
囲
毛
に
巧
。
〔
明
史
‘
二
百

八
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
云
日
八
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
、

二
百
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
猷
徴
鋒
‘
一
百
十
五
〕
・
〔
皇
明
詞

林
人
物
考
、
一
〕
．
〔
績
呉
先
賢
讚
‘
八
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小

傭
、
甲
、
前
〕
・
〔
開
國
臣
傭
‘
+
〕
。

【
顧
榮
】
20

デ
晉
の
人
。
碓
の
孫
。
字
は
彦
先
°
詮
は
元
。

機
神
朗
悟
。
呉
に
仕
へ
て
黄
門
侍
郎
を
授
け
ら
れ
た
。

呉
平
ぎ
、
陸
機
兄
弟
と
倶
に
入
洛
し
、
三
俊
と
琥
せ
ら

る
。
郎
中
を
拝
し
‘
廷
尉
正
に
遷
る
。
趙
王
倫
・
齋
王
問
・

長
沙
王
又
に
先
後
召
さ
れ
て
僚
闊
と
為
る
。
恵
帝
、
散

騎
常
侍
を
以
て
辟
し
た
が
、
世
乱
を
以
て
應
ぜ
ず
‘
呉

に
還
る
。
元
帝
、
江
東
に
鎮
す
る
や
、
軍
司
と
為
り
、
散

騎
常
侍
を
授
け
ら
る
。
〔
晉
書
‘
六
十
八
〕
。

〖
顧
榮
錫
炎
〗21｛
砕
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
顧
榮
が
或
る

時
同
僚
と
酒
宴
を
し
た
際
、
炎
肉
を
と
り
運
ん
で
給
仕

す
る
容
貌
非
凡
な
男
が
ゐ
て
‘
如
何
に
も
灸
肉
を
欲
し

さ
う
な
顔
を
し
て
ゐ
る
の
で
‘
之
を
分
け
て
食
は
し
た

こ
と
が
あ
っ
た
が
、
後
、
彼
の
つ
か
へ
て
ゐ
た
趙
王
倫

の
軍
が
敗
れ
、
彼
も
執
へ
ら
れ
て
殺
さ
れ
る
筈
に
な
っ

た
時
‘
刑
の
執
行
の
目
附
役
に
な
つ
て
ゐ
た
の
が
以
前

炎
肉
を
食
は
し
て
や
っ
た
男
で
あ
っ
た
の
で
、
死
を
免

れ
る
こ
と
が
出
来
た
故
事
。
〔
晉
書
、
顧
榮
博
〕
初
榮
輿
1
-

同
寮
一
宴
飲
‘
見
下
執
レ
炎
者
貌
状
不
レ
凡
、
有
中
欲
レ
灸
之

色
い
榮
割
レ
炎
陥
レ
之
‘
坐
者
問
―
―
其
故
涵
不
曰
‘
登
有
1
1

終

"＂U. 

頁
立
口

〔
十
―
一
蓋
〕

顧

日
執
レ
之
、
而
不
＞
知
1

一
其
味
一
及
―
―
倫
敗
一
榮
被
レ
執
牌
レ

誅
‘
而
執
レ
炎
者
為
一
督
李
↓
遂
救
レ
之
得
レ
免
゜

【
顧
影
】
22

戸
〇
自
分
の
影
を
か
へ
り
見
る
。
〔
謝
眺
‘

和
全
長
史
臥
＞
病
詩
〕
顧
レ
影
漸
―
―
誹
服
五
載
レ
筆
旅
↓
―
江

泥
↓
〔
韓
愈
、
朝
蹄
詩
〕
顧
レ
影
聴
1
1

其
臀
云
顔
顔
汗
漸
レ
背
。

e自
分
の
才
能
を
怜
る
こ
と
。
顧
景
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
趙

至
傭
〕
顧
―
―
景
中
原
↓
憤
氣
雲
踊
‘
哀
レ
物
悼
レ
世
‘
激
情
風

属。

【
顧
越
】
23

デ
陳
‘
臨
管
の
人
。
字
は
允
南
。
一
に
思
南

に
作
る
。
幼
時
、
明
慧
に
し
て
學
業
に
動
精
し
、
経
藝
を

遍
該
し
、
尤
も
毛
詩
に
精
通
し
た
。
善
く
持
論
し
‘
賀
文

殷
と
倶
に
梁
の
南
平
王
偉
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
人
之
を
碩

越
と
梢
す
。
國
士
博
士
に
累
遷
し
た
が
、
蹄
郷
し
て
虎
丘

山
に
棲
隠
す
。
天
嘉
中
、
東
宮
講
讀
に
侍
し
‘
給
事
中
・

黄
門
侍
郎
に
累
遷
し
た
。
讚
せ
ら
れ
て
退
職
し
、
家
に

卒
し
た
。
著
に
喪
服
毛
詩
老
子
孝
経
論
語
等
義
疏
四
十

餘
巻
が
あ
る
。
〔
陳
書
‘
一
―
-
＋
-
―
-
〕
・
〔
南
史
‘
七
十
一
〕
。

【
顧
絨
】
2
4
]
，
清
、
太
倉
の
人
。
字
は
念
公
。
鵞
に
巧
。
王

輩
と
名
を
齊
し
く
し
た
。

【
顧
困
】
25

ザ
明
‘
蘇
州
の
人
。
字
は
子
困
゜
琥
は
半
凝

老
人
（
半
老
人
）
。
元
の
至
元
の
末
、
海
漕
萬
戸
と
な
る
。

明
に
入
つ
て
北
山
に
隠
遁
す
。
書
に
巧
。
蘇
州
府
志
に

は
顧
困
に
作
る
。
〔
常
熟
縣
志
〕
。

【
顧
援
】
26

ザ
か
へ
り
み
た
す
け
る
。
〔
蜀
志
、
楊
戯
傭
〕

顧
援
呉
越
↓
則
賢
愚
頼
嵐
°

【
顧
紛
】
27

い
ィ
明
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
腫
堂
。
官
は
南
安

知
府
。
著
に
海
棧
餘
録
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
七
十

八〕。

【
顧
海
】
28

戸
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
静
涵
゜
琥
は
香
雪
。

山
水
人
物
書
―
•
策
揃
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
墨
香
居
書
識
、

八〕。

【
顧
味
】
29

ゲ
草
の
名
。
石
芸
の
別
名
。
〔
爾
雅
‘
秤
草
‘

莉
、
勃
莉
‘
疏
〕
莉
、
一
名
勃
莉
、
郭
云
、
一
名
石
芸
‘
云
云
‘

案
、
本
草
、
石
芸
、
味
甘
‘
一
名
蟄
烈
‘
一
名
顧
壕
‘
是
也
。

【
顧
行
】
30

炉
行
ひ
を
観
察
す
る
。
又
、
行
ひ
を
反
省
す

る
。
〔
中
庸
〕
言
顧
レ
行
‘
行
顧
に
言
。

【
顧
呆
】
31

炉
明
‘
憲
成
の
従
孫
。
字
は
子
方
。
人
と
な

り
豪
邁
。
詩
文
及
ぴ
草
書
に
巧
で
あ
っ
た
。
呉
應
其
等

と
‘
留
都
防
乱
公
掲
の
為
に
玩
大
鍼
を
討
つ
。
南
都
守

を
失
ふ
や
‘
家
財
を
散
じ
て
士
を
募
り
、
道
を
江
陰
に

取
る
。
途
上
、
郷
人
に
賊
と
目
せ
ら
れ
、
遂
に
殺
さ
れ
【
顧
簡
】
42

ゲ
明
、
蹄
安
の
人
。
字
は
獣
孫
。
琥
は
蓬
園

た
。
〔
明
史
稿
‘
二
百
五
十
八
〕
．
〔
明
人
小

it、
四
〕
．
〔
明
居
士
。
萬
暦
の
泉
人
。
仕
道
を
築
し
ま
ず
‘
年
五
十
に
し

末
忠
烈
紀
賓
‘
十
六
〕
．
〔
南
張
繹
史
‘
二
十
七
〕
．
〔
明
詩
て
卒
し
た
。
著
に
蓬
園
集
が
あ
る
。
〔
四
盾
提
要
、
一
百

綜
‘
七
十
六
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、
十
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
八
十
〕
。

＋
〕
．
〔
小
脹
紀
博
‘
四
十
六
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
二
十
【
顧
企
】
43

ゃ
清
、
松
江
の
人
。
字
は
宗
漢
（
漢
宗
）
。
山
水

二
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
―
-
+
-
〕
。
書
一
、
及
ぴ
肖
像
霊
に
巧
。
〔
國
朝
監
識
、
十
三
〕
。

[
顧
泉
】
32

ゲ
消
、
金
厘
の
人
。
字
は
鍼
石
。
又
‘
致
齋
。
【
顧
忌
】
44

ゃ
遠
慮
す
る
。
は
ば
か
る
。
〔
後
漢
書
、
楊

睛
芥
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
戸
部
左
侍
郎
。
詩
文
書
書
一
震
博
〕
時
詔
遣
―
―
使
者
「
大
為
1一
阿
栂
—
脩
レ
第
‘
中
常
侍

に

巧

゜

奨

豊

及

侍

中

周

廣

・

謝

憚

等

‘

更

相

扇

動

‘

傾

1

一
揺
朝

【
顧
綽
】
33

炉
消
の
人
。
顧
炎
武
(
2
2
3
)

を
見
よ
。
廷
ご
云
云
‘
豊
・
憚
等
‘
見
―
―
震
連
切
諫
不
＞
従
、
無
レ
所
二

【
顧
衡
】
34

ゲ
清
‘
婁
縣
の
人
。
字
は
孝
持
。
琥
は
霰
南
。
顧
忌
ぶ
笠
註
作
"
詔
書
ぶ
卵
1

一
猜
司
農
錢
穀
大
匠
見
徒
材

書
聾
を
善
く
し
、
詩
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
清
聾
家
詩
史
‘
木
：
各
起
1

一
家
含
園
池
薩
観
五
区
費
無
敦
゜
〔
宋
書
‘
劉

乙

、

上

〕

。

湛

傭

〕

悸

言

慰

容

‘

岡

レ

所

―

―

顧

忌

↓

〔

魏

書

‘

張

翡

傭

〕

少

【
顧
純
】
35

炉
ウ
消
、
會
稽
の
人
。
小
時
‘
父
を
失
ひ
‘
母
に
而
豪
放
、
出
,
,
入
殿
庭
一
歩
品
E

高
上
↓
無
レ
所
―
―
顧
忌
↓

事
へ
て
孝
。
母
好
ん
で
離
胡
飯
を
食
す
。
闘
、
常
に
子
女
〔
蘇
献
‘
荀
卿
論
〕
今
夫
小
人
之
為
―
―
不
善
一
猶
必
有
レ

を
率
ゐ
、
自
ら
採
掴
し
て
供
養
し
た
。
家
‘
太
湖
に
近
所
―
―
顧
忌
↓

し
。
湖
中
乃
ち
離
胡
を
生
じ
、
他
の
雑
草
を
生
ぜ
ぎ
る
【
顧
達
】
45

や
元
‘
呉
の
人
。
一
に
顧
逹
に
作
る
。
字
は

に
至
る
と
い
ふ
。
郡
邑
其
の
間
含
に
施
表
す
。
〔
尚
友
周
道
。
藍
を
善
く
し
た
。
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。

録
‘
十
八
〕
0
 

[
顧
徽
】
4
6
2

三
國
‘
呉
の
呉
郡
の
人
。
薙
の
弟
。
字
は
子

【
顧
埜
】
36

炉
清
の
人
。
培
の
族
弟
。
碑
博
集
に
は
顧
鼈
歎
。
少
時
涌
學
し
、
オ
辮
あ
り
。
孫
櫂
召
し
て
主
簿
に
署

に
作
る
。
字
は
矯
生
。
晩
琥
は
恒
怪
。
俗
學
を
撥
棄
し
、
す
。
嘗
て
出
行
せ
し
時
‘
螢
軍
が
一
男
子
を
縛
し
て
市

後
、
培
と
共
學
山
居
の
事
を
主
り
、
春
秋
の
大
會
に
四
に
至
り
刑
を
行
ふ
を
見
る
。
罪
を
問
へ
ば
、
百
錢
を
盗

方
よ
り
来
就
す
る
者
百
餘
人
。
時
人
‘
錫
山
學
派
と
梢
み
た
り
と
い
ふ
。
徽
‘
須
央
の
猶
豫
を
求
め
‘
馳
せ
て
闘

す
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
三
百
九
十
九
〕
．
〔
碑
博
集
‘
二
日
に
詣
り
、
哀
み
を
乞
ひ
許
さ
る
。
或
は
傭
ふ
‘
曹
操
東

二

十

九

〕

。

せ

ん

と

欲

し

‘

徽

に

輔

義

都

尉

を

授

け

て

北

に

使

せ

し

【
顧
鼈
】
37

炉
〇
清
、
呉
縣
の
人
。
―
―
歳
の
時
‘
父
、
金
瑞
む
。
應
封
宜
し
き
を
得
‘
還
つ
て
巴
東
太
守
を
授
け
ら

甫
に
殺
さ
る
。
長
ず
る
や
‘
嘗
て
之
を
刺
し
て
失
敗
。
る
と
。
〔
―
二
國
志
、
顧
碓
博
‘
注
〕
。

瑞
甫
‘
鼈
を
謹
ひ
て
盗
と
為
す
。
官
‘
其
の
｛
貫
を
得
、
卒
【
顧
藉
】
47

や
宋
、
呉
郡
の
人
。
字
は
景
繁
。
光
輻
山
に
居

に
瑞
甫
を
誅
す
。
〔
國
朝
香
獣
類
徴
‘
三
百
七
十
七
〕
・
り
‘
戸
を
閉
ぢ
て
誦
讀
し
、
博
く
墳
典
を
極
め
た
。
紹
興

〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
六
〕
゜
●
清
‘
顧
埜
(
3
6
)

の
別
中
‘
遺
逸
を
以
て
薦
め
ら
れ
た
が
起
た
ず
。
室
を
邪
村

名

。

に

築

き

‘

題

し

て

漫

荘

と

日

ひ

、

自

ら

疑

絶

曳

と

琥

す

。

【
顧
客
】
38

ゲ

と

く

い

客

°

花

客

。

田

居

五

十

年

。

呉

興

の

施

宿

と

蘇

献

の

詩

に

合

注

し

、

【
顧
看
】
40

戸
ふ
り
か
へ
つ
て
見
る
。
〔
世
説
新
語
‘
雅
陸
涸
‘
其
の
眩
治
を
稽
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
八
〕
。

量
〕
宣
武
輿
1

一
簡
文
太
宰
一
共
載
‘
密
令
下
人
在
1

一
輿
前
後
―
【
顧
況
】
48

や
ャ
ウ
唐
‘
蘇
州
の
人
。
字
は
逍
翁
。
至
徳
の
進

鴨
鼓
大
叫
い
歯
簿
中
驚
擾
、
太
宰
愧
怖
‘
求
和
下
レ
輿
‘
顧
士
。
歌
詩
に
長
じ
、
書
董
に
巧
で
あ
っ
た
。
韓
滉
の
節
度

看

面

文

籍

然

清

括

。

判

官

と

為

る

。

徳

宗

の

時

、

著

作

郎

に

徴

さ

る

。

性

、

誤

【
顧
翰
】
＂
戸
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
兼
塘
。
嘉
慶
の
攀
諧
。
好
ん
で
人
を
押
侮
す
。
事
に
坐
し
て
饒
州
司
戸
に

人
詩
に
巧
゜
晩
年
、
東
林
書
院
に
主
講
と
な
る
。
書
室
貶
せ
ら
れ
、
薩
を
茅
山
に
結
ぴ
、
自
ら
華
陽
慎
逸
と
琥

を
拝
石
山
房
と
い
ひ
、
著
に
拝
石
山
房
詩
詞
集
が
あ
す
。
著
に
驚
評
・
華
陽
集
が
あ
る
。
〔
藷
唐
書
、
一
百
三

十〕。

る

三
0
四

12900 
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頁

音

〔
十
―
一
書
〕

顧

【
顧
曲
】
49

や
ヨ
ク
〇
奏
築
歌
唱
の
誤
り
を
正
す
こ
と
。
三

國
の
時
、
周
喩
、
昔
律
に
精
し
く
、
時
人
が
曲
に
誤
あ
れ

ば
周
郎
顧
る
と
い
っ
た
故
事
。
〔
呉
志
、
周
喩
博
〕
喩
少

精
蓋
於
音
翠
雖
三
爵
之
隻
其
有
闘
誤
直
必
知
レ

之
、
知
レ
之
必
顧
、
故
時
人
謡
曰
‘
曲
有
レ
誤
、
周
郎
顧
。

〔
桃
花
扇
‘
寄
屑
〕
倫
看
―
―
這
柄
桃
花
扇
一
少
―
―
不
得
箇
顧

曲
周
郎
↓
4lku• 

c
h
'
U
3

歌
を
聴
く
こ
と
。

〖
顧
曲
堂
〗50炉
咋
ゴ
ク
宋
、
周
邦
彦(2ー
3
4
4
1:
 8
1
6
)

の

室
名
。

〖
顧
曲
維
言
〗5
1
ぢ
ぢ
書
名
。
一
巻
。
明
‘
沈
徳
符
撰
。

専
ら
南
曲
北
曲
の
別
を
論
じ
‘
條
分
縛
析
、
琲
訂
頗
る

精
確
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
詞
曲
類
〕
。

〖
顧
曲
塵
談
〗5
2
式
グ
書
名
。

O
一
巻
。
明
‘
騒
隠
居

士
撰
。

O
一
巻
。
民
國
‘
呉
梅
撰
゜

【
顧
祈
】
53

や
／
宋
‘
泰
興
の
人
。
＋
歳
に
し
て
父
を
喪

ひ
、
母
病
み
章
幸
口
に
入
ら
ざ
る
こ
と
＋
載
。
難
の
初

鳴
す
る
毎
に
妻
子
を
卒
ゐ
て
母
室
に
至
り
、
欲
す
る
所

を
問
ふ
。
此
の
如
ぎ
こ
と
五
十
年
。
後
、
母
の
目
、
物
を

見
る
能
は
ず
。
折
、
日
夜
琥
泣
し
て
天
に
祈
り
、
母
の

H
‘
忽
ち
明
と
為
る
。
年
九
十
餘
‘
疾
無
く
し
て
終
る
。

〔
宋
史
、
四
百
五
十
六
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
七
十
六
〕
。

【
顧
遇
】
54

炉
め
を
か
け
て
待
遇
す
る
。
手
あ
つ
い
も

て
な
し
。
親
切
な
あ
し
ら
ひ
。
優
遇
。
知
遇
。
厚
遇
。
〔
後

漢
書
、
李
固
博
〕
騒
惑
舌
人
一
飯
之
報
冠
況
受
顧
遇
―

而
容
レ
不
レ
虚
乎
。
〔
北
史
‘
李
弼
傭
論
〕
締
↓
―
措
限
難
盃
網
―
―

謬
顧
澳
方
面
直
其
庸
績
盃
帷
裡
圭
竺
其
謀
猷
↓
〔
韓
愈
‘

輿
瓜
翔
邪
尚
貰
書
〕
登
負
明
天
子
非
常
之
顧
遇

哉
。
〔
宋
史
‘
劉
章
傭
〕
章
容
状
魁
碍
、
以
―
―
周
密
ー
自
守
‘

出
入
雨
朝
元
竺
顧
遇
「
未
汝
塁
偲
禁
中
一
語
↓

【
顧
化
】
55

”
ワ
か
へ
り
み
化
す
る
。
心
を
引
き
つ
け
ら

れ
て
同
化
す
る
こ
と
。
〔
史
記
‘
孟
子
博
〕
王
公
大
人
、
初

見
―
―
其
術
涵
憫
然
顧
化
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
見
者
莫
レ
不
―
―
擢

然
駐
レ
想
‘
又
内
心
留
顧
‘
而
已
化
p

之
、
謂
レ
欲
訟
匹
其

餌
也
、
按
‘
化
者
、
是
易
"
常
聞
一
而
貴
"
異
術
1

也
。
〔
會

注
考
證
〕
中
井
積
徳
曰
‘
顧
‘
反
也
‘
化
、
蹄
往
之
意
。

【
顧
懐
】
56

”
ウ
イ
か
へ
り
み
お
も
ふ
。
し
た
ふ
。
心
を
よ

せ
る
。
〔
揚
雄
‘
反
離
騒
〕
寛
1

一
四
荒
―
而
顧
懐
分
‘
笑
必

云
1

―
女
彼
高
丘
二
張
衡
‘
南
都
賦
〕
詠
1

一
南
昔
1

以
顧
懐
。

〔
魏
文
帝
、
燕
歌
行
〕
飛
鶴
晨
鳴
臀
可
レ
憐
‘
留
連
顧
懐

不
レ
能
レ
存
。
〔
鍾
會
‘
檄
レ
蜀
文
〕
此
三
祗
所
―
―
以
顧
懐
遺
＞

志
也
。

【
顧
歓
]57

炉
？
南
齊
‘
璧
官
の
人
。
字
は
景
恰
。
一
字
は

元
平
。
家
世
；
寒
微
な
り
し
も
‘
歓
、
好
學
倦
ま
ず
。
母

歿
す
。
水
漿
口
に
入
ら
ざ
る
こ
と
七
日
。
墓
次
に
虚
し
、

途
に
隠
れ
て
仕
へ
ず
。
天
台
山
に
館
を
開
い
て
徒
を
緊

め
‘
受
業
者
常
に
百
人
に
近
し
、
i

砂
帝
輔
政
す
る
や
‘

揚
州
主
簿
に
辟
す
。
践
昨
す
る
に
及
ぴ
、
乃
ち
至
っ
て

自
ら
山
谷
臣
と
梢
し
、
政
綱
一
巻
を
進
め
て
東
欝
す
。

歓
、
口
不
辮
な
り
し
も
著
論
を
善
く
し
、
官
て
一
二
名
論

を
作
り
、
又
、
王
弼
易
二
繋
に
注
す
。
性
‘
黄
老
を
好
み
‘

道
術
あ
り
。
卒
す
る
に
及
ん
で
身
糧
柔
軟
。
道
家
之
を

戸
解
と
謂
ふ
。
〔
南
齊
書
、
五
十
四
〕
．
〔
南
史
‘
七
十
五
〕
。

【
顧
聡
]
5
8
"
イ
か
へ
り
み
る
。
顧
阿
(
1
8
0
)

に
同
じ
。
〔
劉

峻
‘
廣
絶
交
論
〕
顧
吟
璽
其
倍
債
↓
〔
注
〕
良
曰
、
聡
視

也。

【
顧
呪
】
5
9
5
ィ
か
へ
り
み
る
。
か
へ
り
見
‘
に
ら
む
。
〔
論

衡
、
初
票
〕
顧
呪
見
レ
善
。
〔
論
衡
‘
卜
堕
〕
顧
呪
見
二
詳
物
一

【
顧
闘
】
60

ゲ
明
の
人
。
問
の
弟
。
字
は
子
良
。
嘉
靖
の

進
士
。
官
は
刑
部
郎
。
後
、
稲
建
副
使
に
遷
る
。

【
顧
協
】
61

デ
梁
の
人
。
和
の
六
世
の
孫
。
字
は
正
碍
。

盆
は
温
。
秀
オ
に
學
げ
ら
る
。
沈
約
そ
の
策
を
覧
‘
歎
じ

て
、
江
左
以
来
‘
未
だ
斯
の
作
あ
ら
ざ
る
な
り
と
言
ふ
。

臨
川
王
そ
の
名
を
聞
ぎ
‘
辟
し
て
書
記
を
掌
ら
し
む
。

普
通
中
、
通
直
散
騎
侍
郎
。
鴻
櫨
卿
に
守
た
り
。
協
、
清

介
に
し
て
志
操
あ
り
。
博
＜
群
書
を
極
め
、
文
字
及
ぴ

禽
獣
・
草
木
に
於
て
尤
も
精
詳
と
梢
せ
ら
る
。
著
に
異

姓
苑
・
瑣
語
・
文
集
が
あ
る
。
〔
梁
書
、
三
十
〕
．
〔
南
史
‘
六

十
二
〕
。

【
願
汗
】
6
2
"
/

清
の
人
。
天
朗
の
子
。
字
は
伊
在
。
琥
は

芝
巖
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
河
南
巡
撫
。
後
、
宗
人
府
丞
゜

書
室
を
鳳
池
園
と
い
ひ
、
著
に
鳳
池
園
集
が
あ
る
。

【
顧
脊
】
6
4
i

／
い
つ
く
し
む
。
愛
顧
゜
脊
顧
(
8
ー

2
3
3
1

1

:

 1
0
)

に
同
じ
。

【
顧
思
】
65

戸
あ
や
ま
り
を
か
へ
り
み
る
。
〔
張
衡
、
東

京
賦
〕
必
三
思
以
顧
知
唸

【
顧
瞼
】
66

ku4 
lien3

橙
面
を
重
ん
ず
る
。

【
顧
謙
】
67

庁
明
‘
儀
漠
の
人
。
字
は
仲
謙
゜
琥
は
魯
齋
。

洪
武
の
進
士
。
官
は
御
史
。
出
で
て
南
詔
を
按
ず
。
徳
意

を
宣
布
し
‘
夷
み
な
向
化
し
た
。
後
、
通
政
司
参
議
。
浙

江
翁
事
に
至
る
。
名
吏
を
以
て
梢
せ
ら
れ
、
又
、
詩
を
能

く
し
た
。
書
室
を
愛
梅
軒
と
い
ふ
。
著
に
魯
齋
稿
・
愛
梅

軒
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
、
八
十
八
〕
・
〔
蘭
壼
法
黎

鋒‘―-〕。

【
顧
猷
】
68

戸
か
へ
り
み
獣
ず
る
。
〔
左
氏
‘
宣
、
十
二
〕

見
去
虞
射
こ
稟
以
顧
獣
。

【
顧
櫂
】
69

？
宋
、
罠
山
の
人
。
字
は
用
衡
゜
學
に
力
め
‘

博
＜
墳
典
に
通
ず
‘
其
の
文
は
古
作
者
の
矩
度
あ
り
。

隠
居
し
て
仕
へ
ず
。
門
人
‘
靖
夷
先
生
と
私
誼
す
。
〔
尚

友
鋒
‘
十
八
〕
。

【
顧
顧
】
7
0
[

／
晉
の
人
。
榮
の
兄
の
子
。
字
は
孟
著
。
少

よ
り
重
名
あ
り
。
太
興
中
、
散
騎
侍
郎
。
早
く
卒
す
。
〔
尚

友
鋒
‘
十
八
〕
。

【
顧
言
】
7

1

5

/

0

言
葉
を
観
察
す
る
。
又
‘
言
っ
た
こ
と

を
反
省
す
る
。
〔
中
庸
〕
言
顧
に
付
‘
行
顧
ビ
―
―
-
E

。
O
隋
‘
柳

誉
(
6
ー

1
4
6
6
2
:
 2
2
1
)

の
字
。

【
顧
益
i

】72
デ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
湘
舟
゜
琥
は
淮
浪

漁
父
。
道
光
中
、
官
は
教
諭
。
藷
籍
及
ぴ
金
石
文
字
を

牧
蔵
す
る
こ
と
三
呉
に
冠
た
り
と
い
は
れ
た
が
‘
庚
申

の
劫
に
‘
其
の
書
盛
＜
丁
日
昌
に
蹄
す
。
況
の
先
世
、
世

祗
よ
り
古
硯
を
頒
賜
せ
ら
る
。
因
つ
て
書
室
を
賜
硯
堂

と
い
ふ
。
又
‘
藝
海
悽
と
い
ふ
。
賜
硯
堂
叢
書
四
集
を
輯

刊
す
。

【
顧
源
]
7
3

空
明
‘
金
陵
の
人
。
字
は
清
父
。
琥
は
賓
樟

居
士
・
丹
泉
。
少
く
し
て
豪
矯
。
詩
と
書
蓋
‘
皆
古
法
に

泥
ま
ず
。
尤
も
祠
理
に
精
通
。
時
人
、
在
家
僧
と
梢
す
。

〔
國
朝
獣
徴
鎌
‘
二
日
十
六
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
一
百
十

五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
己
‘
十
七
〕
．
〔
明
書
鐸
、
三
〕
・
〔
列
朝

詩
小
博
‘
閏
〕
。

【
顧
應
】
74

戸
南
朝
‘
宋
の
人
。
覗
之
の
従
子
。
字
は
子

恭
。
大
明
中
‘
秀
オ
に
攀
げ
ら
れ
、
著
作
佐
郎
・
太
子
含

人
に
抜
擢
せ
ら
る
。
初
、
蜆
之
嘗
て
‘
命
に
定
分
有
り
、
智

カ
の
移
す
所
に
非
ず
と
謂
ふ
。
其
の
意
を
以
て
恩
を
し

て
定
命
論
を
著
は
さ
せ
た
。
〔
宋
書
、
八
十
一
〕
．
〔
南
史
‘

三
十
五
〕
。

【
顧
姑
]
7
5
n

冠
の
名
。
又
‘
筈
筈
・
姑
姑
・
固
姑
に
作
る
。

元
代
の
宮
人
の
冠
。
鐵
の
針
金
を
編
ん
で
作
り
、
錦
繍

珠
玉
で
飾
る
。
〔
綴
耕
録
〕
。

【
顧
後
】
7
6
8

う
し
ろ
を
か
へ
り
み
る
。
〔
荘
子
、
庚
桑

楚
〕
南
榮
桂
濯
然
顧
其
後
『

【
顧
困
】
77

ザ
明
、
顧
困
(
2
5
)

の
一
名
。

三
0
五

【
顧
恨
】
78

デ
か
へ
り
み
う
ら
む
。
お
も
ひ
う
ら
む
。

〔
論
衡
‘
齊
世
〕
必
赴
レ
湯
趨
レ
鋒
、
死
不
―
―
顧
恨
↓

[
顧
埜
]
7
9

戸
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
尭
峻
゜
摯
人
。
書
室

を
覺
非
帝
・
乃
吾
薩
と
い
ふ
。
著
に
覺
非
奄
筆
記
・
乃
吾

直
詩
が
あ
る
。

【
顧
佐
】
80

ゃ
〇
明
‘
太
康
の
人
。
字
は
幡
卿
。
建
文
の
進

士
。
官
は
永
槃
の
初
、
御
史
。
應
天
手
に
韓
ず
。
北
京
の

建
て
ら
る
る
に
及
ぴ
‘
遷
つ
て
順
天
手
た
り
。
性
‘
剛
直

不
撓
‘
包
孝
粛
に
比
せ
ら
る
。
後
、
右
都
御
史
に
至
る
。

貪
縦
を
糾
勁
し
、
朝
綱
粛
然
゜
毎
旦
朝
に
趨
り
、
内
に
入

れ
ば
直
ち
に
小
央
室
に
坐
す
。
為
に
顧
獨
坐
と
梢
せ

ら
る
。
〔
明
史
、
二
日
五
十
八
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百

七
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
四
十
八
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、

五
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
五
十
四
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
ニ
・

九
・
十
一
・
十
五
・
三
十
〕
．
〔
今
献
備
遺
‘
十
三
〕
．
〔
明
名

臣
名
言
行
録
‘
十
九
〕
．
〔
皇
明
名
臣
碗
球
録
‘
―
-
+
〕
.
〔
王

氏
皇
明
名
臣
言
行
鋒
‘
一
〕
・
〔
國
朝
名
臣
言
行
略
‘
一
〕
．

〔
沈
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
、
四
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
．

〔
皇
明
人
物
考
‘
五
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
八
十
二
〕
．
〔
明
名

人
博
‘
二
十
七
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
八
十
四
〕
・
〔
皇

朝
中
州
人
物
志
、
七
〕
．
〔
明
史
騒
、
六
十
五
〕
．
〔
皇
朝
名

臣
言
行
録
‘
-
〕
．
〔
明
書
、
一
百
十
九
〕
．
〔
績
蔵
書
、
十

九
〕
。
〇
明
、
臨
淮
の
人
。
字
は
良
弼
。
成
化
の
進
士
。
官

は
刑
部
主
事
・
左
副
都
御
史
。
山
西
を
巡
撫
し
、
善
政
多

し
。
後
、
戸
部
尚
書
に
至
る
。
前
任
者
韓
文
に
恨
を
含
む

劉
瑾
の
、
更
に
韓
文
を
罪
せ
ん
と
す
る
に
反
封
し
‘
遂

に
罷
め
蹄
る
。
〔
明
史
、
二
日
八
十
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘

二
百
四
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
七
十
〕
．
〔
國
朝
獣
徴

録
‘
―
一
十
九
〕
．
〔
昭
以
明
良
鋒
‘
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
三

+
―
―
-
·
七
十
ニ
・
七
十
六
•
八
十
・
九
十
四
一
百
二
十

ニ
・
一
百
四
十
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
十
七
〕
。

【
顕
齋
】
81

や
イ
宋
、
郡
大
椿

(11ー
3
9
3
4
3
:
 1
3
2
)

の
琥
。

【
顧
藻
]
8
2

炉
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
梵
撲
°
琥
は
観

薩
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
エ
部
侍
郎
。
書
法
に
精
通
し
、

米
i

市
・
趙
孟
穎
の
間
に
在
り
。
〔
國
朝
若
獣
類
徴
‘
五
十

八〕。

【
顧
山
】
8
3
i

／
●
漢
代
‘
婦
女
の
犯
罪
に
射
す
る
刑
罰

の
名
。
裁
判
決
定
の
後
、
故
郷
に
蹄
し
、
自
ら
芳
役
に

服
す
る
代
り
に
、
一
月
間
錢
三
百
文
を
出
し
て
人
を
雇

ひ
、
山
林
の
樹
木
を
伐
ら
せ
‘
之
を
官
に
出
さ
せ
る
贖

12901 
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刑
。
後
漢
書
に
は
雇
山
に
作
る
。
〔
漢
書
、
平
帝
紀
〕
（
元

始
元
年
）
天
下
女
徒
‘
已
論
斃
レ
家
‘
顧
山
錢
月
一
二
百
゜

〔
注
〕
如
淳
日
、
令
甲
、
女
子
犯
レ
罪
、
作
如
,
,
徒
六
月
盃
顧

山
遣
レ
欝
、
説
以
為
枷
E
-
―
於
レ
山
伐
i

木
、
聴
レ
使
-1

↓
入
レ
錢

顧
功
應
故
謂
乏
顧
也
應
肋
日
、
藷
刑
‘
鬼
薪
‘
取
薪

於
也
以
給
1

宗
廟
今
使
1

―
女
徒
出
レ
錢
顧
品
薪
‘
故
曰
―
―
顧

い
也
‘
師
古
日
‘
如
説
近
レ
之
‘
謂
下
女
徒
論
レ
罪
已
定
‘
並

放
蹄
レ
家
、
不
―
―
親
役
：
之
‘
但
令
•
一
月
出
二
錢
三
百
一
以

顧
i

人
也
、
為
1

此
恩
1

者
、
以
行
1

一
太
皇
太
后
之
徳
面
竺
恵

政
於
婦
人
↓
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓
日
、
楊
憚
博
、
富
郎

世
錢
名
「
山
郎
両
女
徒
出
レ
錢
、
亦
名
―
―
顧
山
五
是
也
、
先

謙
日
、
顧
上
應
レ
有
正
H
天
文
義
乃
足
‘
疑
偶
窯
奪
5

之。

〔
後
漢
書
‘
桓
諜
偲
〕
其
相
傷
者
、
常
加
二
等
↓
不
レ
得
―
―
雇

山
贖
罪

f
0山
名
。
江
蘇
省
無
錫
縣
の
東
北
。
一
名
、
東

顧
山
・
三
界
山
・
香
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
蘇
州

府
、
常
熟
縣
〕
顧
山
、
在
,
,
縣
西
五
十
里
ぶ
3

常
二
三
縣
之

交
函
3

名
三
界
山
―
―
名
璽
亀
山
、
又
名
香
摂
陸
抵
l-

江
陰
↓
此
其
径
道
。

【
顧
思
】
8
4
{

か
へ
り
み
お
も
ふ
。
〔
後
漢
書
、
列
女
、
董

祀
妻
博
〕
我
尚
未
ー
一
成
人
工
奈
何
不
―
―
顧
思
↓

【
顧
指
】
85

？
か
へ
り
み
ゆ
ぴ
さ
す
。
指
圏
す
る
こ
と
。

指
顧
゜
〔
荘
子
、
天
地
〕
手
撓
顧
指
、
四
方
之
民
‘
莫
レ
不
―
―

倶
至
一
〔
成
玄
英
疏
〕
撓
、
動
也
、
言
一
動
動
レ
手
指
揮
、
學
レ
目

顧
朗
↓
〔
秤
文
〕
向
云
‘
顧
指
者
、
言
,
,
指
庵
顧
柄
而
治
1

也
。
〔
郭
慶
藩
集
繹
〕
顧
指
‘
目
顧
-
―
其
人
1

而
指
使
レ
之
。

〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
魔
レ
城
若
レ
振
レ
稿
‘
寧
レ
旗
若
―
―
穎
指
一

〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
飛
沈
出
―
―
其
顧
指
涵
盃
苓
生
其
―

言一

【
顧
視
】
86

ク
か
へ
り
み
覗
る
。
ふ
り
か
へ
つ
て
み
る
。

顧
瞭
゜
〔
方
言
‘
六
〕
梁
盆
之
間
、
云
云
、
韓
レ
目
顧
覗
亦

日
レ
曜
‘
呉
楚
曰
レ
胴
゜
〔
荘
子
、
外
物
〕
周
昨
来
、
有
二
中
道

而
呼
者
冨
回
顛
視
‘
車
轍
中
有
,
,
鮒
魚
―
焉
。
〔
漢
武
帝
、

秋
風
辞
〕
顧
,
,
風
帝
京
1

欣
然
゜
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘
華

佗
傭
〕
客
進
顧
,
,
視
壁
北
↓
〔
向
秀
、
思
藷
賦
〕
顧
二
視

H

影
↓
〔
杜
甫
‘
章
諷
録
事
宅
観
1

一
曹
将
軍
蜜
馬
圏
ー
引
〕
可
レ

憐
九
馬
争
↓
紬
西
杢
顧
視
清
高
氣
深
穏
゜

【
顧
嘴
】
87ku• 

t
s
u
e
i
3

生
活
を
顧
慮
す
る
。

【
顧
時
】
邸
口
明
、
濠
の
人
。
字
は
時
學
。
溢
は
襄
靖
゜

個
僅
に
し
て
奇
略
を
好
む
。
太
祗
に
従
っ
て
江
を
渡

り
、
張
士
誠
を
破
る
。
山
東
•
河
南
・
山
西
・
陳
西
に
轄
戦

ヮ

頁
立
口

〔
十
二
聾
〕

顧

し
‘
並
に
功
あ
り
。
官
は
大
都
督
同
知
。
封
は
清
寧
侯
゜

出
で
て
北
平
を
鎮
す
。
〔
明
史
‘
一
百
三
十
一
〕
．
〔
萬
斯

同
明
史
‘
一
百
六
十
七
〕
・
〔
明
史
稿
、
一
百
二
十
〕
．
〔
皇

明
名
臣
碗
球
録
‘
五
〕
．
〔
皇
明
人
物
考
、
一
〕
・
〔
皇
明
開

國
功
臣
鋒
‘
七
〕
・
〔
造
邦
賢
動
録
略
〕
．
〔
明
書
、
九
十

六
〕
．
〔
開
國
臣
側
‘
五
〕
。

【
顧
脩
】
89

ぞ
清
、
石
門
の
人
。
桐
郷
に
居
る
。
字
は
仲

獣
。
琥
は
松
泉
。
又
‘
策
浬
。
諸
生
。
詩
聾
に
巧
。
蔵
書
を

好
み
‘
讀
書
齋
叢
書
を
彙
刻
す
。
又
、
南
宋
繋
賢
小
集
・

彙
刻
書
目
あ
り
、
自
著
に
讀
蓋
齋
學
語
草
・
百
登
蘇
韻

詩
が
あ
る
。

【
顧
透
】
90

ぞ
明
‘
呉
縣
の
人
。
蘇
州
府
志
に
は
顔
銹
に

作
る
。
字
は
季
栗
。
父
母
に
至
孝
゜

【
顧
纏
】
91

勾
ウ
上
海
の
顧
會
海
の
妾
な
る
蘭
玉
の
刺
繍

に
巧
な
る
を
梢
し
た
語
。
縛
じ
て
‘
刺
繍
し
た
絹
織
物

の
梢
。
〔
姜
紹
書
、
無
臀
詩
史
〕
上
海
顧
會
海
之
妾
‘
刺
二

繍
人
物
↓
氣
運
生
動
、
字
亦
有
レ
法
。
〔
閲
世
編
〕
露
香
園

顧
氏
‘
繍
債
最
責
‘
所
謂
鵞
繍
也
、
今
顧
氏
已
無
袖
匹

其
製
上
合
い
〔
松
江
府
志
〕
上
海
顧
氏
蘭
玉
善
針
レ
梢
、
設
レ

帳
授
レ
徒
、
時
人
亦
目
為
―
―
顧
繍
↓
〔
徐
蔚
南
、
顧
繍
考
略
〕

名
世
之
子
名
1

暉
海
一
姜
紹
書
無
瞥
詩
史
、
顧
會
海
妾

刺
蘊
人
物
五
氣
韻
生
動
、
字
亦
有
レ
法
‘
戴
有
棋
尋
柴
齋

詩
集
露
香
園
謬
氏
繍
佛
詩
註
、
上
海
顧
繍
始
於
謬
氏
一

是
則
顧
腫
海
之
妾
‘
其
為
二
謬
氏
1

乎
、
名
世
次
孫
、
名
壽

潜
、
善
レ
書
‘
壽
潜
妻
韓
希
孟
、
通
―
―
六
法
下
工
レ
書
ご
花
丼
↓

亦
檀
レ
繍
、
世
梢
―
韓
媛
繍
ぶ
吊
慕
↓
―
臨
古
今
名
人
書
蓋
1

入
レ
繍
、
無
レ
不
二
逼
肖
一
時
因
梢
為
二
書
蘊
g
名
世
曾
孫
女

早
寡
‘
家
貧
‘
以
,
,
針
辮
1

螢
レ
食
及
授
レ
徒
、
歴
き
一
十
餘

年
↓
於
レ
是
顧
繍
之
名
盆
喚
‘
露
香
園
繍
‘
至
二
嘉
慶
時
一

上
海
猶
有
―
―
存
者
→
多11佛
像
・
人
物
・
鳥
獣
・
折
枝
•
花

在
今
則
已
等
二
於
星
鳳
な
笠
右
二
環
璧
↓

【
顧
賓
】
92

グ
民
國
‘
江
蘇
省
武
進
縣
の
人
。
字
は
悽
生

（
悽
森
）
。
琥
は
鐵
生
・
鐵
僧
。
我
が
日
本
大
學
を
卒
業
。

各
師
範
學
校
・
中
學
校
國
文
教
員
を
経
て
國
立
東
南
大

學
國
文
教
授
・
上
海
運
江
大
學
國
文
教
授
と
な
る
。
著

に
漢
書
藝
文
志
講
疏
・
中
國
文
字
學
が
あ
る
。

【
顧
昌
】
93

翌
’
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
徳
輝
。
正
統
中
、

郷
薦
を
領
す
。
官
は
淮
王
長
史
・
思
恩
都
尉
。
性
‘
剛
峻
゜

人
と
造
次
に
も
通
ぜ
ず
。
〔
績
呉
先
賢
讚
、
三
〕
。

[
顧
湘
】
94
四

5

清
、
常
熟
の
人
。
字
は
翠
嵐
。
季
錫
疇
の

弟
子
。
好
ん
で
古
印
を
蓄
へ
‘
策
刻
に
精
。
尤
も
未
刻
の

書
を
捜
羅
す
る
を
嗜
ん
だ
。
書
室
を
小
石
山
房
と
い

ふ
。
著
に
小
石
山
房
印
譜
・
輯
刊
小
石
山
房
叢
書
・
玲
瀧

山
館
叢
書
が
あ
る
。

【
顧
主
】
95

？
ュ
〇
主
人
を
か
へ
り
み
る
。
〔
張
衡
‘
束
京

賦
〕
執
レ
義
顧
レ
主
‘
夫
懐
"
貞
節
↓
〔
杜
甫
、
送
―
―
郭
中
丞
1

三
十
韻
詩
〕
鵬
鶉
乗
レ
時
去
‘
騨
騒
顧
レ
主
鳴
。
.
k
u
4
 

c
h
u
3

と
く
い
。
花
客
。
顧
客
。

【
顧
朱
】
96

ざ
清
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
自
公
。
琥
は
石
燐

主
人
。
明
末
の
進
士
。
輻
王
の
時
‘
官
は
行
人
。
清
師

東
下
す
る
や
、
乃
ち
航
海
し
て
蹄
り
、
門
を
杜
ぢ
て
出

で
ず
。
生
平
、
意
を
六
経
に
専
ら
に
し
た
。
著
に
詩
謁

解
・
春
秋
本
義
が
あ
る
。
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
四
百
六
十

九〕。

[
顧
衆
】
98

ぐ
ゥ
晉
‘
呉
の
人
。
字
は
長
始
。
盆
は
靖
。
元

帝
江
東
に
鎮
す
る
や
、
参
軍
を
授
け
ら
る
。
華
秩
を
討

つ
の
功
を
以
て
丞
相
撮
に
召
さ
る
。
―
帝
の
賤
詐
す
る

や
‘
鮒
馬
都
尉
に
召
さ
れ
、
都
陽
太
守
に
輯
ず
。
王
敦
叛

を
構
へ
、
衆
を
し
て
出
軍
せ
し
む
。
衆
遅
逍
し
て
獲
せ

ず
。
敦
怒
り
、
召
還
し
て
之
を
詰
り
‘
臀
色
倶
に
属
し
き

も
衆
動
か
ず
。
敦
の
意
漸
く
繹
く
。
敦
平
ぎ
‘
太
子
中
庶

子
を
授
け
ら
れ
、
義
典
太
守
に
韓
ず
。
蘇
唆
反
ぎ
‘
王
師

敗
績
す
る
や
、
呉
潜
に
還
つ
て
義
學
を
圏
り
‘
呉
中
の

人
響
應
す
。
峻
平
定
し
て
丹
陽
手
を
授
け
ら
る
。
穆
帝

の
時
‘
尚
書
僕
射
に
終
る
。
〔
晉
書
、
七
十
六
〕
。

【
顧
充
]
9
9

ざ
ゥ
明
‘
上
虞
の
人
。
字
は
回
瀾
。
隆
慶
の

翠
人
。
官
は
南
京
部
エ
都
水
司
郎
中
。
著
に
字
義
憩

略
・
古
隅
考
略
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
四
十
三
〕
。

【
顧
憧
】
100

ざ
，
か
へ
り
み
め
ぐ
む
。
憐
み
を
か
け
る
。

〔
元
史
、
世
祗
紀
七
〕
所
レ
過
州
縣
、
不
レ
加
1

一
顧
憧
―
者
、

按
レ
之
。

【
顧
郎
】
101

ざ
，
あ
は
れ
み
め
ぐ
む
。
顧
愉
に
同
じ
。
〔
漢

書
、
外
戚
下
、
孝
成
許
皇
后
傭
〕
不
如
竺
郎
百
姓
云
口
姓

畔
而
去
レ
之
、
若
―
―
鳥
之
自
焚
一
也
‘
雖
―
―
先
快
意
説
咲
↓
其

後
必
琥
而
無
レ
及
也
。

【
顧
春
】
102

ご
清
の
人
。
顧
太
清
(
3
2
1
)

を
見
よ
。

【
願
循
】
103

ね
ュ
ン
か
へ
り
み
し
た
が
ふ
。
〔
沈
約
‘
和
―
―
謝

宣
城
詩
〕
顧
循
良
非
薄
‘
何
以
儀
―
―
理
瑶
―
)

【
顧
飩
]104

ク
う
消
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
希
翰
。
一
字
は
呉

羹
゜
琥
は
南
雅
。
晩
琥
は
息
虜
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
通

政
司
副
使
。
詩
文
に
巧
。
書
書
を
善
く
す
。
書
室
を
思
無

邪
堂
と
い
ふ
。
著
に
演
南
采
風
録
・
思
無
邪
堂
詩
文
集

が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
三
百
八
十
一
―
-
〕
.
〔
清
史
列
傭
‘
七
十

三
〕
．
〔
國
朝
誓
獣
類
徴
‘
一
百
十
二
〕
．
〔
績
碑
博
集
‘
十

六
〕
．
〔
清
鵞
家
詩
史
‘
己
、
上
〕
・
〔
國
朝
書
聾
家
筆
鋒
‘

三
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
八
〕
。

【
顧
渚
】
105

？
ョ
〇
山
名
。
浙
江
省
長
興
縣
の
西
北
。
茶
の

産
地
。
〔
元
和
志
〕
貞
元
以
後
、
毎
歳
以
レ
進
―
―
顧
山
紫
筍

茶
「
役
1

ー
エ
三
拭
人
一
累
レ
月
方
畢
゜
〔
太
平
賓
宇
記
〕
昔
呉

概
顧
―
―
其
渚
次
面
叩
阻
平
術
‘
可
レ
第
-
1

都
邑
之
所
正
故
名
。

〔
茶
譜
〕
陸
亀
蒙
嗜
レ
茶
‘
置
―
―
園
於
顧
渚
山
下
盃
歳
入
―
―
茶

租
一
自
為
―
―
品
題
↓
〔
避
暑
録
〕
顧
渚
在
―
―
長
興
縣
盃
溢
萌

吉
詳
寺
也
‘
其
半
為
―
―
劉
希
苑
家
所
P

有
、
雨
地
所
レ
産
‘

歳
止
―
―
五
六
斤
↓
●
願
渚
山
よ
り
産
す
る
茶
。
〔
鄭
谷
‘

宜
春
再
訪
云
云
詩
〕
顧
渚
一
甑
春
有
レ
味
。
〔
蘇
拭
‘
送
三

劉
寺
丞
赴
―
―
餘
桃
1

詩
〕
千
金
買
断
顧
渚
春
。
〔
陸
涌
、
齋

中
弄
レ
筆
偶
書
一
空
子
車
一
詩
〕
候
火
新
烹
顧
渚
茶
。

【
顧
升
】
106

炉
’
清
‘
仁
和
の
人
。
原
名
は
廟
。
字
は
虞

東
。
掌
文
に
升
字
有
る
を
以
て
名
を
升
と
改
め
‘
又
、

隅
東
と
字
す
。
琥
は
斗
山
。
別
琥
は
石
帆
。
又
、
海
穣
゜

國
子
生
。
書
霊
策
隷
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
清
蓋
家
詩
史
‘

乙
、
下
〕
・
〔
國
朝
書
＿
識
、
十
〕
。

【
顧
承
】
107

ダ
ョ
ウ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
燕
謀
゜
琥
は
酔

経
。
布
衣
。
詩
文
を
能
く
し
た
。
書
室
を
行
素
居
と
い

ひ
、
著
に
行
素
居
集
が
あ
る
。

【
顧
心
】
108

ク
か
へ
り
み
る
心
。
躊
躇
す
る
心
を
い
ふ
。

〔
韓
非
子
、
内
儲
説
上
〕
臨
レ
戦
而
使
ー
,
,
人
絶
レ
頭
剖
レ
腹
而

無
顧
心
一
者
、
賞
在
レ
兵
也
。

【
顧
信
】
109

ク

O
元
の
人
。
字
は
善
夫
。
大
徳
の
初
、
浙

江
軍
器
提
學
と
な
る
。
能
書
の
稽
あ
り
。
亭
を
作
っ
て

墨
妙
と
名
づ
く
。
晩
年
‘
築
善
虐
士
と
琥
す
。

O
明
‘
無

錫
の
人
。
祖
の
雙
五
・
父
の
壽
、
義
旅
を
集
め
て
里
中
の

盗
を
拝
禦
し
‘
永
栗
中
‘
雙
義
を
桂
表
せ
ら
る
。
信
‘
少

く
し
て
孤
。
そ
の
姻
、
邪
氏
に
寄
食
す
。
廉
潔
の
稲
あ

ー
~

【
顧
寝
】
110

ク
明
、
無
錫
の
人
。
字
は
修
遠
。
崇
禎
の
攀

人
。
蔵
書
甚
だ
多
く
‘
宋
文
選
・
杜
律
注
解
を
輯
す
。
書

室
を
辟
彊
園
と
い
ふ
。

【
顧
深
】
Ill

ク
元
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
淵
白
。
又
、
文
深
°

元
末
、
京
に
入
つ
て
燕
都
賦
を
獣
ず
る
も
、
志
を
得
ず

0
六
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頁

音

〔
十
二
戴
〕

顧

し
て
蹄
る
。
晩
年
‘
岳
陽
に
教
授
し
た
。

【
顧
震
】
112

ク

O
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
葦
田
。
乾
隆
の

進
士
。
官
は
郎
中
。
詩
を
能
く
し
‘
尤
も
書
法
に
巧
゜

〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
六
〕
。
〇
清
、
江
蘇
通
州
の
人
。
字
は

大
震
。
琥
は
涌
雷
。
書
一
に
巧
。

【
顧
遂
】
113"
イ
明
‘
餘
眺
の
人
。
字
は
徳
伸
。
正
徳
の
進

士
。
官
は
刑
部
主
事
。
武
宗
南
巡
の
時
‘
闘
に
伏
し
て

疏
諫
し
‘
廷
杖
を
蒙
つ
て
殆
ん
ど
死
せ
ん
と
す
。
嘉
靖

の
初
、
郎
中
と
な
り
、
出
で
て
悪
州
の
知
と
な
る
。
法
穀

に
し
て
政
公
平
。
後
‘
廣
西
副
使
・
南
京
刑
部
右
侍
郎
に

至
る
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
四
十
九
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
一
百

四
一
百
十
九
〕
。

【
顧
緩
】
114

戸
か
へ
り
み
や
す
ん
ず
る
。
〔
書
‘
康
王
之

詰
〕
顧
1

一
緩
爾
先
公
之
臣
"
服
子
先
王
↓

【
顧
檻
】
115

炉
消
の
人
。
憲
成
の
孫
。
字
は
所
止
。
又
‘

庸
奄
。
明
の
天
啓
の
摯
人
。
幼
時
、
高
攀
龍
に
朱
學
を
學

ぶ
。
清
に
入
り
、
形
迩
を
餡
遁
す
。
五
経
に
滝
貫
し
‘
尤

も
易
・
尚
書
に
精
通
し
た
。
著
に
易
稿
・
西
疇
日
紗
が
あ

る
。
〔
清
史
列
博
‘
六
十
六
〕
・
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
―
二
百
九

十
五
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
八
〕
・
〔
清
儒
學
案
小

識
、
十
〕
．
〔
文
献
徴
存
録
、
三
〕
。

【
顧
生
】
1163
ィ
唐
‘
呉
の
人
。
大
暦
中
‘
聾
を
以
て
諸
侯

の
門
に
湘
ぶ
。
書
く
毎
に
先
づ
絹
散
十
幅
を
地
に
貼

り
‘
墨
汁
及
ぴ
諸
采
色
を
磨
つ
て
各
；
一
器
に
貯
へ
‘

人
を
し
て
角
を
吹
き
鼓
を
撃
た
し
め
‘
散
十
人
を
し
て

臀
を
齋
し
く
し
て
大
い
に
喋
が
し
む
。
顧
生
は
錦
喚
を

著
‘
酬
飲
し
、
絹
＋
餘
匝
を
遠
り
‘
墨
汁
を
取
っ
て
絹
上

に
潟
ぎ
‘
次
に
諸
色
を
傾
け
、
長
巾
一
頭
を
以
て
潟
げ

る
慮
を
覆
ひ
‘
人
を
し
て
其
の
上
に
坐
し
て
躯
せ
し

め
‘
己
は
巾
角
を
執
つ
て
之
を
曳
く
。
逍
環
既
に
備
く
‘

然
る
後
‘
墨
筆
を
以
て
勢
に
翔
つ
て
開
決
す
。
峯
嵐
島

嶼
‘
妙
、
言
ふ
可
か
ら
ず
と
い
ふ
。
〔
尚
友
録
‘
十
八
〕
。

【
顧
成
】
117

戸

O
廟
の
名
。
漢
の
文
帝
‘
立
つ
。
遺
址
は
陣

西
省
長
安
縣
の
東
。
〔
漢
書
、
文
帝
紀
〕
詔
レ
獄
作
二
顧
成

廟
↓
〔
注
〕
廟
在
二
長
安
城
南
ぶ
冬
帝
作
‘
還
顧
1

一
見
城
ぶ
m

名
レ
之
‘
應
肋
曰
、
文
帝
自
為
レ
廟
、
制
度
卑
狭
‘
若
"
顧
望

而
成
函
雰
文
王
震
嚢
不
レ
日
成
＞
之
、
故
日
―
―
顧
成
↓
〔
漢

書
‘
買
誼
博
〕
使
"
一
顧
成
之
廟
、
梢
為
―
―
太
宗
↓
〇
明
‘
江

都
の
人
。
字
は
景
詔
゜
盆
は
武
毅
。
状
貌
魁
偉
‘
齊
カ

人
に
絶
す
。
太
祇
江
を
渡
る
に
及
ん
で
、
選
ば
れ
て
帳

前
親
兵
と
な
り
‘
敦
；
功
を
た
つ
。
官
は
右
軍
都
督
令

事
。
洪
武
八
年
よ
り
、
貴
州
を
守
る
こ
と
凡
そ
十
餘

年
。
諸
苗
の
洞
塞
を
討
平
す
る
こ
と
‘
百
を
以
て
敷

ふ
。
建
文
中
‘
燕
師
を
禦
ぎ
‘
遂
に
執
へ
ら
る
。
燕
王

そ
の
縛
を
秤
き
、
北
京
に
送
つ
て
世
子
居
守
を
輔
け
し

む
。
即
位
す
る
に
及
ぴ
、
功
を
以
て
鎮
遠
侯
に
封
ず
。

〔
明
史
、
二
日
四
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
九
十
一
〕
・

〔
明
史
稿
‘
二
日
三
十
五
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
七
・
七
十

三
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
・
十
八
〕
．
〔
皇
明
名
臣
碗
珠

録
‘
十
六
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
六
〕
．
〔
皇
明
人
物
考
、
二
〕
・

〔
皇
明
開
國
功
臣
鋒
‘
二
十
二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

三
十
・
八
十
一
〕
・
〔
造
邦
賢
動
録
略
〕
・
〔
靖
難
功
臣
録
〕
．

〔
明
書
、
二
日
五
十
七
〕
。

【
顧
省
】
1
1
8
3
ィ
か
へ
り
み
る
。
〔
司
馬
相
如
、
封
祠
文
〕

舜
在
扁
収
典
五
顧
省
闘
遺
↓

【
顧
情
】
119

や
ィ
雇
ふ
。
〔
水
滸
博
‘
十
二
同
〕
顧
何
荘
家
一

挑
那
櫓
兒
禾
レ
想
被
個
伯
奪
了
。

【
顧
晟
]
1
2
0
3

ィ
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
鈍
伯
゜
琥
は
耕
巖
゜

詩
・
書
を
能
く
す
。
著
に
彙
芥
集
が
あ
る
。
〔
消
書
家
詩

史
‘
丁
、
上
〕
。

【
顧
清
】
1
2
1
3
ィ
明
、
松
江
華
亭
の
人
。
字
は
士
廉
゜
謡
は

文
倍
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
編
修
。
正
徳
の
初
‘
劉
瑾
に

通
ぜ
ざ
る
を
以
て
、
出
で
て
南
兵
部
員
外
郎
。
嘉
靖
の

初
、
南
幡
部
尚
書
を
以
て
致
仕
す
。
書
室
を
傍
秋
亭
と

い
ふ
。
著
に
松
江
府
志
・
傍
秋
亭
雑
記
・
東
江
家
蔵
集
が

あ
る
。
〔
明
史
‘
二
臼
八
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
八

十
四
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
三

十
六
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
十
八
・
ニ
十
・
四
十
二
•
四
十

四
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
十

五
〕
・
〔
明
詩
綜
、
二
十
七
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
丙
‘
-
〕
.
〔
列

朝
詩
集
小
偲
‘
丙
〕
・
〔
盛
明
百
家
詩
、
二
〕
．
〔
静
志
居
詩

話
、
九
〕
。

【
顧
滑
】
122

デ
明
‘
i

昆
山
の
人
。
字
は
舟
卿
。
正
徳
の
進

士
。
刑
科
給
事
中
を
歴
°
武
宗
南
都
よ
り
還
り
豹
房
に

病
臥
す
る
や
‘
廷
臣
を
憧
揮
し
交
替
し
て
入
直
せ
し
め

ん
こ
と
を
請
ふ
。
世
宗
の
時
‘
上
疏
し
て
‘
興
獣
帝
に
皇

琥
を
加
ふ
る
の
議
に
反
射
し
た
。
〔
明
史
‘
二
百
八
〕
。

[
顧
郡
】
123

炉
三
國
‘
呉
の
人
。
薙
の
子
。
字
は
孝
則
。
書

博
を
博
覧
し
、
幼
よ
り
舅
陸
績
と
名
を
齊
し
く
す
。
孫

櫂
妻
は
す
に
兄
の
女
を
以
て
し
‘
豫
章
太
守
を
授
く
。

風
化
大
に
行
は
れ
、
郡
に
在
る
こ
と
五
年
。
官
に
卒
す
。

〔
三
國
志
、
五
十
二
〕
。

【
顧
笑
】
124

炉
か
へ
り
み
わ
ら
ふ
。
〔
史
記
‘
刺
客
‘
荊
飼

博
〕
荊
飼
顧
笑
舞
陽
↓

【
顧
樵
】
125

ゃ
’
清
、
呉
江
の
人
。
字
は
樵
水
。
琥
は
若
邪

（
若
耶
居
士
）
。
書
に
巧
で
あ
っ
た
。
又
、
詩
名
あ
り
、
書

法
を
善
く
し
た
。
志
尚
沖
素
に
し
て
‘
顧
有
孝
等
と
並

び
に
高
人
と
梢
せ
ら
る
。
〔
國
朝
若
猷
類
徴
‘
四
百
六
十

六
〕
・
〔
清
書
家
詩
史
‘
乙
‘
上
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘

十
四
〕
・
〔
國
朝
書
霊
家
筆
録
‘
一
〕
．
〔
國
朝
置
識
‘
四
〕
。

【
顧
惜
】
1
2
6
3
ギ
を
し
む
。
顧
藉
に
同
じ
。
〔
陸
湘
、
上
天
竺

復
奄
記
〕
法
師
慨
然
為
―
―
退
居
之
學
涵
E
-

―
渇
棄
装
↓
無
レ

所
―
―
顧
惜
↓

【
顧
藉
】
1273
キ
を
し
む
。
顧
惜
゜
〔
韓
愈
、
為
1

一
河
南
令
一

上
―
―
留
守
鄭
相
公
一
啓
〕
無
二
分
顧
藉
心
↓
〔
韓
愈
、
柳

子
厚
墓
誌
銘
〕
勇
1

一
於
為
＞
人
、
不
―
―
自
責
重
顧
藉
↓
〔
朱

子
語
類
、
治
道
〕
税
人
自
顧
藉
愛
惜
。

【
顧
苓
一
】
1
2
8
3

／
清
、
翌
潤
の
人
。
字
は
芳
若
（
芥
若
）
。
馬

雄
鎮
の
妾
。
書
法
を
善
く
し
‘
梅
竹
鵞
に
巧
で
あ
っ
た
。

〔
清
史
稿
、
五
百
十
五
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
一
百
五
十
九
〕
．
〔
清

蟄
家
詩
史
‘
癸
、
上
〕
．
〔
清
代
閑
閣
詩
人
徽
略
、
二
〕
．
〔
國

朝
書
人
輯
略
‘
十
一
〕
。

【
顧
潜
】
1
2
9
3
/

明‘
i

昆
山
の
人
。
字
は
孔
昭
。
弘
治
の
進

士
。
官
は
直
隷
提
學
御
史
。
性
‘
侃
直
尚
書
劉
字
に
竹

ふ
。
故
を
以
て
劉
宇
に
議
せ
ら
れ
‘
馬
湖
知
府
と
な
る

も
‘
任
に
赴
か
ず
し
て
罷
め
蹄
る
。
書
室
を
静
観
堂
と

い
ひ
、
著
に
静
観
堂
集
が
あ
る
。
〔
蘭
壼
法
鑑
録
‘
十

三
〕
．
〔
梅
花
草
堂
集
‘
六
〕
．
〔
明
詞
綜
‘
―
-
〕
。

【
顧
瞭
】
1
3
0
3

ノ
ふ
り
む
い
て
見
る
。
又
、
思
ひ
を
か
け

る
。
脱
顧
。
顧
視
。
瞭
顧
゜
〔
詩
、
檜
風
‘
匪
風
〕
顧
函
函
周

道
中
心
但
分
。
〔
箋
〕
週
レ
首
曰
レ
顧
゜
〔
漢
書
‘
草
賢
博
〕

顧
班
余
射
一
贋
良
此
征
↓
〔
曹
植
、
履
白
馬
王
彪
―

詩
〕
顧
聰
塁
翌
城
闘
訂
5

レ
領
情
内
傷
。
〔
桓
温
‘
薦
1

嘩
』
元

彦
表
〕
中
華
有
1

一
顧
瞭
之
哀
面
幽
谷
無
―
―
遷
喬
之
望
↓
〔
韓

愈
‘
平
―
―
淮
西
一
碑
〕
一
帝
時
織
レ
位
‘
顧
瞭
杏
嵯
゜

【
顧
租
】
131

り
雇
庸
の
賃
金
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕

法
使
＝
1

天
下
公
得
―
―
顧
租
五
デ
銅
錫

g『
レ
錢
゜
〔
注
〕
師
古

曰
‘
顧
租
、
謂
"
'
顧
庸
之
直
‘
或
租
―
―
其
本
↓

[
顧
宗
】
132

伊
明
‘
廣
州
の
人
。
字
は
學
源
。
官
は
中
書

含
人
。
書
一
に
巧
で
あ
っ
た
。

三
0
七

【
顧
踪
]133

伊
〇
清
の
人
。
顧
八
代
の
孫
。
字
は
用
方
。

聖
祁
‘
算
學
館
を
開
く
や
‘
吏
部
員
外
郎
を
授
け
ら
れ
、

東
河
総
督
に
累
官
し
た
。
剛
正
不
回
に
し
て
顧
鐵
牛
の

稽
あ
り
。
書
室
を
静
廉
堂
と
い
ひ
、
著
に
静
廉
堂
詩
文

集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
三
百
十
六
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
十

六
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
日
七
十
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
七
十

+
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
〕
・
〔
従
政
観
法
鎌
‘
十
六
〕
．

〔
渦
洲
名
臣
傭
‘
―
二
十
六
〕
。
〇
清
、
鎮
洋
の
人
。
字
は
玉

山
。
琥
は
琴
軒
。
書
＿
に
巧
で
あ
っ
た
。
書
室
を
椅
雲
閣
と

い
ひ
、
著
に
侍
雲
閣
集
が
あ
る
。

【
顧
綜
】
134

伊
後
漢
、
呉
の
人
。
字
は
文
偉
。
明
帝
の

時
、
有
道
に
辟
さ
れ
、
歴
官
‘
尚
書
令
に
至
る
。
―
帝
‘
三

代
の
幡
を
學
げ
、
正
月
上
日
辟
薙
に
幸
し
、
綜
を
延
い

て
三
老
と
な
し
、
几
杖
を
設
け
て
言
を
乞
ふ
。
〔
尚
友

録
‘
十
八
〕
。

【
顧
聰
】
135

伊
明
、
南
直
隷
通
州
の
人
。
字
は
雲
車
。
或

は
雲
章
に
作
る
。
書
に
巧
°

【
顧
巽
】
136

戸
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
輿
櫂
。
詩
文
に
巧
゜

永
架
の
進
士
。
官
は
江
西
按
察
使
余
事
。
公
廉
に
し
て

仁
恕
°
羊
Pl
天
の
梢
あ
り
。
後
、
山
東
参
議
に
至
り
、
清
白

を
格
守
し
、
始
終
楡
る
こ
と
な
く
、
官
に
卒
す
。
〔
讀
呉

先
賢
讃
、
八
〕
。

国
岱
】
137

グ
清
、
無
錫
の
人
。
嘉
定
に
籍
す
。
字
は
泰

瞭
。
一
字
は
輿
山
。
琥
は
止
奄
・
滑
雲
齋
。
順
治
の
進
士
。

雲
南
府
同
知
を
授
け
ら
る
。
呉
一
二
桂
兵
を
樅
つ
て
淫
掠

す
る
や
‘
岱
そ
の
状
を
賓
按
し
、
掠
む
る
所
の
子
女
三

千
餘
人
を
還
し
、
民
之
を
徳
と
し
た
。
杭
州
知
府
に
陸

る
。
著
に
漁
雪
齋
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百

十
八
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
四
〕
。

【
顧
道
]138

炉
〇
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
恭
復
。
詩
に
巧

で
あ
っ
た
。
官
は
右
春
坊
司
諫
•
東
宮
侍
讀
。
●
字
琥
°

①
宋
‘
呉
拭
(
2
ー

3
3
6
5
:
 2
4
2
)

の
字
。
＠
宋
‘
鄭
望
之

(11 |
 3
9
6
4
7
 :
 5
2
9
)

の
字
。

【
顧
卓
】
139

ゲ
●
清
‘
震
澤
の
人
。
字
は
爾
立
。
壷
を
善

く
し
詩
に
巧
。
康
熙
の
初
、
京
師
に
消
ぴ
、
安
親
王
に
重

ん
ぜ
ら
る
。
年
七
十
餘
に
し
て
卒
す
。
王
、
後
園
中
に
葬

ら
し
む
。
著
に
雲
笥
稿
が
あ
る
。
〔
清
鵞
家
詩
史
‘
乙
、

上
〕
．
〔
國
朝
書
書
一
家
筆
鋒
‘
二
〕
・
〔
國
朝
鵞
識
‘
六
〕
。

O

清
‘
罠
山
の
人
。
字
は
元
章
。
諸
生
。
鵞
は
王
輩
を
師
法

と
す
。
〔
國
朝
饗
識
、
九
〕
。

12903 
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【
顧
託
】
140

ゲ
か
へ
り
み
た
の
む
。
主
と
し
て
君
主
が
惇
撲
に
し
て
経
術
を
研
精
し
、
白
鹿
・
鍾
山
書
院
に
講

臨
終
の
時
、
左
右
を
か
へ
り
み
て
た
の
む
に
い
ふ
。
〔
任
主
た
り
。
著
に
虞
東
學
詩
・
三
礎
割
記
及
び
詩
古
文
が

峨

為

11

齊
明
皇
帝
ー
作
』
相
譲
―
―
宣
城
郡
公
1

第
一
表
〕
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
誓
献
類
徴
‘
一
百

遂
荷
11

顧
託
一
導
↓
1

揚
末
命
↓
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
四
十
五
〕
．
〔
碑
偉
集
‘
六
十
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十
三
〕
。

及
―
―
其
臨
終
顧
託
‘
受
と
遺
作
品
相
、
劉
后
授
ら
土
喪
疑
【
顧
悌
】
152

”
ィ
三
國
‘
呉
の
人
。
苑
の
族
人
。
字
は
子
通
。

心
五
武
侯
虞
レ
之
無
―
―
擢
色
↓
〔
北
史
、
元
胄
傭
〕
隋
文
―
帝
年
十
五
に
て
郡
吏
。
後
、
偏
牌
軍
に
遷
る
。
事
を
言
ふ
に

初
被
1

一
召
入
云
府
レ
受
―
―
顧
託
工
先
呼
レ
胄
、
次
命
1

一
陶
澄
一
切
直
、
朝
廷
に
憚
ら
れ
、
孝
悌
廉
正
、
郷
黛
に
稽
せ
ら

並
委
以
―
―
腹
心
面
恒
宿
1

一
臥
内
↓
〔
唐
書
‘
韓
暖
傭
〕
堵
遂
る
。
父
は
縣
令
に
て
致
仕
。
父
の
書
を
得
る
毎
に
、
瀧

良
受
―
―
先
帝
顧
託
ご
レ
徳
無
レ
ニ
。
掃
し
、
衣
服
を
整
へ
、
几
筵
を
設
け
‘
書
を
其
の
上
に
舒

【
顧
鐸
】
141

ゲ
明
、
博
興
の
人
。
字
は
孔
振
。
正
徳
の
初
、
べ
、
拝
脆
し
て
讀
み
‘
句
毎
に
應
諾
、
讀
み
畢
つ
て
再
拝

流
賊
境
に
入
る
も
父
の
屍
を
守
つ
て
去
ら
ず
。
後
｀
進
す
。
父
、
疾
耗
あ
り
。
書
に
臨
ん
で
垂
沸
す
。
父
卒
す
る

士
に
登
り
、
刑
部
郎
中
と
な
り
、
太
僕
卿
を
歴
官
す
。
や
、
哀
毀
恒
に
逢
ゆ
。
自
ら
父
の
喪
を
見
ざ
り
し
た
め
、

【
顧
逹
】
142

”
，
元
の
人
。
顧
達
(
4
5
)

を
見
よ
。
常
に
壁
に
柩
を
蜜
き
、
下
に
神
坐
を
設
け
、
毎
に
之
に

【
~
麒
憬
1
1
4
3
”
ン
躊
躇
し
遠
慮
す
る
。
お
そ
れ
は
ば
か
る
。
封
し
て
哭
泣
す
。
服
終
ら
ざ
る
に
卒
し
た
。
〔
三
國
志
、

〔
北
齊
書
、
司
馬
子
如
傭
〕
公
然
受
納
、
無
レ
所
―
―
顧
憚
↓
顧
碓
傭
、
注
〕
。

〔
北
史
、
高
恭
之
傭
〕
荘
帝
時
為
二
御
史
中
尉
五
諫
学
盛
レ
【
~
眺
】

1
5
3
炉
ふ
り
か
へ
り
な
が
め
る
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘

言
、
無
レ
所
11

顧

憚

↓

語

資

〕

魏

僕

射

牧

1

一
臨
代
T

七
月
七
日
登
1

一
舜
山
盆
研
徊

【
顧
歎
】
144

ク
か
へ
り
み
な
げ
く
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
丘
顧
眺
゜
〔
李
紳
‘
憶
レ
登
―
―
棲
霞
寺
峰
―
詩
〕
顧
眺
匪
1

一
恣
適
一

去

レ

魯

而

顧

歎

、

季

過

レ

浦

而

涌

零

。

贖

襟

懐

―

―

呑

舒

↓

【
顧
諜
】1

4
5”ン
三
國
、
呉
の
人
。
郡
の
子
。
字
は
子
獣
。
弱
【
顧
免
】

1
5
4
~
.
月
中
の
免
。
轄
じ
て
、
月
の
異
名
。
〔
梁

冠
に
し
て
諸
葛
格
等
と
太
子
四
友
と
な
る
。
官
は
中
庶
簡
文
帝
、
水
月
詩
〕
非
レ
闘
顧
免
液
‘
登
是
桂
枝
浮
゜
〔
王

子
。
尋
い
で
左
節
度
に
轄
じ
た
。
祗
殖
卒
し
、
代
つ
て
平
僧
濡
、
初
夜
文
〕
躇
烏
顧
免
‘
升
落
常
自
在
レ
彼
。
〔
李
商

尚
書
事
を
拝
し
た
。
魯
王
覇
と
隙
あ
り
、
又
、
全
寄
父
子
隠
、
詩
〕
玉
輪
顧
免
初
生
レ
塊
。
〔
李
白
、
上
雲
築
府
〕
陽
鳥

共
に
輝
を
恨
ん
で
之
を
構
へ
、
為
に
交
州
に
徒
さ
れ
て
未
レ
出
レ
谷
、
顧
免
半
蔵
レ
身
。
●
免
を
か
へ
り
み
る
。
〔
淮

卒
し
た
。
著
に
新
言
二
十
篇
が
あ
る
。
〔
三
國
志
、
三
十
南
子
、
説
林
訓
〕
逐
レ
鹿
者
不
レ
顧
レ
免
、
決
二
千
金
之
貨
1

五

〕

。

者

、

不

ら

争

,

,

蛛
雨
之
慣
↓
〔
漢
書
、
外
戚
上
、
孝
昭
上
官

【
顧
知
】
146

や
清
、
顧
塘
の
人
。
字
は
爾
昭
。
琥
は
野
漁
。
皇
后
博
〕
逐
レ
棄
之
狗
‘
嘗
レ
顧
レ
免
耶
。

畳

に

巧

。

【

顧

菟

】

1
5
5
i

月
の
異
稽
。
顧
免
の
●
に
同
じ
。
〔
楚
辟
‘

【
顧
重
】
147
ゃ
1

’
か
へ
り
み
お
も
ん
ず
る
。
〔
後
漢
書
、
明
天
問
〕
蕨
利
維
何
‘
而
顧
菟
在
レ
腹
。
〔
注
〕
言
T

月
中
有
レ

帝
紀
〕
顧
―
―
重
天
下
百
竺
元
元
―
為
レ
首
。
菟
、
何
所
レ
貪
レ
利
、
居
1

一
月
之
腹
二
而
顧
望
乎
お
池
一
作
レ

【
顧
深
】
148

や
／
南
朝
、
宋
の
人
。
和
の
曾
孫
。
字
は
弘
璃
。
兎
゜
〔
補
注
〕
璽
憲
日
、
月
者
陰
精
之
宗
、
積
而
成
,
,
獣
象
一

謹
確
に
し
て
浮
華
を
尚
ば
ず
。
元
嘉
中
、
義
興
太
守
を
免
陰
之
類
‘
其
散
偶
。

授
け
ら
れ
、
東
陽
に
轄
じ
た
。
元
凶
勒
拭
立
す
る
や
、
起
【
顧
廟
】
156

炉
清
の
人
。
顧
升
(
1
0
6
)

を
見
よ
。

義
の
功
を
以
て
永
新
縣
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
前
顎
帝
の
時
、
【
顧
念
】
157

炉
か
へ
り
み
お
も
ふ
。
心
に
と
め
て
考
へ

呉
郡
太
守
を
拝
す
。
明
帝
の
初
、
四
方
の
兵
と
倶
に
反
る
。
心
配
す
る
。
〔
漢
書
、
外
戚
上
、
孝
武
李
夫
人
偉
〕
上

し
、
兵
敗
る
る
や
、
母
を
奉
じ
て
會
稽
に
逃
る
。
畳
軍
既
所
1

ー
以
攣
攣
顧
1

一
念
我
―
者
、
乃
以
-
1

平
生
容
貌
一
也
。
〔
曹

に
至
る
や
、
之
に
蹄
降
し
‘
貝
外
常
侍
•
中
散
大
夫
を
歴
植
、
贈

1一
徐
幹
―
詩
〕
顧
1一
念
蓬
室
士
云
貧
賤
誠
足
レ
憐
゜
〔
王

任
し
た
。
〔
宋
書
、
八
十
一
〕
・
〔
南
史
、
三
十
五
〕
。
安
石
‘
祭
―
―
歌
陽
文
忠
公
1

文
〕
方
1

一
仁
宗
皇
帝
臨
レ
朝
之

【
顧
鎮
】
149

炉
清
、
昭
文
の
人
。
字
は
備
九
。
琥
は
古
漱
。
末
年
盃
顧
,
,
念
後
事
↓

別
琥
は
虞
東
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
宗
人
府
主
事
。
性
、
【
顧
培
】
158

心
イ
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
約
滋
。
宜
興
の
湯

頁

部

〔
十
二
畳
〕

顧

之
綺
に
従
つ
て
學
ぷ
。
共
學
山
居
を
築
き
‘
之
綺
の
弟

子
金
散
を
延
い
て
晨
夕
に
講
習
す
。
晩
歳
、
来
學
す
る

者
日
に
衆
く
、
春
秋
に
山
居
に
大
會
し
、
繹
莫
に
礎
を

習
ひ
詩
を
歌
ふ
を
常
と
為
す
。
學
者
、
侯
齋
先
生
と
稽

す
。
年
七
十
九
歳
に
し
て
卒
す
。
〔
消
史
稿
、
四
百
八
十

六
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
著
献
類
徴
‘
三
百

九
十
九
〕
．
〔
碑
博
集
、
一
百
二
十
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事

略
‘
二
十
九
〕
・
〔
宋
學
淵
源
記
、
二
〕
・
〔
文
猷
徴
存
録
‘

四〕。

【
顧
方
】
159

窃
宋
‘
丹
陽
の
人
。
字
は
正
夫
。
皇
祐
の
進

士
。
象
山
令
と
な
り
、
父
老
を
召
し
て
利
病
を
詢
ひ
‘

學
を
建
て
て
士
に
課
し
、
親
し
く
講
授
す
。
民
大
い
に

悦
服
。
官
に
卒
す
。
民
祠
を
設
け
て
祀
る
。
〔
京
口
著
藷

博
‘
三
〕
・
〔
尚
友
録
、
十
八
〕
。

【
顧
坊
】
1
6
0
}
ゥ
清
、
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
若
周
。
琥
は

日
方
。
別
琥
は
耕
雲
・
元
始
。
又
‘
晩
泉
と
琥
す
。
山
水
萱

は
董
巨
及
び
元
の
四
家
を
師
法
と
す
。
〔
國
朝
著
猷
類

徴
‘
四
百
二
十
八
〕
．
〔
清
萱
家
詩
史
‘
乙
、
下
〕
．
〔
國
朝
書

｀
書
家
筆
録
‘
一
〕
．
〔
國
朝
萱
識
、
七
〕
。

【
顧
訪
】
161

心
＇
ウ
と
ひ
は
か
る
。
〔
後
漢
書
、
宦
者
博
論
〕

顧
訪
無
―
―
猜
憚
之
心
一
恩
押
有
―
―
可
レ
悦
之
色
↓
〔
南
史
‘

虞
蒻
偉
〕
―
帝
深
器
レ
之
、
常
引
在
↓
―
左
右
盃
朝
夕
顧
訪
。

【
顧
報
】
162

窃
思
ひ
起
し
て
そ
の
恩
に
報
い
る
。
〔
左

氏
‘
定
、
四
〕
君
若
顧
1

一
報
周
室
了
施
及
―
―
寡
人
盆
以
奨
―
―
天

衷
君
之
憑
也
。

【
顧
望
】
163

寄

O
か
へ
り
み
の
ぞ
む
。
ふ
り
か
へ
可
て

見
渡
す
。
あ
た
り
を
見
ま
わ
す
。
〔
曹
植
、
洛
紳
賦
〕
遺
レ

情
想
像
、
顧
望
懐
レ
愁
。

0
か
へ
り
み
は
ば
か
る
。
遠
慮

す
る
。
〔
證
‘
曲
證
下
〕
侍
,
,
子
君
子
云
不
―
―
顧
望
1

而
射
、

非
レ
糧
也
。
〔
注
〕
證
尚
レ
謙
也
、
不
"
顧
望
玉
若
-
1

子
路
帥

爾
而
封
↓
〔
疏
〕
謂
―
―
多
人
侍
而
君
子
有
』
問
、
若
指
―
―
問
一

人
ぶ
則
一
人
直
討
、
若
問
ー
ー
多
人
ご
則
侍
者
嘗
-
―
先
顧
1

一望

坐
中
二
或
有
1

藤
炉
己
者
ご
長
前
、
而
己
不
レ
得
,
,
率
爾
先

麒
先
射
非
レ
穐
也
。
〔
梁
書
、
劉
潜
傭
〕
在
レ
職
弾
糾
、

無
レ
所
―
―
顧
望
↓
●
見
ま
は
し
て
形
勢
を
う
か
が
ふ
こ

と
。
〔
漢
書
、
王
嘉
博
〕
外
内
顧
望
、
操
1

持
雨
心
↓
〔
後
漢

書
、
哀
紹
博
〕
懐
―
―
持
二
端
石
優
涌
顧
望
。
●
躊
躇
す
る

こ
と
。
〔
後
漢
書
、
申
屠
剛
博
〕
露
衆
疑
惑
、
人
憾
1

一
顧
望
↓

【
顧
反
】
164

竺
●
か
へ
る
。
も
ど
る
。
〔
韓
非
子
、
内
儲

説
上
〕
商
太
宰
使
―
―
少
庶
子
之
ア
市
、
顧
反
而
問
レ
之
日
、

何
見
1

一
於
市
↓
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
公
子
魏
牟
過
涵
趙
‘
趙
王

迎
レ
之
、
顧
反
至
レ
坐
、
前
有
1

一
尺
吊
ご
且
レ
令
ー
ー
エ
以
為
＞

冠
。
〔
史
記
‘
屈
原
博
〕
使
11

於
齊
―
顧
反
。
●
か
へ
つ
て
。

反
討
に
。
反
の
一
字
を
用
ひ
る
と
同
義
。
〔
史
記
、
蒲

相
國
世
家
〕
功
臣
皆
日
、
云
云
、
今
蒲
何
未
n

―
嘗
有
1

一
汗
馬

之
努
釜
徒
持
―
―
文
墨
云
議
論
不
如
載
、
顧
反
居
―
―
臣
等
上
1

何

也。

【
顧
粉
】
函
心
ン
か
へ
り
み
る
。
〔
岱
康
、
贈
-
1

秀
才
入
＂
軍

詩
〕
凌
―
―
属
中
原
盃
顧
粉
生
レ
姿
。

【
顧
磐
】
166

タ
明
、
南
直
隷
通
州
の
人
。
字
は
子
安
。
正

徳
の
畢
人
。
詩
文
に
巧
。
著
に
海
涯
集
が
あ
る
。

【
顧
眉
】
1675

清
の
人
。
顧
横
波
(
3
7
6
)
を
見
よ
。

【
顧
媚
】
168g

清
の
人
。
顧
横
波
(
3
7
6
)
を
見
よ
。

【
顧
淵
】
1695

清
、
太
清
の
人
。
字
は
伊
人
。
琥
は
陶
薩
゜

も
と
恵
安
令
程
新
の
子
。
新
、
夢
麟
と
善
し
。
夢
麟
、
嗣

子
な
く
、
幼
よ
り
渭
を
養
ひ
‘
遂
に
顧
姓
を
冒
さ
し
む
。

陳
瑚
の
高
弟
。
奏
館
案
を
以
て
累
を
被
つ
て
よ
り
、
遂

に
意
を
仕
進
に
絶
ち
、
詩
•
古
文
に
専
念
し
、
黄
興
堅
等

と
婁
東
の
十
子
と
稽
せ
ら
る
。
著
に
水
郷
集
が
あ
る
。

〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
博
、
七
十
〕
．
〔
國
朝

者
猷
類
徴
‘
四
百
十
七
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
八
〕
・

〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
十
四
〕
。

【
顧
彪
】
170

炉
隋
‘
餘
杭
の
人
。
字
は
仲
文
。
尚
書
・
春
秋

に
明
通
し
、
大
業
中
、
秘
書
學
士
を
授
け
ら
る
。
著
に
古

文
尚
書
疏
が
あ
る
。
〔
隋
書
、
七
十
五
〕
．
〔
北
史
‘
八
十

二〕。

【
顧
他
】
1
7
1
3
，
明
、
四
川
儀
衛
司
の
人
。
字
は
民
表
。
正

徳
の
進
士
。
官
は
豊
城
縣
の
知
。
學
校
を
興
し
、
刑
罰

を
省
き
、
水
患
を
治
む
。
叛
徒
哀
濠
を
協
謀
し
て
檎
獲

す
。
後
、
大
理
寺
少
卿
。
大
獄
の
事
を
以
て
免
ぜ
ら
る
。

〔
國
朝
列
卿
記
、
九
十
四
•
九
十
八
〕
。

【
顧
淳
】
1
7
2
t

明
の
人
。
興
祗
の
従
弟
。
謡
は
襄
洛
。
官
は

弘
治
の
初
、
平
蜜
将
軍
。
湖
廣
を
鎮
し
、
都
句
蜜
の
乱
を

討
つ
。
後
、
太
子
太
保
に
至
る
。
官
に
居
り
、
清
慣
に
し

て
法
を
守
り
、
卒
す
る
日
、
家
に
餘
貿
な
し
と
い
ふ
。

〔
明
史
‘
一
百
四
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
三
十
五
〕
．
〔
國

朝
猷
徴
録
‘
七
•
七
十
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
三

十
〕
・
〔
明
書
、
一
百
五
十
七
〕
。

【
顧
覆
】
173

炉
か
へ
り
み
お
ほ
ふ
。
〔
風
俗
通
、
過
餐
、
南

陽
五
世
公
〕
在
者
寡
1

慇
勤
之
誼

a」
者
無
―
―
顧
覆
之
施
↓

三
0
八

12904 



(43689・ ・174) (43689・・204)

頁

部

〔
十
二
壷
〕

顧

【
顧
復
】
174

戸
父
母
が
常
時
、
子
の
上
に
心
を
配
る
こ
【
顧
慕
】
g

8

か
へ
り
み
し
た
ふ
。
お
も
ひ
慕
ふ
。
顧
患
。
省
納
3

〔
後
漢
書
、
李
固
博
〕
一
日
朝
會
‘
見
1

一
諸
侍
中
一

と
。
顧
は
‘
子
供
を
案
じ
て
ふ
り
か
へ
る
こ
と
。
復
は
、
〔
岱
康
、
琴
賦
〕
或
徘
徊
顧
慕
、
擁
鬱
抑
按
。
〔
謝
荘
、
宋
孝
並
皆
年
少
無
下
一
宿
儒
大
人
可
―
―
顧
問
土
只
〔
晉
書
、
段

そ
の
こ
と
を
繰
り
か
へ
す
こ
と
。
〔
詩
、
小
雅
‘
蓼
我
〕
父
武
宣
貴
妃
誅
〕
望
―
―
築
池
1

而

顧

慕

゜

灼

傭

〕

臣

無

,

,

陸
生
之
オ
ニ
不
レ
在
,
,
顧
問
之
地
↓
〔
播
岳
‘

分
伊
我
、
母
分
鞠
レ
我
、
柑
乙
我
畜
レ
我
、
長
レ
我
育
レ
我
、
【
顧
逢
】
183

炉
宋
、
呉
郡
の
人
。
字
は
君
際
。
詩
を
周
弼
西
征
賦
〕
兵
在
レ
頸
而
顧
問
。
〔
唐
書
、
段
文
昌
偉
〕
引

顧
レ
我
復
レ
我
、
出
入
腹
レ
我
。
〔
傭
〕
腹
、
厚
也
。
〔
箋
〕
顧
、
に
學
び
、
顧
五
言
と
梢
す
。
又
‘
其
の
居
に
題
し
て
五
字
為
―
―
翰
林
學
士
｛
遷
,
,
中
書
含
人
一
遂
為
―
―
承
旨
一
穆
宗

旋
視
也
、
復
‘
反
覆
也
。
〔
疏
〕
旋
視
‘
謂
―
―
去
レ
之
而
反
顧
1

田
家
と
い
ふ
。
別
琥
は
梅
山
樵
曳
。
著
に
船
窟
夜
話
・
負
郎
レ
位
、
屡
召
入
―
―
思
政
殿
盃
顧
問
、
率
至
レ
タ
乃
出
。
〔
宋

也
‘
復
‘
反
也
、
故
為
1

一

反

覆

↓

〔

陳

奥

傭

疏

〕

顧

有

二

回

顧

誼

雑

録

・

詩

集

が

あ

る

。

史

、

寇

準

博

〕

多

臨

レ

軒

顧

問

。

●

顧

慮

す

る

。

氣

に

旋
視
之
義
盃
汲
‘
反
也
、
顧
復
、
猶
―
―
出
入
一
也
‘
云
云
‘
腹
【
顧
僕
】
184

炉
僕
夫
を
か
へ
り
み
る
。
〔
詩
、
小
雅
、
正
か
け
る
。
〔
史
記
‘
張
耳
陳
餘
博
賛
〕
張
耳
・
陳
餘
‘
始
居
レ

訓
レ
厚
‘
則
顧
復
皆
厚
也
、
重

1=-―
―
口
之
―
者
、
以
明
元
伊
我
月
〕
陽
顧
-
―
爾
僕
云
不
レ
輪

1一爾
載
↓
〔
箋
〕
僕
、
将
レ
車
者
也
、
約
時
、
相
然
信
以
レ
死
、
登
顧
問
哉
。
●
明
、
薪
州
の
人
。

肋

努

意

↓

〔

後

漢

書

、

章

帝

八

王

、

清

河

孝

王

慶

博

〕

諸

顧

‘

猶

レ

視

也

、

念

也

。

字

は

子

承

。

嘉

靖

の

進

士

。

官

は

浙

江

余

事

。

括

静

清

王
幼
稚
、
早
離
―
―
顧
復
盃
弱
冠
相
育
。
〔
陸
機
、
思
親
賦
〕
【
顧
本
】
1
8
5
3
/

根
本
を
か
へ
り
み
お
も
ふ
。
〔
張
衡
‘
思
謹
。
時
人
‘
茄
菜
顧
公
と
い
ふ
。
後
、
官
は
縣
建
参
政
に

在
顧
復
之
遺
志
ニ
咸
竺
明
登
之
所
乙
懐
゜
〔
｛
木
史
、
築
志
玄
賦
〕
既
垂
J

穎
而
顧
な
本
令
、
亦
要
―
―
思
乎
故
居
↓
〔
注
〕
至
る
。
.
諮
問
に
應
じ
て
意
見
を
逃
べ
る
こ
と
。
又
‘
其

九
‘
皇
后
架
章
〕
誕
育
1

一
泰
陵
五
助
努
顧
復
。
善
曰
、
言
―
―
禾
垂
レ
穎
以
顧
レ
本
、
猶
届
竺
人
之
思
―
―
故
居
一
の
職
に
在
る
人
。

〖
顧
復
之
恩
]
1
7
5

ロ
g

父
母
愛
育
の
恩
゜
〔
後
漢
書
‘
也
、
淮
南
子
日
、
孔
子
見
レ
禾
三
轡
‘
始
,
,

於
粟
↓
生
1
1

於
【
顧
養
】
lOO

炉
父
母
の
孝
養
に
心
を
も
ち
ひ
る
。
〔
張

桓
帝
紀
〕
朕
離
―
母
子
之
愛
盃
呼
顧
復
之
恩
↓
〔
李
嬌
、
苗
面
成
―
―
於
穂
面
り
歎
日
、
我
其
禾
乎
、
高
誘
日
、
禾
穂
向
レ
載
、
西
銘
〕
悪
,
,
旨
酒
涵
示
伯
子
之
顧
レ
養
、
育
,
,
英
オ
云
穎

為
和
州
司
馬
唐
授
衣
玉
ザ
預
-
1

齋
會
ー
表
〕
思
レ
酬
1

一
顧
根
、
故
君
子
不
レ
U
炉

本

也

。

封

人

之

錫

』

類

。

〔

注

〕

好

,

,

飲
酒
一
而
不
レ
顧
1

一
父
母
之
養
―

復

之

恩

面

願

レ

鍛

―

招

提

之

蝠

↓

【

顧

命

】

1
8
6
F
O天
子
が
崩
御
に
臨
ん
で
遺
言
し
て
後
者
不
孝
也
、
故
逼
,
,
人
欲
品
守
馬
之
悪
1

一
旨
酒
↓

【
顧
文
】
1
7
6
[
/

明
の
人
。
長
卿
の
従
孫
。
字
は
在
中
。
官
事
を
託
す
る
こ
と
。
遺
詔
。
〔
書
、
顧
命
序
〕
成
王
将
レ
【
顧
雄
】
1
9
1
}
ゥ
明
、
通
州
の
人
。
字
は
時
俊
。
成
化
の
進

は
洪
武
中
‘
興
化
府
學
訓
導
。
後
、
教
諭
に
遷
り
、
江
西
崩
、
命
―
―
召
公
・
畢
公
云
｝
二
諸
侯
ー
相
,
,
康
王
一
作
―
―
顧
命
↓
七
。
官
は
戸
部
主
事
。
後
、
員
外
郎
に
轄
じ
、
江
西
輻
建

湖

廣

の

試

を

典

ど

る

。

〔

信

〕

臨

終

之

命

曰

二

顧

命

一

〔

疏

〕

臨

レ

将

,

,

死
去
五
廻
顧
の
逍
税
を
督
す
。

【
顧
聞
】
177

カ
／
明
、
呉
縣
の
人
。
字
は
行
之
。
琥
は
九
菱
而
為
レ
語
也
。
〔
莱
博
〕
鄭
玄
云
‘
回
レ
首
曰
レ
顧
、
臨
レ
死
回
【
顧
庸
】
g

炉
や
と
ふ
。
雇
庸
。
顧
租
(
1
3
1
)

を
見
よ
。

山
人
。
董
に
巧
で
あ
っ
た
。
詩
文
の
名
臀
、
嘉
靖
の
間
に
顧
而
預
レ
命
也
。
●
か
へ
り
み
命
ず
る
。
〔
後
漢
書
、
儒
林
【
顧
薙
】
193

炉
三
國
‘
呉
の
呉
都
の
人
。
綜
の
後
。
字
は
元

檀
に
す
。
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
‘
十
二
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
上
、
劉
昆
傭
〕
―
帝
歎
日
、
此
乃
長
者
之
言
也
‘
顧
命
書
,
,

歎
。
詮
は
睛
。
孫
櫂
、
會
稽
太
守
た
り
し
時
、
薙
‘
丞
と

三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
囮
十
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十
六
〕
・
諸
策
↓
〔
績
湘
山
野
録
〕
韓
忠
獣
公
神
道
碑
‘
皇
帝
御
製
為
り
、
太
守
の
事
を
行
ひ
‘
吏
之
に
服
す
。
尋
い
で
證
陵

〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
丁
、
中
〕
。
也
、
御
豪
十
字
‘
填
レ
金
以
冠
―
―
其
額
一
日
、
柄
朝
顧
命
定
侯
に
封
ぜ
ら
れ
‘
丞
相
た
る
こ
と
十
九
年
。
〔
三
國
志
、

【
顧
柄
】
1789
ィ
明
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
嘩
然
。
琥
は
懐
泉
。
策
元
動
之
碑
。
●
生
命
を
か
へ
り
み
る
。
〔
宋
史
、
王
継
五
十
二
〕
・
〔
英
雄
記
紗
〕
。

徴
さ
れ
て
中
秘
を
授
け
ら
る
。
驚
に
巧
で
あ
っ
た
。
濤
偉
〕
階
州
刺
史
高
彦
暉
‘
帥
レ
師
討
レ
賊
、
奮
不
レ
顧
レ
【
顧
錆
】
194

炉
清
の
人
。
顧
大
申
(
3
1
6
)

を
見
よ
。

【
顧
返
】
179

ア
ふ
り
か
へ
つ
て
み
る
。
〔
古
詩
十
九
首
〕
命
。
R
書
経
、
周
書
の
篇
名
、
今
文
。
即
ち
慎
古
文
。
成
【
顧
筏
】
195

炉
清
、
青
浦
の
人
。
字
は
穎
東
。
諸
生
。
詩
・

浮
雲
蔽
―
―
白
H
盆
曲
子
不
,
,
顧

返

↓

王

が

遺

言

し

て

後

事

を

大

臣

に

託

し

た

こ

と

を

記

し

董

に

巧

。

〔

墨

香

居

萱

識

、

四

〕

。

【
顧
柄
]
U
l
l
"
ぢ
ふ
り
か
へ
つ
て
み
る
。
又
、
見
ま
わ
す
。
た
も
の
。
〔
書
‘
顧
命
序
〕
成
王
将
レ
崩
、
命
1

一
召
公
・
畢
公
一
【
顧
嘗
二
196

”
ン
み
ま
は
す
。
回
視
。
〔
五
代
史
、
王
鈴
億
〕

自
分
の
勢
を
他
に
示
す
さ
ま
。
回
視
。
〔
列
子
、
力
命
〕
窮
レ
率
,
,
諸
侯
ー
相
―
―
康
王
盃

g
顧

命

↓

皆

失

レ

國

無

鞠

、

相

輿

登

―

―

城

西

高

閣

一

顧

1

一
覧
山
川
姦
は
g

年
不
1

一
相
顧
匝
〔
漢
書
、
絞
偶
上
〕
虞
卿
以
,
,
顧
柄
命
皿
揖
-
1

【
顧
盟
】
187

ゲ
元
、
雨
東
の
人
。
字
は
仲
贅
。
高
オ
好
學
。
而
泣
゜
〔
洛
陽
名
園
記
〕
一
園
之
勝
、
可
―
―
顧
覧
而
得
↓

相
印
也
。
〔
後
漢
書
、
馬
援
博
〕
援
搬
レ
鞍
顧
柄
、
以
示
レ
嘗
て
‘
杞
菊
軒
に
館
す
。
詩
に
巧
゜
著
に
仲
贅
集
が
あ
る
。
【
~
陸
】

1
9
7
F
O呉
の
孫
櫂
の
賢
相
‘
顧
苑
(
1
9
3
)
と
陸

可
レ
用
。
〔
後
漢
書
、
呂
布
博
〕
撫
と
細
顧
柄
‘
亦
足
1
E

以
為
1
-

【
顧
銘
】

188F
清
、
嘉
興
の
人
。
字
は
仲
書
。
驚
筆
灌
瀧
‘
遜

(11ー
4
1
7
0
8
:
 1
8
6
)
の
併
梢
゜
〔
晉
書
‘
慕
容
魔
載
記
〕

人
豪
↓
〔
曹
植
、
美
女
篇
〕
顧
柄
遺
―
―
光
彩
↓
尤
も
肖
像
書
一
に
精
。
〔
國
朝
賽
識
、
十
三
〕
。
及
n

槽
蘊
芸
搬
揚
越
ぶ
江
竺
周
張
云
内
憑
1
1

顧
陸
↓
●
東
晉

【
顧
歩
】
1
8
1
3

左
右
を
か
へ
り
み
な
が
ら
あ
る
く
こ
と
。
【
顧
問
】
1
8
9
8
/
0
か
へ
り
み
問
ふ
。
相
談
す
る
。
も
と
天
の
顧
惜
之
(
2
3
3
)

と
南
朝
宋
の
陸
探
微

(11ー
4
1
7
0
8

：
 

〔
沈
約
、
鍾
山
詩
應
―
―
西
陽
王
教
―
〕
滝
留
訪
↓
一
五
薬
ご
顧
子
が
臣
下
を
顧
み
て
其
の
意
見
を
問
ふ
こ
と
。
〔
淮
南

3
8
4
)

を
い
ふ
。
〔
北
史
‘
辛
術
博
〕
大
牧
1

一
典
籍
函
五
是
宋

歩
仔
1

一
三
芝
↓
〔
隋
書
‘
昔
築
志
中
〕
顧
ー
一
歩
堵
埠
盃
竺
徊
子
、
氾
論
訓
〕
誅
賞
制
断
、
無
レ
所
二
顧
問
↓
〔
漢
書
‘
百
官
齊
梁
時
佳
本
‘
鳩
-
1

集
萬
餘
巻
な
叶
―
―
顧
陸
之
徒
名
萱
↓

餘
隻
〔
劉
希
夷
、
公
子
行
〕
花
際
徘
徊
雙
鋏
蝶
、
池
邊
公
卿
表
上
〕
所
レ
加
或
大
夫
・
博
士
・
議
郎
、
掌
,
,
顧
問
【
顧
壌
】
198

炉
明
の
人
。
璃
従
の
弟
。
字
は
英
玉
。
正
徳

顧
歩
雨
鴛
驚
゜
應
封
→
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
皆
欲
』
置
―
於
左
右
盃
顧
問
の
進
士
。
官
は
南
京
兵
部
郎
中
•
河
南
副
使
。
正
虹
を

三
0
九

以
て
同
官
に
悪
ま
れ
て
罷
め
欝
る
。
〔
明
史
、
二
百
八

十
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
七
十
一
〕
・
〔
明
史
稿
、
ニ

百
六
十
七
〕
．
〔
國
朝
猷
徴
録
、
九
十
二
〕
・
〔
皇
明
詞
林
人

物
考
、
四
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
+

二
〕
．
〔
明
詩
綜
、
三
十
五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十
二
〕
．

〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
丙
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
、
十
〕
。

【
顧
亮
】
199

炉""
.
 
宋
‘
紹
興
の
人
。
萱
は
郭
煕
に
師
事

し
て
山
水
人
物
に
巧
。
官
は
宣
和
中
、
驚
院
待
詔
。
〔
南

宋
院
董
録
‘
二
〕
゜
●
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
寅
仲
。
琥
は

東
齋
。
文
名
あ
り
。
江
淮
の
間
を
福
遊
し
、
學
に
力
め
義

を
行
ひ
‘
還
つ
て
林
屋
山
に
入
る
。
正
徳
中
‘
蘇
州
の
知

と
な
り
、
況
鍾
の
幕
に
入
る
。
著
に
辮
惑
績
編
・
東
齋

集
・
家
範
匡
正
録
が
あ
る
。
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
甲
前
、

乙〕。

【
顧
諒
]200
炉
F
ゥ
元
、
呉
江
の
人
。
字
は
季
友
。
博
く
経
史

に
通
じ
‘
儀
證
注
を
作
る
。
元
季
の
兵
乱
に
値
ひ
、
隠
居

し
て
仕
へ
な
か
っ
た
。
性
坦
夷
。
珍
畦
を
事
と
せ
ず
‘
直

を
結
ん
で
恰
齋
と
い
ひ
、
自
ら
疑
曳
と
琥
し
た
。
〔
経
義

考
、
一
百
三
十
三
〕
。

【
顧
慮
】
201

炉
心
配
す
る
。
氣
に
か
け
る
。
き
づ
か
ふ
。

〔
柳
宗
元
、
懲
咎
賦
〕
不
―
―
顧
慮
以
周
圏
一
合
、
専
二
荘
道
一

以
為
レ
服
。
〔
宋
史
、
儒
林
五
、
胡
宏
博
〕
有
レ
所
―
―
顧
慮
一

有
レ
所
二
畏
濯
↓
〔
曾
輩
、
撫
州
顔
魯
公
祠
堂
記
〕
不
下
以
1
1

死
生
禍
緬
ぶ
が
秋
奄
顧
慮
Lo

【
顧
琳
】
202

炉
●
明
の
人
。
字
は
汝
玉
。
春
秋
を
治
め
‘

文
章
を
よ
く
し
た
。
官
は
南
京
大
理
寺
副
。
●
明
‘
上
虞

の
人
。
字
は
雲
屋
。
官
は
知
州
。
山
水
壷
に
巧
。
〔
明
書
一

録
‘
五
〕
。
●
清
の
人
。
簑
の
子
。
字
は
吉
山
。
諸
生
。
其
の

山
水
驚
は
王
輩
に
類
す
と
い
ふ
。
〔
墨
香
居
萱
識
、
四
〕
。

【
顧
璃
】
203

ザ
明
‘
蘇
州
の
人
。
上
元
に
寓
居
し
た
。
字
は

華
玉
。
琥
は
息
園
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
南
京
刑
部
尚

書
。
詩
に
長
じ
‘
陳
祈
・
王
章
と
共
に
金
陵
の
一
二
俊
と
琥

せ
ら
る
。
又
‘
朱
應
登
を
加
へ
て
四
大
家
と
稽
せ
ら
る
。

士
を
愛
し
‘
吏
能
が
あ
っ
た
。
著
に
浮
湘
集
・
山
中
集
・

憑
几
集
・
息
園
詩
文
稿
・
國
賓
新
編
・
近
言
が
あ
る
。
〔
明

史
、
二
百
八
十
六
〕
。

【
顧
臨
】
204g.
＇
〇
か
へ
り
み
の
ぞ
む
。
〔
孔
叢
子
、
陳
士

義
〕
幸
見
1

一
顧
臨
涵
願
圏
―
―
國
政
↓
●
宋
‘
會
稽
の
人
。
字
は

子
敬
。
胡
暖
に
學
び
、
経
學
に
通
じ
、
訓
詰
に
長
じ
た
。

館
閣
校
勘
・
同
知
證
院
を
歴
官
し
、
神
宗
、
臨
が
兵
論
を

12905 



(43689・ ・205) (43689・ ・228) 

好
む
を
以
て
‘
詔
し
て
武
経
要
略
を
編
輯
さ
せ
た
。
元
【
顧
阿
英
】
210[

エ
イ
元
の
人
。
顧
徳
輝
(
3
4
0
)

を
見
よ
。

祐
中
‘
給
事
中
に
抜
擢
せ
ら
れ
、
河
北
都
韓
運
使
を
授
【
顧
阿
瑛
】
211E

エ
イ
元
の
人
。
顧
徳
輝
(
3
4
0
)

を
見
よ
。

け
ら
る
。
蘇
拭
等
の
推
朦
あ
り
し
も
報
ぜ
ら
れ
ず
。
尋
【
顧
謡
吉
】
212

戸
キ
’
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
碗
先
（
碗

い
で
召
還
せ
ら
れ
、
翰
林
學
士
を
授
け
ら
る
。
紹
聖
の
仙
）
。
琥
は
天
山
。
別
琥
は
南
原
。
歳
貢
生
を
以
て
書
輩

初
、
定
州
知
と
為
り
、
應
天
•
河
南
府
に
韓
じ
た
。
忌
者
譜
纂
修
官
に
充
て
ら
れ
‘
儀
徴
教
諭
を
授
け
ら
る
。
山

指
し
て
黛
人
と
為
し
、
饒
州
に
斥
け
ら
れ
て
卒
し
た
。
水
饗
を
善
く
し
‘
謬
策
八
分
書
に
精
し
。
著
に
隷
耕
が

〔
宋
史
、
三
百
四
十
四
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
一
〕
。
あ
る
。
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
一
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘

【
顧
苓
]205

戸
清
の
人
。
存
仁
の
後
。
字
は
云
美
。
策
隷
三
〕
。

に
潜
心
し
、
金
石
碑
版
に
精
鑑
あ
り
。
虎
丘
山
塘
に
居
【
顧
以
文
】
213[
ブ
／
清
の
人
。
顧
壽
梢
(
2
8
7
)

を
見
よ
。

り
、
室
に
明
荘
烈
帝
の
御
書
を
懸
け
、
時
に
衣
冠
を
粛
【
顧
詮
誅
】
214

戸o
ク
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
祗
百
。
琥
は
花

し
て
再
拝
し
‘
款
歓
太
息
し
た
と
い
ふ
。
書
室
を
塔
影
橋
。
又
、
暖
堂
。
貢
生
。
古
文
辞
を
以
て
名
あ
り
。
沈
徳
潜

園
・
松
風
寝
・
雲
陽
草
堂
・
照
懐
亭
と
い
ふ
。
著
に
塔
影
の
高
弟
と
な
る
。
書
室
を
吹
萬
閣
（
次
萬
閣
）
と
い
ふ
。

園
稿
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
臥
類
徴
‘
四
百
七
十
〕
．
〔
國
朝
著
に
虎
丘
山
志
・
寒
讀
偶
編
・
吹
萬
閣
集
・
暖
堂
文
逸
・

書

人

輯

略

‘

三

〕

。

暖

堂

詩

語

が

あ

る

。

【
顧
證
】
206

戸
明
霞
山
の
人
。
字
は
元
證
。
洪
武
の
初
‘
[
顧
惟
敬
】
215

や
ケ
イ
明
、
呉
縣
の
人
。
官
は
永
築
中
、
中
書

材
能
を
以
て
徴
さ
れ
、
刑
曹
に
出
仕
。
後
、
侍
郎
と
な
り
含
人
・
大
理
少
卿
。
後
、
四
川
紀
州
に
至
る
。
〔
績
呉
先
賢

し
も
、
例
を
以
て
免
ぜ
ら
る
。
次
い
で
戸
部
侍
郎
と
な
讃
‘
―
-
〕
。

り
‘
尚
書
に
進
み
‘
刑
部
に
改
め
ら
る
。
能
く
其
の
職
に
【
顧
維
鉤
】
216

わ
ぅ
民
國
‘
江
蘇
省
嘉
定
縣
の
人
。
字
は

梢
ふ
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
三
十
一
・
五
十
八
〕
．
〔
明
名
人
少
川
。
米
國
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
學
卒
業
。
蹄
國
後
専
ら
外

偉
―
-
＋
七
〕
．
〔
績
呉
先
賢
讚
、
十
二
〕
。
交
方
面
に
活
躍
し
、
巴
里
平
和
會
議
及
ぴ
華
府
會
議
に

【
顧
患
】
207

臼
か
へ
り
み
し
た
ふ
。
〔
後
漢
書
、
公
孫
環
は
中
國
全
櫂
と
な
る
。
そ
の
後
、
歴
代
内
閣
に
外
交
穂

傭
〕
顧
愈
其
老
小
↓
而
侍
―
―
将
軍
為
レ
主
故
耳
゜
〔
濡
長
と
し
て
活
躍
し
た
。
國
際
聯
盟
中
國
代
表
・
駐
佛
大

岳
、
楊
仲
武
誅
〕
臨
レ
命
忘
レ
身
、
顧
患
慈
母
↓
〔
資
治
通
使
と
な
る
。
著
に
T
h
e
S
t
a
t
u
s
 of A
l
i
e
n
s
 in 
C
h
i
n
a
 

鑑
、
唐
紀
〕
（
粛
宗
‘
至
徳
二
載
）
臣
光
日
‘
云
云
‘
顧
二
患
等
が
あ
る
。

妻
子
ぶ
甲
レ
賊
梢
レ
臣
、
為
レ
之
陳
レ
カ
。
【
顧
有
孝
】
217

炉
カ
ウ
消
、
呉
江
の
人
。
字
は
茂
倫
゜
琥
は

【
顧
禄
】
208

庁
明
、
松
江
華
亭
の
人
。
初
名
は
天
誅
。
字
雪
灘
釣
曳
．
抱
甕
丈
人
。
諸
生
。
釣
雲
灘
に
居
り
、
選
詩

は
謹
中
。
詩
を
能
く
し
、
又
、
書
鵞
を
善
く
し
た
。
太
學
を
以
て
事
と
為
し
‘
其
の
選
す
る
所
‘
唐
詩
英
華
・
五
朝

生
。
官
は
洪
武
の
初
‘
太
常
典
簿
。
後
、
蜀
府
教
授
に
至
詩
紗
・
明
文
英
華
諸
選
が
あ
り
、
著
に
雪
灘
釣
曳
集
が

る
。
著
に
経
進
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
一
〕
・
〔
明
詩
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
〕
・
〔
國
朝
者
献
類
徴
‘
四
百
七

綜
、
十
四
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
甲
、
十
九
〕
．
〔
明
書
鐸
、
二
〕
・
十
五
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
一
百
二
十
五
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘

〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
甲
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
五
〕
。
―
―
-
＋
八
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
十
四
〕
。

【
顧
和
】
2095

晉
の
人
。
衆
の
族
子
。
字
は
君
孝
。
詮
は
【
顧
允
成
】
218

戸
ノ
セ
イ
明
の
人
。
憲
成
の
弟
。
字
は
季
時
。

穆
。
幼
よ
り
清
操
あ
り
。
王
導
揚
州
を
を
さ
む
る
や
、
従
琥
は
泄
凡
。
性
‘
敢
介
に
し
て
名
節
に
勘
む
。
拭
暦
の

事
別
駕
に
辟
さ
る
。
咸
康
の
初
、
御
史
中
丞
を
授
け
ら
會
試
に
摯
げ
ら
る
。
殿
試
の
封
策
、
語
‘
鄭
妃
を
侵
し
、

れ
‘
侍
中
・
吏
部
尚
書
・
國
子
祭
酒
に
累
遷
す
。
母
の
憂
末
第
に
お
か
る
。
同
年
生
と
共
に
海
瑞
を
疏
砥
せ
る
房

に
あ
た
っ
て
職
を
去
り
‘
喪
に
居
つ
て
孝
を
以
て
聞
え
賓
を
疏
劾
し
、
官
を
奪
は
れ
て
家
に
還
る
。
後
、
南
京
教

た
。
喪
を
終
へ
‘
尚
書
令
に
起
用
せ
ら
れ
ん
と
し
‘
催
逼
授
・
幡
部
主
事
と
な
る
。
時
に
三
王
並
ぴ
に
封
ぜ
ら
る
。

さ
る
る
毎
に
輯
ち
琥
眺
慟
絶
し
、
表
疏
十
餘
上
、
党
に
同
官
と
と
も
に
合
疏
し
て
諫
め
し
も
報
い
ら
れ
ず
。

起
た
ず
。
服
関
つ
て
職
を
視
‘
永
和
中
、
疾
篤
き
を
以
て
又
、
閣
臣
の
張
位
に
さ
か
ら
ふ
を
以
て
光
州
判
官
に
誦

辞

す

。

〔

晉

書

、

八

十

三

〕

。

せ

ら

れ

‘

瑕

を

乞

う

て

欝

る

。

憲

成

と

學

を

東

林

に

講

＂ 
頁
立
口

〔
十
二
盛
〕

顧

じ
‘
復
た
出
で
ず
。
著
に
小
琲
齋
偶
存
が
あ
る
。
〔
明
史
‘

二
百
一
―
-
+
-
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
三
十
八
〕
．
〔
明
史

稿
‘
二
百
十
六
〕
・
〔
績
表
忠
記
‘
一
〕
．
〔
東
林
列
博
‘
二
〕
．

〔
明
書
、
二
日
十
五
〕
．
〔
明
儒
學
案
‘
六
十
〕
。

【
顧
干
観
]219

デ
？
清
、
江
蘇
興
化
の
人
。
字
は
萬
峰
。

一
字
は
瀞
陸
。
書
法
に
精
通
し
た
。
李
蝉
・
鄭
梵
と
交
消

が
あ
っ
た
。
〔
國
朝
書
書
家
筆
鋒
‘
三
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯

略
‘
三
〕
。

【
顧
蘊
王
】
220

庁
名
ヨ
ク
清
、
i

昆
山
の
人
。
主
事
彰
希
凍
の

妻
。
字
は
綽
霞
。
書
法
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
清
代
閏
閣
詩

人
徴
略
‘
六
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
十
一
〕
。

[
顧
瑶
華
】
221

ザ
ク
ウ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
碗
芥
゜
衰
某

の
妻
。
詞
に
巧
。
著
に
自
恰
草
が
あ
る
。

【
顧
悦
之
】
詈
’
ノ
晉
、
無
錫
の
人
。
字
は
君
叔
。
幼
に
し

て
義
行
あ
り
。
簡
文
と
同
年
。
若
年
か
ら
髭
が
白
か
つ

た
。
も
と
殷
浩
の
吏
と
為
り
、
浩
馳
け
ら
れ
て
卒
し
、
悦

之
上
疏
し
て
浩
を
訟
へ
‘
為
に
詔
し
て
浩
の
本
官
を
追

復
し
た
。
尚
書
右
丞
に
歴
任
し
て
卒
し
た
。
〔
晉
書
、
七

十
七
〕
。

【
顧
炎
武
】
223

ザ
プ
清
、
i

昆
山
の
人
。
紹
芳
の
孫
。
初
名
は

綽
゜
字
は
寧
人
。
亭
林
鎮
に
家
居
し
‘
亭
林
と
琥
し
、
又
‘

自
ら
蒋
山
傭
と
署
し
た
。
明
の
萬
暦
中
に
生
る
。
性
‘
耽

介
に
し
て
絶
俗
゜
魯
王
の
時
‘
蹄
荘
と
義
兵
を
起
し
‘
兵

部
職
方
郎
中
と
な
る
。
明
亡
び
‘
四
方
を
周
消
し
、
至
る

所
田
を
墾
し
地
を
度
り
、
以
て
有
事
に
備
ふ
。
康
熙
帝

の
時
、
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
、
又
、
明
史
を
修
め
ん
こ
と
を

薦
め
ら
れ
た
が
、
母
の
遺
命
を
奉
じ
て
均
し
く
就
か
な

か
っ
た
。
後
、
華
陰
に
卜
居
し
て
終
る
。
博
學
に
し
て
而

も
華
を
敏
め
｛
貫
に
就
き
‘
凡
そ
國
家
の
典
制
、
郡
邑
の

掌
故
、
天
文
儀
象
河
漕
兵
農
の
闇
、
原
委
を
窮
究
せ
ざ

る
も
の
な
し
と
い
は
る
。
晩
年
益
；
志
を
六
経
に
篤
く

し
、
精
研
考
證
し
て
‘
遂
に
清
代
撲
學
の
風
を
開
く
。
著

に
日
知
録
・
左
傭
杜
解
補
正
・
九
経
誤
字
・
石
経
考
・
昔

學
五
書
・
呉
韻
補
正
・
天
下
郡
國
利
病
書
・
肇
城
志
・
―
―

十
一
史
年
表
・
歴
代
帝
王
宅
京
記
・
昌
平
山
水
記
・
山
東

考
古
鎌
・
求
古
録
・
金
石
文
字
記
・
孟
限
・
菰
中
随
筆
・
救

文
格
論
・
亭
林
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
四
〕
．
〔
南

彊
繹
撫
遺
‘
十
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
八
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘

十
・
十
一
〕
．
〔
小
膜
紀
博
‘
五
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘

十
三
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
、
二
十
二
〕
・
〔
清
史
稿
、
四
百
八

十
七
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
八
〕
・
〔
國
朝
若
獣
類
徴
‘
四

百
〕
・
〔
碑
博
集
、
二
日
三
十
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
七

十
〕
・
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、
八
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、

三
〕
．
〔
文
獣
徴
存
鋒
‘
-
―
〕
・
〔
清
代
學
者
象
博
‘
一
〕
．
〔
國

朝
名
家
詩
紗
小
博
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
三
〕
．
〔
己

未
詞
科
鎌
‘
八
〕
。

【
顧
應
詳
】
224~
ウ
／
ヤ
、
ウ
明
‘
長
興
の
人
。
字
は
惟
賢
。
琥

は
若
渓
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
饒
州
府
推
官
。
桃
源
洞
の

寇
乱
に
箪
身
賊
墨
に
詣
り
‘
栗
平
令
を
救
出
し
た
。
廣

東
令
事
と
な
り
、
海
寇
雷
探
等
を
檎
動
し
、
半
歳
に
三

捷
す
。
後
‘
刑
部
尚
書
と
な
り
、
律
例
を
奏
定
す
。
巖
嵩

に
悦
ば
れ
ず
、
原
官
を
以
て
南
京
に
遷
さ
る
。
尋
い
で

致
仕
し
て
郷
里
に
蹄
る
。
著
に
惜
陰
鋒
・
人
代
紀
要
・
尚

書
纂
一
一
ロ
・
蹄
田
詩
選
・
南
詔
事
略
・
授
時
暦
提
要
・
測
園

海
鏡
分
類
繹
例
・
弧
矢
算
術
・
博
習
鋒
疑
・
龍
演
致
知
議

略
が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
―
一
百
七
十
〕
．
〔
國
朝
獣
徴

録
‘
四
十
八
〕
．
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
鋒
‘
七
〕
・
〔
國
朝

列
卿
記
、
二
日
十
五
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
‘
五
〕
．
〔
明

人
小
博
‘
二
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
二
十
八
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
丁
、

+
〕
・
〔
明
儒
學
案
、
十
四
〕
．
〔
評
志
居
詩
話
、
九
〕
。

[
顧
應
泰
】
225

や
ウ
ク
イ
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
雲
鶴
。
琥
は

芸
翁
。
書
に
巧
。
堵
河
南
を
師
法
と
す
。
〔
國
朝
書
書
家

筆
録
‘
―
―
-
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
六
〕
。

【
顧
可
學
】
226

ゲ
ク
明
の
人
。
信
の
孫
。
溢
は
榮
惇
。
進

士
。
官
は
浙
江
参
議
。
劾
せ
ら
れ
て
蹄
る
。
世
宗
長
生

を
好
む
を
躙
ひ
、
自
ら
延
年
の
術
を
能
く
す
と
い
ひ
‘

賂
を
巌
崇
に
厚
く
し
て
以
て
進
め
ん
こ
と
を
求
む
。

後
、
太
子
太
博
に
至
る
。
帝
‘
其
の
言
に
惑
ひ
‘
芝
を
採

り
薬
を
四
方
に
求
む
。
〔
明
史
、
三
百
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
、
四
百
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
八
十
五
〕
・
〔
國
朝
獣
徴

録
‘
三
十
四
〕
。

【
顧
可
久
】
227g
今
明
の
人
。
可
學
の
弟
。
字
は
輿
新
。
正

徳
の
進
士
。
官
は
行
人
。
嘉
靖
の
初
‘
戸
部
員
外
郎
。

大
譜
を
議
し
て
旨
に
件
ひ
‘
廷
杖
せ
ら
る
。
後
‘
廣
東

兵
備
副
使
に
至
る
。
學
を
好
み
書
に
巧
。
著
に
洞
陽
詩

集
が
あ
る
。
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
九
十
九
〕
・
〔
明
人
小
博
‘

―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
十
八
〕
・
〔
明
詩
綜
、
三
十

五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十
二
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
‘
―
-
〕
。

【
顧
家
橋
】
228

ゲ
＇
ウ
鎮
の
名
。
安
徽
省
鳳
憂
縣
の
西
北
。

涅
泥
河
の
濱
。

三
一
〇

12906 



”
 

頁

音

顧

明
の
人
。
可
學
の
従
子
。
字
は
長
清
°

【
顧
嘉
穎
】
2298
ェ
イ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
庭
如
。
募
刻
に

精
し
く
、
一
時
の
碑
砥
‘
皆
其
の
手
に
出
づ
。

【
顧
我
綺
】
230g
キ
清
、
呉
江
の
人
。
字
は
湘
南
。
凜
生
。
那

爾
泰
が
江
蘇
布
政
で
あ
っ
た
時
、
古
學
を
以
て
士
を
試

み
、
五
十
三
人
を
得
た
が
、
我
綺
は
そ
の
第
一
人
。
遂
に

南
邦
黎
猷
集
を
刻
す
。
苑
正
中
、
聘
せ
ら
れ
て
江
南
通

志
を
編
修
す
。
母
の
喪
を
以
て
哀
毀
し
て
卒
し
た
。
著

に
通
鑑
綱
目
志
疑
・
浣
松
軒
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四

百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
債
‘
七
十
一
〕
・
〔
國
朝
先
正
事

略
、
三
十
八
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
二
十
三
〕
。

【
顧
我
鉤
】
231g
キ
ン
清
の
人
。
我
綺
の
弟
。
字
は
陶
元
。

又
、
髪
千
。
乾
隆
の
琴
人
。
秦
慧
田
の
家
に
館
し
、
五
譜

通
考
を
纂
す
る
に
興
か
る
。
又
、
松
陵
者
藷
集
を
輯
む
。

【
顧
階
升
】
g
”
ィ
§
’
清
‘
蘇
州
の
人
。
字
は
歩
巖
。
家
‘

素
封
。
蔽
書
を
好
み
‘
尤
も
簿
録
の
學
に
精
し
か
っ
た
。

【
顧
惜
之
】
233g
ィ
’
晉
、
無
錫
の
人
。
悦
の
子
。
字
は
長

康
。
博
學
に
し
て
オ
氣
あ
り
。
嘗
て
桓
温
及
び
殷
仲
堪

の
参
軍
た
り
。
丹
青
を
善
く
し
、
謝
安
に
重
ん
ぜ
ら
る
。

亨
量

す
。
著
に
啓
蒙
記
・
文
集
が
あ
る
。
〔
晉
書
、
九
十
二
〕
・

〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
十
八
〕
。

【
顧
咸
建
】
234

”
ン
ケ
ン
明
の
人
。
鼎
臣
の
曾
孫
。
字
は
漢

8
．
石
。
崇
禎
の
進
士
。
官
は
錢
塘
縣
の
知
。
南
都
‘
守
を
失

5
 
2

ふ
に
及
ん
で
、
私
財
を
出
し
、
賂
し
て
兵
を
潰
滅
せ
し

9

め
、
以
て
民
擾
な
き
を
得
た
。
路
王
既
に
降
る
や
、
執
ヘ

8
 
36

ら
れ
て
之
に
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
七
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
‘

4
 
（
二
百
五
十
八
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
四
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘

-
＋
六
〕
・
〔
南
彊
繹
史
、
二
十
三
・
ニ
十
五
〕
．
〔
績
名
賢
小

切
記
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
七
十
三
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘
+
〕
．
〔
甲
申
後

2

亡
臣
表
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
傭
‘
二
十
三
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸

2
 

9

臣
録
‘
三
〕
・
〔
南
都
死
難
紀
略
〕
．
〔
小
脹
紀
傭
、
四
十

九〕。

8
 
6
 
3
 

⑭
【
顧
起
経
】
235

炉
ィ

〔
十
二
董
〕

又
、
玄
緯
。
琥
は
羅
浮
外
史
・
奇
字
齋
。
蔵
書
を
好
む
。
官

は
廣
東
堕
課
副
提
攀
。

【
顧
起
元
】
236

や
ゲ
ン
明
、
江
寧
の
人
。
字
は
太
初
。
琥
は
灌

慎
居
士
・
蟄
奄
。
誼
は
文
荘
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
吏
部

左
侍
郎
。
著
に
金
陵
古
金
石
表
・
客
座
贅
語
説
略
・
蟄
奄

日
記
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
、
三
〕
．
〔
梅
花
草
堂
集
、
二
〕
・

〔
明
詩
綜
、
五
十
八
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
庚
‘
十
九
〕
・
〔
明
書
一

録
‘
七
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
甲
〕
。

【
顧
起
綸
】
237

や
リ
ン
明
の
人
。
起
経
の
弟
。
字
は
更
生
。
琥

は
元
言
・
九
霞
山
人
。
國
子
生
。
官
は
鬱
林
州
同
知
。
文

酒
に
豪
に
し
て
、
又
、
驚
法
を
善
く
し
た
。
著
に
句
漏

集
・
國
雅
•
赤
城
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
七
十

八〕。

【
顧
競
之
】
238
や
．
’
南
朝
宋
、
呉
の
人
。
字
は
偉
仁
゜
盆
は

簡
。
山
陰
令
を
拝
す
。
大
明
中
、
吏
部
尚
書
に
陸
り
、
泰

始
中
、
散
騎
常
侍
•
湘
州
刺
史
を
歴
任
し
た
。
〔
宋
書
、
八

十
一
〕
．
〔
南
史
、
三
十
五
〕
。

【
顧
九
思
】
239

炉
’
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
興
容
。
隆
慶
の

進
士
。
官
は
豊
城
の
知
。
治
行
第
一
を
以
て
戸
科
給
事

中
と
な
り
、
後
、
通
政
司
右
通
政
に
至
る
。
著
に
披
垣
題

稿
が
あ
る
。
〔
四
庸
提
要
、
五
十
六
〕
。

【
顧
九
包
】
240

炉

3

清
、
江
蘇
興
化
の
人
。
字
は
文
子
。

乾
隆
の
進
七
。
治
聞
強
記
‘
毛
詩
三
證
に
長
じ
た
。
母
任

氏
は
任
大
椿
の
祗
姑
‘
経
史
に
博
通
し
た
。
九
包
の
學
、

母
教
に
得
る
を
多
と
為
す
。
〔
國
朝
苦
献
類
徴
‘
四
百
二

十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
三
十
〕
．
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
‘

七
〕
．
〔
文
献
徴
存
録
、
七
〕
。

【
顧
興
裔
】
241
や
ヨ
，
ウ
エ
イ
宋
、
錢
塘
の
人
。
壷
を
善
く
し
、
淳

祐
中
、
萱
院
待
詔
と
な
る
。
〔
南
宋
院
書
録
‘
八
〕
。

【
顧
興
祗
】
242
や
ョ
ウ
’
明
の
人
。
成
の
孫
。
官
は
縛
兵
。
仁

宗
の
時
、
清
州
・
平
築
・
思
恩
・
宜
山
の
諸
苗
を
討
平
し

た
。
正
統
の
末
、
紫
荊
闘
を
守
備
し
、
南
京
守
備
に
終

る
。
〔
明
史
、
一
百
四
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
、
一
百
三
十
五
〕
．

〔
國
朝
献
徴
録
‘
七
・
七
十
二
〕
．
〔
明
名
人
博
‘
二
十
七
〕
．

〔
明
書
、
一
百
五
十
七
〕
。

【
顧
混
遠
】
243
や
司
ウ
エ
ン
明
の
人
。
九
思
の
孫
。
琥
は
青
霞
゜

聾
に
巧
で
あ
っ
た
。
古
今
の
典
籍
に
於
て
窺
は
ざ
る
無

し
と
い
は
れ
た
。
書
室
を
詩
痩
閣
と
い
ふ
。

【
顧
愧
三
】
244

”
ワ
イ
サ
ン
清
、
江
寧
の
人
。
字
は
秋
碧
。
幼
に

し
て
オ
名
を
著
は
す
。
詩
賦
に
巧
で
あ
っ
た
。
著
に
補

五
代
史
志
・
然
松
閣
賦
紗
・
詩
紗
が
あ
る
。

【
顧
光
遠
】
245

釈
’
う
明
、
蘇
州
嘉
定
の
人
。
太
祖
に
従

つ
て
集
慶
に
入
り
、
太
倉
軍
を
監
す
。
又
‘
陳
友
諒
を

征
す
る
に
従
ひ
‘
績
運
を
督
し
て
功
あ
り
。
龍
陽
・
太

和
・
和
州
の
知
を
歴
‘
憂
に
丁
つ
て
京
に
入
る
。
翰
林
に

留
ま
り
、
大
明
律
を
編
し
‘
復
た
天
下
均
工
圏
籍
を
監

造
し
‘
始
め
て
郷
に
還
り
喪
に
服
す
。
後
、
廣
東
行
省
郎

中
に
至
る
。
性
、
淡
泊
。
廉
潔
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
〔
萬
斯

同
明
史
、
三
百
八
十
九
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
七
〕
．

〔
昭
代
明
良
録
、
十
八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
四
十

四
〕
．
〔
明
史
窺
、
九
十
九
〕
．
〔
明
書
、
一
百
三
十
八
〕
．
〔
列

朝
詩
集
小
博
‘
甲
〕
・
〔
開
國
臣
博
‘
八
〕
。

【
顧
光
旭
】
246

炉
多
気
ヨ
ク
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
華
陽
（
華

陽
）
。
琥
は
晴
沙
・
響
泉
。
乾
隆
の
進
七
。
職
を
甘
粛
甘
涼

道
に
奉
じ
、
後
、
四
川
按
察
使
。
詩
文
・
書
に
巧
。
著
に
梁

漢
詩
紗
•
響
泉
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百
四
十
二
〕
．

〔
清
史
列
博
‘
七
十
五
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
十

-
〕
.
〔
碑
博
集
、
八
十
六
〕
．
〔
國
朝
書
萱
家
筆
録
‘
二
〕
．

〔
國
朝
書
人
輯
略
、
五
〕
。

【
顧
廣
祈
】
247

”
多
ぇ
清
、
元
和
の
人
。
字
は
干
里
。
琥
は

澗
賓
（
澗
頻
）
・
一
雲
散
人
・
思
適
居
士
・
無
悶
子
。
嘉
慶

の
諸
生
。
業
を
呉
縣
の
江
臀
に
受
く
。
経
學
・
小
學
に
通

じ
、
尤
も
校
讐
に
精
し
く
‘
説
文
・
稽
記
・
儀
證
・
國
語
・

戦
國
策
・
文
選
等
を
校
し
、
札
記
を
つ
く
る
。
著
に
思
適

齋
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
七
〕
・
〔
清
史
列
博
‘

六
十
八
〕
．
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
四
百
二
十
二
〕
．
〔
績
碑
傭

集
、
七
十
七
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
、
三
十
六
〕
．
〔
國
朝
漢

學
師
承
記
、
二
〕
．
〔
文
獣
徴
存
録
、
九
〕
。

【
顧
廣
誉
】
248

かワ
9

ヨ
清
、
平
湖
の
人
。
字
は
惟
康
。
琥
は

翡
・
悔
過
齋
。
優
貢
生
。
咸
豊
の
初
、
考
廉
方
正
に
攀

げ
ら
る
。
経
術
湛
深
、
尤
も
詩
櫓
に
精
通
し
た
。
同
治

中
、
龍
門
書
院
主
講
た
り
。
正
學
を
以
て
生
徒
に
授
く
。

著
に
學
詩
詳
説
•
四
證
権
疑
・
郷
窯
圏
考
補
正
・
悔
過
齋

文
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
九
十
一
〕
．
〔
清
史
列
博
‘

六
十
七
〕
。

【
顧
観
光
】
249

”
ワ
ン
今
，
’
清
、
金
山
の
人
。
字
は
賓
王
。
琥

は
尚
之
。
敦
學
に
精
し
く
、
又
、
輿
地
・
昔
韻
・
訓
詰
に
通

ず
。
咸
翌
十
二
年
に
卒
し
た
。
〔
清
史
稿
、
五
百
十
二
〕
．

〔
清
史
列
偉
‘
六
十
九
〕
．
〔
碑
博
集
補
、
四
十
二
〕
。

【
顧
君
恩
】
250

”
ノ
オ
ン
明
の
人
。
李
自
成
の
た
め
事
に
従

ひ
‘
謀
略
多
し
。
自
成
が
襄
陽
に
撮
つ
て
兵
の
向
ふ
所

を
議
す
る
や
、
先
づ
隅
中
を
取
り
、
然
る
後
京
師
に
向

ふ
を
萬
全
の
策
な
り
と
説
い
て
従
は
し
む
。
後
、
京
師

陥
る
に
及
び
、
穫
を
以
て
崇
禎
皇
后
を
改
め
蔑
せ
ん
こ

こ
と
乞
ふ
。
〔
小
脹
紀
年
、
一
〕
。

【
顧
奎
光
】
251g
ィ
ク
忍
清
の
人
。
哀
の
曾
孫
。
字
は
星
五
゜

博
學
多
識
に
し
て
、
詩
古
文
は
一
時
に
名
が
あ
っ
た
。

乾
隆
の
進
士
。
濾
埃
•
桑
植
知
縣
を
歴
任
し
た
。
著
に
春

秋
随
筆
・
然
疑
録
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
二
〕
．
〔
國

朝
者
猷
類
徴
‘
二
百
三
十
五
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十

四〕。

【
顧
景
秀
】
252g
ィ・S
ウ
南
朝
、
宋
の
人
。
書
一
に
巧
。
武
帝
に

侍
す
。
武
帝
が
何
敗
に
賜
は
り
し
蝉
雀
扇
は
、
景
秀
の

筆
。
時
人
‘
巧
絶
と
稽
す
。
〔
南
史
‘
三
十
〕
．
〔
歴
代
名
書

B
〕゚
"'" 

【
顧
景
星
】
253

”
イ
セ
イ
清
、
薪
州
の
人
。
字
は
赤
方
。
琥
は

黄
公
・
金
粟
道
人
。
明
の
貢
生
。
康
煕
の
時
、
鴻
博
に
學

げ
ら
れ
、
病
を
以
て
辞
す
。
詩
文
雄
贈
に
し
て
覇
オ
を

稽
さ
る
。
書
室
を
白
茄
堂
（
白
茅
堂
）
と
い
ふ
。
著
に
白

茄
堂
集
・
讀
書
集
論
・
躍
池
録
・
南
渡
集
・
来
耕
集
が
あ

る
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
菩
猷
類
徴
‘
四
百
二
十

六
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
三
十
七
〕
・
〔
文
献
徴
存
録
‘

六
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
、
十
四
〕
．
〔
鶴
徴
録
、
四
〕
．

〔
己
未
詞
科
録
、
五
〕
。

【
顧
景
苑
】
254[
イ
ハ
ン
清
の
人
。
顧
祖
馬
(
3
0
9
)

を
見
よ
。

【
顧
慶
恩
】
255

”
イ
オ
ノ
明
の
人
。
大
典
の
子
。
字
は
世
卿
。

琥
は
倫
堂
。
官
は
漱
江
通
判
。
萱
に
巧
。

【
顧
頷
剛
】
256

ゲ

g
民
國
、
江
蘇
省
呉
縣
の
人
。
北
京
大

學
哲
學
科
卒
業
後
、
北
京
・
層
門
・
中
山
・
燕
京
各
大
學

教
授
を
歴
任
し
、
専
ら
中
國
古
史
の
研
究
に
務
め
、
古

史
琲
を
刊
行
す
。
又
同
志
と
共
に
馬
貢
半
月
刊
を
創
刊

し
、
中
國
三
千
年
来
の
民
族
登
逹
史
及
び
地
理
沿
革
史

を
研
究
す
。

【
顧
見
龍
】
257[
元
ョ
ウ
清
、
太
倉
の
人
。
一
説
に
、
呉
江
の

人
。
虎
丘
に
僑
居
し
た
。
字
は
雲
臣
（
雲
程
）
。
驚
を
善
＜

す
る
を
以
て
内
廷
に
祗
候
し
、
尤
も
人
物
故
賓
に
巧
で

あ
っ
た
。
〔
國
朝
萱
識
、
十
三
〕
。

【
顧
建
康
】
258"
ン
カ
ウ
南
朝
宋
の
建
康
の
民
が
、
其
の
令

顧
憲
之
の
清
倹
に
比
し
て
、
酒
の
醇
旨
な
る
も
の
に
つ

け
た
名
。
〔
南
史
、
顧
憲
之
傭
〕
憲
之
、
宋
元
徽
中
為
―
―
建

~ 

12907 



(43689・・259)一 (43689・・292)

康
令
つ
云
云
、
無
レ
所
二
阿
縦
正
性
又
清
倹
‘
云
云
‘
故
都
下

飲
レ
酒
者
、
醇
旨
輯
琥
為
"
顧
建
康
「
謂
-
―
其
清
且
美
一
焉
。

[
顧
憲
之
】
259

ゲ
’
南
齋
の
人
。
競
之
の
孫
。
字
は
士
思
゜

秀
オ
に
學
げ
ら
れ
‘
宋
に
仕
へ
て
建
康
令
を
授
け
ら

る
。
京
師
の
飲
酒
者
、
醇
旨
な
る
を
得
れ
ば
、
其
の
清
か

つ
美
な
る
を
憲
之
に
比
し
て
顧
建
康
と
稲
し
た
。
齊
に

入
り
‘
衡
陽
内
史
に
歴
官
し
、
累
遷
し
て
尚
書
史
部
郎

中
に
至
る
。
永
元
の
初
‘
豫
章
太
守
を
授
け
ら
る
。
梁
の

武
帝
、
揚
州
牧
と
な
る
や
、
別
駕
従
事
を
授
け
ん
と
し

て
徴
す
。
至
る
こ
ろ
、
梁
已
に
受
祠
せ
し
を
以
て
、
憲

之
‘
疾
を
稲
し
て
還
り
、
天
監
中
‘
卒
し
た
。
著
に
詩
賦

銘
賛
‘
並
に
衡
陽
郡
記
散
＋
篇
が
あ
る
。
〔
南
齊
書
、
四

十
六
〕
・
〔
梁
書
、
五
十
一
―
〕
・
〔
南
史
‘
-
―
―
十
五
〕
。

【
顧
憲
成
]260

戸
セ
イ
明
、
無
錫
の
人
。
字
は
叔
時
。
琥
は

涅
腸
。
又
、
小
心
齊
゜
謡
は
端
文
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は

戸
部
主
事
。
束
林
煎
の
主
。
上
疏
の
語
‘
執
政
を
侵
す

に
因
り
、
柱
陽
州
判
官
に
貶
誦
さ
れ
、
歴
遷
し
て
吏
部

郎
中
に
至
る
。
帝
の
意
に
杵
ら
ひ
‘
籍
を
削
ら
れ
て
蹄

る
。
後
‘
光
誅
少
卿
に
推
さ
れ
た
が
、
辞
し
て
就
か
な
か

っ
た
。
姿
性
、
人
に
絶
し
、
幼
に
し
て
聖
學
に
志
あ
り
。

弟
の
允
成
と
邑
の
東
林
書
院
修
繕
を
提
惜
し
、
同
志
と

偕
に
學
を
其
の
中
に
講
ず
。
講
習
の
餘
‘
往
々
朝
政
を

諷
議
し
、
人
物
を
裁
量
す
。
士
夫
翁
然
と
し
て
應
和
し
、

東
林
の
名
大
い
に
著
は
る
。
忌
者
も
亦
多
く
‘
遂
に
朋

蕪
の
禍
に
遇
ふ
。
著
に
小
心
齋
割
記
・
憚
泉
蔵
稿
・
顧
端

文
遺
書
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
三
十
一
〕
．
〔
拭
斯
同
明

史
、
三
百
四
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
十
六
〕
．
〔
皇
明
通

紀
直
解
、
十
一
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
七
十
七
〕
．
〔
皇
明

應
盆
名
臣
備
孜
録
‘
四
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘
-
〕
．
〔
本
朝
分

省
人
物
孜
、
二
十
八
〕
．
〔
東
林
列
傭
、
二
〕
．
〔
明
書
‘
二
日

十
五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
庚
‘
十
三
〕
．
〔
恩
郎
諸
公
志
略
‘

二
〕
＇
〔
明
儒
學
案
、
五
十
八
〕
＇
〔
煙
艇
永
懐
、
二
〕
。

【
顧
元
熙
】
261g.
／
キ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
麓
丙
°
琥
は
耕

石
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
翰
林
院
侍
讀
。
詩
古
文
辞
を
善

く
し
、
書
に
巧
で
あ
っ
た
。

【
顧
元
鏡

]262:tゥ
明
‘
蹄
安
の
人
。
萬
暦
の
進
士
。
官

は
池
洲
知
府
。
著
に
九
華
山
志
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、

七
十
六
〕
。

【
顧
元
慶
】
263

デ
ケ
イ
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
大
有
。
陽
山

大
石
の
下
に
家
居
し
、
大
石
先
生
と
稲
せ
ら
る
。
其
の

頁

部

〔
十
二
書
〕

顧

堂
を
名
づ
け
て
夷
白
と
い
ふ
。
蔵
書
萬
巻
。
其
の
善
本

を
選
刻
す
。
其
の
世
に
行
は
る
る
も
の
に
文
房
小
説
四

+
―
一
種
、
明
朝
四
十
家
小
説
が
あ
る
。
著
に
痙
鶴
銘
考
・

雲
林
遺
事
・
山
房
消
事
・
夷
白
齋
詩
話
が
あ
る
。
〔
萬
斯

同
明
史
、
三
百
九
十
六
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丁
、
中
〕
。

【
顧
彦
暉
】
264

戸
午
唐
の
人
。
彦
朗
の
弟
。
亦
、
天
徳
軍
小

校
を
拝
す
。
と
も
に
黄
巣
を
討
ち
、
彦
朗
、
東
川
節
度
使

を
拝
す
る
や
、
漢
州
刺
史
に
陸
り
、
彦
朗
卒
し
て
節
度
使

と
為
る
。
尋
い
で
王
建
呑
嘆
の
心
あ
り
。
圃
‘
急
な
る
に

及
び
、
先
づ
親
信
及
ぴ
諸
将
を
緊
め
て
梓
州
の
鏡
堂
に

飲
み
‘
然
る
後
に
自
別
す
。
諸
将
皆
と
も
に
死
す
。
〔
唐

書
、
一
百
八
十
六
〕
。

【
顧
彦
朗
】

265??ウ
唐
‘
豊
州
の
人
。
初
、
天
徳
軍
小
校

を
授
け
ら
る
。
黄
巣
を
討
つ
て
功
あ
り
‘
右
衛
大
将
軍

に
累
遷
し
、
光
啓
中
、
東
川
節
度
使
を
授
け
ら
る
。
〔
唐

書
、
二
日
八
十
六
〕
。

【
顧
虎
頭
】
266R
ト
ウ
晉
の
顧
惜
之
(
2
3
3
)

を
い
ふ
。
〔
杜

甫
、
題
玄
武
祠
師
屋
辟
ぎ
詩
〕
何
年
顧
虎
頭
‘
満
壁
書
―
l
-

淮
洲
↓

【
顧
公
愛
】
2
6
7
-
0
七
7

清
、
呉
郡
の
人
。
字
は
丹
午
゜
琥
は

滑
湖
。
又
、
憎
孤
。
諸
生
。
著
に
消
夏
閑
記
・
致
窮
奇

書

が

あ

る

。

「

要

〕

。

【
顧
洪
祝
]
2
6
8
3
'
ウ
/
ユ
ク
宋
の
人
。
人
物
書
に
巧
。
〔
霊
史
會

【
顧
作
蹂
】
2695
ク
リ
／
清
‘
呉
縣
の
人
。
琥
は
雨
亭
゜
凜
貢

生
。
詩
に
巧
に
、
書
憲
を
善
く
し
た
。

[
顧
士
俊
】
270

ロ
｛
ユ
／
清
、
元
和
の
人
。
字
は
突
千
。
琥
は

逸
仙
。
墨
菊
書
に
巧
。
時
人
‘
顧
墨
菊
と
梢
す
。
〔
墨
香
居

蟄
識
、
四
〕
。

【
顧
士
聰
】
271

戸
／
清
、
太
倉
の
人
。
字
は
殷
重
。
諸
生
。

順
治
中
、
婁
江
塞
つ
て
水
の
蹄
す
る
所
無
し
。
士
穂
、
知

州
白
登
明
の
佐
と
な
り
‘
朱
湮
の
藷
迩
を
開
竪
す
。
水

安
き
を
得
た
り
。
州
人
之
を
新
劉
河
と
い
ふ
。
劉
河
は

婁
江
の
藷
名
。
康
熙
中
‘
劉
河
の
於
を
再
濱
し
‘
士
漣
を

以
て
其
の
事
に
任
ぜ
し
め
た
。
著
に
新
別
河
志
・
婁
江

志
が
あ
る
。
〔
四
唐
提
要
、
七
十
五
〕
。

【
顧
之
遣
】
272

ぐ
清
、
元
和
の
人
。
字
は
抱
沖
。
詩
に
巧
゜

蔵
書
甚
だ
多
く
‘
窟
慶
の
時
‘
呉
中
の
大
蔵
書
家
た
り
。

書
室
を
小
讀
書
堆
と
い
ふ
。
著
に
一
紙
録
が
あ
る
。

【
顧
仕
隆
】2

7
3
ロ
—
{
ゥ
明
の
人
。
浦
の
子
。
字
は
仲
動
。
盆

は
榮
靖
。
神
機
螢
を
管
し
て
士
心
を
得
。
正
徳
の
初
、

出
で
て
漕
運
穂
兵
と
な
り
、
淮
安
を
鎮
す
る
こ
と
十
餘

年
。
清
白
を
以
て
聞
ゆ
。
武
宗
南
巡
の
折
、
諸
大
夫
‘

江
彬
に
横
辱
さ
れ
た
が
、
仕
隆
獨
り
屈
し
な
か
っ
た
。

嘉
靖
の
初
、
太
子
太
博
。
中
軍
都
督
府
の
事
を
掌
る
。

〔
明
史
、
二
日
四
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
日
一
二
十
五
〕
．
〔
國

朝
獣
徴
録
‘
七
•
七
＋
―
―
-
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
三
·
十
·

十
一
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
六
十
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物

孜
‘
―
―
-
＋
-
〕
・
〔
明
書
、
二
日
五
十
七
〕
。

【
顧
思
遠
】
274

ご
梁
‘
鍾
離
の
人
。
年
一
百
十
二
歳
、
家

貧
し
く
、
部
伍
の
中
に
行
役
す
。
北
徐
州
の
刺
史
蒲
喫

こ
れ
を
見
て
異
と
し
‘
召
し
て
食
を
賜
ふ
。
撮
食
常
人

に
過
ぐ
。
載
せ
て
都
に
還
り
‘
召
封
し
て
と
も
に
往
事
を

言
ふ
に
‘
其
の
言
ふ
所
、
多
く
所
傭
に
異
る
。
散
騎
侍
郎

に
擢
ん
で
‘
俸
宅
を
以
て
し
、
朝
夕
に
進
見
せ
し
む
。
卒

年
一
百
二
十
歳
。
〔
南
史
、
五
十
二
〕
。

【
顧
思
南
]275

ご
陳
の
人
。
顧
越
(
2
3
)

を
見
よ
。

【
顧
師
顔
】
276

ダ
ノ
宋
、
杭
州
の
人
。
官
は
景
定
中
、
待

詔
。
書
一
に
巧
゜
〔
南
宋
院
霊
録
‘
八
〕
。

【
顧
嗣
立
】
277

デ
清
の
人
。
予
成
の
子
。
字
は
侠
君
。
康

熙
の
進
士
。
庶
吉
士
を
授
け
ら
る
。
中
書
に
遷
り
‘
疾

を
以
て
蹄
る
。
博
學
に
し
て
オ
名
あ
り
、
蔵
書
を
喜
ぴ
、

尤
も
詩
に
巧
゜
其
の
秀
野
草
堂
は
水
木
亭
恵
至
の
勝
を
極

め
、
一
時
の
名
士
束
集
す
。
性
‘
飲
に
豪
に
し
て
‘
酒
帝

と
梢
せ
ら
る
。
書
室
を
間
丘
小
圃
と
い
ふ
。
著
に
秀
野

集
・
間
丘
集
が
あ
る
。
又
、
元
詩
選
・
詩
林
詔
漫
・
注
韓
昌

黎
・
温
飛
卿
詩
を
編
輯
し
た
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
一
〕
・

〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
二
日
二
十
四
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘

四
十
〕
・
〔
清
代
學
者
象
博
‘
二
〕
・
〔
國
朝
名
家
詩
紗
小

博
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
二
十
一
〕
。

【
顧
爾
行
]278

？
カ
ウ
明
‘
蹄
安
の
人
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は

大
名
府
推
官
。
書
室
を
静
學
軒
と
い
ふ
。
苦
に
雨
朝
疏

紗
が
あ
る
。
〔
蘭
登
法
黎
鋒
‘
十
九
〕
。

【
顧
爾
邁
】
279Q
マ
イ
明
‘
淮
安
の
人
。
著
に
明
瑞
彰
瘤
録

が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
六
十
一
〕
。

【
顧
柔
謙
】
280

戸
ウ
ケ
／
清
の
人
。
顧
隠
(

1

5

)

を
見
よ
。

国
日
新
】

281:／
清
‘
呉
江
の
人
。
字
は
剣
峰
。
嘉
慶
の

貢
生
。
オ
氣
豪
邁
‘
紐
溶
を
以
て
自
負
し
た
。
玩
元
・
曾
煉
‘

皆
之
を
帳
重
す
。
書
室
を
寸
心
棲
と
い
ひ
‘
著
に
寸
心

棲
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
四
十
二
〕
。

【
顧
賓
汗
】
282

ぞ
ヵ
／
清
の
人
。
固
始
汗
(
3
-
4
7
4
5
:
 9
4
)
 

を
見
よ
。

【
顧
昌
術
】
竺
ャ
ウ
エ
’
南
齊
‘
呉
の
人
。
至
行
あ
り
。
喪
に

居
て
幾
ん
ど
性
を
滅
す
る
に
至
る
。
王
倹
‘
朝
に
言
ひ
‘

以
て
尚
書
庫
部
郎
と
な
す
。
〔
南
史
‘
七
十
三
〕
。

【
顧
章
志
】
284

訂
？
明
の
人
。
清
の
子
。
字
は
行
之
。
嘉

靖
の
進
士
。
官
は
行
人
・
刑
部
貝
外
郎
中
。
出
で
て
饒
州

府
の
知
と
な
り
、
後
、
南
京
兵
部
侍
郎
に
至
る
。
勤
幹
を

以
て
著
は
る
。
〔
明
史
‘
二
百
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百

八
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
九
十
二
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
鋒
｀

四
十
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
十
四
〕
．
〔
南
張
繹
史

撫
遺
‘
九
〕
。

【
顧
若
環
】
285

や
ヤ
ク
ハ
ク
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
和
知
。
文
學

黄
束
生
（
茂
梧
）
の
妻
。
古
文
辟
を
能
く
し
た
。
著
に
臥

月
軒
合
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
五
百
十
三
〕
．
〔
清
代
閏

閣
詩
人
徴
略
‘
-
〕
。

【
顧
壽
潜
】
286

々
ユ
セ
ノ
明
‘
上
海
の
人
。
字
は
旅
仙
゜
琥
は

煙
波
曳
。
山
水
書
に
巧
に
詩
を
能
く
し
た
。
著
に
煙
波

曳
詩
集
が
あ
る
。

【
顧
壽
禎
】
287

空
テ
イ
清
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
初
名
は
以

文
。
字
は
祖
香
。
琥
は
孟
晉
齋
。
咸
翌
の
欅
人
。
書
室
を

小
羅
浮
山
館
と
い
ふ
。
著
に
孟
晉
齋
文
集
が
あ
る
。

【
顧
壽
南
】
288

々
ユ
ナ
ン
清
、
武
進
の
人
。
字
は
菊
友
。
父
母

の
病
に
侍
し
て
至
孝
。
時
人
‘
顧
孝
子
と
い
ふ
。

【
顧
従
義
】
289

ざ
＇
ウ
ギ
明
‘
上
海
の
人
。
字
は
汝
和
。
琥
は

硯
山
（
研
山
山
人
）
。
嘉
靖
中
、
詔
し
て
行
端
正
に
し
て

書
を
善
く
す
る
者
を
選
ば
し
め
た
時
、
第
五
を
以
て
選

に
入
る
。
官
は
中
書
含
人
。
隆
慶
の
初
、
大
理
評
事
。
文

を
好
み
士
を
愛
す
。
書
室
を
玉
乱
館
と
い
ふ
。
著
に
閣

帖
繹
文
考
異
が
あ
る
。
〔
明
詩
紀
事
、
庚
‘
―
―
十
八
〕
。

【
顧
従
徳
】
290

ね
均
ト
ク
明
‘
上
海
の
人
。
字
は
汝
修
。
琥

は
芸
閣
。
嘗
つ
て
古
印
を
捜
羅
し
‘
慕
刻
し
て
譜
を
成

し
、
印
藪
を
著
は
し
た
。

[
顧
叔
潤
】
291

ご
ク
ぇ
う
明
‘
常
熟
の
人
。
巧
に
山
川
を
書
一

ぎ
‘
又
、
詩
を
能
く
し
た
。
〔
明
驚
鋒
‘
五
〕
。

【
顧
祝
同
】
292

ユ々ク
E

ウ
民
國
、
江
蘇
省
漣
水
縣
の
人
。
字

は
墨
―
-
。
保
定
陸
軍
軍
官
學
校
卒
業
。
蒋
介
石
の
黄
浦

陸
軍
軍
官
學
校
に
迎
へ
ら
れ
、
戦
術
教
官
兼
管
理
部
主

任
と
な
つ
て
よ
り
、
前
後
二
回
の
東
征
を
初
め
、
北
伐

に
従
事
し
‘
共
産
窯
及
ぴ
石
友
三
の
叛
胤
を
討
伐
す
る

等
、
蒋
の
腹
心
と
し
て
東
奔
西
走
せ
る
功
に
依
り
、
江

2 

12908 



(43689・・293)一 (43689・・320) 

7
N
L
 

頁

音

〔
十
二
書
〕

顧

蘇
省
政
府
主
席
•
江
西
緩
靖
主
任
・
軍
政
部
政
務
次
長
・
る
。
中
書
含
人
に
遷
り
、
十
年
を
閲
し
、
謹
密
を
以
て
梢

貴
州
省
政
府
主
席
等
に
學
げ
ら
れ
た
。
せ
ら
る
。
尋
い
で
吏
部
侍
郎
・
京
兆
手
・
兵
部
尚
書
・
東

【
顧
駿
之
】
293?
う
／
南
朝
、
宋
の
人
。
藍
に
巧
。
張
墨
を
京
留
守
を
歴
任
し
た
。
〔
唐
書
、
一
百
六
十
二
〕
。

師
と
し
た
。
嘗
て
高
棲
を
構
へ
て
書
所
と
し
‘
之
に
登
【
顧
昭
君
]
3
0
2
3
ウ
ク
／
後
漢
の
人
。
沈
伯
賜
の
妻
。
早
く
寡

る
毎
に
梯
を
去
つ
て
、
家
人
の
入
る
を
許
さ
ず
。
〔
歴
代
婦
と
な
つ
て
嗣
無
し
。
證
を
泰
し
て
舅
姑
に
事
ふ
。
其

名

書

記

〕

。

の

父

‘

陰

か

に

人

に

許

す

。

姑

こ

れ

を

聞

い

て

哭

す

。

昭

【
顧
惇
量
]294

ロ
ユ
／
ー
ヤ
’
清
、
i

昆
山
の
人
。
字
は
萬
陶
。
琥
君
、
乃
ち
髪
を
剪
り
‘
耳
を
割
い
て
志
を
明
か
に
す
。

は
壽
峯
。
明
経
を
以
て
南
匪
・
廿
泉
教
論
に
歴
任
す
。
詩
【
顧
紹
芳
】
3033
ゥ
ハ
、
ウ
明
の
人
。
章
志
の
子
。
字
は
賓
甫
゜

文
を
善
く
し
‘
兼
ね
て
書
藍
に
巧
。
著
に
金
陵
・
愛
日
・
琥
は
賓
奄
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
左
春
坊
左
賛
善
。
瑕
欝

輿
時
・
偕
鳴
集
等
が
あ
る
。
〔
墨
香
居
藍
識
、
六
〕
。
し
て
卒
す
。
孝
友
に
し
て
廉
介
。
尤
も
詩
に
巧
。
著
に
賓

【
顕
汝
敬
】
295

や
ョ
ケ
イ
清
‘
呉
江
の
人
。
字
は
蔚
雲
。
嘉
慶
奄
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
-
―
-
〕
．
〔
梅
花
草
堂
集
‘
+
〕
．

中
、
攀
人
を
賜
は
る
。
書
室
を
研
漁
荘
（
硯
漁
荘
）
と
い
〔
明
詩
綜
‘
五
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
庚
‘
十
二
〕
．
〔
静
志

ひ
、
著
に
研
漁
荘
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
居
詩
話
、
十
五
〕
。

四

十

一

〕

。

「

考

へ

る

。

【

顧

錫

祉

】

3043
う
清
の
人
。
炎
武
の
裔
孫
。
字
は
竹
棲
゜

【
顧
身
家
】
296ku• 

s
h
e
n
'
c
h
i
a
二
身
一
家
の
こ
と
を
善
く
法
書
名
書
を
蓉
別
し
、
所
蔵
の
宋
元
の
員
跡
甚
だ

[
顧
人
龍
】
297

クリヨ，

0
明
‘
定
番
州
の
人
。
孫
可
望
等
多
し
゜
晩
年
、
世
と
相
接
せ
ず
‘
束
賢
堂
に
燭
居
す
。
咸

に
城
を
攻
め
ら
れ
、
士
民
を
率
ゐ
て
固
守
し
‘
賊
を
殺
翌
中
、
卒
す
。
年
八
十
四
゜
〔
績
碑
博
集
‘
七
十
九
〕
。

す
こ
と
甚
だ
衆
き
も
、
城
遂
に
餡
い
り
、
妻
李
氏
と
封
【
顧
錫
疇
｀
】
3053
キ
チ
ゥ
明
、
毘
山
の
人
。
字
は
九
疇
。
琥
は

溢
す
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
約
齋
゜
萬
暦
の
進
士
。
官
は
検
討
。
天
啓
中
、
魏
忠
賢
と

七
〕
．
〔
南
橿
繹
史
‘
-
―
十
四
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘
十
四
〕
．
〔
崇
協
は
ず
。
籍
を
削
ら
れ
た
。
崇
禎
中
、
幡
部
侍
郎
。
後
、
尚

禎
忠
節
録
、
三
十
一
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
九
〕
・
〔
小
書
に
進
む
。
建
文
帝
・
景
皇
帝
の
廟
琥
‘
及
ぴ
建
文
朝
忠

膜
紀
博
‘
五
十
一
〕
。
〇
清
、
平
湖
の
人
。
字
は
雲
駅
。
臣
の
贈
盆
を
請
ひ
‘
又
、
温
開
仁
の
盆
を
奪
は
ん
こ
と

歳
貢
生
。
官
は
太
平
訓
導
。
書
室
を
思
築
軒
と
い
ふ
。
著
を
請
ふ
。
馬
士
英
と
協
は
ず
‘
去
つ
て
温
州
江
心
寺
に

に
思
築
軒
文
集
・
流
憩
軒
詩
草
・
征
途
雑
詠
詩
が
あ
る
。
寓
し
、
穂
兵
賀
君
尭
に
害
せ
ら
る
。
著
に
綱
鑑
正
史
約
・

〔

碑

傭

集

‘

一

百

十

七

〕

。

秦

漢

鴻

文

が

あ

る

。

〔

明

史

、

二

百

十

六

〕

・

〔

萬

斯

同

明

[
顧
仁
炊
】
298

ク
カ
ウ
明
の
人
。
武
宗
の
時
‘
陽
山
の
下
に
史
‘
三
百
五
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二

g-―
〕
・
〔
明
人
小
博
‘

隧
を
結
ぶ
。
吟
詠
を
好
み
、
書
に
巧
‘
蔵
書
を
喜
む
。
四
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
十
三
〕
・
〔
南
彊
繹
史
撫
遺
‘

書
室
を
水
東
館
・
陽
山
草
堂
と
い
ふ
。
二
〕
．
〔
東
林
列
傭
‘
十
二
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
六
十
一
〕
．
〔
小
脹

【
顧
正
誼
]
2
9
9
3

ィ
ギ
明
、
松
江
華
亭
の
人
。
字
は
仲
方
。
琥
紀
年
、
五
・
十
二
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
三
〕
．
〔
勝
朝
殉

は
亭
林
。
官
は
中
書
含
人
。
山
水
藍
は
元
人
の
精
意
を
節
諸
臣
録
‘
七
〕
．
〔
小
膜
紀
博
‘
二
十
五
〕
．
〔
静
志
居
詩

得
‘
華
亭
派
と
い
ふ
。
著
に
亭
林
集
・
詩
史
・
顧
氏
叢
書
話
、
十
七
〕
・
〔
國
朝
書
輩
家
筆
録
‘
三
〕
。

が

あ

る

。

【

顧

節

壊

】

3
0
6
3
,
卜
／
地
名
。
浙
江
省
嘉
興
縣
の
東
門
外
。

【
顧
成
天
】
3003
イ
テ
／
清
、
上
海
の
人
。
字
は
良
哉
。
琥
は
一
名
讀
書
堆
。
顧
野
王
の
讀
書
の
虞
と
博
ふ
。
明
の
洪

小
涯
。
康
熙
の
學
人
。
進
士
を
賜
は
り
、
編
修
を
授
け
ら
武
の
時
‘
白
蓮
講
寺
あ
り
。

る
。
少
熔
事
に
至
る
。
書
室
を
東
浦
草
堂
と
い
ふ
。
著
に
【
顧
千
里
】
3
0
7
3
1’
清
の
人
。
顧
廣
祈
(
2
4
7
)

を
見
よ
。

離
騒
解
釜
管
集
・
東
浦
草
堂
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
【
顧
全
武
】
308g
チ
五
代
、
呉
越
の
餘
桃
の
人
。
錢
鍔
に

獣

類

徴

‘

一

百

二

十

六

〕

。

事

へ

て

武

勇

都

知

兵

馬

使

と

な

る

。

董

昌

叛

し

‘

蘇

州

、

【
顧
少
連
】
301

炉
ウ
レ
／
唐
‘
呉
の
人
。
字
は
夷
仲
。
盆
は
敬
゜
急
を
告
ぐ
。
全
武
‘
請
う
て
先
づ
越
を
取
り
、
後
‘
姑
蘇
を

進
士
に
攣
げ
ら
れ
、
監
察
御
史
を
授
け
ら
れ
‘
徳
宗
奉
復
し
、
昌
を
攻
め
て
檎
に
し
、
海
に
航
し
て
嘉
興
に
至

天
に
幸
す
る
や
‘
徒
歩
詣
謁
し
、
翰
林
學
士
を
授
け
ら
り
‘
淮
南
十
八
螢
を
破
り
、
勝
に
乗
じ
て
蘇
州
を
取
り
、

松
江
・
無
錫
・
常
熟
・
華
亭
の
諸
郡
縣
を
抜
く
。
指
揮
使

に
終
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
八
〕
。

【
顧
祗
馬
】
309

伊
清
、
無
錫
の
人
。
隠
の
子
。
字
は
景
苑
゜

又
‘
復
初
。
沈
敏
に
し
て
大
略
あ
り
。
性
‘
廉
介
撲
厚
。
明

亡
ぴ
名
を
時
に
求
め
ず
、
山
中
に
隠
居
し
、
著
逃
に
専

心
し
、
學
者
宛
漢
先
生
と
梢
す
。
尤
も
地
誌
に
精
通
す
。

著
に
讀
史
方
輿
紀
要
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
五
百
六
〕
．

〔
清
史
列
博
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
十
五
〕
．

〔
碑
博
集
、
一
百
三
十
一
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
三
十

三
〕
．
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
‘
-
〕
.
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十

四
〕
．
〔
文
獣
徴
存
録
‘
―
二
〕
。

【
顧
岨
辰
】
310

グ
／
明
、
呉
縣
の
人
。
字
は
子
武
。
世
；

臨
頓
里
に
家
居
す
。
破
椙
竹
几
、
香
を
焚
き
i

名
を
煮
、

脩
然
と
し
て
自
得
す
。
詩
と
書
と
に
巧
。
年
七
十
四
に

し
て
卒
す
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
九
十
六
〕
・
〔
國
朝
獣

徴
鋒
‘
一
百
十
六
〕
．
〔
明
書
録
‘
八
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
債
‘

丁
、
中
〕
。

【
顧
宗
瑶
】
門
ウ
ヰ
清
、
呉
江
の
人
。
字
は
廷
敬
。
著
に
春

秋
左
博
事
類
年
表
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
三
十
一
〕
。

【
顧
宗
泰
】
312

伊
ク
イ
清
、
元
和
の
人
。
字
は
景
嶽
゜
琥
は

星
橋
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
高
州
知
府
。
詩
文
に
巧
で
あ

っ
た
。
家
に
月
渦
棲
が
あ
り
、
著
に
月
満
棲
集
が
あ
る
。

【
顧
存
仁
】

313:ン
ノ
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
伯
削
。
琥
は

懐
東
・
居
庸
山
人
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
謁
科
給
事
中
。

戌
臣
楊
恨
・
馬
録
等
を
赦
し
、
且
つ
呉
障
・
葉
凝
秀
を
懲

罰
せ
ん
こ
と
を
疏
請
し
‘
廷
杖
を
受
け
、
保
安
州
を
編

管
す
。
穆
宗
の
初
、
南
太
僕
卿
を
以
て
致
仕
し
て
卒
す
。

書
室
を
東
白
草
堂
と
い
ふ
。
著
に
太
僕
寺
志
・
東
白
草

堂
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百

八
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
九
十
一
〕
・
〔
皇
明
應
詮
名
臣

備
孜
録
‘
四
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
一
百
五
十
〕
．
〔
明
人
小

博
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
二
十
三
〕
．
〔
績
呉
先
賢

讚
‘
六
〕
．
〔
明
詩
綜
、
四
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十

八
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
‘
-
―
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
二
〕
。

【
顧
大
猷
]314

”イ
t
ゥ
明
、
江
都
の
人
。
字
は
所
建
。
官
は

動
衛
に
補
せ
ら
れ
、
辱
い
で
病
を
謝
し
て
蹄
る
。
後
、
東

事
急
を
告
げ
る
に
及
び
、
薦
を
以
て
江
淮
水
師
を
募

り
王
事
に
勤
め
た
が
、
謁
言
を
蒙
む
り
、
滴
戌
せ
ら
る
。

尋
い
で
赦
さ
れ
て
蹄
っ
た
が
、
悟
々
と
し
て
卒
し
た
。

母
に
事
へ
て
至
孝
。
先
人
の
動
績
を
叙
述
し
、
籟
遠
先

~ 

獣
記
を
撰
す
。
又
‘
國
家
の
掌
故
を
捜
採
し
、
時
政
を
條

列
し
て
書
敷
千
巻
を
著
は
す
。
後
、
多
く
は
散
失
し
た
。

〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丁
、
下
〕
。

[
顧
大
章
】
3155
ィ
＄
明
‘
常
熟
の
人
。
字
は
伯
欽
。
追

謡
は
裕
懲
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
刑
部
貝
外
郎
。
魏
忠

賢
の
非
を
辮
じ
‘
兵
部
に
遷
さ
る
。
辱
い
で
俸
を
奪
は

れ
て
引
蹄
し
、
後
、
碍
部
郎
中
・
映
西
副
使
に
至
る
。
忠

賢
の
蕉
に
構
陥
せ
ら
れ
て
大
辟
に
論
ぜ
ら
れ
‘
絞
首
刑

に
虞
せ
ら
れ
て
卒
す
。
〔
明
史
、
二
百
四
十
四
〕
．
〔
萬
斯

同
明
史
、
三
百
五
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
三
十
一
〕
．

〔
皇
明
通
紀
直
解
、
十
三
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
八
十
〕
．

〔
明
人
小
博
‘
四
〕
．
〔
績
表
忠
記
、
二
〕
．
〔
東
林
同
難

録
‘
六
〕
・
〔
東
林
列
博
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
六
十
〕
・
〔
窯
朝

忠
節
死
臣
列
傭
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
博
‘
五
〕
・
〔
恩
郎
諸
公

志
略
‘
―
-
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
十
七
〕
．
〔
煙
艇
永
懐
‘
三
〕
。

[
顧
大
申
】
316[
イ
/
/
清
‘
松
江
華
亭
の
人
。
本
名
は
繍
。

字
は
震
雉
゜
琥
は
見
山
・
堪
齋
。
順
治
の
進
士
。
官
は
エ

部
郎
中
。
博
雅
に
し
て
文
辞
を
喜
み
‘
山
水
書
を
善
＜

し
‘
尤
も
没
骨
に
巧
で
あ
っ
た
。
著
に
堪
齋
詩
存
・
詩

原
・
鶴
巣
築
府
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者

献
類
徴
‘
二
百
七
〕
．
〔
清
豊
家
詩
史
‘
甲
、
下
〕
．
〔
國
朝
詩

人
徴
略
初
編
‘
二
〕
．
〔
國
朝
書
聾
家
筆
鋒
‘
一
〕
．
〔
國
朝

書
識
‘
―
-
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
―
-
〕
。

【
顧
大
信
]
3
1
7
g
ィ
ン
／
清
の
人
。
字
は
成
之
。
一
字
は
天

H
。
晩
琥
は
侠
老
人
。
諸
生
。
性
、
通
脱
。
古
器
物
の
鑑
別

を
善
く
し
、
喜
ん
で
詩
・
書
を
作
り
、
茶
を
嗜
む
。
書
室

を
夢
萱
堂
と
い
ふ
。
著
に
i

名
鑢
瀦
筆
・
夢
萱
堂
稿
・
白
門

社
刻
•
梅
菊
新
篇
・
恭
響
・
茶
約
諸
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者

獣
類
徴
‘
四
百
六
十
五
〕
。

【
顧
大
切
g
]
3
1
8

”
ィ
芽
明
の
人
。
大
章
の
弟
。
字
は
仲
恭
゜

諸
生
に
て
老
ゆ
。
経
史
・
百
家
及
ぴ
内
典
に
通
じ
、
詩
・

韓
儀
證
・
周
官
に
於
て
預
明
す
る
所
が
多
か
っ
た
。
死

期
の
近
き
に
及
ぴ
、
始
め
て
箋
す
る
所
の
詩
・
謁
・
荘
子

を
繕
修
し
、
名
づ
け
て
柄
燭
齋
随
筆
と
い
ふ
。
〔
明
史
‘

二
百
四
十
四
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
・
一
二
百
八
十
五
〕
．
〔
明
史

稿
‘
二
百
三
十
一
〕
．
〔
東
林
列
博
‘
三
〕
。

【
顧
大
中
】
319[
イチ
f

ゥ
宋
、
江
寧
の
人
。
善
く
人
物
牛
馬

を
書
き
‘
兼
ね
て
花
竹
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
宣
和
書
一
譜
〕
。

【
顧
大
典
】
320

”
ィ
？
明
‘
呉
江
の
人
。
字
は
道
行
。
琥
は

衡
寓
。
隆
慶
の
進
士
。
官
は
幅
建
提
學
副
使
。
力
め
て
請

12909 
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託
を
拒
み
‘
忌
者
に
間
せ
ら
れ
て
馬
州
の
知
に
滴
せ

さ
れ
、
自
ら
免
れ
蹄
る
。
家
に
諧
賞
園
が
あ
り
、
書
書
に

巧
。
詩
は
唐
人
を
宗
と
し
、
善
<
-
音
律
を
解
し
た
。
著

に
土
円
診
記
博
記
・
清
昔
閣
集
・
海
岱
吟
・
間
涌
草
・
園
居

稿
が
あ
る
d

〔
明
人
小
博
‘
―
二
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
一
〕
．

〔
明
詩
記
事
、
庚
、
九
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘

T
、中〕。

【
顧
太
消
】
321

”
イ
セ
イ
清
の
人
。
高
宗
の
玄
孫
突
綸
の
側

室
。
名
は
春
。
字
は
子
春
。
琥
は
太
清
゜
其
の
族
望
を

西
林
と
い
ひ
、
自
署
名
は
太
清
西
林
春
。
豊
才
美
貌
。
詞

翰
に
巧
。
書
室
を
天
湘
閣
と
い
ひ
、
著
に
天
涌
閣
集
・
東

海
漁
歌
が
あ
る
。
〔
清
代
閏
閣
詩
人
徴
略
‘
八
〕
。

【
顧
道
洪
】
322t
，
コ
ウ
明
、
無
錫
の
人
。
字
は
嗣
圏
。
孟

浩
然
の
詩
、
並
に
諸
家
の
詩
話
を
采
り
‘
襄
陽
外
編
を

著
は
す
。
〔
四
庫
提
要
、
六
十
〕
。

【
顧
道
人
】
323

炉
／
／
清
、
顧
徳
麟
(
3
4
3
)

の
琥
゜

[
顧
長
卿
】
324

和
ャ
ウ
ケ
イ
元
の
人
。
字
は
子
元
。
少
よ
り
大

志
あ
り
、
塁
籍
を
博
覧
す
。
人
‘
目
し
て
書
樹
と
い
ふ
。

安
没
・
南
平
の
教
諭
、
幅
州
路
教
授
と
な
り
、
京
師
に
入

り
て
謁
し
‘
遼
金
元
の
三
史
を
修
す
る
に
會
し
、
所
著
の

稿
を
上
り
‘
辟
さ
れ
て
史
屡
と
な
っ
た
が
、
議
論
の
合
は

ざ
る
あ
り
‘
疾
と
稽
し
て
去
っ
た
。
〔
尚
友
録
‘
十
八
〕
。

【
顧
長
猜
】
325

な
ウ
ハ
，
清
、
江
蘇
の
人
。
字
は
君
源
。
算
學

に
精
通
す
。
著
に
園
径
慎
旨
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一

百
七
〕
。

【
顧
仲
清
】
翌
令
セ
イ
消
、
嘉
興
の
人
。
字
は
咸
三
（
咸

之
）
。
一
字
は
閑
山
。
琥
は
松
堅
。
別
琥
は
中
村
。
詩
を
能

く
し
、
人
物
蓋
に
巧
に
し
て
‘
尤
も
蝶
に
長
じ
、
時
人
こ

れ
を
顧
醐
蝶
と
梢
す
。
詠
蝶
詩
三
百
首
あ
り
。
又
、
著
に

喝
月
詞
・
歴
代
驚
家
姓
氏
韻
編
が
あ
る
。
〔
清
書
l

家
詩

史
‘
乙
、
下
〕
。

【
顧
仲
證
】
327

炉
ュ
ヴ
レ
イ
明
、
保
定
の
人
。
幼
に
し
て
孤
‘

母
に
事
へ
て
至
孝
。
凶
歳
に
遇
ひ
‘
母
を
負
つ
て
他
郡

に
養
ふ
こ
と
七
年
に
し
て
始
め
て
欝
る
。
母
卒
し
、
三

年
‘
墓
に
嘘
し
て
喪
に
服
し
た
。
洪
武
の
初
‘
桂
表
せ
ら

る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
二
百
九
十
―
-
〕
。

【
顧
陳
坪
】
328

グ
{
’
清
、
鎮
洋
の
人
。
字
は
玉
停
。
琥
は

賓
陽
。
康
煕
の
學
人
。
官
は
行
人
司
行
人
。
性
‘
侃
直
に

し
て
、
學
は
程
朱
を
宗
と
し
、
字
學
．
算
學
・
築
律
・
臀
學

に
精
し
か
っ
た
。
康
煕
の
時
‘
算
學
を
以
て
應
試
し
、
一

位
に
列
し
、
算
状
元
と
梢
せ
ら
る
。
書
室
を
洗
桐
軒
と

頁

部

〔
十
二
驚
〕

顧

い
ふ
。
著
に
七
経
訓
詰
異
同
•
土
風
鋒
．
識
字
略
·
陳
検

討
四
六
補
注
・
洗
桐
集
・
抱
桐
集
・
八
矢
注
字
圏
説
・
鍾

律
陳
敦
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列

博
‘
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
四
十
三
〕
．
〔
碑

博
集
‘
六
十
〕
．
〔
國
朝
名
家
詩
紗
小
博
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴

略
初
編
‘
―
-
+
-
〕
．
〔
鶴
徴
後
録
‘
四
〕
。

【
顧
廷
埼
】

329Fキ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
侃
堅
。
諸
生
。

父
縄
始
は
明
の
蜀
の
仁
煮
縣
知
。
張
獣
忠
の
乱
に
死

す
。
順
治
の
時
、
廷
埼
‘
徒
歩
に
て
入
蜀
゜
隈
；
死
に
瀕

せ
る
も
、
四
年
後
、
卒
に
父
の
概
を
扶
持
し
て
蹄
る
。

著
に
入
蜀
記
が
あ
る
。
〔
小
膜
紀
傭
補
遺
‘
五
〕
．
〔
清
史

稿
‘
五
百
一
―
-
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
―
二
百
七
十
六
〕
．
〔
碑

博
集
‘
一
百
四
十
二
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
五
〕
。

【
顧
廷
封
】
翌
イ
ク
イ
明
‘
泰
州
の
人
。
官
は
嘉
靖
中
、
平

湖
知
縣
。
均
径
法
を
創
設
し
て
民
の
便
を
は
か
る
。

後
、
瀧
尚
鵬
、
浙
を
按
ず
る
に
及
ん
で
‘
其
の
制
各
郡
に

行
は
る
。
〔
蘭
嚢
法
黎
録
‘
十
七
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

三
十
一
〕
。

【
顧
亭
林
】
姻
ゼ
t

ィ
〇
地
名
。
浙
江
省
松
江
府
に
在
り
、

陳
の
顧
野
王
の
居
つ
た
と
こ
ろ
。
〔
松
江
府
志
〕
顧
亭

林
、
陳
黄
門
侍
郎
顧
野
王
居
レ
此
、
故
名
、
後
為
―
―
賓
雲

寺
ぶ
竺
松
江
亭
林
鎮
↓
〇
清
、
顧
炎
武
を
い
ふ
。
亭
林
鎮

に
居
た
か
ら
名
づ
く
。
顧
炎
武
(
2
2
3
)

を
見
よ
。

[
顧
貞
観
】
3
3
1
E
ィ
久
？
清
、
無
錫
の
人
。
興
沐
の
曾
孫
。
字

は
華
峯
゜
琥
は
梁
扮
。
詩
文
に
長
じ
、
尤
も
詞
に
巧
。
康

熙
の
學
人
。
官
は
秘
書
院
典
籍
。
呉
江
の
呉
兆
憲
と
交

消
が
あ
っ
た
。
著
に
積
書
巖
集
・
弾
指
詞
・
櫨
塘
詩
・
宋

詩
劃
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
博
‘

七
十
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
ー
百
四
十
二
〕
．
〔
文
獣
徴
存

録
‘
+
〕
.
〔
清
代
學
者
象
傭
‘
-
―
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初

編
‘
九
〕
。

【
顧
貞
立
】
332

戸
イ
リ
，
清
の
人
。
貞
観
の
女
弟
。
字
は
碧

扮
。
琥
は
避
秦
人
。
詞
に
巧
。
書
室
を
棲
香
閣
と
い
ふ
。

〔
清
代
闇
閣
詩
人
徴
略
‘
二
〕
。

【
顧
鼎
臣
】

333F'
’
明
‘
i

昆
山
の
人
。
字
は
九
和
。
琥
は

未
齋
゜
盆
は
文
康
。
弘
治
の
進
士
第
一
。
官
は
修
撲
°
穐

部
右
侍
郎
。
世
宗
が
神
仙
の
術
を
好
ん
で
内
殿
に
齋
醜

を
設
く
る
や
‘
歩
虚
詞
七
章
を
進
む
。
明
代
の
詞
臣
‘
胄

詞
を
以
て
主
知
を
結
ぶ
の
始
を
な
す
‘
尋
い
で
褪
部
尚

書
兼
文
淵
閣
大
學
士
と
な
り
、
入
っ
て
機
務
に
参
藍
し

た
。
著
に
未
齋
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
日
九
十
三
〕
・
〔
萬

斯
同
明
史
、
二
百
八
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
七
十
七
〕
．

〔
國
朝
獣
徴
録
‘
十
六
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
十
五
〕
．

〔
國
朝
列
卿
記
、
十
三
・
十
六
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
九
〕
．

〔
皇
明
詞
林
人
物
考
‘
五
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
-
―
〕
・
〔
本
朝
分

省
人
物
孜
‘
二
十
一
〕
．
〔
梅
花
草
堂
集
‘
六
〕
．
〔
明
詩
綜
‘

二
十
八
〕
。

【
顧
鼎
鐙
】
334E
イ
セ
／
清
‘
杭
州
の
人
。
字
は
逢
伯
。
攀
人

を
以
て
知
縣
を
授
け
ら
る
。
山
水
藍
に
巧
゜
〔
國
朝
書

識
‘
一
二
〕
•
〔
鶴
徴
録
‘
六
〕
．
〔
己
未
詞
科
録
‘
六
〕
。

【
顧
天
錫
】
335
和/
S

ヤ
ク
清
、
i

斬
州
の
人
。
字
は
重
光
。
博

學
に
し
て
尤
も
経
史
に
精
蓬
。
明
末
の
國
子
生
。
清
に

入
り
、
隠
居
し
て
書
を
著
は
し
て
終
る
。
著
に
三
證
三

博
集
解
•
戴
擬
・
歴
代
改
元
考
・
ニ
十
一
史
評
論
•
五

経
説
・
素
問
霊
櫃
直
解
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四

百
六
十
八
〕
。

【
顧
天
朗
】
336

ゲ
ー
ス
ウ
消
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
開
一
°
琥
は
雪

珊
順
治
の
副
貢
。
性
‘
至
孝
。
母
卒
す
る
や
‘
琥
哭
し
て

死
す
。
天
朗
、
力
を
経
史
に
騨
に
し
、
易
•
春
秋
‘
皆
纂
述

あ
り
。
尤
も
心
を
證
書
に
究
む
。
著
に
三
證
集
解
・
燕
溺

草
．
吟
碧
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
―
―
―
百
八
十
一
〕
。

【
顧
天
祗
】
337

ゲ
ロ
ク
明
の
人
。
顧
禄
(
2
0
8
)

を
見
よ
。

【
顧
圏
河
】
338]
ヵ
清
、
江
都
の
人
。
字
は
書
宣
゜
琥
は
雄

雉
齋
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
編
修
。
詩
に
巧
。
著
に
雄
雉

齋
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
一
〕
・
〔
國
朝
著
獣
類

徴
‘
一
百
二
十
一
〕
．
〔
清
代
閏
閣
詩
人
徴
略
、
八
〕
．
〔
國

朝
名
家
詩
紗
小
傭
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
、
十
六
〕
。

【
顧
棟
高
】
339

炉
カ
ウ
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
震
淮
。
一
字

は
復
初
。
康
熙
の
進
士
。
内
閣
中
書
を
授
け
ら
る
。
奏
封

越
次
せ
る
を
以
て
免
職
せ
ら
る
。
乾
隆
の
時
‘
経
明
行

修
に
學
げ
ら
れ
‘
國
子
監
司
業
を
授
け
ら
る
。
尋
い
で

祭
酒
に
陸
る
。
卒
年
八
十
一
。
其
の
學
は
宋
元
明
諸
儒

を
合
し
‘
朱
陸
の
説
を
調
停
す
。
治
経
‘
尤
も
春
秋
に

長
ず
。
著
に
大
儒
梓
語
・
春
秋
大
事
表
・
毛
詩
類
繹
・
尚

書
質
疑
が
あ
る
。
〔
消
史
稿
、
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列

博
‘
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
臼
二
十
七
〕
・
〔
先

正
事
略
‘
―
二
十
四
〕
・
〔
消
儒
學
案
小
識
、
十
三
〕
．
〔
文
猷

徴
存
録
‘
五
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
―
-
+
―
-
〕
・
〔
鶴

徴
後
録
‘
五
〕
。

【
顧
徳
揮
]
3
4
0
2

クギ

元‘
i

昆
山
の
人
。

一
名
は
阿
瑛
（
阿

英
）
。
字
は
仲
瑛
°
琥
は
玉
山
樵
者
。
少
時
、
財
を
軽
ん
じ

て
客
と
結
ぴ
、
豪
宕
自
ら
喜
ぶ
。
年
三
十
‘
始
め
て
書
を

讀
み
‘
別
業
を
茜
湮
の
西
に
築
造
し
、
玉
山
佳
虞
と
梢

す
。
日
夜
客
と
置
酒
し
て
詩
を
賦
す
。
嘗
て
茂
オ
に
學

げ
ら
れ
‘
會
稽
太
守
を
命
ぜ
ら
れ
し
も
就
か
ず
。
張
士

誠
羹
に
振
り
、
官
も
て
強
ひ
ん
と
す
る
や
‘
嘉
興
の
合

淡
に
逃
隠
す
。
母
の
喪
に
蹄
る
や
‘
士
誠
再
ぴ
之
を
召

す
。
遂
に
祝
髭
し
、
自
ら
金
粟
道
人
と
梢
す
。
洪
武
の

初
‘
其
の
子
元
臣
に
従
っ
て
臨
濠
に
徒
居
す
。
書
室
を

翠
亭
館
と
い
ふ
。
著
に
玉
山
環
稿
・
幸
亭
館
篇
詠
．
草
堂

名
勝
集
が
あ
る
。
〔
新
元
史
、
二
百
三
十
八
〕
．
〔
明
史
‘
-
―

百
八
十
五
〕
。

【
顧
徳
王
】
3412
ク
咤
ヨ
ク
唐
の
人
。
字
は
潤
之
。
裔
観
光
に

従
つ
て
學
ぷ
。
観
光
、
子
無
し
。
嘗
て
人
に
語
つ
て
曰

く
‘
昔
わ
れ
疾
に
寝
ぬ
‘
潤
之
湯
薬
に
侍
し
‘
情
‘
父
子

の
若
し
‘
今
わ
れ
老
ゆ
‘
必
ず
之
に
死
を
託
さ
ん
と
。
観

光
卒
す
る
に
及
ぴ
‘
徳
王
、
そ
の
屍
を
家
に
欽
し
、
衰
蛭

し
て
位
に
就
き
‘
顧
氏
の
先
人
の
労
に
葬
り
、
歳
時
に

享
祭
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
八
〕
。

[
顧
徳
謙
】
3422
ク
ケ
ン
南
唐
、
江
寧
の
人
。
人
物
道
像
及

ぴ
動
蟄
諸
品
を
鵞
く
に
巧
。
風
格
特
異
゜
〔
宣
和
書
譜
〕
．

〔
雲
煙
過
眼
鋒
〕
．
〔
牛
獣
蓋
評
〕
。

【
顧
徳
麟
】
3432
ク
リ
／
清
‘
蘇
州
の
人
。
琥
は
顧
道
人
。
琢

硯
に
巧
。
徳
麟
死
し
‘
其
の
子
‘
藝
を
傭
へ
し
も
‘
壽
な

ら
ず
。
娘
、
鄭
氏
‘
其
の
業
を
傭
ふ
。
尤
も
耕
石
に
巧
に

し
て
顧
一
一
娘
と
稽
せ
ら
る
。

【
顧
獨
坐
】
344

炉
ザ
明
‘
顧
佐
（
8
0
)

の
綽
琥
゜

[
顧
納
岱
】
345

や
タ
イ
清
‘
満
洲
壌
黄
旗
人
。
姓
は
覺
羅

氏
。
山
子
を
授
け
ら
れ
、
三
等
男
を
襲
ぐ
。
順
治
の
初
、

従
つ
て
闘
に
入
り
、
李
自
成
を
動
し
、
映
西
を
定
む
る

に
従
ひ
、
河
南
を
拘
へ
、
江
南
を
下
し
、
浙
江
を
平
定

し
、
後
、
金
臀
桓
を
南
昌
に
攻
め
‘
陣
中
に
歿
す
。
〔
清
史

稿
、
二
百
三
十
二
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
四
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類

徽
三
百
一
―
-
＋
-
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
傭
‘
四
〕
。

【
顧
寧
人
】
邸
や
イ
9

ノ
清
の
人
。
顧
炎
武
(
2
2
3
)

を
見
よ
。

【
顧
賓
光
】
347

心＇ウ久ワ
9

ウ
南
朝
、
宋
の
人
。
顧
賓
先
を
見
よ
。

【
顧
賓
先
】
348

心
＇
ゥ
？
南
朝
、
宋
の
人
。
深
の
子
。
一
に
賓

光
に
作
る
。
大
明
中
‘
尚
書
水
部
員
外
郎
と
な
る
。
藍

を
善
く
し
、
陸
探
の
微
に
法
る
。
尤
も
行
書
を
善
＜

す
。
王
僧
虔
嘗
つ
て
飛
白
書
を
作
っ
て
之
に
寄
す
。
賓

三
―
四

12910 



(43689・ ·349)— (43689 .. 377) 

＂ 
頁

音

〔
十
二
豊
〕

顧

先
日
く
、
下
官
今
飛
白
の
た
め
に
屈
す
と
。
〔
尚
友
錬
‘

十
八
〕
。

【
顧
八
代
】
349
心

9

ダ
イ
清
‘
滴
洲
壌
黄
旗
人
。
姓
は
伊
爾

根
覺
羅
氏
。
字
は
文
起
。
溢
は
文
端
。
康
熙
中
‘
蔭
生

を
以
て
護
軍
に
充
て
ら
る
。
雲
南
討
伐
に
従
ひ
‘
還
つ

て
筆
帖
式
を
授
け
ら
る
。
呉
三
桂
反
す
る
や
‘
學
士
を

以
て
軍
務
を
協
賛
し
、
尊
西
・
鎮
南
を
克
復
し
、
穐
部
尚

書
に
累
擢
せ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
．
〔
清
史

列
債
‘
十
一
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
五
十
一
〕
・
〔
碑
博
集
‘

十
八
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
〕
．
〔
従
政
観
法
緑
‘
+
〕
・

〔
満
洲
名
臣
博
‘
十
九
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
録
‘
七
〕
．
〔
國

朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
十
三
〕
。

【
顧
非
熊
]350

庁
ウ
唐
の
人
。
況
の
子
。
性
‘
滑
稽
。
詩
を

以
て
名
あ
り
。
翠
場
に
困
し
む
こ
と
三
十
年
。
長
慶
中
、

進
士
に
及
第
す
。
大
中
の
間
、
肝
胎
尉
を
授
け
ら
る
。
父

の
風
を
慕
ひ
、
官
を
棄
て
て
茅
山
に
隠
居
す
。
〔
藷
唐

書
、
一
百
三
十
〕
．
〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
巻
十
六
〕
。

【
顧
敏
恒
】
翌
氏
ウ
清
の
人
。
奎
光
の
子
。
字
は
立
方
。

琥
は
笠
紡
。
詩
文
に
巧
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
蘇
州
教

授
。
其
の
撰
す
る
所
の
昭
明
太
子
廟
碑
は
‘
哀
枚
歎
じ

て
六
朝
の
高
手
と
為
す
。
著
に
笠
紡
詩
集
が
あ
る
。
〔
清

史
列
博
‘
七
十
二
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
―
一
百
五
十
七
〕
．

〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
四
十
八
〕
。

【
顧
符
横
】
352"
／
／
清
、
興
化
の
人
。
横
、
一
に
禎
に
作

る
。
字
は
琴
如
。
琥
は
小
疑
。
詩
・
蓋
を
善
く
し
、
山

水
人
物
監
は
小
李
将
軍
を
學
ぶ
。
〔
國
朝
書
輩
家
筆
録
‘

一
〕
・
〔
國
朝
書
識
、
六
〕
。

【
顧
符
禎
】
353"1
ア
イ
清
の
人
。
顧
符
横
を
見
よ
。

【
顧
復
初
】
354[
ク
／
ヨ
清
、
元
和
の
人
。
字
は
子
遠
。
琥
は

幼
耕
（
幼
庚
）
・
道
穆
•
築
孵
廉
餘
齋
（
柴
餘
評
廉
齋
）
。

又
、
聴
雷
居
士
。
抜
貢
生
。
官
は
光
戦
寺
署
正
。
呉
棠
・
丁

賓
禎
•
劉
乗
障
の
幕
客
と
為
る
。
詞
章
に
通
じ
、
書
に

巧
。
間
；
山
水
書
を
作
り
、
宋
元
人
の
法
に
合
す
。
苫
に

栗
静
廉
餘
齋
文
集
が
あ
る
。
〔
清
霊
家
詩
史
‘
壬
‘
上
〕
。

【
顧
文
燈
】
355[

／
イ
ク
明
‘
蘇
州
嘉
定
の
人
。
字
は
光
遠
。

晩
琥
は
庶
境
翁
。
元
末
、
鎮
江
橡
に
召
さ
る
。
明
軍
‘
江

を
渡
る
や
‘
太
祗
に
建
康
に
謁
す
。
官
は
呉
王
副
相
。
著

に
庶
境
吟
稿
が
あ
る
。

【
顧
文
淵
】
356
？
う
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
文
寧
。
琥
は

湘
源
。
別
琥
は
雪
波
。
又
、
海
粟
居
士
。
山
水
董
に
巧
。
尋

い
で
竹
石
書
に
専
心
‘
遂
に
絶
藝
に
至
る
。
又
、
詩
に
巧
。

著
に
海
粟
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
苦
献
類
徴
、
四
百
三
十

一
〕
・
〔
清
畿
家
詩
史
‘
乙
、
下
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘

二
十
〕
・
〔
國
朝
書
書
家
筆
鋒
‘
-
〕
.
〔
國
朝
書
識
、
四
〕
。

【
顧
文
鉄
]
函
70

氏
ウ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
滋
汀
。
詩
文

書
葺
に
巧
゜
尤
も
金
石
を
嗜
む
。
〔
清
書
家
詩
史
‘
丁
‘

上
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
六
〕
。

【
顧
文
彬
】
358

戸
ど
清
、
元
和
の
人
。
字
は
子
山
。
道
光

の
進
士
。
寧
紹
台
道
の
吏
゜
學
に
於
て
窺
は
ぎ
る
無
く
‘

書
・
椅
臀
に
巧
。
書
室
を
過
雲
棲
・
眉
激
棲
と
い
ふ
。
許

に
眉
渫
棲
詞
・
過
雲
棲
書
書
記
・
過
雲
棲
帖
が
あ
る
。

〔
碑
博
集
補
、
十
七
〕
。

【
顧
平
甫
】
359}
ィ
＊
｛
木
の
人
。
階
阜
氏
に
従
學
し
、
陸
九

淵
の
學
を
修
む
。
陳
淳
、
嘗
て
其
の
資
質
の
荘
静
な
る

を
梢
す
。
〔
宋
元
學
案
、
七
十
七
〕
。

【
顧
乗
謙
】
360}
ィ
ヶ
ノ
明
‘
i

昆
山
の
人
。
萬
暦
の
進
士
。
官

は
編
修
。
天
啓
中
‘
謄
部
尚
書
。
魏
忠
賢
に
詔
附
し
、
入

つ
て
機
務
に
参
ず
。
既
に
し
て
同
鴬
傾
軋
し
て
安
か
ら

ず
。
蹄
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
崇
禎
の
初
、
逆
案
に
入
り
、

徒
役
に
論
ぜ
ら
れ
‘
贖
罪
し
て
民
と
な
る
。
〔
明
史
‘
三

百
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
五
十
四
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小

博
‘
丁
、
下
〕
。

【
顧
乗
源
】
361}
ィ
ゲ
／
清
、
南
雁
の
人
。
字
は
潤
齋
。
幼
に

し
て
神
童
と
稽
せ
ら
る
。
長
じ
て
盆
t
純
史
を
探
討

し
、
蔵
書
萬
巻
。
時
人
‘
之
を
小
瑯
環
に
擬
す
。

【
顧
乗
智
】
362}
ィ
チ
清
、
南
雁
の
人
。
字
は
元
亜
。
琥
は

若
水
。
諸
生
。
山
水
書
に
巧
゜
學
問
滝
博
。
〔
墨
香
居

監
識
、
二
〕
。

[
顧
豹
文
】
3
6
3
}
ウ
プ
／
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
季
蔚
。
琥
は

且
奄
．
願
圃
。
順
治
の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
。
切
直
敢

言
し
、
人
其
の
神
明
に
畏
る
。
康
熙
中
‘
鴻
博
に
學
げ
ら

れ
、
老
疾
を
以
て
辞
任
す
。
書
室
を
世
美
堂
と
い
ふ
。
著

に
三
楚
奏
議
•
六
書
古
韻
．
願
圃B
記
・
世
美
堂
集
が
あ

る
。
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
一
百
三
十
三
〕
・
〔
清
書
＿
家
詩
史
‘

甲
、
下
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
二
編
‘
三
〕
・
〔
鶴
徴
録
‘
四
〕
．

〔
己
未
詞
科
録
‘
五
〕
。

【
顧
鳳
正
】
364

炉
ウ
セ
イ
明
‘
秀
水
の
人
。
字
は
聖
徴
。
天
啓

中
‘
賢
良
方
正
に
辟
さ
れ
た
る
も
就
か
ず
。
國
髪
を
聞

き
‘
痛
哭
し
て
疾
を
成
し
て
卒
す
。
書
室
を
榮
樹
堂
と

い
ふ
。
著
に
潰
荒
書
・
榮
樹
堂
集
が
あ
る
。

【
顧
鳳
毛
】3

6
5
和
ウ
マ
•
ウ
清
の
人
。
九
芭
の
子
。
字
は
超
宗
゜

乾
隆
の
副
貢
。
幼
に
し
て
経
を
祗
母
に
受
け
、
年
十
一

に
し
て
五
経
に
精
通
す
。
著
に
毛
詩
集
解
・
楚
辞
韻

考
・
入
臀
韻
考
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
八
〕
・
〔
清

史
列
博
‘
六
十
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
二
十
〕
・

〔
碑
博
集
補
、
四
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
―
二
十
六
〕
．
〔
國

朝
漢
學
師
承
記
‘
七
〕
。

【
顧
墨
菊
】
366

炉
共
ク
清
‘
顧
士
俊
(
2
7
0
)

の
綽
舅

【
顧
夢
消
】
3673
ふ
清
、
江
寧
の
人
。
字
は
典
治
。
明
末
の

諸
生
。
性
‘
慧
。
十
歳
に
し
て
荷
花
賦
を
作
る
。
行
草
書

を
善
く
し
、
詩
に
巧
。
著
に
茂
緑
軒
集
が
あ
る
。
〔
國
朝

者
獣
類
徴
‘
四
百
四
十
四
〕
．
〔
碑
博
集
、
二
日
二
士
二
〕
・

〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
一
〕
。

[
顧
夢
圭
】
3683
ヶ
ィ
明
、
i

昆
山
の
人
。
字
は
武
祥
。
琥
は
薙

里
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
江
西
右
布
政
使
。
著
に
就
正

編
・
税
贅
録
が
あ
る
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
六
〕
・
〔
明
人

小
博
‘
-
―
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
十
二
〕
・
〔
梅
花
草

堂
集
‘
七
〕
．
〔
明
詩
綜
、
三
十
九
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十

五
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
、
丁
、
上
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
、
二
〕
・

〔
静
志
居
詩
話
、
十
一
〕
。

【
顧
夢
麟
】
3693
リ
ン
消
、
太
倉
の
人
。
字
は
麟
士
。
明
の
崇

韻
の
副
貢
。
三
呉
の
名
士
を
集
め
て
應
社
と
な
す
。
詩

文
雅
馴
。
時
人
‘
之
を
宗
と
し
、
織
簾
先
生
と
稲
す
。
著

述
に
潜
心
す
。
著
に
四
書
説
約
・
詩
経
説
約
・
四
書
十
一

経
通
考
•
織
簾
居
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
、
四
〕
．

〔
明
詩
綜
‘
七
十
六
〕
．
〔
殷
禎
野
乖
二
集
、
六
〕
．
〔
國
朝
者

獣
類
徴
‘
四
百
十
三
〕
．
〔
碑
博
集
、
二
日
二
十
三
〕
。

【
顧
面
子
】
370ku• 

mien• 

t
z
u

證
面
を
顧
慮
す
る
。

【
顧
野
王
】
371E
ヮ
ゥ
陳
‘
呉
の
人
。
字
は
希
凋
。
七
歳
に

し
て
五
経
を
讀
み
‘
略
；
大
旨
を
知
る
。
九
歳
に
し
て

能
（
文
を
屡
し
、
長
ず
る
や
、
遍
く
経
史
を
観
、
天
文
地

理
笙
亀
占
候
晶
策
奇
字
に
精
通
す
。
又
、
丹
青
を
善
＜

し
、
梁
の
時
、
王
褻
と
倶
に
梁
の
宣
城
王
の
賓
客
と
な

る
。
王
、
東
府
に
齋
を
起
す
や
、
野
王
に
命
じ
て
古
賢
の

像
を
書
か
し
め
‘
褒
を
し
て
賛
を
作
ら
し
む
。
時
人
二

絶
と
梢
す
。
梁
亡
ん
で
後
‘
陳
に
入
り
、
撰
史
學
士
を
授

け
ら
れ
‘
黄
門
侍
郎
・
光
腺
卿
に
陸
る
。
著
に
玉
篇
・
輿

地
志
・
符
瑞
圏
・
分
野
櫃
要
・
績
洞
冥
記
・
玄
象
表
・
文
集

が
あ
る
。
〔
陳
書
、
三
十
〕
・
〔
南
史
‘
六
十
九
〕
。

【
顧
養
謙
】
匹
ウ
ケ
/
明
‘
南
酒
隷
通
州
の
人
。

字
は
盆

三
一
五

卿
。
溢
は
襄
敏
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
戸
部
郎
中
。
右

余
都
御
史
。
遼
東
を
巡
撫
し
、
動
績
を
著
は
す
。
南
戸

部
侍
郎
よ
り
兵
部
侍
郎
に
至
る
。
前
遼
の
諸
軍
務
を
継

督
す
。
謄
氣
人
に
過
ぎ
、
事
に
臨
ん
で
智
略
多
く
、
所
在

に
名
臀
を
著
は
す
。
著
に
沖
苺
撫
遼
奏
議
・
督
撫
奏
議

が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
三
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二

百
十
二
〕
．
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
鋒
‘
七
〕
．
〔
本
朝
分
省

人
物
孜
‘
三
十
一
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘

T
、中〕。

【
顧
予
咸
]
3
7
3
E

？
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
小
玩
。
順
治

の
進
士
。
寧
晉
•
江
陰
を
歴
知
し
‘
吏
部
員
外
郎
に
陸

る
。
後
‘
疾
を
以
て
蹄
る
。
哭
廟
の
獄
起
る
や
‘
巡
撫
朱

國
治
、
援
を
求
め
し
も
、
予
咸
‘
許
さ
ず
。
國
治
、
強
ひ
て

之
を
入
ら
し
む
。
故
を
以
て
絞
に
坐
せ
し
も
、
事
、
明
白

と
な
つ
て
、
官
に
復
す
。
辱
い
で
錯
案
を
奏
す
る
を
以

て
免
ぜ
ら
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
一
百
三
十
九
〕
．
〔
碑

博
集
‘
五
十
八
〕
。

【
顧
烈
星
]374

デ
セ
イ
清
、
秀
水
の
人
。
字
は
奥
渠
。
琥
は

退
飛
。
諸
生
。
詩
詞
に
巧
。
著
に
風
雨
閉
門
詞
・
藷
雨

遺
音
・
苦
雨
堂
集
が
あ
る
。

[
顧
王
蹂
】
375g'
ウ
リ
／
清
の
人
。
踪
の
子
。
字
は
稚
圭
。
琥

は
容
堂
・
易
農
居
士
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
貝
外
郎
。
詩

文
‘
及
ぴ
書
鵞
に
巧
゜
〔
清
書
家
詩
史
‘
戊
、
上
〕
．
〔
國
朝

書
豊
家
筆
録
‘
-
―
〕
・
〔
墨
香
居
書
識
、
八
〕
・
〔
國
朝
書
人

輯
略
‘
七
〕
。

【
顧
横
波
】
376

宏
ハ
清
、
上
元
の
人
。
襲
鼎
年
の
妾
。
名
は

媚
。
字
は
眉
生
。
別
名
は
眉
。
横
波
は
其
の
琥
。
荘
妍
親

雅
。
文
史
に
通
じ
‘
善
＜
蘭
を
書
き
、
前
人
の
法
を
襲
は

ず
。
時
人
‘
推
し
て
南
曲
第
一
と
な
す
。
家
に
眉
棲
あ

り
、
筵
を
設
く
る
こ
と
虚
B
な
し
。
初
め
劉
芳
と
約
し

て
夫
婦
と
な
る
。
後
、
約
に
背
い
て
鼎
芽
に
蹄
す
。
芳
は

情
を
以
て
死
す
。
鼎
峡
、
横
波
を
得
て
‘
善
持
と
呼
ぴ
、

寵
愛
甚
だ
至
る
。
後
、
意
に
亜
妻
と
な
し
、
封
詰
を
受

く
。
横
波
、
財
を
軽
ん
じ
‘
施
を
好
み
、
オ
を
憐
み
‘
士
に

下
る
。
朱
杵
尊
の
詞
を
見
‘
奮
を
傾
け
て
千
金
を
贈
る
。

鼎
隼
に
嫁
し
て
後
、
徐
氏
と
改
姓
す
。
故
に
世
又
、
徐
夫

人
と
い
ふ
。

[
顧
惜
丹
青
】
377

”
諄
い
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
顧
惜
之
が

聾
に
巧
で
あ
っ
た
こ
と
。
尚
ほ
、
顧
惜
之
は
‘
博
學
に
し

て
オ
氣
が
あ
り
‘
諧
諸
を
好
み
‘
圏
蜜
を
能
く
し
た
の

で
‘
俗
に
惜
之
に
三
絶
あ
り
と
い
ふ
。
三
絶
と
は
オ
絶
．
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冨
溢
イ
[
〗
[
店
げ
°
略
字
。
〔
盟
字

易
の
八
卦
の
一
。
容
入
の
徳
を
表
は

し
‘
風
の
象
。
方
位
は
東
南
。
巽
(
4
-
8

7
6
5
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
罪
‘
巽
也
‘
ハ
レ
汀
八
レ
顛
‘

此
易
騨
卦
、
為
二
長
女
―
為
レ
風
者
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
騨
‘
此
字
即
巽
之
異
橙
、
古
易
卦
如
レ
此
作
耳
゜

蘭
由
會
意
。
汀
と
顛
と
の
合
字
。
顛
は
選
ん
で
具
へ
る

義
。
万
は
物
を
の
せ
る
量
。
故
に
二
字
を
合
し
て
供
へ

て
罹
く
義
と
す
。

【
騨
軒
】
！
り
ク
字
舅
〇
清
、
翁
同
書
(
9
|
2
8
6
3
5
 :
 8
9
)
 

の
琥
。
●
清
、
孔
廣
森
(
3
1
6
9
3
3
 :
 2
7
8
)

の
琥
°

雌
い

冨
k
]
坤

ソ
ン

〔
集
韻
〕
蘇
困
切
麗

T
u
 .f hsun• 

ム
X
.f suen• 

【
顧
]
三

コ

顧
(
1
2
-
4
3
6
8
9
)

の
略
字
。

書
絶
．
擬
絶
。
〔
晉
書
、
文
苑
‘
顧
惜
之
傭
〕
憤
之
博
學
有
l
-

オ
限
云
云
‘
尤
普
丹
青
面
呻
窯
特
妙
‘
云
云
‘
惜
之
有
二

―
二
絶
↓
オ
絶
・
蓋
絶
．
擬
絶
。

【
顧
而
言
レ
他
】
3
7
8
"
合
乃
答
へ
に
窮
し
た
り
、
答
へ
る

憤
値
が
な
い
と
思
っ
た
り
し
た
時
、
相
手
が
言
っ
て
ゐ

る
問
題
に
答
へ
ず
、
相
手
か
ら
顔
を
そ
む
け
て
他
事
を

い
ふ
こ
と
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕
王
顧
―
―
左
右
云
嬰

9
他。

【
顧
説
―
―
他
事
1

】379
”
{
”
け
顧
而
言
レ
他
に
同
じ
。
〔
列

子
‘
楊
朱
〕
孟
孫
陽
因
顧
‘
卑
ハ
―
―
其
徒
正
竺
他
事
↓

【
顧
レ
此
耽
耽
在
】
380

わ
祐
筏
判
砧
我
が
心
を
省
察
す

る
に
‘
正
氣
は
今
な
ほ
耽
々
と
し
て
我
が
心
中
に
存
在

し
て
ゐ
る
。
此
は
正
氣
゜
耽
々
は
明
か
な
さ
ま
。
〔
文
天

詳
‘
正
氣
歌
〕
顧
レ
此
耽
臥
在
‘
仰
親

1秒
~
雲
白
→

【
顧
東
橋
全
集
】
381

穴
霧
．
ゥ
書
名
。
三
十
九
巻
。
明
‘
顧

墳
撰
゜

＂ 
頁

音

〔
十
二
|
+
―
―
一
聾
〕

冨

i
]

亨
キ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
瀬
‘
昔
遠
。

顔
(
1
2
-
4
3
5
9
1
)

の
箱
文
。
〔
中
華

冨
】
螂
大
字
典
〕
績
‘
顔
籍
文
‘
見
説
文
↓

画
密
段
注
本
説
文
は
循
(
1
2
1
 4
4
5
0
9
)

に
作
る
。

ガ
ン

【

頷

】

岬

サ

ン

頷
(
1
2
|
 4
3
6
5
3
)

に
同
じ
。
〔
川

篇
〕
頷
、
同
レ
鎖
。

【
顕
】
亨

ジ，ユ

顧
(
1
2ー

4
3
7
1
6
)

に
同
じ
。
〔
川

篇
〕
顕
、
同
レ
額
。

盲
~
】
呻
リ
ン

隣
(
1
2
|
 4
3
6
9
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
購
‘
或
書
作
レ
顛
。

日
つ
つ
し
む
。
顔
色
を
を
さ
め
て
事

を
つ
つ
し
む
。
又
‘
か
み
の
毛
が
す
く

な
い
。
馴
(
1
2
-

4
3
6
9
4
)
に
同
じ
。
も
と
瞬(
1
2—

4
3
7
3
0
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
顛
、
本
作
レ
額
‘
豪

作
レ
隣
゜
〔
説
文
〕
賤
‘
診
隣
也
‘
八
レ
頁
舜
臀
‘
一

日
、
頭
少
髪
。
口
●
か
み
の
す
く
な
い
さ
ま
。
顛

(
1
2
-
4
3
6
9
4
)

に
同
じ
〔
集
韻
〕
睛
‘
少
炭
兒
‘

或
書
作
レ
顛
。

O
は
ぢ
。
憐
(
1
|
1
1
3
3
)

に
通
ず
。

〔
集
韻
〕
憐
‘
慰
恥
也
、
通
作
レ
隣
゜

輌
い
【隣】三
日
リ
ン

口
リ
ン

〔
集
韻
〕
良
刃
切
醐
辱

〔
集
韻
〕
里
忍
切
鯨
〗

冨]三
シ
ン

顎
(
1
2
-
4
3
6
7
8
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
雌
顎
字
之
調
。

酋國

〔
集
韻
〕
丘
甚
切
醐
g

〔
集
韻
〕
丘
検
切
醐
竿

〔
集
韻
〕
呼
濫
切
暉
四

小
日
●
歯
な
み
が
そ
ろ
は
ぬ
さ
ま
。
〔
説

豪
文
〕
頗
‘
鎌
兒
也
、
炊
レ
頁
叙
磐
。
〔
段
注
〕

誂
鎌
者
、
歯
差
也
、
歯
差
必
炭
於
外
辰
払
頁

o【
翻
咄
】
年

か
ほ
が
せ
ま
く
願
の
と
が
っ
た
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕

火
に
あ
た
る
。
〔
集
韻
〕
願
‘
臨
二
火
代
一
也
。

鎖
蒼
頷
―
本
‘
狭
面
銃
願
之
兒
。
〔
新
方
言
‘
繹
形

罷
〕
今
人
謂
レ
面
日
レ
顧
‘
俗
作
レ
瞼
‘
蓋
額
之
髪
也
、

【
顧
】
岬

F
[

〔
集
韻
〕
徒
谷
切
圏

昔
良
告
切
‘
蓋
本
専
指
l

一
面
之
挟
長
者
;
共
後
通

薦
盃
盗
只
所
在
梢
レ
瞼
、
惟
輻
州
呼
為
レ
面
耳
。
口

顕
牒
は
‘
頭
の
骨
゜
憫
(
1
2
-
4
5
2
8
1
)

に
同
じ
。

9願
は
‘
醜
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
頗
願
‘
醜
兒
゜

〔
集
韻
〕
憫
‘
説
文
、
憫
腰
、
頂
也
、
或
炊
レ
頁
。

〇
欽
(
6
-
1
6
1
0
4
)

に
通
ず
。
〔
後
漢
書
、
周
雙
博
‘

雙
生
而
欽
願
折
頷
‘
注
〕
欽
、
或
作
レ
頗
。
参
或
は
領

(
1
2
-
4
3
3
6
4
)
・
 
願
(
1
2
-
4
3
7
4
1
)
・

頻
(
1
2
|
 4
3
4
 

8
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
或
作
二
領
・
願
・
顔
二
国
一

【

顧

写

願
が
上
に
曲
る
。
額
願
。
鎖
(
1
2
-
4
3
5
6
3
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
頷
‘
願
曲
上
曰
レ
頷
‘
或
八
レ
金
。
〔
揚

雄
‘
解
嘲
〕
頗
願
折
額
。
〔
注
〕
善
曰
‘
曲
上
日
涵
畑
°

固
額
願
は
‘
面
が
平
ら
で
な
い
。
或
は
顛
(
1
2
ー

4

3
4
8
1
)
・

預
(
1
2
|
 4
3
4
0
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
額
‘

冨
品

国固国□日
カケキコカゲ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
魚
検
切

〔
集
韻
〕
丘
凡
切

日

0
い
か
る
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
頴
‘
怒
也
。
●
傾

国□ 日
オイゴキギケ
ンンンンそィ

ゥ

〔
集
韻
〕
渠
領
切
躍
g

〔
集
韻
〕
渠
飲
切
襄

〔
廣
韻
〕
子
禁
切
図
i-

ゴカ
ンン

〔
集
韻
〕
胡
紺
切

園

【顆]”
級
顆
は
‘
頭
の
う
ご
く
さ
ま
。
骸
(
1
2
-
4
5
2
8
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
賊
骸
‘
首
動
兒
‘
或
炊
レ
頁
。

□

0
頭
を
動
か
す
。
頗
(
1
2
-
4
3
5
9
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
願
‘
首
動
也
‘
或
省
。
●
や
せ
る
。
〔
五
昔

集
韻
〕
願
‘
疲
也
。

O
十
分
に
食
べ
ら
れ
ぬ
。
〔
廣

韻
〕
願
‘
食
不
レ
飽
°
□

O
顧
願
は
‘
あ
た
ま
や
か

ほ
が
平
ら
で
な
い
。
〔
集
韻
〕
願
‘
舗
願
‘
頭
面
不
レ

平
。
●
か
ほ
が
き
ば
む
。
顧
(
1
2
-
4
3
5
9
8
)

に
同

じ
。
〔
廣
韻
〕
願
‘
面
虚
黄
色
。
〔
集
韻
〕
願
‘
不
レ
飽

而
面
黄
也
‘
或
作
レ
願
。

集
韻
〕
胡
紺
切

ガ
7

顧

顧

騨

顧

梱

隣

顛

顕

頷

顔

瀬

顆

頗

願

顕

顧

頴

集
韻
〕
玉
盆
切

”
麟
昂
i

――

~ 

カ
ン

ー

日

コ

ン

。
ロや

冨

】

437

カ
ン
コ
ン

集
韻
〕
苦
感
切

園憾

頗
願
‘
面
不
レ
平
也
‘
或
作
畑
箱
雲
国
穎
頗
は
、
お

ろ
か
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
煩
頗
‘
擬
兒
゜

三
一
六
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[

顕

]

亨

ru. 

頁

音

〔
十
一
―
了
ー
十
四
豊
〕

顧

顧

顔

願

願

額

翻

翻

頓

顧

顧

顧

顧

願

顧

頼

顔

願

瀕

〔
集
韻
〕
之
膳
切
醐
国

士
コ

c
h
a
n
•

ィ
コ

ch'an4

〔
集
韻
〕
戸
連
切

oo

〔
集
韻
〕
旨
善
切
暦

小

日

0
ふ
る
へ
る
。
①
頭
が
ふ
る
へ
う

魯
策
ご
い
て
き
ち
ん
と
し
な
い
。
〔
説
文
〕
【
顧
】
707

顧
‘
頭
否
定
也
、
ハ
レ
頁
買
臀
゜
＠
手
足
が
ふ
る

43

へ
わ
な
な
く
。
〔
廣
韻
〕
顧
‘
四
支
寒
動
。
〔
淮
南
ほ
ほ
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
頬
也
。

子
、
説
山
訓
〕
故
寒
顛
、
擢
者
亦
顧
。
〇
お
ど
ろ

く
。
〔
呂
覧
‘
憧
大
〕
天
下
顛
恐
而
患
レ
之
。
〔
注
〕

冨[】[

顧
、
驚
也
。
＠
艘
(
1
0
-
3
8
1
5
3
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

艘
‘
罷
椛
也
、
通
作
レ
額
。
口

0
に
ほ
ひ
を
よ
く
か

ぎ
わ
け
る
。
〔
集
韻
〕
顧
、
鼻
徹
為
レ
顛
‘
謂
レ
審
―
―
於

氣
臭
也
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
鼻
撤
為
レ
顧
゜
〔
疏
〕
微

通
也
、
顕
者
、
辛
臭
之
事
也
。
●
糧
(
9
|
2
器
8
1
)

[
顧
】
[

に
通
ず
。
〔
列
子
、
楊
朱
、
鼻
之
所
レ
欲
レ
向
者
椒

テ
イ

テ
イ

麒
(
1
2
-
4
3
7
0
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
縣
、
同
レ
麒
。

頂（
1
2
-

4
3
3
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
頂
、
亦
八
レ
鼎
。

曰
セ
ン

□
セ
ン

□
セ
ン

シ
，
ヨ
ク

シ
キ

〔
集
韻
〕
殺
測
切
繭
i

冨
】
〖

●
ほ
ほ
゜
〔
集
韻
〕
顧
‘
一
日
‘
頬
謂
乏
顧
↓
〇
ぁ

こ
ひ
げ
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
願
下
毛
也
。
〔
荘
子
、
外
物
〕

臆
其
賢
面
手
其
雙
〔
秤
文
〕
司
馬
云
‘
願
下
毛

也。

0
或
は
嗚
（
2
-
4
3
7
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顧
、

或
炊
レ
ロ
。

ク
ヴ
ィ

ヶ

〔
集
韻
〕
許
激
切
醐

類
は
‘
い
か
る
さ
ま
。
〔
方
言
‘
+
-
―
-
‘
注
〕
傾
額
‘

患
貌
也
。
口

0
い
か
る
。
〔
集
韻
〕
縣
、
博
雅
、
怒

也。

O
頴
麒
は
‘
よ
わ
く
お
と
る
。
〔
集
韻
〕
類
‘
一

日
、
願
縣
、
儒
劣
゜
匡
類
齢
は
、
は
ぎ
し
り
し
て
怒

る
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
麒
‘
類
齢
‘
切
歯
怒
兒
゜

蘭
而
不
レ
得
レ
嗅
謂
1

一
之
開
顛
盃
繹
文
〕
顛
、
輿
レ
糟

同
。
国
か
し
ら
の
う
こ
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
、
首

動
兒
。

[
顆
孜
】
1

的
頭
が
ゆ
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
杖
‘
顧
夜
、

頭
描
貌
。

【
顛
恐
】
2

翌
ゥ
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
〔
呂
覧
‘
憧
大
〕

天
下
顛
恐
而
患
レ
之
。
〔
注
〕
顧
、
驚
也
。

【
顧
杖
】
3

梵
ゥ
手
に
持
つ
撥
か
ふ
る
へ
る
こ
と
。
杖
は

バ
チ
の
類
。
〔
桃
花
扇
‘
投
輯
〕
射
―
―
江
山
1

吃
こ
斗
苦
松

饂
小
鼓
兒
顆
杖
軽
敲
‘
寸
板
兒
頼
手
頻
椛
゜

【
顧
動
]
4

討
ふ
る
ひ
わ
な
な
く
。
又
‘
ふ
る
ひ
う
ご
か

す
。
〔
宣
和
憲
譜
、
人
物
一
、
鄭
法
子
〕
（
孫
）
尚
子
‘
云
云
‘

又
善
為
顧
筆
盲
茫
於
衣
服
手
足
‘
木
葉
川
流
一
者
、
皆
勢

【
顧
微
】
5

c
h
a
n
'
w
e
i
―
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
。

L

若
罰
動
↓

【
顧
筆
】
6

茫
筆
を
ふ
る
は
せ
る
。
又
、
筆
を
ふ
る
は
し

て
書
く
筆
法
。
載
筆
。
顧
動
を
見
よ
。
〔
談
蒼
〕
南
唐
李
後

主
善
レ
書
、
作
―
―
顧
筆
楼
曲
之
状
↓
遵
勁
如
二
寒
松
霜
竹
↓

【
罰
魏
i

魏】
7

梵
〇
臀
氣
の
ふ
る
へ
る
さ
ま
。
〔
紅
棲

夢
―
―
-
＋
三
回
〕
老
太
太
来
了
‘
一
句
話
未
レ
了
‘
只
聰
窓

外
顧
坑
我
的
臀
氣
‘
説
道
‘
先
打
二
死
我
ご
再
打
1

一死他↓

〇
弱
く
美
し
い
さ
ま
。
〔
西
賄
記
‘
雀
鶯
鶯
夜
罷
レ
琴
雑

劇
〕
俺
娘
呵
‘
牌
―
―
顧
窺
窺
雙
頭
花
蕊
紐
江
。
参
ゆ
ら
ゆ
ら

揺
れ
る
。
〔
西
賄
記
‘
草
橋
店
夜
夢
―
―
鶯
鶯
如
和
劇
〕
驚
1¥

覺

我
的
是
顧
説
説
竹
影
匹
龍
蛇
↓

盲
出
グ
ワ
ン

願（
1
2ー

4
3
6
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
願
‘
或
炊
レ
應
°

頓
(
1
2
-
4
3
6
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集

国
】
吋
カ
イ
韻
〕
頻
‘
頭
骨
兒
‘
或
炊
レ
蓋
゜

顧
顕
は
‘
こ
め
か
み
が
動
く
。
〔
集
韻
〕
顕
‘
耳
穴

動
謂
二
之
顧
顕
↓

【
顕
】
叩

芝
ユ二ーユ

〔
集
韻
〕
汝
朱
切
亙
-

日
X

ju' 

冨

】

叩

ァ

ッ

謁
(
1
2
-
4
8
5
3
9
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
細
‘
謁
字
之
謳
゜
,i―― 

国

】

5

ケ
ン

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
郡
、
音
喧
。

冨
】
叩
ガ
ク
"
[
こ
〗
口
に
同
じ
。
〔
字
彙

【

翻

】

[

捗
(
1
-
1
2
3
6
)

に
同
じ
。
〔
五
昔
集

韻
〕
傾
‘
卑
ハ
レ
悽
同
。

ボ
，
ウ

顔
罷
は
、
頭
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
顔
世
‘
頭
兒
゜

【

顔

】

如

[

/

集
韻
〕
丁
紺
切
暉
幽

【
顧
】
5

贅（
1
2
|
 4
3
6
5
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
顕
、
今
作
レ
贅
°

ガ
ウ

三
一
七

●
物
を
見
る
め
つ
き
の
う
つ
く
し
い
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
願
‘
一
日
‘
眺
兒
。
●
う
つ
く
し
い
容
貌
゜
〔
集

韻
〕
瀬
‘
美
容
也
。
〔
廣
韻
〕
頗
、
美
容
兒
也
。
参
或

冨
】
〗
イ
〔
集
韻
〕
於
宜
切
図

願
頬
は
‘
頭
が
く
ら
む
。
〔
集
韻
〕
願
‘
願
頬
‘
頭
昏
゜

盲
~
】
〗
〗
，
ゥ
〔
集
韻
〕
母
撼
切
圏

●
ふ
た
つ
。
〔
方
言
‘
二
〕
顔
‘
雙
也
‘
南
楚
江
淮

之
開
日
レ
顔
。
●
ふ
た
こ
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
顔
‘

學
也
。

O
ぅ
つ
く
し
い
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
一
曰
‘
美

也。

顧
圏
字
形
、
廣
韻
・
集
韻
な
ど
は
顧
に
作
る
。
今
暫
く
康

熙
字
典
に
撮
る
。

冨
芦
メベ
ンン

〔
集
韻
〕
民
堅
切

oo

日

g
く
ら
い
。
悽
(

1

|
1
2
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

懐
‘
説
文
‘
惜
也
‘
或
炊
レ
頁
。

~ 

騎
夕ハ........... 
43720 

匡lピl
モポコ，
ゥゥゥ

集
韻
〕
禰
登
切

〔
集
韻
〕
呼
弘
切

函國

日
口
顛
顧
は
、
大
き
い
か
ほ
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
顛

顕
輯
‘
大
面
兒
。 タ

ヴ

9
E
lト
ヴ

ー

タ
ヴ
ロ

【

顧

]437

ド
ヴ

〔
集
韻
〕
徒
刀
切

〔
集
韻
〕
都
努
切

國圏
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小
日
●
あ
き
ら
か
。
④
ひ
か
り
輝
く
。

欝
豪
一
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
顧
‘
光
也
。
〔
義
疏
〕
顧

者
、
下
文
云
‘
見
也
、
見
之
光
也
、
説
文
、
顕
、
頭
明

飾
也
、
晶
、
ハ
,
,
日
中
視
ヮ
絲
、
古
文
以
為
―
―
顕
字
五
是

顕
古
作
レ
晶
、
日
中
視
レ
絲
、
故
訓
レ
光
、
又
訓
レ
見
、

皆
本
,
,
古
文
云
〖
レ
説
也
。
〔
玉
篇
〕
顕
、
明
也
。
＠
さ

だ
か
。
あ
ざ
や
か
。
鮮
明
。
〔
詩
、
大
雅
‘
抑
〕
無
レ
日
レ

不
レ
顧
。
〔
箋
〕
顧
、
明
也
。
◎
い
ち
じ
る
し
い
。
著

明
。
〔
玉
篇
〕
顧
、
著
也
。
●
あ
ら
は
に
。
あ
き
ら
か

に
。
④
お
ほ
や
け
に
。
〔
國
語
、
呉
語
〕
不
二
敢
顧
然

布
レ
幣
行
＂
栂
。
〔
注
〕
顕
‘
猶

11

公
露
1

也
。
＠
む
き
だ

し
に
。
は
つ
き
り
と
。
〔
證
‘
曲
糧
下
〕
為
—
一
人
臣
一
之

證
、
不
,
,
顧
諫
↓
〔
注
〕
顕
、
明
也
。
◎
お
も
て
む
き

扉】
g

口
ヶ
ン

日
ヶ
ン

〔
集
韻
〕
呼
典
切
＞
願

T
云，

h
s
i
e
n
3

〔
集
韻
〕
馨
旬
切
醐
i

●
い
き
ど
ほ
る
。
も
だ
え
る
。
〔
方
言
‘
十
二
〕
顛
‘

惹
也
。
〔
玉
篇
〕
顛
‘
憤
惹
也
。
●
頭
が
み
だ
れ
る
。

〔
集
韻
〕
顛
‘
頭
憤
也
。

O
頭
の
骨
。
〔
龍
藉
手
鑑
〕

顛
‘
頭
骨
゜

【
顛
】

g

ヒ
ン
〔
集
韻
〕
卑
民
切
圏

い
た
だ
き
。
顛
(
1
2ー

4
3
6
7
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顎
‘
頂
顛
也
‘
或
ハ
レ
宵
゜

【

額

写

言

ゥ

〔

集

韻

〕

乃

梃

切

迦

は
顧
(
1
2
-
4
3
6
6
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
或
作
レ

顧
。

頁

部

〔
十
四
驚
〕

に
。
う
は
ぺ
に
。
〔
史
記
、
韓
非
偲
〕
而
顕
為
ー
名
高
―
【
顧
鯰
】

2

け
，
〇
あ
き
ら
か
に
う
る
は
し
い
徳
。
〔
漢
[
顕
考
]
u陀
•
古
、
高
祖
の
敬
稽

o

顧
考
廟
を
見
よ

o

者
也
。
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
顧
者
、
陽
也
。
●
あ
ら
は
れ
書
、
叙
博
上
〕
帝
王
之
詐
、
必
有
―
―
明
聖
顕
鈴
之
徳
↓
〔
法
●
亡
父
の
敬
稽
。
顧
は
‘
明
か
‘
敬
梢
。
考
は
‘
亡
き
父
。

°
言
、
重
黎
〕
咸
有
1

一
顕
鯰
↓
〔
王
融
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
元
の
大
徳
以
後
は
特
に
士
庶
人
の
亡
父
を
皇
父
と
呼

畏
顧
膝
於
王
表
一
●
元
、
移
剌
買
奴
(
8
-
2
5
0
4
5
:
 11

ぷ
こ
と
を
禁
じ
‘
詔
し
て
顕
考
と
呼
ば
せ
た
。
〔
曹
植
、

る
。
④
む
き
出
し
に
な
る
。
お
も
て
む
き
に
な
る

〔
素
問
‘
五
常
政
大
論
〕
其
令
鳴
顧
。
〔
注
〕
顕
‘
露

5
)

の

溢

。

王

仲

宣

昧

〕

伊

君

顧

考

‘

変

葉

佐

レ

時

。

〔

注

〕

翰

曰

‘

考

‘

也
。
＠
さ
か
え
る
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
而
未
1＝
嘗
〖
顧
誌
荘
聖
王
〗
3
”
”5
ィ
？
ウ
元
‘
容
宗
の
后
の
溢
。
父
也
。
〔
曹
植
‘
責
レ
射
詩
〕
於
穆
顧
考
、
時
惟
武
皇
。
〔
注
〕

有
顧
者
杢
〔
疏
〕
而
未
―
―
嘗
見
ァ
有1一
富
貴
顕
〖
顧
鯰
荘
聖
皇
后
〗
•
祝
'
”

t心
セ
ィ
元
初
‘
蒙
古
怯
烈
部
良
曰
‘
明
考
即
武
皇
也
‘
植
是
子
‘
故
云1一
明
考
→
〔
播
岳
‘

逹
者
来
二
家
中
↓
●
あ
ら
は
す
。
明
か
に
す
る
。
の
酋
長
注
平
の
弟
竿
不
の
女
。
春
宗
権
雷
の
妃
と
な
楊
仲
武
誅
〕
顕
考
康
侯
‘
無
レ
藤
早
終
。
〔
注
〕
良
日
、
考
‘

り
、
そ
の
歿
後
‘
至
元
元
年
‘
顕
銹
荘
聖
皇
后
と
溢
せ
ら
父
也
。
〔
蹟
種
通
考
‘
紳
主
〕
徐
乾
學
按
‘
古
人
於
1

一
祗
・
考

れ

た

。

及

砒

之

上

1

皆
加
こ
皇
字
一
逮
1
1

元
大
徳
朝
一
始
詔
改
レ

〔
孝
経
‘
開
宗
明
義
章
〕
立
レ
身
行
レ
道
‘
揚
ー
ー
名
於

【
顧
位
】
5

朽
ン
た
つ
と
い
く
ら
ゐ
。
高
位
。
崇
位
。
〔
新
皇
為
レ
顕
‘
以
1
1

士
庶
不
ワ
得
レ
稽
レ
皇
也
、
不
レ
知
1
1

皇
之

後
世
i

以
顧
二
父
母
↓
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
而

聾
修
雙
〔
注
〕
善
日
、
顧
‘
明
也
。

O
そ
と
。
お
序
、
節
士
〕
尊
官
顕
位
、
而
不
レ
榮
也
。
〔
後
漢
書
、
来
歴
取
レ
義
、
美
也
‘
大
也
面
初
非
品
取
―
―
君
字
之
義
i

而
嘗
時
乃

も
て
。
〔
荀
子
、
天
論
〕
隠
顧
有
レ
常
゜
〔
注
〕
隠
顧
‘
傭
〕
弟
朧
、
字
季
徳
、
少
好
レ
學
下
レ
士
、
開
レ
館
養
レ
徒
、
以
レ
此
為
レ
嫌
‘
何
也
‘
其
在
―
―
於
今
面
則
相
沿
既
久
、
自
不
ー
＝

即
内
外
也
。
●
み
る
。
注
視
す
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
少
歴
顧
位
云
璽
帝
時
、
再
遷
―
―
司
空
↓
必
復
用
1

一
皇
字
丘
＾
゜
〔
核
餘
叢
考
‘
顧
考
〕
祭
法
‘
王
立
二

【
顧
猷
]
6

坑
あ
き
ら
か
な
は
か
り
ご
と
。
〔
束
哲
‘
補
七
廟
石
]
考
廟
‘
則
父
也
‘
日
王
考
廟
‘
則
祖
也
、
日
皇
考

亡
詩
〕
玉
燭
陽
明
‘
顕
猷
翼
翼
。
廟
‘
則
曾
祗
也
、
曰
顧
考
廟
‘
則
高
祗
也
‘
檀
弓
‘
殷
主

顕
‘
見
也
。
〔
注
〕
顕
、
明
見
也
。
〔
玉
篇
〕
顧
、
観
也
。

[
顧
允
】
7

け
≫
徳
明
か
で
心
の
信
な
こ
と
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
綴
レ
重
‘
注
‘
始
死
未
レ
作
レ
主
‘
先
以
レ
木
為
レ
重
‘
至
レ
虞

〔
詩
‘
周
頌
‘
敬
之
〕
天
維
顕
思
゜
〔
傭
〕
顧
‘
見
也
。

〔
傭
疏
〕
顕
‘
見
‘
秤
詰
文
‘
輿
ー
ー
全
詩
之
顧
興
レ
光
湛
露
〕
顕
允
君
子
、
莫
レ
不
―
―
令
徳
↓
〔
集
傭
〕
顕
‘
明
‘
允
‘
乃
作
レ
主
‘
殷
人
作
レ
主
‘
後
則
聯
11

其
重
i

縣
ー
ー
諸
死
者
之

同
レ
義
者
ー
有
レ
飲
レ
別
也
、
見
‘
猶
レ
視
也
。

0
か
は
信
也
。
〔
陸
雲
‘
晉
故
散
騎
常
侍
陸
府
君
昧
〕
顧
允
閑
姿
‘
廟
五
＃
顧
考
i

乃
埋
レ
之
‘
疏
‘
顕
考
、
高
祗
也
、
世
世
邁

る
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
顧
、
代
也
。
〔
義
疏
〕
顧
者
、
明
既
明
且
偉
゜
〔
播
尼
、
贈
』
陸
機
出
為
1

一
呉
王
郎
中
令
1

詩
〕
遷
、
至
レ
為
-
1

顕
考
工
兵
重
猶
在
、
離
―
顧
考
l

乃
埋
レ
之
‘

顧
允
陸
生
‘
於
レ
今
勘
レ
僑
。
是
古
人
皆
以
孟
向
祗
云
竺
顕
考
一
也
‘
其
稽
ら
父
亦
日
ニ

【
顕
榮
】
8

苔
身
分
が
貴
く
さ
か
え
る
。
立
身
出
世
し
て
皇
考
ご
呈
者
大
也
‘
於
1

一
君
上
之
義
』
無
レ
渉
‘
曲
證
‘
父

也
‘
明
者
‘
昏
之
代
也
。
●
き
ら
ぴ
や
か
な
頭
の

富
貴
を
得
る
。
榮
顧
。
〔
楚
辟
‘
宋
玉
、
九
辮
〕
太
公
九
十
、
日
,
1

皇
考
ご
母
曰
―
―
皇
砒
一
離
騒
‘
朕
皇
考
曰
1

一
伯
庸
ご
官

か
ざ
り
。
古
‘
贔
(
6
|
1
4
0
9
9
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

顧
‘
頭
朝
飾
也
、
ハ
貨
贔
臀
。
〔
段
注
〕
故
字
ハ
レ
乃
顧
榮
分
。
〔
呂
覧
‘
長
利
〕
名
顕
榮
、
賓
侠
築
。
〔
韓
非
司
馬
機
為
燕
王
—
告
硝
廟
女
‘
亦
日
忌
敢
昭
告
―
―
於
皇

頁
‘
飾
者
版
也
‘
頭
明
飾
者
、
晃
弁
充
耳
之
類
‘
引
子
‘
五
嚢
〕
文
學
習
則
為
―
―
明
師
一
為
-
1

明
師
ー
則
顧
榮
。
考
清
恵
亭
侯
i

是
也
、
徐
健
蕎
讀
幡
通
考
謂
、
今
人
以
11

申
筏
凡
明
之
偕
五
按
、
熱
、
謂
,
,
衆
明
云
顕
、
本
主
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
富
貴
顧
榮
‘
成
11

理
萬
物
↓
〔
史
記
‘
商
君
顕
考
云
『
レ
父
‘
則
起
二
於
有
冗
之
世
二
時
以
―
―
皇
字
1

為――

博
〕
有
レ
功
者
顧
榮
‘
無
レ
功
者
雖
レ
富
鉦
ぶ
所
二
芽
華
↓
〔
史
君
上
尊
稽
五
遂
易
為
-
1

顕
考
ぶ
然
葉
石
林
云
、
漢
議
―
―
宣
―
帝

記
‘
莱
澤
傭
〕
富
責
顧
榮
、
成
-
l

理
萬
物
↓
〔
説
苑
‘
至
公
〕
父
稽
一
璽
臣
初
請
ぢ
譴
為
11

悼
太
子
一
魏
相
以
為
レ
宜
る
尊

謂
碩
明
鯨
乃
顧
専
行
而
贔
畷
芙
、
日
部
贔
下

不
レ
名
―
―
仁
智
i

無
レ
求
-
l

顧

榮

↓

稽

日

二

皇

考

一

自

レ

是

皇

考

遂

為

―

―

尊

琥

之

稽

工

非

1

一
後
世

日
、
古
文
以
為
1
1

顧
字
ニ
●
憲
(
4ー

1
1
2
6
9
)

に
通

ず
。
〔
詩
、
大
雅
‘
椴
築
〕
顧
顧
令
徳
。
〔
中
庸
〕
憲
憲
【
顕
要
】
10

苓
地
位
や
職
務
の
貴
く
て
橿
要
な
こ
と
。
所
＞
得
二
通
用
一
石
林
之
言
如
レ
此
、
則
似
；
宋
時
已
無
＊

令
徳
。

O
姓
。
〔
廣
韻
〕
顧
‘
姓
也
、
風
俗
通
云
、
有
1

一
又
、
そ
の
位
や
職
。
又
、
そ
の
位
や
職
に
居
る
人
。
〔
晉
稲
レ
父
為
―
―
皇
考
I

之
例
A

矢
‘
健
蕎
之
説
‘
不
レ
知
二
何
所
ワ

顧

甫

為

面

卿

f

口
人
名
。
〔
集
韻
〕
顕
‘
闘
‘
人
書
‘
諸
葛
恢
傭
〕
於
レ
時
王
氏
為
二
将
軍
盃
而
恢
兄
弟
及
顔
本
。

含
‘
拉
居1一
顕
要
→
〖
顕
考
廟

]
1
5
苓
か
ゥ
古
、
高
祗
の
廟
を
い
ふ
。
高
祗
の

【
顕
曜
】
11

祁
あ
き
ら
か
に
か
が
や
く
。
〔
魏
書
、
幡
志
廟
は
四
廟
の
上
に
位
す
る
か
ら
‘
顧
と
い
ふ
。
〔
種
‘
祭

名
‘
秦
有
1
1

子
顧
↓
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
子
顕
以
致
1
1

命

上
〕
軍
臣
奏
、
以
nl

國
家
繊
1

黄
帝
之
後
盆
岳
為
11

土
徳
一
法
〕
日
願
考
廟
、
日
祗
考
廟
。
〔
疏
〕
日
顧
考
廟
者
、
高

於
穆
公
↓

儡

ア

キ

。

ア

ぎ

フ

。

故

神

獣

如

レ

牛

‘

牛

土

蓄

、

又

黄

星

顧

曜

‘

其

符

也

。

祗

也

、

顧

、

明

、

高

祗

居

-

―

四

廟

最

上

五

故

以

11

高
餌
目
レ

【
顧
異
】

1
g
貴
ん
で
他
の
者
よ
り
目
立
つ
や
う
に
す
【
顧
應
】
12

が
や
あ
き
ら
か
に
應
ず
る
。
〔
後
漢
書
、
明
帝
之
。

る
。
〔
漢
書
‘
宣
元
六
王
‘
楚
孝
王
揖
傭
〕
行
純
茂
而
不
―
―
紀
〕
公
卿
百
官
以
ニ
ー
帝
威
徳
懐
』
遠
、
詳
物
顕
應
五
乃
並
【
顧
幸
・
】
16

祝
あ
き
ら
か
な
し
あ
は
せ
。
〔
漢
書
‘
陳
餘

顕
異
面
保
レ
國
者
将
何
屁
哉
。
〔
新
序
、
節
士
〕
漢
尊
レ
集
11

朝
堂
云
奉
レ
縞
上
レ
壽
。
「
の
討
。
博
〕
良
嘗
事
』
我
得
―
―
顕
幸
↓

武
以
衷
典
屡
國
一
顧
―
ー
異
於
他
臣
1

也

。

【

顧

界

】

13

”
し
こ
の
よ
。
現
世
。
幽
界
(
4ー

9
2
0
5
:
 6
8
)

【
顧
炊
】
17

筑
あ
き
ら
か
な
い
さ
を
。
〔
後
漢
書
‘
光
武

顎

顛

顧

三
一
八

12914 
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頁

部

〔
十
四
書
〕

顕

紀
上
〕
顧
炊
未
レ
酬
‘
名
籍
未
レ
立
。
〔
羅
隠
‘
自
胎
詩
〕
縦
ら
は
れ
る
こ
と
と
か
く
れ
る
こ
と
。
世
に
知
ら
れ
る
こ

無
―
―
顕
奴
亦
蔵
袖
‘
若
有
レ
所
レ
成
甘
守
レ
株
。
と
と
知
ら
れ
ぬ
こ
と
。
行
祓
進
止
。
〔
晉
書
‘
隠
逸
偲
論
〕

【
顕
琥
]
1
8

梵
美
は
し
い
名
琥
。
功
徳
等
を
顕
彰
す
る
君
子
之
行
殊
レ
塗
‘
顕
晦
之
謂
也
。
〔
柳
宗
元
‘
箕
子
碑
〕

名
琥
゜
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
下
〕
建
如
細
琥
五
空
尊
名
↓
憲
憲
大
人
、
顧
晦
不
レ
漁
゜
〔
白
居
易
‘
答
―
―
四
皓
廟
一
詩
〕

〔
司
馬
相
如
‘
喩
―
―
巴
蜀
―
檄
〕
終
則
遺
―
―
顧
琥
於
後
世
↓
随
レ
時
有
―
―
顕
晦
玉
杏
道
無
―
―
燐
細
一

〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
存
有
二
顧
琥
ェ
亡
有
1

一

美

詮

↓

【

顕

光

】

29

”笠

O
光
を
あ
ら
は
す
。
徳
を
あ
ら
は
す
を

【
顕
赫
】
19

梵
明
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
盛
に
光
り
輝
く
。
い
ふ
。
〔
詩
、
大
雅
‘
大
明
〕
造
レ
舟
為
レ
梁
、
不
レ
顕
―
―
其
光
↓

〔
後
漢
書
‘
邊
譲
傭
〕
逹
1

一
皇
佐
之
古
向
動
1

分
‘
馳
仁
臀
之
〔
博
〕
造
レ
舟
‘
然
後
可
応
盆
密
其
光
輝
↓
〔
荀
戎
別
傭
〕

顕
赫
↓
〔
後
漢
書
‘
郵
鷺
傭
〕
寵
震
顕
赫
‘
光
震
二
都
祁
一
太
祖
表
曰
‘
或
数
レ
カ
同
レ
心
、
左
↓
1

右
王
略
ご
用
披
―
―
浮

【
顧
學
】
20

”
8

0
顕
れ
た
學
問
。
又
‘
學
を
以
て
世
に
累
顕
―
―
光
日
月
ニ
〇
明
か
な
光
。
即
ち
明
か
な
徳
゜
〔
史

あ
ら
は
れ
た
も
の
。
有
名
な
學
者
。
〔
韓
非
子
‘
顕
學
〕
記
‘
三
王
世
家
賛
〕
克
明
二
顧
光
ぶ
義
之
不
レ
圏
。
参
三
國

世
之
顧
學
‘
儒
墨
也
。
〔
韓
非
子
‘
外
儲
説
左
上
〕
楚
王
呉
‘
襲
石
(
1
2
-
4
8
8
3
7
:
 4
1
)

の
字
。

詞
田
鳩
日
‘
墨
子
者
顕
學
也
‘
其
身
橙
則
可
‘
其
言
多
【
顕
器
】
30

”
[
＇
明
か
に
開
通
す
る
。
は
つ
き
り
す
る
。

而
不
レ
辮
何
也
。
●
韓
非
子
の
篇
名
。
〔
杜
牧
‘
寄
―
―
李
郎
中
一
詩
〕
唯
有
1

一
君
子
心
盃
顧
窮
知
―
―
幽

【
顕
諫
】
21

竺
あ
か
ら
さ
ま
に
い
さ
め
る
。
正
面
か
ら
抱
↓

諫
言
す
る
。
〔
碍
‘
曲
随
下
〕
為
―
―
人
臣
一
之
證
‘
不
1

一
顕
諫
一
【
顧
官
】
31

”
炉
貴
い
や
く
。
高
官
。
逹
官
。
又
、
高
位
の

〔
晉
書
‘
唐
彬
傭
〕
彬
忠
爾
公
亮
‘
圭
茫
規
匡
救
‘
不
,
,
顧
諫
人
。
〔
後
漢
書
、
劉
玄
博
〕
今
公
卿
大
位
、
莫
レ
非
二
戎
陳
、

以

自

彰

一

尚

書

顕

官

‘

皆

出

↓

―

庸

伍

↓

「

じ

。

【
顧
軌
】
22

竺
ぁ
ぎ
ら
か
な
車
の
あ
と
。
人
の
履
歴
に
【
顕
宦
】
32

”
が
／
貴
い
官
職
。
又
‘
其
の
人
。
顧
官
に
同

い
ふ
。
全
僧
逹
‘
和
頑
邪
王
依
ぇ
古
詩
〕
顧
軌
莫
レ
殊
レ
【
顕
卿
】
33

花
字
琥
。
●
元
‘
張
明
(
4
-
9
8
1
2
:
 6
0
0
)

の

轍
‘
幽
塗
登
異
レ
魂
。

O
の
字
。

O
元
‘
張
立
道
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
5
7
7
)

の
字
。

O

【
顕
貴
】
23

朽
ン
世
に
知
ら
れ
て
た
つ
と
い
こ
と
。
高
位
元
‘
晃
顧
(
6
ー
1
3
8
8
9
:
 5
)

の
字
。

に
在
る
人
。
貴
顕
゜
〔
史
記
‘
儒
林
‘
輯
固
傭
〕
諸
齋
人
以
レ
【
顕
慶
】
34

花
〇
あ
き
ら
か
な
さ
い
は
ひ
。
〔
後
漢
書
‘

詩
顛
責
者
、
皆
固
子
弟
也
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
上
〕
光
武
紀
下
〕
登
可
レ
使
五
叶
符
顧
慶
‘
液
而
無
』
聞
。

O
唐

居
砿
貴
之
位
也
。
〔
宋
史
、
劉
煕
古
傭
〕
性
淳
謹
‘
雖
ー
の
高
宗
（
李
治
）
の
年
琥
。
(
6
5
6
|
 6
6
1
)

〇
隋
‘
李
穆
(
6

顧

真

不

レ

改

―

―

寒

素

↓

ー

1
4
4
5
9
:
 7
5
1
)

の
0
の
字
。

【
顧
器
】2
4
"／
立
派
な
つ
つ
は
。
す
ぐ
れ
た
人
物
。
〔
呉
〖
顧
慶
絡
〗
3
5
O
e
/
ヶ
ィ
宋
の
太
僕
の
蔵
す
る
精
巧
な
天

志
‘
陸
抗
傭
〕
嘗
世
秀
穎
‘
一
時
顧
器
。
子
の
車
。
唐
の
顧
慶
か
ら
博
は
っ
た
と
い
ふ
。
〔
宋
史
‘

【
顕
義
】
25

朽
／
〇
義
を
あ
ら
は
す
。
〔
揚
雄
‘
長
楊
賦
〕
朝
輿
服
志
一
〕
玉
格
、
自
―
―
唐
顕
慶
1

博
レ
之
、
至
＞
宋
日
如
細

廷
純
仁
‘
遵
レ
道
顕
レ
義
。
〔
後
漢
書
｀
齊
武
王
綻
傭
論
〕
慶
絡
↓
親
郊
則
乗
レ
之
、
制
作
精
巧
‘
行
止
安
重
゜

赦
羹
彪
以
顕
義
。
〔
論
衡
‘
量
知
〕
貪
レ
官
顧
レ
義
0

[
顕
教
】
36

忽
圃
佛
が
あ
き
ら
か
に
衆
生
に
説
き
示
し

〔
曹
植
‘
七
啓
〕
予
聞
君
子
築
―
―
奮
レ
節
以
顧
＞
義
‘
烈
士
た
法
。
密
赦
(
3
-
7
2
0
5
:
 5
1
)

の
0
の
封
。
慎
言
宗
で
は

且
危
レ
謳
以
成

t」
。
●
後
魏
‘
魏
釧
(
1
2
|
 4
5
8
7
2
 :

9

自
宗
を
密
教
と
し
‘
他
宗
を
凡
て
顕
教
と
す
る
。
顕
密

9
)

の
字
。

(
1
3
4
)

を
見
よ
。
〔
二
教
論
‘
上
〕
夫
佛
有
三
身
五
教
則
二

【
顕
休
】
26

梵
あ
き
ら
か
で
う
る
は
し
い
。
〔
書
‘
多
方
〕
種
‘
應
化
開
説
‘
名
曰
,
,
顧
教
一
言
顕
略
逗
レ
機
‘
法
佛
談

乃
大
降
―
―
顕
休
命

f
成
湯
一
〔
傭
〕
大
下
―
―
明
美
之
命
於
成
話
‘
謂
一
之
密
教
ぢ
―
E

祁
奥
賓
説
。

湯

↓

【

顕

見

】

37

竺
あ
ら
は
れ
る
。
又
、
あ
ら
は
す
。
〔
管
子
‘

【
顧
極
】
27

”5
ク
あ
き
ら
か
に
こ
ろ
す
。
〔
輻
惑
全
書
‘
明
法
解
〕
百
官
條
通
‘
繋
臣
顕
見
。
〔
司
馬
相
如
‘
封
祠

刑
名
部
‘
問
擬
〕
彼
雖
レ
遭
1

一
顧
極
「
干
レ
我
可
レ
鉦
か
憾
也
。
文
〕
娩
柄
憚
煙
‘
正
陽
顧
見
。
〔
漢
書
‘
穂
築
志
‘
郊
祀
歌
‘

[
顧
晦
]
2
8

”
や
あ
き
ら
か
な
こ
と
と
く
ら
い
こ
と
。
あ
景
星
〕
景
星
顛
見
‘
信
星
彪
列
。

[
顕
顧
】
38

竺
あ
き
ら
か
な
さ
ま
。
明
明
。
白
白
。
又
‘
憲
漢
書
‘
湯
術
傭
下
〕
乃
作
レ
賦
自
属
‘
命
―
―
其
篇
一
日
―
―
顕
志
↓

憲
に
作
る
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
椴
築
〕
瑕
架
君
子
‘
顕
顕
令
徳
。
顧
志
者
、
言
下
光
―
―
明
風
化
之
情
盃
炉
章
玄
妙
之
思
上
也
。

〔
箋
〕
顧
顧
‘
光
也
。
〔
馬
瑞
辰
博
箋
通
秤
〕
中
庸
引
レ
詩
【
顕
思
】
53

グ
9
0ぁ
ぎ
ら
か
な
こ
と
。
思
は
助
辞
。
〔
詩
‘

作
―
―
憲
憲
こ
麒
爽
憲
雙
臀
故
段
レ
憲
為
レ
顧
、
小
司
寇
周
頌
‘
敬
之
〕
敬
レ
之
敬
レ
之
、
天
維
顕
思
゜
〔
集
傭
〕
顧
、
明

注
‘
憲
‘
表
也
、
説
文
、
憲
‘
敏
也
‘
敏
疾
則
明
‘
憲
有
―
―
表
也
、
思
‘
語
辟
也

0
0字
琥
°
⑦
後
漢
‘
衷
諏
(
1
0

ー
3
4
1
5
2

明
之
義
本
亦
卑
な
顔
義
一
同
。
〔
史
本
「
、
出
師
頌
〕
博
レ
子
傭
レ

・
・
1
0
9
)

の
字
。
＠
明
‘
砕
敬
之
(
9
-
3
2
1
2
3
:
 1
6
5
)

の
字
。

孫

‘

顧

顧

令

問

。

【

顧

州

】

54

死
州
名
。

O
後
魏
‘
置
く
。
治
は
六
壁
城
。

【
顕
験
】
39

竺
あ
き
ら
か
な
し
る
し
。
明
験
。
〔
後
漢
書
、
山
西
省
孝
義
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
沿

方
術
下
‘
許
曼
傭
〕
善
1

一
卜
占
之
術
ぶ
夕
有
二
顧
験
一
時
人
州
‘
孝
義
縣
〕
六
壁
城
‘
縣
西
南
十
五
里
‘
魏
牧
志
‘
永
安

方

ぢ

↑

前

世

京

房

↓

中

置

1

一
顛
州
一
治
ユ
ハ
壁
城
一
領
1

一
定
戎
・
建
平
・
慎
君
等

[
顆
言
】
40

竺
あ
き
ら
か
に
い
ふ
。
〔
獣
陽
脩
‘
論
―
―
曇
郡
な
仮
周
省
。
●
唐
の
時
、
渤
海
‘
置
く
。
中
京
顧
徳

諫
官
唐
介
等
宜
一
早
＇
牽
復
―
箭
子
〕
嘗
レ
朝
正
レ
色
、
顕
,
,

府
の
治
。
涌
洲
吉
林
省
城
の
西
南
の
蘇
密
城
。
〔
讀
史
方

言

千

廷

一

輿

紀

要

‘

山

東

‘

遼

東

都

指

揮

使

司

‘

廣

寧

衛

〕

無

慮

城

‘

【
顕
現
】
41

竺
明
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
明
か
に
あ
ら
は
今
衛
治
‘
本
漢
之
無
慮
縣
‘
闇
―
―
遼
東
郡
ご
本
云
‘
唐
置
1

し
示
す
。
顕
見
(
3
7
)

に

同

じ

。

巫

間

芦

寸

-
1

捉
城
五
渤
海
為
―
―
顧
徳
府
地
云
遼
置
二
奉
先
縣
一

【
顧
吾
]
4
2
t

’
消
‘
王
進
賓
(
7

ー
2
0
8
2
3
:
 1
7
2
6
)

の
字
。
為
―
―
顧
州
5
虫
金
改
為
―
廣
寧
縣
↓
参
遼
‘
顧
州
奉
先
軍
を

【
顕
功
】
43

芝
い
さ
を
し
を
世
に
あ
ら
は
す
。
又
、
あ
き
置
く
。
治
は
奉
先
縣
゜
涌
洲
遼
寧
省
北
鎮
縣
の
東
南
。

ら
か
な
い
さ
を
。
〔
漢
書
、
平
帝
紀
賛
〕
褒
レ
善
顕
レ
功
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
山
東
‘
遼
東
都
指
揮
使
司
、
廣
寧
衛
〕

〔
後
漢
書
‘
雀
姻
博
〕
乃
将
下
錢
―
―
玄
珪
↓
冊
,
,
顕
功
ぶ
印
―
―
秦
漢
遼
東
郡
地
‘
晉
因
レ
之
、
後
魏
亦
闇
二
遼
東
都
ご
後

昆
吾
之
冶
面
炉
景
襄
之
鍾
Lo

液
1

一
於
高
麗
盃
唐
復
取
1
1

其
地
云
尋
液
,
,
於
渤
海
盃
竺
顕
徳

【
顧
士
】
44

パ
，
名
の
あ
ら
は
れ
た
士
。
有
名
な
人
物
。
名
府
云
遼
置
1

一
顧
州
奉
先
軍
T

金
改
為
-
1

廣
寧
府
二
亦
日
―
―
鎮

±
゜
〔

F
子
、
勧
學
〕
子
路
下
之
野
人
‘
云
云
‘
孔
子
教
レ
寧
軍
↓

之
‘
皆
為
面
士
↓
〔
韓
詩
外
傭
‘
八
〕
子
路
下
之
野
人
也
‘
【
顕
者
】
55

乞
富
貴
著
明
の
人
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
而

子
貢
衛
之
買
人
也
‘
皆
學
二
問
於
孔
子
ご
逐
為
―
―
天
下
顕
未
三
嘗
有
,
,
顛
者
来
一
吾
将
レ
躙
―
―
良
人
之
所
ワ
之
也
。

士
↓
〔
説
苑
‘
雑
言
〕
萬
人
比
非
、
不
レ
可
レ
為
―
―
顕
士
↓
【
顕
昌
】
5
8
gウ
あ
ら
は
れ
さ
か
ん
に
な
る
。
〔
新
書
‘

[
顕
子
]
4
5

パ
，
文
牒
の
類
。
〔
三
朝
國
史
〕
櫃
密
院
給
券
‘
胎
教
〕
得
―
―
賢
者
一
顕
昌
‘
失
―
―
賢
者
―
危
亡
。

謂

乏

顕

子

一

【

顕

相

】

57

戸
祭
祀
の
助
者
で
、
明
徳
の
あ
る
者
を
い

【
顕
之
】
46

グ
’
字
琥
。

O
宋
陳
経

(11
ー
4
1
6
9
8
:
 2
1
0
)

ふ
。
〔
詩
‘
周
頌
‘
清
廟
〕
於
穆
清
廟
、
濡
誰
顧
相
。
〔
集
傭
〕

の

0
の
字
。
●
明
‘
｛
部
局
(
1
|
1

む
7

:
6
4
)

の
字
。
参
清
‘
顔
‘
明
‘
相
‘
助
也
‘
謂
―
―
助
レ
祭
之
公
卿
諸
侯
一
也
。
〔
儀
藉
‘

蘇
去
疾
(
9

ー
3
2
4
2
7
・
,
2
2
3

ヽ
）
の
字
。
士
虞
幡
〕
哀
子
某
‘
哀
顛
相
‘
夙
興
夜
慮
不
レ
寧
゜

【
顕
仕
】
47

バ
，
榮
逹
し
て
要
路
に
在
る
こ
と
。
高
官
を
【
顕
章
】
58
迄
ウ
あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
す
。
表
白
す
る
。

い
ふ
。
〔
獣
陽
脩
‘
萱
錦
堂
記
〕
已
擢
-
1

高
科
一
登
―
―
顧
仕
↓
〔
漢
書
、
王
祥
偶
上
〕
祗
考
嘉
享
‘
光
耀
顛
章
。
〔
後
漢
書
、

【
顧
示
】
48

ク
，
明
示
す
る
。
〔
漢
書
‘
匡
衡
博
〕
以
レ
此
顧
,
,

祭
遵
博
〕
顧
章
國
家
篤
古
之
制
「
為
後
嗣
法
↓
〔
後
漢

示

衆

匹

名

流

於

世

↓

書

、

列

女

‘

曹

世

叔

妻

班

昭

博

〕

使

1

一
徽
美
顛
章
‘
而
瑕

【
顧
孜
】
49

ク
，
明
‘
劉
孜
（
2

|
2
2
2
4
 :
 3
1
8
)

の

字

。

過

隠

塞

↓

【
顕
志
】
5
0
t

，
志
を
明
か
に
す
る
。
〔
偲
毅
‘
舞
賦
〕
脩

1-【
顧
敗
】
5
9
t
'
～
ウ
土
地
住
居
な
ど
の
明
か
で
ひ
ろ
く
大

儀
紐
以
顕
レ
志
分
‘
蜀
馳
息
乎
杏
冥
↓
き
い
こ
と
。
〔
王
褒
‘
廿
泉
宮
頌
〕
甘
泉
山
‘
天
下
顧
赦

〖
顧
志
堂
]
5
1
”
だ
清
‘
渇
桂
芥

(
1
2| 4
4
5
7
9
 :
 2
0
3
)

之
名
虞
也
。
〔
王
菜
‘
登
棲
賦
〕
覧
―
斯
宇
之
所
＂
慮
分
‘
貰

の

室

名

。

顧

敗

而

寡

レ

仇

゜

〔

曹

植

‘

七

啓

〕

間

宮

顕

敵

‘

雲

屋

皓

肝

。

〖
顕
志
賦
〗52
パ
だ
〔
晉
書
‘
虞
博
博
〕
況
今
學
庭
痒
序
、
古
向
堂
顧
敵
乎
゜
〔
左

文
章
の
名
。
後
漢
‘
准
術
の
作
。
〔
後

三
一
九

12915 



(43726・・60)一 (43726・・101) 

思

、

蜀

都

賦

〕

壇

宇

顧

敗

、

高

門

納

レ

閉

。

縣

故

城

在
1

一
今
秦
州
成
紀
縣
東
南
一
也
。

【
顧
彰
】
60

苓
ゥ
あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
明
か
に
あ
【
顕
人
】
71

努
徳
の
い
ち
じ
る
し
く
高
く
あ
ら
は
れ
て

ら
は
す
。
顧
章
。
〔
史
記
‘
太
史
公
自
序
〕
不
レ
背
云
温
央
ゐ
る
人
。
〔
墨
子
、
所
染
〕
攀
1

一
天
下
之
仁
義
顧
人
一
必

桓

公

以

昌

‘

九

―

―

合

諸

侯

五

覇

功

顧

彰

。

稽

↓
1

此
四
王
者
↓
〔
呂
覧
‘
尊
師
〕
由
レ
此
為
―
―
天
下
名
士

【
顕
賞
】
61

名
ウ
大
き
く
手
厚
い
賞
賜
。
又
、
あ
ら
は
し
顧
人
百
公
竺
其
壽
↓
〔
駄
陽
脩
‘
1

帝
王
世
次
圏
序
〕
尭
舜

て
賞
す
る
。
〔
漢
書
、
韓
延
壽
博
〕
宜
』
顕
―
―
賞
其
子
百
5

馬
湯
文
武
‘
此
六
君
子
者
、
可
レ
謂
―
―
顧
人
と
K

。

岳
天
下
一
明
な
為
ー
一
人
臣
一
之
義
3

〔
後
漢
書
‘
左
雄
債
〕
【
顛
仁
】

7
2
g
O晉
の
宮
殿
の
名
。
〔
太
平
御
覧
、
居
慮

藷
徳
宿
恩
‘
欲
n

一
特
加
―
―
顕
賞
↓
〔
孫
楚
‘
為
1

一
石
仲
容
一
部
十
二
、
閤
〕
晉
宮
閤
名
、
曰
洛
陽
宮
‘
有
1

一
云
云
顧
仁

衷
孫
皓
三
書
〕
豊
報
顧
賞
‘
隆
―
―
於
今
日
玉
K

。

閤

↓

●

宋

、

和

鰈

(
2
,
3
4
9
0
 :
 3
7
8
)

の
字
。

【
顧
爵
】62
苓
’
た
つ
と
い
爵
位
。
あ
ら
は
れ
た
貴
い
〖
顧
仁
宮
〗73
芯
吃
宮
殿
の
名
。
隋
‘
楊
帝
建
つ
。
今
‘

く
ら
ゐ
。
顕
位
。
榮
爵
。
〔
後
漢
書
、
歌
恭
博
〕
宜
下
蒙
,
,
顧
河
南
省
宜
陽
縣
の
西
南
。
北
は
洛
に
跨
り
、
南
は
阜
澗

爵
盆
以
属
＊
将
帥
竺
葦
少
翁
、
自
劾
詩
〕
赫
赫
顕
爵
、
自
レ
に
接
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河
南
‘
河
南
府
‘
宜
陽
縣
〕

我
隊
レ
之
。
〔
庚
信
、
周
柱
國
楚
國
公
岐
州
刺
史
慕
容
寧
顕
仁
宮
‘
在
―
―
故
壽
安
城
内
盃
隋
置
、
自
1

一
西
京
至
オ
東

碑
〕
存
有
二
顧
爵
之
榮
盃
歿
有
,
,
大

名

之

責

↓

都

ご

以

レ

此

為

,

,

中
頓
一
亦
曰
,
,
甘
棠
宮
一
唐
初
討
,
,
王
世

[
顛
術
】
63

”
今
ッ
わ
ざ
を
世
に
あ
ら
は
す
。
〔
晉
書
‘
皇
充
ご
史
萬
賓
進
1

一
軍
甘
棠
宮
五
是
也
、
後
俯
日
,
,
顧
仁
エ
貞

甫
誼
博
〕
瞥
和
顕
―
―
術
於
秦
晉
谷
倉
公
獲
―
―
秘
於
漢
皇
↓
観
十
一
年
‘
幸
二
顧
仁
宮
↓

【
顕
順
】
64

芦
後
魏
‘
元
徽
(
1
-
1
3
4
0
:
 1
1
6
)

の
0
の
【
顕
嵩
】
か
苓
宋
の
高
僧
。
銅
梁
の
李
氏
の
子
。
巴
州
の

字

。

宣

密

院

に

住

む

こ

と

三

十

餘

年

、

足

迩

、

郷

里

を

出

で

【
顧
稽
】
65

”
'
が
あ
き
ら
か
に
と
な
へ
る
。
〔
左
思
‘
呉
ず
。
紹
興
中
衆
を
集
め
て
逝
を
告
げ
、
頌
を
作
り
畢
り
、

都
賦
〕
建
―
―
至
徳
1

以
創
孟
笠
杢
世
無
―
―
得
而
顧
稽
↓
〔
顔
端
坐
し
て
寂
す
。
〔
大
明
高
僧
博
、
八
〕
。

氏
家
訓
‘
慕
賢
〕
凡
有
こ
言
一
行
取
―
―
於
人
土
只
皆
顕
,
,

【
顧
世
】
74

柁
晉
‘
孫
丞
(
8
|
6
9
8
7
 :
 1
7
6
)

の
字
。

稽

之

↓

【

顧

成

】

75

杉
あ
き
ら
か
に
な
す
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕

【
顧
證
】
66

ガ
＇
が
あ
ら
は
れ
た
し
る
し
。
〔
梁
武
帝
‘
會
,
,

用
1

一
逼
逼
之
齊
云
顧
―
―
成
覇
名
↓

三
数
詩
〕
密
行
貴
,
,
陰
徳
云
顧
證
表
,
,
長

齢

↓

【

顕

盛

】

76

杉
あ
き
ら
か
に
さ
か
ん
な
こ
と
。
〔
詩
、
大

【
顧
職
】
67

介
＇
ゲ
地
位
の
高
い
職
。
立
派
な
役
人
。
顧
官
。
雅
、
江
漢
、
明
明
天
子
、
令
聞
不
レ
已
‘
疏
〕
又
令
社
は
明
明

〔
後
漢
書
‘
董
卓
傭
〕
卓
所
1
1

親
愛
な
並
不
レ
慮
―
―
顕
職
↓
〔
後
顕
盛
天
子
‘
其
善
臀
聞
長
見
―
―
稽
誦
デ
不
＂
復
有
乙
已
止
之

漢
書
、
虞
瑕
傭
〕
覇
又
上
言
‘
覺
郎
顧
職
、
仕
之
通
階
。
時
●
〔
論
衡
‘
定
賢
〕
撮
,
,
官
爵
之
尊
云
ぎ
顧
盛
之
寵
↓

〔
陳
書
、
徐
陵
博
〕
此
則
清
階
顧
職
、
不
レ
由
レ
選
也
。
【
顧
聖
】
77

翌
●
唐
‘
粛
宗
・
代
宗
の
時
‘
史
朝
義
の
僭

【
顧
辰
】
68

バ
≫
宋
‘
藷
雷
龍
(
9
ー

は
0
1
2
:
 5
3
0
)

の

字

。

年

琥

。
(
7
6
1
-
7
6
3
)
.
北
周
、
陸
騰
(
1
1
ー
4
1
7
0
8
:
 2
0
 

【
顧
進
】
69

認
〇
あ
ら
は
れ
進
む
。
又
、
あ
き
ら
か
に
す

6
)

の
字
。
●
h
s
i
e
n
3
 s
h
e
n
g
'

紳
佛
が
形
を
あ
ら
は
す
。

す
め
る
。
〔
漢
書
、
五
行
志
下
之
上
〕
大
臣
得
,
,
賢
者
—
謀
‘
〖
顧
聖
侯]
7
8
巧
唸
ィ
洛
水
の
神
の
封
琥
。
〔
事
物
異
名

賞
函
fi,,

進
其
人
↓
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
趙
壼
博
〕
邪
夫
顧
録
‘
軸
鬼
‘
洛
肺
〕
唐
書
則
天
皇
后
紀
、
垂
挟
四
年
得
一
賓

進
、
直
士
幽
蔵
。
●
北
周
、
楊
攘
(
6
ー

1
5
1
1
2
:
 3
4
7
)

の

圏

於

洛

水

面

3
二
其
神
云
竺
顧
聖
侯
↓

字

。

【

顕

迩

】

7
9
g
0ぁ
き
ら
か
な
あ
と
。
善
行
の
あ
と
。

【
顕
親
】
70

”
≫
●
櫂
勢
あ
る
親
戚
。
〔
晉
書
、
劉
頌
博
〕
頌
〔
後
漢
書
、
循
吏
博
序
〕
今
綴
1

一
集
殊
聞
顕
迩
百
盆
竺
循
吏

上
疏
日
‘
云
云
‘
至
,
,
於
三
代
硲
則
拉
建
1

一
明
徳
百
合
興
王
篇
一
云
。
〔
楊
脩
、
答
―
―
臨
渦
侯
―
賤
〕
君
侯
忘
―
―
聖
賢
之
顧

之
顕
親
盃
翌
爵
五
等
盃
E
レ
國
承
レ
家
、
以
藩
1

一
屏
帝
室
一
迩
一
逃
二
郎
宗
之
過
言
↓
●
犯
人
の
踪
跡
顧
著
な
る
を

延
詐
久
長
。
●
地
名
。
後
漢
の
侯
國
。
故
城
は
甘
粛
省
い
ふ
。
〔
明
律
‘
名
例
‘
虞
決
判
軍
〕
顧
迩
證
佐
明
白
。

天
水
縣
の
西
北
。
〔
後
漢
書
、
賓
融
博
〕
帝
高
,
,
融
功
云
i

【
顕
設
】
80

均
あ
き
ら
か
に
も
う
け
る
。
〔
荀
子
‘
君
道
〕

云
‘
封
レ
融
為
,
,
安
豊
侯
盃
R
友
為
,
,
顕
親
侯
↓
〔
注
〕
顕
親
善
顕
―
―
設
人
一
者
、
人
築
レ
之
。

頁

部

〔
十
四
蜜
〕

顕

【
顕
先
】
81

竺
晉
‘
膝
脩
(
7
ー

1
8
0
3
6
:
 2
2
)

の
字
。

【
顧
善
】
82

努
善
を
あ
ら
は
す
。
〔
漢
書
、
古
今
人
表
序
〕

蹄
-n

乎
顕
檜
昭
蘊
‘
勁
戒
後
人
↓
〔
後
漢
書
、
安
帝
紀
〕

蓋
為
レ
政
之
本
、
莫
レ
若
レ
得
レ
人
‘
褒
レ
賢
顧
レ
善
、
聖
制

所
レ
先
。
〔
後
漢
書
‘
百
官
志
五
〕
顕
レ
善
勤
レ
義
。
〔
詩
譜
〕

大
雅
民
努
、
小
雅
六
月
之
後
、
皆
謂
1

一
之
髪
雅
盆
夫
悪
各

以
―
―
其
時
盆
か
顧
レ
善
懲
レ
悪
‘
正
之
次
也
。

【
顧
然
】
8
3
5
5

あ
き
ら
か
な
さ
ま
。
顧
著
。
〔
呂
覧
‘
重

言
〕
君
子
有
乞
一
色
面
顧
然
善
築
者
‘
鐘
鼓
之
色
也
。
〔
後

漢
書
、
周
雙
傭
〕
猶
顧
然
不
迄
空
父
母
之
國
↓
〔
蜀
志
、

諸
葛
亮
傭
〕
功
動
顧
然
。

【
顕
祗
】
叫
乃
ン
●
先
祗
の
名
警
を
あ
ら
は
す
。
〔
陳
琳
‘

檄
臭
将
校
部
曲
女
〕
嘗
T

息
漢
徳
一
顕
レ
祗
揚
な
兌

●
祗
先
の
敬
稽
゜
〔
書
、
文
侯
之
命
〕
父
義
和
‘
汝
克
昭
―
―

乃
顧
祗
↓
〔
漢
書
‘
章
賢
博
〕
慢
,
1

彼
顧
祗
↓
〔
播
岳
、
夏

侯
常
侍
諫
〕
顧
祗
曜
レ
徳
゜
〔
晉
書
‘
築
志
上
〕
皇
皇
顧
祖
‘

翼
レ
世
佐
レ
時
。

〖
顕
載
猷
文
―
帝
〗
晒
認
カ
ン
テ
イ
後
魏
‘
拓
践
弘

(
6
|1
1
9
 

5
8
 :
 3
9
)
を
い
ふ
。

〖
顧
祗
文
宣
帝
〗86
ヵ
裟
．9テ
イ
北
齊
、
高
洋(
U
!
-
4
5
3
1

3

:

 8
8
3
)

を
い
ふ
。

【
顧
宗
】
87

況
●
廟
琥
°
④
後
漢
の
明
帝
の
廟
琥
。
劉
荘

(
2
-
2
2
2
4
 ：
奴
5
)

を
見
よ
。
＠
東
晉
の
成
帝
の
廟
琥
。

司
馬
術
(
2
-
3
2
5
7
:
 2
2
4
)

を
見
よ
。

8
金
‘
宗
顔
允
恭

(
8
ー

7
0
7
9
:
 5
1
)

の
廟
琥
。

d
)
元
‘
甘
麻
剌
(
7
-
2
1
6
4

3

:

 2
5
5
)

の
廟
琥
。
●
高
麗
第
八
代
の
王
。
姓
は
王
。
名

は
殉
。
在
位
二
十
二
年
。
〔
高
麗
史
‘
四
・
五
〕
。
●
朝
鮮
李

朝
、
第
十
八
代
の
王
゜
姓
は
李
。
名
は
欄
。
孝
宗
の
子
。
在

位
十
五
年
。
〔
李
朝
賓
録
〕
・
〔
燃
黎
室
記
逃
‘
三
十
三
〕
。

R
安
南
黎
朝
、
第
二
十
六
代
の
王
。
純
宗
の
長
子
。
名
は

維
誂
。
在
位
四
十
七
年
。
〔
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
‘
三
十

九
ー
四
十
六
〕
。
●
字
琥
゜
④
後
魏
‘
韓
延
之
(
1
2
-
4
3
1
5

9

:

 2
5
1
)

の
字
。
＠
宋
‘
曹
光
賓
(
6
-
1
4
2
9
7
:
 2
1
9
)

の

字
。
●
第
二
十
三
代
の
帝
誼
゜

〖
顧
宗
宣
皇
帝
〗
8
8
竺
祁
グ
？
清
の
太
祗
弩
爾
吟
赤

の
父
‘
塔
克
世
の
廟
琥
。

〖
顕
宗
孝
明
皇
帝
〗89
筑
”
伍
ゥ
ー
安
南
廣
南
朝
第
六

帝
歴
輻
調
の
廟
鷺

【
顧
贈
】
90

忽
あ
き
ら
か
な
贈
り
物
。
〔
後
漢
書
‘
哀
安

傭
〕
（
京
）
子
彰
云
云
‘
順
帝
、
初
為
―
―
光
禄
動
芦
打
至
清
‘

為
レ
吏
粗
抱
嘱
食
、
終
1

一
於
議
郎
ゴ
云
云
‘
未
レ
蒙
11

顧
贈
一

営
時
皆
嵯
―
―
嘆
之
↓
〔
晉
書
、
づ
協
博
〕
皆
被
11

顧
贈
↓

【
顧
則
】
91

跨
後
魏
‘
王
憲
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 3
5
9
)

の
字
。

【
顕
尊
】
8

”5

地
位
が
あ
ら
は
れ
て
た
つ
と
い
。
〔
漢

書
‘
警
方
進
博
〕
欲
n

一久蒙↓
1

顧
尊
之
位
ぶ
豆
不
レ
難
哉
。

【
顧
道
】93”
~
.
ぁ
き
ら
か
な
道
。
〔
書
‘
泰
誓
下
〕
天

有
11

顧
道
五
蕨
類
惟
彰
。
〔
博
〕
言
―
―
―
天
有
―
―
明
道
ニ
0
道
を

あ
き
ら
か
に
す
る
。
〔
易
‘
繋
酔
上
〕
顧
レ
道
神
1

一
徳
行
↓
●

宋
仁
宗
の
時
、
西
夏
の
景
宗
（
李
元
美
）
の
年
琥
。
(
1
0
3
2

-
1
0
3
3
)
 

8
字
琥
゜
④
宋
‘
員
興
宗
(
2
ー

3

g

3

:
4
3
)

の

字
。
＠
宋
‘
謝
良
佐
(
1
0
-
3
5
8
2
7
 :
 3
7
2
)

の
字
。

C
柔
‘

曾
恩
(
l
i
-
1
4
2
9
9
:
 1
7
)

の
字
。
＠
宋
‘
包
揚
(
l
!
-
2
5
0
6

:
 1
2
8
)

の
字
。
R
元
‘
賣
逹
(
1
0
|

3

S

 5
5
 :
 1
0
1
)

の
字
。

【
顕
逹
】
94

”
の
身
分
が
高
く
あ
ら
は
れ
さ
か
え
る
。
高

位
に
登
る
。
〔
論
衡
、
自
紀
〕
不
釦
竺
高
撮
1

以
顧
逹
。

〔
後
漢
書
、
衷
紹
信
〕
卒
皆
清
英
宿
令
、
令
名
顧
逹
゜
〔
魏

武
帝
‘
拝
I
I

九
錫
1

謝
表
〕
非
五
敢
希
1

一
望
高
位
盃
炉
幾
顧

逹
3

【
顕
智
】
95

”ン

O
智
識
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
〔
岱
康
、

答
レ
難
養
生
畜
〕
或
修
玉
身
以
明
レ
汗
‘
顕
レ
智
以
驚
レ
愚
‘

藉
1

一
名
高
於
一
世
ぶ
生
准
的
於
天
下
↓
●
後
魏
‘
賣
智

(
1
0
 -
3
6
7
5
5
 :
 1
0
3
)
の
｛
子
。

【
顧
秩
】
96

梵
高
い
位
。
著
明
な
秩
禄
。
〔
播
岳
‘
楊
荊
州

誅
〕
用
錫
―
―
土
宇
玉
膚
浜
江
顧
秩
↓
〔
溢
岳
‘
馬
洲
督
昧
序
〕

進
以
―
―
顕
秩
↓
〔
唐
畳
儀
〕
御
史
府
自
レ
執
1

一
中
憲

8
竺
察

覗
之
官
ご
皆
顧
秩
也
。
〔
李
虞
仲
、
授
1

一
高
重
同
州
刺
史

兼
防
禦
使
1

制
〕
非
11

清
名
顧
秩
芸
か
在
ち
江
選
↓

【
顕
暢
】
97

”
炉
あ
ら
は
し
の
べ
る
。
〔
十
六
國
春
秋
〕

顧
暢
法
道
↓

【
顧
仲
】
98

”
が
宋
‘
鄭
昭
叔
(
1
1
-
3
9
6
4
7
:
 4
7
8
)

の

字。

【
顕
誅
】
99

笠
＇
ウ
あ
き
ら
か
に
つ
み
す
る
。
〔
陳
琳
‘
為
ニ

哀
紹
檄
豫
州
支
〕
冤
談
者
受
―
―
顧
誅
盃
腹
議
者
蒙
↓
―
隠

数↓

【
顕
醐
】
100

サ
ザ
著
し
く
し
り
ぞ
け
お
と
す
。
著
し
い
貶

下
。
〔
晉
書
‘
庚
純
博
〕
宜
下
加
―
―
願
勁
一
以
粛
＊
朝
綸
3

【
顕
著
】
101

笠
い
ち
じ
る
し
い
。
殊
に
よ
く
知
れ
る
。
目

立
つ
。
又
、
明
か
に
あ
ら
は
す
。
著
明
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇

紀
〕
大
聖
作
と
治
、
建
1

一
定
法
度
云
密
著
綱
紀
↓
〔
漢
書
、

宣
帝
紀
〕
齊
戒
之
暮
、
神
光
顕
著
。
〔
漢
書
‘
王
非
博
中
〕

三
二

O

12916 
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頁

部

〔
十
四
鵞
〕

顕

申
命
之
瑞
‘
｛
浸
以
顕
著
。
〔
後
漢
書
‘
祭
祀
志
上
〕
奉
1

一

圏

寄

-
1

大
理
徐
郎
中
一
詩
〕
事
雖
レ
亡
1

一
顧
報
盃
理
合
レ
有
二
陰

書
之
瑞
工
尤
宜
二
顕
著
一
〔
魏
志
、
王
菜
博
〕
オ
學
顧
著
、
功
↓

貴

属

朝

廷

↓

【

顕

白

】

111

究
あ
き
ら
か
に
す
る
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
〕

【
顕
重
】
102

竺
翌

'
g
0ぁ
ら
は
し
お
も
ん
ず
る
。
〔
史
記
‘
聖
智
仁
義
‘
顧
二
白
道
理
↓

虞
卿
債
〕
秦
王
輿
"
應
侯
一
必
顧
重
以
示
1

一
天
下
一
〇
地
【
顧
抜
】
112

空
ぁ
ら
は
し
抜
擢
す
る
。
〔
後
漢
書
、
第
五

位
か
あ
ら
は
れ
て
嵩
く
重
い
。
〔
魏
志
‘
張
逸
傭
〕
陳
倫
傭
〕
顧
↓
―
抜
郷
佐
玄
賀
↓
〔
後
漢
書
‘
董
卓
傭
〕
幽
滞
之

登
還
‘
布
怒
抜
レ
戟
研
レ
几
曰
‘
云
云
‘
吾
所
レ
求
無
二
士
、
多
レ
所
―
―
顧
抜
↓
〔
後
漢
書
、
循
吏
‘
任
延
傭
〕
章
句
既

猿
而
卿
父
子
並
顕
重
、
総
卿
所
＞
賣
耳
。
〔
羊
祐
‘
譲
-
―
通
、
悉
顕
―
―
抜
榮
―
―
―
進
之
↓

開
府
哀
〕
受
1
1

任
外
内
芦
母
極
1

顛

重

之

地

↓

[

顕

罰

]113

心
り
罪
科
を
あ
き
ら
か
に
し
て
虐
罰
す
る
o

[
顕
徴
】
103

伍

忍

南

齊

劉

詳
(
2
-
2
2
2
4
:
 3
3
8
)

の

0
の
〔
新
論
‘
賞
罰
〕
顕
―
―
罰
有
過
盃
川
1-

―
以
禁
士
＇
奸
一
也
。

字

°

[

顧

比

】

114

吃
相
親
し
み
輔
け
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に

【
顕
定
】
104

花
あ
ら
は
し
さ
だ
め
る
。
〔
班
固
‘
典
引
〕
す
る
。
〔
易
、
比
〕
九
五
‘
顕
レ
比
、
王
用
三
謳
‘
失
,
,
前
禽
↓

顧

定

一

ニ

オ

一

〔

易

、

比

〕

象

曰

‘

顕

レ

比

之

吉

‘

位

正

中

也

。

国

帝

】
105

花

明

‘

神

宗

を

い

ふ

。

【

顧

否

】

1155
／
あ
ら
は
れ
る
こ
と
と
あ
ら
は
れ
ぬ
こ
と
。

【
顕
紙
】
106

花
あ
か
ら
さ
ま
に
そ
し
り
は
づ
か
し
め
る
。
出
世
す
る
こ
と
と
出
世
し
な
い
こ
と
。
榮
枯
。
窮
逹
゜

〔
唐
書
、
后
妃
上
、
玄
宗
皇
后
王
氏
博
〕
先
天
元
年
立
為
1
-

〔
後
漢
書
、
列
女
‘
曹
世
叔
妻
傭
〕
斯
乃
榮
辱
之
本
‘
而

皇
后
:
へ
無
レ
子
‘
而
武
妃
梢
有
レ
寵
‘
后
不
レ
平
、
顕
丘
3

顧
否
之
基
也
。

名
然
撫
レ
下
素
有
レ
恩
‘
終
無
―
肯
譜
短
者
↓
【
顕
砒
】
1
1
6
5
ノ
亡
き
母
の
敬
梢
゜
〔
王
禁
‘
思
親
賦
〕
穆

【
顧
朝
]107

詑
其
の
嘗
時
の
朝
廷
の
敬
梢
゜
〔
曹
植
‘
七
穆
顧

tlt
‘
徳
昔
徽
止
。

啓

〕

顧

朝

惟

清

、

王

道

退

均

。

【

顕

賀

】

117

竺
あ
き
ら
か
に
か
ざ
る
。
顧
彰
。
〔
馬
帆
常
‘

【
顕
得
]108

認
さ
え
ざ
え
と
し
て
ゐ
る
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
思
州
田
晃
忽
而
不
花
封
1

―
二
代
ー
制
〕
婦
道
母
徳
‘
可
T

以

回
〕
越
顧
得
面
如
閣
粉
施
＞
脂
‘
輯
脱
多
情
‘
語
言
常
笑
。
表
―
―
率
宗
族
一
而
成
＊
其
夫
子
孟
者
‘
顧
宜
レ
有
h

一
以
顧
玉
貝

【
顕
徳
】
109

認
〇
あ
き
ら
か
な
徳
゜
〔
書
‘
文
侯
之
命
〕
簡
―
―
之
一

憧
爾
都
面
宝
竺
爾
顧
徳
二
國
語
、
楚
語
上
〕
教
1

一
之
詩
一
【
顧
美
】
1
1
8
5
/
0
ぁ
ら
は
れ
う
つ
く
し
い
。
〔
新
書
‘
過

岱
之
道
廣
顕
徳
「
以
耀
明
其
志
↓
〔
溢
勘
‘
冊
"
魏
公
九
秦
論
〕
名
琥
顧
美
、
功
業
長
久
。

O
貴
顧
の
位
。
〔
柳
宗

錫
文
〕
敬
墨
朕
命
一
簡
―
―
憧
爾
業
時
亮
―
―
庶
功
面
E

終
二
元
‘
卑
ハ
ニ
葡
翰
林
挽
一
書
〕
然
僕
常
時
年
三
十
一
―
-
‘
甚
少
｀

爾
顧
徳
一
尉
―
揚
我
高
祉
之
休
命
↓
●
徳
を
あ
き
ら
か
に
自
二
御
史
裏
行
↓
得
五
豆
部
員
外
郎
二
起
取
↓
―
顕
美
↓
欲
レ

す
る
。
〔
漢
書
‘
王
褒
傭
〕
俊
士
亦
侯
1

一
明
主
冨
以
顕
―
―
其
免
―
―
世
之
求
レ
進
者
怪
怒
娼
嫉
谷
其
可
レ
得
乎
。
参
縣
名
。

徳
↓
参
五
代
後
周
‘
太
祖
の
年
琥
。
世
宗
（
柴
榮
）
．
恭
帝
漢
、
置
く
。
故
城
は
甘
粛
省
永
昌
縣
の
東
。
〔
漢
書
、
地

（
柴
宗
訓
）
之
を
襲
梢
す
。
(
9
5
4
-
9
5
9
)

＋
國
の
呉
越
‘
理
志
下
〕
張
腋
郡
‘
縣
十
‘
顕
美
。

忠
梵
王
（
錢
倣
一
に
錢
宏
傲
）
、
南
平
（
荊
南
）
の
貞
梵
王
【
顕
媚
】
1
1
9
5
/

あ
ら
は
な
こ
ぴ
。
明
ら
か
に
美
し
い
。

（
烏
保
融
）
も
之
を
襲
用
し
、
南
唐
‘
元
宗
（
李
環
）
も
（
9

〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
含
"
頻
媚
ふ
娑
竺
終
‘
諷
―
―
餘
響
於
泰
素
↓

5
8
 |
 9
5
9
)

此
の
年
琥
を
用
ふ
。
R
府
名
。
即
ち
渤
海
の
〔
注
〕
翰
日
、
合
―
―
其
明
美
之
―
H

只
以
送
―
―
初
終
曲
↓

中
京
。
慮
・
顕
・
鐵
•
湯
・
榮
．
興
六
州
を
領
す
。
唐
の
天
【
顧
微
】

1
2
0
竺
〇
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
と
か
す
か
な

賓
の
間
‘
國
王
大
武
義
嘗
て
徒
つ
て
此
虞
に
都
す
。
涵
こ
と
。
〔
證
‘
聘
器
〕
租
有
レ
大
有
レ
小
‘
有
レ
顧
有
レ
微
。

洲
吉
林
省
永
吉
縣
の
西
南
の
蘇
密
城
。
顧
州
(
5
4
)

の
〇
〔
疏
〕
有
レ
顧
者
‘
謂
T

有
1

一
高
及
文
云
炉
貰
也
‘
有
レ
微
者
、

を

見

よ

。

謂

T

有
土
糸
及
下
1

為
な
只
也
。
●
微
を
あ
ら
は
す
。
微
小

[
顧
報
】
110

定
明
か
な
む
く
い
。
盛
な
む
く
い
。
〔
岱
康
、
な
物
事
を
明
白
に
す
る
。

養
生
論
〕
欲
訟
孟
ぎ
顧
報
一
者
‘
或
抑
レ
情
刃
炉
欲
゜
〔
晉
〖
顕
微
鏡
〗

1
2
1記咋
微
小
な
物
橙
や
細
か
な
組
織
を
攘

書
‘
孫
楚
偶
〕
豊
功
顕
報
‘
隆
手
今

H
戻
。
〔
羅
隠
‘
大
し
て
観
察
す
る
眼
鏡
。
む
し
め
か
ね
。

〖
顧
微
無
間
〗12

2乞
ぺ
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
と
‘
か

す
か
な
こ
と
と
の
間
に
は
‘
何
等
の
謳
別
も
な
い
。
現

象
界
と
本
橙
界
と
は
不
離
の
闊
係
に
あ
る
こ
と
を
い

ふ
。
〔
程
願
‘
易
傭
序
〕
罷
用
一
源
、
顧
微
無
間
。

【
顧
夫
】
123

だ
元
‘
宋
装
(
8
|
7
0
7
8
 :
 7
5
)

の
字
。

【
顧
父
】
124

だ
郷
土
の
顕
徳
あ
る
者
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
大

雅
‘
韓
突
〕
顧
父
餞
レ
之
、
清
酒
百
壺
。
〔
博
〕
顧
父
‘
有
―
―
顧

徳
―
者
也
。
〔
疏
〕
父
者
、
丈
夫
之
稽
、
以
レ
有
―
―
顧
徳
五
故

紐
顕
父
↓
〔
集
傭
〕
顧
父
、
周
之
卿
士
也
。
〔
陳
奥
傭
疏
〕
逸

周
書
成
開
•
本
典
篇
‘
並
有1一
顧
父
登
レ
徳
之
文
ぶ
竺
博

所
＞
本
也
。

[
顧
服
】
1
2
5
t
8

立
派
な
衣
服
。
〔
陸
雲
‘
晉
故
散
騎
常
侍

陸
府
君
誅
〕
改
授
1

一
顕
服
ご
屯
騎
是
撫
゜

[
顧
文
】
126

竺
あ
き
ら
か
な
文
書
。
〔
論
衡
‘
書
虚
〕
顧

文
露
書
‘
是
非
易
レ
見
。

【
顕
聞
】
127
ガ

5

あ
き
ら
か
に
き
こ
え
る
。
〔
書
‘
康
詰
〕

矧
曰
―
―
―
其
尚
顧
1

一聞

f
天
↓
〔
史
記
‘
築
毅
傭
〕
築
臣
公
善

修
l

黄
帝
老
子
之
言
↓
顧
―
聞
於
病
云
炉
賢
師
↓
〔
漢
書
‘

趙
充
國
辛
慶
忌
傭
賛
〕
以
1

一
勇
武
1

顧
聞
。
〔
論
衡
‘
答

倭
〕
名
臀
顧
聞
。

【
顕
表
】
128

裳
ぁ
ら
は
し
あ
き
ら
か
に
す
る
。
〔
後
漢

書
‘
邦
憚
傭
〕
乃
上
1

一
書
王
芹
日
‘
云
云
‘
含
レ
元
包
ニ

甑
掬
品
類
盃
細
―
―
表
紀
世
↓

【
顕
標
】
129

芯
隋
‘
田
式
（
7
ー

2
1
7
2
3
0
0
1
6
2
)

の
字
。

【
顧
貶
】
130

叉
あ
き
ら
か
に
罰
し
て
し
り
ぞ
け
る
。
〔
博

咸
‘
請
レ
貶
荀
惜
一
表
〕
宜
下
加
―
―
顧
貶
百
以
隆
・
風
教
い

【
顕
甫
】
1
3
1
5

／
字
挑
。

O
後
漢
‘
哀
尚
(
1
0
1
は
1
5
2
:

7

 

4
)

の
字
。

O
明
‘
張
世
忠
(
4
-
9
8
1
2
:
 
1
2
3
9
)

の
字
。

【
顧
謀
】
132

均
あ
き
ら
か
な
は
か
り
ご
と
。
〔
播
勘
‘
冊
二

魏
公
九
錫
1

文
〕
用
1

一
杢
顕
謀
↓

【
顕
没
】
133

努
あ
ら
は
れ
る
こ
と
と
か
く
れ
る
こ
と
。

〔
韻
府
引
、
列
仙
博
〕
馬
丹
官
レ
晉
‘
輿
レ
時
汗
隆
‘
事
レ
文

去
レ
獣
、
顕
没
不
レ
窮
゜

【
顕
密
】
134

認
〇
機
密
に
参
輿
す
る
著
明
な
職
を
い

ふ
。
〔
南
史
‘
謝
聰
博
〕
臣
本
素
士
‘
父
祁
位
不
レ
過
乞
一

千
石
工
弟
年
始
一
―
-
+
、
志
用
凡
近
、
位
任
顛
密
‘
輻
―
―
禍

災
生
五
特
乞
二
降
勁
盆
以
保
え
哀
門
↓
〇
圏
慎
言
宗
の
所

判
。
一
切
の
佛
教
を
顧
密
の
一
＿
教
に
分
け
‘
自
宗
を
密

教
と
し
‘
他
宗
を
盛
＜
顕
教
と
す
る
。
顕
教
と
は
佛
が

中
下
根
の
衆
生
の
た
め
に
明
か
に
説
い
た
教
‘
密
教

二

と
は
上
根
の
衆
生
の
た
め
に
深
密
に
説
い
た
教
。
〔
―
―

教
論
‘
上
〕
問
‘
顕
密
二
教
其
別
如
何
‘
答
‘
他
受
用
應
化

身
随
機
之
説
‘
謂
二
之
顧
ふ
9

、
自
受
用
法
性
佛
説
立
内
證

智
境
百
疋
名
レ
祀
也
。
〔
浮
土
指
飩
、
上
〕
諸
佛
法
蔽
有
レ
顧

有
レ
密
、
顧
謂
二
十
二
部
経
一
二
蔵
聖
教
盃
密
謂
T

壇
場
作
法

誦
1一
持
秘
密
五5
•取
紳
効
3

【
顕
民
】

1359
人
民
に
明
か
に
示
す
。
〔
書
‘
康
詰
〕
庸
レ

庸
祗
レ
祗
、
威
レ
威
顧
レ
民
。
〔
傭
〕
用
レ
可
』
用
、
敬
レ
可
レ
敬
、

刑
レ
可
レ
刑
、
明
―
―
此
道
ー
以
示
レ
民
。

【
顕
名
】
136

化
世
に
隠
れ
も
な
い
ほ
ま
れ
。
知
れ
わ
た

っ
た
名
臀
。
昭
名
。
顧
轡
゜
〔
中
庸
〕
身
不
レ
失
1

一
天
下

之
顧
名
一
〔
呂
覧
‘
諭
大
〕
既
足
-
l

以
成
顧
名
玉
k

゜
〔
史

記
‘
仲
尼
弟
子
偵
〕
且
夫
救
魯
顧
名
也
。
〔
史
記
‘
田
敬

仲
完
世
家
〕
夫
救
レ
趙
、
高
義
也
、
却
こ
一
秦
兵
玉
顧
名
也
。

〔
淮
南
子
、
倣
箕
訓
〕
攀
1

一
大
功
一
立
―
―
顧
名
↓
〔
淮
南
子
、
人

間
訓
〕
無
レ
故
有
1

一
顧
名
―
者
、
勿
レ
慮
也
。

【
顧
命
】

137g
明
か
な
命
令
。
天
命
。
〔
孔
子
家
語
‘
弟
子

行
〕
若
逢
宥
徳
之
君
一
世
i
子
顕
命
一
不
レ
失
―
―
嗽
名
↓

〔
曹
植
、
慶
泣
人
レ
祠
上
＂
輯
表
〕
陛
下
以
一
明
聖
之
徳
ぶ
多

天
下
顧
命
↓

【
顧
明
】
138

だ
〇
あ
き
ら
か
。
〔
荘
子
‘
庚
桑
楚
〕
為
―
―
不

善
乎
顧
明
之
中
一
者
、
人
得
而
誅
レ
之
。
〔
荀
子
、
成
相
〕

重
レ
義
軽
レ
利
‘
行
顛
明
。

0
あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
す
。

〔
漢
書
‘
張
安
世
博
〕
顕
1

一
明
功
臣
百
孟
噴
―
―
藩
國
↓
〔
後
漢

書
‘
和
帝
紀
〕
後
有
犯
者
顧
両
其
罰
↓
参
日
の
出
。

〔
素
問
‘
六
微
旨
大
論
〕
顧
明
之
右
。
〔
注
〕
日
出
謂
―
―
之
顕

明↓
〖
顧
明
把
〗1
3
9
t
／
メ
ィ
槃
の
名
。
阿
膠
(
1
1
-
4
1
5
9
9

:
 

4
0
)

の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
薬
‘
薬
諸
〕
顧
明
把
‘
阿
膠
゜

【
顧
獣
】
140

梵
あ
き
ら
か
な
こ
と
と
く
ら
い
こ
と
。
世

に
出
る
こ
と
と
隠
遁
す
る
こ
と
。
〔
陶
潜
‘
飲
酒
詩
〕
仁

者
用
―
―
其
心
一
何
背
失
―
―
顧
獣
一
〔
博
亮
‘
為
-
―
宋
公
正
庄

張
良
廟
砒
が
〕
顧
獣
之
際
‘
官
然
難
レ
究
。
〔
任
防
‘
桓
宣

城
碑
〕
俯
―
―
仰
顧
獣
之
際
ご
虔
涵
如
可
否
之
間
↓

【
顕
問
】
141

竺
あ
き
ら
か
に
と
ふ
。
〔
六
餡
‘
龍
餡
、
選

将
〕
明
白
顧
問
‘
以
観
―
―
其
徳
一

【
顕
揚
】
142

均
名
を
あ
ら
は
し
あ
げ
る
。
表
章
す
る
。

〔
栂
‘
祭
統
〕
顧
―
揚
先
祇
盃
竺
以
崇
ュ
孝
也
。
〔
史
記
‘
律

書
〕
然
身
寵
1

一
君
尊
涵
閑
世
顧
揚
‘
可
レ
不
レ
謂
レ
榮
焉
。
〔
漢

書
、
章
玄
成
債
〕
子
孫
雖
レ
欲
―
―
褒
大
顧
揚
而
立
1

之
‘
鬼

12917 
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神
不
レ
饗
也
。
〔
白
虎
通
‘
琥
〕
欲
n

―顧,,
揚
己
於
天
下
↓
〔
後

漢
書
、
皇
后
上
、
和
煮
那
皇
后
紀
〕
顛
-
1

揚
仄
阻
一
崇
―
―
晏

晏
之
政
↓

【
顧
陽
】
143

競
南
朝
宋
の
宮
殿
の
名
。
文
帝
の
妃
が
こ

こ
に
ゐ
た
か
ら
文
帝
の
皇
后
の
候
稽
と
な
る
。
〔
謝
荘
‘

宋
孝
武
宣
貴
妃
昧
〕
敬
―
―
懃
顧
陽
↓
〔
注
〕
善
日
‘
沈
約
宋

書
曰
‘
云
云
‘
宮
曰
,
,
崇
憲
ぶ
へ
后
居
―
―
顧
陽
殿
↓

【
顕
融
】
144

祁
あ
き
ら
か
に
と
け
る
。
〔
禁
邑
‘
光
武
清

陽
宮
碑
序
〕
紳
麗
顕
融
‘
越
不
レ
可
レ
尚
。
〔
陳
琳
、
為
―
―
哀

紹

d
笠
豫
州
ー
文
〕
王
道
興
隆
‘
光
明
顧
融
゜

【
顕
警
】
145

”
ン
い
ち
じ
る
し
い
ほ
ま
れ
。
顕
名
。
〔
後
漢

書
‘
鄭
玄
傭
〕
顕
警
成
―
―
於
僚
友
一
〔
宋
史
‘
呂
祐
之
博
〕

不
レ
喜
―
―
趨
競
盃
所
レ
至
無
―
―
顧
養
一

[
顧
用
】
146

琴
あ
き
ら
か
に
用
ひ
る
。
〔
後
漢
書
‘
胡
廣

博
〕
甘
奇
顕
用
、
年
乖
彊
仕
゜
〔
後
漢
書
、
楊
震
傭
〕
至
レ

有
―
―
威
錮
云
棄
世
之
徒
、
復
得
顧
用
↓

【
顧
庸
】
147

梵
あ
き
ら
か
に
も
ち
ひ
る
。
顧
用
に
同
じ
。

〔
國
語
、
周
語
中
〕
更
凸
姓
改
レ
物
、
以
創
ー
ー
制
天
下
芦
口
顧

庸
也
。

【
顧
殖
】
148

印
が
後
漢
‘
哀
熙
(
1
0
-
3
4
1
5
2
:
 2
8
)
の
字
。

【
顕
数
】

149g
あ
ら
は
に
誅
数
す
る
。
罪
人
を
誅
し
て

其
の
屍
罷
を
公
衆
に
さ
ら
し
示
す
こ
と
。
〔
書
‘
泰
誓

下
〕
功
多
有
―
―
厚
賞
云
＇
レ
迪
有
,
,

顧
数
↓
〔
禁
博
〕
謂
―
―
之
顧

数
面
叫
必
律
―
―
諸
市
朝
i

以
示
―
―
衆
庶
↓
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕

進
レ
賢
受
,
,
上
賞
五
蔽
レ
賢
蒙
『
一
顧
数
工
古
之
道
也
。
〔
播
岳
、

西
征
賦
〕
加
顧
数
子
儲
戴
↓

【
顧
略
】
ISO

認
ク
後
魏
‘
楊
機
(
8
-
1
5
1
1
2
:
 7
9
)
の
字
。

【
顧
陵
】
151

炒
が
陵
の
名
。
●
五
代
晉
‘
高
祗
の
陵
。
河
南

省
宜
陽
縣
の
西
北
。
〔
五
代
史
‘
晉
紀
〕
（
天
蝠
）
七
年
九
月

辛
丑
‘
李
守
貞
為
ー
ー
大
行
皇
帝
山
陵
都
部
署
李
竺
云
‘
十
一

月
庚
寅
‘
葬
,
,
聖
文
章
武
孝
皇
帝
於
顧
陵
↓
〔
注
〕
陵
在
―
―

河
南
壽
安
縣
↓
〔
河
南
通
志
〕
晉
高
祗
陵
‘
在
―
―
宜
陽
縣

西
北
↓
〔
宜
陽
縣
志
〕
晉
高
祇
陵
‘
即
石
家
陵
‘
翁
仲
石

獣
猶
存
。
●
遼
の
世
宗
‘
譲
國
皇
帝
の
陵
。
涌
洲
遼
寧
省

北
鎖
縣
の
臀
巫
閻
山
。
〔
遼
史
、
世
宗
紀
〕
應
暦
元
年
‘

葬
於
顧
州
西
山
陵
i

曰
―
―
顧
陵
↓
〔
盛
京
通
志
〕
顧
陵
‘

在
―
―
瞥
巫
閻
世
明
一
統
志
云
‘
中
作
1

一
彰
殿
一
制
度
宏

麗
、
今
藷
址
倶
没
。
●
明
、
世
宗
の
父
、
興
猷
皇
帝
の
陵
。

湖
北
省
鍾
詳
縣
の
東
。
純
徳
山
の
陽
。
〔
明
史
、
世
宗
紀

一
〕
（
＋
八
年
三
月
）
辛
巳
‘
謁
,
,
顧
陵
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

頁

部

〔
十
四
ー
＋
五
驚
〕

湖
廣
、
安
陸
府
、
鍾
詳
縣
〕
純
徳
山
、
興
猷
陵
寝
在
焉
。

【
顧
麗
】
152

咋
い
ち
じ
る
し
く
う
る
は
し
い
。
〔
曹
植
、

節
遊
賦
〕
覧
一
宮
宇
之
顧
麗
一
賓
大
人
之
飲
レ
居
。

【
願
列
】
153

沈
高
く
て
よ
い
く
ら
ゐ
。
高
い
地
位
。
〔
漢

書
‘
趙
充
國
傭
〕
倶
為
―
―
顧
列
↓

【
顕
烈
】
154

況
大
い
な
る
い
さ
を
し
。
〔
魏
文
帝
‘
策
1

一

孫
櫂
九
錫
ふ
へ
〕
以
レ
馬
相
l

我
國
家
で
氷
終
1
1

爾
顧
烈
↓

【
顧
露
】
巴
ン
あ
き
ら
か
に
あ
ら
は
れ
る
。
登
露
す
る
。

〔
易
、
繋
辟
下
‘
其
事
緯
而
隠
‘
疏
〕
其
易
所
レ
載
之
事
‘
其

辟
放
緯
顛
露
‘
而
所
レ
論
義
理
深
而
幽
隠
也
。
〔
論
衡
‘
程

材
〕
顧
露
易
な
為
者
‘
猶
憤
憤
焉
。
〔
玩
璃
‘
為
1

一
曹
公
ー
作
レ

書
臭
孫
櫂
一
文
〕
寧
倣
―
朱
浮
顕
露
之
奏
一
無
レ
匿
―
張

勝
貸
故
之
轡
↓

【
顕
弄
】
156

競
自
慢
。
〔
紅
棲
夢
‘
六
回
〕
要
血
i
,
,

弄
自

己
的
橙
面
玉
蕊
如
レ
此
説
↓

[
顕
藤
】
157

究
大
い
な
る
さ
い
は
ひ
。
明
か
な
秩
腺
。

〔
劉
款
‘
遂
初
賦
〕
昔
遂
初
之
顕
戦
令
‘
遭
―
―
閻
閻
之
開

通
↓
〔
陳
琳
‘
檄
羹
将
校
部
曲
女
〕
建
―
―
立
元
動
百
盆
竺

顧
藤
↓

【
顧
王
】
158

忽
周
、
第
三
十
五
代
の
王
。
周
顕
王
(
2
ー
は

41 :
 643)
を
見
よ
。

【
顕
獣
子
】
159

タ
，
？
送
葬
の
方
相
の
大
き
な
も
の
を
い

ふ
。
〔
呉
應
箕
‘
留
都
見
聞
記
〕
癸
酉
五
月
‘
沐
府
出
レ
殖
‘

脈
製
方
相
最
大
‘
俗
琥
為
-
l

顧
獣
子
↓

【
顧
皇
帝
】
160"
ぢ

g
清
‘
文
宗
（
7
-
1
7
6
9
5
:
 9
0
0
)
の

誼。

【
顕
勝
門
】
1615
翌
ヨ
，
ゥ
地
名
。
浙
江
省
築
清
縣
の
雁
蕩

山
會
仙
峯
五
里
谷
の
中
。
雨
巖
相
射
し
、
門
を
な
す
。

内
側
に
石
佛
洞
が
あ
る
。

【
顧
節
陵
】
162

翌
芍
陵
の
名
。
後
漢
‘
明
帝
の
陵
。
河
南

省
洛
陽
縣
の
東
南
。
〔
後
漢
書
‘
章
帝
紀
〕
（
永
平
十
八
年

八
月
壬
戌
）
葬
一
孝
明
皇
帝
於
顧
節
陵
↓
〔
注
〕
帝
王
紀

日
‘
顕
節
陵
方
三
百
歩
、
高
八
丈
‘
其
地
故
富
壽
亭
也
、

西
北
去
―
―
洛
陽
二
ニ
十
七
里
。
〔
河
南
通
志
〕
顧
節
陵
、
在
,
,

河
南
府
東
南
三
十
七
里
↓
〔
洛
陽
縣
志
〕
顧
節
陵
、
今
俗

稽
―
―
大
漢
家
↓

【
顧
通
寺
】
163
究
1

ゥ
寺
の
名
。
山
西
省
五
畳
縣
の
五
畳

山
の
霰
鷲
峯
の
下
。
後
漢
の
時
‘
建
つ
。
も
と
大
学
震
鷲

寺
と
い
ふ
。
五
畳
中
最
大
の
叢
林
。

【
顧
寧
陵
】
164

況
'
”
ィ
陵
の
名
。
陳
‘
宣
帝
の
陵
。
江
蘇
省

顕

顛

罰

闊

賠

額

顛

顧

顧

願

類

国】
g

リ
ン

顛（
1
2
-
4
3
6
9
4
)
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
顛
、
本
作
レ
顧
。

お
し
や
べ
り
す
る
。
〔
字
彙
補
〕
願
‘
出
レ
言
多
也
。

【
顆
】
[

ィ
〔
字
彙
補
〕
皮
名
切
固
i

ヘヒぶ`
，ウ

【顛】丘

ラ
ン

顧
(
1
2
-
4
3
7
4
3
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
顛
、
同
レ
顧
。

江
寧
縣
の
牛
頭
山
の
西
北
。
〔
陳
書
‘
宣
帝
紀
〕
太
建
十

四
年
、
二
月
癸
巳
、
葬
1

顧
寧
陵
コ
文
獄
通
考
、
王
穂
考

二
十
、
山
陵
〕
宣
帝
崩
、
葬
顧
寧
陵
↓

【
顕
有
1
1

文
字
ー
】
1
6
5
5
カが
i

り
法
律
に
明
文
が
あ
る
。
〔
蘇

轍
‘
為
―
―
兄
献
下
ヮ
獄
上
書
〕
若
顧
有
―
―
文
字
i

必
不
レ
敢
二

拒
抗
不
レ
承
、
以
重
得
J

罪。

【
顧
孝
大
王
】
166

”
じ
袴
朝
鮮
高
麗
第
二
十
九
代
の
忠

穆
王
（
4
-
1
0
3
5
3
:
 2
2
5
、
)
の
猛
饒
。

【
微
レ
顧
闇
レ
幽
】
167

け
祐
巽
ん
明
か
な
こ
と
を
露
骨
に

は
言
は
ず
‘
又
、
は
つ
き
り
し
な
い
こ
と
を
明
瞭
に
す

る
。
誰
に
も
分
ら
ぬ
や
う
な
原
理
を
ひ
ら
き
明
か
に
す

る
。
〔
易
‘
繋
辞
下
〕
夫
易
彰
レ
往
而
察
レ
来
‘
而
微
レ
顧
闇
レ

幽
。
〔
杜
預
‘
春
秋
左
氏
博
序
〕
其
微
レ
顕
闇
レ
幽
‘
裁
1

一成

義
類
者
‘
皆
撼
奮
例
而
獲
レ
義
。

【
不
レ
顕
成
康
】
168

打
”
介
ナ
ラ
了
ン
ャ
周
の
成
王
康
王
の
徳

は
あ
き
ら
か
な
ら
ざ
る
は
な
い
。
故
に
上
帝
に
命
ぜ
ら

れ
て
天
下
の
君
と
な
る
。
〔
詩
‘
周
頌
‘
執
競
〕
執
』
競
武

王
、
無
レ
競
維
烈
、
不
レ
顧
成
康
‘
上
帝
是
皇
‘
自
二
彼
成

康

喪

有

四

方
i

斤
斤
其
明
。

【
不
レ
顧
不
レ
承
】
16907
ぢ
昇
巧
？
，
ャ
文
王
の
徳
は
明
か

な
ら
ざ
る
な
く
‘
又
、
よ
く
祗
先
を
承
け
つ
が
ざ
る
は

な
い
。
〔
詩
‘
周
頌
‘
清
廟
〕
於
穆
清
廟
、
粛
誰
顧
相
、
清
清

多
士
‘
乗
1

一
文
之
徳
土
が
1

越
在
p

天
‘
駿
奔
走
在
レ
廟
、
不
レ

顕
不
レ
承
、
無
レ
射
於
人
一
斯
゜

【
顧
恭
王
皇
后
】
170

”
裟
弱

g

3
9
0
)
の
O
の
誼
。

宋
‘
王
后
(
7
-
2
0
8
2
3

【類】
g

曰ぢ

〔
集
韻
〕
符
哀
切
苧
〗

●
平
ら
で
な
い
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
願
‘
不
レ
平
貌
゜
●

頷
(
1
2
-
4
3
7
0
0
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
願
‘
緬
字

之
謡
。

【願】
g

ゲ
ン

〔
字
彙
〕
魚
桧
切
籐

●
頭
の
い
た
だ
き
。
〔
説
文
〕
顧
‘
顛
頂

也
、
ハ
レ
頁
隈
臀
。

0
ね
が
ふ
。
〔
廣
雅
‘

繹
詰
一
〕
顧
‘
欲
也
。
参
願
(
1
2
-
4
3
6
2
3
)
の
古

字
。
〔
字
彙
〕
顧
‘
古
願
字
。

穀
5

【顧】
g

ク
？
ン

〔
集
韻
〕
虞
怨
切
麗

＇ 

祠】
g

サ
ヴ
、
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
顧
‘
昔
蒼
°

ぉ
t
J

そ
か
。
顎
(
1
2
-
4
3
5
9
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顎
‘
恭
巌
也
‘
或
作
レ
顛
。

【鄭
1
g

ガ
ク
〔
集
韻
〕
逆
各
切
薦

【類】
g

セ
ン

瀕
(
1
2
-
4
3
6
7
1
)
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
瀕
‘
説
文
、
本
作
レ
額
。

冨
】
[
リ
ン

隣（
1
2
-
4
3
怠
3
)
の
本
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
隣
‘
隣
本
字
‘
見
,
,
説
文
↓

~ 
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＂ 
頁
立
口

〔
十
五
_

_

 ＋七
齋
〕

小
口
口
●
顔
を
し
か
め
る
。
眉
を
ひ
そ

策
め
る
。
も
と
鶯
(
1
2
|
 4
3
7
5
5
)

に
作

勢
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
盟
‘
本
作
レ
監
゜
〔
説
文
〕
監
‘

沙
水
熊
戚
也
‘
ハ
贔
卑
臀
゜
〔
段
注
〕
戚
‘
迫
也
‘

各
本
作
レ
牲
‘
誤
゜
〔
廣
韻
〕
競
‘
蟹
眉
登
也
。

O
蟹

隧
は
‘
う
れ
へ
て
架
し
ま
ぬ
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
蟹
‘

緊
登
‘
憂
愁
不
レ
栗
之
状
也
。
参
頻
(
1
2
-
4
3
5
1
9
)

に
通
ず
。
〔
玉
篇
〕
緊
‘
易
本
作
レ
頻
゜
R
瀕
(
2
|
4
5
 

6
2
)
・
 
賭
(
8
|
2
3
7
7
7
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
盟
‘
瀕

睛
並
同
。

【
緊
墜
】
1

ペ
テ
眉
を
ひ
そ
め
る
。
憂
へ
て
築
し
ま
ぬ
さ

ま
。
頻
顧
゜
瀕
顧
゜
〔
玉
篇
〕
緊
‘
緊
登
‘
憂
愁
不
レ
梨
之

状
也
。

【
蟹
笑
】
2

楚
眉
を
ひ
そ
め
て
わ
ら
ふ
こ
と
。
笑
蟹
゜

噸
笑
(
2
I
4
器
2

:
7
)
を
見
よ
。

【
輩
顧
】
3

梵
眉
を
ひ
そ
め
る
。
顔
を
し
か
め
る
。
蟹

驚
〔
日
本
外
史
‘
徳
川
氏
前
記
‘
翌
臣
氏
下
〕
且
元
製

顧
曰
‘
吾
特
欲
T

待
謁
人
来
攻
一
而
自
殺
上
也
。

【
炊
レ
類
】
4

社
に
古
‘
越
の
美
女
‘
西
施
が
胸
の
疾
痛
の

た
め
に
顔
を
し
か
め
た
の
を
見
て
‘
其
の
里
の
醜
婦
か

之
に
ま
ね
て
輩
し
た
の
で
‘
里
人
が
驚
い
て
逃
げ
去
つ

た
と
い
ふ
故
事
。
是
非
善
悪
を
考
へ
ず
強
ひ
て
他
の
ま

ね
を
す
る
喩
゜
〔
荘
子
、
天
運
〕
西
施
病
レ
心
而
瞭
1

一其

凰
其
里
之
富
人
見
レ
之
‘
閉
レ
門
而
不
レ
出
‘
貧
人
見
レ
之

曾
】
如

g 日
ビヒピヒ
ンン

〔
集
韻
〕
附
賓
切
躙

父
こ
、

p
'
i
n
'

〔
集
韻
〕
頻
禰
切
国
凶

曰
□
国
大
い
に
醜
い
さ
ま
。
梱
(
1
1
0
|

4
3
6
8
4
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
類
‘
大
醜

兒
‘
八
レ
頁
奥
臀
゜
〔
集
韻
〕
類
‘
或
省
。

覇
い

国□
ホハプ 7
ンンンン

〔
集
韻
〕
翻
玩
切

〔
集
韻
〕
符
分
切

屈反

墾

顧

願

顧

願

顧

翻

醐

顧

顕

髄

馴

霞國圏睦

口
頗
願
は
‘
醜
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
頼
願
‘
醜

兒
。
口
願
穎
は
‘
醜
い
さ
ま
。
頷
(
1
2
|
 4
3
7
0
0
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
額
‘
領
願
‘
醜
兒
‘
或
作
レ
顧
。
国
願

顧
は
‘
醜
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
願
‘
願
顧
‘
醜
兒
。
固

冨】叩
國国ロロ
ゲケコカゴギ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
丘
廉
切

〔
集
韻
〕
魚
検
切

〔
集
韻
〕
丘
凡
切

〔
集
韻
〕
牛
錦
切

0
か
ほ
の
高
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
顧
‘
面
高
兒
。
●

う
や
う
や
し
い
。
お
こ
そ
か
。
顎
(
1
2
-
4
3
5
9
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
恭
穀
也
‘
或
作
レ
顧
°

。

冨】
5
ガ
ク
〔
集
韻
〕
逆
各
切
圏

”
闘
羹
且

冨
母
ゲ

ン

願
(
1
2
-
4
3
7
4
1
)

の
謡
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
願
‘
願
識
字
。

【
顧
】
[

願
讃
は
‘
く
ひ
ち
が
ふ
。
〔
道
祓
三
元
経
〕
顧
韻

麒
顛
゜

ガ
ッ
ゲ
チ

〔
字
彙
補
〕
五
榎
切

闘

里
石
其
里
之
醜
人
‘
見
而
美
レ
之
、
蹄
亦
捧
レ
心
而
贖
―
―
其

摯
―
―
妻
子
一
而
去
＞
之
走
‘
彼
知
レ
美
レ
賭
而
不
レ
知
―
―
―
睛
之

所
1

一
以
美
↓
〔
李
白
‘
炊
レ
古
詩
〕
蛾
眉
不
レ
可
レ
妬
‘
況
乃

笈
其
眠
〔
書
言
故
事
大
全
‘
評
論
類
〕
彊
學
り
人
、
曰
レ

炊
レ
盟
。

襄圏薗

小

日

0
む
つ
と
す
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛

羹
0

豪
作
レ
色
謂
―
―
之
翻
云
●
願
願
は
‘
食
物
に

あ
か
ぬ
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
一
日
‘
願
顧
‘
不
レ
飽
。

O
ゃ

せ
る
。
〔
集
韻
〕
翻
‘
一
日
‘
摺
也
。

g
O食
物
に
不

足
が
ち
で
顔
面
が
き
ば
む
。
〔
説
文
〕
願
‘
頗
顧

也
‘
炊
レ
頁
盗
臀
。
〔
段
注
〕
各
本
作
ー
一
面
顧
願
貌
一

今
依
1

一
全
書
通
例
一
正
。
〔
廣
韻
〕
顧
‘
面
黄
醜
。
●

面
の
痩
せ
た
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
顛
、
臀
類
云
‘
面

料
兒
。
曰
面
の
黄
色
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
面
色

【
顧
写
□
リ
ン

口
ラ
ン

曰
ラ
ン

〔
集
韻
〕
力
錦
切

〔
集
韻
〕
慮
感
切

〔
集
韻
〕
郎
紺
切

小
●
ど
く
ろ
。
あ
た
ま
の
骨
゜
〔
説
文
〕

層
豪
顧
‘
碩
顧
也
‘
炊
レ
頁
慮
臀
゜
〔
段
注
〕

各
本
作
―
―
碩
顧
酋
骨
也
五
字
公
7
依
1

一
全
書
通
例
一

正
。
〔
六
書
故
〕
碩
‘
碩
顧
‘
頭
骨
也
‘
又
作
憫

腿
亦
梢
―
―
頭
慮
云
櫨
憫
之
急
言
為
レ
頭
‘
皆
一
臀

之
韓
也
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
頭
顧
催
什
。
●
通
じ
て

慮
(
8
-
2
3
0
5
0
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
顧
‘
通
作
レ

慮
。
●
髄
(
1
2
-
4
5
3
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
或

八
レ
骨
゜

【
顧
骨
】
1

戸
か
し
ら
の
骨
。
頭
蓋
骨
゜
〔
木
華
‘
海
賦
〕

顧
骨
成
レ
嶽
‘
流
膏
為
レ
淵
゜
〔
唐
書
‘
武
元
衡
博
〕
遂
害
ニ

元
衡
面
聾
顧
骨
持
去
。

【
顧
額
経
】
2

内
／
書
名
。
二
巻
。
撰
者
未
詳
。
小
兒
科

臀
術
の
書
。

【
顧
】
[

Iレ口

〔
集
韻
〕
龍
都
切／ 
ヵ
x
町園

頗
顧
は
‘
か
ほ
が
平
ら
で
な
い
。
〔
集
韻
〕
願
‘
頗

願
‘
面
不
レ
平
。

冦
】
[

~ 
サ
ン
セ
ン

日
サ
ン
セ
ン

口や

日
口
鑑
傾
は
‘
頭
の
長
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
鑑

〔
集
韻
〕
仕
懺
切

〔
集
韻
〕
初
街
切

詔國

【顧】如
ラ
ン

顧（
110
-
4
3
7
4
3
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
願
‘
願
字
之
謳
。

か
ほ
が
や
せ
て
骨
組
が
あ
ら
は
な
さ

ま
°
〔
説
文
〕
顧
、
面
痩
液
顧
顕
也
‘
炊
レ

頁
霜
臀
゜

鵡
策小

【
顧
】
[

レ
イ
〔
集
韻
〕
郎
T
切

圏

リ
，
ャ
ゥ

く
ら
い
。
或
は
優
(
1
|
1
2
9
8
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕

顆
‘
字
書
云
‘
惜
也
‘
或
作
レ
優
。

[

顕

]

螂

コ，ウ

〔
玉
篇
〕
霜
肱
切
閾

I四
i

――

面
が
平
ら
で
な
い
。
〔
康
熙
字
典
〕
醐
‘
面
不
レ
平

也。

【
醐
】
畑

[
9
[

〔
康
煕
字
典
〕
口
交
切
層

黄
兒
゜

[
顕
顧
】
1

竺
頭
面
の
平
ら
な
ら
ぬ
こ
と
く
〔
集
韻
〕
願

顛
願
‘
頭
面
不
レ
平
。

[
顛
穎
】
2

竺
み
に
く
い
。
〔
集
韻
〕
穎
、
顕
穎
‘
醜
也

12819 
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【
贔
】

g

5

〔
字
彙
補
〕
皮
媚
切
面

●
ほ
ほ
ぼ
ね
。
籠
(
1
2
|
 4
5
3
1
1
)

に
同
じ
。
〔
廣

雅
‘
秤
親
〕
顧
‘
頗
也
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
輔
骨
日
レ
顧
‘

或
炊
レ
骨
゜
〔
北
齊
書
‘
紳
武
帝
紀
〕
長
頸
高
顧
。
●

相
術
家
の
謳
。
ほ
ほ
に
在
つ
て
運
氣
を
判
断
す

る
と
こ
ろ
。
流
年
運
氣
(
6ー

1
7
4
3
1
:
 3
0
7
)

を
見

よ
。
●
通
じ
て
櫂
(
6
ー

1
5
9
2
6
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
顧
‘
通
作
レ
櫂
。

【
顧
骨
】
1

花
ほ
ほ
ぼ
ね
。
〔
稗
編
〕
面
上
有
―
―
骨
卓
起
一

名
為
11

顧
骨
至
i
-

―櫂勢↓

【
顧
写

ゲケ

ンン

〔
集
韻
〕
逸
員
切
厖

／
 

<
u
 

J:j'ch• 

uan' 

こ
め
か
み
。
〔
玉
篇
〕
顧
、
在
―
―
耳
i

即
日
レ
顧
゜

【
顧
顕
]
1
9
t

●
こ
め
か
み
。
耳
の
上
部
、
目
の
側
部

で
物
を
噛
む
ご
と
に
筋
肉
の
動
く
部
位
。
又
‘
其
の
骨
゜

〔
廣
韻
〕
顧
‘
顧
顕
‘
髪
骨
。
●
こ
め
か
み
が
う
ご
く
。

〔
集
韻
〕
顧
‘
顧
顧
‘
耳
前
動
也
。

ゼ
フ
〔
集
韻
〕
H
渉

切

画

ヽ

ネ
7

万
＿
せ

n
i
e
h
•

園
セ
7

祠】
g

＇』

【

顆

】

[

エ
イ
ヤ，ウ

〔
集
韻
〕
於
郎
切
聴

顛
‘
頭
長
。
〔
集
韻
〕
航
‘
鑑
顧
‘
頭
兒
。

頁

部

〔
十
七
ー
ニ
十
驚
〕

古
日
●
か
ぜ
゜
〔
説
文
〕
風
‘
八

畢
い
限
文
風
也
、
東
方
旦
明
庶
風
面
東

南
日
―
―
清
明
風
盃
南
方
日
―
―
景
風
盃
m
南
曰
11

涼
風
一

西
方
日
―
―
閻
OO
風
二
四
北
日
二
不
周
風
了
北
方
日
ニ

廣
莫
風
二
果
北
日
1

一
融
風
芹
八
レ
虫
凡
瞥
‘
風
動
晶

〔
廣
韻
〕
方
鳳
切

【
風
写

国口日
77ホハ 77
＇ ウンン ヴ

〔
集
韻
〕
方
凋
切
E
L
 

〔
集
韻
〕
甫
凡
切

園國笞函
咤

風

部

冨

】

年

ヒ

ン

輩
(11!
ー

4
3
7
3
7
)

の
本
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
聾
‘
蟹
本
字
‘
見
―
―
説
文
↓

【
顧
写

ク
ヴ
ン
・
ゲ
ン

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡

顧
‘
昔
官
‘
又
昔
願
。

,Ea』

く
び
の
こ
ぶ
。
癌
(
7
|
2
2
6
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
＿
【
賢
】
四

嬰
‘
説
文
‘
頸
瘤
也
‘
或
八
レ
頁
。

シ，ユ

首
(
1
2
-
4
4
4
8
9
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
費
‘
興
レ
首
同
‘
見
二
繹
典
↓

●
ま
ゆ
。
〔
字
彙
補
〕
贔
‘
眉
也
。
●
贔
(
1
0
ー

3
6
9

6
3
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
贔
‘
俗
贔
字
。

顆

顧

顧

贔

費

顧

鶯

風

部

風

生
‘
故
八
日
而
七
。
〔
繹
名
‘
繹
天
〕
風
‘
尭
豫
司
翼

横
レ
ロ
合
レ
唇
言
レ
之
、
風
‘
氾
也
‘
其
氣
博
氾
而

動
レ
物
也
、
青
徐
言
レ
風
‘
淑
レ
ロ
開
レ
臀
推
レ
氣
言
レ

之
、
風
、
放
也
‘
氣
放
散
也
。
〔
白
虎
通
‘
八
風
〕
風

之
岱
言
、
萌
也
‘
養
レ
物
成
レ
功
。
●
ふ
く
。
か
ぜ
ふ

く
。
風
が
ふ
く
。
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
風
‘
吹
也
。
〔
詩
‘

邸
風
‘
終
風
〕
終
風
且
暴
゜
〔
傭
〕
終
日
風
為
,
,
終

風
~
-
す
ず
む
。
風
に
ふ
か
れ
る
。
〔
論
語
、
先
進
〕

墨
乎
舞
雙
〔
皇
疏
〕
風
、
風
涼
也
。
R
か
ぜ
に
あ

た
る
。
外
氣
に
ふ
れ
る
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
下
〕
有
II

寒
疾
示
＇
レ
可
1

一
以
風
↓

0
ぅ
こ
く
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰

一
〕
風
‘
動
也
。

O
ち
る
。
〔
玉
篇
〕
風
‘
散
也
。

O
ぉ

ち
る
。
〔
呂
覧
‘
審
時
〕
如
レ
此
者
不
レ
風
。
〔
注
〕
風
‘

落
也
。
●
に
げ
は
し
る
。
牝
牡
が
互
に
し
た
ひ
あ

つ
て
駈
け
ま
は
る
。
〔
書
、
費
誓
〕
馬
牛
其
風
。
〔
鄭

注
〕
風
‘
走
逸
也
。
〔
疏
〕
買
逹
云
、
風
、
放
也
‘
牝
牡

相
誘
‘
謂
,
,
之
風
云
恐
則
馬
牛
風
侠
‘
因
―
―
牝
牡
相

逐
盃
醤
芸
ぎ
放
侠
遠
去
1

也
。
〔
左
氏
、
僭
、
四
〕
唯

是
風
馬
牛
不
1

一
相
及
l

也
。
〔
疏
〕
服
虔
云
、
風
、
放

也
‘
牝
牡
相
誘
‘
謂
↓
―
之
風
ニ
〇
は
や
い
。
風
の
や

う
に
速
い
。
〔
左
氏
‘
成
、
十
六
〕
免
レ
冑
而
趨
風
。

〔
注
〕
疾
如
レ
風
。

0
を
し
へ
。
み
ち
ぴ
き
。
教
化
。

〔
書
‘
説
命
下
〕
四
海
之
内
‘
咸
仰
朕
襖
時
乃

風
。
〔
傭
〕
風
‘
教
也
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
従
レ
風
而
服
。

〔
注
〕
風
‘
化
也
。

O
な
ら
は
し
。
上
の
人
の
み
ち

び
き
に
よ
っ
て
か
も
し
だ
さ
れ
た
下
民
の
嗜
向

高
尚
す
る
と
こ
ろ
。
慣
習
。
〔
正
字
通
〕
上
行
下
炊

好
レ
風
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘
合
方
氏
、
同
II

其
好
善
一

注
〕
風
俗
所
二
高
尚
↓
〔
疏
〕
風
‘
謂
1

政
教
所
＞
施
‘

故
曰
‘
上
以
レ
風
化
レ
下
‘
又
云
‘
風
以
動
レ
之
、
是

也
‘
俗
謂
‘
民
所
二
承
襲
互
奴
日
、
君
子
行
レ
證
‘
不
レ

求
レ
轡
レ
俗
‘
是
也
。
〔
呂
覧
‘
先
識
〕
此
亡
國
之
風

也
。
〔
注
〕
風
‘
化
也
。
〔
呂
覧
‘
＿
音
初
〕
聞
―
―
其
瞥
―
而

知
其
風
↓
〔
後
漢
書
‘
朱
浮
傭
〕
頗
欲
レ
属
1
1

風
迩
↓

〔
注
〕
風
化
之
迩
也
。
鬱
い
ひ
つ
け
。
〔
易
‘
小
畜
〕

風
行
―
―
天
上
一
〔
疏
〕
風
為
―
―
琥
令
↓
〔
張
衡
‘
東
京

賦
〕
臀
興
レ
風
翔
゜
〔
注
〕
綜
曰
‘
風
者
‘
天
之
琥
令
。

0
き
だ
て
。
か
た
ぎ
。
自
然
界
の
影
響
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
る
先
天
的
の
素
質
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
谷
風

序
‘
疏
〕
漢
書
地
理
志
云
‘
凡
民
稟
1

一
五
常
之
性
一

而
有
剛
柔
緩
急
昔
臀
不
已
回
‘
繋
-
―
水
土
之
風

墨
故
謂
二
之
風
石
灯
悪
取
捨
動
静
無
レ
常
‘
随
-
―
君

上
之
情
正
故
謂
II

之
俗
石
是
解
―
―
風
俗
之
事
一
也
‘
風

輿
レ
俗
、
射
則
小
別
‘
散
則
義
通
。
〔
淮
南
子
‘
氾
論

訓
〕
徳
有
成
翌
衷
風
先
萌
焉
。
〔
注
〕
風
‘
氣
也
。

O

い
き
ほ
ひ
゜
〔
後
漢
書
‘
渇
術
傭
〕
威
風
遠
暢
。

O

詩
の
六
義
の
＿
。
諸
國
の
民
謡
の
梢
。
其
の
人
を

感
化
す
る
こ
と
風
の
物
を
動
か
す
が
如
き
意
に

取
る
。
正
髪
二
風
に
分
れ
‘
正
風
は
周
南
・
召
南
‘

嬰
風
は
邸
か
ら
臨
に
至
る
十
三
國
の
詩
。
〔
詩
‘

大
序
〕
上
以
風
化
下
二

r以
風
剌
上
エ
茫
文

而
孟
諫
‘
言
レ
之
者
無
レ
罪
‘
聞
レ
之
者
足
II

以
戒
一

故
日
レ
風
。

O
う
た
。
ふ
し
。
業
曲
。
〔
山
海
経
‘
大

荒
西
経
〕
祝
融
生
II

太
子
長
琴
五
翠
熙
揺
山
五
始

作
1

一
築
風
↓
〔
注
〕
風
‘
曲
也
。
鬱
う
た
ふ
。
〔
論
衡
‘

明
零
〕
墨
乎
舞
雙
風
‘
歌
也
。
●
や
う
す
。
す
が

た
。
〔
史
記
‘
李
陵
傭
〕
有
乙
幽
士
之
風
↓
〇
け
し

き
。
〔
晉
書
‘
王
導
傭
〕
風
景
不
レ
殊
‘
攀
レ
目
有
二
江

山
之
異
↓
〔
李
白
‘
長
干
行
〕
沙
頭
候
―
―
風
色
奎
R
病

の
名
。
④
か
ぜ
。
風
邪
。
〔
素
問
‘
至
慎
要
大
論
〕

大
風
散
琴
。
〔
注
〕
風
‘
寒
氣
生
也
。
◎
中
風
。
〔
正

字
通
〕
風
四
支
偏
枯
日
レ
風
。
◎
き
ち
が
ひ
。

〔
正
字
通
〕
風
‘
狂
疾
日
レ
風
。
＠
お
こ
り
。
〔
左
氏
‘

昭
、
元
〕
風
淫
末
疾
゜
〔
注
〕
風
‘
為
―
―
緩
急
↓
〔
疏
〕

風
氣
入
レ
身
‘
則
四
肢
有
1
1

緩
急
↓
⑮
瀬
病
。
大
風

(
8
-
5
8
3
1
 :
 2
0
3
4
)

の
O
④
を
見
よ
。
●
こ
ゑ
゜

三
二
四

12920 



(43756・・1)一 (43756・・25) 

風

部

風

昔
臀
゜
〔
王
僧
逹
‘
祭
顔
光
廊
文
〕
孤
風
絶
侶
。

〔
注
〕
善
曰
‘
風
‘
瞥
也
。
鬱
お
ほ
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰

三
〕
風
、
衆
也
。

O
は
ね
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
風
、
利

也
。
働
古
‘
凧
（
2
ー

1
7
7
1
)

・
凪
(
2ー

1
7
6
9
)

・風
(
2

-
1
7
6
5
)
・
 
諷
（
1
2
|
 
43991)• 

~(12-43880) 

に
作
る
。
〔
説
文
〕
風
‘
凧
‘
古
文
風
。
〔
集
韻
〕
風
‘

古
作
レ
風
。
〔
康
熙
字
典
〕
風
、
古
文
風
・
諷
・
鷲
。
亀

姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
姓
為
レ
氏
〕
風
氏
‘
姓

也
‘
伏
義
氏
之
姓
‘
任
宿
須
句
顕
央
四
國
皆
風

姓
‘
風
作
レ
風
‘
即
古
文
風
字
、
世
亦
有
―
―
此
桂
此

雖
社
典
古
人
亦
有
―
―
以
為
レ
氏
者
工
黄
帝
之
臣

風
后
是
也
。
口
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
風
、
八
風
也
。
国
●

つ
げ
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
風
、
告
也
。
●
諷
(
1
0
|

3
5
7
4
1
)
に
通
ず
。
④
い
さ
め
る
。
〔
集
韻
〕
諷
、
一

曰
‘
諫
刺
‘
或
作
レ
風
。
＠
ほ
の
め
か
す
。
〔
漢
書
‘

田
紛
傭
〕
紛
乃
微
1
言
太
盾
風
レ
上
。
〔
注
〕
師
古

曰
‘
風
‘
讀
曰
レ
諷
。
◎
そ
ら
ん
ず
る
。
〔
集
韻
〕
諷
‘

説
文
‘
誦
也
‘
或
作
レ
風
。

【
風
病
】
1

匁
か
ぜ
。
風
邪
゜
〔
慎
詰
〕
誠
能
省
↓
一
周
旋

之
役
者
、
必
風
病
除
也
。

【
風
埃
】
2

存
か
ぜ
と
ほ
こ
り
。
轄
じ
て
‘
浮
世
の
け
が

れ
。
風
塵
゜
〔
南
齊
書
、
王
僧
虔
等
博
賛
〕
思
曼
廉
静
、
自

竪
風
埃
盃
翌
心
交
緊
物
允
1

一
清
才
↓
〔
李
盆
‘
撰
馬

鬼
詩
〕
金
甲
銀
施
盛
已
回
‘
蒼
茫
羅
袖
墨
風
埃
↓
〔
陸

漉
没
―
―
富
春
江
詞
〕
官
路
已
悲
捐
孟
威
見
客
衣
伯
悔

狸
風
埃
↓
〔
宣
和
書
藷
〕
雖
な
在
1

一
朝
市
風
埃
中
二
見

便
令
n

一
人
寧
レ
裳
欲
レ
渉
問
,
1

舟
浦
激
間
一
也
。

【
風
歴
】
3

砕
〇
風
が
お
し
つ
け
る
。
〔
秦
観
、
木
蘭
花

詞
〕
西
棲
促
レ
坐
酒
盃
深
、
風
堅
↓
紐
繍
簾
ー
香
不
レ
捲
。
●

風
が
物
橙
に
及
ぽ
す
堅
力
。
ほ
ぽ
風
速
の
二
乗
に
比

例
す
る
。

【
風
夷
】
4

匁
漢
代
、
東
夷
の
一
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
博

序
〕
風
夷
陽
夷
。

【
風
衣
】
5

匁
〇
か
ぜ
に
ふ
か
れ
る
衣
゜
〔
夏
侯
湛
‘
春

可
レ
築
賦
〕
散
-
l

風
衣
之
複
氣
五
納
―
―
敗
懐
之
潜
芳
f

●
清
‘

程
嗣
立
(
8
-
2
5
0
8
1
:
 2
2
0
)

の
字
。

【
風
移
】
6

匁
●
風
俗
が
う
つ
り
か
は
る
。
〔
書
‘
畢
命
〕

既
塁
三
紀
面
雙
風
移
。
●
風
が
移
り
動
く
。
風
が
吹

く
。
〔
呉
志
、
諸
葛
格
博
、
注
〕
志
林
日
、
云
云
、
若
因
―
―

十
思
之
義
云
廣
諮
―
―
嘗
世
之
務
面
炉
善
速
―
―
於
雷
動
盆
茫

諫
急
―
―
於
風
移
一
登
得
T

隕
―
―
首
殿
堂
一
死
＊
凶
竪
之
刃
i
i

0
上
の
徳
化
に
い
ふ
。
〔
陸
堅
、
千
秋
節
應
制
詩
〕
風
移

翌
土
宇
一
雲
上
淡
嘉
臣
↓

〖
風
移
俗
易
〗7
窃
5
頌
風
俗
の
移
り
か
は
る
こ
と
。

〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕
夫
築
者
感
1

一
人
‘
少
深
‘
而
風
移

俗
易
。

【
風
位
】
8

匁

O
風
の
く
ら
ゐ
。
〔
素
問
‘
六
微
旨
大
論
〕

相
火
之
下
‘
水
氣
承
な
之
、
水
位
之
下
、
土
氣
承
レ
之
、
土

位
之
下
‘
風
氣
承
レ
之
‘
風
位
之
下
、
金
氣
承
レ
之
、
金
位

之
下
‘
火
氣
承
レ
之
‘
君
火
之
下
‘
陰
精
承
レ
之
。

O
風
の

吹
く
方
向
。
か
ざ
む
き
。

【
風
威
】
，

5
ゥ
●
風
の
力
。
風
の
勢
。
烈
し
い
風
の
威

力
。
〔
杜
甫
‘
夜
詩
〕
絶
岸
風
威
動
‘
寒
房
燭
影
微
。
〔
柳

宗
元
、
夏
夜
苦
熱
登
1

西
棲
―
詩
〕
火
晶
燥
―
露
婆
野
静

停
―
―
風
威
~
·
数
化
の
力
。
〔
後
漢
書
、
循
吏
‘
王
換
博
〕
在
レ

温
三
年
、
遷
,
,
充
州
刺
史
云
縄
―
―
正
部
郡
面
風
威
大
行
。
〔
後

漢
書
‘
張
宗
等
博
論
〕
安
順
以
後
、
風
威
梢
薄
‘
寇
攘
寝

横
‘
縁
レ
隙
而
生
。
〔
南
齊
書
、
辞
淵
等
博
論
〕
観
―
―
在
猛

慇

藉

以
1

一
風
威
↓

【
風
韓
】
1
0
5
ゥ
か
ぜ
に
ゆ
れ
動
く
と
ば
り
。
〔
鄭
谷
‘
蜀

中
夏
日
自
恰
詩
〕
展
轄
敲
1

一
孤
枕
盃
風
韓
信
寂
客
。

【
風
猷
】
11

筋
風
教
道
徳
。
政
教
の
謀
。
〔
晉
書
‘
博
祗

博
論
〕
博
祗
名
父
之
子
、
早
樹
,
,
風
猷
↓
〔
宋
書
‘
文
帝
紀
〕

陛
下
君
徳
自
然
‘
聖
明
在
御
‘
孝
悌
著
,
,
於
家
邦
ご
風
猷

宜
―
―
於
蕃
牧
↓
〔
任
防
、
為
1

一
苑
始
興
1

作
求
レ
立
,
,
太
宰

稗
表
〕
夫
存
樹
,
,
風
猷
苓
戊
著
1

一
徽
烈
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
猷
‘

道
。
〔
徐
陵
、
陳
公
九
錫
文
〕
折
レ
簡
馳
レ
書
、
風
猷
斯
遠
。

〔
南
史
‘
隠
逸
偲
叙
〕
解
孟
在
桔
於
仁
義
一
示
―
―
形
神
於
天

壌
面
切
名
教
之
外
‘
別
有
―
―
風
猷
↓

【
風
逸
】
12

筋
●
風
の
や
う
に
奔
逸
す
る
。
オ
氣
が
す

ぐ
れ
抜
き
ん
で
る
喩
。
〔
文
心
離
龍
‘
辮
騒
〕
贄
日
、
不
レ

有
面
原
云
昔
翌
離
騒
i

驚
オ
風
逸
‘
牡
志
煙
高
‘
山
川

無
レ
極
‘
情
理
賓
努
‘
金
相
玉
式
‘
艶
溢
―
―
錨
豪
↓
●
さ
か

り
づ
い
た
牝
牡
が
相
誘
つ
て
奔
逸
す
る
こ
と
。
〔
左
氏
‘

倦
‘
四
‘
君
虞
1

北
雄
寡
人
慮
1
1

南
海
一
唯
是
風
馬
牛
不
1

一

相
及
ふ
3

、
林
注
〕
牝
牡
相
誘
日
レ
風
、
言
‘
雖
―
―
馬
牛
風

逸
‘
牝
牡
相
誘
一
亦
不
1
1

相
及
一
喩
―
―
齊
楚
遠
不
-
1

相
干
1

也。

【
風
引
】
13

蛉
風
が
引
く
。
〔
呉
均
、
大
垂
手
詩
〕
羅
杉

恣
'1

風
引
云
軽
帯
任
―
―
情
揺
↓
〔
杜
甫
‘
雨
詩
〕
煙
添
綾
有
レ

色
、
風
引
更
如
レ
絲
゜
〔
杜
荀
鶴
‘
宿
11

東
林
寺
正
手
願
公

院
詩
〕
箸
底
水
涵
抄
レ
律
燭
‘
窟
間
風
引
煮
レ
茶
煙
。

【
風
淫
】
14

焚
〇
風
の
度
の
過
ぎ
る
こ
と
。
〔
左
氏
、
昭
‘

元
〕
天
有
,
1

六
氣
一
云
云
‘
淫
生
,
1

六
疾
一
云
云
‘
風
淫
末

疾
゜
〔
素
問
‘
至
慎
要
大
論
〕
歳
蕨
陰
在
レ
泉
‘
風
淫
所
レ

勝
‘
則
地
氣
不
レ
明
‘
平
野
昧
草
廼
早
秀
。
●
ほ
し
い
ま

ま
に
淫
事
を
行
ふ
。
又
、
衆
と
共
に
淫
す
る
。
朋
淫
。
〔
後

漢
書
、
孝
明
八
王
‘
柴
成
靖
王
黛
傭
〕
復
立
↓
一
清
北
王

子
襄
―
為
―
―
築
成
王
一
後
襄
到
レ
國
藪
月
、
騒
淫
不
法
、

思
過
累
積
、
云
云
、
安
―
帝
詔
曰
、
長
有
レ
醜
―
―
其
面
二
皿

放
返
其
心
ご
云
云
、
出
入
鎮
覆
、
風
淫
於
家
ご
本
云
‘

思
罪
莫
i

大
‘
甚
可
レ
恥
也
、
云
云
‘
其
貶
―
―
襄
爵
1

為
―
―
臨

湖
侯
↓

【
風
隠
】
15

絡
〇
風
が
か
く
れ
る
。
風
が
吹
か
ぬ
こ
と
。

〔
梁
粛
、
舒
州
望
江
縣
丞
瞳
公
墓
誌
銘
〕
雲
蔵
二
於
山
一

風
隠
―
―
於
林
五
時
雨
下
降
‘
不
レ
聞
―
―
其
昔
↓
●
”
ク
風
を

避
け
て
物
蔭
に
隠
れ
る
こ
と
。
〔
玉
葉
集
‘
二
〕
木
立
を

ば
つ
く
ろ
は
ず
し
て
櫻
花
、
か
ざ
が
く
れ
に
ぞ
、
植
う

べ
か
り
け
る
。

[
風
韻
】

1
6
g
O
す
ぐ
れ
た
や
う
す
。
風
雅
高
尚
で
氣

高
い
お
も
む
き
。
風
采
。
〔
晉
書
‘
桓
石
秀
博
〕
石
秀
幼

有
―
―
令
名
ご
風
韻
秀
徹
‘
博
―
―
渉
塁
書
下
尤
善
n
老
荘
よ
常

獨
-
1

虞
一
室
盃
即
於
應
接
云
時
人
方
―
―
之
庚
純
石
甚
為
而

文
帝
所
p

重
。
〔
南
史
、
張
敷
傭
〕
（
敷
）
性
整
貴
、
風
韻
甚

高
、
好
讀
―
玄
書
云
兼
陽
1

一
文
論
↓
〔
南
齊
書
‘
孔
稚
珪
博
〕

稚
珪
風
韻
清
疎
‘
好
-
1

文
詠
一
飲
酒
七
八
斗
゜
〔
南
齊

書
、
柳
世
隆
傭
〕
垂
箪
鼓
レ
琴
、
風
韻
消
遠
。
〔
李
白
‘
贈
n

濱
今
詩
〕
風
韻
逸
―
―
江
左
ぶ
文
章
動
―
―
海
隅
↓
●
風
の
お

と
。
風
瞥
。
風
籟
゜
〔
柳
宗
元
、
酬
二
詔
州
斐
曹
長
使
君
1

詩
〕
月
光
揺
n
浅
瀬
盃
風
韻
砕
1

一
枯
管
↓
〔
劉
馬
錫
、
訓
―
―
賓

員
外
旬
休
早
涼
見
巳
ホ
詩
〕
風
韻
漸
高
梧
葉
動
‘
露
光
初

重
模
花
稀
゜

【
風
宇
】
17

吟
人
の
や
う
す
。
又
、
た
ち
。
氣
宇
゜
〔
晉
書
、

謝
安
傭
〕
紳
識
沈
敏
、
風
宇
條
暢
。
〔
南
齊
書
、
王
倹

傭
〕
南
昌
公
倹
‘
骰
レ
道
乗
レ
哲
‘
風
宇
淵
晴
‘
肇
自
1

一弱

齢
一
清
猷
自
遠
‘
登
朝
應
レ
務
‘
民
望
―
―
斯
罵
↓

三
二
五

【
風
利
】
18

唸
矢
利
を
い
ふ
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
知
〕
離
伺

風
三

能
食
―
―
諸
鳥
利
盃
ぽ
善

=
-
E
-
•

―
-
＇
門
才

作
―
―
風
材
一
風
利
法
、

圏
箭
濱

去
レ
括
三
寸
鑽
1

一小

孔
一
令
1

桑
夜
笥
及
＂

鍍
、
風
渠
深
一
粒
、
自
レ
括
塁
於
共
則
不
1

一
必
狙
也
。

【
風
雨
】
19

唸
●
か
ぜ
と
あ
め
。
あ
め
か
ぜ
。
〔
書
‘
洪

範
〕
月
之
従
レ
星
‘
則
以
風
雨
。
〔
易
‘
繋
辞
上
〕
鼓
レ
之
以
1

一

雷
霞
云
潤
レ
之
以
>1

風
雨
↓
〔
證
‘
證
器
〕
饗
帝
於
郊
盃
皿
風

雨
節
‘
寒
暑
時
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
雲
霧
也
、
風
雨
也
。
〔
荀

子
、
勧
學
〕
積
な
土
成
レ
山
、
風
雨
興
焉
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕

五
家
之
兵
‘
疾
如
確
矢
一
戦
如
雷
電
一
解
如
嵐
雨
。

●
あ
ら
し
。
し
け
。
か
ぜ
ふ
き
あ
め
ふ
る
。
〔
漢
書
‘
郊

祀
志
上
〕
始
皇
之
上
1

一
泰
山
工
中
阪
遇
―
―
暴
風
雨
i

休――於

大
樹
之
下
二
諸
儒
既
闘
‘
不
レ
得
レ
興
―
―
封
祠
「
聞
1

私
始
皇

遇

風

雨

加

磯
5

之
。
●
詩
経
‘
鄭
風
の
篇
名
。
乱
世
に

君
子
の
其
の
節
度
を
改
め
ぬ
を
思
つ
て
作
る
。
〔
詩
‘

鄭
風
、
風
雨
序
〕
風
雨
‘
思
1

一
君
子
一
也
、
乱
世
則
思
―
―
君
子

不
＂
改
―
―
其
度
1

焉。

〖
風
雨
時
〗20砂
tり
風
雨
が
時
節
に
協
つ
て
適
度
に

あ
る
こ
と
。
五
風
十
雨
。
〔
漢
書
‘
董
仲
舒
博
〕
陰
陽
調
而

風
雨
時
。
〔
漢
書
‘
籠
錯
博
〕
日
月
光
、
風
雨
時
。

〖
風
雨
表]
2
1
f
e
n
g
'
y
i
i
3
 
p
i
a
o
3

睛
雨
計
。
氣
堅
計
。

〖
風
雨
棲
〗22翌
清
‘
紀
森

(
8ー
2
7
2
3
4:
 8
3
)
の
室

名。
〖
風
雨
草
堂
〗23
誘
が
清
‘
張
漁

(
4
19
8
1
2
 :
 
5
4
2
)
 

の
●
の
室
名
。

〖
風
雨
凄
凄
〗24
務
や
風
吹
き
雨
降
つ
て
底
冷
え
の

す
る
こ
と
。
乱
世
に
い
ふ
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
風
雨
〕
風
雨
凄

浪
難
鳴
嗜
嘴
既
見
1

一
君
子
三
云
胡
不
レ
夷
。
〔
集
博
〕
凄

洟
寒
涼
之
氣
。
〔
杜
牧
‘
阿
房
宮
賦
〕
舞
殿
冷
袖
‘
風
雨

湊
凄
。

〖
風
雨
射
林
〗25
”
け
勾tゥ
唐
の
葦
應
物
が
、
全
慎
・
元

常
の
二
生
に
贈
っ
た
詩
に
風
雨
酎
林
と
い
ふ
句
が
あ
る

の
を
‘
蘇
東
坂
が
見
て
深
く
感
じ
‘
其
の
弟
、
子
由
に
詩

を
贈
つ
て
‘
亦
此
の
語
を
用
ひ
た
故
事
。
因
つ
て
兄
弟
相

會
す
る
に
い
ふ
。
〔
葦
應
物
、
示
1

一
全
箕
元
常
1

詩
〕
余
辟
1

一

郡
符
1
去
‘
爾
為
二
外
事
—
牽
‘
寧
知
風
雪
夜
‘
復
此
射
ぬ
れ

眠
‘
始
話
南
池
飲
‘
更
詠
西
棲
篇
、
無
し
殷
一
會
易
盃
歳
月

坐
推
遷
只
蘇
献
、
辛
丑
十
一
月
十
九
日
既
興
1
1

子
由
面
空

12921 
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於
鄭
州
西
門
之
外
一
馬
上
賦
―
―
詩
一
篇
玉
炉
之
詩
〕
不
レ
飲
以
レ
龍
為
レ
喩
也
。
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移
文
〕
風
雲
悽
其
帯
レ
宋
の
太
祀
の
事
を
記
す
。
〔
蛾
直
曲
談
〕
古
名
家
雑
劇
・

胡
為
酔
几
冗
‘
此
心
已
逐
二
蹄
鞍
五
咲
飩
人
猶
自
念
庭
憤
。

O
地
勢
の
高
遠
な
喩
゜
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
径
路
絶
‘
元
人
雑
劇
選
、
均
有
―
―
此
本
一
而
流
傭
甚
少
‘
碓
煕
築
府

問
今
我
何
以
慰
―
―
寂
襄
↓
登
レ
高
回
レ
首
波
隅
隔
‘
惟
見
烏
風
雲
通
。
〔
南
史
‘
明
僧
紹
傭
〕
所
謂
遥
路
絶
‘
風
雲
通
。
中
載
二
其
訪
レ
普
一
折
ズ
⑫
清
、
李
玉
作
。
〔
曲
海
穂
目
提

帽
出
復
没
‘
苦
寒
念
―
―
爾
衣
装
薄
ご
獨
騎
―
―
痩
馬

CE-―
残
参
高
位
の
喩
。
〔
播
岳
‘
楊
荊
州
誅
〕
奮
二
躍
淵
塗
盃
跨
―
―
騰
要
〕
演
―
―
趙
太
祗
及
鄭
恩
事
↓
小
説
有
―
―
趙
大
郎
千
里
送

圧
路
人
行
歌
居
人
築
‘
憧
僕
怪
1

一
我
苦
悽
側
ェ
亦
知
人
風
雲
云
R
時
勢
の
喩
。
風
雲
會
を
見
よ
。
〔
後
漢
書
‘
朱
祐
京
娘
ず
人
有
レ
残
二
唐
・
五
代
・
北
宋
等
演
義
一
中
間
多
趙

生
要
レ
有
レ
別
‘
但
恐
歳
月
去
瓢
忽
‘
寒
燈
相
封
記
―
―
疇
昔
一
等
側
論
〕
中
興
二
十
八
将
‘
前
世
以
為
、
上
應
1

―
二
十
八
公
子
輿
―
―
鄭
恩
五
炉
義
始
末
‘
流
傭
甚
久
、
元
人
彰
伯
城

夜
雨
何
時
麒
磁
t

ヰ
竺
君
知
此
意
不
レ
可
レ
忘
‘
慎
勿
―
―
―
苦
宿
ご
杢
之
詳
一
也
、
然
咸
能
咸
竺
會
風
雲
盃

g
其
智
勇
↓
有
―
―
京
娘
怨
一
羅
貫
中
有
―
―
龍
虎
風
雲
會
一
此
又
合
―
―
雨

翌
高
官
職
↓
〔
自
庄
〕
嘗
有
1

一
夜
雨
討
レ
林
之
言
ぶ
瓜
云
爾
。
稽
為
一
佐
命
示
亦
各
志
能
之
士
也
。
〔
宋
書
‘
武
帝
紀
中
〕
風
種
[
?
-
‘
而
隻
換
成
レ
編
也
。

〔
王
直
方
詩
話
〕
東
破
輿
→
―
子
由
五
竺
恢
遠
騨
函
嘗
讀
―
―
章
雲
玄
感
‘
蔚
為
幸

m
師
一
〔
張
九
齢
‘
南
陽
道
中
作
詩
〕
遭
遇
〖
風
雲
兒
〗

3
1匁
？
事
斐
に
際
會
し
‘
危
難
の
間
に

蘇
州
詩
云
ぎ
寧
知
風
雨
夜
‘
復
此
酎
レ
林
眠
之
句
涵
四
然
感
―
―
風
雲
面
k

衰
空
1

一
草
澤
↓
＠
勢
の
盛
な
喩
。
オ
氣
の
豪
活
躍
し
て
功
を
立
て
る
男
兒
゜

感
レ
之
、
乃
相
約
早
退
‘
共
為
―
―
間
居
之
築
訟
故
在
レ
鄭
別
―
―
邁
な
こ
と
‘
或
は
事
の
牡
烈
な
こ
と
を
い
ふ
。
〔
徐
陵
‘
〖
~
雲
生
〗

3
2
岱
笠
勢
の
盛
な
形
容
。
〔
唐
玄
宗
‘
行

子
由
去
‘
寒
燈
相
酎
記
疇
昔
一
夜
雨
何
時
競
臨
丑
必
一
輿
―
―
李
那
書
〕
披
レ
文
相
質
‘
意
致
―
―
縦
横
一
オ
牡
―
―
風
次
一
成
呆
一
途
経
下
先
聖
檎
―
―
建
徳
一
之
所
』
緬
"
思
功
業
1

又
初
秋
子
由
卑
ハ
レ
破
相
従
彰
城
面
て
詩
云
‘
誤
喜
酎
レ
林
雲
一
義
深
,
,
淵
海
↓
〔
庚
信
‘
朱
雲
折
檻
賛
〕
身
措
―
―
欄
檻
一
感
而
賦
詩
〕
先
聖
按
レ
剣
起
‘
叱
陀
風
雲
生
。

尋,,藷
約
二
小
レ
知
瓢
泊
在
二
彰
城
ご
ナ
由
使
レ
虔
‘
在

1一
神
義
烈
―
―
風
壱
写
〇
轡
幻
極
り
な
い
謀
の
喩
゜
〔
李
白
‘
猛
虎
〖
風
雲
嬰
〗

3
3
怨
パ
／
世
の
事
愛
。
英
雄
豪
傑
な
ど
の
世

水
館
賦
レ
詩
云
‘
夜
雨
従
来
酎
レ
椙
眠
‘
弦
行
萬
里
隔
1

一
行
〕
楚
人
毎
道
張
旭
奇
‘
心
蔵
二
風
雲
面
届
否
知
。
〇
風
に
あ
ら
は
れ
る
機
會
゜

湖
天
一
披
在
―
―
御
史
獄1有
ビ
Z
、
他
年
夜
雨
獨
傷
レ
紳
‘
采
の
崇
高
な
喩
。
〔
沈
約
‘
齊
太
尉
王
倹
碑
〕
曜
鵬
接
―
―
其
〖
風
雲
開
闇
〗

3
4
豆
り
が8

時
に
風
が
雲
を
吹
き
彿
つ
て

在
東
府
宥
レ
云
‘
射
恥
定
悠
悠
‘
夜
雨
今
薙
琴
其
同
光
景
「
風
雲
溢
乎
帷
席
↓
R
天
候
の
陰
悪
な
る
を
い
ふ
。
晴
れ
‘
時
に
雲
が
天
を
覆
ひ
と
ざ
し
て
暗
く
な
る
こ

轄
射
有
レ
云
‘
封
レ
林
貪
聴
連
宵
雨
‘
又
日
‘
封
レ
林
欲
レ
又
、
世
の
胤
れ
る
に
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
悶
詩
〕
窟
蠣
浮
乞
一
と
。
〔
蘇
轍
‘
黄
州
快
哉
亭
記
〕
濤
瀾
淘
湧
、
風
雲
開
閾
゜

作
蓮
夜
雨
「
又
日
‘
酎
品
老
兄
弟
、
夜
雨
鳴
ー
竹
屋
面
此
蜀
面
風
雲
暗
玉
旦
蜜
＾
〇
と
ら
は
れ
る
所
の
な
い
喩
゜
〔
晉
〖
風
雲
月
露
〗

3
5
焚
竺
世
道
人
心
に
神
盆
す
る
所
な

其
兄
弟
所
レ
賦
也
‘
退
休
之
約
‘
可
レ
謂
レ
無
石
は
炉
之
、
書
‘
藝
術
‘
曇
霰
偉
〕
行
歩
如
1

一
風
雲
「
言
1

一
人
死
生
責
賤

i

<

‘
い
た
づ
ら
に
花
鳥
風
月
の
事
を
詠
じ
た
詩
文
を
い

然
党
不
レ
能
レ
成
―
―
其
約
一
其
意
見
―
―
於
趙
遥
堂
詩
叙
―
云
。
無
撃
）
騎
之
差
云
〇
軍
陣
の
名
。
古
‘
天
地
風
雲
龍
虎
鳥
蛇
ふ
。
〔
隋
書
‘
李
誇
傭
〕
連
篇
累
讀
‘
不
レ
出
,
,
月
露
之
形
一

〖
不
レ
避
二
風
雨
―
〗

2
6均
芍
眼
苦
を
避
け
な
い
喩
。
〔
漢
の
八
陣
あ
り
。
〔
李
衛
公
問
酎
‘
上
〕
太
宗
曰
‘
天
・
地
・
風
・
積
案
盈
箱
‘
唯
是
風
雲
之
状
。

書
‘
朱
博
傭
〕
仇
侠
好
反
‘
随
捉
士
大
夫
云
＇
レ
逍
嵐
雲
龍
・
虎
・
鳥
・
蛇
‘
斯
八
陳
何
義
也
‘
靖
日
‘
傭
レ
之
者
誤
〖
風
雲
才
子
〗

3
6
ぢ
勺
風
雲
に
際
會
し
て
功
名
を
立

雨

↓

也

、

古

人

認

―

―

蔽

此

法

五

5

詭
設
1

一
八
名
一
耳
‘
八
陳
本
一
て
る
人
。
風
雲
兒
。
前
途
有
望
の
青
年
。
〔
慮
綸
‘
和
三

〖
風
雨
無
レ
郷
而
怨
怒
不
レ
及
〗
2
7
1
7
9

笞
[
5心
灯
ク
く
ァ
風
也
‘
分
為
レ
八
焉
‘
若

1
1天
地
者
、
本
―
―
乎
旗
琥
面
｛
雲
者
‘
雀
侍
郎
遊1一
萬
固
寺
—
詩
〕
風
雲
才
子
冶
遊
思
‘
蒲
柳
老

雨
は
自
然
に
任
せ
‘
公
平
で
意
を
以
て
闇
背
す
る
こ
と
本
―
―
乎
猪
名
函
暉
虎
鳥
蛇
者
、
本
―
―
乎
隊
伍
之
別
五
後
世
誤
人
憫
恨
心
。

が
な
い
か
ら
怨
怒
す
る
も
の
は
な
い
。
〔
管
子
、
形
執
解
〕
傭
‘
詭
設
二
物
象
ご
何
止
八
而
已
乎
゜
〔
王
涯
‘
従
軍
詞
〕
〖
風
雲
之
器
〗

3
7
ぢ
？
風
雲
に
際
會
し
て
功
名
を
立

風
漂
レ
物
者
也
‘
風
之
所
レ
漂
、
不
レ
避
―
―
責
賤
美
悪
一
雨
文
甲
従
レ
軍
久
‘
風
雲
識
レ
陳
難
。
て
る
器
量
あ
る
人
を
い
ふ
。
〔
衰
宏
後
漢
紀
〕
哀
宏
曰
‘

濡
レ
物
者
也
‘
雨
之
所
レ
堕
‘
不
レ
避
ー
一
大
小
強
弱
面
風
雨
至
〖
風
雲
會
〗

3
0認
伍
/
/
O
龍
虎
が
風
雲
に
遇
つ
て
勢
を
馬
援
才
氣
智
略
‘
足
レ
為
-
―
風
雲
之
器
一
躍
レ
馬
委
レ
質
‘

公
而
無
レ
私
‘
所
レ
行
無
レ
常
‘
郷
人
雖
レ
遇
1

一
漂
濡
一
而
莫
1

一
得
て
昇
天
す
る
。
英
雄
が
明
君
‘
或
は
時
髪
に
際
會
し
編
ー
名
功
臣
之
録
五
空
其
時
乙
天
‘
天
下
既
定
‘
恨
然
休

之
怨
也
‘
故
旦
風
雨
無
レ
郷
‘
而
怨
怒
不
レ
及
也
。
て
‘
其
の
才
能
を
楼
揮
し
、
功
名
富
貴
を
得
る
喩
゜
〔
易
‘
息
‘
猶
復
垂
レ
白
操
レ
鞍
懐
慨
‘
不
1

一
亦
過
1

乎゚

[
風
烏
】2
8
吟
舟
上
で
風
を
候
ふ
具
。
相
烏
。
相
風
烏
。
乾
〕
文
言
日
‘
云
云
‘
雲
従
レ
龍
‘
風
従
レ
虎
‘
聖
人
作
而
〖
風
雲
之
志
〗

3
8
認
0
0ち
風
雲
に
際
會
し
て
功
名
を

〔
庚
信
‘
三
月
三
日
華
林
園
馬
射
賦
〕
華
蓋
平
飛
‘
風
烏
萬
物
観
。
〔
韓
非
子
、
難
勢
〕
恨
子
日
、
飛
龍
乗
レ
雲
‘
立
て
る
志
゜
〔
庚
信
｀
周
兌
州
刺
史
廣
饒
公
鄭
常
紳
道

細
輯
。
〔
李
塁
王
‘
湖
閣
瞭
睛
寄
1

一
里
従
翁
一
詩
〕
風
烏
揺
1

一
騰
蛇
遊
レ
霧
‘
雲
罷
霧
瞥
‘
而
龍
蛇
輿
二
蛾
鎧
一
同
英
‘
則
碑
〕
始
遊
―
―
痒
塾
芸
小
レ
無
―
―
儒
學
之
榮
ぶ
舌
界
兵
書
云
遂

遥
柳
ぶ
小
睫
血
空
幽
花
↓
〔
王
周
誌
‘
峡
船
具
詩
〕
風
烏
愧
―
―
失
11

其
所
ヮ
乗
也
。
〔
王
褒
‘
聖
主
得
↓
―
賢
臣
1

頌
〕
世
必
有
,
,
風
雲
之
志
↓

相
酌
一
書
臨
空
細
映
。
有
―
―
聖
智
之
君
盃
而
後
有
ら

1賢
明
之
臣
ぶ
心
噛
而
谷
風
冽
‘
〖
風
雲
之
時
〗

3
9
g”
英
雄
が
偉
功
を
立
て
る
時
髪

【
風
雲
]
2
9

努
〇
風
と
雲
。
〔
史
記
‘
老
子
博
〕
至
於
龍
1

龍
興
而
致
11

雲
氣
↓
〔
後
漢
書
、
馬
武
博
論
〕
然
成
能
感
1

一
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
歌
純
博
〕
更
始
立
使
三
舞
陰
王
李

吾
不
レ
能
レ
知
、
其
乗
二
風
雲
↓
而
上
レ
天
‘
吾
今
H
見
―
―
老
會
風
雲
玉
奮
1

一
其
智
勇
↓
〔
王
菜
、
雑
詩
〕
遭
―
―
遇
風
雲
會
一
軟
降
ー
ー
諸
郡
國
ご
Z
云
‘
因
説
レ
秩
曰
‘
大
王
以
―
―
龍
虎
之

王
其
猶
レ
龍
耶
゜
〔
孔
叢
子
‘
論
書
〕
興
11

吐
風
雲
↓
〔
漢
託
1

一
身
鸞
鳳
間
↓
〔
杜
甫
、
謁
11

先
主
廟
一
詩
〕
惨
淡
風
雲
姿
£
竺
風
雲
之
時
玉
奮
迅
抜
起
‘
期
月
之
間
、
兄
弟
梢
レ

書
‘
叙
傭
上
〕
振
―
―
抜
袴
塗
盃
跨
―
―
騰
風
雲
言
注
〕
師
古
曰
‘
會
、
乗
レ
時
各
有
レ
人
。
●
戯
曲
の
名
。
①
元
‘
羅
本
作
。
王
‘
而
徳
信
不
レ
聞
ふ
心
士
民
一
功
芳
未
レ
施
二
於
百
姓
一

2
 
2
 

寵
緑
暴
興
‘
此
智
者
之
所
レ
忌
也
。

〖
風
雲
之
路
〗40
豆5？
，
遠
く
隔
つ
て
ゐ
る
路
。
道
路

2
9

の
遠
隔
な
る
に
い
ふ
。
〔
沈
約
‘
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕

1

南
接
―
―
衡
巫
面
風
雲
之
路
千
里
‘
西
通
"
~

郡
ぶ
小
陸
之
塗

三
七
゜
〔
虚
照
鄭
‘
至
慎
観
黎
君
碑
〕
寛
裳
蕩
―
―
耀
晩
之

華
云
利
蓋
轄
"
風
雲
之
路
↓

〖
風
雲
叱
陀
〗41
茄
"
/
戦
場
に
往
来
す
る
喩
゜
〔
桃
花

扇
‘
撫
兵
〕
風
雲
叱
咤
報
國
恩
↓

【
風
影
】
4
2
5
5

か
ぜ
の
す
が
た
。
か
ぜ
の
お
も
む
き
。

〔
陳
後
主
、
自
君
之
出
芙
詩
〕
思
レ
君
若
二
風
影
一
来
去

不
―
―
曾
停
↓
〔
楊
績
‘
安
徳
山
池
宴
集
詩
〕
花
蝶
酔
1

一
風
影
一

禎
藻
含
―
―
春
流
↓
〔
陸
編
蒙
‘
懐
,
,宛
陵
藷
遊
—
詩
〕
惟
有
二

日
斜
淡
上
思
一
酒
旗
風
影
落
1

一
春
流
↓
〔
楊
維
禎
‘
遊
―
―
虎

丘
詩
〕
登
無
―
―
西
家
兒
面
池
頭
弄
―
―
風
影
一

〖
風
影
敷
術
〗43
芸
守
跡
方
も
無
い
こ
と
が
廣
ま
る

こ
と
。
〔
桃
花
扇
、
関
丁
〕
一
件
件
風
影
敷
術
。

【
風
謡
】
4
4
5
O
O
O
俗
謡
。
民
謡
。
は
や
り
う
た
。
〔
後
漢

書
‘
羊
績
傭
〕
為
南
陽
太
朋
云
云
‘
墾
歴
縣
邑
ぶ
竺
問

風
謡
「
然
後
乃
進
。
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
下
〕
礫
芙
皇
慶
‘
比
物

競
昭
‘
倫
,
,
彼
典
策
正
竪
此
風
謡
↓
〔
魏
書
‘
張
葬
傭
〕
慮
l
-

獨
見
之
不
明
ぶ
匹
廣
訪
"
於
得
失
五
公
匹
四
使
五
観
―
―
察

風
謡
ご
巳
時
天
少
常
伯
二
允
二
使
之
列
ご
逐
得
入
収
レ
節

揮
レ
金
‘
宣
二
恩
東
夏
面
周
1

一
歴
於
齊
魯
之
間
盃
直
馳
1

一
於
梁

宋
之
域
「
詢
"
採
詩
頌
ご
研
1

一
桧
獄
情
一
〔
孫
迷
‘
和
下
左
司

張
員
外
自
レ
洛
使
入
レ
京
云
云
贈
・
準
侍
御
等
諸
公
上
詩
〕

二
挟
聴
―
―
風
謡
一
三
秦
望
1

一
形
勝
↓
●
詩
経
の
國
風
に

あ
ら
は
れ
た
歌
。
〔
南
齊
書
‘
陳
皇
后
等
傭
論
〕
后
妃

之
徳
、
著
自
,
,
風
謡
一
義
起
―
―
閾
房
一
而
道
化
二
天
下
―
)

〔
庚
信
、
周
公
戒
↓
―
伯
禽
一
讚
〕
周
公
政
治
、
為
二
國
風

謡一

【
風
葉
】
45

芸
風
に
吹
か
れ
る
草
木
の
葉
。
風
に
吹
き

散
ら
さ
れ
る
木
の
葉
。
〔
李
百
槃
‘
晩
渡
―
―
江
津
―
詩
〕
索

索
風
葉
下
‘
離
離
早
鴻
度
。
〔
杜
甫
‘
堂
成
詩
〕
橙
林
凝
レ

B
吟
1

一
風
葉
盃
籠
竹
和
レ
煙
滴
露
梢
゜
〔
孟
郊
‘
送
二
殷
秀
才

南
蓮
詩
〕
風
葉
胤
辞
レ
木
‘
雪
猿
清
叫
レ
山
。

[
風
姻
】
46

芸
〇
風
と
姻
゜
〔
呉
均
‘
輿
染
元
思
書
〕
風

姻
倶
浮
‘
天
山
共
レ
色
、
従
レ
流
瓢
蕩
‘
任
レ
意
東
西
。
●
風

に
た
な
び
く
か
す
み
。
又
‘
風
墜
゜
〔
虞
照
部
、
初
夏
日
幽

荘
詩
〕
林
堅
人
事
少
‘
風
姻
鳥
路
長
。
〔
王
勃
‘
白
下
騨

餞
唐
少
廂
詩
〕
浦
棲
低
1

一
晩
照
云
郷
路
隔
―
―
風
煙
↓
参

ノ‘



(43756・・47)一 (43756・・73) 

風

部

風

遠
く
隔
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
高
適
‘
信
安
王
幕
府
詩
〕
四

郊
壻
砿

a杢
萬
里
絶
-
―
風
姻
↓

【
風
個
】
47

努
〇
風
が
な
び
く
。
〔
揚
雄
‘
劇
秦
美
新
〕

雲
動
風
恨
‘
霧
集
雨
散
。
●
風
が
草
木
を
な
び
か
す
や

う
に
従
ひ
伏
す
。
風
教
の
及
ぶ
こ
と
。
〔
論
語
‘
顔
淵
〕
君

子
之
徳
風
也
、
小
人
之
徳
草
也
、
草
尚
力
合
墨
必
櫃
゜

〔
南
史
‘
齊
高
帝
紀
〕
以
レ
寡
制
レ
衆
、
所
レ
向
風
恨
゜
〔
博
亮
‘

進
呆
公
為
―
-
｛
木
王
1

詔
〕
倉
兇
甫
訓
‘
則
許
鄭
風
恨
゜

〔
江
滝
、
為
,
,
建
平
王
一
慶
二
江
皇
后
正
位
一
章
〕
臀
激
―
―
綺

組
一
風
慨
一
家
邦
↓
黎
元
湊
レ
仁
‘
雲
祗
宅
レ
慶
゜

【
風
煙
】
4
8
1
7
9

乃
風
姻
に
同
じ
。
〔
梁
簡
客
帝
｀
大
法
頌
序
〕

川
嶽
里
レ
詳
‘
風
煙
炊
レ
祉
゜
〔
王
維
‘
奉
下
和
聖
製
幸
二
玉

渓
公
主
山
荘
一
因
題
右
塁
十
韻
之
作
上
詩
〕
碧
落
風
煙

外
‘
瑶
憂
道
路
除
。

【
風
鳶
】
49

努
た
こ
。
い
か
の
ぼ
り
。
紙
鳶
。
風
等
。

〔
詢
籾
録
〕
風
等
‘
即
紙
鳶
‘
又
名
―
―
風
鳶
工
初
五
代
漢
李

業
於
1

一
宮
中
正

g
紙
鳶
声
5
な
線
乖
レ
風
為
レ
戯
‘
後
干
―
―
鳶

首

h
ぞ
竹
為
レ
笛
‘
使
―
―
風
入
作
レ
臀
如
＞
箪
‘
名
俗
呼
―
―
風

門
〔
唐
書
‘
藩
鎖
、
田
悦
博
〕
任
急
以
レ
紙
為
―
―
風
鳶
面
向

百
餘
丈
、
過
悦
螢
上
一

【
風
櫓
】
50

翌
風
箸
に
同
じ
。

【
風
窟
】
51

努
風
の
吹
き
通
ふ
の
き
ば
。
風
櫓
゜
〔
張

祐
‘
揚
州
法
雲
寺
雙
檜
詩
〕
裔
臨
1

一
月
殿
1

秋
雲
影
、
静

谷
風
箪
夜
雨
臀
。
〔
李
商
隠
‘
―
一
月
二
日
詩
〕
新
灘
莫
レ

語
遊
人
意
更
作
嵐
箸
夜
雨
臀
ぢ
文
天
詳
‘
正
氣
歌
〕

風
稽
展
レ
書
讀
‘
古
道
照
―
―
顔
色
↓

【
風
荷
]
5
2

咋
風
に
ひ
る
が
へ
る
蓮
の
葉
。
〔
元
積
‘
上

賜
白
嬰
人
築
府
〕
月
夜
閑
聞
洛
水
臀
‘
秋
池
暗
度
風
荷

氣
゜
〔
白
居
易
‘
南
塘
瞑
興
詩
〕
風
荷
椛
-
1

破
扇
ご
収
月

動
1

一
連
珠
二
李
禁
玉
‘
池
塘
晩
影
詩
〕
風
荷
珠
露
傾
‘
驚

起
睡
郊
舷
。

【
風
雅
]
5
3

咋
〇
詩
経
の
國
風
と
大
小
雅
。
國
風
は
地

方
の
民
謡
‘
大
小
雅
は
朝
廷
の
雅
柴
゜
〔
詩
‘
大
序
〕
風
‘

風
也
‘
教
也
‘
風
以
動
レ
之
、
教
以
化
5

之
‘
云
云
‘
故
詩

有
戻
襄
一
曰
風
、
二
日
賦
‘
三
日
比
、
四
日
興
‘
五
日

雅
‘
六
日
頌
‘
上
以
風
1

一
化
下
二

r以
風
1
1

刺
上
一
主
な
文

而
論
諫
‘
言
レ
之
者
無
レ
罪
‘
聞
レ
之
者
足
―
―
以
戒
五
m
曰レ

風
云
云
‘
是
以
一
國
之
事
‘
繋
1

―
一
人
之
杢
謂
―
―
之

風
一
言
―
―
天
下
之
事
ー
形
二
四
方
之
風
一
謂
乏
雅
ご
雅
者

正
也
‘
言
l

士
王
政
之
所
江
出
際
興
一
也
‘
政
有
一
元

K
公
故

有
1

一
小
罪
焉
、
有
1

一
大
雅
一
焉
。
〔
疏
〕
一
國
之
事
為
レ
風
、
【
風
害
】
58

鍔
風
の
た
め
に
受
け
る
損
害
。

天
下
之
事
尻
レ
雅
者
、
以
1

一
諸
侯
列
レ
土
樹
レ
彊
‘
風
俗
各
【
風
欽
]
5
9

伐
風
邪
を
ひ
い
て
咳
の
出
る
病
。
〔
穂
‘
月

異
故
唐
有
寛
之
遺
風
｛
魏
有
二
倹
約
之
化
一
由
―
―
随
レ
令
〕
季
夏
行
―
―
春
令
面
切
穀
賓
鮮
落
‘
國
多
―
―
風
欽
↓
〔
注
〕

風
設
＞
教
‘
故
名
レ
之
為
レ
風
、
天
子
則
威
加
如
四
海
工
齊
1

一
因
レ
風
致
レ
飲
疾
也
。
〔
柳
宗
元
、
時
令
論
上
〕
反
1

一
時
令
一
則

正
萬
方
面
以
教
所
レ
施
‘
皆
能
齊
正
‘
故
名
レ
之
為
レ
雅
‘
風
有
二
課
風
暴
雨
‘
霜
雪
水
淑
‘
大
旱
沈
陰
‘
祭
霧
寒
暖
之

雅
之
詩
‘
縁
レ
政
而
作
‘
政
既
不
レ
同
‘
詩
亦
異
レ
罷
゜
〔
宋
氣
‘
大
疫
風
欽
‘
軌
喧
拮
寒
枡
痕
之
疾
↓

書
何
隆
傭
〕
架
之
五
瞥
‘
易
之
八
象
‘
詩
之
風
雅
‘
書
之
【
風
築
】
60
わ

[

O氣
高
い
人
品
。
風
格
節
操
。
風
度
。

典
詰
‘
春
秋
之
微
婉
勧
懲
‘
無
レ
不
9

本
1

一
乎
謄
一
而
後
立
上
〔
晉
書
‘
桓
温
側
〕
温
豪
爽
有
"
風
既
杢
姿
貌
甚
偉
‘
面
有
―
―

也
。
〔
丸
山
康
‘
臀
無
―
―
哀
架
論
〕
季
子
在
レ
魯
‘
採
レ
詩
観
レ
七
星
一
〔
宋
書
‘
禁
興
宗
傭
〕
興
宗
幼
立
二
風
虹
杢
家
行
尤

幡
以
別
風
雅
盃
品
徒
伊
臀
以
決
砿
否
哉
。
〔
仲
長
謹
゜
〔
南
齊
書
、
文
學
‘
陸
蕨
偲
〕
少
有
↓
一
風
築
五
好
隔
レ
文
、

統
逗
志
詩
〕
叛
1

一
散
五
鰈
滅
棄
風
雅
一
〇
詩
文
を
い
五
言
詩
腔
甚
新
斐
。
〔
唐
書
、
陳
子
昂
傭
〕
臣
願
陛
下
更

ふ
。
詞
章
。
〔
梁
昭
明
太
子
‘
文
選
序
〕
風
雅
之
道
‘
菜
然
選
下
有
―
―
威
重
風
槃
盃
為
レ
衆
推
者
い
因
御
,
i
l

mrJ
殿
百
ぞ
使
者

可
レ
観
。
〔
獣
陽
暦
‘
李
評
事
公
進
示
"
文
集
一
因
贈
レ
之
之
幡
〖
空
之
‘
諄
諄
戒
下
赦
所
,
,

以
出
使
一
之
意
い
乃
授
以
レ

詩
〕
風
雅
不
レ
壁
レ
地
、
五
言
始
君
先
。
〔
孟
浩
然
‘
陪
1

一
虞
節
゜
●
み
さ
を
。
節
操
。
節
概
゜
〔
哀
宏
‘
三
國
名
臣
序
賛
〕

明
府
祠
炉
舟
回
―
―
蜆
山
作
詩
〕
文
章
推
―
―
後
翡
面
風
雅
激
1

一
謀
解
＿
一
時
紛
ぶ
溢
竺
宇
内
一
始
救
"
生
人
一
終
明
―
―
風
築
一

碩
波
↓

O
風
流
。
み
や
ぴ
。
〔
王
維
‘
送
＿
―
-
張
含
人
佐
二
江
〔
注
〕
翰
日
、
風
槃
、
節
築
也
。
参
け
し
き
。
お
も
む
き
。

州
同
討
楓
十
韻
詩
〕
清
範
何
風
流
、
高
文
有
二
風
雅
↓
〔
齋
藤
拙
堂
‘
京
華
遊
録
〕
風
築
無
レ
比
゜

〖
風
雅
頌
〗54
グ
窃
風
雅
頌
賦
比
興
を
見
よ
。
【
風
概
】

6
1仰
風
築
に
同
じ
。

〖
風
雅
翼
〗5
5
ぢ
ガ
書
名
。
十
二
巻
。
元
‘
劉
履
撰
。
【
風
行
】
6
2
認
〇
風
の
吹
く
こ
と
。
〔
易
‘
小
畜
〕
象
曰
‘

首
の
選
詩
補
注
八
巻
は
‘
文
選
中
の
詩
を
撰
摺
し
‘
藷
風
行
1

一
天
上
「
小
畜
‘
君
子
以
鯰
二
文
徳
↓
〔
庚
信
‘
賀
1

一新

注
を
劃
補
し
‘
已
の
意
を
以
て
断
じ
‘
次
の
選
詩
補
遺
血
禾
1

表
〕
臣
聞
、
天
地
順
動
、
則
雷
出
為
レ
豫
‘
聖
人
成
レ
功
‘

―
一
巻
は
‘
古
歌
謡
詞
の
博
記
諸
子
及
び
柴
府
詩
集
に
散
則
風
行
有
レ
節
。

O
風
の
吹
く
や
う
に
速
く
行
く
。
勢
の

見
す
る
者
四
十
二
首
を
選
録
し
て
文
選
の
閻
を
補
ひ
‘
盛
な
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
威
宮
博
賛
〕
電
ー
油
蔽
ふ
玄
風
―
―
行

次
の
績
編
二
巻
は
‘
唐
宋
以
来
諸
家
詩
詞
の
古
に
近
い
巴
梁
↓
〔
徐
陵
‘
陳
公
九
錫
文
〕
公
英
薯
雄
算
‘
電
掃
風

者
一
百
五
十
九
首
を
取
っ
て
‘
文
選
の
嗣
音
と
す
。
其
行
‘
馳
御
―
―
棲
船
二
阻
跨
二
清
海
↓
新
昌
典
微
‘
備
履
―
―
限

の
去
取
の
大
3

日
は
‘
僕
徳
秀
の
文
章
正
宗
に
本
づ
き
‘
難
｛
蘇
歴
嘉
寧
‘
盪
為
―
―
京
難
云
参
徳
教
を
以
て
人
民
を
化

箋
秤
も
亦
頗
る
詳
瞭
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
穂
集
育
す
る
こ
と
。
徳
化
が
行
は
れ
る
こ
と
。
風
行
草
櫃
を
見

類

〕

。

よ

。

〔

庚

信

、

周

柱

國

大

将

軍

長

孫

倹

神

道

碑

〕

控

―

―

取

五

〖
風
雅
頌
賦
比
興
〗5
6
7
7
[
”
店
ゥ
風
雅
頌
は
詩
経
の
詩
十
州
面
空
付
散
千
里
点
柳
宗
元
‘
謝
―
―
襄
陽
李
夷
簡
尚
書

を
憫
の
上
か
ら
砥
別
し
‘
賦
比
興
は
其
の
成
立
の
上
か
撫
問
1

啓
〕
伏
惟
尚
書
‘
顎
―
―
立
朝
端
ご
風
1

一
行
天
下
丁
入

ら
修
酔
的
に
匿
別
し
た
も
の
。
合
せ
て
六
義
と
い
ふ
。
統
1

一
邦
憲
面
山
分
元
土
憂
↓
〔
劉
昂
錫
‘
酬
"
鄭
州
櫂
含
人
見
レ

六
義
(
2ー

1
4
5
3
:
 
1
1
4
)

の
〇
を
見
よ
。
寄
十
二
韻
―
詩
〕
風
行
能
恨
レ
草
‘
境
静
不
レ
争
レ
桑
°
R
風

【
風
解
】
5
1
0
7
C

●
風
か
と
け
消
え
る
。
風
の
や
う
に
消
操
徳
行
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
劉
惜
傭
〕
惜
之
入
レ
朝
、
在

え
て
無
く
な
る
こ
と
。
〔
買
誼
‘
早
雲
賦
〕
終
風
解
而
位
者
莫
レ
不
レ
仰
,
,
其
風
行
云
参
筆
勢
の
勇
勁
な
形
容
。
〔
宣

霧
散
分
‘
陵
遅
而
堵
潰
。
〔
邪
紹
宗
‘
握
築
賦
〕
緊
或
一
和
書
譜
〕
晶
蝕
鳥
迩
語
1

一
其
行
五
風
行
雨
集
語
1

一
其
勢
↓

旅
‘
分
貸
藪
段
伍
霧
委
而
雲
集
‘
忽
風
解
以
泳
泊
皆
〖
風
行
草11
1
]
6
3

雰
翌
上
の
徳
教
が
民
を
化
す
る
喩
゜

應
レ
物
以
巻
舒
‘
亦
従
に
且
而
合
散
。

O
風
の
や
う
に
と
〔
書
‘
君
陳
〕
爾
惟
風
、
下
民
惟
舛
。
〔
論
語
、
顔
淵
〕
君
子
之

け
ゆ
ぎ
わ
た
る
。
〔
王
翰
‘
奉
四
和
聖
製
送
＿

1-張説
上
二
集
徳
風
也
‘
小
人
之
徳
草
也
‘
草
尚
1

一
之
風
ー
必
個
。
〔
疏
〕
在
レ

賢
學
士
一
賜
宴
得
―
―
筵
字
―
詩
〕
和
築
薫
風
解
‘
湛
恩
時
雨
上
君
子
為
レ
政
之
徳
若
レ
風
‘
在
レ
下
小
人
従
レ
化
之
徳

連

。

参

空

氣

中

で

分

解

す

る

こ

と

。

如

レ

草

‘

加

レ

草

以

レ

風

、

無

l

元
＇
レ
什
者
一
猶
ん
炉
民
以
レ

三
二
七

正
‘
無
示
レ
従
者
↓
〔
呉
志
‘
張
紘
傭
‘
注
〕
呉
書
曰
‘
紘
至

輿
五
朝
公
卿
及
知
蘊
逃
レ
策
‘
材
略
絶
異
‘
平
―
一
定
三

郡
五
風
行
草
恨
‘
加
以
1

一
忠
敬
款
誠
：
乃
心
1

一
王
室
↓
〔
周

書
、
武
帝
紀
上
〕
風
行
草
恨
‘
従
レ
化
無
レ
違
°

〖
風
行
草
靡
〗6
4
悶
吟
風
行
草
恨
に
同
じ
。
〔
南
齊

書
、
高
帝
紀
上
〕
磨
柿
所
レ
臨
‘
風
行
草
靡
‘
神
算
所
レ
指
、

龍
學
雲
闊
゜

〖
風
行
霜
烈
〗65
芯
焚
風
の
や
う
に
速
く
霜
の
や
う

に
穀
し
い
。
勢
の
は
げ
し
い
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
酷
吏
‘
王

吉
博
論
〕
風
行
霜
烈
‘
威
誉
誼
赫
゜

〖
風
行
紳
速
〗66
袋
終
非
常
に
す
ば
や
い
こ
と
。

〖
風
行
電
照
〗67
努
誘
風
が
吹
き
租
妻
が
光
る
。
勢

の
盛
な
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
戚
宮
傭
〕
至
―
―
呉
漢
螢
ぶ
竺
酒

高
會
‘
漢
見
レ
之
甚
歓
‘
謂
に
呂
曰
‘
将
軍
向
者
経
1
1

虜
城

下
面
竺
揚
威
寄
竺
風
行
電
照
‘
然
窮
寇
難
レ
量
‘
還
レ
螢
願

従
二
他
道
芙
゜

【
風
香
】
68

続
風
が
花
の
香
を
お
ぴ
る
こ
と
。
〔
唐
太

宗
‘
除
夜
詩
〕
泳
消
出
1

一
鏡
水
一
梅
散
入
二
風
香
↓
〔
碓
陶
‘

春
行
孟
岱
閾
作
詩
〕
風
香
春
暖
展
二
蹄
程
ぶ
全
勝
遊
仙
人
"

洞
情
↓

〖
風
香
雨
紅
〗69芦
g
t
ク
風
香
は
‘
風
が
花
の
香
を

帯
ぴ
て
来
る
形
容
‘
雨
紅
は
‘
花
辮
の
散
る
形
容
。
〔
林

鶴
梁
、
静
古
館
記
〕
荀
有
レ
花
‘
則
二
三
月
之
候
‘
風
香
雨

紅
乎
゜

【
風
高
】
70

続

O
風
が
高
い
。
〔
左
氏
‘
博
‘
十
六
‘
六
錦

退
飛
過
え
木
都
ご
注
〕
六
鵠
遇
二
迅
風
一
而
退
飛
、
風
高
不
レ

為
正
匹
戻
故
不
レ
記
1

一
風
之
異
↓
〔
杜
甫
‘
湖
中
送
"
―
敬
十
一

使
君
適
―
廣
陵
―
詩
〕
秋
晩
岳
増
レ
翠
‘
風
高
湖
湧
レ
波
。
〔
柳

宗
元
‘
田
家
詩
〕
風
高
楡
柳
疎
‘
霜
重
梨
棗
熟
。
〔
元
横
‘

開
元
観
閑
居
詩
〕
風
高
雲
遠
逝
‘
波
駿
鯉
深
潜
゜
〔
鄭
谷
、

長
安
夜
坐
云
云
詩
〕
風
高
塁
木
落
‘
夜
久
藪
星
流
。
●
風

儀
が
高
い
。
〔
高
允
‘
徴
士
頌
〕
榮
曜
一
祇
品
竺
風
高
"
千
載
↓

【
風
鳴
】
71

店
風
に
ほ
え
る
こ
と
。
〔
飽
照
‘
蕪
城
賦
〕

木
魅
山
鬼
‘
野
鼠
城
狐
‘
風
鳴
雨
噛
‘
昏
見
晨
趨
。

【
風
琥

]n
忽
風
が
さ
け
ぶ
。
〔
李
白
‘
過
四
皓
墓
―
詩
〕

木
魅
風
琥
去
、
山
精
雨
嗜
旋
。
〔
杜
甫
‘
水
宿
遺
興
奉
二

呈
群
公
1

詩
〕
風
琥
聞
―
―
虎
豹
ぶ
小
宿
伴
―
―
亮
鵞
↓
〔
陸
消
、

小
舟
航
レ
湖
夜
蹄
詩
〕
雲
黒
風
琥
不
届
炉
星
、
古
丘
叢
木

緊
―
精
璽
↓

【
風
角
】
73

認

0
古
の
占
候
の
法
。
四
方
四
隅
の
風
を
一

12923 



(43756・・74)一 (43756・・95) 

う
か
が
ひ
吉
凶
を
う
ら
な
ふ
術
。
風
氣
。
〔
後
漢
書
‘
郎

顕
傭
〕
父
宗
‘
字
仲
緩
‘
學
1
1

京
氏
易
一
善
"
風
角
星
算
六

H
七
分
-
〔
注
〕
風
角
‘
謂
ふ
咬
四
方
四
隅
之
風
百
5

占
中

吉
凶
上
也
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
律
歴
卦
候
九
宮
風
角
‘

藪
有
薇
笈
世
莫
肯
曼
而
競
稽
―
―
不
占
之
書
ぶ
言
猶
T

書
工
悪
レ
圏
1

一
犬
馬
一
而
好
作
な
鬼
魅
い
誠
以
l
-

｛
貫
事
難
レ

形
‘
而
虚
偽
不
な
窮
也
。
〔
魏
志
‘
管
格
博
‘
注
〕
格
年
八
九

歳
‘
便
喜
仰
視
―
―
星
辰
二
云
云
‘
及
l

一
成
人
盃
果
明
―
一
周
易
一

仰
観
風
角
占
相
之
道
、
無
に
不
―
―
精
微
↓
●
角
笛
の
臀
を

い
ふ
。
〔
買
島
‘
行
次
,
,
漢
上
―
詩
〕
漢
主
廟
前
湘
水
碧
、
一

臀
風
角
夕
陽
低
。

O
書
名
。
〔
唐
書
、
藝
文
志
三
〕
劉
孝

恭
‘
風
角
十
巻
。

【
風
格
】
7

4

5

[

O

人
が
ら
。
人
品
。
風
采
品
格
。
〔
晉

書
‘
庚
亮
傭
〕
風
格
峻
整
‘
動
由
聘
節
↓
〔
世
説
新
語
‘

徳
行
上
〕
李
元
證
風
格
秀
整
、
高
自
標
持
。
〔
南
齊
書
、
箇

穎
冑
偉
〕
風
格
峻
遠
‘
器
宇
淵
部
、
清
猷
盛
業
、
問
望
斯

蹄。

O
ょ
い
人
柄
。
氣
裔
い
人
品
。
〔
晉
書
‘
和
嬌
博
〕

蝠
少
有
二
風
格
こ
恭
一
舅
夏
侯
玄
之
為
？
人
‘
厚
自
崇
重
。

〔
魏
書
‘
穆
子
弼
博
〕
有
二
風
格
こ
菩
自
位
置
‘
渉
nl'!!i経

史
ご
界
長
孫
稚
陸
希
道
等
ご
齊
1

一
名
於
世
一
参
詩
文
な

ど
の
趣
゜
調
子
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
文
章
〕
古
人
之
文
‘
宏
才
逸

氣
‘
謄
度
風
格
、
去
レ
今
｛
貫
レ
遠
‘
但
絹
二
綴
疎
朴
玉
未
レ
為
―
―

密
緻
1

耳
゜
〔
文
心
離
龍
、
議
射
〕
然
仲
暖
博
古
‘
而
鐙
貰

有
レ
叙
‘
長
虞
識
レ
治
‘
而
屡
辟
枝
繁
‘
及
―
―
陸
機
断
議
ギ
亦

有
鐸
雙
而
映
辞
弗
レ
戟
‘
頗
累
,
,
文
骨
ぶ
匹
合
有
レ
美
、

風
格
存
焉
。
〔
宋
史
、
隠
逸
上
‘
魏
野
博
〕
為
レ
詩
梢
苦
、
有
―
―

唐
人
風
格
↓
多
―
―
警
策
句
三
只
父
詩
話
〕
濡
間
‘
字
逍
遥
、

詩
有
,
,
唐
人
風
格
五
僕
以
為
、
不
レ
減
"
劉
長
卿
↓

で
風
闘
】

75g
風
を
き
つ
て
飛
ぶ
は
ね
。
か
ぜ
ぎ
り
ば

ね
。
〔
杜
甫
‘
贈
1

一
特
進
汝
陽
王
一
詩
〕
霜
蹄
千
里
駿
‘
風

翻
九
需
鵬
゜
〔
白
居
易
‘
代
書
詩
一
百
韻
寄
二
微
之
一
詩
〕

寡
鶴
描
―
―
風
翻
面
f

魚
失
1

一
水
暑
一

【
風
架
]
7
6

⑰
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
類
。
〔
廣
束
新
語
‘
澳

門
〕
有
―
―
風
栗
五
竺
革
櫃
中
一
不
レ
可
レ
見
‘
内
排
,
,
牙
管
百

餘
外
接
以
レ
嚢
‘
嘘
1

一
吸
微
風
一
入
レ
之
、
有
レ
瞥
鳴
鳴
自
レ

【
風
匝
】
7
7
f
翌
g
'
h
s
i
a
'

ふ
い
ご
。
舗
。
風
箱
。

L

櫃
出
。

【
風
蛤
】
78

努
蛙
の
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
昆
晶
‘
蛙
〕
消

宦
紀
聞
、
世
南
過
1

一
眉
州
一
見
―
ー
水
濱
大
蝦
頻
云
雨
雨
相

負
‘
牢
不
レ
可
レ
析
‘
郷
里
以
為
二
珍
品
な
名
日
1

一
風
蛤
一

【
風
旱
]
7
9

努
風
が
吹
い
て
旱
燥
し
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
周

風

部

風

證
‘
春
官
‘
大
祝
‘
五
日
瑞
祝
‘
注
〕
瑞
祝
‘
逆
1

一
時
雨

19

風
旱
一
也
。
〔
周
證
‘
春
官
‘
小
祝
〕
寧
二
風
旱
醐
E

二
栽
兵
一

〔
後
漢
書
‘
寇
洵
傭
論
〕
以
寧
"
風
旱
一
以
張

1
1
~兵一

【
風
乾
]
8
0

努
風
が
か
わ
く
。
又
‘
風
で
乾
か
す
。
〔
白

居
易
‘
池
上
早
秋
詩
〕
露
飽
レ
蝉
臀
憚
‘
風
乾
レ
柳
意
衰
゜

〖
風
乾
栗
子
〗
邸
昇
バ
／
ほ
し
ぐ
り
。
〔
紅
棲
夢
‘
十
九

回
〕
我
只
想
―
―
風
乾
栗
子
吃
西
備
替
レ
我
剥
―
―
栗
子
-

【
風
寒
】
81

努
〇
風
と
寒
さ
；
又
、
風
が
吹
い
て
寒
い
。

〔
詩
園
風
七
月
、
一
之
日
腎
競
傭
〕
一
之
日
‘
十
之
餘

也
‘
一
之
日
、
周
正
月
也
‘
腎
狽
、
風
寒
也
。
〔
集
債
〕
蓋
十

一
月
以
後
‘
風
氣

H
寒
。
〔
藉
、
月
令
〕
（
季
夏
之
月
）
行
二

冬
令
面
叫
風
寒
不
レ
時
。
〔
注
〕
丑
之
氣
乗
レ
之
也
。
〔
左
氏
、

昭
、
四
‘
夫
泳
以
レ
風
牡
而
以
レ
風
出
、
注
〕
泳
因
11

風
寒
1

而
堅
゜
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
馬
蹄
可
n

―
以
践
―
―
霜
雪
五
毛
可
―
―
―
以

禦
↓
一
風
寒
互
配
レ
草
飲
レ
水
、
遡
レ
足
而
陸
‘
此
馬
之
慎
性

也
。
〔
漢
書
‘
王
吉
博
〕
夏
削
為
―
―
ー
大
暑
之
所
一
塁
元
公
冬

則
為
―
―
―
風
寒
之
所
二
医
薄
↓
〔
魏
志
、
東
夷
‘
把
婁
博
〕
冬

以
蒻
資
塗
レ
身
‘
厚
敷
分
、
以
禦
風
寒
↓
〔
張
華
‘
情

詩
〕
巣
居
知
二
風
寒
ぶ
八
虞
識
-
―
陰
雨
↓
〔
顔
延
之
、
秋
湖

詩
〕
巌
レ
駕
越
二
風
寒
↓
●
陰
暦
十
一
月
の
異
捨
゜

【
風
漢
】
82

努
氣
の
く
る
っ
た
男
。
き
ち
が
ひ
°
狂
人
。

精
神
病
者
。
風
は
痘
。
疲
漢
。
〔
玉
泉
子
〕
劉
賀
試
策

直
言
‘
中
官
仇
士
良
日
‘
奈
何
放
1

一
此
風
漢
五
盆
R

゜
〔
陸

消
‘
陳
阜
卿
先
生
為
二
雨
浙
韓
運
司
考
試
官
一
時
云
云
詩
〕

國
家
科
第
輿
,
,
風
漢
「
天
下
英
雄
惟
使
君
゜

【
風
諫
】
83

努
諷
し
い
さ
め
る
こ
と
。
諷
諫
。
〔
漢
書
‘

司
馬
相
如
傭
賛
〕
相
如
雖
レ
多
―
―
虚
辟
濫
説
涵
5

要
二
其

麟
引
1

一
之
於
節
倹
面
生
亦
詩
之
風
諫
何
異
゜
〔
注
〕
師
古

曰
、
風
‘
讀
曰
レ
諷
。
〔
漢
書
‘
皐
賢
偶
〕
（
王
）
戊
荒
淫
不
レ

遵
レ
道
‘
孟
作
レ
詩
風
諫
゜

【
風
鑑
】
84

努
風
緊
に
同
じ
。

【
風
黎
】
85

努
〇
風
采
黎
識
。
人
を
知
る
の
明
。
風
鑑
゜

〔
晉
書
‘
王
導
博
〕
導
少
有

m函
弐
識
量
清
遠
。
〔
晉
書
｀

陸
機
陸
雲
博
論
〕
風
黎
澄
爽
‘
紳
情
高
邁
゜
〔
南
史
‘
宋
文

帝
紀
〕
詔
曰
‘
云
云
‘
或
雅
量
高
肋
、
風
閤
明
遠
‘
或
識
準

宏
正
、
オ
略
開
邁
゜
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
聞
嘉
公
柳
退
墓

誌
〕
君
器
宇
詳
正
‘
風
鑑
弘
敏
゜
〔
蒙
求
‘
上
‘
王
術
風
閤
〕
。

〔
宋
史
‘
趙
横
債
〕
少
好
レ
學
‘
呉
大
府
卿
田
蹂
‘
退
―
―
居
郡

中
ぢ
E

レ有,,
風
閤
盆
双
以
レ
女
妻
レ
横
。

O
相
術
を
い
ふ
。

〔
宵
箱
雑
記
〕
予
嘗
謂
‘
風
閤
一
事
、
乃
昔
賢
頸
函
成
人

物
五
竺
擢
賢
才
一
之
所
レ
急
、
乃
市
井
卜
相
之
流
、
用
以

〖
風
茎
家
〗86
0
7
ゥ
？
人
相
見
。

L買
辮
取
レ
資
。

【
風
岸
】
87

努
〇
か
ど
ば
つ
て
親
し
み
難
い
様
子
。
を

を
し
く
逗
し
い
風
采
。
風
節
崖
岸
。
〔
唐
書
‘
宦
者
上
‘
仇

士
良
博
〕
李
石
輔
レ
政
‘
稜
稜
有
,
,
風
岸
工
古
民
輿
論
議
敷

屈
‘
深
忌
レ
之
。
●
風
の
吹
く
河
岸
。
〔
無
可
‘
送
↓
＿
一
韓
校
書

赴
江
酉
詩
〕
折
葦
鳴
,
,
風
岸
ぶ
逗
煙
起
暮
顔
一
）

〖
風
岸
孤
蛸
〗88
ぢ
吋
／
人
と
な
り
威
光
が
あ
つ
て
穀

し
く
‘
性
情
か
は
げ
し
く
て
人
と
な
れ
な
れ
し
く
せ
ぬ

た
め
孤
蜀
な
こ
と
。
蛸
は
陪
゜
〔
績
通
鑑
綱
目
‘
二
十
三
‘

謝
桔
得
死
レ
節
〕
風
岸
孤
蛸
‘
不
レ
能
―
―
卑
ハ
レ
世
軒
軽
↓

【
風
眼
】
89

努
目
に
膿
が
は
い
つ
て
お
こ
る
眼
病
。
今

の
膿
漏
性
結
膜
炎
。
〔
本
草
‘
決
明
〕
子
、
主
治
‘
治
1

一肝

熱
・
風
眼
・
赤
涙
↓

【
風
紀
】
90

豆
習
俗
を
と
り
し
ま
る
紀
律
。
法
度
紀
綱
。

〔
韓
愈
‘
祭
江
嗅
部
張
員
外
ー
文
〕
分
―
―
司
憲
曇
「
風
紀
由

振
蓬
墓
司
衷
以
聾
華
問
一

〖
風
紀
衛
兵
〗91
苔
？
風
紀
を
整
へ
軍
律
を
煎
し
‘

拉
に
歩
哨
を
督
李
し
、
軍
旗
弾
槃
銀
箱
各
物
の
事
宜
を

監
視
す
る
宿
衛
の
時
の
特
設
兵
。

【
風
軌
】
92
豆，

0
良
い
人
柄
。
人
品
。
風
格
。
〔
後
漢
書
‘

獨
iT
傭
序
〕
雖
三
事
非
↓
ー
通
園
一
良
其
風
軌
‘
有
届
炉
懐

者
『
〔
哀
宏
‘
三
園
名
臣
序
贄
〕
若
夫
出
慮
有
レ
道
‘
名
腔

不
レ
濡
、
風
軌
徳
昔
‘
為
レ
世
作
レ
範
‘
不
レ
可
レ
際
也
。

O
教

化
の
あ
と
。
風
俗
。
風
教
。
〔
晉
書
、
儒
林
‘
苑
弘
之
傭
〕
自

頃
風
軌
陵
遅
‘
奢
僭
無
レ
度
‘
廉
恥
不
レ
興
、
利
競
交
馳
、

不
レ
可
レ
不
下
深
防
士
よ
兜
以
絶
．
其
流
只
魏
書
‘
張
葬
傭
〕

開
―
―
戟
荊
棘
二
徒
1

一
御
神
縣
盆
界
新
風
軌
一
冠
ー
一
帯
朝
流
↓

〔
獣
陽
脩
‘
送
―
―
孫
屯
旦
序
〕
按
レ
章
學
レ
劾
‘
猜
レ
姦
治
レ

獄
、
以
堕
風
軌
↓
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
長
城
公
‘
至
徳
二

年
）
乞
如
品
空
罪
勁
百
盆
ぞ
風
軌
Lo

〔
注
〕
風
軌
‘
風
迩
也
。

【
風
氣
】
93

わ
ゥ
〇
風
を
い
ふ
。
〔
淮
南
子
‘
氾
論
訓
〕
夫

戸
漏
者
‘
風
氣
之
所
―
―
従
往
来
一
而
風
氣
者
陰
陽
相
挽

者
也
‘
離
者
必
病
‘
故
託
↓
印
鬼
紳
冨
盆
庄
誡
之
一
也
。
〔
三

輔
黄
圏
‘
五
、
観
〕
飛
廉
観
在
1

一
上
林
面
武
帝
元
封
二
年
作
、

飛
廉
誹
禽
、
能
致
1

一
風
氣
―
者
‘
云
云
、
武
帝
命
以
レ
銅
躊

置
観
上
一
因
以
岱
名
。
〔
江
滝
、
金
燈
草
賦
〕
映
霞
光
1

而
礫
嬌
‘
懐
1

一
風
氣
―
而
参
差
。
●
風
と
氣
と
を
い
ふ
。

一
般
の
氣
分
。
〔
漢
書
‘
律
歴
志
上
〕
天
地
之
氣
合
以
生
レ

風
‘
天
地
之
風
氣
正
‘
十
二
律
定
。
〔
注
〕
臣
環
曰
‘
風

氣
正
‘
削
十
二
月
之
氣
‘
各
應
1

一
其
律
二
小
レ
失
1

一
其
序
↓

0
自
然
界
の
生
物
に
及
ぼ
す
勢
力
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘

地
理
志
〕
凡
民
函
五
常
之
性
一
而
其
剛
柔
緩
急
‘
＿
音

臀
不
レ
同
繋
永
土
之
風
氣
一
故
謂
↓
之
風
一
好
悪
取

含
‘
動
静
亡
レ
常
‘
随
君
上
之
開
故
謂
1

一
之
俗
一
〔
論

衡
｀
＿
商
晶
〕
夫
晶
風
氣
所
レ
生
。
〔
宋
玉
‘
風
賦
〕
其
所
レ

託
者
然
‘
則
風
氣
殊
焉
。
R
風
俗
゜
氣
性
。
民
風
。
〔
後
漢

書
‘
宋
意
博
〕
諸
國
之
封
‘
並
皆
膏
朕
‘
風
氣
平
胴
‘
道
路

夷
近
。
〔
劉
因
‘
隠
―
―
仙
谷
一
詩
〕
山
川
含
1

一
太
古
五
風
氣
如
1

一

未
開
↓
＠
古
の
占
候
の
法
。
風
角
(
7
3
)

に
同
じ
。
〔
六
餡
‘

龍
餡
、
王
翼
〕
司
―
―
星
暦
正
炉
風
氣
一
〔
呉
志
‘
呉
範
博
〕
呉

範
‘
字
文
則
‘
會
稽
上
虞
人
也
‘
以
T

給
麿
数
知
中
風

氣
証
i
―
於
郡
中
一
〔
神
仙
博
〕
老
子
将
レ
去
‘
而
西
出
レ
覇
‘

以
昇
―
-
i

昆
庶
隅
令
手
喜
占
1
1

風
氣
一
逆
知
レ
嘗
下
有
軸

人
如
盆
喪
乃
掃
レ
道
四
十
里
‘
見
―
―
老
子
一
而
知
レ
是
也
。

0
上
品
な
人
柄
。
す
ぐ
れ
た
様
子
。
風
度
。
氣
象
。
〔
晉

書
‘
桓
温
博
〕
温
少
有
―
―
豪
邁
風
氣
↓
〔
宋
書
、
蒲
悪
開
傭
〕

少
有
―
―
風
氣
五
空
撒
文
史
一
〔
魏
書
‘
邪
轡
博
〕
子
遜
‘
字

子
言
‘
貌
雖
応
短
云
頗
有
―
―
風
氣
↓
〔
小
名
鋒
〕
措
爽
‘
字

茂
弘
‘
云
云
‘
俊
邁
有
1

一
風
氣
『

O
病
氣
の
名
。
中
風
な
ど

の
類
。
〔
素
問
‘
陰
陽
應
象
大
論
〕
天
氣
通
―
―
於
肺
正
地
氣

通
於
緊
風
氣
狐
於
肝
面
氣
通
於
心
↓
〔
史
記
‘
倉

公
博
〕
所
和
盆
竺
齊
王
太
后
病
―
者
‘
臣
意
診
―
―
其
脈
面
ご

其
太
陰
之
口
ぶ
曲
然
風
氣
也
。
〔
高
適
‘
途
中
酬
―
―
李
少
府

賄
別
之
作
詩
〕
日
来
知
↓
一
自
強
ー
風
氣
殊
未
レ
径
。
●
剣
な

ど
か
ら
棧
す
る
雲
の
よ
う
な
氣
゜
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
高
祗

断
白
蛇
創
‘
云
云
、
開
レ
匝
抜
枷
‘
輻
有
―
―
風
氣
光
彩

射
r
人。

O
風
通
し
の
よ
い
地
の
氣
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形

訓
〕
障
氣
多
レ
暗
‘
風
氣
多
レ
評
。

O
風
采
氣
象
。
〔
管
子
‘

修
靡
〕
観
―
―
之
風
氣
ぢ
纂
詰
〕
乃
観
―
―
察
之
風
采
氣
象
↓
〇

風
邪
を
い
ふ
。
〔
源
平
盛
衰
記
‘
六
‘
丹
波
少
将
被
1

一
召
捕
1

事
〕
此
程
風
氣
あ
り
て
不
レ
入
1

一
見
参
一
と
云
へ
‘
云
云
゜

〖
風
氣
之
疾
〗94
各
ぅ
病
氣
の
名
。
風
の
氣
を
う
け

て
起
る
疾
。
中
風
の
類
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
終
制
〕
先
有
11

風
氣
之
疾
芦
吊
疑
奄
然
‘
珈
書
1

一
素
懐
百
怠
竺
汝
誡
-
〔
庚

信
‘
周
鰈
騎
大
将
軍
云
云
柴
烈
李
夫
人
墓
誌
銘
〕
本
有
―

風
氣
之
疾
云
頻
年
増
レ
動
‘
略
多
―
―
枕
臥
↓

【
風
起
】

9
5
5
,
0風
が
起
る
。
〔
陸
機
‘
豪
士
賦
序
〕
風

起
鹿
合
‘
而
禍
至
常
酷
也
。
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
歩
熊
博
〕
耕

人
自
言
‘
草
悪
難
レ
耕
‘
故
燒
5

之
‘
忽
風
起
延
-
1

燒
遠
近
↓

―――二八

12924 
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風

部

風

三
二
九

賓
不
レ
知
―
―
草
中
有
＞
人
。
〔
庚
信
‘
燈
賦
〕
蛾
諷
則
砕
花
乱
雷
雨
H去
レ
電
不
レ
設
‘
旗
皆
胄
質
黄
襴
赤
火
烙
間
採
脚
‘
〖
風
狂
夫
〗

l
l
O
7
7
9

ウ
キ
翌
き
ち
が
ひ
。
狂
人
。
〔
山
堂
騨
考
、
年
、
則
日
烏
流
レ
災
‘
風
禽
騎
レ
暴
、
天
傾
"
西
柱
正
地
鋏
ニ

下
、
風
起
則
流
星
細
落
。
〔
杜
甫
‘
船
下
二
曖
州
郭
一
詩
〕
風
鵞
"
箕
星
面
叩
驚
n
畢
星
ぶ
盆
竺
雲
氣
涵
星
竺
雷
文
↓
徴
集
、
繹
教
、
僧
下
、
豊
干
饒
舌
〕
（
寒
山
子
）
翻
レ
身
撫
レ
束
門
咸
盛
旱
垢
」
一
川
ご
長
波
含
,
,
五
岳
↓
〇
い
か
の
ぽ

風
起
春
燈
OOL
、
江
鳴
夜
雨
懸
。
●
風
の
や
う
に
疾
く
お
【
風
徽
】
101

豆
〇
美
し
い
詩
。
〔
謝
瞭
‘
於
え
女
城
一
答
,
,
震
掌
大
笑
、
間
丘
公
見
而
拝
レ
之
‘
寺
僧
曰
‘
太
守
何
幡
―
―
風
り
。
た
こ
。
風
鳶
。

こ
り
立
つ
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
剃
通
日
、
天
下
初
接
レ
運
—
詩
〕
網
謬
結
―
―
風
徽
→
〔
注
〕
翰
曰
‘
徽
‘
善
也
‘
謂
二
風
狂
夫
一
耶
。
【
風
緊
】

1
2
0
[
ク
風
の
急
な
こ
と
。
〔
王
毅
之
‘
愛
鶉
帖
〕
動

難
也
‘
俊
雄
豪
傑
‘
建
琥
登
呼
‘
天
下
之
士
‘
雲
合
霧
集
‘
雅
相
善
1

也
。
〔
藷
唐
書
、
文
苑
傭
序
〕
撼
二
淵
・
雲
之
抑
鬱
-
[
風
鏡
】
:
!
i
,
n
g
'
c
h
i
n
g
'

塵

除

け

眼

鏡

。

静

遇

―

―

風

緊

i

跛
湖
汎
派
‘
船
不
レ
可
レ
渡
。
〔
杜
牧
、
南
陵
道

魚
鱗
雑
退
‘
燦
至
風
起
‘
嘩
竺
此
之
時
云
憂
在
レ
亡
レ
秦
而
振
-
1播
・
陸
之
風
徽
→
〇
良
風
。
美
風
。
〔
魏
書
‘
李
崇
傭
〕
【
風
~
】

m
ゃ
炉
風
が
驚
き
さ
わ
ぐ
。
〔
李
康
‘
運
命
論
〕
中
詩
〕
南
陵
水
面
漫
悠
悠
‘
風
緊
雲
軽
欲
レ
斐
レ
秋
゜
〔
雀

已
゜
〔
道
徳
指
蹄
論
‘
萬
物
之
奥
篇
〕
言
行
修
―
―
於
内
「
則
養
二
黄
製
1

以
詢
む

g-―
―
只
育
―
―
寄
襟
1

而
敷
―
―
典
式
ご
用
能
風
驚
鹿
起
‘
散
而
不
レ
止
。
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
〕
乍
風
驚
塗
‘
申
州
道
中
詩
〕
風
緊
日
凄
凄
‘
郷
心
向
レ
此
迷
。

神
氣
躁
―
於
外
一
無
レ
有
―
―
馴
馬
之
芳
‘
賓
璧
之
費
五
海
内
享
レ
國
久
長
‘
風
徽
萬
祀
者
也
。
而
射
レ
火
‘
或
箭
重
而
同
レ
舟
゜
〔
王
勃
‘
採
蓮
賦
〕
日
側
【
風
傑
】
121

翌
風
に
吹
か
れ
て
ゐ
る
憐
゜
〔
白
居
易
‘
池

之
士
‘
響
應
風
起
‘
俊
雄
英
豪
‘
輻
至
蜂
止
°
[
風
櫃
】
102

豆

た

う

み

。

唐

箕

゜

籾

ふ

る

ひ

。

風

扇

車

。

光

沈

‘

風

驚

浪

深

。

上

夜

境

詩

〕

露

競

清

登

迎

レ

夜

滑

、

風

憐

爾

瀧

先

レ

秋

涼

゜

〖
風
起
之
詩
〗96
匁
バ
漢
、
高
祗
の
作
。
大
風
歌
を
い
〔
玉
堂
雑
字
〕
風
櫃
磯
レ
穀
。
【
風
摯
】

l
l
a
昇
風
が
あ
が
る
。
風
の
や
う
に
勢
強
く
あ
〔
絞
然
‘
酬

T
烏
程
楊
明
府
華
将
レ
赴
二
渭
北1酎
レ
月
見
占

ふ
。
〔
漢
書
｀
證
架
志
〕
初
高
祖
既
定
1

一
天
下
↓
過
レ
油
、
【
風
義
】
103

豆
風
教
の
模
範
と
な
る
行
ひ
。
風
誼
。
〔
李
か
る
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
形
勢
者
‘
雷
動
風
畢
‘
後
骰
而
懐
詩
〕
風
傑
自
濃
瀧
‘
月
意
何
高
明
。

臭
故
人
父
考
相
築
‘
酔
レ
酒
歓
哀
、
作
―
―
風
起
之
詩
↓
商
隠
‘
哭
＿
到
涵
竺
詩
〕
平
生
風
義
兼
-
1

師
友
玉
'
―
―
―
敢
同
レ
先
至
‘
離
合
背
郷
‘
畏
化
無
レ
常
、
以
―
―
軽
疾
1

制
レ
敵
者
也
。
【
風
矩
】
122

匁
や
う
す
。
あ
り
さ
ま
。
風
采
。
〔
文
心
離
龍
‘

令
而
中
憧
兒
百
二
十
人
‘
習
而
歌
P
之
。
〔
漢
高
帝
‘
大
君
哭
二
寝
門
→
〔
宋
史
‘
趙
君
錫
傭
〕
激
―
―
七
家
子
孫
涵
炉
〖
風
學
雲
揺
〗

1
1
4努砕
風
や
雲
の
ゆ
れ
動
く
や
う
に
章
表
〕
章
以
造
レ
闘
‘
風
矩
應
レ
明
‘
表
以
致
レ
禁
‘
骨
采
宜
レ

風
歌
〕
大
風
起
分
雲
飛
揚
‘
威
加
1

一
海
内
入
5
騎,,
故
郷
一
祭
於
側
五
時
人
傭
―
―
其
風
義
一
〔
蘇
献
‘
答
二
李
寺
承
一
一
書
〕
此
虞
彼
慮
と
移
り
行
く
こ
と
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
遂
乃
耀
゜
〔
唐
書
‘
柳
仲
那
偵
〕
元
和
末
及
―
―
進
士
第
盃
為
-
1

校

安

得

―

―

猛

士

入

ら

守

―

―

四

方

一

際

棄

之

人

‘

毎

自

嫌

邸

‘

況

於

,

,

他
人
云
君
掲
牧
郎
、
有
レ
風
學
雲
揺
‘
浮
遊
溝
覧
。
〔
宋
之
問
、
桂
州
一
二
月
三
日
詩
〕
書
郎
工
牛
僧
揺
辟
l

―
武
昌
幕
府
↓
有
―
―
父
風
矩
ご
惰
揺
歎

【
風
鬼
】
97

豆
ゥ
洞
の
名
。
一
名
‘
風
紳
洞
。
責
州
省
石
肝
加
示
‘
素
面
盆
衣
之
厚
‘
足
,
,一
以
愧
-
1

激
類
靡
一
也
。
賜
レ
金
分
レ
吊
奉
"
恩
輝
面
盆
争
雲
揺
入
1

一

紫

微

↓

曰

‘

非

一

藉

縣
の
東
北
。
深
く
入
れ
ば
大
風
諷
猜
す
と
博
へ
ら
る
。
【
風
儀
[
】
104

笠
〇
美
し
い
み
め
か
た
ち
。
美
貌
。
〔
晉
書
‘
【
風
魚
】
l
l
s
g

●
暴
風
と
悪
魚
。
親
風
と
鰐
魚
。
風
魚
之
【
風
謳
】
123

匁
〇
風
が
は
せ
め
ぐ
る
。
〔
陸
佳
‘
石
闘
銘
〕

【
風
規
]
9
8

惚
〇
風
習
上
の
き
ま
り
。
風
教
。
風
紀
。
〔
南
簡
文
帝
紀
〕
帝
少
有
1

一
風
儀
一
善
,
,
容
止
↓
〇
ゃ
う
す
。
す
災
を
見
よ
。

0
大
風
向
を
豫
知
す
る
と
い
ふ
魚
の
名
。
雷
動
風
駆
‘
天
行
地
止
。
〔
庚
信
‘
擬
連
珠
‘
其
十
三
〕
蓋
聞

齊
書
‘
猪
淵
等
博
論
〕
夫
湯
武
之
迩
‘
異
―
―
乎
圭
孟
竺
伊
呂
か
た
。
容
姿
。
又
、
身
の
こ
な
し
。
風
采
゜
〔
晉
書
‘
温
嬌
〔
坤
輿
外
記
〕
西
江
海
産
一
国
風
魚
盃
7
-
―
以
占
乙
風
‘
國
人
晒
雷
驚
獣
駿
‘
電
激
風
謳
゜
〔
白
居
易
‘
早
春
憶
↓
―
微
之
一
詩
〕

之
心
‘
亦
非
―
―
稜
契
「
降
レ
此
風
規
‘
未
レ
足
レ
為
レ
證
也
。
●
傭
〕
風
儀
秀
整
‘
美
1

一
於
談
論
百
兄
者
皆
愛
,
,
悦
之
一
〔
王
乾
掛
―

-f
房
内
百
5
-
―
其
身
首
所
已
凹
‘
即
為
1

一
風
起
之
方
一
沙
頭
雨
染
斑
斑
草
‘
水
面
風
駆
闊
唸
波
。
〔
杜
荀
鶴
‘
秋

諷
し
て
諫
め
た
だ
す
。
そ
れ
と
な
く
意
見
す
る
。
〔
張
衡
‘
倹
‘
堵
淵
碑
文
〕
風
儀
輿
―
―
秋
月
一
齊
レ
明
‘
昔
徽
輿

1一
春
〖
風
魚
之
警
〗l

l
B認ぷ
勺
寇
賊
の
襲
来
す
る
警
め
の
日
閑
居
寄
―
―
先
達
―
詩
〕
風
駆
早
雁
衝1
1湖色
盃
叩
挫
残
蝉

東
京
賦
〕
卒
無
レ
補
―
―
於
風
規
↓
〔
注
〕
綜
曰
‘
規
‘
猶
レ
諫
也
。
雲
玉
げ
澗
゜
〔
南
史
‘
張
暢
偲
〕
風
儀
華
潤
゜
〔
唐
書
‘
李
揆
知
ら
せ
。
風
魚
は
大
風
と
鰐
魚
。
寇
賊
を
大
風
鰐
魚
に
貼
―
―
柳
枝

U
0
風
の
や
う
に
疾
＜
謳
け
る
。
〔
陸
機
‘
緋
亡

【
風
揮
】
9
9
E
ゥ
〇
威
令
等
が
風
の
や
う
に
あ
ま
ね
く
揮
傭
〕
揆
美
―
―
風
俵
砿
E
-

―
奏
射
一
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
日
本
政
記
、
宇
多
天
皇
論
〕
大
凡
太
平
論
上
〕
晦
闊
之
塁
風
駆
‘
熊
罷
之
衆
霧
集
。
〔
宋
書
‘
謝
晦

ふ
。
〔
韓
愈
、
魏
博
節
度
観
察
使
祈
國
公
先
廟
碑
銘
〕
風
【
風
議
】
105

わ
ゥ
恣
に
議
し
量
る
。
又
‘
諷
諫
論
議
す
る
。
之
世
‘
四
海
無
レ
虞
、
文
括
武
熙
‘
一
有
―
―
風
魚
之
警
エ
上
傭
〕
鐵
馬
二
千
‘
風
謳
電
撃
‘
歩
レ
自
1

一
党
陵
面
l

至
1

一
郎
那
↓

揮
B
舒
‘
咸
順
1

一
指
令
↓
●
風
が
ふ
る
ふ
。
風
に
ひ
る
が
〔
詩
‘
小
雅
‘
北
山
〕
或
出
入
風
議
‘
或
靡
―
―
事
不
p
為
。
下
相
驚
‘
奔
走
警
告
‘
差
二
将
吏
石
空
糧
佼
ニ
國
内
為
レ
之
〔
駄
陽
瘤
‘
許
州
送
n1

張
中
丞
出
―
―
臨
穎
鎮
一
詩
〕
心
誦
,
,
陰

へ
る
。
〔
哀
栴
‘
入
―
―
南
城

g
空
老
瞥
二
言
l

「

山

陽

藷

事

―

〔

堕

鐵

論

‘

刺

議

〕

故

布

衣

皆

得

―

―

風

議

↓

〔

漢

書

‘

叙

博

下

〕

騒

擾

°

符

一

口

不

と

言

‘

風

駆

千

騎

出

―

―

輯

門

↓

云
云
詩
〕
水
捲

1一
寒
雲
甲
面
風
揮
―
―
白
日
文
→
従
容
風
議
、
博
レ
我
以
レ
文
。
〖
風
魚
之
災
〗

1
1
7
バ
i
"ョ

O
海
上
の
親
風
の
災
を
い
ふ
。
【
風
隅
】

1
2
4
忽
四
隅
の
風
を
見
て
吉
凶
を
占
ふ
こ
と
。

【
風
旗
】
100

豆
●
風
に
ひ
る
が
へ
る
旗
゜
〔
酪
賓
王
‘
宿
,
,

【
風
牛
】
106

嘉
さ
か
り
の
つ
い
た
牛
゜
轄
じ
て
‘
土
地
の
〔
韓
愈
、
送
―
―
鄭
尚
書
一
序
〕
若
嶺
南
帥
得
―
―
其
人
↓
則
一
風
角
。
〔
後
漢
書
‘
劉
寛
博
‘
注
〕
謝
承
書
日
‘
云
云
‘
星
官

温
城
ら
ぎ
軍
ぷ
邑
詩
〕
風
旗
翻
1
1

翼
影
一
霜
剣
輯
二
龍
文
一
遠
く
隔
る
喩
。
風
馬
牛
(
4
0
8
)

を
見
よ
。
〔
徐
陵
‘
輿
―
―
齊
邊
盤
治
‘
不
―
―
相
寇
盗
賊
殺
一
無
,
,
風
魚
之
災
、
水
旱
痕
風
角
等
歴
‘
皆
究
二
極
師
法
↓
云
云
‘
隅
‘
角
也
‘
観
―
―
四
隅

〔
鄭
谷
‘
入
レ
閣
詩
〕
霜
漏
消
中
禁
、
風
旗
彿
―
―
曙
天
↓
●
元
尚
書
僕
射
楊
遵
彦
一
書
〕
越
裳
税
貌
‘
馴
雉
北
飛
、
開
嶺
毒
之
患
五
外
國
之
貨
H
至。

O
聰
風
鰐
魚
の
災
。
寇
賊
の
之
風
1

占
レ
之
也
。

の

旗

の

名

。

肖

地

に

神

人

の

状

を

書

一

く

。

後

世

は

箕

星

を

茫

茫

‘

風

牛

南

櫃

。

患

を

い

ふ

。

〔

韓

愈

‘

潮

州

刺

史

謝

上

表

〕

殷

風

鰐

魚

‘

患

【

風

化

】

125

認
〇
良
い
教
へ
で
人
を
善
に
導
く
。
上
が

蓋
く
。
〔
三
オ
圏
會
、
儀
制
三
、
風
雲
雷
雨
旗
閾
考
〕
按
、
韓
【
風
吉
】
107

昇

姓

氏

。

〔

日

用

重

賓

記

‘

―

-

〕

。

禍

不

レ

測

。

善

教

を

垂

れ

て

下

を

化

す

る

こ

と

。

感

化

。

風

俗

教

化

。

子
日
、
黄
帝
合
,
,
鬼
神
於
泰
山
面
風
伯
進
掃
‘
雨
師
洒
レ
路
、
【
風
急
】
108

況
か
ぜ
が
急
な
こ
と
。
〔
魏
志
‘
田
豫
傭
〕
【
風
琴
】
lls

努
〇
美
し
い
琴
の
昔
が
そ
よ
風
を
招
く
。
風
教
(
1
5
6
)

に
同
じ
。
〔
詩
‘
幽
風
‘
七
月
序
〕
故
陳
―
―
后
稜

戸
宋
御
殿
儀
使
制
‘
風
伯
雨
師
雷
公
電
母
旗
各
一
‘
歳
晩
風
急
‘
必
畏
―
―
漂
浪
一
〔
庚
信
、
周
太
博
鄭
國
公
夫
〔
元
好
問
、
胡
壽
之
待
月
軒
詩
〕
猶
欠
二
風
琴
一
再
行

U
0

先
公
風
化
之
所
＞
由
。
〔
漢
書
、
文
―
二
王
‘
梁
平
王
襄
博
〕

占

）

人

鄭

氏

墓

誌

銘

〕

山

深

月

闇

‘

風

急

松

悲

゜

〔

杜

甫

‘

登

箸

前

の

風

鈴

。

ふ

う

り

ん

。

箸

馬

。

〔

齊

己

‘

風

琴

引

〕

按

,

,

聖
徳
之
風
化
也
。
〔
魏
志
‘
陳
輩
博
〕
従
―
―
其
風
化
↓
〔
宋

／

；

‘

/

風

れ

高

詩

〕

風

急

天

高

猿

噛

哀

。

呉

絲

離

楚

竹

｛

高

託

天

風

掃

贄

曲

。

〔

王

安

石

、

和

書

、

文

帝

紀

〕

風

化

未

弘

‘

治

道

多

レ

昧

゜

〔

顔

氏

家

訓

‘

治

：

L

【
[
砂
い
〗
初
い
い
が
い
い
い
パ
[
[
パ

5
7バ
五
渭
□
"
`
。
9
乃
宜
戸
汀
バ
戸
□
叶
鱈
い
い
[
"
"
諷
焉
喩
＿

以
錯
鰭
為
レ
之
、
元
因
芝
割
風
雨
雷
電
四
旗
二
旗
皆
〔
周
絲
‘
送
.
,
入
レ
蕃
使
一
詩
〕
遠
塞
風
狂
移
,
,
帳
幕
玉
＇
沙
【
風
禽
】

m
焚
●
風
を
い
ふ
。
〔
徐
陵
‘
典
―
―
齊
尚
書
僕
射
曰
風
‘
云
云
‘
上
以
風
一
化
下
玉
＇
以
風
一
刺
上
玉

4

な
文
而

青
質
‘
倶
書
―
―
神
人
状
ず
各
詭
異
‘
今
制
―
―
旗
四
五
曰
―
―
風
雲

B
晩
臥
1

一

牛

羊

一

楊

遵

彦

一

書

〕

昔

分

レ

鼈

命

レ

属

之

世

、

観

レ

河

拝

レ

洛

之

孟

諫

‘

言

レ

之

者

無

レ

罪

、

聞

レ

之

者

足

一

臼

公

型

故

日

レ

風

。

12925 



(43756・ ・126) (43756・ ・154) 

〔
箋
〕
風
化
・
風
刺
‘
皆
謂
l
1

讐
喩
不
―
―
斥
言
一
也
。
鬱
交
ら
な
雲
月
長
臨
―
―
不
夜
城
↓

い
で
子
を
生
む
こ
と
。
〔
荘
子
、
天
運
〕
夫
白
鵡
之
相
視
‘
〖
風
花
雪
月
〗

1
3
2焚
窃
四
時
の
す
ぐ
れ
た
景
物
。
〔
鄭

眸
子
不
レ
運
而
風
化
。
.
物
が
空
氣
中
で
空
氣
の
作
用
谷
‘
寄
―
―
趙
大
諫
一
詩
〕
雪
風
花
月
好
‘
中
夜
便
招
延
゜

を

受

け

つ

つ

隻

化

す

る

こ

と

。

【

風

華

】

133

昇
〇
風
采
と
オ
華
。
半
韻
才
華
゜
〔
南
史
‘
到

【
風
火
】
1
2
6
7
7
,
5
0
風
と
火
。
暴
風
と
火
災
。
〔
周
易
卦
歌
〕
漑
傭
〕
學
動
風
華
‘
善
―
―
子
應
答
↓
〔
南
史
‘
謝
誨
偶
〕
時
謝

風
火
家
人
。
〔
後
漢
書
‘
皇
甫
嵩
傭
〕
今
賊
依
レ
草
結
レ
螢
‘
混
風
華
‘
為
1

一
江
左
第
一
一
嘗
輿
レ
晦
倶
在
―
―
武
帝
前
一
帝

易
な
竺
風
火
一
若
因
レ
夜
縦
燒
‘
必
大
驚
胤
゜
〔
浮
住
子
‘
目
5

之
曰
‘
一
時
頓
有
1

一
雨
玉
人
一
耳
。

O
外
見
の
美
し
い

詞
詰
―
―
四
大
い
〕
風
火
性
殊
‘
地
水
質
異
゜
〔
韓
愈
‘
潮
州
こ
と
。
風
采
゜
〔
南
齊
書
‘
鬱
林
王
紀
論
〕
鬱
林
王
風
華
外

祭
神
文
〕
今
絃
無
レ
有
永
旱
雷
雨
‘
風
火
疾
疫
為
庶
火
‘
美
‘
衆
所
―
―
同
惑
瓦
詮
m
隠
詐
‘
難
1

一
以
レ
兒
求
↓

各
寧
1

一
蕨
宇
一
以
供
二
上
役
↓
●
戦
乱
に
い
ふ
。
〔
楊
悧
‘
【
風
過
】
134

努
風
か
過
ぎ
る
〔
漢
書
‘
韓
安
國
博
〕
草

和
＝
一
劉
長
史
答
―
―
十
九
兄
詩
〕
鼓
競
鳴
孔
域
一
風
火
集
1

一
木
遭
な
和
者
‘
不
レ
可
―
―
以
風
過
ご
消
水
明
鏡
‘
不
レ
可
―
―
以

重
闇
↓
〇
勢
の
烈
し
い
喩
゜
〔
成
廷
珪
‘
従
軍
曲
〕
徘
徊
相
形
逃
↓
〔
杜
牧
‘
冬
至
日
遇
―
―
京
使
狽
玉
炉
弟
詩
〕
竹
門

顧

奈

レ

爾

何

‘

丞

相

令

厳

風

火

速

。

風

過

還

憫

恨

‘

疑

是

松

窟

雪

打

臀

゜

〖
風
火
性
〗1

2
7
翌
久
ヮ
短
氣
な
性
質
。
怒
り
易
い
性
質
。
〖
如1一
風
過
土
耳
〗
函
認
い
ガ
ゴ
ク
耳
を
か
す
め
て
通
る

〔
還
魂
記
‘
園
繹
〕
正
是
我
一
時
風
火
性
‘
大
金
家
得
レ
知
。
風
に
射
す
る
や
う
に
‘
聞
き
流
し
に
し
て
意
に
介
し
な

〖
風
火
輪
〗1

2
8
悶
久
ヮ
奇
術
の
名
。
古
寺
観
の
千
年
の
瓦
い
喩
°
馬
耳
東
風
。
〔
呉
越
春
秋
‘
呉
王
壽
夢
博
〕
富
責
之

を
覚
め
‘
雨
小
車
を
離
り
‘
鞘
の
底
の
中
に
つ
け
て
呪
於
レ
我
‘
如
"
秋
風
之
過
后
耳
゜
〔
南
齊
書
、
武
十
七
王
‘
薩

言
す
る
と
‘
日
に
八
百
里
を
行
く
こ
と
か
出
来
る
。
〔
方
陵
王
子
卿
債
〕
吾
B
翼
立
笠
竺
勿
下
得
レ
勅
如
二
風
過
后
耳
‘

濱
顛
‘
夢
園
叢
説
〕
伊
梨
某
大
臣
‘
嬰
異
人
以
三
千
使
甚
失
と
氣
゜

金
為
レ
贄
‘
授
二
之
所
奇
術
一
云
竺
風
火
輪
五
其
法
覚
1
-

【
風
瓦
】
136
幻
5

た
こ
の
一
種
。
ま
す
い
か
。

古
寺
観
千
年
瓦
骨
竺
離
二
作
雨
小
車
輪
一
装
―
―
於
鞘
底
之
【
風
快
】
137

”
や
風
が
速
い
。
〔
校
永
‘
夏
雲
峯
詞
〕
楚
畳

中
一
捏
訣
諷
呪
‘
其
行
如
レ
飛
‘

B
可
1

一
八
百
里
↓
風
快
湘
渾
冷
‘
永
日
披
レ
襟
゜
〔
周
邦
彦
‘
芳
草
渡
詞
〕
酔

【
風
花
】
1
2
9
7
7
9
7
7
0
風
に
散
る
花
。
〔
南
齊
書
‘
架
志
〕
陽
春
激
―
―
仙
侶
正
竺
碧
窓
風
快
五
広
簾
半
捲
,
1

愁
雨
一

白
日
風
花
香
‘
趨
↓
一
歩
明
月
―
舞
1

一
瑶
裳
↓
〔
虞
世
南
‘
春
夜
【
風
懐
]138

”
や
風
雅
な
心
。
風
流
な
胸
の
中
。
〔
晉
書
‘

詩
〕
驚
鳥
排
レ
林
度
‘
風
花
隔
レ
水
来
。
〔
許
敬
宗
‘
安
徳
祗
進
傭
賛
〕
祗
生
烈
烈
‘
風
懐
奇
節
‘
打
1

一
楕
中
流
一
誓

山
池
宴
集
詩
〕
風
花
禁
1

一
少
女
面
窃
森
竺
美
人
↓
〔
白
居
清
孟
凶
頸
一

易
‘
失
レ
婢
詩
〕
籠
鳥
無
常
ま
風
花
不
レ
編
炉
枝
。

O
風
【
風
光
】
139

”炉

0
日
が
出
て
風
か
吹
き
草
木
に
光
色

の
起
る
に
先
だ
ち
‘
大
霧
の
充
塞
す
る
こ
と
。
〔
陸
消
、
あ
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
謝
眺
、
和
＝
一
徐
都
曹
出
―
―
新
亭
渚
―

自
―
―
開
歳
―
略
無
乞
一
日
睛
―
戯
作
1

一
長
句
―
詩
〕
雨
闘
梢
牧
詩
〕
日
華
川
上
動
、
風
光
草
際
浮
゜
〔
注
〕
善
日
、
楚
辞
日
、

初
見
レ
日
、
風
花
忽
起
又
遮
レ
山
。
参
5

“
ふ
”
④
空
が
曇
光
風
韓
レ
意
汎
―
―
崇
蘭
£
よ
逸
注
‘
光
風
‘
謂
―
―
―
日
出
而
風
‘

り
、
風
が
吹
き
始
め
よ
う
と
す
る
時
、
ぱ
ら
ぱ
ら
降
る
草
木
有
―
―
光
色
一
也
‘
翰
日
‘
風
本
無
レ
光
‘
草
上
有
―
―
光
色
「

小
雨
‘
ま
た
、
小
雪
。
＠
か
ざ
ぽ
ろ
し
の
別
名
。
熱
で
出
風
吹
動
レ
之
、
如
一
風
之
有
豆
光
也
。

O
け
し
き
。
な
が
め
。

る

狙

疹

。

風

蔀

。

景

色

。

風

景

。

〔

酪

賓

王

、

従

軍

中

行

路

難

〕

三

春

邊

地

風

〖
風
花
菜
〗1

3
0
店
~
’
十
字
科
に
風
す
る
草
。
花
は
黄
光
少
、
五
月
濾
中
渾
稿
多
。
〔
白
居
易
‘
春
来
頻
典
―
―
李
一
―

色
‘
下
部
の
葉
は
利
状
に
分
裂
し
、
果
責
は
狭
長
。
〔
和
賓
客
―
郭
外
同
遊
因
贈
―
―
長
句
1

詩
〕
風
光
引
レ
歩
酒
開
レ

漢
三
才
圏
會
‘
湛
草
類
‘
風
花
菜
〕
風
花
菜
生
ー
田
野
中
一
顔
‘
送
レ
老
錯
レ
春
嵩
洛
間
。
〔
慮
照
鄭
、
長
安
古
意
〕
節

苗
高
二
尺
餘
‘
葉
似
,
1

芥
菜
葉
―
而
痩
長
‘
又
多
梢
間
開
1

一

物

風

光

不
-
1

相
待
五
桑
田
碧
海
須
央
改
。
〔
李
盆
、
行
舟

黄

花

ぶ

竺

芥

菜

花

↓

詩

〕

聞

道

風

光

涌

1

一
揚
子
玉
へ
晴
共
上
望
郷
棲
。
〔
幸
蜀

〖
風
花
雲
月
〗1

3
1努為
時
時
の
す
ぐ
れ
た
景
物
。
〔
蘇
記
〕
天
回
騨
太
后
詩
日
、
所
レ
恨
風
光
看
未
レ
足
、
却
駆
,
,

拭
、
雪
後
到
巌
明
寺
1

遂
宿
詩
〕
風
花
誤
入
二
長
春
苑
一
金
翠
1

入
―
―
亀
城
↓
鬱
や
う
す
。
人
柄
。
品
格
。
〔
元
横
‘

風

部

風

寄
貿
詩
血
ハ
ニ
蒔
濤
1

因
感
長
句
詩
〕
詩
篇
調
態
人
皆

有
細
脈
風
光
我
獨
知
。
〔
羅
軋
‘
比
紅
兒
詩
〕
―
二
呉
時
俗

璽
風
光
一
未
レ
見
紅
兒
一
面
肢
。
R
お
も
か
げ
。
〔
李
咸

用
、
同
↓
―
友
人
秋
日
登
二
庚
棲
―
詩
〕
六
代
風
光
無
―
―
問
虞
一

九
條
煙
水
但
凝
レ
愁
。

O
徳
化
が
ひ
か
り
か
が
や
く
。
〔
宋

書
、
后
妃
、
前
磨
帝
何
皇
后
博
〕
先
太
妃
徳
履
端
華
‘
徽

景
明
峻
‘
風
光
盃
ぽ
漿
訓
流
―
―
國
闇
↓

〖
風
光
好
〗1

4
0
炉
5ク
ワ
’
●
詞
牌
の
名
。
〔
南
唐
拾
遺
記
〕

掬
穀
使
二
江
南
仮
書
韓
熙
一
載
令
証
炉
伴
騨
中
一
謄
•
六

朝
書
な
十
年
乃
畢
‘
穀
見
1

一
伎
秦
蒻
蘭
一
以
為
‘
騨
吏
女

也
‘
遂
敗
―
―
恨
獨
之
戒
丁
作
―
―
長
短
句

g炉
之
‘
明
日
、
中

主
宴
レ
穀
‘
毅
毅
然
不
レ
可
レ
犯
‘
中
主
持
レ
触
立
‘
使
ー
1

一翡

蘭
出
歌
1
1

績
断
弦
之
曲
一
侑
レ
帷
‘
穀
大
悟
而
罷
‘
詞
名
1
-

風
光
好
1

一乙。

O
戯
曲
の
名
。
元
‘
戴
善
夫
作
。

[
風
幌
】
141

カ
炉
風
に
吹
か
れ
て
ゐ
る
と
ば
り
。
〔
李
盆
‘

宿
1

一
渇
班
夜
雨
贈
二
主
人
1

詩
〕
風
幌
攪
1

一
軽
襴
↓
〔
白
居

易
、
前
庭
涼
夜
詩
〕
露
管
色
似
レ
玉
‘
風
幌
影
如
レ
波
。

[
風
箪
】
142

カ
炉
〇
風
に
な
ぴ
＜
叢
竹
。
〔
謝
荘
‘
月
賦
〕

風
直
成
レ
韻
゜
〔
李
墾
玉
‘
慮
埃
道
中
詩
〕
風
算
掃
二
石

瀬
ぶ
今
臀
九
十
里
。
〔
鄭
谷
‘
少
華
甘
露
寺
詩
〕
石
門
羅

径
輿
レ
天
鄭
‘
雨
檜
風
璽
遠
近
聞
。

O
嶺
の
名
。
浙
江
省

杭
州
市
の
西
南
‘
嶺
最
も
高
峻
‘
修
竹
多
く
‘
其
の
下
に

龍
井
が
あ
る
。
〔
明
一
統
志
〕
風
箪
嶺
‘
在
―
―
杭
州
府
城
西

-
+
―
―
璽
修
堕
怪
石
‘
風
韻
爾
爽
‘
因
名
。

【
風
患
】
143

翌
五
罷
の
自
由
を
失
っ
た
病
。
中
風
。
風

疾
゜
〔
徐
陵
‘
在
―
―
北
齊
戸
否
宗
室
1

書
〕
風
患
禰
留
‘
半

罷
枯
懸
。
〔
北
史
‘
魏
臨
淮
王
渾
傭
〕
遇
風
患
一
手
足
不
レ

随
‘
口
不
レ
態
言
‘
乃
左
手
鵞
レ
地
作
与
。

【
風
管
】
144

砕
架
器
の
名
。
臀
栗
の
一
名
。
〔
唐
寄
祀

架
章
確
和
〕
風
管
晨
凝
、
雲
歌
現
囀
゜

[
風
勧
】
145

翌
な
ぴ
か
し
従
は
せ
る
。
〔
呂
陶
‘
請
レ
罷
―
―

黄
隠
五
机
〕
太
學
者
‘
教
化
之
淵
源
‘
所
T

以
風
1

一
勧
四
方
i

而
示
中
之
表
i
i

【
風
観
】
146

翌

O
風
采
。
＿
〔
蜀
志
‘
楊
戯
博
〕
威
儀
風
観
。

●
高
い
畳
観
。
〔
水
経
‘
穀
水
注
〕
石
路
崎
嘔
‘
巖
蝉
峻

険
‘
雲
畳
風
観
‘
櫻
レ
轡
如
伊
阜
。
〔
田
錫
‘
昼
障
棲
賦
〕
騨

梅
江
柳
‘
動
―
―
沿
宦
之
芳
懐
五
風
観
露
昼
‘
起
,
1

高
明
之
逸

思↓

【
風
襲
】
147

翌
風
に
櫛
る
。
風
櫛
(
2
4
6
)

に
同
じ
。
〔
蘇

献
‘
洞
庭
春
色
賦
〕
欄
仕
人
而
往
漉
懃
霧
賢
爽
風

賛
一
〔
張
竪
‘
三
月
三
日
湖
上
詩
〕
霧
賢
風
賛
湖
上
女
‘
蟄

輪
繍
穀
道
傍
車
。

〖
風
襲
雨
賢
〗1
4
8
7
7

努
？
風
に
櫛
り
風
に
沐
す
。
風
雨

に
曝
さ
れ
て
眼
苦
勤
努
す
る
こ
と
。
〔
異
聞
集
〕
柳
毅

聾
洞
庭
君
一
日
‘
毅
昨
下
第
‘
間
騨
l

涅
水
之
涙
一
見
1

――大

王
愛
女
‘
牧
1

一
羊
於
野
盃
風
賢
雨
賢
‘
所
レ
不
レ
忍
レ
視
。

【
風
拮
】
149

努
風
に
ひ
る
か
へ
る
も
す
そ
。
〔
陳
造
‘
詩
〕

落
梅
如
レ
雪
貼
1

一
風
拮
↓

【
風
径
】
150

謬
風
涼
し
き
小
径
゜
〔
周
賀
‘
題
査
公
院

詩
〕
叢
木
開
二
風
径
一
過
従
白
壼
寒
゜
〔
堤
補
之
、
同
―
―
魯

庫
和
―
―
普
安
院
壁
上
蘇
公
詩
―
詩
〕
雨
園
鳩
喚
レ
婦
‘
風

裡
燕
持
レ
兒
゜
〔
方
回
‘
虚
谷
志
蹄
詩
〕
新
添
竹
躁
レ
百
‘

風
径
細
尋
レ
香
。
〔
薩
都
剌
‘
登
―
―
山
亭
―
詩
〕
雨
階
幽
草

合
‘
風
径
落
花
深
。

【
風
樫
】
151

悶
鎮
の
名
。
浙
江
省
嘉
善
縣
の
東
北
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
嘉
興
府
‘
嘉
善
縣
‘
魏
塘
錐
〕
風
沌

鎮
‘
在
―
―
縣
東
北
十
八
里
雀
名
白
牛
村
市
、
元
改
為
に
鎮

置
巡
司
一
井
設
石
牛
務
□
洪
武
初
罷
遮
司
「
改
レ
務

総
税
課
局
面
萬
暦
中
窮
゜

【
風
悪
】
152

悶
暑
さ
に
営
つ
て
風
を
め
ぐ
む
や
う
に
‘

人
を
い
た
は
り
い
つ
く
し
む
こ
と
。
〔
晉
書
‘
何
無
忌

傭
〕
敷
政
方
夏
‘
賓
播
―
―
風
悪
↓

【
風
景
】
g

謬
〇
け
し
き
。
風
光
。
景
物
。
〔
晉
書
｀
羊
祐

傭
〕
祐
架
ー
山
水
盃
竺
風
景
一
必
造
陣
ぷ
央
置
酒
言
詠
‘

終

B
不
レ
倦
。
〔
杜
甫
‘
送
1-

―
孔
巣
父
謝
レ
病
蹄
―
―
遊
江
東
一

兼
呈
l

―
李
白
一
詩
〕
深
山
大
澤
龍
蛇
遠
‘
春
寒
野
陰
風
景

暮
。
〔
王
勃
‘
膝
王
閣
序
〕
訪
二
風
景
於
崇
阿
二
王
勃
‘
郵

縣
兜
卒
寺
浮
圏
碑
〕
野
瞭
川
明
‘
風
景
挟
二
江
山
之
助
↓

〔
趙
井
‘
次
―
―
韻
苑
師
道
龍
圏
1

詩
〕
可
レ
惜
湖
山
天
下
好
‘

十
分
風
景
屡
l

―
僧
家

-e人
の
や
う
す
。
風
采
゜
〔
魏
志
‘

陳
矯
俯
〕
國
望
二
風
景
↓
〔
晉
書
‘
劉
毅
傭
〕
崇
レ
公
U
炉
私
‘

行
高
義
明
‘
出
慮
同
レ
揆
‘
故
能
令
下
義
士
i

空
其
風
景
一

州
間
蹄
．
其
清
流
i
i

〖
風
景
不
レ
殊
學
レ
目
有
二
江
山
之
異
―
〗

1
5
4
ぢ
冒
弁
升

t
グルい
t
い
風
景
は
依
然
と
し
て
異
な
る
所
は
な
い
か
、

敵
の
領
地
と
な
つ
て
‘
只
何
と
な
く
見
渡
す
と
こ
ろ
、
江

山
の
異
な
れ
る
あ
る
を
覺
え
る
。
〔
晉
書
‘
王
導
博
〕
過
レ

江
人
士
、
毎
レ
至
―
―
暇
B
一
相
要
出
1

↓
新
亭
ー
飲
宴
‘
周
顕

中
坐
而
歎
曰
‘
風
景
不
レ
殊
‘
畢
レ
目
有
二
、
吐
山
之
異
一
皆

相
視
流
涌
‘
惟
王
導
恢
然
髪
レ
色
日
、
常
下
共
勃
ー
ー
カ
王

三
三
〇

12926 
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風

部

風

室
盃
炉
復
紳
州
お
呉
ま
作
一
涵
佑
竺
相
射
泣
上
邪
‘
衆
牧
レ

涙
而
謝
レ
之
。

【
風
難
】
1
5
5
f

翌
g
'
c
h
i
'

難
の
腹
を
割
い
て
臓
腑
を
出

し
壁
を
詰
め
風
に
あ
て
て
凍
ら
せ
た
も
の
。
風
乾
難
。

【
風
教
】
156775

徳
を
以
て
下
民
を
教
化
す
る
こ
と
。
民

を
そ
れ
と
な
く
教
へ
導
き
善
に
移
ら
せ
る
。
又
‘
風
習

上
の
教
。
又
、
風
俗
と
教
化
。
風
化
。
教
化
。
〔
詩
‘
大

序
〕
風
‘
風
也
‘
教
也
‘
風
以
動
レ
之
‘
教
以
化
レ
之
。
〔
史
記
‘

五
帝
紀
賛
〕
至
，
長
老
皆
各
往
往
梢
1

一
尭
舜
黄
―
帝
一
之
慮
い

風
教
固
殊
焉
。
〔
後
漢
書
‘
左
雄
博
〕
宣
―
―
協
風
教
一
〔
晉
書
‘

武
帝
紀
論
〕
禎
詳
顕
應
‘
風
教
粛
清
。
〔
宋
書
‘
築
志
四
〕

萬
里
同
1

一
風
教
湿
茫
命
稽
1

一
妾
臣
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
序
致
〕

吾
家
風
教
、
素
為
―
―
整
密
↓
〔
周
書
、
武
帝
紀
下
〕
朕
非
レ

食
薄
レ
衣
、
以
弘
1

一
風
教
↓

【
風
饒
】
157

翌
〇
な
ぞ
ら
へ
さ
と
す
。
そ
れ
と
な
く
さ

と
す
。
〔
漢
書
、
西
南
夷
傭
〕
令
n

―
唐
蒙
風
―

-Bi南
聰

U
O

風
の
吹
く
朝
。
〔
王
勃
‘
採
蓮
賦
〕
詠
―
―
緑
竹
於
風
晩
一
賦
,
,

朱
華
於
月
タ
一

【
風
激
】
158

存
風
の
は
げ
し
い
こ
と
。
又
‘
風
の
や
う

に
激
し
く
速
い
こ
と
。
〔
蜀
志
、
部
正
博
〕
耕
者
馳
レ
説
‘

智
者
應
レ
機
‘
謀
夫
演
レ
略
‘
武
士
奮
レ
威
‘
雲
合
霧
集
‘
風

激
電
飛
‘
量
レ
時
揆
に
且
‘
用
取
―
―
世
資
↓
〔
唐
無
名
氏
、
管
中

窺
レ
天
賦
〕
際
景
風
激
‘
馳
光
電
移
゜

【
風
穴
】
159

雰
風
の
吹
き
出
す
穴
。
〔
淮
南
子
‘
覧
冥
訓
〕

暮
宿
i
i

風
穴
↓
〔
注
〕
風
穴
‘
北
方
寒
風
従
レ
地
出
也
。
〔
述

異
記
‘
下
〕
列
禦
寇
鄭
人
‘
御
レ
風
而
行
‘
常
以
―
―
立
春
日
1

蹄
―
―
乎
八
荒
ご
止
秋

H
遊
―
―
於
風
穴
↓
是
風
至
卸
草
木
皆

生
‘
去
則
草
木
皆
落
。
〔
劉
峻
‘
辮
命
論
〕
敬
通
鳳
起
、
播
ニ

迅
翻
於
風
穴
↓

【
風
月
】
161

窃

O
か
ぜ
と
つ
き
。
清
風
と
明
月
。
夜
緊
の

美
し
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
南
史
‘
堵
彦
回
傭
〕
初
秋
涼
夕
、

風
月
甚
美
、
彦
回
援
レ
琴
奏
二
別
鵠
之
曲
一
宮
商
既
胴
、

風
神
諧
暢
゜
〔
文
心
離
龍
、
明
詩
〕
客
帝
陳
思
‘
縦
レ
轡
以

騎
面
、
王
・
徐
・
應
．
劉
、
翌
路
而
争
レ
騒
‘
並
憐
―
―
風
月
一

押

池

葱

述
1
1

恩
榮
な
整
酬
宴
一
〔
詩
品
〕
王
微
風
月
‘
謝

客
山
泉
‘
皆
五
言
之
警
策
者
也
。
〔
杜
甫
‘
吹
笛
詩
〕
吹
レ

笛
秋
山
風
月
清
‘
誰
家
巧
作
二
断
腸
臀
一
〔
許
渾
‘
晩
自
,
,

東
郭
函
戸
ニ
―
一
遊
侶
一
詩
〕
今
夜
西
齋
好
二
風
月
i

―
瓢

春
酒
莫
1

一
相
違
↓
〔
李
墾
玉
‘
湘
妃
廟
詩
〕
少
将
1

一
風
月
一

怨
示
翌
見
蘊
扶
桑
水
到
＞
枯
°
〇
風
月
を
愛
し
風
流

を
架
し
む
喩
。
〔
南
史
‘
徐
勉
博
〕
今
夕
止
可
レ
談
"
風
月
一

不
レ
｛
長
及
,
,
公
事
↓
参
詩
歌
‘
文
墨
の
韻
事
。
〔
十
訓
抄
‘

下
〕
人
は
た
と
ひ
和
歌
管
絃
に
す
ぐ
れ
た
り
と
も
、
オ

幹
の
愚
に
風
月
の
か
け
ぬ
れ
ば
‘
な
ほ
し
あ
な
づ
ら

は
し
く
。
働
男
女
間
の
情
事
。
風
月
筆
墨
(

1

7

2

)

及
び

風
月
常
新
(
1
6
8
)

を
見
よ
。
＠
橋
の
名
。
江
蘇
省
呉
縣

の
西
南
‘
洞
庭
東
山
‘
莫
椛
武
山
と
の
間
。
一
名
‘
渡
水

橋。

C8feng'yueh• 

浮
氣
。

〖
風
月
主
〗16

2
バ
ヴ
グ3

風
月
主
人
(
1
6
9
)

を
見
よ
。

〖
風
月
堂
〗1

6
3
忽
ゲ
，
宋
‘
朱
弁
(
6
|1
4
4
2
4
 :
 5
4
4
)

の

室
名
。

〖
風
月
旦
〗1

6
4
焚
？
戯
劇
細
色
の
名
。
〔
揚
州
豊
紡
録
〕

貼
旦
謂
1

一
之
風
月
旦
万
〈
名
二
作
旦
一
兼
跳
打
謂
1

一
之
武
小

旦一
〖
墾
風
月
―
〗16

6
芦
g

清
談
を
い
ふ
。
〔
書
言
故
事
‘

天
文
類
〕
清
談
日
レ
談
1

一
風
月
↓

〖
風
月
玄
度
〗16

6
翌
g

晉
の
劉
手
が
清
風
明
月
の
夜

に
清
言
の
士
‘
玄
度
を
思
ふ
と
い
っ
た
故
事
。
消
廉
な

人
の
喩
。
又
、
人
と
疎
間
な
喩
゜
〔
世
説
新
語
‘
言
語
〕
劉

手
云
、
清
風
朗
月
、
輻
思
―
―
玄
度
↓
〔
韻
府
引
、
元
好
問
、
詩
〕

消
風
明
月
思
―
―
玄
度
盃
林
水
紅
蓮
憶
-
―
果
之
↓
〔
書
言
故

事
、
天
文
類
〕
叙
1

一
闇
間
1

日
'
"
風
月
思
―
―
玄
度
↓

〖
風
月
之
オ]
1
6
7

苔
ゲ9
ノ
詩
歌
の
オ
。
〔
十
訓
抄
〕
風
月

の
オ
に
富
め
る
の
み
な
ら
ず
‘
か
か
る
心
ば
せ
ど
も
深

か
り
け
り
。

〖
風
月
常
新]
1
6
8

器
介
ク
唐
の
開
元
の
初
‘
宮
人
の
進

御
せ
ら
れ
た
者
の
臀
に
押
し
た
印
の
文
字
。
〔
版
棲
記
〕

開
元
初
‘
宮
人
被
―
―
進
御
一
者
、

H
印
選
以
綱
1

一
謬
記
印
於

臀
上
苓
合
い
1

一
風
月
常
新
面
印
畢
潰
以
―
―
桂
紅
膏
面
叫
水
洗

色
不
箪
退
。

〖
風
月
主
人
〗1

6
9吟刃
，
清
風
明
月
を
管
領
す
る
主

人
。
〔
五
代
蜀
史
〕
獣
陽
彬
善
1

一
文
鼓
蜀
主
以
レ
祁
為
,
,

嘉
州
太
守
玉
彬
大
喜
曰
‘
青
山
緑
水
中
為
乞
一
千
石
五
作
レ

詩
飲
レ
酒
為
ー
風
月
主
人
盃
立
誠
不
レ
喜
乎
‘
祈
然
就
レ
任
。

〔
黄
庭
堅
‘
次
―
―
韻
文
潜
立
春
日
一
二
絶
句
―
詩
〕
試
問
淮
南

風
月
主
‘
新
年
桃
李
為
レ
誰
開
。
〔
注
〕
江
山
風
月
本
無
―
―

常
主
盃
困
者
是
便
主
人
。

〖
風
月
慮
士
〗1

1
0
衿
グ
，

の
賜
琥
゜

〖
風
月
賓
鑑
〗17

1姦竺

清
代
小
説
、
石
頭
記
郎
ち
紅

宋
‘
苑
啓
(
9
|
3
0
8
3
4
 :
 2
8
 

棲
夢
の
異
名
。
男
女
患
愛
の
事
を
記
す
か
ら
い
ふ
。
〔
紅

棲
夢
‘
一
回
〕
改
1

一
石
頭
記
云
空
情
僧
録
面
東
魯
孔
梅
淫

則
題
日
1

一
風
月
賓
鑑
一

〖
風
月
筆
墨
〗17
2
5
認
乃
色
情
の
書
。
〔
紅
棲
夢
‘
一

回
〕
更
有
1
1

一
種
風
月
筆
墨
工
其
淫
汗
棧
臭
‘
屠
1

一
毒
筆

塁
壊
1

一
人
子
弟
一
又
不
レ
可
1

一
勝
藪
↓

〖
風
月
無
邊
〗17

3翠グ
，
唐
伯
虎
が
妓
湘
英
家
の
逼
額

に
題
し
た
虫
―
一
の
謎
語
。
風
月
の
二
字
の
外
廓
を
去

れ
ば
虫
一
―
と
な
る
か
ら
い
ふ
。
〔
鉗
雨
亭
随
筆
〕
唐
伯

虎
題
―
―
妓
湘
英
家
置
三
＃
風
月
無
邊
百
兄
者
皆
賛
美
‘
祝

枝
山
見
レ
之
曰
‘
此
嘲
―
―
汝
輩
云
竺
虫
二
1

也
‘
湘
英
問
1

一

其
義
T

枝
山
曰
‘
風
月
字
無
レ
邊
非
"
虫
ニ
―
乎
‘
湘
英
終

以
為
レ
美
、
不
―
―
之
易
↓

〖
風
月
之
本
主
〗1

7
4”
ィ
勺
詩
歌
の
道
の
主
。
〔
本
朝

文
梓
、
大
江
匡
衡
‘
北
野
天
紳
供
―
―
御
幣
井
種
種
物
一
文
〕

天
涌
自
在
天
神
‘
云
云
‘
就
中
文
道
之
大
祗
‘
風
月
之
本

主
也
。

〖
風
月
堂
詩
話
〗1

7
5界
/
[
書
名
。
二
巻
。
宋
‘
朱
弁
撰
。

此
の
編
多
く
元
祐
中
の
歌
陽
脩
・
蘇
拭
・
黄
庭
堅
・
陳
師

道
・
梅
尭
臣
及
び
諸
見
の
遺
事
を
記
す
。
其
の
窺
見
の

深
い
虞
は
、
後
の
詩
を
論
ず
る
も
の
の
皆
未
だ
及
ば
ぬ

所
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
詩
文
評
類
〕
。

〖
風
月
牡
丹
仙]
1
7
6

界
グ5
/
戯
曲
の
名
。
明
、
周
憲
王

の
作
。
獣
陽
脩
の
洛
陽
牡
丹
記
に
本
づ
い
て
作
る
。

[
風
欠
】
177

り
パ
魂
の
な
い
人
の
や
う
に
ぽ
ん
や
り
し
て

ゐ
る
。
〔
西
廂
記
‘
柑
鶯
鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
来
回
顧
レ
影
｀

文
魔
秀
士
‘
風
欠
酸
丁
。

【
風
巻
】
1
7
8
7
7
5
0
風
が
吹
い
て
物
を
ま
き
あ
げ
る
。
風

捲
゜
〔
沈
約
‘
従
軍
行
〕
雲
榮
―
―
九
折
證
ぢ
墨
蛮
萬
里
波
―
)

〔
沈
伶
期
‘
夏
日
都
門
送
1

一
司
馬
員
外
逸
客
孫
員
外
栓
北

征
詩
〕
雲
迎
出
レ
塞
馬
‘
風
巻
度
桐
旗
゜
〔
白
居
易
、
大
水

詩
〕
風
巻
白
波
翻
、
日
煎
紅
浪
沸
°
〇
勢
よ
く
牧
め
る
。

〔
｛
木
書
、
文
五
王
‘
党
陵
王
誕
博
〕
風
1

一
巻
四
嶽
「
電
1

一
掃
三

江↓

【
風
軒
】
179

翌
風
の
ふ
く
軒
゜
〔
蘇
献
、
病
中
遊
祠
塔

院
詩
〕
閉
レ
門
野
寺
松
陰
轄
‘
欽
レ
枕
風
軒
客
夢
長
。
〔
程

鉗
夫
‘
趙
大
年
小
景
詩
〕
何
如
相
封
風
軒
坐
‘
喚
祠
漁

船
傍
―
―
酒
璽
〔
悦
環
二
月
十
五
日
雨
作
詩
〕
風
軒
紅

杏
散
―
―
餘
霞
玉
淀
草
胄
青
桃
欲
レ
花
。

【
風
圏
】
182

焚
月
の
か
さ
。
月
量
。
〔
札
撲
〕
。

~ 

【
風
憲
】
183

翌
〇
風
紀
を
取
締
る
規
則
。
〔
後
漢
書
‘
皇

后
紀
序
〕
愛
逮
,
,
載
國
五
風
憲
違
薄
‘
適
レ
情
任
レ
欲
‘
顛
ニ

倒
衣
裳
↓
〔
唐
書
‘
般
挺
之
博
〕
侍
御
史
任
二
正
名
正
空

風
憲
二
ぎ
廷
中
責
』
―
―
―
ェ
衣
冠
一
●
風
紀
を
司
る
官
吏
゜

目
付
役
。
風
憲
官
吏
を
見
よ
。
〔
宋
史
、
高
宗
紀
八
〕
堂

諫
風
憲
之
地
‘
比
用
非
―
―
其
人
ぶ
忍
―
於
大
臣
二
消
―
―
其
喜

翌
殊
非
―
―
耳
目
之
寄
↓
参
状
般
な
る
に
い
ふ
。
〔
還
魂

記
‘
索
元
〕
到
艮
安
日
逼
果
然
風
憲
、
九
街
三
市
排

場
偏
゜

〖
風
憲
官
〗1

8
4
葬
[
/
風
規
を
妨
害
す
る
者
を
取
締
る

官
吏
。
御
史
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
‘
吏
部
、
風
憲
官
‘
注

解
〕
風1一
聞
奏
事
函t
-
1
掌
法
度
—
之
官
‘
郎
御
史
也
。

〖
風
憲
官
吏
〗1

8
5昇ク
い
官
吏
の
非
違
を
糾
察
す
る
官

吏
゜
〔
明
律
‘
刑
律
‘
受
馘
‘
風
憲
官
吏
犯
臓
〕
凡
風
憲
官

吏
‘
受
レ
財
‘
及
於
レ
所
二
按
治
去
虞
一
求
n

―
索
借
―
―
貸
人
財

物
玉
若
賣
買
多
取
―
―
債
利
芦
盆
多
饒
送
一
之
類
‘
各
加
―
―
其

餘
官
吏
罪
二
等
一

【
風
言
】
186

焚
う
は
さ
。
と
り
ざ
た
す
る
。
風
説
(

3

1

1

)

に
同
じ
。
〔
藷
唐
書
、
劉
晏
傭
〕
又
時
人
風
言
‘
代
宗
寵
二

獨
孤
妃
釜
叫
又
愛
―
―
其
子
韓
王
逍
↓

【
風
眩
】
187

翌
珈
祠
〔
後
漢
書
、
陰
識
博
〕
明
年
夏
、
帝

風
眩
疾
甚
゜
〔
南
史
‘
孝
義
下
‘
謝
貞
博
〕
苦
―
―
風
眩
芦
苺
レ

狽
便
―
―
一
日
不
レ
能
飲
食
↓

【
風
胡
】
188

呟
古
の
刀
剣
の
鑑
定
に
す
ぐ
れ
た
人
。
風

胡
子
に
同
じ
。
〔
新
論
‘
命
相
〕
善
観
察
者
、
猶
―
―
風
胡
之

別
レ
刃
‘
孫
陽
之
相
＞
馬
。
〔
張
協
‘
七
命
八
首
‘
其
五
〕
其
意

賓
則
舒
辟
無
レ
方
‘
奇
鋒
異
レ
模
、
形
震
一
丘
江
竺
光
駿
―
―
風

胡
芦
注
〕
漬
曰
‘
辞
燭
・
風
胡
二
人
‘
知
レ
剣
者
也
。
〔
江
滝
‘

銅
剣
賛
〕
風
胡
専
レ
精
、
歌
冶
妙
レ
思
゜

〖
風
胡
子
〗1

8
9
？
春
秋
‘
楚
の
人
。
善
＜
剣
を
躊
‘
昭

王
に
事
ふ
。
昭
王
‘
呉
王
の
剣
を
得
‘
名
を
知
ら
ず
‘
風

胡
に
問
ふ
、
日
く
、
こ
れ
湛
虞
の
剣
な
り
と
。
〔
越
絶

書
‘
越
絶
外
博
記
賓
剣
〕
風
胡
子
之
レ
呉
‘
見
1

一
歌
冶
子
千

股
使
三
人
作
鐵
飢
獣
冶
子
干
将
警
—
茨
山
油
竺
其

没
取
鐵
翠
作
―
―
為
鐵
細
二
枚
二
曰
龍
淵
‘
二
日
泰

阿
‘
三
曰
エ
布
‘
畢
成
‘
風
胡
子
奏
乏
楚
王
玉
楚
王
見
,
,

此
三
剣
之
精
神
工
八
悦
―
―
風
胡
子
↓

【
風
湖
]190

翌
風
胡
に
同
じ
。

〖
風
湖
子
]
1
9
1

恣
コ
風
胡
子
に
同
じ
。
〔
呉
越
春
秋
‘
闇

間
内
博
〕
楚
昭
王
‘
臥
而
賭
‘
得
―
―
呉
王
湛
慮
之
剣
於
林
一

12927 



(43756··192)— (43756· ・221) 

昭
王
不
レ
知
―
―
其
故
ご
n召
―
―
風
湖
子
1

問
日
‘
寡
人
臥
覺
所
レ
生
之
谷
。
●
山
名
。
山
西
省
太
原
縣
の
西
‘
交
城
縣

而
得
賣
飢
不
レ
知
,
,
其
名
す
是
何
剣
也
、
風
湖
子
日
、
此
と
の
境
。
又
、
風
裕
に
作
る
。
石
壁
に
穴
あ
り
、
中
に
北

謂

函

虞

之

雙

齊

の

天

保

の

時

に

刻

し

た

佛

経

が

あ

る

。

〔

明

一

統

志

〕

【
風
口
】
192

努
風
の
吹
き
入
る
虞
゜
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
八
風
谷
山
、
在
＝
太
原
府
太
原
縣
西
十
里
下
上
有
-
1

太
山
寺
↓

回
〕
忽
磨
又
姑
1

一
在
那
風
口
裡
工
林
黛
玉
笑
道
、
何
曾
不
n-

【
風
骨
】
199

芸
●
か
ら
だ
の
や
う
す
。
骨
ぐ
み
。
橙
格
。

是

在

―

―

屋

裡

的

↓

風

采

骨

格

。

高

尚

な

品

格

。

風

容

。

〔

宋

書

、

武

帝

紀

〕

身

【
風
后
】
193

器
●
上
古
の
人
。
黄
帝
、
嘗
て
大
風
が
天
下
長
七
尺
六
寸
‘
風
骨
奇
特
、
家
貧
有
ー
ー
大
志
i

不
＞
治
―
―
廉

の
塵
垢
を
吹
き
去
る
を
夢
む
。
痛
め
て
曰
く
、
風
は
琥
令
隅
↓
〔
高
適
、
答
,
,
侯
少
府
1

詩
〕
性
震
出
―
―
萬
象
五
風
骨
超
二

た
り
、
垢
は
土
‘
去
つ
て
后
在
る
な
り
、
天
下
に
姓
は
風
‘
常
倫
↓
〔
唐
書
‘
趙
彦
昭
偉
〕
少
豪
邁
風
骨
秀
爽
。

O
ひ
ろ

名
は
后
な
る
者
あ
ら
ん
と
て
‘
風
后
を
海
隅
に
求
め
、
登
く
物
の
や
う
す
、
が
ら
等
に
い
ふ
。
〔
宣
和
萱
譜
〕
然
其

せ
て
相
と
す
。
漢
書
藝
文
志
に
、
風
后
兵
法
十
三
篇
・
圏
風
骨
、
大
橙
皆
有
レ
所
＞
授
。
●
文
章
の
骨
格
。
〔
文
心
離

三
巻
・
孤
虚
二
十
巻
あ
り
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
攀
―
―
風
后
力
龍
、
風
骨
〕
若
豊
藻
克
贈
、
風
骨
不
玉
飛
、
則
振
レ
采
失
レ

牧
常
先
大
鴻
和
盆
炉
民
。
〔
注
〕
集
解
日
、
鄭
玄
曰
‘
風
后
‘
鮮
、
負
レ
臀
無
な
力
。
●
文
心
離
龍
の
篇
名
。

黄
帝
三
公
也
。
〔
帝
王
世
紀
〕
黄
帝
得
-
1

風
后
於
海
隅
一
登
【
風
沙
】
200

唸
大
風
が
沙
を
巻
き
揚
げ
る
こ
と
。
狂
風

以
為
』
相
。
〔
繹
史
‘
太
古
、
黄
帝
紀
〕
論
語
樋
輔
象
‘
黄
帝
驚
沙
。
〔
資
治
通
鑑
、
齊
紀
〕
（
武
帝
、
永
明
十
一
年
）
六
月

七
輔
、
風
后
受
1

一
金
法
↓
〔
魏
志
‘
陳
思
王
植
博
〕
撮
,
,
風
后
雨
レ
雪
‘
風
沙
常
起
。
〔
注
〕
風
沙
、
大
風
揚
レ
沙
也
。
〔
王
昌

之
奇
五
空
孫
呉
之
要
↓
〔
山
西
通
志
〕
風
后
‘
解
州
人
‘
黄
齢
‘
笙
筏
引
〕
弾
作
前
門
桑
葉
秋
、
風
沙
颯
颯
青
塚
頭
。

帝
得
矢
相
而
天
下
治
、
風
后
其
一
也
、
解
‘
奮
鰊
―
渤
〔
李
頑
‘
塞
下
曲
〕
黄
雲
雁
門
郡
、
日
暮
風
沙
裏
゜

瀞
之
摂
所
謂
海
隅
、
即
此
、
今
解
州
西
南
蒲
州
風
陵
郷
【
風
桂
】
201

咋
た
こ
。
い
か
の
ぽ
り
。
紙
鳶
。
〔
頂
隷

有
―
―
風
后
蔓
因
皇
風
陵
渡
↓
●
星
の
名
。
尾
宿
(
4
-
7
6

志
書
、
海
澄
縣
〕
重
陽
日
放
二
紙
縞
ら
]
,
,
風
桂
盃
夜
繋
レ
蟻

5
0
 :
 3
0
)
を

い

ふ

。

而

縦

レ

之

、

明

徹

,

,

星
河
一
可
レ
通
正
＇
女
一
重
問
―
―
君
平
―

〖
風
后
握
奇
経
〗19
4
7
7
,
g
"

イ
書
名
。
握
奇
経
(
6ー
1
2
3
6

也
。

6
:
 
1

0

)

を

見

よ

。

【

風

災

】

202g
暴
風
の
災
害
。
風
害
(
5
8
)

に
同
じ
。
〔
淮

【
風
虹
】
195

蒜
月
の
か
さ
。
月
量
。
〔
楊
慎
外
集
、
天
文
南
子
、
時
則
訓
〕
（
仲
秋
）
行
―
―
冬
令
面
切
風
災
敦
起
‘
牧
雷

部
、
水
虹
風
虹
〕
風
虹
、
月
量
也
、
主
レ
風
。
先
行
、
草
木
早
死
。
〔
後
漢
書
、
西
城
傭
論
〕
身
熱
首
痛
、

【
風
候
】
196

弱
●
氣
候
。
時
候
。
〔
本
参
、
送
t

証
蒲
秀
才
擢
レ
風
災
鬼
難
之
域
。
〔
晉
書
、
五
行
志
上
〕
義
熙
十
年
七
月

第
蹄
＞
蜀
詩
〕
向
レ
南
風
候
暖
‘
騰
月
見
t

一
春
輝
↓
〔
劉
馬
乙
丑
‘
淮
北
風
災
。

錫
、
歩
出
二
武
陵
東
亭
一
臨
レ
江
寓
望
詩
〕
鷹
至
咸
竺
風
候
一
【
風
采
】
203

⑰
風
彩
。
●
人
の
や
う
す
。
す
が
た
。
ひ
と

霜
餘
髪
ー
林
麓
↓
〔
白
居
易
‘
桐
花
詩
〕
風
候
一
参
差
‘
榮
が
ら
。
人
品
。
又
‘
堂
々
と
し
た
や
う
す
。
風
尚
。
風
姿
。

枯
遂
乖
剌
。
●
④
か
ざ
み
。
風
の
方
向
を
候
ふ
具
。
候
風
致
。
風
裁
。
風
景
。
風
貌
。
風
韻
。
〔
漢
書
、
循
吏
‘
黄
覇

風

。

＠

風

の

吹

く

具

合

。

風

模

様

。

偉

〕

覇

材

長

1

一
於
治
，
民
、
及
T

為,,
丞
相
細
t

＊
綱
紀
琥
令
5

【
風
告
】1
9
7
0
7

が
そ
れ
と
な
く
遠
ま
は
し
に
つ
げ
る
こ
風
采
不
レ
及

1一
丙
．
魏
•
干
定
國
→
〔
後
漢
書
、
黄
瑣
傭
論
〕

と
。
あ
て
こ
す
り
を
い
ふ
こ
と
。
諷
告
。
〔
史
記
、
匈
天
下
喝
喝
、
仰
1

一
其
風
采
↓
〔
呉
志
、
諸
葛
瑾
博
〕
微
見
,
,
風

奴
博
〕
使
—
如
郭
吉
風
告
箪
文
〔
漢
書
‘
趙
廣
漢
傭
〕
以
―
―
采
→
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
一
―
―
八
方
一
而
混
同
、
極
―
―
風
采
之

治
行
尤
異
云
竺
京
輔
都
尉
玉
守
二
京
兆
手
云
g
昭
帝
崩
一
異
観
↓
〔
宋
書
、
劉
秀
之
博
〕
秀
之
野
率
無
―
―
風
采
盃
叩
心

而
新
豊
杜
建
為
―
―
京
兆
橡
云
竺
作
平
陵
方
上
涵
素
豪
侠
、
力
堅
正
。
〔
宋
名
臣
言
行
録
、
李
浣
〕
張
詠
嘗
謂
1

人
日
、

賓
客
為
1

一
姦
利
云
廣
漢
聞
レ
之
、
先
風
告
、
建
不
レ
改
‘
於
レ
吾
榜
中
得
レ
人
最
多
‘
慎
重
有
1

一
雅
望
五
無
品
空
李
文
靖
一

是

牧

案

致

レ

法

。

深

沈

有

レ

徳

‘

鎮

ー

ー

服

天

下

と

i

炉
如
キ
土
公
盃
面
折
廷
争
、

【
風
谷
】
198

跨
●
風
の
生
ず
る
所
の
谷
。
〔
張
協
‘
七
命
素
有
―
―
風
采
と
無
レ
如
1

一
寇
公
涵
日
1

一
方
面
寄
面
四
詠
不
―
―
敢

八
首
‘
其
二
〕
左
嘗
―
―
風
谷
工
右
臨
―
―
雲
硲
↓
〔
注
〕
良
日
、
風
辞
↓
●
御
史
に
差
出
し
て
官
吏
の
非
を
弾
劾
す
る
匿
名

風

部

風

書
。
其
の
風
聞
を
采
用
す
る
意
か
ら
名
づ
け
る
。
風
聞

(
4
4
7
)

の
●
を
見
よ
。
〔
蘇
試
‘
上
"
皇
―
商
書
〕
風
采
消
委

之
餘
‘
雖
―
―
豪
傑
土
有
レ
所
レ
不
レ
能
―
―
振
起
↓

〖
想
豆
風
采
―
〗2

0
4
認
打
風
采
を
仰
慕
す
る
。
其
の

人
の
徳
を
し
た
ふ
に
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
霊
光
傭
〕
初
輔
―
―
幼

圭
政
自
レ
己
出
、
天
下
想
,
,
聞
其
風
采
↓
〔
後
漢
書
‘
趙
壼

傭
〕
士
大
夫
想
―
―
望
其
風
采
↓

【
風
菜
】
205

祁
秦
草
の
名
。
石
隙
に
叢
生
し
‘
葉
は
圃

く
て
厚
く
、
酒
に
和
し
て
食
す
れ
ば
風
疾
を
治
す
る
と

い
ふ
。
又
風
薬
・
風
草
と
い
ふ
。
〔
南
越
筆
記
〕
風
秦
叢
ニ

生
石
隙
む
夭
葉
園
厚
‘
和
レ
酒
端
レ
之
、
治
,
,
風
疾
i

―
曰
風

草
‘
亦
日
風
菜
‘
諺
日
、
風
病
須
―
―
風
菜
↓

【
風
裁
】
206

砕
や
う
す
。
品
格
。
轄
じ
て
、
自
ら
か
た
＜

と
り
ま
も
る
風
手
。
〔
後
漢
書
‘
黛
錮
‘
李
膚
博
〕
是
時
朝

廷
日
乱
‘
綱
紀
顔
他
、
膚
獨
持
,
,
風
裁
百
竺
臀
名
ら
口
高
。

〔
宋
書
‘
孔
琳
之
博
〕
尚
書
令
臣
羨
之
、
云
云
‘
栃
―
―
損
國

威
と
笠
大
臣
之
證
云
い
有
―
―
準
縄
盃
風
裁
何
寄
゜
〔
掲
侯

斯
‘
趙
國
公
八
十
詩
〕
霜
簡
驚
,
,
風
裁
二
天
官
粛
わ
5

儀↓

【
風
婦
】
207

加
暴
風
の
侵
害
を
防
ぐ
堤
防
。
〔
六
部
成

語
、
エ
部
、
風
埼
‘
注
解
〕
饂
風
之
滞
也
。

【
風
掃
]208

加

0
風
が
は
ら
ふ
。
〔
陸
機
、
漢
高
祗
功
臣

頌
〕
威
亮
,
,
火
烈
こ
勢
躁
ー
ー
風
掃
↓
〔
李
白
‘
送
乙
内
尋
二
直
山

女
詩
〕
水
春
,
,
雲
母
碓
盃
風
掃
―
―
石
楠
花
↓
●
風
が
は
ら

ふ
や
う
に
掃
蕩
す
る
こ
と
。
〔
江
滝
‘
北
伐
詔
〕
験
雄
競

奮
‘
火
烈
風
掃
‘
剋
忌
心
中
原
面
竺
清
河
洛
↓
〔
宋
書
、
武
帝

紀
中
〕
倉
児
電
訴
、
神
兵
風
掃
、
罪
人
斯
得
、
剌
衡
清
晏
゜

〔
魏
書
、
邪
轡
信
〕
耕
軍
忠
規
協
著
‘
火
烈
霜
措
、
電
―
―
動

岱
陰
一
風
掃
祈
繹
↓

【
風
窟
】
209

誘
風
の
吹
く
窓
。
〔
柳
宗
元
、
贈
―
―
江
華
長

老
詩
〕
風
窟
疎
竹
響
‘
露
井
寒
松
滴
。
〔
砕
能
、
夏
日
蒲

津
寺
居
詩
〕
雨
室
瞳
穿
レ
溜
、
風
窟
筆
染
レ
塵
。
〔
唐
彦
謙
‘

竹
風
詩
〕
竹
映
―
―
風
窟
―
散
陣
斜
、
旅
人
愁
坐
思
無
レ
涯
゜

〖
風
窟
雨
室]
2
1
0

努
tゥ
風
雨
が
用
捨
な
く
吹
き
彿
ひ

降
り
込
む
室
。
〔
藤
田
東
湖
、
正
氣
歌
序
〕
風
窟
雨
室
‘

温
邪
交
侵
゜

【
風
等
】
211

謗
●
い
か
の
ぽ
り
。
た
こ
。
紙
鳶
。
〔
詢
蒻
録
〕

風
箪
‘
即
紙
鳶
‘
又
名
,
,
風
鳶
ぶ
初
五
代
漢
李
業
、
於
＿
一
宮

中
五

g
紙
鳶
百
F
レ
線
乗
レ
風
為
レ
戯
、
後
子
―
―
鳶
首
一
以
レ

竹
為
レ
笛
‘
使
―
―
風
入
作
レ
臀
如
＞
等
、
名
俗
呼
―
―
風
挙
↓
〔
高

絣
‘
風
等
詩
〕
夜
静
弦
臀
響
碧
空
一
宮
商
信
任
,
,
往
来

恩
依
稀
似
レ
曲
オ
堪
レ
嬰
‘
又
被
1

一
風
吹
1

別
ー
ー
調
中
↓
●

ふ
う
り
ん
。
風
鐸
。
鐵
馬
。
〔
李
商
隠
‘
燕
畳
詩
〕
雲
屏
不
レ

動
掩
11

孤
噸
i

西
棲
一
夜
風
等
急
。
〔
杜
甫
、
冬
日
洛
城
北

謁
玄
元
皇
帝
態
詩
〕
風
等
空
玉
桂
露
井
凍
銀
床
↓

〖
風
等
誤]
2
1
2

呟
t

戯
曲
の
名
。
清
、
李
漁
撰
。
十
種
曲

の
一
。
摺
氏
の
二
女
‘
妍
嫌
の
二
姉
妹
が
風
箪
に
詩
を

題
し
た
事
に
因
つ
て
各
:
良
縁
を
得
た
事
を
記
す
。

【
風
癒
】
213

f
e
n
g
'
c
h
'
u
a
n
g
'
狸
紅
熱
。

【
風
操
】
214

苓
●
け
だ
か
い
み
さ
を
。
風
節
。
風
範
操

守
。
〔
晉
書
‘
袈
秀
傭
〕
少
好
レ
學
、
有
二
風
操
T

八
歳
能
麗
レ

文
。
〔
顔
氏
家
訓
、
風
操
〕
世
琥
―
―
士
大
夫
風
操
↓
〔
白
居

易
孔
毀
四
右
散
騎
常
侍
制
〕
風
操
端
荘
。
●
顔
氏
家

訓
の
篇
名
。

【
風
燥
】
215

嘉
風
が
吹
い
て
か
わ
く
こ
と
。
〔
周
護
、
秋

官
‘
司
恒
氏
‘
修
1

一
火
禁
於
國
中
一
注
〕
火
禁
‘
謂
品
炉
火

之
慮
及
備
-
l

風
燥
↓

【
風
霜
】
216

哀
●
か
ぜ
と
し
も
。
〔
後
漢
書
、
虞
植
傭
論
〕

風
霜
以
別
―
―
草
木
之
性
｛
危
乱
而
見
―
―
貞
良
之
節
↓
〔
杜

審
言
‘
贈
-
l

蘇
味
道
一
詩
〕
雨
雪
馴
山
暗
、
風
霜
草
木
稀
。

●
貞
固
に
し
て
辛
苦
眼
難
を
畏
れ
な
い
喩
゜
〔
庚
信
‘
擬

連
珠
〕
李
都
尉
之
風
霜
‘
上
二
蘭
山
1

而
箭
盛
、
陸
平
原
之

意
氣
、
登
―
―
河
橋
一
而
路
窮
。

0
年
時
の
髪
遷
を
い
ふ
。
と

し
つ
き
。
年
月
。
〔
沈
伶
期
‘
遊
ふ
ク
林
寺
一
詩
〕
雁
塔
風
霜

古
‘
龍
池
歳
月
深
。
●
文
章
の
巌
か
な
意
氣
。
〔
西
京
雑

記
、
三
〕
淮
南
王
安
、
著
11

鴻
烈
二
十
一
篇
涵
、
大
也
‘

烈
、
明
也
、
言
、
大
明
1

一
護
教
↓
琥
為
1

一
淮
南
子
二
日
、
劉

安
子
、
自
云
‘
字
中
皆
挟
11

風
霜
↓
●
峻
巌
な
形
容
。
殿

雁
な
さ
ま
。
〔
宋
書
、
武
帝
紀
中
〕
情
若
11

風
霜
盃
義
貫
1

一金

石
↓
〔
南
齊
書
、
雀
祗
思
博
〕
以
1

ー
教
化
五
竺
雨
露
な
包
広

方
風
霜
↓

〖
風
霜
老
〗2

1
7
衿
t
'ウ風
霜
を
冒
し
て
事
を
行
ふ
苦
。
辛

苦
銀
難
を
い
ふ
。
〔
杜
荀
鶴
‘
塞
上
詩
〕
戦
士
風
霜
老
‘
将

軍
雨
露
新
。

〖
風
霜
高
潔
〗2

1
8
続
焚
風
は
高
く
吹
き
‘
霜
は
白
く

潔
い
。
秋
の
景
色
を
の
ぺ
た
も
の
。
〔
厭
陽
脩
‘
酔
翁
亭

記
〕
風
霜
高
潔
‘
水
落
而
石
出
。
「
い
こ
と
。

〖
風
霜
之
氣]
2
1
9

岱
サ
ウ
文
章
の
氣
の
つ
よ
く
は
げ
し

〖
風
霜
之
節
〗2
2
0
g
t
，
峻
巌
な
氣
節
。
〔
劉
峻
‘
耕
命

論
〕
季
路
學
,
,於
仲
尼
面
〖
―
―
風
霜
之
節
→

〖
風
霜
之
任
〗22

1焚ナ
？
御
史
‘
郎
ち
司
法
官
を
い
ふ
。

>
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風

部

風

其
の
不
法
を
糾
弾
す
る
こ
と
の
峻
烈
な
義
に
と
つ
て

名
づ
く
。
〔
文
猷
通
考
‘
職
官
‘
御
史
憂
〕
御
史
曇
‘
龍

朔
二
年
‘
改
貸
憲
量
云
云
‘
門
北
闘
主
蔭
殺
也
‘

故
御
史
為
二
風
霜
之
任
点
グ
糾
不
法
芸
口
僚
震
恐
‘
官
之

雄
峻
‘
莫
―
―
之
比
—
焉
。

【
風
騒
】

2
2
2
g
O詩
経
の
國
風
と
楚
辞
の
離
騒
゜
〔
沈

約
‘
宋
書
謝
霰
運
博
論
〕
源
―
―
其
聡
流
所
P

始
‘
莫
レ
不
―
―
―

同
姐
1

風
騒
↓
〔
南
史
‘
庚
肩
吾
傭
〕
既
殊
―
―
比
興
記
止
背
―
―

風
騒
言
杜
甫
‘
夜
聴
―
―
許
十
一
誦
＞
詩
愛
而
有
レ
作
詩
〕
陶

謝
不
二
枝
梧
盃
風
騒
共
推
激
゜
〔
竹
林
詩
評
〕
張
衡
四
愁
、

遥
衷
耽
慕
‘
猶
風
騒
之
遺
韻
也
。

O
詩
歌
な
ど
の
風

流
韻
事
を
い
ふ
。
〔
徳
川
齊
昭
、
種
レ
梅
記
〕
夫
梅
為
レ

物
‘
華
郎
冒
レ
雪
先
レ
春
‘
為
"
風
騒
之
友
↓
参
様
子
の
剃

榔
な
こ
と
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
回
〕
轄
粉
多
情
‘
語
言
常
笑
‘

天
然
一
段
風
騒
、
全
在
眉
梢
↓

〖
風
騒
之
士
〗2

2
3
芦
サ
，
風
流
の
士
゜
詩
人
等
を
い
ふ
。

〔
字
貫
〕
今
謂
1

一
詩
人
1

為
―
―
騒
人
二
高
適
、
同
,
,
崖
員
外
・

碁
母
拾
遺
一
九
日
宴
二
京
兆
府
李
士
曹
一
詩
〕
晩
晴
催
二

翰
墨
五
秋
興
引
―
―
風
騒
↓

〖
風
騒
旨
格
〗2
2
4
g勺書
名
。
一
巻
。
唐
‘
齊
已
撰
。
詩

の
格
式
に
就
い
て
述
ぶ
。

【
風
散
】
225

焚
風
に
散
ら
さ
れ
る
こ
と
。
又
‘
其
の
や

う
に
あ
ま
ね
く
散
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
劉
陶
博
〕
南

也
武
闘
ず
北
徒
―
―
壺
谷
ぶ
盆
序
風
散
‘
唯
恐
レ
在
レ
後
。
〔
晉

書
、
文
苑
‘
李
充
傭
〕
澤
治
―
―
雨
濡
石
2

流
―
―
風
散
↓
〔
儲
光

義
‘
臨
―
―
江
芦
ア
詩
〕
潮
生
建
業
水
‘
風
散
廣
陵
煙
゜
〔
草
應

物
‘
陪
ー
ー
王
卿
郎
中
1

遊
―
―
南
池
一
詩
〕
露
泡
荷
花
氣
、
風
散

柳
園
秋
゜

【
風
鰺
】
226

立
風
に
ふ
か
れ
る
は
た
の
な
が
し
。
〔
劉

永
之
、
詩
〕
相
見
立
談
還
即
別
‘
寸
心
椛
曳
似
1

一
風
終
一

【
風
餐
】
227

竺
風
を
食
ふ
こ
と
。
風
に
さ
ら
さ
れ
る
形

容
。
〔
飽
照
‘
代
升
天
行
〕
風
餐
委
―
―
松
宿
硲
去
臥
恣
1

一
天
行
↓

〔
哀
梢
‘
舟
中
雑
書
詩
〕
饒
夢
一
云
一
千
里
、
風
餐
第
幾
程
。

〖
風
餐
雨
臥
〗2
2
8
0
7
,
7
0
t

ノ
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
苦
し
め

ら
れ
る
こ
と
。
喰
風
宿
水
。
〔
杜
甫
、
舟
中
詩
〕
風
餐
江
柳

下
、
雨
臥
騨
棲
邊
。

〖
風
餐
露
宿
〗2
2
9
0
7

式
が
風
を
食
ひ
露
に
ね
る
。
の
じ

ゆ
く
す
る
こ
と
。
旅
行
の
辛
苦
を
い
ふ
。
露
臥
。
野
螢
。
露

螢
゜
〔
陸
涌
、
宿
二
野
人
家
1

詩
〕
老
来
世
路
渾
暗
盛
‘
露
宿

風
餐
未
レ
覺
レ
非
゜

【
風
山
】
230

ク

O
風
の
吹
き
起
る
と
こ
ろ
と
一
本
は
れ
る

山
。
〔
博
物
志
〕
風
山
之
首
方
高
三
百
里
‘
風
穴
如
レ
電
‘

突
深
一
―
-
＋
里
、
春
風
自
レ
此
出
也
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
河

水
南
窯
空
北
屈
縣
故
城
西
四
十
里
玉
"1
1

風
山
t

上
有
レ
穴

如
レ
輪
‘
風
氣
篇
琴
、
習
常
不
レ
止
。
〔
顔
延
之
、
三
月
三
日

曲
水
詩
序
〕
揚
1

一
袂
風
山
盃
ヂ
袖
陰
澤
↓
●
昼
潤
で
墓

地
を
い
ふ
。

【
風
子
】
231

匁
瓶
子
の
昔
通
。
狂
人
。
き
ち
か
ひ
。
〔
通

俗
編
‘
品
目
‘
風
子
〕
禁
寛
夫
詩
話
、
楊
栢
式
仕
二
後
唐
晉

漢
間
↓
落
晩
不
レ
事
―
―
桧
束
否
品
翌
楊
風
子
面
岬
檜
賓
鑑
‘

梁
楷
嘉
泰
年
輩
院
待
詔
、
嗜
レ
酒
自
架
‘
琥
日
―
―
梁
風
子
↓

【
風
止
】
232

匁
〇
風
か
や
む
。
〔
宋
玉
‘
高
唐
賦
〕
漱
分

如
レ
風
‘
凄
分
如
レ
雨
‘
風
止
雨
孵
‘
雲
無
慮
所
↓
〔
漢

書
‘
王
葬
博
上
〕
臣
輿
1

一
太
保
安
陽
侯
舜
等
醐
ご
レ
天
‘
風
起

塵
琴
風
止
得
銅
符
吊
園
於
石
煎
〔
孟
浩
然
‘
夜
泊
ニ

宣
城
昇
詩
〕
潮
平
津
清
濶
‘
風
止
客
帆
牧
。

O
風
儀
態

度
。
琴
動
。
様
子
。
〔
晉
書
‘
庚
亮
傭
〕
侃
至
―
―
潜
陽
盃
既

有
レ
憾
秘
各
灰
議
者
咸
謂
‘
侃
欲
，
誅
―
―
執
政

1以
謝
•
天

下
ぃ
亮
甚
憫
、
及
レ
見
レ
侃
‘
引
レ
咎
自
責
‘
風
止
可
レ
観
‘
侃

不
レ
覺
秤
然
゜
〔
南
齊
書
‘
張
融
偶
〕
融
風
止
詭
越
‘
坐
常
危

膝
、
行
則
曳
レ
歩
‘
懃
レ
身
仰
首
、
意
制
甚
多
。

O
そ
れ
と

な
く
言
っ
て
止
め
さ
せ
る
こ
と
。
〔
漢
書
、
文
三
王
‘
梁

平
王
襄
博
〕
王
臭
任
后
i

以
レ
此
使
,
,
,
人
風
―
―
止
李
太
后
↓

【
風
ホ
】
233

匁
教
へ
を
垂
れ
て
訓
戒
す
る
。
さ
と
し
示

す
。
遠
ま
は
し
に
そ
れ
と
な
く
示
す
。
諷
示
。
〔
漢
書
‘

聘
架
志
〕
風
―
―
示
海
内
一
揚
-
―
名
後
世
ぢ
五
代
史
、
唐
明
宗

紀
論
〕
以
詔
書
褒
―
―
廉
吏
孫
岳
等
百
盆
底
示
天
下
一
〔
曾

翠
撫
州
顔
魯
公
祠
堂
記
〕
―
一
君
獨
能
追
―
―
公
之
節
↓
尊

而
事
レ
之
‘
以
風
―
―
示
常
世
↓
〔
元
幌
典
〕
雄
ー
表
忠
臣
孝
子

義
夫
節
婦
之
目
百
俗
瓜
王
ホ
天
下
一

【
風
旨
】
234

匁
風
采
と
意
志
。
風
指
(
2
3
9
)

の
O
に
同
じ
。

〔
後
漢
書
、
黄
憲
側
論
〕
丑
頁
憲
言
論
風
旨
‘
無
レ
所
1

一
博
聞
一

然
士
君
子
見
レ
之
者
、
靡
な
不
下
服
1

在
深
遠
1

去
．
砒
吝
LO

〔後

漢
書
‘
飽
永
博
〕
承
―
―
望
風
旨
盃
規
欲
レ
害
レ
永
゜
〔
後
漢
書
‘

周
紡
博
〕
於
レ
是
部
吏
望
―
―
風
旨
玉
率
以
↓
―
激
切
伝
『
レ
事
。

【
風
至
】
235

り
〇
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

O
之
姓
氏
。
〔
姓
林

全
書
〕
。

【
風
刺
】
236

匁
と
ほ
廻
し
に
そ
し
る
。
あ
て
こ
す
り
C

諷

刺
゜
〔
詩
‘
大
序
〕
上
以
風
―
―
化
下
で
＇
以
風
1

一
刺
上
↓
〔
箋
〕
風

刺
皆
謂
白
喩
不
丘

g-―
竺
也
。
〔
疏
〕
風
者
若
嵐
之
動
＞

物
‘
故
謂
―
―
之
瞥
喩
二
不
―
―
斥
言
一
也
。
〔
蹄
田
鋒
‘
-
-
〕
間

以
属
稽
嘲
饂
形
子
風
刺
耐
相
酬
酢
。

【
風
枝
】
237

恣
〇
風
に
吹
き
動
か
さ
れ
る
樹
の
枝
゜
〔
戴

叔
倫
‘
客
夜
輿
―
―
故
人
一
偶
集
詩
〕
風
枝
驚
―
―
暗
鶴
一
露
草

覆
今
翌
翌
〔
柳
宗
元
、
同
下
劉
二
十
八
院
長
進
＞
藷
言
レ
懐

云
云
五
十
―
一
韻
之
作
上
云
云
詩
〕
風
枝
散
1

一
陳
薬
一
霜
蔓

誕
愈
瓜
↓
〔
白
居
易
、
和
下
令
狐
相
公
新
於
―
―
郡
内
五
央

竹
百
竿
―
云
云
上
詩
〕
煙
葉
蒙
籠
侵
レ
夜
色
、
風
枝
蒲
颯

慾
秋
臀
。

O
父
母
に
孝
養
の
出
来
ぬ
な
げ
き
。
風
樹
(
2

6
6
)

に
同
じ
。
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
司
馬
裔
神
道
碑
〕
慟

甚
風
枝
一
悲
深
,
,
,
露↓

【
風
姿
】
238

各
す
が
た
か
た
ち
。
や
う
す
。
み
な
り
。
風

采
゜
〔
晉
書
‘
王
術
傭
〕
王
術
‘
字
夷
甫
‘
紳
情
明
秀
‘
風
姿

詳
雅
゜
〔
晉
書
、
衛
玲
偲
〕
駿
騎
将
軍
王
清
、
紛
之
舅
也
、

偶
爽
有
―
―
風
姿
芦
母
見
レ
玲
輻
嘆
曰
‘
珠
王
在
レ
側
、
覺
,
,
我

形
稜
↓
〔
｛
木
書
、
明
帝
紀
〕
帝
少
而
和
令
、
風
姿
端
雅
。
〔
温

庭
蒟
、
春
暮
宴
罷
寄
―
―
宋
壽
先
輩
一
詩
〕
蘇
小
風
姿
迷
1

一下

原
馬
卿
才
調
似
―
―
臨
叩
↓

[
風
指
】
239

匁
〇
風
采
と
意
志
゜
〔
漢
書
‘
何
武
傭
〕
大

司
空
穀
豊
承
―
―
葬
風
指
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘
風
‘
謂
―
―
風
采
―

也
、
指
‘
意
也
。
〔
晉
書
‘
孫
悪
等
博
論
〕
採
,
,
郭
嘉
之
風
指
一

胆
朱
育
之
餘
波
↓
●
遠
ま
は
し
に
さ
と
す
。
諷
指
゜

〔
漢
書
‘
穀
助
傭
〕
乃
令
四
巌
助
諭
一
意
風
―
―
―
指
於
南
越
一
)

〔
注
〕
風
讀
日
レ
諷
‘
以
天
子
之
意
指
―
諷
告
也
。

【
風
師
】
240

恣
か
ぜ
の
神
。
箕
星
の
紳
。
風
伯
。
飛
廉
゜
罪

ニ
。
〔
周
轄
‘
春
官
‘
大
宗
伯
‘
以
栖
燎
ユ
匹
司
中
司
命

諷
師
雨
師
ご
注
〕
風
師
‘
箕
也
。
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
此
注
用
l
-

今
字
1

作
レ
風
也
‘
書
舜
典
孔
疏
引
―
―
後
鄭
書
注
一
説
同
‘

風
俗
通
義
祀
典
篇
云
‘
周
幡
風
師
者
‘
箕
星
也
‘
箕
士
―
―
簸

揚
ぶ
庇
致
―
―
風
氣
ご
広
云
‘
養
1

一
成
萬
物
一
有
レ
功
,
,
於
人
↓
王

者
祀
以
報
レ
功
也
、
蜀
断
云
‘
風
伯
紳
‘
箕
星
也
‘
其
象
在
レ

天
能
輿
ハ
レ
風
‘
御
覧
天
部
引
1

一
刑
州
星
占
1

云
‘
箕
舌
一
星

動
、
則
大
風
至
‘
云
云
‘
是
箕
為
1

一
風
師
一
也
、
風
俗
通
義

又
引
二
楚
辞
説
1

云
‘
飛
廉
、
風
伯
也
、
案
‘
此
本
離
騒
王

逸
注
、
漢
書
郊
祀
志
顔
注
同
‘
此
秦
・
漢
以
後
之
異
説
‘

不
レ
可
―
―
以
證
＞
幡
也
。
〔
風
俗
通
‘
祀
典
‘
風
伯
〕
風
師
者
、

箕
星
也
。
〔
魏
書
、
李
諧
博
〕
扇
―
―
風
師
之
猛
氣
↓
張
―
―
天
睾

之
層
網
苫
李
華
‘
含
元
殿
賦
〕
風
師
敏
レ
威
‘
繊
塩
不
レ
升
゜

〔
羅
隠
、
自
―
―
湘
川
1

東
下
立
春
泊
―
―
夏
ロ
一
阻
レ
風
登
二
孫

櫂
城
1

詩
〕
只
見
風
師
長
占
レ
路
、
不
レ
知
青
帝
已
行
レ
春
。

i 

【
風
絲
】
241

匁
そ
よ
風
。
微
風
。
〔
元
稲
、
冬
夜
懐
1

一
李
侍

御
王
太
祝
段
丞
―
詩
〕
織
雲
不
レ
成
レ
葉
‘
脈
脈
風
絲
舒
。

〔
薙
陶
‘
天
津
橋
望
春
詩
〕
津
橋
春
水
浸
―
―
紅
-
峡
煙
柳
風

絲
彿
レ
岸
斜
。

【
風
字
]242

匁
風
と
い
ふ
文
字
。
〔
端
埃
硯
譜
〕
宣
和
初

御
府
降
レ
様
造
レ
形
、
若
―
―
風
字
面
{

-

1

鳳
池
様
面
玉
l

底
耳
。

〖
風
字
硯
〗2
4
3
7
7

パ
ン
風
の
字
の
形
に
造
っ
た
硯
゜
〔
硯

譜
〕
會
稽
有
玉
岳
界
云
‘
右
軍
之
後
、
持
二
風
字
硯
大

尺
餘
一
色
正
赤
‘
用
レ
之
不
レ
減
1

一
端
石
ご
本
―
―
右
軍
所
＞
用

者
、
石
揚
休
以
―
―
錢
二
萬
元
び
之
。
〔
硯
譜
〕
丁
恕
有
↓
l

水

精
硯
工
大
幾
四
寸
許
‘
為
一
風
字
様
一
〔
端
淫
硯
譜
〕
硯
之

形
製
、
日
1

一
平
底
風
字
↓
曰
―
―
有
脚
風
字
五
竺
垂
揉
風
字
一

旦
古
様
風
完
云
云
‘
旦
琴
足
風
字
言
曰
蓬
莱
様
↓

【
風
疾
]244
グ

[

O氣
の
狂
ふ
や
ま
ひ
。
き
ち
が
ひ
。
狂

疾
゜
〔
風
俗
通
‘
過
警
〕
風
疾
悦
惚
゜
〔
後
漢
書
、
哀
閑
博
〕

封
観
者
有
―
―
志
節
↓
嘗
レ
攀
一
孝
廉
「
以
-
1

兄
名
位
未
＞
顕
‘

恥
尻
受
＞
之
‘
遂
団
風
疾
‘
暗
不
＞
能
レ
言
‘
火
起
観

屋
↓
徐
出
避
レ
之
‘
忍
而
不
レ
告
。
●
中
風
の
や
ま
ひ
。
ち

う
き
。
風
患
。
〔
呉
志
、
孫
櫂
傭
‘
櫂
祭
―
―
南
郊
一
還
寝
レ
疾
‘

注
〕
呉
録
曰
‘
櫂
得
1

一
風
疾
↓
〔
唐
書
‘
則
天
武
后
紀
〕
高
宗

自
―
―
顕
慶
後
す
多
苦
1
1

風
疾
百
E

司
奏
事
‘
時
時
令
―
―
后
決
＞

之
‘
帝
梢
レ
旨
。
〇
か
ぜ
の
や
う
に
は
や
い
。
〔
張
衡
‘
南

都
賦
〕
箭
馳
風
疾
。
R
風
の
疾
い
こ
と
。
〔
史
記
‘
宋
微
子

世
家
〕
六
鵡
退
輩
‘
風
疾
也
。

【
風
湿
】
245

嘉
〇
風
と
混
氣
゜
〔
論
衡
‘
道
虚
〕
中
1
1

於
風

滉
↓
〔
神
仙
博
‘
彰
祖
〕
延
年
久
視
、
長
在
1

一
世
間
ぶ
永
温
風

滉
不
レ
能
レ
傷
、
鬼
神
衆
精
莫
―
―
敢
犯
↓
〔
宋
史
‘
宗
室
四
‘
士

鍔
博
〕
城
中
定
則
外
寇
可
レ
張
‘
讐
如
レ
服
レ
薬
‘
心
服
己

安
‘
外
禦
II

風
混
冗
リ
餘
事
耳
。

O
病
名
。
リ
ウ
マ
チ
ス
。

風
毒
゜
〔
素
問
‘
通
評
虚
賓
論
〕
賠
跛
‘
寒
風
涅
之
病
也
。

【
風
櫛
】
246

芦
風
に
く
し
け
づ
る
こ
と
。
風
櫛
雨
沐
を

見
よ
。

〖
風
櫛
雨
沐
〗2
4
7
0
7

←
ん
／
か
ぜ
に
く
し
け
づ
り
、
雨
に

か
み
あ
ら
ふ
。
外
に
在
つ
て
甚
し
く
努
苦
す
る
喩
゜
櫛

風
沐
雨
。
〔
元
史
‘
證
架
志
三
〕
相
1

和
盃
忠
矢
風
櫛
雨
沐
°

【
風
日
】
248

偽
風
と
日
。
〔
晉
書
‘
隠
逸
‘
陶
潜
傭
〕
環
堵

蒲
然
、
不
レ
蔽
1

一風

H
盃
短
褐
穿
結
‘
蹴
瓢
屡
空
‘
晏
如
也
。

〔
沈
栓
期
、
入
レ
衛
作
詩
〕
浪
上
風
日
好
‘
紛
紛
沿
岸
多
。

〔
張
九
齢
‘
束
湖
臨
認
餞
1

一
王
司
馬
一
詩
〕
聯
乗
1

一
風
日
好
i

来
迂
辛
文
荷
香
二
杜
甫
、
野
望
詩
〕
金
華
山
北
浩
水
西
‘

12929 
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仲
冬
風
日
始
凄
凄
゜
〔
李
白
、
宮
中
行
築
詞
〕
今
朝
風
日
簡
文
帝
、
大
愛
敬
寺
刹
下
銘
〕
仙
衣
梵
需
‘
去
二
雁
塔
一
致
。
雅
致
。
〔
沈
約
‘
輿
二
約
法
師

5
竺
周
捨
一
書
〕
周
中
書
‘
不
,
,
亦
難
―
乎
。

好

‘

宜

下

入

―

―

未

央

油

翌

而

来

遊

‘

天

香

風

笙

‘

酔

螂

揺

竺

而

下

集

。

4lf翌
g

風
趣
裔
奇
、
志
託
夷
遠
。
〔
古
甍
品
録
〕
戴
達
情
韻
連
綿
、
【
風
承
】
274

グ
炉
な
ぴ
き
し
た
が
ふ
。
〔
帝
王
世
紀
〕
是

【
風
｛
貫
】
249

偽
仙
薬
の
名
。
〔
韻
府
引
‘
漢
武
内
博
〕
風

s
h
e
n
g
1

サ

イ

レ

ン

。

「

エ

具

‘

舗

〕

風

廂

‘

輻

袋

。

風

趣

巧

抜

。

以

屡

獲

―

―

曲

差

文

遠

近

風

承

。

賓
雲
子
‘
槃
名
、
服
レ
之
可
1

一

登

仙

↓

【

風

廂

】

25877

翌
芍
ふ
い
ご
。
輻
゜
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
百
【
風
樹
】
266

ぢ
父
母
の
久
し
く
奉
養
出
来
ぬ
喩
。
亡
き
【
風
色
】
275

ぢク

0
天
氣
。
〔
慮
照
郡
、
至
―
陳
倉
5

暁
晴

【
風
習
】
250

器
な
ら
は
し
。
な
ら
ひ
。
風
俗
習
慣
。
染
習
。
【
風
翔
】
259

々
デ
〇
風
が
か
け
る
。
〔
王
倹
‘
拷
淵
碑
文
〕
父
母
を
思
ふ
に
い
ふ
。
風
木
之
悲
(
4
6
4
)

に
同
じ
。
〔
韓
望
二
京
邑
―
詩
〕
今
朝
風
色
好
‘
延
覇
極
1

一
天
荘
↓
〇
漿

〔
H
本
外
史
‘
徳
川
氏
正
記
‘
徳
川
氏
五
〕
承
平
既
久
、
磨
出
,
,
江
派
―
而
風
翔
゜
〔
陳
樵
‘
迎
―
―
華
観
瑞
蓮
―
賦
〕
藻
網
詩
外
債
‘
九
〕
皐
魚
曰
‘
云
云
‘
樹
欲
レ
静
而
風
不
レ
止
、
色
。
風
景
。
風
光
。
〔
何
遜
‘
暮
秋
答
―
―
朱
記
室
―
詩
〕
寒

下

風

習

‘

漸

趨

―

―

奢

移

↓

相

輝

‘

風

翔

雨

舞

。

O
風
の
や
う
に
駆
け
る
。
勢
の
盛
子
欲
涵
養
而
親
不
レ
待
也
。
〔
晉
書
、
孝
友
偉
序
〕
瀾
,
,
風

渾

見

盗

盆

虫

風

色

極
1

一
天
浮
↓
参
か
ほ
つ
き
。
け
し
き
。

【
風
什
】
251

盆
詩
篇
を
い
ふ
。
〔
任
防
‘
奉
n

―
答
勅
示
1

一
七
な
喩
゜
〔
｛
木
書
‘
築
志
四
、
関
背
徳
曲
〕
紳
武
一
何
桓
桓
‘
樹
一
以
隕
レ
心
‘
頴
,
,
寒
泉
―
而
沫
レ
泣
‘
追
レ
遠
之
情
也
。
顔
色
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
忠
存
―
―
軌
跡
涵
戎
形
―
―
風

夕
詞
啓
〕
託
―
―
情
風
什
ぶ
E

レ
世
竿
レ
エ
。
〔
注
〕
翰
曰
、
風
臀
烈
正
卑
ハ
レ
風
翔
゜
〔
謝
荘
‘
譲
―
―
中
書
令
ー
表
〕
澤
輿
レ
風
〔
梁
元
―
帝
‘
輿
―
―
武
陵
王
l

書
〕
俄
而
風
樹
之
酷
‘
萬
恨
始
色
言
注
〕
銑
日
、
謂
下
曹
公
毎
欲
n

咋
ず
奪
漢
位
盆
ぷ
毎
折
レ

什
‘
謂
―
―
篇
章
一
也
。
翔
‘
恩
従
レ
雲
動
。
纏
‘
霜
露
之
悲
‘
百
憂
継
集
。
之
‘
義
見
•
於
風
紳
顔
色
上
也
。
〔
韓
偲
、
江
行
詩
〕
舟
人
偶

【
風
車
]
2
5
2
孟
〇
か
ざ
ぐ
る
ま
。
〔
帝
城
景
物
略
〕
剖
―
【
風
稿
】

2
6
0
ク
デ
帆
に
風
を
一
杯
卒
ん
だ
帆
柱
。
〔
劉
萬
〖
風
樹
悲
〗
2
6
7
0
7

ぢ
f`

ノ
親
を
養
は
う
と
す
る
時
は
親
既
語
憂
一
風
色
戸
打
客
無
聯
罷
二
聾
眠
→
＠
形
勢
の
髪
化
。

株
稽
二
十
五
伊
豆
貼

I
I方
紙
其
雨
端
五
紙
各
紅
緑
‘
中
孔
錫
、
魚
復
1一
江
中
―
詩
〕
風
楢
好
住
貪
レ
程
去
‘
斜
日
宵
窃
に
な
く
‘
孝
養
の
出
来
な
い
悲
゜
〔
白
居
易
‘
贈
レ
友
五
【
風
蝕
】

2
7
6
〖
炉
岩
面
な
ど
が
砂
塵
に
打
た
れ
て
‘
孔
を

以
細
炊
横
安
孔
竿
上
五
迎
楓
張
而
疾
趨
‘
則
輯
如
レ
背
酒
家
↓
〔
李
商
隠
‘
呈
―
―
畏
之
員
外
―
詩
〕
剣
棧
風
楢
各
首
詩
〕
庶
使
"
―
孝
子
心
‘
皆
無
1

ー

風

樹

悲

↓

穿

ち

或

は

研

磨

せ

ら

れ

る

作

用

。

輪
‘
紅
緑
渾
渾
如
畑
‘
曰l―
風
車
→
〇
馬
車
に
喩
へ
た
語
。
苦
辛
、
別
時
氷
雪
到
時
春
。
〔
陸
消
‘
酔
後
草
書
歌
詩
戯
〖
風
樹
之
感
〗

2
6
8
”

/
9ぅ
風
樹
之
歎
に
同
じ
。
〔
南
齊
【
風
燭
】27
7
g
ク
風
前
の
燈
。
人
生
の
倦
い
喩
。
風
中
燭

〔
李
商
隠
‘
燕
憂
四
首
‘
冬
詩
〕
風
車
雨
馬
不
―
―
持
去
五
蟻
作
詩
〕
賓
刀
出
レ
匝
揮
1

一
雪
刃
一
大
飼
破
浪
馳
↓
↓
風
楢
↓
書
‘
虞
玩
之
博
〕
丁
運
孤
貧
‘
養
證
多
闊
‘
風
樹
之
感
、

(
3
6
0
)

に
同
じ
。
〔
王
報
之
‘
題
―
―
衛
夫
人
筆
陣
圏
後
―
〕
時

燭
暗
レ
紅
怨
二
天
曙
→
〔
喝
浩
注
〕
博
休
突
呉
楚
歌
‘
雲
為
レ
〖
風
~
陣
馬
〗

2
6
1
彗
．
唸
ゥ
渦
帆
に
風
を
卒
ま
せ
て
進
航
夙
自
纏
レ
心
。
年
五
十
有
三
、
或
恐
―
―
風
燭
奄
及
一
聯
遺
―
―
教
於
子
孫

1

車
分
風
為
レ
馬
。O
農
具
の
一
。
唐
箕
。
枇
糠
を
除
去
す
し
‘
健
馬
に
跨
つ
て
陣
頭
に
立
つ
。
共
に
勇
牡
の
事
。
韓
〖
~
樹

i之
歎
{
〗26
9
[
パ
．
／
ユ
ノ
父
母
を
喪
っ
て
奉
養
の
出
耳
゜
〔
徐
陵
‘
東
陽
雙
林
寺
博
大
士
碑
銘
〕
忽
示
二
泡
影
→

る
も
の
。
鶏
扇
。
風
力
を
原
動
力
と
し
て
仕
事
を
さ
せ
じ
て
‘
文
章
又
は
文
字
の
邁
健
な
喩
。
〔
全
唐
詩
話
‘
三
‘
来
ぬ
な
げ
き
。
風
木
之
悲
゜
〔
白
居
易
‘
柳
公
綽
父
子
温
俄
如
二
風
燭
↓
〔
大
唐
西
域
記
、
八
〕
世
間
富
責
‘
危
甚
二
風

る
車
。
穀
物
を
掲
き
‘
水
汲
み
‘
排
水
等
に
用
ひ
る
。
李
賀
〕
杜
牧
之
序
―
―
其
文
集
―
云
‘
云
云
‘
風
楢
陣
馬
‘
不
レ
賄
―
―
尚
書
右
僕
射
―
云
云
文
〕
斯
可
下
以
載
-
1

揚
蘭
核
之
燭
↓
〔
茅
亭
客
話
‘
費
尊
師
〕
陵
陽
至
道
観
主
費
黒
珪
‘
云

〖
風
車
草
〗2

5
3
競
ン
ヤ
草
の
名
。
茜
草
の
異
名
。
あ
か
ね
足
レ
為
二
其
勇
一
也
‘
瓦
棺
豪
鼎
、
不
レ
足
レ
為
―
―
其
古

1也
。
光
五
綴
・
風
樹
之
歎
上
耳
。
云
‘
来
春
果
下
第
蹄
レ
郷
‘
因
告
レ

i蘇
日
‘
人
生
百
年
、
有
レ

草

。

〔

本

草

‘

茜

草

〕

秤

名

、

風

車

草

。

【

風

情

】

寧

77,5
じ
ャ
ウ
〇
お
も
む
き
。
あ
り
さ
ま
。
や
う
す
。
【
風
従
】
270

力
が
風
に
靡
＜
草
の
や
う
に
従
ふ
。
従
順
の
如
1

一
風
燭
盆
止
可
訟
炉
神
養
レ
志
‘
詩
酒
寄
p

情。

【
風
樹
】
254

公
納
涼
の
憂
゜
〔
柳
宗
元
、
桂
州
砦
家
洲
亭
風
紳
゜
〔
晉
書
‘
庚
亮
博
〕
元
帝
為
-
l

鎮
東
1

時
、
聞
↓
―
其
名
一
意
。
〔
陸
雲
‘
贈
1

↓
顧
騒
騎
―
詩
〕
宗
姻
風
従
‘
梯
姪
雲
回
0

[
風
信
】
278

久
風
が
季
節
に
應
じ
て
来
る
こ
と
。
お
と

記
〕
出
l

ー
風
樹
於
簑
中
↓
〔
杜
甫
‘
牌
レ
別
―
―
躯
峡

g竺
南

卿

辟

-
1

西
曹
捧

B
竺
引
見
面
q

情
都
雅
‘
過
―
―
於
所
＞
望
‘
甚
〔
魏
書
、
世
宗
宣
武
帝
紀
〕
（
景
明
二
年
春
正
月
壬
戌
）
づ
れ
。
風
む
き
。
〔
司
空
圏
、
江
行
詩
〕
初
程
風
信
好
‘
遥

兄
濃
西
果
園
四
十
畝
詩
〕
雪
繭
梅
可
レ
折
、
風
樹
柳
微
器
二
重
之
コ
石
江
滝
‘
王
倹
為
―
―
左
僕
射
1
詔
〕
器
懐
明
亮
‘
詔
日
‘
云
云
‘
今
始
覧
二
政
務
涵
衣
協
―
―
惟
新
「
思
レ
使
1

一

四

望

失

1一
津
棲
一
〔
絞
然
‘
送
L

顔
慮
士
還
l1
長
沙
―
観
省
上
詩
〕

舒

。

風

情

峻

遠

。

〔

劉

言

史

、

過

―

―

春

秋

峡

―

詩

〕

蛸

壁

蒼

蒼

苔

方

風

従

率

J

善
。
〔
任
防
‘
天
監
三
年
策
―
―
秀
才
ー
文
〕
上
西
候
風
信
起
‘
三
湘
孤
客
心
。

【
風
邪
】
255

盆
〇
か
ぜ
ひ
き
。
咳
氣
。
感
冒
風
氣
゜
〔
後
色
新
‘
無
―
―
風
情
―
景
自
勝
レ
春
。

O
抱

懐

す

る

意

志

。

〔

晉

之

化

レ

下

‘

草

櫃

風

従

。

【

風

疹

】

279

灸
病
名
。
藷
‘
風
秒
と
い
ふ
。
は
し
か
。
は

漢
書
、
皇
后
上
‘
馬
皇
后
紀
〕
帝
嘗
幸1一
苑
圃
離
宮
芦
旧
輯
書
‘
文
苑
‘
哀
宏
博
〕
曾
為
―
―
詠
史
詩
百
疋
其
風
情
所
レ
寄
°
〖
風
従
レ
虎
〗

2
7
1
バ
バ
が

7
1
-
―
風
は
虎
に
つ
き
物
で
あ
る
。
ろ
し
。
〔
北
史
‘
張
葬
傭
〕
雖
下
年
向
1ユ
ハ
十
一
加
•
之
風

以
1

一
風
邪
露
霧
云
E

レ
戒
゜
〔
道
徳
指
蹄
論
‘
為
無
為
篇
〕
是
鬱
風
月
の
情
趣
。
面
白
い
お
も
む
き
。
あ
ぢ
は
ひ
。
風
類
を
以
て
集
ま
る
を
い
ふ
。
〔
易
‘
乾
〕
文
言
日
‘
云
云
‘
疹
い
而
自
強
二
人
事
五
孜
孜
無
レ
怠
゜

故
大
難
之
将
レ
生
也
‘
猶
→
―
風
邪
之
中
ワ
人
。
〇
よ
こ
し
ま
趣
゜
〔
白
居
易
‘
薔
薇
正
開
春
酒
初
熟
因
招
―
―
劉
十
九
•
雲
従
レ
龍
‘
風
従
レ
虎
‘
聖
人
作
而
萬
物
観
‘
本

1一
乎
天
-
[
風
神
】

2
8
0
認
ク
ク
O
人
物
の
品
位
。
人
品
。
ひ
と
が
ら
。

な
評
判
。
悪
い
風
評
。
〔
魏
書
‘
頸
深
傭
〕
謹
案
‘
侍
中
領
張
大
夫
・
雀
二
十
四
ー
同
飲
詩
〕
試
将
二
詩
句
↓
相
招
去
、
者
、
親
レ
上
、
本
レ
上
、
本
―
―
乎
地
l

者
、
親
レ
下
‘
則
各
従
―
―
其
ゃ
う
す
。
風
采
精
神
。
人
格
。
風
格
。
風
骨
゜
〔
晉
書
‘
装
楷

御
史
中
尉
瓶
深
、
身
居
―
―
直
法
↓
糾
撻
是
司
、
風
邪
響
頸
‘
儒
有
二
風
情
―
或
可
レ
来
。
〔
李
後
主
‘
賜
1

一

宮

人

慶

奴

―

詩

〕

類

一

也

。

傭

〕

楷

風

紳

嵩

邁

‘

容

儀

俊

爽

‘

博

渉

―

―

聾

書

五

特

精

1

一理

猶
宜
―
―
劾
糾
ご
況
趙
修
奢
暴
‘
瞥
著
―
―
内
外
「
侵
レ
公
害
レ
風
情
漸
老
見
二
春
羞
盃
到
慮
消
魂
感
二
藷
遊
ニ
®
も
て
な
〖
風
従
レ
虎
雲
徐
一
レ
蹄
{
〗

2
7
2
”
←
訂
巧
乞
グ
”
が
風
は
虎
に
義
涵
T
A謂
―
―
之
玉
人
→
〔
庚
信
‘
周
上
柱
國
齊
王
憲
紳
道

私

、

朝

野

切

菌

而

深

嘗

不

―

―

陳

奏

五

便

往

来

‘

網

終

結

し

。

あ

し

ら

ひ

。

従

っ

て

吹

き

‘

雲

は

龍

に

従

っ

て

起

る

。

君

臣

の

會

合

碑

〕

儀

範

清

冷

‘

風

神

軒

學

゜

〔

南

史

、

陸

瑣

傭

〕

風

紳

警

納
‘
以
葛
朋
翠
中
外
影
響
‘
致
―
―
其
談
慶
〖
風
情
月
債
〗

2
6
3焚乃
い
ろ
ご
と
。
情
事
。
〔
紅
棲
夢
‘
遭
逢
す
べ
き
喩
。
〔
易
‘
乾
〕
文
言
曰
‘
云
云
‘
雲
従
レ
龍
‘
亮
‘
進
退
詳
審
。
●
お
も
む
き
。
氣
韻
゜
〔
南
史
‘
拷
彦
回

【
風
尚
】
256

月

O
け
だ
か
い
や
う
す
。
高
い
み
さ
を
。
五
回
〕
司
↓
一
人
間
之
風
情
月
債
玉
掌
1

一
人
世
之
女
怨
男
擬
↓
風
従
レ
虎
。
〔
疏
〕
龍
吟
則
景
雲
出
‘
是
雲
従
レ
龍
也
‘
云
博
〕
彦
回
援
レ
琴
奏
―
―
別
鵠
之
曲
面
E

商
既
調
、
風
岬
諧

風
采
。
〔
晉
書
、
博
咸
傭
賛
〕
長
虞
剛
簡
‘
無
レ
栃
―
―
風
尚
→
[
風
壌
】
祖
器
ゥ
土
地
の
風
俗

o

〔
酪
賓
王
、
戻
輝
籍
~
―
云
、
虎
囁
削
谷
風
生
ヽ
是
風
従
レ
虎
也

o

〔
故
事
成
語
考
ヽ
暢

o
O文
字
の
氣
韻
べ
姜
愛
ヽ
績
書
譜
〕
風
誹
者
、
云
生

〔
魏
書
、
雀
子
朗
傭
〕
渉
f

一
猟
経
史
ぶ
ノ
温
厚
‘
有
嵐
尚
一
書
〕
風
壌
一
殊
、
山
河
萬
里
。
〔
杜
甫
、
野
望
詩
〕
雲
山
天
文
〕
風
従
レ
虎
‘
雲
従
レ
龍
‘
比
―
―
君
臣
會
合
不
p

偶
。
人
品
高
｛
二
須
―
―
師
法
古
ざ
一
須
二
箪
紙
佳
「
四
須
広
戚
勁
一

●
人
々
の
こ
の
み
。
風
儀
。
好
尚
。
〔
土
屋
鳳
洲
、
海
兼
―
―
五
嶺
五
風
壌
帯
1

一
三
苗
↓
〔
李
盆
‘
春
日
晉
祠
同
臀
會
【
風
術
]273

汀
デ
風
角
(
7
3
)

に
同
じ
。
〔
呉
志
‘
趙
逹
傭
〕
五
須
↓
1

高
明
工
ハ
須
―
―
潤
澤
工
J

須
l

一
向
背
得
兵
且
‘
八
須
l-

―

舟

誡

書

生

〕

嘗

時

風

尚

。

集

得

-

―

疎

字

韻

1

詩
〕
風
壌
瞳
↓
唐
本
ぶ
土
祠
閲
―
晉
餘
↓
逹
常
笑
謂
―
―
諸
星
氣
風
術
者
一
日
‘
喘
甲
追
―
算
帷
幕
ヂ
不
レ
時
出
↓
一
新
意
↓
〇
か
ぜ
の
か
み
。
風
伯
゜
〔
日
本
書
紀
、
神

【
風
笙
】2

5
7
孟
ゥ
〇
天
来
の
笙
臀
。
天
上
の
昔
築
。
〔
梁
【
風
趣
】

2
6
5盆お
も
む
き
あ
る
こ
と
。
お
も
し
ろ
み
。
風
出
→
―
戸
漏
一
以
知
•
天
道
ど
而
反
書
一
夜
暴
露
‘
以
望
―
―
氣
詳
一
代
紀
上
〕
伊
契
諾
尊
曰
‘
我
所
レ
生
之
國
‘
唯
有
―
―
朝
霧
―

風

部

風

三
三
四

12930 
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風

部

風

而
薫
渦
レ
之
哉
‘
乃
吹
撥
之
氣
化
為
レ
神
琥
曰
―
―
級
長
戸

邊
命
「
亦
曰
"
級
長
津
彦
命
一
是
風
神
也
。

〖
風
紳
外
偉
黄
中
内
潤
〗2

8
1
菰
5
註
打
伍
え
ユ
／
風
采
精

軸
は
外
に
秀
で
て
偉
異
‘
徳
義
は
中
に
潤
ふ
を
い
ふ
。

黄
中
は
‘
心
の
中
。
〔
魏
書
、
孝
文
五
王
、
清
河
王
愕
傭
〕

幼
而
敏
悪
‘
美
,
,
姿
貌
云
高
祗
愛
レ
之
‘
彰
城
王
錫
甚
器
l
-

異
之
ご
旦
曰
‘
此
兒
風
神
外
偉
‘
黄
中
内
潤
、
若
天
瑕
.
,

之
年
瓦
炉
二
南
戸
内

【
風
人
】
282

笈
〇
詩
人
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
桓
榮
傭
論
〕

風
人
所
一
以
興
歌
↓
〔
趙
岐
‘
孟
子
題
辟
〕
有
孟
忠
八
之
託

物
、
二
雅
之
正
言
芦
魏
志
‘
陳
思
王
植
博
〕
是
以
碓
薙
穆

穆
‘
風
人
詠
レ
之
。
〔
晉
書
、
文
苑
‘
李
充
博
〕
風
人
司
レ
蔵
‘

敬
胎
君
子
↓
〔
徐
陵
‘
玉
憂
新
詠
序
〕
曾
無
レ
参
1

一
千
雅
頌
一

亦
靡
如
竺
子
風
人
一
〇
雑
謄
詩
の
一
。
上
句
に
一
語
を

述
べ
、
下
句
に
其
の
義
を
解
繹
す
る
も
の
。
〔
通
俗
編
‘

識
餘
‘
風
人
〕
六
朝
築
府
‘
子
夜
讀
曲
等
歌
‘
語
多
,
,
雙
闘

借
意
面
g

人
謂
↓
―
之
風
人
證
百
5

レ
本
1

一
風
俗
之
言
一
也
‘
云

云
‘
皆
上
句
借
1

一
引
他
語
子
＇
句
申

A
秤
本
意
ら
参
人
を
和

ら
げ
化
す
る
。
人
に
恩
惑
を
施
す
。
〔
説
苑
‘
貴
徳
〕
管
仲

上
レ
車
日
‘
嵯
弦
乎
吾
窮
必
芙
‘
吾
不
レ
能
下
以
春
風

風
t

八
‘
吾
不
レ
能
ぶ
ぞ
夏
雨
雨
~
占
人
‘
吾
窮
必
芙
゜

〖
風
人
之
戒
〗2

8
3
砂
n勺
詩
人
の
戒
゜
〔
後
漢
書
‘
皇

后
上
、
光
烈
陰
皇
后
紀
〕
風
人
之
戒
‘
可
レ
不
レ
憧
乎
゜

【
風
水
】

2
8
4
g
O風
と
水
。
風
力
と
水
力
。
〔
宋
書
‘
武

帝
紀
上
〕
因
二
風
水
之
勢
証
云
艦
悉
泊
1

一
西
岸
一
〔
南
齊
書
、

文
學
‘
祖
沖
之
博
〕
以
藷
葛
亮
有
-
1

木
牛
流
馬
万
造
三

器
「
不
レ
因
―
―
風
水
伍
施
レ
機
自
運
‘
不
レ
芳
1

一
人
力
U

●
風
雨

を
い
ふ
。
〔
庚
信
‘
為
―
―
閻
大
将
軍
ら
J
,

一
致
仕
一
表
〕
加
以
,
,

寒
暑
乖
違
‘
節
宣
失
レ
序
、
風
水
交
侵
‘
蒋
華
已
端
二
云
李

遠
‘
詠
レ
雁
詩
〕
問
山
多
―
―
雨
雪
面
風
水
損
1l

毛
衣
鍼
E

和
風

と
春
水
。
〔
杜
甫
、
清
明
詩
〕
風
水
春
来
洞
庭
閻
‘
白
籟
愁

殺
白
頭
翁
゜
〔
李
紳
‘
登
―
―
壽
隔
一
分
司
勅
到
云
云
詩
〕
漸

喜
雪
霜
消
解
虚
、
得
下
随
―
―
風
水
却
ぞ
天
津

io.陰陽家

の
語
。
山
川
水
流
の
様
子
を
視
て
天
地
の
二
氣
が
完
全

に
相
調
和
す
る
地
域
を
揮
ん
で
都
城
・
住
宅
・
墳
墓
を

螢
む
術
。
堪
輿
家
(

8

|
5
2
6
6
 :
 2
5
)

を
見
よ
。
〔
郭
環
‘
葬

経
〕
葬
者
‘
乗
―
―
生
氣
一
也
‘
氣
乗
レ
風
削
散
‘
界
レ
水
則
止
、

古
人
緊
レ
之
使
レ
不
レ
散
‘
行
レ
之
使
レ
有
レ
止
‘
故
謂
-
1

之
風

水
↓
〔
張
子
全
書
〕
葬
法
有
↓
―
風
水
山
岡
之
説
一
此
全
無
二

義
理
↓
〔
朱
子
語
録
〕
古
今
建
レ
都
之
地
、
莫
レ
過
.
,
千
翼
｛

所
謂
細
竺
風
以
散
ワ
之
‘
有
―
―
水
以
界
＞
之
也
。
〔
塁
書
札
記
‘

六
‘
風
水
〕
葬
書
云
‘
乗
レ
風
削
行
、
界
レ
水
則
止
‘
此
風
水

二
字
所
―
―
由
始
一
也
‘
按
‘
易
之
大
過
‘
巽
下
兌
上
‘
罪
‘
風

也
‘
兌
‘
澤
水
也
‘
風
水
之
義
‘
蓋
取
―
―
諸
此
↓
〇
洞
の
名
。

浙
江
省
杭
縣
の
南
。
〔
咸
淳
志
〕
洞
極
大
、
水
流
不
レ
涸
‘
頂

上
有
二
洞
「
立
夏
清
風
自
生
‘
立
秋
則
止
‘
故
名
。

〖
風
水
輪
〗
函
悶
ス
イ
鬼
神
の
名
。
〔
白
居
易
‘
和
二
晨
霞

詩
〕
上
自
1

一
非
想
頂
雫
l

及
―
―
風
水
輪
―
)

〖
風
水
先
生
〗2

8
6
f
e
n
g
'
s
h
u
e
i
3
 
h
s
i
e
n
'
s
h
e
n
g

家

相
方
位
な
ど
を
観
る
人
。
観
相
師
。

【
風
吹
】
287

豆
5

風
が
吹
く
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
聖
人

否
先
―
―
風
吹
二
小
レ
先
―
―
雷
毀
二
小
レ
得
レ
已
而
動
、
故
無
レ

累
゜
〔
鄭
惜
‘
春
怨
詩
〕
風
吹
藪
蝶
乱
露
洗
百
花
鮮
゜
〔
呉

少
微
‘
階
頭
水
詩
〕
霧
巻
白
山
出
‘
風
吹
黄
葉
翻
゜

〖
風
吹
雨
打
〗2
8
8
0
7
,
t

ス
イ
風
が
吹
き
雨
が
う
つ
。
〔
杜

甫
‘
三
絶
句
詩
〕
不
レ
如
酔
裡
風
吹
盆
‘
可
レ
忍
醒
時
雨
打

稀
゜
〔
陸
希
臀
、
李
径
詩
〕
風
吹
雨
打
未
ん
平
残
一

〖
風
吹
草
動]
2
8
9
悶
昇
軽
微
な
摯
動
に
よ
っ
て
影
響

が
お
こ
る
を
い
ふ
。
〔
永
圃
圃
偲
奇
〕
他
有
―
―
些
風
吹
草

動
祓
至
仰
身
家
不
ワ
保
。
〔
水
滸
債
‘
二
十
四
回
〕
捜
捜
休
＞

要
に
追
般
不
な
識
1
l

廉
恥
「
云
云
‘
個
有
―
―
些
風
吹
草
動
ぶ
i

二
眼
裏
認
面
是
捜
蝶
拳
頭
郁
不
"
'
認
的
是
捜
捜
↓

〔
通
俗
編
‘
天
文
‘
風
吹
草
動
涵
一
日
書
劉
曜
載
記
‘
雀
岳
謂
レ

曜
日
‘
四
海
脱
有
―
―
微
風
揺
レ
之
者
ギ
央
雄
之
魁
‘
卿
其
人

芙
、
按
‘
俗
謂
二
細
事
掻
擾
一
日
―
―
風
吹
草
動
一
本
レ
此
゜

【
風
井
】

290g
山
名
。
湖
北
省
長
陽
縣
の
西
南
。
一
名
、

方
山
‘
又
、
重
山
。
〔
荊
州
記
〕
宜
都
日
、
山
上
有
―
―
風

夜
暑
月
経
レ
之
‘
凜
然
有
1

一
衣
衷
想
一
〔
水
経
‘
夷
水
注
〕

水
源
東
北
之
風
井
山
‘
週
曲
有
1

一
界
勢
「
穴
口
大
如
レ
盆
‘

衷
山
松
左
夏
則
風
出
‘
冬
則
風
入
、
春
秋
分
則
静
゜

【
風
生
】
2
9
1
5
い
〇
風
が
お
こ
る
。
〔
播
岳
‘
為
二
諸
婦
正
空

庚
新
婦
一
文
蚕
土
虚
風
生
‘
林
塵
帷
學
゜
〔
宋
書
、
沈
牧
之

傭
〕
顧
粉
則
前
後
風
生
、
暗
鳴
則
左
右
電
起
。
〔
李
白
、
安

州
般
若
寺
水
閣
納
涼
喜
レ
遇
,
,
蒔
員
外
又
一
詩
〕
水
退
池

上
熱
‘
風
生
松
下
涼
。

0
は
げ
し
く
速
か
で
嘗
る
べ
か
ら

ざ
る
形
容
。
〔
漢
書
‘
趙
廣
漢
傭
〕
見
レ
事
風
生
、
無
レ
所
ニ

廻
避
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
風
生
‘
言
―
―
其
速
疾
不
累
T

レ
裳
也
。

〖
風
生
獣
〗
函
界
セ
イ
獣
の
名
。
か
ま
い
た
ち
。
空
中
に

慎
空
を
生
じ
、
人
罷
こ
れ
に
ふ
る
れ
ば
、
粒
内
の
氣
、
平

均
を
保
っ
た
め
‘
皮
膚
裂
け
て
負
傷
す
。
恰
か
も
利
鎌
の

斬
り
傷
の
如
き
故
‘
腱
の
所
為
と
し
‘
又
‘
一
種
の
獣

の
所
為
と
し
て
い
ふ
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
炎
洲
在
,
,
南
海

中
ご
ム
云
‘
上
有
一
風
生
獣
面
5

レ
豹
胄
色
、
大
如
レ
狸
‘
張
レ

網
取
レ
之
、
積
薪
散
車
以
燒
レ
之
‘
薪
盤
而
獣
不
レ
然
‘
云

云
‘
毛
亦
不
レ
憔
‘
祈
刺
不
レ
入
‘
云
云
‘
以
―
―
鐵
鎚
―
鍛
,
,
其

頭
散
十
下
‘
乃
死
‘
而
張
レ
ロ
向
レ
風
‘
須
曳
復
活
。

【
風
制
】
293

悶
お
も
む
き
。
〔
晉
書
、
文
苑
‘
顧
惜
之
傭
〕

惜
之
為
―
―
吟
詠
ぶ
自
謂
1

一
先
賢
風
制
↓

【
風
政
】
294

翌
徳
化
と
善
政
。
〔
後
漢
書
‘
腺
撫
博
〕
風

政
修
明
、
流
―
―
愛
於
人
「
在
レ
事
七
年
、
道
不
レ
拾
レ
遺
゜
〔
後

漢
書
‘
李
固
傭
〕
天
下
唱
喝
‘
陽
1

一
望
風
政
ぢ
宋
書
‘
良
吏
‘

玩
長
之
博
面
削
後
所
レ
t

位
官
‘
皆
有
二
風
政
涵
t
-

―
後
人
所
＞

思
‘
宋
世
言
―
―
善
治
一
者
、
咸
捨
レ
之
。
〔
庚
信
、
周
上
柱
國

宿
國
公
河
州
都
督
辛
威
紳
道
碑
〕
公
頻
領
―
―
雨
牧
一
風

政
神
明
‘
虎
去
二
西
河
云
巣
移
二
束
郡
↓

【
風
消

]
2
9
5
g
0風
が
清
ら
か
な
こ
と
。
消
風
。
〔
梁
元

帝
‘
鍾
山
飛
流
寺
碑
〕
雲
緊
峰
高
‘
風
清
鐘
撤
゜
〔
徐
堅
‘

奉
和
聖
製
送
"
張
説
巡
＞
邊
詩
〕
雨
濯
梅
林
潤
‘
風
清
褒

野
涼
゜
〔
戴
叔
倫
‘
泊
1

一
湘
い
詩
〕
露
重
援
臀
絶
‘
風
清

月
色
夕
。

O
串
乱
が
静
ま
る
こ
と
。
〔
魏
書
‘
邪
轡
傭
〕

淮
外
誼
以
風
清
‘
制
洒
於
レ
焉
粛
晏
゜

〖
風
清
月
朗
〗2

9
8
岱
訂
心
事
の
潔
白
な
喩
゜
〔
西
廂

記
‘
張
君
瑞
間
"
道
場
ー
雑
劇
〕
俺
先
人
甚
的
是
渾
俗
和

光
、
衡
一
味
風
清
月
朗
。

[
風
勢
】
297

尻
風
の
勢
。
風
向
。
〔
李
咸
用
‘
詠
レ
柳
詩
〕

解
引
人
餌
長
婉
約
‘
巧
随
嵐
勢
強
盤
紆
゜
〔
宋
史
‘

哀
抗
博
〕
逆
戦
"
海
中
五
聖
大
風
土

p
告
1

一
部
溺
死
1

者い

抗
掬
日
‘
是
日
風
勢
趣
"
占
城
「
鄭
未
―
―
必
死
な
使
果
得
,
,

郡
於
占
城
↓
〔
元
史
‘
外
夷
傭
一
〕
叛
兵
乗
レ
船
‘
候
―
―
風

勢
慾
遁
゜

【
風
臀
】
2
9
8
5パ

O
土
地
風
俗
に
随
つ
て
風
化
臀
教
を
立

て
る
こ
と
。
を
し
へ
。
〔
書
、
畢
命
〕
彰
レ
善
瘤
レ
悪
樹
l
-

之
風
臀
↓
〔
債
〕
明
二
其
為
＞
善
‘
病
,
,
其
為
＞
悪
‘
立
―
―
其
善

風
一
揚
―
―
其
善
贅
一
〔
左
氏
‘
文
‘
六
〕
古
之
王
者
知
―
―
命
之

不
＞
長
‘
是
以
並
建
―
―
聖
哲
ご
炉
之
風
臀
ぶ
ダ
之
采
物
↓

〔
注
〕
因
"
土
地
風
俗
み
竪
星
臀
教
之
法
↓
〔
史
記
、
司
馬

相
如
博
〕
率
邁
者
踵
武
‘
速
聴
者
風
臀
゜
〔
漢
書
‘
趙
充

國
辛
慶
忌
傭
賛
〕
其
風
臀
氣
俗
、
自
レ
古
而
然
。

O
風
の

昔
。
風
韻
゜
〔
劉
梢
‘
贈
1

一
従
弟
詩
〕
亭
亭
山
上
松
‘
装
必

認
谷
中
風
‘
風
替
一
何
盛
、
松
枝
―
何
勁
゜
〔
虞
綸
‘
琥
州

三
三
五

逢
侯
鉗
同
尋
―
南
観
一
因
贈
別
詩
〕
林
密
風
臀
細
、
山
高

雨
色
寒
。
●
お
と
づ
れ
。
風
の
た
よ
り
。
〔
蜀
志
‘
許
靖

偉
‘
注
〕
王
朗
輿
,
,
文
休
一
書
曰
‘
云
云
‘
聞
―
―
消
息
於
風

替
五
竺
藷
情
於
思
想
↓
〔
通
俗
編
‘
天
文
‘
風
臀
〕
按
‘
俗

云
1

一
風
臀
―
者
、
多
主
レ
聞
孟
旧
息
一
言
。
働
風
格
と
名
瞥
。

人
品
。
人
柄
。
〔
後
漢
書
‘
陳
構
偉
〕
構
乃
上
書
詣
レ
閥
‘
光

武
素
聞
―
―
其
風
瞥
五
報
以
孟
竺
雙
〔
劉
伶
‘
酒
徳
頌
〕
聞
ニ

吾
風
臀
五
議
―
其
所
以
口
嵩
適
‘
贈
別
堵
山
人
詩
〕
洛

陽
無
ニ

-
E只
猶
是
慕
嵐
臀
↓

〖
風
臀
人
〗2

9
9
翌
セ
イ
妓
女
を
い
ふ
。
〔
金
華
子
〕
王
虞

士
‘
云
云
‘
有
レ
弟
牧
,
,
拾
一
風
臀
人
1

為
一
歌
姫
一

〖
風
瞥
木
〗3

0
0
ぢ
セ
イ
東
方
朔
が
西
部
汗
國
か
ら
得
た

木
。
洞
冥
記
に
は
臀
風
木
に
作
る
。
〔
西
陽
雑
俎
‘
物

異
〕
風
瞥
木
‘
東
方
朔
西
郎
汗
國
廻
‘
得
二
風
臀
木
枝
↓
帝

以
賜
1

大
臣
一
人
有
レ
疾
則
枝
汗
、
将
レ
死
則
折
‘
里
語
日
‘

生
年
未
な
半
枝
不
レ
汗
゜

〖
風
瞥
鶴
瞑
〗3
0
1
g
汀
風
の
昔
や
鶴
の
鳴
臀
を
聞
い

て
も
敵
兵
と
思
っ
て
恐
れ
る
こ
と
を
い
ふ
。
意
氣
の

阻
喪
し
て
お
ぢ
け
づ
い
た
者
が
僅
の
物
昔
に
驚
き
騒

ぐ
こ
と
。
臆
病
誹
に
襲
は
れ
る
喩
゜
〔
晉
書
‘
謝
玄
博
〕

於
レ
是
玄
輿
1

一
球
・
伊
等
「
以
―
―
精
鋭
八
千
正
竺
渡
肥
水
｛

石
軍
距
血
盆
宍
小
退
‘
玄
・
球
伯
進
‘
決
l

一
戦
肥
水
南
咸
土

中
二
流
矢
盃
5

レ
陣
斬
レ
融
‘
堅
衆
奔
潰
、
自
踏
藉
投
レ
水
死

者
、
不
レ
可
―
―
勝
計
盃
肥
水
為
レ
之
不
レ
流
、
餘
衆
棄
レ
甲
宵

遁
、
聞
嵐
臀
鶴
嗅
皆
以
芦
王
師
已
茎
草
行
露
宿
‘

重
以
飢
速
死
者
十
七
八
。
〔
故
事
成
語
考
‘
武
職
〕
風

臀
鶴
眠
‘
驚
1

一
士
卒
敗
北
之
魂
一

【
風
招
】
302

認
風
を
招
き
起
す
こ
と
。
か
ざ
を
ぎ
。
〔
日

本
書
紀
、
神
代
紀
下
〕
兄
入
レ
海
釣
時
、
天
孫
宜
T

在
↓
―
海

濱
以
作
・
風
招
い
卸
嗜
也
。

[
風
篠
】
304

翠
風
を
帯
ぴ
て
昔
が
す
る
し
の
だ
け
。
〔
梁

元
帝
、
和
杯
下
作
妓
應
令
詩
〕
軽
花
胤
―
粉
色
一
風
篠

塵
絃
臀
↓
〔
砕
季
宣
‘
子
規
恨
詩
〕
風
篠
叩
吾
扉
玉
有
レ

人

来

レ

我

語

。

「

風

篇

冷

湿

【
風
篇
]305

認
風
の
吹
く
お
と
。
〔
集
異
記
〕
天
籟
虚
徐
‘

【
風
迩
】

aoog
を
し
へ
の
あ
と
。
教
化
の
あ
と
。
〔
後
漢

書
‘
朱
浮
傭
〕
浮
年
少
有
1

一
才
能
「
頻
欲
T

属
―
―
風
迩
面
か

士
心
盆
ぎ
召
州
中
名
宿
泳
郡
王
本
「
之
陽
百
怠
竪
従
事
一

〔
宋
書
‘
良
吏
偉
序
〕
今
採
―
其
風
迩
粗
著
者
百
裟
竺
良
吏

縞
云
゜
〔
宋
史
‘
謝
綽
傭
〕
必
有
T

功
化
風
述
‘
異
―
―
乎
有

12931 



）
司
↓
以
資
而
任
レ
之
者
上
焉
。

8
 
33

【
風
瓶
】
307

翌
皮
膚
病
の
名
。
〔
集
韻
〕
瓶
‘
風
瓶
‘
膚
疾
゜

~
【
風
折
】3

0
8
翌
〇
風
か
折
る
。
風
で
折
れ
る
。
〔
杜
甫
、

6
 
75

陪
鄭
廣
文
遊
―
―
何
将
軍
山
林
詩
〕
緑
垂
風
折
レ
等
‘
紅

綻
雨
肥
籍
。
〔
白
居
易
‘
六
年
寒
食
洛
下
宴
遊
云
云
詩
〕

3
 
4
 
（
 

風
折
海
櫂
蟄
、
露
墜
木
蘭
英
。
〔
飽
溶
‘
秋
思
詩
〕
風
折
―
―

連
枝
樹
ぶ
水
翻
―
―
無
帝
坪
一
〇
風
折
烏
帽
子
の
略
。
〔
布
衣

、
•
_
‘
、
7

已〕。

0
 

"" 
＂ 

3
 

i

〖
風
折
烏
帽
子
〗3

0
9
芦
乃
リ
烏
帽
子
の
一
。
風
で
吹
き

56

折
れ
た
形
の
烏
帽
子
の
義
。
公
家
・
武
家
が
直
垂
・
狩
衣

等
の
略
儀
に
用
ふ
。
〔
和
漢
＝
―
-
オ
刷
會
‘
冠
帽
類
‘
烏
帽

7
 
3
 
4
 
（
子
〕
風
折
烏
帽
子
‘
始
―
―
於
在
原
業
平
一
芙
、
地
下
人
及
計

人
不
レ
許
レ
著
。

【
風
雪
】
310

悶
風
と
雪
。
吹
雪
。
〔
後
漢
書
、
西
先
博
〕

堪
酎
寒
苦
面
四
之
禽
黙
雖
婦
人
産
：
子
‘
亦
不
レ
避
―
―

風
雪
一
〔
宋
書
‘
孔
競
偶
〕
其

H
大
寒
‘
風
雪
甚
猛
‘
塘
壊

決
壊
‘
衆
無
印
四
心
↓
〔
全
唐
詩
話
‘
五
‘
鄭
緊
〕
詩
思
在
8
渾

橋
風
雪
櫨
子
上
↓
〔
高
適
‘
莉
門
不
レ
遇
1
1

王
之
浪
郭
密
之
1

因
以
留
賄
詩
〕
暖
蕩
阻
孟
―
溢
只
禰
條
叫
四
風
雪
一
〔
杜
甫
‘

閣
夜
詩
〕
歳
暮
陰
陽
催
-
1

短
景
辛
へ
涯
風
雪
需
―
―
寒
宵
↓

【
風
説
]311

祝
う
は
さ
。
ひ
や
う
ば
ん
。
と
り
ざ
た
。
風

聞
。
風
評
。
風
説
流
布
を
見
よ
。

〖
風
説
流
布
〗3
1
2
[
7
0

セ
，
虚
偽
の
う
は
さ
等
を
あ
ち
ら

こ
ち
ら
と
傭
へ
ま
は
る
。
こ
れ
に
該
営
す
る
も
の
は

信
用
及
ぴ
業
務
に
封
す
る
罪
に
問
は
れ
る
。

【
風
節
】
313

籾
風
骨
と
氣
節
。
氣
節
。
氣
慨
゜
〔
魏
志
、
王

凌
等
博
評
〕
王
凌
風
節
格
尚
、
母
丘
倹
才
識
抜
斡
‘
諸

葛
誕
厳
毅
威
重
‘
鍾
會
精
練
策
敷
、
咸
以
,
,
顕
名
ご
双
ニ

荻
榮
任
召
木
書
‘
顧
競
之
博
〕
左
光
腺
大
夫
祭
興
宗
輿
ニ

凱
之
↓
善
‘
嫌
―
―
其
風
節
過
峻
↓
〔
魏
書
、
高
允
債
〕
（
消
）

雅
嘗
論
レ
允
日
‘
云
云
‘
雀
公
謂
な
余
云
、
高
生
豊
オ
博

學
‘
一
代
佳
士
、
所
レ
乏
者
‘
矯
矯
風
節
耳
゜

【
風
扇
】
1
1
4
5
'
{
O
夏
日
暑
を
避
け
る
具
。
布
‘
或
は
木

板
‘
又
は
金
陽
の
板
を
室
内
に
懸
け
‘
縄
或
は
機
械
で

こ
れ
を
動
か
し
風
を
起
す
も
の
。
〔
浮
住
子
、
詞
―
―
詰
四

大
門
―
〕
季
夏
鬱
蒸
‘
塙
赫
炎
烈
‘
復
須
―
―
軽
稀
廣
室
‘
風

扇
牙
競
U

●
航
空
機
の
プ
ロ
ペ
ラ
を
い
ふ
。

〖
風
扇
車
〗3

1
5
岱
ぅ
〇
武
器
の
名
。
石
灰
を
膿
げ
‘
又
は

火
毬
煙
を
あ
ふ
つ
て
敵
を
な
や
ま
す
も
の
。
〔
武
備
志
‘

風
扇
車
圏
説
〕
風
扇
車
‘
二
柱
二
椛
、
高
閻
‘
約
↓
一
地
道
一

風

部

風

能
容
‘
上
施
―
―

轄
紬
軸
四
面

施
方
扇
一
凡

地
道
中
遇
,
,
敵

人
面
炉
扇
闊
―
―

石
灰
一
簸
二
火

毬
楓
以
害
―

敵
人
↓
●
も
み

ふ
る
ひ
。
風

櫃゚
【
風
旋
】
316

雰
〇
か
ぜ
が
め
ぐ
る
。
〔
宋
史
‘
栗
志
十
三
〕

風
旋
山
立
‘
渭
清
皇
皇
。
〔
劉
得
仁
‘
冬
夜
輿
1

一
禁
校
書
1

宿
―
―
無
可
上
人
院
1

詩
〕
月
倒
高
松
影
、
風
旋
一
磐
臀
゜

●
つ
む
じ
か
ぜ
。
〔
幅
悪
全
書
、
典
幡
部
‘
敬
―
―
證
城
阻
―
〕

氷
雹
為
如
火
‘
而
風
旋
立
止
。

【
風
船
】
317

翌
●
疾
風
に
栞
ず
る
船
。
〔
庚
信
‘
周
大
将

軍
懐
徳
公
呉
明
撤
墓
誌
銘
〕
灌
湘
之
役
‘
渇
竺
陵
島
嶼
一

風
船
火
艦
、
周
喩
有
元
亦
壁
之
兵
盆
盃
レ
紬
櫓
レ
櫨
‘
魏
齊

有
横
江
之
戦
ニ
O
袋
に
軽
い
氣
腔
を
入
れ
て
空
中
に

あ
げ
る
も
の
。
軽
氣
球
。

【
風
霰
】
318

翌
か
ぜ
に
と
も
な
つ
て
ふ
る
あ
ら
れ
。
〔
北

史
‘
隋
楊
帝
紀
〕
大
斗
抜
怜
、
山
路
陰
陰
‘
魚
貫
而
出
‘

風
霰
晦
瞑
‘
輿
1

一
後
宮
1

相
失
。
〔
白
居
易
、
村
雪
夜
坐
詩
〕

南
窟
背
レ
燈
坐
‘
風
霰
暗
紛
紛
。

【
風
前
】
319

努
風
の
吹
く
ま
へ
。
風
向
の
正
面
。
〔
王
邑
‘

湘
震
鼓
琴
詩
〕
波
外
臀
初
毅
‘
風
前
曲
正
長
。
〔
杜
甫
‘
飲

中
八
仙
歌
〕
宗
之
灌
濯
美
少
年
、
攀
レ
膳
白
眼
望
―
―
青
天
↓

絞
如
土
樹
臨
風
前
↓
〔
劉
萬
錫
‘
洛
中
逢
百
監
同

話
遊
梁
之
栗
因
露
宣
武
令
狐
相
公
一
詩
〕
借
問
風

前
兼
1

一
月
下
二
不
レ
知
何
客
封
―
―
胡
林
↓
〔
孟
郊
、
折
楊
柳

詩
〕
棲
上
春
風
過
、
風
前
楊
柳
歌
。

〖
風
前
塵
〗3

2
0
乃
；
物
事
の
は
か
な
い
喩
。

〖
風
前
燈
〗3

2
1
昇
ぺ
臼
危
瞼
の
迫
る
喩
。
又
‘
人
生
の
は

か
な
い
喩
。
風
中
燭
(
3
6
0
)

に
同
じ
。

【
風
祖
】

3
2
2
t
O風
が
過
ぎ
ゆ
く
こ
と
。
〔
王
揮
‘
陪
＝

糊
管
公
肇
祀
涵
四
少
師
比
干
廟
1

詩
〕
商
歌
振
―
―
林
撻
一

日
下
悲
―
―
風
祖
一
●
風
の
や
う
に
は
や
く
ゆ
く
こ
と
。

〔
曹
植
、
王
仲
宣
誅
〕
光
光
戎
格
‘
予
廷
駿
風
祖
。

【
風
素
】
323

匁
立
派
な
や
う
す
。
よ
い
ひ
と
が
ら
。
〔
晉

書
、
慮
循
偶
〕
君
雖

A
懇
空
風
素
↓
而
志
存
1

一
不
軌
一
〔
宋

（志備武）車扇 風

書
、
王
淮
之
博
〕
然
寡
乏
―
―
風
素
「
不
レ
為
1

一
時
流
所
:
重
゜

〔
南
齋
書
‘
柳
世
隆
等
博
論
〕
開
レ
之
以
一
風
素
へ
居
レ
之

以
雅
徳
扇
興
家
之
盛
美
也
。

【
風
僧

]324g
宋
の
僧
の
名
。
〔
湖
瑞
雑
記
〕
霰
隠
羅
漢

堂
法
像
梢
小
―
私
芯
笠
禁
而
完
好
過
レ
之
‘
浮
慈
朔
―
―
清
顛

於
中
｛
霰
隠
塑
―
―
風
僧
於
中
「
按
‘
秦
檜
遇
―
―
風
信
於
冷
泉

亨
事
、
不
レ
載
棄
志
玉
於
―
―
故
書
一
見
レ
之
‘
亦
非
―
―
無
レ

因
之
説
一
》

【
風
息
】
325

バ

[
O風
が
や
む
。
〔
宋
史
‘
韓
世
忠
博
〕
風

息
則
出
レ
江
、
有
レ
風
則
勿
レ
出
レ
海
。

.
f
e
n
g
'
h
s
i
'
風

聞
。
消
息
。
た
よ
り
。

【
風
俗
】
3
2
6
n
[
0
な
ら
は
し
。
其
の
土
地
土
地
の
な
ら

は
し
。
し
き
た
り
。
習
慣
。
風
は
上
の
教
化
‘
俗
は
下

の
之
に
習
ふ
な
ら
は
し
。
〔
詩
、
大
序
〕
美
二
教
化
五
移
1

一

風
俗
↓
〔
詩
、
小
雅
‘
谷
風
序
‘
刺
―
―
幽
王
一
也
‘
疏
〕
漢
書
地

理
志
云
‘
凡
民
稟
―
―
五
常
之
性
一
而
有
1

一
剛
柔
緩
急
昔

臀
不
＞
同
‘
繋
1
1

水
土
之
風
氣
ご
故
謂
―
―
之
風
互
灯
悪
取
捨

動
静
無
盆
吊
‘
随
1

一
君
上
之
情
欲
五
m
謂
二
之
俗
五
是
解
―
―
風

俗
之
事

r
E
‘
風
輿
レ
俗
‘
封
削
小
別
‘
散
則
義
通
。
〔
周
證
‘

夏
官
‘
合
方
氏
‘
注
‘
風
俗
所
↓
一
高
尚
ご
疏
〕
風
謂
二
政
教

所
己
施
‘
故
日
‘
上
以
レ
風
化
レ
下
、
又
云
‘
風
以
動
レ
之
‘
是

也
‘
俗
謂
民
所
―
―
承
襲
正
故
曰
‘
君
子
行
レ
證
不
レ
求
レ
妻
レ

俗
‘
是
也
。
〔
幡
‘
築
記
〕
移
レ
風
易
レ
俗
、
天
下
皆
寧
゜
〔
管

子
、
法
法
〕
髪
1

一
易
風
俗
↓
〔
荘
子
‘
則
陽
〕
丘
里
者
合
二
十

姓
百
名
一
而
以
為
1
1

風
俗
1

也
。
〔
荀
子
‘
王
制
〕
美
二
風
俗
一

〔
史
記
‘
橙
書
〕
古
者
太
平
‘
統
民
和
喜
‘
瑞
應
耕
至
、
乃

笑
風
俗
芦
翌
制
作
↓
〔
漢
書
‘
武
帝
紀
〕
公
卿
大
夫
‘
所
レ

使
下
総
―
―
方
略
涵
乎
統
類
い
廣
一
教
化
な
杢
風
俗
一
也
。
〔
新

語
、
道
基
〕
匹
風
俗

E
空
文
應
〔
新
書
‘
輔
佐
〕
脩
祠

翠
以
美
風
俗
二
〇
其
の
土
地
に
行
は
れ
る
詩
歌
。
國

ぶ
り
。
國
風
。
〔
史
記
‘
架
書
〕
故
博
采
―
―
風
俗
盃
四
比
瞥

律
云
参
み
な
り
。
服
装
。
〔
婦
女
今
川
‘
一
〕
大
家
の
御
姫
様

に
し
て
も
卑
し
か
ら
ぬ
風
俗
゜
R
新
論
の
篇
名
。

〖
風
俗
歌
〗3

2
7
豆
”
ゾ
ク
は
や
り
う
た
。

〖
風
俗
聾
〗3

2
8
続
ゾ
ク
風
俗
を
ゑ
が
い
た
書
一
。

〖
風
俗
通
〗3

2
9
認
；
書
名
、
風
俗
通
義
を
見
よ
。

〖
風
俗
壊
胤
〗3

3
0
芥
u
”
/
世
の
風
俗
が
や
ぶ
れ
み
だ

れ
る
こ
と
。

〖
風
俗
通
義
〗3
3
1
[

＇

5
’
書
名
。
＋
巻
。
附
録
一
巻
。
後

漢
‘
應
肋
撰
。
略
し
て
風
俗
通
と
捨
す
。
毎
巻
各
；
穂

題
あ
り
、
毎
題
散
目
あ
り
‘
線
題
に
は
其
の
大
意
を
陳

ベ
‘
散
目
に
は
先
づ
其
の
事
を
詳
か
に
し
‘
案
語
を
附

し
て
其
の
得
失
を
辮
明
す
。
書
中
典
幡
を
考
論
し
た
所

は
白
虎
通
に
類
し
、
流
俗
を
糾
正
し
た
所
は
論
衡
に
類

す
。
其
の
自
序
に
日
く
‘
謂
―
―
之
風
俗
通
義
「
言
下
通
―
―

流
俗
過
謬
ご
半
該
中
之
義
理
比
也
と
。
其
の
目
は
皇
覇
・

正
失
ふ
忠
幡
・
過
誉
・
十
反
・
臀
昔
・
窮
通
・
祀
典
・
怪
神
・

山
澤
毎
篇
藪
子
目
に
分
る
。
此
の
外
‘
姓
氏
一
篇
は
‘

宋
か
ら
已
に
侠
し
、
四
庫
著
録
本
は
永
築
大
典
中
か

ら
‘
姓
氏
篇
の
引
語
を
接
拾
し
て
附
録
と
す
。
〔
四
庫

提
要
、
子
、
雑
家
類
〕
。

[
参
考
書
〕
【
風
俗
通
義
】
＋
巻
明
‘
鍾
怪
評
。
【
補
風
俗

通
姓
氏
篇
】
一
呑
清
‘
張
樹
撰
。
【
風
俗
通
義
孜
正
】
―

巻
逸
文
一
巻
。
清
‘
錢
大
晰
・
孫
詮
穀
撰
゜

〖
風
俗
不
レ
純
〗

3
3
2装ぢ
ラ
ズ
風
俗
が
正
し
く
な
い
。
〔
漢

書
、
地
理
志
下
〕
風
俗
不
レ
純
‘
其
世
家
則
好
1

一
橙
文
一

【
風
損
】
333

贄
風
災
。
風
害
(
5
8
)

に
同
じ
。

【
風
打
】
334

な
か
ぜ
が
吹
苓
あ
た
る
。
〔
徐
羮
‘
題
河

洲
塔
詩
〕
煙
籠
1

一
瑞
閣
―
僧
経
静
‘
風
打
1

一
虚
窃
1

佛
幌
開
。

【
風
馳
】
335

匁
駐
の
一
種
。

B
に
千
里
を
行
く
と
い
ふ
。

〔
遼
史
‘
逆
臣
上
‘
察
割
偉
〕
太
祗
謂
"
近
侍
ー
曰
‘
此
子
目

若
風
院
面
有
反
相
↓
〔
劉
郁
、
西
使
記
〕
風
駐
急
使

乗
、
日
可
1

一
千
里
涵
盆
g
博
、
日
亦
千
里
。
〔
治
聞
記
〕
干
間

有,,
小
鹿
而
細
而
長
‘
輿
レ
駐
交
生
レ
子
、
日
二
風
闘
駐
i

B
行
七
百
里
‘
其
疾
如
レ
吹
。

【
風
帯
】
336

”ぃ

O
風
に
吹
か
れ
て
な
ぴ
＜
帯
。
舞
人
の

帯
の
さ
ま
。
〔
謝
個
‘
踏
歌
詞
〕
風
帯
舒
還
巻
‘
秤
花
學

復
低
゜
〇
風
が
お
ぴ
る
。
〔
温
庭
笥
‘
題
―
谷
隠
蘭
若
―

詩
〕
風
帯
1

一
巣
熊
血
型
樹
瞥
一
老
僧
相
引
入
レ
雲
行
。
参

消
代
‘
忠
孝
帯
の
俗
稽
。
忠
孝
帯
(
4
-
1
0
3
5
3
:
 
1
8
)

を

見
よ
。
R
①
几
帳
の
上
か
ら
垂
れ
る
帯
の
や
う
な
も

の
。
＠
掛
物
の
上
の
方
か
ら
垂
れ
る
二
す
ぢ
の
細
長

い
き
れ
又
は
紙
。
経
帯
。
驚
燕
゜
〔
嬉
遊
笑
覧
‘
-
＿
下
〕

今
唐
表
具
と
い
ふ
も
の
に
は
風
帯
な
し
。

【
風
袋
】
3
3
7
n
[
O
物
の
重
さ
を
は
か
る
と
き
の
い
れ

物
。
穂
量
か
ら
其
の
目
方
を
引
き
去
る
と
正
味
の
目

方
が
出
る
。
●
賓
物
に
附
圏
す
る
餘
計
の
も
の
。

【
風
態
】
3
3
8
[
[

お
も
む
き
。
〔
白
居
易
‘
鵞
子
棲
詩
序
〕

徐
州
故
尚
書
張
‘
有
―
―
愛
妓
↓
日
↓
―
阿
柄
盆
芦
歌
舞
五
雅

多
嵐
態
↓

三
三
六

12932 



(43756・ ・339) (43756・ ・364) 

風

部

風

【
風
怜
】

339n50風
の
本
陸
。
風
の
性
質
。
〔
新
論
、
激
【
風
撓
】
344
が
t

風
が
た
わ
め
る
。
〔
易
‘
説
卦
〕
撓
1

一
萬
物
―

通
〕
風
之
罷
虚
‘
水
之
性
弱
‘
而
能
披
"
堅
木
“
臼
二
重
石
―
者
‘
莫
レ
疾
―
―
乎
風
↓
〔
韓
愈
‘
送
―
―
孟
束
野
ー
序
〕
草
木
之

者
、
激
勢
之
所
レ
成
也
。

O
昇
す
が
た
。
み
な
り
。
や
う
無
レ
臀
‘
風
撓
レ
之
鳴
。
〔
黄
庚
‘
古
意
詩
〕
庭
前
有
"
高
樹
一

す
。
風
采
容
貌
。
風
度
。
〔
任
睛
‘
秤
覚
陵
文
宜
王
行
風
撓
無
―
―
停
枝
↓

状
〕
刀
筆
不
レ
足
レ
宣
レ
功
‘
風
橙
所
―
―
以
弘
益
一
〔
庄
〕
屑
【
風
鵡
】

345g
古
人
の
行
っ
た
あ
と
。
聞
は
‘
あ
し
あ
と

曰
、
風
儀
謄
氣
‘
所
l
l

以
大
益
―
―
於
人
倫
一
也
。
〔
梁
書
、
儲
の
意
。
〔
白
居
易
、
海
州
剌
史
装
君
夫
人
李
氏
墓
誌
銘
〕

穎

逹

博

〕

風

橙

若

レ

絃

‘

準

縄

斯

在

。

夫

人

雖

レ

歿

‘

風

籾

具

存

。

【
風
刀
】
3
4
0
[
[
0
風
の
冷
く
烈
し
い
事
を
刀
に
喩
へ
て
【
風
鐸
】
346

悶
ふ
う
り
ん
。
風
鈴
(
5
2
8
)

に
同
じ
。
〔
開
元

い
ふ
。
惨
烈
の
風
。
寒
風
の
形
容
。
〔
王
昌
齢
‘
塞
下
天
賓
遺
事
、
天
賓
下
〕
岐
王
宮
中
於
1
1

竹
林
内
虹
竺
砕

曲
〕
飲
馬
渡
―
秋
水
「
水
寒
風
似
レ
刀
。
●
寒
暑
が
人
の
玉
片
子
芦
母
夜
聞
ー
ー
王
片
子
相
隅
之
臀
ぶ
即
知
レ
有
レ
風
‘

壽
命
を
縮
め
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
七
回
〕
琥
為
え
白
風
鐸
↓
〔
宋
之
問
、
奉
-1

一
和
聖
製
閏
九
月
九
日

一
年
三
百
六
十
日
、
風
刀
霜
剣
穀
相
逼
‘
明
媚
鮮
妍
能
登
土
牡
巌
穂
持
二
寺
閣
1

詩
〕
風
鐸
喧
―
―
行
漏
玉
へ
花
彿
l
-

幾
時
、
一
朝
睫
泊
難
一
謡
姦
元

-
0圏
人
の
死
に
臨
む
と
舞
行
↓
〔
李
遠
、
慈
恩
寺
避
暑
詩
〕
香
荷
疑
レ
散
レ
窮
、
風

き
、
五
腫
の
中
の
要
素
で
あ
る
風
大
が
動
揺
し
て
‘
其
鐸
似
レ
調
レ
琴
。
〔
張
乗
、
宿
―
―
柳
子
観
音
寺
一
詩
〕
夜
久
月

の
苦
‘
千
刀
を
以
て
身
を
刺
す
や
う
で
あ
る
の
を
い
ふ
。
高
風
鐸
響
‘
木
魚
呼
覺
五
更
眠
゜
〔
白
居
易
‘
遊
1

一
悟
慎

〔
法
苑
珠
林
〕
持
戒
之
人
‘
壽
終
之
時
｀
風
刀
解
レ
身
‘
寺
一
詩
〕
前
酎
多
↓
―
賓
塔
五
風
鐸
鳴
―
―
四
端
↓

筋
脈
断
絶
‘
心
不
1

一
怖
畏
↓
〔
正
法
念
経
〕
命
終
時
‘
風
刀
【
風
抜
】
347

焚
風
邪
を
引
い
て
痰
の
出
る
こ
と
。
〔
白
居

皆
動
‘
如
年
＇
尖
刀
刺
1

一
其
身
上
ご
広
云
‘
若
有
l

一
善
業
面
叫
易
‘
病
中
早
春
詩
〕
風
抜
恨
得
少
一
心
情
↓
「
客
レ
辟
゜

多

杢

苦

惜

一

【

風

瘤

】

348

”
パ
風
病
の
名
。
〔
史
記
‘
太
倉
公
傭
〕
風
揃

【
風
濤
】
341

か

5

0風
と
大
な
み
。
又
‘
風
が
吹
ぎ
な
み
[
風
羅
]349

昇

癬

痺

症
o

〔
正
字
通
〕
痛
‘
風
寵
‘
筋
脈
拘

が
た
つ
こ
と
。
風
浪
。
〔
陸
機
、
車
駕
幸
―
―
京
口
匡
竺
遊
蒜
急
、
癬
痺
不
仁
也
。

止
作
〕
春
江
壮
―
―
風
濤
↓
〔
杜
甫
‘
渡
江
詩
〕
春
江
不
レ
可
レ
【
風
暖
】
350

ク
風
が
あ
た
た
か
い
。
〔
飽
照
‘
園
葵
賦
〕

渡
‘
―
一
月
已
風
濤
゜
〔
雀
塗
‘
魏
鵡
洲
眺
望
詩
〕
何
人
正
風
暖
凌
開
、
土
冒
泉
動
‘
遊
塵
曝
レ

H
‘
鳴
雉
依
レ
瀧
゜
〔
沈

得
嵐
濤
便
「
一
貼
征
帆
萬
里
遵
〔
皇
甫
曾
‘
送
―
―
櫂
三
栓
期
‘
梅
花
落
詩
〕
雪
寒
花
已
落
‘
風
暖
葉
應
』
開
。
〔
車

兄
弟
一
詩
〕
淮
海
風
濤
起
‘
江
闘
幽
思
長
。
●
世
渡
り
の
應
物
‘
罷
鶯
曲
〕
須
央
風
暖
朝
日
嗽
‘
流
鶯
髪
作
百
鳥

困
難
な
喩
゜
〔
劉
因
、
人
情
詩
〕
人
情
雲
雨
九
疑
山
‘
世
喧
。
〔
杜
荀
鶴
‘
春
宮
怨
詩
〕
風
暖
鳥
臀
砕
‘
日
裔
花
影

路

風

濤

八

節

灘

。

重

゜

【
風
饗
】
342

な
風
に
吹
き
さ
ら
さ
れ
る
。
外
に
辛
苦
す
【
風
地
】
351

位
風
の
吹
く
と
こ
ろ
。
〔
砕
能
‘
寄
―
―
河
南

る
に
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
祭
"
河
南
張
員
外
一
文
〕
歳
弊
寒
兇
、
鄭
侍
郎
―
詩
〕
寒
窟
不
レ
可
レ
昧
‘
風
地
薬
縮
騒
゜

雪
虐
風
誓
゜
〖
風
地
裡
〗

3
5
2
戸
；
風
の
吹
く
中
を
い
ふ
。
〔
紅
棲
夢
‘

【
風
道
】3
4
3
L
[
O
風
の
み
ち
。
風
の
吹
く
み
ち
。
〔
魏
書
‘
十
二
回
〕
且
餓
二
著
牡
子
→
脆
在
―
―
風
地
裡
〖
史
文
章
石
其

雀
浩
債
〕
世
祗
復
討
レ
昌
、
次
―
其
城
下
面
5

レ
衆
偽
退
‘
昌
苦
萬
状
。

鼓
諌
而
前
‘
舒
レ
陣
為
元
m
翼
一
會
有
1

一
風
雨
盆
匹
束
南
1

【
風
池
】
353

位

O
風
の
吹
く
池
。
〔
杜
牧
‘
効
鵡
詩
〕
日

翠
揚
レ
沙
昏
冥
‘
云
云
‘
千
里
制
レ
勝
、
一
日
之
中
、
煮
翅
閑
1

一
張
錦
「
風
池
去
二
買
羅
一
〔
陳
標
、
長
安
秋
思
詩
〕

得
憂
易
一
賊
前
行
不
レ
止
、
後
已
離
絶
‘
宜
五
¢
軍
隠
唯
愁
栢
上
芳
非
度
‘
狼
籍
風
池
荷
葉
黄
°
〇
人
箭
純
穴

出
‘
掩
一
叡
撃
不
意
盃
笠
道
在
レ
人
‘
翌
有
レ
常
也
。
〔
文
天
詳
‘
の
名
。
耳
の
後
方
髪
際
の
凹
慮
゜

正
氣
歌
序
〕
乍
晴
暴
熱
‘
風
道
四
塞
‘
時
則
為
―
―
日
氣
↓

0
【
風
致
】
354

臼

0
人
の
や
う
す
。
な
り
か
た
ち
。
風
采
゜

徳
化
と
道
徳
。
〔
南
齊
書
‘
高
帝
紀
下
〕
風
道
油
被
‘
升
平
風
キ
。
〔
白
孔
六
帖
‘
二
十
一
‘
紳
彩
容
儀
‘
釘
座
梨
〕
崖
遠

可
レ
期
。
〔
南
齊
書
‘
豫
章
文
獣
王
疑
博
〕
丞
相
風
道
弘
有
レ
文
而
風
致
整
蛸
゜
〇
お
も
む
き
。
お
も
し
ろ
み
。
趣

喋
‘
燭
秀
二
生
民
五
凝
猷
盛
烈
、
方
,
,
軌
伊
旦
一
味
。
風
趣
。
〔
圏
綸
賓
鑑
‘
二
、
唐
〕
王
維
‘
字
摩
詰
‘
云
云
‘

善
レ
驚
‘
尤
精
一
山
水
一
観
二
其
風
致
高
遠
盃
山
―
―
於
天
性
↓

【
風
馳
】
355

位

O
風
が
は
せ
る
。
又
‘
風
の
や
う
に
早

＜
趨
る
。
快
速
の
形
容
。
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕
是
以

海
内
歓
慕
‘
莫
レ
不
―
―
風
馳
雨
集
‘
襲
雑
並
至
↓
〔
岱
康
‘

贈
二
秀
才
入
＞
軍
詩
〕
風
馳
電
逝
‘
蹟
レ
景
追
飛
゜
〔
晉
書
‘

孫
綽
傭
〕
南
北
諸
軍
風
馳
電
赴
‘
若
下
身
手
之
救
―
―
痛
痒
i

率
然
之
應
中
首
尾
只
周
書
、
武
帝
紀
下
〕
風
1

一
馳
九
有
面
電
―
―

掃
八
紘
↓
〇
教
化
が
傭
播
す
る
。
徳
風
が
ゆ
き
わ
た

る
。
〔
九
州
春
秋
〕
威
震
11

本
朝
一
風
馳
―
海
外
↓
〔
陸
雲
‘

祇
考
頌
〕
風
馳
海
表
「
光
被
―
―
嶽
濱
↓

〖
風
馳
電
製
]
3
5
6

翌
戸
風
が
馳
せ
電
が
閃
く
や
う
に

快
速
の
形
容
。
〔
六
i

粗
龍
餡
‘
王
翼
〕
奮
威
四
人
、
主
下
摺
一

材
力
「
論
兵
革
面
風
馳
電
製
‘
不

L
別
所
レ
由
。
〔
王
誰
‘

懐
素
歌
〕
忽
作
二
風
馳
品
牙
電
製
面
ぷ
翌
飛
花
―
兼
散
レ

雪。

【
風
竹
】
357

昇
風
に
ふ
か
れ
て
竹
が
そ
よ
そ
よ
と
昔
を

立
て
る
。
又
そ
の
竹
。
〔
庚
信
‘
園
庭
詩
〕
水
蒲
開
―
―
晩
結
一

風
竹
解
寒
包
芦
杜
甫
‘
奉
―
―
漢
中
王
手
札
一
詩
〕
天
雲
浮
l
-

絶
璧
風
竹
在
華
軒
↓
〔
李
盆
‘
城
西
竹
園
送
―
―
装
倍
王

達
詩
〕
蔵
範
凌
嵐
竹
盃
羹
離
人
鷹

【
風
聴
】
35877
ぢ
圧
ゥ
〇
風
に
よ
っ
て
聴
え
る
。
〔
長
孫
佐

輔
、
山
居
詩
〕
飛
泉
引
レ
風
聴
‘
古
桂
和
レ
雲
攀
。

O
采
り

聴
く
。
〔
國
語
‘
晉
語
六
〕
風
罷
墨
―
―
口
於
市
↓
〔
注
〕
風

采
也
‘
纏
‘
博
也
‘
采
1

一
馳
商
旅
所
レ
傭
善
悪
之
言
↓
参
風

の
便
り
に
聴
く
。
う
は
さ
。
風
聞
。
〔
宋
書
‘
威
質
博
〕

好
レ
賢
之
美
‘
敢
希
二
巷
伯
↓
亜
炉
悪
之
情
‘
固
已
藉
―
―
風
聴
↓

〔
魏
書
‘
猷
文
六
王
上
、
廣
陵
王
傭
〕
（
高
祗
曰
）
五
局
所
レ

司
、
専
主
―
―
刑
獄
五
比
聞
―
―
諸
風
聰
↓
多
論
瓦
局
不
＞
精
。

【
風
中
】
359

翠
’
風
の
吹
く
う
ち
。
〔
元
横
‘
春
晩
詩
〕
空

際
闊
-
1

高
蝶
↓
風
中
玲
-
―
素
琴
一
〔
李
咸
用
‘
軽
薄
怨
詩
〕
黄

金
千
錨
新
二
宵
ぶ
ノ
年
心
事
風
中
毛
。

〖
風
中
燭
〗3

6
0
悶
只
ゥ
風
の
中
の
と
も
し
ぴ
。
人
生
の

は
か
な
い
喩
。
又
‘
危
陰
な
物
事
の
喩
゜
風
燭
。
風
燈
。
風

前
燈
。
〔
劉
禎
、
詩
〕
低
昂
條
忽
去
‘
煩
若
二
風
中
燭
言
涌

俗
編
‘
天
文
、
風
中
燭
〕
杜
詩
注
‘
玩
瞭
九
日
會
―
―
親
友
―

日
、
人
生
如
1

一
風
中
燭
デ
不
レ
知
明
年
此
日
再
開
,
,
此
會
一

誰
是
強
健
゜

〖
風
中
燈
〗3

6
1
芦
乃
ゥ
風
中
燭
に
同
じ
。
〔
坐
輝
―

i昧

経
〕
誰
能
知
―
―
死
時
一
所
レ
趣
従
二
得
道
一
讐
如
―
―
風
中
燈
‘

不
は
翌
滅
時
節
一

三
三
七

【
風
櫨
】
362

芥
風
の
吹
き
ち
ら
す
こ
と
。
播
は
‘
散
ら

す
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
傭
〕
千
レ
i

絃
籍
紳
如
レ
雲
、
儒
士
成
レ

林
‘
及
レ
津
者
風
携
‘
失
レ
塗
者
幽
僻
゜

【
風
鎮
】
363

焚
掛
物
が
風
に
吹
か
れ
て
動
揺
す
る
を
防

ぐ
た
め
に
軸
の
雨
端
に
懸
け
る
お
も
り
。
玉
石
な
ど

を
紐
に
貫
い
た
も
の
。

【
風
塵
】
364

ク

0
兵
乱
を
い
ふ
。
風
塵
之
警
(
3
6
8
)

を
見

よ
。
〔
後
漢
書
‘
祭
形
博
〕
野
無
風
慶
〔
後
漢
書
‘
班
固
傭

下
〕
設
後
北
虜
梢
彊
‘
能
為
二
風
塵
↓
〔
謬
襲
‘
魏
鼓
吹
曲
‘

平
南
荊
〕
天
下
一
定
‘
萬
世
紐
竺
風
墜
言
杜
甫
、
野
望
詩
〕

海
内
風
塵
諸
弟
隔
‘
天
涯
沸
涙
一
身
遥
゜
〔
杜
甫
‘
重
経
ニ

昭
陵
―
詩
〕
風
塵
三
尺
剣
‘
計
稜
一
戎
衣
。

O
物
外
に
封
し

て
、
人
世
を
い
ふ
。
世
の
な
か
。
う
き
よ
。
世
俗
。
俗
世
界
。

風
塵
表
物
(
3
7
3
)

を
見
よ
。
〔
裔
適
‘
封
丘
作
詩
〕
乍
可
"
一

狂
歌
草
澤
史
寧
堪
レ
作
レ
吏
風
塵
下
↓
.
俗
事
。
俗
累
゜

わ
づ
ら
ひ
。
け
が
れ
。
塵
累
(
3
-
5
3
8
8
:
 1
3
9
)

に
同
じ
。

〔
顔
氏
家
訓
‘
省
事
〕
治
レ
微
染
―
―
風
塵
↓
〔
戴
叔
倫
‘
贈
―
―
殷

塵
詩
〕
山
中
藷
宅
無
1
1

人
住
函
｛
l
-

往
風
塵
一
共
白
頭
。
＠

官
途
を
指
し
て
い
ふ
。
風
塵
之
志
(
3
7
0
)

を
見
よ
。
〔
方

干
‘
送1―
―
喩
坦
之
下
第
還
―
―
江
東

1詩
〕
風
塵
辞
二
—
帝
里
「
舟

撒
到
家
林
↓
〔
高
適
｀

A
B
寄
杜
―
―
拾
遺
詩
〕
一
臥
束

山
一
―
-
＋
春
‘
登
知
書
剣
老
―
―
風
塵
↓
〔
猪
載
、
南
徐
晩
望
詩
〕

如
今
未
レ
免
風
塵
役
‘
寧
敢
旬
勿
便
濯
レ
櫻
。

O
俗
吏
の

職
務
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘
鳴
皐
歌
〕
若
使
気
果
由
栓
二
桔
於
軒

晃
分
‘
亦
笑
異
―
―
―
乎
唆
龍
墨
躍
於
風
慶

0
京
官
に
射

し
て
地
方
の
官
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
贈
―
―
別
何
邑
一
詩
〕
悲
君

随
燕
雀
面
薄
官
走
―
―
風
墜
↓
〇
旅
中
の
銀
苦
を
い
ふ
。
〔
杜

甫
、
将
レ
赴
成
都
草
裳
云
云
詩
〕
回
二
首
風
鹿
五
且
息

機。

O
風
と
塵
。
風
吹
き
塵
起
る
。
風
に
起
つ
塵
゜
〔
漢
書
、

食
貨
志
上
〕
春
不
レ
得
レ
避
―
―
風
墜
↓
〔
古
今
注
‘
輿
服
〕
輿
車

有
レ
霙
‘
郎
絹
雉
祖
総
扇
宴
政
障
問
風
塵
也
。
〔
陸

機
‘
為
扉
彦
先
饉
―
溢
婦
詩
〕
京
洛
多
風
塵
素
衣
化
為
レ

羅
〔
戴
叔
倫
‘
江
上
別
張
勤
詩
〕
山
川
迷
道
路
一
伊

洛
暗
風
塵
〇
悪
い
噂
護
言
を
い
ふ
。
風
塵
之
言
(
3
6

9
)

に
同
じ
。
〔
南
齊
書
‘
謝
眺
傭
〕
矯
構
風
塵
釜
女
―
―
惑
朱

紫
五
庄
貶
朝
政
盃
竺
間
親
賢
↓
〇
花
柳
の
地
を
い
ふ
。

汚
乱
の
義
か
ら
出
づ
゜
〔
披
青
雑
説
〕
妾
失
l

―
身
風
塵
二
云

云
‘
我
在
風
鹿
中

;o妓
女
。
娼
妓
を
い
ふ
。
風
塵
に
堕

落
す
る
意
。
煙
花
。
〔
後
村
詩
話
〕
沐
妓
佳
奴
、
元
呼
中
命
二

待
詔
崖
白
1

圏
1
1

其
貌
1

入
―
―
禁
中
ぶ
g

興
中
‘
播
子
賤
題
―
―

12933 



(43756・ ・365) (43756・ ・393) 

其
偵
紳
云
‘
嘉
祐
風
鹿
中
人
亦
如
レ
此
‘
盛
哉
。
以
一
書
峡
↓
頼
識
ー
風
丁
二
字
↓

〖
風
塵
色
〗3

6
5
匁
g

兵
鹿
を
い
ふ
。
〔
張
巡
‘
聞
レ
笛
詩
〕
【
風
定
】

3
7
6
認
風
が
牧
ま
る
。
轄
じ
て
、
戦
乱
の
牧
ま
る

、
ふ
。
〔
杜
甫
、
茅
屋
為
―
―
秋
風
所
：
破
歌
〕
俄
頃
風
定

不
レ
耕
嵐
塵
色
芦
女
知
天
地
心
一

〖
老
嵐
塵
〗
綴
芦
ザ
ノ
官
途
俗
界
の
生
活
を
し
て
ゐ
雲
墨
色
、
秋
天
漠
漠
向

1一
昏
黒
一
〔
杜
牧
、
移
居
嘗
埃
館

る
中
に
年
が
老
い
た
。
〔
高
適
、
人
日
寄
―
―
杜
一
一
拾
遺
―
詩
〕
夜
涼
淫
館
留
レ
僧
話
‘
風
定
蘇
澤
看
,
,
月
生
↓
〔
顧
雲
、

詩
〕
一
臥
東
山
二
十
春
‘
登
知
書
剣
老
二
風
鹿
面
龍
鍾
還
天
威
行
〕
轟
轟
珂
珂
雷
車
輯
、
露
震
一
瞥
天
地
戦
、
風
定

恭

二

千

石

‘

愧

爾

東

西

南

北

人

。

雲

開

始

望

看

‘

萬

里

青

山

分

―

―

雨

片

↓

〖
落
二
風
塵
〗3

6
6
ぢ
ゲ
／
身
を
沈
め
て
妓
女
と
な
る
を
〖
風
定
花
猶
落
〗37

7
芯
芹
立
モ
風
は
静
ま
っ
た
け
れ

い
ふ
。
〔
桃
花
扇
‘
拒
媒
〕
意
是
長
―
―
齋
銹
佛
―
女
尼
身
、
ど
も
、
樹
枝
か
ら
花
が
落
ち
た
。
晉
の
謝
貞
が
八
歳
の

伊

落

―

―

了

風

慶

時

に

作

っ

た

詩

の

句

。

〔

世

説

新

語

補

‘

夙

悪

〕

謝

元

正

幼

〖
風
塵
之
會
]
3
6
7
1
7
,

”
だ
兵
乱
の
際
を
い
ふ
。
〔
班
固
‘
便
聰
慧
、
八
歳
為

1春
日
閑
居
詩
「
従
舅
尚
書
王
笥
奇
"
'

答
賓
戯
〕
蹟
ー
風
塵
之
會
面
竺
顛
浦
之
勢
一
〔
後
燕
録
〕
垂
其
有
―
―
佳
致
ぶ
堕
所
親
一
日
、
此
兒
方
常
,
,
大
成
芸
ぎ
如
ニ

猶
レ
鷹
也
、
饒
則
附
レ
人
、
飽
便
裔
園
、
遇
―
―
風
塵
之
會
訂
必
風
定
花
猶
落
五
は
追
―
一
歩
悪
連
一
矢
゜

有
1

一

凌

香

之

志

↓

【

風

霞

】

3
7
9
[、5

風
と
雷
゜
〔
幡
‘
孔
子
間
居
〕
地
載
二
神
氣
一

〖
風
塵
之
警
]
3
6
8
1
7

”
げ
／
兵
乱
の
い
ま
し
め
。
〔
漢
書
｀
紳
氣
風
霞
‘
風
廷
流
レ
形
‘
庶
物
露
生
‘
無
扉
グ
教
也
。
〔
韓

終
軍
傭
〕
邊
境
時
有
―
―
風
墜
之
警
一
愈
、
原
鬼
〕
有
レ
臀
而
無
レ
形
者
、
物
有
レ
之
芙
‘
風
露
是

〖
風
塵
之
言
〗3
6
9
1
7
,
t

ゲ
／
議
詐
の
言
葉
を
い
ふ
。
〔
魏
也
。

書
、
王
慧
龍
博
〕
賜
―
―
慧
龍
璽
書
一
日
、
劉
義
隆
畏
二
将
軍
―
【
風
鳥
】
380

ザ

[

O鳥
の
形
を
刻
ん
で
屋
上
に
設
け
‘
風
の

如
レ
虎
‘
欲
―
―
相
中
害
↓
朕
自
知
レ
之
、
風
塵
之
言
、
想
不
レ
方
向
を
候
ふ
も
の
。
か
ざ
み
。
〔
庚
信
‘
奉
↓
―
和
間
弘
二

展

介

レ

意

也

。

数

應

詔

詩

〕

露

盤

高

掌

滴

‘

風

鳥

平

翅

逍

゜

〔

劉

馬

錫

‘

〖
風
塵
之
志
〗3

7
0
認
切
／
官
途
に
就
く
意
志
。
仕
｛
臣
の
望
賦
〕
信
有
レ
得
―
―
於
風
鳥i―
が
無
に
言
―
―
於
柿
施
→
〇
占

志
゜
〔
晉
書
‘
儒
林
‘
虞
喜
博
〕
鑽
レ
堅
研
レ
微
、
有
二
弗
レ
及
術
の
一
種
。
〔
呉
莱
‘
苑
氏
筵
尊
卜
法
序
〕
鐙
種
之
能
有
ー
1

一

之
勤
涵
炉
静
味
レ
道
、
無
二
風
應
之
志
↓
以
器
―
―
乎
其
術
一
也
‘
予
嘗
考
5

之
、
大
抵
本
出
l

―
於
太
一

〖
風
塵
之
髪
〗3
7
1
1
7
,
f
7

兵
胤
を
い
ふ
。
風
戦
之
警
(
3
6

六
壬
玄
女
遁
甲
風
烏
雲
氣
之
道
→
〇
熱
帯
産
の
鳥
。
1
1

8
)

に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
陶
墳
傭
〕
風
塵
之
轡
、
出
二
於
非
常
一
は
五
色
、
尾
長
く
し
て
黄
色
を
呈
し
、
鳴
禽
中
最
も
美

〖
風
塵
之
熊
〗3
7
2
"

ヴ

t
ノ
官
途
に
つ
く
志
。
風
塵
之
志
し
い
も
の
。
飛
ぶ
時
首
で
風
を
防
い
で

1
1毛
を
庇
ふ

(
3
7
0
)

に
同
じ
。
〔
陸
機
‘
輿
,
,
趙
王
倫
細
竺
戴
淵
賤
〕
と
い
ふ
。
極
柴
鳥
。

夜
窮
柴
レ
志
、
無
一
風
墜
之
慕
盃
t

レ
節
立
レ
行
、
有
1

井
渫
【
風
潮
】
381

が
[

0か
ぜ
と
し
ほ
。
風
向
き
と
潮
候
。
〔
謝

之

潔

↓

震

運

‘

入

―

―

彰

藪

湖

ロ

一

作

詩

〕

客

遊

倦

―

―

水

宿

「

風

潮

難

1

〖
風
塵
表
物
〗3
7
3
1
7
5

げ:
9

世
俗
の
外
に
超
出
し
た
人
具
論
芦
祗
梃
‘
望
海
詩
〕
雲
島
相
接
連
‘
風
潮
無
―
―
極
已
→

物
。
〔
晉
書
、
王
戎
偵
〕
王
戎
謂
,
,
王
術
一
日
‘
紳
姿
古
向
微
、
〔
韓
愈
‘
送
―
―
鄭
尚
書
1

序
〕
其
海
外
雑
國
‘
云
云
‘
或
時
候
二

如

瑶

林

瑣

間

自

然

是

風

塵

表

物

。

風

潮

朝

貢

゜

〔

孟

浩

然

‘

舟

中

饒

望

詩

〕

紬

鑢

争

二

利

渉
i

【
風
通
】
374

蒜
●
教
化
が
ゆ
き
わ
た
る
。
〔
宋
書
‘
架
志
来
往
接
1

一
風
潮
↓
〔
儲
光
義
‘
泊
舟
胎
二
播
少
府
―
詩
〕
行
子

一
〕
自
二
賓
命
開
レ
基
‘
皇
符
在
乙
連
‘
業
富
二
前
王
一
風
通
二
苦
1

一
風
潮
五
維
レ
舟
未
レ
能
レ
猜
。

O
風
に
連
れ
て
流
れ
る

振
古
面
朝
儀
國
章
‘
並
循
―
―
先
代
U

●
詩
の
六
義
の
一
の
風
う
し
は
°
暴
風
と
狂
潮
゜
殿
風
。
〔
宋
書
‘
郡
碗
博
〕
俄
而
風

が
共
通
す
る
。
〔
文
心
離
龍
、
比
興
〕
詩
文
弘
奥
、
包
』
知
潮
奔
迅
‘
榜
拌
突
レ
柵
゜
〔
宋
史
、
河
渠
志
七
〕
苑
仲
滝
為
二

六
義
↓
毛
公
述
傭
、
獨
標
↓
餌
興
橙
一
登
不
レ
以
一
風
通
而
賦
泰
州
西
淫
臨
答
只
日
風
潮
認
溢
、
将
訟
は
田
産
面
竺
壊
亭

同
、
比
顧
而
興
隠
1

哉

。

鼈

二

宋

史

‘

係

抗

博

〕

民

田

苦

―

―

風

潮

害

↓

〔

田

家

五

行

〕

【
風
丁
】
375

ぢ
元
の
王
洵
が
三
歳
の
時
に
識
つ
て
ゐ
た
夏
秋
之
交
、
大
風
及
有
,
,
海
沙
雲
起
一
謂
―
―
之
風
潮
了
古

二
字
。
〔
元
史
、
王
洵
博
〕
洵
性
穎
悟
、
生
三
歳
‘
家
人
示
謂
l

一
之
殷
風
二
0
時
世
の
傾
向
。
一
時
の
な
り
ゆ
き
。
働

風

部

風

騒
動
。
紛
擾
。

O
恐
慌
。
パ
ニ
ッ
ク
。

【
風
調
】
382

か

[

O
ゃ
う
す
。
お
も
む
き
。
風
雅
な
お
も

む
き
。
又
‘
詩
歌
昔
築
な
ど
の
て
う
し
。
〔
隋
書
‘
楊
素
傭
〕

素
輿
,
,
高
穎
―
専
掌
―
―
朝
政
石
其
才
藝
風
調
優
ふ
心
高
穎
↓

〔
北
史
‘
雀
昂
博
〕
昂
有
1

一
風
胴
オ
識
玉
豆
立
堅
正
剛
直

之
名
↓
〔
白
居
易
‘
和
―
―
殷
協
律
琴
思
一
詩
〕
秋
水
蓮
冠
春

草
裾
‘
依
稀
風
調
似
文
君
↓
〇
き
ま
り
。
し
き
た
り
。

し
か
た
。
や
り
く
ち
。
〔
南
齊
書
‘
張
融
傭
〕
以
↓
―
吾
平
生
之

風
調
「
何
至
レ
使
二
婦
人
行
レ
哭
失
瞥
↓
参
風
が
や
は
ら

ぐ
。
〔
劉
馬
錫
、
秋
晩
新
晴
夜
月
如
レ
練
有
レ
懐
二
築
天
一

詩
〕
雨
獣
晩
霞
明
‘
風
調
夜
景
清
゜
R
教
化
が
と
と
の
ふ
。

〔
南
齋
書
築
志
〕
邦
化
霊
懲
‘
闘
則
風
調
。

O
風
が
時
に

應
じ
て
順
調
に
吹
く
。
風
調
雨
順
を
見
よ
。

〖
風
調
雨
順
〗3

8
3翌翌
〇
風
雨
が
順
調
な
こ
と
。
氣

候
が
順
調
で
五
穀
の
翌
穣
な
こ
と
を
い
ふ
。
天
下
泰

平
の
喩
。
〔
韻
府
引
‘
六
餡
〕
武
王
伐
レ
討
雪
深
丈
餘
‘
二

車
五
馬
‘
行
無
―
―
轍
述
一
詣
レ
螢
求
レ
謁
、
太
公
曰
‘
此
必

五
方
之
紳
来
受
レ
事
耳
‘
遂
以
1

一
其
名
1

召
入
、
各
以
1

其

職
命
レ
焉
、
卸
而
克
レ
殷
‘
風
調
雨
順
。
〔
藷
唐
書
‘
證
儀
志

一
〕
武
王
伐
レ
討
‘
云
云
‘
五
方
紳
来
受
レ
事
‘
云
云
‘
各
以
二

其
職
命
1

焉
‘
既
而
克
レ
殷
‘
風
調
雨
顛
゜
〔
蘇
献
‘
坑
支
歎

詩
〕
雨
順
風
調
百
穀
登
‘
民
不
1

一
飢
寒
云
向
―
―
上
瑞

U
0寺
の

門
に
あ
る
‘
風
，
調
・
雨
・
順
の
四
金
剛
を
い
ふ
。
〔
通
俗

編
‘
祝
誦
‘
風
調
雨
順
〕
王
業
燕
在
閣
知
新
録
‘
凡
寺
門

金
剛
‘
各
執
二
-
物
一
俗
謂
―
―
風
調
雨
順
玉
執
レ
剣
者
風
也
‘

執
琵
琶
1

者
調
也
、
執
レ
傘
者
雨
也
、
執
レ
蛇
者
順
也
、
獨

順
字
思
レ
之
、
不
レ
得
―
―
其
解
五
ハ
奄
藝
林
伐
山
云
、
所
レ

執
非
レ
蛇
乃
蜃
也
、
蜃
形
似
レ
蛇
而
大
、
字
昔
如
レ
順
。

【
風
笛
】
384

芹
風
に
散
る
笛
の
臀
゜
〔
鄭
谷
‘
淮
上
輿
"

友
人
1

別
詩
〕
藪
臀
風
笛
離
亭
晩
‘
君
向
1

涵
濡
伽
我
向
レ

秦゚
【
風
蝶
]385

琴
蝶
の
異
名
。
〔
古
今
注
‘
魚
贔
〕
鋏
蝶
‘
一
名

野
蛾
‘
一
名
風
蝶
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
詠
,
,
鋏
蝶
1

詩
〕
復
此
従
,
,

風
蝶
玉
雙
雙
花
上
飛
゜
〔
杜
甫
‘
行
次
―
―
古
城
店
五
炉
江

作
詩
〕
風
蝶
勤
レ
依
レ
漿
‘
春
鴎
瀬
レ
避
レ
船
。

【
風
顧
】
386

焚
●
常
規
を
逸
し
た
行
動
を
す
る
こ
と
。

き
ち
が
ひ
。
〔
歴
代
名
盪
記
‘
唐
朝
下
〕
王
敷
師
1

一
項
容
↓
風

顛
酒
狂
‘
事
翌
松
石
山
水
盃
雖
レ
乏
―
―
高
奇
流
俗
二
亦
好
酔

後
‘
以
扇
髯
取
レ
墨
抵
伝
絹
素
↓
●
消
の
僧
。
映
西
の

人
。
俗
姓
は
李
。
名
は
蝠
。
十
四
歳
に
し
て
妻
を
姿
る
。

十
八
歳
に
し
て
一
夜
猛
然
と
し
て
無
常
を
悟
り
、
西
山

寺
に
往
き
て
出
家
す
。
著
に
語
録
六
萬
餘
言
が
あ
る
。

【
風
珈
】
387

翌
き
ち
が
ひ
。
風
顛
に
同
じ
。

【
風
斗
]
3
8
8
[

姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

【
風
土
]389

臼
氣
候
と
土
地
の
有
様
。
風
氣
と
水
土
。

氣
候
と
其
の
土
地
に
適
す
る
農
作
物
。
又
‘
風
俗
゜
〔
國

語
、
周
語
上
〕
替
帥
督
官
i

以
省
―
―
風
土
一
〔
注
〕
昔
官
‘

架
官
也
‘
以
賣
律
省
1

一
土
風
風
氣
和
則
土
氣
養
。
〔
後

漢
書
、
西
域
博
序
〕
班
超
遣
1

一
橡
甘
英
盃
印
-
1

臨
西
海
一
而

還
‘
皆
前
世
所
レ
不
レ
至
、
山
経
所
：
未
レ
詳
‘
莫
レ
不
T

備,,

其
風
土
伍
内
中
其
珍
怪
上
焉
。
〔
後
漢
書
‘
衛
颯
傭
〕
民
居
二

深
山
盆

9
淡
谷
石
戸
其
風
土
デ
不
レ
出
-
1

田
租
↓
〔
晉
書
‘

玩
籍
傭
〕
籍
平
生
曾
遊
―
―
束
平
盃
禾
―
―
其
風
土
言
庚
信
‘
周

鰈
騎
大
将
軍
開
府
侯
莫
陳
道
生
墓
誌
銘
〕
風
土
壮
氣
‘

山
河
凜
然
。
〔
杜
甫
‘
寄
-
―
柏
學
士
林
居
―
詩
〕
剌
揚
春
冬

異
風
土
面
峡
日
夜
多
雲
雨
↓

〖
風
土
記
〗3
9
0
7
7
[

＂
キ
O
書
名
。
晉
‘
周
慮
撰
゜
〔
晉
書
‘

周
虞
傭
〕
（
周
）
慮
著
―
―
獣
語
一
―
-
＋
篇
及
風
土
記
五
叶
撰
―
―

集
呉
書
ニ
●
五
十
巻
。
古
代
の
地
理
風
土
誌
。
此
の
中
‘

出
雲
・
播
磨
・
肥
前
・
豊
後
・
常
陸
の
五
風
土
記
は
‘
元
明

天
皇
の
時
‘
勅
し
て
奉
ら
し
め
た
も
の
で
、
古
風
土
記

と
い
ふ
。
他
は
皆
後
世
の
作
。

〖
風
土
病
〗3
9
1
0
7
9

訂
其
の
地
方
に
限
つ
て
猪
生
す
る
病

氣゚
【
風
度
】
3
9
2
[
"

〇
な
り
ふ
り
。
お
も
む
き
。
す
ぐ
れ
た
や

う
す
。
け
だ
か
い
人
品
。
威
儀
態
度
。
風
築
。
風
格
。
風
采

態
度
。
〔
晉
書
‘
賀
循
博
〕
前
蒸
陽
令
郭
訥
‘
風
度
簡

喋
、
器
識
朗
抜
。
〔
晉
書
‘
宗
室
博
論
〕
安
平
風
度
宏
遊
、

器
宇
高
雅
、
内
弘
1

一
道
義
盆
介
闇
―
―
忠
貞
↓
〔
宋
書
‘
王
景

文
偉
〕
風
度
滝
梓
、
理
懐
清
暢
゜
〔
唐
書
‘
張
九
齢
博
〕
張

九
齢
罷
弱
有
―
―
譴
藉
一
云
云
、
後
帝
毎
用
レ
人
、
必
曰
‘
風

度
能
若
―
―
九
齢
―
乎
゜
〔
宋
史
‘
儒
林
五
、
胡
安
國
傭
〕
然

風
度
凝
遠
、
蒲
1

一
然
塵
表
↓
〇
風
が
吹
き
わ
た
る
。
〔
玉

僧
襦
、
中
寺
碑
銘
〕
日
流
閃
礫
、
風
度
清
辮
゜
〔
慧
浮
、
和
二

琳
法
師
詩
1

詩
〕
塵
飛
揚
l

―
雅
梵
ぢ
風
度
引
二
疎
鐘
ニ
O
棲

の
名
。
廣
東
省
曲
江
縣
治
の
南
。
唐
の
張
九
齢
‘
相
と

な
る
や
‘
玄
宗
‘
之
を
重
ん
じ
、
人
を
用
ひ
る
毎
に
‘
必

ず
‘
風
度
‘
九
齢
の
如
き
を
得
る
か
と
い
ふ
。
郡
人
因
つ

て
棲
に
名
づ
く
。

【
風
燈
】
393

認
〇
風
の
吹
く
と
こ
ろ
の
燈
火
。
風
中
の

三
三
八

12934 



(43756・ ・394) (43756・ ・419) 

風

部

風

と
も
し
び
。
〔
杜
甫
、
漫
成
詩
〕
江
月
去
レ
人
只
散
尺
、
風

燈
照
レ
夜
欲
乞
一
更
↓
〔
陸
滞
、
雨
夜
詩
〕
虚
堂
閃
―
―
風
燈
一

獨
虞
誰
興
娯
゜
〔
悦
環
‘
寄
,
,
虞
士
行
―
詩
〕
照
な
夜
風
燈

人
獨
宿
、
打
レ
聰
江
雨
鶴
相
依
。
●
人
生
の
は
か
な
い

喩
。
風
前
の
燈
。
風
燭
。
風
中
燭
。
〔
遼
史
、
耶
律
和
尚
偉
〕

嗜
レ
酒
不
レ
事
レ
事
、
以
レ
故
不
レ
獲
1

一
柄
用
ぶ
5

以
為
レ
言
、

答
曰
‘
吾
非
レ
不
レ
知
、
顧
人
生
如
↓
1

風
燈
石
火
二
不
レ
飲

将
何
為
。
〔
萬
善
同
蹄
集
〕
無
常
迅
速
、
念
念
遷
移
、
石

火
風
燈
‘
逝
波
残
照
‘
露
華
電
影
、
不
レ
足
レ
為
レ
喩
゜

〖
風
燈
子
〕
函f翌
g

〗

t
翌
g
'
t
z
i
l街
燈
゜

【
風
頭
】
395

認
風
の
吹
く
と
こ
ろ
。
風
の
模
様
。
〔
本
参
、

走
レ
馬
川
行
奉
1

一
送
出
師
西
征
一
詩
〕
風
頭
如
レ
刀
面
如
＞

割
‘
馬
毛
齋
雪
汗
氣
蒸
。
〔
杜
牧
‘
押
1一
兵
甲
〖
生
谷
ロ
一

詩
〕
水
辞
1

一
谷
旦
山
寒
少
、
今
日
風
頭
較
暖
無
。
〔
紅
棲

夢
‘
六
回
〕
先
試
試
風
頭
↓

【
風
藤
】
396

認
蔓
草
の
名
。
ふ
う
と
う
か
づ
ら
。
南
藤

の
異
名
。
〔
本
草
、
南
藤
〕
繹
名
、
石
南
藤
‘
丁
公
藤
‘
丁

公
寄
‘
丁
父
、
風
藤
。

【
風
洞
】
397

認
洞
の
名
。
●
河
北
省
昌
平
縣
゜
〔
昌
平
山

水
記
〕
黍
谷
亦
謂
,
,
之
寒
谷
一
山
有
↓
1

風
洞
一
洞
口
風
凜

冽
‘
盛
夏
人
不
―
―
敢
入
↓
〇
雲
南
省
大
闊
縣
゜

【
風
動
】
398

認
●
風
が
う
ご
く
。
風
が
は
げ
し
く
吹
く
。

〔
晉
書
、
都
超
傭
〕
温
令
,
,
超
帳
中
臥
競
＂
之
、
風
動
帳
開
。

〔
王
薇
之
、
問
慰
諸
帖
上
〕
吾
渉
1

一
冬
節
盃
便
覺
1

一
風
動
日
H

増
甚
↓
〔
李
白
‘
口
琥
詩
〕
風
動
荷
花
水
殿
香
‘
姑
蘇
畳
上

見,,
呉
王
↓
〔
蘇
轍
‘
黄
棲
賦
〕
振
レ
臀
長
噛
‘
風
動
雲
興
。

0
風
が
草
木
を
動
か
す
や
う
に
靡
き
動
か
す
。
感
化
す

る
。
〔
書
、
大
馬
膜
〕
帝
曰
、
伴
ネ
位
炉
欲
以
治
、
四
方
風

動
盃
惟
乃
之
休
。

【
風
徳
】
399

認
●
徳
を
布
き
及
ぽ
す
°
徳
に
化
す
る
を

い
ふ
。
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
風
レ
徳
以
廣
レ
之
、
風
―
―
山
川
1

以

遠
レ
之
。
〔
司
馬
相
如
‘
難
―
―
蜀
父
老
ー
文
〕
四
面
風
レ
徳
゜

〔
後
漢
書
、
第
五
倫
偉
〕
乃
上
疏
褒
↓
1

稽
盛
美
面
四
以
勧
1

一

成
風
徳
↓
〔
晉
書
、
築
志
上
〕
崖
蛋
庶
類
、
風
徳
永
康
°
●

風
度
と
徳
行
。
〔
南
齊
書
、
高
逸
、
明
僧
紹
博
〕
僧
紹
聞
1

一

沙
門
繹
僧
遠
風
徳
な
江
候
1

一
定
林
寺
↓

【
風
毒
】
400

昇
病
名
。
中
氣
の
類
。
風
疾
(
2
4
4
)

に
同

じ
。
〔
岱
康
‘
難
玉
宅
無
二
吉
凶
撮
生
ー
論
〕
夫
危
邦
不
レ
入
、

所
和
盆
要
乱
政
之
害
二
重
門
撃
析
、
所
3

以
避
―
―
狂
暴
之

災
面
居
必
爽
壇
、
所
和
盆
空
風
毒
之
患
↓

【
風
軟
】
401

焚
風
が
静
か
に
吹
く
。
風
頼
。
〔
戴
叔
倫
‘

没
レ
舟
詩
〕
風
軟
扁
舟
穏
、
行
依
緑
水
堤
゜
〔
杜
牧
‘
代
レ

人
寄
レ
遠
詩
〕
河
橋
酒
柿
風
楔
‘
候
館
梅
花
雪
嬌
。
〔
曹

唐
、
長
安
客
含
叙
―
―
邪
陵
藷
宴
一
寄
-
4

永
州
葡
使
君
1

詩〕

竹
葉
水
繁
更
漏
促
、
桐
花
風
軟
管
弦
清
。
〔
李
俊
民
、
集

古
贈
別
詩
〕
洞
庭
風
楔
荻
花
秋
‘
客
散
―
―
江
亭
示
叩
杏
休
。

【
風
入
】
402

芸
風
が
入
る
。
風
が
吹
き
入
る
。
〔
水
経
‘

夷
水
注
〕
水
源
東
北
之
風
井
山
‘
迦
曲
有
―
―
異
勢
ぶ
八
口

大
如
な
血
‘
哀
山
松
本
‘
夏
則
風
出
、
冬
則
風
入
、
春
秋
分

則
静
゜
〔
張
問
覆
花
賦
〕
風
入
―
―
琳
宮
二
春
蹄
華
屋
涵
F

折
―
―
青
納
五
色
凝
―
寒
緑
↓

〖
風
入
松
〗4

0
3
各
芍
●
築
府
‘
琴
曲
歌
辟
の
名
。
も
と

晉
の
岱
康
の
作
。
唐
の
絞
然
に
歌
辟
が
あ
る
。
畷
耕

録
、
巻
十
四
に
見
ゆ
。
〔
築
府
詩
集
‘
琴
曲
歌
辞
‘
風
入
松

歌
序
〕
琴
集
日
、
風
入
松
‘
晉
岱
康
所
レ
作
也
。
〔
僧
絞
然
‘

風
入
松
歌
〕
西
嶺
松
臀
落
H
秋
、
千
枝
萬
葉
風
麗
闊
、
美

人
援
レ
琴
弄
1

一
成
曲
盃
霜
丙
松
間
臀
断
績
、
臀
断
績
清
―
―
我

表
流
波
壊
レ
陵
安
足
レ
論
、
美
人
夜
坐
月
明
裏
‘
含
1

ふ少

商
—
令
照1

1清
徴
ご
風
何
凄
分
諷
醜
‘
攪
―
―
寒
松
1
分
又
夜

起
、
夜
表
央
曲
何
長
、
金
徽
更
促
臀
決
決
、
何
人
此
時

不
レ
得
レ
意
、
意
若
レ
弦
悲
聞
―
―
客
堂
H

●
詞
牌
の
名
。

【
風
熱
】
404

昇
風
疾
の
熱
。
〔
本
草
‘
絡
石
〕
主
治
‘
風
熱
、

死
肌
‘
纏
傷
、
口
乾
。

【
風
波
】
405

唸

0
か
ぜ
と
な
み
。
な
み
か
ぜ
。
又
‘
か
ぜ

が
ふ
い
て
な
み
だ
っ
こ
と
。
〔
楚
辟
、
九
章
、
哀
那
〕
順
―
―

風
波
以
従
社
流
分
‘
為
洋
洋
而
為
レ
容
。
〔
新
書
‘
俗
激
〕

中
流
而
遇
1
1

風
波
1

也
。
〔
史
記
、
東
越
傭
〕
以
―
―
海
風
波
―

為
レ
解
、
不
レ
行
。
〔
漢
書
‘
質
誼
傭
〕
経
制
不
に
疋
‘
是
猶
下

度
1
1江
河
—
亡
維
横
中
流
而
遇
中
風
波
5
船
必
覆
矢
゜

〔
説
苑
‘
雑
言
〕
何
以
知
1

一
風
波
之
患
↓
〔
後
漢
書
、
渇
術
博

下
〕
譴
風
臨
而
飛
揚
。
〔
謝
悪
連
、
西
陵
遇
レ
風
獄
康

果
詩
〕
仔
籍
阻
風
波
一
〇
動
揺
し
て
お
だ
や
か
な
ら

ぬ
も
の
の
喩
。
あ
ら
そ
ひ
。
も
め
ご
と
。
ご
た
ご
た
。
紛
擾
゜

〔
荘
子
、
人
間
世
〕
言
者
、
風
波
也
、
行
者
、
賓
喪
也
‘
夫
風

波
易
1一
以
動
云
賓
喪
易
—
ー
以
危
→
〔
杜
荀
鶴
‘
将
レ
過
二
湖
南
一

経
1
1馬
営
山
廟
—
云
云
詩
〕
祗
伯
馬
営
山
下
水
、
不
レ
知
―
―
―

平
地
有
―
―
風
波
↓
〔
邪
碓
、
安
築
窯
自
恰
詩
〕
不
レ
作
1

一
風
波

於
世
上
面
]
無
和
氷
炭
到
胸
中
↓
●
別
離
の
喩
゜
〔
李
陵
、

興
1

一
蘇
武
1

詩
〕
風
波
一
失
レ
所
、
各
在
1

一
天
一
隅
↓
●
う
き

世
の
わ
づ
ら
ひ
。
〔
黄
庭
堅
‘
題
―
―
玄
箕
子
圏
一
詩
〕
人
間

三
三
九

底
是
無
レ
波
虞
‘
一
日
風
波
十
二
時
。
〔
書
言
故
事
、
地
理
部
、
或
有
―
―
馬
牛
風
逸
越
レ
境
相
責
之
事
公
ユ
南
北
遼
遠
、

類
〕
世
情
派
洞
日
q

風
波
↓
〇
亭
の
名
。
浙
江
省
杭
縣
城
不
レ
虞
何
以
見
レ
伐
。

内
の
藷
按
察
使
司
獄
署
の
右
、
土
地
廟
の
前
に
在
り
、
【
風
~
】

4
1
2
t
'

い
風
に
ひ
る
が
へ
る
は
た
。
〔
武
元
衡
‘
嘉

即
ち
宋
の
大
理
寺
獄
風
波
亭
の
故
趾
。
岳
飛
が
害
に
遇
陵
騨
詩
〕
悠
悠
風
柿
饒
11

山
川
一
山
騨
空
瀬
雨
似
に
煙
゜

っ

た

所

。

〔

杜

牧

‘

奉

T

和
門
下
相
公
送
＂
西
川
相
公
兼
―
―
領
相
印
―

〖
風
波
之
民
]
4
0
6

苔
？
心
の
動
揺
し
易
い
人
を
い
ふ
。
出
鎮
乙
全
蜀
・
詩
〕
虎
騎
揺1
1風
柿
五
紹
冠
韻
―
―
水
蒼
→

〔
荘
子
、
天
地
〕
若
―
―
夫
人
1

者
、
非
―
―
其
志
示
＇
レ
之
、
非
1
1

其
【
風
撮
】
413

笞
風
が
ふ
る
ひ
動
か
す
。
風
が
お
し
ひ
ら

心
示
＇
レ
為
、
雖
ぶ
竪
天
下
一
警
レ
之
、
得
＊
其
所
謂
警
然
上
く
。
〔
杜
牧
‘
歎
花
詩
〕
如
今
風
撮
花
狼
籍
‘
緑
葉
成
レ
陰

不
レ
顧
‘
以
―
―
天
下
ー
非
レ
之
‘
失
―
―
其
所
謂
儒
然
示
ー
レ
受
‘
子
涌
レ
枝
゜
〔
羅
鄭
‘
送
11

張
逸
人
五
詩
〕
林
頭
残
薬
鼠
倫

天
下
之
非
餐
無
茶
血
損
—
焉
‘
是
謂
―
―
全
徳
之
人
一
哉
‘
我
盤
‘
埃
上
破
門
風
提
斜
。
〔
羅
隠
‘
淮
南
高
絣
所
レ
造
迎

之

謂

―

―

風

波

之

民

↓

仙

棲

詩

〕

子

細

思

量

成

11

底
事
W

露
凝
風
撮
作
―
―
塵
埃
↓

【
風
馬
】
407

匁
〇
神
が
乗
る
と
博
へ
ら
れ
る
馬
。
紳
駕
。
【
風
霜
】
414

苔
風
が
吹
い
て
土
を
降
ら
す
を
い
ふ
。
〔
繹

〔
漢
書
‘
幡
築
志
、
郊
祀
歌
‘
練
時
日
〕
震
之
下
若
,
,
風
馬
一
名
、
秤
天
〕
風
而
雨
レ
土
曰
レ
霞
‘
霞
‘
晦
也
、
言
‘
如
11

物
塵

左
―
↓
蒼
龍
石
11

白
虎
↓
〔
博
玄
‘
呉
楚
歌
〕
雲
為
レ
車
分
風
晦
之
色
一
也
。
〔
詩
、
邸
風
‘
終
風
〕
終
風
且
霞
゜
〔
魏
書
、
雀

為
レ
馬
。
〔
柳
宗
元
‘
雷
塘
繭
レ
雨
文
〕
風
馬
雲
車
‘
粛
焉
徘
光
傭
〕
昨
風
霞
暴
興
‘
紅
塵
四
塞
‘
白
日
萱
昏
、
特
可
11

驚

贋
〔
宋
史
、
築
志
十
六
〕
来
如
11

風
馬
款
然
云
還
留
輻
已
滋
畏
↓
〔
宋
史
‘
折
御
卿
傭
〕
一
夕
風
霞
‘
有
レ
騎
走
―
―
螢
中
↓

繁
●
放
逸
す
る
馬
。
風
馬
牛
不
―
―
相
及-
(
4
1
1
)

を
見
よ
。
【
風
冒
】41
5
f

翌

g
'
m
a
o
•
感
冒
。
風
邪
。

〖
風
馬
牛
〗
囮
認
パ
少
し
も
相
隅
し
な
い
喩
。
風
馬
牛
【
風
望
】

4
1
6
雰
風
采
人
望
。
人
よ
り
敬
慕
せ
ら
れ
る
風

不
11

相
及
-
(
4
1
1
)

を
見
よ
。
〔
韻
府
引
、
陸

itn
、
詩
〕
酔
自
酔
度
。
〔
魏
志
、
楊
俊
傭
〕
司
馬
朗
早
有
―
―
臀
名
む
其
族
兄
芝

倒
愁
自
愁
‘
愁
興
涵
酒
如
二
風
馬
牛
↓
〔
韻
府
引
‘
陸
涌
‘
詩
〕
衆
未
1

一
之
知
盃
惟
俊
言
日
‘
芝
雖
11

風
望
不
p

及
袖
朗
‘
賓
理

八
十
又
過
レ
ニ
‘
輿
レ
人
風
馬
牛
。
但
有
レ
優
耳
゜
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
戴
洋
博
〕
為
レ
人
短
阻
元
,
,
風

〖
風
馬
不
レ
接
〗40

9
焚
5ズ
無
闊
係
の
意
。
風
馬
牛
不

1
1

望
涵
社
g
道
術
伍
妙tー
解
占
候
卜
散
→
〔
魏
書
、
景
穆
十
二

相
及
一
(
4
1
1
)

に
同
じ
。
〔
宋
書
、
隠
逸
、
王
弘
之
博
〕
凡
祗
王
上
、
京
兆
王
保
博
〕
椋
寛
和
有
1

一
度
量
五
杢
容
貌
盃
ぢ
望

離
送
別
、
必
在
1

一
有
情
「
下
官
興
レ
殷
、
風
馬
不
レ
接
、
無
レ
儀
然
‘
得
喪
之
間
、
不
レ
見
,
,
於
色
↓
〔
魏
書
‘
頸
深
博
冦
盆
g

縁

逗

従

五

隠

貴

其

言

↓

軽

簡

、

好

1

一
嘲
詭
i

故
少
1
1

風
望
↓
〔
唐
書
、
蕪
至
忠
債
〕
至

〖
風
馬
蹄
不
レ
及]
4
1
0

砕
心
幻
多
メ
モ
遠
く
離
れ
て
ゐ
る
忠
始
在
レ
朝
、
有1一
風
望
ぶ
合
止
閑
敏
、
見
レ
推
為

1一
名
臣
→

喩
。
風
馬
牛
不
二
相
及
ー
に
同
じ
。
〔
太
平
記
十
七
‘
山
門
【
風
帽
】
417

芯
冬
日
‘
寒
を
防
ぐ
具
。
〔
戴
復
古
‘
九
日

牒
送
―
―
南
郡
事
〕
然
而
南
北
境
阻
‘
風
馬
蹄
不
レ
及
。
詩
〕
酔
来
風
帽
半
欽
斜
‘
幾
度
他
郷
討
―
―
菊
花
↓
〔
羅
軋
‘

〖
風
馬
牛
不
二
相
及-
]
4
1
1

苔
昇
名
ゥ
モ
牝
牡
相
し
た
ふ
比
紅
兒
詩
〕
若
使

1
1紅
兒
風
帽
載
盃
匡
使
―
―
瑶
池
會
上
看
→

馬
牛
が
相
求
め
て
得
ぬ
程
遠
く
離
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
一
〔
苑
成
大
、
正
月
十
四
日
雨
中
興
―
―
正
夫
朋
元
1

小
集
夜

説
に
、
風
は
放
逸
す
る
こ
と
。
無
闊
係
の
喩
゜
〔
左
氏
‘
蹄
詩
〕
燈
市
凄
清
燈
火
稀
、
雨
巾
風
帽
笑
欝
遅
゜

倍
、
四
〕
齊
侯
以
―
―
諸
侯
之
師
1

侵
レ
禁
‘
禁
潰
‘
遂
伐
レ
楚
、
【
風
貌
】
418

忽
や
う
す
。
な
り
ふ
り
。
風
采
容
貌
。
〔
魏

楚
子
使
一
正
¢
師
言1曰
‘
君
慮
—
弔
北
海
二
寡
人
慮
―
―
南
海
一
志
、
鍾
會
博
‘
注
〕
博
物
記
日
、
初
王
菜
興
-
―
族
兄
凱
ー
倶

唯
是
風
馬
牛
不
1一
相
及
一
也
、
不
レ
虞
君
之
渉
ー
吾
地

1
也
‘
避
―
―
地
荊
州
面
劉
表
欲-1以
な
女
妻
ヮ
祭
‘
而
嫌
—
甘
其
形
栢
而

何
故
。
〔
注
〕
牛
馬
風
逸
‘
蓋
末
界
之
微
事
、
故
以
取
レ
喩
。
用
卒
i

以
―
―
凱
有
―
―
風
貌
五
乃
以
妻
レ
凱
。
〔
宋
書
、
孔
競
傭
〕

〔
疏
〕
服
虔
云
、
風
、
放
也
‘
牝
牡
相
誘
‘
謂
1

一
之
風
三
云
云
、
競
蓬
首
緩
帯
‘
風
貌
清
巖
‘
皆
重
逃
屏
氣
‘
莫
―
―
敢
欺
犯
↓

些
―
―
竺
風
馬
牛
盃
叩
焉
牛
風
逸
、
牝
牡
相
堕
蓋
是
末
界
〔
魏
書
、
陸
希
道
博
〕
有
嵐
墾
美
験
髯
‘
歴
賣
経
史
｛

之
微
事
、
言
"
'
此
事
不
1

一
相
及
一
故
以
取
"
'
喩
不
1
1

相

干

―

頗

有
1

一
文
致
↓

也
。
〔
會
箋
〕
牛
馬
風
逸
、
互
犯
―
―
其
壌
畜
凶
生
二
争
端
面
此
【
風
暴
】
419

祁
●
風
が
急
に
起
る
こ
と
。
又
、
暴
風
を
い

末
界
之
微
事
、
以
喩
レ
鉦
竺
些
争
端
一
也
、
言
、
唯
雨
國
比
ふ
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
日
出
而
風
為
レ
暴
゜
〔
疏
〕
陰
雲
不
』
興

12935 
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而
大
風
暴
起
。
〔
詩
‘
邸
風
、
終
風
〕
終
風
且
暴
‘
顧
レ
我
則

笑
。
〔
詩
、
小
雅
‘
魚
麗
、
魚
麗
二
子
匿
―
鰭
蕉
、
疏
〕
古
者

不
レ
風
不
レ
暴
不
レ
行
レ
火
、
言
"
風
暴
然
後
行
＂
火
也
、
風

暴
者
、
謂
―
―
氣
寒
其
風
疾
五
其
風
疾
、
即
北
風
謂
―
―
之
涼

風
ギ
北
風
箋
云
‘
寒
涼
之
風
‘
病
1

一
害
萬
物
五
是
也
、
北
風
、

冬
風
之
撼
名
、
自
,
,
十
月
一
始
、
則
風
暴
謂
―
―
十
月
一
也
‘
故

王
制
云
‘
昆
晶
未
レ
蟄
、
不
―
―
以
火
田
↓
●
島
の
名
。
浙
江

省
臨
海
縣
の
東
南
海
中
。
台
州
列
島
の
最
北
の
も
の
。

【
風
伯
】
420

霧
●
風
の
神
。
風
師
。
飛
廉
。
〔
獨
断
、
上
〕
風

伯
紳
‘
箕
星
也
‘
其
象
在
レ
天
能
興
レ
風
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志

上
〕
風
伯
雨
師
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
風
伯
‘
飛
廉
也
。
〔
後
漢

書
‘
祭
祀
志
下
〕
縣
邑
常
以
1

一
乙
未
日
一
祠
1

一
先
農
子
乙
地
一

以
―
―
丙
戌
日
l

祠
―
―
風
伯
子
戌
地
一
以
1

一
己
丑
日
1

祠,,
雨

師
子
丑
地
↓
〔
班
固
、
東
都
賦
〕
雨
師
没
瀑
‘
風
伯
消
塵
゜

〔
儲
光
薇
‘
祭
1

一
風
伯
壇
―
云
云
詩
〕
将
し
修
―
―
風
伯
祀
↓
●

鳶
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
禽
鳥
、
鳶
〕
禽
経
註
、
風
禽
‘

鳶
類
、
越
人
謂
―
―
之
風
伯
盃
飛
翔
則
天
大
風
。

〖
風
伯
雨
師
〗4

2
1
努
ハ
ク
風
の
紳
と
雨
の
紳
゜
〔
史
記
‘

封
祠
書
〕
苑
有
1

一
日
月
参
辰
、
南
北
斗
‘
焚
惑
‘
太
白
‘
歳

星
、
填
星
‘
辰
星
二
十
八
宿
‘
風
伯
‘
雨
師
‘
四
海
九
臣
十

四
臣
‘
諸
布
、
諸
巖
諸
述
之
属
百
有
餘
廟
↓
〔
司
馬
相

如
、
大
人
賦
〕
召
屏
靡
誅
―
―
風
伯
而
刑
1
l

雨
師
二
捜

紳
記
、
四
〕
風
伯
雨
師
‘
星
也
、
風
伯
者
、
箕
星
也
、
雨
師

者
、
畢
星
也
。

〖
使
―
―
風
伯
掃
』
塵
]
4
2
2

”
”
が
心
だ
ぞ
風
の
紳
に
前
騒
さ

せ
る
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
使
―
―
風
伯
掃
J

塵゚

〖
風
伯
進
レ
掃
雨
師
瀧
レ
道
冨
努
お
ね
”
が
ス
’
風
伯

雨
師
に
天
子
の
行
幸
の
前
騒
を
さ
せ
る
を
い
ふ
。
〔
韓

非
子
、
十
過
〕
風
伯
進
レ
掃
、
雨
師
瀧
レ
道
。
〔
奮
唐
書
‘
秋

仁
傑
傭
〕
高
宗
将
レ
幸
迅
3

陽
宮
冨
竺
仁
傑
―
為
1

一
知
頓
使
一

井
州
長
史
李
沖
元
以
、
道
出
1

一
妬
女
祠
公
俗
云
‘
盛
服
過

者
、
必
致
二
風
雷
之
災
五
乃
登
＝
散
萬
人
面
叫
開
,
,
御
道
戸
」

傑
日
、
天
子
之
行
‘
千
乗
萬
騎
‘
風
伯
清
レ
塵
‘
雨
師
瀧
レ

道
、
何
妬
女
之
害
耶
‘
逮
令
レ
罷
レ
之
。

【
風
登
】
4
2
4
t
が
〇
か
ぜ
が
お
こ
る
。
〔
詩
‘
檜
風
‘
匪
風
〕

匪
風
登
令
‘
匪
車
偲
分
。
●
風
の
や
う
に
お
こ
る
。
勢
の

烈
し
い
形
容
。
速
い
形
容
。
〔
揚
雄
、
河
東
賦
〕
風
登
腿

彿
、
神
騰
鬼
趙
。
〔
魏
書
、
景
穆
十
二
王
下
、
中
山
王
英

博
〕
黄
石
公
所
謂
戦
如
,
,
風
登
盆
久
如
二
河
決
↓
〔
資
治
通

鑑
‘
晉
紀
〕
（
成
帝
、
咸
和
五
年
）
侯
1

一
足
下
軍
到
面
風
獲
相

風

部

風

赴
。
〔
注
〕
風
登
‘
言
"
其
速
1

也
。
●
議
論
の
盛
に
は
げ
し

い
形
容
。
〔
後
漢
書
‘
皇
甫
嵩
傭
〕
賓
紳
機
之
至
會
、
風
稜

之
良
時
也
。
〔
韓
愈
、
柳
子
厚
墓
誌
銘
〕
辟
属
風
登
゜

【
風
抜
]
4
2
5
t
四
風
が
抜
く
。
〔
陸
漉
木
瓜
舗
短
歌
〕
淫

橋
鋏
断
木
留
レ
沙
、
崖
腹
崩
顔
風
抜
レ
樹
。

【
風
帆
】
426

焚
か
ぜ
を
卒
ん
で
ゐ
る
帆
。
〔
劉
廷
芝
‘
江

南
曲
〕
艤
舟
乗
レ
潮
去
、
風
帆
振
レ
草
涼
゜
〔
張
九
齢
、
江

上
便
風
呈
―
―
褻
宣
州
耀
卿
―
詩
〕
江
路
興
』
天
連
、
風
帆
何

森
然
。
〔
杜
甫
、
過
―
―
南
岳
1

入
―
―
洞
庭
湖
―
詩
〕
畝
側
風
帆

涌
‘
微
瞑
水
騨
孤
。
〔
景
池
、
秋
夜
宿
―
―
淮
口
1

詩
〕
風
帆

幾
慮
客
‘
天
地
雨
河
星
。

〖
風
帆
船
〗4

2
7
努
？
帆
前
船
。

〖
風
帆
雲
鳥
冨
努
袋
風
を
う
け
た
帆
船
と
空
麻
<

飛
ぶ
鳥
。
〔
重
野
成
齋
‘
霞
馴
臨
幸
記
〕
風
帆
雲
鳥
‘
出
1

一

液
乎
碧
波
浩
蕩
之
中
↓

〖
風
帆
沙
鳥
〗4
2
9
5
が
弯
風
を
は
ら
ん
だ
帆
と
沙
濱
で

遊
ぶ
水
鳥
。
〔
蓋
谷
青
山
、
名
花
三
趣
〕
風
帆
沙
鳥
、
出
―
―

液
垂
柳
疎
松
之
間
↓

【
風
範
】
430

焚
風
儀
。
風
采
。
又
‘
み
ち
び
き
‘
て
ほ
ん

と
な
る
こ
と
。
教
化
。
模
範
。
〔
宋
書
‘
張
暢
傭
〕
顔
竣

表
面
凰
張
暢
遂
不
五
救
レ
疾
、
東
南
之
秀
‘
蚤
樹
"
風

熊

聞
1
1

問
悽
愴
↓
〔
南
齊
書
‘
庚
果
之
偉
〕
風
範
和
潤
‘
善
―
―

昔
吐
↓
〔
魏
書
、
李
孝
伯
偶
論
〕
燕
趙
信
多
-
l

奇
士
云
李
孝

伯
‘
風
範
鑑
略
‘
蓋
亦
過
レ
人
遠
甚
。

【
風
痛
】
431

焚
風
に
翻
へ
る
猪
。
安
定
し
な
い
喩
゜
〔
陸

漉
示
レ
客
詩
〕
風
施
畢
党
非
―
―
心
境
ず
瓦
礫
何
妨
是
道
箕
。

〖
風
施
之
論
]
4
3
2
0
7
,

”
ハ
ン
ノ
定
ら
ぬ
議
論
の
喩
。
〔
景
徳

博
燈
録
、
五
‘
慧
能
大
師
〕
師
寓
-
1

止
廊
應
間
二
春
夜
風

墨
刹
蜻
聞
己
一
僧
射
論
二
云
膳
動
、
一
云
風
動
、
往

復
酬
答
、
未
1一
曾
契
』
理
‘
師
日
‘
可
な
合

l〗
一
俗
流
輻
預
-
1高

論
否
、
直
性
風
権
匪
動
、
動
―
―
自
‘
少
耳
。
〔
書
言
故

事
、
秤
教
類
〕
熊
僧
間
間
翠
奉
1

一
風
猪
之
論
↓

【
風
翻
】
433

芯
風
が
ひ
る
が
へ
す
。
風
に
ひ
る
が
へ
る
。

〔
白
居
易
、
秘
省
後
顧
詩
〕
愧
花
雨
潤
新
秋
地
、
桐
葉
風

翻
欲
レ
夜
天
。
〔
温
庭
箱
、
淡
上
詩
〕
風
翻
二
荷
葉
二
向

白
‘
雨
温
―
蓼
花
一
千
穂
紅
。
「
の
小
錢
。

【
風
皮
】
4
3
4
f
翌
g
'
p
'
i
'

私
鏡
の
一
文
錢
。
薄
ぃ
悪
質

【
風
披
】
4
3
5
5
’
●
し
た
が
ひ
な
び
く
。
〔
晉
書
‘
張
軌
傭
〕

必
営
1

面
萬
里
風
披
有
レ
征
無
＂
戦
。
●
風
が
ひ
ら
き
は
ら

ふ
。
〔
趙
孟
顛
‘
修
竹
賦
〕
葡
爾
雨
沐
‘
巣
果
風
披
。

[
風
飛
】

4
3
6
g
O風
が
飛
ぶ
。
〔
江
滝
‘
報
,
,
哀
叔
朋
書
〕
【
風
舞
】
444

な

O
風
に
舞
ふ
。
〔
子
蘭
‘
長
安
早
秋
詩
〕

方
今
仲
秋
、
風
飛
1

一
平
原
↓
〔
庚
信
、
周
太
子
少
保
歩
陸
退
風
舞
椀
花
落
―
―
御
溝
五
終
南
山
色
入
↓
一
城
秋
↓
●
舞
零
に

神
道
碑
〕
桐
街
柳
市
‘
塵
起
風
飛
゜
●
風
の
や
う
に
飛
ぶ
。
於
て
風
に
営
り
涼
を
納
れ
る
こ
と
。
舞
疇
は
天
を
祭

疾
く
勢
あ
る
さ
ま
。
〔
沈
洞
‘
為
―
―
王
僧
辮
等
[
5
-
―
進
梁
り
雨
を
蒻
る
慮
゜
〔
論
語
、
先
進
〕
風
1

一
乎
舞
零
↓
〔
集
注
〕

元
帝
ー
第
二
表
〕
風
飛
電
耀
、
志
A

滅
1

一
凶
醜
↓
〔
庚
信
‘
哀
風
乗
レ
涼
也
‘
舞
零
祭
レ
天
繭
レ
雨
之
慮
‘
有
―
―
壇
埠
樹
木
一

江
南
賦
〕
瓦
解
泳
洋
、
風
龍
雹
散
‘
渾
然
千
里
、
渦
瀧
一
也
。
〔
王
融
‘
一
1

一
月
三

H
曲
水
詩
序
〕
楔
飲
之
日
在
レ
絃
‘

ILo〔
元
史
‘
兵
志
一
‘
兵
一
〕
滅
レ
夏
剪
レ
金
、
露
轟
風
飛
、
風
舞
之
情
咸
蕩
゜

喪

有

中

土

↓

【

風

楓

】

44577
心
癌
の
あ
る
楓
を
い
ふ
。
風
紳
が
宿
る
と

【
風
齊
】
437

翌
手
足
の
し
び
れ
る
や
ま
ひ
。
中
風
。
〔
震
い
ふ
。
〔
埠
雅
‘
繹
木
‘
楓
〕
藷
説
‘
楓
之
有
レ
癌
者
、
風
神

櫃
経
‘
壽
夭
剛
柔
篇
〕
病
伊
陽
者
命
日
レ
風
、
病
在
伝
陰
者
居
レ
之
‘
云
云
‘
故
造
レ
式
者
以
為
レ
蓋
‘
又
以
1

一
大
霞
一
撃
1

一

命
日
レ
蒋
‘
陰
陽
倶
病
‘
命
日
1

一
風
蒋
↓
〔
宋
書
、
周
績
之
博
〕
棗
木
1

載
レ
之
‘
云
云
‘
楓
尊
棗
卑
‘
故
式
覆
以
―
―
風
楓
玉
載

素
患
―
―
風
痺
禾
’
―
―
復
堪
J

講
。
〔
唐
書
、
地
理
志
一
、
注
〕
高
以
―
―
雷
棗
↓

宗
以
11

風

痺

云

竺

西

内

漱

混

↓

【

風

物

】

446

窃
〇
其
の
土
地
の
風
光
景
状
。
け
し
き
。

【
風
美
】
438

呟
風
俗
の
美
し
い
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
郡
隙
な
が
め
。
風
趣
景
物
。
〔
陶
潜
‘
遊
―
―
斜
川
1

詩
序
〕
天
氣

博
〕
不
レ
能
と
宣
二
賛
美
風
砿
補
•
助
清
化
む
蹴
態
誠
濯
、
無
,
,

澄
和
、
風
物
開
美
。
〔
殷
仲
文
、
南
州
桓
公
九
井
作
詩
〕

以
虞
フ
‘
心
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
風
美
所
レ
扇
‘
訓
革
風
物
自
凄
緊
゜
〔
張
九
齢
、
高
齋
閑
望
言
レ
懐
詩
〕
風
物

千

載

。

動

1

一
蹄
思
云
煙
林
生
―
―
遠
愁
↓
〔
韓
鰍
、
同
題
-
l

仙
遊
観
―
詩
〕

【
風
靡
】
439

吟
〇
風
に
草
が
な
び
き
し
た
が
ふ
や
う
に
仙
畳
下
見
五
城
棲
、
風
物
凄
凄
宿
雨
牧
。
〔
劉
馬
錫
‘
訓
下

皆
服
従
す
る
こ
と
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
預
レ
使
使
レ
燕
‘
架
天
請
1

一
裟
令
公
ー
開
＊
春
加
宴
上
詩
〕
二
室
煙
霞
成
孟
少

燕
従
レ
風
而
靡
゜
〔
後
漢
書
、
渇
異
博
〕
英
俊
雲
集
‘
百
姓
障
さ
一
川
風
物
是
家
園
。
〔
宋
史
‘
張
観
博
〕
（
父
）
嘗
過
レ

風
靡
゜
〔
陸
機
、
五
等
諸
侯
論
〕
強
臣
専
レ
朝
‘
則
天
下
風
洛
‘
嘉
1

一
其
山
川
風
物
ご
口
‘
吾
得
レ
老
1

一
於
此
1

足
矢
‘
観

靡
‘
一
夫
縦
横
‘
則
城
池
自
夷
。
●
風
が
吹
く
こ
と
。
そ
於
レ
是
買

1一
田
宅
,
~
晏
林
樹
一
以
適
―
―
其
意
↓
●
風
化
が

よ
ぐ
こ
と
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
阿
那
蒼
茸
‘
風
靡
雲
披
。
物
を
動
か
す
こ
と
。
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
風
レ
物
以
醗
レ
之
。

〔

播

岳

‘

芙

蓉

賦

〕

風

靡

雲

旋

。

「

じ

。

〔

注

〕

言
1

一
風
化
之
動
L

物
、
莫
已
小
11

傾
レ
耳
而
醗
↓

【
風
評
】
4
4
0
5
炉
う
は
さ
。
と
り
ざ
た
。
風
説
(

3

1

1

)

に
同
[
風
聞
】
441

努

O
か
ぜ
の
た
よ
り
に
き
V
゜
う
は
さ
o

【
風
病
】
441

忠
ウ
●
か
ぜ
ひ
き
。
〔
素
問
‘
三
部
九
候
論
、
風
説
。
風
評
。
〔
漢
書
、
南
舅
‘
趙
佗
傭
〕
風
聞
老
夫
父

注
〕
風
病
之
詠
診
大
。
●
氣
の
狂
ふ
病
。
風
瘍
゜
〔
風
母
墳
墓
已
壊
削
‘
兄
弟
宗
族
已
誅
論
。
〔
晉
書
‘
顧
和
博
〕

俗
通
‘
過
饗
〕
太
守
興
被
1

一
風
病
一
悦
忽
誤
乱
。
〔
後
漢
射
1

主
導
一
日
、
明
公
作
レ
輔
‘
寧
使
nl

網
漏
,
,
呑
舟
一
何
繰

書
‘
韓
稜
億
〕
太
守
葛
興
中
―
―
風
病
示
J
能
レ
罷
レ
政
。
〔
魏
采
1

一
聴
風
聞
霜
竪
察
察
―
為
レ
政
。

O
御
史
に
差
出
し
て

書
、
景
穆
十
二
王
上
‘
汝
陰
王
天
賜
子
脩
義
博
〕
脩
義
性
官
吏
の
非
行
を
弾
劾
す
る
匿
名
の
書
。
風
聞
を
採
用
し

好
涵
酒
、
毎
飲
連
日
、
遂
遇
11

風
病
二
岬
明
昏
喪
。
て
事
を
論
ず
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
魏
書
、
景
穆
十
二
王

【
風
府
】
442779
ゥ
人
骰
の
経
穴
の
名
。
〔
素
問
、
熱
論
〕
其
脈
中
、
任
城
王
雲
長
子
澄
傭
〕
御
史
之
糧
‘
風
聞
是
司
。
〔
容

連
於
風
府
↓
〔
注
〕
風
府
‘
穴
名
也
、
在
1

一
頂
上
入
レ
髭
際
↓
齋
四
筆
、
御
史
風
聞
〕
御
史
許
―
―
風
聞
論
＂
事
、
相
承
有
―
―

【
風
賦
】
443779
ウ
●
詩
歌
を
い
ふ
。
〔
隋
書
、
昔
築
志
上
〕
此
言
盃
皿
不
レ
究
知
所
―
―
従
来
百
ぞ
予
孜
‘
蓋
自
―
―
晉
宋
一

教
レ
之
以
―
―
風
賦
百
弘
＞
之
以
―
―
孝
友
↓
●
詩
の
六
義
の
風
と
以
下
如
レ
此
‘
齊
沈
約
為
―
―
御
史
中
承
一
玉
奏
1

一
弾
王
源
一
日
、

賦
゜
〔
白
居
易
、
策
林
六
十
‘
救
二
學
者
之
失
―
〕
講
レ
詩
者
風
聞
東
海
王
源
‘
蘇
晃
會
要
云
‘
故
事
御
史
畳
無
伍
多

以
1
1

六
義
風
賦
一
為
レ
宗
、
不
レ
専
1

一
於
鳥
獣
草
木
之
名
↓
〇
詞
訟
一
之
例
4

有
―
―
詞
状
在
＂
門
‘
御
史
採
レ
状
、
有
―
―
可
レ
弾

文
章
の
名
。
楚
、
宋
玉
作
。
文
選
十
三
倦
に
載
す
。
〔
宋
者
盃
即
略
―
―
其
姓
名
函
旱
含
風
聞
訪
知
↓

玉
、
風
賦
‘
注
〕
向
曰
、
史
記
云
‘
宋
玉
‘
郡
人
也
、
為
-
―
楚
【
風
兵
】
紐
苔
む
や
み
に
怖
ぢ
お
そ
れ
る
。
風
の
そ
よ

大
夫
五
時
襄
王
騎
奢
、
故
宋
玉
作
1

一
此
賦
ー
以
諷
レ
之
。
ぎ
に
も
兵
が
来
た
か
と
お
び
え
る
。
〔
水
滸
偉
‘
九
十
五

三
四
〇

12936 



(43756・ ・449) (43756・ ・484) 

風

部

風

回
〕
況
我
兵
驚
恐
‘
凡
杯
蛇
鬼
車
風
兵
帥
甲
‘
無
各
仕
非
1
-

〔
宋
史
‘
陳
尭
斐
債
〕
伺
1

一
風
便
1

一
日
可
レ
逹
。

O
風
の

撼

レ

志

之

物

-

た

よ

り

。

う

は

さ

。

幸

便

。

〔

羅

隠

‘

秋

日

有

レ

寄

―

―

姑

蘇

曹

【
風
表
】
440
勺

[

O外
見
。
外
貌
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
慕
容
使
君
―
詩
〕
水
寒
不
レ
見
雙
魚
信
‘
風
便
唯
聞
五
袴
謳
°

超
載
記
〕
使
一
,
,
(
韓
）
範
聘
ー
一
子
（
挑
）
輿
二
云
云
‘
（
興
）
謂
レ
[
風
蒲
】
郷
悶
風
に
吹
か
れ
る
蒲
四
o

〔
杜
牧
ヽ
歓
州
慮

範
日
‘
燕
王
在
レ
此
‘
朕
亦
見
レ
之
、
風
表
乃
可
‘
於
n

機
中
丞
見
レ
直
穿
名
饂
―
詩
〕
猶
念
悲
秋
更
分
賜
‘
央
レ
埃
紅

紅
未
也
。
〔
北
史
‘
史
寧
傭
〕
梁
武
帝
引
レ
寧
至
―
―
香
鐙
蓼
映
―
―
風
蒲
↓
〔
道
潜
‘
臨
平
道
中
詩
〕
風
蒲
撒
飛
弄
1

一軽

前
一
謂
レ
之
日
‘
観
1

一
卿
風
表
一
終
是
富
貴
。

.
f
e
n
g
'

柔
ぶ
密
立
蜻
誕
不
二
自
由
↓

p
i
a
o
3

風

力

計

°

[

風

母

】

459

四
神
獣
の
名
。
〔
本
草
‘
風
狸
〕
秤
名
、
風
母
‘

【
風
姦
】
450

苓
つ
む
じ
か
ぜ
。
風
聡
(
4
5
5
)

に
同
し
。
〔
揚
時
珍
曰
‘
風
狸
能
因
レ
風
膀
越
‘
死
則
得
レ
風
復
生
‘
而
又

雄
羽
撒
賦
〕
山
谷
岱
之
風
森
林
叢
為
レ
之
生
レ
塵
。
治
―
―
風
疾
五
瓜
得
風
名
言
太
平
御
覧
‘
獣
部
‘
風
母
〕
南
州

〔
班
彪
‘
北
征
賦
〕
風
姦
獲
以
楓
級
分
‘
谷
水
灌
以
揚
レ
波
。
異
物
記
日
‘
風
母
獣
‘
一
名
平
朕
‘
状
如
レ
朕
無
レ
毛
‘
赤
目

【
風
鞄
】
451

芥
あ
ら
し
。
又
‘
は
げ
し
い
風
。
〔
李
硲
、
設
若
レ
行
‘
逢
レ
人
便
叩
頭
‘
状
如
袖
炉
罪
自
乞
ア
人
若
掛
―
―

陰
議
〕
雷
附
風
鵬
殷
墟
妃
裂
。
打
之
五
恢
然
死
レ
地
、
無
"
復
氣
息
エ
小
得
―
―
風
吹
一
須
史
能

〖
風
飽
電
激
〗4
5
2
[
パ
芦
あ
ら
し
吹
き
雷
電
の
は
げ
し
起
。
〔
宛
委
餘
編
〕
風
紳
日
1一
孟
婆
正
空
殿
母
ー
可
也
‘
又

い
こ
と
。
勢
の
盛
な
形
容
。
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
湘
説
之
風
母
如
レ
猿
‘
打
殺
遇
レ
風
即
活
‘
雷
公
如
レ
猪
‘
冬
月
蟄
1

一

徒

‘

風

聰

電

激

。

地

中

面

掘

得

レ

之

‘

二

物

皆

可

レ

食

‘

作

レ

討

甚

切

‘

其

形

亦

【
風
標
]453

芯
〇
お
も
む
き
。
や
う
す
。
風
采
。
〔
魏
書
‘
相
似
也
。
〔
皮
B
休
‘
送
下
羊
振
文
先
輩
往
―
―
桂
陽
―
蹄
観
上

駄
文
六
王
‘
影
城
王
錫
傭
〕
風
標
才
器
‘
｛
貫
足
1

一
師
範
↓
詩
〕
竹
人
臨
レ
水
迎
―
―
符
節
面
霊
因
穿
な
―
添
茫
信
旗
一

〔
南
史
‘
文
學
博
論
〕
文
章
者
、
蓋
情
性
之
風
標
。
〔
沈
約
、
【
風
蓬
】
460

f
e
n
g
'
p
'
e
n
g
2

船
の
帆
。

齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕
風
標
秀
攀
、
消
暉
映
レ
世
。
〔
北
【
風
手
】
461

界
風
姿
の
美
は
し
い
こ
と
を
い
ふ
。
容
貌

史
‘
猷
文
六
王
、
彰
城
王
娼
博
〕
風
標
才
器
｀
｛
貫
足
1

一
軌
の
ふ
く
よ
か
な
こ
と
。
〔
詩
‘
鄭
風
‘
串
〕
子
之
手
分
‘
候
二

範
↓
〔
鄭
谷
‘
寄
二
左
省
張
起
居
―
詩
〕
風
標
欺
二
鷺
鶴
ぶ
4

我
乎
巷
入
5
゜
〔
集
傭
〕
半
‘
豊
渦
也
。

力
湧
砂
泉
；
〇
標
識
。
表
示
。
〔
南
齊
書
‘
文
學
‘
丘
霊
【
風
木
】
462

戸
●
風
に
吹
か
れ
る
木
。
〔
戴
表
冗
‘
息
齋

鞠
等
博
論
〕
文
章
者
蓋
性
情
之
風
標
、
神
明
之
律
呂
也
。
賦
〕
今
夫
人
之
居
レ
世
、
何
以
異
"
於
水
涸
風
木
之
相
遭
↓

〖
風
標
公
子
]
4
5
4
芯
念
鳥
の
名
。
鷺
。
し
ら
さ
き
。
〔
呉
〇
風
木
歎
に
同
じ
。
〔
劉
宰
‘
詩
〕
桃
李
春
正
華
‘
風
木
養

錫
麒
‘
江
孟
卿
招
"
飲
浮
香
園
―
詩
〕
風
標
公
子
来
何
意
‘
不
レ
待
。

添
窺
白
荷
花
畔
秋
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
鷺
鷲
〕
事
〖
風
木
歎
〗

4
6
3
位
ヤ
ク
，
父
母
に
孝
養
を
盛
す
こ
と
の
出

物
原
始
、
東
披
詩
‘
梢
レ
鷺
為
雪
衣
兒
一
杜
牧
賦
紐
一
風
束
ぬ
う
ら
み
。
風
樹
之
歎
゜
〔
陸
涌
、
焚
黄
詩
〕
早
歳
已

標
公
子
五
廣
記
云
1

一

荻

塘

女

子

↓

興

風

木

歎

‘

餘

生

永

班

蓼

我

詩

。

【
風
聰
】4

5
5芯
つ
む
じ
か
ぜ
。
旋
風
。
〔
哭
子
‘
論
将
〕
風
隧
〖
風
木
之
悲
〗

4
6
4
立
弓
ノ
父
母
が
す
で
に
死
ん
で
孝

敷
至
‘
可
―
―
焚
而
滅
言
王
菜
‘
雑
詩
〕
風
聰
揚
レ
塵
起
‘
白
日
養
の
出
来
な
い
な
げ
き
。
風
樹
悲
(
2
6
7
)

に
同
じ
。
〔
晦

忽
已
冥
゜
〔
王
伶
‘
求
レ
解
―
―
尚
書
1

表
〕
秋
葉
辞
レ
條
‘
不
レ

i

奄
題
践
‘
肱
―
―
趙
中
承
行
賓
―
〕
元
祐
中
‘
丞
趙
公
之
玄
孫

阻
風
聰
之
力
↓
〔
沈
約
‘
宿
―
―
東
園
一
詩
〕
樹
頂
鳴
二
風
諷
心
欅
阜
小
予
此
書
一
編
ぶ
趙
公
之
孝
謹
醇
篤
‘
雖
―
―
古
人
一
猶

【
風
別
】
456

焚
分
別
に
同
じ
。
風
と
分
と
古
昔
同
じ
。
難
レ
之
‘
―
ニ
―
―
復
其
書
了
令
―
一
人
起
レ
敬
不
＞
勝
二
霜
露
風
木

〔
周
蒻
、
秋
官
、
士
師
‘
以
二
荒
翔
之
澤
弘
lo
レ
之
、
注
〕
鄭
司
之
悲
一
也
。
〔
書
言
故
事
、
死
喪
類
〕
答
1

一
人
慰
＞
喪
‘
曰
レ

農
云
‘
辮
‘
讀
為
一
風
別
之
別
↓
〔
陳
第
‘
毛
詩
古
昔
考
〕
今
不
レ
勝
―
―
風
木
之
悲
一

太
行
之
西
‘
滑
．
晉
之
間
、
讀
レ
風
如
レ
分
、
猶
存
―
―
古
昔
↓
【
風
魔
】
465

匁
〇
風
流
に
ふ
け
る
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
、

〔
呉
玉
摺
、
別
雅
〕
今
山
西
及
桂
徳
人
‘
皆
讀
レ
風
如
レ
分
、
倫
曲
〕
退
二
風
魔
ぶ
ノ
年
逸
興
‘
借
―
―
曲
中
妙
理
涵
陶
レ
情
。

風
、
古
学
金
切
‘
詩
・
騒
韻
可
レ
嗅

O
茫
然
た
る
を
い
ふ
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
間
道
場
砕
和

[
風
便
】
457

匁
〇
風
の
便
宜
。
風
向
が
都
合
よ
い
こ
と
。
劇
〕
風
魔
了
張
解
元
面
誓
神
仙
蹄
洞
天
↓

〖
風
魔
漢
〗4

6
6
努
マ
と
ぽ
け
た
人
。
き
ぬ
け
も
の
。
〔
西

廂
記
‘
張
君
瑞
害
―
―
相
思
砿
和
劇
〕
為
二
箇
不
酸
不
酷
風

魔
漢
玉
邸
睛
兒
五
環
化
―
―
望
夫
山
一

【
風
毛
】
4
6
7
7
7
,
[
O
鳥
毛
が
飛
降
る
こ
と
。
撒
に
鳥
を
獲

る
こ
と
の
多
き
を
い
ふ
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
飽
腱
紛
紛
‘

俎
檄
相
纏
‘
風
レ
毛
雨
レ
血
‘
瀧
レ
野
蔽
レ
天
。
●
f

翌
gl

ma 02
衣
服
の
傑
な
ど
に
著
け
る
毛
皮
゜

【
風
鰻
】
468

認
竺
乾
し
鰻
。
〔
本
草
‘
鰻
鰯
魚
〕
秤
名
‘
乾

者
名
―
―
風
鰻
↓

【
風
味
】
469

ぼ
〇
風
流
で
奥
ゆ
か
し
い
性
格
。
人
品
の

ゅ
っ
た
り
と
し
た
さ
ま
。
風
流
譴
藉
゜
〔
宋
書
、
自
序
〕

伯
玉
温
雅
有
風
味
和
而
能
辮
‘
輿
レ
人
共
レ
事
‘
皆
為
二

深
交
↓
〔
南
齊
書
、
王
僧
虔
傭
〕
喧
醜
之
制
、
日
盛
"
於

塵
里
「
風
味
之
響
、
蜀
圭
笠
於
衣
冠
-
〔
韓
愈
‘
答
訟
杷
州

李
使
君
一
書
〕
乖
隔
年
多
、
不
レ
獲
―
―
散
附
書
ェ
慕
二
仰
風

味
未
二
嘗
敢
忘
↓
〇
上
品
な
よ
い
あ
ぢ
は
ひ
。
〔
劉
峻
‘

送
レ
橘
啓
〕
南
中
橙
甘
‘
青
鳥
所
レ
食
、
始
霜
之
旦
‘
採
レ
之

風
味
照
レ
座
‘
努
レ
之
香
霧
喋
り
人
。

〖
風
味
圃
頭
〗4

7
0
ク
炉
縮
砂
の
異
名
。
〔
消
異
録
‘
築
‘

築
譜
〕
風
味
圃
頭
‘
縮
砂
゜

[
風
名
】

471g
評
判
。
〔
論
衡
‘
率
性
〕
徒
聞
―
―
風
名
一

[
風
門
】
472

”0
風
の
吹
き
出
る
門
。
〔
杜
甫
、
熱
詩
〕

想
見
陰
宮
雪
‘
風
門
颯
踏
開
。
〔
王
逢
‘
江
邊
竹
枝
詞
〕

懐
是
小
山
漁
泊
戸
‘
水
口
風
門
過
―
一
生
↓
〇
罪
を
い

ふ
。
〔
易
緯
乾
竪
度
〕
異
為
―
―
風
門
↓
参
人
睦
経
穴
の
名
。

脊
椎
の
第
三
椎
下
の
雨
側
各
二
寸
の
凹
所
。
〔
憲
櫃
経
‘

経
脈
篇
‘
膀
脱
足
太
賜
之
脈
起
‘
分
寸
歌
〕
自
レ
此
央
脊

開
寸
五
、
第
一
大
抒
二
風
門
‘
三
椎
肺
命
蕨
陰
四
。
働
山

名
。
湖
南
省
常
徳
縣
の
北
。
〔
飽
堅
‘
武
陵
記
〕
風
門
山
‘

有
宕
門
至
ム
レ
地
百
餘
丈
‘
牌
レ
欲
風
起
一
此
門
隠
隠

有
異
氣
上
盃
盆
へ
黒
風
競
起
。

【
風
問
】
473

竺
風
教
道
徳
と
よ
い
評
判
。
風
猷
令
問
。

〔
後
漢
書
‘
文
苑
下
、
高
彪
博
〕
承
―
―
服
風
問
ぶ
証
来
有
レ

年
。
〔
注
〕
風
問
‘
風
猷
令
問
。

【
風
躁
】
4
7
4
[＇

[

O風
が
あ
た
る
。
風
が
舞
ひ
あ
げ
る
。

〔
朱
徳
潤
‘
拝
1

一
郊
憂
晩
渡
一
詩
〕
風
躙
一
松
花
五
空
澗
濱
i

荻
芽
1

一
洲
渚
ー
水
鱗
鱗
。

O
風
の
あ
が
る
や
う
に
勢
の

盛
な
形
容
。
〔
漢
書
‘
絞
博
上
〕
於
レ
是
七
雄
琥
闘
‘
分
l
-

裂
諸
夏
盃
郎
載
而
虎
半
‘
遊
説
之
徒
‘
風
磯
電
激
、
並
起

而
救
レ
之
。

三
四
一

【
風
薬
】
475

芹
〇
澤
蘭
の
異
名
。
さ
は
あ
ら
ら
ぎ
。
〔
本

草
‘
澤
蘭
〕
秤
名
‘
風
薬
‘
時
珍
曰
‘
齊
安
人
呼
為
二
風
槃
↓

●
石
南
の
異
名
。
酒
に
浸
し
て
飲
め
ば
風
頭
を
癒
す

か
ら
名
づ
く
。
〔
本
草
‘
石
南
〕
秤
名
‘
風
槃
‘
時
珍
日
‘

桂
陽
呼
為
―
―
風
槃
二
充
レ
i

名
‘
及
浸
レ
酒
飲
‘
能
愈
―
―
頭
風
一

故
名
。

0
か
ぜ
ぐ
す
り
。
風
邪
の
薬
。
〔
源
氏
冷
泉
節
、

上
〕
敗
毒
散
の
風
薬
。

【
風
喩
】
416

翌
と
ほ
ま
は
し
に
さ
と
す
。
風
諭
に
同
じ
。

〔
史
記
‘
三
王
世
家
〕
偕
往
使
レ
燕
‘
風
―
喩
之
一
》

【
風
諭
】
477

竺
婉
曲
に
さ
と
す
。
諷
喩
゜
〔
史
記
‘
劉
敬

偵
〕
因
使
h
l

辮
士
風
諭
以
1

一
聘
節
↓
〔
漢
書
‘
帳
栗
志
〕
欲
三

以
風
醗
衆
庶
石
其
道
無
レ
由
。

【
風
容
】
478

認
な
り
ふ
り
。
風
宇
。
風
姿
。
〔
後
漢
書
‘
皇

后
上
‘
章
徳
賓
皇
后
紀
〕
進
止
有
レ
序
‘
風
容
甚
盛
。
〔
魏

書
｀
李
孝
伯
博
〕
孝
伯
風
容
閑
雅
‘
應
答
如
レ
流
‘
暢
及
二

左
右
石
甚
相
嵯
歎
゜

[
風
鷹
】
479

競
い
か
の
ぼ
り
。
た
こ
。
紙
鳶
。

【
風
裕
】
480

立
山
名
。
俗
に
風
洞
と
い
ふ
。
山
西
省
太

原
縣
の
西
。

【
風
来
】
48177
ロ
〇
か
ぜ
の
吹
き
来
る
こ
と
。
〔
古
今
注
‘
草

木
〕
合
歓
樹
似
―
―
梧
桐
弱
涵
木
繁
互
相
交
結
‘
毎
孟
ぶ
企
輯

身
相
解
了
‘
不
r

相
牽
綴
一
〔
梁
元
帝
‘
福
山
栖
霞
寺
碑
銘
〕

風
来
霧
歎
‘
日
度
霞
軽
゜
〔
李
山
甫
、
春
日
商
山
道
中
詩
〕

風
来
花
落
レ
帽
‘
雲
過
雨
泊
レ
衣
゜
〇
住
所
の
一
定
せ
ぬ

こ
と
。
浮
浪
。
又
、
不
定
な
こ
と
。
漂
然
。
遇
然
。
き
ま
ぐ

れ
。
又
‘
役
に
た
た
ぬ
こ
と
。

〖
風
来
人
〗4

8
2
ぢ
フ
ィ
風
に
吹
か
れ
て
何
慮
か
ら
と
も

な
く
来
た
人
。
住
所
不
定
で
素
姓
の
知
れ
な
い
人
。
浮

浪

人

。

「

来

た

僧

。

〖
風
来
僧
〗
知
界
ラ
イ
何
慮
か
ら
と
も
な
く
ぶ
ら
り
と

【
風
雷
]484

粋

O
風
と
雷
。
暴
風
と
迅
雷
゜
〔
易
‘
益
〕
象

日
、
風
雷
‘
益
‘
君
子
以
見
レ
善
則
遷
、
有
レ
過
則
改
゜
〔
璧

鐵
論
‘
除
狭
〕
賢
者
慮1一
大
林
—
遭-l風
雷
―
而
不
レ
迷
‘
愚

者
雖
レ
虞
年
＇
敗
大
路
―
猶
暗
惑
゜
〔
宋
書
、
五
行
志
―
―
-
〕
元

嘉
二
十
九
年
三
月
壬
午
、
京
邑
大
火
‘
風
雷
甚
牡
゜
〔
李

頑
、
愛
敬
寺
古
藤
歌
〕
風
雷
霜
租
連
窯
枝

T
A
言
n

一
其
下

蔵
―
妖
魃
↓
●
甚
だ
大
き
い
昔
の
形
容
。
〔
紳
異
経
、
北
荒

経
〕
北
海
有
1

一
大
鳥
i

云
云
‘
學
レ
翼
而
飛
‘
其
朽
相
切
如
―
―

風
雷
一
也
。
〔
方
干
‘
因
話
二
天
嚢
勝
異
―
伯
送
―
―
羅
道
士
一

詩
〕
石
上
叢
林
凝
―
―
星
斗
盃
因
邊
瀑
布
走
二
風
雷
↓
＠
甚

12937 



(43756・ ・485) (43756・ ・511) 

だ
恐
る
べ
き
も
の
の
喩
゜
〔
柳
宗
元
、
武
岡
銘
〕
乱
人
大

恐
‘
視
,
,
公
之
師
面
ざ
百
萬
一
蔵
入
ム
之
令
一
如
1

一
風
雷
↓

R
勢
の
盛
な
形
容
。
〔
李
白
‘
贈
1

一
従
孫
―
詩
〕
落
レ
筆
生
二

綺
繍
涵
和
レ
刀
振
二
風
雷
一
〔
柳
宗
元
‘
詠
1

一
荊
飼
1

詩
〕
按
レ

剣
赫
憑
怒
‘
風
雷
助
統
呼
↓

【
風
籟
】
485

位
か
ぜ
の
お
と
。
風
瞥
。
風
韻
゜
〔
水
経
‘
況

水
注
〕
況
水
‘
又
東
歴
臨
玩
縣
西
一
為
萌
月
池
白
璧

閥
潤
状
半
月
、
清
渾
鏡
撤
、
上
則
風
籟
空
傭
‘
下
則
泉

響
不
レ
断
。
〔
蘇
轍
‘
和
―
―
鮮
子
子
駿
盆
昌
官
含
一
八
詠
‘
會

景
亭
詩
〕
岡
轡
向
レ
眼
盤
、
風
籟
典
レ
耳
謀
゜
〔
葛
長
庚
、

聰
レ
猿
詩
〕
夜
深
月
白
風
籟
寒
‘
聴
レ
此
忽
然
毛
骨
換
。

【
風
浪
】
486

認
風
と
な
み
。
風
濤
。
な
み
か
ぜ
。
又
、
か
ぜ

が
ふ
い
て
な
み
だ
っ
゜
〔
後
漢
書
、
南
蜜
‘
叩
都
夷
傭
‘

注
〕
李
贋
盆
州
記
云
‘
云
云
‘
漁
人
採
捕
、
必
依
止
宿
、
毎
レ

有
嵐
浪
面
居
―
―
宅
側
↓
〔
魏
志
、
徐
宣
博
〕
風
浪
暴
起
‘

帝
船
国
倒
。
〔
南
史
、
王
僧
僻
博
〕
中
江
而
風
浪
‘
師
人
咸

濯
゜
〔
雀
願
、
長
千
曲
〕
下
渚
多
―
―
風
浪
五
蓮
舟
漸
覺
レ
稀
゜

【
風
蘭
】
487

翌
〇
風
に
吹
か
れ
る
蘭
゜
〔
係
襄
‘
和
―
―
邸
提

刑
寄
―
―
湖
南
賣
度
支
詩
〕
風
蘭
生
二
晩
香
言
徐
積
‘
詩
〕

風
蘭
不
1

一
復
採
一
風
樹
何
由
静
。
〇
草
の
名
。
⑦
常
緑
草
‘

深
山
の
樹
幹
上
に
寄
生
す
。
葉
は
蘭
に
似
て
短
く
‘
夏
‘

小
白
花
を
開
く
‘
微
香
あ
り
。
〔
和
漢
三
オ
刷
會
‘
芳
草

類
‘
風
蘭
〕
按
‘
風
蘭
深
山
有
レ
之
‘
梱
椴
等
幹
間
多
有
レ

之
‘
菓
形
似
萬
年
固
而
細
小
‘
其
長
二
三
寸
‘
六
月
抽
―
―

二
翌
開
,
,
小
白
花
↓
＠
奴
石
糾
を
い
ふ
。
一
名
‘
乾
蘭
°

又
‘
弔
花
。
〔
間
維
記
〕
風
蘭
‘
毀
石
料
也
‘
亦
名
1

一
乾
蘭
一

出
汁
2

部
建
寧
等
慮
山
史
冬
H
掘
取
‘
連
レ
根
懸
櫓
下
一

不
レ
煩
五
温
雙
自
然
長
茂
‘
其
葉
藍
色
‘
至
―
―
二
月
血
炉
花

亦
同
、
香
如
―
―
蘭
花
犬
家
櫓
家
多
有
レ
之
‘
俗
呼
1

一
弔
花
↓

[
風
覧
】
偲
努
諷
し
示
す
。
〔
史
記
、
大
宛
傭
〕
漢
骰
―
―
使

十
餘
輩
云
ぎ
宛
西
諸
外
國
玉
含
奇
物
面
四
風
覧
以
―
―
伐
レ

宛
之
威
徳
↓

【
風
裏
】
4
8
9
5
ゥ
風
の
吹
く
中
。
〔
上
官
昭
容
‘
遊
-
1

長
寧

公
主
流
杯
池
三
十
五
首
詩
〕
水
中
看
1

一
樹
影
「
風
裏
聴
l
-

松
臀
↓
〔
朱
逹
‘
懐
素
上
人
草
書
歌
〕
忽
聞
風
裏
度
―
―
飛

良
紙
落
紛
紛
如
―
―
貼
鳶
↓
〔
来
鵠
‘
郡
渚
清
明
日
輿
二
郷

友
登
碩
陀
止
詩
〕
落
花
風
裏
散
臀
笛
‘
芳
草
煙
中

無
レ
限
人
。

〖
風
裏
言
風
裏
語
〗4
9
0
7
7
,
O
O

”
グ
ち
ら
ち
ら
う
は
さ
を

す
る
。
〔
紅
棲
夢
｀
―
二
十
二
回
〕
再
風
裏
言
風
裏
語
的
罷

風

部

風

起
来
。

【
風
狸
】
491

ぼ
獣
の
名
。
揃
に
似
‘
艇
幹
四
肢
に
毛
な

く
‘
唯
；
鼻
上
か
ら
‘
脊
筋
を
経
て
尾
に
至
る
間
に
の

み
毛
あ
り
。
眉
長
く
、
人
を
見
れ
ば
羞
ぢ
て
低
頭
す
。
一

名
‘
拮
掘
。
一
説
に
‘
状
黄
援
に
似
‘
風
に
遇
へ
ば
空
中

を
飛
行
す
る
と
い
ふ
。
風
狸
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
諾
泉
記
下
〕

南
中
有
レ
獣
名
二
風
狸
↓
如
レ
狙
眉
長
‘
好
羞
‘
見
レ
人
観

低
レ
頭
‘
其
溺
能
埋
1

風
疾
↓
〔
桂
海
虞
衡
志
‘
志
獣
〕
風

狸
‘
状
似
焚
援
公
艮
蜘
蛛
ぶ
宣
則
拳
曲
如
レ
蛸
‘
遇
レ
風

則
飛
行
空
中
石
i

ハ
溺
及
乳

it
、
主
天
風
疾
奇
効
。

【
風
流
]
4
9
2
豆

[

Oな
ご
り
。
遺
風
。
餘
流
。
遺
澤
。
美
風
の

な
ご
り
。
流
風
餘
韻
゜
〔
漢
書
‘
趙
充
國
傭
賛
〕
秦
詩
曰
‘
王

千
興
レ
師
‘
修
1

一
我
甲
兵
i

輿
レ
子
偕
行
‘
其
風
瞥
氣
俗
‘
自
レ

古
而
然
、
今
之
歌
謡
‘
憶
慨
風
流
‘
猶
存
レ
耳
゜
〔
後
漢
書
、

王
暢
博
〕
士
女
油
二
教
化
一
酔
首
仰
―
―
風
流
『
〔
魏
志
、
三
少

帝
‘
高
貰
郷
公
厖
紀
評
〕
高
貴
公
才
慧
夙
成
‘
好
レ
問
尚
レ

辟
、
蓋
亦
文
帝
之
風
流
也
。
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
腔
制
風
流
‘

莫
レ
不
1

一
相
襲
↓
〔
北
史
、
李
彪
博
〕
金
石
可
レ
滅
‘
而
風
流

不
レ
浪
者
、
其
唯
載
籍
乎
゜
●
み
や
ぴ
や
か
な
こ
と
。
品
格

の
優
雅
な
こ
と
。
又
‘
俗
事
を
す
て
て
高
尚
な
遊
を
す
る

こ
と
。
洒
落
で
世
俗
の
事
を
超
脱
し
て
ゐ
る
こ
と
。
風
雅
゜

〔
蜀
志
、
劉
恢
博
〕
先
主
‘
云
云
‘
以
下
其
宗
姓
有
1

一
風
流
一

善
•
談
論
い
厚
親
待
レ
之
。
〔
西
京
雑
記
‘
―
-
〕
文
君
‘
云
云
‘

十
七
而
寡
‘
為
レ
人
放
誕
風
流
‘
故
悦
二
長
卿
之
オ
一
而
越
レ

幡
焉
。
〔
晉
書
築
廣
傭
〕
廣
臭
王
匝
倶
宅
応
事
外
「
名

重
於
時
五
故
天
下
言
1

嵐

流
1

者
、
以
―
―
王
栗
為
朋
首
1

焉
。
〔
世
説
新
語
‘
品
藻
〕
（
韓
康
伯
）
門
庭
爾
寂
‘
居
然
有
―
―

名
士
風
流
↓
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
標
,
,
榜
風
流
ご
遠

明
―
―
管
架
↓
〔
庚
信
‘
枯
樹
賦
〕
殷
仲
文
者
、
風
流
儒
雅
、
海

内
知
レ
名
。
〔
徐
陵
‘
玉
憂
新
詠
序
〕
閲
詩
敦
龍
‘
非
二
虹
東

部
之
自
媒
ぶ
翌
m
風
流
‘
無
レ
異
二
西
施
之
被
教
↓
〔
南
史
‘

張
緒
博
〕
此
楊
柳
風
流
可
レ
愛
‘
似
―
―
張
緒
常
年
時
↓
〔
花
蕊

夫
人
‘
宮
詞
〕
年
初
十
五
最
風
流
。
〇
お
も
む
き
。
韻
味
。

〔
司
空
圃
‘
詩
品
‘
含
蓄
〕
不
レ
著
二
字
一
圭
堵
得
―
―
風
流
↓
R

幡
法
に
拘
は
ら
ず
自
ら
一
派
を
為
し
、
以
て
衆
に
異
な

る
こ
と
。
〔
晉
書
‘
王
獣
之
偉
〕
獣
之
‘
字
子
敬
、
少
有
"
盛

名
盃
皿
高
邁
不
覇
、
雖
"
閑
居
終

H
ぶ
合
止
不
レ
怠
、
風
流

為
↓
―
一
時
之
冠
↓
〔
唐
書
‘
杜
如
晦
償
〕
如
晦
少
英
爽
自
喜
‘

以
風
流
頁
命
゜
＠
寵
榮
に
浴
す
る
こ
と
。
〔
張
説
、
秦
川

應
制
詩
〕
路
上
天
心
重
―
―
豫
遊
盃
四
前
恩
腸
特
風
流
。
〔
李

頑
‘
寄
薬
母
二
詩
〕
顧
柄
一
過
丞
相
府
風
流
三
接
令

公
香
。

O
風
の
ふ
き
し
く
こ
と
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
若
n

一風

流
雨
散
、
漫
平
藪
百
里
之
間
¢
〇
妓
女
の
居
る
と
こ
ろ
。

妓
棲
。
風
流
藪
澤
（
5

1

6

)

を
見
よ
゜
R
男
女
間
の
情
事
。

つ
や
ご
と
。
い
ろ
ご
と
。
風
流
公
案
(

5

1

1

)

を
見
よ
。

〖
風
流
院
〗4
9
3
4
7

岱
•
ウ
戯
曲
の
名
。
明
‘
朱
京
藩
の
作
。

小
青
の
事
を
主
と
し
、
湯
顕
祁
を
風
流
院
主
と
し
、
柳

夢
梅
杜
麗
娘
を
院
仙
と
す
。

〖
風
流
致
~
〗
4
9
4
焚
1

ウ
ひ
ど
く
風
雅
な
こ
と
。
照
は
、
殺

に
同
じ
く
、
一
種
の
助
詞
。
〔
長
生
殿
、
製
譜
〕
越
顕
二
得

瀧
兒
風
流
致
~
→

〖
風
流
子
〗4

9
5
バ
ウ
リ
，
ゥ
詞
牌
の
名
。
も
と
唐
の
教
坊
曲
名
。

〔
揮
塵
録
〕
周
美
成
為
―
―
湮
水
令
一
主
簿
之
姫
有
レ
色
而

慧
‘
毎
出
侑
レ
酒
、
美
成
為
嵐
流
予
以
寄
レ
意
。

〖
風
流
士
〗4

9
6
算
リ
ウ
學
問
が
あ
っ
て
詩
や
文
章
を
愛

し
‘
俗
で
な
い
人
。
み
や
ぴ
や
か
な
人
。
〔
晉
書
‘
衛
玲

偵
〕
丞
相
王
導
教
日
‘
衛
洗
馬
明
常
二
改
葬
面
醤
5

風
流

名
士
、
海
内
所
レ
腑
‘
可T修
薄
祭
以
敦
•
藷
好
芦
晉
書
‘

殷
浩
傭
〕
王
夷
甫
、
先
朝
風
流
士
也
、
然
吾
薄
―
―
其
立
名

非
已
県
‘
而
始
終
莫
レ
取
。

〖
風
流
人
〗4

9
7
焚
り
，
風
流
な
人
。
す
ぐ
れ
た
人
。
俊
髭
゜

〔
晉
書
‘
外
戚
‘
王
濠
博
〕
王
濠
嘗
輿
1

一
孫
綽
品
型
略
諸
風

流
人
五
秤
言
日
‘
劉
悛
清
蔚
簡
令
‘
王
潔
温
潤
活
和
、
桓

温
高
爽
邁
出
‘
謝
尚
清
易
令
逹
゜

〖
風
流
箭
〗4

9
8
努
リ
•
ウ
唐
の
敬
宗
が
宮
蹟
を
射
る
に
用
ひ

た
龍
爵
末
香
を
中
に
貯
へ
た
紙
箭
゜
〔
清
異
録
‘
武
器
〕

賓
暦
中
‘
―
帝
造
i
i

紙
箭
竹
皮
弓
五
紙
間
密
貯
―
―
龍
爵
末
香
一

毎
宮
籟
箭
緊
‘
帝
射
射
レ
之
、
中
者
濃
香
躙
レ
橙
‘
了
無
二

痛
楚
一
宮
中
名
1

一
風
流
箭
ぶ
曼
之
語
一
曰
‘
風
流
塁
中
的

人
人
願
。

〖
風
流
袋
〗4
9
9
g
リ
•
ウ
乞
食
の
袋
を
い
ふ
。
〔
五
燈
會
元
〕

十
字
街
頭
窮
乞
兒
‘
腰
間
桂
―
―
箇
風
流
袋
一

〖
風
流
怜
〗5
0
0
"
”
リ
ウ
架
府
中
の
風
流
を
あ
ざ
け
り
、
漂

蕩
を
戒
め
た
詞
を
い
ふ
。
〔
周
憲
王
‘
誠
齋
架
府
〕
昔
観
n-

昔
人
劉
庭
信
有
1
1

風
流
橙
築
府
西
日
豪
放
不
覇
‘
乃
酒
席

中
戯
漂
蕩
子
弟
之
語
。
〔
周
徳
清
‘
中
原
昔
韻
〕
如
女

慎
風
流
罷
等
架
章
一
皆
以
二
女
員
人
臀
音
一
歌
レ
之
。

〖
風
流
旦
〗5
0
1
[
パ
リ
ウ
女
形
を
い
ふ
。
〔
通
俗
編
‘
俳
優
‘

生
旦
浮
末
〕
荘
岳
委
談
‘
蓋
旦
之
色
目
‘
宋
已
有
レ
之
而

未
レ
盛
‘
元
雑
劇
多
用
二
妓
架
名
妓
一
如
下
李
嬌
兒
為
―
―
温

柔
旦
ご
張
奔
為
中
風
流
日
戸
時
旦
色
直
以
1

一
婦
人
1

為
レ
之

也。
〖
風
流
陣
〗5

0
2
”
必
唐
の
玄
宗
が
妃
に
宮
女
百
餘
人

を
統
べ
さ
せ
‘
親
ら
貴
人
百
餘
人
を
統
べ
て
相
嗣
っ
た

遊
戯
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
‘
風
流
陣
〕
明
皇
輿
i
i

貴
妃
「
毎
レ

至
酒
酬
ご
匹
妃
子
統
え
呂
妓
百
餘
人
ご
帝
統
小
中
貴

百
餘
人
一
排
.
,
~
陣
於
被
庭
史
目
為
,
,
風
流
陣
百
ぞ
霞

被
錦
鼓
張
レ
之
為
―
旗
織
「
攻
撃
相
闘
‘
敗
者
罰
二
之
巨

航
以
戯
笑
‘
時
議
以
岱
不
詳
之
喪
後
果
有
籐
山
兵

胤
天
意
人
事
不
1

一
偶
然
一
也
。
〔
苑
成
大
‘
題
―
―
開
元
天
賓

遺
事
一
詩
〕
宮
中
亦
有
二
風
流
陣
玉
不
レ
及
漁
陽
突
騎
粗
゜

〖
風
流
棒
〗5

0
3
幻O
Oリ
＇
，
戯
曲
の
名
。
清
‘
属
樹
の
作
。
荊

瑞
章
の
風
流
事
を
演
ず
。

〖
風
流
夢
〗5
0
4
0
7
9

ウ
ー
ウ
戯
曲
の
名
。
明
‘
渇
夢
龍
の
作
。

湯
顧
祁
の
牡
丹
亭
還
魂
記
を
改
作
し
た
も
の
。

〖
風
流
嶺
〗5
0
5
g
必
山
名
。
四
川
省
理
番
縣
の
東
南
。

も
と
風
流
部
蜜
‘
其
の
下
に
居
る
。

〖
風
流
安
石
〗5

0
6
努
翌
宋
の
王
安
石
か
沈
遼
の
風
臀

品
流
を
稲
し
た
語
。
風
流
は
謝
安
に
‘
滴
洒
は
陶
淵
明

に
似
る
と
い
ふ
に
本
づ
く
。
安
石
は
‘
謝
安
の
字
。
〔
｛
木

史
‘
沈
遼
傭
〕
遼
故
受
知
於
王
安
石
二
女
石
嘗
輿
レ
詩
‘

有
―
―
風
流
謝
安
石
‘
灌
洒
陶
淵
明
之
稽
↓

〖
風
流
雲
散
〗5

0
7
努
焚

0
風
が
雲
を
吹
き
散
ら
す
。

涙
散
し
て
跡
な
く
消
滅
す
る
を
い
ふ
。
〔
王
菜
‘
贈
五
宗

子
篤
詩
〕
風
流
雲
散
‘
一
別
如
レ
雨
。

O
圃
罷
が
分
散
す

る
形
容
。

〖
風
流
佳
事
〗5

0
8
努
リ
ヴ
風
雅
な
こ
と
を
い
ふ
。
風
流

韻
事
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
十
二
回
〕
同
―
―
史
湘
争
ぎ
也
倣
―
―
出
那

些
風
流
佳
事
一
宋
゜

〖
風
流
骸
骨
〗5

0
9
わ
り
翌
王
勾
の
綽
琥
゜
甚
だ
痩
せ
て

ゐ
る
の
で
い
は
れ
る
。
〔
可
談
〕
王
梅
運
勾
‘
骨
立
有
―
―
風

味
明
従
目
レ
之
‘
為
1

一
風
流
骸
骨
↓
崇
寧
癸
未
‘
余
在
―
―
金

陵
府
集
石
見
え
目
奴
中
有
二
極
痩
者
盃
m
手
朱
世
英
語
レ
余

曰
‘
亦
識
生
色
憫
瞑
否
‘
余
欣
然
為
主
勾
得
＞
封
。

〖
風
流
警
抜
〗5
1
0
7
7
5
t

乃
み
や
ぴ
や
か
で
、
さ
と
く
す

ぐ
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
北
齊
書
‘
袈
譲
之
傭
〕
為
―
―
太
原
公

開
府
記
室
盆
竺
楊
惜
一
友
善
‘
相
遇
則
消
談
尭
レ
日
、
惰

毎
云
‘
此
人
風
流
警
抜
‘
斐
文
季
為
与
び
亡
尖
゜

〖
風
流
公
案
〗5
1
1
5
窃
パ
つ
や
ご
と
。
男
女
の
情
事
に

闘
す
る
事
件
。
〔
紅
棲
夢
‘
一
回
〕
如
今
現
有
,
,
一
段
風

三
四
一

12938 
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風

部

風

流
公
案
字
止
該
結
了
。

〖
風
流
才
士
〗5

1
2
苔
岱
風
流
の
オ
あ
る
人
。
〔
顔
氏
家

訓
‘
雑
藝
〕
王
逸
少
風
流
才
士
‘
蒲
散
名
人
‘
學
世
唯
知
―

其
書
翻
以
能
自
蔽
一
也
。

〖
風
流
宰
相
〗5
1
3
g
砕
’
風
流
な
宰
相
。
南
齊
の
王

倹
が
謝
安
を
稽
し
、
且
つ
自
ら
彼
に
比
し
た
語
。
〔
南

史
‘
王
倹
傭
〕
倹
常
謂
入
日
、
江
左
風
流
宰
相
‘
惟
有
1

一

謝
安
h

蓋
自
況
也
。

〖
風
流
罪
過
〗5

1
4
存
読

O
法
律
に
獨
れ
ぬ
風
流
な
っ

み
。
〔
北
齊
書
‘
循
吏
‘
郎
甚
偵
〕
基
性
清
憧
、
無
レ
所
―
―
螢

衷
曾
語
レ
人
云
‘
任
官
之
所
、
木
枕
亦
不
レ
須
レ
作
‘
況
重
―
―

於
此
事
嘩
i

頗
令
レ
窺
レ
書
‘
播
子
義
曾
遺
1

一
之
書
1

日
‘
在
レ

官
窺
レ
書
、
亦
是
風
流
罪
過
。
〔
劉
克
荘
‘
賀
―
一
新
郎
―
詞
〕

老
子
平
生
無
二
他
過
盃
竺
梅
花
一
受
―
―
取
風
流
罪
↓
〇
軽

微
な
罪
過
。
〔
元
曲
‘
箪
鞭
奪
棚
〕
作
喚
,
,
尉
遅
恭
ふ
↑
‘

尋
―
他
些
風
流
罪
過
面
温
翌
他
有
乞
一
心
盃
び
他
下
1

一在

牢

中

↓

「

こ

と

。

〖
風
流
三
昧
〗5

1
5
焚
悶
心
が
風
雅
で
他
を
顧
み
な
い

〖
風
流
藪
澤
〗5
1
6
1
7
9
0
0
9
7
0

唐
代
、
長
安
の
平
康
坊
の
妓

女
の
居
る
所
を
い
ふ
。
毎
年
新
進
士
が
紅
箋
名
紙
を
以

て
そ
の
中
に
遊
謁
し
た
か
ら
い
ふ
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、

風
流
藪
澤
〕
長
安
有
1

一
平
康
坊
涵
梵
久
所
レ
居
之
地
、
京
都

侠
少
、
翠
ー
集
干
此
一
兼
毎
年
新
進
士
以
t

―
紅
賤
名
紙
一

遊
謁
其
中
一
時
人
謂
l

―
此
坊
ー
総
風
流
藪
澤
↓

〖
風
流
調
法
〗5

1
7
認
雰
患
愛
の
手
段
。
〔
西
廂
記
‘
張

君
瑞
害
相
思
確
劇
〕
淫
詞
兒
早
則
休
‘
簡
帖
兒
従
レ
今

罷
‘
猶
古
自
皇
不
透
風
流
調
法
ぶ
懇
今
後
悔
レ
罪
也
。

〖
風
流
篤
原
〗5

1
8
昇
認
其
の
遺
風
餘
流
に
よ
り
自
然

に
手
あ
っ
く
誠
賓
で
あ
る
こ
と
。
又
‘
風
雅
で
お
く
ゆ

か
し
く
‘
行
ひ
が
手
ぁ
っ
く
誠
賓
で
あ
る
こ
と
。
〔
十

八
史
略
‘
西
漢
‘
文
帝
〕
常
時
公
卿
大
夫
‘
風
流
篤
厚
‘

趾
レ
言
,
,
人
過
て
上
下
成
レ
俗
°

〖
弘
二
奨
風
流
―
〗

5
1
9
認
吟
”
ス
多
く
オ
士
を
引
い
て
‘

は
げ
ま
し
す
す
め
る
こ
と
。
〔
南
史
‘
梁
武
帝
紀
〕
弘
1

一奨

風
流
云
空
向
後
進
↓
〔
任
防
‘
王
文
憲
集
序
〕
弘
―
―
奨
風

遼
壻
-
―
益
標
勝
↓

〖
不1一
風
流
玉
唸
即
風
流
〗52
0
0
7

芥
昇
'
”
げ
tト
コ
ロ
慎
の
風

流
は
無
風
流
な
慮
に
あ
る
を
い
ふ
。
〔
眸
琳
集
〕
沈
櫃

誦
n
f

均
州
面
竺
二
繋
去
‘
散
年
蹄
嫁
‘
皆
慮
子
、
溢
方
壽

以
レ
詩
寄
日
、
鐵
石
心
腸
延
壽
薬
、
不
l

―
風
流
品
g
卸
風
流
。

〖
風
流
不
レ
登
政
在
―
―
江
郎
―
〗

5
2
1ぢ認
"
”
心
ニ
ア
リ
天
下

風
流
の
事
は
未
だ
地
に
登
ち
ず
‘
正
に
江
郎
に
在
る

を
い
ふ
。
南
齊
の
哀
菜
が
江
穀
を
梢
し
た
語
。
〔
南
齊

書
、
江
穀
傭
〕
尚
―
―
孝
武
女
臨
汝
公
主
五
グ
鮒
馬
都
尉
一

除
―
―
著
作
郎
太
子
含
人
丹
陽
丞
五
時
哀
簗
為
レ
手
‘
見
レ
穀

歎
日
‘
風
流
不
レ
墜
政
在
荘
協
兜
藪
輿
宴
賞
‘
留
連
日
夜
。

【
風
律
】

5
2
2
%
0政
法
を
い
ふ
。
〔
管
子
‘
宙
合
〕
君
失
レ

昔
則
風
律
必
流
。
〔
纂
詰
〕
風
律
‘
謂
―
―
政
法
↓
〇
八
風
(
2

-
1
4
5
 0
:
 47
5
)

の
●
と
六
律
(
2
-
1
4
5
3
:
 5
8
8
)

の^
疇

を
見
よ
。
〔
白
虎
通
‘
幡
築
〕
架
者
陽
也
‘
故
以
―
―
陰
散
―

法
入
風
六
律
四
時
匝
゜
〔
魏
文
帝
、
答
繁
鉱
書
〕
然

后
修
に
谷
飾
レ
版
‘
改
レ
曲
畏
レ
度
、
云
云
‘
斯
可
レ
謂
下
臀

協

鐘

互

氣

應

凪

律

iOO占
法
の
一
。
〔
魏
志
、
方
技
‘

管
格
博
‘
注
〕
昔
京
房
雖
盈
I

ニ
ト
及
風
律
之
占
云
十
不
レ

免
レ
禍
‘
而
格
自
知
四
十
八
嘗
:
亡
‘
可
レ
謂
明
哲
相
殊
↓

[
風
笠
】
523

認
風
に
吹
か
れ
る
笠
゜
〔
森
春
濤
‘
躁
―
函

闊
詩
〕
長
槍
大
馬
趾
雲
間
、
知
是
何
侯
述
職
還
‘
論
落

書
生
無
―
―
氣
烙
玉
E

杉
風
笠
度
―
―
函
隅
↓

【
風
涼
】
524

豆炉

0
風
が
涼
し
い
。
涼
し
い
風
。
〔
杜
甫
‘

立
秋
雨
院
中
有
レ
作
詩
〕
樹
混
風
涼
進
、
江
喧
水
氣
浮
゜

〔
元
植
‘
玉
泉
道
中
作
詩
〕
早
農
半
華
賓
、
夕
水
含
一
風

翌
t,f
 e
n
g
'
J
i
a
n
g
'
納
涼
す
る
。
す
ず
む
。

【
風
領
】
525

feng1 
ling'

冬
‘
女
の
か
ぶ
る
頭
巾
。

【
風
力
】
526

昇ク

0
風
の
力
。
風
勢
。
〔
桃
合
、
剣
器
詞
〕

雪
光
偏
著
レ
甲
‘
風
力
不
レ
禁
レ
旗
゜
〔
方
干
‘
登
1

一
龍
瑞
観

北
巖
詩
〕
湖
邊
風
力
欝
帆
上
‘
嶺
頂
雲
根
在
―
―
雪
中
↓

〇
様
子
と
骨
組
。
風
采
骨
力
。
〔
宋
書
‘
孔
額
偲
〕
親
少

骨
梗
有
1

一
風
力
百
緊
是
非

g竺
已
任
↓
〔
南
史
‘
殷
景
仁

博
〕
時
卑
ハ
―
―
王
華
王
曇
首
劉
湛
―
四
人
並
為
―
―
侍
中
百
笞

風
力
局
幹
五
翌
冤
一
時
言
唐
書
‘
宗
室
‘
襄
邑
王
神
符

博
〕
従
晦
資
質
偉
岸
、
所
レ
至
以
―
―
風
カ
一
聞
。
〔
宋
史
‘
張

奎
博
〕
奎
治
レ
身
有
,
,
法
度
盃
風
力
精
強
‘
所
レ
至
有
訟
m

跡↓

0
人
を
感
化
す
る
力
。
服
従
さ
せ
る
力
。
〔
晉
書
‘
庚

翼
偲
〕
殷
君
始
往
、
雖
レ
多
―
―
騒
豪
一
賓
有
―
―
風
力
之
盆
一

【
風
林
】
527

悶
〇
風
が
吹
い
て
動
く
林
。
風
そ
よ
ぐ
林
。

〔
杜
甫
、
夜
宴
左
氏
荘
1

詩
〕
風
林
織
月
落
‘
衣
露
浮
琴

張
。
〔
魏
朴
‘
和
1

一
皮
日
休
悼
＞
鶴
詩
〕
風
林
月
動
疑
レ
留
レ

塊
‘
沙
島
香
愁
似
レ
蘊
レ
情
。
〔
陸
湘
、
秋
思
詩
〕
風
林
脱
レ

葉
山
容
痩
‘
霜
稲
登
レ
場
野
色
寛
゜
〔
馬
祗
常
‘
登
1

一
雨
花

量
詩
〕
雨
石
逢
―
―
芝
箭
面
翌
杯
得
―
―
鳳
毛
↓
〇
清
‘
張
文
鷲

///／/://///：:／//：:／///:／／ 
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翠
白
‘
氣
典
風
露
寒
。
〔
戴
叔
倫
‘
宿
―
―
城
南
盛
本
逍
1

い
ふ
。
勢
に
乖
ず
れ
ば
事
の
為
し
易
い
喩
゜
〔
荀
子
、
勧
長
恨
歌
〕
黄
埃
散
漫
風
舗
索
‘
雲
棧
榮
紆
登
1

一
剣
閣
↓

堕
皇
甫
内
詩
〕
隔
浦
雲
林
近
‘
渦
川
風
露
消
。
學
〕
順
レ
風
而
呼
‘
瞥
非
レ
加
レ
疾
也
、
而
聞
者
彰
。
〔
史
記
、
【
風
閣
兒
】
560

グ
ヴ
ダ
ノ
風
ぐ
る
ま
。
〔
水
滸
傭
‘
九
十
八

[
風
論
】

541079バ
諷
刺
す
る
議
論
。
〔
漢
書
、
婁
敬
博
〕
使
1

↓
1

消
侠
傭
〕
比
如
罰
i

レ
風
而
呼
こ
臀
非
レ
加
レ
疾
‘
其
勢
激
回
〕
八
箇
馬
蹄
‘
翻
レ
蓋
撒
レ
欽
般
‘
勃
剛
剛
地
風
圃
兒
也

翔
士
風
論
以
麗
節
↓
〔
注
〕
師
古
曰
、
風
‘
讀
曰
レ
諷
。
也
。
〔
通
俗
編
、
天
文
‘
順
レ
風
而
呼
〕
鞭
鐵
論
、
順
レ
風
而
似
般
走
。

【
風
和
】
542

匹
風
が
や
は
ら
ぐ
。
〔
鄭
谷
、
南
宮
寓
直
詩
〕
呼
者
、
易
レ
為
レ
氣
‘
因
レ
時
而
行
者
、
易
レ
為
レ
カ
。
【
風
媒
花
】
561

認
パ
ィ
雄
薬
の
花
粉
が
風
の
媒
介
で
雌
薬

饒
孵
庭
松
色
、
風
和
禁
漏
臀
゜
〔
皮
日
休
‘
公
齋
四
詠
、
【
培
レ
風
】
552

”
苔
風
力
を
積
む
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
逍
造
の
さ
き
に
つ
い
て
生
殖
を
螢
む
花
。

小
桂
詩
〕
影
滑
雪
孵
後
、
香
汎
風
和
時
。
〔
秦
観
‘
寄
老
遊
〕
風
之
積
也
、
不
レ
厚
則
其
負
1

一
大
翼
一
也
無
レ
カ
‘
故
九
【
風
風
熱
～
】
562

笞
7

，
呆
然
と
し
て
と
り
と
め
の
な
い
動

番
賦
〕
風
和
氣
平
‘
物
無
1

一
嘱
疫
↓
萬
里
則
風
斯
在
レ
下
笑
、
而
後
乃
今
培
レ
風
、
背
負
―
―
宵
作
を
い
ふ
。
〔
還
魂
記
‘
診
祟
〕
祢
聰
他
唸
唸
呪
呪
、
作
的

【
風
話
】
543

唸
う
は
さ
。
風
説
(
3
1
1
)

に

同

じ

。

風

言

。

天

↓

〔

繹

文

〕

培

、

重

也

。

風

風

勢

‘

是

了

。

〔
桃
花
扇
‘
撫
兵
〕
我
侶
左
爺
忠
義
之
人
‘
這
様
風
話
‘
且
【
望
レ
風
】
553

バ
g
様
子
を
望
見
す
る
。
心
こ
れ
に
向
ふ
[
風
磨
銅
】
563

＂

望

銅

の

二

直

;

兌

風

沫

o

風
通

不

レ

要

レ

題

。

意

。

〔

玩

籍

、

為

函

咄

ザ

勧

―

―

晉

王

1

賤
〕
楡
中
以
西
‘
望
レ
し
の
よ
い
と
こ
ろ
へ
置
け
ば
‘
光
澤
火
の
や
う
で
あ
る

【
移
レ
風
】

54407g
風
俗
を
移
し
易
へ
る
。
上
の
習
を
風
風
震
服
。
〔
唐
書
‘
李
邑
博
〕
始
‘
邑
蚤
知
レ
名
、
重
レ
義
愛
レ
と
い
ふ
。
〔
潜
確
類
書
〕
鍮
妬
、
黄
銅
似
レ
金
者
、
皇
極
殿

と
い
ひ
、
下
の
習
を
俗
と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
韓
延
壽
博
賛
〕
士
、
不
下
輿
―
―
士
大
夫
1

接
益
既
入
朝
、
人
間
博
二
其
眉

H
環
頂
信
是
風
磨
銅
、
一
云
、
即
鍮
妬
也
。

延
壽
属
レ
善
、
所
レ
居
移
レ
風
。
異
一
至
許
栢
衆
観
五
後
生
望
レ
風
内
謁
‘
門
巷
填
陰
゜
〔
書
〖
風
磨
銅
頂
子
〗

5
6
4
認
心
岱
塔
な
ど
の
頂
に
あ
る
擬

〖
移
レ
風
易
レ
俗
〗
5
4
5
g
g乃
風
俗
を
移
し
易
へ
る
。
言
故
事
、
瞭
仰
類
〕
叙
レ
不
―
―
相
識
言
ロ
―
―
極
切
望

t風
。
賽
珠
。
風
磨
銅
を
見
よ
。

〔
證
、
架
記
〕
架
也
者
、
聖
人
之
所
レ
築
也
、
而
可
―
―
以
善
l
-

【
風
癌
診
】
554

認
／
風
邪
の
熱
で
皮
膚
に
生
ず
る
ほ
ろ
【
風
陵
堆
】
5
6
5
[
C
り
，
ヨ
’
地
名
。
山
西
省
永
清
縣
の
南
。

民
生
其
感
仄
深
、
其
移
レ
風
易
レ
俗
‘
故
先
王
著
―
―
其
し
。
じ
ん
ま
し
ん
。
〔
和
名
類
緊
抄
‘
疾
病
部
、
癒
類
〕
一
名
、
封
陵
。
風
陵
渡
が
あ
り
、
堆
の
下
に
古
の
風
后

紋
焉
。
〔
孝
経
‘
廣
要
道
章
〕
移
レ
風
易
レ
俗
‘
莫
レ
善
1

一
於
風
癒
診
‘
病
源
論
云
‘
風
囃
診
‘
加
佐
保
路
之
、
人
皮
膚
の
陵
が
あ
る
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
覇
之
直
北
‘
隔
レ
河
有
,
,

悶
〔
史
記
‘
架
書
〕
血
氣
和
平
、
移
レ
風
易
レ
俗
。
虚
為
1

一

風

寒

↓

所

レ

折

則

起

也

。

層

阜

五

f

然
獨
秀
、
孤
1

一
峙
河
陽
五
世
謂
―
―
之
風
陵
一
戴
延

[
吸
レ
風
】
546

乃
仙
人
が
風
を
吸
つ
て
生
活
す
る
を
い
【
風
茄
兒
】
555

互
ウ
カ
草
の
名
。
曼
陀
羅
花
の
異
名
。
き
ち
之
所
謂
風
槌
者
也
。
〔
唐
書
‘
五
行
志
二
〕
天
賓
十
一
載

ふ
。
〔
列
子
‘
黄
帝
〕
吸
レ
風
飲
レ
露
、
不
レ
食
1

一
五
穀
↓
〔
荘
が
ひ
な
す
。
一
名
、
山
茄
子
。
猛
毒
を
含
み
‘
食
す
れ
ば
六
月
、
琥
州
関
郷
黄
河
中
女
蝸
墓
‘
因
工
入
雨
晦
冥
元
杢

子
、
逍
逝
遊
〕
税
姑
射
之
山
、
有
一
紬

i
？
居
焉
‘
云
云
‘
棧
狂
す
る
。
又
‘
此
の
薬
を
煙
草
に
混
じ
て
喫
す
れ
ば
其
所
在
云
些
乾
元
二
年
六
月
乙
未
夜
玉
炉
河
人
聞
レ
有
1

一

不

レ

食

尻

穀

咸

レ

風

飲

レ

露

。

喘

息

に

放

あ

り

と

い

ふ

。

〔

本

草

‘

曼

陀

羅

花

〕

秤

名

‘

風

雷

臀

ぶ

呪

見

,

,

其
墓
湧
出
↓
下
有
―
―
巨
石
℃
上
有
―
―
雙
柳
一

【
闊
レ
風
】
547

行
美
風
に
し
た
が
ひ
む
か
ふ
。
〔
束
方
朔
‘
風
茄
兒
、
山
茄
子
‘
猜
明
、
時
珍
曰
‘
相
博
‘
此
花
笑
采
各
長
丈
餘
‘
時
琥
1

一
風
陵
堆
↓
〔
戴
延
之
、
西
征
記
〕
女
蝸

非
有
先
生
論
〕
遠
方
異
俗
之
人
、
需
レ
風
慕
レ
義
、
各
奉
1

一
醸
レ
酒
‘
飲
令
1

一
人
笑
五
舞
采
醸
レ
酒
‘
飲
令
l

一
人
舞
玉
予
嘗
墓
‘
在
二
今
滝
闘
口
河
灘
上
↓
屹
然
介
レ
河
、
有
―
―
木
散
株
一

其

職

而

来

朝

賀

。

試

レ

之

、

飲

須

―

―

半

甜

↓

更

令

ニ

一

人

或

笑

或

舞

一

引

レ

之

雖

1

一
暴
派
士
小
―
―
漂
液
↓
〔
名
勝
志
〕
風
后
‘
黄
帝
時
臣
‘
歿

【
御
レ
風
】
548

昇

↑

風

に

乗

っ

て

空

を

か

け

回

る

。

〔

荘

乃

鯰

也

。

「

室

名

。

葬

レ

此

゜

子
、
逍
遥
遊
〕
列
子
御
レ
風
而
行
‘
冷
然
善
也
。
〔
蘇
拭
、
【
風
希
堂
】
556

か
匁
清
‘
戴
殿
洒
（
5
ー

1
1
6
8
5
:
 1
9
8
)

の
【
風
憐
レ
目
】
566

芯
后
風
は
む
し
ろ
目
を
羨
ん
で
ゐ
る
。

前
赤
壁
賦
〕
浩
浩
乎
如
属
レ
虚
御
レ
風
而
不
＂
知
箕
所
▽
[
風
草
政
】
却
芹
サ
?
上
に
居
る
君
子
の
政

o

君
子
仁
な
風
は
動
か
な
け
れ
ぱ
行

v
こ
と
が
出
束
ぬ
が
ヽ
目
は
動

止

。

れ

ば

、

下

民

の

之

に

従

ふ

こ

と

、

風

が

草

を

恨

せ

る

や

か

ず

し

て

遠

く

に

至

り

得

る

か

ら

で

あ

る

。

憐

は

‘

う

【
伊
風
】
竺
誇
ズ
勢
の
盛
で
営
る
べ
か
ら
ざ
る
形
容
。
う
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
逸
周
書
、
大
緊
解
〕
周
公
旦
曰
‘
ら
や
む
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
菱
憐
レ
眩
‘
舷
憐
レ
蛇
‘
蛇
憐
レ

〔
虞
照
部
、
長
安
古
意
詩
〕
専
櫂
意
氣
本
豪
雄
、
宵
糾
紫
嗚
呼
殷
政
穂
穂
若
―
―
風
草
二
侑
レ
所
レ
積
、
有
レ
所
レ
虚
‘
知
風
、
風
憐
レ
目
、
目
憐
レ
心
。

燕

坐

佳

風

。

此

如

何

。

【

風

呂

敷

】

567g
物
を
包
む
た
め
の
四
角
な
布
。

【
従
レ
風
】
549

芦
た
7

草
が
風
に
な
ぴ
き
従
ふ
や
う
に
服
【
風
草
徳
】
558
昇
サ
？
上
位
に
在
る
君
子
の
徳
。
風
が
【
先
レ
風
吹
】
5
6
8
[
i
サキダチ―
T

風
の
吹
く
前
に
吹
く
。
事

従
す
る
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
登
レ
使
使
レ
燕
、
燕
従
レ
風
草
を
靡
か
す
や
う
に
下
民
は
皆
其
の
風
化
を
受
け
て
物
の
未
だ
来
ら
ぬ
前
に
卒
先
す
る
喩
゜
〔
淮
南
子
、
説

而
靡
゜
〔
漢
書
、
徐
栗
恨
博
〕
然
起
窮
巷
玉
奮
凸
芸
只
偏
な
ぴ
き
従
ふ
か
ら
い
ふ
。
〔
論
語
‘
顔
淵
〕
君
子
之
徳
山
訓
〕
聖
人
不
,
,
先
レ
風
吹
干
不
↓
油
炉
雷
毀
↓

祖

大

呼

、

天

下

従

レ

風

。

「

を

見

よ

。

風

也

、

小

人

之

徳

草

也

、

草

尚

1

一
之
風
―
必
恨
0

[
凌
レ
風
翔
】
569

”
心
[
:
イ
デ
天
下
に
雄
飛
せ
ん
と
す
る
心

[
順
レ
風
】
550

危
炉
7

風
の
吹
く
方
に
従
ふ
。
順
レ
風
而
呼
【
風
自
寮
】
5595
勺
佐
藤
坦
の
琥
。
佐
藤
一
齋
(
1
|
5
0
6

の
喩
゜
〔
劉
基
‘
感
懐
詩
〕
貯
立
望
―
―
浮
雲
芦
女
得
二
凌
レ
風

〖
順
レ
風
而
呼
〗55

1
昇
—

i

タ
ガ
ヒ
テ
風
の
吹
い
て
ゆ
く
方
：

72)を
見

よ

。

翔

↓

に
向
つ
て
呼
べ
ば
よ
く
聞
え
る
。
時
に
乗
じ
て
行
ふ
を
[
風
蓋
掌
糸
】
露
認
サ
ク
【
風
躁
曾
湛
~
】

5
7
0
}
3
0
i

シ

吹
く
風
が
物
淋
し
い
。
□
口
居
易

身
に
熱
が
あ
っ
て
煩
惹
胸
に

風

部

風

解
け
ぬ
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
倉
公
偉
〕
風
蹴
胃
渦
‘
即
為
1

一

槃
酒
↓

【
風
斯
在
レ
下
】
571

パ
苔
戸
高
い
と
こ
ろ
に
上
る
を
い

ふ
。
鳥
が
高
く
飛
べ
ば
‘
風
は
其
の
下
に
在
る
か
ら
い

ふ
。
〔
荘
子
‘
逍
遥
遊
〕
風
之
積
也
不
レ
厚
‘
則
其
負
二
大

翼
也
無
レ
カ
、
故
九
萬
里
‘
則
風
斯
在
レ
下
笑
゜
〔
書
言

故
事
、
天
文
類
〕
言
レ
升
レ
高
、
日
―
―
風
斯
在
レ
下
癸
↓

【
風
林
山
人
】
5
7
2
5
え
な
繹
教
存
の
琥
゜
秤
風
林
(
1
1
|

4

 

0
1
2
9
 :
 1
0
1
)
を
見
よ
。

【
風
春
雨
硝
】
573

豆
わ
し
ョ
ウ
峨
蝶
品
が
う
す
づ
く
や
う
に

飛
ぺ
ば
風
が
吹
き
、
う
す
を
す
る
や
う
に
な
れ
ば
雨
が

ふ
る
。
〔
説
文
‘
蝶
‘
段
注
〕
秤
晶
日
‘
蝶
‘
蛾
蝶
‘
孫
炎
曰
‘

此
晶
小
二
於
蚊
盃
弁
圏
讚
曰
‘
小
晶
似
レ
蛸
‘
風
春
雨
磋
‘

謂
―
―
其
飛
上
下
如
レ
春
則
天
風
‘
回
旋
如
レ
磯
則
天
雨
↓

【
風
殆
露
宿
】
574

努
切
風
を
犯
し
て
口
を
糊
し
‘
露
を

凌
い
で
宿
る
。
風
露
に
さ
ら
さ
れ
て
難
儀
す
る
を
い

ふ
。
〔
近
古
史
談
‘
徳
篇
上
、
甲
賀
氏
子
〕
遂
奉
1

一
式
部
1

而
遊
弘
ル
野
面
風
喰
露
宿
十
藪
年
。

【
風
不
レ
嗚
レ
條
】
575

”
芸
巧
世
の
太
平
な
喩
。
太
平
の

世
に
は
‘
樹
の
枝
を
鳴
ら
す
程
の
大
風
も
吹
か
ぬ
。
五

風
十
雨
(
1
ー

2
5
7
:
 9
7
6
)
を
見
よ
。
〔
論
衡
‘
是
應
〕
儒
者

論
一
太
平
瑞
虞
云
云
‘
風
不
レ
鳴
レ
條
‘
雨
不
レ
破
レ
塊
‘

五
日
一
風
、
十
日
一
雨
。

[
風
風
雨
雨
】
576

認
7

’
障
碍
の
喩
゜
〔
桃
花
扇
‘
訪
翠
〕

伯
催
レ
花
信
緊
‘
風
風
雨
雨
誤
―
―
了
春
光
―
)

【
風
風
流
流
】
m
認
認
風
流
を
い
ふ
。
〔
西
廂
記
‘
張

君
瑞
慶
閣
璽
雑
劇
〕
窟
前
寛
レ
鏡
試
新
股
那
風
風

流
流
的
姐
姐
‘
似
乞
這
等
―
女
子
。

【
風
餘
詩
母
】
578

汀
勺
古
詩
十
九
首
の
異
梢
゜

【
風
稜
御
史
】
579

惚
バ
ョ
ウ
使
君
子
の
異
名
。
か
ら
く
ち

な
し
。
〔
清
異
録
‘
槃
‘
薬
譜
〕
風
稜
御
史
‘
使
君
子
。

【
友
レ
風
子
レ
雨
】
5
8
0
"
げ
註
か
，
雲
を
い
ふ
。
〔
荀
子
‘
賦
〕

託
レ
地
而
涌
レ
宇
‘
友
レ
風
而
子
レ
雨
。
〔
注
〕
風
輿
レ
雲
並

行
‘
故
日
レ
友
‘
雨
因
レ
雲
而
生
‘
故
曰
レ
子
。

【
看
レ
風
使
レ
帆
】
581

昇
”
ぢ
臨
機
應
斐
の
喩
。
〔
五
燈

會
元
〕
看
レ
風
使
レ
帆
‘
正
是
随
レ
波
逐
レ
浪
゜

【
係
レ
風
捕
レ
影
】
5
8
2
"
バ
”
ぃ
共
繋
レ
風
捕
レ
影
に
同
じ
。

〔
漢
書
‘
郊
祀
志
上
〕
求
レ
之
盪
盪
‘
如
1

一
係
レ
風
捕
ら
影
‘
終

不
レ
可
レ
得
。

【
繋
レ
風
随
影
】
匈
認
昇
n

風
を
し
ば
り
影
を
と
ら

三
四
四

12940 



(43756 .. 584) (43772) 

風

部

風

〔
ニ
ー
四
董
〕

勲

勲

飽

凪

凪

殿

勲

殷

底

藤

咸

颯

殿

匪

巳
〇
あ
つ
い
風
。
〔
集
韻
〕
殿
炎
風
謂
二
之
助
一

〇
助
酪
は
‘
吹
く
さ
ま
。
〔
王
篇
〕
助
‘
勲
馳
‘
吹

兒
。
口
あ
つ
い
風
。
〔
集
韻
〕
助
、
熱
風
。

へ
る
。
取
り
止
め
の
無
い
形
容
。
荒
誕
無
稽
で
捕
捉
し
【
分
レ
風
撃
レ
流
】
591

昇
[
9
7

”
パ
ザ
ク
風
を
一
―
分
し
‘
流
を
柄

難
い
喩
゜
〔
谷
氷
‘
論
―
―
紳
経
文
〕
求
レ
之
盪
盪
‘
如
姦
腔
割
す
る
。
宮
亭
廟
神
の
意
威
あ
る
を
稲
し
た
語
。
〔
水

風
捕
＞
影
‘
終
不
レ
可
レ
得
。
〔
水
経
‘
籟
水
注
〕
雷
次
宗
云
、
経
‘
慮
江
水
注
〕
（
薩
山
）
南
嶺
‘
卸
彰
縣
澤
西
天
子
部
也
、

此
乃
繋
風
捕
影
之
論
。
〔
蘇
献
‘
答
―
―
謝
孝
廉
一
書
〕
求
レ
物
云
云
、
山
下
有
1

一
神
廟
↓
琥
日
え
呂
亭
廟
五
臥
彰
湖
亦
有
―
―

之
妙
、
如
1一
繋
風
捕
影
一
宮
亭
之
梢
—
焉
‘
云
云
、
山
廟
甚
釉
、
能
分
レ
風
撃
レ
流
、

【
呼
レ
風
喚
レ
附
】
584

万
竺
昇
禽
鳥
の
風
雨
に
相
呼
應
す
住
レ
舟
遣
レ
使
‘
行
旅
之
人
‘
過
必
敬
祀
而
後
得
レ
去
、
故

る
を
い
ふ
。
〔
孫
観
‘
庵
硲
行
〕
庵
藍
硲
頭
鳥
鳥
架
‘
呼
レ
曹
砒
詠
云
‘
分
レ
風
為
レ
訳
‘
撃
レ
流
為
レ
雨
。

風

喚

レ

雨

不

レ

能

レ

休

。

【

髪

レ

風

移

レ

俗

】

592

鐸
只
｛
ス
風
俗
を
斐
へ
う
つ
す
こ

【
候
レ
風
且
帆
〗
綴5
芦
7
7チ
テ
風
の
吹
く
の
を
待
っ
て
と
。
〔
史
記
、
平
津
公
主
父
慨
傭
〕
嬰
レ
風
移
レ
俗
‘
化
―
―
於

舟
に
帆
を
か
け
る
。
〔
竹
添
井
井
‘
棧
雲
峡
雨
日
記
、
上
〕
海
内
↓

上

峡

之

舟

‘

皆

候

レ

風

桂

レ

帆

。

【

無

レ

風

浪

起

】

593

”
げ
芦
自
然
の
道
理
の
喩
゜
〔
博
燈

【
櫛
レ
風
沐
レ
雨
】
函
万
竺
石
丑
訂
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
録
〕
僧
問
姦
醤
弐
如
何
是
圃
師
西
来
意
‘
堅
曰
‘
洋
瀾
左

翌
古
を
極
め
る
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
天
下
〕
昔
者
萬
之
数
‘
細
~
レ
風
浪
起
。

湮
洪
杢
決
―
-iI
河
↓
而
通
四
夷
九
州
也
‘
云
云
‘
排
【
風
利
不
レ
得
レ
泊
】
594

心
[
[
ル
ヲ
エ
ズ
風
向
が
よ
い
か
ら
‘

冨]五

無
レ
肢
‘
腟
無
レ
毛
‘
沐
―
―
甚
雨
一
櫛
―
―
疾
風
盆
巴
萬
國
↓
〔
魏
と
ま
つ
て
居
ら
れ
な
い
。
〔
晉
書
‘
王
濱
傭
〕
及
二
濱
将
＞

志
‘
飽
勘
傭
〕
移
レ
風
易
レ
俗
莫
レ
置
於
紐
杢
況
撒
暴
証
華
至
昧
罠
王
渾
遣
レ
信
要
な
Tl
一
覧
過
論
＂
事
、
清
學
レ
帆

蓋
於
原
野
↓
傷
1

一
生
育
之
至
理
涵
茫
風
沐
レ
雨
、
不
レ
以
―
―
直
指
、
報
日
‘
風
利
不
レ
得
レ
泊
也
。

時

隙

哉

。

【

風

騒

肛

内

晶

】

596

炉
芯
，
ナ
ィ
胃
腸
内
に
居
る
品
の
名
。

【
懇
風
而
飩
】
587

”}
i

/

ョ
ウ

9
-
T

仙
人
の
道
を
得
て
、
風
人
畜
を
し
て
風
病
塘
病
に
罹
ら
し
む
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘

El□
]
●
風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
奥
‘
風
兒
。

0
大

に
乗
っ
て
蹄
る
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
列
子
師
―
―
老
商
氏
一
風
埴
肘
内
品
〕
集
解
、
時
珍
日
‘
凡
人
畜
有
―
―
風
病
楕
病
一
風
の
音
。
〔
字
彙
〕
艇
、
一
曰
、
大
風
瞥
。

衷
伯
高
子
盆
翌
一
子
之
道
盃
ヂ
風
而
蹄
。
腸
肛
内
必
有
レ
晶
‘
聖
悪
方
治
―
―
目
酸
只
用
―
―
此
物
一
云
‘

【
懇
風
破
レ
波
】
5
8
8
[
ば
ぢ
ル
遠
大
の
志
あ
る
を
い
ふ
。
以
"
烏
埴
者
否
『
レ
良
也
。

〔
南
史
‘
宗
慇
傭
〕
宗
慇
‘
字
元
幹
、
南
腸
涅
陽
人
也
‘
叔
【
風
僻
前
分
易
水
寒
】
596

認
均
店
パ
ノ
T

燕
の
太
子
丹

r旧
9‘1763

ホ

ウ

腿

(
1
2ー

4
3
7
6
2
)

に
同
じ
。
〔
字

父
少
文
高
街
不
レ
仕
‘
慇
年
少
‘
問
其
所
ア
志
、
慇
答
曰
‘
が
荊
阿
を
易
水
の
上
に
送
っ
た
時
‘
荊
飼
の
歌
っ
た
詩
彙
〕
見
、
同
レ
拠
。

願

乗

一

長

風

ヰ

竺

菰

里

波

一

の

句

。

〔

史

記

‘

刺

客

‘

荊

飼

偲

〕

皆

白

衣

冠

以

送

5

之‘

【
闘
風
倒
レ
柁
】
589

認
戸
訂
切
ぞ
機
を
み
て
事
を
行
ふ
至
,
,
易
水
之
上
盃
既
祗
取
レ
道
、
高
漸
離
撃
レ
筑
‘
荊
阿
和

喩
。
看
鼠
使
机
(
5
8
1
)

に
同
じ
。
〔
陸
源
詩
〕
相
レ
風
而
歌
‘
為
憂
徽
之
賛
士
皆
垂
レ
涙

it
泣
‘
又
前
而
歌
「
町
氏
1
的

[
9
ゥ
〔
集
韻
〕
胡
公
切
雨
否

屈
帆
第
一
等
、
随
レ
風
倒
レ
柁
更
何
憂
。
日
、
風
爾
篇
分
易
水
寒
‘
牡
士
一
去
分
不
―
―
復
還
↓

【
柊
風
滅
レ
火
】
590

昇
パ
芸
/
-
T

守

宰

が

善

政

を

施

す

●

風

の

音

。

〔

集

韻

〕

殷

‘

風

瞥

。

0
大
風
。
〔
廣

喩

。

後

漢

の

江

陵

令

の

劉

昆

が

、

火

災

に

向

つ

て

叩

頭

韻

〕

殿

‘

大

風

。

し
、
火
が
忽
ち
消
え
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
後
漢
書
、
儒
林

上
、
劉
昆
博
〕
光
武
凹
之
‘
即
除
為
丘
陵
兌
時
縣
連
年

火
災
‘
昆
輔
向
灰
叩
頭
、
多
能
狂
雨
少
風
‘
徽
秤
議

尺
□
汀
且
」
＝
旦
ft叶
い
い
/
【
刷
】
年

子
渡
レ
河
‘
帝
聞
而
異
レ
之
‘
云
云
‘
詔
問
レ
昆
曰
、
前
在
ニ

江
陵
后
合
風
滅
レ
火
、
後
守
―
―
弘
農
ぶ
庇
北
渡
レ
河
‘
行
―
―
何

徳
政
而
致
1

一
是
事
一
昆
封
日
‘
偶
然
耳
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘

勉
學
〕
不
レ
知
―
―
誠
レ
己
刑
レ
物
、
執
レ
轡
如
レ
組
‘
反
レ
風
滅
レ

火
‘
化
レ
鵜
為
レ
鳳
之
術
一
也
。

霰
】
〗
ヘヴ

諷
(
1
2
-
4
3
9
6
3
)
に
同
じ
。
〔
韻
會

小
補
〕
殿
‘
卑
ハ
レ
諷
同
。

ロビ|
ネ，ダ天ダ
ウウウウ

〔
集
韻
〕
尼
交
切

〔
集
韻
〕
丑
交
切

圏圏

冨]亨
風
の
昔
゜
〔
篇
海
〕
懃
‘
風
臀
゜

ラ
ヴ
レ，ウ

〔
篇
海
〕
力
交
切

圏

昌
●
墨
一

ホ
ヴ
ロプヒ，ウピュ
口

〔
集
韻
〕
皮
軋
切

〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切

因函

つ
む
じ
風
。
諷
(
1
2
-
4
3
9
6
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

諷
、
説
文
‘
扶
揺
風
也
、
或
炊
レ
勺
゜

厨】仰
ヘヴ

〔
集
韻
〕
卑
造
切

薦

言
冒
Eel

――

冨
】
[
タ
ヴ

勲
(
1
2
|
 
4
3
7
5
9
)
の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
勲
‘
靭
俗
字
。

三
四
五

冨】[[い
ふ

ぉ

ほ

か

ぜ

゜

或

は

関
(
1
2
-
4
3
8
9
9
)

白

）

注

恩
豪
心
に
作
る
。
〔
説
文
〕
勲
、
大
風
也
‘
秒

風
日
臀
゜
〔
段
注
〕
曰
‘
各
本
作
i
i

日
月
之
日
、
非
臀

摂
今
併
一
忘
云
空
正
。
〔
集
韻
〕
殿
‘
或
作
レ
闊
゜
〔
庚

〔
集
韻
〕
越
筆
切

閾

医国

日
大
風
。
颯
(
1
2
|
 4
3
7
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
颯

大
風
也
、
或
書
作
レ
殿
。
□
大
風
。
馳
(
1
2
-
4
3
9
8

9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
罠
‘
大
風
也
、
或
炊
レ
広
。

[

殿

]

血

ク，ワ，ウ

ロ
ワ
ゥ

□
コ
，
ウ

集
韻
〕
呼
弘
切

〔
集
韻
〕
乎
萌
切

【
颯
芦

大
風
。
或
は
殷
(
1
2
-
4
3
7
7
1
)
に
作
る
。
〔
玉
篇
〕

颯
‘
大
風
也
‘
或
書
作
凪
。

ク
，
ヮ
ゥ

ワ，ウ

〔
集
韻
〕
乎
萌
切

圏

＇且

冨】叶

諷
い
~
o山上
か
ら
吹
き
下
ろ
す
風

冨{]臼
、
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
殿
‘
北
妹

切。

ノ
イ

義
未
詳
。
〔
字

厨

]

岬

彙

補

〕

底

巴

牧
切
。
〔
西
廂
記
‘
雀
鶯
鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
底
,
,
了
僧
伽

目。中一

7
9ウ

勺

名―

p
i
a
o
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●
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
貼
‘
風
也
。

O
そ
よ
か
ぜ
が
穴

か
ら
も
れ
て
来
る
。
〔
字
彙
〕
腿
、
小
風
従
レ
孔
来

曰
レ
貼
。

O
そ
よ
か
ぜ
。
腱
(
1
2
-
4
3
7
9
7
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
腱
‘
小
風
‘
或
凡
レ
夫
。

【
腿
】
[

〔
集
韻
〕
呼
決
切
卿
g

ケ
ッ
ケ
チ

霰
】
[

風
が
お
こ
る
。
〔
玉
篇
〕
殿
‘
風
起
也
。

サ
ヴ
セ
占
ウ

〔
玉
篇
〕
楚
交
切

圏

か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
腿
‘
風
也
。

冨{】
5

r

]

〔
集
韻
〕
徒
渾
切
甲
〗

【
颯
】
[

●
姓
。
〔
廣
韻
〕
颯
‘
姓
也
‘
姓
苑
云
‘
汝
南
人
。
●

黙
(
6
ー

1
3
4
7
5
)

に
同
じ
。
〔
字
嬬
果
補
〕
廊
、
同
レ
颯
゜

シ
ン
ジ
ン

〔
廣
韻
〕
徐
林
切

屈

●
大
風
。
〔
集
韻
〕
規
、
大
風
也
。
~
通
じ
て
扶
(
5

-
1
1
8
4
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
規
、
通
作
レ
扶
°

【規】
5
7
7
〔
集
韻
〕
渇
無
切
國

冨
】
[
7 

楓
(
1
2
|
 4
3
7
7
4
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
謎
ぢ
四
規
゜

閾
海
賦
〕
逍
殿
決
溶
‘
隻
散
弯
甕

風

部

〔
四
ー
五
藍
〕

【腿】芦
南
北
風
。
〔
字
彙
補
〕
肥
、
経
風
也
。

パ
ヴマウ

〔
字
彙
補
〕
微
萌
切

圃

冨
品
は
や
て
。
職
(
1
2
-
4
3
8
5
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腱

疾
風
也
‘
或
省
。

ク
ッ
ク
チ

〔
集
韻
〕
許
勿
切

呪

冥】
C
g
[
[
,
ぃ
識
字
。
〔
正
字

●
轄
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
誕
‘
軽
兒
。

O
轄
い
風
。

〔
集
韻
〕
腿
‘
軽
風
。

0
風
の
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
艇
、

風
貌
゜

国
】
丘

ノ
〔
集
韻
〕
普
刀
切
圏
i

、
ヴ
ホ
ヴ

●
い
き
を
吐
く
。
〔
廣
韻
〕
殿
吐
レ
氣
。
●
風
ふ

く
。
〔
集
韻
〕
殿
、
風
吹
謂
二
之
畏
●
風
の
さ
ま
。

〔
廣
韻
〕
殿
、
又
風
兒
゜

【
展
殿
】
1

”
口
を
開
い
て
氣
を
吐
く
さ
ま
。
〔
張
衡
、
西

京
賦
〕
含
利
殿
穀
‘
化
為
1

一
仙
車
↓
〔
注
〕
綜
曰
‘
殿
厩
、
容

也
、
清
日
‘
殿
殿
、
開
レ
ロ
貌
。

貨
】
畑
[
‘
〕
虚
T
7
Y
墨
sia1

か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
殿
、
風
也
。

冦】年
カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
姑
南
切
園
]
)

小
●
な
み
が
た
つ
。
風
に
吹
か
れ
て
波

L
 

□
0
と
ぢ
る
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
腿
‘
閉
也
。

O
風
の

贅
〔
龍
寵
手
鑑
〕
腿
‘
風
瞥
也
。

O
風
が
寒
い
。
溝
屡
築
が
動
く
。
〔
説
文
新
附
〕
馳
‘
風
吹
浪

(
2
|
 1
7
0
2
)

霞
(
1
2
-
4
3
9
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
動
也
、
μ
い
風
占
臀
。

O
そ
よ
が
す
。
そ
よ
ぐ
。

準
説
文
、
風
寒
也
‘
或
作
二
蝿
．
蔑
↓
R
姓
。
〔
龍
寵
風
が
物
を
う
ご
か
す
。
又
、
物
が
風
を
受
け
て

手
鑑
〕
腿
‘
姓
也
゜

g●
か
ぜ
。
〔
集
韻
〕
腿
、
風
也
。
動
揺
す
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
風
動
レ
物
也
。
〔
正
字

●
そ
よ
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
腿
、
小
風
謂
二
之
腿
呂
』
固
通
〕
貼
‘
凡
風
動
レ
物
、
輿
五
翌
条
風
揺
曳
者
正
皆

か
ぜ
。
或
は
腿
(
1
2
-
4
3
8
8
9
)
に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
謂
―
―
之
馳
↓

詰
四
〕
腱
‘
風
也
。
〔
集
韻
〕
腿
‘
風
也
‘
或
作
レ
腿
。
【
馳
院
】
1

竺

波
が
揺
れ
動
く
さ
ま
。
〔
杜
牧
‘
題
―
―
池

【蔑】畑

國国口日
ペヘピヒ，ヘヘヒヒ
チツキヨチッチッ
ク

〔
集
韻
〕
蒲
結
切

〔
集
韻
〕
弼
力
切

〔
集
韻
〕
匹
蔑
切

〔
集
韻
〕
壁
吉
切

園圏圏混

【
馳
】
[
セ
ン

〔
集
韻
〕
職
球
切＞
 

出

r

t國

0
涼
し
い
風
。
〔
廣
韻
〕
駆
、
涼
風
。
●
清
い
風
。

〔
集
韻
〕
競
清
風
曰
レ
艇
。

【
駆
殿
】
1

豆
バ
あ
ち
こ
ち
に
行
く
。
〔
紅
棲
夢
‘
―
二
十
九

回
〕
花
枝
範
馳
‘
並
不
レ
知
1

一
都
係
―
―
何
人
↓

’□― 

【駆】応

テ
，
ウ
〔
集
韻
〕
疑
宵
切
醐
[

【馳】
g

ハ
イ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
馳
‘
昔
滞
°

寒
い
風
。
〔
集
韻
〕
範
‘
寒
風
。

冨～】[
ダ
ウ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
紀
、
女
交

、不
7

切。

【鯰】丘

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
圏
i

レ
イ
リ
，
ヤ
ヴ

冦】叶
シ
ン

颯（
1
2
|
 4
3
7
7
5
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
駆
、
同
レ
颯
゜

国
】
年

臀
が
絶
え
る
。
〔
篇
海
〕
祗
‘
臀
絶
也
。

デ
ブネブ

〔
篇
海
〕
乃
協
切

園

●
風
の
香
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
慶
‘
風
臀
也
。
〇
胞

慶
は
‘
餘
風
。
秋
冬
に
於
け
る
年
内
の
餘
風
。
緒

風
。
〔
集
韻
〕
慶
‘
緒
風
謂
二
之
胞
畏
●
胞
慶
は
‘

風
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
慶
、
胞
慶
、
風
兒
。
働
腱
(
1
2

|
 4
3
9
5
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
麗
、
同
レ
謎
‘
省
。

〇
或
は
剛
(
1
2
-
4
3
9
8
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
慶
、

或
炊
レ
劉
゜

[

曼

】

[

力

"
[
]
[
O
o
)
に
同
じ
。
〔
六
書
略
〕

【
慶
】
[

〔
集
韻
〕
力
九
切
宥
5-

リ，ウ
レ）
 

貼

規

颯

腿

殷

腿

殿

殿

誕

馳

鞄

肥

曼

蔵

貼

助

馳

腿

慶

殿

駆

馳

三
四
六
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風

部

〔
五
鵞
〕

馳

胞

隧

腱

馳

膜

胞

腿

認

鹿

胞

腿

疑

颯

国
】
[

つ
む
じ
か
ぜ
゜
〔
廣
韻
〕
飽
、
小
旋
風
、
成
陽
有
レ

之
、
小
二
鹿
於
雄
也
。
〔
集
韻
〕
飽
‘
回
氣
謂
-
―
之

鹿↓

イ

〔
集
韻
〕
余
支
切

図

【
腿
孟
ヶ
ノ
"
[
」
畔
旦
」
／
戸
0子

ー
小
日
□
●
そ
よ
か
ぜ
゜
〔
説
文
〕
謎
、
小
風

ヲ扇豪
也
、
八
涵
寄
薔
。

0
そ
よ
か
ぜ
の
さ

ま
。
〔
玉
篇
〕
麗
小
風
兒
。

O
或
は
腿
(
1
2
-
4
3
7
7

9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
隧
‘
或
凡
な
大
。

,.......... 

腱
し―..... 
43797 

□ 日
シシケケ
'' ュュチッ
チツ

〔
集
韻
〕
雪
律
切

〔
集
韻
〕
罰
劣
切

闊圏

【
砲
】
五

●
風
の
香
。
〔
玉
篇
〕
胞
‘
風
臀
。
〇
胞
聰
は
‘
餘

風
。
秋
冬
に
於
け
る
年
内
の
餘
風
。
緒
風
。
〔
集

韻
〕
胞
、
緒
風
謂
二
之
胞
慶
↓

【
馳
謁
】
1

昴
風
の
音
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
興
レ
風
麗
隠
‘

鞄
劉
罠
鴫
〔
注
〕
善
曰
‘
胞
莉
、
風
臀
也
。

イ
，
ウ
ゥ

〔
集
韻
〕
於
九
切
国
中

州
弄
水
亭
詩
〕
弄
水
亭
前
埃
‘
馳
涜
翠
納
舞
。
〔
温
庭

笥
‘
鴻
腫
l

寺
有
開
元
中
錫
宴
堂
棲
憂
池
詔
雅
為
―
―
勝

絶
荒
涼
遺
址
僅
有
石
贅
偶
成
四
十
韻
詩
〕
馳
濫
蕩
―

碧
波
冦
煙
迷
積
塘
―
)

【
貼
貼
】
2

竺
風
に
動
く
さ
ま
。
〔
劉
飲
‘
遂
初
賦
〕
廻
風

盲
其
諷
忽
合
‘
廻
馳
貼
其
冷
冷
。
〔
古
文
苑
注
〕
貼
馳
‘

動
揺
貌
。

E
lつ
む
じ
か
ぜ
。
諷(
1
2
~
4
3
9
6
3
)

の
古
字
。
〔
説

文
〕
颯
‘
扶
描
風
也
‘
輿
‘
古
文
諷
゜
〔
玉
篇
〕
諷
、
暴

日
ヘ
ヴ
、
ヴゥ

ロ？ヘ、
ヴ
息＇ウ

【
飽
】
螂

圏
ハ
ク

~ ~ 

集集
韻韻
し――, ~ 

匹皮
角教
切切

圏園悧圏

小

日

0
風
の
ふ
く
お
と
。
〔
説
文
〕
颯

策
風
普
也
、
八
レ
風
立
臀
。
〔
段
注
〕
各
本

峰
作

祠

風

也

公
7

依
二
文
選
風
賦
注
1

正
。
〔
宋
玉
‘

風
賦
〕
有
レ
風
颯
然
而
至
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
説
文
日
‘

颯
‘
風
贅
。
●
風
ふ
く
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
颯
颯
‘
風

〔
集
韻
〕
卑
遥
切

〔
集
韻
〕
蒲
交
切

冨
{
】
[
ィ
汀
[
"
]
"
＂
レ

:O同
じ
。
〔
中
華

【
颯
】
〗

厨
】
〗

お
ほ
か
ぜ
。
又
、
風
が
牧
ま
る
。
〔
字
彙
〕
艇
、
大
〖
賑
】
』

風
、
又
風
牧
。

イ

字
彙
〕
延
知
切

図

口
ソ
ク

ロ
リ
フ

圃
―
ブ
フ

国
ラ
ン

園
サ
ッ

日
サ
7

〔
集
韻
〕
悉
合
切
困

ヽ
ム
y
sa' 

〔
集
韻
〕
蘇
谷
切
廟
『

〔
集
韻
〕
力
入
切
圃
『

〔
集
韻
〕
落
合
切
索
〗

〔
集
韻
〕
虞
含
切
園
]
)

謎
(
1
2ー

4
3
8
5
0
)

の
識
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
疑
、
謎
譲
字
。

コ，ウ

冨
】
〗

●
か
ぜ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
隧
、
風
也
。
〔
集
韻
〕
ー
【
即
巴
〗

腿
、
腿
魃
、
風
也
。
●
そ
よ
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
腿

一
曰
、
小
風
謂
二
之
腿
↓

●
風
の
定
ま
る
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
腿
、
風
定
貌
。
●

風
の
詈
゜
〔
字
彙
〕
睫
‘
風
瞥
゜

ゴカ
ンン

〔
玉
篇
〕
胡
紺
切
暉
〗

ケ
ッ
久
ワ
チ

〔
集
韻
〕
許
月
切uヽせ

且苔eh'

風
の
香
。
明
(
2
|
3
4
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
明
‘

風
瞥
‘
荘
子
‘
菰
窮
怒
聘
‘
或
ハ
レ
風
。

厨

】

叩

昇

〔

集

韻

〕

乎

刀

切

瀕

冨】
g

か
ぜ
゜
或
は
風
(
2
-
1
7
5
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
聰

風
也
‘
或
省
。

ク
ッ
ク
チ

〔
集
韻
〕
曲
勿
切

祝

風
也
璽
、
同
レ
諷
。
口
●
風
の
香
。
〔
集
韻
〕
胞
、
風

臀
。
●
や
か
ま
し
い
風
。
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
遊
説

之
徒
、
風
鹿
雷
激
‘
拉
起
而
救
レ
之
。
〔
注
〕
善
曰
‘

鵬
風
之
緊
猥
者
也
、
向
日
、
飽
、
急
風
也
。
口
風

の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
詭
‘
風
兒
゜
國
●
胞
臨
は
‘
衆

多
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鹿
、
輿
飽
‘
衆
多
兒
。

O
飛

ぴ
撃
つ
昔
゜
〔
壻
韻
〕
飽
‘
飛
撃
瞥
°
轡
鞠
輿
は
、
物

が
空
か
ら
落
ち
る
さ
ま
。
胞
飽
(

1

)

を
見
よ
。

【
鹿
腱
】
1

芹
〇
衆
多
な
さ
ま
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
鹿

飽
紛
紛
‘
翰
檄
相
絹
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
鹿
鹿
紛
紛
、
衆
多
之

貌。

O
物
が
空
か
ら
落
ち
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
飽
、
鹿
飽
、

物
自
レ
空
堕
兒
。

三
四
七

也
。
●
ひ
し
ぐ
。
狂
風
が
物
を
ひ
し
ぐ
。
〔
六
書

故
〕
颯
‘
狂
風
拉
レ
物
也
。
働
風
が
か
す
か
に
す
ぎ

る
。
〔
六
書
統
〕
颯
‘
風
微
過
也
。

O
は
や
て
。

〔
説
文
繋
傭
〕
颯
‘
翔
風
也
、
ハ
レ
風
立
臀
。

O
み

だ
れ
る
。
〔
謝
眺
、
落
日
詩
〕
何
傷
一
蓬
賢
颯
↓
〔
庚

信
、
謝
レ
衷
巾
詩
〕
蓬
賢
稔
颯
°
〇
お
と
ろ
へ

る
。
〔
陸

11、
思
田
賦
〕
歳
幸
忽
其
云
暮
‘
庭
草
颯

以
萎
黄
゜
〔
杜
甫
、
愛
府
書
懐
詩
〕
白
首
颯
凄
其
゜

〔
張
九
齢
‘
登
土
口
陽
雲
嚢
―
詩
〕
庭
樹
日
衰
颯
゜

〔
王
安
石
、
韓
持
國
従
1

一
富
井
州
辟
―
詩
〕
顛
倒

即
衰
颯
。

O
ぉ
ち
る
。
は
ら
ふ
。
〔
苑
成
大
、
閻

門
初
没
詩
〕
生
涯
都
壻
颯
‘
心
曲
漫
岬
蝶
。

O
き

り
り
と
。
き
び
き
び
と
。
き
び
し
い
。
〔
祁
経
‘

懐
素
二
帖
歌
〕
嗣
郷
春
樹
花
、
痛
颯
秋
江
鵡
゜
〔
呉

師
道
‘
晩
霜
曲
〕
催
禽
浙
颯
動
1

一
庭
竹
↓
〇
物
の

さ
ま
。
颯
戻
(
1
2
)
・

颯
沓
(
9
)
・

颯
朧
(

5

)

を
見
よ
。

g
颯
颯
は
、
風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
颯
‘
颯
颯
‘
風

臀
。
国

0
颯
隠
は
、
お
ほ
か
ぜ
。
〔
集
韻
〕
颯
‘
颯

隠
‘
大
風
。
●
人
名
。
〔
正
韻
〕
颯
、
人
名
、
前
漢
有
二

劉
颯
五
後
漢
有
―
―
衛
颯
扁
四
国
□
R
に
同
じ
。

【
颯
掲
]

1

[

U

屈
折
す
る
さ
ま
。
〔
博
毅
‘
舞
賦
〕
酪
騨

飛
散
‘
颯
掲
合
井
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
颯
掲
‘
阻
折
貌
。

【
颯
瀧
】

2
E
風
の
吹
き
散
ら
す
こ
と
。
又
、
草
木
を

吹
く
風
の
こ
ゑ
。
〔
王
延
壽
‘
魯
霰
光
殿
賦
〕
詳
風
倉
習

以
颯
瀧
゜
〔
注
〕
向
曰
‘
颯
濃
‘
吹
―
―
草
木
一
臀
゜
〔
後
漢
書
、

班
固
債
下
、
東
都
賦
〕
鳳
蓋
颯
濁
‘
和
鸞
玲
瀧
゜
〔
隋
湯
帝
、

捨
レ
舟
登
レ
陸
示
"
慧
日
道
場
玉
清
玄
壇
徳
衆
1

詩
〕
颯
瀧

林
花
落
、
遠
追
風
柳
散
。

【
颯
爽
】
3
[
5

●
姿
が
勇
壮
で
氣
味
が
よ
い
こ
と
。
〔
杜

甫
‘
丹
青
引
贈
-
―
曹
将
軍
覇
1

詩
〕
褻
公
郡
公
毛
製
動
、
英

姿
颯
爽
来
-
―
甜
戦
↓
●
き
ぴ
き
ぴ
し
て
心
地
よ
い
こ
と
。

勁
捷
の
さ
ま
。
〔
杜
甫
‘
書
鶴
行
〕
高
堂
見
一
元
証
只
颯
爽

勲
秋
骨
↓

【
颯
颯
】
4

”0
風
の
昔
。
風
の
さ
つ
と
吹
く
形
容
。

颯
然
゜
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
颯
颯
‘
風
也
。
〔
楚
酔
、
九
歌
、
山

鬼
〕
風
颯
颯
分
木
離
爾
゜
〔
本
参
、
送
品
即
築
蹄
―
―
河
東
一

12943 
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日
●
は
や
て
。
〔
廣
韻
〕
黙
‘
疾
風
。
●
黙
腿
は
、

風
の
疾
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
黙
‘
駆
駆
、
風
疾
兒
。

□
●
風
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
黙
、
風
兒
。
●
は
や

詩
〕
忽
如
高
堂
上
、
颯
颯
生
―
―
清
風
↓
●
雨
の
臀
の
さ

ま
。
〔
杜
甫
‘
乾
元
中
寓
二
同
谷
縣
1

作
歌
〕
四
山
多
レ
風
埃

水
急
‘
寒
雨
颯
颯
枯
樹
混
。

【
颯
纏
】
5

勺
長
袖
の
さ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
班
固
博
〕
紅
羅

颯
颯
。
〔
注
〕
蒔
綜
注
―
―
西
京
賦
一
日
、
颯
朧
、
長
袖
貌
。

〔
班
固
、
西
都
賦
〕
紅
羅
颯
櫂
‘
綺
組
績
紛
。
〔
注
〕
善
曰
‘

颯
耀
‘
長
袖
貌
也
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
奮
―
―
長
袖
之
颯

朧↓

【
颯
爾
】
6

勺
風
の
昔
゜
颯
颯
に
同
じ
。
颯
然
。
蒲
颯
。

〔
李
白
、
秋
思
詩
〕
蕪
然
意
草
暮
、
颯
爾
涼
風
吹
。

【
颯
霞
】
7

勾
お
ほ
か
ぜ
。
〔
集
韻
〕
颯
‘
颯
霞
‘
大
風
。

【
颯
然
】
8

況
●
風
の
吹
<
-
音
の
形
容
。
さ
つ
と
吹
き

来
る
さ
ま
。
颯
颯
。
〔
宋
玉
、
風
賦
〕
有
レ
風
颯
然
而
至
。
【
血
〖
】

g

〔
杜
甫
、
秦
州
雑
詩
〕
挽
仰
悲
―
―
身
世
涵
盆
g
為
颯
然
゜
〔
蘇

轍
、
黄
州
快
哉
亭
記
〕
有
1

風
颯
然
至
者
↓
●
木
を
吹
い

麗】』

て
葉
の
落
ち
る
さ
ま
。
〔
沈
約
‘
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕

城
府
颯
然
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
颯
然
、
吹
レ
木
葉
落
兒
。

[
颯
沓
】
，
勾
〇
か
さ
な
り
あ
ふ
さ
ま
。
〔
劉
峻
‘
廣
絶

交
論
〕
魚
貫
兒
躍
‘
颯
沓
鱗
翠
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
颯
沓
鱗
翠
‘

言
位
。
●
衆
く
盛
な
さ
ま
。
〔
飽
照
‘
詠
史
詩
〕
賓
【
腱
】
血

御
紛
颯
沓
、
鞍
馬
光
照
レ
地
。
〔
注
〕
良
日
‘
颯
沓
、
衆
盛

●
か
ぜ
゜
〔
玉
篇
〕
馳
、
風
也
。
●
風
の
さ
ま
。
〔
廣

貌
。
〔
李
頑
‘
宿
―
―
埜
公
祠
房
』
炉
梵
詩
〕
簾
條
已
入
,
,
寒

韻
〕
聰
‘
風
兒
。
●
そ
よ
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
腱
、
小

空
静
‘
颯
沓
俯
随
―
―
秋
雨
ー
飛
゜
〇
群
り
飛
ぶ
さ
ま
。
〔
飽

照
‘
舞
鶴
賦
〕
颯
沓
衿
顧
、
遷
延
遅
暮
。
〔
注
〕
善
曰
‘
颯

沓

、

塁

飛

兒

。

風

匝

之

雙

0
は
や
て
。
〔
集
韻
〕
腱
‘
一
曰
‘

【
颯
還
】
10

勾
昔
の
盛
に
湧
き
起
る
さ
ま
。
還
は
、
か
疾
風
。

O
或
は
黙
(
1
2
ー

4
3
8
1
2
)
に
作
る
。
〔
集

さ
な
る
。
〔
播
岳
‘
笙
賦
〕
終
蒐
峨
以
憲
愕
‘
又
颯
還
而
韻
〕
腱
、
或
作
レ
腿
。

O
通
じ
て
弗
(
4
|
9
7
0
8
)
に

繁
沸
。
〔
注
〕
良
日
‘
颯
還
・
繁
沸
、
臀
湧
起
貌
。
作
る
。
〔
韻
會
〕
馳
、
通
作
レ
弗
、
詩
、
諷
風
弗
弗
。

【
颯
辣
】
11

窃
を
か
す
ぺ
か
ら
ざ
る
風
姿
あ
る
に
い

ふ
。
辣
は
辛
い
意
。
颯
幹
。
〔
周
櫂
‘
贔
騎
行
〕
颯
辣
長
噺

萬
里
心
‘
雄
姿
困
頓
無
由
騎
↓

【
颯
戻
】
12

ぢ
清
涼
な
さ
ま
。
〔
楚
辟
、
劉
向
、
九
歎
、
怨

"
[
i
[
5之
颯
戻
合
、
服
玩
衣
之
披
披
↓
〔
注
〕
颯
【
聡
】

g

【
颯
株
建
國
】
13

ぢ
ぢ
ロ
シ
ャ
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
都

市
サ
マ
ル
カ
ン
ド
の
古
名
。
古
く
は
ザ
ラ
7
シ
ャ
ン
河

流
域
即
ち
粟
特
國
と
し
て
史
上
に
現
は
れ
る
ソ
グ
ド

地
方

S
o
g
d
i
a
n
a
の
中
心
と
し
て
榮
え
、
南
北
朝
時
代

に
は
康
國
の
名
を
以
て
中
國
に
傭
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。

國
人
は
商
買
を
以
て
史
に
名
高
く
、
盛
に
中
國
と
貿
易

国□ 日
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⑪
 
園

〔
集
韻
〕
分
物
切
躙
『

〔
集
韻
〕
蒲
撥
切

〔
集
韻
〕
方
伐
切

7
ツ
7
チ

〔
集
韻
〕
分
物
切

圏

サ
ッ

颯（
1
2
-
4
器

g)に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
罠
、
同
レ
颯
。

サ
ッ

颯（
110
-
4
3
8
0
8
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
罠
、
同
レ
颯
。

し
た
が
政
治
的
に
は
常
に
近
隣
の
強
力
な
遊
牧
民
の

支
配
を
受
け
、
嗽
漣
・
突
蕨
・
大
食
・
黒
契
丹
・
蒙
古
帝
國

等
に
経
略
せ
ら
れ
た
。
帖
木
兒
立
つ
や
、
サ
マ
ル
カ
ン

ド
を
以
て
首
都
と
し
、
再
び
殷
賑
を
極
め
た
。
後
ロ
シ

ア
の
中
央
ア
ジ
ア
経
略
の
下
に
牧
め
ら
る
。
魏
略
・
北

史
等
に
悉
萬
金
國
、
隋
書
•
唐
書
に
薩
末
腱
と
見
ゆ
。

S
a
m
a
r
k
a
n
d
 〔
大
唐
西
域
記
‘
-
〕
颯
株
建
國
、
周
千

六
七
百
里
、
東
西
長
南
北
狭
、
國
大
都
城
周
二
十
餘
里
、

極
陰
固
多
居
人
;
天
方
賓
貨
多
棗
11

此
國
「
土
地
沃
壌

稼
稽
傭
、
植
杯
樹
翁
鬱
‘
華
果
滋
茂
、
多
出
1

一
善
馬
↓

風

部

〔

五

六

萱

〕

颯

馳

膜

腱

罠

馳

黛

脆

罠

隠

疑

罠

罠

【隠】如

レ
ッ
〔
集
韻
〕
力
醍
切
、
圏

レ

チ

カ

＿

せ

l
ieh'

●
風
の
音
。
〔
集
韻
〕
罠
、
風
瞥
。
●
お
ほ
か
ぜ
゜

〔
廣
韻
〕
罠
、
大
風
。

【厩】叩

〔
集
韻
〕
呼
公
切
函

コ，ウ
ク

＇譴＿

南
支
那
海
に
起
る
暴
風
。
八
九
月
の
交
に
起
る

を
常
と
し
、
所
謂
二
百
十
日
頃
の
荒
天
が
之
に

嘗
る
。
殿
風
。
〔
林
謙
光
、
昼
濁
紀
略
〕
秋
令
脆
殿

時
起
、
土
人
謂
土
止
二
三
四
月
起
者
1

為
レ
殿
‘
五

六
七
八
月
起
者
為
レ
艇
、
監
甚
―
―
於
懸
二
皿
殿
急
―
―

於
脆
ぢ
輻
建
志
書
〕
五
六
七
月
‘
應
陽
二
南
風
面
〖

将
レ
登
‘
則
北
風
先
至
、
轄
而
東
南
、
又
轄
而
南
、

又
轄
而
西
南
‘
始
止
。

国
】
叩
タ
イ
〔
績
辟
源
〕
讀
如
祉
゜

右
庁

t
^

ai2 

【鴛】
5

蝶
鴛
は
、
人
名
。
〔
穆
天
子
博

四
〕
天
子
縞
重
絶
之
人
蝶
鴛

昔
未
詳

冦
】
[

腿
(
1
2
-
4
3
8
1
2
)
の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
腿
‘
俗
腿
字
。

、
ッ
ノ

て
。
〔
集
韻
〕
腿
、
疾
風
也
。
国
そ
よ
か
ぜ
。
又
、
は

や
て
。
馳
(
1
2
-
4
3
8
1
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腱
、
小

風
謂
―
―
之
醜
二
曰
、
疾
風
‘
或
作
レ
腿
。

か
ぜ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
罠
、
風
也
。

【
隧
】
g

[

[

〔
集
韻
〕
休
必
切
園

日
風
が
調
ふ
。
通
じ
て
茄
(
2
|
2
3
0
7
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
詭
、
風
調
也
、
通
作
レ
品
。
口
か
ぜ
゜
〔
集

韻
〕
腿
、
風
也
。

【
腿
】
〗
日
ヶ
ブ
口レ，
7

〔
集
韻
〕
檄
頬
切
陶
{

〔
集
韻
〕
力
協
切
南
｛

●
は
や
て
。
或
は
譴
(
1
2
ー

4
3
9
3
3
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
誕
‘
急
風
、
或
作
レ
腿
。
●
は
や
て
の
や
う
に

烈
し
い
さ
ま
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
廣
莫
麗
而
氣
整
。

〔
注
〕
善
日
、
麗
、
急
風
兒
。
●
腿
(
1
2
ー

4
3
8
1
9
)

の
識
字
。
〔
中
華
大
字
典
〕
麗
‘
腿
謡
字
。

【
斃
】
〗〔
集
韻
〕
郎
計
切
寧
i

レ
イ
ラ
イ

●
は
や
て
。
烈
し
い
風
。
勢
の
猛
悪
な

風
。
も
と
慶
(
1
2
ー

4
3
8
7
9
)
に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
闊
、
本
作
レ
睫
。
〔
説
文
〕
睫
‘
閏
闊
也
、

炊
レ
風
別
臀
、
讀
若
レ
烈
。
〔
段
注
〕
各
本
作
―
―
烈
風

座
今
正
。
〔
玉
篇
〕
闊
、
悪
風
也
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕

諷
暴
風
也
。
〔
太
平
御
覧
、
天
部
、
風
〕
風
俗
通

曰
、
猛
風
日
レ
闊
。
●
あ
ら
し
。
風
雨
が
暴
か
に
く

る
。
〔
廣
韻
〕
罠
、
風
雨
暴
至
。
●
通
じ
て
烈
(
7
-

1
8
9
8
7
)
に
作
る
。
〔
韻
會
〕
闊
、
通
作
レ
烈
。
●
通
じ

て
列
(
2
ー

1
9
0
1
)
に
作
る
。
〔
韻
會
〕
罠
‘
亦
通
作
レ

ijo 
万
【
闊
風
】
1

九
'5

あ
ら
い
風
。
〔
纂
要
〕
猛
風
日
11

闊
風
↓

【
隠
隠
】
2

切
風
勢
の
猛
烈
な
形
容
。
〔
梁
武
帝
‘
孝
思

賦
〕
旅
雁
鳴
而
哀
哀
、
朔
風
鼓
而
闊
闊
゜

腑
い

三
四
八
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(43821) — (43844) 

風

部

〔
六
ー
ー
七
鵞
〕

脆

殿

疑

展

詭

馳

殿

駆

凰

腱

殿

圏

颯

颯

殿

謎

馳

胞

馳

腿

腿

罠

慶

馳

三四九

風の ,......., ~ 風 ,...., 駆<!ら ~ 詭 昌冦........... 鑑は,.................. 屡を 韻風言 俗1:~ 邑
-風、風° ............ 

.._, や '-'ふ

さ 43826 1 が し、 43825 
！中 .. サ以

凝、て 43823 隧、く 43822 塁0 Sl.'0 唸 43821
ま

［ 起る。 ヵぜヽ。~ ヮク， ヮク，
俗゜ 風さ

I はヽ
゜ 諷諷 兒、 ま。 グゥコ，-、 キキ 子、ユ.,..., ヘゥ， 

5° El 風の ク"",ウ集韻 チッ 産;; 海r篇—→ チ,.....ッ
ツ 0 ... to 或隧

に 韻謎 ,--.. I ~、

)Aレ后。 ~ ... l!0 l ,...,. 集韻 、 云自゚ ,....、
涵、 r集韻—-、 は 謎ヽ ~孟息w I : 風 玉息

疑＾
俗の 第彙 9 字g 

風 !ヽ が 作に 或作、... 1'0 l 
襲....., 、~器•一／

‘ 下
兒

吹

悪風 ≪ 切否滑
、の 周 完‘ 

゜
＜ り、 凝゚ ... § OO 狂俗 切 た‘馳切
゜
風 ゜ X 董七 ッに 風。字。圏 に

龍寵手 認脆、 困闊 が 圏e y- に

厄
同 園

起
風 .. c ズ_翻 ~ 

r畠—• じ 鑑‘る ゜

五 靡゚
が

~集、 ,---,. 集
吹 手

属闊烈ず函圏各也腐 ~ ~ 関 風の ,......, 殷~ ,......... 腱.......... ,........ .......... 凰
,......, し賦—•~ し~随—•~ 罠‘゜ 閾無本‘

韻ー 0 "韻ヽ日、魯寒註五霊 、凪炊 豪 ,j、 43832 さ 43831 43830 43829 43828 43827 
ま

暴風烈風 r-..o幽風或}Ao^補--,゚利瞥 れる●日 国レ口リ リ日リ ゜ ポホ

I 
;, 翌 ~· / 

r集韻—ー、 チッ ン
°。秤じレ或●讀° 鵬イ チッ ク ク
国-文 栗は聞 -罠 -菱、 ~ 集韻 ， 殿帆風廣韻'-'ど O 麗閾匿巣 説は ~集韻~集韻 ~ 集韻

~ ， I^ t が栗—~~ 文、 ヽ 、
は-、烈之—栗い... は、よ.__,閾あ 切.._, 制カ.._,至カ 風 >

~ 

ゃ 闊、拉 日 cii'I 段‘ら 鬼 ! 0 ‘~ .... ーノ
し、。 烈風 に子如 栗烈 I ぢCDい-.:a ,...... 暴風゚ '-'注‘ =ヽ ~ 切 ‘ 喜力 r!I—一I、 ~ JIJ の

囲
篇

鏡'-' ‘ 篇 塁函 ° 、° に思enツ廣閾 風風雨 唇閣質 緊ヽ
墨韻● 説- に韻闊雨 瓜 ゜

員 勾
~ 

-暴文傭 F作..__,二暴疾 が 『
玉

閏ヽ 風0 二作'-'栗通-る。閾、字、 あ ‘ 篇

・風 ~ ........., 聴 さ● ......... ,......., 腿 そょ ,.......... 腿~ る● ~ .......... 屡
颯か穀● 冠し—,4 9礁............ ,......., 風

ま熱 そ゚ 颯‘ぜよ再ぴ
靡の 43838 ゜し、 43837 か 43836 ,--,. よ 43835

颯‘颯颯゚ 集韻 も 43834 動 43833
は ~ 風 ぜ

字懲も、 ダタ く。 ゜集。
゜

やセ7’サ’ 韻,-,. 各 - グ似
小。五みェ r-、 ナダ

いフ L.J玉 麗゜ィィ 風,_,_'をン
集韻 イ-イさ 馘篇 ク 集韻 -

、r
° 廣—ひ

風集
ま ~畠、

風. ~ '-、
贔 入韻 ~ 贔 .._,韻曰'あげ r-贔、 '-、

雷゜ 腱 颯
r-集、 熱 、 集韻 也-

叫靡る
韻 ‘ 靡切 兒。 熱也風° 畜観切 嵐 昂

° 殿 ‘ 乳 又゜
禽ヽ 風 弩ヽ

小 小 緊← 悶 動 悶‘ ゜ 切 切 謂艶 風 也風 日廣
楓巴

二

塁 菌
． 困 ゜圏 霰 之圃
風願 ● ゜° 颯 颯

兒 の 風 ,_,_'' 
-o 

゜ 熱 が 門集ょ再良． し、 入

：,, .... '竪' 
~ 

盟§ ,......., 鹿~ 変: 塁之 ,......... ........... 腿,~ 腿腿 ,........., 腿し―~ 文北,.......~ 腿 風
腿腿 ‘風 が

、集韻-はま 43842 風は 43841 風ii_ 楊慎~ 邁43 8 40 風北藤。 43839 は、43843
や

風 風
恨袖風が ミビ

謂＾
の昔 ユイウ， のテテ 匡る。ゼセ 北天-グ ニ ... K 

屯ゥ
し、

゜さチツ ‘つンン 人文字 之 I

風回 むし. ~ o 物を - 不部巴県県
蔑ー或、 ぢOO g 

r-、
゜ ま 廣r""¥ ,...... 畠 ~ 雷 ふ 贔ヽ レ南 ‘猥が＾集 ゜ 韻

也。力、 集韻 方之 腿 、謳字 5 ~贔、
韻 ,__ 集 き

9 
風俗 I 

IA レ良r 同昌一 '-、

'-慶、 '-' 腐 胄‘ ぜ。 T ‘ 宣旬 た 候~説 }Aレと~器~ 
艶

韻
ふ ‘ 塁 羹

..__., 誤‘文貝い ° じ馳 切 慶 切 ,--.. u切
す。圏

鵬 困
ヽ 玉 コヽ 以 A讀若 令る ~ 集韻゚ 切 ゜
慶圏

'-鹿篇、、 0 己c:9"・ , 困 " 集 慎為禎謂、レ豹 -正愚子゚

' 
罠

韻 嬰レ具 レ ‘ 字通 ― '--'駒
゜

風 '-、 具皆-説 藤
兒 后 麗 二誤゚ 晟に 説
゜

四、、
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(43845)一 (43868)

【
隕
】
叩

バ
，
ゥ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
諷
、
昔
防
゜

風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
謎
、
風
兒
。

【
謎
】

g

〔
集
韻
〕
戸
孔
切
淘
i

コ，ウ
グ

【
謎
】
〗

朧
腱
は
、
風
の
昔
。
〔
集
韻
〕
朧
、
麗
腱
、
風
臀
。

ソ，ウ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
先
侯
切

困

腱
謎
は
‘
風
。
或
は
腱
(
1
2
ー

4
3
8
2
4
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
謎
‘
膜
謎
、
風
也
、
或
作
レ
厩
。

【
謎
】
[
[
[
〔
集
韻
〕
桑
葛
切
圏

属

】

叩

キ

＂

店

訂

O
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

サ
ヴ

日
セ
，
ウ

□
セ
，
ウ
具
[

日
□
国
〇
腱
腱
は
‘
風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
腱
‘
風

臀
。
〔
集
韻
〕
腱
、
腱
腱
、
風
臀
。
●
譴
(
1
2
-
4
3
9
8

8
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
腱
‘
同
J

譴。

〔
集
韻
〕
所
教
切

【
腱
】
〗
〔
集
韻
〕
師
交
切

〔
集
韻
〕
思
遂
切

呟園圏

【
隧
】
叩
ク
ッ
＂
〕
（
し
：
ロ
バ
[
°
に
同
じ
。
〔
集

風

部

〔
七
|
—
八
董
〕

コ
ッコチ

日昂
[

【
臨
】

g

〔
集
韻
〕
許
勿
切

〔
集
韻
〕
呼
骨
切

祝同

【銀】
g

’

瓢

(
1
2
-
4
3
器
2
)

の
俗
字
。
〔
龍
藷

'̀9 

手
鑑
〕
鐵
‘
俗
瓢
字
。

ー
ウ

【

胞

】

』

チ

い

[
5
1
7い0
に
同
じ
。
〔
龍
寵

【
腱
】

g

凰
(
1
2
-
4
3
8
5
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
腱
、
同
レ
颯
。

ヒ，ウ

●
風
の
動
を
吹
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
颯
、
風
吹
レ
物

兒
。
●
諷
諷
は
、
風
の
吹
く
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
颯
、

颯
諷
、
風
吹
兒
。

【
颯
】
年

〔
集
韻
〕
披
尤
切

m

ヒ
ヴ
ヒ，ユ

●
お
ほ
か
ぜ
゜
〔
玉
篇
〕
腱
、
大
風
也
。
●
腿
腱
は

大
風
。
〔
集
韻
〕
腱
、
腱
麗
、
大
風
。

【
腿
】
叩

ロ
ー
ウ
〔
集
韻
〕
慮
登
切
國

＇且

【闘】
g

ヵ
ン

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
厩
、
昔
旱
。

【
腿
】

g

、
’
義
未
詳
。
〔
龍
翁
手
鑑
〕
腿
、

疋
角
切
‘
又
普
高
切
。

ハ
ク
・
，
ゥ

【
颯
】
一

’

’

藤
(
1
2
-
4
3
8
6
2
)
に
同
じ
。
〔
篇

海
類
編
〕
颯
、
同
レ
蔑
。

リ
ヤ
ウ

小

日

曰
l

●
北
風
。
も
と
颯
(
1
2
ー

4
3
8
6
3
)

欝
豪
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
蔑
‘
豪
作
レ
諷
゜

〔
説
文
〕
颯
、
北
風
謂
↓
1

之
諷
i

ハ
レ
風
京
臀
。
●
か

ぜ
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
臓
、
風
也
。

O
或
は
腿
（
1
2

ー

4
3
8
3
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
膜
、
或
ハ
な
良
。
●

通
じ
て
涼
(
7
ー

1
7
6
0
6
)

に
作
る
。
〔
韻
會
〕
膜
、
通

作
レ
涼
。

ロ
目
風
が
お
そ
い
。
風
が
ゆ
る
い
。
〔
集
韻
〕
腱
‘

風
緩
也
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
徐
而
不
レ
腿
、
疾
而
不
レ

猛
。
〔
注
〕
善
日
、
婢
蒼
日
、
麗
、
風
遅
也
。
国
●
低

い
風
。
或
は
綬
(
8
ー

6
8
2
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
腿
‘

低
風
謂
二
之
麗
面
或
作
レ
親
。
●
魏
(
1
2
|
 4
3
8
6
7
)
 

に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
腿
、
同
レ
颯
゜

日
ヰ

【

腿

]
g

口万
国
ワ
イ

〔
集
韻
〕
儒
垂
切

〔
集
韻
〕
烏
回
切

〔
集
韻
〕
邑
危
切

医図反

日
リ
，
ャ
ゥ
〔
集
韻
〕
呂
張
切
園

属

】

g

ロ
リ
吋
ウ
〔
集
韻
〕
力
譲
切
國

【魏】
g

風
の
低
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
魏
、
風
低
兒
。

ワ
イ

〔
廣
韻
〕
烏
恢
切

医

【
腱
】
畑

か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
腱
‘
風
也
。

9ゞヘ

イイ

〔
集
韻
〕
絣
迷
切

圏

日
口
風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
題
、
風
兒
゜

【
醍
】

g

か
ぜ
。
又
‘
は
や
い
。
臓
(
1
2
|
 4
3
8
8
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
麗
、
博
雅
‘
風
也
、
一
日
、
麗
‘
疾
也
‘
或

ハ
レ
函
。

シ

〔
集
韻
〕
叉
細
切

固

【
甕
】
-
口日
テタ，シシ
ヴゥエゥ'

〔
集
韻
〕
防
交
切

〔
集
韻
〕
職
救
切

圏冽

＄
小
日
口
●
疾
い
風
。
〔
説
文
〕
麗
、
疾
風
【
腿
】
i

＇
豪
也
、
ハ

-
l

風
忽
忽
亦
臀
。
●
疾
風
の
さ

ま
。
〔
玉
篇
〕
朧
‘
疾
風
貌
。
●
或
は
馳
(
1
2
-
4
3
7

朧
腿
は
、
風
の
昔
。
〔
集
韻
〕
腿
、
魏
腿
、
風
臀
。

8
4
)
・
 
肇
(
1
2
ー

4
3
8
4
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
腱
‘
或

省
‘
亦
私
禾
。
●
古
｀
鼠
(
1
2
ー

4
3
9
9
8
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
朧
、
古
作
レ
顕
。
【
蹴
】
〗

蘭
會
意
形
贅
。
本
義
は
疾
い
風
。
故
に
風
と
忽
と
を

合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。
忽
は
ま
た
昔
符
。

日
麗
腱
は
、
赤
氣
熱
風
の
怪
。
〔
集
韻
〕
腱
‘
腱
腱

赤
氣
熱
風
之
怪
也
。
口
風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
艶

風
兒
。

日
久
ワ
ク

ロ
先
ヨ
ク

〔
集
韻
〕
古
獲
切

〔
集
韻
〕
忽
域
切

圏厩

レ
イ
ラ
イ

〔
集
韻
〕
郎
計
切
醐
i

厩

腱

馳

謎

腱

駆

隕

腿

厩

腱

凰

腱

胞

銀

認

題

腱

殿

颯

腿

腱

腿

颯

腿

三
五
〇
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風

部

〔八
I

九
書
＿
〕

や
ぶ
る
。
や
ぶ
れ
る
。
〔
字
彙
〕
殿
‘
破
也
。

腿

鹿

匪

謎

麗

聰

聡

殿

槌

睫

随

麓

貶

艇

馳

随

腿

楓

駆

麗

冨】
5

言
〔
字
彙
〕
須
鋭
切
醐
5

風
の
香
。
〔
字
彙
〕
聰
‘
風
臀
°

【
鞄
】

5

〔
字
彙
〕
竹
更
切
圏

タ
ヴ
チギ`
，ウ

風
の
起
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
睫
‘
風
起
兒
゜

【
髄
】
5

〔
集
韻
〕
蒲
蝶
切
面

ホ，ウ
プ

風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
謎
、
風
兒
゜

【睫】
5

ャ
「
フ

〔
集
韻
〕
息
莱
切
固
『

〇
こ
と
。
〔
字
彙
〕
親
、
風
既
。
●
も
と
等
(
8
-
2
6
1

3
3
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
馳
、
本
作
レ
等
。

祠】
5

サ
ヴ
シ
，
ャ
ヴ

字
彙
〕
級
耕
切
面
i

【菱】
5

隧
慶
は
‘
風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
馳
、
馳
謝
、
風
臀
。

セ
キ
シ
，
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
先
的
切

蜆

【
聴
】
〗

風
が
物
を
な
び
か
す
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
聴
、
風
偶
レ

物
兒
゜

ス
イ
ズ
イ

〔
集
韻
〕
是
爵
切

図

巳
風
の
そ
よ
ぐ
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
腿
風
細
貌
°
□
-
【
馳
】
螂

国】
5

□ 日
プホ 77， 
ゥゥ

〔
字
彙
〕
薄
口
切

〔
字
彙
〕
俯
九
切

洵困

つ
む
じ
か
ぜ
。
は
げ
し
い
暴
風
。
普
通
に
夏
秋
の

交
に
中
國
の
南
海
上
に
起
り
、
回
旋
し
つ
つ
北

進
す
る
暴
風
。
又
‘
氣
象
學
上
最
大
級
の
風
に
い

ふ
。
〔
集
韻
〕
殷
‘
越
人
謂
レ
具
二
四
方
之
風
1

曰
レ

凰
〔
韻
會
〕
醐
、
海
中
大
風
。
〔
康
熙
字
典
〕
聰
‘

按
、
韻
箋
引
楊
恨
畏
聰
作
レ
腿
、
昔
貝
‘
佛
経
云
、

風
虹
如
レ
貝
‘
柳
宗
元
詩
‘
腿
母
偏
驚
佑
客
船
‘

補
久
七
隊
逸
字
中
ゴ
仝
ハ
書
故
‘
馳
、
補
妹
切
、

海
之
災
風
也
、
俗
書
誤
作
レ
限
‘
又
藝
林
伐
山
云
、

腿
風
之
起
、
多
在
1

一
初
秋
盃
由
越
志
亦
云
‘
腿
母
即

孟
婆
、
春
夏
間
、
有
レ
偏
如
レ
虹
‘
是
也
、
又
‘
李
西

涯
磯
―
―
許
氏
凡
＞
具
謂
‘
具
―
―
四
方
之
風
工
乃
北
人

不
レ
知
南
人
之
候
五
誤
以
レ
貝
為
レ
具
耳
、
西
涯
博

學
必
有
レ
所
レ
据
‘
且
間
越
諸
儒
皆
云
‘
腿
風
、
今

韻
書
多
作
レ
具
。

【
隈
氣
】

1"
つ
む
じ
か
ぜ
。
腱
風
に
同
じ
。
〔
頼
山
腸
‘

蒙
古
来
詩
〕
筑
海
聰
氣
連
レ
天
黒
‘
蔽
レ
海
而
来
者
何
賊
。

【
聰
風
】
2

ガ
ウ
大
き
な
つ
む
じ
か
ぜ
。
は
や
て
。
懸
氣
゜

殿
母
。
〔
南
越
志
〕
殿
風
者
、
具
―
―
四
方
之
風
一
也
‘
常
以
11

五
六
月
五
5

、
永
嘉
人
謂
―
―
之
風
擬
「
陸
消
日
‘
嶺
表
有
二

渾
母
面
猛
誌
圏
黒
、
久
漸
廣
‘
謂
1

一
之
殿
母
↓
〔
投
荒
雑
録
〕

嶺
南
諸
郡
皆
有
應
風
百
竺
四
面
風
倶
至
一
也
。

【
腿
母
】
3

紅
つ
む
じ
か
ぜ
の
前
兆
゜
〔
通
雅
、
天
文
〕
懸
‘

言
11

東
西
南
北
之
風
皆
具
一
也
‘
春
夏
秋
之
交
‘
見
断
i

虹

吠
名
,
,
腿
母
↓
〔
嶺
表
録
〕
夏
秋
之
間
、
有
レ
最
如
レ
虹
‘

謂
乏
聰
母
砿
有
闊
風
↓
〔
白
居
易
‘
送
三
客
春
遊
嶺

廊
二
十
韻
詩
〕
天
黄
生
1

一
聰
母
↓
雨
黒
長
―
―
楓
人
↓

【
殿
】

5
7
7

〔
集
韻
〕
衝
汀

ぃ週

ゥ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
聴
‘
昔
雨

【
随
】
i

セ
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
随
‘
昔
胄
゜

冨
】
[
’
’
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
麗
昔

雨。

リ
ヤ
ウ

[
棄
]
〗
ヲ
□
木
詳
。
〔
海
篇
〕
羹
―
ヰ
日
汗
‘
又
―
音

【
馳
】
螂

’

諷

(
1
2
|
 4
3
9
6
3
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
馳
‘
俗
諷
字
。

ヘ
ウ

フーウ

三
五
一

〇
風
(
1
2
-
4
3
7
5
6
)

の
古
字
。
〔
玉

冦

】

曇

篇

〕

鷲

、

古

文

風

字

。

O
楓
(
6
ー

1
5

1
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
楓
‘
或
払
林
。
参
梵
(
6
ー

1
4
8
8

【
声
霙
】
[

8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘
或
作
レ
梵
゜

國
こ
の
字
、
木
部
の
鷲
(
6
|
1
5
6
6
2
)

と
同
字
で
あ
る

が
、
今
暫
く
雨
存
す
る
。

小
〇
涼
し
い
風
。
〔
説
文
新
附
〕
隠
‘
涼
風

8
 

愚
豪
也
、
ハ
レ
風
思
瞥
。

O
風
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰

四
〕
霙
風
也
。

O
は
や
い
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
翼
―

聰
風
之
剛
剛
↓
〔
注
〕
劉
日
、
農
‘
疾
也
。
⑲
疾
風
。

〔
左
思
‘
呉
都
賦
‘
翼
麗
風
之
剛
罠
ぶ
g
〕
向
曰
、

廃
‘
疾
風
也
。

O
或
は
腿
(
1
2
|
 4
3
8
6
6
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
麗
‘
或
炊
レ
硲
。

【
聰
腿
】
1

ク
風
が
さ
つ
と
吹
く
さ
ま
。
聰
然
゜
〔
王
馬

俄
鏑
居
感
レ
事
詩
〕
煙
嵐
晴
鬱
鬱
、
風
雨
夜
麗
謁
。
〔
蘇

献
‘
渚
宮
詩
〕
沙
泉
半
涸
草
堂
在
‘
破
窟
無
レ
紙
風
混
腿
。

【
鹿
然
】
2

予
風
が
さ
つ
と
吹
く
さ
ま
。
麗
麗
に
同
じ
。

〔
李
賀
‘
歴
山
高
〕
楚
魂
尋
レ
夢
風
魔
然
‘
晩
風
飛
レ
雨
生
"

苔
錢
↓

【
魔
段
】
3

t

／
梁
の
元
帝
の
時
、
一
侯
が
疑
鈍
の
義
を

瑕
稽
し
た
語
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
昔
辞
〕
梁
世
有
―
こ
慇
常

9
匹
帝
飲
詭
↓
自
陳
―
―
凝
鈍
｛
乃
成
霞
｛
段
ご
屯
帝
答
レ

之
云
‘
震
異
1
1

涼
恩
段
非
,
,
千
木
一

【
聰
風
】
4

忍
は
や
い
か
ぜ
゜
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
上
迄
生

慶
風
ご
罠
迅
流
云
序
櫂
歌
ぶ
喪
水
謳
↓
〔
左
思
‘
呉
都

シ

〔
集
韻
〕
叉
細
切
図

ム

s
s
u
'

冨
】
[
レ
ッ

聰
(
1
2
ー

4
3
8
1
7
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
聰
、
本
作
レ
睫
゜

【

甕

】

螂

カ

イ

[

[

]

び

日

鱈

し

い

＂

手
鑑
↓

た
ち
ま
ち
。
謎
隧
。
奄
(

8

|
5
8
8
1
)

に
同
じ
。
〔
通

雅
‘
秤
詰
〕
奄
忽
、
一
作
繭
聰
．
睫
良
李
登
臀
類

日
、
優
係
之
作
―
―
援
訊
一
猶
U
I

奄
忽
之
作
二
睫
農
一
也
‘

俊
係
不
レ
明
莫
レ
如
レ
雲
‘
奄
忽
迅
速
莫
レ
如
レ
風
。

【
楓
】
〗〔
集
韻
〕
居
諧
切
固

り
一
せ

c
h
i
e
h
'

O
疾
い
風
。
〔
集
韻
〕
楓
、
疾
風
也
。

O
通
じ
て
哨

(
2ー

3
9
1
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
楓
‘
通
作
レ
暗
゜

カ
イ

【
睫
】
[
エ
ン

〔
字
彙
補
〕
翁
軒
切
甲
〗

か
ぜ
゜
〔
字
彙
〕
槌
、
風
也
。

＇且
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巳
□
大
風
の
さ
ま
。
ま
た
諷
(
1
2
-
4
3
8
9
5
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
諷
、
大
風
謂
―
―
之
颯
↓
〔
郭
環
、
江
賦
〕

長
風
腱
以
増
；
扇
。
〔
注
〕
善
日
‘
譴
‘
大
風
貌
゜

【
関
】
i

□
ヰ
〔
集
韻
〕
羽
鬼
切
闊
〗

□
ヰ
〔
玉
篇
〕
子
蹄
切
圏

【
聰
】
呻

風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
聰
‘
風
臀
゜

ラ
ッ
ラ
チ

〔
集
韻
〕
郎
逹
切

固

【

腿

】

亨

チ

[

[

戸

"

4
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

【
聰
】
呻

風
の
音
。
〔
集
韻
〕
聰
‘
風
瞥
゜

イ，ウュ

〔
集
韻
〕
於
軋
切

因

風
の
香
。
或
は
斃
(
1
2
-
4
3
9
8
9
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鞠
‘
風
臀
‘
或
八
レ
斃
。

国】畑
ク
，
ワ
ウ
〔
集
韻
〕
呼
宏
切
両
〖

か
ぜ
。
殿
(
1
2
-
4
3
7
9
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腿
、
風

也
‘
或
作
レ
腿
゜

冨
】
[

〔
集
韻
〕
筆
力
切
願

ヒ
，
ヨ
ク

ヒ
キ

賦
〕
泊
乗
レ
流
以
秤
宕
‘
翼
震
風
之
覇
剛
↓
〔
注
〕
向
日
、

鷹
‘
疾
風
也
。
〔
江
滝
‘
雑
謄
‘
張
黄
門
協
苦
雨
詩
〕
愛
斐

涼
葉
奪
‘
戻
戻
奨
風
攀
゜

風

部

〔
九
書
一
〕

小
日
口
●
大
風
。
も
と
開
(
1
2
|
 4
3
9
7
4
)
 

鬱〇
象
豪
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
随
‘
本
作
レ
甕
゜

〔
説
文
〕
甕
‘
大
風
也
‘
炊
レ
風
胃
瞥
。

0
か
ぜ
゜
〔
廣

雅
‘
繹
詰
四
〕
闊
‘
風
也
。

O
風
の
香
。
〔
廣
韻
〕

躙
風
臀
。
国
大
風
。
匪
(
1
2
|
 4
3
7
7
2
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
煕
‘
説
文
、
大
風
也
‘
或
作
レ
問
。

日
ヰ

祠
】
岬
島
[
ヰ
ツ
ヰ
チ

国

〔
集
韻
〕
越
筆
切

〔
集
韻
〕
子
貴
切
国
国西闊

〔
集
韻
〕
王
勿
切

【
颯
】
螂

そ
よ
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
賤
、
小
風
。

エ
ン

〔
集
韻
〕
以
轄
切

屁

〇
隧
認
は
、
風
の
昔
゜
〔
字
彙
〕
腿
、
腿
闊
‘
風
臀
゜

●
謎
(
1
2
-
4
3
9
0
 3
)

の
俗
字
。
〔
龍
翁
手
鑑
〕
腿
‘

俗
謎
字
。

【
腿
】
螂

シ
ヴ
シ，ユ

〔
字
彙
〕
所
鳩
切
市

□
口
風
の
さ
ま
。
或
は
疑
(
1
2
-
4
3
8
2
2
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
途
‘
風
兒
‘
或
炊
レ
后
。

,........, 

慶
~ 
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□ 日
グコグコ
''  ゥゥ

集
韻
〕
下
邁
切

〔
集
韻
〕
胡
溝
切

園因

【

颯

】

螂

ヰ

□

言

[
O
)
に
同
じ
。
〔
海
篇
大

殿
隧
は
‘
は
や
て
。
聰
風
。
〔
通
雅
、
天
文
〕
沈
伶

【
膜
】
叩
ァ
ン
〔
正
字
通
〕
烏
幹
切
瞬
〗

尤圃

〔
集
韻
〕
先
彫
切
圏

小

El曰
●
風
の
―
音
。
〔
説
文
新
附
〕
謎
謎

費恩
豪
厩
也
、
払
風
安
臀
゜
〔
趙
壼
、
迅
風
賦
〕

歌
歌
葵
謎
吟
囁
相
求
‘
阿
那
襄
徊
‘
瞥
若
―
―
謁

謳
五
げ
之
不
レ
可
レ
得
‘
繋
レ
之
不
レ
可
レ
留
。

O
腿

謎
は
、
風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
聡
、
鎚
謎
‘
風
兒
。
参

そ
よ
か
ぜ
゜
〔
初
學
記
、
一
〕
小
風
日
レ
腿
°
⑱
西

風
。
〔
太
平
御
覧
、
天
部
、
風
〕
呂
氏
春
秋
日
、
西
方

旦
菱
風
↓

0
或
は
賤
(
1
2
-
4
3
9
2
9
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
腿
‘
或
作
レ
賤
。

O
聰
(
1
2
—

4
3
9
2
1
)
に
同

じ
。
〔
正
字
通
〕
聰
、
同
レ
腿
。
国
涼
し
い
風
。
譴
（
1
2

|
 
4
3
9
8
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
譴
‘
涼
風
謂
二
之
譴
一

或
作
レ
褻
。

【
腿
腿
】
1

衿
風
の
さ
ま
。
又
‘
風
の
昔
の
形
容
。
聰
虞
゜

〔
趙
堂
‘
迅
風
賦
〕
嗽
嗽
聰
聰
‘
吟
噛
相
求
。
〔
劉
方
平
、
秋

夜
iz
レ
舟
詩
〕
林
塘
夜
iZ
レ
舟
‘
晶
響
荻
聰
毀
°

【
隧
謎
】2
ク
•
パ
風
の
昔
゜
〔
龍
寵
手
鑑
〕
謎
‘
謎
罠
‘
風
臀
。

【
腿
應
]
3

衿
風
の
＿
音
。
聰
喝
〔
張
正
元
、
南
風
之
薫

賦
〕
聰
聰
澳
清
。

【
邑
〗曰
芦

凡
〗
国
七
ウ

〔
集
韻
〕
所
九
切

〔
集
韻
〕
疎
鳩
切

【
隧
】
〗
ク
ッ

鹿

(
1
2
|
 4
3
8
5
9
)

の
俗
字
。
〔
廣

韻
〕
腱
‘
俗
聰
゜

風
の
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
睫
‘
風
動
兒
。

【甕】血

エ，
7

馳

鞠

聰

腿

測

腿

諷

聡

腿

颯

闊

謎

隧

聡

殿

隧

罠

窺

颯

属

〔
集
韻
〕

t
渉

切

圏

圏yang' 
圏

小
□
口
●
あ
げ
る
。
あ
が
る
。
④
風
が

e
易
屡
萩
物
を
吹
き
揚
げ
る
。
〔
説
文
〕
喝
‘
風
所
二

飛
揚
一
也
、
八
レ
風
易
臀
゜
〔
漢
書
‘
叙
博
上
〕
風
闊

電
激
。
◎
揚
げ
導
く
。
〔
書
‘
益
稜
〕
エ
以
納
と
―
口
‘

冨
】
叩
口
ャ
ヴ

日
ャ
ヴ

〔
集
韻
〕
余
章
切／ 
一
尤

〔
集
韻
〕

t
亮
切

【
窺
】
〗
〔
玉
篇
〕
可
講
切
闊

〔
玉
篇
〕
可
降
切
顕
]

〔
字
彙
〕
許
江
切
日

□
□
国
風
の
音
。
〔
字
彙
〕
諷
‘
風
臀
°

日
ヵ
ヴ

□
]
カ
ヴ

曰
ヵ
ヴ

【
患
叩

罠
(
1
2
|
 4
3
9
0
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
窺
‘
同
レ
謎
。

エ
イ

曰
高
く
吹
く
風
の
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
霙
風
裔
兒
゜

□
高
く
吹
く
風
。
〔
集
韻
〕
睫
、
高
風
也
。

【
罠
】
〖
日
訂
[

〔
集
韻
〕
於
驚
切

エ
イ
ャ
ヴ

口l

〔
集
韻
〕
於
境
切

圏閥

腱
睫
は
‘
殷
風
。
殿
(
1
2
ー

4
3
9
0
4
)

を
見
よ
。
〔
中

華
大
字
典
〕
腱
‘
殿
隧
‘
殿
風
也
‘
詳
二
殿
字
↓

【腱】岬

ユ

〔
正
字
通
〕
羊
勃
切
圏

期
夜
泊
,
,
越
州
一
詩
、
腱
腿
榮
1

海
若
一
腱
隧
昔
暗

禽
蓋
指
殿
風
也
、
韻
書
向
無
1

一
此
二
字
↓
〔
沈

栓
期
、
夜
祖
越
州
詩
〕
殿
睫
翌
海
若
二
砕
廂

駄
ー
天
呉
↓
〔
注
〕
腱
隧
‘
殿
風
也
。

三
五
二
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風

部

時
而
聰
レ
之
。
〔
傭
〕
弾
炉
是
二
正
其
義
云
而
閑
中
道

之
尽
3
お
こ
る
。
〔
宋
玉
‘
釣
賦
〕
上
則
波
隠
゜
◎
舟

が
徐
行
す
る
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
腿
‘
舟
徐
行
貌
。

〔
陶
潜
‘
蹄
去
来
酔
〕
舟
揺
揺
以
翻
闊
°
⑮
鳥
が
空

に
飛
び
あ
が
る
。
〔
宋
史
、
曹
瑶
傭
〕
瑶
曰
‘
徳
明

野
心
不
1=
―
急
折
真
雌
後
必
腿
去
。

8
瞥
を
は
り

あ
げ
て
は
や
く
い
ふ
。
〔
書
‘
益
稜
〕
泉
陶
拝
手
稽

首
‘
聰
言
曰
。
〔
博
〕
大
言
而
疾
日
レ
聰
゜
①
箕
で
あ

ふ
る
。
〔
正
字
通
〕
磯
簸
園
磯
玉
康
批
也
。
餞
下
潟
均
細
如
簾
即
翡
機
軸
悼
輯
血
~
レ
之
‘
糠
栖

〔
晉
書
‘
孫
綽
傭
〕
簸
レ
之
聰
レ
之
。
〇
あ
ら
は
れ
既
去
‘
乃
得
罪
米
↓
又
有
昇
レ
之
場
圃
間
用
レ
之
者
一

る
。
容
貌
風
采
が
ひ
き
た
つ
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
謂
―
―
之
扇
車
一
凡
揉
二
打
泰
禾
等
稼
｛
穣
乾
相
雑
亦
須
レ

八
〕
今
子
少
不
レ
園
〔
注
〕
顔
貌
不
二
揚
頴
↓
〇
す
用
‘
此
風
振
比
乏
枚
榔
符
簸
其
功
散
倍
。

【
闊
場
】

7
y
gg
2
 
ch'ang3

穀
類
を
上
げ
る
。

[
聰
幕
】
8

雰
風
が
ま
く
を
吹
き
あ
げ
る
。
〔
白
居
易
‘

て
る
。
な
げ
る
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
闇
―
―
道
場
碑
和

偶
題
閣
下
顧
一
詩
〕
暖
有
征
炉
暦
日
ェ
春
多
血
f

レ
幕
風
-

劇
〕
待
扇
下
薮
二
人
乍
闊
二
R
通
じ
て
揚
(
5
-

1
2
3
5
5
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
闊
‘
通
作
レ
揚
。
【
隠
帆
】
，
焚
舟
の
ほ
を
あ
げ
る
。
〔
許
渾
‘
送
な
臼
蹄
―
―

【
闊
榮
】
1

苔
美
し
さ
を
掲
げ
示
す
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
峡
中
1

詩
〕
江
風
隠
レ
帆
急
‘
山
月
下
レ
棲
遅
゜

吐

レ

サ

把

職

レ

榮

、

布

レ

葉

垂

レ

陰

。

【

磯

腿

】

10

認
〇
風
に
吹
き
揚
げ
ら
れ
る
さ
ま
。
〔
闇

【
懸
下
】
2

咋
投
げ
棄
て
る
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
;Jg,,
道
伯
瑕
、
歌
賦
〕
終
沿
レ
風
以
闊
闊
。

O
ひ
る
が
へ
る
さ

楊
雑
劇
〕
待
―
―
畷
下
ー
教
,
,
人

乍

闊

一

ま

。

翻

翻

゜

〔

芹

應

物

、

長

安

遇

盃

立

著

1

詩
〕
冥
冥
花
正

【
隠
去
】
3

昇
鳥
が
飛
ぴ
去
る
。
〔
宋
史
‘
曹
瑶
博
〕
瑶
開
‘
闊
闊
燕
新
乳
。

日
‘
徳
明
野
心
、
不
忍
折
五
益
竺
後
必
腿
去
。
【
闊
藍
]
1
1

苔
箕
の
一
種
。
さ
し
あ
げ
み
。
さ
し
あ
げ
て

【
磯
言
】
こ
パ
臀
を
は
り
あ
げ
て
い
ふ
。
公
言
す
る
。
揚
米
穀
を
落
し
乍
ら
風
に
吹
か
せ
て
荒
皮
を
去
る
も
の
。

言
。
〔
書
｀
盆
稜
〕
泉
陶
拝
手
稽
首
‘
圏
言
曰
‘
念
哉
。
〔
偲
〕
〔
和
漢
三
オ
園
會
‘
農
具
類
‘
闊
藍
〕
―
ニ
オ
圏
會
云
‘
磯
藍
、

大
言
而
疾
曰
レ
磯
゜
〔
疏
〕
泉
陶
拝
手
稽
首
‘
磯
レ
臀
大
言
。
形
如
レ
箕
而
小
、
前
有
―
―
木
舌
ご
後
有
1

一
竹
柄
;
辰
夫
収
穫

〔
呂
温
‘
凌
姻
閣
動
臣
頌
〕
魏
鄭
公
以
レ
致
レ
君
為
二
己
任
｛
之
後
‘
場
圃
之
間
、
所
レ
蹂
禾
穏
糠
乾
相
雑
‘
執
レ
此
撹
而

云
云
‘
賽
霧
I

左
右
:
束
レ
、
心
宜
猷
‘
此
削
咎
陶
之
喝
言
向
レ
風
掘
レ
之
、
乃
得
―
―
浮
穀
二
不
レ
待
一
軍
扇
ぶ
又
勝
―
―
箕
簸
↓

也
。
〔
元
史
‘
雀
斌
博
〕
斌
立
レ
馬
職
―
―
―
口
日
、
有
レ
旨
問
↓
み
{
[
不
レ
畷
】
1
2
7
7
5

容
姿
醜
悪
で
風
采
の
揚
ら
な
い
こ
と
。

童
為
レ
相
可
否
一
衆
耀
然
呼
二
萬
歳
↓
―
帝
悦
‘
遂
以
三
一
人
―
〔
左
氏
、
昭
、
二
十
八
〕
昔
叔
向
適
レ
鄭
‘
陵
蔑
悪
、
欲
レ
観
l
-

）

拉

為

レ

相

。

叔

向

ご

広

云

、

住

立

ふ

心

堂

下

―

―

言

而

善

‘

叔

向

将

レ

飲

レ

.
【
闊
蒋
】
5

苔
美
し
さ
を
あ
げ
示
す
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
酒
、
聞
レ
之
日
、
必
腹
明
也
、
下
執
二
其
手
一
以
上
‘
曰
‘
云

，
 

43

要
紹
修
レ
態
‘
麓
服
職
レ
著
。
〔
注
〕
綜
日
、
蒋
、
華
英
也
。
云
‘
今
子
少
不
レ
賜
、
子
若
無
レ
言
‘
吾
幾
失
レ
子
芙
゜
〔
故
事

（
 
[
隠
扇
】
6

努
農
具
の
一
。
た
う
み
。
枇
糠
を
去
る
に
用
成
語
考
、
身
憫
〕
貌
醜
日
レ
不
レ
聰
。
「
の
室
名
。

―
ふ
。
風
車
。
〔
農
政
全
書
、
農
器
園
譜
‘
磯
扇
圏
説
〕
闊
扇
、
【
腿
山
樽
-
]
1
3

認
ザ
／
清
‘
錢
儀
吉

(11ー
4
0
5
6
3
:
 2
7
4
)
 

‘,＇／ ●
集
韻
云
‘
隠
、
風
飛
也
‘
揚
穀
器
‘
其
制
中
置
二
醸
軸
盃
”
-
【
畷
潮
風
】
14

認
元
ウ
殿
風
の
お
こ
る
―
二
日
前
、
片
雲

9

穿
四
扇
或
六
扇
ご
四
薄
板
或
糊
竹
否
E

レ
之
、
復
有
一
立
が
空
を
疾
く
飛
ぶ
こ
と
。
〔
楊
恨
外
集
‘
天
文
部
、
腿
風
〕

。
39

扇
臥
扇
之
別
「
各
需
―
掠
軸
―
或
手
韓
、
足
蹟
、
扇
郎
随
嶺
表
録
云
‘
凡
腿
風
之
作
‘
云
云
‘
凡
此
風
作
、
先
l
-

―――

⑭
轄
‘
凡
春
報
之
際
、
以
五
累
少
貯
乏
高
檻
底
五
通
作
ー
ロ
―
旦
片
雲
湯
空
疾
飛
、
海
人
呼
総
麗
潮
風
↓

〔
九
ー
ー
十
鵞
〕

展

賑

腱

韻

随

聰

隧

隧

観

疑

誕

罠

駆

罠

（書全政農）扇聰

【
慶
】
叩

【
腱
】
血

【
乾
】
叩

【
隧
】
呻

【
諷
】
叩

薦yao' 
薗

□
0
ふ
き
あ
が
る
か
ぜ
。
〔
集
韻
〕
級
、
上
行
風

也
。

O
風
が
物
を
う
こ
か
す
。
〔
正
字
通
〕
観
‘

【
颯
】
〗

口
ェ
ヴ

日
ェ
ヴ IIIi[＿
 

セ
ン

イ，ウ
ュ セ

ン

〔
集
韻
〕
餘
招
切／ 
一
名

〔
集
韻
〕

t
笑
切

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
隧
‘
昔
泉
。

’

隧

(
1
2
-
4
3
9
8
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
隧
、
同
レ
腱
゜

セ
ウ

腱
(
1
2
1
 43
8
6
1
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
罠
、
同
レ
磯
。

ヘ
イ

甕
(
1
2
1
 43
9
5
8
)

に
同
じ
。
〔
韓

【

腿

】

岬

愈

．

孟

郊

‘

城

南

聯

句

〕

龍

駕

聞
レ
敲
レ
甕
。
〔
注
〕
謎
‘
或
作
レ
腱
。

冨
】
〗

風
が
う
ご
く
。
〔
康
熙
字
典
〕
颯
、
風
動
。

ク
，
ヮ
ゥ

〔
字
彙
補
〕
以
周
切

か
ぜ
゜
〔
字
彙
補
〕
慶
、
風
也
。

〔
康
煕
字
典
〕
子
泉
切

因
囲

，

磯

(
1
2
-
4
3
9
0
 9
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
颯
、
同
レ
磯
゜

ャ
ウ

【
聰
】

g

シ，ウ

L

玉
篇
〕
所
流
切

シ

，

ュ

ム

又

，
 

厨
】
〗
万

【

睫

】

[

琴

【
麗
】
[

国

】

叩

夏因 圏 鱈

級
(
1
2
-
4
3
9
1
7
)

に
同
じ
。
〔
海
篇

金
鏡
〕
誕
、
同
レ
級
。

エ，ウ ’

諷

(
1
2
|
 4
3
9
1
7
)

に
同
じ
。
〔
海
篇

金
鏡
〕
誕
、
同
レ
級
。

ェ
ウ

風
動
レ
物
。
参
は
や
て
。
扶
揺
゜
〔
龍
寵
手
鑑
〕

諷
規
級
也
。
⑩
椛
(
6
ー

1
2
4
7
9
)

に
通
ず
。
〔
爾

雅
‘
秤
天
‘
扶
椛
謂
乏
桑
秤
文
〕
椛
‘
字
林
作
レ

諷
同
。
口
風
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
諷
風
高
兒
゜

【
級
楓
】
1

琴
風
の
吹
き
動
く
さ
ま
。
〔
雀
立
之
、
南
至
一

郊
填
有
司
書
雲
物
賦
〕
諷
諷
級
諷
郁
郁
紛
紛
。
〔
牛

父
‘
琵
琶
行
〕
諷
瓢
楓
楓
寒
丁
丁
‘
品
含
位
蟄
紳
鬼
驚
。

【
瓢
腿
】
2

琴
木
が
風
に
揺
ぐ
こ
と
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

卑
ハ
レ
風
蓬
聰
‘
胞
渕
腱
謎
。
〔
注
〕
銑
日
‘
輿
レ
風
級
磯
‘
謂
l

一

木
揺
於
風
一
》

〔
集
韻
〕
徒
郎
切

風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
睫
‘
風
兒
゜

〔
集
韻
〕
乎
攻
切

0
風
の
香
。
〔
玉
篇
〕
馳
‘
風
臀
。

0
大
風
。
〔
集
韻
〕

胞
、
大
風
謂
二
之
胞
↓

〇
聰
嗅
は
‘
風
の
昔
゜
〔
玉
篇
〕
聰
‘
罠
認
、
風
臀
。

〇

凝
(
1
2
-
4
3
9
2
9
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
聰
‘
腱
‘

同
レ
上
。
参
庭
(
1
2
|
 4
3
9
0
3
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

腿
、
同
レ
謎
。

三
五
三
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(43921・・1)-(43938)

r--, 

腱.......... 
43925 

口日
シササ
＇ ヤクク
ク

r-, r-, 

集集
韻韻
‘一J'--'
色昔
窄各
切切

願幽

【
腱
】
i

カイ＂が
7
吐
0
同
じ
。
〔
篇
海

【諷】
g

南
鳳
。
通
じ
て
凱
（
2
-
1
7
9
0
)
に
作
る
。
〔
爾
雅
、

繹
天
〕
南
風
謂
1
1

之
凱
風
↓
〔
繹
文
〕
諷
、
又
作
レ
凱
。

〔
集
韻
〕
諷
、
南
風
、
通
作
レ
凱
。

【
諷
風
】
1

"

が
南
風
。
凱
風
(
2
ー

1
7
9
0
:
 2
1
)
の
●
に
同

じ
。
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
級
1

一
諷
風
一
而
蝉
蜆
令
。
〔
注
〕
善
日
、

南
風
曰
,
,
諷
風
↓
〔
王
褒
‘
洞
籠
賦
〕
其
仁
瞥
則
若
,
,
諷
風

紛
披
、
容
興
而
施
＂
恵
。
〔
注
〕
向
曰
‘
諷
風
、
南
風
也
。

日
●
風
の
詈
。
腱
(
1
2
ー

4
3
9
2
1
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
腱
‘
聰
聰
‘
風
臀
‘
膜
、
同
レ
上
。
●
膜
罠
は
、

風
。
罠
(
1
2
|
 4
3
9
0
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
隧
‘
博

雅
‘
謎
罠
、
風
也
、
或
作
レ
罠
゜
□
国
風
の
詈
。
或

は
隧
(
1
2
-
4
3
9
7
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
膜
‘
風
瞥
、

或
ハ
レ
桑
。

冦】
g

カイ
〔
集
韻
〕
可
亥
切
醐
〗

日
芦
サ
，
ウ

□
〔
集
韻
〕
蘇
遭
切

ソ
，
ウ
サ
，
ウ
ソ
ヴ

国

困廉

〔
集
韻
〕
先
到
切
醐
〗

〔
集
韻
〕
疎
鳩
切

●
風
の
吹
く
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
罠
‘
風
酪
腿
也
。
●

即
馳
は
‘
吹
く
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
勲
、
勲
腿
、
吹
兒
。

●
腿
勲
は
‘
熱
風
。
〔
集
韻
〕
誕
、
罠
助
、
熱
風
。

【
酪
】
一

【閾】
g

’

罠

(
1
2
-
4
3
9
2
1
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
譴
興
レ
罠
同
。

シ
ウ

〔
集
韻
〕
虚
交
切
布
邑

カ
，
ウ
ヶ
，
ウ

【
罠
躁
】
1

認
風
の
昔
の
形
容
。
〔
虚
薬
、
出
塞
圏
詩
〕

八
月
草
白
風
虞
罠
゜

【
聰
颯
】
2

窃
風
の
昔
。
〔
呂
梢
‘
遊
1

一
龍
門
一
記
〕
嵐
氣

翌
躙
空
洞
云
罠
颯
無
レ
所
―
―
放
散
↓

【
腿
腱
】
3

ダ

t

●
風
の
昔
の
形
容
。
〔
趙
壼
‘
迅
風
賦
〕
嗽

嗽
聰
腱
‘
吟
噛
相
求
。
〔
白
居
易
‘
炊
-
1

陶
潜
骰
1

十
六
首

詩
〕
月
明
愁
―
―
殺
人
玉
黄
嵩
風
罠
聰
。
〔
王
炎
、
草
庵
詩
〕
清

風
腱
腱
竹
萬
箇
゜
●
雨
の
昔
。
〔
鄭
谷
‘
鷺
鶯
詩
〕
閑
立
春

塘
煙
瀧
灌
、
孵
眠
寒
葦
雨
聰
腱
。
●
寒
さ
う
な
さ
ま
。

〔
章
慨
‘
牧
馬
圏
詩
〕
霧
鼠
寒
腿
腿
。

【
罠
風
】
4

弱
さ
さ
や
か
な
風
。
〔
梁
元
―
帝
纂
要
〕
小
風

日
,
1

罠
風
↓

【
罠
麗
】
5

し
OO

風
の
昔
゜
〔
玉
篇
〕
腱
‘
腱
麗
‘
風
。
〔
左
思
、
【
腿
】

g

呉
都
賦
〕
馳
渕
聰
腱
‘
鳴
條
律
暢
、
飛
昔
響
亮
。
〔
注
〕
銑

曰
‘
馳
消
麗
腿
‘
風
繋
。

●
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
麗
、
風
也
。
●
あ
ら
し
。
聞
（
1
2

1
 4
3
8
3
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
圏
、
説
文
、
風
雨
暴

疾
也
、
或
ハ
レ
栗
。

〔
集
韻
〕
力
質
切
闇
f

リ
ッ
リ
チ

【
誕
】
〖

●
吹
く
。
〔
字
彙
〕
罠
、
吹
也
。

O
は
や
て
。
〔
字

彙
〕
罠
疾
風
也
。

O
つ
む
じ
風
。
〔
字
彙
〕
慶
‘
週

風
也
。
R
瓢
(
1
2
ー

4
3
9
4
6
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
麗
‘
俗
瓢
字
。

ヘ，ウ

〔
字
彙
〕
撫
招
切

日
□
風
の
音
。
〔
集
韻
〕
麗
‘
風
臀
゜

風

部

〔
＋
—
+
一
畳
〕

圏

小
日
口
回
●
馬
が
疾
走
す
る
。
〔
説
文
〕

闘
豪
諷
、
馬
疾
歩
也
、
八
レ
馬
風
臀
゜
〔
繋
傭
〕

錯
等
曰
‘
舟
船
之
諷
、
本
用
Ii

此
字
公
7

別
作
レ
帆
、

非
レ
是
゜
〔
集
韻
〕
騒
‘
一
日
、
馬
疾
馳
。
●
諷
諷
は
‘

は
し
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
諷
騒
‘
走
也
。
●
風
が

船
を
吹
い
て
進
め
る
。
ま
た
謎
(
1
2
ー

4
3
8
2
7
)
に

作
る
。
〔
玉
篇
〕
諷
‘
風
吹
レ
船
進
也
、
亦
作
レ
腱
。

0
ほ
。
帆
(
4
|
8
7
8
7
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
諷
‘
同
レ

帆
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
棲
船
攀
レ
諷
而
過
レ
律
。

〔
注
〕
善
日
‘
諷
者
‘
船
帳
也
。
〔
韓
愈
、
南
海
紳
廟

碑
〕
詳
腿
送
レ
諷
。
〔
注
〕
諷
‘
卑
¢
帆
同
。

O
或
は
訊

(
1
2
ー

4
4
5
9
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
諷
‘
或
炊
レ
凡
゜

闘
説
文
・
玉
篇
皆
馬
の
部
に
列
す
。

【
騒
船
】
1

ぢ
帆
を
か
け
た
船
。
〔
韓
愈
、
祭
1

一
河
南
張

員
外
ー
文
〕
諷
船
箭
激
、
南
上
―
―
湘
水
↓

【
諷
然
】
2

ぢ
速
く
走
る
さ
ま
。

【
騒
騒
】
3

裳
馬
の
疾
行
す
る
さ
ま
。
又
、
風
吹
い
て
船

の
進
む
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
騒
諷
‘
走
也
。
〔
王
念
孫
疏

證
〕
説
文
、
諷
、
馬
疾
歩
也
、
重
1

一
言
之
面
即
日
1

一
諷
諷
↓
〔
呉

越
春
秋
、
句
践
入
臣
外
博
〕
妾
鉦
炉
罪
令
負
レ
地
、
有
1

一何

亭
令
譴
レ
天
‘
諷
諷
獨
令
西
往
、
執
知
返
令
何
年
、
心
憬

憬
分
若
レ
割
、
涙
法
法
令
雙
懸
゜

、
ン
ポ
ン

日’

国】
g

戸ヘンポン
国

〔
玉
篇
〕
扶
巌
切

〔
集
韻
〕
扶
没
切

〔
集
韻
〕
符
咸
切

懸駆國

【
藤
隠
】
1

茄
風
の
こ
ゑ
゜
〔
庚
信
、
小
園
賦
〕
風
厩
罠

而
樹
急
‘
天
惨
惨
而
雲
低
゜
〔
白
居
易
、
司
徒
令
公
分
二

守
東
洛
み
移
鐵
而
北
都
二
心
勤
レ
王
三
月
成
レ
政
形
容
盛

徳
賓
在
-
1歌
詩
1
況
辱
―
―
知
昔
—
敢
不
―
―
先
唱
―
蝋
奉

1
1五
言

四
十
韻
寄
獣
以
抒
11

下
蹟
詩
〕
扮
雲
睛
漠
漠
‘
朔
吹
冷

厩
墨

【
臓
魅
】
2

窃

か
ぜ
。
〔
集
韻
〕
謎
、
腱
謎
、
風
也

罠

聞

諷

腱

麗

罠

睫

馳

腱

騒

麗

颯

腿

謝

腱

驚

麗

慶

【
腱
】

[

t

+

〔
集
韻
〕
壁
吉
切
図

ま
き
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
襲
、
樽
風
也
。

【
襲
】
』
り
〔
集
韻
〕
徒
官
切
圏

風
の
音
。
〔
集
韻
〕
驚
‘
風
臀
゜

【
蟄
】
-

ガ，ウ
ゴ
，
ウ

〔
集
韻
〕
牛
刀
切
圏
i

か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
謎
、
風
也
。

【

聰

】

呻

芦

〔

集

韻

〕

思

留

切

困

n11"i
――
 

【
圏
】
i

ヤ
・
エ
キ
＂
狂
篇
海
類
編
〕
朧
‘
昔

【
譴
】
一

麗
(
U
!
-
4
3
8
1
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵬
或
作
レ
麗
。

レ
イ

●
風
の
詈
゜
〔
字
彙
補
〕
颯
‘
風
臀
。
●
謎
(
1
2
ー

4
3
9
0
3
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
颯
‘
俗
謎
字
。

【
颯
】
-

〔
字
彙
補
〕
生
句
切

m

ソ
ヴ
シ，ユ

【
属
】
伽

"
 ン

諷
(
1
2
-
4
3
9
3
0
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
麗
‘
興
レ
諷
同
。

三
五
四

12950 
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風

部

〔
十
一
壷
〕

霞

朧

腱

謎

厩

瓢

闊

瓢

小

日

0
高
く
吹
く
風
。
〔
説
文
〕
厩
、
高
風

，
 

，
豪
也
、
払
風
蓼
臀
。
●
西
の
風
。
〔
淮

固国
ロリルリ
' クク ウ

困

〔
集
韻
〕
憐
籠
切
／
圏

ヵ
―
公

liao2

〔
集
韻
〕
力
救
切
可
g圏

〔
集
韻
〕
力
竹
切

麗】叩

リ
ヴ

日ル
□
レ
ヴ

〔
集
韻
〕
力
求
切

【
聰
】
〗
チ
□
臼

I
M
l
"
｛
子
0俗
字
。
〔
龍
寵

風
の
詈
゜
〔
集
韻
〕
腱
‘
風
瞥
゜

【

腱

】

叩

四

ぢ

〔

集

韻

〕

朔

律

切

園

●
風
が
吼
え
る
。
〔
玉
篇
〕
朧
‘
風
吼
也
。
●
か
ぜ
゜

護
(
1
2
ー

4
3
9
5
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
譴
、
廣
雅
、
風

也
、
或
炊
レ
宿
゜

【
覧
】
〗
〔
集
韻
〕
息
六
切

、
X
ユ
ク

ス
ク

圏

【
隈
】

g

0
か
ぜ
゜
〔
玉
篇
〕
覆
、
風
也
。
●
霞
隠
は
、
大
風
。

〔
集
韻
〕
硯
、
隠
隠
、
大
風
。

シブジプ

〔
集
韻
〕
席
入
切

圃

●
風
が
吼
え
る
。
〔
玉
篇
〕
慶
、
風
吼
。
●
風
が
寒

い
。
渾
(
2
ー

1
7
0
2
)
・

腿
(
1
2
-
4
3
7
9
1
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
溝
、
説
文
、
風
寒
也
‘
或
作
1
1
1
1
!
・
 腿↓

南
子
‘
墜
形
訓
〕
西
方
曰
―
―
麗
風
↓
〇
む
な
し
い
。

空
疏
で
質
が
無
い
。
〔
老
子
、
二
十
五
、
宗
襄
‘
秤

文
〕
河
上
云
‘
客
空
無
形
也
‘
鍾
會
作
レ
麗
云
、
空

疏
無
レ
質
也
。
®
或
は
甕(
1
2
-
4
3
9
5
5
)
•

甕
(
1
2

ー

4
3
9
8
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
麗
‘
或
ハ
レ
甑
‘
ハ
レ

劉
。
鬱
通
じ
て
蓼
(
9
|
2
8
6
6
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

麗
、
通
作
レ
琴
。

O
古
の
國
の
名
。
〔
正
韻
〕
麗
、
國

名
、
高
陽
氏
之
後
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
厩
‘
姓
。
ロ

罠
戻
は
、
風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
麗
‘
麗
戻
‘
風
臀
゜

〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
吐
,
,
清
風
之
麗
戻
↓
〔
注
〕
向
日
、

隧
戻
、
臀
。
曰
國
長
風
の
詈
。
通
じ
て
参
(
9
|

2
8
6
6
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
麗
、
長
風
瞥
也
、
通
作
レ

蓼
゜
〔
荘
子
、
齊
物
論
〕
而
獨
不
レ
聞
―
―
之
蓼
芦
乎
゜

〔
秤
文
〕
蓼
、
李
本
作
レ
麗
゜

【
慶
分
】
1

筏
風
の
吹
く
さ
ま
。
〔
老
子
、
二
十
〕
激
分

其
若
レ
海
、
麗
令
似
レ
無
レ
所
な
止
。

【
麗
罠
】
2

弱
風
の
さ
ま
。
又
‘
其
の
臀
。
〔
李
甕
玉
、

移
松
竹
裔
〕
龍
髯
鳳
尾
乱
厩
腱
。

【
麗
風
】
3

吟
西
の
風
。
〔
呂
覧
、
有
始
〕
西
方
曰
―
―
麗
風
↓

〔
注
〕
兌
氣
所
な
生
‘
一
曰
閻
闇
風
。

【
麗
戻
】
4
5
'
い
〇
風
の
昔
の
形
容
。
客
戻
゜
〔
播
岳
、
西

征
賦
〕
吐
―
―
消
風
之
麗
戻
一
納
己
暉
雲
之
鬱
蒼
↓
〔
注
〕
向

日
、
麗
戻
‘
臀
゜
〔
飽
照
、
代
櫂
歌
行
〕
麗
戻
長
風
振
‘

揺
曳
高
帆
攀
。
●
水
の
は
や
く
流
れ
る
さ
ま
。
〔
後
漢

書
‘
張
衡
博
〕
馘
泊
慶
戻
‘
油
以
岡
象
令
。
〔
注
〕
並
疾
貌

也。
【
麗
慶
】
5

砕
砕
高
く
吹
く
風
の
さ
ま
。
〔
廣
雅
、
繹
訓
〕

麗
厩
、
風
也
。
〔
王
念
孫
疏
證
〕
巻
四
云
、
麗
、
風
也
、
重
1

一言

之
1Dll
曰
1

一
麗
麗
↓
〔
淮
南
子
‘
覧
冥
訓
〕
故
至
陰
麗
麗
‘

至
陽
赫
赫
、
州
者
交
接
成
レ
和
‘
而
萬
物
生
焉
。
〔
玩

籍
‘
清
思
賦
〕
臀
慶
麗
以
洋
洋
‘
若
下
登
―
―
罠
盗
盃
而
臨
＊
西

海
3

【
麗
叔
安
】
6

焚
，
，
ユ
ク
麗
は
古
の
國
の
名
。
叔
安
は
其
の

君
の
名
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
九
〕
（
禁
墨
）
射
,
,
(
魏
献
子
-
)

日
‘
昔
有
―
―
麗
叔
安
「
有
―
―
裔
子
[l
,
 一
董
父
士
賓
甚
好
レ
龍
‘

能
求
1

一
其
著
欲
ー
以
飲
―
―
食
之
↓
〔
注
〕
厩
、
古
國
也
‘
叔
安
‘

其
君
名
。

〔
集
韻
〕
枇
招
切
一
圏

欠
一
名

P
^
iao1 

小
●
つ
む
じ
か
ぜ
。
回
風
。
旋
風
。
も

欝

策

と

覗

(
1
2
|
 4
3
9
9
4
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
瓢
、
本
作
レ
隠
゜
〔
説
文
〕
慧
‘
回
風
也
、
炊
レ
風

喪
臀
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
週
風
為
レ
瓢
。
〔
注
〕
旋
風

也
。
●
は
や
て
。
疾
風
。
〔
詩
、
小
雅
、
何
人
斯
〕
其

為
―
―
瓢
風
↓
〔
傭
〕
諷
風
、
暴
起
之
風
。
●
さ
だ
ま

ら
な
い
風
。
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
瓢
風
屯
其
相
離
令
。

〔
注
〕
諷
風
、
無
レ
常
之
風
。
・
風
ふ
く
さ
ま
。
〔
楚

辞
、
九
歌
、
山
鬼
〕
東
風
瓢
分
。
〔
注
〕
瓢
、
風
貌
。
曇

ふ
く
。
〔
正
字
通
〕
瓢
、
吹
也
。
●
ひ
る
が
へ
る
。
ひ

る
が
へ
す
。
〔
隋
楊
帝
‘
宴
II

東
堂
一
詩
〕
浮
香
瓢
1

一

舞
衣
一
〔
江
縛
、
為
ユ
ハ
宮
一
謝
表
〕
歩
動
,
,
雲
桂
涵
香

塁
霧
壁
〔
呉
邁
遠
、
陽
春
歌
〕
羅
衣
瓢
一
蝉
翼
一

〇
瓢
諷
は
‘
雪
が
ひ
ら
ひ
ら
と
ふ
る
さ
ま
。
〔
張

衡
、
西
京
賦
〕
雨
雪
瓢
諷
゜
〔
注
〕
綜
日
、
瓢
瓢
、
雨

雪
貌
。

O
と
ぶ
さ
ま
。
〔
播
岳
、
秋
興
賦
〕
雁
瓢

諷
而
南
飛
゜
〔
注
〕
善
曰
、
瓢
瓢
、
飛
貌
。

O
さ
ま

よ
ふ
。
さ
す
ら
ふ
。
あ
て
ど
も
な
く
旅
を
す
る
。

〔
北
史
、
哀
式
傭
〕
覇
旅
諷
泊
゜
〔
陸
涌
、
錢
道
人

【
瓢
】
〗
ヘ，ウ
ペ，ウ

日
風
の
さ
ま
。
諷
(
1
2
ー

4
3
9
8
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
闊
、
風
兒
‘
或
炊
レ
熙
。
口
●
つ
む
じ
か
ぜ
゜

〔
字
彙
〕
闊
‘
旋
風
。
●
瓢
(
1
2
ー

4
3
9
4
6
)

に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
謎
、
同
レ
諷
゜

日
へ
，
ウ
〔
集
韻
〕
匹
妙
切
直

【
闊
】
坤
へ
，
ウ
〔
字
彙
〕
態
招
切
一
薦

豆
＇
ゥ
父
一
名

P
•iao' 

【
現
】
岬

’

麗

(
U
!
-
4
3
9
4
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

ー
類
編
〕
霞
、
同
レ
麗
゜

)
ウ

三
五
五

詩
〕
萬
里
諷
如
示
＇
レ
繋
船
↓
〔
高
啓
、
雪
中
詩
〕
還

向
樵
村
竹
外
諷
。
●
お
ち
る
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕

雖
下
有
11

伎
心
上
只
不
如
ざ
諷
瓦
↓
〔
繹
文
〕
諷
‘

郭
・
李
云
‘
落
也
。

O
せ
き
た
て
る
。
〔
呂
覧
、
観

表
〕
聖
人
則
不
レ
可
,
,
以
諷
玉
大
。
〔
注
〕
瓢
‘
疾
也
。

0
た
だ
よ
は
す
。
漂
(
7
ー

1
8
1
0
2
)

に
通
ず
。
〔
詩
‘

鄭
風
‘
揮
分
‘
風
其
漂
レ
女
‘
繹
文
〕
漂
、
本
亦
作
レ

諷
゜
鬱
又
‘
票
（
8
-
2
4
6
9
4
)
に
作
る
。
〔
詩
‘
小
雅
‘

蓼
我
‘
諷
風
登
獲
‘
繹
文
〕
瓢
、
本
又
作
レ
粟
。
働

通
じ
て
繰
(
8
ー

2
7
8
3
7
)
に
作
る
。
〔
康
煕
字
典
〕

諷
、
通
作
レ
標
。

O
森
(
7
|
2
0
4
6
9
)
に
通
ず
。
〔
鴫

月
令
‘
姦
風
暴
雨
‘
繹
文
〕
姦
、
本
亦
作
レ
諷
。

O

諷
(
1
2
ー

4
3
9
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
颯
‘
説
文
‘

扶
揺
風
也
‘
亦
作
レ
諷
。

【
瓢
逸
】
1

ね
〇
高
く
飛
び
上
る
さ
ま
。
〔
王
簗
、
浮
淮

賦
〕
飛
雲
天
廻
‘
蒼
鷹
瓢
逸
。
●
瓢
然
と
し
て
世
外
に
身

を
措
き
‘
俗
事
に
係
ら
な
い
こ
と
。
〔
耶
律
楚
材
、
乞
レ
茶

詩
〕
酒
仙
諷
逸
不
L

知
レ
茶
‘
可
レ
笑
流
レ
涎
見
11

麹
車
↓
〔
紅

棲
夢
、
二
十
三
回
〕
紳
彩
諷
逸
、
秀
色
奪
仄
゜

【
瓢
溢
】
2

ね
吹
き
上
る
や
う
に
あ
ふ
れ
る
。
〔
列
子
、

天
瑞
〕
其
在
1

一
少
壮
面
則
血
氣
諷
溢
、
欲
慮
充
起
、
物
所
レ

攻
焉
。

【
諷
眺
】
3

席
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
。
諷
級
(

5

)

に
同

じ
。
〔
漢
書
、
外
戚
上
、
孝
武
李
夫
人
偉
〕
的
容
興
以
猜
靡

令
‘
躁
諷
挑
淳
愈
荘
。
〔
注
〕
孟
康
曰
、
言
‘
夫
人
之
顔
色
、

的
然
盛
美
、
雖
下
在
―
―
風
中
1

繰
挑
お
竺
血
端
巌
也
。

【
瓢
揺
】
4

お
ひ
る
が
へ
り
う
ご
く
こ
と
。
動
揺
し
て

定
ま
ら
な
い
さ
ま
。
〔
通
雅
、
秤
詰
〕
諷
椛
‘
一
作
二
瓢
楓
・

漂
描
ご
竺
漂
揺
近
於
剥
殴
故
専
作
瓢
諷
盃
茫
風
。

〔
戦
國
‘
楚
策
〕
黄
鵠
‘
云
云
‘
奮
1

一
其
六
翻
盃
皿
凌
―
―
清
風
一

瓢
揺
乎
高
翔
、
自
以
為
無
レ
患
、
興
:
人
無
レ
争
也
。
〔
説

苑
、
反
質
〕
陛
下
之
意
、
方
乗
1

一
青
雲
云
諷
,
,
揺
於
文
章
之

観
↓

【
諷
級
】
5

お
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
さ
ま
。
動
揺
し
て

定
ま
ら
な
い
さ
ま
。
諷
揺
に
同
じ
。
〔
班
彪
、
北
征
賦
〕
風

姦
登
以
瓢
瓢
分
、
谷
水
灌
以
揚
レ
波
。
〔
注
〕
良
日
、
諷
瓢
、

風
馳
兒
゜
〔
張
華
、
鶏
鶴
賦
〕
提
1

一
摯
萬
里

-H鰈逼
畏
。
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(43946・ ·6) — (43946· ・55) 

〔
曹
植
、
雑
詩
〕
縛
蓬
離
,
1

本
根
云
瓢
鰈
随
-
1

長
風
↓
〔
岱
康
、
る
。
滅
多
な
こ
と
を
訴
へ
出
る
。

琴
賦
〕
忽
瓢
鰈
以
軽
邁
、
乍
留
聯
而
扶
疎
。
〔
左
思
‘
蜀
都
【
瓢
冗
】
19

勾
ゆ
れ
る
こ
と
。
〔
欺
陽
脩
、
清
浪
亭
詩
〕

賦
〕
敷
栗
蔵
葵
、
落
英
瓢
諷
。
〔
注
〕
銑
日
、
瓢
級
、
飛
揚
登
知
扁
舟
任
二
楓
冗
ぶ
虹
渠
涼
浪
揺
,
,
酔
眠
↓

也
。
〔
陸
雲
、
答
1

一
張
士
然
一
詩
〕
行
邁
越
―
―
長
川
五
諷
級
冒
―
-
【
瓢
忽
】
20

焚
〇
急
な
さ
ま
。
た
ち
ま
ち
。
忽
然
゜
〔
陸

風

隈

↓

機

‘

歎

逝

賦

〕

時

諷

忽

其

不

レ

再

、

老

腕

晩

其

将

レ

及

。

〔

謝

【
瓢
莱
】
6

芦
ひ
ら
ひ
ら
ひ
る
が
へ
る
菓
゜
〔
商
子
、
外
憲
運
‘
石
壁
立
―
―
招
提
精
含
―
詩
〕
揮
霰
夢
幻
頃
‘
瓢
忽
風

内
〕
以
百
石
之
弩
面
少
瓢
翠
也
。
雷
起
。
〇
風
の
疾
い
さ
ま
。
〔
宋
玉
、
風
賦
〕
諷
忽
湖
滴
、

【
諷
焉
】
7

努
ぶ
ら
り
と
さ
ま
よ
ふ
さ
ま
。
〔
岱
康
、
琴
激
磯
燦
怒
。
〔
曹
植
、
洛
神
賦
〕
謄
迅
二
飛
亮
五
諷
忽
若
レ

賦
〕
舞
螂
霜
烏
於
庭
階
玉
5

女
諷
焉
而
来
翠
。
〔
注
〕
翰
紳
。

曰
‘
瓢
焉
、
乗
レ
虚
兄
。
〖
瓢
忽
震
蕩
〗

2
1
食
的
す
ば
や
く
ふ
る
ひ
う
ご
か
す
。

【
諷
客
】
8

芹
遊
里
に
遊
ぴ
う
か
れ
る
者
。
た
は
れ
を
。
〔
一
Pl
山
侃
弦
齋
、
翌
臣
太
閤
論
〕
諷
忽
震
蕩
‘
拭
物
殆
為
レ

媒
客
。
〔
古
今
類
書
纂
要
、
娼
家
部
〕
諷
客
‘
言
下
人
軽
二
之
播
砕
゜

身
子
花
柳
之
中
ェ
如
中
諷
流
而
無
4

定

也

。

瓢

笞

I

】22
焚
す
み
や
か
な
さ
ま
。
瓢
忽
(
2
0
)

に
同
じ
。

【
瓢
起
]
,
[
ゥ
風
が
吹
き
起
る
。
〔
後
漢
書
、
西
南
夷
側
〕
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
矮
蛇
姐
溺
、
雲
縛
瓢
酋
。
〔
庄
〕
善
曰
‘
笞
｀

南

風

瓢

起

、

水

為

逆

流

。

輿

レ

忽

同

。

【
瓢
寄
】
10

言
た
だ
よ
ひ
よ
る
。
〔
趙
至
、
輿
和
山
茂
齋
―
【
諷
瀧
】
23

戸
美
し
い
。
し
と
や
か
。
灌
洒
゜
〔
白
居
易
、

書
〕
我
賛
瓢
寄
‘
臨
砂
漠
戻
゜
〔
白
居
易
、
早
秋
晩
望
兼
和
1

―
―
微
之
春
日
投
―
―
簡
陽
明
洞
天
云
生
卜
韻
詩
〕
泉
巖
雪

呈
葎
侍
郎
詩
〕
夫
君
亦
溢
落
‘
此
地
同
諷
寄
゜
諷
瀾
苔
壁
錦
漫
糊
゜

[
瓢
軽
】
11

ぢ
心
軽
く
お
ど
け
て
ゐ
る
こ
と
。
氣
が
る
【
瓢
散
】
24

ぢ
ひ
ら
ひ
ら
と
と
び
ち
る
。
〔
陳
後
主
、
長

に
戯
れ
る
。
又
、
そ
の
氣
象
。
瓢
軽
。
刺
軽
。
相
思
〕
庭
花
諷
散
飛
人
レ
帷
゜
〔
碓
陶
、
美
人
春
風
怨
詩
〕

【
瓢
寓

]12g
と
こ
ろ
定
め
ず
身
を
よ
せ
る
。
他
郷
に
偏
能
瓢
散
同
心
帝
、
無
レ
那
愁
眉
吹
不
レ
開
。

さ
す
ら
ひ
住
む
。
瓢
泊
゜
〔
王
勃
、
福
會
寺
碑
銘
〕
我
之
諷
【
諜
爾
】
25

勾
風
に
吹
か
れ
る
や
う
に
身
軽
に
行
く
さ

寓
遥
芙
、
来
,
,
遊
山
川
面
塑
仰
道
義
1

滝
留
。
〔
黄
庭
堅
‘
ま
。
〔
呂
安
‘
卑
ハ
―
―
岱
茂
齊
一
書
〕
維
鳴
戒
レ
H
-
‘
則
瓢
爾
晨

按
レ
田
詩
〕
新
民
敦
十
家
‘
諷
寓
初
棲
託
。
征
、
日
薄
二
西
山
一
則
馬
首
靡
レ
託
。

【
譲
款
】

13g
忽
ち
う
ご
い
て
定
ま
ら
な
い
こ
と
。
〔
王
【
瓢
袖
】
26

店
袖
を
ひ
る
が
へ
す
。
〔
韓
愈
‘
喜
元
は
5-

行
、
題
―
―
趙
元
臨
高
房
山
鍾
観
圃
―
詩
〕
長
松
更
飛
泉
、
霞
斐
尚
書
1

詩
〕
妬
レ
舞
時
諷
レ
袖
‘
欺
レ
梅
併
堅
レ
枝
。

彩

互

諷

款

。

【

諷

疾

】

27

盆
す
み
や
か
。
は
や
い
。
〔
説
苑
、
説
叢
〕

【
譲
瓦
】
1
4
{
0
0
0
屋
根
か
ら
落
ち
て
来
た
瓦
。
天
災
の
或
行
乞
女
舒
面
茶
竺
課
疾
一
〔
楚
辞
、
劉
向
‘
九
歎
‘
憂
苦
〕

義
。
〔
荘
子
、
逹
生
〕
雖
有
1

一
枝
‘
心
者
茉
＇
レ
怨
嘉
瓦
↓
願
寄

1

一
言
於
三
鳥
一
合
、
去
諷
疾
而
不
レ
可
レ
得
。

O
疾
風
が
瓦
を
め
く
る
。
〔
濡
尼
、
西
道
賦
〕
廻
波
激
【
課
如
糸
】
28

合
風
に
ひ
る
が
へ
る
柳
の
わ
た
。
〔
顧
雲
、

浪

、

飛

秒

謡

瓦

゜

校

柳

詩

〕

長

堤

未

レ

見

風

諷

レ

紫

‘

廣

阻

初

憐

日

映

レ

絲

゜

【
魏
撃
】
15

ぢ
は
や
く
う
つ
。
〔
陳
翡
、
桐
賦
〕
迅
雷
疾
【
瓢
築
】
2

9

[

[

風
に
ひ
る
が
へ
る
は
な
し
ぺ
。
栗
は
蕊
゜

風
之
所
―
―
瓢
撃
↓
涌
温
飛
溜
之
所
二
油
蕩
↓
〔
呂
温
、
琥
州
―
二
堂
記
〕
架
魚
時
翻
、
瓢
薬
雪
飛
゜

【
諷
罰
】
16

ぢ
ひ
る
が
へ
り
と
ぶ
。
〔
苑
成
大
、
初
猜
―
-
【
諷
繋
]
3
0

芥
食
物
の
名
。
〔
齋
民
要
術
、
喰
飯
胡
飯
法
〕

桂
林
玉
g
出
嶺
之
嘉
云
云
詩
〕
長
風
蕩
,
,
藍
輿
玉
簾
箔
別
莫
二
瓢
巖
揺
炉
之
、
細
ー
一
切
胡
芹
函
莫
1

一
下
酢
中
面
竺
瓢

課

以

罰

。

巌

↓

【
瓢
鼓
]
1
7

唸
ひ
る
が
へ
り
う
つ
。
〔
柳
宗
元
、
紹
海
【
諷
囃
】
31

苓
風
が
さ
ぴ
し
く
ふ
く
さ
ま
。
〔
杜
甫
、
義

買
文
〕
舟
航
軒
昂
分
、
下
上
諷
鼓
‘
騰
赳
饒
陳
分
‘
萬
里
鵜
行
〕
諷
爾
覺
下
素
髪
‘
凜
欲
む
叩
―
儒
冠
↓

一

観

。

【

瓢

石

】

32
ダ
し

5

干
の
端
に
絲
を
附
け
、
こ
れ
に
石
を
掛

【
瓢
告
】
18p'iao'kao• 

け
て
礫
に
投
げ
飛
ば
す
も
の
。
ふ
り
づ
ん
ば
い
。
〔
和

判
然
し
な
い
こ
と
を
告
訴
す

風

部

〔
十
一
聾
〕

諷

漢
三
才
圏
會
、
兵
器
、
諷
石
〕
今
云
不
利
豆
牟
波
以
、
登
【
瓢
泊
】
47

芦
さ
す
ら
ひ
と
ま
る
。
他
所
に
さ
ま
よ
ふ
。

壇
必
究
云
、
用
二
握
竹
長
五
尺
縄
ニ
索
レ
頭
作
レ
兜
貯
レ
流
寓
。
漂
泊
。
諷
寓
゜
〔
北
史
、
哀
式
博
〕
雖
―
―
謡
旅
瓢

石
、
揺
勢
一
郷
而
去
、
｛
げ
城
宜
レ
用
。
泊
盃
皿
清
貧
守
レ
度
、
不
レ
失
,
,
士
節
↓
〔
庚
信
、
哀
江
南
賦

【
諷
仙
】
33

ぢ
清
、
葉
舟
(
9ー

3
1
3
8
7
:
 6
3
)

の
字
。
序
〕
下
亭
瓢
泊
、
高
橋
蒻
旅
。
〔
白
居
易
、
寄
"
王
質
夫
1

【
諷
旋
】
34

ぢ
ひ
る
が
へ
り
め
ぐ
る
。
〔
白
居
易
、
裟
侍
詩
〕
籠
深
鶴
憔
悴
、
山
遠
雲
諷
泊
゜
〔
高
適
、
漠
定
即
事

中
晉
公
以
,
,
集
賢
林
亭
即
事
詩
二
十
六
韻
石
炉
贈
猥
云
云
詩
〕
諷
泊
懐
1

一
書
客
涵
竺
廻
此
路
隅
↓

蒙
レ
徴
レ
和
才
拙
詞
繁
靴
廣
為
―
―
五
百
言
1以
伸
11
酬
獣
-
[
諷
薄
】
48

ね
さ
ま
よ
ふ
。
〔
謝
霊
運
‘
擬
―
―
魏
太
子
郡

詩
〕
瞥
,
,
過
遠
橋
下
こ
ヂ
旋
深
澗
陸
↓
中
集
面
心
場
詩
序
〕
汝
穎
之
士
、
流
―
―
離
世
故
涵
咲
有
―
―
諷

【
諷
然
]
3
5

ぢ
〇
ひ
る
が
へ
る
さ
ま
。
ひ
ら
り
と
軽
い
薄
之
歎
↓
〔
沈
約
、
天
淵
水
鳥
應
詔
賦
〕
瓢
薄
出
二
孤
嶼
一

さ
ま
。
瓢
諷
。
〔
新
書
、
容
経
〕
趨
以
―
―
微
磐
之
容
盃
謀
然
未
益
品
堕
蘭
諸
↓

翼
然
。

O
ぶ
ら
り
と
さ
ま
よ
ふ
さ
ま
。
又
、
利
慾
の
心
【
諷
演
】
49

ね
ひ
る
が
へ
り
は
る
か
な
さ
ま
。
〔
岱
康
、

を
全
く
捨
て
去
る
さ
ま
。
〔
杜
甫
、
春
日
憶
―
―
李
白
一
詩
〕
琴
賦
〕
醐
縣
諷
湿
、
微
昔
迅
逝
。
〔
注
〕
向
曰
、
諷
湖
、
臀

白

也

詩

無

レ

敵

、

諷

然

思

不

レ

塁

。

飛

而

遠

也

。

〖
諷
然
先
生
〗36
翌
げ
宋
、
欺
陽
撒

(
6ー
1
6
1
8
5:
9

【
瓢
泣
】
50

焚
ひ
ら
ひ
ら
と
軽
く
う
か
ぶ
。
又
、
さ
す

!

)

の

琥

。

ら

ひ

ゆ

く

こ

と

。

〔

李

中

、

舟

次

彰

澤

五

吋

〕

諷

没

経

ニ

【
瓢
堕
]

3

7

[

＇
ゥ
ひ
る
が
へ
り
お
ち
る
。
〔
箆
成
大
‘
夜
行
彰
澤
↓
扁
舟
思
莫
レ
窮
゜
〔
江
林
、
復
―
―
秋
懐
―
詩
〕
籾
蘭

上
沙
見
レ
梅
云
云
詩
〕
天
風
吹
憚
娼
、
諷
堕
寂
莫
濱
。
製
,
,
変
荷
↓
諷
没
一
葉
舟
゜

【
瓢
帯
】3
8
p
•
iao1 
tai4

女
の
帽
子
の
後
部
に
垂
れ
下
【
瓢
罪
】
51

吟
ひ
る
が
へ
り
と
ぷ
゜
零
芥
゜
〔
蘇
彦
、
秋

つ

て

ゐ

る

リ

ポ

ン

。

夜

賦

〕

軽

雲

諷

霜

。

【
瓢
倒
】39
ね
戯
劇
用
語
。
唱
戯
の
せ
り
ふ
の
中
で
、
字
【
瓢
布
】
5
2
p
•
iao1 pu• 

;'iit
密
結
社
の
徒
窯
が
入
黛
の

音
の
陰
陽
に
分
れ
な
い
も
の
を
瓢
と
い
ひ
、
尖
圃
の
謳
し
る
し
に
結
ぷ
布
。

別

の

な

い

も

の

を

倒

と

い

ふ

。

【

瓢

風

】

53

席
つ
む
じ
か
ぜ
。
は
や
て
。
旋
風
。
〔
爾
雅
、

【
瓢
蕩
】
40

ね
〇
流
浪
す
る
。
お
ち
ぷ
れ
る
。
〔
顧
況
、
秤
天
〕
回
風
為
レ
瓢
。
〔
詩
、
小
雅
、
何
人
斯
〕
彼
何
人
斯
‘

湖
中
詩
〕
丈
夫
瓢
蕩
今
如
レ
此
、
一
曲
長
歌
楚
水
西
。
〔
杜
其
為
1

一
諷
風
一
〔
博
〕
瓢
風
、
暴
起
之
風
。
〔
陳
葵
偵
疏
〕
匪

甫
‘
故
著
作
郎
云
云
鄭
公
虔
詩
〕
他
日
訪
,
,
江
棲
ぶ
ロ
レ
悽
風
・
巻
阿
博
‘
皆
以
,
,
諷
風
云
竺
回
風
「
云
云
‘
此
云
1

一
暴
起

逃
面
雰
竺

0
ゅ
れ
動
く
。
〔
李
白
‘
贈
二
雀
郎
中
宗
之
l

之
風
五
終
風
偉
云
、
暴
‘
疾
也
‘
訓
異
‘
而
以
喩
1

一
悪
道
1

則

詩
〕
驚
雲
辞
―
―
沙
朔
玉
課
蕩
迷
―
―
河
洲
↓
同
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
巻
阿
〕
諷
風
自
レ
南
。
〔
債
〕
諷
風
‘
廻
風

【
瓢
渾
】
41

焚
風
に
ふ
き
飛
ば
さ
れ
て
盛
き
る
。
〔
夏
侯
也
。
〔
管
子
‘
兵
法
〕
追
レ
亡
逐
レ
遁
‘
若
-
1

諷
風
↓
〔
塁
子
‘
尚

湛
齊
賦
〕
悲
―
―
織
條
之
稿
催
伍
竺
枯
葉
之
諷
児
同
上
〕
今
若
矢
諷
風
苦
雨
湊
湊
而
至
者
↓
〔
荘
子
、
天

[
謡
塵
】
42

ぢ
吹
き
あ
げ
た
ち
り
。
〔
飽
照
、
翫
1

一
月
城
下
〕
若
瓢
風
之
還
五
竺
利
之
旋
一
〔
列
子
、
説
符
〕
瓢
風

西
門
窟
中
1

詩
〕
客
源
厭
―
苦
辛
↓
仕
子
倦
面
霊
究
暴
雨
不
レ
終
レ
朝
。
〔
荀
子
‘
議
兵
〕
軽
利
慄
遵
‘
卒
如
1

一諷

【
諷
咤
】
43

ぢ
ひ
る
が
へ
り
お
ち
る
。
諷
零
゜
〔
劉
孝
風
一
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
瓢
風
屯
其
相
離
分
、
帥
な
益
坪
而
来

綽
、
於
匝
應
令
詠
1

一
梨
花
―
詩
〕
登
不
レ
憐
瓢
堕
面

T
今
御
。
〔
楚
辞
、
九
歌
、
大
司
命
〕
命
瓢
風
分
先
騒
涵
区
―
―
凍

九
重
闇
↓
〔
白
居
易
、
江
州
雪
詩
〕
須
央
風
日
暖
‘
虞
慮
雨
分
湘
＞
鹿
。

皆
瓢
墜
〖
瓢
風
急
雨
〗

5
4
[
7
7

弩
つ
む
じ
か
ぜ
と
に
は
か
あ
め
。

【
瓢
登
]
4
4

衿
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
。
瓢
揚
。
〔
張
華
‘
〔
王
安
石
、
祭
厭
陽
文
忠
公
1

文
〕
其
消
昔
幽
韻
‘
凄
如
―

遊
仙
詩
〕
瓢
登
清
雲
間
、
論
レ
道
神
皇
薩
゜
諷
風
急
雨
之
際
至
↓

【
課
動
】4
5
p
•
iao1 tung• 

ひ
る
が
へ
る
。
〖
諷
風
不
レ
終
レ
朝
〗

5
5
芯
豆
ウ
ア
ウ
ヲ
つ
む
じ
か
ぜ
は
朝

【
瓢
簸
】
46

唸
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
＿
の
中
に
ゃ
ん
で
し
ま
ふ
。
不
自
然
な
も
の
は
早
く
衰
ヘ

無
レ
風
自
諷
簸
、
融
液
照
―
―
柔
茂
↓
る
喩
゜
〔
老
子
‘
二
十
三
〕
課
風
不
レ
終
レ
朝
‘
暇
雨
不
＞

三
五
六

12952 
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風

部

〔
十
―
|
+
―
一
驚
〕

瓢

幽

燥

聰

課

譴

腿

腿

醍

腱

麗

楓

甕

終
t
B
、
執
為
レ
此
者
‘
天
地
‘
天
地
尚
不
レ
能
レ
久
‘
而
風
遠
諷
揚
゜
〔
何
晏
、
景
祗
殿
賦
〕
参
旗
九
椛
、
従
レ
風
瓢

況
於
レ
人
乎
゜
〔
論
衡
‘
紀
妖
〕
諷
風
之
猿
‘
不
迄
胆
レ
終
―
―
揚
。
〔
鮒
照
‘
代
出
自
前
北
門
行
〕
疾
風
衝
レ
塞
起
‘
沙
礫
自

一

日

↓

瓢

揚

。

0
瓢
泊
す
る
。
〔
李
白
、
古
風
詩
〕
永
随
1

一
長
風
一

【
諷
津
】
56

戸
風
の
ま
に
ま
に
流
さ
れ
る
う
き
く
さ
。
去
、
天
外
恣
瓢
揚
゜

他
郷
に
漂
泊
す
る
喩
゜
瓢
蓬
゜
〔
張
未
、
夜
聞
―
―
風
雨
1

有
レ
【
諷
闊
】
66

芯
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
。
諷
揚
゜
〔
柴
府
、
呉

感
詩
〕
何
嘗
』
粗
息
―
―
瓢
津
恨
盆
即
誦
・
僧
窟
聴
雨
詩
JcO

歌
、
子
夜
四
時
歌
‘
秋
歌
〕
秋
夜
入
二
窃
裏
↓
羅
張
起
瓢

【
諷
諷
]
5
7
{い
7

7

0

飛
び
あ
が
る
さ
ま
。
ひ
る
が
へ
る
さ
闊
。
〔
張
華
‘
鴫
鶉
賦
〕
飛
不
二
諷
麗
↓
翔
不
―
―
翁
習
↓

ま
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
傭
〕
相
如
既
奏
二
大
人
之
頌
玉
天
【
瓢
落
~
】

6
7
[
7
7かぜ
に
吹
か
れ
て
お
ち
る
。
〔
謝
霊
運
‘

子
大
説
、
瓢
瓢
有
二
凌
雲
之
氣
両
恥
下
漉
ー
天
地
之
間
一
意
5

蹄
塗
賦
〕
林
承
レ
風
而
諷
落
‘
水
璧
レ
月
而
含
レ
輝
。
〔
江
滝
‘

〔
播
岳
、
秋
興
賦
〕
蝉
喝
唱
以
寒
吟
分
、
雁
瓢
諷
而
南
飛
°
娼
婦
自
悲
賦
序
〕
泣
,
,
意
草
之
諷
落
「
憐
―
―
佳
人
之
埋
暮
↓

〔
注
〕
善
曰
、
瓢
諷
飛
兒
゜
〔
曹
植
、
洛
紳
賦
〕
瓢
諷
分
若
11

[
瓢
流
】
68

勾
た
だ
よ
ふ
。
流
浪
す
る
。
〔
杜
牧
、
秋
B

流
風
之
廻
＞
雪
。
〔
張
仲
素
、
塞
下
曲
〕
朔
雪
課
魏
開
―
―
雁
偶
題
詩
〕
緑
眉
甘
,
,
棄
墜
一
紅
瞼
恨
1

一
謡
流
↓
〔
羅
隠
、
感
懐

門
玉
＇
沙
歴
乱
捲
―
―
蓬
根
↓
〇
風
の
吹
く
さ
ま
。
風
に
吹
詩
〕
石
径
松
軒
亦
自
由
、
護
随
―
―
浮
世
滋
全
瓢
流
一

か
れ
て
軽
く
あ
が
る
さ
ま
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
寒
風
粛
【
瓢
零
】
69

均
〇
木
の
莱
が
ひ
る
が
へ
り
お
ち
る
こ

殺
、
雨
雪
諷
諷
゜
〔
注
〕
綜
曰
、
瓢
諷
、
雪
下
貌
。
〔
陶
潜
、
蹄
と
。
ひ
ら
ひ
ら
と
落
ち
る
こ
と
。
〔
劉
子
新
論
、
言
苑
〕

去
来
辟
〕
舟
揺
揺
以
輻
磯
‘
風
瓢
瓢
而
吹
レ
衣
。
参
さ
ま
秋
薬
誠
危
‘
因
―
―
微
風
一
而
瓢
零
゜
〔
謝
恵
連
、
雪
賦
〕
憑
レ

よ
ふ
さ
ま
。
〔
杜
甫
、
旅
夜
書
懐
詩
〕
瓢
諷
何
所
レ
似
、
天
雲
升
降
、
従
レ
風
諷
零
。
〔
白
居
易
‘
惜
―
―
牡
丹
花
一
詩
〕
晴

地
一
沙
鵡
゜
〔
杜
甫
、
高
都
護
聰
馬
行
〕
功
成
悪
養
随
レ
明
落
レ
地
猶
憫
恨
、
何
況
諷
1

一
零
泥
土
中
一
〔
獣
陽
脩
、
秋

所
レ
致
‘
瓢
諷
遠
自
,
,
流

沙

―

至

。

臀

賦

〕

嵯

夫

草

木

無

レ

情

、

有

レ

時

諷

零

。

O
ぉ
ち
ぶ
れ
る

〖
瓢
諷
焉
〗58
翌
へ
，
ウ
〇
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
さ
ま
。
〔
枚
こ
と
。
零
落
。
落
塊
。
論
落
。
〔
杜
甫
‘
衡
州
送

-
n李大
夫
七

乖
、
七
琶
瓢
諷
焉
、
如
信
車
之
勒
レ
兵
、
六
駕
鮫
龍
、
丈
勉
赴
―
―
廣
州
―
詩
〕
王
孫
丈
人
行
‘
垂
レ
老
見
二
魏
零
↓

附
捉
太
白
《
●
遠
い
さ
ま
。
〔
曹
植
‘
七
啓
八
首
‘
其
一
〕
〔
劉
淮
、
旅
館
書
レ
懐
詩
〕
秋
看
庭
樹
換
―
―
風
煙
ご
兄
弟
諷

志
諷
諷
焉
‘
燒
燒
焉
。
〔
注
〕
翰
日
、
瓢
瓢
、
遠
兒
゜
零
寄
1

一
海
邊
↓

〖
諷
瓢
乎
〗5
9唸
ぅ
風
に
吹
か
れ
て
ひ
る
が
へ
る
さ
【
瓢
歯
】70
唸
風
が
吹
い
て
荒
地
に
な
る
。
〔
盟
鐵
論
、

ま
。
又
、
心
の
軽
き
さ
ま
に
い
ふ
。
〔
蘇
献
、
前
赤
壁
賦
〕
軽
重
〕
衝
風
諷
歯
、
沙
石
凝
積
。

瓢

瓢

乎

如

潰

町

世

獨

立

‘

材

化

而

登

仙

↓

【

諷

澄

大

雨

]
7
1

p
'
i
a
o
'
p
'
o
'
t
a
'
y
U
3
 

〖
瓢
謀
蕩
蕩
〗6
0
p
e
i
a
o
'
p
'
i
a
o
'
t
a
n
g
'
t
a
n
g
'

さ

る

。

ま
よ
っ
て
蹄
著
す
る
所
の
な
い
さ
ま
。

【
諷
瞥
】
62

芥
雪
の
飛
ぶ
さ
ま
。
繰
瞥
゜
〔
世
説
新
語
、

言
語
〕
壼
公
曰
、
風
霜
固
所
レ
不
レ
論
、
乃
先
集
―
―
其
惨
灌
一

郊
邑
正
自
瓢
瞥
、
林
咄
便
已
皓
然
゜

【
瓢
蓬
】
63

切
風
に
ひ
る
が
へ
る
よ
も
ぎ
。
流
離
漂
泊

す
る
喩
゜
轄
じ
て
、
お
ち
ぶ
れ
る
。
流
落
。
〔
来
釉
、
寒

食
詩
〕
獨
把
こ
杯
「
山
館
中
、
毎
レ
驚
l

一
時
節
1

恨
二
諷
蓬
一

〔
杜
甫
、
贈
―
―
李
自
詩
〕
秋
来
相
顧
尚
諷
蓬
゜
〔
皇
甫
舟
、
曾

山
送
別
詩
〕
凄
凄
遊
子
苦
瓢
蓬
↓
明
月
青
樽
祗
暫
同
。

〖
瓢
蓬
断
梗
〗6
4
[万
琴
流
寓
漂
泊
の
意
。
〔
桃
花
扇
、

哭
主
〕
那
知
他
聖
子
紳
孫
‘
反
不
レ
如
,
,
瓢
蓬
断
梗
↓

【
諷
揚
]
6
5

芯
〇
ひ
る
が
へ
り
あ
が
る
。
空
中
に
舞
ひ

あ
が
る
。
〔
魏
武
帝
、
部
束
西
門
行
〕
田
中
有
1

一
韓
蓬
↓
随
レ

冨
】
〗

0
と
り
さ
し
の
竿
゜
〔
談
蒼
〕
夏
馬
作
祠
廣
即
―
[
編
{
】
叩

ズウ
フ

〔
字
彙
補
〕
夫
中
切

園

0
か
ぜ
゜
〔
秤
慎
空
、
貫
珠
集
〕
幽
、
風
也
。
〇
塾

(
1
2
 |
 4
3
9
2
8
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
鴎
‘
卑
ハ
レ
鵬
同
。

ィ
ッ

腿（
1
2
|
 
4
3
9
5
3
)
に
同
じ
。
〔
姉
客
輝

手
鑑
〕
繊
、
同
レ
随
°

は
や
て
。
〔
集
韻
〕
聴
‘
疾
風
。

冨

】

[

1

+

〔
集
韻
〕
允
律
切
聞

冨】如
ヵーウ
ヶ
ヴ

〔
字
彙
補
〕
呼
交
切

面

0
風
。
〔
集
韻
〕
腿
、
風
也
。

O
績
(
8ー

2
5
3
4
3
)

の

俗
字
。
〔
六
書
訴
原
〕
麗
、
本
作
レ
績
、
俗
作
レ
凰
゜

【

腿

】

螂

大
雨
が
降

ヅ
イ
〔
集
韻
〕
徒
回
切
詞
3

タ
イ

●
風
。
通
じ
て
瀾
(
7
-
1
8
2
3
9
)

粛
(
9
-
2
9
2
2
5
)
 

に
作
り
‘
或
は
隧
(
1
2
-
4
3
9
4
0
)
に
作
る
。
〔
廣
雅
‘

秤
詰
四
〕
譴
、
風
也
。
〔
疏
證
〕
漕
・
粛
‘
拉
卑
ハ
レ
譴

通
。
〔
集
韻
〕
麗
‘
或
長
宿
。

O
風
の
誓
〔
廣
韻
〕

譴
‘
風
瞥
。
●
寒
い
風
。
〔
集
韻
〕
譴
‘
寒
風
。

【

腱

】

呻

〔
集
韻
〕
息
六
切
園
〗

シ
，
ユ
ク

ス
ク

【
諷
]
〗ゥ
ー
~

隧
(
1
2
|
 
4
3
9
4
3
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
課
、
俗
隧
字
。

n闘
=
―
□
―

【
闊
]
〗
ウ
ノ
打
日
'
[
口
俗
字
。
〔
龍
寵

相
竿
也
。

O
風
鳥
の
合
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
鶯
‘

按
、
此
疑
即
風
鳥
二
字
之
誠
゜

三
五
七

〇
あ
ら
い
か
ぜ
。
暴
風
。
〔
集
韻
〕
腿
、
暴
風
。

O

隧
殿
は
‘
風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
賤
‘
限
熙
、
風
兒
。

〇

息

1
2
-
4
3
9
5
9
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
謡
‘
暴
風

也
‘
腿
、
同
レ
上
。
画
の
り
も
の
の
相
撃
つ
香
。
或

は
殿
(
1
2
|
 4
3
9
l
l
)
に
作
る
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
‘
城

南
聯
句
〕
蚕
播
望
応
向
闘
盃
隅
駕
聞
五
緊
竺
〔
注
〕

車
相
撃
瞥
‘
或
作
レ
腿
°

[
甕
親
】
1

”
匁
暴
風
。
〔
集
謂
〕
颯
‘
聰
諷
暴
風
。

【
甕
】
〗
〔
集
韻
〕
胡
盲
切
圏

ク
ヴ
ヴ

ワ
ヴ

【

颯

】

国

ゥ

ー

、

剰
(
1
2
-
4
3
9
8
1
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
孤
、
同
レ
剛
゜

腿
誤
は
、
風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
腱
、
鹿
煕
‘
風
臀
°

冦

】

叩

タ
ヴ
チ
，
ヤ
ヴ

〔
集
韻
〕
中
華
切
圏

日
0
聰
聰
は
‘
風
の
背
〔
玉
篇
〕
應
‘
腿
應
‘
風

瞥
。

O
聰
謎
は
、
そ
よ
か
ぜ
の
さ
ま
。
謎
聰
(

1

)

を

見
よ
。
●
高
く
吹
く
風
。
隧
(
1
2
-
4
3
9
4
3
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
隧
、
説
文
、
高
風
也
、
或
炊
レ
歯
。
ロ

秋
冬
の
餘
風
。
慶
(
1
2
|
 4
3
7
9
2
)
に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
謎
、
韻
會
同
レ
慶
‘
緒
風
。
〔
韻
會
〕
聰
‘
緒
風

謂
之
慶
面
木
韻
或
作
麗
゜

【
腱
聰
】
1

昇
風
の
昔
。
又
、
微
風
の
さ
ま
。
〔
湛
方
生
‘

風
賦
〕
亦
有
瓢
冷
之
氣
禾
ー
レ
疾
不
レ
徐
、
腱
聰
微
扇
‘
畳

畳
清
舒
゜

【
聰
]
〗
口曰
ルリルリ
''  ゥゥ

集
韻
〕
力
求
切
尤

／
 

カ
一
又

l
i
u
2

韻
會
〕
力
九
切
淘

12953 



(43959) — (43975) 

或
●
つ
む
じ
か
ぜ
。
下
か
ら
上

9
紬

罷

に

舞

ひ

あ

が

る

あ

ら

い

か

ぜ
。
腿
(
1
2
-
4
3
9
6
4
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
諷
、
扶
揺

風
也
‘
炊
レ
風
姦
臀
゜
〔
段
注
〕
司
馬
注
―
―
荘
子
一
云
‘

上
行
風
謂
―
―
之
扶
揺
↓
●
暴
風
。
〔
玉
篇
〕
颯
‘
暴
風

也
。
＠
狂
風
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
諷
、
狂
風
也
。
〔
六
書

故
〕
颯
、
風
姦
起
狂
諷
也
。
R
み
だ
れ
る
。
諷
回

(
4
)
を
見
よ
。

O
通
じ
て
大
ぷ
(
7
|
2
0
4
6
9
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
諷
、
通
作
レ
点
。
〔
曹
植
、
贈
―
―
徐
幹
一

詩
、
流
森
激
饂
軒
五
注
〕
善
日
、
姦
、
輿
レ
諷
同
、
古

字
通
。

O
通
じ
て
燦
(
7
|
1
9
3
2
5
)

に
作
る
。
〔
韻

會
〕
諷
、
通
作
レ
燦
。
〇
或
は
約
(
1
2
-
4
3
7
6
1
)

に

作
り
、
ま
た
瓢
(
1
2
-
4
3
9
4
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

諷
、
炊
レ
勺
、
亦
作
レ
瓢
゜
R
古
、
鹿
(
1
2
|
 4
3
8
0
5
)
 

に
作
る
。
〔
説
文
〕
諷
、
鹿
、
古
文
諷
゜

画
固
熟
語
は
森
(
7
-
2
0
4
6
9
)
を
併
せ
見
よ
。

冨】
g

ヘ，ウ

〔
集
韻
〕
卑
遥
切
』
慮

勺
一
女
I

p1ao 

【

磯

】

』

ダ

[

]

町

豆

7
)

の
古
字
。
〔
字
彙
〕
謎

謎
誤
は
、
風
の
昔
。
〔
集
韻
〕
隧
‘
謎
膜
、
風
臀
゜

【
隧
】
螂

〔
集
韻
〕
除
庚
切
固
[

タ
ヴ
ヂ
，
ヤ
ヴ

聰
氣
は
‘
暴
風
。
〔
集
韻
〕
氣
、
聴
颯
、
暴
風
。

冨
{
]
〗
瓢
ゥ
〔
集
韻
〕
中
庚
切
圏

冨
品

’

’

腿

(
1
2
-
4
3
9
5
8
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
緩
、
同
レ
腿
゜

ク
ワ
ウ
風

部

〔
十
ニ
ー
＋
四
書
〕

冨】螂
ヘ，ウ

諷
(
1
2
|
 4
3
9
6
3
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
馳
‘
俗
諷
字
。

,“
 

【
腿
】
如
ヘ
ヴ
”
[
‘
」
"
。
）
に
同
じ
。
〔
正
字

【
飽
]
叩
ズ
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
鵬
昔
随
。

【
諷
杵
】1
"
7
7風
に
吹
か
れ
る
は
た
あ
し
。
〔
宋
降
釉
【
編

g
]〗

曲
〕
妥
薦
,
,
~
馨
以
近
諷
杵
↓

【
諷
鋭
】
2

戸
あ
ら
い
風
の
如
く
勇
猛
な
こ
と
。
〔
後
漢
通
↓

書
、
西
先
傭
論
〕
窮
―
―
武
思
一
圭
笠
諷
鋭
一
以
事
レ
之
。

【
諷
起
】
3

i

ゥ
風
の
や
う
に
に
は
か
に
起
る
。
〔
陸
機
‘
辮

亡
論
上
〕
千
レ
時
雲
興
之
将
靡
州
‘
諷
起
之
師
跨
也
。
〔
陸
【
血
巴
年

雲
、
南
征
賦
〕
狂
諷
起
而
妄
駿
゜
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
逮
―

0
風
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
魏
‘
風
兒
。
●
か
ぜ
゜
〔
廣

叔
世
民
訛
、
狙
詐
諷
起
↓
〔
注
〕
向
日
、
諷
起
‘
喩
レ
疾
也
。

雅
‘
繹
詰
四
〕
臆
‘
風
也
。
〔
王
念
孫
疏
證
〕
腱
‘
亦
隧

【
賑
回
】
4

ぬ
’
イ
み
だ
れ
る
。
〔
後
漢
書
、
光
武
紀
贄
〕
九

懸
諷
回
‘
三
精
霧
塞
。
〔
注
〕
諷
回
、
謂
レ
乱
也
。

【
諷
廻
】
5

り

諷

回

に

同

じ

。

也

、

語

之

韓

耳

。

参

そ

よ

か

ぜ

゜

〔

集

韻

〕

魏

、

小

風

【
諷
忽
】
6

ぢ
疾
風
を
い
ふ
。
森
忽
゜
〔
後
漢
書
‘
張
衡
也
。
〔
初
學
記
‘
一
〕
微
風
日
レ
聰
。
働
疾
風
の
香
。

博
〕
出
閻
四
分
降
天
途
盃
墾
諷
忽
一
分
馳
虚
無
↓
〔
正
字
通
〕
麗
‘
疾
風
臀
゜

【
鵜
風
】
1

芯
ゆ
る
や
か
に
吹
く
風
。
〔
梁
―
担
帝
纂
要
〕

【
諷
車
】
7

合
風
に
乗
る
車
。
疾
い
車
。
〔
李
白
、
古
風

微
風
日
二
魏
風
↓

詩
〕
利
駕
滅
去
レ
影
、
颯
車
絶
廻
レ
輪
。
〔
慎
仙
通
鑑
〕
王

【
魏
属
】
2

ぢ
歌
を
う
た
ふ
こ
ゑ
。
清
ら
か
な
歌
臀
。

母
所
レ
居
｛
呂
闘
、
有
―
―
曾
城
千
里
、
玉
棲
十
二
、
墳
華
之

〔
左
思
、
蜀
都
賦
〕
起
1

一
西
音
於
促
柱
玉
歌
―
―
江
上
之
魏
属
-

闘
、
光
碧
之
堂
石
其
山
之
下
、
弱
水
九
里
、
非
l

―
諷
車
利

〔
注
〕
向
日
、
江
上
、
曲
名
、
醜
属
、
歌
贅
也
。

輪
云
不
レ
可
レ
到
也
。

【
聰
腿
]
3

ぢ
風
の
昔
゜
〔
集
韻
〕
腿
、
職
腿
、
風
臀
゜

【
颯
馳
】
8

ぢ
暴
風
の
や
う
に
か
け
る
。
〔
晉
書
、
王
導

【
鴎
随
】
4

誘
か
ぜ
。
〔
廣
雅
、
繹
訓
〕
醜
醜
‘
風
也
。

博
賛
〕
虎
犠
諷
馳
‘
龍
升
雲
映
。
〔
涌
尼
、
釣
賦
〕
雲
往
賑

馳
光
飛
電
入
。

【
諷
麿
】
，
ぢ
風
の
吹
き
あ
げ
る
塵
。
飛
塵
゜
〔
古
詩
十

九
首
‘
其
四
〕
人
生
寄
三
典
奄
忽
若
諷
墜
一

【
諷
風
】
10

芯
あ
ら
い
つ
む
じ
か
ぜ
。
桑
風
(
7ー

2
0
4
6

【
寧

g
】
g

9
:
 12
)

に
同
じ
。

【
颯
奮
】
11

焚
あ
ら
い
風
の
や
う
に
ふ
る
ふ
。
〔
陳
琳
、

岱
曹
洪
羹
魏
文
帝
書
〕
星
流
景
集
、
諷
奮
筆
廷
撃
。
【
蝸
】

g

〔
注
〕
良
日
、
諷
、
風
‘
奮
攀
。
「
論
〕
原
―
―
其
諷
流
所
＂
始
。

【
諷
流
】
12

吟
風
が
吹
き
流
れ
る
。
〔
宋
書
、
謝
霊
運
偉

【颯】
5

【
颯
輪
】
13

焚
〇
風
輪
。
〔
陸
亀
蒙
、
和
n

一
皮
日
休
酌
二
茅

山
廣
文
—
詩
〕
莫
雀
口
洞
府
能
招
レ
隠
、
會
輻
1一
諷
輪
一
見
―
―

玉
皇
↓
●
太
陽
゜
〔
剪
燈
餘
話
、
慢
亭
遇
仙
録
〕
流
響
聞
―
―

天
風
る
諷
輪
酉
―
―
飛
蓋
↓

昔
未
詳

チ
ヴ

レ，ウ

隕
(
1
-
1
3
0
8
)

に
同
じ
。
〔
龍
翁

手
鑑
〕
颯
、
同
レ
儀
。

戴
(
1
2
|
 4
3
9
7
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
こ
駿
、
或
炊
レ
蜀
°

随
(
1
2
-
4
3
9
6
7
)

に
同
じ
。
〔
龍
藷

手
鑑
〕
颯
、
同
レ
聴
。

レ9
ウ

〔
集
韻
〕
憐
蒲
切

薦

諷
(
1
2ー

4
3
9
6
3
)

の
謳
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
諷
‘
諷
識
字
、
見
1

一
正
字

題

氣

霙

甕

諷

聰

鹿

颯

腱

親

腿

隠

闊

隧

腿

甕

覧

ヘ
ヴ

□
0
か
ぜ
゜
〔
集
韻
〕
誡
風
也
。

O
風
が
す
ず
し

い
。
〔
廣
韻
〕
駿
、
風
隧
。

O
或

は

愚
1
2ー

4
3
9
6
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
覧
‘
或
炊
レ
焉
°
□

-0か
ぜ
。
或

は
麗
(
1
2
|
 4
3
9
6
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
藍
、
風
也
、

或
炊
レ
喝
。
●
お
ほ
か
ぜ
゜
〔
廣
韻
〕
藍
、
大
風
。
参

風
の
音
。
〔
韻
會
〕
闘
、
風
瞥
也
。

【覧】
5

昌亨昂[
〔
集
韻
〕
徒
刀
切

〔
集
韻
〕
陳
留
切
中
〗

菌

,――― 

【
甕
】
5

ヰ

”

[
9

」

"5゜の本
完
〔
正
字

0
秋
の
風
。
〔
玉
篇
〕
罠
、
秋
風
也
。
〇
謎
殿
は
‘

風
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
罠
‘
罠
殿
、
風
兒
。

0
腿
罠

は
‘
風
の
音
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
罠
‘
謎
罠
‘
風
瞥
゜
R
き

よ
く
す
ず
し
い
さ
ま
。
〔
王
延
需
、
魯
叢
光
殿
賦
〕

誕
爾
條
而
清
冷
゜
〔
注
〕
善
日
、
謎
爾
條
、
清
涼
之

貌。

【
罠
殿
】
1

も
り

【
罠
罠
】
2

芦

風
。
〔
廣
韻
〕
罠
‘
罠
興
風
也
。

風
。
〔
廣
雅
、
秤
訓
〕
罠
謎
‘
風
也
。

【誕】
5

シ
ッ
〔
集
韻
〕
色
櫛
切ヽ

シ

チ

ム

亡

伶闊

風
の
香
。
賤
(
1
2
|
 4
3
9
2
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腱

風
誓
‘
或
炊
レ
呆
。

【
隧
】
5

〔
集
韻
〕
蘇
遭
切
圏
i

サ
ヴ
ソ
ウ

三
五
八
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風

部

〔
十
四
—
ー
三
十
五
豊
〕襲
罠

諷

腿

諷

剛

瓢

罠

霞

甕

腿

罵

譴

罠

鶏

観

鼠

最

隠

働

騒

餞

鼠
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小
●
と
ぶ
。
古
、
飛
(
1
2
|
 4
4
0
0
1
)

に
作

4ハ
策
る
。
〔
集
韻
〕
飛
、
古
作
レ
飛
゜
①
烏
が
空

を
翔
け
る
。
空
中
を
行
く
。
〔
説
文
〕
飛
、
鳥
霧
也
、

象
形
。
〔
段
注
〕
象
―
―
舒
レ
頸
展
レ
傲
之
状
↓
〔
廣
韻
〕

飛
、
飛
翔
゜
〔
詩
、
大
雅
、
旱
麓
〕
鳶
飛
戻
レ
天
。
〔
史

記
、
老
子
傭
〕
孔
子
去
謂
二
弟
子
一
日
、
鳥
我
知
-
1

其

能
飛
↓
＠
ち
る
。
お
ち
る
。
〔
獨
孤
及
‘
慶
鴻
銘
頌
〕

風
動
雲
行
、
雨
飛
露
垂
。
〔
王
維
、
酬
1

一
郭
給
事
一

詩
〕
桃
李
陰
陰
柳
架
飛
゜
◎
は
ね
る
。
〔
漢
書
、
五

行
志
中
之
上
〕
闊
動
牡
飛
゜
⑤
あ
が
る
。
〔
史
記
、

高
祗
紀
〕
大
風
起
分
雲
飛
揚
゜
〔
王
勃
、
膝
王
閣

序
〕
造
吟
俯
暢
、
逸
興
造
飛
゜
⑮
は
や
く
行
く
。

〔
許
渾
、
題
―
衛
将
軍
廟
―
詩
〕
武
牢
闘
下
護
―
―
龍

旗
↓
挟
レ
築
彎
レ
弧
馬
上
飛
゜

8
こ
え
る
。
〔
淮
南

子
、
精
神
訓
〕
使
知
ど
飛
揚
↓
R
ひ
る
が
へ
る
。

〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
上
〕
屋
瓦
皆
飛
゜
R
無
根
に
し

て
偶
は
る
。
〔
漢
書
、
灌
夫
傭
〕
廼
有
二
飛
語
涵
翌

詈
―
竺
聞
レ
上
。
〔
注
〕
臣
噴
日
、
無
根
而
至
也
。
⑪

高
く
あ
が
る
普
゜
〔
文
心
離
龍
、
臀
律
〕
凡
臀
有
二

飛
沈
一
響
有
二
雙
贔
央
沈
則
響
競
而
断
、
飛
則
臀
嗚

不
レ
還
。

0
と
ば
す
。
速
か
に
行
る
。
〔
後
漢
書
、

孔
融
偉
〕
馳
レ
檄
飛
レ
翰
。
参
た
か
い
。
う
へ
。
屋
宇

な
ど
の
高
く
峙
ち
た
る
を
い
ふ
。
〔
繹
名
、
繹
船
〕

【
飛
】
〗
ヒ
〔
集
韻
〕
匪

C汀
瑾

飛

部

【闘
]
g

フ
ヴ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
謳
、
昔
風
。

風

部

〔
三
十
七
書
―
〕

其
上
重
屋
日
Ii

飛
薩
ぶ
伊
上
故
日
レ
飛
也
。
〔
後
漢

書
、
班
固
傭
〕
排
飛
闊
而
上
出
。
〔
注
〕
飛
闊
、
閣

上
門
也
。
轡
は
や
い
。
〔
陸
機
、
贈
二
顧
交
趾
公
慎
一

詩
〕
憫
恨
瞭
―
飛
駕

-
0と
り
。
〔
素
問
、
五
常
政
大

論
〕
其
上
飛
嚢
蛸
雉
゜
〔
注
〕
飛
、
利
晶
也
。
〔
太
玄

経
、
唐
〕
明
珠
弾
二

f
飛
肉
↓
〔
注
〕
飛
肉
、
禽
鳥
也
。

0
は
や
く
行
く
馬
。
〔
漢
書
、
妥
盛
博
〕
今
陛
下

騎
土
ハ
飛
面
ヂ
不
測
山
↓
〔
注
〕
如
淳
日
、
六
馬
之

疾
若
レ
飛
也
。
〇
あ
や
。
斐
(
5
|
1
3
4
6
9
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
飛
、
段
借
為
レ
斐
、
考
エ
記
梓

人
、
且
其
飛
色
必
似
レ
鳴
゜
R
そ
し
る
。
非
と
す

る
。
非
(
1
2
|
 4
2
5
8
5
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

瞥
〕
飛
、
段
借
為
抑
゜
〔
孔
耽
碑
〕
飛
―
―
其
學
也
。

〔
繹
〕
非
、
通
作
レ
飛
。

O
碁
の
手
法
の
名
。
〔
徐
絃
‘

園
棋
義
例
、
詮
繹
〕
飛
、
走
也
、
隔
二
路
―
而
斜

走
‘
曰
レ
飛
、
有
レ
似
1

一
禽
鳥
斜
飛
之
義
一
也
。

O
騒

(
1
2
-
4
4
8
5
5
)

に
通
ず
。
〔
頷
安
百
〕
験
、
通
作
レ
飛
゜

0
通
じ
て
輩
(
1
0
-
3
3
1
3
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

飛
、
通
作
レ
輩
。
舎
匪
(
2
|
2
6
2
9
)

に
通
ず
。
〔
周

幡
、
考
エ
記
、
梓
人
、
且
其
匪
色
、
必
似
レ
鳴
英
、

注
〕
故
書
‘
匪
作
レ
飛
。

O
古
‘
狙
(
9
|
2
8
6
9
6
)

に

作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
飛
、
古
文
附
°
◎
姓
。
〔
萬
姓

統
譜
〕
商
有
1

盛
函
杢
頴
項
之
後
。

昌
タ
カ
。

闘
由
象
形
。
鳥
の
翼
を
張
っ
た
形
に
か
た
ど
る
。
本
義

は
と
ぶ
。

【
飛
消
】
1

炉
飛
び
ま
は
る
。
〔
弘
道
館
記
逃
義
、
上
〕
殆

若
レ
不
レ
如
下
鳥
獣
魚
晶
、
遂
1

一
其
生
於
飛
消
奔
走
之
間
一

者
LO

【
飛
溢
】
2

ザ
ほ
と
ば
し
り
あ
ふ
れ
る
。
〔
唐
書
、
后
妃

上
‘
玄
宗
貞
順
后
武
氏
博
〕
悪
木
垂
蔭
‘
志
士
不
レ
息
‘
盗

泉
飛
溢
‘
廉
夫
不
レ
飲
。

【
飛
隕
】
3

が
飛
び
落
ち
る
。
〔
應
貞
、
臨
川
賦
〕
屏
側

為
レ
之
飛
隕
‘
壁
岸
為
レ
之
跛
隕
゜

【
飛
宇
】
4

咋
高
い
家
の
の
き
。
又
、
高
棲
の
屋
根
を
、
鳥

騒

飛

部

飛

の
飛
ぶ
に
讐
へ
た
も
の
。
〔
何
晏
‘
景
輻
殿
賦
〕
若
乃
高
質
と
し
た
履
゜
〔
雲
仙
雑
記
〕
白
柴
天
燒
―
―
丹
子
薩
山
草

甍
雀
鬼
、
飛
宇
承
レ
寛
゜
〔
注
〕
向
日
‘
飛
宇
承
レ
覚
‘
言
―
―
―
其
堂
云
じ
飛
雲
履
工
玄
綾
為
レ
質
、
素
納
作
奎
秀
杢
染
以
―
―

高
承
1

一
於
雲
寛
↓
〔
孫
綽
、
太
平
山
銘
〕
懸
―
―
棟
翠
微
盃
生
四
選
香
砿
i

レ
履
則
如
―
―
姻
霧
↓

宇

雲

際

↓

【

飛

榮

】

12

ザ
帝
位
に
即
く
を
い
ふ
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕

【
飛
利
】

5
t
O未
央
｛
呂
中
に
あ
る
宮
殿
の
名
。
〔
漢
書
、
躍
1

一
朱
光
子
白
水
公
會
二
九
世
一
而
飛
レ
榮
゜
〔
注
〕
善
曰
‘

元
后
博
〕
冬
饗
1

一
飲
飛
莉
面
竺
撒
上
蘭
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
榮
、
光
榮
也
、
封
祠
書
日
、
獲
―
―
琥
榮
↓

飛
材
殿
在
"
未
央
宮
中
↓
●
鳥
類
を
い
ふ
。
〔
班
固
、
西
[
飛
衛
】
13

ザ
古
‘
射
を
善
V
し
た
人
o

射
を
廿
蠅
に
學

都
賦
〕
毛
輩
内
間
、
飛
利
上
覆
゜
〔
注
〕
向
曰
、
飛
羽
、
鳥
ぴ
、
巧
そ
の
師
に
過
ぐ
。
紀
昌
又
射
を
飛
衛
に
學
ぴ
、

類

。

衛

の

術

を

泰

し

、

天

下

の

己

に

敵

す

る

者

一

人

な

る

を

【
飛
雨
]
6
O
C

か
ぜ
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
る
あ
め
。
〔
謝
眺
、
以
て
、
衛
を
殺
さ
ん
と
謀
る
。
野
に
相
遇
ひ
‘
―
一
人
交
；

観
朝
雨
—
詩
〕
朔
風
吹
二
飛
雨
玉
蒲
條
江
上
来
。
射
、
矢
鋒
相
濁
れ
て
地
に
登
ち
塵
揚
ら
ず
。
飛
衛
の

【
飛
烏
】
7

咋
〇
飛
ぴ
ゆ
く
烏
。
又
、
か
ら
す
。
〔
杜
甫
‘
堂
矢
先
づ
盛
き
、
紀
昌
一
矢
を
遺
す
。
既
に
猪
す
、
飛
衝

成
詩
〕
暫
止
飛
烏
将
砒
竺
ム
頻
来
語
燕
定
―
一
新
巣
↓
〇
縣
棘
刺
の
端
を
以
て
之
を
抒
ぎ
差
は
ず
、
乃
ち
弓
を
投
じ

名
。
隋
‘
置
く
。
故
治
は
四
川
省
中
江
縣
の
東
南
。
〔
菌
唐
て
相
拝
し
、
父
子
と
為
ら
ん
こ
と
を
請
ひ
‘
術
を
人
に

書
、
地
理
志
四
〕
飛
烏
‘
漢
郡
縣
地
‘
隋
置
飛
烏
鋼
又
改
告
げ
ざ
る
を
誓
ふ
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
．
〔
現
琳
代
酔
編
、

貸
縣
、
取
飛
烏
山
為
レ
名
也
。

O
後
魏
、
宋
課
(
8ー

7

十
八
〕
。

0
 7
8
 :
 1
9
9
)

の

字

。

【

飛

係

】

14

炉
臨
時
の
夫
役
。
〔
揺
悪
全
書
、
錢
穀
部
、
催

[
飛
雲
】
8

？
●
飛
ぴ
行
く
雲
。
〔
左
思
、
蜀
都
賦
〕
擢
1

一
徴
〕
賦
役
飛
径
、
原
自
出
1

一
之
衆
戸
↓

修
幹
面
f
-

―
長
條
云
扇
飛
雲
五
竺
軽
香
↓
〇
川
の
名
。
浙
【
飛
揺
】
15

炉
と
ぴ
ゆ
ら
ぐ
。
輩
揺
゜
〔
首
榜
穀
経
〕
其

江
省
瑞
安
縣
の
南
門
外
に
在
り
。
呉
の
時
、
羅
陽
江
と
衣
飛
揺
‘
應
レ
離
二
汝
橙
↓

い
ひ
、
唐
の
時
、
安
固
江
と
い
ひ
‘
又
、
瑞
安
江
•
安
陽
江
【
飛
騨
】

1
6
が
古
、
至
急
を
要
す
る
時
の
騨
使
。
騨
傭

と
い
ふ
。
上
源
二
あ
り
。
一
は
輻
建
省
政
和
縣
の
東
北
の
急
飛
脚
。
〔
戸
令
〕
具
レ
状
検
1

一
飛
騨
―
申
奏
。

の
温
洋
よ
り
出
で
、
一
は
浙
江
省
宵
田
縣
の
東
南
の
木
[
飛
越
】
＂

i
ソ
•
と
ぴ
あ
が
る

o

飛
揚
に
同
じ
o

〔
劉
現
、

発
嶺
よ
り
出
で
海
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
‘
勧
進
表
〕
承
レ
問
震
憧
、
精
爽
飛
越
。
〔
注
〕
良
日
、
飛
越
、

温
州
府
、
瑞
安
縣
〕
安
陽
江
、
在
一
勁
面
累
志
云
、
其
上
源
猶
1

一
飛
揚
一
也
。
〔
謝
震
運
、
山
居
賦
〕
散
華
霜
範
、
流
香
飛

有
に
一
、
一
出
―
―
輻
建
政
和
縣
東
北
之
温
洋
一
謂
―
―
之
大
越
。
〔
韓
愈
、
為
―
―
装
相
公
一
譲
に
目
表
〕
魂
爽
飛
越
。
●
山

送
一
出

,
,
~
P
l

田
縣
束
南
之
木
発
嶺
ニ
門
之
小
渓
云
口
ニ
名
。
四
川
省
清
渓
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
‘

諸
山
渓
之
水
ご
匹
入
縣
境
云
ぎ
陶
山
南
ロ
一
而
合
流
‘
黎
川
守
禦
千
戸
所
〕
飛
越
山
、
山
高
陰
、
雨
面
興
1

一先戎一

又
束
＝
ぎ
縣
南
工
水
間
百
餘
丈
、
亦
曰
1

一
羅
陽
江
エ
亦
曰
"
接
レ
界
、
為
―
―
況
黎
西
境
之
要
害
↓

安
固
江
ぷ
曰
1

一
瑞
安
江
↓
●
晉
代
、
宮
閣
の
名
。
〔
太
平
【
飛
煙
】
18

ヰ
／
煙
草
の
上
等
な
も
の
。
〔
勇
虚
間
詰
〕
上

御
覧
‘
居
慮
部
‘
閤
〕
晉
宮
閤
名
曰
‘
洛
陽
宮
有
1

一
飛
雲
閤
一
品
曰
二
飛
煙
玉
飛
若
―
―
今
山
東
飛
朽
之
飛
盃
曾
見
下
乾
隆
時

〖
飛
雲
丹
〗
，Hグ
／
白
粉
の
名
。
〔
中
華
古
今
注
、
中
、
人
題
"
蟻
上
上
広
水
磨
硯
―
―
上
飛
「
水
磨
磯
＿
一
次
飛
→
―
説

粉
〕
自
王
二
代
石
5

レ
鉛
為
レ
粉
、
秦
穆
公
女
弄
玉
、
有
―
―
容
西
洋
人
製
二
鼻
煙
ぶ
『
―
―
水
磨
屋

E
点
―
―
煙
草
「
以
掃
―
―
自
屋

徳
ご
竺
仙
人
篇
史
ぶ
局
燒
永
銀
作
レ
粉
輿
塗
、
亦
名
―
頂
者
上
、
故
口
飛
煙
↓

飛
雲
丹
二
事
物
異
名
録
、
服
飾
‘
粉
〕
中
華
古
今
注
、
【
飛
鳶
】
19

ザ
〇
空
中
を
飛
行
す
る
器
。
〔
列
子
、
湯
問
〕

秦
穆
公
女
弄
玉
有
1
1

容
徳
玉
篇
史
為
燒
1

一
水
銀
1

作
レ
粉
興
班
輪
之
雲
梯
‘
墨
蓄
之
飛
鳶
。
●
と
ぶ
鳶
。
〔
後
漢
書
、

塗
、
名
1

一

飛

雲

丹

↓

馬

援

博

〕

仰

塵

飛

鳶

貼

貼

堕

1

一
水
中
苫
曹
植
、
名
都
篇
〕

〖
飛
雲
瀬
〗10
稔
／
仰
年
接
飛
鳶
三
〇
堡
の
名
。
山
西
省
嵐
縣
の
西
北
の

上

流

。

乏

馬

嶺

。

明

初

、

乏

馬

嶺

塞

と

す

。

〔

宋

史

、

地

理

志

二

〕

〖
飛
雲
履
〗11
吐
ウ
ン
宜
芳
‘
中
有
飛
鳶
堡
→

白
築
天
が
造
っ
た
と
い
ふ
黒
綾
を

瀬
の
名
。
河
南
省
密
縣
。
馬
闘
水
の

三
六
〇

12956 
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【
飛
燕
】
2

0

[

O
前
漢
の
孝
成
帝
の
趙
皇
后
の
琥
。
謄
輻

く
歌
舞
に
妙
で
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
漢
書
｀
外
戚
下
‘
孝

成
趙
皇
后
博
〕
孝
成
帝
趙
皇
后
‘
本
長
安
宮
人
、
初
生
時
‘

父
母
不
レ
琴
、
三
日
不
レ
死
‘
乃
牧
養
レ
之
‘
及
レ
牡
屡
1

一
陽
阿

主
家
一
學
歌
舞
涵
百
―
―
飛
燕
二
西
京
雑
記
、
一
〕
趙
飛

燕
為
―
―
皇
后
↓
其
女
弟
在
二
昭
陽
殿
二
云
云
、
趙
后
橙
軽
腰

弱
、
善
行
歩
進
退
「
女
弟
昭
儀
不
レ
能
レ
及
也
、
但
昭
儀

弱
骨
豊
肌
、
尤
工
―
―
笑
語
―
―
一
人
拉
色
如
―
―
紅
玉
ぶ
巨
裳

時
第
一
↓
〇
魏
の
張
燕
の
異
梢
。
身
軽
で
あ
っ
た
か

ら
、
其
の
名
に
飛
字
を
加
へ
て
呼
ぶ
。
〔
後
漢
書
‘
朱
偶

偶
〕
賊
帥
常
山
人
張
燕
、
軽
勇
趨
捷
、
故
軍
中
琥
日
飛

燕
↓
〔
魏
志
‘
張
燕
博
〕
燕
、
副
悴
捷
速
過
レ
人
、
故
軍
中

琥
旦
飛
燕
云
参
良
馬
の
名
。
〔
謝
霊
運
‘
架
府
詩
‘
會
吟

行
〕
飛
燕
躍
廣
途
五
鵠
首
戯
渾
証
出
〔
庄
〕
善
曰
、
西
京

雑
記
日
、
文
帝
自
レ
代
還
‘
有
"
良
馬
九
匹
「
一
名
―
―
飛
燕

騎
↓
〔
張
協
‘
七
命
八
首
‘
四
〕
駕
紅
陽
之
飛
燕
五
ぞ
唐

公
之
騒
騒
二
圧
〕
銑
日
‘
紅
陽
・
唐
公
‘
人
名
、
並
有
二
良

鳳
名
飛
鵞
疇
謡
也
。

〖
飛
燕
遺
事
〗2
1
社
i
／
小
説
の
名
。
一
巻
。
唐
人
、
撰
者

未
詳
。
趙
飛
燕
の
遺
事
を
記
す
。

〖
飛
燕
外
傭
〗2
2

が
立
し
：
書
名
。
一
巻
。
撰
者
未
詳
。

前
漢
の
成
帝
の
時
、
趙
后
飛
燕
か
其
の
妹
合
徳
と
寵
を

宮
闇
に
手
つ
た
事
賓
を
嵩
す
。
漢
の
河
東
の
尉
伶
玄

の
撰
す
る
所
と
稲
す
る
も
、
考
撮
な
く
、
但
漢
末
の
宮

中
の
内
情
と
、
常
時
の
好
尚
と
は
此
の
書
に
よ
っ
て
明

か
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
小
説
家

類
存
目
〕
。

〖
飛
燕
之
卜
〗23
芸
／
ノ
殷
の
始
祖
、
契
の
母
簡
秋
の

玄
鳥
の
兆
あ
っ
た
こ
と
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
組
策
博
〕
飛

燕
之
卜
順
、
故
殷
興
。

〖
飛
燕
謄
軽
〗24
店
t

蒙
求
の
標
題
。
漢
の
孝
成
帝

の
趙
皇
后
、
橙
軽
く
歌
舞
に
妙
で
あ
っ
た
故
事
。
飛
燕

(
2
0
)

の
O
を
見
よ
。

〖
飛
燕
舞
風
〗2
5
芸
＇
～
趙
飛
燕
が
蹄
風
送
遠
の
曲
を

歌
舞
し
た
故
事
。
〔
飛
燕
外
博
〕
后
衣
二
南
越
所
レ
貢
雲

英
・
紫
拮
・
碧
墳
・
軽
納
面
廣
樹
上
后
歌
―
―
舞
蹄
風
送
遠
之

曲↓

【
飛
櫓
】
26

ザ
高
く
上
に
反
り
出
た
の
き
。
櫓
は
一
に

階
に
作
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
反
宇
業
業
、
飛
櫓
蠍
蠍
゜

〔
注
〕
綜
日
、
凡
屋
宇
皆
垂
下
向
而
好
、
大
屋
飛
邊
頭

|

_

 

飛

部

飛

＇ ノ‘

尾
、
皆
更
微
使
反
上
↓
其
形
業
業
然
櫓
板
承
レ
落
也
。
蛾
善
彿
レ
燈
、
一
名
火
花
、
一
名
熱
光
。
〔
張
協
、
雑
詩
〕
蛸
外
博
〕
弓
為
蒋
軍
王
ず
重
負
一
也
、
弦
総
軍
師
↓
禦
―
―
戦

【
飛
暦
】
27

ヰ
/
高
い
軒
゜
〔
蘇
軟
、
南
渓
有
合
景
亭
虞
―
―
蛎
吟
―
―
階
下
涵
飛
蛾
掃
萌
燭
一
土
也
、
矢
為
飛
客
玉
よ
教
使
”
也
。
●
仙
人
を
い
ふ
。

衆
亭
之
間
無
レ
所
レ
見
甚
不
レ
梢
―
―
其
名
1予
欲
レ
遷
―
―
之
〖
飛
蛾
赴
レ
火
〗

4
0
芯
共
自
ら
危
険
に
投
ず
る
喩
。
飛
〔
謝
震
運
、
緩
歌
行
〕
飛
客
結
,
,

霊
友
↓
凌
レ
空
莱
―
―
丹
丘
一

少
酉
臨
翫
摩
西
向
可
豆
遠
望
而
力
生
暇
特
為
ん
で
火
に
入
る
夏
の
品
。
〔
梁
書
、
到
漑
博
〕
因
賜
漑
【
飛
閣
]
5
3

ゲ
〇
高
い
た
か
ど
の
。
〔
曹
植
、
贈
二
丁
儀
一

製
レ
名
曰
―
―
招
隠
ー
伯
為
レ
詩
以
告
束
者
1

庶
幾
遷
レ
之
詩
〕
連
珠
ー
曰
、
研
1

一
磨
墨
ー
以
騰
レ
文
、
筆
飛
伍
毛
以
書
レ
信
‘
詩
〕
凝
霜
依
,
,
玉
除
盆
iPl
風
諷
―
―
飛
閣
↓
〔
雀
姻
、
七
依
〕
丹

飛
窟
臨
1

一
古
道
一
高
榜
勧
―
―
消
人
↓
如
―
―
飛
蛾
之
赴
＞
火
‘
登
焚
レ
身
之
可
レ
吝
。
柱
離
檻
‘
飛
閣
層
悽
゜
〔
洛
陽
伽
藍
記
‘
-
〕
瑶
光
寺
北

〖
飛
箸
走
壁
〗2
8
I
t怒
キ
盗
賊
が
屋
根
に
と
ぴ
上
り
壁
【
飛
駕
】
4
1
が
は
や
い
駕
。
〔
陸
機
、
贈
二
顧
交
趾
公
貞1

有
―
―
承
明
門
一
有
1一
金
塘
城
→
云
云
‘
高
祗
在1一
城
内
五
作
二

を
つ
た
つ
て
侵
入
す
る
。
〔
通
俗
編
、
居
虞
、
飛
僭
走
壁
〕
詩
〕
憫
恨
瞭
―
―
飛
駕
↓
引
レ
領
望
二
蹄
柿
↓
光
極
殿
ェ
云
云
‘
又
作
二
重
棲
飛
閣
玉
遍
レ
城
上
下
‘
従
レ
地

朝
野
致
載
、
柴
紹
弟
集
、
軽
趙
迅
捷
‘
踊
レ
身
而
上
‘
挺
然
【
飛
厘
】
42

が
ィ
清
、
方
熊
(
6
ー

1
3
6
2
0
:
 4
3
9
)

の
字
。
望
レ
之
、
有
レ
如
レ
雲
也
。

O
高
い
か
け
は
し
。
複
道
。
〔
―
―
―

若
祇
、
能
自
二
窟
顕
捻
レ
橡
、
復
上
越
古
笞
葎
竺
嘗
著
-
-
【
飛
蓋
】
43

庁
〇
車
上
に
立
て
て
日
を
掩
ふ
も
の
。
轄
輔
黄
園
、
未
央
宮
〕
於
l

一
宮
西
―
跨
―
―
城
池
咋
ザ
飛
閣
五
翌

吉
莫
靴
「
走
上
二
碍
城
一
至
―
―
女
喘
ご
千
無
―
―
攀
引
了
太
宗
じ
て
、
車
を
い
ふ
。
〔
陸
機
、
挽
歌
詩
〕
素
鰺
仔
二
輻
軒
ぶ
｛
建
昌
宮
。

謂
、
此
人
不
向
レ
良
京
竺
出
為
外
官
一
時
人
琥
レ
之
閉
鵞
祇
蓋
↓
●
車
を
は
せ
る
。
〔
曹
植
、
公
話
詩
〕
清
【
飛
翻
】
54

炉
〇
空
を
と
ぶ
は
ね
。
飛
鳥
を
い
ふ
。
〔
曹

為
1

一

壁

龍

↓

夜

遊

,

,

西
園
一
飛
レ
蓋
相
追
随
゜
〔
劉
峻
‘
輿
え
木
壬
山
元
植
、
七
啓
〕
積
獣
如
レ
陵
、
飛
翻
成
な
―
[
。

0
名
馬
の
名
。

【
飛
欄
】
29

ザ
た
か
い
の
き
。
〔
何
晏
、
景
福
殿
賦
〕
飛
思
一
書
〕
謳
1

馬
金
張
之
館
盃
生
蓋
許
史
之
直
↓
〔
古
今
庄
‘
鳥
獣
〕
秦
始
皇
有
―
―
名
馬
七
二
日
―
―
追
風
ご
一

襴
翼
以
軒
霰
、
反
宇
麒
以
高
襲
。
【
飛
江
】
“
が
大
水
を
清
る
具
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
‘
軍
用
〕
曰
―
―
白
免
コ
ニ
曰
二
蹟
景
盃
四
曰
,
,
進
電
ご
五
日
二
飛
翻
↓
六

【
飛
臨
i
]
3
0

ザ
雲
を
い
ふ
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
詠
雪
詩
〕
極
飛
江
廣
一
丈
五
尺
、
長
二
丈
以
上
八
具
。
曰
―
―
銅
爵
工
J

曰
―
―
晨
鳥
宍

粉
瓢
藷
花
云
舞
蝶
乱
二
飛
臨
弐
【
飛
行
】

4
5
註
炉
神
仙
な
ど
が
空
中
を
と
ぴ
行
く
。
〔
列
〖
飛
翻
之
槻
〗
5
5
i
t
”
ク
）
鳥
利
を
以
て
作
っ
た
楔
。
〔
漢

【
飛
昔
】
31

ザ
っ
た
は
る
昔
賛
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
鳴
仙
傭
上
‘
但
栓
〕
但
栓
者
、
愧
山
采
レ
薬
父
也
‘
好
食
―
―
松
書
、
江
充
側
〕
冠
二
禅
罷
歩
揺
冠
飛
翻
之
櫻
↓
〔
注
〕
服
虔

條
律
揚
、
飛
音
響
亮
。
｛
貫
ご
形
橙
生
レ
毛
長
藪
寸
‘
而
目
更
方
‘
能
飛
行
逐
―
―
走
日
、
以
―
―
烏
利
作
＂
レ
櫻
也
。

【
飛
下
】
32

れ
●
飛
ぴ
下
り
る
。
〔
漢
書
‘
宣
帝
紀
〕
（
五
鳳
馬
↓
〔
正
字
通
〕
佛
、
哀
帝
時
‘
博
士
弟
子
泰
景
‘
使
n

―
伊
存
【
飛
鶴
{
】
56

炉
天
空
を
と
ぶ
鶴
。
〔
何
助
、
遊
仙
詩
〕
遥

三
年
）
三
月
辛
丑
‘
鸞
鳳
又
集
長
架
宮
東
闘
中
樹
上
盃
飛
口
1

一
授
浮
屠
経
ぶ
＇
土
未
―
―
之
信
云
空
明
―
帝
一
夜
夢
‘
金
人
遥
陵
―
―
峻
岳
葎
ば
闘
御

1

一
飛
鶴
一
)

下
止
レ
地
、
文
章
五
色
、
留
＋
餘
刻
‘
吏
民
並
観
。
〔
幽
怪
飛
―
―
行
殿
庭
ア
次
問
―
―
於
朝
ご
博
毅
以
＞
佛
射
、
曰
‘
天
竺
【
~
加
鰐
】

5
7
が
高
く
け
は
し
い
が
け
。
〔
應
貞
、
臨
川
賦
〕

録

〕

柳

蹄

舜

没

レ

舟

遇

レ

風

‘

吹

戸

君

円

有

泌

翌

六

自

レ

有

レ

佛

即

紳

也

。

掃

1崇
丘
之
飛
鰐
↓

空
飛
下
、
投
二
尺
綺
輿
飩
。
0
と
ふ
や
う
に
下
り
る
。
〖
飛
行
仙
〗
4
6悶
ゥ
飛
行
の
術
を
得
た
仙
人
。
〔
榜
般
【
飛
平
]
5
8
ゲ
た
か
く
か
か
げ
た
鳥
あ
み
。
〔
張
衡
、
西

〔
朱
窯
‘
酔
下
二
祝
融
峯
1

詩
〕
濁
直
―
―
杯
豪
氣
登
‘
朗
吟
経
〕
堅
固
草
木
盃
四
不
二
休
息
五
槃
道
圃
成
、
名
―
―
飛
行
仙
一
京
賦
〕
飛
平
潰
箭
、
流
鏑
搭
操
。
〔
注
〕
向
日
、
平
、
鳥
網

飛
下
祝
融
峯
゜
〖
飛
行
殿
〗
”
九
匁
贅
の
名
。
て
ぐ
る
ま
。
〔
拾
遺
記
、
【
飛
函
】

5
9
f
e
i
'
h
a
n
2

至
急
の
手
紙
。
飛
札
。

L

也。

【
飛
飼
】
33

f
e
i
'
k
e
'

は
や
ふ
ね
。
走
嗣
。
軽
飼
。
六
、
前
漢
下
〕
漢
成
帝
‘
好
,
,
タ
出
遊
盃
翌
飛
行
殿
玉
2

【
飛
箱
】
60

吐
ノ
鬼
谷
子
の
篇
名
。

【
飛
憤
】
34

バ

ね

う

ち

を

あ

げ

る

こ

と

。

〔

劉

認

、

文

〕

馳

―

丈

‘

如

今

之

輩

↓

【

飛

翰

】

61

ゲ
い
そ
ぎ
の
手
紙
を
や
る
。
又
‘
其
の
手

光
子
千
塵
飛
,
,債
f
王
侯
→
〖
飛
行
夜
叉
〗

4
8
悶
臼
空
中
を
飛
行
す
る
夜
叉
神
。
〔
榜
紙
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
博
〕
融
到
レ
郡
‘
牧

l―
合
士
民
「
起
レ
兵

【
飛
霞
】
35

紅
〇
と
ぶ
か
す
み
。
〔
謝
混
‘
濫
ー
西
池
1

詩
〕
巖
経
〕
大
力
鬼
王
、
飛
行
夜
叉
。
講
レ
武
‘
馳
レ
檄
飛
レ
翰
‘
引
―
―
謀
州
郡
↓

廻
肝
良
陵
問
高
昼
眺
―
―
飛
霞
↓
〇
清
、
沈
颯
(
6ー

17100

【
飛
昂
】
49

炉
四
阿
に
突
出
す
る
常
を
い
ふ
。
飛
柳
。
【
飛
雁
]
6
2

ゲ
空
を
と
ぶ
か
り
。
輩
雁
゜
〔
孔
子
家
語
、

9

:

 3
2
1
)

の

字

。

〔

李

誡

‘

鶯

造

法

式

〕

其

名

有

レ

五

、

一

日

檬

、

二

日

飛

昂

、

困

誓

〕

見

飛

贋

過

―

而

仰

硯

之

一

》

〖
飛
霞
粧
〗36
人
炉
婦
女
の
化
粧
法
。
〔
粧
嚢
記
〕
婦
女
三
曰
英
昂
、
四
日
斜
角
、
五
日
下
昂
、
何
晏
景
輻
殿
賦
、
【
飛
起
】

6
3
社
と
ぴ
お
こ
る
。
〔
拾
遺
記
‘
-
、
顕
項
〕
帝

面
粧
、
薄
薄
施
レ
朱
、
以
レ
粉
箪
レ
之
、
為
―
―
飛
霞
粧
↓
飛
昂
鳥
踊
、
又
檬
櫨
角
落
以
相
承
、
李
善
日
、
飛
昂
之
顕
項
‘
有
1

一
曳
影
之
剣
玉
騰
レ
空
而
舒
‘
若
四
方
有
レ
兵
‘
剣

〖
飛
霞
鰈
〗37
芯
名
馬
の
名
。
〔
唐
書
‘
回
髄
博
下
〕
其
形
、
類
―
―
鳥
之
飛
公
9
人
名
1一
屋
四
阿
棋
一
日A
諏
昂
玉
懺
即
則
飛
起
‘
指
―
―
其
方
ー
Q
l
J
剋
伐
。
〔
温
庭
笥
‘
束
峰
歌
〕
再
告

大
酋
侯
斤
因
使
者
猷
レ
馬
‘
帝
取
二
其
異
者

i
竺
＋
【
飛
蚊
】
50

炉
毒
晶
の
名
。
〔
廣
東
新
語
〕
゜

L

昂
也
。
山
難
紅
尾
長
‘
一
瞥
樵
斧
驚
飛
起
。

譴

皆

裕

美

名

ご

広

云

‘

日

‘

飛

霞

鰈

。

【

飛

抑

】

51

が
四
阿
に
突
出
す
る
の
き
。
陽
馬
。
飛
昂
。
【
飛
旗
]
6
4

社
な
ぴ
い
て
ゐ
る
は
た
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕

7
 

〖
飛
霞
道
人
〗3
8
誘
ノ
ノ
明
、
韓
忍

(
1
2
-
4
3
1
5
9

:
 2
1
 

〔
何
晏
、
景
幅
殿
賦
〕
飛
抑
鳥
踊
。
〔
注
〕
善
曰
、
飛
柳
之
曳
,,¥1ZII
星
之
飛
旗
↓

4
)

の

琥

。

形

類

蔦

之

飛

玩

日

、

飛

昂

、

陽

馬

也

。

【

飛

機

】

65

f
e
i
'
c
h
i
―

飛

行

機

。

「

射

砲

0
9
5

【
飛
蛾
】3
9社
火
と
り
む
し
。
燈
蛾
〔
古
今
注
、
魚
晶
〕
飛
【
飛
客
】

5
2ゲ

O
矢
の
異
名
。
〔
呉
越
春
秋
、
句
賤
陰
謀
〖
飛
機
射
撃
穀
〗

6
6fei1 
c
h
i
1
 she• 

c
h
i
'
p
'
a
o
4
,
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算
學
の
名
。
珠
算
蹄
除
の
捷
法

[
飛
蹄
】
67

f
e
i
'
k
u
e
i
'
 

を
い
ふ
。

【
飛
騎
】
68

狂
●
騎
を
飛
ば
す
。
又
、
と
ぶ
や
う
に
走
る

騎
兵
。
〔
戴
叔
倫
、
送
―
―
雀
融
1

詩
〕
建
牙
連
―
―
朔
漠
一
飛

騎
入
―
―
胡
城
ニ
●
騎
兵
の
除
将
の
梢
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
〕

飛
騎
、
隼
撃
将
軍
、
従
第
八
品
。
〔
唐
書
、
兵
志
〕
貞
観
＋

―
一
年
、
始
置
―
―
左
右
屯
螢
於
玄
武
門
姦
四
以
二
諸
衛
将
軍
「

鰊
飛
騎
↓
〔
車
荘
、
和
鄭
拾
遺
秋
日
感
な
『
一
百
韻
詩
〕

飛
騎
黄
金
勒
、
香
車
翠
細
装
。
〔
瑣
堺
代
酔
編
、
飛
騎
〕
貞

観
中
、
棟
麹
捷
善
騎
射
者
盃
謂
―
―
之
飛
騎
元
衣
1

一
五
色
抱
一

乗
天
閑
馬
盆
枇
レ
上
油
幸
‘
劉
錬
博
記
。

〖
飛
騎
橋
〗6
9芥
橋
の
名
。
安
徽
省
合
肥
縣
の
境
。
三

國
の
時
、
孫
櫂
駿
馬
に
乗
り
、
板
を
撤
せ
ら
れ
た
逍
遥

津
橘
を
超
え
た
か
ら
名
づ
け
た
。

【
飛
鎧
】
70

狂
翅
が
あ
っ
て
飛
ぶ
蟻
。
利
蟻
。
〔
爾
雅
、
繹

晶
〕
以
、
飛
蟷
〔
疏
〕
有
レ
翅
而
飛
者
名
虹
‘
即
飛
鎧
也
。

【
飛
蟻
】
71

ぞ
蟻
及
び
白
蟻
が
生
殖
期
に
翅
を
生
じ
て

巣
を
去
り
群
飛
す
る
も
の
。
材
蟻
。
飛
鎧
゜
〔
倭
名
類

緊
抄
、
品
含
部
、
晶
名
、
飛
蟻
〕
爾
雅
集
注
云
、
蛮
、
一
名

飛
蟻
、
波
阿
利
、
蟻
有
レ
翼
而
能
飛
者
也
。

【
飛
糾
】
刀
炉
と
ぴ
翔
け
る
み
づ
ち
。
〔
陳
学
‘
盤
石
山

詩
〕
勢
似
飛
糾
巻
レ
海
来
↓

【
飛
毬
】
73

が
高
い
燈
火
。
〔
蘇
拭
、
次
―
―
韻
劉
景
文
路

分
上
元
詩
〕
飛
毬
互
明
滅
、
激
水
相
呑
吐
。

【
飛
鏡
】
74

虹
ャ
ウ
空
嵩
く
か
か
る
鏡
。
月
の
形
容
。
〔
李

白
、
把
レ
酒
問
レ
月
詩
〕
絞
如
―
―
―
飛
鏡
臨
ー
丼
闘
玉
緑
煙
減
盛

清
輝
猜
。
〔
甘
子
布
、
光
賦
〕
銀
河
披
レ
喧
、
金
魔
送
レ
清
、

孤
圃
上
レ
晩
、
飛
鏡
流
レ
明
。

【
飛
糧
】
75

砧
ャ
ゥ
馬
を
疾
＜
騒
る
。
糧
は
き
づ
な
。
〔
李

東
陽
、
詩
〕
東
風
挟
弾
小
城
春
、
源
騎
飛
レ
輻
不
レ
動
レ
塵
゜

【
飛
響
】
76

狂
苫
ひ
ぴ
き
。
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
論
〕
震
臀

日
景
‘
炎
光
飛
響
。
〔
注
〕
善
曰
‘
飛
響
‘
震
臀
也
。
〔
後
漢

書
‘
文
苑
下
‘
邊
譲
傭
〕
於
レ
是
昔
氣
歴
―
―
干
絲
竹
入
ラ
‘
飛

響
秩
―
―
干
雲
中
↓
〔
李
夢
陽
‘
開
元
寺
詩
〕
瀑
布
半
―
―
天
上
一

飛
響
落
ー
一
人
間
↓

【
飛
脚
】
77

がヤク

O
昔
、
手
紙
物
品
等
を
遠
地
に
傭
送
す

る
事
を
職
業
と
し
た
者
。
又
、
急
報
の
使
者
。

O
練
武

の
一
種
。
足
を
蹴
上
げ
て
手
で
打
つ
を
打
飛
脚
と
い
ふ
。

〖
飛
脚
屋
〗7
8
E矢
ヤ
ク
古
、
飛
脚
を
仕
立
て
る
を
業
と
し

た
店
。

飛

部

飛

〖
飛
脚
船
〗7
9
t
e
ペ
ヤ
ク
定
期
航
海
を
す
る
郵
便
船
。

【
飛
去
】
80

炉
と
ぴ
去
る
。
〔
李
白
‘
賦
,
,
得
白
鷺
鷺
至
竺

宋
少
府
入
―
―
三
峡
―
詩
〕
人
驚
遠
飛
去
、
直
向
二
使
君
灘
↓

〔
白
居
易
、
慈
烏
夜
喘
詩
〕
書
一
夜
不
―
―
飛
去
↓
経
レ
年
守
1

一故

林
↓
〔
劉
廷
芝
‘
公
子
行
〕
娼
家
美
女
鬱
金
香
‘
飛
去
飛
来

公
子
傍
゜

【
飛
虞
】
81

知
ヨ
神
獣
の
名
。
〔
廣
韻
〕
虞
、
飛
虞
‘
天
上
神

獣
‘
鹿
頭
龍
紳
゜

【
飛
遠
】
8

社
ヨ
神
獣
の
名
。
輩
遠
。
蟄
虞
。
〔
司
馬
相
如
、

上
林
賦
〕
射
―
―
遊
巣
面
E
-
1

飛
遠
↓
〔
注
〕
善
曰
、
飛
遠
、
天
上

誹
獣
也
、
鹿
頭
而
龍
身
。

【
飛
魚
】
84

炉
魚
の
名
。
文
鰭
魚
の
異
名
。
と
ぴ
う
を
。

〔
本
草
、
文
鰭
魚
〕
繹
名
、
飛
魚
、
集
解
、
時
珍
日
、
按
、
西
山

経
云
、
観
水
西
注
二
子
流
沙
玄
ご
文
鰭
魚
五
状
如
レ
鯉
、
鳥

翼
魚
身
、
蒼
文
白
首
赤
啄
、
常
以
五
夜
飛
゜
〔
事
物
異
名

録
、
水
族
、
各
種
魚
〕
爾
雅
翼
、
文
鰭
魚
出
―
―
南
海
二
名

飛
缶
芦
竺
飛
水
上
芦
溝
人
候
レ
之
、
帝
9
有
―
―
大
風
一

〖
飛
魚
形
〗85
乃
屋
上
の
瓦
獣
を
い
ふ
。
〔
墨
客
揮

犀
〕
漢
以
宮
殿
多
災
盃
術
者
言
、
天
上
有
魚
尾
星
ぶ
宜
下

為
1

一
其
象
面
竺

f
室
1

以
譲
も
之
、
今
自
―
―
有
唐
ー
以
来
、
寺

観
藷
殿
宇
、
尚
有
品
竺
飛
魚
形
一
尾
指
礼
上
者
、
不
レ
知
三

何
時
易
レ
名
為
↓
―
鴎
吻
ぶ
爪
亦
不
レ
類
―
―
魚
尾
↓

〖
飛
魚
口
〗86
杓
地
名
。
河
北
省
覇
縣
の
南
。
〔
長
安

客
話
〕
覇
城
南
沙
河
呉
面
盗
竺
合
流
虞
、
俗
呼
―
―
飛
魚

ロ
面
魚
津
窪
地
。

【
飛
蛍
】
87

虹
ョ
ウ
品
の
名
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
夷
羊
在
レ

牧
、
飛
蛍
涌
レ
野
。
〔
注
〕
蛍
、
蝉
磯
蝶
之
闊
也
、
一
日
、
蛯

也。

【
飛
金
】
88

社
ノ
太
陽
を
い
ふ
。
〔
湯
顕
祖
、
望
レ
海
詩
〕
飛

金
出
1

一
焚
火
面
明
珠
落
―
―
鯨
魚
↓

【
飛
禽
】
89

紅
／
飛
ぶ
鳥
。
輩
禽
゜
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
状
似
1
-

走
獣
盃
或
象
二
飛
禽
↓

〖
飛
禽
走
獣
〗90
芯
が
鳥
獣
を
す
べ
て
い
ふ
。
〔
王
延

壽
、
魯
憲
光
殿
賦
〕
飛
禽
走
獣
‘
因
レ
木
生
レ
姿
。

【
飛
虞
】
91

八
神
獣
の
名
。
飛
虞
。
飛
遠
。
〔
山
海
経
、
北

山
経
、
注
〕
任
臣
按
‘
韻
賓
云
、
飛
虞
天
上
誹
獣
、
鹿
頭
龍

身
、
在
レ
天
為
1

一
匈
陳
＃
仕
レ
地
為
―
―
天
馬
↓

【
飛
空
]
8

梵
お
ほ
ぞ
ら
を
と
ぶ
。
〔
儲
光
義
、
山
中
流

泉
詩
〕
映
レ
地
為
幸
へ
色
一
飛
加
孟
圧
雨
臀
↓

【
飛
火
】
93

い
ピ
〇
火
烙
が
飛
ぴ
立
つ
。
又
、
其
の
火
烙

の
他
に
も
え
移
る
も
の
。

O
一
種
の
皮
膚
病
。
参
彗
命
レ
之
、
則
天
地
之
中
瞥
也
。
〔
杜
甫
、
小
至
詩
〕
刺
繍
五

昔
、
寇
な
ど
あ
っ
た
時
、
合
圏
と
し
た
峰
火
。
〔
和
漢
―
二
紋
添
―
―
弱
線
一
吹
賎
六
管
動
―
―
飛
灰
↓

才
圏
會
、
兵
器
、
烙
隧
〕
按
、
蜂
隧
‘
俗
云
飛
火
也
、
績
日
本
【
飛
快
】
99

f
e
i
'
k
'
u
a
i
4

非
常
に
速
い
。

紀
云
、
和
銅
五
年
魔
河
州
高
安
峰
こ
始
置
高
見
峰
及
【
飛
光
】
100

炉
＇
ウ
日
月
を
い
ふ
。
〔
沈
約
、
祖
東
園
一
詩
〕

大

倭

春

日

烙

百

盆

翌

平

城

一

也

。

飛

光

忽

我

這

、

登

止

歳

云

暮

゜

【
飛
花
】
94

江＇ワ

0
ち
る
は
な
。
飛
華
。
〔
装
子
野
、
味
雪
【
飛
黄
】
101

が
各
〇
背
に
角
あ
り
千
年
の
壽
を
保
つ
と

詩
〕
彿
レ
草
如
1

一
連
蝶
五
落
レ
樹
似
―
―
飛
花
↓
〔
蘇
頴
、
奉
n

一
和
ぃ
ふ
神
馬
。
輯
じ
て
、
名
馬
を
い
ふ
。
〔
淮
南
子
‘
覧
冥
訓
〕

春
日
幸
―
―
望
春
宮
―
應
制
詩
〕
細
草
偏
承
回
レ
輩
虞
、
飛
花
飛
黄
伏
レ
阜
。
〔
注
〕
飛
黄
‘
乗
黄
也
‘
出
西
方
五
状
如
レ
狐
‘

故
落
舞
筵
前
。
〔
韓
規
、
寒
食
詩
〕
春
城
無
"
一
虞
不
1

一
飛
背
上
有
レ
角
‘
壽
千
歳
。
〔
張
協
‘
七
命
八
首
‘
一
〕
乃
勅
全
―
=

花
「
寒
食
東
風
御
柳
斜
゜

ef
e
i
'
h
u
a
'

酒
興
を
助
け
格
玉
杉
二
飛
黄
↓
〔
注
〕
良
曰
、
飛
黄
、
神
馬
也
。
〔
唐
書
、
兵

る
遊
戯
の
一
種
。
豫
め
敦
個
の
題
目
を
定
め
お
き
、
各
志
〕
以
―
―
尚
乗
査
ず
天
子
之
御
字
江
右
六
閑
、
一
日
飛
黄
‘

人
と
も
に
一
句
の
詩
を
唱
へ
‘
其
の
題
目
を
受
け
た
者
二
日
吉
良
、
三
日
龍
媒
、
四
日
駒
除
‘
五
日
訣
翡
‘
六
曰

が

罰

杯

を

受

け

る

。

天

苑

、

穂

十

有

二

閑

。

●

古

の

勇

士

、

飛

廉

と

中

黄

伯

と

【
飛
華
】
95

が
散
る
は
な
。
落
花
。
飛
花
。
〔
僧
方
澤
、
武
を
い
ふ
。
〔
張
協
‘
七
命
八
首
、
四
〕
飛
・
黄
奮
レ
鋭
゜
〔
注
〕

昌
阻
レ
風
詩
〕
興
レ
君
盛
日
閑
臨
レ
水
‘
貪
―
―
看
飛
華
―
U
少
善
曰
‘
史
記
曰
‘
飛
廉
以
1

一
材
力

L
了
殷
討
芦
！
子
、
中
黄

郁

愁

↓

伯

、

余

左

執

―

―

太

行

之

擾

盃

皿

右

樽

―

―

離

虎

ニ

〇

明

‘

鄭

芝

【
飛
禍
】
96

江
ヴ
意
外
の
わ
ざ
は
ひ
。
不
慮
の
死
。
奇
禍
。
龍

(11
|
 3
9
6
4
7
 :
 4
1
3
)

の
字
。

横
禍
゜
〔
後
漢
書
、
周
榮
博
〕
若
卒
遇
―
―
飛
禍
「
無
如
匹
積
〖
飛
黄
騰
達
〗
畑
誘
岱
出
世
す
る
こ
と
を
い
ふ
。

翌
〔
注
〕
飛
禍
、
言
二
倉
卒
而
廷
也
。
〔
王
先
謙
集
解
〕
〖
飛
黄
騰
踏
〗

1
0
2
衿
店
仕
官
し
て
得
意
な
状
の
喩
゜

飛
禍
者
、
言
T
刺
客
蔽
検
、
不
レ
可
―
―
得
而
備
「
若
•
鳥
之
飛
〔
韓
愈
、
符
讀
,
,

書
城
南
一
詩
〕
飛
黄
騰
踏
去
、
不
レ
能
レ
顧
n

f
口
[
i
m
-

」
／
／
/
播
/
[
[
/
[

三
六

12958 



飛

部

飛

三
六

【
飛
卿
】
1
1
0
t
ィ
字
鰭
〇
唐
‘
温
庭
笥
(
7
|
1
7
9
6
8
 :
 2
8
 

〔
易
林
〕
尊
空
無
レ
酒
‘
飛
言
如
レ
雨
。

4
)

の
字
。

O
宋
、
童
伯
利
(
8
-
2
5
7
7
5
:
 1
2
9
)

の
字
。

0
【
飛
眩
】
1
2
3
t

ノ
品
の
名
。
馬
陸
の
異
名
。
よ
く
木
に
登
り

金
宋
九
嘉
(
8
|
7
0
7
8
 :
 2
4
3
)

の
字
〇
元
‘
楊
雲
鵬
(
6

群
が
つ
て
鳴
く
。
毒
が
あ
る
。
〔
本
草
、
馬
陸
〕
秤
名
、

ー

1
5
1
1
2
:
 4
2
9
)

の
字
。
R
明
、
哀
翼

(10ー
3
4
1
5
2
:
 1
5

百
足
、
百
節
、
千
足
、
馬
舷
‘
馬
護
、
馬
獨
‘
馬
軸
‘
馬
錢
、

1
)

の
字
。

O
明
、
錢
跨
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 9
)

の
字
。

O

飛
舷
品
、
刀
環
品
、
蛋
゜

清
、
周
莉
歩
(
2
-
3
4
4
1
:
 5
4
2
)

の

字

。

【

飛

狐

】

124

北
●
獣
の
名
。
形
は
狐
に
似
て
、
肉
翅
が
四

【
飛
景
】
111

戸
賓
剣
の
名
。
〔
初
學
記
‘
武
部
、
剣
〕
魏
有
二
足
及
ぴ
尾
に
連
な
り
‘
能
く
下
り
飛
ぶ
も
、
上
る
こ
と
が

文
帝
飛
景
・
流
彩
・
華
鋒
三
剣
↓
出
来
な
い
と
い
ふ
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
膀
黄
状
如
―
―
飛

【
~
裳
虫
】

1
1
2仕ィ
飛
ぶ
螢
゜
〔
沈
伶
期
、
長
門
怨
詩
〕
玉
階
狐
→
〇
問
の
名
。
河
北
省
深
源
縣
の
北
。
太
行
山
八
陸
の

問

墜

莱

面

羅

幌

見

祁

五

竺

一

。

一

名

‘

常

山

間

。

今

名

、

黒

石

嶺

゜

河

北

・

山

西

・

察

吟

【
飛
墳
】
113

戸
仙
女
の
名
。
〔
漢
武
帝
内
偉
〕
王
母
乃
命
1

一
爾
二
省
に
出
入
す
る
道
。
後
漢
の
建
武
十
二
年
、
慮
芳
‘

諸
侍
女
ご
ム
云
‘
許
"
'
飛
墳
鼓
―
―
震
震
之
黄
↓
匈
奴
と
兵
を
連
ね
て
邊
を
侵
す
。
王
覇
と
杜
茂
に
詔
し

【
飛
橋
】
114

炉
高
い
か
け
は
し
。
飛
棧
。
飛
閣
。
〔
六
餡
‘
て
飛
狐
道
を
治
め
し
む
。
輩
狐
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
代

虎
餡
、
軍
用
〕
飛
橋
一
間
、
廣
一
丈
五
尺
。
〔
後
漢
書
、
西
郡
有
孟
吊
山
闘
↓
〔
魏
土
地
記
〕
代
城
縣
南
四
十
里
有
二

域
、
大
秦
國
傭
〕
又
言
有
,
,
飛
橋
敦
百
里
面
レ
度
海
北
一
飛
狐
覇

-
0縣
名
。
隋
‘
置
く
。
河
北
省
凍
源
縣
。
〔
元
和

【
飛
展
】
115

ぞ
下
駄
履
き
で
と
ぴ
ま
は
る
。
〔
孫
観
‘
棲
志
〕
飛
狐
縣
‘
因
―
―
縣
北
飛
狐
口

[
9名。

霞
観
詩
〕
雲
表
朝
飛
レ
履
、
松
歿
晩
駐
レ
鞍
。
〔
陸
消
‘
化
成
〖
飛
狐
隅
水
〗

1
2
5
店
，
：
川
の
名
。
河
北
省
蔚
縣
の
西

院
詩
〕
飛
展
到
―
―
上
方
五
漸
覺
所
レ
見
寛
。
南
。
〔
水
経
‘
漂
水
注
〕
代
城
南
四
十
里
有
―
―
飛
狐
馴
面
曲

【
飛
檄
】

116t
●
い
そ
ぎ
の
檄
文
。
火
急
の
回
状
。
馳
水
西
北
流
淑
茫
南
含
亭
西
ガ
念
竺
句
瑣
亭
西
面
I

北
注
二

檄
。
材
檄
。
〔
楊
悧
、
送
割
校
書
従
＞
軍
詩
〕
坐
謀
資
廟
祁
夷
水
↓

略
一
飛
檄
仔
―
―
文
雄
↓
〇
檄
文
を
飛
ば
す
。
檄
文
を
い
【
飛
虎
】
126

吐
〇
獣
の
名
。
虎
よ
り
梢
:
小
さ
く
‘
蝙
蝠

そ
ぎ
四
方
に
お
く
る
。
〔
陳
琳
、
墓
詩
〕
貨
州
飛
レ
檄
傲
―
一
の
や
う
な
肉
翅
が
あ
り
、
罷
に
虎
斑
の
紋
様
が
あ
り
、

英
雄
五
勾
把
1

一

文

辞

正

主

郡

宮

↓

飛

ん

で

人

を

食

ふ

。

一

名

、

肉

翅

虎

゜

〔

閲

絞

騎

述

〕

涌

州

【
飛
血
】
m
庁
と
び
散
る
血
。
〔
劉
馬
錫
、
壮
士
行
〕
悴
府
貴
縣
山
中
出
1

一
飛
虎
ゴ
Z
、
間
歳
一
見
、
或
攪
―
一
人
首
一

情
忽
星
堕
、
飛
血
澱
一
林
梢
↓
啄
―
―
食
其
脳
↓
余
於
"
渭
守
虐
己
茫
其
皮
ご
長
尺
餘
‘
如
1-

【
飛
軒
1118t
ノ
た
か
い
の
き
。
〔
劉
現
、
扶
風
歌
〕
顧
瞭
黄
犬
形
工
削
二
足
、
皮
特
豊
閻
為
レ
翅
‘
然
其
斑
紋
不
レ

望

酋

問

俯

仰

御

飛

軒

一

似

印

君

↓

〔

居

易

録

〕

肉

翅

虎

、

出

-

―

石

抱

山

｛

晨

伏

宵

【
飛
剣
】
119
廷
／

ilJ
を
榔
げ
て
人
を
殺
す
。
〔
開
天
博
信
出
、
比
レ
虎
差
小
、
翅
如
,
,
蝙
蝠
五
身
如
―
―
虎
文
盃
飛
而
食
レ

記
〕
葉
法
善
有
―
―
道
術
□
日
興
,
,
朝
士
益
只
玄
慎
観
「
忽
人
‘
其
皮
可
レ
解
1

一
鬼
物
↓
●
f
e
i
'
h
u
3

北
京
で
流
行

50

有
二
人
↓
叩
レ
門
稲
麹
秀
生
未
レ
亙
延
接
百
]
突
入
す
る
凧
の
一
種
。

·
座
中
ぶ
ノ
年
美
風
姿
盃

g
論
不
レ
凡
、
葉
飛
―
―
小
剣
飯
ヂ
レ
〖
飛
虎
旗
〗

1
2
7
吐
飛
虎
を
驚
い
た
旗
。
不
祥
を
祓
ひ
除

00

之
、
應
レ
手
堕
レ
地
、
乃
一
酒
棒
、
中
有
―
一
美
譴
↓
く
力
が
あ
る
と
い
ふ
。

た
か
く
飛
ぶ
。
〔
白
居
易
‘
遊
―
―
悟
慎
寺
―
〖
飛
虎
子
〗

1
2
8
各
後
唐
の
李
克
用
を
い
ふ
。
其
の
兵
を

。
44

【
飛
賽
】

120?

（

詩

〕

衣

服

似

材

雌

開

張

欲

飛

賽

↓

用

ひ

る

こ

と

が

神

の

如

く

で

あ

る

か

ら

い

ふ

。

〔

北

夢

一
【
飛
窯
】
121

竺
た
か
く
飛
ぶ
さ
ま
。
〔
曹
植
、
臭
楊
徳
瑣
―
―
―
口
〕
李
克
用
征
"
瀧
動
盃
軍
陣
出
浚
如
レ
神
‘
琥
為
,
,
飛

い
腿
書
〕
猶
復
不
レ
能
,
,
飛
窯
絶
レ
跡
、
一
學
千
里
一
也
。
虎
子
↓

1

〔

注

〕

銑

曰

、

憲

、

高

飛

貌

。

【

飛

跨

】

129

北
と
ぴ
こ
え
る
。
〔
何
遜
‘
七
召
〕
百
丈
杏
冥

0

【
飛
言
】

1
2
2
t
oつ
は
さ
。
無
根
の
説
を
い
ひ
ふ
ら
す
。
以
飛
跨
゜

゜
40

流
言
。
飛
語
。
〔
道
徳
指
蹄
論
‘
四
‘
以
和
立
炉
國
篇
〕
飛
【
飛
碁
】
130

戸
技
の
と
ぴ
は
な
れ
た
碁
。
〔
南
史
、
循
吏
‘

a
言
憐
事
、
以
惑
敵
人
↓
〇
も
の
を
い
ふ
。
し
や
べ
る
。
虞
應
博
〕
帝
好
西
回
碁
石
甚
拙
‘
去
レ
格
七
八
道
‘
物
議
共

欺
為
1
1

第
三
品
直
ハ
＝
第
一
品
王
抗
一
園
苓
‘
依
レ
品
賭
戯
‘
注
啓
淑
の
蔵
印
譜
゜

抗
饒
,
,
借
帝
1

日
‘
皇
帝
飛
苔
‘
臣
抗
不
レ
能
レ
断
。
【
飛
谷
】
139

狂
日
の
行
く
道
。
〔
楚
辟
、
劉
向
、
九
歎
‘
遠

【
飛
語
]131

咋
出
所
の
知
れ
な
い
う
は
さ
。
根
の
な
い
う
逝
〕
横
一
飛
谷
一
以
南
征
。
〔
注
〕
飛
谷
、
日
所
レ
行
道
也
‘
云

は
さ
。
無
責
任
な
評
判
。
言
ひ
ふ
ら
し
。
流
言
。
輩
語
。
云
‘
謂
L

横
―
一
度
飛
泉
之
谷
一
以
南
行
上
也
。

〔
漢
書
、
灌
夫
債
〕
乃
有
飛
語
云
デ
悪
言
血
即
上
。
〔
注
〕
【
飛
穀
】
140

戸
車
を
と
ば
す
。
馳
穀
゜
〔
唐
書
‘
秤
牧
博
〕

張
晏
曰
‘
紛
為
作
1
1

飛
揚
誹
謗
之
語
一
也
、
臣
増
日
、
無
根
飛
レ
穀
轄
レ
糧
‘
更
相
資
哺
゜

而
至
也
。
〔
後
漢
書
‘
五
行
志
四
〕
後
中
常
侍
張
逹
・
蓬
【
飛
浪
】
141

九
ノ
は
や
く
走
る
。
浪
は
‘
こ
ろ
が
る
。
〔
桃
花

政
‘
輿
1

一
大
将
軍
梁
商
至
丘
惜
‘
為
と
商
作
飛
語
ご
笠
扇
‘
辞
院
〕
幕
府
山
‘
蟻
檄
星
馳
、
五
馬
渡
、
棲
船
飛
浪
゜

閉
之
。
〔
蘇
献
‘
杭
州
召
還
乞
レ
郡
状
〕
構
造
飛
語
↓
【
飛
差
】
1
4
2
t

至
急
の
つ
か
ひ
。
〔
揺
恵
全
書
‘
錢
穀
部
‘

【
飛
腿
】
132

咋
と
ぴ
ま
は
る
む
さ
さ
び
。
〔
張
衡
、
西
京
催
徴
〕
飛
差
外
派
‘
接
レ
踵
而
来
。

賦

〕

超

―

―

殊

榛

ぶ

竺

飛

腿

一

【

飛

災

]143

ヂ
不
意
の
災
難
。
災
難
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十

【
飛
鉤
】
133

朗
兵
器
。
〔
六
餡
、
虎
餡
、
軍
用
〕
飛
鉤
、
長
八
五
回
〕
這
不
レ
過
―
―
是
一
時
飛
災
一

寸
゜
〔
武
備
志
、
飛
鉤
圏
説
〕
一
名
鐵
鵠
靭
‘
鉤
鐸
長
利
、
【
飛
洒
】
1
4
4
t
ィ
分
配
す
る
意
。
飛
瀧
。
●
自
己
の
負
揃
す

□
冑
[
[
〗
[
〗
言

【
飛
腔
】
134

炉
乗
馬
を
は
し
ら
せ
る
。
腔
は
‘
馬
の
く
つ
【
飛
瀧
】
1
4
8
t
ィ
〇
と
ぴ
そ
そ
ぐ
。
と
ぴ
ち
る
。
〔
謝
恵
連
‘

ゎ
゜
〔
馬
祁
常
‘
度
居
庸
闊
詩
〕
飛
社
匝
雲
蠍
「
決
レ
雪
賦
〕
聯
翻
飛
瀧
‘
徘
徊
委
積
。

O
飛
洒
(
1
4
4
)

に
同
じ
。

背

圭

竺

圏

書

一

↓

飛

瀧

詭

寄

を

見

よ

。

[
飛
鴻
】1

3
5
芽
〇
旗
の
名
。
〔
謄
‘
曲
碍
上
〕
前
有
1一
車
騎
→
〖
飛
漫
詭
寄
〗14

7註ィ
賦
課
せ
ら
れ
る
税
を
軽
減
す

る
た
め
に
、
自
己
の
田
地
や
牧
穫
量
の
一
部
を
他
人

:
[
[
[
り
い
パ
い
に
且
日
ピ

則
載
飛
翌
●
品
の
名
。
飛
蛋
輩
鴻
゜
〔
逸
周
書
‘
度
邑
干
レ
是
花
立
―
―
戸
名
一
詭
寄
―
―
別
里
而
穂
書
冊
房
‘
或
受
―
―

解
〕
夷
羊
在
レ
牧
‘
飛
鴻
過
レ
野
。
●
馬
の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
人
賄
喝
一
或
将
1

一
己
田
糧
一
飛
―
―
濯
各
戸
ご
移
二
換
斗
則
一

秤

獣

〕

飛

鴻

‘

馬

闇

。

脱

―

―

漏

頃

畝

面

9
栽
田
地
一
種
種
弊
端
‘
莫
レ
可
―
―
窮
詰
一

〖
飛
鴻
閣
〗1

3
8
江
ぽ

O
閣
の
名
。
湖
南
省
渕
陽
縣
治
の
【
飛
草
】

1
4
8
が
散
筆
で
書
い
た
草
書
。
〔
陸
子
淵
‘
書
輯
〕

後
。
〔
山
堂
騨
考
〕
蹄
鴻
棲
、
宋
楊
時
建
、
取
下
目
1

一
送
蹄
宋
禁
襄
為
―
―
飛
草
五
門
之
散
草
↓
〔
夢
淫
筆
談
‘
技
藝
〕
古

鴻
之
義
い
自
為
薗
担
之
、
後
張
方
郡
修
建
、
易
今
人
以
散
筆
作
"
―
―
隷
書
ニ
謂
,
,
之
散
隷
互
琺
成
察
君
膜
又

名
↓
●
室
名
。
④
清
、
葉
茂
林
（
9
-
3
1
3
8
7
:
 2
7
7
)

の
室
以
散
筆
作
―
―
草
書
一
謂
乏
散
草
工
或
日
Ii

飛
草
一
其
法

名
。
＠
清
‘
趙
函
(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 7
5
)

の

室

名

。

皆

生

1

於

飛

白

一

亦

自

成

二

家

↓

「

見

よ

。

〖
飛
鴻
堂
〗1

3
7
外
吟
清
、
注
啓
淑
(
6
|1
7
1
5
4
 :
 2
0
8
)

の
【
飛
霜
】
149

が
降
り
来
る
し
も
。
飛
霜
撃
於
燕
地
を

室
名
。
「
名
。
〖
飛
霜
散
〗

1
5
0
芦
ゥ
暑
熱
を
散
ず
る
槃
゜
〔
抱
朴
子
‘
雑

〖
飛
鴻
亭
〗1

3
8
社
ぼ
明
、
呉
鵬
(
2ー
3
3
6
5:
 3
7
8
)

の
室
應
〕
或
問
二
不
熱
之
道
ぶ
心
朴
子
曰
‘
以
立
夏
旦
服
天

〖
飛
鴻
堂
印
譜
〗
国
貸
t
ダ
’
書
名
。
五
集
各
八
巻
。
清
‘
壬
六
癸
之
符
一
或
行
ー
ユ
ハ
癸
之
元
~
→
或
服

1一
元
水
之
丸
盃
或
12959 
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飛

部

飛
|

_

 

限

飛

霜

之

散

↓

【

飛

使

】

162

f
e
i
'
s
h
i
h
3

至
急
の
使
者
。
飛
脚
。
急
使
。
基
の
打
方
。

〖
飛
霜
殿
〗1

5
1
五
t
ゥ
宮
殿
の
名
。
玄
武
門
の
北
に
あ
【
飛
杏
】1

6
3
f
e
i
'
t
z
u
1至
急
照
會
す
る
。
〖
飛
将
軍
〗

m
ペ
ャ
ウ
グ
／
飛
将
の
●
●
に
同
じ
。
匈
奴
が

る
。
〔
建
康
賓
録
〕
貞
観
二
十
年
七
月
、
宴
1

一
五
品
以
上
【
飛
絲
】
164

ペ
か
げ
ろ
ふ
。
遊
絲
゜
〔
錮
根
‘
詩
〕
陳
岸
作
レ
漢
の
李
廣
を
梢
し
て
飛
将
軍
と
い
ひ
‘
之
を
避
け
た
こ

於
飛
霜
殿
蔽
在
l

―
玄
武
門
北
面
四
,
,
地
形
高
敵
五
層
閣
三
圏
慎
妙
品
‘
筆
跡
繰
釉
如
―
―
飛
絲
↓
と
に
起
る
。
〔
史
記
‘
李
将
軍
博
〕
廣
居
1

一
右
北
平
面
f

奴

成
‘
引
尿
為
柑
渫
池
百
採

g
炎

暑

↓

【

飛

閉

】

165

ペ
疾
く
は
し
る
四
頭
立
の
う
ま
。
〔
曹
植
‘
七
聞
レ
之
‘
琥
曰
―
―
漢
之
飛
将
軍
函
i

レ
之
‘
散
歳
不
―
―
―
敢
入
ニ

〖
飛
霜
冤
黒
盆
冤
〗1

5
2
共
5
ク
J
z
i
ノ
飛
霜
•
黒
盆
の
冤
啓
〕
駕
―
―
雲
龍
之
飛
閉
面
竺
玉
絡
之
繁
櫻
→
右
北
平
→

罪
。
飛
霜
・
黒
盆
は
‘
共
に
冤
罪
に
苦
し
む
劇
。
〔
桃
花
【
飛
耳
】
166

八
遠
方
の
こ
と
を
よ
く
聞
く
耳
゜
〔
梁
武
帝
、
【
飛
章
】
173

ぷ
ャ
ウ
手
紙
を
急
ぎ
お
く
る
。
又
、
急
ぎ
の
手

扇
、
関
丁
〕
飛
霜
冤
否
比
藷
盆
冤
―
―
件
件
風
影
敷
求
巳
＿
―
-
口
詔
〕
百
辟
無
1

一
沃
心
之
言
盃
5

聰
闘
,
,
飛
耳
之
聴
↓
紙
。
又
‘
匿
名
の
手
紙
。
飛
書
。
〔
後
漢
書
、
李
固
博
〕
遂

汁
。
〖
飛
耳
長
目
〗

1
6
1梵
ウ
モ
ク
遠
方
の
こ
と
を
見
聞
す
る
共
作
飛
章
ぶ
皿1註
固
罪
→
〔
後
漢
書
‘
禁
邑
傭
〕
墳
遂

〖
飛
霜
撃
二
於
燕
地
―
〗
虚
力
が
ゥ
，
燕
の
恵
王
が
護
耳
目
。
〔
管
子
‘
九
守
〕
一
曰
長
目
‘
二
日
飛
耳
‘
—
二
曰
樹
使
―
一
人
飛
章
言
屈
巴
‘
云
云
‘
也
上
書
自
陳
日
‘
云
云
‘
臣

言
を
信
じ
て
部
術
の
忠
誠
を
疑
っ
た
時
‘
郡
術
が
天
を
明
、
明
知
―
―
千
里
之
外
‘
隠
微
之
中
↓
〔
纂
詰
〕
能
見
レ
遠
、
一
入
乙
牛
獄
ぶ
晶
レ
為
"
―
楚
毒
所
1

一迫趣一》

仰

い

で

哭

し

、

天

が

之

を

憐

れ

ん

で

盛

夏

に

霜

を

降

ら

能

聞

レ

遠

。

【

飛

翔

】

174

ペ
ャ
ウ
〇
と
ぴ
か
け
る
。
輩
翔
。
〔
覇
甲
子
、
三

せ
た
故
事
。
〔
江
滝
、
詣
建
平
土
上
書
〕
昔
者
賤
臣
叩
レ
【
飛
舟
】
168

炉
飛
ぶ
や
う
に
早
く
走
つ
て
ゐ
る
舟
。
又
、
極
〕
雲
之
巻
舒
‘
禽
之
飛
翔
‘
皆
在
―
―
虚
空
中
一
〔
載
國
‘

心
‘
飛
霜
撃
―
於
燕
地
二
注
〕
善
日
‘
淮
南
子
曰
‘
鄭
術
早
く
走
り
得
る
や
う
に
造
っ
た
舟
。
は
や
ふ
ね
。
走
飼
゜
楚
策
〕
王
燭
不
レ
見
1

一
夫
蜻
蛉
―
乎
‘
六
足
四
翼
‘
飛
―
―
翔
乎

盛
忠
於
燕
恵
王
「
悪
王
信
レ
譜
而
繋
レ
之
‘
郁
子
仰
レ
天
軽
射
。
〔
王
融
‘
採
菱
曲
〕
金
華
放
―
―
翠
材
石
曲
首
宣
―
―
飛
天
地
之
間
↓

0
宮
殿
の
名
。
〔
三
輔
黄
圏
、
三
‘
未
央
宮
〕

而

哭

‘

正

夏

而

天

為

レ

之

降

レ

霜

゜

舟

↓

武

帝

時

‘

後

宮

八

匪

‘

有

―

―

昭

陽

・

云

云

飛

翔

殿

言

張

衡

‘

【
飛
索
】
153

fei1 
s
u
o
3

な

げ

縄

。

郷

索

。

【

飛

車

]169

討
〇
空
の
飛
ぶ
車
。
〔
博
物
志
〕
奇
肱
國
民
、
西
京
賦
〕
後
宮
則
昭
陽
・
飛
翔
・
増
成
・
合
罐
・
蘭
林
・
披

【
飛
札
】
154

が
〇
い
そ
ぎ
の
手
紙
。
〔
元
積
、
贈
―
―
戟
童
能
為
1

一
飛
車
盆
胚
風
遠
行
。
〔
蘇
献
、
金
山
妙
高
憂
詩
〕
我
香
・
鳳
皇
・
鴛
鸞
゜
〔
庄
〕
善
曰
‘
長
安
有
―
―
合
歓
殿
・
披
香

子
―
詩
〕
十
歳
侃
レ
喘
嬌
稚
子
、
八
行
飛
札
老
成
人
。

O

欲
下
乗
二
飛
車
面
東
訪
中
赤
松
子
ニ
〇
将
基
の
駒
の
名
。
縦
殿
・
鴛
鸞
殿
五
餘
亦
皆
殿
名
。

急
い
で
手
紙
を
や
る
。
〔
劉
太
箕
‘
和
レ
友
詩
〕
飛
レ
札
横
と
も
直
線
に
幾
格
で
も
自
由
に
飛
ぴ
行
く
も
の
。

0
【
飛
勝
木
]175

ぷ
ャ
ウ
走
り
行
く
舟
。
又
、
舟
を
走
ら
せ
る
。
漿

'
‘
゜
〔
朱
蒸
‘
懐
1

一
彦
輔
仲
宗
詩
〕
聞
説
雙
飛
唆
‘

謝
乞
云
広
斯
篇
希
レ
見
レ
酬
。

fei1

ch'e1

飛
行
機
。

【
飛
散
】
1
5
6
t

ノ
と
び
ち
る
。
ち
る
。
〔
論
衡
‘
書
虚
〕
筋
【
飛
将
】
170

ペャウ

0
行
動
が
紳
速
で
且
つ
武
勇
の
優
れ
た
翻
然
下
二
廣
津
↓
〔
悦
環
‘
送
二
徐
君
玉
1

詩
〕
間
中
女
兒

力
消
絶
、
精
魂
飛
散
。
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
酪
騨
飛
散
‘
颯
沓
将
を
い
ふ
。
〔
北
史
‘
韓
果
債
〕
河
東
郡
守
‘
又
従
―
―
大
将
天
下
白
‘
越
レ
波
飛
レ
漿
逐
二
覺
鷲
↓

合

併

。

軍

破

↓

―

稽

胡

子

北

山

ェ

云

云

‘

稽

胡

憚

-

―

果

勁

勇

趨

捷

涵

叫

[

飛

鱚

】

116

ぺ
芯
盃
を
と
り
や
り
す
る
o

〔
左
思
ヽ
呉
都

[
飛
棧
】
156

丑
ノ
高
く
陰
し
い
か
け
は
し
。
〔
陸
瀞
、
秋
晩
為
1

一
著
翅
人
面
四
文
聞
レ
之
‘
笑
日
、
著
翅
之
名
‘
寧
減
-
1

飛
賦
〕
里
諮
巷
飲
‘
飛
レ
膳
學
レ
白
。
〔
張
南
史
、
陸
勝
宅
秋

墨
梁
盆
藷
遊
詩
〕
如
今
歴
盤
風
波
悪
‘
飛
棧
連
雲
是
将
↓
〔
杜
甫
‘
秦
州
雑
詩
〕
故
老
思
飛
将
↓
何
時
議
―
築
暮
雨
中
探
韻
同
レ
前
作
詩
〕
已
被
1

一
秋
風
教
―
憶
レ
鰭
、
更

坦

途

。

壇

↓

O
漢
の
李
廣
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 2
4
9
)

を

い

ふ

。

飛

将

聞
n

一
寒
雨
勧
―
―
飛
膳
↓
〔
李
白
‘
春
夜
宴
―
―
桃
李
園
一
序
〕
開
l
-

【
飛
子
】
158

ぺ

0
周
の
人
。
非
子
(
1
2
-
4
2
5
8
5
 :
 5
3
)

に
軍
を
見
よ
。
〔
王
昌
齢
、
従
軍
行
〕
但
使
二
龍
城
飛
将
在
「
墳
筵
一
以
坐
レ
花
、
飛
力
伍
g

―
而
酔
レ
月
。

同
じ
。
〔
慮
謀
‘
贈
↓
―
雀
温
詩
〕
恨
以
鵞
寮
姿
砿
煩
―
―
飛
不
レ
教
―
―
―
胡
馬
度
―
陰
山
二
〇
後
漢
の
呂
布
(
2
-
3
3
8
6

:
【
飛
上
】
177

ぷャウ

0
飛
ぴ
あ
が
る
。
〔
賓
益
、
南
涌
感
興

子
御
一
〔
注
〕
善
曰
‘
史
記
日
、
大
維
生
ii

非
子
五
非
子
居
―
I

1
3
4
)
を
い
ふ
。
〔
魏
志
‘
呂
布
傭
〕
布
使
―
―
弓
馬
一
齊
力
過
レ
詩
〕
日
暮
東
風
春
草
緑
‘
鵡
鵠
飛
上
越
王
嚢
゜
〔
林
坤
姻

大
丘
こ
四
馬
及
畜
ご
晋
養
―
―
息
之
一
大
丘
人
言
―
―
之
周
孝
人
‘
琥
為
二
飛
将
云
R
唐
の
箪
雄
信
(
2
ー

3
9
9
3
:
 3
2
7
)

を
雑
記
〕
陶
侃
客
捕
レ
魚
‘
得
l

―
織
稜
1

桂
レ
壁
、
有
レ
頃
雷
雨
‘

玉
召
使
レ
声
馬
干
粁
・
謂
之
間
工
大
蕃
息
‘
非
輿
レ
飛
古
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
箪
雄
信
傭
〕
雄
信
‘
曹
州
清
陰
人
‘
云
云
‘
悛
嬰
成
―
―
赤
龍
ー
飛
上
。
●
n
炉
＠
賤
し
い
身
分
か
ら

字

通

●

f
e
i
'
t
z
u

―
商
取
引
に
用
ひ
ら
れ
た
一
種
の
能
馬
上
用
レ
槍
‘
李
密
軍
中
‘
琥
為
―
―
飛
将
↓
〇
宋
の
向
出
世
す
る
こ
と
。
＠
突
飛
な
言
動
を
す
る
こ
と
。
又
、

為

替

手

形

。

賓

(
2
-
3
3
0
1
:
 7
5
)

を
い
ふ
。
〔
宋
史
、
向
賓
傭
〕
賓
嘗
其
の
人
。

【
飛
戸
】1

5
9ペも
の
の
け
を
い
ふ
。
妖
怪
。
〔
論
衡
、
解
除
〕
至
太
原
→
梁
適
射
レ
弩
、
再
中
レ
的
‘
授
―
―
賓
矢
―
射
レ
之
、
〖
飛
上
者
〗

1
7
8
昇
匁
〇
賤
し
い
身
分
か
ら
立
身
出
世

飛

戸

流

凶

‘

安

敢

妄

集

。

四

猜

三

中

、

適

曰

、

今

之

飛

将

也

、

神

宗

梢

―

―

其

勇

一

以

し

た

者

。

0
無
分
別
に
物
事
を
す
る
者
。

【
飛
矢
】
161

バ

と

ぴ

来

る

矢

。

流

矢

゜

〔

越

絶

書

‘

越

絶

外

比

二

砕

仁

貴

↓

【

飛

穣

】

179

岱
ウ
佛
手
柑
(
1
ー

5
1
7
:
 9
8
)

の
異
名
。
ぶ
し

傭
紀
策
考
〕
闇
薩
見
レ
中1一
於
飛
矢
→
〔
後
漢
書
‘
劉
表
〖
飛
将
基
〗

1
7
1
バ
咋
ウ
ギ
雙
方
―
―
―
つ
宛
―
―
一
段
に
駒
を
な
ら
ゆ
か
ん
。
〔
事
物
異
名
録
‘
果
菰
、
柑
〕
藝
海
洞
酌
‘
佛
手

博
〕
中
二
飛
欠
而
死
。
〔
魏
志
‘
張
燕
偲
〕
牛
角
為
―
―
飛
矢
べ
、
互
に
一
格
づ
つ
進
ま
せ
て
、
早
く
相
手
方
の
陣
地
柑
‘
一
名
飛
穣
゜

所

＞

中

、

被

レ

創

且

レ

死

。

に

、

も

と

の

や

う

に

駒

を

並

べ

た

も

の

を

勝

と

す

る

将

【

飛

錫

]180

ぷ
ヤ
ク
圃
〇
僧
が
巡
遊
す
る
こ
と
。
錫
は
錫

ハ四

— 

杖
゜
〔
孫
綽
‘
遊
―
―
天
台
山
―
賦
〕
王
喬
控
レ
鶴
以
沖
レ
天
‘
應

慎
飛
レ
錫
以
蹟
レ
虚
゜
〔
注
〕
翰
日
、
執
―
―
錫
杖
1

而
行
1

一
於
虚

空
故
云
レ
飛
也
。
〔
高
僧
偉
〕
有
―
―
神
僧
面
炉
錫
凌
レ
雲
而

行
。
〔
得
氏
要
覧
、
下
〕
今
僧
遊
行
嘉
,
,
梢
飛
錫
盆
臣
四
凸
向

僧
隠
峰
遊
―
―
五
壷
一
出
1

一
淮
西
珈
t

レ
錫
飛
レ
空
而
往
’
也
、

若
酋
天
得
道
僧
↓
往
来
多
是
飛
涵
錫
゜
〔
書
言
故
事
、
繹

教
類
〕
請
レ
僧
、
云
レ
望
,
,
飛
錫
宋
臨
↓
〇
唐
の
高
僧
。
神
氣

高
池
‘
識
量
人
に
過
ぐ
。
初
‘
律
儀
を
修
め
、
天
賓
の
初
、

京
師
に
遊
ぴ
‘
不
空
繹
場
を
預
る
。
永
泰
の
初
‘
詔
を
う

け
て
沙
門
良
買
等
十
六
人
と
仁
王
護
國
般
若
経
・
密
巌

経
の
翻
繹
に
参
蓋
す
。
〔
宋
高
僧
博
、
三
〕
。

【
飛
檄
】
181

ペ
ヤ
ク
い
ぐ
る
み
を
飛
ば
し
や
る
。
〔
陸
機
、
櫂

歌
行
〕
投
レ
綸
沈
―
―
洪
川
盃
炉
檄
入
―
―
紫
霞
↓

【
飛
緊
】
182

岱
ゥ
散
る
こ
と
と
あ
つ
ま
る
こ
と
。
〔
謝
恵

連
‘
雪
賦
〕
廻
散
榮
積
之
勢
、
飛
緊
凝
曜
之
奇
゜

[
飛
熟
】
183

f
e
i
'
s
h
o
u
2

甚
だ
熟
練
し
た
。

【
飛
隼
】
184

翌
’
鷲
鳥
の
名
。
閥
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
洒
水
〕
航

彼
飛
隼
‘
載
飛
載
止
。

【
飛
鶉
】
185

翌
’
飛
隼
に
同
じ
。
〔
一
切
経
昔
義
六
〕
詩

云
‘
鴎
彼
飛
鶉
゜

【
飛
書
]186

ペ
ョ
〇
書
翰
を
飛
ば
し
て
や
る
。
〔
魏
志
‘
趙

峨
偉
〕
便
作
＝
地
道
箭
ぶ
収
レ
書
輿
レ
仁
、
消
息
藪
通
。
●

急
ぎ
の
手
紙
。
又
‘
書
翰
を
急
送
す
る
。
〔
晉
書
‘
柴
志

下
〕
飛
書
告
諭
、
響
應
来
同
。
〔
博
咸
、
紙
賦
〕
鱗
鴻
附
便
‘

援
レ
筆
飛
レ
書
。

O
何
虞
か
ら
と
も
無
く
来
る
書
面
。
匿

名
書
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
‘
章
徳
賓
皇
后
紀
〕
乃
作
1

一飛

芦
以
陥
レ
辣
°
〔
注
〕
飛
書
‘
若
今
匿
名
鸞
也
。
〔
後
漢

書
‘
梁
松
博
〕
乃
縣
飛
霞
誹
謗
‘
下
レ
獄
死
。
〔
注
〕
飛
書

者
、
無
根
而
至
‘
若
1

一
飛
来
一
也
‘
即
今
匿
名
書
也
。
〔
南

史
‘
孔
奥
博
〕
沈
爛
為
二
飛
書
所
＂
謗
‘
将
レ
陥
土
里
辟
一
》

【
飛
架
】
187

が
風
に
と
ぶ
柳
の
わ
た
。
〔
庚
信
、
楊
柳
歌
〕

獨
憶
飛
紫
鶉
毛
下
、
非
二
復
胄
絲
馬
尾
垂
↓
〔
韓
愈
、
柳
巷

詩
〕
柳
巷
還
飛
紫
、
春
餘
幾
許
時
。
〔
薙
陶
‘
訪
―
―
友
人
幽

届
詩
〕
落
花
門
外
春
将
レ
虚
、
飛
架
庭
前
日
欲
な
呵

〖
飛
架
漂
花
〗1

8
8芯＂
ワ
女
子
な
ど
が
身
を
苦
界
に
沈

め
て
‘
一
定
の
目
的
も
な
く
辛
苦
す
る
憂
き
身
の
喩
゜

〖
飛
紫
流
花
〗1

8
9
訪
？
飛
紫
漂
花
に
同
じ
。

【
飛
升
】
190

岱
＇
ウ
と
ぴ
あ
が
る
。
〔
論
衡
‘
道
虚
〕
能
馳

走
之
物
、
生
有
蹄
足
之
形
巖
走
不
レ
能
飛
升
↓

【
飛
昇
】
191

岱
'
’
と
ぴ
あ
が
る
。
〔
黄
―
帝
内
景
経
〕
飛
↓
―
昇

12960 
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十
匹
駕
,
,
玉
輪
↓
石
引
ぶ
氾
敷
兵
法
作
―
―
飛
石
一
之
事
釘
以
證
レ
之
。
〔
漢
書
‘
之
微
液
入
巧
°
〔
注
〕
張
揖
云
‘
飛
泉
、
飛
谷
也
、
左
l
-
i

昆
裔
獣
を
い
ふ
。
禽
獣
。
飛
鳥
と
走
獣
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
籠
ニ

【
飛
衝
】
192

討
＇
ウ
兵
車
の
名
。
衝
車

(
1
0

ー
3
4
0
6
9
:
 3
1
)

甘
延
壽
傭
‘
投
石
抜
距
絶
1
1

於
等
倫
芹
注
〕
張
晏
曰
‘
苑
象
西
南
↓
〔
史
記
‘
司
馬
相
如
博
〕
横
属
―
―
飛
泉
1

以
正
東
。
烏
免
於
日
月
ぶ
印
飛
走
之
棲
宿
↓

の
異
名
。
〔
墨
子
、
備
城
門
〕
飛
衝
゜
〔
間
詰
〕
即
衝
車
、
韓
兵
法
、
飛
石
重
十
二
斤
‘
為
,
,
機
登
石
行
.
,
二
百
歩
→
〇
旦
〔
注
〕
正
義
日
‘
張
揖
云
‘
飛
泉
‘
谷
也
、
在
石
裳
岡
山
西
南
→
【
~
送

]
2
2
3

炉
と
び
返
る
。
〔
孟
郊
、
春
日
送
1一
郡
儒
立
一

非
子
八
説
篇
有

1一
距
衝
五
蓋
一
―
者
攻
守
通
用
レ
之
。
庭
園
な
ど
に
相
互
の
間
隔
を
少
し
づ
つ
離
し
て
据
ゑ
【
~
船
】

2
1
5
5
/
0
早
船
。
〔
日
本
外
史
‘
徳
川
氏
前
記
‘
豊
詩
〕
獨
愧
病
鶴
羽
、
飛
送
力
難
レ
崇
゜

【
飛
火
9

】193
パ

／

高

山

。

〔

張

協

‘

雑

詩

〕

謁

来

戒

示

＇

虞

一

た

石

。

臣

氏

中

、

藤

堂

高

虎

〕

聞

―

―

―

韓

候

船

在

二

唐

島

百

ぞ

飛

船

―

【

飛

踪

】

224

炉
た
ぎ
。
飛
泉
。
〔
劉
克
荘
‘
題
―
―
龍
眠
十
八

挺
レ
轡
越
二
飛
火
入
〔
注
〕
漕
曰
‘
飛
太
r
、

高

山

也

。

【

飛

射

】

204

や
迅
速
に
と
ぶ
こ
と
。
〔
王
褻
‘
洞
篇
賦
〕
氣
赴
レ
之
。
●

fei I 
ch'uan'
飛

行

船

。

飛

艇

。

尊

者

1

詩
〕
應
n

―
慎
一
―
若
1

一
藷
識
ぶ
岱
竪
怪
石
1

臨,,
飛

【
飛
神
】1

9
4竺心
を
馳
せ
る
。
〔
間
手
子
、
四
符
〕
随
柾
~
労
注
以
飛
射
分
‘
馳
散
液
以
逗
律
゜
〔
注
〕
善
日
、
飛
射
、
【
飛
煽
】

2
1
6
5
ノ
あ
ふ
り
と
ば
す
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
火
涼
→

所
＞
見
隻
可
―
n

以

飛

釉

作

レ

我

而

油

太

清

↓

迅

疾

也

。

井

沈

―

―

榮

於

幽

泉

云

高

爛

飛

1
1

煽

於

天

垂

↓

【

飛

漱

】

225

炉
と
ぴ
ち
る
。
瀧
の
飛
ぴ
散
る
さ
ま
の
形

【
飛
検
】
195

戸
高
い
所
に
あ
る
た
る
き
。
〔
揚
雄
、
廿
泉
【
飛
切
】
205

昇

O
身
を
躍
ら
し
敵
を
切
る
こ
と
。
●
特
【
飛
箭
】
2
1
7
5

ノ
と
ぴ
来
る
矢
。
流
矢
゜
〔
晉
書
‘
中
心
義
‘
岱
容
。
（
水
経
、
江
水
注
〕
懸
泉
瀑
布
、
飛
二
漱
其
間
一

賦
〕
和
氏
玲
瀧
‘
抗
浮
柱
之
飛
猿
分
。
別
に
勝
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
極
上
。
最
上
。
無
類
。
紹
傭
〕
兵
交
一
細
は
央
飛
箭
雨
集
。
〔
王
維
、
老
将
行
〕
昔
時
【
飛
凍
】
226

足
瀧
。
〔
韻
府
引
‘
李
中
‘
詩
〕
魚
舟
乗
二

【
飛
生
】
196

戸
〇
む
さ
さ
び
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
‘
貼
鼠
夷
【
飛
雪
】
206

ザ
か
ぜ
に
と
ふ
ゆ
き
。
〔
南
史
‘
梁
武
帝
諸
飛
箭
無
1

一
全
目
一
今
日
垂
楊
生
―
―
左
肘
↓
葉
「
直
下
流
―
―
飛
濠
↓

由
‘
注
〕
亦
謂
,
,
之
飛
生
↓
〔
本
草
、
繁
鼠
〕
秤
名
、
儡
鼠
、
子
、
邪
陵
摘
王
綸
博
〕
時
飛
雪
諷
零
‘
屍
横
―
―
道
路
二
虞
【
飛
錢
】
2
1
8
5

／
唐
の
憲
宗
の
時
、
商
買
の
京
師
に
至
る
【
飛
贈
】
227

炉
い
ぐ
る
み
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
蒲
且

腿
鼠
、
耳
鼠
‘
夷
由
、
鵜
、
飛
生
鳥
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
驀
"
世
南
‘
従
軍
行
〕
蔽
レ
目
巻
―
―
征
蓬
盆
げ
天
散
二
飛
雪
↓
者
に
封
し
‘
便
宜
上
‘
錢
を
諸
路
の
進
奏
院
及
ぴ
諸
軍
諸
以
1

一
飛
嬢
る
辛
レ
巧
‘
窄
何
以
―
―
沈
鈎
一
致
レ
精
。
〔
張
協
‘
七

六
駿
「
追
―
―
飛
生
一
〔
注
〕
劉
日
、
飛
生
‘
腿
也
。

O
飛
狐
(
1
2

【
飛
節
】
208

手

木

芝

(
6

ー
1
4
4
1
5
:
2
0
 
8
)
を
い
ふ
。
〔
絣
使
富
家
に
委
託
せ
し
め
‘
受
託
者
の
痰
行
す
る
券
を
領
命
〕
沈
絲
結
、
飛
俎
理
。

4
)

の

0
の
異
名
。
〔
績
博
物
志
〕
飛
狐
‘
亦
梢
二
飛
生
↓
雅
‘
繹
草
〕
飛
節
、
木
芝
也
。
受
し
て
四
方
に
趨
き
、
券
を
合
し
て
錢
を
取
る
こ
と
を
【
飛
速
】
228fei'su• 

至
急
。

【
飛
征]
1
9
7

手
鳥
獣
を
い
ふ
。
飛
走

(
2
2
2
)
に
同
じ
。
〔
後
〖
飛
節
芝
〗20

9
各
，
老
松
樹
の
皮
の
中
に
か
た
ま
つ
て
得
し
め
た
も
の
。
手
形
の
一
種
。
〔
唐
書
、
食
貨
志
四
〕
憲
【
飛
賊
】

2
2
9
f
e
i
'
t
s
e
i
'

出
没
自
在
の
賊
。

漢
書
‘
馬
融
傭
上
〕
綴
―
―
棄
四
野
之
飛
征
↓
〔
注
〕
飛
征
、
ゐ
る
脂
゜
〔
抱
朴
子
‘
仙
槃
〕
松
樹
枝
三
千
歳
者
、
其
皮
中
宗
以
―
―
錢
少
ぶ
復
禁
レ
用
1

一
銅
器
五
時
商
賣
至
―
―
京
師
云
女
―
-
【
飛
鏃
】
230

が
や
じ
り
を
と
ば
す
。
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳

飛

走

也

。

有

1

一
緊
脂
ぶ
笠
別
龍
形
ぶ
名
曰
"
飛
節
芝
一
錢
諸
道
進
奏
院
及
諸
軍
諸
使
富
家
「
以
二
軽
装
紐
g
-

―
四
論
〕
兒
能
騎
レ
羊
、
走
レ
箭
飛
レ
鏃
゜

震

星

】

198F
流
星
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
陽
朔
四
年
閏
月
【
飛
捷
】
210

炉
勝
利
の
し
ら
せ
を
急
ぎ
博
へ
る
。
〔
韻
府
方
公
ロ
レ
券
乃
取
レ
之
‘
琥
―
―
飛
錢
一
〔
大
學
術
義
補
、
銅
梧
【
飛
蛇
】
231

八
蛇
の
一
種
。
霧
に
乗
じ
て
飛
ぶ
と
い
ふ
。

庚
午
‘
飛
星
大
如
レ
缶
、
出
二
西
南
下
入
―
―
斗
下
↓
〔
昔
義
〕
引
‘
徐
渭
‘
詩
〕
蹄
来
正
値
傭
,
,
飛
捷
な
路
布
催
レ
書
馬
上
櫻
゜
之
幣
下
〕
丘
滑
曰
‘
此
椿
法
所
二
以
縣
而
起
一
也
‘
然
委
レ
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
柴
桑
之
山
‘
云
云
、
多
―
―
白
蛇
・
飛
蛇
一

絶
レ
跡
而
去
旦
飛
星
↓
〔
任
防
‘
宣
徳
皇
后
敦
勧
―
―
梁
王
―
【
飛
仙
】
2
1
1
5

／
空
中
を
飛
ぶ
仙
人
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
蓬
錢
而
合
レ
券
以
取
‘
而
錢
輿
レ
券
―
一
物
、
非
下
若
1

一
今
之
紗
一
【
飛
詑
】
232

ハ
埃
蟹
の
風
俗
。
歳
節
の
散
日
間
、
野
外
で

令
〕
五
老
涌
レ
河
、
飛
星
入
レ
昂
。
来
山
、
周
廻
五
千
里
、
有
―
―
園
海
紐
E

レ
山
、
無
レ
風
而
洪
波
即
以
レ
紗
為
レ
錢
而
用
ぢ
之
也
。
男
女
が
二
組
に
分
れ
、
各
，
五
色
の
嚢
に
豆
粟
を
入
れ

【
飛
精
】1
9
9
5
ィ
●
賓
鏡
の
名
。
〔
龍
城
録
〕
長
安
任
中
宣
百
丈
‘
不
レ
可
―
―
往
来
一
惟
飛
仙
能
到

1一
其
慮
―
耳
゜
〔
應
【
~
ボ
誕
】
血

5
ノ
あ
わ
を
と
ば
す
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
揚
レ
筈
て
往
来
し
て
投
げ
合
ふ
行
事
。
〔
埃
喪
叢
笑
〕
歳
節
散

家
畜
賣
雙
謂
乏
飛
精
函

H者
謂
―
―
是
三
代
物
五
後
有
―
―
場
‘
馳
射
賦
〕
翻
翻
誹
属
、
糧
若
―
―
飛
仙
→
〔
陸
機
、
浮
雲
悼
レ
尾
、
噴
レ
浪
飛
レ
誕
。
〔
注
〕
良
日
、
誕
、
口
沫
、
或
噴
而
日
、
野
外
男
女
分

1一
雨
朋
ず
各
以
二
五
色
採
褒
豆
粟
—
往
宋

八

史

僅

可

レ

瞭

、

然

近

―

―

策

籍

「

云

、

水

銀

陰

精

‘

百

練

賦

〕

飛

仙

凌

レ

虚

‘

随

レ

風

遊

騎

゜

〔

蘇

拭

、

前

赤

壁

賦

〕

挟

―

―

飛

゜

拗

接

‘

名

二

飛

舵

↓

感

鏡

、

詢

レ

所

レ

得

‘

―

左

商

山

樵

者

石

下

得

＞

之

。

●

仙

飛

仙

↓

以

遂

遊

。

【

飛

素

】

219

心
消
、
梁
謡
(
6
-
1
4
8
2
5
:
2
)

の

字

。

【

飛

堵

】

233

ハ
勝
敗
を
半
ふ
遊
ぴ
の
一
種
。
飛
碍
゜
〔
東
京

界
の
精
。
飛
精
入
脹
を
見
よ
。
〖
飛
仙
蓋
〗

2
1
2
咋
伍
／
五
彩
に
染
め
た
五
重
の
傘
蓋
゜
〔
杜
〖
飛
素
閣
〗

2
2
0
梵
清
、
梁
籍

(
6
-
1
4
8
2
5

：
 
2
)

の
室
名
。
夢
華
録
〕
宋
世
寒
食
有
―
―
飛
堵
之
戯
↓
〔
梅
発
臣
‘
依
レ
韻

〖
飛
精
入
脹
〗2

0
0
共
が
仙
精
か
心
に
入
る
。
〔
方
外
陽
雑
編
〕
南
海
貢

1一
奇
女
慮
眉
娘
釜
口
作
二
飛
仙
蓋
百
ぞ
【
飛
鼠
】

2
2
1
八
●
蝙
蝠

(
1
0ー
3
ほ
7
1

:
 
3
)

の
異
名
。
〔
方
和
―
―
禁
煙
近
事
之
什
―
詩
〕
籾
浮
賭
勝
各
飛
培
゜

志
〕
王
江
、
魏
之
考
城
人
‘
嘗
摯
―
一
周
易
學
究
ー
不
レ
遂
、
絲
一
棲
ぶ
品
向
"
ー
ニ
縛
↓
染
成
二
五
彩
ご
ぉ
―
―
掌
中
―
結
為
二
言
‘
八
〕
蝙
蝠
、
自
レ
開
而
東
‘
謂
―
―
之
服
翼
盃
孟
ザ
之
飛
【
飛
刀
】
234

が
●
刀
を
す
ば
や
く
振
り
廻
す
。
〔
北
史
、

有
―
―
超
世
墨
或
値
沃
宴
坐
一
従
レ
帝
騒
馳
乏
‘
混
然
傘
蓋
五
重
ず
其
中
有
二
十
洲
・
三
島
・
天
人
・
玉
女
・
量
殿
・
鼠
一
〔
本
草
‘
伏
翼
〕
繹
名
、
蝙
蝠
、
天
鼠
‘
仙
鼠
‘
飛
鼠
‘
夜
羹
康
生
傭
〕
飛
レ
刀
乱
研
、
投
レ
河
溺
死
者
甚
衆
。

O
敵
を

苦

流

水

賛

此

蓋

仙

経

所

謂

飛

精

入

レ

膳

‘

豊

夜

之

間

、

麟

鳳

之

象

一

燕

。

O
獣
の
名
。
む
さ
さ
ぴ
。
飛
晶
。
翡
鼠
。
頭
尾
‘
鼠
に
殺
す
な
ど
の
目
的
を
以
て
刀
を
な
げ
‘
と
ば
す
。
飛
剣
。

水
瞥
不
レ
絶
者
‘
是
鈴
一
金
丹
第
二
轄
之
應
一
也
。
【
飛
泉
】
2
1
3
5
/

〇
た
き
。
瀑
布
。
は
や
せ
。
〔
王
維
‘
送
―
―
―
李
似
て
肉
が
あ
る
。
翅
は
飛
狐
に
似
て
小
。
荀
子
に
い
ふ
〔
征
緬
紀
略
〕
。

【
飛
納
】
201

笠
か
る
い
う
す
ぎ
ぬ
。
〔
蒲
子
顧
、
日
出
東
南
太
守
赴
―
―
上
洛
―
詩
〕
騨
路
飛
泉
濯
‘
隅
門
落
照
深
゜
〔
白
腿
鼠
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
（
天
池
之
山
）
有
レ
獣
拷
‘
其
[
飛
濤
】
235

炉
字
琥
゜

O
清
‘
江
瞥

a吊
敦
お
人
）
の
字
o

隅

行

〕

軽

執

雑

頑

錦

薄

穀

間

祁

函

究

居

易

‘

卑

ハ

―

―

微

之
l

書
〕
飛
泉
落
1

一
於
窟
間
二
0
ふ
き
出
る
状
如
レ
免
而
鼠
首
‘
以
1

其
背
一
飛
‘
其
名
曰
1

一
飛
鼠
↓
〔
郭
●
清
、
胡
渭
(
9

ー
2
9
4
0
0
:
 3
1
3
)

の
字
。
参
清
‘
丁
彬
(
1

【
飛
臀
】
202

翌
ひ
ら
め
く
臀
゜
髯
は
施
旗
の
端
に
垂
れ
泉
。
噴
泉
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
漱
―
―
飛
泉
之
泄
液
入
ラ
‘
環
、
山
海
経
圏
賛
‘
北
山
経
‘
飛
鼠
〕
或
以
レ
尾
翔
‘
或
以
レ
ー
2

:

1
6
6
)

の
字
。

る
利
毛
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
上
〕
曳
1

一
長
庚
之
飛
臀
五
整
咀
右
菌
之
流
英
↓
〔
後
漢
書
‘
敗
恭
博
〕
聞
‘
昔
戴
師
将
軍
髯
凌
‘
飛
鼠
鼓
レ
翰
‘
脩
然
背
騰
‘
用
無
―
―
常
所
巫
翌
岬
是
【
飛
揉
】
236

か
を
ど
り
と
ぶ
猿
。
〔
曹
植
‘
白
馬
篇
〕
仰
レ

日
月
之
太
常
↓
〔
庄
〕
臀
‘
即
施
旗
所
レ
垂
之
朽
毛
也
。
抜
西
胃
2
刺

レ

山

、

飛

泉

湧

出

。

〔

郭

撲

‘

遊

仙

詩

〕

放

レ

情

渇

。

手

接

―

―

飛

揉

面

ご

身

散

二

馬

蹄

↓

【
飛
石
】
2
0
3
5
キ

0
戦
守
の
具
。
大
木
を
立
て
、
石
を
其
凌
二
需
外
涵
磁
盃
芸
飛
泉
↓
〔
南
史
、
何
胤
博
〕
胤
以
―
―
若
【
飛
走
】
222

岱
〇
と
ぴ
は
し
る
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
必
出
〕
【
飛
閾
】
237

八ノ

i

高
い
建
物
の
上
層
に
あ
る
門
。
一
説
に
、

の
上
に
置
き
‘
機
を
猜
し
て
敵
を
う
つ
。
〔
左
氏
、
桓
‘
邪
慮
勢
迫
陰
‘
不
に
谷
五
姦
些
乃
遷
二
秦
望
山
m

山
有
1

一
飛
勇
力
飛
走
冒
将
之
士
、
居
レ
i

削
平
レ
日
翌
。
〔
拾
遺
記
‘
四
‘
門
上
に
突
出
し
た
方
木
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
排
1

一
飛
闊
一

五
慮
動
而
鼓
‘
疏
〕
賣
逹
以
レ
廂
為
襄
石
「
一
日
―
―
飛
泉
蓬
起
"
學
會
参
谷
の
名
。
〔
楚
辞
、
遠
消
〕
吸
飛
泉
秦
始
皇
〕
皆
不
レ
可
レ
料
睛
‘
或
翌
之
必
飛
走
也
。

O
鳥
而
上
出
、
若
レ
畏
目
於
天
表
↓
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
上
飛

ー

|

_
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闊
而
仰
眺
゜
〔
注
〕
綜
日
、
飛
閾
、
突
出
方
木
也
‘
銑
曰
‘

闇
‘
門
也
。

【
飛
丹
]238

ゲ
逍
家
の
丹
薬
。
〔
南
史
、
隠
逸
下
‘
陶
弘

景
偶
〕
弘
景
既
得
乙
岬
符
秘
訣
百
盆
竺
紳
丹
可
＂
成
‘
而

苦
レ
無
l

―
築
物
ご
市
給
―
―
黄
金
・
朱
砂
，
曾
青
・
雄
黄
等
ぶ
仮

合
飛
互
色
如
霜
雲
服
レ
之
橙
軽
‘
及
t
帝
服
飛
丹
―

有
丘
翠
盆
敬
重
之
↓

【
飛
瑞
】
239

ザ
急
流
の
瀬
。
は
や
せ
。
急
瑞
。
馳
瑞
゜

激
淵
゜
〔
李
白
‘
蜀
道
難
〕
飛
瑞
瀑
流
争
喧
臆
‘
詠
レ
崖
轄
レ

石
崩
堅
雷
゜
〔
江
南
野
録
〕
長
江
一
條
‘
飛
澁
千
里
。

【
飛
弾
】
2
4
0
t
/

と
ぶ
は
じ
き
だ
ま
。
飛
丸
。
〔
戴
復
古
‘

観
匝
士
龍
作
顧
彦
先
婦
答
レ
夫
二
首
ー
有
レ
感
次
韻
詩
〕

春
風
桃
已
紅
‘
光
陰
等
,
,
飛
弾
↓

【
飛
地
]241

信
所
有
地
な
ど
の
‘
一
所
に
ま
と
ま
つ
て

ゐ
て
主
橙
を
成
し
て
ゐ
る
土
地
か
ら
離
れ
て
散
在
す

る
土
地
。

【
飛
雉
】
242

五
飛
ぷ
雉
゜
輩
雉
。
〔
史
記
‘
殷
紀
〕
明

H
有二

飛
雉
「
登
鼎
耳
1

而
晦
゜

【
飛
馳
】
243

丑
と
ぴ
は
せ
る
。
飛
ぴ
は
し
る
。
〔
魏
文
帝
‘

典
論
‘
論
文
〕
不
レ
託
―
―
飛
馳
之
勢
一
而
臀
名
自
偉
―
―
於
後
一
》

[
飛
疇
】
244

丑
＂
清
‘
張
悼

(
4
-
9
8
1
2
:
 5
3
0
)

の
字
。

【
飛
派
】
245

f
e
i
'
c
h
a
n
g
'

と
ぴ
上
る
。
急
に
高
く
な
る
。

【
飛
聴
】
246

仕
ャ
ウ
鳥
の
聴
覺
。
〔
謝
震
運
‘
擬
1

一
魏
太
子

鄭
中
集
詩
‘
魏
太
子
〕
急
絃
動
―
―
飛
聴
「
清
歌
彿
―
―
梁
塵
↓

【
飛
沖
】
247

仕f
ゥ
高
く
と
ぴ
あ
が
る
。
〔
黄
消
‘
江
行
遇
土

侍
御
五
吋
〕
此
日
相
逢
魂
合
レ
断
‘
頼
レ
君
身
事
漸
飛
沖
゜

【
飛
注
】
248

仕f
ゥ
と
ぷ
や
う
に
流
れ
そ
そ
ぐ
。
〔
水
経
‘
漸

江
水
注
〕
瀬
勢
飛
注
‘
状
如
瀑
布
一

【
飛
晶
】
249

が
＂
〇
と
ぶ
と
り
。
飛
鳥

(
2
5
6
)

に
同
じ
。

〔
詩
‘
大
雅
、
桑
柔
〕
如
二
彼
飛
晶
五
時
亦

t
獲
。
●
よ
く
飛

ぶ
晶
を
い
ふ
。
該
姦
の
類
。
〔
説
文
〕
姦
‘
悩
レ
人
飛
贔
゜

【
飛
除
]250

が
高
い
き
ざ
は
し
。
〔
曹
植
、
七
啓
八
首
‘

六
〕
践
飛
除
即
―
閑
房
↓
〔
注
〕
清
日
、
飛
除
‘
高
陛
也
。

【
飛
勧
】
251

f
e
i
'
c
h
'
i
h
'

緊
急
命
令
を
獲
す
る
。

[
飛
沈
】
252

ザ
飛
ぶ
こ
と
と
沈
む
こ
と
。
又
、
魚
と
鳥
。

〔
陸
機
、
贈
―
―
従
兄
車
騎
1

詩
〕
螢
塊
懐
,
,
絃
土
五
精
爽
若
―
―

飛
沈
↓
〔
陸
雲
、
為
―
―
顧
彦
先

g炉
婦
往
返
詩
〕
山
海
一
何

喋
‘
讐
徊
飛
興
沈
二
曹
櫨
‘
答
趙
景
猷
詩
〕
山
谷
乖

錯
、
飛
沈
異
レ
塗
゜

【
飛
梯
】
253

江
｛
高
い
は
し
ご
。
古
‘
城
を
攻
め
る
に
用
ひ

る
。
雲
梯
゜

懸
梯
゜
〔
高

憬
‘
塁
居

解
願
〕
唐

太
宗
征
レ

遼
、
作
―
―
飛

梯
一
以
上
―
―

其
城
エ
有
下

應
募
為
―
―

梯
首
一
者
io

〔
武
備
志
、

飛
梯
圏
説
〕
飛
梯
‘
―
―
二
丈
‘
首
貫
l

―
雙
輪
ぶ
墜
蟻
附
一

則
以
レ
輪
著
レ
城
推

【
飛
遁
】
254

戸
急
い
で
遁
送
す
る
こ
と
。
速
か
に
次
々
に

送
り
や
る
こ
と
。
〔
蝠
悪
全
書
‘
郵
政
部
‘
穂
論
〕
奉
レ
命

星
馳
、
急
檄
飛
遁
゜

【
飛
艇
】
255

f
e
i
'
t
'
i
n
g
'

〇
飛
行
船
。

O
飛
制
。

【
飛
鳥
】
256

か
〇
そ
ら
を
と
ぶ
と
り
。
輩
鳥
。
飛
禽
゜
翔

禽
。
〔
易
‘
小
過
〕
飛
鳥
遺
―
―
之
昔
一
〔
證
‘
曲
幡
上
〕
問
鵡
能

言
‘
不
レ
離
1

一
飛
鳥
↓
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
登
惟
民
哉
‘
麒

麟
之
於
↓
―
走
獣
ご
鳳
凰
之
於
―
―
飛
鳥
五
泰
山
之
於
―
―
丘
姪
一

河
海
之
於
"
行
潔
玉
類
也
。
〔
六
餡
、
虎
餡
‘
曼
虚
〕
多
二
飛

鳥
而
不
レ
驚
゜
〔
管
子
、
七
法
〕
故
攀
レ
之
如
二
飛
鳥
↓

〔
列
子
、
黄
帝
〕
形
若
―
―
飛
鳥
揚
1

一
於
地
↓
〔
荘
子
、
天
下
〕
飛

鳥
之
景
‘
未
―
―
嘗
動
一
也
。
〔
戦
國
‘
楚
策
〕
輿
二
魏
王
に
竺

京
憂
之
下
面
匹
見
飛
鳥
↓
〔
宋
玉
‘
古
向
唐
賦
〕
飛
鳥
未
レ

及
レ
起
。
〔
漢
書
‘
籠
錯
傭
〕
徳
上
及
―
―
飛
鳥
玉
下
至
土
盆
竺

〔
陶
潜
‘
飲
酒
詩
〕
山
氣
日
夕
佳
、
飛
鳥
相
輿
還
‘
此
中

有
震
意
欲
枷
已
忘
ビ
言
。

e”
ぷ
⑦
大
和
國
の
地
名
。

＠
姓
氏
。
〔
新
撰
姓
氏
録
考
證
‘
十
四
〕
。

〖
飛
鳥
使
〗2

5
7
咋
Fウ
急
使
。
騨
騎
゜
〔
南
部
新
書
〕
蕃
中

飛
鳥
使
、
中
國
之
騨
騎
也
。
〔
稽
謂
録
、
各
役
‘
飛
鳥
使
〕

表
異
録
‘
吐
番
陥
l

―
麟
州
↓
虜
―
―
牌
徐
含
人
云
會
飛
鳥
使

至
、
召
1

一
其
軍
―
還
‘
飛
鳥
使
‘
謂
―
―
傭
騎
一
也
。

〖
飛
鳥
井
〗2
5
8
E

；
●
京
都
市
の
地
名
。

O
姓
氏
。
〔
拾

〖
飛
鳥
部
〗2

5
9
勺
；
姓
氏
。
〔
拾
芥
抄
〕
゜
L芥
抄
〕
。

〖
飛
鳥
盛
良
弓
蔵
〗2

6
1
芯
切
打
リ
‘
ヤ
‘
ゥ
捕
る
べ
き
鳥
が

居
な
く
な
る
と
弓
が
仕
舞
は
れ
て
し
ま
ふ
。
用
の
あ

る
時
は
使
は
れ
て
な
く
な
る
と
捨
て
ら
れ
る
。
人

臣
も
御
用
が
す
め
て
ら
れ
る
喩
。
飛
は
又
‘
蟄
に

（志備武）梯飛

作
る
。
高
鳥
盛
良
弓
蔵
。
狡
免
死
良
犬
烹
(
7
ー

2
0
3
6
5

:
【
飛
天
】
270

五
/
天
に
と
ぴ
上
る
。
〔
李
邑
、

B
賦
〕
乍
出
レ

62

3
7
)

を
見
よ
。
〔
論
衡
‘
骨
相
〕
氾
薮
去
レ
越
、
自
レ
齊
遺
天
海
而
融
朗
、
忽
飛
レ
天
而
光
大
。
〔
芹
執
中
、
白
雲
無
心

29ー

夫
種
書
一
日
、
飛
鳥
盛
良
弓
祓
‘
狡
免
死
走
犬
烹
‘
越
王
賦
〕
紆
餘
上
レ
漢
‘
線
饒
飛
レ
天
。

為
入
、
長
頸
烏
啄
‘
可
乙
宍
共
二
患
難
禾
_
レ
可

n一
典
共
―
―
榮
〖
飛
天
蕊
〗
2
7
1
5
？
草
の
名
。
旋
覆
花

(
5
-
1
3
6
5
6
:
7
 

翠
子
何
不
レ
去
。

8
)

の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
薬
品
、
薬
譜
〕
飛
天
蕊
‘
旋
覆
花
。

〖
飛
鳥
依
レ
人
自
加
憐
愛
―
〗

2
8
2
註
賃
汀
だ
炉
ォ
ハ
ゾ
鳥
〖
飛
天
蝶
蛭
〗

2
7
2
弁
8

植
物
の
名
。
〔
植
物
名
賓
園
考
〕

が
人
に
頼
つ
て
来
れ
ば
、
人
亦
自
然
と
之
を
愛
す
る
や
蜘
蛛
抱
蛋
｀
一
名
1

一
飛
天
蝶
蛉
ご
建
昌
・
南
績
皆
有
レ
之
‘

う
に
な
る
。
〔
藷
唐
書
‘
長
孫
無
忌
博
〕
（
太
宗
）
目
―
―
無
忌
—
近
レ
根
結
二
青
黒
賓
「
如
レ
卵
、
横
根
甚
長
‘
棚
結
密
験
‘
形

曰
‘
云
云
‘
堵
遂
良
‘
學
問
梢
長
‘
性
亦
堅
正
‘
既
宣
忠
如
ー
百
足
祓
以
―
―
其
吠
名
乏
‘
士
瞥
以
根
卵
1

治――熱

墨
甚
親
―
―
附
於
朕
一
讐
如
n

―
飛
鳥
依
レ
人
自
加
―
―
憐
愛
一
症
玉
南
安
土
呼
―
―
姶
薩
剛
百
公
治
-
l

腰
痛
咳
嗽
一

〖
飛
鳥
之
摯
也
挽1一
其
首1
〗2
6
3
匁

7
0弘
認
能
あ
る
鷹
〖
飛
天
使
者
〗

2
7
3
ゃ
豆
道
教
の
神
の
名
。
〔
桃
花
扇
‘
入

は
爪
を
隠
す
の
喩
゜
〔
淮
南
子
、
兵
略
訓
〕
夫
飛
鳥
之
摯
道
〕
今
奉
,
,
上
帝
之
命
函
玉
竺
飛
天
使
者
至
炉
馬
到
レ
任

也
挽
―
―
其
首
云
伍
獣
之
捜
也
匿
―
―
其
爪
ぶ
虎
豹
不
レ
外
―
―
其
去
也
。

爪
而
嘆
不
レ
見
函
°
〖
飛
天
＋
哨
〗

2
7
4
紐
翌•
{
7

北
京
の
燈
節
に
打
ち
放
つ

〖
飛
鳥
過
―
―
故
郷
1猶
臨
潤
徘
徊
〗2

8
4砕ゥ
五
ホ
n

は
認
＂
グ
煙
火
の
一
種
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
燈
節
〕
花
砲
棚
子
製
造

勺
ク
ワ
イ
鳥
で
さ
へ
も
‘
其
の
故
郷
の
空
を
通
る
時
に
各
色
姻
火
‘
競
レ
巧
半
レ
奇
、
有
-
1

合
翌
子
花
盆
・
云
云
・
飛
天

は
‘
故
郷
を
懐
し
ん
で
、
し
ば
し
さ
ま
よ
ひ
た
ち
も
と
ほ
十
嗚
↓

る
。
〔
藷
唐
書
‘
太
宗
紀
下
〕
（
貞
観
十
五
年
）
五
月
壬
申
‘
〖
飛
天
噴
筒
〗

2
7
5
九
グ
し
’
兵
器
の
名
。
竹
筒
の
中
に
火

井
州
僧
道
及
老
人
等
抗
表
‘
以
―
―
太
原
王
業
所
＞
因
、
明
薬
と
共
に
、
特
殊
の
槃
品
を
餌
の
如
く
作
っ
た
も
の
を

年
登
封
已
後
、
頼
時
臨
幸
‘
上
於
―
―
武
成
殿
五
炉
宴
‘
因
こ
め
た
も
の
。
貼
火
し
て
高
く
打
上
げ
る
。
〔
―
ニ
オ
圏

従
容
謂
―
―
侍
臣
一
日
‘
朕
少
在
,
,
太
原
五
I

↓
一
塁
緊
博
戯
三
暑
會
‘
器
用
、
飛
天
噴
筒
〕
飛
天
噴
筒
、
載
―
―
径
二
寸
竹
ご
装

往
寒
逝
‘
将
さ
―
十
年

L
大
‘
云
云
‘
皆
奏
‘
卸
日
四
海
太
葵
製
‘
打
成
餌
‘
修
本
口
筒
口
面
品
五
邊
取
1

一
渠
一
道
面
？

平
‘
百
姓
歓
築
‘
陛
下
力
也
‘
臣
等
餘
年
、
日
惜
,
,
一
日
一
薬
線
丘
げ
之
、
下
―
―
火
葵
一
層
―
―
餌
―
筒
用
送
入
推

但
脊
―
―
患
聖
化
ご
小
レ
知
年
全
只
因
固
請
レ
過
二
井
州
｛
上
緊
‘
可
二
高
十
藪
丈
遠
三
四
十
歩
盃
裡
粘
1

一
帆
上
一
如
レ
膠
‘

謂
日
‘
飛
鳥
過
故
郷
↓
猶
蹄
鴎
徘
徊
‘
況
朕
於
1

一
太
原
1

立
見
l

―
帆
燃
↓
莫
レ
救
レ
此
‘
極
妙
極
妙
‘
萬
分
効
策
。

起
レ
義
‘
遂
定
天
下
雀
少
小
遊
観
‘
誠
所
レ
不
レ
忘
‘
岱
椿
〖
飛
天
誅
馬
〗

2
7
6
吐
だ
叢
辰
の
名
。
九
宮
を
飛
行
す
る

若
畢
‘
或
翼
輿
入
ム
等
―
相
見
‘
於
レ
是
賜
レ
物
各
有
レ
差
。
と
い
ふ
天
誅
・
天
馬
の
二
辰
゜
〔
協
紀
琲
方
書
、
義
例
、
飛

【
飛
腕
】
邸
か
喪
柩
の
桂
゜
〔
溢
岳
‘
寡
婦
賦
〕
龍
蟷
懺
天
馬
〕
誅
馬
‘
為
↓
一
年
方
之
吉
紳
荘
法
用
五
詠
馬
地
支
百
5
-

―

以
星
駕
分
‘
飛
族
翻
以
啓
レ
路
。
〔
注
〕
清
日
‘
施
‘
引
レ
柩
月
建

i
ご
中
宮
面
順
―
―
飛
九
宮
面
例
如
―
―
甲
子
年
五
祗
馬
倶

幡

也

。

在

に

貝

‘

―

一

月

卯

建

入

中

宮

面

順

レ

散

至

レ

寅

、

在

―

―

兌

七

一

【
飛
超
】
266

か
と
ぴ
こ
え
る
。
飛
跨
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
即
誅
馬
同
在
―
―
兌
宮
玉
餘
類
推
。

狭
腿
裸
然
‘
謄
赳
飛
超
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
騰
超
飛
超
‘
言
―
-
【
飛
博
】
277

か
宿
つ
ぎ
の
は
や
馬
。
は
や
う
ま
。
星
傭
°

其

軽

捷

一

也

。

〔

慮

照

部

、

至

―

―

陳

倉

一

瞭

晴

望

―

―

京

邑

↓

詩

〕

彿

レ

曙

騒

―

―

飛

【
飛
跳
】
287

か
と
ぴ
あ
が
る
。
（
韓
愈
‘
病
鵠
詩
〕
昨
日
傭
ぶ
丘
晴
如
四
晩
涼
↓

有

氣

丸

飛

跳

弄

二

藩

緬

↓

【

飛

殿

】

278

が
高
い
家
屋
。
高
い
御
殿
。
〔
呉
師
道
、
北

【
飛
條
】
268

炉
匿
名
書
。
飛
書
。
〔
後
漢
書
‘
宦
者
、
呂
強
山
紀
遊
詩
〕
飛
殿
俯
逢
峙
、
重
闘
故
不
レ
封
。

傭
〕
墾
邪
項
領
‘
膏
反
口
拭
レ
舌
、
競
欲
1

一
咀
哨
涵
竺
作
飛
【
飛
電
】
2
7
9
g
/
0
ひ
ら
め
く
い
な
ぴ
か
り
。
〔
播
岳
、
螢

條

二

注

〕

飛

條

‘

飛

書

也

。

火

賦

〕

穎

若

―

―

飛

電

之

宵

逝

面

彗

似

―

―

移

星

之

雲

流

-
0

【
飛
鏑
】2

6
9
五
キ
と
ぴ
行
く
か
ぶ
ら
や
。
〔
曹
植
、
大
司
馬
f
e
i
'
t
i
e
n
•
急
ぎ
の
電
報
。

曹
休
誅
〕
足
蹴
―
―
白
刃
至
J

按

↓

―

飛

鏑

↓

【

飛

免

】

280

パ
良
馬
の
名
。
日
に
萬
里
を
行
く
。
〔
呂
覧
、

ハ
六
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離
俗
〕
飛
免
・
要
褒
、
古
之
駿
馬
也
。
〔
注
〕
飛
免
・
要
褒
、

皆
馬
名
也
、
日
行
萬
里
、
馳
若
1

一
免
之
飛
ご
因
以
為
レ
名

也
。
〔
淮
南
子
‘
齊
俗
訓
〕
夫
待
,
,
駿
褒
・
飛
免
―
而
駕
レ
之
。

〔
後
漢
書
‘
文
苑
下
‘
禰
衡
偉
〕
飛
免
•
駿
褒
‘
絶
足
奔
放
。

〖
飛
免
龍
文
〗2

8
1
峠
ウ
プ
ン
俊
童
の
喩
゜
飛
免
・
龍
文
は
、

共
に
古
の
良
馬
。
〔
藝
林
伐
山
〕
田
巴
奇
―
―
魯
連
1

日
‘
魯

連
子
乃
飛
免
也
、
翌
直
干
里
駒
哉
、
楊
津
目
―
―
楊
惜
1

日、

此
兒
駒
歯
未
レ
落
、
已
是
我
家
龍
文
、
更
十
歳
、
営
レ
求
―
―

之
千
里
外
↓

【
飛
渡
】
282

い
と
び
わ
た
る
。
速
か
に
渡
る
意
。
〔
晉
書
、

杜
預
傭
〕
北
来
諸
軍
‘
乃
飛
―
―
渡
江
一
也
。

【
飛
菟
】
283

凸
良
馬
の
名
。
飛
免
(
2
8
0
)

の
●
に
同
じ
。

〔
宋
書
‘
符
瑞
異
志
七
〕
駿
褒
‘
紳
馬
也
‘
卑
ハ
―
―
飛
菟
ー
同
。

【
飛
送
】
284

圧
良
馬
の
名
。
飛
免
(
2
8
0
)

の
●
に
同
じ
。

〔
應
場
‘
馳
射
賦
〕
翠
駿
籠
,
,
子
衡
首
盆
成
皆
腰
褒
興
二
飛

逹↓

【
飛
奴
】
285

凡
空
を
と
ぷ
召
使
ひ
の
意
で
、
傭
書
鳩
を
い

ふ
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
傭
レ
書
鵠
〕
張
九
齢
少
年
時
‘
家

養
霊
鵠
毎
レ
界
親
知
書
信
社
往
只
以
レ
書
繋
1

一
鵠
足

下
丘
空
所
レ
教
之
虞
—
飛
往
投
と
之
、
九
齢
目
レ
之
為
→
→
飛

奴
盃
時
人
無
J

不
＝
愛
訪
↓

【
飛
棟
】
286

炉
高
い
屋
根
の
む
ね
‘
高
棟
。
崇
棟
。
隆
棟
゜

雲
棟
゜
〔
曹
植
、
贈
-
1

徐
幹
―
詩
〕
春
鳩
鳴
―
―
飛
棟
涵
g

姦
激
,
,

饂
軒
↓
〔
張
正
見
、
臨
高
畳
詩
〕
飛
棟
臨
―
―
黄
鶴
る
高
聰
度
二

白
雲
↓

【
飛
謄
】
287

炉
と
び
あ
が
る
。
飛
揚
。
飛
腸
。
飛
上
。
輩

騰
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
吾
令
↓
1

鳳
鳥
飛
騰
一
号
、
織
レ
之
以
↓
一
日

翌
〔
論
衡
‘
龍
虚
〕
形
軽
飛
騰
‘
若
―
―
鴻
鵠
之
状
↓
〔
應
瞭
、

輿
面
公
球
書
〕
繁
俎
綺
錯
‘
羽
爵
飛
騰
。

【
飛
動
】
寧
炉
と
び
う
ご
く
。
い
き
い
き
し
て
ゐ
る
さ

ま
に
い
ふ
。
〔
東
観
餘
論
〕
出
没
飛
動
、
神
會
意
得
。
〔
宋

史
、
孫
子
秀
博
〕
抵
掌
極
談
‘
紳
釆
飛
動
。

【
飛
遁
】
289

ザ
隠
居
す
る
。
飛
逓
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、

張
衡
博
〕
文
君
為
レ
我
端
レ
著
分
、
利
,
,
飛
遁
以
保
r
名。

〔
注
〕
淮
南
九
師
道
訓
日
‘
遁
而
能
飛
、
吉
執
大
レ
焉
。
〔
西

埃
叢
語
〕
周
易
逓
卦
‘
肥
遂
無
レ
不
レ
利
‘
肥
字
古
作
レ
也
、

興
―
―
古
之
輩
字
l

相
似
、
即
今
之
飛
字
、
後
世
遂
改
為
,
,
肥

字
冗
師
道
訓
云
‘
遁
而
能
飛
、
吉
執
大
レ
焉
‘
張
平
子
思

玄
賦
云
‘
欲
―
―
飛
遁
以
保
る
名
、
注
引
,
,易
上
九
面
飛
遁
無
レ

不
レ
利
‘
謂
二
去
而
遷
1

也。
|

_

 

飛

部

飛

【
飛
逐
】
290

圧
‘
’
隠
居
。
遜
世
。
現
那
代
酔
編
、
巻
十
一

に
見
ゆ
。
〔
張
衡
、
思
玄
賦
〕
文
君
為
レ
我
端
レ
贅
分
、
利
1

一

飛
逐
以
保
ブ
名
。
〔
注
〕
衡
日
‘
逐
‘
卦
名
也
、
上
九
日
、
飛

逐
無
レ
不
レ
利
‘
謂
―
―
去
而
遷
一
也
。
〔
曹
植
、
七
啓
八
首
‘

一
〕
飛
逓
離
俗
゜
〔
注
〕
向
日
、
飛
遜
、
易
卦
也
‘
取
1

一
其
隠

逓
之
義
1

爾

。

「

〔

注

〕

飛

肉

‘

禽

鳥

也

。

【
飛
肉
】
2
9
1
-
ク
鳥
類
。
〔
太
玄
経
、
唐
〕
明
珠
弾
1

一
於
飛
肉
一

【
飛
馬
】
292

心
●
飛
ぶ
や
う
に
走
る
馬
。
〔
鄭
惜
、
同
―
―
章

含
人
早
朝
1

詩
〕
飛
馬
看
孟
歪
密
喧
車
識
1

一
駐
昔
↓
●
星

宿
の
名
。
室
・
壁
の
二
宿
が
合
し
て
な
り
‘
賓
瓶
宿
の
北

に
在
る
。

〖
飛
馬
始
〗2

9
3
伍
”
’
乗
馬
始
。
馬
の
乗
り
ぞ
め
。
古
、
暦

の
正
月
二
日
の
下
段
に
記
し
て
あ
っ
た
「
姫
始
」
と
い

ふ
語
の
一
解
。
即
ち
、
姫
始
は
飛
馬
始
で
、
乗
馬
始
の
意

で
あ
る
と
い
ふ
。
姫
始
(
8
|
6
g
o
:4
5
)
を
見
よ
。

【
飛
字
】
294

貼
パ
は
は
き
星
。
運
行
の
迅
速
な
こ
と
か
ら

い
ふ
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
伏
淫
博
〕
飛
字
横
"
於
天
漢
盃
皿
劉

安
誅
絶
。

【
飛
梅
】
295

玲
菅
原
道
箕
左
遷
の
時
、
主
人
を
慕
つ
て

築
紫
ま
で
飛
ん
で
行
っ
た
と
い
ふ
梅
。

【
飛
放
】
函
炉
鷹
狩
を
い
ふ
。
〔
元
史
‘
兵
志
四
、
鷹
房

捕
撒
〕
冬
春
之
交
、
天
子
或
親
幸
―
―
近
郊
ぶ
竺
鷹
隼
一
樽

撃
‘
以
為
遊
豫
之
度
盃
ザ
之
飛
放
↓

〖
飛
放
泊
]
ぞ
勺
苑
の
名
。
北
京
氷
定
門
外
の
南
苑

を
い
ふ
。
泊
は
水
の
集
ま
る
所
（
湖
沼
等
）
の
意
、
飛
放

泊
は
鷹
狩
に
適
す
る
水
邊
と
い
ふ
程
の
意
で
、
南
苗
以

外
に
も
此
の
名
を
有
す
る
地
が
あ
る
。
〔
方
輿
勝
覧
〕
飛

放
泊
、
在
1

一
大
興
縣
正
南
ご
又
北
城
店
・
黄
埃
店
、
倶
有
1

一

飛
放
泊
↓

【
飛
報
】
296

炉
い
そ
ぎ
の
し
ら
せ
。
又
、
い
そ
い
で
知
ら

せ
る
。
急
報
。
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
飛
―
―
報
軍
情
ぶ
注
解
〕

聰
1

一
見
軍
務
情
形
ご
飛
速
報
聞
。
〔
國
史
略
‘
正
親
町
天

皇
〕
秀
吉
欲
レ
攻
↓
―
岐
阜
：
會
甚
雨
‘
禄
川
暴
派
不
レ
得
レ

清
、
命
頓
1

一
軍
水
岸
ご
是
日
午
時
、
賤
嶽
飛
報
至
1
1

大
垣
一

秀
吉
大
笑
、
揮
レ
刀
距
躍
曰
、
敵
在
1

一
吾
術
中
↓

【
飛
胞
】
297

f
e
i
'
p
'
a
o
3

駈
け
る
。
逃
げ
る
。

【
飛
姦
】
蕊
岱
〇
箭
の
名
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
飛
品
、
箭
也
。

〔
方
言
、
九
〕
箭
三
鎌
長
尺
六
者
、
謂
―
―
之
飛
姦
↓
〔
東
観
漢

記
〕
光
武
作
―
―
飛
猛
箭
百
盆
竺
赤
眉
=
•
晶
の
名
。
輩
猛
。

〔
爾
雅
翼
、
繹
晶
‘
蜜
贔
〕
又
軍
行
卒
逢
―
―
群
蜂
及
飛
姦
一
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飛
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〖
飛
亮
鳥
〗3

1
9
八
勺
覺
に
化
し
た
く
つ
。
仙
人
王
子
喬
弗
底
'
‘
使

1
1人
上
五
儡
杢
告
1一
文
姦
事
→
〔
注
〕
師
古
日
、
矢
。
火
矢
。
〔
周
糧
、
夏
官
、
司
弓
矢
、
凡
矢
柱
矢
紫
矢
正
博
〕
蒔
燭
察
レ
賓
以
飛
レ
誉
、
狐
梁
託
レ
絃
以
流
レ
臀
。

46
 

の
蔦
。
〔
沈
約
、
和
1
1

謝

宣

城

一

詩

〕

王

喬

飛

覺

蔦

‘

東

方

飛

髪

、

猶

レ

言

―

―

急

雙

一

也

。

利

1
1

火
射
H

注
〕
柱
矢
者
、
取
一
名
畏
星
飛
行
有
孟
光
、
今
【
飛
容
】
349

炉
と
ぶ
す
が
た
。
〔
飽
照
、
舞
鶴
賦
〕
眼
1
1

清

29

金

馬

門

。

【

飛

約

】

331

丸

ン

鰐

の

粉

末

。

〔

綴

耕

録

、

貼

接

紙

縫

法

〕

古

之

飛

矛

是

也

。

響

於

丹

埠

云

舞

,

,

飛
容
於
金
閣
↓

【
飛
舞
]320

九
飛
ぴ
舞
ふ
。
〔
宋
史
‘
築
志
十
一
〕
百
震
秘
法
用
―
―
椿
樹
汁
・
飛
鰐
・
白
笈
末
、
三
物
一
調
和
如
レ
糊
、
【
飛
奔
】
340

が
走
り
と
ぶ
。
又
、
車
を
い
ふ
。
〔
顔
延
之
、
【
飛
踊
】
350

が
と
ぴ
あ
が
る
。
を
ど
り
あ
が
る
。
〔
應
場
、

怪
‘
婉
誕
飛
舞
。
〔
武
元
衡
‘
四
川
使
宅
有
葦
令
公
時
孔
以
レ
之
貼
1

一
接
紙
縫
で
氷
不
11

脱

解

↓

應

レ

詔

観

-
1

北
湖
田
牧
1

詩
〕
飛
奔
互
流
綴
‘
提
骰
代
廻
闘
難
詩
〕
雙
距
解
―
―
長
採
云
飛
踊
超
1

一
敵
倫
↓

雀
在
焉
云
云
詩
〕
動
―
―
揺
金
翠
尾
云
飛
―
―
舞
碧
梧
陰
↓
【
飛
鞭
】
332

丸
／
〇
鞭
を
あ
て
る
。
〔
北
齊
書
‘
恩
倖
‘
韓
環
。
〔
注
〕
翰
日
、
飛
奔
、
車
也
。
【
飛
蠅
】
351

炉
と
ぶ
は
へ
。
〔
陸
涌
、
午
睡
詩
〕
競
紋
似
レ

【
飛
風
】
321

な
ウ
速
力
の
は
や
い
風
。
疾
風
。
〔
推
逢
麻
語
〕
賓
業
等
傭
〕
然
後
升
騎
飛
レ
鞭
‘
競
走
敷
十
、
為
二
蓋
馬
【
飛
沫
】
341

ヂ
と
ば
し
り
。
し
ぶ
き
。
散
沫
。
跳
沫
゜
〔
木
水
飛
蠅
避
、
鼻
息
如
レ
雷
稚
子
驚
゜

呉
呼

1
1疾
速
〖
竺
飛
風
→
塵
必
全
。
●
球
を
打
つ
棒
。
〔
李
邑
‘
春
賦
〕
飛
鞭
蹴
鞠
、
華
、
海
賦
〕
更
相
獨
博
、
飛
沫
起
極
濤
°
〖
飛
蠅
垂
蛛
〗

3
5
2
注
ぜ
飛
蠅
と
垂
蛛
。
眼
前
の
黒
貼

〖
飛
風
道
者
〗3

2
2
誘
翌
牙
硝
（
牙
消
）
（7
|
1
器
g

：
旋
舞
琵
琶
。
【
飛
鳴
】

3
4
2
バ
イ
●
飛
び
且
つ
鳴
く
。
飛
び
な
が
ら
鳴
く
。
を
い
ふ
。
〔
藷
唐
書
、
白
居
易
博
〕
既
壮
而
膚
革
不
→

1豊

8
5
)

の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
葉
品
‘
葵
譜
〕
飛
風
道
者
、
牙
消
。
【
飛
辮
】
333

丸
ン
雄
辮
を
ふ
る
ふ
。
〔
播
岳
、
夏
侯
常
侍
誅
〕
〔
播
岳
‘
射
雉
賦
〕
越
レ
堅
浚
レ
本
‘
飛
鳴
薄
レ
凜
゜
〔
蘇
試
‘
盈
工
未
レ
老
而
歯
髪
早
衰
白
‘
督
然
如
T

飛
蠅
垂
蛛
在
二
眸

【
飛
伏
】
323

在
京
房
易
の
説
。
卦
の
見
否
を
い
ふ
も
の
。
飛
レ
辮
捐
レ
藻
、
華
繁
玉
振
。
後
赤
壁
賦
〕
疇
昔
之
夜
‘
飛
鳴
而
過
レ
我
者
、
非
レ
子
也
耶
。
子
中
1

者
ぶ
動
以
1
1

萬
敷
云
蓋
以
1

一
苦
學
力
文
之
所
ヮ
致
。

〔
詰
経
精
含
文
集
、
胡
籍
‘
漢
経
家
法
考
〕
易
家
天
學
、
則
【
飛
歩
】
334

吐

足

を

は

や

め

て

あ

ゆ

む

。

〔

郭

環

‘

遊

仙

●

”

姓

氏

。

〔

姓

名

録

抄

〕

。

【

飛

鷹

】

353

が
●
た
か
を
と
ば
す
。
飛
鷹
走
狗
を
見
よ
。

如
盃
喜
明
-
1卦氣
二
尽
房
言

1
1納
甲
飛
伏
ニ
鄭
君
闇
,
,
~
詩
〕
懸
レ
手
攀
11

金
梯
砿
匹
歩
登
1
1

玉
闘
↓
【
飛
蝶
】
印
八
イ
と
ぷ
い
な
む
し
。
〔
庚
信
‘
周
瀧
右
継
管
●
と
び
あ
が
る
。
飛
揚
(
3
4
4
)

の
O
に
同
じ
。
〔
藷
五
代

辰
虞
翻
推
＊
消
息
3

〔
経
學
歴
史
、
経
學
昌
明
時
代
〕
惟
【
飛
蓬
】
335

が
●
風
に
魏
つ
て
飛
ぶ
よ
も
ぎ
。
秋
、
枯
れ
長
史
贈
太
子
少
保
豆
虞
公
神
道
碑
〕
玄
獣
浮
レ
河
‘
飛
嵌
史
‘
唐
符
習
博
〕
習
飛
鷹
痛
飲
、
周
1

一
溜
田
里
↓

京
氏
猶
存
箕
略
盃
飛
伏
世
應
‘
多
近
―
―
術
散
→
〔
周
予
同
て
、
強
風
に
吹
か
れ
‘
瞭
野
を
轄
り
飛
び
ゆ
く
よ
も
ぎ
。
出
レ
境
。
〖
飛
鷹
走
狗
】

3
5
4
な
悶
た
か
を
と
ば
し
犬
を
は
し
ら

注
〕
飛
伏
‘
言
―
―
卦
之
見
否
工
朱
子
獲
云
、
凡
卦
見
者
為
レ
一
説
に
、
風
に
飛
ぴ
ゆ
く
蓬
の
種
子
。
蓬
は
菊
科
の
植
【
飛
揚
】
344

炉
●
と
び
あ
が
る
。
ま
ひ
あ
が
る
。
又
、
ひ
す
。
狩
撮
を
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
哀
術
博
〕
少
以
11

侠

飛
‘
不
レ
見
者
為
レ
伏
、
飛
‘
方
宋
也
、
伏
、
既
往
也
。
物
で
、
種
子
に
た
ん
ぼ
ぼ
の
や
う
な
冠
毛
を
有
す
る
。
る
が
へ
り
と
ぶ
。
又
、
高
く
ひ
る
が
へ
る
。
飛
騰
。
〔
史
氣
1

聞
‘
散
興
1

一
諸
公
子
五
飛
』
鷹
走
レ
狗
、
後
頗
折
レ
節
。

【
飛
文
】
324

九
ン
●
無
根
の
説
を
記
し
た
文
書
。
〔
漢
書
‘
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
見
11

飛
蓬
轄
―
而
知
伝
為
油
車
。

O
乱
記
‘
高
祗
紀
〕
大
風
起
分
雲
飛
揚
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
平
【
飛
翼
】
蕊
が
飛
ぶ
鳥
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
哀
江
頭
詩
〕

劉
向
博
〕
縁
―
―
飾
文
字
ご
巧
レ
言
醜
紙
、
流
言
飛
文
‘
課
1

一
れ
た
よ
も
ぎ
。
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
乱
れ
た
枯
蓬
。
車
飛
揚
、
武
騎
幸
皇
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
雲
飛
揚
今
雨
滞
翻
レ
身
向
レ
天
仰
射
レ
雲
‘
一
箭
正
堕
雙
飛
翼
゜

於
民
間
↓
●
す
ぐ
れ
た
文
。
飛
文
染
翰
を
見
よ
。
一
説
に
‘
緊
つ
て
乱
れ
飛
ぶ
蓬
の
種
子
。
〔
詩
‘
衛
風
‘
伯
浦
゜
〔
論
衡
‘
状
留
〕
飛
揚
千
里
。
〔
杜
甫
、
冬
H
洛
城
北
【
飛
来
】
356

九
イ
と
び
宋
る
。
〔
古
築
府
、
諧
歌
何
嘗
行
〕
飛

〖
飛
文
染
翰
]
3
2
5

拷
が
秀
れ
た
文
章
。
立
派
な
文
書
。
今
〕
自
二
伯
之
東
涵
I
如
飛
蓬
→
〔
集
傭
〕
蓬
、
草
名
‘
其
華
謁1

1玄
元
皇
帝
廟
一
廟
有
→1呉
道
士
書
五
聖
圏
1詩
〕
冤
旋
来
雙
白
鵠
、
乃
従

1
1西
北
一
宋
゜
〔
劉
長
卿
、
感
懐
詩
〕
自
笑

〔
梁
昭
明
太
子
、
文
選
序
〕
詞
人
オ
子
、
則
名
溢
1
1

於
繰
如
柳
紫
玉
緊
而
飛
如
ー

IL髪

;o枯
れ
た
よ
も
ぎ
。
〔
後
漢
倶
秀
獲
‘
腔
旗
盛
飛
揚
°
●
秩
序
な
く
乱
れ
る
こ
と
。
落
不
レ
如
―
―
湘
浦
雁
盃
飛
宋
却
是
北
欝
時
。
〔
劉
希
夷
‘
9

公
子

衷

飛

文

染

翰

、

則

巻

盈

―

―

乎

細

峡

↓

書

‘

哀

紹

博

上

〕

若

T

攀
一
忍
ぶ
今
以
焚
＊
飛
蓬

H
O動
揺
し
ち
つ
か
ぬ
こ
と
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
趣
含
滑
f

心
‘
使
―
―
性
飛
行
〕
娼
家
美
女
鬱
金
香
、
飛
去
飛
来
公
子
傍
゜

【
飛
陛
】3
2
6
f
ィ
高
い
き
ざ
は
し
。
雲
陛
゜
〔
曹
植
、
七
啓
〕
て
定
ま
ら
な
い
さ
ま
の
喩
。
〔
管
子
、
形
執
〕
飛
蓬
之
問
‘
揚
→
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
〕
精
岡
間
而
飛
揚
合
。
●
自
〖
飛
来
禍

]
3
5
7

芍
ィ
思
ひ
が
け
な
い
わ
ざ
は
ひ
。
〔
通
俗

華
閣
縁
レ
雲
、
飛
陛
陵
レ
虚
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
飛
陛
方
レ
不
レ
在
レ
所
レ
賓
。
〔
注
〕
飛
蓬
、
因
』
風
動
揺
不
と
定
喩
゜
〔
管
由
自
在
な
こ
と
。
〔
楚
辞
‘
九
歌
‘
河
伯
〕
登
1

一
嘉
盗
云
ヮ
四
編
‘
境
遇
、
飛
来
禍
〕
後
漢
書
、
周
榮
博
‘
常
赦
二
妻
子
玉
若

輩
而
径
レ
西
‘
三
畳
列
峙
而
呼
蝶
。
子
、
形
執
解
〕
無
―
―
儀
法
程
式
正
輩
描
無
レ
所
レ
定
、
謂
―
―
之
望
‘
心
飛
揚
令
浩
湯
°
R
剣
紳
の
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
兵
部
卒
遇
1

一
飛
禍
一
鉦
炉
得
―
―
濱
殆
面
但
俗
人
亦
謂
―
―
之
飛
来
禍
↓

【
飛
豹
】3

2
7
詑
●
た
け
く
す
ば
し
こ
い
豹
゜
〔
揚
雄
、
利
輩
蓬
之
問
→
●
旅
人
、
或
は
旅
人
の
孤
獨
・
寂
客
の
境
遇
七
十
五
、
靭
下
〕
龍
魚
河
圏
日
、
云
云
‘
剣
紳
名
→

1飛
揚
→
〖
飛
来
輻
〗

3
5
8
咋
｛
思
ひ
が
け
な
い
幸
緬
゜
〔
易
林
、
恒
第

撒
賦
〕
踏
―
―
飛
豹
ヽ
藻
陽
↓
●
晉
の
王
禰
(
7
|
2
0
8
2
3

の
喩
。
〔
謝
瞭
、
九
日
従
え
木
公
戯
馬
憂
集
姦
一
1一
孔
令
―
〖
飛
揚
践
思
]
磁
ぺ
窃
鷲
鳥
が
飛
揚
し
、
大
魚
が
践
恩
三
十
二
、
元
妄
〕
飛
来
之
輻
、
入
―
―
我
居
室
百
緊
吝
吾
國
→

,
 ·
9
0
8
)
の
綽
名
。
弓
馬
を
操
る
に
迅
速
で
あ
っ
た
か
ら
詩
〕
臨
レ
流
怨
レ
莫
レ
従
、
歓
心
歎
―
―
飛
蓬
→
す
る
。
拘
束
を
受
け
ず
に
横
行
す
る
喩
゜
〔
北
史
‘
齊
神
〖
飛
束
峯
〗

3
5
9
誘
ィ
峯
の
名
。
O
浙
江
省
杭
州
市
の
霊

い
ふ
。
〔
晉
書
‘
王
禰
博
〕
弓
馬
迅
捷
‘
齊
力
過
レ

A

、
育
土
〖
飛
蓬
乗
レ
風
〗3
3
6
れ
翌
ぇ
ョ

i
＾
枯
れ
た
蓬
が
風
に
乗
じ
武
紀
〕
侯
景
専
制
―
―
河
南
1十
四
年
芙
‘
常
有
→1飛
揚
跛
思
隠
山
の
東
南
。
〔
輿
地
記
〕
晉
咸
和
中
、
西
僧
慧
理
登
―
―
此

琥

葛

飛

豹

↓

て

飛

ぶ

。

勢

に

乗

ず

る

喩

゜

〔

商

子

、

禁

使

〕

飛

蓬

遇

―

―

瓢

志

↓

〔

杜

甫

、

贈

1

一
李
白
一
詩
〕
痛
飲
狂
歌
空
度
レ
日
、
飛
揚
山
面
歎
日
、
此
是
中
天
竺
國
震
鷲
山
之
小
嶺
‘
不
レ
知
何

【
飛
馳
】
328

詑
は
や
て
。
飛
風
。
〔
陸
機
、
日
出
東
南
隅
風
面
而
行
―
―
千
里
盃
{11
風
之
勢
一
也
。
践
隠
為
レ
誰
雄
。
〔
げ
氾
成
大
‘
瞭
起
聞
レ
雨
詩
〕
篇
索
輪
困
年
飛
来
、
因
琥
―
―
其
峯
1

曰
飛
宋
二
亦
名
―
―
霊
鷲
峯
↓
●

行
〕
遺
芳
結
飛
腿
ぶ
浮
景
映
溢
阻
喪
〖
飛
蓬
随
レ
風

]
3
3
7

共
夕
’N

枯
れ
た
蓬
が
風
の
ま
に
憐
―
―
燭
儘
盃
飛
揚
跛
思
厭
―
―
蚊
贅
→
縣
建
省
崇
安
縣
の
武
夷
山
玉
柱
峯
の
南
。

【
~
心
片
】
3
2
9
竺
飛
び
散
る
零
片
や
花
片
な
ど
。
〔
梅
発
ま
に
飛
ぶ
。
一
定
の
主
義
方
針
が
な
く
、
情
勢
・
環
境
等
【
~
ボ
闊
】

3
4
6
炉
飛
揚
に
同
じ
。
〔
楚
酔
‘
宋
玉
、
九
辮
〕
何
【
飛
浪
】

3
6
0
九
ウ
高
く
あ
が
る
な
み
。
〔
孔
稚
珪
、
堵
先
生

臣
‘
依
レ
韻
和
＝
奥
長
文
含
人
射
レ
雪
攘
1

「
氷
叔
内
翰
―
詩
〕
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
る
喩
゜
〔
後
漢
書
、
明
帝
紀
〕
飛
蓬
曾
華
之
無
レ
賓
今
‘
従
―
―
風
雨
―
而
飛
膿
。
百
玉
碑
序
〕
飛
浪
突
レ
雲
‘
奔
淵
急
レ
箭
゜

不
レ
管
因
レ
風
吹
―
―
塞
外
五
任
教
n

一
飛
片
落
1

一

杯

中

↓

〔

黄

庚

、

随

レ

風

、

微

子

所

レ

歎

。

【

飛

躍

]347

ヂ
●
と
ぴ
あ
が
る
。
高
く
を
ど
り
あ
が
る
。
【
飛
郎
】
361

が
箭
を
い
ふ
。
蜀
王
建
の
軍
中
の
隠
語
。

燈
花
詩
〕
自
喜
結
根
同
1一
小
草
→
不
レ
愁
飛
片
落
―
―
蒼
苔
→
【
~
~
】

3
3
8
が
速
か
に
動
く
や
い
ば
。
〔
陸
機
、
従
軍
行
〕
〔
李
塁
玉
‘
贈
1一
方
虞
士
―
詩
〕
赤
寄
終
得
品
意
、
天
池
侯
―
-
〔
清
異
録
、
武
器
、
小
逸
巡
〕
王
建
初
起
二
軍
中
隠
語
五
代

1一

【
飛
勢
】
330

竺
急
に
起
っ
た
で
き
ご
と
。
急
勢
。
輩
勢
。
飛
鋒
無
レ
絶
レ
影
、
鳴
鏑
自
相
和
。
〔
注
〕
向
日
、
鋒
、
謂
―
―
飛
躍
↓
●

e}勢
よ
く
活
動
す
る
こ
と
。
＠
地
位
の
に
は
器
械
之
名
盆
竺
犯
者
[
『
-
ー
不
詳
云
ぎ
孟
氏
時
云
恒
有
―
―

〔

漢

書

、

張

湯

博

〕

河

東

人

李

文

、

故

嘗

興

レ

湯

有

レ

隙

‘

已

兵

刃

一

也

。

か

に

進

む

こ

と

。

C
)
正
し
い
段
階
を
ふ
ま
な
い
こ
と
。
能
道
1

一
其
略
五
者
、
云
云
‘
箭
日
―
―
飛
郎
↓

而
慕
御
史
中
承
予
Z
云
、
湯
所
レ
愛
史
魯
謁
居
、
知
泣
g

【
飛
矛
】
339

が
矢
の
一
種
。
古
、
火
射
に
用
ひ
た
矢
゜
柾
【
飛
誉
】
348

虹
誉
を
揚
げ
る
。
名
を
馳
せ
る
。
〔
蜀
志
、
部
【
飛
湯
】
362

が
高
く
あ
が
る
お
ほ
な
み
。
〔
木
華
、
海
賦
〕



飛

部

飛

三
六
九

飛
滞
相
破
‘
激
勢
相
濁
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
湯
、
大
波
也
。

【
飛
爛
】
363

九
ン
風
に
ふ
き
ま
く
ら
れ
て
ゐ
る
火
烙
。
〔
左

思
‘
呉
都
賦
〕
飛
爛
浮
煙
、
載
霞
載
陰
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
火

烙
随
レ
風
而
飛
゜

【
飛
羅
】
364

九
ン
高
く
張
っ
た
あ
み
。
〔
張
協
、
七
命
八
首
‘

四
〕
爾
乃
布
-
1

飛
羅
ぶ
密
脩
罠
↓
〔
注
〕
善
日
、
羅
‘
或
云
"

飛
羅
云
虞
端
切
、
爾
雅
曰
‘
緑
筈
謂
―
―
之
羅
↓

【
飛
流
】
蕊
炉
●
飛
び
流
れ
る
。
疾
く
流
れ
る
。
疾
<

飛
ぶ
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
彗
李
飛
流
、
日
月
薄
蝕
。
〔
後

漢
書
、
馬
融
博
〕
増
磐
飛
流
、
織
羅
絡
模
。
〔
孫
綽
‘
遊
―
―
天

台
山
賦
〕
赤
城
霞
起
以
建
レ
標
‘
瀑
布
飛
流
以
界
と
道
。

〇
は
や
い
流
れ
。
又
、
瀧
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘
望
―
―
薩
山
瀑

廂
詩
〕
飛
流
直
下
一
二
干
尺
‘
疑
是
銀
河
落
1
1

九
天
↓

【
飛
溜
】
366

炉
高
虞
か
ら
お
ち
る
水
。
と
び
下
る
水
流
。

溜
は
一
に
雹
に
作
る
。
〔
藷
唐
書
、
西
戎
‘
彿
蒜
國
博
〕

至
於
盛
暑
之
節
犬
厭
―
―
慕
熱
百
引
レ
水
潜
流
、
上
儡
屋

字
こ
機
制
巧
密
、
人
莫
1

一
之
知
占
観
者
惟
聞
＝
一
屋
上
泉
鳴
一

俄
見
'
"
四
櫓
飛
溜
‘
懸
波
如
レ
瀑
‘
激
氣
成
↓
↓
涼
風
↓
〔
劉

憲
、
奉
和
幸
葦
嗣
立
山
韮
侍
蔭
宴
應
制
詩
〕
崖
懸
飛

溜
直
、
岸
轄
緑
渾
寛
゜

【
飛
梁
】
367

虹F
ウ
空
中
に
高
く
か
か
つ
て
ゐ
る
橋
。
〔
揚

雄
‘
甘
泉
賦
〕
塁
倒
景
細
空
飛
梁
合
、
浮
硫
繹
而
撤
レ

天
。
〔
後
漢
書
‘
梁
翼
偉
〕
翼
乃
大
起
―
―
第
含
亨
竺
云
‘
憂
閣

周
通
‘
更
相
臨
望
‘
飛
梁
石
礎
‘
陵
1

一
跨
水
道
↓
〔
注
〕
架
レ
虚

為
レ
橋
若
レ
飛
也
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
伏
―
―
璽
編
ー
以
負
レ
抵

分
、
互
蜘
龍
之
飛
梁
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
飛
梁
‘
浮
橋
也
。
〔
王

延
壽
‘
魯
霊
光
殿
賦
〕
飛
梁
恨
憲
以
虹
指
‘
掲
蓬
蓮
而
騰

湊
。
〔
華
陽
國
志
〕
諸
葛
亮
相
』
蜀
‘
竪
レ
石
架
レ
空
、
為
二

）
飛
梁
道
面
平
口
剣
閣
道
也
。

90

【
飛
間
】
蕊
虹
ョ
船
上
の
屋
形
を
い
ふ
。
又
、
船
の
屋
形
の

~
二
階
。
〔
方
言
、
九
、
船
首
謂
―
―
之
閤
間
お
注
〕
今
江
東
呼

1一

3
 

00

船
頭
屋
盃
匹
之
飛
間
五
心
也
。
〔
錢
繹
箋
疏
〕
繹
名
日
、

4

舟
、
其
上
屋
曰
レ
Jii
、
象
童
含
1

也
、
其
上
重
室
曰
二
飛

4
 
「
患
在
圧
、
故
日
レ
飛
也
、
薩
即
閻
一
臀
之
轄
也
。

【
飛
龍
]369

虹ヨ，ウ

0
空
を
飛
ぷ
た
つ
。
又
、
君
主
が
高
位

に
居
て
下
に
臨
む
こ
と
。
輩
龍
゜
〔
易
‘
乾
〕
九
五
、
飛

ヽ
j3
 
6
 
8

龍
在
レ
天
、
利
レ
見
ー
一
大
人
コ
窃
t

〕猶
n-

聖
人
之
在
―
―
王
位
↓

n

〔
荘
子
、
逍
這
遊
〕
御
1

一
飛
龍
―
而
遊
―
―
乎
四
海
之
外
↓
〔
韓

40

非
子
‘
難
勢
〕
慎
子
曰
‘
飛
龍
乗
レ
雲
‘
騰
蛇
源
レ
霧
‘
雲
罷

霧
孵
‘
而
龍
蛇
興
一
砿
盆
竺
同
芙
‘
則
失
"
其
所
＂
乗
也
。

4
 
（
 

〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
乗
1

一
飛
龍
ー
上
レ
天
。
●
良
馬
の
名
。
又
、

は
や
く
走
る
良
馬
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
閉
"
飛
龍
分
駿

殷
一
〔
注
〕
善
日
、
飛
龍
、
言
レ
疾
也
。
〔
李
白
‘
答
―
―
杜
秀
才
五

松
山
見
＞
贈
詩
〕
皆
道
揚
雄
オ
可
レ
観
‘
勅
賜
飛
龍
二
天

馬
。
●
聖
獣
の
名
。
〔
楚
酔
、
離
騒
〕
為
レ
余
駕
"
飛
龍
云
ワ
‘

雑
―
―
瑶
象
以
為
レ
車
。
〔
注
〕
駕
1

一
飛
龍
盃
乗
1

一
明
智
之
獣
↓

〇
薬
の
名
。
〔
述
異
記
、
下
〕
相
州
栖
霞
谷
‘
昔
有
橋
順
二

子
涵
5

レ
此
得
レ
仙
、
服
1

一
飛
龍
一
丸
エ
十
年
不
レ
餓
。
●
山

の
精
を
い
ふ
。
〔
抱
朴
子
、
登
渉
〕
山
中
山
精
之
形
、
云

云
、
或
如
レ
龍
而
五
色
赤
角
、
名
日
1

一
飛
龍
↓
.
鳥
の
名
。

飛
廉
(
3
8
4
)

の
別
名
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
桂
―
―
白
鵠
函
呻
―
―

飛
龍
点
注
〕
綜
日
、
飛
龍
、
鳥
名
也
。
〔
焦
紘
、
筆
乗
〕
飛
龍

者
、
龍
頭
鳳
尾
‘
其
文
五
色
、
以
象
玉
方
二
名
飛
廉
、

一
名
龍
雀
。

O
山
魅
(
4
1
7
器
9

:
9
2
0
)

の
異
名
。
〔
酉
陽

雑
俎
‘
諾
皐
下
〕
永
嘉
郡
記
、
作
1

一
山
魅
二
名
山
賂
、
一

名
蚊
、
一
名
濯
肉
、
一
名
熱
肉
、
一
名
暉
、
一
名
飛
龍
゜

〖
飛
龍
闊
〗3

7
0
魏
在
ヴ
闘
の
名
。
四
川
省
雅
安
縣
の
西
。

崖
谷
峻
陰
、
阪
道
崎
嘔
。
四
川
よ
り
西
蔵
に
入
る
の
第

一
の
陰
要
。

〖
飛
龍
峡
〗3
7
1
雑
ョ
ヴ
峡
の
名
。
●
甘
粛
省
成
縣
の
西

北
。
仇
池
山
の
下
。
●
甘
窟
省
成
縣
の
東
南
。
杜
甫
の
草

堂
が
あ
っ
た
。

〖
飛
龍
頭
〗3

7
2
勺
，

0
一
種
の
食
品
。
梗
米
及
び
梧

米
の
粉
を
等
分
に
混
合
し
、
水
で
ね
つ
て
煤
で
、
油
で

揚
げ
た
も
の
。
葡
萄
牙
語

filhos

の
訛
語
の
昔
謁
゜

〔
紅
毛
雑
話
、
二
〕
飛
龍
頭
、
此
邦
に
て
云
‘
油
揚
の
飛
龍

頭
は
‘
ぼ
る
と
が
る
の
食
物
な
り
、
云
云
。
●
豆
腐
の
が

ん
も
ど
き
の
稽
゜
〔
皇
都
午
睡
、
三
、
中
〕
食
物
の
異
名
、

ぉ
餅
を
お
そ
な
へ
、
油
揚
を
胡
麻
揚
、
飛
龍
頭
を
雁
も

ど
き
‘
云
云
゜

〖
飛
龍
篇
]
3
7
3
f

パ
ヨ
ヴ
築
府
、
雑
曲
歌
酔
の
名
。
魏
の
曹

植
作
。
〔
柴
府
詩
集
、
雑
曲
歌
酔
、
飛
龍
篇
〕
楚
辟
離
騒

曰
‘
為
レ
余
駕
1

一
飛
龍
一
分
、
雑
"
瑶
象
1

以
為
レ
車
、
曹
植
飛

龍
篇
‘
亦
言
品
否
仙
者
、
乗
―
―
飛
龍
1

而
昇
年
天
、
興
―
―
楚

辞
両
意
。
〔
曹
植
、
飛
龍
篇
〕
晨
遊
天
山
一
雲
霧
窃
露

忽
逢
三
面
宍
顔
色
鮮
好
。

[
飛
龍
在
レ
天
〗37

4
闘
ゴ
戸
聖
人
が
天
子
の
位
に
あ
る

喩
゜
〔
易
‘
乾
〕
飛
龍
在
矢
゜
〔
疏
〕
猶
油
聖
人
之
在
―
―
王
位
。

〖
飛
龍
乗
奄k
]
3
7
5
H

”
グ
龍
が
雲
に
乗
っ
て
天
に
上

る
。
英
雄
が
時
に
乗
じ
て
勢
を
得
る
喩
。
〔
韓
非
子
、
難

勢
〕
飛
龍
乗
レ
雲
、
騰
蛇
遊
レ
霧
‘
夫
有
峯
去
霧
之
勢
盃
而
能

乗
―
―
遊
之
1

者
、
龍
蛇
之
材
美
也
、
今
雲
盛
而
蛾
不
レ
能
レ

乗
也
、
霧
醒
而
鎧
不
レ
能
品
翌
3

、
有
1

一
盛
雲
醸
霧
之
勢
一

而
不
レ
能
菜
遊
誓
、
蛾
鎧
之
材
薄
也
。

【
飛
部
】
376

炉
遠
く
隔
っ
た
部
家
。
瑣
堺
代
酔
編
、
倦

二
十
六
に
見
ゆ
。
〔
容
齋
三
筆
、
飛
鄭
望
鄭
〕
元
豊
以
後
、

州
縣
樟
賣
坊
場
面
四
牧
葎
息
百
以
募
レ
役
、
云
云
‘
往
往

塁
其
抵
色
抑
配
四
郎
四
部
貧
乏
、
則
散
及
―
―
飛
部
・

望
部
之
家
禾
＇
n-

復
問
1

一
遠
近
↓

【
飛
輪
】
377

几
/
●
日
の
異
名
。
〔
許
発
佐
、
日
再
中
賦
〕
流

景
唄
レ
節
、
飛
輪
頓
レ
勢
。
●
fei'Juen'
飛
行
機
の
プ

ロ
ペ
ラ
。

【
飛
鱗
]378

几
’
文
鰭
魚
を
い
ふ
。
〔
曹
植
‘
七
啓
八
首
‘
二
〕

臆
ー
西
海
之
飛
鱗
↓
〔
注
〕
善
日
、
西
海
飛
鱗
‘
即
文
鮨
也
。

【
飛
蟻
】
379

仕
ー
獣
の
名
。
む
さ
さ
ぴ
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林

賦
〕
錐
獲
飛
蝠
。
〔
注
〕
善
日
、
張
揖
曰
、
飛
蝙
、
鼠
也
、
其

状
如
レ
免
而
鼠
首
、
以
―
―
其
髯
ー
飛
、
郭
瑛
日
、
蝠
‘
腿
鼠

也
、
毛
紫
赤
色
、
飛
且
生
‘
一
名
飛
生
。
「
也
。

【
飛
晶
】
380

炉
む
さ
さ
び
。
〔
廣
雅
、
繹
鳥
〕
鵡
暢
、
飛
鵜

【
飛
儡
]381

や
む
さ
さ
ぴ
。
〔
晉
書
‘
索
靖
博
〕
騰
援
飛

儡
相
奔
趣
。

【
飛
幹
】
382

パ
ィ
〇
軽
車
。
〔
尚
書
大
博
、
帝
告
〕
未
1

一
命
為
＂

士
、
車
不
紐
得
缶
有
1

一
飛
蛉
↓
〔
注
〕
如
↓
1

今
窟
車
一
也
。
〔
枚

乗
‘
七
猿
〕
将
，
為
―
―
太
子
云
馴
―
―
麒
譲
之
馬
盃
駕
油
g

蛉
之

輿
公
注
〕
善
日
、
尚
書
大
博
日
‘
云
云
‘
未
1

一
命
為
1

士
、
車

不
レ
得
レ
有
-
1

飛
蛉
五
翰
曰
‘
云
云
、
飛
蛉
‘
軽
輿
也
。
●
車

軸
の
か
ざ
り
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
上
〕
諸
車
之
文
‘
乗

輿
、
椅
龍
伏
虎
‘
槙
文
蜜
精
‘
龍
首
鸞
衡
、
重
牙
斑
輪
‘
升

龍
飛
蛉
゜
〔
注
〕
蒔
綜
日
‘
飛
怜
‘
以
―
―
提
油
盃
廣
八
寸
、
長

注
レ
地
‘
畳
―
―
左
蒼
龍
右
白
虎
玉
竺
軸
頭
二
暉
函
t

、
東
京

賦
〕
重
輪
訳
轄
‘
疏
穀
飛
幹
。
〔
注
〕
良
日
、
飛
蛉
‘
書
完
提

紬
五
繋
1

一
軸
上
↓

【
飛
礫
】
383

炉
こ
い
し
を
と
ば
す
。
又
‘
と
ぶ
こ
い
し
。

〔
張
協
、
七
命
〕
飛
礫
起
而
麗
レ
天
。

【
飛
廉
】
384

パ
ン
●
殷
の
討
王
の
倭
臣
。
一
に
輩
廉
に
作

る
。
趨
捷
に
し
て
善
く
走
り
、
子
の
悪
来
と
倶
に
材
力

を
以
て
討
に
仕
ふ
。
武
王
‘
殷
に
克
つ
や
、
海
隅
に
騒

つ
て
之
を
数
す
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
下
〕
謳
i
i

飛
廉
於
海

隅
而
数
レ
之
。
〔
集
注
〕
飛
廉
、
討
幸
臣
也
。
〔
尉
線
子
‘
武

議
〕
飛
廉
・
悪
来
、
身
先
1

一
戟
斧
↓
〔
荀
子
、
儒
炊
〕
飛
廉
・

]［；［［［［［［［［［［［［［：［［ 



(44000・ ·391) — (44005) 

官
閣
詩
〕
小
院
廻
廊
春
寂
寂
‘
浴
鞄
飛
鷺
晩
悠
悠
。

【
飛
棲
】
391

炉
〇
攻
城
の
具
。
敵
の
城
中
を
う
か
が
ふ

に
用
ひ
る
高
い
車
。
棲
車
。
〔
六
餡
‘
虎
餡
、
軍
略
〕
視
―
―
城

中
1RiJ
有,,
雲
梯
・
飛
棲
↓
〔
南
史
‘
宋
武
帝
紀
〕
張
綱
修
,
,

攻
具
一
成
ぶ
竪
飛
悽
二
縣
竺
梯
木
ご
帳
,
,
板
屋
二
冠
以
1

一牛

度
弓
矢
無
レ
所
レ
用
レ
之
。
〔
唐
書
‘
李
光
弼
博
〕
思
明
為
―
―

飛
悽
↓
障
以
禾
帳
韮
王
山
臨
レ
城
‘
光
弼
遣
レ
穴
レ
地

碩
レ
之
。
●
高
い
棲
閣
。
〔
杜
甫
、
自
帝
城
最
高
悽
詩
〕
城

尖
裡
戻
腔
肺
愁
‘
獨
立
標
紺
之
―
―
飛
悽
↓
〔
蘇
献
‘
次
―
―
韻

曾
子
開
従
駕
ー
再
和
詩
〕
桂
観
飛
悽
凌
レ
霧
起
‘
仙
憧
賓

蓋
掃
レ
天
来
。

【
飛
英
會
】
392

綽
い
｛
木
の
苗
鎮
が
、
毎
春
、
花
時
に
賓
客

を
招
い
て
宴
を
催
し
‘
客
に
「
飛
花
、
酒
中
に
落
つ
る
者

あ
ら
ば
、
一
大
杯
を
以
て
飲
ま
し
め
ん
」
と
言
っ
た
語

に
本
づ
い
て
、
時
人
が
此
の
宴
を
梢
し
た
名
。
〔
曲
消
藷

聞
〕
苑
蜀
公
居
―
―
許
下
ぶ
i

レ
所
レ
居
造
1

一
大
堂
百
竺
長
噛
―

名
レ
之
、
前
有
―
―
荼
緊
架
ご
尚
廣
可
レ
容
―
―
散
十
客
一
毎
春

季
、
花
繁
盛
時
‘
燕
,
,
客
於
其
下
↓
約
曰
、
有
下
飛
花
堕
―
―
酒

中
玉
只
醸
こ
大
白
云
云
‘
常
時
琥
為
,
,
飛
英
會
↓

【
飛
影
閣
】
393

れ
方
清
‘
呉
嘉
猷
(
2
|
3
3
6
5
 :
 4
6
2
)

の
室

名。

【
飛
猿
嶺
】
394

吐
／
山
名
。
江
西
省
黎
川
縣
の
東
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
江
西
‘
建
昌
府
、
新
城
縣
〕
飛
猿
嶺
、
在
1

一縣

東
六
十
里
本
小
日
―
―
悲
猿
嬌
言
人
名
,
,
飛
鳶
嶺
二
藷
置
二
飛

猿
館
於
嶺
上
「
登
レ
之
可
レ
望
―
―
蛸
石
↓

【
飛
鶉
峡
】
395
衿
峡
の
名
。
四
川
省
昭
化
縣
の
北
。
〔
昭
化

縣
志
〕
有
―
―
巨
石
立
玉
若
蕎
之
牌
レ
飛
者
云
諺
日
、
打
―
―
得

石
鵞
飛
「
過
,
,
得
陰
平
道
ぢ
苺
一
―
翌
陰
平
之
険
二
而
此
為
二

門
戸
也
。

【
飛
骸
獣
】
396

衿
ィ
獣
の
名
。
〔
洞
冥
記
〕
元
光
中
‘
翁
韓

園
獄
飛
骸
獣
五
恥
炉
鹿
、
青
色
、
以
寒
青
之
絲
為
レ

縄
‘
繋
乏
‘
亙
死
、
掛
―
―
於
苑
門
皮
毛
皆
爛
朽
‘
惟
骨

色
猶
青
、
更
以
レ
縄
繋
1

一
其
足
ご
往
視
レ
之
‘
惟
見
―
―
所
レ
繋

虞
存
、
而
頭
尾
及
骨
皆
飛
去
↓

【
飛
九
宮
】
397

知
芯
大
統
暦
に
於
て
、
毎
月
の
下
に
、
其

の
月
の
九
宮
（
九
星
）
を
記
し
、
九
宮
が
月
を
逐
つ
て
巡

行
す
る
か
ら
、
そ
れ
を
飛
九
宮
と
捨
し
た
。
九
宮
と
は

一
白
・
ニ
黒
・
三
碧
・
四
緑
・
五
黄
・
六
白
・
七
赤
•
八
白
・

九
紫
を
い
ふ
。
〔
丹
鉛
穂
録
〕
九
宮
七
色
之
説
、
出
1

一
於
乾

竪
度
ご
其
色
以
1

一
六
一
八
1

為
レ
白
‘
二
黒
、
三
碧
‘
四
緑
、

飛

部

飛

〔

一

十

饗

〕

五
黄
‘
七
赤
、
九
紫
、
大
統
暦
中
‘
毎
月
列
二
於
下
方
「
謂
ニ

之
飛
九
宮
↓

【
飛
香
含
】
398

芍
ヤ
ヴ
古
の
内
裏
の
五
含
の
一
。
藤
壺
。

〔
有
職
抄
‘
二
‘
禁
中
殿
門
〕
飛
香
含
。

【
飛
虹
橋
】
399

な
宜
橋
の
名
。

0
山
西
省
襄
陵
縣
の
義

店
村
。

O
雲
南
省
誅
豊
縣
の
北
門
外
。
明
の
天
啓
中
‘
建

つ
。
清
の
咸
豊
の
初
、
利
清
橋
と
改
む
。

【
飛
山
子
】

400t/
―
匹
―
二
旦
八
(
1
ー

1
2
:
 1
8
6
8
)

の

舅

【
飛
山
兵
】
401

注
／
宋
代
の
軍
除
の
名
。
〔
玉
海
‘
兵
制
‘

講
武
〕
開
賓
八
年
十
月
、
出
11
玄
武
門
盃
幸
―
―
西
教
場
面
観
1-

飛

山

兵

按

丘

砲

。

「

産

地

。

【
飛
水
巖
】
402

竺
ィ
山
名
。
四
川
省
彰
縣
の
北
。
銅
鎖
の

【
飛
飯
兒
】
403

f
e
i
'
c
h
'
i
e
n
'
e
r
h

附
箋
゜

【
飛
頭
蜜
】
404

心
屯
ろ
く
ろ
首
の
蟹
人
。
中
國
の
南
方
蜜

人
中
に
ゐ
た
と
い
ふ
。
飛
頭
僚
。
飛
頭
老
子
。
〔
和
漢
一
―
-

才
圏
會
、
外
夷
人
物
、
飛
頭
蜜
〕
南
方
異
物
志
云
‘
嶺
南

淫
嗣
中
有
飛
頭
蜜
一
頂
有
―
―
赤
痕
一
至
レ
夜
以
レ
耳
為
レ

翼
、
飛
去
食
涵
物
函
炉
瞭
復
還
如
レ
故
也
。

[
飛
頭
燎
】
405

昇
‘
ゥ
飛
頭
蟹
に
同
じ
。
〔
唐
書
、
南
蟹
下
‘

南
平
僚
博
〕
南
平
僚
有
二
飛
頭
燎
者
玉
頭
欲
レ
飛
‘
周
レ
項

有
レ
痕
如
レ
縛
‘
妻
子
共
守
レ
之
‘
及
レ
夜
如
レ
病
‘
頭
忽
亡
‘

比

h
―
還
。
〔
績
博
物
志
〕
嶺
南
渓
洞
中
‘
往
往
有
―
―
飛
頭

煮

故

有
1

一
飛
頭
老
子
之
鱈
頭
将
レ
飛
‘
一
日
前
頸
有
レ

痕
‘
匝
贔
如
紅
鑓
妻
子
共
｛
げ
之
‘
及
レ
夜
生
レ
翼
飛

去

‘

郁

還

。

「

者

。

【
飛
猷
子
】
407

fei1 
fu2 
tzu

贋
造
紙
幣
を
使
用
す
る

【
飛
鳳
靴
】
408

放
ゥ
靴
の
名
。
践
毬
に
用
ひ
る
。
〔
水
滸

博
‘
二
回
〕
足
穿
二
雙
嵌
金
線
飛
鳳
靴
「
三
五
箇
小
黄

門
相
伴
着
。

【
飛
毛
腿
】
409
fei1 
m
a
o
2
 
t'uei'

速
く
走
る
人
。

【
飛
寃
駕
害
】
410

れ
だ
無
賓
の
事
を
こ
し
ら
へ
て
人
を

陥
れ
る
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
飛
寃
駕
害
、
注
解
〕
飛
―
―
他

棗
以
寃
―
―
柾
之
面
竺
虚
詞
臼
ぢ
生
害
之
一
也
。

【
飛
宮
貴
人
】
411

貨
芍
叢
辰
の
名
。
〔
協
紀
耕
方
書
‘
飛

宮
貴
人
〕
謂
l

―
―
天
乙
貴
人
飛
え
fT
九
宮
一
也
、
用
レ
歳
貴
二
干

支
一
以
1

一
月
建
；
な
中
宮
一
順
次
尋
得
レ
歳
、
貴
レ
在
―
―
某

宮↓

【
飛
鍼
走
線
】
412

f
e
i
'
c
h
e
n
'
t
s
o
u
3
 
h
s
i
e
n
4

速
く

針
を
使
っ
て
縫
ふ
。
早
縫
゜

【
飛
蜀
挽
粟
】
413

芸
バ
ク
綿
を
飛
ば
し
粟
を
ひ
く
。
蜀

飛

旅

霜

集

饒

粟
を
急
い
で
運
送
す
る
。
〔
漢
書
‘
主
父
櫃
博
〕
使
―
―
天
下

飛
レ
隅
晩
＞
粟
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
運
―
―
載
蒻
粟
公
翌
其
疾

至
故
云
飛
協
一
也
‘
娩
‘
謂
レ
引
軍
船
也
。

【
飛
瞥
騰
｛
貫
】
414

共
グ
す
ぐ
れ
た
名
と
｛
貰
。
〔
北
史
、
周

宗
室
博
論
〕
飛
臀
騰
賓
、
不
レ
滅
二
於
百
代
之
後
↓

【
飛
騨
工
匠
】
415

八
ゾ
古
、
毎
年
飛
騨
國
よ
り
京
師
に

召
さ
れ
た
エ
匠
。
韓
じ
て
‘
箪
に
エ
匠
の
梢
゜
〔
碓
州
府

志
、
七
、
土
産
〕
エ
匠
‘
凡
本
朝
於
1

一
伽
藍
一
也
‘
圭
突
其
巧
―

者
、
多
謂
飛
騨
内
匠
之
所
＞
作
也
‘
云
云
、
飛
弾
國
井
大

和
國
、
エ
匠
多
出
、
大
抵
為
1

一
巧
手
ご
政
迫
ザ
飛
騨
エ
人

所
＞
作
之
義
也
。

【
飛
土
逐
害
】
416

丑
パ
？
土
の
弾
を
飛
ば
し
て
禽
獣
を

逐
ふ
。
古
の
孝
子
が
、
父
母
の
屍
を
禽
獣
が
食
ふ
の
を

見
る
に
忍
ぴ
ず
、
土
で
弾
丸
を
作
り
、
竹
で
飛
ば
し
て

禽
獣
を
逐
ひ
彿
つ
た
故
事
。
〔
呉
越
春
秋
、
句
践
陰
謀
外

博
〕
弩
生
二
於
弓
二
弓
生
二
於
弾
ニ
弾
起
―
―
古
之
孝
子
ご
広

云
‘
孝
子
不
レ
忍
レ
見
―
―
―
父
母
為
―
―
禽
獣
所
＞
食
、
故
作
レ
弾

以
守
レ
之
、
絶
―
鳥
獣
之
害
五
故
歌
曰
‘
断
レ
竹
績
レ
竹
、
飛
レ

土
逐
レ
害
。

[
飛
頭
老
子
】
417

が
焚
飛
頭
僚
(
4
0
5
)

を
見
よ
。

【
飛
必
沖
レ
天
】
418

打
幻
が
苔
ぶ
―
た
ぴ
飛
べ
ば
、
空
高
く

舞
ひ
上
る
だ
ら
う
。
一
た
ぴ
事
を
行
へ
ば
人
を
驚
か
す

喩
〔
韓
非
子
、
喩
老
〕
楚
荘
王
i

位
＞
政
三
年
、
無
令
検
一

無
政
為
虚
、
右
司
馬
御
レ
座
而
輿
レ
王
隠
曰
、
有
レ
鳥

止
二
南
方
之
阜
ご
二
年
不
レ
翅
、
不
レ
飛
不
レ
鳴
‘
哩
然
無
レ

臀
‘
此
為
―
―
何
名
玉
古
i

、
三
年
不
レ
翅
、
将
"
'
以
長
t

一
材
翼
一

不
レ
飛
不
レ
鳴
‘
将
ー
,
,
以
観
一
岸
碕
央
雖
レ
無
レ
飛
‘
飛
必
沖
レ

天
、
雖
レ
無
レ
鳴
‘
鳴
必
驚
レ
人
、
子
秤
レ
之
、
不
穀
知
レ
之

芙
、
虞
半
年
、
乃
自
聴
レ
政
、
所
レ
懇
者
十
、
所
レ
起
者
九
、

誅
1

大
臣
五
、
攀
慮
士
天
‘
而
邦
大
治
。

【
飛
熊
入
レ
夢
】
419

芸
五
イ
ル
周
の
文
王
が
呂
尚
を
夢
み

た
こ
と
を
い
ふ
。
〔
胡
曾
、
渭
濱
詩
〕
岸
草
青
青
渭
水
流
、

子
牙
曾
此
掲
垂
レ
鈎
‘
嘗
時
未
レ
入
―
―
非
熊
兆
玉
幾
向
1

一斜

賜
嘆
―
―
白
頭
↓
〔
識
小
類
編
〕
考
,
1

諸
史
盃
西
伯
将
―
―
出
撒
一

ト
レ
之
曰
、
非
レ
龍
非
レ
影
、
非
レ
熊
非
レ
罷
、
所
レ
獲
覇
王
之

輔
、
果
退
呂
尚
於
渭
水
之
陽
こ
笠
飛
熊
入
レ
夢
事
;
盃

飛
熊
者
、
非
熊
之
訛
‘
卜
撒
又
訛
為
二
占
夢
一
遂
相
沿
而

勿
レ
考
耳
゜

【
飛
鸞
軽
鳳
】
4
2
0
t
け
な
二
女
の
名
。
飛
鷺
と
軽
鳳
゜
〔
杜

陽
雑
編
〕
賓
暦
一
一
年
‘
浙
東
國
貢
,
1

舞
女
二
人
i

一
日
―
飛

冨
~
】
〗
カ
ン

【

集

】

i

翰
(
9
|
2
8
7
8
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
翰
、
同
レ
翰
゜

躙
鵬
璽

m-

シ，ヨ

翡
(
9
ー

2
8
7
4
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

霜
‘
或
八
レ
飛
゜＇i[一
冨
】
[
[
だ
豆
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

,m-

【
廠
】
〗
カ
ン

轍
(
1
2
ー

4
4
0
0
5
)

の
識
字
。
〔
正
字

通
〕
廉
、
本
作
レ
轍
‘
謳
炊
レ
方
。

,m-

[
飛
】
[
ヒ
”
[
い

[
~
~
O
)

の
古
字
。
〔
集
韻

•
I

五
[
_

鸞
二
曰
―
―
軽
鳳
五
修
眉
野
首
、
蘭
氣
融
冶
、
冬
不
―
―
績
衣
一

夏
不
レ
汗
レ
憫
、
上
琢
二
玉
芙
蓉
一
以
為
↓
三
女
歌
舞
憂
芦
母

歌
臀
検
‘
如
レ
聞
二
鸞
鳳
之
昔
一
宮
中
語
日
‘
賓
帳
香
重

重
、
一
雙
紅
芙
蓉
゜

三
七
〇

12966 
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祠】叩
冨
】
〗

飛

部

〔十
I

二
十
―
一
書
一
〕

瓶

競

貸

醗

饒

諜

贔

贈

食

部

食

□ El 
ケゲク

＇ ンンワ
ン

〔
集
韻
〕
窟
縁
切

集
韻
〕
胡
隅
切

囲圏

ケ
ン

闘
(
9ー

2
8
8
2
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

翻
‘
或
炊
レ
飛
゜

n
闘□―

0
と
ぶ
。
〔
廣
韻
〕
醜
、
飛
也
。

0
か
へ
す
。
か
へ

る
。
ひ
る
が
へ
る
。
ひ
る
が
へ
す
。
〔
廣
韻
〕
繰
‘
覆

也。

O
水
が
あ
ふ
れ
さ
か
の
ぱ
る
。
〔
康
熙
字
典
〕

醗
、
水
之
溢
洞
日
レ
鰈
‘
見
二
劉
績
管
子
注
一
R
翻

(
9
-
2
8
8
1
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
翻
、
博
雅
‘
翻
翻
、

飛
也
、
或
炊
レ
飛
゜

画
圏
熟
語
は
翻
(
9ー

2
8
8
1
4
)

を
見
よ
。

【
鰈
】
〗
ホハ
ンン

〔
集
韻
奉
哀
切
元

に
J:f'fan'

冨
（
】
〗
翼
(
9ー

2
8
8
1
8
)

の
禰
文
。
〔
正
字

ヨ
ク

通
〕
阻
‘
揃
文
翼
゜

n瓢
Mi且＿

祠】』
バ
ヴ
義
未
詳
。
〔
篇
韻
〕
賤
、
音
佑
゜

冨

】

[

と
ぶ
。
〔
字
彙
補
〕
瓶
、
飛
也
。

ギ
ヴ
グ

〔
字
彙
補
〕
魚
救
切

園

小

El●
め
し
。
も
と
含
(
1
2
-
4
4
0
1
8
)

に

貪
豪
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
食
、
本
作
愴
゜

④
米
の
飯
゜
〔
説
文
〕
倉
、
人
一
米
也
‘
凡
レ
琶
人
瞥
‘

或
説
、
人
磨
也
。
〔
段
注
〕
（
人
一
米
也
、
）
各
本
作
二

【食][
シ
，
ヨ
ク
〔
集
韻
〕
賓
職
切
顕
I

／
 

ジ

キ

戸

s
h
i
h
2

日
ン
〔
集
韻
〕
疾
―
一
切
閣

ヽ

シ

ム

S
S
U
4

口
4

□
ィ
〔
集
韻
〕
羊
吏
切

oo

合
｛
部

【
鶉
】
〗
セ
キ
義
未
詳
。
〔
海
篇
大
成
〕
躇
、
音
隻
。

冒

璽

霞

i-

冨
】
〗

と
ぶ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
晶
、
飛
也
。

ヒ

〔
字
彙
補
〕
芳
微
切

巖

n闘
閾
□
―

日
鳥
が
め
ぐ
り
飛
ぶ
。
〔
集
韻
〕
隙
、
禽
饒
飛
也
。

□
少
し
く
と
ぶ
。
罰
(
9
|
2
8
8
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
罰
‘
説
文
、
小
飛
也
‘
或
作
レ
隙
゜

米
也
王
＃
扁
同
‘
蓋
孫
強
時
已
誤
癸
、
約
會
本
作
―
―

米
也
本
亦
未
レ
是
、
今
定
為
―
一
人
米
也
ぶ
8,,-<1
字
俗

平
＞
用
而
誤
也
、
云
云
‘
人
-
‘
集
也
、
集
―
―
衆
米
1

而

成
レ
食
也
、
云
云
、
（
炊
レ

g
人
一
普
或
説
人

-g也
）
此

九
字
‘
営
レ
作
下
炊
―
一
人

g
ニ
ニ
字
い
経
玉
中
八
鼠
改
1

不
レ
可
レ
通
、
琶
者
、
穀
之
馨
香
也
‘
其
字
炊
↓
一
人
―
琶
一

故
其
義
曰
、
人
一
米
‘
此
於
レ
形
得
レ
義
之
例
。
〔
玉
篇
〕

食
‘
飯
食
。
〔
周
橙
、
天
官
‘
膳
夫
〕
掌
―
―
王
之
食
飲

膳
陥
。
〔
注
〕
食
‘
飯
也
。
〔
周
栂
、
地
官
‘
凜
人
〕
治
ー
1

一

其
糧
卑
ハ
―
―
其
食
↓
〔
注
〕
謂
レ
米
也
。
＠
く
ひ
も
の
。

た
べ
も
の
。
飯
食
・
糧
・
般
・
餞
等
。
即
ち
く
ら
ふ

も
の
の
穂
捨
゜
〔
増
韻
〕
食
‘
般
餌
也
。
〔
詩
詰
〕
凡

可
公
艮
之
物
日
公
艮
。
〔
戦
國
、
西
周
策
〕
籍
レ
兵

乞
食
於
西
周
↓
〔
注
〕
食
、
糧
也
。

O
し
よ
く
じ
。

飯
を
食
ふ
こ
と
。
〔
論
語
、
逃
而
〕
径
レ
憤
忘
レ
食
。

0
は
む
。
く
ら
ふ
。
＜
ふ
。
④
か
ん
で
燕
み
下
す
。

〔
磯
學
記
〕
雖
レ
有
嘉
肴
廊
養
不
レ
知
其
旨

也
。
〔
大
學
〕
食
而
不
レ
知
1

其
味
ス
⑫
飯
を
く
ふ
。

食
事
を
す
る
。
〔
増
韻
〕
食
、
ザ
如
也
、
陥
也
。
〔
書
‘
盆

稜
〕
奏
面
悩
5

レ
食
鮮
食
ぺ
0
か
む
。
か
じ
る
。
〔
春

秋
、
成
‘
七
〕
貶
鼠
食
郊
牛
角
ぷ
D

吐
い
て
ま
た
呑

む
。
口
か
ら
出
し
た
こ
と
を
‘
又
‘
ひ
つ
こ
め
る
。

〔
韻
會
〕
食
‘
吐
而
復
呑
日
レ
食
。
⑮
い
つ
は
る
。
言

つ
て
行
は
ぬ
。
〔
紺
雅
‘
繹
詰
〕
食
‘
偽
也
。
〔
疏
〕
言

而
不
に
付
‘
如
1

一
日
之
消
圭
央
故
通
謂
―
―
偽
言
盃
デ

食
亘
故
此
訓
レ
食
為
檎
也
。
〔
國
語
晉
語
二
〕
言

不
レ
可
レ
食
。

8
扶
持
を
う
け
る
。
秩
誅
を
も
ら

ふ
。
〔
王
萬
僧
、
待
漏
院
記
〕
食
萬
錢
↓
R
の
む
。

④
酒
を
多
量
に
の
む
。
〔
正
字
通
〕
食
、
飲
酒
亦

日
レ
食
。
〔
漢
書
‘
予
定
國
博
〕
定
國
食
レ
酒
、
至
ふ
叙

石
不
レ
胤
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
食
レ
酒
者
、
呻
叩
能
多

飲
五
費
圭
呼
其
酒
↓
◎
乳
を
呑
む
。
〔
荘
子
、
徳
充

符
〕
適
見
下
純
子
食
↓
―
於
其
死
母
一
者
3

〔
注
〕
食
‘
乳

三
七
一

也。

O
ふ
ち
。
ち
ぎ
や
う
。
秩
誅
。
〔
周
礎
、
天
官
‘

臀
師
〕
以
制
二
其
食
↓
〔
注
〕
食
、
誅
也
。
〔
證
‘
坊
記
〕

君
子
輿
四
其
使
―
―
―
食
浮
二
於
人
一
也
‘
寧
使
1

―一人浮――

於
食
↓
〔
注
〕
食
‘
謂
レ
誅
也
。

O
生
計
を
た
て
る
。

生
活
す
る
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕
今
背
な
本
而
趨
レ

末
、
食
者
甚
衆
‘
是
天
下
之
大
残
也
。

O
ふ
や
す
。

ふ
え
る
。
〔
繹
名
、
繹
飲
食
〕
食
‘
殖
也
、
所
二
以
自

生
殖
也
。
R
や
し
な
ふ
。
や
し
な
は
れ
る
。
乳
養

す
る
。
〔
燈
、
内
削
〕
卜
ニ
士
之
妻
・
大
夫
之
妾
面
緊

食
レ
子
。
〔
疏
〕
須
レ
有
乳
汁
↓
〔
左
氏
、
文
、
元
〕
穀

也
食
レ
子
。
〔
注
〕
食
レ
子
‘
奉
―
―
祭
祀
ー
供
養
者
也
。

〔
韓
愈
、
雑
説
〕
食
レ
馬
者
、
不
下
知
其
能
千
里
而

食
也
。

O
う
け
い
れ
る
。
〔
漢
書
、
谷
永
博
〕
不
レ

食
膚
受
之
朔
芯
〔
注
〕
師
古
日
、
食
、
蜀
受

納
也
。

O
も
ち
ひ
る
。
〔
戦
國
‘
衛
策
〕
始
君
之

所
に
付
1

一
於
世
―
者
、
食
嵩
麗
一
也
。
〔
注
〕
食
、
用

也。

0
ま
ど
は
す
。
盤
惑
。
〔
正
字
通
〕
食
‘
嬰
臣

贔
惑
主
心
乙

9
食
。
〔
管
子
、
君
臣
下
〕
明
君
在
レ

上
、
便
僻
不
レ
能
レ
食
―
―
其
意
↓

eけ
す
。
な
く
す

る
。
〔
左
氏
、
倍
、
十
五
〕
我
食
吾
言
↓
〔
注
〕
食
、
消

也
。
鬱
た
が
や
す
。
墾
耕
゜
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
我
死
則

繹
不
食
之
地
而
阿
我
焉
。
〔
注
〕
不
食
‘
謂
レ

否
墾
耕
画
時
食
は
、
四
時
の
祭
。
祭
祀
゜
〔
幡
、
中

庸
〕
薦
―
其
時
食
〔
注
〕
時
食
、
四
時
祭
也
。

O
祭

る
。
祭
ら
れ
る
。
〔
正
字
通
〕
食
‘
祭
曰
二
血
食
↓
〔
後

漢
書
‘
梁
疎
傭
〕
背
登
に
高
遠
望
‘
歎
息
言
曰
、
大

丈
夫
居
レ
世
、
生
i

丑
封
レ
侯
‘
死
痒
炉
廟
食
↓
〔
杜
甫
‘

別
張
十
一
二
建
封
詞
〕
宗
臣
則
廟
食
、
後
祀
何
疎

蕪
°
◎
日
月
の
蝕
゜
蝕
(
1
0ー

3
3
2
6
4
)

に
通
ず
。

〔
秤
名
、
繹
天
〕
日
月
柄
日
レ
食
、
梢
梢
侵
屁
如
―
―
晶

食
箪
木
葉
也
。
〔
易
、
豊
〕
月
盈
則
食
。
〔
繹
文
〕

食
‘
或
作
蝕
。
〔
春
秋
、
隠
‘
三
〕
日
有
レ
食
レ
之
。
◎

め
で
た
い
し
る
し
。
吉
兆
゜
〔
書
‘
洛
詰
〕
惟
洛
食
。

12967 
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〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
卜
惟
洛
食
。
〔
注
〕
綜
曰
、
食
‘
領
の
土
地
。
知
行
所
。
食
封
。
〔
詩
‘
魯
頌
、
悶
宮
、
復
周

謂
吉
兆
↓

O
遊
戯
の
名
。
〔
廣
韻
〕
食
、
戯
名
、
博
公
之
宇
箋
〕
六
國
時
齊
有
孟
嘗
君
面
T
邑
於
砕
言
史

記
‘
鄭
商
博
〕
賜
―
―
食
邑
武
成
六
千
戸
↓
〔
漢
書
、
高
帝
紀

下
〕
其
有
レ
功
者
、
上
致
1

一
之
王
ぶ
盆
局
一
列
侯
一
下
乃
食
レ

鳳
0
古
、
合
一
(
1
2
-
4
4
0
1
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

邑
゜
〔
漢
書
‘
蒲
何
博
〕
（
漢
五
年
）
論
レ
功
行
レ
封
‘
云
云
‘
上

食
、
古
作
済
。
R
餐
(
1
2
-
4
4
1
6
0
)
の
古
字
。
〔
康

熙
字
典
〕
食
、
古
文
餐
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
姓
、
漢
以
何
功
最
塵
先
封
為
鄭
侯
公
良
邑
八
千
戸
。
〔
後
漢

食
子
通
、
希
姓
録
、
後
漢
食
手
公
。
口

O
め
し
。
い
書
‘
皇
后
下
‘
安
思
閻
皇
后
紀
〕
食
邑
萬
三
千
五
百
戸
。

ひ
゜
〔
周
證
、
天
官
、
膳
夫
〕
掌
主
之
食
飲
膳
羞
↓
【
食
飲
】
4

し
1

た
べ
も
の
と
の
み
も
の
。
食
ふ
こ
と

と
飲
む
こ
と
。
の
み
く
ひ
。
飲
食
。
〔
荀
子
‘
修
身
〕
食

飲
衣
服
‘
居
虞
動
静
‘
由
レ
證
則
和
レ
節
、
不
レ
由
レ
穐
則
躙

〔
注
〕
食
、
飯
也
。
●
か
て
。
糧
゜
〔
集
韻
〕
食
、
糧
也
。

陥
生
レ
疾
゜
〔
漢
書
、
楚
元
王
博
〕
家
産
過
百
萬
↓
削
以

〔
周
證
、
地
官
‘
凜
人
〕
凜
人
鯛
1

梢
食
↓
轡
く
ら
は

す
。
や
し
な
ふ
。
〔
字
彙
〕
食
、
以
レ
食
食
レ
人
也
。
振
毘
弟
賓
客
食
飲
↓

〔
詩
、
小
雅
、
縣
蜜
〕
飲
レ
之
食
レ
之
。
〔
左
氏
、
文
‘
+
【
食
孟
】
5
~
,
9
ク
飯
を
も
る
器
。
め
し
び
つ
。

八
〕
功
以
食
民
。
〔
注
〕
食
、
養
也
。
〔
帳
、
内
則
〕
國
【
食
咽
】
6

月
物
を
く
つ
て
む
せ
ぶ
。
〔
李
＿
商
隠
雑
纂

°
悪
模
様
〕
封
1

一
大
僚
一
食
咽
。

【
食
厭
】
7

s
h
i
h
'
y
e
n
•

飽
食
す
る
。

君
世
子
生
‘
ト
―
ー
士
之
妻
大
夫
之
妾
面
炉
食
レ
子

【
食
闇
】
8

万
誘
ひ
す
す
め
る
。
態
涌
唸
〔
方
言
‘
十
〕
食

〔
集
説
〕
食
レ
子
‘
謂
孟
聾
養
之
一
也
。
〔
史
記
‘
淮
陰

侯
博
〕
食
レ
我
以
二
其
食
↓
R
父
母
の
埋
葬
後
、
濱
閻
・
悠
憑
‘
勧
也
、
南
楚
凡
己
不
レ
欲
レ
喜
而
労
人
説
レ
之
、

宮
で
其
の
霊
を
祭
る
祭
。
虞
祭
。
〔
栂
、
檀
弓
下
〕
不
レ
欲
レ
怒
而
労
人
怒
レ
之
、
謂
之
食
問
或
謂
―
―
之
態

既
葬
而
食
レ
之
。
〔
繹
文
〕
食
、
国
堕
虞
祭
一
也
。
R
臥
匝
〔
廣
雅
‘
繹
詰
〕
食
閻
‘
勧
也
。

[
食
甕
】
，
乃
食
物
に
供
す
る
し
ほ
。
又
‘
築
用
の
臨
i

。

璧
化
ナ
ト
リ
ウ
ム
。
〔
本
草
、
食
臨
i

〕
秤
名
、
嵯
、
時
珍
日
‘

(
1
2
-
4
4
0
2
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
臥
‘
證
文
‘
糧

黄
帝
之
臣
宿
沙
氏
‘
初
霙
二
海
水
云
〖
レ
壁
゜
〔
漢
書
、
終
軍

也
、
亦
作
レ
食
。
国
人
名
。
〔
集
韻
〕
食
、
闘
、
人
名
、

漢
有
鄭
食
其
・
審
食
其
↓
謄
み
け
。
姓
氏
。
博
〕
率
其
用
器
食
鼠
不
レ
足
"
一
以
井
給
二
郡
邪
゜

幅
由
會
意
。
も
と
倉
に
作
る
。
人
一
と
琶
と
の
合
字
。
息
は
[
合
盆
茉
】
lO

店
ク
米
穀
を
は
か
る
o

築
は
斗
概
o

〔
商
子
ヽ

穀
物
の
よ
い
香
。
人
は
集
合
の
義
。
即
ち
人
一
息
は
集
め
墾
令
〕
令
T

有
二
雨
官
食
柴
二
不
も
？
以
辟
＞
役
。

た
る
よ
き
穀
物
、
米
・
飯
を
意
味
す
。
〔
説
文
‘
八
レ
琶
人
【
食
羹
】
ll

炉
め
し
と
あ
つ
も
の
。
〔
荘
子
‘
列
御
寇
〕
夫

瞥
或
説
人
―
琶
也
‘
段
注
〕
此
九
字
呼
F
作
下
凡
入
―
琶
三
一
犠
人
特
為
"
食
羹
之
貨
‘
多
餘
之
嵐
一
〔
繹
文
〕
食
、
＿
音
嗣
゜

烹
鰐
凌
人
｛
鼠
改
禾
＇
レ
可
レ
通
‘
也
者
穀
之
馨
香
也
‘
其
【
食
角

]
1
2
5

勺
犀
の
鼻
上
の
角
。
〔
本
草
‘
犀
〕
集
解
‘

字
凡
入
云
只
故
其
義
曰
1

一
人
釆
盆
牧
炉
形
得
レ
義
之
例
。
頌
日
、
犀
角
在
1

一
鼻
上
ご
鼻
上
者
、
食
角
也
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
食
‘
按
‘
六
穀
之
飯
日
レ
食
、
炊
入
―
琶
「
【
食
客
】
13

ぢ
ク
●
客
分
と
し
て
抱
へ
て
置
く
士
。
戦
國

會
意
。
▽
魯
（
甲
骨
文
）
象
形
。
食
器
に
食
物
を
盛
時
代
に
盛
に
行
は
れ
た
。
門
客
。
〔
史
記
‘
孟
嘗
君
傭
〕

り

そ

れ

に

蓋

を

し

た

さ

ま

に

象

る

。

孟

嘗

君

在

レ

砕

‘

招

1

一
致
諸
侯
賓
客
ご
石
石
以
レ
故
傾
二

畠

ア

キ

。

ア

ぎ

フ

。

天

下

之

士

一

食

客

散

千

人

。

〔

史

記

、

武

安

侯

博

〕

家

【
食
案
】
1

月
食
事
を
す
る
机
。
飯
嚢
゜
〔
盟
鐵
論
、
孝
累
動
干
＇
萬
ぶ

k

客
日
散
十
百
人
。
●
か
か
り
う
ど
。
ゐ

養

〕

食

案

方

丈

。

さ

ふ

ら

ふ

。

居

候

。

O
料
理
を
食
べ
に
来
る
客
。
〔
夢

【
食
瞥
】
2

5
；
周
官
の
名
。
天
官
の
陽
。
調
剖
・
飲
食
を
梁
録
‘
茶
隷
〕
沐
京
熟
食
店
‘
張
―
―
桂
名
革
烹
所
T

以
勾
"
引

掌
る
。
〔
周
證
‘
天
官
、
食
醤
〕
食
醤
‘
掌
レ
和
ー
ー
王
之
六
食
・
観
者
盃
田
•
連
食
客

3

六
飲
•
百
羞
・
百
醤
・
八
珍
之
齊
→
【
食
葛
】

1
4
ぢ
ク
蔓
生
の
植
物
の
名
。
山
葛
(
4
-
7
8
6
9
：
 

【
食
邑
】
3

ぢ
ク
邑
を
食
む
。
土
地
を
領
有
す
る
。
又
、
所

1
6
2
)

に
同
じ
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
綸
組
紫
綽
、
食
葛
香

食

部

食

茅
゜
〔
注
〕
劉
曰
、
食
葛
蔓
生
‘
輿
二
山
葛
一
同
、
根
特
大
美
二

於
芋
ふ
9

。

【
食
合
＝
】
15

行
食
物
を
入
れ
る
重
箱
の
類
。
多
く
は
圃

形
で
、
蒔
箱
・
胄
貝
等
の
装
飾
を
施
す
。
じ
き
ろ
う
。
〔
和

漢
三
オ
圏
會
‘
庖
尉
具
、
食
合
血
〕
按
‘
合
g

‘
俗
云
土
艮
龍
一
也
。

【
食
合
】
16

”
5

0
一
種
以
上
の
も
の
を
同
時
に
食
ふ

こ
と
。
〇
併
せ
食
ふ
と
害
と
な
る
食
物
。
又
、
そ
れ
を
一

諸
に
た
べ
る
こ
と
。

0
"廷
か
み
あ
ふ
こ
と
。

【
食
姦
】
17
が
g

ク
其
の
不
善
を
知
り
な
が
ら
其
の
禄
を

は
む
こ
と
。

【
食
監
】
18

％
ク
食
事
の
監
督
を
す
る
係
り
。
御
膳
番
。

〔
新
序
、
雑
事
四
〕
庖
宰
・
食
監
、
法
皆
嘗
レ
死
。

【
食
机
】
1
9
"
／
食
器
を
載
せ
る
盆
。
片
木
:
を
折
り
ま
げ

て
作
る
。
お
し
き
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
庖
厨
具
、
食
机
〕

按
、
今
俗
云
1

一
折
散
1

者
‘
乃
御
食
机
芙
‘
蓋
御
者
天
子
推

尊
之
詞
‘
而
婢
女
不
訟
頭
貴
賤
「
動
則
用
,
,
御
字
盃
庶
民
衣

服
梢
―
―
御
衣
↓
屎
桶
名
―
―
御
厠
一
之
類
可
レ
笑
‘
云
云
、
食
机

之
形
有
,
,
散
品
↓

【
食
忌
】
20

し
ヨ
ク
食
物
を
い
み
き
ら
ふ
。
忌
口
。
〔
張
祐
、

秋
日
病
中
詩
〕
無
レ
端
憂
二
食
忌
盃
炉
鏡
倍
1

一
萎
黄
↓

【
食
氣
】
21

やヨク

O
氣
を
食
ふ
。
鬼
神
が
供
物
を
め
し

あ
が
る
こ
と
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
生
民
‘
履
―
―
帝
武
—
敏
欽
、

疏
〕
鬼
紳
食
レ
氣
‘
謂
1

一
之
飲
↓
〇
空
氣
を
食
ふ
。
道
家
養

生
法
の
一
。
吐
納
法
。
今
の
深
呼
吸
法
の
類
。
〔
淮
南

子
‘
泰
族
訓
〕
享
レ
穀
食
レ
氣
者
皆
受
レ
焉
。
〔
五
符
経
〕
食
レ

氣
常
有
―
―
少
容
↓
〇
し
穀
物
を
た
べ
る
氣
持
。
一
説
に
、

食
は
食
饗
の
食
‘
氣
は
鍼
牢
の
韻
゜
〔
論
語
、
郷
窯
〕
肉

雖
レ
多
不
レ
使
レ
勝
l
1

食
氣
↓
〔
集
注
〕
食
以
レ
穀
為
レ
王
‘
故

不
レ
使
h

―
肉
勝
1

一
食
氣
言
安
井
息
軒
集
説
〕
皇
侃
云
‘
勝
猶
レ

多
也
、
食
謂
-
1

他
膳

E3、
邪
晟
云
‘
氣
‘
小
食
也
‘
言
1

一肉

雖
多
、
食
レ
之
不
＞
可
レ
使
レ
過
―
―
食
氣
一
也
‘
物
茂
卿
云
‘
邪

疏
‘
氣
‘
小
食
也
、
是
解
氣
為
レ
鍼
‘
蓋
邪
昂
時
、
他
古
注

尚
存
、
取
―
―
其
説
耳
‘
撮
其
説
訓
食
為
食
饗
之
食
録

為
鍼
牢
之
甑
コ
―
―
―
翌
肉
雖
レ
多
、
不
＞
得
レ
過
食
餓
之
散
一

云
云
‘
程
瑶
田
云
、
論
語
不
レ
使
レ
勝
↓
―
食
氣
ぶ
呪
文
氣
作
レ

既
‘
繹
レ
之
日
、
小
食
也
、
引
訟
躙
語
ー
以
證
レ
之
、
蓋
古
文

氣
息
字
作
レ
代
、
加
レ
米
、
削
為
―
―
氣
稟
字
↓
輿
函
茫
テ
相

通
然
後
世
於
氣
字
無
，
不
l
1

讀
為
氣
塵
者
い
不
レ

有
証
文
ぶ
即
論
語
食
氣
一
一
字
、
難
レ
通
,
,
其
義
↑
K

。
働

”
ヒ
食
物
を
欲
す
る
氣
持
ち
。
食
欲
゜

【
食
既
】
22

しヨク

H
月
の
皆
既
蝕
゜
〔
春
秋
、
桓
、
三
〕
秋

七
月
壬
辰
朔
、
日
有
レ
食
レ
之
、
既
。
〔
杜
注
〕
既
‘
盛
也
、
歴

家
之
説
謂
‘
日
光
以
1

一
望
時
1

遥
奪
,
,
月
光
五
瓜
月
食
。

【
食
器
】
23

も
ヨ
ク
食
事
の
だ
う
ぐ
。
食
物
を
入
れ
る
器

具
。
〔
幡
、
少
儀
〕
食
器
不
―
―
刻
錢
二
韓
非
子
、
十
過
〕
作
―
―

為
食
器
面
斬
元
出
企
而
財
レ
之
。
〔
漢
書
‘
淮
南
属
王
長
博
〕

給
薪
菜
璧
炊
食
器
席
隊
二
注
〕
師
古
日
、
食
器
、
杯
椀

之
隔
゜
〔
説
苑
‘
反
質
〕
作
1

一
為
食
器
玉
斬
5

木
而
裁
レ
之
。

〔
後
漢
書
、
西
域
、
安
息
國
傭
〕
宮
室
皆
以
1

一
水
精
[
t
レ

柱
、
食
器
亦
然
゜

【
食
饒
】
24

も
ヨ
ク
ふ
ち
。
秩
誅
゜
〔
晏
子
、
雑
‘
上
〕
故
嬰

非
特
食
饒
之
艮
也
。

【
食
休
】
25

月
食
事
の
後
の
休
息
。

【
食
饗
】
26

ぷ
ウ
賓
客
に
御
馳
走
す
る
こ
と
。
〔
謄
‘
曲
證

上
〕
食
饗
不
レ
為
レ
築
。
〔
史
記
‘
栗
書
〕
射
郷
食
饗
、
所
二

以
正
交
扱
也
。

[
食
攀
]
2
7

月
天
子
が
食
事
を
す
る
こ
と
。
又
、
そ
の

時
に
奏
す
る
築
曲
の
名
。
〔
後
漢
書
｀
班
固
傭
〕
爾
乃
食

攀
碓
徹
゜
〔
注
〕
食
攀
謂
―
―
裳
食
學
＞
架
也
。
〔
栗
府
詩

集
‘
燕
射
歌
辞
〕
王
制
日
、
天
子
食
琴
以
レ
架
、
大
司
築
、

王
大
食
―
―
宥
‘
皆
令
レ
奏
―
―
鍾
鼓
玉
漢
飽
業
曰
、
古
者
天
子

食
飲
‘
必
順
―
―
四
時
五
味
正
故
有
食
攀
之
架
盃

~
T以
順
二

天
地
盃
戸
神
明
求
中
幅
應
ふ
也
。
此
食
畢
之
有
如
歪
也
‘

云
云
‘
漢
有
殿
中
御
飯
食
學
七
曲
‘
太
架
食
學
十
三
曲
↓

【
食
玉
】
28

し
"
”
食
用
に
す
る
と
い
ふ
玉
屑
。
又
‘
玉
で

飾
っ
た
食
器
。
〔
周
繍
‘
天
官
‘
玉
府
〕
王
齊
則
共
―
―
食
玉
↓

〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
王
齊
常
レ
食
―
―
玉
屑
二
庄
孫
話
譲
正
義
〕

先
鄭
説
‘
蓋
媒
―
―
漢
時
紳
仙
服
食
家
言
一
云
云
‘
蓋
王
齊

備
―
―
盛
霰
面
切
傑
具
之
品
‘
亦
宜
レ
備
レ
飾
‘
食
王
者
‘
殆
即

以
レ
玉
飾
―
―
食
器
↓
若
二
王
敦
・
玉
豆
之
類
―
是
英
。

【
食
具
】
29

勺
ク
食
事
の
用
意
が
出
来
る
。
〔
儀
幡
‘
士

相
見
證
〕
凡
侍
―
―
坐
於
君
子
一
君
子
欠
伸
、
問
↓
一
日
之
早

晏
百
竺
食
具
―
告
‘
改
レ
居
、
則
請
レ
退
可
也
。
〔
注
〕
具
‘

猶
レ
琲
也
。
〔
胡
培
輩
正
義
〕
注
云
レ
猶
レ
堺
‘
解
レ
具
為
一
備

辮
一
輿
―
―
廣
雅
繹
詰
‘
訓
レ
具
為
P

備
同
也
。

【
食
貨
】
30

行
食
物
と
た
か
ら
。
食
料
と
財
貨
。
経
渭

の
こ
と
を
い
ふ
。
貨
食
。
漢
書
そ
の
他
の
正
史
に
食
貨

志
が
あ
る
。
〔
書
‘
洪
範
〕
八
政
‘
一
曰
食
‘
―
一
曰
貨
。

〔
係
博
〕
食
者
民
之
所
レ
急
‘
貨
者
民
之
所
レ
資
、
故
食
為
レ

首
‘
而
貨
次
レ
之
、
食
貨
、
所
―
―
以
養
＞
生
也
。
〔
漢
書
、
食
貨

三
七
二

12968 
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食

部

食

志
上
〕
洪
範
八
政
、
一
曰
食
、
二
日
貨
、
食
謂
二
農
殖
嘉
穀

可
レ
食
之
物
云
只
謂
乙
布
吊
可
な
衣
及
金
刀
亀
貝
、
所
T

以

分
―
―
財
布
莉
が
通
有
無
し
者
．
也
。
〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
厭
初

生
民
、
食
貨
惟
先
。

〖
食
貨
志
〗31
了
ヨ
ク
；
正
史
の
志
類
の
目
。
経
清
の
こ

と
を
記
し
た
も
の
。
前
漢
書
・
晉
書
・
魏
書
・
隋
書
・
藷

唐
書
・
唐
書
・
藷
五
代
史
・
遼
史
・
宋
史
・
金
史
・
元
史
•
明

【
食
過
】
3
2
"
狂
過
度
に
食
ふ
こ
と
。

L

史
に
あ
る
。

【
食
潰
】
33

”
九
’
●
徒
食
し
て
身
代
を
つ
ぶ
す
こ
と
。
又
、

そ
の
人
。
●
食
客
な
ど
に
な
つ
て
他
人
に
財
産
を
消
費

さ
せ
る
こ
と
。
又
、
そ
の
人
。

【
食
完
】
34

s
h
i
h
2
 
w
a
n
'

食
ひ
墨
す
。

【
食
官
】
35

藷
ク
？
飲
食
を
掌
る
官
。
〔
周
證
、
天
官
、
序

官
‘
膳
夫
、
注
〕
食
官
之
長
也
。
〔
周
稚
‘
天
官
‘
膳
夫
‘
繹

文
〕
食
、
昔
嗣
゜

【
食
管
】
36

衿
グ
食
道
の
異
名
。
氣
管
の
後
方
に
在
つ

て
食
物
の
通
過
す
る
管
。

【
食
君
~
】
3
7政
ク
臭
氣
の
あ
る
野
菜
を
食
ふ
。
食
章
に
同

じ
。
〔
孔
子
家
語
、
五
儀
解
〕
志
不
レ
在
↓
1

於
食
君
血
↓
〔
注
〕

煮
、
辛
菜
也
。

【
食
章
】
38

乃
臭
氣
の
あ
る
野
菜
を
食
ふ
。
〔
荀
子
、

哀
公
〕
端
衣
玄
裳
、
続
而
乗
レ
路
者
、
志
不
レ
在
―
―
於
食
ヮ
輩
。

〔
注
〕
章
、
葱
薙
之
層
也
。

【
食
頃
】
3
9
[
勺

O
食
事
す
る
位
の
時
間
。
僅
少
な
あ
ひ

だ
。
し
ば
ら
く
。
ま
も
な
く
。
〔
史
記
、
孟
嘗
君
博
〕
難
惑

鳴
‘
遂
獲
レ
傭
出
、
出
如
―
―
食
頃
玉
秦
追
果
至
レ
覇
。
〔
漢
書
‘

呉
王
湯
傭
〕
不
レ
過
1

一
食
頃
↓
●
召
其
の
物
を
食
す
る

に
、
最
も
味
の
よ
い
こ
ろ
ほ
ひ
。
た
べ
ご
ろ
。

【
食
酪
】

40F
小
品
の
名
。
蟻
蝶
。
醍
難
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕

斯
禰
為
11

食
醍
願
酪
↓
〔
荘
子
、
至
架
〕
斯
禰
為
―
―
食
醍
↓

〔
繹
文
〕
食
、
司
馬
本
作
レ
蝕
‘
云
‘
蝕
醍
若
一
酒
上
蟻
蝶
1

也
。
〔
成
玄
英
疎
〕
酢
甕
中
峨
蝶
‘
亦
為
1

泣
霊
茫
也
。

【
食
留
】
41

砕
ク
か
み
く
ら
ふ
。
〔
秤
名
、
繹
天
〕
寛
醤

也
、
其
骰
断
絶
‘
見
一
松
於
非
時
ぶ
比
火
氣
也
、
傷
―
害
於
物
1

如
レ
有
レ
所
1

一
食
留
一
也
。
〔
柳
宗
元
、
天
説
〕
食
―
―
醤
之
―

攻
矢
之
↓

【
食
犬
】
42

玲
ク
食
用
に
供
す
る
い
ぬ
。
〔
周
證
、
秋
官
‘

犬
人
‘
凡
相
レ
犬
牽
レ
犬
者
腸
焉
‘
疏
〕
犬
有
乞
一
種
二
者

田
犬
‘
二
者
吠
犬
‘
三
者
食
犬
‘
若1一
田
犬
•
吠
犬
面
竺
其

善
悪
五
竺
食
犬
五
観
―
―
其
肥
痩
↓
〔
三
オ
圏
會
‘
鳥
獣
三
、

三
七
三

犬
〕
食
犬
、
若
今
菜
牛
1
也
。
【
食
桑
】

5
5
砕
ク
く
は
を
食
ふ
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
食
レs
h
i
h
'
t
z
'
u
•

料
理
の
猷
立
。

【
食
硯
】
43

乃
清
、
莱
宏
動
(
9
-
3
1
8
1
8
:
 1
5
5
)

の

琥

。

桑

者

有

レ

緒

而

蛾

。

【

食

事

】

65

松
；
●
仕
事
の
報
酬
を
貰
つ
て
生
計
を
立

【
食
一
＝
口
】
“
乃
言
を
は
む
。
偽
る
。
一
度
口
か
ら
出
し
【
食
草
】
56

芯
ク
草
を
食
ふ
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
食
臼
草
て
る
こ
と
。
技
術
を
以
て
仕
へ
て
俸
藤
を
貰
ふ
こ
と
。

た
言
を
又
口
に
入
れ
る
意
。
言
を
履
行
し
な
い
こ
と
。
者
善
走
而
愚
。
〔
雲
笈
七
鐵
〕
食
レ
草
者
愚
擬
而
力
足
。
〔
魏
志
、
方
技
‘
華
佗
博
〕
佗
侍
レ
能
厭
レ
食
レ
事
。
●
め
し

一
説
に
、
食
は
為
、
為
は
古
く
偽
に
通
じ
た
。
〔
爾
雅
‘
秤
【
食
面
f

】57
砕
ク
物
の
通
る
喉
。
食
道
。
〔
縣
恵
全
書
、
刑
を
食
ふ
こ
と
。

詰
下
、
食
・
詐
‘
偽
也
‘
疏
〕
故
通
謂
,
,
偽

言

[t,,4)1
塁
只
故
名
部
、
人
命
下
‘
瞼
各
種
死
傷
〕
食
喰
在
な
左
‘
氣
喰
在
レ
【
食
匡
時
】
6
6
.
ク
ヨ
ク
●
物
を
食
ふ
時
。
〔
詩
‘
鄭
風
‘
蝦
練
‘
崇

此
訓
レ
食
為
レ
偽
也
。
〔
書
、
湯
誓
〕
爾
無
レ
不
レ
信
‘
朕
不
レ
右
。
朝
其
雨
、
博
〕
従
后
旦
至

1一
食
時
〖
竺
終
朝
→
〔
管
子
、
弟

怠
言
。
〔
禁
傭
〕
食
言
、
言
―
―
己
出
而
反
呑
＂
之
也
。
〔
左
【
食
蔵
】

58

和
ゥ
食
物
を
蔵
す
る
具
。
〔
酉
陽
雑
俎
、
忠
子
職
〕
至
二
於
食
時
本
先
生
牌
レ
食
。
〔
任
防
‘
齊
覚
陵
文

氏
、
僭
、
十
五
〕
我
食
1吾
言
玉
背
1

一
天
雄
也
。
〔
注
〕
食
、
消
志
〕
安
藤
山
恩
寵
莫
レ
比
、
錫
責
無
散
‘
其
所
レ
賜
品
目
‘
宣
行
状
〕
淮
南
取
,
,
責
於
食
時
↓
〔
注
〕
良
日
、
漢
淮
南
王

也
。
〔
左
氏
‘
哀
‘
二
十
五
〕
公
曰
‘
是
食
レ
言
多
矢
‘
能
無
レ
有
"
云
云
・
油
壷
食
蔵
↓
安
、
好
レ
書
、
天
子
使
レ
為
"
離
騒
博
涵
翌
文
5

詔
、
至
―
―
食

肥
乎
゜
〔
史
記
‘
匈
奴
博
〕
約
分
明
而
無
レ
食
レ
言
。
〔
國
語
、
【
食
王
子
】
5
9
.
各ク

O
子
供
を
乳
養
す
る
。
〔
證
、
内
則
〕
卜
,
,

時
五
茫
之
。
●
暫
ら
く
の
間
。
〔
楚
辟
‘
王
逸
‘
九
思
‘
守

晉
語
、
八
〕
魯
人
食
レ
言
。
〔
書
言
故
事
、
請
託
類
〕
欲
l
1

人
士
之
妻
・
大
夫
之
妾
盃
炉
食
レ
子
。
〔
注
〕
士
妾
大
夫
之
妻
‘
志
〕
朝
晨
登
―
―
令
郡
郎
云
食
時
至
1

一
号
増
泉
↓
〔
呉
志
、
呂
蒙

団
信
‘
日
る
1

望

勿

＂

食

レ

言

。

謂

,

,

時
自
有
生
ね
〔
疎
〕
使
1

一
其
食
生
J

‘
須
レ
有
二
乳
汁
↓
偉
〕
蒙
手
執
―
―
抱
鼓
工
4

卒
皆
騰
踊
自
升
、
食
時
破
レ
之
。

【
食
口
】
45

衿
ク
人
口
。
口
散
。
〔
韓
愈
、
雪
後
寄
―
―
雀
二
●
祭
祀
を
奉
じ
て
供
養
す
る
。
〔
左
氏
、
文
、
元
〕
叔
服
日
、
【
食
餌
】
67

花ヨク

0
く
ひ
も
の
。
か
て
。
食
糧
。
〔
玉
燭
賓

十
六
丞
今
詩
〕
秩
卑
俸
薄
食
口
衆
‘
登
有
一
云
酒
食
開
1

一
容
穀
也
食
レ
子
‘
難
也
牧
生
子
。
〔
注
〕
穀
、
文
伯
‘
難
‘
恵
叔
、
典
〕
食
餌
者
、
謂
1

一
黍
杭
拉
牧
＂
之
也
。
●
ゑ
を
食
ふ
。
〔
六

顔

↓

食

レ

子

、

奉

1

一
祭
祀
供
養
者
也
、
牧
レ
子
、
葬
―
―
子
身
一
也
。
紹
、
文
紹
、
文
師
〕
夫
魚
食
"
其
餌
五
乃
牽
二
於
婚
T

人
食
1
1

【
食
貢
】
46

治
ク
貢
物
に
よ
つ
て
生
計
を
立
て
る
こ
と
。
●
子
を
食
ふ
。
又
、
我
が
子
の
肉
を
食
は
せ
る
。
〔
蘇
轍
‘
其
禄
五
乃
服
二
於
君
↓

〔
國
語
、
晉
語
四
〕
公
食
レ
貢
、
大
夫
食
レ
邑
゜
乞
1

一誅,,鼠
呂
憑
卿
ー
状
〕
食
レ
子
狗
レ
君
‘
而
推

1一
其
忍
→
則
【
~
日
】
6
8花
”
ク
朝
食
の
時
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
昭
、
五
〕

【
食
國
】
47

”

一

天

子

の

治

め

た

ま

ふ

國

。

可

1

一

以

試

ら

君

。

日

之

散

十

、

故

有

土

＇

時

盃

亦

嘗

ユ

＇

位

芦

ロ

レ

王

以

下

、

其

〖
食
國
政
申
大
夫
〗
“
芸
芸
ト
ウ
＇
ウ
ス
ぎ
｀
｀
國
政
を
天
皇
に
【
食
指
】

6
0
で
；
手
の
第
二
指
。
ひ
と
さ
し
ゅ
び
。
〔
左
氏
、
二
為
久
ム
‘
其
三
為
レ
卿
、
日
上
"
其
中
ぶ
食
日
為

J
-‘
旦

奏
上
す
る
人
。
大
臣
。
宣
、
四
〕
子
公
之
食
指
動
。
〔
注
〕
第
二
指
也
。
日
為
に
二
。
〔
注
〕
日
中
営
レ
王
、
食
時
営
レ
公
、
平
旦
為
レ
卿
、

【
食
穀]
4
9打穀
物
を
く
ふ
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
食
レ
〖
食
指
動

]
6
1
5
丑
勺
ひ
と
さ
し
ゅ
び
が
自
然
に
動
く
。
難
鳴
為
レ
士
。
〔
會
箋
〕
食
日
‘
謂
―
―
食
時
之

B

一
也
。

穀
者
智
慧
而
巧
。
●
御
馳
走
を
得
る
前
兆
。
春
秋
、
鄭
の
公
子
宋
が
己
の
〖
食
百
ュ
萬
蕊

i〗6
9
"吟
-
が
一
日
の
食
事
に
萬
錢
を
費

【
食
坐
】
50

巧
ク
飲
食
す
る
時
の
坐
る
位
置
。
〔
證
‘
曲
證
食
指
の
動
く
の
を
見
て
、
美
味
を
得
る
前
兆
だ
と
言
つ
す
。
〔
晉
書
、
何
曾
博
〕
食
日
萬
錢
。

上
〕
食
坐
声
前
。
〔
疎
〕
食
坐
盤
愉
者
‘
謂
―
―
飲
食
坐
1

也
。
た
故
事
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
四
〕
楚
人
獣
1

一
鼈
於
鄭
霊
公
ズ
ム
【
食
床
】
70

が
誘
飯
を
食
ふ
畳
。
飯
畳
゜
〔
和
漢
ニ
オ
圏

【
食
采
】
51

抒
ク
領
地
。
知
行
所
。
又
、
采
地
を
は
む
。
子
宋
興
1

一
子
家
一
将
レ
見
、
子
公
之
食
指
動
、
以
示
1

一
子
會
、
庖
厨
具
、
食
床
〕
俗
―
ぞ
飯
畳
五
按
、
食
床
、
今
―
ぞ
飯

〔
漢
書
、
刑
法
志
〕
定
出
1

一
賦
六
千
四
百
井
、
戎
馬
四
百
家
一
日
、
他
日
我
如
レ
此
、
必
嘗
-
1

異
味
↓
〔
説
苑
、
復
恩
〕
公
畳
之
類
涵
五
ぶ
衆
僧
並
居
吃
レ
飯
之
床
。

匹
、
兵
車
百
爽
此
卿
大
夫
采
地
之
大
者
也
。
〔
注
〕
師
子
宋
之
食
指
動
。
〔
書
言
故
事
、
鋪
啜
類
〕
有
l

ー
飲
食
之
【
食
届
四
】
71

吝
'
”
●
し
よ
く
あ
た
り
。
●
食
ひ
あ
き
る
こ

古
日
、
采
、
官
也
、
因
レ
官
食
レ
地
、
故
日
ー
采
地
盃
爾
雅
日
、
兆
ご
巨
食
指
動
↓
●
轄
じ
て
、
食
欲
を
感
ず
る
こ
と
。
と
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
原
禽
類
、
嵩
雀
〕
肉
‘
能
解
レ
毒

采
・
寮
、
官
也
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
本
周
宣
王
弟
友
為
二
又
、
物
事
を
求
め
る
心
の
起
る
こ
と
。
治
1

一
食
傷
↓

周
司
徒
ぶ
竺
采
於
宗
周
畿
内
→
〖
揺

1
1食
辛
担
〗
紺
ぢ
り
芍
ひ
と
さ
し
ゅ
び
を
握
り
動
か
【
食
鉤
】

7
2
s
h
i
h
'
h
s
 ia
n
g
'

扶
持
を
も
ら
ふ
。

【
食
菜
】
52

り
●
野
菜
を
食
ふ
。
青
物
を
食
ふ
。
〔
褪
、
す
。
食
ぺ
た
い
と
い
ふ
意
志
を
表
示
す
る
こ
と
。
〔
南
【
食
涵
g

】73
裟
ク
酒
を
飲
む
。
酒
を
む
や
み
に
飲
む
。
〔
漢

喪
大
記
〕
食
レ
菜
以
二
醍
醤
^
●
采
地
を
は
む
。
〔
後
漢
書
、
齊
書
、
張
融
博
〕
豫
章
王
大
會
"
賓
僚
五
融
食
レ
炎
‘
云
云
‘
書
、
子
定
國
傭
〕
定
國
食
レ
酒
至
二
散
石
示
＇
レ
乱
。
〔
注
〕
如

渇
紡
偉
〕
食
n
菜
渇
城
涵
四
以
氏
焉
。
〔
白
虎
通
、
京
師
〕
融
欲
レ
求
"
~

蒜
（
口
終
不
レ
言
、
方
茄
ー
食
指
一
半
B
乃
淳
曰
、
食
酒
、
猶
J
-
――E-
―
喜
酒
一
也
、
師
古
日
、
若
依
―
―
如
氏

公
卿
大
夫
皆
食
レ
菜
者
、
示
土
宍
レ
民
同
―
―
有
無
一
也
。
息
、
出
1

一

入

朝

廷

西

皆

拭

レ

目

驚

観

レ

之

。

之

説

谷

k

字
営
n
昔
嗜
涵
益
訊
非
也
、
下
絞
1

一
定
國
子
永
一

【
食
齊
】
53

ヤ
五
穀
の
食
。
食
剤
。
〔
周
覗
、
天
官
、
食
【
食
滓
】
6
2
"
が

食

ひ

餘

り

の

物

。

乃

言

―

―

嗜

酒

,)!Ir
、
食
酒
者
、
謂
品
能
多
飲
費
"
其
酒
涵
[
レ

瞥
〕
食
齊
匪
春
時
↓
〔
注
〕
飯
宜
レ
温
゜
〔
證
、
内
則
〕
凡
【
食
緯
】
63

ク
；
は
た
ご
や
。
飯
屋
。
食
店
。
〔
老
學
庵
言
―
―
食
言
1

焉
、
今
流
俗
書
本
、
輻
改
―
―
食
字
咋
"1一
飲
字
一

食
齊
覗
1

一

春

時

↓

筆

記

‘

二

〕

惟

食

騨

以

―

―

其

耐

久

え

斎

伊

之

失

1

一
其
慎
ふ
3

゜
〔
王
先
謙
補
注
〕
劉
放
日
、
論
語
云
‘
油
酒

【
食
倉
】
54

砕
相
術
家
の
語
。
鼻
下
に
在
つ
て
運
氣
を
【
食
次
】
64

で：

0
食
ふ
た
び
。
〔
法
苑
珠
林
〕
皇
帝
嘗
"
市
膊
不
レ
食
、
然
則
酒
自
可
レ
ー
デ
食
也
、
然
此
下
則
云
―
―

判
断
す
る
虞
。
流
年
運
氣
(
8
-
1
7
4
3
1
:
 3
0
7
)

を
見
よ
。
十
月
之
内
一
毎
因
―
―
食
次
一
於
1

一
歯
下
1

得
―
―
含
利
↓
〇
飲
レ
酒
益
精
明
一
共
説
二
-
事
一
耳
‘
雨
字
不
レ
同
、
疑
嘗
―
―

12969 
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作
レ
飲
為
＂
慎
°
〔
柳
宗
元
‘
序
レ
飲
〕
吾
病
廃
不
レ
能
レ
食
レ
酒
。
性
定
尤
遣
"
小
姑
嘗
↓
之
馬
↓
〔
史
記
‘
魯
周
公
世
家
〕
厩
無
―
―
食
レ
粟
之
馬
↓
〔
膳
夫
録
〕
章
僕
射
巨
源
、
有
―
―
燒
尾
宴
食
箪
↓

【
食
粥
】74努
か
ゆ
を
食
ふ
。
〔
糧
喪
服
四
制
〕
三
日
而
【
~
良
税
】

8
9
"勺
租
税
に
よ
っ
て
生
活
す
る
。
〔
老
子
、
七
【
食
胎
】

1
0
4
”
勺
は
ら
の
こ
を
食
ふ
。
〔
呂
覧
、
名
類
〕
剖
レ
【
食
地

]
1
1
4

”
；
耕
す
ぺ
き
地
。
〔
管
子
、
八
観
〕
彼
野
悉

食
栴
、
三
月
而
沐
。
〔
荀
子
‘
證
論
〕
居
レ
直
食
レ
粥
。
十
五
〕
民
之
飢
、
以
1

一
其
上
食
レ
税
之
多
五
是
以
飢
也
。
獣
食
レ
胎
‘
則
麒
麟
不
レ
来
。
辟
而
民
無
レ
積
者
、
國
地
小
而
食
地
漫
也
、
田
半
懇
而
民

【
合
云
5
]
7
5

叱
ぢ
ま
め
を
食
ふ
。
〔
糧
‘
月
令
〕
（
孟
夏
之
【
食
饒
】
90

芦
り
食
料
が
ゆ
た
か
。
〔
弘
道
館
記
逃
義
、
上
〕
【
食
涵
E

】105
”
勺
食
物
が
消
化
し
な
い
で
、
胃
に
停
滞
す
有
,
,
餘
食
盃
皿
粟
米
多
者
‘
國
地
大
而
食
地
博
也
。

月
）
食
哀
輿
b

維
。
〔
蘇
献
、
野
鷹
来
詩
〕
北
原
有
レ
免
老
夫
日
出
之
郷
、
陽
氣
所
レ
狽
、
地
震
人
傑
、
食
饒
兵
足
。
る
。
食
も
た
れ
。
食
傷
0

[
食
茶
】
115

お
ク
日
用
の
茶
を
い
ふ
。
〔
宋
史
、
食
貨
志

且

白

‘

年

年

養

レ

子

秋

食

レ

萩

。

【

食

炎

】

91

お
ク
や
き
に
く
を
食
ふ
。
〔
史
記
‘
衛
康
叔
【
食
代
】
106
ク

t

食
ふ
だ
け
の
し
ろ
。
食
費
。
食
料
。
下
五
〕
民
之
欲
レ
茶
者
、
害
森
各
只
其
給
,
,
日
用
一
者
‘
謂
ニ

【
食
初
】
76

”

ん

小

兒

が

生

れ

て

百

二

十

日

目

に

、

始

め

世

家

〕

行

レ

爵

食

レ

炎

。

【

食

堂

】

107

”E
ク
食
事
を
す
る
へ
や
。
食
事
部
屋
。
飯
之
食
茶
↓

て
飯
を
食
は
せ
る
儀
式
。
絣
と
小
石
二
つ
を
用
ひ
る
。
【
食
籍
】
92

お
ク
人
が
一
生
の
間
に
と
る
食
物
の
量
を
顧
。
寺
院
の
場
合
は
特
に
じ
き
だ
う
と
稽
し
、
も
と
賓
【
食
筋
】
llG

知
刀
飯
を
食
ふ
は
し
。
〔
西
京
雑
記
、
四
〕
元
理

は
し
た
て
。
ま
な
の
い
は
ひ
。
記
載
し
て
あ
る
冥
界
の
帳
簿
゜
縛
じ
て
、
運
命
に
よ
つ
頭
直
尊
者
又
は
僧
形
の
文
殊
像
を
安
置
し
た
。
〔
柳
宗
云
云
‘
以
,
,
食
筋
土
＇
餘
韓
日
、
東
困
七
百
四
十
九
石
二
升

〖
食
初
模
様
〗77
g巧
食
初
の
式
に
用
ひ
る
椀
の
模
て
定
め
ら
れ
た
、
其
の
人
の
享
受
し
得
る
食
物
の
量
。
元
‘
盤
屋
縣
新
食
堂
記
〕
貞
元
十
八
年
五
月
某
日
、
新
七
合
‘
又
十
餘
輯
日
‘
云
云
‘
西
固
六
百
九
十
七
石
八
到
。

様

。

鶴

亀

な

ど

の

蒔

檜

の

模

様

。

〔

黄

庭

堅

‘

戯

贈

,

,

彦
深
一
詩
〕
世
博
寒
士
有
1

一
食
籍
二
生
作
,
,
食

堂

子

縣

内

之

右

五

始

會

食

也

。

【

食

重

】

m
伍
誘
食
糧
・
衣
類
の
荷
物
。
又
、
そ
れ
を
運
搬

【
食
稽
】

78紅
食
物
が
需
要
と
つ
り
あ
つ
て
ゐ
る
こ
嘩
9
飯

百

甕

薙

。

【

食

道

】

108

和
ク
●
飲
食
の
道
。
〔
證
、
檀
弓
下
〕
飯
用
,
,

す
る
人
。
〔
漢
書
、
西
南
夷
博
〕
食
重
萬
餘
人
、
従
―
―
巴
秤

と
。
〔
管
子
、
軽
重
乙
〕
食
稽
之
國
必
亡
。
〔
纂
詰
〕
食
卑
ハ
レ
【
食
五
絶
】
93

”
↓
ク
糧
食
が
盛
き
る
。
〔
史
記
、
項
材
紀
〕
項
米
貝
盃
弗
レ
忍
レ
虚
也
、
可
レ
以
,
,
食
道
面
伊
美
焉
爾
゜
〔
拐
闘
1

入
。
〔
注
〕
師
古
日
、
食
糧
及
衣
重
也
。

民
稽
、
未
,
,
嘗

鋏

柔

其

國

必

亡

。

王

兵

疲

食

絶

。

巌

経

〕

彼

諸

衆

生

、

堅

固

服

餌

、

而

不

―

―

休

息

こ

食

道

圏

【

食

摘

】

llBg
新
年
の
祝
儀
に
、
三
方
の
上
に
米
を
盛

【
食
色
]
7
9

ぉ
”
●
飲
食
と
女
色
。
食
欲
と
性
欲
゜
〔
孟
【
食
錢
】
94

芦
ク
兵
根
と
軍
資
金
。
〔
越
絶
書
、
越
絶
計
成
、
名
1

一
地
行
仙
ニ
●
糧
食
を
運
搬
す
る
道
。
糧
道
。
〔
戦
り
、
其
の
上
に
緊
飽
．
勝
栗
・
昆
布
・
野
老
・
馬
尾
藻
な
ど

子
、
告
子
上
〕
告
子
曰
、
食
色
性
也
、
仁
内
也
、
非
レ
外
也
、
悦
内
経
〕
興
レ
師
者
、
必
先
蓄
1

一
積
食
錢
布
吊
↓
國
‘
趙
策
〕
韓
絶
,
,
食
道
こ
趙
渉
―
―
河
滝
二
燕
守
,
,
常
山
之
を
飾
っ
た
も
の
。
蓬
莱
飾
゜

義
外
也
、
非
レ
内
也
。
〔
注
〕
人
之
甘
レ
食
悦
レ
色
者
、
人
之
【
食
前
】
96

弁
ク
●
食
席
の
前
。
食
前
方
丈
を
見
よ
。
●
北
↓
〔
史
記
、
白
起
博
〕
秦
王
聞
1

一
趙
食
道
絶
三
云
云
‘
登
,
,

【
食
店
】
nsshih'tien• 

や
ど
や
。
は
た
ご
や
。
飯
屋
。

性

也

。

●

飢

ゑ

た

氣

色

の

な

い

こ

と

。

糧

食

の

つ

づ

く

食

事

を

す

る

前

。

年

十

五

以

上

涵

｀

心

詣

,

,

長
平
ぶ
遮
1

一
絶
趙
救
及
糧
食
↓
〔
漢
【
合
云
i

】120
ぢ
ク
●
田
地
の
収
入
を
衣
食
の
料
と
す
る
。

こ
と
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
五
〕
猶
有
食
色
五
g
修
二
而
城
→
〖
食
前
方
丈
〗97
澁
”
茫
御
馳
走
を
座
の
前
に
一
丈
書
、
周
勃
博
〕
使
n―
軽
騎
兵
弓
高
侯
等
、
絶
―
―
呉
楚
兵
後
食
〔
國
語
、
晉
語
四
〕
大
夫
食
レ
邑
、
士
食
レ
田
。
●
知
行
所
。

【
食
食
】
80

召
食
禄
を
は
む
も
の
。
〔
新
書
、
大
政
下
〕
四
方
も
列
ね
て
あ
る
こ
と
。
甚
し
く
奢
移
な
喩
゜
〔
孟
道
↓
●
道
に
は
む
。
精
神
的
努
力
の
報
酬
に
よ
っ
て
生
食
采
。
領
地
。
〔
戦
國
、
楚
策
〕
葉
公
子
高
、
食
田
六
百
珍
。

官
駕
百
乗
、
而
食
食
千
人
。
子
、
盤
心
下
〕
食
前
方
丈
、
侍
妾
敷
百
人
、
我
得
午
志
弗
レ
活
す
る
。
〔
管
子
、
法
法
〕
使
T

君
子
食
,
,
於
道
丁
小
人
食
•
【
食
工

i
】1
2
1
5
；
●
土
を
は
む
。
領
地
を
う
け
て
封
ぜ
ら

【
食
紀
新
181
巧
新
し
く
と
れ
た
も
の
を
食
ふ
。
〔
左
氏
‘
為
也
。
〔
集
注
〕
食
前
方
丈
‘
瞑
食
列
↓
―
於
前
1

者

、

方

一

丈

於

力
3

●
咽
頭
と
胃
と
の
間
を
連
絡
し
、
食
物
の
通
路
れ
る
こ
と
。
又
‘
知
行
所
。
采
邑
゜
〔
班
固
‘
将
軍
棘
津
侯

成
、
十
〕
不
レ
食
レ
新
矢
゜
〔
注
〕
―
亘
公
不
＂
得
レ
及
レ
食
『
一
新
也
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
九
〕
今
如
結
レ
閉
列
レ
騎
、
所
な
安
不
レ
と
な
る
扁
平
索
状
の
長
管
。
食
管
。
陳
武
銘
〕
功
成
食
レ
土
‘
徳
被
―
―
遅
邁
↓
〔
陸
機
‘
五
等
諸

喪

患

容

レ

膝

、

食

方

―

―

丈

子

前

盃

ザ

甘

不

レ

過

,

,

一
肉
↓
〔
西

F
瓦
卓
】
109

”
勺
食
事
に
用
ひ
る
具
。
ち
や
ぶ
だ
い
。
は
侯
論
〕
故
諸
侯
享
,
,
食
土
之
賓
↓
●
土
を
食
ふ
。
土
の
中

【
食
甚
】
82

芍
日
蝕
の
際
、
太
陽
の
最
も
多
く
か
く
れ
廂
記
‘
張
君
瑞
間
,
,
道
場
1

雑
劇
〕
我
想
、
先
夫
在
日
、
食
ん
だ
い
。
〔
通
書
後
鋒
〕
指
1
1

食
卓
―
而
問
。
に
も
ぐ
つ
て
棲
息
す
る
こ
と
。
〔
孔
子
家
語
‘
執
轡
〕
食
レ

た
時
の
状
態
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
、
證
部
、
食
甚
‘
注
前
方
丈
、
従
者
散
百
、
今
8
至
親
、
則
這
三
四
口
兒
0

(~~] 

uo
公
ク
●
く
ら
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
猷
帝
紀
〕
人
相
土
者
無
レ
心
而
不
し
息
。

解

〕

最

為

砺

納

之

時

、

謂

―

―

之

食

甚

↓

【

食

膳

】
98

劣
ク
た
べ
も
の
。
〔
漢
書
、
買
山
博
〕
陛
下
即
食
咲
、
白
骨
委
積
。
●
極
め
て
粗
末
な
食
物
を
食
ふ
こ
【
食
徳
】
122

坪
ク
藷
時
に
食
す
る
こ
と
で
‘
藷
時
の
藤
位

【
食
紳
】
83

．
乃
星
命
家
の
語
。
五
行
の
生
剋
に
よ
っ
て
位
、
親
自
勉
以
厚
―
―
天
下
面
竺
食
膳
芸
T

』
題
レ
築
、
滅
,
,
外
と
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通
博
〕
呂
后
興
証
雫
’
云
攻
苦
食
レ
咲
。
を
保
有
す
る
意
。
〔
易
、
訟
〕
六
三
、
食
一
士
猛
竺
貞
属
、
終

日
千
の
生
出
す
る
干
を
い
ふ
。
甲
乙
の
丙

T
に

於

け

径

衛

卒

↓

〔

注

〕

集

解

日

、

咲

、

一

作

レ

淡

‘

駆

案

‘

如

淳

日

、

食

無

二

菜

吉

。

〔

杜

甫

、

奉

涵

竺

蘇

州

李

二

十

五

長

史

丈

之

＂

任

詩

〕

る
類
。
〔
三
命
通
會
‘
論
食
紳
〕
食
神
者
、
日
干
所
レ
生
順
【
食
租
】
9
9
5
；
租
税
を
取
立
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
活
茄
1

為
品
吹
‘
索
隠
曰
‘
輿
レ
＿
帝
共
攻
＝
冒
苦
難
盃
倶
食
む
淡
食
徳
見
―
―
従
事
云
克
家
何
妙
年
。

散
第
三
位
、
乃
甲
食
丙
丁
1

之

例

。

す

る

こ

と

。

食

租

衣

税

を

見

よ

。

也

‘

説

文

云

‘

淡

‘

薄

味

也

。

【

食

遁

】

123

ぢ
代
債
を
彿
は
な
い
で
、
物
を
食
つ
て
に

〖
食
紳
餘
〗84s
h
i
h
2
 

s
h
e
n
'
y
i
i
2

涌
蒙
旗
人
が
祗
先
〖
食
租
衣
税
〗10

0
し
打
租
税
に
よ
っ
て
生
活
す
る
こ
【
食P
B】l
l
l％ク
食
ふ
こ
と
。
〔
雲
笈
七
厳
〕
介
球
或
為11

げ
る
こ
と
。
無
錢
飲
食
。
又
‘
其
の
人
。
〔
吉
野
都
女
楠
〕
犬

を
祭
る
時
、
主
人
が
大
碗
に
酒
を
盛
り
、
神
前
の
肉
一
と
。
〔
漢
書
‘
食
貨
志
下
〕
卜
式
言
日
‘
縣
官
営
―
―
食
レ
租
衣
＂
童
子
盆
索
曼
老
翁
と
無
レ
所

1

一
食
陥
云
不
レ
受
―
―
餡
遺
↓
も
、
人
も
、
此
屋
敷
は
、
食
ひ
逃
げ
の
大
寄
せ
。

塊
を
取
つ
て
客
に
す
す
め
る
を
い
ふ
。
税
而
已
゜
〔
子
郡
、
送
―
―
李
員
外
入
品
朝
序
〕
食
租
衣
税
、
王
【
含
漆
仇
】
m
％
ク
極
め
て
貧
し
い
食
物
を
食
ふ
こ
と
。
食

F
良
肉
】
1
2
4
j
”
ク
鳥
獣
の
肉
を
く
ら
ふ
。
〔
種
、
曲
護
上
〕

【
食
水
】
85

衿
ク
水
を
飲
む
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
食
レ
水
者
之
常
賦
゜
咲
に
同
じ
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通
博
〕
攻
苦
食
レ
咲
゜
〔
注
〕
集
解
食
レ
肉
不
レ
至
レ
雙
レ
味
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
上
〕
七
十
者
‘
可
1

一

者

善

滞

而

耐

レ

寒

。

【

食

素

】

101

s
h
i
h
2
 su• 

菜
食
す
る
。
精
進
す
る
。
日
、
咲
‘
一
作
レ
淡
。
〔
宋
史
、
隠
逸
下
、
徐
中
行
偉
〕
中
行
以
食
ヮ
肉
芙
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
食
レ
肉
者
勇
毅
而
悸
゜

〖
食
水
架
〗86
s
h
i
h
2
 
s
h
u
e
i
3
 hsii• 

脱
脂
綿
。
【
食
息
】

1
0
2
5
ク
食
ぺ
た
り
‘
呼
吸
し
た
り
す
る
。
〔
荘
子
、
得
孟
攻
所
レ
授
経
云
熟
讀
精
思
‘
攻
苦
食
レ
淡
。
〔
宋
史
‘
張
〖
食
肉
相
〗

1
2
5
お
ク
一
ー
ク
ノ
厚
禄
を
得
て
常
に
美
食
し
得

【
食
井
】
87

s
h
i
h
2
 
c
h
i
n
g
'

飲
料
に
適
す
る
井
戸
。
應
帝
王
〕
脩
興
レ
忽
‘
謀
レ
報
二
渾
沌
之
徳
1

日
、
人
皆
有
1

一
根
偉
〕
根
性
至
孝
、
父
病
レ
盪
戒
レ
璧
、
根
為
食
レ
淡
。
る
人
相
。
〔
元
好
問
、
鹿
泉
新
居
二
十
四
韻
詩
〕
管
城
初

【
食
性
】
88

お
ク
食
物
に
つ
い
て
の
嗜
好
。
〔
王
建
、
新
嫁
七
窮
冨
以
視
聴
食
息
‘
此
獨
元
ュ
有
‘
嘗
試
墾
ら
之
。
【
食
単
】
lll

”
カ
ク
食
品
を
列
記
し
た
書
付
。
獣
立
表
。
菜
無
二
食
肉
相
玉
黄
帽
非
レ
供
一
面
炉
腰
具
↓

娘
詞
〕
三
日
入
,
,厨
下
五
炉
手
作
―
―
羹
湯
な
杏
立
庄
姑
食
【
食
粟
】

1
0
3
松
勺
粟
を
食
ふ
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
五
〕
無
―
―
食
レ
粟
阜
。
メ
ニ
ュ
ー
。
〔
表
異
録
〕
晉
何
曾
有

1一
安
平
公
食
箪
→
〖
食
肉
類
〗
四
し
"
'
ニ
ク
哺
乳
類
の
一
。
其
の
特
徴
は
犬

食

部

食

三
七
四

12970 
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食

部

食

歯
鋭
利
に
し
て
四
肢
強
牡
゜
翠
動
迅
速
に
し
て
、
知
覺
【
含
函
3

】137
ウ
斗
中
古
、
諸
王
・
諸
臣
の
動
功
位
階
あ
る
者

頗
る
鋭
敏
°
禽
獣
を
捕
食
し
、
或
は
其
の
血
を
吸
ふ
。
虎
に
賜
っ
た
一
種
の
俸
給
。

狼

等

の

猛

獣

は

皆

此

の

類

で

あ

る

。

【

合

応

E

】138
知
03

ク
〇
＜
ひ
ぷ
ち
。
秩
禄
。
食
誅
゜
扶
持
米
。

〖
食
肉
之
誅
〗1

2
6芦ク
一
ー
ク
ノ
肉
を
食
ひ
得
る
だ
け
の
誅
〔
晉
書
‘
職
官
志
〕
諸
公
及
開
府
位
従
レ
公
者
、
品
秩
第
一
‘

を
貰
つ
て
ゐ
る
者
。
在
朝
の
官
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
昭
、
食
俸
日
五
料
。
●
s
h
i
h
2
 

feng4
俸
祗
で
衣
食
す
る
。

四
〕
食
肉
之
誅
‘
泳
皆
輿
焉
。
〔
注
〕
食
肉
之
祗
‘
謂
下
在
1

又
‘
俸
給
取
り
。

朝

廷

治
1

一
其
職
事
涵
翌
官
食
玉
E
5

【
食
墨
】
139

ぢ
ク
編
甲
の
割
れ
目
が
墨
で
書
い
た
慮
を

〖
食
肉
寝
皮
〗1

2
7召〕1

ー
ク
禽
獣
の
肉
を
食
ひ
‘
其
の
皮
冒
し
食
む
こ
と
。
〔
書
‘
洛
詰
、
我
ト
―
―
河
朔
黎
水
言
云
云

を
敷
物
に
す
る
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
一
〕
然
二
子
者
、
辟
更
惟
洛
食
、
博
〕
卜
必
先
墨
1

一
壼
亀
涵
的
後
灼
レ
之
、
兆
順
食
レ

於
禽
獣
盃
戻
艮
其
肉
盃
皿
衰
―
慮
其
皮
一
矢
。
墨
゜

【
食
馬
】
128

勺ク

O
馬
に
食
物
を
典
へ
る
。
〔
左
氏
、
襄
、
【
食
物
】
140

ぢ
ク
た
べ
も
の
。
＜
ひ
も
の
。
糧
食
。
〔
史

二
十
五
〕
枕
レ
轡
而
寝
、
食
レ
馬
而
食
。

O
馬
を
や
し
な
記
‘
苑
唯
博
〕
加
―
―
賜
相
國
應
侯
食
物
↓
〔
史
記
、
匈
奴

ふ
。
馬
を
飼
ふ
。
〔
韓
愈
‘
雑
説
〕
食
レ
馬
者
、
不
下
知
二
其
能
傭
〕
得
―
―
漢
食
物
西
曰
去
レ
之
、
以
示
レ
不
レ
如
,,jl!lj酪
之
便

千

犀

而

食

上

也

。

美

一

也

。

〔

漢

書

、

丙

吉

偶

〕

散

奏

―

―

甘

毬

食

物

一

【
食
形
】12

9名
ク
盤
の
名
。
蛭
娘
の
異
名
。
か
ま
ぎ
り
。
〖
食
物
税
〗

1
4
1宕ク
ぅ
清
代
、
飲
食
物
に
課
す
る
闘
税

〔
請
、
月
令
、
仲
夏
之
月
‘
云
云
‘
蛭
銀
生
‘
疏
〕
三
河
之
の
一
種
。
〔
清
會
典
、
戸
部
、
分
注
〕
凡
各
襴
貨
物
之
税
、

城

謂

乏

蛭

紐

燕

趙

之

際

、

謂

乏

食

厖

↓

有

衣

物

股

有

食

物

税

↓

【
食
祥
】
130

召
均
雑
草
を
食
ふ
。
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
【
食
養
】
142

ぢ
ク
や
し
な
ふ
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
可
―
―
以
相

食

レ

葬

飲

レ

水

。

食

養

―

者

、

不

レ

可

―

―

勝

散

一

也

。

【
食
ヒ
]131

万
食
事
用
の
さ
じ
。
ス
プ
ー
ン
。
〔
劉
含
、
【
食
餘
】
143

％
ク
人
の
食
ひ
残
し
を
く
ら
ふ
。
輯
じ
て
‘

詩
〕
食
ヒ
驚
浮
世
面
鞭
梢
度
―
―
寸
陰
↓
人
の
下
風
に
立
ち
、
或
は
服
従
．
臣
事
す
る
こ
と
を
い

【
食
費
】
1
3
2
]
ョ
ク
食
物
の
費
用
。
食
料
。
食
代
。
ふ
。
〔
左
氏
、
荘
、
六
〕
郵
侯
日
、
人
照
レ
不
レ
食
―
吾
餘
↓
〔
漢

【
食
品
】
133

乃
食
物
の
し
な
。
食
物
の
料
。
た
べ
も
書
、
元
后
博
〕
狗
拷
不
レ
食
"
其
餘
↓

の
。
＜
ひ
も
の
。
食
料
。
〔
和
漢
ニ
オ
閾
會
、
水
禽
類
、
【
食
輿
】
144

勺
ク
肩
に
乗
せ
て
ゆ
く
輿
。
肩
輿
゜
〔
漢
書
‘

鶴
〕
鶴
肉
血
‘
鍼
有
二
香
臭
盃
i

華
人
不
レ
為
,
,
食
品
↓
張
放
博
、
従
輿
‘
注
〕
師
古
日
、
便
輿
者
、
編
"
竹
木
一
以
為
―
―

【
食
貧
】
134

芦
ク
食
物
が
乏
し
い
。
一
説
に
‘
貧
し
い
暮
輿
形
「
如
今
之
食
輿
1

矢゚

し
を
す
る
。
〔
詩
‘
衛
風
、
壌
〕
自
―
―
我
祖
＞
爾
、
三
歳
食
貧
。
【
食
用
】
145

お
ク
食
物
と
し
て
用
ひ
る
。
又
、
其
の
食

〔
箋
〕
我
自
レ
是
往
之
女
家
「
女
家
乏
―
―
穀
食
言
J
-

―
―
歳
貧
物
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
孟
嘗
君
使
T

人
給
二
其
食
用
云
炉
使
レ

袋
〔
馬
瑞
辰
債
箋
通
繹
〕
食
レ
貧
‘
猶
レ
居
レ
貧
、
箋
訓
レ
食
【
食
欲
】
146

ぢ
ク
食
慾
に
同
じ
。

L

乏。

為
穀
食
非
也
、
古
人
婦
人
先
貧
賤
後
富
貴
者
不
レ
去
、
【
食
慾
】
147

む
勺
た
べ
た
い
と
思
ふ
情
慾
。
食
氣
。
食
欲
。

詩
言
―
―
食
貧
一
正
以
1

一
不
磁
国
レ
去
之
義
一
責
レ
之
。
【
食
羅
】
148
;;'. 
ヨ
ク
飯
入
れ
。
飯
旅
。
食
籠
゜
〔
癸
辛
雑
識
〕
越

【
食
復
】
135

乃
病
が
一
且
愈
え
て
も
飲
食
を
節
し
な
人
為
レ
之
語
日
、
梅
辛
一
生
辛
勤
‘
只
雛
―
得
食
羅
一
揃
一

い
た
め
復
た
病
氣
す
る
こ
と
。
〔
復
寒
論
〕
瞥
家
謂
下
病
【
食
卵
】
149-
戸
ク
た
ま
ご
を
た
べ
る
。
〔
事
物
紀
原
、
酒

新
愈
‘
因
飲
食
不
＞
節
而
復
病
ぢ
]
-
―
食
復
↓
醸
飲
食
部
、
食
卵
〕
瑞
應
圏
曰
、
有
虞
氏
馴
二
百
禽
↓
夏
后

【
食
母
】
136

ぢク

0
乳
母
。
〔
證
、
内
則
〕
大
夫
之
子
有
,
,

之
世
、
民
始
食
レ
卵
‘
鳳
凰
乃
去
‘
此
蓋
食
レ
卵
之
始
也
。

食
母
一
〔
注
〕
選
於
博
御
之
中
一
喪
服
所
謂
乳
母
也
。
【
食
根
】
150

お
t

た
べ
も
の
。
か
て
。
〔
墨
子
‘
魯
問
〕
取
l
-

●
道
を
用
ひ
る
。
食
は
用
、
母
は
道
。
〔
老
子
‘
―
-
+
〕
我
其
狗
琢
食
根
衣
装
↓

獨
異
1

一
於
人
而
衷
食
レ
母
。
〔
河
上
公
注
〕
食
、
用
也
、
【
食
糧
】
151

ぃ
界
た
ぺ
も
の
。
か
て
。
糧
食
。
食
椋
に
同
じ
。

母
、
道
也
、
我
獨
貴
和
炉
道
也
。

O
生
命
の
根
源
。
〔
老
〔
漢
書
‘
巌
助
傭
〕
不
レ
可
い
竺
大
船
伽
f

二
食
糧
1

下
上
也
。

子
、
二
十
、
真
食
世
王
注
〕
食
母
、
生
之
本
也
。
【
食
力
】
1
5
2
5
B
7
7

●
人
民
の
租
税
に
よ
っ
て
生
活
す
る
。

〔
護
‘
曲
護
下
〕
問
,
,
大
夫
之
富
↓
日
二
有
レ
宰
食
レ
カ
、
祭

器
衣
服
不
盃
阪
。
〔
疏
〕
食
レ
カ
‘
謂
レ
食
1

一
民
下
賦
税
之
ヵ
―

也
。
●
自
分
の
力
で
生
計
を
立
て
る
。
身
で
働
き
‘
其
の

報
酬
で
生
活
す
る
。
又
、
其
の
人
。
力
食
。
〔
證
‘
證
器
〕

食
力
無
レ
散
。
〔
疏
〕
食
力
‘
謂
ー
ー
エ
商
農
庶
人
之
陽
一
也
、

陳
レ
カ
就
レ
業
、
乃
得
レ
食
。
〔
國
語
、
晉
語
四
〕
公
食
レ
貢
、

大
夫
食
レ
邑
、
士
食
レ
田
‘
庶
人
食
レ
カ
。
〔
管
子
、
法
法
〕

使
下
君
子
食
―
―
於
道
ア
小
人
食
•
於
力

3

【
食
證
】
153

ヤ
酒
を
飲
ま
ず
に
飯
を
主
と
す
る
證
゜
〔
周

證
、
秋
官
、
大
行
人
〕
食
栂
九
學
゜
〔
證
、
王
制
〕
殷
人
以
l
-

食
藉
↓
〔
繹
文
〕
食
、
昔
嗣
゜
〔
疏
〕
雀
氏
云
、
不
レ
飲
レ
酒
享
―
―

大
牢
冨
炉
幡
食
レ
之
。

[
食
料
】
154

迄ク

0
食
物
に
供
す
べ
き
材
料
。
食
物
。

〔
魏
書
‘
高
道
穆
博
〕
論
レ
今
撮
レ
古
‘
宜
―
―
―
改
―
―
躊
大
錢
ご
云

云
‘
削
一
斤
所
レ
成
止
七
十
六
丈
‘
銅
債
至
―
―
賤
五
十
有

餘
工
其
中
人
功
・
食
料
・
錫
炭
・
鉛
沙
‘
縦
復
私
督
、
不
レ

能
百
潤
↓
〇
食
物
の
代
慣
。
食
費
。
＜
ひ
れ
う
。

【
食
籠
】
1
5
5
3
g

食
物
を
盛
る
圃
い
器
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏

會
‘
庖
尉
具
‘
食
盆
〕
按
‘
盆
‘
俗
云
食
籠
也
‘
小
者
以
為
l
-

香
盆
工
入
小
不
こ
‘
描
金
綸
・
推
朱
•
青
貝
等
散
品
。

【
食
誅
】
156

乃

O
ふ
ち
。
俸
禄
。
〔
史
記
‘
魏
世
家
〕
食

誅
千
鍾
。
〔
論
衡
‘
量
知
〕
文
吏
空
胸
、
無
―
―
仁
義
之
學
一

居
在
食
應
終
無
以
笈
所
謂
戸
位
素
准
者
也
。
●

禄
を
は
む
。
俸
誅
を
も
ら
ふ
。
〔
史
記
‘
循
吏
、
公
儀
休

博
〕
使
―
―
食
レ
禄
者
、
不
品
戸
卑
ハ
1

一
下
民
―
半
な
利
。
〔
漢
書
‘

終
軍
博
〕
得
レ
列
―
―
宿
衛
公
食
レ
緑
五
年
。
〔
風
俗
通
‘
正
夫
‘

王
陽
能
鋳
1

一
黄
金
―
〕
王
陽
居
レ
官
食
レ
誅
゜

〖
食
禄
餘
〗1

5
7
知Eク
ロ
ク
重
陽
の
節
旬
に
食
べ
る
一
種
の

も
ち
。
鎚
は
、
も
ち
・
だ
ん
ご
の
類
。
〔
歳
時
記
〕
民
間
、
九

H
、
以
―
―
粉
麺
五
空
怯
、
上
置
―
―
小
鹿
敷
枚
五
笠
食
禄
饂
↓

【
食
込
】
158

翌
〇
深
く
食
ひ
入
る
こ
と
。
深
く
内
部
に

入
り
込
む
こ
と
。

O
他
の
勢
力
範
園
ま
で
自
己
の
勢
力

を
ひ
ろ
げ
る
こ
と
。
侵
入
。

O
め
り
こ
む
こ
と
。
⑲
罪

に
よ
っ
て
捕
へ
ら
れ
る
こ
と
。
刑
務
所
に
入
れ
ら
れ
る

こ
と
。

O
損
失
・
支
出
に
よ
っ
て
資
本
・
貯
蓄
な
ど
の
減

少
す
る
こ
と
。

【
乞
レ
食
】
159

ぢ
；
〇
食
物
を
人
に
乞
ひ
求
め
る
。
〔
國

語
、
晉
語
四
〕
文
公
云
云
‘
過
五
鹿
ぶ
J
,
,

食
於
野
人
↓

●
り
食
物
を
人
に
乞
ひ
求
め
て
生
活
す
る
人
。
も
の

も
ら
い
。

三
七
五

【
推
レ
食
]160
し
5

ク
，
食
物
を
他
人
の
方
へ
お
し
や
っ
て

譲
る
こ
と
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
傭
〕
解
レ
衣
衣
＞
我
、
推
レ
食

食
レ
我
゜

【
中
レ
食
】
161

ぢ
竺
食
物
に
あ
た
る
。
食
中
毒
。
〔
鍾
會
‘

生
母
張
夫
人
博
〕
及
↓
―
妍
娠
工
愈
更
嫉
妬
‘
乃
置
↓
―
槃
食

中
五
へ
人
中
レ
食
‘
覺
而
吐
レ
之
。

【
綴
レ
食
】
162

ぢ
ク
ヲ
食
事
を
中
途
で
止
め
る
。
〔
史
記
‘

衷
益
博
〕
上
綴
レ
食
哭
甚
哀
゜
〔
漢
書
‘
張
良
傭
〕
王
畷
レ
食

吐
レ
哺
罵
。

〖
綴
レ
食
辞
去
〗16

3丘
丸
；
食
ふ
こ
と
を
止
め
‘
暇
を

告
げ
て
去
る
。
〔
史
記
‘
孟
嘗
君
傭
〕
客
怒
以
1

一
飯
不
品
等
、

【
食
意
地
】
164

り
丑
食
を
貪
る
慾
情
。

L

綴
な
食
辞
去
。

[
食
膠
晶
】
165

芯
乃
夏
日
に
松
膠
を
食
ふ
晶
゜
〔
酉
陽

雑
俎
‘
晶
篇
〕
食
膠
品
、
夏
月
食
―
―
松
膠
「
前
脚
博
レ
之
、
後

獅
贔
レ
之
、
内
―
―
之
尻
中
一

【
食
蟻
獣
】

166g
獣
の
名
。
歯
が
無
く
、
前
肢
の
爪
で
地

を
堀
り
蟻
の
や
う
な
小
品
を
祗
食
す
る
。
中
南
米
に
産

す
る
。

【
食
詰
者
】
167"
パ
；
生
活
の
道
を
失
っ
た
人
。

【
食
火
維
】
168

バ
灯
走
禽
類
の
一
種
。
細
が
強
大
で
よ

＜
奔
走
す
る
。
〔
本
草
‘
駐
鳥
〕
繹
名
、
食
火
難
‘
集
解
、

時
珍
日
、
鄭
眺
吾
學
編
云
‘
洪
武
初
‘
―
二
佛
謄
國
貢
―
―
火

難
工
今
於
鶴
百
k
三
四
尺
、
頸
足
亦
似
レ
鶴
、
鋭
嘴
軟
紅
‘

冠
毛
色
如
↓
1

胄
羊
「
足
二
指
利
爪
‘
能
傷
入
腹
五
ぞ
死
、

食
火
漿
諸
書
阿
記
、
梢
有
レ
否
同
。

【
食
憲
章
】
169~
↓
/
ャ
ウ
料
理
の
規
範
と
な
る
べ
き
文
書
。

〔
清
異
録
‘
餞
塞
〕
段
文
昌
尤
精
―
―
餌
事
↓
自
編
食
経
五

十
巻
一
時
梢
郡
牟
＇
公
食
憲
章
↓
「
琥
゜

【
食
古
齋
】
1
7
0
[
伊
ク
コ
清
、
柳
以
蕃
(
6
ー

1
4
6
6
2
:
 2
3
5
)

の

【
食
子
公
】
171

藷
漢
、
河
内
の
人
。
禁
誼
に
韓
詩
を
學

ぴ
、
博
士
と
な
る
。
〔
前
漢
書
、
八
十
八
〕
。

【
食
賓
封
】17

2
丘
•
ウ
領
有
地
の
租
賦
の
全
部
が
領
有
者

の
牧
入
と
な
る
こ
と
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
中
宗
‘

景
龍
三
年
）
於
レ
時
食
二
賓
封
1

者
凡
一
百
四
十
餘
家
。

〔
注
〕
唐
制
、
食
1

一
賓
封
―
者
、
得
―
―
慎
戸
百
戸
皆
三
丁
以
上
、

一
分
入
レ
國
、
開
元
定
レ
制
、
以
乞
一
丁
―
為
レ
限
‘
租
賦
全

入
1

一
封
家
一

【
食
茉
英
】
173

ダ
翌
落
葉
灌
木
。
丈
餘
に
逹
す
。
木
に

は
刺
多
く
、
葉
は
利
状
。
夏
日
淡
黄
色
の
花
を
開
く
。
責

は
園
く
て
黒
黄
。
味
は
辛
い
。
お
ほ
た
ら
。
〔
本
草
、

12971 



(44014 ・・ 174)—(44018)

食
茉
英
〕
秤
名
‘
椴
‘
穀
、
文
子
、
越
椒
、
憔
子
、
辣
子
、
時

珍
日
‘
蘇
恭
謂
‘
茉
英
之
開
レ
ロ
者
為
―
―
食
茉
英
↓

【
食
折
色
】
174shih'che'se• 

扶
持
米
を
銀
に
換
算

す
る
こ
と
。
又
、
銀
に
換
算
し
て
給
す
る
扶
持
。

【
食
縛
管
]175

化
”
”
？
酷
（
1
1
-
3
9
9
1
1
)

の
異
名
。
〔
清
異

録
、
餞
羞
〕
醤
‘
八
珍
王
人
也
‘
酷
、
食
穂
管
也
。

【
食
蛇
鼠
】
翌
な
豆
ヒ
鼠
の
一
種
。
罰
賓
國
に
産
し
、
よ

く
蛇
を
食
す
と
い
ふ
。
〔
本
草
、
食
蛇
鼠
〕
集
解
‘
時
珍

曰
‘
按
、
唐
書
云
‘
罰
賓
國
貢
二
食
蛇
鼠
ご
啄
尖
尾
赤
‘
能

食
レ
蛇
‘
有
下
被
,
,
蛇
蟄
一
者
い
以
レ
鼠
嗅
而
尿
レ
之
即
愈
、
今

雖
レ
不
レ
聞
レ
説
‘
此
恐
時
有
二
貢
者
↓
存
レ
此
以
備
―
―
孜
證
↓

【
食
晶
-
紐
]177
s
h
i
h
'
c
h
'
u
n
g
'

忌
n
g
'

盆
晶
の
一
。
謄

の
長
さ
七
八
分
。
色
黒
く
雌
は
梢
；
大
。

【
食
晶
類
】
178

乃
雰
哺
乳
類
の
一
。
昆
品
を
捕
へ
て

食
ふ
小
獣
。

【
食
鐵
獣
】
179

．
ダ
咋
ク
テ
，
獣
の
名
。
熊
に
似
て
小
‘
鐵
を
甜

め
る
と
い
ふ
。
栢
獣
(
1
0
1
 36
5
5
0
 :
 5
)

に
同
じ
。
〔
左

思
‘
蜀
都
賦
〕
戟
苓
良
鐵
之
獣
面
ク
一
嘆
毒
之
鹿
↓
〔
注
〕
劉

日
、
栢
獣
、
毛
黒
白
臆
、
似
レ
熊
而
小
、
以
レ
舌
祗
レ
鐵
、
須

央
便
敷
十
斤
、
出
"
建
寧
郡
一
也
。

【
食
蠅
草
】
180

芦
ク
ヨ
ゥ
食
晶
植
物
の
一
種
。
葉
に
膠
の

あ
る
毛
を
有
す
る
。
〔
博
物
圏
鵞
〕
。

【
不
レ
暇
レ
食
】
1
8
1
"
”
力
咋
ラ
ズ
食
事
を
と
る
ひ
ま
が
な
い
。

〔
史
記
‘
周
紀
〕
西
伯
曰
1

一
文
玉
ご
云
云
篤
仁
‘
敬
レ
老
慈
レ

少
‘
栂
下
f

一
賢
者
百
口
中
不
レ
暇
レ
食
、
以
待
レ
士
‘
士
以
レ
此

多
飩
レ
之
。
〔
播
岳
‘
射
雉
賦
〕
戻
不
レ
暇
レ
食
、
夕
不
レ
告
レ

勒
【
食
為
1
1

民
天
1

]

182

合
は
9

タ
リ
食
物
は
人
民
に
と
つ
て

最
も
大
切
な
も
の
で
あ
る
。
民
天
(
6
|
1
7
0
2
8
 :
 1
5
8
)
 

を
見
よ
。

【
食
牛
之
氣
】
g

グ
ョ
”
ギ
ウ
牛
を
も
呑
む
程
の
氣
性
。
大

き
い
氣
性
。
〔
太
平
御
覧
‘
材
族
部
‘
鴻
〕
戸
子
曰
‘
虎
豹

未
レ
成
レ
文
‘
而
有
t

―

食

牛

之

氣

↓

「

琥

゜

【
食
苦
和
尚
】
184

臼
り
清
‘
唐
訪
(
2
-
3
7
0
9

：
 
2
9
7
)

の

【
食
渇
力
盛
】
185

し
”
”
”
パ
食
物
が
な
く
な
つ
て
力
が
盛

き
る
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
五
〕
鼓
人
告
1

一
食
渇
力
圭
血
一
而
後

取

レ

之

。

「

費

を

含

む

。

【
食
宿
在
内
】
186

s
h
i
h
2
 SU• 

tsai• 

n
e
i
•宿
料
食

【
食
少
事
繁
】
187

芦
ク
が
グ
ナ
ク
ン
テ
食
べ
る
分
量
が
少
な
い

の
に
す
る
仕
事
が
多
い
。
宣
帝
（
司
馬
捻
）
が
諸
葛
孔
明

食

部

食

食

倉

貪

倉

の
死
を
豫
言
し
た
こ
と
。
〔
晉
書
、
宣
帝
紀
〕
先
レ
是
亮
便
美
味
な
も
の
を
食
べ
よ
う
と
は
思
は
な
い
。
飢
を
凌
ぎ

至
‘
―
帝
問
日
、
諸
葛
公
起
居
何
如
、
食
可
1

一
幾
米
↓
射
日
、
得
る
程
度
で
涌
足
す
る
こ
と
。
君
子
の
心
が
け
の
一
。

三
四
升
、
次
問
,
,
政
事
百
]
‘
二
十
罰
以
上
‘
皆
自
省
寛
、
〔
論
語
、
學
而
〕
子
日
、
君
子
食
無
レ
求
レ
飽
‘
居
無
レ
求
レ

帝
既
而
告
レ
人
曰
、
諸
葛
孔
明
其
能
久
乎
‘
党
如
,
,
其
言
↓
安
、
敏
―
―
於
事
盃
燐
限
二
於
言
一
就
―
―
有
道
一
而
正
焉
‘
可
レ

【
食
訓
笛
炉
案
】
188

且
か
芦
芯
食
事
は
同
じ
食
卓
で
す
謂
レ
好
レ
學
也
已
゜

る
。
〔
小
學
、
嘉
言
〕
食
則
同
レ
案
、
衣
則
博
レ
服
。
【
食
毛
賤
土
】
198

ぢ
り
マ
，
ウ
其
の
國
の
穀
を
食
ひ
其
の
國

【
食
晶
植
物
】
189

鈴
丑
芍
昆
晶
又
は
他
の
晶
類
を
捕
土
を
ふ
む
。
毛
は
土
に
生
ず
る
穀
類
裁
菜
の
類
。
君
恩

獲
し
、
そ
れ
か
ら
養
物
を
吸
牧
し
て
榮
養
の
用
と
す
る
に
浴
す
る
こ
と
。
〔
左
氏
、
昭
、
七
〕
封
略
之
内
‘
何
非
,
,

植

物

。

君

土

云

食

土

之

毛

‘

誰

非

1

一
君
臣
一
〔
會
箋
〕
毛
‘
謂
,
,
九
穀

【
食
晶
椿
象
】
190

s
h
i
h
2
 
c
h
'
u
n
g
2
 
c
h
'
u
e
n
1
 
h
s
i
a
n
g
'

及
疏
菜
一

晶
の
名
。
鮎
蜘
烏
燭
・
地
露
等
を
捕
へ
て
常
食
と
な

F
良
味
方
丈
】
199

名
ウ
炉
美
味
の
食
物
を
一
丈
四
方
も

す

。

故

に

農

事

に

益

が

あ

る

。

並

べ

つ

ら

ね

る

。

食

前

方

丈

(
9
7
)

を
見
よ
。
〔
晏
子
、
問
、

【
食
畢
横
レ
筋
】
1
9
1
"
＂
”
豆
五
食
べ
を
は
つ
て
椀
の
上
下
〕
桓
公
善
飲
レ
酒
窮
レ
築
、
食
味
方
丈
。

に
箸
を
横
に
す
る
。
〔
通
俗
編
‘
儀
節
、
食
畢
横
レ
筋
〕
李
【
以
レ
食
為
レ
首
]200

誼
げ
ザ
豆
ど
ア
生
活
の
安
定
を
得
さ
せ

義
山
雑
俎
謂
、
食
畢
横
レ
筋
在
二
羮
碗
上
;
感
悪
模
様
一
る
こ
と
が
政
治
の
先
務
で
あ
る
。
〔
書
‘
舜
典
‘
次
g
十
有

而
此
風
経
レ
久
未
レ
改
‘
徐
韻
卿
‘
翡
勝
野
聞
、
太
祖
命
,
,

―一牧
1

日
食
哉
惟
時
‘
保
博
〕
王
政
以
レ
食
為
レ
首
、
農
事

唐
粛
侍
レ
膳
‘
食
詑
、
横
な
筋
致
レ
恭
、
帝
問
日
、
此
何
證
以
レ
時
為
レ
先
、
舜
言
も
炉
食
之
道
、
惟
在
―
―
於
不
＞
違
―
―
農

也
、
熾
封
日
、
臣
少
習
1

硲
涵
空
帝
日
‘
俗
證
可
レ
施
1

一
之
天
時
一
也
。

子
乎
‘
坐
1

一
不
敬
↓
誦
1

戌

濠

州

↓

【

以

レ

食

為

レ

天

]201

ぢ
昇
冦
9
-
T

食
物
は
人
民
生
活
の
根

【
食
不
レ
甘
レ
味
】
1
9
2
7
五昇
t

ペ
ト
セ
ズ
食
べ
て
も
其
の
お
い
本
で
あ
る
。
食
為
1

一
民
天
-
(
1
8
2
)

を
見
よ
。
〔
史
記
‘
鄭
食

し
さ
を
感
じ
な
い
。
常
に
心
を
努
し
て
ゐ
る
に
い
ふ
。
其
博
〕
王
者
以
乙
序
八
盃
炉
天
‘
而
民
人
以
レ
食
為
レ
天
。

〔
漢
書
‘
郊
祀
志
下
〕
食
不
レ
甘
レ
味
‘
寝
不
に
女
レ
席
。
【
足
レ
食
足
レ
兵
】
2
0
2
~
臼
”
”
”
ン
民
の
生
活
を
ゆ
た
か
に

【
食
不
レ
求
レ
飽
】
園
[
,
"
”
モ
ト
メ
ズ
食
無
レ
求
レ
飽
(
1
9
7
'
)

に
し
、
國
の
兵
備
を
完
全
に
す
る
こ
と
。
〔
論
語
、
顔
淵
〕

同
じ
。
〔
越
絶
書
‘
越
絶
請
燿
内
博
〕
寝
不
に
女
レ
席
、
食
子
貢
問
レ
政
‘
子
曰
‘
足
レ
食
‘
足
レ
兵
‘
民
信
レ
之
芙
゜

不

レ

求

レ

飽

。

【

待

レ

食

而

飽

】

203

ぢ
ク
ヲ
マ
チ
テ
食
物
を
た
べ
る
こ
と
に

【
食
不
レ
逍
レ
味
】
194

し昇ア
H

がハ
7
-

―
急
が
し
く
て
食
事
を
よ
っ
て
涌
足
出
来
る
。
〔
弘
道
館
記
述
義
、
上
〕
夫
天
地

十
分
に
味
ふ
ひ
ま
が
な
い
。
〔
曹
植
‘
求
ー
ー
自
試
土
衣
〕
寝
之
生
、
人
為
レ
貴
、
而
人
之
為
レ
生
‘
待
レ
食
而
飽
、
待
レ
衣

不

に

女

レ

席

、

食

不

レ

遣

ぶ

味

者

。

而

暖

‘

待

え

呂

室

―

而

安

慮

。

【
食
不
レ
ニ
レ
味
】
195

丑も
U

ハ
ヒ
ヲ
日
常
の
食
物
は
一
食
【
盗
レ
食
致
レ
飽
】
204

各""”
g

今
他
人
の
食
を
盗
ん
で

一
品
に
と
ど
め
て
二
品
を
用
ひ
な
い
。
倹
約
な
こ
と
。
腹
を
み
た
す
こ
と
。
〔
顔
子
家
訓
‘
省
事
〕
何
異
ぬ
血
レ
食

〔
左
氏
、
哀
、
元
〕
昔
闇
蔵
食
不
J

―
レ
味
‘
居
不
レ
重
レ
席
。
致
レ
飽
‘
騒
レ
衣
取
＞
温
哉
。

〔
史
記
源
侠
博
〕
家
無
餘
財
工
衣
不
レ
完
レ
采
、
食
不
レ
【
不

"
1
~
1
1

暇
食
1
】2
0
5
”
ガ'
0
7
←7
-
7ズ食
事
を
と
る
ひ
ま
が
な

重
レ
味
‘
乗
不
レ
過
―
―
駒
牛
↓
〔
漢
書
‘
食
貨
志
下
〕
食
不
レ
い
。
〔
書
、
無
逸
〕
自
レ
朝
至
,,lj-,
日
中
戻
↓
不
1

ふ
竺
暇
食
一

重

レ

味

。

用

咸

―

―

和

萬

民

一

【
食
不
レ
重
レ
肉
】
196

芦
”
カ
サ
ネ
ズ
一
食
に
二
品
の
肉
を
食
[
食
者
民
之
本
】
魯
し
g

＂
↑
卜
食
物
は
民
の
生
活
の
根
本

は
な
い
。
節
倹
な
こ
と
。
〔
史
記
‘
晏
嬰
博
〕
食
不
レ
重
レ
で
あ
る
。
〔
文
子
、
上
仁
〕
老
子
曰
、
食
者
民
之
本
也
、
民

肉

、

妾

不

レ

衣

レ

吊

。

者

國

之

甚

也

。

[
食
不
油
臀
】
197

s
h
i
h
'
p
u
4
 
c
h
a
n
'
c
h
'
u
e
n
'

病
氣
【
食
者
民
之
命
】

207g"グ
食
物
は
人
民
に
と
つ
て
最

で

食

物

を

食

は

な

い

こ

と

。

も

大

切

な

も

の

で

あ

る

。

〔

呉

志

、

賀

部

博

〕

夫

民

者

國

【

食

無

レ

求

レ

飽

]

呵

ぢ

”

モ

ト

ム

ル

？

之

本

、

食

者

民

之

命

也

。

必
ず
し
も
腹
一
杯
に

●

I
ロー 食（

1
2
|
 4
4
0
1
4
)

の
本
字
。
〔
中

【
合9】
〗
シ
，
ヨ
ク
華
大
字
典
〕
倉
、
食
本
字
、
見
二

説
文
↓

食
(
1
2ー

4
4
0
1
4
)

の
古
字
。
〔
集

賓
】
叩
シ
，
ヨ
ク
韻
〕
食
、
古
作
愴
°

[
倉
]
〗
/
c
i
ヨ
ク

[
F註
[
O
俗
字
。
〔
正

食（
1
2
-
4
4
0
1
4
)

の
本
字
。
〔
正

賓

】

iン
，
ヨ
ク
字
通
〕
食
、
食
本
字
。

[
食
不
レ
知
レ
所
レ
味
】
208"
玖
ば
分
が
ハ
7

物
を
食
べ
て
も

慎
の
味
が
判
ら
な
い
。
〔
荘
子
、
知
北
遊
〕
慮
不
レ
知
レ
所
レ

持
、
食
不
レ
知
レ
所
レ
味
。

【
食
而
不
レ
知
真
味
―
】
209

”
だ
豆
ぴ
む
物
を
食
べ
て

も
味
の
良
否
が
わ
か
ら
な
い
。
〔
大
學
〕
心
不
レ
在
レ
焉
‘

視
而
不
レ
見
、
聴
而
不
レ
聞
、
食
而
不
レ
知
―
―
其
味
↓

【
食
無
レ
求
レ
飽
居
無
レ
求
レ
安
]210

芦
立
ァ
”
5

砂
打
芹
ヲ

H

江
君
子
の
生
活
の
簡
素
な
こ
と
を
い
ふ
。
〔
論

語
、
學
而
〕
子
日
、
君
子
食
無
レ
求
レ
飽
、
居
無
レ
求
に
女
‘

敏
秘
伝
デ
而
綱
於
言
一
就
宥
道
而
正
焉
、
可
レ
謂
レ

好
レ
學
也
已
゜

【
可
レ
使
1
1

食
無
＞
肉
不
レ
可
-
―
居
無
＞
竹
]211

ぢ
盆
｝
昇

ぢ
ゎ
”
が
食
物
に
肉
は
な
く
と
も
よ
い
が
、
居
所
に

竹
を
訣
く
こ
と
が
で
き
な
い
。
肉
を
食
は
な
い
で
痩

せ
て
も
醤
す
こ
と
が
で
ま
る
が
‘
俗
化
し
た
人
間
は
救

ひ
難
い
か
ら
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
於
潜
僧
緑
笥
軒
詩
〕
可
レ

使
食
慧
肉
‘
不
レ
可
レ
匝
居
無
＞
竹
‘
無
レ
肉
令
入
痩
↓

無
レ
竹
令
入
俗
了
八
痩
尚
可
レ
肥
‘
俗
士
不
レ
可
レ
瞥
‘
傍

人
笑
此
言
石
炉
高
還
似
レ
庭
‘
若
討
此
君
―
伯
大
哨
、

世
間
那
有
二
揚
州
鶴
↓

三
七
六

12972 
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【飢】
g

冨
】
〗

食

部

〔

―

|

二

書
l

〕

軋

仰

似

准

飢

を
ま
つ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
飢
、
須
レ
食
也
、
見
―
―
原
愈
、
代
"
張
籍
1

興
李
浙
東
-
書
〕
畜
妻
子
る
憂
飢
寒
↓

本
玉
篇
一
〇
或
は
貶
(
1
2
ー

4
4
0
8
9
)
・

餓
(
1
2
1
 4
4

〖
飢
寒
登
,
,
善
心
-
]
6

弁
／

f
ハ
9

ス
人
間
は
衣
食
が

十
分
で
な
い
時
の
方
が
立
派
な
心
が
け
に
な
れ
る
も
の

で
あ
る
。
〔
事
林
廣
記
〕
飽
暖
生
1
1

淫
欲
面
飢
寒
複
1

一
善
心
↓

3
9
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飢
‘
或
ハ
レ
乏
、
ハ
レ
幾
゜
●

【
飢
園
】
1

ぃ
う
ゑ
る
。
又
、
と
ぽ
し
い
。
観
麿
。
〔
後
漢

姓
。
〔
正
字
通
〕
飢
‘
姓
‘
殷
人
七
族
有
二
飢
氏
る
漢

大
豪
飢
括
。
口
帆
(
4
|
8
7
7
6
)

・
肌

(11ー
4
1
5
4
4
)

書
‘
張
奮
博
〕
此
年
不
レ
登
、
人
用
飢
厘
゜

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
帆
、
伊
帆
、
古
天
子
琥
‘
亦
地
【
飢
饒
】
8

”
う
ゑ
る
。
飢
餓
。
饒
餓
゜

名
、
或
作
二
肌
・
飢
る
通
作
レ
者
。
〔
史
記
‘
殷
紀
、
西
【
飢
虚
】
，
が
飢
饉
で
食
糧
の
な
い
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘

左
雄
信
〕
今
青
州
飢
虚
、
盗
賊
未
レ
息
。

[
飢
窪
】
10

”
う
ゑ
く
る
し
む
。
〔
藷
五
代
史
‘
晉
苑
延
光

伯
伐
二
飢
國
滅
5

之
‘
注
〕
集
解
曰
‘
飢
、
一
作
レ
肌
゜

圏
鱗
(
1
2
1
 4
4
3
9
7
)
を

併

せ

見

よ

。

博

〕

及

―

―

経

歳

字

園

、

城

中

飢

窪

゜

【
飢
烏
】
1

g

う
ゑ
た
鳥
。
観
烏
。
〔
孟
浩
然
、
赴
レ
京
途
【
飢
饉
】
11

が
穀
物
や
薙
菜
が
と
れ
な
い
こ
と
。
又
、
そ

中
遇
釜
詩
〕
落
雁
迷
1

一
沙
渚
面
飢
烏
躁
↓
1

野

田

↓

の

た

め

に

食

物

が

鋏

乏

す

る

こ

と

。

繊

饉
(
1
2
1
 4
4
3
9
7
 

【
飢
疫
】
2

が
飢
餓
と
疫
病
。
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
猷
：

10)
を
見
よ
。
〔
廣
韻
〕
饉
、
無
レ
穀
日
レ
飢
、
無
レ
菜
曰
レ

帝
、
建
安
十
三
年
）
時
操
軍
兼
以
1
1

飢
疫
涵
年
者
大
半
。
饉
゜
〔
管
子
、
五
輔
〕
織
薔
省
レ
用
、
以
備
1

一
飢
饉
↓
〔
逸
周

【
飢
餓
】
3

g

う
ゑ
る
こ
と
。
〔
孟
子
、
告
子
下
〕
飢
餓
不
レ
書
‘
史
記
解
〕
飢
饉
無
レ
食
。

態
出
ー
一
門
戸
二
云
云
‘
使
面
竺
餓
於
我
土
地
一
吾
恥
レ
之
、
【
飢
助
】
12

パ
う
ゑ
つ
か
れ
る
。
〔
白
居
易
、
題
二
座
隅
1

限
之
亦
可
レ
受
也
。
〔
四
書
逸
箋
〕
飢
餓
泣
訓
レ
飢
、
非
、
詩
〕
自
奉
雖
レ
不
レ
厚
‘
亦
不
レ
至
1

一
飢
勅
↓

蓋
飢
而
至
械
、
故
不
レ
能
レ
出
1

一
門
戸
一
韓
子
云
、
家
有
_
-
【
飢
騒
】
13

パ
飢
餓
に
か
り
た
て
ら
れ
る
。
観
騒
(
1
2
-

常
業
砿
雖
机
不
レ
餓
‘
淮
南
子
云
、
寧
一
日
飢
、
母
―
―
一
旬

4
4
3
9
7
:
 1
2
)

を
見
よ
。
〔
陶
潜
‘
飲
酒
詩
〕
此
行
誰
使
レ

餓
百
竺
二
試
推
レ
之
‘
餓
甚
二
於
飢
↓
〔
黄
公
説
字
〕
飢
猶
然
、
似
レ
為
―
―
飢
所
＞
謳
。

可
レ
生
‘
餓
則
至
兌
、
故
言
―
―
餓
秤
云
‘
レ
言
―
―
飢
秤
↓
〔
管
【
飢
火
】
“
が
甚
し
い
飢
餓
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
、
旱
熱

子
‘
國
蓄
〕
然
而
民
有
飢
餓
不
レ
食
者
面
ぃ
也
。
〔
韓
非
二
首
詩
〕
牡
者
不
レ
耐
レ
飢
‘
飢
火
燒
―
―
其
腸
↓
〔
蘇
献
‘
和
＝

子
、
外
儲
説
右
下
〕
管
仲
日
、
畜
積
有
―
―
腐
弄
之
財
面
則
人
李
邦
直
祈
山
祈
レ
雨
有
ヮ
應
詩
〕
飢
火
燒
レ
腸
作
―
―
牛
吼
一

飢
餓
、
宮
中
宜
怨
女
面
民
無
レ
妻
。
不
レ
知
下
待
褥
秋
成
否
只
苑
成
大
‘
蛇
倒
退
詩
〕
儘
為
1
1

小
日
●
う
ゑ
る
。
腹
が
へ
る
。
〔
説
文
〕
飢
‘
【
飢
渇
】
4

が

0
ぅ
ゑ
か
わ
く
。
又
、
う
ゑ
る
こ
と
と
飢
火
瓢
、
平
地
登
無
レ
飯
゜

豪
餓
也
、
払
食
几
聾
゜
〔
説
文
長
箋
〕
近
か
わ
く
こ
と
。
饒
渇
。
〔
詩
、
王
風
、
君
子
子
役
〕
君
子
[
飢
荒
】
15

＂g
●
穀
の
熟
せ
ざ
る
を
飢
と
い
ひ
、
果
の

煎
代

喜
t
i

茂
密
1

者
通
作
レ
機
、
趨
,
,
簡
便
1

者
通
作
レ
子
和
役
、
荀
無
"
飢
渇
↓
〔
左
氏
、
昭
、
四
〕
杜
洩
見
、
告
―
―
之
熟
せ
ざ
る
を
荒
と
い
ふ
。
観
荒
(
1
2ー

4
4
3
9
7
:
 1
4
)

の

飢
、
遂
成
祠
謬
↓
〔
玉
篇
〕
飢
、
餓
也
。
●
う
ゑ
さ
飢
擾
授
1

一
之
文
↓
〔
荀
子
、
天
論
〕
故
水
旱
不
レ
能
レ
使
"
●
を
見
よ
。
〔
後
漢
書
、
奨
準
傭
〕
時
飢
荒
之
餘
、
人
庶
流

之
飢
翌
〔
漢
書
、
愛
益
博
〕
會
天
寒
、
士
卒
飢
渇
、
飲
遜
‘
家
戸
且
レ
證
。
●
せ
び
る
。
〔
紅
棲
夢
‘
十
六
回
〕
他
為
下

酔
西
南
阪
兜
卒
皆
臥
。
〔
説
苑
、
談
叢
〕
飢
渇
得
レ
食
。
要
1

一
香
菱
不
比
煕
到
レ
手
、
和
―
―
煉
娼
打
―
―
了
多
少
飢
荒
一

せ
る
。
〔
孟
子
‘
離
婁
下
〕
稜
思
T

天

下

有
1

飢
者
一

由
』
己
飢
ぢ
之
也
。
●
う
ゑ
。
食
物
が
不
足
で
腹
が
●
要
望
の
切
な
る
形
容
。
〔
應
場
、
侍
―
―
五
官
中
郎
牌
建
【
飢
倦
】
16

？
ぅ
ゑ
て
う
む
。
饒
倦
。
〔
新
書
、
先
醒
〕
飢

へ
る
こ
と
。
〔
書
、
舜
典
〕
黎
民
阻
レ
飢
。
〔
詩
、
陳
章
豪
墨
詩
〕
凡
百
敬
爾
位
百
盆
剛
"
飢
渇
懐
↓
〔
注
〕
銑
倦
枕
―
―
御
膝
而
臥
。
〔
列
女
博
‘
賢
明
、
楚
荘
奨
姫
億
〕

風
、
衡
門
〕
可
,
,
以
築
飢
。
〔
博
〕
築
机
、
可
盃
K

レ
道
日
、
相
戒
整
職
位
五
副
1

一
主
人
愚
賢
之
懐
f

姫
下
レ
殿
迎
曰
‘
何
罷
晏
也
、
得
レ
無
飢
蹄
乎
゜

忘
＂
飢
。
〔
箋
〕
飢
者
、
不
レ
星
於
食
両
。
R
き
き
【
飢
寒
】

5

が
う
ゑ
る
こ
と
と
こ
ご
え
る
こ
と
。
餓
寒
。
【
飢
腿
】
17

れ
う
ゑ
た
む
さ
さ
び
。
饒
腿
。
〔
李
白
‘
鳴
皐

〔
孟
子
、
梁
憑
王
上
〕
七
十
者
衣
レ
吊
食
レ
肉
‘
黎
民
不
レ
飢
歌
〕
寡
鶴
清
唄
‘
飢
誕
噸
呻
゜

否
寒
、
然
而
不
レ
王
者
未
1
1

之
有
一
也
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
＋
【
飢
國
】
18

↓
ク
食
糧
に
乏
し
い
國
゜
〔
管
子
、
八
観
〕
雖
レ

ん
。
五
穀
が
み
の
ら
ぬ
。
凶
作
。
〔
爾
雅
、
繹
天
〕
穀

八
〕
飢
寒
之
不
レ
憧
‘
誰
這
レ
憔
l

―
其
後
一
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
不
"
水
旱
ぢ
皿
國
之
野
也
。
〔
史
記
‘
殷
紀
〕
西
伯
伐
"
飢

不
レ
熟
為
レ
餓
。
〔
注
〕
五
穀
不
レ
成
。
〔
繹
文
〕
餓
、
本

或
作
レ
飢
。
〔
蘇
献
、
喜
雨
亭
記
〕
歳
且
蓉
飢
。

O
と
陪
於
飢
寒
ら
新
書
‘
竪
産
子
〕
飢
寒
切
"
於
民
之
肌
膚
↓
國
滅
レ
之
。

ば
し
い
。
飢
置
(

7

)

・
飢
乏
(
3
4
)
を
見
よ
。

O
食
〔
後
漢
書
鴻
異
傭
〕
昨
得
1

一
公
孫
豆
粥
面
飢
寒
倶
解
。
〔
韓
【
飢
困
】
1
9
t
/

う
ゑ
く
る
し
む
。
饒
困
。
〔
後
漢
書
、
桓

口
[
日
キ

〔
集
韻
〕
居
称
切
U
-

〔
集
韻
〕
渠
伊
切

図角図

サ
ン

淮
(
7
-
1
7
8
2
4
)

の
俗
字
。
〔
廣
韻
〕

演
‘
俗
作
レ
喰
。

は
な
む
け
。
酒
食
を
供
へ
人
を
送
る
。
〔
玉
篇
〕

餃
、
以
二
酒
食
1

送
レ
人
。
〔
集
韻
〕
似
、
餞
也
。

霰
】
〗ギ
ョ
ゴ

〔
集
韻
〕
牛
撮
切
呵
g

【初】
g

タ
ぢ
ウ

善
(
1
1
0
1
4
4
4
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
贅
‘
或
作
レ
仰
。
＇E-ー

<fL
>>

ィ

鐙
(
1
2
-
4
4
3
9
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鐙
、
或
作
レ

iLo

三
七
七

榮
博
〕
非
敗
‘
天
下
乱
‘
榮
抱
―
―
其
経
書
云
竺
弟
子
五
空

匿
山
谷
盃
雖
二
常
飢
困
盃
而
講
論
不
レ
綴
。

【
飢
財
】
2
0
t
ィ
う
ゑ
た
や
ま
い
ぬ
。
〔
張
憲
、
玩
鞭
亭
詩
〕

黄
蹟
小
龍
馬
上
笑
、
白
首
飢
財
夢
裡
驚
。

【
飢
歳
】
2
1
t
ィ
き
き
ん
ど
し
。
凶
年
。
凶
歳
。
餓
歳
(
1
2ー

4
4
3
9
7
 :
 2
0
)

に
同
じ
。

【
飢
死
】
2
2
A

う
ゑ
果
て
て
死
ぬ
こ
と
。
饒
死
。
〔
和
漢

三
才
圏
會
、
畜
類
‘
狗
〕
拾
―
―
主
之
屍
頭
涵
叱
守
飢
,
,
死
於

其
側
↓

【
飢
穣
】
23

が
ゥ
穀
物
の
み
の
る
こ
と
と
み
の
ら
な
い

こ
と
。
凶
年
と
豊
年
。
豊
凶
。
鱗
穣
゜
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕

世
之
有
1

↓
飢
穣
玉
天
之
行
也
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
穣
‘
豊
也
。

【
飢
色
】
”
が
ク
う
ゑ
た
顔
つ
き
。
餓
ゑ
た
様
子
。
饒

色
。
〔
孟
子
、
梁
悪
王
上
〕
民
有
―
―
飢
色
一
野
有
,
,
餓
竿
↓

〔
管
子
、
八
観
〕
衆
有
,
,
飢
色
↓
〔
列
子
、
説
符
〕
容
貌
有
,
,

飢
色
↓
〔
荀
子
、
宥
坐
〕
弟
子
皆
有
―
―
飢
色
↓
〔
漢
書
、
文

帝
紀
〕
歳
一
不
レ
登
、
民
有
二
飢
色
↓
〔
新
書
、
憂
民
〕
野

無
―
―
青
竺
而
民
無
飢
色
↓
〔
後
漢
書
‘
章
帝
紀
〕
是
以

歳
雖
レ
不
レ
登
‘
而
人
無
1

一
飢
色
↓

【
飢
人
】
25

が
う
ゑ
て
ゐ
る
人
。
〔
史
記
、
蘇
秦
信
〕
臣

聞
‘
飢
人
所
1

一
以
飢
而
不
＞
食
孟
岱
宴
者
、
為
L

其
愈
充
レ

腹
而
衷
鎌
死
向
泊
心
也
。
〔
新
書
‘
證
〕
帳
國
有
飢
人
↓

【
飢
卒
】
26

が
う
ゑ
つ
か
れ
た
兵
卒
。
〔
後
漢
書
、
部
馬

博
〕
馬
態
手
受
レ
任
而
功
不
＞
遂
‘
齢
以
1

一
飢
卒
激
戦
、

輯
不
レ
利
。

【
飢
飲
】
27

？
ぅ
ゑ
る
こ
と
。
饒
飲
。
〔
韓
非
子
、
外
儲

説
左
下
〕
文
公
日
、
夫
軽
忍
―
―
飢
飲
之
患
二
皿
必
全
―
―
壺

餐
↓
〔
後
漢
書
、
桓
帝
紀
〕
其
不
レ
被
レ
害
郡
縣
‘
嘗
4

為――

飢
歓
者
正
翌

【
飢
凍
】
28

炉
う
ゑ
こ
ご
え
る
。
観
凍
。
〔
漢
書
、
趙
充

國
傭
〕
失
レ
地
遠
客
‘
分
散
飢
凍
。
〔
後
漢
書
、
董
卓
博
〕

妻
子
飢
凍
。

【
飢1
1】2
9
が
う
ゑ
た
兒
童
。
〔
林
寛
、
寄
―
―
何
紹
餘
—
詩
〕

飢
憧
尚
摯
行
。

【
飢
龍
】
30

↓
ヴ
う
ゑ
る
こ
と
と
あ
く
こ
と
。
饒
飽
。
〔
管

子
、
八
観
〕
飢
飽
之
國
‘
可
,
,
以
知
一
也
。
〔
列
子
、
力
命
〕
病

由
1

一
飢
飽
色
欲
、
精
慮
煩
散
-

〖
時1一
飢
飽
―
〗
ご
召
適
嘗
に
う
ゑ
し
め
た
り
‘
飽

か
し
め
た
り
す
る
。
猛
獣
猛
禽
を
養
ふ
の
術
を
い
ふ
。

飢
附
1

人
飽
麗
去
(
4
6
)

を
見
よ
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
汝

12973 



(44023・ ・31)-―(44031) 
不
レ
知
夫
養
レ
虎
渚
乎
、
不
下
敢
以
二
生
物
五
ぶ
之
‘
為
l
-

其
殺
レ
之
之
怒
一
也
、
不
T

敢
以
二
全
物
五
ハ
b

之
、
為
1

一其

慈
之
之
怒
一
也
、
時
―
―
其
飢
飽
玉
茫
其
怒
心
：
虎
之
輿
レ

人
異
レ
類
、
而
媚
資
レ
己
着
順
也
、
故
其
殺
者
逆
也
。

〖
不
レ
知
飢
飽
―
〗
3
1パ
阿
ひ
も
じ
さ
と
渦
腹
と
の
固

別
を
知
ら
な
い
。
〔
通
俗
編
‘
飲
食
、
不
レ
知
1

一
飢
飽
―
〕
論

衡
卒
性
篇
、
有
―
―
疑
狂
之
疾
1

者
、
歌
l

―
暗
子
路
二
不
レ
瞭
,
,

東
西
二
不
レ
賭
涵
常
兜
不
レ
知
―
―
飢
飽
工
朱
子
語
録
‘
王
荊

公
喫
レ
物
、
不
レ
知
―
―
飢
飽
一

【
飢
罷
】
3
2
[

う
ゑ
つ
か
れ
る
。
饒
罷
゜
〔
漢
書
‘
李
廣

利
傭
〕
士
財
有
―
―
敷
千
正
皆
飢
罷
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
罷
、
讀

日
レ
疲
゜

【
飢
散
】
3
3
7
ィ
う
ゑ
つ
か
れ
る
。
餓
弊
゜
〔
後
漢
書
、
瀧

参
偉
〕
多
面
不
＞
耕
、
何
救
飢
散
一
》

【
飢
乏
】
34

が
う
ゑ
る
。
又
‘
と
ぽ
し
い
。
餓
乏
。
〔
史
記
‘

平
準
書
〕
山
東
被
1

知
盆
壁
民
多
―
―
飢
乏
↓

【
飢
約
]35

が
う
ゑ
く
る
し
む
。
〔
墨
子
、
節
葬
下
〕
若

法
全
言
五
g
若
道
荀
其
飢
約
‘
又
若
レ
此
矢
゜

【
飢
鷹
】
38

が
う
ゑ
た
た
か
。
〔
飽
昭
‘
蕪
城
賦
〕
飢
鷹

属
レ
吻
‘
寒
鵠
嚇
レ
雛
゜

〖
飢
鷹
侍
中
〗3
7
パ
点
が
後
魏
、
虞
禎
(
8
-
2
305
0
:
 1
2
 

8
)

の
綽
名
。
其
の
貧
焚
を
誹
つ
て
言
っ
た
語
。
〔
魏
書
‘

昭
成
子
孫
‘
宗
室
暉
傭
〕
再
遷
二
侍
中
ぶ
四
右
衛
将
軍
一

云
云
‘
凡
在
↓
―
禁
中
要
密
之
事
l

暉
別
奉
レ
旨
‘
誡
二
之
於

櫃
一
唯
暉
入
乃
開
‘
云
云
‘
侍
中
慮
棟
‘
亦
蒙
一
因
澁
只
故

時
人
琥
日
五
砥
虎
将
軍
・
飢
鷹
侍
中
↓

【
飢
胤
】
38

び
飢
饉
と
世
の
混
乱
。
餓
乱
。
〔
後
漢
書
、
第

五
倫
傭
〕
少
遭
―
―
飢
乱
「
資
不
,
,
敢
妄
過
り
人
食
↓

【
飢
贔
】
39

？
ぅ
ゑ
疲
れ
る
。
〔
日
本
外
史
、
足
利
氏
正

記
、
足
利
氏
上
〕
城
兵
果
飢
贔
、
不
レ
能
レ
戦
。

【
告
レ
飢
】
40

分
凶
年
飢
饉
で
困
る
こ
と
を
他
國
に
通

知
し
て
供
米
を
頼
む
こ
と
。
〔
左
氏
、
隠
‘
六
〕
冬
、
京
師

来
告
レ
飢
‘
公
為
レ
之
請
耀
於
宋
・
衛
・
齊
・
鄭
云
證
也
。

【
療
レ
飢
】
41

衿
ス
う
ゑ
を
い
や
す
。
〔
王
融
‘
永
明
十
一

年
策
1

一
秀
才
↓
文
〕
登
非
下
療
レ
飢
不
レ
期
,
1

於
鼎
食
互
狡
溺

無
乞
笠
於
規
行
↓

【
飢
而
忘
レ
食
】
42

盆
は
ワ
ス
ル
腹
が
す
い
て
も
食
ふ
こ

と
を
忘
れ
て
ゐ
る
。
心
配
の
甚
し
い
こ
と
。
〔
史
記
‘
趙
世

家
〕
今
吾
憂
レ
之
、
夜
而
忘
レ
寝
‘
飢
而
u
炉
食
。

【
飢
不
レ
掃
レ
食
】
43

詮

"rラ
パ
ズ
飢
の
甚
し
い
時
は
食

食

部

〔
ニ
ー
―
二
書
―
〕

0
た
く
は
へ
る
。
食
を
貯
へ
る
。
〔
玉
篇
〕
釘
、
貯
レ

食
。
●
食
を
そ
な
へ
る
。
〔
集
韻
〕
釘
‘
置
レ
食
也
。

〔
正
字
通
〕
釘
‘
置
レ
食
也
。

O
食
を
雑
に
盛
り
あ

げ
る
。
〔
六
書
故
〕
釘
‘
族
ー
食
於
紐
也
。
働
釘

(11

|
 4
0
1
5
9
)
に
同
じ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
釘
、
同
レ
釘
。

R
或
は
訂
(
9
|
2
9
2
5
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
釘
、
或

24

テ
イ
〔
集
韻
〕

T
定

切

瞬

宿

】

440

升

ヤ

，

ウ

カ

一

L
ting• 

【
飢
】
〗
キ
飢
（
1
2
-
4
4
0
2
3
)
に
同
じ

物
の
良
否
を
問
題
に
せ
ぬ
。
飢
者
易
レ
為
レ
食
(
4
5
)
に

同
じ
。
〔
五
燈
會
元
〕
丹
霞
天
然
祠
師
訪
二
胤
居
士
云
ぎ

門
首
相
見
‘
師
乃
日
、
居
士
在
否
、
士
曰
‘
飢
不
レ
揮
な
食
。

〔
通
俗
編
‘
飲
食
‘
飢
不
レ
樗
レ
食
〕
傭
燈
録
‘
瀧
居
士
酎
l
-

丹
霞
天
然
↓
有
―
―
飢
不
レ
揮
レ
食
語
↓

【
飢
来
喫
レ
飯
】
“
?
＂
”
ル
が
腹
が
空
け
ば
飯
を
食
ふ
。

自
然
に
起
る
欲
求
に
従
っ
て
生
活
す
る
意
。
〔
傭
燈
録
‘

六
、
大
珠
慧
海
〕
有
二
源
律
師
1

来
問
‘
和
尚
修
道
‘
還
用
レ

功
否
‘
師
日
、
用
レ
功
、
曰
‘
如
何
用
レ
功
、
師
曰
‘
飢
来
喫
レ

飯
‘
困
来
gP
レ眠゚

【
飢
者
易
レ
為
レ
食
】
45

芦
昇

9
t
／
飢
渇
の
甚
し
い
者

は
、
何
で
も
お
い
し
く
た
べ
る
。
窮
せ
る
人
は
些
少
の

恩
悪
に
も
大
い
に
感
謝
す
る
喩
゜
〔
孟
子
‘
公
孫
丑
上
〕
飢

者
易
為
レ
食
、
渇
者
易
レ
為
レ
飲
゜
〔
集
注
〕
言
-
1

飢
渇
之
甚
、

不
江
四
甘
美
一
也
。

【
飢
附
レ
人
飽
澱
去
】
“

g
祢
芍
ぢ
／
空
腹
の
時
に
は

人
に
屈
し
従
ふ
が
、
食
物
に
飽
け
ば
‘
恣
ま
ま
に
振
舞

ふ
。
自
分
勝
手
で
頼
り
に
な
ら
な
い
人
の
喩
゜
〔
後
漢

書
‘
呂
布
傭
〕
登
見
二
曹
公
二
言
‘
養
―
―
将
軍
一
讐
如
レ
養
レ

虎
‘
嘗
レ
飽
二
其
肉
一
不
レ
飽
則
牌
レ
嘆
り
人
、
公
日
、
不
レ

如
卿
言
i

輝
言
如
レ
農
鷹
‘
飢
即
為
レ
用
‘
飽
則
謳
去
。
〔
晉

書
、
慕
容
垂
載
記
〕
櫂
翼
諫
曰
‘
云
云
‘
垂
猶
レ
鷹
也
‘
飢

則
附
レ
人
、
飽
便
高
園
、
遇
風
塵
之
會
ご
必
有
二
凌
霜
之

志
↓
惟
宜
レ
急
1

一
其
鵜
絆
二
小
レ
可
レ
任
―
―
其
所
＞
欲
‘
堅
不
レ

従゚

飢

飢

釘

臥

訃

倉

飢

腹

託

卑

●
か
て
。
め
し
。
も
と
食
(
1
2ー

4
4
0
1

4
)に
作
り
、
或
は
飼
(
1
2
-
4
4
1
0
7
)
•

飴
（
1
2
-
4
4
0
8
0
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
臥
‘
糧
也
、

炊
11

人
食
↓
〔
段
注
〕
按
、
以
レ
食
食
入
癒
其
字
本

作
レ
食
‘
俗
作
レ
臥
、
或
作
レ
飼
。
〔
玉
篇
〕
臥
、
食
也
、

懇
飼
同
。
〔
集
韻
〕
臥
‘
説
文
、
糧
也
、
或
炊
レ
司
、

亦
作
食
・
飴
二
●
は
ぐ
く
む
。
そ
だ
て
る
。
〔
一

切
経
昔
義
、
一
〕
臥
‘
哺
也
。

O
く
ら
は
す
。
あ

か
す
。
食
を
輿
へ
て
食
せ
し
め
る
。
〔
一
切
経

昔
義
‘
十
四
〕
臥
‘
飽
也
、
聾
以
レ
食
卑
ハ
＞
人
日
レ

臥
゜
〔
増
韻
〕
臥
、
以
レ
食
食
仄
也
。
〔
楚
辞
、
東
方

朔
、
七
諫
‘
怨
世
〕
子
推
自
割
而
臥
レ
君
分
、
徳
日

忘
而
怨
深
゜

飢
姦小

宜
涵
ジ シ

〔
集
韻
〕
祥
吏
切
甲
g

作
レ
肝
゜

【
釘
坐
】
1

t

ィ
果
物
等
を
貯
へ
積
ん
で
置
く
こ
と
。
又
、

果
物
等
の
盛
り
物
。
釘
坐
゜
〔
楊
萬
里
、
十
月
四
日
云
云

酌
レ
酒
摘
"
金
橘
1

云
云
詩
〕
半
挽
―
―
風
枝
五
竺
霜
顆
盃
ヂ

獣
―
―
渦
盤
1

来
釘
坐
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
飲
食
‘
看
席
〕
正
字

通
、
今
俗
燕
會
貼
果
列
席
前
旦
看
席
釘
坐
古
団

釘
坐
玉
謂
―
―
釘
而
不
レ
食
者
↓

〖
釘
坐
黎
〗2
け
イ
ザ
盛
り
物
の
梨
。
珍
し
い
も
の
の
義
。

唐
の
雀
遠
の
故
事
。
釘
座
梨
゜
〔
唐
書
‘
雀
灌
博
〕
子
遠

有
レ
文
、
而
風
致
整
峻
‘
世
慕
―
―
其
為
百
日
日
―
―
釘
座
和
杢
言
l
-

座
所
＂
珍
也
。

〖
釘
坐
慎
人
〗3
ゲ
バ
グ
茄
枝

(
9
-
3
0
8
6
5

:
 9
)

の
異

名
。
〔
清
異
録
、
果
、
閤
香
玉
女
〕
間
士
赴
レ
科
‘
臨
川
士

赴
レ
調
‘
會
原
師
旅
烹
各
攀
郷
産
間
士
日
、
我
土
蒻

枝
箕
堅
レ
枝
、
天
子
釘
坐
慎
人
、
天
下
安
有
二
並
駕
者
ご
撫

人
不
レ
識
活
加
枝
之
未
レ
膳
者
↓

【
釘
餌
】
4

昇

O
食
物
を
貯
へ
る
こ
と
。
〔
韓
愈
、
喜
一
侯

喜
至

g竺
張
籍
張
徹
1

詩
〕
呼
レ
奴
具
薮
盆
宍
釘
餌
魚
菜

贈
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
或
如
下
臨
―
―
食
案
五
肴
核
紛
釘
餌
3

〇
餌
釘
(
1
1
0
1
4
4
1
7
9
 :
 1
)
を
見
よ
。

0
か
ゆ
゜
〔
字
彙
〕
穿
‘
粥
也
。
●
飴
。
食
(
1
2
-
4
4
1

5
3
)
の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
食
‘
謳
字
‘
説
文
、
飴
、
禰

文
炊
―
―
異
省
正
ぴ
食
。

寄
J
]

ィ
〔
字
彙
〕
延
知
切
図

0
縛
託
は
、
う
ん
ど
ん
。
〔
集
韻
〕
託
‘
縛
託
‘
餌

闊
。
●
も
ち
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
餌
謂
二
之
匝
〔
齊
民

要
術
、
大
小
袈
〕
袈
朽
堪
レ
作
―
―
飯
及
餡
託
↓
〇
或

は
餞
(
1
2
|
 4
4
4
7
1
)
・
託
(
1
2
-
4
7
7
2
6
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
飩
‘
或
作
二
託
・
餞
↓

【

飩

】

[

タ

ク

〔

集

韻

面

[

戸

皇

国

,i―― 
宿
】
〗
キ
＂
戸
サ
2
)
の
古
字
。
〔
集
韻

【
飢
】

g

ア
ク

[F-ilL
咋
[

O
同
じ
。
〔
龍
寵

倉
(
1
2
|
 4
4
0
1
8
)
に
同
じ
。
〔
川

【
倉
】

g

，
ン
，
ヨ
ク
篇
〕
倉
、
同
レ
倉
゜

【
訃
】
〗
シ

臥
(
1
2
1
 4
4
 0
 25
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
訃
‘
卑
ハ
レ
臥
同
。

靡
宇
l

會
意
。
食
と
人
と
の
合
字
。
本
義
は
糧
。
故
に
人
と

食
と
を
合
し
て
人
の
食
ふ
べ
き
も
の
、
人
を
や
し
な
ふ

も
の
の
義
を
あ
ら
は
す
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
食
、
按
‘
糧

者
食
字
之
訓
、
古
書
或
借
レ
臥
為
レ
食
耳
。

三
七
八
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窟
】
[

食

部

〔
三
驚
〕

【
飩
】
[
[
〔
集
韻
〕
陳
知
切
支

〔
集
韻
〕
削
肝
切

〔
集
韻
〕
諸
延
切

釣

飽

屹

屑

能

釘

紆

喰

蚤

斎

飩

勧

飢

願囲

日
し
る
か
け
。
し
る
か
け
め
し
。
羹
を
飯
に
和
す

る
。
又
、
油
煎
り
の
米
の
か
ゆ
。
鑽
(
1
2
-
4
4
4
8
6
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕
鑽
‘
説
文
、
以
レ
梃
滉
レ
針
‘
一

日
、
以
レ
膏
煎
稲
為
レ
酪
也
、
古
作
レ
展
。
口
か
ゆ
゜

饒
(
1
2
|
 4
4
4
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
説
文
‘
歴

也
‘
或
作
レ
展
。 日

サ
ン

□
セ
ン

【
飽
】
[

飽
(
1
2
-
4
4
0
3
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
篇
〕
飽
‘
輿
レ
飽
同
。

キ
ッ

日
は
ら
が
は
る
。
〔
玉
篇
〕
飽
、
食
怒
。
□
あ
く
。
餞

(
1
2
 |
 4
4
3
1
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
飽
‘
飽
也
。
〔
正

字
通
〕
飽
、
古
借
レ
氣
為
レ
観
‘
飽
即
鍼
之
省
。

【
飽
撻
香
}
”
”
，
窮
香
(
1
2ー

4
7
6
8
2
:
 3
)

の
異
名
。

〔
清
異
録
‘
薫
燎
〕
江
南
山
谷
間
有
-
1

一
種
奇
木
ぶ
]
-
―
窮

首
樹
五
其
老
根
林
佼
之
、
亦
清
烈
‘
絨
屹
撻
香
↓

【
飽
】
[

日
キキ
ッ
コ
チ

□i
 

〔
字
彙
〕
許
屹
切

〔
玉
篇
〕
去
毅
切

徊困

食
を
へ
ら
す
。
通
じ
て
約
(
8
-
2
7
2
4
2
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
釣
、
食
節
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
釣
、
通
作
レ

約
。
〔
新
論
‘
従
化
〕
楚
震
王
好
1

一
細
腰
百
臣
妾
為
レ

之
釣
食
‘
餓
死
者
多
。

【
約
】
〗
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
乙
却
切
醐
f

小
●
ば
ん
め
し
。
ゆ
ふ
げ
。
夕
食
。
も
と

萩

蚤

(
1
2
-
4
4
0
3
9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

養
冤
】
〗
ソ
ン
〔
集
韻
〕
蘇
昆
切
因

ム
X
J
'
s
u
e
n
1
 

【
紆
】
〗
セ
ン
随

(
1
2
-
4
4
4
3
3
)

に
同
じ
。

因囲chan' 
度

口
か
ゆ
。
憲
(
1
2
-
4
5
7
3
3
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
叢
‘

禁
也
、
紆
‘
隈
或
八
レ
食
干
臀
゜
〔
集
韻
〕
隅
‘
震
也
、

或
作
レ
針
。
口
か
ゆ
。
饒
(
1
2
ー

4
4
4
3
3
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
饒
‘
説
文
‘
廉
也
、
或
作
レ
紆
゜
〔
饒
‘
檀
弓

上
〕
饒
粥
之
食
。
〔
秤
文
〕
饒
、
本
又
作
レ
針
。
曰
ほ

し
い
ひ
゜
〔
集
韻
〕
針
‘
燥
飯
。

贋
紆
の
字
形
、
一
本
‘
針
心
に
作
る
。

【
紆
粥
】
1

パ
チ
か
ゆ
。
紆
は
濃
い
か
ゆ
‘
粥
は
う
す
い

か
ゆ
。
饒
粥
(
1
2
-
4
4
4
3
3
:
 2
)

に
同
じ
。
一
本
‘
肝
粥
に

作
る
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
上
〕
三
年
之
喪
‘
齊
疎
之
服
‘
釘

粥
之
食
。
〔
注
〕
紆
‘
歴
粥
也
。
〔
焦
循
正
義
〕
劉
煕
繹
名
繹

飲
食
云
‘
磨
、
冥
レ
米
使
—
霞
爛
也
‘
粥
‘
濁
伝
伝
杢
粥
粥

然
也
‘
蓋
今
俗
以
整
米
奢
べ
為
レ
粥
‘
粉
米
震
為
レ
糊
、
古

之
饒
卸
今
之
粥
‘
古
之
粥
則
今
之
糊
‘
饉
為
レ
棄
‘
紆
為
レ

粥
‘
而
棠
亦
通
屈
糊
、
粥
亦
通
屈
絹
‘
趙
氏
秤
レ
紆
為
―
―

磨
粥
盃
則
粥
之
清
而
稀
者
、
異
―
―
於
醐
之
濁
而
膏
者
ず
疋

針
宜
レ
為
レ
饉
也
。
〔
荘
子
‘
譲
王
〕
回
有
―
―
郭
外
之
田
五
十

畝
百
竺
以
給
―
―
紆
粥
↓
〔
繹
文
〕
紆
‘
家
語
云
‘
厚
粥
°

口
ヵ
ン

宿
】
〗日
竺
口
セ
ン

〔
集
韻
〕
諸
延
切
出
コ

〔
集
韻
〕
居
寒
切

〔
集
韻
〕
居
言
切

あ
め
。
〔
集
韻
〕
飩
、
飴
也
。
〔
正
字
通
〕
飩
、
飴
也

或
曰
1

一
飴
錫
ふ
3

。

三
七
九

喰
‘
説
文
作
レ
蚤
。
〔
説
文
〕
条
、
鋪
也
、
八
―
―
夕
食
↓
【
喰
飯
】
4

文
湯
漬
飯
の
類
。
〔
玉
篇
〕
喰
‘
水
和
レ
飯
也
。

〔
徐
瀬
箋
〕
戴
氏
何
曰
‘
喰
‘
夕
食
也
、
古
者
夕
則
【
喰
喪
】
5

閉
〇
御
馳
走
の
名
。
襄
は
喰
よ
り
鄭
重
な

料
理
。
〔
周
幌
、
天
官
、
外
喪
〕
凡
賓
客
之
喰
饗
‘
饗
食
之

事
‘
亦
如
之
。
〔
注
〕
喰
‘
客
始
至
之
證
‘
喪
‘
既
将
レ
幣

餞
―
―
朝
膳
之
餘
五
竪
熟
食
日
レ
喰
゜
〔
周
幌
、
天
官
‘

之
礎
。
●
朝
夕
の
食
。
喰
は
夕
め
し
、
冑
は
朝
め
し
。

宰
夫
〕
賓
賜
之
喰
牽
。
〔
注
〕
喰
‘
夕
食
也
。
●
め
し
。

簡
箪
な
食
事
。
間
食
。
〔
詩
‘
魏
風
‘
伐
檀
〕
不
1

一
素
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕
賢
者
興
レ
民
拉
耕
而
食
‘
饗
喰
而

喰
分
。
〔
疏
〕
喰
‘
貸
飯
之
別
名
言
周
橙
‘
秋
官
‘
司
治
。
〔
注
〕
朝
曰
レ
胄
、
夕
曰
レ
喰
。
〔
柳
宗
元
、
種
樹
郭
棄

儀
〕
致
愴
如
致
レ
積
之
碍
↓
〔
注
〕
喰
‘
食
也
‘
小
碍
舵
傭
〕
吾
小
人
綴
喰
襄
以
努
レ
吏
者
‘
且
不
レ
得
レ
暇
゜

、
【
傭
レ
喰
】
6
り

L
n

手
軽
な
食
物
を
博
逹
す
る
。
〔
史
記
、

淮
陰
侯
傭
〕
令
其
神
将
傭
伝
8

、
日
、
今
日
破
レ
趙
會
食
。

日
レ
喰
゜
〔
儀
幡
‘
聘
褪
〕
宰
夫
朝
服
設
レ
喰
゜
〔
史
記

〔
注
〕
集
解
曰
‘
如
淳
日
、
小
飯
日
レ
液
゜

淮
陰
侯
傭
〕
令
其
神
将
博
＞
喰
゜
〔
注
〕
集
解
日
‘
如

淳
曰
‘
小
飯
曰
レ
淮
。
轡
ち
ゃ
づ
け
。
し
る
か
け
。
飯
【
喰
芍
華
館
】
1

が
＇
元
グ
、
ヤ
ク
ク
ヮ
清
‘
周
騰
虎

(
2ー

3
4
4
1

:
8
 

に
の
み
も
の
を
そ
そ
ぐ
。
又
‘
其
の
飯
゜
〔
繹
名
、
繹

0
7
)

の
室
名
。

飲
食
〕
喰
‘
散
也
‘
投
1

一
水
於
中
一
解
散
也
。
〔
玉
篇
〕

喰
水
和
飯
也
。
〔
詩
‘
魏
風
‘
伐
檀
、
繹
文
〕
喰
‘
水

良
飯
也
。
〔
幡
‘
王
藻
〕
君
未
レ
隠
手
‘
不
薮
喰
→
【
夕
食
】
[
ソ
ン
ハ
戸
こ
丘
[
戸
〖
庄
子
べ
正
字

〔
疏
〕
喰
‘
謂
=1
用
レ
飲
撓
一
飯
於
器
庄
也
。
画
に
た

く
ひ
も
の
。
熟
食
。
〔
詩
、
小
雅
、
大
東
〕
有
藉
蓋

[
〗
｀
し
い

[
7、
戸
い
パ
戸
い
心
【
苓
食
】
〗
イ
＂
口
』

:
~
9
6
)

の
古
字
。
〔
王
篇
〕

襄
、
夕
曰
レ
喰
。

O
食
を
勧
め
る
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
君

飩（
1
2ー

4
4
0
4
7
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

未
レ
履
手
不
1

一
敢
喰
↓
〔
注
〕
喰
、
勧
レ
食
也
。

O
或

は
餐
（
1
2
|
 4
4
1
6
0
)

に
作
り
、
通
じ
て
液
(
7
ー

1
7

【

ft】
岬
ト
ン
篇
海
〕
飩
、
息
飩
同
。

8
2
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
喰
、
或
作
レ
餐
、
通
作
レ
液
。

〇
俗
に
喰
(
1
2
-
4
4
0
7
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
喰

俗
喰
字
。
〇
慎
(
8
|

2
3
2
3
5
)

に
通
ず
。
〔
康
熙
字
【
仰
叩
】
〗

1
[〔
五
昔
篇
海
〕
女
救
切
宥

典
〕
喰
‘
又
古
通
レ
箕
。

0
ま
ぜ
め
し
。
〔
五
昔
篇
海
〕
仰
、
雑
飯
也
。
●
紐

闘
由
會
意
。
本
義
は
夕
食
。
故
に
其
の
字
、
夕
と
食
と
を

合
す
。

(
1
2
ー

4
4
0
4
8
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
勧
、
紐
俗

【
喰
菊
】
1

忙
菊
を
食
ふ
。
清
高
な
人
を
い
ふ
。
〔
書
言
字
。

故
事
、
花
木
類
〕
頌
.
,
人
清
高
五
]
―
―
喰
レ
菊
飲
ら
露
。

【
喰
牽
]
2
T
l

ク
食
事
と
犠
牲
。
〔
周
橙
、
秋
官
、
掌
客
〕
上

公
五
積
‘
皆
抵
訟
浪
牽
↓
〔
注
〕
謂
即
「
レ
共
如
レ
喰
‘
而
牽
レ

牲
以
往
、
不
＂
殺
也
。

【
喰
粥
】
3

む
ク
か
ゆ
。
又
‘
粥
を
食
ふ
。
〔
漢
書
‘
王
祥
博

下
〕
諸
生
小
民
會
旦
夕
哭
‘
為
設
1

一
喰
粥
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘

喰
‘
古
准
字
。
〔
呉
志
‘
朱
桓
傭
〕
隠
親
―
―
瞥
槃
―
喰
レ
粥
。

お
く
び
。
食
ひ
あ
き
た
時
に
出
る
昔
゜
〔
龍
寵

手
鑑
〕
飢
‘
飽
臀
゜

【
飢
】
〗
ヤ
ク

〔
龍
寵
手
鑑
〕
昔
厄
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小
日
口
●
ま
ぜ
め
し
。
柾
(
8
ー

2
6
8
7
0
)

含
豪
に
同
じ
。
或
は
蹂
(
1
2
-
4
4
2
7
2
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
紐
‘
裸
飯
也
、
ハ
レ
食
丑
瞥
。
〔
集
韻
〕

紐
‘
説
文
‘
雑
飯
也
、
或
払
食
。
〔
集
韻
〕
紐
‘
雑
飯

也
、
或
ハ
レ
柔
。
●
俗
に
勧
(
1
2
-
4
4
0
4
2
)

に
作

る
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
仰
‘
紐
俗
字
。

日
謬
ロ
謬

【
紐
】
〗
〔
集
韻
〕
女
救
切

〔
集
韻
〕
女
九
切
陶
i園

日
錨
飩
は
‘
む
し
餞
頭
。
脆
(
9
ー

2
9
3
0
3
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
腕
、
脱
脆
‘
餌
也
‘
或
ハ
レ
食
。
〔
正
字

通
〕
飩
、
今
罷
飩
、
即
餃
餌
別
名
‘
俗
屑
孟
企
酌
1

為
レ
末
、
空
レ
中
衰
レ
餡
、
類
Ii

弾
丸
形
一
大
小
不
レ

-
‘
籠
丞
悩
f

と
之
。
〔
南
舅
志
〕
間
人
十
月
一
日
、

作
11

京
飩
面
祉
潰
冬
。
〔
食
物
志
〕
錦
飩
‘
或

作
賣
熊
輝
飩
‘
象
箕
園
形
↓
口
こ
い
あ
ぢ
は

ひ
゜
〔
集
韻
〕
飩
‘
味
厚
也
。
腫
饂
飩
は
、
う
ど
ん
。

,......., 
飩.......... 
44047 

□ 日
チドト
＇ ュンン
ン

〔
集
韻
〕
徒
渾
切
＇
国

右

X
.f 
t'uen' 

〔
集
韻
〕
屯
閏
切
醐
辱

I臼＿

【
養
】
〗
g

昇
ー
“
バ
戸
俗
字
。
〔
龍
寵

【
帥
】
〗i"
i
[
]
誌
鱈
字
。
〔
龍

【杉】
i

キ
"
-
口
:
耳
丘
の
俗
字
。
〔
五
昔
篇

食

部

〔
三
ー
四
蜜
〕

小
●
や
す
ん
じ
く
ら
ふ
。
又
、
其
の
食

霰
豪
事
。
平
常
の
安
ん
じ
て
食
ふ
食
事
。
も

と
候
(
1
2
-
4
4
2
2
1
)
に
作
る
。
〔
康
煕
字
典
〕
妖
、

本
作
レ
候
。
〔
説
文
〕
候
‘
燕
食
也
、
ハ
レ
食
芙
瞥
。

〔
段
注
〕
燕
同
レ
宴
、
安
也
、
安
食
者
、
無
事
之
食
也
、

無
事
食
則
充
レ
腹
而
已
、
故
語
日
、
献
妖
‘
繹
言

霰
】
[
ョ
〔
集
韻
〕
依
攘
切
暉
g`

 

ォ

u

百
4

古
日
口
●
に
る
。
よ

吾
℃h`
文
く
に
る
。
〔
説
文
〕

妊
、
大
執
也
‘
炊
レ
食
壬
瞥
゜
〔
方
言
‘
七
〕
妊
‘
熟
也
‘

徐
揚
之
間
曰
レ
妊
゜
〔
玉
篇
〕
妊
、
大
熟
也
。
〔
儀
證
‘

士
昏
幡
〕
皆
任
。
〔
注
〕
飩
‘
執
也
。
〔
論
語
‘
郷
黛
〕

失
レ
妊
、
不
レ
食
。
〔
集
解
〕
孔
安
國
日
‘
失
レ
妊
‘
失
二
生

熟
之
節
↓
〔
劉
賓
楠
正
義
〕
江
永
日
‘
失
レ
妊
、
有
1

一過

熟
玉
有
↓
―
不
熟
デ
不
熟
者
尤
害
レ
人
也
‘
案
、
過
熟
無
レ

傷
於
人
至
へ
子
否
食
、
専
指
二
未
熟
言
。
●
よ

く
煮
た
食
物
。
〔
儀
随
‘
聘
證
記
〕
賜
レ
襄
唯
羮
妊
゜

〔
注
〕
羹
紐
謂
―
―
妊
一
牢
1

也
、
肉
謂
-
―
之
羹
↓
〇
或

は
餅
(
1
2
-
4
4
1
2
6
)-~(7-

1
9
4
8
4
)

・徒
(
7
-
I

9
0
0
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
妊
‘
或
作
二
鉦
・
嵯
・
徒
↓

0
通
じ
て
鯰
(
1
2
ー

4
4
2
0
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

妊
、
通
作
レ
鯰
。

O
古
‘
稔
(
9
-
2
9
6
1
9
)

に
作
る
。

〔
儀
證
‘
聘
證
記
〕
唯
羹
妊
堕
一
戸
。
〔
注
〕
古
文
‘
妊

作
レ
稔
。

O
古
、
胚
(
9
ー

2
9
2
9
4
)
・慈
(
4
ー

1
0
5
1

8
)
・
 
腿
(
9
ー

2
9
6
3
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
仔
、
胚
‘
古

文
妊
‘
慈
‘
亦
古
文
妊
゜
〔
集
韻
〕
妊
、
古
作
レ
臆
。

【
妊
熟
】
1

少
テ
物
を
ほ
ど
よ
く
煮
る
。
紐
熟
。
〔
北
史
、

趙
球
博
〕
紐
熟
之
節
、
必
親
調
レ
之
。

紅
豪小

住
文古

日
ジ
ン
ニ
ン

ロ
言

宿
】
〗

〔
集
韻
〕
忍
甚
切
醐
〗

ヽ

日
.f

jen' 

〔
集
韻
〕
如
縞
切
訳
i-

杉

帥

養

飩

紐

任

妖

甑

餃

翫

鈎

日
、
妖
、
私
也
、
私
即
安
食
之
謂
゜
〔
漢
書
、
涌
侠
、

陳
遵
傭
〕
遵
知
飲
酒
妖
宴
有
品
節
。
〔
注
〕
師
古
日
、

宴
食
曰
レ
妖
。
●
私
の
さ
か
も
り
。
う
ち
わ
の
さ
か

も
り
。
〔
爾
雅
、
繹
言
〕
妖
、
私
也
。
〔
疏
〕
妖
、
非
↓
1

公

朝
盆
似
飲
酒
也
。
●
立
證
の
宴
°
た
つ
て
ゐ
て
す
る

さ
か
も
り
。
〔
國
語
、
周
語
中
〕
王
公
立
妖
。
〔
注
〕
聰

之
立
成
者
為
レ
妖
。

O
た
べ
も
の
が
多
い
。
〔
玉

篇
〕
妖
、
食
多
也
。
〇
あ
く
。
腹
一
ぱ
い
に
な
る
。

〔
廣
韻
〕
妖
、
飽
也
。
〔
詩
、
小
雅
、
常
棟
〕
飲
酒
之

妖
。
〔
集
韻
〕
低
廣
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
六
〕
是

以
将
レ
賞
、
為
レ
之
加
レ
膳
‘
加
レ
膳
則
妖
レ
賜
゜
〔
注
〕

低
暦
也
、
酒
食
賜
下
、
無
レ
不
11

磨
足
ご
所
謂
加
レ

膳
也
。

O
た
ま
ふ
。
〔
廣
韻
〕
妖
、
賜
也
。

O
候
(
1
2

|
 4
4
2
2
1
)
に
同
じ
。
或
は
饂
(
1
2
-
4
4
3
5
5
)
•

齢

(
1
2
 |
 4
4
2
3
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
候
‘
或
作
二
妖
・

饂
・
齢
↓
●
於
(
7
ー

1
7
6
6
5
)
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、

馬
融
信
‘
於
賜
稿
レ
功
‘
注
〕
於
‘
興
レ
妖
同
。

O
謳

(11ー
3
9
9
9
9
)

に
同
じ
。
〔
詩
、
小
雅
、
常
棟
〕
飲
酒

之
妖
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
‘
醒
紐
‘
注
〕
劉
日
、
韓
詩

日
‘
飲
酒
之
醒
。
●
古
‘
秩
(
8
ー

2
4
9
6
3
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
妖
、
古
作
レ
秋
。

【
妖
宴
】
1

戸
さ
か
も
り
。
〔
漢
書
‘
消
侠
‘
陳
違
億
〕
違

知
1

一
飲
酒
妖
宴
有
ヮ
節
。
〔
注
〕
師
古
日
、
宴
食
曰
レ
妖
。

〔
後
漢
書
‘
班
固
博
下
〕
登
降
妖
宴
之
幡
既
畢
。

【
妖
歌
】
2

5

さ
か
も
り
の
時
に
歌
ふ
歌
。
浪
瑯
代
酔

編
‘
巻
九
に
見
ゆ
。
〔
國
語
、
周
語
下
〕
昔
武
王
克
レ
殷
‘

而
作
―
―
此
註
也
、
以
為
1

一妖歌↓

【
妖
餐
】
3

ク
腹
い
っ
ぱ
い
に
食
ぺ
る
。
飽
食
す
る
こ

と
。
〔
宣
和
遺
事
、
前
集
〕
日
得
二
妖
餐
ガ
盆
空
搬
施
錢

三
百
↓

【
妖
賜
】
4

a

十
分
に
酒
食
を
賜
は
る
こ
と
。
〔
左
氏
、

襄
二
十
六
〕
是
以
牌
な
賞
‘
為
レ
之
加
レ
膳
‘
加
レ
膳
則
妖
レ

賜
゜
〔
注
〕
妖
、
暦
也
‘
酒
食
賜
下
、
無
レ
不
1
1

暦
足
盃
所
謂

加
レ
膳
也
。

【
妖
饒
】
5

炉
食
物
の
ゆ
た
か
な
こ
と
。
〔
王
簗
、
従
軍

詩
〕
軍
中
多
妖
饒

r八
馬
皆
溢
肥
。
〔
注
〕
善
日
、
杜
預
左

あ
く
。
或
は
翻
(
2
-
2
5
6
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飼

説
文
、
飽
也
、
祭
祀
日
1

一
厭
飼
盆
戎
作
レ
鈎
。

【鈎】
i

〔
集
韻
〕
居
又
切
醐
q

キ，ウ
ク

日
□
こ
な
も
ち
。
〔
方
言
、
十
三
〕
餌
‘
謂
,
,
之
饂
一

云
云
‘
或
謂
11

之
仮
↓
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
仮
‘
餌
也
。

〔
集
韻
〕
仮
‘
餌
也
。

53

日
グ
，
ワ
ン
〔
集
韻
〕
吾
官
切
園
g

ワ
ン
〔
集
韻
〕
愚
哀
切
厖

ゲ
ン
グ，

尻】
440

ロ ト
ヴ
ヅ
日

セ
ッ
セ
チ

口

日

0
つ
ら
ね
る
。
食
物
を
並
ぺ
つ
ら
ね
る
。
飼

(
1
2
-
4
4
1
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
飼
、
釘
也
、
或

ハ
没
。
●
餞
餃
は
‘
ま
ん
ぢ
ゆ
う
。
〔
通
俗
編
‘
飲

食
霞
頭
〕
夢
梁
録
‘
又
作
霞
餃
↓
□
飲
食
を
な

ら
べ
る
。
〔
集
韻
〕
餃
‘
陳
飲
食
一
也
。

霰
】
[

〔
集
韻
〕
大
透
切
園園

〔
集
韻
〕
式
列
切

尻】岬
く
ら
ふ
。
〔
玉
篇
〕
飢
‘
食
也
。

ジ，ヨ，ウ

ニ，ユ

〔
玉
篇
〕
而
勇
切

闘

氏
博
注
曰
‘
妖
‘
厭
也
‘
向
日
‘
饒
‘
餘
也
。

【
妖
競
】
6

5

サ
が
飽
く
程
十
分
に
き
く
。
〔
曾
翠
‘
送
―
―

江
任
ー
序
〕
既
已
得
,
,
其
所
レ
虞
之
築
盃
皿
厭
―
―
聞
妖
1

』
鶴
其

【
妖
肥
]

7

5

日
向
國
の
地
名
。

L

人
民
之
事
↓

【
妖
富
】
8

”
大
和
國
の
古
地
名
。

【
妖
聞
】
，
？
聞
き
能
き
る
。
〔
韓
愈
、
燕
喜
亭
記
〕
次
二

其
道
塗
所
ヮ
経
、
自
→
韮
藍
田

1
入
―
―
—
商
洛
ご
云
云
‘
極

1一
幽
退

魂
詭
之
観
盆
号
其
於
―
―
山
水
1

妖
聞
而
厭
見
上
也
。

三
八
〇
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食

部

〔
四
賓
〕

約

食

勧

紗

側

納

飴

貪

飲

三
八

し
【
紗
】
〗

乱
以
飾
＞
蹄
。

0
た
く
み
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
文
士
並
也
、
讀
興
レ
救
同
。

飼
〔
注
〕
紡
‘
巧
也
。

O
或
は
勅
(

2

|
2
3
8
0
)

・
整
【
勧
正
】
16

打
と
と
の
へ
た
だ
す
。
つ
つ
し
ん
で
正

い
。
〔
幡
‘
月
令
‘
祗
敬
心
勧
‘
疎
〕
常
墾
敬
而
復
敬
‘
必
籟
鯰
並
同
。

(
I
S
-
1
3
3
9
4
)

に
作
る
。
〔
穀
梁
‘
荘
‘
二
十
四
‘
婦

使
l

―
勧
正
一
〔
漢
書
‘
谷
永
博
〕
昔
舜
勧
正
二
女
百
盆
空
至

徳
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
釣
、
卑
ハ
レ
赦
同
。

人
之
贄
棗
栗
鍛
脩
‘
注
〕
鍛
脩
‘
取
二
断
断
自
脩

位
〔
繹
文
〕
脩
防
、
本
或
作
勅
‘
或
作
レ
整
。
＠
救
后
成
】

1
7

乃
い
ま
し
め
て
な
さ
し
め
る
。
〔
風
俗
通
、
【
年
此
】
〗
ア
ク

(

5

|

 1
3
2
2
5
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
鈴
‘
卑
ハ
レ
赦
通
。
正
失
‘
燕
太
子
丹
〕
故
間
闇
小
論
‘
勧
l

一
成
之
1

耳。

【
勧
政
】
18

巧
ま
つ
り
ご
と
を
と
と
の
へ
た
だ
す
。

幅
由
會
意
形
臀
。
人
と
力
と
を
合
は
せ
、
力
を
つ
と
め

て
整
へ
堅
め
る
意
。
食
が
音
符
。
朱
駿
臀
は
‘
炊

5カ
臥
□i
l
t

贋
[
〗
〗
[
口

[
m明：
天
有
以
原
之
‘
宜
日
伊
政
【
細

m
】
螂[
9
7
7

啓
の
形
臀
字
と
す
る
。

く
ら
ふ
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
納
、
食
兒
。
〔
集
韻
〕
納

【
勧
陽
】
19

圧
勺
部
下
に
命
令
す
る
。

小
●
か
た
め
る
。
〔
説
文
〕
紡
、
致
レ
臥
也
、
【
紡
行
】
1

c
h
'
i
h
'
h
s
i
n
g
'

命
令
を
務
す
る
0

[~ 

拿
】
20

c
h
'
i
h
4
 
n
a
2

逮
捕
を
命
ず
る
。

愈
策
炊
二
人
力
食
臀
、
讀
若
板
。
〔
段
注
〕
【
勧
紀
】
2

c
h
'
i
h
'
c
h
i
'

店
貝
に
命
ず
る
。
使
丁
に
申
【
勧
派
】
21

c
h
'
i
h
'
p
'
a
i
4

派

遣

す

る

。

銅

納

、

食

兒

°

【
勧
兵
】
22

芯
ク
軍
隊
を
と
と
の
へ
る
。
兵
隊
を
整
頓
す

付
け
る
。

【
釣
蹄
】
3

H

ヨ
ク
を
は
り
を
つ
つ
し
む
。
〔
幡
‘
築
記
〕
復

臥
者
、
堅
也
、
致
者
、
送
詣
也
、
致
―
―
之
於
堅
↓
是
之

謂
枷
。

O
っ

つ

し

む

。

つ

つ

し

む

さ

ま

。

〔

玉

篇

〕

る

。

〔

漢

書

‘

宣

帝

紀

〕

邊

境

屯

戌

未

レ

息

‘

今

復

鉤

レ

兵

乱

以

仰

蹄

。

〔

注

〕

阻

以

禁

蹄

也

。

應

屯

、

久

房

百

姓

↓

【

吟

町

】

螂

イ

ン

【
勧
射
】
4

昇
己
の
身
を
い
ま
し
め
つ
つ
し
む
。
〔
漢
【
筋
父
】
23

勺
ク
宋
、
梁
季
泌
(
6
ー

1
4
8
2
5
:
 2
2
1
)

の
字
。

勧
、
謹
兒
゜
〔
穂
藁
記
〕
再
始
以
著
社
、
復
胤
以

書
、
成
帝
紀
〕
朕
親
伊
射
、
郊
祀
上
壺
〔
漢
書
、
郊
祀
【
防
捕
]
2
4

c
h
'
i
h
'
p
u
3

逮
捕
を
命
ず
る
。
勧
拿
(
2
0
)

伊
蹄
゜
〔
集
説
〕
再
撃
薮
以
明
―
―
其
進
也
‘
復

に

同

じ

。

【

食

】

三

ィ

ン

撃
レ
鏡
以
謹
真
退
也
。
〔
漢
書
、
高
悪
高
后
孝
志
下
〕
筋
レ
射
齊
戒
゜

文
功
臣
表
〕
愛
敬
勧
盛
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
勧
、
謹
【
防
禁
】
5

”
ク
い
ま
し
め
と
ど
め
る
。
〔
輻
悪
全
書
、
刑
[
勧
補
】
2
5
c

弓
モ
P
兄
官
職
を
命
じ
て
補
任
す
る
o

也
。
O
た
だ
し
い
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
六
月
〕
戎
車
既
名
部
、
詞
訟
、
勧
レ
民
息
レ
訟
〕
合
レ
行
釣
~
禁
→
【
肪
朴
】

2
6
5
[
ク
か
ざ
り
を
施
す
こ
と
と
施
さ
な
い
こ
食
、
古
作
レ
含
゜

勧
°
〔
傭
〕
勧
、
正
也
。
幽
と
と
の
へ
る
。
そ
な
へ
【
勧
應
】
6

H

匁
い
ま
し
め
つ
つ
し
む
。
〔
係
襄
‘
克
籍
と
。
〔
謝
震
運
、
山
居
賦
〕
雖
レ
別
市
餌
而
寒
暑
均
和
‘

右
衛
将
軍
制
〕
帝
者
宗
圏
‘
惟
是
勧
應
自
守
‘
其
履
尚
雖
-
―
是
築
ら
構
而
勧
朴
雨
逝
。

可

レ

嘉

芙

。

【

釣

輿

】

27

紆
ゴ
ク
飾
っ
た
車
輿
゜
〔
説
苑
‘
脩
文
〕
命
然
後

る
。
と
と
の
へ
そ
な
へ
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
二
〕

勧
、
備
也
。
〔
廣
韻
〕
勧
‘
又
整
備
也
。
〔
漢
書
‘
高
后
【
勧
査
】

1

？
き
び
し
く
し
ら
べ
る
。
糾
明
す
る
。
〔
輻
猥
喪
勧
輿
駅
馬
→
【
紐
恥
]
〗

紀
〕
匡
砺
天
下
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
紡
、
整
也
。
〇
恵
全
書
、
罹
任
部
、
取
街
役
〕
故
労
示
通
行
鉤
査
。
【
筋
力
]
2
8

昇
＂
力
を
盛
す
。
〔
周
幡
考
エ
記
穂
目
〕
肪
レ

を
し
へ
る
。
〔
國
語
‘
齊
語
〕
以
紡
―
其
子
弟
ぶ
E

【
勧
差
】
8

c
h
'
i
h
'
c
h
'
a
i
'

派
遣
す
る
。
力
以
長
地
材
一
〔
疏
〕
勧
‘
勤
也
。

語
以
レ
事
。
〔
注
〕
勧
、
教
也
。

0
を
さ
め
る
。
を
【
防
催
]
,
打
ク
催
促
す
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
堕
仕
部
‘
待
【
勧
令
】
29

苔ク

O
法
令
を
い
ま
し
め
と
と
の
へ
る
。

さ
ま
る
。
と
と
の
へ
を
さ
め
る
。
〔
易
、
雑
卦
〕
接
役
〕
再
狙
二
諭
―
鉤
催
可
也
。
〔
商
子
、
筋
令
〕
勧
レ
令
則
治
不
レ
留
。
●
商
子
の
篇
名
。

O

【
釣
材
】
10

打
ク
役
に
立
つ
だ
う
ぐ
を
を
さ
め
る
。
〔
周
韓
非
子
の
篇
名
。
R
命
令
す
る
。
〔
輻
患
全
書
‘
郵
政
部
、

礎
、
地
官
‘
大
司
徒
〕
頒
二
職
事
十
有
二
子
邦
國
都
祁
i

船
夫
車
罐
〕
預
先
出
に
ホ
‘
肪
1

一
令
該
地
方
↓

椛
則
勧
也
。
〔
注
〕
紡
‘
整
治
也
。
〔
國
語
、
英
語
〕

使
"
一
以
登
萬
民
五
云
‘
五
曰
、
紡
材
。
〔
注
〕
鄭
司
農
日
、
【
勧
属
】
30

パ
勺
い
ま
し
め
は
げ
ま
す
。
戒
勉
す
る
。
紡

周
軍
勧
レ
甲
翌
。
〔
注
〕
勧
、
治
也
。
〇
い
ま
し
め
る
。

〔
集
韻
〕
紡
、
一
日
、
戒
也
。
〔
漢
書
、
楊
憚
傭
〕
欲
レ
勧
材
‘
謂
舌
1

工

飾

化

八

材

↓

動

。

〔

漢

書

‘

循

吏

‘

文

翁

博

〕

文

翁

為

1

一
蜀
郡
守
戸
仁
愛

令
1

戒
二
紡
富
平
侯
延
壽
↓
R
っ
と
め
る
。
〔
周
碍
、
【
勧
察
】
11

c
h
'
i
h
'
c
h
'
a
2

取

調

べ

を

命

ず

る

。

好

-
1

教
化
盃
竺
郡
縣
小
吏
開
敏
有
レ
材
者
‘
張
叔
等
十
餘

天
官
、
大
宰
〕
百
工
勧
一
化
八
材
↓
〔
疏
〕
筋
‘
勤
也
。
【
勧
賜
】
12

c
h
'
i
h
'
t
z
'
u
'

贈
里
を
命
ず
る
。
人
盃
親
自
勧
属
‘
遣
下
詣
原
師
云
受
・
業
博
士
い

【
鉤
授
】
13

c
h
'
i
h
'
s
h
o
u
4

官

位

を

授

け

る

。

【

作

動

】

31

巧
ク
い
ま
し
め
は
げ
ま
す
。
勧
属
。
〔
李
滉
、

[
勧
遵
】
14

c
h
'
i
h
4
 
t
s
u
e
n
―
指
導
を
命
ず
る
。
啓
蒙
篇
〕
相
勧
動
瀧
―
濯
酋
習
―
)

〔
周
碍
‘
考
工
記
、
穂
目
〕
勧
レ
カ
以
長
―
―
地
財
盃
謂
1

一
【
釣
身
】
15

パ
匁
身
を
つ
つ
し
む
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
紡
レ
【
不
レ
勧
無
レ
類
】
32

け
芦
ザ
レ
パ
身
を
戒
め
な
け
れ
ば
仲

之
農
夫
↓
〔
疏
〕
勧
‘
勤
也
。

O
或
は
飾
(
1
2
-
4
4
1
1

1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紡
‘
或
作
レ
飾
゜
〔
経
籍
纂
詰
〕
身
正
レ
事
、
思
<I

其
咎
謝
面
禍
除
而
輻
至
。
〔
漢
書
‘
絞
傭
間
は
出
来
ぬ
。
〔
孔
子
家
語
、
致
思
〕
不
レ
紡
無
レ
類
、
無
レ

證
記
栗
記
、
復
乱
以
勧
レ
蹄
、
史
記
架
書
、
作
―
―
復
下
〕
布
食
疎
食
、
用
レ
倹
紡
レ
身
。
〔
注
〕
師
古
日
、
勧
‘
整
類
失
レ
親
。

古

古

E
l
0の
む
。
も
と

文

文

飲

(

6

|
1
6
1
8
4
)

に

訊

い

窟

餐

作
る
。
〔
正
字
通
〕
飲
‘
説
文
作
レ
飲
。
〔
説
文
〕
飲
‘

獣
也
、
ハ
レ
欠
會
臀
゜
〔
孟
子
‘
告
子
上
〕
冬
日
則

飲
レ
湯
、
夏

H
則
飲
レ
水
。
④
水
を
の
む
。
〔
玉
篇
〕

飲
‘
咽
レ
水
也
。
〔
易
‘
需
〕
君
子
以
飲
食
宴
架
゜
〔
虞

注
〕
水
流
入
レ
ロ
為
レ
飲
゜
◎
酒
を
の
む
。
〔
獣
陽

脩
‘
酔
翁
亭
記
〕
太
守
卑
ハ
レ
客
来
‘
飲
―
―

T
此
↓
〔
李

商
隠
雑
纂
、
不
如
不
解
〕
僧
解
レ
飲
則
犯
1

一
戒
律
一

8
こ
ら
へ
る
。
ふ
く
む
。
飲
恨
(
3
1
)

を
見
よ
。

O

さ
か
も
り
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
張
レ
築
設
レ
飲
。

O
の

イ
ン
オ
ン

口
イ
ン
オ
ン

日

〔
集
韻
〕
於
錦
切
暇

I
 

.f 
y
i
n
'
 

〔
集
韻
〕
於
禁
切
国
i-

I
 

.f 
y
i
n
'
 

欽
(
6
-
1
6
1
8
4
)

・
飲
(
1
2
—

4
4
0
6
 

3
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕
飲
‘
或
炊
レ

飲
（
1
2ー

4
4
0
6
3
)

の
古
字
。
〔
字

彙
〕
怜
‘
古
文
飲
字
。

窮】亨
チ
，
ヨ
ク

チ
キ

〔
集
韻
〕
蓄
力
切
國

｀
 

／イ

c
h
'
i
h
4

因

貧
】
〗ケ
ン

餐
(
1
2
-
4
4
1
4
5
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

集
韻
〕
食
、
同
レ
餐
。

【
約
】
〗
コ，ウ

鉤
(
1
1
0
1
4
4
0
9
4
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鈎
、
同
レ
飼
。

セウ

〔
集
韻
〕
諾
盆
切

慨
(
1
2
-
4
4
0
8
3
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
飩
、
同
レ
観
。

籍（
1
2
ー

4
7
8
2
9
)

・紗
(
1
2
|
 4
7
7
3
 

3
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
紗
、
輿
―
―

12977 
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み
も
の
。
〔
韻
會
〕
飲
‘
凡
可
レ
飲
者
亦
謂
―
―
之
飲
↓
而
自
賜
猷
者
‘
應
レ
弦
而
飲
レ
利
。
〔
曹
植
七
啓
〕
機
不
二
虚
書
レ
懐
詩
〕
酔
盛
春
風
興
未
レ
蘭
‘
飲
豪
惟
恐
玉
盃
乾
゜

〔

周

輯

、

天

官

‘

酒

正

〕

辮

両

飲

之

物

↓

〔

論

語

‘

薙

良

中

必

飲

レ

莉

。

【

飲

客

】

14

釘
酒
飲
み
の
人
。
上
月
〔
沈
約
‘
七
賢
論
〕
劉

【
飲
宴
】
2

5

‘
ク
さ
か
も
り
。
く
つ
ろ
い
で
酒
を
飲
み
た
伶
酒
性
既
深
‘
子
期
又
是
飲
客
。
〔
南
宋
市
律
記
〕
酒
悽

の
し
む
。
酒
宴
。
飲
店
。
〔
後
漢
書
、
意
帝
紀
〕
帝
著
二
設
―
官
妓
敷
十
人
云
各
有
金
銀
酒
器
i

以
供
ー
ー
飲
客
之
用
↓

也
〕
一
瓢
飲
。
R
そ
そ
ぐ
。
〔
儀
證
‘
公
食
大
夫
栂
〕

賓
坐
祭
‘
遂
飲
羹
於
豊
上
↓
〔
注
〕
飲
‘
漱
。
＠
没
ー
商
佑
服
荻
宴
為
如
示
。
〔
魏
志
‘
后
妃
、
明
悼
毛
皇
后
紀
〕
【
飲
澗
】
15

り
た
に
が
は
の
水
を
の
む
。
〔
沈
約
、
善
館

す
る
。
か
く
す
。
〔
漢
書
‘
消
侠
‘
朱
家
傭
〕
然
終
明
帝
令
蜘
朝
臣
會
1

一
其
家
飲
宴
い
〔
呉
志
‘
孫
和
傭
〕
嬉
娯
碑
文
〕
逹
人
獨
往
之
事
、
志
非
レ
易
レ
立
‘
液
松
飲
澗
之

不
レ
伐
l

―
其
能
ぶ
5

二
其
徳
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
飲
‘
液
之
好
‘
亦
在
於
飲
宴
↓
〔
謝
震
運
擬
―
―
魏
太
子
鄭
中
集
一
情
‘
理
難
―
軽
樹
↓
〔
白
居
易
‘
遊
枯
揖
寺
―
詩
〕
閉
レ
藉

也
‘
謂
レ
不
稲
顧
二
後
漢
書
‘
禁
邑
博
〕
産
甲
為
1

一
平
原
侯
植
詩
〕
副
君
命
―
―
飲
宴
五
歓
娯
葛
懐
抱
↓
踏
二
楼
木
玉
＇
逐
―
―
飲
レ
澗
猿
一
〔
鄭
谷
、
少
華
甘
露
寺
詩
〕

【
飲
燕
】
3

]

ク
さ
か
も
り
。
く
つ
ろ
い
で
酒
を
飲
み
た
飲
レ
澗
鹿
喧
雙
派
水
、
登
レ
山
僧
踏
一
梯
雲
。

の
し
む
。
飲
宴
に
同
じ
。
〔
漢
武
帝
、
秋
風
辟
序
〕
中
流
【
飲
器
】
1
6
"

，

0
酒
を
飲
む
器
。
さ
か
づ
き
。
〔
周
碍
‘
考

楚
毒
所
＞
迫
‘
趣
以
中
飲
章
3

〔
注
〕
飲
、
猶
レ
隠
。

O

病
名
。
喘
息
°
呼
吸
の
疾
゜
〔
清
生
方
‘
痰
飲
〕
飲
凡
只
塁
臣
―
飲
燕
゜
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
‘
郭
皇
后
紀
〕
帝
散
工
記
‘
梓
人
〕
梓
人
為
1

一
飲
器
ぢ
二
升
．
爵
一
升
．
狐
一
―
―

有
レ
六
‘
即
懸
飲
・
溢
飲
・
支
飲
・
痰
飲
・
留
飲
・
伏
幸
―
―
其
第
£
只
公
卿
諸
侯
親
家
1

飲
燕
賞
賜
゜
升
。
●
洩
溺
の
器
。
便
器
。
し
ゅ
ぴ
ん
。
又
、
さ
か
づ
き
。

飲
‘
巣
氏
載
レ
之
詳
癸
‘
寵
安
常
云
、
人
身
無
二
倒
【
飲
幽

~
]
4竺
の
む
こ
と
。
〔
白
居
易
、
和
レ
送5
1劉
道
士
〔
載
國
‘
趙
策
〕
及

-
1一
―
二
晉
分
―
―
智
氏
→
趙
襄
子
最
怨
如
日

羞
天
台
詞
〕
飲
桑
日
月
精
云
翌
哨
抗
灌
翌
阻
而
椅
其
頭
以
総
飲
器
↓
〔
史
記
‘
刺
客
‘
豫
譲
博
〕

【
飲
塙
』
】
5

竺
さ
か
も
り
。
飲
宴
(

2

)

に
同
じ
。
〔
後
漢
漆
1

一
其
頭
石
唸
竺
飲
器
↓
〔
注
〕
索
隠
日
、
案
、
大
宛
傭

上
之
痰
二
天
下
無
―
―
逆
流
之
水
□
誠
哉
斯
言
‘
以
レ

書
、
劉
玄
傭
〕

H
夜
輿
―
―
婦
人
飲
l
-

塩
わ
後
庭
↓
〔
謝
震
運
‘
曰
‘
匈
奴
破
ー
自
月
支
王
冨
竺
其
頭
[
[
一
飲
器
正
装
氏
注
レ

此
思
乏
‘
人
之
氣
道
貴
1

一
乎
順
面
順
則
津
液
流
通
‘

決
無
痰
飲
之
塵
調
撮
失
に
且
‘
氣
道
閉
塞
‘
水
艇
魏
太
子
鄭
中
集
「
陳
琳
詩
〕
愛
レ
客
不
レ
告
レ
疲
‘
飲
諮
彼
引
"
準
昭
―
云
‘
飲
器
‘
稗
楢
也
‘
晉
灼
日
‘
飲
器
‘
虎
子

飲

停

―

―

於

宵

腑

五

結

而

成

レ

痰

‘

其

為

レ

病

也

‘

證

状

遺

景

刻

↓

也

‘

皆

非

‘

稗

桂

所

―

―

以

盛

＞

酒

耳

、

非

二

用

飲

者

云

日

氏

非
に
、
貸
喘
、
為
妖
‘
貸
嘔
‘
為
徊
、
岱
眩
【
飲
醗
】
6

竺
さ
か
も
り
。
飲
燕
(

3

)

に
同
じ
。
〔
後
漢
以
為
褻
器
著
、
以
下
韓
子
・
呂
氏
春
秋
拉
云
‘
襄
子
漆
1

一

書
、
陳
蕃
傭
〕
又
多
取
検
庭
宮
人
作
レ
築
飲
酷
。
智
伯
頭
[
『
•
洩
朽
上
故
也
‘
正
義
曰
‘
劉
云
‘
酒
器
也
‘

【
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績
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燈
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械
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＂
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叢
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。
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蒸
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。
〔
疏
〕
飲
食
男
女
、
是
人
心
所
レ
欲
之
大
端
緒
也
。
庫
提
要
、
子
、
譜
録
類
存
目
〕
。

軍
謁
〕
毘
之
證
食
霙
一
子
帝
雙
以
訊
レ
馘
‘
告
,
,
大
享
天
子
諸
侯
‘
興
―
―
其
群
臣
大
飲
酒
‘
云
云
、
蒸
俎
賓
面
解
―
-
【
飲
水
】

5
0
"し
●
水
を
の
む
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
啜
ら
萩
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書
、
酒
詰
〕
爾
乃
飲
食
酔
〖
飲
水
思
源
〗

5
1
パ8
バ
ィ
水
を
飲
め
ば
源
を
思
ふ
。
其
【
飲
啄
】

6
4”
”
●
鳥
が
水
を
飲
み
餌
を
つ
い
ば
む
。
〔
荘

行
‘
飲
至
‘
含
レ
爵
策
レ
動
焉
‘
證
也
。
〔
注
〕
爵
‘
飲
酒
器
飽
。
〔
證
‘
曲
随
上
〕
非
―
―
飲
食
之
客
↓
〔
論
語
‘
泰
伯
〕
非
1

一
の
本
を
忘
れ
な
い
喩
゜
〔
庚
信
‘
周
五
臀
調
曲
‘
徴
調
曲
〕
子
、
養
生
主
〕
澤
雉
十
歩
一
啄
、
百
歩
一
飲
‘
不
レ
薪
レ
畜
二

也
、
既
飲
置
倫
、H
i
J書動
努
於
策
ご
言
三
速
紀

I
I有
功
ー
飲
食
一
而
致
―
―
孝
乎
鬼
紳
→
〔
中
庸
〕
人
莫
」
不

1一
飲
食
一
也
。
落
→1其
賓
1者
思

1一
其
樹
五
飲
―
―
其
流
〗
品
竪
其
源
→
乎
奨
中
→
〔
何
承
天
‘
雉
子
遊
―
―
原
澤
一
篇
〕
飲
啄
雖

1一
勤

也
。
〔
李
華
‘
弔
―
―
古
戦
場
1

文
〕
飲
至
策
動
、
和
築
且
閑
゜
〔
管
子
、
立
政
〕
飲
食
有
レ
量
‘
衣
服
有
レ
制
、
宮
室
有
に
度
。
【
飲
酔
】
52

杉
酒
を
の
ん
で
ゑ
ふ
。
〔
史
記
‘
衛
将
軍
博
〕
苦
一
不
レ
願
レ
棲
II

園
林
↓
●
人
が
飲
食
し
て
生
活
す
る

〖
飲
至
之
證]
3
7彩ン
／
凱
旋
し
て
還
り
、
臣
と
共
に
〔
老
子
、
五
士
二
〕
厭

1一
飲
食
面m
貨
有
レ
餘
。
以
為
―
―
漢
兵
不
＂
能
レ
ぢ
ま
此
‘
飲
酔
‘
漢
兵
夜
至
‘
園
―
―
右
こ
と
。
〔
南
史
‘
沈
約
偲
〕
警
日
、
使
君
以
レ
道
御
レ
物
、
前

宗
廟
に
於
て
酒
を
飲
む
證
。
飲
至
策
動
を
見
よ
。
〔
左
〖
飲
食
方
〗

4
6祝
s

ヨ
ク
料
理
の
方
。
料
理
法
。
〔
南
史
‘
賢
王
→
所

1ー
以
懐
レ
徳
而
至
一
既
無
レ
用
二
佐
時
一
故
遂
―
―
飲
啄
之

氏
‘
桓
‘
十
六
〕
公
至
レ
自
丘
伐
レ
鄭
、
以
II

飲
至
之
糧
一
也
。
虞
椋
傭
〕
保
家
富
弘
盆
翌
而
善
為
―
―
滋
味
三
云
云
、
上
就
レ
【
飲
啜
】
5
3
5
カ
の
み
す
す
る
。
〔
龍
‘
檀
弓
下
〕
啜
レ
萩
飲
レ
願
B

爾
゜
〔
白
居
易
‘
贖
雛
詩
〕
経
レ
宿
撥
-
l

飲
啄
百
3

高詣――

【
飲
章
]
3
8

が
匿
名
の
文
書
。
お
と
し
ぶ
み
。
飲
は
昔
椋
求
II

諸
飲
食
方
一
粽
認
不
レ
出
、
上
酔
後
、
罷
不
レ
快
‘
水
盛
,
,
其
歓
↓
〔
沈
括
‘
良
方
序
〕
古
之
飲
レ
槃
者
‘
煮
煉
屠
門
↓

義
共
に
隠
に
同
じ
。
浪
那
代
酔
編
‘
巻
二
十
五
に
見
捺
乃
猷
―
―
醒
酒
鯖
詐
一
方

1
而
已
。
有
レ
節
‘
飲
啜
有
レ
宜
。
〖
飲
啄
有
—
一
定
分

J
6
5”
し
カ
ウ
ア
リ
人
が
一
生
の
間
に
飲

ゅ
゜
〔
後
漢
書
察
邑
博
〕
臣
一
入1一
牢
獄
ぶ
炉
袋
楚
毒
〖
飲
食
蒻1
]
4
7
り
し
ン
，
ヨ
ク
親
族
間
の
親
睦
を
計
る
こ
と
を
[
飲
獣

J
“
祝
の
み
す
す
る

o

飲
啜
に
同
じ
べ
南
唐
害
、
食
す
る
も
の
に
は
定
ま
つ
た
分
量
が
あ
る

o

〔
通
俗
編
ヽ

所
＂
迫
‘
趣
以
二
飲
章
五
辞
情
何
縁
復
聞
。
〔
注
〕
飲
、
猶
レ
隠
‘
目
的
と
す
る
礎
。
二
種
あ
り
、
一
は
平
常
無
事
の
時
に
黄
載
博
〕
飲
歓
之
外
、
一
鉦
炉
所
レ
畜
°
飲
食
‘
飲
啄
有

1

一
定
分
―
〕
玉
堂
閑
話
、
引
レ
諺
云
、
一

即
告
人
姓
名

U-5可
1

一
封
問
孟
早
者
、
今
之
表
也
。
會
合
し
親
族
間
の
輯
睦
を
計
る
を
旨
と
す
る
も
の
で
、
【
飲
暁
】
55

況
す
ひ
飲
む
。
〔
李
徳
裕
‘
書
一
↓
1

桐
華
鳳
扇
ー
飲
一
啄
‘
繋
―
―
之
子
分
む
些
言
雖
レ
小
、
亦
不
II

徒
然
ギ
心
夢

【
飲
漿
】
39

以
子
の
み
も
の
。
〔
宋
史
、
太
宗
紀
一
一
〕
詔
―
―
諸
之
を
族
燕
と
い
ひ
‘
一
は
親
族
間
に
重
大
事
件
の
獲
生
賦
〕
登
青
馬
之
霊
倍
、
常
飲
―
―
呪
乎
王
液
一
瑣
言
、
夏
侯
生
示
-
F
八
行
止
工
事
無
レ
不
レ
瞼
‘
蓋
飲
啄
之

州
郡
五
暑
月
、
五

H
一
瀬

,,llf!圏
ぶ
竺
飲
漿
↓
し
た
時
會
合
し
て
、
其
の
救
清
の
方
法
を
協
議
す
る
を
【
飲
泉
】
56

焚
清
、
注
潮
生
(
8
-
1
7
1
5
4
:
 3
1
7
)

の
琥
。
有
レ
分
也
。

【
飲
酒
】
40

彩
酒
を
の
ま
せ
る
。
又
、
酒
を
の
む
。
〔
周
旨
と
す
る
も
の
で
、
之
を
族
妖
と
い
ふ
。
族
妖
は
近
世
【
飲
扇
】
5
7
5
5

の
み
も
の
と
う
ち
は
。
〔
南
史
、
梁
南
平
【
飲
陥
】
66

”
ク
の
み
く
ひ
す
る
。
陥
は
咲
゜
〔
漢
書
、
霰

證
、
天
官
‘
酒
人
〕
共
II

賓
客
之
褪
酒
五
飲
レ
酒
而
奉
レ
之
。
民
法
上
の
親
族
會
に
類
す
。
〔
陣
氏
種
書
〕
古
者
合
族
元
襄
王
偉
博
〕
齊
世
青
漢
宮
‘
改
為
―
―
芳
林
苑
辛
へ
監
初
、
光
博
〕
祀
已
興
訟
砒
官
ー
飲
陥
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
暗
、
食
也
。

〔
注
〕
酒
正
使
レ
之
也
、
随
酒
、
饗
燕
之
酒
‘
飲
酒
、
食
―
―
之
之
證
、
方
二
其
平
居
無
事
一
則
有
レ
燕
以
申
レ
好
、
及
―
―
其
賜
レ
偉
為
レ
第
‘
又
加
―
―
穿
築
h

云
云
‘
冬
有
―
―
籠
墟
る
夏
設
＝
【
飲
酎
]
6
7

が8

●
重
ね
て
醸
し
た
濃
厚
な
さ
け
を
の

酒
二
周
弱
、
地
官
‘
黛
正
〕
凡
其
蕪
之
祭
祀
喪
紀
昏
冠
有
1

一

大

疑

謀

面

叫

有

五

妖

以

圏

レ

事

。

〔

五

證

通

考

〕

飲

食

飲

扇

↓

む

。

〔

穂

、

月

令

〕

天

子

飲

レ

酎

゜

〔

注

〕

酎

之

言

‘

醇

也

、

謂

1

一

飲
レ
酒
、
教
―
―
其
糧
事
云
掌
1

其
戒
禁
↓
〔
随
‘
曲
證
上
〕
飲
レ
之
龍
有
レ
ニ
、
一
曰
1

一
族
燕
ギ
文
王
世
子
所
レ
稽
者
、
是
也
、
【
飲
餞
】
58

ぢ
古
、
遠
方
へ
行
く
と
き
、
道
祖
紳
を
祭
っ
重
醸
之
酒
1

也
。
●
漢
代
、
天
子
が
八
月
に
宗
廟
に
於
て

酒
不
レ
至
レ
嬰
レ
貌
。
〔
左
氏
、
昭
、
元
〕
飲
レ
酒
築
。
〔
荘
子
、
族
燕
族
食
皆
燕
也
、
而
亦
有
レ
不
レ
同
、
平
居
無
レ
事
、
則
て
其
の
安
全
を
祈
り
、
祭
の
終
っ
た
後
、
其
の
側
で
酒
酎
を
飲
む
こ
と
。
酎
は
正
月
一

H
に
作
っ
て
八
月
に
飲

nlJ
陽
〕
夫
衛
震
公
飲
酒
湛
架
゜
〔
荀
子
、
架
論
〕
飲
酒
之
節
。
為
レ
燕
以
申
レ
好
、
大
博
所
謂
合
レ
族
以
レ
食
、
大
戴
記
季
盛
を
す
る
こ
と
。
〔
詩
、
邸
風
、
泉
水
〕
出
宿
―
―
子
沖
ぶ
か
む
酒
。
〔
漢
書
‘
儒
林
‘
梁
丘
賀
博
〕
會
言
八
月
飲
酎
、
行

〖
飲
酒
高
會
〗41
が
ん
7
1イ
酒
を
の
み
盛
に
宴
會
す
る
冬
命
レ
國
為
レ
酒
、
以
合
―
―
J
I一
族
五
是
族
燕
也
、
又
因
レ
祭
而
餞
子
禰
→
〔
集
信
〕
飲
餞
者
、
古
之
行
者
、
必
有

1一
祗
道
之
祠

1一
孝
昭
廟
→
〔
漢
藷
儀
〕
大
祠
曰
―
―
飲
酎
→
〔
西
京
雑
記
‘

こ
と
。
盛
大
な
さ
か
も
り
を
も
よ
ほ
す
。
〔
史
記
、
項
利
燕
、
楚
茨
諸
父
兄
備
言
燕
私
、
中
庸
燕
レ
毛
、
所
―
―
以
序
▽
祭
石
祭
畢
、
慮
者
送
ら
之
‘
飲
―
―
於
其
側
盃
而
後
行
也
。
〔
陸
一
〕
漢
制
‘
宗
廟
八
月
飲
レ
酎
、
用
II

九
譴
太
牢
五
皇
帝
侍
レ

紀
〕
至
1

一
無
甕
五
飲
酒
高
會
。
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
服
虔
云
、
大
歯
‘
是
亦
族
燕
也
、
一
日
1

一
族
妖
盃
凶
レ

Iiiレ
事
而
飲
‘
呉
レ
機
‘
於
―
―
承
明
咋
溢
空
士
龍
1

詩
〕
飲
餞
登
異
し
族
、
親
戚
祠
、
以
II

正
月
旦
1

作
レ
酒
‘
八
月
成
、
名
曰
レ
酎
。

會

也

。

燕

不

レ

同

。

弟

興

レ

兄

。

〔

謝

瞭

、

王

撫

軍

庚

西

陽

集

別

作

詩

〕

學

レ

傭

[

飲

茶

】

68

杞

茶

を

飲

む
o

〔
封
氏
聞
見
記
ヽ
飲
茶
〕
茶

【
飲
所
】4
2
彩
酒
を
飲
む
所
。
〔
雲
仙
雑
記
〕
蘇
晉
作
→1

〖
飲
食
之
人
]
4
8
バ
豆
冴
飲
む
こ
と
と
食
ふ
こ
と
だ
衿

I
I飲
餞
西
Eレ
途
念
,
,
出
宿
↓
「
田
宅
↓
幽
笠
飲
霞
↓
早
采
者
為
レ
茶
、
晩
采
者
為
レ
若
。

曲

室

ぶ

雰

飲

墜

け

の

人

。

飲

食

ば

か

り

築

し

ん

で

ゐ

る

人

。

本

能

に

従

【

飲

餞

】

59

ぢ
飲
食
物
。
酒
肴
゜
〔
蘇
洵
、
御
牌
文
〕
美
,
,

【
飲
~
】69が
芳
さ
か
も
り
の
席
。
〔
陸
蕨
‘
中
山
王
濡

【
飲
悉
】
43

彩
＇
ウ
さ
か
も
り
。
秋
、
農
事
が
畢
つ
た
と
き
ふ
だ
け
の
生
活
の
人
。
〔
孟
子
‘
告
子
上
〕
飲
食
之
人
‘
則
【
飲
膳
】

60

努
飲
食
す
る
。
又
そ
の
物
。
〔
晉
書
‘
孝
友
‘
子
妾
歌
〕
洪
波
陪
―
―
飲
帳
ヰ
杯
光
宴
―
―
秦
餘
↓

に
天
子
諸
侯
が
群
臣
を
あ
つ
め
て
大
學
に
宴
會
を
ひ
人
賤
レ
之
癸
。
〔
挑
花
扇
‘
修
札
〕
雖
品
製
身
談
詞
之
輩
一
李
密
博
〕
祗
母
劉
氏
有
レ
疾
‘
則
沸
泣
側
息
‘
未
―
―
嘗
解
レ
【
~
~
】

7
0が
5

さ
け
の
さ
か
な
。
下
物
。
〔
類
説
〕
下
レ
酒
12979 



(44063・ ・71)― (44063・ ・109) 

物
謂
,
,
之
飲
儲
一

【
飲
徒
】
71

日
ノ
酒
飲
み
と
も
だ
ち
。
飲
み
な
か
ま
。
酒

伴
。
酒
友
。
〔
唐
書
‘
文
藝
中
‘
李
白
博
〕
有
レ
詔
供
1

霙
ャ
翰

林
↓
白
猶
典
―
―
飲
徒

5
巴
子
市
↓

【
飲
徳
】
72

日
ん
徳
を
隠
し
て
顧
は
さ
な
い
。
〔
漢
書
‘
涌

侠
‘
朱
家
傭
〕
終
不
レ
伐
―
―
其
能
五
臥
1

一
其
徳
↓
〔
注
〕
孟
康

日
、
有
レ
徳
―
―
於
人
ご
皿
不
―
―
自
美
一
也
‘
師
古
曰
‘
飲
‘
浚

也
‘
謂
レ
不
稲
願
↓

【
飲
積
】
73

日7

許
由
が
尭
に
召
さ
れ
て
天
下
を
譲
る
の

話
を
聞
い
て
耳
が
汚
れ
た
と
い
ひ
‘
穎
川
の
濱
に
耳
を

洗
っ
た
所
‘
巣
父
が
積
を
引
い
て
水
を
飲
ま
せ
よ
う

と
し
て
此
の
話
を
聞
き
、
吾
が
積
口
を
汚
す
と
い
つ
て

更
に
上
流
に
於
て
水
を
飲
ま
せ
た
故
事
。
〔
高
士
傭
〕

発
召
―
―
許
由
云
戸
九
州
長
云
＇
レ
欲
レ
聞
レ
之
‘
洗
耳
於
水

墨
巣
父
牽
レ
禎
欲
レ
飲
レ
之
、
見
レ
由
問
二
其
故
瓜
巣
父
日
、

子
故
浮
―
―
消
俗
間
ご
句
求
,
,
名
誉
一
汚
,
,
吾
憤
口
ご
字
1

上

旗
而
飲
レ
之
。
〔
張
簡
‘
破
山
硼
上
聰
水
詩
〕
飲
―
―
禎
上

流
奔
軟
者
、
何
年
来
此
結
土
卯
堂
↓

【
飲
馬
】
74

勺
馬
に
水
か
ふ
。
馬
に
水
を
飲
ま
せ
る
。

〔
左
氏
‘
宣
‘
十
二
〕
将
下
飲
-
1

馬
於
四
而
蹄
い
〔
史
記
‘
楚
世

家
〕
王
精
―
―
檄
蘭
覺
ぶ
か
馬
西
河
玉
生
魏
大
梁
正
此
一
登

之
築
也
。

〖
飲
馬
河
〗75
が
ぇ
川
の
名
。

O
涌
洲
吉
林
省
長
春
縣

の
東
境
。
も
と
騨
馬
河
と
い
ふ
。
清
の
高
宗
、
東
‘
吉
林

に
巡
り
、
曾
て
此
慮
に
て
馬
を
飲
ま
し
む
。
故
に
飲
馬

河
と
い
ふ
。
源
は
呼
蘭
嶺
。
三
合
屯
を
逗
て
長
春
の
境

に
入
る
。
吉
長
鐵
路
に
沿
ふ
。
〇
額
爾
古
納
河
の
上
源

腫
胞
河
の
こ
と
。
明
の
永
柴
帝
北
征
し
て
此
虞
に
至
っ

て
名
を
賜
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
外
夷
附
考
‘
蒙
古
〕
飲

馬
河
‘
在
1

一
漢
北
一
本
名
臆
胞
河
‘
或
日
、
卸
西
平
河
也
、

宋
紹
興
十
七
年
‘
令
人
典
―
―
蒙
古
ー
和
‘
割
二
西
平
河
以
北

二
十
七
圃
塞
1

卑
ハ
レ
之
、
即
此
、
明
洪
武
五
年
‘
李
文
忠

進
レ
兵
至
レ
此
、
襲
敗
一
元
将
於
土
刺
河
「
追
＝
ぎ
土
魯
渾

雙
大
戦
、
窮
追
至
―
―
騎
海
1

而
還
‘
永
栗
七
年
、
命
1

祁
1

郷

撃
レ
元
、
出
―
―
開
平
盃
四
北
至
直
胞
河
盃
炉
元
‘
遊
兵
侍
レ

勝
軽
進
‘
師
磯
焉
‘
八
年
北
征
至
レ
此
‘
賜
,
,
名
飲
馬
河
↓

〖
飲
馬
歌
〗7
6
"
/パ
詞
牌
の
名
。
〔
松
隠
集
〕
。

〖
飲
馬
秦
〗77
”
ル
バ
道
を
行
く
時
‘
馬
の
渇
を
醤
す
た

め
の
水
を
盛
る
具
。
〔
方
言
‘
五
〕
飲
馬
索
‘
自
レ
闘
而
西

謂

乏

掩

嚢

咸

謂

乏

掩

箆

或

謂

乏

帷

箆

食

部

〔
四
豊
〕

飲

〖
飲
馬
投
錢
〗7
8
い
な
ノ
馬
に
み
づ
か
ふ
ご
と
に
錢
を

水
中
に
投
ず
る
。
廉
潔
に
し
て
荀
も
し
な
い
こ
と
。
〔
三

輔
決
録
〕
安
陵
清
者
有
一
項
仲
山
盃
炉
飲
―
―
馬
渭
水
一
嘗

投
1
三
錢
以
償
レ
之
。
〔
太
平
御
覧
、
人
事
部
六
十
七
‘
清

廉
下
〕
風
俗
通
曰
‘
穎
川
黄
子
廉
者
‘
毎
レ
飲
レ
馬
‘
投
―
―
錢

子
水
中
↓

〖
飲
馬
長
城
窟
行
〗7

9
パ
や
が
梵
炉
築
府
唸
調
曲
の
名
。

漢
の
築
府
、
作
者
不
明
。
萬
里
の
長
城
の
下
に
泉
窟
が

あ
っ
て
‘
征
戌
の
客
は
此
虞
に
至
っ
て
‘
馬
に
水
を
飲

ま
せ
る
と
い
ふ
。
婦
人
が
家
に
在
つ
て
‘
夫
の
遠
征
の

勤
努
を
思
念
す
る
こ
と
を
う
た
っ
た
も
の
。
一
説
に
、

旅
に
出
て
蹄
ら
ぬ
夫
を
恨
ん
だ
も
の
。
一
名
、
青
青

河
畔
草
。
魏
の
文
帝
・
陳
琳
‘
晉
の
博
玄
・
陸
機
‘
梁
の

沈
約
、
陳
の
後
主
，
張
正
見
等
に
歌
辞
あ
り
。
〔
築
府

詩
集
‘
相
和
歌
辟
‘
琴
調
曲
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
一
曰
‘
飲

馬
行
‘
長
城
秦
所
築
以
備
＞
胡
者
‘
其
下
有
l

―
泉
窟
一

四
以
飲
む
馬
‘
古
辞
云
‘
詩
胄
河
畔
草
‘
縣
縣
思
―
―
遠
道
↓

言
、
征
戌
之
客
‘
至
l

―
於
長
城
―
而
飲
―
―
其
馬
云
婦
人
思
-
1

念

其
勤
努
五
故
作
二
是
曲
一
也
、
鄭
道
元
水
経
注
日
‘
始
皇
二

十
四
年
‘
使
下
太
子
扶
蘇
典1一
蒙
活1築
•
長
城
い
起
レ
自
―
―

臨
洸
云
ぎ
子
謁
石
盃
森
央
遼
海
盃
翌
翌
陰
山
百
2

萬
餘

里
、
民
怨
ぷ
各
空
故
楊
泉
物
理
論
曰
‘
秦
築
―
―
長
城
涵
バ
一

者
相
風
‘
民
歌
曰
、
生
レ
男
恨
勿
レ
學
、
生
レ
女
哺
用
レ
捕
‘

不
レ
見
長
城
下
‘

F
骸
相
支
往
‘
其
寃
痛
如
レ
此
、
今
白
道

南
谷
口
有
長
城
ご
旦
城
北
一
出
、
有
嵩
坂
ご
傍
有
王

穴
面
ピ
泉
‘
把
レ
之
不
レ
窮
、
歌
録
云
‘
飲
馬
長
城
窟
、
信

翡
虚
言
一
也
‘
築
府
解
題
曰
‘
古
詞
傷
良
人
遊
蕩
不
＞

蹄
或
云
‘
佳
邑
之
辞
‘
若
1
1

魏
陳
琳
辞
―
云
‘
飲
―
―
馬
長
城

窟
水
寒
傷
馬
骨
面
言
―
―
―
秦
人
置
長
城
之
役
也
、
廣

題
曰
、
長
城
南
有
―
―
埃
坂
「
上
有
―
―
土
窟
ぶ
屈
中
泉
流
、
漢

時
将
士
征
-
―
塞
北
匡
口
飲
1

一
馬
此
水
一
也
、
按
‘
趙
武
震
王
、

既
襲
研
服
一
自
レ
代
拉
蔭
山
一
下
至
嵩
問
為
レ
塞
、

山
下
有
-
1

長
城
「
武
震
王
之
所
レ
築
也
‘
其
山
中
断
‘
望
レ

之
若
l

―
雙
閥
↓
所
謂
高
闘
者
焉
‘
古
今
架
録
日
、
王
僧
虔

伎
録
云
‘
飲
馬
行
今
不
レ
歌
。
〔
架
府
詩
集
‘
相
和
歌
辞
‘

唸
調
曲
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
寄
肖
河
畔
草
‘
縣
縣
思
―
―
遠

遠
遠
道
不
レ
門
思
‘
宿
昔
夢
見
乞
‘
夢
見
在
我
傍
一

忽
覺
在
他
郷
↓
他
郷
各
異
レ
縣
、
展
韓
不
―
―
相
見
五
伍
桑

知
天
風
一
海
水
知
l

―
天
寒
入
レ
門
各
自
媚
‘
誰
肯
相
為

言
‘
客
従
―
―
遠
方
1

来
‘
遺
1

一
我
雙
鯉
魚
盆
吋
レ
兒
烹
二
鯉
魚
一

中
有
―
―
尺
素
書
ご
長
脆
讀
―
―
素
書
玉
百
中
意
何
如
‘
上
有
レ

加

喰

柩

下

言

辰

相

塵

【
飲
杯
】
80

内
さ
か
づ
き
。
酒
器
。
〔
韓
非
子
、
難
‘
三
〕

此
知
伯
之
所
1

一
以
國
亡
而
身
死
、
頭
為
二
飲
杯
一
之
故
也
。

【
飲
博
】
81

パ
ん
飲
食
と
博
亦
。
の
む
こ
と
と
う
つ
こ
と
。

〔
武
林
藷
事
〕
冬
至
、
都
人
最
重
‘
罷
レ
市
三
日
‘
垂
レ
簾
飲

博
、
謂
―
―
之
飯
節
―
)

【
飲
飯
】
82

竺
の
み
く
ら
ふ
。
又
、
の
み
も
の
と
め
し
。

〔
後
漢
書
‘
彰
寵
偉
〕
偉
え
谷
貌
函
座
飲
飯
↓

【
飲
美
】
8
3
5

ノ
よ
い
の
み
も
の
。
〔
後
漢
書
‘
襄
楷
偶
〕

廿
肥
飲
美
。

【
飲
泳
】
84

尉
＇
ゥ
〇
泳
を
の
む
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
今
吾

朝
受
レ
命
、
而
夕
飲
レ
沐
‘
我
其
内
熱
輿
゜
〔
疏
〕
諸
梁
晨
朝

受
レ
詔
‘
暮
夕
飲
レ
泳
‘
足
レ
明
,
,
怖
憫
憂
愁
、
内
心
燻
灼
一

0
貧
し
い
こ
と
。
〔
蝠
恵
全
書
、
i

泄
任
部
‘
待
滞
客
〕
可
下

壁

飲

沐

而

哀

0
字
琥
゜
①
宋
‘
宋
慶
之
(
8
ー

7
0
7
8
:
 

2
6
2
)

の
琥
゜
＠
民
國
‘
梁
啓
起
(
6
|
1
4
8
2
5
 :
 2
3
1
)

の
琥
°

〖
飲
泳
茄
競
〗
郎
パ
共
匁
泳
を
の
み
、
木
の
根
を
く

ふ
。
非
常
に
苦
し
い
生
活
の
喩
゜
婦
女
の
貧
に
耐
へ
て

苦
節
を
守
る
を
い
ふ
。
〔
閲
微
草
堂
筆
記
〕
節
婦
非
土
糸

有
途
喪
必
不
レ
熊
飲
レ
沐
茄
レ
競
藪
十
年
↓

〖
飲
泳
室
叢
書
〗86
況
ゃ
3
3
9
ゥ
ぅ
叢
書
の
名
。
民
國
、
梁

啓
超
の
著
を
集
む
。

〖
飲
泳
室
文
集
〗87
カ
冦7
3
,
ウ
/
，
書
名
。
民
國
、
梁
啓
超

【
飲
品
】
88

y
i
n
'
p
'
i
n
3

飲
料
。

L

撰。

【
飲
輻
】
89

空
祭
の
畢
っ
た
と
き
、
神
に
供
へ
た
酒
を

飲
む
こ
と
。
神
の
輻
を
受
け
る
意
。
〔
書
、
顧
命
、
太
保

受
レ
同
祭
晴
宅
‘
係
博
〕
以
レ
酒
至
レ
歯
曰
レ
嗜
、
太
保
復

受
レ
同
以
祭
‘
飲
に
幅
至
レ
枷
‘
宅
‘
居
也
。
〔
庚
信
‘
周
祀
園

丘
歌
‘
皇
夏
〕
陳
レ
誠
唯
粛
、
飲
に
猫
唯
虔
゜

〖
飲
輻
宴
〗9
0
]ク
プ
ク
祭
謄
が
終
っ
た
後
、
神
酒
を
飲
ん

で
宴
す
る
こ
と
。
〔
事
物
紀
原
、
礎
祭
郊
祀
部
‘
飲
福
〕
宋

朝
會
要
曰
‘
乾
徳
元
年
十
二
月
以
1

一
南
郊
幡
畢
了
大
宴
―

於
廣
徳
殿
芦
目
後
凡
大
糧
畢
‘
皆
設
レ
宴
如
レ
此
‘
例
日
ニ

飲
輻
宴
云
蓋
自
レ
此
其
始
也
。

【
飲
木
】
92

虎
木
を
斬
つ
て
其
の
汁
を
飲
む
。
〔
左
思
、

呉
都
賦
〕
窮
レ
陸
飲
な
木
。
〔
注
〕
劉
曰
‘
朱
厘
海
中
有
レ
渚
‘

東
西
五
百
里
、
南
北
千
里
、
無
,
,
水
泉
二
伺
1

一
大
木
二
斬
レ

之
、
以
盆
甕
承
1

一
其
サ
而
飲
レ
之
。

【
飲
盟
]93

化
酒
を
の
ん
で
ち
か
ふ
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
博

上
〕
輿
1

一
貴
人
飲
盟
。

【
飲
薬
]
9
4

梵
薬
を
の
む
。
〔
幡
‘
曲
證
下
〕
君
有
レ
疾
飲
レ

礫
臣
先
嘗
レ
之
。
〔
荘
子
‘
庚
桑
楚
〕
讐
猶
飲
レ
槃
以
加
▽

病
也
。
〔
史
記
‘
齊
悼
患
王
世
家
〕
乃
飲
レ
莞
自
殺
。
〔
論

衡
‘
寒
温
〕
人
中
ふ
心
寒
ぶ
い
レ
薬
行
レ
解
。

【
飲
量
】
95

妃
ヴ
酒
を
の
む
分
量
。
酒
量
。
浪
堺
代
酔
編
‘

巻
二
十
八
に
見
ゆ
。
〔
五
雑
組
‘
十
一
、
物
部
三
〕
古
人

量
レ
酒
、
多
以
弁
斗
石
〖
『
レ
言
‘
云
云
‘
蓋
一
爵
為
レ
升
‘

十
爵
為
レ
斗
‘
百
爵
為
レ
石
‘
以
今
人
飲
量
較
5

之
、
不
―
―

甚
相
遠
云
T

。

【
飲
涙
】
96

化
涙
を
の
む
。
は
げ
し
く
泣
く
さ
ま
。
韓
じ

て
‘
こ
ゑ
を
出
さ
な
い
で
泣
く
。
す
す
り
な
き
。
飲
泣
°

〔
班
捷
好
‘
摘
素
賦
〕
懐
1
1

百
憂
之
盈
抱
一
空
千
里
分
飲

涙
〔
陸
雲
‘
九
愁
‘
紆
思
〕
長
歎
息
而
飲
レ
涙
゜

【
飲
料
】
97

切

O
の
み
も
の
。
の
み
し
る
。
〇
祝
自
分

の
飲
む
酒
の
費
用
。

〖
飲
料
水
〗98
5し
レ
ウ
飲
料
に
供
す
る
水
。
飲
用
水
。

【
飲
露
】
9
9
5
／
つ
ゆ
を
の
む
。
神
仙
の
生
活
。
〔
荘
子
｀
逍

遥
遊
〕
吸
レ
風
飲
レ
露
。

〖
飲
露
飛
〗1
0
0
5
6鶴
を
い
ふ
。
〔
禽
紆
‘
注
〕
露
禽
、
鶴

也
、
露
下
則
鳴
‘
養
―
干
家
者
‘
飲
レ
露
則
飛
去
。

【
飲
和
】
1
0
1
5
/
0
人
を
愛
し
て
目
を
か
け
る
こ
と
。
〔
荘

子
‘
則
陽
〕
故
或
不
レ
―
―
―
―
口
而
飲
レ
人
以
レ
和
。
〔
牛
弘
‘
宴
墓

臣
登
歌
〕
飲
和
飽
徳
‘
恩
風
長
碩
。

O
清
‘
康
惜
(
4
-
9
3
7

6
:
 17
)

の

字

。

「

室

名

。

〖
飲
和
堂
〗1

0
2
が
唸
清
‘
挑
唆
(
8ー
6
20
2
:
 2
7
)

の

0
の

【
進
レ
飲
】
1
0
3
5
幻
酒
を
す
す
め
る
。
〔
史
記
‘
齊
悼
恵
王

世

家

〕

章

進

レ

飲

歌

舞

。

「

琥

゜

【
飲
牛
斐
】
104

彩

g
明
‘
閻
修
齢

(11ー
4
1
3
7
9
:
 7
3
)

の

【
飲
牲
口
】
105yin• 

s
h
e
n
g
'
k
'
o
u

家
畜
な
ど
に
水
を

飲

ま

せ

る

こ

と

。

「

の

室

名

。

【
飲
江
光
閣
】
106

釘
”
が
清
‘
余
鵬
年
(
1
ー

5
1
5
:
 1
2
4
)
 

【
飲
鶴
散
人
】
107

”
匁
清
‘
尤
恰
(
4
|
7
5
4
3
 :
 1
)

の
鑢

【
飲
槌
亦
酔
】
瞑
[
む
パ
酒
は
の
ま
ず
ヽ
だ
ん
ご
を
食
ベ

て
も
酔
ふ
こ
と
が
出
来
る
。
槌
は
粉
で
つ
く
っ
た
餌
°

〔
雀
令
欽
‘
類
書
纂
要
〕
蘇
五
奴
妻
善
―
―
歌
舞
↓
亦
有
I
]

姿
色
二
伺
泣
翌
請
其
妻
一
者
が
五
奴
輔
甜
レ
之
前
、
人
欲
11]

五
奴
沈
酔
‘
以
通
二
其
妻
一
者
、
多
勧
1

一
之
酒
「
五
奴
曰
‘
但

多
卑
ハ
1

一
我
錢
盃
呻
レ
飲
レ
槌
亦
酔
、
不
レ
須
レ
酒
也
。

【
飲
嗽
酔
飽
】
1
0
9
"
し
記
の
み
く
ら
っ
て
ゑ
ひ
‘
満
腹
す

三
八
四

12980 



(44063 ・・ 110)—(44064·・26) 

【飯】[

霰
]
〗食

部

〔
四
蓋
〕

飲

飲

飯

国口日
ボハポハボハ
ンンンンンン

〔
正
韻
〕
符
諫
切

〔
集
韻
〕
扶
萬
切

〔
集
韻
〕
父
遠
切亡コ

国順訂元
心

イ
ン

飲（
1
2
-
4
4
0
6
3
)

に
同
じ

る
。
十
分
に
飲
食
す
る
こ
と
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
蹄
心
〕
飲
嗽

酔
飽
‘
便
臥
倉
下
一

【
飲
中
八
仙
】
IIO

パ
迄
合
飲
中
八
仙
歌
を
見
よ
。

〖
飲
中
八
仙
歌
〗I

l
l冗
竺
い
詩
題
の
名
。
唐
の
杜
甫
の

作
。
常
時
酒
を
好
ん
で
豪
宕
な
者
八
人
を
揮
ん
で
、
い

づ
れ
も
其
の
見
聞
す
る
所
の
事
賓
に
就
い
て
之
を
叙

ぶ
。
八
人
と
は
賀
知
章
・
汝
陽
王
瑳
・
左
相
李
適
之
・
雀

宗
之
・
蘇
晉
・
李
白
•
張
旭
·
焦
遂
。
歌
は
七
言
二
十
二

句
、
毎
句
押
韻
の
糧
゜
〔
杜
甫
‘
飲
中
八
仙
歌
〕
知
章
騎
レ

馬
似
レ
乗
レ
船
‘
眼
花
落
レ
井
水
底
眠
‘
汝
陽
三
斗
始
朝
レ

天
、
道
逢
鱈
車
丘
流
レ
涎
‘
恨
不
三
移
レ
封
向
沼
泉
工
左

相
日
興
費
―
―
萬
錢
ぶ

g聖
長
鯨
吸
―
―
百
川
云
炉
杯
築
レ
聖

稲
レ
避
レ
賢
、
宗
之
涌
渭
美
少
年
‘
學
レ
腸
白
眼
望
―
―
-Pl
天一

絞
如
元
樹
臨
一
風
前
↓
蘇
晉
長
齋
繍
佛
前
‘
酔
中
往
往

愛
瓦
翌
雙
李
白
一
斗
詩
百
篇
、
長
安
市
上
酒
家
眠
‘
天

子
呼
来
不
レ
上
レ
船
‘
自
梢
臣
是
酒
中
仙
‘
張
旭
三
杯
仲

聖
偵
‘
脱
レ
帽
露
レ
頂
王
公
前
、
揮
に
危
落
レ
紙
如
―
―
雲
姻
一

焦
遂
五
斗
方
卓
然
、
高
談
雄
僻
驚
―
―
四
筵
一

【
飲
鵡
止
渇
】
112

パ
が
乃
／
毒
酒
を
の
ん
で
渇
を
い
や
す

は
‘
一
時
は
よ
く
て
も
必
ず
大
患
を
残
す
。
一
時
の
が
れ

を
し
て
将
来
に
大
患
を
残
す
喩
。
〔
後
漢
書
‘
霰
請
傭
〕

登
有
T
躙
芦
目
死
禍
一
以
解
•
細
微
ぃ
璧
猶T療
t―
飢
於
附

子
エ
止
中
渇
於
鵡
蒋
が
未
レ
入
―
―
腸
胃
百
j

絶
―
―
咽
喉
公
豆
可
レ

為
哉
。

【
飲
渫
草
堂
】
113

定
的
ク
清
‘
錢
澄

(11|
 4
0
5
6
3
 :
 2
3
 

2
)

の
室
名
。

【

飲

如

長

鯨

吸

百

川

】
114

い
心
訂
右
祝
70

”
が
ツ
大
ぎ

な
鯨
が
百
川
の
水
を
併
せ
飲
む
や
う
に
飲
む
。
唐
の
李

適
之
の
大
酒
を
歌
っ
た
句
。
〔
杜
甫
、
飲
中
八
仙
歌
〕
左

相
日
興
費
―
―
萬
錢
「
飲
如
"
'
長
鯨
吸
1

ー
百
川
↓

小
□
●
く
ら
ふ
。
め
し
を
食
ふ
。
〔
集
韻
〕
不
レ
得
飯
含
一
〔
注
〕
以
珠
玉
一
｛
貰
死
者
之
旦
曰
―
―
飯

臣
ハ
合
策
飯
、
食
也
。
〔
碍
‘
曲
證
上
〕
飯
レ
黍
母
レ
竺
〔
漢
書
‘
消
侠
、
原
渉
傭
〕
下
至
飯
含
之
物
↓
〔
春
秋
説

題
辞
〕
古
者
含
敏
之
物
、
天
子
以
＞
珠
‘
諸
侯
以
レ
玉
‘
大
夫

以
レ
璧
‘
士
以
レ
貝
‘
庶
人
以
レ
飯
。

桝
箸
゜
〔
論
語
、
郷
窯
〕
君
祭
先
飯
゜
〔
皇
疏
〕
飯
、

【
飯
唸
】
7

炉
ク
死
者
の
口
中
に
ふ
く
ま
せ
る
屯
。
一
説

食
也
。
〇
お
や
ゆ
び
の
も
と
。
〔
儀
栂
‘
士
喪
證
〕

屈
決
麗
於
緊
盃
E

レ
飯
持
レ
之
。
〔
注
〕
飯
、
大
撃
に
‘
士
は
米
と
貝
と
を
用
ひ
‘
大
夫
以
上
は
更
に
珠
玉
を

指
本
也
。
●
ふ
く
む
。
〔
幡
‘
檀
弓
上
〕
飯
、
設
レ
飾
。
も
併
用
す
る
。
飯
珠
(
4
2
)

を
見
よ
。
〔
荀
子
、
證
論
〕
始

〔
秤
文
〕
飯
‘
唸
也
。
R
或
は
餅
(
1
2
|
 4
4
0
9
6
)

・
針
卒
、
沐
浴
笞
謄
飯
唸
、
象
生
執
也
。
〔
注
〕
士
喪
藉
、
主

人
左
扱
レ
米
賓
一
子
右
コ
―
-
｛
貰
二
貝
工
左
中
亦
如
レ
之
、
凡

宜
米
唯
盈
、
鄭
―
広
、

f
レ右、

F
口
之
右
‘
唯
盈
取
レ
涌
而

(
1
2
-
4
4
0
6
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飯
‘
或
炊
レ
弁
、

已
‘
是
飯
唸
之
幡
也
。
〔
後
漢
書
‘
幡
義
志
下
〕
飯
唸
珠
玉

八
レ
下
。
口
曰
●
め
し
。
い
ひ
。
け
。
五
穀
を
た
い
た

食
物
。
〔
説
文
‘
飯
‘
段
注
〕
引
二
伸
之
ご
四
食
為
＞
如
レ
聘
。
〔
注
〕
栂
稽
命
徴
曰
、
天
子
飯
以
レ
珠
、
唸
以
レ
玉
、

飯
。
〔
正
韻
〕
飯
‘
炊
レ
穀
熟
日
レ
飯
。
〔
證
‘
曲
證
上
〕
諸
侯
飯
以
レ
珠
、
唸
以
レ
珠
、
卿
大
夫
士
飯
以
レ
珠
、
唸
以
レ

母
祠
レ
飯
゜
〔
疏
〕
取
レ
飯
作
レ
揮
‘
則
易
レ
得
レ
多
、
貝
゜
〔
後
漢
書
、
丁
鴻
側
〕
生
不
―
―
供
養
涵
茉
’
,
,
飯
唸
↓

【
飯
器
】
8

5

／
飯
を
入
れ
る
う
つ
は
。
〔
董
迪
‘
蛾
足
豆

践
〕
房
中
之
豆
‘
酷
食
枠
食
、
不
レ
為
―
―
飯
器
一
也
。

是
欲
レ
半
レ
飽
、
非
レ
謙
也
。
●
く
ら
ふ
。
め
し
を
食,

1

【
飯
櫃
】
，
努
飯
を
入
れ
る
木
製
の
器
具
。

ふ
。
〔
説
文
〕
飯
、
食
也
、
ハ
レ
食
反
臀
゜
〔
段
注
〕
自

賽
翠
已
下
‘
皆
自
レ
人
言
レ
之
、
然
則
―
ぞ
食
也
-
[
飯
牛
】
10

院
〇
牛
を
や
し
な
ふ
。
賤
役
に
従
ふ
こ
と
。

者
‘
謂
レ
食
レ
之
也
、
此
飯
之
本
義
也
。

O
く
ら
は
〔
管
子
、
小
問
〕
百
里
後
、
秦
國
飯
レ
牛
者
也
。
〔
荘
子
‘
譲

す
。
め
し
を
食
は
し
む
。
養
ふ
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
‘
王
〕
茸
布
之
衣
面
自
飯
レ
牛
゜
〔
韓
非
子
、
説
疑
〕
或
在
ニ

岡
圏
楳
維
纏
索
之
中
一
或
在
二
割
烹
協
牧
飯
牛
之
事
↓

〔
漢
書
‘
兒
寛
博
賛
〕
斯
亦
義
時
版
築
飯
牛
之
朋
已
゜
〔
王

韻
．
錮
稔
也
‘
注
‘
今
呼
1

蕊
品
E

―
為
レ
餓
‘
繹
文
〕

衰
‘
聖
主
得
―
―
賢
臣
頌
〕
宵
子
飯
レ
牛
゜
〇
清
‘
羅
牧
(
9
-

針
‘
俗
作
レ
飯
‘
字
林
云
‘
飯
、
食
也
。
〔
史
記
‘
淮

陰
侯
博
〕
見
信
飢
飯
枷
゜
〔
漢
書
‘
朱
買
臣
傭
〕

2
8
3
9
7
 :
 2
5
0
)

の
字
。

呼
飯
1一
飲
之
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘
飯
‘
謂
レ
臥
レ
之
。
〖
飯
牛

i奄
〗1
1
:
g
室
名
。
O
宋
、
鄭
修
(
1
1ー
3
9
6
4

働
灘
飯
は
‘
書
＿
寝
。
〔
書
堂
詩
話
〕
黄
門
謂
午
＇
睡

I

7
 :
 1
6
1
)

の
室
名
。

0-凡
‘
蘇
照
(
9
|
3
2
4
2
7
 :
 1
2
2
)

の

室
名
。

゜
〖
飯
牛
歌
〗1

2
勺
悶
春
秋
‘
齊
の
宵
戚
が
明
主
に
逢
は

為
揮
飯
↓
〇
或
は
餅
(
1
2
-
4
4
0
9
6
)

・
針
(
1
2
|
 

ず
牛
飼
ひ
の
賤
役
に
服
す
る
を
歎
じ
て
作
っ
た
歌
。

4
4
0
6
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飯
‘
或
炊
レ
弁
‘
炊
レ
下

【
飯
飲
]
1

が
ク
め
し
と
の
み
も
の
。
〔
史
記
‘
廉
頗
蘭
相
後
、
桓
公
に
用
ひ
ら
れ
て
國
相
と
な
る
。
〔
淮
南
子
、
道

如
傭
〕
身
所
下
奉
―
―
飯
飲
1

進
A
食
者
以
レ
十
敷
。
〔
漢
書
、
應
訓
〕
宵
戚
欲
レ
干
二
齊
桓
公
玉
困
窮
無
1

一
以
自
逹
ぶ
炉
是

朱
買
臣
傭
〕
見
―
―
買
臣
磯
寒
ぶ
町
飯
"
飲
之
↓
為
孟
商
旅
五
四
任
車
盆
以
商
1

於
齋
↓
暮
宿
1

一
於
郭
門
外
一

【
飯
孟
】
2

竺
め
し
を
も
る
は
ち
。
飯
入
れ
。
〔
馬
祖
常
、
桓
公
郊
迎
レ
客
‘
夜
開
レ
門
辟
1

任
車
云
壻
火
甚
盛
、
従
者

天
慶
寺
納
涼
聯
句
〕
飯
孟
給
―
香
積
盃
在
凹
霊
華
幾
↓
甚
衆
‘
宵
戚
飯
1
1

牛
車
下
二
菜
見
桓
公
一
面
悲
‘
撃
―
―
牛

【
飯
屋
】
3
~
/

飯

を

賣

る

家

。

角

―

而

疾

商

歌

‘

桓

公

聞

レ

之

、

撫

―

其

僕

之

手

1

日
、
異

【
飯
河
】
4

が
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。
哉
、
歌
者
非
―
常
人
一
也
、
命
二
後
車
載
レ
之
。
〔
蒙
求
、
中
‘

【
飯
腐
]
5

院
め
し
と
あ
つ
も
の
。
〔
宋
史
、
劉
綺
博
〕
宵
戚
初
角
〕
三
齋
略
記
‘
齊
桓
公
夜
出
1

一
近
含
―
g

田
戚
疾

出
釦
捻
竺
坐
鮪
ー
ー
戦
士
↓
撃
―
―
其
牛
角
一
高
歌
日
‘
南
山
肝
‘
白
石
爛
‘
生
不
レ
遭
玉
元

【
飯
含
】6
竺
死
者
の
口
中
に
含
ま
せ
る
玉
。
含
玉
。
飯
輿
レ
舜
祠
盃
〗
布
箪
衣
適
至
レ
軒
‘
従
レ
昏
飯
レ
牛
薄
店
玉
'
­

唸
に
同
じ
。
〔
載
國
‘
趙
策
〕
生
則
不
レ
得
1

一
事
養
涵
盆
刑
長
夜
曼
曼
何
時
旦
‘
桓
公
召
輿
語
‘
説
レ
之
‘
以
為
―
―
大
夫
↓

三
八
五

【
飯
箇
】
13

笠
め
し
ば
こ
。
飯
櫃
。
〔
會
民
要
術
‘
十
、
拘

撮
〕
異
物
志
曰
‘
拘
磯
似
レ
橘
大
‘
如
―
―
飯
宮
↓

[
飯
玉
】
14

笠
ク
砕
い
て
米
に
混
じ
て
死
者
の
口
中
に

入
れ
る
玉
。
飯
珠
(
4
2
)
を
見
よ
。
〔
周
謁
‘
春
官
‘
典
瑞
〕

大
喪
‘
共
飯
玉
含
玉
贈
玉
二
注
〕
飯
玉
‘
砕
匡
以
雑
レ

米
也
。

【
飯
銀
】
15

竺
官
吏
の
俸
給
の
一
種
。
養
廉
銀
を
い
ふ
。

飯
銀
虞
を
見
よ
。

〖
飯
銀
慮
〗16
が'
5ギ
／
内
閣
分
課
の
一
。
涌
洲
侍
讀
‘
典

籍
中
書
内
か
ら
若
干
名
を
派
し
、
内
閣
の
會
計
を
掌
ら

し
め
る
所
。
〔
消
會
典
‘
戸
部
‘
飯
銀
慮
〕
司
員
‘
涌
洲
ニ

人
、
漢
一
一
人
‘
掌
―
稽
飯
銀
之
出
入
↓
〔
注
〕
各
省
解
―
―
到

戸
部
飯
銀
ぶ
ザ
各
省
司
社
g
鋲
銀
慮
1

兌
牧
‘
儲
1
1

飯
銀

庫↓

【
飯
具
】
17

介
／
食
事
の
器
具
。
〔
陸
消
、
東
村
詩
〕
市
墟

多
美
道
飯
具
不
レ
須
レ
齋
°

【
飯
鍋
】
18fan• 

kuo'

飯
を
炊
ぐ
鍋
。
飯
釜
゜

【
飯
顆
】
19

か
ん
め
し
つ
ぶ
。
飯
粒
。
飯
顆
山
を
見
よ
。

〖
飯
顆
山
〗20乞
g

唐
の
李
白
が
杜
甫
に
戯
れ
て
物

に
拘
泥
す
る
こ
と
飯
粒
の
粘
着
す
る
や
う
で
あ
る
を

磯
っ
た
語
。
〔
本
事
詩
〕
李
白
才
逸
氣
高
‘
律
詩
殊
少
、
故

戯
レ
杜
云
‘
飯
顆
山
頭
逢
―
杜
甫
面
頭
戴
1

一
笠
子
一
日
卓
午
‘

借
問
別
来
太
痩
生
、
綿
為
-
―
従
前
作
レ
詩
苦
盃
益
磯
―
―
其
拘

衷
也
。

【
飯
館
】
21

か＇5
/

飯
食
店
。
料
理
屋
。
〔
蝠
恵
全
書
、
刑
名

部
、
詞
訟
五
呼
便
民
房
―
〕
初
到
1

一
某
任
一
時
‘
毎
r

―
公
事
出

入

d
空
縣
前
酒
騨
飯
館
甚
多
‘
餞
鈴
豊
列
‘
樽
楢
横
陳
↓

〖
飯
館
子
〗22fan• 

kuan3 
t
z
i
i

上
等
の
料
理
屋
。

【
飯
磐
】
23

℃
寺
で
飯
時
に
僧
徒
を
召
す
為
に
撃
つ

磐
゜
〔
沈
煩
、
同
―
―
庚
中
庶
肩
吾
・
周
虞
士
弘
譲
油
竺
明

慶
寺
―
詩
〕
馴
烏
逐
―
―
飯
磐
一
押
獣
饒
1

一
祠
林
↓

【
飯
鼓
】
24

乃
木
魚
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
佛
繹
‘

木
魚
〕
梅
尭
臣
詩
、
木
魚
傭
―
―
飯
鼓
↓

【
飯
後
】
25

竺
め
し
の
後
。
飯
前
(
5
1
)
を
見
よ
。

〖
飯
後
之
鐘
〗2
6
釣
E，
唐
の
王
播
が
揚
州
の
悪
昭
寺

に
客
と
な
つ
て
居
た
時
‘
寺
僧
が
王
播
を
厭
ひ
‘
食
事

の
合
圏
の
鐘
を
晩
＜
嗚
ら
し
王
播
を
し
て
期
限
に
後

れ
て
飯
を
食
べ
さ
せ
な
か
っ
た
故
事
。
精
じ
て
、
期
限

に
お
く
れ
て
至
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
披
言
〕
王
播
少
孤

貧
、
客
揚
州
悪
照
寺
｛
随
―
―
僧
齋
―
餐
、
僧
厭
怠
、
乃
齋

12981 
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食

部

〔
四
驚
〕

飯

芋
魁
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
豆
食
者
、
豆
為
レ
飯
也
。
〔
王
褻
‘
憧

約
〕
奴
但
嘗
レ
飯
レ
豆
‘
飲
レ
水
不
レ
得
レ
嗜
盃
酒
。
●
白
小
豆

の
異
名
。
〔
本
草
‘
白
豆
〕
集
解
、
原
日
、
白
豆
‘
即
飯
豆
也
‘

粥
飯
皆
可
レ
拌
レ
食
。

【
飯
桶
】
¥2fan• 

t
'
u
n
g
'

〇
飯
櫃
。

O
無
能
の
人
。

【
飯
筒
】
66

防
ち
ま
き
。
慢
゜
〔
蘇
献
‘
端
午
滸
―
慎
如
1

遅
遥
遠
従
子
由
在
―
―
酒
局
1

詩
〕
水
絣
既
複
レ
郷
、
飯
筒
俯

饂
楚
。
〔
蘇
献
、
和
責
魯
直
食
p
筍
次
韻
詩
〕
尚
可
下

飴
三
閻
盃
飯
筒
纏
＊
五
采
i
-

【
飯
頭
】
67

劣
圏
祠
家
の
役
名
。
大
衆
の
粥
齋
を
司
る

も
の
。
〔
臨
清
鋒
冠
註
〕
百
丈
清
規
有
一
典
座
』
要
飯
頭
一

此
典
座
也
、
典
座
者
、
職
掌
1

ー
大
衆
齋
粥
一
切
供
養
↓

【
飯
嚢
】
66

恥
め
し
ぷ
く
ろ
。
無
能
で
徒
ら
に
生
活
す

る
も
の
を
嘲
る
語
。
飯
袋
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘
誡
兵
〕
今
世

士
大
夫
但
不
レ
讀
レ
書
、
即
稽
-
l

武
夫
兒
一
乃
飯
嚢
酒
甕

也
。
〔
金
棲
子
〕
禰
衡
云
、
荀
或
可
,
,
強
興
言
云
餘
皆
酒
甕

飯
嚢
。
〔
陸
消
‘
故
蜀
人
煎
茶
戯
作
長
句
詩
〕
飯
嚢
酒
甕

紛
紛
是
、
誰
賞
蒙
山
紫
筍
香
。

【
飯
肉
】
69

お
め
し
と
に
く
。
〔
史
記
、
晉
世
家
〕
益
興
二

之
飯
肉
↓

【
飯
鉢
】
70

ぢ
め
し
ば
ち
。
〔
張
憲
‘
贈
1

一
西
僧
―
詩
〕
胡

経
函
頁
葉
玉
飯
鉢
繁
椰
瓢
↓

【
飯
槃
】
7
1
i
5

め
し
を
入
れ
る
は
ち
。
〔
後
漢
書
、
幌
儀

志
下
〕
瓦
飯
槃
十
゜

【
飯
ヒ
】
72

究
食
器
の
名
。
飯
を
と
る
に
用
ひ
る
具
。

〗
瓢
〗
〗

【
飯
噴
】
76

裟
食
物
を
ふ
き
出
す
。
大
い
に
笑
ふ
さ
ま
。

噴
飯
。
〔
瑣
言
〕
東
域
云
、
文
興
可
見
1

一
予
詩
三
云
‘
料
得

清
貧
饒
太
守
‘
渭
川
干
畝
在
―
―
胸
中
本
大
笑
飯
噴
涌
と
案
。

【
飯
米
】
77

芯
飯
に
炊
ぐ
米
。
〔
周
祠
、
地
官
、
含
人
〕
喪

紀
共
1

一
飯
米
然
穀
↓

【
飯
羅
】
7
8
i
．
ノ
ざ
る
に
同
じ
。
い
か
き
。
い
ひ
か
き
。
〔
本

草
‘
飯
籠
〕
繹
名
筐
、
蔵
器
曰
、
以
レ
竹
為
レ
之
、
南
方
人

八
六
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食

部

〔
四
ー
五
聾
〕

飯

飯

針

飴

舷

委

杯

佃

屹

殆

低

価

飴

住

師

謂
乏
筐
一
〔
和
漢
ニ
オ
圏
會
、
庖
厨
具
‘
飯
籠
〕
蓋
羅
盛
二

其
粗
面
箋
盛
一
其
精
ぢ
汝
‘
籠
之
腸
布
藪
種
五
穂
名
以
比

加
岐
↓

【
飯
粒
]
1
9

防
め
し
つ
ぶ
。
〔
世
説
新
語
、
徳
行
〕
殷
仲

堪
既
為
,
,
荊
州
↓
値
,
,
水
倹
「
食
常
五
怨
‘
盤
外
無
1
1

餘

肴
二
飯
粒
脱
一
落
盤
席
間
二
幌
拾
以
嗽
レ
之
。
〔
苑
成
大
、

嘲
蚊
詩
〕
晶
品
紫
蟹
眼
‘
滴
滴
紅
飯
粒
゜
〔
日
本
外
史
、
平

氏
〕
藤
原
秀
郷
、
世
為
一
大
族
五
杢
将
門
起
＞
兵
、
往
見
レ

之
、
云
云
‘
命
レ
食
共
食
、
飯
粒
堕
レ
前
、
拾
而
食
レ
之
、
秀

郷
知
―
―
其
轄
卒
不
后
生
輿
有
＞
為
也
。

【
飯
梁
】
80

炉
ぷ
飯
に
炊
ぐ
よ
い
米
。
〔
儀
幡
、
公
食
大

夫
證
〕
宰
夫
授
二
公
飯
梁
「
公
設
1

一
之
子
渚
西
「
賓
北
面

絲
坐
遷
レ
之
。

【
飯
椀
】
81

り
し
竺
め
し
を
盛
る
わ
ん
。
〔
和
漢
三
才
圏

會
‘
庖
厨
具
‘
紐
〕
唐
式
云
、
飯
椀
・
羮
椀
雇
子
等
皆
漆

器
也
。

[
飯
碗
】
82

f
a
n
'
w
a
n
3

飯
を
盛
る
碗
゜

【
博
レ
飯
】
8
3
E

巧
飯
を
ま
る
め
る
。
又
、
そ
の
物
。
〔
謁
‘

曲
橙
上
〕
母
レ
博
レ
飯
゜

【
畷
レ
飯
】
8
4
t
勺
飯
を
止
め
る
。
食
事
を
中
止
す
る
。

〔
漢
書
、
高
帝
紀
ヒ
〕
漢
王
殿
レ
飯
吐
レ
哺
゜

【
飯
行
李
】
85

だ
辮
嘗
に
用
ひ
る
小
さ
い
行
李
゜

【
飯
閣
子
】
86

f
a
n
'
t
'
u
a
n
2
 
tzu

握
り
飯
。

【
飯
茶
碗
】
87

が
や
？
飯
を
盛
つ
て
食
ふ
に
用
ひ
る
茶

碗

。

〔

臨

時

客

應

接

〕

。

「

名

。

【
飯
憤
居
]
8
8

：
ト
ク
清
、
姜
梗
(
3
-
6
2
0
5
:
 1
2
)

の
室

【
飯
豊
山
】

9
五
苓
岩
代
國
に
在
る
山
。

[
飯
坑
酒
嚢
】
90

バ芦
5

腹
を
飯
の
通
る
坑
と
し
、
腸
は

酒
を
た
め
る
嚢
と
す
る
。
〔
論
衡
、
別
通
〕
人
生
稟
―
―
五

常
之
性
五
好
レ
道
架
レ
學
、
故
辮
―
―
於
物
一
今
則
不
レ
然
、
飽

食
快
飲
、
慮
深
求
＞
臥
‘
腹
総
飯
坑
盃
喪
号
酒
嚢
↓
是

削
物
也
。

【
飯
田
獣
曳
】
叩
5

八
グ
ウ
江
戸
時
代
、
周
防
の
人
。
本
姓

は
里
見
氏
。
名
は
中
心
彦
、
字
は
子
邦
。
刑
部
と
梢
し
、
後
、

左
馬
と
改
む
。
軟
斐
・
夷
濱
釣
曳
と
琥
し
た
。
夙
に
経
史

を
究
め
、
又
、
武
術
を
修
む
。
安
政
の
頃
、
時
事
を
論
じ

て
罪
を
得
、
後
に
赦
さ
れ
て
深
草
の
里
に
屏
居
し
た

が
‘
萬
延
中
ま
た
櫻
田
の
斐
に
坐
し
て
切
腹
し
た
。
時

に
文
久
元
年
五
月
二
十
七
日
、
年
六
十
三
。
著
に
大
日

本
野
史
・
野
史
覚
宴
集
・
國
史
姓
名
譜
・
諸
系
園
等
が
あ

宿】螂
"
 ン

飯
（
1
2
|
 4
4
0
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飯
、
或
炊
レ
下
。

冤】[ソン
喰
(
1
2
-
4
4
0
3
8
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
喰
‘
俗
喰
字
。

【
飯
】
[
"
 ン

飯
(
1
2
|
 4
4
0
6
4
)

に
同
じ

あ
く
。
或
は
條
(
1
2
-
4
4
2
4
0
)
・

餞
(
1
2
ー

4
4
1
9
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飽
、
飽
也
、
或
炊
に
試
‘
炊
レ
〗
丑
。

【飽】血

キ
ッ
コ
チ

〔
集
韻
〕
許
記
切

両

る。

【
飯
巴
粒
兒
】
91

f
a
n
'
p
a
 l
i
4
 

e
r
h

飯
粒
゜

【
飯
来
開
レ
ロ
】
92

む
g
鯰
飯
が
束
れ
ば
口
を
開
け
る
。

無
精
至
極
な
こ
と
の
喩
。
〔
通
俗
編
、
飲
食
、
飯
来
開
レ

ロ
〕
元
積
放
言
、
酒
熟
舗
レ
糟
學
二
漁
父
涵
飯
来
開
レ
ロ
似
二

神
狐
白
居
易
、
有
レ
感
、
食
来
即
開
レ
ロ
、
睡
宋
郎
合
レ

眼
‘
二
事
最
隅
レ
身
、
安
寝
加
餐
飯
↓

徊】亨

【
吐
レ
飯
成
レ
蜂
]
9
3

か
＇
右
芍
ァ
葛
仙
公
の
奇
術
。
口
中
の

飯
を
吐
け
ば
飛
ん
で
蜂
と
な
る
と
い
ふ
。
〔
事
類
賦
、
蜂

賦
、
自
注
〕
葛
仙
公
別
博
日
、
仙
公
卑
ハ
レ
客
封
食
、
客
日
、

嘗
ね
竺
先
生
作
二
奇
戯
食
未
憶
、
仙
公
即
吐
―
―
口
中

鱈
式
[
]
~
□
□
い
9
月
【
食
】
〗

感
飯
゜
〔
故
事
成
語
考
、
繹
道
鬼
神
〕
葛
仙
翁
作
二
戯
術
↓

吐
飯
感
蜂
。

【
:
J頂
二
直
戸
〗
[
[
い
旦
只
窮
】
層

言
ふ
こ
と
が
矛
盾
し
て
ゐ
る
に
喩
へ
る
。
〔
通
俗
編
、
飲

食
、
把
板
叫
飯
〕
東
波
集
、
答
程
杵
佃
尺
讀
徊
示
【
杯
飩
】
1

ぢ
餡
の
類
を
い
ふ
。
膊
託
(
1
2
-
4
4
3
0
 

5)• 

自
是
高
文
、
大
似
把
飯
叫
＞
餓
、
聯
競
千
里
一
笑
「
又
不
托
(
1
|
1
9
 :
 7
2
9
)

に
同
じ
。
〔
通
雅
‘
飲
食
〕
五
代

五
燈
會
元
、
通
慧
珪
有
捧
レ
飯
梢
レ
飢
‘
臨
レ
河
叫
レ
渇
語
↓
史
李
茂
慎
博
、
朕
輿
え
呂
人
二

B
食
レ
粥
一
日
食
示
＇
托
一

嘗
時
語
也
、
後
加
紅
社
ガ
ヘ
作
―
―
縛
託
↓
〔
陳
亮
‘
答
朱

子
書
〕
巧
新
婦
倣
示
レ
得
n

―
無
レ
麺
杯
託
↓
〔
國
朝
漢
學

【
毎
レ
飯
不
品
】
95

臼
竺
飯
の
時
毎
に
昔
日
の
こ
と

を
思
ひ
出
す
こ
と
。
漢
の
文
帝
の
故
事
。
〔
史
記
‘
渇
唐

師
承
記
、
武
億
〕
乃
遺
以
三
就
肩
一
難
一
鵞
蒙
古
酒
一

博
〕
文
帝
曰
、
吾
居
レ
代
時
‘
吾
尚
食
監
高
怯
、
散
為
レ
我

斗
、
及
湯
餅
杯
託
諸
物
↓

言
"
一
趙
将
李
齊
之
賢
、
戦
,
1

於
矩
鹿
下
「
今
吾
毎
レ
飯
、
意

杢
背
不
な
在
釦
鹿
也
、
父
知
レ
之
乎
゜

[

褒

飯

以

饒

養
]
9
6

五
"
"
?
[
＇
-T

子
桑
が
危
篤
に
陥

っ
た
時
、
子
輿
が
飯
を
つ
つ
ん
で
食
を
送
っ
た
故
事
。
【

fB】
[

〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
子
輿
卑
ハ
―
―
子
桑
―
友
、
而
蹂
雨
十
B
、子

輿
曰
、
子
桑
殆
病
癸
‘
衰
レ
飯
而
往
食
レ
之
。
〔
精
註
雅
俗

故
事
讀
本
‘
下
‘
疾
病
死
喪
〕
子
桑
殆
病
、
子
輿
褒
レ
飯

以
饒
レ
食
。

カ
ン

鉗（
1
2
ー

4
4
0
 9
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
爺

手
鑑
〕
佃
‘
卑
ハ
レ
鉗
同
。

ハ
ク

縛
(
1
2
-
4
4
3
0
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
杯
、
輿
レ
縛
同
。

サ
イ

齋（
1
2
|
 4
8
5
6
5
)

に
同
じ
。
〔
桂
海

雑
字
〕
妥
、
輿
レ
齋
同
。

テ
イ

低
(
1
2
|
 4
4
0
7
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
仮
、
同
レ
低
゜

む
さ
ば
る
。
食
を
貪
る
。
〔
篇
韻
〕
餘
、
貪
レ
食
日
レ

餘
。 【餘】疇

テ
ッ
テ
チ

〔
字
彙
補
〕
他
結
切

圏

三
八
七

こ
な
も
ち
。
餌
（
1

2
|
 4
4
1
4
6
)

の
俗
字
。
蔑
(
1
2
-

4
5
7
1
8
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
師
、
粉
絣
也
。
〔
集
韻
〕

漿
‘
説
文
、
粉
餌
也
、
或
作
弼
．
餌
．
師
↓
〔
正
字
通
〕

師
‘
俗
餌
字
。

冨
】
〗ニジ
〔
集
韻
而
吏
切

OO

日
□
こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
註
‘
餌
也
。
口
賠
社
は
‘

餌
の
一
種
。
耽
(
1
2
-
4
7
7
6
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

糾
‘
賠
駐
‘
餅
隔
‘
或
作
レ
社
。

【飩】
5

日
シ
，
ユ

ロ
ナ
ユ
乳ゥ
〔
集
韻
〕
他
口
切

〔
集
韻
〕
朱
戌
切

〔
集
韻
〕
株
遇
切

圏園園

冨
】
』
コ

鋤
(
1
2
-
4
4
2
5
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

糊
‘
説
文
‘
寄
食
也
‘
或
炊
レ
古
゜

冨
i
】

i

低
(
1
2
|
 4
4
0
7
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鉦
、
同
レ
紙
。

テ
イ

□
□
●
紙
糊
は
‘
ゐ
さ
ふ
ら
ふ
す
る
。
寄
食
す

る
。
〔
集
韻
〕
紙
‘
低
鋤
‘
寄
食
也
。

O
紙
糊
は
‘
乳

の
精
製
品
。
〔
一
切
経
音
義
、
七
〕
通
俗
文
曰
‘
酪

酵
謂
之
紙
糊
↓

冠
】
[
□ 日
ダテタテ
イイイイ

〔
集
韻
〕
田
黎
切

〔
集
韻
〕
都
黎
切

胃■――――

圏唐l
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籠
日
●
あ
め
。
も
ち
ご
め
を
蒸

餞

い

輿

文

し

、

大

萎

の

も

や

し

を

加

ヘ

て
作
っ
た
甘
い
食
品
。
錫
。
〔
説
文
〕
飴
、
米
璧

煎
者
也
、
炊
レ
食
台
臀
。
〔
段
注
〕
米
部
日
、
璧
、
芽
米

也
‘
火
部
日
‘
煎
‘
焚
也
‘
以
,
,
芽
米
五
炉
之
為
レ
飴
、

今
俗
用
―
―
大
爽
↓
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
飴
、
錫
也
。
〔
詩
‘

大
雅
‘
縣
〕
菫
荼
如
レ
飴
。
●
あ
ま
み
。
あ
ま
い
味
。

〔
周
帽
、
天
官
‘
疾
瞥
、
五
味
‘
注
〕
五
味
‘
醍
・
酒
・

飴
蜜
・
菫
聾
之
属
〔
疏
〕
飴
蜜
‘
郎
甘
也
。
●
あ
ま

い
。
あ
ま
い
味
が
あ
る
。
〔
酉
陽
雑
俎
、
廣
動
植
、

木
篇
〕
魏
武
有
J
-
―-E、
甘
而
不
レ
飴
、
酸
而
不
レ
酢
。

攣
つ
ま
い
食
物
。
美
食
。
〔
太
玄
経
、
干
〕
干
,
,
子
丘

飴
↓
〔
注
〕
飴
、
美
食
也
。

O
穏
か
で
蒻
い
者
。
〔
集

韻
〕
飴
、
一
日
、
儒
弱
者
為
レ
飴
。
〇
お
く
る
。
胎

【
飴
】
[

シシ
口． 口ィ

〔
集
韻
〕
盈
之
切
甲
{

／
 

I
 

i' 

〔
集
韻
〕
詳
吏
切
甲
〖
一

曾
】
[
’

讐

(
1
2
-
4
4
4
2
6
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
餐
‘
俗
讐
字
。

タ
ウ

日
●
あ
く
。
あ
く
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
鋏
、
飽
也
。
〔
廣

韻
〕
鋏
、
飽
兒
。
●
み
ち
る
。
〔
韻
會
〕
鋏
、
涌
也
。
●

候
(
1
2
-
4
4
2
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
餞
、
或
作
レ

鋏
。
口
あ
く
。
饒
(
1
2
|
 4
4
3
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

饒
‘
方
言
、
胞
也
、
或
作
レ
鋏
。
国
あ
く
。
〔
廣
韻
〕

鋏
‘
飽
也
。
〔
集
韻
〕
鋏
、
妖
也
。

霰
】
[
具
砂
〔
集
韻
〕
椅
雨
切
圏

嘉
パ
〔
集
韻
〕
於
慶
切
圏

具
砂
〔
集
韻
〕
於
亮
切
涸

食

部

〔
五
書
〕

(
1
0
-
3
6
7
1
9
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
、
劉
向
債
〕
飴
二
我
競
ひ
、
石
崇
が
蟻
を
以
て
薪
に
代
へ
、
奢
修
を
誇
っ
た

掻
旦
〔
注
〕
師
古
日
、
飴
讀
息
胎
同
也
。

O
或
の
に
討
し
、
王
憧
は
水
の
代
り
に
飴
を
以
て
釜
に
そ
そ

い
だ
故
事
。
〔
晉
書
、
石
崇
博
〕
庖
膳
窮
―
―
水
陸
之
珍
面
ハ
―
―

責
戚
王
憔
羊
誘
之
徒
ご
竪
奢
靡
ー
相
尚
、
惜
以
レ
粕
澳
レ

は
餓
(
1
2
-
4
4
3
器
）
・
組
(
1
2
-
4
4
0
8
1
)
・

飴
(
8
ー

釜
、
崇
以
レ
蟻
代
枷
、
憧
作
―
―
紫
絲
布
歩
障
四
十
里
一
崇

2
怠

0
4
)に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飴
、
或
作
石
原
•
釦
．
粕
→

〇
揃
文
、
食
(
1
2

ー
4
4
1
5
3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
飴
、
在
錦
歩
障
五
十
里
以
敵
乏
゜
〔
故
事
成
語
考
、
貧
富
〕

食
禰
文
飴
八
,
,
異
省
↓
□
●
か
て
。
臥
(
1
2
-
4
4

石
崇
以
砿
代
レ
薪
、
王
惜
以
レ
飴
伊
釜
。

0
 2
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
臥
‘
説
文
、
糧
也
、
亦
作
レ
【
含
レ
飴
弄
レ
孫
】
1
7
1
g”
か
プ
飴
を
口
中
に
ふ
く
ん

で
孫
を
あ
や
す
。
年
寄
り
が
何
の
仕
事
も
な
く
、
心
の

ど
か
に
日
を
過
す
こ
と
。
退
隠
の
意
。
〔
後
漢
書
、
皇

飴
。
●
く
ら
は
す
。
や
し
な
ふ
。
〔
晉
書
、
王
蒼
博
〕

似
私
走
作
紐
粥
盆
以
飴
甑
者
↓
后
上
、
明
徳
馬
皇
后
紀
〕
太
后
報
曰
‘
云
云
、
若
陰
陽
調

【
飴
奄
】
1

び
清
、
徐
養
原
(
4
ー
1
0
1
1
0
:
 6
4
1
)

の
琥
。
和
‘
邊
境
清
静
‘
然
後
行
1

一
子
之
志
五
品
塩
竺
含
レ
飴
弄
＞

【
飴
墜
】
2

が
西
戎
か
ら
出
る
味
の
淡
い
し
ほ
。
石
璧
。
孫
‘
不
レ
能
1

一
復
隅
＞
政
芙
。

〔
周
騰
天
官
、
盟
人
〕
王
之
膳
羞
共
,
,
飴
璧
↓
〔
注
〕
飴
堕
、
【
飴
山
堂
詩
集
】
18

祐
名
ゥ
書
名
。
二
十
巻
。
文
集
十

蓋
之
悟
者
、
今
戎
墜
有
焉
。
〔
疏
〕
即
石
堕
、
是
也
。
二
巻
。
清
、
趙
執
信
撰
。

【
飴
牛
】
3
0
7
ク

飴

色

を

し

た

牛

。

【

得

レ

飴

以

養

レ

老

得

レ

飴

以

開

レ

閉

】
19

カ
竺

g
，ア巧

【
飴
齋
】
4
"ィ
清
、
胡
賓
線
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 5
9
9
)

の
琥
。

i

只
り
”
ヒ
ラ
ク
仁
人
は
飴
を
得
て
老
人
を
養
ひ
、
盗
妬

【
飴
滓
】

5
g
飴
を
し
ぽ
っ
た
か
す
。
は
飴
を
得
て
く
わ
ん
の
き
を
昔
無
く
あ
け
る
に
用
ひ

【
飴
漿
】
6

が
ウ
あ
め
の
し
る
。
〔
唐
書
、
王
重
榮
博
〕
或
る
。
同
一
の
物
も
人
に
よ
つ
て
善
悪
其
の
用
を
異
に
す

献
11

飴

漿

↓

る

喩

。

〔

呂

覧

、

異

用

〕

仁

人

之

得

ふ

飴

、

以

養

レ

疾

侍

レ

【
飴
庶
】
7

が
ぁ
め
。
庶
巧
か
ら
製
し
た
飴
。
〔
頼
山
老
也
、
妬
輿
,
,
企
足
孤
炉
飴
‘
以
開
レ
閉
取
レ
撻
也
。
〔
淮

陽
、
孟
子
論
〕
我
獨
施
乏
飴
庶
↓
南
子
、
説
林
訓
〕
柳
下
悪
見
レ
飴
日
、
可
,
,
以
養
＂
老
、
盗
妬

【
飴
色
】

8
g
水
飴
に
似
た
色
。
黄
褐
色
で
す
き
と
ほ
見
レ
飴
日
、
可
―
―
以
貼
＂
牡
、
見
私
物
同
、
而
用
レ
之
異
゜

っ
た
色
を
い
ふ
。

【
飴
津
】
，
パ
ン
甘
い
し
る
。
〔
盆
部
方
物
略
、
柑
賛
〕
碧

葉
素
絶
蕨
包
之
珍
、
丹
裏
既
披
、
香
液
飴
津
。
【

ftl】螂

【
飴
石
】

10g
割
れ
ば
中
が
飴
色
を
し
て
ゐ
る
石
。

【
飴
粽
】
11

名
＊
飴
を
ぬ
っ
た
ち
ま
き
。

水
飴
゜
〔
本
草
‘
飴
糖
〕
氣
味
‘
震
亨
曰
‘

雇
】
-

【
飴
糖
】
12

が

飴
糖
國
レ
土
而
成
―
―
於
火
工
大
登
―
―
温
中
之
熱
↓

【
飴
錫
】
13

が
か
た
飴
。
〔
急
就
篇
〕
棗
杏
瓜
棟
轍
飴
錫
。

〔
元
好
問
、
寄
,
,趙
宜
之
一
詩
〕
煮
橡
嘗
―
―
果
穀
面
煎
北
甘
1

一

飴
錫
↓

【
飴
蜜
】
＂
が
あ
め
と
は
ち
み
つ
。
粕
蜜
゜
〔
證
、
内
則
〕

棗
栗
飴
蜜
以
甘
レ
之
。
〔
韓
非
子
、
難
勢
〕
此
味
非
―
―
飴

睾
也
。
〔
論
衡
、
本
性
〕
甘
如
,
,
飴
蜜
↓
〔
抱
朴
子
、
微
旨
〕

浅
見
之
徒
、
厖
謳
所
レ
守
、
甘
,
,
於
荼
蓼
二
皿
不
レ
識
―
―
粕

蜜
面
型
於
醸
酪
盃
匹
不
レ
賞
二
醇
醒
↓
「
2
)

の
琥
゜

【
飴
山
老
人
】
15

衿
ウ
ン
清
、
趙
執
信
(
1
0
ー
37171
:
 
6
5
 

【
以
レ
飴
沃
レ
釜
】

16g諸
祐
晉
の
王
憧
、
石
崇
と
富
を

小
う
ゑ
る
。
飢
ゑ
る
さ
ま
。
或
は
範
（
1
2

餅

豪

ー

4
4
0
5
9
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
銑
、
飢

也
、
ハ
レ
食
尼
臀
、
讀
若
森
平
八
言
11

患
人
↓
〔
玉
篇
〕

窺
】
-
ア
ク
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
乙
革
切
陶
i

ヽ亡

e4

鉦
餅
は
，
も
ち
。
〔
字
彙
〕
鉦
、
鉦
餅
゜

セ
イ
シギ`
，ウ

〔
字
彙
〕
諸
成
切

圏

イ

飴
(
1
S
1
 44
0
8
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

飴
‘
或
作
レ
釦
。

餃

留

飴

飢

鉦

饒

詐

鮒

鮎

小
□
E
〗
〖
〗
●
審
飯
を
食
ふ
。
又
、
其
の

占合
豪
ふ
る
ま
ひ
゜
〔
説
文
〕
鮎
、
相
謁
食
レ
変

也
、
ハ
レ
食
占
瞥
。
〔
集
韻
〕
鮎
、
説
文
、
相
謁
而
食
レ

褻
也
。
●
く
ら
ふ
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕
鮎
、
食
也
。

0
話
(
1
2
-
4
4
1
2
8
)

に
同
じ
。
〔
孟
子
、
盤
心
下
‘

【
鈷
】
-
国口巳
ナダネゼネデ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
汝
甘
切

〔
集
韻
〕
如
占
切

〔
集
韻
〕
奴
兼
切

國腿麗

餡
饂
は
、
く
ら
ふ
。
腹
一
ぱ
い
食
ふ
。
〔
廣
韻
〕
鮒
、

鮒
饂
、
日
レ
食
。
〔
字
彙
〕
儲
鮒
饂
飽
食
也
。

同】
i

〔
集
韻
〕
蒲
侯
切

m

ホ
ヴ
プ

小
日
審
飯
を
食
ふ
。
又
、
其
の
ふ
る
ま

食
豪
ひ
゜
〔
説
文
〕
詐
、
楚
人
相
謁
食
レ
褒
日
レ

詐
、
八
レ
食
乍
臀
。
〔
方
言
、
一
〕
翡
・
作
、
食
也
、
陳

楚
之
内
、
相
謁
而
食
,
,
~
饉
ニ
謂
,
,
之
翡
一
楚
日
レ

作
、
凡
陳
楚
之
郊
、
南
楚
之
外
、
相
謁
而
餐
、
或

日
レ
詐
、
或
曰
レ
鮎
、
秦
晉
之
際
、
河
陰
之
間
、
日
11

隠
雙
此
秦
語
也
。
口
む
し
い
ひ
。
強
飯
゜
〔
集
韻
〕

詐
、
頷
也
。
国
●
く
ら
ふ
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕
詐
、

食
也
。

0
か
わ
か
す
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
詐
‘
焚
也
。

サ
ク
〔
集
韻
〕
疾
各
切
魔

ザ
ク

日

【
作
】
i

具
'
[
ク
〔
集
韻
〕
側
格
切
願

国

り

〔

集

韻

〕

存

故

切

暉

銃
‘
飢
兒
也
。
〔
集
韻
〕
銃
、
或
作
レ
範
。

三
八
八

12984 
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食

部

〔
五
書
―
〕

飴

鉢

貶

観

飼

秘

餌

鉤

仰

餅

餐

強

鉗

錦

祝

絆

喰

養

飴

飾

飼

三
八
九
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飾
い

【
飽
】
〗

古
日
0
ぁ
＜
゜
④
食

緑

：

寮

文

に

あ

く

。

腹

一

杯

□ 日
ケキヘハ
ゥ’ゥ＇

〔
集
韻
〕
博
巧
切
戸
一

＞
 

勺
名

pao3
困

〔
五
昔
集
韻
〕
許
既
切

小
か
ひ
ば
。
又
、
か
ひ
ば
を
興
へ
て
か

も愈豪
ふ

。

或

は

株

(
8
|
2
4
9
9
2
)
・
 

践
に
作

る
。
〔
説
文
〕
昧
‘
食
レ
馬
穀
也
‘
炊
レ
食
末
臀
゜
〔
段

注
〕
謂
和
ぞ
穀
臥
＞
馬
也
、
小
雅
、
描
レ
之
抹
レ
之
、

株
、
同
レ
妹
。
〔
集
韻
〕
妹
‘
或
炊
レ
禾
、
亦
作
レ
殺
。

霰
】
〗ノ
‘
〔
集
韻
〕
莫
葛
切
園
『

ゞ
ソ
マ
チ

【
飼
】
〗
シ

飼

(
1
2ー

4
4
1
0
7
)
に
同
じ

【
飼
育
】
1

し
ク
か
ひ
そ
だ
て
る
。

【
飼
菓
】
2

？
牛
馬
な
ど
に
食
は
せ
る
枯
草
。
ま
ぐ
さ
。

【
飼
殺
】
3

”
庁
〇
老
い
た
牛
馬
な
ど
を
使
用
せ
ず
に

養
つ
て
お
く
こ
と
。

O
使
役
に
堪
へ
な
い
傭
人
を
た
だ

給
養
し
て
お
く
こ
と
。

【
飼
主
】
4

焚
家
畜
な
ど
の
所
有
者
。

【
飼
桶
】
5

昇
飼
葉
を
入
れ
る
桶
。
「
こ
と
。
放
飼
。

[
飼
放
】
6

戸
野
原
に
牛
馬
な
ど
を
放
し
飼
ひ
に
す
る

【
飼
株
】
7

千
馬
の
食
料
。
〔
福
恵
全
書
、
雑
課
部
、
牧

地
〕
綿
枝
以
供
飼
抹
↓

【
飼
面
】
8

グ
皮
膚
病
の
一
種
。
そ
ば
か
す
。
〔
和
漢
二

才
圏
會
、
人
倫
之
用
、
飼
面
〕
和
名
加
須
毛
‘
俗
云
蕎
変

滓
、
飼
面
病
源
論
云
、
面
皮
上
有
レ
滓
也
。

【
飼
養
】
，
炉
動
物
を
か
ひ
や
し
な
ふ
。
養
飼
。
畜
養
。

〔
元
史
‘
張
立
道
傭
〕
雖
レ
知
―
―
露
桑
二
而
未
レ
得
1

一
其
法
一

立
レ
道
始
教
1

一
之
飼
養
面
5

レ
利
十
―
―
倍
於
藷
三
雲
南
之
人
‘

【
飼
料
】
lO

い
ウ
家
畜
を
飼
ふ
食
料
。

L

由
レ
是
益
富
。

食

部

〔
五
豊
〕

に
食
べ
る
。
〔
説
文
〕
飽
、
猷
也
、
八
レ
食
包
臀
゜
〔
左

氏
、
昭
、
十
二
〕
無
二
酔
飽
之
心
↓
〔
注
〕
去
二
其
酔
飽

過
盈
之
心
↓
〔
疏
〕
食
充
1

一
其
腹
面
匹
之
飽
ス
＠
食

物
が
多
い
。
〔
廣
韻
〕
飽
、
食
多
也
。
◎
み
ち
る
。
み

ち
た
り
る
。
渦
足
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
一
〕
飽
、
渦
也
。

〔
陸
機
‘
豪
士
賦
序
〕
心
翫
居
常
之
安
面
r
飽
二
従

諫
之
説
↓
〇
あ
か
す
。
あ
か
し
め
る
。
〔
詩
‘
大
雅
‘

既
酔
〕
既
飽
以
レ
徳
。
参
あ
く
ま
で
。
心
ゆ
く
ま
で
。

た
ら
ふ
く
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
上
〕
飽
食
媛
衣
‘
逸
居

而
無
レ
教
‘
則
近
二
於
禽
獣
↓
＠
飾
(
1
2
-
4
4
1
2
4
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
飽
‘
或
炊
レ
缶
。

O
古
‘
採
(
1
2
|
 4
4
 

2
8
9
)

・養
(
1
2
-
4
4
1
9
4
)
・

絆
(
1
2
-
4
4
1
5
9
)
に
作
止

る
。
〔
説
文
〕
飽
、
採
、
古
文
飽
炊
二
采
瞥
函
〖
、
亦
古

文
飽
八
二
叩
臀
↓
〔
康
熙
字
典
〕
飽
、
古
文
僻
。

O

姓
。
〔
正
字
通
〕
飽
、
姓
、
宋
添
差
通
判
臨
江
軍

事
、
飽
安
盈
。
口
あ
く
。
〔
五
音
集
韻
〕
飽
、
妖
也
。

儡
ァ
キ
。
ア
ぎ
フ
。

【
飽
侠
】
1

災
食
に
あ
い
て
な
ま
け
る
。
〔
新
序
‘
善
謀

下
〕
蒙
1

匈
奴
之
飽
使

【
飽
厭
】
2

pao3 yen• 

渦
足
過
ぎ
て
あ
き
が
来
る
。
あ

き
る
ほ
ど
十
分
で
あ
る
。

【
飽
學
】
3

ぢ
學
問
が
腹
に
渦
ち
る
。
學
識
の
十
分
な

人
。
〔
文
心
離
龍
、
事
類
〕
有
龍
學
而
才
餃
工
有
ー
ー
オ
富

而
學
貧
↓
〔
還
魂
記
、
延
師
〕
年
可
え
ハ
旬
面
盆
念
担
學
、

一
来
可
杓
は
空
授
小
女
ご
一
宋
可
n

―
以
陪
l

―
伴
老
夫
一

【
飽
看
]
4

焚
十
分
に
見
る
。
看
あ
き
る
。
〔
耶
律
楚
材
、

再
用
1

一
閑
閑
老
人
韻
―
詩
〕
抵
レ
髯
坐
語
間
臨
レ
水
、
仰
レ
面

徐
行
飽
看
レ
山
。

【
飽
間
]
5

サ
キ
〇
姓
氏
。
〔
姓
名
録
抄
〕
。
〇
サ
ク
姓
氏
。

〔

和

爾

雅

〕

。

「

を

見

よ

。

【
飽
喫
】
6

悶
飽
く
ま
で
飯
を
食
ふ
。
飽
喫
―
―
悪
州
飯
1

〖
飽
喫1一
悪
州
飯
〗7
パ
芦
昇
乃
？
悪
州
の
飯
を
腹

一
杯
食
ふ
。
宋
の
蘇
東
域
が
恵
州
に
貶
勁
せ
ら
れ
た
こ

と
を
い
ふ
。
恵
州
は
今
の
廣
東
省
恵
州
府
の
地
。
〔
黄
庭

堅
‘
跛
ー
1

一
子
瞭
和
―
―
陶
註
詩
〕
子
瞭
嫡
―
嶺
南
五
時
宰
欲
レ

殺
レ
之
‘
飽
喫
1

一
悪
州
飯
↓
細
和
函
は
明
詩
一
彰
澤
千
載
人
‘

飼

飼

妹

飽

東
破
百
世
士
、
出
慮
雖
レ
不
レ
同
‘
氣
味
乃
相
似
。
暦
而
妖
レ
之
使
―
―
自
趨
P

之
‘
疏
〕
謂
丘
明
富
―
―
博
其
文
ご
云

【
飽
卿
]
・
悶
光
誅
寺
卿
の
異
稽
。
飲
膳
の
事
を
主
る
云
、
飽
足
學
者
之
好
五
炉
自
奔
1

一
趨
其
深
致
↓

か

ら

い

ふ

。

飽

卿

睡

卿

を

見

よ

。

【

飽

暖

】

18

ぢ
腹
一
杯
に
食
ひ
あ
た
た
か
に
著
る
。
飽

〖
飽
卿
睡
卿
〗
，
ぢ
汀
唐
宋
の
頃
、
光
禄
の
官
は
宮
食
暖
衣
゜
飽
暖
生
淫
欲
一
を
見
よ
。
〔
趙
杵
、
次
,
,

韻
即
事

中
に
在
つ
て
飽
食
す
る
か
ら
胞
卿
と
い
ひ
、
鴻
臆
は
閑
見
＞
懐
詩
〕
郡
邑
翌
穣
慎
可
レ
喜
、
人
家
飽
暖
更
何
憂
゜

散
で
あ
る
か
ら
睡
卿
と
い
ふ
。
〔
容
齋
四
筆
、
官
梢
別
名
〕
〖
飽
暖
庄

i二
淫
欲
―
〗
1
9
ぢ
サ
ん
ヲ
/
•
ヤ
•
ウ
ズ
飽
食
媛
衣
し
て

光
緑
為
―
飽
卿
面
鴻
腫
為
送
1

卿
睡
卿
↓
〔
蘇
拭
‘
用
1

一
藷
韻
I

t

女
逸
な
時
に
は
自
か
ら
淫
欲
の
心
が
起
き
る
。
〔
事
林

斜
魯
元
翰
知
洛
州
詩
〕
道
館
雖
伝
羹
‘
冷
卿
嘗
―
―
復
廣
記
〕
飽
暖
生
二
淫
欲
↓
飢
寒
競
善
心
↓

温
↓
〔
注
〕
世
博
‘
京
師
謂
光
緑
為
緬
磁
只
衛
尉
為
,
,
暖
【
飽
庭
】
20

勺
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

雙
鴻
腫
為
―
―
睡
卿
面
r
農
為
―
―
走
卿
さ
示
正
為
1

冷
卿
一
【
飽
謄
】
21

認
人
は
飽
き
馬
は
騰
る
。
人
馬
が
涌
腹
し

【
飽
霜
】
IO

芯
十
分
に
霜
を
受
け
る
こ
と
。
〔
齊
民
要
て
勇
む
こ
と
。
〔
桃
花
扇
‘
撫
兵
〕
同
享
―
―
飽
膀
之
築
↓
〔
揺

術
、
種
瓜
〕
牧
"
越
瓜
忍
笠
飽
レ
霜
゜
〔
齋
藤
拙
堂
‘
遊
―
―
箕
恵
全
書
、
罹
任
部
、
稟
帖
贅
説
〕
未
三
敢
不
―
―
飽
騰
盈
＞
橿
゜

面
山
達
入
レ
京
記
〕
滴
山
皆
楓
、
爛
然
飽
レ
霜
。
【
飽
徳
】
22

ぃ
”
恩
徳
を
十
分
に
受
け
る
。
〔
詩
‘
大
雅
、
既

【
飽
参
】
11

ぢ
十
分
に
會
得
す
る
こ
と
。
〔
羅
湖
野
録
〕
酔
序
〕
既
酔
、
太
平
也
、
酔
レ
酒
飽
レ
徳
‘
人
有
―
―
士
君
子
之

明
州
和
番
主
、
従
1

一
南
嶽
梯
祠
師
油
四
叢
林
ば
以
為
↓
―
飽
行
1

焉
。
〔
牛
弘
、
宴
1

一
塁
臣
↓
登
歌
〕
飲
和
飽
徳
‘
恩
風
長

参
↓
〔
陳
師
道
、
答
1

一
顔
生
―
詩
〕
世
間
公
器
母
―
―
多
取
石
r

扇。

裏
宗
風
却
飽
参
。
〖
飽
徳
之
士
不
レ
願
→
―
膏
梁

-
]
2
3
"
0
9

い
切
じ
ガ
ハ
ズ
天
爵

【
飽
餐
]
1
2

ぢ
食
事
を
十
分
と
ら
せ
る
。
〔
馬
祗
常
、
石
た
る
仁
義
の
徳
を
十
分
に
身
に
つ
け
た
者
は
、
肥
肉
や

田
山
居
詩
〕
買
客
還
油
レ
酒
、
王
孫
自
飽
餐
゜
〔
輻
恵
全
美
穀
な
ど
は
欲
し
な
い
。
〔
孟
子
‘
告
子
上
〕
詩
云
、
既
酔

書
、
刑
名
部
詞
訟
〕
使
犯
証
飽
餐
伺
候
一
似
酒
、
既
飽
以
レ
徳
‘
言
レ
飽
1

一
乎
仁
義
也
、
所
以
不
＞

【
飽
死
】
13

谷
〇
た
べ
す
ぎ
て
死
ぬ
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
願
入
之
膏
梁
之
味
一
也
。
〔
故
事
成
語
考
‘
貧
富
〕
飽
徳

博
〕
朱
儒
長
三
尺
餘
‘
奉
二
-
嚢
粟
錢
二
百
四
十
一
臣
之
士
、
不
レ
願
涵
日
梁
↓

朔
長
九
尺
餘
‘
亦
奉
二
嚢
粟
錢
二
百
四
十
「
朱
儒
飽
【
飽
飯
】
24

災
あ
く
ま
で
め
し
を
食
ふ
。
腹
一
杯
食
ふ
。

欲
レ
死
、
臣
朔
飢
欲
レ
死
。

O
食
に
飽
く
だ
け
で
無
意
味
〔
論
衡
、
辮
祟
〕
飽
飯
陵
食
。

に
死
ぬ
こ
と
。
志
が
高
潔
で
も
認
め
ら
れ
ず
、
本
能
的
【
飽
腹
】
25

玲
は
ら
が
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
飽
食
。
〔
柳

な
飲
食
の
生
活
で
一
生
を
過
す
こ
と
。
宗
元
、
懇
蛾
文
〕
克
心
飽
腹
、
律
―
―
放
嬉
一
分
、
洋
洋
往
復
、

【
飽
食
】
14

谷
ク
あ
く
ま
で
食
ふ
。
腹
一
杯
食
ふ
。
〔
論
流
＆
遥
合
。
〔
劉
馬
錫
、
飛
鳶
操
〕
撲
漱
危
巣
向
1

一
暮
時
一

語
、
陽
貨
〕
飽
食
終
日
、
無
栃
レ
用
応
、
難
芙
哉
。
〔
荀
接
毬
飽
腹
鴎
枯
枝
↓

子
‘
榮
辱
〕
是
庶
人
之
所
，
以
取
1

一
媛
衣
飽
食
ご
共
生
久
【
飽
聞
】
26

ぢ
ぁ
く
ま
で
き
い
て
知
る
。
世
に
知
れ
わ

視
‘
以
免
•
於
刑
数
七
要
〔
史
記
‘
倉
公
傭
〕
病
得
1一
之
飽
た
る
こ
と
。
飽
聞
而
厭
道
を
見
よ
。

食
而
疾
走
→
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
賛
〕
飽
食
安
歩
‘
以
レ
仕
〖
飽
聞
而
厭
道
〗

2
7
n”7
7ザ仕
さ
ァ
其
の
事
の
世
に
知
れ

易
レ
農
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
飽
食
酔
酒
。
渡
る
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
輿
―
―
少
室
李
拾
遺
一
書
〕
勤
倹
之

〖
飽
食
媛
衣
〗15
ぢ
化
ヨ
ク
腹
一
杯
食
ひ
、
媛
か
に
着
替
‘
寛
大
之
政
‘
幽
閏
婦
女
‘
草
野
小
人
‘
皆
飽
聞
而
厭

る
。
安
架
に
生
活
す
る
さ
ま
。
〔
孟
子
、
腺
文
公
上
〕
人
之
道
レ
之
。

有
レ
道
也
、
脆
食
媛
衣
、
逸
居
而
無
レ
教
、
削
近
1

一
於
禽
獣
↓
【
飽
浦
】
28

匁
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
。

〔
墨
子
、
天
志
中
〕
百
姓
皆
得
1

一
媛
衣
飽
食
盃
便
寧
無
レ
憂
。
【
飽
渦
】
29

雰
食
つ
て
腹
一
杯
に
な
る
。
充
涌
す
る
。
充

【
飽
啜
】
16

雰
腹
一
杯
に
す
す
る
。
〔
梅
発
臣
、
次
n

一
韻
答
足
す
る
。
〔
史
記
、
築
書
〕
勘
,
1

酌
飽
涌
百
公
四
蕨
性
↓
〔
風

呉
長
文
内
翰
遺
―
―
石
器
八
十
八
件
↓
詩
〕
亦
将
二
茶
具
―
俗
通
‘
怪
誹
〕
飲
食
飽
渦
‘
辞
訣
而
去
。

井

、

飽

啜

時

出

レ

俗

°

[

飽

職

】

30

芯
十
分
盗
ん
で
に
げ
る
。
〔
幅
恵
全
書
、
刑

【
飽
足
】
17

ぢ
涌
足
さ
せ
る
。
〔
杜
預
、
春
秋
左
氏
博
序
、
名
部
、
賊
盗
上
、
失
事
〕
及
"
其
飽
職
↓
故
作
―
―
追
状
↓

三
九
〇
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食

部

〔
五
書
＿
〕

飽

飽

袈

飾

小

0
か
ざ
る
。
④
ぬ
ぐ
ふ
。
す
る
。
稜
れ

籠念豪
を
ふ
き
清
め
る
。
〔
説
文
〕
飾
、
取
也
、

【飾】血

□ 日
チチ，シシ，
キヨキヨ
クク

〔
集
韻
〕
設
職
切
揺
一

戸ヽ

s
h
i
h
•

國

〔
集
韻
〕
蓄
力
切

【
投
】
[
"
 ゥ

飽
（
1
2
-
4
4
1
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飽
‘
或
炊
レ
卯
。

【
飽
】
[
ハ

ヴ

飽
(
1
2
-
4
4
1
0
9
)
に
同
じ

[
飽
妖
】
31

吟
腹
一
杯
食
べ
る
こ
と
。
厭
妖
。
〔
後
漢
書
‘

劉
盆
子
博
〕
十
餘
萬
人
、
皆
得
,
,
飽
妖
↓

【
飽
覧
】
32
p
a
o
2
 
l
a
n
3

十
分
に
み
る
。
み
あ
き
る
。
飽

看
(

4

)

に
同
じ
。

【
飽
和
】
33

吟
〇
十
分
に
渦
ち
て
少
し
も
不
足
の
な
い

こ
と
。
〔
梁
粛
‘
賀
1

ユ
送
皇
甫
尊
師
蹄
1

一
呉
興
ー
序
〕
於
レ
焉

飽
和
、
百
骸
自
理
、
滓
濁
如
レ
洗
。

O
氣
橙
又
は
液
橙
中

に
他
物
が
極
度
の
量
に
至
る
ま
で
解
け
て
混
和
す
る

こ
と
。

〖
飽
和
鮎
〗34
悶
ヮ
飽
和
の
極
、
此
の
限
度
を
過
ぎ
れ

ば
、
又
他
の
嬰
化
を
生
ず
る
貼
゜

〖
飽
和
蒸
氣
〗35
妙

7
9キ
一
定
の
室
内
の
液
粒
が
一
定

の
温
度
に
於
て
漸
次
蒸
登
し
て
或
る
限
度
に
達
し
、
遂

に
蒸
獲
の
休
止
す
る
に
至
る
こ
と
。

〖
飽
和
溶
液
〗36
店
ザ
一
定
の
温
度
に
於
て
、
固
橙

或
は
液
橙
が
極
度
の
分
量
に
至
る
ま
で
溶
け
た
液
。

【
飽
兜
兒
】
37

p
a
o
3
 k
e
2
 e
r
h

お
く
ぴ
。
吃
逆
。

【
飽
蓬
蓬
】
38

的
ホ
ウ
十
分
に
涌
ち
足
り
る
さ
ま
。
〔
高

誘
‘
淮
南
鴻
烈
解
絞
〕
民
歌
レ
之
日
、
一
尺
稽
、
好
童
童
、

一
升
粟
、
飽
蓬
蓬
、
兄
弟
―
一
人
不
1

一
相
容
↓

『
求
レ
飽
而
瀬
レ
卒
炉
餞
】

39kTi仕いが
kf

ヲ
オ
コ
タ
ル
胞
食
せ
ん

こ
と
を
求
め
な
が
ら
膳
立
す
る
こ
と
を
お
こ
た
る
。
物

事
の
矛
盾
せ
る
喩
゜
〔
顔
氏
家
訓
、
勉
學
〕
是
猶
↓
―
求
レ
飽

而
瀬
レ
螢
レ
霞
‘
欲
レ
暖
而
惰
＞
裁
レ
衣
也
。

炊
レ
巾
八
レ
人
、
食
瞥
、
讀
若
レ
式
。
〔
繹
名
、
繹
言

語
〕
飾
、
拭
也
、
物
械
者
、
拭
1

社
其
上
佃
炉
明
、
由
二

他
物
一
而
後
明
、
猶
レ
加
!I

文
於
質
上
一
也
。
〔
周
幡
、

地
官
、
封
人
〕
凡
祭
祀
飾
1

一
其
牛
牲
↓
〔
注
〕
飾
、

謂
n

一
刷
治
潔
清
之
一
也
。
＠
を
さ
め
る
。
つ
く
ろ

ふ
。
し
あ
げ
る
。
〔
玉
篇
〕
飾
、
修
飾
也
。
〔
穀
梁
、

襄
‘
―
一
十
五
〕
小
邑
必
飾
城
而
請
レ
罪
。
〔
注
〕
脩
―

守
備
二
論
語
、
憲
問
〕
行
人
子
材
修
二
飾
之
↓
〔
劉

賓
楠
正
義
〕
修
飾
者
、
朱
子
集
注
云
、
謂
益
F
-
―損

之
「
蓋
以
レ
増
訓
レ
飾
、
以
レ
損
訓
レ
修
也
。
〔
淮
南

子
、
本
経
訓
〕
飾
↓
―
曲
岸
之
際
↓
〔
注
〕
飾
‘
治
也
。
◎

よ
そ
ほ
ふ
。
み
な
り
を
と
り
つ
く
ら
ふ
。
〔
幡
‘
檀

弓
下
〕
婦
人
不
レ
飾
、
不
ー
1

一
敢
見
二
舅
姑
↓
⑤
お
ほ

ふ
。
〔
栂
‘
曲
證
上
〕
飾
庶
雁
一
者
以
レ
績
。
〔
疏
〕
飾
、

覆
也
。
R
た
く
み
に
人
為
を
加
へ
る
。
好
く
す

る
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
其
事
索
而
不
レ
飾
゜
〔
注
〕

飾
‘
巧
也
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
若
欲
レ
飾
レ
之
、
乃

是
賊
レ
之
。
〔
注
〕
飾
、
好
也
。
◎
い
つ
は
る
。
内
賓

の
非
な
る
を
外
面
の
み
是
な
る
が
如
く
す
る
。

〔
呂
覧
、
知
度
〕
情
者
不
レ
飾
、
而
事
賓
見
芙
゜
〔
注
〕

飾
、
虚
゜
〔
史
記
、
孔
子
世
家
〕
粥
五
蔽
竺
者
、
弗
レ

飾
レ
賣
゜
R
へ
り
を
か
ざ
る
。
衣
の
領
袖
の
縁
に

文
采
を
加
へ
る
。
〔
論
語
、
郷
蕪
〕
君
子
不
凡
竪
紺

諏
飾
只
皇
疏
〕
飾
者
、
衣
之
領
袖
縁
也
。

0
か
ざ

り
。
④
か
ざ
る
こ
と
。
か
ざ
っ
た
も
の
。
〔
證
、
架

記
〕
臀
者
、
栗
之
象
也
、
文
采
節
奏
‘
瞥
之
飾
也
。

＠
そ
で
ぐ
ち
。
衣
服
の
へ
り
か
ざ
り
。
〔
詩
‘
鄭

風
窯
装
〕
恙
衷
豹
飾
。
〔
集
博
〕
飾
‘
縁
レ
袖
也
。
◎

り
つ
ぱ
な
よ
そ
ほ
ひ
。
盛
飾
。
又
、
か
み
か
ざ
り
。

未
だ
痒
冠
し
な
い
男
女
の
耳
の
後
に
垂
れ
下
げ

る
首
飾
゜
〔
説
文
〕
飾
、
一
日
、
橡
飾
゜
〔
説
文
通

訓
定
臀
〕
飾
、
裸
飾
、
盛
飾
也
‘
或
日
、
未
二
冠
罪
―

者
之
首
飾
。
参
あ
ら
は
す
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕

三
九
一

飾
、
著
也
。
R
お
と
ろ
へ
る
。
〔
太
玄
経
‘
玄
衝
〕
飾
、
【
飾
器
】
，
勺
ク
か
ざ
り
の
あ
る
兵
器
。
〔
周
證
、
夏
官
、

衰
也
。
＠
あ
ら
は
れ
。
〔
證
‘
三
年
問
〕
所
和
娑
局
二
掌
固
〕
設
共
飾
器
↓
〔
注
〕
兵
甲
之
陽
。
〔
孫
詮
譲
正
義
〕

謂
下
兵
甲
皆
有
―
―
英
飾
五
既
資
―
―
防
禦
ぢ
又
壮
・
観
瞭
上
也
。

【
飾
偽
】
l
l
t
，
ヨ
ク
偽
つ
て
表
面
を
飾
る
。
偽
を
か
ざ
り
つ

至
痛
飾
一
也
。
〔
注
〕
飾
、
情
之
章
表
也
。

O
く
つ
ば

く
ら
ふ
。
作
偽
。
〔
風
俗
通
、
過
誉
‘
汝
南
戴
幼
起
〕
為
二

み
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
前
有
―
―
檄
飾
之
患
一
〔
繹
文
〕
飾
‘

司
馬
云
‘
排
街
也
‘
謂
レ
加
飾
於
馬
鑓
一
也
。

O
兵
其
飾
＂
偽
、
良
亦
昭
晰
゜
〔
獣
陽
脩
、
再
辟
レ
"
―
―
給
事
中
―

甲
の
た
ぐ
ひ
。
飾
器
（
9
)
を
見
よ
。

0
或
は
餅
(
1
2

剤
子
〕
非
-
1

敢
飾
レ
偽
‘
上
煩
二
聖
聰
↓

|
 4
4
2
1
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飾
、
或
作
レ
筋
°
□
]
か
【
飾
玉
】
12

芍
〇
装
飾
に
用
ひ
る
玉
類
。
〇
水
晶
・
碧

玉
‘
又
は
瑞
瑞
等
の
稽
。
半
賓
王
。

【
飾
巾
】
13

し
厄
ク
頭
を
つ
つ
ん
で
飾
り
と
す
る
一
幅
の

た
め
る
。
又
、
い
ま
し
め
る
。
勧
（
1
2
|
 4
4
0
5
7
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
勧
、
説
文
、
致
レ
堅
也
、
一
日
、
戒
巾
。
冠
晃
に
か
へ
て
用
ひ
る
。
〔
後
漢
書
、
趙
杏
偲
〕
太

也
‘
或
作
レ
飾
。
〔
経
籍
暮
詰
〕
易
‘
坤
、
注
、
裳
下
之
尉
楊
賜
特
辟
、
使
二
飾
レ
巾
出
入
面
請
典
講
議
。
〔
注
〕
以
二

飾
也
‘
秤
文
、
飾
、
或
作
レ
紡
゜
腫
か
ざ
り
。
新
年
幅
巾
―
為
資
飾
禾
＇
レ
加
冠
冤
一

:
【
飾
過
】
14

昇
ク
過
を
飾
る
。
〔
管
子
、
立
政
〕
詔
諫
飾
過

之
説
勝
、
削
巧
倭
者
用
。

に
門
戸
に
取
り
附
け
る
え
ん
ぎ
も
の
。
又
す
へ

【
飾
蓋
】
1
5
5
E
ク
か
ざ
り
ゑ
が
く
。
〔
蜀
志
、
秦
必
傭
〕
登

て
美
観
を
備
へ
る
た
め
に
取
り
つ
け
る
も
の
。

醤

ョ

シ

。

ア

キ

ラ

。

以

五

采

自

飾

藍

哉

。

「

種

。

幅
由
會
意
形
臀
。
人
と
巾
と
を
合
は
せ
、
人
が
布
巾
で
【
飾
車
T
]
1
6
t
ダ
リ
古
昔
、
冠
の
背
に
つ
け
た
装
飾
の
一

拭
ふ
意
を
表
は
し
、
食
が
音
符
。
【
飾
観
】
＂
泊
ク
外
見
を
装
飾
す
る
。
見
か
け
の
證
裁

【
飾
屋
】
1

吟
り
金
圏
で
榜
・
金
具
な
ど
の
細
か
い
細
工
を
飾
る
。
〔
韓
非
子
、
有
度
〕
上
用
レ
目
則
下
飾
レ
観
‘
上

を
す
る
職
業
。
又
‘
其
の
人
。
筋
職
。
用
レ
耳
則
下
飾
レ
臀
。

【
飾
呼
】
2

炉
ヨ
ク
か
ざ
っ
た
さ
か
づ
き
。
坪
は
玉
爵
。
〔
庚
【
飾
玩
】
18

名
ク
か
ざ
り
と
し
て
も
て
あ
そ
ぷ
も
の
。
服

信
、
周
宗
廟
歌
〕
離
禾
飾
罪
、
翠
利
承
樽
飾
品
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
紀
序
〕
飾
玩
少
レ
華
‘
常
為
一
臨
レ

【
飾
賣
]

3

5

ョ
ク
人
を
欺
い
て
債
を
飾
る
。
か
け
ね
を
い
深
履
レ
薄
之
状
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
風
操
〕
除
―
去
飾
玩
一
〔
南

ふ
。
債
を
一
一
に
す
る
。
買
は
償
。
〔
史
記
、
孔
子
世
家
〕
史
、
王
曇
首
傭
〕
手
不
レ
執
広
乎
夫
婦
女
亦
不
レ
得
n

―以

定
公
十
四
年
、
孔
子
年
五
十
六
‘
由
天
司
寇
云
2
-

―
撮
相
為
―
―
飾
玩
一

事
王
云
云
、
三
月
粥
玉
蔽
竺
者
、
弗
レ
飾
レ
賣
。
【
飾
言
】
19

芦
ク
こ
と
ば
を
か
ざ
る
。
又
、
い
つ
は
り
か

【
飾
巧
】
4

9
咋
ク
巧
に
い
つ
は
り
か
ざ
る
。
〔
後
漢
書
‘
ざ
っ
た
こ
と
ば
。
〔
韓
非
子
、
南
面
〕
輩
臣
莫
1

一
敢
飾
言

窯
錯
博
序
〕
士
之
飾
レ
巧
馳
レ
辮
、
以
要
―
―
能
釣
塩
利
者
、
以
惜
＂
主
。
〔
鬼
谷
子
、
描
〕
此
描
レ
情
飾
レ
言
成
二
文
章
一

不
レ
期
而
景
従
矢
。
「
賦
〕
干
戚
利
鹿
之
飾
好
。
而
後
論
レ
之
。
〔
逸
周
書
、
蒟
良
夫
解
〕
飾
言
無
レ
庸
。

【
飾
好
】
5

炉
巧
か
ざ
り
の
う
つ
く
し
さ
。
〔
左
思
、
魏
都
【
飾
口
】
20

芯
ク
言
葉
を
か
ざ
る
。
又
、
其
の
言
葉
。
飾
言

【
飾
行
】
6

5
勺
行
ひ
を
か
ざ
る
。
行
ひ
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
に
同
じ
。
〔
南
史
‘
循
吏
‘
郭
祗
深
博
〕
祗
深
輿
レ
檄
詣
レ

る
や
う
に
見
せ
か
け
る
。
〔
荘
子
、
盗
妬
〕
飽
焦
飾
レ
行
闘
上
ふ
祉
央
其
略
曰
‘
曰
‘
飾
レ
ロ
利
レ
辟
‘
競
相
推
薦
。

非

レ

世

、

抱

レ

木

而

死

。

【

飾

詐

】

21

万
ク
か
ざ
り
い
つ
は
る
。
う
は
べ
を
か
ざ
り

〖
飾
行
債
悪
〗7
“
り
匁
姦
商
が
外
観
を
飾
り
不
正
つ
く
ろ
ふ
。
矯
飾
゜
〔
史
記
、
公
孫
弘
博
〕
戚
飾
詐
欲
―
―

の
品
物
を
賣
る
こ
と
。
〔
周
幡
‘
地
官
‘
脊
師
〕
察
1

一
其
詐
以
釣
元
名
。

偽
飾
行
債
恩
者
盃
皿
誅
罰
之
↓
〔
庄
〕
鄭
司
農
云
‘
債
‘
賣
【
飾
装
】
22

ぢ
ク
か
ざ
り
よ
そ
ほ
ふ
。
又
‘
其
の
よ
そ
ほ

也
‘
恩
‘
悪
也
‘
謂
下
行
且
賣
1

一
姦
偽
悪
物
上
れ
ひ
。
装
飾
゜
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
左
上
〕
昔
秦
伯
嫁
―
―
其
女

【
飾
羊
~
】
8

砕
ク
飾
っ
た
小
羊
゜
〔
周
稽
‘
夏
官
、
羊
人
〕
於
晉
公
子
云

p
4
9
之
飾
装
、
従
―
―
衣
文
之
膝
七
十
人
一

掌
至
＇
牲
ず
凡
祭
祀
、
飾
恙
゜
〔
注
〕
恙
、
小
羊
也
。
至
占
晉
゜
〔
漢
書
、
揚
雄
偲
上
、
軍
装
、
注
〕
師
古
曰
、
為

1

一軍
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(44111··23) — (44122) 

戎

之

飾

袈

也

。

飾

臣

克

11

親
貴
1

以

為

レ

名

。

【

飾

表

】

47．
済
ク
表
面
を
か
ざ
る
こ
と
。
か
ざ
り
あ
ら
は

【
飾
~
血
】
2
3
芍
’
か
ざ
り
よ
そ
ほ
ふ
。
〔
宋
玉
、
登
徒
子
好
【
飾
正
】

3
5
5勺
正
し
い
風
を
つ
く
ろ
ひ
か
ざ
る
。
〔
晉
す
。
〔
水
経
、
濁
潅
水
注
〕
（
鄭
）
城
東
西
七
里
、
南
北
五
里
、

色

賦

〕

橙

美

容

冶

、

不

レ

待

面

ば

竺

書

、

部

誅

博

〕

莫

矢

不

為

匹
-
1

正

於

外

↓

飾

レ

表

以

レ

埠

、

百

歩

―

棲

、

凡

諸

宮

殿

門

畳

隅

雉

、

皆

【
飾
辟
】2
4
,
1

こ
と
ば
を
か
ざ
る
。
又
、
か
ざ
っ
た
こ
【
~
帥
説
】

3
6
5分い
つ
は
り
か
ざ
っ
た
辮
舌
。
〔
戦
國
、
趙
加

1
1観
謝
只
張
華
‘
鶏
鶉
賦
〕
不
函
8レ
賓
以
買
＞
害
令
、
不
二

と
ば
。
文
飾
し
た
こ
と
ば
。
飾
口
（
2
0
)に
同
じ
。
〔
商
子
、
策
〕
虞
卿
聞
レ
之
、
入
見
レ
王
、
王
以
―
―
棲
緩
言
—
告
レ
之
、
飾
レ
表
以
招
る
累
゜
〔
呂
温
、
章
君
碑
〕
不
―
―
飾
表
以
近

t名
、

農
戦
〕
説
者
成
レ
伍
‘
煩
言
飾
酔
‘
而
章
1

一
無
用
↓
〔
論
衡
‘
虞
卿
曰
、
此
飾
説
也
。
〔
史
記
、
平
原
君
博
〕
入
見
レ
王
恒
縦
レ
心
而
中
レ
矩
゜

討
作
〕
非
n―
荀
調
レ
文
飾
レ
辞
‘
為
―
―
奇
偉
之
観
一
也
。
日
、
此
飾
説
也
。
〔
文
心
離
龍
、
諧
隠
〕
論
辞
飾
説
。
【
飾
雉
~
】

4
8
芸
ク
い
つ
は
り
か
ざ
っ
た
辮
舌
゜
〔
戦
國
、
楚

【
飾
室
】
25

乃
か
ざ
り
を
施
し
た
へ
や
。
〔
漢
書
、
外
【
飾
繕
】
3
7
5
乃
ク
か
ざ
り
つ
く
ろ
ふ
。
〔
晉
書
、
劉
曜
載
策
〕
夫
従
人
者
、
飾
辮
虚
辞
、
高
―
―
主
之
節
行
一
言
―
―
其
利
1

戚
下
‘
孝
成
趙
皇
后
博
〕
散
召
入
1

一
飾
室
中
↓
記
〕
射
親
―
―
二
郊
涵
飾
,
,
繕
紳
祠
る
ぎ
秩
山
川
云
靡
レ
不
―
―
周
而
不
J
-
―g
其
害
↓

【
飾
車
】
26
屹
E

ク

か

ざ

り

を

施

し

た

車

。

大

夫

以

上

の

乗

及

↓

【

飾

辮

】

49

芸
ク
辮
舌
を
巧
に
か
ざ
る
。
〔
江
木
鰐
水
、
山

車
を
い
ふ
。
大
車
と
も
い
ふ
。
〔
周
證
、
考
工
記
、
輿
人
〕
【
飾
櫂
一
】
38
が
33

””
2

才
能
を
奨
め
て
抜
擢
す
る
。
〔
晉
書
、
陽
行
状
〕
講
レ
書
不
1

一
抗
贅
飾
辮
↓

棧
車
欲
レ
含
、
飾
車
欲
レ

fio
〔
注
〕
飾
車
、
謂
1

一
革
鞭
輿
1

陶
瑣
博
〕
聖
恩
廣
厚
、
猥
垂
1

一
飾
擢
↓
〔
唐
書
、
王
毛
仲
傭
〕
【
飾
磨
[
】
50

芍
播
磨
國
の
郡
名
。

也
、
大
夫
以
上
革
鞭
輿
。
〔
孫
胎
譲
正
義
〕
飾
車
、
大
夫
毛
仲
始
見
11

飾
擢
涵
巫
持
レ
法
不
涵
竺
櫂
責
↓
【
飾
面
】
51

ダ
弓
か
ほ
を
か
ざ
る
。
〔
論
衡
、
超
奇
〕
飾
レ
面

以
上
之
車
、
有
―
―
重
較
二
較
上
重
耳
反
出
‘
校
l
l

之
常
車
1

【
飾
智
】
39

巧
ク
巧
に
オ
智
を
か
ざ
る
。
オ
智
が
あ
る
や
者
皆
欲
レ
為
レ
好
。

張
大
、
云
1

ー
大
夫
以
上
革
鞭
輿
―
者
、
買
疎
云
、
則
天
子
諸
う
に
み
せ
か
け
る
。
弄
巧
゜
〔
荘
子
、
逹
生
〕
今
汝
飾
レ
智

侯
之
車
、
以
レ
革
鞭
1

一
輿
及
穀
約
一
也
、
但
有
1

一
異
物
之
飾
一
以
驚
レ
愚
、
修
レ
身
以
明
レ
汚
゜
〔
史
記
、
汲
勁
博
〕
上
方
向
―
―

者
、
則
得
↓
1

玉
金
象
之
名
麒
無
名
鼠
者
、
直
似
革
儒
艇
尊
公
孫
弘
‘
云
云
、
鮪
常
毀
レ
儒
‘
面
下
躙
弘
等
徒

r佑
巾
1
皿

為
レ
稽
、
革
路
墨
車
之
等
、
是
也
、
胎
譲
案
、
飾
車
制
度
修
懐
レ
詐
飾
レ
智
、
以
阿
1

一
人
主
ー
取
な
容
。

大
、
故
亦
謂
,
,
之
大
車
ご
詩
王
風
、
大
車
檻
檻
、
毛
偉
云
、
【
飾
動
】
40

杓
ク
か
ざ
つ
て
動
く
。
一
説
に
、
動
作
を
い

大
車
、
大
夫
之
車
、
曹
風
候
人
博
、
又
謂
ー
ー
大
夫
以
上
乗
b

ま
し
め
る
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
飾
動
以
―
―
糧
義
↓
〔
注
〕
所
―
―

軒
、
皆
飾
車
也
。
〔
墨
子
、
貴
義
〕
今
簡
子
之
家
、
飾
車
散
脩
飾
及
攀
動
霊
必
以
1

一
證
義
一
也
。
〔
集
解
〕
王
念
孫
曰
‘

百
乗
。
〔
尚
書
大
億
、
唐
債
〕
然
後
得
レ
乗
―
―
飾
車
絣
馬
↓
飾
‘
讀
為
レ
鯨
言
下
動
作
必
以
三
匹
義
ー
自
釣
上
也
。

〔

注

〕

飾

、

漆

レ

之

。

「

名

。

【

飾

匿

】

41

豆
勺
外
を
か
ざ
つ
て
う
ち
を
か
く
す
。
つ
く

【
飾
邪
】
27

名
ク
よ
こ
し
ま
を
か
ざ
る
。
韓
非
子
の
篇
ろ
ひ
か
く
す
。
〔
後
漢
書
、
陳
忠
博
〕
郡
縣
更
相
飾
匿
‘

【
飾
粧
】
28

辟
か
ざ
り
よ
そ
ふ
。
化
粧
し
飾
る
。
〔
宋
莫
,
,
肯
糾
登
↓

玉
、
登
徒
子
好
色
賦
〕
糧
美
容
冶
、
不
レ
待
1

一

飾

粧

↓

【

飾

籠
t

】42
芍
ク
い
つ
は
り
の
の
し
る
。
〔
璧
鐵
論
、
カ

【
飾
奨
】
29

箱
か
ざ
る
。
〔
慮
謳
、
贈
―
―
劉
鬼
詩
〕
飾
羮
耕
〕
商
則
長
詐
、
工
則
飾
罵
。

鴛
猥
斉
g
駕
駿
珍
↓
〔
注
〕
善
日
、
方
言
曰
、
凡
相
被
飾
亦
【
飾
貌
】
43

～
が
ク
容
貌
を
か
ざ
る
。
〔
糧
、
槃
記
〕
合
レ
情

日

レ

奨

。

飾

レ

貌

者

、

護

築

之

事

也

。

〔

史

記

、

證

書

〕

繁

證

飾

貌

、

【
飾
譲
】
30

祖
う
は
べ
だ
け
へ
り
く
だ
っ
て
ゆ
づ
る
。
無
ら
盆
―
―
於
治
↓
〔
説
苑
、
建
本
〕
儀
状
齊
等
而
飾
貌
者

〔
南
史
、
王
華
博
〕
宋
世
惟
華
興
↓
1

南
陽
劉
湛
云
＇
レ
為
1

一
飾
好
。

譲

↓

【

飾

非

】

“

e

ヨ

ク

わ

る

い

事

を

も

つ

と

も

ら

し

く

か

ざ

【
飾
終
】
31

翁
死
者
の
最
後
を
か
ざ
る
。
〔
隋
書
、
豆
虞
る
。
〔
荘
子
、
盗
妬
〕
強
足
―
―
以
拒
＂
敵
、
辮
足
―
―
以
飾
孟
非
゜

硫
信
〕
庭
顧
名
節
面
よ
國
通
規
面
叩
レ
等
飾
レ
終
、
抑
推
11

〔
史
記
、
殷
紀
〕
智
足
1

一
以
拒
＂
諫
、
言
足
1

一
以
飾
孟
非
。
〔
漢

令

典

↓

書

、

宣

帝

紀

〕

増

レ

辟

飾

レ

非

、

以

成

―

―

其

罪

↓

【
飾
潤
】
32

名
ク
か
ざ
る
。
〔
後
漢
書
、
段
穎
博
〕
信
,
,
叛
【
飾
轡
】
4
5
i
；
飾
っ
た
た
づ
な
。
〔
顔
延
之
、
三
月
三
日

先
之
訴
涵
四
,
,
潤

辞

意

↓

曲

水

詩

序

〕

龍

文

飾

轡

。

【
飾
縄
】
33

”
勺
リ
正
月
の
松
飾
に
用
ひ
る
縄
。
又
、
し
め
【
飾
物
[
】
4
6
5
勺
〇
装
飾
に
用
ひ
る
も
の
。
又
、
飾
り
た

な

は

。

て

た

物

。

●

使

用

せ

ず

飾

つ

て

置

く

物

。

●

祭

穂

の

時

【
飾
臣
】
34

砂

弓

な

ど

に

設

け

る

小

景

。

虚
名
を
飾
る
臣
。
〔
管
子
、
七
臣
七
主

よ
そ
ほ
ひ
か
ざ
る
。
〔
字
彙
補
〕
養
、
装
飾
也
。

【
養
】
血

シ

〔
字
彙
補
〕
子
尉
切
甲
-

●
お
こ
し
。
お
こ
し
こ
め
。
〔
篇
海
類
編
〕
餘
、
枚

也
。
●
食
物
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
餃
、
食
名
。

【
餘
】
血

ジシ

〔
篇
海
類
編
〕
時
吏
切

閣

【
修
】
血

テ
ッ

診
(
1
2
-
4
4
1
0
5
)

に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
修
．
同
レ
診
。

こ
な
も
ち
。
〔
方
言
、
十
三
〕
餌
、
謂
―
―
之
紐
面
或
謂

之
鈴
↓
〔
玉
篇
〕
鈴
‘
餌
也
。

【
飴
】
血

レ
イ
リ
ぶ
｀
，
ウ

〔
集
韻
〕
郎
丁
切

圏

シ
，
ヨ
ク

飾（
1
2
-
4
4
1
1
1
)

に
同
じ

食

部

〔五
I

六
書
＿
〕

飾

飾

鈴

修

餘

養

拙

施

舶

釣

仮

黄

餃

〔
集
韻
〕
虚
文
切
索

万

a
i
4

〔
集
韻
〕
許
闘
切
軍
i-

小
日
□
●
く
さ
い
。
食
物
が
腐
つ
て
臭

令
豪
い
。
〔
説
文
〕
餃
、
食
臭
也
、
炊
レ
食
文

臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
器
〕
餃
‘
謂
1

一
之
録
↓
〔
疏
〕
李
巡
云
‘

霰】
i

口
ケ
イ

日
カ
イ

宿

】

血

、
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
甚
‘
浦
昧

切。

，ィ

＇E-ー
霰】
g

ョ

妖
(
1
2
-
4
4
0
5
0
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
仮
、
卑
＾
レ
妖
同
。

霰
】
[

低
(
1
1
0
1
4
4
0
7
3
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
散
、
興
な
紙
同
。

テ
イ

【

舶

】

叫

奮
事
〕
鎚
飴
科
斗
゜
昔
未
詳

む
し
も
ち
の
類
。
〔
字
彙
補
〕

飴
‘
昔
未
詳
‘
蒸
鉗
類
。
〔
武
林

し
る
か
け
め
し
の
凰
゜
〔
唐
書
、
證
架
志
〕
豆
無

施
食
栂
食
↓

【

施

】

血

イ

〔

字

彙

補

〕

移

爾

切

菌

脩
細
は
、
萎
粉
で
つ
く
っ
た
食
物
。
〔
字
彙
補
〕
錦

脩
錦
、
朽
果
也
。

祠
】
]
い
十
〔
字
彙
補
〕
営

n戸
直u

o
•

三
九
二

12988 
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【
飴
】
[

貧
】
血

食

部

〔
六
驚
〕

姫

飾

価

紐

骸

話

餘

餐

餃

飴

餅

銚

銅

銀

脊

飴

修

国
テ
ン
昌
/

口
テ
ン

〔
集
韻
〕
徒
兼
切
顕
[

〔
集
韻
〕
他
貼
切
硯

本
一
ヰ

t'ien3

〔
韻
會
〕
他
念
切
闘 脚底

□
あ
め
。
〔
方
言
、
十
三
〕
飴
、
謂
之
骸
占
〗
●
お

く
び
。
食
の
氣
が
通
ず
る
。
欽
(
6
|
1
6
0
6
1
)

に
同

じ
。
〔
廣
韻
〕
骸
、
通
苓
戸
墨
也
、
欧
、
上
同
。

O
飯

が
腐
つ
て
く
さ
い
。
褐
(
1
2
-
4
4
2
7
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
褐
、
食
鎧
謂
二
之
饒
ぶ
戌
炊
レ
亥
゜

□
カ
イ

口
ァ
イ

〔
集
韻
〕
村
開
切

〔
集
韻
〕
乙
界
切

冨
i】
〗ジ
ン

任

(
1
2
-
4
4
0
4
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
妊
、
或
作
レ
紐
゜

煮
や
き
し
た
食
物
。
〔
玉
篇
〕
価
、
熟
食
。

【
飾
】
[
ダ
ヴ
ノ
ヴ

〔
玉
篇
〕
奴
倒
切
餌
i

冨
】
叫

ハヴ

飽（
1
2
ー

4
4
1
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飽
、
或
炊
レ
缶
゜

露
】
〗シ
鱚（
1
2
-
4
4
3
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鱚
、
或
作
レ
姫
。

似
・
縁
皆
械
臭
也
。
〔
六
書
故
〕
餃
、
食
敗
氣
炉
レ

人
也
。

O
或
は
饉
(
1
2
|
 4
4
4
4
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
餃
‘
或
作
レ
饉
。
参
饒
(
1
2
ー

4
4
2
7
8
)

に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
餃
、
同
レ
褐
゜
R
姻
(
9
ー

3
0
1
3
6
)

に
同

じ
。
〔
廣
韻
〕
餃
、
食
臭
‘
姻
、
上
同
。

●
あ
め
。
〔
集
韻
〕
餃
、
飴
也
。

O
餃
餌
は
‘
屑
米

宮
の
粉
を
飴
に
和
し
て
つ
く
っ
た
も
ち
。
〔
正

字
通
〕
餃
、
今
俗
餃
餌
、
屑
米
麺
和
レ
飴
為
レ
之
‘
乾

混
大
小
不
二
、
水
餃
餌
、
郎
段
成
式
食
品
、
湯
中

牢
丸
、
或
謂
ii

之
粉
角
丁
北
人
讀
レ
角
如
レ
矯
、
因

呼
二
餃
餌
ぶ
瞬
為
1

一
餃
兒
一
餃
非
二
飴
陽
↓
教
非
二
餃

音↓

【
餃
子
】
1

c
h
i
a
o
3
 
t
z
u

生
肉
を
た
た
い
て
胄
味
を
入

れ
、
饂
飩
粉
の
皮
で
包
ん
で
湯
で
霙
‘
又
は
蒸
し
た
食

品
。
蒸
し
た
肉
餞
頭
。
角
子
。
ぎ
や
う
ざ
゜

【
餃
餌
】
2

匁
蒸
し
た
肉
餞
頭
。
〔
事
物
異
名
録
、
飲
食
、

砒
飩
〕
正
字
通
、
銚
飩
、
即
餃
餌
、
別
名
二
屑
米
云
ゎ
為
レ

末
、
空
中
裏
レ
餡
、
類
二
弾
丸
ご
形
大
小
不
に
‘
籠
蒸
咲
レ

之。

或
●
も
ち
。
米
黍
の

勲

い

館

い

訊

饉

粉

を

蒸

し

て

つ

い

た
絣
゜
〔
説
文
〕
脊
‘
稲
餅
也
‘
炊
レ
食
次
臀
。
〔
段
注
〕

今
江
蘇
之
脊
飯
也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
蘇
俗
謂
二

之
香
閣
↓
〔
秤
名
、
秤
飲
食
〕
脊
、
漬
也
、
丞
竺
燥
屑
一

使
相
潤
漬
面
5

レ
之
也
。
〔
玉
篇
〕
脊
、
脊
饂
也
。

〔
周
幡
、
天
官
、
邊
人
〕
羞
蕩
之
賓
、
模
餌
粉
脊
。

【脊】血
ジシ

〔
集
韻
〕
オ
資
切
甲
[

‘、古

t
z
'
i
1
2

う
ゑ
る
。
〔
集
韻
〕
銀
、
飲
也
。

ゴ
ン

【餃】叫

ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
居
炊
切
一
戚
一

ヶ

ヴ

り

一

名

c
h
i
a
o
3

霰
】
叫

く
ひ
も
の
。
〔
玉
篇
〕
銅
、
食
也
。

【餐】[
サ
ン

餐（
1
2
-
4
4
1
6
0
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
餐
、
餐
俗
字
。

〔
集
韻
〕
五
恨
切
醐
〗

【
銅
】
]
バ
9

ウ

〔
虞
〕
徒
紅
切
園

●
食
を
嗜
む
。
〔
玉
篇
〕
餘
‘
嗜
蒼
也
。

O
雙
121[糾
回
」
441

-
4
4
2
0
7
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
館
、
同
レ
餃
。

こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
眺
、
餌
也
。

ェ
ヴ

〔
集
韻
〕
餘
招
切
繭
〗

貧
】
[
ジシ

玉
篇
〕
鋤
吏
切

oo

【
餅
】
[

鉗
(
1
2
|
 4
4
2
2
0
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
餅
‘
俗
紺
字
。

ヘ
イ

El．
審
飯
を
食
ふ
。
又
、
其
の
ふ
る
ま
ひ
゜
〔
韻

會
〕
話
、
相
謁
食
レ
姿
也
。
●
さ
ぐ
り
と
る
。
か
ぎ

に
か
け
て
と
る
。
〔
韻
會
〕
鈷
‘
句
取
也
。
轡
あ
ま

い
。
う
ま
い
。
甜
(
7
-
2
1
6
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

甜
詞
文
、
美
也
‘
或
長
食
。
口
ロ
と
る
。
さ
ぐ
り

と
る
。
つ
り
だ
す
。
〔
集
韻
〕
飴
、
取
也
。
〔
孟
子
‘
盆

心
下
〕
是
以
畠
品
炉
之
也
。
〔
注
〕
話
、
取
也
。

も
ち
。
こ
な
も
ち
。
或
は
鋏
（
1
2
-
4
4
1
8
4
)

・仰

(
1
2
 |
 4
4
0
9
5
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
飴
、
餌
也
。
〔
集

韻
〕
飴
、
餅
也
、
或
作
1

一
鋏
・
岬
↓

【
飴
】
[

ヵ＇フ
ヶ，
7

〔
集
韻
〕
詑
治
切
臨

三
九
三

日
あ
く
。
或
は
餘
(
1
2
-
4
4
2
2
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
修
、
餌
妖
也
、
或
ハ
レ
含
。
国
あ
く
。
〔
集
韻
〕

修
、
屡
也
。

露
】
[

曰
盃
〔
集
韻
〕
始
野
切
圏

呂

〔

集

韻

〕

女

下

切

國

【
餡
】
〗
タ
イ
い
臼
旦
い
）
に
同
じ
。
〔
王

〔
注
〕
鄭
司
農
広
‘
脊
謂
二
乾
餌
ぶ
炉
之
也
‘
玄
謂
‘

此
一
物
皆
粉
栢
米
黍
米
所
レ
為
也
、
合
蒸
曰
レ

餌
餌
乞
日
レ
香
‘
云
云
‘
餌
言
レ
棋
‘
資
―
―
-F
粉
‘
互

相
足
。
〔
疏
〕
併
レ
之
日
レ
脊
‘
未
1

一
正
乾
一
之
言
‘
故
後

鄭
不
レ
従
‘
玄
謂
‘
此
二
物
皆
粉
―
―
栢
米
黍
米
正
り

為
者
、
撮
―
凸
品
時
目
瞼
―
而
知
。
〔
孫
話
譲
正
義
〕

依
許
書
訓
米
粉
所
レ
為
曰
レ
餌
‘
唆
屑
所
レ
為

日
レ
餅
、
不
レ
屑
之
米
所
溢
局
日
レ
香
、
撮
―
―
後
鄭
説
一

則
餌
用
二
乾
粉
入

g
蒸
之
「
脊
則
水
洩
為
レ
餅
、

不
―
―
乾
蒸
―
二
者
同
用
レ
粉
、
不
レ
用
レ
米
、
惟
以
二
蒸

不
蒸
盃
〖
レ
異
、
卑
ハ
―
―
許
説
不
レ
同
。
●
或
は
餡

(
1
2

|
 4
4
2
6
7
)
・

梧
(
8
-
2
7
0
4
9
)
・

莱
(
8ー
2
6
9
3
2
)
•

餓
(
1
2
-
4
4
4
4
8
)
•

秋
(
8
-
2
6
8
7
4
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
脊
、
饒
‘
脊
或
炊
レ
齊
‘
莱
‘
脊
或
炊
レ
米
。
〔
集

韻
〕
脊
‘
或
作
二
餡
．
棺
・
莱
．
餓
芦
正
字
通
〕
脊
、
説

文
或
作
レ
枚
。

【
香
模
】
1

が
稲
米
の
粉
を
蒸
し
て
つ
い
た
餅
。
む
し

も
ち
。
ひ
き
も
ち
。
〔
周
證
、
天
官
、
蕩
人
、
羞
邊
之
賓
模

餌
粉
脊
、
注
〕
玄
謂
‘
此
二
物
皆
粉
―
―
栢
米
黍
米
面
ハ
レ
為

也
‘
合
蒸
曰
レ
餌
、
餌
レ
之
日
レ
脊
‘
云
云
‘
餌
言
レ
模
、
香

言
レ
粉
‘
互
相
足
。

[
呑
筒
】
2

か
ち
ま
き
。
粽
゜
〔
陸
消
、
初
夏
詩
〕
白
白
脊

筒
美
。
〔
注
〕
蜀
人
名
レ
粽
為
―
―
資
筒
↓

12989 
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〔

集

韻

〕

式

亮

切

鉤

運

↓
【
鉤
捐
]
3
h
s
 iang" 
c
h
u
a
n
―
軍
用
税
。

【
鉤
億
】
4

託
ゥ
お
く
り
給
す
る
品
。
餓
送
供
給
の
品
。

〔
集
韻
〕
始
雨
切

〔
唐
書
、
諸
帝
公
主
‘
粛
宗
七
女
、
和
政
公
主
博
〕
代
宗

T
＿
尤

以
1

一
主
貧
盃
野
諸
節
度
―
鮪
億
、
主
l

不
レ
取
。
〔
唐
書
、

〔
集
韻
〕
F
羊
切

小

□

N
-お
く
る
。
④
か
れ
い
ひ
す
る
。
装
度
博
〕
宰
相
逢
吉
涯
建
言
‘
鉤
億
煩
匿
‘
宜
レ
休
レ
師
。

資
ご
最
旅
人
又
は
田
に
働
く
者
に
食
物
を
お
【
鉤
項
】
5

h
s
i
a
n
g
"
 
h
s
i
a
n
g
'

歳
入
。
経
費
。
軍
費
。

【
鉤
植
】
6

5

芍
か
れ
い
ひ
を
入
れ
た
か
め
。
又
は
た
る

の
類
。
〔
高
啓
、
江
村
築
詩
〕
一
犬
行
随
―
―
鉤
楢
盃
群
蛾
飛

く
る
。
〔
説
文
〕
鉤
、
餓
也
、
炊
レ
食
向
瞥
。
〔
段
注
〕

繰
繰
車
↓

績
、
各
本
作
籟
、
今
依
面
會
本
↓
〔
玉
篇
〕
鉤
、

績
也
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
下
〕
有
―
―
童
子
一
以
1
1

黍
【
鉤
乾
】
1

玲
軍
費
。
〔
清
會
典
、
戸
部
〕
凡
歳
出
之
款

肉
鉤
゜
＠
人
に
物
を
お
く
る
。
脱
(
1
0ー

3
6
7
1
3
)

＋
有
五
、
云
云
、
七
日
、
鉤
乾
之
款
。

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
鉤
‘
卑
¢
脱
通
、
魏
志
文
―
帝
紀
【
鉤
饒
】
8

和
‘
ゥ
外
に
あ
る
者
に
食
物
を
送
る
こ
と
。

又
‘
其
の
食
物
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
下
〕
上
曰
、
公
知
1

一其

l

一
未
レ
知
其
一
―
一
夫
翌
壽
帷
帷
之
中
ご
決
勝
千
里
之

注
、
以
1
1

所
レ
著
典
論
及
詩
賦
』
,

,

1

孫
櫂
芯
3
お
く

外
玉
E

不
ふ
印
1

一
子
房
ご
翌
國
家
こ
空
百
姓
玉
給
―
―
鉤
饒
一

る
。
〔
廣
雅
、
精
詰
三
〕
鉤
、
遺
也
。
●
か
れ
い
ひ
゜

旅
人
又
は
田
野
な
ど
で
働
く
人
が
携
へ
る
食
不
レ
絶
糧
漠
吾
不
レ
如
齋
何
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
填
‘
興
レ

物
。
べ
ん
た
う
。
〔
韻
會
〕
鉤
、
自
レ
家
之
レ
野
日
レ
鎮
同
、
鎮
、
安
也
‘
饒
亦
鑽
字
。

鉤
゜
〔
書
、
仲
迪
之
詰
〕
乃
葛
伯
仇
輌
゜
〔
傭
〕
葛
伯
【
鉤
韻
】
，
万
兵
糧
゜
饒
霞
゜
嬢
観
。
糧
績
。
鉤
鏡
。

【
鉤
給
】
10

拷
兵
糧
を
お
く
り
興
へ
る
。
〔
後
漢
書
、
莱

茂
博
〕
毎
所
1

一
鉤
給
五
計
レ
ロ
取
レ
足
而
已
゜

遊
行
、
見
』
農
民
之
鉤
,
1

於
田
玉
ぶ
殺
―
―
其
人
玉
奪
―
―

【
鉤
銀
】
11

焚
ゥ
俸
給
又
は
税
金
類
を
い
ふ
。
〔
清
會
典
、

其
鉤
正
故
謂
二
之
仇
＞
鮪
。
●
め
し
。
〔
廣
雅
、
繹
詰

二
〕
鉤
、
食
也
。

0
か
て
。
兵
糧
。
轄
じ
て
、
税
金
・
軍
戸
部
〕
兵
鉤
月
給
以
レ
銀
、
夏
冬
給
以
レ
米
。
〔
注
〕
巡
捕

用
金
。
〔
正
字
通
〕
今
俗
、
軍
糧
日
レ
鉤
。
参
食
事
を
営
兵
鉤
銀
、
按
レ
月
支
放
。
〔
清
會
典
事
例
、
兵
部
、
郵
政
〕

す
る
位
の
短
い
時
間
。
〔
韓
愈
、
酔
贈
―
―
張
秘
書
一
如
但
解
州
縣
云
＇
n-

豫
先
知
會
前
途
石
i

―
厖
潜
1

一行小

路
二
小
レ
請
↓
―
撥
護
1

者
、
即
鉤
銀
未
缶
至
J

被
レ
失
‘
亦
牌

起
ー
ー
解
州
縣
官
面
が
遺
禰
行
文
例
益
罪
俸
一
年
。

詩
〕
雖
褥
こ
鉤
雙
有
レ
如
棗
飛
蚊
↓
〇
或
は

銅
(
1
2ー

4
4
2
2
6
)
・梢
(
8
|
2
怠
3
4
)
・鑢
(
1
2
-
4
4

【
鉤
源
】
12
h
s
i
a
n
g
"
 
yiian2

財
源
。

4
8
0
)・攘(
5ー
1
2
9
8
9
)
•
饂
(
1
2
-
4
4
3
4
9
)
に
作
【
鉤
差
】
13

h
s
i
a
品
ch'ai
―
地
方
か
ら
租
税
を
中
央
政

る
。
〔
集
韻
〕
鉤
‘
或
作
二
錮
・
棺
・
鰻
・
攘
・
錫
芦
〗
国
府
に
輪
送
す
る
こ
と
を
掌
る
役
。

か
て
を
お
く
る
。
餞
(
1
2ー

4
4
4
8
0
)
に
同
じ
。
〔
集
【
鉤
酬
】
14

ク
な
金
錢
酒
食
な
ど
を
返
謄
に
贈
る
。
〔
唐

書
、
韓
滉
博
〕
輿
―
―
少
造
會
、
以
,
,
金
緯
相
鉤
酬
゜

【
鉤
需
】
15

h
s
i
a
n
g
"
 
hsii'

経
費
。
兵
糧
と
給
糧
。
軍
需

韻
〕
餞
、
結
也
、
或
作
レ
鉤
゜
〔
漢
書
、
巌
助
傭
〕
老
弱

轄
鮪
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鮪
‘
亦
饒
字
。
品
。

【
鉤
遺
】
1

し
；
食
物
を
贈
る
。
鑽
贈
。
鑽
遣
。
〔
呉
志
、
【
鉤
梢
】
16

ダ
岱
誅
米
。
兵
根
゜
〔
清
會
典
事
例
、
戸
部
、

太
史
慈
博
〕
孔
融
聞
而
奇
レ
之
、
散
遣
レ
人
訊
―
―
問
其
母
一
縫
税
〕
藉
―
―
資
絢
精
↓

井
致
細
應
〔
南
齊
書
‘
倖
臣
‘
呂
文
顧
傭
〕
為
1

含
人
一
【
鉤
鞘
】
17

税
ゥ
地
方
か
ら
中
央
政
府
に
送
り
来
る
馬

拉
見
―
―
親
倖
面
方
鉤
遺
、
歳
各
散
百
萬
。
蹄
銀
を
入
れ
る
木
箱
。
即
ち
地
方
か
ら
上
納
の
租
税

【
鉤
運
】
2

玲
ゥ
糧
食
の
運
送
。
饒
運
。
〔
宋
史
、
辞
奎
博
〕
を
い
ふ
。
〔
清
會
典
事
例
、
兵
部
、
郵
政
〕
議
准
、
嗣
後
凡

遷
丘
淮
石
即
置
登
運
使
云
竺
漕
河
云
竺
三
環
以
便
,
,

解
送
鉤
鞘
、
如
係
ム
竺
由
大
道
こ
翌
會
地
方
官
弁
一
護

【
鉤
】
~

国
シ
ギ
｀
，
ウ

巳
シ
，
ャ
ゥ

□
｀
ン
，
ヤ
，
ウ

題引圏國

~ 

食

部

〔
六
賓
〕

鉤

蛭

飴

鮮

養

●
も
ち
。
〔
字
彙
〕
鮮
‘
鮮
餌
。
●
総
(
1
2
ー

4
4
3
0

4
)
の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鮮
、
総
俗
字
。

【
鮮
】
]
ャ
ヴ

〔
字
彙
〕
余
亮
切
譴
g

く
く
む
。
幼
兒
に
乳
を
飲
ま
せ
る
。
〔
廣
韻
〕
飴
‘

呉
人
呼
レ
哺
レ
兒
也
。

画
圏
字
形
、
集
韻
は
鮨
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飴
‘
呉
人
謂
レ

哺
レ
子
日
レ
館
。
〔
校
正
〕
案
、
類
篇
同
‘
廣
韻
、
鮨
作
レ
飴
‘

誤。 【餡】叩

ノ
〔
廣
韻
〕
膜
敢
切
國
i

ン
.‘
 マ
ン

●
い
ね
を
刈
る
人
。
〔
集
韻
〕
蛭
、
一
曰
、
刈
レ
禾

人
。
●
池
名
。
姪

(11ー
4
0

371)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

蛭
、
蛭
人
、
地
名
。
〔
正
字
通
〕
蛭
、
興
迄
紅
同
、
地

名
。
〔
史
記
、
秦
紀
〕
百
里
侯
譲
日
、
臣
常
遊
、
困
―
―

於
爽
而
乞
1
1

食
姪
人
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
、

蛭
、
一
作
レ
姪
、
正
義
日
、
姪
、
地
名
、
在
油
叩
縣
↓

宿

】

叫

丑

[

〔

集

韻

涵

g
圏

送
栃
致
-
1

劫
失
1

者
、
俯
照
ー
一
定
例
1

虞
分
。

【
鮪
畳
】
18

店
ヴ
食
卓
。
食
事
用
の
机
。

【
鉤
道
】
19

裟
ゥ
糧
食
を
運
ぶ
道
。
鰻
道
。
糧
道
。
〔
史

記
、
灌
嬰
博
〕
受
レ
詔
別
撃
1

一
楚
軍
後
砿
絶
-
1

其
鉤
道
↓

【
鉤
萎
】
20

芍
糧
食
と
し
て
の
褒
゜
〔
南
史
、
庚
易
博
〕

薦
一
之
鉤
褒
百
閉
易
謂
1

一
使
人
一
日
、
云
云
‘
辞
不
レ
受
。

【
鮪
賓
】
21

h
s
i
a
n
g
3
 
pin'

客
を
饗
應
す
る
。

【
鉤
米
】
22

咲
ゥ
禄
米
。
糧
食
米
。
〔
清
會
典
、
八
旗
都

統
〕
鉤
米
序
以
レ
月
。

【
廉
レ
銅
】
23

疑
ゥ
ヲ
軍
費
を
む
だ
に
使
ふ
。
〔
桃
花
扇
、
謙

牌
〕
欺
レ
君
廉
レ
鉤
、
本
賞
蛋
．
法
従
＂
事
。

小
古
=
]
．
二
や
し
な
ふ
°
④
食
物
を

養
豪
粋
文
供
へ
て
や
し
な
ふ
。
〔
説
文
〕

養
、
供
養
也
、
ハ
レ
食
羊
臀
。
＠
そ
だ
て
る
。
成
長

さ
せ
る
。
〔
玉
篇
〕
養
、
育
也
、
長
也
。
〔
集
韻
〕
養
、

一
日
、
育
也
。
〔
易
、
願
〕
観
レ
願
観
二
其
所
＞
養
也
。

〔
大
學
〕
未
レ
有
學
レ
養
レ
子
而
后
嫁
者
一
也
。
〔
孟

子
、
告
子
上
〕
養
其
械
棘
↓
◎
餘
ゑ
ざ
ら
し
め

る
。
健
か
な
ら
し
め
る
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
我

善
養
吾
浩
然
之
氣
↓
＠
は
ぐ
く
む
。
乳
を
の
ま

せ
る
。
〔
荀
子
、
證
論
〕
父
能
生
レ
之
、
不
レ
能
レ
養
レ

之
。
〔
注
〕
養
、
謂
血
守
乳
之
1

也
。
⑮
か
ふ
。
飼
畜

す
る
。
〔
玉
篇
〕
養
、
畜
也
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
霰

山
有
レ
獣
焉
、
名
日1

1拙
拙
涵
〖
レ
之
可
―
―
以
已
＞
憂
゜

〔
注
〕
謂
去
竺
養
之
一
也
。

8
生
を
と
げ
さ
せ
る
。

な
が
ら
へ
さ
せ
る
。
養
生
(
9
8
)
を
見
よ
。
R
に
ぎ

は
す
。
給
賑
す
る
。
衣
食
を
十
分
に
す
る
。
〔
荀

子
、
天
論
〕
養
略
而
動
竿
。
〔
注
〕
養
略
、
謂
レ
使
11

人

衣
食
不
＞
足
也
。
〶
を
し
へ
る
。
〔
證
、
文
王
世
子
〕

立
―
―
太
博
少
博
i

以
養
レ
之
。
〔
注
〕
養
、
猶
レ
教
也
、

言
レ
養
者
、
積
浸
成
11

長
之
↓
⑨
を
さ
め
る
。
よ
く

す
る
。
〔
周
證
、
天
官
、
疾
瞥
〕
以
―
―
五
味
五
穀
五

槃
涵
竺
其
病
↓
〔
注
〕
養
、
猶
レ
治
也
。
〔
孟
子
、
盛

心
下
〕
養
レ
心
莫
レ
善
1
1

於
寡
欲
↓
〔
注
〕
養
、
治
也
。

R
な
つ
け
る
。
懐
柔
す
る
。
〔
魏
書
、
頸
深
博
〕

蔭
贅
奸
徒
↓
●
や
し
な
ひ
。
や
し
な
ふ
こ
と
。
や

し
な
ふ
も
の
。
や
し
な
ふ
力
。
〔
孟
子
、
告
子
上
〕
雨

露
之
養
。
〔
晏
氏
春
秋
‘
諫
上
〕
夫
鳥
獣
固
人
之
養

也
。
●
ま
か
な
ふ
。
人
の
た
め
に
食
を
造
る
。
〔
史

記
、
儒
林
‘
伏
生
傭
〕
兒
寛
貧
無
-
1

資
用
涵
E

為
二
弟

子
都
養
。
〔
注
〕
索
隠
曰
、
謂
下
兒
寛
家
貧
、
為
二
弟

【養】叫

□
ャ
ヴ

巳
ャ
，
ウ

〔
集
韻
〕
以
雨
切
翠
i-

＞
 

一
尤

y
a
n
g
"

〔
集
韻
〕

t
亮
切
虚
幽

ヽ
一
尤

y
a
n
g
•

三
九
四

12990 



(44144・・ 1)― (44144・・33) 

食

部

〔
六
書
〕

養

子
五
炉
食
也
。
〔
後
漢
書
、
劉
玄
偶
‘
寵
下
養
、
注
〕

公
羊
傭
曰
、
炊
亨
為
レ
養
。
働
ま
か
な
ひ
か
た
。
炊

事
係
。
〔
公
羊
、
宣
、
十
二
〕
廊
役
逗
養
。
〔
注
〕
炊
亨

者
日
レ
養
。

0
ま
も
る
。
〔
玉
篇
〕
養
、
守
也
。

O
と

る
。
〔
詩
、
周
頌
、
酌
〕
逢
養
ー
一
時
晦
↓
〔
博
〕
養
、
取
。

0
た
の
し
む
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
一
〕
養
、
栗
也
。

O
か

ざ
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
―
-
〕
養
、
飾
也
。

O
か
く
す
。

〔
大
戴
幡
、
曾
子
事
父
母
〕
兄
之
行
、
若
不
レ
中
レ
道

則
養
レ
之
。
〔
注
〕
養
、
猶
レ
隠
レ
之
。

O
憂
ふ
。
養

養
(
1
6
7
)

を
見
よ
。

O
し
も
べ
。
め
し
つ
か
ひ
゜

卒
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
一
〕
養
、
使
也
。
〔
史
記
、
秦
始

皇
紀
〕
雖
監
門
之
養
禾
＇
レ
穀
於
此
↓
〔
注
〕
索

隠
日
、
養
、
即
卒
也
。
〔
漢
書
、
陳
餘
博
〕
有
二
廂
養

卒
↓
〔
注
〕
蘇
林
曰
‘
養
、
養
レ
人
者
也
。
轡
風
や
雨
。

〔
荀
子
、
天
論
〕
萬
物
各
得
二
其
和
ー
以
生
、
各
得
二

其
養
一
以
成
。
〔
注
〕
養
、
謂
二
風
雨
↓
〇
子
を
生

む
。
〔
韓
詩
外
博
、
十
〕
玉
李
遂
立
而
養
,
,
文
王
↓

〔
通
俗
編
、
婦
女
、
養
〕
董
斯
張
、
吹
景
録
、
生
レ
子

日
養
。
◎
う
ば
。
〔
大
戴
幡
、
保
博
、
注
〕
養
、
謂
ニ

乳
母
一
也
。

0
か
ゆ
い
。
壕
(

7

|
2
2
6
0
2
)

に
同
じ
。

〔
荀
子
、
正
名
〕
疾
養
准
熱
、
滑
跛
軽
重
、
以
―
―
形

證
賣
。
〔
注
〕
養
、
輿
穣
同
。
鬱
長
い
。
養
夜
(
1
6

6
)

を
見
よ
。
＠
古
、
技
(

6

|
1
3
1
7
6
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
養
‘
技
‘
古
文
養
。
鬱
ー
百
六
韻
の
一
。
上
臀

第
二
十
一
『

O
古
の
池
名
。
故
城
は
今
、
河
南
省

沈
丘
縣
の
東
。
〔
左
氏
、
昭
、
三
十
〕
楚
使
逆
二
呉
公

子
ー
使
レ
居
レ
養
。
R
姓
。
〔
正
字
通
〕
養
、
姓
、
楚
厩

手
養
由
基
、
孝
子
博
、
養
奮
。
口
〇
や
し
な
ふ
。

や
し
な
ひ
゜
卑
し
い
身
分
の
も
の
が
物
を
供
へ

て
高
い
地
位
の
も
の
を
や
し
な
ふ
。
又
、
其
の
こ

と
。
〔
玉
篇
〕
養
‘
供
養
也
。
〔
集
韻
〕
養
、
供
也
、
或

作
レ
技
。
〔
韻
會
〕
養
、
供
也
、
下
奉
レ
上
曰
レ
養
。
〔
論

語
、
為
政
〕
今
之
孝
者
、
是
謂
,
,
能
養
云
ぎ
於
犬

三
九
五

愚
皆
能
有
涵
゜
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
不
レ
凹
父
母
有
花
甲
賃
自
匝
歳
至
一
十
菜
有
歩
甲
賃
謂
之
こ
と
。
錬
氣
。
〔
五
代
史
、
前
蜀
世
家
‘
宗
壽
〕
為
な
人
悟
退
‘

之
養
二
荀
子
、
幡
論
〕
龍
旗
九
杵
、
所
1

一
以
養
＞
信
養
育
兵
砿
廷
特
授
,
,
養

育

費

一

喜

這

家

之

術

更

云

云

、

以

錬

丹

養

氣

自

娯

‘

術

為

,

,

也
。
〔
注
〕
養
、
猶
涵
也
。

O
食
ひ
盪
さ
な
い
。
養
【
養
疏
】
8

店
や
し
な
ひ
そ
だ
て
る
。
疏
は
育
。
養
育
。
淫
吼
掲
宗
壽
常
翌
諫
之
↓
〇
浩
然
の
氣
を
や
し
な
ふ
。

〔
梅
亮
臣
、
鴨
雛
詩
〕
有
n

一
志
在
1

一
養
疏
一
勿
レ
論
二
報
徳
限
。
養
性
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
我
知
レ
言
‘
我
善
養
―
―
吾
浩
然

〇
震
鋭
】
，
苔
鋭
氣
を
や
し
な
ふ
。
〔
晉
書
‘
慕
容
徳
載
之
氣
↓
〔
集
注
〕
養
レ
氣
、
則
有
"
'
以
配
土
大
道
義
盃
数
空

羞
(
7
5
)

を
見
よ
。

O
利
益
。
〔
管
子
、
國
蓄
〕
故
塞

民
之
養
。
〔
注
〕
養
、
利
也
。
R
或
は
渫
(

7

|
1
8
1

記
〕
青
齊
沃
壌
‘
琥
旦
束
衷
云
云
‘
既
振
レ
之
‘
後
閉
レ
順
天
下
之
事
面
レ
所
レ
濯
゜
〔
列
子
、
黄
帝
〕
芸
笠
其
性
涵
竺

8
4
)
・
 
潰
(
7
-
1
8
5
7
3
)

に
作
る
。
〔
漢
書
、
地
理
志
‘
養
＞
銃
‘
伺
レ
隙
而
動
‘
此
亦
二
漢
之
有
問
中
・
河
酎
也
。
其
氣
ぶ
？
其
徳
百
盆
呼
乎
物
之
所
孟
逗
。
〔
新
語
、
懐
慮
〕

下
、
瀧
西
郡
、
縣
十
一
、
氏
道
、
注
〕
師
古
日
、
馬
貢
【
養
恩
】
10

岱
恩
を
や
し
な
ふ
。
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
故
芳
紬
八
極
者
、
則
憂
不
レ
存
,
,
於
家
玉
養
レ
氣
治
レ
性
、
思

臣
前
言
堪
不
レ
可
レ
誅
‘
傷
1

一
為
レ
国
養
品
忠
也
。
〔
唐
書
、
通
―
―
精
紳
↓
働
y
a
n
g
'
c
h
'
i
'

酸
素
。

張
九
齢
博
〕
自
レ
是
朝
廷
士
大
夫
、
持
レ
禄
養
レ
恩
芙
。
【
養
者
】
2
3
5
ゥ
と
し
よ
り
を
い
た
は
り
や
し
な
ふ
。
養

養
水
所
レ
出
、
養
字
、
本
作
レ
渫
‘
或
作
レ
潰
。

【
養
可
】
11

匂
清
、
圧
志
曾
(
6
|
1
7
1
5
4
 :
 2
4
5
)

の
字
。
老
。
〔
先
賢
行
状
〕
陳
登
年
二
十
五
、
皐
一
孝
廉
ぶ
竺
束

儡
ャ
ス
。
ス
ケ
。
キ
ヨ
。

圏

甲

養

(
1
2
-
4
4
1
4
5
)

は
別
字
。
〔
字
彙
、
醒
語
〕
養
、
養
【
養
家
】
12

y
a
n
g
'
c
h
i
a
'
0
家
族
を
養
つ
て
一
家
を
支
陽
長
↓
養
レ
者
育
レ
孤
‘
視
レ
民
如
レ
傷
。

育

。

養

‘

昔

脊

、

祭

名

。

へ

る

。

O
匁
養
子
に
行
っ
た
家
。
養
子
先
。
「
じ
。
【
養
葵
】
2
4
i
ゥ
明
‘
趙
獣
可
(
1
0
|
 3
7
1
7
1
 :
 5
0
7
)

の
字
。

【
養
病
】1
窃
や
ま
ひ
を
や
し
な
ふ
。
長
わ
づ
ら
ひ
の
〖
養
家
兒
〗
1
3
y
a
n
g
3
 
c
h
i
a
 
I
 

e
r
h

養
人
兒
(
1
9
6
)

に
同
【
養
器
】
2
5
5
ゥ
〇
人
物
を
養
成
す
る
。
〔
呉
志
、
孫
休
傭
〕

療
治
を
す
る
。
病
氣
の
手
常
を
す
る
。
養
は
治
。
養
病
。
〖
答
釜
｛
琢
一
様
道
路
各
別
〗

1
4
y
a
n
g
'
c
h
i
a
'
i
 
I
 

y
a
n
g
'

詔
日
、
古
者
建
レ
國
、
教
學
為
レ
先
、
所
―
―
以
道
レ
世
治
＞
性
、

〔
魏
書
、
装
術
傭
〕
養1一
病
中
岳
涵5
二
石
嵩
嶺
→
〔
宋
書
、
t
a
o
•Ju• 

k
o
'
p
i
e
h
2

家
族
を
や
し
な
ふ
こ
と
は
為
レ
時
養
レ
器
也
。

O
我
が
身
を
奉
養
す
る
に
入
用
の
器

謝
荘
傭
〕
少
得
レ
養
レ
病
、
此
便
是
志
‘
願
永
畢
。
誰
も
同
じ
だ
が
其
の
方
法
、
即
ち
職
業
は
人
に
よ
っ
て
物
。
飲
食
の
器
具
。
〔
證
‘
曲
證
下
〕
凡
家
造
‘
祭
器
為
レ

【
養
由
】
2

店

養

由

基
(
1
8
7
)

を

見

よ

。

〔

張

華

、

動

志

異

る

。

先

、

犠

賦

為

レ

次

、

養

器

為

レ

後

。

詩

〕

養

山

矯

レ

矢

、

獣

琥

一

子

林

↓

【

養

文

】

15

咋
老
人
を
や
し
な
ふ
。
養
老
。
〔
蘇
類
、
雙
【
養
求
】
26

閤
慾
望
を
養
ひ
長
じ
て
欲
求
す
る
。
一
説

〖
養
由
琥
援
〗3
謗
焚
蒙
求
の
標
題
。
春
秋
、
楚
の
養
白
鷹
賛
序
〕
賓
レ
賢
重
レ
穀
、
尊
レ
儒
養
出
父
。
に
、
食
物
と
玩
好
物
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
〕
私
欲
養
求
‘

由
基
は
射
術
の
名
人
で
、
楚
王
が
白
援
を
射
さ
せ
た
と
【
礫
生
父
】
16

認
私
の
交
を
つ
と
め
る
。
〔
荀
子
、
臣
道
〕
楡
不
レ
給
則
應
。
〔
注
〕
養
、
長
也
。
〔
會
箋
〕
養
‘
謂
―
―
口
糧
之

こ
ろ
、
ま
だ
矢
を
競
し
な
い
う
ち
に
援
が
柱
を
擁
し
て
合
荀
容
、
以
持
レ
誅
養
レ
交
而
已
耳
‘
謂
―
―
之
國
賊
↓
〔
補
奉
盃
小
‘
謂
,
,
玩
好
之
類
五
白
私
欲
也
。

な
き
さ
け
ん
だ
故
事
。
養
由
基
射
術
を
見
よ
。
注
〕
養
,
,
私
交
一
也
。
〔
史
記
‘
證
書
〕
是
後
官
者
、
養
レ
交
【
脊
五
給
】
27

琴
や
し
な
ひ
給
す
る
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕

〖
養
由
基
射
術
〗4
苓
鈴
勺
養
由
基
が
射
術
に
巧
で
安
レ
誅
而
己
、
莫
→
―
敢
復
議
→
孔
子
曰
‘
魚
相
,
,

造
乎
水
一
人
相
ー
造
乎
道
「
相
1
1

造
乎
水
1

あ
っ
た
故
事
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
楚
王
有
―
―
白
媛
王
4

【
養
浩
】
17

謗
浩
然
の
氣
を
や
し
な
ふ
。
養
氣
゜
〔
孟
子
、
者
、
穿
レ
池
而
養
給
、
相
,
,
造
乎
道
一
者
、
無
レ
事
而
生
定
。

自
射
レ
之
、

nlJ樽
レ
矢
而
熙
‘
使
1

一
養
由
基
射
＂
之
、
始
調
レ
公
孫
丑
上
〕
我
知

J
-
―
―
口
、
我
善
養
二
吾
浩
然
之
氣
芸
魏
志
、
【
餐
函
呻
】
2
8
n
3
7
0
虚
心
を
や
し
な
ふ
。
〔
齊
丘
子
〕
倹
―
―
千

弓

矯

レ

矢

、

未

レ

猜

而

媛

擁

レ

柱

琥

芙

。

王

烈

博

〕

在

1

一
乾
之
丘
垢
、
匿
箪
翌
馘
レ
光
、
嘉
レ
遁
養
レ
浩
、
馳
盃
r
―
―
以
養
云
虚
。

O
字
琥
°
④
明
‘
應
明
徳
（
4
-
1
1
3
3

【
養
育
】
5

店
や
し
な
ひ
そ
だ
て
る
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇

i

炉
饂
儒
星
云
竺
化
傍
流
面
暢
―
―
於
殊
俗
↓

o
:
2
8
2
)

の
字
。
＠
明
、
王
錫
綬
(
7
ー

2
0
8
2
3
 :
 1
8
1
4
)

の

紀
〕
極
レ
情
態
欲
‘
養
育
宗
親
↓
〔
漢
書
‘
宣
帝
紀
〕
詔
日
、
【
養
高
】
18

謗
高
尚
な
志
を
養
ひ
保
つ
。
〔
周
書
、
幸
隻
琥
゜

獄
者
萬
民
之
命
、
所
＝
一
以
禁
レ
暴
止
レ
邪
‘
養
1

育
塁
生
一
也
。
傭
〕
聞
二
隻
養
レ
高
不
レ
仕
‘
虚
レ
心
敬
悦
言
任
華
‘
寄
1
1

李
【
答
伝
魚
】
29

翌
魚
を
や
し
な
ふ
。
魚
を
飼
ふ
。
〔
南
秤
書
‘

〔
説
苑
、
貴
徳
〕
夫
牧
ー
ー
百
姓
涵
竺
育
之
↓
〔
論
衡
、
初
稟
〕
白
1

詩
〕
養
高
兼
,
,
養
閑
証
J

レ
望
不
レ
可
レ
攀
。
高
逸
‘
顧
歓
博
〕
屋
前
有
レ
池
養
レ
魚
‘
皆
名
―
―
呼
之
ぶ
点

養
育
長
大
、
富
貴
之
命
炊
笑
゜
〔
魏
志
、
高
堂
隆
博
〕
是
【
脊
土
蒙
】
19

盆
宋
、
羅
薦
可
(
9
-
2
8
3
9
7
:
 3
7
8
)

の
字
。
次
第
束
取
レ
食
。

以
有
レ
國
有
レ
家
者
、
近
取
―
―
諸
身
一
遠
取
―
ー
諸
物
盃
軍
照
養
【
養
漢

]
2
0
努
情
夫
を
こ
し
ら
へ
る
。
〖
養
魚
池

]
3
0
[
ウ
咤
ヨ
魚
を
飼
ふ
池
。

育
、
故
稽
麗
悌
君
子
、
民
之
父
母
→
〖
養
漢
精
〗
吋
苔
？
情
夫
を
こ
し
ら
へ
る
。
〔
通
俗
編
、
【
養
愚
】3
1匁
字
琥
。
●
明
、
李
沫
(
6ー
1
4
4
5
9:
 7
8
4
)
 

〖
養
育
院
〗6
焚
イ
ク
自
活
の
道
が
な
く
、
又
保
護
者
の
婦
女
、
娼
根
〕
養
漢
精
、
見
―
―
李
文
蔚
曲
一
の
琥
。

O
明
‘
留
容
（7
-
2
1
80
8
:
 1
5
)

の
字
。

な
い
老
人
小
兒
等
を
収
容
し
て
養
育
す
る
所
。
〖
養
漢
老
婆
〗2
1yang'han• 

lao3 
p
'
o

情
夫
を
持
【
養
化
】
32

読
他
を
感
化
す
る
や
う
に
つ
と
め
る
こ

〖
養
育
兵
〗7
苔
；
清
代
、
旗
員
の
一
歳
よ
り
四
歳
に
つ
妻
。
と
。
〔
淮
南
子
‘
泰
族
訓
〕
治
レ
身
、
太
上
養
レ
神
‘
其
次
養
レ

至
る
花
甲
と
、
四
歳
よ
り
十
歳
に
至
る
歩
甲
の
、
朝
廷
【
蓉
苔
t

】2
2
i
ゥ

0
生
物
を
長
養
す
る
氣
゜
〔
栂
‘
月
令
〕
（
季
形
‘
治
レ
國
‘
太
上
養
レ
化
、
其
次
正
レ
法
。

よ
り
養
育
費
を
授
け
ら
れ
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
清
國
行
夏
之
月
）
母
T
攣
―
―
大
事1以
揺
•
養
氣
い
母A
界
令
而
待
【
春
五
禍
】
3
3
続
わ
ざ
は
ひ
の
原
因
を
つ
く
る
。
〔
韓
非

政
法
汎
論
、
武
官
、
行
伍
〕
旗
員
自
二
歳
示
ぎ
四
歳
「
以
妨
二
神
農
之
事
一
也
。

O
道
家
で
身
心
の
元
氣
を
養
ふ
子
‘
八
経
〕
大
臣
雨
重
提
衡
而
不
レ
跨
日
二
巻
禍
一
〔
集
解
〕

12991 
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巻
、
営
レ
作
レ
養
‘
謂
溢
k-1
成
禍
乱
一
養
・
巻
形
近
誤
゜
〔
五

代
史
、
宦
者
博
論
〕
緩
レ
之
則
養
レ
禍
而
盆
深
。

【
養
誨
】
34

蒻
ィ
●
闇
昧
の
君
を
討
ち
取
る
。
一
説
に
、

闇
昧
の
君
を
増
長
さ
せ
る
。
〔
詩
、
周
頌
、
酌
〕
於
礫
王

師
‘
違
養
,
,
時
晦
↓
〔
博
〕
養
、
取
也
、
晦
、
昧
也
。
〔
箋
〕
養
,
,

是
闇
昧
之
君
百
盆
ぎ
其
悪
↓
●
人
目
に
つ
か
ぬ
や
う
に

し
て
世
に
虞
し
、
自
ら
の
徳
を
養
ふ
こ
と
。
〔
宋
史
、
姦
臣

二
、
邪
恕
博
〕
補
『
一
永
安
主
簿
ズ
ム
著
薦
,
,
子
朝
盃
竺
崇
文

院
校
書
コ
土
安
石
亦
愛
レ
之
、
因
1

一
賓
客
ー
論
＞
意
、
使
t

一養

晦
以
待
＂
用
、
恕
不
レ
能
レ
従
。

〖
養
晦
堂
〗
”9”
久
？
清
、
劉
蓉
(
9
12
2
2
4
 :
 6
3
4
)

の

室
名
。

【
養
外
】
35

な
や
身
橙
を
や
し
な
ふ
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
毅

農
其
外
而
病
攻
1

一
其
内
二
顔
氏
家
訓
‘
養
生
〕
箪
豹

養
松
函
而
衷
外
、
張
毅
養
於
外
而
喪
レ
内
、
前
賢

所
レ
戒
也
。

【
養
活
】
36

笠
●
や
し
な
ふ
。
や
し
な
ひ
た
す
け
る
。

〔
東
観
漢
記
〕
魏
謁
遭
―
―
繊
饉
る
棄
1

土
其
女
1

養
1

一
活
兄
子
一

州
郡
高
,
,
其
義
↓
〔
白
居
易
、
新
昌
新
居
書
レ
事
四
十
韻

因
寄
―
―
元
郎
中
張
博
士
—
詩
〕
屏
除
俗
事
盛
、
養
活
道
情

全
。
●
や
し
な
ひ
と
す
る
物
。
〔
紅
棲
夢
‘
十
六
回
〕
凡

有
外
國
人
来
都
是
我
門
家
養
活
。

【
養
君
】
37

焚
〇
君
を
や
し
な
ふ
。
〔
幡
、
證
運
〕
故
百

姓
則
レ
君
以
自
治
也
、
養
レ
君
以
自
安
也
、
事
レ
君
以
自
願

也

。

●

お

育

て

し

た

君

。

「

の

。

【
養
兄
】
38

苔
父
母
の
養
子
で
自
分
よ
り
年
長
の
も

【
養
形
】
39

笞
か
ら
だ
を
や
し
な
ふ
。
〔
荘
子
、
刻
意
〕

吹
向
呼
吸
‘
吐
レ
故
納
レ
新
、
熊
経
鳥
申
、
為
レ
壽
而
已
芙
、

此
道
引
之
士
、
養
レ
形
之
人
、
彰
祖
壽
考
者
之
所
レ
好
也
。

〔
張
載
、
郡
酒
賦
〕
宣
,
,
御
紳
志
る
導
レ
氣
養
レ
形
。

【
養
難
】
40

苔
に
は
と
り
を
飼
ふ
。
〔
易
林
‘
困
之
第
四

十
七
‘
願
〕
養
レ
誰
生
J

雛
、
畜
レ
馬
得
レ
駒
。
〔
王
褒
‘
四
子

講
徳
論
〕
是
以
養
レ
難
者
不
レ
畜
レ
狸
。

【
養
賢
】
41

窃
賢
オ
を
養
成
す
る
。
〔
易
、
願
〕
天
地
養
,
,

萬
物
一
聖
人
養
レ
賢
‘
以
及
―
―
萬
民
↓

【
養
元
】
42

窃
明
、
劉
繕
芳
(
2
ー

2
2
2
4
:
 8
6
5
)

の
字
。

【
養
原
】
43

焚
●
根
源
を
や
し
な
ふ
。
〔
荀
子
、
君
道
〕
君

子
者
治
之
原
也
、
官
人
守
レ
散
、
君
子
養
レ
原
、
原
清
則
流

清
、
原
濁
則
流
濁
。
●
清
‘
沈
可
培
(
8
-
1
7
1
8
9
:
 4
4
1
)
 

の
字
。

【
養
源
】
“
窃
字
琥
゜
●
宋
‘
翁
彦
深
(
9
|
2
器
3
5
:
 7
2
)
 

〔
通
鑑
正
誤
〕
至
徳
二
載
、
雨
京
市
各
置
―
普
救
病
坊
一

の
字
。

O
宋
、
朱
蒙
正
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 1
0
0
5
)

の

字

。

如

1

今
之
養
清
院
↓
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
義
清
院
〕
官
設

【
養
孤
】
45

吠
ゥ
み
な
し
ご
を
養
ふ
。
〔
詩
、
大
雅
‘
震
憂
牧
,
,
養
周
n

一
清
貧
人
一
之
所
也
。

序
‘
疎
〕
辟
塵
大
射
養
レ
孤
之
虞
‘
璽
畳
‘
望
レ
氣
之
観
。
【
養
齋
】
58

苔
字
琥
゜
●
元
、
徐
碗
(
4
-
1
0
1
1
0
:
 2
7
)

の

【
養
虎
】
46

屯
虎
を
か
ひ
や
し
な
ふ
。
後
日
の
患
と
な
る
琥
。
●
明
、
巌
訥
(10
ー

4
5
8
9
:
 2
0
3
)

の
琥
。

O
明
、
徐
問

敵
を
ゆ
る
し
置
く
喩
゜
〔
列
子
、
黄
帝
〕
且
ご
言
我
養
レ
（
4
-
1
0
1
1
0
:
 2
9
5
)

の
琥
。
●
清
‘
呉
浩
(
1
0
1
3
3
6
5
 :

6

 

虎
之
法
ず
几
順
レ
之
則
喜
、
逆
レ
之
則
怒
‘
此
有
1

一
血
氣
1

者

1
)

の
字
。

O
清
、
丁
善
慶
(
1
ー

2

:
2
8
2
)

の
琥
。

O
蟹
維

之
性
也
。
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
漢
欲
―
―
西
欝
盃
張
良
・
陳
平
説
安
の
琥
。
蟹
養
齋
(
1
0
-
3
3
6
6
8
:
 3
4
)
を
見
よ
。

日
、
漢
有
天
下
大
半
ご
皿
諸
侯
皆
附
レ
之
、
楚
兵
罷
食
【
養
材
】
59

存
材
物
を
や
し
な
ふ
。
穀
物
・
樹
木
な
ど
を

盤
、
此
天
亡
レ
楚
之
時
也
、
不
レ
如
下
因
―
―
其
機
―
而
遂
取
占
栽
培
養
成
す
る
こ
と
。
又
、
才
能
、
或
は
人
物
を
養
成
す

之
、
今
繹
弗
レ
撃
‘
此
所
謂
養
レ
虎
自
遺
レ
患
也
。
る
こ
と
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
養
レ
材
以
任
レ
地
、
載
レ
時
以

【
養
吾
】
47

芍
字
琥
。

O
宋
、
李
謹
思
（
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
0

象
レ
天
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
言
下
能
養
―
材
物
百
丘
サ
地
。
〔
白

3
5
)

の
字
゜
●
元
、
祗
浩
然
(
8
-
2
4
6
6
4
:
 1
5
7
)

の
字
。
●
居
易
‘
寓
意
五
首
詩
〕
養
レ
材
三
十
年
、
方
成
,
,
棟
梁
姿
↓

清
、
渇
浩
(
1
1
0
-
4
4
5
7
9
 :
 3
1
)

の

字

。

【

養

財

】

60

衿
財
物
を
や
し
な
ふ
。
〔
史
記
‘
證
書
〕
執

〖
養
吾
齋
〗2
屯
元
、
劉
将
孫

(
2
-
2
2
2
4

:
 1
0
3
2
)

の

知

L

夫
軽
1

一
費
用
一
之
所
＊
以
養
4
財
也
。
〔
孔
子
家
語
、
五

琥

。

―

帝

徳

〕

養

レ

財

以

任

レ

地

、

履

レ

時

以

象

レ

天

。

〖
養
吾
子
〗49岱
ゴ
明
、
陳
士
元
(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 8
8
8
)

【
養
堵
】
61

謗
き
ず
の
治
療
を
す
る
。
治
癒
゜
〔
北
史
、

の

琥

。

西

域

、

悦

般

國

偉

〕

養

レ

稽

‘

一

月

復

レ

常

、

又

無

,

,

痕
搬
↓

〖
養
吾
齋
集
]
5
0
玩7
0ゴ
？
書
名
。
三
十
二
巻
。
元
、
劉
牌
〔
白
居
易
‘
歎

1一
鶴
病
―
詩
〕
亦
知
白
日
青
天
好
、
未
レ
要
"

孫
撰
。
其
の
詩
文
は
勉
め
て
新
蘭
を
旨
と
す
。
〔
四
庫
提
高
飛
―
且
養
と
癒
゜

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

【

養

産

】

62

焚
う
み
そ
だ
て
る
。
〔
鬼
谷
子
、
本
経
陰

【
養
護
】
51

芍
や
し
な
ひ
ま
も
る
。
養
育
保
護
。
〔
符
載
、
符
〕
慎
人
者
、
同
レ
天
而
合
レ
道
、
執
に
而
養
二
産
萬
類
↓

賀
州
刺
史
武
府
君
墓
誌
銘
〕
南
方
氣
炎
、
春
秋
梢
高
、
【
蕃
函
一
】
63

焚
●
露
を
飼
ふ
。
〔
後
漢
書
、
循
吏
‘
衛
颯
傭
〕

翼
遷
一
元
土
王
養
1

一
護
餘
齢
↓
〔
蘇
拭
、
種
レ
松
詩
〕
山
僧
老
南
陽
茨
充
代
レ
颯
為
―
―
桂
陽
面
亦
善
―
―
其
政
教
面
公
甕
殖
桑

紐
子
、
養
護
如
屡
核
↓
柘
廠
紆
之
層
ご
靭
令
―
―
養
レ
露
織
ヮ
履
、
民
得
―
―
利
益
―
焉
。

【
養
口
]
5
2

誇
口
を
養
ふ
。
身
橙
を
や
し
な
ふ
。
〔
荀
子
、
〔
無
名
氏
、
露
婦
詩
〕
遍
身
綺
羅
者
、
不
-
1

是
養
』
露
人
↓

正
名
〕
薙
食
菜
羹
、
而
可
―
―
以
養
：
口
。
〔
呂
覧
、
孝
行
〕
熟
1

ー
・
ゎ
ヒ
常
陸
國
の
地
名
。

五
穀
云
烹
矢
畜
云
螂
―
―
煎
調
孟
震
レ
ロ
之
道
也
。
【
養
士
】
竺
窃
士
を
養
成
す
る
。
〔
三
略
‘
上
略
〕
故
良

【
養
寇
】
53

誇
寇
賊
を
や
し
な
ふ
。
寇
賊
が
事
を
起
し
牌
之
養
レ
七
、
不
レ
易
,
,
於
身
↓
〔
漢
書
‘
賣
山
博
〕
地
之
美

得
る
や
う
に
援
助
指
導
す
る
こ
と
。
〔
唐
書
、
張
伯
義
者
、
善
養
レ
禾
‘
君
之
仁
者
、
善
養
レ
士
。

博
〕
李
吉
甫
議
、
以
―
―
中
興
三
十
年
1

而
兵
未
レ
敗
者
、
牌
【
養
子
】
65

岱
〇
子
を
や
し
な
ふ
。
〔
糧
、
内
則
〕
士
之
妻

帥
養
レ
寇
藩
レ
身
也
。
〔
宋
史
、
陳
過
庭
傭
〕
睦
寇
穎
登
‘
過
自
養
"
其
子
↓
〔
大
學
〕
未
レ
有
,
,
學
レ
養
レ
子
而
後
嫁
者
―

庭
言
‘
致
レ
寇
者
莱
京
‘
養
レ
寇
者
王
舗
‘
窒
三
一
人
1

則
寇
也
。
●
我
が
子
と
し
て
や
し
な
っ
た
‘
他
人
の
子
。
や

自

平

。

し

な

ひ

ご

。

義

子

。

〔

後

漢

書

、

順

帝

紀

〕

（

陽

嘉

）

四

年

春

【
養
谷
】
54

芸
明
、
桃
文
蔚
(
8
ー

6
2
0
2
:
 2
0
4
)

の
字
。
二
月
丙
子
、
初
聴
T

中
官
得
＂
以
"
養
子
―
為
レ
後
、
世
乙
襲
封

【
養
穀
】
55

均
穀
物
を
栽
培
す
る
。
〔
李
滉
‘
啓
蒙
篇
〕
爵
い
〔
魏
志
、
武
帝
紀
〕
桓
帝
世
‘
曹
騰
為
,
,
中
常
侍
大
長

養
レ
穀
不
レ
成
‘
終
罹
1

一

餓

餘

之

患

↓

秋

五

封

1

一
費
亭
侯
涵
写
丁
崇
‘
嗣
レ
官
至
ー
ー
大
尉
↓
〔
白
居
易
、

【
養
清
】
56

苔
や
し
な
ひ
す
く
ふ
。
救
清
す
る
。
唐
故
武
昌
軍
節
度
慮
置
等
使
正
大
夫
桧
校
云
云
河
南

〖
養
清
院
〗57焚
？
貧
民
を
牧
容
救
清
す
る
所
。
養
育
元
公
墓
誌
銘
〕
匿
―
―
趙
氏
込
命
奴
云
畏
養
子
→
●

y
a
n
g
3
 

院
。
咳
餘
叢
考
、
巻
二
十
七
に
之
に
闘
す
る
説
が
あ
る
。

t
z
u
子
供
を
持
つ
。

九
六|
 

〖
養
子
縁
組
〗66焚
ん．． 、
法
律
上
、
親
子
の
闘
係
の
な

い
も
の
に
親
子
の
闘
係
を
生
ぜ
さ
せ
る
行
為
。

【
養
之
】
67

唸
明
、
程
梓
(
8
-
2
5
0
8
1
:
 7
9
)

の
字
。

【
養
志
】
68

岱
〇
已
の
志
を
や
し
な
ふ
。
志
を
高
尚
に

す
る
。
精
紳
的
修
養
を
す
る
。
〔
荘
子
‘
譲
王
〕
故
養
レ
志

者
u
炉
形
、
養
レ
形
者
忘
レ
利
。
〔
疏
〕
君
子
賢
人
、
不
―
―
以
レ

形
挫
＂
志
゜
〔
鬼
谷
子
、
本
経
陰
符
〕
士
者
通
―
―
逹
之
工
岬
盛

乃
能
養
レ
中
心
。
〔
漢
書
、
車
干
秋
博
〕
養
レ
志
和
レ
肺
‘
為
,
,
天

下
ー
自
虞
築
。
〔
後
漢
書
‘
王
丹
傭
〕
隠
居
養
レ
志
。
〔
魏
志
、

張
培
偉
〕
字
孔
明
‘
亦
養
レ
志
不
レ
仕
。
〔
晉
書
‘
孝
友
‘
何
埼

傭
〕
養
1志
衡
門
禾
＇
レ
交
1

一
人
事
↓
●
親
の
志
を
や
し
な
ふ

こ
と
。
父
母
の
志
に
従
っ
て
た
の
し
ま
せ
る
こ
と
。
親
に

事
へ
て
僕
の
孝
道
を
つ
く
す
こ
と
。
〔
孟
子
、
離
婁
上
〕

匿
曾
子
面
可
レ
門
養
レ
志
也
。
〔
呂
覧
、
孝
行
〕
養
有
二

五
道
云
云
、
艇
顔
色
云
翌
言
語
盃
翌
進
退
玉
養
レ
志
之

道
也
。

〖
養
志
居
〗69袴
，
清
‘
陳
宗
起
(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 1
0
8
3
)
 

の
室
名
。

【
養
使
】
7
0
t
ウ
や
し
な
ひ
つ
か
ふ
。
〔
鬼
谷
子
、
中
経
〕

能
言
者
臆
善
博
レ
憑
、
薦
徳
者
依
レ
道
‘
而
救
拘
執
―

者
、
養
,
,
使
小
人
↓

【
養
食
】
祁
令
や
し
な
ふ
。
〔
史
記
、
老
子
博
〕
子
獨
不
レ

見
―
―
郊
祭
之
犠
牛
一
乎
、
養
食
之
—
散
歳
。
〔
管
子
、
形
執

解
〕
其
養
食
島
也
‘
未
1

一
嘗
解
惰
一
也
。

【
養
斯
】
71

パ
ゥ
清
‘
鍾
浩
(
1
1
ー

4
0
6
7
2
:
 1
2
)

の
字
。

【
養
視
】
72

｛
ゥ
注
意
し
て
や
し
な
ふ
。
又
、
や
し
な
ひ

世
話
す
る
。
養
育
。
〔
管
子
、
山
至
散
〕
唐
屑
牧
食
之
人
、

養
視
不
レ
失
。
〔
漢
書
、
宣
帝
紀
〕
後
有
レ
詔
、
被
庭
養
視
‘

上
属
―
籍
宗
正
↓
〔
後
漢
書
、
宗
室
四
王
三
侯
、
順
陽
懐

侯
嘉
傭
〕
嘉
少
孤
、
性
仁
厚
、
南
頓
君
養
視
如
レ
子
。
〔
柳

宗
元
、
種
樹
郭
豪
駐
簿
〕
皆
争
迎
取
養
覗
。

【
養
飼
】
73

令
や
し
な
ひ
か
ふ
。
〔
北
齊
書
、
白
建
傭
〕

使
t
八
詣
レ
建
、
間
領
臼
馬
‘
送
＿
一
定
州
石
付
レ
民
養
飼
3

【
養
耳
】
74

な
み
み
を
た
の
し
ま
せ
る
こ
と
。
〔
呂
覧
、

孝
行
〕
正
―
―
六
律
五
m1
一
五
臀
一
雑
―
―
八
昔
云
養
レ
耳
之
道
也
。

〔
史
記
‘
證
書
〕
鐘
鼓
管
絃
、
所
―
―
以
養
t

耳
也
。

【
養
羞
】
75

窃
食
物
を
貯
へ
て
置
く
。
羞
は
食
べ
物
。

〔
譴
月
令
〕
露
鳥
養
レ
羞
。
〔
注
〕
羞
‘
謂
レ
所
A

食
也
‘
云

云
、
養
也
者
、
不
レ
盛
レ
食
也
。
〔
飽
照
、
蒜
山
被
,
,
始
興
王

命
一
作
詩
〕
玄
武
蔵
-
l

木
陰
五
バ
烏
還
養
レ
羞
゜

12992 



(44144・ ・76)一 (44144・・114)

食

部

〔
六
書
〕

養

【
養
疾
]
7
6

岱
や
ま
ひ
を
や
し
な
ふ
。
病
氣
を
療
養
す
【
養
神
】
91

匁
精
紳
を
や
し
な
ふ
。
〔
左
氏
、
成
‘
+
―
-
―
〕

る
。
養
病
(
1
4
6
)

に
同
じ
。
〔
管
子
、
入
國
〕
入
レ
國
四
旬
、
敬
在
レ
養
レ
誹
‘
篤
在
に
寸
レ
業
。
〔
荘
子
‘
刻
意
〕
動
而
以
,
,

五
行
―
―
九
患
之
教
―
一
日
老
レ
老
、
云
云
、
四
日
養
レ
疾
。
天
行
む
此
養
レ
神
之
道
也
。
〔
鬼
谷
子
‘
本
経
陰
符
〕
養
レ
紳

〔
漢
書
‘
食
貨
志
下
〕
帝
王
所
下
以
願
,
,
養
天
下
ぶ
子
祀
祈
レ
之
所
‘
蹄
1

ー
諸
道
ぶ
追
者
天
地
之
始
。

揺

扶

レ

衰

養

な

疾

。

【

養

親

】

82

岱
〇
お
や
を
や
し
な
ふ
。
〔
荘
子
、
養
生
主
〕

【
養

H
】77
岱
長
い
日
。
夏
至
を
い
ふ
。
〔
大
戴
謄
‘
夏
可
,
,
以
保
＞
身
‘
可
,
,
以
全
＂
生
‘
可
―
―
以
養
＞
親
‘
可
↓
ー
以
泰
＞

小
正
〕
時
有
―
―
養
B
↓
養
、
長
也
。
〔
孔
廣
森
補
注
〕
此
卸
月
年
。
〔
史
記
‘
贔
政
傭
〕
可
下
以
旦
夕
得
1

一
甘
稔
百
盆

F

令
所
謂

B
長

至

也

。

親

。

●

ゃ

し

な

ひ

お

や

。

他

人

の

子

女

と

法

律

上

の

親

【
養
賓
】
78

岱
明
‘
殷
正
茂
(
6
-
1
6
6
2
7
:
 1
7
0
)

の
字
。
子
関
係
を
結
ん
だ
場
合
、
そ
の
親
に
な
っ
た
者
を
い

【
養
傷
】
79
y
a
n
g
'
s
h
a
n
g
'

傷

を

療

養

す

る

。

ふ

。

[
養
壽
】
80

苫
壽
命
を
養
ふ
。
〔
史
記
、
老
子
傭
〕
以
,
,
其
【
養
緩
】
9
3
5
い
麒
麟
が
秋
鳴
く
の
を
い
ふ
。
〔
初
學
記
、

修
レ
道
而
養
＞
壽
也
。
〔
漢
書
‘
杜
欽
傭
〕
所
―
―
以
養
レ
壽
獣
部
‘
麟
〕
何
法
盛
徴
祥
記
‘
云
云
‘
牡
曰
レ
麒
‘
牝
曰
レ

塞

広

手

也

。

麟

‘

牡

嗚

旦

遊

聖

ぶ

盆

向

曰

―

―

蹄

昌

夏

嗚

曰

―

―

扶

幼

五

秋

P
賓
樹
】
81

笠
樹
木
を
栽
培
す
る
。
〔
柳
宗
元
、
種
樹
郭
鳴
日
―
―
養
緩
↓

棄
舵
傭
〕
吾
聞
レ
養
レ
樹
、
得
―
―
養
レ
人
術
↓
〔
白
居
易
、
東
【
養
世
】
94

苔
世
に
長
ら
へ
よ
う
と
は
か
る
。
何
時
ま

破
種
花
二
首
詩
〕
養
レ
樹
既
如
レ
此
‘
養
レ
民
亦
何
殊
゜
で
も
安
全
に
身
を
保
た
う
と
謀
る
こ
と
。
〔
晏
子
春
秋
、

【
養
初
】
82

砕
清
、
宋
承
痒
(
3

ー
7
0
7
8
:
 3
2
3
)

の
字
。
問
下
〕
栢
常
憲
‘
去
レ
周
之
レ
齊
、
見
,
,
晏
子
一
日
、
云
云
、

【
養
心
】
84

匁
心
を
立
派
な
も
の
に
そ
だ
て
あ
げ
る
。
道
亦
無
レ
滅
、
身
亦
無
レ
懸
者
、
何
若
‘
晏
子
封
日
、
善
哉
、

〔
孟
千
‘
盛
心
下
〕
孟
子
日
‘
養
レ
、
心
莫
レ
善
於
寡
欲
↓
〔
荀
問
レ
事
レ
君
乎
、
云
云
、
且
嬰
聞
、
養
レ
世
之
君
子
、
従
レ
重

子
、
脩
身
〕
凡
治
レ
氣
養
レ
心
之
術
‘
莫
レ
裡
レ
由
レ
橙
、
莫
レ
不
レ
為
レ
進
、
従
レ
軽
不
レ
為
レ
退
、
省
レ
行
而
不
レ
伐
‘
譲
レ
利

要
レ
得
品
師
‘
莫
レ
神
こ
レ
好
。
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
故
聖
而
不
レ
今
‘
陳
レ
物
而
勿
レ
専
、
見
レ
象
而
勿
レ
強
‘
道
不
レ
滅

人
置
心
、
莫
レ
善
於
誠
玉
誠
而
能
動
化
癸
。
身
不
レ
懇
芙
゜
〔
孔
子
家
語
‘
三
恕
〕
伯
常
蕎
問
―
―
於
孔
子
一

〖
養
心
堂
〗85店
／
ン
消
陳
突
蒻
(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 6
7
4
)

曰
‘
云
云
、
孔
子
曰
‘
云
云
、
又
嘗
開
養
佃
之
君
子
―

の

室

名

。

芙

。

〖
養
心
殿
〗86匹
パ
：
／
殿
の
名
。
北
京
藷
紫
禁
城
内
月
華
【
養
正
】

9
5
苔
〇
正
し
い
道
を
や
し
な
ふ
。
正
道
を
修

門
の
西
に
在
り
、
清
の
高
宗
の
寝
殿
。
〔
清
會
典
事
例
‘
め
る
。
〔
易
‘
願
〕
象
曰
‘
願
貞
吉
‘
養
レ
正
削
吉
也
、
観
レ

工
部
、
製
造
唐
工
作
〕
―
―
十
四
年
奏
准
、
毎
年
宮
殿
安
1

一

願

‘

観
1

其
所
＂
養
也
。
〔
日
本
書
紀
、
神
武
紀
〕
是
時
運

桂

競

竹

簾

扇

‘

乾

清

宮

養

心

殿

虞

↓

隠

1

一
鴻
荒
ご
時
鍾
―
―
草
昧
ぶ
叫
蒙
以
養
レ
正
‘
治
1

一
此
西
偏
一

【
養
身
】
87

匁
身
を
や
し
な
ふ
。
養
生
。
撮
生
。
〔
幡
‘
云
云
、
上
則
答
―
―
乾
震
授
レ
阪
之
徳
一
下
則
弘
二
皇
孫
養
レ

儒
行
〕
筐
其
身
は
有
レ
為
也
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
思
レ
有
―
―
正
之
心
↓
〇
明
‘
萬
径
祥
(
9

ー
3
1
3
3
9
・

・
6
2
2
)

の
名
。
字

以

養

レ

身

治

レ

物

之

道

↓

を

以

て

世

に

知

ら

る

。

O
字
琥
゜
④
宋
、
家
願
(
8
-
7
1
6
9

【
養
慎
】
88

岱

天

か

ら

稟

け

た

本

慎

の

性

を

や

し

な

：
2
)

の
字
。
＠
宋
、
襲
願
正
(
1
1
0
|
4
8
8
3
7
 :
 5
6
)

の
字
。

ふ
。
養
性
。
〔
夏
侯
湛
‘
抵
疑
〕
方
将
保
重
薔
神
面
獨
善
一
其

8
宋
、
郭
願
(
1
1

ー
3
9
4
7
4
:
 2
)

の
字
。
◎
宋
、
張
敦
願
(
4

身
二
玄
白
沖
虚
、
化
爾
養
レ
僕
。
〔
陶
潜
、
辛
丑
歳
七
月
赴
レ
ー
9
8
1
2
:
 1
4
2
5
)

の
字
。
⑮
宋
、
趙
端
願
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 

瑕
塁
江
陵
夜
行
二
塗
口
1

作
〕
養
レ
慎
衡
茅
下
‘
庶
以
レ

7
7
6
)

の
字
。
◎
宋
、
莫
蒙
(
9
-
3
1
0
7
8
:
 7
5
'
)

の
字
。
R

善

自

名

。

宋

、

林

公

遇

(
6
|
1
4
5
5
1
 :
 3
1
8
)

の
字
。
R
明
、
辛
浩
(
1
0

〖
養
慎
堂
〗89琴
’
/
|

3
8
6
3
0
 :
 
1
3
)

の
字
。
⑪
消
、
梁
詩
正
(
6
-
1
4
8
2
5
:
 2
6
 

の
室
名
。

4
)

の
字
。
R
大
島
良
施
の
琥
。
大
島
半
隠
(
8
-
5
8
3
1
:

1

 

〖
養
慎
亭
〗90苔

9
ン

5
3
0
)を見
よ
。

室
名
。
〖
養
正
書
屋
〗

9
6
苔
訂

宋
、
韓
埼
(
1
2
|
 4
3
1
5
9
・
・
5
!
)

の

清
、
秦
榮
光
(
8
-
2
4
9
9
5
:
 1
9
 

消
、
秦
承
業
(
8
-
2
4
9
9
5
:
 2
3
 

4
)

の
室
名
。

〖
養
正
圏
解
全
巻
〗97努
特
パ
カ
イ

〔
四
庫
未
牧
書
目
提
要
、
五
〕
。

【
養
生
】
98

席
な
炉
生
命
を
や
し
な
ふ
。
長
壽
を
保
つ
や

う
に
す
る
こ
と
。
健
康
の
増
進
を
は
か
る
こ
と
。
衛
生

に
力
を
證
す
こ
と
。
又
、
そ
の
方
法
。
撮
生
。
〔
荘
子
、
養

生
主
〕
文
悪
君
曰
‘
善
哉
‘
吾
聞
1

一
庖
丁
之
言
盃
げ
養
レ
生

焉
。
〔
荀
子
、
儒
炊
〕
以
レ
養
レ
生
為
ー
[
]
至
道
一
〔
淮
南
子
、

原
道
訓
〕
雖
下
以
―
―
天
下
一
為
レ
家
‘
萬
民
為
中
臣
妾
い
不
レ

足
―
―
以
養
＞
生
也
。
〔
劉
子
新
論
、
防
慾
〕
将
レ
攻
↓
―
情
慾
一

先
敏
―
―
五
闘
一
五
願
者
、
情
慾
之
路
、
嗜
好
之
府
也
、
目

愛
謀
色
↓
命
曰
1

ん
炉
性
之
斤
五
耳
架
淫
臀
「
命
日
―
―
攻
レ

心
之
鼓
言
口
貪
1

一
滋
味
h

本
云
‘
命
曰
―
―
燻
レ
喉
之
姻
五
身
安
二

輩
嬰
命
旦
召
レ
緊
之
機
i

此
五
者
、
所
1

一
以
贅
生
‘
亦
以

傷
；
生
。

0
生
存
者
を
養
ふ
こ
と
。
又
‘
生
前
よ
く
親
を

養
ふ
こ
と
。
送
レ
死
(
6

ー
1
6
3
6
5
:
 2
3
2
)

に
射
す
る
語
。

〔
孟
子
‘
離
婁
下
〕
養
生
者
、
不
レ
足
―
-1

以
浩
戸
大
事
祉
芸
ヂ

死
‘
可
―
―
ー
以
喘
空
大
事
↓
〔
孟
子
、
梁
悪
王
上
〕
養
レ
生
喪
レ

死
、
無
レ
憾
‘
王
道
之
始
也
。
Q
D
y
a
n
g
3

s
h
翌
gl

生
活
。

〖
養
生
主
〗
門
認
．

5

／

0
酒
の
名
。
酒
の
濃
い
も
の
を

齋
物
論
と
い
ふ
に
射
し
‘
淡
く
和
ら
ぐ
も
の
を
養
生
主

と
い
ふ
。
共
に
荘
子
の
篇
名
に
取
っ
た
も
の
。
齋
物
論

は
解
し
難
く
‘
養
生
主
は
解
し
易
い
こ
と
に
よ
る
。
〔
東

齋
記
事
〕
唐
子
西
名
二
酒
之
和
者
↓
日
森

g士
土
勁
者

旦
齊
物
論
＾
〇
荘
子
の
篇
名
。

〖
養
牛
堂
〗1

0
0
y
a
n
g
'
s
h
e
n
g
1
 t
'
a
n
g
2

孤
兒
院
。

〖
養
生
論
〗1

0
1
焚
．
／
ヤ
•
ウ
生
命
を
や
し
な
ひ
長
壽
を
保
つ

方
法
を
論
じ
た
岱
康
の
文
章
。
文
選
第
五
十
三
巻
に
載

す
。
〔
晉
書
‘
岱
康
傭
〕
以
為
、
紳
仙
稟
―
―
之
自
然
「
非
一
積

學
所
品
得
、
至
,
,
於
導
レ
義
得
＞
理
、
則
安
期
・
彰
祗
之
倫

可
レ
及
、
著
二
養
生
論
↓

〖
養
生
送
死
〗1

0
2
塙
分
生
者
を
養
ひ
死
者
を
葬
送
す

る
こ
と
。
養
生
の
●
を
併
せ
見
よ
。
〔
證
‘
幡
運
〕
所
n

―以

養
5

生
送
レ
死
事
"
鬼
誹
一
之
大
端
也
。

【
養
成
]103

翌
や
し
な
ひ
な
す
。
や
し
な
ひ
そ
だ
て
る
。

や
し
な
ひ
つ
く
る
。
〔
呂
覧
、
本
生
〕
―
-
日
‘
始
生
レ
之
者
天

也
‘
養
成
レ
之
者
人
也
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕
財
者
、
帝
王

所
ぶ
以
緊
レ
人
守
レ
位
‘
養
"
成
塁
生
云
竺
順
天
徳
玄
炉
國

安
も
民
之
本
也
。

【
養
性
】
104

苔
〇
天
稟
の
善
な
る
性
を
養
ひ
育
て
る
こ

書
名
。
明
、
焦
紘
撰
゜

三
九
七

と
。
性
格
を
立
派
な
も
の
に
養
成
す
る
こ
と
。
〔
孟
子
、

泰
心
上
〕
存
,
,
其
心
涵
尺
1

一
其
性
盃
所
―
―
以
事
＞
天
也
。
〔
淮
南

子
、
傲
僕
訓
〕
耕
漠
括
灌
、
所
"
以
養
＞
性
也
‘
和
楡
虚
無
‘

所
1

一
以
養
P

徳
也
。
〔
韓
詩
外
傭
、
一
〕
安
レ
命
養
レ
性
者
、

不
レ
待
―
―
積
委
而
富
。
〇
自
然
に
有
す
る
性
を
害
せ
ず

に
保
つ
こ
と
。
又
、
養
生
(
9
8
)

の
O
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘

光
武
紀
下
〕
陛
下
有
正
〖
湯
之
明
盃
皿
失1一
黄
老
養
性
之

輻↓
〖
養
性
薬]
1
0
5

芥
．45

身
橙
の
健
康
を
は
か
る
た
め
の

薬
。
滋
養
榮
。
補
剌
。
〔
本
草
‘
紳
農
本
経
名
例
〕
中
葵

二
日
二
十
種
為
レ
臣
、
主
レ
養
レ
性
。

【
養
甥
】
106

特
妹
妹
の
子
。
甥
。
〔
稲
謂
録
‘
柿
妹
之
子
、

養
甥
〕
宇
文
迪
庚
信
集
序
、
以
二
陸
機
之
愛
弟
ぶ
竺
韓
康

之
養
甥
↓

【
養
精
】
107

苔
精
神
を
や
し
な
ふ
。
心
を
苦
し
め
ず
、
自

然
平
静
の
状
態
に
保
つ
こ
と
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
偉
〕
願

陛
下
時
忘
二
萬
事
涵
四
レ
精
涌
レ
紳
゜
〔
論
衡
‘
道
虚
〕
悟
淡

無
レ
欲
、
養
レ
精
愛
レ
氣
゜

【
養
静
】
108

悶

O
孵
か
な
心
を
や
し
な
ふ
こ
と
。
〔
白
居

易
、
送
映
州
王
司
馬
建
赴
＞
任
詩
〕
挟
州
司
馬
去
何
如
、

養
レ
静
資
レ
貧
雨
有
レ
餘
。
〔
趙
師
秀
、
柳
下
書
齋
詩
〕
養

静
槌
"
書
冊
函
悶
叩
椅
―
杖
褻
↓
.
 y
a
n
g
'
c
h
i
n
g
•

道
士

に
向
つ
て
其
の
住
所
を
問
ふ
こ
と
ば
。

【
養
娘
】
109

悶
幼
年
か
ら
家
に
迎
へ
と
り
、
年
頃
に
至

る
を
待
っ
て
息
子
に
妻
は
せ
る
嫁
゜
許
嫁
の
妻
。
〔
魏

志
、
東
夷
、
東
沃
祖
博
、
注
〕
魏
略
曰
、
其
嫁
緊
之
法
、
女

年
十
歳
‘
已
相
1

一
設
許
壻
家
袖
1

レ
之
｀
長
養
以
為
レ
婦
‘
至
―
―

成

人

更

還

L
索
子
女
家
責
レ
錢
‘
錢
畢
、
乃
復
還
レ
壻
゜

〖
養
娘
婦
〗1
1
0
5
5
7
養
姐
に
同
じ
。

【
養
拙
】
111

究

O
生
れ
つ
き
有
す
る
素
朴
さ
を
や
し
な

ひ
保
つ
こ
と
。
守
拙
゜
〔
播
岳
、
閑
居
賦
〕
仰
―
―
衆
妙
―
而

絶
レ
思
‘
終
優
遊
以
養
レ
拙
。
〔
杜
甫
、
冬
日
洛
城
北
謁
"
玄

元
皇
帝
廟
―
廟
有
―
―
呉
道
士
鵞
五
聖
圏
1

詩
〕
谷
誹
如
不
レ

死
、
養
レ
拙
更
何
郷
。
●
高
岡
秀
成
の
琥
。
高
岡
養
拙
(
1
1
0

|
 4
5
3
1
3
 :
 1
0
4
)

を
見
よ
。

【
養
仙
】
112

弁
仙
術
を
修
め
る
。
〔
後
漢
書
、
渇
術
博
下
〕

塁
巖
石
一
而
為
レ
室
分
‘
託
1

一
高
腸
一
以
養
レ
仙
。

【
養
贈
】
113

努
め
ぐ
み
や
し
な
ふ
。
扶
助
す
る
。
〔
蝠
恵

全
書
‘
刑
名
部
、
監
禁
〕
一
則
過
資
養
贈
。

〖
養
謄
銀
〗1

1
4
焚
ぅ
●
清
代
、
無
官
の
宗
室
及
び
覺
羅

12993 



(44144・・115)一ー(44144・・161) 

に
定
期
に
給
輿
す
る
銀
米
を
い
ふ
。
〔
清
國
行
政
法
汎

論
‘
皇
族
‘
宗
室
覺
羅
給
銀
〕
養
贈
銀
‘
謂
下
定
期
給
真

録
米
間
散
宗
室
及
覺
羅
土
只
●
負
傷
者
へ
輿
へ
る
治

療
代
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
養
贈
銀
、
注
解
〕
受
レ
傷
之

人
‘
應
下
領
,
,
原
犯
給
銀
ー
以
養
d

之
也
。

【
養
素
】
lls

芍
●
も
つ
て
生
れ
た
自
然
の
性
を
や
し
な

ひ
保
つ
こ
と
。
〔
岱
康
、
幽
憤
詩
〕
志
在
レ
守
レ
撲
、
養
J

素

含
慎
。
〔
晉
書
‘
王
湛
等
傭
贄
〕
虞
沖
純
鯰
‘
是
捨
1

一
奇
器
一

豊
素
虚
雙
同
―
―
薦
下
位
ご
雅
道
雖
レ
屈
、
高
風
不
レ
墜
゜

●
清
、
劉
子
滑
(10ー

2
2
2
4
:
 6
9
5
)

の

字

。

「

名

。

〖
養
素
園
〗
翌
窃
宋
、
乳
逍
（
6
ー

1
器
8
9
:
 3
)

の
室

〖
養
素
先
生
〗1

1
7
焚
3ィ
宋
、
藍
方

(
9
13
2
2
5
8
 :
 7
4
)
 

の
琥
゜

【
養
息
】
lle

均

〇

養

子
(
6
5
)

に
同
じ
。
息
は
子
。
〔
資
治

通
鑑
、
梁
紀
〕
（
武
帝
、
天
監
十
七
年
）
深
乃
求
レ
為
―
―
謄

養
息
↓
〔
注
〕
養
息
‘
即
養
子
也
。
●
や
し
な
ふ
。
〔
史
記
、

秦
紀
〕
好
―
―
馬
及
畜
U
吉
養
―
―
息
之
↓

〖
養
息
牧
河
〗ll

g
梵
竺
川
の
名
。
又
、
楊
樫
木
河
に
作

る
。
源
は
涌
洲
熱
河
省
緩
東
縣
の
北
。
遼
河
に
注
ぐ
。

【
養
罷
】
120

店
か
ら
だ
を
養
ふ
。
養
形
。
養
身
。
〔
呂

覧
、
孝
行
滋
竺
宮
室
五
安
―
―
林
第
面
竺
飲
食
云
9
骰
之
道

也
。
〔
史
記
‘
聰
書
〕
林
第
几
席
、
所
―
―
以
養
＂
罷
也
。
〔
孟

子
、
離
婁
上
〕
此
所
謂
養
二
口
罷
―
者
也
、
若
1

一
曾
子
面
四

可
レ
謂
レ
養
レ
ギ
心
也
。

【
養
大
】
121

店
大
き
い
も
の
を
や
し
な
ふ
。
大
は
‘
耳
目

鼻
口
に
討
し
て
心
を
い
ふ
。
〔
孟
子
‘
告
子
上
〕
養
―
―
其

少
者
為
―
―
小
人
盃
哀
其
大
1

者
為
↓
1

大
人
↓

【
養
堂
】
122

続
父
母
な
ど
を
奉
養
す
る
た
め
に
特
に
築

い
た
室
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
列
女
‘
虞
渾
母
孫
氏
傭
〕
拝
二

武
昌
侯
太
夫
人
盃
翌
金
章
紫
綬
占
渾
立
―
―
養
堂
於
家
字
工

導
以
下
皆
就
拝
謁
゜

【
養
導
】
123

続
や
し
な
ひ
み
ち
び
く
。
〔
後
漢
書
‘
郎
顕

傭
〕
陽
氣
開
登
‘
養
―
―
導
萬
物
↓

【
養
男
】
124
謗
ぢ
男
兒
を
や
し
な
ふ
。
〔
張
籍
、
築
城
詞
〕

家
家
養
レ
男
嘗
―
―
門
戸
公
F

日
作
1

一
君
城
下
土
↓

【
養
地
】1
2
5
[
ゥ
王
后
•
王
族
等
の
特
殊
な
私
有
地
を
い

ふ
。
湯
沐
邑
(
7
ー

1
7
8
7
4
:
 1
3
3
)

の
類
。
〔
戦
國
、
西
周
策
〕

不
ふ
押
饗
一
秦
王
之
孝
一
也
、
因
以
レ
原
為
＊
大
后
養
地
5

秦
王
太
后
必
喜
‘
是
公
有
レ
秦
也
。
〔
注
〕
養
地
、
供
養
之

地
、
湯
沐
邑
也
。

食

部

〔
六
蜜
〕

養

【
養
治
】
126

誘
叶
や
し
な
ひ
且
つ
を
さ
め
る
。
〔
史
記
、
文

帝
紀
〕
朕
聞
レ
之
、
天
生
二
蒸
民
云

9
之
置
レ
君
、
以
養
ニ

治
之
↓

【
養
知
】
1
2
7
t
ゥ
智
慧
（
心
の
働
き
）
を
や
し
な
ふ
。
〔
荘

子
、
繕
性
〕
古
之
治
レ
道
者
、
以
＞
括
養
L

知
。
〔
唐
無
名
氏
、

謙
賦
〕
退
蔵
好
閉
‘
養
知
於
括
↓
「
4
4
)

の
室
名
。

〖
養
知
書
屋
〗1

2
8
袴
”
ク
清
‘
郭
嵩
需(
1
1| 3
9
4
7
4
 :

3

 

【
養
長
】
129

伍
守
や
し
な
ひ
そ
だ
て
る
。
〔
管
子
、
四
時
〕

春
厩
育
、
夏
養
長
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
故
養
長
時
、
則
六
畜

育
。
〔
漢
書
‘
董
仲
舒
傭
〕
是
故
陽
常
居
1

一
大
夏
盃
皿
以
,
,

生
育
養
長
1

為
レ
事
。

【
養
娘
】
130t炉
●
乳
母
。
〔
雑
劇
段
散
〕
雙
養
娘
又
義
養

娘
延
壽
築
。
●
め
か
け
。
〔
京
本
通
俗
小
説
‘
硯
玉
観
音
〕

郡
王
給
真
身
債
面
因
レ
此
取
ー
名
秀
秀
養
娘
↓
〇
婢
。
腰

元
。
小
間
使
。
〔
黄
庭
堅
、
書
1
l

趙
伯
充
家
小
姫
領
巾
一
詞
〕

生
受
生
受
、
更
被
―
―
養
娘
催
ヮ
繍
゜
〔
警
世
通
言
、
小
夫
人

金
錢
贈
年
少
〕
教
,
,
養
娘
請
応
土
夫
人
出
来
、
養
娘
入
去
‘

只
柊
尋
討
虞
↓

8
 ya
h
g
3
 
n
i
a
n
g
2

養
母
。

【
養
中
】
131

翌
ウ
●
中
庸
を
や
し
な
ふ
。
中
和
の
心
を
養

ふ
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
託
J

不
レ
得
レ
已
以
養
な
中
‘
至
矢
゜

〔
注
〕
任
レ
理
之
必
然
者
、
中
庸
之
符
全
芙
、
斯
接
レ
物
之

至
者
也
。
〔
疏
〕
不
レ
得
レ
已
者
、
理
之
必
然
也
、
寄
―
―
必
然

之
事
£
養
1

一
中
和
之
心
盃
斯
箕
理
之
造
極
‘
應
レ
物
之
至
妙

者
乎
。
●
明
、
劉
患
（
臨
滝
の
人
）
（
2
-
2
2
2
4
:
 6
0
8
)

の

字。

【
養
仲
】
132

伍
が
清
、
梁
詩
正
(
e
|
1
4
8
2
5
 ：
 
2
6
4
)

の
字
。

【
養
女
】
133
翌

0
人
の
女
子
を
養
つ
て
我
が
子
と
す
る

こ
と
。
又
、
其
の
女
。
〔
顔
氏
家
訓
、
治
家
〕
太
公
曰
、
養

女
太
多
、
一
費
也
、
陳
蕃
云
、
盗
不
レ
過
,
,
五
女
之
門
ア
女

之
為
レ
累
‘
亦
以
深
矢
。
〔
北
齊
書
‘
孫
騰
傭
〕
養
↓
―
貧
家
子

賣
氏
冨
以
筏
養
女
↓
●
y
a
n
g
'
n
i
i
3

女
兒
を
生
む
。

【
養
直
】
1345
が
’
字
琥
。
●
宋
‘
蘇
痒
(
9
ー

3
2
4
2
7
:
 8
4
)
 

の
字
。
●
宋
、
孟
浩
(
8
|
6
9
6
0
 :
 2
9
)

の
字
。
●
明
、
熊

登
之
(
7
ー

1
9
2
9
4
:
 1
6
4
)

の

字

。

「

の

。

【
養
弟
】
135

苔
父
母
の
養
子
で
自
分
よ
り
年
下
な
も

【
養
貞
】
136

苔
明
、
摺
事
講
(
1
0
-
3
5
4
5
8
:
 5
1
)

の
蒻
。

【
養
田
】
137

焚
清
、
鄭
歩
雲
(
1
1
ー

3
9
6
4
7
:
 5
5
4
)

の
字
。

【
養
徳
】
138

悶
徳
を
養
成
す
る
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
発
日
、

多
1

―
男
子
ー
則
多
レ
擢
、
富
則
多
な
事
、
壽
則
多
レ
辱
、
是
一
―
―

者
非
品
竺
以
養
ワ
徳
也
。
〔
後
漢
書
‘
蘇
覚
傭
〕
乃
後
覺

悟
‘
棲
遅
養
レ
徳
。
〔
諸
葛
亮
‘
誡
レ
子
書
〕
夫
君
子
之
行
、
静

以
修
レ
身
‘
倹
以
養
社
徳
゜
〔
任
坊
‘
齊
党
陵
文
宣
王
行
状
〕

文
皇
帝
養
1

一
徳
東
朝
盆
型
符
作
者
↓

【
養
内
】
139

苔
精
神
を
や
し
な
ふ
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
豹

贅
真
堕
而
虎
食
其
外
↓
〔
顔
氏
家
訓
、
養
生
〕
畢
豹

養
於
内
而
喪
レ
外
‘
張
毅
養
―
―
於
外
而
喪
な
内
、
•
前
賢

之
所
レ
戒
也
。

【
養
馬
】
140

芍
馬
を
や
し
な
ふ
。
〔
周
證
、
夏
官
、
園
人
〕

掌
"
養
馬
綿
牧
之
事
百
盆
竪
園
師
↓
〔
晏
子
、
諫
‘
上
〕
公

怒
令
l
j

人
操
レ
刀
解
"
養
レ
馬
者
↓

【
養
望
】
141

雰
名
望
を
得
る
や
う
に
努
力
す
る
。
〔
晉

書
‘
陶
侃
博
〕
何
有A
皿
頭
養
望
、
自
謂
—
一
弘
逹

1
耶
゜
〔
北

史
、
魏
牧
傭
〕
不
』
養
-
―
望
於
丘
堅
二
不
レ
待
―
―
債
於
城
市
↓

【
養
伯
】
142

窃
宋
、
戴
蒙
(CII
-
1
1
6
8
5
 :
 1
3
4
)

の
字
。

【
養
髭
】
143

窃
髪
の
毛
を
生
や
し
、
或
は
多
く
し
、
美
し

く
す
る
や
う
な
方
法
を
と
る
こ
と
。
〔
北
史
、
魏
文
帝
文

皇
后
乙
弗
氏
博
〕
密
令
レ
養
レ
髪
、
有
―
―
追
還
之
意
↓

【
養
法
】
144

笞
養
生
法
。
撮
生
法
。
〔
王
建
、
杜
中
丞
書

院
新
移
ー
小
竹
1

詩
〕
経
年
求
―
―
養
法
盃
隔
日
記
,
,
@
時
↓

【
養
非
】
145

屯
わ
る
い
こ
と
を
増
し
長
ず
る
。
〔
鵜
冠

子
、
近
迭
〕
養
レ
非
長
レ
失
、
以
レ
静
為
レ
擾
、
以
な
安
為
レ
危
゜

【
養
病
】
148e
炉
や
ま
ひ
を
や
し
な
ひ
治
す
。
病
氣
の
養

生
を
す
る
。
養
癖
。
養
病
。
〔
周
證
、
天
官
‘
疾
瞥
〕
掌
レ
養
二

萬
民
之
疾
病
↓
〔
疏
〕
此
主
1

云療
1

一
治
疾
病
―
而
云
レ
養
者
、

但
是
療
治
必
須
レ
牌
レ
養
‘
故
以
レ
養
言
レ
之
。
〔
證
‘
射
義
〕

酒
者
所
"
以
養
孟
老
也
、
所
1

一
以
養
ヮ
病
也
。
〔
漢
書
、
叙
博

上
〕
既
至
‘
以
―
―
侍
中
光
藤
大
夫
―
養
レ
病
。
〔
注
〕
師
古
曰
、

受
↓
土
其
秩
使
而
伊
家
自
養
也
。

〖
養
病
坊
]
1
4
8

苓
足
ウ
唐
の
開
元
時
代
に
設
け
た
官
設

の
施
療
病
院
。
〔
藷
唐
書
、
武
帝
紀
〕
悲
田
養
病
坊
‘
緑
T

僧
尼
還
俗
、
無
"
人
主
持
一
恐
＂
残
疾
無
和
以
取
．
給
‘
雨
京

量
給
-
1

寺
田
1

賑
清
。
〔
詩
話
縛
亀
〕
或
嘲
日
、
誰
謂
調
元

地
、
翻
為
,
1

養
病
坊
↓

【
養
父
】
1497
ゥ
〇
養
家
の
父
。
や
し
な
ひ
お
や
。
義
父
。

寄
父
。
〔
五
代
史
‘
唐
荘
宗
神
問
敬
皇
后
劉
氏
博
〕
其
後

幸
1

一
張
全
義
第
云
酒
酬
、
命
レ
后
秤
ー
全
義
[
『
-
―
養
父
↓
●

父
を
や
し
な
ふ
。
〔
華
陽
國
志
〕
旨
酒
嘉
穀
、
可
―
―
以
養
ヮ

父
。
●
t

地
名
。

【
養
婦
】
150t
ゥ
子
供
の
時
か
ら
育
て
て
来
た
嫁
。
養
娘

と
も
い
ふ
。

【
養
物
】
151

窃
物
を
養
育
す
る
。
〔
列
子
、
仲
尼
〕
養
レ
物

而
為
1

一
我
唄
者
、
人
之
力
也
。
〔
曹
植
、
求
1

一
自
試
1

表〕

此
徒
圏
牢
之
養
レ
物
、
非
1

一
臣
之
所
＂
志
也
。

【
養
奮
】
152

焚
後
漢
、
鬱
林
の
人
。
字
は
叔
高
。
博
く
古

籍
に
通
ず
。
郡
人
之
を
重
ん
ず
。
布
衣
を
以
て
方
正
に

學
げ
ら
る
。
和
帝
の
時
‘
陰
陽
和
せ
ず
、
水
旱
頻
り
に
起

る
に
つ
い
て
策
問
さ
れ
た
時
、
奮
、
答
ふ
る
に
、
時
政
‘

天
氣
に
逆
ふ
を
以
て
し
、
其
の
言
切
直
。
蓋
し
営
時
の

名
儒
な
れ
ど
‘
終
る
所
を
究
め
た
る
も
の
な
し
。
〔
尚
友

録
‘
十
六
〕
。

【
養
分
】
翌
佐
榮
養
と
な
る
成
分
。
螢
養
分
。

【
養
兵
】
154

苔
軍
兵
を
や
し
な
ふ
。
〔
蘇
洵
‘
上
―
―
韓
檻

蜜
書
〕
蓋
古
者
非
由
~
レ
兵
決
レ
勝
之
為
＂
難
、
而
養
レ
兵

不
レ
用
之
可
レ
畏
。

【
養
苗
】
155

誇
苗
を
そ
だ
て
る
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕

二
千
石
遣
入
令
長
三
老
カ
レ
田
‘
及
里
父
老
善
レ
田
者
、

竺
田
既
學
＊
耕
種
養
苗
状
3

【
養
母
】
156i
ゥ
●
母
代
り
と
な
つ
て
養
育
し
た
人
。
又
‘

養
家
の
は
は
。
養
母
。
契
母
。
〔
史
記
、
呂
不
拿
傭
〕
荘

襄
王
、
所
レ
養
母
華
陽
后
為
1

一
華
陽
太
后
↓
●
母
を
養
ふ
。

〔
後
漢
書
‘
班
超
傭
〕
固
射
、
為
レ
官
寓
る
書
、
受
レ
直
以
養
ニ

老
母
↓
〔
南
史
‘
渇
道
根
偉
〕
家
貧
‘
傭
賃
以
養
レ
母
。

【
養
蜂
】
157

謗
蜜
蜂
を
飼
ふ
。
〔
買
島
、
贈
-
―
牛
山
人
一
詩
〕

墾
レ
石
養
レ
蜂
休
レ
買
レ
蜜
‘
坐
レ
山
秤
』
秦
不
レ
争
レ
星
。
〔
郁

離
子
〕
震
丘
大
人
之
養
レ
蜂
也
、
園
有
レ
薩
゜

【
養
牧
】
158

和
”
ゃ
し
な
ふ
。
飼
育
す
る
。
〔
漢
書
、
王
非

偉
中
〕
臣
等
盤
レ
カ
養
坂
兆
民
云
奉
1
1

梢
明
詔
↓

【
養
民
】
159

均
人
民
を
や
し
な
ふ
。
〔
書
、
大
馬
膜
〕
萬

日
、
於
帝
念
哉
、
徳
惟
善
レ
政
、
政
在
レ
養
レ
民
。
〔
左
氏
、

襄
、
十
四
〕
良
君
蒻
賞
レ
善
而
刑
レ
淫
、
養
レ
民
如
レ
子
、

蓋
レ
之
如
レ
天
、
容
ら
之
如
＂
地
。
〔
三
略
、
上
略
〕
攻
取
之

國
‘
務
先
覧
民
。
〔
孔
子
家
語
、
五
儀
解
〕
墨
先
王
之

政
盃
明
1

一
養
民
之
道
↓

【
養
名
】
160

符
名
臀
を
得
る
や
う
に
つ
と
め
る
。
〔
漢

書
‘
朱
博
博
涵
函
叩
舒
緩
養
る
名
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
言
A

齊

人
之
俗
、
其
性
遅
緩
、
多
自
高
大
、
以
養
―
―
名
臀
↓
〔
後
漢

書
‘
哀
紹
傭
上
〕
紹
有
1

一
姿
貌
威
容
涵
d

レ
士
養
レ
名
。

【
養
命
】
161

符
命
を
や
し
な
ふ
。
養
生
す
る
。
〔
参
同
契
〕

君
子
知
レ
性
‘
営
レ
養
レ
命
。
〔
和
山
康
、
養
生
論
〕
故
紳
農
日
、

上
秦
養
レ
命
。

三
九
八

12994 
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食

部

〔
六
蜜
〕

養

【
養
蒙
】
g
誇
元
、
張
伯
淳
(
4
-
9
8
1
2
0
0
1
4
4
9
)

の
琥
。

〖
養
蒙
集
】1

6
3
玩
7
0
モ
•
ウ
書
名
。
十
巻
。
元
、
張
伯
淳
撰
゜
其

の
詩
は
古
糧
に
於
て
殊
に
漫
拙
な
る
も
、
其
の
文
の
源

は
韓
愈
に
出
で
、
多
く
謹
巌
蛸
健
゜
〔
四
嘩
提
要
、
集
、
別

集
類
〕
。

【
養
目
】

164g
め
を
た
の
し
ま
せ
る
。
〔
呂
覧
、
孝
行
〕

樹
五
色
云
空
五
采
面
g
文
章
一
養
レ
目
之
道
也
。
〔
史

記
、
穐
書
〕
刻
錢
文
章
、
所
―
―
以
養
ワ
目
也
。

〖
養
目
鏡
〗1

6
5
y
a
n
g
"
 mu• 

ching• 

養
生
眼
鏡
。
老

眼
鏡
。

【
養
夜
】
166
芍
長
い
夜
。
冬
至
。
〔
大
戴
穂
、
夏
小
正
〕
時

有
↓
ー
養
夜
↓
〔
傭
〕
養
者
長
也
、
若
1

日
之
長
也
。
〔
孔
廣
森

補
注
〕
此
時
夜
之
長
、
如
一
夏
時

H
之
長
一
也
。

【
養
養
】
167
謗
心
に
憂
が
あ
つ
て
落
着
か
な
い
さ
ま
。

〔
詩
‘
邸
風
、
二
子
乗
舟
〕
願
言
思
丘
子
、
中
心
養
養
。
〔
集

傭
〕
養
養
、
猶
1

一
濠
濠
h

憂
不
L

知
レ
所
レ
定
之
貌
。
〔
馬
瑞
辰

傭
箋
通
繹
〕
按
、
養
養
、
通
作
1

一
洋
洋
玉
爾
雅
繹
訓
‘
悠
悠
・

洋
洋
、
思
也
‘
邪
疏
引
―
―
詩
中
心
養
養
[
E
レ
證
‘
爾
雅
繹

詰
説
文
並
曰
、
恙
‘
憂
也
、
養
界
洋
‘
皆
営
レ
岱
恙
之

段
借
↓

【
養
勇
】
168
謗
勇
氣
を
や
し
な
ふ
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑

上
〕
北
宮
動
之
養
レ
勇
也
、
不
二
膚
撓
禾
・
1
1

目
逃
↓
〔
墨

子
‘
裸
守
賣
レ
勇
高
奮
、
民
心
百
倍
。

【
養
痙
】
169

謗
握
疸
を
早
く
な
ほ
す
こ
と
を
怠
つ
て
次

第
に
悪
化
さ
せ
る
こ
と
。
姑
息
な
こ
と
を
し
て
物
事
を

誤
る
喩
。
〔
渇
術
、
興
―
―
婦
弟
任
武
逹
一
書
〕
養
レ
纏
長
レ
疸
、

自
生
1

一
禍
残
一

【
養
鷹
]170

謗
た
か
を
養
ふ
。
た
か
を
飼
ふ
。
〔
後
漢
書
、

呂
布
博
〕
臀
如
レ
養
レ
鷹
‘
飢
郎
為
レ
用
、
飽
則
麗
去
。

【
養
欲
】
171

苔
欲
望
を
涌
足
さ
せ
る
。
〔
戦
國
、
趙
策
〕
今

胡
服
之
意
、
非
-
1

以
養
レ
欲
而
築
＂
志
也
。

【
養
老
】
112
謗
●
老
人
を
い
た
は
つ
て
安
築
に
過
さ

せ
る
こ
と
。
〔
周
幡
、
地
官
、
大
司
徒
〕
以
―
―
保
息
六
1

養――

萬
民
ご
日
慈
幼
、
二
日
養
老
。
〔
穂
、
王
制
〕
凡
養
レ
老
、

有
虞
氏
以
―
―
燕
護
二
夏
后
氏
以
―
―
饗
證
一
殷
人
以
—
る
食
證
一

周
人
修
而
兼
用
レ
之
、
五
十
養
―
―
於
郷
ニ
ハ
十
養
―
―
於
國
一

七
十
養
11

於
學
云
芽
於
諸
侯
↓
〔
疏
〕
凡
養
レ
老
者
、
皇
氏

云
、
人
君
養
レ
老
有
四
種
―
―
是
養
己
二
老
五
更
ご
一
是

子
孫
為
1
1

國
難
一
而
死
、
王
養
―
―
死
者
父
祗
コ
ニ
是
養
1

一致

仕
之
老
面
5

是
引
レ
戸
校
レ
年
、
養
1

一
庶
人
之
老
盃
熊
氏
云
、

天
子
視
レ
學
之
年
養
レ
老
、
一
歳
有
レ
七
‘
謂
1

―
四
時
皆
養
＞

老
、
故
鄭
此
注
、
凡
飲
登
陽
墨
凡
食
養
蔭
氣
五
陽
用
―
―

春
夏
盃
陰
用
―
―
秋
冬
五
是
四
時
凡
四
也
、
按
、
文
王
世
子
云
、

凡
大
合
築
必
遂
養
レ
老
‘
注
云
、
大
合
築
‘
謂
―
―
春
入
レ
學
‘

含
菜
合
舞
、
秋
頒
レ
學
合
臀
五
通
』
前
為
レ
六
、
又
季
春
大

合
築
、
天
子
視
レ
學
、
亦
養
レ
老
、
世
子
云
‘
凡
視
レ
學
、
必

遂
養
レ
老
、
是
惚
為
レ
七
也
。
〔
證
、
文
王
世
子
〕
凡
祭
卑
ハ
1

一

養
老
乞
言
合
語
之
穂
正
皆
小
築
正
詔
二
之
於
東
序
↓
〔
孟

子
、
盛
心
上
〕
日
、
益
レ
欝
乎
来
、
吾
聞
、
西
伯
善
養
レ
老

者
。
〔
管
子
、
禁
蔽
〕
於
1

和
以
養
レ
老
長
レ
幼
、
完
↓
1

活
萬
民
一

莫
レ
明
レ
焉
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
柳
下
恵
見
レ
飴
日
、
可
1

一

以
養
＞
老
、
盗
妬
見
レ
飴
日
、
可
,
,
以
貼
ヮ
牡
、
見
し
物
同
、
而

用
レ
之
異
。
〔
漢
書
、
文
帝
紀
〕
登
稽
二
養
老
之
意
一
哉
。
●

第
四
十
四
代
‘
元
正
天
皇
の
年
琥
。
(
7
1
7
-
7
2
4
)

〖
養
老
院
〗1

7
3
焚
ぅ
ゥ
身
寄
も
な
く
貧
困
の
た
め
に
生

活
し
得
な
い
老
人
を
牧
容
し
て
救
護
す
る
所
。

〖
養
老
律
〗
匹
万
大
賓
律
(
8ー
5
8
3
1:
 1
8
9
7
)
を
見
「ょ°

ょ〖養
老
令
寄
諮
唸
大
賓
令(
8ー
5
8
3
1:
 1
8
9
8
)
を
見

〖
養
老
證
〗m
パ
ゥ
袴
年
老
い
て
學
徳
あ
る
人
を
選
び

招
い
て
酒
食
を
饗
し
、
敬
ひ
證
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、

顧
宗
紀
〕
冬
十
月
壬
子
、
幸
1

一
辟
碓
ぶ
初
行
二
養
老
幡
↓

〖
養
老
律
令
〗
沢
ぢ
炉
奈
良
時
代
に
編
纂
さ
れ
た
法

律
。
元
正
天
皇
の
命
に
よ
り
、
藤
原
不
比
等
ら
が
、
大
賓

律
令
の
改
正
を
中
心
と
し
て
編
纂
し
た
も
の
。
律
十

巻
、
令
十
巻
。

【
養
努
】
175

認
つ
か
れ
た
も
の
を
い
た
は
り
や
し
な
ふ
。

〔
尉
線
子
、
武
議
〕
責
レ
功
養
レ
努
、
不
1

一
躊
祠
1

而
得
に
輻
。

【
養
利
】
176

圧
ゥ
●
州
名
。
宋
、
置
く
。
民
國
、
縣
に
改
む
。

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
西
‘
太
平
府
‘
州
四
、
養
利
州
。

●
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
廣
西
省
同
正
縣
の
西
。
南
流
江

の
東
北
岸
。

【
養
略
】
177

袴
ク
衣
食
が
と
ぽ
し
い
。
〔
荀
子
、
天
論
〕
本

荒
而
用
修
、
則
天
不
に
能
レ
使
―
―
之
富
一
養
略
而
動
竿
、
則

天
不
レ
能
レ
使
―
―
之
全
↓
〔
注
〕
略
‘
減
少
也
、
平
、
希
也
、
養

略
‘
謂
レ
使
,
,
人
衣
食
不
ッ
足
也
。

【
養
力
】
178

跨
’
力
を
や
し
な
ふ
。
〔
司
馬
濯
、
定
爵
〕
嬰
レ

嫌
推
レ
疑
‘
養
レ
カ
索
わ
巧
゜
〔
周
賀
休
、
糧
僧
詩
〕
養
な
力
時

行
レ
道
、
聞
レ
鐘
不
九
上
レ
堂
。

【
養
料
】
179

袴
●
榮
養
に
供
す
る
材
料
。

O
他
人
の
生

活
を
支
へ
る
た
め
に
給
興
す
る
財
物
。
●
養
育
料
。

【
養
廉
】
180

窃
廉
潔
の
心
を
養
ひ
保
つ
。
〔
宋
史
、
職
官

志
十
二
〕
諸
路
職
官
、
各
有
1
1

職
田
五
所
11

以
養
＞
廉
也
。

〔
金
史
、
伯
徳
特
寓
補
傭
〕
特
寓
補
‘
為
レ
人
孝
謹
‘
為
レ

政
簡
孵
、
不
レ
積
レ
財
、
常
日
、
俸
禄
已
足
レ
養
レ
廉
、
衣
食

之
外
、
何
用
I¥

蓄
積
↓

〖
養
廉
銀
〗1

8
1
五
乃
レ
ン
生
活
に
困
し
ん
で
賄
賂
な
ど
を

受
け
る
こ
と
な
く
、
常
に
廉
潔
の
心
を
養
ひ
保
つ
て
ゐ

る
や
う
に
と
、
官
吏
に
特
別
に
給
す
る
銀
。
〔
清
會
典
‘

戸
部
、
飯
銀
慮
〕
戸
部
堂
官
養
廉
銀
一
萬
七
千
二
百
餘

雨
、
司
員
養
廉
銀
一
萬
四
千
九
百
八
十
餘
雨
。
〔
清
國
行

政
法
汎
論
、
官
吏
櫂
利
、
俸
給
〕
養
廉
銀
、
地
方
官
、
不
レ

給
籐
米
す
又
笠
恩
俸
盃
唯
有
―
―
養
廉
墨
毎
年
月
該
省

金
嘩
一
支
塀
、
而
俸
緑
照
レ
品
給
レ
之
、
養
廉
銀
則
應
レ
訣

給
レ
之
、
是
為
T

最
嘗
瓦
塁
墨
之
園
別
な
屯
同
是
縛
督

也
、
其
品
秩
一
定
不
レ
動
、
故
俸
緑
亦
無
レ
有
I¥

差
異
―
焉
、

然
養
廉
銀
、
則
撮
t

丘
任
地
情
形
百
口
有
1
1

差
異
↓

〖
養
廉
俸
冨
謗
レ
ン
養
廉
銀
に
同
じ
。

【
養
禄
】
llB
焚
俸
禄
を
い
ふ
。
〔
韓
非
子
、
孤
憤
〕
學
士

不
和
因
、
則
養
誅
薄
證
卑
‘
故
學
士
為
レ
之
談
也
。

【
養
和
】
184

唸
●
和
合
さ
せ
る
や
う
努
力
す
る
。
〔
荀

子
、
富
國
〕
明
主
必
謹
養
―
―
其
和
盃
竺
其
流
盃
匹
其
源
↓

●
和
順
の
精
神
を
や
し
な
ふ
。
〔
後
漢
書
、
逸
民
、
畳
侭

傭
〕
侭
幸
得
三
保
-
―
終
性
命
な
廿
レ
紳
養
レ
和
。
〔
後
漢
書
、
周

磐
博
〕
昔
方
回
支
父
、
薔
レ
紳
養
レ
和
、
不
T

以
―
―
築
利
1

滑
＊

其
生
術
只
晉
書
‘
賀
循
億
〕
逍
這
養
レ
和
、
括
レ
神
自
足
。
●

背
を
よ
せ
か
け
る
道
具
。
〔
唐
書
、
李
泌
傭
〕
泌
嘗
取
―
―
松

楼
枝
盆
以
隠
レ
背
、
名
日
―
―
養
和
↓
〔
皮
日
休
、
五
脱
詩
序
〕

有
桐
直
養
和
一
一
怪
形
拳
賜
、
坐
若
,,ill(
去
ニ
庄
之
烏

龍
養
和
↓
●
第
八
十
一
代
、
安
徳
天
皇
の
年
琥
。
(
1
1
8
1

ー

1
1
8
2
)
〇
明
、
劉
天
和
(
2
-
2
2
2
4
:
 1
2
2
4
)

の
字
。

【
養
胃
約
】
185yang'wei'yao• 

胃
病
の
槃
。
健
胃

【
養
胃
薬
】
186yang'wei• 

yao• 

健
胃
剌
。

L

剌゚

【
養
由
基
】
187

袋
斗
春
秋
、
楚
の
大
夫
。
由
は
又
海
に
作

る
。
射
術
の
名
人
。
百
歩
は
な
れ
て
柳
の
葉
を
射
る
に
、

百
登
百
中
で
あ
っ
た
と
い
ふ
。
〔
左
氏
、
成
、
十
六
〕
癸

巳
、
播
店
之
黛
、
興
I¥

養
由
基
暉
t

レ
甲
而
射
レ
之
、
徹
―
―
七

札
焉
。
〔
漢
書
、
枚
乗
博
〕
養
由
基
楚
之
善
射
者
也
、
去
―
―

楊
葉
1百
歩
、
百
登
百
中
、
楊
葉
之
大
、
加1ー
百
中
—
焉
、

可
レ
謂
1

一
善
射
1

癸。

三
九
九

【
養
一
齋
】
188

苔
ィ
ッ
●
清
‘
播
徳
輿
(
7
-
1
8
2
3
6
:
 2
1
5
)
 

の
統
。
●
清
、
李
兆
洛
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
7
8
6
)

の
琥
。

〖
養
一
齋
詩
話
〗1

8
9
窃
ィ
ッ
？
書
名
。
＋
巻
。
清
、
播

徳

輿

撰

。

「

清

、

涌

徳

輿

撰

。

〖
養
一
齋
詩
文
集
】
函
窃
バ
ク

tィ
書
名
。
二
十
四
巻
。

【
養
陰
里
】
190g
ウ
イ
ン
地
名
。
河
南
省
賓
豊
縣
の
西
北
。
春

秋
楚
の
養
の
地
。
〔
左
氏
、
昭
、
三
十
〕
使
三
監
馬
手
築
大

心
逆
―
―
呉
公
子
一
使
レ
居
と
養
9

〔
注
〕
養
、
郎
所
レ
封
之
邑
。

〔
後
漢
書
、
郡
國
志
二
〕
襄
有
―
―
養
陰
里
↓

【
馨
五
柑
鎧
]191

氏
ウ
カ
ン
廣
州
地
方
で
柑
橘
の
贔
害
を
豫
防

す
る
た
め
に
飼
養
す
る
蟻
。
〔
難
肋
編
〕
廣
州
民
種
―
―
柑

橘
一
常
患
『
小
晶
損
,
,
食
其
賓
一
惟
樹
多
レ
鎧
‘
則
贔
不
レ

能
レ
生
‘
故
園
戸
買
"
鎧
子
人
土
謂
＿
一
之
養
柑
蟷
↓

【
養
吉
齋
】
192"
”
キ
ッ
清
、
呉
振
械
(
2
-
3
3
6
5
:
 6
7
9
)

の

舅

「

花

天

を

見

よ

。

【
養
花
雨
】
1
9
3
9
ゥ
？
ヮ
は
な
ぐ
も
り
の
頃
に
ふ
る
雨
。
養

【
養
花
天
】
194

／
ゥ
焚
養
花
雨
が
降
る
季
節
。
春
の
花
の

多
く
開
く
頃
、
花
曇
り
の
頃
を
い
ふ
。
〔
繹
仲
林
、
花
品
〕

毎
至
―
―
牡
丹
開
日
:
夕
有
-
―
軽
雨
微
雲
ニ
庄
之
養
花
天
↓

〔
歌
仙
芝
‘
詩
〕
野
水
短
蕪
調
馬
地
、
軽
陰
微
雨
養
花
天
。

【
養
春
子
】
195

唸
s
ュ
ン
明
、
方
夏
(
1
1
-
1
3
6
2
0
:
 3
3
)

の
●

の
琥
。

【
養
人
兒
】
196
y
a
n
g
'
j
e
n
'
e
r
h

女
子
を
貰
ひ
受
け
て

之
を
妓
棲
に
賣
り
、
毎
月
妓
棲
か
ら
報
酬
金
を
受
け
る

人

。

ぜ

げ

ん

。

女

街

。

「

琥

。

【
養
泉
齋
】
197

苔
セ
ン
清
、
注
彦
博
(
6
|
1
7
1
5
4
 :
 2
2
2
)

の

【
養
痩
馬
】
198
岱
ソ
，
ゥ
度
痩
馬
-
(
7
-
2
2
4
1
5
:
 5
4
)

を
見

「
の
室
名
。

ょ
【
養
括
軒
】
199
窃
テ
ン
清
‘
黄
王
烈
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
2
9
6
)
 

【
養
龍
坑
】
200

謗
1
ヨ
，
ウ
地
名
。
責
州
省
責
陽
縣
の
北
。
〔
名

山
勝
概
記
〕
産
ー
龍
駒
盆
竺
武
四
年
夏
、
明
昇
降
献
-
1

良

馬
十
一
其
一
白
者
、
得
―
―
之
於
此
一
賜
―
―
名
飛
越
峯
五
綸
レ

圏
蔵
レ
之
、
學
士
宋
瀧
為
レ
讃
。
〔
清
一
統
志
〕
養
龍
院
在
―
―

貴
州
長
官
司
雨
山
之
中
一
泣
淳
淵
深
、
鮫
龍
賓
蔵
―
―
其

下
一
常
"
春
始
和
B

夷
人
立
,
,
;
!
;
,
畔
一
繹
ー
牝
馬
之
貞
者
―

繋
レ
之
、
已
而
雲
霧
晦
冥
、
有
レ
物
婉
―
―
誕
馬
上
一

5

翌
開

雙
厩
し
馬
労
之
沙
有
"
龍
跡
一
者
い
是
興
レ
龍
遇
、
産
必

為
―
―
龍
駒
↓

【
養
路
虞
】
201
y
a
n
g
3
 Ju• 

ch'u• 

保
線
課
。

【
養
荷
漫
筆
】
202

窃
5

ッ
書
名
。
一
巻
。
宋
、
趙
滑
撰
。
宋

12995 



(44144・ ・203)一 (44151)

ジ二
日ロ

【

餌

】

叩

ジ
二

〔
集
韻
〕
忍
止
切
菌

e
r
h
3
 

＞
 し）
 

〔
集
韻
〕
俯
吏
切
面

日
□
国
ま
つ
り
。
或
は
衆
(
8ー

2
4
6
9
1
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
養
‘
祭
也
。
〔
集
韻
〕
餐
‘
常
山
謂
レ
祭
為
レ

養
‘
或
八
レ
示
。
囲
養
(
1
2
-
4
4
1
4
4
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
養
‘
藷
訓
同
レ
養
。

闘

養

(
1
1
!
-
4
4
1
4
4
)
は
別
字
。
〔
字
彙
、
醒
誤
〕
養
、
養

育
。
養
、
昔
脊
、
祭
名
。

【
翠
食
】
叩

國国□日
ャク，ケケク，ケ
ウワンンワン
ンン

〔
集
韻
〕
倶
願
切
醐
8

〔
集
韻
〕
古
倦
切
國
i-

〔
集
韻
〕
九
遠
切
戸
i

時
の
瑣
事
を
雑
記
し
、
巻
末
に
瞥
方
散
條
を
附
記
す
。

〔
四
庫
提
要
、
子
、
小
説
家
類
存
目
〕
。

【
養
雲
山
荘
】
203

苔
5

清
、
劉
瑞
芥
(
2
-
2
2
2
4
:
 1
0
9
 

6
)

の

室

名

。

「

2
)

の
琥
゜

【
養
間
居
士
】
204

焚
カ
ン
清
‘
播
曾
瑶
(
7
-
1
8
2
3
6
:
 1
9
 

【
養
尊
慮
優
]206

y
a
n
g
'
t
s
u
e
n
'
c
h
'
u
3
 
y
u
'

櫂
威
あ

る

地

を

占

め

る

。

「

9
)

の
琥
。

【
養
餘
老
人
】
2
0
6
5
四

清

、

葛

啓

森
(
9
|
3
1
4
2
0
 :
 1
1
 

【
以
レ
養
傷
レ
身
】
207

屁
哭
”

g-T
衣
食
住
の
や
う
な
身

を
養
ふ
べ
き
も
の
の
た
め
に
却
つ
て
身
を
害
ふ
。
〔
呂

覧
、
審
為
〕
雖n貴
富
禾
＇I
\
~
>
養
聾
身
、
農
貧
賤
云
’

I
\

以
乙
利
累
＂
形
。

【
引
レ
養
引
レ
悟
】
翌
翌
tt
バ
國
民
を
生
養
し
て
安
全
の

地
に
引
披
し
、
生
活
の
安
定
を
得
さ
せ
る
。
〔
書
、
梓

材
〕
引
レ
養
引
レ
括
、
自
レ
古
゜
〔
禁
傭
〕
亦
惟
欲
土
其
引
―
―
液

斯
民
於
生
養
安
全
之
地
―
而
已
゜

【
養
不
レ
教
父
之
過
】
碑
t
店
芍
だ
ね
ル
ハ
子
を
養
ひ
育

て
る
だ
け
で
教
育
し
な
い
の
は
父
の
過
で
あ
る
。
〔
三

字
経
〕
養
不
レ
教
、
父
之
過
、
教
不
レ
殿
、
師
之
惰
゜

食

部

〔
六
董
〕

或
日
口
●
こ
な
も
ち
。
だ
ん
詰
〕
餌
、
美
也
。

O
す
ぢ
。
獣
肉
の
筋
腱
゜
〔
證
、
内

闇
て
餅
骰
t
J

。
米
の
粉
を
こ
ね
、
ま
る
則
〕
去
―
―
其
餌
↓
〔
注
〕
餌
、
筋
腱
也
。

め
て
蒸
し
た
も
の
。
も
と
翠
(
1
2
ー

4
5
7
1
8
)

に
同
【
餌
壺
】
1

ゲ
小
鳥
な
ど
の
餌
を
入
れ
る
器
。

じ
。
〔
説
文
〕
繋
、
粉
餅
也
、
ハ
レ
弼
耳
臀
、
餌
、
製
【
餌
口
】
2

炉
食
事
を
す
る
。
活
計
を
た
て
る
。
糊
口
。

〔
戦
國
‘
秦
策
〕
無
品
以
餌
1

一
其
口
盃
土
行
蒲
服
‘
乞
―
―
食
於

呉
市
↓

或
ハ
11

食
耳
↓
〔
玉
篇
〕
餌
‘
絣
也
‘
饂
也
。
〔
急
就

【
餌
差
】
3

デ
餌
刺
。
●
鷹
の
ゑ
さ
と
な
る
小
鳥
を
縞

篇
〕
絣
餌
褒
飯
甘
豆
羮
゜
〔
注
〕
洩
レ
米
而
蒸
レ
之

則
為
畑
‘
餌
之
言
‘
而
也
、
相
鮎
而
也
。
〔
後
漢
竿
t
”
で
さ
し
て
捕
へ
る
こ
と
。
又
、
其
の
人
。
●
小
鳥

書
‘
酷
吏
、
奨
嘩
傭
〕
熊
餌
一
笥
↓
〔
注
〕
説
文
を
縞
竿
で
捕
へ
る
こ
と
を
業
と
す
る
人
。
と
り
さ
し
。

日
、
餌
‘
絣
也
。
●
こ
な
が
き
。
米
と
肉
と
を
合
●
職
名
。
江
戸
幕
府
の
鷹
匠
の
部
下
に
層
し
‘
鷹
の
餌

と
な
る
小
鳥
を
捕
へ
る
こ
と
を
掌
る
。

【
餌
飼
】
4

5

ヒ
鳥
獣
な
ど
を
ゑ
さ
を
興
へ
て
飼
ふ
こ

せ
て
に
た
食
。
惨
食
。
〔
周
腔
、
天
官
‘
逼
人
〕
羞

蓬
之
賓
、
模
餌
粉
香
。
〔
注
〕
合
蒸
日
レ
餌
‘
絣
レ

と

之
日
レ
脊
゜
〔
護
、
内
則
〕
鰺
、
取
,
,
牛
羊
琢
之
肉
さ
一
【
餌
食
】
5

ぞ
●
ゑ
さ
と
し
て
輿
へ
る
食
物
。
●
た
ベ

如
こ
、
小
切
レ
之
、
奥
1

稲
米
云
稲
米
二
、
肉
一
、
合
も
の
。
食
物
。
食
料
。
●
慾
望
の
犠
牲
と
な
る
も
の
。

以
為
レ
餌
‘
煎
レ
之
。
〔
注
〕
此
周
糧
栂
食
也
。
●
た
【
餌
取
】
6

炉
獣
な
ど
の
皮
を
剥
ぎ
‘
其
の
皮
や
肉
を

べ
る
。
〔
後
漢
書
‘
馬
援
傭
〕
常
餌
,
,
惹
政
賓
↓
●
賣
る
こ
と
を
業
と
す
る
人
。
棧
多
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏
會
、

人
倫
、
屠
兒
〕
栴
多
羅
、
今
云
11

稜
多
ぶ
汝
‘
屠
兒
郎
、
古
所

謂
餌
取
也
、
今
慮
慮
構
こ
村
ご
母
屠
―
―
牛
馬
猫
犬
む
詞
レ

た
べ
も
の
。
ゑ
じ
き
。
ゑ
さ
。
〔
廣
雅
、
秤
詰
三
〕

餌
、
食
也
。
〔
玉
篇
〕
餌
、
食
也
。
〔
一
切
経
昔
義
、
皮
伶
業
、
其
稜
不
沙
、
故
呼
日
―
―
稜
多
↓

九
〕
餌
‘
食
也
、
案
、
凡
所
レ
食
之
物
、
皆
日
レ
餌
也
。
【
餌
石
】
1

5

キ
養
生
に
放
が
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
鐵
物

〔
荘
子
、
肱
懐
〕
鉤
餌
岡
筈
晋
筍
之
知
多
‘
則
魚
（
丹
砂
・
石
膏
•
石
鍾
乳
の
類
）
を
食
ふ
こ
と
。
〔
蘇
洵
、
審

勢
〕
臀
―
―
之
一
人
身
云
E

ぶ
欲
乳
レ
秦
餌
レ
石
、
以
養
1

一
其
生
↓

【
餌
袋
】

8

r

0
胃
を
い
ふ
。
胃
袋
゜
〔
和
漢
三
オ
圏

乱
―
―
於
水
云
大
。
〔
繹
文
〕
餌
、
魚
餌
也
。
〔
戦
國
、
秦

會
、
鳥
之
用
、
味
〕
凡
鳥
受
レ
食
虞
日
レ
嗜
‘
和
名
毛
乃
波

策
〕
虎
者
戻
晶
、
人
者
甘
餌
。
〔
博
長
虞
‘
贈
―
―
何
肋

王
汽
詩
〕
臨
レ
川
靡
1

芳
餌
↓
〔
注
〕
善
日
、
餌
、
魚
美
、
俗
呂
餌
袋
↓
●
古
昔
、
旅
行
の
時
‘
道
中
用
の
食
物

食
也
。

O
利
益
。
正
嘗
な
手
段
に
よ
ら
な
い
で
得
を
入
れ
て
携
帯
し
た
袋
゜

る
利
盆
。
又
、
誘
ひ
く
ら
は
す
利
盆
゜
〔
漢
書
、
買
【
餌
暗
】
，
”
ン
ゑ
さ
を
く
ら
は
す
。
轄
じ
て
、
利
を
以
て

人
を
い
ざ
な
ふ
こ
と
。
〔
劉
馬
錫
、
楚
望
賦
〕
苦
張
餌
略
‘

不
レ
可
―
―
遁
伏
↓

誼
傭
〕
五
餌
三
表
。
〔
後
漢
書
、
劉
喩
傭
〕
姦
情
豚

賂
、
皆
袋
吏
餌
一
〇
ゑ
を
興
へ
る
。
ゑ
さ
を
食
は
【
餌
釣
]
1
0

が
ゑ
さ
で
つ
る
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
、
左
慈

す
。
利
を
も
つ
て
人
を
誘
ふ
。
〔
正
字
通
〕
餌
‘
陰
傭
〕
因
求
1

一
銅
盤
貯
t

水
、
以
1

一
竹
竿
1

餌
釣
゜

抄
利
誘
レ
人
‘
亦
日
レ
餌
。

O
よ
ろ
こ
ば
す
。
〔
戦
【
餌
敵
】
11

紗
＊
計
を
以
て
敵
を
い
ざ
な
ふ
こ
と
。
〔
魏

國
‘
秦
策
〕
我
以
え
且
陽
餌
足
。
〔
注
〕
餌
、
猶
レ
喜
志
、
武
帝
紀
〕
此
脈
以
餌
＂
敵
‘
如
何
去
レ
之
。
〔
晉
書
、

乞
伏
國
仁
載
記
〕
謂
,
,
諸
牌
ら
日
、
先
人
有
1

一
奪
レ
人
之
心
一

不
レ
可
三
坐
待
11

其
至
ご
星
抑
な
威
餌
レ
敵
、
鳥
レ
師
以
張
＞

也
。
●
食
は
れ
る
。
呑
食
せ
ら
れ
る
。
〔
漢
書
、
買

誼
偶
〕
適
足
品
以
餌
-
1

大
國
耳
。
〔
注
〕
師
古
日
、
之
、
軍
法
所
謂
怒
レ
我
而
怠
レ
寇
也
。

餌
‘
謂
レ
序
其
所
呑
食

1
8こ
の
む
。
〔
爾
雅
、
秤
【
餌
烹
】
12

ヅ
ウ
に
て
く
ら
ふ
。
又
‘
其
の
食
物
。
〔
曹
植
、

詰
一
〕
餌
‘
好
也
。

O
う
る
は
し
い
。
〔
小
爾
雅
‘
廣
矯
志
詩
〕
芝
桂
雖
レ
香
、
難
1

一
以
餌
烹
↓

養

養

餌

族

観

倣

鹸

観

烏
飯
。
ま
た
追

(11ー
3
8
7
0
7
)

・猷
(
1
2
ー

4
4
1
6
9
)

に
作
る
。
鎚
の
●
を
併
せ
見
よ
。
〔
本
草
、
青
精
乾

石
観
飯
〕
秤
名
、
烏
飯
、
頌
曰
、
按
‘
陶
隠
居
登
慎

隠
訣
、
載
太
極
箕
人
青
精
乾
石
観
飯
法
↓
〔
通

【
紐
】
血

シ
ン

〔
字
彙
補
〕
心
晉
切
醐
-

【
絵
】
呵

ハ，ウ

飾
(
U
!
-
4
4
1
2
4
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
錢
、
書
無
奎
旦
空
疑
即
飾
字
。

ゐ
さ
ふ
ら
ふ
す
る
。
〔
字
彙
補
〕
倣
‘
寄
食
也
。

霰】呻
テ
ィ
〔
字
彙
補
淀
今
切
圏

デ
イ

箇
】
叫
ヂ
＂
戸

[
]
[
O
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

よ
そ
ほ
ひ
か
ざ
る
。
〔
集
韻
〕
鈷
‘
粧
飾
゜

冦

】

叩

ジ シ

〔
集
韻
〕
仕
吏
切
甲
g

【
餌
付
]
1
3

五
ヶ
幼
い
鳥
を
だ
ん
だ
ん
に
餌
を
た
べ
る
や

う
に
馴
ら
す
こ
と
。

【
餌
兵
】
14

勺
イ
さ
そ
ひ
の
兵
。
利
を
誘
ふ
兵
。
〔
孫
子
、
軍

争
〕
餌
兵
勿
レ
食
、
蹄
師
勿
レ
逼
。

【
餌
絣
】
1
5
}
ィ
蒸
絣
の
類
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
萩
豆
類
、

緑
豆
〕
磨
而
為
レ
鰐
、
澄
濾
取
レ
粉
‘
可
品
以
作
"
餌
餅
↓

【
無
レ
餌
之
釣
不
レ
可
ー
ー
以
得
b

魚
】
1
6
t
”
”
窃
松
ズ
モ
9
テ

ゑ
さ
を
つ
け
な
い
で
魚
を
釣
ら
う
と
思
つ
て
も
得
ら

れ
な
い
。
物
は
徒
手
空
拳
で
は
得
ら
れ
な
い
喩
。
〔
淮

南
子
‘
説
林
訓
〕
一
目
之
羅
、
不
レ
可
―
―
以
得
ヮ
鳥
、
無
レ
餌

之
釣
、
不
レ
可
1

一
以
得
ヮ
魚
‘
遇
ユ
士
無
レ
證
、
不
缶
,
,
,
以
得
＞

賢。

四
0
0
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食

部

ハ
ー
七
書

飴

貪

D~ 

小
日
□
向
あ
く
。
或
は
鯰
(
1
2
-
4
4
3
1
8
)

策
に
作
る
。
〔
説
文
〕
韻
‘
獣
也
、
八
レ
食
目

愈
賛
〔
集
韻
〕
餡
‘
低
也
、
買
思
認
日
‘
飽
食
不
レ
餌
‘

或
凡
レ
患
。

【

韻

】

血

曰
ェ
ン

□
ェ
ン

□
ヱ
ン

〔
集
韻
枢
絹
切
霞
吟

〔
集
韻
〕
於
法
切
箪

烏

玄

切

囲

〔
中
華
大
字
典
〕

II5111且

【

餞

】

虹

セ

ン

餞゚

餞（
1
2
|
 4
4
2
1
4
)

の
俗
字
。
〔
宋
元

以
来
俗
字
譜
〕
餞
、
列
女
傭
作
レ

貧

】

呻

サ

イ

汀

詳

。

〔

屑

手

鑑

〕

餐

‘

側

皆

宿】砕

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
餅
、
昔

供。

キョ，ウ

賓

】

]

イ

[

戸

[
[
O
o
)
に
同
じ
。
〔
集
韻

【

餡

】

]

〔
集
韻
〕
方
文
切
閉
{

む
し
い
ひ
。
強
飯
゜
絆
(
1
2
|
 4
4
3
7
3
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
綽
‘
説
文
、
漁
飯
也
‘
或
省
。

7
ン

雅
‘
飲
食
〕
青
褪
飯
、
綱
目
作
観
飯
乃
鈷
謳
也
。

〔
康
熙
字
典
〕
観
‘
亦
作
レ
追
、
今
或
作
レ
鑓
‘
非
゜

日
サ
ン
〔
集
韻
〕
千
安
切
函

古
ヰ

t
s
'
a
n
'

口
ソ
ン
〔
集
韻
〕
蘇
昆
切

m

国
サ
ン
〔
集
韻
〕
蒼
案
切
芦
g

小

或

曰

●

の

む

。

く

ら

ふ

。

飲

食

餐

策

終

閻

す

る

。

〔

説

文

〕

餐

‘

呑

也

、

炊
な
食
奴
臀
゜
〔
韻
會
〕
餐
、
字
林
云
‘
呑
食
也
。
〔
詩
‘

鄭
風
‘
狡
童
〕
使
二
我
不
＞
能
レ
餐
分
。

O
た
べ
も
の
。

飲
食
物
。
酒
肴
。
〔
韻
會
〕
餐
‘
又
飲
餅
日
レ
餐
。
〔
漢

書
、
高
后
紀
〕
列
侯
幸
得
レ
賜
1

餐
錢
奉
邑
↓
〔
注
〕
師

古
日
‘
餐
錢
‘
賜
血
5

膳
錢
一
也
。

O
こ
び
る
。
小
書
一
。

あ
ひ
の
し
よ
く
じ
。
小
飯
。
〔
漢
書
、
韓
信
傭
〕
令
―
―

其
袢
将
博
＞
餐
゜
〔
注
〕
如
淳
日
‘
小
飯
日
レ
餐
゜
⑲
ひ

る
め
し
。
〔
方
言
‘
-
‘
凡
陳
楚
之
郊
南
楚
之
外
相

謁
而
餐
‘
注
〕
書
一
飯
為
レ
餐
。

0
か
わ
か
し
て
食
べ

る
。
〔
繹
名
、
秤
飲
食
〕
餐
‘
乾
也
‘
乾
入
レ
ロ
也
。

O

ほ
め
る
。
梢
美
す
る
。
〔
王
倹
‘
堵
淵
碑
文
〕
餐
盃
木

野
之
祁
賓
言
注
〕
善
曰
‘
餐
、
美
也
。

O
き
く
。
〔
王

倹
‘
格
淵
碑
文
〕
餐
一
輿
誦
於
丘
里
「
瞭
西
畑
詠
於

京
國
↓
〔
注
〕
良
日
、
餐
‘
聴
也
。
R
或
は
液
(
7ー

1
7

鋲

餐

銭

絹

餅

舒

餐

【

餐

】

[

宿】呻

ヘウ
飽（
1
2
-
4
4
1
0
9
)

の
古
字
。
〔
字

彙
〕
仰
、
古
文
飽
字
。

貧

】

臼

ラ

イ

〔

集

韻

〕

魯

外

切

圏

●
門
祭
の
名
。
〔
玉
篇
〕
爵
‘
門
祭
名
。

O
酒
を
地

に
そ
そ
い
で
祭
る
。
爵
(
1
1
-
3
9
8
7
2
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
酎
‘
説
文
‘
綴
祭
也
‘
或
作
レ
僻
。
参
通
じ

て
酸
(
1
1
-
3
9
9
0
7
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
餅
、
通

作
レ
酸
。

8
2
4
)

に
作
り
、
ま
た
噴
(
2
|
4
6
3
4
)

に
作
り
、
俗
旬
、
長
安
毒
熱
、
預
停
レ
F
四
宿
、
而
糧
色
不
レ
髪
。

に
准
(
1
2
|
 4
4
0
2
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
餐
、
淮
‘
餐
【
餐
室
】
10

t
s
'
a
n
1
 
s
h
i
h
'

食
堂
。

【
餐
車
】
11

t
s
'
a
n
'
c
h
'
e
1

食
堂
車
。

【
餐
食
】
12

冗
ク
く
ら
ふ
。
又
、
食
事
。
〔
漢
書
、
張
安
世

或
凡
レ
水
。
〔
集
韻
〕
餐
、
或
炊
レ
水
、
亦
作
レ
噴
‘
俗

偵
〕
願
将
軍
強
二
餐
食
盆
1
―
瞥
葵
士
竺
精
神
百
公
団
天

作
レ
准
。
□
●
飯
に
水
を
そ
そ
ぐ
。
水
か
け
め
し
を

作
る
。
〔
列
子
‘
説
符
〕
見
而
下
―
―
壺
餐
百
以
鋪
レ
之
。
年
↓
〔
陸
機
、
赴
レ
洛
詩
〕
懐
慨
遺
え
女
愈
↓
永
歎
靡
餐
食
↓

〔
注
〕
餐
、
水
滉
レ
飯
也
。
〇
ゆ
ふ
め
し
。
喰
(
1
2
-

【
餐
錢
】
13

竺
天
子
か
ら
臣
下
に
賜
は
る
賄
料
。
〔
漢

4
4
 0
 3
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
喰
‘
説
文
、
鋪
也
‘
謂
1

一
書
、
高
后
紀
〕
丞
相
臣
平
言
‘
云
云
‘
列
侯
幸
得
レ
賜
―
―
餐

錢
奉
邑
一
〔
注
〕
應
勒
日
‘
餐
‘
興
レ
喰
同
‘
諸
侯
四
時
皆
得
レ

賜
資
錢
文
穎
日
、
喰
‘
邑
中
更
名
算
錢
如
入
~
長
吏

哺
時
食
云
或
作
レ
餐
。
国
も
ち
。
〔
集
韻
〕
餐
、
絣
也
。

【
餐
英
】
1

汀
花
び
ら
を
く
ら
ふ
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
朝
食
奉
ご
自
復
膝
錢
‘
即
祗
奉
也
、
車
昭
曰
‘
熟
食
日
レ
喰
‘

飲
禾
蘭
之
墜
露
一
分
、
夕
餐
―
―
秋
菊
之
落
英
↓
〔
注
〕
英
、
酒
般
日
レ
錢
、
云
云
、
四
時
得
二
間
賜
ず
疋
為
1

一
喰
錢
玉
喰
‘

小
食
也
、
師
古
日
‘
餐
・
准
、
同
一
字
耳
‘
云
云
‘
餐
錢
‘

華
也
。

【
餐
衛
】
2

釘
食
物
が
適
度
で
健
康
な
こ
と
を
い
ふ
。
賜
―
―
尉
膳
錢
也
。

〔
周
弘
譲
‘
答
主
襄
書
〕
餐
衛
障
時
霞
興
多
レ
蝠
。
【
餐
藷
】
14

勺
萩
菜
を
た
べ
る
。
粗
末
な
食
物
を
食
ふ

【
餐
霞
】
3

勺
霞
を
食
ふ
。
道
家
の
修
煉
の
術
。
〔
慎
こ
と
。
〔
韻
府
引
‘
夏
侯
湛
、
文
〕
執
若
1
-
t

如
レ
蓉
餐
レ
践
‘

詰
〕
日
者
霞
之
賓
、
霞
者
H
之
精
‘
君
惟
聞
―
―
服
日
之
法
一
終
身
自
匿
↓

生
知
1一
餐
霞
之
紐
也
、
夫
賛
霞
之
経
甚
秘
、
致
レ
霞
之
【
餐
堂
】
15

ts'
毘
tg
a
n
g
'

食
堂
。

道
甚
易
‘
此
謂
下
罷
生
ー
玉
匁
霞
映
ー
上
洞
之
法
上
也
。
【
餐
啄
】
16

”
い
く
ら
ひ
つ
い
ば
む
。
〔
魏
書
‘
雀
光
博
〕
時

〔
顔
延
之
、
五
君
詠
詩
〕
中
散
不
レ
偶
レ
世
、
本
自
餐
霞
人
。
或
餐
琢
、
一
食
之
費
、
容
レ
過
二
斤
鑑
↓

〔

注

〕

翰

日

、

餐

霞

仙

者

之

流

。

【

餐

昭

】

1
7
[
"

く
ら
ふ
。
た
べ
る
。
〔
劉
放
、
中
山
詩
話
〕

〖
餐
霰
館
〗4
”
ぢ
〇
明
、
杜
文
換
(
6ー
1
4
4
7
7:
 3
8
4
)

餐
1

一
陥
蝦
魚
―
頗
肥
楯
°

の
室
名
0

[
餐
飯
】
18

匁
め
し
を
く
ら
ふ
。
又
、
食
事
。
食
物
。
〔
古

〖
餐
霞
軒
〗5
9ク
ヵ
宋
‘
張
紐
(
4
|9
8
1
2
 :
 3
6
1
)

の
室
詩
十
九
首
、
其
一
〕
棄
捐
勿
―
―
復
道
一
努
力
加
]
¥
餐
飯
↓
〔
後

名

。

漢

書

‘

循

吏

、

任

延

博

〕

使

下

慰

↓

―

勉

孝

子

面

就

餐

＊

飯

之

i

〖
餐
霞
子
〗6
パ
ノ
カ
道
士
を
い
ふ
。
〔
宋
之
問
、
寄
＝
天
【
餐
膚
】

1
9
tノ
身
麓
に
か
み
つ
い
て
食
ふ
こ
と
。
〔
飽

台
道
士
一
詩
〕
遠
愧
餐
霞
子
、
童
顔
且
自
持
。
照
‘
蕪
城
賦
〕
伏
跳
蔽
虎
‘
乳
に
血
餐
レ
膚
゜

〖
餐
霰
之
人
〗
こ
い
？
霞
を
食
つ
て
生
き
て
ゐ
る
人0
[
餐
菊
齋
】
2
0
t
し
キ
ク
清
、
周
小
松
(
2
ー

3
4
4
1
:
 7
4
8
)

の

仙
人
を
い
ふ
。
〔
南
史
‘
隠
逸
上
‘
拷
伯
玉
傭
〕
却
粒
之
琥
゜

士
‘
餐
霞
之
人
‘
乃
可
1

一
暫
致
二
不
に
且
↓
↓
久
覇
↓
【
餐
楓
館
】
21

的
各
清
‘
張
糾
英
(
4
ー

9
8
1
2
:
 9
5
7
)

の

【
餐
香
】
8

的
香
を
く
ら
ふ
。
〔
楊
萬
里
‘
懐
古
堂
前
小
室
名
。

梅
漸
開
詩
〕
相
看
姑
置
人
間
事
、
哨
レ
玉
餐
レ
香
燕
一
【
餐
芍
華
館
】

2
2
花
ク
•
ヤ
ク
ク
•
ワ
清
、
周
騰
虎

(
2ー
3
4
4
1
·・
8
 

杯。

0
7
)

の
室
名
。

【
餐
玉
】
，
i
5
ク
仙
術
を
得
た
人
な
ど
が
玉
を
く
ら
ふ
【
餐
松
飲
澗
】
23

げ
彩
ぶ
ゥ
松
の
賓
を
食
ひ
谷
間
の
水
を

こ
と
。
〔
魏
書
、
李
預
博
〕
毎
羨
士
1

人
餐
玉
之
法
五
は
竺
飲
む
。
世
俗
を
遁
れ
て
生
活
す
る
こ
と
。
〔
沈
約
‘
善
館

訪
藍
田
一
射
往
攻
掘
、
得
下
若
1

一
環
璧
雑
器
形
一
者
、
大
小
碑
文
〕
達
人
獨
往
之
事
、
志
非
レ
易
レ
立
‘
餐
松
飯
澗
之

百
餘
籍
得
五
疇
黒
者
示
陳
盛
以
還
‘
而
至
レ
家
観
レ
之
、
情
‘
理
難
―
軽
樹
↓

7
 

皆
光
潤
可
レ
玩
‘
預
乃
椎
]
¥
七
十
枚
[
tレ
屑
、
日
服
"
食
之
「
【
左
レ
餐
右
レ
粥
]24

竺
”
げ
竺
食
物
が
十
分
に
あ
る

云
云
‘
及
―
―
疾
篤
面
匹
妻
子
｛
云
云
‘
然
吾
F
罷
必
i

患
有
レ
こ
と
。
〔
韓
愈
、
平
―
―
淮
西
1

碑
〕
始
時
莱
人
‘
進
戦
退
数
、

99

異
、
勿
一
便
速
戻
令
三
後
人
紐
餐
服
之
妙
二
時
七
月
中
今
llf
而
起
、
左
レ
餐
右
レ
粥
。

12

|
 

四
〇
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〇
菓
子
の
名
。
う
ど
ん
粉
を
こ
ね
て
蒸
し
た
も

の
。
〔
廣
韻
〕
館
、
麺
館
。
●
な
が
い
。
〔
廣
雅
、

秤
詰
四
〕
館
、
長
也
。
鬱
ゆ
ば
な
。
茶
の
上
に
浮

い
て
ゐ
る
あ
わ
。
〔
茶
経
〕
凡
酌
、
置
1

一
諸
怨
公
P.,1

沫
館
均
ご
沫
館
、
湯
之
華
也
、
華
之
薄
者
日
レ
沫
‘

厚
者
曰
レ
佳
。
働
静
(
1
2
ー

4
7
7
8
6
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
館
、
同
レ
特
。

【
絆
館
】
1

p
o
'
p
o

菓
子
の
名
。
饂
飩
粉
を
こ
ね
て
蒸

し
て
作
る
。

〖
館
館
丁
〗2
p
o
'
p
o
 t
i
n
g
―
草
の
名
。
た
ん
ぽ
ぽ
゜

蒲
公
英
。

〖
館
館
房
〗3
心
匁
，
皇
室
用
の
鰻
頭
類
を
製
造
す
る

室
。
清
代
、
内
務
府
内
に
在
っ
た
。
〔
清
會
典
事
例
、
内

務
府
、
供
具
〕
絆
絆
房
備
用
、
設
二
内
館
絆
房
・
外
館
絆

房↓
【

館

】

]

戸

〔

集

韻

〕

薄

旦

直

小
日
□
国
國
小
祭
。
か
ど
ま
つ
り
。
或
は

含
豪
脱

(
8
-
2
4
7
1
1
)
•

饂
(
1
2
|
 4
4
4
8
1
)
に

作
る
。
〔
説
文
〕
銃
、
小
綴
也
、
炊
レ
食
兌
臀
゜
〔
段
注
〕

廣
雅
、
脱
、
祭
也
、
脱
亦
同
レ
銃
。
〔
集
韻
〕
鋭
、
小
祭

也
、
或
八
ヒ
ホ
。
〔
集
韻
〕
鋭
‘
或
作
レ
縞
。
国
●
か
ど

ま
つ
り
。
〔
廣
韻
〕
説
‘
門
祭
。
〇
う
す
い
も
ち
。

か
き
も
ち
。
〔
通
雅
‘
飲
食
〕
束
哲
言
、
春
餞
頭
、

夏
薄
托
‘
秋
起
洩
‘
冬
湯
説
。
〔
正
字
通
〕
説
、
湯

説
‘
薄
餅
‘
以
レ
湯
沃
レ
之
‘
宜
二
冬
食
↓

徊

】

呻

日
セ
イ

ロ
〗
ィ

国
キ
國
ス
イ

国
ラ
イ

〔
集
韻
〕
闘
規
切

〔
集
韻
〕
式
瑞
切

〔
廣
韻
〕
郎
外
切

〔
集
韻
〕
儒
垂
切

〔
集
韻
〕
輪
肉
切

圏園図図圏

食

部

〔
七
盪
〕

ゎ
●
う
ゑ
る
。
か
つ
ゑ
る
。
蹂
(
1
2
|

4

 

豪
ば

4

ほ
6
)

に
同
じ
。
〔
段
注
本
説
文
〕

額

注

餃
飢
也
、
払
倉
妥
贅
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
桜
‘
飢

也
。
〔
玉
篇
〕
飲
‘
飢
餓
也
。
〔
集
韻
〕
蹂
‘
説
文
‘
飢

也
、
或
作
レ
低
。
●
う
ゑ
さ
せ
る
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王

下
〕
凍1
1
~
其
妻
子
↓
〇
う
ゑ
。
う
ゑ
る
こ
と
。
〔
左

氏
、
襄
、
二
十
〕
吾
有
レ
飲
而
已
゜
〔
注
〕
餃
‘
餓
也
。

〔
論
語
、
衛
震
公
〕
耕
也
、
餃
在
―
其
中
る
大
。
〔
鄭

注
〕
餃
餓
也
。
働
く
さ
る
。
あ
ざ
る
。
魚
肉
が
た

だ
れ
く
さ
る
。
俗
に
蛭
(
1
2
-
4
6
1
6
3
)

に
作
る
。

〔
段
注
本
説
文
〕
餘
、
一
日
、
魚
敗
曰
レ
低
。
〔
爾
雅
‘

秤
器
〕
魚
謂
う
祢
究
〔
注
〕
肉
爛
。
〔
論
語
、
郷
窯
〕

魚
桜
而
肉
敗
不
レ
食
。
〔
集
解
〕
孔
安
國
曰
‘
魚
敗

日
レ
歓
也
。
〔
樗
文
〕
餘
、
本
又
作
レ
蚊
゜

冒
こ
の
策
文
、
説
文
各
書
が
籟
に
作
る
を
‘
段
玉
裁

の
改
め
た
も
の
。
〔
説
文
、
飲
、
段
注
〕
各
本
‘
蔽
作
レ
蹂
、

解
作
菜
姦
烹
非
也
、
今
正
。

【
桜
餓
】
1

勺
う
ゑ
る
。
飢
餓
。
飲
饉
゜
〔
魏
志
、
王
朗

傭
〕
窮
老
者
得
レ
仰
食
倉
凜
面
切
無
,
,
~
餓
之
秤
一

【
條
棄
】
2

”
ィ
う
ゑ
て
身
な
げ
す
る
。
脊
棄
。
〔
蹄
書
、

儒
林
偵
論
〕
或
緩
登
於
下
士
面
五
竺
棄
於
溝
叡
去
惜
芙
゜

【
餘
饉
】
3

”
パ
う
ゑ
か
つ
ゑ
る
。
〔
拿
承
慶
、
諫
二
東
官
―

啓
〕
朝
夕
皇
皇
、
惟
憂
―
―
餘
饉
一

【
桜
虎
】
4

サ
ィ
う
ゑ
た
と
ら
。
〔
史
記
、
信
陵
君
傭
〕
讐

若
n

抄
肉
投
霰
虎
面
ぃ
功
之
有
哉
。

【
餘
魂
】
5

牙
う
ゑ
た
た
ま
し
ひ
。
後
人
に
祭
祀
供
養

せ
ら
れ
な
い
震
魂
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
人
事
、
絹
嗣
〕

劉
馬
錫
謂
―
―
張
曲
江
↓
燕
翼
無
レ
似
、
終
為
二
歓
魂
↓

【
餘
士
】
6

ィ
ィ
う
ゑ
た
ひ
と
。
士
は
‘
立
派
な
人
。
教
養

の
あ
る
人
。
〔
孟
郊
、
隠
士
詩
〕
山
野
多
―
―
飲
士
工
市
井
無
二

飢
人
↓

【
餘
死
】
7

グ
ィ
う
ゑ
じ
に
す
る
。
〔
左
氏
、
昭
‘
五
〕
其
名

日
レ
牛
‘
卒
以
餃
死
。
〔
會
箋
〕
飲
‘
餓
也
。

【
飲
食
】
8

グ
が
飲
食
の
誤
。
列
女
博
に
は
飲
食
に
作
る
。

【
桜
】
呻
汀
〔
集
韻
〕
弩
立
直

9

脱

館

餘

飾

娩

梶

館

餓

E
l
Oす
こ
し
。
〔
玉
篇
〕
梶
‘
微
也
。
●
く
ひ
あ
ま

り
。
〔
集
韻
〕
梶
‘
食
餘
。
参
く
ら
ふ
。
〔
類
篇
〕

梶
‘
食
也
。
R
と
ほ
る
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
梶
‘
徹
也
。

曾
】
]

日
旦
〔
集
韻
〕
武
斐
切
圏

旦
｝
〔
集
韻
〕
明
秘
切
園

国
旦
〔
集
韻
〕
無
沸
切
困

國
？
十
〔
集
韻
〕
莫
品
切
圏

日
口
む
さ
ぱ
る
。
銃
(
1
2
-
4
4
3
0
7
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
銃
‘
博
雅
‘
貪
也
‘
或
省
。
国
む
さ
ぱ
り
食
ふ
。

〔
集
韻
〕
飩
‘
貪
食
。

ヱ
ン
ヲ
ン

日

霞
】
坤
口
ご.‘ンマン
国
，

国

〔
集
韻
〕
武
遠
切
戸
匹因

〔
集
韻
〕
模
元
切

〔
集
韻
〕
於
哀
切

0
こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
飾
‘
餌
也
‘
尭
豫
謂
二
之
鋪

飾
↓
〇
錆
飾
は
‘
あ
め
。
〔
正
字
通
〕
飾
‘
廣
韻
‘
傭

飾
‘
黍
膏
也
、
一
説
‘
黍
膏
郎
飴
錫
゜

冨

】

[

[

パ

〔

集

韻

〕

田

黎

切

圏

〔
晏
子
‘
諫
、
下
〕
今
君
窮
"
民
財
力
百
以
羨
二
餃
食
之
具
一

【
餘
病
]
,
”
共
岱
う
ゑ
て
や
む
。
う
ゑ
て
力
が
な
く
な

る
。
〔
孔
子
家
語
、
困
誓
〕
絶
レ
糧
七
日
、
弟
子
餘
病
。

【
餘
斃
】
IO

吝
う
ゑ
て
た
ふ
れ
死
す
。
〔
皮
B
休
‘
請
レ

行
1

一
周
典
1

文
〕
田
不
レ
耕
者
、
雖
-
―
勢
家
―
亦
出
1

一
屋
粟
盆
則

途
無
石
臼
斃
之
民
玉
k

。

【
餘
爛
]
1
1

サ
パ
腐
敗
す
る
。

小
〇
う
ゑ
る
。
大
い
に
う
ゑ
る
。
〔
説

絹
豪
文
〕
餓
‘
飢
也
‘
炊
レ
食
我
瞥
゜
〔
廣
雅
‘

繹
詰
四
〕
餓
‘
飢
也
。
〔
廣
韻
〕
餓
‘
不
レ
飽
也
。
〔
正

字
通
〕
餓
‘
飢
甚
゜
〔
幡
‘
檀
弓
下
〕
昔
者
衛
國
凶

諷
夫
子
伶
粥
爽
國
之
餓
者
↓
●
う
ゑ
さ
せ

る
。
〔
孟
子
‘
告
子
下
〕
餓
1

一
其
粒
膚
↓
〇
う
ゑ
。
う

ゑ
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
訛
玄
傭
〕
伯
夷
守
レ
餓
。
働

食
が
乏
し
く
く
る
し
む
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕

無
一
旬
鰍
〔
注
〕
餓
‘
困
レ
乏
也
。

[
餓
眼
】
1

兜

yen3

空
腹
さ
う
な
目
つ
き
。

【
餓
鬼
】

2
"
o圏
梵
語
p
r
e
t
a

の
諄
゜
辟
茄
啄
。
常
に

飢
渇
の
苦
を
受
け
る
一
種
の
生
類
。
〔
理
趣
六
度
経
‘

三
〕
餓
鬼
身
如
一
太
也
頭
如
―
弯
薩
咽
細
如
レ
針
。
●
小

兒
を
の
の
し
つ
て
呼
ぶ
梢
゜

〖
餓
鬼
道
〗3”t
圏
餓
鬼
と
な
る
べ
き
因
縁
を
造
つ

た
者
の
行
く
ぺ
き
世
界
。
六
道
（
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修

羅
・
人
間
・
天
上
）
の
一
。
〔
正
法
念
鰹
―
六
〕
女
人
多

生
餓
鬼
澳
心
多
1

一
嫉
妬
故
。
「
餓
而
攻
ぢ
之
。

【
餓
磯
】
4

”
う
ゑ
る
。
〔
説
苑
‘
櫂
謀
〕
仁
人
不
T

以↓―餓

【
餓
饉
】
5

”
/
う
ゑ
る
。
又
‘
う
ゑ
た
人
。
〔
漢
書
‘
絞
傭

上
〕
夫
餓
饉
流
隷
‘
飢
1

一
寒
道
路
↓

【
餓
虎
】
6

吋
う
ゑ
た
と
ら
。
虎
は
常
に
恐
し
い
が
‘
餓

ゑ
た
虎
は
一
層
恐
し
い
。
極
め
て
危
陰
な
喩
。
輯
じ

て
‘
貪
暴
な
人
を
い
ふ
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
不
幸
遇
五
郎

虎
盃
餓
虎
殺
而
食
レ
之
。
〔
太
ょ
参
、
阻
,
,
戎
濾
間
群
盗
―
詩
〕

【

餓

】

[

ガ

函

韻

平

戸

圏

【

飩

】

吋

骨
軽
゜
〔
字
彙
〕
館
‘
骨
館
。

サ

〔
字
彙
〕
子
文
切

圏

□
国
か
ゆ
。
梶
(
8
|
2
6
9
6
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
梶
、

博
雅
‘
饒
也
、
或
ハ
レ
食
。
國
か
ゆ
。
株
(
8
-
2
6
8
9

7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
株
‘
博
雅
‘
饂
也
‘
或
作
レ
梶
゜

四
〇

12998 
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食

部

〔
七
書
〕

餓

餓

鑓

餡

蒻

餐

餓
虎
街
,
,
憫
罷
五
饒
烏
啄
心
肝
↓

〖
委
餓
虎
―
〗7
”
竺
う
ゑ
た
虎
の
前
に
肉
を
置
く
。

必
ず
害
せ
ら
れ
る
喩
。
餓
虎
之
践
を
見
よ
。

〖
餓
虎
之
践
〗8
昇
ノ
山
中
で
う
ゑ
た
虎
の
往
来
す

る
道
筋
。
極
め
て
危
陰
な
慮
の
喩
゜
〔
史
記
‘
刺
客
、
判
飼

博
〕
是
謂
玉
女
レ
肉
賞
餓
虎
之
践
1

也。

〖
餓
虎
将
軍
〗
，g
＇
ウ
グ
’
後
魏
、
元
暉(1ー
1
3
4
0:
 1
0
 

9
)

の
綽
琥
。
貪
萎
な
人
間
の
喩
゜
〔
魏
書
、
昭
成
子
孫
宗

室
暉
傭
〕
再
遷
,
,
侍
中
五
四
右
衛
将
軍
ご
広
云
‘
凡
在
―
―

禁
中
要
密
之
事
二
暉
別
奉
レ
旨
、
蔵
二
之
於
櫃
一
唯
暉
入

乃
開
‘
云
云
‘
侍
中
虞
飛
‘
亦
蒙
―
―
恩
柄
ぶ
m
時
人
琥
日
l
-

餓
虎
将
軍
・
飢
鷹
侍
中
↓

【
餓
鶴
】
10

ザ
う
ゑ
た
く
ま
た
か
。
趨
捷
な
も
の
を
い

ふ
。
又
‘
餓
髄
除
は
、
劉
科
女
が
其
の
率
ゐ
る
窯
輿
に
名

づ
け
た
琥
゜
〔
北
史
、
列
女
‘
劉
展
女
傭
〕
窯
輿
三
百
人
、

其
趨
捷
者
、
琥
為
一
餓
髄
隊
工
武
力
者
、
琥
為
"
蓬
韓
除
↓

臼
鷹
態
犬
‘
連
騎
道
史
藍
撃
路
人
多
レ
所
侵
奪
↓

【
餓
殺
】
1
1
t
，
う
ゑ
さ
せ
て
こ
ろ
す
。
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
博

上
〕
哀
紹
孤
客
窮
軍
‘
仰
―
―
我
鼻
息
云
讐
如
下
嬰
兒
在
↓
―
股

掌
之
上
五
g
•其
哺
乳
}
立
可
1一
餓
殺
→

【
餓
死
】
12

戎
う
ゑ
て
死
ぬ
。
う
ゑ
じ
に
。
か
つ
ゑ
じ

に
。
〔
戦
國
、
秦
策
〕
李
兌
用
レ
趙
、
減
―
―
食
士
父
↓
百
日
而

餓
死
。
〔
韓
非
子
、
内
儲
説
上
〕
竪
牛
因
獨
養
レ
之
、
而

き
左
右
一
不
レ
内
レ
人
、
日
、
叔
孫
不
レ
欲
レ
聞
1

一
人
瞥
函
四

不
レ
食
而
餓
死
。
〔
史
記
、
綽
侯
周
勃
世
家
〕
其
後
九
歳
而

〖
餓
死
鬼
〗13e• 

ssij2 
k
u
e
i
'

餓
鬼
。

L

君
餓
死
。

〖
餓
死
留
―
―
君
臣
之
義
1
〗1
4
パ
各
ク
ギ
ヲ
ト
ド
ム
伯
夷
と

叔
齊
が
餓
死
し
て
ま
で
君
臣
の
義
を
明
に
し
た
故
事
。

〔
史
記
‘
伯
夷
傭
〕
武
王
已
平
1

面
盆
限
天
下
宗
レ
周
、
而
伯

夷
・
叔
齋
恥
レ
之
、
義
不
レ
食
1

一
周
粟
盃
竺
於
首
陽
山
ぶ
木
レ

薇
而
食
レ
之
、
及
1

一
餓
且
＞
死
作
レ
歌
‘
其
辞
曰
‘
登
―
―
彼
西

山
入
7
‘
采
―
―
其
薇
玉
大
‘
以
レ
暴
易
レ
暴
分
、
不
レ
知
1

一
其
非
―

癸
‘
紳
農
虞
夏
、
忽
焉
液
分
、
我
安
適
蹄
芙
、
子
嵯
祖
分
‘

命
之
衰
芙
、
遂
餓
1

一
死
於
首
陽
山
↓
〔
故
事
成
語
考
、
貧

富
〕
餓
死
留
二
君
臣
之
義
石
m
夷
・
叔
齊
゜

【
餓
鴎
】
15

グ
う
ゑ
た
ふ
く
ろ
ふ
。
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
‘

注
中
〕
余
卑
―
―
栖
殴
俗
一
降
レ
ギ
心
辱
レ
身
‘
乞
―
―
食
餓
鴎
之

餘
五
寄
,
,
命
東
陵
之
上
↓

〖
餓
鵡
叫
〗16”
も
う
ゑ
た
ふ
く
ろ
ふ
の
さ
け
ぴ
晋
°

又
、
箭
の
劇
し
く
飛
ぷ
響
を
い
ふ
。
〔
南
史
、
曹
景
宗

傭
〕
弦
作
癖
歴
賛
箭
如
餓
鵠
叫
↓

【
餓
者
】
17

詔
う
ゑ
た
人
。
餓
人
。
〔
譴
檀
弓
下
〕
昔
者

衛
國
凶
磯
‘
夫
子
為
レ
粥
‘
輿
―
―
國
之
餓
者
↓

【
餓
人
】
18

グ
う
ゑ
た
人
。
〔
荀
子
、
君
道
〕
楚
荘
王
好
"

細
腰
五
臥
朝
有
餓
人
↓

【
餓
賊
】
19

”
ク
う
ゑ
た
盗
賊
。
〔
後
漢
書
、
劉
平
傭
〕
平

朝
出
求
レ
食
‘
逢
1

一
餓
賊

¢
Eレ亨゚

【
餓
餘
】
20

”
イ
う
ゑ
る
。
飢
餓
゜
〔
管
子
、
輻
重
甲
〕
然

而
有
下
餓
1

一
餘
於
衝
悶
者
如
口
也
。
〔
漢
書
、
西
南
夷
傭
〕

士
罷
餓
飲
‘
離

g渇
壁
死
者
甚
衆
゜

【
餓
腸
]
2
1

位
翌
ぅ
ゑ
て
ゐ
る
腸
。
空
腹
。
〔
韓
愈
、
月
蝕

紋
―
玉
川
子
作
―
詩
〕
焚
酬
大
肛
遭
二
飽
盃
餓
腸
撤
レ
死

無
レ
由
レ
鳴
゜

【
餓
犯
】
22

ク
う
ゑ
た
犯
罪
者
。
〔
幅
悪
全
書
‘
刑
名
部
、

監
禁
〕
故
令
二
餓
犯
捨
去
五
甚
至
n

―
明
絶
1

一
其
食
↓

【
餓
病
】
23

翌
ウ
う
ゑ
な
や
む
。
う
ゑ
の
た
め
に
弱
り
は

て
る
こ
と
。
〔
詩
、
大
雅
、
雲
漢
、
周
餘
黎
民
靡
レ
有
"t-¥-

遺
箋
〕
周
之
衆
民
多
有
死
亡
者
戻
、
今
其
餘
無
下
有
二

子
遣
者
芦
戸
又
餓
崩
也
。

【
餓
菱
】
2
4
}
ゥ
餓
死
し
た
屍
゜
餓
竿
゜
〔
漢
書
、
食
貨
志
賛
〕

孟
子
亦
非
下
狗
疵
食
1

一
人
之
食
1

不
レ
知
レ
敏
、
野
有
丘
諏

蕊
而
弗
占
知
レ
蒻
゜

【
餓
卒
】
2
5
}
ゥ
餓
死
し
た
屍
゜
餓
秤
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王

上
〕
塗
有
盃
諏
竿
「
而
不
レ
知
レ
稜
‘
人
死
則
日
、
非
レ
我
也
‘

歳
也
。

【
餓
秤
】
2
6
}
，
ぅ
ゑ
て
死
ん
だ
屍
゜
餓
苧
に
同
じ
。
〔
後

漢
書
、
仲
長
統
傭
〕
坐
覗
1

一
戦
士
之
践
食
H
止
望
↓
―
餓
秤
之

涌
＞
道
。
〔
白
居
易
‘
策
林
十
八
‘
辮
永
旱
之
災
〕
凶
歓
之

年
‘
則
賤
罪
以
活
,
,
餓
秤
↓

【
餓
民
】
27

げ
う
ゑ
た
人
民
。
〔
管
子
‘
國
畜
〕
歳
適
凶
‘

削
市
躍
釜
十
椀
‘
而
逍
有
餓
民
↓

【
餓
狼
】
28

戸
う
ゑ
た
お
ほ
か
み
。
貪
欲
な
者
の
喩
゜

〔
商
子
、
書
策
〕
民
之
見
レ
戦
也
、
如
餓
狼
之
見
＞
肉
。
〔
後

漢
書
‘
仲
長
統
博
〕
使
下
餓
狼
守
↓
面
滋
竺
磯
虎
牧
な
午
豚
3

〖
餓
狼
軍
〗29”
岱
勢
の
盛
な
軍
。
唐
の
李
震
耀
が
謀

反
を
起
し
て
自
己
の
軍
に
名
づ
け
た
琥
゜
〔
藷
唐
書
、
馬

隧
博
〕
沐
州
大
将
李
震
耀
反
‘
云
云
、
選
―
―
鋭
兵
八
千
一

琥
為
―
―
餓
狼
軍
ぶ
店
獨
引
レ
軍
、
撃
,
,
破之一）

〖
餓
狼
之
口
〗30
”
豆
？
う
ゑ
た
狼
の
口
。
貪
欲
残
忍

な
者
の
喩
゜
〔
晉
書
、
玩
神
博
〕
夭
1

ー
百
姓
之
命
盆
竺
餓
狼

●
め
し
。
た
べ
も
の
。
〔
字
彙
〕
鑓
‘
餐
也
。
●

烏
飯
。
葵
草
を
蜜
で
こ
ね
て
乾
か
し
た
も
の
。

一
説
に
、
南
天
燭
の
ザ
翌
葉
を
拷
い
て
‘
其
の
汁
に

梗
米
を
浸
し
、
九
度
蒸
し
、
九
度
曝
し
、
米
粒
が

し
ま
つ
て
珠
の
や
う
に
な
っ
た
も
の
で
、
遠
方

に
運
ぶ
の
に
適
す
る
も
の
。
〔
正
字
通
〕
鑓
、
烏
飯

也
、
一
日
、
胄
精
飯
‘
蘇
頌
日
、
陶
隠
居
‘
登
慎
隠

盲
】
〗シ
ン

〔
字
彙
〕
思
晉
切
麗

T
U
 .f hsun• 

【

餓

]

[

ガ

餓

(
1
2
-
4
4
1
6
8
)

に
同
じ

之
口
↓

〖
餓
狼
口
裏
奪
二
脆
骨
―
〗
3
1
5認"
[
か'7
、7

ゑ
た
狼

の
口
か
ら
や
は
ら
か
く
う
ま
い
肉
を
奪
ひ
と
る
。
危
険

で
至
難
な
こ
と
の
喩
。
〔
通
俗
編
‘
獣
畜
‘
餓
狼
口
裏
奪
―
―

脆
骨
―
〕
元
曲
選
陳
州
耀
米
曲
、
鄭
廷
玉
後
庭
花
作
1

一大

晶
口
裏
↓

【
餓
扁
】
32

戸
う
ゑ
疲
れ
る
こ
と
。
か
つ
ゑ
て
く
る
し

む
こ
と
。
〔
韓
愈
‘
張
中
丞
傭
後
序
〕
将
―
―
其
創
残
餓
嵐

之
餘
↓
雖
レ
欲
レ
去
、
必
不
レ
逹
゜

【
餓
隷
】
33vq
イ
｀
う
ゑ
た
し
も
べ
。
〔
漢
書
‘
叙
偲
下
〕
信
惟

餓
隷
、
布
｛
貫
鯨
徒
‘
越
亦
狗
盗
、
肉
手
―
―
江
湖
↓
〔
後
漢

書
‘
朱
穆
博
〕
手
握
元
爵
「
口
含
,
,
天
憲
一
運
レ
賞
則
使
l

一

餓
隷
富
―
―
於
季
孫
↓

【
餓
燎
】
34Vif
ウ
貪
欲
な
野
掛
人
と
い
ふ
意
で
、
人
を
罵

る
語
。
餓
鬼
畜
生
。
〔
宋
史
、
忠
義
一
‘
趙
師
旦
傭
〕
智
高

魔
レ
兵
鼓
諫
、
半
入
脅
師
旦
五
師
旦
大
罵
日
‘
餓
僚
‘
朝

廷
負
1

一
若
何
事
「
乃
敢
反
邪
。

[
餓
老
鵡
】
35

グ
各
馬
具
の
名
。
〔
琵
琶
記
、
新
進
士
宴
―

杏
園
〕
餓
老
鵠
全
然
拉
搭
‘
雁
翅
板
片
片
離
零
゜

【
餓
狗
留
-
―
枯
牒
1

]

36

誇
ヲ
カ
ム
う
ゑ
た
狗
が
さ
れ
か
う

ベ
を
か
む
。
う
ゑ
て
ゐ
る
者
は
食
べ
ら
れ
さ
う
に
見

え
る
物
な
ら
何
に
で
も
と
ぴ
つ
く
。
溺
れ
る
者
は
藁
を

も
つ
か
む
と
同
旨
゜
〔
虚
堂
録
〕
。

四
0
三

ロロ
0
む
し
い
ひ
。
こ
は
め
し
。
半
む
し
の
飯
。

或
は
餡
(
1
2
-
4
4
3
2
7
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
餐
、
餓

也
、
修
、
同
レ
餐
゜
〔
集
韻
〕
餐
‘
廣
雅
‘
領
謂
二
之
餐
一

冨】
E

／ーウ
シーユ

日
‘
`／，ウ

シ，ユ

口‘、

困

〔
集
韻
〕
息
有
切
圃

〔
集
韻
〕
思
留
切

日
口
〇
腐
敗
し
て
く
さ
い
味
。
〔
玉
篇
〕
巽
‘
臭

敗
味
也
。

O
く
さ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
哲
‘
臭
也
。

貧】血

セ
ッ
セ
チ

□l
 

日
セ
イ

〔
集
韻
〕
征
例
切
醐
〗

〔
集
韻
〕
之
列
切
醐

出
己

che'

あ
つ
も
の
。
〔
字
彙
〕
餡
、
羹
也
。
〔
正
字
通
〕
餓
、

羹
也
、
按
‘
羹
本
昔
庚
‘
俗
因
―
―
左
傭
地
名
不
羹
昔

郎
‘
楚
辞
讀
レ
羮
如
＞
郎
‘
臆
―
―
造
餡
字
一
羹
賓
無
二

館
名
↓

冨

芦

ー

ス

ウ

〔

字

彙

〕

魯

堂

切

園

訣
、
青
精
飽
飯
法
‘
謂
下
以
ー
↓
槃
草
1

蜜
洩
曝
左
之

也
、
陳
蔵
器
日
、
烏
飯
法
、
取
南
天
燭
埜
葉
五
憐

汁
浸
梗
米
ず
心
蒸
九
曝
、
米
粒
緊
小
如
レ
珠
‘
嚢
レ

之
可
レ
適
遠
方
一
李
時
珍
曰
‘
此
道
家
服
食
法
‘

今
繹
氏
四
月
八
日
‘
造
以
供
レ
佛
‘
入
1

一
柿
莱
楊
桐

菓
助
レ
色
、
詳
本
草
綱
目
一
通
雅
曰
‘
沈
存
中

云
、
本
草
、
南
燭
草
‘
乃
木
也
、
名
1

一
南
天
燭
公

7
八

紐
庭
‘
側
葉
似
レ
棟
‘
秋
賓
赤
如
二
丹
智
盆
汝
‘
此
俗

所
謂
天
竹
也
、
即
烏
飯
樹
、
今
更
有
―
―
烏
飯
草
ガ
へ

作
両
輌
者
、
或
以
楓
葉
烏
柏
染
レ
之
‘
嶺
南

或
以
棺
枝
面
燭
‘
一
名
維
那
木
‘
一
名
狼
萩
゜

12999 
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文
、
捕
(
8
-
2
3
0
3
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鋪
‘
圃
‘
籍

文
舗
、
ハ
レ
皿
浦
瞥
。
〔
集
韻
〕
舗
、
揃
作
レ
櫃
。
口

0

錆
鋪
は
‘
こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
鋪
、
鋪
鋪
、
餌
也
。

0
に
こ
り
あ
め
。
〔
正
字
通
〕
鋪
、
腸
之
濁
者
日
レ

鋪
。
●
鳥
の
名
。
或
は
鶴
(
1
2
ー

4
6
9
1
9
)

に
作
る
。

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鵠
、
舗
叔
゜
〔
繹
文
〕
鋪
、
字
或
作
レ

鶴
o
oマ
或
は
補(
8ー
2
6
9
5
3
)
•

緋
(
8
ー

2
6
9
5
4
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
舗
、
或
作
二
補
・
捗
己
〗
く
ら
は
す
。

や
し
な
ふ
。
食
を
あ
た
へ
る
。
〔
集
韻
〕
舗
、
卑
ハ
レ
食

也。

揃

日

0
ゅ
ふ
め
し
。
申
時
の

[
鋪
饒
】
↓
食
物
を
食
は
せ
た
り
績
つ
た
り
す
る
。

〔
戦
國
‘
秦
策
〕
秦
民
之
死
者
厚
葬
‘
傷
者
厚
養
、
芳
者
相

饉
い
璧
文
食
。
〔
説
文
〕
鋪
、
申
時
食
也
、

払
食
甫
賛
〔
段
注
〕
各
本
、
申
時
上
有

1h品
5

饗
‘
飲
食
鋪
鏡
、
以
靡
―
其
材
↓

-
H天
今
依
二
廣
約
・
類
篇
・
鉤
會
一
正
。
〔
玉
篇
〕
【
鋪
鼓
】
2

耳
鳩
の
異
名
。
舗
鼓
。
〔
事
物
異
名
録
、
禽
鳥
‘

鋪
、
日
加
申
時
食
也
。
〔
一
切
経
音
義
、
九
〕
鋪
、
鳩
〕
正
字
通
、
鵠
‘
鋪
岐
玉
篇
作
1

一鋪鼓↓

【
舗
穀
】
3

戸
鳥
の
名
。
布
穀
(
4
1
8
7
7
8
 :
 8
7
)

の
異

名
。
〔
倉
頷
篇
〕
鋪
穀
、
鳥
名
、
即
布
穀
゜

夕
食
也
。
〔
正
字
通
〕
呂
氏
春
秋
‘
旦
至
レ
食
、
食

【
鋪
糟
】
4

が
酒
の
か
す
を
く
ら
ふ
。
〔
楚
辟
、
漁
父
〕

至
日
戻
映
至
レ
鋪
‘
舗
戸
下
随
下
哺
歪
日

タニ
0
め
し
。
食
事
。
〔
説
文
、
鋪
、
段
注
〕
引
伸
之
衆
人
皆
酔
、
何
不
臼
"
其
糟
｛
而
歓
中
其
醸
芸
注
〕
向
曰
‘

義
、
凡
食
皆
曰
籍
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
―
-
〕
舗
、
食
也
。
鋪
、
食
也
、
歓
、
飲
也
‘
糟
・
醸
‘
皆
酒
滓
゜

0
く
ら
ふ
。
〔
楚
辞
‘
漁
父
〕
何
不
下
鋪
二
其
糟
1

而
【
鋪
餐
】
5

ザ
タ
飯
を
い
ふ
。

【
鋪
妓
]
6

ん
鋪
鼓
(

2

)

．
鋪
枝
(

7

)

に
同
じ
。

。
【
鋪
枝
】
1

ん
鳩
の
異
名
。
鋪
鼓
(

2

)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘

獣
中
其
醜
益
＠
く
ら
は
す
。
や
し
な
ふ
。
食
物
を
人

秤
鳥
〕
鵠
、
鋪
枝
゜
〔
注
〕
未
詳
。
〔
秤
文
〕
枝
‘
昔
妓
。

に
く
は
す
。
〔
漢
書
‘
高
帝
紀
上
〕
呂
后
因
舗
レ
之

〔
注
〕
師
古
曰
‘
以
養
食
レ
人
、
亦
謂
―
―
之
鋪
↓
R
か
【
鋪
時
】
8

パ
タ
食
の
時
。
申
の
刻
。
今
の
午
後
四
時
頃

む
。
食
を
ふ
く
む
。
通
じ
て
哺
(
2
-
3
6
7
6
)

に
作
を
い
ふ
。
哺
時
。
〔
史
記
‘
呂
后
紀
〕
日
鋪
時
‘
遂
撃
レ
産
。

る
。
〔
大
智
論
音
義
〕
乳
哺
‘
哺
‘
含
レ
食
也
‘
論
文
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
至
1

一
子
悲
谷
五
是
謂
1

一鋪時↓

【
鋪
食
】
，
な
：

O
食
事
を
い
ふ
。
〔
墨
子
‘
琥
令
〕
央
加
門

坐
‘
鋪
食
更
無
レ
空
。

O
夕
め
し
。
哺
食
。

作
レ
鋪
゜
〔
正
字
通
〕
舗
、
通
作
レ
哺
、
後
漢
趙
登
傭
‘

【
鋪
啜
】
10

ザ
く
ら
ひ
す
す
る
。
舗
獣
。
飲
食
。
〔
孟
子
、

弟
季
出
遇
二
赤
眉
賊
涵
び
為
レ
所
レ
哺
。

O
す
す
る
。

〔
集
韻
〕
鋪
‘
一
日
、
歓
也
。

O
た
ま
ふ
。
下
賜
゜
〔
太
離
婁
上
〕
孟
子
謂
棄
正
子
1

曰
、
子
之
従
1

一
於
子
敷
ー
来
、

玄
経
、
大
〕
或
｛
竺
之
鋪
↓
〔
注
〕
鋪
‘
賜
也
。
R
に
こ
徒
舗
啜
也
。
〔
集
注
〕
鋪
、
食
也
‘
啜
、
飲
也
、
言
―
―
其
不
レ

り
あ
め
。
錫
の
に
ご
っ
た
も
の
。
〔
繹
名
、
繹
飲
食
〕
揮
レ
所
レ
従
‘
但
求
レ
食
耳
言
書
言
故
事
、
舗
啜
類
〕
人
貪
ニ

飲
食
↓
指
為
↓
―
徒
鋪
啜
↓

【
鋪
歓
】
11

が
く
ら
ひ
す
す
る
。
舗
啜
゜
〔
揚
雄
、
反
離

舗
哺
也
、
如
籍
而
濁
可
レ
哺
也
。

O
ゅ
ふ
ぐ
れ
。

騒
〕
楓
漁
父
之
鋪
歎
分
、
紫
―
―
沐
浴
之
振
衣
↓

一
に
哺
(
6
-
1
3
9
5
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
涌
訓
定

臀
〕
鋪
、
一
作
証
。
〔
後
漢
書
、
王
符
傭
〕
非
1

一
朝
【
鋪
睦
洟
]
1
2

位
ア
イ
瀑
布
の
名
。
清
一
統
志
は
鋪
桂
洟
に

餓
不
レ
得
レ
通
。
〔
注
〕
鋪
、
今
為
―
―
哺
字
一
也
。

O
擁
作
る
。
雲
南
省
武
定
縣
の
鋪
桂
山
。
〔
潜
確
類
書
〕
鋪
畦

【舗】
g

国□ 日
7 ホプホフホ

〔
集
韻
〕
奔
模
切
歯

勺

x
pu' 

〔
集
韻
〕
蒲
故
切
暉
〗

｀
 

勺

xpu• 

〔
集
韻
〕
博
故
切
暉
〗

或
炊
レ
修
。

O
謳
つ
て
隆
(
1
2
-
4
4
2
4
4
)

に
作
る
。

〔
字
彙
補
〕
餐
‘
識
作
レ
餐
。

食

部

〔
七
書
〕

鋪

餞

鈷

踊

飽

訊

●
く
ひ
も
の
。
〔
字
彙
〕
能
、
食
也
。
〇
餌
（
1
2
-
4
4

冨

】

[

ニジ

〔
字
彙
〕
而
志
切
甲
〗

小

日

□

J
O
"ひ
あ
ま
り
。
た
べ
の
こ
し
。

策
食
餘
。
〔
説
文
新
附
〕
餞
、
食
之
餘
也
、

餞
八
レ
食
笈
臀
゜
〔
集
韻
〕
餞
、
一
曰
‘
食
餘
曰
レ
餞
゜

〔
論
語
、
為
政
、
有
,
,
酒
食
1

先
生
餞
、
繹
文
〕
食
餘

曰
レ
餞
。
●
あ
ま
り
も
の
を
た
べ
る
。
祭
祀
の
餘

り
、
人
の
た
べ
残
し
、
又
一
般
に
、
朝
食
の
残
り

を
食
ふ
こ
と
。
〔
康
熙
字
典
〕
餞
‘
祭
畢
食
―
―
紳
之

除

又

凡

食

入

之

銃

及

H
晩
食
霰
之
餘
韮
白

云
レ
餞
゜
〔
栂
‘
祭
統
〕
古
之
君
子
曰
、
戸
亦
餞
1

一鬼

神
之
餘
也
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
日
中
而
綾
゜
〔
注
〕
餞
、

食
朝
之
餘
也
。
参
餞
饗
は
‘
煮
た
く
ひ
も
の
。

〔
集
韻
〕
餞
、
博
雅
、
熟
食
謂
二
之
餞
賢
『
⑲
霞
(
1
2

|
 4
4
3
8
6
)

に
通
ず
。
〔
論
語
、
為
政
、
有
酒
食
―
先

生
鑽
繹
文
〕
餞
‘
鄭
作
籍
。

O
或
は
驀
（
9
ー

3
2

2
5
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餞
‘
或
作
レ
賛
。

【
餞
餘
】
1

[

；
く
ひ
の
こ
り
。
た
べ
の
こ
し
。
餘
綾
゜

〔
譴
曲
幡
上
〕
餞
餘
不
レ
祭
‘
父
不
レ
祭
子
。
〔
注
資
↓
一
人

之
餘
曰
レ
綾
。

【
餞
襄
]
2

ぉ
，
煮
た
食
物
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
執
食
‘
謂
二

之
綾
賽
二
〈
公
羊
、
昭
、
二
十
五
〕
餞
預
未
レ
就
゜
〔
注
〕
餓
、

熟
食
、
甕
、
熟
肉
。

貧】叩

セ
ン
ゼ
ン

口 日シ
，
ユ
ン

〔
集
韻
〕
祗
峻
切
顧
辱

u
u
 .r chun• 

〔
集
韻
〕
疾
脊
切
霰

山
在
1

一
和
曲
州
公
預
陰
陰
二
有
レ
瀑
千
丈
、
下
注
成
レ
池

名
舗
睦
洟
玉
歳
春
月
、
土
人
皆
綺
其
中
↓

【
舗
畦
山
】
且
巧
山
名
。
雲
南
省
武
定
縣
゜
畦
は
一
に

畦
に
作
る
。
鋪
畦
洟
を
見
よ
。

小
〇
ぜ
ん
だ
て
す
る
。
食
事
の
し
た
＜

急
姦
を
す
る
。
〔
説
文
〕
訊
‘
設
レ
餅
也
、
炊
―
―

礼
食
オ
臀
、
讀
若
レ
載
。
〔
段
注
〕
紐
‘
宋
本
作
レ

食
。
●
ま
う
け
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
言
〕
訊
‘
設
也
。
参

登
語
の
助
辞
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
訊
‘
猜
臀
之

詞
‘
廣
雅
‘
訊
‘
詞
也
。
＠
は
じ
め
て
。
〔
玉
篇
〕
訊
‘

始
也
。
◎
す
な
は
ち
。
載
(
1
0
|

3

g

 0
9
)

に
通
ず
。

〔
説
文
‘
訊
‘
段
注
〕
古
用
為
二
骰
語
之
載
1

也
、
如
―

石
鼓
詩
‘
載
作
乙
飢
。

蘭
由
會
意
形
瞥
゜
孔
と
食
と
を
合
は
せ
、
食
を
手
に
持

つ
て
卓
上
に
設
け
る
意
を
表
は
す
。
孔
は
手
に
持
つ

さ
ま
。
オ
が
昔
符
。

国

】

g

サ
イ
〔
集
韻
〕
作
代
切
認

日
●
く
さ
い
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
飽
‘
臭
也
。
●
う
る

ほ
ふ
。
〔
玉
篇
〕
飽
‘
飽
滉
也
。
参
食
物
が
す
え
て

く
さ
い
。
〔
廣
韻
〕
飽
、
食
飽
。
□
く
さ
い
。
〔
集
韻
〕

飽
‘
臭
也
。
国
く
さ
い
。
或
は
魁
(
9
ー

3
0
1
3
3
)

・郁

（舵）（
1
1
-
3
9
4
6
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飽
‘
飽
鍼
‘

臭
也
、
或
炊
レ
臭
‘
炊
レ
奄
。

【飽】血

昌
77

〔
集
韻
〕
乙
及
切
圃

凡

[

〔

集

韻

穏

閤

図

国
[977

〔
集
韻
〕
乙
業
切
墨

く
ら
ふ
。
＜
ひ
も
の
。
饒
(
1
2
-
4
4
2
6
6
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
饒
‘
食
也
、
或
省
。

冨

】

[

疇

〔

集

韻

軍

嘉

麗

1
4
6
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鯰
‘
餌
俗
字
。

四
0
四

13000 
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食

部

〔
七
書
〕

餌

練

鮭

僻

貌

鋏

餘

四
0
五

或
日
□
●
か
な
へ
の
盛
り
物
。

闇
ぃ

9
蒙
(
1
2
-
4
5
7
4
5
)

に
同
じ
。

〔
説
文
〕
憲
‘
鼎
賓
、
惟
葦
及
蒲
、
錬
‘
霰
或
八
1
1

食

束
一
〔
集
韻
〕
錬
‘
鼎
賓
゜
〔
易
、
鼎
〕
鼎
折
レ
足
、
覆
1
1

公
錬
↓
〔
繹
文
〕
錬
、
馬
云
‘
鍵
也
。
〔
後
漢
書
、
謝
弼

傭
〕
必
有
―
折
レ
足
覆
レ
錬
之
凶
↓
〔
注
〕
錬
‘
鼎
｛
貫

也。

0
か
ゆ
。
粥
(
8
ー

2
6
9
3
8
)
に
通
ず
。
〔
易
‘
繋

辟
下
〕
易
曰
‘
鼎
折
レ
足
、
覆
II

公
錬
↓
〔
繹
文
〕
錬
、

馬
作
レ
粥
。
●
八
つ
の
珍
味
の
そ
な
へ
も
の
。

〔
易
‘
鼎
‘
覆
二
公
鰊
秤
文
〕
錬
‘
虞
云
、
八
珍
之
具

也
。
●
た
べ
も
の
。
〔
漢
書
‘
叙
傭
上
、
易
日
鼎
折
レ

足
覆
1
1

公
錬
ご
注
〕
師
古
日
‘
錬
、
食
也
。

O
こ
な
が

き
。
米
を
あ
つ
も
の
に
和
し
た
も
の
。
〔
正
字
通
〕

錬
‘
栂
也
。
〔
易
、
鼎
‘
覆
二
公
錬
盃
疏
〕
錬
、
栂
也
。

【
練
】
[
口
サ
ク

日
ソ
ク

〔
集
韻
〕
蘇
谷
切
卿

ヽ
ム

x
SU• 

〔
集
韻
〕
測
角
切
圏
g

●
つ
ら
ね
る
。
食
物
を
並
べ
陳
ね
る
。
釘
餌
。
〔
玉

篇
〕
餌
、
釘
餌
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
肴
核
紛
釘
飼
゜

●
或
は
餃
(
1
2
ー

4
4
0
5
2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飼
、

或
ハ
尻
又
°

【
餌
釘
】
1

枯
食
物
を
食
ひ
切
れ
ぬ
ほ
ど
た
く
さ
ん
な

ら
べ
つ
ら
ね
る
こ
と
。
一
に
釘
飼
に
作
る
。
今
轄
じ
て
‘

文
詞
を
作
る
に
、
い
た
づ
ら
に
古
語
・
古
字
を
因
襲
踏
用

す
る
こ
と
に
い
ふ
。
〔
通
雅
‘
飲
食
〕
食
経
言
、
五
色
小
俯

盛
レ
盆
累
積
日
二
麟
釘
云
因
作
11

飼
釘
↓
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕

或
如
L

臨
―
―
食
案
五
肴
核
紛
釘
飼
3

〔
経
學
歴
史
、
経
學
積

衰
時
代
〕
四
庫
提
要
更
加
孟
生
竺
謂
下
周
易
大
全
割
1
1

裂

董
楷
・
董
慎
卿
・
胡
一
桂
・
胡
柄
文
四
家
之
書
云
飽
釘
成
わ

編。 【飼】
g

ハ

ウ

〔

集

韻

〕

叶

直

餘
於
終
↓
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
乞
―
―
其
餘
1

不
レ
足
。
◎

は
し
た
。
零
敷
。
〔
晉
書
、
律
歴
志
中
〕
以
Ii

夜
牛
―

入
二
暦
日
餘
尽
ァ
＾
散
を
學
げ
て
は
し
た
を
略
す
る

語
。
〔
張
華
‘
遊
侠
篇
吝
k

客
三
千
餘
。
R
ぁ
と
。
あ

げ
く
。
の
ち
。
す
ゑ
。
〔
何
休
、
春
秋
公
羊
傭
序
〕
此

世
之
餘
事
。
〔
疏
〕
餘
‘
末
也
。

8
ひ
ま
。
餘
暇
゜
〔
荘

子
、
天
道
〕
則
用
,
,
天
下
―
而
有
レ
餘
。
〔
注
渚
ぶ
餘

者
、
間
暇
之
謂
也
。
R
割
残
り
の
田
。
〔
正
字
通
〕

餘
‘
崎
也
。
R
そ
の
他
の
。
餘
子
(
1
1
6
)
を
見
よ
。

●
み
な
。
の
こ
ら
ず
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
海
i

、
皆

也。

O
ひ
さ
し
い
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
餘
‘
久
也
。

R
た
が
ふ
。
あ
ら
ず
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
四
〕
餘
、
非

也。

O
し
ほ
゜
〔
越
絶
書
、
越
絶
外
博
記
地
博
〕
越

人
謂
レ
盟
曰
レ
餘
。

O
一
に
余
（
1
ー

5
1
5
)

に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
餘
、
周
證
‘
餘
亦
作
レ
余
゜
〔
史
記
、
屑
原

傭
‘
餘
何
畏
濯
分
、
注
〕
索
隠
日
、
楚
辟
‘
餘
並
作
レ

余
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
族
為
レ
氏
〕
餘

氏
、
晉
餘
顛
著
複
姓
録
自
云
、
本
出
,
,
博
氏
面
前

燕
有
,
,
餘
元
・
餘
和
・
餘
巖
崇
五
藷
云
、
鮮
卑
種
類
、

然
既
出
,
,
博
氏
云
-5因
レ
出
―
―
鮮
卑
一
口
の
こ
り
。

〔
集
韻
〕
餘
‘
緒
餘
、
残
也
、
徐
逮
説
。
〔
荘
子
、
譲

〔

集

韻

〕

羊

諸

切

園

王

〕

道

之

慎

以

治

A

身
、
其
緒
餘
以
為
,
,
國
家
谷
六

土
耳
以
治
,
,
天
下
↓
〔
注
〕
緒
、
残
也
。
謄
あ
ま
り
。

u
 yii' 

〔
集
韻
〕
余
遮
切
回
g
④
過
度
に
。
非
常
に
。
＠
非
常
に
云
云
の
結
果
。

。
【
餘
哀
】
1

E

ィ
強
い
か
な
し
み
。
又
、
壺
き
ぬ
か
な
し

小
日
●
あ
ま
る
。
あ
ま
り
。
④
ゅ
た
か

み
。
〔
蘇
武
、
詩
四
首
‘
其
三
〕
絲
竹
属
,
,
清
臀
正
懐
慨
有
―
―

餘
哀
↓
〔
曹
植
、
七
哀
詩
〕
上
有
二
愁
思
婦
玉
悲
歎
有
1

一餘

愈
豪
お
ほ
い
。
餘
分
の
あ
る
こ
と
。
又
‘
餘

分
。
〔
説
文
〕
餘
‘
饒
也
、

A
レ
食
余
贅
゜
〔
荀
子
、
富
男
〔
杜
甫
、
雲
山
詩
〕
白
鵬
元
水
宿
、
何
事
有
1

一
餘
哀
↓

國
〕
不
レ
求
Ii

其
餘
↓
〔
注
〕
餘
‘
謂
レ
過
レ
度
。
〔
戦
國
、
【
餘
残
】
3

が
祗
先
の
悪
事
に
よ
っ
て
子
孫
に
ま
で
も

秦
策
〕
不
レ
得
,
,
媛
衣
餘
食
↓
〔
注
〕
餘
‘
饒
也
。
〔
呂
残
る
わ
ざ
は
ひ
。
〔
易
、
坤
〕
積
善
之
家
、
必
有
―
―
餘
慶
一

積
不
善
之
家
、
必
有
―
―
餘
残
↓
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
餘
残
不
レ

羮
〔
説
苑
、
談
叢
〕
貞
良
而
亡
、
先
人
餘
残
。
「
字
。

覧
、
辮
士
〕
無
レ
使
レ
有
レ
餘
。
〔
注
〕
餘
‘
猶
レ
多
也
。

【
餘
奄
】
4

び
清
、
陳
大
富
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
0
9
9
)
の

＠
の
こ
り
。
〔
玉
篇
〕
餘
、
残
也
。
〔
周
證
、
天
官
、
大

宰
〕
以
―
―
九
賦
五
空
財
賄
二
云
云
、
九
日
、
弊
餘
之
【
餘
意
】
5

け
言
外
に
ふ
く
む
意
味
。
餘
情
。
〔
呂
氏
童

賦
。
〔
注
〕
幣
餘
‘
百
エ
之
餘
。
〔
左
氏
、
文
、
元
〕
欝
―
―
蒙
訓
〕
讀
-
l

古
詩
十
九
首
、
及
曹
子
建
諸
詩
一
皆
思
深
遠

【

餘

】

呻

□
ャ
日ョ

霰】叫
ヵ，
7

飴
(llil
ー

4
4
1
3
2
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飴
、
或
作
レ
鋏
゜

霰】呻
あ
き
も
だ
え
る
。
或
は
碗
(
6ー

1
6
4
6
1
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
貌
‘
飽
憑
也
、
或
ハ
レ
タ
。

パウ
メ，ウ

〔
集
韻
〕
眉
教
切
認
g

貧
】
〗

0
か
ゆ
。
〔
字
彙
〕
僻
‘
粥
也
。

O
紆
(
1
2
ー

4
4
0
3
7
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
餌
‘
紆
俗
字
。

コケ

ンン

〔
字
彙
〕
居
言
切
苧

食
物
を
お
く
る
。
〔
集
韻
〕
鮭
‘
餓
也
。

【

能

】

呻

テ
イ
チ
ぶ
｀
，
ウ

〔
集
韻
〕
丑
正
切
醐
8

●
菜
。
〔
易
‘
鼎
‘
覆
1

一
公
錬
云
秤
文
〕
錬
‘
菜
也
。

而
有
1

餘
意
一
言
有
レ
墨
而
意
無
レ
窮
゜

【
餘
威
】
6

5

後
に
残
し
た
威
勢
。
餘
烈
。
〔
史
記
、
秦
始

皇
紀
〕
秦
王
既
液
‘
餘
威
振
忌
心
殊
俗
↓
〔
賣
誼
、
過
秦
論
〕

始
皇
既
液
‘
餘
威
震
11

子
殊
俗
↓
〔
蘇
洵
、
管
仲
論
〕
晉
襲
二

文
公
之
餘
威
盃
げ
為
―
―
諸
侯
之
盟
主
―
者
百
有
餘
年
。

【
餘
印
】
7

"

ン
官
文
書
に
捺
用
す
る
印
以
外
の
官
印
。

諸
州
に
給
し
て
封
函
の
用
に
供
し
、
及
び
畜
産
に
烙
印

を
捺
す
用
に
供
す
る
等
の
印
。
〔
唐
律
、
賊
盗
、
盗
孟
日
文

書
印
1

〕
餘
印
杖
ー
百
゜
〔
疏
議
〕
餘
印
‘
謂
し
給
ー
ー
諸
州
l

封

函
、
及
畜
産
之
印
が
生
令
式
盆
叩
應
1
1

官
給
盆
犀
ぎ
官
文

書
之
印
↓

【
餘
音
】
8

り
●
後
ま
で
残
り
聞
え
て
ゐ
る
―
音
。
〔
後
漢

書
‘
張
衡
傭
〕
素
担
弦
而
餘
音
合
、
大
容
吟
日
念
哉
。

〔
王
褻
‘
洞
篇
賦
〕
條
暢
洞
逹
中
1

一
節
操
1

分
、
終
レ
詩
卒
レ

曲
尚
餘
音
令
。
●
前
代
か
ら
億
は
っ
た
歌
曲
。
又
、
同
趣

を
有
す
る
歌
曲
。
〔
播
岳
‘
寡
婦
賦
〕
覧
1

一
寒
泉
之
遺
歎
―

今
‘
詠
11

蓼
義
之
餘
音
↓

O
其
の
後
の
昔
。
一
度
鳴
き
や

ん
だ
贔
の
其
の
後
の
鳴
臀
な
ど
を
い
ふ
。
又
、
元
氣
の

よ
い
昔
の
衰
へ
た
昔
。
か
す
か
な
昔
。
〔
張
載
、
七
哀
詩
〕

陽
鳥
牧
1

一
和
響
土
寒
蝉
無
11

餘
音
↓

〖
餘
音
息
梁
】
，
閉5
,＇
グ
ル
歌
贅
の
微
妙
な
こ
と
を

稽
す
る
語
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
昔
韓
蛾
東
之
レ
齊
‘
置
レ
糧
、

過
耀
門
-
鵞
歌
息
食
、
既
去
、
而
餘
音
繰
桑
櫃
一
三

日
不
レ
絶
。
〔
博
物
志
〕
曹
蛾
之
＞
齊
、
繋
レ
歌
瑕
レ
食
、
既
去

餘
音
息
梁
、
三
日
子
絶
。

〖
餘
音
溺
溺]
1
0
”
を
築
曲
の
響
が
後
に
長
く
残
つ

て
績
い
て
ゐ
る
こ
と
。
臀
が
細
長
く
績
い
て
絶
え
な
い

さ
ま
。
〔
蘇
試
、
前
赤
壁
賦
〕
餘
昔
鰯
鰯
‘
不
レ
絶
如
し
績
、

舞
1

一
幽
堅
之
潜
鮫
ご
竺
孤
舟
之
蕨
婦
一

【
餘
蔭
】
11

？
ゆ
た
か
な
か
げ
。
又
、
轄
じ
て
、
お
か
げ
。

〔
陶
潜
、
桃
花
源
記
‘
詩
〕
桑
竹
垂
1

餘
蔭
云
萩
稜
随
レ
時
藝
゜

【
餘
韻
】
12

が
の
こ
っ
た
ひ
び
き
。
餘
音
。
又
、
の
こ
さ

れ
た
お
も
む
き
。
餘
情
。
〔
欧
陽
脩
、
蜆
山
亭
記
〕
至
L
ぉ

流
風
餘
韻
、
藤
然
被
1
1

於
江
漢
之
間

A
只

【
餘
蘊
】
13

”
ン
あ
ま
っ
た
た
く
は
へ
。
又
、
あ
ま
り
。
残

餘
。
〔
宋
史
、
道
學
博
序
〕
上
自
―
―
ー
帝
王
博
レ
、
心
之
奥
全
下

至
初
學
入
レ
徳
之
門
五
融
會
貫
通
、
無
複
餘
蘊
↓

[
餘
喋
】
14

デ
の
こ
り
の
ひ
か
り
。
沈
む
夕
日
の
最
後

の
光
。
〔
王
簗
‘
七
哀
詩
〕
山
岡
有
,
,
餘
瑛
盃
巖
阿
壻
二
重

陰
↓
〔
注
〕
銑
日
‘
謂

t品
伊
液
、
山
脊
之
上
猶
映
―
―
餘
光
↓

13001 
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食

部

〔

七

査

〕

餘

|

|

 

【
餘
裔
】
15

デ
す
ゑ
。
末
流
を
い
ふ
。
〔
朱
煮
、
大
學
章

句
序
〕
若
―
―
曲
穐
・
少
儀
・
弟
子
職
諸
篇
ご
回
小
學
之
支

流
餘
裔
。

【
餘
榮
】
16

？
祖
先
が
後
に
の
こ
し
た
ほ
ま
れ
。
又
、
死

後
に
ま
で
の
こ
る
ほ
ま
れ
。
又
、
身
に
あ
ま
る
榮
警
。
非

常
な
榮
餐
゜
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
櫂
恨
レ
日
以
餘
榮
、
比
1

一

朝
華
1

而
蕎
謁
゜
〔
華
陽
國
志
〕
若
レ
余
者
、
可
―
―
少
以
為
＂

有
餘
榮
戻
゜

【
餘
嵐
】
17

？
ぁ
ま
り
。
の
こ
り
。
剰
餘
。
餘
計
。
餘
剰
゜
餘

分
。
〔
漢
書
‘
食
貨
志
下
〕
不
軌
逐
レ
利
之
民
、
畜
"
積
餘
鳳
↓

【
餘
挑
】
18

が
縣
名
。
秦
、
置
く
。
浙
江
省
紹
興
縣
の
東

北
。
桃
江
の
北
岸
。
還
穏
雨
鐵
路
に
沿
ふ
。
古
、
舜
の
支

庶
の
封
ぜ
ら
れ
た
地
。
舜
は
挑
姓
で
あ
る
か
ら
餘
挑
と

い
ふ
。
明
の
王
陽
明
・
朱
舜
水
の
生
地
。
〔
漢
書
、
地
理
志

上
〕
會
稽
郡
、
縣
二
十
六
‘
餘
挑
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙

江
、
紹
興
府
〕
餘
挑
縣
、
舜
支
庶
封
証
此
、
以
,
,
舜
姓
挑
盃
而

名
、
秦
置
白
縣
‘
闇
―
―
會
稽
郡
函
E

以
後
因
レ
之
。
〔
清
史
稿
‘

地
理
志
〕
浙
江
、
紹
興
府
、
縣
八
‘
餘
挑
。

〖
餘
挑
腔
〗19炉
芍
明
代
、
南
戯
の
一
。
會
稽
に
起
り
、

江
蘇
一
圏
及
び
安
徽
の
一
部
に
流
行
し
た
。
〔
南
詞
叙

録〕。

〖
餘
銚
學
派
]
2
0
只
f

陽
明
學
派
を
い
ふ
。
餘
挑
之
學

を
見
よ
。

〖
餘
桃
之
學
〗21
只
？
王
陽
明
の
學
派
。
王
陽
明
が

浙
江
の
餘
挑
の
人
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
明
儒
學
案
、
文

成
王
陽
明
先
生
守
仁
〕
王
守
仁
、
字
伯
安
‘
學
者
稽
為
,
,

陽
明
先
生
云
餘
桃
人
也
。

【
餘
話
】
22

が
前
代
か
ら
傭
へ
ら
れ
て
ゐ
る
う
た
。
昔

の
歌
。
〔
滑
岳
、
河
陽
縣
作
詩
〕
齊
都
無
1

一
遺
臀
ヰ
桐
郷
有
―
―

餘
謡
↓

【
餘
炎
】
23

ザ
も
え
歿
り
の
ほ
の
ほ
。
又
、
残
っ
て
ゐ
る

あ
つ
さ
。
残
暑
。
〔
梁
簡
文
帝
、
答
え
疋
襄
侯
鉤
,
,
臥
章
―

書
〕
三
伏
餘
炎
、
九
折
成
レ
用
、
便
可
下
旅
―
―
食
南
館
士
高
＊

臥
北
窟
5

【
餘
術
】
24

？
あ
ま
り
。
餘
分
。
〔
新
序
、
雑
事
二
〕
餘
術

之
蓄
‘
棗
,
,
於
府
庫
者
、
境
内
多
―
―
貧
困
之
民
↓

【
餘
煙
】
25

？
消
え
の
こ
り
の
け
ぶ
り
。
餘
姻
。
〔
蘇
献
‘

次
n

一
韻
毛
君
燒
二
松
店
詩
〕
松
老
香
多
氣
自
巌
‘
餘
煙

勃
鬱
透
―
―
疎
簾
↓

【
餘
怨
】
26

ザ
あ
と
ま
で
の
こ
っ
て
ゐ
る
う
ら
み
。
〔
老

四
0
六|
 

子
、
七
十
九
〕
和
,
,
大

怨

盆

必

有

―

―

餘

怨

↓

越

王

棲

1

一
呉
夫
差
1

山
也
、
去
レ
縣
五
十
里
、
山
有
レ
湖
、
水
【
餘
汗
】
ぉ
が
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
も
と
春
秋
の
時
、
越

02

【
餘
園
】
27

ザ
清
‘
謬
況
(
8
-
2
7
8
5
5
:
 1
7
)

の

琥

。

近

1

一

太

湖

↓

の

西

界

、

干

越

の

地

。

隋

‘

餘

干

と

改

む

。

故

城

は

江

30

【
餘
暇
】
28

”
ひ
ま
。
あ
ひ
ま
。
餘
閑
゜
〔
南
史
、
陸
球
傭
〕
【
餘
香
】
37

が
の
こ
っ
て
ゐ
る
に
ほ
ひ
。
又
、
遠
く
か
ら
西
省
餘
千
縣
の
東
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
豫
章
郡
、

醐
覧
餘
暇
‘
頗
留
,
,
心

史

籍

↓

た

だ

よ

っ

て

来

る

か

す

か

な

に

ほ

ひ

。

餘

薫

。

餘

芳

゜

縣

十

八

‘

餘

汗

。

【
餘
債
】
29

”
後
に
ま
で
の
こ
っ
て
ゐ
る
ね
う
ち
。
〔
顔
又
、
恩
恵
の
な
ご
り
。
〔
陸
機
、
弔
―
―
魏
武
帯
1

文
〕
餘
香
【
餘
寒
】
47

が
大
寒
が
あ
け
て
後
の
寒
氣
。
立
春
後
の

氏
家
訓
‘
名
賓
〕
遺
瞥
餘
債
。
可
レ
分
、
輿
ー
ー
諸
夫
人
↓
〔
丘
為
、
左
被
梨
花
詩
〕
冷
艶
全
さ
む
さ
。
〔
杜
甫
‘
題
―
―
張
氏
隠
居
―
詩
〕
澗
鳥
餘
寒
歴
―
―

【
餘
霞
】
30

”
―
面
に
ひ
ろ
が
つ
て
ゐ
る
霞
。
又
、
消
え
欺
レ
零
、
餘
香
乍
入
に
衣
。
〔
菅
原
道
箕
、
九
月
十
日
詩
〕
恩
沐
雪
字
心
門
斜
H
到
―
―
林
丘
↓
〔
東
坂
尺
贖
、
輿
―
―
厭
陽
仲

の
こ
っ
た
霞
゜
霞
は
‘
帯
紅
赤
色
の
雲
氣
、
夕
燒
の
雲
氣
賜
御
衣
今
在
レ
此
、
捧
持
毎
日
拝
―
―
餘
香
↓
純
―
〕
餘
寒
萬
萬
‘
以
レ
時
自
重
。
〔
陸
滞
、
小
舟
涌
』
g
湮―

な
ど
。
〔
白
居
易
秋
日
衷
張
賓
客
舒
著
作
同
遊
―
―
龍
門
【
餘
角
】
38

が

二

つ

の

角

の

和

が

一

直

角

に

等

し

い

度
1

一
西
岡
-
蹄
詩
〕
小
雨
重
三
後
、
餘
寒
百
五
前
。

寺
云
云
詩
〕
嵩
峯
餘
霞
錦
綺
巻
、
伊
水
細
浪
鱗
甲
生
。
時
、
其
の
一
方
を
他
の
餘
角
と
い
ふ
。
【
餘
閑
】
48

が
ひ
ま
。
い
と
ま
。
餘
暇
゜
餘
間
。
〔
呉
志
、

〖
餘
霞
成
レ
綺
〗
3
1

”
”
十
ス
空
に
廣
く
ひ
ろ
が
つ
て
ゐ
【
餘
額
】

3
9
y屯
咆
定
額
に
足
ら
ぬ
散
。
訣
員
。
酪
統
博
〕
願
殿
下
少
以
,
,

萬
機
餘
閑
盃

9
神
思
省
。
〔
陶

る
霞
が
あ
や
を
織
り
な
す
。
轄
じ
て
、
不
朽
の
名
文
章
【
餘
土
'
]
4
0

が
縣
名
。
南
朝
宋
、
置
く
。
江
西
省
郡
陽
縣
潜
、
鱒
,
,
田
園
居
―
詩
〕
戸
庭
無
―
―
塵
雑
云
虚
室
有
,
,
餘
閑
↓

に
い
ふ
。
〔
謝
眺
、
晩
登
三
山
還
望
,
,
京
邑
詩
〕
餘
霞
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
饒
州
府
〕
餘
干
縣
、
春
【
餘
間
】
49

が
ひ
ま
。
す
き
ま
。
餘
閑
。
〔
司
馬
相
如
、

散

成

レ

綺

、

澄

江

静

如

レ

練

。

秋

時

為

,

,

越
之
西
境
一
所
謂
干
越
也
、
漢
為
―
―
餘
汗
縣
一
上
林
賦
〕
朕
以
1

一
覧
罷
餘
間
、
無
＞
事
棄
＂
日
、
順
―
―
天
道
一

【
餘
巧
】
32

が
あ
り
あ
ま
る
た
く
み
さ
。
又
、
秘
め
ら
れ
闊
―
―
餘
章
郡
五
汗
、
昔
干
、
後
漢
因
レ
之
、
三
國
呉
屡
―
―
播
陽
以
殺
伐
。

た
た
く
み
さ
。
〔
韓
非
子
、
功
名
〕
故
人
有
―
―
餘
力
百
翌
於
郡
云
晉
因
レ
之
、
劉
宋
改
レ
汗
為
レ
干
、
齊
梁
俯
＞
藷
‘
隋
平
レ
【
餘
巖
】
50

が
後
燕
の
人
。
晉
書
後
燕
載
記
に
は
徐
巖

慮
而
技
有
餘
巧
i

便
―
―
於
事
↓
〔
曹
植
、
名
都
篇
〕
餘
巧
陳
‘
縣
陽
二
饒
州
盃
唐
宋
因
レ
之
、
元
元
貞
初
、
升
為
1

一
餘
干
に
作
る
。
官
は
建
節
牌
軍
。
武
邑
を
以
て
叛
し
、
幽
州
に

未
レ
及
＞
展
、
仰
乙
手
接
二
飛
鳶
↓
州
一
明
初
復
為
レ
縣
゜
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
江
西
‘
饒
州
趨
き
、
前
に
入
り
、
寇
暴
し
、
遂
に
令
支
に
撼
る
。
慕
容

【
餘
江
】
33

が
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
江
西
省

t
陽

縣

の

府

、

縣

七

‘

餘

干

。

農

に

討

平

せ

ら

る

。

〔

十

六

國

春

秋

〕

。

西
。
縣
城
は
餘
水
の
北
に
嘗
る
。
〖
餘
干
山
〗

4
1ぢ
．
，
山
名
。
●
浙
江
省
長
興
縣
の
西
。
【
餘
忌
】

5
1
E
後
ま
で
残
っ
て
ゐ
る
に
く
し
み
。
〔
管
子
、

【
餘
行
】
34

が
後
世
に
傭
へ
ら
れ
て
ゐ
る
お
こ
な
ひ
。
●
江
西
省
餘
干
縣
の
東
門
外
。
一
名
、
冠
山
・
羊
角
山
。
小
稽
〕
甚
央
、
百
姓
之
悪
レ
人
之
有
―
―
餘
忌
1

也。

〔
顔
氏
家
訓
、
文
章
〕
其
遺
言
餘
行
、
孫
卿
・
屈
原
之
不
＞
〔
太
平
賽
宇
記
〕
冠
山
、
其
山
雨
峯
曲
轄
相
向
、
状
如
一
至
＇
【
~
基
】

5
2
"
の
こ
つ
て
ゐ
る
い
し
づ
ゑ
。
〔
播
岳
、
西
征

及

。

角

五

藷

名

至

＇

角

山

i

唐
改
為
-
l

餘

干

山

↓

賦

〕

覚

1

一
陛
殿
之
餘
基
玉
裁
破
施
以
隠
鱗
゜
〔
謝
眺
、
和
江
伏

【
餘
部
】
35

が
縣
名
。
餘
杭
の

O
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
郎
‘
餘
【
餘
甘
】
42

が
渡
場
の
名
。
四
川
省
濾
縣
の
東
北
。
今
の
武
昌
登
二
孫
櫂
故
城
一
詩
〕
舞
館
識
,
,
餘
基
五
歌
梁
想
―
―
遺

郊

、

縣

名

、

在

孟

天

興

↓

小

市

下

渡

。

囀

↓

【
餘
杭
】36が

0
郡
名
。
隋
｀
置
く
。
故
城
は
浙
江
省
杭
〖
餘
甘
尉
]
¢
勺
，
桃
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
果
菰
、
【
餘
喜
】

5
3
”
後
ま
で
残
っ
て
ゐ
る
よ
ろ
こ
び
。
又
、
死

縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
〕
杭
州
府
、
馬
貢
揚
桃
〕
清
異
録
、
郡
中
環
桃
物
異
、
後
唐
荘
宗
曰
、
昔
人
以
＂
後
に
得
た
よ
ろ
こ
び
。
〔
顔
延
之
、
陽
給
事
昧
〕
嵯
爾
義

州
之
域
、
春
秋
為
―
―
越
國
之
西
境
一
後
屡
レ
楚
、
秦
漢
並
橘
為
,
,
千
頭
木
奴
ぶ
生
不
ら
為
1

一
餘
甘
尉
1

乎

。

士

、

液

有

二

餘

喜

↓

墨
會
稽
匝
後
漢
順
帝
以
後
属
―
呉
郡
一
云
云
、
隋
平
レ
〖
餘
甘
子
]
4
4
”
力
｀
，
果
賓
の
名
。
奄
摩
勒
(
9
-
3
1
2
2
7

:
[
餘
棄
】
54

”
●
餘
し
棄
て
る
。
〔
史
記
、
衛
鰈
騎
将
軍

陳
、
巖
レ
郡
置
,
,
杭
州
五
蝸
帝
大
業
三
年
、
改
日
,
,
餘
杭
郡
一

1
3
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
奄
摩
勒
〕
繹
名
、
餘
甘
子
、
惹
摩
落
傭
〕
餘
―
―
棄
梁
肉
盃
皿
士
有
二
繊
者
↓
●
餘
つ
て
棄
て
て
置

唐
復
為
,
,
杭
州
二
大
賓
初
日
1

一
餘
杭
郡
一
云
云
、
元
日
―
―
杭
迦
果
、
蔽
器
日
、
其
味
初
食
苦
還
‘
良
久
更
甘
‘
故
日
―
―
餘
い
た
物
。
〔
蘇
献
‘
李
氏
山
房
誡
書
記
〕
盤
獲
1

一
公
揮
之

州
路
面
明
改
,
,
杭
州
府
盃
庄
縣
九
↓
●
縣
名
。
秦
、
置
く
。
甘
↓
〔
毘
奈
耶
雑
事
〕
餘
甘
子
、
出
―
―
廣
州
云
堪
丘
沐
レ
髪
、
西
誠
ぶ
空
其
餘
棄
盆
以
自
補
。

浙
江
省
富
陽
縣
の
北
。
苔
演
の
北
岸
。
〔
漢
書
、
地
理
志
方
名
1

一
奄
摩
洛
迦
果
一
也
。
〔
臨
海
異
物
志
〕
餘
甘
子
、
如
,
,

[
餘
暉
】
55

”
餘
輝
。
●
沈
み
つ
つ
あ
る
夕
日
の
光
。
又
、

上
峯
稽
郡
、
縣
二
十
六
‘
餘
杭
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
校
形
エ
＾
如
―
―
梅
子
一
其
核
雨
頭
銃
、
興
―
―
檄
攪
二
物
異
レ
空
に
残
つ
て
ゐ
る
夕
日
の
光
。
残
照
。
〔
王
梁
、
従
軍
詩
〕

江
、
杭
州
府
〕
餘
杭
縣
、
本
秦
縣
、
層
,
,
會
稽
郡
玉
漢
因
レ
之
、
名
也
。
〔
益
州
方
物
記
〕
餘
甘
子
生
―
―
戎
濾
等
州
山
ぶ
樹
大
白
日
半
t

一
西
山
云
桑
梓
有
1

一
餘
暉
↓
〔
蘇
献
‘
送
レ
春
詩
〕
夢

後
漢
属
―
呉
郡
ご
二
國
呉
闇
-
―
呉
興
郡
一
晉
以
後
因
レ
之
、
葉
細
‘
賓
若
レ
李
而
小
、
咀
レ
之
前
苦
後
甘
、
故
琥
為
-
1

餘
裏
青
春
可
レ
得
レ
追
、
欲
下
将
,
,
詩
句
1

絆
＊
餘
暉
3

●
あ
ま

隋
属
1

杭
州
一
唐
俯
五
奮
、
呉
越
時
嘗
琥
為
1

一

清

平

軍

工

宋

甘

↓

ね

き

め

ぐ

み

を

い

ふ

。

〔

王

倹

‘

拷

淵

碑

文

〕

曖

有

,

,

餘

復
屯
故
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
浙
江
、
杭
州
府
、
縣
八
‘
餘
〖
餘
甘
氏
〗

4
5匹
カ
ン
茶
の
異
名
。
〔
清
異
録
、
著
茄
、
不
夜
暉
ご
皿
然
留
如
想
。
〔
注
〕
良
日
‘
餘
暉
、
天
子
恩
光
及
―
―
之

杭。

O
山
名
。
越
王
句
践
が
呉
王
夫
差
を
追
ひ
込
ん
だ
侯
〕
胡
嬌
飛
龍
躙
飲
レ
茶
詩
云
、
油
レ
牙
藷
姓
餘
甘
氏
、
造
遠
一
也
。
●
偉
人
・
偉
業
等
の
な
ご
り
を
い
ふ
。
餘
輝

山

。

〔

越

絶

書

、

越

絶

外

偉

記

呉

地

博

〕

秦

餘

杭

山

者

‘

破

レ

睡

須

レ

封

不

夜

侯

。

を

見

よ

。
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食

部

〔
七
書
〕

餘

四
0
七

【
餘
輝
.
]
5
6
5

餘
暉
に
同
じ
。
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
仰
―
―
箕
山
之

餘
輝
↓
〔
注
〕
翰
日
‘
叔
夜
慕
―
―
仰
其
餘
光
言
王
維
、
酬
-
―
郭

給
事
―
詩
〕
洞
門
高
閣
露
1

一
餘
輝
↓
桃
李
陰
陰
柳
紫
飛
゜

【
餘
賢
】
57

戸
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
呉
王
闇
間
の
弟
‘
夫
築

の
邑
。
故
城
は
浙
江
省
雛
山
縣
の
西
。
〔
漢
書
、
地
理

志
上

H
自
稽
郡
、
縣
一
十
六
‘
餘
賢
゜

【
餘
徽
】
58

戸
後
世
に
残
つ
て
ゐ
る
う
つ
く
し
さ
。
〔
王

倹
、
猪
淵
碑
文
〕
餌
恨
餘
徽
ぶ
E
-
―
洋
遺
烈
↓
〔
注
〕
良
日
、

徽
、
美
也
。

【
餘
技
】
59

か
リ
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。

【
餘
休
】
60

豆
’
ゅ
た
か
な
か
げ
。
休
は
蔭
゜
〔
漢
書
、
外
戚

博
〕
願
蹄
↓
墨
骨
於
山
足
1

分
‘
依
―
―
松
柏
之
餘
休
↓
〔
注
〕
師

古
日
、
休
‘
蔭
也
。

【
餘
泣
】
61

炉
後
に
ま
で
残
る
恨
み
の
涙
。
又
‘
ひ
ど
い

か
な
し
み
。
〔
衰
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
刑
罰
不
レ
濫
、
没
レ

有
餘
泣
↓

【
餘
響
】
62

炉
ウ
後
に
の
こ
っ
て
ゐ
る
ひ
ぴ
き
。
又
、
遠

く
ま
で
な
が
れ
ゆ
く
ひ
ぴ
き
。
遺
響
。
〔
岱
康
、
琴
賦
〕

含
顧
媚
白
盆
炉
終
、
瓢
餘
響
乎
泰
素
↓
〔
朱
窯
‘
武
夷

精
含
雑
詠
‘
鐵
笛
亭
詩
〕
千
載
留
―
―
餘
響
五
猶
疑
笙
鶴
来
。

【
餘
興
】6
3
~ョ
ウ

0
宴
會
な
ど
の
際
に
興
を
添
へ
る
た

め
に
行
ふ
演
藝
な
ど
の
類
。

O
面
白
味
を
添
へ
る
た
め

に
他
の
事
物
を
つ
け
加
へ
る
こ
と
。
〇
お
ま
け
。

【
餘
曲
】
6
4
[
；
昔
か
ら
傭
は
つ
て
ゐ
る
築
曲
。
〔
史
記
‘

築
書
述
賛
〕
洋
洋
盈
レ
耳
‘
咸
英
餘
曲
。

【
餘
銀
】
65

yti2 
y
i
n
'

剰
餘
金
。

【
餘
詢
~
】
6
6
”
名
残
の
あ
た
た
か
さ
。
〔
上
官
儀
、
酬
群

含
人
萬
年
宮
晩
景
寓
直
懐
＂
友
詩
〕
池
色
揺
―
―
晩
空
玉
巖

光
鉱
餘
的
芯

【
餘
花
】
67

炉
の
こ
り
の
は
な
。
〔
謝
眺
‘
遊
"
東
田
1

詩
〕

魚
戯
新
荷
動
、
鳥
散
餘
花
落
。

【
餘
貨
]
6
8

y
t
i
'
h
u
o
•
の
こ
り
の
品
物
。

【
餘
華
】
g

炉
残
り
の
よ
は
ひ
。
残
年
。
餘
年
（
2
1
7
)

に

同
じ
。
〔
涌
岳
‘
寡
婦
賦
〕
終
蹄
"
骨
分
山
足
芦
廿
憑
―
―
託
分

餘
華
↓
〔
注
〕
良
日
‘
餘
華
‘
餘
年
也
。

【
餘
課
】
70

が
〇
き
ま
っ
た
課
業
以
外
の
仕
事
。
〔
組
谷

省
軒
‘
菊
池
容
齋
〕
如
山
水
花
鳥
玉
字
之
餘
課
,t)
yti' 

k

＾
笠
附
加
税
。

【
餘
悔
]
7
1

”
？
く
い
を
残
す
。
後
悔
す
る
。
〔
唐
書
‘
韓

充
博
〕
充
雖
蒋
釜
杢
性
倹
節
、
歴
三
鎖
一
居
慮
服
玩
‘

如
1
1

儒
先
生
一
悪
機
岱
策
、
信
餘
レ
悔
、
世
推
1

一
善
将
↓

【
餘
外
】
刀
yii2

w
a
i
•
其
の
外
。
格
別
。

【
餘
光
】
73

”ワウ

O
餘
つ
て
ゐ
る
光
。
餘
分
の
光
。
分
1

一

餘
光
ー
を
見
よ
。

O
登
光
橙
か
ら
遠
く
離
れ
た
所
を
照

す
弱
い
光
。
〔
列
子
、
周
穆
王
〕
東
極
之
北
隅
有
レ
國
、
云

云
、
日
月
餘
光
之
照
。
〔
列
女
傭
‘
辮
通
、
齊
女
徐
吾
債
〕

夫
一
室
之
中
、
益
二
人
二
燭
不
二
為
暗
↓
損
二
人
こ
燭

不
1

一
為
明
面
何
愛
莱
壁
之
餘
光
↓

0
日
没
後
に
残
っ
て

ゐ
る
光
。
残
光
。
又
、
夕

H
の
光
。
微
か
に
な
っ
た
光
。

〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
灼
灼
西
碩
日
‘
餘
光
照
―
―
我
衣
↓
R
溢

れ
出
た
光
。
人
徳
・
威
勢
な
ど
の
自
然
に
外
に
溢
れ
出
た

も
の
を
い
ふ
。
〔
獣
陽
脩
、
相
州
書
錦
堂
記
〕
公
相
人
也
‘

世
有
浴
徳
ぶ
竺
時
名
卿
「
自
―
―
公
少
時
言
」
擢
1

一
高
科
一

登
顧
仕
面
内
之
士
、
聞
―
―
下
風
而
望
餘
光
音
、
蓋
亦

有
レ
年
英
。

O
物
蔭
や
室
内
な
ど
に
及
ぶ
明
る
さ
を
い

ふ
。
〔
蜀
志
、
秦
底
偲
〕
書
不
レ
操
レ
燭
‘

H
有
―
―
餘
光
一

〖
分
二
餘
光
―
〗
7
4
7
3
”
屈
ゥ
ヲ
餘
分
の
光
を
分
ち
輿
へ
る
。

餘
つ
て
ゐ
る
力
を
他
人
に
貸
し
輿
へ
る
喩
゜
〔
史
記
‘

甘
茂
債
〕
樗
里
子
輿
レ
魏
講
‘
罷
レ
兵
‘
廿
茂
之
亡
レ
秦
奔
レ

齊
‘
逢
―
―
蘇
代
云
い
為
レ
齊
使
―
―
於
秦
五
口
茂
曰
‘
臣
得
-
1

罪

於
秦
ぶ
擢
而
遵
逃
、
無
レ
所
に
谷
レ
跡
、
臣
聞
、
貧
人
女
輿
―
―

富
人
女
1

會
績
‘
貧
人
女
曰
‘
我
無
1

一
以
買
J

燭
‘
而
子
之

燭
光
幸
有
レ
餘
‘
子
可
レ
分
II

我
餘
光
こ
i

炉
損
1

一
子
明
二
而

得
こ
斯
餌
焉
、
今
臣
困
‘
而
君
方
使
レ
秦
而
常
レ
路
芙
‘

茂
之
妻
子
在
焉
、
願
君
以
1

一
餘
光
正
諏
レ
之
‘
蘇
代
許
諾
‘

遂
致
―
―
使
於
秦
一

[
餘
皇
】
75

”
ヴ
ゥ
舟
の
名
。
餘
腔
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
七
〕
楚

師
継
レ
之
、
大
敗
互
大
師
↓
獲
―
―
其
乗
舟
餘
皇
言
注
〕
餘
皇
、

舟
名
。
〔
玩
元
校
勘
記
〕
李
善
注
文
選
江
賦
、
引
―
―
博
文
及

注
ぶ
並
作
二
餘
腔
面
E

↓
―
俗
字
↓
〔
後
漢
書
、
馬
融
傭
〕
然
後

方
1

一
餘
皇
五
竺
耕
舟
↓

【
餘
艘
】
76

”
匂
舟
の
名
。
餘
皇
に
同
じ
。
〔
抱
朴
子
、
博

喩
〕
餘
艘
鵡
首
、
渉
品
川
之
良
器
也
。

【
餘
款
】
71
yii2 
k
'
u
a
n
3

剰
餘
金
。
残
金
。

【
餘
灌
】
78

”
ワ
ン
大
き
な
よ
ろ
こ
ぴ
。
〔
繁
欽
、
輿
1

一
魏
文

盛
賤
〕
御
聞
必
含
―
―
餘
灌
盃
竺
事
速
屹
な
底
侍
1

一
光
塵
↓

【
餘
歓
】
79

り
っ
き
な
い
よ
ろ
こ
ぴ
。
又
、
か
す
か
な

よ
ろ
こ
ぴ
。
〔
司
馬
遷
、
報
1

一
任
少
卿
一
書
〕
未
T

嘗
術
屎
皿

酒
盃
空
殷
勤
之
餘
歓
3

【
餘
薫
】
80

ク
の
こ
っ
て
ゐ
る
か
を
り
。
又
‘
か
す
か
な

か
を
り
。
餘
香
。
〔
蘇
献
‘
和
1

一
張
昌
言
喜
雨
―
詩
〕
夢
覺
酒

醒
聞
―
―
好
句
ぶ
帳
空
競
冷
獲
二
餘
薫
↓

[
餘
醸
】
81

ク
の
こ
り
の
ゑ
ひ
。
未
だ
十
分
に
さ
め
き

ら
ぬ
酒
の
ゑ
ひ
。
〔
陸
亀
蒙
、
又
次
孟
削
韻

i
型
廣
文
―

詩
〕
強
歌
非
―
―
白
貯
盃
聯
以
送
1

一
餘
隠
↓

【
餘
畦
】
邸
？
歌
の
餘
韻
。
畦
は
う
た
。
文
選
‘
謝
震
運

の
詩
の
向
の
注
に
「
畦
‘
淫
歌
也
」
と
あ
る
が
、
謝
詩
の

場
合
の
解
と
し
て
は
不
可
。
な
ほ
‘
淫
歌
の
意
味
の
時

の
昔
は
ア
イ
。
〔
謝
璽
運
‘
擬
1

魏
太
子
鄭
中
集
盃
工
原
侯

植
詩
〕
哀
昔
下
↓
―
廻
鵠
↓
餘
畦
徹
-
1

清
美
一

【
餘
計
】

8
2
?
O餘
分
。
澤
山
。
物
が
あ
り
あ
ま
る
こ
と
。

0
必
要
の
度
を
越
え
て
無
用
な
こ
と
。
む
だ
。
不
用
。

【
餘
景
】
83

？
の
こ
っ
て
ゐ
る
光
。
か
す
か
な
光
。
〔
涌

岳
、
秋
興
賦
〕
聴
1

一
離
鴻
之
晨
吟
ぶ
ぎ
流
火
之
餘
景
↓
〔
謝

荘
、
月
賦
〕
歌
響
未
レ
終
‘
餘
景
就
レ
畢
゜

【
餘
埃
】
84

？
川
の
名
。
一
名
、
清
江
水
。
源
は
湖
南
省

祁
賜
縣
の
東
北
。
湘
江
に
注
ぐ
。

【
餘
慶
】
85

”
ィ
〇
祖
先
の
善
行
の
報
と
し
て
子
孫
の
身

に
来
る
吉
事
。
〔
易
、
坤
〕
積
善
之
家
‘
必
有
―
―
餘
慶
云
積

不
善
之
家
、
必
有
二
餘
残
一
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
惟
泰
山
其

猶
危
、
祀
八
百
而
餘
慶
。
〔
劉
峻
、
耕
命
論
〕
積
善
餘
慶
‘

1

長
教
也
、
鳳
鳥
不
レ
至
、
言
公
叩
也
。
〔
呉
志
、
賀
郡
傭
〕

餘
慶
遺
詐
‘
至
1

一
於
陛
下
↓
〔
白
居
易
、
唐
故
銀
胄
光
腺

大
夫
云
云
苑
陽
張
公
墓
誌
銘
序
〕
餘
慶
渭
美
。

O
縣

名
。
④
明
、
置
く
。
貴
州
省
甕
安
縣
の
東
北
。
龍
淫
の

西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
、
平
越
軍
民
府
、
黄
平

州
〕
餘
慶
縣
、
元
末
為
―
―
餘
慶
州
ぶ
四
播
州
軍
民
安
撫

司
盃
四
朝
洪
武
十
五
年
、
改
1

一
長
官
司
一
隷
ら
1

播
州
宣
慰

司
↓
土
官
毛
氏
世
守
二
其
地
面
臼
歴
二
十
七
年
‘
改
置
―
―
今

縣
↓
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
貴
州
、
平
越
直
隷
州
、
縣
一
―
-
‘
餘

慶
゜
＠
清
、
置
く
。
故
治
は
渦
洲
黒
龍
江
省
慶
城
縣
。
〔
清

史
稿
、
地
理
志
〕
黒
龍
江
‘
緩
化
府
、
縣
―
‘
餘
慶
縣
。

O

字
琥
゜
④
北
周
、
辛
慶
之
(
1
0
ー

3
8
6
3
0
:
 9
7
)

の
字
。
＠

宋
、
易
延
慶
(
5
-
1
3
8
1
4
:
 1
8
5
)

の
字
ぺ
3
宋
‘
趙
賀
(
1
0

|
 
3
7
1
7
1
 :
 5
3
)

の
字
。
＠
明
‘
孫
逢
吉
(
3
-
6
9
8
7
:
 5
3
 

8
)

の
字
。
命
）
清
、
李
庚
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
1
4
)

の
琥
。

8
邸

野
常
道
の
琥
。
高
野
餘
慶
(
1
1
0
1
4
5
3
1
3
 :
 1
3
7
6
)

を
見

よ
。
R
唐
‘
員
半
＇
千

(
I
O
|
3
6
3
3
 :
 4
4
)

の
本
名
。

〖
餘
慶
溝
〗86
"力
地
名
。
涌
洲
黒
龍
江
省
呼
璃
縣
の

束
南
。
金
鐵
の
産
地
。

[
餘
馨
】
87

？
ぁ
ま
り
の
に
ほ
ひ
。
後
に
残
つ
て
ゐ
る

か
を
り
。
又
、
か
す
か
に
た
だ
よ
ふ
か
を
り
。
餘
香
。
〔
齊

高
帝
‘
塞
客
吟
〕
駄
薗
琴
之
孤
弄
石
｀
竺
庭
鷲
之
餘
馨
↓

【
餘
教
】
88

炉
〇
後
に
残
し
た
を
し
へ
。
〔
載
國
‘
魏
策
〕

夫
使
1

一
士
卒
不
レ
崩
、
直
而
不
レ
僑
‘
棟
撓
不
忌
避
者
、
此
呉

起
餘
教
也
。
●
他
の
を
し
へ
。
こ
れ
以
外
の
を
し
へ
。

〔
史
記
‘
蘇
秦
偉
〕
未
1

一
嘗
得
p

聞
-
1

餘
教
↓
●
後
世
に
博
ヘ

ら
れ
た
教
。
又
、
古
昔
の
教
化
の
名
残
り
。
〔
史
記
、
築

毅
博
〕
餘
教
未
レ
衰
。
〔
魏
志
‘
裔
堂
隆
傭
〕
昔
先
聖
既
液
、

而
其
遺
言
餘
教
、
著
広
生
ハ
藝
↓

[
餘
窮
】
89

炉
人
罷
に
あ
る
穴
の
、
口
以
外
の
穴
を
い

ふ
。
〔
列
子
、
仲
尼
〕
設
令
レ
猜
1

一
於
餘
窮
王
子
亦
牌
レ
承
レ

之
。
〔
林
注
〕
餘
窮
、
部
械
虞
也
‘
謂
下
其
言
若
出
―
―
於
他

霰
盆
は
亦
承
従
ぅ
之
也
。

【
餘
隙
】
90

”
キ
ひ
ま
。
あ
ひ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
逸
民
、
古
向
鳳

博
論
〕
嘗
以
二
講
道
餘
隙
盃
寓
,
,
乎
逸
士
之
篇
↓

【
餘
月
】
91

が
四
月
の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
正
月
為
レ

阪
、
云
云
、
四
月
為
レ
餘
。

【
餘
梓
】
92

が
ひ
こ
ば
え
。
餘
壁
に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、
傲

慎
訓
〕
一
人
養
レ
之
、
十
人
抜
レ
之
、
則
必
無
―
―
餘
梓
一

【
餘
翌
】
8

ウ
ひ
こ
ば
え
。
又
‘
亡
家
の
残
っ
た
子
孫
。

餘
梓
。
遺
類
。
遺
喉
。
残
鴬
。
〔
唐
書
、
代
宗
紀
賛
〕
代
宗
之

時
‘
餘
頸
猶
在
、
平
レ
胤
守
成
‘
蓋
亦
中
材
之
主
也
。

【
餘
業
】
94

炉
〇
先
人
の
の
こ
し
た
功
業
。
〔
築
毅
、
答
一

燕
恵
王
一
書
〕
夫
齊
覇
國
之
餘
業
、
而
最
勝
之
遺
事
也
。

〔
漢
書
、
楊
憚
博
〕
幸
頼
1

一
先
人
餘
業
盃
得
レ
備
―
―
宿
衛
一
〔
新

序
‘
雑
事
三
〕
覇
王
之
餘
業
、
戦
勝
之
遺
事
。
〔
後
漢
書
‘
猷

帝
紀
〕
是
歳
孫
策
死
、
弟
櫂
襲
―
―
其
餘
業
↓
●
本
業
以
外

の
し
ご
と
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕
畜
1

一
積
餘
業
一

【
餘
妍
】
95

ク
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
美
し
さ
。
又
、
お
く

ゆ
か
し
く
か
す
か
な
美
し
さ
。
〔
劉
綸
‘
詠
l

―
博
山
香
遣
―

詩
〕
復
有
―
―
漢
源
女
五
拾
レ
利
弄
,
,
餘
妍
一

【
餘
絢
】
96

ク
あ
ふ
れ
る
ば
か
り
の
う
つ
く
し
さ
。
〔
謝

眺
、
和
n

一
伏
武
昌
登
孫
櫂
故
城
詩
〕
幸
籍
1

一
芳
昔
多
一

承
レ
風
采
―
―
餘
絢
↓
〔
注
〕
良
日
、
絢
、
美
也
。

【

餘

己
97

”
ン
餘
分
な
言
葉
。
言
は
な
い
で
も
よ
い
言

葉
。
〔
史
記
、
白
起
傭
〕
其
意
尚
快
快
不
レ
服
、
有
1

一
餘
言
↓

【
餘
弦
】
98

？
散
學
用
語
。
角

A
B
C
の
一
邊

A
B
線

上
の
任
意
の
一
貼
A

か
ら
、
他
の
邊
B
C
に
垂
線
A
C

を
下
し
た
時
の
‘

B
C
の
A
C
に
封
す
る
比
を
角
A
B

13003 
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餘
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C

の
餘
弦
と
い
ふ
。
C
o
s
m
e
の

謁

゜

〔

唐

律

、

名

例

、

盗

詐

取

二

人

財

―

〕

其

於

1

一
餘
誠

E
密
坐
之
古
陽
雲
昼
―
詩
〕
楚
國
五
故
都
、
蘭
壷
有
1

一
餘
址
一
切
―
―
星
辰
一
庭
髪
寒
前
草
、
天
銅
善
後
塵
、
溝
瞥
通
レ
苑

4

゜

【
餘
絃
】
99

ク
あ
と
ま
で
た
だ
よ
ふ
絃
の
響
。
又
、
微
弱
闇
。
〔
疏
議
〕
餘
誠
‘
謂
T

盗
詐
之
外
‘
應
レ
得
レ
罪
者
い
【
餘
思
】
119

祖
諸
種
の
思
ひ
。
又
、
盗
き
な
い
思
ひ
。
〔
鬼
急
、
柳
色
堅
レ
城
句
、
綸
絆
謀
猷
盛
、
丹
青
歩
武
親
、
芳
非

30

に
な
っ
た
曲
昔
゜
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
曲
終
闊
盛
‘
餘
絃
更
【
餘
一
―
-
】
111

ウ
清
、
李
學
裕
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 9
6
5
)

の
字
。
谷
子
、
中
経
〕
綴
レ
去
者
‘
謂
ふ
竺
己
之
繋
言
涵
{
d
有
―
―
餘
含
―
―
斧
藻
盆
盆
界
暢
1

一
形
紳
盆

9
硼
看
―
―
紅
槃
盆
茫
池
詠
1

一

興
。
〔
注
〕
清
日
‘
餘
絃
‘
謂
石
由
臀
漸
微
復
起
盆
か
如
1

一
撃
レ
【
餘
山
】
112

か
字
琥
。

O
清
‘
陳
僅
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
6
4
)

思

一

也

。

白

頻

函

多

情

懐

―

―

酒

件

ご

餘

事

作

―

―

詩

人

「

椅

レ

玉

難

レ

蔵

レ

絃

之

餘

響

涵

四

更

起

＂

臀

也

。

の

字

。

●

清

‘

裕

泰

(
1
0
-
3
4
3
0
5
:
 2
3
)

の

琥

。

【

餘

祉

】

1
2
0
g

祗
先
の
残
し
た
さ
い
は
ひ
。
〔
孫
萬
壽
‘
拙
‘
吹
レ
竿
久
混
J

慎
‘
坐
葱
空
自
老
、
江
海
未
レ
還
レ
身
。

【
餘
弧
】1

0
0豆
二
つ
の
弧
の
和
が
一
園
に
等
し
い
時
‘
其
〖
餘
山
書
屋
〗

1
1
3
祖iむ
ク
清
‘
桑
調
元
(
6
-
1
4
7
7
2

:
 1
6

答
―
―
楊
世
子
―
詩
〕
若
人
惟
傑
出
、
清
レ
世
承
―
―
餘
址
↓
〔
唐
【
餘
臭
】
129

忍
残
存
し
て
ゐ
る
臭
氣
゜
〔
南
史
‘
到
漑
偲
〕

の
一
方
を
他
の
餘
弧
と
い
ふ
。

6
)

の
室
名
。
「
尊
捨
。
書
、
爾
璃
傭
賛
〕
梁
蒲
氏
興
―
―
江
左
る
責
有
―
―
功
在
已
民
、
云
到
漑
掌
―
―
吏
部
尚
書
二
時
何
敬
容
以
令
レ
参
二
選
事
二
有
レ

【
餘
語
】1

0
1五
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
〕
。
〖
餘
山
先
生
〗

1
1
4
5
ダ
し
ィ
清
‘
努
史(
2ー
2
4
1
0:
 5
7
)

の
云
、
故
餘
祉
及
―
―
其
後
裔
↓
不
レ
允
‘
漑
籠
相
執
‘
敬
容
謂
レ
人
曰
‘
到
漑
尚
有
―
―
餘
臭
一

【
餘
功
]
1
0
2
#

’
餘
暇
。
あ
ひ
ま
。
〔
蘇
轍
、
黄
州
快
哉
亭
【
餘
斬
】
1
1
5
[
’
お
ほ
き
な
は
ぢ
。
又
、
後
ま
で
残
る
は
ぢ
。
【
餘
師
】
121

ガ
●
ほ
か
の
先
生
。
一
説
に
、
多
く
の
先
生
。
遂
學
レ
作
―
―
責
人
ご
本
云
‘
漑
祗
彦
之
、
初
以
1

一
携
糞
ー
自

記
〕
今
張
君
不
1

和
ぞ
鏑
為
;
患
‘
牧
1

一
會
計
之
餘
功
而
笛
I

〔
沈
約
、
報
1

元
函
ク
書
〕
痩
牙
接
レ
響
、
顧
有
1

一
餘
葱
↓
〔
幅
〔
孟
子
‘
告
子
下
〕
日
、
夫
道
若
二
大
路
1

然
、
登
難
レ
知
哉
‘
給
‘
故
世
以
為
レ
磯
云
゜

整

山

水

之

間

↓

恵

全

書

、

典

證

部

‘

崇

祀

名

賢

〕

官

有

―

―

餘

慰

↓

人

病

レ

不

レ

求

耳

、

子

騎

而

求

レ

之

、

有

1

一
餘
師

^
O
の
こ
り
【
餘
醜
】
130

忍
う
ち
も
ら
さ
れ
て
残
っ
て
ゐ
る
悪
人
ど

[
餘
恨
]103

？
の
ち
ま
で
の
こ
る
う
ら
み
。
〔
呉
越
春
【
餘
子
】
116

祖

0
古
の
軍
制
で
、
家
毎
に
一
人
を
出
し
て
の
軍
隊
。
又
、
他
の
軍
除
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
二
〕
及
レ
昏
‘
も
。
〔
蜀
後
主
、
出
軍
詔
〕
残
類
餘
醜
゜
〔
儲
光
義
、
同
―
―
諸

秋
、
閾
閻
内
傭
〕
於
レ
是
要
離
席
蘭
至
レ
含
、
誡
―
其
妻
一
正
卒
と
し
、
そ
の
餘
は
羨
卒
と
し
て
餘
子
と
い
ふ
。
一
楚
師
軍
私
心
部
一
晉
之
餘
師
不
レ
能
レ
軍
。
公
至
竺
李
雲
南
伐
＞
蜜
詩
〕
餘
醜
隠
1

一
酒
河

tz四
墨
行

日
、
我
辱
―
―
勇
士
椒
丘
訴
於
大
家
之
喪
一
餘
恨
蔚
忠
‘
瞑
説
に
‘
卿
大
夫
の
子
。
〔
周
稽
、
地
官
、
小
司
徒
〕
凡
國
之
〖
~
師
録
一
〗

1
2
2
だ
書
名
。
四
巻
。
宋
、
王
正
徳
撰
゜
〔
四
蔵
一

必

来

也

、

恨

価

炉

閉

吾

門

一

大

事

致

レ

民

、

大

故

致

―

―

餘

子

↓

〔

注

〕

大

故

‘

謂

―

―

災

寇

―

庫

提

要

、

集

、

詩

文

評

類

〕

。

【

餘

日

]
1
3
1
n
,
0
ぁ
ま
っ
た
日
藪
゜
〔
穀
梁
、
文
‘
六
〕
閏

【
餘
祭
】
1
0
4
E
ィ
春
秋
‘
呉
の
王
。
壽
夢
の
次
子
。
兄
の
諸
也
、
鄭
司
農
云
‘
國
有
―
―
大
事
ぶ
自
四
徴
,
,
召
會
孟
杢
日
姓
↓
【
餘
貨
】
123

祖
の
こ
り
の
た
か
ら
。
後
に
残
っ
た
財
。
又
、
月
者
、
附
レ
月
之
餘
日
也
。

O
ひ
ま
な
日
。
暇
日
。
餘
暇
゜

奥
卒
す
る
時
‘
餘
祭
に
遺
命
し
て
、
次
を
以
て
博
へ
、
必
則
小
司
徒
召
―
―
緊
之
「
餘
子
、
謂
レ
羨
也
、
玄
謂
‘
餘
子
、
あ
り
あ
ま
る
財
産
。
剰
餘
金
。
餘
財
。
〔
苑
雲
、
古
意
贈
―
-
〔
商
子
‘
墾
令
〕
百
官
之
情
、
不
―
―
相
稽
硲
即
農
無
―
―
餘
日
↓

ず
國
を
季
札
に
致
し
て
先
王
の
意
に
副
へ
と
い
ふ
。
在
卿
大
夫
之
子
、
常
レ
守
二
於
王
宮
1

者
也
。
●
嫡
子
の
同
王
中
書
一
詩
〕
登
知
鵡
鶴
者
、
一
粒
有
,
,
餘
貨
↓
〔
獣
陽
脩
、
轡
外
の
日
。
他
日
。
〔
列
子
、
仲
尼
〕
請
待
―
―
餘
日
盃
更
謁
レ

位
十
七
年
。
〔
史
記
、
三
十
一
〕
。
母
弟
。
長
男
以
外
の
子
。
獄
子
。
庶
子
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
手
師
魯
墓
誌
銘
〕
四
女
未
レ
嫁
、
家
無
二
餘
貨
↓
子
論
。
R
残
年
。
〔
張
華
、
答
一
面
祉
翌
詩
〕
従
容
養
1

一
餘
日
一

【
餘
債
】
1
0
5
E
ィ
の
こ
っ
て
ゐ
る
か
り
分
。
借
財
の
残
り
。
二
〕
又
宦
1

一
其
餘
子
本
亦
為
二
餘
子
二
注
〕
餘
子
、
適
子
之
【
餘
滓
】
124

祖
の
こ
り
の
け
が
れ
。
わ
づ
か
な
け
が
れ
。
【
餘
執
】
132

祖7

心
に
残
る
執
着
。

L

取
―
―
築
於
桑
楡
↓

借
金
の
未
彿
分
。
〔
蘇
献
‘
和
ー
黄
魯
直
食
＂
筍
次
韻
詩
〕
母
弟
也
。
〔
逸
周
書
、
罐
匡
解
〕
餘
子
務
レ
藝
゜
〔
注
〕
餘
、
戚
〔
江
滝
、
雑
罷
‘
殷
東
陽
興
鵬
詩
〕
登
レ
情
無

1

一
餘
滓
云
デ
【
餘
習
】
133

祖7

惰
性
と
な
っ
た
な
ら
は
し
。
平
常
の
な

多

生

味

査

簡

雀

レ

筍

乃

餘

債

゜

也

。

〔

尚

書

大

偉

〕

餘

子

皆

入

レ

學

。

〔

注

〕

餘

子

、

猶

―

―

衆

衣

秤

二

塵

霧

↓

ら

は

し

。

〔

白

居

易

、

輿

↓

1

微
之
一
書
〕
餘
習
所
レ
牽
‘
便
成
l
-

【
餘
財
】
1
0
6
E
ィ
〇
財
貨
を
あ
ま
す
。
〔
史
記
‘
滑
稽
‘
孫
叔
子
一
也
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
臣
亦
嘗
為
レ
子
、
為
レ
子
時
不
レ
[
餘
資
]
1
2
5
g

餘
分
の
も
と
で
o

あ
ま
つ
た
資
本
o

餘

一

h
明
―
〔
歴
代
名
享
器
巴
不
レ
能
レ
捨
1

砕
芯
只
H
木
史
、
厭
陽

放
俯
〕
身
貪
部
者
餘
レ
財
。
〇
あ
ま
り
の
財
貨
。
又
、
の
こ
憂
‘
今
亡
二
汝
南
百
乃
即
輿
レ
為
―
―
梁
餘
子
一
同
也
、
臣
何
為
り
の
資
財
。
〔
後
漢
書
‘
明
徳
馬
皇
后
紀
〕
衣
食
則
蒙
二
御
脩
傭
〕
猶
俯
―
―
五
季
餘
習
一

つ
て
ゐ
る
財
産
。
〔
周
幡
‘
天
官
、
大
府
〕
凡
式
貢
之
餘
憂
。
〔
注
〕
餘
子
、
支
庶
也
。
〔
呂
覧
、
報
更
〕
張
儀
‘
魏
氏
府
餘
資
↓
〔
玉
菜
、
従
軍
詩
〕
徒
行
兼
レ
乗
還
‘
空
出
有
"
【
餘
者
】
134

翌
餘
り
。
残
っ
た
も
の
。
又
‘
他
の
も
の
。

財
、
以
共
1

一
玩
好
之
用
↓
〔
荀
子
、
榮
辱
〕
又
欲
"
夫
餘
財
蓄
餘
子
也
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕
是
月
餘
子
亦
在
"
干
序
餘
資
↓
〔
徐
氏
‘
寄
レ
子
詩
〕
家
内
平
安
報
レ
爾
知
、
田
園
〔
埠
雅
〕
餘
者
莫
1

一
敢
鳴
穂
↓

積
之
富
也
。
〔
晏
子
‘
諫
‘
下
〕
勿
1

一
丞
含
壊
餘
財
↓
〔
魏
志
‘
室
↓
〔
注
〕
蘇
林
曰
‘
餘
子
‘
庶
子
也
。

0
本
人
以
外
の
人
。
歳
入
有
1
1

餘

資

↓

【

餘

情

】

135

が，

0
っ
ぎ
ぬ
思
ひ
。
あ
ぎ
ら
め
き
れ
ぬ

司
馬
芝
博
〕
卒
―
―
干
官
ニ
家
無
二
餘
財
↓
他
の
も
の
ど
も
。
餘
人
。
〔
後
漢
書
‘
文
苑
下
‘
禰
衡
傭
〕
【
餘
積
】
126

乃
餘
分
の
た
く
は
へ
゜
〔
管
子
、
八
観
〕
民
母
―
―
心
。
〔
蜀
志
‘
秦
底
傭
〕
但
餘
情
謳
届
‘
貪
陳
レ
所
レ
見
。

O

【
~
踪
罪
】
1
0
7
[

イ

O
ほ
か
の
つ
み
。
〔
漢
書
‘
刑
法
志
〕
其
餘
大
兒
孔
文
學
、
小
兒
楊
徳
祖
‘
餘
子
球
緑
莫
レ
足
レ
敷
也
。
餘
積
―
者
、
其
禁
不
,
,

必
止
一
衆
有
益
退
芭
玉
者
、
其
載
不
―
―
名
残
り
の
風
情
。
言
外
の
情
趣
。
又
‘
汲
め
ど
も
つ
き

罪
次
1

一
於
古
営
レ
生
今
隈
レ
死
者
一
皆
可
三
募
1

一
行
肉
刑
↓
〔
薩
天
錫
、
走
レ
筆
贈
1

一
燕
孟
初
―
詩
〕
平
生
豪
氣
如
1

一
虹
必
勝
↓
〔
後
漢
書
、
劉
表
博
〕
在
―
―
荊
州
一
幾
二
十
年
、
家
ぬ
趣
。
餘
韻
。

0
自

分

の

一

生

で

償

ひ

き

れ

ぬ

罪

。

死

ん

で

も

の

こ

吐

涵

転

子

紛

紛

何

足

レ

散

。

R

弱

年

者

。

〔

荘

子

、

秋

水

〕

且

無

―

―

餘

積

↓

【

餘

須

】

136

翌
婢
僕
の
徒
を
い
ふ
。
餘
脊
゜
〔
古
隔
考
略
〕

る
罪
。
〔
宋
史
紀
事
本
末
‘
一
百
九
〕
國
亡
不
レ
能
レ
救
‘
子
蜀
不
レ
聞
＝
一
夫
壽
陵
餘
子
之
學
,
,
行
於
郡
郡
一
典
。
〔
成
【
餘
事
、
】
127

臼
●
ほ
か
の
こ
と
。
他
事
。
〔
草
應
物
、
郊
居
餘
須
‘
餘
脊
同
‘
婢
僕
也
。

為

一

人

匡

者

、

死

有

―

―

餘

罪

↓

玄

英

疏

〕

弱

齢

未

レ

壮

‘

謂

1

一
之
餘
子
↓
〔
漢
書
、
食
貨
志
言
レ
志
詩
〕
但
要
1

一
尊
中
物
涵
転
事
登
相
闘
。
〔
李
漁
‘
題
"
【
餘
衆
】
137

祖f
’
の
こ
り
の
ひ
と
ぴ
と
。
〔
後
漢
書
‘
光
武

【
餘
牡
】
108

が
あ
り
あ
ま
る
元
氣
。
〔
後
漢
書
、
誡
宮
傭
上
〕
是
月
、
餘
子
亦
在
1

一
子
序
室
一
〔
注
〕
或
日
、
未
レ
任
レ
役
王
安
節
憲
1

詩
〕
道
人
日
課
佃
竺
餘
事
デ
了
,
,
却
弾
琴
一
便
紀
上
〕
受
レ
降
未
レ
盛
、
而
高
湖
重
連
、
従
二
東
南
1

来
‘
輿
二

論
〕
戎
翔
喪
―
―
其
精
腑
石
輩
帥
買
―
―
其
餘
壮
↓
為
―
―
餘
子
一
師
古
曰
、
未
レ
任
レ
役
者
是
也
、
幼
童
皆
嘗
レ
讀
レ
書
。

O
餘
力
で
す
る
仕
事
。
餘
暇
に
す
る
事
業
。
〔
漢
銅
馬
餘
衆
ー
合
。
〔
魏
志
、
衷
紹
傭
〕
餘
衆
偽
降
‘
盛
坑
レ
之
。

【
餘
喪
】
109

炉

餘

親

の

喪

を

い

ふ

。

〔

唐

律

‘

詐

偽

‘

父

母

受

レ

業

、

登

論

伍

霊

竺

乎

。

書

‘

叙

傭

上

〕

著

作

者

、

前

列

之

餘

事

耳

。

【

餘

杭

]138

翌
＇
の
こ
っ
た
も
ち
あ
は
。
〔
管
子
‘
軽
重

死
言
餘
喪
ー
〕
諸
父
母
死
‘
應
愴
檜
‘
詐
言
餘
喪
―
【
餘
矢
】
1
1
7
g三
角
函
敷
用
語
。
一
か
ら
或
る
角
の
餘
弦
〖
餘
事
作
二
詩
人
―
〗

1
2
8
祖
グ
ト
ナ
ル
公
務
の
餘
暇
に
詩
を
丁
〕
嬰
寵
被
―
―
稀
紐
玉
銅
鵞
含
1一
餘
杭
一

不

レ

解

者

‘

徒

二

年

半

。

を

減

じ

た

も

の

。

例

へ

ば

1

ー

c
o
s
A
が
角
A
の
餘
矢
。
作
っ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
韓
愈
‘
和
1

一
席
八
一
十
二
韻
詩
〕
綽
【
餘
春
】
139

翌
’
晩
春
を
い
ふ
。
残
春
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
晩

【
餘
誠
】
110

が
正
誠
‘
郎
ち
強
窃
盗
及
ぴ
詐
欺
受
財
等
【
餘
址
】
118

臼
残
っ
て
ゐ
る
い
し
ず
ゑ
。
〔
播
岳
、
西
征
闊
銀
河
曙
、
東
風
右
被
春
、
官
随
レ
名
共
美
、
花
輿
レ
思
倶
春
賦
〕
待
―
―
餘
春
於
北
閣
↓
〔
李
白
‘
惜
―
―
餘
春
―
賦
〕
惜
1

一餘

の
誠
以
外
の
罪
を
得
べ
き
行
為
に
因
る
利
得
の
総
稽
。
賦
〕
擢
1

ー
百
尋
之
暦
観
公
7

敷
初
之
餘
址
゜
〔
張
九
齢
、
登
二
新
‘
綺
栢
朝
遊
間
‘
綾
会
夜
直
頻
、
横
門
開
1

一
日
月
↓
裔
閣
春
之
将
孟
園
。
〔
蘇
拭
‘
司
馬
君
賓
燭
栗
園
詩
〕
樽
酒
築
―
―
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餘

春

面

苔

烈

堕

長

夏

↓

「

名

。

〖
餘
春
園
〗1

4
0
琵
ュ
ン
明
、
徐
咸
（4
-
1
0
1
1
0:
 5
7
)

の
室

【
餘
綾
】
141

祖
ユ
ン
く
ひ
の
こ
り
。
餓
餘
。
〔
王
令
‘
寄
―
―
涌

子
耀
詩
〕
貪
レ
豊
不
レ
辟
レ
多
、
愛
レ
美
忘
1

一
餘
綾
↓

【
餘
所
】
142

”
●
ほ
か
。
他
所
。
別
の
場
所
。
●
遠
い
所
。

遠
方
。
●
う
と
う
と
し
い
こ
そ
。
親
し
く
し
な
い
こ
と
。

〖
餘
所
物
]
g
"パ他
所
の
も
の
。
闘
係
の
な
い
も
の
。

ほ
か
の
も
の
。

【
餘
脊
】
144

祖
ヨ
こ
も
の
。
小
使
。
童
僕
。
餘
須
。
脊
餘
。
〔
説

苑
、
貴
徳
〕
愛
―
―
其
人
一
者
、
兼
,
,
屋
上
之
鳥
一
憎
1

一
其
人
一

者
、
悪
1

一
其
餘
脅
↓

【
餘
暑
】
145

祖
ョ
秋
ま
で
残
つ
て
ゐ
る
あ
つ
さ
。
残
暑
゜

〔
陳
基
、
詩
〕
到
レ
州
日
餘
;
午
‘
餘
暑
秋
更
虐
。

【
餘
精
】
146

炉
神
を
祭
る
供
米
の
の
こ
り
。
〔
墨
子
、
公

孟
〕
警
若
―
―
良
玉
云
慮
而
不
レ
出
、
有
―
―
餘
精
↓

【
餘
緒
】
147

氾
ョ
後
に
残
さ
れ
た
し
ご
と
。
餘
業
。
〔
顔
氏

家
訓
‘
勉
學
〕
或
因
,
,
家
世
餘
緒
盃
得
二
階
半
級
↓

【
餘
謄
】
面
が
ウ
あ
ま
り
。
謄
も
、
あ
ま
り
。
〔
長
生
殿
‘
楡

曲
〕
楡
従
1

な
由
裏
云
嵩
出
無
,
,
餘
謄
↓

【
餘
剰
】
1
4
8
9
ョ
ウ
の
こ
り
。
あ
ま
り
。
残
餘
。
餘
分
。
〔
東

鑑
、
六
〕
小
國
乃
貢
涌
足
、
殆
不
レ
匪
餘
剰
者
歎
。

【
餘
食
】
149

祖
ヨ
ク
餘
分
の
食
物
。
又
、
た
べ
の
こ
し
の
食

物
。
餘
食
贅
行
を
見
よ
。
〔
管
子
、
八
観
〕
什
一
之
師
‘
三

年
不
』
解
、
非
と
有
,
,
餘
食
一
也
。

〖
餘
食
贅
行
〗
渾
5伍
”
”
た
ぺ
の
こ
し
の
食
物
と
餘
分

な
こ
ぶ
。
〔
老
子
、
二
十
四
〕
自
伐
者
無
レ
功
、
自
衿
者
不
レ

長
、
其
在
レ
道
也
、
日
―
―
餘
食
贅
行
五
物
或
レ
悪
レ
之
。
〔
翼

注
〕
贅
、
贅
税
也
、
行
嘗
レ
作
レ
形
。

【
餘
津
】
150

ク
の
こ
り
の
し
る
。
〔
左
思
‘
招
隠
詩
〕
弱
葉

桓
霜
雪
玉
飛
榮
流
,
,
餘
津
↓

【
餘
震
】
151

”
ン
大
地
震
の
後
に
績
く
小
地
震
。

【
餘
親
】
152

カ
ン
他
の
親
族
。
そ
れ
以
外
の
親
族
。
〔
唐
律
、

詐
偽
‘
父
母
死
言
―
―
餘
喪
―
〕
若
詐
孟
研
祗
父
母
父
母
及
夫

死
ー
以
求
』
恨
、
及
有
＞
所
レ
避
者
、
徒
三
年
、
伯
叔
父
・
姑
．

兄
•
姉
、
徒
一
年
‘
餘
親
減
二
等
→
〔
疏
議
〕
餘
親
減
こ

雙
謂
,
,総
麻
以
上
↓

【
餘
人
】
153

門
移
他
の
人
。
ほ
か
の
人
。
よ
そ
び
と
。
又
、

の
こ
り
の
人
。
〔
論
語
、
雉
也
、
回
也
其
心
三
月
不
レ
違
レ

仁
‘
其
餘
則
日
月
至
焉
而
已
芙
、
集
解
〕
餘
人
暫
有
―
―
至
レ

仁
時
一
唯
回
移
レ
時
而
不
』
畏
゜
〔
白
虎
通
、
爵
〕
春
秋
傭

|

|

 

食

部

〔

七

鵞

〕

餘

日
、
王
者
之
後
稽
レ
公
‘
其
餘
人
皆
千
乗
。
〔
陶
潜
、
桃
花

源
記
〕
餘
人
各
復
延
至
1
1

其
家
↓

【
餘
儘
】
154

タ
も
え
の
こ
り
。
や
け
の
こ
り
。
も
え
さ

し
。
轄
じ
て
、
物
事
の
の
こ
っ
た
も
の
。
敗
残
の
兵
な
ど

の
喩
。
〔
左
氏
、
成
、
二
〕
請
収
―
―
合
餘
儘
↓
背
レ
城
借
こ
。

〔
注
〕
儘
、
火
餘
木
。
〔
魏
志
、
博
蝦
博
〕
以
禦
11

敵
之
餘
儘
一

斯
必
然
之
散
也
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
秦
虎
狼
之
彊
國
‘
趙

侵
弱
之
餘
儘
。
〔
注
〕
善
日
、
杜
預
曰
、
儘
、
火
餘
之
木
也
、

向
曰
、
秦
彊
暴
猶
―
―
虎
狼
盃
趙
被
1

一
侵
弱
盃
猶
元
＾
之
儘
ぶ
勢

既
不
レ
敵
。
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
司
馬
裔
碑
〕
公
乃
牧
1

一合

餘
違
ご
泣
な
血
登
レ
陣
。

【
餘
水
】

155?
〇
あ
ま
っ
た
水
。
〔
儀
證
、
士
昏
證
〕
婦

入
―
―
寝
門
る
賛
者
徹
―
―
尊
幕
五
型
玄
酒
さ
一
麗
二
子
尊
王
棄
二

餘
水
子
堂
下
階
間
↓
●
川
の
名
。
江
西
省
餘
江
縣
の

南
。
信
江
の
支
流
。
一
名
、
餘
江
。

【
餘
嵩
】
156

が
後
燕
の
人
。
慕
容
垂
に
仕
へ
て
光
緑
大

夫
と
な
る
。
平
覗
が
魯
口
に
叛
す
る
や
、
鎮
東
将
軍
と

し
て
討
伐
し
、
軍
敗
れ
て
殺
さ
る
。

【
餘
散
】
157

炉
〇
の
こ
り
の
敷
。
残
散
。

O
涅
2shu• 

或
る
散
の
一
っ
上
の
位
の
涌
散
か
ら
、
そ
の
散
を
滅
じ

た
散
を
も
と
の
散
の
餘
散
と
い
ふ
。
例
へ
ば
3

の
餘
散

は
1
0
|

3

の
7

、8
5
の
餘
散
は
1
0
0
|
 8
5
の
1
5
の
類
。

【
餘
生
】
158

戸
〇
あ
ま
り
の
い
の
ち
。
今
後
の
生
涯
。

餘
名
。
残
生
。
餘
齢
。
餘
暦
。
〔
謝
霰
運
‘
擬
1
1

魏
太
子

郡
中
集
―
詩
〕
餘
生
幸
已
多
、
矧
廼
値
―
―
明
徳
↓
〔
元
好
問
、

感
レ
事
詩
〕
人
皆
博
1
1

已
死
玉
口
亦
厭
-
1

餘
生
↓
〇
辛
う
じ

て
助
か
っ
た
い
の
ち
。
僅
か
に
存
す
る
い
の
ち
。
〔
宇

文
虚
中
、
借
琴
詩
〕
已
厭
な
笙
簑
非
11

雅
曲
云
幸
従
―
―
炊
霙
―

脱
―
―
餘
生
↓

〖
餘
生
欲
レ
老
海
南
村
】

1
5
9
箕
共
パ3が
り
ス
餘
生
を
海

南
の
村
で
送
ら
う
と
思
ふ
。
〔
蘇
献
、
澄
邁
騨
通
潮
閣

詩
〕
餘
生
欲
レ
老
海
南
村
、
帝
遣
―
―
墨
陽
1

招
―
―
我
魂
云
杏
杏

天
低
鵠
液
虞
、
青
山
一
製
是
中
原
。

【
餘
牲
】
loo

戸
其
の
他
の
犠
牲
。
〔
後
漢
書
、
祭
祀
志
上
〕

未
,
,
~
,
祗
配
玉
天
地
共
レ
禎
‘
餘
牲
尚
な
約
。

【
餘
清
】
161

戸
あ
と
ま
で
残
つ
て
ゐ
る
す
ず
し
さ
。
〔
謝

霊
運
‘
遊
―
―
南
亭
1

詩
〕
密
林
含
,
,
餘
清
ぶ
遠
峯
隠
1

玉＇規↓

〔
謝
瞭
‘
答
n
震
逗
詩
〕
夕
震
風
氣
涼
、
閑
房
有
―
―
餘
清
↓

〖
餘
清
館
〗1
6
2
9
窃
明
、
祁
伯
裕

(
8ー
2
4
6
3
4:
 4
2
)

の

室
名
。

〖
餘
清
軒]
1
6
3

”
守
清
、
王
違
訓

(
7
-
2
0
8
2
3

:
 1
6
8
0
)

【
餘
錢
】
176

活
ch'ien'

あ
ま
っ
た
金
。
餘
財
。
餘
欺
。

の

室

名

。

「

名

。

餘

銀

。

〖
餘
清
堂
〗1

6
4
”
芍
明
、
注
鐙

(
8
-
1
7
1
5
4

:
 9
8
)

の
室
【
餘
喘
】
177

ザ
〇
死
に
瀕
し
た
人
の
た
え
だ
え
の
呼

【
餘
勢
】
1855
ィ
あ
ま
っ
た
い
き
ほ
ひ
。
非
常
な
い
き
ほ
吸
。
絶
え
よ
う
と
す
る
い
の
ち
、
死
に
近
づ
い
た
命
を
い

ひ
。
〔
曹
植
、
魏
徳
論
〕
軍
蘊
二
餘
勢
一
襲
レ
利
乗
レ
櫂
。
ふ
。
〔
隋
書
、
儒
林
、
劉
炊
傭
〕
殆
及
1

一
餘
喘
云
薄
言
―
―
胸
臆
↓

【
餘
贅
】
1
6
6
5
ィ
●
か
す
か
な
こ
ゑ
。
又
、
の
こ
り
の
ひ
び
〔
蘇
舜
欽
、
悲
1

―
二
子
1

聯
句
〕
餘
喘
尚
能
鼓
、
老
憤
知
,
,

き
。
〔
陸
機
、
於
―
―
承
明
ー
作
興
二
士
龍
―
詩
〕
仔
阿
要
,
,
退
已
結
↓
●
の
こ
り
の
命
。
餘
生
。

票
傾
レ
耳
玩
-
1

餘
瞥
↓
●
ほ
か
の
臀
。
他
の
瞥
。
〔
柳
宗
【
餘
昨
】
178

”
祭
り
の
餘
り
の
肉
。
〔
陸
滞
、
仲
秋
書
な
事

元
、
夏
畳
偶
作
詩
〕
日
午
獨
覺
無
―
―
餘
臀
一
山
童
隔
レ
竹
詩
〕
秋
風
社
散
日
平
レ
西
‘
餘
昨
残
壺
手
自
提
゜

葱

茶

臼

↓

【

餘

詐

】

179

”
ぁ
と
に
の
こ
る
さ
い
は
ひ
。
〔
魏
武
―
帝
、

【
餘
税
】
167

ヤ
税
を
納
め
た
の
こ
り
。
〔
播
岳
、
秋
興
賦
〕
表
1

一
青
州
刺
史
劉
踪
―
令
〕
上
耀
―
―
先
君
之
遺
塵
全
下
圏
ニ

耕
11

東
奉
之
沃
壌
1

号
、
輪
―
―
黍
稜
之
餘
税
↓
〔
注
〕
向
日
、
不
朽
之
餘
詐
↓

言
T
耕
―
―
於
沃
壌
之
地
元
得
•
輪
―
―
税
餘

1
自
供
比
也
。
【
餘
足
】
1
8
0
"
ク
あ
ま
り
あ
る
足
力
。
〔
班
固
、
東
都
賦
〕
馬

【
餘
照
】
168

炉
夕
日
が
沈
ん
だ
後
の
照
り
返
し
。
残
照
。
踪
五
苔
失
士
怒
未
レ
深
。
〔
注
〕
翰
日
、
言
―
―
馬
之
足
力
有
▽

〔
謝
眺
‘
和
』
蕎
中
庶
直
―
―
石
頭
一
詩
〕
川
霞
旦
上
薄
、
山
光
餘
。

晩
餘
照
。
〔
王
維
、
木
蘭
柴
詩
〕
秋
山
倣
二
餘
照
玉
飛
鳥
逐
―
-
【
餘
俗
】
181

咋
ク
前
代
か
ら
傭
は
っ
た
な
ら
は
し
。
〔
顔
氏

前

侶

↓

家

訓

‘

雑

藝

〕

承

―

―

晉

宋

餘

俗

ぶ

だ

興

事

レ

之

。

【
餘
礁
】
169

炉
い
き
の
こ
っ
た
人
民
。
〔
南
齊
書
、
王
融
【
餘
粟
】
182

”
ク
餘
分
の
穀
物
。
〔
揚
雄
、
羽
撒
賦
〕
女
有
1

一

傭
〕
問
使
畜
邑
遺
逸
ご
杏
知
レ
所
レ
寅
、
衰
胡
餘
唯
‘
餘
布
盃
男
有
1

一
餘
粟
↓

或

能

自

推

。

【

餘

賊

】

183

”
’
の
こ
り
の
賊
徒
。
残
賊
。
〔
後
漢
書
、
光

【
餘
饒
】1

7
0
守
あ
り
あ
ま
る
こ
と
。
物
が
ゆ
た
か
な
こ
武
紀
上
〕
銅
馬
青
積
尤
来
餘
賊
、
共
立
二
孫
登
[
〖
=
云
今
子

と
。
餘
分
。
餘
積
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
子
弟
衣
食
、
自
於
上
郡
↓

有

―

―

餘

饒

↓

【

餘

唾

】

184

”
あ
ま
っ
た
つ
ば
き
。
か
す
。
〔
國
朝
漢
學

【
餘
責
】
1715
キ
死
後
に
も
な
ほ
負
ふ
ぺ
き
責
任
。
〔
藷
唐
師
承
記
、
閻
若
曝
〕
講
経
之
家
、
翌
可
レ
拾
,
,
其
餘
唾
1

哉。

書
房
玄
齢
偉
〕
若
孤
―
―
負
聖
君
面
発
有
二
餘
責
↓
【
餘
帯
】
185

”
ィ
腰
に
し
め
た
帯
の
あ
ま
つ
て
垂
れ
た
部

【
餘
跡
】
172

が
の
こ
っ
て
ゐ
る
あ
と
。
今
も
消
え
な
い
分
を
い
ふ
。
〔
陸
機
、
擬
1

一
行
行
重
行
行
一
詩
〕
攪
レ
衣
有
1

一

あ
と
。
〔
播
岳
‘
悼
亡
詩
〕
韓
屏
無
一
勢
靴
玉
翰
墨
有
餘
跡
↓
餘
帯
盃
循
レ
形
不
レ
盈
レ
衿
゜

【
餘
切
】
173

ザ

角

A
B
C
の
一
邊
A
B
上
の
一
貼
A
か
【
餘
島
】
186

が
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。
「
ょ
゜

ら
他
の
邊
B
C

に
垂
線
A
C

を
下
す
と
き
、
B
C

の
【
餘
挑
~
】
1
8
7
が
食
ひ
の
こ
し
た
桃
。
餘
桃
陥
レ
君
を
見

A
C

に
酎
す
る
比
を
角
A
B
C

の
餘
切
と
い
ふ
。
C
o
'

〖
餘
桃
賂I
レ
君
〗1
8
8
”
”tス
＊9こ
＿
禰
子
瑕
が
衝
君
に
愛
さ

t
a
n
g
e
n
t
の

繹

。

敷

學

用

語

。

れ

た

時

は

、

食

ひ

残

し

の

桃

を

咲

は

せ

て

賞

せ

ら

れ

、

【
餘
泉
】
174

ザ
貝
の
名
。
白
地
に
黄
色
の
ま
だ
ら
の
あ
其
の
愛
の
衰
へ
る
に
及
ん
で
は
、
食
ひ
残
し
の
桃
を
咲

る
殻
を
有
す
る
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
餘
販
、
黄
白
文
‘
餘
泉
‘
は
せ
た
と
い
つ
て
罪
を
得
た
と
い
ふ
故
事
。
愛
憎
の

白
黄
文
。
〔
祁
膝
行
義
疏
〕
詩
、
成
t

五
是
貝
錦
盃
箋
、
文
如
11

雙
の
甚
し
い
喩
。
〔
韓
非
子
、
説
難
〕
昔
者
蒲
子
瑕
有
レ

餘
泉
云
餘
抵
之
貝
文
也
、
疏
引
二
李
巡
―
曰
‘
餘
抵
貝
甲
、
寵
忌
心
衛
君
一
衛
國
之
法
‘
窺
駕
1

一
君
車
1

者
罪
別
、
禰
子

黄
為
レ
質
、
白
為
―
―
文
彩
五
餘
泉
貝
甲
、
白
為
レ
質
、
黄
為
1

一
瑕
母
病
、
人
間
往
、
夜
告
二
禰
子
一
禰
子
矯
駕
―
―
君
車
ー
以

文

彩

↓

出

、

君

聞

而

賢

レ

之

日

、

孝

哉

、

総

1

母
之
故
一

U
空
其
削

5
 

【
餘
船
】
1755.
，
他
の
船
。
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
猷
帝
、
建
罪
面
異
日
興
レ
君
遊
二
於
果
園
i

食
レ
桃
而
甘
、
不
レ
盛
、
以
ニ

安
十
三
年
）
時
東
南
風
急
‘
蓋
以
,
,
十
艦
ー
最
著
レ
前
、
中
其
半
五
炉
君
‘
君
日
、
愛
レ
我
哉
、
U
ぎ
其
口
味
百
盆
g1
玉寡

00

江

攀

畑

帆

‘

餘

船

以

レ

次

倶

進

。

人

ご

冬

禰

子

色

衰

愛

弛

砿

g
罪
於
君
二
君
日
、
是
固
嘗

13

|
 

四
0
九
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矯
駕
―
―
吾
車
一
又
嘗
陪
レ
我
以
―
―
餘
桃
正
故
禰
子
之
行
‘
未
レ
丁
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
‘
戸
部
‘
餘
丁
、
注
解
〕
除
T

應

レ

掘

薫

得
1

一
鼠
及
餘
肉
↓
〔
晉
書
、
郭
舒
偲
〕
郷
人
盗
食
―
―
舒
【
餘
白
】
225?

良
於
初
一
也
、
而
以
,
.
前
之
所
―
―
以
見
＞
賢
‘
而
後
獲
レ
罪
充
1

一
軍
役
一
之
丁
口
上
而
外
、
皆
曰
1

餘

丁

↓

牛

云

事

覺

来

謝

‘

舒

日

‘

卿

饒

所

1

一
以
食
:
牛
耳
‘
餘
肉
可
,
,

部
分
。

者

、

愛

憎

之

髪

也

。

【

餘

程

】

202

が

〇

あ

ま

り

の

み

ち

の

り

。

●

が

だ

い

共

咲

：

之

、

世

以

服

―

―

其

弘

量

↓

【

餘

吊

】

226

？
餘
分
の
き
ぬ
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
内

〖
将
―
―
餘
桃
石
盆
炉
君
〗

1
8
9
”
ぢ
g
＂
ム
モ
；
餘
桃
喀
レ
ぶ
。
す
こ
ぶ
る
。
大
半
。
又
‘
随
分
。
相
應
。
か
な
り
。
【
餘
熱
】

2
1
6
”
,
0

大
暑
を
過
ぎ
た
後
の
あ
っ
さ
。
歿
暑
。
有
二
餘
吊
五
外
有
→
1瓢
財
→

君
に
同
じ
。
〔
故
事
成
語
考
、
花
木
〕
禰
子
瑕
常
侍
レ
寵
、
【
餘
醒
】

203P
ふ
つ
か
ゑ
ひ
。
宿
酔
゜
〔
劉
馬
錫
‘
牛
相
餘
暑
゜
〔
孫
拭
壽
、
別
贈
詩
〕
高
齋
屏
"
餘
熱
五
珍
競
宿
―
-
【
餘
楼
】
227

恒
，
縣
名
。
漢
、
置
く
。
今
、
安
南
の
境
。
〔
漢

翡

餘

誂

以

映

レ

君

。

公

雙

姑

蘇

所

涵

太

湖

石

兼

寄

―

―

李

蘇

虹

詩

〕

煩

熱

軽

寒

↓

〔

楊

萬

里

‘

豫

章

江

奉

二

絶

句

〕

幸

自

軽

陰

好

二

書

、

地

理

志

下

〕

九

慎

郡

‘

縣

七

‘

餘

登

゜

【
餘
盗
】
190

が
捕
へ
残
さ
れ
た
ぬ
す
ぴ
と
。
〔
左
氏
‘
襄
、
近
還
散
‘
餘
醒
見
便
醒
゜
〔
韓
但
‘
晨
興
詩
〕
已
能
消
―
―
滞
片
秋
[
如
何
餘
熱
未
1

る
丘
弐

O
熱
氣
の
さ
め
き
ら
な
【
餘
飯
】
228

？
の
こ
つ
た
め
し
o

〔
儀
證
、
既
夕
轄
〕
夏

十

五

〕

鄭

尉

氏

司

氏

之

乱

‘

其

餘

盗

在

に

木

。

念

玉

兼

得

レ

散

―

―

餘

醒

↓

い

こ

と

。

又

、

其

の

熱

。

ほ

と

ぽ

り

。

祝

徹

,
1

餘
飯
面
瑣
塞
レ
耳
。

【
餘
涵
示
】
1
9
1が
討
ち
も
ら
さ
れ
た
賦
徒
。
徒
窯
の
片
わ
【
~
踪
滴
】

2
0
4
”
キ
の
こ
り
の
し
づ
く
。
残
滴
゜
〔
許
敬
宗
、
小
【
~
踪
年
】

2
1
7
”

0
の
こ
っ
て
ゐ
る
よ
は
ひ
。
歿
年
。
晩
【
~
病
1
2
2
9
5
F

ゥ
癒
り
き
ら
な
い
で
後
に
残
っ
て
ゐ
る

れ
。
残
蕉
゜
餘
類
。
〔
後
漢
書
‘
呉
漢
偉
〕
追
-
l

討
餘
窯
五
遂
池
賦
應
レ
詔
〕
引
一
八
川
之
餘
滴
五
空
三
涅
之
洋
泌
↓
〔
蘇
年
。
餘
命
。
〔
石
崇
、
思
蹄
歎
〕
高
歌
凌
レ
雲
分
築
―
―
餘
病
氣
。
又
、
も
と
の
病
の
外
の
病
氣
゜
〔
史
記
‘
倉
公
傭
〕

至
蕪
皇
〔
魏
志
‘
國
淵
博
〕
後
有
―
―
餘
鴬
一
皆
應
レ
伏
レ
法
。
献
、
秋
懐
詩
〕
空
堵
有
二
餘
滴
↓
似
T

輿
―
―
幽
人
丘
翌
年
↓
〔
金
史
‘
徒
箪
克
寧
傭
〕
臣
等
歯
製
皆
衰
、
幸
陛
下
躁
者
有
二
餘
病
一

【
餘
堂
】
g

が
清
、
韓
俊
(
1
2
|
 4
3
1
5
9
 :
 1
2
6
)

の
字
。
【
餘
轍
】
205

が
他
の
車
道
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
然
後
輿
輪
之
賜
以
1

一
餘
年
↓
●
ほ
か
の
年
。
他
年
。
後
年
。
前
年
。
〔
北
【
餘
夫
】
23073

十
六
歳
以
上
丁
年
未
涌
で
、
未
だ
一
家
を

【
餘
澤
】
193

が
後
世
ま
で
残
っ
た
先
人
の
徳
澤
。
お
か
外
、
可
レ
使
レ
無
1

一
餘
轍
石
馬
蹴
之
外
‘
可
レ
使
レ
無
―
―
餘
地
↓
史
、
魏
孝
文
紀
〕
無
5

牛
者
、
倍
―
―
庸
於
餘
年
↓
な
さ
な
い
者
。
古
‘
一
戸
は
八
口
を
以
て
率
と
し
、
其

げ
。
〔
曾
益
、
皇
砒
昌
輻
縣
太
君
呉
氏
焚
告
文
〕
獲
レ
蒙
―
-
【
餘
田
】
206

ク
正
用
の
外
に
餘
つ
た
田
畝
゜
〔
六
部
成
【
餘
念
】
218

ク
ほ
か
の
お
も
ひ
。
ほ
か
に
う
つ
る
心
。
れ
以
外
の
丁
年
の
男
子
を
餘
夫
と
い
ふ
。
〔
孟
子
‘
膝

餘
澤
五
備
,
,
位
子
朝
↓
語
、
戸
部
‘
餘
田
、
注
解
〕
正
用
之
外
、
所
レ
餘
之
田
畝
也
。
他
念
。
〔
法
苑
珠
林
〕
唯
在
レ
得
レ
戒
‘
鉦
竺
餘
念
↓
文
公
上
〕
餘
夫
二
十
五
畝
。
〔
注
〕
餘
夫
者
、
一
家
一
人

【
餘
談
】
1
9
4
"
／
用
向
以
外
の
は
な
し
。
餘
分
の
は
な
し
。
【
餘
怒
】
207

臼
〇
甚
し
い
い
か
り
。
激
怒
。
〔
播
岳
、
射
雉
【
餘
波
】

2
1
9
7
0
ぁ
ま
り
の
な
み
。
末
流
。
〔
書
、
馬
貢
〕
受
和
田
‘
其
餘
老
小
尚
有
↓
―
餘
カ
一
者
、
受
1

一
田
二
十
五
畝
一

又
‘
雑
談
。
よ
も
や
ま
の
は
な
し
。
〔
陸
滞
‘
卑
ハ
1

一
趙
都
大
―
賦
〕
鬱
軒
霰
以
餘
怒
、
思
―
―
長
鳴
以
炊
＂
能
。

O
後
世
に
ま
道
―
―
弱
水
云
ぎ
於
合
黎
｛
餘
波
入
二
於
流
沙
↓
〔
偲
〕
弱
水
〔
集
注
〕
程
子
日
、
一
夫
‘
上
父
母
、
下
妻
子
‘
以
―
―
五
口
八

啓
〕
毎
餌
―
借
於
餘
談
涵
〖
経1誓
螢
其
一
飽
五
致
→
一
絃
小
憩
一
で
残
っ
て
ゐ
る
い
か
り
。
〔
頼
山
陽
‘
下
―
―
筑
後
河
一
過
―
―
餘
波
、
西
溢
入
＝
流
沙
→
〔
史
記
‘
夏
紀
〕
弱
水
至
→
→
於
合
口
云
炉
李
｀
受

-
1田
百
畝
一
如
有
レ
弟
‘
是
餘
夫
也
、
年
十

盆

出

ー

一

大

恩

一

菊

池

正

観

公

載

虞

感

而

有

レ

作

詩

〕

千

載

姦

窯

骨

亦

黎

五

餘

波

入

1

一
於
流
沙
↓
〇
遺
風
。
名
残
り
。
又
、
影
響
。
六
、
別
受
1

一
田
二
十
五
畝
:
俣
―
―
其
壮
而
有
乙
室
‘
然
後
更

【
餘
地
】
函

5

0
ぁ
ま
り
の
土
地
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
馬
蹄
朽
‘
掲
有
土
古
節
偉
1

一
芳
芥
一
聯
弔
二
鬼
雄
王
竺
長
句
云
犀
〔
晉
書
、
陳
額
高
松
傭
論
〕
採
―
―
郭
嘉
之
風
旨
i

把
―
―
朱
育
受
―
―
百
畝
之
田
五
愚
按
‘
此
百
畝
常
制
之
外
‘
又
有
二
餘
夫

之

外

、

可

レ

使

レ

無

―

―

餘

地

↓

〔

顔

氏

家

訓

、

名

賓

〕

然

而

忠

覺

河

臀

激

-

砕

裟

弐

之

餘

波

弓

顔

延

之

‘

陶

徴

士

諫

序

〕

雖

1

今
之
作
者
、
人
自
之
田
冨
盗
竺
野
人
一
也
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕
農
民
戸
人

尺
之
途
、
必
顛
―
―
躁
於
崖
岸
盃
い
抱
之
梁
、
毎
沈
―
―
溺
於
川
〖
餘
怒
不
息
〗

2
0
8
y
u
2
 nu• 

p
u
4
 
h
s
i
2

怒
り
の
な
ご
り
為
＂
量
、
而
首
路
同
レ
塵
、
綴
レ
塗
殊
レ
軌
者
多
矢
‘
登
所

T

已
受
レ
田
‘
其
家
衆
男
為
l

―
餘
夫
面
亦
以
レ
ロ
受
レ
田
如
レ
此
。

査
者
、
何
哉
、
為
n一
其
傍
無
砕
は
地
―
故
也
。
〇
あ
ま
り
の
が
ま
だ
止
ま
な
い
。
以
昭
―
―
末
景
五
炉
餘
波
~
-
ぁ
り
あ
ま
る
•
あ
ふ
れ
で
【
餘
布

]
2
3
1
E
餘
分
の
ぬ
の
。
〔
揚
雄
、
利
猟
賦
〕
女
有l­

部
分
。
あ
き
。
餘
裕
゜
〔
荘
子
、
養
生
主
〕
彼
節
者
有
レ
間
、
【
餘
凍
】
209F
ウ
餘
寒
を
い
ふ
。
〔
孟
郊
‘
寒
淫
詩
〕
埃
風
る
・
ゆ
た
か
な
・
大
な
る
等
の
意
。
〔
杜
甫
、
上
―
―
章
左
相
―
餘
布
面
男
有
,
,
餘
粟
↓

而
刀
刃
者
無
レ
厚
‘
以
レ
無
レ
原
人
レ
有
レ
間
、
恢
恢
乎
‘
其
撮
―
―
餘
凍
涵
盆
患
印
明
春
一
〔
慎
山
民
、
新
春
詩
〕
餘
凍
詩
〕
獨
歩
オ
超
レ
古
‘
餘
波
徳
照
レ
郡
。
R
文
章
法
の
名
0

[
餘
符
】
232

ガ
宮
殿
門
符
・
登
兵
符
・
傭
符
以
外
の
符
節
。

於
レ
遊
レ
刃
、
必
有
―
―
餘
地
と
K

。

雪

緩

乾

、

初

晴

日

駿

喧

。

已

に

叙

述

の

中

心

と

な

る

文

が

終

つ

て

‘

尚

ほ

他

に

述

〔

唐

律

‘

賊

盗

、

盗

宮

殿

門

符

〕

餘

符

‘

徒

一

年

。

〔

疎

議

〕

【
餘
抵
】
196

戸
貝
の
名
。
黄
色
の
地
に
白
い
斑
貼
の
あ
る
【
餘
銅
】
210

臼
ウ
鎖
業
者
が
正
課
・
餘
課
（
税
金
の
名
）
と
ぷ
ぺ
き
事
が
あ
っ
て
こ
れ
を
叙
す
る
こ
と
。
餘
符
‘
謂
―
―
禁
苑
及
交
巡
等
符
↓

穀
を
有
す
る
。
餘
泉
(
1
7
4
)
を
見
よ
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
餘
し
て
政
府
に
供
出
し
た
後
の
‘
の
こ
り
の
銅
を
い
ふ
。
【
餘
流
~
】

2
2
0
7分
か
れ
た
流
。
餘
流
。
【
~
踪
~
】

2
3
3
祖
ウ
の
こ
っ
た
な
ら
は
し
。
〔
書
‘
畢
命
〕
商

抵
黄
白
文
。
〔
注
〕
以
レ
黄
為
レ
質
‘
白
文
為
レ
貼
゜
〔
清
會
典
事
例
、
戸
部
、
雑
賦
〕
又
題
准
‘
廣
西
省
開
採
各
【
~
踪
杯
】

2
2
1
？
残
り
の
酒
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
客
至
詩
〕
肯
俗
靡
靡
、
利
口
惟
賢
‘
餘
風
未
レ
珍
、
公
其
念
哉
。
〔
王

【
餘
涵
蓄
】
197

が
餘
分
の
貯
蓄
゜
〔
陳
造
、
車
堰
牛
詩
〕
私
家
陽
―
―
銅
廠
一
除
己
一
八
牧
課
ー
外
、
停
"
止
動
努
盆
埜
買
餘
輿
ー
一
部
翁
ー
相
討
飲
‘
隔
レ
籟
呼
取
圭
笠
餘
杯
↓
伶
‘
堵
淵
碑
文
〕
随
武
既
液
‘
趙
文
懐
―
―
其
餘
風
↓

憂
醐
食
ズ
ム
家
要
1

一
餘
蓄
↓
銅
↓
其
各
圏
―
―
銅
廠
丁
改
為
乞
二
七
牧
課
ご
餘
銅
聴
―
―
―
一
商
民
【
餘
傭
i

】222
？
今
も
な
ほ
残
っ
て
ゐ
る
疲
れ
。
又
‘
疲
れ
【
餘
幅
】
23473
ク

0
の
こ
し
た
さ
い
は
ひ
。
餘
慶
。
〔
後
漢

【
餘
軸
】
198

が
残
っ
て
ゐ
る
書
物
。
〔
謝
荘
、
宋
孝
武
宣
自
行
二
告
賣
↓
の
ぬ
け
き
つ
て
ゐ
な
い
人
。
〔
韓
愈
、
平
二
淮
西
―
碑
〕
為
レ
書
、
文
苑
上
、
黄
香
傭
〕
遭
―
―
値
太
平
↓
先
人
餘
輻
、
得
T

貴
妃
誅
〕
巾
見
餘
軸
ご
囲
有
l

―
遺
絃
↓
〔
注
〕
翰
日
‘
軸
、
【
餘
得
】
211

臼
ク
餘
分
の
利
得
。
ま
う
け
。
之
揮
レ
人
、
以
敗
経
溢
央
選
レ
吏
賜
レ
牛
、
教
而
不
レ
税
。
以
1

一
弱
冠
―
特
蒙
と
徴
用
い
〔
顔
氏
家
訓
、
終
制
〕
幸
承
―
―
餘

開

書

也

。

【

餘

徳

】

212

臼ク

0
後
に
ま
で
の
こ
る
恩
澤
。
餘
澤
。
●
ぁ
【
餘
芳
]223
勺
，

0
の
こ
っ
て
ゐ
る
か
を
り
。
〔
陸
機
、
塘
一
腕
得
レ
至
1

一
於
今
↓
〇
明
、
伍
賑
(
1
-
4
3
5
:
 3
5
)

の
●
の

【
餘
珍
】
199

ク
前
代
か
ら
残
さ
れ
た
た
か
ら
も
の
。
〔
司
り
あ
ま
る
め
ぐ
み
。
大
き
な
恩
澤
。
上
行
〕
淑
氣
輿
レ
時
須
‘
餘
芳
随
レ
風
捐
。

O
他
の
花
。
〔
爾
一
名
。

馬
相
如
、
封
祠
文
〕
獲
一
周
餘
珍
放
亀
千
岐
→
【
餘
毒
】

2
1
3
戸
ク
害
毒
の
餘
波
を
い
ふ
。
〔
李
綱
、
建
炎
行
〕
雅
翼
、
繹
草
‘
恵
〕
意
雖
レ
不
レ
及
レ
蘭
、
勝
―
於
餘
芳
—
遠
癸
。
【
餘
物
】

2
3
5
デ
の
こ
り
も
の
。
残
物
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
以

【
餘
塵
】
200

タ
古
人
の
の
こ
し
た
事
の
お
も
か
げ
。
遺
萬
騎
掠
―
―
秦
賊
五
餘
毒
被
―
―
陳
汝
↓
〇
死
後
ま
で
の
こ
っ
た
ほ
ま
れ
。
〔
晉
書
、
儒
林
傭
序
〕
故
観
1

一
餘
物
匡
白
丘
山
也
。

慶
〔
宋
史
、
南
唐
李
氏
世
家
‘
李
規
〕
思
レ
追
菓
許
之
【
餘
難
]214

？
お
も
な
難
儀
に
つ
れ
て
生
ず
る
難
儀
。
籍
紳
之
士
、
靡
然
闊
レ
風
餘
芳
遺
烈
‘
燥
乎
可
レ
紀
者
也
。
【
餘
憤
】
236

？
の
こ
り
の
い
き
ど
ほ
り
。
未
だ
は
れ
き

餘

塵

ぶ

遠

慕

―

夷

齊

之

高

義

↓

又

、

あ

と

あ

と

ま

で

の

こ

る

難

儀

。

【

餘

萌

】

224

宍
の
こ
っ
て
ゐ
る
芽
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
ら
な
い
い
き
ど
ほ
り
。
〔
陸
機
‘
白
雲
賦
〕
盈
二
八
紘
1

[
餘
丁
】
201

？
軍
役
に
従
事
す
べ
き
丁
年
者
以
外
の
牡
【
餘
肉
】
215

デ
の
こ
り
の
に
く
。
〔
漢
書
‘
張
湯
傭
〕
湯
逹
―
―
餘
萌
於
暮
春
面
昭
"
誠
心
ー
以
遠
喩
。
以
―
―
餘
憤
↓

字
を
書
い
た
紙
の
空
白
で
残
つ
て
ゐ
る

食

部

〔
七
驚
〕

餘

四
一
〇

13006 
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【
~
麻
分
】
2
3
7
夕
あ
ま
っ
た
分
。
あ
ま
り
。
〔
漢
書
、
王
祥
四
壁
上
尺
幸
以
賜
レ
妾
。
〔
謝
悪
連
‘
塘
上
行
〕
願
君
脊
"
【
餘
力
】

2
6
1豆ヨ
ク
あ
ま
り
の
ち
か
ら
。
力
の
餘
裕
。
本
務
餘
愛
盃
心
臣
無

1一
餘
藤
→
〔
楊
憚
、
報
1
1孫
會
宗
一
書
〕
憚
幸

債
賛
〕
餘
分
閏
位
。
〔
注
〕
服
虔
曰
、
言
下
非
不
レ
得
1

一
正
王
傾
葉
盃
田
景
悪
i
i

餘

明

↓

以

外

に

他

の

事

を

な

し

得

る

力

。

餘

暇

。

〔

論

語

、

學

而

〕

有

―

―

餘

誅

↓

之
命
「
如
•
歳
月
之
餘
分
為
占
閏
也
。
【
餘
勇
】

2
4
9
が
勇
氣
を
あ
ま
す
。
又
‘
十
二
分
に
あ
る
行
有
―
―
餘
力
盆
即
以
學
な
文
。
〔
管
子
、
七
臣
七
主
〕
餘
力
、
【
餘
論
】

2
7
0
[
／
の
こ
り
の
議
論
。
あ
ま
り
の
論
。
本
論

【
餘
兵
]238

？
の
こ
っ
た
兵
士
。
討
ち
の
こ
さ
れ
た
兵
勇
氣
゜
〔
庚
信
、
周
柱
國
楚
國
公
岐
州
刺
史
慕
容
寧
紳
自
失
而
罰
゜
〔
列
子
、
湯
問
〕
以
二
残
年
餘
力
盃
曾
不
レ
能
レ
に
附
け
加
へ
た
議
論
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
偲
〕
乃
使
―
―
餘

士
。
残
兵
。
〔
史
記
‘
晉
世
家
〕
己
巳
‘
卑
な
楚
兵
一
合
戦
‘
逍
碑
銘
〕
敏
レ
氣
餘
レ
勇
‘
雄
レ
邊
遺
レ
則
。
毀
ー
「
山
之
一
毛
↓
〔
墨
子
、
尚
同
上
〕
有
―
―
餘
力
ニ
不
迄
胆
以
論
遠
聞
盃
竺
以
態
憫
一
也
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
得
レ
聞
"

楚
兵
敗
、
得
臣
牧
―
―
餘
兵
1
去
。
〔
史
記
‘
越
世
家
〕
越
王
〖
餘
勇
可
レ
買
〗
2
5
0
[
E
'

ア
こ
ち
ら
に
餘
っ
た
勇
氣
が
相
努
→
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
秦
有1一
餘
力
云
而
制1一
其
散
→
先
生
之
餘
論
一
則
大
庭
氏
何
以
尚
レ
絃
゜
〔
劉
唆
‘
廣
絶

乃
以
"
餘
兵
五
千
人
面
沐
―
―
棲
於
會
稽
↓
あ
る
か
ら
、
勇
を
欲
す
る
も
の
は
‘
そ
の
餘
勇
を
買
ひ
【
餘
類
】
262

？
の
こ
り
の
徒
窯
。
な
か
ま
の
か
た
わ
れ
。
交
論
〕
攀
―
―
其
鱗
翼
玉
J
1

一
其
餘
論
↓

【
餘
散
】
239

？
の
こ
っ
た
弊
害
。
〔
漢
書
、
昭
帝
紀
〕
承
"
と
る
が
よ
い
と
の
意
。
又
、
人
に
賣
る
程
餘
っ
た
勇
氣
残
類
。
餘
黛
゜
〔
漢
書
、
誓
宣
傭
〕
咸
用
破
砕
‘
亡
レ
有
―
-
【
餘
倣
此
]271

y
i
i
'
h
s
i
a
o●
 

tz'u3

餘
は
之
に
な
ら
ふ
。

孝

武

奢

修

餘

散

、

師

旅

之

後

↓

が

あ

る

意

。

〔

左

氏

、

成

‘

二

〕

齊

高

固

曰

‘

欲

レ

勇

者

‘

賣

"

餘

類

↓

以

下

之

に

な

ら

ふ

。

「

琥

゜

【
餘
弊
】
240

戸
の
こ
っ
た
弊
害
。
餘
散
に
同
じ
。
〔
戦
國
‘
余
餘
勇
一
〔
注
〕
買
‘
買
也
、
言
己
勇
有
レ
餘
‘
欲
レ
賣
レ
之
。
【
餘
零
]263

戸
あ
ま
り
の
は
し
た
。
〔
李
衛
公
問
封
‘
上
〕
【
餘
學
齋
】
272

ぢ
ク
｛
木
‘
胡
次
玖
(
9
ー

2
9
4
0
0
:
 4
8
6
)

の

病
策
上
〕
淳
子
児
入
説
―
齊
王
1

日
、
楚
‘
齊
之
仇
敵
也
、
〔
隋
書
、
宇
文
慶
傭
〕
従
"
武
帝
五
全
河
陰
「
先
登
一
攀
渫
一
餘
奇
為
函
は
宍
奇
餘
零
也
。
【
餘
中
場
】
273

閤
芍
製
鞭
場
の
名
。
江
蘇
省
南
通
縣
の

魏
‘
齊
之
興
國
也
‘
夫
岱
輿
國
↓
使
n

―
仇
敵
割
其
餘
弊
一
卑
ハ
レ
賊
短
兵
接
戦
‘
良
久
中
レ
石
廼
墜
‘
絶
而
後
蘇
‘
帝
【
餘
齢
】
264

戸
あ
ま
り
の
よ
は
ひ
。
今
後
の
生
命
。
餘
東
。

名

醜

而

賓

危

‘

為

レ

王

弗

レ

取

也

。

努

レ

之

日

‘

卿

之

餘

勇

‘

可

1

一
以
買
＞
人
也
。
命
。
餘
年
。
〔
韓
愈
‘
過
"
南
陽
―
詩
〕
執
忍
レ
生
以
惑
‘
吾
【
餘
不
埃
】
274

け
川
の
名
。
浙
江
省
呉
興
縣
治
の
北
。
東

【
餘
米
】2

4
1？
消
制
、
副
米
の
外
、
更
に
若
干
の
米
を
徴
【
餘
裕
】

2
5
1ザゆ
る
や
か
で
ゆ
た
か
な
こ
と
。
ゆ
つ
く
其
寄

1一
餘
齢
→
〔
蘇
拭
、
送
―
―
一
家
安
國
教
授
蹄
ー
一
成
都

1詩
〕
菩
淫
の
下
流
。
又
‘
孔
楡
澤
•
亀
漢
・
清
埃
・
苧
演
と
も

し
て
漕
運
の
使
費
に
充
て
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
り
し
て
こ
せ
つ
か
な
い
。
ゆ
っ
た
り
。
ゆ
と
り
。
又
、
吾
債
便
蹄
老
‘
亦
足
レ
慰
二
餘
齢
↓
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
孔
楡
博
〕
楡
嘗
行
経
―
―
餘
不
亭
一
見
ふ
呼

語
、
戸
部
‘
餘
米
、
注
解
〕
副
米
之
外
‘
又
徴
"
若
干
1

日
―
―
ぁ
り
あ
ま
る
こ
と
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
下
〕
翌
不
ー
―
―
綽
綽
【
餘
燎
]
磁
沢
あ
ま
り
の
火
。
〔
謝
璽
運
‘
還
"
藷
園
一
作
亀
於
路
1

者
5

楡
買
而
放
1

一
之
漢
中
ご
亀
中
流
左
顧
者
散

餘

杢

為
1

一

漕

運

之

使

費

↓

然

有

餘

裕

哉

。

〔

後

漢

書

‘

禁

邑

博

〕

鳴

玉

以

歩

‘

綽

見

―

―

顔

・

箆

一

中

書

一

詩

〕

焚

玉

競

1

混
峯
一
餘
燎
遂
見
レ
四
‘
及
レ
是
、
躊
―
―
侯
印
↓
而
印
亀
左
顧
、
三
躊
如
レ
初
、
印

【
餘
弗
ン
】
竺
駈
足
の
あ
と
の
ゆ
る
や
か
な
歩
み
。
〔
張
有
1
1

餘

裕

↓

〔

播

岳

、

西

征

賊

〕

任

好

綽

其

餘

裕

、

蜀

引

レ

遷

。

エ

以

告

‘

愉

乃

悟

‘

遂

侃

レ

焉

。

説

‘

遊

龍

山

静

勝

寺

詩

〕

下

＞

車

歳

已

成

、

飾

馬

閑

餘

過

以

蹄

レ

己

。

【

餘

泄

]
2
6
6
"
キ
杯
の
酒
な
ど
の
あ
ま
っ
た
し
づ

<
0
"
【
餘
熊
耳
]275

沢
・
/
大
内
熊
耳
(
8
|
5
8
3
1
 :
 1
8
2
0
)

を
見

歩

↓

【

餘

容

】

252

が
草
の
名
。
芍
葵
（
9

|

3
0
6
7
4
 :
 6
)

の
異
じ
て
、
人
の
恩
恵
の
喩
。
〔
韓
非
子
、
内
儲
説
下
〕
門
者
朋
ょ
゜

【
~
踪
謀]2
4
3

炉
の
こ
し
た
は
か
り
ご
と
。
〔
史
記
‘
張
儀
名
。
〔
本
草
‘
芍
槃
〕
秤
名
、
将
離
‘
梨
食
‘
白
店
‘
餘
容
‘
脆
‘
請
曰
‘
足
下
無
レ
意
レ
賜

1一
之
餘
歴1乎
゜
〔
史
記
‘
滑
【
餘
惟
鉤
蓉i】2

7
6
y
i
i
'
w
e
i
'
c
h
i
i
n
'
c
h
i
e
n
•

書
翰
文

傭

〕

慾

侍

"

詐

謳

反

覆

蘇

秦

之

餘

謀

↓

誕

‘

白

者

名

1

一
金
芍
薬
盆
か
者
名
1

一
木
待
葵
↓
稽
‘
淳
子
梵
傭
〕
侍
"
酒
於
前
五
時
賜
"
餘
濃
云
奉
レ
膳
上
レ
用
語
。
餘
は
御
諒
察
願
ひ
上
げ
ま
す
。

[
餘
民
】2

4
4ゾ亡
國
の
後
に
の
こ
っ
た
民
。
遺
民
。
頚
〖
餘
容
後
稟
〗
勾yi
i
2
jung'hou• 

p
i
n
g
'

書
翰
文
壽
゜
〔
晉
書
、
陸
納
博
〕
今
有
こ
斗
↓
以
備
1

一
杯
杓
餘
泄
↓
【
餘
沫
芥
散
】
277

昇
バ
し
ぶ
き
が
雨
の
や
う
に
飛
び
散

餘
。
〔
史
記
、
周
紀
〕
封
"
一
商
討
子
誅
父
殷
之
餘
民
↓
〔
漢
用
語
。
餘
は
後
便
に
譲
り
候
。
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
分
二
雁
鷲
之
稲
梁
一
歪
翌
玉
呼
之
餘
る
。
〔
齋
藤
拙
堂
‘
観
―
―
曳
布
瀑
油
竺
摩
耶
山
ー
記
〕
駿
珠

書
、
地
理
志
下
〕
討
淫
―-
I
L餘民
ギ
全
大
相
緊
涌
戯
。
〖
餘
容
面
馨
〗

2
5
4
yii2 jung'mien• 

c
h
'
i
n
g
•
書
翰
粗
→
〔
注
〕
翰
日
‘
求
二
其
養
レ
雁
之
粟
、
残
餘
之
歴
―
者
‘
驚
玉
‘
餘
沫
罪
散
。

【
餘
務
】
245

豆
本
務
以
外
の
つ
と
め
。
〔
顔
氏
家
訓
、
渉
文
用
語
。
餘
は
拝
顔
の
上
申
し
の
べ
ま
す
。
言
な
少
也
。
〔
陶
潜
‘
詠
―
―
貧
士
―
詩
〕
傾
レ
壺
絶
↓
硲
溢
生
閾
【
餘
裏
掛
外
】
278yii'Ii'kua• 

w
a
i
•
隅
係
が
な
い
。

務

〕

安

識

泄

間

餘

競

乎

。

【

餘

利

】

256

y
i
i
'
I
i
•
—
商
家
で
獲
る
螢
業
上
の
純
盆
。
紅
鼈
不
レ
見
レ
煙
。
見
嘗
ち
が
ひ
な
。

【
餘
名
】
246

ク
の
こ
り
の
名
磐
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕
要
1

一

死

利

0

[
餘
烈
】

2
6
7
"
,
0
先
祖
の
の
こ
し
た
い
さ
を
。
又
、
功
[
餘
出
束
的
銀
子
】
加

y
兄

c
h
'
u
'
l
a
i

t
e
 
y
i
n
'
t
 Ncl
 

後
散
百
年
中
餘
名
一
〗
岳
炉
潤
枯
骨
面
何
生
之
築
哉
。
【
餘
流
】

2
5
7
戸
ウ
本
か
ら
分
れ
た
末
流
。
支
流
。
〔
魏
志
、
徳
。
餘
業
。
餘
威
゜
〔
史
記
、
東
越
傭
賛
〕
蓋
馬
之
餘
烈
餘
分
な
金
。

【
餘
命
】
247

ク
の
こ
り
少
い
い
の
ち
。
老
い
さ
き
み
じ
夏
侯
玄
博
〕
今
承
ー
ー
百
王
之
末
、
秦
漢
餘
流
↓
〔
蘇
献
‘
入
レ
也
。
〔
漢
書
、
弱
築
志
〕
其
遺
風
餘
烈
‘
尚
猶
不
レ
絶
。
〔
買
【
蔽
レ
餘
不
レ
分
則
民
盗
】
2
8
0
"
”
”
℃
テ
ワ
カ
タ
ザ
レ
パ
餘
分
の

か
い
命
。
餘
生
。
〔
孫
子
、
九
地
〕
禁
レ
詳
去
レ
疑
‘
至
レ
死
峡
詩
〕
餘
流
細
不
レ
敷
、
遠
勢
競
相
参
。
誼
、
過
秦
論
〕
及
レ
ヰ
主
始
皇
玉

g
六
世
之
餘
烈
盆
桝
長
物
を
し
ま
ひ
こ
ん
で
分
け
興
へ
な
け
れ
ば
、
人
民
が
盗

無
レ
所
レ
之
、
吾
士
無
"
餘
財
工
非
レ
悪
レ
貨
也
、
無
二
餘
命
一
【
餘
粒
]258
げ
7

の
こ
っ
た
米
つ
ぶ
。
〔
春
渚
紀
聞
〕
有
1

一
牛
策
―
而
御
え
子
内
↓
〔
説
苑
‘
談
叢
〕
貞
良
而
亡
、
先
人
餘
を
す
る
。
〔
晏
子
、
雑
、
上
〕
晏
子
日
、
止
‘
吾
聞
レ
之
、
量
レ

非
レ
悪
レ
壽
也
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
讐
猶
1

雀
之
見
レ
鶴
‘
首
人
持
p

飯
、
至
覗
レ
之
‘
皆
小
鐵
疾
褻
‘
其
大
如
1

一
餘
粒
↓
残
｀
猾
覧
而
活
、
先
人
餘
烈
。

O
先
人
の
の
こ
し
た
不
功
而
不
レ
量
レ
カ
則
民
盤
‘
蔵
レ
餘
不
レ
分
則
民
盗
、
子
教
-1

一

而
鼠
之
遇
袖
狸
也
、
亦
必
無
―
―
餘
命
―
癸
。
〔
魏
志
、
三
少
【
~
踪
糧
】

2
5
9
g
芯
あ
ま
っ
た
食
料
。
〔
商
子
、
断
令
〕
民
有
―
一
徳
°
餘
毒
゜
〔
漢
書
‘
公
孫
弘
博
〕
若
二
湯
之
旱
→
削
架
之
我
所
―
―
以
改

2
之
、
無
レ
教
"
'
我
求

1一
其
人
一
也
。

帝
、
高
貴
郷
公
髭
紀
〕
吾
老
寡
‘
登
復
多
惜
二
餘
命
1

邪
。
餘
糧
面
炉
民
以
レ
粟
出
1

一
官
爵
芦
旦
爵
必
以
二
其
力
↓
則
農
餘
烈
也
。
〔
漢
書
、
董
仲
舒
博
〕
其
遺
毒
餘
烈
‘
至
レ
今
[
損
レ
有
レ
餘
而
補
レ
不
も
疋

]281gぢ
g
昇
ヵ
テ
餘
ぁ
る

〔
向
秀
、
思
藷
賦
〕
寄
―
―
餘
命

f
寸

陰

一

不

レ

怠

゜

〔

淮

南

子

、

本

経

訓

〕

昔

容

成

氏

之

時

‘

道

路

雁

未

レ

滅

。

方

を

損

し

減

じ

て

、

足

ら

な

い

方

を

補

ひ

益

す

る

。

天

道

【
餘
明
】
248

グ
の
こ
っ
た
あ
か
り
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
夫
行
列
慮
、
託
t

一
嬰
兒
於
巣
上
ぶ
巴
餘
糧
於
晦
首
↓
〔
干
賓
‘
[
餘
弄
]268

が
の
こ
っ
た
昔
築
の
ふ
し
。
餘
曲
(
6
4
)

に
の
公
平
な
こ
と
。
〔
老
子
、
七
十
七
〕
天
之
道
其
猶
レ
張
レ

7
 

江
上
之
虞
女
、
有
家
貧
而
無
レ
燭
者
云
虞
女
相
興
語
欲
レ
晉
紀
縛
論
〕
牛
馬
被
レ
野
‘
餘
糧
捷
レ
畝
。
同
じ
。
〔
繁
欽
‘
興
二
魏
文
―
帝
―
賤
〕
優
涌
斐
化
‘
餘
弄
未
レ
弓
輿
‘
裔
者
抑
レ
之
、
下
者
輿
レ
之
、
有
レ
餘
者
損
レ
之
、
不
レ

去
レ
之
、
家
貧
無
レ
燭
者
将
レ
去
癸
‘
謂
―
―
虞
女
一
日
‘
妾
以
レ
【
餘
綾
】
2
6
0
5
c

●
相
模
國
の
藷
郡
名
。
淘
綾
。
●
勺
姓
盛
。
〔
注
〕
良
日
‘
弄
‘
曲
也
。
足
者
補
レ
之
、
天
之
道
‘
損
レ
有
レ
餘
而
補
レ
不
レ
足
、
人
之

00

焦

燭

故

常

先

至

‘

掃

に

至

布

レ

席

、

何

愛

，

餘

明

之

照

―

―

氏

。

〔

和

爾

雅

〕

。

【

餘

誅

】

269

戸
餘
分
の
所
得
。
〔
新
序
、
義
勇
〕
仁
者
無
―
―
道
則
不
レ
然
、
損
レ
不
レ
足
‘
以
奉
レ
有
レ
餘
。

13

|

|

_

 

食

部

〔

七

鵞

〕

餘

四



(44186)一 (44207)

【
餐
】
呻

よ
そ
ほ
ひ
か
ざ
る
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
餐
‘
装
飾
也
。

サ
イ

〔
中
華
大
字
典
〕
駆

子
耐
切

霰

】

』

あ
く
。
飽
(
1
2ー

4
4
0
7
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
屹
‘
飽

也
、
或
炊
レ
氣
。

日
●
そ
な
へ
る
。
そ
な
へ
も
の
。
〔
玉
篇
〕
舗
‘
餞

也
。
●
く
ら
ふ
。
肴
(
9
1
2
9
3
2
2
)
に
同
じ
。
〔
集

祠

】

呻

キ
ッ
コ
チ

〔
集
韻
〕
許
屹
切

圏

【
銅
】
呻

銅
(
U
!
-
4
4
0
9
1
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鯛
‘
興
レ
銅
同
。

ケ
イ

飴
(
t
B
-
4
4
0
8
0
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

冨
】
〗
ィ
補
〕
細
、
同
レ
飴
。

曾】坤
●
や
し
な
ふ
。
〔
字
彙
〕
館
養
也
。
●
育
(
9
ー

2
9

3
1
8
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
館
‘
俗
育
字
。

日
飯
に
あ
つ
も
の
を
か
け
る
。
又
‘
油
煎
り
の
米

の
か
ゆ
。
鑽
(
1
2
|
 4
4
4
8
6
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕
鑽
‘

説
文
、
以
レ
羹
撓
レ
針
‘
一
日
、
以
レ
膏
煎
レ
稲
為
レ
酪

也
‘
古
作
レ
廣
°
□
つ
ぐ
。
讚
(
8
|
2
8
0
8
9
)

の
古

字
。
〔
集
韻
〕
讚
、
説
文
、
継
也
、
古
作
レ
贋
。
国
か

ゆ
。
細
(
1
2
|
 4
4
4
3
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
饉
‘
説

文
、
廉
也
、
或
作
レ
贋
。

【贋】徊

ヰ
ク

〔
字
彙
〕
興
叔
切

圏

ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
何
交
切
＇
圏

ゲ
ヴ

T
＿
名

h
s
i
a0
2
 

日
ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
乎
刀
切
圏

'

ヴ

＿

公

y
a0
2
 

日
サ
ン

曰
サ
ン

国
セ
ン

〔
集
韻
〕
則
肝
切
瞬

〔
集
韻
〕
祗
管
切
薗
B

〔
集
韻
〕
諸
延
切

oo

祠

】

呻

か
ゆ
。
〔
集
韻
〕
鉤
、
廣
雅
‘
針
鉤
‘
饉
也
。

【
資
】
[

養
(
1
2
-
4
4
1
4
4
)
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
贅
、
養
本
字
。

ヤ，ウ

鍛
(
U
!
-
4
4
2
7
7
)
の
本
字
。
〔
正
字

霰
】
呻
コ
，
ウ
通
〕
飯
、
鰍
本
字
。

キ
ク

〔
集
韻
〕
居
六
切

圏

,E―― 
冨

】

[

テ
ツ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
俯
、
昔
綴
゜

【
観
】
[

●
う
ゑ
る
こ
ゑ
゜
〔
字
彙
〕
饒
‘
饒
瞥
。

O
屹
(
1
2
I
 

|
 4
4
0
8
3
)
の
謳
字
。
〔
正
字
通
〕
饒
‘
鋭
字
之
謡
。
【
血
加
】
畑

テ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
鋸
‘
昔
暗
°

ヨ
ク
ヰ
キ

〔
字
彙
〕
烏
域
切

國

曾
】
]
ハ，ウ

飽（
U
!
-
4
4
1
0
9
)
の
古
字
。
〔
正
字

通
〕
飽
‘
説
文
、
古
文
亦
作
レ
養
。

食

部

〔
七
ー
八
董
〕

龍
飩
・
銀
罷
は
、
も
ち
。
脹
(
9ー

2
9
6
3
4
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
脹
‘
博
雅
‘
脹
脆
‘
絣
也
、
亦
作
レ
餓
。
〔
集

韻
〕
錨
‘
銀
錨
‘
絣
也
。

【
錨
飩
】
1

2

ク
●
氏
の
名
。
〔
演
繁
露
〕
世
言
―
―
銀
飩
五
是

虜
中
渾
屯
氏
為
ら
之
。
●
鉗
を
い
ふ
。
綴
耕
録
‘
巻
二

十
四
に
見
ゆ
。
〔
玉
篇
〕
飩
‘
縦
飩
也
。
〔
通
雅
‘
飲
食
類
〕

程
大
昌
言
、
錦
飩
、
出
―
―
於
渾
氏
・
屯
氏
一
智
按
‘
乃
混
沌

之
轄
、
近
時
又
名
-
1

髄
突
↓
〔
食
物
志
〕
銀
飩
或
作
-
1

渾
飩
一

籠】
g

ゴコ
ンン

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
，
苧

r
x
 .f 
h
u
e
n
2
 

冨】如
●
こ
な
も
ち
。
〔
玉
篇
〕
鉤
‘
餌
也
。
●
鈎
陰
は

地
名
。
〔
集
韻
〕
鉤
‘
鈎
陰
、
地
名
、
在
レ
齊
゜

タ
ヴ
ド
ヴ

〔
集
韻
〕
徒
刀
切

圏

冨
】
]
く
ひ
も
の
。
〔
玉
篇
〕
餘
、
食
也
。

ロ
ク

〔
玉
篇
〕
力
谷
切

圏

韻
〕
肴
‘
説
文
‘
咲
也
‘
或
炊
レ
食
。
口
れ
う
り
。
さ

か
な
。
〔
集
韻
〕
鋪
‘
膳
羞
也
。

【
鋪
敷
】

l
g
く
ら
ふ
。
〔
班
固
‘
典
引
〕
肴
二
敷
仁
誼
之

林
藪
百
盆
ぎ
元
符
之
躁
—
焉
。
〔
注
〕
五
臣
本
作
レ
舗
、
云

云
‘
向
曰
‘
鋪
霰
、
食
也
。

【
鋪
丞
~
】
2
9炉
’
調
味
し
た
切
肉
。
般
悉
(
6ー
1
6
6
4
7:
 

6
)に
同
じ
。
〔
國
語
、
周
語
中
〕
親
戚
宴
饗
‘
則
有
孟
輝
丞
~
→

〔
注
〕
鋪
煮
‘
升
1

一
饉
解
節
折
1

之
俎
也
。

【
鋪
席
】
3

跨
さ
か
な
を
お
く
席
。
〔
呉
子
、
動
士
〕
鋪

席
兼
―
―
重
器
上
牢
↓

【
舗
蔵
署
】
•
衿
ザ
•
ウ
官
の
名
。
北
齊
、
置
く
。
光
藤
寺
に

闇
し
‘
珍
羞
の
事
を
掌
る
。
〔
隋
書
‘
百
官
志
中
〕
光
藤

寺
、
云
云
、
統
二
｛
寸
宮
・
太
官
•
宮
門
・
鋪
蔵
・
云
云
等
署
→

〔
注
〕
掌
器
物
鮭
味
等
事
↓

貌

飯

賽

館

嶽

鋼

餞

養

養

低

鋤

掬

贋

鋪

録

絢

罷

錬

錫

鯰

課

綽

祠

】

』

ジシ

〔
集
韻
〕
仕
吏
切
甲
g

〔
集
韻
〕
古
火
切
」
圏

≪
X
ビ

k
u
o
3

≪
x
ヽ
k
u
e
i
'

●
も
ち
。
〔
玉
篇
〕
課
‘
絣
子
也
。
〔
集
韻
〕
錬
‘
餅

也。

O
圏
小
萎
粉
の
だ
ん
ご
。

【
錬
】
〗
ク，ワ

日
●
あ
く
。
〔
玉
篇
〕
鯰
‘
飽
也
。
●
に
た
食
物
。
妊

(
1
2
ー

4
4
0
4
9
)
・紐
(
1
2
-
4
4
1
2
6
)

に
同
じ
。
〔
廣

韻
〕
妊
、
熟
食
‘
俯
、
上
同
‘
鯰
、
亦
同
。
口
も
ち
。
或

は
鯰
(
1
2
|
 4
7
8
0
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯰
‘
鉗
也
、

或
炊
レ
唆
゜

【
鯰
頭
】
1

ば
07

食
品
の
名
。
寒
具
即
ち
鰍
子
の
こ
と
。
一

に
捻
頭
に
作
る
。
〔
雲
渓
友
義
〕
李
日
新
題
1

一
仙
蛾
騨
―

詩
、
商
山
食
店
太
悠
悠
‘
陳
頸
飴
鑽
古
鯰
頭
‘
郎
捻
頭

也。 【鯰】
g

口 B
令デニジ
77ンン

〔
集
韻
〕
如
甚
切
誨
i凜

〔
集
韻
〕
諾
叶
切

錫
(
1
1
0
1
4
4
2
8
3
)
の
華
字
。
〔
正
字

【
錫
】
i

通
〕
錫
、
錫
字
之
識
。

圏
説
文
各
書
は
策
文
を
請
に
作
り
‘
飴
和
レ
鰍
者
也
、

八
レ
食
易
臀
と
解
す
る
が
‘
段
玉
裁
は
之
を
誤
と
し
‘
豪

文
を
精
に
作
り
、
解
を
ハ
レ
食
易
臀
に
訂
す
。

タ
，
ウ

【
線
】

g

縁（
1
2
-
4
4
2
7
0
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
緻
或
作
レ
鰊
。

ク
，
ワ
イ

餓
飩
象
―
―
其
園
形
↓

四
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食

部

〔
八
書
〕

睡

綾

錮

椒

筋

飢

餞

綴

姪

錯

さ
け
の
さ
か
な
。
餡
(
1
2
-
4
4
3
9
1
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
饒
‘
説
文
、
酒
食
也
、
一
日
‘
炊
1

一
黍
稜
1

日レ

霞

】

如

シ

〔
集
韻
〕
昌
志
切

oo

日

0
も
ち
。
〔
玉
篇
〕
錮
餌
也
。

0
か
ゆ
。
親
（
1
2

-
4
5
7
1
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
親
‘
説
文
‘
鍵
也
‘
或

作
レ
錮
゜
口
か
ゆ
゜
〔
集
韻
〕
錮
‘
饂
也
。

冨
】
〗ロロ
クコゴコ

圏

〔
集
韻
〕
古
慕
切
国
〗

〔
集
韻
〕
洪
孤
切

小
口
口
国
國
馬
が
汗
を
か
く
。
馬
が
穀

餞
策
物
を
多
く
食
つ
て
汗
が
流
れ
出
る
。

或
は
駿
(
1
2
-
4
4
8
2
3
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
陵
‘
馬

食
レ
穀
多
‘
代
流
四
下
也
、
八
レ
食
変
瞥
゜
〔
段
注
〕

謂
汗
液
前
後
左
右
四
面
流
下
一
也
、
綾
‘
輿
レ
淋

雙
瞥
義
近
、
由
―
―
於
食
レ
穀
多
一
也
。
〔
集
韻
〕
綾
‘
馬

食
レ
粟
曰
レ
綾
‘
或
八
レ
馬
。

冨
】
〗 見
，
ヨ
ヴ
〔
集
韻
〕
間
承
切
國

尋

ヴ

〔

集

韻

〕

慮

登

切

函

国
ゾ
戸
ヴ
〔
集
韻
〕
子
卒
切
圏

國
リ
，
ヨ
，
ウ
〔
集
韻
〕
里
卒
切
醐
芦

う
ゑ
る
。
〔
集
韻
〕
錘
‘
飢
也
。

【
錘
]
〗
ツ
ィ

L

集
韻
〕
竹
患
切
閣

〇
食
を
た
し
な
む
。
〔
集
韻
〕
館
‘
嗜
レ
食
也
。

O
餃

(
1
2
-
4
4
1
2
9
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
諄
、
同
レ
餘
。

納
日
『

O
通
じ
て
践
(
1
0
|
 
3
7
6
0
8
)

に
作
る
。
〔
儀

讀
士
虞
證
‘
乃
餞
‘
注
〕
古
文
‘
餞
為
レ
践
。

O
圏
蜜

漬
・
堕
漬
の
も
の
を
蜜
餞
・
臨
芯
餞
と
い
ふ
。

【
餞
飲

]
1
g
別
れ
の
酒
宴
。
餞
杯
。
〔
蘇
類
‘
奉
下
和
聖

□
シ
，
ヨ
ク
日
飾
(
1
2
ー

4
4
1
1
1
)

に
同

包
如
□
チ
，
ヨ
ク
じ
。
〔
集
韻
〕
飾
‘
或
作
佃
。
製
幸
―
―
望
春
宮
返
芳
朔
大
縛
管
張
仁
喜
詩
〕
餞
飲

皇
仙
躇
砿
汲
解
御
衣
↓

口
勧
(
1
2
|
 
4
4
0
5
7
)
の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
筋
‘
釣
字
之

【
餞
宴
]
2

竺
送
別
の
さ
か
も
り
。
〔
謝
震
運
‘
九
日
従
二

謳゚

宋
公
戯
馬
畳
集
込
竺
孔
令
―
詩
〕
餞
宴
光
レ
有
レ
学
‘
和
築

聾
所
紐
゜

祠
】
〗
ク
〔
集
韻
〕
衛
遇
切
園
【
餞
筵
】

3
竺
送
別
の
さ
か
も
り
。
祗
筵
。
〔
眺
合
、
送
n
­

秋
尚
書
鎮
一
太
原
―
詩
〕
授
レ
絨
儒
生
貴
‘
傾
レ
朝
赴
1
1

餞

寒
餌
は
‘
餅
の
類
。
も
と
具
(
2
-
1
4
7
3
)
に
作
る
。
筵
↓
〔
白
居
易
、
別
1

蘇
州
―
詩
〕
餞
筵
猶
未
レ
収
‘
征
悼
不
レ

〔
集
韻
〕
餌
、
寒
鎖
、
餅
陽
。
〔
正
字
通
〕
餓
‘
寒
飢
‘
絣
可
レ
停
゜

【
餞
行
】
4

店
は
な
む
け
す
る
。
餞
別
す
る
。
又
、
旅
立

の
人
に
贈
る
品
、
又
は
詩
歌
。
〔
楊
洞
‘
送
石
叶
州
畏
上

層
、
不
レ
知
餓
、
本
作
＞
具
‘
桓
諜
新
論
、
孔
子
匹

夫
‘
莫
レ
否
餐
之
、
下
皮
酒
膊
寒
具
五
ぞ
敬
而
人
詞
序
〕
鶏
山
法
衆
‘
餞
"
行
於
素
涯
之
濱
ニ
麟
閣
良

去

、

加

食

芳

者

俗

壻

也

。

朋

‘

祗

送

於

冑

門

之

外

↓

【
餞
瓜
】
5

c
h
i
e
n
4
 
k
見
蜜
漬
に
し
て
保
存
し
た
瓜
。

【
餞
菓
】
6

c
h
i
e
n
4
 
k
u
o
3
 

0
送
別
の
と
き
の
菓
物
。

O

蜜
漬
に
し
た
果
物
。

4

日
い
/
,
〔
集
韻
〕
在
演
切
亡
銑
【
餞
酌
】
7

c
h
i
e
n
4
 
c
h
u
 02

別
れ
の
盃
を
酌
む
。
送
別

ビ
ゼ
ン

H I~chien• 

【
餞
春
]
8

ペ
デ
春
の
去
る
の
を
送
る
。
春
の
去
る
の
を
―

【
餞
】

g

セ
ン
〔
集
韻
〕
オ
線

g
霰

の

宴

゜

惜
ん
で
酒
食
を
具
し
灌
を
為
す
こ
と
。
〔
雀
姻
、
大
将

小

日

口

O
み
お
く
る
。
酒
食
を
そ
な
へ
軍
臨
祗
観
賦
〕
迎
夏
之
首
一
態
春
之
秒
↓

て
行
者
を
送
る
。
〔
説
文
〕
餞
、
送
レ
去
【
餞
席
】
，
お
送
別
の
宴
席
。
〔
沈
約
‘
應
レ
詔
築
消
苑

餞
豪

食
也
、
炊
レ
食
箋
臀
゜
〔
廣
韻
〕
餞
‘
酒
食
送
レ
人
。
餞
―
―
呂
僧
珍
―
詩
〕
戎
車
出
細
柳
ぶ
閤
g

樽
―
上
林
一

〔
詩
‘
邸
風
‘
泉
水
〕
岱
餞
子
禰
二
博
〕
祗
而
含
【
餞
送
】
10

お
た
ぴ
だ
つ
人
を
見
送
る
。
送
別
。
姐
送
。

〔
陶
潜
‘
詠
三
一
疏
―
詩
〕
餞
送
傾
―
―
皇
朝
「
華
軒
盈
"
道
路
↓

〔
顔
氏
家
訓
、
風
操
〕
江
南
餞
送
、
下
ぶ
倍

9
離
。
〔
飽
照
、

戟
‘
飲
―
―
酒
於
其
側
己
ザ
餞
゜
〔
繹
文
〕
餞
‘
送
レ
行

敦
詩
〕
五
侯
相
餞
送
、
高
會
集
-
1

新
豊
↓

飲
レ
酒
也
。
〔
陳
英
博
疏
〕
祭
戟
畢
‘
而
郎
於
1

一
道
紳

之
側
翠
レ
之
者
、
設
―
―
飲
直
焉
‘
是
日
レ
餞
。

O
【
餞
亭
】
11

花
別
れ
の
さ
か
も
り
を
す
る
家
。
餞
別
の

は
な
む
け
。
行
者
に
供
へ
る
酒
食
、
又
は
證
物
。
宴
を
開
く
宿
。
〔
李
滉
、
郷
立
約
條
〕
藷
官
餞
亭
、
無
レ
故

〔
儀
譴
士
虞
随
〕
乃
餞
゜
〔
注
〕
餞
‘
送
え
打
者
一
之
不
レ
参
者
。

【
餞
別
】
12

梵
わ
か
れ
を
見
送
る
。
送
別
。
又
‘
其
の
時

に
贈
る
品
物
。
は
な
む
け
。
う
ま
の
は
な
む
け
。
〔
車
應

酒
゜
〔
國
語
、
周
語
上
〕
賓
饗
贈
餞
゜
〔
注
〕
餞
‘
謂
二

物
、
送
↓
一
宣
州
周
録
事
―
詩
〕
英
豪
若
レ
雲
集
‘
餞
レ
別
塞
―
―

郊
送
飲
酒
之
碍
↓
参
す
す
め
る
。
飲
食
を
す
す

め
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
餞
‘
進
也
。
〔
疏
〕
餞
者
‘
進
―
―
城
闇
一

飲
食
一
之
名
也
。
R
お
く
る
。
〔
書
‘
尭
典
〕
寅
餞
二
【
餞
碍
】
13

c
h
i
e
n
こ
i'

餞
別
の
金
品

四
一
三

宿
E
]
如

會
見
し
て
く
ふ
。
〔
字
彙
〕
錯
、
相
謁
食
也
。

ゾソ

〔
字
彙
〕
昨
悟
切

園

冦
】
〗
懃
1
2ー

4
4
0
8
3
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇

綬
同
レ
銑
゜

ア
ク

ロロ
0
ま
つ
る
。
諸
神
の
祭
座
を
並

ベ
連
ね
て
酒
を
そ
そ
い
で
ま
つ
る
。

〔
説
文
〕
綴
‘
祭
酎
也
、
八
レ
食
残
臀
゜
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
綴
‘
字
林
‘
綴
、
以
レ
酒
沃
レ
地
祭
也
。
〔
史

記
、
武
帝
紀
〕
其
下
四
方
地
為
二
綴
食
↓
〔
注
〕
索

隠
日
‘
綴
‘
謂
―
―
聯
績
而
祭
＞
之
‘
正
義
曰
‘
謂
’
燒
レ

壇
設
↓
―
諸
紳
祭
座
涵
相
連
綴
上
也
。
●
も
の
を
お
く

る
。
〔
方
言
‘
+
―
-
〕
綴
‘
饒
也
。
〔
玉
篇
〕
綴
‘
饒
也
。

〇
或
は
酸
(
1
1
-
3
9
9
0
7
)

に
作
り
、
ま
た
腺
(
9
-
2

9
6
2
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
綴
‘
或
ハ
レ
酉
‘
亦
作
レ

綴
°
R
通
じ
て
綴
(
8
ー

2
4
7
3
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

綴
休
祭
也
、
通
作
砿
゜

【
綴
食
】
1

汎
ク
神
を
祭
る
時
‘
供
へ
る
食
物
。
〔
史
記
‘

武
帝
紀
〕
其
下
四
方
地
為
―
―
綴
食
一
塁
紳
従
者
及
―
―
北

斗一
【
綴
酎
】
2
"
パ
紳
を
祭
る
時
に
酒
を
そ
そ
ぐ
。
〔
顔
氏
家

訓
‘
終
制
〕
親
友
来
綴
爵
者
、
一
皆
拒
レ
之
。

節
い

【
綴
芦

テ
ッ
テ
チ

口 日
テ
イ

〔
集
韻
〕
株
衛
切
輯
i-

出

x
¥

c
h
u
e
 

〔
集
韻
〕
株
劣
切
圏

饂
‘
或
作
レ
銀
゜

【
餞
路
】
1
4
i

／
餞
別
。
送
別
會
゜
〔
唐
書
、
外
戚
‘
楊
國
忠

博
〕
出
有
レ
賜
曰
二
餞
路
盆
登
仔
レ
努
日
―
―
軟
脚
↓

【
餞
花
會
】
15

梵
埼
散
る
花
を
祭
る
會
゜
〔
紅
棲
夢
‘
ニ

十
七
回
〕
聞
下
得
衆
娩
姉
都
在
―
―
園
中
正
作
●
餞
花
會
盆
心
―
―
―

人
笑
1

―
他
疑
爛
連
忙
楡
洗
了
出
来
。
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志
〕
張
文
定
公
、
以
二
端
明
殿
學
士
争
'1
一
成
都
1

日
‘
其
門

瞥
李
生
、
以
レ
薬
猷
久
公
、
公
子
―
―
府
第
小
亭
ご
朋
取
―
―
水

銀
構
レ
火
、
一
粒
烹
レ
之
、
既
烹
有
レ
贅
‘
如
―
―
粥
沸
土
有
二

紅
光
ご
日
-
1

鼎
中
1

起
‘
俄
頃
光
箪
"
二
愛
而
餅
中
贅
亦

隈
勢
‘
火
滅
視
1

一
鼎
中
n

爛
然
餅
金
芙
。
〔
韓
但
、
味
浴
詩
〕

登
知
侍
女
簾
帷
外
、
腋
取
"
君
王
幾
鉗
金
↓
●
p
i
n
g
'
 

c
h
i
n
―
④
金
貨
。
＠
銀
貨
。

【
絣
銀
】
4

↑
バ
●
鮒
の
や
う
に
丸
い
塊
銀
。
〔
水
経
‘
湊

水
注
〕
林
水
源
裏
有
,
,
石
室
ご
至
前
盤
石
上
、
行
―
―
羅
十

堡
中
悉
是
餅
銀
、
采
伐
遇
レ
之
、
不
レ
得
七
取
、
取
必
迷

悶
°
●
p
i

忌
y
i
n
2

銀
貨
。

【
絣
果
】
5

{
ガ
絣
菓
子
。
〔
北
史
、
隋
禁
景
王
整
傭
〕
所
レ

0
も
ち
。
む
ぎ
も
ち
。
萎
粉
を
こ
ね
て
設
惟
絣
果
、
酒
織
三
酌
。

館
豪
蒸
し
て
つ
く
っ
た
も
ち
。
〔
説
文
〕
絣
、
【
絣
花
】
6

心
サ
江
戸
時
代
の
習
俗
で
、
正
月
な
ど
に
柳

或
は
竹
を
割
っ
た
も
の
に
、
鉗
を
薄
く
伸
し
て
種
々
の

形
に
し
、
又
は
球
状
に
し
て
つ
け
‘
彩
色
を
施
し
、
紳
棚

鰐
脊
也
、
八
レ
食
井
臀
。
〔
段
注
〕
窮
‘
褒
末
也
、
鰐

に
飾
り
‘
或
は
兒
女
の
玩
具
に
し
た
。
〔
嬉
遊
笑
覧
‘
巻

脊
者
、
絣
之
本
義
也
、
方
言
日
、
絣
謂
,
,
之
託
二
或

謂
乏
銀
或
謂
二
之
集
是
也
。
〔
繹
名
、
繹
飲
食
〕
六
下
、
兒
戯
〕
絣
花
。

餌
井
也
‘
洩
レ
朽
使
二
合
井
1

也
。
〔
六
書
故
〕
餅
、
【
餅
草
】
7

ぢ
蓬
の
若
葉
。
絣
に
ま
ぜ
て
揚
く
。

以
粉
及
嗣
為
諏
餌
也
。
●
く
ら
ふ
。
〔
廣
雅
‘
【
鉗
師
】
8

(

ィ
絣
を
賣
る
人
。
〔
唐
書
、
叛
臣
下
‘
陳
敬
喧

偉
〕
（
敬
瑾
）
少
賤
為
→
—
餅
師
→
〔
蘇
献
‘
次
,
,

韻
王
翠
留
別
一

詩
〕
蛾
眉
亦
可
レ
怜
、
無
レ
奈
思
―
―
絣
師
↓
〔
集
注
〕
寧
王
猷

繹
詰
三
〕
絣
、
食
也
。

O
餅
の
や
う
に
う
す
く
平
ら

か
な
も
の
の
精
。
〔
中
華
大
字
典
〕
餅
、
物
之
圃
片
宅
左
有
る
て
研
煮
妻
織
白
明
眉
、
一
見
屡
レ
意
、
因
厚

皆
曰
レ
絣
‘
俗
謂
二
銀
幣
一
日
―
―
絣
金
一
意
同
レ
此
。
遺
―
―
其
夫
取
レ
之
、
寵
愛
躁
レ
等
、
環
歳
嘗
問
レ
之
日
、
汝

〔
欝
田
録
〕
始
造
二
小
片
龍
茶
南
郊
工
中
書
、
櫃
密
復
憶
,
,
餅
師
否
、
獣
然
不
レ
射
、
王
召
二
絣
師
使
h

見レ

院
、
各
賜
こ
餅
→
〔
董
漫
録
〕
後
又
為

1
1龍
閣
涵
〖
之
、
其
妻
注
視
雙
涙
垂
』
頬
、
王
乃
欝
レ
之
。

〖
隻
餅
師
―
〗
，
む
芍
先
の
夫
を
慕
ふ
こ
と
。
絣
師

を
見
よ
。

否
過
―
―
四
十
絣
↓
R
或
は
餅
(
1
2
-
4
7
7
6
9
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
絣
‘
或
八
レ
萎
。
腫
も
ち
。
も
ち
米
を
【
絣
兒
】
10

p
i
n
g
'
e
r
h

も
ち
ひ
。
餅
゜
閣
子
。

む

し

て

つ

い

た

食

品

。

【

餅

餌

】

11

勺
も
ち
。
だ
ん
ご
。
餅
は
褒
粉
の
も
ち
、
餌

【
絣
羞
】1
約
な
ぺ
。
〔
正
字
通
〕
今
烙
レ
餅
平
鍋
日
ー
餌
~
は
米
を
蒸
し
て
作
る
。
鮒
談
。
〔
急
就
篇
〕
紺
餌
褒
飯
甘

墾

亦

日

涵

鍋

隻

豆

羮

。

〔

注

〕

洩

レ

耗

而

葱

熟

名

則

為

レ

絣

‘

鉗

之

言

‘

【
餅
乾
】
r
p
i
n
g
'
k
a
n
―
ピ
ス
ケ
ッ
ト
の
類
。
井
也
、
相
合
井
也
‘
洩
レ
米
而
蒸
レ
之
、
則
為
L

餌
‘
餌
之

【
絣
餡
】
2

ぢ
あ
ん
も
ち
の
一
種
。
〔
清
異
録
‘
霞
羞
‘
蓮
言
‘
而
也
、
相
貼
而
也
。
〔
顔
氏
家
訓
、
名
賓
〕
或
齋
―
―
黎

華
絣
餡
〕
郭
進
家
能
作
↓
一
連
華
絣
餡
云
有
―
―
十
五
隔
者
芦
母
棗
絣
餌

T
八
人
贈
別
。
〔
唐
書
、
回
鶴
下
、
詰
夏
斯
傭
〕
其

隔
有
こ
折
枝
蓮
華
正
作
―
―
十
五
色
↓
君
日
―
―
阿
熱
ご
云
云
、
諸
部
食
1

一
肉
及
馬
酪
五
惟
阿
熱
設
1

一

【
絣
金
】
3

ぢ
.
絣
の
や
う
に
丸
い
金
塊
。
〔
南
史
‘
渚
絣
餌
↓

彦
回
博
〕
累
這
吏
部
尚
書
云
ぶ
人
求
レ
官
、
密
袖
中
将
,
,

【
絣
匠
】
12

p
i
品
3chiang• 

一
絣
金
涵
因
求
レ
請
レ
間
、
出
レ
金
示
レ
之
日
、
人
無
,
,
知
者
一
人
。
も
ち
ゃ
゜

彦
回
日
、
卿
自
應
レ
得
令
官
、
無
レ
瑕
―
―
此
物
一
〔
績
明
道
雑
【
鉗
．
食
】
1
3
{
ゲ

饒
(
U
!
-
4
4
3
9
7
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕

饒
、
古
作
レ
饒
。

菓
子
の
類
。
〔
北
史
‘
藝
術
上
、
李
順
興

雇
は
れ
て
餅
つ
き
を
す
る

扉】
g

ヘ
イ
ヒ
，
ャ
ゥ

〔
集
韻
〕
必
郎
厄
騰

勺＿

L

p
i
n
g
3
 

【倦】
g

さ
け
さ
か
な
。
〔
集
韻
〕
能
‘
餞
也
。

ケ
ン

〔
集
韻
〕
古
倦
切

霰

【饒】
5

キ 食

部

〔
八
驚
〕

銃

能

絣

候

咎

餘

餡

饂

餓

【飴】
g

日
口
〇
あ
ん
。
あ
ん
こ
。
絣
の
中
に
入
れ
る
雑

味
。
〔
字
彙
〕
餡
、
餅
中
肉
餡
也
。
〔
正
字
通
〕
餡
‘

凡
米
鰐
食
物
‘
炊
,
,
其
中
ニ
賓
以
二
雑
味
己
炉
餡
゜

●
味
が
甘
す
ぎ
る
。
或
は
姦
(
9
-
3
2
1
3
1
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
餡
‘
味
過
レ
甘
也
、
或
作
レ
薮
。
●
ま

た
鎌
(
1
2ー

4
4
3
0
6
)
に
作
る
。
〔
六
書
故
〕
餡
、
又

作
レ
鎌
。
勝
.
あ
ん
。
霙
た
あ
づ
き
を
す
り
つ
ぶ

し
て
砂
糖
を
ま
ぜ
た
も
の
。
●
く
ず
だ
ま
り
。

葛
粉
に
酒
‘
醤
油
な
ど
を
加
へ
て
造
っ
た
調
味

食
料
。

圏

＋

萱

の

餡

(
1
2
,
 4
4
3
2
5
)
と
は
別
。
〔
六
書
故
〕
餡
、

獣
公
錨
田
録
言
、
京
師
賣
"
酸
鎌
1

者
、
偶
俗
誤
書
為
―
―
綾

雙
滑
稽
子
謂
為
―
―
俊
堕
蓋
不
レ
知
,
1

餡
之
凡
ゑ
E

、
而
誤

ハ
レ
酋
也
。

【
餡
掛
】
1

均
く
ず
た
ま
り
を
か
け
た
食
品
。

妖
(
1
2
,
 4
4
0
5
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
〖
餡
掛
豆
腐
〗

2

”
”
”
ヶ
く
ず
た
ま
り
を
か
け
た
豆
腐
。

候

‘

或

作

レ

妖

。

【

餡

草

】

3

梵
草
の
名
。
〔
冷
齋
夜
話
〕
梵
志
詩
、
城
外
土

鰻
頭
、
餡
草
在
―
―
城
裏
―
一
人
喫
こ
箇
ご
臭
』
嫌
ぬ
竺
滋

味
云
魯
直
日
、
既
是
餡
草
‘
何
緑
更
知
,
1

滋
味
↓

ダ

ク

〔

集

韻

〕

尼

厄

切

願

【

餡

韓

】

4

認
あ
ん
の
中
に
入
れ
て
ま
ぶ
し
た
餅
。
あ

ん
こ
ろ
も
ち
。

ニ
，
ヤ
ク

小
●
小
見
が
な
ま
け
る
。
〔
説
文
〕
袷
、
【
餡
餅
】
5

U

3

●
あ
ん
を
中
に
包
ん
だ
絣
。
●
あ
ん
を

ま
ぶ
し
た
絣
。
あ
ん
こ
ろ
も
ち
。

豪
楚
謂
―
ー
小
兒
瀬
蟄
ず
凡
―
臥
食
↓
〔
集
韻
〕

繁
贅
説
文
、
楚
謂
ぶ
兒
蟻
↓
●
や
き
も
ち
。
〔
玉

篇
〕
餐
、
灸
餅
餌
也
。
〔
集
韻
〕
蟄
、
一
日
、
餅
罵
。
【
邸
呻
】

g

シ
〔
集
韻
〕
荘
持
切

廟
由
會
意
。
本
義
は
小
兒
の
な
ま
け
る
こ
と
。
故
に
臥

と

食

と

を

合

す

。

か

ゆ

の

名

。

〔

集

韻

〕

饂

‘

饉

名

。

冦】
g

修
(
U
l
-
4
4
1
3
9
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
修
‘
或
八
る
含
。

シ，ヤ

霰】
i

ョ

傭
〕
昆
明
池
中
有
1

一
大
荷
云
葉
可
1

面
取
盛
二
鮒
食
↓

[
紺
魃
】
＂
お
麺
褒
で
餅
を
作
り
‘
乾
糧
と
し
た
食
品
。

〔
北
史
、
西
城
、
鉢
和
國
傭
〕
鉢
和
國
在
―
―
渇
盤
陛
西
石
其

人
惟
食

1
1絣
懃
五
飲
.
,
~
酒
↓
〔
大
唐
西
域
記
、
二
〕
沙
糖

石
蜜
芥
子
油
諸
絣
懃
‘
常
所
レ
膳
也
。

【
絣
炎
】
15

p
i
n
g
'
c
h
i
h
'

か
ま
ぽ
こ
の
類
。
肉
餅
゜

【
餅
揚
]
1
6

バ
”
絣
を
つ
く
。
〔
日
次
紀
事
、
十
二
‘
十
二

月
〕
此
月
尾
、
傭
夫
無
玉
岳
尽
肩
1

一
木
槌
油
翌
街
衝
ぢ
高

臀
呼
1

一
鮒
揖
云
倭
俗
春
―
―
米
井
鮒

E
匹
加
都
一
貧
民
雇
レ
之

以
使
レ
春
レ
絣
、
日
間
無
＂
暇
者
、
又
嫌
,
,

乞
人
之
請
P

餅

者
、
多
入
レ
夜
呑
レ
之
。

【
餅
談
】
17

ぢ
絣
餌
の
類
。
〔
唐
披
言
〕
宣
宗
賜
―
―
章
澳
孫

宏
銀
絣
鉄
云
食
ら
之
甚
美
、
皆
乳
酪
膏
朕
之
所
レ
為
。

【
餅
飯
】

18g
も
ち
の
こ
と
。

【
鉗
腹
】
19

芥
餅
を
食
ぺ
た
と
き
の
腹
か
げ
ん
。

【
絣
網
】
20

？
絣
を
燒
く
に
用
ひ
る
か
な
あ
み
。
又
、
餅

を
入
れ
て
お
く
あ
み
。

[
餅
子
桃
】
21

か
勺
桃
の
一
種
。
も
ち
も
も
。
〔
本
草
‘
桃
〕

集
解
、
宗
爽
日
、
有
-
l

附
子
桃
五
状
如
―
―
香
餅
子
む
夭
味
皆

甘。

【
絣
緒
王
】
2

{

”S
ヨ

宋
、
王
訓
成
を
い
ふ
。

【餓】
g

_

’

鉤

(
U
!
-
4
4
1
4
0
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
繭
‘
或
作
レ
餓
。

シ
ャ
ウ

反

【餡】
i

圏国日
アゲカコカ
ンンンンン

〔
集
韻
〕
苦
紺
切
園

〔
字
彙
〕
乎
鑑

g

留

T
石
、
h
s
i
e
n
•

四
―
四
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食

部

〔
八
書
〕

館

俺

歓

碗

翡

低

錬

絢

錆

絵

四
一
五

日
口
●
す
す
め
る
。
食
を
す
す
め
る
。
〔
説
文
通

訓
定
臀
〕
談
‘
爾
雅
秤
詰
‘
飲
、
進
也
、
按
、
進
レ
食

也
、
八
レ
食
炎
贅
‘
類
篇
引
説
文
有
―
―
此
字
公
7

附
1-

子
此
↓
〇
す
す
む
。
〔
集
韻
〕
餃
‘
進
也
。
〔
詩
、
小

雅
‘
巧
言
〕
盗
言
孔
甘
‘
胤
是
用
談
。
〔
博
〕
餃
‘
進

國国国
ダタダタエ
ンンンンン

集
韻
〕
徒
濫
切

[
ぼ
恥
】
g

タ
ン
ダ
ン

口

集
韻
〕
徒
廿
切／ 
右

r

〔
集
韻
〕
余
廉
切

〔
集
韻
〕
杜
覧
切

薗癒闘吋罰
屯

【俺】
g

●
も
ち
。
こ
な
も
ち
。
〔
玉
篇
〕
俺
‘
脊
也
。
〔
廣

韻
〕
俺
‘
餌
也
‘
莱
也
。
〔
正
字
通
〕
俺
‘
餌
也
、
方

言
‘
餌
‘
謂
孟
8
庄
或
謂
1

一
之
俺
一
●
飴
範
は
‘
か

ふ
。
や
し
な
ふ
。
〔
集
韻
〕
俺
‘
博
雅
、
飴
範
‘
飼
也
。

ェ9
7

ォ，
7

〔
集
韻
〕
又
業
切

窒

飴
貯
は
‘
こ
な
も
ち
。
賠
(
1
2
-
4
7
8
1
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
賠
‘
賠
社
、
紺
也
‘
或
炊
レ
食
。

【
館
駐
】
1

昇
餌
を
油
で
煎
っ
た
も
の
。
ふ
と
。
〔
倭
名

類
衆
抄
‘
飲
食
部
‘
飯
僻
類
‘
館
針
〕
蒋
紡
切
約
云
‘
飴

註
部
斗
二
昔
‘
亦
作
る
芦
生
布
止
‘
俗
云
伏
免
、
油
煎

餌
名
也
。

【
餡
鍮
】
2

読
も
ち
の
こ
と
。
筋
に
酵
母
を
入
れ
ふ
く

ら
ま
せ
て
之
を
炊
い
だ
絣
゜
〔
字
彙
〕
飴
鍮
‘
絣
也
。
〔
正

字
通
〕
館
鍮
‘
起
鰐
也
、
検
酵
使
"
鰐
軽
高
浮
起
五
炊
レ
之

為
レ
餌
‘
賣
公
彦
以
酷
食
為
1

一
起
膠
囲
膠
即
酵
也
、
渚

翁
説
‘
起
膠
餅
、
今
之
炊
餌
也
。
〔
齊
民
要
術
‘
絣
法
〕
館

鍮゚ 【館】』

〔
集
韻
〕
薄
口
切
編
g

ホ，ウ
プ

●
脹
館
は
、
あ
め
。
〔
集
韻
〕
低
、
低
館
、
錫
也
。

0
も

ち
。
〔
集
韻
〕
帳
、
一
日
‘
餅
也
。
●
通
じ
て
根
(
8
-

2
6
9
9
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
低
、
通
作
レ
根
゜

[
脹
館
]
1

砕
oO

乾
い
た
あ
め
。
又
‘
餅
の
類
。
寒
具
。
〔
玉

篇
〕
餌
‘
日
二
銀
館
↓
〔
集
韻
〕
帳
‘
銀
館
、
錫
也
。
〔
楚
辟
、
宋

玉
‘
招
魂
〕
桁
枚
蜜
餌
、
有
一
銀
饂
些
゜
〔
注
〕
低
健
‘
錫
也
‘

冨

】

g

チ
，
ヤ
ヴ

〔
集
韻
〕
中
良
切
出
尤

麗cha
n
g
'
 

閲國fejl 
困

小

日

□

日
l

●
ほ
し
い
ひ
。
か
れ
い
ひ
゜

蔽
〔
説
文
〕
翡
‘
鰍
也
、
炊
レ
食
非
臀
゜
〔
爾

贅
雅
‘
秤
言
〕
翡
‘
鰍
食
也
。

O
審
飯
を
食
ふ
。
又
‘

其
の
ふ
る
ま
ひ
゜
〔
説
文
〕
翡
‘
陳
楚
之
間
‘
相
謁

而
食
1

一
姿
飯
一
日
レ
翡
。

O
く
ら
ふ
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰

二
〕
巽
、
食
也
。 国

ヒ

屑
]
]
日
ヒ
□
ヒ

〔
集
韻
〕
府
尾
切

〔
集
韻
〕
匪
微
切
亡
＼

〔
集
韻
〕
方
未
切

【碗】
g

ウ
ッ
・
ヱ
ツ

餐
(
1
1
0
1
4
4
0
9
7
)
に
同
じ

〔
集
韻
〕
腕
‘
或
作
レ
餐
゜

也
。
口
〇
う
す
い
餅
で
肉
を
巻
い
て
、
切
っ
た

食
物
。
〔
六
書
故
〕
餃
‘
今
以
薄
餅
至
J

レ
肉
‘
切
而

薦
之
日
録
。
●
く
ら
ふ
。
く
ら
は
せ
る
。
咲

(
2
ー

3
8
2
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
咲
‘
説
文
、
唯
咲

也
‘
或
作
レ
談
。
画

0
も
ち
。
〔
正
字
通
〕
餃
‘
唐

賜
進
士
宥
紅
綾
凰
南
唐
有
玲
瀧
餞
皆
絣

也。

O
く
ら
ふ
。
く
ら
は
す
。
陥
(
2
-
3
8
2
5
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
陥
‘
説
文
‘
食
也
‘
或
作
レ
條
゜
〔
史

記
‘
趙
世
家
〕
故
以
レ
齊
餃
1

一
天
下
一

小

曰

0
か
ふ
。
＜
ら
は
せ
る
。
〔
王
篇
〕
餞

餞
豪
飼
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
矮
、
食
也
。

〔
磯
月
令
〕
矮
レ
獣
之
槃
。
〔
集
説
〕
矮
、
陥
レ
之
也
。

〔
楚
辞
‘
宋
玉
、
九
辮
〕
繋
不
二
課
進
而
求
品
諏
分
‘
鳳

亦
不
―
―
貪
レ
矮
而
妄
食
U

●
め
し
。
＜
ひ
も
の
。
〔
廣

韻
〕
蹂
、
蹂
飯
也
。

O
牛
に
食
は
せ
る
。
萎
(
9
|
3
1
 

2
6
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
萎
‘
説
文
、
食
レ
牛
也
‘
或

八
レ
食
。
口
〇
う
ゑ
る
。
う
ゑ
゜
〔
大
徐
本
説
文
〕

餞
‘
飢
也
‘
凡
レ
食
委
瞥
°
〔
一
切
経
昔
義
‘
二

十
〕
蹂
‘
飢
也
。
〔
漢
書
、
魏
相
博
〕
猜
―
―
倉
凜
↓
振
ii

乏
蹂
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
矮
‘
餓
也
。

O
魚
が
く
さ

る
。
俗
に
鯰
(
1
2
-
4
6
1
6
3
)
に
作
る
。
〔
大
徐
本
説

文
〕
矮
‘
一
日
‘
魚
敗
日
レ
蹂
゜
〔
論
語
、
郷
鴬
〕
魚

桜
而
肉
敗
。
〔
繹
文
〕
餘
、
本
又
作
レ
鰈
゜
〔
校
勘
記
〕

祠
】
[

按
、
説
文
作
レ
矮
‘
炊
レ
食
妥
臀
‘
餃
・
矮
古
今
字
‘

〇
む
せ
ぶ
。
食
物
が
の
ど
に
つ
か
へ
る
。
喧
(
2
I

鯰
俗
字
。
●
或
は
餘
(
1
2
-
4
4
1
6
3
)
に
作
る
。
〔
集

4
3
0
7
)
・
 
饉
(
1
2
-
4
4
3
9
6
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
絢
‘

韻
〕
矮
‘
或
作
レ
桜
゜

食
不
レ
下
。
〔
集
韻
〕
喧
‘
説
文
‘
飯
窒
也
、
或
作
レ

薗
説
文
各
書
‘
豪
文
‘
餞
に
作
り
‘
飢
也
、
炊
レ
食
委

絢
゜
〔
漢
書
、
買
山
博
〕
祝
絢
在
レ
i

削
。
〔
注
〕
師
古

日
‘
絢
、
古
饒
字
‘
謂
―
―
食
不
斥
下
也
。
●
む
す
ば
れ
聾
‘
一
曰
‘
魚
敗
日
レ
蹂
と
解
す
る
が
、
段
玉
裁
は
之
を

る
。
絢
結
(

1

)

を

見

よ

。

誤

と

し

‘

豪

文

を

傾

に

改

め

‘

飢

也

、

八

レ

食

妥

瞥

‘

一

【
鈎
結
】
1

巧
氣
の
む
す
ぶ
こ
と
。
〔
楚
辞
‘
王
逸
‘
九
日
‘
魚
敗
日
レ
餘
と
訂
正
す
。
〔
説
文
‘
餘
、
段
注
〕
各
本
、

思
‘
逢
尤
〕
仰
長
歎
分
氣
絢
結
‘
僅
浬
絶
分
晒
復
蘇
°
豪
作
レ
蹂
、
解
作
1

一
委
瞥
盃
介
也
、
今
正
。

〔

注

〕

絢

、

結

也

。

【

蹂

飢

】

1

w
e
i
'
c
h
i
'

う
ゑ
る
。

【
矮
虎
】
r
サ
ィ
虎
に
く
ら
は
せ
る
。
〔
漢
書
、
陳
餘
博
〕

以
レ
肉
矮
レ
虎
。

【
蹂
死
】
2

グ
ィ
う
ゑ
じ
に
す
る
。
〔
漢
書
、
谷
永
博
〕
流

散
匹
食
‘
岳
死
於
遠
以
百
萬
薮
。

冨
】
〗
ぺ
臼
＇
ウ
〔
集
韻
〕
諸
盈
切
菌

【
睦
食
】
3

バ
か
ひ
や
し
な
ふ
。
〔
六
餡
‘
武
餡
、
三
疑
〕

魚
を
煮
、
肉
を
煎
り
な
ど
し
た
料
理
。
証
(
9
|

民
如
牛
馬
蔽
藷
資
之
↓
従
而
愛
レ
之
。

2
9
3
5
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
肝
‘
煮
レ
魚
煎
レ
肉
曰
レ

【
矮
人
】
4

グ
パ
う
ゑ
た
人
。
〔
荀
子
、
臣
道
〕
若
レ
駁
撲

愚
若
レ
養
1

一
赤
子
玉
炉
食
"
矮
人
↓

証
‘
或
作
レ
錆
゜

【
矮
足
]
5

w
e
i
4
 
tsu'

充
分
食
物
を
輿
へ
る
。

【
蹂
毒
】
6
"
ク
食
は
せ
て
毒
殺
す
る
。
〔
淮
南
子
、
時
則

訓
〕
軍

t
買
宋
羅
巴
‘
蹂
毒
之
葵
‘
母
レ
出
1

一
九
門
↓
乃
禁
,
,

野
虞
面
母
レ
伐
"
桑
柘
↓

【
矮
馬
｝
勺
〇
う
ゑ
た
馬
。
〔
白
居
易
、
初
到
1

一江州―

冠
】
[
ダ
イ
ナ
イ

口 口ヰ

集
韻
〕
於
偽
切xヽヽ

〔
集
韻
〕
弩
罪
切

圃t閣

工工

チッ

〔
集
韻
〕
一
結
切

圏

【錬】
g

東
郡
の
館
の
名
。
古
‘
栓
(
4
|
1
0
5
0
2
)
に
作
る
。

〔
廣
韻
〕
錬
、
地
理
志
云
、
東
郡
館
名
、
怜
、
古
文
‘

見
這
紐
↓
〔
集
韻
〕
練
‘
東
郡
館
名
。

ト
ヴ
ソ

〔
集
韻
〕
都
籠
切

園

方
言
曰
‘
錫
謂
1

一
之
銀
館
ぶ
注
云
‘
即
乾
飴
也
、
一
曰
‘
絣

也
、
一
曰
‘
餌
也
。
〔
通
雅
‘
飲
食
〕
脹
館
‘
寒
具
‘
柵
子
也
。

【
脹
砒
】
2

吠
岱
鉗
の
類
。
〔
方
言
、
十
三
〕
餌
謂
―
―
之
託
i

或
謂
1
1

之
低
砒
↓

13011 



舒
い

【館】如

□
ク
，
ワ
ン

□
ク
，
ワ
ン

食

部

〔
八
畿
〕

）
詩
〕
菰
蒋
蹂
馬
行
無
レ
カ
、
鷹
荻
編
房
臥
有
レ
風
。

O

2
 
2
 

w
e
i
'
m
a
'
馬
を
飼
養
す
る
。

37

【
蹂
養
】
8

w
e
i
'
y
a
n
g
'

飼
養
す
る
。

42

【
矮
獣
之
葉
]
,
＂
げ
獣
に
食
は
せ
る
毒
槃
゜
〔
證
‘
月

令
〕
（
季
春
之
月
）
田
撒
置
翠
羅
岡
畢
翡
‘
矮
レ
獣
之
槃
‘

4
 
（
 
―

囲

出

<
I

九
門
↓
〔
庄
〕
凡
諸
筈
及
毒
薬
‘
禁
―
―
―
其
出
五
門
一

的

明

t

一
其
常
有
レ
時
、
不
＞
得
レ
用
耳
。

~
[
絵
小
核
子
】
9

w
e
i
'
h
s
i
a
o
3
 
hai2 
t
z
u

小
兒
を
養

6
 
3

ふ。

2
 
4
 
4
 
（
 

〔
集
韻
〕
古
玩
切
芦
g

〔
集
韻
〕
古
緩
切
旬
H

«x~kuan3 

日
□
●
た
ち
。
た
て
。
や
か
た
。
④
恨

寓
の
屋
含
。
は
た
ご
や
。
や
ど
や
。
〔
説

文
〕
館
‘
客
含
也
、
八
レ
食
官
臀
‘
周
證
‘
五
十
里

ロ
｀
琴
[

〔
玉
篇
〕
館
‘
客
含
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
細
衣
〕
適
1

一
子
之

館
云
ク
。
〔
博
〕
館
‘
含
゜
〔
孟
子
‘
告
子
下
〕
可
―
―
以

椴
＞
館
。
◎
役
所
・
學
校
な
ど
人
が
定
時
に
集
ま

る
の
み
で
常
住
せ
ぬ
屋
含
゜
〔
後
漢
書
、
宦
者
傭

序
〕
府
署
第
館
、
碁
列
於
都
郡
↓
〇
や
ど
す
。

〔
韻
會
〕
館
‘
又
以
レ
館
館
レ
客
也
。
〔
孟
子
‘
萬
章
下
〕

舜
尚
見
ヒ
帝
‘
帝
館
二
甥
千
爪
室
↓
〔
注
〕
尭
含
ー
一
之

於
戒
室
二
0
や
ど
る
。
や
か
た
に
と
ま
る
。
〔
左

氏
、
隠
‘
十
一
〕
館
手
寓
氏
↓
R
づ
し
。
は
こ
。

神
の
や
ど
り
止
ま
る
所
。
〔
周
證
‘
春
官
‘
司
巫
〕

祭
祀
則
共
II

厘
主
及
道
布
及
i

租
館
↓
〔
注
〕
館
‘
紳

蹂

館

所
館
止
一
也
、
館
所
以
承
已
租
‘
謂
レ
若
る
筐
―

也
。

O
通
じ
て
管
(
8
|
2
6
1
6
2
)
に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
館
‘
韻
會
‘
通
作
レ
管
。
〔
儀
櫓
‘
聘
碍
〕
管
人

布
信
子
寝
門
外
↓
〔
注
〕
管
‘
猶
レ
館
也
。

O
ま

た
観
(
1
0
ー

3
4
9
9
3
)
に
作
る
。
〔
證
‘
雑
記
上
、
公

館
復
‘
秤
文
〕
館
‘
本
亦
作
レ
観
。
〇
或
は
舘
(
9
|

3
0
3
2
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
館
‘
或
炊
レ
含
。
陸
た

て。

【
館
娃
｝
”
/
宮
殿
の
名
。
館
娃
宮
に
同
じ
。
又
‘
其
の

宮
に
住
む
美
女
。
〔
李
嘉
帖
‘
傷
至
缶
'
-
詩
〕
憶
昔
呉
王

在
え
呂
凹
館
娃
涌
眼
看
1

一
花
接
一
〔
元
横
、
聞
―
―
幕
中
諸
公

徴
柴
會
飲
詩
〕
彼
美
猶
硲
女
‘
其
誰
占
―
―
館
娃
一

〖
館
娃
宮
〗2
り
切
ア
イ
宮
殿
の
名
。
呉
王
夫
差
、
宮
殿

を
硯
石
山
に
作
り
、
西
施
を
館
す
。
呉
人
、
美
女
を
娃

と
い
ふ
こ
と
か
ら
館
娃
と
い
ふ
。
其
の
遺
址
は
江
蘇

省
呉
縣
の
西
南
の
震
巖
山
の
上
。
震
巖
寺
は
其
の
故

址
。
宋
の
苑
成
大
に
館
娃
宮
賦
あ
り
。
唐
の
李
白
、
明

の
高
啓
に
詩
あ
り
。
〔
方
言
、
二
〕
故
呉
有
―
―
館
娃
之

宮
・
楼
蛾
之
憂
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
幸
―
―
於
館
娃
之
宮
一

張
女
翠
而
娯
露
臣
↓
〔
注
〕
劉
日
羹
俗
謂
好
女
―

為
レ
娃
‘
揚
雄
方
言
日
‘
呉
有
,
,
館
娃
宮
↓
〔
白
居
易
‘
震

巖
寺
詩
〕
館
娃
宮
畔
千
年
寺
‘
木
闊
雲
多
客
到
稀
。
〔
明

一
統
志
〕
館
娃
宮
‘
在
1

一i蘇
州
府
震
巖
山
上
盃
前
臨
姑
蘇

畳
函
人
謂
美
女
露
社
、
蓋
以
西
施
得
レ
名
。

【
館
宇
]
3

裕
／
や
か
た
。
〔
後
漢
書
‘
郭
鎮
博
〕
毎
レ
入
ニ

宮
含
↓
蝋
更
繕
1

修
館
宇
↓
〔
孟
郊
‘
寄
↓
―
挟
府
郡
給
事
1

詩
〕
快
城
臨
l
1

大
道
「
館
宇
屹
幾
鮮
゜

【
館
騨
】
4

[

5

ノ
し
ゅ
く
ば
。
宿
騨
゜
騨
含
。
〔
柳
宗
元
‘

館
騨
使
壁
記
〕
故
館
騨
之
制
‘
於
1

一
千
里
之
内
一
尤
重
°

〖
館
騨
使
〗s
[竺
臨
時
に
騨
姑
の
事
務
を
掌
る
小

吏
。
〔
唐
書
、
辞
存
誠
博
〕
元
和
初
討
―
―
劉
闘
ご
郵
博
事

繁
‘
詔
以
,
,
中
人
―
良
館
騨
使
↓
〔
捨
謂
録
‘
査
倉
庫
各

御
史
古
梢
‘
館
騨
使
〕
玉
海
‘
唐
監
察
御
史
、
開
元
中
、

兼
巡
,
,
博
騨
五
笠
館
騨
使
一

【
館
客
】
6

””

/
0客
を
館
に
就
か
せ
る
。
〔
詩
、
大
雅
‘

公
劉
、
子
レ
時
言
言
子
レ
時
語
語
、
箋
〕
京
地
乃
衆
民
所
レ

｛
長
居
之
野
也
、
於
レ
是
慮
―
―
其
所
枷
国
レ
虞
者
「
薩
―
―
含
其

賓
旅
ニ
―
ぎ
其
所
▽
告
9
言
、
語
-
1

其
所
孟
晶
レ
語
、
謂
え
女
レ
民

館
レ
客
施
二
教
令
一
也
。
〔
左
氏
、
哀
、
十
五
〕
陳
成
子
館
レ

客
。
〔
注
〕
使
1

一
景
伯
子
籟
就
p

館
。
●
食
客
。
〔
魏
書
、
雀

亮
博
〕
沖
甚
奇
レ
之
‘
迎
為
二
館
客
↓
〔
北
齊
書
、
李
稚
廉

博
〕
遂
命
為
"
井
州
長
史
涵
更
竺
世
宗
第
内
盆
宍
二
隈
西

辛
術
等
六
人
証
紫
竺
館
客
涵
2

以
―
―
上
賓
之
證
↓
〔
剪
燈

餘
話
、
武
平
霊
怪
録
〕
嘗
往
二
来
武
平
項
子
堅
家
ぶ
竺
館

客
↓
参
星
占
家
を
い
ふ
。
〔
梢
謂
録
‘
星
‘
館
客
〕
北
史
‘

藝
術
博
、
魏
寧
‘
以
レ
善
レ
推
1

一
誅
命
盃
徴
為
―
―
館
客
↓

【
館
閣
】
7

””

/
0ゃ
か
た
。
〔
宋
書
、
五
行
志
四
〕
ち
ぎ
悪

帝
初
五
竺
楊
駿
五
生
太
后
互
八
交
―
―
館
閣
↓
〇
宋
代
の
翰

林
の
別
梢
。
館
は
昭
文
館
・
史
館
・
集
賢
院
の
三
館
‘
閣
は

訛
閣
・
龍
圏
・
天
章
の
諸
閣
を
い
ふ
。
皆
経
籍
圏
書
等
を

蔵
し
‘
其
の
職
に
は
‘
皆
文
學
侍
従
の
臣
を
用
ひ
た
。

〔
大
學
術
義
補
‘
備
―
―
規
制
一
圏
籍
之
儲
〕
神
宗
元
豊
三

年
‘
改
一
令
官
制
百
ぞ
崇
文
院
〖
竺
紹
書
省
面
翌
葛
分
品
町

集
賢
院
・
史
館
・
昭
文
館
・
秘
閣
経
籍
圃
書
一
以
1
1

秘
書

郎
玉
上
レ
之
‘
云
云
‘
丘
溶
曰
‘
宋
有
―
―
館
閣
之
職
「
以
司
ニ

経
籍
圃
書
□
秘
書
郎
職
‘
掌
―
―
牧
貯
葺
埋
五
校
書
郎
正
字

職
、
在
編
輯
校
邑

〖
館
閣
氣
〗8
/
ワ
し
カ
ク
文
が
荘
重
典
雅
で
あ
る
こ
と
。

〔
蹄
田
録
〕
王
安
國
語
レ
予
日
、
文
章
須
―
―
是
官
様
ぶ
豆
亦

謂
レ
有
二
館
閣
氣
―
耶
゜
〔
宵
箱
雑
記
‘
文
章
有
二
館
閣
氣
―
〕

夏
英
公
背
以
文
章
1

謁
盛
文
應
文
粛
日
、
子
文
章

有
―
―
館
閣
墨
異
日
必
顕
、
後
如
箕
言
↓

〖
館
閣
怜
〗
，
％
／
カ
ク
翰
林
の
學
士
が
勅
命
に
應
じ
て

作
っ
た
文
章
の
證
裁
。
荘
重
典
雅
を
以
て
主
と
す
。
書

法
に
も
又
此
の
名
が
あ
る
。

[
館
監
】
10

”
'
竺
役
所
の
長
官
。
〔
唐
書
、
選
攀
志
上
〕
毎
歳

仲
冬
‘
州
縣
館
監
學
―
―
其
成
者
云
竺
之
尚
書
省
↓

[
館
御
】
11

昇
/
と
ど
め
て
す
ま
は
せ
る
。
〔
後
漢
書
、
班

固
偉
下
〕
建
章
・
甘
泉
館
―
―
御
列
仙
ぶ
翌
輿
震
登
・
明
堂

統
和
天
人
↓

【
館
金
】
12

k
u
a
n
3
 
c
h
i
n
―
家
庭
教
師
の
俸
給
。

【
館
穀
】
1
3
9
7
7
/
0
軍
兵
が
敵
の
館
含
に
入
っ
て
‘
其
の

糧
穀
を
食
ふ
こ
と
。
又
‘
館
含
の
穀
物
。
〔
左
氏
、
博
、
ニ

十
八
〕
晉
師
三
日
館
穀
、
及
―
―
癸
酉
―
而
還
。
〔
注
〕
館
、
含

也
、
食
―
―
楚
軍
穀
ニ
ニ

H
゜
〔
魏
書
‘
景
穆
十
二
王
下
、
中
山

王
英
博
〕
三
軍
館
穀
‘
降
民
安
堵
゜
〔
南
史
‘
宋
高
祗
武
帝

紀
〕
乃
設
長
園
以
守
レ
之
、
館
―
―
穀
子
青
土

O
賓
客
に

宿
所
と
食
物
と
を
供
す
る
こ
と
。
〔
李
頑
‘
春
送
訟
比
叔

遊
襄
陽
詞
〕
同
人
應
1

一
館
穀
面
別
史
在
―
―
郊
迎

m木史
、

張
去
華
博
〕
得
―
―
父
同
門
生
何
氏
二
子
一
教
1

一
其
學
問
一

受
レ
代
揚
―
―
之
京
師
面
慰
薦
館
穀
‘
並
登
―
―
仕
籍
↓
〔
宋
史
、

高
麗
國
博
〕
幽
ぎ
其
館
穀
之
資
↓

【
館
子
】
14

k
u
a
n
3
 
t
z
u
 

0
劇
場
。

O
食
堂
。
小
料
理
店
。

〖
館
子
戯
〗15
k
u
a
n
3
 
t
z
u
 
h
s
 
i• 

劇
場
で
演
ず
る
芝

【
館
師
】
16

k
u
a
n
3
 
shih'

寺
子
屋
の
教
師
。

L

居。

〖
館
師
為
ニ
―
帝
王-]
1
7
[

位
ル
や
＋
ル
館
師
よ
り
帝
王
と

な
っ
た
も
の
を
い
ふ
。
〔
核
餘
叢
考
‘
館
師
為
そ
帝
王
―
〕

又
有
下
以
―
―
館
師
1

封
レ
王
者
i

北
齋
後
主
緯
有
―
―
侍
書
張

景
仁
こ
ぎ
建
安
王
ご
叩
馬
敬
徳
先
為
↓
一
後
主
師
↓
已
卒
‘

趙
郡
王
彦
深
日
、
何
容
1

注
Z

書
封
レ
王
‘
而
侍
講
翻
無
―
―
封

貝
乃
亦
追
1

一
封
敬
徳
ぶ
竺
廣
漢
郡
王
ギ
不
趙
普
少
時
亦

為
館
師
了
八
梢
為
―
―
趙
學
究
「
後
封
―
―
韓
王
二
伺
T

以

館

師
而
為
福
者
ぃ
南
史
陳
覇
先
、
少
時
嘗
海
義
興
館
一

於
許
氏
後
↓
遂
為
福
、
五
代
史
朱
温
之
父
誠
、
以
五

鯉
教
授
郷
里
こ
翌
朱
五
鰐
卒
‘
温
既
貸
帝
‘
乃
追

尊
総
烈
岨
↓

【
館
含
】
18

衿
/
や
か
た
。
旅
含
。

H
知
録
巻
十
二
に

見
ゆ
。
〔
周
幡
‘
夏
官
‘
懐
方
氏
〕
も
堕
其
委
積
館
含
飲
食
↓

〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
上
〕
娯
浦
往
来
‘
宮
宿
館
含
。
〔
後
漢

書
‘
仲
長
統
博
〕
井
田
之
嬰
‘
豪
人
貨
殖
‘
館
含
布
―
―
於
州

郡
ぶ
m
畝
連
於
方
國
↓

〖
捐
―
―
館
含
―
〗

1
9
”
Eし
S

ヤ
住
ん
だ
や
か
た
を
す
て
る
。

貴
人
の
死
を
い
ふ
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
今
奉
陽
君
捐
―
―
館

含
｛
大
王
乃
今
然
後
得
T

呉
1

一
七
民
珀
3

親
ぃ
臣
故
敢
献
―
―

其
愚
炊
愚
忠
↓
〔
史
記
、
サ
氾
唯
博
〕
君
卒
然
捐
<
I

館
含
i

是

事
之
不
レ
可
レ
知
者
二
也
。

【
館
主
】
20

翌
誂
書
監
の
異
名
。
〔
海
録
砕
事
、
臣
職

秘
監
〕
貞
観
初
‘
堵
亮
検
1

一
校
修
文
館
務
學
士
五
緊
竺
館

圭
館
中
有
1

一
四
部
豊

【
館
所
】
21

k
u
a
n
'
s
u
 03

公
會
堂
。

【
館
職
】
22

ダ
籾
宋
代
、
朝
廷
の
館
閣
の
職
を
い
ふ
。
〔
宋

史
職
官
志
二
〕
直
閣
直
院
‘
則
謂
乏
館
職
↓
〔
春
明
退
朝

録
〕
唐
制
宰
相
四
人
‘
首
為
ー
ー
大
清
宮
使
ぶ
苔
一
皆
加
匹
館

職
↓
〔
容
齋
随
筆
十
六
‘
館
職
名
存
〕
國
朝
館
閣
之
選
、
皆

天
下
英
俊
‘
然
必
試
而
後
命
、
こ
ぎ
此
職
硲
芸
玲
<
I

名
流
i

其
高
者
日
―
―
集
賢
殿
修
撰
・
史
官
修
撰
・
旗
龍
圏
閣
・
有

昭
文
館
・
史
館
集
賢
院
誂
閣
エ
次
曰
集
賢
銘
閣
校
理
一

官
卑
者
日
1

一
館
閣
校
勘
史
館
検
討
盃
均
謂
1

一
之
館
職
↓

四
一
六

13012 



(44237・ ・23)一 (44251)

食

部

〔
八
蓋
〕

館

館

齢

餞

餞

錐

養

採

餐

餐

鯨

絡

餐

餞

餐

低

四
一
七

〖
館
職
策
問
〗2
3
”
”3
5ョ
ク
ノ
直
學
士
か
ら
廷
試
に
用
る
田
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
館
田
、
注
解
〕
牧
レ
租
充
―
―
騨

ひ
る
た
め
に
帝
に
進
め
る
論
策
の
問
題
。
〔
十
八
史
略
‘
館
経
費
1

之
田
也
。

宋

‘

紳

宗

〕

昨

學

士

院

進

二

館

職

策

問

↓

【

館

東

】
32

昴
ン
●
や
か
た
の
東
。
〔
南
齊
書
、
高
逸
、
徐

〖
館
職
裏
行
〗24
”
け
ぢ
；
朝
士
が
班
列
中
で
秘
閣
諸
伯
珍
博
〕
門
前
生
―
―
梓
樹
二
年
便
合
抱
‘
館
東
石
壁
夜

公
の
上
役
と
交
語
す
る
も
の
を
戯
れ
て
い
ふ
。
裏
行
は
忽
有
1

一
赤
光
涵
四
照
、
俄
爾
而
滅
、
白
雀
一
雙
栖
―
―
其
戸

官
名
。
〔
墨
荘
漫
録
〕
班
行
李
質
、
人
材
魁
岸
‘
慕
落
甚
漏
云
論
者
以
為
―
―
隠
徳
之
咸
竺
焉
。
●
學
館
の
主
人
。
〔
剪

偉
、
徽
廟
朝
欲
品
含
一
人
相
梢
章
為
b

射
、
党
無
レ
可
レ
燈
餘
話
、
田
沫
遇
群
磁
聯
句
記
〕
沫
遂
給
1

一
館
東
一
日
、

颯
嘗
時
同
列
目
為
1
1

察
隻
吏
京
師
偶
語
謂
,
,鉦
炉
射
老
母
相
念
之
深
、
必
令
砿
〖
レ
家
宿
駄
二
不
ニ
敢
留
ヮ
此
゜

者
云
竺
察
隻
建
炎
三
年
‘
擢
櫂
殿
襖
有
二
士
人
盃
t

【
館
頭
】
33

砂
ン
川
の
名
。
浙
江
省
築
清
縣
北
よ
り
、
南

於
1

一
班
列
中
面
刃
輿
―
―
祁
閣
諸
公
ー
交
レ
語
、
好
事
者
戯
目
レ
甑
江
に
入
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
温
州
府
‘
築
消

之

為

↓

品

館

職

裏

行

↓

縣

〕

館

頭

江

‘

縣

西

南

六

十

里

‘

興

二

甑

江

ー

接

、

経

-
1

盤
石

【
館
人
】
25

焚
，
ゃ
か
た
を
守
り
賓
客
の
世
話
を
す
る
衛
云
ぎ
縣
東
五
里
白
沙
嶺
る
〈
南
入
二
於
海
↓

人
。
管
人
。
〔
謄
‘
檀
弓
上
〕
孔
子
之
レ
衛
、
遇
―
―
藷
館
人
【
館
伴
】
”
玲
ン
客
を
接
伴
す
る
こ
と
。
又
、
そ
の
者
。
御

之
喪
↓
〔
左
氏
、
昭
、
元
〕
散
邑
‘
館
人
之
屡
也
。
〔
注
〕
館
馳
走
役
。
〔
却
掃
編
〕
政
和
中
、
杜
相
充
以
―
―
列
卿
1

使レ

人
、
守
レ
含
人
也
。
〔
孟
子
、
壺
心
下
〕
孟
子
之
レ
膝
、
館
―
―
遼
、
虜
館
伴
者
。
〔
蹄
田
録
〕
國
朝
之
制
、
自
五
主
士
已

於
上
宮
土
有
涵
業
1

一
履
於
譴
上
盃
館
人
求
レ
之
弗
レ
得
。
〔
集
上
、
賜
二
金
帯
―
者
、
例
不
―
―
侃
魚
玉
若
奉
―
―
使
契
丹
五
及
館
,
,

注

〕

館

‘

含

也

。

伴

北

使

血

型

n
、
事
已
復
去
レ
之
。

【
館
甥
】
26

衿
ン
女
の
壻
を
や
ど
ら
せ
る
。
縛
じ
て
、
女
【
館
夫
】
3
5
k
g
n3 
fu2
宿
騨
に
常
詰
の
人
夫
。
宿
人
足
。

の
壻
を
い
ふ
。
〔
孟
子
‘
萬
章
下
〕
舜
尚
見
レ
—
帝
‘
帝
館
,
,

【
館
努
】
36

”
け
ン
邸
で
ね
ぎ
ら
ふ
こ
と
。
〔
宋
史
、
李
維

甥
於
戴
室
「
亦
饗
レ
舜
、
迭
為
―
―
賓
主
↓
〔
集
注
〕
館
、
含
博
〕
會
塞
下
博
↓
1

契
丹
将
＆
炉
盟
‘
復
遣
レ
維
往
使
‘
其
主

也
。
〔
稗
海
序
〕
鉦
石
漢
先
生
‘
蔽
書
至
―
―
敦
千
函
五
予
為
,
,

隆
緒
重
-
1

維
名
盃
館
芳
加
レ
證
。

先
生
長
公
館
甥
盆
瓜
得
―
―
縦
覧
↓
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
【
候
レ
館
】
3
8
5
り
ン
ヲ
館
含
を
借
り
て
住
居
す
る
。
〔
孟

上
、
外
戚
〕
贅
婿
曰
―
―
館
甥
↓
子
、
告
子
下
〕
交
得
レ
見
二
於
郁
君
面
ユ
一
以
椴
▽
館
‘
願
腫

【
館
陶
】
27

読ン

0
縣
名
。
漢
、
置
く
。
山
東
省
臨
清
縣
の
而
受
,
,
業
於
門
↓

西
南
。
衝
河
の
東
岸
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
魏
郡
、
縣
＋
【
館
仙
洞
】
39

昴
ン
セ
ン
洞
の
名
。
浙
江
省
桐
蘊
縣
の
西

八
、
館
隕
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
、
東
昌
府
、
縣
九
、
北
。
〔
清
一
統
志
〕
赤
洲
嶺
‘
榮
逍
曲
折
‘
凡
三
里
餘
‘
有
二

館
陶
。
●
鎮
の
名
。
④
山
東
省
丘
縣
の
西
南
。
〔
金
史
、
地
赤
洲
洞
百
竺
洞
門
梯
級
1

而
下
‘
三
丈
餘
、
有
,
,
石
辟
去
自
レ

理
志
下
〕
館
陶
‘
鎮
一
、
館
隋
。
＠
山
東
省
館
陶
縣
の
西
壁
八
十
餘
歩
、
洞
屋
高
敵
‘
榮
紆
曲
折
而
入
、
莫
レ
知
レ
所
レ

南
の
館
陶
故
城
。
〔
太
平
賽
宇
記
‘
館
陶
〕
漢
明
帝
封
1

一
其
窮
、
唐
貞
元
中
、
侍
御
史
李
士
琴
遊
レ
之
、
改
名
1

一
館
仙
洞
↓

妹
為
,
,
館
掏
公
主
玉
縣
因
有
,
,
鮒
馬
渡
及
黄
花
畳
公
7

故
【
館
柳
瀾
】

40"”
ワ
ン
越
後
の
人
。
名
は
機
。
字
は
櫃
卿
。

城
亦
謂
1

一

之

南

館

陶

鎮

↓

通

稲

は

雄

二

郎

。

琥

は

柳

濁

・

賞

雨

老

人

。

弘

化

元

年

【
館
宅
】
28

砂
や
し
き
。
〔
王
簗
、
従
軍
詩
〕
館
宅
充
1

―
四
月
十
三
日
歿
す
。
年
八
十
三
。
詩
に
巧
。
著
に
詠
茶

鄭
里
工
土
久
涌
,
,
荘
旭
→
詩
録
•
香
奮
集
校
刊
•
金
詩
選
校
刊
・
三
餘
堂
詩
集
・
重

[
館
第
】29
”
屯
や
し
き
。
〔
後
漢
書
、
何
敵
博
〕
猥
復
為
1一
経
詳
説
•
四
震
唱
和
詩
校
刊
・
清
四
大
家
詩
紗
・
授
時
圏

衛
尉
篤
・
奉
車
都
尉
景
云
繕1一
修
館
第
→
〔
唐
書
、
韓
滉
偉
〕
略
解
・
雙
昼
集
・
曾
茶
山
集
校
刊
・
中
唐
十
家
絶
句
•
中

置

館

第

散

十

於

石

頭

城

↓

唐

二

十

家

絶

句

・

晩

唐

詩

腋

・

晩

唐

詩

抄

・

晩

唐

詩

選

・

【
館
逗
】
30

”
悦
や
か
た
に
置
く
人
夫
車
馬
。
邁
は
傭
騨
晩
唐
十
家
絶
句
・
晩
唐
十
二
家
絶
句
・
晩
唐
二
十
家
絶

の
登
送
に
使
用
す
る
車
馬
人
足
。
〔
唐
書
、
柳
公
綽
博
〕
句
・
侃
文
齋
味
物
詩
選
・
績
侃
文
齋
味
物
詩
選
・
奨
川
集

比
館
逗
置
乏
‘
騨
置
多
闘
。
校
刊
・
柳
溝
漁
唱
•
林
園
月
令
・
王
荊
公
絶
句
校
刊
が
あ

【
館
田
】
31

”
ヴ
ン
租
税
を
収
め
て
騨
館
の
経
費
に
充
て
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
．
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃
目

【
養
】
〗

●
ち
か
い
。
〔
五
昔
集
韻
〕
養
、
近
也
。
●
た
ち
ま

ち
。
〔
五
昔
集
韻
〕
養
、
忽
也
。

0
ま
ぢ
か
に
み

る
。
〔
五
―
音
集
韻
〕
養
‘
胞
尺
見
也
。

ヂ
，
ャ
ヴ

ニ
，
ヤ
ウ

〔
字
彙
補
〕
乃
網
切
晒
q

雀】叫

あ
め
。
〔
字
彙
補
〕
錐
、
飴
也

見
―
―
酉
陽
雑
俎
一
昔
未
詳
。

昔
未
詳

日
あ
く
。
屹
(
1
2
|
 4
4
0
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
飽

飽
也
、
或
八
レ
紋
。
口
あ
く
。
〔
集
韻
〕
線
、
飽
也
。

日
キ
ッ
コ
チ

ロ
[

祠】叫

〔
集
韻
〕
許
既
切

〔
集
韻
〕
許
詑
切

困腸

貧】
g

●
む
せ
ぶ
。
〔
玉
篇
〕
餃
‘
唖
也
。
〔
新
方
言
‘
繹
言
〕

今
人
謂
,
,
飽
食
陥
る
食
日
レ
餃
。
●
む
せ
ぶ
こ
ゑ
゜

〔
集
韻
〕
餓
‘
唖
瞥
。

[
鍍
餃
】
1

"

”
喧
ぶ
臀
。
〔
元
積
‘
寄
―
―
呉
士
矩
端
公
ー
五

＋
韻
詩
〕
酔
眼
漸
紛
紛
、
酒
臀
頻
餃
鍍
。

オ
ク

〔
集
韻
〕
乙
得
切

圏

徊】
g

ョ

妖
(
1
2
-
4
4
0
5
0
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

紛
、
同
レ
妖
。

【
館
]
〗
ク
ヴ
ン

館（
1
2
1
 44
2
3
7
)

に
同
じ

録
‘
漢
學
家
之
部
〕
。

【
開
レ
館
養
レ
徒
】
“
”
”
ぢ
芍
*
’
學
館
を
開
い
て
生
徒

を
養
成
す
る
。
〔
後
漢
書
、
来
歓
博
〕
少
好
レ
學
下
＞
士
、

開
レ
館
養
レ
徒
。

冦】』
テ
イ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
低
‘
昔
低
。

【餐】
g

ヨ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
養
、
昔
妖
。

【
餞
】
〗

に
ほ
ひ
゜
〔
字
彙
補
〕
餞
‘
臭
氣
。

カ
イ

〔
字
彙
補
〕
呼
泰
切

圏

お
こ
た
る
。
〔
川
篇
〕
餐
、
瀬
也
。

【
餐
】
〗
セ
ン

〔
川
篇
〕
昔
泉

冨】如

糖
(
8
-
2
7
0
6
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

ビ

鋒
‘
興
レ
糟
同
。

【
餘
】
[

餘
餞
は
、
食
を
む
さ
ぽ
る
。
〔
字
彙
補
〕
餘
‘
餘
鐙
、

貪
レ
食
也
。

フ，ウ
フ

〔
字
彙
補
〕
餅
弓
切

園

宿】呻

飽
(
1
1
0
-
4
4
1
(
>
9
)

の
古
字
。
〔
玉

篇
〕
養
‘
古
文
飽
。

ハ，ウ

冨】
i

’

餐

(
1
2
-
4
4
1
7
2
)
の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
蕃
、
餐
蕊
字
。

シ
ウ

●
筋
(
U
l
-
4
4
2
1
2
)
に
同
じ
。

【採】
i

〔
字
彙
補
〕
採
、
昔
義
興
レ
筋
同
。

●
飾
(
U
l
-
4
4
1
1
1
)
の
俗
字
。
〔
龍
藉
手
鑑
〕
餘
‘
飾
俗

字。

シ
，
ヨ
ク

13013 
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〔
集
韻
〕
王
問
切
暉
〖
一

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
」
因

r
x
 _f 
huen' 

小
□
●
食
物
を
お
く
る
。
野
に
出
て
働

愈
薮
く
者
や
‘
或
は
遠
方
に
居
る
者
に
食

物
を
運
ぴ
お
く
る
。
〔
説
文
〕
輝
‘
野
餓
日
レ
餌
、

八
レ
食
軍
贅
。
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
師
‘
餓
也
。
〔
六
書

故
〕
輝
、
遠
氣
也
。
〔
左
氏
、
成
‘
五
〕
晉
荀
首
如
レ
齊

逆
レ
女
‘
故
宣
伯
輝
ー
諸
穀
↓
〔
注
〕
野
餓
日
レ
輝
‘
運
レ

糧
餓
レ
之
‘
敬
二
大
國
一
也
。

0
も
と
運

(11|
 
3
8
 

冨
】
]
コ
ン
コ
ン

国令 日
ゥ
ン

9
9
8
)

に
作
る
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
黍
苗
‘
我
任
我
殻
我
車

我
牛
箋
‘
庶
謝
韓
輝
之
役
、
繹
文
〕
輝
‘
本
又
作
レ

運
。
口
餌
飩
は
‘
も
ち
。
態
1
2
-
4
4
2
0
2
)
・脹
(
9ー

2
9
6
3
4
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
脹
‘
博
雅
‘
脹
脆
‘
餅
也
‘

亦
作
レ
輝
。
〔
正
字
通
〕
輝
‘
今
俗
以
レ
朽
衰
レ
肉
加
レ

泊
‘
謂
乏
輝
飩
玉
諏
―
―
此
説
五
輝
‘
興
レ
錨
通
。

【
輝
親
】
1

h
u
e
n
2
 
ch'in'

女
が
嫁
し
て
後
二
日
、
二
子

を
壻
の
家
に
遣
り
、
若
し
一
子
を
留
む
れ
ば
年
齢
の
相

似
た
一
人
を
選
ん
で
輔
け
し
め
る
。
蘊
建
地
方
の
行

【
輝
飩
]
2

臼
餅
の
一
種
。
字
解
の
口
を
見
よ
。

L

事。

日
0
嫁
い
だ
女
に
食
を
お
く
る
。
〔
玉
篇
〕
頷
、
【
輝
夫
】
3

乃
糧
食
を
運
送
す
る
人
。
〔
柳
宗
元
‘
興
州

鏡
レ
女
也
。

O
餌
輝
は
‘
食
を
お
く
る
。
〔
集
韻
〕
江
運
記
〕
輝
夫
畢
レ
カ
、
守
卒
延
レ
頸
。

鎮
博
雅
‘
躾
輝
‘
贖
也
。

O
□
に
同
じ
。
領
女

【
鋤
】
]

(

2

)

を
見
よ
°
□
]
婚
し
て
三
日
目
の
宴
゜
〔
集
韻
〕

領
‘
婚
三
日
而
宴
‘
罰
之
雙

【
候
師
】
1

竺
糧
を
お
く
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
観
餌
‘
饒

也
。
〔
疏
證
〕
又
引
二
證
俗
音
―
云
、
今
謂
―
―
女
嫁
後
三
日

鉤
＞
食
為
瞑
女
↓

[
領
女
】
2

サ
む
婚
碍
第
一
二
日
の
祝
宴
゜
〔
集
韻
〕
頷
‘
一

日
、
女
嫁
後
三
日
鉤
レ
食
為
1

一
領
女
-
〔
事
物
異
名
鋒
‘
鱒

制
、
合
婚
〕
邪
氏
聞
見
録
‘
女
嫁
三
日
餡
レ
食
為
一
領
女
↓

〔
書
言
故
事
、
婚
咽
類
〕
嫁
レ
女
後
送
レ
食
日
餌
女
↓

【
候
房
]
3
n
g
n3 
fang'

婚
姻
後
三
日
目
に
食
を
贈

つ
て
酒
宴
す
る
こ
と
。
又
、
新
居
を
賀
す
る
。

氏
、
隠
‘
十
一
〕
寡
人
有
レ
弟
、
不
証
能
―
―
和
協
盃
皿
使
レ
鋤
,
,

其
口
於
四
方
↓
〔
秤
文
〕
鋤
‘
音
胡
‘
説
文
云
‘
寄
食
。
〔
疏
〕

錮
是
饒
辮
別
名
、
今
人
以
―
―
薄
慧
傘
夜
物
、
謂
↓
一
之
醐
紙

糊
吊
↓
則
鋤
者
以
レ
震
食
レ
ロ
之
名
、
故
云
レ
鋤
1

一其ロ一

也。

O
粥
を
食
ふ
。
口
す
ぎ
す
る
。
貧
し
く
く
ら
す
。

〔
左
氏
、
昭
、
七
〕
饉
―
―
於
是
↓
震
,
,
於
是
一
以
糊
―
―
余
口
↓

〔
注
〕
於
―
―
是
鼎
中

E
竺
饒
環
砿
四
棗
‘
鋤
屡
‘
言
,
,
至
倹
―

也
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
挫
鍼
治
棚
‘
足
―
―
以
鋤
仁
口
。
〔
疏
〕

鋤
‘
飼
也
、
庸
一
役
身
力
百
芦
杷
養
其
口
命
一
也
。
〔
商
子
‘

農
戦
〕
技
藝
之
足
―
―
以
鋤
＞
口
也
。
〔
魏
志
、
管
寧
偶
〕
飯
レ

露
鋤

h
。

〖
鋤
口
之
計
〗2
n
豆
？
生
活
費
を
得
る
や
り
か
た
。

〔
宣
和
書
譜
〕
女
仙
呉
彩
鸞
‘
以
二
小
楷
一
書
―
―
唐
韻
一
部
一

市
―
―
五
千
錢
ぢ
為
醐
口
之
計
↓

【
鋤
紙
】
3

グ
紙
を
貼
る
。
〔
左
氏
、
隠
‘
十
一
‘
使
レ
糊
,
,
其

口
於
四
夜
疏
〕
今
人
以
二
薄
攀
塗
レ
物
、
謂
乏
糊
紙
鋤

翌

く
【
鋤
饒
】
4

デ
か
ゆ
。
〔
北
史
‘
呉
悉
逹
傭
〕
昆
弟
同
居
‘

四
十
餘
載
‘
云
云
‘
雖
ふ
空
倹
年
―
糊
鎧
不
比
呻
‘
賓
客
経

小
●
ゐ
さ
ふ
ら
ふ
。
人
に
た
よ
っ
て

過
、
必
傾
レ
屈
有
。

熊
豪
ら
す
。
〔
説
文
〕
鋤
‘
寄
食
也
、
八
レ
食

胡
瞥
。
〔
玉
篇
〕
鋤
‘
寄
食
也
。
●
か
ゆ
。
〔
爾
雅
、
【
糊
吊
】
5

芦
絹
に
糊
す
る
。
〔
左
氏
、
昭
、
七
‘
籟
於

繹
言
〕
鋤
‘
鍾
也
。
〔
疏
〕
鋤
・
籟
・
繋
・
廃
‘
相
類
之
退
塁
於
是
五
疏
〕
又
云
‘
鸞
‘
棄
也
‘
云
云
、
将
レ
稟
向
レ

物
、
棚
者
曰
レ
廉
‘
津
者
曰
レ
震
‘
鋤
・
饉
、
是
其
別
口
、
故
曰
‘
以
鋤
奈
口
玉
猶
T

今
人
以
レ
粥
向
レ
吊
‘
貼
使
―

相
著
玉
炉
之
糊
吊
LO

名
。
〔
廣
韻
〕
鋤
‘
凜
也
。
〔
左
氏
、
隠
‘
十
一
〕
使
レ

糊
其
口
於
四
方
二
注
〕
糊
‘
辮
也
。
〔
疏
〕
錮

是
饉
繋
別
名
。

0
か
ゆ
を
た
べ
る
。
貧
し
く
く
【
胡
食
】
]
コ
鋤
(
1
2

ー

4
4
2
5
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

ら
す
。
〔
左
氏
、
昭
‘
七
〕
饂
―
於
是
云
竺
於
是
百
5

糊
‘
亦
書
作
レ
饗
゜

雙
余
口
↓
〔
注
〕
径
是
鼎
中
云
竺
饉
塁
饉
震
‘

鋤
属
言
至
倣
也
。
R
く
ら
ふ
。
或
は
互

(
1
0
【

iH]』
久

ワ

〔

集

韻

〕

苦

禾

切

厭

冨
】
〗

2
5
5
)
に
作
る
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
足
二
以
糊
＂
ロ

〔
秤
文
〕
鋤
、
食
也
、
字
或
作
レ
互
、
或
作
レ
鈷
。

O
そ
術
斗
は
‘
晶
形
の
こ
な
も
ち
。
鞘
(
1
2
ー

4
7
8
2
5
)

ま
つ
な
く
ひ
も
の
。
〔
六
書
故
〕
糊
、
薄
食
也
。

O

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
朗
、
朗
斗
‘
餌
也
‘
象
二
晶
形
盃
5

或
は
鈷
(
1
2
-
4
4
0
7
5
)
に
作
り
‘
又
‘
饗
(
1
2
-
4
4

:::i:'. 
レ食。

2
5
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鋤
、
或
凡
レ
古
‘
亦
書
作
レ

翌
0
か
ゆ
゜
叢
(
1
2
-
4
5
7
1
2
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

露
説
文
‘
鍵
也
、
通
作
緬

0

[館
i

】
g

【
鋤
口
】
1
O
O
ウ

0
人
に
寄
食
す
る
。
食
客
と
な
る
。
〔
左

ク
，
ワ
ウ

日
ワ
ウ

国
ヮ
ヴ

〔
集
韻
〕
胡
光
切／ 

r
x尤

〔
集
韻
〕
雨
方
切

脚訂圏
丙

冨
】
〗号
ィ
〔
集
韻
〕
選
委
切
願

口
ヰ
〔
集
韻
〕
ヂ
推
切
瞬
g

ロ
g
●
き
な
こ
。
豆
粉
に
砂
糖
を
雑
へ
た
も

あ
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
饂
‘
飽
兒
゜

〔
集
韻
〕
拍
逼
切
暉

ヒ
，
ヨ
ク

ヒ
キ

〔
集
韻
〕
居
言
切
団

〔
集
韻
〕
諸
延
切

oo

Elか
ゆ
。
憲
(
1
2
|
 4
5
7
3
3
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
環
、

繋
也
鍵
露
或
炊
レ
食
建
臀
。
口
か
ゆ
。
針
(
1
2

-44037)• 

饉
（
1
2
-
4
4
4
3
3
)

・
貸
(
1
2
-
4
4
2
7

4
)
・
 

展
(
1
2
|
 4
4
1
9
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鎧
‘
説

文
‘
粥
也
‘
或
作
レ
鍵
゜
〔
正
字
通
〕
鍵
‘
按
饉
．
紆
．

餐
‘
拉
同
、
別
作
レ
廣
゜

冨】岬
にIEl 
セコケ
ンンン

ゴコ

〔
集
韻
〕
洪
孤
切＇ 
r
x
 匂國

【
観
】
]
ロロ
ナダナダ
ンンンン

〔
集
韻
〕
奴
胤
切

箇

集
韻
〕
乃
管
切
＞
回
B

万

xJ
:
f
'
n
u
a
n
'
 

"‘-―― 

貧】』
ヵ，ウ

義
未
詳
。
〔
海
篇
〕
錬
‘
昔
羮
゜

食

部

〔八
I

九
蓋
〕

霰
】
]

飯
が
む
れ
て
く
さ
る
。
或
は
艘
(
1
2
|
 4
4
3
2
3
)
に

作
る
。
〔
集
韻
〕
餃
‘
飯
壌
也
‘
或
作
レ
艘
。
〔
六
書

故
〕
餃
‘
飯
傷
一
湿
熱
↓

シ，ウ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
疎
鳩
切

尤

祠
】
〗
饒
(
1
2
ー

4
4
3
9
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

饂
或
作
レ
霞

シ

E
l
g
0か
た
あ
め
。
乾
い
た
飴
゜
〔
玉
篇
〕
館
、

乾
飴
也
。
●
帳
館
は
‘
あ
め
。
〔
集
韻
〕
脹
、
低
館
、

錫
也
。
〇
銀
饉
は
‘
こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
饉
‘
脹

館
‘
餌
也
。

餞

頷

輝

鋤

饗

阻

館

甑

餃

鍵

饂

俯

四
一
八

13014 
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食

部

〔
九
書
一
〕

錨

餞

饒

諮

養

饂

隊

鍮

蹂

断

貨

餐

餞

嵌

謁

四
一
九

曰
口
む
さ
ぱ
り
食
ふ
。
食
を
む
さ
ぼ
る
。
飴
(
1
2

|
 4
4
1
0
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
養
‘
貪
レ
食
為
レ
餐
、

或
省
。
〔
左
氏
、
文
、
十
八
〕
綴
雲
氏
有
二
不
才
子
「

曰
む
し
い
ひ
。
む
し
た
飯
゜
〔
集
韻
〕
蹂
‘
儲
也
。

□
ま
ぜ
め
し
。
紐
(
1
2
ー

4
4
0
4
8
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
紐
、
雑
飯
也
‘
或
八
レ
柔
。

【
養
】
〗 テッテチ
日

テ
ン
テ
ン

口4

〔
集
韻
〕
他
結
切
醐
g

ヽ

右
＿
せ

t
•
ieh• 

〔
集
韻
〕
徒
典
切
芦
幽

【蹂】
g

口日
ョT,.:::., ジ,
ユウユウ

集
韻
〕
如
又
切

OO

〔
集
韻
〕
女
救
切

OO

冨】年
シ

【鍮】如

脊
(
1
2
-
4
4
1
3
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一

脊

‘

或

作

稔

。

餡

鍮

は

、

も

ち

。

〔

字

槃

〕

鍮

‘

賠

鍮

‘

餅

也

。

ト
ヴ
ッ

〔
字
彙
〕
天
口
切

面

冨】疇
く
ら
ふ
。
＜
ひ
も
の
。
或
は
踊
(
1
2
|
 4
4
1
7
6
)
に

作
る
。
〔
集
韻
〕
勧
、
食
也
‘
或
省
。

ユヨ
ゥ＇

〔
集
韻
〕
平
疎
切

籾

筐
】
]

く
ら
ふ
。
＜
ひ
も
の
。
〔
集
韻
〕
餞
、
食
也
。

【隊】
g

●
飯
が
腐
つ
て
具
い
。
〔
爾
雅
‘
秤
器
〕
餃
謂
二
之

雙
〔
疏
〕
李
巡
云
‘
餃
．
餘
、
皆
積
臭
也
。
〔
廣

韻
〕
隊
‘
飯
臭
。

O
或
は
錬
(
1
2
-
4
4
2
0
3
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
隊
‘
或
作
レ
隷
゜

ク
ヴ
ィ

ヶ

〔
集
韻
〕
許
激
切

騎

フ
ク

集
韻
〕
方
六
切

凰

【邑]
う
ゑ
る
。
〔
集
韻
〕
錯
‘
飢
也
。

カ
ン

〔
集
韻
〕
口
敢
切

屈

【
饂
】
]

米
饂
は
‘
だ
ん
ご
。
通
じ
て
圃
(
8
ー

4
8
3
4
)
に
作

る
。
〔
字
彙
〕
饂
‘
米
饂
゜
〔
正
字
通
〕
饂
‘
通
作
レ
圃
゜

タ
ン
ダ
ン

〔
字
彙
〕
徒
端
切

匿

の
。
〔
玉
篇
〕
餡
、
豆
屑
雑
レ
糖
也
。
〇
あ
め
。
〔
廣

韻
〕
飴
‘
鋪
飾
。

O
ま
め
あ
め
。
飴
に
豆
を
和
し

た
も
の
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
腕
謂
1

一
之
餡
↓
〔
集
韻
〕

餡
‘
豆
屑
和
袖
也
。
画
或
は
備
(
1
2
-
4
4
3
7
6
)
・

覇
(
1
2
|
 4
7
8
6
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餡
‘
或
作
―
―

饒
・
覇
↓

貪
子
飲
食
冒
―
―
干
貨
賄
ご
玄
云
‘
謂
―
―
之
饗
蓉
↓

〔
注
〕
貪
レ
財
為
レ
瞥
‘
貪
レ
食
為
レ
養
也
。

【
養
切
】
1

訂
微
動
の
贅
。
〔
涌
岳
‘
射
雉
賦
〕
己
竺
上
風

之
啓
切
↓
〔
注
〕
愛
日
‘
饗
切
‘
微
動
之
聾
゜

[
饗
賛
】
2

訂
食
物
を
貪
る
こ
と
と
財
物
を
貪
る
こ

と
。
欲
が
深
く
て
貪
る
。
〔
朱
松
、
女
貧
苦
難
妍
詩
〕
一

官
戯
入
間
ぶ
戊
何
非
賽
誓
↓

エ
イ
ャ
ヴ

日
ャ
ヴ
ァ
ヴ

曰l

巳
こ
な
も
ち
。
又
‘
飽
く
。
條
(
1
2
-
4
4
3
7
9
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
條
‘
餌
也
‘
飽
也
‘
或
炊
レ
英
°
□
]

み
ち
る
。
又
、
あ
く
。
或
は
鋏(
1
2—
4
4
0
7
8
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
餞
‘
博
雅
‘
涌
也
、
一
日
‘
飽
也
‘
或

霰
]
5

騰

集
韻
〕
椅
雨
切
臨

〔
集
韻
〕
於
境
切

【餐】
5

あ
め
。
〔
集
韻
〕
餐
‘
賜
也
。

エ，ウ

〔
集
韻
〕
於
喬
切

薦

冨】
5

セ
ン

衛
(
1
2ー

4
4
2
7
3
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
饗
‘
輿
レ
節
同
。

国囲圏

□

0
か
ゆ
。
憲
(
1
1
0
1
4
5
7
3
3
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕

蔑
‘
霰
也
‘
術
‘
蔑
或
炊
レ
食
術
瞥
。
●
ま
た
梃

(
1
2
-
4
4
2
7
4
)
に
作
る
。
〔
字
彙
補
〕
術
‘
亦
作
レ

饗
°
□
l

回
か
ゆ
゜
饂
(
1
1
0
1
4
4
4
3
3
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
籟
‘
廉
也
‘
或
作
レ
衝
。

[
衛
廣
】
1

竺
か
ゆ
や
し
る
か
け
の
や
う
な
も
の
。
貨

粥
゜
〔
周
碍
、
考
エ
記
‘
玉
人
〕
侯
用
レ
環
。
〔
注
〕
鄭
司
農

云
‘
環
讀
為
如
食
贋
之
屠
一
〔
疏
〕
醸
人
職
有
二
賃
食
涵
〖

時
有
膏
贋
↓
今
連
奎
口
賢
虞
者
、
取
―
―
雑
意
―
)

【
術
餌
】
2

勺
こ
い
か
ゆ
と
も
ち
。
〔
柳
宗
元
、
乞
巧
文
〕

梃
餌
馨
香
、
抜
果
交
羅
。

【
衛
粥
】
3

芹
こ
い
か
ゆ
と
う
す
い
か
ゆ
。
〔
新
序
‘
節

士
〕
専
哭
泣
畷
節
粥
↓

【
節
製
】
4

笠
ク
こ
い
か
ゆ
と
う
す
い
か
ゆ
。
饉
粥
゜
〔
荀

子
、
證
論
〕
綿
奈
稲
梁
‘
酒
醒
衛
震
。

盲】
5

曰□ 日
セセコケ
ンンンン

〔
集
韻
〕
諸
延
切

〔
集
韻
〕
旨
善
切

〔集韻〕居――――
O

切

日

□

国

0
す
え
る
。
飯
が
腐
つ
て
臭

く
な
る
。
〔
説
文
〕
褐
、
飯
饒
也
‘
炊
食

昆
臀
、
論
語
曰
、
食
饒
而
鍋
゜
〔
段
注
〕
飯
掲
者
、

謂
飯
久
而
味
髪
一
〔
爾
雅
‘
秤
器
〕
食
饉
謂
一
之
饒
一

〔
玉
篇
〕
饒
‘
飯
臭
也
。
〔
論
語
、
郷
窯
〕
食
饉
而
鍋
゜

●
或
は
饒
(
1
2
-
4
4
3
9
6
)
・

骸
(
1
2
-
4
4
1
2
7
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
餞
‘
或
作
レ
館
。
〔
集
韻
〕
鍋
‘
或
八
」
亥
。

〇
油
揚
げ
の
食
物
。
徹
子
。
〔
本
草
‘
寒
具
〕
繹
名
、

時
珍
曰
‘
徹
易
消
散
一
也
、
服
虔
通
俗
文
謂
1

一之

鍋
↓
固
〇
食
物
が
す
え
る
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
爾
雅
、
食

暢
豪小

カ
ッ
ガ
チ

國 巳
ェ
イ

旦
ア
ッ
ア
チ

祠】
g

国
ァ
イ

圏

〔
集
韻
〕
阿
葛
切
園
『

〔
集
韻
〕
乙
界
切
圏

芳
a
i
•

〔
集
韻
〕
何
葛
切
園
『

〔
集
韻
〕
於
例
切

小
●
ほ
し
い
ひ
。
か
れ
い
ひ
。
乾
飯
゜

餅
策
〔
説
文
〕
鰍
乾
食
也
‘
炊
レ
食
侯
瞥
‘
周

書
日
‘
峙
―
―
乃
餓
帳
↓
〔
段
注
〕
凡
乾
者
曰
レ
餃
゜

〔
詩
、
小
雅
‘
無
羊
〕
或
負
1

一
其
鰍
↓
●
た
べ
も
の
。

〔
詩
、
大
雅
、
公
劉
〕
廼
衷
餓
履
〔
繹
文
〕
鰍
食

也
‘
字
或
作
レ
根
。

O
或
は
根
（
8
-
2
7
0
3
4
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
餘
‘
或
炊
レ
米
。

霰
糧
】
1

い
炉
ほ
し
い
ひ
の
か
て
。
か
れ
い
ひ
。
楠
。

〔
詩
、
大
雅
、
公
劉
〕
廼
衰
餃
糧
平
；
棄
子
レ
嚢
゜
〔
箋
〕

乃
衰
―
―
糧
食
於
嚢
棄
之
中
↓
〔
集
博
〕
餓
食
、
糧
模
也
。

〔
左
氏
‘
宣
‘
十
一
〕
具
二
餃
糧
ぶ
竪
有
司
↓
事
三
旬
而
成
。

〔
注
〕
餓
‘
乾
食
也
。

霰
】
如

作
レ
侠
゜

コ，ウ
グ

〔
集
韻
〕
胡
溝
切／ r又

□尤

13015 
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m
日
□
●
あ
め
。
飴
に
鰍
E

分

を

和

9]し
て
作
っ
た
強
い
あ
め
。
〔
説
文
〕

錫
、
飴
和
レ
鰍
者
也
、
八
な
食
易
臀
。
〔
段
注
〕
不
レ

和
レ
轍
謂
1

一
之
飴
一
和
レ
徽
謂
,
,
之
錫
正
故
成
國
云
‘

籍
】
〗

飴
弱
―
―
於
饂
也
、
各
本
‘
策
作
レ
陽
―
ぞ
易
瞥
公
r・

正
。
●
籍
(
1
2
ー

4
4
3
0
0
)
に
同
じ
く
、
ま
た
糖
(
8

ー

2
7
0
7
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
糖
、
或
作
細
四
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
錫
‘
字
亦
作
レ
鰍
、
作
レ
糖
゜

罰

嬰

各

書

、

錫

(
1
2
|
 4
4
2
0
4
)
に
作
る
を
段
玉
裁
【
紐
胆
】
如

謂
乏
餡
↓

は
誤
と
し
、
錫
に
訂
す
。
〔
中
華
大
字
典
〕
錫
‘
按
‘
今
本

ハ
レ
易
者
謡
字
。

【
錫
粥
】
1

抒
あ
め
が
ゆ
。
〔
郡
中
記
〕
寒
食
三
日
、

【諺】
g

作
醗
酪
一
哀
梗
米
及
慶
為
レ
錫
、
濤
杏
仁
1

霙
作
レ

粥
。
〔
白
居
易
、
贈
1
1

攀
之
僕
射
―
詩
〕
難
毬
錫
粥
履
開
レ

筵
‘
談
笑
謳
吟
間
1
1

管
絃
↓
〔
欧
陽
脩
、
清
明
賜
↓
1

新
火
―

あ
め
。
〔
酉
陽
雑
俎
〕
飴
謂
レ
諺
。

詩
〕
多
病
正
愁
錫
粥
冷
、
清
香
但
愛
蟻
煙
新
。

ゴゲ
ンン

〔
字
彙
補
〕
五
健
切
醐
〗

あ
く
。
〔
字
彙
補
〕
緒
‘
昔
未
レ

詳
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
酒
食
〕
飽
腕

【
籾
食
】
如
サ
ン

【餘】
g

昔
未
詳

【
饂
】

g

フ
ン

錆
(
1
1
0
-
4
4
2
8
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
＿
【
帳
】

g

補
〕
緋
、
同
レ
銹
。

祠】
g

タ
，
ウ
ダ
，
ウ

日
セ
イ
シ
ー
ヤ
，
ウ

国．

闊

〔
集
韻
〕
慈
盈
切
固
i

＇ 
T
-
L
 
h
s
i
n
g
'
 

〔
集
韻
〕
徒
郎
切

冨】』

讐
(
1
1
1
-
4
4
4
2
6
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
養
、
同
し
讐
゜

タ
，
ウ

フ
ン

一【錨】
g

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
楔
、
昔
准
。

【鰭】
i

ス
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
餘
‘
昔
遂
。
一

譴

饂（
1
2
ー

4
4
3
3
9
)
に
同
じ

ヰ

xヽ
ヽ
w
e

【
館
】
呻

む
す
。
む
し
め
し
。
米
を
一
度
蒸
し
、
水
を
そ
そ

い
で
後
更
に
蒸
す
。
又
‘
其
の
飯
。
も
と
饒
（
1
2
ー

4
4
4
3
5
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
絆
‘
脩
飯
也
、
餓
、
絆
或

ハ
レ
責
‘
錆
‘
鉾
或
炊
レ
奔
゜
〔
玉
篇
〕
餓
、
半
蒸
飯

也
、
銃
、
同
レ
績
。
〔
詩
、
大
雅
‘
洞
酌
〕
把
レ
彼
注
レ

絃
‘
可
―

h
盆
ザ
鱚
゜
〔
博
〕
餌
‘
縮
也
。
〔
集
博
〕
銹
‘

蒸
レ
米
一
熟
而
以
レ
水
沃
レ
之
、
乃
再
蒸
也
。
〔
繹

文
〕
絣
、
又
作
レ
績
、
字
書
云
、
一
蒸
米
也
。

【餞】
g

シ
，
ユ
ン

祠】
g

ひ
と
し
く
あ
ふ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
傾
‘
齊
遇
也
。

ゥ

〔
襲
輝
手
鑑
〕
羊
旬
切
国
g-

〔
玉
篇
〕
甫
云
切

函

冠
】
]
ェッ

絢（
1
2
-
4
4
2
3
4
)
の
謳
字
。
〔
正
字

通
〕
飾
‘
絢
字
之
誠
°

冦】
i

飽
．
鰈
1

拉
同
。
ハ，ウ

飽
（
1
2
-
4
4
1
0
9
)
・

鰈
(
1
2
-
4
4
3
3

6
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鍛
‘
興
11

冨
~
】
〗
セ
ン

鑽
(
1
8ー

4
4
3
8
6
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
饒
、
同
レ
霞
。

冨】
g

セ
ン

僕
(
1
2
-
4
4
3
器
）
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
談
‘
霞
本
字
。

鎧
謂
乏
愚
●
も
ち
の
名
。
〔
廣
韻
〕
鍋
、
餅
名
。

食

部

〔
九
ー
＋
書
〕

深
い
あ
ぢ
は
ひ
゜
〔
集
韻
〕
鎧
、
長
味
。

テ
ン

〔
集
韻
〕
丑
展
切
願

シ

嗜
(
2
ー

4
0
8
9
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕

鰭
‘
俗
嗜
字
。

【
饂
】
』

●
か
ゆ
。
〔
海
篇
補
〕
饂
‘
廉
也
。

O
ゐ
さ
う
ら

ふ
。
〔
海
篇
〕
饂
‘
寄
食
也
。

【
糖
】
[

あ
め
。
或
は
錫
(
1
2
ー

4
4
2
8
3
)
・
楼
（
8
ー

2
7
0
9
6
)
・

糖
(
8
-
2
7
0
7
0
)
に
作
る
。
〔
方
言
、
十
三
〕
錫
謂
―
―

之
籠
点
集
韻
〕
錆
‘
或
作
11

糖
・
棺
・
錫
↓

【
籠
餓
】
1

”
ゥ
あ
め
も
ち
。
屑
米
と
蜜
と
を
こ
ね
合
は

せ
て
つ
く
る
。
〔
集
韻
〕
績
、
鯖
績
、
餌
名
、
屑
米
和
レ
蜜

蒸
レ
之
。

【
鯖
霜
】
2

％
永
砂
糖
を
く
だ
い
て
こ
ま
か
く
し
た
も

の
。
〔
本
草
‘
沙
籠
〕
集
解
、
瑞
日
、
沙
鯖
中
凝
結
如
J

石‘

恩
之
如
レ
沙
‘
透
明
白
者
為
―
―
錆
霜
↓

綾
（
110
-
4
4
1
7
4
)
に
同
じ
。
〔
龍

寵
手
鑑
〕
緩
興
臼
餓
同
。
【
鯖
菫
】
3

匁
松
箪
の
異
名
。
味
が
甘
い
か
ら
名
づ
け

る
。
〔
呉
輩
譜
〕
。

【
籠
飾
】
4

ぢ
こ
な
も
ち
の
類
。
〔
玉
篇
〕
鯖
、
籠
錦
‘
餌

録
(
1
1
0
-
4
4
2
3
6
)

に
也
。
〔
廣
韻
〕
鯖
、
鯖
錦
‘
黍
膏
。
〔
正
字
通
〕
廣
韻
、
鯖
飾
、

同

じ

。

黍

膏

也

、

一

説

、

黍

膏

即

飴

錫

、

藷

注
1

一
餌
也
ぢ
昧
o

【
鯖
鋪
】5
”
•
ウ
こ
な
も
ち
の
類
。
〔
集
韻
〕
鋪
‘
鯖
鋪
‘
餌

也
‘
或
作
1
1

補
・
捗
↓

クコ

〔
字
彙
補
〕
皇
虞
切

図

[
錫
篇
】
2

的
あ
め
賣
が
吹
く
笛
。
小
竹
管
を
編
ん
で

つ
く
っ
た
も
の
。
〔
詩
、
周
頌
、
有
替
‘
籠
管
備
學
‘
箋
〕

籠
編
ー
小
竹
管
一
如
今
賣
レ
錫
者
所
＞
吹
也
。
〔
疏
〕
其

時
賣
レ
錫
之
人
、
吹
レ
篇
以
自
表
也
。
〔
周
糧
、
春
官
、
小

師
‘
掌
レ
教
1

一
鼓
錢
祝
致
填
籠
管
弦
歌
h

義
疏
〕
籠
‘
編
"
小

竹
管
面
か
下
今
賣
―
―
飴
錫
ー
所
』
吹
者
芸
宋
祁
‘
寒
食
恨
中

作
詩
〕
籠
臀
催
レ
暖
賣
錫
天
。

【餘
]
i

タ
，
ウ
ダ
，
ウ

〔
集
韻
〕
徒
郎
切／ 
右
尤

＇昌

【條】
g

養
條
は
‘
め
し
。
〔
篇
海
〕
録
‘
養
練
‘
飯
也
。

フ
ン

〔
字
彙
補
〕
甫
文
切

図

【
餐
】

g

プ
義
未
詳
。
〔
捜
漠
玉
鏡
〕
養
‘
昔
務
。

勺
ウ

胞
(
u
a
-
4
4
1
0
9
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飽
‘
或
炊
レ
柔
。

【鍼】
g

カ
ン

誤

僻

飾

養

錫

鰍

餅

饒

緒

諺

蹂

餞

饂

傾

餞

餓

饂

籐

樅

鍼

養

籠

錆

鎧

四
二

O

闘t'a
n
g
2
 

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鍼
‘
昔
咸
。
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【
艤
】
呵

食

部

〔
十
蜜
〕

舘

鎚

縛

鎌

鏡

饂

鍋

鎗

錨

饒

饒

饉

郷

鍼

四

〔
集
韻
〕
力
寺
切
國

〔
集
韻
〕
離
璧
切
圏
l

〔
集
韻
〕
乎
錨
切
認
〗

〔
集
韻
〕
苦
章
切
國

小
日
曰
●
あ
ひ
の
食
事
。
間
食
。
〔
説

糧
豪
文
〕
鎌
‘
磯
也
、
ハ
レ
食
兼
臀
、
讀
若
風

濠
濠
一
〔
段
注
〕
口
部
曰
‘
喝
、
小
食
也
。
〔
長
箋
〕

正
飯
之
後
有
―
―
小
飯
一
如
Ii

茶
貼
之
類
了
北
方
謂
―
―

之
小
食
玉
飯
之
餘
也
。
〔
廣
韻
〕
謙
、
小
食
也
。
●

い
さ
ぎ
よ
い
。
小
節
を
守
つ
て
自
分
を
ま
げ
る

こ
と
を
い
さ
ぎ
よ
し
と
し
な
い
。
〔
説
文
〕
鎌
、

國国口
ケゲカレ
ンンンン

日
レ
ン

【
縛
】
血

縛
託
は
、
併
の
類
。
う
ん
ど
ん
。
或
は
縛
(
1
2
|
4
4
 

4
5
7
)
・
!
l
f
i
(
1
2
 |
 4
4
4
7
6
)
・

縛
(
1
2
ー

4
7
8
4
4
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
縛
‘
縛
託
‘
絣
也
、
或
ハ
レ
尊
‘
亦
作
レ

縛
。
〔
康
熙
字
典
〕
縛
‘
廣
韻
作
レ
鋼
。
〔
事
物
異
名

録
‘
飲
食
‘
鰐
〕
蹄
田
録
‘
唐
人
謂
,
,
湯
絣
云
竺
不

校
今
謂
,
,
之
縛
託
ガ
ヘ
縛
託
‘
亦
作
1

一
杯
託
↓

ハ
ク

〔
集
韻
〕
伯
各
切
嘩
g

ヽ

勺
こ

p
o
'

こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
鎚
‘
方
言
‘
餌
也
。
●
或
は

鎌
(
1
2
-
4
4
4
0
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
総
‘
或
ハ
レ

栄。

冠

】

叩

翌

〔

集

韻

〕

t
亮

切

瀾

【館】
g

あ
く
。
た
べ
あ
き
る
。
〔
廣
韻
〕
舘
、
食
飽
。
〔
集
韻
〕

舘
‘
妖
也
。

カ
ッ
ゲ
チ

〔
集
韻
〕
下
誼
切

羅

日
□
●
ね
ぎ
ら
ふ
。
お
く
る
。
飲
食
を
お
く
つ
て

【鏑】坤

カ，ウ
コ，ウ

日
ヵ
ヴコヴ

回
l

〔
集
韻
〕
居
努
切

〔
集
韻
〕
口
到
切

圏國

羊
火
小
〇
こ
な
も
ち
。
〔
説
文
新
附
〕
饂
‘
餌

愈
豪
屡
‘
炊
レ
食
恙
臀
。
〔
方
言
、
十
三
〕
餌
、

謂
乏
雙
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
饂
餌
也
。

O
或
は
桂

(
8ー
2
7
0
6
9
)
•
鏑
(
1
2
ー

4
4
3
0
9
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
饂
‘
或
八
レ
米
、
ハ
レ
高
。

【
饂
乾
】
1

k
a
o
'
k
a
n
―
米
粉
と
砂
糖
で
造
っ
た
菓
子
。

餅
菓
子
。

【
饂
貼
】
2

百
0
1

tien3

菓
子
の
縛
捨
。
樵
貼
(
B
-
2
7
0

6
9
 :
 3
)

に
同
じ
。

【
饂
坊
】
3

k
a
o
'
f
a
n
g

—
餅
屋
。
圃
子
店
。

【
蝕
李
]
4

バ
ゥ
絣
李
。
も
ち
す
も
も
。
〔
本
草
‘
李
〕
集

解
、
時
珍
日
、
有
1

一
饂
李
盃
肥
貼
如
レ
饂
。

【饂】
g

ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
居
努
切
臨
〖

百
o'

コ

，

ゥ

≪

名

祠】如
〇
む
さ
ば
る
。
〔
集
韻
〕
銃
、
博
雅
‘
貪
也
。
●
或
は

娩
(
1
2
ー

4
4
1
6
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
統
‘
或
省
。

ヲヱ
ンン

〔
集
韻
〕
於
哀
切

因

一
日
、
廉
紫
也
。
〔
段
注
〕
一
謂
、
讀
芦
廉
潔
之

廉
也
、
轄
葛
奪
岩
字
↓
〔
長
箋
〕
因
11

小
羨
故

應
廉
潔
玉
廉
則
薄
徳
也
。
国
あ
ん
。
絣
の
中
の

肉
。
鎌
(
9ー

2
9
9
9
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嫌
‘
鉗
中

肉
、
或
炊
レ
食
。
國
あ
き
た
ら
な
い
。
足
ら
な
い

さ
ま
。
歓
(
6
|
1
6
1
5
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
歓
、
食

不
レ
飽
也
、
一
曰
‘
不
レ
足
兒
、
或
作
レ
鎌
゜

祠】
g

●
い
き
。
〔
玉
篇
〕
饒
‘
氣
息
也
。
〔
方
言
、
二
〕
饒
‘

息
也
、
周
鄭
宋
油
之
間
曰
レ
鎚
、
自
レ
闘
而
西
‘
秦

晉
之
間
‘
或
曰
レ
嗽
‘
或
日
レ
館
。
●
く
ら
ふ
。
食

物
。
〔
廣
韻
〕
饒
、
食
也
。

O
な
が
い
。
〔
廣
雅
、
繹
詰

四
〕
館
、
長
也
。 シ

，
ヨ
ク

ソ
ク

〔
集
韻
〕
悉
郎
切

圏

【
饒
】
i

〔
集
韻
〕
去
＜
紅
直
'iu'

●
す
え
る
。
食
物
が
く
さ
る
。
〔
集
韻
〕
饒
、
食
物

爛
也
。
●
模
(
8ー

2
7
0
7
1
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

饒
、
同
レ
模
。

キ
ヴ
ク

こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
錨
‘
餌
也
。

【
鋪
】
血

サ
，
7
セフ

〔
集
韻
〕
測
治
切
四
〗

属】呻
〇
お
く
り
も
の
。
④
客
に
お
く
る
ま
ぐ
さ
や
米
。

も
と
氣
(
6
ー

1
7
0
5
9
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
氣
‘
餓
レ

客
之
蜀
米
也
、
鍼
‘
氣
或
八
レ
食
。
〔
段
注
〕
按
、
炊
レ

食
而
氣
為
レ
瞥
‘
蓋
晩
出
俗
字
‘
在
1

一
仮
レ
氣
為
レ
ビ
P

之
後
↓
◎
ぉ
く
る
米
。
〔
國
語
、
周
語
中
〕
凜
人
猷
レ

應
〔
注
〕
生
曰
砿
、
禾
米
也
。
◎
お
く
る
食
料
。

〔
國
語
‘
越
語
上
〕
公
卑
な
之
鍼
↓
〔
注
〕
鍼
、
食
也
。

＠
お
く
る
ま
ぐ
さ
。
〔
國
語
‘
魯
語
上
〕
馬
鍼
不
レ

過
穣
根
翌
〔
注
〕
籟
‘
称
也
。
⑮
お
く
る
生
の

物
。
〔
左
氏
、
桓
‘
六
〕
齊
人
績
11

之
鍼
↓
〔
注
〕
生
日
レ

鍼゚

8
ぉ
く
る
牲
肉
。
〔
儀
證
‘
聘
證
〕
鍼
レ
之
以
二

其
證
↓
〔
繹
文
〕
牲
胆
曰
レ
鍼
、
謂
―
―
殺
而
未
＞
熟
゜
R

お
く
る
い
け
に
へ
。
〔
儀
穂
‘
聘
證
〕
過
則
鎌
レ
之
。

〔
注
〕
籟
レ
之
、
生
1

一
致
其
牢
證
一
也
。
●
お
く
る
。
④

食
物
を
お
く
る
。
〔
小
爾
雅
、
廣
言
〕
餓
、
籟
也
。

〔
玉
篇
〕
鍼
、
餓
鉤
也
。
〔
左
氏
、
倍
、
十
五
〕
是
歳
晉

又
餓
‘
秦
伯
又
鍼
1

一
之
粟
↓
＠
い
け
に
へ
を
お
く

ケキ

〔
集
韻
〕
許
既
切
甲
{

ヽ
T
 
I
 

h
s
i
'
 

【
鎗
】

g

【
螂
】
血

●
く
ら
ふ
。
＜
ひ
も
の
。
〔
集
韻
〕
館
、
食
也
。
●
臆
＿
牛
が
食
に
あ
く
。
〔
字
彙
〕
螂
‘
卿
鈎
也
。
〔
異
字

(
7
ー

1
9
7
9
2
)

の
謳
字
。
〔
正
字
通
〕
餘
‘
臆
字
之
苑
〕
螂
‘
約
也
。

謳。

サ
ヴ

〔
集
韻
〕
千
剛
切

題

ラ

〔
字
彙
〕
来
可
切

薔

一
【
館
】
叫

軍
士
の
努
を
ね
ぎ
ら
ふ
。
〔
玉
篇
〕
鏑
、
努
也
。
〔
廣

韻
〕
鏑
、
鉤
レ
軍
。
〔
集
韻
〕
鏑
‘
飽
也
。
●
或
は
稿
(
7

-
2
0
1
1
4
)

藁
(
6
ー

1
5
2
9
9
)
・

眩
(
9
|
2
9
7
7
8
)

に
●
ね
ば
る
。
又
、
に
ぎ
る
。
又
、
ほ
し
む
ぎ
も
ち
。

作
る
。
〔
集
韻
〕
鏑
‘
或
作
11

稿
・
棄
・
稿
↓
●
通
じ
て
鑓
(
1
2
-
4
4
4
5
0
)

に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
錯
、
貼
也
。

稿
(
6
ー

1
5
3
0
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鏑
、
通
作
レ
稿
。
〔
集
韻
〕
鑓
、
博
雅
‘
鑓
粍
、
撼
也
、
一
日
、
粘
也
、
一

R
こ
な
も
ち
。
蝕
(
1
2
ー

4
4
3
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集
日
‘
乾
餌
‘
或
省
。

O
餡
(
1
2
|
 4
4
1
3
8
)

の
謡
字
。

韻
〕
饂
、
博
雅
‘
賽
饂
餌
也
、
或
秒
高
。
〔
正
字
通
〕
館
、
餡
字
之
臆
゜

ケ
ン

〔
集
韻
〕
去
演
切

圏
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る
。
〔
儀
膿
、
聘
證
〕
鍼
レ
之
以
其
證
↓
〔
注
〕
凡
賜
レ

人
以
1

一
牲
生
一
日
レ
鍼
゜
〔
鐸
文
〕
鍼
‘
猶
レ
遺
也
。

O

ふ
ち
。
て
あ
て
。
〔
證
‘
王
制
〕
皆
有
1

一
常
籟
↓
〔
注
〕

甑
凜
也
。
R
な
ま
の
食
物
。
な
ま
ぐ
さ
も
の
。

〔
管
子
‘
問
〕
問
死
事
之
寡
‘
其
鍼
凜
何
如
゜
〔
注
〕

飯
‘
生
食
。

O
い
け
に
へ
。
生
き
て
居
る
牛
羊
の

類
。
〔
左
氏
、
隠
‘
+
‘
注
〕
逆
レ
之
以
二
喪
縦
↓
〔
疏
〕

生
牲
日
レ
鍼
゜
〔
論
語
、
八
僧
〕
子
貢
欲
レ
去
二
告
朔

之
條
羊
二
集
解
〕
鄭
玄
日
‘
牲
生
日
レ
餞
。

O
ぁ

く
。
〔
方
言
‘
十
二
〕
饂
‘
飽
也
。

O
古
‘
築
(
8ー

2
7

1
0
3
)

に
作
る
。
〔
一
切
経
昔
義
‘
十
三
〕
繰
‘
古
文

作
レ
築
。

O
既
(

5

|
1
3
7
2
4
)

の
古
字
。
〔
儀
碍
‘
聘

鑓
日
如
五
畏
録
之
歎
注
〕
古
文
‘
既
為
レ
甑

【
鍼
條
】
1

ザ
イ
あ
く
。
〔
方
言
‘
+
―
-
〕
録
饒
‘
飽
也
。

【
飯
牽
】
2

"

’
生
き
て
ゐ
る
い
け
に
へ
。
牛
羊
系
を
い

ふ
。
牛
羊
な
ど
は
牽
い
て
行
く
も
の
だ
か
ら
牽
と
い

ふ
。
〔
左
氏
、
博
‘
―
二
十
―
二
〕
吾
子
滝
1

一
久
於
散
邑
五
唯
是

捕
資
籐
牽
渇
英
。
〔
注
〕
生
日
レ
鍼
‘
牽
‘
謂
―
―
牛
羊
琢
↓

〔
疏
〕
聘
證
‘
蹄
1

喰
喪
鍼
五
牢
ご
旺
一
牢
‘
腟
一
牢
‘
鍼

-
｛
牛
‘
以
1

社
是
熟
肉
‘
胆
是
生
肉
盃
竺
鍼
是
未
＞
殺
‘
故

云
ー
一
生
日
ヮ
鍼
‘
牛
羊
琢
‘
可
1

一
牽
行
ア
故
云
n

一
牽
謂
,
,
牛
羊

忍
也
。

【
鍼
獣
】
3

"

’
牲
肉
を
献
ず
る
。
〔
周
證
‘
秋
官
‘
掌
客
〕

掌
両
方
賓
客
之
牢
碍
鍼
獣
‘
飲
食
之
等
散
、
輿
1

一
其
政

ム
口.i 

【
條
子
]
4

巧
古
‘
食
物
を
盛
る
に
用
ひ
た
器
。
笥
籠
゜

【
餓
梢
】
5

が
い
け
に
へ
と
凜
食
。
〔
王
逢
‘
贈
,
,
浙
省
左

丞
國
賓
丘
巴
鍼
梢
宮
曹
待
‘
謳
歌
父
老
博
。

【
條
羊
】
6

が
告
朔
の
時
に
、
い
け
に
へ
と
し
て
宗
廟

に
供
へ
る
‘
生
き
て
ゐ
る
羊
゜
〔
論
語
‘
八
併
〕
子
貢
欲
レ

ま
告
朔
之
録
羊
↓
〔
集
注
〕
録
‘
生
牲
也
。

【
鋭
資
】
7

が
食
物
を
お
く
る
。
〔
｛
木
書
、
隠
逸
‘
宗
柄

傭
〕
孤
累
甚
多
、
家
貧
無
,
,
以
相
瞭
涵
g

卒
差
稼
槽
ぶ
向
祗

散
致
霞
資
↓

【
餓
牢
】
8

が
い
け
に
へ
。
〔
證
‘
聘
義
〕
輩
介
皆
有
1

一録

牢
↓
壼
食
再
饗
°

【
飯
凜
】
，
パ
’
肉
の
類
と
扶
持
米
。
又
、
箪
に
扶
持
米
を

食

部

〔
十
董
〕

〔
集
韻
〕
求
位
切
甲
d

万
x
ヽ

k
•uei' 

〔
集
韻
〕
蹄
謂
切
国

小
日
口
●
ま
つ
り
。
〔
説
文
〕
鏡
‘
呉
人

嘉合豪
謂
レ
祭
曰
レ
饒
‘
炊
↓
―
食
鬼
一
鬼
亦
瞥
゜

〔
段
注
〕
祭
レ
鬼
者
‘
饒
之
本
義
、
不
レ
同
レ
隕
也
、

以
レ
饒
為
レ
韻
者
、
古
文
瑕
借
也
。
●
お
く
る
。
お

く
り
も
の
。
金
錢
糧
食
な
ど
を
お
く
る
。
又
‘
其

の
物
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
鉤
也
。
〔
證
記
‘
檀
弓
下
〕
君

有
レ
蹟
焉
日
レ
獣
。
〔
繹
文
〕
饒
、
本
又
作
レ
餓
‘
遺

【饒】
g

口日
キギキ

●
精
進
料
理
。
食
膳
に
臭
味
の
あ
る
菜
を
用
ひ

な
い
こ
と
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
膳
徹
レ
輩
也
。

O
も

と

索
(
8ー

2
7
3
0
0
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
錬
‘
按
‘
六

書
、
本
作
レ
素
‘
史
霧
光
博
注
‘
菜
食
無
レ
肉
日
レ

素
。 届
】
[
ソ

〔
集
韻
〕
蘇
故
切ヽ
ム
X

角園

冦
】
〗エ
ン

餡
(
1
2
|
 
4
4
1
5
7
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
餌
‘
或
炊
レ
患
。

【銅】血
鋼
納
は
‘
く
ら
ふ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鋼
‘
偏
納
‘
食

兒゚

タブ

〔
集
韻
〕
徳
盆
切

函

い
ふ
。
〔
管
子
‘
問
〕
問
、
死
事
之
寡
‘
其
餓
凜
何
如
゜
〔
注
〕

言
レ
給
社
甑
稟
鍼
、
生
食
‘
凜
、
米
粟
之
陽
゜
〔
纂
詰
〕
胆

曰
レ
籐
‘
凜
‘
俸
米
也
。
〔
資
治
通
鑑
‘
梁
紀
〕
（
武
帝
、
天
監

四
年
）
館
有
―
―
散
百
生
↓
給
―
―
其
籟
凜
↓
〔
注
〕
鄭
玄
日
‘
餓

凜
‘
梢
食
也
。

鍼

鋼

鯰

條

饒

饂

飩

餞

也
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
下
〕
王
饒
盃
本
金
一
百
―
而
不
レ
任
部
、
精
資
之
法
〕
蒙
恵
到
者
銚
送
之
↓
〇
進
物
。

受
。

O
き
き
ん
。
四
穀
が
と
れ
な
い
。
〔
墨
子
‘
七
〔
幅
悪
全
書
‘
i

泄
任
部
、
承
事
上
司
〕
其
饒
送
土
宜
‘
悉

照
藷
規
↓

患
〕
四
穀
不
レ
牧
‘
謂
二
之
饒
＾
R
或
は
餓
(
1
2
-
4
4

【
銚
贈
】
11

が
お
く
り
も
の
。

【
饒
芳
】
12

が
食
物
を
贈
つ
て
ね
ぎ
ら
ふ
。
〔
宋
史
‘
趙

3
8
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
或
作
レ
餓
。

O
姓
。
〔
萬

姓
統
譜
〕
鏡
‘
晉
中
行
穆
伯
‘
攻
レ
鼓
‘
鏡
間
倫
欲
下

t

氾
傭
〕
濯
1

―
―
其
徒
漏
泄
兵
良
乃
時
饒
苔
二
家
↓

四

其

薔

夫

而

下

も

之

、

後

以

為

民

。

【

饒

糧

】

13

い
芯
食
物
を
お
く
る
。
饒
鉤
（
7
)

に
同
じ
。
韻

糧
。
〔
漢
書
、
韓
信
博
〕
臣
聞
千
里
饒
レ
糧
‘
士
有
二
飢
色
↓

〔
注
〕
師
古
日
、
饒
字
輿
レ
餓
同
。

蘭
由
會
意
形
瞥
。
食
と
鬼
と
の
合
字
。
鬼
は
死
者
の
震
。

【
鏡
聞
倫
】
14

”
ノ
晉
の
人
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
饒
聞

死
者
の
蓋
に
食
を
供
し
て
ま
つ
る
こ
と
。
故
に
二
字
を

倫
曰
‘
鼓
之
薔
夫
‘
聞
倫
知
レ
之
。
〔
注
〕
饒
聞
倫
‘
晉
人

合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。
鬼
は
ま
た
昔
符
。
字
解

也。

を
見
よ
。

【
鎌
遺
】
1

H

食
物
及
び
金
品
を
贈
る
。
績
遺
゜
〔
史
記
、

呂
不
章
側
〕
因
厚
饒
-
1

遺
子
楚
↓
〔
史
記
‘
鯨
布
博
〕
酒
厚

ー

館

(
1
2
-
4
4
4
1
1
)
に
同
じ
。
〔
正
字

饒
遺
、
従
揺
飲
畜
家
↓
〔
漢
書
、
武
五
子
、
燕
剌
王
旦

傭
〕
散
相
饒
遺
‘
樋
私
書
↓
〔
注
〕
師
古
旦
饒
、
亦
隕
字
。
【
仰
呻
】

g

リ
ヴ
通
〕
錮
、
本
作
緬
。

【
饒
運
】
2

？
糧
食
を
運
ぶ
。
餓
運
。
〔
唐
書
‘
賓
静
博
〕

静
堕
開
屯
田
太
應
以
省
．
饒
運
い
〔
金
史
‘
侯
摯
博
〕

冨
i

】
g

ゴ
ン
〔
集
韻
〕
五
恨
切
醐

嘗
上
言
‘
宜
下
開1一
沿
水
ー
以
便
•
饒
運
芸
吉
是
詔
-
1有
司
—

開
5

之。

小
〇
夢
飯
を
食
ふ
。
又
‘
其
の
ふ
る
ま

【
饒
禾
】
3

が
書
経
‘
逸
篇
の
名
。
〔
史
記
‘
魯
周
公
世

家
〕
成
王
命
唐
股
以
饒
一
周
公
於
東
土
五
作
―
―
饒
禾
↓
呉
豆

【
鏡
歳
】
4

が
年
末
に
親
戚
友
人
等
に
食
物
を
贈
る
こ
＾
思
豪
ひ
。
隠
(
1
2
-
4
4
4
4
1
)
を
見
よ
。
〔
説

と
。
年
の
暮
の
贈
物
。
韻
歳
。
〔
風
土
記
〕
蜀
之
風
俗
‘
晩
文
〕
館
‘
総
鎧
也
‘
八
レ
食
登
臀
。
●
く
ふ
。
〔
廣
雅
‘

歳
相
輿
饒
問
‘
謂
乏
饒
塾
〔
蘇
拭
歳
晩
相
輿
饒
問
秤
詰
二
〕
鎧
、
食
也
。
〇
あ
く
。
〔
廣
韻
〕
鎧
‘
飽
也
。

働
す
え
る
。
〔
玉
篇
〕
鎧
‘
飩
也
。

O
或
は
稚
(
8
-

云
云
魏
歳
詩
序
〕
歳
晩
相
輿
饒
問
為
―
―
饒
歳
ご
蜀
之
風

俗
如
レ
是
゜

2
5
1
9
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鎧
‘
或
炊
レ
禾
。

【
鏡
賜
】
5

パ
お
く
り
た
ま
ふ
。
〔
新
書
、
准
難
〕
皇
太
后

之
饒
賜
‘
逆
拒
而
不
レ
受
。

【
饒
餌
]
6

パ
食
物
を
お
く
り
あ
た
へ
る
。
〔
後
漢
書
、
酷

吏

霙

嘩

傭

〕

饂

餌

一

笥

。

シ

ヴ

〔

集

韻

〕

疎

鳩

切

oo

【
饒
鉤
]
;
’
食
物
を
お
く
る
。
又
、
其
の
お
く
り
も
【
姉
区
】

g

シ

，

ュ

ム

又

sou'

の
。
饒
餞
。
饒
鉤
。
〔
呉
志
、
劉
基
傭
〕
絲
長
子
基
‘
云
云
‘

飯
が
く
さ
る
。
餞
(
1
2ー

4
4
2
6
0
)
に
同
じ
。
〔
集

年
十
四
、
居
―
―
絲
喪
一
圭
寧
レ
穂
‘
故
吏
饒
鉤
‘
皆
無
レ
所
レ
受
。

【
饒
譲
】
8

が
ウ
糧
食
を
お
く
る
。
食
物
を
供
給
す
る
。
韻
〕
餞
‘
飯
壌
也
‘
或
作
レ
艘
。

韻
糧
゜
〔
史
記
、
高
祖
紀
〕
給
饒
餞
禾
＇
レ
絶
,
,

糧
道
↓
〔
漢
【
艘
漿
】
1

ダ
炉
く
さ
っ
た
の
み
も
の
。
〔
幅
悪
全
書
、
郵

書
、
食
貨
志
下
〕
千
里
負
携
饒
レ
餞
゜
〔
新
書
、
解
縣
〕
糧
食
政
部
‘
隈
養
〕
艘
漿
不
レ
可
レ
飲
゜

饒

嬢

至

難

芙

。

「

物

。

【

艘

味

兒

】

2

s
o
u
'
w
e
i
'
e
r
h

く
さ
っ
た
味
。

【
饒
餞
】
，
K

u^ei4 
chien4

送
別
に
際
し
て
贈
る
食
【
餞
飯
戸
頭
]
3sou'fan• 

hu• 

t'ou2

た
ち
の
悪
い

【
饒
送
】
10

”

0
ぉ
く
り
と
ど
け
る
。
〔
輻
悪
全
書
、
疱
買
手
。

四ニニ
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食

部

〔十|+―驚〕

冨】如
/
9
[

〔
集
韻
〕
思
留
切
甲
〗

鎚

餡

饗

詭

結

低

践

館

隊

脩

錆

犠

蹂

鶴

麓

饂

餓

館

鏑

鏑

鰺

冨

]
g

サ
イ
バ
戸
、
」
＂
↓
万
俗
字
。
〔
正
字

0
こ
な
も
ち
。
絢
(
1
2
-
4
7
8
0
 2
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
絢
‘
餌
也
‘
或
作
レ
餡
。

O
む
さ
ぼ
る
。
誓
（
1
2

|
 4
4
4
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
饗
‘
説
文
、
貪
也
、
一

曰
‘
貪
レ
財
為
レ
饗
‘
或
作
レ
餡
。

O
鉤
(
1
2
ー

4
4
2
0
 

I
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
餡
、
同
レ
鉤
゜

罰

八

書

の

餡

(
1
2ー

4
4
2
2
4
)
は
別
字
。
〔
正
字
通
〕
餡
‘

興
レ
餡
別
。

【
餡
兒
】
1hsien• 

e
r
h

餞
頭
の
中
に
つ
め
た
あ
ん
又

は
肉
野
菜
な
ど
。

【
餡
包
子
】
2

h
s
i
e
n
4
 
p
a
o
'
t
z
u
 
肉
餞
頭
。

冨
】
〗タ
ヴ
ト
ヴ

集
韻
〕
他
刀
切
函
i

ヽ

T

一
巧

h
s
i
e
n
•

0
む
し
も
ち
。
む
し
て
ま
る
め
た
も
ち
。
〔
玉
篇
〕

鎚
‘
蜀
呼
二
蒸
餌
一
為
レ
鎚
゜
〔
集
韻
〕
鎚
‘
丸
侶
也
。

〔
李
毒
、
饒
語
詩
〕
拮
レ
鎚
紙
レ
指
不
レ
知
レ
休
。
●
或

は
餡
(
1
2
-
4
4
1
3
8
)
・

舶
(
1
2
-
4
7
7
7
3
)
・

槌
(
8
|

2
7
0
6
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鎚
‘
或
作
二
餡
・
粕
・
槌
↓

【
鎚
子
】
1
1
餅
閣
子
の
類
。
形
芋
の
子
の
如
し
と
い

ふ
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
飲
食
部
‘
飯
餅
類
‘
鎚
子
〕
唐
約
云
、

鎚
、
都
回
反
‘
又
昔
息
堆
同
‘
此
間
昔
、
都
以
子
‘
鎚
子

也。
【
鎚
拍
】
2

芦
む
し
餌
の
類
。
〔
苑
成
大
、
上
元
紀
英
中

節
物
1

俳
諧
橙
三
十
二
韻
詩
‘
賓
糖
珍
栢
枚
‘
自
注
〕
鎚

拍
‘
呉
中
謂
1

一
之
賓
糖
鎚
五
特
為
,
,
脆
美
↓

冨

品

言

〔

集

韻

〕

都

同

切

医

こ
な
も
ち
。
〔
字
彙
補
〕
飩
昔

冨
】
』
未
詳
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
酒
食
〕
鐸
・

饒
．
倅
·
陳
•
仮
‘
餌
也
。

冨
岳
通一

昔
未
詳

" ゥ’

飾（
1
1
0
1
4
4
1
2
4
)
に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鍍
、
同
レ
飾
‘
見
1

一
正
字

【
饂
芦
讀
汀
い
て
[
<
い
[
J
い

く
展
べ
細
く
切
っ
た
食
品
。
う
ど
ん
。

ウ
ン

冨
】
螂
シ
，
ウ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
餐
‘
音
籐

冨芦
77

義
未
詳
。
〔
五
音
篇
海
〕
鶴
、
安
姑

切。

曰
口
こ
な
す
。
こ
な
れ
る
。
〔
集
韻
〕
饂
食
錯
也
°
-
【
砂
詠
】
嘔

食
を
消
化
す
る
。
〔
字
彙
補
〕
馘
、
消
レ
食
也
。

飽（

12-44109)
の
古
字
。
〔
中
華

ノ
大
字
典
〕
蹂
‘
古
飽
字
‘
見
"
説
文
↓

、，ウ

冨]芦
□ 曰
ケクケク
''  ヮヮ
ィ

字
彙
補
〕果
騎
切

集
韻
〕
火
鼈
切

圏圧

【
賢
】
呻
ダ
ウ
□
炉
咋
[
~
:
~

じ
。
〔
捜
渓

日
口
〇
お
く
る
。
田
野
に
食
物
を
お

館
い
く
る
。
も
と
饂
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

饂
本
作
レ
吠
』
。
〔
説
文
〕
饂
‘
鉤
レ
田
也
、
炊
レ
食
命

臀
゜
〔
詩
‘
臨
風
、
七
月
〕
饂
二
彼
南
畝
↓
〔
博
〕
饂
‘
贖

也
。
〔
周
證
、
夏
官
‘
大
司
馬
〕
致
レ
禽
賭
1

一
獣
干
郊
↓

●
か
れ
い
ひ
。
田
に
お
く
る
食
。
田
野
で
た
べ
る

食
物
。
〔
玉
篇
〕
佳
‘
鉤
レ
田
食
。
〔
詩
‘
閑
頌
‘
載
斐
〕

有
二
喰
其
岐
↓
〔
箋
〕
佳
、
贖
餞
也
。

冨】[
7
ン

綽
(
1
2
ー

4
4
3
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
悴
‘
亦
作
レ
餌
゜

砿】
g

□ El 
コ，力，オ， 1.，
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
又
業
切
園

＿
ぜ
y
e
n
•
臨

集
韻
〕
下
法
切

曾】
g

脩
拙
は
、
多
種
類
の
食
料
品
を
雑
へ
て
作
っ
た

食
品
。
筋
果
。
〔
字
彙
補
〕
脩
‘
脩
拙
‘
朽
果
也
。

〔
正
字
通
〕
夢
華
録
有
―
―
脩
拙
菜
「
讀
如
二
鶴
突
「

雑
西
巫
味
為
乞
、
猶
1

一
名
物
考
骨
菫
羮
之
類
↓

〔
東
京
夢
華
録
〕
脩
拙
菜
‘
雑
11

衆
味
歪
i

レ
之
。
〔
武

林
藷
事
、
市
食
〕
鶴
鶉
脩
拙
兒
゜
〔
通
雅
‘
飲
食
〕

仰
飩
‘
本
渾
沌
之
縛
、
近
時
又
名
二
鶴
突
一
繹
稗

日
‘
鶴
者
渾
之
入
、
突
者
嗽
之
入
‘
皆
臀
縛
゜

ココ
チッ

〔
字
彙
補
〕
古
忽
切

且

●
食
物
を
お
く
る
。
〔
正
字
通
〕
餡
‘
隕
レ
食
也
。
●

む
し
い
ひ
°
餐
(
1
2
-
4
4
1
7
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

餐
‘
廣
雅
‘
餓
謂
1

一
之
餐
ぶ
戎
炊
レ
修
。

霞
】
]
ボ
ウ
□
五
旦
[
~
)
に
同
じ
。
〔
六
書

曾】
i

四ニ―――

曰

サ

ン

圏

旦

シ

ン

襄

国

サ

ン

暉

E
l
0こ
な
が
き
。
米
入
の
あ
つ
も
の
。
米
を
羹
に

和
し
た
も
の
。
棋
(
8ー

2
7
0
1
4
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

鰺
‘
羹
修
也
。
〔
集
韻
〕
粘
‘
説
文
‘
以
レ
米
和
レ
羹

也
‘
或
作
レ
跨
。
●
館
樗
は
‘
か
す
。
惜
(
S
-
2
7
1
1

9
)
に
同
じ
。
〔
五
昔
集
韻
〕
蹄
‘
卑
ハ
レ
惜
同
‘
惜
樗
‘

滓
也
。
参
袴
（
8
-
2
7
1
0
1
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

鰺
‘
同
レ
袴
。
口
沙
が
雑
つ
て
ゐ
る
食
。
〔
集
韻
〕

鰺
‘
食
有
レ
沙
。
国
鼓
の
曲
。
参
(
2
-
3
0
9
8
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
参
、
鼓
曲
也
、
後
漢
禰
衡
‘
総
漁
陽

参
揚
ぶ
戎
炊
レ
食
。

〔
集
韻
〕
桑
感
切

〔
集
韻
〕
楚
錦
切

〔
集
韻
〕
七
紺
切

日
月
の
蝕
゜
〔
集
韻
〕
鏑
‘
日
月
鏑
蝕
゜

【
鏑
】
]

〔
集
韻
〕
陣
革
切
詞

タ
ク
チ
，
ヤ
ク

【
縞
】
〗
／
ヤ
ウ
＂
生
彗
[
O
同
じ
。
〔
集

冠】叫

餓
(
1
2
|
 4
4
3
0
0
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
館
‘
卑
ハ
レ
簡
同
。

タ
ヴ

こ
は
い
め
し
。
〔
篇
海
〕
餓
‘
硬
食
。

冨

云

昇

，

ゥ

〔

篇

海

〕

巨

雨

切

圏

疇
朧

I--m-―

13019 
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●
鰻
頭
は
‘
ま
ん
ぢ
ゆ
う
。
餞
頭
(

4

)

を
見
よ
。

O

或
は
鰻
(
1
2
-
4
7
8
5
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餞
‘
或

炊
レ
委
。

【
鰻
腋
】
1

”
ゥ
ス
食
物
の
一
種
。
ぬ
た
な
ま
す
。

【
鰻
首
】
2

m
a
n
'
s
h
o
u
3

餞
頭
(

4

)

に
同
じ
。

[
鰻
茄
】
3

”
食
物
の
一
種
。
ぬ
た
あ
へ
の
類
。

【
餞
頭
】
4

雰
立
吟
〇
菓
子
の
一
種
。
饂
飩
粉
に
甘
酒
を

加
へ
て
捏
ね
て
餡
を
包
み
‘
蒸
し
て
つ
く
る
。
事
物
紀

原
に
蜀
の
諸
葛
孔
明
が
南
征
し
て
濾
水
を
渡
っ
た
時
‘

土
俗
‘
人
頭
を
以
て
其
の
紳
を
祭
る
。
孔
明
、
羊
琢
を
以

て
之
に
代
へ
、
且
っ
鰐
を
以
て
塊
を
つ
く
り
‘
之
に
人

頭
を
董
い
て
祭
ら
せ
た
こ
と
に
濫
腸
す
る
と
い
ふ
。

又
‘
我
が
國
で
は
暦
應
年
中
、
元
人
林
因
浮
が
欝
化
し

て
創
製
し
た
と
い
ふ
。
曼
頭
。
餞
餃
゜
蟹
頭
。
〔
集
韻
〕

餞
‘
鰻
頭
餌
也
。
〔
束
哲
‘
餅
賦
〕
殊
俗
三
春
之
初
‘
陰

陽
交
際
‘
寒
氣
既
消
‘
温
不
レ
至
レ
熱
、
子
レ
時
享
宴
‘
則
曼

頭
宜
レ
設
。
〔
事
物
紀
原
‘
酒
證
飲
食
部
、
餞
頭
〕
小
説
云
‘

昔
諸
葛
武
侯
之
征
―
―
孟
獲
1

也
、
人
日
‘
聾
地
多
二
邪
術
「

須
下
蒻
―
―
干
紳
盃
匝
陰
兵
一
1

以
助
d

之
‘
然
蟹
俗
必
殺
レ

人
、
以
1

一
其
首
五
炉
之
、
神
則
隠
之
、
為
出
属
也
、
武

侯
不
レ
従
、
因
雑
1

ー
用
羊
系
之
肉
↓
以
勺
炉
之
、
以
レ
朽
象
二

人
頭
以
祠
、
神
亦
需
焉
‘
而
為
出
浜
、
後
人
由
枇
為
11

餞
頭
ご
竿
云
＿
日
慮
謀
祭
法
ご
春
祠
用
1

一
餞
頭
↓
始
列
1

一
子
祭

貸】螂
マバ
ンン

〔
集
韻
〕
膜
官
切
面
一

／
 

n
コ
m
a
n
'

曰
0
く
ら
ふ
。
＜
ひ
も
の
。
〔
集
韻
〕
饗
、
食
也
。
●

く
く
む
。
小
兒
を
そ
だ
て
る
。
〔
集
韻
〕
饗
、
一
日
、

哺

元

兒

〇

隣

(
1
2
-
4
4
4
8
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

饗
‘
或
ハ
レ
靡
。
□
こ
な
が
き
。
廉
(
8
-
2
7
0
9
7
)
・

謄
(
1
2
-
4
4
3
5
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
廃
‘
説
文
、
総

也
‘
或
作
二
饗
・
饗
↓

【
饗
芦

□ 日
ミビマバ

〔
集
韻
〕
忙
皮
切

集
韻
〕
眉
波
切

圏駆

食

部

〔
十
一
書
〕

曰
埒
ウ
〔
集
韻
〕
始
雨
切
圏

口
シ
，
ャ
ヴ
〔
集
韻
〕
式
亮
切
芦
幽

国
シ
，
ヤ
ヴ
〔
集
韻
〕
戸
羊
切
獨

日
ひ
る
め
し
。
錬
(
1
2
-
4
4
3
8
5
)
に
同
じ
。
〔
説

文
〕
線
‘
書
一
食
也
、
錫
‘
錬
或
炊
レ
傷
。
〔
集
韻
〕
橡
、

説
文
‘
書
食
也
、
或
八
二
傷
省
↓
□
国
食
を
お
く

る
。
鉤
(
1
2
-
4
4
1
4
0
)
・

餞
(
1
2
|
 4
4
4
8
0
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
鉤
‘
説
文
‘
餞
也
‘
或
作
畑
゜
〔
集
韻
〕
霊
食
】
知

譲
、
結
也
‘
或
作
レ
偏
。

冨

】

]

冨
】
〗
タ
ウ
"
』
[
]
し
，
＂
ぃ
同
じ
。
〔
篇

[
『
食
】
如

誓（
1
2ー

4
4
4
2
6
)
の
籍
文
。
〔
集
韻

讐
揃
作
レ
署
。

タ，ウ

’

縦

(
1
2
-
4
4
3
5
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

縦
或
書
作
屠
゜

サ
ウ

食
を
欲
す
る
。
食
を
む
さ
ぽ
る
。
或
は
篠
(
1
2
-
4

4
3
5
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
縦
‘
欲
レ
食
也
‘
或
書
作
レ

篠
。
【
縦
】
]
言

〔

集

韻

〕

組

江

切

屈

め
し
。
〔
集
韻
〕
鉗
‘
飯
也
。

[

館

]

[

汀

〔

集

韻

〕

蘇

回

切

図

餡
を
食
ふ
。
〔
玉
篇
〕
帽
‘
食
レ
餡
也
。

【値】血

サ
ヴ
ゾ，ウ

〔
玉
篇
〕
昨
糟
切
圏
i

[
[
□
゜
而
〔
打
戸
[
[
口
り
汀
い
〗
[
[
陣
】
坤

鑽
世
傭
以
為
、
諸
葛
亮
征
レ
南
時
‘
其
俗
以
入
首
面
炉

神
、
孔
明
慾
止
,
,
其
殺
五
教
以
―
―
肉
麺
三
像
入
頭
而
〇
紳
鎌
は
‘
餅
の
一
種
。
委
粉
で
つ
く
り
、
中
に

裕
之
、
流
博
作
餞
字
二
小
レ
知
嘗
時
音
義
如
何
ご
邁
ぁ
ん
を
入
れ
る
。
紳
繭
(

1

)

を
見
よ
。
●
或
は
葬

以
霞
隔
同
登
孔
明
良
馬
誕
謀
往
祠
、
有
攻
心

(
1
2
|
 4
7
8
5
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紳
‘
或
炊
レ
変
。

心
戦
之
説
「
至
レ
伐
孟
猿
熟
一
視
螢
陣
玉
縦
而
七
檎
レ
【
師
備
】
1

乃
絣
の
類
。
小
変
粉
で
作
り
、
中
に
餡
を
入

之
‘
登
於
,
,
事
物
間
云
翌
欺
隔
之
攣
正
特
世
俗
繹
レ
之
如
レ
れ
て
蒸
す
。
〔
玉
篇
〕
繹
‘
鐸
躍
‘
餅
闊
゜
〔
正
字
通
〕
輝
鎌

此
耳
゜
〔
燕
翼
胎
謀
録
〕
仁
宗
誕
日
‘
賜
冨
臣
包
子
面
5

用
レ
駒
為
レ
之
、
中
有
レ
餡
゜
〔
通
雅
‘
飲
食
〕
師
織
寒
具
‘

餞
頭
別
名
、
今
俗
屑
餞
獲
酵
‘
或
有
レ
餡
‘
或
無
レ
餡
‘
丞
~
柵
子
也
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
酒
食
〕
韓
約
能
作

1一
櫻
桃
岬
鱚
「

食
者
謂
乏
餞
頭
↓
●
山
名
。
①
江
蘇
省
句
容
縣
。
石
其
色
不
レ
妻
。
〔
資
暇
集
〕
蕃
中
畢
氏
・
羅
氏
、
好
食
二
此

炭
の
産
地
。
＠
湖
北
省
武
昌
縣
の
南
。
梁
子
湖
に
臨
む
。
味
玉
因
名
二
畢
羅
五
後
加
二
食
労
云
竺
鐸
繭
↓
〔
升
庵
外
集
〕

◎
安
徽
省
貴
池
縣
の
東
。
石
炭
の
産
地
。

0
熱
河
省
阜
憫
鎌
‘
今
北
人
呼
為
1

一波波一）

新
縣
。
石
炭
の
産
地
。

【
餞
餃
】
5

認
鰻
頭
に
同
じ
。
〔
通
俗
編
‘
飲
食
‘
餞
頭
〕

夢
梁
録
‘
又
作
二
慢
餃
↓

ヒ
ッ
ヒ
チ

〔
集
韻
〕
壁
吉
切

闊

饗

餞

署

罷

饂

紳

備

錨

縦

樺

饂

饗

饗

甑

謎

0
も
ち
。
〔
集
韻
〕
謎
、
餅
也
。
●
く
ら
ふ
さ
ま
。

〔
字
彙
〕
謎
、
食
貌
。

【隧】噸

チ
ク
〔
集
韻
〕
仔
六
切
闊
『

饗
(
1
2
|
 
4
4
3
5
7
)
に
同
じ
。
〔
康

冨
~
】[
t
熙
字
典
〕
鰤
集
韻
、
同
憐
゜

Elサ
ン
〔
集
韻
〕
子
敢
切
國
i

ロ

竺

〔

集

韻

〕

昨

濫

切

暉

□
セ
ン
〔
集
韻
〕
子
再
切
筵
g

□
口
激
饗
は
‘
味
が
な
い
。
〔
集
韻
〕
饗
‘
激
饗
‘

無
レ
味
也
。
国

0
味
見
を
す
る
。
〔
集
韻
〕
饗
‘
背

食
也
。
●
嬰
酋
は
‘
味
が
う
す
い
。
〔
集
韻
〕
饗
‘
一

曰
‘
嬰
醤
‘
味
醜
。
参
或
は
饗
(
1
2
-
4
4
4
4
9
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
饗
‘
或
炊
レ
漸
゜

【饗】血

冨

】

]

饗
(
1
2
|
 
4
4
3
4
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

ピ

饗
‘
卑
ハ
レ
饗
同
。

□
□
国
〇
あ
く
。
〔
集
韻
〕
饂
‘
飽
也
。
〔
詩
‘
小
雅
‘

角
弓
〕
如
食
宜
レ
饂
‘
如
酌
孔
取
。
〔
博
〕
饂
‘
飽
也
。

0
安
ん
じ
食
ふ
。
俣
(
1
2
-
4
4
2
2
1
)
・妖
(
1
2
|
 4
4
 

0
5
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
候
‘
説
文
、
燕
食
也
、
或

作
饂
・
妖
↓

ォ，ウ
ゥ
国

腫

〔
集
韻
〕
威
遇
切
園

ヽu
 
yti• 

固

〔
集
韻
〕
於
口
切

日
[

【
饂
】
呻
ロ
ゥ

〔
集
韻
〕
依
撮
切

四
二
四
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食

部

〔
十
―
|
+
―
―
藍
〕

隙

鰈

銑

慨

餐

傭

饉

鹸

鏡

餐

謎

棲

絹

僻

能

識

誦

徹

饗

條

四
二
五

隧
偏
は
‘
む
さ
ぽ
る
。
い
さ
ぎ
よ
く
な
い
。
〔
集

【
傭
】]
[
[
9

〗
ヴ
〔
集
韻
〕
常
容
切
圏

曾

】

叫

エ
ン

屡
(
1
2
-
4
4
4
5
3
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
饗
、
同
レ
屡
゜

な
ま
も
の
の
食
を
お
く
る
。
〔
集
韻
〕
巖
‘
饒
食

生
一
也
。

【
慨
]
臼
[
〔
集
韻
〕
居
氣
切
采

す
す
め
る
。
そ
な
へ
る
。
味
の
よ
い
食
物
を
す
す

め
る
。
又
‘
其
の
食
膳
゜
羞
(
9ー

2
8
4
7
1
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
羞
‘
説
文
、
進
獣
也
、
一
日
、
致
澪
i

味―

曰
レ
羞
‘
或
ハ
レ
食
。
〔
字
彙
〕
餞
‘
膳
也
‘
随
也
。

【
餞
舗
】
1

衿
料
理
。
御
馳
走
。
〔
幅
悪
全
書
、
刑
名
部
、

詞
訟
〕
餞
餘
豊
列
。

籠]憂
シ，ウ

L

集
韻
〕
思
留
切
干
一

シ，ュ

T
＿又

h
s
r
n

條
鴎
は
‘
食
を
む
さ
ぼ
る
。
〔
集
韻
〕
錨
‘
條
饒
、

貪
公
艮
°

冒
】
幽
召
〔
集
韻
〕
鉗
弓
切
庫
Q

〇
犬
豚
の
食
物
。
〔
集
韻
〕
館
、
犬
琢
食
也
。

O

犬
の
か
ゆ
゜
〔
廣
韻
〕
飴
‘
犬
廃
。

冨
[
】
[
シ
，
ヨ

〔
集
韻
〕
章
恕
切
呵

冦

】

g
;
＂戸咋
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

冨

】

[

霰
(
1
2
|
 4
5
7
4
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻

辮
‘
亦
作
レ
餐
゜

ソ
ク

こ
な
も
ち
。
又
、
あ
く
。
條
(
1
2
-
4
4
3
7
9
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
條
‘
餌
也
、
飽
也
‘
或
炊
レ
立
兒
°

【
饒
】
〗
戸
〔
集
韻
〕
於
境
切
謄

冨

】

年

キ

ン

饉（
1
2
|
 4
4
3
6
6
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
餡
、
同
レ
饉
゜

小

0
野
菜
が
で
き
な
い
。
野
菜
の
凶
作
。

墓令豪
〔
説
文
〕
饉
‘
薙
不
レ
執
為
レ
饉
‘
炊
レ
食

菫
臀
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
銃
不
レ
熟
為
レ
饉
。
〔
注
〕
凡

草
菜
可
レ
食
者
、
通
名
為
レ
哉
。
〔
廣
韻
〕
饉
、
無
レ
穀

日
レ
餓
、
無
レ
菜
曰
レ
饉
゜
〔
漢
書
、
元
帝
紀
〕
救
1

一民

餓
饉
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
疏
不
レ
熟
為
レ
饉
。

O
-―ー穀

が
み
の
ら
な
い
。
〔
廣
雅
、
秤
天
〕
＿
―
-
穀
不
レ
升
曰
レ

饉
。
〔
穀
梁
‘
襄
‘
二
十
四
〕
三
穀
不
レ
升
‘
謂
乏

隻
O
＿
穀
が
み
の
ら
な
い
。
〔
畢
子
、
七
患
〕
一

穀
不
レ
牧
‘
謂
1

一
之
饉
↓
R
或
は
殖
（
6

|

1
6
5
5
1
)
に

作
る
。
〔
班
彪
‘
王
命
論
‘
餓
饉
流
隷
‘
注
〕
善
日
‘

饉
‘
或
筏
瑾
゜
⑲
或
は
敵
(
1
2
|
 4
4
3
6
7
)
に
作

る
。
〔
字
彙
補
〕
饉
‘
亦
作
レ
鎗
゜

【
饉
】
碑
ゾ
〔
集
韻
〕
渠
吝
切
醐
辱

＞
 

U
.
-
J
'
c
h
i
n
'
 

韻
〕
傭
、
餞
傭
、
不
レ
廉
。

【
備
】
~
餡
(
1
2
|
 4
4
2
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
俯
、
或
作
レ
饒
。

ス
イ

【
織
早

シ

餡
(
1
2
|
 4
4
3
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鱚
、
或
作
レ
織
。

’●鼠

冦
早
に
ほ
ひ
。
臭
氣
。
〔
字
彙
補
〕
能
‘
臭
氣
゜

カ
イ
〔
字
彙
補
〕
呼
泰
切

圏

或
〇
む
す
。
水
を
加

綽

い

婦

向

い

棘

橙

へ

て

蒸

し

な

ほ

し

た
飯
。
〔
説
文
〕
絆
‘
脩
レ
飯
也
‘
炊
レ
食
幸
臀
゜
〔
段

注
〕
脩
、
各
本
作
レ
櫛
、
誤
‘
脩
之
言
‘
洩
也
、
水
部

曰
没
涙
汰
也
、
飯
者
、
人
所
板
也
。
●
半
む
し

の
め
し
。
〔
玉
篇
〕
綽
‘
半
蒸
飯
‘
鉾
、
同
レ
餓
。
参
或

は
領
（
1
2
ー

4
4
4
3
5
)
・

餌
(
1
2
-
4
4
3
3
4
)
・

飴
(
1
2

-

4
4
1
5
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鍍
、
領
‘
餘
或
炊
レ

貨
、
銹
‘
餘
或
炊
レ
奔
゜
〔
集
韻
〕
儲
‘
或
炊
レ
責
‘
或

省
‘
亦
作
レ
餌
゜

【

m時】
5

フ
ン

〔
集
韻
〕
方
文
切
図

冨
早
／
，
ャ
ゥ
"
〗
[
口
戸

0じ
。
〔
龍

漿
(
7
|
1
8
1
8
5
)
に
同
じ
。
〔
字

曾
】
叩
苧
果
補
〕
棲
‘
同
レ
漿
〔
荘
子
、
列

御
忠
冦
〕
吾
嘗
食
1

於
十
棲
↓
〔
繹
文
〕
啄
、
本
亦
作
レ
漿
‘
司

馬
云
‘
十
家
並
賣
レ
漿
也
。

シぶ`
，ウ

El□
0
こ
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
餌
也
。
●
あ
く
。

〔
方
言
、
十
二
〕
饒
‘
飽
也
。
〔
集
韻
〕
條
‘
飽
也
。
●

或
は
鉄
(
1
1
-
4
0
6
0
0
)

・
鏡
(
1
2
-
4
4
3
6
8
)
・

訣

(
1
2
ー

4
4
0
7
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
炊
レ
英
‘
炊
レ

党
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
或
作
レ
飲
。

日
訂乳'[

【條】
g

謄

〔
集
韻
〕
於
慶
切
認

〔
集
韻
〕
於
境
切

【
饗
】

g

久
ウ
"
[
」
5
バ
〕
の
俗
字
。
〔
正
字

小
〇
お
こ
し
。
稲
米
を
炒
つ
て
飴
に
和

饒
豪
し
た
も
の
。
も
と
饒
(
1
2
-
4
4
4
7
4
)
に

作
る
。
〔
正
字
通
〕
轍
、
本
作
レ
轍
゜
〔
説
文
〕
鎌
‘
敷
~
レ

稲
根
館
也
‘
炊
＞
食
散
臀
゜
〔
急
就
篇
‘
―
-
‘
注
〕
轍
之

言
‘
散
也
‘
敷
竺
稲
米
飯
征
竪
骰
散
一
也
、
古
謂
1

一之

張
自
天
亦
且
共
開
張
而
太
也
。
〔
廣
韻
〕
徹
、
轍

飯
也
。
●
或
は
撒
(
8ー

2
7
1
2
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

徽
或
八
レ
米
。

【
徹
子
】
1

勺
油
揚
げ
の
食
物
。
又
、
環
絣
と
も
い
ひ
‘

古
は
寒
具
と
い
ふ
。
寒
さ
凌
ぎ
の
食
物
。
桁
枚
。
〔
本
草
、

寒
具
〕
繹
名
、
時
珍
曰
‘
轍
易
―
―
消
散
一
也
、
服
虔
通
俗
文
、

謂
乏
餃
張
揖
廣
雅
‘
謂
之
粋
統
一
楚
辞
‘
謂
二
之
桁

枚
祉
雑
字
解
詰
‘
謂
1

一
之
膏
環
玉
集
解
‘
時
珍
曰
‘
林
洪
清

供
云
‘
寒
具
‘
捻
頭
也
、
以1一
橋
粉
一
和n
1
l
t
'
.
~

油
1

煎
成
、

以
レ
糖
食
レ
之
‘
可
レ
留
1

一
月
餘
石
1

レ禁
1

一
畑
用
云
観
レ
此
‘
則

寒
具
即
今
轍
子
也
‘
以1一
襦
粉
和
~
レ
鰐
‘
入
―
―
少
臨
弐
牽

1一

索
紐
谷
空
成
環
釧
之
形
盆
伯
煎
食
レ
之
。
〔
五
継
志
〕
干

賓
司
徒
俄
日
‘
祭
用
』

n竺
晉
制
呼
為
―
―
撮
鉗
ガ
人
日
"

寒
具
公
7

日
轍
子
一

【

徹

】

如

サ

ン

〔
集
韻
〕
顆
旱
切＞ 
ム

r
ぃ園
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小
□
●
お
く
る
。
も
と
僚
(
1
2
|
 4
4
4
7
2
)
 

腎含策
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
餓
、
本
作
レ
傾
°
①

食
を
お
く
る
。
か
れ
い
ひ
す
る
。
〔
説
文
〕
餃
‘
鉤

也
‘
炊
レ
食
賢
磐
゜
〔
廣
韻
〕
餓
‘
鉤
也
。
〔
左
氏
‘
桓
‘

六
〕
齊
人
餓
一
之
鍼
↓
〔
秤
文
〕
饒
‘
遺
也
。
＠
馬
・
牲

肉
な
ど
の
物
を
お
く
る
。
や
る
。
〔
幌
‘
檀
弓
上
〕
顔

淵
之
喪
餓
Ii

詳
肉
↓
〔
注
〕
餓
‘
遺
也
。
〔
左
氏
‘
昭
‘

二
十
五
〕
往
績
二
之
馬
↓
〔
注
〕
餓
‘
遺
也
゜

eす
す

め
る
。
④
食
を
進
め
る
。
〔
荀
子
、
正
論
〕
曼
而
餓
゜

〔
注
〕
餓
、
進
レ
食
也
。
＠
物
を
尊
者
に
進
め
る
。

〔
周
祠
、
天
官
‘
膳
夫
〕
凡
玉
之
隕
゜
〔
注
〕
進
二
物
於

尊
者
―
曰
レ
贖
。

O
め
し
。
①
食
事
。
〔
易
、
家
人
〕

在
二
中
餓
二
繹
文
〕
饒
、
食
也
。
〔
淮
南
子
、
氾
論

訓
〕
一
饒
而
十
起
。
〔
注
〕
饒
者
、
食
也
。
◎
朝
夕
の

食
。
〔
儀
證
‘
既
夕
證
〕
燕
養
餓
羞
‘
湯
沐
之
餞
。

〔
注
〕
績
、
朝
夕
食
也
。
⑲
お
く
り
も
の
。
〔
論
語
、

郷
鴬
〕
朋
友
之
籟
、
雖
軍
＇
馬
盃
竺
祭
肉
示
＇
レ
拝
。

〔
孔
子
家
語
、
致
思
〕
如
レ
受
二
大
牢
之
績
↓
〔
注
〕

餓
‘
銚
也
。

O
祭
の
名
。
〔
王
僧
逹
‘
祭
顔
光
緑
―

文
〕
敬
陳
―
―
尊
蹟
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
餓
、
祭
名
也
。

O
通

じ
て
餞
(
1
2
-
4
4
3
2
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餞
、
通

作
レ
饒
。

O
蹄
(
6
-
1
6
3
4
9
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
領
‘

【
餓
】
]

国ロロ
ヅタキギキ
イイ

〔
集
韻
〕
求
位
切
、

OO

万

xヽ

k̂
uei' 

集
韻
〕
蹄
謂
切
国
g屈

集
韻
〕
徒
回
切

【
臨
郎
】
呻
／
，
ヤ
ウ
"
[
い
[
[
[
O
同
じ
。
〔
集

食
を
む
さ
ば
る
。
〔
集
韻
〕
贅
‘
貪
レ
食
。

【
餐
】
螂
ト
ン

〔
集
韻
〕
都
昆
切
苧
〗

食

部

〔
十
二
書
〕

或
作
レ
蹄
。
〔
論
語
、
陽
貨
‘
蹄
二
孔
子
豚
五
繹
文
〕
鄭

本
作
レ
隕
‘
魯
讀
為
レ
蹄
‘
今
従
レ
古
゜
R
古
‘
康
(
1
2

|
 4
4
0
2
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餓
、
古
作
レ
康
。
口
食

を
お
く
る
。
饒
(
1
2
-
4
4
3
2
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

饒
‘
鉤
也
、
或
炊
レ
貴
。
〔
漢
書
‘
買
誼
博
〕
執
レ
醤
而

親
銚
レ
之
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
饒
‘
輿
レ
餓
同
。
国
錆
績

は
、
食
物
の
名
。
米
の
粉
を
蜜
に
和
し
て
蒸
し
た

も
の
。
〔
集
韻
〕
餓
‘
錆
饒
‘
餌
名
‘
屑
米
和
レ
蜜
蒸
レ

之
。

【
餓
胎
】
1

げ
物
を
お
く
る
。
お
く
り
も
の
を
す
る
。
〔
左

氏
、
文
‘
十
六
〕
年
自
,
,
七
十
ー
以
上
、
無
レ
不
二
餓
詮
一
也
。

【
餓
胎
】
2

"

物
を
お
く
る
。
贖
詮
に
同
じ
。

【
饒
遺
】
3

H

物
を
お
く
る
。
進
物
を
お
く
る
。
誂
遺
。

〔
史
記
、
武
帝
紀
〕
人
聞
1

一
其
能
使
レ
物
及
不
p

死
、
更
饒
二

遺
之
一
〔
漢
書
‘
酷
吏
‘
巌
延
年
偉
〕
餓
―
―
遺
之
1

甚
厚
゜
〔
後

漢
書
‘
孝
明
八
王
‘
築
成
靖
王
窯
偲
〕
績
―
―
遺
婢
妾
↓

【
籟
運
】
4

？
糧
食
を
運
搬
す
る
。
饒
運
(
1
2
-
4
4
3
2
0
:
 

2
)

に
同
じ
。
〔
棧
雲
峡
雨
日
記
‘
上
〕
以
饒
運
不
』
搬
也
。

【
隕
餞
】
5
"

な
ま
も
の
の
食
料
を
お
く
る
。
〔
左
氏
、

桓
‘
六
〕
齊
人
饒
二
之
賑
↓
〔
注
〕
牲
胆
日
レ
鍼
。
〔
晉
書
、
隠

逸
、
楊
飼
偉
〕
於
↓
―
永
昌
乙
第
↓
云
云
‘
毎
有
二
饒
餞
二
資

治
通
鑑
、
宋
紀
〕
（
文
帝
‘
元
嘉
一
―
+
―
一
年
）
饒
鍼
之
秩
、

毎
存
1

一
豊
厚
↓
〔
注
〕
績
‘
鉤
也
‘
籟
鍼
‘
鉤
レ
客
以
一
生
食

及
靱
米
一
也
、
詩
傭
曰
‘
牲
胆
日
レ
鍼
゜

[
餓
給
】
6

が
お
く
り
あ
て
が
ふ
。
鉤
給
。
〔
宋
史
、
箕

宗
紀
一
〕
所
在
量
1

一
軍
儲
―
饒
給
‘
勿
1

一
調
レ
民
飛
較
↓

【
餓
獣
】
7

[

O

古
‘
祭
祀
の
履
〔
周
饒
‘
春
官
‘
司
尊

葬
〕
其
餓
猷
用
元
E

壺
尊
↓
〔
注
〕
饒
獣
‘
謂
薦
レ
執
時
‘
后

於
レ
是
薦
鑽
食
之
豆
邊
一
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
江
永
云
‘
贖

獣
一
節
‘
護
運
孔
疏
謂
‘
是
戸
入
レ
室
之
後
‘
買
以
レ
執
―
―

其
般
ー
帝
国
1

一
績
猷
節
「
在
↓
己
’
未
レ
入
レ
室
之
前
工
云
云
、
常
’

以

買

疏

為

名

i0ぉ
く
り
も
の
。
進
物
。
〔
帽
‘
坊
記
〕

父
母
在
、
韻
駄
不
レ
及
軍
馬
二
示
n

一
民
不
,
,
敢
尊
也
。

【
饒
歳
]
8

ア
年
末
に
穂
物
の
や
り
と
り
を
す
る
こ
と
。

お
せ
い
ぽ
。
饒
歳
。
〔
蘇
献
‘
饒
歳
詩
序
〕
蜀
中
値
二
歳
晩
―

問
遺
‘
謂
,
,
之

饒

歳

一

「

爾

尚

克

羞

二

餓

祀

一

【
韻
祀
】
，
パ
酒
食
を
供
し
て
誹
を
祭
る
。
〔
書
、
酒
詰
〕

【
韻
食
】
10

”ヨク

O
古
、
吉
證
の
一
。
祭
祀
に
熟
食
を
獣

餐

録

餓

館

脩

ず
る
こ
と
。
〔
周
幡
、
天
官
‘
蓬
人
〕
饒
食
之
蓬
。
〔
注
〕
餓

食
‘
薦
レ
執
也
。
〔
周
護
、
春
官
、
大
宗
伯
〕
以
―
―
韻
食
—
享
二

先
王
一
〔
疏
〕
食
是
黍
稜
゜
〔
儀
栂
‘
聘
證
〕
如
1

一
餓
食
之
褪
↓

〔
漢
書
、
元
后
博
〕
登
宜
T
辱
二
帝
之
堂
1
以
陳
•
績
食
上
哉
。

●
食
物
を
送
る
。
饒
鉤
゜
〔
管
子
‘
軽
重
、
甲
〕
吾
國
者
、

衝
虞
之
國
‘
績
食
之
都
‘
虎
狼
之
所
レ
棲
也
。
〔
纂
詰
〕
饒
‘

蹄
也
‘
蹄
レ
食
然
後
食
。
参
食
事
。
〔
列
女
傭
‘
賢
明
‘
宋
飽

女
宗
傭
〕
漱
漠
酒
醜
羞
細
苓
竺
以
事
―
―
舅
姑
↓
〔
後
漢
書
‘

蜀
行
、
陸
績
傭
〕
母
但
作
↓
1

績
食
社
2
1

一
門
卒
百
盆
茫
之
。

〖
餓
食
證
〗
即
”5パ
レ
イ
吉
礎
の
一
。
儀
證
に
、
特
牲
韻

食
栂
・
少
牢
蹟
食
證
が
あ
る
。

【
餓
者
】
11

パ
ヤ
食
を
お
く
る
者
。
〔
左
氏
‘
哀
‘
六
〕
僭
子

使
―
―
子
士
之
母
養
＞
之
、
輿
1

一
餓
者
1

皆
入
。

【
韻
鉤
】
12

パ
ャ
’
か
れ
い
ひ
。
糧
食
。
饒
餞
。
饒
鉤
゜
〔
蘇

洵
、
上
一
韓
韓
樅
密
一
書
〕
得
錢
散
百
萬
百
盆
竺
酒
食
籟
鉤

之
費
↓

【
韻
人
】
13

グ
君
の
食
膳
を
治
め
る
者
。
膳
夫
。
〔
左
氏
、

成
‘
十
〕
六
月
丙
午
‘
晉
侯
欲
レ
萎
‘
使
―
―
旬
人
獣
品
客
籟

人
為
レ
之
。
〔
會
箋
〕
餓
人
、
掌
飲
食
一
之
人
‘
如
―
―
王
朝
庖

人
之
類
↓

【
餓
蜀
]
1
4

？
刈
草
を
お
く
る
。
〔
左
氏
、
博
、
二
十
九
〕

公
在
レ
會
‘
籟
二
之
協
米
玉
恒
也
。

【
贖
薦
】
1
5
5

ノ
食
物
を
さ
さ
げ
す
す
め
る
。
供
物
を
す

す
め
る
。
〔
荀
子
、
橙
論
〕
几
筵
餓
薦
告
レ
祝
。
〔
注
〕
韻
、

獄
牲
鱈
也
‘
薦
、
進
黍
畏
也
。

【
饒
候
】
1
6
5
/

尊
者
に
す
す
め
る
飯
食
。
〔
後
漢
書
、
章

帝
八
王
‘
清
河
王
慶
博
〕
慶
母
宋
貴
人
‘
責
人
長
1

一
千
人

更
供
―
―
奉
長
架
宮
五
身
執
―
―
饒
餞
工
太
后
憐
レ
之
。

[
餓
膳
]
"
？
食
膳
に
す
す
め
る
。
〔
唐
書
‘
南
蜜
下
‘
室

利
佛
逝
博
〕
又
有
レ
獣
‘
類

nlti.1*,
角
如
,
,
山
羊
五
I

レ雰、

肉
味
美
、
以
韻
レ
膳
。

【
饒
送
】
1
8
9
’
贈
る
。
進
呈
す
る
。
刑
律
で
は
贈
賄
の

こ
と
を
い
ふ
。
〔
明
律
‘
刑
律
‘
受
臓
‘
風
憲
官
吏
犯
〕
臓
若

賣
買
多
取
憤
利
五
及
受
1一
餓
送
—
之
類
‘
各
加
1一
其
餘
官
吏

【
餓
贈
】
19

が
贈
物
。
進
物
。

L

罪
二
等
一

[
籟
答
】
20

が
御
證
に
物
を
贈
る
。
返
證
の
贈
物
。
品
物

の
お
く
り
あ
ひ
。
〔
唐
書
‘
羅
弘
信
傭
〕
弘
信
毎
レ
有
l

―績

答
云
土
忠
引
其
組
北
面
拝
受
‘
兄
1

一
事
之
↓

【
餞
莫
】
21

？
物
を
供
へ
て
神
を
祭
る
。
又
‘
其
の
供
へ

物
。
〔
礎
‘
曾
子
問
〕
可
和
盆
竺
於
隕
莫
之
事
―
乎
゜

0
う
る
ほ
ふ
。
し
め
り
け
が
上
に
通
る
。
〔
廣
韻
〕

僭
‘
涅
並
上
也
。

O
う
ま
い
。
〔
集
韻
〕
鑽
博
雅
、

美
也
。
参
味
が
少
し
あ
ま
い
。
〔
集
韻
〕
僭
‘
一
曰
‘

味
小
甘
也
。
働
通
じ
て
膳
(
9
-
2
9
8
7
3
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
僭
‘
通
作
レ
膳
゜

【
僭
】
〗
シ
ン

〔
集
韻
〕
子
朕
切
固
g

【
館
】
g

字
彙
〕
丑
□
｛
攣
翌
g'

緯
移
は
、
あ
く
。
〔
字
彙
〕
緯
‘
館
修
‘
飽
也
。

タ
ヴ
チ
，
ヤ
ヴ

[
餓
肉
】
22

？
に
く
を
お
く
る
。
〔
管
子
、
人
國
〕
年
七
十

已
上
、
一
子
無
レ
征
、
三
月
有
↓
―
韻
肉
↓

[
饒
較
】
23

？
食
料
を
運
ぶ
。
〔
歌
陽
脩
‘
資
政
殿
學
士

戸
部
侍
郎
文
正
苑
公
神
道
碑
銘
〕
紆
―
―
西
人
績
娩
之
努
↓

【
韻
尾
】
2
4
n

魚
の
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
鱗
介
部
十
二
、
餓

尾
魚
〕
南
越
記
曰
‘
韻
尾
魚
‘
有
レ
毒
‘
一
名
鼈
魚
。

【
隕
米
】
25

？
米
を
送
る
。
鉤
米
。
〔
晉
書
、
謝
玄
博
〕
符

王
告
レ
磯
‘
玄
績
1

全
米
二
千
糾
↓

【
餓
養
】
2
6
[
’
食
を
供
へ
や
し
な
ふ
。
〔
孔
子
家
語
、
五

刑
解
〕
人
子
饒
養
之
道
也
。
「
餓
レ
築
‘
拝
而
受
レ
之
。

【
餓
槃
】
27

戸
く
す
り
を
お
く
る
。
〔
論
語
‘
郷
窯
〕
康
子

【
餓
糧
]
2
8

い
ヤ
’
か
て
を
お
く
る
。
兵
糧
を
運
搬
す
る
。

又
‘
其
の
糧
食
。
〔
孫
子
、
作
戦
〕
帯
甲
十
萬
‘
千
里
蹟
レ

糧
゜
〔
後
漢
書
、
王
符
傭
〕
或
縛
請
ー
一
部
里
涵
績
糧
應
封
。

【
餓
證
】
29

？
進
物
を
贈
る
。
贈
物
。
〔
宋
史
‘
宗
室
四
、
子

灌
傭
〕
遷
戸
’
部
郎
中
玉
竺
領
江
淮
軍
馬
錢
糧
諸
司
績

饂
月
以
午
殿
悉
麟
之
公
阿

【
贖
賂
】
3
0
5

お
く
り
も
の
。
〔
左
氏
‘
哀
‘
十
一
〕
王
及
ニ

列
士
↓
皆
有
―
―
饒
賂
↓

【
餓
路
]
3
1
t

糧
食
を
は
こ
ぶ
み
ち
。
糧
道
。
〔
宋
史
‘
張

充
傭
〕
時
麟
州
韻
路
猶
未
レ
通
。

【
餓
貧
糧
】
32

閤
巧
貧
人
が
食
を
得
る
こ
と
。
無
學
者

が
多
く
聞
く
こ
と
を
獲
る
喩
゜
〔
文
心
離
龍
、
神
思
〕
博

聞
為
1

一

饒

貧

之

糧

↓

「

人

。

【
餓
中
無
人
】33
k
£
e
i
•
c
h
u
n
g
'
w
u
2
 
jen2

無
妻
の

四
―
―
六
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食

部

〔
十
二
書
〕

録

餞

暮

屠

饉

繕

饒

餐

厳

鐘

隕

饉

四
二
七

或

El□
国
●
そ
な
へ
る
。
食

蘭

い

餅

；

匡

を

具

へ

る

。

憾

(
1
1
0
-
4
4
4
5
 

5
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
暮
‘
具
レ
食
也
‘
餞
‘
絋
或
八
レ

巽
゜
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
餞
‘
具
也
。
〔
儀
證
‘
士
冠

證
〕
具
霞
千
西
塾
〔
注
〕
候
‘
陳
也
。
●
そ
な
へ

も
の
。
そ
な
へ
た
飲
食
物
。
〔
周
證
、
天
官
‘
酒
正
〕

以
共
―
―
玉
之
四
飲
三
酒
之
霞
↓
〔
疏
〕
謂
111

候
陳
具
,
,

設
之
一
也
。
〔
儀
栂
‘
燕
證
〕
膳
宰
具
二
官
餞
子
寝

東
二
注
〕
具
其
官
之
所
＞
餞
‘
謂
、
酒
也
‘
牲
也
、

捕
臨
也
。
●
め
し
。
た
べ
も
の
。
〔
玉
篇
〕
鋲
‘
飯
食

也
〔
働
た
べ
る
゜
飲
食
す
る
。
餞
(
1
2
-
4
4
1
7
4
)

に

通
ず
。
〔
論
語
、
為
政
〕
有
一
洒
哭
良
先
生
錨
゜
〔
集

解
〕
馬
融
曰
‘
傑
‘
飲
食
也
。
〔
皇
疏
〕
錨
‘
猶
1

一
飲
食
―

也
。
〔
繹
文
〕
餞
‘
鄭
作
レ
綾
。

O
膜
(
9
|
2
9
8
7
1
)

に

同
じ
。
〔
慮
謳
‘
贈
―
蜘
記
生
詩
、
不
レ
免
1

一
餞
賓
ギ
巴

善
日
、
餞
‘
卑
ハ
レ
脂
同
。
固
●

El●
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
賽
‘
具
レ
食
也
、
或
作
レ
餞
。

O
金
六
雨
。
鍍
(
1
1

|
 4
0
6
4
8
)

に
通
ず
。
〔
尚
書
大
傭
、
甫
刑
〕
馬
之

君
レ
民
也
、
罰
弗
レ
反
レ
強
‘
而
天
下
治
‘
一
餞
六

雨
。
〔
書
‘
呂
刑
‘
其
罰
百
緩
‘
傭
‘
六
雨
日
レ
鍍
、
今

,........, 

候
~ 
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〔
集
韻
〕
縞
免
切

集
韻
〕
雛
舘
切
、
淘

土
X
コ

c
h
u
a
n
•

麗霰園

〔
集
韻
〕
雛
患
切

〔
集
韻
〕
扶
萬
切

ひ
る
め
し
。
饒
（
1
2
|
 4
4
3
4
 

篠

い

籍

い

9
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
像
、
書
＿

食
也
、
八
レ
食
象
瞥
‘
饒
‘
録
或
八
レ
i

易。

【
隊
】
]
‘
ン
や
ウ

〔
集
韻
〕
始
雨
切
圏

【
研
順
】
臼
,
'
[
，
ゥ
〔
集
韻
〕
胡
光
切
閥

【暦】螂
暦
鏑
は
‘
食
物
が
く
つ
つ
き
合
ふ
。
〔
集
韻
〕
暦
‘

暦
鏑
‘
食
相
著
。 レ

キ
リ
ー
ヤ
ク

集
韻
〕
令
益
切

詞

冨

】

年

セ

ン

暮（
1
2ー

4
4
4
5
5
)
の
謳
字
。
〔
正
字

通
〕
賽
、
同
レ
藝
‘
謳
省
。

古
文
注
疏
〕
案
‘
鍛
‘
或
作
レ
傑
。

0
或
は
撰
(
6
_

1
2
7
5
3
)

に
作
る
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
巻
阿
‘
箋
、
尊
レ
之

豫
條
レ
几
繹
一
佐
食
五
繹
文
〕
餞
、
本
亦
作
レ
撰
゜

【
傑
雅
]

1

5

ノ
よ
い
食
物
。
雅
餞
゜
〔
長
生
殿
‘
驚
嬰
〕
ロ
ハ

幾
味
脆
生
生
‘
抜
和
レ
果
、
清
肴
餞
雅
‘
梢
二

11仙
肌
玉
骨

美
人
餐
↓

【
條
合
i

】2

坊
重
箱
の
類
。
食
籠
。

【
餞
餓
】3
~
／
膳
立
て
し
た
食
物
を
す
す
め
る
。
〔
魏

志
、
管
寧
博
〕
親
薦
二
餞
餓
盃
加
拝
成
レ
褪
゜

【
條
具
】
4

バ
/
膳
立
て
に
用
ひ
る
具
。
又
、
膳
立
て
す

る
。
〔
後
漢
書
‘
百
官
志
二
〕
太
宰
令
一
人
‘
云
云
‘
掌
―
―
宰

工
鼎
俎
傑
具
之
物
一
〔
孔
子
家
語
‘
致
思
〕
吾
非
1

一
以
鰈

具
之
為
＞
厚
゜

【
錨
所
】
5

笠
の
み
く
ひ
す
る
ば
し
よ
。
食
堂
。
〔
幅
悪

全
書
、
教
養
部
、
學
規
〕
司
賓
挟
至
1

一
霞
所
↓

【
傾
珍
】
6

パ
グ
め
づ
ら
し
い
酒
食
。
〔
後
漢
書
、
明
帝
紀
〕

侯
王
設
レ
醤
‘
公
卿
鰈
レ
珍
‘
朕
親
担
割
‘
執
レ
爵
而
醗
゜

【
餞
賓
】
7

竺
客
に
供
す
る
。
〔
虚
謀
‘
贈
一
劉
鬼
詩
序
〕

匠
者
時
師
、
不
レ
免
―
―
條
賓
↓

[
傑
鋪
】
8

だ
食
物
を
い
ふ
。
又
、
食
物
を
く
ら
ふ
。
〔
後

漢
書
‘
張
衡
博
〕
於
レ
心
有
レ
猜
‘
則
蓋
喰
霞
舗
‘
猶
不
レ

屑
レ
餐
゜

【
條
林
】
，
乃
書
名
。
瞥
書
。
著
者
は
爾
氏
と
の
み
に
て

名
は
不
詳
。
〔
宋
史
‘
藝
文
志
六
〕
蒲
家
法
條
三
巻
‘
餞

林
四
巻
‘
薬
林
一
巻
。

〔
集
韻
〕
昌
志
切
菌

ィ、

ch'ih'

〔
集
韻
〕
充
之
切
亙

〔
集
韻
〕
虚
其
切
支

或
日
□
国
O
さ
け
さ

9
9

註
g

開
か
な
。
酒
と
食
物
。
【
厳
】
〗

ご
ち
そ
う
。
〔
説
文
〕
鱚
、
酒
食
也
、
八
レ
食
喜
瞥
‘
詩

曰
‘
可
白
餓
饒
〔
句
讀
〕
秤
訓
文
‘
洞
酌
傭
同
‘

字
林
‘
嬉
‘
熟
食
也
、
商
頌
博
‘
棺
‘
黍
稜
也
、
特
牲
【
碑
暉
】
呻

謁
注
‘
炊
二
黍
稜
一
日
レ
館
、
要
是
同
義
、
各
學
1
1

―
食
を
む
さ
ぼ
り
く
ら
ふ
。
瞳
(
2
-
4
2
9
7
)
に
同

端
耳
。
〔
詩
、
小
雅
、
天
保
〕
吉
潟
為
レ
陪
‘
是
用
孝

じ
。
〔
集
韻
〕
籠
、
食
無
レ
廉
也
、
或
炊
レ
ロ
。

享
゜
〔
博
〕
餡
、
酒
食
也
。

0
に
る
。
か
し
ぐ
。
〔
廣

雅
‘
繹
詰
一
―
-
〕
鱚
‘
熟
也
。
〔
儀
譴
特
牲
饒
食
證

【
饂
】
呻

記
〕
嬉
嚢
在
1

一
西
壁
↓
〔
注
〕
嬉
‘
炊
也
。

0
に
た

食
物
。
霙
や
き
し
た
食
物
。
〔
爾
雅
‘
繹
訓
‘
餡
、

酒
食
也
、
繹
文
〕
字
林
云
‘
饒
‘
熟
食
也
。
R
き
ぴ

を
か
し
ぐ
。
〔
儀
證
‘
士
虞
證
〕
饂
霙
在
東
壁
西

面
二
注
〕
炊
黍
畏
曰
饂
。

O
き
び
。
〔
玉
篇
〕

嬉
‘
黍
稜
也
。
〇
或
は
姫
(
1
2 ー

4
4
1
2
3
)

霞
(
1
2

【
饒
】
臼

|
 4
4
2
5
9
)
・
 
鏃
(
1
2
-
4
4
3
7
5
)

・
鎧~
(
8
ー

2
7
1
3
1
)
·

喜
(
2
ー

3
9
5
7
)
・

椒（
1
2
-
4
4
2
1
1
)
・

熙（
1
2
-
4
4
4

2
0
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
餡
‘
甑
‘
饒
或
八
レ
配
‘
棺
‘

固国口
イイエ工工
チッチッィ

~ ~ 

集集
韻韻
しー」 、
於乙
例一ヽ翼
切切

-~ ・

聞 園薗図

〔
集
韻
〕
盆
悉
切

〔
集
韻
〕
一
結
切

日ィ
ダ
ン

候
(
1
2
|
 4
4
2
5
3
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
饉
‘
俗
観
字
。

タ
ょ
ウ
ダ
ウ

集
韻
〕
傭
江
切

屈

タ
ン

笞
(
1
2
-
4
4
3
9
2
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
厳
、
同
レ
笞
゜

冨

】

呻

口シ
国
キ
曰
シ

あ
ぢ
が
な
い
。
通
じ
て
激
(
7
ー

1
8
3
2
0
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
笞
、
無
レ
味
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
餐
、
通
作
レ

激。 冦】螂

7
/

〔
集
韻
〕
杜
覧
切
圏

鱚
或
八
レ
米
。
〔
集
韻
〕
餡
、
或
作
1

碗
・
圏
・
織
・
棺
．

喜
．
雙
〔
正
韻
〕
鱚
、
亦
作
徊
゜

【
餡
霙
】
1

？
黍
稜
を
か
し
ぐ
か
ま
ど
。
〔
儀
證
‘
士
虞

證
〕
饒
霙
在
1

一
東
撃
西
面
。
〔
注
〕
炊
―
―
黍
稜
1

日
レ
餡
。

【
嬉
人
】
2

グ
周
官
の
名
。
地
官
の
闊
。
炊
事
を
主
る

そ
な
へ
も
の
詞
理
し
て
だ
す
食
物
。
料
理
。
膳
官
。
〔
周
幡
‘
地
官
‘
序
官
‘
鱚
人
〕
奄
二
人
、
女
鱚
八
人
、

羹
四
十
人
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
鱚
人
、
主
レ
炊
官
也
。

【
鱚
傑
】
3

予
酒
食
を
い
ふ
。
〔
爾
雅
‘
秤
訓
‘
嬉
酒
食

(
9
-
2
9
8
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
膳
‘
説
文
‘
具
食

也

‘

或

炊

レ

食

。

也

、

注

〕

貫

今

云

二

鱚

鱈

皆

一

語

而

兼

通

。

【
繕
御
】
1

心
む
天
子
の
食
物
。
〔
晉
書
‘
后
妃
下
‘
穆
章
何

后
傭
〕
黎
元
阻
饒
‘
而
繕
御
豊
靡
゜

【繕]暉

ゼセ
ンン

〔
集
韻
〕
時
戦
切ヽ
戸
コ

『面． 

か
ゆ
。
〔
集
韻
〕
餓
‘
廃
也
。

13023 
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日
口
●
す
え
る
。
飯
が
い
た
み
腐
る
。
穀
不
レ
牧
‘
謂
,
,
之
餓

2
D二
穀
が
み
の
ら
な
い
。

轄
：
〔
説
文
〕
饒
‘
飯
鷹
湮
也
、
炊
レ
食
壼
〔
穀
梁
‘
襄
‘
二
十
四
〕
二
穀
不
弁
、
謂
乏
饒
↓
●

瞥
。
〔
爾
雅
‘
繹
器
〕
食
鐙
謂
―
―
之
鍋
↓
〔
論
語
‘
郷
黛
〕
う
ゑ
る
。
〔
正
字
通
〕
餓
、
飲
也
。
●
飢
(
1
2
-
4
4
0
2

食
饒
而
鍋
゜
〔
集
解
〕
孔
安
國
曰
‘
鐙
鍋
‘
臭
味
髪

3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
飢
‘
或
ハ
レ
幾
゜
〔
穀
梁
‘
宣
‘

也
。
〔
秤
文
〕
字
林
云
‘
鐙
‘
飯
傷
二
熱
湿
一
也
。
〔
皇
＋
、
磯
‘
繹
文
〕
饒
、
本
或
作
レ
飢
。
〔
陶
潜
、
乞
レ
食

疏
〕
饒
、
謂
飲
食
繹
久
而
腐
臭
也
。

O
或
は

iL

詩
〕
観
来
騒
レ
我
去
、
不
レ
知
党
何
之
。
〔
丁
縣
保
箋

(
1
2
ー

4
4
0
1
9
)
・

識
(
1
2
|
 4
4
4
3
0
)
に
作
る
。
〔
集
注
〕
飢
饒
為
二
同
昔
通
借
字
↓
R
古
、
銃
(
1
2
-
4
4
2

韻
〕
饉
‘
或
作
二

iL
・
鍼
↓
●
鍋
(
1
2
ー

4
4
2
7
8
)
に
同

1
8
)
・

貶
(
1
2
-
4
4
0
8
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
饒
、
古

じ
。
〔
集
韻
〕
鍋
、
説
文
、
針
鍋
也
、
引
,
,
論
語
、
食
饒
作
二
銃
・
貶
↓

而
鍋
盃
茄
げ
鐙
。
国
國
む
せ
ぶ
。
飯
が
の
ど
に
つ
画
圏
熟
語
は
飢
(
U
i
l
-
4
40
 2
3
)
を
併
せ
見
よ
。

ま
る
。
唖
(
2
-
4
3
0
7
)
・

絢
(
1
2
ー

4
4
2
3
4
)
に
同
【
饒
烏
】
1

g

う
ゑ
た
か
ら
す
。
飢
烏
。
〔
李
頑
、
聖
善
閣

じ
。
〔
集
韻
〕
喧
、
説
文
‘
飯
窒
也
、
或
作
二
詢
・
鐙
↓
送
襄
迪
入
＞
京
詩
〕
墜
葉
和
含
磐
こ
饒
烏
鳴
露
盤
↓

【
饒
援
】
2

が
う
ゑ
た
さ
る
。
〔
飽
照
、
代
苦
熱
行
〕
饒
援

莫
元
＇
食
属
禽
不
蔽
飛
↓

〔
集
韻
〕
喧
、
食
塞
レ
咽
也
、
或
作
二
鐙
・
食
↓

【
饒
餓
】
3

れ
食
物
の
足
ら
ぬ
こ
と
。
う
ゑ
る
。
飢
餓
。

【
饉
鍋
】
1

が
？
飯
が
す
え
く
さ
れ
る
。
〔
玉
篇
〕
饉
掲
、

〔
管
子
、
重
令
〕
民
必
有
―
―
饒
餓
之
色
↓
〔
論
衡
‘
躙
時
〕
穀

臭
味
嬰
。
〔
論
語
、
郷
黛
〕
食
不
レ
厭
レ
精
‘
謄
不
レ
厭
レ
細
‘

食
乏
匿
‘
人
民
饒
餓
。
〔
陵
餘
叢
考
‘
饒
餓
二
字
有
レ
別
〕

食
饒
而
鍋
‘
魚
飲
而
肉
敗
、
不
レ
食
。
〔
論
衡
‘
商
贔
〕
温
淵

饒
餓
二
字
‘
亦
有
呑
別
淮
南
子
説
山
篇
‘
寧
一
月
饒
‘

鐙
謁
゜

無
二
旬
雙
注
‘
饒
食
不
レ
足
‘
餓
困
乏
也
‘
沈
作
詰
寓

【
鐙
瓜
】
2

が
す
え
た
瓜
。
〔
聞
見
録
〕
呂
文
穆
公
讀
二

簡
云
‘
饒
非
レ
飲
也
、
不
レ
及
レ
飽
耳
。

書
龍
門
百
杢
賣
瓜
者
涵
意
欲
レ
得
レ
之
、
無
レ
錢
‘
其
人
遺
ニ

【
饒
耗
】
4

が
う
ゑ
つ
き
る
。
〔
論
衡
‘
治
期
〕
案
孟
宋
討

一
枚
本
公
恨
然
食
レ
之
、
後
作
レ
相
、
以
ユ
鐙
瓜
一
名
な
亭
゜

之
時
一
無
↓
―
饒
耗
之
災
↓

【
鎧
結
】
3

ゲ
鬱
結
し
て
登
散
し
な
い
。
絢
結
(
1
2
-
4
4

【
饒
渇
】
5

が
う
ゑ
る
こ
と
と
か
わ
く
こ
と
。
飲
食
が

2
3
4
 :
 1
)
に
同
じ
。

乏
し
い
こ
と
。
ひ
も
じ
い
こ
と
。
飢
渇
。
〔
晏
子
、
問
、
下
〕

【
鐙
念
】
4i'fen• 

嫌
悪
の
念
を
露
は
す
。

辟
饒
渇
寒
暑
↓
〔
呉
子
、
料
敵
〕
行
騒
饒
渇
。
〔
商
子
、
戦

法
〕
民
倦
且
饒
渇
。
〔
史
記
‘
衝
将
軍
蝶
騎
博
〕
軍
得
和
5

キ
〔
集
韻
〕
居
希
切
園
-
鉦
~
ニ
饒
渇
→

【
饒
寒
】
6

が
う
ゑ
こ
ご
え
る
。
貧
乏
す
る
。
飢
寒
。
〔
新

日

【

磯

】

畑

り

I

chi'

書
‘
棲
産
子
〕
饒
寒
切
二
於
民
之
肌
膚
↓
〔
管
子
、
乗
馬
〕
馘

寒
之
至
,
,
子
身
一
也
。
〔
墨
子
、
辟
過
〕
是
以
其
民
饒
寒
並

国
キ
〔
集
韻
〕
居
称
切
甲
-

小
日
口
●
き
き
ん
。

e穀
物
が
み
の
ら
至
゜
〔
尉
線
子
、
治
本
〕
奈
祠
饒
寒
↓
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
王
至
II

愈
豪
な
い
。
〔
説
文
〕
饒
、
穀
不
レ
執
為
レ
饒
‘
朝
日
ょ
宜
下
百
田
皐
而
翡
之
於
塵
口
努
レ
之
、
乃
布
レ

炊
レ
食
幾
臀
。
〔
爾
雅
‘
繹
天
〕
穀
不
レ
熟
為
レ
饒
。
令
‘
求
ー
ー
百
姓
之
饒
寒
者
1

牧
＊
穀
之
只
李
商
隠
雑
纂
、
相

似
〕
鶉
似
―
―
措
大
玉
饒
寒
則
吟
゜

〖
饒
寒
起
盗
心
J
7
バ
翌
ク
グ
ン
ン
’
饒
寒
は
盗
心
を

＠
穀
物
が
乏
し
い
。
食
物
が
足
ら
な
い
。
〔
論

起
さ
せ
る
。
〔
漢
書
‘
王
非
傭
下
〕
初
四
方
以
―
―
饒
寒
窮
愁
一

語
、
先
進
〕
因
乞
以
,
,
饒
隻
〔
皇
疏
〕
乏
レ
穀
為
レ

饒
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
寧
一
月
観
。
〔
注
〕
饒
、
食
起
為
盗
賊
↓

不
レ
足
。
◎
五
穀
が
と
れ
な
い
。
〔
墨
子
、
七
患
〕
五
【
饒
匿
】
8

H

う
ゑ
て
食
物
に
乏
し
い
。
〔
晉
書
‘
張
軌

食

部

〔
十
二
董
〕

鎧

饒

博
〕
太
常
摯
虞
遺
二
軌
書
盃
竺
京
師
饒
厘
↓
【
饒
陳
】
16

？
う
ゑ
て
食
が
足
り
な
い
。
又
、
作
物
が

【
饒
窮
】
，
ぃ
f

ゥ
う
ゑ
て
く
る
し
む
。
飢
窮
。
〔
魏
志
、
董
熟
さ
な
い
で
食
の
乏
し
い
こ
と
。
饒
歓
。
〔
藷
子
良
‘
密

卓
博
〕
飢
窮
梢
甚
‘
尚
書
郎
以
下
、
自
出
樵
采
‘
或
繊
1

一
死
啓
―
―
武
帝
―
啓
〕
穀
債
雖
レ
和
、
比
室
饒
暖
。

膳
壁
間
↓
〔
呉
志
、
諸
葛
格
博
〕
於
レ
是
山
民
飢
窮
。
【
饒
歓
]
1
7
t
ン
う
ゑ
て
食
が
足
り
な
い
。
又
、
饒
饉
。
饒

【
観
饉
】
10

”
作
物
が
熟
さ
な
い
で
人
民
が
食
物
に
訣
噴
。
〔
藷
唐
書
‘
跨
宗
紀
〕
内
有
1

一
饒
歓
五
切
在
1

一
慰
安
↓

乏
す
る
こ
と
。
凶
年
。
穀
物
の
責
ら
な
い
の
を
餓
と
い
【
饒
腿
】
1
8
t

う
ゑ
た
む
さ
さ
び
。
飢
腿
。
〔
謝
眺
‘
遊
―
ー
敬

ひ
、
野
菜
物
の
出
来
な
い
の
を
饉
と
い
ふ
。
飢
饉
。
〔
爾
亭
山
1

詩
〕
獨
鶴
方
朝
暖
‘
饒
腿
此
夜
暗
。

雅
‘
繹
天
〕
穀
不
レ
熟
為
レ
饒
‘
疏
不
レ
熟
為
レ
饉
‘
果
不
レ
熟
【
観
困
】
19

ザ
う
ゑ
く
る
し
む
。
飢
困
。
〔
後
漢
書
、
哀

為
レ
荒
。
〔
詩
、
小
雅
‘
雨
無
正
〕
降
―
―
喪
饒
饉
面
斬
―
―
伐
四
術
博
〕
自
下
餓
困
‘
莫
―
―
之
簡
即
↓

國
↓
〔
傭
〕
穀
不
レ
熟
日
レ
饒
‘
疏
不
レ
熟
日
レ
饉
。
〔
詩
、
大
【
磯
歳
】
20

が
凶
年
。
饒
饉
ど
し
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕

雅
‘
雲
漢
〕
天
降
,
,
喪
乱
砿
饒
饉
薦
毀
。
〔
左
氏
、
昭
、
元
〕
凶
年
饒
歳
、
君
之
民
‘
老
弱
韓
玉
1

乎
溝
堅
五
壮
者
散
而
之
―
―

雖
レ
有
―
―
饒
饉
芹
必
有
二
豊
年
↓
〔
穀
梁
、
襄
‘
二
十
四
〕
一
穀
四
方
1

者
、
幾
千
人
芙
。
〔
商
子
、
墾
令
〕
観
歳
無
―
―
裕
利
↓

否
升
謂
l

―
之
噴
―
二
穀
不
レ
升
謂
―
―
之
饒
一
三
穀
不
レ
升
〔
韓
非
子
、
五
葦
〕
故
饒
歳
之
春
、
幼
弟
不
＞
嬢
。

謂
之
雙
四
穀
不
レ
升
謂
―
―
之
康
五
＃
双
不
レ
升
謂
―
―
之
大
【
饒
穣
】
2
1
9
F
ウ
饒
饉
と
豊
穣
。
飢
穣
。
〔
史
記
、
秦
紀
〕
饒

隻
〔
論
語
、
先
進
〕
加
レ
之
以
―
―
師
旅
畜
凶
レ
之
以
,
,
饒
饉
↓
穣
更
レ
事
耳
、
不
レ
可
J
小
レ
興
。

〔
集
注
〕
穀
不
五
熟
日
レ
饒
‘
菜
不
レ
熟
日
レ
饉
。
〔
墨
子
、
七
【
磯
色
】
22

沿
ヨ
ク
ひ
も
じ
い
や
う
す
。
貧
に
や
つ
れ
た
い

患
〕
一
穀
不
レ
牧
謂
＿
ら
之
饉
コ
一
穀
不
レ
牧
謂
―
―
之
旱
⇒
二
穀
ろ
つ
や
°
飢
色
。
〔
三
略
、
上
略
〕
士
有
1

一
饒
色
↓
〔
晏
子
、

不
レ
収
謂
1

一
之
凶
一
四
穀
不
レ
牧
謂
1

一
之
饒
一
五
穀
不
レ
牧
諫
、
上
〕
民
且
有
―
―
饒
色
↓
〔
尉
線
子
、
武
議
〕
人
有
―
―
饒
色
↓

聾
之
観
↓
〔
韓
非
子
、
六
反
〕
今
家
人
之
治
レ
産
也
、
相
忍
〔
荘
子
、
譲
王
〕
容
貌
有
―
―
饒
色
↓

以
―
―
饒
寒
柏
強
以
1

一
芳
苦
盃
雖
レ
嘩
空
軍
旅
之
難
、
饒
饉
之
【
饒
切
】
23

が
食
物
に
乏
し
く
て
生
活
に
苦
し
む
。
飢

塵
温
衣
美
食
者
、
必
是
家
也
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
知
＿
一
切
。
〔
玉
融
‘
謝
二
勅
賜
＞
米
啓
〕
上
紡
―
―
温
養
ぢ
口
取
―
―
飢
切
↓

饒

饉

有

餘

不

足

之

敦

↓

【

饒

霰

】

24

が
う
ゑ
る
。
饒
餓
。
飢
餃
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
、

〖
饒
饉
之
歳
〗11
ば
＂
作
物
が
熟
さ
ず
、
人
民
が
飢
ゑ
闘
難
聯
句
〕
裂
血
失
,
,鳴
臀
云
啄
殷
甚
l
1

飢
鉄
↓

苦
し
む
年
。
凶
年
。
〔
故
事
成
語
考
、
歳
時
〕
歳
歓
曰
↓
1

饒
【
饒
腸
】
25

が
＇
ウ
う
ゑ
た
腸
。
す
き
ば
ら
。
飢
腸
゜
〔
韓
愈
、

饉

之

歳

↓

月

蝕

詩

炊

1

一
玉
川
子
作
―
〕
埜
甜
大

lli遭
11

一
飽
一
飢
腸

【
饒
騒
】
12"

ぅ
ゑ
の
た
め
に
迫
ら
れ
る
。
後
世
、
衣
食
徹
レ
死
無
レ
由
レ
鳴
。

の
た
め
に
奔
走
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
陶
潜
、
乞
レ
食
詩
〕
【
饒
溺
】

2
6
n
•ぅ
ゑ
る
こ
と
と
、
お
ぼ
れ
る
こ
と
。
人
民

餓
来
謳
レ
我
去
、
不
レ
知
意
何
之
。
の
疾
苦
す
る
喩
。
飢
溺
゜
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
昂
思
二
天
下

【
観
厄
】
1
3
9
ワ
イ
う
ゑ
て
苦
臀
を
出
す
。
〔
莱
球
、
胡
茄
〕
有
―
―
溺
者
ぶ
空
己
溺
ヮ
之
也
、
稜
思
n

―
天
下
有
1

飢
者
一
由
ニ

人

馬

饒

厄

分

筋

力

箪

。

己

飢

＞

之

也

、

是

以

如

レ

是

其

急

也

。

〔

楊

載

、

次

N

韻
虞
彦

【
饒
荒
】
1
4
9
ワ
ウ
●
う
ゑ
る
。
穀
物
の
熟
さ
な
い
の
を
高
遊
1

一
陽
明
洞
1

詩
〕
不
レ
妨
山
水
築
11

吾
築
ぶ
豆
有
え
飢
溺

饒
と
い
ひ
‘
果
物
の
熟
さ
な
い
の
を
荒
と
い
ふ
。
飢
憂
―
―
民
憂
↓

荒
。
〔
爾
雅
、
繹
天
〕
穀
不
レ
熟
為
レ
饒
‘
疏
不
レ
熟
為
レ
饉
、
【
磯
凍
】
27

炉
食
が
な
く
て
う
ゑ
、
衣
が
な
く
て
こ
ご

果
不
レ
熟
為
レ
荒
゜
〔
後
漢
書
、
安
帝
紀
〕
至
レ
令
―
ー
百
姓
鎌
え
る
。
う
ゑ
こ
ご
え
る
。
飢
凍
。
〔
魏
志
、
母
丘
倹
博
〕
誠

荒
‘
更
相
嗽
食
↓
〔
後
漢
書
‘
順
帝
紀
〕
詔
以
孟
天
郡
會
稽
使
己
一
賊
不
已
滅
‘
士
民
饒
凍
。

飢
限
貸
1

一
人
種
糧
↓
〔
新
書
、
無
蓄
〕
世
之
有
11

饒
荒
玉
天
【
饒
年
】
28

が
饒
饉
の
年
。
饒
歳
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、

下
之
常
也
。
●
c
h
i
'
h
u
a
n
g
'

④
困
難
。
葛
藤
。
＠
争
水
草
類
‘
滓
蓬
草
〕
根
、
如
レ
藉
、
饒
年
人
亦
食
レ
之
。

論

。

喧

嘩

。

【

観

飽

】

29

勺
ウ
う
ゑ
る
こ
と
と
あ
く
こ
と
。
飢
飽
。
〔
六

【
饒
倦
】
1
5
t
.
’
食
に
乏
し
く
て
う
み
つ
か
れ
る
。
飢
倦
。
紹
‘
龍
餡
、
勘
軍
〕
将
不
"
―
身
服
―
―
止
欲

U
空
以
知
―
―
士
卒

〔
後
漢
書
、
渇
異
博
〕
異
以
、
士
卒
繊
倦
、
可
―
―
且
休
↓
之
饒
飽
↓
〔
國
語
、
越
語
下
〕
又
観
-
1

其
民
之
饒
飽
努
逸
1

四
二
八

13024 
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食

部

〔
十
二
驚
〕

観

餌

鐙

饒

四
二
九

以
参
レ
之
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
時
己
天
磯
飽
↓
〔
呉
子
、
治
寡
人
所
謂
‘
饒
而
求
―
―
黍
稜
溢
四
而
穿
レ
井
者
。

兵
〕
節
―
―
其
饒
飽
→
〔
北
史
、
渇
元
興
偉
〕
家
素
貧
約
、
食
【
饒
考

I
甘
1涵
恒
糠I
]
~
}
t
}
n
~

マ
ン
ズ
食
に
う
ゑ
た
も
の

客
恒
散
十
人
、
同
1

一

其

飢

飽

↓

は

米

か

す

や

ぬ

か

さ

へ

も

う

ま

い

と

い

つ

て

喜

ぶ

。

【
饒
乏
】
31

ヂ
う
ゑ
て
と
ぽ
し
い
。
飢
乏
。
〔
後
漢
書
、
〔
史
記
‘
始
皇
紀
賛
〕
夫
寒
者
利
玉
3

褐
盃
皿
饒
者
甘
―
―
糟

猷
帝
紀
〕
露
僚
饒
乏
、
尚
書
郎
以
下
自
出
採
レ
椙
。
糠
↓

【
餓
吻
】
已
グ
う
ゑ
た
口
。
〔
劉
克
荘
、
病
後
訪
レ
梅
詩
〕
【
餓
附
レ
人
飽
隠
去
】
4
7
t
"
心
が
筍
i

竺
空
腹
の
時
に
は

老
子
無
―
―
根
可
＞
禦
＞
冬
、
強
鳴
―
饒
吻
一
和
―
↓
寒
蛋
一
人
に
屈
し
従
ふ
が
、
食
物
に
飽
け
ば
直
ち
に
揚
り
去

【
饒
弊
】
3
3
f
ィ
う
ゑ
つ
か
れ
る
。
飢
散
。
〔
晉
書
、
宣
帝
る
。

紀
〕
是
時
大
修
1

一
宮
室
ぶ
叩
ら
之
以
1

一
軍
旅
芸
口
姓
饒
弊
。
【
饒
来
喫
レ
飯
倦
来
眠
】
48

笞
牡
"
"
サ
朽
kc

”
キ
ッ
ン
う
ゑ
て

【
磯
名
】
34

が
名
誉
を
願
ふ
心
の
切
な
こ
と
。
〔
道
徳
は
飯
を
く
ら
ひ
倦
め
ば
ね
む
る
。
自
然
の
ま
ま
に
ま
か
せ

指
欝
論
〕
賤
強
求
レ
貴
‘
貧
強
求
レ
富
‘
饒
レ
名
渇
レ
勢
、
心
る
こ
と
。
〔
王
守
仁
‘
答
1

一
人
問
＂
道
詩
〕
観
来
喫
レ
飯
倦
来

常

載

求

。

眠

‘

只

此

修

行

玄

更

玄

‘

説

―

―

興

世

人

1

渾
不
レ
信
‘
却
従
1

一

【
餓
号
】
3
5
t
ク
う
ゑ
て
な
や
む
。
貧
困
の
状
の
甚
だ
し
身
外
―
覚
紳
仙
↓

い
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
桓
榮
博
〕
同
―
―
観
尼
盃
皿
榮
講
誦
不
レ
【
磯
不
レ
可
レ
食
寒
不
レ
可
レ
衣
】
49

努
芯

g
”
{
”
”
な
珠

息

。

「

に

同

じ

。

玉

金

銀

は

貴

重

な

も

の

で

は

あ

る

が

‘

饒

寒

を

救

ふ

用

【
饒
鷹
】
36

が
う
ゑ
た
た
か
。
飢
鷹
(
1
2
-
4
4
0
2
3
:
 3
6
)

を
な
さ
な
い
こ
と
。
〔
漢
書
、
景
帝
紀
〕
黄
金
珠
玉
、
儀

【
饒
雷
】
37

が
腹
が
す
い
て
鳴
る
お
と
。
饒
腸
。
〔
韻
府
不
レ
可
レ
食
、
寒
不
レ
可
レ
衣
、
以
為
↓
―
幣
用
二
小
レ
識
―
―
其
終

引
、
韓
駒
‘
詩
〕
詩
腸
日
午
輯
,
,
餓

雷

↓

始

↓

【
餓
狼
】
38

が
食
に
う
ゑ
て
ゐ
る
お
ほ
か
み
。
空
腹
の

狼。

【餓】
i

【
磯
努
】
39

が
う
ゑ
つ
か
れ
る
。
〔
國
語
、
呉
語
〕
其
民

不
あ
空
饒
努
之
残
↓

【
饒

IL】
40"
ン
う
ゑ
み
だ
れ
る
。
飢
乱
。
〔
後
漢
書
、
光

武
紀
下
〕
（
建
武
七
年
五
月
）
甲
寅
詔
‘
吏
人
遭
―
―
饒
乱
{

曾】
g

及
為
―
―
青
・
徐
賊
所
＂
略
為
,
,

奴
婢
下
妻
ご
欲
―
―
去
留
―
者
、

恣
聴
レ
之
。

【
饒
流
】
41

炉
う
ゑ
て
流
離
す
る
。
〔
後
漢
書
、
安
帝
紀
〕

萬
民
磯
流
、
先
栢
叛
戻
。
〔
後
漢
書
、
来
歓
博
〕
隈
西
雖
レ

平
、
而
人
饒
流
者
相
望
。

【
饒
痕
】
4
2
[
イ
う
ゑ
と
え
や
み
。
饒
餓
と
疫
病
。
〔
唐
書
‘

楊
炎
博
〕
至
徳
後
、
天
下
起
レ
兵
‘
因
以
饒
痕
°

【
機
火
,
,
燒
腸
―
】
43

第
忠
屯
，
ぅ
ゑ
た
あ
ま
り
自
分
の

腸
を
燒
い
て
食
ふ
。
自
分
で
己
の
身
を
殺
す
喩
。
〔
白

居
易
、
旱
熱
二
首
詩
〕
牡
者
不
レ
耐
レ
饒
‘
饒
火
1

燒
其
腸
↓

【
暗
レ
饒
琥
レ
寒
】
“
"
弁
が
ス
餓
ゑ
に
泣
き
、
寒
さ
に

叫
ぶ
こ
と
。
〔
韓
愈
‘
進
學
解
〕
冬
暖
而
兒
琥
レ
寒
、
年
豊

而
妻
暗
レ
餓
。

【
観
而
求
,
,
黍
稜
―
】
心
裟

g
gょ
平

生

の

心

が

け

が

悪
く
‘
飢
餓
に
逼
ら
れ
て
か
ら
食
物
を
求
め
る
。
既
に

間
に
合
は
な
い
喩
゜
〔
説
苑
‘
奉
使
〕
魯
君
避
レ
席
立
日
、

小
日
口
〇
ゆ
た
か
。
〔
玉
篇
〕
饒
、
豊
也
。

念
豪
④
あ
く
。
十
分
に
食
べ
あ
き
る
。
〔
説

文
〕
饒
‘
飽
也
、
ハ
レ
食
亮
瞥
゜
〔
段
注
〕
饒
者
甚
飽

【
饒
】
〗ゼヴネヴ
曰l
ゼ
ヴ

日
ネ
ヴ

〔
集
韻
〕
如
招
切
薩
i

日
公

j

閲

〔
集
韻
〕
人
要
切
画
[

日
□
祭
の
食
。
祭
に
供
へ
る
食
物
。
〔
集
韻
〕
鐙

祭
食
謂
二
之
鐙
↓

日
ト
ヴ

已
l

ト
ヴ

〔
集
韻
〕
都
騰
切
函
i

〔
集
韻
〕
丁
邪
切
醐
g

イ

飴（
1
2
-
4
4
0
8
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

飴
‘
或
作
レ
頷
゜

之
詈
也
。
＠
あ
ま
る
。
〔
玉
篇
〕
饒
‘
餘
也
。
◎
ぁ

つ
い
。
〔
玉
篇
〕
饒
‘
厚
也
。

G)多
い
。
〔
廣
雅
‘

繹
詰
三
〕
饒
、
多
也
。
〔
漢
書
、
陳
平
博
〕
平
姿
1

一張

氏
玉
資
用
益
饒
゜
R
土
地
が
肥
え
て
ゐ
る
。
〔
史

記
、
項
羽
紀
〕
闘
中
阻
1

山
珂
四
塞
‘
地
肥
饒
‘
可
t
i

都
以
覇
↓

8
ゆ
る
や
か
。
〔
書
‘
君
爽
‘
告
レ
君
乃
猷
レ

裕
、
傭
〕
告
レ
君
汝
謀
t
i

寛
饒
之
道
芦
疏
〕
我
今
告
レ

君
‘
汝
告
甲
謀
面
饒
之
道
1

以
治
申
下
民
3

●
ま
す
。

〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
饒
‘
盆
也
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
盆
也
。
●

ゆ
た
か
に
す
る
。
め
ぐ
む
。
〔
漢
書
‘
陳
平
博
〕
大
王

能
饒
レ
人
以
二
爵
邑
↓
R
ゆ
る
す
。
ゆ
る
や
か
で
お

も
ひ
や
り
が
あ
る
。
〔
正
字
通
〕
饒
‘
俗
謂
―
―
寛
恕
一

日
レ
饒
。
〔
飽
照
、
擬
行
路
難
〕
日
月
流
邁
不
二
相
饒
↓

〔
杜
甫
、
立
秋
後
詩
〕
日
月
不
t
i

相
饒
盃
節
序
昨
夜

隔
。

O
た
の
し
む
。
あ
そ
ぶ
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕

沃
地
之
民
、
多
ネ
オ
者
涵
饒
也
。
〔
注
〕
饒
‘
逸
也
。

O
は
な
は
だ
し
い
。
〔
説
文
‘
饒
‘
段
注
〕
引
以
為
t
i

凡
甚
之
偕
面
漢
謡
日
、
今
年
尚
可
後
年
饒
‘
謂
1

一後

年
更
甚
1

也
。
〇
あ
ま
り
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
子

弟
衣
食
、
自
有
餘
饒
↓
〔
王
菜
‘
従
軍
詩
〕
軍
中
多
―

妖
熊
〔
注
〕
向
日
‘
饒
‘
餘
也
。
●
と
み
。
富
有
。
〔
晉

書
、
食
貨
志
〕
因
天
地
之
利
面
皿
穂
ti

山
海
之
饒
↓

0
た
と
ひ
。
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
。
〔
説
文
通
訓
定

瞥
〕
饒
‘
唐
人
所
レ
用
饒
他
・
椴
饒
字
、
皆
一
瞥
之

轄
。
〔
紅
棲
夢
、
四
十
四
回
〕
饒
這
磨
厳
‘
他
佃
還

楡
空
兒
間
個
乱
子
来
。
〇
ゆ
づ
る
。
饒
人
(
3
1
)

を

見
よ
。

O
端
名
。
戦
國
‘
趙
の
饒
邑
。
山
東
省
藷
青

州
府
の
境
。
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
悼
襄
王
六
年
‘
封
―
―

長
安
茸
以
レ
饒
゜
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
北
海
郡
、
縣

二
十
六
‘
饒
‘
侯
國
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
〕
饒

氏
見
―
―
姓
苑
↓
〔
姓
氏
急
就
篇
〕
漢
有
ti

饒
斌
盃
空

漁
陽
太
守
ニ
〇
甥
値
段
を
ま
け
る
。

畠トモ。

【
饒
安
】
1

苔
●
縣
名
。
後
漢
‘
置
く
。
清
縣
の
東
北
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
河
間
府
、
清
州
〕
饒
安
城
‘
載

國
時
齊
邑
‘
史
記
‘
趙
悼
襄
王
四
年
‘
寵
媛
攻
レ
齊
取
11

饒

夜
漢
為
―
―
千
童
縣
地
ニ
竺
勃
海
郡
ぢ
仮
漢
震
帝
時
‘
改

置
―
―
饒
安
縣
於
此
n
●
明
‘
崇
仁
の
人
。
字
は
用
中
。
琥
は

中
奄
。
永
業
の
進
士
。
官
は
映
西
余
事
。
著
に
中
奄
集
が

あ
る
。

【
饒
位
】
2

ぢ
，
明
‘
進
賢
の
人
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
エ

部
右
侍
郎
。
母
年
百
歳
な
る
を
以
て
‘
弟
と
共
に
欝
養

す
。
〔
明
史
‘
二
百
三
十
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
二
十
九
〕
．

〔
蘭
憂
法
黎
録
、
二
十
〕
。

【
饒
威
】
3

笞
漢
の
人
。
魯
陰
太
守
と
し
て
悪
政
あ
り
、

吏
民
の
心
を
得
。
〔
尚
友
録
‘
六
〕
。

【
饒
優
】
4

店
ゆ
た
か
に
多
い
。
優
饒
。
〔
易
林
‘
復
之
第

二
十
四
揆
〕
既
利
饒
優
。

【
饒
溢
】
5

岱
み
ち
あ
ふ
れ
る
。
〔
淮
南
子
、
齊
俗
訓
〕

衣
食
饒
溢
、
姦
邪
不
レ
生
。

【
饒
客
】
6

謗
江
西
省
浮
梁
縣
景
徳
鎮
か
ら
産
す
る
陶

器
。
又
‘
其
を
作
る
か
ま
。
景
徳
鎮
は
も
と
饒
州
府
に
層

し
て
ゐ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
饒
州
府
志
、
物
産
考
〕
歪
器
、
浮

梁
縣
景
徳
鎮
出
、
按
,
,
通
志
云
景
徳
鎮
最
佳
、
湖
田
市
次
レ

之
、
麻
倉
洞
為
令
下
、
白
者
螢
潔
如
レ
玉
、
亦
有
1

一
赤
花
純

翠
及
描
金
者
三
煕
預
精
雅
↓

【
饒
盆
】7
苔
~
●
多
く
物
を
持
つ
て
居
る
こ
と
。
不
自

由
の
な
い
こ
と
。
ゆ
た
か
。
饒
富
。
饒
給
。
饒
足
。
〔
史
記
、

貨
殖
偉
〕
子
籟
既
學
―
―
於
仲
尼
ご
退
而
仕
1

一
於
衛
と
咸
著

霊
財
於
曹
魯
之
間
工
七
十
子
之
徒
‘
賜
最
為
1

一
饒
益
↓
●

圏
袴
利
盆
を
あ
た
へ
る
こ
と
。
〔
維
摩
経
‘
佛
國
品
〕
菩

薩
取
―
―
於
浮
國
西
曰
為
n

―
饒
哀
皿
諸
衆
生
―
故
。

【
饒
術
】
8

焚
ゆ
た
か
に
あ
ま
る
。
饒

fio〔
漢
書
、
食
貨

志
下
〕
名
山
大
澤
‘
饒
術
之
威
゜
〔
堕
鐵
論
‘
褒
賢
〕
於
レ
是

取
懐
術
之
餘
二
後
漢
書
‘
班
超
博
〕
田
地
廣
肥
、
草
木

饒
術
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
百
姓
同
―
―
於
饒
術
下
上
下
共
11

其

苑
熙
↓
〔
魏
志
、
烏
丸
博
〕
皐
子
奪
真
饒
術
之
地
↓

【
饒
河
】
，
心
ヴ

0
川
の
名
。
河
北
省
饒
陽
縣
の
西
南
。

〔
饒
陽
縣
志
〕
在
,
,
縣
西
南
一
二
十
里
ギ
本
洞
泥
支
流
、
昔
時

北
注
入
,
,
易
水
云
‘
埋
。
●
縣
名
。
清
、
置
く
。
涌
洲
吉
林

省
賓
清
縣
の
東
北
。
治
は
閣
山
子
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕

吉
林
‘
饒
河
縣
、
清
初
瓦
爾
喀
部
人
居
レ
之
、
隷
11

宵
古
塔

副
都
統
石
宣
統
元
年
置
‘
隷
―
―
東
北
路
道
↓

13025 
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【饒
i

蛾
】
10

窃
唐
の
女
子
。
父
勅
の
水
死
を
弔
み
、
水
【
饒

ft
】22
名

ゆ

た

か

に

足

り

る

。

た

つ

ぷ

り

と

澤

山

。

服

す

。

〔

尚

友

録

‘

六

〕

。

【

饒

羨

]
3
7

努
ゆ
た
か
で
あ
ま
り
が
あ
る
。
〔
論
衡
‘
量

上
に
哭
し
て
食
を
断
つ
こ
と
三
日
の
後
死
す
。
其
の
富
足
。
饒
術
。
〔
論
衡
‘
量
知
〕
貧
人
不
レ
足
、
而
富
人
饒
【
饒
伸
】
30

岱
明
の
人
。
位
の
弟
。
字
は
抑
之
。
萬
暦
の
知
〕
以
為
1

る
富
人
饒
羨
有
―
―
奇
餘
一
也
。

時

‘

俄

か

に

震

電

し

て

父

の

屍

が

浮

び

出

た

と

い

ふ

。

修

。

進

士

。

官

は

エ

部

主

事

。

累

遷

し

て

刑

部

侍

郎

と

な

る

。

【

饒

繭

[

】

38

努
ゆ
た
か
に
た
る
。
饒
足
。
〔
後
漢
書
‘
宦

柳
宗
元
に
饒
蛾
碑
文
が
あ
る
。
〔
唐
書
‘
列
女
‘
饒
蛾
博
〕
【
饒
州
】
23

岱
〇
州
名
。
④
隋
‘
置
く
。
江
西
省
郡
陽
煮
宗
の
時
、
魏
忠
賢
、
政
を
乱
る
や
、
罷
め
欝
る
。
學
海
者
、
張
譲
博
〕
扶
風
人
孟
佗
、
資
産
饒
躇
。

父
勧
、
漁
1

一
子
江
一
遇
,
,
風
濤
1

舟
覆
‘
屍
不
レ
出
‘
蛾
年
十
縣
。
〔
正
字
通
〕
饒
、
州
名
、
本
楚
番
邑
‘
呉
置
二
郡
陽
郡
一
六
百
餘
巻
を
輯
む
。
〔
明
史
‘
二
百
一
1

)

+
〕
.
〔
萬
斯
同
明
【
饒
足
】
39

岱
ゆ
た
か
に
た
る
。
十
分
に
た
り
る
。
〔
漢

四
哭
ー
水
上
云
＇
レ
食
三
日
死
‘
俄
大
震
電
、
水
晶
多
死
‘
隋
改
―
―
饒
州
→
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
〕
饒
州
府
、
馬
史
‘
三
百
二
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
二
十
九
〕
。
書
、
燕
王
劉
澤
傭
〕
東
震

1海
水
云
〖
レ
堕
、
以
屯
故
無
レ
賦
‘

父

屍

浮

出

、

郷

人

異

レ

之

。

貢

揚

州

地

、

春

秋

時

、

楚

東

境

、

後

罵

レ

呉

、

戦

國

時

復

【

饒

人

】

31

努
人
を
ゆ
る
す
。
人
に
譲
る
。
人
と
学
は
な
國
用
饒
足
。
〔
璧
鐵
論
、
軽
重
〕
是
以
縣
官
用
饒
足
。

【
饒
介
】
ll

窃
元
、
臨
川
の
人
。
字
は
介
之
。
琥
は
華
蓋
闇
レ
楚
、
秦
闇
―
―
九
江
郡
函
董
守
豫
章
郡
一
後
漢
因
レ
之
、
い
。
〔
西
漢
叢
話
〕
禁
州
有
こ
道
人
盃
善
レ
若
、
凡
射
局
、
【
饒
多
】
40

屯
ゆ
た
か
に
多
い
。
た
く
さ
ん
。
〔
戦
國
‘

山
樵
。
又
‘
酔
翁
・
華
蓋
洞
酒
史
。
官
は
翰
林
應
奉
よ
り
云
云
‘
隋
平
レ
陳
、
改
置
―
―
饒
州
涵
錫
―
帝
復
日
1

一
郡
陽
郡
面
唐
輯
饒
「
八
一
先
玉
有
玉
詩
云
‘
自
レ
出
レ
洞
来
無
,
,
敵
手
砿
得
レ
秦
策
〕
沃
野
千
里
‘
畜
積
饒
多
。

叙
江
浙
廉
訪
司
事
と
な
る
。
張
士
誠
が
呉
に
撼
る
や
、
武
徳
五
年
‘
俯
置
―
―
饒
州
至
へ
賓
初
、
曰
―
―
都
陽
郡
五
乾
元
饒
レ
人
慮
且
饒
レ
人
。
〔
老
學
庵
筆
記
、
一
〕
紹
興
末
朝
士
【
饒
頭
】
4

ja 0
'
t
 
^
O
兄
剰
餘
。

淮
南
行
省
参
知
政
事
と
な
り
、
士
誠
敗
れ
て
殺
さ
る
。
初
‘
復
曰
―
―
饒
州
「
五
代
時
的
レ
藷
‘
宋
亦
日
1

一
饒
州
コ
冗
多
二
饒
州
人
五
時
人
語
曰
、
諸
公
皆
不
二
是
疑
漢
ガ
又
有
―
-
【
饒
培
】
42

笞
十
分
に
っ
ち
か
ふ
。
〔
韓
愈
‘
詠
レ
雪
贈
"

著

に

右

丞

集

が

あ

る

。

日

,

,

饒
州
路
函
り
初
日1一
都
陽
府
云
尋
改
曰
二
饒
州
公
7
領
1一
監
察
云
乎
薦
―
―
京
官
涵5
5以
―
―
謂
節
一
欲
レ
卑
ハ
ニ
饒
州
人
一
張
籍
—
詩
〕
松
菫
遭

1一
挫
抑
盃
糞
壌
獲
―
―
饒
培
→

【
饒
幹
】
13

努
宋
、
邪
武
の
人
。
字
は
廷
老
。
淳
煕
の
進
縣
七
↓
◎
涙
r
置
く
。
熱
河
省
赤
峯
縣
の
北
境
。
〔
讀
史
或
規
―
―
其
営
え
匹
孤
寒
一
監
司
者
憤
然
日
、
得
レ
饒
レ
人
慮
【
饒
能
】
43

謗
食
が
ゆ
た
か
に
あ
く
。
〔
易
林
〕
東
山
之

士
。
長
沙
縣
に
知
と
な
る
。
た
ま
た
ま
朱
煮
、
太
守
た
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
冗
良
恰
〕
際
饒
州
‘
遼
志
云
‘
唐
貞
観
且
饒
レ
A
、
時
博
以
為
な
笑
。
〔
唾
玉
集
〕
禁
州
褻
信
縣
有
,
,

邑
‘
中
有
1

一
肥
土
面
J

―
―
以
饒
飽
↓

り
。
幹
、
政
務
に
つ
と
め
‘
暇
あ
れ
ば
郎
ち
聴
講
す
。
後
、
中
、
置
―
―
松
漠
府
子
此
盃
阿
保
機
完
,
,
葺
故
曼
一
建
,
,
饒
州
一
道
人
工
届
棋
、
常
饒
ー
一
人
先
百
口
為
レ
詩
曰
、
爛
柑
仙
客
【
饒
乏
】
44

苓
ゆ
た
か
な
こ
と
と
と
ぽ
し
い
こ
と
。
〔
鬼

懐
安
軍
に
至
る
。
〔
宋
元
學
案
、
六
十
九
〕
。
匡
義
軍
五
空
長
築
縣
五
兼
領
―
―
臨
河
安
民
縣
公
金
襄
。
●
妙
通
レ
紳
、
一
局
曾
経
幾
度
春
、
自
レ
出
レ
洞
来
無
―
―
敵
手
一
谷
子
、
描
篇
〕
料
"
人
民
多
少
饒
乏
有
餘
不
足
幾
何
↓

【
饒
給
】
14

謗
ゆ
た
か
に
十
分
足
り
る
。
饒
足
。
豊
給
。
府
名
。
明
、
置
く
。
清
、
之
に
因
り
、
都
陽
・
餘
干
・
築
平
・
得
レ
饒
レ
人
虞
且
饒
レ
人
。
【
饒
富
】
45

努
ゆ
た
か
に
富
む
。
財
が
多
く
と
む
。
富

〔
史
記
、
封
祠
書
〕
人
皆
以
為T不
レ
治
1一
生
業1而
饒
給
3

浮
梁
•
徳
興
•
安
仁
・
萬
年
の
七
縣
を
管
轄
す
。
〔
清
史
【
饒
政
】

3
2
窃
明
、
望
江
の
人
。
字
は
文
質
。
永
築
の
進
饒
。
豊
富
。
〔
漢
書
‘
王
非
博
下
〕
多
齋
―
―
珍
賓
猛
獣
ぶ

5
T

〔
漢
書
、
食
貨
志
賛
〕
及
―
―
孝
武
時
云
國
用
饒
給
‘
而
民
不
レ
稿
、
地
理
志
〕
江
西
‘
饒
州
府
、
領
1

一
縣
七
云
卿
陽
・
餘
干
・
士
。
官
は
御
史
令
事
。
後
、
壽
昌
・
羅
山
教
諭
を
歴
任
す
。
覗
1

一
饒
富
1

用
怖
＊
山
東
3

〔
論
衡
‘
率
性
〕
猶
自
盆
饒
富
。

盆

レ

賦

、

其

次

也

。

築

平

・

浮

梁

・

徳

興

・

安

仁

・

萬

年

。

【

饒

節

】

33

努
宋
、
撫
州
の
人
。
字
は
徳
操
。
嘗
て
曾
布
【
饒
平
】
46

窃
縣
名
。
明
、
置
く
。
廣
東
省
大
塘
縣
の
東
。

【
饒
欽
】
16

務
明
、
祁
門
の
人
。
字
は
克
恭
°
琥
は
萬
松
【
饒
奢
】
24

沓
お
ご
つ
て
ぜ
い
た
く
を
す
る
。
お
ご
り
。
の
客
と
な
っ
た
が
、
後
、
布
と
新
法
を
論
じ
て
合
は
ず
‘
縣
城
は
黄
岡
埃
の
西
岸
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣

散
人
。
天
順
の
進
士
。
官
は
戸
部
快
西
司
主
事
。
尋
い
で
〔
晉
書
、
五
行
志
上
〕
上
饒
奢
‘
下
倹
逼
‘
上
有
レ
餘
、
下
乃
ち
祝
髪
し
、
浮
屠
と
な
り
、
名
を
如
璧
と
更
め
、
震
隠
東
、
潮
州
府
〕
饒
平
縣
、
本
海
陽
縣
地
‘
云
云
、
成
化
十
四

激
江
府
知
。
秩
涌
ち
て
蹄
り
‘
茅
山
中
の
萬
松
の
間
に
不
レ
足
之
妖
也
。
「
商
人
。
富
商
。
に
掛
錫
す
。
晩
年
、
襄
陽
の
天
寧
寺
を
主
る
。
嘗
て
間
年
‘
督
臣
朱
英
奏
置
1

一
今
縣
玄
炉
於
下
饒
「
築
―
―
城
梵
1

隠
居
す
。
著
に
萬
松
遺
稿
が
あ
る
。
〔
本
朝
分
省
人
物
【
饒
―
商
】
25

j
a
o
'
s
h
a
n
g
'

ゆ
た
か
を
商
人
。
金
持
ち
の
機
『
1

経
巻
庄
旧
レ
松
立
、
試
問
客
従
,
,
何
虞
ー
来
の
偶
を
作
以
レ
碍
、
嘉
靖
十
四
年
、
大
水
城
壌
‘
旋
復
補
珂
‘
十
八

孜

‘

三

十

六

〕

。

【

饒

蹟

[

】

26

袋
ひ
げ
が
多
い
。
〔
瑣
瑯
代
酔
編
‘
饒
韻
〕
つ
て
よ
り
椅
松
道
人
と
琥
す
。
著
に
僑
松
老
人
集
が
あ
年
‘
増
―
―
修
城
云
周
四
里
有
奇
、
編
戸
二
十
七
里
。
〔
清
史

【
饒
i

過
】
11

塙
過
失
を
ゆ
る
す
。
〔
紅
棲
夢
、
二
十
一
回
〕
張
格
饒
レ
駿
、
蜀
先
主
在
―
―
劉
璃
坐
云
嘗
嘲
レ
之
日
、
昔
吾
る
。
陸
瀞
、
常
時
詩
僧
第
一
と
な
す
。
〔
宋
元
學
案
、
二
十
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
、
潮
州
府
、
縣
九
‘
饒
平
。

我
要
n

―
饒
邁
雲
兒
盃
再
不
↓
1

活

著

↓

居

1

一

泳

郡

正

特

多

―

―

毛

姓

士

東

西

南

北

、

皆

諸

毛

也

、

濠

令

三

〕

。

【

饒

命

】

41

j
a
o
'
m
i
n
g
'

命
を
た
す
け
る
。

[
饒
廣
】
18

閤
＇
ウ
ゆ
た
か
で
廣
い
こ
と
。
〔
漢
書
、
景
帝
稽
日
↓
社
諸
毛
饒
泳
君

1

乎
‘
裕
郎
答
日
、
昔
有
レ
作
―
―
上
鴬
【
饒
舌
】
34

努
よ
く
し
や
ぺ
る
。
お
し
や
ぺ
り
。
多
辮
。
【
饒
野
]
4
8

窃
肥
沃
な
野
。
〔
孫
子
、
九
地
〕
掠
―
―
於
饒
野
i

紀
〕
春
正
月
、
詔
日
、
間
者
歳
比
不
レ
登
、
民
多
乏
レ
食
‘
瀦
長
占
遷
為
迄
C
令
玉
去
ら
官
還
レ
家
、
時
人
興
レ
書
欲
レ
署
、
〔
北
齊
書
、
斜
律
光
博
〕
饒
舌
老
母
不
レ
得
レ
語
。
〔
呉
越
備
三
軍
足
レ
食
。

き
絶
天
年
盃
朕
甚
痛
レ
之
、
郡
國
或
硯
隠
、
無
レ
所
,
,
農
桑
瀦
則
失
レ
泳
‘
署
と
泳
則
失
レ
混
、
乃
署
日
二
混
琢
君
五
先
主
史
〕
忠
銹
王
以
―
―
誕
辰
一
飯
レ
僧
、
永
明
寺
行
修
遍
骰
芥
【
饒
陽
】
49

謗
縣
名
。
●
漢
、
置
く
。
も
と
趙
の
饒
邑
。
河

穀
童
或
地
饒
廣
、
薦
草
非
、
水
泉
利
‘
而
不
レ
得
レ
徒
‘
其
無
レ
験
‘
故
裕
以
レ
此
嘲
レ
之
、
稗
編
。
癖
‘
径
撼
,
,
上
座
一
王
見
1

ー
大
不
敬
玉
遣
1

一
之
去
云
齋
罷
、
僧
北
省
安
平
縣
の
東
。
東
北
は
淳
池
河
に
瀕
す
。
〔
史
記
、

議

民

欲

レ

担

寛

大

地

着

、

晨

之

。

【

饒

初

】

27

袴
明
‘
陳
惟
裕

(11ー

416器
：

6器
）
の
字
。
延
壽
告
レ
王
曰
、
長
耳
和
尚
、
定
光
佛
應
身
也
、
王
趣
レ
駕
趙
世
家
〕
悼
襄
王
六
年
、
封
"
長
安
君
石
以
レ
饒
。
〔
漢
書
‘

【
饒
縣
】
19

岱
縣
名
。
漢
、
置
く
。
●
山
西
省
藷
扮
州
府
【
饒
恕
】
28

jao2 
s
h
u

宥
す
。
勘
忍
す
る
。
赦
免
す
る
。
参
禄
、
行
修
獣
然
‘
但
云
延
壽
饒
舌
。

G
口
居
易
、
酬
―
―
穀
地
理
志
上
〕
濠
郡
‘
縣
二
十
九
‘
饒
陽
。
〔
後
漢
書
、
郡
國

の
境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
西
河
郡
、
縣
三
十
六
‘
饒
。

0
【
饒
辣
】
29

袋
ウ
宋
、
臨
川
の
人
。
字
は
異
林
。
初
、
王
安
給
事
一
詩
〕
不
レ
緑
―
―
暗
鳥
春
饒
舌
云
青
環
仙
郎
何
得
レ
知
。
志
二
〕
饒
陽
‘
故
名
レ
饒
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
直
隷
‘
深
州

山
東
省
藷
青
州
府
の
境
。
字
解
〇
を
見
よ
。
石
と
友
と
し
善
し
。
安
石
、
新
法
を
力
行
し
、
朝
議
沸
臆
〔
書
言
故
事
、
身
骰
説
類
〕
指
―
―
多
言
1

日
―
―
饒
舌
↓
直
隷
州
‘
縣
三
‘
饒
陽
。
●
南
朝
宋
、
置
く
。
山
東
省
臨
渦

【
饒
財
】
20

窃
貨
財
が
ゆ
た
か
な
こ
と
。
〔
漢
書
、
張
憲
す
。
辣
、
極
言
し
て
安
石
に
件
ひ
、
遂
に
鯖
り
、
玉
湖
の
【
饒
先
】
35

努
人
に
先
を
ゆ
づ
る
。
饒
人
（
3

1

)

を
見
よ
。
縣
。

博
〕
西
走
散
十
日
、
至
1

一
大
宛
工
入
宛
聞
―
―
漢
之
饒
財
ぶ
密
別
壁
に
卜
居
し
、
著
逃
自
ら
娯
し
む
。
元
祐
中
、
出
直
を
【
饒
瑾
】
36

努
明
、
臨
川
の
人
。
字
は
文
璧
゜
琥
は
行
齋
。
【
饒
裕
[
】
50

窃
ゆ
た
か
な
こ
と
。
饒
富
。
〔
新
書
、
容
経
〕

通
不
五
得
‘
見
レ
賽
喜
‘
問
レ
欲
1

一
何
之
↓
薦
む
る
者
あ
り
。
射
へ
て
日
く
、
人
、
水
火
に
あ
ら
ざ
れ
正
徳
の
郷
試
に
攀
げ
ら
る
。
初
、
横
渠
の
視
を
先
と
な
饒
裕
不
L

鼻
‘
迫
不
ー
ー
自
喪
↓

【
饒
使
】
21

ペ
ゥ
た
と
ひ
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
後
記
、
北
條
ば
生
き
ず
、
然
れ
ど
水
火
を
踏
め
ば
必
ず
死
す
。
奈
何
す
教
を
奉
じ
｀
中
ご
ろ
、
郡
子
の
静
坐
の
學
を
慕
ひ
、
最
【
饒
沃
】
51

苔
土
地
が
こ
え
産
物
が
ゆ
た
か
な
こ
と
。

氏
〕
饒
使
年
豊
‘
吾
不
―
―
復
責
1

也
。
ぞ
之
を
犯
さ
ん
と
。
後
、
黛
禍
起
る
。
人
‘
其
の
先
見
に
後
に
象
山
に
服
膚
す
。
學
者
、
行
齋
先
生
と
い
ふ
。
沃
饒
。
肥
饒
。
〔
晉
書
、
武
帝
紀
〕
以
,
,
襄
陽
淮
南
饒
沃

食

部

〔
十
二
驚
〕

饒

四
三
〇

13026 
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食

部

〔
十
二
書
―
〕

饒

様

饂

鰈

嬰
各
立
こ
縣
一
以
居
レ
之
。

【
饒
栗
】
52

器
〇
ゆ
た
か
で
築
し
む
。
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
饒

築
之
事
則
能
譲
。
〔
璧
鐵
論
‘
授
時
〕
百
姓
饒
築
。
〔
司
馬

相
如
、
子
虚
賦
〕
饒
栗
若
レ
此
者
。
〇
川
の
名
。
熱
河
省
境

の
西
剛
木
倫
河
。
一
名
‘
漬
河
。
又
‘
絡
環
水
・
英
金
河
と

も
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
鮮
卑
博
〕
以
―
―
季
春
月
ー
大
會
―
―
於
饒

築
水
上
二
0
地
名
。
唐
初
‘
饒
栗
郡
都
督
府
を
置
く
。
河

北
省
赤
峯
縣
゜
〔
李
衛
公
問
封
‘
上
〕
置
-
1

松
漢
饒
栗
二
都

督↓

【
饒
利
】
53

ぽ
ゆ
た
か
な
利
益
゜
〔
後
漢
書
、
和
帝
紀
〕

豪
右
得
其
饒
利
↓

【
饒
令
】
54

心
げ
た
と
ひ
。
瑕
令
。
〔
日
本
外
史
、
足
利
氏

正
記
‘
足
利
氏
下
〕
饒
令
新
建
―
―
爵
琥
一
猶
―
―
平
新
皇
之

為
—
耳
。

【
饒
龍
】
55

苔
明
‘
南
城
の
人
。
字
は
景
節
。
永
栗
の
國

子
生
。
官
は
浙
江
道
監
察
御
史
。
後
、
河
南
左
布
政
使
に

至
る
。
〔
蘭
憂
法
黎
鋒
‘
七
〕
・
〔
明
名
人
博
‘
十
〕
・
〔
本
朝

分
省
人
物
孜
‘
六
十
一
〕
。

【
饒
烈
】
56

岱
宋
、
臨
川
の
人
。
字
は
不
一
承
。
琥
は
巣
雲
。

世
:
春
秋
を
業
と
し
、
心
を
経
學
に
潜
め
‘
理
欲
の
耕

甚
だ
骰
゜
嘗
て
聖
賢
の
法
言
を
軒
檻
に
掲
げ
て
自
ら

苔
し
む
。
晩
年
、
父
の
墓
側
に
遷
居
し
、
時
に
門
人
子
弟

と
原
野
の
間
を
倫
伴
す
。
著
に
巣
雲
稿
が
あ
る
。
〔
尚
友

録
‘
六
〕
。

【
饒
魯
】
57

芍
宋
‘
餘
干
の
人
。
字
は
伯
輿
、
又
‘
仲
元
。

幼
に
し
て
黄
幹
に
従
學
し
‘
性
行
端
醇
な
り
。
學
術
精

澄
‘
累
薦
せ
ら
る
る
も
起
た
ず
。
居
る
所
の
石
洞
書
院

の
前
に
雨
峯
あ
る
を
以
て
雙
峯
と
琥
す
。
卒
す
る
に
及

ぴ
、
門
人
‘
文
元
と
私
誼
す
。
著
に
五
鰹
講
義
・
語
孟
紀

聞
・
學
庸
纂
述
•
春
秋
節
傭
が
あ
る
。
〔
南
宋
書
‘
六
十

―
―
-
〕
・
〔
宋
史
翼
‘
二
十
五
〕
・
〔
宋
元
學
案
、
八
十
三
〕
。

【
饒
一
辛
]
5
8
g
”
/
／
清
、
江
西
廣
昌
の
人
。
一
に
南
城

の
人
と
い
ふ
。
字
は
冶
人
。
薙
正
の
學
人
。
乾
隆
の

鴻
博
に
學
げ
ら
る
。
官
は
新
建
教
諭
。
著
に
経
義
管

見
が
あ
る
。
〔
鶴
徴
後
録
‘
五
〕
。

【
饒
一
先
】
59

岱

t

一
目
強
い
。
饒
人
（
3
1
)
を
見
よ
。

【
饒
允
域
】
60

岱
ハ
清
‘
進
賢
の
人
。
字
は
右
蘇
。
琥
は

介
岡
°
薙
正
の
抜
貢
生
。
乾
隆
の
時
、
鴻
博
に
學
げ
ら

る
。
著
に
近
代
詩
紗
が
あ
る
。
〔
鶴
徴
後
録
‘
十
〕
。

【
饒
延
年
】
61

焚
？
宋
、
崇
仁
の
人
‘
臨
川
に
家
す
。
字

は
伯
永
゜
琥
は
止
翁
。
魁
岸
個
億
。
陸
九
淵
の
門
に
湘

ぴ
、
九
淵
‘
其
の
開
餘
力
量
あ
る
を
稽
す
。
経
學
を
以

て
梢
せ
ら
る
。
篤
信
自
ら
守
り
、
隠
居
し
て
仕
へ
ず
。

財
を
軽
ん
じ
義
を
好
み
、
郷
人
之
を
徳
と
す
。
紹
定
中
、

微
疾
あ
る
も
‘
葵
を
屏
け
て
用
ひ
ず
‘
一
夕
燭
を
明
か

に
し
香
を
焚
き
‘
践
坐
し
て
逝
く
。
年
八
十
一
。
魏
了
翁

其
の
銘
に
題
し
て
有
宋
長
者
饒
止
翁
之
墓
と
い
ふ
。

〔
宋
元
學
案
‘
七
十
七
〕
。

【
饒
應
子
】
乞
戸
宋
‘
崇
仁
の
人
。
延
年
の
孫
。
字
は
定

夫
。
一
に
定
先
に
作
る
。
紹
定
の
進
士
。
累
官
し
て
監
察

御
史
と
な
り
、
崇
政
殿
説
書
を
兼
ぬ
。
時
に
江
西
湖
南

湖
北
‘
兵
を
受
け
‘
淮
兵
に
詔
し
援
に
赴
か
し
む
。
應

子
、
淮
の
備
の
弛
む
べ
か
ら
ぎ
る
を
上
疏
す
。
又
‘
累

疏
し
て
善
を
學
げ
姦
を
斥
け
、
官
に
居
る
に
憩
直
を
以

て
梢
せ
ら
る
。
著
に
南
麓
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
六
〕
。

【
饒
應
龍
]
6
3

認
凸
ウ
宋
、
崇
仁
の
人
。
應
子
の
弟
。
字

は
翔
夫
。
端
平
の
進
士
。
監
察
御
史
と
な
り
、
風
節
あ

り
。
顕
膜
閣
直
學
士
よ
り
浙
東
安
撫
と
な
り
‘
萬
年
倉

を
籾
め
て
飢
民
を
恵
む
。
著
に
詩
文
類
編
・
史
討
・
奏

稿
・
霊
心
録
が
あ
る
。
〔
南
宋
館
閣
績
録
、
七
・
八
〕
．
〔
尚

友
鋒
‘
六
〕
。

【
饒
可
久
】
64

窃
’
明
‘
應
城
の
人
。
字
は
甑
寧
゜
萬
暦

の
攀
人
。
官
は
崇
禎
の
初
、
大
興
縣
知
。
後
、
流
賊
に

捕
へ
ら
れ
、
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十

二
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
七
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百

七
十
二
〕
．
〔
明
末
中
心
烈
紀
賓
‘
-
―
-
〕
・
〔
崇
禎
忠
節
鋒
‘
十

八
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
七
〕
。

[
饒
敬
承
】
65

苔
4

ヨ
、
ウ
明
‘
蒲
折
の
人
。
字
は
象
賢
。
嘉
靖

中
の
郷
貢
。
官
は
蒙
城
南
部
二
邑
の
令
。
後
、
平
栗
同
知

に
陸
る
。

【
饒
虎
臣
】
66

北
ク
宋
‘
寧
國
の
人
。
字
は
宗
召
。
嘉
定

の
進
士
。
官
は
理
宗
の
時
、
参
知
政
事
。
〔
宋
史
、
四
百

二
十
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
五
十
三
〕
．
〔
南
宋
書
、
五
十

八〕。

【
饒
子
儀
】
67

岱
宋
、
臨
川
の
人
。
字
は
元
證
。
胡
暖
に

従
つ
て
経
を
受
け
、
力
學
倦
ま
ず
。
賓
光
庵
を
構
へ
、
門

を
杜
ぢ
て
書
を
著
は
す
。
王
安
石
は
多
く
士
を
推
隙
し

た
が
、
子
儀
獨
り
拒
む
。
崇
寧
中
、
経
明
行
修
を
以
て
推

薦
せ
ら
る
。
著
に
編
年
史
要
・
周
易
論
語
解
・
詩
文
集
が

あ
る
。
〔
宋
史
翼
、
三
十
六
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
-
―
〕
゜

【
饒
之
初
】
68

戸
明
‘
廣
清
の
人
。
字
は
子
復
。
嘉
靖
の

攀
人
。
官
は
孟
縣
令
。

【
饒
若
蒙
】
69

笞
ク
毛
ウ
明
の
人
。
敬
承
の
子
。
字
は
完
白
。

萬
暦
の
學
人
。
官
は
清
河
知
縣
。
後
、
仙
遊
縣
知
に
至

る。

【
饒
震
冗
】
70

ペ
グ
ゲ
／
明
‘
桂
徳
の
人
。
字
は
登
之
。
萬
暦

の
摯
人
。
官
は
綿
州
知
州
。
書
に
巧
°

【
饒
石
川
】
7
1
"
乃
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
‘
―
-
〕
。

【
饒
祗
発
】
72

笠
宋
‘
臨
川
の
人
。
字
は
述
古
。
恩
を
以

て
靖
江
司
理
を
授
け
ら
る
。
時
相
の
姻
家
、
海
道
よ
り

宋
る
に
‘
舟
、
液
溺
し
、
所
司
連
累
し
て
逮
捕
せ
ら
る
る

者
甚
だ
多
し
。
龍
尭
‘
琲
證
し
て
之
を
秤
す
。
漕
景
の
暇

卒
‘
其
の
徒
を
野
に
殺
す
。
園
夫
説
ひ
ら
れ
、
久
し
く
決

せ
ず
。
祗
発
、
委
曲
鉤
索
し
‘
榜
笞
を
待
た
す
し
て
伏
せ

し
む
。
後
‘
儒
林
郎
に
韓
じ
、
建
寧
推
官
に
遷
る
。
〔
尚
友

録
‘
六
〕
。

【
饒
宗
魯
】
73

緒
口
元
、
臨
JIl
の
人
。
字
は
心
道
。
性
孝

友
。
五
歳
、
母
歿
す
。
恒
に
養
の
及
ば
ざ
り
し
を
恨
み
‘

春
秋
展
墓
し
、
嗚
咽
禁
ぜ
ず
。
緞
母
に
事
へ
‘
孝
養
備
さ

に
至
る
。
隠
居
し
て
仕
へ
ず
。
天
暦
中
、
大
旱
あ
り
‘
凜

を
獲
し
て
賑
貸
し
、
難
を
免
る
る
者
甚
だ
衆
し
。
苦
に

易
博
・
庸
言
・
雑
文
若
干
篇
が
あ
る
。
又
、
嘗
て
曾
子
良

に
聞
い
た
説
を
輯
め
て
、
周
易
輯
説
を
作
る
。
〔
宋
元
學

案
、
八
十
四
〕
・
〔
尚
友
録
‘
六
〕
。

[
饒
廷
選
】
74

天
げ
セ
/
清
‘
間
縣
の
人
。
字
は
枚
臣
。
論

は
壮
勇
。
道
光
中
‘
壼
渭
に
従
征
す
。
官
は
潅
州
消
撃
。

咸
豊
中
‘
洪
楊
の
軍
起
る
や
廣
州
を
援
け
‘
淳
安
・
餘
杭

を
復
す
。
穂
兵
と
な
り
、
杭
州
を
援
け
‘
困
守
七
十
餘

日
、
城
陥
つ
て
死
す
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
〕
・
〔
清
史
列

博
‘
五
十
一
〕
．
〔
績
碑
債
集
、
六
十
六
〕
．
〔
中
興
将
帥
列

博
‘
十
三
下
〕
。

[
饒
廷
直
】
75
匹
t

チ
ョ
ク
唐
、
南
城
の
人
。
進
士
に
第
す
。

嘗
て
武
昌
を
過
り
、
黄
鶴
棲
に
遊
ぴ
、
異
人
に
遇
つ
て

秘
術
を
得
て
よ
り
、
妻
妾
を
近
づ
け
ず
。
後
‘
郁
州
通
判

と
な
つ
て
卒
す
。
柩
を
泉
ぐ
る
に
甚
だ
軽
し
‘
蓋
し
戸

解
せ
し
な
ら
ん
と
い
ふ
。
〔
尚
友
鋒
‘
六
〕
。

[
饒
天
民
】
76

岱
：
‘
/
明
‘
崇
陽
の
人
。
字
は
明
先
。
嘉

靖
の
進
士
。
官
は
中
書
含
人
・
河
南
道
御
史
。
奏
疏
す

る
所
多
く
、
名
御
史
と
捨
せ
ら
る
。
後
‘
鳳
陽
守
と
な

り
、
合
州
判
に
滴
せ
ら
れ
て
卒
す
。
〔
蘭
覺
法
黎
鋒
‘
十

四ニ―

慈
く
な
っ
た
食
物
。
〔
字
焚
補
〕
鰈
‘
描
食
日
レ
鰈
。

冨
[
]
〗
瓢
＇
ウ

〔
字
彙
補
〕
丑
庚
切
国
[

【
饂
】
〗
シ

鰭
(
1
2
-
4
6
5
1
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
饉
、
同
レ
鰭
。

こ
な
も
ち
。
鯰
(
1
2
-
4
4
3
0
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鯰
‘
方
言
‘
餌
也
、
或
八
レ
漿
゜

貧】如
ャ
ヴ
〔
集
韻
〕

t
亮

切

瀾

六〕。

【
饒
風
嶺
】
77

蒋
レ
イ
山
名
。
挟
西
省
西
郷
縣
の
東
北
。

嶺
に
饒
風
闊
が
あ
る
。
宋
の
紹
興
三
年
‘
呉
玲
が
金
の

撒
離
喝
と
戦
っ
た
慮
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
漢

府
、
西
郷
縣
〕
饒
風
嶺
、
在
―
―
縣
東
北
百
六
十
里
面
漢
江
北

饒
風
闊
在
焉
‘
宋
紹
興
三
年
、
金
撒
離
喝
欲
レ
窺
レ
蜀
、
云

云
、
漢
劉
子
利
時
、
鎮
興
元
面
f

一命
1

一
将
田
晟
ぶ
竺
饒
風

闘
｛
又
召
―
呉
疏
入
援
、
玲
自
t

―
河
池
百
夜
謳
―
一
百
里
、

至
饒
風
「
以
黄
柑
這
蔽
‘
敵
大
驚
‘
遂
攻
レ
隅
不
レ

能
レ
克
‘
乃
更
募
死
士
ぶ
ザ
間
道
石
自
孟
懇
硲
醐
入
レ
境
‘

出
玲
後
証
食
高
以
諏
饒
風
↓
諸
軍
不
な
支
遂
潰
‘
敵

入
洋
州
盆
炉
興
匹
紹
定
四
年
、
蒙
古
施
雷
入
ー
ー
大
散
一

破
鳳
州
砿
二
梁
洋
面
ザ
饒
風
一
浮
レ
漢
而
東
攻
1

一
金
人

於
沐
ぶ
哲
g
者
、
梁
州
東
面
之
陰
也
。

【
饒
乗
鑑
】
78

苔
？
明
‘
江
西
廣
昌
の
人
。
字
は
憲
章
。

琥
は
雲
峯
。
正
統
の
攀
人
。
官
は
廉
州
府
知
。
著
に
春
秋

提
要
が
あ
る
。
〔
拭
斯
同
明
史
、
二
百
十
一
〕
．
〔
國
朝
獣

徴
録
‘
二
日
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
一
〕
。

【
饒
鳳
翔
】
79

謬
／
ヤ
ウ
明
、
安
陸
の
人
。
諸
生
。
父
母
に

事
へ
て
孝
。
喪
に
及
ん
で
柩
側
に
寝
る
こ
と
一
二
年
、
基

に
虐
す
る
こ
と
六
年
、
孝
行
を
以
て
有
司
に
奨
め
ら

る
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
八
〕
。
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小
日
□
●
む
す
。
米
を
む
す
。
〔
説
文
〕
【
擁
】
叩

合
策
鋪
‘
飯
包
流
也
‘
炊
レ
食
醤
臀
。
〔
段
注
〕
●
食
物
が
く
さ
る
。
〔
集
韻
〕
擁
、
食
鐙
也
。
〇
飽
・

流
、
各
本
作
嘉
‘
今
依
二
洞
酌
正
義
引
一
改
゜
〔
説
獲
(
1
2
-
4
4
4
1
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
雌
、
飽
．
畏

文
通
訓
定
臀
〕
按
、
米
一
蒸
曰
レ
餓
、
再
蒸
曰
レ
饉
‘
同
。

爾
雅
繹
言
‘
籠
‘
稔
也
、
領
均
熟
為
レ
籠
‘
孫
注
、

均
レ
之
日
レ
籠
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
頷
‘
焚
也
。
●
む
れ

る
。
飯
が
十
分
に
む
さ
れ
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
餓
．

饂
稔
也
。
〔
注
〕
餓
熟
貸
籠
゜
〔
義
疏
〕
稔
者
、
任
【
珈
食
】
叩

之
段
音
也
、
方
言
云
‘
妊
‘
熟
也
。
●
む
し
め
し
。

【
饉
】
血

【
隣
】
叩

ゥ
）
 

□いー

〔
集
韻
〕
力
求
切

尤

リ
ヴ
〔
集
韻
〕
力
救
切
芍

ヽ

カ
一
又

Jiu'

日
レー

リ
ン

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
隣
‘
昔
隣
°

【

堕

】

岬

[

義
未
詳
。
〔
捜
僕
玉
鏡
〕
喧
‘
徒
臥

切。

貧
】
〗
サ
ン
修
(
1
2
-
4
4
3
4
4
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
類
編
〕
餘
‘
卑
ハ
レ
修
同
。

冨
E
】
畑

シ
ン

僭（
1
2
-
4
4
3
8
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
僻
、
同
レ
僭
゜

冨
忌
コ

糊
(
1
2
-
4
4
2
5
5
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
餞
‘
卑
ハ
レ
鋤
同
。

【

饗

】

叫

カ

ク

峠

:9
戸
訳
0
じ
。
〔
捜
慎

【
鐙
】
〗
膊（
1
2
-
4
4
3
0
 5
)

に
同
じ
。
〔
字
健

、
ク
ノ
補
〕
鐙
、
同
レ
縛
゜

食

部

〔
十
二
|
+
-
―
一
書
―
〕

□ 日
ュョュョ
''  ゥゥ

〔
韻
會
〕
於
用
切

〔
集
韻
〕
於
容
切
U
L
 
困眉圏
咤

ユヨ
ヴ

〔
集
韻
〕
委
勇
切

麗

う
ゑ
る
。
食
に
あ
か
な
い
。
〔
集
韻
〕
絨
、
食
不
レ
飽

也。

【
鍼
】
血

カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
呼
紺
切
暉
幽

か
ゆ
。
〔
集
韻
〕
躙
、
粥
也
。

【

鋼

】

叩

□

7

集
韻
〕
徒
谷
切
園
『

0
た
べ
も
の
。
＜
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
館
、
食
也
。
●
な

ま
す
。
謄
(
9
|
2
9
9
3
7
)
・
 
鰭
(
1
2
ー

4
6
5
3
0
)

の
俗

字
。
〔
正
字
通
〕
館
、
一
説
、
謄
、
集
韻
作
レ
鰭
‘
俗

作
レ
館
。

2

,

 

冨

】

血

言

ィ

〔

集

韻

〕

古

外

切

南

,目-

〔
廣
韻
〕
籠
‘
籠
飯
。
画
又
‘
餐
(
1
2
-
4
4
1
7
2
)

に
作

る
。
〔
説
文
通
訓
定
普
〕
頷
‘
字
亦
作
レ
餐
。

小

E
l
g
0に
や
き
し
た
食
物
。
よ
く
に

琴
豪
た
た
べ
も
の
。
も
と
讐
(
1
2
-
4
4
4
8
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
喪
‘
説
文
、
本
作
レ
暢
゜
〔
説
文
〕

暢
‘
執
食
也
、
炊
レ
食
誰
瞥
゜
〔
詩
、
小
雅
、
祈
父
〕

有

祠

之

F
>賢
。
〔
博
〕
熟
食
曰
レ
襄
。

0
に
た
肉
。

〔
公
羊
、
昭
‘
二
十
五
〕
餞
喪
未
レ
就
゜
〔
注
〕
餞
‘
熟

食
‘
饗
‘
熟
肉
。
〔
左
氏
、
桓
、
十
四
‘
曹
人
致
レ
餞
、

疏
〕
饗
者
、
霙
肉
之
名
。

O
料
理
。
又
、
料
理
し
た

も
の
。
〔
周
聘
、
天
官
‘
序
官
、
内
喪
‘
注
〕
喪
‘
割
亨

煎
和
之
梢
゜
R
あ
さ
め
し
。
〔
正
字
通
〕
襄
、
朝
食

曰
レ
襄
、
夕
食
曰
レ
喰
゜
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕
喪
喰

而
治
。
〔
集
注
〕
朝
日
レ
喪
。

O
殺
し
た
い
け
に
へ
゜

〔
儀
碍
‘
聘
證
〕
君
使
―
―
―
卿
章
弁
蹄
1

↓
襄
韻
五
牢
↓

〔
注
〕
牲
殺
曰
レ
饗
°
〇
薙
（

11ー
4
2
0
0
0
)

に
同
じ
。

〔
謁
‘
聘
義
〕
設
耀
色
〔
秤
文
〕
薙
、
字
又
作
レ
襄
゜

【
喪
韻
】
1

”
ノ
殺
し
た
い
け
に
へ
と
生
き
た
い
け
に

へ
。
〔
周
磯
秋
官
‘
司
儀
〕
致
胄
甑
還
レ
圭
゜
〔
周
碍
、
秋

官
‘
司
儀
‘
致
レ
喰
如
ー
一
致
レ
積
之
幡
「
注
〕
小
龍
曰
レ
喰
‘
大

幡
旦
賽
餞
↓
〔
疏
〕
小
證
曰
レ
喰
者
、
聘
硯
使
―
―
宰
夫
設
＞

喰
‘
碍
物
又
少
、
故
曰
レ
小
、
大
視
日
二
襄
鍼
1

者
、
以
-
―
其

有
レ
腿
有
レ
牽
‘
蜀
薪
米
禾
又
多
正
故
曰
レ
大
。
〔
儀
穐
‘
聘

褪
〕
君
使
―
―
―
卿
章
弁
蹄
―
―
喪
鍼
五
牢
↓
〔
注
〕
牲
殺
日
レ
饗
‘

生
日
レ
頷
゜
〔
疏
〕
周
幡
有
丙
喪
外
喪
↓
皆
掌
―
―
割
亨
之
事
一

詩
云
肴
悔
之
戸
ヮ
喪
‘
故
包
殺
曰
レ
饗
‘
生
曰
＞
鍼
者
、

以
1

一
其
討
責
是
脂
肛
故
知
鑽
是
生
↓
〔
謁
‘
聘
義
〕
致
―
―

喪
息
還
一
圭
障
二
張
衡
、
東
京
賦
〕
饗
鍼
決
1

一
乎
家
陪
↓

〔
注
〕
綜
日
、
熟
日
レ
胄
‘
胆
日
レ
鍼
。

【
喪
子
]
2
g
'
ゥ
料
理
人
。
〔
杜
甫
、
観
二
打
魚
↓
歌
〕
饗
子

左
右
揮
霜
刀
鮪
飛
金
盤
白
雪
高
。

【
賢
人
】
3

焚
古
の
官
名
。
割
烹
の
事
を
掌
る
。
碓
人
。

〔
周
硯
‘
天
官
、
内
饗
〕
凡
王
之
好
賜
肉
脩
‘
則
饗
人
共
レ

之
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
―
-
＋
八
〕
公
膳
日
雙
難
、
喪
人
穎
更
レ

之
以
レ
鵞
゜
〔
墨
子
、
耕
柱
〕
襄
人
担
割
而
和
レ
之
。

【
胄
正
】
4

苔
胄
人
を
い
ふ
。
料
理
人
の
か
し
ら
。

【
喪
膳
】
5

翌
襄
は
熟
食
、
膳
は
具
食
。
〔
漢
書
、
杜
欽

博
〕
親
三
宮
之
襄
膳
盃
ぎ
昏
晨
之
定
省
硲
炉
此
゜
〔
注
〕

師
古
曰
‘
熟
食
曰
レ
饗
、
具
食
曰
レ
膳
‘
膳
之
言
善
也
。

餓

饗

饒

脩

餘

堕

鱗

籠

館

飼

滅

擁

喪

限

樋

飩

熙

鐸

【
鐸
】
血

〔
集
韻
〕
夷
益
切
園

エ
キ
ヤ
ク

嬉（
1
2
-
4
4
3
9
1
)
・精
(
8
|
2
7
1
3
1
)
・
 

【
熙
】

g

圏
(
1
2

ー

4
4
2
5
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
熙
‘
鱚
、
棺
‘
饒
並
同
。

シ

食
ひ
あ
き
る
。
〔
集
韻
〕
錦
、
食
飽
也
。

【
儲
】
叩

,
'
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
商
i

レ
イ
リ
ヤ
ウ

【
譴
】
叫

く
ら
ふ
。
〔
王
篇
〕
絹
、
食
也
。

ク
ヴ

〔
玉
篇
〕
古
臥
切

岡

〇
あ
き
る
。
〔
字
彙
〕
鑽
‘
唆
飽
也
。
〇
餌
(
1
2
-
4
4

1
5
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
隈
‘
俗
韻
字
。

【
隈
】
血

エ
ン

〔
字
彙
〕
輿
縣
切
醐
⑮

【
饗
喰
】
6

匁
朝
飯
と
夕
飯
。
又
、
朝
食
や
夕
食
の
仕
度

を
す
る
。
食
事
を
こ
し
ら
へ
る
。
熟
食
。
朝
を
襄
と
い

ひ
、
夕
を
喰
と
い
ふ
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕
賢
者
輿
レ
民

拉
耕
而
食
、
胄
喰
而
治
。
〔
注
〕
胄
喰
‘
熟
食
也
、
朝
日
レ

襄
、
夕
曰
レ
喰
。
〔
焦
循
正
義
〕
説
文
食
部
云
‘
饗
‘
執
食

也
‘
喰
‘
哺
也
、
従
.
,
夕
食
五
哺
‘
申
時
食
也
、
段
注
云
‘
小

雅
博
云
、
執
食
曰
レ
襄
‘
魏
風
博
云
‘
執
食
日
レ
喰
‘
然
則

喪
喰
皆
謂
二
執
食
五
分
―
―
別
之
一
則
謂
二
朝
食
夕
食
盃
m
於レ

饗
不
レ
言
レ
朝
‘
於
レ
喰
不
乞
9
執
‘
互
文
錯
見
也
‘
趙
注
―
―

孟
子
日
、
朝
食
日
レ
冑
、
夕
日
レ
喰
‘
此
析
―
一
言
之
↓
〔
墨

子
、
七
患
〕
饗
喰
而
不
レ
盛
。

【
佐
レ
喪
得
レ
嘗
｝
‘
忍
窃

g
ケ
テ
食
物
の
料
理
を
助
け
れ

ば
自
分
も
食
べ
る
事
が
出
来
る
。
〔
顔
氏
家
訓
、
省
事
〕

王
子
晉
云
、
佐
レ
喪
得
レ
嘗
‘
佐
レ
闊
得
レ
傷
。

四
三
一
―
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或

却

俗

記

箱

●

む

さ

ぱ

功

罷

い

龍

（

籟

文

る

。

④

飲

食
を
む
さ
ぽ
る
。
〔
説
文
〕
誓
‘
貪
也
‘
八
レ
食
琥
臀
。

〔
廣
雅
‘
秤
詰
二
〕
贄
‘
貪
也
。
〔
韻
會
〕
誓
‘
又
貪
ニ

嗜
飲
食
舌
〕
レ
誓
゜
＠
財
貨
を
む
さ
ぽ
る
。
〔
集
韻
〕

饗
、
一
日
‘
貪
レ
財
為
檜
゜
〔
左
氏
‘
文
‘
十
八
〕
天

下
之
民
以
比
1

一
三
凶
玉
謂
―
―
之
誓
棺
↓
〔
注
〕
貪
レ
財

為
レ
饗
。

O
む
さ
ば
る
こ
と
が
甚
だ
し
い
。
〔
漢
書
‘

苓
[

食

部

〔十――一書一〕

【襲】
g

タ
ヴ
〔
集
韻
〕
他
刀
切
函
g

ト

ヴ

大

名

t'ao

□
□
食
を
あ
た
へ
る
。
〔
字
彙
〕
謡
‘
卑
ハ
レ
食
也
。

【蟷】
g

戸
〔
字
彙
〕
都
郎
切
瓢
i

〔
字
彙
〕
丁
浪
切
園

食
を
ね
た
む
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
妬
レ
食
。

冨
品
昇

冒
孟
冨】
g

ス
イ

國

0
あ
と
の
ま
つ
り
。
祭
の
翌
日
の
祭
事
。
或
は
繹

(
8
|
 2
7
9
7
5
)
に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
鐸
‘
祭
之
明
日
也
。

〔
正
字
通
〕
鐸
、
祭
之
明
日
又
祭
也
‘
或
作
レ
繹
゜
●

飯
が
く
さ
る
。
〔
集
韻
〕
鐸
‘
飯
壊
日
レ
繹
。

〔
字
彙
〕
力
瞼
切

〔
字
彙
〕
良
再
切

瓢國

日
口
ま
づ
い
。
食
物
に
味
が
無
い
。
〔
字
粟
〕
瞼
、

食
無
レ
味
。

日
レ
ン

□
レ
ン

餡
(
1
2
-
4
4
2
6
3
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
随
、
同
レ
鏑
゜

〔
集
韻
〕
於
到
切

鼎養誓漢

（鑑績清西）

幡
築
志
〕
貪
誓
瞼
跛
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
貪
甚
日
レ
襲
。

●
慈
獣
の
名
。
古
、
鐘
鼎
な
ど
に
多
く
其
の
形
を

刻
ん
で
飾
と
し
た
。
轄
じ
て
‘
悪
人
の
義
。
饗
養

(
4
)の
●
を
見
よ
。
®
或
は
明
(
2ー
3
2
3
7
)
•
餡

(
1
2
 |
 4
4
3
2
5
)
・
仰
(
1
2
-
4
4
0
2
0
)
に
作
る
。
〔
證

文
〕
饗
、
明
‘
俗
瞥
八
臼
刀
臀
゜
〔
集
韻
〕
饗
‘
或

作
―-
O
J
J
・
餡
•
初
＾
＠
揃
文
、
観
(
1
2ー
4
4
3
4
8
)
に
作

る
。
〔
説
文
〕
讐
、
観
‘
籠
文
誓
八
二
琥
省
↓

画
咳
餘
叢
考
短
一
十
二
に
考
證
の
説
あ
り
。

【
饗
撮
】
1

％
む
さ
ぽ
つ
て
た
も
ち
捩
る
。
〔
晉
書
、
悪

帝
紀
〕
詔
曰
‘
逆
臣
孫
秀
‘
奉
藉
王
倫
↓
誓
城
天
位
-

【
誓
貪
]
2

焚
欲
が
深
く
て
む
さ
ぽ
る
。
〔
韓
非
子
、
亡

徴
〕
饗
貪
而
無
レ
麿
、
近
レ
利
而
好
レ
得
者
、
可
レ
亡
也
。

【
饗
診
】
3

悶
む
さ
ぽ
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
贄
・
飴
‘
貪

也。

【
替
啓
】
4

焚

O
悪
獣
の
名
。
古
、
鐘
鼎
葬
な
ど
の
器
に

其
の
形
を
刻
し
て
飾
と
し
た
。
韓
じ
て
‘
悪
人
の
喩
。
周

｀
 

餓

饉

襖

錨

誓

餞

鎌

潤

識

饗

曾】血
ェブ

字
槃
〕
典
渉
切
華

少
者
使
レ
長
‘
長
者
畏
レ
牡
‘
有
レ
カ
者
賢
‘
暴
傲
者
尊
、
日

夜
相
残
、
無
時
休
塵
以
圭
突
其
類
言
神
異
経
、
西
南
荒

経
〕
西
南
方
有
レ
人
焉
身
多
レ
毛
‘
頭
上
戴
レ
琢
‘
貪
如
孤

悪
好
自
猿
財
‘
而
不
レ
食
入
穀
↓
彊
者
奪
―
―
老
弱
者
一

畏
レ
墓
而
撃
レ
g

早
、
名
曰
↓
―
誓
春
↓
参
貨
財
及
ぴ
飲
食
を
貪

る
。
賛
は
財
を
貪
り
、
春
は
飲
食
を
貪
る
こ
と
。
〔
左
氏
、

文
‘
十
八
〕
箱
雲
氏
有
1

一
不
オ
子
↓
貪
二
子
飲
食
盃
冒
―
―
子
貨

賄
二
云
云
、
天
下
之
民
以
比
三
二
凶
盃
謂
―
―
之
誓
養
↓
〔
注
〕

貪
レ
財
為
極
圧
‘
貪
レ
食
為
レ
饗
。
〔
核
餘
叢
考
、
誓
〕
束
坂
詩

有
―
―
老
饗
之
履
蓋
謂
レ
貪
秘
飲
食
也
‘
按
以
レ
襲
為
レ

貪
飲
食
惟
韻
會
有
此
説
二
叩
左
博
饗
養
、
杜
注
則

云
‘
貪
レ
財
為
レ
誓
‘
貪
レ
食
為
レ
養
、
玉
篇
亦
日
、
饗
‘
貪
レ

財
也
‘
則
老
贄
痒
ぞ
作
老
養
云
『
占
是
、
然
山
海
経
‘
襲
養

本
悪
獣
名
、
又
呂
氏
春
秋
、
周
鼎
誓
養
有
レ
首
鉦
炉
身
、

食
レ
人
未
レ
咽
、
害
及
―
―
其
身
ご
所
↓
ー
以
示
＞
戒
也
、
然
則
誓

本
是
一
物
之
貪
レ
食
者
、
杜
注
不
レ
過
和
四
下
左
博
有
•
貪
―
―

於
飲
食
↓
冒
―
―
於
貨
財
↓
謂
↓
一
之
饗
養
一
之
語
い
故
二
字
分
乙

圏
之
●
其
賓
此
物
本
貪
食
之
獣
、
緒
雲
不
才
子
‘
貪
冒

似
レ
之
、
故
人
借
以
名
レ
之
耳
、
不
二
必
以
レ
誓
濁
レ
財
‘
養

屡
＞
食
也
、
然
則
東
波
所
レ
云
老
誓
、
亦
未
レ
為
レ
失
也
。

〔
書
言
故
事
、
輔
啜
類
〕
人
能
多
食
日
1

一
此
人
贄
養
面
R
複

姓
。
〔
梁
書
‘
武
陵
王
紀
博
〕
高
祖
、
崩
後
、
紀
乃
僭
1

一
琥
子

雙
改
レ
年
日
天
坦
云
云
‘
東
下
至
巳
郡
百
ぞ
討
―
―
侯

景
玉
炉
名
、
云
云
‘
将
軍
焚
猛
獲
1

一
紀
及
其
第
三
子
園

渦
↓
倶
殺
乏
干
峡
口
ニ
時
年
四
十
六
、
有
司
奏
請
レ
絶
ニ

其
隔
籍
五
世
祀
許
レ
之
‘
賜
1

一
姓
饗
養
氏
↓

〖
誓
春
仙
〗5
努
テ
，
欲
深
い
道
士
を
の
の
し
つ
て
い

ふ
。
〔
清
異
録
〕
近
世
事
,
,
仙
道
一
者
、
不
レ
務
1

一
寡
欲
函
ン

復
黄
白
術
ぶ
益
女
無
械
、
宜
レ
謂
之
饗
賽
仙
一

〖
饗
養
尊
〗6
匁
＿T
’
誓
饗
の
形
を
刻
ん
だ
さ
か
だ
る
。

〔
博
古
圃
〕
周
饗
養
尊
‘
純
緑
卑
ハ
レ
足
、
皆
無
1

一
文
飾
⇒
二
面

状
以
誓
賛
所
以
否
戒
也
。

【
誓
腹
】
7

t

ぶao1fu• 

大
食
す
る
。

【
饗
戻
】
8

り
げ
む
さ
ぽ
り
も
と
る
。
貪
欲
。
〔
禁
邑
、
太

尉
楊
公
碑
〕
饗
戻
是
勁
、
英
オ
是
烈
。

餅
の
類
。
〔
字
彙
〕
饉
‘
餌
屡
゜

画
図
字
形
‘
集
韻
は
鰈
に
作
り
、
或
は
楳
(
8
|
3
7
0
3
2
)
 

に
作
る
と
す
る
。
今
、
康
熙
字
典
に
従
ふ
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘

餅
鷹
‘
或
炊
レ
米
。

〔
集
韻
〕
兼
恭
切
賤

【鎌
]
g

●
い
の
る
。
〔
集
韻
〕
謙
、
博
雅
‘
祈
也
。

O
鎌
(
1
2

|
 4
4
3
0
6
)
の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
鎌
‘
條
字
之
識
。

〔
篇
海
〕
於
戯
切
面
[

【潤】
g

●
あ
く
。
〔
篇
海
〕
潤
‘
飽
也
。

O
絢
(
1
2
-
4
4
2
3
4
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
躙
、
絢
字
之
調
。

〔
集
韻
〕
鳥
撥
切

瞬

〔
集
韻
〕
乙
大
切
頭
g

〔
集
韻
〕
乙
翼
切
閣

小

曰

□

回

0
す
え
る
。
飯
が
む
れ
て
く

練
豪
さ
る
。
〔
説
文
〕
繊
‘
飯
饉
熱
也
、
炊
レ

食
歳
臀
゜
〔
集
韻
〕
鍼
‘
一
日
、
食
臭
敗
。
●
館
(
1
2

-
4
4
3
9
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鎧
、
説
文
‘
針
傷
湮

也
‘
或
作
レ
繊
゜
〔
正
字
通
〕
繊
‘
同
レ
飩
゜

小

日

0
郷
人
が
集
つ
て
飲
食
す
る
。
〔
説

薮
文
〕
饗
‘
郷
人
飲
酒
也
、
炊
レ
郷
炊
レ
食
‘

饗
郷
亦
臀
。

O
も
て
な
す
。
ね
ぎ
ら
ふ
。
酒
宴
を

【饗】叫
【繊】[

四
三
三

キ
サ
ウ
〔
集
韻
〕
許
雨
臼
圏

ヵ
ヴ

T
一尤

h
s
i
a
n
g
'

口且
[
_
ウ
〔
集
韻
〕
虚
良
切
闘

ワ
イ

日ヱ
口
ァ
イ

曰
ィ

ィ ケ
ン
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設
け
て
人
を
ね
ぎ
ら
ふ
。
〔
詩
、
小
雅
‘
形
弓
〕
一

朝
饗
レ
之
。
〔
箋
〕
大
飲
レ
賓
日
レ
饗
。
〔
周
聰
、
秋

官
、
大
行
人
〕
饗
礎
九
獣
。
〔
注
〕
饗
‘
設
二
盛
證
1

以
飲
レ
賓
也
。
〔
儀
證
‘
聘
礎
〕
壼
食
再
饗
゜
〔
注
〕

饗
‘
謂
下
烹
大
牢
和
盆
が
賓
也
。
〔
儀
證
‘
士
昏

證
〕
舅
姑
共
饗
レ
婦
、
以
二
猷
之
稚
↓
〔
注
〕
以
二

酒
食
桑
“
レ
人
日
レ
饗
゜
〔
漢
書
、
高
帝
紀
上
〕
於
レ
是

饗
レ
士
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
饗
‘
謂
,
,
飲
食
1

也
。
〔
後
漢

書
‘
渇
術
傭
‘
饗
椒
攀
於
章
懇
注
〕
饗
、
宴
也
。

O

飯
羹
を
加
へ
も
て
な
す
。
〔
公
羊
、
荘
‘
四
〕
夫
人
姜

氏
饗
齊
侯
子
祝
丘
↓
〔
注
〕
牛
酒
曰
レ
稿
、
加
1

飯

羹
伊
饗
。

O
膿
す
る
。
も
て
な
し
て
返
證
す
る
。

〔
糧
、
曾
子
問
〕
而
后
饗
冠
者
↓
〔
注
〕
饗
、
謂
レ
證
レ

之。

O
す
す
め
る
。
す
す
め
し
ひ
る
。
紳
に
お
あ
が

り
な
さ
い
と
告
げ
る
。
〔
儀
橙
、
特
牲
績
食
證
〕
祝

饗
。
〔
注
〕
饗
、
勧
強
レ
之
也
。
〔
儀
證
‘
士
虞
覗
〕
祝

饗
、
命
二
左
食
一
祭
。
〔
注
〕
饗
‘
告
―
―
神
饗
1

也
。

O
饗

食
の
證
゜
饗
食
(

1

8

)

を
見
よ
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
賓

饗
贈
レ
餞
゜
〔
注
〕
饗
‘
饗
食
之
聰
。

O
そ
な
へ
。
す

す
め
供
へ
る
酒
食
。
〔
證
‘
月
令
〕
以
共
,
,
皇
天
上

帝
社
稜
之
饗
↓
〔
注
〕
饗
、
猷
也
。

0
の
む
。
〔
國
語
、

周
語
上
〕
王
乃
淳
濯
饗
レ
醗
。
〔
注
〕
饗
‘
飲
也
。

O

く
ら
ふ
。
〔
國
語
、
晉
語
一
〕
将
レ
弗
克
饗
↓
〔
注
〕

饗
、
食
也
。
〇
う
け
る
。
〔
詩
、
周
頌
、
我
将
〕
伊
蝦
1

文
王
盃
既
右
饗
レ
之
。
〔
箋
〕
文
王
既
右
而
饗
レ
之
、

言
―
―
其
受
而
祗
＞
之
。
〔
左
氏
‘
哀
、
十
五
〕
其
使
二
終

饗
＞
之
。
〇
あ
た
る
。
〔
漢
書
、
谷
永
傭
〕
饗
用
,
,
五

幅
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
饗
‘
嘗
也
。

O
紳
を
祭
る
。

〔
證
‘
郊
特
牲
〕
歳
十
二
月
、
合
二
緊
萬
物
盃
皿
索
二

饗
之
一
也
。
〔
注
〕
饗
者
、
祭
,
,
其
紳
一
也
。

0
大
饗

は
、
先
王
を
あ
は
せ
ま
つ
り
、
又
、
あ
ま
ね
く
五

帝
を
祀
る
祭
。
〔
糧
‘
幡
器
〕
大
饗
、
其
王
事
興
。

〔
注
〕
大
饗
‘
謂
弘
空
祭
先
王
↓
〔
證
‘
月
令
〕
大
二
饗

食

部

〔
十
三
驚
〕

饗

鍍

翌
〔
注
〕
大
饗
者
、
偏
祭
1
1

五
帝
一
也
。
〔
膿
、
楼
器
〕
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
出
子
饗
レ
國
六
年
。
〔
漢
書
、
哀
帝
紀
賛
〕
【
饗
庭
】
2
6
t
ヒ
〇
滋
賀
縣
高
島
郡
の
東
部
。
●
姓
氏
。

大
饗
之
證
。
〔
疏
〕
大
饗
‘
謂
弘
炉
祭
宗
廟
1

也
。
◎
饗
レ
國
不
レ
永
、
哀
哉
。
〔
法
言
、
重
黎
〕
蕨
饗
レ
國
久
長
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
。

【
饗
祭
】10
ね
ヮ
祭
る
。
供
へ
る
。
享
祭
。
〖
饗
庭
野
〗

2
7
nヒ
バ
近
江
國
に
在
る
野
。

【
饗
祀
】1
1
4ャ
•
ウ
供
物
を
そ
な
へ
て
ま
つ
る
こ
と
。
享
【
饗
諦
】

2
8焚
ゥ
春
、
孤
子
を
饗
す
る
宴
と
宗
廟
の
祭
。

或
は
享
(
1

ー
2
9
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
饗
‘
或
作
レ

祀
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
咸
用
紀
レ
宗
存
レ
主
‘
饗
祀
不
レ
綴
。
一
説
に
‘
諦
は
論
の
誤
り
と
い
ふ
。
王
制
に
よ
れ
ば
、
宗

享
。

O
響
(
1
2
|
 4
3
3
2
5
)
に
通
ず
。
〔
漢
書
、
藷
築

志
、
郊
祀
歌
‘
景
星
、
五
昔
六
律
依
章
饗
昭
、
注
〕
【
饗
賜
】
12

ペF
ゥ
も
て
な
し
た
ま
ふ
。
享
賜
゜
〔
後
漢
書
、
廟
の
時
祭
、
春
を
輪
と
い
ひ
、
夏
を
締
と
い
ふ
。
〔
幡
、
郊

師
古
日
、
饗
‘
讀
日
レ
饗
゜
〇
或
は
郷

(11
ー
3
9
5
7
1
)

威
宮
傭
〕
撃
レ
牛
醸
レ
酒
饗
賜
‘
慰
1

一
納
之
↓
〔
班
固
、
西
都
特
牲
〕
饗
諦
有
レ
築
、
而
食
嘗
無
A

築
。
〔
注
〕
此
諦
嘗
レ
為
―
―

に

作

る

。

〔

儀

譴

燕

糧

記

‘

賓

為

二

荀

敬

ご

注

、

主

二

賦

〕

饗

賜

畢

。

論

字

之

誤

也

、

王

制

日

、

春

論

夏

諦

゜

〔

疏

〕

響

‘

謂

d

春

【
饗
辞
】
1
3
9
ャ
．
ゥ
虞
褪
‘
郎
ち
父
母
の
葬
式
を
終
へ
た
日
響
―
―
孤
子
盃
諦
‘
謂
n

一
春
祭
,
,
宗
廟
一
也
。

に
行
ふ
祭
に
、
子
が
其
の
戸
を
饗
す
る
時
に
の
ぺ
る
【
饗
酋
k

】2
9
7
令
物
を
供
へ
て
お
祭
り
す
る
。
〔
白
居
易
、

國
君
饗
時
玉
繹
文
〕
饗
‘
或
作
レ
郷
。
口
う
け
る
。
神

辟
。
〔
儀
鵡
‘
士
虞
鵡
〕
饗
辞
曰
、
哀
子
某
‘
圭
為
而
哀
二
祭
五
弟
文
〕
朔
望
晨
夕
‘
饗
霙
復
嘗
来
。

が
祭
を
受
け
納
れ
る
。
或
は
享
(

1

-

2
9
8
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
饗
、
享
也
、
或
作
レ
享
゜
〔
漢
書
、
幡
築
薦
之
玉
饗
。
「
及
"
饗
日
面
五
誼
門
左
↓
【
饗
殿
】
3
0
t
岱
軸
を
祭
る
た
め
に
設
け
た
殿
。
享
殿
。

志
、
郊
祀
歌
、
朝
闇
〕
凹
流
饂
抑
二
不
詳
る
左
百
【
饗

H
】1
4
A
芍
饗
應
す
る
日
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
七
〕
【
饗
報
】
31

芯
ゥ
馳
走
し
て
其
の
功
徳
に
報
ず
る
。
又
、

障

山

河

饗

。

【

饗

射

]
1
5

芍
饗
食
の
時
‘
賓
客
が
諸
侯
と
射
る
こ
神
を
祭
つ
て
其
の
悪
に
報
ず
る
。
〔
晉
書
‘
幡
志
上
〕
昭

と
。
〔
周
證
、
春
官
、
司
服
〕
享
元
布
竺
饗
射
‘
則
驚
冤
。
告
1

一
神
祇
云
饗
―
―
報
功
徳
一
是
以
災
属
不
レ
作
‘
而
風
雨
寒

〔
注
〕
饗
射
‘
饗
食
賓
客
興
ー
ー
諸
侯
1

射

也

。

〔

後

漢

書

‘

循

暑

以

レ

時

。

「

米

。

隔
由
會
意
形
瞥
。
郷
と
食
と
の
合
字
。
本
義
は
郷
人
が

吏
‘
秦
彰
傭
〕
毎
―
―
春
秋
饗
射
-
輝
修
n

升
降
揖
譲
之
儀
↓
【
饗
飯
】
32hsiang'fan• 

0
飯
を
饗
應
す
る
。
●
僕

集
つ
て
酒
を
飲
む
こ
と
。
故
に
郷
と
食
と
を
合
し
て
そ

【
饗
象
】
16

ペ
苓
義
未
詳
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
斯
寒
神
妙
【
饗
輻
】
33

焚
ゥ
幸
幅
を
受
け
る
。
享
輻
。
〔
晉
書
、
周
嵩

の
義
を
あ
ら
は
す
。
郷
は
ま
た
昔
符
。

之
饗
象
。
〔
注
〕
翰
日
‘
饗
象
、
言
未
レ
審
也
。
「
祐
↓
博
〕
寅
威
者
所
―
―
以
饗
巳
輻
‘
怠
傲
者
所
―
―
以
招
＂
患
。

【
饗
飲
】
1

代
窃
さ
か
も
り
す
る
こ
と
。
〔
漢
書
、
元
后

【
饗
承
】
17

へ
誘
う
け
る
。
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
上
〕
饗
羞
玉
天
【
饗
努
】
3
4
7
窃
馳
走
し
て
ね
ぎ
ら
ふ
。
〔
北
史
‘
魏
明

博
〕
冬
饗
飲
飛
月

【
饗
宴
】
2

万
も
て
な
し
の
さ
か
も
り
。
ふ
る
ま
ひ
。
【
饗
食
】
18

玲
”
大
牢
を
享
し
て
飲
食
せ
し
め
る
こ
と
。
元
帝
紀
〕
至
"
屋
賓
城
玉
饗
二
努
牌
士
ぶ
＾
醸
二
日
、
班
レ
禽

ち
そ
う
。
酒
會
。
享
酷
。
享
宴
。
〔
蜀
志
、
張
疑
博
〕
疑
享
食
。
〔
周
證
‘
地
官
、
牛
人
〕
饗
食
賓
射
‘
共
―
―
其
膳
羞
之
以
賜
乙
之
。

殺
レ
牛
饗
宴
。
〔
晉
書
、
明
帝
紀
〕
停
1

一
饗
宴
之
穂
↓
牛
↓
〔
疏
〕
饗
者
‘
享
↓
ー
大
宇
以
飲
レ
賓
‘
獣
依
,
,
命
散
云
食
者
【
饗
證
】
3
5
[
代
ゥ
賓
客
を
饗
應
す
る
硯
。
御
客
に
御
馳
走

【
饗
應
】
3

誘
．
ゥ
酒
食
を
そ
な
へ
て
人
を
も
て
な
す
。
亦
享
ー
大
牢
1

以
食
、
食
護
九
攀
七
學
五
攀
‘
亦
依
,
,
命
散
↓
し
て
も
て
な
す
。
享
帳
。
〔
周
證
‘
秋
官
、
大
行
人
〕
饗

馳
走
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
庖
厨
具
‘
標
子
〕
楳
子
之
闇
‘
〔
儀
證
‘
聘
證
〕
不
レ
受
,
,
饗
食
↓
〔
幡
‘
聘
義
〕
主
君
弗
,
,
親
饗
護
九
獣
。
〔
疏
〕
饗
證
九
猷
者
‘
謂
、
後
日
王
速
レ
賓
‘
賓
来

飯
羹
酒
肴
椀
盤
等
兼
傭
、
以
為
―
―
郊
外
饗
應
↓
食
↓
〔
荀
子
、
王
制
〕
宰
爵
知
―
賓
客
祭
祀
饗
食
犠
牲
之
散
↓
就
1

一
廟
中
一
行
』
饗
‘
饗
者
享
1

一
大
牢
1

以
飲
レ
賓
、
設
レ
几
而

【
饗
賀
】
4

な
．
ゥ
も
て
な
し
賀
す
る
。
又
、
戦
勝
を
祝
ふ

U
賓
昭
】
19

況
‘
ゥ
響
の
明
か
な
こ
と
。
饗
は
響
。
〔
漢
書
、
不
レ
椅
、
爵
盈
而
不
レ
飲
、
饗
以
訓
＝
恭
倹
↓
〔
栂
‘
王
制
〕
夏

品
を
猷
上
す
る
。
〔
墨
子
、
天
志
下
〕
使
↓
一
人
饗
賀
―
焉
。
種
業
志
、
郊
祀
歌
‘
景
星
〕
五
音
六
律
、
依
拿
饗
昭
゜
〔
注
〕
后
氏
以
―
―
饗
證
↓
〔
呂
寛
、
長
攻
〕
於
レ
是
輿
五
盆
竺
以
,
,

【
饗
供
】
5

h
s
i
a
n
g
3
 
k
 g
 
g
'

神
佛
に
供
物
を
供
へ
る
。
師
古
曰
‘
饗
‘
讀
日
レ
響
、
昭
‘
明
也
、
言
1

一
臀
響
之
明
1

也
。
饗
證
す
仝
於
息
↓

【
饗
會
】6
焚
り
さ
か
も
り
。
〔
後
漢
書
‘
酷
吏
‘
李
章
偉
〕
【
饗
薦
】

2
0
5が
食
物
を
供
へ
る
。
〔
六
部
成
語
、
栂
部
、
【
饗
燕
之
證
】
”
~
代
ウ
エ
/
’
燕
會
の
覗
。
〔
周
視
、
春
官
‘

乃
設
t

一

饗

會

↓

饗

薦

‘

注

解

〕

供

,

,

猷

食

品

↓

大

宗

伯

〕

以

―

―

饗

燕

之

糧

盃

竺

四

方

之

賓

客

↓

【
饗
慶
】
7

"
苓
さ
い
は
ひ
を
受
け
る
。
受
慶
。
〔
晉
書
、
【
饗
膳
】
2
1
5
窃
馳
走
の
膳
部
。
饗
應
の
酒
肴
゜

忍
帝
紀
〕
登
在
ヨ
予
一
人
獨
饗
"
其
慶
｛
宗
廟
社
稜
‘
賓
【
饗
詐
】
2
2
f
F
ゥ
天
詐
を
う
け
る
。
享
詐
゜
〔
蜀
志
、
先
主

有

レ

頼

焉

。

劉

備

偉

〕

惟

紳

饗

―

―

詐

子

漢

家

工

永

緩

二

四

海

↓

「

堂

。

【
饗
告
】
8

戎
な
祖
先
の
震
な
ど
に
供
物
を
そ
な
へ
て
【
饗
堂
】
23

な
窃
祖
宗
の
木
主
を
供
養
す
る
と
こ
ろ
。
享
っ【饒】
g

祭
り
、
神
に
告
げ
る
。
〔
書
、
顧
命
、
上
宗
日
饗
、
禁
傭
〕
宗
【
饗
玉
椙
~
】

2
4
”
芍
書
董
の
輪
郭
だ
け
を
し
き
う
つ
し
‘
濃

伯
日
饗
者
、
億
l

神
命
石
ぞ
饗
告
也
。
〔
唐
書
、
殷
盈
孫
墨
に
て
其
の
間
を
填
め
る
こ
と
。
又
、
其
の
し
き
う

偉

〕

饗

告

如

桑

廟

↓

し

た

も

の

を

い

ふ

。

閤

揚

（

2
-
4
5
6
5
:
 1
4
)

・
響
揚
(
1
2

【
饗
國
】
，
9
芍
國
を
う
け
る
。
君
主
在
位
の
年
。
享
國
°
ー
4
3
3
2
5
:
 3
1
)

を
見
よ
。
「
足
―
―
以
饗
"
-
帝
。

〔
史
記
、
魯
周
公
世
家
〕
故
高
宗
饗
レ
國
五
十
五
年
。
〔
史
【
饗
―
帝
】
25

焚
ゥ
天
帝
を
祭
る
。
〔
孔
子
家
語
、
郊
問
〕
不
レ

國国□ 日
ヌド，ニダ大ダニダ
ゥョ，ウウウ司ヴ
ゥゥ

〔
集
韻
〕
奴
冬
切

〔
集
韻
〕
匿
講
切

〔
集
韻
〕
尼
降
切

〔
集
韻
〕
濃
江
切

圏圃圏屈

四
三
四

13030 
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【
贈
】
叩

【饒】
g

食

部

〔
十
三
—
ー
十
四
畳
〕

セ
ン

贈
(
1
0
ー

3
6
9
4
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
睛
‘
或
炊
レ
食
。

〔
集
韻
〕
諸
延
切
出
ヰ

〔
集
韻
〕
旨
善
切

コ
コ
酉
強
ひ
て
食
ふ
。
緯
饒
。
〔
集
韻
〕
儀
、
河

朔
謂
,
,
強
食
不
＞
已
日
レ
饒
。
〔
集
韻
〕
膿
‘
綽
儀
、
強

食
也
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
食
鉦
炉
廉
゜

饉

籠

績

餞

鋼

鍛

儲

餞

隠

護

饉

練

躊

餞

檸

績

饗

【
僻
】
〗

冨
】
[

ョ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
僻
‘
昔
妖
。

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鍛
‘
祗
葛

切。

●
む
す
。
水
を
加
へ
て
蒸
し
な
ほ
し
た
飯
。
鉾
(
1
2

|
 4
4
3
7
3
)
・
 
絃
(
1
2
ー

4
4
2
8
5
)

に
同
i

じ
。
〔
説
文
〕

足
綽
‘
脩
飯
也
、
八
レ
食
幸
臀
‘
餓
‘
綽
或
八
レ
責
‘
餅
‘

chan1

絆
或
炊
レ
奔
。
〔
段
注
涵
、
各
本
作
レ
櫛
誤
、
今
依
二

箇

爾

雅

音

義

引

面

‘

倉

頷

篇

作

レ

餐

‘

脩

之

言

‘

洩

小

日

□

0
か
ゆ
。
か
た
が
ゆ
。
あ
つ
が
也
、
水
部
日
、
波
、
沃
汰
也
、
飯
者
人
所
レ
飯
也
。
●

愈
豪
ゆ
。
〔
説
文
〕
饉
‘
棄
也
、
ハ
レ
食
曹
臀
‘
半
む
し
の
め
し
。
錆
(
1
2
ー

4
4
2
8
5
)
に
同
じ
。
〔
玉

周
謂
乏
鑓
宋
衛
詞
之
饗
↓
〔
玉
篇
〕
饉
‘
廉
篇
〕
餅
‘
半
蒸
飯
也
‘
興
レ
餓
同
。

0
に
る
。
む
す
。

也
。
〔
正
字
通
〕
鑓
厚
粥
也
。
〔
櫃
、
内
則
〕
籟
〔
爾
雅
、
秤
言
〕
鎖
・
縮
‘
稔
也
。
〔
疏
〕
稔
、
熟
也
。

雌
〔
繹
文
〕
饉
、
厚
粥
也
。
●
或
は
震
(
1
2
-
4
5
7
3

【
餓
錮
】
1

況
に
る
。
む
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
績
籠
‘
稔

也
。
〔
注
〕
孫
炎
日
‘
蒸
レ
之
日
レ
績
‘
均
レ
之
曰
レ
饉
‘
郭
云
‘

3
)

・節
(
1
1
0
1
4
4
2
7
3
)

・紆
(
1
2
-
4
4
0
3
7
)

・鍵
(
1
2

今
呼
養
飯
―
為
レ
鎖
、
績
熟
為
レ
鑽
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
或

如
天
熔
堕
或
匿
氣
績
饂
↓

|
 4
4
2
6
1
)

・扇
(
1
2
-
4
5
7
3
6
)

・緯
g
(
8
ー

2
7
0
1
9
)
・

屠
(
1
2
-
4
4
1
9
8
)
・

展
(
1
2
-
4
4
0
3
5
)
•

細
直(
8ー
2
7

1
4
9
)
・

粥
(
4
ー

9
8
8
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餓
‘
或

貧
】
叫
サ
ン
〔
字
彙
補
〕
子
旦
切
瞬

作
―
―
震
・
鰤
紆
・
鍵
．
震
・
糖
・
廣
・
展
・
精
．
匹

【
饒
酷
】
1

仕
ン
こ
い
か
ゆ
と
う
す
い
か
ゆ
。
鐙
粥
゜
〔
證
‘

羹
を
飯
に
和
す
る
。
し
る
か
け
め
し
。
〔
字
彙

内
則
〕
饒
酷
酒
醸
。
〔
繹
文
〕
籟
、
厚
粥
也
、
馳
‘
薄
粥
也
。

【
随
粥
】
2

予
こ
い
か
ゆ
と
う
す
い
か
ゆ
。
〔
橙
、
檀
弓

上
〕
齊
斬
之
情
‘
饉
粥
之
食
。
〔
疏
〕
饉
粥
之
食
者
、
厚
日
レ
補
〕
餞
‘
羹
和
レ
飯
也
。

鐙
、
希
日
レ
粥
゜
〔
荀
子
、
富
國
〕
冬
日
則
為
1

一
之
饉
粥
↓
〔
後

漢
書
、
奨
篠
傭
〕
朝
暮
婆
鎧
粥
二
孔
子
家
語
、
子
路
初

【

り

3
戸
レ
及
[
7
7
[
t
゜
〔
雀
浩
、
食
経
序
〕
饒
饉
【
鋼
】
吋

伯
躁
饉
藷
湖
石
。
「
秋
羊
、
封
瑾
春
條
。

【
饉
酎
】
4

梵
濃
い
粥
と
酒
。
〔
飽
照
、
河
清
頌
〕
饉
酎

【
鎧
杷
】
5

巧
青
裸
を
炒
つ
て
粉
に
し
、
牛
乳
麻
を
少

し
入
れ
て
つ
く
っ
た
食
品
。
〔
金
川
瑣
記
〕
番
地
無
↓
―
米

翠
夷
人
H
食
鎧
鰐
炒
,
,
青
裸
磨
レ
粉
‘
或
用
二
大
麹

小
麹
婉
豆
為
レ
之
、
入
1

一
牛
乳
酵
少
許
面
用
レ
手
攪
和
、
捻

成
面
子
↓

サ
ッ
サ
チ

な
ま
に
え
の
め
し
を
お
く
る
。
〔
字
彙
補
〕
鋼
、
食

未
レ
熟
而
維
也
。 カ

ン

〔
字
彙
補
〕
許
讃
切

幅
l

口
セ
ン

日
セ
ン

【餓】呻
7
ン

〔
集
韻
〕
方
文
切
u
J
-

句図

炊護鍍韻日

旦-~~日嘆味味國
る也薄味
I , ゜が
に伊-な

戸百温い。
同甘、~,
じ而食薄
゜不無い
r レレ 0 

集絹味ま

懇記゜づ
護而面し‘。網願璽甕
‘不韻-
或レ-廣
,......, 
饗＾
,......, 

~ 
婿
~ 

44449 444侶

【
護
】
叫

日
ワ
ク
ク
ヴ
ク

ロ
ワ
ク

国
夕
＇
クチ
ャ
ク

國
ヮ
ク

〔
集
韻
〕
恥
格
切

〔
集
韻
〕
屋
琥
切

〔
集
韻
〕
黄
郭
切

〔
集
韻
〕
屋
郭
切

〔
集
韻
〕
於
恨
切
顧

〔
集
韻
〕
烏
困
切
醐
g

小
日
国
●
食
ふ
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
二
〕
隠
‘

豪
食
也
。
●
飽
く
。
〔
集
韻
〕
隠
‘
一
日
、
飽

懇
也
。
●
む
さ
ぽ
る
。
食
に
飽
か
ん
と
す
る
。
〔
玉

篇
〕
隠
、
食
欲
レ
飽
也
。
働
億
鎧
は
、
む
ぎ
め
し
の

ふ
る
ま
ひ
。
〔
説
文
〕
隠
‘
秦
人
謂
Ii

相
謁
而
食
＞

褒
、
日
厖
鎧
i
~レ
食
憩
瞥
゜
〔
方
言
、
一
〕
凡
陳
楚

之
郊
、
南
楚
之
外
、
相
謁
而
喰
、
或
日
レ
詐
‘
或
日
レ

鮎
、
秦
晉
之
際
、
河
陰
之
間
、
日
Ii

隠
鎧
↓
〔
注
〕
今

開
西
人
呼
Ii

食
欲
＞
飽
為
二
隠
鎧
ぶ
此
秦
語
也
。
〔
戴

震
疏
證
〕
説
文
、
秦
人
謂
Ii

相
謁
而
食
＞
褒
曰
罷

雙
徐
錯
説
文
繋
傭
云
、
相
謁
・
相
見
後
、
設
二
褒

飯

以

為
1

一
常
鰻
如
今
人
之
相
見
飲
＞
茶
也
。

セ
ン

シ

四
三
五

誓（
1
2
-
4
4
3
5
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
誓
‘
或
炊
レ
漸
。

蚕
(
1
2
|
 
4
4
1
3
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

脊
‘
或
作
レ
饒
゜

●
み
ち
る
。
内
が
充
賓
す
る
。
腹
が
は
る
。
〔
玉
篇
〕

檸
‘
内
充
賓
。

O
く
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
綽
、
食
也
。

O

縛
膿
は
、
強
ひ
て
食
ふ
。
〔
玉
篇
〕
停
‘
緯
膿
‘
強
食

也。

【
儲
】
血

〔
集
韻
〕
尼
耕
切
甲
i

ナーウ
二ぶ`
，ウ

祠】
i

サ
ン

餞（
1
2
-
4
4
4
7
9
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
餞
‘
俗
餞
字
。

【
躊
】
叩

躊
饂
は
‘
飽
く
。
〔
字
彙
〕
躊
‘
鱗
饂
‘
飽
也
。

ホ
ッ
ポ
チ

〔
字
彙
〕
蒲
没
切

囲

食
を
そ
へ
る
。
〔
字
彙
〕
縮
‘
添
レ
食
也
。

【
隠
】
血

日
ォ
ン

口
ォ
ン

【館】
i

[

[

〔
字
彙
〕
初
覆
切
闘

,“
 

餃
(
1
2
-
4
4
1
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集

【
饉
】
叩
カ
イ
韻
〕
餃
、
或
作
饂
゜

【餞】
i

サ
ン

義
未
詳
。
〔
海
篇
〕
餞
‘
昔
餐
。

【
護
餌
】
1

劣
食
に
味
が
な
い
。
ま
づ
い
。
〔
集
韻
〕
組

傾
餌
、
食
無
レ
味
。

13031 
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□
口
●
あ
く
。
た
る
。
あ
き
た
る
。
〔
王
篇
〕
暦
‘
飽

也
。
〔
集
韻
〕
餐
‘
妖
也
。
〔
左
氏
‘
哀
、
十
六
〕
以
レ
陰

徹
レ
幸
者
、
其
求
無
レ
階
。
〔
孟
子
、
梁
悪
王
上
〕
不
レ

奪
不
レ
階
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
削
必
廃
二
酒
食
一
而

後
反
。
〔
杜
預
、
春
秋
左
氏
傭
序
〕
階
而
妖
レ
之
。

厨】
g

□
ェ
ン

日
ェ
ン

〔
集
韻
〕
於
竪
切
闘

＿
ヰ
y
e
n
•

〔
集
韻
〕
於
甕
切
願
[

【

餞

】

[

'

，

照

(
7
ー

1
9
0
1
9
)

に
同
じ
。
〔
字

シ
ョ
ウ

彙
〕
饉
、
同
レ
悉
°

小
●
器
に
盛
り
あ
げ
る
さ
ま
。
食
物
の

饉
豪
や
ま
も
り
の
さ
ま
。
〔
説
文
〕
朦
‘
盛
レ

器
満
兒
‘
炊
レ
食
蒙
臀
゜
〔
詩
、
小
雅
、
大
東
〕
有
―
―
鍔

蓋
廣
有
藉
棘
ヒ
↓
〔
博
〕
朦
、
渦
レ
箪
貌
。
〇
録

(
1
2
ー

4
4
3
3
2
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
朦
‘
六
書
故

作
レ
i

豚
。
亀
或
は
盗
(
8
-
2
3
0
1
5
)
・
却
(
8
ー

2
2
9
8

5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
篠
、
或
作
驚
・
盤
一

貧

】

叩

ポ
，
ウ
ム

集
韻
〕
膜
蓬
切
屎

＇ 
n
L
 m
e
n
g
2
 

冨

】

臼
0
か
む
。
〔
玉
篇
〕
鑓
、
唯
也
。

O
ほ
し
む
ぎ
も
ち
。

〔
玉
篇
〕
鑓
‘
乾
鰐
餌
゜
〔
集
韻
〕
鑓
、
一
日
‘
乾
餌
゜

0
に
ぎ
る
。
こ
ね
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
鑓
、
捕

也
。
R
ね
ば
る
。
〔
集
韻
〕
鑓
‘
一
日
、
枯
也
。

O
或

は
餡
(
1
2
-
4
4
3
1
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鑓
、
或
省
。

〇

鎚
(
1
2
-
4
4
3
2
4
)

の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
鑓
、
鎚

字
之
謡
。

ケ
ン

集
韻
〕
去
演
切

食

部

固

〔

十

四

十

六

霊

〕

冨

】

呻

固口口日
テゼサゼセゼセ
ンンンンンンン

〔
集
韻
〕
株
患
切

〔
集
韻
〕
雛
舘
切

〔
集
韻
〕
鵜
免
切

霰圃固

〔
集
韻
〕
雛
患
切
霰

く
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
繊
、
食
也
。

【
鐵
】
叩

5

[

〔
集
韻
〕
昨
結
切
闇
『

〔
疏
〕
暦
・
低
倶
訓
為
レ
飽
‘
饒
裕
之
意
也
。

O
通

じ
て
猷
(
7
|20482)• 

厭
(
2ー

3
0
2
5
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
餐
、
通
作
二
厭
・
獣
↓

【
陵
事
】
1

竺
仕
事
の
多
い
の
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
陳
診

博
〕
吾
請
令
―
―
公
屡
＞
事
、
可
乎
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
屡
者
、
飽

也
‘
謂
迄
笠
令
―
―
其
多
＞
事
。

【
暦
食
】
2

ん
む
ク
食
ひ
あ
き
る
。
飽
食
す
る
。
階
飽
。
〔
論

衡
‘
辮
祟
〕
飽
レ
飯
屡
レ
食
‘
齋
精
解
レ
禍
゜

【
階
足
]
3

だ
酒
食
に
あ
く
。
腹
一
ば
い
飲
み
食
ひ
す

る
。
屡
飽
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
卒
之
二
東
郭
壻
間
之
祭

者
石
J
,

―
其
餘
禾
＇
レ
足
、
又
顧
而
之
レ
他
、
此
其
為
―
―
階
足
―

之
道
也
。
〔
集
注
〕
曖
‘
飽
也
。
〔
楊
嗣
震
、
自
二
紅
花
埠
1

至
剥
城
這
中
作
詩
〕
却
怪
世
情
難
1

一
暦
足
五
居
人
求
レ

雨
客
求
レ
睛
゜

【
曖
飽
】
4

定
食
ひ
あ
き
る
。
厭
飽
゜
〔
論
衡
‘
道
虚
〕
人

或
唖
レ
氣
‘
氣
涌
腹
脹
‘
不
レ
能
―
―
餐
飽
↓

【
磨
念
】
5

竺
賓
際
は
怒
ら
な
く
て
‘
怒
る
様
子
を
す

る
こ
と
。
〔
韓
非
子
、
八
経
〕
人
主
不
―
―
―
餐
念
而
待
二
合

隻
其
勢
資
レ
下
也
。

【
屡
妖
】
6

i

／
食
に
あ
き
た
る
。
厭
妖
。
飽
食
。
〔
杜
預
‘

春
秋
左
氏
博
序
〕
優
而
柔
レ
之
‘
使
―
―
自
求
＞
之
、
暦
而

妖
レ
之
、
他
自
趣
＞
之
、
若
江
海
之
浸
‘
膏
澤
之
潤
ぶ
伏

然
沐
繹
‘
恰
然
理
順
。
〔
疏
〕
屡
・
妖
‘
倶
訓
為
レ
飽
‘
饒
裕

之
意
也
。
〔
杜
牧
‘
杜
秋
娘
詩
〕
蹄
宋
霙
―
―
豹
胎
玉
廃
妖
不
レ

能
レ
飴
。
〔
陸
消
、
射
食
詩
〕
豹
胎
日
磨
妖
、
蒲
齋
却
時
供
。

は
く
。
饉
(
1
2
|
 4
4
4
5
9
、
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
饉

食
而
吐
也
。
〔
字
彙
〕
饉
、
此
字
尚

9
作
レ
饉
。

冦
】
〗ワ
イ
〔
集
韻
〕
部
賄
切
涸
[
-

,E―― 
【
饉
】
〗饉(
1
2
|
 4
4
4
6
0
)

の
本
字
。
〔
字

彙
〕
饉
、
此
字
嘩
9
作
レ
饉
。

ワ
イ

冨〉】叫

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
跨
、
莫
紅
切
。

ポ
，
ゥ
ム

あ
さ
ぬ
の
・
く
ず
ぬ
の
の
類
。

【
観
】

[

a

子
彙
補
〕
譴
―
ヰ
日
未
レ
詳
。
〔
穆

天
子
傭
‘
四
〕
馘
翅
十
侠
゜
〔
注
〕
疑
此
紆
葛
之
陽
゜

昔
未
詳

【
縛
】
叩

縛（
1
2
ー

4
4
3
0
5
)
に
同
じ
。
〔
集

ノ
韻
〕
縛
、
或
炊
レ
尊
。

、
ク

歌
の
臀
。
〔
字
彙
補
〕
餐
‘
＿
音
未
レ

冨
】
〗
詳
。
〔
尚
書
大
博
‘
虞
夏
偵
〕
儀

伯
栗
舞
咎
哉
‘
其
歌
磐
比
天
謡
↓
名
曰
"
南
陽
↓

昔
未
詳 或

日
□
国
食
を
具
へ
る
。
或
は

屑
い
坪
;
條
(
1
2
-

4
4
3
8
6
)

に
作
る
。

〔
説
文
〕
暢
‘
具
レ
食
也
、
炊
レ
食
算
臀
‘
餞
、
棧
或

炊
レ
罪
。
國
お
く
る
。
食
を
お
く
る
。
〔
集
韻
〕
纂
、

候
贖
也
。
国
く
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
暮
、
食
也
。

国
ゲケ

ンン

集
韻
〕
達
脊
切
霰

譴

朦

経

屡

繊

暮

餐

縛

醜

跨

饉

饉

謄

敲

礫

饗

瞭

鑽

鵜

織

【
朧
】
〗
〔
集
韻
〕
慮
束
切
歯

ロ
ヴ
レー ”
闘
闘
□
―

冨

】

叩

セ

ン

【

讃

】

叫

サ

ン

冨[】]

経↓

騰
(
9
|
2
9
9
5
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
熊
‘
俗
腸
字
。

鑽
(
1
2
|
 4
4
4
8
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鑽
、
同
レ
讚
゜

こ
な
も
ち
。
〔
字
彙
補
〕
瞭
‘
昔

無
レ
考
‘
餌
也
‘
見
ー
一
段
成
式
食

昔
未
詳

あ
つ
も
の
。
〔
篇
海
〕
饗
、
羹
腫
。

【

饗

】

叫

カ

ク

〔
字
彙
補
〕
呼
各
切
画
苧

け
す
。
金
を
と
か
し
け
す
。
〔
字
彙
〕
礫
‘
錯
礫
。

【
礫
】
呻
‘
ン
ー
ヤ
ク
〔
字
彙
〕
式
灼
切
夏

く
ら
ふ
。
〔
字
彙
〕
繊
、
食
也
。

【
鐵
】
呻

ゼセ
チツ

〔
字
彙
〕
昨
結
切
園
f

【
饉
】
血

，

鯰

(
1
2
-
4
4
3
0
4
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
謄
、
同
レ
鯰
。

ャ
ウ

四
三
六
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食

部

〔
十
六
ー
＋
八
董
〕

【
轍
轍
】
1

心
も
ち
。
北
方
人
の
語
。
一
名
、
波
波
。
〔
畿

輔
通
志
〕
北
人
謂
レ
餅
為
1

細
溢
砥
ず
又
呼
1

ー
波
波
↓

【

鎌

】

血

サ

ン

轍
(
1
2
-
4
4
3
7
7
)
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
徹
、
本
作
レ
轍
。

●
も
ち
。
〔
字
彙
補
〕
饒
‘
併
也
。

O
饗
(
1
2
ー

4
4
3
4

5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
饒
‘
卑
ハ
レ
饗
同
。

【
範
】

5

マ 9ゞ

〔
中
華
大
字
典
〕
眉
波
切
賑
-

,
 

n
こ

mo2

績
（
1
1
0—

4
4
3
8
2
)
の
本
字
。
〔
正
字

【
鑽
】

g

キ
通
〕
餓
、
本
作
レ
鑽
‘
隷
省
作
レ
餓
。

【

饉

】

血

タ

ク

い

店

戸

戸

↓

[
O
に
同
じ
。
〔
集

冦】
g
9
っ
も
の
。
〔
字
彙
〕
饂
羮
膳
。
●
腫
(
9
-
2
9
7

8
6
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
饂
‘
俗
腟
字
。

カ
ク

〔
字
彙
〕
黒
各
切

璽

ク
，
ワ
イ

ヱ

〔
集
韻
〕
胡
怪
切

囲

も
ち
の
鳳
。
或
は
襲
(
1
2
|
 4
7
8
7
9
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
朧
、
俯
屡
‘
或
炊
レ
変
。

饒

錨

饉

籟

饒

饒

餞

鋼

識

課

餞

饒

縞

惜
‘
見
レ
他
時
須
看
―
―
箇
十
分
1

能
。
〔
長
生
殿
、
楔
湘
〕
望
t
-

前
塵
―
饒
眼
迷
冥
、
不
レ
免
―
―
揮
レ
策
頻
頻
↓

【
餞
魚
】
4

翌
海
豚
の
異
名
。
〔
本
草
、
海
豚
魚
〕
繹
名
、

海
稀
、
生
"
江
中
一
者
名
―
―
江
豚
•
江
猪
・
水
猪
・
繁
魚
・
饒

魚
・
鮮
鮪
↓

〖
饒
魚
燈
〗5
認
咤
ョ
魚
か
ら
取
っ
た
油
を
と
も
す
燈

の
名
。
宴
飲
の
時
に
用
ひ
れ
ば
特
に
明
る
＜
輝
く
と
い

ふ
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
‘
饒
魚
燈
〕
南
中
有
レ
魚
、
肉
少
而
脂

多
‘
故
彼
中
人
取
1

一
魚
脂
1

煉
為
レ
油
‘
或
使
品
壁
紡
織
機

抒
面
咄
暗
而
不
レ
明
、
或
使
レ
照
―
―
筵
宴
盃
翌
飲
食
面
即
分
外

光
明
、
時
人
琥
為
1

饒
魚
燈
↓

【
饒
魂
】
6

ぢ
餓
ゑ
た
魂
。
〔
桃
花
扇
‘
入
道
〕
餓
魂
鎌

魂
、
来
飽
這
遭
。

【
鐙
嗜
】
1

て
深
く
物
事
に
心
を
寄
せ
た
し
な
む
。
〔
輝

子
化
書
〕
饉
嗜
者
、
必
忘
二
於
痛
苦
砿
饒
窮
者
、
必
軽
-
l

於

性
命
↓

【
餞
哨
】
8

翌
ク
食
物
を
む
さ
ぽ
り
食
ぺ
る
。
〔
韻
府
引
、

黄
庭
堅
、
詩
〕
看
レ
人
取
二
卿
相
盃
妄
意
亦
饒
哨
。

【
鐙
傭
】
，
吋
が
む
さ
ぽ
つ
て
き
た
な
い
。
〔
玉
篇
〕
饒
‘

鑓
也
。
〔
集
韻
〕
傭
‘
鐘
鑓
、
不
レ
廉
゜

●
く
く
む
。
小
兒
に
乳
を
飲
ま
せ
る
。
〔
字
彙
〕
【
饒
涎
】
10

究
飢
ゑ
た
時
、
食
を
思
つ
て
流
す
よ
だ
れ
。

又
‘
貪
食
者
を
嘲
つ
て
垂
饒
涎
と
い
ふ
。
〔
皮
日
休
‘
魯
望

昨
以
五
百
言
己
炉
胎
云
云
詩
〕
将
来
示
1

一
時
人
石
楔
鍮

鱗
哺
―
―
小
鬼
也
。
●
廉
(
8
ー

2
7
0
9
7
)

の
俗
字
。

〔

正

字

通

〕

練

‘

俗

廉

字

。

垂

霞

産

〔

蘇

献

‘

牌

レ

冬

湖

州

E
守
幸
老
詩
〕
呉
兒
謄

棲
薄
欲
玉
飛
、
未
レ
去
先
説
饉
涎
垂
。
〔
陸
涌
、
雑
―
―
詠
園
中

菓
子
詩
〕
籠
鼎
若
為
占
―
―
食
指
t

麹
車
未
レ
用
堕
二
餞
涎
↓

サ

ン

〔

集

韻

〕

鋤

成

切

國

【

饒

條

】

11

努
食
を
貪
る
。
〔
集
韻
〕
鰈
饉
條
‘
貪
レ
食
。

【
饒
】

g

ゼ

ン

イ

J
:
I
'
c
h
'
a
n
2

【
饒
唾
】
1
2
9
ン
つ
ば
°

【
餞
態
】
13

”
じ
く
ひ
た
が
る
や
う
す
。
〔
琵
琶
記
、
勉
食
1
1

〇
む
さ
ぽ
る
。
④
食
を
む
さ
ぽ
る
。
〔
廣
韻
〕
餞
、
姑
緯
〕
非
手
レ
是
我
有
―
―
些
餞
態
↓

否
廉
。
〔
集
韻
〕
餞
、
讐
也
。
〔
易
林
‘
願
之
第
二
＋
【
饒
虫
】
14

ch'an2 
c
h
'
u
n
g
2

口
の
い
や
し
い
虫
。
ロ

七
、
離
〕
染
其
鼎
簾
互
口
餞
―
於
腹
↓
◎
利
を
む
さ
の
い
や
し
い
人
間
の
喩
。
＜
ひ
し
ん
ば
う
。

【
餞
吻
】
15

ぢ
食
を
貪
り
欲
す
る
口
。
〔
苑
成
大
、
河
豚

歎
詩
〕
朝
来
里
中
子
‘
鐙
吻
不
乙
待
レ
熟
。

ぽ
る
。
〔
韓
愈
‘
酬
―
―
司
門
虞
四
兄
雲
夫
院
長
望
秋

【
饒
瀬
】
16ch'an• 

Ian'

口
が
い
や
し
く
て
な
ま
け

作
詩
〕
為
レ
利
而
止
箕
貪
鐙
。
●
囲
口
が
い
や

、。

し

し

る

。

【
餞
鮫
】1
筑
欲
深
い
み
づ
ち
。
〔
蒋
捷
、
競
渡
詞
〕
更
【
餞
~
如
】

1
7
況
貪
り
食
ふ
も
の
を
罵
る
語
。
＜
ひ
し
ん

被
1
1

饒

蚊

炉

↓

ば

う

。

い

や

し

ん

ば

う

。

〔

宣

和

萱

譜

〕

哀

蟻

善

驚

レ

魚

、

【
饒
眼
】
2

ぢ
餓
ゑ
た
眼
。
見
る
こ
と
を
熱
望
す
る
眼
。
非
レ
若
↓
1

世
俗
所
＂
書
、
作
1
1

庖
中
物
一
特
使
1

一
鏡
僚
生
＞
涎

〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
間
"
道
場
1

雑
劇
〕
害
1
1

相
思
1

的

餞

服

耳

。

【練】
5

ビ｀``
 

〔
字
彙
〕
母
彼
切

菌

食
を
む
さ
ぼ
る
。
〔
集
韻
〕
識
‘
貪
レ
食
。

【
織
】
血

セサ
ンン

〔
集
韻
〕
叉
鑑
切
認
〗

【
艘
】
〗

〇
食
が
く
さ
る
。
〔
集
韻
〕
陳
、
食
敗
也
。
●
饒
(
1

竺

|
 4
4
2
7
8
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
饒
‘
俗
鍋
字
。
【
麻
】

5

ハ
ク

縛（
1
2
ー

4
4
3
0
5
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
絹
、
同
ゎ
縛
。＇ 

祠】
5

ョ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
錆
‘
昔
余
°

冨

】

血
曾
】
[

因国國国口日
ヱケエキニズセス
イイ イイイ

四
三
七

図圏図図圏

〔
集
韻
〕
玄
圭
切
醐
i

〔
集
韻
〕
開
規
切

〔
集
韻
〕
黛
丙
切

〔
集
韻
〕
儒
垂
切

〔
集
韻
〕
山
垂
切

〔
集
韻
〕
輪
丙
切
＇ 〔

集
韻
〕
式
亮
切
譴

T
l
か

hsiang"

〔
集
韻
〕
始
雨
切
翠
q

〔
集
韻
〕
人
様
切
睾

〔
集
韻
〕
戸
羊
切
幽

小
日
□
国
國
●
べ
ん
た
う
を
お
く
る
。

諌
豪
家
か
ら
田
野
に
食
を
お
く
る
。
〔
説

文
〕
餞
、
周
人
謂
レ
鉤
日
レ
饒
‘
炊
レ
食
襄
瞥
。
〔
爾

雅
、
繹
詰
〕
餞
、
饒
也
。
〔
疏
〕
餞
、
自
レ
家
之
レ
野
也
。

〔
詩
、
周
頌
、
良
粗
〕
其
饒
伊
黍
。

O
兵
糧
。
軍
糧
。

〔
正
字
通
〕
餞
、
今
軍
糧
、
通
日
レ
餞
。
〔
史
記
、
高
祗

紀
〕
丁
牡
苦
二
軍
旅
玉
老
弱
罷
轄
餞
ぷ
●
鉤
(
1
2
-

4
4
1
4
0
)
・
 
條
(
1
2
-
4
4
3
8
1
)
•

鏑
(
1
2
ー

4
4
3
4
2
)
•

錫
（
1
2
-
4
4
3
4
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
攘
‘
或
八
レ

向
、
ハ
レ
敵
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
或
作
二
鉤
・
錫
．
鏑
↓

【
餞
餓
】
1

豆
苫
進
物
の
食
糧
品
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
治
家
〕

世
間
名
士
‘
但
務
-
1

寛
仁
ご
全
T

於
飲
食
鰻
餓
、
憧
僕
減

損
、
施
恵
然
諾
‘
妻
子
節
量
‘
押n
侮
賓
客
涵
5
•耗
郷
黛
3

【
饒
食
]
2

弘
悶
食
を
お
く
る
。
〔
商
子
、
墾
令
〕
請
―
―
於

史
而
鰻
,
,
食
之
↓

【
饒
道
】
3

”
窃
兵
糧
を
お
く
る
み
ち
。
鉤
道
。
糧
道
。

〔
史
記
、
呉
王
滉
博
〕
使
下
軽
兵
絶
→

1淮
洒
口
玉
塞
•
呉
饒
道3

〔
漢
書
、
灌
嬰
億
〕
受
レ
詔
別
撃
↓
1

楚
軍
後
五
竺
其
鰻
道
↓

口
シ
，
ヤ
ウ

．／ぶ`
，ウ

回．一．「ャ，ウ

國
シ
，
ャ
ゥ

日
シ
，
ャ
ゥ
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小
〇
し
る
か
け
め
し
。
羹
を
飯
に
そ
そ

帽
豪
ぐ
。
又
‘
其
の
飯
。
〔
説
文
〕
鑽
、
目
羹

滉
レ
飯
也
、
炊
レ
食
賛
臀
゜
〔
楚
辞
‘
王
逸
‘
九
思
‘

傷
時
〕
将
二
夭
折
令
砕
廉
涵
f

混
混
分
滉
韻
゜
〔
注
〕

【

隋

】

[

サ

ン

集
韻
〕
則
肝
切
瞬

0
も
ち
。
耀
(
1
2
-
4
7
8
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
綱
、

紺
也
‘
或
炊
レ
食
。
●
た
べ
も
の
の
名
。
〔
正
韻
〕

備
、
食
名
。

盲】呻
ラ

〔
集
韻
〕
良
何
切
賑

カ

x
こ

luo'

’□― 

筐】呻
ラ
ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
饉
‘
昔
覧
。

あ
つ
も
の
。
〔
字
彙
補
〕
輯
、
羹
也
。

冨
】
叫
カ
ク
〔
字
棠
補
〕
呼
各
切
嘩

【

饗

】

[

饗
(
1
1
0
ー

4
4
4
1
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
饗
‘
或
八
レ
碓
。

ヨ
，
ウ

日
口
曰
國
国

0
小
祭
。
か
ど
ま
つ
り
。
〔
集
韻
〕

饂
‘
小
綴
也
。

O
脱
(
1
2
-
4
4
1
6
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
説
、
説
文
、
小
綴
也
、
或
作
レ
縞
。
因
お
く
る
。

〔
方
言
‘
十
二
〕
鏑
‘
鏡
也
。

食

部

饉
耀
は
‘
死
者
の
震
が
食
を
求

冨
】
〗
め
る
こ
と
。
〔
章
有
膜
‘
景
船

齋
集
〕
明
世
宗
夢
見
―
―
隆
耀
―
―
字
一
以
問
-
―
徐
階
高
扶
一

倶
無
以
只
中
翰
楊
豫
孫
之
夫
人
張
氏
日
、
道
蔵
法
海

玄
珠
有
,
,
此
二
字
一
乃
鬼
求
レ
食
也
、
果
於
二
某
巻
ー
得
レ

之。 冨丑

〔
十
八
ー
ニ
十
四
書
〕

首

部

昔
未
詳

曰
□
薗
日
m-

0
く
く
む
。
又
‘
く
ら
ふ
。
饗
(
1
2
-
4
4
3
4
5
)

に
同

じ
。
〔
玉
篇
〕
鎌
‘
哺
―
―
小
兒
一
也
。
〔
廣
韻
〕
隣
‘
哺
レ

兒
゜
〔
集
韻
〕
饗
、
食
也
、
一
曰
‘
哺
―
―
小
兒
↓
或
凡
レ

靡。

O
棄
(
8
-
2
7
0
9
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
錦
・

練
拉
俗
歴
字
。 マバ

〔
集
韻
〕
眉
波
切
卿
g

鑽
‘
餐
也
‘
混
混
‘
濁
也
‘
言
レ
如
二
境
隈
之
胤
一
也
。

〔
陸
涌
、
川
食
詩
〕
未
払
嘩
比
糸
絣
輿
1

一
鑽
飯
云
最
愛

紅
糟
井
―
焦
粥
U

〇
あ
ぶ
ら
で
米
を
煎
り
か
ゆ
と

し
た
も
の
。
〔
集
韻
〕
鑽
‘
一
曰
‘
以
レ
膏
煎
レ
稲
為
レ

詭
也
。

O
古
‘
屑
(
1
2
-
4
4
0
3
5
)
・

屠
(
1
2
-
4
4
1
9

8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
讚
、
古
作
二
贋
・
展
一

替

替

鑑

鑢

韻

隣

饉

首

部

首

小
日
●
＜
ぴ
。
も
と
酋
(
1
2
|
 4
4
4
9
0
)

に

策
作
る
。
〔
正
字
通
〕
首
‘
八
レ
百
炊
レ
奴
‘

薔
象
入
嬰
眉
目
形
哀
作
レ
酋
°
①
あ
た
ま
。
か
う

べ
。
〔
説
文
〕
酋
、
古
文
百
也
、
巡
象
レ
製
‘
炭
謂
1

一之

馨
砿
郎
怨
也
。
〔
廣
韻
〕
首
、
頭
也
。
〔
正
字
通
〕

首
‘
頭
也
。
〔
詩
、
邸
風
、
静
女
〕
愛
而
不
レ
見
、
掻
レ

首
蜘
朗
。
〔
公
羊
‘
荘
、
十
二
〕
砕
―
―
其
首
コ
⑪
頭
と

胴
の
間
。
頸
゜
〔
劉
禎
‘
黎
陽
山
賦
〕
延
レ
首
南
望
‘

顧
瞭
藷
雙
〔
播
尼
‘
鼈
賦
〕
或
伊
首
以
鶴
顧
‘

或
頓
レ
足
而
鷹
距
。

0
か
み
。
頭
製
。
〔
左
氏
、
倍
‘

十
五
〕
反
首
抜
含
従
レ
之
。
〔
注
〕
反
首
、
乱
1

一
頭
製
―

下
垂
也
。
〔
李
陵
‘
答
―
―
蘇
武
一
書
〕
丁
年
奉
レ
使
‘
皓

首
而
蹄
。
〔
注
〕
善
日
、
始
以
強
且
出
、
及
レ
還
賢

嬰
盤
白
。

O
は
じ
め
。
頭
初
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
首
‘
始

也
。
〔
公
羊
、
隠
‘
六
〕
首
時
過
則
書
。
〔
注
〕
首
‘
始

也
。
〔
中
庸
第
一
章
‘
章
句
〕
首
明
下
道
之
本
原
、
出
ニ

於
天
而
不
レ
可
レ
易
‘
云
云
む
竺
―
空
聖
紳
功
化
之

極
↓
働
さ
き
。
ま
へ
。
先
頭
。
〔
正
字
通
〕
首
、
先
也
。

〔
證
‘
射
義
〕
以
二
狸
首
盃
戸
節
。
〔
繹
文
〕
首
、
先
也
。

〔
左
氏
、
成
、
十
六
〕
陣
二
於
軍
中
ご
皿
疏
二
行
首
一

〔
注
〕
疏
行
貰
者
、
骨
豆
陣
煎
決
開
き
竺
為
ニ

載
道
云

O
は
じ
め
の
も
の
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
薯
之
初

生
‘
謂
乏
鼻
ア
人
之
初
生
‘
謂
―
―
之
首
↓
〇
き
み
。

〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
首
‘
君
也
。
〔
書
‘
益
稜
〕
元
首
起

哉
。
〔
傭
〕
元
首
‘
君
也
。

0
か
み
。
上
位
。
第
一
。
〔
戦

國
齊
策
〕
ご
匡
天
下
一
九
合
諸
侯
ぶ
竺
五
覇

首
↓
〔
魏
武
帝
、
文
〕
慮
レ
為
1

一
功
首
↓
R
を
さ
。
か

し
ら
。
人
を
率
ゐ
る
も
の
。
主
長
。
魁
帥
。
〔
正
字

通
〕
首
‘
魁
帥
也
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
母
レ
為
―
―
戎
首
↓

／，ウ

、

Z
ユ

El.‘
 

，
 

48 

／
ウロ

【

首

】

44

シ，ユ

〔
集
韻
〕
始
九
切＞
 

戸
又

〔
集
韻
〕
舒
救
切ヽ
戸
又

酎罰告面
三兄

〔
注
〕
為
―
―
兵
主
一
宋
攻
伐
旦
戎
首
↓
〇
っ
か
。
刀

の
つ
か
。
〔
聰
‘
曲
碍
上
〕
進
レ
剣
者
左
レ
首
。
〔
疏
〕

首
、
剣
環
柑
也

C
O
い
し
づ
き
。
〔
周
謁
、
考
エ
記
、

庸
人
〕
去
レ
一
以
為
―
―
首
園
↓
〔
注
〕
首
、
父
上
緯
也
。

◎
か
な
め
。
物
事
の
肝
要
な
貼
゜
〔
書
、
秦
誓
〕
予

誓
告
二
汝
襲
言
之
首
↓
〔
博
〕
衆
言
之
本
要
。
曾
始

め
る
。
〔
漢
書
‘
律
歴
志
上
〕
北
平
侯
張
蒼
首
―
―
律

歴
事
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
首
‘
謂
二
始
定
一
也
。

O
も

と
づ
く
。
〔
證
‘
曾
子
問
〕
不
レ
首
1

一
其
義
↓
〔
注
〕

首
、
本
也
。
◎
あ
ら
は
す
。
〔
幡
‘
間
傭
〕
茸
悪
貌

也
、
所
下
以
首
二
其
内
盃
皿
見
中
諸
外
上
也
。
〔
集
説
〕

首
者
、
標
表
之
義
‘
蓋
顧
1

一
示
其
内
心
之
哀
痛
於

外
也
。
〇
拝
す
る
。
首
を
下
げ
る
。
〔
周
證
‘
春

官
、
大
祝
〕
耕
一
九
捧
二
日
稽
首
‘
二
日
頓
首
、
三

曰
空
首
。
〔
注
〕
稽
首
‘
拝
頭
至
レ
地
也
‘
頓
首
‘
拝

頭
叩
レ
地
也
、
空
首
‘
拝
頭
至
レ
手
、
所
謂
拝
手
也
。

0
す
ぐ
。
た
だ
し
い
。
直
。
〔
證
‘
郊
特
牲
〕
首

也
者
、
虹
也
。
＠
お
も
て
。
賜
゜
〔
證
‘
曲
證
上
〕

執
レ
禽
者
、
左
レ
首
。
〔
疏
〕
首
‘
亦
陽
也
。
〔
漢
書
、

天
文
志
、
平
旦
建
者
魁
、
注
〕
孟
康
曰
‘
首
‘
陽
也
。

O
詩
歌
文
章
の
敷
を
示
す
語
。
〔
韓
愈
、
奥
―
陳
給

事
書
〕
獄
近
所
属
復
志
賦
已
下
十
首

-
0
<

み
ひ
も
。
綬
組
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
下
〕
凡
先
合
1

一

箪
紡
否
巨
一
糸
四
系
為
二
扶
下
五
扶
為
二
首
↓

〔
王
先
謙
集
解
〕
漢
律
日
、
綺
絲
藪
謂
ぢ
丘
喪
布

謂
乏
腿
綬
組
謂
1

一
之
首
↓
R
馬
の
名
。
〔
爾
雅
、

秤
畜
〕
馬
四
踏
皆
白
‘
首
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
玉
篇
・

廣
韻
並
云
‘
騎
‘
四
跳
白
也
、
按
‘
宋
雪
窟
本
作
レ

騒
‘
古
本
必
作
レ
前
、
首
輿
レ
前
形
近
而
誤
、
作
レ
前

是
也
。

O
古
‘
手
（
5
-
1
1
7
6
8
)

に
作
る
。
〔
儀
褪
‘

士
喪
證
、
左
レ
首
進
レ
馨
‘
注
〕
古
文
、
首
為
レ
手
。
亀

或
は
酉
(
9
-
3
0
0
9
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
百
‘
或

作
レ
首
。
鬱
古
、
省
（
8
-
2
3
1
3
9
)

に
作
る
。
〔
康
熙

四
三
八

13034 



(44489・ ・1)一 (44489・・40)

首

部

首

字
典
〕
首
、
古
文
省
。
愚
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
首
‘
見
二

姓
i

怨
首
謙
‘
巴
陵
人
‘
宣
徳
中
‘
龍
江
闘
提
學
゜

□
●
ま
う
す
。
つ
げ
る
。
罪
を
白
状
す
る
。
自
首
。

〔
集
韻
〕
首
‘
一
日
‘
有
罪
自
陳
゜
〔
漢
書
‘
文
三
王
‘

梁
平
王
襄
傭
〕
不
レ
首
―
―
主
令
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
不
レ

首
‘
謂
レ
不
レ
伏
―
―
其
罪
一
也
。

O
し
た
が
ふ
。
降
服
す

る
。
〔
後
漢
書
、
西
域
傭
〕
雖
レ
有
二
降
首
↓
〔
注
〕
首
‘

猶
レ
服
也
。
轡
む
か
ふ
。
む
け
る
。
頭
を
む
け
る
。

〔
集
韻
〕
首
‘
闊
也
、
轄
‘
寝
常
東
首
。
〔
史
記
‘
淮
陰

侯
傭
〕
北
首
↓
―
燕
路
↓
〔
庄
〕
正
義
日
‘
首
‘
向
也
。

〔
漢
書
、
司
馬
遷
博
〕
北
首
率
死
レ
敵
。
〔
注
〕
師
古

日
、
首
‘
闊
也
。
腫
お
び
と
。
大
人
の
義
。
上
古
の

姓
？
の
名
。
後
に
連
に
入
る
。

凰
ヵ
ミ
。
サ
キ
。

願
由
も
と
醤
に
作
る
。
象
形
。
百
は
人
の
頭
の
形
‘
怨
は

髭
の
形
。
以
て
、
あ
た
ま
の
意
を
表
は
す
。
字
解
を
見

ょ
[
首
悪
】
1

芸
悪
人
の
か
し
ら
。
罪
人
の
巨
魁
。
〔
公
羊
‘

倍
‘
―
-
〕
虞
師
晉
師
滅
夏
陽
ぶ
虞
、
微
國
也
、
昂
為
序
"

大
國
之
上
「
使
1

一
虞
首
悪
一
也
。
〔
史
記
‘
那
都
博
〕
至
則

族
磁
躙
氏
首
塵
餘
皆
股
栗
゜
〔
史
記
、
太
史
公
自
序
〕

為
―
一
人
君
父
↓
而
不
レ
通
"
於
春
秋
之
義
一
者
、
必
蒙
1

一
首
悪

之
名
↓
〔
漢
書
‘
趙
廣
漢
博
〕
廣
漢
既
至
敷
月
、
誅
1

一
原
堵

首
亜
沢
郡
中
震
栗
。
〔
漢
書
、
孫
賓
博
〕
春
秋
之
義
、
誅
1

一首

饂
而
已
゜
〔
司
馬
相
如
、
封
祠
文
〕
首
悪
鬱
浚
‘
晩
昧
昭

晰
゜
〔
唐
書
‘
鄭
従
諜
博
〕
推
"
捕
反
賊
五
誅
"
其
首
悪
-

【
首
縦
】
2

"

在
首
を
溢
つ
て
死
ぬ
。
又
‘
其
の
人
。
溢

【
首
位
】
3

竺
第
一
位
。
首
班
。

L

死
。
頸
溢
。

【
首
腰
】
4

芯
首
と
こ
し
。
〔
陳
琳
‘
檄
英
将
校
部
曲
一

文
〕
皆
伏
レ
鉄
嬰
レ
絨
‘
首
腰
分
離
。

【
首
夏
】
5

竺
な
つ
の
は
じ
め
。
初
夏
゜
孟
夏
゜
〔
魏
文

帝
‘
愧
賦
〕
伊
暮
春
之
既
替
‘
即
首
夏
之
初
期
。
〔
謝
震

運
漉
赤
石
進
帆
悔
詩
〕
首
夏
猶
清
和
‘
芳
草
亦
未
レ

歎゚
【
首
稼
】
6

竺
楼
を
い
ふ
。
百
穀
中
、
稜
を
先
づ
種
ゑ
る

か
ら
い
ふ
。
首
種
(
6
9
)

に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、
時
則
訓
〕

行
二
冬
令
面
郎
水
凍
為
レ
敗
、
雨
レ
霜
大
雹
、
首
稼
不
レ
入
。

四――九

【
首
鎧
】
；
に
か
ぷ
と
。
首
甲
゜
〔
書
‘
費
誓
‘
善
救
―
乃
貧
困
之
民
‘
或
有
下
賣
二
其
首
級
百
袷
ぞ
酬
賞
い
〔
魏
志
、
得
レ
免
レ
罪
、
若
知
1

一
人
欲
▽
告
而
於
二
財
主
虞
一
首
還
者
、

甲
冑
五
疏
〕
兜
黎
‘
首
鎧
也
。
孫
謄
博
〕
募
―
―
首
級
面
四
納
降
附
↓
〔
魏
志
‘
國
淵
博
〕
淵
亦
得
レ
減
―
―
罪
二
等
↓

【
首
岳
】
，
芸
清
、

JfX
華
國
(
9
ー

2
9
0
2
6
:
 5
3
)

の
字
。
上
―
―
首
級
面
如
1

一
其
賓
藪
↓
〔
北
史
‘
張
晏
之
博
〕
晏
之
文
【
首
計
】
2
7
[
i

首
と
し
て
は
か
る
。
〔
史
記
、
晉
世
家
〕

【
首
甲
]
1
0

如
[

O
か
ぶ
と
。
〔
急
就
篇
‘
弓
弩
．
箭
矢
・
鎧
・
士
‘
兼
有
二
武
幹
｛
云
云
‘
又
嘗
以
二
短
兵
ー
接
レ
刃
、
親
獲
二
先
穀
以
n

一
首
計
而
敗
溢
日
軍
河
上
一
恐
レ
誅
。
「
字
。

兜
・
鉾
‘
注
〕
兜
鉾
‘
首
甲
也
。

O
か

し

ら

。

第

一

。

〔

一

輻

悪

首

級

盃

深

為

―

―

岳

嵯

賞

↓

【

首

卿

】

2
8
~
i

明
‘
黄
甲
(
1
2
-

4
7
9
2
6
 :
 
1
5
2
)

の
O
の

全
書
‘
錢
穀
部
、
漕
項
〕
江
浙
財
賦
、
首
-
1

甲

東

南

↓

【

首

郷

】

16¥ウ
首
か
向
ふ
。
蹄
向
す
る
。
〔
荀
子
‘
王
覇
〕
【
首
頁
】
2
9
5
5

書
籍
類
の
第
二
貝
。
〔
幅
恵
全
書
、
編
審

【
首
頷
】
11

竺
う
な
づ
く
。
承
知
す
る
。
首
肯
。
〔
王
令
‘
主
之
所
T

極
然
帥
―
一
塁
臣
―
而
首
・
郷
之
上
者
、
則
攣
義
志
部
、
開
報
冊
箪
〕
首
頁
要
二
里
穂
↓

誼
別
晏
成
績
患
父
太
祝
―
詩
〕
偶
束
濫
預
レ
會
‘
腎
惰
首
也
。
〔
注
〕
主
所
1

一
極
信
云
平
―
―
繋
臣
盃
E
-

―
向
之
―
者
、
則
皆
【
首
乾
】
30

ス
清
、
葉
標
元
(
9
-
3
1
3
8
7
:
 2
6
2
)

の
字
。

已

頷

。

義

之

志

意

‘

謂

レ

不

レ

懐

↓

―

不

義

之

意

一

也

。

【

首

憲

】

3
1
5
ぷ
君
主
が
歳
首
に
頒
布
す
る
法
令
。
〔
管

【
首
揆
】12
や
•
ユ
継
理
大
臣
を
い
ふ
。
首
相
。
古
‘
百
揆
を
【
首
虐
】
＂
出
ク
か
し
ら
と
な
っ
て
物
を
そ
こ
な
ふ
。
又
、
子
、
立
政
〕
首
憲
既
布
、
然
後
可

1一
以
布
と
憲
゜
〔
纂
詰
〕
首

継
べ
る
を
宰
輔
の
官
と
し
た
が
、
後
世
は
宰
相
が
一
わ
る
も
の
の
か
し
ら
。
首
悪
。
〔
史
記
‘
鯨
布
傭
贄
〕
項
氏
憲
‘
君
所
レ
頒
也
。

人
で
な
い
た
め
其
の
首
位
に
居
る
者
を
首
揆
と
い
ふ
。
之
所
↓
―
坑
殺
1

人
、
以
1

一
千
萬
―
敷
‘
而
布
常
為
―
―
首
虐
↓
【
首
縣
]
3
2
s
h
o
u
3
 hsien• 

知
府
の
役
所
の
あ
る
縣
。

[
首
義
】
13

や
、
ユ
〇
義
兵
を
起
す
こ
と
を
首
唱
す
る
。
〔
杜
【
首
玉
】
18

店
ク
清
、
曾
元
蔭
(
5
-
1
4
2
9
9
:
 1
8
3
)

の

字

。

州

郡

中

最

主

要

の

縣

。

「

革

゜

甫
‘
別
"
張
十
三
建
且
詩
〕
劉
裟
建
二
首
義
盃
隅
見
尚
躊
【
首
句
119
ル

，

ュ

初

め

の

句

。

【

首

懸

】

33g
馬
具
の
一
。
馬
の
頭
上
に
横
に
掛
け
る

躇
●
率
先
し
て
降
服
し
て
正
義
に
蹄
す
る
こ
と
。
〔
韓
【
首
禾
】
20

茄
〇
禾
に
む
か
つ
て
死
ぬ
。
禾
の
穂
は
垂
【
首
原
】
34

公
自
士
し
た
者
の
罪
を
ゆ
る
す
。
〔
資
治
通

愈
、
平
―
―
淮
酉
碑
〕
魏
将
首
義
、
六
州
降
従
。
れ
て
根
に
向
ふ
か
ら
い
ふ
。
本
を
忘
れ
な
い
喩
。
〔
淮
鑑
、
唐
紀
〕
（
武
則
天
、
長
安
四
年
）
準
―
―
法
首
原
一
〔
注
〕
法
n-

【
首
丘
】
14

苫
狐
が
死
ぬ
時
に
其
の
首
を
も
と
す
ん
で
南
子
‘
謬
稽
訓
〕
夫
子
見
1
1

禾
之
一
―
“
ぞ
也
、
消
消
然
曰
、
自
首
者
原
―
―
其
罪
―
)

ゐ
た
丘
の
方
に
向
け
て
死
ぬ
こ
と
。
其
の
本
を
忘
れ
な
狐
郷
レ
丘
而
死
‘
我
其
首
レ
禾
乎
゜
〔
注
〕
禾
穂
垂
而
向
レ
根
、
【
首
源
】
35

玄
清
‘
眺
際
恒
(
8
ー

6
2
0
2
:
 1
6
0
)

の
琥
゜

い
喩
゜
輯
じ
て
‘
故
郷
に
蹄
葬
す
る
を
蹄
正
首
丘
と
い
君
子
不
レ
忘
レ
本
也
。

O
清
、
江
日
章
(
6
-
1
7
1
5
4
:
 2
5
0
)

【
首
功
]
3
6

芯

O
戦
場
で
敵
の
く
ぴ
を
斬
っ
た
て
が

ふ

。

〔

聘

‘

檀

弓

上

〕

古

之

人

有

レ

言

、

日

‘

狐

死

、

正

丘

首

、

の

琥

。

ら

。

上

1

一
首
功
ー
を
見
よ
。
●
第
一
等
の
て
が
ら
。
〔
日
本

仁
也
。
〔
注
〕
正
丘
首
‘
猶
1

一
正
首
や
江
也
。
〔
疏
〕
所
1

一
以
正
レ
首
【
首
科
】
21

茄
科
攀
で
第
一
等
に
及
第
す
る
こ
と
。
〔
柳
外
史
‘
徳
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
五
〕
頼
宣
嬰
レ
色
日
‘
吾
復

而
需
p

丘
者
、
丘
是
狐
窟
穴
根
本
之
虞
‘
雖
―
―
狼
狽
而
死
一
宗
元
‘
為
,
,
李
京
兆
1

祭
"
楊
凝
郎
中
一
文
〕
連
擢
-
―
首
科
一
有
―
―
十
四
歳
―
乎
、
前
将
軍
日
、
汝
此
言
足
ー
11

以
嘗
"
首
功
1

意

猶

闊

―

―

此

丘

↓

〔

楚

辞

、

九

章

、

哀

郭

〕

鳥

飛

反

"

故

郷

―

迭

居

二

顧

職

↓

也

。

分
‘
狐
死
必
首
レ
丘
。
〔
注
〕
念
―
―
貨
居
一
也
。
〔
補
注
〕
廣
志
【
首
過
】

2
2
茄
自
ら
己
の
罪
を
の
べ
る
。
〔
後
漢
書
、
劉
〖
上
孟
目
功
―
〗

3
7
公
協
ヲ
敵
首
を
獲
る
も
の
を
尚
ん

曰
‘
狐
死
首
レ
丘
‘
豹
死
首
レ
山
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
鳥
飛
焉
博
〕
皆
校
以
"
誠
信
禾
＇
レ
聴
―
―
欺
妄
玉
有
レ
病
‘
但
令
レ
で
重
く
賞
す
る
を
い
ふ
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
彼
秦
者
、
棄
ニ

匹
郷
‘
免
走
蹄
レ
窟
‘
狐
死
首
レ
丘
。
〔
列
女
博
‘
節
義
、
晉
首
レ
過
而
已
。
栂
儀
↓
而
上
二
首
功
一
之
國
也
。
〔
史
記
、
魯
仲
連
傭
〕
彼
秦

阻
懐
鼻
偉
〕
夫
鳥
飛
反
レ
郷
‘
狐
死
首
レ
丘
。
〔
後
漢
書
‘
班
【
首
禍
】
23

芸
悪
事
の
猜
頭
人
。
〔
幅
恵
全
書
、
刑
名
部
、
者
、
棄
―
―
證
義
―
而
上
"
首
功
一
之
國
也
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
秦

超
博
〕
上
疏
日
‘
臣
聞
‘
太
公
封
レ
齋
、
五
世
葬
レ
周
‘
狐
死
人
命
上
‘
審
鞄
〕
慎
係

1一
造

意

首

禍

之

人

↓

法

、

斬

レ

首

多

為

11在
叉
謂
斬
二
人
首
盃
竺
爵
一
級
一

首
レ
丘
‘
代
馬
依
レ
風
‘
夫
周
齊
同
在
1

一
中
土
千
里
之
間
一
【
首
魁
】
2
4
5
庁
さ
き
が
け
る
。
又
、
か
し
ら
。
張
本
人
。
故
謂
レ
秦
為
二
首
功
之
國
一
也
。

況
於
―
―
遠
慮
絶
域
「
小
臣
能
無
1

一
依
風
首
丘
之
思
1

哉
。
巨
魁
。
〔
越
絶
書
、
外
博
記
賓
剣
〕
得
孟
天
王
湛
慮
之
剣
↓
【
首
肯
】
38

芯
う
な
づ
く
。
が
て
ん
す
る
。
肯
定
す
る
。

〔
後
漢
書
、
寇
榮
博
〕
不
レ
勝
―
―
狐
死
首
レ
Ji
之

情

‘

螢

魂

将
1

一
首
魁
1

漂

而

存

焉

。

承

知

す

る

。

〔

楊

一

清

、

制

府

雑

録

〕

張

公

首

肯

久

レ

之

。

色
路
之
懐
↓
〔
潜
夫
論
‘
賓
邊
〕
代
馬
望
レ
北
‘
狐
死
首
レ
【
首
巻
】
25

裟ノ

O
書
物
の
は
じ
め
の
巻
。
第
一
巻
。

0
【
首
告
】
39

芦
自
首
し
て
出
て
他
人
の
罪
を
も
告
獲
す

丘
。
〔
白
虎
通
‘
封
祠
〕
狐
死
首
レ
丘
、
不
レ
U
炉
本
也
。
〔
呉
第
一
巻
の
前
の
縛
論
的
な
一
巻
。
巻
首
。
参
77

狂
え
り
る
。
〔
唐
律
、
名
例
‘
犯
罪
未
レ
獲
自
首
〕
其
聞
―
―
首
告
ぶ
笠

追
不
レ
赴
者
、
不
レ
得
レ
原
レ
罪
。
〔
宋
史
、
箕
宗
紀
三
〕
有
司

志

、

周

紡

偉

〕

狐

死

首

レ

丘

‘

人

情

編

炉

本

。

ま

き

【
首
級
】
15

芸
く
ぴ
。
う
ち
と
っ
た
く
ぴ
。
秦
の
法
で
‘
敵
【
首
還
】
26

名
／
他
人
の
物
を
強
窺
盗
し
、
又
は
詐
取
し
請
＂
違
レ
法
販
レ
茶
者
、
許
孟
悶
伊
首
告
玉
帝
謂
以
レ
利
敗
レ

の
首
―
つ
を
斬
っ
た
者
に
は
‘
爵
一
級
を
進
め
た
と
い
た
者
が
改
心
し
て
被
害
者
に
自
白
し
て
‘
其
の
物
を
返
俗
‘
非
面
溢
竺
不
レ
許
。
〔
水
滸
博
‘
二
回
〕
ロ
ハ
得
去
五
叙
帥

ふ
に
本
づ
く
。
〔
漢
書
‘
衛
青
博
〕
捕
―
―
伏
聴
者
三
千
一
十
還
す
る
こ
と
で
、
此
の
場
合
は
自
首
滅
軽
に
準
ぜ
ら
れ
府
ー
首
告
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
首
告
、
注
解
〕
出
首
以

七
級
言
注
〕
師
古
日
、
本
以
下
斬
1

一
敵
一
首
五
が
爵
一
級
「
る
。
〔
明
律
‘
名
例
‘
犯
罪
自
首
〕
若
強
籟
盗
詐
欺
‘
取
―
一
人
告
―
―
他
人
之
事
一
者
也
。

故
謂
二
首
―
為
二
級
↓
〔
後
漢
書
‘
朱
祐
偲
〕
以
"
'
克
,
,
定
財
物
一
而
於
―
―
事
主
虞
ー
首
服
‘
及
受1一
人
柾
法
不
柾
法
【
首
坐
】40
1
•
ユ
か
み
ざ
に
就
く
こ
と
。
又
、
か
み
ざ
。
〔
日

城
星
為
レ
本
、
不
レ
存
涵
口
級
之
功
↓
〔
後
漢
書
‘
劉
喩
博
〕
臓
盃
悔
レ
過
回
付
還
レ
主
者
、
卑
ぞ
経
―
―
官
司
ー
自
首
品
同
、
皆
本
外
史
、
徳
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
三
〕
秀
吉
晒
日
、
否
‘
首

13035 
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坐
黛
面
翁
可
レ
畏
耳
。

【
首
座
】
41

？
ュ
〇
第
一
の
席
次
。
か
み
ざ
。
か
み
く
ら
。

又
‘
か
み
ざ
に
就
く
べ
き
人
。

O
を
見
よ
。
●
圏
各
僧

の
職
名
。
座
中
の
首
位
に
就
く
者
。
第
一
座
。
〔
僧
史
略
‘

中
〕
首
座
之
名
郎
上
座
也
‘
居
1
1

席
之
端
云
竺
僧
之
上
一

故
曰
也
、
尋
唐
勅
辮
章
涵
竺
校
修
寺
石
宣
宗
賞
1
1

其
功
一

署
―
―
三
教
首
座
写
ム
云
、
次
復
経
論
之
學
或
置
―
―
首
座
さ
―

教
首
座
‘
則
辮
章
為
レ
始
也
、
朱
梁
泊
レ
周
、
或
除
或
立
、

悉
謂
』
随
レ
時
、
今
大
宋
有
二
講
経
講
論
首
座
五
乃
僧
録
之

外
別
立
耳
゜
〔
繹
氏
要
覧
、
上
〕
史
云
、
首
座
之
名
、
即
上

座
也
、
居
,
,
席
之
端
云
g
-
―
僧
之
上
1

故
也
、
即
唐
宣
宗
署
―
―

僧
耕
章
盃
竺
三
教
首
座
正
此
為
レ
始
也
。
●
各
首
を
斬

ら
れ
る
者
の
す
わ
る
座
。

【
首
妻
】
42

花
最
初
に
結
婚
し
た
妻
。
元
配
。
初
妻
。
〔
後

漢
書
、
明
帝
紀
‘
注
〕
漢
官
儀
、
三
老
五
更
、
皆
取
L

有,,
首

妻
男
女
全
具
土
只

【
首
歳
】
43

店
と
し
の
は
じ
め
。
郎
ち
正
月
を
い
ふ
。

〔
左
氏
‘
桓
‘
元
‘
正
月
公
即
レ
位
‘
注
〕
諸
侯
毎
1

一
首
歳
霜
必

有
レ
幡
―
―
於
廟
↓
〔
漢
書
‘
蒲
望
之
偉
〕
三
公
非
『
土
其
人
面
叫

三
光
為
レ
之
不
レ
明
、
今
首
歳
日
月
少
ね
光
。
〔
注
〕
師
古

日
、
首
歳
‘
歳
之
初
首
‘
謂
―
―
正
月
一
也
。
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
孟

春
曰
1

一
首
歳
ず
人
日
1

一
初
歳
ず
合
竺
開
歳
ず
又
日
二
登
歳
一

又
曰
二
肇
歳
ぢ
凸
曰
1

一
獣
歳
ガ
ヘ
日
―
―
芳
歳
ず
又
曰
1

一
華
歳
↓

【
首
罪
】
44

咋
犯
罪
中
最
も
重
い
罪
。
又
、
共
犯
者
中

の
獲
頭
人
。
〔
魏
志
、
郵
哀
王
沖
傭
〕
太
祖
馬
鞍
在
レ
庫
、

而
為
1

一
鼠
所
＞
留
、
庫
吏
濯
,
,
必
死
一
議
欲
,
,
面
縛
首
品
罪
‘

猶
懐
レ
不
全
免
。

【
首
策
】
45

芸
か
し
ら
と
な
つ
て
は
か
り
ご
と
を
す

る
。
首
謀
(
1
3
3
)

に
同
じ
。
〔
杜
篤
、
論
レ
都
賦
〕
首
策
之

臣
‘
運
レ
壽
出
レ
奇
゜

【
首
参
】
46

芸
宰
相
を
い
ふ
。
〔
宋
史
、
襲
茂
良
博
〕
上

命
1
1

茂
良
百
ぞ
首
参
一
行
―
―
相
事
一

【
首
山
】
47

玄
●
山
名
。
④
今
の
河
南
省
襄
城
縣
の
南
。

黄
帝
が
首
山
の
銅
を
採
取
し
て
三
鼎
を
鐘
た
虞
゜
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
河
南
、
開
封
府
‘
許
州
、
襄
城
縣
〕
在
1
1

縣
南

五
璽
史
記
、
申
公
曰
、
天
下
名
山
八
、
三
在
―
―
夷
秋
言
ユ

在
―
―
中
國
玉
皆
黄
帝
所
レ
遊
、
首
山
其
一
也
。
＠
首
陽
山

の
こ
と
。
河
南
省
恨
師
縣
の
西
北
。
〔
淮
南
子
、
墜
形

訓
〕
何
謂
―
―
九
山
二
云
云
、
首
山
。
〔
注
〕
首
山
、
在
1

一
蒲
坂

縣
南
河
曲
之
中
石
伯
夷
所
レ
隠
゜
◎
雷
首
山
の
こ
と
。
山

西
省
永
清
縣
の
南
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
二
〕
宣
子
田
1
}

於
首
山
↓
【
首
施
】
55

各
臆
し
て
た
め
ら
ふ
こ
と
。
遅
疑
す
る
。
首

〔
注
〕
首
山
在
―
―
河
東
蒲
坂
縣
東
南
↓
〔
史
記
、
武
帝
紀
〕
黄
鼠
。
〔
絣
雅
‘
繹
訓
〕
首
施
・
首
鼠
、
遅
疑
也
。
〔
後
漢
書
、
部

帝
笑
首
山
銅
玉
躊
二
鼎
於
荊
山
下
↓
〔
注
〕
集
解
曰
、
晉
灼
訓
博
〕
雖
1

一
首
施
雨
端
玉
漢
亦
時
牧
-
1

其
用
↓
〔
注
〕
首
施
‘

日
、
首
山
層
―
―
河
東
蒲
坂
↓
R
涌
洲
遼
寧
省
遼
陽
縣
の
西
猶
1

一
首
鼠
1

也
。
〔
後
漢
書
、
西
先
傭
〕
初
飢
五
同
種
大
豪

南
。
一
名
、
駐
輝
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
遼
東
虞
忽
忍
良
等
千
餘
戸
、
別
留
,
,
允
街
一
而
首
施
雨
端
。

都
指
揮
使
司
、
定
遼
中
衛
〕
首
山
、
司
西
南
十
五
里
、
山
〔
注
〕
首
施
‘
猶
1

一
首
鼠
一
也
。
〔
王
念
孫
、
讀
書
雑
志
〕
首

巽
海
州
衛
界
云
云
‘
或
謂
―
―
之
駐
躇
山
面
唐
史
‘
駐
躇
施
、
猶
,
,
首
尾
硲
曰
尾
雨
端
‘
即
今
所
謂
進
退
無
レ
撮
也
。

山
在
え
女
市
城
外
土
志
云
、
首
山
、
一
名
手
山
、
以
―
―
山
頂
【
首
趾
】
56

を
は
じ
め
と
を
は
り
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
凡

石
上
有
レ
文
、
如
指
掌
お
四
云
。
●
宋
、
省
念
和
尚
の
琥
。
有
レ
首
有
レ
趾
無
レ
心
無
レ
耳
者
欧
。
〔
注
〕
首
趾
、
猶
―
―
始

河
南
省
襄
城
縣
の
首
山
に
開
法
し
た
故
に
琥
と
す
。
淳
【
首
次
】
57

s
h
o
u
3
 tz'u• 

第
一
回
。

L

終
一
也
。

化
三
年
十
二
月
四
日
寂
す
、
年
七
十
八
。
著
に
首
山
省
【
首
事
】
58

各
●
事
件
を
起
す
。
事
を
は
じ
め
る
。
〔
史

念
輝
師
語
録
が
あ
る
。
〔
績
大
蔵
経
〕
．
〔
古
尊
宿
語
録
、
記
、
項
利
紀
〕
陳
王
先
首
な
事
。
〔
史
記
‘
陳
渉
世
家
〕
楚

八

〕

．

〔

博

燈

録

、

十

三

〕

。

首

レ

事

‘

嘗

レ

令

n
於
天
下
↓
〔
杜
預
、
春
秋
左
氏
傭
序
〕
故

〖
首
山
堡
〗48
叱
ザ
ン
地
名
。
涌
洲
遼
寧
省
遼
陽
縣
の
史
之
所
レ
記
、
必
表
レ
年
以
首
レ
事
、
年
有
―
―
四
時
一
故
錯

西
。
日
露
戦
争
の
古
戦
場
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
遼
攀
以
為
1

一
所
品
記
之
名
ふ
也
。
●
事
を
始
め
る
命
令
。
〔
管

東
都
指
揮
使
司
、
定
遼
中
衛
〕
首
山
堡
、
司
西
十
五
里
‘
子
、
立
政
〕
首
事
既
布
‘
然
後
可
―
―
以
攀
＞
事
。
●
世
話
人
。

以
レ
近
1

一

首

山

一

而

名

。

狽

起

人

。

〔

縣

悪

全

書

、

錢

穀

部

‘

催

徴

〕

排

年

革

而

首

〖
首
山
竹
箆
〗
紺
茄
勺
％
雁
祠
の
公
案
の
一
。
宋
代
、
事
無
レ
人
。

首
山
に
開
法
し
た
省
念
和
尚
が
、
常
に
竹
箆
を
枯
じ
て
〖
首
事
人
〗

5
9
s
h
o
u
3
 shih• 

j
 

en'

首
唱
者
。
獲
起
人
。

學
人
を
接
得
し
た
こ
と
。
〔
無
門
闘
、
第
四
十
三
則
〕
首
【
首
時
】
60

．
な
〇
春
夏
秋
冬
四
時
の
始
を
い
ふ
。
首
は

山
和
尚
、
枯
l

―
竹
箆
玉
か
衆
云
‘
汝
等
諸
人
、
若
喚
作
―
―
竹
孟
。
〔
公
羊
、
隠
、
六
〕
春
秋
雖
レ
無
レ
事
、
首
時
過
則
書
。

箆
厠
濁
、
子
喚
作
1

一
竹
箆
則
背
、
汝
諸
人
且
道
‘
喚
〔
注
〕
首
‘
始
也
、
時
、
四
時
也
、
過
、
歴
也
、
春
以
―
―
正
月
1

作
―
―
甚
鷹
為
レ
始
、
夏
以
―
―
四
月
〖
『
レ
始
、
秋
以

1一
七
月
一
為
レ
始
、
冬

【
首
斬
】49昇
首
を
斬
る
。
斬
首
。
馘
首
。
以
二
十
月
云
〖

L始
、
歴
二
時
ー
無
レ
事
、
則
書
―
―
其
始
月
一

〖
首
斬
壷
〗50”
化
キ
リ
罪
人
の
首
を
斬
る
壼
。
断
頭
畳
。
也
。
●
呂
氏
春
秋
、
孝
行
覧
の
篇
名
。

〖
首
斬
場
]
5
1
名
キ
リ
斬
首
の
刑
を
行
ふ
場
所
。
【
首
秋
】
6
1
．
姦
あ
き
の
は
じ
め
。
陰
暦
七
月
の
異
名
。

【
首
子
】
52

名
は
じ
め
て
の
こ
。
長
子
。
嫡
子
。
〔
韓
非
孟
秋
。
上
秋
゜
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
七
月
曰
1

一
首
秋
盃
か
曰
1

一

子
、
十
過
〕
易
牙
蒸
真
首
子
而
進
レ
之
。
〔
史
記
‘
宋
微
上
秋
↓
〔
王
僧
濡
、
秋
日
愁
居
答
1}

孔
主
簿
―
詩
〕
首
秋
雲

子
世
家
〕
微
子
開
者
、
殷
帝
乙
之
首
子
、
而
討
之
庶
兄
物
善
、
萱
暑
旦
猶
清
。

也
。
〔
漢
書
、
元
后
傭
〕
兜
胡
尚
殺
―
―
首
子
百
論
i

レ
腸
正
レ
【
首
疾
】
8

芸
頭
痛
゜
〔
詩
‘
衛
風
‘
伯
分
〕
願
言
思
レ
伯
‘

世
、
況
於
―
―
天
子
盃
叩
近
-
和
]
出
之
女
1

也
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
甘
レ
心
首
疾
。
〔
箋
〕
我
憂
思
以
生
1

一
首
疾
↓

盪
洗
絲
也
、
言
‘
婦
初
来
、
所
レ
生
之
子
、
或
佗
姓
。
〔
淮
【
首
賓
】
63

．
芸
事
賓
を
自
首
す
る
。
あ
り
の
ま
ま
を
の

南
子
、
主
術
訓
〕
齊
桓
公
好
レ
味
‘
而
易
牙
烹
―
―
其
首
子
ー
ベ
る
。
事
賓
を
白
状
す
る
。
〔
後
漢
書
、
王
暢
傭
〕
諸
受
レ

而
餌
レ
之
。
〔
侯
鯖
録
〕
人
初
生
産
子
‘
俗
言
↓
↓
首
子
↓
威
二
千
萬
以
上
、
不
,
,
自
首
賓
―
者
、
盛
入
1}

財
物
↓

【
首
之
】
53

．
宅
宋
‘
呂
人
龍
(
2
ー

3
3
8
6
:
 2
1
8
)

の
字
。
【
首
相
】
64

吃
炉
●
宰
輔
の
職
の
首
席
者
。
首
席
の
執
政

【
首
止
】
54

グ
ュ
地
名
。
春
秋
‘
衛
の
地
。
今
の
河
南
省
唯
大
臣
。
首
揆
。
〔
宋
史
、
曾
公
亮
博
〕
公
亮
明
二
練
文
法
盃
更

縣
の
東
南
の
首
郷
。
齊
の
桓
公
が
諸
侯
を
率
ゐ
て
王
の
賤
久
習
―
―
知
朝
廷
畳
閣
典
憲
訟
目
相
韓
埼
毎
杏
訪
焉
。
●

世
子
を
會
し
た
地
。
〔
春
秋
、
倍
、
五
〕
公
及
―
―
齊
侯
宋
公
内
閣
綿
理
大
臣
の
異
稽
。

陳
侯
鄭
伯
許
男
曹
伯
云
昂
王
世
子
干
首
止
↓
〔
杜
注
〕
首
【
首
唱
】
65

吃
炉
●
い
ひ
だ
す
。
と
な
へ
は
じ
め
る
。
先

止
‘
衛
地
也
、
陳
留
襄
邑
縣
東
南
有
,
,
首
郷
一
也
。
だ
っ
て
主
唱
す
る
。
又
、
其
の
人
。
〔
後
漢
書
、
荀
或
博
〕

四
四
〇|
 

自
天
子
蒙
慶
将
軍
首
唱
1

一
義
兵
↓
〔
南
史
‘
博
亮
博
〕

36

我
買
唱
大
義
盃
空
復
皇
室
一
●
一
座
の
中
で
最
も
早

30

＜
詩
を
作
る
者
。
〔
白
居
易
、
令
狐
相
公
拝
―
―
尚
書
伍
{

l

有
下
喜
―
―
従
レ
鎮
欝
p

朝
之
作
5

劉
郎
中
先
和
因
以
織
レ
之

詩
〕
尚
書
首
唱
郎
中
和
、
不
レ
計
―
―
官
資
一
只
計
5

才。

【
首
将
】
66

迄
＇
ウ
穂
大
将
。
主
牌
゜

[
首
章
】
67

岱
文
書
の
は
じ
め
の
一
節
。
第
一
章
。
〔
漢

書
、
匡
衡
傭
〕
孔
子
著
乏
孝
経
首
章
云
蓋
至
徳
之
本
也
。

〔
大
學
章
句
〕
右
信
之
首
章
、
繹
レ
明
1

一
明
徳
↓

【
首
状
】
6
8
.
＂
，
炉
告
訴
状
。
〔
緬
恵
全
書
、
刑
名
部
、
反
叛
、

拿
審
〕
先
取
1

西
晶
竺
看
。

【
首
種
】
69

迄
稜
を
い
ふ
。
百
穀
に
先
だ
っ
て
種
ゑ
る

か
ら
い
ふ
。
〔
證
、
月
令
〕
行
1

一
冬
令
面
叫
水
濠
為
レ
敗
、
雪

霜
大
摯
、
首
種
不
レ
入
。
〔
注
〕
藷
説
、
首
種
謂
レ
稜
也
。

〔
疎
〕
按
考
霊
耀
云
‘
日
中
星
烏
可
―
―
以
種
p

稜
、
則
百
穀

之
内
稜
先
種
‘
故
―
否
首
種
硲
I

郎
先
也
、
種
在
-
1

百
穀
之

先
也
。

【
首
従
】
7
0
.
5
}

ゥ
主
な
る
者
と
従
な
る
者
。
主
犯
と
従

犯
。
〔
清
律
〕
凡
共
犯
レ
罪
者
、
以
1

一
造
意
1

為
レ
首
‘
随
従
者

減
二
等
↓
〔
注
〕
凡
散
人
同
謀
、
共
犯
,
,
一
罪
百
~
.
,
造
意

了
が
為
レ
首
、
其
随
従
之
人
減
こ
等
一
造
党
‘
謂
L

首レ

事
設
レ
謀
、
犯
罪
之
意
、
皆
由
1

一
其
造
作
上
？
也
‘
随
従
‘

謂
下
同
悪
相
清
、
巖
"
従
造
意
者
之
指
揮
ご
随
レ
之
用

5
“

者
上
也
‘
故
為
レ
従
、
減
為
―
―
首
者
一
等
↓
〔
政
事
要
略
‘
六

十
七
〕
名
例
律
云
、
共
犯
レ
罪
、
而
本
罪
別
者
、
雖
A

相
因

為
ー
首
従
谷
其
罪
各
従
1

一
本
律
首
従
ー
論
。
〔
一
輻
恵
全
書
、
刑

命
部
、
人
命
上
、
審
鞠
〕
不
レ
分
―
―
首
従
ー
論
皆
斬
゜

【
首
春
】
71

芦
春
の
は
じ
め
。
正
月
。
〔
梁
元
帝
纂
要
〕

孟
春
曰
1

一
首
春
↓

【
首
衝
】
72

炉
大
層
に
ぎ
や
か
な
と
こ
ろ
。
〔
輻
恵
全

書
、
罹
任
部
、
稟
帖
贅
説
〕
因
n

一
部
紅
為
―
―
東
省
首
衝
―
云

云゚
【
首
飾
】
73

芦
’
頭
首
を
飾
る
物
。
も
と
男
女
を
兼
ね
て

い
っ
た
が
、
今
は
専
ら
婦
人
の
装
飾
品
を
い
ふ
。
〔
秤

名
、
繹
首
飾
〕
王
后
首
飾
曰
レ
副
、
副
‘
覆
也
、
以
レ
覆
レ
首
‘

亦
言
,
,
副
戴
一
也
‘
兼
ー
ー
用
衆
物
玉
竺
其
飾
一
也
。
〔
後
漢
書
‘

輿
服
志
下
〕
後
世
聖
人
‘
云
云
‘
見
t

鳥
獣
有
―
―
冠
角
頼
胡

之
制
五
遂
作
―
―
冠
晃
櫻
艮
以
為
―
―
首
飾
↓
〔
後
漢
書
、
輿
服

志
下
〕
秦
雄
藷
俵
乃
加
―
―
其
武
将
首
飾
↓
〔
曹
植
‘
洛
紳

賦
〕
戴
釜
翠
之
首
飾
一
綴
明
珠
以
耀
レ
謳
。
〔
注
〕
翰
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日
、
首
飾
‘
謂
涵
が
冠
之
屡
↓
〔
通
俗
編
、
服
飾
、
首
飾
〕
劉

煕
繹
名
、
有
首
飾
篇
谷
改
‘
冠
冤
弁
帳
栢
櫻
拌
填
之
陽
‘

劉
継
列
1

一
子
此
篇
ご
則
凡
加
―
―
子
首
―
者
、
不
レ
論
"
男
婦
一

古
通
謂
―
―
之
首
飾
一
也
、
今
獨
以
琥
1

一
婦
人
鮫
珂
―
非
尖
。

〖
首
飾
棲
〗74shou'shih• 

Jou2

装
身
具
店
。
小
間

物
店
。

【
首
職
】
75

芦
ク
主
だ
っ
た
職
。
〔
魏
志
、
和
治
博
〕
特
見
ニ

抜
擢
盃
顕
在
二
首
職
↓

【
首
身
】
76

芸
首
と
身
罷
。
首
身
分
離
を
見
よ
。

で
自
身
分
離
〗77
衣
花
首
と
橙
と
が
分
れ
分
れ
に
な

る
。
数
殺
さ
れ
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
戦
國
、
秦
策
〕
夫
韓
魏

父
子
兄
弟
、
接
レ
踵
而
死
1

一
於
秦
1

者
百
世
芙
、
本
國
残
、

社
稜
壌
‘
宗
廟
堕
、
剖
如
腹
折
レ
願
、
首
身
分
離
、
暴
11

骨
草

澤
盃
頭
顧
債
什
、
相
望
於
境
↓

【
首
散
】
78

路
く
び
の
か
ず
。
首
級
の
散
。

【
首
生
】
79

s
h
o
u
'
s
h
e
n
g
1

初
め
て
生
れ
た
。
第
一
の

出
生
。

【
首
席
】
80

芸
席
次
の
首
位
。
一
番
の
か
み
ざ
。
又
、
其

の
首
位
に
あ
る
人
。
首
座
。
上
席
。
首
班
。
〔
前
言
往
行

録
〕
時
相
臣
虞
守
慎
在
11

首
席
↓

【
首
脊
】
81

荘
首
と
せ
な
か
。
〔
荘
子
、
天
運
〕
行
者
践
1

其
首
脊
↓

【
首
先
】
82

s
h
o
u
'
h
s
i
e
n
1

始
め
に
。
ま
つ
さ
き
に
。
ま

づ
第
一
に
。

【
首
線
】
83

芸
一
直
線
が
其
の
一
端
を
軸
と
し
て
回
轄

し
、
弧
を
驚
く
時
に
其
の
直
線
の
最
初
の
位
置
を
い
ふ
。

[
首
選
】
84

芸
科
攀
の
試
瞼
に
第
一
位
で
及
第
す
る
こ

と
。
〔
宋
史
、
選
琴
志
二
〕
士
人
初
進
、
便
須
レ
別
―
―
其
忠
侯
一

九
成
所
レ
射
、
無
玉
所
―
―
畏
避
苓
ヂ
擢
―
―
首
選
↓

【
首
善
】
85

芸
教
化
の
は
じ
め
。
天
下
の
模
範
を
立
て

る
こ
と
。
韓
じ
て
、
京
師
を
首
善
之
地
と
い
ふ
。
〔
史
記
、

儒
林
億
賛
〕
故
教
化
之
行
也
、
建
ー
一
首
善
ご

g

京
師
—
始
。

〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
官
吏
法
、
文
官
任
務
〕
順
天
府
為
二

京
師
首
善
地
玉
奉
天
府
則
清
朝
陪
都
。

【
首
詐
】
86

径
歳
の
始
め
。
〔
王
蓑
之
、
月
儀
〕
日
往
月

来
、
元
正
首
詐
゜

【
首
鼠
】
87

な
形
勢
を
観
望
し
て
容
易
に
進
退
去
就
を

決
し
な
い
こ
と
。
二
の
足
を
ふ
む
。
遅
疑
す
る
。
〔
絣
雅
‘

繹
訓
〕
首
施
、
首
鼠
‘
遅
疑
也
。
〔
本
草
‘
鼠
〕
繹
名
、
時
珍

曰
‘
其
性
疑
而
不
レ
果
、
故
曰
1

一
首
鼠
↓
〔
呉
志
、
諸
葛
格

|

_
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四
四

政
府
の
あ
る
所
。
首
府
。

【
首
塗
】
鴎
屈
ュ
道
に
向
ふ
。
〔
沈
約
‘
齊
故
安
陸
昭
王
碑

文
〕
威
令
首
4

塗
、
仁
風
載
レ
路
。

K
自
桶
】
109

荏
首
級
を
入
れ
る
桶
。
首
入
。

【
首
董
】
no
s
h
o
u
3
 
t
u
n
g
"

會
長
。
理
事
長
。

【
首
藤
】
111

炉
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
。

〖
首
藤
水
晶
〗1

1
2
牡
が
ャ
ゥ
美
濃
の
人
。
名
は
元
昂
。
字

は
仲
虎
。
通
稽
は
文
二
郎
。
琥
は
水
晶
山
人
。
別
稽
は

膝
水
晶
。
南
宮
大
漱
に
師
事
す
。
江
戸
・
桑
名
に
て
教

授
を
業
と
す
。
詩
を
以
て
世
に
著
は
る
。
安
永
元
年

八
月
二
十
二
日
歿
す
、
年
三
十
三
。
著
に
歳
華
紀
麗
廣

集
•
四
十
六
士
論
再
評
(
-
名
、
讀
四
十
六
士
論
）
・
水
晶

山
人
遺
稿
・
唐
話
小
説
・
日
本
名
家
詩
選
・
績
日
本
名
家

詩
選
が
あ
る
。
〔
近
代
著
逃
目
後
録
〕
．
〔
慶
長
以
来
諸
家

著
逃
目
録
〕
。

【
首
脂
】
114

芸
お
も
だ
っ
た
も
の
。
中
心
。
か
し
ら
。

【
首
難
】
115

芸
最
も
先
に
難
を
お
こ
す
。
禍
乱
を
首
唱

す
る
。
〔
管
子
、
櫂
修
〕
故
夫
爵
服
賤
、
藤
賞
軽
、
民
間
1

一

其
治
盃
賊
臣
首
レ
難
、
此
謂
―
―
敗
レ
國
之
軟
1

也
。
〔
國
語
、

晉
語
九
〕
段
規
反
首
レ
難
、
而
殺
―
―
知
伯
子
師
五
遂
滅
―
―
知

氏
↓
〔
漢
書
、
徐
業
傭
〕
雖
1

一
布
衣
窮
慮
之
士
云
或
首
レ
難
而

危
誨
内
涵
陳
渉
是
也
。

【
首
入
】

116g
首
桶
(
1
0
9
)

に
同
じ
。

【
首
報
】
117
戌
5

第
一
に
知
ら
せ
出
る
。
最
初
の
告
訴
人
。

〔
幅
恵
全
書
、
疱
任
部
、
狽
各
告
示
〕
許
三
即
首
報
以
憑
1
-

拿
究
↓

【
首
製
】
118

芸
頭
の
か
み
。
〔
論
衡
、
書
虚
〕
伯
奇
放
流
、

首
髪
早
早
゜

【
首
犯
]119

芸
主
要
な
犯
人
。
犯
罪
の
中
心
人
物
。
〔
六

部
成
語
、
刑
部
、
首
犯
、
注
解
〕
作
レ
罪
為
レ
首
之
人
也
。

【
首
班
】
120

芸
第
一
の
上
席
。
最
高
の
班
次
。
首
席
。
首

座
。
首
位
。

【
首
尾
】
121

叱
●
か
し
ら
と
を
。
〔
左
氏
、
文
、
十
七
〕
古

人
有
雀
口
、
日
、
畏
レ
首
畏
レ
尾
、
身
其
餘
幾
。
〔
注
〕
言
―
―
首

尾
有
＞
畏
‘
則
身
中
不
レ
畏
者
少
。
〔
漢
書
‘
叙
博
上
〕
濾
,
,

首
尾
玉
竺
翼
鱗
↓
●
は
じ
め
と
を
は
り
。
前
後
。
本
末
。

終
始
。
又
‘
始
末
を
つ
け
る
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
然
形
興
レ

7
 

氣
相
首
尾
‘
亦
有
L

有
1一
其
形
二
血
無
1一
其
氣
工
有
1一
其
氣
一

而
無
＊
其
形
お
比
精
微
之
獨
異
也
。
〔
漢
書
、
儒
林
、
孔
安

03

國
傭
〕
又
采
―
―
左
氏
博
・
書
叙
盃
竺
作
首
尾
ず
心
百
二
篇
。

13
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首

部

首
|

_

 

〔
後
漢
書
、
皇
甫
規
傭
〕
輿
1

一
護
兜
校
尉
趙
沖
一
共
相
首

尾
。
〔
後
漢
書
、
西
先
博
論
〕
馳
聘
束
西
盃
奔
救
首
尾
一

◎
手
順
。
都
合
。
事
の
な
り
ゆ
き
。

〖
首
尾
吟
〗1

2
2
む9

宅
首
尾
に
同
一
の
句
を
用
ひ
る
詩
の

一
罷
。
宋
の
郡
康
節
に
始
ま
る
。
〔
部
薙
‘
首
尾
吟
〕
慮
山

姻
雨
浙
江
潮
‘
未
レ
到
千
般
恨
未
レ
消
、
到
得
蹄
来
無
面
叫

事
一
慮
山
姻
雨
浙
江
潮
。
〔
陳
舜
道
、
春
日
田
園
雑
興
〕

春
来
非
nl

是
愛
1

一
吟
詩
五
詩
是
田
園
漫
興
時
、
無
レ
事
花
邊

繍
免
冊
二
9
時
桑
下
課
,
1

牛
瞥
了
乍
随
父
老
1

看
レ
秩

去
‘
還
共
↓
―
兒
童
1

繭
レ
草
嬉
‘
偶
社
物
興
レ
懐
渾
不
レ
奈
、
春

宋
非
n

―
是
竺
吟
詩
↓

〖
首
尾
倶
救
〗1

2
4
芦
乃
ト
モ
ー
一
長
蛇
か
首
と
尾
と
相
應
じ

て
救
ふ
や
う
に
同
盟
す
る
こ
と
。
〔
戦
國
‘
魏
策
〕
有
レ

蛇
―
―
於
此
蔽
ヂ
―
―
其
尾
其
首
救
‘
撃
―
―
其
首
↓
其
尾
救
‘
撃
二

其
中
身
硲
I

尾
相
救
゜

〖
首
尾
倶
至
〗1

2
5に咋
ト
モ
ー
―
常
山
の
蛇
に
は
雨
頭
あ
り
、

其
の
一
頭
に
躙
れ
る
と
他
の
一
頭
来
り
‘
其
の
中
に
躙

れ
る
と
雨
頭
倶
に
至
る
。
左
右
前
後
相
應
ず
る
を
い

ふ
。
首
尾
相
衛
。
〔
孫
子
、
九
地
〕
故
善
用
レ
兵
者
、
讐
如
ニ

率
然
玉
卒
然
者
、
常
山
之
蛇
也
、
撃
1

一
其
首

1HrJ尾
至
、
撃
―
―

其
尾
面
m
首
至
、
撃
共
中
一
則
首
尾
倶
至
゜

〖
首
尾
相
衛
〗1
2
6
[
5

穿
ヒ
左
右
前
後
相
應
ず
る
を
い

ふ
。
首
尾
倶
至
に
同
じ
。
〔
晉
書
、
温
嬌
博
〕
嬌
重
輿
-
―
侃

貰
曰
‘
僕
典
仁
公
涵
匡
レ
如
福
山
之
蛇
‘
首
尾
相
衛
↓

[
首
府
】
127

召
〇
一
國
の
君
主
の
居
所
及
ぴ
中
央
政
府

の
あ
る
都
會
。
首
都
。
●
一
省
の
政
鹿
の
あ
る
所
。
省

治
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
行
政
撰
劃
及
地
方
官
麗
〕
例

如
江
寧
之
総
雨
江
首
府
↓

【
首
伏
】
128

迄
白
状
し
て
服
罪
す
る
。
首
服
。
自
首
。
〔
棠

陰
比
事
、
下
‘
柳
設
榜
牒
〕
今
欲
↓
一
首
伏
盃
心
不
レ
免
レ

誅゚
【
首
服
】
1
2
9
8
[
O
首
の
飾
り
。
冠
を
い
ふ
。
〔
周
褪
、
天

官
‘
追
師
〕
掌
主
后
之
首
服
ぶ
竺
副
編
次
ぶ
担
釦
芯
吐

為
五
頷
及
外
内
命
婦
之
首
服
一
以
待
二
祭
祀
賓
客
↓

〔
疏
〕
云
レ
掌
主
后
之
首
服
1

者
、
討
1

夏
官
弁
師
掌
―
―
男

子
之
首
服
涵
曰
服
則
副
編
次
也
。

0
自
首
し
て
罪
に
服
す

る
。
自
白
す
る
。
首
伏
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
‘
郡
皇
后
紀
〕

親
閲
一
宮
人
五
観
1

一
察
顔
色
而
翌
時
首
服
。
〔
柳
宗
元
‘
零
陵

三
亭
記
〕
宿
嚢
蔵
奸
‘
披
露
首
服
。

O
元
服
(

1

|
1
3
4
0
 :
 

5
3
0
)

に
同
じ
。
〔
吾
妻
鏡
、
九
‘
文
治
五
年
四
月
十
八

H
〕
北
條
殿
―
―
男
、
於
御
所
玉
炉
加
首
服
↓
慮
龍
縣
の
東
南
。
今
‘
陽
山
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
首
陽
山

【
首
文
]130
ん

{

O首
の
あ
や
。

0
後
魏
‘
i

尚
肇
(
1
1
0
-

4

5

在
二
遼
西
↓
〔
清
一
統
志
〕
説
文
、
首
陽
山
在
1

遼
西
一
郎

3
1
3
 :
 6
9
5
)

の

字

。

此

、

中

多

―

―

裕

谷

ぶ

m値
古
陽
栗
縣
在
レ
焉
。
◎
河
南
省
恨

〖
首
文
背
文
之
鳥
〗1

3
1
ル2
け
／
ハ
イ
プ
／
鳳
凰
を
い
ふ
。
鳳
師
縣
の
西
北
。
北
は
孟
津
縣
に
接
す
。
即
ち
邸
山
の
最

凰
に
は
五
彩
の
文
が
あ
る
。
首
の
あ
や
を
徳
と
い
ひ
‘
高
の
慮
、
春
秋
の
時
‘
首
戴
と
い
ふ
。
上
に
夷
齊
廟
が
あ

翼
の
あ
や
を
義
と
い
ひ
‘
背
の
あ
や
を
證
と
い
ひ
、
胸
る
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
河
水
南
封
1

一
首
陽
山
ギ
春
秋
所
謂

の
あ
や
を
仁
と
い
ひ
‘
腹
の
あ
や
を
信
と
い
ふ
。
〔
山
首
戴
也
‘
夷
齊
之
歌
、
所
―
―
以
曰
ヮ
登
,
,
彼
西
山
み
K

、上

海
経
、
南
山
経
〕
（
丹
穴
之
山
）
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
難
、
五
有
"
夷
齊
之
廟
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
河
南
府
‘
慨

采
而
文
‘
名
曰
―
―
鳳
皇
硲
目
文
日
レ
徳
‘
翼
文
曰
レ
義
‘
背
文
師
縣
〕
首
陽
山
、
在
1

一
縣
西
北
二
十
里
討
江
佑
日
、
夷
齊
埜
―
―

日
レ
證
‘
陣
文
曰
レ
仁
、
腹
文
日
レ
信
‘
飲
食
自
然
、
自
歌
自
於
此
二
藷
有
-
―
周
公
廟
「
後
魏
普
泰
初
、
爾
朱
也
隆
為
―
―

舞
‘
見
則
天
下
安
寧
゜
〔
本
朝
文
粋
‘
三
、
藤
原
廣
業
、
松
爾
朱
榮

t告
廟
子
首
陽
山
面
竺
周
公
藷
廟
―
而
為
レ
之
、

竹
封
冊
〕
首
文
背
文
之
鳥
‘
長
巣
―
―
上
林
之
奎
弐
廟
成
為
―
―
火
所
＞
焚
。
＠
甘
粛
省
瀧
西
縣
の
西
南
。
｛
革
昌

【
首
捕
】
132

竺
同
犯
者
を
捕
へ
て
‘
己
の
罪
を
自
首
府
志
に
は
夷
齊
采
薇
の
慮
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

す
る
。
〔
唐
律
、
名
例
‘
犯
罪
共
亡
‘
疏
議
〕
既
開
1

一
首
捕
陳
西
‘
翠
昌
府
‘
瀧
西
縣
〕
首
陽
隅
、
在
"
府
西
首
陽
山

之
路
面
此
類
各
合
―
―
全
免
↓
上
↓
〔
清
一
統
志
〕
夷
齊
餓
-
―
於
首
陽
之
下
「
馬
融
以
為
レ

【
首
謀
】
133

名
か
し
ら
だ
っ
て
事
を
お
こ
す
こ
と
。
又
、
在
―
―
蒲
坂
一
曹
大
家
注
二
通
幽
賦
―
云
、
在
―
―
於
瀧
西
玉
索

其
の
人
。
登
頭
。
張
本
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
将
軍
王
恢
隠
撮
下
荘
子
北
至
―
―
岐
山
1

西
至
,
,
首
陽
一
之
文
い
以
為
レ

坐
首
謀
不
孟
進
、
下
レ
獄
死
。
〔
後
漢
書
‘
宦
者
、
鄭
衆
傭
〕
在
岐
山
之
西
云
説
文
以
為
レ
在
"
遼
西
ご
劉
延
之
以
為
レ

衆
遂
首
謀
誅
レ
之
、
以
レ
功
遷
天
長
秋
↓
〔
魏
志
‘
張
遼
在
一
徊
面
f
方
輿
勝
覧
亦
云
レ
在
1

一
瀧
西
一
府
志
、
今
闊
西

博

〕

有

頑

‘

定

即

得

首

謀

煮

殺

芝

゜

首

陽

山

麓

之

左

有

―

―

二

賢

塚

↓

故

於

塚

労
1

立
レ
廟
、
明

【
首
務
】1

3
4笞大
事
な
っ
と
め
。
一
〔
輻
恵
全
書
、
保
甲
部
‘
郡
人
楊
閑
著
耕
以
"
隈
西
之
首
陽
云
〖
レ
是
‘
其
説
不
レ

功
罪
賞
罰
〕
以
下
編
"
保
甲
年
茫
保
甲
冊
上
為
1

一
首
務
↓
―
。
●
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
甘
粛
省
渭
源
縣
の
東

【
首
名
】
135

ぢ
第
一
番
の
名
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
傭
〕
日
碍
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
隈
西
郡
‘
縣
十
一
、
首
陽
゜

以
1一
上
公
之
尊
玉
杢
尾
節
之
使
云
炉
命
直
指
‘
寧1一
輯
東
〖
首
陽
子
〗1
3
8
ヤ
5
/
0
伯
夷
叔
齋
を
い
ふ
。
〔
無
能
子
〕

夏
而
曲
媚
姦
臣
面
『
レ
所
涵
云
文
章
表
署
用
、
輻
使
ー
一
文
王
歿
、
武
王
伐
レ
討
滅
レ
之
‘
伯
夷
叔
齊
叩
レ
馬
諫
日
、

首
名
↓
〔
注
〕
所
レ
上
章
表
及
署
補
用
、
皆
以
,
,
日
碍
名
一
父
死
不
レ
葬
、
而
起
"
大
事
面
動
,
,
大
衆
「
非
レ
孝
也
、
為
レ
臣

為

レ

首

也

。

拭

レ

君

、

非

レ

忠

也

、

左

右

欲

レ

兵

レ

之

、

武

王

義

而

繹

レ

之

、

【
首
目
】
136

芸
頭
と
眼
。
〔
論
衡
‘
命
誅
〕
自
―
―
王
公
遥
竺
伯
夷
叔
齊
乃
反
隠
1

一
首
陽
山
一
琥
―
―
首
陽
子
↓
●
清
、

JfX

庶
人
面
賢
及
―
―
下
愚
↓
凡
有
―
―
首
目
之
類
‘
含
血
之
隔
↓
華
國
(
9
ー

2
9
0
2
6
:
 5
3
)

の
琥
゜

【
首
陽
】
1
3
7
{1
 

.
 

山
名
。
伯
夷
叔
齊
が
餓
死
し
た
虞
゜
其
〖
首
陽
愁
〗

1
3
9
姦
ャ
ゥ
伯
夷
叔
齊
の
故
事
。
忠
臣
が
職
を

の
所
在
に
つ
い
て
は
藪
説
あ
り
。
＠
山
西
省
永
清
縣
の
離
れ
て
飢
に
迫
る
を
い
ふ
。
采
1

一
首
陽
之
薇
-
(
1
4
1
)

を

南
。
一
名
、
雷
首
山
。
首
山
。
〔
詩
‘
唐
風
‘
采
苓
〕
采
レ
苓
見
よ
。

翌
苓
、
首
陽
之
崩
゜
〔
博
〕
首
陽
、
山
名
也
。
〔
論
語
、
季
〖
首
陽
陵
〗

1
4
0
陀
吐
芍
陵
の
名
。
三
國
魏
‘
文
帝
の
陵
。
河

氏
〕
伯
夷
叔
齊
‘
餓
,
,
子
首
陽
之
下
↓
〔
楚
酔
‘
殿
忌
、
哀
時
南
省
櫃
師
縣
の
治
。
〔
魏
志
、
文
帝
紀
〕
（
黄
初
七
年
）
六

命
〕
伯
夷
死
―
―
於
首
陽
一
分
‘
卒
夭
隠
而
不
レ
榮
゜
〔
太
平
賽
月
戊
寅
‘
葬
―
―
首
陽
陵
↓
〔
河
南
府
志
〕
首
陽
陵
‘
在
加
虞

宇
記
〕
首
陽
山
‘
即
雷
首
山
南
阜
也
。
〔
都
穆
、
首
陽
山
師
縣
治
西
首
陽
山
云
因
名
。

記
〕
首
陽
山
下
有1
-＿
一
賢
祠
盃
字
ば
迎
一
賢
葬
虞
。
〔
清
一
〖
采
土
自
陽
之
薇
―
〗

1
4
1
3
戸E
弓
伯
夷
・
叔
齊
の
兄
弟
が

統
志
〕
按
雷
首
、
首
陽
、
本
為
二
山
盆
孟
稽
―
―
雷
首
｛
或
義
を
守
つ
て
周
の
粟
を
食
ふ
を
恥
ぢ
、
首
陽
山
に
隠

聾
首
也
或
聾
首
良
初
無
↓
―
一
定
「
大
抵
山
南
為
レ
れ
、
薇
を
食
し
た
故
事
。
〔
史
記
‘
伯
夷
偉
〕
伯
夷
叔
齊
‘

陽
、
以
―
―
首
陽
為
↓
―
首
山
之
陽
者
近
レ
是
゜
◎
河
北
省
孤
竹
君
之
二
子
也
、
父
欲
レ

4¥叔
齊
ご
及
分
会
文
叔
齊

四
四

— 

8
 
3
 

譲
面
衷
伯
夷
曰
‘
父
命
也
‘
遂
逃
去
‘
叔
齊
亦
不
レ
肯
レ

立
而
逃
レ
之
、
國
人
立
二
其
中
子
一
於
レ
是
伯
夷
叔
齊
聞
―

-
3
0

西
伯
昌
善
養
＞
老
‘
盆
1

一
往
蹄
―
焉
‘
及
レ
至
西
伯
卒
、
武
王
ー

載
禾
主
涵
窓
竺
文
王
「
東
伐
レ
討
‘
伯
夷
叔
齊
叩
レ
馬
而

諫
曰
‘
云
云
、
武
王
已
平
―
匝
面
宍
天
下
宗
レ
周
、
而
伯
夷

叔
齊
恥
レ
之
、
義
不
レ
食
―
―
周
粟
涵
竺
於
首
陽
山
ぶ
杏
薇

而
食
レ
之
、
及
1

一
餓
且
＞
死
作
レ
歌
‘
其
辟
日
、
登
↓
徊
彼
西
山
―

分
采
―
―
其
薇
一
矢
‘
以
レ
暴
易
レ
暴
分
不
レ
知
―
―
其
非
一
英
、
神

農
虞
夏
忽
焉
没
分
‘
我
安
適
蹄
癸
、
子
嵯
祖
分
‘
命
之

衰
矢
‘
遂
餓
"
死
於
首
陽
山
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
兄
弟
〕
夷

齊
譲
レ
國
‘
共
採
嘉
口
陽
之
蕨
薇
↓

【
首
里
]142

い
，
ュ
琉
球
王
國
時
代
の
首
府
。
今
は
沖
縄
縣

隠
所
在
地
。
琉
球
は
も
と
北
・
中
・
南
の
三
部
に
分
れ
‘

山
北
・
中
山
・
山
南
の
三
王
に
依
り
代
表
さ
れ
‘
此
の
中

山
の
中
心
が
首
里
で
、
那
覇
・
泊
・
浦
添
・
北
漢
・
中
城
・

越
来
・
讀
谷
山
・
具
志
川
．
勝
連
の
地
方
を
統
轄
し
た
。

後
、
中
山
王
尚
巴
志
が
山
南
・
山
北
の
雨
王
を
其
の
膝

下
に
置
い
て
よ
り
琉
球
王
國
の
首
府
と
な
っ
た
。

【
首
領
】
143

垢
ゥ
〇
く
び
。
か
う
べ
。
〔
管
子
、
法
法
〕
是
以

三
軍
之
衆
‘
皆
得
レ
保
一
社
其
首
領
↓
〔
國
語
、
楚
語
上
〕
若

得
T

保
―
―
其
首
領
一
以
液
い
唯
是
春
秋
所
nl

以
従
―
―
先
君
―

者
。
〔
漢
書
、
楊
憚
博
〕
登
意
得
レ
全
―
―
首
領
盃
復
奉
―
―
先
人

之
丘
墓
立

J
O
Oか
し
ら
立
つ
者
。
人
を
率
ゐ
る
も
の
。

を
さ
。
〔
隋
書
‘
郭
榮
博
〕
齢
安
首
領
田
羅
駒
‘
阻
―
―
清
江
一

作
レ
乱
‘
夷
陵
諸
郡
民
夷
多
二
應
者
↓
●
清
代
、
地
方
官
の

補
助
官
を
い
ふ
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
地
方
官
朧
‘
正

印
官
及
佐
戴
雑
職
首
領
〕
自
1

一
司
府
1

至
―
―
縣
之
正
印
官
｛

在
1

一
其
補
助
官
一
則
有
一
佐
戴
・
雑
職
・
首
領
等
僚
屡
一
云

云
‘
布
按
雨
司
‘
及
府
醐
之
経
歴
・
理
問
・
都
事
・
知
事
・

照
磨
‘
州
之
吏
目
‘
縣
之
典
史
‘
均
皆
謂
1
1

之
首
領
↓
R
官

名
。
清
帝
退
位
の
後
、
各
部
の
大
臣
・
副
大
臣
を
正
首

領
・
副
首
領
と
改
稽
し
た
。

〖
首
領
官
〗14

4
裟
岱
，
ゥ
一
官
顧
の
主
任
官
‘
即
ち
長
官

を
い
ふ
。
〔
明
律
‘
吏
律
、
公
式
、
事
應
レ
奏
不
レ
奏
〕
若
准

擬
者
、
上
司
置
ー
立
印
署
文
簿
盆
附
露
略
節
縁
由
一
令
1

首
領
官
吏
書
レ
名
蓋
＞
字
。

〖
保
―
―
首
領
―
〗

1
4
5
”i九
ャ
ウ
，
身
を
全
く
保
つ
こ
と
。
〔
左

氏
、
隠
‘
三
〕
若
以
天
夫
之
霊
一
得
T

保
―
―
首
領
ー
以
液
i

〔
左
氏
‘
襄
‘
十
三
〕
獲
レ
保
二
首
領
一
以
歿
1

一
於
地
↓
〔
史
記
‘

匈
奴
博
〕
使
T

老
者
得
レ
息
‘
幼
者
得
レ
長
‘
各
保
二
其
首
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首

部

首

酋

〔
ニ
ー
五
鵞
〕

惜

埴

祓

賄

婚

領
而
終
•
天
年
3

婦
人
重
レ
要
、
特
留
―
―
斬
衰
要
帯
→
に
し
わ
を
よ
せ
る
。
憂
へ
る
さ
ま
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕

〖
全
一
首
領
沿
区
躙
下
―
〗

1
4
6
臼
認
g

ソ
ク
ク
／
ー
ア
戦
場
【
不
レ
首
】

1
5
4
芸
罪
に
伏
さ
な
い
。
〔
漢
書
、
文
三
王
‘
梁
百
姓
聞
二
王
鐘
鼓
之
臀
‘
管
篇
之
昔
云
攀
疾
レ
首
盛
レ
頷
、

で
討
死
せ
ず
に
家
で
病
死
す
る
。
〔
日
本
政
記
、
後
土
平
王
襄
偉
〕
丞
相
長
史
大
鴻
臆
丞
即
問
、
王
陽
病
抵
瀾
‘
而
相
告
日
、
吾
王
之
好
1

一
鼓
栗
一
夫
何
使
"
'
我
至
―
―
於
此

御
門
天
皇
論
〕
而
得
下
全
―
―
首
領
1”E
•澗
下
上
者
、
何
哉
‘
置
レ
酔
騒
慢
、
不
レ
首

J
i主
令
盃
竺
背
畔
―
亡
レ
異
゜
〔
庄
〕
極
一
也
。
〔
注
〕
疾
レ
首
‘
頭
痛
也
‘
隧
レ
頷
‘
愁
貌
。

曰
、
天
疾1一
足
利
氏
―
深
矢
、
欲
レ
覧
土
釜
宍
故
生
―
―
此
喪
師
古
日
、
不
レ
首
‘
謂
レ
不
レ
伏
―
―
其
罪
一
也
。
【
疾
レ
首
~
レ
心
】

1
6
4
功
盆
昇
だ
非
常
に
頭
を
惜
ま
し
て

心
之
人
「
又
使
下
不
速
葬
以
極
．
其
乱
盆
吼
不
レ
極
、
不
レ
【
挽
レ
首
]155

”
”
ペ
ヲ
か
し
ら
を
た
れ
て
こ
ぴ
へ
つ
ら
ふ
心
配
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
章
帝
紀
〕
震
慄
初
切
、
痛
レ

足

以

塁

也

。

こ

と

。

〔

韓

愈

‘

應

科

且

時

卑

ハ

レ

人

書

〕

若

佃

g

レ
首
帖
レ
心
疾
レ
首
。

【
首
虜
】
147
陀
i

討
ち
取
っ
た
首
と
捕
虜
。
捕
斬
゜
〔
荀
子
、
耳
‘
椛
レ
尾
而
乞
＞
憐
者
、
非
―
―
我
之
志
一
也
。
【
低
レ
首
下
レ
心
】
165

功
謀
”
”
”
ス
頭
を
さ
げ
心
を
卑
し
く

儒
炊
〕
無
惰
虜
之
獲
「
無
Ji

踏
難
之
賞
↓
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
【
首
榜
殿
】
156

芸
り
ヨ
’
’
圃
梵
語

S
u
r
a
r
h
g
a
m
a
の
繹
。
新
す
る
。
〔
韓
愈
‘
蝙
魚
文
〕
刺
史
雖
二
鷲
弱
i

亦
安
肯
為
二

博
〕
諸
将
竺
首
雙
休
‘
畢
賀
゜
〔
史
記
、
渇
唐
傭
〕
且
雲
繹
、
首
榜
伽
摩
。
健
相
・
健
行
‘
一
切
事
尭
と
諜
し
‘
佛
の
蝠
魚
砿
炉
首
下
レ
、
心
‘
化
化
覗
脱
‘
玲
1
1

民
吏
羞
冨
以
楡
l
-

中
守
魏
尚
‘
坐
l
-
1

上
レ
功
首
虜
差
ー
ユ
ハ
級
↓
〔
漢
書
‘
衛
青
橙
得
し
た
三
昧
の
名
。
〔
智
度
論
、
四
十
七
〕
首
榜
骰
三
活
於
此
1

邪。

博
〕
遂
至
於
瀧
西
五
匹
首
虜
散
千
一
云
云
‘
遂
取
河
昧
者
、
秦
言
1
1

健
相
谷
品
烈
四
諸
一
二
昧
行
相
多
少
凌
深
-
[
別
レ
首
決
レ
腹
】
166

芥
只
び
く
ぴ
を
き
り
は
ら
を
さ

南
地
玉
野
朔
方
郡
↓
如
―
ー
大
将
知
―
―
諸
兵
力
多
少
盃
復
次
菩
薩
得
二
此
三
昧
↓
諸
く
。
〔
資
治
通
鑑
‘
秦
紀
〕
（
始
皇
一
―
十
五
年
）
夫
其
膝
行

【
首
路
】
148

万
〇
初
め
て
出
接
す
る
。
か
ど
で
。
〔
蜀
後
煩
惜
魔
及
魔
人
無
―
―
能
壌
者
一
讐
如
下
縛
輪
聖
王
主
兵
賓
蒲
伏
‘
非
レ
恭
也
、
復
言
重
諾
、
非
レ
信
也
、
廉
レ
金
散
レ
玉
、

主
、
出
軍
詔
〕
今
旅
魔
首
路
‘
其
所
二
経
至
二
亦
不
レ
欲
二
将
所
1

一
住
至
―
虞
無
迄
些
壊
伏
↓
非
レ
患
也
、
例
レ
首
決
レ
腹
、
非
レ
勇
也
。

窮
レ
兵
極
＂
武
。

O
道
路
(
1
1
-
3
9
0
1
0
:
 4
7
1
)のO
に
同
〖
首
榜
散
経
〗
函
芸
い
認
雁
樗
骰
経(6
-
1
5
1
4
9

:
 1
0
)

【
分
レ
首
分
レ
袂
】
167

”
も
い
翡
弁
訣
別
を
い
ふ
。
〔
鄭
蝸
、

じ
。
〔
顔
延
之
‘
陶
徴
士
誅
〕
雖
ム
＇
之
作
者
、
人
自
為
＂
量
｀
を
見
よ
。
〔
徒
然
草
〕
殊
に
首
榜
栽
経
を
講
じ
て
那
蘭
陀
津
陽
門
詩
〕
平
明
酒
醒
便
分
レ
首
、
今
タ
一
樽
翁
莫
レ

9

遥。

而

首

路

同

レ

塵

‘

綴

塗

殊

レ

軌

者

多

癸

。

〔

注

〕

向

日

、

言

、

今

寺

と

琥

す

。

〔

白

居

易

、

答

Ji

微
之
詠
レ
懐
見
＞
寄
詩
〕
分
レ
袂
二
年
炊
空

作
食
此
道
者
、
人
人
以
自
為
天
量
↓
観
―
―
其
道
路
i

[

首
如
―
―
飛
蓬
―
】
157

匁
存
岱
斐
の
毛
の
乱
れ
た
さ
ま
夢
昧
討
江
レ
林
三
宿
話
玉
＇
生
↓
〔
故
事
成
語
考
、
朋
友
賓

可
贔
ハ
―
―
古
人
面
[
•
其
清
塵

3

を
よ
も
ぎ
の
如
糸
の
胤
れ
た
さ
ま
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
詩
、
主
〕
分
レ
首
分
レ
袂
、
綾
レ
別
之
辟
。

【
首
露
]149

又
犯
人
が
罪
を
悔
い
て
、
直
接
被
害
者
に
衛
風
‘
伯
分
〕
自
―
―
伯
之
東
「
首
如
―
―
飛
蓬
ぶ
邑
需
膏
沐
一
【
奉
レ
首
鼠
窃
】
168

”
文
”
戊
ウ
ノ
テ
あ
た
ま
を
か
か
へ
て
逃

自
白
す
る
を
い
ふ
。
〔
唐
律
‘
名
例
‘
盗
詐
取
人
財
物
〕
誰
適
為
に
谷
。
〔
傭
〕
婦
人
‘
夫
不
レ
在
、
無
え
谷
飾
↓
〔
集
博
〕
げ
か
く
れ
る
。
〔
日
本
政
記
、
高
倉
天
皇
論
〕
骨
9
賊
信
頼

諸
盗
丑
が
取
人
財
物
ご
叩
於
―
―
財
主
一
首
露
者
‘
興
下
経
―
―
蓬
、
草
名
‘
其
華
如
―
―
柳
紫
↓
緊
而
飛
如

l-OOL製
一
也
。
之
幽
"
雨
宮
一
也
、
平
時
決
―
―
死
生
一
以
競
乞
目
爵
面
威
烙
赫

官

団

自

白

晶

凹

。

【

首

仁

之

民

】

158

公
予
始
め
か
ら
仁
‘
即
ち
天
性
仁
で
然
‘
凌
厭
T

人
者
‘
奉
レ
首
鼠
窟
、
莫
"
'
敢
出
レ
身
嘗
1

一
其
難
↓

【
首
高
】
1508'
ュ
か
し
ら
ぶ
ん
。
頭
目
。
〔
謳
恵
全
書
‘
刑
名
あ
る
國
民
。
日
本
國
民
を
い
ふ
〔
聾
谷
青
山
、
新
築
著

部
‘
賊
盗
上
、
絹
捕
〕
為
―
―
首
窯
等
賊
蕪
簸
゜
我
書
院
記
〕
東
方
首
仁
之
民
。

阿

首

】

151

屁
～
首
を
な
く
す
る
。
首
領
を
な
く
す
る
。
【
首

T
頭
巾
．
】
159

各
ゲ
ャ
ゥ
昔
‘
剃
斐
の
僧
、
又
は
法
師
武

r終
司
1490

〔
魏
志
、
威
洪
博
〕
凡
我
同
盟
齊
レ
心
穀
レ
カ
、
以
致
二
臣
者
な
ど
の
使
用
し
た
頭
巾
。
紺
布
で
作
り
、
頭
の
中
央

節

点

げ

首

喪

レ

元

、

必

無

三

志

↓

で

括

り

綴

ぢ

、

目

ば

か

り

出

る

も

の

。

【
阿
首
】
岡
ば
ぢ
ふ
り
か
へ
つ
て
見
る
。
過
去
を
回
顧
【
首
焚
一
遣
】
160

shou3 
f
e
n
'
i
 
I
 

I
 

u'

誰
よ
り
も
先

す
る
。
〔
杜
甫
、
送
t

―
霊
州
李
判
官
―
詩
〕
翔
胡
腟
1

一
四
海
一
づ
第
一
に
香
を
焚
く
。
最
初
に
燒
香
す
る
。

同
ぶ
自
一
茫
茫
゜
〔
蘇
拭
遊
―
―
桓
山
云
云
詩
〕
此
歓
置
示
＇
【
畏
レ
首
畏
レ
尾

]161

ぢ
打
咤
首
を
畏
れ
尾
を
畏
れ
る
。

朽

、

同

情

歳

月

隔

。

か

ら

だ

中

畏

れ

な

い

所

は

な

い

。

恐

濯

の

甚

し

い

喩

。

【
聾
首
】
152

鍔
ペ
ヲ
あ
た
ま
を
か
く
。

O
不
安
の
さ
ま
。
〔
左
氏
、
文
‘
十
七
〕
古
人
有
に
―
―
-
E

、
日
、
農
首
畏
籠
、
身
其
【

Jti】
呻

又
、
愁
あ
る
さ
ま
に
い
ふ
。
〔
詩
、
邸
風
、
静
女
〕
愛
而
不
レ
餘
幾
。
〔
注
〕
言
―
―
首
尾
有
レ
畏
、
則
身
中
不
レ
畏
者
少
↓
〔
書

見
、
掻
情
蜘
廟
。

O
恥

ぢ

る

さ

ま

。

言

故

事

、

身

橙

説

類

〕

言

1
1

恐
濯
過
甚
盃
戸
首
畏
レ
尾
。

【
重
レ
首
】
153

”し

g
首
姪
を
お
も
ん
ず
る
。
〔
謁
‘
間
偲
〕
【
屈
レ
首
受
レ
書
】
162

盆
ぢ
"
;
師
に
就
い
て
頭
を
さ
げ

男
子
除
乎
首
一
婦
人
除
1
1

乎
帯
面
男
子
何
為
除
―
―
乎
首
ー
て
教
を
受
け
る
。
〔
史
記
‘
蘇
秦
博
〕
夫
士
業
已
屈
レ
首

也
、
婦
人
何
為
除
乎
帯
一
也
、
男
子
重
レ
首
、
婦
人
重
レ
受
レ
書
。

帯
。
〔
疏
〕
重
者
特
者
、
男
子
重
レ
首
‘
特
留
1

一
斬
衰
之
姪
帯
一
【
疾
レ
首
感
～
レ
頷
】
163

笞
ぢ
叶
戸
わ
ム

頭
を
憐
ま
し
‘
鼻
す
ぢ

冦】畑

昌キ
z
ウ

ログ

〔
集
韻
〕
渠
尤
切

困

〔
集
韻
〕
渠
亀
切
函

／
 

万
x
¥

k
'
u
e
 

テ
イ

頂（
1
2
|
 4
3
3
3
5
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
頂
、
同
レ
頂
。

璽

-1且

i-
シ，ユ

首（
1
2
|
 4
4
4
8
9
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
曾
、
首
本
字
。

冠]呻

四
四
一
―
-

髭
(
1
2
-
4
5
4
0
0
)

の
古
字
。
〔
集

ヽ
ソ
ノ
‘
韻
〕
髪
古
作
レ
婿
゜

冨
】
[

祓（
1
2
-
4
4
4
9
3
)
に
同
じ
。
〔
説
文

ヽ
ソ
ノ
、
長
箋
〕
餡
、
同
レ
祓
。

霰
】
[

斐
(
1
2
-
4
5
4
0
0
)

に
同
じ
。
〔
字

ヽ
ソ
ノ
‘
彙
〕
祓
、
同
悛
゜

胃
~
•
E
s
a__ 

小

日

0
ほ
ほ
ぼ
ね
。
頬
骨
°
頷
(
1
2
|
 4
3
4
 

u
g
 策
9
2
)
・

頑
(
1
2
-
4
3
3
3
9
)
に
同
じ
。
〔
正

れ八
字
通
〕
旭
、
領
・
頑
拉
同
‘
面
頬
骨
也
。

O
み
ち
。
九

方
に
通
ず
る
道
。
〔
説
文
〕
旭
、
九
逹
道
也
、
侶
ら
g

在
故
謂
―
―
之
厘
炊
二
九
首
↓
〇
か
く
れ
る
。
〔
爾

雅
樗
宮
‘
九
達
訊
之
逸
五
繹
文
〕
本
或
作
レ
鳩

字
林
云
‘
隠
也
。
働
鍾
旭
は
‘
厄
を
は
ら
ふ
誹
の

名
。
鬼
神
の
名
と
も
い
ふ
。
鍾
旭
(
1
1
-
4
0
6
7
2
:
 

1
6
)
を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
旭
‘
鍾
旭
‘
紳
物
也
。

0
中

旭
は
‘
菌
の
名
。
〔
集
韻
〕
旭
、
一
曰
‘
中
旭
‘
菌
也
。

〇
或
は
逸
(
1
1
|
 3
8
9
4
8
)

・
堰
(
8
|
5
5
6
3
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
鳩
達
‘
旭
或
凡
足
羹
旭
高
也
、
故

凡
レ
室
。
〔
集
韻
〕
鳩
或
作
遠
・
堰
↓
□
日
＠
に
同

じ
。
或
は
鳩
(
1
2
-
4
6
6
4
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
埴
‘

爾
雅
、
中
旭
‘
菌
也
‘
或
作
レ
鳩
°

蘭
完
會
意
形
臀
。
九
と
首
と
の
合
字
。
本
義
は
几
達
の

道
を
い
ふ
。
首
は
向
を
意
味
す
。
故
に
九
と
首
と
を
合

は
す
。
九
は
ま
た
昔
符
。
〔
説
文
‘
旭
‘
炊
,
,
九
首
盆
双
注
〕

會
意
、
首
猶
レ
向
也
、
故
道
字
亦
炊
レ
首
、
九
亦
臀
。

【
旭
府
】
1

が
ウ
菌
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
‘
中
旭
菌
‘
注
〕

地
燦
也
、
似
穎
、
今
江
束
名
玉
置
亦
曰
籠
附
討
レ

咲
レ
之
。
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【

覇

】

螂

ィ

＂

戸

旦

[
O
`
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

国
】
〗

冨
i
】
圏

圏圏

日
●
ぬ
か
づ
く
。
下
拝
し
て
頭
が
地

に
至
る
。
或
は
稽
(

8

|
2
5
2
1
8
)

に
作

る
。
も
と
請
に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鮨
、
本
作
レ

請
。
〔
説
文
〕
請
‘
請
首
也
‘
炊
レ
酋
旨
臀
。
〔
集
韻
〕

大
祝
〕
一
日
‘
臨
首
。
〔
繹
文
〕
能
‘
昔
啓
、
本
又
作
レ

稽
。
●
崩
(
1
2
-
4
4
5
0
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鮨
‘

同
レ
賂
。
口
と
ど
ま
る
。
稽
(
8
ー

2
5
2
1
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
稽
、
説
文
、
留
止
也
、
古
作
レ
能
。

ヽ
一

督
’
≪
D
策

姫
(
1
2
ー

4
4
4
9
8
)

の
本
字
。
〔
中
華
大

字
典
〕
翻
‘
脱
本
字
。

ィ

能
(
1
2
ー

4
4
4
器
）
に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
韻
、
同
レ
詣
゜

ケ
イ

【
能
】
〗
日
ヶ
イ

口
ヶ
ィ

〔
集
韻
〕
遣
栂
切

〔
集
韻
〕
堅
笑
切

冨】[
願（
1
2
-
4
3
4
5
5
)

の
瘤
文
。
〔
玉
篇
〕

脱
、
摘
文
願
字
。

ィ

か
し
ら
°
〔
字
i
[

果
〕
骸
、
首
也
。

霰
]
岬
臼
〔
字
彙
〕
戸
該
切
固

＇且一

冦】碑
ヶプ

頬（
1
2
-
4
3
4
9
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
頗
、
同
レ
頬
。

首

部

〔五
I

十
五
蓋
〕

日

g
O耳
を
き
る
。
敵
の
左
耳
を
切
り
取
る
。

賊
(

9

|
2
9
1
0
0
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
賊
、
軍
載
断
レ

耳
也
、
春
秋
博
日
、
目
為
二
伴
賊
「
炊
レ
耳
或
臀
‘

馘
職
或
松
酋
。
〔
爾
雅
、
繹
詰
〕
馘
‘
獲
也
。
〔
注
〕

今
以
レ
獲
1

賊
耳
為
レ
馘
゜
〔
集
韻
〕
馘
‘
割
レ
耳
也
。

〔
詩
、
大
雅
‘
皇
英
〕
牧
馘
安
安
。
〔
博
〕
馘
‘
獲
也
‘

不
レ
服
者
、
殺
而
獣
二
左
耳
一
日
レ
馘
。
●
き
り
取
っ

た
耳
。
殺
し
て
切
り
取
っ
た
敵
の
左
耳
゜
〔
幡
‘
王

制
〕
以
二
訊
馘
―
告
。
〔
疏
〕
訊
‘
是
生
者
‘
馘
‘
是
死

□
ク
，
ワ
ク

国
ケ
キ
キ
＇
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
況
壁
切

【馘】呻

日
コ
ク

〔
集
韻
〕
骨
或
切
、
圏

«
x

己

k
u
o
•

〔
集
韻
〕
古
獲
切
繭
『鴎

＇且

曾

】

螂

韻
(
1
2
ー

4
4
5
0
0
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
熊
、
同
レ
揃
゜

ケ
イ

冨
i

】
螂

雖
(
1
2
-
4
4
5
0
0
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
韻
、
同
レ
賄
。

ケ
イ

冨
】
[
フ

誦
(
1
2
-
4
2
6
5
9
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
捕
、
同
レ
蛹
゜

冨
】
[

【架】亨

，

頬

(
1
2
|

4

は
9
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
幅
、
同
レ
頬
。

ケ
フ ●員

i

――

ゴ

義
未
詳
。

r

川
篇
〕
翠
昔
五

冨】阿
シ，ユ

盲
】
〗
ト
ン

冨

]

[

ガ

ン

首
(
1
2
-
4
4
4
8
9
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
罷
、
同
レ
首
。

頓（
1
2
-
4
3
3
8
1
)

に
同
じ
。
〔
六
書

統
〕
輻
、
同
レ
頓
゜

婦
人
の
か
み
飾
゜
〔
字
彙
補
〕
醤
‘
婦
人
首
飾
也
。

顔（
1
2
-
4
3
5
9
1
)

の
竿
徊
文
。
〔
正
字

通
〕
循
、
揃
文
顔
。

冨】[

祠】崎
0
う
ひ
こ
。
初
め
て
生
ん
だ
子
。
〔
集
韻
〕
碩
、
或

曰
、
人
初
産
子
。
●
産
ん
で
壼
が
傷
つ
か
な
い
。

〔
集
韻
〕
穎
、
産
而
不
レ
蒻
謂
―
一
之
碩
↓

【警】畔

シ
ウ
之ユ

〔
集
韻
〕
始
九
切

囲

＂胄臼＿

n闘
墨

iu
〔
字
彙
補
〕
分
物
切
履

フ
ッ
フ
チ
暉
鴫
田
口
i
-

シ，ユ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
警
．
ー
音
首
。

n
.
□― 

冨
詈

↓

馘

(
1
2
|
 4
4
5
0
7
)

の
俗
字
。
〔
正

字
通
〕
顔
‘
俗
馘
字
。

ク
ワ
ク

而
息
耳
者
。
国
お
も
て
。
か
ほ
。
顔
面
。
〔
集
韻
〕
【
臨

i
]〗

馘
面
也
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
稿
項
、
黄
馘
゜
〔
秤

文
〕
司
馬
云
‘
謂
―
一
面
黄
熟
一
也
。
腫
く
び
き
る
。
官

や
職
を
免
ず
る
。
解
雇
す
る
。

【
馘
耳
】
1

グ
＇
ワ
ク
み
み
を
ぎ
る
。
又
、
き
っ
た
耳
。
〔
魏
牧
‘

為
―
―
侯
景
叛
云
？
梁
朝
一
文
〕
馘
レ
耳
載
レ
鼻
、
以
1

土＇萬
1

計
、
不
レ
可
二
勝
敷
↓
〔
唐
書
、
高
龍
諸
子
‘
隠
太
子
傭
〕

嘗
循
行
北
邊
一
遇
―
賊
四
百
出
降
一
悉
馘
―
―
其
耳
函
茫

之。
【
馘
首
】
2

グ
考
〇
＜
ぴ
を
き
る
。
〔
陳
琳
‘
神
武
賦
〕
克

俊
馘
な
首
‘
巣
―
―
其
魁
雄
↓
●
官
や
職
を
や
め
さ
せ
る
。

く
ぴ
に
す
る
。

【
馘
載
】
3

努
ク
く
ぴ
を
き
る
。
〔
後
漢
書
‘
曹
節
博
〕
王

甫
父
子
應
レ
時
馘
載
‘
路
人
士
女
莫
レ
不
レ
梢
レ
善
。
〔
晉

書
‘
劉
現
偉
〕
謹
常
n

窮
自
執
レ
颯
‘
馘
載
二
虜
↓

【
馘
毒
仙
]
4

努
ク
ド
ク
草
の
名
。
預
知
子
の
異
名
。
〔
清
異

録
‘
槃
‘
薬
譜
〕
馘
毒
仙
‘
預
知
子
。

n11
胃――

冨】]
〇
婦
人
の
か
み
飾
゜
或
は
髭
(
1
2
-
4
5
4
1
4
)

に

作
る
。
〔
玉
篇
〕
醤
、
婦
人
首
飾
也
。
〔
集
韻
〕
醤
、
首

飾
、
或
作
レ
斡
。
●
額
の
前
の
飾
゜
〔
廣
韻
〕
醤
‘
額

前
飾
也
。

頗

骸

姫

能

誰

徹

踏

柴

娼

捕

膳

揃

馘

碩

績

輻

猫

脆

誓

瀧

警

醤

フ
ッ
7
チ

〔
集
韻
〕
分
物
切

IIIi[_ 
四
四
四

両

ヰ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
臨
‘
昔
惟
°
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【

香

】

呻

首

部

〔
十
八
蓋
〕

暫

香

部

香

四
四
五

〔
集
韻
〕
虚
良
切
一
蒻

T
一
尤

h
s
1
a
n
g
1

小
〇
か
。
か
を
り
。
に
は
ひ
。
鼻
に
感
ず

喬

豪

る

芳

芥

の

氣

。

よ

い

に

ほ

ひ

。

か

ん

ば
し
い
か
を
り
。
も
と
善
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

香
、
説
文
炊
レ
黍
炊
レ
廿
作
レ
善
。
〔
説
文
〕
善
‘
芳

也
、
炊
レ
黍
炊
レ
甘
‘
春
秋
傭
曰
‘
黍
稜
馨
香
。
〔
玉

篇
〕
香
、
芳
也
。
〔
正
韻
〕
香
‘
氣
芥
芳
゜
〔
左
氏
、

僭
‘
四
、
一
薫
―
藷
‘
疏
〕
既
謂
善
氣
為
レ
香
、
故

専
以
二
悪
氣
歪
『
レ
臭
耳
。
〔
詩
、
周
頌
‘
載
菱
〕
有
二

飽
其
香

-
0か
ん
ば
し
い
。
か
を
る
。
よ
い
か
を

り
が
す
る
。
〔
證
‘
月
令
〕
中
央
土
‘
云
云
‘
其
臭
香
。

〔
呂
覧
、
仲
冬
〕
水
泉
必
香
。
〔
注
〕
香
、
美
也
。
〔
獣

陽
脩
‘
酔
翁
亭
記
〕
泉
香
而
酒
冽
。
参
凡
て
瞥
や

色
・
榛
子
・
味
な
ど
の
美
し
い
こ
と
。
〔
正
字
通
〕

香
、
凡
物
有
1

一
瞥
色
正
皆
日
レ
香
。
⑲
か
う
。
に
ほ
ひ

も
の
。
た
き
も
の
。
衣
に
入
れ
、
身
に
凧
び
、
又
は

キ
ぶ
Z
ウ

ヵ9
ウ 香

部

園圏

〔
集
韻
〕
止
元
切
国

〔
集
韻
〕
朱
追
切
囲

或

日

□

□

國

た

つ

。

首

を

き

9
勧

籠

る

。

或

は

制

(
2
-
2
1
4
8
)
に

作
る
。
〔
説
文
〕
暫
、
歓
レ
首
也
、
八
二
断
酋
面
g

、
或

八
レ
刀
専
臀
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
暫
‘
断
也
。

曾】如
日
セ
ン

ロ
[
〗

国
セ
ン

國
セ
ン

〔
集
韻
〕
徒
官
切

集
韻
〕
主
兌
切

た
ぎ
こ
め
な
ど
す
る
香
ば
し
い
物
。
〔
陳
書
、
本
「

之
敬
博
〕
燒
レ
香
正
坐
゜
〔
王
馬
倫
‘
黄
州
竹
棲
記
〕

焚
レ
香
獣
坐
゜
＠
膏
香
は
、
牛
脂
゜
〔
周
證
、
天
官
‘

庖
人
〕
春
行
―
―
恙
豚
涵
四
膏
香
↓
〔
注
〕
膏
香
、
牛
脂

也
、
以
ii

牛
脂
ふ
炉
之
。

O
或

は

馨
(
1
2
|
 4
4
5
5
9
)
 

に
作
る
。
〔
詩
、
大
雅
、
生
民
‘
其
香
始
升
‘
繹
文
〕

香
、
一
本
作
レ
馨
。

0
通
じ
て
蔀
(

9

|
3
2
1
0
0
)

に

作
る
。
〔
説
文
徐
瀬
箋
〕
香
、
古
通
作
レ
i

郷
。
〔
儀
幡
‘

士
虞
證
‘
香
合
、
秤
文
〕
香
、
本
又
作
レ
蔀
。
R
姓
。

〔
正
字
通
〕
香
、
姓
、
明
四
繹
館
通
事
、
香
牛
゜
腫
●

か
。
味
噌
を
い
ふ
女
の
詞
。

O
か
う
。
④
香
料
を

ね
り
合
は
せ
た
た
き
も
の
。
◎
か
う
あ
は
せ
。
香

遵
◎
香
色
。
薄
赤
く
黄
ば
ん
だ
色
。
◎
襲
の
色

目
。
表
は
濃
い
香
色
、
裏
は
紅
。
⑮
味
噌
゜
◎
薬

味
。
参
き
や
う
。
将
碁
の
駒
の
一
。
香
車
。

儡

ヵ

。

ヨ

シ

。

蘭
由
會
意
。
字
、
も
と
黍
と
廿
と
の
合
字
。
甘
は
よ
い
か

を
り
の
意
。
故
に
香
の
本
義
は
黍
な
ど
の
よ
い
か
を
り

を
い
ふ
。

【
香
瞑
]
1

稔
〇
香
を
た
く
け
む
り
。
〔
張
霜
‘
小
遊
仙

詞
〕
五
嶽
慎
官
1

丑
帳
前
る
露
蕪
香
謡
落
二
環
筵
ニ
●
花
が

か
す
み
の
や
う
に
緊
つ
て
た
な
ぴ
い
た
さ
ま
の
形
容
。

〔
沈
宇
、
代
閤
人
詩
〕
楊
柳
青
育
鳥
乱
吟
、
春
風
香
露
洞

房
深
゜

【
香
喝
】
2

誘
香
を
こ
め
た
頸
飾
゜
〔
法
苑
珠
林
〕
波
斯

匿
王
欲
レ
賞
1

一
末
利
夫
人
玉
香
瑶
喚
出
レ
宮
、
柄
然
有
レ
異
。

【
香
鴨
】
3

琴
鴨
形
の
香
遣
。
〔
徐
羮
‘
香
鴨
詩
〕
不
レ
瑕
1

一

陶
鈴
妙
盆
呻
教
わ
5

翼
全
↓

【
香
案
】
4

焚
香
遣
・
燭
畳
等
を
の
せ
る
つ
く
ゑ
。
香

机
。
〔
唐
書
‘
俄
衛
志
上
〕
朝
日
‘
殿
上
設

a
i展
·
蹟
席
・
重
~

遣
香
案
さ
冗
横
‘
以
ー
ー
州
宅
呑
―
―
於
築
太
詩
〕
我
是
玉

皇
香
案
吏
‘
嫡
居
猶
得
レ
住
二
蓬
莱
↓

〖
香
案
小
吏
〗5
認
サ
ノ
清
‘
何
悼
(
1
|Sll :
 
1
0
0
)

の

琥゚
【
香
尉
]
6
5
ゥ
漢
の
薙
仲
子
の
綽
名
。
南
海
の
香
物
を
進

め
、
渚
陽
尉
を
拝
し
た
こ
と
か
ら
い
ふ
。
〔
述
異
記
‘
下
〕

漢
薙
仲
子
進
11
南
海
香
物
一
拝
1一
渚
陽
尉
一
時
為
―
―
之
香

尉

↓

【

香

櫻

】

17

”5
0
香
を
入
れ
る
嚢
。
古
、
女
子
が
繋
け

【
香
韓
】
7

伍
ゥ
香
を
入
れ
た
襟
。
又
‘
折
返
し
。
〔
王
昌
た
五
採
縄
。
に
ほ
ひ
ぶ
く
ろ
。
〔
爾
雅
‘
繹
器
〕
婦
人
之

齢
、
青
棲
怨
〕
香
韓
風
動
花
入
レ
棲
、
高
調
鳴
挙
緩
―
―
夜
棒
謂
1

一
之
縞
ぶ
柄
‘
矮
也
。
〔
注
〕
郎
今
之
香
靱
也
。
〔
義

愁

↓

疏

〕

繹

名

云

‘

繹

、

所

ln

以
蔽
1

一
膝
前
一
也
‘
婦
人
蔽
膝
亦

【
香
油
】
8

秘
に
ほ
ひ
の
よ
い
あ
ぶ
ら
。
〔
北
史
、
赤
士
如
5

之
、
是
婦
人
之
棒
即
蔽
膝
‘
郭
以
為
1

一
香
親
―
誤
芙
‘

國
博
〕
其
俗
皆
穿
レ
耳
‘
翡
レ
製
‘
無
―
―
跳
拝
之
橙
百
竺
ー
香
説
文
、
韓
‘
襄
也
‘
郭
蓋
誤
以
＞
韓
為
レ
棒
。
〔
王
笥
‘
説
文

坤

塗

レ

身

。

句

讀

‘

韓

〕

郭

注

以

為

1

一
香
親
―
者
‘
則
以
T

秤
器
以
レ
矮

〖
香
油
晶
〗
，h
s
i
a
n
g
1

y
u
2
 ch'ung2~ 

の
名
。
馬
舷
申
レ
網
‘
楼
者
、
係
―
―
冠
櫻
一
也
‘
婦
人
無
と
冠
‘
故
謂
乏
香

の

俗

稽

。

馬

陸

。

や

す

で

。

親

一

也

。

〔

郭

慶

藩

‘

説

文

経

字

正

誼

〕

廣

韻

‘

網

‘

婦

人

【
香
柚
】
10

続
柚
子
の
一
種
。
か
を
り
の
よ
い
ゆ
ず
。
香
網
、
古
者
香
櫻
以
1

一
五
彩
絲
1

為
レ
之
、
女
子
許
嫁
後

〔
直
省
志
書
‘
番
黒
縣
〕
一
種
白
而
皮
香
者
、
形
高
二
於
凡
繋
ー
ー
諸
身
玉
5

レ有
11
繋
闇
↓
〔
穂
‘
曲
證
上
‘
女
子
許
嫁
櫻
‘

柚
名
―
―
香
柚
ご
味
佳
‘
十
月
食
。
孫
希
旦
集
解
〕
孔
氏
日
‘
婦
人
質
弱
、
必
有
1

一
繋
闊
正
故
恒

【
香
育
】
11

玲
唐
の
裔
僧
。
渭
陰
の
李
氏
の
子
。
初
め
‘
繋
レ
櫻
‘
櫻
有
三
一
時
―
―
是
少
時
常
繋
―
―
香
櫻
エ
内
則
云
‘

老
荘
を
研
修
す
。
已
に
き
て
心
を
秤
典
に
寄
せ
‘
遂
に
男
女
未
レ
冠
絆
衿
規
‘
鄭
以
為
レ
侃
1

一
香
親
ご
小
ヒ
否
親

出
家
す
。
五
景
に
至
り
秀
師
に
参
謁
し
‘
心
源
に
洞
徹
之
形
制
二
是
許
嫁
時
繋
レ
親
‘
昏
幡
、
主
人
入
、
親
説
,
,
婦

す
る
に
及
ん
で
酔
去
す
合
州
大
佛
山
に
入
っ
て
安
棲
盃
鄭
注
云
‘
婦
人
十
五
許
嫁
‘
箱
而
證
レ
之
‘
因
著
レ
櫻
‘

椰
‘
徒
衆
常
に
千
を
以
て
藪
ふ
。
州
将
韓
閏
之
を
召
す
明
レ
有
レ
繋
也
‘
蓋
以
二
五
采
―
為
＞
之
、
其
制
未
レ
聞
‘
又
内

も
‘
疾
を
以
て
堅
く
辞
す
。
臨
終
の
時
‘
命
じ
て
身
を
清
則
云
‘
婦
事
―
―
舅
姑
1

衿
製
‘
鄭
云
‘
婦
人
有
レ
櫻
、
示
,
,
繋

め
し
め
‘
端
坐
し
て
化
す
。
〔
宋
高
僧
博
‘
八
〕
。
隔
一
也
、
以
レ
此
而
言
‘
有
-
1
二
棲
一
也
‘
婦
人
之
衿
櫻
、
即

【
香
芋
】
13

匁

な

ん

き

ん

ま

め

の

異

名

。

是

五

采

者

、

故

鄭

一

干

示

1

一
繋
闇
ふ
蹂
〔
海
録
砕
事
‘
服

【
香
雨
】14
呟
あ
め
。
又
‘
か
ん
ば
し
い
雨
。
〔
沈
約
‘
禰
用
‘
叙
頭
〕
香
親
以
―
―
五
彩
云
〖
レ
之
‘
婦
参
面
召
虫
先
持

l
­

勒
贄
〕
慧
B
晨
開
‘
香
雨
宵
挟
。
〔
李
賀
、
四
月
築
詞
〕
依
香
親
み
炉
之
。

O
無
患
子
の
核
を
貫
い
て
作
っ
た
珠

微
香
雨
青
祭
甑
‘
献
葉
蝠
花
照
―
―
曲
門
↓
〔
物
類
相
感
志
〕
藪
゜
〔
博
物
志
〕
無
患
子
葉
似
レ
柳
、
核
堅
正
黒
可
レ
作
―
―

拾
遺
記
云
‘
爛
＞
石
燒
レ
之
、
煙
為
―
―
香
雲
こ
偏
レ
空
則
下
―
―
香
親
ご
憎
家
貫
レ
之
為
11
念
珠
ぶ
取
T

其
能
辟
―
―
悪
氣
1
洗
占

香

雨

一

垢

也

。

【
香
雲
】
15

努

O
か
ん
ば
し
い
雲
。
花
の
咲
い
た
さ
ま
。
【
香
液
】
18

袴
か
を
り
高
い
液
。
〔
鄭
鯖
‘
津
陽
門
詩
〕

は
な
が
す
み
。
〔
李
白
‘
尋
,
,
山
僧
二
小
レ
遇
作
詩
〕
香
雲
偏
刻
成
王
蓮
噴
―
―
香
液
五
漱
逍
姻
浪
深
透
追
。
〔
益
部
方
物

山
起
‘
花
雨
従
レ
天
来
。
〔
砕
逢
、
定
山
寺
詩
〕
遥
聞
上
界
記
〕
柑
碧
葉
素
絶
‘
販
包
之
珍
‘
丹
裏
既
披
‘
香
液
飴
津
。

翻
レ
経
虞
片
片
香
雲
出
レ
院
来
。

e女
の
か
み
の
形
容
。
【
香
日
姻
】
19

焚
香
煙
に
同
じ
。

〔
琵
琶
記
、
副
末
開
場
〕
剪
1

下
香
雲
至
竺
舅
姑
面
羅
梯
包
レ
【
香
煙
】
20

翌
〇
か
ん
ば
し
い
煙
。
〔
王
勃
、
江
南
弄
詩
〕

土
築
ー
一
成
墳
墓
ニ
O
織
物
の
名
。
香
雲
紗
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
紫
露
香
煙
砂
難
レ
託
‘
清
風
明
月
逢
相
思
゜
〔
元
横
‘
生

賣
雲
華
還
魂
記
〕
斜
輝
―
香
雲
正
型
翠
屏
五
紗
衣
先
覺
露
春
詩
〕
薬
樹
香
煙
重
、
天
顔
瑞
氣
融
。

O
佛
に
供
へ
る

華
零
。
働
圃
雲
の
形
を
し
た
香
煙
゜
〔
最
勝
王
経
‘
六
〕
所
香
を
た
＜
煙
。
線
香
の
煙
。
〔
庚
信
‘
奉
1

一
和
闇
弘
二
教
1

有
種
種
香
雲
香
蓋
‘
皆
是
金
光
明
最
勝
王
威
紳
之
力
。
應
詔
詩
〕
香
煙
緊
為
レ
塔
‘
花
雨
積
成
レ
憂
゜
〔
飽
溶
‘
寄
l
-

〖
香
雲
紗
〗1
6
tゥ
？
絲
織
物
。
経
緯
全
く
生
絲
を
用
ひ
義
胤
山
楊
煉
師
―
詩
〕
道
士
夜
誦
蕊
珠
経
‘
白
鶴
下
逸
采
日

る
も
の
を
生
香
雲
紗
と
い
ひ
‘
全
く
熟
絲
を
用
ひ
る
も
煙
正
i

゜
〔
賢
愚
経
‘
六
〕
香
姻
如
塩
息
‘
乗
レ
虚
往
至
ー
一
世
尊

の
を
熟
香
雲
紗
と
い
ふ
。
又
‘
経
は
生
‘
緯
は
熟
を
用
ひ
頂
上
面
2

結
合
緊
、
作
二
姻
蓋
↓
〇
子
孫
が
先
祉
を
祀
る

る
も
の
も
あ
り
‘
皆
夏
時
の
衣
料
で
あ
る
。
も
と
廣
東
こ
と
。
宗
嗣
を
い
ふ
。
〔
兒
女
英
雄
傭
‘
二
十
一
回
〕
難
レ

の
産
物
で
あ
っ
た
が
、
近
時
蘇
州
盛
澤
等
の
虞
、
亦
之
道
還
能
派
二
猪
家
子
弟
1

接
-
―
他
的
香
煙
不
＞
成
。
R
巻
煙

に

住

ひ

造

る

。

香

雲

の

参

を

見

よ

。

草

。

捲

姻

゜

13041 



）
【
香
燕
】
21

焚
〇
名
香
の
名
。
〔
清
異
録
‘
薫
燎
〕
李
瑶

7
 
5

保
大
七
年
‘
召
1

一
大
臣
宗
室
国
炉
内
‘
香
燕
‘
凡
中
國
外

8

夷
所
佃
‘
以
至
和
合
煎
飲
侃
需
粉
義
一
共
九
十
二
種
｀

ー45

江
南
素
所
レ
無
也
。
〔
江
行
雑
録
‘
花
蕊
夫
人
宮
詞
〕
絆
梵

玉
堵
筐
水
岸
「
御
遣
香
燕
撲
龍
林
↓
●
燕
瑛
が
宰
相

4
 
'し

内
侍
に
奉
っ
た
犀
珠
香
葵
を
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
燕
瑛
傭
〕

り

瑛

在

1

一
嶺
蝸
七
年
‘
括
1

一
南
海
犀
珠
香
薬
ご
奉
―
―
宰
相
内

・
侍
天
目
レ
之
為
―
―
香
燕
↓

2
 

18

【
香
機
】
22

翌
果
賓
の
名
。
拘
揖
の
異
名
。
〔
本
草
‘
杓

機
〕
秤
名
、
香
構
‘
佛
手
柑
‘
集
解
、
頌
日
、
今
間
廣
江
南

5
 
4
 
4
 
（
皆
有
レ
之
、
彼
人
呼
為
,
,
香
椒
↓
〔
橘
録
〕
香
機
木
‘
似
11

朱

累
葉
尖
長
‘
枝
間
有
レ
剌
、
植
な
之
近
レ
水
乃
生
‘
其
長

如
レ
瓜
、
有
下
及
11

一
尺
四
五
寸
土
只
清
香
襲
レ
人
、
横
陽

多
有
レ
之
‘
士
人
置
之
明
窟
浮
几
間
一
頗
可
二
賞
翫
i

酒
闇
井
刀
破
レ
之
、
蓋
不
レ
減
l

一
新
橙
ふ
3

、
葉
可
1

一
以
槃
p

病。

【
香
諧
】
23

翌
か
を
り
と
色
つ
や
。
か
を
り
よ
く
う
る

は
し
い
。
〔
許
揮
‘
酬
:
杜
補
闘
初
春
雨
中
舟
次
1

一
横
江
―

喜
↓
―
装
郎
中
相
迎
見
と
寄
詩
〕
柳
滴
函
翌
巫
生
二
細
浪
一

梅
含
―
―
香
酷
五
竺
軽
風
↓
〔
張
誇
‘
詠
―
―
美
人
一
詩
〕
香
諧

王
分
レ
帖
‘
梧
嬌
赦
賜
レ
羅
。

【
香
園
】
24

翌
か
ぐ
は
し
い
そ
の
。
〔
庚
信
‘
道
士
歩
虚

詩
〕
居
心
受
二
善
水
五
教
學
重
二
香
園
言
上
官
昭
容
‘
九
月

九
日
上
幸
1

一
慈
恩
寺
一
登
一
海
ば
岬
墾
臣
上
↓
―
菊
花
壽
酒
―

詩
〕
帝
里
重
陽
節
、
香
園
萬
乗
来
。

【
香
園
】
25

焚
果
賓
の
名
。
拘
構
の
異
梢
。
〔
本
草
、
拘

檄
〕
繹
名
、
香
潰
、
俗
作
レ
園
、
佛
手
柑
。

【
香
翁
]
函
誘
藤
澤
恒
の
琥
。
藤
澤
南
岳
(
9
ー

3
2
3
4
0
:
 

7
1
)
を
見
よ
。

【
香
陰
】
26

”
グ
圏
築
神
の
名
。
帝
繹
に
奉
侍
し
て
伎
築

を
奏
す
る
を
掌
る
。
香
を
食
し
‘
又
身
よ
り
香
を
放
つ

故
に
い
ふ
。
〔
天
台
浮
名
疏
‘
二
〕
乾
閾
婆
‘
此
云
n
香
陰
一

此
亦
陵
レ
空
之
神
、
不
レ
嗽
1

一
酒
肉
―
唯
香
資
レ
陰
゜

【
香
霞
】
27

吟
か
を
り
を
含
ん
だ
か
す
み
。
〔
羅
郡
‘
牡

丹
詩
〕
門
椅
1

一
長
衛

m[1↓
繍
範
涵
帷
籠
11

軽
日
玉
空
香
霞
―
)

〔
宋
之
問
、
龍
門
應
制
詩
〕
鳥
宋
花
落
紛
無
レ
已
、
捨
レ
膳

獣
レ
壽
香
霞
裏
゜

【
香
河
】
28

裕
〇
川
の
名
。
④
河
北
省
二
河
縣
の
南
。
俗

名
、
長
溝
゜
＠
察
拾
爾
省
多
倫
縣
の
境
。
源
は
開
平
瞭
縣

の
東
北
の
松
林
の
中
。
凍
河
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿
紀

香

部

香

要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
開
平
故
衛
、
免
兒
河
〕
香

河
在
衛
東
北
面
ザ
松
林
中
盃
南
流
入
―
―
凍
河
万
へ
有
―
―
簸

箕
河
・
間
河
ご
倶
出
1

一
松
林
中
二
西
南
流
卑
ハ
―
―
凍
河
入
口
°

●
縣
名
。
遼
、
置
く
。
河
北
省
京
兆
手
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
直
隷
、
順
天
府
〕
香
河
縣
、
本
武
清
縣
之
孫
村
‘
遼

於
1

一
新
倉
二
置
二
権
壁
院
↓
因
居
民
緊
集
□
逐
置
香
河

縣
石
閲
―
―
析
津
府
丁
全
屡
,
,
大
興
府
↓
元
初
因
レ
之
、
後
闇
ニ

沸
州
「
明
初
改
―
―
今
隔
↓
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
直
隷
‘
順

天
府
、
縣
十
九
、
香
河
。

[
香
駕
】
29

咋
香
木
で
造
つ
た
立
派
な
車
。
〔
沈
伶
期
、

興
慶
池
侍
に
晏
應
制
詩
〕
碧
水
澄
澤
映
1

一
遠
空
涵
紫
雲
香

駕
御
―
―
微
風
↓
〔
張
環
、
新
澤
賦
〕
愛
―
―
清
流
之
畳
皿
央
走
―
―

香
駕
一
以
輯
輯
。

【
香
界
]
3
0

鍔
〇
佛
寺
を
い
ふ
。
〔
沈
栓
期
、
紹
隆
寺
詩
〕

香
界
鶯
―
―
北
渚
↓
花
寵
隠
1

一
南
轡
↓
〔
孟
浩
然
、
題
二
雲
門

山
ー
寄
↓
―
越
府
包
戸
曹
徐
起
居
―
詩
〕
捨
レ
舟
入
―
―
香
界
一

登
レ
閣
憩
病
檀
三
晶
適
、
同
二
諸
公
五
竺
慈
恩
寺
浮
圃
―

詩
〕
香
界
浪
―
―
輩
有
ぶ
げ
圏
登
諸
相
。

O
寺
の
名
。
河
北

省
宛
平
縣
の
西
北
翠
微
山
。
元
に
は
平
破
寺
と
い
ひ
‘

後
、
聖
感
寺
と
い
ふ
。
清
、
今
の
名
に
改
む
。

【
香
海
】

3
1
g
0香
氣
の
た
だ
よ
ふ
海
。
〔
劉
馬
錫
‘
砒

虞
遮
那
佛
華
誠
世
界
圃
賛
〕
踊
出
香
海
浩
無
邊
、
風
輪

負
レ
之
聾
夜
旋
゜
〔
李
紳
、
開
元
寺
詩
〕
横
立
賓
山
中
色

界
‘
散
周
香
海
小
輪
園
。
●
字
琥
。
①
明
‘
李
流
芳
(
6
-

1
4
4
5
9
 :
 1
9
8
6
)

の
琥
゜
＠
清
、
林
樹
蕃
(
6
-
1
4
5
5
1
 :
 

3
5
3
)

の
字
。

[
香
崖
】
32

鍔
結
城
璧
の
琥
。
結
城
香
崖
（
8
-
2
7
3
9
8
:
 

1
0
9
)
を
見
よ
。

【
香
蓋
】
3
3
5
い
果
賓
の
名
。
て
ん
ぢ
く
な
し
。
i

奄
羅
果

の
異
名
。
〔
本
草
‘
i

奄
羅
果
〕
繹
名
、
香
蓋
、
集
解
、
時
珍

曰
、
按
、
一
統
志
云
、
奄
羅
果
、
俗
名
采
品
央
乃
果
中
極

品
種
、
出
1

一
西
域
本
亦
奈
類
也
。

【
香
杭
]
3
4
[
t

杭
栢
の
別
種
。
江
蘇
．
浙
江
地
方
に
産

す
る
芳
香
あ
る
米
。
香
稲
。
香
珠
米
。
〔
張
衡
、
南
都

賦
〕
若
其
尉
膳
則
有
1

一
華
蔀
重
拒
‘
泄
泉
香
杭
↓
〔
注
〕
向

日
、
重
拒
、
黍
名
、
香
杭
、
稲
名
。
〔
唐
書
、
地
理
志
五
〕
蘇

州
呉
郡
‘
土
貢
1
1大
小
香
杭
→
〔
李
頑
、
贈
→
―
張
旭
—
詩
〕
荷

葉
衰
―
―
江
魚
一
白
甑
貯
―
―
香
杭
一

【
香
郊
】
35

誘
清
、
沈
鼎
(
6
ー

1
7
1
8
9
:
 3
0
5
)

の

舅

【
香
香
】
36

謗
堕
・
糠
味
噌
な
ど
で
潰
け
た
祓
菜
。
香

物。

【
香
港
】
37

焚
焚
島
の
名
。
廣
東
省
賓
安
縣
の
東
南
海

中
、
珠
江
が
海
に
入
る
口
に
嘗
る
。
清
の
道
光
二
十
一
年

の
鶉
片
載
手
の
時
、
英
軍
に
占
領
せ
ら
れ
、
翌
年
の
南
京

條
約
に
よ
っ
て
英
國
に
割
譲
す
。
英
人
極
力
経
螢
し
、

遂
に
世
界
著
名
の
商
港
と
な
る
。
船
舶
の
避
難
及
ぴ
碇

泊
に
便
に
し
て
世
界
最
良
港
の
一
。
自
由
貿
易
港
に
し

て
商
工
業
地
。
英
國
、
総
督
を
設
け
て
之
を
治
む
。
封
岸

は
九
龍
半
島
に
し
て
英
國
の
租
界
に
係
る
。

【
香
梗
】
38

努
稲
の
一
種
。
香
杭
(
3
4
)

に
同
じ
。
香
梗
。

〔
本
草
、
梗
〕
集
解
、
時
珍
日
‘
蘇
頌
之
香
梗
長
白
如
レ
玉
、

可
レ
充
御
音
べ
皆
梗
之
梢
異
者
也
。

【
香
嵩
】
39

焚
草
の
名
。
か
は
ら
に
ん
じ
ん
。
宵
嵩
の
異

名
。
〔
本
草
、
青
嵩
〕
秤
名
、
草
嵩
、
方
潰
、
頭
‘
訊
嵩
、
香

嵩
、
集
解
、
宗
爽
曰
、
快
西
銀
緩
之
間
、
嵩
叢
中
時
有
こ

雨
睾
逍
然
背
色
者
、
土
人
謂
之
香
殴
葉
葉
良
常

薦
一
同
。

【
香
客
]
4
0hsiang'k'e• 

寺
院
の
参
詣
者
。

[
香
閣
】
41

”
[

O
か
を
り
た
か
い
た
か
ど
の
。
婦
人
の
寝

室
。
閏
房
。
〔
則
天
皇
后
‘
従
駕
幸
一
少
林
寺
一
詩
〕
金
輪
韓
―
―

金
楓
香
閣
曳
二
香
衣
↓
〔
元
史
、
世
岨
紀
〕
初
建
正
殿
・

寝
殿
・
香
閣
・
周
廃
雨
翼
室
二
●
寺
を
い
ふ
。
〔
張
九
齢
‘

登
総
持
寺
閣
詩
〕
香
閣
起
在
鬼
「
高
高
沙
版
開
。
〔
孫

逸
‘
宿
1

一
雲
門
寺
閣
詞
〕
香
閣
東
山
下
‘
煙
花
象
外
幽
゜

〔
雀
珪
、
道
林
寺
詩
〕
香
閣
朝
鳴
大
法
披
、
天
宮
夜
精
三

乗
書
。

[
香
苗
F
]
4
2
[
パ
に
ほ
ひ
の
あ
る
は
な
ぷ
さ
。
〔
徐
彦
伯
、

餞
唐
州
高
使
君
赴
＞
任
詩
〕
香
醇
媚
―
―
紅
滋
盆
主
條
榮
1-

緑
絲
↓

[
香
合
】
43

”
[
O薫
香
を
入
れ
る
は
こ
。
か
う
ば
こ
。
香

盆
。
香
箱
。
香
匝
。
〔
宋
史
‘
證
志
十
四
〕
親
王
輿
中
設
,
,

銀
師
子
香
合
↓

0
"翌
種
々
の
香
料
を
調
合
し
て
薫
き

其
の
か
を
り
を
か
ぎ
わ
け
る
一
種
の
遊
戯
。
香
道
。

【
香
合
i

]

“”
77

薫
香
を
容
れ

る
は
こ
。
香

合
。
〔
朱
有
激
‘

送
レ
雪
詩
〕
準

備
媛
金
香
盆

子
、
明
朝
送
レ

（會園オ三） 盆 香

雲
輿
相
知
。

〖
香
盆
兒
〗45
匁
ガ9
7

か
う
ば
こ
。
香
盆
に
同
じ
。
〔
紅
棲

夢
‘
二
十
七
回
〕
像
禰
上
回
買
的
那
柳
枝
兒
編
的
小
藍

子
‘
整
竹
子
根
抵
的
香
盆
兒
‘
膠
泥
埃
的
風
遣
兒
さ
逼
就

好
了
。

【
香
柑
】
ぉ
焚
果
物
の
一
種
。
柑
遵
〔
黄
庭
堅
、
送
創

季
展
従
1

一
軍
雁
門
一
詩
〕
綽
嚢
増
燦
思
盈
レ
斗
‘
竹
待
香
柑

要
百
園
。

【
香
岩
】
47

焚

香

巖

(
4
9
)
を
見
よ
。

【
香
巖
】
49

焚
.
香
氣
の
た
だ
よ
ふ
巖
゜
〔
武
―
二
思
、
秋

日
ず
一
天
中
寺
嘉
尋
―
ー
復
證
上
人
一
詩
〕
妙
域
一
一
時
殿
、
香

巖
七
賓
｛
呂
。
〔
儲
光
義
‘
京
口
題
崇
上
人
山
亭
―
詩
〕
消

旦
歴
1

一
香
巖
巖
径
紆
復
直
。
●
字
琥
゜
④
漬
姜
恭
壽
(
8

|
 6
2
 
0
5
:
 83
)

の
琥
゜
＠
清
‘
莱
天
士
(
9
|
3
1
3
8
7
 :
 2
4
 

4
)

の
琥
゜
◎
清
‘
張
之
洞
(
4
ー

9
8
1
2
:
 1
1
0
2
)

の
字
。
◎

清
‘
李
鴻
裔
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
2
2
6
)

の
琥
°

〖
香
巖
居
士
〗50
焚
ガ
ノ
宋
‘
隅
注
(
1
1| 4
1
4
7
0
 :
 1
4
 

7
)

の

0
の
琥
゜

【
香
几
】
51

”
ヴ
香
壇
の
憂
。
香
案
(

4

)

に
同
じ
。
〔
三
オ
圏

會
‘
器
用
、
十
二
、
香
几
〕
几
、
漢
李
尤
几
銘
叙
日
‘
黄
帝

軒
輯
作
、
則
几
創
レ
自
―
―
黄
帝
む
天
来
已
古
‘
云
云
‘
今
日
↓
―

燕
几
臼
レ
棧
‘
日
書
更
日
―
一
天
轟
几
「
日
采
胃
欠
長
短

大
小
不
レ
齊
゜

【
香
机
】
5
2
"
ゥ
香
几
に
同
じ
。

【
香
氣
]
5
3
"
，
ウ
よ
い
に
ほ
ひ
。
か
を
り
。
〔
列
子
‘
湯
問
〕

膚
色
脂
澤
、
香
氣
経
レ
旬
乃
歎
゜
〔
王
褻
‘
謝
―
―
資
馬
一
啓
〕

億
逢
漢
帝
而
駕
薮
應
若
値
魏
王
面
竺
驚
香
氣
―
)

〔
大
智
度
論
〕
讐
如
益
炒
高
i

一
人
賣
‘
一
人
買
‘
労
人
在
レ

邊
‘
亦
得
―
―
香
氣
-

【
香
亀
】
54"，
ゥ
香
を
焚
け
ば
盛
く
口
中
に
之
を
承
け
‘

遊
幸
に
遇
へ
ば
再
ぴ
香
を
吐
き
出
す
と
い
ふ
か
め
。

〔
夷
堅
志
〕
徽
廟
有
二
香
亀
一
小
如
レ
拳
‘
類
1

一
紫
石
―
而
登
‘

毎
レ
焚
レ
香
、
以
1

一
編
ロ
一
承
レ
之
‘
煙
盛
入
―
―
其
中
玉
固
以
l
-

黄
蟻
五
遇
"
~幸
工
去
-
―
窒
蟻
「
即
亀
吐
レ
香
、
或
傭
‘
林
霰

素
所
紙
也
。

【
香
儀
】
お

h
s
i
a
n
g
'
i
2

香
莫
゜

【
香
蟻
】
5
6
5
'
’
酒
の
異
名
。
浮
蟻
(
6
ー

1
7
4
8
7
:
 5
4
)

を

見
よ
。
〔
阜
荘
‘
和
↓
―
辞
先
輩
見
レ
寄
初
秋
寓
懐
即
事
之
作

二
十
韻
詞
〕
會
随
―
―
仙
材
化
「
香
蟻
且
二
同
阻
↓

【
香
項
】
57

認
墓
地
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
七
回
〕
天
盛
頭
‘

四
四
六
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何

虞

有

香

坦

↓

子

之

を

止

む

と

。

〔

新

序

‘

刺

奢

〕

。

【
香
毬
】
58

昇
〇
そ
で
が
う
ろ
。
廻
り
香
墟
゜
〔
｛
木
史
、
【
香
魚
】
64

悶
魚
の
名
。
あ
ゆ
。
鮎
の
漢
名
。
年
魚
。
紀

儀
衛
志
五
〕
皇
太
子
妃
、
政
和
亦
有
瓦
塁
慢
南
渡
後
亦
月
魚
。
〔
努
大
輿
‘
甑
江
逸
志
〕
雁
山
五
珍
‘
謂
1

一
龍
漱
茶
・

省
5
之
‘
云
云
‘
揃
子
前
小
殿
侍
一
人
‘
抱1一
塗
金
香
毬
一
観
音
竹
・
金
星
草
•
山
架
官
・
香
魚
一
也
。

〔
詩
話
穂
絹
〕
已
負
二
敷
條
紅
書
燭
一
更
翠
1

一
雙
帯
繍
香
【
香
芹
】
65

”
パ
か
を
り
の
よ
い
せ
り
。
〔
杜
甫
‘
陪
↓
―
鄭

毬
↓
〔
留
青
日
札
〕
今
鍍
金
香
毬
、
如
二
渾
天
儀
↓
其
中
三
廣
文

E
翌
何
将
軍
山
林
1

詩
〕
鮮
鰤
銀
絲
謄
‘
香
芹
碧

滑
闊
捩
、
園
轄
不
レ
已
、
置
と
被
中
一
火
不
―
―
覆
滅
↓
即
澗
羹
゜

西
京
雑
記
言
‘
巧
手
丁
緩
所
レ
作
者
也
‘
又
有
下
以
1

一
奇
【
香
目
菌
】
66

”
《
椎
笠
。
香
笠
。
〔
雲
仙
維
記
〕
齊
文
宣
帝

香
異
屑
如
K

レ
之
者
い
亦
名
―
―
香
毬
↓
乃
舞
人
樽
弄
以
為
レ
凌
虚
宴
取
二
香
菌
百
盆
応
一
品
味
↓

劇
者
、
故
白
築
天
詩
云
‘
柘
枝
随
―
―
鵞
鼓
↓
調
笑
従
―
-
香
[
香
銀
】
67

翌
死
ん
だ
者
に
香
料
と
し
て
贈
る
財
貨
。

襲
又
云
、
香
毬
詮
拍
廻
環
匝
‘
花
蓋
掬
巡
取
次
飛
。

O

香
莫
゜
〔
會
典
‘
戸
部
〕
分
―
浮
架
宮
庫
蔵
「
査
二
盤
節
年

草
の
名
。
都
管
草
の
異
名
。
〔
本
草
、
都
管
草
〕
集
解
、
頌
所
レ
積
香
銀
｛
暫
支
三
一
千
雨
面
賑
二
清
湖
廣
地
方
旱
災
↓

曰
、
都
管
草
生
ユ
且
州
田
野
一
根
似
充
活
頭
ご
成
長
―
―
-
【
香
具
】
6
8
"
，
ゥ
●
に
ほ
ひ
も
の
。
た
き
も
の
の
材
料
。

節
ヰ
田
高
一
尺
許
‘
菓
似
王
常
輝
有
重
曇
三
月
八
丁
字
・
沈
香
・
伽
羅
・
白
檀
．
爵
香
な
ど
の
類
。

O
香
を

月
采
レ
根
陰
乾
、
施
州
生
者
作
レ
蔓
‘
又
名
1

呆
品
竺
蔓
長
焚
く
器
。
か
う
だ
う
ぐ
。

丈
餘
‘
赤
色
、
秋
結
紅
賓
而
5
時
皆
有
。
〖
香
具
師
〗

6
9パ
ウ
グ
●
た
き
物
に
ほ
ひ
袋
な
ど
を
商
ふ

【
香
橘
】
59

嘉
に
ほ
ひ
の
よ
い
た
ち
ば
な
。
＜
ね
ん
ぽ
。
も
の
。
香
具
賣
。

O
バ
グ
や
し
。
み
せ
も
の
し
。

〔
杜
甫
、
自
レ
京
赴
↓
―
奉
先
縣
―
詠
涵
懐
詩
〕
勤
レ
客
舵
蹄
羹
、
【
香
窟
]
7
0
"
心
香
を
畜
へ
た
と
い
ふ
あ
な
ぐ
ら
。
〔
清

霜
橙
堅
1

一
香
橘
↓
〔
韓
規
‘
送
"
'
客
蹄
,
,
江
東
―
詩
〕
把
レ
手
異
録
‘
居
室
、
五
窟
〕
老
拙
幼
學
時
、
同
含
生
劉
垂
、
云

閑
歌
香
橘
下
、
空
山
一
望
鵡
胡
飛
。
云
、
余
嘗
記
―
―
云
翌
日
、
有
レ
錢
営
レ
作
↓
云
五
窟
室
面
R

香

【
香
琶
】
60

h
s
i
a
n
g
'
t
s
a
o
4

化

粧

石

瞼

゜

窟

盛

種

1

一
梅
株
一
秦
香
窟
周
懸
痒
芦
央
越
香
窟
植
1

巖

【
香
姜
】
6
1
5
炉
閣
の
名
。
北
齊
の
高
歓
‘
築
く
。
〔
楊
慎
桂
盃
旬
香
窟
裁
レ
椒
、
楚
香
窟
畦
レ
蘭
、
四
木
草
各
占
こ

集
〕
宋
洪
邁
銅
雀
瓦
硯
銘
曰
‘
元
魏
之
東
‘
狗
梱
於
レ
鄭
‘
時
↓
餘

H
入
1

一
窮
窟
ご
使
足
二
了
一
年
ご
叱
且
レ
為
―
―
香
鬼
「

旺
其
瓦
存
‘
亦
祠
千
劫
‘
曹
操
銅
雀
憂
瓦
已
不
レ
可
レ
得
‘
況
於
レ
生
乎
゜

宋
人
所
砿
5

、
乃
高
歓
避
暑
宮
泳
井
壷
香
姜
閣
瓦
也
、
洪
【
香
火
】
71

読
〇
香
を
た
＜
火
。
ま
た
、
香
を
た
く
。
〔
晉

容

齋

之

銘

可

レ

證

。

書

‘

藝

術

‘

箪

道

開

博

〕

年

百

餘

歳

‘

卒

1

一
於
山
含
五
赦
,
,
弟

【
香
蒻
】
62

翌
ゥ
香
草
の
一
。
を
ん
な
か
づ
ら
。
〔
梅
尭
子
一
以
レ

F
置
石
穴
中
五
弟
子
乃
移
入
石
室
ご
広
云
‘
見
,
,

臣
、
次
禰
永
叔
乞
繭
有
憾
詩
詩
〕
亦
莫
レ
如
レ
學
レ
道
開
形
僻
如
レ
生
、
香
火
瓦
器
猶
存
。
〔
茶
録
‘
採
茶
〕
必

釣

爾

鉤

懸

采

品

竺

精

濯

之

必

潔

蒸

之

必

香

1

一
火
之
＾
〇
香
を
焚
い
て
誓

）
【
香
居
】
63

”5

戦
國
‘
齊
の
大
夫
。
萬
姓
統
譜
及
ぴ
尚
友
ふ
。
今
多
く
夫
婦
間
の
こ
と
に
い
ふ
。
〔
北
史
‘
齊
吉
向
祖

録
に
は
香
車
に
作
る
。
宣
王
、
大
室
を
造
る
。
大
き
さ
百
紀
〕
兆
曰
、
香
火
重
誓
、
何
所
レ
慮
耶
‘
紹
宗
日
、
親
兄
弟
尚

5
 ，
 

8

畝
、
堂
上
―
二
百
戸
。
齊
國
の
大
を
以
て
し
て
‘
之
を
具
し
、
難
レ
信
、
何
論
采
目
火
↓
〔
咳
餘
叢
考
、
香
火
〕
北
史
‘
爾
朱
兆

三
年
に
し
て
成
ら
ず
。
郡
臣
敢
て
諫
む
る
者
な
し
。
香
使
舌
回
歓
統
ユ
ハ
鎮
面
熊
容
紹
宗
諫
レ
之
‘
兆
日
、
有
香
火
重

ー5
 
4
 
⑭
居
問
う
て
曰
く
‘
荊
王
先
王
の
橙
築
を
秤
て
‘
淫
栗
を
為
誓
扁
口
慮
耶
、
紹
宗
日
、
親
兄
弟
尚
不
レ
可
レ
信
、
何
論
―
―
香

す
‘
敢
て
問
ふ
‘
荊
邦
主
有
り
と
為
す
か
と
。
王
日
く
、
主
火
五
陸
法
和
在
"
江
夏
一
大
治
1

一
兵
艦
ぷ
梁
元
帝
使
1

一
人
止
＞

無
し
と
為
す
と
。
香
居
曰
く
‘
敢
て
問
ふ
‘
荊
邦
臣
有
り
之
、
法
和
曰
‘
求
レ
佛
之
人
‘
登
規
二
王
位
面
芸
炉
空
王
佛

8
 
も
と
為
す
か
と
。
王
曰
く
‘
臣
無
し
と
為
す
と
。
香
居
日
く
、
所
血
ハ
ニ
主
上
1

有
―
―
香
火
因
縁
冨
以
備
1

一
救
應
―
耳
‘
唐
書
、

臣
請
ふ
避
け
ん
と
。
趨
り
て
出
づ
。
王
日
く
、
香
子
留
ま
秦
王
世
民
、
遺
レ
騎
告
＝
突
蕨
突
利
可
汗
1

日
、
爾
往
輿
レ
我

8
 
ー45

れ
、
何
ぞ
寡
人
を
諫
む
る
の
晩
き
と
。
遠
に
尚
書
を
召
盟
、
緩
急
相
救
‘
今
乃
引
レ
兵
相
攻
、
何
無
,
,
香
火
之
情
―

し
て
日
く
‘
之
を
書
け
‘
寡
人
好
ん
で
大
室
を
為
り
、
香
也
。

O
圃
佛
に
供
へ
る
香
を
た
＜
火
。
燒
香
燈
火
。
人
の

4
 

—_ 
香

部

香

寺
廟
に
捧
げ
る
も
の
。
〔
晉
書
‘
箪
道
開
博
〕
形
骸
如
レ
【
香
光
】
8

”炉

O
圃
香
光
荘
殿
の
意
。
心
に
佛
を
念
ず

生
‘
香
火
瓦
器
猶
存
。
〔
繹
門
正
統
‘
四
〕
香
火
之
骰
‘
於
レ
れ
ば
‘
香
氣
が
人
に
染
む
や
う
に
‘
佛
が
吾
が
身
に
憶
持

今
為
レ
盛
。
〔
唐
高
僧
傭
、
一
〕
香
火
梵
昔
‘
慮
拝
唱
導
。
さ
れ
る
の
を
い
ふ
。
〔
榜
穀
経
、
五
〕
子
若
憶
レ
母
如
"
母

〖
香
火
院
〗7
2
5
'

ペ
ク
，
ヮ
菩
提
寺
。
だ
ん
な
で
ら
。
香
華
憶
時
ご
母
子
歴
レ
生
不
―
―
相
違
越
な
右
衆
生
心
憶
レ
佛
念
レ

院
。
〔
委
巷
叢
談
〕
妙
智
奄
、
郎
午
皐
香
火
院
。
〔
西
廂
記
‘
佛
‘
現
前
常
束
必
定
見
レ
佛
‘
去
レ
佛
不
レ
遠
‘
不
レ
椴
↓
一
方

張
君
瑞
閻
ー
道
場
一
雑
劇
〕
這
寺
是
先
夫
相
國
修
造
的
‘
便
↓
自
得
1

「
心
開
一
如
訟
禾
レ
香
人
身
有
1

一
香
氣
丁
此
則
名

是

削

天

娘

娘

香

火

院

。

日

―

―

香

光

荘

骰

↓

〇

明

、

蘊

其

昌

（

9
ー

3
1
4
3
3
:
 1
8
7
)

の

〖
香
火
縁
〗73
焚
ク
ヮ
香
火
因
縁
(
7
6
)に同
じ
。
〔
碁
母
琥
。

潜
‘
涌
公
房
詩
〕
世
界
蓮
花
蔵
、
行
人
香
火
縁
。
【
香
串
]
8
3

読
／
圏
線
香
。
〔
長
生
殿
、
夜
怨
〕
燒
1

一
残
香

〖
香
火
社
〗n
吟
久
ヮ
白
居
易
が
香
山
を
僧
如
涌
と
結
串
云
岱
呂
欲
レ
暮
天
。
「
珠
敦
゜

ん
だ
社
名
。
〔
藷
唐
書
‘
白
居
易
博
〕
以
→
―
刑
部
尚
書
一
致
〖
香
串
兒
〗

8
4
h
s
i
a
n
g
'
c
h
'
u
a
n
4
 
e
r
h

手
に
ま
と
ふ

仕
‘
輿
香
山
僧
如
涌
結
,
,
香

火

社

一

【

香

執

】

岱

な

70／
か
を
り
の
た
か
い
ね
り
ぎ
ぬ
。
〔
剪
燈

〖
香
火
情
〗75
パ
翌
？
香
を
焚
い
て
誓
約
し
た
心
。
〔
唐
餘
話
‘
連
理
樹
記
〕
泳
匝
掩-
1香納
涵
繍
食
誰
輿
共
゜

書
、
突
蕨
上
、
頷
利
博
〕
態
騎
語
突
到
日
‘
爾
往
輿
レ
我
【
香
願
】
86

競
／
釉
佛
に
祈
り
願
ふ
こ
と
。
〔
水
滸
博
‘

盟

‘

急

難

相

助

、

今

墨

香

火

情

耶

。

二

回

〕

我

因

前

日

病

塵

許

―

―

下

酸

棗

門

外

嶽

廟

裏

香

〖
香
火
因
縁
〗7
6

焚
％
彼
と
此
と
契
り
合
ふ
と
い
ふ
願
→

佛
家
の
語
。
古
の
人
、
盟
誓
に
は
多
く
香
火
を
設
け
て
、
【
香
薫
】
87

悶
〇
よ
い
に
ほ
ひ
。
よ
い
か
を
り
。
〔
後
漢

紳
に
告
げ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
北
齊
書
、
陸
法
和
側
〕
法
和
書
‘
皇
后
上
、
明
徳
馬
皇
后
紀
〕
無
1

一
香
薫
之
飾
―
者
‘
欲
l
-

是
求
佛
之
人
‘
尚
不
レ
希
1

一
繹
梵
天
王
坐
虞
「
登
規
1

一
王
身
率
已
下
也
。
●
美
人
の
喩
゜
〔
桃
花
扇
‘
拒
媒
〕
清
江
隔
―
―

位
↓
但
於
二
空
王
佛
所
「
臭
主
上
右
,
,
,
香
火
因
縁
百
芯
4

断
濁
姻
塵
涵
D

署
裏
買
,
,
香
董
芯

人
應
レ
有
報
至
祓
救
援
耳
。
【
香
花
】

8
8
[
•
ウ
唖
佛
に
供
へ
る
香
と
花
。
香
華
(
9
2
)
に

〖
香
火
兄
弟
〗77
匁
琵
遊
女
な
ど
の
互
に
氣
の
合
つ
同
じ
。
〔
華
骰
経
〕
香
花
妙
光
主

1一
豊
神
一
〔
後
分
涅
繋
経
〕

た
者
同
志
が
義
兄
弟
の
約
束
し
た
者
を
い
ふ
。
〔
教
坊
大
衆
各
持
―
―
無
散
香
花
賓
饉
幡
蓋
ー
供
養
。
〔
北
史
、
王
肋

記
〕
坊
中
諸
女
‘
以
―
―
氣
類
相
似
面
忠
竺
香
火
兄
弟
↓
博
〕
天
佛
放
-
1

大
光
明
百
ぞ
香
花
妓
栗
ー
来
迎
レ
之
。

〖
香
火
―
墟
燈
一
蓋
]
7
8琴協
芦
ロ
―
つ
の
香
墟
の
〖
香
花
院
〗89
5グ
ゲ
圃
菩
提
所
。
香
華
院(
9
3
)
に
同
じ
。

火
と
一
貼
の
佛
燈
と
い
ふ
こ
と
で
、
僧
の
住
居
を
い
〖
香
花
嶺
〗

9
0謬
ク
ヴ
山
名
。
湖
南
省
臨
武
縣
の
北
。
一

ふ
。
〔
白
居
易
、
戯

g
碑
レ
経
老
僧
一
詩
〕
香
火
―
遣
燈
一
名
‘
桂
嶺
゜
錫
鎖
の
亜
地
。
〔
清
一
統
志
〕
桂
嶺
在
"
臨

蓋
‘
白
頭
夜
證
佛
名
経
、
何
年
飲
著
聾
聞
酒
、
直
到
二
如
武
縣
北
十
三
里
ぶ
向
八
百
餘
丈
‘
山
勢
雄
博
‘
盤
二
撓
縣

今

酔

未

レ

醒

。

「

わ

。

甜

瓜

。

境

↓

【
香
瓜
】
79

h
s
i
a
n
g
'
k
u
a

—
瓜
の
一
種
。
箕
瓜
。
ま
＜
〖
香
花
供
養
〗
9
1
t況
雁
佛
に
香
花
を
供
へ
て
廻
向

【
香
呆
】
80

”
7
0
0を
ん
な
か
づ
ら
。
芍
翡
の
異
名
。
〔
本
す
る
こ
と
。
〔
金
剛
経
〕
在
在
虞
虞
‘
皆
常
―
―
供
養
百
ぞ
諸

草
、
芍
蒻
〕
繹
名
、
胡
蒻
‘
川
芍
、
香
果
、
山
鞠
蒻
°
〇
た
花
香
一
而
散
1

一
其
虞
一

ち
ば
な
の
賓
゜
〔
日
本
書
紀
‘
垂
仁
天
皇
〕
九
十
年
春
二
【
香
I

華
]
泣
匁
園
香
と
華
゜
佛
に
供
養
す
る
物
。
〔
法
華

月
庚
子
朔
‘
天
皇
命
―
―
田
道
間
守
五
竺
常
世
國
公
n
レ
求
―
―
経
‘
序
品
〕
香
華
伎
栗
‘
常
以
供
養
。

非
時
香
果
公
7

謂
レ
橘
‘
是
也
。
〖
香
華
院
〗

9
3
”
匁
圃
岨
先
の
霰
牌
を
安
置
し
て
‘
香

【
香
會
】
81

り

0
三
月
一
―
十
八
日
、
北
京
で
岳
飛
の
祭
花
を
奉
る
慮
。
だ
ん
な
で
ら
。
菩
提
所
。

に
民
衆
が
各
虞
に
集
合
し
て
催
す
會
゜
〔
月
令
廣
義
〕
三
【
香
桂
】
9
4
"
[

に
ほ
ひ
の
よ
い
桂
の
木
。
〔
元
氏
摘
庭

3
 

月
二
十
八
日
、
燕
京
祭
岳
阿
民
間
各
精
レ
城
集
レ
衆
‘
記
〕
香
桂
為
レ
柱
。

為
香
會
一
男
婦
跳
拝
‘
而
行
者
霞
路
、
呼
レ
佛
振
レ
地
‘
【
香
径
】
9
5
t
9
0
香
草
の
生
え
て
ゐ
る
こ
み
ち
。
〔
戴
叔

043
 

旦

拝

香

↓

〇

寺

の

縁

日

。

倫

‘

遊

・

一

少

林

寺

―

詩

〕

石

寵

苔

鮮

積

、

香

径

白

雲

深

゜

〔

李

1

|
 

四
四
七
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香
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香

四

四
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4
 

賀
‘
神
弦
別
曲
詩
〕
緑
蓋
獨
穿
呆
贔
庄
蹄
、
白
馬
花
竿
前
【
香
軒
】
107

為
鳥
山
輔
門
の
琥
。
鳥
山
香
軒
(
1
2
-
4
6
6
3

花

。

香

槽

旋

滴

珠

千

顆

、

歌

扇

驚

園

玉

一

叢

゜

イ
イ
。
●
呉
王
の
寵
姫
西
施
が
香
草
を
採
っ
た
と
い

4
:6
5
)
を

見

よ

。

【

香

魂

】

118

玲
花
の
精
。
又
、
美
人
の
た
ま
し
ひ
な
ど
を
【
香
疹
[
】
128

h
s
i
a
n
g
1
 
c
h
'
u
a
n
g
1

皮
膚
病
の
一
種
。
か

30

ふ
採
香
径
。
〔
杜
牧
‘
呉
宮
詞
〕
香
裡
逸
,
,
呉
宮
干
千
帆
落
【
香
壺
]
⑬
翌
香
を
入
れ
る
っ
ぽ
。
香
合
。
い
ふ
。
〔
沈
伶
期
、
天
官
雀
侍
郎
夫
人
慮
氏
挽
歌
〕
偕
老
言
さ
。
特
に
小
兒
の
か
さ
。

照
中
。
〔
皮
日
休
、
館
娃
宮
懐
古
詩
〕
弩
憂
雨
壊
逢
1

一
金
鏃
一
【
香
I

湖
】
109

裕
清
、
李
尭
文
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
1
2
6
)

の
琥
。
何
謬
‘
香
魂
事
永
違
゜
〔
李
商
隠
‘
慎
娘
墓
詩
〕
一
自
―
―
香
【
香
箱
】
129

認
香
を
入
れ
る
は
こ
。
か
う
が
ふ
。

香
径
泥
錯
霧
玉
奴
一
〔
陳
羽
呉
城
覧
古
詩
〕
呉
王
菖
國
【
香
菰
】
110

裕
か
ん
ば
し
い
ま
こ
も
。
〔
高
啓
‘
尊
菜
詩
〕
魂
招
不
＞
得
、
祇
應
二
江
上
掲
揮
娼
↓
〔
曾
数
‘
虞
美
人
草
【
香
象
】
130

誘
青
い
色
に
香
氣
を
帯
ぴ
た
象
。
又
‘
菩
藷

水

煙

空

、

香

径

無

レ

人

蘭

葉

紅

。

憶

1

一

共

香

菰

薦

訂

夫

江

葉

艇

中

。

詩

〕

香

魂

夜

逐

―

―

剣

光

1

飛
、
胄
血
化
為
,
,
原
上
草
↓
の
名
。
〔
維
摩
経
注
〕
宵
香
象
也
、
身
出
―
―
香
風
↓
菩
藷
身

【
香
泄
】
96

謬

清

‘

黄

晟
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 ：
 
5
4
6
)

の

0
の
【
香
語
]
岡
t

ゥ
圏
法
會
・
讀
経
な
ど
の
時
‘
導
師
が
香
を
【
香
蔽
】
119

匁
唐
‘
那
州
香
巌
山
の
智
閑
輝
師
‘
涸
山
香
風
、
亦
如
レ
此
也
。
〔
華
巌
経
菩
薩
住
慮
品
〕
北
方
有
二

字

。

つ

ま

ん

で

唱

へ

る

言

葉

。

〔

小

叢

林

略

清

規

、

上

‘

威

の

叢

祐

祠

師

に

就

い

て

契

悟

し

、

法

化

盛

に

行

は

る

。

菩

薩

住

慮

;8二
香
衆
山
五
過
去
諸
菩
藷
‘
常
於
レ
中
住
‘

【
香
葉
】
97

悶
か
を
り
の
た
か
い
く
き
。
〔
白
居
易
、
問
レ
儀
〕
祗
師
祝
聖
回
向
‘
及
住
持
説
法
香
語
等
、
大
衆
皆
死
後
勅
し
て
襲
燈
大
師
と
溢
す
。
〔
宋
高
僧
傭
‘
十
三
〕
。
彼
現
有
一
函
品
空
名
1

一
香
象
↓
有
三
二
千
菩
薩
脊
圏
＿
常
為

友

詩

〕

香

埜

興

―

―

臭

葉

百

夜

倶

長

大

。

去

レ

帽

。

【

香

菜

】

120t~ 

草
の
名
。

O
香
需
の
異
名
。
〔
本
草
、
香
説
レ
法
。
〔
徐
陵
‘
丹
陽
上
庸
路
碑
〕
香
象
之
力
、
持
所
未
レ

【
香
演
】
98

悶

0
川
の
名
。
④
二
源
あ
り
。
西
源
は
白
沙
【
香
口
]lll

謬
鎮
の
名
。
安
徽
省
東
流
縣
の
西
南
。
〔
讀
需
〕
繹
名
、
香
某
、
香
茸
、
香
菜
、
蜜
蜂
草
‘
集
解
、
時
珍
勝
。
〔
王
維
、
和
土
木
中
丞
夏
日
遊
ニ
一
輻
賢
観
天
長
寺
一
詩
〕

河
、
湖
北
省
興
山
縣
の
西
北
の
老
君
山
。
東
源
は
深
渡
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
池
州
府
、
東
流
縣
〕
香
口
鎮
‘
縣
西
曰
‘
香
需
有
―
―
野
生
：
有
二
家
蒔
「
中
州
人
三
月
種
レ
之
‘
呼
積
水
5

げ
香
象
盃
深
山
鳴
―
―
白
鶏
↓

水
‘
興
山
縣
北
の
鳳
凰
井
。
二
源
合
し
、
江
に
注
ぐ
。
一
南
四
十
里
、
西
北
去
え
女
慶
府
望
江
縣
二
ニ
十
里
‘
宋
末
為
―
―
香
菜

i以
充
二
抜
品
→
〇
羅
勒
の
異
名
。
〔
本
草
‘
羅
〖
香
象
渡
河
〗

1
3
1認ザ
、
？
香
象
が
河
を
渡
る
時
は
底
に

名
、
昭
君
渓
゜
〔
太
平
賓
宇
記
〕
興
山
縣
有
二
香
淫
一
郎
王
嘗
移
二
望
江
縣
治
此
ギ
元
復
還
レ
藷
゜
勒
〕
繹
名
、
蘭
香
、
香
菜
‘
醤
子
草
、
時
珍
曰
‘
按
‘
鄭
中
徹
し
、
流
を
戟
つ
こ
と
か
ら
、
評
論
文
字
の
透
撤
し
た

昭
君
所
レ
遊
虞
゜
＠
四
川
省
彰
明
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
【
香
鈎
】
112乃

[

Oか
を
り
の
す
る
鈎
。
う
ま
い
餌
の
つ
記
云
‘
石
虎
講
臼
戸
勒
‘
改
―
―
羅
勒
ふ
号
l

香
菜
「
今
俗
人
喩
。
〔
涅
槃
経
〕
如
彼
訣
レ
河
‘
能
漂
―
―
香
象
↓
〔
傭
燈
録
〕
同

紀
要
‘
四
川
‘
成
都
府
、
綿
州
、
彰
明
縣
〕
香
渓
、
在
,
,縣
い
た
は
り
。
〔
〗
県
徳
秀
‘
魚
計
亭
後
賦
〕
利
欲
之
誘
レ
人
、
呼
為
―
―
瞥
子
草
霊
竪
其
子
込
炉
臀
也
。

O
萱
を
い
ふ
。
在
,
,

佛
所
』
炉
説
二
味
之
法
一
然
所
レ
證
有
―
―
漫
深
↓
璧

西
五
唐
貞
観
七
年
‘
醗
泉
出
1

一
綿
州
之
香
渓
「
是
也
、
今
甚
1

一
香
鈎
之
餌
魚
↓
〇
簾
を
か
け
る
か
ぎ
。
〔
剪
燈
餘
〔
月
令
廣
義
〕
゜
R
梵
萎
(
9
ー

3
0
7
2
7
 :
 3
)

の
俗
稲
。
如
"
免
馬
象
三
獣
渡
＞
河
‘
免
渡
則
浮
‘
馬
渡
及
レ
半
、
象

宜

香

ij堡
↓
入
元
女
縣
界
↓
〇
字
絨
⑦
采
‘
苑
浚
(
9
-
3

話
‘
鸞
鸞
傭
〕
雲
襲
檀
口
柳
眉
麻
乳
織
指
香
鈎
凡
六
首
0

[
香
剤
】
121

苔
墨
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
文
具
‘
墨
〕
徹
レ
底
載
レ
流
。

0
 8
3
4
 :
 5
3
)

の
琥
゜
＠
清
‘
朱
振
祁
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 8
6
5
)【
未
曰g『
】1
1
3翠，
ふ
せ
ご
。
薫
籠
。
〔
宋
尤
‘
寒
食
詩
〕
春
寒
愚
譜
‘
毛
准
洲
作1一
香
剤
一
【
香
稲
~
】

1
3
2
[
[
来
の
異
名
。
〔
韓
愈
．
孟
郊
‘
納
涼
聯
句
〕

の
麗
◎
清
‘
程
夢
星
(
8
ー

2
5
0
 8
1
 :
 2
9
1
)

の
琥
。
不
レ
禁
香
磁
火
、
紅
蟻
青
姻
憶
心
渓
宮
↓
〔
楊
維
禎
‘
楊
妃
【
香
阜
】
122

h
s
 i
a
n
g
'
t
s
a
o

化
粧
石
鹸
。
掃
寛
延
―
鮮
聰
面
吸
冷
漬
采
口
稲
芦
事
物
異
名
録
、
萩
穀
、

〖
香
淡
集
〗99唸
ィ
書
名
。
二
十
二
巻
。
宋
‘
池
浚
撰
゜
俄
詩
〕
天
賓
年
束
窄
杓
留
‘
幾
随
錦
被
暖
香
蕊
。
【
香
草
】

1
2
3均〇
か
を
り
の
よ
い
く
さ
。
芳
草
。
〔
幡
‘
委
〕
詞
林
海
錯
、
韓
愈
詩
‘
納
涼
‘
吸
冷
漬
―
―
香
梢
五
稽
衷

其
の
門
人
高
栴
編
、
詩
文
を
集
め
た
も
の
。
〔
四
唐
提
【
香
谷
】
114

悶

0
香
氣
の
た
だ
よ
ふ
海
。
〔
道
潜
、
直
山
證
器
、
天
子
之
席
五
重
‘
疏
〕
歯
者
藉
↓
―
棺
外
下
↓
褥
用
1

一
也
‘
楚
辞
‘
栢
梁
梢
衷
摯
黄
梁
些
゜

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

雑

興

詩

〕

通

玄

接

香

谷

涎

逼

宵

松

直

。

●

字

琥

°

①

液

色

細

布

盃

『

レ

之

、

毎

将

二

幅

1輻
合
縫
為
レ
嚢
、
将
―
-
【
香
括
]133

h
s
i
a
n
g
'
c
h
'
a
―
線
香
立
。

【
香
閾
】
100t'
伍
か
を
り
の
あ
る
へ
や
。
婦
人
の
室
を
い
晉
‘
慧
氷
（
4
-
1
1
1
1
6
:
 5
)

の
琥
゜
◎
清
‘
任
蘭
枝
(
1
-

4

茅
秀
及
香
草
玉
竺
其
中
面
心
n

一
今
有
1

一
如
糸
褥
一
也
。
〔
説
苑
、
【
香
山
】
134n
パ
〇
山
名
。
①
河
北
省
北
京
市
の
西
北
。

ふ
。
閑
房
。
香
閣
。
〔
陶
翰
、
柳
阻
認
車
＇
鶯
―
詩
〕
乍
使
↓
ー

1
6
:
 2
5
3
)

の
字
。
◎
清
‘
冦
兆
芝
(
9
-
3
0
 8
3
4
 :
 2
4
5
)

の
談
叢
〕
十
歩
之
澤
‘
必
有
呆
昇
竺
十
室
之
邑
、
必
有
―
―
忠
清
の
乾
隆
の
時
、
静
宜
園
を
此
慮
に
建
つ
。
〔
李
景
、
香
山

香
閤
厄
偏
傷
蓮
客
情
一
〔
章
荘
、
贈
1一

姫

人

一

詩

〕

請

字

。

「

の

0
の
琥
。
士
↓
〔
庚
信
、
春
賦
〕
一
叢
香
草
足
レ
凝
レ
人
‘
散
尺
遊
絲
即
記
〕
西
北
重
岡
登
翠
、
中
有
11
道
場
一
日
―
―
香
山
面
~
香
山

看
釈
輿
屈
‘
誰
在
畜
香
闇
→
〖
香
谷
山
樵
〗

1
1
5”パ
誘
清
、
呉
麟
(
2
-
3
3
6
5
:
 4
0
7
)

横
レ
路
。
〇
草
の
一
種
。
か
を
り
ぐ
さ
。
薫
草
の
異
名
。
似
二
以
レ
寺
得
＞
名
、
又
有
,
1

碧
雲
臥
佛
洪
光
諸
刹
さ
帝
京

〖
香
閾
銹
閣
〗IO

I吟
釘
婦
人
の
寝
室
を
い
ふ
。
〔
紅
棲
【
香
國]
1
1
6

琵
〇
圃
佛
の
國
の
名
。
〔
維
摩
経
香
積
佛
〔
爾
雅
‘
繹
草
ぶ
斬
匝
簾
蕪
、
注
〕
香
草
、
葉
小
如

l―
萎
状
→
景
物
略
〕
香
山
多
―
―
名
蹟
→
有

1一
葛
椎
川
丹
井
•
金
章
宗
祭

夢
、
五
回
淫
竺
賓
玉
云
ぎ
一
香
闇
銹
閣
之
中
↓
品
〕
有
レ
國
名
二
衆
香
砿
佛
琥
二
香
積
正
其
國
香
氣
‘
比
二
於
〔
本
草
、
薫
草
、
零
陵
香
〕
繹
名
、
薫
草
、
香
草
、
燕
草
、
黄
星
景
・
護
駕
松
・
感
夢
泉
ぢ
人
有
―
―
棋
盤
・
珊
絵
・
香
遣
諸

【
香
硲
】
102

袴

香

演

(
9
8
)
を
見
よ
。
＋
方
諸
佛
世
界
人
天
之
香
涵
芸
竺
第
一
五
ダ
至
其
界
一
零
草
、
集
解
、
志
日
‘
零
陵
香
生
二
零
陵
山
谷
一
薬
如
―
―
羅
名
↓
◎
山
東
省
東
阿
縣
の
北
、
黄
河
の
北
岸
。
山
下
に

【
香
馨
】
103

h
s
 i
a
n
g
'
h
s
 in 1

利
益
。
得
。
香
應
。
切
、
皆
以
レ
香
作
↓
―
棲
閣
ぢ
碑
行
香
地
↓
苑
園
皆
香
、
其
勒
面
E

越
志
云
、
土
人
名
珈
翌
竺
又
名
,
,
薫
草
面
菜
日
草
鎮
が
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
一
兌
州
府
、
東
平

【
香
視
】
104

謬

獅

子

の

形

の

香

墟

。

獅

子

の

腹

中

を

空

食

"

香

氣

一

周

二

流

十

方

無

量

世

界

一

時

彼

佛

輿

ー

ー

諸

菩

也

。

州

、

東

阿

縣

‘

魚

山

〕

香

山

‘

在

"

縣

北

十

五

里

大

清

河

西

虚
に
し
て
‘
其
の
中
で
香
を
焚
い
て
口
か
ら
姻
が
出
る
藷
一
方
共
レ
食
。
〔
沈
約
、
捨
身
願
疏
〕
雖
,
,果
謝
庵
園
面
飯
〖
香
草
居
〗1

2
4
”
"
サ
ウ
清
‘
李
符(
6ー
1
4
4
5
9:
 7
0
0
)

の

岸

m山
東
北
有
二
交
山
面
ぶ
山
相
封
、
河
出
―
―
其
中
↓
◎
河

や
う
に
作
っ
て
あ
る
。
〔
香
譜
〕
香
獣
以
1

涵
零
ぎ
為
1

疲

非

,

,
香
國
二
而
野
粒
山
疏
‘
可
"
同
喝
』
B

。
●
花
の
國
。

O
の

室

名

。

南

省

賓

豊

縣

の

東

。

も

と

大

珠

山

と

い

ふ

。

⑤

河

南

省

慇
空
レ
中
以
然
香
、
使
1

一
姻
自
レ
ロ
出
百
裟
t
-
―
玩
好
↓
〔
許
月
卿
‘
木
犀
詩
〕
分
封
在
―
―
香
國
↓
堕
仕
得
,
,
黄
裳
→
〖
香
草
齋
〗

1
2
5
苔
ナ
ウ
字
琥
。
●
清
、
黄
任(
1
2| 4
7
9
2
6

洛
陽
縣
の
龍
門
山
の
東
。
唐
の
白
居
易
‘
石
棲
を
香
山

【
香
血
]
⑯
為
美
人
の
血
゜
〔
頼
杏
坪
‘
虞
美
人
草
行
〕
【
香
骨
】
117

焚
〇
美
人
の
ほ
ね
。
〔
杜
甫
、
石
鏡
詩
〕
冥
：
5
2
7
)

の
琥
。

O
清
、
呉
世
賢
(
2ー

3

器
5

:
6
9
7
)

の
琥
。
に
構
へ
、
自
ら
香
山
居
士
と
琥
す
。
世
に
白
香
山
と
梢

香
血
化
生
草
一
根
、
大
風
獨
立
漢
乾
坤
。
｛
莫
憐
→
―
香
骨
ぶ
醤
涸
近
二
玉
顔
一
〔
李
賀
‘
官
街
鼓
詩
〕
漢
〖
香
草
堂
〗

1
2
6
”
、tサ
ヴ
室
名
。
●
消
、
巽
賢
(
1
2
-
4
器
3
7

す
。
⑮
江
蘇
省
呉
縣
の
西
南
、
音
口
。
〔
呉
地
記
〕
呉
王

【
香
肩
】
106

笈
女
の
か
た
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
間
―
―
道
城
黄
柳
映
1

一
新
廉
面
涵
涌
函
藉
―
―
香
骨
↓
〔
楚
小
志
〕
美
：
2
0
)

の
室
名
。

O
清
‘
胡
香
癸
(
9
-
2
9
4
0
0
 :
 4
2
1
)

の

種

香

於

此

涵

竺

美

人
l

采
レ
之
、
故
名
、
下
有
二
采
香
運
一

場
雛
劇
〕
他
那
裏
儘
入
調
戯
輝
5

↓

ー

著

香

肩

「

只

将

レ

花

人

香

骨

‘

化

為

二

車

鹿

↓

●

梅

を

い

ふ

。

〔

寺

門

静

軒

、

室

名

。

通

1

蚕
巖
山
「
今
名
1

説
添
雲
山
北
地
有
下
名
1

一
上
園
下
園
一

笑

撚

。

雪

中

見

レ

梅

詩

〕

香

骨

吟

身

雨

清

絶

、

雲

中

人

射

雪

中

【

香

槽

】

127

琴
湯
風
呂
。
湯
船
。
〔
秦
観
、
中
秋
口
琥
詩
〕
者
訟
日
呉
王
藝
レ
花
虞
也
。
〔
呉
郡
志
〕
香
山
・
脊
口
相
連
、
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労
有
レ
渓
、
名
採
香
遥
↓
今
自
―
―
震
巖
山
望
5

之
、
水
直
録
‘
器
用
、
香
墟
〕
文
房
圏
賛
績
、
商
鼎
‘
字
師
古
‘
琥
―
―
香

如
レ
矢
‘
故
俗
又
名
,
,
箭
径
↓
《
派
汗
i

省
慈
硲
縣
の
東
北
。
山
道
人
↓

香
草
の
産
地
。
®
廿
粛
省
中
衛
縣
の
南
。
〶
廣
東
省
中
〖
香
山
適
園
〗

1
4
2
”5
1
7
'京
都
の
人
。
名
は
彰
。
字
は
吉

山
縣
。
香
墟
山
(
3
4
4
)
を
見
よ
。
⑪
佛
経
に
香
山
あ
り
。
甫
。
通
捨
は
大
學
゜
琥
は
適
園
。
寛
政
七
年
七
月
十
八
日

雪
山
の
北
。
雪
山
は
須
禰
山
‘
即
ち
今
の
喜
馬
拉
雅
山
。
歿
す
、
年
四
十
七
。
村
瀬
拷
亭
に
師
事
す
。
書
に
巧
。
著

香
山
は
‘
蓋
し
今
の
脱
蘭
斯
喜
馬
拉
雅
い
だ
[
山
で
あ
ら
に
適
園
籠
録
．
東
聞
奄
集
初
編
●
東
隅
香
集
二
編
・
東
瀧

う
。
〔
観
佛
三
昧
海
経
〕
雪
山
有
レ
樹
、
名
桟
伽
陀
瓦
果

i

奄
集
聞
見
抄
録
・
六
代
味
物
詩
纂
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述

甚
大
‘
其
核
甚
小
‘
惟
其
本
末
、
従
↓
―
香
山
1

来
、
以
l

一
風
力
目
録
後
篇
〕
。

故
五
げ
至
雪
山
二
〇
縣
名
。
宋
、
置
く
。
廣
東
省
中
山
〖
香
山
南
濱
〗

1
4
3
箕
5
ノ
安
藝
の
人
。
名
は
盤
臣
。
字
は

縣
゜
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
‘
廣
州
府
‘
縣
十
四
、
香
爾
公
。
通
梢
は
修
蔵
。
琥
は
南
濱
。
安
政
四
年
歿
す
、
年

山
。
参
字
琥
゜
①
清
‘
揮
本
初
（
4
-
1
0
8
5
7
:
 1
8
)

の
琥
。
五
十
九
。
官
は
廣
島
藩
儒
。
著
に
欺
希
範
・
學
範
・
漁
隠

＠
清
‘
朱
承
錫
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 8
6
1
)

の
琥
。
◎
清
‘
陳
政
放
言
・
経
史
音
義
・
孝
経
解
・
孝
経
昔
訓
正
訛
・
五
蔵
因

（
陽
湖
の
人
）
（

11
-
4
1
6
9
8
 :
 3
9
0
)

の

0
の
字
。
＠
清
‘
論
・
左
氏
博
考
・
史
記
琲
解
・
蕉
雨
堂
経
説
・
酔
談
・
孫
子

趙
振
芳
(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 7
0
4
)

の
字
。
命
）
清
、
装
律
度
(
1
0

参
・
長
夜
話
・
文
法
評
議
・
列
子
通
解
・
六
経
解
義
・
呂
曾

ー

3
4
3
6
2
:
 1
4
1
)

の
琥
。

8
石
川
安
貞
の
琥
。
石
川
香
山
解
・
論
語
琢
・
論
語
仁
考
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著

(
8
-
2
4
0
2
4
 :
 4
7
3
)
を
見
よ
。

e弄
部
鳴
の
琥
。
井
部
香
逃
目
録
〕
。

山
(
1
ー

2
5
8
:
 1
5
3
)
を
見
よ
。
働
認
大
和
國
に
在
る
山
。
〖
香
山
老
人
〗14

4
認
[
グ
宰
門
影
啓
四
史4
t
1
゜
o
゜
3
·
・
1
4
 

〔
萬
葉
集
〕
。

2
)

の
琥
°

〖
香
山
寺
〗13

5
砂
t

寺
の
名
。O
河
北
省
北
京
市
の
西
【
香
馘
】1

4
5
h
s
i
a
n
g
'
t
'
s
u
a
n
4

香
氣
が
透
達
す
る
。

北
の
香
山
の
上
。
香
山
●
の
④
を
見
よ
。
●
河
南
省
洛
【
香
子
】
148

岱
〇
城
の
名
。
廿
粛
省
導
河
縣
の
地
方
。
〔
宋

陽
縣
の
西
南
。
唐
の
白
居
易
に
修
香
山
寺
記
が
あ
る
。
史
、
苗
授
博
〕
王
紹
取
西

E
央
授
為
―
―
先
鋒
↓
破
―
―
香
子

〔
明
一
統
志
〕
香
山
寺
、
在
,
,
河
南
府
城
西
南
龍
門
面
唐
白
城
五
竺
河
府
ぶ
心
雖
レ
敗
‘
氣
尚
鋭
、
罰
菌
-
―
香
子
百
盆
竺

居
易
記
1

一
龍
門
十
寺
遊
観
之
盛
云
香
山
為
レ
冠
。
蹄
師
戸
竺
云
‘
授
奮
撃
敗
レ
之
。

O
香
居
を
親
し
ん
で
い

〖
香
山
集
〗1

3
6
吟
？
書
名
。
十
六
巻
。
宋
、
喩
良
能
撰
°
ふ
。
香
居

(
6
3
)
を
見
よ
。

僅
か
に
詩
が
あ
る
だ
け
で
文
が
無
い
。
〔
四
庫
提
要
‘
[
香
市
】
147

洛
＿
商
人
が
香
物
を
賣
買
し
た
慮
。
今
‘
俗
に

集

、

別

集

類

〕

。

佛

寺

に

参

詣

し

て

香

を

進

め

る

者

が

衆

＜

、

市

を

な

す

〖
香
山
人
〗1

3
7
”
ク
ン
／
中
山
象
先
の
琥
。
中
山
高
陽
゜
如
き
を
い
ふ
。
〔
述
異
記
‘
下
〕
日
南
有
―
―
香
市
涵
g
人
交
"

〖
香
山
場
〗1

3
8
”
t
t／
地
名
。

O
四
川
省
―
二
台
縣
の
東
易
諸
香

1虞
。
〔
成
都
古
今
記
〕
正
月
燈
市
‘
―
一
月
花
市
、

南
‘
浩
江
の
北
岸
。

O
廣
東
省
中
山
縣
の
東
南
。
三
月
露
市
、
四
月
錦
市
、
五
月
扇
市
、
六
月
香
市
、
七
月

〖
香
山
居
士
〗1

3
9”
臼
ザ
／
唐
の
白
築
天
の
別
琥
゜
〔
藷
唐
七
賓
市
、
八
月
桂
市
、
九
月
薬
市
、
十
月
酒
市
、
十
一
月

書
、
白
居
易
博
〕
會
昌
中
云
云
、
以
1

刑
部
尚
書
一
致
仕
‘
梅
市
、
十
二
月
桃
符
市
。

良
香
山
僧
如
洒
結
否
火
杖
毎
肩
輿
往
来
、
白
衣
鳩
【
香
紙
】
148

バ
ゥ
香
と
紙
錢
。
〔
琵
琶
記
‘
乞
弓
尋
レ
夫
〕
展

使

、

自

稲

―

香

山

居

士

↓

開

呉

レ

他

燒

―

―

些

香

紙

↓

〖
香
山
崇
峰
〗1

4
0芯炉
播
磨
の
人
。
名
は
大
常
。
字
は
【
香
匙
】1

4
9
啜
香
道
具
の
一
。
組
香
の
本
香
な
ど
を
す

國
典
。
琥
は
崇
峰
。
寛
保
年
間
の
人
。
郷
里
に
教
授
く
ひ
取
る
に
用
ひ
る
さ
じ
。
か
う
さ
じ
。
か
う
す
く

す
。
後
、
伊
勢
長
崎
侯
に
仕
ふ
。
著
に
赤
穂
義
人
始
末
•
ひ
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
六
〕
香
遣
賓
子
香
匙
灰
匙
火
箸
燭

崇
峯
遺
稿
・
播
磨
名
山
志
・
播
磨
風
土
記
補
訣
が
あ
る
。
壼
燭
刀
‘
皆
以
レ
金
為
レ
之
。

〔
近
代
著
進
目
録
後
篇
〕
·
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃
目
[
香
絲
】

l
s
o
パ
ヴ
•
製
の
異
捨

o

〔
李
賀
ヽ
美
人
楡
品
頭
歌
〕

録

〕

。

一

編

香

絲

雲

撒

地

‘

玉

紋

落

虞

無

レ

臀

腿

●

柳

條

の

〖
香
山
道
人
〗
悶
竺
ク
香
墟
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
形
容
。
〔
白
居
易
、
池
邊
詩
〕
柳
老
香
絲
宛
、
荷
新
細
扇

|

l

 

香

部

香

圃

。

【

香

賓

】

162

認
〇
か
ん
ば
し
い
賓
。
〔
蘇
拭
、
王
仲
至
侍

【
香
資
】
151

h
s
i
a
n
g
'
t
z
u
'

香

料

。

御

布

施

。

郎

見

レ

患

稗

括

細

1
-

―
之
證
曹
北
垣
下
1

今
百
餘
日
芙
蔚

【
香
輻
】
152

匁
う
つ
く
し
い
く
る
ま
。
婦
人
の
車
を
い
然
有
,
,
生
意
一
喜
而
作
詩
〕
仙
風
振
舌
向
標
一
香
賓
隕
示
＇

ふ
。
〔
長
生
殿
密
誓
〕
俺
這
里
乍
掬
―
―
錦
字
「
暫
駕
采
品
烹
林
↓
●
梱
賓
。
か
や
の
み
。

【
香
兒
】
153

匁
唐
の
元
載
の
妓
な
る
砕
瑶
英
の
綽
琥
。
【
香
車
】
163

認

0
美
し
い
車
。
〔
李
邑
‘
春
賦
〕
跨
二
浮
雲

芳
香
の
あ
る
子
供
の
意
。
〔
叙
小
志
〕
元
載
妓
砕
瑶
英
、
之
賓
騎
“
竺
流
水
之
香
車
↓
〔
虞
照
鄭
、
行
路
難
詩
〕
春
景

幼
以
―
―
香
屑
1

親
飲
孟
吠
之
百
K
而
肌
香
、
故
名
―
―
香
兒
一
春
風
花
似
レ
雪
、
香
車
玉
肇
恒
闇
咽
。
〔
慮
照
郡
、
長
安
古

【
香
餌
]154

匁
か
を
り
の
よ
い
ゑ
さ
。
轄
じ
て
、
人
を
お
意
詩
〕
長
安
大
道
連
―
―
狭
斜
一
青
牛
白
馬
七
香
車
。
●
婦

ぴ
き
よ
せ
る
た
め
に
提
供
す
る
利
益
。
よ
い
條
件
。
〔
堕
人
の
車
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
、
楔
消
〕
堪
レ
恨
、
税
1

一
視
皇

鐵
論
‘
褻
賢
〕
故
香
餌
非
レ
不
レ
美
也
、
亀
龍
聞
而
深
蔵
、
親
盃
戸
香
車
行
虞
↓
●
戦
國
‘
齊
の
香
居
(
6
3
)

の
一
名
。

鸞
鳳
見
而
高
逝
者
、
知
・
―
其
害
ヮ
身
也
。
〔
説
苑
、
尊
賢
〕
R
心
芍
将
基
の
駒
の
名
。

見
有
香
餌
而
不
レ
能
レ
致
者
、
害
レ
之
必
也
。
〖
香
車
賓
馬
冨
席
心
ャ
車
馬
の
華
美
な
さ
ま
。
〔
張

〖
香
餌
下
必
有
二
死
魚-
]
1
5
5
g

”C
パ5
ヨ
ア
リ
魚
は
香
ば
説
、
安
架
郡
主
花
燭
行
詩
〕
商
女
香
車
珠
結
レ
網
、
天
人

し
い
ゑ
さ
に
釣
ら
れ
て
死
す
。
利
に
い
ざ
な
は
れ
て
賓
馬
玉
繁
レ
棲
゜
〔
草
應
物
‘
長
安
道
詩
〕
賓
馬
横
来
下
―
―

身
を
滅
ぽ
す
喩
゜
〔
三
略
、
上
略
〕
香
餌
之
下
、
必
有
二
死
建
章
一
香
車
卸
韓
避
,
,
馳
道
↓

應

重

賞

之

下

、

必

有

二

勇

夫

↓

【

香

樹

】

165

盆
か
を
り
あ
る
｀
つ
て
な
。
〔
錢
起
、
登
―
―
勝

【
香
洲
】
156

盆
地
名
。
一
名
、
前
山
塞
。
廣
東
省
中
山
縣
果
寺
南
棲
―
雨
中
望
l

一
般
協
律
一
詩
〕
林
端
捗
1

一
香
樹
奎
K

の
南
‘
澳
門
の
北
。
洲
中
諸
異
香
を
出
す
と
い
ふ
。
〔
述
外
遅
ふ
苓
竺

異
記
、
下
〕
香
洲
在
l

―
朱
崖
郡
面
洲
中
出
―
―
諸
異
香
な
仕
往
【
香
様
】
函

Ê果
物
の
名
。
芭
果
。
〔
憂
潰
随
筆
〕
香
様
‘

不

レ

知

レ

名

焉

。

大

如

―

―

難

子

ご

味

甘

‘

色

黄

‘

其

根

在

レ

核

、

騎

人

呼

為

1-tu

【
香
臭
】
157

謬
〇
に
は
ひ
。
か
を
り
。
〔
荀
子
、
正
名
〕
香
果
↓

臭
呑
鬱
麗
操
洒
酸
奇
臭
、
以
レ
鼻
異
゜
〔
注
〕
氣
之
應
レ
鼻
【
香
林
]166

心
炉
香
木
で
つ
く
っ
た
林
。
〔
合
璧
事
類
〕
隋

者
為
レ
臭
、
故
香
亦
謂
1

一
之
臭
↓
●
か
ん
ば
し
い
こ
と
と
湯
帝
観
文
殿
前
雨
廂
、
為
1

一
堂
各
十
二
間
一
堂
中
毎
レ
間

く
さ
い
こ
と
。
香
氣
と
臭
氣
゜
〔
易
林
〕
鼻
目
易
レ
虞
、
不
レ
十
二
賓
樹
、
前
設
↓
―
五
方
香
林
ぶ
成
―
―
貼
金
玉
珠
翠
一
毎
1-

知
香
臭
↓
〔
張
九
齢
‘
維
詩
〕
生
性
荀
不
レ
夭
、
香
臭
誰
駕
至
一
則
宮
中
撃
香
墟
五
在
和
翌
凹
行
。
〔
異
苑
〕
沙
門

為

レ

中

。

支

法

存

有

,

,

八
尺
汎
香
林
一
〔
酉
賜
雑
俎
‘
忠
志
〕
安
誅
山

〖
不
レ
知
香
臭
―
〗1

5
8
砕
裕
ヲ
芳
し
い
こ
と
と
臭
い
こ
恩
寵
莫
レ
比
、
錫
資
無
散
‘
其
所
レ
賜
品
目
、
有
―
―
帖
白
檀

と
を
知
ら
な
い
。
可
否
善
悪
の
別
を
耕
じ
得
な
い
こ
と
香
林
↓

を
い
ふ
。
〔
易
林
〕
鼻
目
易
レ
慮
、
不
レ
知
1

香

臭

↓

【

香

廠

]167

心
炉
地
名
。
北
京
の
正
陽
門
大
街
の
西
南
。

【
香
徹
]159

魯
酒
の
異
栂
〔
林
逍
‘
山
中
冬
日
詩
〕
香
明
代
の
寝
園
と
い
ふ
。

裔
獨
酌
聯
為
レ
壽
、
心
性
此
塁
芳
興
亦
闇
。
【
香
塵
]168

べ
炉
獣
の
名
。
爵
(
1
2
-
4
7
6
8
2
)

の
異
名
。

【
香
菜
】
ゅ
認
草
の
名
。
香
禰
の
異
名
。
〔
本
草
、
香
蒋
〕
〔
本
草
‘
爵
〕
繹
名
、
射
父
、
香
霊
、
時
珍
日
‘
爵
之
香
氣
遠

繹
名
、
香
某
、
香
茸
、
香
菜
、
蜜
蜂
草
。
射
‘
故
謂
一
古
澁
竺
或
云
‘
爵
父
之
香
来
射
、
故
名
、
亦
通
‘

【
香
室
】
161

偽
●
長
安
の
街
の
名
。
〔
三
輔
黄
圏
‘
一
―
‘
長
其
形
而
5

レ
睾
‘
故
俗
呼
采
品
竺
梵
書
謂
―
―
爵
香
[
I
二莫

安
八
街
九
陪
〕
有
―
―
香
室
街
↓
●
圃
佛
の
居
室
。
韓
じ
て
、
詞
婆
伽
一

寺
院
内
に
あ
る
佛
殿
の
異
稲
゜
〔
毘
奈
那
雑
事
、
二
十
六
【
香
城
】
169

盆’

O
立
派
な
城
。
〔
江
穂
‘
建
初
寺
墳
法
師

註
〕
西
方
多
佛
所
住
堂
ぢ
曼
健
陀
倶
知
ぢ
;
a
n
d
h
a
k
u
t
i

碑
〕
禦
―
―
賓
車
之
跡
盃
些
香
城
之
路
↓
〔
梁
武
帝
‘
摩
詞
般

5
 

健
陀
是
香
‘
倶
知
是
室
‘
此
是
香
室
香
憂
香
殿
之
義
‘
若
懺
文
〕
同
到
采
自
城
面
ハ
見
1
1

賓
憂
↓
●
城
の
名
。
挟
西
省

云
云
‘
然
名
貸
佛
堂
佛
殿
―
者
、
斯
乃
不
レ
順
,
,
西
方
意
―
朝
邑
縣
の
束
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
西
安
府
、
同
州
、

04

也

。

朝

邑

縣

〕

香

城

、

在

―

―

縣

東

面

汝

g

時
‘
劉
裕
伐
レ
秦
、
王
鎮

13

|
 

四
四
九



(44518・ ・170) (44518・ ・205) 

香

部

香
|

_

 

悪
帥
永
軍
自
レ
河
入
レ
渭
‘
趨
展
安
↓
秦
将
眺
難
自
↓
―
而
小
、
九
月
開
二
紫
花
一
成
レ
穂
、
有
,
1

細
子
細
葉
者
「
僅
高
水
一
故
‘
行
者
三
業
清
浮
゜
〔
大
日
経
疏
、
五
〕
胴
1

一
和
香

香
城

E
ハ
レ
兵
而
西
‘
鎮
悪
追
レ
之
‘
是
也
、
胡
氏
日
、
香
城
散
寸
‘
葉
如
11
落

帯

葉

一

即

石

香

幕

也

。

水

冨

ぞ

鬱

金

龍

腺

栴

檀

等

種

種

妙

香

↓

在

渭

水

之

北

、

蒲

津

之

口

↓

【

香

野

こ

178g
清
、
曾
廷
枚
(15
-
1
4
2
9
9
 ：
 
2
1
9
)の
琥
。
〖
香
水
行
〗

1
8
8
”
”
ス
ィ
湯
屋
。
風
呂
屋
。
〔
通
俗
編
‘
藝
術
，

〖
香
城
居
士
]
1
7
0

立
匁
ャ
ゥ
清
、
田
霰
(
7
|2
1
7
2
3
 :
 2
5

【
香
乗
】
179

戌
炉
書
名
。
一
―
十
八
巻
。
明
、
周
嘉
冑
撰
゜
凡
香
水
行
〕
耐
得
翁
都
城
紀
勝
、
七
賓
謂
―
―
之
骨
菫
行
硲
m

4
)

の

鷺

て

香

の

名

品

・

製

法

・

典

故

・

藝

文

な

ど

に

つ

い

て

一

々

堂

謂

―

―

之

香

水

行

↓

【
香
主
】
171

h
s
i
a
n
g
'
c
h
u
3

あ
と
と
り
。
詳
述
し
、
香
事
を
考
へ
る
者
の
必
讀
書
と
さ
れ
た
。
〔
四
〖
香
水
花
〗

1
8
9
”
心
ス
ィ
落
葉
灌
木
で
原
産
は
獣
洲
゜
薔
薇

【
香
姓
】
172

翌

香

の

ひ

と

く

ゆ

り

。

〔

陸

編

蒙

‘

華

陽

巾

庵

提

要

‘

子

、

譜

録

類

〕

。

に

似

て

ゐ

る

か

ら

、

西

洋

薔

薇

と

も

い

ふ

。

花

辮

を

以

詩
〕
須
L

是
古
壇
秋
嘴
後
、
静
林
空
香
注

m-＊
寒
星
3

【
香
茸
】
180

パ
炉
香
鶯
の
異
名
。
香
禰
(
1
7
7
)
を
見
よ
。
て
油
を
取
り
、
香
水
を
製
す
。

【
香
珠
】1

7
3翌
香
泥
を
捏
ね
て
巴
豆
状
と
し
‘
琉
璃
珠
【
香
色
】

1
8
1玲
ク
香
と
色
。
又
、
香
氣
。
か
を
り
。
〔
白
居
〖
香
水
錢
〗

1
9
0
5
パ
ス
イ
雁
僧
の
税
錢
を
い
ふ
。
〔
宋
高
僧

を
雑
へ
て
色
絲
に
貫
い
た
珠
散
。
交
址
に
産
す
。
又
、
香
易
‘
呉
櫻
桃
詩
〕
含
桃
最
説
出
―
―
東
呉
一
香
色
鮮
稜
氣
味
博
‘
八
〕
僧
税
レ
婚
‘
謂
1

一
之
香
水
錢
↓

木
を
離
つ
て
作
る
も
の
も
あ
る
。
大
抵
毎
串
十
八
枚
の
殊
。
〔
砕
能
、
桃
花
詩
〕
香
色
自
レ
天
種
、
千
年
登
易
レ
逢
゜
〖
香

I水
曲
圏
〗19
1
”
パ
ス
イ
草
の
名
。
ふ
ぢ
ば
か
ま
。
蘭
草
の

珠
か
ら
成
り
、
夏
日
之
を
凧
ぴ
て
械
を
辟
け
る
。
或
は
【
香
I
~淘
】1
8
2認ク
香
と
蟻
燭
゜
〔
温
庭
跨
‘
池
塘
七
夕
詩
〕
異
名
。
〔
本
草
、
蘭
草
〕
繹
名
、
香
水
闊
‘
志
日
‘
時
人
霙
レ

十
八
子
と
も
い
ふ
。
〔
桂
海
虞
衡
志
、
香
志
〕
香
珠
出
和
〈
香
燭
有
レ
花
妨
え
倍
燕
「
藍
屏
無
レ
睡
待
―
―
牽
牛
↓
水
以
浴
レ
風
、
故
又
名
―
―
香
水
蘭
↓

趾
「
以
―
―
泥
香
担
成
ホ
巴
豆
吠
琉
璃
珠
間
レ
之
、
採
絲
【
香
信
】
!
!
h
s
i
a
n
g
1
 
h
s
i
n
•火
で
乾
燥
し
た
椎
競
。
〖
香
水
梨
〗
1
9
2
"
ウ
ス
イ
梨
の
一
種
。
水
梨
。
〔
本
草
、
梨
〕
集

貫
レ
之
、
作
↓
―
道
人
散
珠
了
人
↓
―
省
地
1

賣
、
南
中
婦
人
好
【
香
薪
】
184

岱
香
木
を
薪
に
す
る
こ
と
。
〔
徐
陵
‘
東
陽
解
、
時
珍
日
、
梨
有
―
―
青
黄
紅
紫
四
色
↓
乳
梨
、
即
零
梨
‘

帯
乏
゜
〔
温
庭
跨
‘
夜
宴
謡
〕
亭
亭
蟻
涙
香
珠
残
、
暗
露
雙
林
寺
博
大
士
碑
銘
〕
寧
焚
1

一
軟
昼
盃
汐
燎
―
―
香
薪
↓
怪
梨
‘
即
綿
梨
、
消
梨
、
即
香
水
梨
也
。
〔
直
省
志
書
、
蘭

瞭
風
羅
幕
寒
。
〔
通
俗
編
、
服
飾
、
香
珠
〕
洪
挑
香
譜
‘
=
-
【
香
汎
】
185

匁
お
寺
ま
ゐ
り
の
時
節
。
州
〕
土
産
金
瓶
梨
・
香
水
梨
・
難
腿
梨
・
酵
密
梨
゜

洞
珠
嚢
以
二
雑
香
丘
向
レ
之
、
丸
如
二
梧
桐
子
大
涵
纏
穿
レ
【
香
笠
】
186

匁
椎
茸
。
春
夏
秋
皆
あ
り
、
楢
裸
梱
等
の
【
香
萎
】
g

”5

草
の
名
。
こ
え
ん
ど
ろ
。
胡
萎
の
異
名
。

之
‘
此
一
二
皇
異
元
之
香
珠
也
。
樹
皮
に
寄
生
す
る
。
又
、
人
工
で
種
殖
す
る
こ
と
が
出
〔
本
草
、
胡
萎
〕
繹
名
、
蔵
器
日
、
沿
人
呼
―
―
胡
姿
歪
『
二
香

【
香
酒
】
174

袋
か
ん
ば
し
く
て
よ
い
さ
け
。
〔
易
、
震
‘
来
る
。
〔
本
草
、
香
輩
〕
集
解
、
穎
曰
‘
香
競
生
―
―
深
山
爛
姿
↓

子

喪

七

塁

注

〕

七

所
n

―
以
載
鼎
｛
貫
圏
香
酒
奉
素
楓
木
上
「
小
,
,
於
菌
面
薄
黄
黒
色
、
味
甚
香
美
最
為
―
―
佳
【
香
井
]194

翌
河
南
開
封
縣
城
東
の
封
輝
寺
に
あ
る
大

廟
之
盛
也
。
〔
荀
子
、
大
略
〕
正
君
漸
秘
香
酒
討
1

護
品
↓
〔
廣
菌
譜
、
香
輩
〕
香
競
生
―
―
桐
柳
棋
棋
木
上
涵
紫
色
き
さ
三
石
を
容
れ
る
鐵
香
遣
。
〔
清
異
録
〕
沐
州
封
祠

而
得
匝
゜
〔
元
好
問
、
贈
1ー
王
仙
翁
道
成
1
詩

〕

憑

君

剰

者

名

1一
香
競
↓
字
従
レ
草
従
レ
翠
‘
箪
‘
延
也
、
笠
味
続
‘
永
寺
有
―
―
鐵
香
遣
工
大
容
き
云
二
都
人
目
レ
之
、
日
-1
香
井
一
)

酔

浮

禾

品

只

梁

苑

而

今

不

レ

算

レ

春

。

有

1

一

票

延

之

意

↓

【

香

生

】

195

謬
〇
よ
い
に
ほ
い
が
お
こ
る
。
〔
韓
促
、
香

【
香
樹
[
]
1
7
5

拉
〇
か
を
り
の
よ
い
木
。
芳
樹
。
〔
列
仙
博
‘
[
香
水
】
1
8
7
5
[
O
ょ
い
に
ほ
ひ
の
す
る
泉
の
名
。
又
‘
川
奮
詩
序
〕
咀
二
五
色
之
震
芝
一
香
生
,
,
九
祓
面
咽
三
二
危
之

園
客
〕
一
旦
有
―
―
五
色
蛾
↓
止
―
―
其
香
樹
末
↓
〔
張
説
、
寒
の
名
。
江
蘇
省
呉
縣
の
南
に
あ
っ
た
香
水
渓
は
有
名
。
瑞
露
↓
春
動
―
―
七
情
↓
〔
元
好
問
、
南
冠
行
〕
香
生
春
動
―

食
詩
〕
睛
空
敷
雲
貼
‘
香
樹
百
風
揺
。
●
清
、
錢
陳
畏

(11

〔
述
異
記
、
上
〕
一
説
、
香
水
在
,
,
井
州
谷
六
水
香
潔
‘
浴
レ
詩
成
‘
瑞
露
震
芝
涌
盃
忠
戸
↓
●
清
‘
郭
吉
桂

(11ー
3
9
4
7

-
4
0
5
6
3
 :
 3
9
2
)

の

琥

。

「

の

琥

。

之

去

レ

病

‘

呉

故

宮

亦

有

1

一
香
水
淫
ぢ
俗
云
、
西
施
浴
虞
‘

4

:
2
6
4
)

の
字
。

〖
香
樹
齋
〗1

7
6
謬
/
ュ
消
、
錢
陳
墾(
1
1|
 4
0
5
6
3
 :
 3
9
2
)

人
呼
為
二
脂
粉
塘
面
k

王
宮
人
濯
-
―
粧
於
此
淡
上
源
云
ぎ
【
香
西
】
196

翌
姓
氏
。
〔
明
治
新
撰
姓
氏
録
〕
。

【
香
需
】
m
苫
草
の
名
。
埜
は
方
形
、
葉
は
長
卵
形
で
鋸
今
馨
香
、
古
詩
云
‘
安
得
1

一
香
水
泉
一
濯
l

一
郎
衣
上
塵
一
【
香
栖
】
197

翌
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

歯
あ
り
、
秋
穂
状
の
白
花
を
開
き
、
香
氣
強
烈
な
野
生
魏
武
帝
陵
中
亦
有
レ
泉
‘
謂
―
―
之
香
水
→
〔
呉
郡
志
〕
香
水
【
香

I
伍
~
】19
8
認
芭
蕉
の
果
賓
。
バ
ナ
ナ
。
亜
細
亜
の
熱

の
植
物
。
埜
葉
と
も
に
葵
用
と
す
る
。
香
某
。
香
茸
。
香
渓
在
二
呉
故
宮
中
一
俗
云
―
―
西
施
浴
慮
一
人
呼
為
―
―
脂
粉
帯
地
に
産
す
。
甘
蕉
。
〔
直
省
志
書
、
番
馬
縣
〕
子
不
―
―

菜
。
〔
本
草
、
香
藷
〕
塘
「
呉
王
宮
人
濯
蔽
於
此
墜
〔
明
一
統
志
〕
香
水
淫
倶
生
花
、
不
―
―
倶
落
藪
月
、
方
熟
有
,
,
~

牙
黄
牙
香
蕉

二
〗
闘
[
[
[
[
〗
冒
閾
畠
亨

四
五
〇|
 

積
寺
在
子
午
谷
正
北
五
翌
昆
明
池
鏑
水
猜
源
之
虞
商
）

46

四
川
省
縣
陽
縣
の
東
雲
峯
山
。
〔
杜
甫
‘
渚
城
縣
香
積
寺

30

官
閣
詩
〕
寺
下
春
江
深
不
レ
流
、
山
腰
官
閣
逍
添
レ
愁
。

0
ー

廣
東
省
博
羅
縣
の
西
。
〔
蘇
拭
‘
遊
1

一
博
羅
香
積
寺
一
詩

序
〕
寺
去
レ
縣
七
里
、
三
山
大
牙
‘
宍
道
皆
美
田
‘
萎
禾

甚
茂
、
寺
下
裕
水
、
可
レ
作
―
―
碓
磨
↓
●
圏
吟
ク
衆
香
世

界
の
佛
名
。
韓
じ
て
、
寺
院
の
僧
蔚
を
い
ふ
。
〔
事
物
異

名
録
‘
佛
秤
、
僧
尉
〕
維
摩
経
、
僧
含
尉
曰
―
―
香
積
↓
〔
故

事
成
語
考
‘
繹
道
鬼
紳
〕
香
積
尉
、
僧
家
所
レ
備
。

〖
香
積
尉
〗2

0
1
翠
万
寺
院
の
壷
所
。
く
り
。
庫
裏
。
寺

男
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
間
道
場
雑
劇
〕
開
―
―
了
佛
殿
鐘

棲
塔
院
羅
漢
堂
香
積
厨
↓
〔
琵
琶
記
‘
寺
中
遺
レ
像
〕
香
積

尉
中
‘
獣
迄
逗
蝉
蜆
食
法
喜
食
↓

〖
香
積
之
飯
〗2

0
2
匁
…
ヤ
ク
ノ
香
積
如
来
の
食
物
を
い
ふ
。

飯
香
普
＜
薫
し
て
三
千
大
千
世
界
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
香

飯
゜
〔
維
摩
経
香
積
品
〕
於
レ
是
香
積
如
宋
‘
以
―
―
衆
香
鉢
↓

盛
満
香
飯
興
化
菩
薩
↓
〔
徐
陵
‘
諫
深
法
師
罷
臨
逗

書
〕
身
無
,
,
執
作
之
芳
↓
口
餐
二
香
積
之
飯
↓

[
香
刹
】
畑
焚
寺
を
い
ふ
。
〔
碁
母
潜
‘
餌
龍
興
寺
一
詩
〕

香
刹
夜
忘
レ
蹄
、
松
青
古
殿
扉
゜
〔
白
居
易
‘
題
1

一
東
武
丘

寺
工
ハ
韻
詩
〕
香
刹
看
非
レ
遠
‘
祇
園
入
始
深
。

[
香
雪
】
201

裕
〇
か
を
り
の
あ
る
雪
。
白
い
花
の
形
容
。

〔
李
商
隠
‘
小
桃
園
詩
〕
暗
久
開
粉
薄
‘
舞
多
香
雪
翻
゜

〔
韓
促
、
和
，
呉
子
華
侍
郎
令
狐
昭
化
含
人
歎
1

一
白
菊
衰

謝
之
絶
去
云
詩
〕
正
憐
香
雪
飛
一
千
庄
忽
絣
残
霞
覆
1-

一
叢
↓
〔
黄
庚
、
春
寒
詩
〕
怪
得
晩
来
風
力
勁
、
涌
階
香
雪

落
黎
花
。
〔
蘇
献
‘
月
夜
輿
レ
客
飲
二
酒
杏
花
下
―
詩
〕
花

間
置
レ
酒
清
香
登
‘
争
挽
1

一
長
條
立
竺
香
雪
↓
●
茶
の
異

名。

O
湖
堅
三
勝
地
の
西
淡
の
梅
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名

録
‘
花
丼
、
梅
〕
湖
濡
雑
記
‘
湖
壁
有
王
二
勝
地
盃
西
渓
之

梅
名
曰
―
―
香
雪
↓
R
字
琥
°
①
清
、
曹
學
詩
(
6
ー

1
4
2
9
7
:
 

2
0
 
6
)

の
琥
゜
＠
清
、
時
銘
(
6
ー

1
3
8
9
0
:
 4
0
2
)

の
琥
。

8

清
、
程
媚
(
8ー

2
5
0
8
1
:
 1
2
5
)

の
琥
。
＠
清
、
王
胎
燕
(
7

|
 2
0
8
2
3
 :
 1
1
2
6
)

の
琥
゜

〖
香
雪
海
〗2
0
5
”
”
セ
，
江
蘇
省
呉
縣
の
部
尉
山
を
い
ふ
。

此
の
山
、
梅
花
の
時
は
一
望
零
の
如
く
、
敷
十
里
を
行

く
も
香
風
絶
え
な
い
こ
と
か
ら
い
ふ
。
清
代
、
巡
撫
宋

榮
‘
香
雪
海
の
三
字
を
題
し
て
支
峯
の
石
に
彫
刻
し

た
。
〔
蘇
州
府
志
、
山
川
考
〕
部
尉
西
行
歴
―
―
鳥
山
観
山

朝
山
潟
外
窯
裏
宮
喪
斗
柄
西
碩
山
弾
山
「
過
↓
裏
長
旅
嶺



(44518・ ・206)一 (44518・・256) 

笠
山
「
＝
ぎ
元
墓
「
出
「
入
湖
山
間
m
山
人
以
レ
圃
為
レ
業
、
【
香
鼠
】

2
2
0
匁
爵
香
ね
ず
み
。
形
、
極
め
て
小
に
し
て
、
産
、
紅
釉
稲
・
白
柚
稲
・
早
襦
梢
・
晩
襦
稲
・
黒
襦
稲
•
白
て
漉
と
い
ふ
。
〔
三
蔵
法
散
‘
二
十
八
〕
塵
即
染
汚
義
、
謂

尤
多
樹
レ
梅
、
花
時
一
望
如
レ
雪
、
行
散
十
里
香
風
不
レ
柱
中
に
穴
居
し
、
地
中
を
行
く
こ
と
甚
だ
疾
い
も
の
。
晩
稲
・
香
稲
。
能
染
―
―
汚
情
識
盃
皿
使
―
―
箕
性
不
＞
能
―
―
顕
露
三
云
云
、
栴
檀

絶

、

所

レ

歴

諸

山

大

抵

各

有

レ

致

。

〔

桂

海

虞

衡

志

〕

香

鼠

至

小

‘

僅

如

1

一
指
撃
大
｛
穴
―
―
子
柱
【
香
濤
】
233

読
清
、
張
之
洞
(
4
1
9
8
1
2
 :
 1
1
0
2
)

の
字
。
沈
水
、
飲
食
之
香
、
及
男
女
身
分
所
有
香
等
、
是
名
―
―
香

〖
香
雪
齋
〗2
0
6
t

匁
，
字
鑢

0
清
、
陳
一
策
(
1
1| 4
1
6
9

中
石
g
地

中

戻

如

激

箭

一

【

香

道

】

234

店
薫
香
を
住
い
て
曝
ぎ
分
け
る
わ
ざ
。
か
塵
↓

8

:

 6
5
1
)

の
舅
●
清
、
童
鈍
(
8
-
2
5
7
7
5
:
 2
3
)

の
琥
。
【
香
蘇
]221

匁

水

蘇

(
6
-
1
7
0
8
3
:
 5
3
0
)

の

異

名

。

〔

本

う

あ

は

せ

。

香

合

。

【

香

隊

-]246

り
'
[
香
珠
。
に
ほ
ひ
だ
ま
。
〔
張
竪
‘
宮
中
詞
〕

〖
香
雪
社
〗2

0
7
ぶ
巧
清
榮
漣

(
6
-
1
5
2
7
3

:
 1
6
7
)

の
草
‘
水
蘇
〕
繹
名
‘
難
蘇
香
蘇
‘
龍
腿
薄
荷
‘
芥
i

租
‘
芥
耳
。
【
香
澤
】
235

悶
香
油
の
異
名
。
髭
に
つ
や
を
出
す
も
の
尋
出
塗
金
香
墜
子
、
安
―
―
排
衣
線
1

撚,,
春
綿
↓

室
名
。
〖
香
蘇
山
館
〗

2
2
2
焚
幻
？
清
‘
呉
嵩
梁
(
2ー
3
3
6
5:
 6
9

で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
繹
名
、
繹
首
飾
〕
香
澤
者
、
香
入
レ
髭
【
香
亭
]247

為
〇
葬
式
の
時
な
ど
に
中
に
香
遣
を
入
れ

〖
香
雪
山
倉
〗
鴎
焚
訪
清
‘
嬰
應
紹(8
-
2
3
7
4
7

:
 3
 

3
)

の
室
名
。
「
呉
嵩
梁
撰
。
恒
枯
悴
、
以
レ
此
濡
二
澤
之
一
也
。
〔
堕
鐵
論
、
殊
路
〕
毛
婚
‘
て
昇
ぐ
小
亭
形
の
具
。
〔
陸
涌
家
訓
〕
近
時
出
レ
葬
、
多

1
)の
室
名
。
〖
香
蘇
山
館
詩
紗
〗

2
2
3
苓
ぢ
ノ
ク
？
書
名
。
六
巻
。
清
、
天
下
之
妓
人
也
、
待
―
―
香
澤
脂
粉
而
後
容
。
〔
丹
鉛
総
有
―
―
香
亭
魂
亭
寓
人
寓
馬
之
類
→
嘗
二
切
屏
去
→
〇
字

〖
香
雪
域
老
人
〗2

0
9
店
匁
ハ
明
、
王
統

(
7
-
2
0
8
2
3

:
【
香
葱
】
224

店
か
を
り
の
高
い
ね
ぎ
。
〔
李
賀
‘
儀
公
詩
〕
録
〕
在
寛
四
民
月
令
、
有
公
口
↓
―
香
澤
ふ
笠
琥
。
①
清
‘
呉
玉
綸
(
2
-
3
3
6
5
:
 5
0
5
)

の
字
。
＠
清
‘
哀

3
3
)

の

翅

瑶

席

巻

"

香

葱

↓

【

香

炭

】

236

”
パ
か
を
り
の
よ
い
す
み
。
〔
呉
均
、
行
路
難
〕
樹
(
1
0
ー

3
4
1
5
2
:
 7
9
)

の
琥
°
◎
片
岡
正
英
の
琥
。
片
岡

【
香
染
]210

は
黄
に
黒
を
帯
ぴ
た
色
で
、
袈
裟
な
ど
の
【
香
粽
】
225

店
ち
ま
き
の
名
。
五
月
五
日
に
屈
原
を
祀
玉
階
行
路
生
細
芯
弐
金
鑢
香
炭
嬰
成
レ
灰
゜
〔
孟
浩
然
、
芸
亭
(
7
-
1
9
8
1
3
:
 1
2
5
)

を
見
よ
。

染

色

に

用

ふ

。

る

時

用

ひ

る

。

〔

逢

生

八

棧

、

粽

子

法

〕

一

法

以

ニ

サ

各

翠

寒

食

宴

1

張
明
府
宅
―
詩
〕
香
炭
金
墟
媛
‘
嬌
絃
玉
指
清
。
【
香
I

鼎
】
2
4
8
[
”
香
遣
。
金
・
銀
・
銅
．
鐵
・
玉
・
石
・
瓦
磁
等

【
香
泉
】
211

努

●

泉

の

名

。

④

河

南

省

汲

縣

の

蹂

落

山

。

浸

レ

米

裏

、

謂

之

交

香

粽

子

↓

【

香

脈

】

237

”
ゥ
香
は
し
く
、
あ
ぶ
ら
ぎ
つ
た
肌
。
美
人
の
の
種
類
が
あ
る
。
〔
和
漢
三
オ
圃
會
、
容
飾
具
、
香
遣
〕

石
隙
の
中
か
ら
流
出
し
、
瀑
布
と
な
る
。
＠
安
徽
省
和
【
呑

I
稽
]
2
2
6

鶉
か
を
り
の
あ
る
か
と
り
ぎ
ぬ
。
よ
き
に
肌
を
い
ふ
。
〔
亨
荘
‘
傷
―
―
灼
灼
—
詩
〕
玉
肌
香
脈
透
―
―
紅
香
鼎
゜

縣
の
北
。
一
名
、
平
荷
泉
。
又
、
太
子
湯
。
梁
の
昭
明
太
子
ほ
ひ
の
絹
゜
〔
章
荘
‘
虚
席
詩
〕
有
レ
時
還
影
響
‘
花
薬
曳
―
―
紗
↓
〔
長
生
殿
‘
窺
浴
〕
軽
盈
臀
腕
消
采
品
咬
綽
約
腰
身
【
呑
I

殉
3

】249
丸
＂
〇
か
を
り
を
含
ん
だ
土
。
落
花
の
散
り

嘗

て

此

慮

に

浴

し

た

と

い

ふ

。

●

字

琥

。

④

清

、

孫

雲

桂

香

稽

↓

漆

―

―

碧

椅

一

し

い

た

泥

土

。

〔

江

穂

、

大

荘

穀

寺

碑

銘

〕

木

密

聯

綿

、

(8

—

6987 

:
 3
2
7
)

の
琥
゜
＠
清
‘
陳
突
請

(11|
 4
1
6
9
8

【
未
目
襦
】
227

”
ゥ
●
酒
の
異
名
。
香
蟻
(
5
6
)

に
同
じ
。
〔
文
【
香
疇
F

】238
認
清
、
黄
均
(
1
2ー

4
7
9
2
6
:
 2
1
6
)

の
琥
。
香
泥
練
撓
。
〔
燕
子
箋
、
潟
箋
〕
香
泥
零
落
向
―
誰
場

--0

:
 6
7
4
)

の
琥
゜
◎
清
‘
凌
瑚
(
2
-
1
6
6
9
:
 4
6
)

の
琥
。
同
、
新
霜
詩
〕
何
営
征
ハ
,
,
佳
客
↓
封
レ
此
酌
―
―
香
樗
↓
〇
も
【
香
腸
】
239

h
s
i
a
n
g
'
c
h
'
a
n
g
2

腸

詰

。

洞

の

名

。

異

源

宮

殿

の

後

に

あ

り

。

〔

名

山

記

〕

香

泥

洞

[
香
煎
】
212

努
〇
あ
か
ご
め
の
こ
が
し
に
‘
陳
皮
．
菌
香
ち
米
。
〔
剪
燈
新
話
、
翠
翠
博
〕
飯
臭
興
之
香
襦
玉
羹
習
【
香
暇
】
240

翌
ヴ
〇
寺
の
壷
所
。
香
積
蔚
(
2
0
1
)

に
同
じ
。
在
慎
源
宮
殿
後
「
相
博
唐
開
―
冗
開
‘
遣
レ
使
齋
レ
額
、
時

な
ど
の
香
料
を
ま
ぜ
合
は
せ
た
粉
で
、
湯
に
貼
じ
て
飲
淫
之
鮮
卸
百
竺
烏
程
酒
1

出
飲
レ
之
。
〔
杜
甫
‘
岳
麓
山
道
林
一
―
寺
行
詩
〕
塙
劫
宮
塙
牡
麗
敵
、
出
レ
泥
‘
其
泥
香
。

む
も
の
。

O
む

ぎ

こ

が

し

。

【

香

袋

】

228

”
り
に
ほ
ひ
ぶ
く
ろ
。
香
料
を
包
む
袋
。
香
香
蔚
松
逍
清
涼
倶
。
●
漢
の
薙
仲
を
い
ふ
。
〔
諧
名
録
〕
【
香
阜
匹
】
250

認
鳥
の
名
。
う
ぐ
ひ
す
の
異
名
。

【
香
錢
]213

努

圏

佛

事

法

會

等

の

褪

錢

。

香

の

代

。

香

嚢

。

〔

洛

陽

伽

藍

記

‘

五

、

城

北

〕

悪

生

初

競

一

京

師

一

之

香

附

‘

漢

碓

仲

也

。

【

香

I

島
{
]
2
5
1

誘
香
の
こ
ま
や
か
な
こ
と
。
〔
歳
華
紀
麗
〕

莫
゜
墳
嚢
抄
‘
巻
＋
に
カ
ウ
デ
ン
と
訓
む
。
〔
蹄
田
鋒
〕
―
―
―
日
‘
皇
太
后
勅
付
五
色
百
尺
幡
千
口
錦
香
袋
五
百
枚
・
【
香
椿
】
241

芯
石
ク
ヒ
ャ
／
チ
／
中
國
原
産
の
棟
科
の
喬
木
。
隔
柳
姻
牧
‘
渚
蓮
香
堤
゜

班
院
、
所
領
使
臣
八
十
餘
人
、
泄
レ
事
子
レ
外
‘
其
罷
而
王
公
卿
幡
―
一
千
口
二
資
治
通
鑑
‘
齊
紀
、
和
帝
中
典
元
六
月
頃
葉
腋
に
白
色
の
小
花
を
圃
錐
花
序
に
排
列
す
【
香
I

脅一】

252g

香
道
に
必
要
な
具
を
包
む
紙
。

在
疑
者
、
常
散
百
人
、
毎
歳
乾
元
節
、
醜
レ
錢
飯
レ
僧
、
年
‘
吏
於
1

一
爵
脈
由
得
―
―
其
事
ぶ
江
〕
嚢
可
レ
帯
者
曰
レ
膳
‘
る
。
〔
本
草
、
椿
樗
〕
附
方
、
臓
毒
下
痢
赤
白
用
1

一
香
椿
盆
g

【
香
甜
】
253

焚
味
が
よ
い
。
う
ま
い
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
十

鶉
香
合
盆
以
患
聖
壽
一
謂
乏
香
錢
さ
叙
修
清
規
、
知
山
沙
以
盛
窮
香
ぶ
臥
曰
二
爵
膳
五
空
今
之
香
袋
-
剖
,
,
取
皮
↓
日
乾
為
レ
末
‘
飲
下
一
錢
立
炊
。
八
回
〕
蒔
娩
娠
道
、
我
自
己
剥
著
吃
香
甜
、
不
レ
用
,
,
人

殿
〕
施
主
香
錢
、
不
レ
得
1

一

互

用

↓

【

香

畳

】

229

”
ぃ
圏
佛
殿
の
別
梢
。
香
室
(
1
6
1
)

に
同
じ
。
【
香
箸
】
242

笠

香

を

焚

く

時

、

香

を

は

さ

む

箸

。

譲

↓

【
香
鮮
】2
1
5翌か
を
り
よ
く
あ
ざ
や
か
な
こ
と
。
〔
法
〔
南
海
寄
蹄
内
法
偉
、
三
〕
或
可
―
―
雙
膝
著
レ
地
、
平
身
合
〖
香
箸
貝
〗

2
4
3
”
弓
/
う
に
類
の
刺
。
【
香
豪
】

2
5
4
翌
〇
薫
香
の
押
形
。
〔
香
譜
〕
百
刻
香
、
近
世

苑
珠
林
〕
無
憂
樹
花
色
香
鮮
‘
枝
葉
分
布
。
掌
五
心
是
香
憂
瞭
仰
讚
歎
之
容
芙
゜
〔
虞
照
部
、
遊
―
昌
化
【
香
家
]244

”
が
家
の
名
。
北
京
市
陶
然
亭
の
西
北
。
曲
尚
レ
奇
者
、
作
1

否
品
天
其
文
準
―
―
十
二
辰
丁
竺
一
百
刻
一

【
香
祗
】
216

仇
ゥ
草
の
名
。
蘭
の
異
名
。
〔
塁
芳
譜
〕
蘭
幽
香
山
精
含
―
詩
〕
賓
地
乗
1

一
峰
出
一
香
壷
接
,
,
漢
高
二
孫
愁
‘
妓
信
雲
を
此
慮
に
葬
る
と
い
ひ
‘
又
、
某
生
散
次
京
兆
凡
然
一
書
碇
已
°
●
香
遣
の
煙
。
策
文
の
や
う
に
立
ち
の

清
遠
、
複
郁
襲
レ
衣
、
禰
レ
旬
不
レ
歎
‘
常
開
,
,
於
春
初
↓
雖
↓
―
奉
三
和
崖
司
馬
遊
―
―
雲
門
寺
―
詩
〕
香
憂
花
下
出
、
講
坐
の
試
瞼
に
應
じ
‘
及
第
す
る
を
得
な
い
た
め
其
の
落
第
ぼ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
宿
t

一
臨
安
浮
土
寺
―
詩
〕
閉
レ

泳
霜
之
後
否
回
深
自
如
‘
故
江
南
以
レ
蘭
為
一
呆
昂
雙
竹
間
逢
゜
〔
張
説
‘
奉
下
和
同
↓
―
皇
太
子
五
ぞ
慈
恩
寺
上
應
の
巻
を
此
慮
に
埋
め
た
と
も
い
ふ
。
門
輩
動
息
‘
香
豪
起
二
煙
棲
二
五
程
子
‘
修
楔
事
詩
〕
香
豪

〖
香
祗
居
〗2

1
7
誇
ノ
清
、
悦
賜
(
1ー
7
9
2:
 1
4
)

の
室
名
。
制
詩
〕
離
光
升
1

一
賓
殿
五
震
氣
饒
1

香

壼

↓

【

香

塵

】

245

焚
〇
よ
い
香
氣
を
帯
ぴ
た
塵
。
又
、
落
花
来
還
去
‘
花
枝
没
復
況
。
〔
爾
貢
‘
擬
―
―
遥
文
―
詩
〕
風
幌

〖
香
朋
棲
〗2

1
8
悶
，
戯
曲
の
名
。
清
、
蒋
士
鐙
の
作
。
九
[
香
桃
】

2
3
0
琴
熱
帯
産
の
果
樹
の
二
閂
佛
手
柑
の
異
を
い
ふ

o

芳
鹿

o

〔
沈
伶
期
、
洛
陽
道
詩
〕
行
築
蹄
恒
晩
ヽ
半
榮
香
濠
細
玉
右
酋
斜
影
月
籠
レ
紗

o

種
曲
の
一
。
仲
約
證
と
其
の
妾
李
若
蘭
と
の
事
賓
を
述
名
。
〔
李
商
隠
‘
海
上
謡
〕
海
底
覚
1

一
仙
人
一
香
桃
如
―
痩
骨
↓
香
塵
撲
レ
地
湿
゜
〔
李
白
、
感
興
詩
〕
香
塵
動
1

一
羅
横
「
緑
【
香
I

纏一】
255

焚
乳
香
の
一
種
。
〔
香
譜
〕
乳
香
以
二
通
明

べ

た

も

の

。

【

香

湯

】

231"t

か
を
り
の
よ
い
湯
゜
〔
元
横
‘
畳
中
鞠
獄
水
不
レ
争
炉
衣
゜
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞

Iml二
道
場
碑
社
劇
〕
若
者
g

t
レ
勝
、
首
日
ー
一
的
乳
「
次
曰
1

一
棟
香
ず
又
次
曰
―
―
瓶
香
一

〖
香
訛
筆
記
〗2
1
9
"
”
印
書
名
。
十
二
巻
。
清
、
王
士
頑
憶
,
,
開
元
観
藉
事
云
云
詩
〕
香
湯
洗
二
聰
馬
る
翌
蔑
籠
"
不
L

是
槻
臨
踪
竺
芳
逗
軟
い
芯
顕
下
得
歩
1

一
香
塵
―
底
様
兒
然
多
央
雑
成
天
塊
石
如
痙
青
之
状
ず
人
其
細
者
謂
"
之

撰

゜

橙

例

は

居

易

録

と

同

じ

‘

惟

；

時

事

を

載

せ

ぬ

と

白

鵬

↓

漫

ニ

O
圃
六
塵
の
一
。
色
臀
香
味
躙
法
の
六
境
は
人
の
香
纏
↓

o

こ
ろ
が
異
な
る
。
〔
四
盾
提
要
‘
子
、
雑
家
類
〕
。
【
香
稲
】
232

読
稲
の
一
種
。
〔
直
省
志
書
‘
薩
江
縣
〕
土
心
を
染
惑
し
て
慎
性
を
覆
ふ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
斥
け
【
香
I

細
】
256

焚
ま
へ
か
ざ
り
。
額
の
飾
。
青
貝
の
装
飾

13

— 

|

_

 

香

部

香

四

五



(44518 .. 257)一 (44518"301) 

香

部

香

|

_

 

が
あ
る
。
〔
漢
宮
秋
、
第
一
折
〕
額
角
香
細
貼
翠
花
口

笑
有
傾
城
債
↓

【
香
霙
】
257

翌
圏
死
者
の
震
前
に
そ
な
へ
る
も
の
。
佛

事
法
會
な
ど
に
贈
る
料
物
。
香
錢
(
2
1
3
)

に
同
じ
。

【
香
殿
]258

翌
雁
佛
殿
の
雅
名
。
香
室
(
1
6
1
)

の
O
に
同

じ
。
〔
求
法
高
僧
博
、
一
〕
根
本
香
殿
。
〔
六
部
成
語
、
エ

部
、
香
殿
‘
注
解
〕
焚
レ
香
供
レ
佛
之
殿
也
。

【
香
稔
】
259

ぼ
か
を
り
の
よ
い
も
ち
い
ね
。
〔
蘇
舜
欽
、

淮
上
喜
レ
雨
聯
句
〕
焦
心
問
―
疲
農
ぶ
茫
口
待
―
―
香
稔
↓

【
香
東
】
260

認

清

、

桂

芳
(
6
ー

1
4
7
5
5
:
 1
0
5
)

の
O
の

琥。

【
香
橙
】
261

昇
●
花
柚
子
。
だ
い
だ
い
。
〔
曾
滋
‘
橙
子
詩
〕

家
林
香
橙
有
1

両
樹
「
根
縄
鐵
鉦
凌
―
―
域
陀
↓
〔
明
一
統
志
〕

香
橙
南
陽
郎
州
出
。
●
香
几
の
隔
。
か
う
づ
く
ゑ
゜
〔
南

史
、
梁
宗
室
上
‘
爾
猷
傭
〕
猷
在
レ
州
、
頗
僭
―
―
濫
客
廷
内
一

遂
有
1

一
香
橙
一
不
レ
置
一
連
椙
「
武
＿
帝
未
レ
知
レ
之
、
以
レ
此
為
レ

腐
〔
野
客
叢
書
〕
南
史
‘
宋
禁
樽
奏
主
i

四
為
―
―
殿
中
郎
一

武
帝
推
,
,
白
牒
於
香
橙
地
上
す
又
梁
籠
猷
為
レ
州
‘
頗
鷹
ニ

濫
客
谷
延
内
有
―
―
香
橙
二
不
レ
置
連
楊
盃
袋
E

知
レ
之
、
以
レ

此
為
届
心
‘
所
謂
香
橙
者
、
疑
几
発
之
陽
而
無
レ
撮
‘
観
ニ

通
典
↓
嘗
時
歯
簿
中
有
未
品
壁
然
字
HIJ異°

【
香
燈
】
262

読
香
と
燈
明
。
古
は
祭
祀
に
燐
燎
あ
り
、
漢

の
武
帝
、
太
乙
を
祠
る
に
至
っ
て
始
め
て
香
燈
を
用
ひ

た
と
い
ふ
。
〔
孝
経
緯
援
紳
契
〕
古
者
祭
祀
有
二
燐
燎
一

至
漢
武
飼
太
乙
訟
如
用
香
燈
二
南
史
、
顧
憲
之
博
〕

臨
レ
終
‘
為
レ
制
勅
↓
―
其
子
一
日
、
云
云
‘
不
レ
須
n

―
常
施
1

一愛翠

筵
盃
？
止
レ
設
―
―
香
燈
面
竪
致
レ
哀
者
有
p

憑
耳
゜
〔
雲
笈

七
鍛
〕
香
燈
不
レ
備
‘
亦
曰
―
―
疎
遺
↓
〔
謝
枯
得
‘
園
峯
道

院
祠
堂
記
〕
朔
望
有
1

如
品
庄
晨
夕
有
二
香
燈
↓
如
―
―
―
士
大

夫
之
奉
二
家
廟
↓

[
香
頭
]263

昇
堂
守
り
。
〔
紅
悽
夢
、
三
十
九
回
〕
替
レ
備

化
些
怖
施
価
就
倣
二
香
頭
一
摺
―
了
錢
↓

【
香
童
】
264

昇
か
は
よ
い
こ
ど
も
。
容
貌
の
よ
い
め
し
つ

か
ひ
。
〔
蘇
類
‘
幸
1

一
白
鹿
観
―
應
制
詩
〕
博
レ
訣
註
―
―
香
童
↓

【
香
嚢
】
265

認
に
ほ
ひ
ぷ
く
ろ
。
〔
古
詩
、
総
焦
仲
卿

妻
作
〕
紅
羅
複
斗
帳
、
四
角
垂
香
嚢
↓
〔
晉
書
‘
謝
玄

博
〕
元
少
好
レ
侃
―
―
紫
羅
香
嚢
「
安
患
レ
之
、
而
不
レ
欲
レ
傷
―
―

其
意
↓
〔
繁
欽
、
定
レ
情
詩
〕
何
以
致
1

一
叩
叩
「
香
嚢
繋
―
―

肘
後
↓

〖
香
嚢
怨
〗
竺
戌
六
ゥ
戯
曲
の
名
。
明
、
周
憲
王
の
作 名

、
劉
粉
春
守
志
香
嚢
怨
。
開
封
の
妓
女
劉
粉
春
と
書
商
隠
‘
牡
丹
詩
〕
日
耀
―
―
香
房
正
叫
‘
風
披
"
蕊
粉
1

乾。

生

周

恭

と

の

情

事

を

演

じ

た

も

の

。

【

香

茅

】

280

芯
香
草
の
名
。
鼠
麹
草
の
異
名
。
〔
本
草
‘

〖
香
嚢
記
〗2

6
7
裕
ぢ
戯
曲
の
名
。
明
、
部
文
明
作
。
宋
南
鼠
麹
草
〕
繹
名
、
米
麹
‘
鼠
耳
‘
佛
耳
草
、
無
心
草
‘
香
茅
‘

渡
の
際
の
昆
陵
の
張
九
成
夫
妻
‘
其
の
母
及
ぴ
弟
と
の
黄
嵩
‘
茸
母
。
〔
水
経
、
湘
水
注
〕
晉
書
地
道
記
日
、
縣

間

の

事

蹟

を

演

じ

た

も

の

。

有

1

一
香
茅
一
氣
甚
芥
香
。
〔
左
思
、
英
都
賦
〕
食
葛
香
茅
゜

【
香
南
】
268

悶
字
琥
。

O
清
、
朱
茎
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 4
2
6
)
 

〔
蝠
建
通
志
〕
葉
似
レ
苗
而
香
、
煮
作
硲
涌
芯
辟
邪
氣
↓

の
琥
。

O
清
、
程
兆
熊
(
8
ー

2
5
0
8
1
・

・
2
6
6
)

の
琥
。
令
―
一
人
身
香
云
生
龍
巖
一

〖
香
南
居
士
〗2

6
9
バ
？
潰
崇
恩

(
4ー
8
1
5
2:
 1
4
)

の
【
香
白
】
281

り77

清
‘
改
埼
(
5
-
1
3
1
1
4
:
 2
0
)

の
舅

琥

。

【

香

伯

】

282

謬
清
‘
改
埼
(
6
ー

1
3
1
1
4
:
 2
0
)

の
鑓

〖
香
南
雪
北
〗2

7
0
弦
打
天
竺
の
香
酔
山
の
南
、
大
雪
【
香
柏
】2

8
3
芦
唐
檜
。
ひ
の
き
。
〔
史
記
、
武
帝
紀
、
作
―
―
粕

山
の
北
。
香
酔
山
(
3
6
0
)

を
見
よ
。
雪
北
香
南
。
〔
博
燈
梁
云
云
之
隔
1

芙
、
注
〕
索
隠
日
、
三
輔
故
事
云
、
嚢
高
―
―

録
〕
問
、
金
粟
如
宋
為
1

一
什
虞
卸
降
繹
迦
會
衷
日
、
香
十
丈
‘
用
1

一
香
柏
露
レ
殿
、
香
聞
二
十
里
↓
〔
三
輔
黄
圏
、

山
南
雪
山
北
。
〔
長
水
金
剛
纂
要
〕
南
瞭
部
洲
従
レ
中
向
レ
五
、
登
樹
〕
柏
梁
覺
‘
武
帝
元
鼎
一
一
年
春
、
起
こ
吐
葉
在
ニ

北
、
有
九
里
山
;
次
有
↓
ー
大
雪
山
エ
次
有
香
酔
山
云
空
長
安
城
中
北
襴
内
ご
一
輔
藷
事
云
‘
以
香
柏
為
レ
梁
也
。

雪
北
香
南
玉
＂

"

阿

据

池

↓

【

香

盤

】

284

笈
香
を
焚
く
具
。
〔
宋
史
、
儀
衛
志
二
〕
維
冠

〖
香
南
雪
北
直
〗2

7
1
焚
だ
。
清
‘
呉
藻
(
2
-
3
3
6
5

:
 1
8

―
一
人
紫
衣
分
執
合
灌
器
唾
壺
ぶ
ス
冠
二
人
紫
衣
執
1

一香

8
)

の

室

名

。

遣

香

槃

分

―

―

左

右

一

以

次

奉

引

↓

【
香
濃]
2
7
2

店
よ
い
香
が
す
る
。
香
氣
の
濃
厚
な
。
〔
白
〖
香
盤
子
〗
臨
h
s
i
a
n
g
'
p
'
a
n
'
t
z
u

捲
線
香
。

居
易
、
池
上
間
吟
―
一
首
詩
〕
莫
レ
愁
―
―
―
客
到
細
竺
供
給
ニ
家
【
香
皮
】
2865
ゥ
紙
の
一
種
。
〔
北
戸
録
〕
羅
州
多
孟
箋
香

醒

香

濃

野

菜

春

。

樹

「

身

如

桓

柳

皮

―

堪

揖

紙

「

土

人

琥

為

二

香

皮

紙

↓

【
香
域
】
273

沼

字

望

O
消
、
楊
春
（
桐
郷
の
人
）
（
6
ー

1
5

〔
負
賄
雑
録
〕
南
番
出
―
―
香
皮
紙
盃
J

白
紋
如
魚
子
↓

1
1
2
 :
 2
1
0
)

の
O
の
琥
。
●
橋
本
通
の
琥
。
橋
本
＇
香
域
【
香
妃
】

2
8
7
[
ゥ
清
、
回
部
某
酋
の
妃
。
生
れ
な
が
ら
に

(
6
|
 1
5
5
2
6
 :
 6
7
)

を

見

よ

。

し

て

龍

に

異

香

あ

り

、

よ

っ

て

香

妃

と

琥

す

。

高

宗

‘

【
香
婆
】
274

砂
小
さ
い
遣
に
香
を
住
い
て
、
供
奉
す
る
之
を
仄
聞
し
‘
兆
悪
が
回
を
征
す
る
や
、
帝
、
井
せ
て
其

老
婆
を
い
ふ
。
〔
南
宋
市
律
記
〕
有
老
謳
百
竺
小
墟
住
の
異
を
窮
め
ん
こ
と
を
命
ず
。
回
彊
平
ぎ
‘
香
妃
を
生

査
為
レ
供
者
‘
謂
二
之
香
婆
↓
〔
武
林
藷
事
、
諸
市
〕
有
1

一
老
得
し
、
之
を
京
師
に
致
し
、
西
内
に
虞
ら
し
む
。
妃
終

鳳

以
L1

小
墟
住
香
露
レ
供
者
、
謂
-
―
之
香
婆
↓
始
志
を
屈
せ
ず
、
常
に
白
刃
を
持
し
、
復
仇
の
念
、
終
に

【
香
煤
】
275

露
香
の
一
種
。
さ
ん
か
う
。
〔
元
好
問
‘
眉
繹
て
ず
。
太
后
、
高
宗
の
出
づ
る
を
伺
ひ
‘
妃
を
召
し

詩
〕
石
緑
香
煤
凌
淡
間
‘
多
情
長
帯
楚
梅
酸
。
て
慈
寧
宮
に
入
れ
、
溢
殺
す
。

【
香
包
】
276

位

香

を

つ

つ

む

紙

。

【

香

被

】

288

吟
か
を
り
の
よ
い
夜
具
。
〔
王
初
、
自
和
二

【
香
芳
】
277

謬
に
ほ
つ
て
か
ん
ば
し
い
。
又
、
其
の
も
書
秋
―
詩
〕
湘
女
怨
弦
愁
不
レ
禁
、
郡
君
香
被
夢
難
レ
窮
゜

の
。
〔
岱
康
、
養
生
論
〕
香
芳
腐
真
骨
髄
「
喜
怒
悸
L1

其
【
香
霜
】
2
8
9
5
ゥ
堂
名
。
四
川
省
大
足
縣
の
故
昌
州
治
。

正

氣

↓

〔

興

地

紀

勝

〕

在

郡

圃

↓

取

1

一
東
波
詩
香
霧
霜
霜
月
縛
廊

【
香
包
】
278

席
●
に
ほ
ひ
の
つ
と
。
花
の
つ
ぽ
み
。
〔
李
之
句
盃
E

レ
名
、
海
棠
患
レ
無
レ
香
、
獨
昌
南
者
有
レ
香
、
香

商
隠
、
自
喜
詩
〕
緑
箔
遺
L1

粉
揮
玉
紅
薬
綻
L1

香
包
↓
〔
孔
霜
堂
一
老
樹
、
重
鉄
登
蒋
、
毎
花
或
二
十
餘
葉
、
花
氣
稜

武
仲
‘
館
中
桃
花
詩
〕
相
重
朱
戸
人
稀
レ
到
、
半
掩
香
包
郁
‘
餘
不
レ
能
レ
及
。

蝶
未
レ
知
〔
孔
平
仲
‘
造
王
館
公
第
馬
上
作
詩
〕
濯
濯
【
香
美
】
290

吟
〇
よ
い
に
ほ
ひ
。
〔
杜
甫
、
太
平
寺
泉
眼

春
容
在
柳
梢
｛
野
梅
相
墜
吐
香
翌
〇
蘭
花
の
異
詩
〕
取
供
二
十
方
僧
「
香
美
勝
牛
乳
二
●
り
ガ
④
土
佐
の

名
。
〔
桃
花
扇
‘
博
歌
〕
漱
葉
香
芍
已
‘
雨
困
姻
痕
酔
。
郡
名
。
＠
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
。
参
汀
①
河
内
國

【
香
房
】
279
勺
0
0

か
ん
ば
し
い
花
の
ふ
さ
。
〔
韻
府
引
‘
李
の
地
名
。
＠
武
蔵
國
の
地
名
。

四
五|
 

〖
香
美
脆
味
〗2

9
1翌心
香
氣
が
よ
く
、
柔
ら
か
な
味

0
4
8

〔
韓
非
子
、
揚
櫂
〕
夫
香
美
脆
味
‘
限
酒
肥
肉
‘
廿
レ
ロ
而

30

疾
彬
。

1

【
香
賓
】
292

各
ざ
地
名
。
佛
蘭
西
パ
リ
盆
地
東
北
部
の

地
方
。
所
謂
シ
ャ
ン
パ
ン
酒
の
名
産
地
。

C
h
a
m
p
a
g
n
e

の
昔
繹
。
又
、
香
濱
に
作
る
。

〖
香
賓
酒
〗2

9
3
h
s
i
a
n
g
'
p
i
n
'
c
h
i
u
3

シ
ャ
ン
パ
ン
酒
。

C
h
a
m
p
a
g
n
e

の
音
繹
~
。
三
鞭
。
葡
萄
を
原
料
と
し
て

醸
成
す
る
。

【
香
府
】
294

匁
清
‘
厳
鉦
(
2
|
4
5
8
9
 :
 5
6
)

の
麗

【
香
埠
】
295

匁
佛
寺
を
い
ふ
。
香
界
。
〔
江
継
、
経
―
―
始
興

廣
果
寺
1

題
↓
―
惜
法
師
山
房
―
詩
〕
息
レ
舟
候
―
―
香
埠
ご
恨

別
在
"
寒
林
一

【
香
附
】
296

匁
草
の
名
。
香
附
子
に
同
じ
。

〖
香
附
子
〗2

9
7
焚
草
の
名
。
は
ま
す
げ
の
異
名
。
田
野

及
ぴ
海
岸
の
沙
地
に
自
生
し
、
五
六
月
の
頃
、
青
色
の

花
を
開
い
て
賓
を
結
ぷ
゜
槃
用
に
供
す
。
〔
本
草
‘
t

沙

草
、
香
附
子
〕
繹
名
、
雀
頭
香
‘
草
附
子
、
水
香
稜
‘
水
巴

戟
‘
水
沙
‘
侯
沙
、
沙
結
‘
夫
須
、
績
根
草
、
地
藉
根
、
地

毛
‘
時
珍
曰
、
別
録
止
云
―
-
t

沙
草
云
¢
言
―
―
用
レ
苗
用
＞
根
、

後
世
皆
用
二
其
根
な
ぎ
香
附
子
釜
皿
不
レ
知
二
i

沙
草
之
名
一

也
。
〔
類
緊
雑
要
、
四
〕
香
附
子
、
生
1

一
諸
毛
斐
―
者
也
‘
凡

採
得
後
陰
干
、
於
―
―
石
臼
木
杵
丘
向
5

之
、
勿
レ
令
↓
―
錯
用
1

也。

【
香
敷
】

298g
香
を
焚
く
に
用
ひ
る
器
。
銀
の
薄
片
、

又
は
雲
母
の
薄
片
な
ど
で
つ
く
る
。
〔
嬉
遊
笑
覧
‘
巻

十
下
‘
火
燭
、
香
敷
〕
。

【
香
譜
】
299

カ
，
書
名
。

O
四
巻
ぶ
木
‘
陳
敬
編
。
沈
立
・
洪

協
以
下
十
一
家
の
香
譜
を
集
め
て
一
書
と
す
。
〔
四
庫

提
要
‘
子
‘
譜
録
類
〕
゜

0
二
巻
。
撰
者
の
氏
名
を
著
さ

ず
。
或
は
題
し
て
洪
桃
と
い
ふ
。
此
の
編
、
香
の
品
・
香

の
意
・
香
の
事
・
香
の
法
の
四
類
に
分
か
つ
。
〔
四
崖
提

要
‘
子
‘
譜
録
類
〕
。

【
香
風
】
300

認
か
を
り
の
あ
る
風
。
花
な
ど
を
吹
く
風

を
い
ふ
。
〔
梁
簡
文
帝
、
六
根
懺
文
〕
香
風
浮
土
之
聾
‘
賓

樹
鰹
辮
之
響
。
〔
唐
太
宗
‘
帝
京
篇
〕
滓
間
日
彩
乱
‘
荷
虞

香
風
攀
゜
〔
楊
師
道
、
賦
―
―
終
南
山

E
生
風
字
韻
両
笠
詔

詩
〕
登
臨
日
将
レ
晩
‘
蘭
桂
起
1

一
香
風
↓

【
香
腹
】
301

悶
か
を
る
。
か
を
り
。
芽
綾
゜
〔
易
、
繋
酔
上
、

同
心
之
言
其
臭
如
レ
蘭
‘
疏
〕
言
‘
一
一
人
同
11

齊
其
心
五
吐
1

一



(44518・ ・302)一 (44518・・336) 

香

部

香

翌
―
―
口
語
石
底
臭
氣
、
香
綾
如
レ
蘭
也
。
〔
徐
陵
‘
諫
一
仁
山
杖
甚
精
‘
止
造
1

一
五
十
園
コ
広
云
‘
墨
印
文
曰
―
―
香
璧
↓
名
。
〔
本
草
‘
鼠
麹
草
〕
秤
名
、
米
麹
、
鼠
耳
‘
佛
耳
草
‘
無

深
法
師
罷
＞
道
書
〕
聴
二
鐘
臀
―
而
致
レ
敬
、
尋
―
―
香
複

b
5
【
香
I

癖
]312
芯
茉
莉
花
を
混
ぜ
合
は
せ
密
閉
し
て
蔵
置
心
草
、
香
茅
、
黄
嵩
、
茸
母
、
時
珍
日
、
今
淮
人
呼
為
―
―
毛

生

レ

心

。

し

、

芳

香

を

附

し

た

茶

の

葉

。

耳

乃

杢

則

香

茅

之

茅

‘

似

レ

西

E

レ
作
レ
毛
。

【
香
物
】
302

焚
〇
か
を
り
の
あ
る
物
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
蓼
【
香
片
】
3137
パ
乾
し
た
茉
莉
花
を
入
れ
、
香
を
つ
け
た
【
香
味
】

3
2
1
g
O飲
食
物
の
香
氣
゜
〔
杜
甫
、
孟
倉
曹
歩
趾

箇
蓼
彼
爾
斯
箋
〕
蒲
、
香
物
之
微
者
。
〔
褪
、
内
則
‘
衿
レ
緑
茶
。
龍
井
に
比
し
て
赤
味
が
あ
り
、
最
も
普
通
の
領
―
―
新
酒
醤
二
物
1

渦
レ
器
見
レ
遺
,
,
老
夫
―
詩
〕
飯
概
添
―

櫻
皆
楓
容
凪
べ
注
〕
容
臭
、
香
物
也
、
以
レ
櫻
凧
レ
之
。
〇
茶
。
〔
塁
芳
譜
〕
上
好

1一
細
茶
→
忌
』
用
1一
花
香
石
公
号
•
箕
香
味
→
朋
来
有
―
―
酔
泥
→
〇
圃
色
香
味
隅
‘
四
極
微
中
の

豆
勺
野
菜
を
嵯
・
糠
等
に
漬
け
た
食
品
。
つ
け
も
の
。
か
味
い
是
香
片
在
―
―
茶
中
王
｛
貫
非
1

一
上
品
一
也
。
香
と
味
の
二
元
素
。
極
微
は
凡
て
の
物
の
根
本
元
素
。

う
か
う
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏
會
‘
造
醸
類
‘
糟
〕
俗
旦
踏
込
【
香
蒲
】

3
1
4
呟
草
の
名
。
が
ま
。
水
際
に
叢
生
し
、
其
の
〔
止
観
‘
輔
行
〗
―
―
翌
四
微
―
者
、
色
香
味
隅
゜
〔
止
観
‘
五
〕

履

用

漬
1

一
瓜
茄
羅
位
為
1

一

香

物

一

嗽

根

を

採

り

、

灌

過

し

て

鮮

を

作

り

食

す

。

又

、

煤

食

法

有

者

、

卸

是

色

香

味

翔

、

四

微

和

合

‘

故

名
!I

法
有
↓

【
香
苓
】
303

笈

に

ほ

ひ

。

か

を

り

。

し

‘

蒸

食

し

、

又

、

粉

に

し

絣

と

す

る

こ

と

が

出

来

る

。

【

香

i

夢J322
吟
か
う
ば
し
い
ゆ
め
。
花
下
な
ど
で
見
る

【
香
粉
】
304

焚
に
ほ
ひ
の
よ
い
粉
。
化
粧
品
。
〔
齊
民
要
其
の
葉
は
八
九
月
頃
収
め
て
、
席
・
扇
等
を
作
る
。
〔
本
ゆ
め
を
い
ふ
。
〔
武
元
衡
、
春
興
詩
〕
春
風
一
夜
吹
1

一香

術
、
種
―
―
紅
藍
花
栃
子
―
〕
作
―
-
香
粉
一
法
‘
唯
多
著
―
一
丁
香
草
、
香
蒲
〕
秤
名
、
甘
蒲
‘
醸
石
、
花
上
黄
粉
名
―
―
蒲
黄
五
へ
夢
一
夢
逐
ユ
宮
墨
到
1

一
洛
城
↓
〔
温
庭
窃
‘
郭
慮
士
撃
甑

於
粉
合
中
舌
口
然
芥
緩
。
〔
秦
餡
玉
、
春
雪
詩
〕
惹
硼
任
日
、
香
蒲
即
甘
蒲
、
可
レ
作
レ
薦
者
、
春
初
生
‘
取
レ
白
為
レ
歌
〕
莫
レ
油
―
―
香
夢
緑
楊
絲
王
＇
里
春
風
正
無
レ
カ
。

他
香
粉
炉
‘
榮
叢
自
學
小
梅
嬌
゜
〔
曹
唐
、
漢
武
帝
思
二
薙
、
亦
堪
-
―
蒸
食
「
山
南
人
謂
→
一
之
香
蒲
盆
整
菖
蒲
〖
空
【
香
日
霧
~
】

3
2
3
吟
か
を
り
を
ふ
く
ん
だ
き
り
。
春
時
花
園

李
夫
人
詩
〕
迎
レ
風
細
存
傭
―
―
香
粉
玉
炉
水
残
霞
見
―
畳
臭
蒲
一
也
、
蒲
黄
卸
此
蒲
之
花
也
、
集
解
、
時
珍
日
‘
蒲
な
ど
に
こ
め
た
き
り
を
い
ふ
。
〔
劉
峻
‘
送
レ
橘
啓
〕
南

衣
一
〔
朝
野
餃
載
〕
宮
女
千
敷
‘
衣
二
綺
羅
五
竺
珠
翠
伍
施
!I

叢
―
―
生
水
際
面
転
レ
莞
而
褐
、
有
レ
脊
而
柔
‘
二
三
月
苗
采
l

一
中
橙
甘
、
青
鳥
所
レ
食
‘
始
霜
之
旦
采
レ
之
、
風
味
照
レ
座
‘

香
粉
↓
「
店
。
其
漱
根
↓
溜
過
作
レ
鮮
‘
一
宿
可
レ
食
、
亦
可
二
煤
食
・
蒸
辟
カ
レ
之
香
霧
喋
り
人
。
〔
蘇
献
‘
卑
ハ
―
―
述
古
一
自
―
―
有
美
堂
1

〖
香
粉
店
〗3

0
5
h
s
i
a
n
g
'
f
e
n
'
t
i
e
n
•

化
粧
品
販
賣
食
‘
及
嘲
乾
磨
粉
作
レ
餅
食
「
詩
云
‘
其
妖
伊
何
‘
惟
筍
及
乗
レ
月
夜
蹄
詩
〕
凄
風
認
縮
経1一
絃
柱
ご
否
霧
凄
迷
着!

I

[
香
屏
】
306

存
美
し
い
屏
風
。
〔
梁
簡
文
帝
、
美
女
篇
〕
蒲
、
是
矢
、
八
九
月
牧
レ
葉
以
為
レ
蒋
‘
亦
可
レ
作
レ
扇
‘
軟
髯
賢
一
〔
陸
消
、
獨
坐
詩
〕
博
山
香
霧
散
―
―
緋
緋
｛
袖
手
何

朱
顔
牛
已
酔
‘
微
笑
隠
,
,
香

屏

↓

滑

而

温

゜

妨

静

掩

レ

扉

゜

【
香
侶
】3

0
7
袴
香
を
焚
く
に
用
ひ
る
炭
。
一
絣
の
火
は
【
香
木
】
3
1
6
gか
を
り
の
よ
い
木
。
〔
唐
書
、
西
域
下
‘
〖
成
-
1香
霧
―
〗3

2
4
”
認
漢
の
武
帝
の
宮
人
麗
娼
、
玉
膚

終
日
滅
し
な
い
と
い
ふ
。
〔
蹄
田
録
〕
清
泉
、
地
名
、
香
彿
蒜
偲
〕
以
五
必
ヰ
労
為
二
殿
柱
ぶ
水
精
琉
璃
為
レ
悦
、
香
木
柔
軟
‘
其
の
氣
の
香
し
き
こ
と
蘭
に
ま
さ
り
、
息
吹
け
ば

餌
石
炭
也
、
用
以
焚
藩
、
一
絣
之
火
‘
可
1

一終

H
不
＞
梁
、
黄
金
為
―
―
地
象
牙
闇
言
五
代
史
‘
占
城
國
博
〕
其
國
香
霧
を
な
し
た
と
の
故
事
。
〔
洞
冥
記
、
二
〕
帝
所
レ
幸

滅
。
〔
香
譜
〕
造
1
1

香
餅
子
一
法
‘
軟
灰
―
二
斤
‘
蜀
葵
葉
一
斤
王
因
徳
漫
遣
,
,
使
者
背
詞
散
―
来
‘

-g猛
火
油
八
十
瓶
‘
｛
呂
人
名
麗
娼
、
年
十
四
‘
玉
膚
柔
軟
、
吹
レ
氣
勝
レ
蘭
、
不
レ

半
、
同
憐
令
―
―
句
細
如
＞
末
、
可
レ
丸
、
更
入
―
―
薄
糊
少
許
↓
薔
薇
水
十
五
瓶
石
其
表
以
―
貝
多
葉
一
書
レ
之
、
以
采
日
木
―
欲
!I

衣
櫻
彿
＞
之
‘
恐
―
―
橙
痕
一
也
。
〔
故
事
成
語
考
、
女
子
〕

捧

作

応

町

丁

晒

乾

。

為

レ

函

゜

〔

欧

陽

脩

、

日

本

刀

歌

〕

魚

皮

装

貼

香

木

鞄

‘

黄

麓

娼

氣

緩

如

レ

蘭

‘

呵

慮

恰

成

1
1

香
霧
↓

【
香
袂
】
308

袴
か
を
り
の
よ
い
た
も
と
。
〔
李
白
‘
採
蓮
白
間
雑
鍮
輿
レ
銅
0

[
香
名
】
325

店
他
人
の
評
判
を
い
ふ
。
御
高
名
。
〔
書
言

曲
〕
日
照
正
翌
巫
水
底
明
、
風
瓢
―
―
香
袂
ー
空
中
學
゜
〔
杜
【
香
墨
】
317

翌
か
を
り
の
よ
い
悪
゜
〔
束
宮
故
事
〕
皇
太
故
事
、
臀
名
類
〕
知
レ
名
不
迄
だ
碑
者
、
曰
一
』
竺
敬
香
名
一

牧
‘
秋
感
詩
〕
獨
掩
―
柴
門
一
明
月
下
‘
涙
流
―
―
香
袂

8
旧
二
子
初
拝
給
l

―
香
墨
四
丸
、
漆
石
硯
一
枚
、
赤
標
紅
紙
麻
紙
李
白
送
1

一
孟
賛
府
囚
口
以
―
―
弱
植
五
早
飲
―
―
香
名
↓

闇

干

↓

各

二

日

‘

漆

箪

四

枝

、

銅

博

山

筆

林

一

副

↓

〔

阜

應

物

、

【

香

著

】

3
2
6
g
0か
を
り
の
よ
い
茶
。
〔
茶
経
〕
飽
昭
妹

【
香
瓢
]309

芯
よ
い
に
ほ
ひ
が
風
に
た
だ
よ
ふ
。
〔
江
封
―
―
韓
少
手
所
レ
贈
硯
―
有
レ
懐
詩
〕
白
水
浮
―
―
香
墨
ご
ig

令
暉
、
著
哀
且
名
賦
↓
〔
皇
甫
曾
‘
送
!I

隆
利
―
詩
〕
千
峰
待
ニ

継
、
総
ユ
公
呂
謝
表
〕
歩
動
な
去
桂
↓
香
瓢
―
霧
穀
↓
〔
戴
池
涵
1

夏

雲

↓

逍

客

一

香

著

復

叢

生

。

〔

白

居

易

、

晩

起

詩

〕

融

雪

煎

↓

―

香

叔
倫
、
宮
詞
〕
漉
暗
玉
堵
恭
跡
断
‘
香
瓢
金
屋
豪
煙
清
。
【
香
盆
】
318

翌
香
を
盛
る
盆
゜
〔
｛
木
史
‘
岳
飛
傭
〕
我
等

i

名
「
調
話
煮
―
―
乳
凜
↓

0
山
名
。
安
徽
省
太
湖
縣
の
南
。

〔
杜
甫
、
紫
寂
殿
退
朝
口
琥
詩
〕
香
瓢
1

一
合
殿
一
春
風
韓
、
戴
―
―
香
盆
面
0
-

―
糧
草
↓
以
迎
,
,
官
軍
一
金
人
悉
知
レ
之
、
相
〔
太
湖
縣
志
〕
中
一
峯
日
,
1

蓮
花
峯
↓
左
日
二
小
i

名
山
工
右

花
覆
l

―
千
官
1

淑

景

移

。

公

去

―

―

我

輩

云

竪

唯

類

↑

K

。

日

―

―

大

著

山

ぶ

心

為

,

,

高
峻
↓

【
香
猫
】
310

認
爵
香
猫
の
異
名
。
〔
丹
鉛
録
〕
予
在
二
大
【
香
麻
】
3
1
9
t
ゥ
草
の
名
。
か
う
ぼ
う
。
茅
香
の
異
名
。
〔
本
【
香
油
]327

口
に
ほ
ひ
の
よ
い
あ
ぶ
ら
。
〔
本
草
‘
胡
麻
‘

理
廂
見
香
猫
如
’
狸
‘
其
文
如
釜
錢
豹
一
此
即
楚
辞
草
‘
茅
香
〕
繹
名
、
香
麻
、
時
珍
日
‘
蘇
頌
園
経
‘
復
出
1

一
香
燈
蓋
残
油
〕
検
明
、
時
珍
曰
‘
香
油
能
殺
レ
品
、
而
病
1

一製

所
謂
棄
赤
豹
一
分
従
一
元
ぷ
坪
也
。
麻
一
條
―
云
、
出
―
―
揺
州
面
炉
湯
浴
レ
風
其
良
‘
此
即
香
茅
薇
―
者
嗜
レ
油
‘
煉
レ
油
能
自
焚
‘
而
氣
盛
則
反
冷
‘
此
又

【
香
璧
】
311

翌
墨
の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
文
用
‘
副
墨
子
〕
也
、
閤
人
呼
レ
茅
如
レ
麻
、
故
爾
今
併
為
レ
一
。
物
之
玄
理
也
。
〔
宋
史
‘
外
園
五
‘
三
佛
齋
國
傭
〕
四
時
之

蜀
人
景
喚
、
博
雅
士
也
、
志
尚
静
隠
‘
云
云
、
背
得
―
―
墨
【
香
I

王]】
320

認
草
の
名
。
は
は
こ
ぐ
さ
。
鼠
麹
草
の
異
氣
、
多
レ
熱
少
レ
寒
、
冬
無
―
―
霜
雪

r八
用
全
日
油
年
竺
身
。

四
五
三

〔
物
類
相
感
志
〕
香
油
抹
一
烏
亀
眼
面
叫
入
レ
水
不
レ
沈
。

【
香
輿
】
328

五
勺
葬
式
の
時
‘
棺
の
前
方
を
、
香
遣
を
容

れ
香
を
焚
い
て
先
行
す
る
輿
゜
〔
倭
名
類
緊
抄
、
調
度
部
、

葬
送
具
‘
香
輿
〕
喪
穐
圏
云
、
香
輿
‘
俗
云
香
乃
古
之
。

〔
箋
注
〕
又
按
、
明
李
言
恭
日
本
考
日
、
積
出
用
1

一
紅
接
寵
↓

使
―
―
孝
子
親
掻
↓
至
親
皆
扶
レ
蹟
而
行
‘
積
前
排
,
,
紙
痛
二

三
十
竿
五
品
竪
香
亭
二
坐
名
日
1

一
設
孤
盆
双
孤
‘
蓋
燒

香
之
謡
昔
‘
此
即
所
謂
香
輿
也
。

【
香
螺
】
329

裕
海
屎
の
一
種
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
趙
飛
翌

為
―
一
皇
后
工
其
女
弟
在
1

一
昭
陽
殿
ご
這
一
飛
翌
書
―
曰
‘
云

云
‘
謹
上
二
槌
三
十
五
條
⇒
広
云
‘
沈
水
香
・
香
螺
尼
云
云
゜

〔
注
〕
出
,
,
南
海
―
―
名
丹
螺
。
〔
庚
信
‘
園
庭
詩
〕
香
螺
酌
二

美
酒
一
枯
蛙
藉
―
―
蘭
般
二
間
正
中
海
錯
疏
〕
香
螺
大
如
レ
甑

長
散
寸
‘
其
厭
雑
―
―
衆
香

5
佼
之
、
便
盆
芳
‘
掲
燒
則
臭
‘

諸
螺
之
中
‘
此
螺
味
最
厚
‘
本
草
謂
二
之
甲
香
↓

[
香
醒
]330

認
か
を
り
の
よ
い
に
ご
り
ざ
け
。
〔
杜
甫
、

雀
鮒
馬
山
亭
宴
集
詩
〕
清
秋
多
―
―
宴
會
五
終
日
困
采
品
竺
》

〔
白
居
易
‘
嘗
レ
酒
聰
レ
歌
招
レ
客
詩
〕
一
甕
香
醒
新
括
靱
‘

雙
賢
小
妓
薄
能
謳
゜
〔
韓
駒
‘
茅
柴
酒
詩
〕
飲
慣
茅
柴

堕
苦
硬
云
＇
レ
知
如
レ
蜜
有
香
酪
↓

【
香
槃
】
331

只
果
賓
の
名
。
ざ
ぽ
ん
の
一
種
。
文
旦
゜
〔
本

草
、
柚
〕
秤
名
、
朱
槃
、
時
珍
日
、
其
大
者
謂
―
―
之
朱
槃
面
”

取
向
槃
之
隻
最
大
者
謂
―
―
之
香
渠
↓
〔
橘
譜
〕
香
堤
、

大
1

一
於
朱
槃
五
形
園
色
紅
、
馨
可
レ
翫
゜

【
香
狸
】
332

ぼ
獣
の
名
。
震
猫
の
異
名
。
爵
香
猫
。
〔
本

草
‘
震
猫
〕
繹
名
‘
霊
狸
、
香
狸
‘
紳
狸
‘
類
‘
集
解
‘
頌
曰
‘

香
狸
出
1

一
南
方
一
人
以
作
―
―
謄
生
一
如
-
1

北
地
狐
生
法
一

其
氣
甚
香
、
微
有
二
窮
氣
↓
〔
物
類
相
感
志
〕
香
狸
生
―
四

個
外
腎
↓
〔
明
一
統
志
〕
香
狸
‘
寧
國
府
境
出
。

【
香
林
】
333

悶

0
寺
の
名
。
④
河
北
省
前
縣
の
北
。
＠
雲

南
省
建
水
縣
の
東
北
。
元
の
時
‘
建
つ
。

O
字
琥
。
①
清
、

毛
一
含
(
6—
1
6
7
7
2:
 2
5
3
'
)

の
字
。
◎
消
‘
陸
榮
拒

(11

ー

4
1
7
0
8
:
 2
6
3
)

の
琥
゜

【
香
輪
】
334

焚
立
派
な
馬
車
。
貴
族
の
馬
車
。
〔
唐
玄
宗
‘

初
入
二
秦
川
1

路
逢
―
―
寒
食
―
詩
〕
煙
霧
原
氣
水
殿
開
‘
暫

彿
香
輪
蹄
去
来
。
〔
鄭
谷
‘
曲
江
春
草
詩
〕
香
輪
莫
下
輻
ニ

-Pl
固
破
盆
戸
輿
愁
人
―
―
酔
眠
。
「
5
7
)

に
同
じ
。

【
香
料
】
335

昇
〇
か
を
り
の
よ
い
品
。

O
香
資
。
香
莫
(
2

【
香
寮
]336

謬
山
名
。
幅
建
省
寧
洋
縣
の
南
。
山
‘
極
め

て
高
大
、
上
に
紫
雲
洞
あ
り
‘
散
祇
人
を
容
る
と
い
ふ
。

13049 



(44518・ ・337)一 (44518.. 363) 

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
輻
建
‘
溝
州
府
、
寧
洋
縣
〕
香
寮
山
‘

在

縣

應

上

有
-
1

紫
雲
洞
盃
？
容
藪
萬
人
ご
止
統
中
、

部
茂
七
撮
枇
為
レ
乱
、
官
軍
討
元
＇
之

m山
之
絶
頂
、
有
―

天
嚢
畳
有
龍
遠
石
窟
如
レ
釜
。

【

喜

こ
337

誘
蓼
の
一
種
。
寒
蓼
。
か
ん
た
で
。
宿
根
重

生
し
、
生
菜
と
な
す
こ
と
が
出
来
る
。
〔
本
草
、
蓼
〕
集

解
、
保
昇
日
、
蓼
類
甚
多
、
有
―
―
青
蓼
・
香
蓼
•
水
蓼
・
馬

蓼
•
紫
蓼
·
赤
蓼
・
木
蓼
七
種
一
紫
赤
二
蓼
、
葉
小
狭
而

厚
、
云
云
‘
惟
香
蓼
宿
根
重
生
‘
可
レ
為
1

一
生
菜
↓
〔
李
商

隠
、
阿
内
詩
〕
栃
子
交
加
1

一
香
蓼
―
繁
‘
停
盃
辛
仔
レ
苦
留

待
レ
君
゜

【
香
奮
】
338

匁
〇
か
う
ば
こ
。
女
の
化
粧
道
具
を
入
れ

る
箱
。
〔
砕
能
、
送
如
叩
東
王
大
夫
一
詩
〕
香
奮
扁
1

一
鳳
詔
一

朱
豪
動
―
―
龍
坑
↓
〔
李
後
主
‘
宣
城
公
仲
宣
挽
辞
〕
玉
笥

猶
残
レ
薬
、
香
奮
已
染
レ
塵
。
●
香
を
紳
佛
に
供
へ
る
に

用
ひ
る
香
箱
。

〖
香
奮
集
〗3

3
9
吟
ン
書
名
。
一
巻
。
唐
書
藝
文
志
に
は

韓
但
撰
と
題
し
て
あ
る
が
、
宋
朝
類
苑
に
は
和
凝
の
作

で
、
名
を
韓
に
託
し
た
も
の
と
い
ふ
。
香
奮
骰
を
見
よ
。

〔
四
部
叢
刊
‘
集
部
、
第
七
百
七
十
八
冊
〕
。

〖
香
奮
骰
〗
碑
”
”
レ
ン
詩
の
一
骰
。
唐
の
韓
但
、
喜
ん
で

閻
女
宮
娃
の
窃
宛
腔
脂
の
態
を
詠
ず
。
其
の
詩
を
集
め

た
の
を
香
畜
集
と
い
ひ
、
こ
れ
よ
り
、
其
の
種
の
詩
を
香

奮
罷
と
呼
ぶ
。
〔
清
浪
詩
話
、
詩
骰
〕
香
奮
饉
、
韓
但
之

詩
、
皆
裾
拮
脂
粉
之
語
、
有
1

一
香
奮
集
↓
〔
詩
人
玉
屑
、

二
〕
韓
偲
之
詩
、
有
1

一
拮
裾
脂
粉
之
語
（
在
"
香
奮
集
↓
〔
夢

渓
筆
談
‘
藝
文
三
〕
和
魯
公
凝
有
―
―
艶
詞
一
篇
ぢ
竺
香
奮

集
ご
戚
後
貴
乃
嫁
、
其
名
為
11

韓
偲
一
今
世
博
―
―
韓
但
香

蛮
集
五
乃
凝
所
レ
為
也
。

【
香
輩
】
341

捻
天
子
の
御
車
。
〔
雀
塗
、
過
1
1

繍
嶺
宮
―
詩
〕

苑
路
暗
迷
香
輩
絶
‘
線
垣
秋
断
草
煙
深
゜

【
香
墟
】
g
g
'
ゥ
〇
香
を
焚
く
に
用
ひ
る
道
具
。
隋
器
、

又
は
金
•
銀
・
銅
な
ど
で
作
り
種
々
の
形
が
あ
る
。
其

の
用
途
種
々
あ
り
、
或
は
薫
衣
の
器
と
し
、
或
は
陳
設

の
具
と
し
、
或
は
佛
に
供
す
る
た
め
に
設
け
、
或
は
道

家
亦
設
け
て
修
練
を
助
く
。
香
鑢
゜
〔
漢
官
儀
〕
皆
選
-
―
端

正
妖
麗
五
執
1
1

香
遣
土
空
衣
服
↓
〔
漢
官
典
職
〕
尚
書
郎

給
―
―
女
使
二
人
「
潔
衣
服
一
塾
香
燻
燒
蕉
こ
従
入
二
憂

中
—
給
使
‘
護
―
―
衣
服
→
〔
西
京
雑
記
、
一
〕
長
安
巧
工
丁
緩

者
、
為
―
―
常
涌
燈
ご
云
云
‘
又
作
―
―
九
層
博
山
香
鑢
五
錢
為
1
1

香

部

香

州
通
志
〕
四
面
徒
絶
、
三
昼
而
上
、
有
レ
田
有
レ
井
有
品
渾
、

明
正
統
末
、
苗
蜜
撮
ふ
此
、
綿
督
王
額
平
レ
之
、
天
順
中
復

{

診

‘

、

.

,

．

叛

‘

巡

贋

文

盛

平

レ

之

、

因

捜

香

嗅

為

倉

皮

建

―

―

’

貯

糧

倉

於

此

コ

0
察
吟
爾
省
油
源
縣
の
東
南
。
鉛
錫
の

[
 
．．
 
戸
し
こ
に
9
」[/

（會圏オ三）燻香

欲
レ
食
、
先
燒
レ
香
唄
‘
案
、
法
師
行
レ
香
‘
坐
定
而
講
‘
所
―
―

以
解
レ
械
流
＞
芥
也
‘
乃
中
夏
行
レ
香
之
始
。

【
繭
レ
香
】
351,
＂
”
ハ
ス
散
人
相
集
り
、
各

t
携
へ
る
所
の

香
を
焚
い
て
優
劣
を
争
ふ
こ
と
。
〔
清
異
録
〕
各
揚
1

一名

査
比
一
試
優
劣
ぢ

gI―
鯛
香
↓

【
聞
レ
香
]352

”
”
ヲ
に
ほ
ひ
を
か
ぐ
。
か
ぎ
わ
け
る
。
又
、

衆
人
相
集
ま
つ
て
名
香
を
焚
き
、
其
の
優
劣
を
争
ふ
こ

と
。
〔
孔
子
家
語
、
六
本
〕
興
1

一
善
人
一
居
、
如
レ
入
1

一
芝
蘭

之
室
ず
＾
而
不
レ
聞
,
,
其
香
↓
〔
品
字
箋
〕
俗
以
レ
鼻
審
レ
氣

為
レ
聞
者
、
借
用
也
。

【
香
飲
棲
】
353
誘
ィ
．
ノ
清
、
陸
長
春

(11ー
4
1
7
0
8
:
 3
8
8
)
 

の

室

名

。

「

室

名

。

【
香
影
奄
】
354

焚
エ
イ
清
、
董
國
華
(
9
-
3
1
4
3
3
:
 2
0
1
'
)

の

【
香
堕
井
】
355

袴
エ
ン
堕
井
の
名
。
雲
南
省
景
谷
縣
。
清

の
雉
正
二
年
、
開
く
。

【
香
月
亭
】
357

”
”
ゲ
ッ
明
、
陳
鐸

(11ー
4
1
6
9
8
:
 4
5
6
)

の

室

名

。

「

の

室

名

。

【
香
榔
堂
】
3589t
？
清
、
黄
掌
倫
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
1
3
3
)
 

【
香
闇
黎
】
359

吟
リ
北
周
の
高
僧
。
梁
初
、
盆
州
青
城
山

飛
赴
寺
に
至
る
。
時
俗
、
三
月
三
日
に
必
ず
酒
肉
を
携

へ
て
山
に
至
り
、
酬
飲
す
る
者
多
し
。
香
閤
黎
屠
t
之
を

止
め
る
も
‘
断
つ
能
は
ず
。
あ
る
年
、
香
閤
黎
‘
飲
に
預

る
。
衆
争
つ
て
酒
肴
を
奉
じ
‘
得
る
に
随
つ
て
蓋
す
。
俄

に
大
い
に
吐
き
‘
難
肉
口
よ
り
出
て
即
ち
飛
鳴
し
、
羊
肉

ロ
よ
り
出
て
即
ち
走
り
、
魚
鮨
鶉
鴨
‘
涌
泳
し
て
交
錯

す
。
衆
駿
き
断
殺
を
誓
ひ
‘
此
の
風
遂
に
革
ま
る
。
卒
す

る
や
将
に
葬
ら
ん
と
し
て
‘
棺
の
太
だ
軽
き
を
怪
み
、
開

視
す
る
に
、
た
だ
几
机
の
み
が
有
っ
た
と
い
ふ
。
〔
績
高

僧
傭
、
二
十
五
中
〕
。

【
香
酔
山
】
360
袴
ス
イ
中
國
で
所
謂
嘉
裔
山
と
梢
せ
ら
れ

る
山
。
無
熱
池
の
北
方
に
在
り
、
閻
浮
提
洲
の
最
高
中

心
。
〔
倶
含
論
‘
十
一
〕
大
雪
山
北
、
有
―
―
香
酔
山
云
雪
北
香

南
、
有
1

一
大
池
水
盆
3

二
四
大
河
↓

【
香
屑
集
】
361
吟
セ
ッ
書
名
。
十
八
巻
。
清
、
黄
之
島
撰
。

皆
唐
人
の
句
を
集
め
て
香
奮
詩
と
し
‘
凡
て
古
今
骰
九

百
三
十
餘
首
、
組
織
工
巧
一
に
自
己
に
出
づ
る
も
の
の

や
う
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
香
扇
墜
】
362
窃
セ
ン
香
木
で
作
っ
た
圃
扇
の
ね
つ
け
。

〔
桃
花
扇
‘
訪
翠
〕
好
箇
香
扇
墜
、
口
把
揺
擬
壌
了
。

【
香
茎
布
】
363

”
ゥ
ぅ
布
の
一
種
。
〔
洞
冥
記
〕
波
岐
國
産
1

四
五
四

13050 



(44518・ ・364)-(44528・ ・2) 

香

部

香

〔
四
ー
五
書
〕

袷

紛

舌

林

塔

抹

祓

拙

貌

絋

四
五
五

茎
簾
草
ぶ
か
日
―
―
春
蕪
草
↓
其
皮
如
レ
絲
、
可
一
日
娑
畏
布
、
の
生
れ
た
時
‘
螢
中
に
三
日
香
氣
が
滴
ち
た
た
め
‘
洛
中

所
謂
春
蕪
布
、
亦
曰
―
―
香
茎
布
↓
の
人
か
く
稲
し
た
と
い
ふ
。
〔
孔
平
仲
‘
談
苑
‘
一
〕
藝
祗

【
香
唾
壺
】
364

焚
美
人
の
口
を
い
ふ
。
明
‘
戟
世
蕃
が
載
誕
誓
届
ム
三
日
香
、
人
莫
レ
不
―
―
驚
異
云
ぎ
今
洛
中
呼
ニ

唾
を
吐
く
時
、
美
婢
が
口
を
以
て
之
を
承
け
た
と
い
ふ
應
天
樺
院
盃
局
,
,
香
核
兒
螢
↓

故
事
。
〔
情
史
〕
穀
世
蕃
吐
レ
唾
‘
皆
美
婢
以
レ
ロ
承
レ
之
、
【
香
供
銀
子
】
378

”パパ
1
ゥ
供
物
料
。
〔
紅
棲
夢
‘
七
回
〕

方
検
レ
瞥
‘
婢
口
已
巧
就
‘
呻
匹
之
香
唾
壺
↓
十
五
的
月
例
香
供
銀
子
‘
可
レ
得
了
液
有
。

【
香
娘
子
]365
匁
升
笞
品
の
名
。
輩
嫌
(
1
0ー

3
3
1
3
8

:
【
香
月
山
房
】
379

翌
窮
清
、
戴
鉤
衡
(
5ー

1
1
6
8
5
:
 1
6
 

3
2
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
悲
嫌
〕
繹
名
、
石
置
、
慮
蜃
‘
負
盤
、

2
)

の
室
名
。

滑
品
、
茶
婆
品
、
香
娘
子
、
時
珍
日
、
輩
嫌
・
行
夜
・
品
冬
蝉
‘
【
香
戟
居
士
】
380

”t
ゲ
／
明
、
項
元
沐
(
1
2
-
4
3
3
4
3
:

6

 

三
種
、
西
南
夷
皆
食
レ
之
‘
混
呼
為
l

―
負
盤
函
旧
又
訛
レ
盤

5
)

の
琥
゜

為
磁
‘
而
緯
梢
為
1香
娘

予

也

。

【

香

喉

玉

口

】

381

昇
戸
汐
美
し
い
臀
。
〔
長
生
殿
‘
倫
曲
〕

【
香
娘
娘
】
366

翌
ザ
ャ
ゥ
廟
の
名
。
〔
蒲
雄
‘
聰
園
西
張
雑
述
向
1

一
綺
窟
深
虞
二
秘
本
翻
謄
、
香
喉
玉
口
、
親
将
二
絶
調
―

詩
‘
注
〕
香
娘
娘
廟
、
在
1

一
喀
什
喝
爾
回
城
北
四
五
里
許
一
教
成
。

廟
形
四
方
、
上
覆
1

緑
梵
瓦
工
中
空
而
頂
圃
、
無
像
設
一
【
香
消
玉
減
】
382

昇
誌
’
美
人
の
や
つ
れ
る
こ
と
。
〔
西

惟
墓
在
、
回
1

一
婦
於
廟
前
ぶ
囲
―
―
八
雑
冨
以
添
燈
間
一
交
廂
記
‘
草
橋
店
夢
二
鶯
鶯
―
雑
劇
〕
閉
レ
寝
忘
レ
餐
、
香
消
玉

易
皆
女
流
、
漢
人
呼
為
1

一
陰
八
雑
下
八
維
者
、
市
集
之
謂
滅
。

也
、
香
娘
娘
‘
乾
隆
間
喀
什
喝
爾
人
、
降
生
不
レ
凡
、
橙
【
香
祠
居
士
】
383

焚
ゼ
／
清
、
濡
鍾
瑞
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 1
8
 

有
香
氣
ぶ
ほ
県
篤
‘
因
編
炉
母
、
騎
柊
於
母
家
i

甚
著
I

0
)

の
琥
゜

震
異
面
禰
者
、
但
手
捧
,
,
門
鎮
壺
レ
情
一
哭
‘
井
取
廟
【
香
祠
精
含
】
384

盆
空
ャ
清
‘
溜
鍾
瑞
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 1
8
 

帝
浮
土
少
許
畑
涸
蹄
、
調
レ
水
飲
レ
之
。
「
室
名
。

O
)

の
室
名
。

【
香
桐
館
】
367

誘
屯
元
‘
張
士
誠
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
0
8
5
)

の
【
香
賓
山
人
】
385

焚
右
清
、
卓
爾
堪
(
2
-
2
7
4
1
:
 8
1
)
 

【
香
楠
木
】
3
6
8
5
[

？

樹

木

の

名

。

此

の

木

黄

色

に

し

て

の

琥

。

「

の

琥

゜

香
し
い
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
ふ
。
四
川
湖
廣
[
禾
畠
国
LlJ
主
】
瑯
”
笠
清
‘
鄭
梁
(
1
1
|
 3
9
6
4
7
 .. 2
7
9
)
 

地
方
に
産
す
。
〔
格
古
要
論
｀
八
、
香
楠
木
〕
楠
木
出
二
四
【
香
噴
噴
的
】
387

h
s
i
a
n
g
'
p
'
e
n
'
p
'
e
n
'
t
e

香
氣
が

川
湖
廣
「
色
黄
而
香
、
故
名
、
好
刊
,
,
牌
扁
一
又
有
二
紫
黒
高
い
。
香
氣
芽
芥
゜

色

査

皆

貰

、

白

者

不

社

。

【

香

聞

居

士

】

388

五
噂
／
清
‘
砕
起
鳳
(
9
|
3
2
1
2
3
 :
 1
5
 

【
香
如
意
】
369

翌
ィ
如
意
。
香
は
形
容
の
文
字
。
〔
紅
棲

5
)

の
琥
゜

夢
、
二
十
八
回
〕
襲
人
道
老
太
太
多
箸
一
個
香
如
意
、
【
含
レ
香
奏
レ
事
】
389

芦
”
各
彗
尚
書
郎
が
事
を
奏
上
す

一

個

璃

瑞

枕

↓

る

と

き

、

口

中

に

香

を

含

ん

で

申

し

あ

げ

る

。

〔

書

言

【
香
肥

g
】370
h
s
i
a
n
g
'
f
e
i
2
 
t
s
a
o

化
粧
石
瞼
。
香
息
゜
故
事
‘
郎
官
類
、
含
レ
香
奏
レ
事
〕
尚
書
郎
奏
―
―
事
明
光
殿
一

【
香
絆
佳
】
371
h
s
i
a
n
g
'
p
o
'
p
o

流
行
兒
。
は
や
り
つ
口
含
難
舌
香
「
以
其
奏
封
芥
芳
一
也
。

【
香
綿
丸
】
372
h
s
i
a
n
g
'
m
i
e
n
'
w
a
n
'

香
料
を
浸
ま
せ

た
綿
゜
之
を
鼻
孔
に
さ
し
込
む
。
「
の
名
。

【
香
綿
子
】
373

h
s
i
a
n
g
'
m
i
e
n
'
t
z
u

夏

H
用
ひ
る
香
料

【
香
絡
兒
】
374hsiang'luo• 

e
r
h

婦
人
用
の
小
香
袋
゜

【
香
園
粉
陣
】
375

翌
ク
美
人
に
と
り
ま
か
れ
る
形
容
。

【
香
葉
草
堂
】
376

ぢ
店
清
、
羅
聘
(
9ー

2
8
3
9
7
:
 2
4
3
)
 

の
室
名
。

【
香
核
兒
鶯
】
377[
”ガイ’/

應
天
祠
院
の
異
梢
。
宋
の
太
祗

苔
】
]
□ 日
コカヘへ
ンンチツ

〔
集
韻
〕
呼
含
切

〔
字
彙
〕
避
列
切

園圏

＇Eea[一
日

0
か
う
ば
し
い
に
ほ
ひ
。
よ
い
に
ほ
ひ
。
〔
廣

韻
〕
祓
、
香
氣
。

0
大
い
に
香
し
い
。
〔
玉
篇
〕
祓
、

大
香
。
●
か
う
。
か
う
ば
し
い
か
を
り
を
検
す
る

物
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
祓
、
香
也
。
口
か
う
ば
し
い
。

舗
(
1
2
|
 4
4
5
3
8
)

に
同
じ
。
〔
類
篇
〕
祓
、
同
レ
諭
、

香
也
。

霰
】
〗口日
ヘヘパハ
チッチッ

〔
類
篇
〕
匹
賤
切

〔
集
韻
〕
蒲
撥
切

圏圏

貧】血
ヘ
ッ

舗
(
1
2
|
 4
4
5
3
 00)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
舗
、
或
作
レ
抹
。

呼
吸
の
病
。
〔
字
彙
〕
指
‘
氣
病
。

冨早
ヵ，ウ

〔
字
彙
〕
呼
郎
切
瓢
i

冑『

Ii]
一

冨
】
〗
タ
ン
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
林
‘
昔
檀
゜

冨

】

呻

カ

ウ

"

[

戸

註

[
O同じ。
〔
字
彙

冨
】
〗7
ン

韻
(
1
1
0
-
4
4
5
6
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
韻
、
或
作
レ
紛
。

日
に
は
か
に
か
を
る
。
〔
字
彙
〕
恰
、
駿
香
也
。
ロ

か
う
ば
し
い
。
拾
(
1
2
|
 4
4
5
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
恰
、
博
雅
‘
拾
恰
、
香
也
、
或
作
レ
恰
。

日

0
大
い
に
か
う
ば
し
い
。
紹
(
1
2
-
4
4
0
9
2
)
・

秘
(
1
2
-
4
8
0
0
8
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
秘
、
大
香
也
、

或
作
レ
認
。
〔
集
韻
〕
秘
、
香
也
、
或
作
レ
秘
。
●
芯
(
9

|
 3
0
8
2
8
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
周
頌
‘
載
芯
〕
有
函
四
其

査
〔
繹
文
〕
秘
‘
字
又
作
ふ
必
。
口

0
か
う
ば
し

い
。
ザ
必
(
9
-
3
0
8
2
8
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
秘
‘

香
也
。
〔
集
韻
〕
サ
必
‘
説
文
‘
馨
香
也
、
或
八
レ
香
。

0
昭（
2
-
3
4
8
5
)

に
同
じ
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林

賦
〕
睫
憂
昭
祁
゜
〔
注
〕
善
日
‘
秘
諄
・
昭
祁
‘
昔
義

同
。

【
絋
刊
】
1

バ
バ
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
代
北
複
姓
〕
秘

刊
氏
改
為
刊
氏
↓

【
秘
辞
】
2

梵
大
い
に
香
し
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
詐
、
博

雅
‘
秘
詐
、
香
也
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
秘
評
、
香
也
。
〔
王
念
係

疏
證
〕
玉
篇
‘
秘
、
大
香
也
、
静
、
大
香
也
‘
合
―
―
言
之
1

則

日
―
―
秘
評
「
香
盛
謂
1

一
之
秘
詐
↓
猶
―
―
―
水
盛
謂
"
之
澤
浮
↓

〔
燕
山
叢
録
〕
紅
紫
爛
慢
‘
香
氣
秘
辞
。

冨
】
〗ロピl
ピヒベヘ
チッチッ

〔
集
韻
〕
簿
必
切

〔
集
韻
〕
蒲
結
切

國園

●
つ
よ
い
か
を
り
。
〔
正
字
通
〕
捉
、
香
氣
濃
厚

也
。

O
稿
捉
は
、
か
う
ば
し
い
。
〔
集
韻
〕
舵
、
綺

椛
‘
香
也
。

【
懇
〗
了
集
韻
〕
乃
埼
切
菌

か
を
り
が
さ
か
ん
。
静
(
1
2
|
 4
4
5
3
3
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
酵
‘
香
盛
也
、
或
炊
レ
出
。

冨

】

g

*

[

〔
集
韻
〕
普
液
切
囲
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【
孵
]
坤
[
〔
字
彙
〕
施
胡
切
菌

0
か
う
ば
し
い
。
強
く
に
ほ
ふ
。
大
い
に
か
う
ば

し
い
。
拙
(
1
2
-
4
4
5
2
6
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕

酔
酔
、
香
也
。
〔
王
念
孫
疏
證
〕
下
繹
器
云
、
酵
、
香

也
、
重
一
言
之
ー

DiJ
曰
11

酔
酵
王
宝
逸
佳
離
騒
云
、

非
非
、
猶
―
勃
勃
谷
分
香
貌
也
‘
勃
興
レ
酔
通
。
〔
廣

韻
〕
酔
、
大
香
。
〔
集
韻
〕
酔
‘
香
盛
也
、
或
八
レ
出
。

〔
集
韻
〕
酔
、
博
雅
‘
秘
酔
、
香
也
。
●
か
う
ば
し
い

さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
絆
香
兒
。

0
通
じ
て
祁
(
9
-
3
0
8

3
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
辞
‘
通
作
レ
祁
゜

徊】]
：
〔
集
韻
〕
薄
液
切
同
i

ポ
ソ
ポ
チ

.＂i―― 
霰
】
〗ヘ
ッ

抹
(
1
2
-
4
4
5
2
4
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
誅
、
同
レ
抹
。

●
員
昌

【
和
】
呻
タ
ン

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
林
‘
昔
檀
゜

冨
】
〗ュ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
紳
、
＿
音
諫
°

冨

】

g

ヘ
ッ

舗
(
1
2
-
4
4
5
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
舗
‘
或
作
レ
魏
°

香

部

〔
五
ー
|
九
盪
〕

●
少
し
か
う
ば
し
い
。
〔
玉
篇
〕
舗
、
小
香
。
〔
廣

韻
〕
舗
、
小
香
也
。
●
繍
舗
は
‘
か
う
ば
し
い
。
或
は

抹
(
1
2
-
4
4
5
2
4
)
•

紬
(
1
2
-
4
4
5
2
9
)

に
作
る
。
〔
廣

雅
‘
繹
訓
〕
舗
魏
、
香
也
。
〔
集
韻
〕
舗
、
諭
舗
、
香

也
、
或
作
蘇
•
魏
→
参
秘
(
1
2
-
4
4
5
2
8
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
秘
‘
香
也
‘
或
作
レ
舗
。
働
秘
(
1
2
-
4
8

0
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
秘
、
香
也
‘
或
作
レ
舗
。

【
諭
齊
]
1

冗
樹
木
の
名
。
波
斯
國
に
産
す
。
七
月
‘
其

【

舗

】

螂

圏

ソ`

〔
集
韻
〕
匹
蔑
切

ヘへ
チ

冨
J
坤

香
氣
が
さ
か
ん
。
〔
集
韻
〕
辞
、
香
氣
盛
也
。

プ翌

〔
集
韻
〕
蒲
蝶
切

面

＇i[一
冨
】
〗
舗
(
1
2
-
4
4
5
3
8
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

ソ‘
手
鑑
〕
腑
‘
誼
俗
字
。

ヘ

冨
】
〗

0
か
う
ば
し
い
。
拾
碕
〔
集
韻
〕
恰
、
博
雅
‘
拾

拾
、
香
也
°
-
0
少
し
香
し
い
。
〔
廣
韻
〕
恰
、
小
香
。

〔
字
彙
〕
拾
、
小
香
。

O
香
味
が
深
い
。
〔
字
彙
〕

詰
一
日
、
香
味
深
也
。
R
或
は
恰
(
1
2
ー

4
4
5
1
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
恰
、
或
作
レ
衿
°

カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
呼
含
切

園

0
か
う
ば
し
い
。
〔
字
彙
〕
絆
、
香
也
。

O
辞
(
1
2
-

4
4
5
3
3
)

の
識
字
。
〔
正
字
通
〕
評
‘
酔
字
之
謡
。

冨

】

呻

綺
翻
は
、
か
う
ば
し
い
。
〔
集
韻
〕
綺
‘
綺
貌
‘
香

也。

ィ

〔
集
韻
〕
隠
綺
切

祗

香
木
の
名
。
棧
(
6
|
1
5
7
5
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

慢
、
香
木
名
、
或
作
レ
綾
。

【
餞
】
〗
セ
ン

〔
集
韻
〕
将
先
切

oo

0
か
う
ば
し
い
。
〔
廣
韻
〕
緋
‘
香
也
。
〔
集
韻
〕
誹
、

廣
雅
‘
緋
緋
‘
香
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
誹
緋
‘
香
也
。

〔
王
念
孫
疏
證
〕
楚
辞
離
騒
云
、
芳
非
非
其
禰
章
、

九
歎
云
、
鳳
―
江
薙
之
斐
非
杢
史
記
司
馬
相
如
傭

云
‘
郁
郁
斐
斐
、
欧
香
登
越
‘
拉
卑
ハ
―
―
誹
緋
一
同
、
各

本
作
レ
非
、
此
後
人
以
レ
意
改
レ
之
也
、
集
韻
・
類
篇

引
廣
雅
ご
拉
作
誹
誹
ご
巻
一
云
、
非
、
博
也
、
世

人
以
レ
此
為
―
―
芳
誹
之
緋
正
否
之
、
今
撮
以
訂
正
。

●
通
じ
て
非
(
9
|
3
1
2
2
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
誹
、

通
作
レ
非
゜

【
誹
】
〗
ヒ
〔
集
韻
〕
芳
譴
直

の
枝
を
切
れ
ば
黄
汁
あ
り
、
蜜
に
似
て
香
氣
が
あ
る
。

〔
酉
陽
維
俎
‘
廣
動
植
、
木
篇
〕
舗
齊
出
,
,
波
斯
國
彿

林
一
呼
為
―
―
頂
勃
梨
喘
一
長
一
丈
餘
‘
園
一
尺
許
‘
皮
色

青
薄
而
極
光
浮
、
葉
似
二
阿
魏
↓
毎
三
葉
生
二
於
條
端
↓

無
1

一
花
｛
貫
一
西
域
人
常
八
月
伐
レ
之
、
至
"
服
月
一
更
抽
ニ

新
條
一
極
滋
茂
、
若
不
1

一
剪
除
一
反
枯
死
‘
七
月
断
―
―
其

枝
ぶ
付
―
―
黄
it
「
其
状
如
レ
蜜
‘
微
有
―
―
香
氣
一
人
レ
槃
療
レ

病。

誂

紳

林

林

辞

舒

拾

舘

辞

舗

緋

餞

綺

統

銹

褐

日
□

0
か
う
ば
し
い
か
を
り
。
或
は
繕
(
1
2
|
 

4
4
5
6
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
謁
、
俺
闊
‘
香
氣
也
‘

或
凡
レ
i

蓋
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
、
秋
雨
聯
句
〕
援
菊
茂
二

新
夜
遥
蘭
錯
晩
闊
↓

0
に
ほ
ひ
が
強
い
。
掩

謁
〔
正
字
通
〕
謁
‘
漉
謁
、
香
甚
也
。

0
通
じ

て
憂
(
9
ー

3
2
0
8
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
謁
‘
通
作
レ

憂゚
【

謁

】

畑

日
ァ
イ
〔
集
韻
〕
於
蓋
切
圏

口
ァ
イ
〔
集
韻
〕
於
代
切
醐

＂冑旦一

【琶呵

綾（
1
2
-
4
4
5
4
5
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
楚
、
同
レ
複
。

7
ク

□
口
か
う
ば
し
い
。
麓
麓
或
は
掩
(
8
|
2
5
1
0
4
)
 

に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
麓
麓
、
香
也
。
〔
集
韻
〕
純
‘

或
炊
レ
禾
。
曰
國
か
う
ば
し
い
か
を
り
。
通
じ
て
晦

(
2
|
 3
7
7
0
)
・
 
瞳
(
8
|
2
3
4
3
6
)

に
ft
る
。
〔
集
韻
〕

織
麓
稿
‘
香
氣
‘
通
作
途
。
〔
司
馬
相
如
‘
上
林

賦
〕
瞳
憂
芯
祁
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
掩
‘
輿
レ
掩
‘
昔
義

同。

【
掩
謁
】
1

だ

香
氣
゜

【
麓
繹
】
2

"

＂

氣゚

香
氣
を
い
ふ
。
〔
集
韻
〕
繹
‘
掩
繹
、
香

酋
翠
を
い
ふ
。
掩
憂
゜
〔
集
韻
〕
麓
臓
謁

昌
]
ァ
ン
オ
ン

2

ロ国ェ
ン

冨

】

囮

昌
77

〔
集
韻
〕
湿
合
切

~ ~ 

集集
韻韻、、
衣郎
桧感
切切

面冦圏圏

〔
集
韻
〕
烏
含
切

四
五
六
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香

部

〔
九
ー
＋
一
蓋
〕

緩

踏

喜

赫

猷

繍

酪

饂

諭

謙

憩

饂

領

緩

馨

含

べ

小

ロ

ロ

0
か
う
ば
し
い
。
香
氣
が
高
い

属
豪
さ
ま
。
も
と
駿
に
作
る
。
〔
中
華
大
字

典
〕
腹
、
本
作
レ
駿
。
〔
説
文
新
附
〕
駿
、
香
気
芽
腹

也
、
炊
レ
孵
笈
臀
゜
〔
廣
韻
〕
綾
‘
香
氣
芽
綾
゜
〔
正
字

通
〕
説
文
‘
香
氣
芥
祓
也
。

0
か
を
り
。
④
か
。
に

ほ
ひ
。
香
氣
゜
〔
集
韻
〕
綾
‘
香
氣
也
。
〔
洛
陽
伽
藍

記
、
三
‘
城
南
〕
流
レ
香
吐
レ
緩
゜
＠
徳
化
。
臀
聞
。

〔
江
滝
‘
謝
―
―
開
府
辟
召
一
表
〕
凝
レ
華
重
レ
腹
‘
良

在
血
関
西
之
彦
-
参
か
を
る
。
④
好
い
香
を
獲
す

る
。
〔
岱
康
‘
酒
會
詩
〕
緩
祓
意
芳
゜
＠
徳
化
・
臀
聞

が
博
は
る
。
〔
江
滝
、
太
祗
高
皇
帝
誅
〕
翠
品
竺
犀

中
畠
〗0
か
う
ば
し
い
か
を
り
。
〔
集
韻
〕
緩
‘
香

也
。
●
鏃
が
物
に
あ
た
る
醤
。
腹
焉
(

2

)

を
見
よ
。

【
複
郁
】

1
g
香
氣
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
複
複
。
〔
艮
嶽

記
〕
東
則
高
峯
峙
立
‘
其
下
植
レ
梅
以
レ
葛
散
、
緑
蒋
承

鉄
‘
存
芳
複
郁
゜
〔
遼
史
‘
后
妃
、
穆
宗
皇
后
篇
后
博
〕
生

有
―
―
雲
氣
玉
祓
郁
久
之
。
〔
陳
樵
‘
雨
香
亭
詩
〕
築
氣
入
,
,
几

席
五
緩
郁
侵
,
,
衣
裳
↓

【
綾
焉
】
2

豆
匁
〇
鏃
に
物
の
あ
た
る
音
。
〔
溢
岳
、
射
雉

賦〕
1
-
T
中
綴
‘
腹
焉
中
レ
鏑
。
〔
注
〕
妥
日
‘
祓
‘
中
レ
鏃
臀

也。

O
か
を
る
さ
ま
。
〔
哀
嬌
之
、
蘭
亭
詩
〕
微
昔
迭
詠
‘

緩
焉
若
レ
蘭
゜

【
複
香
】

3
g
香
し
い
。
芳
香
が
薫
る
。

【
綾
氣
】
4

匁
よ
い
に
ほ
ひ
。
香
氣
。
〔
夏
侯
湛
、
春
可
レ

架
賦
〕
散
嵐
衣
之
緩
氣
五
納
函
取
懐
之
潜
芳
↓

【
綾
草
】
5

芯
草
の
名
。
ご
ま
の
は
ぐ
さ
。
玄
参
の
異

名
。
〔
本
草
‘
玄
参
〕
繹
名
、
黒
参
、
玄
壷
、
重
憂
、
鹿
腸
‘
正

馬
、
逐
馬
、
複
草
、
野
脂
麻
、
鬼
蔵
、
志
日
、
合
香
家
用
レ

之
、
故
俗
呼
―
―
複
草
↓

【
複
亭
]
6

げ
明
‘
溢
突
埜
(
7
|
1
8
2
3
6
 :
 1
2
2
)

の琥゚

【
腹
緩
】
7
7
7
”
香
氣
の
盛
な
さ
ま
。
〔
何
晏
、
景
輻
殿
賦
〕

日戸／ヒ，ヨ
ク

ヒ
キ
ロヒ
，
ヨ
ク

ビ
キ

己

〔
集
韻
〕
弼
力
切

雪
臼

〔
集
韻
〕
拍
逼
切

〔
集
韻
〕
房
六
切ヽ
亡

X

國國弓圏

冨
l

】
年
ウ
ン

【
邑
岬
ホ
ッ

饂
(
1
2ー

4
4
5
5
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
饂
、
本
作
レ
饂
。

酔
(
1
2
|
 4
4
5
3
3
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
謡
‘
同
レ
酔
゜

【繍】岬
か
を
り
。
〔
字
彙
補
〕
繍
‘
香
氣
也
。

キウ
ク

字
彙
補
〕
香
幽
切

霰
】
厨

か
う
ば
し
い
。
〔
字
彙
補
〕
猷
、
香
也
。

因

ヒ，ウピュ

〔
字
彙
補
〕
歩
囚
切

困

冨
】
〗
カ
ウ
＂
戸
戸
戸
0
同
し
。
〔
字
彙

【喜】厨
大
い
に
か
う
ば
し
い
。
又
、
絲
(
1
2
-
4
4
5
4
8
)

に

作
る
。
〔
字
彙
補
〕
喜
‘
大
香
也
、
亦
作
レ
絲
゜

キ＂ヤーウ

ヵ，ウ

〔
字
彙
補
〕
火
良
切

闘

【
銹
】
〗
祓
(
1
2ー
4
4
5
4
5
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
~

類
編
）
踏
、
同
レ
綾
゜

7
ク

謁
謁
萎
萎
‘
緩
綾
芽
芥
゜
〔
注
〕
清
曰
、
綾
緩
痣
＃
分
、
香
氣

也
。
〔
陸
機
、
文
賦
〕
播
―
―
芳
範
之
腹
複
云
生
胄
條
之
森
森
↓

【
複
芽
】
8

竺
香
氣
の
高
い
さ
ま
。
緩
郁
。
複
緩
゜
〔
詩

孜
〕
韓
詩
‘
緩
芥
孝
祀
‘
蒔
君
日
、
緩
、
香
貌
也
。

巳
か
う
ば
し
い
。
橿
(
8
|25215)• 

蕪
(
9
|
3
1
5
4
 

8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
橿
‘
盃
椙
、
香
也
、
或
炊
レ
香
、

冨丑
日
ウ
ン
〔
集
韻
〕
於
云
切
函

且
十
〔
集
韻
〕
烏
没
切
団

カ

ッ

圏

カ
チ

曰□
カ
イ
〔
集
韻
〕
虚
文
切
圏

日

0
か
を
り
。
〔
集
韻
〕
憩
‘
字
林
、
香
氣
。

O
謁

(
1
2
-
4
4
5
4
4
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
憩
‘
俗
謁
字
。

口
に
ほ
ひ
。
姻
(
9
|
3
0
1
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

娼
、
臭
也
、
或
作
レ
憩
゜

冨
】
岬

〔
集
韻
〕
許
葛
切

【謙】呼
●
か
う
。
香
氣
を
接
す
る
も
の
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕

謙
‘
香
也
。
●
か
を
り
。
〔
字
彙
〕
謙
、
香
氣
。
参
か

を
り
の
あ
る
味
。
〔
字
彙
〕
謙
、
一
日
、
香
味
。
⑲
か

を
り
が
た
ち
こ
め
る
。
〔
正
字
通
〕
謙
‘
香
氣
充
溢

也。

O
か
う
ば
し
い
。
睫
(
7
|
2
1
6
6
2
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
謙
‘
博
雅
‘
謙
謙
‘
香
也
‘
或
省
。

【
謙
儒
】
1

己
清
‘
陳
之
蘭
(11|
 4
1
6
9
8
 :
 9
0
7
)

の字。

ケ
ン

〔
集
韻
〕
馨
兼
切

圏

か
う
ば
し
い
。
或
は
緞
に
作
る
。
〔
集
韻
輝
f

、香

也
、
或
炊
レ
臭
゜

【
諭
】
〗
[
9ゥ〔
集
韻
〕
郎
孔
切
面

＇i-ー

四
五
七

小
日
●
か
を
る
。
も
と
馨
に
作
る
。
〔
中

闊
筆
華
大
字
典
〕
馨
、
本
作
レ
馨
。
④
か
を
り

が
遠
く
に
及
ぶ
。
に
ほ
ふ
。
〔
説
文
〕
瞥
、
香
之
遠
聞

也
、
八
レ
蕃
殻
臀
‘
殻
瘤
文
磐
゜
◎
花
が
か
を
る
。

〔
韓
愈
、
答
張
徽
詩
〕
愁
狭
酸
レ
骨
死
、
怪
花
酔
レ

魂
馨
゜
◎
徳
化
臀
聞
が
博
は
る
。
〔
書
‘
君
陳
〕
黍
稜

非
レ
馨
、
明
徳
惟
馨
゜
〔
劉
馬
錫
‘
洒
室
銘
〕
斯
是
栢

室
、
惟
吾
徳
馨
。
●
か
を
り
。
④
か
う
ば
し
い
か

を
り
。
よ
い
か
を
り
。
〔
束
哲
、
補
亡
詩
〕
馨
爾
夕

膳
゜
〔
注
〕
善
日
‘
馨
‘
芥
香
也
。
◎
う
ま
い
か
を
り
。

〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
丹
木
五
歳
五
色
乃
清
、
五

【馨】亨

キ
ャ
ゥ

□
ケ
イ
キ
ャ
ヴ

日
ケ
イ

〔
集
韻
〕
饂
経
切
一
圏

T
-
L
 h
s
m
g
1
 

T
一
勺

h
s
i
n
1

〔
集
韻
〕
虚
映
切
醐

I
“
 

【緩】崎

複（
1
2
-
4
4
5
4
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
榎
、
同
レ
緩
゜

7
ク

緒
酔
は
‘
か
う
ば
し
い
。
〔
集
韻
〕
箱
‘
緒
酔
‘
芥
芳

也。
【

琶

年

圏

ヽ

〔
集
韻
〕
蒲
庚
切

へゥ
ビ
ャ
ー
ウ

於
帥
。

[
0
9が
さ
か
ん
。
又
饂
(
1
2
|
 4
4
5
 

5
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
饂
‘
香
氣
盛
也
、
本
作
レ

饂。

O
饂
和
は
、
大
い
に
か
う
ば
し
い
。
〔
集
韻
〕

饂
‘
饂
辞
‘
大
香
也
。
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味
乃
馨
゜
〔
注
〕
言
二
滋
香
一
也
。
◎
花
の
よ
い
か
を

り
。
〔
楚
辞
‘
九
歌
‘
湘
夫
人
〕
建
1

一
芳
馨
入
弓
庶
レ

門
。
〔
注
〕
啓
‘
香
之
聞
レ
遠
者
。
◎
徳
化
。
臀
聞
。

〔
晉
書
‘
符
堅
載
記
〕
化
盛
―
―
隆
周
盃
ぎ
馨
千
祀
↓

【
饂
】
螂

□
語
勢
を
助
け
る
に
用
ひ
る
助
酵
゜
〔
正
字
通
〕

馨
‘
晉
人
以
為
五
盟
翌
王
術
傭
、
何
物
老
謳
生
二

此
寧
馨
兒
一
又
王
朗
之
雪
中
詣
―
―
王
蝸
「
持
1

一其

只
璃
日
‘
冷
如
蒐
手
馨
‘
強
来
捉
ー
一
人
臀
↓

【
馨
逸
】
1

賃
香
氣
が
常
に
異
な
る
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕

採
徊
河
遼
譴
感
芳
酎
云
云
、
蘭
薫
爵
越
、
自
成
馨

逸一

[
馨
遠
】
2

竺
民
國
‘
孫
傭
芳
(
8
|
6
9
8
7
 :
 5
1
1
)

の
字
。
【
結
眼
】
岬

n査
香
】
3

幻
に
ほ
ひ
。
よ
い
か
を
り
。
か
を
り
が
遠

く
に
及
ぶ
。
又
、
徳
化
の
遠
く
及
ぶ
喩
゜
〔
書
、
酒
詰
〕

O
韻
饂
は
‘
か
う
ば
し
い
。
〔
集
韻
〕
績
、
博
雅
‘
績

曹
惟
徳
馨
香
祀
登
間
子
天
↓
〔
禁
傭
〕
弗
レ
杢
上
帝
i

饂
‘
香
也
。
●
或
は
紛
(
1
2
|
 4
4
5
2
0
)
・
 
盃
(
9
-
3
1

3
9
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
績
‘
或
作
紛
・
苓
弐

無
藩
香
之
徳
以
格
丘
へ
。
〔
書
‘
呂
刑
〕
上
帝
監
レ
民
‘
岡
レ

有
1

一
馨
香
徳
↓
〔
左
氏
、
桓
、
六
〕
謂
下
其
上
下
皆
有
一
嘉
徳
「

而
無
中
9

進
心
上
也
、
所
謂
馨
香
無
―
―
識
臨
也
。
〔
注
〕
馨
‘
香

之
遠
聞
也
。
〔
左
氏
‘
僭
、
五
〕
若
晉
躯
虞
‘
而
凹
徳
以

パH
g
"
＂
7い
い
"
"
い
[
[
い
い
【
琶
〗

F
□
集
韻
〕
徒
南
切
薗

栗

゜

掩

繹

は

、

か

を

り

。

〔

集

韻

〕

緯

‘

麓

繹

、

香

氣

゜

【
馨
氣
】
4

勺
に
ほ
ひ
。
香
氣
゜
〔
書
‘
君
陳
‘
至
治
馨
香

感
子
紳
明
面
〕
所
レ
聞
上
古
聖
賢
之
言
‘
政
治
之
至

【
隊
】
臼

者
、
芥
芳
馨
氣
、
動
於
神
明
↓

【
馨
谷
】
5

芹
清
、
黄
度
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 6
2
2
)

の
O
の

舅
【
馨
稜
】
6

グ
が
か
を
り
の
た
か
い
あ
は
。
〔
玉
海
、
證

【
響
】
螂

儀
‘
精
籍
〕
歳
儲
手
馨
畏

【
馨
徳
】
8

昇
か
う
ば
し
い
徳
。
〔
魏
志
、
三
少
帝
‘
齊
王

芳
紀
〕
吾
登
安
乗
レ
此
而
行
、
致
―
―
馨
徳
於
宗
廟
1

邪゚

【
馨
芽
】
，
77

パ
か
を
り
。
に
ほ
ひ
。
芳
芽
。
馨
分
。
馨
香
。

【
馨
聞
】
10

ぢ
よ
い
評
判
。
令
聞
。

【盤
I

烈
】
1
1
"
パ
か
を
り
か
は
げ
し
い
。
〔
張
衡
、
西
京

賦
〕
奢
泰
律
レ
情
‘
而
馨
烈
禰
茂
゜
〔
注
〕
綜
曰
、
言
‘
土

地
陰
固
‘
故
得
一
的
炉
心
極
レ
ギ
息
而
脊
泰
之
馨
烈
‘
盆
以
茂

盛―)

【
馨
列
侯
】
12

五＇吋，

ふ
ぢ
ば
か
ま
。
蘭
の
異
名
。
〔
清
異

〔
十
―
|
＋
八
甍
〕

【絲品
ヵ，ゥ

カ，ウ
ヘ
ッ

義
未
詳
。
〔
海
篇
〕
懸
、
昔
香
。

n9u 

n闘
墨
mi-

義
未
詳
。
〔
五
音
篇
海
〕
薗
‘
昔
香
°
-
【
編
曲
】
〗

繰
祓
は
、
に
ほ
ふ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
誦
、
謙
祓
、
香

兄。

ヘ，ウ
べ，ウ

〔
集
韻
〕
砒
香
切

圏

舗
(
1
2
-
4
4
5
3
8
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
織
‘
舗
俗
字
。

フ
ン
ポ
ン

ア
イ

香

部

n闘
闘
i

]

一

ル
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
磐
、
昔
類
。

n
瓢
E
~一

香
氣
が
盛
な
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
韻
、
香
氣
衝
也
。
〔
集

韻
〕
額
、
香
氣
盛
兒
゜

冨
i

】

年

ヒ

ン

〔
集
韻
〕
枇
民
切
陶
〖

〔
集
韻
〕
符
分
切

函

n闘
言
臼
＿

総
(
1
2
|
 4
4
5
4
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
紐
、
同
レ
謁
゜

【
繕
】
碑

か
を
り
。
謁
(
1
2
|
 4
4
5
4
4
H
l
.
l
l
(
1
2
 |
 4
4
5
6
0
)
・
 

憩
(
1
2
-
4
4
5
5
5
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
謹
、
同
レ
禍
、

香
也
。
〔
集
韻
〕
謁
、
麓
閾
、
香
氣
也
、
或
八
レ
蓋
。

〔
字
彙
補
〕
繕
、
作
レ
註
。
〔
正
字
通
〕
繕
‘
俗
謁
字
、

識
興
レ
饂
同
。

録
‘
草
‘
馨
列
侯
〕
唐
保
大
一
一
年
‘
國
主
幸
飲
香
亭
一
賞
1

新
蘭
二
詔
―
―
苑
令
ぶ
生
選
渓
美
土
ぶ
局
,
,
馨
列
侯
擁
培
之

具↓
馨

紐

績

褥

轍

善

熊

繕

績

聾

繰

魯

霜

冨

】

螂

ァ
イ

〔
集
韻
〕
於
蓋
切

ngii-

馬

部

馬

圏

小

古

権

日

□

O
う
ま
。

文
①
家
畜
の
一
。

界
策
彩
文
彬

籠
巨
大
、
四
肢
強
健
‘
鼠
と
蹄
と
あ
り
、
人
を
乗

せ
物
を
運
ぶ
に
古
来
必
要
な
獣
。
〔
説
文
〕
馬
、

怒
也
、
武
也
‘
象
属
頭
髯
尾
四
足
之
形
↓
〔
白
虎

通
、
封
公
侯
〕
馬
‘
陽
物
。
〔
管
子
、
形
執
解
〕
馬
者

所
莱
以
行
＞
野
也
。
◎
高
さ
六
尺
の
う
ま
。
古
‘

諸
侯
の
乗
用
と
し
た
も
の
。
〔
周
證
、
夏
官
、
痩

人
〕
馬
八
尺
以
上
為
レ
龍
、
七
尺
以
上
為
レ
駄
、
六

尺
以
上
為
レ
馬
。
〔
公
羊
、
隠
、
元
〕
蓋
以
レ
馬
。
〔
注
〕

天
子
馬
日
レ
龍
、
高
七
尺
以
上
、
諸
侯
日
レ
馬
、
高

六
尺
以
上
、
卿
大
夫
日
レ
駒
、
高
五
尺
以
上
。
◎

守、メ
日ノ

【
馬
】
』
口
戸

園
マ

〔
集
韻
〕
母
下
切
薗

＞
 

n
Y
 ma' 
圏

〔
集
韻
〕
涌
補
切

馬

部

か
を
り
。
〔
字
彙
補
〕
霜
、
香
氣
也
。

【
嘉
】
血

〔
字
彙
補
〕
虚
陵
切
困
-

キ
ョ
，
ウ

コ，ウ

【
馨
】
5

阿
馨
は
、
薬
の
名
。
通
じ
て
魏
(
1
2
-
4
5
8
7
2
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
贄
、
阿
勢
、
薬
名
、
通
作
レ
魏
゜

ギ

〔
集
韻
〕
虞
貴
切

困

四
五
八
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野
馬
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
罷
差
之
山
、
多
レ
馬
。

〔
注
〕
野
馬
也
、
似
レ
馬
而
小
。
＠
易
で
乾
．
震
・
炊

に
あ
て
る
。
〔
易
、
説
卦
〕
乾
為
レ
馬
。
〔
易
、
坤
〕

利
二
牝
馬
之
貞
↓
〔
虞
注
〕
震
為
レ
馬
。
〔
易
、
屯
〕

乗
レ
馬
班
如
。
〔
虞
注
〕
次
為
レ
馬
。

O
月
。
月
精
。

〔
大
戴
證
、
易
本
命
〕
月
主
レ
馬
。
〔
春
秋
考
異
郵
〕

地
生
ー
一
月
精
盃
〖
レ
馬
。

0
か
ず
と
り
。
投
壺
の
勝

算
。
〔
證
、
投
壺
〕
請
為
二
勝
者
1

立
レ
馬
。
〔
注
〕
馬
、

勝
算
也
、
謂
―
―
之
馬
一
者
、
若
に
ぞ
’
技
藝
如
レ
此
、
任

為
面
帥
棄
に
馬
也
。
働
お
ほ
き
い
。
大
き
い
も

の
の
喩
゜
〔
爾
雅
‘
繹
晶
〕
緬
‘
馬
蜆
。
〔
注
〕
蝿
中
最

大

者

為
1

一
馬
蝋
二
R
の
の
し
る
。
の
の
し
る
時
の

喩
。
〔
廣
雅
、
秤
詰
三
〕
馬
、
罵
也
。
〇
わ
る
い
。
わ

る
い
も
の
の
喩
゜
〔
楚
辞
、
東
方
朔
、
七
諫
‘
怨
世
〕

馬
蘭
跳
罪
而
日
加
。
〔
注
〕
馬
蘭
、
悪
草
也
。

O
古

文
、
影
(
4
|
1
0
 
0
 0
4
)

・
駅
(
1
2
-
4
4
5
8
0
)
に
作
る
。

〔
説
文
〕
馬
、
影
‘
古
文
。
〔
康
熙
字
典
〕
馬
、
古
文

駅
。
R
竿
文
、
影
(
4
-
9
9
9
8
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

馬
、
影
職
文
馬
卑
ハ
レ
影
同
、
有
レ
髭
。

0
ー
百
六
韻

の
一
。
上
瞥
第
二
十
一
。

O
姓
。
〔
唐
書
、
宰
相
世

系
表
〕
馬
氏
、
出
レ
自
,
,
鼻
姓
面
呉
皿
之
後
、
趙
王
子

趙
奢
為
1

一
悪
文
王
将
一
封
二
馬
服
君
一
子
孫
因
以

為
レ
氏
。
腫
う
ま
。
不
彿
ひ
の
遊
興
費
を
取
り
立

て
る
た
め
に
客
に
つ
い
て
宅
に
行
く
も
の
。
つ

け
う
ま
。

り
幅
由
象
形
。
本
義
は
う
ま
°
字
形
は
、
馬
の
頭
と
貼
と
尾

ー~
と
四
足
と
に
か
た
ど
る
。
字
解
を
見
よ
。

72

闊

馬

(
1
2
-
4
4
5
7
3
)
・

篤
(
1
2ー

4
4
5
7
4
)
は
別
字
。
〔
康

熙
字
典
輝
似
、
三
字
相
似
〕
馬
‘
麻
上
臀
‘
牛
馬
。
馬
昔

5
 
4
 
4
 
「
環
、
馬
一
歳
也
。
篤
‘
昔
姥
、
馬
行
貌
。

）
【
馬
桂
】
1

グ
馬
の
く
つ
。
馬
の
わ
ら
ぢ
。
（
重
野
成
齋
、

•
帝
國
史
談
〕
浸
以
鳥
桂
盃
生
布
屏
風
ぶ
ザ
之
諸
虞
→

,
【
馬
鞍
】
2

炉
馬
の
む
な
が
い
。
〔
周
栂
、
春
官
‘
巾
車
‘

45

錫
奥
嬰
十
有
再
就
‘
注
〕
閥
、
今
馬
鞍
゜
〔
後
漢
書
、
周
章

⑭
博
〕
章
前
抜
↓
個
打
夕
絶
"
馬
鞍
↓

|

_

 

馬

部

馬

【
馬
鞍
】
3

が
/

O馬
の
く
ら
。
〔
古
詩
‘
為
―
―
焦
仲
卿
妻
1

④
廣
東
省
九
龍
縣
の
北
。
山
頂
‘
鐵
鑽
の
産
地
。
⑨
廣
[
馬
逸
】
14

ゲ

羊
g
の
人
o

元
取
の
孫
o

｛
子
は
南
坪
o

晩
琥

作
〕
攀
手
拍
"
馬
鞍
面
嵯
歎
使
1

一
心
傷
↓
〔
砕
士
隆
、
腐
蕩
山
束
省
呉
川
縣
の
南
。
海
中
に
二
峯
突
起
し
‘
馬
鞍
の
如
は
核
南
。
豊
に
巧
。
花
丼
は
蒋
廷
錫
法
師
と
し
‘
又
魚
書

賦
〕
射
埃
遠
而
破
レ
的
、
馬
鞍
跨
而
絶
レ
塵
。

0
山
名
。
④
し
。
東
南
北
の
三
面
は
海
濱
。
＠
廣
束
省
治
の
北
。
番
馬
を
善
く
す
。
〔
國
朝
若
獣
類
徴
、
四
百
三
十
一
〕
．
〔
國
朝

北
京
の
西
山
。
山
中
に
戒
憂
寺
が
あ
る
。
今
の
名
、
戒
壇
縣
の
地
。
一
名
‘
馬
巡
。
宋
の
乾
徳
四
年
、
播
美
、
南
漢
を
豊
識
‘
+
〕
。

寺
。
＠
涌
洲
遼
寧
省
錦
縣
の
西
南
。
石
炭
の
産
地
。

8
涌
伐
つ
。
南
漢
の
主
劉
銀
‘
郭
崇
岳
等
を
成
遣
し
馬
逼
に
【
馬
邑
】
1
5
炉

7

0城
の
名
。
＠
山
西
省
朔
縣
の
東
北
。
桑

洲
吉
林
省
吉
林
縣
の
西
北
。
長
園
鐵
路
に
沿
ふ
。

g)涌
防
ぐ
。
〔
水
経
‘
浪
水
庄
〕
斐
淵
廣
州
記
日
‘
城
北
有
―
―
乾
河
の
北
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同
府
、
朔

洲
吉
林
省
吉
林
縣
の
西
南
。
吉
林
省
の
姶
達
山
脈
よ
り
尉
佗
墓
↓
墓
後
有
↓
一
大
岡
五
ザ
之
馬
鞍
岡
五
秦
時
占
氣
者
州
〕
馬
邑
城
‘
蕗
志
、
在
―
―
州
東
北
工
相
博
‘
秦
時
所
レ
築
。

出
づ
゜
R
涌
洲
吉
林
省
延
吉
縣
の
西
南
。
英
額
嶺
の
東
言
、
南
方
有
1

一
天
子
』
悪
始
皇
検
レ
民
竪
破
,
,
此
岡
「
地
中
＠
山
西
省
沿
水
縣
の
東
。
今
名
、
馬
圏
溝
゜
〔
太
平
賓
宇

支
山
。
海
蘭
河
と
布
爾
吟
圏
河
の
間
に
延
ぴ
、
東
‘
帽
兒
出
レ
血
、
今
竪
虞
猶
存
。
＠
雲
南
省
恩
安
縣
の
西
南
。
記
〕
史
記
白
起
輿
1

一
趙
括
1

相
ー
ー
戦
於
長
平
一
之
時
、
築
―
―
此

山
に
至
っ
て
止
る
。
馬
鞍
山
脈
と
い
ふ
。
8
涌
洲
黒
龍
〖
馬
鞍
墾
島
〗4
が
グ
が
群
島
の
名
。
江
蘇
省
崇
明
縣
城
→
養

1一
馬
其
慮
→
●
郡
名
。
隋
、
置
く
。
山
西
省
朔
縣
。

江
省
鐵
朧
設
冶
局
の
東
北
。
銀
の
産
地
。
R
山
東
省
蓬
の
東
南
海
中
長
江
口
外
に
屹
立
し
‘
凡
そ
二
十
五
島
あ
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同
府
〕
朔
州
、
戦
國
時
燕

来
縣
の
南
。
R
山
西
省
偏
隅
縣
の
東
。
〔
山
西
通
志
〕
明
り
。
日
露
戦
手
の
時
、
露
國
の
パ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
四
十
地
‘
秦
為
盃
向
門
代
二
郡
地
こ
漢
初
闊
―
―
韓
國
二
辱
隔
-
一
定

嘉
靖
四
十
三
年
、
俺
答
由
―
―
馬
鞍
山
:
今
老
営
堡
溢
曲
撃
餘
隻
が
此
慮
に
碇
泊
す
。
因
つ
て
其
の
名
著
は
る
。
襄
贋
門
―
一
郡
了
後
漢
風
―
―
雲
中
騰
門
一
＿
郡
ご
建
安
中
為
ニ

梁
平
、
守
備
祁
誤
禦
レ
之
、
伏
楼
、
七
百
餘
人
脅
液
゜
R
河
【
馬
衣
】
5

い
馬
の
覆
。
う
ま
ぎ
ぬ
。
〔
左
氏
、
定
、
八
〕
主
新
興
郡
地
互
云
云
‘
隋
開
皇
初
‘
置
―
朔
州
綿
管
府
工
入
業

南
省
舞
陽
縣
の
西
南
。
〔
九
域
志
〕
舞
陽
縣
有
二
馬
鞍
山
↓
人
焚
レ
衝
或
濡
-
1

馬
褐
一
以
救
レ
之
‘
注
〕
馬
褐
‘
馬
衣
゜
〔
孟
初
府
際
‘
改
レ
州
為
,
,
代
郡
玉
尋
又
改
為
―
―
馬
邑
郡
↓
〇
縣

R
江
蘇
省
鹿
山
縣
の
西
北
。
孤
峯
特
秀
し
、
景
勝
地
と
子
‘
腺
文
公
上
、
許
子
衣
レ
褐
‘
注
〕
以
レ
稔
織
レ
之
、
若
―
―
今
名
。
＠
漢
‘
置
く
。
高
祖
六
年
、
匈
奴
、
韓
王
信
を
馬
邑
に

し
て
稲
せ
ら
る
。
〔
姑
蘇
志
〕
馬
鞍
山
、
在
―
―
鹿
山
縣
五
状
馬
衣
―
者
也
。
〔
通
俗
編
‘
服
飾
、
馬
衣
〕
按
、
世
俗
以
レ
抱
園
む
。
信
、
匈
奴
を
降
す
。
山
西
省
朔
縣
゜
〔
漢
書
、
地
理

如
馬
鳳
孤
峠
特
秀
、
山
産
玲
瀧
石
⑮
江
蘇
省
江
寧
為
―
―
馬
疫
製
雖
レ
不
レ
同
‘
而
其
名
古
。
志
下
〕
雁
門
郡
、
縣
十
四
‘
馬
邑
゜
〔
晉
太
康
地
記
〕
秦
建
―
―

縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
江
寧
府
、
江
寧
【
馬
異
】
6

い
唐
‘
河
南
の
人
。
慮
仝
の
友
人
。
〔
虞
仝
、
此
城
ぶ
訊
崩
不
レ
成
‘
有
レ
馬
周
旋
反
覆
‘
父
老
異
レ
之
、
因

縣
〕
四
望
山
‘
又
馬
鞍
山
‘
亦
在
―
―
府
西
北
十
里
百
ぞ
形
輿
,
,
馬
異
丘
炉
交
詩
〕
昨
日
仝
不
久
エ
‘
異
不
レ
異
‘
是
謂
―
―
依
以
築
レ
城
‘
遂
名
-
1

馬
邑
↓
◎
唐
‘
置
く
。
山
西
省
朔

似
名
、
西
臨
天
江
東
接
宕
頭
城
ご
四
北
連
―
―
獅
子
大
仝
而
小
異
父
7

日
仝
自
仝
、
異
不
レ
異
‘
是
謂
入
エ
不
レ
往
縣
の
東
北
の
馬
邑
城
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同

巴
〶
江
蘇
省
南
通
縣
の
南
狼
山
の
西
。
隋
の
場
帝
、
高
分
異
不
＂
至
。
〔
尚
友
録
‘
十
六
〕
。
府
、
朔
州
〕
馬
邑
縣
、
本
秦
縣
‘
屡
如
四
門
郡
下
閉
漢
因
レ

麗
を
征
し
‘
曾
て
此
慮
に
馬
を
放
つ
と
博
ふ
ぶ
木
時
は
仙
【
馬
蜻
】
7

い
晶
の
名
。
馬
舷
(
1
9
0
)
の
異
名
。
〔
事
物
異
之
、
隋
為
1

一
善
陽
縣
地
二
唐
開
元
中
、
分
,
,
置
大
同
軍
盆
浪

女
山
、
明
時
は
塔
山
と
い
ふ
。
一
名
、
黄
泥
山
。
〔
讀
史
方
名
録
‘
昆
品
、
絃
〕
山
堂
律
考
、
皆
絃
名
、
按
‘
爾
雅
、
銀
馬
於
l

一
軍
内
ご
堕
馬
邑
縣
ぶ
茫
中
間
‘
嘗
為
1

一
朔
州
治
↓
◎

輿
紀
要
、
江
南
‘
揚
州
府
、
通
州
〕
狼
山
‘
州
南
十
五
里
、
銭
、
銀
即
舷
也
、
馬
蛾
疑
馬
錢
之
誤
、
又
馬
軸
郎
方
言
馬
唐
、
置
く
。
雲
南
省
藷
楚
雄
府
の
境
。

良
塔
山
・
軍
山
・
馬
鞍
山
・
刀
刃
止
相
連
陽
‘
亦
謂
-
―
之
蛯
‘
而
馬
軸
又
馬
蜘
之
誤
耳
。
【
馬
印
】
16

グ

O
馬
を
給
す
る
わ
り
ふ
。
〔
北
史
、
魏
孝

狼
五
山
ズ
⑰
輻
建
省
長
築
縣
の
南
。
ア
ル
ミ
ニ
ュ
ー
ム
【
馬
醤
I

】8

い
馬
の
醤
者
。
〔
列
子
‘
黄
帝
〕
苑
氏
門
徒
、
文
帝
紀
〕
軍
警
給
1

璽
印
偵
符
ぶ
訟
竺
馬
印
一
〇
牧
場

の
産
地
。
＠
湖
北
省
武
昌
縣
の
南
。
石
炭
の
産
地
。
R
湖
路
遇
―
乞
兒
馬
瞥
一
弗
―
―
敢
辱
一
也
。
〔
列
子
‘
説
符
〕
従
―
一
の
馬
の
種
類
を
謳
別
す
る
為
に
押
す
烙
印
。
〔
唐
六

北
省
蒲
祈
縣
の
西
。
R
湖
北
省
宜
昌
縣
の
西
北
。
三
國
馬
臀
一
作
役
而
椴
食
。
〔
漢
書
‘
貨
殖
博
〕
張
里
以
1

一
馬
典
、
諸
牧
監
〕
凡
在
協
牧
之
馬
皆
印
、
若
形
容
端
正
擬
レ

の
時
、
蜀
の
劉
備
が
呉
を
攻
め
‘
呉
の
将
陸
遜
に
敗
ら
〖
馬
磐

I師
〗
，
箕
馬
臀
者
に
同
じ
。
L瞥
1而
撃
レ
鐘
゜
送
二
尚
乗
→
不
レ
用
―
―
監
名
ご
一
歳
始
春
、
則
量

1一
其
力
「
又

れ
、
馬
鞍
山
に
登
つ
て
備
へ
た
地
。
〔
呉
志
、
陸
遜
博
〕
黄
〖
馬
瞥
者
〗

1
0
げ
勾
馬
の
病
を
な
ほ
す
者
。
以
―
―
飛
字
印

5
竺
其
左
牌
膊
盃
細
馬
次
馬
、
以
―
―
龍
形
印

1

武
元
年
、
劉
備
率
l

一
大
衆
―
来
云
云
‘
至
―
―
夷
陵
界
芦
竺
広
、
【
馬
謂
】
II

が
山
名
。
〔
管
子
、
軽
重
丁
〕
龍
醐
二
於
馬
謂
之
印
―
―
其
項
左
ご
送
―
―
尚
乗
一
者
尾
側
‘
依
―
―
左
右
閑
一
印
以
l
-

遜

破

二

其

四

十

餘

螢

一

云

云

‘

備

升

―

―

馬

鞍

山

二

陳

兵

自

南

‘

午

山

之

陰

↓

三

花

一

其

餘

雑

馬

送

払

四

乗

―

者

、

以

一

風

字

印

5
竺
左

燒
゜
⑨
湖
南
省
鳳
凰
縣
゜
⑰
四
川
省
義
眉
縣
の
i

我
眉
山
【
馬
熊
】
12

炉
罷
の
異
名
。
〔
本
草
‘
熊
〕
秤
名
、
時
珍
日
‘
膊
一
云
云
‘
官
馬
賜
レ
人
者
以
二
賜
字
印
ご
配
二
諸
軍
ー
及

純
陽
殿
の
西
北
。
⑰
甘
粛
省
泄
川
縣
の
西
北
。
晉
の
義
罷
為
―
一
人
熊
・
馬
熊
↓
各
因
―
―
形
似
一
以
為
レ
別
也
。
充
レ
博
送
レ
騨
者
、
以
ー
ー
出
字
印
平
皿
印
二
左
右
頬
二
0
バ

[

/

煕
十
二
年
‘
秦
将
眺
紹
、
安
定
よ
り
赫
連
勃
勃
を
馬
鞍
【
馬
郁
】

13f
五
代
‘
唐
の
人
。
其
の
先
は
苑
陽
の
人
。
将
軍
の
馬
の
傍
に
立
て
て
標
示
と
し
た
武
具
。

山
に
撃
ち
‘
之
を
破
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
快
西
、
平
涼
少
く
し
て
警
悟
‘
俊
才
智
散
あ
り
、
言
耕
縦
横
‘
筆
を
下
【
馬
殷
】
17

グ
五
代
十
國
、
楚
の
那
陵
の
人
。
字
は
覇
圏
。

府
‘
沌
州
〕
馬
鞍
阪
‘
州
西
百
里
‘
晉
義
熙
十
二
年
、
後
秦
せ
ば
文
を
成
す
。
官
は
唐
の
乾
寧
の
末
、
府
刀
筆
小
吏
゜
誼
は
武
穆
。
官
は
唐
の
倍
宗
の
時
‘
秦
宗
衡
袢
将
、
梁
の

5
 

眺
紹
自
え
女
定
云
撃
1

一
赫
連
勃
勃
於
馬
鞍
阪
ぶ
懲
之
、
追
後
‘
李
克
用
の
幕
に
在
り
‘
桧
校
司
空
‘
祁
書
監
に
至
太
祖
の
時
、
天
策
上
将
軍
。
封
は
楚
王
。
唐
の
荘
宗
、
梁

05

至
祠
那
禾
＇
レ
及
而
還
‘
是
也
。
R
甘
粛
省
證
縣
の
北
。
る
。
荘
宗
亦
之
を
優
遇
す
。
〔
藷
五
代
史
、
七
十
一
〕
。
を
滅
す
や
‘
殷
‘
其
の
子
‘
希
範
を
遺
し
て
修
貢
し
、
自

13

|
 

四
五
九



）
ら
茶
を
賣
り
、
錢
を
躊
‘
國
以
て
翌
饒
。
宮
殿
宮
屡
‘

3
 
5

灼
し
く
天
子
の
制
に
擬
す
。
〔
唐
書
、
一
百
九
十
〕
．
〔
五

72

代
史
、
六
十
六
〕
．
〔
藷
五
代
史
、
六
十
六
〕
。

45

【
馬
矧
】
18

ザ
馬
を
つ
な
ぐ
な
は
。
〔
急
就
篇
‘
轡
勒
鞍

4
 
（

粗

袢

覇

糧

‘

注

〕

輻

‘

馬

矧

也

。

「

治

。

＿
【
馬
陰
】
19

グ
馬
の
陰
部
。
〔
本
草
‘
馬
〕
白
馬
陰
華
‘
修

的
〖
馬
陰
蔵
〗

2
0ぢ
圏
如
恋
二
十
二
相
の
一
。
佛
の
男

ー
・
根
が
腹
中
に
隠
蔵
し
て
外
に
現
は
れ
な
い
の
が
、
馬
の

72

陰
に
似
る
か
ら
い
ふ
。
陰
蔵

(11ー
4
1
6
9
1
:
 1
2
2
)

の
O

を
見
よ
。
〔
三
蔵
法
藪
、
四
十
八
〕
。

5
 
4
 
4
 
（
〖
馬
陰
貝
〗
2
1
[お
ヒ
子
安
貝
の
異
梢
゜

【
馬
院
】
2
2
i

／
う
ま
や
。
馬
屋
。
馬
房
。

【
馬
雲
】
23

竺
明
、
合
肥
の
人
。
官
は
洪
武
中
、
都
指
揮

使
。
葉
旺
と
同
じ
く
遼
東
に
鎮
す
。
奇
を
出
し
‘
伏
を
設

け
、
納
克
を
破
る
。
後
、
都
督
余
事
に
至
る
。
〔
明
史
、
一

亘
二
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
一
百
八
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘

一
百
三
十
〕
．
〔
皇
朝
開
國
功
臣
録
‘
十
七
〕
．
〔
明
書
、
九

十
七
〕
．
〔
開
國
臣
傭
、
五
〕
。

【
馬
永
】
2
4
i
ィ
明
、
遷
安
の
人
。
字
は
天
錫
。
兵
法
を
習

ひ
、
左
氏
春
秋
を
好
む
。
官
は
武
宗
の
時
、
前
州
及
ぴ
遼

東
総
兵
官
。
後
、
左
都
督
に
至
る
。
善
く
兵
を
用
ひ
‘
厚

く
間
諜
を
撫
し
、
其
の
恵
澤
州
人
に
及
ぶ
。
歿
後
、
雨
鎮

並
に
祠
を
立
つ
。
〔
明
史
、
二
百
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明

史
、
二
百
九
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
九
十
五
〕
・
〔
國
朝

獣
徴
録
、
一
百
六
〕
・
〔
図
朝
名
世
類
苑
‘
-
―
-
・
十
四
・
十

八
・
ニ
十
四
〕
．
〔
今
獣
備
遺
‘
―
二
十
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘

六
十
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
二
十
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

三
〕
．
〔
明
書
‘
一
百
四
十
一
〕
．
〔
績
蔵
書
、
十
四
〕
。

【
馬
英
】
2
5
i
ィ
元
、
河
内
の
女
子
。
性
‘
孝
友
。
父
の
喪

に
哀
毀
す
。
二
兄
継
い
で
歿
し
、
蜀
り
母
に
事
へ
、
二

寡
捜
と
輿
に
居
る
。
母
、
死
す
る
比
ん
で
、
地
を
卜
し

て
喪
し
、
親
し
く
上
を
負
ひ
四
墳
を
為
り
、
手
づ
か
ら

松
柏
を
植
ゑ
、
墓
側
に
薩
し
て
其
の
身
を
終
ふ
。
〔
元

史
、
二
百
〕
・
〔
新
元
史
、
二
百
四
十
四
〕
。

【
馬
榮
】
加
i

ィ
明
、
徐
州
の
人
。
盆
は
牡
武
。
少
く
し
て

武
事
を
習
得
し
‘
騰
略
あ
り
。
薙
正
の
學
人
。
官
は
知

縣
。
古
文
辟
に
巧
で
あ
っ
た
。
書
法
を
善
く
し
た
。
〔
拭

斯
同
明
史
、
二
百
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
四
十
五
〕
．
〔
國

朝
獣
徴
録
‘
一
百
六
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
二
十
六
〕
・
〔
本
朝

分
省
人
物
孜
‘
四
十
一
〕
。

馬

部

馬

【
馬
螢
】

27F
鎮
の
名
。
甘
粛
省
通
渭
縣
の
西
北
。

【
馬
櫻
】
28

デ
●
馬
の
む
な
が
い
。
〔
慮
照
部
、
劉
生
詩
〕

翠
利
装
刀
鞘
玉
黄
金
錢
焉
親
ニ
〇
花
の
名
。
〔
嶺
南
雑

記
〕
馬
櫻
花
色
赤
如
焉
親
石
去
花
下
垂
‘
一
條
散
十
几
木
‘

樹
高
者
丈
許
。
〔
南
越
筆
記
〕
馬
親
丹
一
名
山
大
丹
‘
花

大
如
レ
盤
。

【
馬
瑶
】
2
9
i
'
ウ
後
漢
‘
茂
陵
の
人

oitf山
に
隠
れ
免
宜
を

事
と
し
、
居
る
所
の
俗
‘
化
す
。
百
姓
之
を
美
と
す
。

馬
牧
先
生
と
琥
す
。
〔
後
漢
書
、
一
百
十
三
〕
。

【
馬
疫
】

30t
馬
の
疫
病
。

【
馬
騨
】

31t
宿
場
。
〔
孫
速
‘
斐
公
徳
政
頌
〕
造
レ
舟
為
l
-

三
橋
ぶ
聾
騎
為
1

一

馬

騨

↓

「

塵

゜

【
馬
姻
】
32

芹
リ
馬
の
走
る
後
に
た
つ
塵
ほ
こ
り
。
馬

【
馬
淵
】
33

ゲ
後
漢
の
人
。
官
は
瀧
西
太
守
。
時
に
午

崇
は
主
簿
、
羊
嘉
は
功
曹
た
り
。
郡
人
之
を
一
二
牲
と
な

す
。
〔
尚
友
録
‘
十
六
〕
。

〖
馬
淵
嵐
山
〗34
竺
t
/
京
都
の
人
。
名
は
會
通
。
字

は
仲
観
。
通
梢
は
含
人
。
琥
は
嵐
山
。
天
保
七
年
歿
す
。

年
八
十
三
。
齋
宮
静
齋
に
師
事
す
。
著
に
孝
経
諜
説
・

架
詰
・
學
詰
・
學
庸
微
言
・
韓
文
諜
訣
・
韓
柳
文
評
・
儀
證

考
正
・
儀
糧
製
文
・
左
偉
耕
惑
・
三
オ
明
耕
・
三
推
中
庸

微
言
・
周
易
玩
辞
・
周
易
詰
・
詩
詰
．
傷
寒
論
文
訣
・
尚
書

解
問
答
・
春
秋
詰
・
春
秋
略
詰
（
未
完
）
・
書
訣
・
書
訣
周

書
・
書
詰
・
政
詰
・
荘
子
文
訣
・
孫
子
解
・
大
學
製
文
・
大

學
文
訣
・
大
學
略
諜
・
中
庸
正
文
・
中
庸
文
訣
・
天
論
・
天

論
訓
字
解
・
徳
詰
・
孟
子
製
文
・
孟
子
繹
訣
・
香
子
贅
語
・

老
子
製
文
•
幡
記
考
正
・
嵐
山
稿
·
嵐
山
雑
集
・
嵐
山
樵

歌
・
嵐
山
文
集
•
柳
文
約
訣
・
幡
詰
・
論
語
奥
義
・
論
語
貫

約
・
論
語
通
・
論
語
微
言
・
論
語
文
法
‘
上
・
論
語
論
評
が

あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃
目
録
〕
．
〔
齋
子
學
叢
書
〕
。

【
馬
貝
】
3
5
i
/

後
漢
の
人
。
援
の
兄
。
字
は
季
士
゜
才
能
あ

り
。
官
は
王
祥
の
時
‘
噌
城
連
卒
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
四
〕
。

【
馬
援
】
36

ゲ
後
漢
‘
茂
陵
の
人
。
字
は
文
淵
゜
盆
は
忠

成
。
少
く
し
て
大

志
あ
り
。
官
は
都

督
郵
。
賓
客
の
蹄

附
す
る
者
多
し
。

玉
祥
の
時
、
新
城

大
手
。
後
漢
の
建

武
中
‘
伏
波
将

（會闘オ三）淵文馬

軍
と
な
り
、
交
趾
を
征
し
、
之
を
平
ぐ
。
封
は
新
息
侯
。
馬
下
猶
―
―
古
所
謂
堂
下
↓

後
、
軍
に
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
五
十
四
〕
。
【
馬
加
】
44

が
〇
夫
餘
國
の
官
名
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
‘
夫

〖
馬
援
撮
レ
鞍
〗
3
7が
五iヨ
ル
馬
援
が
老
年
、
鞍
に
よ
つ
餘
國
博
〕
夫
餘
國
以
レ
畜
名
に
目
、
有1一
馬
加
牛
加
狗
加
｛

て
猶
元
氣
あ
る
を
示
し
た
故
事
。
〔
後
漢
書
‘
馬
援
傭
〕
其
邑
落
皆
主
二
圏
諸
加
↓
●
勺
種
族
の
名
。
匈
奴
の
遺

（
年
六
十
二
）
自
請
曰
‘
臣
尚
能
被
レ
甲
上
レ
馬
‘
帝
令
レ
試
レ
種
。
又
‘
馬
札
兒
と
諜
す
。
匈
牙
利
に
住
し
、
今
‘
匈
牙
利

之
‘
援
撮
レ
鞍
顧
岡
‘
以
示
レ
可
レ
用
、
—
帝
笑
日
‘
雙
礫
哉
是
民
國
を
建
つ
。

翁
也
。
〔
魏
志
‘
涌
寵
傭
〕
昔
廉
頗
彊
食
‘
馬
援
撮
レ
鞍
。
【
馬
嘉
】
45

炉
〇
魚
の
名
。
〔
齊
東
野
語
‘
十
四
‘
眺
乾
父

〖
馬
援
慧
咳
〗3
8
5だ
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
馬
援
、
雑
文
〕
又
放

1柳
河
束
三
戒
作
巳
孟
央
其
一
日
―
―
輻
之

交
趾
に
在
つ
て
常
に
惹
政
の
｛
貫
を
飲
ん
で
摘
氣
に
勝
馬
嘉
魚
ご
云
‘
海
有
レ
魚
‘
曰
―
―
馬
嘉
五
銀
膚
燕
尾
‘
云
云
‘

つ
。
軍
‘
還
る
時
‘
之
を
一
車
に
載
す
。
時
人
、
南
土
の
珍
常
淵
潜
不
レ
可
レ
捕
‘
春
夏
乳
レ
子
、
則
甜
レ
潮
出
1

↓
波
上
一

怪
の
物
と
思
っ
た
故
事
。
〔
後
漢
書
、
馬
援
博
〕
初
援
在
二
漁
者
用
―
―
此
時
―
簾
而
取
レ
之
。

O
明
‘
祁
門
の
人
。
字
は

交
棋
常
餌
菩
字
以
官
「
用
能
軽
レ
身
省
レ
慾
‘
以
勝
瘤
氣
｛
六
穂
。
崇
禎
の
畢
人
。
都
城
‘
陥
る
と
聞
き
‘
衣
を
整
ヘ

南
方
惹
笈
貫
大
‘
援
欲
以
為
乙
涅
‘
軍
還
載
之
一
車
一
詩
を
賦
し
、
北
面
再
拝
し
て
死
す
。
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘

時
人
以
為
1

南
土
珍
怪
紐
H

貴
皆
望
レ
之
‘
援
時
方
有
レ
寵
‘
十
七
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
鋒
‘
十
〕
。

故
竺
以
聞
ご
整
卒
、
後
有
上
書
浅
炉
之
者
悶
以
為
前
【
馬
償
】
46

が
馬
の
債
格
。
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
馬
債
、
注

阿

載

還

正

皆

明

珠

文

犀

゜

解

〕

凡

官

管

餐

l
1

給
兵
丁
馬
匹
石
其
馬
皆
佑
え
疋
債
値
「
若

【
馬
碗
】
3
9
i

ノ
明
、
江
寧
の
人
。
一
に
馬
璧
に
作
る
。
字
有
↓
―
走
失
討
該
兵
賠
償
。

は
文
璧
゜
琥
は
魯
鈍
。
官
は
撫
州
郡
守
。
善
く
山
水
人
物
【
馬
牙
】
47

炉
つ
ら
ら
ゑ
ん
せ
う
。
馬
牙
消
の
略
。
〔
李

を
驚
き
、
詩
に
巧
に
し
て
又
書
を
善
く
す
。
時
に
一
二
絶
賀
、
南
園
詩
〕
松
埃
黒
水
新
龍
卵
‘
桂
洞
生
レ
硝
藷
馬
牙
。

と
稽
せ
ら
る
。
〔
明
人
小
博
‘
一
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
十
三
〕
・
〖
馬
牙
骨
〗

4
8
5
L
し
馬
の
下
あ
ご
の
稽
。

〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘
十
九
〕
．
〔
明
書
録
‘
二
〕
．
〔
列
朝
詩
集
〖
馬
牙
砂
〗

4
9
谷
築
物
の
名
。
馬
牙
消
に
同
じ
。
〔
本

小
傭
、
甲
、
前
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
四
〕
。
草
‘
丹
砂
〕
集
解
‘
恭
曰
‘
其
次
或
出
二
石
中
↓
或
出
―
―
水

【
馬
遠
】

4
0
i
/
0馬
の
糞
。
馬
屎
(
2
4
6
)

に
同
じ
。
馬
矢
。
内
玉
形
塊
大
者
如
1

一
拇
指
工
小
者
如
禾
口
仁
一
光
明
無
レ
雑

馬
通
。
〔
韓
非
子
、
解
老
〕
上
不
レ
事
一
馬
於
戦
騎
逐
北
盃
皿
名
―
―
馬
牙
砂
ご
名
無
重
砂
‘
入
二
i

楽
及
書
二
倶
善
。

民
不
レ
但
馬
遠
通
淫
物
盃
川
レ
積
レ
カ
唯
田
疇
、
必
且
糞
〖
馬
牙
消

]
5
0
苓
薬
物
の
名
。
つ
ら
ら
ゑ
ん
せ
う
。
〔
本

灌。

0
宋
の
人
。
其
の
先
は
河
中
の
人
。
後
、
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が
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。
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縣
知
を
拝
す
。
憑
政
あ
り
。
康
煕
中
、
耽
精
忠
叛
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魚
‘
蛭
磯
‘
疏
〕
此
水
中
晶
‘
喜
入
→
一
人
肉
一
者
、
江
血
見
愁
‘
血
風
草
‘
馬
鎧
草
‘
雀
兒
臥
箪
、
時
珍
曰
‘
赤
茜
〖
馬
牛
羊
〗

1
1
6
が
咋
ゥ
馬
と
牛
と
羊
。
家
畜
の
綿
梢
゜
〔
左

〔
魏
志
、
烏
桓
‘
鮮
卑
・
東
夷
傭
‘
注
〕
魏
略
曰
‘
云
云
‘
徒
東
呼
為
レ
磯
‘
本
草
謂
-
―
之
水
蛭
―
一
名
馬
蝶
‘
一
名
馬
布
レ
地
、
故
日
―
―
地
錦
ぶ
寺
冶
1

一
血
病
↓
故
俗
捨
為
-
l

血
渇
一
氏
、
昭
、
二
十
五
、
六
畜
‘
注
〕
馬
牛
羊
維
犬
琢
。

〖
馬
牛
襟
裾
〗1

1
7
又
←
ョ
牛
馬
が
た
だ
人
の
衣
服
を
着

置

馬

閑

面

以

レ

氣

雙

之

、

不

兌

°

[

馬

寄

】

97

ゲ
豊
前
國
の
地
名
。

L

者
。
血
見
レ
愁
馬
鎧
雀
兒
喜
緊
レ
之
故
有
―
―
馬
鎧
雀
限
之
名
↓

【
馬
監
】
88

ゲ
馬
の
事
を
宰
領
す
る
官
名
。
〔
卸
掃
篇
〕
[
馬
基
】
9
8
i

西
誡
空
目
名
o

西
誠
の
最
高
軍
事
長
官
o

で
馬
戯
]
l
l
l
5

古
ヽ
百
戯
の
名
o

曲
馬
o

〔
堕
鐵
論
‘
散
不
足
〕
け
た
に
す
ぎ
な
い
や
ぅ
な
學
識
な
い
者
を
い
ふ
o

又‘

太
僕
寺
綿
一
諸
馬
監
一
〔
梢
謂
録
‘
牧
場
官
役
‘
馬
監
〕
玉
全
蔵
の
軍
除
を
管
理
し
‘
逹
頼
に
直
闊
す
。
百
獣
馬
戯
闘
虎
゜
〔
魏
志
、
后
妃
‘
文
昭
頸
皇
后
博
‘
庄
〕
后
證
儀
を
知
ら
な
い
も
の
を
罵
る
語
。
〔
韓
愈
、
符
讀
1

一書

海
‘
武
帝
以
頑
安
食
一
騎
馬
令
ぶ
土
日
碍
狂
馬
監
↓
【
馬
瑛
】
9
9
i

金
、
賓
抵
の
人
。
字
は
徳
玉
。
正
隆
の
進
年
八
歳
‘
外
有
―
―
立
騎
馬
戯
者
玉
家
人
諸
姉
皆
上
レ
閣
視
レ
城
南
一
詩
〕
人
不
レ
通
一
古
今
「
馬
牛
而
襟
裾
。
〔
故
事
成
語

【
馬
澗
]
8
9

ゲ
清
の
人
。
世
奇
の
従
孫
。
字
は
碧
清
。
魏
士
。
官
は
侍
御
史
。
性
‘
明
敏
な
る
も
、
吝
に
し
て
利
を
之
‘
后
蜀
不
レ
行
。
〔
東
京
夢
華
録
‘
七
〕
駕
登
1

一
賓
津
棲
↓
考
、
鳥
獣
〕
馬
牛
襟
裾
、
罵
二
人
不
孟
識
二
證
儀
↓

譴
顧
岨
馬
に
師
事
す
。
康
熙
中
、
一
統
志
の
纂
修
に
輿
好
む
。
章
宗
の
時
、
安
武
軍
節
鎖
と
な
る
。
〔
金
史
、
九
十
諸
軍
呈
1

ー
百
戯
一
云
云
、
先
一
人
空
手
出
レ
馬
‘
謂
1

一
之
引
【
馬
況
】
l
l
B
5
，
ヤ
ヴ
漢
の
人
。
援
の
兄
。
字
は
君
平
。
才
能
あ

か

る

。

書

室

を

桐

山

草

堂

と

い

ふ

。

著

に

桐

山

草

堂

詩

五

〕

。

馬

一

次

一

人

靡

レ

旗

出

レ

馬

、

謂

1

一
之
開
道
旗
三
台
左
又
有
ー
,
,

り
。
官
は
王
井
の
時
、
河
南
太
守
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
四
〕
。

紗

が

あ

る

。

【

馬

逹

】

1
0
0
i

宋
、
錢
塘
の
人
。
馬
遠
の
兄
。
花
鳥
監
に
執
レ
旗
挺
―
―
立
鞍
上
云
謂
二
之
立
馬
面
閤
以
レ
身
下
レ
馬
‘
以
レ
【
馬
郷
】
119

↑
'
ヤ
，
ウ
城
の
名
。
河
南
省
汝
縣
の
南
。
〔
魏
書
、

【
馬
韓
】
90

ゲ

古

の

國

の

名

。

三

韓

の

一

。

漢

の

築

浪

郡

長

ず

。

〔

南

宋

院

輩

録

‘

六

〕

。

手

攀

レ

鞍

而

復

上

‘

謂

1

一
之
鼠
馬
面
常
m
レ
手
握
1

一
定
鐙
袴
「
地
形
志
中
〕
平
陽
有
―
―
馬
郷
城
言
清
一
統
志
〕
馬
郷
城
、
今

の
南
に
在
り
、
南
は
火
に
し
て
火
は
十
二
支
の
午
で
、
【
馬
貴
]
1
0
1
5

明
の
人
。
仲
良
の
子
。
字
は
尚
賓
。
周
易
及
以
レ
身
従
―
―
後
鍬
ー
来
往
‘
謂
―
―
之
跳
馬
↓
忽
以
レ
身
離
レ
鞍
‘
為
―
―
馬
郷
店
↓

午
は
馬
で
あ
る
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
今
の
朝
鮮
の
西
南
ぴ
郡
薙
の
理
敷
、
小
戴
中
庸
に
遼
く
‘
永
架
中
‘
賢
良
を
屈
1

一
右
脚
五
竺
馬
綜
一
左
脚
在
レ
鐙
‘
左
手
把
レ
緊
‘
謂
―
―
之
【
馬
糧
】
120

↑
ャ
’
馬
の
た
づ
な
。
〔
掲
侯
斯
‘
題
T

曹
将
軍

部
‘
忠
清
、
全
羅
雨
道
の
地
。
漢
初
、
衛
涌
朝
鮮
を
滅
し
、
以
て
薦
め
ら
れ
し
も
就
か
ず
‘
隠
居
教
授
す
。
著
に
靖
獣
鞍
ず
又
曰
‘
棄
レ
緊
背
坐
‘
或
以
―
―
雨
手
』
空
鐙
袴
百
ぞ
下
―
―
槽
馬

B
呼
詩
〕
朱
絲
不
1

一
是
凡
馬
輻
玉
へ
閑
十
二
皆

朝
鮮
王
箕
準
は
此
の
地
に
遁
れ
、
馬
韓
王
と
な
る
。
後
、
川
語
録
‘
中
庸
講
義
が
あ
る
。
肩
著
―
―
鞍
橋
“
之
脚
直
上
‘
謂
二
之
倒
立
祓
心
榔
レ
脚
著
レ
地
‘
龍
駿
゜

百
清
の
た
め
に
併
呑
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
東
夷
‘
一
二
韓
【
馬
熙
】
1
0
2
i

元
、
衡
州
の
人
。
字
は
初
明
。
官
は
右
衛
李
倒
抱
順
レ
馬
而
走
、
復
跳
上
レ
馬
‘
謂
―
―
之
抱
馬
盆
戎
留
↓
―
左
【
馬
闘
】
1215
ヤク

0
馬
の
あ
し
。
〔
後
漢
書
‘
班
超
博
〕
超

偵
〕
韓
有
二
ニ
種
二
日
―
―
馬
韓
三
曰
二
辰
韓
↓
三
曰
―
―
弁
府
教
授
。
安
陽
の
許
有
壬
兄
弟
と
唱
酬
し
、
そ
の
作
っ
脚
一
著
レ
鐙
‘
右
脚
出
レ
鐙
離
レ
鞍
、
横
身
在
―
―
鞍
一
邊
一
右
手
還
至
↓
平
g
竺
王
侯
以
下
皆
琥
泣
曰
‘
匹
更
漢
使

5
翌
父

担
鞍
‘
左
手
把
レ
紫
‘
存
身
直
―
―
―
脚
玉
順
レ
馬
而
走
‘
謂
,
,

母
五
誠
不
レ
可
レ
去
‘
互
抱
―
―
超
馬
梱
二
不
レ
得
知
行
。
〔
南
史
、

辰

一

た

架

府

は

圭

塘

雑

詠

中

に

附

す

【
馬
淘
】
91

ゲ
清
、
順
天
の
人
。
字
は
炎
洲
。
嘗
て
唐
【
馬
頑
]Ioo

知
清
‘
杞
縣
の
人
。
字
は
頑
公
。
順
治
の
進
之
飛
仙
膊
馬
ガ
入
存
身
拳
曲
在
二
鞍
一
邊
盃
謂
―
―
之
鐙
裏
存
曹
景
宗
博
〕
凱
旋
之
後
、
廟
中
人
馬
脚
盛
有
二
泥
涅
↓
〔
王

人
の
詩
句
を
采
つ
て
二
日
七
韻
に
分
ち
‘
唐
句
分
韻
を
士
。
官
は
推
官
。
山
水
花
草
鵞
に
巧
゜
〔
國
朝
霊
識
、
二
〕
。
身
「
或
右
臀
挟
レ
鞍
‘
足
著
レ
地
‘
順
レ
馬
而
走
‘
呻
四
之
赳
馬
↓
建
、
田
侍
郎
蹄
鎮
詩
〕
踏
―
―
著
家
郷
一
馬
脚
軽
‘
暮
山
秋
色

作

る

。

【

馬

堅

]
1
0
4
i

宋
の
人
。
埜
の
弟
。
忠
勇
を
以
て
顛
は
る
。
【
馬
蟻
]112

知
蟻
の
一
種
。
大
あ
り
。
く
ま
あ
り
。
鋸
蟻
。
眼
前
明
。

O
芝
居
等
で
馬
獅
に
扮
す
る
役
者
。
韓
じ
て
、

【
馬
鑑
】
92

ゲ
民
國
‘
浙
江
省
郭
縣
の
人
。
字
は
季
明
。
官
は
咸
淳
中
‘
欽
・
世
一
―
州
の
知
。
諸
蜜
を
鎮
撫
す
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
‘
品
〕
秦
中
多
↓
―
巨
黒
蟻
五
ッ
繭
、
慎
相
。
化
の
皮
。
露
二
馬
糊
ー
を
見
よ
。

北
京
燕
京
大
學
國
文
系
主
任
兼
教
授
・
國
立
北
京
大
宋
‘
亡
ぴ
、
静
江
を
守
り
‘
前
後
百
餘
戦
‘
城
破
れ
て
死
俗
呼
為

1一
馬
蟻
→
〔
鄭
樵
‘
爾
雅
注
〕
砒
絆
大
鎧
゜
〔
注
〕
蟻
〖
露
二
馬
獅
―
〗

1
2
2
ぢ
芍
ヲ
慎
相
を
露
出
す
る
。
し
つ
ぽ

學
・
女
子
師
範
學
院
國
文
系
講
師
を
歴
任
す
。
〔
現
代
中
す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
七
十
亦
作
レ
鎧
‘
大
鎧
即
馬
蟻
也
、
大
而
黒
。
〔
通
俗
編
、
禽
魚
‘
を
出
す
。
ば
け
の
皮
が
は
げ
る
。
地
金
が
出
る
。
〔
通

華
民
國
涌
洲
帝
國
人
名
鑑
〕
。
四
〕
．
〔
南
宋
書
、
六
十
〕
．
〔
昭
忠
録
〕
・
〔
宋
季
忠
義
録
‘
馬
蟻
〕
酉
陽
雑
俎
‘
秦
中
多
↓
―
巨
黒
蟻
紅
～
レ
闊
‘
俗
呼
為
―
―
俗
編
‘
獣
畜
〕
露
1

ー
出
馬
獅
ー
来
‘
元
曲
選
‘
陳
州
耀
米
劇
。

【
馬
眼
】
93

グ

●

基

盤

の

眼

。

〔

呉

大

江

、

染

賦

〕

開

↓

―

馬

六

〕

。

馬

蟻

↓

按

、

馬

蟻

是

蟻

之

別

種

‘

而

今

以

概

呼

1

一
凡
蟻
五
止
【
馬
弓
】
123

苔
馬
に
乗
っ
て
弓
を
射
る
。

眼
以
抄
後
、
張
虎
旦
而
饂
前
。

O
綾
錦
の
花
紋
【
馬
蝶
】1
0
5
i蛭
の
一
。
う
ま
ぴ
る
。
水
蛭
゜
〔
本
草
‘
水
蛭
〕
｛
英
虫
帝
〖
『
二
鋸
字
盃
攀
世
相
承
、
不
レ
知
―
―
其
非
ふ

k。
[
馬
宮
】

1
2
4
←
ユ
，
ウ
漢
‘
戚
の
人
。
本
姓
は
馬
矢
。
字
は
源

を
い
ふ
。
〔
李
嬌
‘
綾
詩
〕
馬
眼
泳
凌
影
、
竹
根
雪
霰
文
。
繹
名
、
妓
‘
至
掌
、
大
者
名
―
―
馬
蝶
・
馬
蛭
・
馬
蛾
・
馬
鼈
↓
【
馬
非

]113g

草
の
名
。
や
ま
す
げ
。
〔
爾
雅
‘
秤
草
‘
薩
卿
。
春
秋
を
治
む
。
官
は
太
師
。
封
は
扶
徳
侯
。
王
痒

【
馬
街
]
9
4

グ

O
海
神
の
名
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
海
童
逸
レ
【
馬
鋭
】
1
0
6
5

馬
の
飼
料
。
ま
ぐ
さ
。
〔
國
語
‘
魯
語
上
〕
馬
靡
‘
憐
冬
‘
疏
〕
郭
注
亦
云
、
本
草
一
名
涌
冬
、
今
桧
二
本
の
時
‘
官
は
太
子
師
。
〔
前
漢
書
、
八
十
一
〕
。

路
‘
馬
衡
営
紅
゜
〔
注
〕
善
日
‘
陸
桜
海
賦
圏
日
‘
馬
術
‘
其
鍼
不
レ
過
穣
秀
芦
注
〕
鍼
‘
抹
世
。
草
至
へ
門
冬
、
一
名
顛
勒
・
委
門
冬
‘
秦
名
、
羊
非
‘
齊
名
、
【
馬
圏
】
125

ダ
う
ま
か
ひ
。
馬
園
に
同
じ
。
〔
論
衡
‘
逢

状
馬
首
一
角
而
龍
形
‘
向
日
、
海
童
·
馬
街
、
並
海
中
神
【
馬
駿
】

1
0
7
i清
‘
挟
西
咸
寧
の
人
。
乾
隆
の
武
進
士
。
愛
非
‘
楚
名
‘
馬
非
‘
云
云
、
無

T名
1滋
~
冬
上
只
蓋
所
レ
見
遇
〕
馬
圏
之
説
無
レ
方
、
而
野
人
説
レ
之
。

怪
。0
う
ま
の
く
つ
わ
。
馬
勒
。
〔
日
本
外
史
‘
徳
川
氏
正
貴
州
苗
を
従
征
し
功
有
り
。
嘉
慶
中
、
神
苗
を
興
義
に
本
異
也
。
【
馬
~
】

1
2
6
9う
ま
か
ひ
。
〔
左
氏
、
昭
、
七
〕
馬
有
レ
階
‘

記
‘
徳
川
氏
―
―
-
〕
皆
巻
レ
旗
褒
一
馬
街
石
宍
信
輝
軍
而
馳
。
平
定
し
、
教
匪
を
四
川
に
動
す
。
官
は
高
州
鎮
穂
兵
。
【
馬
厩
】
114

炉
う
ま
や
。
馬
屋
。
馬
含
。
馬
院
。
馬
房
。
牛
有
レ
牧
。
〔
楚
辟
、
劉
向
‘
九
歎
、
思
古
〕
烏
獲
戚
―
―
子
駿

〖
馬
衡
山
〗8
ぢ
／
山
名
。
甘
粛
省
秋
道
縣
の
北
。
〔
宋
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
三
百
二
十
三
〕
。
〔
漢
書
、
公
孫
弘
博
〕
壊
以
為
一
馬
蔽
・
車
庫
・
奴
牌
室
一
乗
入
5

‘
燕
公
操
ふ
心
馬
園
→
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
子
貢
往

史
、
外
國
八
‘
吐
蕃
博
〕
（
大
中
詳
符
七
年
）
、
九
月
、
（
曹
）
【
馬
伎
】
108

和
馬
を
つ
か
ふ
わ
ざ
。
曲
馬
の
類
。
〔
唐
書
‘
芙
。
〔
晉
書
、
王
尼
傭
〕
途
坐
二
馬
殷
下
一
輿
レ
尼
灸
レ
羊
飲
レ
説
レ
之
、
卑
レ
辞
而
不
レ
能
レ
得
也
‘
云
云
‘
乃
使
↓
一
馬
南
往

瑶
又
言
‘
宗
野
・
哨
廊
曜
‘
云
云
‘
率
一
馬
街
山
等
光
兵
↓
回
鶴
下
‘
鮭
憂
斯
博
〕
築
有
"
笛
・
鼓
・
笙
・
腎
栗
．
盤
鈴
面
5

酒

‘

酔

飽

而

去

。

説

＞

之

。

「

も

の

。

至,,
伏

先

砦

・

三

都

谷

両

率

レ

兵

撃

敗

足

。

〔

臨

漬

府

有

弄

舵

師

子

馬

伎

縄

伎

↓

【

馬

牛

】

115

知
ウ
馬
と
牛
。
牛
馬
。
〔
書
、
費
誓
〕
馬
牛
其
風
、
【
馬
玉
】
127

”77
，
馬
の
腹
中
に
生
ず
る
石
塊
の
や
う
な

志
〕
山
綿
亙
凡
敦
百
里
‘
勢
極
高
峻
‘
雖
"
炎
夏
3

泳
雪
【
馬
鎧
】
109

↑
蟻
の
一
種
。
大
蟻
。
馬
蟻
(
1
1
2
)

に
同
じ
。
臣
妾
逍
逃
、
勿
―
―
敢
越
逐
↓
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
〕
莱
人
使
下
正
【
馬
鉦
]128

炉
ヨ
ク
宋
‘
扶
風
の
人
。
登
州
の
寧
海
に
徒
居

四
六

13058 
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星
馳
回
檄
‘
不
レ
在
―
―
此
限
云
マ
清
制
‘
各
衛
門
に
あ
っ
て
十
四
〕
。
〇
隋
‘
武
安
の
人
。
字
は
榮
伯
。
少
く
し
て
學

賤
役
に
従
ふ
も
の
を
い
ふ
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
官
吏
を
好
み
‘
尤
も
一
二
證
に
精
通
す
。
官
は
開
皇
の
初
‘
太

法
‘
常
レ
為
―
―
官
吏
一
之
資
格
‘
備
考
〕
凡
街
門
應
レ
役
之
學
博
士
。
高
祖
の
時
‘
糧
を
講
じ
‘
剖
析
疑
滞
‘
理
義
宏

人
‘
除
―
―
庫
丁
斗
級
民
牡
盃
四
例
"
於
齊
民
ご
其
阜
隷
・
馬
瞭
‘
論
者
咸
く
推
服
す
。
〔
隋
書
‘
七
十
五
〕
．
〔
北
史
、
八

快
・
歩
快
・
小
馬
・
禁
卒
・
門
子
・
弓
兵
・
件
作
．
糧
差
及
巡
十
二
〕
。

捕
螢
番
役
‘
皆
岱
賤
民
↓
R
探
偵
。
〔
輻
恵
全
書
‘
刑
名
【
馬
黄
】
151

が
＇
ヮ
ヴ
弩
の
名
。
〔
玉
海
、
兵
制
‘
弓
矢
〕
揚
存

部

、

賊

盗

上

‘

絹

捕

〕

偲

集

馬

快

↓

中

桝

克

敵

弓

雖

レ

勁

而

士

病

瞭

張

之

難

一

壻

積

藷

【
馬
廻
】
145

立リ

0
大
将
の
乗
っ
て
ゐ
る
馬
の
あ
た
り
。
制
互
翌
馬
黄
弩
五
制
度
精
密
、
彼
一
矢
未
塩
翌
而
此
一
―
―
猜

〔
太
平
記
‘
十
四
‘
矢
矧
繭
〕
義
貞
は
兼
ね
て
よ
り
、
馬
廻
矢
゜

に
す
ぐ
れ
た
る
兵
七
千
餘
騎
國
ま
せ
て
。

O
昔
、
武
家
[
馬
蛾
】
152

が
ぼ
晶
の
名
o

う
ま
ぴ
る
o

水
蛭
o

〔
篇
海
〕
馬

で
主
君
の
馬
に
附
添
っ
た
武
士
。
馬
廻
番
。
蛾
‘
水
蛭
゜
〔
本
草
、
水
蛭
〕
秤
名
、
妓
、
至
掌
、
大
者
名
―
―

【
馬
鬼
】
146

が
＇
ワ
イ
城
の
名
。
映
西
省
興
平
縣
の
西
。
後
魏
馬
蝶
、
馬
蛭
、
馬
蛾
、
馬
鼈
↓

の
蒲
賓
蚤
が
莫
折
念
生
を
討
つ
て
此
虜
に
陣
し
‘
唐
の
【
馬
懐
】
153

が
＇
ワ
？
明
の
人
。
林
の
子
。
幼
く
し
て
兵
略
に

代
、
安
祗
山
の
乱
に
玄
宗
西
幸
に
嘗
つ
て
楊
責
妃
の
殺
習
ふ
。
官
は
天
啓
中
、
徐
州
副
総
兵
。
崇
頑
中
‘
鳳
陽

さ
れ
た
地
。
〔
藷
唐
書
、
玄
宗
紀
下
〕
丙
辰
‘
次
―
―
馬
蒐
騨
一
穎
芦
会
の
賊
を
破
る
。
後
‘
廿
粛
に
鎮
し
‘
叛
番
を
破
る
。

諸
衛
頼
レ
軍
不
レ
進
‘
云
云
‘
上
即
命
"
力
士
面
竺
責
妃
自
又
、
商
州
に
移
る
。
賊
延
緩
、
寧
夏
を
破
り
、
河
を
渡
り

翌
〔
唐
書
‘
楊
貴
妃
傭
〕
及
―
―
―
西
幸
至
正
五
竺
陳
玄
藉
等
甘
州
に
抵
る
。
雪
夜
‘
城
陥
り
‘
之
に
死
す
。
〔
明
史
、
二

以
天
下
計
↓
誅
國
I

中
竺
已
死
、
軍
不
レ
解
‘
帝
遣
力
士
一
百
十
一
・
ニ
百
六
十
三
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
九
十
五
〕
・

問
レ
故
‘
曰
‘
禍
本
尚
在
、
ー
帝
不
レ
得
レ
已
‘
輿
レ
妃
訣
‘
引
而
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
二
〕
・
〔
績
表
忠
記
‘
六
〕
・
〔
小
膜
紀

去
、
編
↓
―
路
祠
下
↓
〔
白
居
易
‘
長
恨
歌
〕
馬
鬼
破
下
泥
土
年
、
一
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
死
臣
列
傭
‘
二
〕
。

中
、
不
レ
見
主
顔
空
死
虞
゜
〔
元
和
志
〕
馬
蒐
、
人
名
、
【
馬
貫
】
154

が
ヴ
ン
明
、
革
の
人
。
官
は
監
察
御
史
。
後
、
江

於
レ
此
築
レ
城
避
レ
難
‘
未
レ
詳
"
何
代
人
1

也
。
西
布
政
司
参
政
に
至
る
。
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
一
〕
・
〔
列
朝

【
馬
掛
】
147

が
？
消
時
‘
塵
従
及
ぴ
出
使
に
用
ひ
た
栂
詩
集
小
債
、
甲
〕
。

服
馬
上
で
着
用
す
る
外
衣
。
黄
馬
掛
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :

7

【
馬
細
皿
】
1
5
5
5
[
n
八
ヒ
馬
を
洗
ふ
に
用
ひ
る
盟
。

3
7
)

を
見
よ
。
〔
咳
餘
叢
考
‘
馬
掛
〕
凡
属
従
及
出
使
‘
皆
【
馬
闊
】
156

が
？
〇
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
文
山
縣

服
紐
掛
訣
傑
抱
‘
及
戦
裾
一
短
掛
亦
曰
―
―
馬
掛
工
馬
上
の
南
。
盤
龍
江
の
西
。
●
赤
間
隅
の
略
。
下
闘
を
い
ふ
。

阿
服
也
‘
疑
即
古
牛
臀
之
制
‘
説
文
無
レ
袂
衣
謂
1

一
之
【
馬
観
】
157

が
？
明
の
人
。
著
に
温
涯
勝
覧
が
あ
る
。
〔
四

想
趙
宦
光
以
為
即
半
腎
‘
其
小
者
謂
―
―
之
背
子
「
此
説
庫
提
要
、
七
十
八
〕
。

非
也
、
既
日
平
腎
面
其
袖
必
及
―
―
腎
之
半
「
正
如
今
【
馬
動
】
158

グ
三
國
、
蜀
の
間
中
の
人
。
字
は
盛
衡
。
劉
障

之
馬
横
其
無
レ
袖
者
乃
謂
1

一
之
背
子
一
耳
。
の
時
、
州
の
書
佐
と
な
る
。
先
主
‘
蜀
を
定
む
る
や
、
辟

〖
馬
掛
兒
〗1

4
8
m
a
'
k
u
a
3
 
e
r
h

上
衣
の
名
。
袖
は
手
首
さ
れ
て
左
将
軍
風
と
な
り
、
後
、
別
駕
従
事
に
縛
ず
。

に
至
り
丈
は
下
胴
の
邊
り
ま
で
あ
り
。
普
通
に
證
服
[
馬
薫
】
碑
グ
草
の
名
o

萎
葵
(
9

人
1
1
2
6
9
-
-
1
2
)
の
異

と

し

て

着

用

す

る

。

名

。

〔

本

草

‘

萎

範

〕

秤

名

、

時

珍

曰

‘

宋

本

一

名

―

―

馬

【
馬
憎
】
149

が
＇
ワ
イ
馬
を
賣
買
す
る
者
。
ば
く
ら
う
。
〔
史
董
芦

記
‘
貨
殖
博
‘
節
駈
會
‘
注
〕
集
解
曰
‘
徐
廣
日
‘
騒
音
祉
【
馬
軍
】
160

グ

0
騎
兵
。
〔
李
衛
公
問
射
、
中
〕
今
馬
軍

朗
反
‘
馬
憎
也
、
朝
案
‘
漢
書
音
義
曰
‘
會
亦
是
憎
也
‘
節
、
何
等
比
乎

o
o
gサ
騎
兵
戦
。
騎
載
。

節
物
責
賎
也
‘
謂
に
個
憎
其
餘
利
此
•
千
乗
之
家

3

【
馬
郡
】1

6
1
〖
が
遠
江
國
の
地
名
。

，
 

[
馬
光
】
150

か
否
〇
後
漢
の
人
。
防
の
弟
。
封
は
章
帝
の
[
馬
限
】
162

グ

馬

の

む

れ
o

〔
韓
愈
ヽ
送
ぶ
忠
g
士
赴
孟
四

時
、
許
陽
侯
。
性
‘
小
心
周
密
、
帝
に
親
愛
せ
ら
る
。
後
、
陽
軍
―
序
〕
伯
柴
一
過
―
―
翼
北
之
野
盃
四
馬
墾
遂
空
゜
〔
蘇

05

賓
憲
‘
誅
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
自
殺
す
。
〔
後
漢
書
、
五
試
上
元
侍
妖
棲
上
―
―
―
一
首
皇
両
列
詩
〕
老
病
行
穿
＿

13
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萬
馬
塁
九
衛
人
散
月
紛
紛
。
【
馬
穴
】

1
7
4ゲ山
名
。
湖
北
省
南
滴
縣
境
。
〔
水
経
‘
洒
〖
馬
圏
子
〗
1
8
2
.

が
ケ
／
地
名
。O
渦
洲
遼
寧
省
桓
仁
縣
の
六
〕
。

〖
馬
堡
太
保
〗1

6
3が
ピ
馬
事
を
掌
る
官
。
〔
遼
史
、
爾
陶
水
注
〕
縣
故
城
南
有
レ
水
、
出
,
,
西
山
「
山
有
―
―
石
穴

5
ザ
南
。
●
涌
洲
吉
林
省
暉
春
縣
の
東
南
。
轡
涌
洲
熱
河
省
【
馬
蔽
]192

グ
後
漢
の
人
。
援
の
兄
の
子
。
字
は
威
卿
。

陳

傭

〕

咸

碓

初

任

―

―

馬

撃

太

保

↓

馬

‘

謂

―

―

之

馬

穴

山

↓

凍

平

縣

の

西

南

。

弟

‘

敦

と

距

下

に

住

す

。

諸

賢

と

交

結

し

、

並

に

名

‘

常

【
馬
京
】1

6
4
グ
明
、
武
功
の
人
。
字
は
子
高
。
追
溢
は
【
馬
血
】

1
7
5
ゲ
馬
の
血
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
馬
血
之
為
輝
~
【
馬
寛
】

1
8
3
ゲ
草
の
名
。
う
ま
ひ
ゆ
。
ば
け
ん
。
す
べ
り
世
に
知
ら
る
。
三
輔
、
其
の
行
義
を
稲
し
、
釦
下
二
卿

文
簡
。
洪
武
の
進
士
。
官
は
大
理
卿
。
永
築
の
初
‘
刑
郎
1

也
。
〔
唐
書
、
西
域
上
‘
吐
谷
渾
博
〕
伏
允
走
二
圏
倫
ひ
ゆ
。
ぬ
め
り
ひ
ゆ
。
馬
歯
苑
。
〔
本
草
‘
馬
歯
兜
〕
繹
と
琥
す
。
援
‘
嘗
て
書
を
以
て
之
を
戒
め
、
刻
鵜
董
虎

部
左
侍
郎
。
皇
太
子
を
輔
導
し
、
後
、
高
煎
に
僭
さ
れ
碩
一
託
1

一
子
間
萬
均
冨
以
督
ふ
5

騎
↓
追
レ
亡
散
百
里
、
又
名
、
馬
克
‘
集
解
‘
弘
景
日
、
馬
寛
輿
な
寛
別
是
一
種
‘
布
レ
の
喩
あ
り
。
官
は
建
初
中
、
陳
留
太
守
。
後
、
子
孫
を
訓

て
獄
死
し
た
。
〔
明
史
、
二
日
五
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
破
レ
之
、
土
乏
レ
水
、
刺
レ
馬
飲
レ
血
。
地
生
‘
賓
至
微
細
‘
俗
呼
―
―
馬
歯
克
一
誡
し
‘
家
に
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
五
十
四
〕
。

互
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
三
十
七
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
【
馬
英
】
176

炉
古
の
戯
具
。
〔
五
木
経
〕
馬
英
二
十
‘
蕨
【
馬
研
】
184

グ
晶
の
名
。
や
す
で
。
ゑ
ん
ざ
む
し
。
馬
蝠
。
【
馬
戸
】
1935

馬
を
有
す
る
家
。
う
ま
も
ち
。

ニ
・
三
十
三
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
六
十
八
•
八
十
一
〕
・
〔
明
色
五
゜
〔
注
〕
大
卒
戯
時
不
レ
過
二
五
人
ご
五
色
者
、
各
耕
―
-
〔
説
苑
‘
雑
言
〕
馬
肝
折
而
復
行
者
何
、
以
,
,

輔
足
衆
一
也
。
【
馬
虎
】
1945

清
、
武
威
の
人
。
薙
正
中
‘
準
喝
爾
を
征

名

人

傭

‘

-

―

十

六

〕

．

〔

明

書

、

一

百

十

九

〕

。

其

所

＞

執

也

。

【

馬

躙

】

185

ゲ
贔
の
名
。
や
す
で
。
ゑ
ん
ざ
む
し
。
馬
舷
。
し
、
乾
隆
中
、
金
川
を
征
し
て
隈
；
功
あ
り
。
官
は
襄

【
馬
煩
】
165

ぞ
明
の
人
。
林
の
子
。
官
は
天
啓
中
、
湖
廣
【
馬
頬
]177

炉
〇
馬
の
ほ
ほ
゜
〔
獣
陽
待
、
早
秋
登
1

一
慈
馬
蟷
。
馬
陸
。
〔
爾
雅
‘
秤
晶
、
銀
、
馬
錢
‘
注
〕
馬
躙
鉤
、
陽
鎮
穂
兵
。
逹
爾
圏
山
梁
を
攻
め
、
之
に
卒
す
。
〔
國

穂
兵
。
貴
州
の
叛
賊
を
討
ち
、
大
敗
し
て
蹄
り
、
疾
を
得
恩
寺
塔
―
詩
〕
奄
端
分
1

一
馬
頬
る
墨
貼
琲
-
―
蛾
眉
↓
●
貝
の
俗
呼
正
品
竺
〔
本
草
‘
馬
陸
〕
秤
名
、
馬
躙
。
朝
者
猷
類
徴
、
三
百
五
十
一
―
〕
・
〔
漢
名
臣
傭
‘
―
-
+
＝
二
〕
。

て
卒
し
た
。
〔
明
史
、
二
百
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
九
十
名
。
た
ひ
ら
ぎ
。
馬
甲
(
7
6
)

の
〇
を
見
よ
。
〔
蘇
轍
、
次
"
'
【
馬
顕
】
186

ゲ
明
、
廣
平
の
人
。
正
統
の
進
士
。
官
は
【
馬
湖
】

1
9
5
i
O湖
の
名
。
四
川
省
雷
波
縣
の
北
。
〔
元

五

〕

。

韻

子

瞭

望

―

―

湖

棲

上

1

詩
〕
菱
角
維
頭
應
已
厭
蟹
蟄
馬
戸
科
給
事
中
。
景
泰
の
初
、
都
給
事
中
。
後
、
河
東
都
史
、
地
理
志
三
〕
宋
時
馬
湖
部
蟄
主
屯
1

一
湖
内
↓
●
城
の

【
馬
陛
】
1
6
6
i
ィ
地
名
。
山
東
省
盆
都
縣
城
の
西
南
。
又
、
頬
更
勧
准
。
〔
明
一
統
志
〕
悪
州
土
産
l

一
馬
頬
―
―
名
江
瑶
縛
堕
運
使
。
四
川
左
布
政
使
と
な
つ
て
、
名
臀
あ
り
。
兵
名
。
四
川
省
屏
山
縣
の
西
‘
雷
波
縣
の
北
。
〔
唐
書
、
南
蟹

倉
中
谷
、
莱
蕪
硲
、
長
硲
と
も
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
成
‘
二
〕
柱
、
出
―
―
蹄
善
縣
↓
部
左
侍
郎
に
至
る
。
〔
国
朝
獣
徴
録
‘
四
十
一
―
〕
・
〔
國
朝
中
、
南
詔
傭
下
〕
（
乾
符
元
年
）
高
駈
云
云
‘
築
二
戎
州
馬

晉
師
従
齊
師
了
入
手
丘
良
撃

1一
馬
陸
→
〖
馬
頬
河
〗

1
7
8
炉T
7

川
の
名
。
古
の
九
河
の
一
。
河
北
省
列
卿
記
、
三
十
七
•
五
十
三
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
二
十
六
〕
・
湖
・
沐
源
川
・
大
度
河
三
城

-
0
江
の
名
。
金
沙
江
の
下

【
馬
卿
】
1
6
7
5
ィ

明

、

林

慮

の

人

。

字

は

敬

臣

。

弘

治

の

束

光

縣

の

北

、

交

河

縣

の

南

。

今

の

馬

頬

河

に

は

二

〔

本

朝

分

省

人

物

孜

‘

九

〕

。

流

の

馬

湖

を

過

ぎ

る

も

の

を

い

ふ

。

進
士
。
官
は
戸
科
給
事
中
。
内
官
、
劉
瑾
の
不
法
を
劾
つ
あ
る
。
其
の
一
は
王
袢
河
、
河
北
省
淮
縣
の
碍
河
の
【
馬
~
】

1
8
7グ晶
の
名
。
や
す
で
。
ゑ
ん
ざ
む
し
。
馬
絃
。
【
馬
樺
】

1
9
6
目

t
3k'u• 

乗
馬
用
ズ
ポ
ン
。

し
、
出
で
て
大
名
を
守
り
、
前
盗
の
椙
徽
な
る
を
防
御
〖
南
か
ら
東
北
流
し
て
海
に
注
ぐ
。
其
の
二
は
古
の
篤
馬
錢
。
馬
陸
。
〔
淮
南
子
‘
兵
略
訓
‘
故
良
将
之
率
‘
云
云
、
【
馬
語

]
1
9
7
5
馬
の
鳴
ぎ
臀
゜
〔
蘇
拭
、
韓
幹
十
四
馬
詩
〕

し
、
名
瞥
河
朔
の
間
に
震
ふ
。
後
、
漕
運
都
御
史
に
至
馬
河
‘
山
東
省
博
平
縣
の
田
家
口
か
ら
出
て
海
に
注
若
,
,
妍
之
足

:g〕
妍

‘

馬

蜻

也

。

老

髯

笑

官

騎

且

顧

、

前

身

作

レ

馬

通

1

一
馬
語
一

る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
八
十
四
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
五
ぐ
。
〔
書
‘
馬
貢
、
九
河
既
道
‘
疏
〕
李
巡
日
、
馬
頬
河
勢
、
【
馬
元
】
188

グ
清
、
松
潜
の
人
。
盆
は
牡
勤
。
乾
隆
中
、
【
馬
口
】
1
9
8
5
ゥ
〇
馬
の
口
。
〔
詩
、
小
雅
‘
采
芭
‘
八
鸞
項

十
九
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
五
十
二
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
上
廣
下
狭
‘
状
如
一
馬
頬
一
也
、
云
云
、
在
,
,
東
光
之
北
‘
成
憂
瀾
を
平
げ
、
西
蔵
を
討
ち
、
廓
爾
喀
を
征
し
、
湖
南
の
堆
‘
集
博
〕
馬
口
雨
妾
各
一
‘
四
馬
故
八
也
。
〇
馬
の
や

云
竺
・
一
百
五
十
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
八
十
平
之
南
↓
〔
清
一
統
志
〕
馬
貢
九
河
之
馬
頬
故
道
、
久
湮
、
苗
を
動
す
。
嘉
慶
‘
湖
北
の
教
匪
を
征
す
。
官
は
涼
州
う
な
口
。
〔
論
衡
‘
骨
相
〕
翠
陶
馬
口
‘
孔
子
反
朽
゜

九
〕
．
〔
皇
朝
中
州
人
物
志
‘
十
四
〕
。
非
一
此
河
正
也
。
〔
山
東
通
志
〕
篤
馬
河
亦
名1一
馬
頼
盃
＃
鎖
穂
兵
。
滑
縣
の
教
匪
に
克
つ
。
後
‘
廣
西
提
督
に
至
〖
馬
口
柴
〗

1
9
9
ぢ
ゥ
明
時
宮
中
に
用
ひ
た
柴
。
雨
端
に

【
馬
焚
】
1
6
8
5
ィ
明
‘
蝠
州
の
人
。
字
は
用
昭
。
哀
表
と
と
馬
迩
一
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
大
名
府
、
元
城
縣
、
る
。
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
三
百
十
〕
・
〔
國
史
列
博
‘
七
十
洒
口
を
刻
し
縄
を
以
て
し
ば
る
か
ら
い
ふ
。
天
壇
焚

も
に
間
中
十
子
詩
を
編
す
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
八
十
沙
河
〕
馬
頬
河
、
在
1

一
縣
東
五
十
里
五
藷
自
-
1

開

州

一

流

経

レ

九

〕

。

燎

に

用

ひ

ら

れ

た

。

九
〕
。
此
、
間
約
百
歩
、
今
雖
紅
湛
央
故
道
猶
存
‘
淫
雨
没
溢
、
【
馬
炊
】

1
8
9
[
ノ
唐
‘
郊
城
の
人
。
字
は
弱
翁
。
官
は
連
澗
〖
馬
口
錢
〗

2
0
0
竺
ゥ
馬
の
税
金
。
〔
漢
書
‘
昭
帝
紀
〕
令
1一

【
馬
馴
】
169

グ
清
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
徳
淳
。
著
に
諏
害
二
禾
稼
玉
下
流
入
-
m

山
東
朝
城
縣
等
境
↓
二
州
刺
史
。
後
、
兵
部
尚
書
に
至
る
。
〔
唐
書
、
一
百
五
十
郡
國
母
孟
竪
今
年
馬
口
錢
一
〔
注
〕
文
穎
日
、
往
時
有
二

儀
礎
易
讀
が
あ
る
。
〔
四
嘩
提
要
、
二
十
一
―
-
〕
。
【
馬
券
】
179

ゲ
競
馬
用
語
。
勝
馬
投
票
券
を
い
ふ
。
五
〕
・
〔
藷
唐
書
、
二
旦
二
十
四
〕
。
馬
口
出
敏
錢
公
み
自
‘
如
淳
日
、
所
謂
租
及
土
ハ
畜
一
也
。

【
馬
前
】1
7
0
i
ィ
●
草
の
名
。
お
に
あ
ざ
み
。
〔
本
草
、
大
【
馬
涌
】

1
8
0グ宋
、
南
部
の
人
。
元
祐
中
、
進
士
第
一
。
【
馬
舷
】

1
9
0
グ
晶
の
名
。
や
す
で
。
馬
錢
。
馬
蟷
。
馬
謁
°
〖
馬
口
鐵
〗

2
0
1
m
a
3
 
k'ou2 
t
'
i
e
h
3

〇
馬
勒
。
馬
街
。

前
‘
小
前
〕
繹
名
‘
虎
紐
馬
蘭
猫
莉
‘
刺
莉
、
山
牛
芳
、
後
、
上
疏
し
て
禁
京
に
杵
ひ
‘
貶
に
坐
す
。
〔
元
祐
蕉
人
馬
陸
。
〔
方
言
‘
十
一
〕
馬
舷
‘
北
燕
謂
-
―
之
蛸
鰈
其
大

0
プ
リ
キ
。

難
項
草
、
千
鍼
草
、
野
紅
花
。
●
を
け
ら
。
地
の
異
名
。
傭
、
六
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
三
十
一
〕
。
者
謂
―
―
之
馬
釉
→
〔
本
草
‘
馬
陸
〕
秤
名
、
百
足
、
百
節
、
千
〖
馬
口
努
〗

2
0
2
約
常
陸
國
の
地
名
。

〔
本
草
加
〕
繹
名
、
山
前
‘
楊
抱
‘
抱
莉
、
馬
liJ
、
山
鷲
｀
山
【
馬
圏
】
181

グ
〇
う
ま
ご
や
。
〔
清
會
典
事
例
、
兵
部
、
足
‘
馬
舷
‘
馬
矮
‘
馬
獨
‘
馬
軸
‘
馬
錢
‘
飛
舷
晶
。
〔
荘
子
、
【
馬
エ
】
2
0
3
5
t
0
馬
の
賣
買
を
業
と
す
る
者
。
伯
努
。

連

‘

吃

力

伽

。

馬

政

〕

整

馬

圏

難

＞

復

‘

請

谷

交

1

一
下
五
旗
玉
公
、
及
武
秋
水
、
雙
憐
レ
絃
‘
繹
文
〕
司
馬
日
‘
馬
蛇
‘
晶
也
。
〔
博
物
〔
盟
尻
〕
゜

0
"サ
姓
氏
。

【
馬
撒
】1

7
1認
道
中
で
馬
を
つ
ぎ
か
へ
る
慮
。
宿
騨
。
職
大
員
→
〔
紅
棲
夢
‘
四
十
回
〕
也
忌
―
講
我
伯
這
老
婆
子
一
志
〕
百
足
、
一
名
馬
絃
。
〔
孔
子
家
語
、
六
本
〕
馬
舷
斬
レ
足
〖
馬
エ
枚
速
〗

2
0
4
ぢ
夕
司
馬
相
如
の
文
は
巧
な
れ
ど

【
馬
檎
】
172

ね

馬

の

引

く

橘

。

越

猜

該

K
ェ
-
―
馬
圏
手

r了
。
〇
城
の
名
。
河
南
省
郁
縣
而
復
行
何
也
、
以
―
―
其
輔
レ
之
者
衆
一
也
。
も
遅
く
‘
枚
泉
の
文
は
敏
疾
で
あ
る
。
文
に
遅
速
あ
れ

【
馬
橋
】
173

邸
鎮
の
名
。
●
金
、
置
く
。
山
東
省
幸
縣
の
の
東
北
。
後
魏
‘
馬
圏
鎮
を
置
く
。
南
齊
の
永
元
の
初
、
【
馬
鈍
】
191

グ
明
、
永
新
の
人
。
字
は
孔
任
。
成
化
の
進
ど
も
成
果
の
等
し
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
枚
乗
傭
〕

北。

O
河
南
省
輝
縣
の
西
北
。

O
江
蘇
省
上
海
縣
の
西
陳
顕
逹
‘
馬
圏
を
攻
め
て
抜
く
。
〔
明
一
統
志
〕
有
1

一
馬
尾
士
。
官
は
廣
西
参
議
。
古
田
の
苗
を
動
し
‘
窮
追
し
て
上
有
レ
所
レ
感
、
輔
使
レ
賦
レ
之
‘
為
レ
文
疾
‘
受
レ
詔
輻
成
、

北

。

森

塘

に

臨

む

。

鎮

云

i

二
順
陽
保
北
面
竿
口
馬
圏
域
也
。
伏
に
遇
ひ
‘
之
に
死
す
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
故
所
レ
賦
者
多
、
司
馬
相
如
善
為
な
文
而
遅
‘
故
所
レ
作
少

四
六
四

13060 
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恒
言
録
注
〕
案
‘
通
雅
‘
陳
水
南
日
‘
獣
子
者
‘
褻
器
也
‘
【
馬
師
】

247.{O馬
兵
を
掌
る
役
。
〔
左
氏
、
襄
‘
三
十
〕
子
寸
千
里
。

0
山
名
。
④
山
東
省
莱
蕪
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
【
馬
糀
】
264

愁
〇
馬
具
の
名
。
し
り
が
ひ
。
お
し
か
け

62

或
以
銅
為
―
―
馬
形
盃
匹
於
騎
以
捜
也
‘
俗
曰
↓
―
馬
子
一
皮
以
1

一
公
孫
銀
[
『
―
―
馬
師
↓
●
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
馬
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
滑
南
府
‘
泰
安
州
‘
莱
蕪
縣
〕
原
山
縣
の
一
部
分
、
尾
か
ら
鞍
に
か
け
る
組
緒
。
〔
蘇
献
‘
壬

30

蓋
沿
於
此
↓
●
五
①
馬
の
口
取
。
＠
駄
馬
を
ひ
い
て
荷
師
‘
姫
姓
‘
鄭
公
之
孫
公
鉗
為
二
馬
師
面
四
以
為
レ
氏
。
〔
通
東
北
七
十
二
里
‘
輿
―
―
淵
川
縣
一
接
レ
界
‘
没
水
及
渦
水
出
1

一
寅
二
月
有
レ
詔
令
―
―
郡
吏
一
分
―
―
往
圏
縣
心
竺
決
囚
禁
ニ
ム

を
運
ぶ
こ
と
を
業
と
す
る
も
の
。
馬
方
。
〔
和
漢
三
オ
圃
志
‘
氏
族
略
〕
鄭
穆
公
之
孫
公
孫
組
為
二
馬
師
面
閃
以
為
レ
於
此
盆
征
南
子
‘
禅
水
出
―
―
飴
山
面
ば
原
山
別
名
也
‘
一
名
云
寄
―
―
子
由
1

詩
〕
朽
客
知
-
1

人
意
£
瑶
琴
繋
一
匡
五

g
o

會
‘
人
倫
薗
人
〕
朧
人
‘
即
璽
馬
人
日
本
紀
ぞ
馬
子
一
氏
、
子
利
之
孫
利
頷
‘
為
―
一
馬
師
↓
亦
氏
焉
‘
列
仙
博
有
―
―
馬
耳
山
‘
藷
有
―
―
馬
耳
山
隅
玉
為
広
環
限
虞
一
亦
日
1

一
馬
耳
力
農
具
の
一
。
田
を
鋤
返
へ
し
た
後
、
地
を
か
き
な

〖
馬
子
兒
〗2

3
9
誓
便
器
を
い
ふ
。
馬
桶
。
〔
還
魂
記
‘
間
馬
師
皇
→
谷
高
密
山
東
省
諸
城
縣
の
西
南
。
〔
水
経
‘
維
水
注
〕
（
消
ら
す
も
の
。
ま
ん
が
。

瘍
〕
難
眼
睛
不
レ
用
下
作
倣
―
嘴
兄
挑
い
馬
子
兒
不
レ
用
下
〖
馬
師
皇
〗

2
4
8
か
炉
上
古
の
人
。
黄
帝
の
時
、
馬
腎
。
善
水
）
出
―
―
馬
耳
山
一
山
高
百
丈
‘
上
有
三
一
石1拉
攀
、
望
【
馬
疾
】2

6
6
グ
●
馬
の
や
ま
ひ
。
〔
周
褪
‘
夏
官
‘
躯
馬
〕

胚

厘

鼻

兒

倒
LO

く
馬
の
形
氣
生
死
を
識
る
。
後
、
之
く
所
を
知
ら
ず
。
齊
匡
廿
竺
故
世
取
レ
名
焉
。
〔
蘇
献
‘
雪
後
書
二
北
景
壁
1

相
瞥
而
薬
収
―
―
馬
疾
↓
●
馬
が
速
い
。
〔
禁
邑
‘
諫
レ
伐
1

一

【
馬
史
】
240

が
司
馬
遷
の
著
し
た
歴
史
。
史
記
を
い
ふ
。
〔
列
仙
傭
‘
馬
師
皇
〕
馬
師
皇
者
‘
黄
帝
時
馬
臀
也
‘
知
―
―
詩
〕
試
掃
扉
如
憂
三
9
馬
耳
工
未
レ
随
―
―
埋
没
玉
？
雙
尖
↓
鮮
卑
ー
議
〕
漢
人
逍
逃
為
,
,
其
謀
主
百
i

ハ
利
馬
疾
‘
過
―
―
於

龍
門
史
。
〔
隋
書
‘
経
籍
志
一
〕
遠
覧
一
馬
史
班
書
ぶ
孟
竺
馬
形
生
死
之
診
玄

m
レ
之
輯
愈
、
有
レ
龍
下
向
レ
之
‘
垂
レ
耳
〖
馬
耳
訣
〗

2
5
6
か
ん
事
の
前
に
定
ま
る
を
い
ふ
。
〔
書
言
匈
奴
一

王

玩

志

録

↓

張

石

、

皇

曰

‘

此

龍

有

レ

病

‘

知

―

―

我

能

治

而

り

鍼

―

―

其

臀

故

事

‘

鬼

神

類

〕

事

前

定

日

―

―

馬

耳

之

訣

五

獣

公

云

、

T
元
【
馬
蛭
】
267

グ
蛭
の
一
種
。
う
ま
ぴ
る
。
〔
本
草
、
水
蛭
〕

【
馬
市
】
241

パ

0
金
吊
及
ぴ
茶
の
類
と
蒙
古
地
方
の
馬
を
下
口
中
百
竺
甘
草
湯

5
ぞ
之
而
愈
‘
云
云
‘
一
旦
龍
負
レ
賓
嘗
夜
夢
興
レ
余
至
二
廟
一
出
レ
門
見
l

一
馬
隻
耳
一
後
元
繹
名
‘
妓
‘
至
掌
、
大
者
名
―
―
馬
蝶
・
馬
蛭
・
馬
蛾
・
馬
鼈
↓

交

易

す

る

市

場

。

唐

の

玄

宗

の

時

に

始

ま

る

。

〔

唐

書

、

姜

皇

而

去

。

賓

除

―

―

峡

州

公

ホ

亦

除

1

一
夷
陵
令

i
-
H
卑
ハ
―
―
元
賓
1

同
訴
レ
【
馬
社
】
268

m
a
3
 
s
h
i
h
'

馬
の
頸
に
寄
生
す
る
｛
蝉
°

晦
傭
〕
時
國
馬
乏
‘
晦
請
ぶ
竺
詔
書
元
~
な
咤
〔
績
文
獣
【
馬
騨
】

2
4
9
が
馬
市
。
〔
丹
鉛
雑
録
〕
公
巖
近
,
,

子
馬
律
一
峡
‘
謁
二
黄
牛
廟
ー
入
加
門
、
憫
然
皆
如
―
―
夢
中
所
t

見
、
門
【
馬
質
】
269

グ
周
官
の
名
。
夏
官
の
鷹
。
馬
の
債
を
平

通
考
、
市
措
考
二
、
市
舶
互
市
〕
英
宗
正
統
三
年
四
月
、
淵
明
詩
云
‘
馬
除
非
レ
講
レ
律
‘
校
書
亦
以
勤
。
外
石
馬
、
果
訣
二
-
耳
涵
空
呪
大
驚
。
ら
か
に
す
る
こ
と
を
掌
る
官
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘
序
官
‘

立
大
同
馬
市
→
〔
明
史
‘
兵
志
四
〕
馬
市
者
、
始
永
架
【
馬
資
】

2
5
0
パ
馬
の
給
用
。
馬
糧
。
〔
礎
、
少
儀
〕
則
曰
レ
致

l
-
〖
馬
耳
塞
〗2

5
7
ぢ
ュ
佛
蘭
西
の
都
市
。
漢
繹
は
馬
賽
。
又
馬
質
‘
注
〕
質
、
平
也
、
主
l
面
1
買
レ
馬
平
,
,
其
大
小
之
賣
直
↓

間
、
遼
東
設
,
,
市
三
ご
一
在
二
開
原
□
在
―
―
廣
寧
一
各
去
レ
烏
資
於
有
司
↓
〔
陸
贄
‘
論
二
縁
邊
守
備
事
宜
孔
爪
〕
西
輪
-
1

は
馬
塞
拉
斯
。

M
a
r
s
e
i
l
l
e
s

の
昔
諜
゜
〔
周
證
‘
夏
官
‘
馬
質
〕
掌
西
苔
竺
馬
量
―
―
三
物
二
日
‘
戎

城
四
十
里
、
成
化
中
‘
巡
撫
陳
絨
復
奏
行
レ
之
、
後
至
二
誠
賄
幣
→
北
償
―
―
馬
資
→
〖
馬
耳
他
〗

2
5
8
n
ル
島
の
名
。
地
中
海
中
部
の
島
。M
a
l
t
a

馬
‘
二
曰
‘
田
馬
‘
―
二
曰
‘
鷲
馬
‘
皆
有
―
一
物
買
→

暦
皿
不
蔽
、
嘉
靖
中
、
開
―
―
馬
市
於
大
同
一
快
邊
・
官
一
【
馬
飼

]251g
馬

を

養

ふ

。

又

‘

其

の

人

。

の

昔

繹

。

【

馬

櫛

】

270

戌
馬
の
毛
を
す
く
櫛
。
馬
刷
。

鎮
相
贈
行
、
隆
慶
五
年
‘
俺
答
上
表
捨
貢
‘
穂
督
王
崇
【
馬
歯
】
2
5
2
{
0馬
の
歯
°
轄
じ
て
、
自
分
の
年
齢
の
謙
〖
散
―
―
馬
耳
―
〗

2
5
9ぢ
＂
馬
の
耳
を
騒
―
音
に
な
ら
し
て
【
馬
H

】2
7
1
が
，
0
正
月
六
日
を
い
ふ
。
〔
事
物
紀
原
、
正

古
市
二
馬
七
千
餘
匹
云
竺
慣
九
萬
六
千
有
奇
;
共
憤
遼
稲
。
馬
齢
。
馬
歯
長
(
2
5
4
)

を
見
よ
。
〔
呂
覧
‘
淫
辟
〕
問
―
―
物
事
に
驚
か
ぬ
や
う
に
す
る
。
〔
周
證
、
夏
官
、
庚
人
〕
朔
暦
散
部
、
人
日
〕
歳
正
月
、
云
云
‘
六
日
占
レ
馬
。

O

東
以
来
布
飢
宣
・
大
・
山
西
以
祗
市
。

o
g
馬

を

馬

蜘

函

5

人
日
‘
歯
十
一
―
‘
輿
レ
牙
―
二
十
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
散
1

一
馬
耳
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
散
‘
讀
為
二
中
散
大
夫
之
散
↓

m
a
3
 
jih4

廿
一
日
を
い
ふ
。
馬
は
上
臀
二
十
一
韻
で

賣

買

す

る

市

場

。

訓

〕

馬

曲

非

―

―

牛

躁

↓

〔

漢

書

‘

趙

充

國

博

〕

犬

馬

之

歯

‘

七

謂

下

恥

―

―

馬

耳

血

g
令
―
―
善
驚
一
也
‘
玄
謂
‘
散
―
―
馬
耳
百
ク
あ
る
か
ら
い
ふ
。

〖
馬
市
抽
分
〗2

4
2
が5
了
明
に
於
け
る
互
市
の
一
た
る
十
六
。
●
菜
の
名
。
〔
杜
甫
‘
園
官
送
レ
菜
詩
序
〕
園
官
送
,
,竹
括
―
―
押
其
耳
涵
盆
卸
揺
則
括
,
,
中
物
云
後
遂
串
習
不
1

一
復
【
馬
車
】
272

芍
馬
に
ひ
か
せ
る
車
。
う
ま
ぐ
る
ま
。
〔
司

馬
市
に
課
し
た
互
市
税
を
い
ふ
。
〔
明
史
、
食
貨
志
五
〕
永
菜
把
一
本
散
H
闘
‘
矧
苦
宦
馬
歯
‘
掩
1

一

乎

嘉

疏

↓

〔

因

話

驚

一

馬

法

‘

巌

位

〕

凡

馬

車

堅

、

甲

兵

利

。

〔

後

漢

書

‘

輿

服

槃
開
設
国
市
三
二
云
云
‘
以
,
,互
市
之
税
1充
1一
撫
賞
→
録
〕
諒
闇
中
召

t一
韓
王
各
竺
馬
曲
羹
一
不
レ
設
二
堕
酪
→
〖
馬
耳
東
風
〗

2
6
0
切
7ヴ
人
の
言
を
心
に
留
め
な
い
。
志
上
〕
買
人
不
レ
得
レ
乗
―
―
馬
車
-

【
馬
矢
豆

0
ぅ
ま
の
ふ
ん
。
ま
ぐ
そ
。
矢
は
屎
゜
〔
左
〖
馬
歯
寛
〗

2
5
3
竺
草
の
名
。
す
べ
り
ひ
ゆ
。
滑
蒐
馬
克
又
‘
其
の
事
に
相
闘
し
な
い
。
馬
の
耳
に
念
佛
。
〔
李
〖
馬
車
鐵
路
〗

2
7
3
且

J
c
h
'
e
'
t
'
i
e
h
3
 
lu4

鐵
道
馬

氏
、
文
、
十
八
〕
殺
而
埋
1

一
之
馬
矢
之
中
↓
〔
墨
子
、
備
城

(
1
8
3
)

を
見
よ
。
〔
本
草
‘
馬
蜘
寛
〕
秤
名
、
馬
苑
‘
五
行
白
‘
答
―
―
王
十
二
寒
夜
獨
酌
有
＞
懐
詩
〕
世
人
聞
レ
此
皆
車
。

門
〕
冬
日
以
罵
匁
塞
。
〔
呉
志
‘
諸
葛
格
偶
‘
注
〕
洛
別
草
‘
五
方
草
‘
長
命
菜
、
五
頭
獅
子
草
。
〔
農
政
全
書
‘
馬
悼
レ
頭
、
有
レ
如
三
東
風
射

1一
馬
耳
→
〔
蘇
献
‘
和
―
―
何
長
官
―
〖
馬
車
馬
的
〗

2
7
4が存
キ
盲
進
す
る
こ
と
。

博
日
‘
云
云
‘
太
子
背
嘲
レ
格
‘
諸
葛
元
遜
可
レ
食1一
馬
矢
一
歯
免
考
〕
又
名
―
―
五
行
草
五
藷
不
レ
著
盃
~
レ
出
州
土
公
「
慮
六
言
次
韻
詩
〕
宵
山
自
是
絶
世
‘
無
な
人
誰
輿
為
レ
容
‘
説
【
馬
社
】

2
7
5
芍
始
め
て
馬
に
乗
っ
た
者
を
祀
っ
た
計
。

云
云
‘
櫂
日
‘
人
令
n

―
卿
食
1

一
馬
矢
占
卿
使
n

一
人
食
二
難
卵
一
慮
有
レ
之
。
〔
塁
芳
譜
〕
馬
歯
苑
‘
葉
酎
生
比
並
、
園
整
如
一
向
,
,
市
朝
公
子
面
i

殊
―
―
馬
耳
東
風
↓
〔
周
幡
‘
夏
官
‘
校
人
〕
秋
祭
―
―
馬
社
ぶ
成
レ
僕
。
〔
庄
〕
馬
社
、

何
也
‘
洛
日
、
所
レ
出
同
耳
。

O
複

姓

。

〔

漢

書

、

馬

宮

博

〕

馬

歯

一

故

名

。

【

馬

兒

】

261

が

0
明
、
徐
司
馬
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 4
5
1
)

の
小
始
乗
レ
馬
者
‘
世
本
曰
‘
相
レ
土
作
―
―
乗
馬
↓
〔
孫
詮
譲
正
義
〕

本
姓
馬
矢
、
宮
仕
學
稽1一
馬
氏
―
云
°
〖
馬
歯
長
〗

2
5
4
記
ヴ
ズ
馬
の
と
し
の
長
じ
た
の
を
い
ふ
。
字
。

O
目

t
3
e
r
h

紙
に
神
像
を
印
し
た
も
の
。
牧
地
及
十
二
閑
之
中
‘
蓋
皆
置
レ
社
‘
以
祭
-
―
后
土
一
而

〖
馬
矢
嵩
〗2

4
4
初
嵩
の
一
名
。
馬
先
嵩

(
8
5
9
)
を
見
よ
。
〔
穀
梁
、
倍
‘
二
〕
荀
息
牽
レ
馬
操
レ
璧
而
前
曰
‘
璧
則
猶
是
【
馬
蒔
】

2
6
2
が
明
‘
會
稽
の
人
。
字
は
仲
化
。
著
に
素
問
以
下
始
制

1一
乗
馬1之
人
上
配
食
焉
‘
謂
―
―
之
馬
社
一
也
。

【
馬
使
】
245

が
馬
に
乗
っ
た
使
。
〔
蜀
志
‘
黄
櫂
傭
〕
馬
使
也
、
而
馬
歯
加
レ
長
癸
゜
〔
公
羊
‘
倦
‘
二
〕
虞
公
抱
レ
賓
牽
レ
注
證
猜
微
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
五
〕
。
【
馬
含
】
276

が
ヤ
う
ま
や
。
馬
屋
。

奔

馳

‘

交

―

―

錯

於

道

↓

馬

而

至

、

荀

息

見

日

、

臣

之

謀

何

如

、

獣

公

日

、

子

之

謀

【

馬

周

】

263

炉
唐
、
荏
平
の
人
。
字
は
賓
王
。
學
を
嗜
【
馬
射
】
277

パ
ヤ
騎
射
を
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
―
―
-
〕
馬
射

【
馬
屎
】
246

パ
馬
糞
。
馬
矢
(
2
4
3
)

に
同
じ
。
〔
論
衡
、
商
則
已
行
英
‘
賓
則
吾
賓
也
、
雖
レ
然
吾
馬
之
歯
亦
長
芙
‘
み
‘
詩
春
秋
を
善
く
す
。
官
は
武
徳
中
、
州
助
教
。
太
設
1

一
捐
鼓
金
鉦
エ
聾
龍
林
↓
〔
通
典
、
選
琴
、
歴
代
制
下
〕

品

〕

紳

農

后

稜

‘

蔵

種

之

方

、

震

一

馬

屎

ー

以

レ

汁

漬

レ

種

蓋

戯

レ

之

也

。

宗

の

時

、

監

察

御

史

。

中

書

侍

郎

。

後

、

中

書

令

‘

銀

胄

長

安

二

年

、

教

nr八
習
,
,
武
藝
一
云
云
‘
穿
レ
士
為
レ
埒
‘
其

者
、
令
―
―
禾
不
な
至
。
〔
抱
朴
子
、
黄
白
〕
以
馬
屎
火
〖
笠
【
馬
耳
】

2
5
5
が

0
馬
の
耳
゜
〔
齊
民
要
術
‘
養
―
―
牛
馬
騒
鰈
〕
光
誅
大
夫
に
至
る
。
〔
唐
書
、
九
十
八
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
七
十
長
輿
レ
埃
均
‘
綴
レ
皮
為
―
―
雨
鹿
涵
醤
四
其
上
云
馳
レ
馬
射
レ

之

、

三

十

日

。

馬

耳

欲

レ

得

,

,

相

近

而

前

竪

小

ご

皿

厚

一

寸

三

百

里

‘

三

四

〕

。

之

、

名

日

―

―

馬

射

↓

〔

清

會

典

、

兵

部

、

盛

京

兵

部

〕

凡

武



馬

部

馬

四
六
七

試
‘
日
馬
射
、
日
歩
射
。
〖
馬
上
架
〗

2
8
7炉｝
ャ
ウ
栗
曲
の
名
。
〔
藷
唐
書
‘
音
栗
志
二
〕
【
馬
鶉
】

2
9
8
忍
＇
ウ
金
、
馬
城
の
人
。
官
は
貞
祐
中
、
清
陰
〔
注
〕
李
奇
曰
、
以
馬
乳
―
為
レ
酒
、
師
古
日
、
馬
酪
味
如
レ

〖
馬
射
地
毬
〗2
7
8
C
t地
上
に
お
き
馬
上
よ
り
射
る
漢
武
帝
嫁
え
示
女
於
烏
孫
一
乃
裁
窄
ふ
丸
為
―
―
馬
上
血
杢
令
。
元
兵
至
り
、
執
へ
ら
れ
、
屈
せ
ず
し
て
遂
に
死
す
。
酒
‘
而
飲
レ
之
亦
可
レ
酔
‘
故
呼
―
―
馬
酒
一
也
。
〔
漢
書
‘
百
官

的

。

〔

大

清

會

典

圏

‘

六

十

一

、

以

慰

1

其

郷

國

之

思

↓

〔

金

史

、

二

日

二

十

二

〕

。

公

卿

表

上

、

桐

馬

‘

注

〕

應

助

曰

‘

主

1

一
乳
馬
一
取
―
―
其
汁
一

馬
大
〖
馬
上
鼓

]
2
8
8
弓
ャ
ゥ
馬
上
で
用
ひ
る
鼓
゜
〔
通
俗
編
、
【
馬
借

]
3
0
0

〖S
O

賃
を
出
し
て
馬
を
借
り
る
。
又
は
、
掴
語
之
正
味
酢
可
レ
飲
‘
因
以
名
レ
官
也
‘
如
淳
日
、
主
―
―
乳

射
清

器
用
‘
馬
上
鼓
〕
周
糧
、
大
司
馬
、
師
帥
執
レ
提
、
註
云
‘
提
貸
す
。

0
う
ま
か
た
。
馬
→
以
云
芯
王
為
面
へ
兜
→
受
—
砒
守
文
盛
二
馬
乳
云
憫

1一
取

釦
い
謂
焉
上
鼓
「
有
二
曲
主
提
籍
鼓
立
属
髯
上
著
‘
故
【
馬
手
】
301

ゥ
〇
馬
の
手
綱
を
持
つ
方
の
手
。
右
手
。
弓
其
上
肥
面
四
名
曰
1

一
桐
馬
五
穐
栗
志
‘
丞
相
孔
光
奏
‘
省
↓
1

m

汀闘闘い][：へ

寸
‘
径
五
寸
、
上
綴
朱
掻
↓
置
レ

地

射

足

。

謂

之

提

↓

手

(
4
ー

9
6
9
2
:
 7
4
)

の
0
の
封
。
〇
馬
手
差
の
略
。
栗
官
七
十
二
人
↓
給
二
大
官
桐
馬
酒
公
7

梁
州
亦
名
,
,
馬

【
馬
将
]279

m
a
3
 
c
h
i
a
n
g
'
麻
雀
。
マ
ー
ジ
ャ
ン
。
〖
馬
上
撞
]
2
8
9
5

望
ゥ
軍
築
の
名
。
〔
揚
州
藍
紡
録
〕
馬
〖
馬
手
差
〗30

2
ぢ
軍
中
で
普
通
の
帯
刀
の
外
に
、
右
方
酪
涵

t
-
1
馬
酒
→

【
馬
詳
】
280

．
芍
ウ
明
、
同
州
の
人
。
字
は
瑞
甫
。
博
學
能
上
撞
‘
即
軍
築
‘
演
.
,
唱
乱
h

一
弾
戯
文
五
奴
中
市
騨
剪
生
開
の
腰
に
さ
す
短
刀
。
組
打
な
ど
の
時
の
用
意
と
す
る
も
【
馬
騒
】

310:＇
ク
清
、
部
平
の
人
。
字
は
聴
卿
。
又
、
宛
斯
゜

文
‘
士
林
梢
し
て
隅
西
夫
子
と
い
ふ
。
成
化
の
進
士
。
張
及
藍
筋
財
神
三
聖
諸
會
、
多
用
均
合
の
。
よ
ろ
ひ
ど
ほ
し
。
鎧
通
。
刺
刀
゜
順
治
の
進
士
。
官
は
震
壁
知
縣
。
左
氏
に
於
て
融
會
貫

官
は
山
東
都
轄
運
使
。
〖
馬
上
沓
〗

2
9
0
が
心
ギ
ゥ
古
‘
馬
に
乗
る
に
用
ひ
た
沓
。
革
〖
馬
手
槍
〗

3
0
3
m
a
'
s
h
o
u
3
 
ch'iang'

騎
兵
銃
。
通
し
、
左
博
事
緯
を
著
は
す
。
又
、
古
史
に
精
し
、
繹
史

【
馬
章
】
281

四
ザ
古
の
武
具
。
大
将
の
馬
の
側
に
立
て
で
作
り
、
爪
先
に
十
二
の
懐
を
設
け
‘
漆
塗
に
し
た
も
【
馬
主
】
304.
／
ユ
馬
軍
の
主
。
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
宣
帝
‘
百
六
十
巻
を
撰
ぴ
、
開
閻
よ
り
秦
末
に
い
た
る
ま
で
を

太
建
十
年
）
馬
主
装
子
烈
曰
‘
若
破
―
―
堰
下
船
「
船
必
傾
紀
す
。
引
證
極
め
て
眩
博
、
世
に
馬
三
代
の
目
あ
り
。

て
、
目
じ
る
し
と
し
た
も
の
。

【
馬
掌
】
282

m
a
'
c
h
a
n
g
'

蹄
鐵
゜
〖
馬
上
故
事
〗

9

笠
演
劇
の
名
。
〔
陶
庵
夢
憶
〕
楓
倒
。
〔
出
〕
考
異
日
、
南
史
作

1一
馬
明
主
公7
位
匹
陳
書
面
ヅ
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
七
〕
．
〔
清
史
列
博
、
六
十
八
〕
．
〔
國

【
馬
湘
】
283.
ゲ
ヤ
ヴ
唐
‘
盟
官
の
人
字
は
自
然
゜
琥
は
丹
陽
橋
楊
紳
廟
、
九
月
迎
1

一

嚢

閣

盆

虹

馬

上

故

事

⇒

一

三

十

騎

主

、

馬

軍

主

也

。

朝

者

猷

類

徴

、

二

百

十

八

〕

．

〔

碑

博

集

、

九

十

一

〕

．

〔

國

道
人
。
世
:
小
吏
。
湘
蜀
り
経
史
に
妙
。
貌
醜
、
騎
鼻
禿
扮
二
偉
奇
一
本
「
其
人
卑
ハ
ニ
傭
奇
中
人
1

必
醜
肖
方
用
、
人
【
馬
首
]305

ぐ
〇
う
ま
の
く
ぴ
。
馬
頭
。
轄
じ
て
、
馬
の
朝
先
正
事
略
、
三
十
一
―
〕
・
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、
一
〕
・

賢
大
口
。
飲
酒
石
餘
‘
酔
臥
即
ち
拳
を
口
に
入
る
。
方
定
然
後
議
粉
法
↓
向
ふ
方
向
。
〔
儀
幡
‘
士
喪
櫓
〕
君
至
、
主
人
出
迎
子
外
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十
三
〕
．
〔
文
献
徴
存
録
、
二
〕
。

外
に
偏
遊
し
、
遊
行
の
慮
、
多
く
詩
を
題
す
。
大
中
十
〖
馬
上
刻
漏
〗
四
が
認

'
5
古
‘
馬
上
で
用
ひ
た
時
を
計
門
外
一
見
―
―
馬
首
1不
レ
哭
゜
〔
聘
‘
喪
服
大
記
〕
見
-
―
馬
首
-
[
馬
出
】

3
1
1
戊
城
門
外
に
更
に
一
廓
を
な
す
慮
。
副
城
。

年
、
蹄
郷
、
忽
ち
死
す
。
明
年
‘
梓
潅
縣
に
て
白
日
、
上
昇
る
器
。
〔
隋
書
‘
藝
術
‘
耽
詢
博
〕
詢
作
1

一
匡
上
刻
漏
盃
巴
先
入
レ
門
右
。
〔
白
虎
通
‘
崩
斃
〕
見
1

一
馬
首
二
小
レ
哭
゜
〔
錢
[
馬
術
】
叩
”
ぅ
馬
に
の
る
わ
ざ
o

乗
馬
の
術
o

す

。

浙

西

に

勅

し

塚

を

登

い

て

視

れ

ば

‘

一

竹

杖

の

み

。

稲

―

―

其

妙

一

起

‘

送

二

張

少

府

一

詩

〕

蓬

驚

馬

首

風

、

雁

彿

天

邊

水

。

0
【
馬
迷
】
313

が
ュ
，
草
の
名
。
鬱
金
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鬱
金
〕

〔
全
唐
詩
、
三
十
一
〕
。
〖
馬
上
桟
馬
〗

2
9
3
且

3shang• 

chao2 
m
a
3

狼
狽
城
の
名
。
山
西
省
壽
陽
縣
゜
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
八
〕
分
-
―
祁
秤
名
、
馬
迷
、
時
珍
日
、
皆
似
―
―
我
迷
―
而
醤
↓
一
馬
病
丁
故

【
馬
廠
】
284
パ

g

O牧
場

。

〔

清

會

典

、

兵

部

〕

設

蔦

廠

駐

す

る

。

氏

之

田

一

以

為

―

―

七

縣

ぶ

“

.

,

羊
舌
氏
之
田
1

以
為
さ
一
縣
「
名
―
―
馬
送
↓

廠
於
邊
地
→
〇
地
名
。
河
北
省
青
縣
の
東
北
。
運
河
の
東
〖
馬
上
提
燈
〗

2
9
4
が
~
叶
[
ノ
馬
上
に
携
へ
も
つ
提
燈
。
正
云
云
、
韓
固
為
1一
馬
首
大
夫
→
【
馬
俊
】

3
1
4
.

ィ
ぅ

0
宋
の
人
。
或
は
名
を
進
と
い
ふ
。
太

岸
。
津
浦
鐵
道
の
沿
線
。
民
國
六
年
、
清
帝
復
辟
す
。
段
O
Oで
長
柄
を
つ
け
る
。
う
ま
の
り
提
燈
゜
〖
馬
首
山
〗

3
0
6
i
ペ
ュ
山
名
。
O
山
西
省
新
綺
縣
の
西
北
。
平
州
慈
湖
砦
の
兵
。
紹
興
の
初
‘
砦
軍
周
青
等
の
謀
叛

棋
瑞
、
此
慮
よ
り
兵
を
興
し
て
之
を
討
つ
て
敗
る
。
〖
馬
上
得
レ
之
〗

2
9
5
ぢ
ぢ
戸
リ
馬
に
ま
た
か
り
戦
場
に
〔
綽
州
志
〕
左
博
趙
盾
田
二
於
首
山
面
邸
央
一
名
訟
盆
猷
を
知
り
‘
其
の
徒
十
人
と
結
ぴ
賊
を
殺
し
、
之
に
死
す
。

〖
馬
廠
起
義
〗2
8
5
5
t

・
ヤ
ウ
民
國
六
年
七
月
‘
張
動
等
が
奔
走
し
て
天
下
を
取
っ
た
こ
と
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
陸
買
山
→
〇
貴
州
省
耶
水
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
貴
〔
宋
史
、
四
百
四
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
日
七
十
三
〕
。

清
の
磨
帝
博
儀
を
擁
立
し
て
復
辟
せ
し
め
た
時
、
段
棋
傭
〕
古
向
帝
罵
レ
之
曰
、
廼
公
居
↓
―
馬
上
一
而
得
レ
之
、
安
事
―
―
州
、
鎮
遠
府
、
耶
水
十
五
洞
蜜
夷
長
司
〕
馬
首
山
、
司
南
●
明
、
呉
の
人
。
字
は
惟
秀
。
琥
は
訥
軒
゜
藍
に
巧
、

瑞
は
退
職
し
て
天
津
に
居
つ
た
が
、
髪
を
聞
き
て
馬
廠
詩
書
一
陸
生
日
、
居
1

一
馬
上
碩
げ
之
、
寧
可
下
以
―
―
馬
上
―
―
里
、
其
山
東
昂
西
伏
、
状
如
―
―
馬
首
↓
明
朝
長
官
郡
章
鬼
紳
を
以
て
名
を
馳
す
。
〔
明
名
人
傭
‘
二
十
六
〕
．
〔
明

に

至

り

、

張

動

の

八

大

罪

を

敷

へ

、

兵

を

學

げ

て

之

を

治

占

之

乎

。

常

緊

レ

兵

保

二

民

於

此

↓

監

録

‘

-

〕

。

O
清
、
安
陸
の
人
。
花
丹
人
物
書
に
巧
゜
〔
國

討
っ
た
こ
と
を
い
ふ
。
〖
馬
上
相
逢
無
―
―
紙
筆
―
〗

2
9
6
ぢ
悶
i
げ
ザ
馬
の
上
で
〖
馬
首
是
贈
〗
3
0
7
[
〕
註
我
が
乗
馬
の
首
を
見
よ
。
我
朝
蓋
識
、
十
〕
。

3

【
馬
上
]286

ゲャ‘

,

O馬
背
の
上
。
馬
背
。
轄
じ
て
、
馬
に
乗
出
逢
つ
て
紙
筆
の
用
意
が
な
い
。
唐
の
人
の
詩
の
句
。
に
従
っ
て
進
退
せ
よ
と
い
ふ
意
。
〔
左
氏
‘
襄
、
十
四
〕
[
馬
純
】
315

が
う
宋
‘
武
陵
の
人
ぷ
子
は
子
約
o

琥
は
撲
檄

72

る
。
〔
王
翰
‘
涼
州
詞
〕
蒲
萄
美
酒
夜
光
杯
‘
欲
レ
飲
琵
琶
〔
太
r
参
、
逢
―
―
入
レ
京
使
1

詩
〕
故
園
東
望
路
漫
漫
‘
雙
袖
龍
荀
恨
令
日
、
難
鳴
而
駕
、
塞
レ
井
夷
レ
寵
、
唯
余
馬
首
是
翁
。
官
は
太
中
大
夫
。
著
に
陶
朱
新
録
が
あ
る
。
〔
宋
史
、

45

馬
上
催
。
〔
杜
甫
、
少
年
行
〕
馬
上
誰
家
白
面
郎
、
臨
レ
堵
鍾
涙
不
レ
乾
‘
馬
上
相
逢
無
二
紙
筆
心
志
レ
君
傭
語
報
"
平
瞭
、
嬰
緊
日
‘
晉
國
之
命
、
未
―
―
是
有
一
也
、
余
馬
首
欲
レ
三
百
四
十
四
〕
．
〔
宋
人
軟
事
彙
編
、
九
百
七
十
〕
。

（

下

レ

馬

坐
1

一
人
林
↓
〔
錢
起
‘
晩
過
1
1

横
漏
玉
型
張
藍
田
1

安

↓

東

、

乃

蹄

。

〔

注

〕

言

1

一
進
退
従
＞
己
。
〔
書
言
故
事
、
禽
獣
[
馬
馴
】
血
ゲ
ぅ
明
、
長
汀
の
人
o

字
は
徳
良
o

正
統
の

詩
〕
林
端
忽
見
南
山
色
‘
馬
上
還
吟
陶
令
詩
。

0
馬
に
【
馬
城
】
297

ゲ
ャ
ウ
縣
名
。

O
漢
、
謹
く
。
河
北
省
懐
安
縣
比
喩
類
〕
随
"
人
所
＞
往
、
惟
馬
首
是
瞭
。
進
士
。
官
は
戸
部
主
事
。
副
都
御
史
。
湖
廣
を
巡
撫

的
ま
た
が
つ
て
戦
場
に
往
来
す
る
。
〔
漢
書
、
陸
賣
博
〕
買
の
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
代
郡
‘
縣
十
八
、
馬
城
。
O

〖
馬
首
束
束
〗3

0
8
切
戸
~
馬
が
東
か
ら
や
っ
て
来
た
。
す
。
隅
中
の
機
饉
に
は
策
を
設
け
て
賑
郎
す
。
又
、
湖

2

時
時
前
説
柄
詩
書
↓
高
帝
薦
之
日
‘
乃
公
居
属
上
一
後
魏
、
置
く
。
廿
粛
省
藷
涼
州
府
の
境
。
参
唐
、
置
く
。
〔
王
昌
齢
、
出
塞
行
〕
窮
秋
贖
野
行
人
絶
‘
馬
首
東
束
知
湘
の
災
に
は
奏
し
て
歳
賦
を
減
ず
。
〔
國
朝
猷
徴
録
、
六

3
 

2

得
レ
之
、
安
事
詩
書
盃
只
曰
‘
馬
上
得
レ
之
‘
寧
可
下
以
"
馬
河
北
省
凍
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
永
平
是
誰
。
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
臼
十
一
〕
．
〔
明
名
人
博
、
二
十

5

上
―
芭
乎
゜
＠
且
3
s
h
a
n
g
4
 
llJ!!l
ぐ
に
。
頂
ち
に
。
＠
77

府
、
凜
州
〕
馬
城
襄
縣
、
本
虞
龍
縣
地
‘
唐
開
元
二
十
八
【
馬
酒
】
309./
ユ
馬
酪
を
い
ふ
。
〔
説
文
〕
桐
、
漢
有
二
桐
馬
六
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
七
十
三
〕
0

0

6

近

江

國

の

地

名

。

年

‘

置

レ

縣

以

通

―

―

水

運

面

四

隔

二

平

州

↓

官

咋

げ

馬

酒

↓

〔

漢

書

、

帳

渠

志

〕

給

―

―

大

官

桐

馬

酒

↓

【

馬

遵

】

317

が
ュ
／
宋
、
架
平
の
人
。
字
は
仲
塗
。
官
は
仁

13
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宗
の
時
‘
吏
部
。
龍
薗
閣
に
直
す
。
性
、
栗
易
に
し
て
‘

議
論
を
善
く
す
。
其
の
言
事
激
計
せ
ず
多
く
推
行
さ

れ
、
杜
桁
・
苑
沖
滝
等
に
梢
道
さ
る
。
〔
宋
史
、
三
百
―
-
〕
・

〔
宋
史
新
編
、
九
十
四
〕
。

【
馬
訟
】
318

：
ウ
馬
に
闊
す
る
う
つ
た
へ
。
〔
周
證
、
夏

官
、
馬
質
〕
若
有
1

一
馬
訟
ー
則
聴
レ
之
。

【
馬
腟
】
319

パ
占
〇
合
歓
花
の
異
名
。
〔
韻
府
引
、
本
草
〕

合
歓
花
‘
一
名
‘
馬
腟
花
。

O
地
名
。
浙
江
省
杭
縣
の
西
。

呉
越
の
時
、
馬
を
蓄
ふ
所
と
し
た
か
ら
名
づ
く
。
宋
の

姜
愛
、
明
の
張
雨
の
詩
あ
り
。
今
、
馬
腟
廟
あ
り
。
｛
木
の

馬
公
武
・
馬
公
雄
を
祀
る
。

【
馬
乗
】
320

ゲぇ

O
四
頭
の
馬
。
〔
儀
證
、
聘
謁
〕
庭
賓
設
―
―

馬
乗
↓
〔
注
〕
乖
、
四
馬
也
。
〔
大
學
〕
孟
猷
子
曰
、
畜
―
―
馬

莱
↓
不
レ
察
―
―
干
難
豚
↓
●
認
④
馬
に
の
る
。
〔
武
家
式

目
抄
〕
馬
乗
七
拾
―
一
人
。
＠
乗
馬
に
巧
な
も
の
。
〔
倭

訓
栞
〕
゜
◎
馬
に
乗
る
や
う
な
格
好
で
物
に
跨
る
。
〔
繹

迦
如
来
誕
生
會
、
一
〕
。

〖
馬
乗
袴
〗3

2
1
芦
吋
乗
馬
用
の
袴
。
＋
番
の
袴
よ
り

は
、
ま
ち
た
か
く
裾
ひ
ろ
い
も
の
。
ま
ち
だ
か
。
蟷
高

袴
。
〔
賤
苧
環
、
享
和
〕
。

〖
馬
乗
初
〗3

2
2
”
戸
ノ
リ
新
年
な
ど
に
始
め
て
乗
馬
す
る
。

輯
じ
て
‘
歳
初
に
始
め
て
交
合
す
る
。
ひ
め
は
じ
め
。

〖
馬
乗
羽
織
〗3
2
3
g
％
乗
馬
の
と
き
着
す
る
利
織
。

多
く
は
後
を
ぶ
つ
さ
き
に
し
た
も
の
。
〔
和
漢
三
オ
圏

會
、
衣
服
類
、
襦
〕
鋏
跨
杉
、
今
云
馬
乗
利
織
。

【
馬
食
]324

がク

0
馬
の
や
う
に
箸
等
を
用
ひ
ず
直
ち

に
口
を
つ
け
て
食
ふ
。
〔
史
記
、
氾
唯
博
〕
坐
,
1

須
買
於

堂
下
面
置
,
,
笙
豆
其
前
「
令
n

―
雨
鯨
徒
央
而
馬
,
1

食
之
↓
●

馬
の
食
物
。
〔
戦
國
、
燕
策
〕
臣
請
獣
―
―
白
璧
一
雙
、
黄

金
千
鑑
以
鈴
―
―
馬
食
↓
〇
馬
の
や
う
に
多
く
食
ふ
。
大

食
。
牛
飲
馬
食
。

【
馬
植
]
3
2
5
.
f
ク
唐
‘
扶
風
の
人
。
字
は
存
之
。
元
和
の

進
士
。
又
、
制
策
科
に
擢
ん
で
ら
る
。
官
は
校
書
郎
。

壽
州
園
練
副
使
。
饒
州
刺
史
。
開
成
の
初
、
安
南
都
護
。

會
昌
中
、
光
誅
卿
。
宣
宗
の
時
、
中
書
侍
郎
。
事
に
坐

し
て
常
州
刺
史
に
貶
さ
る
。
後
、
忠
武
宣
武
節
度
使
に

至
る
。
〔
唐
書
、
二
日
八
十
四
〕
・
〔
藷
唐
書
、
二
日
七
十

六〕。

【
馬
献
】
326

ィ
ヨ
ク
明
、
嘉
定
の
人
。
字
は
敬
瞭
。
官
は
天

文
生
。
正
統
中
、
刻
漏
博
士
。
氣
節
あ
り
、
尤
も
詩
聾

に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
明
詩
紀
事
、
乙
、
六
〕
．
〔
明
霊
録
‘

三
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
傭
、
乙
〕
。

【
馬
稜
】
321

イ
ヨ
ク
明
、
江
東
の
人
。
字
は
學
舜
。
（
舜
攀
）
。

琥
は
酔
狂
。
藍
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
明
驚
録
、
三
〕
。

【
馬
談
】
328

パ
ヨ
ク
三
國
、
蜀
の
宜
城
の
人
。
良
の
弟
。
字
は

幼
常
。
荊
州
従
事
を
以
て
先
主
に
随
つ
て
蜀
に
入
る
。
オ

器
人
に
過
ぎ
、
好
ん
で
軍
計
を
論
ず
。
諸
葛
亮
、
深
く
器

異
を
加
ふ
。
後
、
亮
、
軍
を
出
し
て
祁
山
に
向
ふ
や
、
諜

を
し
て
軍
を
統
べ
し
む
。
魏
将
張
部
と
街
亭
に
戦
ひ
‘

敗
れ
て
下
獄
物
故
し
‘
亮
、
之
が
為
に
流
治
す
。
〔
三
國

史
、
三
十
九
〕
。

〖
斬
属
認
〗
露
ク
げ
蜀
の
諸
葛
孔
明
が
軍
規
を
巌

守
す
る
た
め
に
‘
涙
を
揮
つ
て
部
下
の
馬
凌
を
斬
っ
た

故
事
。
私
情
を
以
て
公
義
を
限
せ
ぬ
こ
と
に
い
ふ
。
揮
レ

涙
斬
―
―
馬
認
(
7
|
1
7
6
4
4
 :
 3
4
)
を
見
よ
。

【
馬
績
】
329

バ
ヨ
ク
後
漢
‘
茂
陵
の
人
。
般
の
子
。
字
は
季

則
。
七
歳
に
し
て
論
語
に
通
じ
、
十
三
歳
、
尚
書
に
明
通

し
、
十
六
歳
、
詩
を
治
む
。
博
＜
群
籍
を
観
‘
九
章
算
術

を
善
く
す
。
官
は
順
帝
の
時
、
護
光
校
尉
。
後
、
度
遼
将

軍
に
至
る
。
所
在
恩
威
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
、

五
十
四
〕
。

【
馬
伸
】
330.
／
宋
、
東
平
の
人
。
字
は
時
中
。
程
願
の

門
人
。
琥
は
束
平
先
生
。
官
は
郭
縣
承
―
。
靖
康
の
初
、

監
察
御
史
。
沐
京
陥
り
、
金
人
、
張
邦
昌
を
立
て
ん
と

す
る
や
、
書
を
邦
昌
に
具
し
、
速
に
康
王
を
奉
迎
せ
し

む
。
高
宗
即
位
し
、
十
七
事
を
以
て
黄
潜
善
・
注
伯
彦

を
奏
劾
す
。
後
、
撲
州
監
酒
税
に
至
る
。
〔
宋
史
、
四
百
五

十
五
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
一
百
三
十
八
〕
・
〔
南
宋
書
、
十
〕
．

〔
皇
朝
道
學
名
臣
言
行
外
録
、
九
〕
・
〔
伊
維
淵
源
録
、
＋

―
-
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
一
二
十
〕
。

【
馬
辛
】
331

グ
草
の
名
。
な
づ
な
。
齊
の
異
名
。
〔
本
草
、

薪
箕
〕
繹
名
、
大
臀
、
大
蔽
、
馬
辛
、
集
解
、
時
珍
日
、
薦

輿
藷
其
一
物
也
。

【
馬
森
】
332

ク
明
、
懐
安
衛
の
人
。
字
は
孔
養
。
琥
は

明
允
。
訟
は
恭
敏
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
太
平
知
府
。

善
政
あ
り
。
大
理
寺
卿
。
隆
慶
の
初
、
戸
部
尚
書
に
至

る
。
〔
明
史
、
二
百
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
四
〕
．

〔
明
史
稿
、
二
日
九
十
八
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
九
十
一
〕
．

〔
明
名
人
博
、
二
十
六
〕
．
〔
明
人
小
博
、
三
〕
．
〔
明
詩
綜
、

四
十
二
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十
九
〕
。

【
馬
進
】
333.
／
宋
の
人
。
馬
俊
(
3
1
4
)

を
見
よ
。

【
馬
辣
]
3
3
4
/
0
後
漢
の
人
。
官
は
永
和
中
、
會
稽
守
。

中
鏡
湖
を
創
め
‘
會
稽
•
山
陰
の
雨
縣
に
塘
を
築
い
て

水
を
畜
ふ
。
水
の
高
さ
丈
餘
‘
田
ま
た
海
よ
り
高
ぎ
こ
と

丈
餘
。
若
し
水
少
な
け
れ
ば
湖
を
洩
し
て
田
に
灌
ぎ
‘

水
多
け
れ
ば
湖
を
閉
ぢ
田
の
中
の
水
を
洩
し
て
海
に

入
ら
し
む
。
塘
成
り
‘
郡
に
凶
年
な
し
。
其
の
隙
塘
‘

周
廻
三
百
十
里
‘
漑
田
九
千
餘
頃
。
〔
尚
友
録
‘
十
六
〕
。

●
元
の
人
。
字
は
志
道
。
別
琥
は
虚
中
。
又
、
紫
霞
道
士
。

少
よ
り
掬
成
を
慕
つ
て
道
士
と
な
り
、
西
湖
に
隠
居
す
。

書
を
善
く
し
、
詩
は
豪
逸
俊
邁
の
氣
多
し
。
著
に
霞
外

詩
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
六
十
七
〕
。

【
馬
人
】
335

グ

O
中
印
度
方
面
の
人
。
〔
韓
愈
、
送
-
1

鄭
尚

書
赴
1

一
南
海
1

詩
〕
術
時
龍
戸
集
、
上
El
馬
人
来
。
〔
注
〕
韓

曰
、
後
漢
馬
援
討
↓
―
尋
邑
蜜
「
以
―
―
不
レ
能
レ
還
者
敦
十
人
一

謳
―
於
象
林
南
界
所
レ
躊
銅
柱
下
盃
は
宣
呼
為
―
―
馬
酉
人
↓

〔
演
繁
露
〕
博
燈
録
曰
、
富
那
夜
奢
昔
為
―
―
砒
含
利
國
王
一

其
國
有
二
-
類

i
盆
炉
馬
裸
露
、
王
運
二
神
力
ぷ
ク
レ
身

為
レ
置
、
彼
乃
得
レ
衣
、
王
後
復
生
正
＇
印
度
面
ア
八
感
患

悲
鳴
‘
因
鑢
一
馬
鳴
大
士
玉
案
‘
中
印
度
在
↓
1

西
域
面
西
域
地

輿
レ
廣
近
、
登
唐
時
嘗
有
―
―
ー
中
印
度
人
宋
至
―
―
廣
境
―
耶
、

嘗
下
是
佛
教
已
通
正
＇
國
↓
馬
人
已
来
、
故
退
之
得
而
記
占

之
也
。
●
馬
と
人
。
一
月
六
日
七
El
を
い
ふ
。
馬
は
一
月

六
H
‘
人
は
七
日
。
〔
歳
華
紀
脆
‘
人
日
〕
―
二
梢
1

一
難
狗
一

六
七
為
,
,
馬
人
↓
〔
注
〕
董
勒
問
橙
俗
曰
‘
正
月
一
日
為
レ

難

二

H
岱
狗
、
三
日
為
箪
、
四
日
為
レ
猪
、
五

H
為レ

牛
‘
六
日
為
レ
馬
‘
七

El
為
り
人
、
以
1

一
陰
晴
―
為
↓
一
豊
耗
一

【
馬
尋
】
336

グ
宋
、
須
城
の
人
。
毛
詩
學
究
に
畢
せ
ら

れ
、
大
理
寺
判
と
な
り
、
法
律
を
明
習
す
る
を
以
て
稽
せ

ら
る
。
湖
・
撫
．
汝
．
襄
．
洪
・
宣
・
郷
・
滑
の
八
州
に
歴
知

し
、
司
農
卿
に
終
る
。
〔
宋
史
、
三
百
〕
．
〔
宋
史
新
編
、

九
＋
―
―
-
〕
・
〔
北
宋
経
撫
年
表
、
九
十
四
〕
。

[
馬
推
】
337i
ィ
馬
の
む
ち
。
馬
堂
。
〔
荘
子
、
至
築
〕
撒
以
―

馬
推
↓

【
馬
睡
】

338gリ
馬
上
で
ね
む
る
。

【
馬
遂
】
339

い
イ
宋
、
開
封
の
人
。
官
は
仁
宗
の
時
、
北
京

指
揮
使
。
聞
王
の
叛
に
害
に
遭
ふ
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十

六
〕
．
〔
束
都
事
略
、
二
日
＋
〕
・
〔
隆
平
集
、
十
九
〕
。

【
馬
簗
】
3
4
0
5
ィ
馬
の
む
ち
。
馬
推
゜
〔
史
記
‘
張
耳
博
〕

夫
武
臣
張
耳
・
陳
餘
‘
杖
二
馬
堂
二
下
,
,
趙
散
十
城
↓
〔
史

四
六
八|
 

記
‘
婁
敬
雙
（
太
王
）
去
レ
幽
杖
二
馬
箪
居
レ
岐
〔
劉
品

46
 。
3
 

錫
‘
平
1

一
祭
叫
詩
〕
漢
家
飛
将
下
レ
天
来
、
馬
簸
一
揮
門

洞
開
。

1

【
馬
隧
】
341

戸
唐
の
人
。
炊
の
弟
。
字
は
洵
美
。
溢
は
荘

武
。
大
暦
・
建
中
の
間
、
陽
；
李
震
耀
を
破
る
。
官
は

同
中
書
門
下
平
章
事
。
封
は
北
平
郡
王
。
又
、
李
懐
光

を
平
げ
た
功
を
以
て
哀
展
•
台
衡
二
銘
を
賜
ふ
。
〔
唐

書
、
二
日
五
十
五
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
一
二
十
四
〕
。

【
馬
協
]342

で
ウ
馬
に
食
は
せ
る
草
。
ま
ぐ
さ
。
〔
南
齊
書
、

武
帝
紀
〕
臨
祈
縣
変
不
レ
登
、
刈
為
―
―
馬
蜀
云
ぎ
夏
更
苗

秀。

【
馬
櫃
】
343

で
ウ
陳
、
郡
の
人
。
字
は
要
理
。
六
歳
に
し
て

能
＜
孝
経
・
論
語
・
老
子
を
誦
す
。
長
ず
る
に
及
ん
で
、

博
く
経
史
を
極
め
、
尤
も
周
易
・
老
子
の
義
を
善
く
し

た
。
官
は
學
士
。
侯
景
の
乱
に
茅
山
に
隠
居
し
た
。
著
に

道
覺
諭
が
あ
る
。
〔
陳
書
、
十
九
〕
．
〔
南
史
、
七
十
六
〕
。

【
馬
正
】

344f
馬
を
掌
る
官
吏
゜
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
三
〕

季
氏
以
込
姐
1

岱
馬
正
↓
〔
呂
覧
‘
仲
夏
〕
班
鳥
正
↓

【
馬
生
】
3
4
5
i
ィ
明
、
喝
翁
(
1
2
-
4
4
5
7
9
:
 2
3
)

の
鰭

〖
馬
生
レ
角
〗34

6
裟
心
弓
決
し
て
世
に
有
り
え
な
い
喩
°

〔
史
記
‘
刺
客
傭
贄
〕
太
史
公
曰
、
世
言
1

一
荊
飼
h

其
捨
l
-

太
子
丹
之
命
玉
天
雨
レ
粟
‘
馬
生
レ
角
也
大
過
。
〔
注
〕
索

隠
曰
‘
燕
丹
子
曰
‘
丹
求
レ
飩
‘
秦
王
曰
‘
烏
頭
白
‘
馬

生
レ
角
、
乃
許
耳
、
丹
乃
仰
レ
天
歎
、
烏
頭
即
白
、
馬
亦
生
レ

角
、
風
俗
通
及
論
衡
皆
有
二
此
説
爺
2

云
‘
蔽
門
木
烏
生
l
-

肉
足
↓

〖
馬
生
レ
人
〗
呪
祝
芍
馬
が
人
を
生
む
。
●
萬
物
の
相

化
生
す
る
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
至
架
〕
種
有
レ
幾
、
得
レ
水

則
為
レ
駿
、
云
云
、
贅
丙
生
―
―
乎
腐
蟷
↓
羊
霙
比
1

一
乎
不
箪

久
竹
ん
1
1
1

宵
寧
一
青
寧
生
レ
程
、
程
生
レ
馬
、
馬
生
レ
人
。
●

妖
災
。
〔
後
漢
書
‘
憲
帝
紀
〕
是
歳
鮮
卑
寇
―
―
酒
泉
冠
小
師

馬
生
レ
人
。
〔
注
〕
京
房
易
債
曰
‘
諸
侯
相
伐
‘
蕨
妖
馬
生
レ

人。

【
馬
成
】
3
4
8
i
ィ
後
漢
、
棘
陽
の
人
。
字
は
君
遷
。
官
は
光

武
の
時
‘
掲
武
将
軍
。
江
淮
の
地
を
平
げ
、
常
山
中
山
に

屯
し
、
北
邊
に
備
ふ
。
又
、
大
将
軍
杜
茂
繕
に
代
り
、
障

塞
を
治
め
、
保
壁
を
築
き
、
烙
隧
を
起
す
。
後
、
全
椒
侯

に
封
ぜ
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
五
十
二
〕
。

【
馬
政
】
3
4
9
5
ィ
馬
匹
に
間
す
る
政
令
。
日
知
録
巻
＋
に

見
ゆ
。
〔
周
證
、
夏
官
、
校
人
〕
掌
1
1

王
馬
之
政
↓
〔
祖
、
月
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をて充徒

-速 廣し本‘蔦蝶 尺。 9嶋人朝之、以聞和 -o
緬
、
馬
蝸
‘
注
〕
蝸
中
最
大
者
為
焉
雙

【
馬
精
】
3
7
8
5
/

馬
の
下
ぐ
ら
。
〔
海
録
砕
事
、
衣
冠
服
用

部
、
鞭
益
〕
蘇
秦
先
責
‘
張
俄
束
謁
、
坐
於
馬
犠
―
而
食
レ

〖
馬
糖
魚
〗3

7
9
芸
／
魚
の
名
。

L之
。

【
馬
全
】
380

グ
清
、
陽
曲
の
人
。
初
名
は
線
。
字
は
具
堂
。

琥
は
純
齋
゜
盆
は
牡
節
。
乾
隆
の
武
進
士
。
官
は
四
川
提

督
。
戦
功
あ
り
。
〔
清
史
稿
‘
―
二
百
四
十
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類

徴
‘
―
二
百
五
十
二
〕
．
〔
碑
博
集
、
二
日
二
十
一
〕
．
〔
國
史

列
博
、
六
十
一
―
〕
゜

【
馬
前

]
3
8
1
g
O馬
首
の
前
。
君
主
又
は
責
人
の
騎
馬

の
前
。
御
前
。
〔
證
、
曲
證
上
〕
僕
執
レ
策
立
二
於
馬
前
↓
〔
左

氏
、
宣
、
十
五
〕
楚
師
将
レ
去
レ
宋
、
申
犀
稽
―
―
首
於
王
之
馬

前
↓
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
六
軍
不
レ
獲
無
―
―
奈
何
否
池
韓
蛾

眉
馬
前
死
。

O
前
馬
を
い
ふ
。
古
、
天
子
行
出
の
と
き
の

前
馬
先
導
。
馬
洗
。
洗
馬
。
〔
周
證
、
夏
官
‘
齊
右
〕
凡
有
二

牲
事
一
則
前
馬
。
〔
注
〕
王
見
レ
牲
則
扶
而
式
、
居
二
馬
前
一

部
行
、
備
驚
奔
一
也
。

〖
馬
前
課
〗3

8
2
翌
占
の
一
種
。
諸
葛
孔
明
の
創
始
。

十
二
支
を
吉
・
半
吉
・
凶
の
三
つ
に
分
ち
年
月
日
時
を

按
じ
て
占
ふ
法
。
馬
前
時
課
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
暦
占

類
、
馬
前
時
課
〕
通
書
正
宗
曰
、
諸
葛
亮
馬
前
時
課
‘
其

法
毎
従
-
―
年
上
玉
炉
月
、
月
上
起
レ
日
、
日
上
起
レ
時
、
時

止
虞
前
四
位
便
是
‘
其
時
推
レ
断
、
如
子
年
正
月
初
二
日

打
―
―
丑
時
ぶ
初
一
起
―
―
子
年
ご
土
起
,
,
正
月
℃
士
起
レ
朔
‘
卸

二
日
者
営
レ
丑
‘
上
起
レ
時
‘
即
丑
時
嘗
レ
寅
レ
而
係
ii

前
四

位
』
8

レ
蛇
‘
餘
倣
レ
此
゜

〖
馬
前
敷
〗
函
で
召
占
の
一
種
。
筆
で
圏
を
作
り
中
に

馬
の
字
を
書
き
、
四
周
に
任
意
に
書
を
作
り
奇
偶
を
以

て
吉
凶
を
定
め
る
。

〖
馬
前
卒
〗3

8
4
各
ル
馬
車
の
前
を
走
り
ゆ
く
賤
し
い

卒
。
〔
韓
愈
、
符
讀
二
書
城
南
一
詩
〕
云
竺
馬
前
卒
↓
鞭
レ
背

生
謳
姐
↓

〖
馬
前
澄
水
〗
函
各
し
ィ
戯
劇
の
名
。
漢
の
朱
買
臣
の

妻
の
事
蹟
を
脚
色
し
た
も
の
。

【
馬
姐
】
386
バ

0
天
靭
星
の
異
梢
゜
〔
周
證
、
夏
官
、
校
人
〕

掌
主
馬
之
政
五
云
‘
春
祭
l

一
馬
祗
ぶ
炉
駒
。
〔
注
〕
馬
祁
、

天
閉
也
、
孝
経
説
曰
‘
房
為
龍
馬
言
疏
〕
馬
輿
レ
人
異
‘

5
 

無
況
祗
可
ア
尋
‘
而
言
レ
祭
レ
姐
者
‘
則
天
剛
也
‘
故
取
h

―孝

経
説
房
葛
龍
墨
是
馬
之
祗
。

0
道
一
祠
師
が
俗
姓
馬

06

氏
で
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
馬
大
師
。
〔
景
徳
博
燈
録
‘
六
〕

13

|
 

四
六
九



り
江
西
道
一
祠
師
‘
漢
州
什
祁
人
也
‘
姓
馬
氏
‘
云
云
‘
厭
源
氏
後
記
、
北
條
氏
〕
時
政
召
1

一
忠
常
ず
ヘ
レ
之
不
レ
出
、
其

42

後
江
西
法
嗣
布
巫
心
天
下
五
時
琥
l

一
馬
祗
一

O
海
神
の
名
。
馬
卒
怪
而
蹄
告
。

~
〔
郁
永
河
海
上
記
略
〕
海
神
‘
惟
馬
祗
最
震
‘
即
古
天
妃
【
馬
存
】

3
9
8
グ
宋
、
架
平
の
人
。
字
は
子
オ
。
徐
積
の
門

2
 
57

神
也
‘
船
中
忽
出
硲

E
公
如
レ
燈
‘
升
レ
楢
而
滅
者
‘
舟
師
人
。
元
祐
の
進
士
。
官
は
越
州
観
察
推
官
。
著
に
文
集
が

4
 
⑭
閂
是
馬
祗
夜
去
必
這
覆
黙
船
中
例
設
馬
祗
槌
あ
る
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
六
〕
・
〔
宋
元
學
案
、
一
〕
。

凡
値
天
魚
水
怪
欲
レ
但
船
‘
則
以
烏
祗
紐
速
撃
レ
【
馬
樋
】
399

が
馬
の
む
ち
。
馬
堂
。
馬
策
。
〔
左
氏
、
文
、
十

一

舷

‘

即

遁

去

。

R

唐

の

玄

素

の

梢

。

三

麗

朝

輝

之

以

レ

策

‘

庄

〕

策

‘

馬

樋

。

切
〖
馬
祗
巖
〗3

8
7
グ
山
名
。
江
西
省
餘
江
縣
の
南
。
巖
間
【
馬
岱
】
4
0
0
r―
二
國
‘
蜀
の
人
。
超
の
従
弟
。
位
は
平
北

8
 
●
に
祠
含
あ
り
。
馬
祗
道
一
、
此
慮
に
卓
錫
す
と
偶
ふ
。
将
軍
。
爵
は
陳
倉
侯
゜
〔
三
國
史
、
三
十
六
〕
。

2

〖
馬
祗
山
〗3

8
8
ぢ
山
名
。

0
江
西
省
九
江
縣
の
東
南
。
【
馬
幣
】
4
0
1
r馬
の
腹
帯
。
〔
詩
‘
秦
風
‘
小
戎
‘
虎
娠
錢

7
 
45

石
炭
の
産
地
。

O
祗
建
省
間
侯
縣
の
東
閻
江
口
外
。
牌
‘
博
〕
贋
‘
馬
帯
也
。

【
馬
素
】
389

バ
唐
‘
玄
素
(
7ー

2
0
8
1
4
:
 2
2
1
)

の
O
の
梢
。
【
馬
隊
】
402

グ
騎
兵
隊
。
〔
陶
潜
‘
示
―
一
周
績
之
・
祗
企
・
謝

4
 

【
馬
楡
】
390

且
3

s
h
u
―

馬

の

く

し

。

景

夷

三

郎

―

詩

〕

馬

除

非

丑

口

竺

校

書

亦

已

勤

。

〔

王

建

‘

【
馬
賓
】
391

パ
＇
ウ
五
代
十
國
、
楚
の
人
。
殷
の
弟
。
初
、
楊
贈
二
索
逼
之
軍

1

詩
〕
輪
剣
匝
衝
生
馬
隊
‘
抽
旗
旋
踏
死

行
密
に
事
へ
、
攻
戦
功
を
立
つ
。
性
、
質
重
。
官
は
節
人
堆
。

度
副
使
。
〔
唐
書
、
二
日
九
十
〕
．
〔
五
代
史
、
六
十
六
〕
。
〖
馬
除
替
呂
〗

4
0
3
ぢ
ィ
光
緒
末
年
に
設
け
た
新
軍
除
の

【
馬
総
】
392

ゲ
ウ
唐
の
人
。
系
は
扶
風
に
出
づ
。
字
は
會
名
。
軍
兵
穂
藪
三
百
十
三
人
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
四
〕
。

元
。
盆
は
箆
。
官
は
虔
州
刺
史
。
元
和
中
、
安
南
都
護
。
儒
【
馬
戴
】

404r
唐
の
人
。
字
は
虞
臣
。
會
昌
中
、
進
士
に

術
を
用
ひ
て
其
の
俗
を
教
化
す
。
後
、
淮
西
節
度
と
為
登
第
。
大
中
の
初
、
太
原
李
司
空
辟
し
て
書
記
を
掌
ら

り
、
教
令
を
設
け
、
賞
罰
を
明
か
に
し
、
其
の
俗
を
一
斐
し
め
し
が
、
正
言
を
以
て
龍
陽
尉
に
斥
け
ら
れ
、
咸
通

す
。
戸
部
尚
書
に
歴
官
す
。
著
に
意
林
が
あ
る
。
〔
唐
書
、
の
末
、
大
同
軍
幕
に
佐
と
な
り
、
太
常
博
士
に
終
る
。
詩

一
百
六
十
三
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
日
五
十
七
〕
。
に
巧
に
、
遺
集
が
あ
る
。
〔
全
唐
詩
、
二
十
一
〕
。

【
馬
緊
]393

パ
＇
ウ
馬
の
鑢
〔
李
洞
、
贈
尿
崇
李
将
軍
充

l
-

【
馬
乃
】

405f
國
の
名
。
〔
元
史
、
地
理
志
〕
馬
乃
、
國
名
。

襄
陽
制
置
使
―
詩
〕
行
虞
近
レ
天
龍
尾
滑
、
撒
時
陪
に
帝
馬
【
馬
代
】
4
0
6
i
ィ
古
、
馬
を
贈
る
代
り
に
贈
つ
た
金
。
黄

禁

香

。

金

一

片

を

大

馬

代

、

南

錬

一

片

を

小

馬

代

と

い

ふ

。

室

町

【
馬
駿
】
函
が
'
,
山
名
。
四
川
省
合
川
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
時
代
に
起
り
、
徳
川
時
代
ま
で
引
き
つ
づ
き
行
は
れ
た
。

方
輿
紀
要
‘
四
川
、
重
慶
府
、
合
州
〕
馬
駿
山
‘
州
東
北
百
【
馬
憂
】
407

グ
野
馬
壼
の
略
。
〔
源
平
盛
衰
記
、
十
四
‘

五
十
里
、
宋
咸
淳
九
年
‘
叛
将
劉
整
猷
―
―
計
於
蒙
古
ぶ
吟
興
幅
寺
返
牒
〕
内
外
英
豪
、
各
依
二
馬
曇
之
識
文
↓

自
壽
＂
居
巡
築
鳥
駿
虎
頭
二
山
面
竺
―
―
江
旦
以
圏
•
【
馬
刀
】

4
0
8
ダ
貝
の
名
。
み
ぞ
か
い
。
〔
本
草
、
馬
刀
〕
秤

合

州

い

名

、

馬

蛤

、

齋

蛤

、

陛

、

底

、

蛉

嵯

、

g

早
姥
‘
焙
岸
。
〔
事
物
異

【
馬
足
]394

バ
ク
馬
の
あ
し
。
馬
脚
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
馬
名
録
、
水
族
、
蛤
〕
爾
雅
、
蛯
謳
疏
‘
蛭
、
一
名
臨
‘
蛙
陽

足
未
レ
極
、
輿
徒
不
レ
努
。
〔
白
居
易
、
送
1

一
劉
谷
一
詩
〕
村
橋
也
‘
郭
云
‘
今
江
東
呼
1

一
蛙
長
而
狭
者
―
為
玉
應
‘
按
‘
本
草

西

路

雪

初

晴

、

雲

暖

沙

乾

馬

足

軽

゜

綱

目

謂

‘

郎

馬

刀

也

。

〖
馬
足
塵
〗3

9
5
切
ク
ノ
馬
の
足
で
蹴
立
て
た
ち
り
。
馬
【
馬
唐
】

4
0
9
が
ウ
草
の
名
。
む
ら
ち
ど
り
。
領
の
別
名
。
馬

塵
。
馬
姻
。
〔
櫂
徳
輿
、
馬
上
贈
直
公
詩
〕
馬
足
早
鹿
鯖
。
馬
飯
。
〔
廣
雅
‘
繹
草
〕
馬
唐
‘
馬
飯
也
。
〔
本
草
‘
楢

深
、
諷
櫻
又
涌
レ
襟
゜
〔
費
禎
、
春
郊
見
―
―
美
人
一
詩
〕
賜
陽
草
〕
樗
名
‘
馬
唐
‘
馬
飯
‘
羊
廠
‘
羊
粟
‘
蔓
千
‘
軒
千
｀

益

項

日

‘

瓢

瓢

馬

足

塵

。

蔵

器

日

、

馬

食

レ

之

、

如

レ

鋪

如

レ

飯

、

故

名

―

―

馬

唐

馬

飯

一

【
馬
賊
】
396

が
ク
も
と
、
涌
洲
地
方
で
馬
に
乗
り
隊
を
な
時
珍
日
、
羊
亦
食
レ
之
、
故
日
玉
丈
疇
羊
粟
↓

し

て

横

行

し

た

盗

賊

。

【

馬

條

】

410

グ
馬
の
は
ら
お
ぴ
゜
條
は
く
み
ひ
も
。
さ
な

【
馬
卒
】
397

ハ
，
馬
の
世
話
を
す
る
足
軽
゜
〔
日
本
外
史
、
だ
ひ
も
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
正
記
下
〕
高
綱
自
レ
後
給
二

馬

部

馬

景
季
1

日
‘
子
之
馬
條
慢
矢
゜
〔
三
島
中
洲
‘
馬
條
慢
詩
〕

馬
條
慢
‘
君
且
留
‘
陥
―
一
人
術
中
一
功
自
牧
゜

【
馬
営
]411

ダ
山
名
。
江
西
省
彰
澤
縣
の
東
北
。
安
徽
省

東
流
縣
の
西
南
。
北
の
か
た
長
江
に
臨
み
、
形
勢
雄
陰

な
り
。
〔
陸
組
蒙
‘
馬
常
山
銘
〕
言
―
―
天
下
之
陰
―
者
、
在
レ

山
日
太
行
一
在
水
曰
―
―
呂
梁
谷
三
険
而
為
こ
‘
吾

又
聞
―
―
乎
馬
常
↓
〔
九
江
記
〕
山
形
似
レ
馬
、
横
―
―
枕
大
江
一

迦
風
撼
レ
浪
‘
舟
船
鞍
阻
゜

【
馬
椿
】
412

ダ
う
ま
つ
な
ぎ
杖
゜
〔
羅
紀
、
詩
〕
鳥
立
二
蔽

蛇
竹
“
盆
t
-
―
繋
馬
椿
↓

【
馬
継
】
413

ダ
草
の
名
。
馬
唐
(
4
0
9
)

に
同
じ
。

【
馬
道
]414

ダ

O
馬
を
通
ず
る
道
。
〔
宋
南
録
〕
舟
不
レ

通
、
無
蔦
遵

0
見

t
a
o
•
城
壁
に
登
る
道
。
参
が
ウ

母
屋
に
通
ふ
緑
つ
づ
き
の
廊
下
。
縁
側
。
め
ん
だ
う
。

〔
倭
名
類
緊
抄
、
居
慮
部
、
道
路
類
、
馬
道
〕
俗
昔
米
多

宇
、
向
レ
堂
之
道
也
。

【
馬
鐸
】
415

グ
明
、
福
建
長
架
の
人
。
字
は
彦
臀
。
永
築

の
進
士
第
一
。
官
は
翰
林
院
修
撰
。
経
史
に
精
通
し
た
。

性
、
箕
直
に
し
て
崖
岸
な
し
。
翰
林
學
士
。
國
子
祭
酒
の

訣
員
毎
に
之
を
撮
し
た
。
書
室
を
梅
巖
書
屋
と
い
ふ
。

〔
國
朝
獣
徴
録
、
二
十
一
〕
・
〔
明
名
人
博
、
二
十
六
〕
・
〔
明

人
小
博
、
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
又
七
十
〕
・
〔
明
詩

綜
、
十
八
下
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
乙
、
九
〕
。

【
馬
達
】
416

且
3
ta2

モ
ー
タ
ー
。
登
動
機
。

〖
馬
達
子
〗4

1
7
m
a
3
 
ta2 
tzil

馬
賊
。

【
馬
姑
】
418

グ
騎
馬
を
用
ひ
る
飛
脚
。
〔
六
部
成
語
、
兵

部
、
馬
姑
‘
注
解
〕
毎
姑
用
―
―
馬
夫
騎
馬
盃
飛
―
―
遁
公
文
一
也
、

南
邊
水
路
、
用
レ
船
則
日
―
―
水
姑
↓

【
馬
治
]419

が
明
、
｛
且
興
の
人
。
字
は
孝
常
゜
琥
は
凧
拿

齋
。
詩
文
、
典
雅
沖
瀧
゜
慎
行
書
を
善
く
し
た
。
元
未
‘

周
砥
と
西
澗
に
隠
居
し
、
詩
を
以
て
唱
和
し
‘
荊
南
唱

和
集
を
成
す
。
官
は
洪
武
の
初
、
内
丘
知
縣
。
後
、
建
昌

府
同
知
に
至
る
。
著
に
海
漁
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
―
―

百
八
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
‘

二
百
六
十
六
〕
·
〔
明
人
小
傭
‘
一
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
+
―
―
-
〕
•

〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘
十
九
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
甲
、
前
〕
。

【
馬
抽
】
420

グ
晶
の
名
。
や
す
で
。
ゑ
ん
ざ
む
し
。
馬
舷

(
1
9
0
)

を
見
よ
。
〔
方
言
、
十
一
〕
馬
舷
、
北
燕
謂
乏
細

蜆
其
大
者
、
謂
―
―
之
馬
抽
↓
〔
注
〕
昔
逐
、
今
隅
西
云
゜

【
馬
縫
】
421

グ
晶
の
名
。
や
す
で
。
馬
紬
に
同
じ
。
〔
廣

雅
、
秤
品
〕
姐
蝶
、
馬
鎚
、
馬
絃
也
。

【
馬
帳
】
422

が
ャ
ウ
學
者
の
書
齋
を
い
ふ
。
〔
書
再
故
事
、
齋

含
類
〕
叙
―
―
教
導
者
起
居
面
横
1

一
経
馬
帳
盃
漢
馬
融
博
治
、

為
―
―
世
通
儒
ご
広
云
‘
常
坐
―
一
高
堂
一
施
1

一
綽
紗
帳
前
五
竺

生
徒
↓

【
馬
腸
】
423

が
ャ
ウ
獣
の
名
。
顔
は
人
の
如
く
、
身
糧
は
虎

な
り
。
人
を
食
ふ
と
い
ふ
。
又
‘
草
の
名
°
〔
一
―
-
オ
圏
會
‘
鳥

獣
四
‘
馬
腸
〕
蔓
渠
‘

且
り
，
｀
）

如
1

一

嬰

竺

食

入

。

ぇ

い

腎

g
仁

鱈
り
小
臼
↓

9
"

焉
、
而
東
北
流
注
二

於
玄
屋
之
水
面
（
中
多
―
―
馬
腸
之
物
↓

〖
馬
腸
河
〗5
炉
チ
ゼ
ウ
川
の
名
。
安
徽
省
無
為
縣
の
東

北
。
濡
須
水
の
分
流
。
元
の
至
正
年
間
、
明
の
太
祗
が
巣

湖
か
ら
湖
口
に
出
で
、
元
将
螢
子
海
牙
は
棲
船
を
集
め

て
黒
腸
河
口
を
塞
い
だ
。
太
軌
は
策
を
設
け
て
之
を
破

る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
薩
州
府
、
無
為
州
〕
馬
腸

河
、
州
東
北
六
十
里
‘
其
上
流
二
十
里
日
蓮
呵
西
接
―
―

馬

巣
湖
一
束
匪
手

恥十
D
E

斎
王

脱
レ
瞼
、
元
将
蜜
子
海
牙
集
1

一
悽
船
盃
塞
1

一
馬
腸
河
口
↓
阻
―
―

後
軍
工
令
輯
設
レ
策
敗
レ
之
、
土
芸
空
舟
師
面
~
,
,

湖
ロ
ー
入
レ

江
、
是
也
。

【
馬
暢
】
425

が
ャ
ウ
唐
の
人
。
俎
の
子
。
官
は
鴻
腫
少
卿
。
少

府
監
に
終
る
。
〔
唐
書
、
一
百
五
十
五
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一

亘
二
十
四
〕
。

【
馬
場
】

426:
〇
馬
を
飼
ふ
と
こ
ろ
。
牧
場
。
〔
北
史
、

宇
文
蝠
傭
〕
南
北
千
里
、
為
,
,
牧
地
公
F

之
馬
場
、
是
也
。

O

①
ご
来
馬
の
稽
古
を
す
る
所
。
馬
埓
゜
〔
源
平
盛
衰
記
、

三
十
六
、
鷲
尾
一
谷
案
内
〕
東
國
の
馬
は
、
鹿
の
通
る
所

は
馬
場
ぞ
。
＠
竺
良
馬
の
出
る
土
地
。

〖
馬
場
江
〗4

2
7
糾
ャ
ゥ
川
の
名
。
貴
州
省
平
越
縣
の
南
。

羊
腸
河
と
通
ず
。
〔
名
勝
志
〕
武
勝
覇
設
二
於
此
字
江
右
懸

四
七
〇

13066 
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崖
‘
一
水
中
貰
、
諸
路
之
衝
〔
貴
州
通
志
〕
府
東
三
里
有
1

書、
i

泡
任
部
、
稟
帖
贅
説
〕
緊
急
公
文
‘
方
絲
一
匡
溢
竺
蒼
黒
色
の
面
に
馬
蹄
の
形
あ
る
石
。
雅
、
秤
品
〕
緬
、
馬
蝸
゜
〔
注
〕
蝸
中
最
大
者
為
―
―
馬
蝉
↓
〔
本

諸
梁
江
工
↓
n
里
有
―
―
魚
梁
江
面
忠
馬
場
羊
場
之
異
名
。
【
馬
鄭
】

4
3
6
r後
漢
の
馬
融
と
鄭
玄
と
の
併
稽
。
共
に
〖
馬
蹄
帖
〗4

4
4
だ
巧
法
帖
の
名
。
泉
州
淳
化
閣
帖
の
別
草
、
炸
蝉
〕
集
解
、
頌
曰
、
爾
雅
云
、
緬
、
馬
網
、
乃
蝉
之
最

〖
馬
場
信
武
〗4

2
8
バ
が
タ
ケ
京
都
の
人
。
名
は
信
武
。
初
経
庄
の
大
家
。
〔
南
史
‘
王
僧
虔
傭
〕
倹
為

1一
僧
虔
．
宋
世
―
稲
。
〔
間
小
記
〕
泉
州
淳
化
閣
帖
十
巻
、
相
博
宋
季
南
狩
大
者
、
即
此
也
。

捨
は
尾
田
玄
古
。
我
邦
典
故
の
學
に
精
通
し
、
又
、
易
嘗
有
レ
書
誡
レ
子
曰
‘
云
云
‘
設
令
―
―
―
吾
學
如
二
馬
鄭
面
雀
ほ
遺
―
―
於
泉
州
一
已
而
石
刻
湮
―
―
池
中
了
入
レ
之
、
時
出
,
,
光
【
馬
適
】
451

が
キ
複
姓
。
〔
奇
姓
通
〕
馬
適
育
、
漢
畢
梁
侯
゜

術
・
兵
學
に
も
通
じ
た
。
著
に
韻
鏡
諸
抄
大
成
・
易
學
啓
甚
勝
‘
復
倍
不
レ
如
、
今
亦
必
大
減
‘
致
レ
之
有
レ
由
‘
従
"
怪
↓
橙
馬
驚
怖
、
狽
レ
之
即
是
帖
也
、
故
泉
人
名
―
―
其
帖
―
【
馬
鐵
】
452

m
a
2
 
t
'
i
e
h
3

プ
リ
キ
。

装
園
説
・
易
學
説
統
・
看
命
一
掌
金
和
解
•
藍
典
良
材
・
身
上
―
来
也
。
〔
孔
穎
達
‘
周
易
正
義
序
〕
秦
亡
二
金
鏡
「
日
―
―
馬
蹄
慎
跡
下
｛
木
沈
源
繹
文
序
云
、
是
帖
納
面
盟
生
歳
【
馬
~
】

4
5
3
g乖
馬
の
人
に
つ
ぎ
躇
ふ
者
。

韻
帝
叢
飯
占
・
五
経
岡
解
・
周
易
一
生
記
・
周
易
指
掌
大
未
レ
墜
―
―
斯
文
玉
漢
理
―
―
珠
襄
面
砿
か
一
儒
雅
一
其
博
レ
易
者
‘
遠
剥
蝕
、
其
後
荘
少
師
復
拳
以
博
、
其
石
先
隔
1

一
張
氏
一
【
馬
旬
】
4
5
4
i

ノ
一
旬
の
衆
に
賦
課
す
る
長
穀
一
乗
と
馬

成
・
周
易
H
用
掌
中
指
南
(
-
名
、
本
卦
指
南
）
・
初
學
天
西
都
削
有
1

一
丁
孟
京
田
盃
＾
都
則
有
1

一
荀
劉
馬
鄭
↓
後
以
レ
半
質
―
―
錢
於
族
盆
訟
匿
不
レ
返
、
今
所
レ
博
者
既
非
,
,

四
匹
゜
〔
管
子
、
修
靡
〕
乗
―
―
馬
旬
之
衆
↓
〔
纂
詰
〕
平
知

文
指
南
・
書
経
天
度
辮
・
書
経
天
文
指
南
・
諸
説
僻
断
・
【
馬
蹄
】
4
3
7
[
イ

0
う
ま
の
ひ
づ
め
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
馬
蹄
宋
遺
盃
皿
荘
夢
者
亦
皆
割
裂
、
惟
保
沙
塘
少
参
所
レ
蔽
七
章
云
、
毎
二
旬
之
衆
二
賦
1
1

長
穀
一
乗
馬
四
匹
二
謂
,
,
之

占
卜
浬
諺
抄
．
績
後
三
國
志
・
績
後
三
國
志
績
編
・
断
易
可
"
'
以
践
ふ
相
雪
↓
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
右
上
〕
荊
荘
王
有
二
塊
、
完
好
不
レ
剥
、
欲
加
四
荘
刻
之
全
五
必
求
二
敷
家
入
ロ
レ
乗
馬
↓
十
六
井
日
レ
丘
、
四
丘
為
レ
旬
。

指
南
(
-
名
、
初
學
郷
錢
抄
）
・
徹
透
早
貼
頭
・
梅
花
心
易
茅
門
之
法
↓
日
‘
塁
臣
大
夫
諸
公
子
入
朝
‘
馬
蹄
践
レ
窃
之
、
然
不
レ
易
也
。
【
馬
渡
】
知
ぢ
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。

掌
中
指
南
•
八
卦
掌
中
指
南
・
鱗
鳳
鬼
龍
占
が
あ
る
。
者
‘
廷
理
斬
―
―
其
輯
面5
-―
其
御
→
〔
曹
植
‘
白
馬
篇
〕
俯
レ
身
〖
馬
蹄
．
決
明
〗

4
4
5ぢが
草
の
名
。
え
ぴ
す
ぐ
さ
。
決
【
馬
圏
】4

5
6
芥
河
か
ら
出
た
圏
。
龍
馬
が
負
つ
て
出
た

〔

近

代

名

家

著

進

目

録

〕

。

散

1

一
馬
蹄
↓
〔
劉
長
卿
‘
送
n

―
李
判
官
之
↓
―
潤
州
行
尽
序
詩
〕
江
明
の
異
名
。
〔
本
草
、
決
名
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
此
馬
蹄
決
か
ら
い
ふ
。
河
圏
。
〔
證
、
礎
運
〕
河
出
二
馬
園
↓
〔
疏
〕
伏
義

【
馬
中
心
]429

が
ユ
，
ウ
―
二
國
、
蜀
の
間
中
の
人
。
字
は
徳
信
。
少
春
不
1
1

肯
留
,
,
行
客
涵
ハ
色
羊
Pl-Pl
送
―
―
馬
蹄
↓
〔
張
謂
、
送
h

―
明
也
、
集
解
、
弘
景
日
、
葉
如
ニ
サ
江
芭
子
五
形
似
,
,
馬
蹄
涵
り
氏
有
―
―
天
下
面
龍
馬
負
レ
園
出
―
―
於
河
五
遂
法
レ
之
主
央
八
卦
↓

く
し
て
外
家
に
養
は
れ
‘
姓
名
を
更
め
て
狐
篤
と
い
袈
侍
御
蹄
―
―
上
都
1

詩
〕
江
月
随
1
1

人
影

m山
花

詮

―

―

馬

蹄

↓

為

二

蹄

決

明

↓

【

馬

奴

】

4
5
7
i

馬
の
口
と
り
。
ぺ
っ
た
う
。
う
ま
か
ひ
°

ふ
。
建
安
の
末
、
孝
廉
。
官
は
建
典
中
、W
f制
太
守
。

O
馬
の
数
を
示
す
こ
と
ば
。
〔
史
記
、
貨
殖
博
〕
陸
地
牧
〖
馬
蹄
磁
石
〗

4
4
6
匁
ヂ
馬
蹄
形
の
磁
石
。
蹄
鐵
磁
石
。
馬
隷
。
馬
丁
゜
〔
唐
書
‘
兵
志
〕
皆
出
→
―
子
弟
馬
奴
装
鎧
一

封
は
彰
郷
亭
侯
。
性
、
寛
清
に
し
て
度
量
が
あ
っ
た
。
事
馬
二
百
蹄
。
参
香
木
の
名
。
沈
香
。
〔
本
草
‘
沈
香
〕
繹
〖
馬
~
無
レ
虚
～
レ
避
二
残
紅
―
〗

4
4
7
ぢ
H
汀
認
グ
後
れ
咲
助
レ
征
‘
授
レ
官
如
二
仲
儒
子
→

を
虞
し
て
能
＜
断
じ
、
恩
威
並
ぴ
立
ち
、
蛍
夷
も
こ
れ
名
、
沈
水
香
、
蜜
香
、
集
解
、
恭
曰
‘
沈
香
、
胄
桂
、
難
骨
、
き
の
花
が
散
つ
て
、
馬
蹄
の
ふ
む
所
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
【
馬
桶
】
458

炉
便
器
。
お
ま
る
。
〔
夢
梁
鋒
、
十
三
‘
諸
色

を
愛
し
た
。
〔
三
國
志
、
四
十
三
〕
。
馬
蹄
‘
煎
香
、
同
是
一
樹
、
出
"
天
竺
諸
國
一
⑲
草
の
名
。
〔
張
公
痒
、
遊
春
詩
〕
一
年
花
事
又
成
レ
空
、
擁
レ
鼻
微
吟
雑
買
〕
杭
城
戸
口
繁
移
、
街
巷
小
民
之
家
‘
多
無
―
―
坑
厠
一

【
~
ロ
榊
】

4
3
0
が
ユ
‘
°
清
の
人
。
世
奇
の
孫
。
字
は
雲
胡
。
康
血
~
④
杜
衡
。
か
ん
あ
ふ
ひ
。
馬
蹄
香
の
〇
を
見
よ
。
◎
蔀
半
酔
中
、
央
レ
路
桃
花
新
過
雨
、
馬
蹄
無
レ
虞
レ
避
―
―
残
紅
一
只
用
"
馬
桶
芦
母

H

自
有

1一
出
レ
糞
人
一
湛
去
‘
謂
―
―
之
傾
闘

の
攀
人
。
詩
に
巧
。
王
士
顧
‘
其
の
竹
枝
詞
の
妙
三
昧
に
箔
゜
〔
爾
雅
、
繹
草
、
解
居
芙
死
‘
疏
〕
陶
注
本
草
云
、
葉
【
馬
跳
】
紅
グ
馬
蹄
形
の
生
金
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
（
大
頭
↓
〔
恒
言
録
注
〕
案
‘
通
雅
‘
陳
水
南
曰
‘
獣
子
者
褻
器

入
る
を
梢
す
。
年
三
十
に
し
て
卒
し
た
。
著
に
未
學
草
・
如
―
―
丑
江
豆
↓
子
形
似
,
,
馬
蹄
涵
誌
竺
馬
蹄
決
明
↓
〇
荘
子
始
二
年
）
泰
山
見
1

一
黄
金
一
宜
レ
改
,
,
故
名
一
今
更
―
―
黄
金
一
也
‘
或
以
レ
銅
為
―
―
馬
形
面
空
於
騎
以
洩
一
也
‘
俗
日
-
1

馬

蝶

園

詩

が

あ

る

。

〔

園

朝

苦

献

類

徴

‘

四

百

二

十

六

〕

。

の

篇

名

。

為

―

―

麟

趾

褒

跳

芦

口

協

レ

瑞

焉

。

〔

注

〕

師

古

日

‘

是

則

藷

金

子

↓

蓋

沿

―

―

於

此

↓

【
馬
女
】4

3
1
炉
ヨ
馬
と
女
。
昔
は
財
の
一
種
と
見
ら
れ
た
。
〖
馬
蹄
香
〗

4
3
8
炉
勺
〇
杜
衡
。
か
ん
あ
ふ
ひ
。
馬
蹄
⑲
の
雖
下
以
1一
斤
雨
五
iも
名
、
而
官
有
丸
吊
形
制
一
云
云
‘
武
帝
【
馬
頭
】

4
5
9
炉

O
馬
の
か
し
ら
。
〔
漢
書
‘
五
行
志
中
之

〔
管
子
、
｛
由
合
〕
常
貪
―
―
於
金
玉
馬
女
↓
①
に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
秤
草
‘
杜
土
歯
‘
疏
〕
郭
云
‘
杜
衡
也
‘
欲
レ
表
―
―
詳
瑞
ぶ
臥
普
改
躊
為
1

一
麟
足
馬
跳
之
形
↓
以
易
二
下
〕
元
封
三
年
十
二
月
雷
雨
雹
、
大
如
＝
馬
頭
□
〔
羅
隠
‘

【
馬
家
】
4
3
2
:
°
漢
の
膝
公
の
墓
゜
〔
史
記
、
夏
侯
嬰
傭
‘
似
レ
葵
而
香
、
本
草
唐
本
註
云
‘
杜
衡
‘
葉
如
レ
葵
、
形
如
―
藷
法
—
耳
゜
韻
亭
春
望
詩
〕
隅
畔
春
雲
彿

1一
馬
頭
→
馬
前
春
事
共
悠

注
〕
集
解
曰
、
三
輔
故
事
日
、
腺
文
公
墓
、
在
―
―
飲
馬
橋
東
馬
蹄
五
故
俗
云
―
―
馬
蹄
香
→
〔
本
草
‘
杜
衡
〕
繹
名
、
杜
葵
‘
【
馬
~
】

4
4
8
和
ゥ
骨
牌
の
類
。
〔
牧
猪
間
話
〕
戯
具
‘
卑
ハ
―
―
紙
悠
゜
〇
馬
の
上
。
〔
李
白
‘
送

1一
友
人
入
＞
蜀
詩
〕
山
従1一
人

大
道
南
函
2

謂
"
之
馬
家
↓
〔
博
物
志
〕
漢
膝
公
姥
、
送
レ
葬
馬
蹄
香
、
土
歯
‘
土
細
卒
‘
恭
日
、
杜
衡
‘
莱
似
レ
葵
‘
形
牌
―
相
似
、
四
十
頁
為
二
具
―
―
頁
為
1

―
一
種
ぶ
品
竺
四
面
一
起
‘
雲
傍
―
―
馬
頭
一
生
。

O
舟
着
き
場
。
は
と
ば
。
礁

至
東
門
外
ニ
閉
馬
不
レ
行
、
蹄
レ
地
悲
鳴
‘
即
掘
―
―
馬
蹄
似
―
―
馬
蹄
↓
故
俗
云
1

一
馬
蹄
香
↓
〇
沈
香
。
馬
蹄
〇
を
見
よ
。
門
百
口
相
統
轄
、
曰
十
萬
貫
、
曰
萬
貰
、
日
索
子
、
曰
文
頭
。
埠
頭
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
穆
宗
‘
長
慶
二
年
）
又

下
得
石
室
こ

9

銘
曰
、
佳
城
鬱
鬱
―
一
千
年
、
見1ー
白
〖
馬
蹄
銀
〗4

4
0
ぢ
ィ
清
代
銀
貨
の
一
。
其
の
形
は
馬
蹄
錢
‘
萬
貰
索
子
皆
始

1一
於
一
云
尊
―
―
於
九
一
十
萬
貫
自
―
―
―
―
於
"
黎
陽

1築
1一
馬
頭
面
戸
渡
レ
河
之
勢
言
注
〕
附
二
河
岸
―

日
五
旺
嵯
膝
公
居
此
室
蓬
葬
レ
篤
、
後
謂
"
之
馬
家
↓
鐵
に
似
、
大
小
不
同
で
目
方
に
よ
っ
て
債
格
を
き
め
十
萬
貫
云
ぎ
萬
萬
貫
五
ハ
十
一
頁
‘
倶
綸
,
,
人
形
↓
卑
ハ
―
―
萬
築
レ
土
、
植
レ
木
央
レ
之
、
至
,
,
水
次
「
以
便
―
―
兵
馬
入
船
一

【
馬
通
】
433

が
ウ
馬
の
ふ
ん
。
馬
矢
。
馬
糞
。
〔
後
漢
書
、
掲
る
。
一
名
、
紋
銀
‘
賓
銀
。
貫
一
同
、
文
錢
一
門
、
最
尊
者
空
湯
、
次
枝
花
、
次
―
二
、
謂
1

一
之
馬
頭
↓
〔
咳
餘
叢
考
、
馬
頭
〕
水
陸
穂
匪
泊
レ
舟
之

行
、
戴
就
博
〕
以
"
馬
通
量
切
之
。
〔
注
〕
本
草
、
経
曰
、
馬
〖
馬
蹄
硯
〗

4
4
1
i
勺
硯
の
海
を
馬
蹄
形
に
ほ
っ
た
も
以
云
夫
於
九
一
亦
共
十
一
頁
、
文
錢
中
空
湯
、
亦
檜

n

人
地
日
二
馬
頭
「
南
史
何
承
天
傭
‘
宋
元
撮
一
―
一
年
、
討
―
―
謝

通
、
馬
矢
也
。
〔
抱
朴
子
、
黄
白
〕
加
打
砂
水
―
二
合
、
覆
ー
一
の
。
〔
違
生
八
賤
、
高
似
孫
硯
箋
諸
式
〕
鳳
池
硯
・
玉
堂
形
「
井
學
二
水
滸
博
宋
江
諸
人
ー
以
賓
レ
之
、
古
―
ぞ
馬
悼
晦
面
劉
彦
之
卒
レ
兵
先
云
ぎ
馬
頭
「
北
史
楊
侃
博
、
梁
豫
州

馬
通
火
上
一
令
極
乾
西
は
翌
南
中
→
「
た
。
ま
ご
。
硯
・
玉
憂
硯
•
蓬
莱
硯
・
辟
碓
硯
・
房
相
硯
・
郎
官
硯
・
風
髄
ぶ
ザ
四
門
如
"
―
男
之
有
―
―
四
足
一
也
、
今
俗
梢
―
―
打
馬
吊
→
刺
史
袈
遼
‘
欲
レ
襲
―
―
壽
春
;
珍
移
云
、
魏
於
二
馬
頭

1僅
レ

【
馬
丁
】
4
3
4
[
イ
ベ
っ
た
う
。
馬
の
く
ち
と
り
。
う
ま
か
字
硯
・
人
面
硯
・
曲
水
硯
・
八
稜
硯
・
四
直
硯
・
蓮
葉
硯
・
【
馬
超
】
449

グ
―
二
國
、
蜀
の
茂
陵
の
人
。
騰
の
子
。
字
は
孟
戌
、
魏
書
、
太
平
慎
君
十
一
年
、
帝
南
伐
‘
命
,
,
長
孫
慎
1

【
馬
逗
】
4
3
5
[
ィ

馬

で

文

書

を

選

送

す

る

。

〔

宋

史

、

鄭

侠

馬

蹄

硯

。

起

。

盆

は

威

。

官

は

漢

末

、

偏

将

軍

。

後

、

先

主

に

蹄

し

‘

趨

.

,

馬
頭
正
此
即
是
馬
頭
郡
、
按
、
通
鑑
史
憲
誠
攘
"
魏
博
―

博
〕
乃
恨
屈
密
、
急
殷
、
馬
邁
古
之
。
〔
夢
渓
筆
談
｀
官
〖
馬
蹄
草
〗

4
4
2が勺
じ
ゅ
ん
さ
い
。
尊
の
異
名
。
〔
事
物
異
騒
騎
将
軍
に
累
遷
し
た
。
涼
州
の
牧
を
領
す
。
封
は
禁
於
―
―
黎
陽
年
デ
馬
頭
云
竺
渡
河
之
勢
字

8
云
、
附
レ
岸
築
レ
6
 。

政
一
〕
騨
博
藷
有
三
等
↓
曰
‘
歩
越
・
馬
息
・
急
脳
息
‘
急
名
録
‘
疏
穀
‘
尊
〕
疏
譜
、
尊
‘
一
名
錦
帯
‘
一
名
馬
蹄
草
。
郷
侯
゜
〔
―
二
國
志
、
―
-
―
十
六
〕
。
土
、
植
な
木
央
レ
之
以
便
,
,
兵
馬
入
船
一
也
、
五
代
史
、
梁

闘
逸
最
遠
‘
日
行
四
百
里
‘
唯
軍
興
則
用
レ
之
。
〔
輻
悪
全
〖
馬
蹄
石
〗

4
4
3
ぢ
ィ
庭
園
な
ど
の
据
石
に
す
る
も
の

0
[
馬
蝿
]
4
5
0
[

ウ
繹
の
一
種
。
お
ほ
ぜ
み
。
く
ま
ぜ
み
。
〔
爾
将
レ
攻
↓
―
淮
南
一
遣
―
―
劉
捧
―
先
之
―
―
淮
ロ
一
築
二
馬
頭
ギ
'1-13

— 

|
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浮
総
以
渡
、
宋
史
馬
獣
博
、
河
決

1
1小
呉
心
小
官
以
為
レ
迎
レ
姉
、
姉
代
夫
人
、
夫
人
日
、
以
レ
弟
慢
レ
夫
、
非
レ
仁
〖
馬
頭
塵
〗

4
6
4
訂
？
戦
塵
を
い
ふ
。
〔
桃
花
扇
‘
哭
主
〕
史
‘
獣
文
六
王
‘
彰
城
王
認
孫
詔
博
〕
齊
紳
武
後
以
一
差
~
6
8

宜
レ
匹
東
流
面
獣
興
―
―
轄
運
使
1以
為
レ
宜
レ
使
―
―
北
流
一
也
、
以
レ
夫
怨
レ
弟
、
非
レ
義
也
、
磨
拌
自
刺
而
死
。
●
河
可
レ
惜
城
西
佳
絶
虞
、
朝
朝
遮
断
馬
頭
塵
。
武
帝
后
ー
配
レ
之
‘
魏
室
奇
賓
多
随
レ
后
入
11

詔
家
玉
有
1
=
-
3
0

於
逼
作
,
,東
西
馬
頭
五
E
レ
水
復l瓦
故
道
一
此
乃
俗
所
謂
北
省
易
縣
の
西
北
。
古
の
窮
獨
山
の
こ
と
。
〔
水
経
、
〖
馬
萌
益
血
〗

4
6
5
~
A

ゥ
畳
盤
の
一
種
。
盤
の
形
を
馬
の
頭
玉
鉢
相
盛
五
縛
而
不
レ
可
レ
出
、
馬
脂
楢
容
三
升
‘
玉
―
―
縫

馬
頭
之
見
1

一
於
史
一
者
也
。
●
馬
夫
の
頭
目
。
〔
六
部
成
易
水
注
〕
濡
水
出
11

故
安
縣
西
北
窮
獨
山
↓
●
河
南
省
の
如
く
、
細
長
く
丸
く
造
っ
た
も
の
。
〔
唐
書
、
南
蟹
上
、
之
五
皆
稽
―
―
西
域
鬼
作
1

也
。
〔
宋
史
、
外
國
七
、
日
本
國

語
、
兵
部
、
馬
頭
、
注
解
〕
馬
夫
之
頭
目
。

O
圏
馬
頭
観
音
商
城
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
汝
寧
府
、
光
南
詔
博
上
〕
使
者
出
涵
5

平
脱
‘
馬
頭
盤
二
盃
謂
レ
滋
曰
‘
此
傭
〕
永
徽
五
年
‘
遣
レ
使
猷
1

一
琥
珀
馬
脂
↓
●
國
の
名
。
〔
文

の
略
稲
゜
〔
大
日
経
疎
、
五
〕
何
耶
掲
梨
婆
、
諜
云
―
―
馬
頭
↓
州
、
商
城
縣
〕
馬
頭
山
、
縣
南
百
五
十
里
、
山
勢
高
徴
、
形
天
賓
時
、
先
君
以
1

一
鴻
腫
少
卿
―
宿
衛
、
皇
帝
所
レ
賜
也
。
獣
通
考
、
四
裔
考
十
六
、
丁
令
〕
北
丁
令
有
n
馬
脳
國
「
其

●
郡
名
。
④
晉
、
置
く
。
安
徽
省
懐
遠
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
如
,
,馬
頭
→
●
河
南
省
清
源
縣
。
銅
の
産
地
。O
山
西
〖
馬
頭
観
幸
口
〗4

6
6
沢
ぞ
’
圏
観
昔
の
一
。
三
面
八
腎
。
人
臀
―
音
似

1一
雁
鵞
ご
従
伝
膝
以
上
身
至
レ
頭
人
也
、
以
下

輿
紀
要
、
江
南
、
鳳
陽
府
、
懐
遠
縣
〕
嘗
塗
城
、
古
塗
山
氏
省
郷
寧
縣
の
南
。
上
に
黄
龍
洞
あ
り
。
〔
讀
史
方
輿
紀
馬
頭
観
世
昔
。
馬
を
以
て
頭
に
置
く
故
に
い
ひ
、
馬
を
生
レ
毛
馬
胚
馬
蹄
、
不
レ
騎
レ
馬
而
走
‘
疾
↓
1

於
馬
面
勇
健
敢

國
、
漢
四
嘗
塗
縣
五
陽
五
江
郡
写
芸
、
晉
平
羹
、
民
要
、
山
西
、
吉
州
、
郷
寧
縣
〕
馬
頭
山
、
縣
南
六
十
里
、
其
戴
く
は
轄
輪
聖
王
の
賓
馬
が
四
方
を
馳
謳
し
て
之
を
載
。

0
山
名
。
四
川
省
富
順
縣
の
西
北
。

各
還
な
本
、
故
復
立
也
、
其
後
中
原
喪
乱
、
北
寇
南
侵
、
淮
山
蜻
峻
‘
如
,
,馬
首
妖
~
、
漢
麒
縣
置
―
―
於
其
下
→
●
馬
首
威
服
せ
し
め
る
如
く
、
内
外
の
魔
障
を
播
伏
す
る
徳
を
【
馬
~
】

4
7
6
が
賓
石
の
名
。
璃
瑞

(
7ー
2
1
1
5
6:
 4
)

の
●

南
民
多
南
渡
、
云
云
、
安
帝
時
立
―
亘
馬
頭
郡
五
及
僑
―
―
置
諸
山
(
3
0
6
)

を
見
よ
。

O
安
徽
省
宿
松
縣
の
東
南
。
〔
晉
表
は
す
。
〔
祁
蔵
記
末
〕
馬
頭
観
―
音
菩
薩
、
赤
肉
色
、
大
念
に
同
じ
。
碍
硼
。
馬
脹
。
〔
王
簗
、
馬
瑞
勒
賦
〕
穂
二
衆
材
1

縣
於
其
地
ズ
D
東
晉
、
置
く
。
河
南
省
永
城
縣
の
西
南
。
書
‘
桓
宣
博
〕
邪
陵
人
陳
光
率
ー
一
部
落
散
百
家
1

降
レ
宣
‘
怒
之
相
、
井
三
面
、
在
―
―
唇
之
上
牙
盆
眼
在
1

一
白
馬
之
形
一
而
課
レ
美
、
信
莫
レ
威
―
―
於
馬
瑞
↓

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
蹄
徳
府
、
永
城
縣
〕
鄭
縣
城
、
宣
皆
慰
11

撫
之
丁
約
還
―
―
歴
陽
一
宣
将
↓
―
散
千
家
ご
欲
n

一

南

如

―

―

輪

王

賓

馬

↓

【

馬

肉

】

477

デ
馬
の
肉
。
櫻
肉
。
〔
本
草
‘
馬
〕
馬
肉
、
以
1

一

本
秦
縣
、
陽
泊
水
郡
ゴ
Z
云
、
晉
義
煕
中
、
置
焉
頭
郡
投
―
―
滑
陽
ご
笠
於
馬
頭
山
→
●
安
徽
省
六
安
縣
の
北
。
〖
馬
頭
草
レ
檄
〗

4
6
7
芥
屯
；
唐
の
辞
牧
が
軍
陣
中
に
在
純
白
牡
馬
者
一
為
レ
良
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
初
‘
謬
公
亡

1一
善

於
墨
後
魏
因
レ
之
、
北
齋
郡
縣
倶
畷
、
隋
復
置
―
―
鄭
縣
「
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
薩
州
府
、
六
安
州
〕
馬
頭
っ
て
、
馬
上
で
咄
嵯
の
間
に
檄
文
を
草
し
た
こ
と
を
い
馬
ぶ
吹
下
野
人
共
得
而
食
レ
之
者
三
百
餘
人
、
吏
逐
得
‘

墨
壱
州
五
履
之
、
開
元
二
十
六
年
、
移
語
子
沐
城
山
、
在
州
北
一
杜
佑
曰
‘
晉
永
和
中
、
謝
尚
鎮
一
馬
頭
ふ
。
〔
唐
書
、
蒔
牧
傭
〕
房
玄
齢
函
―
―
―

g
之
秦
王
玉
4

召
見
欲
レ
法
レ
之
‘
謬
公
曰
｀
君
子
不
下
以
1

一
畜
産
1

害
占
人
‘
吾
聞

之
垣
陽
騨
云
尋
畷
。

O
城
の
名
。
④
湖
北
省
公
安
縣
の
東
城
一
在
1

一
盛
唐
縣
之
北
↓
〇
浙
江
省
武
康
縣
の
西
南
。
問
ー
一
方
略
盃
所
レ
酎
合
レ
旨
‘
授
―
―
府
主
簿
石
判
―
―
映
東
大
行
食
―
―
善
馬
肉
云
＇
レ
飲
レ
酒
、
傷
レ
人
、
乃
皆
賜
レ
酒
而
赦
レ

北
。
東
晉
の
時
、
何
無
忌
等
、
桓
謙
を
此
虞
に
破
る
。
〔
水
〔
太
平
賽
宇
記
〕
晉
咸
和
七
年
、
石
勒
将
韓
薙
寇
二
呉
憂
金
部
郎
中
五
是
時
方
討
1

一
世
充
面
軍
事
繁
綜
‘
牧
為
ー
一
書
之
。
〔
説
苑
、
政
理
〕
猶
T

縣
竺
牛
首
於
門
盃
匹
求
益
只
―
―
馬

経
、
江
水
注
〕
江
津
戌
、
南
射
―
―
馬
頭
岸
一
昔
陸
抗
屯
レ
此
、
興
工
中
郎
将
趙
宏
攻
敗
―
―
之
於
馬
頭
塙
↓
●
雲
南
省
元
檄
露
布
「
或
馬
上
占
レ
辞
‘
該
敏
如
―
―
素
溝
面
初
不
-
l

馘
定
↓
肉
一
也
。

界
羊
祐
相
封
。
＠
一
名
、
馬
頭
戌
城
。
安
徽
省
壽
縣
の
謀
縣
の
南
。
〔
名
勝
志
〕
山
連
亙
四
十
里
、
地
勢
最
高
、
東
【
馬
礎
】

4
6
9
炉
塞
の
名
。
湖
北
省
棗
陽
縣
の
西
北
。
宋
の
〖
馬
肉
蛾]4
7
8

竺
ク
馬
肉
の
中
の
う
じ
。
〔
本
草
‘
姐
〕
馬

西
北
。
〔
讀
史
方
呉
紀
要
、
江
南
、
鳳
陽
府
、
壽
州
〕
馬
頭
望
―
―
尋
旬
盃
E
見,,
楚
雄
ぶ
北
眺
1

一
黎
漢
玉
西
曙
1

一
大
理
云
縣
嘉
定
十
二
年
、
孟
宗
政
、
金
人
を
棗
陽
に
破
り
、
追
つ
て
肉
蛾
治
n

―
鍼
箭
入
,
,
肉
中
一
及
取
11

贔
牙
↓

戌
城
、
在
1一
州
西
北
二
十
里
ぶ
淮
濱
戌
守
虞
也
、
梁
天
監
之
鎮
山
也
。

O
貴
州
省
淵
渾
縣
の
南
。
〔
責
州
通
志
〕
山
馬
礎
砦
に
至
り
、
其
の
城
を
焚
き
、
部
州
に
入
っ
て
還
【
~
向

f
L】4
7
9
ざ
ゥ
●
馬
の
ち
ち
。
古
、
酒
を
造
る
に
用
ひ

五
年
、
取
―
―
魏
合
肥
ら
魏
人
守
1

一
壽
陽
云
於
―
―
馬
頭
1

置
レ
戌
、
下
清
泉
幽
谷
、
古
木
陰
森
、
捨
―
―
林
堅
之
勝
↓
●
察
吟
爾
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
襄
陽
府
、
棗
陽
縣
〕
馬
礎
た
。
〔
本
草
、
馬
〕
馬
乳
、
時
珍
日
、
漢
時
以
11

馬
乳
盃
翌

普
通
五
年
、
梁
取
―
―
壽
陽
爺
”
置
―
―
戌
於
此
↓
●
鎮
の
名
。
省
涼
城
縣
の
東
南
。
〔
山
西
通
志
〕
西
南
距
1一
左
雲
縣
一
八
棄
、
在
―
―
縣
西
北
百
餘
里
全
＾
嘉
定
十
二
年
、
孟
宗
政
則
1一
為
酒
↓
〔
漢
書
‘
櫓
築
志
‘
給
1一
大
官
捐
馬
酒
ご
注
〕
李
奇

④
河
北
省
泳
縣
の
東
北
。
琉
璃
河
の
東
岸
。
＠
河
北
省
十
里
、
東
連
1一
大
同
盃
m
接
1一
右
玉
ご
追
逼
八
十
餘
里
、
長
金
人
於
棗
陽
ぶ
逗
至
1一
馬
礎
砦
涵
杢
其
城
す
人
1一
部
州
―
而
曰
‘
以
1一
馬
乳

[
f
レ
酒
゜
〔
宋
史
‘
外
國
六
、
高
昌
國
博
〕
馬

安
次
縣
の
東
南
。
渾
河
の
北
。
◎
河
北
省
磁
縣
の
北
。
滋
城
鋸
,
,
其
上
二
名
1

一

長

城

嶺

五

形

似

↓

珪

馬

首

面

雙

耳

尤

省

。

還

。

乳

醸

レ

酒

飲

レ

之

亦

酔

。

●

葡

萄

の

異

稽

゜

〔

本

草

‘

蒲

萄

〕

陽
河
に
臨
む
。
商
業
地
。
京
漢
鐵
路
に
沿
ふ
。
＠
山
東
〖
馬
頭
集
〗

4
6
2
判
•
ウ
地
名
。
●
河
北
省
東
明
縣
の
南
。
【
馬
鐙
】

4
7
0
炉
あ
ぶ
み
。
〔
本
草
、
諸
鐵
器
、
馬
鐙
〕
主
治
、
繹
名
、
蒲
桃
‘
草
龍
珠
‘
時
珍
日
、
其
圃
者
名

1一
草
龍
珠
一

省
丘
縣
の
西
北
。
商
業
地
。
R
山
東
省
郊
城
縣
の
西
、
〇
河
南
省
太
康
縣
の
北
。

O
安
徽
省
壽
縣
の
西
南
。
溝
田
野
燐
火
人
血
所
レ
化
、
或
出
或
液
、
来
逼
ー
一
人
精
氣
面
g

長
者
名
―
―
馬
乳
葡
萄
↓
〔
韓
愈
‘
蒲
萄
詩
〕
新
埜
未
レ
偏
半

祈
水
の
東
岸
。
又
、
璃
頭
に
作
る
。

8
江

蘇

省

淮

陰

縣

水

の

東

岸

。

以

直

品

坪

相

夏

作

レ

聾

即

滅

、

故

張

華

云

、

金

葉

一

振

遊

猶

枯

‘

高

架

支

離

倒

復

扶

‘

若

欲

1

一
涌
盤
堆
1

一
馬
乳
云
莫
レ

の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
安
府
、
清
河
縣
〕
馬
〖
馬
頭
娘

]
4
6
3

が
誘
露
の
神
。
馬
明
菩
薩
゜
〔
山
海
経
‘
光
級
レ
色
。
〔
南
史
、
張
敬
兒
博
〕
寄
―
―
敬
兒
馬
鐙
孟
竺
敬
辞
添
レ
竹
引
二
龍
蹟
→

頭
鎮
、
在
1

一
縣
東
七
里
こ
其
下
為
↓
1

馬
頭
渡
エ
有
,
,
巡

司

戌

海

外

北

経

〕

獣

絲

之

野

、

一

女

子

跳

撼

レ

樹

欧

レ

絲

゜

〔

補

兒

乃

為

レ

備

。

【

馬

寧

】

480r
●
鎮
の
名
。
廣
東
省
順
徳
縣
の
西
南
。
仰

守
爺
亦
淮
濱
要
地
。
①
安
徽
省
澄
縣
の
東
北
。
賞
漢
の
注
〕
世
博
露
神
為
1

―
女
子
盃
ザ
之
馬
頭
娘
↓
〔
原
化
博
拾
【
馬
躁
『
】
4
7
1
i
’
後
漢
‘
隅
西
の
人
。
援
の
後
。
字
は
壽
成
。
船
海
水
の
北
岸
。
●
清
、
寧
夏
の
人
。
明
の
参
将
。
順

東

南

の

濱

。

遺

〕

露

女

‘

喘

竺

高

辛

時

石

其

父

為

1

一
部
所
＞
掠
、
惟
所
レ
乗
少
く
し
て
貧
、
産
業
な
し
。
性
、
賢
厚
。
官
は
前
将
軍
。
衛
治
中
、
阿
清
格
、
映
西
を
征
す
る
や
、
衆
を
率
ゐ
て
降

〖
馬
頭
易
〗4
6
0
i
い
ゥ
占
卜
書
の
名
。
〔
通
俗
編
、
藝
術
、
馬
在
、
母
因
誓
曰
、
有
―
―
得
レ
父
還
者
冨
以
レ
女
嫁
レ
之
、
馬
尉
に
終
る
。
封
は
愧
里
侯
゜
〔
後
漢
書
、
八
十
六
〕
．
〔
三
國
り
、
漢
軍
正
白
旗
に
隷
す
。
甘
粛
を
平
定
し
て
回
り
、

馬
頭
易
〕
隋
書
藝
術
博
、
臨
孝
恭
著
,
,
孔
子
馬
頭
易
卜
書
驚
躍
振
迅
而
去
、
散
日
、
父
乗
レ
馬
蹄
、
自
レ
此
馬
噺
鳴
志
、
三
十
六
〕
。
「
供
す
る
者
。
重
慶
に
克
ち
、
遵
義
を
取
り
、
桂
王
を
追
つ
て
緬
旬
に

Z
翌
按
、
其
書
久
亡
、
流
俗
有
,
,
所
レ
云
馬
頭
神
散
者
↓
不
11

肯
飲
齢
ご
又
問
1

一
其
故
ご
母
以
レ
誓
白
レ
之
、
父
怒
射
【
馬
憧
】
472

炉
清
代
、
皇
帝
が
北
京
城
陸
に
出
巡
の
際
入
り
、
積
功
し
て
山
東
提
督
を
授
け
ら
れ
た
。
呉
三
桂

息

其

名

以

翼

真

術

之

貰

耳

。

息

馬

曝

没

於

庭

妥

行

堡

其

側

焉

皮

躁

然

而

起

、

【

馬

特

】

473

且
a
t'e• 

猿

動

機

。

を

征

す

る

に

従

ひ

、

太

子

太

保

に

累

進

し

た

。

〔

清

史

列

〖
馬
頭
山
〗4

6
1
ぢ
ゥ
山
名
。
●
河
北
省
蔚
縣
の
東
南
。
巻
レ
女
飛
去
、
棲
,
,於
桑
樹
之
上
了
女
化
為
レ
露
、
食
二
桑
【
馬
敦
】
474

グ
後
漢
の
人
。
般
の
弟
。
字
は
儒
卿
。
官
は
博
、
七
十
八
〕
。

〔
水
経
、
瀑
水
注
〕
魏
土
地
記
云
、
代
城
東
南
二
十
五
里
葉
1

吐
レ
絲
成
レ
繭
‘
衣
二
被
人
間
二
宮
観
塑
―
―
女
子
之
像
一
虎
責
中
郎
将
。
〔
後
漢
書
、
五
十
四
〕
。
【
馬
溺
】
481

炉
ゥ
馬
の
小
便
。
〔
輻
悪
全
書
、
刑
名
部
、
人

有
蔦
頭
世
其
側
有
藉
乳
穴
云
趙
襄
子
既
害
1一
代
王
一
披
11

馬
皮
云
ザ
之
馬
頭
娘
百
竺
祈
―
―
露
桑
1焉
。

【

馬

脳

】

475

が

O
賓
石
の
名
。
璃
瑞
。
馬
瑞
に
同
じ
。
〔
北
命
下
‘
駿
各
種
死
傷
〕
如
得
二
馬
溺
1更
佳
。



(44572・ ・482)一 (44572・・524) 

馬

部

馬

【
馬
杷
】4

8
2
．
~
馬
鍬
。
う
ま
ぐ
は
。
〔
倭
名
類
漿
抄
、
調
度

部
、
農
耕
具
、
馬
杷
〕
唐
詢
云
‘
把
、
弁
式
立
成
云
、
馬
杷
、

宇
麻
久
波
、
一
―
左
馬
歯
「
作
レ
田
具
也
。

【
馬
爬
】
484

m
a
3
 
p'a2

馬
櫛
゜

【
馬
背
】4
8
5
~
イ
う
ま
の
せ
。
〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
、
消
環
脅

謳
、
疏
〕
劉
熙
繹
名
云
源
環
在
服
馬
背
上
↓
鰺
馬
之
外

轡
貰
5

之
、
消
移
前
却
、
無
↓
一
定
虞
一
也
。
〔
劉
乗
忠
、
九
日

涌
坦
山
詩
〕
萬
里
嵐
光
乗
二
馬
背
―
―
川
紅
葉
上
<
I

緊
頭
-

【
馬
排
】
486.
？
馬
に
ひ
か
せ
る
碓
。
〔
魏
志
、
韓
整
傭
〕

藉
時
冶
作
<
I

馬
排
一
毎
一
熟
石
用
.
,
馬
百
匹
一
更
作
―
一
人

雙
又
費
―
―
功
力
↓

【
馬
牌
】4

8
7
．
~
イ
う
ま
の
つ
き
そ
ひ
。
〔
幅
悪
全
書
、
郵
政

部
縛
論
〕
有
兵
房
肴
蔦
牌
↓

〖
馬
牌
子
〗4

8
8
m
a
3
 
p'ai2 
tzu

公
文
を
送
達
す
る
馬

夫。
〖
馬
牌
夫
〗4

8
9
吹
ィ
馬
の
つ
き
そ
ひ
。
〔
幅
悪
全
書
、
罹

任
部
、
企
交
代
〕
取
―
―
馬
牌
夫
獣
臀
結
状
↓

【
馬
方
]490

箕
駄
馬
を
引
く
こ
と
を
業
と
す
る
も
の
。

【
馬
芳
]
4
9
1
{

ゥ

O
明
、
蔚
州
の
人
。
字
は
徳
馨
。
官
は
嘉

靖
中
、
蔀
州
の
鎮
。
大
小
百
十
戦
、
身
敦
十
創
を
被
む

り
、
善
く
少
を
以
て
衆
を
撃
ち
、
部
長
散
十
人
を
檎
に

し
、
威
名
邊
錘
に
震
ふ
。
〔
明
史
、
二
百
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同

明
史
、
―
―
百
九
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
九
十
五
〕
．
〔
明
名

臣
言
行
録
、
六
十
〕
゜
●
清
、
如
泉
の
人
。
字
は
不
塁
。
指

董
に
巧
゜

【
馬
賓
】
4
9
2
5
ゥ

0
七
賓
の
一
。
〔
唐
書
‘
后
妃
上
‘
則
天
武

皇
后
博
〕
太
后
又
自
加
二
琥
金
輪
聖
紳
皇
帝
盃
巴
七
賓

子
廷
盲
I

金
輪
賓
‘
日
白
象
賓
‘
日
女
賓
‘
日
馬
賓
‘
日
珠

賓
‘
曰
主
兵
臣
賓
‘
日
主
祓
臣
賓
。

O
消
、
映
西
の
人
。
初
‘

流
賊
と
な
り
、
明
桂
王
に
降
る
。
始
孫
可
望
に
附
し
、
後
、

李
定
國
に
従
ひ
‘
封
は
淮
國
公
。
桂
王
敗
れ
る
や
呉
三
桂

に
降
り
、
右
都
督
を
以
て
中
営
糊
兵
に
充
て
ら
る
。
三
桂

叛
す
る
や
‘
賓
之
に
附
し
‘
兵
を
率
ゐ
て
貴
州
よ
り
湖
廣

を
窺
ふ
。
―
二
桂
死
す
る
や
、
賓
其
の
孫
世
瑶
を
擁
立
す
。

世
瑶
既
に
破
る
る
に
追
ん
で
、
賓
‘
勢
窮
盛
す
。
乃
ち
希

蝠
の
軍
前
に
赴
い
て
降
り
、
執
へ
ら
れ
て
京
に
至
り
、

市
に
傑
せ
ら
る
。
〔
消
史
列
博
、
八
十
〕
。
参
m
a
'
p
a
o
3

馬
の
身
に
生
ず
る
も
の
。
灘
刑
を
治
す
と
い
ふ
。

【
馬
坊
】
四
~
ヴ
う
ま
や
。
〔
北
史
、
榮
吼
傭
〕
往
往
臨
馬

坊
i

以
―
―
畜
牧
1

為
レ
辞
‘
｛
貫
給
乙
ザ
が
也
。
〔
北
史
、
文
苑
‘

温
子
昇
博
〕
温
子
昇
‘
云
云
‘
博
―
一
覧
百
家
：
文
章
清
婉
、
【
馬
絆
】

5
0
3
~
/
0
鮫
が
首
尾
を
交
へ
て
物
を
束
ね
る
こ

為
畑
陽
王
深
賤
客
五
i

二
馬
坊
五
吟
諸
奴
子
↓
と
を
い
ふ
。
〔
途
昌
雑
録
〕
八
蕃
有
―
―
馬
絆
ご
ぢ
馬
蛾
精
一

【
馬
防
】
494

が
ゥ
〇
城
の
名
。
山
束
省
長
清
縣
の
南
。
〔
通
也
‘
遇
レ
之
者
輻
為
―
―
其
所
＞
陥
。
〔
埠
雅
‘
繹
魚
‘
鮫
〕
亦
鮫

典
〕
漢
臨
邑
縣
故
城
5
炉
此
、
宋
武
帝
立
―
―
束
魏
郡
ご
初
能
交
―
―
首
尾
正
合
物
焉
‘
故
謂
―
―
之
鮫
一
俗
呼
1

一
馬
絆
一

治
焉
防
城
一
後
改
治
―
―
憂
縣
城
云
。

O
後
漢
の
人
。
澪
〇
馬
の
ほ
だ
し
。

の
弟
。
字
は
江
平
。
官
は
章
帝
の
時
、
防
行
車
騎
将
軍
〖
馬
絆
縄
〗

5
0
4
ゲ
閉
馬
繋
ぎ
縄
゜
〔
本
草
、
馬
〕
馬
絆
縄
、

事
。
後
、
車
騎
将
軍
。
光
腺
動
。
敷
；
政
事
を
論
じ
、
多
く
主
治
、
煎
レ
水
洗
二
小
兒
澗
↓
蘇
恭
、
燒
灰
惨
<
I

鼻
中
生
＞

採
用
せ
ら
る
。
封
は
穎
陽
侯
゜
〔
後
漢
書
、
五
十
四
〕
。
惰
゜

【
馬
房
】
495

が
ウ
う
ま
や
。
馬
屋
。
馬
含
。
馬
院
。
〔
明
會
典
、
【
馬
幹
】
刻
夕
馬
の
は
だ
し
。
〔
北
史
‘
宋
弁
博
〕
以
レ
弁

王

府

制

度

〕

馬

房

三

十

二

間

。

為

―

―

司

徒

司

馬

・

束

道

副

将

軍

r

人
有
伝
呼
馬
絆
玉
只
斬

[
馬
蝠
】
496

が
ゥ
〇
う
ま
の
た
て
が
み
。
〔
周
證
、
夏
官
、
而
拘
‘
於
レ
是
三
軍
震
濯
‘
莫
―
―
敢
犯
＞
法
。

大
司
馬
、
師
帥
執
レ
提
‘
注
〕
提
‘
馬
上
鼓
‘
有
―
―
曲
木
一
提
―
-
【
馬
販
】
505

m
a
3
 fan• 

ば
く
ら
う
。
馬
を
賣
買
す
る
わ

持
鼓
古
生
馬
尾
上
一
者
‘
故
謂
―
―
之
提
↓
〇
山
名
。
甘
粛
省
ざ
。
又
、
其
の
者
。
馬
保
。
馬
商
。
馬
喰
。
伯
努
。
「
人
。

固
原
縣
の
西
南
。
宋
の
元
嘉
五
年
‘
夏
主
昌
‘
檎
に
せ
ら
〖
馬
販
子
〗

5
0
6
目
｀
3
 
fan• 

tzu

馬
の
賣
買
を
な
す
商

れ
‘
其
の
弟
平
原
公
定
は
平
涼
に
奔
る
。
魏
将
霙
斤
が
【
馬
飯
i

】507
デ
草
の
名
。
む
ら
ち
ど
り
。
馬
唐
゜
〔
本
草
‘

之
を
追
ひ
‘
馬
髯
嶺
に
敗
る
。
植
草
〕
繹
名
、
馬
唐
‘
馬
飯
、
羊
麻
、
羊
粟
‘
蔓
子
‘
軒
干
、

【
馬
彼
】
497

デ
宋
、
海
陽
の
人
。
徳
祐
中
、
描
鋒
塞
将
と
誠
器
日
‘
馬
食
レ
之
如
レ
簡
如
レ
阪
‘
故
名
―
―
馬
唐
馬
飯
↓

な
り
、
州
事
に
署
と
な
る
。
州
人
、
梢
し
て
按
撫
使
と
【
馬
萬
】
508

夕
五
代
、
漢
の
濱
州
の
人
。
水
湘
を
善
く
し

な
す
。
元
兵
至
る
や
‘
堅
守
屈
せ
ず
、
戦
敗
れ
、
鵡
を
服
た
。
梁
軍
と
河
上
に
封
堡
し
、
潜
行
し
て
南
塞
に
入
り
、

し
て
死
ん
だ
。
州
人
祠
を
立
て
て
祀
る
。
〔
昭
忠
録
〕
・
船
艦
を
燒
く
。
官
は
洒
州
防
御
使
。
後
、
郎
州
に
鎮
し
｀

〔

宋

季

中

心

義

録

、

七

〕

。

上

将

軍

を

授

け

ら

れ

、

北

漢

の

乾

祐

中

卒

し

た

。

〔

藷

五

【
馬
撥
】
498

m
a
3
 
p
竺

馬

撥

子

に

同

じ

。

代

史

、

一

百

六

〕

。

〖
馬
撥
子
〗4

9
9
m
a
'
p
o
'
t
z
u官
用
書
信
を
遁
送
す
る
【
馬
盤
】
5
0
9
~
ノ
馬
が
わ
だ
か
ま
る
。
〔
楊
巨
源
、
贈
―
渾

早

馬

。

釦

中

允

五

吋

〕

馬

盤

―

―

畷

野

一

弦

開

月

、

雁

落

―

―

寒

原

―

箭

【
馬
法
】
500

デ
司
馬
法
。
即
ち
司
馬
穣
耳
の
兵
法
を
い
在
レ
雲
。

ふ
。
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
〕
方
―
甫
刑
丘
l
-

―
馬
法
↓
〔
注
〕
【
馬
叱
】
5
1
0
5

菌
の
一
種
。
ほ
こ
り
た
け
。
馬
勃
の
異
名
。

善

日

、

馬

法

、

司

馬

穣

茸

之

法

也

。

馬

窯

(
5
1
2
)

を
見
よ
。

【
馬
班
】
501

．
グ
〇
司
馬
遷
と
班
固
と
の
併
稽
。
司
馬
遷
【
馬
肥
】
511

い
馬
が
肥
え
る
。
〔
史
記
、
匈
奴
傭
〕
秋
馬
肥
、

は
史
記
を
撰
し
、
班
固
は
漢
書
を
著
す
。
班
馬
(
7
|
2
0
9

大
會

A
岬
林
盃
課
―
―
校
人
畜
計
↓
〔
漢
書
、
趙
充
國
博
〕
到
レ

7
6
 :
 8
6
)

の
●
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
班
固
博
論
〕
司
馬
遷
秋
馬
肥
゜
〔
白
居
易
、
有
感
三
首
詩
〕
馬
肥
快
行
走
‘
妓
長

班
固
父
子
‘
其
言
―
―
史
官
載
藉
之
作
一
大
義
菜
然
著
芙
‘
能
歌
舞
。

議
者
咸
紐
三
子
有
―
―
良
史
之
オ
↓
〔
陶
安
、
孔
廟
賦
〕
掃
―
-
【
馬
窯
】
5
1
2
5

茸
の
一
種
。
ほ
こ
り
茸
。
み
み
つ
ぶ
し
。

荘
列
申
韓
之
弊
寄
ザ
馬
班
嘩
壽
之
課
↓
〔
文
史
通
義
、
書
や
ぶ
た
ま
。
〔
本
草
‘
馬
勃
〕
繹
名
、
馬
妃
‘
馬
窯
‘
集
解
、

教
〕
史
氏
織
寿
秋
而
有
レ
作
、
莫
レ
如
1

一
馬
班
面
謡
皿
近
1

一
弘
景
日
、
俗
呼
馬
窯
勃
「
是
也
、
紫
色
虚
軟
‘
状
如
二
狗

於
闘
而
誹
盃
班
則
近
―
―
於
方
以
智
一
也
。

O
後
漢
の
馬
援
肝
一
弾
レ
之
粉
出
。

と
班
超
と
の
併
稽
゜
拉
に
功
を
邊
錘
に
立
て
た
人
。
〔
蘇
【
馬
尾
】

5
1
3
5
0馬
の
尾
。
〔
證
、
曲
幡
上
〕
立
視
―
―
五
瓶
一

試
次
韻
答
斧
端
奴
詩
〕
若
人
如
レ
馬
亦
如
祉
‘
笑
式
厩
鳥
尾
↓
〔
本
草
、
馬
〕
馬
尾
、
主
治
、
女
人
崩
中
小

履

壺

頭

出

土

凹

兒

客

在

〔

山

海

経

、

北

山

経

〕

（

北

鰈

之

山

）

有

祇

焉

‘

其

〖
馬
班
妻
〗5

0
2
パ
か
[
土
旧
の
人

o

趙
昭
(
1
0
-
3
7
1
7
1
·

・
2
5

状
如
レ
虎
而
白
身
犬
首
馬
尾
鈍
鼠
‘
名
口
獨
裕
↓
〔
後

0
)

を

見

よ

。

漢

書

、

公

孫

述

博

〕

漢

堕

レ

水

、

縁

―

―

馬

尾

一

得

レ

出

。

〔

李

四
七
三

賀
‘
酬
答
詩
〕
行
慮
春
風
随
1

一
馬
尾
砿
柳
花
偏
打
内
家
香
。

0
稲
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
鋒
、
薙
穀
、
栢
〕
王
炎
詩
、
稲

如
焉
尾
覆
溝
腟
↓
参
草
の
名
。
や
ま
ご
ば
う
。
商
陸

の
異
名
。
〔
爾
雅
、
秤
草
〕
速
媛
、
馬
尾
。
〔
疏
〕
槃
草
、
商
陸

也
、
一
名
速
蕩
、
一
名
馬
尾
、
云
云
、
案
、
本
草
、
i

商
陸
、
一

名
蕩
根
、
一
名
夜
呼
、
不
レ
同
者
、
所
レ
見
本
異
也
、
今
注

云
‘
一
名
白
昌
‘
一
名
嘗
陸
‘
是
也
。
〔
本
草
‘
商
陸
〕
繹

名
、
遠
葛
‘
常
陸
‘
章
柳
、
白
昌
‘
馬
尾
‘
夜
呼
゜
＠
荻

の
異
名
。
〔
詩
‘
衛
風
‘
碩
人
、
政
英
掲
掲
‘
疏
〕
陸
磯

云
、
乱
或
謂
l

一
之
荻
云
ぎ
秋
堅
成
、
則
謂
二
之
佳
面
其
初
生

三
月
中
其
心
挺
出
、
其
下
本
大
如
レ
箸
‘
上
鋭
而
細
、
揚

州
人
謂
1

一
之
馬
尾
↓
〇
港
の
名
。
馬
江
を
い
ふ
。
江
に
巨

石
あ
っ
て
馬
尾
に
似
、
潮
退
け
ば
現
は
れ
る
の
で
名

づ
く
。

O
瀑
布
の
名
。
罐
山
の
南
麓
、
龍
渾
の
源
を
為
す
。

〖
馬
尾
河
〗5

1
4
冗
川
の
名
。
一
名
、
剣
江
。
源
は
貴
州
省

都
句
縣
の
西
の
雲
霧
山
の
東
北
。
重
安
江
と
合
し
て
清

水
江
と
な
る
。
後
‘
況
水
と
い
ふ
。

〖
馬
尾
香
〗5

1
5
裳
乳
香
の
異
名
。
〔
本
草
、
黒
陸
香
、
乳

香
〕
繹
名
、
馬
尾
香
、
天
澤
香
、
摩
勒
香
、
多
伽
羅
香
。

〖
馬
尾
巾
〗5

1
6
m
a
'
i
3
 chin'~ 

装
用
の
高
く
長
い
帽

子。
〖
馬
尾
藻
〗5

1
7
芯
海
草
の
一
。
ほ
た
わ
ら
。
穂
俵
。
〔
本

草
、
海
藻
〕
集
解
、
蔵
器
日
、
此
有
三
面
只
馬
尾
藻
生
―
―
液

水
中
面
i
-

―
短
馬
尾
↓

〖
馬
尾
兒
〗5

1
8
m
a
'
i
3
 
e
r
h

馬
の
尻
尾
。

〖
馬
尾
尺
〗5

1
9
森
ク
馬
の
尾
を
以
て
作
っ
た
度
。
度
制

の
一
起
因
を
成
す
も
の
。

〖
馬
尾
貝
〗5

2
0
m
a
'
i
'
p
e
i
4

化
石
の
一
。
中
生
界
白
堅

系
中
の
特
産
、
莱
鰊
類
に
隔
し
、
長
さ
尺
許
、
地
中
海
沿

岸
の
地
に
多
く
猜
見
さ
る
。

〖
馬
尾
蜂
〗5

2
1
冥
木
中
に
生
ず
る
一
種
の
蜂
。
雌
の
尻

に
馬
尾
に
似
た
長
い
毛
が
あ
る
。

〖
馬
尾
羅
〗5

2
2
勾
馬
尾
で
織
つ
た
師
。
す
ゐ
の
う
。
〔
雲

笈
七
飯
〕
煉
魯
五
法
‘
軽
手
憤
レ
之
、
以
馬
尾
羅
下
1
-

師
之
↓

【
馬
眉
】
5
2
3
5

清
、
常
熟
の
人
。
字
は
子
白
。
琥
は
雪
漁
゜

花
鳥
鷹
雁
を
窺
し
神
品
に
入
る
。
年
七
十
餘
に
し
て
卒

し
た
。
〔
國
朝
畳
識
、
六
〕
。

【
馬
彪
】
524

翠
清
、
西
寧
の
人
。
盆
は
勤
襄
。
乾
隆
中
、
行

伍
よ
り
積
功
し
て
雲
南
昭
通
穂
兵
を
授
け
ら
る
。
金

13069 
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川
・
撒
拉
爾
回
を
平
定
し
、
官
は
湖
廣
提
督
に
至
る
。
〔
江
滝
‘
雑
罷
‘
慮
郎
中
謳
感
交
詩
〕
馬
服
為
―
―
趙
将
↓
【
馬
兵
】
539}
ィ
騎
兵
。
〔
清
會
典
、
兵
部
〕
緑
螢
・
馬
兵
。
紫
色
の
小
花
を

〔
清
史
稿
、
三
百
三
十
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
二
百
九
〖
馬
服
君
〗

5
3
3
が
匁
趙
、
趙
奢
の
封
琥
。
〔
史
記
‘
趙
世
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
馬
兵
‘
注
解
〕
緑
螢
馬
隊
之
兵
‘
皆
開
き
秋
に
至
る
。

＋

〕

．

〔

漢

名

臣

博

、

三

十

〕

。

家

〕

恵

文

王

二

十

九

年

、

秦

韓

相

攻

而

園

1

油
箪
公
趙
使
―
―
日
1

一

馬

兵

↓

〔

本

草

‘

馬

鞭

草

〕

【
馬
匹
】
525

ザ
馬
を
い
ふ
。
散
へ
る
の
に
一
匹
二
匹
と
趙
奢
将
撃
＞
秦
、
大
破
二
秦
軍
開
興
下
一
賜
レ
読
為
1

一
馬
服
【
馬
幣
】
540}
ィ
●
漢
の
貨
幣
の
名
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
繹
名
、
龍
牙
草
、

呼

ぷ

か

ら

い

ふ

。

〔

易

、

中

学

〕

六

四

｀

月

幾

レ

望

、

馬

匹

亡

君

↓

武

帝

又

造

―

ー

銀

錫

白

金

盆

以

為

↓

1

天
用
莫
レ
如
レ
龍
、
地
用
鳳
頸
草
、
恭
日
、

界

咎

。

【

馬

腹

】

534
”ク

0
馬
の
腹
。
〔
左
氏
、
宣
、
十
五
〕
雖
1
1

鞭
之
莫
レ
如
レ
馬
、
人
用
莫
＞
如
レ
亀
、
故
白
金
三
品
、
云
云
、
二
穂
類
―
―
鞭
鞘
五
5

【
馬
夫
】5

2
6
元
●
草
の
名
。
〔
管
子
、
地
員
〕
其
種
陵
稲
‘
里
~
長
示
＇
レ
及

1一
馬
腹
→
〔
呉
均
、
従
軍
行
〕
陣
頭
横
―
―
却
月
面
馬
日
、
以
二
重
差
小
エ
方
レ
之
、
其
文
馬
、
直
五
百
。

O
馬
と
名

1一
馬
鞭
→

鶉
‘
馬
夫
。
〔
注
〕
皆
草
名
也
。
●
う
ま
か
ひ
。
馬
子
。
〔
消
會
腹
帯
1
一
連
錢
→
●
獣
の
名
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
蔓
渠
之
幡
物
。
〔
韓
愈
‘
送
―
―
石
虞
士
ー
序
〕
瞑
1
一
書
詞
一
具
―
―
馬
〖
馬
鞭
子
〗

5
5
2
m
a
'
p
i
e
n
'
t
z
u
馬
の
鞭
。

典
、
兵
部
、
凡
置
榔
云
云
患
其
表
注
〕
山
東
有
―
―
騨
山
‘
云
云
‘
有
レ
獣
焉
‘
其
名
日
1

一
馬
腹
石
其
状
如
入
面
虎
幣
下
ト
レ
日
以
授
1

一

使

者

↓

【

馬

父

】

553i

春
秋
魯
、
閲
子
馬
の
二
碍

書
差
夫
馬
夫
獣
瞥
↓
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
馬
夫
、
注
解
〕
身
む
き
音
如
―
―
嬰
兒
五
是
食
レ
人
。
〔
郭
環
、
山
海
経
圏
賛
【
馬
表
】
5

}

ゥ
●
う
ま
じ
る
し
。
馬
印
。
〔
日
本
外
史
、
徳
【
馬
歩
】
554i

馬
に
災
害
を
加
へ
る
神
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘

騨
姑
管
レ
馬
之
人
也
。
〔
縣
恵
全
書
、
罹
任
部
、
査
交
代
〕
下
、
中
山
経
‘
馬
腹
獣
飛
魚
〕
馬
腹
之
物
、
人
面
似
レ
虎
。
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
上
〕
秀
吉
以
レ
桐
為
レ
琥
‘
以
―
―
金
瓢
—
校
人
〕
冬
祭

1一
馬
歩
→
〔
注
〕
馬
歩
紳
‘
為
和
空
害
馬
＿
者
。

含
馬
夫
騎
試
、
獣
瞥
瞼
―
―
看
無
＞
病
。
〖
不
レ
及
1
1
馬
腹
―
〗
函
ぢ
公
鞭
は
長
く
て
も
‘
馬
の
為
―
―
馬
表
→
●

m
a
 
2
 

piao3 !
I
E蓋の
懐
中
時
計
。
〖
馬
歩
箭
〗

5
5
5
芸
馬
上
で
射
る
弓
と
徒
歩
で
射
る
弓
゜

【
馬
武
】
527

が
〇
後
漢
、
湖
陽
の
人
。
字
は
子
張
。
溢
は
腹
ま
で
は
届
か
ぬ
。
人
生
に
は
人
力
の
及
ば
ぬ
も
の
【
馬
標
】
5
4
2
}
’
武
具
の
名
。
馬
じ
る
し
。
大
将
の
傍
に
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
馬
歩
箭
、
注
解
〕
武
官
軍
政
考
瞼
、

武
靖
。
王
非
の
末
の
盗
。
後
、
光
武
帝
に
従
つ
て
王
尋
が
あ
る
と
の
喩
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
五
〕
古
人
有
レ
言
‘
日
、
樹
て
、
其
の
所
在
の
目
標
と
し
た
も
の
。
天
正
の
頃
よ
或
武
科
試
、
皆
較
―
―
馬
歩
箭
百
答
生
高
下
↓

等
を
破
り
、
群
賊
を
撃
破
す
。
即
位
す
る
に
及
ん
で
、
雖
―
―
鞭
之
長
一
不
レ
及
1
一
馬
腹
一
天
方
授
レ
楚
、
未
レ
可
1
一
興
り
始
ま
る
。
〔
日
本
外
史
、
足
利
氏
後
記
、
毛
利
氏
〕
奪
―
-
【
馬
保
】
556

m
a
'
p
a
o
'
ば
く
ら
う
。
馬
の
賣
買
者
。

封

は

揚

虚

侯

。

官

は

永

平

の

初

、

捕

虜

将

軍

。

西

充

を

争

↓

秀

吉

馬

標

涵

5
-

―

之

輝

元

↓

【

馬

母

】

5
5
7
i

母
馬
。
親
馬
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕
官
恨
1

一馬

破
る
。
〔
後
漢
書
、
五
十
二
〕
゜
●
清
の
人
。
米
思
翰
の
三
【
馬
責
】
535

炉
●
宋
の
人
。
保
京
の
門
に
出
づ
。
大
晟
府
【
馬
漂
】
5
4
3
}
ゥ
水
草
の
名
。
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
埠
雅
云
‘
母
⇒
二
歳
而
蹄
゜

子
。
溢
は
勤
格
。
官
は
副
都
統
。
後
、
領
侍
衛
内
大
臣
に
に
あ
る
こ
と
十
三
年
。
依
違
し
て
質
正
す
る
所
な
し
。
藻
滓
類
、
似
1

一
愧
葉
―
而
連
生
‘
生
―
―
道
労
漫
水
中
五
興
レ
滓
【
馬
逢
】
558

炉
薬
の
名
。
〔
本
草
‘
馬
逢
〕
別
録
日
、
味
辛

至
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
九
十
三
〕
．
〔
國
朝
著
猷
類
徴
、
―
―
官
は
通
議
大
夫
。
後
、
徽
猷
閣
待
制
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十
雑
‘
至
レ
秋
則
紫
‘
俗
謂
1

一
之
馬
漂
工
亦
呼
1

一
紫
藻
盃
故
日
‘
無
レ
毒
、
主
↓
1

癬
晶
↓

百
七
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
四
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
、
二
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
八
十
一
〕
゜
●
宋
、
河
中
の
人
。
子
以
采
レ
藻
、
子
1
1

彼
行
濠
盆
而
傭
云
‘
緊
藻
也
。
【
馬
棚
】
559

が
う
ま
ご
や
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
十
九
回
〕

Y

十

八

〕

。

萱

を

善

く

し

、

尤

も

小

景

に

長

じ

、

名

を

元

祐

・

紹

聖

【

馬

鎮

】

5
4
4
}
’
く
つ
ば
み
。
＜
く
み
。
〔
何
承
天
、
鼓
吹
鏡
環
回
説
、
南
院
馬
棚
裡
走
1

一
了
水
禾
＇
―
-
相
千
百
J

経
救
下

【
~
器
即
】
5
2
8
カ
●
馬
寮
の
下
衆
の
者
。
〔
職
員
令
〕
左
馬
間
に
馳
す
。
宣
和
間
、
官
は
待
詔
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十
歌
、
将
進
酒
篇
〕
車
等
レ
旗
‘
馬
齊
レ
鑓
。
去
了
。

寮

‘

云

云

‘

馬

部

、

六

十

人

。

●

芍

リ

肥

前

國

の

地

名

。

二

〕

。

【

馬

璧

】

545}
＊
明
の
人
。
馬
碗
(
3
9
)
を

見

よ

。

【

馬

蜂

】

560

が
ウ
蜂
の
一
種
。
土
蜂
。
腰
細
蜂
。
＜
ち
ば

【
馬
舞
】
529

が
〇
舞
築
の
名
。
馬
上
に
採
衣
を
着
て
舞
【
馬
糞
】
536

グ

O
馬
の
糞
。
馬
矢
゜
〔
後
漢
書
‘
駄
恭
傭
〕
[
馬
癖
】
碑
}
キ
う
ま
を
好
む

v
せ
o

馬
道
柴
よ
卒
品
盲
‘
杜
ち
o

穴
ぱ
ち
o

馬
縁
よ
爾
雅
ヽ
樗
晶
‘
土
鍼
‘
注
〕
今
江
東

ふ
。
〔
築
府
雑
録
〕
馬
舞
者
柵
馬
人
、
著
1

一
採
衣
―
執
↓
―
鞭
吏
士
渇
乏
、
窄
―
―
馬
糞
汁
而
ば
か
之
。
〔
抱
朴
子
、
黄
白
〕
預
博
〕
王
清
解
レ
相
レ
馬
‘
又
甚
愛
ら
之
‘
而
和
嬌
頗
棗
敵
‘
大
縁
、
在
―
―
地
中
作
＂
レ
房
者
、
為
―
―
土
蜂
盃
竺
其
子
面
ば
馬

子
林
上
云
舞
蹂
護
蹄
、
皆
應
1

一
節
奏
一
也
。
●
火
災
を
い
陰
乾
一
月
、
乃
以
1

一
馬
糞
火
厄
1

レ
之
。
〔
唐
書
、
劉
仁
軌
預
常
稽
、
清
有
直
品
竺
嬌
有
二
錢
癖
↓
〔
杜
甫
、
麹
馬
行
〕
蜂
。
〔
本
草
‘
土
蜂
〕
樗
名
‘
輩
零
‘
鐘
蜂
‘
馬
蜂
。

ふ

。

馬

舞

之

災

を

見

よ

。

傭

〕

賣

,

,

苑
中
馬
糞
↓
●
里
巷
の
名
。
馬
蕃
巷
。
〔
南
史
、
王
郵
公
馬
癖
人
共
知
、
初
得
花
聰
大
宛
種
0

[
馬
蜂
腰
】
561

目
1
3
f
e
n
g
'
y
a
o
ー
細
腰
゜

〖
馬
舞
之
災]
8ぢ
ノ
火
災
を
い
ふ
。
馬
舞
は
舞
の
志
博
〕
家
居
1
一
建
康
禁
中
里
馬
糞
巷
一
父
僧
虔
門
風
寛
【
馬
鼈
】

5
4
7
5
'
晶
の
名
。
蛭
の
一
種
。
う
ま
び
る
。
馬
蝶
〖
馬
蜂
窯
〗

5
6
2
目
1
3
f
e
n
g
'
w
o
'
-
v
ま
ば
ち
の
巣
゜

名
。
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
索
枕
博
〕
黄
平
問
1

一
索
杭
曰
‘
我
昨
恕
、
志
尤
惇
厚
‘
云
云
‘
兄
弟
子
姪
‘
皆
篤
賓
謙
和
、
時
人

(
1
0
5
)
を

見

よ

。

【

馬

棒

】

563

目
1
3
p
a
n
g
'

鞭。

夜
翌
含
中
馬
舞
‘
散
十
人
向
レ
馬
拍
手
涵
茄
口
祥
也
‘
枕
琥
―
―
馬
糞
諸
王
―
為
1

一

長

者

↓

【

馬

扁

】

5
4
8
t
t

漢
字
の
扁
の
名
。
駒
・
馳
・
騒
な
ど
の
字
【
馬
牧
】
564

グ
地
名
。
山
東
省
荏
平
縣
。
一
名
‘
牧
苑
゜

日
、
馬
者
火
也
、
舞
為
1一
火
起
ご
把
馬
拍
手
、
救
レ
火
A

〖
馬
糞
紙
〗5

3
7
が
フ
ン
藁
を
原
料
と
し
て
造
っ
た
粗
悪
の
の
左
方
に
あ
る
字
の
稽
゜
晉
の
永
興
中
、
汲
桑
・
石
勒
、
馬
牧
に
起
る
。
〔
齊
乗
〕
荏

也

、

平

未

籍

而

火

作

。

紙

。

書

籍

の

表

紙

、

紙

箱

な

ど

の

心

に

用

ひ

る

粗

悪

な

【

馬

邊

】

5495
ン
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
四
川
省
宜
賓
縣
の
平
縣
西
南
、
地
名
1

一
牛
叢
塊
涵
相
博
‘
是
石
勒
藷
耕
虞
゜

【
馬
諷
】53

1炉金
、
沸
陰
の
人
。
字
は
良
弼
。
宋
、
宣
和
西
洋
紙
。
ポ
ー
ル
紙
。
ま
ぐ
そ
が
み
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
西
北
。
眠
江
の
支
派
の
北
岸
。
〖
馬
牧
集
】

5
6
5
劣
ク
地
名
。
河
南
省
商
丘
縣
の
東
境
。

の
進
士
。
金
に
蹄
し
て
復
た
進
士
。
官
は
雄
州
蹄
信
藝
才
‘
紙
〕
馬
糞
紙
、
乃
唐
紙
之
野
卑
者
、
興
―
―
和
之
塵
【
馬
鞭
】

5
5
0
}
/
馬
に
用
ひ
る
む
ち
。
馬
塞
。
〔
本
草
、
馬
〖
馬
牧
先
生
〗

5
6
6
ぢ
戸
後
漢
‘
馬
瑶

(
2
9
)
の
尊
稽
゜

令

‘

寧

州

刺

史

。

名

臀

あ

り

。

後

、

忠

順

軍

節

度

使

。

紙

ー

相

比

。

鞭

〕

繹

名

、

馬

策

、

時

珍

曰

‘

竹

柄

編

レ

革

為

レ

之

、

故

鞭

【

馬

勃

】

5
6
7
5
ッ
菌
の
一
種
。
ほ
こ
り
だ
け
。
打
て
ば
灰
の

〔

金

史

、

九

十

〕

。

【

馬

平

】

538}
ィ
縣
名
。
梁
、
置
く
。
廣
西
省
城
縣
の
東
南
。
従
,
,
革
便
涵
忠
竺
竹
束
ら
會
意
。
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
淳
干
智
や
う
な
粉
と
な
つ
て
散
る
。
馬
花
。
馬
窯
。
灰
菰
。
牛
屎

【
馬
服
]532

在
●
戦
國
‘
趙
の
地
。
趙
奢
の
封
地
。
今
、
河
柳
江
の
北
岸
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
‘
柳
州
博
〕
瑳
承
レ
言
詣
レ
市
、
果
得
―
―
馬
鞭
↓
〔
隋
書
、
李
徳
林
傭
〕
菰
。
〔
本
草
‘
馬
勃
〕
繹
名
、
馬
叱
、
馬
窯
‘
灰
菰
‘
牛
屎
菰
、

北
省
那
郡
縣
の
西
北
。
〔
史
記
‘
趙
奢
傭
‘
趙
恵
文
王
‘
府
〕
馬
平
縣
、
本
漢
濯
中
縣
地
、
層
―
―
鬱
林
郡
面
k

層
1
一
桂
後
従
畑
駕
還
在
1
一
途
中
云
高
祗
以
,
,
馬
鞭
1
南
指
゜
〔
杜
牧
、
集
解
、
別
録
日
、
馬
勃
生
↓
1
園
中
久
腐
虞
↓
〔
韓
愈
、
進
學

賜

屠

鼠

為
1

一
馬
服
君
ご
注
〕
集
解
曰
‘
張
華
日
‘
趙
奢
家
林
郡
砿
木
析
―
―
置
馬
平
縣
五
り
置
―
―
馬
平
郡
↓
〔
清
史
稿
、
地
偶
見
詩
〕
有
"
個
常
レ
墟
明
似
ジ
月
、
馬
鞭
斜
揖
笑
回
レ
頭
。
解
〕
牛
洩
馬
勃
、
敗
鼓
之
皮
、
倶
牧
並
蓄
‘
待
レ
用
無
レ
遺

在
祁
郭
界
西
山
上
盃
謂
―
―
之
馬
服
山
＾
●
趙
奢
を
い
ふ
。
理
志
〕
廣
西
‘
柳
州
府
‘
縣
七
、
馬
平
。
〖
馬
鞭
草
]
5
5
1

が
巧
野
草
の
一
。
く
ま
つ
づ
ら
。
夏
、
淡
者
、
瞥
師
之
良
也
。
〔
注
〕
牛
洩
、
牛
溺
也
、
馬
勃
、
生

1
1於 （會圏オ三）草鞭馬

四
七
四

13070 
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四
七
五

地
↓
如
紐
而
圃
且
軽
‘
二
者
賤
槃
。
〔
箋
解
〕
馬
勃

tt云
‘
遣
つ
て
馬
鳴
間
道
を
絶
つ
。
魏
将
徐
晃
‘
之
を
撃
破
す
。
参
預
し
‘
端
重
簡
獣
。
尚
書
兼
學
士
を
追
贈
さ
る
。
著
四
〕
。

馬
勃
、
馬
屁
菌
也
、
生
泊
曲
地
及
腐
木
上
面5レi孤
而
園
且
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
保
寧
府
‘
昭
化
縣
〕
馬
鳴
期
‘
に
漑
軒
文
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
一
百
四
十
八
〕
．
〔
萬
斯
【
馬
豫
】

5
8
8
~
-後漢
の
人
。
穿
の
子
。
性
‘
寛
緩
。
官

軽

゜

縣

北

百

里

、

漢

建

安

二

十

―

一

年

‘

先

主

規

レ

取

漢

中

一

同

明

史

‘

二

百

十

六

〕

．

〔

明

史

稿

‘

一

亘

二

十

八

〕

．

〔

國

は

和

帝

の

時

‘

歩

兵

校

尉

。

〔

後

漢

書

‘

五

十

四

〕

゜

●

【
馬
毛
】
568

炉
う
ま
の
毛
。
〔
飽
照
、
代
出
自
前
北
門
行
〕
屯
面
累
心
兜
夏
侯
淵
徐
晃
等
輿
レ
之
相
拒
‘
先
主
遣
1

一
陳
朝
獣
徴
録
‘
+
―
―
-
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
十
・
ニ
十
〕
・
〔
内
閣
明
、
臨
清
の
人
。
字
は
彦
安
。
宜
徳
の
進
士
。
官
は
大

馬
毛
縮
如
レ
蛸
‘
角
弓
不
レ
可
レ
張
。
〔
太
「
参
、
酬
1

一
成
少

F

武
等
十
餘
晉
砿
ざ
馬
鳴
開
逍
裕
5

晃
撃
1

一
破
之
↓
行
賓
、
三
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
-
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
九
理
寺
副
゜
剛
虹
に
し
て
附
阿
せ
ず
、
英
宗
に
従
っ
て
北

洛
谷
行
見
＞
呈
詩
〕
飛
雪
縮
―
―
馬
毛
「
烈
風
撃
,
,
我
膚
芸
高
【
馬
面
]575

グ
馬
の
顔
。
韓
じ
て
‘
長
い
顔
を
嘲
る
語
。
十
七
〕
．
〔
明
詩
綜
、
―
-
+
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
乙
‘
十
六
〕
。
征
し
害
に
遭
ふ
。
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
鋒
‘
―
―
〕
・
〔
本

適
‘
藍
馬
篇
〕
馬
毛
連
錢
蹄
鐵
色
、
園
書
＿
光
罐
験
玉
勒
。
う
ま
づ
ら
。
〔
北
史
‘
糾
律
光
博
〕
光
馬
面
彪
身
、
神
爽
【
馬
喩

]
5
8
3

〗
清
‘
張
摘
の
人
。
盆
は
牡
勤
。
乾
隆
中
‘
千
朝
分
省
人
物
孜
、
九
十
六
〕
゜
●
清
‘
緩
徳
の
人
。
金
陵

【
馬
明
】
569

ハ

イ

陳

‘

肝

胎

の

人

。

字

は

世

朗

。

初

‘

梁

に

雄

傑

。

穂

を

以

て

廓

爾

喀

を

従

征

し

、

松

桃

鹿

苗

を

動

し

、

並

に

家

す

。

字

は

観

我

。

康

熙

の

進

士

。

官

は

翰

林

院

侍

事
へ
、
官
は
直
江
太
守
。
荊
州
陥
液
し
、
武
帝
に
蹄
す
。
〖
馬
面
鎧
〗

5
7
6
ぢ
い
昔
、
軍
馬
の
面
に
か
ぶ
ら
せ
た
よ
ぴ
に
戦
功
有
り
。
嘉
慶
中
、
教
匪
を
攻
め
‘
川
挟
楚
三
讀
學
士
。
墨
竹
霊
に
巧
‘
波
石
水
澗
も
亦
佳
。
〔
國
朝
書

封

は

西

華

縣

侯

゜

〔

陳

書

、

十

〕

。

ろ

ひ

。

省

に

縛

載

し

、

映

境

を

簡

清

す

。

積

功

し

て

江

南

提

督

鵞

家

筆

録

‘

―

-

〕

・

〔

國

朝

書

識

、

九

〕

。

〖
馬
明
退
〗5

7
0
訂
ィ
塁
蜆
の
異
名
。
〔
本
草
‘
露
蜆
〕
露
【
馬
目
】

5
7
7
←
ク
●
馬
の
目
。
〔
瑯
環
記
〕
西
域
有
レ
獣
‘
如
レ
に
至
る
。
〔
清
史
稿
‘
三
百
五
十
四
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
-
―
-
【
馬
容
】

5
8
9
知
’
軍
行
の
先
頭
に
立
つ
て
、
軍
容
を
盛
ん

蜆
繹
名
、
馬
明
退
‘
佛
退
。
犬
‘
含
尿
璧
馬
目
芦
肌
馬
瞑
眩
‘
故
凡
馬
皆
畏
レ
之
‘
十
一
〕
・
〔
國
朝
苦
献
類
徴
‘
―
二
百
十
〕
．
〔
國
史
列
博
‘
七
に
す
る
騎
馬
の
儀
使
兵
を
い
ふ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕

〖
馬
明
王
〗5

7
1
が
勺
露
神
の
名
。
馬
頭
娘
。
馬
明
菩
藷
。
名
口
馬
見
愁
一
宣
宗
時
國
人
獣

1一
其
皮
→
帝
賜1一
塁
臣
→
十
七
〕
。
（
宜
帝
‘
太
建
十
四
年
）
摩
詞
馬
容
陳
智
深
迎
,
,

剌
叔
陵
1

〔
通
俗
編
‘
紳
鬼
、
馬
明
王
〕
原
化
博
拾
遺
‘
露
女
‘
常
↓
一
高
編
為
1

馬
鞭
二
揚
郎
走
、
謂
―
―
之
不
須
鞭
↓
〇
草
の
名
。
【
馬
勇
】
584

ザ
ウ
清
朝
軍
隊
の
一
。
勇
晉
の
一
分
除
。
歩
隊
儘
什
。
〔
庄
〕
軍
行
‘
澤
征
炉
於
鞍
馬
「
艇
幹
壮
偉
者
い
乗
レ

辛
時
二
餡
蹟
在
―
―
蜀
廣
漢
↓
不
レ
知
1

一
姓
氏
↓
其
父
為
↓
一
人
馬
目
毒
公
の
略
。
つ
り
が
ね
が
さ
。
鬼
臼
の
異
名
。
〔
本
を
歩
勇
と
い
ひ
‘
馬
隊
を
馬
勇
と
い
ふ
。
咸
幽
豆
九
年
馬
馬
居
レ
前
、
以
牡
―
一
軍
容
盃
謂
1

一
之
馬
容
一

所
＞
掠
‘
母
誓1平
毎
全
日
、
有
―
―
得
レ
父
還
者
「
以
レ
女
嫁
レ
草
、
鬼
臼
〕
繹
名
、
九
臼
、
天
臼
‘
鬼
槃
、
解
毒
、
爵
犀
、
馬
勇
章
程
を
制
定
し
て
之
を
賓
行
す
。
〔
清
會
典
事
例
‘
兵
【
馬
~
】

5
9
0
が
’
馬
の
腹
帯
。
〔
獨
断
‘
下
〕
繁
嬰
在
―
―
馬
齊

之
‘
衆
莫
レ
應
‘
惟
素
所
レ
乗
馬
聞
奎
品
竺
拘
絆
一
去
‘
敦
目
蒋
公
、
害
母
草
‘
羞
天
花
、
時
珍
日
、
此
物
有
レ
毒
而
臼
部
、
兵
籍
、
各
省
考
抜
螢
兵
〕
光
緒
十
年
議
准
、
甘
濡
省
前
面
如
1

去
五
庄
者
是
也
。

日
父
乃
乗
レ
馬
蹄
、
母
白
,
,
之
故
六
又
曰
、
安
有
n

一
人
而
偶
,
,

如
戸
盟
央
故
名
-
1

馬

目

毒

公

↓

闘

内

馬

歩

各

除

‘

改

レ

螢

為

レ

旗

‘

凡

改

正

少

除

十

八

旗

‘

【

馬

蠅

]591

m
a
3
 
y
i
n
g
2

牛
蠅
と
同
類
。
馬
の
腹
部
に

非
類
乎
‘
馬
胞
、
父
怒
殺
レ
之
‘
曝
,
1

皮
子
庭
面
笏
心
捲
レ
【
馬
獣
】
5
7
8
5
ク
宋
‘
成
武
の
人
。
字
は
慮
厚
。
進
士
。
官
馬
隊
八
旗
面
竺
土
勇
章
程
「
毎
名
月
給
1

↓
銅
銀
三
雨
↓
産
卵
し
馬
に
な
め
ら
れ
て
胃
中
に
入
り
、
後
陸
外
に
出

女
飛
去
、
栖
子
桑
間
：
化
為
レ
露
‘
一
日
女
乖
レ
雲
駕
,
,

は
須
城
縣
の
知
。
監
察
御
史
壷
裏
行
。
誹
宗
の
時
‘
+
【
馬
雄
】
585

炉
清
‘
固
原
の
人
。
順
治
中
‘
湖
南
・
廣
西
る
。

此

馬

漏

交

母
1

日
、
太
上
以
,
,兒
心
不
巳
炉
義
‘
授
以
二
事
を
疏
陳
す
。
後
‘
賓
文
閣
待
制
。
徐
州
の
知
。
河
北
を
征
す
る
に
商
ひ
‘
壊
；
桂
王
の
将
李
定
國
と
載
ひ
‘
【
馬
~
】
滋

0
7
清
‘
渦
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
富
察
氏
。
碓

九
｛
呂
仙
頷
至
へ
、
由
レ
是
宮
観
皆
塑
,
1

女
像

55レ
露
‘
披
1

一
都
轄
運
使
に
至
る
。
〔
宋
史
、
三
百
四
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
積
功
し
て
廣
西
提
督
を
拝
す
。
孫
延
齢
‘
呉
―
二
桂
に
叛
正
の
初
、
参
領
よ
り
副
都
統
に
擢
ん
で
ら
れ
西
蔵
に
使

馬
皮
謂
1

一
之
馬
頭
娘
下
七
修
類
稿
、
所
謂
、
馬
頭
娘
本
T

編
‘
二
日
十
七
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
九
十
二
〕
．
〔
元
祐
窯
人
す
る
も
‘
初
‘
雄
従
は
ず
‘
尋
い
で
亦
叛
降
し
、
病
死
す
。
す
。
時
に
阿
爾
布
巴
等
不
軌
を
潜
謀
し
‘
達
籟
剛
嘩
年

荀
子
露
賦
、
身
女
好
而
頭
―
―
馬
首
二
語
訟
叩
會
‘
俗
梢
1

一

博

‘

二

〕

．

〔

宋

元

學

案

‘

-

―

〕

゜

〔

消

史

列

傭

‘

八

十

〕

。

幼

な

り

。

馬

剛

之

を

守

護

し

、

蔵

に

在

る

こ

と

前

後

八

馬

明

王

両

王

乃

神

之

通

琥

‘

或

作

レ

鳴

非

。

【

馬

門
]579

↑
ノ
船
の
胴
間
の
入
り
口
。
〔
該
餘
叢
考
、
馬
【
馬
融
】
5
8
6
}
ゥ
後
漢
‘
扶
風
の
人
。
績
の
弟
。
字
は
季
長
。
年
に
し
て
卒
す
。
〔
清
史
稿
‘
―
―
百
八
十
二
〕
．
〔
清
史
列

〖
馬
明
菩
薩
〗5

7
2
ぢ
パ
露
の
神
。
馬
頭
娘
。
〔
鼠
環
‘
露
頭
馬
門
〕
船
籠
有
徊
叶
]
,↓馬
門
盃
曾
三
異
同
話
録
云
‘
舟
俊
才
あ
り
。
京
兆
の
摯
洵
に
従
學
し
‘
洵
‘
其
の
オ
を
奇
博
‘
十
一
〕
・
〔
國
朝
誓
獣
類
徴
‘
六
十
二
〕
．
〔
涌
洲
名
臣

馬
同
氣
〕
唐
乗
異
集
載
、
蜀
中
寺
観
多
塑
,
,
女
人
ぶ
竺
馬
之
設
レ
屋
開
レ
門
而
入
‘
其
門
謂
―
―
之
馬
門
「
必
先
閾
而
後
と
し
、
妻
す
に
女
を
以
て
す
。
官
は
郎
中
。
書
を
東
観
に
博
‘
二
十
五
〕
。

皮
↓
謂
焉
頭
娘
百
竺
町
レ
露
‘
捜
神
記
載
‘
女
思
レ
父
、
語
,
,

入
‘
囚
二
其
字
義
一
而
析
レ
之
也
、
明
人
顧
元
慶
待
曝
偶
談
校
す
。
時
に
郡
太
后
、
朝
に
臨
む
。
融
、
諷
諫
を
以
て
禁
〖
馬
剛
紺

E
巴
什
〗5

9
3
セ
予
亦
、
馬
剛
巴
什
に
作
る
。
天

所
涵
養
鳳
若
得
レ
父
蹄
‘
吾
将
レ
嫁
レ
汝
‘
馬
迎
得
父
一
亦
云
、
船
門
曰
1

馬
門
一
蓋
闇
字
之
義
也
‘
引
レ
首
而
観
錮
に
遭
ふ
。
安
帝
の
時
‘
召
さ
れ
て
郎
中
を
拝
し
‘
武
山
南
路
の
騨
道
に
沿
ふ
新
張
省
西
南
部
の
都
市
。
巴
楚

見
レ
女
頼
怒
、
父
殺
レ
馬
曝
1

一

皮

於

包

中

面

笏

裳

ぎ

女

飛

―

―

曰

レ

閾

。

都

南

郡

太

守

に

遷

り

、

後

、

議

郎

。

東

観

に

在

つ

て

著

縣

公

署

の

所

在

地

。

清

末

始

め

て

巴

楚

省

を

置

き

、

民

去
桑
凹
倶
為
箪
‘
俗
謂
露
紳
云
デ
馬
明
菩
薩
冨
以
レ
〖
馬
門
灘
〗
5
8
0
[
ベ
ノ
灘
の
名
。
廣
西
省
北
流
縣
の
西
南
進
す
。
オ
高
博
治
。
諸
生
を
救
養
す
る
こ
と
常
に
千
國
二
年
四
月
‘
縣
と
す
。
現
剛
巴
什
。

M
a
r
a
l
b
a
s
h
i

の
音

此

然

。

の

江

中

。

漢

の

馬

援

が

南

征

し

た

時

、

江

流

に

急

瑞

ぁ

敦

゜

虞

植

・

鄭

玄

は

其

の

門

人

。

鼓

琴

を

善

く

し

、

吹

諜

。

〔

清

史

稿

‘

地

理

志

〕

新

張

‘

t

沙
車
府
‘
巴
楚
州
。
〔
注
〕

【
馬
鳴
】
573[
イ

O
馬
が
鳴
く
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
車
攻
〕
備
補
り
‘
其
の
石
を
去
つ
て
、
二
巨
石
を
餘
す
。
拉
ぴ
て
門
を
な
笛
を
好
み
‘
儒
者
の
節
に
拘
ら
ず
‘
常
に
高
堂
に
坐
し
、
光
緒
九
年
置
＝
璃
剛
巴
什
直
隷
鹿
「
設
,
,
水
利
玉
i

レ民。

馬
鳴
‘
悠
悠
肺
庭
〇
雁
厨
・
ウ
北
印
度
の
高
僧
。
佛
滅
後
し
‘
其
の
中
流
の
水
‘
奔
馬
の
如
し
、
因
つ
て
名
づ
く
。
綽
紗
帳
を
施
し
、
前
は
生
徒
に
授
け
、
後
は
女
架
を
列
【
馬
遁
】
594

知
鎮
の
名
。
江
蘇
省
阜
寧
縣
の
東
北
。

五
六
世
紀
に
生
る
。
婆
羅
門
教
を
奉
し
、
後
‘
佛
教
に
蹄
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
‘
梧
州
府
‘
鬱
林
州
、
北
流
縣
〕
す
‘
弟
子
、
次
を
以
て
相
博
へ
、
其
の
室
に
入
る
も
の
鮮
【
馬
~
】

5
9
5
が
イ
0
馬
が
来
る
。
〔
杜
甫
、
秋
日
曖
府
詠
懐

す
。
著
に
大
乗
起
信
論
が
あ
り
、
世
に
行
は
る
。
〔
羅
什
馬
門
灘
‘
志
云
、
在
1

一
縣
西
南
四
十
五
里
↓
郎
緑
藍
水
所
レ
し
。
著
に
三
博
異
同
説
が
あ
る
。
又
‘
孝
経
・
論
語
・
詩
・
云
云
詩
〕
馬
来
皆
汗
血
‘
鶴
嗅
必
背
田
。
●
分
ィ
④
牛
島

繹
‘
馬
鳴
菩
薩
博
〕
．
〔
付
法
蔵
博
‘
五
〕
．
〔
婆
藪
槃
豆
師
経
也
、
漢
馬
援
南
征
、
以
江
流
迅
急
↓
竪
去
其
石
硲
竺
易
・
尚
書
・
三
幡
・
列
女
博
・
老
子
・
淮
南
子
・
離
騒
等
の
の
名
。
ア
ジ
ア
の
南
端
。
＠
群
島
の
名
。
ア
ジ
ア
の
東
南

博

〕

。

二

巨

石

憂

立

為

レ

門

‘

其

中

流

水

如

―

―

奔

馬

↓

因

名

。

注

が

あ

る

。

〔

後

漢

書

、

九

十

上

〕

。

に

あ

る

島

。

◎

人

種

の

一

。

皮

膚

色

は

鳶

、

外

貌

は

蒙

〖
馬
鳴
隅
〗5

7
4
が
ウ
パ
地
名
。
四
川
省
昭
化
縣
の
西
北
。
【
馬
楡
】

5
8
2
i明‘
臨
狗
の
人
。
字
は
性
和
。
琥
は
鴻
軒0
[
馬
余
】
5875

漢
の
人
。
況
の
弟
。
字
は
聖
卿
。
才
能
あ
古
人
に
似
て
ゐ
る
。

後
漢
の
建
安
二
十
二
年
‘
蜀
の
先
主
劉
備
、
陳
武
等
を
宣
徳
の
進
士
。
官
は
糧
部
右
侍
郎
。
入
閣
し
て
機
務
に
り
。
官
は
王
祥
の
時
、
中
堡
校
尉
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
〖
馬
来
語
〗

5
9
6
ゼ
フ
ィ
狭
義
の
馬
来
人
が
用
ひ
る
言
語
で
、

|

ー
馬

部

馬

13071 



馬

部

馬
|

_

 

）
南
島
語
族
に
陽
す
。
＋
六
世
紀
以
来
馬
来
半
島
地
方
に
氏
以
一
明
初
蹄
附
盆
翌
其
職
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
四

3
 
62

於
け
る
交
通
賓
用
語
と
し
て
、
ま
た
文
化
、
商
業
上
に
川
‘
寧
遠
府
‘
土
司
十
一
‘
馬
剛
長
官
司
。

~
用
ひ
ら
れ
た
。
語
の
構
成
は
箪
一
語
・
複
合
語
・
派
生
語
【
馬
閾
】

6
0
4
か
／
う
ま
や
。
厩
。
馬
欄
。
馬
蘭
。
馬
閑
。
〔
北

2
 
57

よ
り
成
り
、
特
に
其
の
派
生
語
は
注
目
す
べ
き
も
の
で
史
‘
四
夷
‘
百
清
國
博
〕
後
生
レ
男
、
王
置
"
之
琢
牢
↓
禾
以
―
―

あ
る
。
尚
、
名
詞
・
動
詞
・
形
容
詞
等
の
明
瞭
な
匝
別
無
口
氣
1

嘘
レ
之
、
不
レ
死
、
後
徒
―
―
於
馬
閾
面
亦
如
レ
之
。

4
 
4
 

く
、
文
法
的
に
も
整
然
た
る
所
が
な
い
。
尚
、
文
字
は
＋
【
馬
藍
】
605

グ
草
の
名
。
お
ほ
あ
ゐ
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
蔵
‘

四
世
紀
以
来
ア
ラ
ビ
ャ
文
字
を
使
用
し
、
書
法
は
左
行
馬
藍
゜
〔
注
〕
今
大
莱
冬
藍
也
。
〔
本
草
‘
藍
〕
集
解
、
頌
日
‘

で

あ

る

。

亦

名

鳥

見

爾

雅

所

謂

蔵

馬

藍

是

也

、

又

楊

州

一

種

馬

，
 

5
 

＂
〖
馬
宋
遜
〗

5
9
7
万
地
名
。
ギ
リ
シ
ャ
‘
ア
ッ
チ
カ
東
岸
藍
、
四
時
倶
有
レ
葉
‘
類
―
―
苦
貿
菜
「
土
人
連
レ
根
採
服
‘

の
小
平
野
。
マ
ラ
ソ
ン
。

M
a
r
a
t
h
o
n
E; r
音
繹
。

5
位
敗
血
↓

2
 
7
 
5
 

4
4
〖
馬
来
田
〗5
9
8
t
キ
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。
【
馬
欄
】

6
0
6
ゲ
〇
う
ま
や
。
厩
。
馬
閾
。
馬
蘭
。
馬
閑
゜
〔
論

〖
馬
宋
遜
競
弔
〗
露
芯
む
ウ
陸
上
競
技
の
一
。
西
紀
前
衡
‘
吉
瞼
〕
北
夷
豪
離
国
王
侍
婢
有
レ
娠
‘
云
云
、
後
産
レ

四
百
九
十
年
九
月
、
ギ
リ
シ
ャ
の
勇
士
が
戦
場
マ
ラ
ソ
子
、
捐
ふ
心
猪
潤
中
伍
猪
以
"
口
氣
1

嘘
レ
之
、
不
レ
死
‘
復
徘

ン
（
マ
ラ
ト
ン
）
か
ら
ア
テ
ネ
ま
で
四
＋
―
-
キ
ロ
メ
ー
置
1

一
馬
欄
中
ぶ
欲
レ
使
n

一
馬
藉
二
殺
之
面
ヅ
復
以
,
,
口
氣
咋
芦
レ

ト
ル
を
走
り
、
戦
捷
を
報
じ
て
死
ん
だ
と
い
ふ
故
事
に
之
、
不
レ
死
。

O
鎮
の
名
。
挟
西
省
宜
君
縣
の
西
南
。
〔
宋

因
む
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
於
け
る
距
離
は
四
ニ
―
史
‘
趙
殉
傭
〕
適
元
美
大
入
、
府
檄
留
レ
殉
‘
會
―
―
葛
懐
敏

九
五
メ
ー
ト
ル
と
す
る
。
マ
ラ
ソ
ン
競
争
。
於
瓦
亭
立
云
云
‘
殉
謂
二
懐
敏
一
日
‘
云
云
‘
莫
レ
若
T

依
-
1

馬

【
馬
郎
】5

9
9
ぶ
苗
人
の
未
婚
の
男
子
。
〔
尤
個
‘
外
國
竹
欄
城
希
~
レ
柵
‘
以
拒
中
其
路
い

枝
詞
〕
馬
郎
‘
苗
人
稲
―
男
子
之
未
レ
緊
者
面
E

俗
、
女
子
＋
【
馬
蘭
】
607

ゲ
〇
う
ま
や
。
底
。
馬
闇
。
馬
欄
。
馬
閑
゜
〔
後

歳
、
郎
聾
竹
棲
於
野
外
「
以
誘
薦
郎
↓
仲
春
吹
窟
笙
漢
書
‘
束
夷
‘
夫
餘
園
博
〕
復
徒
於
馬
凹
馬
亦
如
レ
之
。

和
レ
歌
、
淫
詞
諧
浪
、
謂
二
之
跳
月
「
意
投
者
、
男
負
レ
女
〔
注
〕
蘭
卸
欄
也
。

O
草
の
名
。
え
ぞ
ぎ
く
。
〔
本
草
‘
馬

去

。

蘭

〕

集

解

、

時

珍

日

‘

馬

蘭

‘

湖

澤

卑

湮

虞

甚

多

｀

二

月

〖
馬
郎
婦
〗6
0
0
[
-
7

，
ウ
女
仙
の
名
。
〔
海
録
砕
事
、
道
繹
‘
生
レ
ザ
田
‘
赤
禁
白
根
‘
長
葉
有
―
―
刻
歯
→
状
似
―
―
澤
蘭
盃
ロ

仙
〕
繹
氏
書
‘
昔
有
二
賢
女
馬
郎
婦
涵
し
―
―
金
沙
灘
上
「
施
-
1

不
レ
香
、
云
云
‘
入
レ
夏
高
二
三
尺
、
開
―
―
紫
花
工
花
罷
有
,
,

一
切
人
淫
町
凡
輿
交
者
、
永
絶
―
其
淫
↓
細
子
↓
〇
地
名
。
河
北
省
違
化
縣
の
西
北
。

【
馬
螂
】
601

m
a
3
 Jang'~ 

の
名
。
蜻
蛉
°
ゃ
ん
ま
。
〖
馬
蘭
漢
〗
6
0
8
[
O

／
川
の
名
。
河
北
省
延
慶
縣
の
西
。

【
馬
埒
】
602

ぢ
ザ
垣
を
め
ぐ
ら
し
た
乗
馬
を
練
習
す
る
〔
史
記
‘
綽
侯
世
家
〕
燕
王
虞
舘
反
‘
勃
以
―
―
相
國
1

代,,
奨

場
所
。
馬
の
馳
道
。
馬
場
。
ら
ち
。
馬
場
の
柵
゜
〔
晉
噌
贔
E

、
云
云
‘
破
―
―
舘
軍
上
蘭
↓
〔
注
〕
正
義
日
‘
括
地
志
、

書
、
王
滑
博
〕
買
レ
地
為
1

馬
埒
↓
編
レ
錢
涌
レ
之
‘
時
人
謂
戯
州
懐
戎
縣
東
北
有
1

↓
馬
蘭
渓
水
｛
恐
是
也
。

葛
金
遵
〔
魏
書
、
高
道
穆
傭
〕
正
光
中
出
徒
相
州
面
刺
〖
馬
蘭
山
〗

6
0
9
カ
／
山
名
。
映
西
省
白
水
縣
の
西
北
。
西

史
李
世
哲
‘
云
云
、
多
有
,
,
非
法
盆
逗
買
1

一
民
宅
ぶ
竺
興
屋
晉
の
時
‘
馬
蘭
先
あ
り
馬
蘭
山
中
に
居
る
。
一
名
‘
秦

宇
↓
皆
置
訊
屡
又
子
―
―
馬
埒
喉
上
冦
為
,
,
木
人
五
執
レ
節
、
山
。
其
の
麓
を
馬
蓮
灘
と
い
ふ
。
〔
陳
西
通
志
〕
晉
庄
康

道
穆
縄
糾
‘
悉
毀
―
―
去
之
↓
〔
劉
馬
錫
‘
題
―
―
干
家
公
主
告
六
年
‘
馬
蘭
先
慮
水
胡
反
‘
攻
殺
1

一
北
地
太
守
張
損
ぶ
即

宅
―
詩
〕
馬
埒
蓬
嵩
蔵
―
狡
免
面
H

悽
煙
雨
噛
1

一
愁
鵠
↓
尉
張
光
以
―
―
百
餘
人
1

戌,,
馬
蘭
山
石
ル
戦
得
レ
免
゜

[
馬
剌
】6

0
3
が
，
土
司
の
名
。
四
川
省
盟
邊
縣
の
南
。
明
の
〖
馬
蘭
硲
〗

6
1
0
か
？
谷
の
名
。
河
北
省
遵
化
縣
の
西
北
。

永
柴
の
初
‘
土
酋
阿
氏
蹄
附
す
。
よ
っ
て
長
官
司
を
置
長
城
の
要
陰
で
、
闘
城
が
あ
る
。

く
。
刺
は
一
に
剛
に
作
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
臨
i

【
馬
轡
】
Gll

ゲ
明
、
夏
邑
の
人
。
字
は
子
端
。
琥
は
希
迂

井
衛
軍
民
指
揮
使
〕
馬
剌
長
官
司
‘
衛
南
五
百
里
、
本
定
生
。
司
馬
光
と
同
里
。
温
公
年
譜
を
撰
す
。

搾
縣
地
、
元
属
和
~
興
府
で
氷
築
初
、
分
―
―
堕
井
衛
』
雙
今
【
馬
利
】

6
1
2
い
馬
が
快
速
で
あ
る
。
馬
が
す
ば
や
い
。
〔
元

司
面
以
四
甕
井
衛
平
i

邦
考
‘
馬
剌
‘
一
名
瓦
剌
、
土
宮
阿
積
、
野
節
鞭
詩
〕
使
1

一
君
鞭
甚
長
面
炉
君
馬
亦
利
i
)

四
七
六|
 

〖
馬
利
蘭
〗6

1
3
”
バ
臼
地
名
。
ア
メ
リ
カ
合
衆
國
束
部
の
江
蘇
省
嘉
定
縣
の
南
、
横
歴
河
の
濱
。
民
國
十
三
年
の

7
2

州
。
首
府
は
ア
ナ
ボ
リ
ス
。

M
a
r
y
l
a
n
d
の
昔
繹
。
江
浙
載
半
の
激
載
地
。
〔
嘉
定
縣
志
〕
昔
有
二
軍
司
陸
南

30

【
馬
理
】
614

ぃ
明
、
三
原
の
人
。
字
は
伯
原
。
盆
は
忠
憲
。
大
居
レ
此
‘
故
名
。

1

呂
相
等
と
相
切
劇
し
、
名
都
下
に
震
ふ
。
武
宗
の
時
‘
進
【
馬
良
】
620

炉
ゥ
〇
馬
が
良
い
。
〔
魏
文
帝
、
大
謄
上
嵩

士
。
官
は
孝
功
郎
。
世
宗
の
時
‘
貝
外
郎
。
後
、
光
誅
卿
に
行
栗
府
〕
不
レ
及
1

一
君
少
壮
之
時
一
乗
1

↓
堅
車
箔
{
,, 肥
馬

至
る
。
地
震
に
遭
つ
て
死
す
。
著
に
周
易
賛
義
・
裕
田
文
良
二
●
三
國
蜀
、
｛
且
城
の
人
。
字
は
季
常
。
兄
弟
五
人

集
か
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
皆
オ
名
あ
り
。
官
は
侍
中
。
武
陵
の
蜜
を
招
撫
し
て
功

百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
六
十
四
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
あ
り
。
先
主
敗
績
す
る
に
及
ん
で
害
に
遇
ふ
。
〔
―
二
國

録
、
七
十
一
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
・
十
四
・
ニ
十
七
・
志
、
三
十
九
〕
゜

0
明
‘
臨
安
の
人
。
字
は
子
善
。
秤
像

1
二
十
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
四
十
九
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
を
蟄
く
に
巧
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
四
亘
―
一
〕
・
〔
國
朝
獣
徴

八
十
三
‘
一
百
四
十
五
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
臼
録
‘
二
臼
七
〕
・
〔
明
名
人
博
―
―
十
六
〕
・
〔
明
書
‘
一
百
五

四

〕

・

〔

明

儒

學

案

、

九

〕

。

「

玉

。

十

四

〕

゜

R

清

、

i

昆
山
の
人
。
字
は
天
錫
。
壷
に
巧
。
亀
民

【
馬
鼈
]615

い
馬
の
尾
。
〔
淮
南
子
‘
説
山
訓
〕
馬
姥
載
レ
國
‘
河
北
省
清
苑
縣
の
人
。
字
は
子
貞
。
北
洋
武
備
學

【
馬
椅
】
616

い
馬
匹
に
課
す
る
椅
金
。
光
緒
―
二
十
年
十
月
堂
卒
業
。
陸
軍
第
四
十
七
旅
々
長
‘
山
東
滑
南
鎮
守
使
‘

よ
り
奎
順
の
奏
議
に
基
い
て
賓
施
す
。
邊
防
軍
第
二
師
々
長
等
に
歴
任
す
。
著
に
中
華
新
武
術

【
馬
流
】
617

炉
ウ
●
民
族
の
名
。
馬
蒻
゜
〔
水
経
‘
温
水
注
〕
が
あ
る
。

O
民
國
‘
江
蘇
省
丹
陽
縣
の
人
。
字
は
湘
伯
。

馬
文
淵
立
二
雨
銅
柱
於
林
邑
岸
北
「
有
―
―
遺
兵
十
餘
家
前
清
の
琴
人
。
徐
家
雁
公
學
に
學
ぴ
李
鴻
章
の
外
交

不
＞
反
‘
居
壽
冷
岸
南
1

而
封
1

一
銅
柱
ご
恋
姓
レ
馬
、
自
婚
洸
書
と
な
っ
て
獣
米
各
國
に
赴
き
、
後
江
蘇
都
督
府
外

姻
、
今
有
三
百
巳
交
州
似
其
流
寓
疵
曰
鳥
畏
言
交
司
長
・
政
務
長
・
参
政
院
参
政
等
を
歴
任
。
震
旦
・
復

語
飲
食
尚
輿
レ
華
同
。
〔
雲
麓
漫
紗
〕
北
人
諺
語
‘
自
胡
孫
旦
雨
大
學
を
創
設
し
復
旦
大
學
長
た
る
事
多
年
‘
一
時

為
焉
流
↓
交
廣
志
、
馬
文
淵
立
二
雨
銅
柱
於
林
邑
岸
北
一
北
京
大
學
長
を
な
し
た
事
も
あ
る
。
著
に
神
震
史
・
致

有
遣
兵
十
餘
家
不
＞
反
‘
居
,
,
,

冷
岸
南
而
封
―
―
銅
柱
一
知
液
説
等
が
あ
る
。

悉
姓
レ
馬
、
自
相
婚
姻
‘
交
州
以
二
其
流
寓
―
琥
曰
二
馬
流
一
〖
馬
良
白
眉
〗

6
2
1芦苔
蒙
求
の
標
題
。
―
二
國
蜀
の
馬

歴
年
既
長
‘
人
物
輿
レ
之
倶
化
、
語
一
―
―
口
凋
晰
‘
故
取
レ
讐
良
、
眉
中
に
白
毛
あ
り
、
兄
弟
五
人
の
中
、
最
も
オ
名
が

云。
t
,
m
a
3
liu2
放
蕩
な
。
不
行
状
な
。
だ
ら
し
な
い
。
あ
っ
た
故
事
。
〔
蜀
志
、
馬
良
傭
〕
馬
良
‘
字
季
常
‘
襄
陽
宜

【
馬
酉
】
618

炉
〇
俳
優
が
沐
候
を
い
ふ
。
〔
本
草
、
頒
候
〕
城
人
也
、
兄
弟
五
人
‘
並
有
ニ
オ
名
砿
呼
里
為
―
―
之
諺
一
日
‘

繹
名
、
馬
園
‘
時
珍
日
‘
胡
俗
梢
1

一
馬
酉
―
云
゜
〔
古
今
詩
馬
氏
五
常
‘
白
眉
最
良
‘
良
眉
中
有
―
―
白
毛
「
故
以
梢
レ

話
〕
京
師
優
人
以
―
―
雑
物
散
十
種
1

布
レ
地
‘
使
一
1

一
人
暗
二
記
之
。

物
堡
然
後
遣
―
―
沐
狼
認
＞
之
、
毎
レ
得
、
優
人
即
曰
、
道
著
【
馬
亮
】
622

炉
＇
ゥ
〇
宋
、
合
肥
の
人
。
字
は
叔
明
。
盆
は
忠

也
馬
餌
、
馬
晋
蓋
優
人
呼
一
己
盆
躯
之
名
。

O
種
族
の
名
。
粛
。
進
士
。
官
は
初
‘
大
理
評
事
。
仁
宗
の
時
‘
江
陵
府
の

馬
援
将
士
の
後
と
博
ふ
。
馬
流
。
〔
唐
書
、
南
螢
下
、
環
知
。
エ
部
尚
書
。
後
、
太
子
少
保
に
至
る
。
智
略
あ
り
。
政

玉
偵
〕
又
有
二
西
屠
夷
ぢ
蓋
援
還
‘
朋
不
レ
去
者
オ
＋
戸
、
事
に
敏
な
る
も
、
至
る
所
清
廉
の
捨
な
し
。
〔
宋
史
、
二

隋
末
芽
術
至
一
三
百
一
皆
姓
レ
馬
‘
俗
以
―
―
其
寓
知
は
竺
馬
百
九
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
十
一
―
〕
・
〔
束
都
事
略
‘
四

醤
人
一
〔
酉
陽
雑
俎
‘
境
異
〕
馬
伏
波
有
1

一
餘
兵
＋
家
不
＞
十
五
〕
．
〔
隆
平
集
‘
十
四
〕
．
〔
名
臣
碑
博
碗
球
集
、
中

返
、
居
壽
冷
腿
自
相
婚
姻
‘
有
王
一
百
尺
以
其
流
一
〕
゜
●
明
‘
澳
の
人
。
論
は
榮
毅
。
官
は
都
指
揮
致
事
。

寓

醗

属

鳳

衣

食

輿

箪

同

。

宣

宗

の

時

‘

左

都

督

。

騎

射

を

善

く

し

‘

向

ふ

所

克

く

捷

[
馬
陸
】
619

げ
〇
晶
の
名
。
や
す
で
。
ゑ
ん
ざ
む
し
。
馬
ち
‘
時
に
饒
将
と
梢
せ
ら
る
。
封
は
招
遠
伯
゜
〔
明
名
人

絃
。
香
延
品
。
〔
本
草
、
馬
陸
〕
繹
名
、
百
足
、
百
節
、
千
足
、
博
‘
二
十
六
〕
。

馬
舷
‘
馬
罐
、
馬
躙
、
馬
蛾
‘
馬
錢
、
飛
舷
品
、
刀
環
品
、
【
馬
領
】
623

い
翌
縣
名
。
秦
、
置
く
。
隋
‘
馬
嶺
と
改
む
。

蛋
集
解
、
別
録
日
、
馬
陸
生
―
―
玄
菟
川
谷
↓
●
鎮
の
名
。
廿
粛
省
環
縣
の
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志

F
〕
北
地
郡
‘
縣



十
九
、
馬
領
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
川
形
似
1一
馬
領
五
故
以
為
レ
〖
馬
陵
道
〗

6
3
0
が
乃
ゥ
元
曲
選
百
種
中
の
正
名
は
瀧
馬
帯
、
鐵
掃
帯
、
劇
草
、
旱
蒲
、
琢
首
、
三
堅
。
周
顕
徳
二
年
‘
遣
―
―
将
王
景
等
「
入
―
―
散
隅
盆
今
蜀
秦
州
一

名

、

領

‘

頸

也

。

消

夜

走

馬

陵

道

。

【

馬

麟

】

639

い
/

0宋
の
人
。
遠
の
子
。
書
院
祗
候
と
な
蜀
将
李
廷
珪
‘
遣
二
別
将
盃
諏
―
―
馬
嶺
塞
一
即
此
。
⑮
挟
西

【
馬
諒
】
624

丁
明
、
全
椒
の
人
。
字
は
子
諒
。
宣
徳
の
【
馬
稜
】
631

い
ョ
ウ
後
漢
の
人
。
援
の
族
孫
。
字
は
伯
威
。
る
。
能
く
家
學
を
嗣
い
だ
け
れ
ど
も
‘
父
に
逮
ば
ぬ
た
省
石
泉
縣
の
東
。
馬
嶺
山
の
下
。
馬
嶺
山
の
〇
を
見
よ
。

進
士
。
官
は
戸
部
侍
郎
。
性
‘
梢
敏
、
政
績
あ
り
。
中
建
初
中
、
孝
廉
。
官
は
郡
功
曹
。
章
帝
の
時
‘
廣
陵
太
め
‘
父
の
麟
の
誉
を
得
ん
こ
と
を
欲
し
、
多
く
已
の
螢

O
縣
名
。
④
唐
‘
罹
く
。
廣
西
省
貴
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿

外
に
出
入
す
る
こ
と
三
十
餘
年
、
清
操
雅
節
‘
始
終
一
守
。
貧
を
賑
は
し
賦
を
薄
く
し
‘
跛
湖
を
興
復
し
て
田
上
に
麟
の
書
と
題
す
。
〔
南
宋
院
蓋
録
、
八
〕
゜

0
明
‘
紀
要
、
廣
西
‘
滑
州
府
‘
責
縣
〕
義
山
窮
縣
、
在
二
縣
北
八

貫
す
。
〔
國
朝
駄
徴
録
、
三
十
二
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
二
萬
餘
頃
に
漑
ぐ
。
後
、
丹
陽
太
守
。
江
湖
の
劇
賊
を
挙
の
人
。
官
は
成
祖
の
時
‘
兵
科
給
事
中
。
建
白
す
る
こ
十
里
↓
梁
置
―
―
馬
度
縣
面
竺
鬱
林
郡
五
隋
因
レ
之
‘
唐
武
徳

四
•
三
十
五
•
四
十
四
〕
．
〔
皇
朝
名
臣
碗
球
録
‘
后
＋
檎
滅
し
、
會
稽
に
韓
ず
。
名
臀
河
内
に
震
ふ
。
永
初
中
、
と
な
く
、
専
ら
肝
獲
を
以
て
能
と
す
。
後
、
右
通
政
に
至
四
年
‘
改
為

1一
馬
嶺
縣
「
陽
―
―
南
手
州
函
逼
~
"
貴
州
ぶ
只
観

六
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
三
十
六
•
三
十
七
•
二
臼
四
十
事
に
坐
し
て
罪
に
抵
る
。
〔
後
漢
書
、
五
十
四
〕
。
る
。
〔
明
史
、
三
百
八
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
一
百
九
十
七
〕
・
末
懇
、
天
賓
末
復
罹
、
改
日
→
一
義
山
盆
四
隔
二
貴
州
玉
｛
木
初

-

〕

.

〔

明

名

人

傭

‘

四

十

一

〕

。

【

馬

龍

】

632

い
ョ
ウ
〇
州
名
。
元
‘
覆
く
。
民
國
‘
改
め
て
縣
〔
明
史
稿
‘
二
百
八
十
六
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
八
十
四
・
九
隕
゜
＠
隋
‘
置
く
。
甘
粛
省
環
縣
の
南
。
R
城
の
名
。
山
東

【
馬
糧
】
625

炉
ゥ
馬
の
飼
料
。
馬
料
。
馬
資
。
〔
消
國
行
政
と
す
。
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
‘
曲
靖
府
、
州
六
、
馬
龍
十
六
〕
．
〔
明
名
人
博
‘
二
十
六
〕
。
〇
明
‘
巴
縣
の
人
。
嘉
省
陽
信
縣
の
東
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
（
馬
嶺
）
城
在
―
―
河
曲

法
汎
論
‘
戸
部
、
附
陽
官
巖
、
内
倉
監
督
〕
兵
食
馬
糧
、
及
州
。

O
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
曲
靖
縣
の
西
。
齢
瀬
靖
の
進
士
。
官
は
南
京
戸
部
貝
外
郎
。
著
に
淮
隅
志
が
之
中
面
苓
屯
エ
越
斬
二
汲
桑
干
是
城
一
〔
魏
書
‘
地
形
志
〕
厭

王

公

百

官

俸

誅

゜

蜀

三

省

の

交

通

の

要

衝

。

O
塞

の

名

。

雲

南

省

建

水

縣

あ

る

。

〔

四

庵

提

要

、

八

十

四

〕

。

次

、

治

馬

嶺

城

。

O
鎮
の
名
。
甘
爾
省
環
縣
の
南
。
宋
の

【
馬
隆
】
626

い
{
ウ
賛
平
陸
の
人
o

字
は
孝
興
o

少
V
し

の

南

o

【
馬
令
】
540

ぃ
イ
宋
、
宜
興
の
人
o

南
唐
書
を
編
輯
し
た
危
仲
滝
ヽ
築
ぃ
て
鎮
と
す
゜

O
川
の
名
o

甘
雁
省
環
縣
の

て
智
勇
、
名
節
を
立
つ
る
を
好
む
。
武
帝
の
時
、
勇
士
【
馬
力
】
633

勾
”
●
馬
の
力
。
〔
管
子
、
形
執
解
〕
度
―
―
量
が
、
そ
の
書
法
‘
謹
巌
に
し
て
荀
く
も
せ
ず
‘
陸
源
重
修
環
河
の
こ
と
。
其
の
下
流
の
馬
蓮
河
は
馬
嶺
の
訛
で
あ

―
―
―
千
を
募
り
、
涼
州
の
先
戎
を
征
し
‘
之
を
平
ぐ
。
又
、
馬
力
盃
竺
其
足
走
↓
〔
荀
子
‘
哀
公
〕
歴
レ
陰
致
レ
遠
、
馬
力
の
本
に
亜
ぐ
と
い
は
れ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
六
十
六
〕
。
る
。
馬
蓮
河
(
9
6
5
)

を
見
よ
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
馬
嶺
縣

西
平
を
興
復
し
、
南
虜
を
破
り
‘
威
信
、
瀧
西
に
震
ふ
。
盟
芙
゜
〔
孔
子
家
語
、
顔
回
〕
造
父
不
レ
窮
―
―
其
馬
力
↓
●
④
【
馬
鈴
】

641F
馬
に
つ
け
る
鈴
゜
〔
拍
案
驚
奇
〕
那
管
門
有
レ
水
出
二
西
北
布
水
経
云
、
卑
ハ
1
1

青
山
水
ー
合
。

官
は
護
先
校
尉
。
封
は
高
縣
侯
゜
〔
晉
書
‘
五
十
七
〕
。
馬
に
挽
か
せ
る
一
種
の
荷
馬
車
。
＠
一
秒
間
に
七
十
的
老
園
公
、
聴-

1一
見
埴
外
有
―
―
馬
鈴
繭
ご
走
出
宋
看
、
ロ
ハ
〖
馬
嶺
山
〗
碑
勾
ィ
山
名
。

O
湖
南
省
彬
縣
の
東
北
。

【
馬
陵
】
627

い
ョ
ウ
地
名
。
●
河
北
省
大
名
縣
の
東
南
。
春
六
肛
の
重
量
を
一
米
の
高
さ
に
摯
く
べ
き
力
を
標
準
見
下
這
一
箇
騎
馬
郎
君
呆
呆
的
射
"
増
裏
載
1

著
[
「
の
o

〔
水
経
ヽ
未
水
注
〕
黄
深
東
有
丘
磁
匝
山
ぢ
回
六
百
餘
丈
ヽ

秋
の
時
‘
衛
に
陽
す
。
晉
の
景
公
か
諸
侯
と
盟
っ
た
と
こ
と
し
た
エ
率
の
箪
位
。
〖
馬
鈴
瓜
〗

6
4
2
目
屯

l
i
n
g
'
k
u
a
'

西
瓜
の
小
さ
い
も
廣
圃
四
十
許
里
、
漢
末
有

,
1郡
民
蘇
耽
』
四
遊
此
山
→

ろ
。
戦
國
の
時
‘
魏
の
将
瀧
滑
か
齋
の
孫
騰
に
敗
ら
れ
て
【
馬
林

]
6
3
4

ゲ
明
の
人
。
芳
の
子
。
官
は
萬
暦
中
‘
遼
東
〖
馬
鈴
草
霜
認
”
サ
馬
兜
鈴
科
に
闊
す
る
上
昇
木
本
。
〔
方
輿
勝
寛
〕
晉
蘇
耽
入
レ
山
學
レ
道
、
其
母
往
窺
レ
之
‘

自
別
し
た
と
こ
ろ
。
〔
春
秋
、
成
、
七
〕
八
月
戊
申
、
同
盟
―
―
憩
兵
官
。
文
學
を
雅
好
し
、
詩
書
に
巧
で
あ
っ
た
。
大
将
馬
兜
鈴
゜
見
七
盆
ヂ
白
馬
一
諷
然
ど
〇
快
西
省
石
泉
縣
の
東
。
山
下

子
馬
陵
→
〔
子
注
〕
馬
陵
衛
地
‘
陽
平
元
城
縣
東
南
有
―
―
―
地
の
オ
な
く
し
て
邊
鎮
を
歴
、
後
、
清
兵
と
開
原
に
載
つ
〖
馬
鈴
磐

I
〗6
4
4
バ
乃
芋
の
一
種
。
じ
や
が
た
ら
い
も
。
じ
に
隅
あ
り
。

O
甘
粛
省
慶
陽
縣
の
西
北
。
〔
太
平
賽
字

名
属
瞬
也
。

0
山
束
省
膜
縣
の
北
。
齊
邑
゜
〔
史
記
‘
魏
て
こ
れ
に
死
ん
だ
。
〔
明
史
‘
二
百
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明
や
が
い
も
。
洋
山
子
。
記
〕
馬
嶺
山
‘
俗
名
"
箭
括
嶺
一
卑
ハ
,
1

肯
山
1

相
連
亙
、
在
―
―

世
家
〕
恵
王
三
十
年
‘
卑
ハ
ニ
齊
人
戦
、
敗

1於
馬
陵
→
齊
虜
一
史
‘
三
百
二
十
―
―
-
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
九
十
五
〕
·
〔
勝
朝
【
馬
嶺
】

6
4
5
~
イ

0
山
名
。
①
山
西
省
太
谷
縣
の
東
南
。
上
際
馬
嶺
西
一
里
云
有
―
―
馬
嶺
坂
£
左
右
帯
レ
川
、
相
傭
漢
之

魏
太
子
申
一
殺
牌
繭
渭
四
〔
注
〕
虞
喜
林
云
‘
郭
城
東
北
六
殉
節
諸
臣
録
、
二
〕
゜
に
隅
あ
り
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
太
原
府
、
太
谷
牧
地
也
。
R
廣
西
省
貴
縣
の
西
北
。

＋
餘
里
有
,
,
馬
陵
一
澗
谷
深
峻
‘
可
―
―
以
伏
P

兵
。
〔
史
記
‘
齋
【
馬
倫
]635

い
ノ
後
漢
‘
茂
陵
の
人
。
融
の
女
。
扶
風
の
衷
縣
〕
馬
嶺
‘
縣
東
南
七
十
里
、
又
東
南
至
―
―
遼
州
楡
社
【
馬
隷
】
6
4
8
i
ィ
ま
ご
。
馬
奴
。
馬
丁
。
馬
夫
。

世
家
〕
晉
軍
追
レ
齊
至
二
馬
陵
一
〔
庄
〕
集
解
日
‘
徐
廣
日
‘
一
陳
の
妻
。
少
よ
り
オ
辮
あ
り
、
初
め
て
證
を
成
す
や
‘
陳
縣
一
九
十
里
、
路
通

1一
直
隷
順
徳
府
→
＠
山
西
省
昔
陽
縣
【
馬
~
】

6
4
7
ゾ
自
分
の
年
を
い
ふ
謙
梢
。
馬
歯
゜

作
レ
陛
‘
姻
案
‘
賣
逹
曰
‘
馬
陸
‘
齊
地
也
。
参
山
束
省
静
栗
と
論
辮
し
屈
せ
し
む
る
こ
と
能
は
ず
‘
陳
‘
既
に
常
時
の
東
南
。
も
と
闊
あ
り
。

C)四
川
省
絞
永
縣
の
東
北
。
【
馬
料
】
648

炉
馬
の
飼
料
。
か
ひ
ば
。
〔
獨
異
志
〕
郭
子

縣
の
北
。
束
魏
、
長
城
を
律
州
に
築
き
、
西
は
馬
陵
よ
り
に
寵
貴
‘
倫
‘
亦
、
世
に
名
あ
り
と
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘

-

0
隅
の
名
。
c
山
西
省
太
谷
縣
の
東
南
。
馬
嶺
の
上
。
儀
授
"
中
書
令
百
i
全
俸
錢
二
萬
貫
、
官
供
二
千
人
‘
熟

51

束

は

土

燈

に

至

る

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

山

西

‘

太

原

府

‘

百

十

四

〕

。

〔

名

勝

志

〕

五

代

梁

伐

1

一
太
原
一
刺
史
張
蹄
厚
自
1

一
馬
嶺
食
馬
料
五
百
石
↓

•
静
柴
縣
〕
馬
陵
戌
、
在

1一
縣
北
玉
束
魏
武
定
年
、
高
歓
築
―
―
長
【
馬
滋

1
6
3
6
い
ノ
唐
‘
扶
風
の
人
。
盆
は
武
。
官
は
開
元
の
闊
―
入
‘
即
此
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
太
原
府
‘
太
〖
馬
料
豆
〗

6
4
9
m
a
3
 liao• 

tau• 

十
―
一
月
二
十
四
日

72

城
於
律
州
北
山
↓
西
自
二
馬
陵
｛
東
至
1

一
土
澄
面
馬
陵
蓋
是
末
、
奇
動
を
以
て
金
吾
衛
将
軍
と
な
る
。
戦
功
卓
越
‘
谷
縣
〕
馬
嶺
問
‘
在
"
馬
嶺
上
ぶ
旧
作
―
―
馬
陵
隅
祉
謂
―
―
瀧
渦
荒
誹
乗
馬
の
飼
料
と
し
て
‘
藁
を
寸
断
し
青
豆
と
混
ぜ

4`

時
戌
守
虞
‘
土
澄
見
蝉
縣
一
中
興
の
鋭
将
と
梢
せ
ら
る
。
検
校
尚
書
左
僕
射
。
封
は
死
虞
↓
誤
矢
、
其
地
控
和
詣
姦
翌
自
レ
昔
為
↓
―
戌
守
虞
公
7

て
屋
根
に
ば
ら
ま
く
こ
と
。
蘇
州
の
行
事
。

4
 
（
〖
馬
陵
岡
〗
幽
が
9
ヨ
ヴ
岡
の
名
。
河
南
省
長
葛
縣
の
北
。
扶
風
郡
玉
。
〔
唐
書
‘
一
百
―
二
十
八
〕
·
〔
藷
唐
書
‘
二
日
有
"
巡
司
→
圏
"
遼
州
楡
社
縣
→
＠
山
西
省
昔
陽
縣
の
東
[
馬
寮
冨

g
竺
ヵ
サ
古
正
ハ
衛
府
に
陽
し
ヽ
馬
の
二
切
を

一

〔

史

記

、

韓

世

家

〕

韓

鯰

侯

二

年

‘

魏

敗

二

我

馬

陵

↓

五

十

二

〕

。

南

。

◎

安

徽

省

姿

源

縣

の

東

北

屏

障

山

。

宋

初

‘

隅

を

司

っ

た

所

。

〔

倭

名

抄

‘

五

‘

官

名

〕

右

馬

寮

、

美

岐

乃

牟

い
〖
馬
陵
山
〗

6
2
9
悶
ヨ
ヴ
山
名
。
山
東
省
臨
郊
城
縣
の
東
。
【
馬
塵
】

6
3
7
い
/
―
冗
‘i昆
山
の
人
。
字
は
公
振
‘
又
‘
國
瑞
゜
置
く
。
＠
挟
西
省
鳳
縣
の
西
。
一
名
、
馬
嶺
塞
。
五
代
萬
乃
豆
加
佐
‘
左
馬
寮
、
比
多
里
乃
牟
萬
乃
豆
加
佐
。

6

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
兌
州
府
‘
祈
州
、
郊
城
縣
〕
馬
元
末
、
兵
を
松
江
に
避
け
、
日
に
経
史
を
誦
す
。
詩
に
周
の
顧
徳
二
年
、
王
景
等
を
遣
つ
て
散
闘
よ
り
入
り
‘
〔
日
本
外
史
、
源
氏
前
記
、
平
氏
〕
兵
部
居
―
―
八
省
之
一
―

3
 

四

陵

山

‘

縣

東

十

五

里

‘

志

云

‘

山

在

屈

州

東

九

十

里

直

巧

。

著

に

公

振

集

が

あ

る

。

蜀

の

秦

州

を

攻

む

。

蜀

将

李

廷

珪

‘

別

将

を

遣

つ

て

馬

建

二

左

右

馬

寮

百

盆

ぎ

貢

馬

↓

4
5

其
山
岡
阜
綿
亙
凡
百
餘
里
‘
北
接
一
面
州
1
南
抵
宿
遷
一
【
馬
蘭
】6

3
8
い
／
草
の
名
。
ね
ぢ
あ
や
め
。
ば
り
ん
。
薮
賓
゜
嶺
塞
に
撮
ら
し
む
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
漢
中
府
‘
〖
馬
寮
｛
監
〗

6
5
1
り
少
？
左
右
の
馬
寮
に
置
き
‘
馬
寮
頭
の

0
7

⑭
陵
阜
高
掻
‘
若
蔦
首
之
昂
起
↓
故
名
。
〔
本
草
、
塾
貫
〕
繹
名
、
蒻
賓
‘
馬
蘭
子
、
馬
棟
子
、
馬
薙
、
鳳
縣
〕
馬
嶺
隅
‘
縣
西
一
二
十
五
里
、
亦
日
―
―
馬
嶺
塞
五
代
上
に
位
し
て
‘
厩
馬
の
穂
裁
、
閑
馬
を
御
監
す
る
職
。
も

13
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馬
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馬

部

馬

|

ー

り
と
近
衛
大
将
の
兼
任
、
後
、
西
園
寺
の
世
職
、
足
利
義
涌
【
馬
棟
】
6
5
9
[
/
0
草
の
名
。
馬
蘭
(
6
3
8
)

に
同
じ
。
〔
本

69

以
後
‘
征
夷
大
将
軍
の
兼
任
と
な
っ
た
。
〔
績
日
本
紀
‘
草
‘
幾
賓
〕
繹
名
、
頌
曰
、
馬
蘭
子
、
北
人
訛
為
―
―
馬
棟
子
↓

＂
和
銅
四
年
十
二
月
壬
寅
〕
以
従
五
位
下
葛
木
王
「
補
―
―
●
木
版
の
印
刷
に
用
ひ
る
具
。
馬
蘭
の
細
長
い
根
を
崩

2
 
57

馬

寮

監

↓

毛

と

し

て

用

ひ

た

が

、

後

、

平

た

い

物

を

心

と

し

て

竹

4
 
⑭
【
馬
磨
】
652

炉
後
漢
の
人
。
援
の
子
。
字
は
敬
平
。
盆
は
の
揮
で
包
み
‘
版
木
に
あ
て
て
紙
の
上
か
ら
擦
る
に

哀
。
官
は
明
徳
皇
后
の
時
‘
虎
貨
中
郎
将
。
明
帝
崩
じ
‘
用
ひ
る
。

斤
遺
詔
を
受
け
て
門
禁
を
典
掌
す
。
封
は
順
陽
侯
゜
〔
後
漢
【
馬
簾
]660

ゾ
ま
と
ひ
に
垂
れ
下
げ
る
も
の
。
紙
又
は

52

書

‘

五

十

四

〕

。

革

を

細

長

く

裁

つ

て

作

る

。

•
[
馬
蓼
】

6
5
3
炉
草
の
名
。
い
ぬ
た
で
。
大
蓼
゜
〔
詩
‘
鄭
風
、
【
馬
路
】

6
6
1
i
0大
道
路
。
大
通
り
。
又
‘
道
路
の
穂
楢
。

6
 

72

山
有
扶
蘇
阻
有
二
源
龍
↓
疏
〕
陸
機
疏
云
‘
一
名
馬
蓼
‘
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
〕
遇
入
ム
干
馬
路
之
衛
ニ
●
川
の
名
。
安

5
 
44

葉
大
而
赤
、
白
色
、
生
二
水
澤
中
工
高
丈
餘
。
〔
爾
雅
‘
繹
徽
省
太
湖
縣
の
西
。
上
流
は
後
部
河
と
い
ふ
。
潜
水
と

草
〕
孫
‘
虎
杖
゜
〔
疏
〕
孫
‘
一
名
虎
杖
‘
庄
云
‘
似
石
芸
皇
會
し
て
江
に
注
ぐ
。

而
羅
大
、
有
細
雙
可
豆
染
＞
赤
。
〔
本
草
｀
馬
蓼
〕
繹
【
馬
蕗
】

662g
牛
芳
を
い
ふ
。
〔
和
漢
三
才
園
會
、
水
果

名

‘

大

蓼

‘

墨

記

草

。

類

‘

哭

〕

牛

芳

似

レ

蕗

而

葉

大

故

‘

和

名

日

―

―

馬

蕗

↓

【
馬
樅
】
654

い
キ
う
ま
や
の
ね
だ
。
又
、
う
ま
の
か
ひ
を
[
馬
勒
】
的
デ
お
も
が
い
o

〔
太
平
御
覧
正
ハ
部
八
+
九
ヽ

け
。
〔
史
記
、
建
冗
以
来
侯
者
年
表
〕
寄
―
―
宿
霰
氏
第
含
一
勒
〕
劉
芳
毛
詩
箋
昔
義
證
曰
‘
轡
是
御
者
所
レ
執
者
也
‘

臥
蔦
樅
間
一
〔
史
間
、
河
上
詩
〕
夜
風
喧
馬
樅
萩
露
冷
二
不
レ
得
―
―
以
レ
轡
為
＞
勒
、
且
藷
語
云
―
―
馬
勒
二
小
レ
云
レ
轡
‘

維

棲

↓

以

レ

勒

為

レ

轡

者

‘

蓋

是

北

人

避

1

一
石
勒
名
一
也
‘
云
云
‘
又

【
馬
魃
】
655

炉
馬
鍼
に
同
じ
。
〔
孔
子
家
語
、
終
紀
解
〕
昔
日
、
六
轡
在
レ
手
‘
以
レ
所
レ
執
為
レ
轡
‘
審
芙
、
今
俗
儒
咸

夫
子
言
日
‘
吾
見
下
封
若
―
―
夏
屋
1

者
い
見
レ
若
レ
斧
芙
‘
従
↓
ー
以
レ
轡
為
レ
勒
‘
而
曾
無
一
↓
｛
梧
者
↓

若
レ
斧
者
一
也
、
馬
魃
封
之
謂
也
。
〔
注
〕
魃
、
力
葉
反
‘
又
【
馬
鹿
】
664i
ク

0
馬
を
鹿
と
い
つ
て
無
理
強
ひ
し
た

作

レ

馘

。

秦

の

趙

高

の

故

事

。

〔

史

記

‘

秦

始

皇

紀

〕

趙

高

‘

云

云

【
馬
鼠
】
656

炉
〇
馬
の
た
て
が
み
。
〔
唐
書
‘
叛
臣
上
、
僕
持
レ
鹿
獣
―
―
於
二
世
「
日
‘
馬
也
、
二
世
笑
曰
‘
丞
相
誤

固
懐
恩
傭
〕
賊
雀
乾
佑
襲
立
藩
品
炉
破
レ
之
‘
懐
恩
至
-
―
渭
邪
‘
謂
レ
鹿
為
レ
馬
‘
問
土
庄
竺
左
右
或
獣
‘
或
言
レ
馬
、
以

杢
無
レ
舟
‘
抱
二
馬
鼠
ー
以
逸
。
●
馬
椒
封
を
い
ふ
。
〔
李
阿
―
―
順
趙
高
一
或
言
レ
鹿
者
、
高
因
陰
中
―
―
諸
言
レ
鹿
者
―

白
‘
上
留
田
行
〕
古
老
向
レ
余
言
‘
言
是
上
留
田
‘
蓬
科
馬
以
レ
法
。
〔
唐
書
、
元
損
博
〕
胡
亥
之
生
也
、
詩
書
不
レ
得
レ

鼠
今
已
平
。
〔
劉
馬
錫
‘
遥
傷
―
―
丘
中
承
h

詩
〕
馬
盤
今
無
レ
聞
‘
聖
賢
不
レ
得
レ
近
、
彼
趙
高
刑
餘
之
人
、
博
5

之以↓―

所

‘

龍

門

昔

共

登

。

残

忍

栽

賊

之

術

王

云

云

、

天

下

之

人

未

―

―

器

愚

↓

而

亥

不

レ

〖
馬
跛
松
〗6

5
7
ゲ
認
馬
の
た
て
が
み
の
如
く
、
葉
の
た
能
レ
分
―
―
馬
鹿
←

K
。
●
鹿
の
俗
梢
゜
〔
本
草
、
鹿
〕
集
解
｀

っ
た
松
。
〔
名
山
記
〕
薩
山
西
嶺
有
二
馬
甑
松
玉
蓋
松
有
1

一
時
珍
日
‘
鹿
‘
云
云
‘
牡
者
有
レ
角
‘
夏
至
則
解
‘
大
如
1

一小

雨

馘

二

鼠

五

馘

賃

言

レ

如

焉

馘

厖

也

。

馬

函

質

白

斑

‘

俗

狙

馬

襄

俗

稽

。

o”
梵
語
‘
慕
何

〖
馬
蹴
封
〗6

5
8
が
唸
一
種
の
墳
墓
の
形
の
名
。
馬
の
禁

M
o
h
a
~ち
痴
‘
又
は
摩
詞
羅

M
a
h
a
l
l
a
k
a
即
ち
無

馘
の
上
は
肉
が
薄
い
。
土
を
封
じ
た
形
が
之
に
似
て
ゐ
智
の
輯
義
。
も
と
僧
侶
の
隠
語
で
、
お
ろ
か
の
意
に
用

る
か
ら
い
ふ
。
〔
幡
‘
檀
弓
上
〕
（
子
夏
曰
）
昔
夫
子
言
レ
ひ
る
。
〔
翻
繹
名
義
集
‘
十
五
‘
煩
楢
惑
業
篇
〕
慈
何
‘
此

之
、
日
‘
吾
見
一
封
レ
之
若
レ
堂
者
1

芙
‘
見
―
―
若
レ
坊
者
戸
大
‘
云
レ
庭
゜
鬱
炉
梵
語
か
ら
の
韓
訛
と
も
‘
趙
高
の
故
事
か

見
下
若
レ
覆
1

一
夏
屋

L
？
芙
、
見
―
―
若
レ
斧
者
1

芙
‘
吾
従
―
―
ら
出
た
と
も
い
ふ
が
、
と
も
に
附
會
の
説
で
あ
ら
う
。

若
レ
斧
者
―
焉
、
馬
跛
封
之
謂
也
。
〔
集
説
〕
故
俗
謂
―
―
之
馬
＠
お
ろ
か
な
こ
と
。
又
‘
そ
の
人
。
＠
無
盆
な
こ
と
。
必

製
封
「
馬
禁
鼠
之
上
其
肉
薄
‘
封
形
似
レ
之
也
。
〔
李
賀
‘
要
以
上
で
あ
る
こ
と
。
《
）
馬
鹿
貝
の
略
。

王
溜
墓
下
詩
〕
耕
勢
魚
龍
起
‘
墳
科
馬
鼠
封
。
〔
書
言
故
〖
馬
鹿
山
〗
臨
ぢ
ク
山
名
。

0
湖
北
省
建
始
縣
。
O
甘

事

、

墳

墓

類

〕

梢

レ

墳

日

―

―

馬

椒

封

↓

粛

省

随

西

縣

の

西

南

。

四
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〖
馬
鹿
念
〗6

8
6
ぢ
念
を
入
れ
す
ぎ
る
こ
と
。
伯
夷
・
叔
齊
の
故
事
。
〔
史
記
‘
伯
夷
偶
〕
西
伯
卒
‘
武
王

7
4

〖
馬
鹿
貝
〗6

8
7
か5

貝
の
名
。
柱
の
味
よ
り
も
肉
の
味
載
,
,
木
主
涵
笞
戸
文
王
面
東
伐
レ
討
‘
伯
夷
叔
齋
叩
レ
馬
而

30

が
劣
る
と
い
ふ
か
ら
此
の
名
が
あ
る
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
諫
曰
‘
父
死
不
レ
葬
‘
笑
及
―
―
干
文
二
可
レ
謂
レ
孝
乎
‘
以
レ
臣
ー

會
‘
介
貝
類
‘
馬
鹿
蛤
〕
俗
云
婆
加
加
比
‘
按
‘
状
類
レ
蛙
而
拭
玉
君
‘
可
レ
謂
レ
仁
乎
゜

淡
白
‘
肉
類
レ
鉗
而
淡
赤
‘
其
味
靭
不
レ
可
レ
食
‘
凡
人
梢
―
-
【
拐
レ
馬
】
680

昇
ヨ
リ
馬
上
か
ら
落
ち
る
。
〔
資
治
通
鑑
‘
宋

頑
愚
不
レ
見
レ
用
者
一
日
1

匡
馬
鹿
盆
匹
肉
亦
然
、
故
名
。
紀
〕
（
明
帝
‘
泰
始
七
年
）
過
1

一
晉
王
休
祐
入
Tl

レ
墜
レ
馬
‘
因

〖
馬
鹿
慇
懃
〗6

6
8
ぢ
キ
ノ
度
を
過
し
て
丁
寧
な
こ
と
。
共
殿
拉
―
―
殺
之
一
博
呼
鰈
騎
落
レ
馬
。

ば

か

て

い

ね

い

。

【

馬

拗

山

]681

ぢ
ゥ
山
名
。
江
西
省
修
水
縣
の
西
。
修
水

〖
馬
鹿
果
報
〗6
8
9
[
”
へ
’
愚
者
が
拭
一
に
得
た
果
報
。
の
北
岸
。

〖
馬
鹿
囃
子
〗6

7
0
ぢ
/
祭
證
の
と
き
行
ふ
一
種
の
は
【
馬
維
翰
】

6
8
2
←
？
清
、
海
壁
の
人
。
字
は
獣
臨
‘
一
の

や
し
。
太
鼓
・
鼓
・
笛
・
鉦
な
ど
で
は
や
す
も
の
。
字
は
墨
麟
゜
琥
は
侶
仙
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
川
東

〖
馬
鹿
正
直
〗6

7
1盆ゥ
ヂ
キ
正
直
に
す
ぎ
て
訛
す
べ
き
道
。
詩
に
巧
で
‘
縦
横
排
幕
の
作
に
長
ず
。
著
に
墨
麟

こ
と
を
も
、
あ
ら
は
に
い
ふ
。
愚
直
。
詩
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
三
百
六
〕
．
〔
清
史
列
偉
‘
七
十

〖
馬
鹿
律
義
〗6

7
2
ぢ
ギ
好
人
物
過
ぎ
て
物
の
役
に
立
一
〕
．
〔
國
朝
誓
駄
類
徴
‘
二
百
十
〕
・
〔
碑
博
集
‘
八
十

た

な

い

こ

と

。

馬

鹿

正

直

。

―

-

〕

・

〔

國

朝

詩

人

徴

略

初

編

、

二

十

二

〕

。

【
馬
録
】
673

予
明
‘
信
陽
の
人
。
字
は
君
卿
。
正
徳
の
進
【
馬
維
棋
】

683r
清
‘
阿
迷
の
人
。
字
は
介
堂
。
溢
は
果

士
。
官
は
御
史
。
嘉
靖
中
‘
山
西
を
按
じ
‘
妖
賊
‘
李
幅
粛
。
咸
同
中
の
演
乱
に
本
「
疏
英
に
随
つ
て
三
逸
に
轄

を
治
す
。
後
、
貶
さ
れ
て
廣
西
を
戌
る
。
〔
明
史
、
二
百
戦
す
。
師
を
越
南
に
出
し
裸
夷
を
平
定
し
、
地
を
闊
＜

六
〕
．
〔
篤
斯
同
明
史
‘
二
百
八
十
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
日
九
こ
と
千
餘
里
。
光
緒
中
‘
四
川
提
督
を
拝
し
‘
巴
塘
・
裏

十
〕
．
〔
國
朝
猷
徴
録
、
六
十
五
〕
・
〔
蘭
嚢
法
黎
録
‘
十
塘
を
牧
復
‘
川
邊
の
各
縣
を
改
建
す
。
〔
清
史
稿
‘
四
百

四
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
―
-
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
九
十
六
十
五
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
四
〕
。

―

-

〕

．

〔

明

詩

綜

‘

三

十

―

―

-

〕

。

【

馬

維

銘

】

684

心
；
明
、
平
湖
の
人
。
字
は
新
甫
。
萬
暦
の

【
馬
王
]674

か
ウ
房
星
の
別
名
。
螢
伍
中
及
ぴ
車
馬
を
蓄
へ
進
士
。
官
は
兵
部
職
方
司
主
事
。
著
に
史
書
纂
略
が
あ

る
家
で
六
月
二
十
三
日
に
祭
る
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
祭
二
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
六
十
五
〕
。

馬
王
―
〕
馬
王
者
‘
房
星
也
、
凡
螢
伍
中
及
蓄
二
養
車
馬
―
【
馬
緯
雲
】
685

心
？
清
、
海
堕
の
人
。
字
は
依
埠
。
乾
隆
の

人
家
、
均
於
土
ハ
月
二
十
―
―
一
日
五
岱
之
。
〔
北
京
指
南
‘
攀
人
。
詩
に
巧
で
あ
っ
た
。
著
に
白
沃
山
房
詩
稿
が
あ

褪
俗
〕
―
-
＋
―
二
四
雨

H
、
西
便
門
外
白
雲
観
‘
祭
1

一
火
神
る
。
又
、
西
湖
人
物
志
を
輯
む
。

及
馬
王
五
闊
帝
廟
開
廟
雨
日
‘
進
レ
香
者
甚
多
。
【
馬
有
レ
卵
】
686[77
た
ァ
’
馬
に
卵
が
あ
る
。
悪
施
の
詭
辮

〖
馬
王
菜
〗6
7
5
i
f
r
y

，
ウ
疏
菜
の
名
。
か
ぶ
ら
。
蕪
苫
の
異
の
一
。
〔
荘
子
、
天
下
〕
犬
可1一
以
為
＞
羊
、
馬
有
レ
卵
‘
丁
子

名
。
〔
埃
蟹
叢
話
〕
猫
燎
猫
猪
地
方
産
l

一
馬
王
菜
正
味
湿
有
レ
尾
。

戸
刺
、
即
諸
葛
菜
也
、
相
博
馬
殷
所
レ
遺
故
云
゜
〔
本
草
、
【
馬
一
角
】
函
ザ
カ
ク
宋
‘
馬
遠
(
4
0
)

の
●
の
梢
゜

蕪
著
〕
繹
名
、
時
珍
日
‘
又
朱
輔
山
淫
蜜
叢
話
云
‘
猫
燎
【
馬
一
卿
】
688

ザ
ケ
イ
明
、
江
寧
の
人
。
字
は
宵
丘
。
蜜
に

猫

姥

地

方

産

焉

王

菜

一

巧

゜

【
馬
喰
】6

7
6
客
〇
東
京
都
の
地
名
。
O
京
都
府
の
地
名
。
【
馬
一
龍
】

6
8
9
ザ
—
ョ
’
明
、
渫
陽
の
人
。
字
は
負
圏
。
琥
は

〇
陸
奥
國
の
地
名
。
R
尾
張
國
の
地
名
。
玉
華
子
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
國
子
監
司
業
。
著
に
農
説

〖
馬
喰
田
〗6

7
7
が
パ
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
。
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
―
一
百
四
十
九
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
七
十

【
叩
レ
馬
】
6
7
8
5
ぢ
馬
を
ひ
き
と
め
る
。
〔
史
記
‘
伯
夷
博
〕
四
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
四
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀

武
王
載
禾
主
涵
祠
支
王
面
東
伐
レ
討
‘
伯
夷
叔
齊
叩
レ
事
‘
己
‘
九
〕
。

馬

而

諫

。

【

馬

允

孫

】

690

グ
ソ
ン
五
代
唐
の
人
。
馬
胤
孫
を
見
よ
。

〖
叩
レ
馬
而
諫
〗

6
7
9芦げ
悶
馬
を
引
き
と
め
て
諫
め
る
。
【
馬
胤
孫
】

6
9
1
グ
：
五
代
唐
‘
南
河
の
人
。
五
代
史
は



馬
允
孫
に
作
る
。
字
は
慶
先
。
進
士
。
官
は
河
中
観
察
ふ
。
一
名
、
街
南
老
屋
。
又
‘
看
山
棲
・
清
響
閣
・
七
峯
草
紀
要
‘
山
東
‘
尭
州
府
‘
東
平
州
〕
馬
家
口
、
在
ー
州
~
西
北
→
魚
常
→
ー
以
レ
地
得
＞
名
‘
又
圏
経
、
海
唖
治
為
―
―
春
秋
時
馬

支
使
。
限
帝
の
時
‘
同
中
書
門
下
平
章
事
。
世
務
に
通
堂
・
梅
寮
•
藤
花
書
屋
・
透
風
透
月
雨
明
軒
あ
り
。
四
方
其
西
南
為
二
鄭
家
ロ
ガ
ヘ
西
即
東
河
縣
之
楊
劉
鎮
‘
五
代
喝
城
五g
絶
書
‘
呉
伐
レ
越
‘
道
逢
ー
一
大
風
面

J馬
喘
鳴
‘
因

ぜ
ず
‘
事
多
く
薙
塞
す
。
晉
‘
高
組
の
時
‘
罷
め
て
田
里
の
名
士
と
祁
江
吟
社
を
結
ぴ
‘
膳
詠
す
。
著
に
沙
河
逸
唐
同
光
初
‘
李
嗣
源
取
二
郵
州
ぶ
木
将
王
彦
章
攻
,
,
楊
劉
一
名
―
―
馬
晴
五
城
即
馬
呆
城
也
。

に
蹄
り
‘
廣
順
中
‘
卒
す
。
〔
五
代
史
‘
五
十
五
〕
。
老
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
一
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
拒
二
河
津
盆
以
絶
―
―
援
兵
之
路
盃
弁
崇
餡
日
‘
彦
章
撮
―
―
守
【
馬
噴
良
】
715

が
ゥ
！
ヤ
ウ
清
、
會
稽
の
人
。
字
は
幼
眉
。
琥
は

【
馬
寅
初
】
692

グ
/
ヨ
民
國
‘
浙
江
省
燥
縣
の
人
。
天
津
徴
‘
四
亘
―
-
＋
五
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
四
十
一
〕
．
〔
清
津
要
盆
息
謂
可
一
内
一
以
坐
取
―
―
東
平
ヰ
右
大
軍
不
レ
南
‘
則
東
鵡
堂
。
著
に
鵡
堂
詩
が
あ
る
。

北
洋
大
學
卒
業
後
米
國
エ
ー
ル
大
學
・
コ
ロ
ン
ビ
ヤ
大
代
學
者
象
博
‘
二
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
二
十
七
〕
。
平
不
に
寸
‘
請
築
右
翌
於
博
州
東
岸
↓
以
固
―
―
河
津
「
既
得
n-

【
馬
剛
中
'
】
716

が
ウ
＋
ユ
ウ
明
‘
商
城
の
人
。
字
は
仰
伯
。
崇

學
（
哲
學
博
士
）
及
ぴ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
學
に
學
ぴ
‘
蹄
【
馬
日
喝
】
701

ゲ
ロ
清
の
人
。
日
培
の
弟
。
字
は
凧
分
。
琥
以
應
―
―
接
東
平
「
又
可
広
分
―
―
賊
兵
勢
一
嗣
源
亦
遣
レ
使
‘
禎
の
進
士
。
官
は
大
同
推
官
。
翰
林
検
討
。
張
猷
忠

國
後
‘
國
立
北
京
大
學
教
授
・
浙
江
省
政
府
委
員
・
國
民
は
半
桂
・
南
齋
゜
國
子
生
。
兄
日
培
と
一
時
に
名
あ
り
、
請
下
築
芦
翌
於
馬
家
口
盆
以
通
．
祁
州
之
路

a唐
主
乃
命
二
の
た
め
‘
害
に
遭
ふ
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
三
〕
．
〔
萬
斯

政
府
立
法
委
員
兼
立
法
院
経
清
委
員
長
を
歴
任
し
た
。
詩
筆
清
削
。
著
に
南
婿
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
、
七
十
崇
餡
↓
自
―
―
楊
劉
盃
夜
狙
趣
―
―
博
州
ご
竿
一
馬
河
口
涵
緊
河
同
明
史
、
三
百
七
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
・

中
國
常
時
随
一
の
経
渭
學
者
と
目
さ
れ
た
。
著
に
中
華
一
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徽
‘
四
百
三
十
五
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
築
レ
城
、
彦
章
来
半
不
底
呼
得
‘
於
レ
是
郡
州
走
報
始
通
、
〔
績
表
忠
記
、
四
〕
．
〔
崇
顧
忠
節
録
、
二
十
―
-
〕
・
〔
勝
朝
殉

銀
行
論
・
中
國
國
外
雁
兌
等
が
あ
る
。
略
、
四
十
一
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
‘
二
十
七
〕
・
〔
鶴
徴
後
彦
章
退
保
枷
卿
家
ロ
一
俯
趣
1

一
楊
例
ご
為
―
―
唐
兵
所
＞
敗
、
節
諸
臣
録
、
二
〕
。

【
馬
孟
山
】
693

ぢ
山
名
。

0
永
安
山
の
こ
と
。
永
安
（

6-
録

‘

四

〕

。

石

晉

天

蝠

九

年

、

契

丹

人

寇

、

白

再

榮

引

レ

兵

守

―

―

馬

家

【

馬

客

卿

】

7175
ク
ケ
イ
後
漢
の
人
。
光
の
弟
。
幼
に
し
て

1
7
0
8
8
 :
 2
)

の

9
見
よ
。
〔
明
一
統
志
〕
山
廣
表
千
里
、
【
馬
應
魁
】
702

か9
久
ワ
イ
明
、
貴
池
の
人
。
字
は
守
卿
。
官
ロ
一
既
而
博
州
刺
史
周
儒
降
―
ー
契
丹
出
少
契
丹
ご
旦
馬
岐
疑
、
年
六
歳
に
し
て
能
＜
賓
客
に
射
す
。
外
‘
訥
の

中
一
峯
形
類
焉
孟
＾
〇
涌
洲
熱
河
省
林
西
縣
゜
〔
遼
史
‘
は
初
‘
小
将
。
後
、
副
総
兵
。
戦
ふ
毎
に
白
甲
を
被
む
家
口
1

清
、
鶯
―
―
於
東
岸
「
攻
,
,
耶
州
北
津
五
尋
為
訟
百
将
李
如

v
、
内
‘
沈
敏
。
父
の
援
‘
之
を
奇
と
し
て
将
相
の
器

地
理
志
一
〕
臨
漬
府
有
二
馬
孟
山
↓
〔
清
一
統
志
〕
馬
孟
山
り
、
盛
忠
報
國
の
四
字
を
背
に
書
す
。
清
兵
‘
揚
州
を
守
貞
所
＞
敗
遁
去
、
今
埋
。
と
す
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
四
〕
。

在
阿
誅
科
爾
沿
東
一
一
百
六
十
五
里
、
札
魯
特
右
翼
西
破
る
や
‘
巷
戦
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
-
―
百
七
十
―
-
〕
・
〔
萬
【
馬
家
溝
】
708

ぢ
〇
地
名
。
④
河
北
省
翌
潤
縣
の
東
【
馬
翻
飛
】
718

か
：
清
‘
桐
城
の
人
。
字
は
震
卿
。
琥
は

北
二
百
―
-
＋
里
面
輿
―
―
大
定
府
馬
孟
山
示
＇
レ
同
。
斯
同
明
史
‘
―
二
百
七
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
五
十
六
〕
・
南
。
石
炭
産
地
。
日
に
一
平
'
-
＝
云
日
噸
を
出
す
。
開
凍
翔
朔
齋
゜
薙
正
の
諸
生
。
宋
儒
の
學
を
喜
ぴ
‘
其
の
齋

【
馬
雲
卿
】
694[

；
ケ
イ
金
‘
介
休
の
人
。
天
来
の
弟
。
弟
、
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
十
二
〕
．
〔
南
温
繹
史
、
十
六
〕
・
〔
小
膜
鎖
局
に
陽
す
。
鐵
道
は
開
平
よ
り
、
此
慮
に
分
る
。
＠
に
署
し
て
翔
朔
と
い
ひ
‘
其
の
琥
を
署
し
て
一
齋
と
い

雲
漢
と
倶
に
畿
に
巧
゜
〔
蟄
史
會
要
〕
。
紀
年
、
十
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
博
‘
十
六
・
十
八
〕
．
〔
崇
禎
忠
涌
洲
吉
林
省
吉
林
縣
の
西
北
。
石
炭
産
地
。

8
渦
洲
ふ
。
乾
隆
の
初
、
制
科
を
開
き
‘
有
司
之
を
見
て
後
學

【
馬
永
易
】
695

戸
イ
宋
‘
揚
州
の
人
。
字
は
明
翌
徽
宗
節
録
‘
十
・
十
六
〕
・
〔
小
膜
紀
博
‘
二
十
二
〕
。
吉
林
省
濱
江
縣
の
東
南
。

0
川
の
名
。
源
は
渦
洲
吉
げ
ん
と
欲
す
る
も
謝
し
て
往
か
ず
。
著
に
讀
易
録
・
馬

の
時
‘
官
は
池
州
石
壌
尉
。
著
に
賓
賓
録
・
元
和
朋
煎
【
馬
應
圏
】
7
0
3
5
ウ
ト
明
、
平
湖
の
人
。
字
は
心
易
。
萬
暦
林
省
濱
江
縣
の
南
境
。
松
花
江
に
注
ぐ
。
貢
初
輯
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
六
十
七
〕
．
〔
國
朝
者
獣

鎌
壽
春
雑
誌
が
あ
る
。
〔
四
嘩
提
要
、
二
日
三
十
五
〕
。
の
進
士
。
官
は
南
京
碍
部
郎
中
。
上
疏
し
て
執
政
を
磯
[
馬
家
珠
】
709

迄
碧
色
の
賓
石
o

馬
債
珠
（
7
1
3
)

と
同
じ
o

類
徽
、
四
百
九
〕
゜

【
馬
永
卿
】
696i
イ
ケ
イ
宋
、
揚
州
の
人
。
字
は
大
年
。
又
、
一
切
し
‘
又
‘
給
事
齊
世
臣
等
を
劾
し
‘
大
同
典
史
に
貶
せ
【
馬
珂
螺
】
710

匂
珂
貝
の
異
名
。
〔
本
草
‘
珂
〕
秤
名
、
馬
【
馬
唸
木
】
719

竹
ハ
明
‘
蒙
古
瓦
剌
部
長
。
永
架
中
、
使

に

名

を

大

年

‘

字

を

永

卿

に

作

る

。

琥

は

瀬

箕

子

。

元

城

ら

る

。

後

‘

證

部

主

事

よ

り

貝

外

郎

に

至

る

。

〔

本

朝

分

珂

螺

‘

玖

。

を

遣

し

て

入

貢

し

、

順

寧

王

に

封

ぜ

ら

る

。

後

‘

漸

く

の

門

人

。

大

観

の

進

士

。

官

は

永

城

主

簿

。

著

に

元

城

語

省

人

物

孜

‘

四

十

五

〕

。

【

馬

嘉

運

】

711

が
？
唐
‘
繁
水
の
人
。
少
く
し
て
沙
門
に
騒
冤
と
な
つ
て
塞
下
を
窺
伺
す
。
成
岨
之
を
親
征
す

録
・
瀬
箕
子
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
二
十
〕
。
【
馬
應
龍
】
704

がウ
K
ョ
ウ
明
‘
安
丘
の
人
。
字
は
伯
光
。
萬
人
り
‘
還
俗
し
て
儒
學
を
好
み
‘
論
議
に
長
じ
た
。
官
は
る
や
‘
馬
を
貢
し
て
謝
罪
す
。
後
、
阿
魯
台
と
戦
つ
て

【
馬
永
思
】
697

戸
／
宋
の
人
。
馬
永
忠
を
見
よ
。
暦
の
進
士
。
官
は
杞
縣
の
令
。
悪
政
あ
り
。
後
、
精
膳
貞
観
の
初
‘
越
王
東
閣
祭
酒
。
白
鹿
山
に
退
隠
し
‘
受
業
敗
死
す
。
〔
明
史
、
三
百
二
十
六
・
三
百
―
―
十
八
〕
。

【
馬
永
忠
】

698];g
宋
‘
錢
塘
の
人
。
一
に
永
思
に
作
司
郎
中
。
著
に
杞
乗
・
道
徳
経
注
・
藝
林
鉤
微
録
・
詞
林
者
千
人
に
至
る
。
後
‘
召
さ
れ
て
弘
文
館
學
士
を
授
け
【
馬
姶
蔵
】
720

m
a
3
 
h
a
'
m
a
'

マ
ホ
メ
ッ
ト
の
音
繹
゜

る
。
賓
祐
中
‘
待
詔
と
な
る
。
李
嵩
の
門
よ
り
出
で
、
嵩
玉
屑
・
古
文
参
同
契
・
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
駄
徴
録
‘
九
ら
れ
た
。
孔
穎
達
の
五
経
正
義
を
椅
胆
し
、
諸
儒
其
の
精
穆
平
戦
徳
(
8
-
2
5
2
5
1
:
 9
6
)

を
見
よ
。

23

の
書
に
は
‘
永
忠
の
代
筆
か
多
い
。
〔
南
宋
院
輩
録
‘
十
八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
に
服
し
た
。
國
子
博
士
に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
日
九
＋
【
馬
間
子
】
721

パ
カ
プ
折
登
み
式
の
林
。
〔
雨
般
秋
雨
奄
随

八

〕

。

庚

十

七

〕

。

八

〕

．

〔

蕗

唐

書

、

七

十

三

〕

。

筆

〕

今

人

以

レ

皮

為

1

一
交
林
ぶ
？
馬
間
子
「
官
長
多
以
自

72

【
馬
榮
祖
】
699

戸
ノ
消
、
江
都
の
人
。
字
は
力
本
（
力
甫
）
。
【
馬
珂
螺
】
705

万
貝
の
一
種
。
〔
爾
雅
翼
‘
繹
魚
‘
貝
大
者
[
馬
嘉
松
】
叩
グ
ヨ
’
ウ
明
‘
平
湖
の
人
o

字
は
曼
生
o

萬
暦
随
ヽ
以
便
二
於
取
撃
由
r
按
、
唐
明
皇
作
二
逍
逝
座
―
遠
行

琥
は
石
蓮
°
碓
正
の
學
人
。
官
は
知
縣
。
書
法
を
善
く
為
レ
珂
‘
黄
黒
色
‘
其
骨
白
‘
可
―
―
以
飾
＞
馬
‘
蓋
此
等
飾
‘
の
諸
生
。
子
史
及
び
諸
家
の
小
説
を
摘
録
し
て
十
可
篇
揚
レ
之
、
如
―
―
摺
登
椅
ぢ
益
即
此
之
櫂
巽
゜

（
し
、
古
文
辞
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
一
〕
・
非
t
1

特

取

―

―

其

容

五

兼

取

―

―

其

瞥

↓

を

作

る

。

〔

四

庵

提

要

、

四

〕

。

【

馬

間

卿

】

722

が
／
ケ
イ
明
、
金
陵
の
人
。
字
は
ザ
止
居
。
陳
祈

一
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
互
―
-
+
-
〕
・
〔
清
書
一
家
詩
史
‘
丙
、
【
馬
家
巷
】
706

芯
地
名
。
輻
建
省
同
安
縣
の
東
南
。
【
馬
憤
珠
】
713

盆
珠
玉
の
名
。
〔
格
古
要
論
‘
珍
奇
門
〕
冑
織
の
妻
。
能
書
に
し
て
山
水
藍
を
善
く
し
、
詩
に
巧
。
著

幻
下
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
四
〕
．
〔
鶴
徴
後
録
‘
六
〕
。
【
馬
家
口
】
707

ぢ
地
名
。
山
束
省
東
平
縣
の
西
北
。
一
珠
兒
出
二
西
蕃
諸
國
一
色
青
如
レ
翠
、
顔
色
好
者
直
錢
‘
其
に
ザ
止
居
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
五
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
八
十

0.

【
馬
日
瑶
】

700:？
清
、
江
都
の
人
。
字
は
秋
玉
。
琥
は
名
、
清
口
戌
。
五
代
唐
の
同
光
の
初
、
李
嗣
源
、
曼
を
馬
憤
如
レ
馬
、
故
謂
二
之
馬
憤
珠
↓
六
〕
．
〔
明
書
＿
録
‘
五
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
閏
〕
．
〔
盛
明
百

5
 

？
廊
谷
・
沙
河
逸
老
・
行
i

奄
。
學
を
嗜
み
好
ん
で
客
に
結
家
口
に
築
か
ん
と
を
請
ふ
。
唐
主
‘
郭
崇
餡
に
命
じ
て
【
馬
泉
＇
魚
】

714

知
乃
魚
の
名
。
〔
瞭
讀
齋
雑
鋒
〕
嘉
興
出
1

一
家
詩
、
二
〕
。

ぶ
。
弟
日
瑞
と
詩
を
以
て
名
あ
り
。
家
に
叢
書
棲
あ
り
、
城
を
築
か
し
む
。
石
晉
の
天
蝠
九
年
、
契
丹
入
寇
す
。
馬
泉
魚
面
味
較-
1他
魚
一
消
美
、
藷
未
レ
解
―
―
其
命
名
之
義
一
【
馬
~
随
‘

]
7
2
3
i

ガ
ク
五
代
‘
楚
の
人
。
殷
の
第
三
十
子
ぷg
0
7

蔵
書
東
南
に
冠
た
り
。
其
の
園
亭
を
小
玲
瀧
山
館
と
い
白
再
榮
、
兵
を
引
い
て
馬
家
口
を
守
る
。
〔
讀
史
方
輿
今
孜
―
―
水
経
注
池
水
下
一
云
‘
谷
水
之
右
有
1

一
馬
泉
城
面
~
は
恭
孝
。
後
、
際
王
と
稽
す
。
性
‘
剛
狼
無
幡
。
長
沙
を

13
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四
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）
攻
陥
し
、
弟
希
廣
を
殺
し
て
自
立
す
。
在
位
二
年
。
後
、
正
。
占
す
る
所
瞼
多
し
と
い
ふ
。
〔
金
史
、
二
旦
一
平
'
[
馬
光
遠
】
744

か
ウ
ウ
エ
ノ
清
‘
大
興
の
人
。
盆
は
誠
順
。
明
の
【
馬
敬
徳
】
753[
ィ
；
北
齊
、
河
間
の
人
。
儒
術
を
好
む
。

6

建
昌
参
将
。
天
聰
中
、
清
に
降
り
‘
副
都
統
。
漢
軍
壌
黄
官
は
天
統
の
初
‘
國
子
博
士
。
後
主
の
侍
講
を
為
す
。
武

30

76

南
唐
に
入
り
、
金
陵
に
卒
す
。
〔
五
代
史
、
六
十
六
〕
。
一

~
[
馬
希
廣
】7

2
4
：
ウ
五
代
‘
楚
の
人
。
殷
の
第
―
二
十
五
【
馬
暗
駿]7
3
4
5

キ
宋
、
新
會
の
人
。
持
國
の
子
。
字
は
干
旗
。
崇
徳
中
‘
漢
軍
右
翼
都
統
。
朝
鮮
を
征
し
平
壌
江
華
平
の
初
‘
國
子
祭
酒
。
後
、
温
州
大
中
正
に
至
る
。
〔
北
齊
ー

57

子
。
希
範
の
弟
。
字
は
徳
£
。
後
、
楚
王
と
な
り
、
在
位
＝
―
-
里
。
淳
熙
の
進
士
。
肇
慶
府
に
判
た
る
時
‘
潜
か
に
奇
硯
島
に
克
つ
。
〔
清
史
稿
‘
-
―
百
三
十
七
〕
．
〔
清
史
列
博
、
七
書
‘
四
十
四
〕
・
〔
北
史
、
八
十
一
〕
。

4

年

に

し

て

害

せ

ら

る

。

史

‘

窮

王

と

楢

す

。

〔

五

代

史

‘

六

を

獣

ず

る

者

あ

り

。

謝

し

て

曰

く

‘

吾

が

職

は

佐

郡

‘

飲

十

九

〕

。

【

馬

経

綸

】

754[
イ
リ
／
明
、
順
天
通
州
の
人
。
字
は
主
一
。

十
六
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
一
百
三
＋
―
二
〕
。
水
さ
へ
自
辮
す
べ
し
、
何
ぞ
敢
へ
て
長
物
を
以
て
吾
が
【
馬
光
輝
]745

が
ワ
ヴ
キ
清
、
大
興
の
人
。
明
、
武
琴
の
人
。
門
人
の
私
誼
は
聞
道
先
生
。
官
は
神
宗
の
時
‘
御
史
。

戸

【

馬

希

振
]725

グ
／
五
代
‘
楚
の
人
。
殷
の
嫡
子
。
長
じ
て
家
臀
を
汚
さ
ん
と
。
其
の
人
揃
ぢ
て
退
く
。
後
、
朝
議
大
太
宗
の
時
‘
清
に
蹄
す
。
溢
は
忠
靖
。
官
は
直
隷
山
東
〔
明
史
‘
二
百
―
二
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
二
十

賢
‘
官
を
棄
て
道
士
と
な
る
。
〔
五
代
史
‘
六
十
六
〕
。
夫
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
六
〕
。
河
南
穂
督
。
封
は
一
二
等
男
。
〔
清
史
稿
、
二
百
三
十
七
〕
・
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
十
四
〕
・
（
蘭
昼
法
窒
録
‘
二
十
〕
。

~
【
馬
希
崇
]
7
2
6
r
•

ウ
五
代
‘
楚
の
郡
陵
の
人
。
殷
の
第
一
―
-
+
【
馬
倍
人
】

7
3
5
ゲ
·
/
/
淫i
P
l
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
更
生
。
戯
曲
〔
國
朝
者
獄
類
徴
‘
二
臼
四
十
九
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
‘
+
【
馬
慧
裕
】

7
5
5
[
ィ
カ
清
、
漢
軍
正
黄
旗
人
。
琥
は
朗
山
。

盆
は
清
格
。
乾
隆
の
進
士
。
嘉
慶
中
、
河
南
布
政
使
に
累

一
子
。
希
堕
方
の
弟
。
性
‘
狡
廣
希
蒋
、
軍
政
を
希
崇
に
委
に
巧
で
、
黒
蓮
盟
‘
一
名
‘
荷
花
蕩
が
あ
る
。

44

ぬ
。
希
崇
‘
楚
の
藷
将
徐
威
等
と
乱
を
作
し
、
兵
器
を
劫
【
馬
玉
i

昆】
736

↑
ヨ
ク
コ
／
清
、
穎
州
の
人
。
字
は
景
山
。
盆
は
【
馬
光
祖
】
7
4
8
[
ワ
？
宋
、
金
華
の
人
。
字
は
華
父
。
盆
は
擢
さ
れ
‘
賓
豊
・
郊
縣
教
匪
を
南
動
し
‘
教
首
劉
之
協
を

し
、
希
縛
を
幽
す
。
位
を
襲
い
で
よ
り
は
‘
縦
酒
荒
淫
、
牡
武
。
官
は
光
緒
中
‘
提
督
。
拳
匪
の
乱
に
、
贔
士
成
に
荘
敏
゜
賓
慶
の
進
士
。
官
は
戸
部
尚
書
。
兼
‘
臨
安
府
の
獲
て
功
有
り
‘
幡
部
尚
書
に
累
進
す
。
〔
國
朝
者
獣
類

國
人
附
か
ず
。
兵
を
南
唐
に
請
ふ
。
李
景
‘
邊
鏑
を
し
て
代
つ
て
直
隷
提
督
と
な
り
、
各
國
聯
軍
を
楊
村
に
猥
ぎ
知
。
後
、
江
東
按
撫
使
。
建
康
府
の
知
。
租
税
を
減
じ
‘
蝶
徴
‘
二
日
〕
．
〔
清
監
家
詩
史
‘
丁
、
下
〕
。

楚
に
入
ら
し
め
‘
盪
く
馬
氏
の
族
を
金
陵
に
遷
す
。
在
敗
退
し
、
後
、
武
衛
左
軍
継
統
と
な
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
寡
孤
疾
を
養
ふ
。
咸
淳
中
、
知
櫃
密
院
事
、
兼
、
参
知
政
【
馬
廟
品
t

】756[
イ
ノ
℃
ウ
金
の
人
。
先
世
‘
西
域
よ
り
秋
道

位
散
月
。
殷
が
唐
乾
寧
三
年
長
沙
に
撮
つ
て
よ
り
‘
湘
六
十
七
〕
．
〔
清
史
列
偶
‘
六
十
―
二
〕
。
事
。
金
紫
光
誅
大
夫
に
終
る
。
書
室
を
清
如
堂
と
い
ふ
。
に
居
り
、
徒
つ
て
浮
州
天
山
に
住
す
。
字
は
瑞
寧
。
本

南
及
ぴ
廣
西
束
部
の
地
を
有
ち
‘
希
醇
ま
で
五
主
。
周
【
馬
金
魁
】
737

↑
／
久
ワ
イ
清
、
安
康
の
人
。
嘉
慶
中
‘
教
匪
〔
宋
史
、
四
百
十
六
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
白
五
十
九
〕
．
〔
南
名
は
習
證
吉
思
°
溢
は
忠
愁
。
大
安
の
初
‘
尚
書
省
諜

の
廣
順
元
年
、
南
唐
に
降
る
。
凡
そ
五
十
六
年
に
て
亡
を
攻
め
‘
又
、
滑
縣
の
教
匪
‘
及
ぴ
映
西
の
廂
匪
を
動
宋
書
‘
五
十
五
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
八
十
一
〕
。
史
。
六
國
語
に
緋
通
す
。
開
封
判
官
と
な
り
、
後
‘
鳳
翔

ぷ
。
景
は
希
崇
を
し
て
舒
州
節
度
使
を
領
し
‘
揚
州
に
し
‘
張
格
爾
を
新
彊
に
檎
に
し
た
。
官
は
大
名
鎮
穂
兵
。
【
馬
光
裕
】
747

か各
f

ゥ
清
、
安
邑
の
人
。
字
は
縄
始
。
琥
に
移
る
。
元
兵
の
来
攻
に
、
力
戦
し
て
死
ん
だ
。
〔
金
史
、

居
ら
し
む
。
顕
徳
中
‘
希
崇
其
の
兄
弟
を
卒
ゐ
て
周
に
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
―
二
百
二
十
〕
。
は
玉
筍
。
又
‘
止
齋
。
順
治
の
進
士
。
官
は
吏
部
郎
中
。
一
百
二
十
四
〕
．
〔
新
元
史
、
二
日
四
十
九
〕
。

蹄
し
、
右
利
林
統
軍
を
授
け
ら
る
。
〔
五
代
史
‘
六
＋
【
馬
金
南
】
738

グ
ナ
／
馬
核
榔
の
異
名
。
馬
慣
榔
(
9
2
7
)
を
正
學
を
崇
ぴ
、
言
動
居
虞
‘
務
め
て
證
に
蹄
す
。
母
に
【
馬
教
思
】
757

愁
／
清
、
桐
城
の
人
。
字
は
臨
公
。
一
字
は

六

〕

。

見

よ

。

事

へ

て

至

孝

。

著

に

止

齋

集

・

庭

訓

録

が

あ

る

。

〔

清

史

殿

沖

゜

琥

は

檀

石

・

棄

齋

゜

學

者

、

文

鈴

と

私

盆

す

。

康

熙

【
馬
希
臀
】
727i
セ
イ
五
代
、
楚
の
人
。
殷
の
次
子
。
字
は
若
【
馬
金
嶺
】
739

ぃ
"
/
山
名
。
浙
江
省
開
化
縣
の
北
。
一
名
、
列
博
、
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
日
三
十
九
〕
。
の
進
士
。
編
修
を
拝
す
。
性
‘
耽
介
に
し
て
‘
榮
利
に
滑
‘

訥
。
追
封
は
衡
陽
王
。
後
‘
楚
王
と
な
り
、
在
位
―
一
年
。
方
源
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
衛
州
府
、
開
化
縣
〕
【
馬
宏
衛
】
748

ゲ
ワ
ウ
ダ
ウ
明
‘
蘇
州
の
人
。
字
は
人
伯
゜
琥
は
詩
文
に
巧
‘
句
股
九
章
算
法
に
精
通
し
た
。
劾
さ
れ
て

梁
太
祖
難
を
食
ふ
を
好
む
を
聞
き
‘
之
を
慕
ひ
‘
日
に
馬
金
鎮
‘
縣
北
三
十
五
里
、
以
1

一
馬
金
嶺
一
而
名
、
有
II

巡
退
山
。
著
に
采
菊
雑
味
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
八
蹄
る
。
著
に
古
學
類
解
・
墨
書
集
梓
・
豪
齋
雑
俎
・
等
韻

五

十

難

を

烹

て

膳

に

供

す

。

〔

五

代

史

‘

六

十

六

〕

。

司

戌

守

一

十

〕

。

集

要

・

左

傭

紀

事

本

末

・

暁

桐

幽

貞

録

が

あ

る

。

〔

國

朝

【
馬
希
範
】
728i
ハ
ノ
五
代
‘
楚
の
人
。
殷
の
第
四
子
。
字
は
【
馬
化
隆
】
740

炉
よ
ゥ
清
‘
廿
粛
の
同
人
。
一
名
は
朝
清
。
【
馬
冠
標
】
749

が
？
ヘ
ウ
北
京
の
人
。
字
は
虎
臣
。
我
國
東
者
獣
類
徴
‘
一
百
十
七
〕
。

賓
規
゜
盆
は
文
昭
。
後
、
楚
王
と
な
り
、
在
位
十
五
年
。
金
積
堡
に
居
る
。
同
治
中
‘
挟
回
の
乱
が
甘
鼎
に
蔓
延
京
高
等
師
範
學
校
地
理
歴
史
科
卒
業
‘
蹄
國
後
諸
役
を
【
~
見
愁
】

7
5
9
ぢ
／
獣
の
名
。
〔
采
蘭
雑
志
〕
西
域
有
レ
獣

性
‘
奢
修
。
瞥
色
を
樅
に
す
。
〔
五
代
史
、
六
十
六
〕
．
〔
藷
し
た
る
に
‘
化
隆
は
快
回
に
代
つ
て
降
を
乞
ひ
な
が
ら
歴
任
し
て
涌
洲
吉
林
高
等
師
範
學
校
長
と
な
り
、
安
東
如
レ
犬
‘
含
レ
水
喋
レ
馬
、
則
馬
瞑
眩
‘
故
凡
馬
皆
畏
レ
之
‘

五
代
史
、
□
日
一
―
-
+
―
―
-
〕
。
暗
に
使
喉
し
、
官
軍
を
却
か
す
。
後
‘
劉
錦
棠
に
改
め
ら
省
民
政
麗
長
兼
教
育
麗
長
に
至
る
。
名
日
―
―
馬
見
愁
本
旦
宗
時
‘
國
人
獣
1

一
其
皮
玉
＿
帝
賜
―
―
墾
臣
一

【
馬
希
孟
】
7
2
9
i
マ

ウ

宋

、

直

陵

の

人

。

字

は

彦

醇

゜

熙

寧

の

れ

、

森

死

せ

ら

る

。

【

馬

悪

迪

】

7
5
0
[
1
ア
キ
金
、
郡
陰
の
人
。
字
は
吉
甫
。
天
徳
編
為
1

一
馬
鞭
―
―
揚
郎
馳
‘
謂
↓
―
之
不
須
鞭
↓

進
士
。
著
に
幡
記
解
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
九
十
八
〕
。
【
馬
狽
狽
】
741

が
ウ
イ
ク
？
清
‘
馬
錦
(
1
3
3
)

の
時
梢
。
の
進
士
。
官
は
昌
色
の
令
。
察
廉
第
一
。
出
で
て
西
京
【
馬
肩
龍
]
7
6
0
[

ノ1
ヨ
ウ
金
‘
宛
平
の
人
。
字
は
舜
卿
。
宣
宗

【
馬
其
頓
】7
3
0
-
巧
地
名
。
古
代
東
南
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
【
馬
~
隈
素
】
7
4
2
i
ワ
イ
／
唐
、
丹
徒
の
人
。
字
は
惟
白
。
博
く
留
守
判
官
と
な
る
。
後
、
左
司
郎
中
。
世
宗
の
時
‘
参
の
初
‘
完
顔
従
坦
、
殺
人
の
冤
を
辮
じ
‘
時
論
之
を
義
と

っ
た
國
。
今
は
大
部
分
は
ギ
リ
シ
ャ
‘
北
部
は
ユ
ー
ゴ
経
史
に
通
じ
‘
進
士
の
第
に
抜
擢
さ
る
。
官
は
御
史
。
開
知
政
事
。
明
昌
の
初
‘
南
京
留
守
に
至
る
。
〔
金
史
‘
九
し
た
。
後
‘
鳳
翔
に
客
た
り
し
時
‘
徳
順
‘
元
兵
に
園
ま

ー
ス
ラ
ヴ
イ
ヤ
に
陽
す
。

M
a
c
e
d
o
n
i
a
の

昔

繹

。

元

の

初

‘

戸

部

侍

郎

。

封

は

常

山

縣

公

。

兼

、

昭

文

館

學

十

五

〕

。

れ

‘

州

将

愛

申

‘

遺

書

し

て

肩

龍

を

招

い

た

。

或

人

が

往

【
馬
季
長
】
731
が
炉
後
漢
の
人
。
馬
融
(
5
8
6
)
を
見
よ
。
士
。
詑
書
監
に
終
る
。
〔
唐
書
‘
二
臼
九
十
几
〕
・
〔
藷
唐
【
馬
景
約
]
7
5
1
[

イ
ヤ
ク
明
、
間
の
人
。
字
は
自
牧
゜
盆
は
安
か
な
い
や
う
に
と
勧
め
た
が
、
愛
申
‘
平
生
未
だ
我
を

【
馬
季
良
】
7
3
2
i
1
ャ
ゥ
｛
木
‘
尉
氏
の
人
。
字
は
元
之
。
官
は
書
‘
二
日
二
〕
。
素
先
生
。
善
く
山
水
を
書
＿
い
た
。
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
、
十
識
ら
ず
｀
一
見
許
し
て
知
己
と
す
。
我
徳
順
の
守
る
可

慎
宗
の
時
‘
兵
部
郎
中
。
後
、
屯
衛
将
軍
。
除
州
に
左
遷
[
馬
懐
徳
】
743

が
？
；
宋
‘
詳
符
の
人
ぷ
子
は
徳
之
ょ
g
は
四
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
傭
、
乙
〕
O

か
ら
ざ
る
を
知
れ
ど
も
ヽ
知
己
の
故
を
以
て
為
に
死

さ
れ
、
壽
州
に
徒
る
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
東
路
巡
検
。
英
宗
の
時
‘
静
難
軍
節
度
観
察
留
後
に
至
【
馬
敬
之
】
752[
：
清
‘
湘
渾
の
人
。
字
は
悔
初
。
道
光
の
せ
ざ
る
を
得
ず
と
い
ひ
‘
至
っ
て
遂
に
同
じ
く
難
に
遇

編
、
二
日
八
十
二
〕
。
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
二
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
四
〕
・
歳
貢
。
書
室
を
四
待
軒
と
い
ふ
。
著
に
四
待
軒
文
稿
が
っ
た
。
〔
金
史
‘
一
百
二
十
三
〕
。

【
馬
貴
中
】
7335そ
f

ゥ

金

の

人

。

官

は

正

隆

中

、

司

天

監

〔

陳

平

集

‘

十

九

〕

。

あ

る

。

【

馬

建

忠

】

761

グ
令
f

ゥ
清
、
丹
徒
の
人
。
字
は
眉
叔
。
琥
は



適
可
齋
゜
佛
國
に
遊
學
し
、
経
世
の
務
に
留
心
し
、
法
律

學
に
精
通
し
た
。
官
は
道
貝
。
著
に
馬
氏
文
通
・
適
可
齋

記
言
・
記
行
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
五
十
二
〕
。

【
馬
櫂
奇
】
762

グ
キ
明
、
會
稽
の
人
。
字
は
巽
伯
。
崇
禎
の

進
士
。
官
は
戸
部
主
事
。
閣
に
杵
ふ
を
以
て
下
獄
さ
れ

た
。
書
室
を
尺
木
堂
と
い
ふ
。
著
に
尺
木
堂
學
易
誌
・
詩

経
誌
・
麟
経
誌
・
老
子
解
・
名
臣
言
行
録
が
あ
る
。
〔
四
庫

提
要
、
八
〕
。

【
馬
元
規
】
763

が
ン
キ
唐
‘
安
陸
の
人
。
官
は
除
正
。
高
祖

に
従
っ
て
南
征
し
、
南
陽
を
下
し
、
後
、
朱
菜
と
戦
ひ

之
に
死
ん
だ
。
〔
唐
書
、
一
百
九
十
一
〕
。

【
馬
元
熙
】
764

戸
キ
北
齊
の
人
。
敬
徳
の
子
。
字
は
長
明
。

少
く
し
て
父
の
業
を
博
へ
‘
兼
ね
て
文
藻
を
事
と
し

た
。
官
は
青
州
集
曹
参
軍
。
後
‘
通
直
侍
郎
。
文
林
館
待

詔
。
隋
、
開
皇
中
、
秦
王
文
學
に
至
る
。
〔
北
齊
書
、
四
十

四
〕
・
〔
北
史
‘
八
十
一
〕
。

【
馬
元
儀
】

165:r
清
‘
蘇
州
の
人
。
瞥
道
を
研
究
し
‘
學

を
李
中
梓
・
喩
昌
に
受
く
。
著
に
馬
師
津
梁
が
あ
る
。

〔
四
庫
提
要
、
二
日
五
〕
。

【
馬
元
吉
】
766

ゲ
キ
，
明
、
況
州
の
人
。
字
は
可
修
。
湛
若

水
の
高
弟
。
官
は
國
子
監
助
教
。
後
‘
徽
府
長
史
に
遷

る
。
明
山
に
蹄
隠
し
、
學
者
、
明
山
先
生
と
い
ふ
。

【
馬
元
取
】
167

グ
芍
ヨ
消
の
人
。
眉
の
子
。
字
は
扶
壕
゜
琥

は
棲
霞
。
又
、
天
虞
山
人
。
董
及
ぴ
詩
に
巧
で
あ
っ
た
。

性
、
孝
友
、
人
に
交
は
つ
て
誠
信
。
〔
清
史
稿
、
五
百
九
〕
．

〔
清
書
家
詩
史
‘
乙
、
下
〕
．
〔
國
朝
書
畳
家
筆
録
‘
一
〕
．

〔
國
朝
書
識
‘
七
〕
。

【
馬
元
調
】
768

ゲ
テ
，
ウ
明
、
嘉
定
の
人
。
諸
生
。
崇
頼
中
、
清

兵
嘉
定
を
攻
め
‘
之
に
死
ん
だ
。
書
室
を
賓
倹
堂
と
い

、ヽ

j96

ふ
。
〔
明
人
小
傭
‘
四
〕
．
〔
南
彊
繹
史
‘
―
―
十
五
〕
．
〔
明
詩

綜
‘
七
十
三
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘
十
一
〕
・
〔
崇
禎
忠
節
録
‘

7
 7
2
+〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
、
十
〕
．
〔
小
脹
紀
事
、
四
十

45

六〕。

4
 
(
【
馬
元
方
】
769

：
ウ
宋
、
郭
城
の
人
。
字
は
景
山
。
淳
化

一
の
進
士
。
官
は
萬
年
縣
の
知
。
殿
中
丞
。
後
‘
櫂
―
二
司
使

公
事
。
兵
部
侍
郎
に
終
る
。
〔
宋
史
‘
―
云
日
一
〕
．
〔
宋
史
新

ヽ`’ノ2
 
6
 
7

編
‘
九
十
四
〕
。

2

【
馬
公
顕
】
770

愁
ヶ
／
宋
の
人
。
興
祗
の
子
。
官
は
紹
興

7
 
45

中
、
承
務
郎
・
鵞
院
待
詔
を
授
け
ら
れ
、
金
帯
を
賜
は

⑭
る
。
花
鳥
人
物
山
水
を
書
い
て
、
家
偉
を
得
。
〔
南
宋
院

|

_

 

馬

部

馬

書

録

‘

一

―

-

〕

。

に

移

住

し

、

鷹

:

掠

奪

遠

征

を

行

ふ

。

後

に

は

基

督

教

【
馬
孔
英
】
7
7
1
5
ゥ
エ
イ
明
、
宣
府
塞
外
の
降
丁
。
官
は
寧
夏
に
蹄
依
し
、
ス
ラ
プ
や
ゲ
ル
マ
ン
諸
族
と
混
血
し
現
在

参
将
。
蒙
古
西
部
人
陣
拝
、
河
套
部
卜
失
免
、
著
力
免
、
に
及
ぶ
。
今
ハ
ン
ガ
リ
ア
人
口
の
過
半
散
は
こ
の
種
族

宰
僧
、
播
州
楊
應
龍
等
を
破
る
。
後
、
都
督
同
知
と
な
で
あ
り
‘
曾
て
は
蒙
古
の
抜
都
を
迎
へ
て
マ
ジ
ャ
ー
ル

り
、
穂
兵
官
を
以
て
責
州
に
鎮
し
、
金
筑
の
叛
苗
を
平
王
ベ
ラ
四
世
が
プ
ダ
ペ
ス
ト
附
近
で
大
敗
し
た
こ
と

ぐ
。
〔
明
史
‘
二
百
四
十
七
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
云
日
二
十
も
あ
っ
た
。

M
a
g
y
a
r
s
の
昔
繹
。

一

〕

・

〔

明

史

稿

、

二

百

一

―

十

二

〕

。

【

馬

刷

子

】
180

且
3
s
h
u
a
'
t
z
u

馬
の
刷
毛
。

【
馬
興
祖
】
m
が
？
宋
の
人
。
背
の
後
。
官
は
紹
興
中
‘
待
[
馬
二
代
】
781i

ノ
ダ
イ
清
‘
馬
騒
（
3
1
0
)

の
異
梢
o

騒
は
繹

詔
。
書
一
に
巧
で
‘
高
宗
、
名
畿
を
獲
る
毎
に
、
多
く
登
識
史
・
左
傭
事
緯
等
を
著
は
し
‘
尤
も
三
代
の
史
賓
に
精

せ
し
む
。
〔
南
宋
院
聾
録
‘
-
―
-
〕
。
通
す
。
時
人
因
つ
て
馬
三
代
と
い
ふ
。
〔
國
朝
漢
學
師
承

【
馬
谷
山
】
匹
勺
山
名
。
山
東
省
無
棟
縣
の
北
。
〔
山
記
、
馬
騎
〕
又
取
<
I

太
古
以
来
及
亡
秦
之
事
公
口
<
I

経
史
諸

束
通
志
〕
山
西
南
半
麓
有
レ
洞
、
廣
二
丈
餘
、
深
不
レ
可
レ
子
ご
釣
括
裁
纂
‘
佐
以
―
―
圏
考
「
参
以
<
I

外
録
ニ
堕
之
繹

測
、
相
傭
古
有
―
―
龍
馬
一
心
使
此
出
、
故
以
為
レ
名
、
顧
炎
史
‘
云
云
‘
其
書
最
精
、
時
人
稲
為
二
鳥
一
＿
代
↓

武

肇

域

記

以

為

、

即

古

之

謁

石

山

。

【

馬

三

賓

】

g
i
／
ギ
ウ
唐
の
人
。
溢
は
忠
。
封
は
新
典
縣

【
馬
國
偉
】
774i
ク
ヰ
清
、
海
盤
の
人
。
字
は
應
施
。
琥
は
愚
公
。
官
は
験
衛
将
軍
。
始
め
柴
紹
の
家
憧
。
性
‘
敏
檜
‘

癒
弟
用
俊
と
晨
夕
聯
吟
し
‘
庭
に
常
様
連
枝
の
瑞
あ
紹
と
典
に
吐
谷
渾
を
撃
ち
功
を
た
つ
。
〔
唐
書
‘
八
十

り
‘
時
賢
之
を
稽
す
。
用
俊
と
倶
に
郡
韓
聯
吟
集
を
輯
八
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
五
十
八
〕
。

め

た

。

著

に

又

‘

愚

奄

詩

稿

が

あ

る

。

【

馬

撒

歓

】

783

m
a
3
 
s
a
'
h
u
a
n
―
嬉
し
く
て
躍
り
上
る
。

【
馬
國
翰
】
775

炉
？
清
、
歴
城
の
人
。
字
は
竹
吾
。
琥
は
喜
ぶ
形
容
。

詞
淫
。
進
士
。
尤
も
漢
學
に
精
通
し
‘
玉
函
山
房
輯
侠
書
【
馬
士
英
】

7
8
4
〖
ェ
イ
明
、
貴
陽
の
人
。
字
は
瑶
草
。
拭
暦

六
百
巻
を
編
す
。
書
室
を
又
、
紅
甑
花
軒
・
可
問
軒
と
い
の
進
士
。
官
は
崇
韻
の
時
‘
右
餃
都
御
史
。
後
、
兵
部
侍

ふ
。
〔
民
國
績
歴
城
縣
志
、
四
十
一
〕
゜
郎
。
輻
王
を
南
京
に
立
て
、
東
閣
大
學
士
に
升
り
、
太
保

[
馬
國
兒
】
776

m
a
3
 
kuo2 
e
r
h

プ
リ
キ
。
鐵
葉
。
に
進
み
‘
玩
大
鍼
と
相
結
ぴ
‘
櫂
を
専
に
し
た
。
後
、
清

【
馬
國
柱
】
777

炉チ
f

ゥ
消
‘
遼
陽
の
人
。
正
白
旗
漢
軍
に
兵
に
南
京
を
破
ら
れ
、
天
台
山
寺
に
獄
伏
し
、
尋
い
で

隷
す
。
崇
徳
中
、
都
察
院
理
事
官
を
拝
す
。
順
治
の
初
、
殺
さ
る
。
〔
明
史
、
三
百
八
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
四
百
一
―
〕
・

山
西
巡
撫
と
為
り
、
土
賊
閻
汝
龍
等
を
馘
し
、
境
内
悉
〔
明
史
稿
‘
―
一
百
八
十
七
〕
．
〔
南
張
繹
史
撫
遺
‘
十
八
〕
・

く
平
ぐ
。
江
南
江
西
縛
督
に
抜
擢
さ
れ
、
江
北
の
諸
巨
〔
小
膜
紀
年
、
五
•
十
二
ふ
'
-
―
-
〕
.
〔
甲
申
後
亡
臣
表
、
六

寇
を
動
す
。
又
金
瞥
桓
を
破
り
、
呉
凱
を
招
降
し
、
太
子
十
二
〕
。

太
保
を
累
加
せ
ら
れ
た
。
〔
清
史
稿
、
二
百
四
十
五
〕
・
【
馬
士
櫂

]
7
8
5

〖
ヶ
／
明
の
人
。
文
升
の
後
。
徐
有
貞
の
客

〔
清
史
列
博
‘
五
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
四
十
九
〕
．
と
な
る
。
石
亨
等
、
有
貞
を
謹
告
す
る
や
‘
士
櫂
輿
に
獄

〔

涌

洲

名

臣

博

‘

十

七

〕

。

に

下

り

、

遂

に

降

ら

な

か

っ

た

。

〔

明

史

、

一

百

七

十

【
馬
際
伯
】
778i
イ
ハ
ク
清
‘
寧
夏
の
人
。
字
は
逸
聞
。
溢
は
一
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
二
十
七
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物

襄
毅
。
康
熙
中
‘
趙
良
棟
に
従
ひ
川
演
を
征
し
‘
隈
；
戦
孜
‘
三
十
〕
。

功
を
立
て
‘
寧
夏
遊
撃
よ
り
四
川
提
督
に
累
官
す
。
軍
【
馬
士
彰
】

7
8
6
パ
’
・
ヤ
•
ウ
明
、
汲
の
人
。
字
は
存
美
。
琥
は
環

民
を
撫
敗
し
‘
甚
だ
方
略
有
り
。
〔
消
史
稿
‘
―
―
―
百
五
〕
•
岡
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
雲
南
右
布
政
使
。
著
に
環
岡
集

〔
清
史
列
博
‘
十
一
〕
．
〔
漢
名
臣
博
‘
十
六
〕
．
〔
鶴
徴
録
‘
が
あ
る
。

二
百
七
十
九
〕
。
【
馬
士
升
】

7
8
7
グ
’
•
ウ
明
、
貴
陽
の
人
。
山
寺
に
屏
居
し
、

[
馬
札
兒
]
7
7
9
[

ノ
ヤ
ー
蒙
古
系
の
人
種
。
或
は
ト
ル
コ
系
讀
書
を
好
む
。
後
、
寇
乱
に
執
へ
ら
れ
、
賊
を
罵
つ
て

と
も
い
ふ
。
も
と
中
央
ア
ジ
ア
の
高
原
地
帯
に
遊
牧
を
死
す
。
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、

行
ひ
、
後
ハ
ン
ガ
リ
ア
・
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ア
ニ
ア
の
地
九
〕
。

【
馬
士
圏
】
188

戸
清
、
江
寧
の
人
。
字
は
鞠
村
。
諸
生
。
輩

及
ぴ
詩
に
巧
。
著
に
莫
愁
湖
志
が
あ
る
。
〔
清
豊
家
詩

史
、
辛
、
上
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
二
〕
。

【
馬
子
結
】
189/
ケ
ノ
北
齊
の
人
。
其
の
先
‘
扶
風
の
人
。

世
●
涼
土
に
居
り
、
太
和
中
‘
洛
に
入
る
。
兄
弟
三
人
、

皆
文
學
に
渉
る
。
陽
休
の
詩
の
所
謂
三
馬
倶
に
白
眉

な
る
も
の
。
〔
北
齊
書
‘
四
十
四
〕
。

【
馬
子
聰
】
190

グ
ウ
明
、
廣
平
の
人
。
字
は
舜
逹
゜
成
化
の

進
士
。
官
は
南
京
幡
科
給
事
中
。
都
御
史
錢
絨
・
南
京
守

備
太
監
蒋
踪
を
弾
劾
し
て
罷
め
し
む
。
後
、
戸
科
に
轄

ず。

【
馬
之
駿
】
191

ぐ
明
、
益
都
の
人
。
字
は
勝
千
。
天
啓
の

進
士
。
崇
禎
の
初
‘
検
討
を
授
け
ら
れ
、
賓
録
を
修
む
。

後
‘
國
子
祭
酒
に
署
せ
ら
る
。
著
に
四
書
摘
義
・
索
言
等

の
書
が
あ
る
。

【
馬
之
駿
】
192./
／
ユ
／
明
、
新
野
の
人
。
字
は
仲
良
。
萬
暦

の
進
士
。
官
は
戸
部
主
事
。
詩
に
巧
。
王
辟
登
の
子
留
造

と
新
臀
を
作
る
。
書
室
を
妙
遠
堂
と
い
ふ
。
著
に
妙
遠

堂
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
、
四
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
六
十
〕
・

〔
明
詩
紀
事
、
庚
、
二
十
二
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
丁
、

下
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
七
〕
。

【
馬
之
純
】
193.
／
ユ
ノ
宋
、
東
陽
の
人
。
字
は
師
文
。
隆

興
の
進
士
。
心
を
経
籍
に
潜
む
。
人
‘
茂
陵
先
生
と
梢

す
。
著
に
尚
書
中
庸
論
語
説
・
周
聘
随
繹
・
左
博
類
編
・

紀
事
編
年
及
ぴ
詩
文
若
干
巻
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
、
十

六〕。

【
馬
之
馴
】
194.
ぐ
ン
う
清
、
雄
縣
の
人
。
字
は
君
習
。
諸
生
。

性
蒜
落
に
し
て
流
俗
に
荀
同
せ
ず
‘
臀
氣
を
喜
ぴ
、
交

友
に
奇
行
の
士
が
多
か
っ
た
。
後
、
諸
城
九
里
山
の
陽

に
卜
居
し
、
魯
仲
連
の
高
義
を
慕
つ
て
魯
と
改
名
す
。

生
徒
に
教
授
し
て
以
て
終
る
。
著
に
詩
文
集
、
及
ぴ
琴

譜
が
あ
る
。
〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
‘
十
一
〕
。

[
馬
之
迅
】
195

／
ノ
清
、
長
治
の
人
。
字
は
敏
仲
。
官
は
順

治
中
、
揺
建
守
備
。
後
‘
廣
東
都
司
餃
書
よ
り
尋
陵
油
撃

に
遷
る
。

【
馬
之
先
】1

9
6
〖
セ
’
清
、
金
州
衛
の
人
。
溢
は
勤
倍
。
漢

軍
嬢
藍
旗
に
隷
す
。
官
は
昌
平
州
の
知
。
順
治
中
‘
挟

7
 

西
巡
撫
。
後
‘
川
挟
穂
督
。
積
寇
を
蕩
平
す
る
に
功
あ

り
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
四
十
六
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
二
日

07

五
十
一
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
傭
、
三
十
四
〕
。
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り
【
馬
思
賛
】
797

パ
？
清
、
海
寧
の
人
。
字
は
寒
中
。
又
、
仲

83

安
。
琥
は
南
棲
。
又
‘
術
齋
．
迂
鐵
老
人
。
詩
に
巧
で
、
翰

~
事
を
善
く
し
た
。
家
に
道
古
棲
あ
り
‘
蔵
書
甚
だ
多
し
。

2
 
57

又
‘
書
室
を
小
胡
慮
山
書
屋
と
い
ふ
。
著
に
皆
山
堂
詩

が
あ
る
。

4
 
4
 
（
 
【
馬
思
聰
】
798.
グ
＇
？
明
‘
蒲
田
の
人
。
字
は
患
聞
。
弘
治

斤
の
進
士
。
官
は
南
京
戸
部
主
事
。
｛
辰
濠
反
し
、
執
へ
ら
れ

97

屈
せ
ず
‘
絶
食
六

H
に
し
て
死
ん
だ
。
〔
明
史
‘
-
―
百
八

7
 
・
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
六
十
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百

72

七
十
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
三
十
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十

九
〕
．
〔
明
名
人
博
―
-
＋
六
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
‘

5
 
4
 
4
 
（
七
十
四
〕
。

【
馬
師
班
】
呵
う
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
誦
昭
゜
楊
錫
賛

（
永
齢
）
の
妻
。
夫
伯
夢
棧
金
川
に
殉
節
し
、
祠
を
立
て

て
未
だ
就
ら
ず
‘
師
班
金
釧
を
脱
し
て
之
を
助
成
す
。

少
に
し
て
寡
‘
守
節
―
-
＋
餘
年
に
し
て
卒
し
た
。
詩
を

能
く
し
、
山
水
棗
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
國
朝
苦
駄
類
徴
、

媛
‘
十
二
〕
．
〔
清
聾
家
詩
史
‘
癸
、
下
〕
．
〔
清
代
閏
閣
詩
人

徴
略
‘
七
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
四
〕
。

【
馬
斯
喀
】
800[
’
清
‘
涌
洲
鍍
黄
旗
人
。
姓
は
富
察
氏
。

溢
は
貞
襄
。
米
思
翰
の
長
子
。
康
熙
中
、
喝
爾
丹
に
従
征

し
‘
追
動
功
有
り
‘
議
政
大
臣
を
授
け
ら
る
。
後
、
費
揚

古
の
軍
務
に
参
賛
し
‘
追
動
の
渥
緩
に
坐
し
て
免
官
さ

れ
‘
尋
い
で
都
統
を
授
け
ら
る
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
八
十

七
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
―
―
百
七
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事

略
‘
四
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
、
十
八
〕
。

【
馬
砦
水
】
801

い
し
鴨
緑
江
の
異
名
。
〔
唐
書
、
東
夷
‘
高

麓
偵
〕
有
―
―
馬
替
水
盃
3
-
1

蘇
掲
之
白
山
一
色
若
,
,
鴨
頭
「

琥
"
鴨
緑
水
―
云
云
‘
而
平
壌
在
―
―
鴨
緑
東
南
↓

【
馬
嗣
燈
】

802.¢
ク
清
、
同
州
の
人
。
字
は
元
昭
゜
琥
は

二
太
「
。
古
學
を
以
て
自
ら
任
ず
。
官
は
山
東
通
判
・
武
定

州
櫂
守
。
敵
兵
来
攻
し
、
城
陥
つ
て
之
に
死
ん
だ
。
〔
園

朝
者
猷
類
徴
、
三
百
三
十
五
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二

十
九
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
‘
十
〕
。

【
馬
嗣
動
】
803

が
？
五
代
梁
、
鍾
離
の
人
。
少
く
し
て
オ

武
に
し
て
口
維
。
官
は
太
祗
の
時
‘
宣
武
軍
元
従
押

街
。
後
、
羅
紹
威
を
助
け
て
魏
牙
軍
を
攻
殺
し
、
重
創

を
受
け
て
卒
し
た
。
〔
五
代
史
、
二
十
三
〕
．
〔
藉
五
代
史
、

二
十
〕
。

【
馬
嗣
明
】8

0
4
〖
メ
イ
北
齋
、
河
内
の
人
。
少
く
し
て
腎
術

に
梢
通
す
。
人
を
診
候
し
、
一
年
前
に
其
の
生
死
を
知

る
。
官
は
通
直
散
騎
常
侍
。
隋
初
‘
卒
し
た
。
〔
北
齋
書
‘

四
十
九
〕
．
〔
北
史
、
九
十
〕
。

【
馬
錫
泰
】

805f
ィ
清
、
涌
洲
壌
藍
旗
人
。
姓
は
覺
爾
察

氏
。
康
熙
中
、
左
領
を
以
て
察
吟
爾
を
従
征
し
、
四
戦
皆

捷
ち
、
本
旗
涌
洲
副
都
統
に
累
擢
さ
れ
、
呉
三
桂
反
す

る
や
、
頼
塔
に
従
っ
て
雲
南
を
征
す
。
師
旋
り
、
一
等
子

に
封
ぜ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
四
十
二
〕
．
〔
國
朝
香
猷

類
徴
‘
二
百
六
十
一
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
、
九
〕
。

【
馬
二
子
】
806

グ
明
、
渇
翁
(
1
1
0
-
4
4
5
7
9
 :
 2
3
)

の

舅

【
馬
二
姐
】
807

：
ヨ
清
の
人
。
雄
鎮
の
女
。
康
熙
中
‘
呉
三

桂
反
し
、
雄
鎮
害
に
遇
ふ
。
二
姐
‘
妹
五
姐
‘
諸
母
顧
氏

と
興
に
綬
死
し
た
。
〔
碑
博
集
‘
二
日
五
十
九
〕
。

【
馬
二
郎
】
808

見
erh4
Jang'

湖
北
地
方
で
十
二
月

八
日
に
祀
る
神
の
名
。

【
馬
自
強
】
809

ぐ
翌
明
、
同
州
の
人
。
字
は
橙
乾
゜
盆
は

文
荘
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
隆
慶
中
、
経
筵
゜
國
子
祭
酒
゜

學
政
を
振
鉤
す
。
後
、
相
と
な
る
。
〔
明
史
‘
-
―
百
十
九
〕
．

〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
一
〕
．
〔
國

朝
獣
徴
録
‘
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
鋒
‘
七
十
二
〕
・
〔
國

朝
内
閣
名
臣
事
略
‘
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百

四〕。

【
馬
日
碍
]810

が
ソ
テ
イ
後
漢
の
人
。
融
の
族
子
。
字
は
翁

叔
。
少
く
し
て
融
の
業
を
博
へ
、
オ
學
を
以
て
進
む
。

官
は
楊
彪
．
慮
植
・
保
邑
等
と
校
中
書
を
典
る
。
位
は
九

卿
。
獣
帝
の
初
‘
太
博
。
〔
後
漢
書
‘
九
十
上
〕
。

【
馬
祉
手
】
811

m
a
3
 
c
h
'
i
i
'
s
h
o
u

手
綱
。

【
馬
相
舜
】
812

奇
ウ
ン
＇
：
清
、
大
同
の
人
。
字
は
舜
治
。
書

に
巧
で
あ
っ
た
。

【
馬
湘
蘭
】
813
ぶ
'
?
？
明
、
金
陵
の
妓
。
名
は
守
貞
。
字
は

元
兒
。
小
字
は
月
嬌
。
詩
に
巧
で
あ
り
、
又
、
善
く
蘭
を

書
い
た
。
秦
淮
の
勝
慮
に
居
り
、
風
流
放
誕
の
生
活
を

送
る
。
後
、
王
梶
登
に
身
を
委
ね
ん
と
し
た
が
、
栂
登
之

を
許
さ
ず
。
萬
暦
中
‘
榔
登
が
七
十
歳
に
逹
し
た
の

で
、
往
い
て
之
を
褥
ぎ
‘
燕
飲
に
月
を
累
ね
、
金
閻
の
勝

事
と
せ
ら
る
。
詩
集
が
あ
る
。

【
馬
象
乾
】
814
炉
ウ
ケ
’
明
、
連
州
の
人
。
本
姓
は
曾
。
字
は

橙
艮
°
萬
暦
の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
。
都
察
院
叙
都
御

史
。
東
廠
を
抗
疏
し
て
之
を
論
じ
‘
覚
に
罪
に
伏
す
。

〔
蘭
憂
茎
法
録
‘
十
九
〕
。

四
八

ー

8
 
7
 

【
馬
常
泊
]
8
1
5
/

ャ
ウ
ハ
ク
馬
場
湖
を
い
ふ
。
山
束
省
清
寧
縣
賊
が
和
州
を
陥
る
る
に
逢
ひ
、
之
に
死
ん
だ
。
〔
明
史
、
ニ

西

北

。

百

九

十

二

〕

．

〔

萬

斯

同

明

史

、

三

百

七

十

八

〕

．

〔

明

史

03
 

【
馬
若
手
必
】
816

匁
ヤ
ク
佛
蘭
西
の
耶
蘇
會
士
プ
レ
マ
ー
ル
稿
二
百
七
十
二
〕
．
〔
明
末
中
心
烈
紀
｛
貫
‘
六
〕
・
〔
績
表
忠
ー

P
r
e
m
a
r
e
,
 
J
o
s
e
p
h
 
H
e
n
r
i
 
M
a
r
i
e
 
d
e

の
漢
名
。
記
、
四
〕
．
〔
束
林
同
難
録
‘
-
〕
．
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
前

清
の
聖
祗
康
熙
三
十
七
年
十
一
月
中
國
に
来
著
し
た
。
明
忠
義
別
博
‘
二
十
八
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
九
〕
．
〔
勝
朝

江
西
の
哀
州
で
宣
教
に
従
事
し
、
以
後
高
祗
の
乾
隆
元
殉
節
諸
臣
鋒
‘
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
―
-
〕
。

年
九
月
七
十
一
歳
を
以
て
澳
門
に
歿
す
る
ま
で
中
國
【
馬
如
玉
】

826f咤
ヨ
ク
明
の
人
。
金
陵
の
妓
。
字
は
楚
嶼

文
物
の
研
究
、
就
中
中
國
語
の
研
究
に
主
力
を
注
い
（
楚
峙
）
。
本
姓
は
張
。
後
‘
尼
と
な
り
、
妙
慧
と
名
づ
く
。

だ
。
著
に
中
國
語
剖
記
・
聖
母
浮
配
聖
若
琴
債
・
楊
湛
修
潔
蒲
疎
‘
兒
女
子
の
態
な
く
‘
伎
柄
を
築
し
み
‘
極
め

園
行
蹟
・
六
書
折
義
・
信
教
箕
解
·
箕
神
縛
論
・
元
曲
趙
て
精
工
。
小
楷
•
八
分
書
、
及
ぴ
綺
事
を
善
く
す
。
〔
明
詞

氏
孤
兒
・
拉
支
酔
典
、
書
経
所
見
以
前
の
時
代
と
中
國
綜
‘
+
―
-
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
債
‘
閏
〕
。

紳

話

と

に

闘

す

る

研

究

が

あ

る

。

【

馬

如

璧

】

827

四
ヨ
ヘ
キ
清
、
遼
陽
東
寧
衛
の
人
。
正
藍
旗

【
馬
守
貞
]817

パ
ュ
テ
イ
明
の
人
。
馬
湘
蘭
(
8
1
3
)

を
見
よ
。
漢
軍
に
隷
す
。
崇
徳
中
、
明
錦
州
及
ぴ
松
山
杏
山
塔
山

【
馬
壽
齢
】
818

”
ュ
レ
イ
清
‘
営
塗
の
人
。
字
は
鶴
船
。
書
室
を
攻
め
て
功
あ
り
。
官
は
順
治
中
、
参
領
。
〔
國
朝
者

を
懐
宵
山
館
と
い
ふ
。
諸
生
。
著
に
説
文
段
注
撰
要
・
懐
駄
類
徴
、
三
百
一
―
―
十
五
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
‘
十
六
〕
。

青

山

館

集

が

あ

る

。

【

馬

如

龍

】

828

ゲヨリ
9

，
ウ
清
‘
緩
徳
の
人
。
字
は
見
五
。
又
‘

【
馬
樹
應
】
819/
ユ
オ
ウ
唐
の
人
。
一
に
樹
鷹
に
作
る
。
鵞
に
猷
之
。
康
熙
の
攣
人
。
官
は
江
西
巡
撫
。
至
る
所
善
政
が

巧

。

多

か

っ

た

。

〔

清

史

稿

、

二

百

八

十

一

〕

・

〔

清

史

列

博

‘

【
馬
樹
鷹
】
820

バ
:
ユ
ヨ
，
ウ
唐
の
人
。
馬
樹
應
を
見
よ
。
九
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
日
六
十
一
〕
．
〔
碑
博
集
‘
六

【
馬
従
義
]821

パ
{
{
ゥ
ギ
宋
の
人
。
馬
紅
(
1
2
8
)

を
見
よ
。
十
六
〕
．
〔
漢
名
臣
博
、
十
四
〕
。

【
馬
従
謙
】
822

釘
ウ
ケ
／
明
、
渫
賜
の
人
。
字
は
盆
之
。
嘉
靖
【
馬
汝
駿
】
829

パ
ノ
ヨ
キ
明
、
桜
徳
の
人
。
字
は
仲
房
。
誼
は
文

の
進
士
。
官
は
エ
部
主
事
。
―
一
洪
を
治
め
て
政
績
あ
り
。
簡
。
正
徳
の
進
士
。
官
は
世
宗
の
時
‘
證
部
侍
郎
。
性
‘
和

尚
賓
丞
。
知
制
詰
を
掌
る
。
後
‘
光
禄
少
卿
に
至
る
。
〔
明
易
。
行
‘
蛸
属
に
し
て
人
望
あ
り
‘
其
の
詩
は
刻
意
錠
錬

史
、
二
百
九
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
九
十
七
〕
・
〔
明
史
と
い
は
れ
た
。
著
に
西
元
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
日
七

稿
、
二
日
九
十
一
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
七
十
一
〕
・
〔
明
代
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
八
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一

明

良

録

、

十

七

〕

。

百

六

十

八

〕

．

〔

國

朝

獣

徴

録

‘

三

十

五

〕

．

〔

國

朝

名

世

類

【
馬
従
先
】
823

ゲ
う
？
宋
畔
符
の
人
。
字
は
子
野
。
進
苑
、
四
・
五
・
十
二
'
-
―
十
五
・
ニ
十
七
〕
・
〔
明
名
臣
言
行

士
。
官
は
太
常
少
卿
。
宿
州
・
壽
州
の
知
。
治
行
甚
だ
著
録
‘
四
十
九
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
日
六
十
・
一
百
六
十

は
る
。
後
、
エ
部
侍
郎
に
至
る
。
性
‘
整
巌
‘
盛
夏
に
も
担
二
〕
・
〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
、
六
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
―
―
〕
・
〔
本

銑
せ
ず
。
晩
年
に
佛
を
學
ぶ
。
〔
宋
史
、
三
百
三
十
一
〕
•
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百
六
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
―
二
十
六
〕
·
〔
明

〔
宋
史
新
編
、
一
百
九
〕
°
詩
記
事
、
戊
、
十
三
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丙
〕
・
〔
盛
明
百

【
馬
従
聘
】
824

釘
ウ
ヘ
イ
明
‘
震
壽
の
人
。
字
は
起
幸
。
盆
家
詩
‘
-
〕
.
〔
静
志
居
詩
話
、
十
一
〕
。

は
介
敏
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
胄
州
推
官
。
後
、
御
史
。
【
馬
汝
彰
】
830

ゲ
’
／
ヤ
ヴ
明
‘
汲
の
人
。
字
は
存
美
。
琥
は

雨
淮
堕
課
を
理
む
。
後
‘
右
餃
都
御
史
。
延
緩
を
巡
撫
環
岡
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
雲
南
右
布
政
使
。
著
に

す
。
崇
韻
中
、
清
兵
震
壽
を
破
る
に
及
ん
で
縦
死
し
た
。
環
岡
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
二
日
七
十
七
〕
。

〔
明
史
‘
-
―
百
六
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
五
十
一
〕
．
〔
明
【
馬
叙
倫
】
831

が
ョ
リ
/
民
國
‘
浙
江
省
杭
縣
の
人
。
字
は
夷

末
忠
烈
紀
責
、
十
〕
・
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
六
〕
。
初
（
葬
初
）
。
浙
江
教
育
慶
長
‘
浙
江
政
府
委
員
兼
民
政

【
馬
如
蚊
】
825

ゲ
ヨ
カ
ウ
明
、
和
州
の
人
。
字
は
騰
仲
。
天
啓
願
長
を
経
て
上
海
芳
慟
大
學
校
長
と
な
る
。
其
の
後
國

の
進
士
。
官
は
山
陰
縣
の
知
。
治
行
稲
せ
ら
る
。
後
、
御
民
政
府
参
事
、
同
教
育
部
政
務
次
長
等
を
経
て
北
京
大

史
。
四
川
を
巡
按
し
‘
奢
賊
の
乱
を
平
ぐ
。
崇
繭
中
、
流
學
國
文
系
教
授
に
至
る
。
著
に
老
子
敷
詰
・
荘
子
義
證
．



(44572・ ・832)一 (44572・・870) 

馬

部

馬

列
子
偽
書
考
・
説
文
解
字
研
究
法
等
が
あ
る
。

【
馬
升
階
】
832

釘
ゥ
？
明
、
内
江
の
人
。
字
は
汝
弼
゜
王
守

仁
の
語
録
を
誦
し
‘
性
命
の
學
を
研
求
す
。
官
は
武
陵

令
。
豪
猾
、
手
を
敏
め
、
貧
民
の
業
に
復
し
た
も
の
一
二
百

餘
家
に
至
る
と
い
ふ
。

【
馬
松
嶺
】
833

冗
ヨ
，
ウ
山
名
。
四
川
省
影
縣
の
北
。
銅
鑽

の
産
地
。

[
馬
腫
背
】

834:，
ウ
酪
駐
の
異
名
。
〔
牟
子
〕
諺
云
、
少
レ

所
レ
見
多
レ
所
レ
怪
、
観
1

一
略
舵
ニ
一
戸
馬
腫
背
↓

【
馬
進
賣
】
835

グ
ボ
ウ
清
の
人
。
馬
逢
知
(
9
4
3
)

を
見
よ
。

【
馬
進
良
】
836
グ
リ
ャ
ウ
清
、
西
寧
の
人
。
字
は
棟
字
ぷ
内
は

襄
毅
。
技
勇
人
に
絶
す
。
呉
三
桂
を
討
つ
に
従
ひ
‘
功
を

積
み
古
北
口
継
兵
に
累
擢
さ
る
。
喝
爾
丹
を
征
す
る
に

従
ひ
功
有
り
‘
提
督
に
陸
り
、
老
を
以
て
蹄
を
乞
ふ
。

〔
清
史
稿
‘
二
百
六
十
一
〕
・
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
百
八

十
〕
・
〔
漢
名
臣
傭
‘
十
四
〕
。

【
馬
新
胎
】
837/

ノ
イ
清
‘
i

河
澤
の
人
。
字
は
穀
三
。
溢
は

端
敏
。
道
光
の
進
士
。
知
縣
を
以
て
安
徽
に
経
す
。
精

カ
人
に
過
ぎ
‘
尤
も
吏
事
に
練
達
す
。
積
功
し
て
官
は

雨
江
穂
督
に
至
り
‘
張
改
詳
に
刺
さ
れ
て
卒
し
た
。
〔
清

史
稿
、
四
亘
二
十
二
〕
・
〔
清
史
列
博
、
四
十
九
〕
．
〔
績
碑

博
集
‘
二
十
六
〕
。

[
馬
新
嵩
】
838
炉
だ
嵩
の
異
名
。
馬
先
蔦
(
8
5
9
)

を
見
よ
。

【
馬
人
望
】
839

が
ン
バ
，
ウ
遼
の
人
。
醗
巫
間
山
に
家
す
。
字
は

隅
叔
。
盆
は
文
献
。
咸
陽
の
進
士
。
官
は
天
昨
の
時
‘

司
徒
。
後
、
執
政
。
〔
遼
史
、
一
百
五
〕
。

【
馬
仁
璃
】
840

グ
ウ
宋
、
夏
津
の
人
。
官
は
朔
州
観
察
使
。

周
‘
太
祖
の
時
‘
澤
路
を
平
げ
、
晉
陽
を
征
す
。
仁
璃
師

を
率
ゐ
邊
を
巡
り
‘
漁
陽
‘
上
谷
に
至
る
。
契
丹
素
よ
り

仁
璃
の
名
臀
を
聞
き
出
て
戦
は
ず
。
後
、
契
丹
を
虚
龍

の
北
に
破
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
七
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
七

十
七
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
二
十
九
〕
・
〔
隆
平
集
、
十
七
〕
。

【
馬
蓋
臣
】
841

グ
/
/
明
の
人
。
著
に
呉
越
世
家
疑
辮
が

あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
六
十
六
〕
。

【
馬
水
河
】
842

炉
ス
イ
川
の
名
。
源
は
四
川
省
彰
縣
の
西
北

五
峯
。
清
白
江
に
注
ぐ
。

【
馬
酔
木
】
門
乃
樹
木
の
名
。
あ
し
ぴ
。
あ
せ
み
。
〔
和

漢
＝
―
-
オ
圏
會
、
灌
木
類
〕
馬
酔
木
、
按
‘
馬
酔
木
生
元
山

谷
舌
向
者
二
三
丈
、
小
者
一
―
一
尺
‘
皆
枝
葉
茂
盛
‘
云
云
‘

相
博
馬
食
"
此
葉
面
5

酔
‘
故
名
。

四
八
三

【
馬
瑞
辰
】
844

か
ィ
；
ノ
清
、
桐
城
の
人
。
字
は
元
伯
。
嘉
慶
【
馬
清
美
】
8515
イ
ピ
清
、
建
水
の
人
。
盆
は
襄
慾
。
咸
豊
【
馬
全
節
】
8615
ノ
セ
＇
五
代
‘
晉
の
元
城
の
人
。
字
は
大
雅
゜

の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
よ
り
工
部
員
外
郎
。
経
學
を
博
中
、
九
江
鎮
憩
兵
を
拝
し
‘
洪
楊
軍
と
戦
ひ
‘
衆
寡
敵
せ
官
は
唐
の
荘
宗
の
時
、
提
生
指
揮
使
。
明
宗
の
時
‘
博
畢

綜
す
。
洪
楊
の
難
に
、
郷
に
居
り
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
著
ず
、
力
渇
き
て
陣
没
し
た
。
〔
績
碑
博
集
‘
五
十
〕
。
那
祈
四
州
刺
史
。
高
祗
入
っ
て
立
つ
や
、
横
海
軍
節
度

に
毛
詩
博
箋
通
繹
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
八
〕
・
【
馬
少
源
】
852

炉
ウ
今
後
漢
の
人
。
援
の
従
弟
。
背
て
援
に
使
を
拝
す
。
性
‘
謙
謹
、
母
に
事
へ
て
至
孝
。
開
運
中
‘

〔
清
史
列
博
、
六
十
九
〕
．
〔
績
碑
博
集
、
七
十
三
〕
。
日
く
‘
士
、
生
れ
て
一
世
‘
た
だ
衣
食
僅
か
に
足
れ
ば
可
卒
し
た
。
〔
五
代
史
、
四
十
七
〕
．
〔
藷
五
代
史
、
九
十
〕
。

【
馬
世
榮
】
845

戸
エ
イ
｛
木
の
人
。
興
祗
の
子
。
公
顛
の
弟
。
な
り
、
下
澤
車
に
乗
り
、
款
段
馬
を
御
し
、
郷
里
‘
善
人
【
馬
祗
常
]862

バ
兌
ウ
元
‘
光
州
の
人
。
字
は
伯
庸
゜
琥
は

紹
興
中
‘
承
務
郎
・
鵞
院
待
詔
に
至
り
、
金
帯
を
賜
は
と
梢
せ
ば
斯
れ
可
な
り
と
。
援
‘
交
趾
を
征
し
‘
浪
泊
西
石
田
。
盆
は
文
貞
。
延
祐
の
初
‘
郷
貢
・
會
試
皆
第
一
。

る
。
其
の
書
は
家
博
を
得
‘
藝
‘
兄
と
同
じ
。
〔
南
宋
院
聾
里
間
に
在
り
、
仰
い
で
飛
鳶
貼
貼
と
し
て
水
中
に
登
つ
廷
試
は
第
二
。
官
は
監
察
御
史
。
丞
相
鐵
木
迭
兒
を
劾

録

‘

三

〕

。

る

を

視

、

頗

る

少

源

の

平

生

の

語

を

念

ふ

。

〔

後

漢

書

、

し

て

罷

め

ら

れ

、

更

に

御

史

中

丞

と

な

り

、

後

‘

櫃

密

副

【
馬
世
奇
】
8465
ィ

キ

明

、

無

錫

の

人

。

字

は

君

常

゜

盆

は

五

十

四

〕

。

使

。

文

章

に

巧

。

宏

贈

精

核

、

秦

漢

を

以

て

法

と

し

、

文
中
心
。
學
を
嗜
み
文
名
あ
り
‘
崇
禎
の
進
士
。
官
は
【
馬
紹
宏
]
8
5
3

翠
ク
，
ワ
•
ウ
五
代
‘
唐
の
人
。
官
は
中
門
使
、
櫂
自
ら
一
家
言
を
成
す
。
詩
は
圃
密
清
麗
。
著
に
英
宗
賓

左
庶
子
と
な
っ
た
が
、
都
城
陥
り
、
自
ら
縦
死
し
た
。
知
州
事
。
後
、
宣
徽
使
。
明
宗
の
時
‘
櫃
密
使
に
至
る
。
録
‘
石
田
集
が
あ
る
。
〔
元
史
、
二
日
四
十
―
二
〕
．
〔
新
元

〔

明

史

、

二

百

六

十

六

〕

・

〔

萬

斯

同

明

史

‘

三

百

八

十

〔

藷

五

代

史

、

七

＋

―

-

〕

。

史

、

二

百

四

十

九

〕

。

―
―
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
五
十
三
〕
．
〔
皇
朝
通
紀
直
解
‘
+
【
馬
千
乗
】
8
5
5
i
,
．
/
ヨ
ヴ
明
‘
忠
州
の
人
。
官
は
石
娃
宣
撫
【
馬
宋
英
]863

バ
ウ
エ
イ
宋
‘
温
州
の
人
。
人
と
な
り
放
達
。

六
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
十
二
〕
・
〔
明
人
小
博
、
四
〕
・
使
。
紳
宗
の
時
‘
播
州
を
征
し
‘
妻
‘
秦
良
王
と
連
に
賊
書
董
に
巧
゜
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。

〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
十
一
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘
七
〕
．
〔
東
林
列
塞
を
破
り
、
南
川
路
戦
功
第
一
と
梢
せ
ら
る
。
〔
明
史
、
【
~
宗
・
表
小
】

8
6
4
バ
？
元
の
人
。
著
に
傷
寒
瞥
鑑
が
あ
る
。

博

八

〕

．

〔

明

詩

綜

‘

七

十

二

〕

．

〔

小

膜

紀

年

、

四

〕

．

〔

甲

二

百

七

十

〕

。

〔

四

庫

提

要

、

二

臼

五

〕

。

申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
博
、
十
三
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
〖
馬
千
乗
妻

]
8
5
6

公
v

釘
ウ
ノ
明
の
人
。
秦
良
玉(
8
|2
4

【
馬
宗
漣
】
865

が
ウ
レ
／
清
‘
桐
城
の
人
。
字
は
魯
陳
。
募
慶

録
‘
―
-
〕
・
〔
天
問
閣
集
上
〕
．
〔
明
書
、
二
臼
十
〕
・
〔
明
詩

9
9
5
:
 2
7
4
)

を

見

よ

。

の

進

士

。

少

く

し

て

其

の

舅

‘

眺

扉

に

事

へ

て

、

文

詞

紀
事
、
辛
、
三
〕
．
〔
静
志
居
話
‘
―
-
+
〕
。
【
馬
仙
婢
】
8575

／
ヒ
梁
の
郡
の
人
。
字
は
震
緩
。
幼
名
は
仙
を
學
ぶ
。
後
、
部
晉
涵
・
任
大
椿
・
王
念
孫
に
従
ひ
‘
學

【
馬
世
俊
】
8475
イ
／
う
清
、
凍
湯
の
人
。
字
は
章
民
。
又
‘
婢
゜
盆
は
剛
。
官
は
齊
明
帝
の
時
、
前
将
軍
。
後
‘
豫
州
刺
益
；
進
む
。
書
室
を
崇
鄭
堂
・
校
経
堂
と
い
ふ
。
著
に
左

旬
臣
。
琥
は
匡
奄
。
順
治
の
進
士
。
官
は
修
撰
。
後
侍
讀
。
史
。
封
は
治
涅
縣
侯
゜
邊
に
在
つ
て
‘
常
に
身
を
潜
め
て
博
補
注
・
毛
鄭
詩
詰
訓
考
證
・
周
證
鄭
注
疏
證
・
穀
梁
博

書
聾
に
巧
で
あ
っ
た
。
詩
、
清
正
に
し
て
凡
な
ら
ず
。
著
敵
境
に
入
り
、
壁
晏
村
落
陰
要
の
虞
を
伺
知
し
‘
曝
；
疏
證
・
説
文
字
義
廣
注
・
戦
國
策
地
理
・
南
海
鬱
林
合
浦

に
匡
苺
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
、
七
十
〕
·
〔
國
朝
者
獣
戦
つ
て
功
を
立
つ
。
〔
梁
書
、
十
七
〕
．
〔
南
史
、
二
十
六
〕
。
蒼
梧
四
郡
沿
革
考
・
崇
鄭
堂
詩
•
嶺
南
詩
選
が
あ
る
。

類
徴
、
二
臼
十
六
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
八
〕
．
〔
清
【
馬
占
山
】
858i

ノ
ザ
／
民
國
、
河
北
省
翌
潤
縣
の
人
。
字
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
博
、
六
十
九
〕
・
〔
國

憲
家
詩
史
、
甲
、
下
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
‘
六
〕
・
〔
國
朝
書
は
秀
芳
。
若
く
し
て
緑
林
に
入
り
、
民
國
成
立
後
、
呉
俊
朝
者
獣
類
徴
、
四
百
―
-
+
〕
・
〔
文
獣
徴
存
録
‘
八
〕
。

鵞
家
筆
録
‘
-
〕
．
〔
國
朝
書
識
‘
二
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
陸
の
魔
下
と
な
り
累
進
、
後
萬
輻
麟
と
行
動
を
共
に
【
馬
足
翻
i

】867
ハ
ク
ケ
イ
明
‘
宜
陽
の
人
。
性
‘
孝
友
。
崇
韻

―

-

〕

。

す

。

涌

洲

事

患

勃

発

す

る

に

及

ぴ

、

國

民

政

府

よ

り

黒

中

、

流

賊

の

難

に

死

ん

だ

。

〔

明

史

、

二

百

九

十

―

―

〕

・

〔

萬

【
馬
世
龍
】

848f灼
ウ
明
‘
寧
夏
の
人
。
字
は
蒼
元
。
官
龍
江
省
政
府
主
席
に
任
ぜ
ら
れ
、
我
が
軍
と
戦
ふ
。
満
洲
斯
同
明
史
、
三
百
七
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
二
〕
．

は
天
啓
の
初
、
永
平
副
穂
兵
。
後
、
都
督
餃
事
。
山
國
成
立
す
る
や
、
黒
龍
江
省
長
兼
渦
洲
國
軍
政
部
穂
長
〔
績
表
忠
記
、
四
〕
・
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
二
十
二
〕
．
〔
勝
朝
殉

海
穂
兵
。
事
に
因
つ
て
職
を
去
り
‘
崇
禎
中
、
官
に
復
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
間
も
な
く
脱
出
し
て
反
す
。
第
二
次
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
。

し
た
。
威
名
西
塞
に
裳
ふ
。
〔
明
史
、
二
百
七
十
〕
・
〔
萬
斯
世
界
大
戦
後
、
國
民
政
府
軍
事
委
員
と
な
り
、
一
九
五
【
馬
存
ユ

a
[
~
]

868

バ
i
ヤ
ゥ
唐
、
河
中
の
人
。
字
は
季
明
。
も

同
明
史
、
三
百
七
十
三
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
四
十
九
〕
゜

0
年

歿

す

。

年

六

十

七

。

と

宦

者

。

官

は

元

和

の

時

、

左

神

策

中

尉

。

蘇

玄

明

の

【
馬
成
名
】
849i
イ9
イ
明
、
渫
賜
の
人
。
官
は
密
雲
兵
備
【
馬
先
嵩
】
859

ば
／
草
の
名
。
し
ほ
が
ま
菊
。
ひ
き
蓬
。
乱
を
平
げ
‘
功
最
も
高
か
っ
た
。
賓
封
、
二
百
戸
。
太
和

餃
事
。
崇
鎖
中
、
右
餃
都
御
史
。
永
平
を
巡
撫
す
。
〔
明
〔
本
草
、
馬
先
嵩
〕
繹
名
‘
馬
新
嵩
‘
馬
矢
嵩
‘
時
珍
日
‘
嵩
中
‘
右
領
軍
衛
将
軍
。
忠
謹
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
〔
唐
書
‘

史
、
二
百
四
十
八
〕
．
〔
國
朝
誓
獣
類
徴
‘
二
百
四
十
―
-
〕
。
氣
如
馬
矢
―
故
名
、
馬
先
‘
乃
馬
矢
字
訛
也
。
二
百
七
〕
。

【
馬
精
香
】
850

が
芍
香
の
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
器
用
香
〕
【
馬
全
義
】
8
6
0
5
/
ギ
｛
木
、
前
の
人
。
初
、
晉
甜
に
隷
す
。
官
【
馬
村
集
】
869

バ
乃
地
名
。

O
河
北
省
清
豊
縣
の
東
北
。

香
譜
‘
返
魂
樹
根
於
―
―
玉
釜
中
一
焚
、
汁
如
レ
飴
、
名
曰
l

―
驚
は
殿
前
指
揮
使
。
後
、
太
組
に
従
っ
て
李
箔
を
攻
む
。
戦
城
あ
り
。

0
山
東
省
没
上
縣
の
西
南
。
趙
王
河
の
北

精
査
又
曰
震
震
査
又
旦
返
生
香
i

又
曰
1

一
馬
精
香
一
功
多
く
‘
龍
捷
左
廂
都
校
。
江
州
防
禦
使
に
至
る
。
〔
宋
岸
。

0
河
南
省
滑
縣
の
南
。

又
名
1

一

卸

死

香

□

種

五

名

、

憲

物

也

。

史

、

―

―

百

七

十

八

〕

．

〔

宋

史

新

編

‘

八

十

〕

。

【

馬

駄

沙

】

870

ぢ
洲
の
名
。
江
蘇
省
靖
江
縣
の
境
。
〔
廣

13079 



•
陵
志
〕
三
國
呉
赤
烏
、
有

1一
白
馬
「
負
レ
土
入
レ
江
、
痙
積
熙
薦
士
録
・
南
宋
制
撫
年
表
、
四
十
四
〕
。

90

而
成
‘
遂
有
東
酉
一
洲
二
因
呼
為
属
駄
沙
□
名
類
【
馬
道
貫
]879

が
ウ
ク
？
明
、
東
陽
の
人
。
字
は
徳
珍
。
許
衡

＂
聾
又
名
二
陰
聾
宋
建
炎
三
年
、
岳
飛
渡
二
百
姓
於
陰
の
弟
子
。
自
ら
一
得
斐
と
琥
し
た
。
性
‘
活
退
‘
公
事
に

2
 
57

沙
↓
歴
に
木
以
来
、
居
民
漸
蕃
‘
設
―
―
縣
丞
於
此
↓
辱
潰
1

一
縣
あ
ら
ざ
れ
ば
城
府
に
入
ら
ず
。
著
に
尚
書
疏
義
・
一
得

雄

焉

。

斐

集

が

あ

る

。

〔

新

元

史

、

二

百

三

十

四

〕

。

4
 
4
 
【
馬
駄
子
】
871

m
a
3
 tuo• 

tzu

駄

馬

。

【

馬

撓

子

】

880

m
a
3
 
yao2 
tzu

〇
馬
櫛
。

0
馬
夫
。

圧

【

馬

蛇

兒
]
8
7
2
/

ダ
品
の
名
。
守
宮
(
8
ー

7
0

71 :
 
2
8
)

の
O
【
馬
端
臨
】
881

グ
リ
’
宋
簗
平
の
人
。
廷
鸞
仲
の
子
。
字

の

異

名

。

は

貴

典

。

感

浮

中

、

漕

試

第

一

。

博

＜

群

書

を

極

む

。

官

7
 
8
 

~
【
馬
橙
孝
]
8
7
3
7

忍
清
、
山
西
鳳
憂
の
人
。
字
は
翁
恒
。
は
承
事
郎
。
元
初
‘
村
山
書
院
山
長
・
台
州
學
教
授
に
終

72

少
く
し
て
諸
生
に
補
せ
ら
れ
‘
篤
く
學
を
嗜
む
。
雅
よ
る
。
著
に
文
猷
通
考
・
大
學
集
博
・
多
識
録
が
あ
る
。
〔
南

5
 
44

り
山
水
を
好
み
‘
一
旦
、
家
事
を
厭
ひ
‘
巾
服
を
棄
て
て
宋
書
、
三
十
七
〕
・
〔
宋
元
學
案
、
八
十
九
〕
。

遠
涌
し
、
遂
に
弔
に
隠
る
。
或
は
贈
る
に
財
を
以
て
す
【
馬
知
節
】
882i
う
｛
木
の
人
。
全
義
の
子
。
字
は
子
元
。
謡

れ
ば
多
を
辟
し
て
少
を
受
け
‘
囁
歌
循
祥
し
、
病
の
如
は
正
悪
。
官
は
宣
徽
南
院
使
。
櫃
密
院
副
使
。
知
櫃
密
院

く
掘
の
如
く
で
あ
っ
た
。
犬
に
傷
け
ら
れ
道
労
に
餓
死
事
。
後
‘
貝
州
の
知
に
至
る
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
八
〕
．

し
た
。
宿
遷
の
令
‘
臨
瞼
し
、
懐
中
よ
り
一
詩
を
得
、
尾
〔
宋
史
新
編
‘
八
十
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
四
十
三
〕
・
〔
隆
平

に
其
の
字
を
署
す
。
偏
ね
く
訪
へ
ど
も
識
る
も
の
な
集
‘
十
〕
・
〔
名
臣
碑
博
碗
球
集
‘
上
、
十
九
〕
．
〔
五
朝
名
臣

く
、
令
甚
だ
愧
歎
し
た
。
為
に
家
を
起
し
石
を
立
て
、
題
言
行
録
‘
―
二
〕
。

し
て
弔
詩
人
翁
恒
の
墓
と
い
ひ
‘
並
に
其
の
詩
を
勒
し
【
~
忌
致
遠
】

8
8
3
i
ェ
’
元
、
大
都
の
人
。
琥
は
束
繭
。
官
は
江

た
。
高
宗
南
巡
し
‘
其
の
韻
に
和
す
。
江
淮
の
間
こ
れ
を
浙
行
省
務
官
。
築
府
に
巧
で
あ
っ
た
。
隅
漢
卿
・
鄭
光

博

へ

て

美

談

と

為

す

。

岨

・

白

撲

と

典

に

四

大

家

と

梢

せ

ら

る

。

著

に

漢

宮

秋

・

【
馬
大
牡
]
8
7
4
r

サ
•
ウ
明
‘
徽
州
の
人
。
字
は
仲
復
。
羅
汝
薦
脇
碑
·
任
風
子
・
青
杉
涙
·
岳
陽
棲
•
陳
掲
裔
臥
等
の

芳
の
門
人
。
天
都
館
を
築
き
‘
其
の
中
に
讀
書
し
た
。
著
雑
劇
が
あ
る
。

に
天
都
載
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
一
百
二
十
八
〕
。
【
馬
持
國
]884

炉
コ
ク
宋
、
新
會
の
人
。
字
は
鰊
臣
。
周
必

【
馬
大
山
】
875

”
ィ
山
名
。
平
壌
の
西
。
〔
後
漢
書
、
東
大
・
楊
萬
里
に
有
用
の
オ
と
い
は
る
。
官
は
容
州
知
。

夷

‘

束

沃

咀

傭

〕

蓋

馬

大

山

之

東

。

【

馬

長

淑

】

885

が芯
Y

ユ
ク
清
、
安
丘
の
人
。
字
は
漢
荀
゜
碓

【
馬
大
師
】
876
グ
’
唐
の
祠
僧
道
一
の
異
名
。
逍
一
は
漢
正
の
進
士
。
官
は
磁
州
知
州
。
明
以
来
の
安
丘
の
人

州
什
那
の
人
。
姓
は
馬
氏
。
故
に
馬
祖
‘
又
は
馬
大
師
と
の
詩
を
輯
め
て
渠
風
集
略
と
い
ふ
。

梢
す
。
開
元
中
、
南
嶽
の
懐
譲
碍
師
に
侍
し
て
其
の
印
【
馬
中
錫
】
886

がf
ゥ
／
ヤ
ク
明
‘
故
城
の
人
。
字
は
天
誅
゜
琥

可
を
得
、
大
い
に
南
嶽
の
宗
風
を
學
揚
す
。
貞
元
四
年
は
束
田
。
成
化
の
進
士
。
官
は
刑
科
給
事
中
。
後
、
武
帝

二
月
寂
し
、
大
寂
祠
師
と
追
盆
せ
ら
る
。
弟
子
に
百
丈
・
の
時
‘
右
都
御
史
。
命
を
奉
じ
て
劉
六
を
討
つ
。
中
錫
‘

大
梅
・
盟
官
•
南
泉
な
ど
多
く
の
龍
象
あ
り
。
著
に
馬
祗
時
望
あ
る
も
兵
を
習
は
ず
‘
賊
を
破
る
能
は
ず
。
弾
劾

道
一
祠
師
語
録
が
あ
る
。
〔
績
大
蔵
経
〕
．
〔
祠
林
口
資
混
さ
れ
て
獄
中
に
死
ん
だ
。
後
‘
御
史
慮
碓
其
の
冤
を
追
訟

名
集
〕
．
〔
五
燈
會
元
〕
．
〔
傭
燈
録
〕
。
し
、
原
官
に
復
す
。
著
に
東
田
漫
稿
‘
別
本
東
田
集
が
あ

【
馬
大
頭
】
877

ぃ
勺
品
の
名
。
大
蜻
蛉
゜
ゃ
ん
ま
。
〔
本
草
‘
る
。
〔
明
史
、
二
日
八
十
七
〕
．
〔
拭
斯
同
明
史
‘
二
百
五
十

蜻
蛉
〕
集
解
‘
宗
庚
日
‘
蜻
蛉
中
一
種
最
大
‘
沐
人
呼
為
二
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
五
十

馬
大
頭
―
者
是
也
。
〔
事
物
異
名
録
‘
昆
晶
‘
蜻
艇
〕
山
堂
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
五
十
ニ
・
六
十
六
・
七
十
三
・
九
十

律
考
、
蛸
艇
一
種
、
最
大
者
京
師
呼
為
1

一
馬
大
頭
一
四
'
-
百
十
六
'
-
百
十
九
'
-
百
二
十
四
・
ニ
日
二
十

【
馬
大
同
】
878E
イ
凡
ウ
宋
、
建
徳
の
人
。
字
は
會
叔
。
進
士
。
五
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
六
〕
．
〔
明

自
ら
小
官
と
な
り
、
剛
介
を
以
て
聞
え
た
。
孝
宗
の
時
‘
詩
綜
、
二
十
五
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
丙
‘
―
二
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小

戸
部
侍
郎
に
至
る
。
學
者
、
鶴
山
先
生
と
梢
し
た
。
〔
淳
博
‘
丙
〕
。

馬

部

馬

金
の
人
。
馬
天
来
を
見
よ
。

【
馬
仲
甫
】
887

がf
ゥ
ホ
宋
の
人
。
亮
の
子
。
字
は
子
山
。
進

士
。
官
は
登
封
縣
の
知
。
天
章
閣
待
制
。
温
・
秦
・
一
咤
・

許
・
揚
五
州
の
知
。
至
る
所
利
を
興
し
、
害
を
除
く
。

時
人
‘
能
吏
と
稲
し
た
。
〔
宋
史
、
三
百
三
十
一
〕
・
〔
宋
史

新
編
・
ニ
日
八
〕
。

【
馬
重
績
】
竺
公
ウ
セ
キ
後
晉
の
人
。
其
の
先
は
北
秋
。
字

は
洞
微
。
少
く
し
て
散
術
を
學
ぶ
。
官
は
高
祖
の
時
‘
太

子
右
贄
善
。
後
、
司
天
監
に
至
る
。
〔
五
代
史
、
五
十
七
〕
．

〔
藷
五
代
史
、
九
十
六
〕
。

【
馬
廷
鸞
】
889

和
ィ
ラ
ノ
宋
、
柴
平
の
人
。
字
は
翔
仲
。
琥
は

玩
芳
病
曳
゜
淳
枯
の
進
士
。
官
は
認
書
省
正
字
。
咸
淳

中
‘
右
丞
相
。
文
酔
に
巧
。
著
に
碧
梧
玩
芳
集
・
六
経
集

博
・
語
孟
會
編
・
楚
詞
補
記
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
十

四
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
□
日
五
十
一
―
〕
・
〔
南
宋
書
‘
六
十

二
〕
．
〔
南
宋
館
閣
績
録
‘
七
・
八
・
九
〕
・
〔
四
庫
提
要
‘
一

百
六
十
五
〕
。

【
馬
定
國
】
890
和
イ
コ
ク
金
‘
荏
平
の
人
。
字
は
子
卿
。
琥
は

蒋
堂
先
生
。
官
は
明
昌
の
初
‘
翰
林
學
士
。
嘗
て
石
鼓

琲
萬
餘
百
を
著
は
し
‘
定
め
て
宇
文
周
の
時
の
も
の
と

な
す
。
著
に
文
集
が
あ
る
。
〔
金
史
、
二
日
二
十
五
〕
。

【
馬
定
廂
】

891r'
清
、
長
安
の
人
。
乾
隆
の
時
の
武
攣
°

大
小
金
川
を
動
し
て
功
あ
り
。
官
は
宜
昌
鎮
穂
兵
。
〔
國

朝
者
猷
類
徴
‘
二
百
九
十
四
〕
。

【
馬
朝
清
】
892
が
＇
ウ
セ
イ
清
の
人
。
馬
化
隆

(
7
4
0
)

を
見
よ
。

冨
晟
市
】
寧
パ
デ
，
ゥ
地
名
。
廣
束
省
臨
高
縣
の
東
北
。
労

に
馬
昆
港
が
あ
る
。

【
馬
適
求
】
893

杯
キ
キ
’
漢
、
距
鹿
の
人
。
王
祥
の
地
皇
の

初
‘
燕
趙
の
兵
を
攀
げ
て
祥
を
誅
せ
ん
と
謀
り
、
大
司

空
王
丹
に
密
告
さ
れ
‘
逮
治
、
誅
死
せ
ら
る
。
〔
前
漢
書
‘

九
十
九
下
〕
。

【
馬
天
績
】
894
和
’
キ
｛
木
‘
衛
州
の
人
。
字
は
徳
夫
。
紹
定

の
進
士
。
官
は
著
作
佐
郎
。
司
馬
光
五
規
の
名
を
椴

り
、
時
弊
を
條
上
し
、
詞
旨
切
直
、
考
功
郎
に
遷
る
。
後
、

慶
元
府
知
、
兼
沿
海
制
笛
使
に
至
る
。
〔
宋
史
、
四
百
―
―

十〕。

【
馬
天
来
]895

グ
ラ
イ
金
、
介
休
の
人
。
一
に
天
駄
に
作

る
。
字
は
雷
章
。
進
士
。
官
は
國
史
院
編
修
。
博
學
多

技
‘
輩
、
神
品
に
入
り
、
太
玄
藪
に
通
じ
‘
塑
像
を
善
＜

す
。
〔
中
州
集
〕
。

【
馬
天
蛛
】
896

が9
ライ

【
馬
殿
甲
】
897

グカ
7

清
、
那
州
の
人
。
嘉
慶
の
武
進
士
。

道
光
中
、
張
格
爾
の
乱
に
、
喀
什
喝
爾
に
赴
い
て
進
動

し
、
功
有
り
。
安
集
延
匪
‘
浩
竿
と
結
ん
で
喀
什
喝
爾

を
擾
す
や
、
連
り
に
之
を
敗
り
、
英
人
沿
海
を
擾
す
や
‘

廣
東
海
口
に
防
堵
す
。
官
は
廣
西
提
督
、
病
を
以
て
免

ぜ
ら
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
三
百
二
十
六
〕
。

【
馬
杜
帯
】
898ma'tu• 

t
a
i
•馬
の
腹
帯
。

[
馬
都
拉
】
899

勺
島
の
名
。
ジ
ヤ
ヴ
ア
の
東
北
岸
に
近

い
島
。

M
a
d
u
r
a
の
昔
諜
。

【
馬
弩
開
】
900

が
が
い
し
ゅ
み
を
検
査
し
て
、
十
石
以
上

の
も
の
は
外
に
出
さ
な
い
や
う
に
す
る
為
に
設
け
た

隅
所
。
〔
漢
書
、
昭
帝
紀
〕
（
元
始
五
年
）
夏
‘
罷
―
―
天
下
亭

母
馬
及
馬
弩
闘
↓
〔
注
〕
孟
康
曰
‘
藷
馬
高
五
尺
六
寸
‘

歯
杏
平
‘
弩
十
石
以
上
‘
皆
不
レ
得
屈
如
岡
‘
今
不
レ
禁

也。〗
〗
二
塁
ニ

香
、
雲
南
根
、
三

百
雨
銀
槃
‘
宗
爽
日
、
其
｛
貫
尚
垂
、
状
如
―
―
馬
項
之
鈴
1

故

得
レ
名
也
。

【
馬
桐
油
】
902

汀
ゥ
旅
人
が
馬
上
に
用
ひ
る
大
き
な
桐

油
合
利
。

【
馬
得
功
]
幽
ぃ
ク
コ
•
ウ
清
‘
遼
束
の
人
。
盆
は
襄
武
。
明
の

縛
兵
。
順
治
中
、
多
鐸
‘
江
南
を
下
す
や
、
得
功
‘
揺
王
と

其
の
妃
を
縛
し
て
降
り
、
鎮
江
穂
兵
を
拝
し
、
漢
軍
壌

黄
旗
に
隷
す
。
輻
建
を
征
す
る
に
従
ひ
、
戦
功
有
り
‘
幅

建
提
督
を
拝
す
。
康
熙
中
‘
鷹
門
を
動
し
て
戦
死
す
。
一

等
侯
を
追
贈
さ
る
。
〔
清
史
稿
｀
―
-
百
五
十
四
〕
．
〔
清
史

列
博
、
七
十
八
〕
。

【
馬
得
臣
】
9
0
4
i
ク
；
／
遼
‘
南
京
の
人
。
遼
史
は
徳
臣
に
作

る
。
學
を
好
み
、
詩
文
に
巧
で
あ
っ
た
。
官
は
保
寧
中
‘

翰
林
學
士
。
正
直
を
以
て
稲
せ
ら
る
。
後
、
聖
宗
の
時
、

宣
徽
院
事
。
〔
遼
史
、
八
十
〕
。

【
馬
得
拉
】9
0
5
1

〖
デ
ィ
群
島
の
名
。
ア
フ
リ
カ
西
北
部
。
モ

ロ
ッ
コ
の
西
方
海
中
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
。

M
a
d
e
i
r
a

の
昔
繹
°

四
八
四

13080 



(44572・ ・906) (44572・ ・940) 

【
馬
得
里
】
竺
い
地
名
。
ス
ペ
イ
ン
の
首
府
。
邦
繹
は
縣
の
西
。
元
‘
鎖
南
王
、
占
城
を
討
つ
て
還
り
、
思
明
に
至
に
多
い
病
。
咳
が
出
て
臀
が
暖
れ
‘
呼
吸
甚
だ
苦
し
く
、
【
馬
幅
塔
】
935n
タ
ー
清
‘
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
納
剛
氏
。

馬
徳
里
。

M
a
d
r
i
d
の
音
繹
。
る
。
士
卒
、
明
江
の
水
を
飲
ん
で
病
む
。
神
に
繭
り
、
忽
極
め
て
急
性
で
あ
る
。
ば
ひ
ふ
う
。
ヂ
フ
テ
リ
ア
。
天
聰
の
時
、
屡
；
朝
鮮
に
使
し
、
又
‘
皮
鳥
を
従
攻
し
、

【
馬
徳
昭
】
907

い
ク
七
ウ
清
、
闇
中
の
人
。
字
は
子
明
。
向
榮
ち
馬
の
抱
く
に
よ
り
泉
湧
出
し
、
其
の
味
甘
美
と
い
【
馬
百
祗
]
9
2
6
5

ャ
ク
ロ
ク
金
、
三
河
の
人
。
字
は
天
錫
゜
盆
戦
を
督
し
て
大
捷
す
。
官
は
戸
部
承
政
。
〔
清
史
稿
‘
―
―

の

軍

に

従

ひ

、

参

将

よ

り

固

原

提

督

に

至

る

。

ふ

。

は

貞

忠

。

幼

に

し

て

學

に

志

し

、

織

母

に

事

へ

て

至

百

三

十

四

〕

．

〔

國

朝

者

獣

類

徴

、

四

十

二

〕

・

〔

渦

洲

名

臣

【
馬
徳
里
】
908E
い
ス
ペ
イ
ン
の
首
府
。
漢
諜
は
馬
得
【
馬
伯
縄
】
917

：
ノ
ヨ
ウ
清
‘
渫
陽
の
人
。
字
は
正
則
°
琥
は
孝
。
大
定
中
の
両
賦
進
七
。
官
は
同
知
北
京
路
韓
運
博
、
五
〕
。

里。

M
a
d
r
i
d
の
昔
繹
。
蛯
翁
（
蝶
翁
）
。
又
‘
洸
漁
子
。
明
、
天
啓
の
諸
生
。
清
と
な
事
。
明
昌
の
初
、
南
京
路
提
刑
使
。
御
史
憂
。
剛
直
能
【
馬
ナ
仝
碑
】
936

グ
ヰ
明
、
安
丘
の
人
。
字
は
仲
餡
゜
琥
は

【
馬
屯
山
】
909

ビ
：
山
名
。
廿
鼎
省
平
涼
縣
の
西
。
〔
十
り
‘
洸
湖
の
岸
に
住
ん
だ
。
詩
輩
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
國
幹
を
以
て
聞
ゆ
。
後
、
河
中
府
知
に
至
る
。
〔
金
史
、
九
十
定
宇
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
確
山
縣
の
知
。
御
史
。
後
‘

六
國
春
秋
〕
眺
長
卑
ハ
1

一

符

登

如

竺

於

高

平

一

登

敗

、

奔

―

―

於

朝

者

猷

類

徴

、

四

百

六

十

四

〕

。

七

〕

。

按

察

副

使

。

右

都

御

史

を

以

て

江

西

を

巡

撫

し

、

法

を

馬

屯

山

↓

【

馬

伯

六

】

918
踪
ク
撮
合
者
の
俗
梢
。
世
話
人
。
〔
堅
親
廣
【
馬
濱
榔
】

927:7ウ
果
賓
の
名
。
〔
本
草
‘
馬
濱
榔
〕
繹
執
る
こ
と
頗
る
穀
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
六
十
三
〕
．
〔
蘭
曇

【
馬
南
賓
】
910i

ぇ
ゥ
｛
木
、
香
山
の
人
。
家
財
饒
か
で
‘
讀
集
〕
俗
呼
1

一
撮
合
者
[
]
二
馬
伯
六
↓
不
レ
解
二
其
語
t

塁
砕
名
、
馬
金
嚢
、
馬
金
南
‘
紫
棋
榔
。
法
閤
録
‘
十
八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
九
十
七
〕
。

書
、
義
を
好
み
‘
尤
も
詩
に
巧
。
端
宗
海
に
航
し
て
邑
を
録
云
、
北
地
馬
墾
‘
毎
二
-
牡
心
四
十
餘
牝
―
而
行
、
愚
合
【
馬
負
圏
】

928F
清
、
武
進
の
人
。
字
は
伯
河
。
一
の
字
【
馬
文
升
】
937

が
’
／
ヨ
ウ
明
、
釣
州
の
人
。
字
は
負
園
。
溢
は

過
ぐ
る
や
‘
粟
を
獣
じ
て
軍
に
供
し
、
櫂
工
部
侍
郎
を
計
レ
之
‘
毎
伯
牝
馬
用
↓
―
牡
馬
六
匹
互
丑
珀
一
馬
伯
六
↓
は
肇
易
。
晩
琥
は
二
奄
。
明
の
諸
生
。
幼
よ
り
名
節
を
崇
端
簡
。
景
泰
の
進
士
。
官
は
御
史
。
孝
宗
の
時
‘
吏
部
尚

拝
す
。
宋
亡
び
‘
黎
徳
・
梁
起
幸
と
兵
を
起
し
て
帝
謁
を
【
馬
泊
六
】
919

翌
ク
馬
伯
六
に
同
じ
。
〔
水
滸
博
‘
―
-
＋
四
ぶ
。
鼎
革
後
、
陸
世
俄
と
交
は
り
、
途
に
心
性
に
参
し
、
名
書
。
文
武
の
オ
を
兼
ね
‘
邊
鎮
に
功
あ
り
、
外
國
に
其
の

迎
ふ
。
起
幸
は
二
心
を
萌
し
て
奔
り
遷
る
。
徳
‘
之
を
反
回
〕
王
婆
笑
道
、
老
身
為
レ
頭
是
倣
レ
媒
‘
又
會
レ
倣
二
牙
物
象
散
に
兼
通
し
た
。
嘗
て
同
里
の
憚
日
初
等
と
易
を
名
を
知
ら
る
。
箸
に
馬
端
痛
奏
議
が
あ
る
。
〔
明
史
、
一

攻
し
、
敗
れ
、
南
賓
は
之
に
死
ん
だ
。
〔
宋
史
翼
、
三
十
婆
盆
乎
會
レ
抱
レ
腰
‘
云
云
‘
也
會
レ
説
1

面
盆
央
也
會
レ
倣
1

一
延
陵
書
院
に
講
じ
‘
従
學
者
甚
だ
多
か
っ
た
。
生
平
篤
百
八
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
二
十
八
〕
・
〔
明
史

二

〕

・

〔

宋

季

忠

義

鎌

七

〕

馬

泊

六

↓

く

程

朱

を

信

じ

、

軽

々

し

く

立

説

し

な

か

っ

た

。

著

に

稿

、

一

百

六

十

五

〕

．

〔

皇

明

通

紀

値

解

‘

七

〕

．

〔

國

朝

獣

【
馬
尼
剌
】
911
セ
ー
地
名
。
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
國
の
首
府
。
【
馬
撲
臣
】
920{
ク
／
ノ
清
、
桐
城
の
人
。
字
は
相
如
。
一
の
皇
極
経
世
説
・
開
方
密
率
法
・
律
呂
圏
解
・
八
十
四
臀
六
徽
録
、
二
十
四
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
ニ
・
六
・
十
四
・
十

M
a
n
i
 
I
 

a, 
M
a
n
 ill a
の
昔
諜
。
字
は
春
渥
゜
碓
正
の
學
人
。
内
閣
中
書
を
授
け
ら
る
。
乾
十
調
説
・
候
氣
説
・
知
非
録
が
あ
る
。
卒
す
る
や
門
人
、
九
・
二
十
一
・
ニ
十
六
・
ニ
十
八
・
三
十
ニ
・
三
十
三
・
三

【
馬
把
勢
】
912
m
a
'
p
a
3
 s
h
i
h
馬
を
使
ふ
者
。
隆
の
時
‘
鴻
博
に
擢
ん
で
ら
る
。
オ
氣
豪
邁
‘
詩
を
能
＜
潜
徳
先
生
と
私
溢
す
。
〔
碑
傭
集
‘
二
日
二
十
七
〕
。
十
六
・
三
十
八
・
四
十
―
一
・
四
十
三
・
四
十
五
•
四
十
六
〕
．

【
馬
剖
子
】
913

忌
3

pao• 

tzu

馬

櫛

。

す

。

書

室

を

報

循

堂

と

い

ふ

。

著

に

春

遅

詩

稿

が

あ

る

。

【

馬

婦

鳥

】

929

ぢ
雀
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
〔
今
獣
備
遺
‘
三
十
一
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
、
三
十
一
〕
．

【
馬
放
レ
道
】
914
芦
-
"
ナ
，
馬
に
道
を
ま
か
す
。
道
に
迷
つ
〔
國
朝
者
駄
類
徴
、
一
百
四
十
四
〕
．
〔
碑
博
集
‘
六
十
〕
．
雀
〕
槃
苑
詳
註
‘
雀
俗
呼
為
―
―
馬
婦
鳥
↓
〔
王
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
五
〕
．
〔
皇
朝
名
臣
言
行
略
‘

た
時
馬
を
先
導
と
し
て
之
に
従
ふ
。
〔
韓
非
子
‘
説
林
上
〕
〔
國
朝
名
家
詩
紗
小
博
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
篇
‘
―
-
+
【
馬
符
録
】
930

が
ロ
ク
清
、
南
海
の
人
。
字
は
受
之
。
官
は
陸
三
〕
．
〔
沈
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
十
五
〕
・
〔
皇
明
人
物

管
仲
阻
朋
従
二
於
桓
公
盃
悩
竺
孤
竹
↓
春
往
冬
反
‘
迷
惑
六
〕
．
〔
鶴
徴
後
録
‘
六
〕
゜
豊
縣
訓
導
。
著
に
西
樵
山
志
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
七
考
‘
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
二
十
五
・
四
十
七
・
七
十
ニ
・

ぎ
道
、
管
仲
日
、
老
馬
之
智
可
レ
用
也
‘
乃
放
―
―
老
馬
一
而
【
馬
八
龍
】
921{
チ

リ

ヨ

ウ

北

魏

‘

武

強

の

人

。

性

、

財

を

軽

ん

十

六

〕

。

九

十

ニ

・

一

百

一

・

二

日

十

九

・

ニ

日

二

十

七

〕

．

〔

蘭

憂

問
之
、
遂
得
這
行
→
じ
て
義
を
重
ん
じ
た
。
友
人
の
武
遂
•
平
霊
哲
、
軍
中
に
【
馬
伏
波
】

9
3
1
~
ク
ハ
後
漢
｀
馬
援
を
い
ふ
。
伏
波
将
軍
と
法
翌
録
、
九
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
一
〕
·
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

【
馬
鵡
瓜
】
915

が
吟
瓜
の
一
種
。
か
ら
す
う
り
。
王
瓜
の
喪
亡
す
る
や
‘
奔
赴
し
、
屍
を
負
つ
て
蹄
り
、
家
財
を
以
な
っ
た
か
ら
い
は
る
。
〔
趙
蝦
、
経
二
扮
陽
藷
宅
―
詩
〕
門
八
十
五
〕
．
〔
皇
朝
中
州
人
物
志
‘
九
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
―
-
+

異
名
。
〔
本
草
、
王
瓜
〕
繹
名
、
土
瓜
、
鉤
械
‘
老
鶉
瓜
、
馬
て
靖
葬
し
‘
遺
孤
を
撫
安
し
た
。
〔
魏
書
、
八
十
七
〕
・
〔
北
前
不
レ
改
藷
山
河
‘
破
レ
虜
曾
軽
馬
伏
波
。
一
〕
・
〔
明
史
瓶
‘
五
十
七
〕
．
〔
皇
朝
名
臣
言
行
録
、
三
〕
．

雌

瓜

、

赤

雹

子

、

野

甜

瓜

‘

師

姑

草

‘

公

公

蹟

。

史

、

八

十

五

〕

°

[

馬

復

震

】

932
が
ク
／
／
清
‘
桐
城
の
人
。
名
は
震
。
字
は
螢
゜
〔
明
書
‘
二
日
二
十
四
〕
〔
績
蔵
書
、
十
六
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、

【
馬
砲
泉
】9

1
6
翌
ゥ
泉
の
名
。

O
河
北
省
易
縣
の
東
北
。
【
馬
攀
姉
g】9
2
2
.
~
9

リ
ヨ
ウ
明
‘
陽
信
の
人
。
字
は
沖
需
。
琥
咸
豊
中
‘
淮
勇
を
募
つ
て
洪
楊
に
従
征
す
。
是
を
淮
軍
丙
〕
。

唐
、
太
宗
が
高
麗
を
征
し
、
此
虞
に
駐
躇
し
、
馬
の
抱
に
は
愧
非
子
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
栂
部
主
事
。
著
に
愧
の
始
と
為
す
。
休
寧
・
幣
縣
及
ぴ
徽
州
郡
城
に
克
つ
。
楊
【
~
文
植

l】9
3
8
が
／9ヨ
ク
清
、
武
進
の
人
。
字
は
培
之
。
本
姓

よ
っ
て
泉
を
得
た
と
博
ふ
。
●
河
北
省
沫
源
縣
の
南
。
非
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
七
十
八
〕
。
秀
清
進
ん
で
徽
郡
を
園
む
や
‘
復
震
雪
を
冒
し
て
力
戦
は
蒋
゜
祗
‘
瞥
を
馬
氏
に
學
ぴ
‘
遂
に
其
の
姓
に
従
ふ
。

俗
に
宋
、
楊
延
昭
が
兵
を
此
慮
に
屯
し
、
馬
の
踏
に
よ
【
~
蕃

i巷
）
】92
3
が
勺
地
名
。
江
蘇
省
江
寧
縣
の
北
。
〔
梁
し
、
秀
清
負
傷
し
て
遁
る
。
同
治
中
‘
浙
江
に
韓
戦
し
大
尤
も
外
科
に
精
し
か
っ
た
。
著
に
瞥
略
存
慎
が
あ
る
。

つ
て
泉
を
得
た
と
傭
ふ
。
参
安
徽
省
含
山
縣
の
北
。
書
、
王
志
傭
〕
志
家
世
居
二
建
康
禁
中
里
馬
蕃
巷
芦
又
僧
功
有
り
。
官
は
陽
江
鎮
綿
兵
に
至
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
【
~
文
璧
】

9
3
9
が
9ペ
キ
明
の
人
。
琥
は
灌
園
人
。
洪
武
中
‘

昭
隅
泉
の
こ
と
。
俗
に
伍
子
骨
が
昭
隅
を
過
ぎ
て
、
馬
虔
以
来
‘
門
風
多
,
,
寛
恕
「
志
尤
惇
厚
‘
云
云
‘
兄
弟
子
姪
六
十
三
〕
．
〔
碑
博
集
補
‘
-
―
-
+
〕
。
撫
州
府
知
。
學
博
く
オ
敏
、
政
、
大
罷
を
知
り
、
尤
も
詩

の
砲
く
に
よ
っ
て
泉
が
出
た
と
博
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
皆
篤
賓
謙
和
、
時
人
琥
―
―
馬
蕃
諸
王
一
玲
―
―
長
者
↓
【
馬

11令
1933
ぢ
ク
馬
を
養
つ
て
径
賦
を
免
れ
し
め
る
文
に
長
ず
。
時
人
、
文
章
太
守
と
い
ふ
。

要
、
江
南
‘
和
州
、
含
山
縣
〕
馬
胞
泉
‘
縣
北
十
五
里
、
即
昭
【
馬
不
瑶
】
9
2
4
i
{

ゥ
清
、
安
陽
の
人
。
字
は
玉
山
。
同
治
令
。
〔
漢
書
、
西
域
下
‘
烏
孫
國
傭
〕
務
在
下
禁
1

一
苛
暴
一
止
―
-
【
馬
姻
然
】

940.5イ
ゼ
’
明
、
内
江
の
人
。
字
は
思
進
。
溢
は

闘
泉
‘
云
云
‘
俗
傭
、H
i子
背
過
―
―
昭
隅
盃E鞄
泉
出
、
此
の
進
士
。
官
は
廣
西
巡
撫
。
民
に
露
桑
を
課
し
、
繰
織
檀
賦
ぶ
ル
•
本
農
祓
竺
馬
復
令
一
以
補
レ
訣
゜
〔
庄
〕
師
古
毅
慾
。
成
化
の
進
士
。
官
は
嘉
魚
縣
の
知
。
消
廉
に
し
て

其
遺
跡
。
R
湖
北
省
京
止
縣
の
西
北
。
〔
明
一
統
志
〕
を
教
へ
‘
歳
に
土
産
五
六
十
萬
金
を
増
し
た
。
〔
清
史
列
曰
‘
馬
復
‘
因
レ
養
レ
馬
‘
以
免
二
稿
賦
一
也
。
患
政
あ
り
。
後
‘
副
都
御
史
。
貴
州
を
巡
按
し
、
オ
名
益

漢
闘
忠
義
駐
,
,
兵
於
此
富
山
無
レ
水
、
士
卒
渇
甚
‘
夜
有
一
博
、
五
十
九
〕
．
〔
績
碑
博
集
、
三
十
二
〕
。
【
馬
縣
安
】
934

が
ク
ア
’
清
、
廣
東
順
徳
の
人
。
琥
は
止
齋
。
益
著
は
る
。
南
京
糧
儲
を
穂
督
し
、
流
賊
‘
劉
六
の
害
に

08

虎
咆
庄
馬
驚
胞
畑
‘
因
而
得
レ
泉
。

O
廣
西
省
思
架
【
馬
牌
風
】
925
閃
病
名
。
一
、
二
歳
か
ら
十
歳
迄
の
小
兒
道
光
の
進
士
。
著
に
止
齋
文
紗
が
あ
る
。
遇
ふ
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
五
十
九
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
+
1
3

|
 

|

_
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四

八
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九
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
九
十
九
•
二
日
二
十
四
・
ニ
日
二
渠
謙
を
劾
し
、
言
甚
だ
切
直
。
後
、
里
居
し
、
聞
賊
に
害
障
泥
〕
升

i奄
外
集
‘
文
鴛
輿
―
―
石
虎
一
戦
敗
、
解
―
―
馬
羅
披

1

縣
西
ご
旦
合
水
縣
一
流
入
‘
下
流
會
―
―
於
九
龍
川
ゴ
ふ
縣

十

九

〕

．

〔

蘭

憂

法

閤

録

‘

十

二

〕

．

〔

明

名

人

博

、

二

十

せ

ら

る

。

自

障

‘

馬

羅

披

‘

即

障

北

也

。

南

有

―

一

大

陵

小

陵

二

水

面

i

九
龍
川
之
上
源
芙
゜

六
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
日
七
〕
。
【
馬
鳴
生
】
950

ぐ
？
後
漢
、
臨
渦
の
人
。
本
姓
は
和
ぷ
子
[
馬
牢
山
】
951

ぢ
ゥ
山
名
o

山
西
省
晉
城
縣
の
南
o

〔
資
【
馬
聯
海
】
臨
い
’
ヵ
1

清
、
漢
中
の
回
A
゜
字
は
莉
亭
o

咸

【
馬
保
忠
】
941

い
チ
ュ
ヴ
遼
、
螢
州
の
人
。
盆
は
剛
簡
゜
謹
重
は
君
賢
。
少
く
し
て
縣
吏
と
な
り
‘
賊
を
捕
へ
て
傷
を
受
冶
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
昭
宗
‘
大
順
元
年
）
是
夕
李
謹
・
李
重
豊
の
武
摯
人
。
時
に
闘
中
の
漢
回
互
に
憎
み
、
大
乱
を

寡
欲
、
好
ん
で
節
操
を
立
つ
。
官
は
太
平
の
間
‘
洗
馬
。
け
て
死
し
、
神
人
に
遇
ひ
槃
に
よ
つ
て
活
か
さ
れ
、
遂
胤
牧
レ
衆
遁
去
、
存
孝
．
平
之
随
而
撃
レ
之
‘
至
―
―
馬
牢
山
「
醸
す
‘
聯
海
‘
之
を
調
解
し
て
漢
南
無
事
な
る
を
得
た
。

著
作
郎
。
殿
中
丞
。
後
‘
櫃
密
使
守
太
師
兼
政
事
令
に
に
職
を
棄
て
て
随
ひ
、
天
下
を
周
流
し
、
後
‘
太
陽
神
丹
大
破
f

之

、

斬

獲

萬

計

。

後

、

回

人

に

漢

奸

と

目

さ

れ

、

燒

殺

さ

る

。

至

る

。

封

は

燕

國

公

。

経

を

得

て

蹄

り

‘

丹

を

煉

つ

て

之

を

服

し

、

白

El
昇
天
【
馬
拉
松
】
958

竺
マ
ラ
ソ
ン
。
馬
来
遜
(
5
9
7
)

に
同
じ
。
【
馬
聯
甲
】
967

ぃ，ガ
7

民
國
‘
江
蘇
省
の
人
。
安
徽
陸
軍

【
馬
逢
泉
】
942i
ウ

カ

ウ

明

‘

三

原

の

人

。

字

は

千

里

゜

萬

暦

す

。

〔

紳

仙

博

〕

。

【

馬

蘭

泰

]959
和
，
タ
イ
清
‘
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
博
爾
第
一
混
成
旅
々
長
‘
暁
南
鎮
守
使
‘
會
塀
安
徽
軍
務
善

の
進
士
。
官
は
御
史
。
朝
端
を
甜
清
す
。
後
、
南
吏
部
考
【
馬
鳴
侃
】
951
ぃ
イ
イ
清
‘
遼
陽
の
人
。
太
祗
‘
遼
陽
に
克
清
吉
特
氏
。
明
安
の
曾
孫
。
康
熙
中
‘
二
等
伯
を
襲
爵
後
事
宜
‘
督
塀
安
徽
軍
務
善
後
事
｛
且
等
に
歴
任
す
。

功
主
事
と
な
る
。
つ
や
、
来
降
す
。
漢
軍
壌
紅
旗
に
隷
す
。
深
博
に
し
て
す
。
兵
を
率
ゐ
て
推
河
に
駐
防
し
、
準
喝
爾
を
撃
つ
の
【
~
締
譜
{
】

9
6
8
m
a
3
 
l
u
n
g
'
t
'
o
u

馬
の
お
も
が
い
。

【
馬
逢
知
】
9435
ウ
チ
清
‘
阻
州
の
人
。
原
名
は
進
賓
。
明
謀
有
り
、
兵
略
を
善
く
す
。
順
治
中
、
従
ひ
て
闘
に
入
功
を
妄
報
し
、
侍
衛
内
大
臣
を
領
す
。
尋
い
で
輻
影
に
【
馬
和
之
】
969
ゲ
宋
、
錢
塘
の
人
。
紹
興
の
進
士
。
官
は

に
仕
へ
て
安
慶
副
将
•
都
督
同
知
を
拝
す
。
順
治
中
‘
り
、
一
隻
虎
を
敗
り
、
江
南
江
西
穂
督
に
累
官
す
。
至
る
劾
奏
さ
れ
‘
鞠
｛
貫
し
て
斬
に
擬
さ
る
。
乾
隆
の
間
‘
繹
さ
工
部
侍
郎
。
善
く
人
物
山
水
を
書
き
‘
務
め
て
華
藻
を

迎
降
し
て
金
華
憩
兵
に
累
擢
さ
る
。
魯
王
の
部
将
玩
所
瞥
誉
有
り
。
鄭
成
功
の
餘
窯
と
戦
ひ
‘
陽
；
之
を
敗
れ
、
副
都
統
を
授
け
ら
る
。
復
、
事
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
去
り
、
自
ら
一
家
を
成
し
、
嵩
宗
・
孝
宗
の
雨
朝
、
最
も

進
・
張
名
振
を
舟
山
に
敗
る
。
官
は
蘇
松
常
鎮
提
督
に
る
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
四
十
五
〕
．
〔
國
朝
苦
猷
類
徴
‘
一
る
。
〔
涌
洲
名
臣
博
、
三
十
六
〕
。
重
ん
ぜ
ら
る
。
嘗
て
毛
詩
三
百
篇
を
書
き
、
和
之
に
命

至
る
。
鄭
成
功
江
寧
を
犯
す
や
、
兵
を
擁
し
て
救
は
ず
‘
百
四
十
九
〕
．
〔
碑
博
集
、
二
日
十
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
【
馬
履
五
索
】
960

い
タ
イ
清
、
錢
塘
の
人
。
字
は
秋
葵
（
叔
安
）
。
じ
篇
毎
に
一
圏
を
蓋
か
せ
‘
會
し
て
巨
峡
と
な
し
た
。

誅

せ

ら

る

。

〔

清

史

列

博

、

八

十

〕

。

略

‘

八

〕

・

〔

涌

洲

名

臣

博

、

四

〕

。

琥

は

蔽

i

奄
。
乾
隆
の
進
士
。
太
常
寺
卿
に
累
官
す
。
事
に
明
の
時
、
杭
人
其
の
散
逸
を
存
す
る
者
が
あ
っ
た
。
〔
宋

【
馬
逢
伯
】
944i
ゥ
，
ク
清
‘
i

高
城
の
人
。
字
は
仲
甫
。
幼
に
【
馬
鳴
竪
]
9
5
2
9

ィ
っ
’
明
、
内
江
の
人
。
字
は
君
御
。
萬
暦
遇
つ
て
識
有
り
。
諧
諧
を
善
く
し
、
書
蓋
に
巧
。
好
ん
で
史
翼
‘
三
十
八
〕
．
〔
南
宋
院
鵞
録
‘
三
〕
。

し
て
左
光
斗
・
馬
士
奇
等
と
交
は
り
、
詩
文
の
信
和
を
の
進
士
。
官
は
兵
部
侍
郎
。
著
に
奏
議
及
び
鳳
麓
稿
が
晩
唐
人
の
詩
を
誦
し
‘
品
學
は
杭
人
の
欽
慕
す
る
所
と
【
合
｛
レ
~
者

I

】9
7
0
竺
[
7モ
ノ
馬
を
飼
ふ
人
。
食
は
飼
養
の

な

す

。

官

は

博

平

知

縣

。

あ

る

。

為

る

。

書

室

を

特

健

築

齋

と

い

ふ

。

〔

國

朝

誓

獣

類

徴

、

意

。

〔

韓

愈

、

雑

説

〕

食

レ

馬

者

、

不

T

知
二
其
能
千
里
1

而

【
馬
毛
山
】
945
万
山
名
。
廿
粛
省
固
原
縣
の
西
南
‘
-
【
馬
雄
鎮
】
953

、
ザ
ゥ
？
清
の
人
。
鳴
賊
の
f
°
字
は
錫
蕃
。
一
百
六
〕
．
〔
清
驚
家
詩
史
、
戊
‘
上
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
食
上
也
。

名

、

馬

覧

嶺

。

琥

は

坦

公

。

盆

は

文

毅

。

順

治

中

、

エ

部

副

理

事

官

を

初

篇

、

四

十

一

―

-

〕

・

〔

國

朝

書

鵞

家

筆

鎌

‘

二

〕

．

〔

國

朝

書

【

馬

安

四

至

】

971

宍
’
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
司
馬
安
が
四

【
馬
孟
禎
]946

か

ゥ

ァ

イ

明

、

桐

城

の

人

。

字

は

泰

符

。

萬

暦

拝

し

、

廣

西

巡

撫

に

累

遷

す

。

呉

三

桂

反

す

る

や

‘

廣

人

輯

略

‘

六

〕

。

度

‘

九

卿

に

至

っ

た

故

事

。

〔

漢

書

‘

汲

闘

博

〕

雖

柿

子

司

の
進
士
。
官
は
御
史
。
後
、
廣
東
副
使
。
天
啓
の
初
‘
西
将
軍
孫
延
齢
之
に
叛
應
し
、
雄
鎮
、
室
を
闇
ぢ
て
幽
【
馬
t
k柱
】
961

い
ャ
：
‘
{
ゥ
清
、
成
都
の
人
。
康
熙
中
‘
吐
魯
馬
安
、
亦
少
輿
レ
罪
為
―
―
太
子
洗
馬
一
安
文
深
巧
善
に
臣
‘

光
誅
少
卿
。
少
く
し
て
貧
。
貴
顕
に
及
ん
で
家
に
声
威
閉
さ
る
。
四
載
を
歴
て
‘
隈
；
降
を
勧
め
ら
れ
て
屈
せ
番
及
び
額
魯
特
等
を
征
し
載
功
が
あ
っ
た
。
官
は
碓
正
四
至
1

一
九
卿
百
ぞ
河
南
太
守
1

卒。

資
な
し
。
憂
に
入
り
‘
世
卿
を
疏
劾
す
。
時
人
論
じ
て
ず
‘
遂
に
害
さ
る
。
書
室
を
撃
笏
棲
と
い
ふ
。
著
に
撃
笏
中
‘
四
川
提
標
消
撃
。
後
、
四
川
松
濡
鎮
穂
兵
に
至
る
。
【
馬
以
レ
錮
g

名
I

】972
芦
悶
ョ
ウ
ヲ
そ
ど
ァ
馬
の
高
さ
八
尺
あ
る

挟
陰
と
す
。
〔
明
史
、
二
亘
―
-
+
〕
．
〔
賊
斯
同
明
史
、
三
棲
遺
稿
・
彙
草
辮
疑
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
五
十
〔
清
史
稿
、
三
百
十
七
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
二
百
八
十
を
龍
と
す
る
。
因
つ
て
馬
の
す
ぐ
れ
た
も
の
を
龍
と

百
四
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
‘
-
―
百
十
九
〕
・
〔
東
林
列
博
‘
二
八
〕
・
〔
清
史
列
傭
‘
六
〕
．
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
三
百
四
十
七
〕
．
〔
國
史
列
博
、
五
十
二
〕
。
い
ふ
。
〔
頗
延
之
‘
緒
白
馬
賦
序
〕
譲
不
レ
稽
レ
カ
、
馬
以
レ

+

〕

。

三

〕

・

〔

碑

博

集

‘

一

百

十

九

〕

．

〔

國

朝

先

正

事

略

‘

八

〕

・

【

馬

令

威

】

962

い
イ
ヰ
宋
の
人
。
馬
令
踪
を
見
よ
。
龍
名
。

【
馬
明
衡
】
9
4
7
9

イ
カ
ウ
明
の
人
。
思
聴
の
子
。
字
は
子
苓
。
〔
従
政
観
法
録
‘
―
二
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
、
十
三
〕
。
【
馬
令
踪
】
963
いイ
9

ウ
宋
の
人
。
全
節
の
子
。
本
名
は
令
【
馬
一
歩
九
】
9
7
3
5
が
一
人
の
馬
兵
は
九
人
の
歩
兵
に

正
徳
の
進
士
。
官
は
世
宗
の
時
‘
御
史
。
業
を
王
守
仁
【
馬
翼
贄
】
954
か
ク
？
清
の
人
。
思
賛
の
弟
。
字
は
叔
静
。
威
。
周
、
太
岨
の
名
を
避
け
て
令
踪
に
改
む
。
少
く
し
匹
敵
す
る
。
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
馬
一
歩
九
‘
注
解
〕
一

に
受
く
。
間
中
の
王
學
は
、
明
衡
よ
り
始
ま
る
。
著
琥
は
寒
将
。
薙
正
の
進
士
。
官
は
観
城
知
縣
。
書
室
を
賓
て
騎
射
を
善
く
す
。
官
は
阻
州
刺
史
。
漢
初
、
西
京
巡
個
馬
兵
可
―
n

以
算
―
―
是
九
個
歩
兵
的
職
分
↓

に
尚
書
疑
義
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
―
一
百
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
穎
堂
と
い
ふ
。
著
に
賓
穎
堂
詩
紗
が
あ
る
。
検
使
。
周
太
祗
の
時
‘
陳
州
刺
史
。
宋
の
昭
義
兵
馬
鈴
【
~
可
波
~
]
四
位
[

M
a
r
c
o
 
P
o
l
o
の
昔
諜
。
伊
太

史
、
二
百
八
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
九
十
一
〕
·
〔
蘭
壼
【
馬
剛
歪
~
】

9
5
5
戸
チ
清
‘
涌
洲
壌
紅
旗
人
。
溢
は
忠
倍
。
順
轄
。
〔
宋
史
、
二
百
七
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
七
十
六
〕
。
利
の
人
゜
―
二
五
四
年
、
ヴ
ェ
ネ
チ
ャ
に
生
れ
、
一
＝
―

法
閤
録
‘
十
四
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戊
、
十
二
〕
。
治
中
、
多
爾
哀
に
従
ひ
、
山
海
隅
よ
り
李
自
成
を
破
り
、
【
馬
棟
子
]964.
勾
’
草
の
名
。
ね
ぢ
あ
や
め
。
義
賓
の
異
二
四
年
、
故
郷
で
病
歿
。
―
二
七
一
年
、
十
七
歳
の
時
‘

【
馬
鳴
起
】

948rキ
明
‘
龍
渓
の
人
。
字
は
伯
龍
゜
溢
は
忠
又
多
鐸
に
従
っ
て
江
南
を
征
し
‘
豪
格
に
従
っ
て
四
川
名
。
〔
本
草
‘
緞
賓
〕
秤
名
、
馬
棟
子
。
嘗
て
偶
然
の
事
情
に
よ
っ
て
元
の
大
都
（
今
の
北
京
）

簡
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
御
史
。
崇
禎
中
、
右
都
御
史
に
を
征
す
。
絞
功
さ
れ
て
二
等
男
を
拝
授
す
。
廣
東
を
定
【
~
薄
寄
四
】

9
6
5
究
，
川
の
名
。
上
源
は
二
つ
。
一
は
環
河
‘
に
至
り
世
祗
忽
必
烈
に
謁
し
た
東
方
貿
易
家
な
る
父

至
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
五
十
一
―
-
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
め
、
湖
廣
辰
常
諸
郡
を
征
し
、
亦
功
有
り
。
〔
清
史
稿
、
古
の
馬
嶺
水
の
こ
と
。
廿
扁
省
環
縣
の
西
北
。
一
は
東
ニ
コ
ロ
・
ボ
ー
ロ
に
伴
は
れ
て
故
郷
を
立
ち
、
中
央
亜

三
十
〕
。
二
百
一
―
-
+
―
-
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
四
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
河
、
慶
陽
河
の
北
か
ら
出
づ
。
合
し
て
馬
蓮
河
と
い
ひ
‘
細
亜
を
経
て
、
一
―
一
七
五
年
、
元
の
上
都
開
平
に
達
し
、

【
馬
鳴
世
】
949

い
イ
セ
イ
明
、
武
功
の
人
。
字
は
臀
希
°
萬
暦
二
百
六
十
二
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
、
二
〕
。
泄
河
に
注
ぐ
。
馬
蓮
は
馬
嶺
の
訛
で
あ
る
。
〔
讀
史
方
世
祗
の
厚
遇
を
受
く
。
中
國
・
蒙
古
・
回
屹
・
西
夏
・
西
蔵

の
進
士
。
官
は
副
都
御
史
。
魏
忠
賢
の
煎
‘
魏
廣
微
・
顧
【
馬
羅
披
】
956

い
ラ
障
泥
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
舟
車
‘
輿
紀
要
‘
陳
西
‘
慶
陽
府
‘
寧
州
、
慎
寧
縣
〕
馬
蓮
河
、
在
二
等
の
諸
語
を
學
ぴ
、
諸
種
の
官
職
に
就
き
、
内
外
の
政

馬

馬

13082 
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務
に
興
り
、
滞
在
十
七
年
。
其
の
間
、
隠
；
蹄
國
を
請
願
元
六
年
伯
顔
が
軸
け
ら
れ
た
後
太
師
中
書
右
丞
相
と
な
【
馬
田
心
等
I

古
I

】986
に
夕
7

飲
物
の
名
。
〔
飲
膳
正
要
、
馬
言
な
回
レ
馬
可
レ
待
。
〔
世
説
新
語
、
文
學
〕
桓
宣
武
北
征
、

し
、
ー
ニ
九
―
一
年
、
途
に
許
さ
れ
て
泉
州
か
ら
出
帆
‘
途
り
‘
又
群
牧
監
を
兼
領
し
、
後
、
病
を
以
て
辟
せ
ん
と
し
、
思
答
吉
湯
〕
補
1

一
益
温
中
順
氣
玉
羊
肉
・
草
果
・
官
桂
・
回
衷
虎
時
従
‘
云
云
‘
會
須
―
―
露
布
文
暉
ヘ
レ
衷
椅
1

一
馬
前
入
Tl
レ

中
の
海
上
で
暴
風
に
遭
う
な
ど
し
て
‘
ー
ニ
九
五
年
、
順
帝
の
優
詔
に
依
り
太
師
を
以
て
第
に
就
く
。
翌
年
忠
回
豆
子
、
右
件
一
同
然
成
レ
湯
。
作
、
手
不
レ
綴
＞
筆
‘
俄
得
―
―
七
紙
丘
殊
可
レ
観
ぺ
書
―
―
―
―
口
故
事
、

―
―
十
三
年
ぶ
り
で
欝
郷
。
後
年
、
彼
の
提
供
し
た
材
料
王
に
封
ぜ
ら
れ
、
別
兒
怯
不
花
の
議
に
あ
ひ
‘
甘
粛
に
【
馬
爾
摩
拉
】
987

昇
海
の
名
。
一
に
マ
ル
マ
ラ
海
。
小
文
章
類
〕
作
レ
文
敏
捷
‘
椅
レ
馬
可
レ
待
。

に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
東
方
見
聞
録
は
、
元
代
の
中
國
・
流
さ
れ
病
死
す
。
年
六
十
一
―
―
。
後
、
冤
雪
が
れ
、
十
二
年
、
亜
細
亜
と
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
分
つ
海
。

M
a
r
m
a
r
aの
[
~
レ
馬
投
レ
錢
】
⑩
雲
戸
戸
り
”
ヒ
馬
に
水
を
飲
ま
せ
る
と

中

央

亜

細

亜

・

南

洋

等

を

知

る

上

に

重

要

な

資

料

で

あ

徳

王

に

追

封

さ

る

。

〔

元

史

、

一

百

三

十

八

〕

．

〔

新

元

史

、

音

謀

。

き

に

‘

錢

を

水

中

に

投

じ

て

水

の

債

を

償

ふ

。

廉

潔

な

る

の

み

な

ら

ず

‘

コ

ロ

ン

プ

ス

の

亜

米

利

加

骰

見

の

一

ー

百

九

〕

。

【

馬

者

籠

山

]988

芯
t

／
山
名
。
雲
南
省
師
宗
縣
の
東
。
行
の
喩
゜
〔
太
平
御
覧
、
人
事
部
六
十
七
、
清
廉
下
〕
風
俗

一
因
を
な
し
た
書
で
あ
る
。
因
に
日
本
を
初
め
て
西
欺
【
馬
杉
雲
外
】
980

ヌ
な
ワ
イ
京
都
の
人
。
名
は
繋
。
字
は
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
雲
南
‘
廣
西
府
、
師
宗
州
〕
馬
者
籠
通
日
、
穎
川
黄
子
廉
者
、
毎
レ
飲
レ
馬
、
投
―
―
錢
於
水
中
↓

に
紹
介
し
た
の
は
彼
で
あ
り
、
東
方
見
聞
録
に

C
h
i
'

文
芍
巳
°
琥
は
雲
外
・
雲
姻
外
史
。
明
治
一
―
-
+
―
一
年
六
月
歿
山
‘
州
東
二
百
四
十
里
‘
山
高
峻
‘
又
州
東
三
百
里
、
有
"

〔
―
-
＿
輔
決
録
〕
安
陵
頂
仲
山
‘
飲
―
―
馬
渭
水
「
先
投
乞
一
錢
↓

p
a
n
g
u
,
 J
a
p
a
n
g
と
い
ふ
名
で
記
録
せ
ら
れ
、
其
の
國
す
。
年
六
十
七
。
森
田
節
齋
·
梁
川
星
巖
•
藤
井
竹
外
高
束
山
ご
贔
三
百
切
、
志
云
、
高
来
山
西
南
三
十
里
‘
即
〔
故
事
成
語
考
‘
文
臣
〕
項
仲
山
潔
レ
己
‘
飲
レ
馬
投
レ
錢
。

は

、

黄

金

や

慎

珠

に

富

み

、

王

宮

は

金

を

以

て

飾

ら

れ

、

に

師

事

す

。

京

都

興

正

寺

門

主

近

侍

。

勤

王

の

志

篤

馬

者

籠

山

。

【

乗

レ

馬

班

如

】

g

笈
庄
5
9
げ
馬
に
乗
っ
て
出
か
け
て
も
、

國
民
は
學
動
が
閑
雅
で
偶
像
を
信
ず
る
等
と
記
さ
れ
く
‘
國
事
に
奔
走
し
て
投
獄
せ
ら
る
。
維
新
後
、
東
京
【
~
痺
至

J
臣
{
】98
9謬竺
レ
パ
馬
が
痩
せ
る
と
毛
が
長
く
班
旋
し
て
進
ま
な
い
。
〔
易
、
屯
〕
屯
如
湿
如
、
乗
レ
馬
班

て

ゐ

る

。

一

に

馬

紆

字

羅

と

諜

す

。

市

神

田

錦

町

に

温

知

塾

を

開

い

て

子

弟

に

和

漢

の

學

な

る

。

貧

す

れ

ば

鈍

す

る

喩

。

馬

疲

毛

長

(
9
9
4
)

に

同

如

。

【
馬
家
塞
塘
]974

ぢ
タ
ウ
地
名
。
湖
北
省
江
陵
縣
の
南
。
を
教
授
す
。
贈
従
五
位
。
詩
に
巧
で
あ
っ
た
。
著
に
英
烈
じ
。
〔
五
燈
會
元
〕
或
問
―
―
法
演
面
祗
意
教
意
、
是
同
是
別
、
【
束
レ
馬
懸
レ
車
】
g

認
”
”
バ
路
が
せ
ま
く
け
は
し
く

西
•
南
の
雨
面
皆
大
江
に
臨
む
。
遺
事
・
三
器
略
博
・
城
州
山
陵
賓
検
抄
．
績
日
本
外
史
が
演
日
、
人
貧
志
短
‘
馬
痩
毛
長
。
て
行
き
難
い
こ
と
。
〔
史
記
‘
齊
太
公
世
家
〕
西
伐
―
ー
大
夏
一

【
馬
角
烏
白
】
975

が

芦

燕

太

子

丹

が

秦

に

質

と

な

り

‘

あ

る

。

「

跳

り

上

る

。

氣

か

勇

む

。

【

馬

到

功

成

】

9
9
0
5

”5ィ
成
功
の
易
い
喩
゜
〔
通
俗
編
、
祝
渉
流
沙
盃
否
馬
懸
レ
車
、
登
一
太
行
「
至
―
―
卑
耳
山
1

而
還
。

秦
王
が
烏
頭
白
く
、
馬
、
角
を
生
ず
れ
ば
蹄
ら
し
め
よ
う
【
馬
撒
歓
兒
】
981

m
a
3
 
sa1 
huan1 
e
r
h

嬉
し
く
て
誦
‘
馬
到
功
成
〕
鄭
廷
玉
楚
昭
公
‘
張
國
賓
蒔
仁
貴
二
【
率
・
レ
馬
以
レ
譲
】
g

芹
豆
吐
"
”
ル
ー
一
普
通
の
馬
を
従
へ
る

と
い
ふ
を
聞
き
、
仰
い
で
嘆
息
す
る
と
烏
頭
白
く
‘
俯
【
馬
之
百
糧
】
982

認

り

タ

イ

馬

の

多

く

の

陸

の

部

分

。

〔

荘

劇

、

並

有

―

―

此

語

↓

の

に

は

駿

馬

で

す

る

、

郎

ち

衆

を

指

導

さ

せ

る

に

は

穎

し
て
涌
す
る
と
馬
角
を
生
じ
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
論
衡
‘
子
、
則
陽
〕
今
指
―
―
馬
之
百
陸
盃
皿
不
レ
得
レ
馬
。
【
馬
遅
枚
速
】
991

ぢ
ソ
ク
文
を
作
る
に
、
司
馬
相
如
は
遅
の
如
き
立
派
な
人
物
で
す
る
の
喩
゜
〔
法
言
‘
修
身
〕
或

感
虚
〕
傭
書
言
‘
燕
太
子
丹
朝
二
於
秦
1

不
レ
得
レ
去
、
従
"

[
馬
氏
五
常
】
陶
が
彩
＇
ウ
蜀
、
馬
良
の
兄
弟
五
人
揃
つ
て
く
枚
泉
は
速
い
。
〔
漢
書
‘
枚
皐
偉
〕
上
有
レ
所
レ
感
糊
使
レ
曰
‘
治
レ
己
以
,
,

仲
尼
盃
げ
尼
羹
寡
也
、
日
李
レ
馬
以
レ
額
‘

秦
王
如
合
蹄
、
秦
王
執
留
レ
之
、
卑
ハ
レ
之
誓
日
‘
使
,
,
日
再
オ
名
高
く
‘
皆
字
に
常
の
字
が
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
蜀
賦
レ
之
、
為
な
文
疾
、
受
＞
詔
輯
成
‘
故
所
レ
賦
者
多
‘
司
馬
不
孟
小
可
1

乎
。
〔
杜
氏
、
新
書
〕
太
祗
楢
―
―
杜
畿
功
美
冨
以

中
、
天
雨
＂
粟
‘
令
―
―
―
烏
白
レ
頭
、
馬
生
レ
角
‘
厨
門
木
象
志
、
馬
良
博
〕
良
字
季
常
、
云
云
‘
兄
弟
五
人
、
拉
有
,
,

オ
相
如
、
善
為
レ
文
而
渥
‘
故
所
レ
作
少
而
善
五
ル
泉
↓
下
二
州
郡
1

日
、
仲
尼
輿
1

一
顔
子
一
毎
言
、
不
レ
能
レ
不
レ
歎
、

生
肉
展
乃
得
籍
、
笠
此
之
時
天
地
祐
乏
、
日
為
再
名
盃
郷
里
為
レ
之
諺
曰
‘
馬
氏
五
常
‘
白
眉
最
良
0

[
馬
放
南
山
】
992

m
a
3
 fang• 

n
a
n
'
s
h
a
n
 1

平
和
の
既
情
愛
猜
レ
中
、
又
宜
丞
＇
レ
馬
以
は
額
、
今
吾
亦
翼
‘
衆
人

中
、
天
雨
レ
粟
‘
烏
白
レ
頭
‘
馬
生
レ
角
‘
厨
門
木
象
生
―
―
肉
【
馬
氏
文
通
】
984

ぢ
ゑ
書
名
。
十
巻
。
清
、
馬
建
忠
撰
。
時
を
い
ふ
。
蹄
1

一
馬
子
華
山
之
陽
-
(
1
0
1
3
)

を
見
よ
。
仰
"
高
山
涵
笠
景
行
一
也
。

星
秦
王
以
為
レ
聖
、
乃
蹄
レ
之
。
〔
史
記
、
荊
阿
博
贄
‘
庄
〕
建
忠
は
丹
徒
の
人
‘
曾
て
佛
蘭
西
に
遊
學
し
た
。
此
の
書
【
馬
疲
人
倦
】
9
9
3
5
昇
勺
馬
が
つ
か
れ
人
が
あ
き
る
。
【
得
レ
馬
生
如
火
]
岡
70

万
昇
ノ
ヤ
ウ
ズ
馬
を
得
て
災
を
生
ず

索
隠
日
‘
丹
求
レ
蹄
‘
秦
王
日
‘
烏
頭
白
・
馬
生
レ
角
‘
乃
は
英
文
典
に
倣
つ
て
作
っ
た
も
の
で
、
周
秦
雨
漢
の
典
〔
呉
子
、
治
兵
〕
馬
疲
人
倦
‘
而
不
二
解
含
函
塑
以
不
L

任
―
―
る
。
〔
元
損
‘
哭
レ
子
詩
〕
維
鵜
受
レ
刺
因
"
吾
過
一
得
レ
馬

許

耳

‘

丹

乃

仰

レ

天

嘆

、

烏

頭

即

白

‘

馬

亦

生

レ

角

、

風

俗

通

籍

に

撮

り

、

古

文

の

法

則

を

説

く

。

漢

文

典

の

著

は

此

其

上

↓

生

知

火

念

―

―

爾

冤

↓

及
論
衡
皆
有
"
此
説
盃
り
云
‘
眠
門
木
烏
生
―
肉
足
一
也
。
の
書
を
始
め
と
す
。
其
の
目
は
正
名
、
｛
貫
字
（
名
字
・
代
【
馬
疲
毛
長
】
994

認
ぢ
ル
レ
パ
馬
が
疲
れ
る
と
き
は
糧
が
【
株
レ
馬
利
レ
兵
】
⑱
芯
に
ガ
サ
カ
ヒ
馬
に
草
を
食
は
せ
刀

〔
曹
植
、
精
微
篇
〕
子
丹
西
質
レ
秦
、
烏
白
馬
角
生
。
字
・
指
名
代
字
・
接
績
代
字
・
詢
問
代
字
・
指
字
代
字
・
主
痩
せ
て
‘
毛
の
み
長
く
な
る
。
貧
す
れ
ば
鈍
す
る
の
喩
。
剣
を
濃
ぐ
。
出
兵
の
準
備
を
す
る
。
〔
左
氏
、
成
‘
十
六
〕

【
馬
姫
木
妻
】9

7
6
公
ボ
ク
ノ
清
の
人
。
虐
雲
錦
(
4ー
9
4
6
4

次
・
偏
次
·
賓
次
・
同
次
•
静
字
・
滋
静
表
詞
・
論
比
・
外
動
〔
朝
野
令
載
〕
人
貧
智
短
、
馬
疲
毛
長
。
蒐
レ
乗
補
レ
兵
‘
抹
レ
馬
利
＞
兵
。

:
 3
6
)

を

見

よ

。

字

・

受

動

字

・

内

動

字

・

同

動

・

助

動

・

無

陽

動

字

・

動

字

【

馬

不

食

草

】

995

m
a
3
 pu• 

shih2 
ts'ao3

草
の
名
。
【
馬
端
簡
奏
議
】
⑱
が
り
も
／
，
ユ
ク
書
名
。
十
二
巻
。
明
、
馬

【
馬
仰
人
翻
】
977

m
a
'
y
a
n
g
'
j
e
n
'
f
a
n
'

騒
動
す
る
。
瑕
借
・
動
字
辮
音
•
動
字
相
承
・
散
動
諸
式
・
状
字
諸
用
・
苧
麻
の
別
名
。
か
ら
む
し
。
文
升
撰
°
其
の
孫
の
天
祐
編
。
凡
そ
五
十
五
篇
‘
史
博

【
馬
塞
拉
斯
】
978

汀
ユ
佛
蘭
西
の
都
市
。
邦
諜
は
馬
耳
状
字
瑕
借
・
状
字
諸
式
・
状
字
別
義
）
、
虚
字
（
之
字
之
用
・
【
馬
不
レ
進
也
】
996[
戸
ぽ
馬
が
進
ま
な
い
。
謙
遜
の
所
載
の
諜
論
の
全
文
皆
採
録
す
。
〔
四
庫
提
要
、
史
‘
詔

塞。

M
a
r
s
e
i
l
l
e
s
の
音
諜
。
於
字
之
用
・
以
字
之
用
・
興
字
之
用
・
為
字
之
用
・
由
用
喩
。
〔
論
語
、
碓
也
〕
子
曰
‘
孟
之
反
不
＞
伐
、
奔
而
殿
、
将
レ
令
奏
議
類
〕
。

【
馬
札
兒
台
】
979

ぢ
ャ
ー
ル
元
末
の
宰
相
。
櫂
臣
伯
顔
の
微
自
諸
字
・
提
起
連
字
・
承
接
連
字
・
轄
捩
連
字
・
推
拓
入
レ
門
‘
策
―
―
其
馬
1

曰
、
非
1

一
敢
後
一
也
、
馬
不
レ
進
也
。
【
求
―
匡
咲
生
唐
律
1

】
畑
望
只
竺
馬
を
空
し
い
馬
市
に

弟
。
早
く
よ
り
武
宗
に
題
従
し
、
後
、
仁
宗
の
潜
邸
に
入
連
字
・
傭
信
助
字
・
博
疑
助
字
・
合
助
助
字
・
嘆
字
）
、
句
【
馬
復
宗
宰
k
]
9
9
7

バ1
7
7
7
/

．
ゥ
明
の
人
。
韓
蛾
(
1
2
|
 4
3
1
5
9

求
め
る
。
空
し
き
に
求
め
る
喩
゜
〔
荘
子
、
田
子
方
〕
彼

り
大
に
重
用
さ
れ
、
官
は
中
順
大
夫
典
用
太
監
、
吏
部
讀
（
起
詞
・
語
詞
・
止
詞
・
韓
詞
・
頓
．
讀
・
句
）
。
巻
首
に
は
：
2
5
)

の
●
を
見
よ
。
「
水
の
左
岸
。
已
盤
矢
、
而
女
求
レ
之
以
為
レ
有
、
是
求
―
―
馬
於
唐
律
一
也
。

3
 

郎
中
、
同
侍
郎
‘
兵
部
尚
書
、
利
用
卿
、
度
支
卿
等
に
累
自
序
凡
例
、
巻
末
に
は
校
勘
記
が
あ
る
。
【
~
~
港
市
】9

9
8
が
四
地
名
。
湖
北
省
應
山
縣
の
西
。
漬
〔
注
〕
唐
律
、
非
"
停
レ
馬
虞
一
也
。

遷
‘
大
都
路
達
魯
花
赤
を
経
て
虎
責
親
軍
都
指
揮
使
と
【
馬
思
研
油
】
函
が
}
酪
の
異
名
。
〔
本
草
、
酵
〕
繹
名
、
麻
【
椅
レ
馬
可
レ
待
】
999

況
｛
勺
テ
文
章
を
作
る
に
速
か
な
【
相
レ
馬
失
ii

之
痩
―
】
血

g
”
店
ヌ
；
馬
の
良
否
を
鑑

08

な
り
、
泰
定
四
年
陳
西
行
憂
治
書
侍
御
史
と
な
る
。
至
油
、
北
虜
名
,
,
馬

思

紆

油

一

こ

と

を

い

ふ

。

〔

李

白

‘

卑

全

韓

荊

州

一

書

〕

請

日

、

試

二

萬

定

す

る

と

き

は

、

往

往

其

の

痩

せ

て

居

る

の

を

見

て

、

13

|
 

|

_

 

馬

部

馬

四

八

七
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良
馬
を
鷺
馬
と
見
違
へ
る
こ
と
が
あ
る
。
貧
乏
の
為
に
れ
の
盃
を
す
す
め
、
一
橙
、
君
は
何
慮
へ
行
く
つ
も
り

賢
士
を
見
く
だ
す
喩
゜
〔
史
記
、
滑
稽
傭
〕
諺
日
、
相
レ
馬
か
と
問
う
た
。
〔
王
維
、
送
別
詩
〕
下
レ
馬
飲
11

君
酒
面
四
君

失

乏

雙

相

レ

士

界

之

貧

↓

何

所

レ

之

、

君

言

不

レ

得

レ

意

、

蹄

↓

―

臥

南

山

唾

面

皇

1

莫――

【
不
レ
飲
1
1

馬
於
河

-
F言
芍
位
敵
兵
が
敢
て
我
が
國
復
阿
白
雲
無
墨
時
↓

に
近
づ
か
な
い
喩
゜
〔
漢
書
、
韓
安
國
偲
〕
蒙
悟
為
レ
秦
【
馬
雖
―
―
逸
足
1

不
レ
閑
レ
輿
不
レ
為
―
―
良
駿
―
】
血
ば
か
ク
ト

侵
レ
胡
、
辟
―
―
散
千
里
百
5

レ
河
為
レ
党
、
累
レ
石
為
レ
城
‘
樹
レ
＂
へ
＂
炉
翠
窃
が
ぢ
如
何
に
健
脚
な
馬
で
も
、
車
を
引
く

楡
為
レ
塞
‘
匈
奴
不
n

一
敢
飲
1

一
馬
於
河
↓
こ
と
に
慣
れ
ね
ば
良
馬
と
は
い
は
れ
な
い
。
〔
中
論
、
治

【
馬
思
忽
傷
別
乞
】
血
吝
ー
ド
元
初
、
西
域
の
人
。
父
の
學
〕
馬
雖
レ
有
11

逸
足
盃
而
不
レ
閑
レ
輿
、
則
不
レ
為
―
―
良
駿
一

麻
合
液
的
牙
刺
抱
赤
は
も
と
地
方
繕
督
な
り
し
が
、
成
人
雖
レ
有
1

一
美
質
釜
皿
不
レ
習
レ
道
、
則
不
レ
為
1

一
君
子
↓

吉
思
汗
に
服
事
し
て
太
宗
・
定
宗
•
憲
宗
の
四
朝
に
仕

＇昌

へ
、
重
職
に
あ
り
。
彼
も
太
宗
に
重
用
さ
れ
し
も
、
其
の

皇
后
脱
刺
班
那
と
好
か
ら
ず
。
太
宗
の
崩
後
、
抜
都

の
許
に
逃
れ
、
定
宗
・
憲
宗
の
時
復
職
す
。
後
、
阿
魯
忽
が

欽
察
汗
國
を
建
つ
る
や
、
其
の
財
政
長
官
と
な
る
。

戸
田
切

oo

ケ
ン
〔
中
華
大
字
典
〕

ゲ
ン

M
a
s
o
u
d
 ,
 
B
e
y
の
昔
繹
。

3

日

【
馬
十
二
月
而
生
】
悶
喜
，
＿
＿
馬
は
十
二
箇
月
し
【
甲
呵
】
佃
久
ワ
ン
〔
中
華
大
字
典
〕
腫

て
生
れ
る
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
月
主
レ
馬
、
故
馬
十
二

E
ゲ

ン

戸

関

切

小
日
□
l

l

歳
の
馬
。
〔
説
文
〕
馬
‘
馬
一
歳

月
而
生
。

也
‘
が
馬
一
こ

g
其
足
二
讀
若
レ
弦
‘

【
馬
品
木
逹
頼
池
】
g
9
店

g
湖
の
名
。
一
名
、
璃
那
薩
更
か
豪

羅
瓦
池
。
又
、
阿
孵
逹
池
。
西
蔵
阿
里
の
東
南
、
岡
底
斯

山
の
南
。
源
は
朗
卜
切
喀
巴
魯
山
。
西
流
し
て
此
池
を
一
日
‘
若
レ
環
。
〔
段
注
〕
絆
11

其
足
二
ニ
字
‘
蓋
術

な

す

。

狼

楚

河

の

上

源

。

文

‘

祇

嘗

レ

云

レ

八

11

馬
一
1

而
已
゜

蘭
咀
會
意
。
馬
と
一
と
の
合
字
。
本
義
は
一
歳
の
馬
を

U
喪
馬
子
華
山
之
陽

J
g
月

翌

ぅ

周

の

武

王

が

い
ふ
°
故
に
一
と
馬
と
を
合
す
。

殷
を
滅
し
て
、
戦
に
用
ひ
た
馬
を
華
山
の
南
に
放
ち
欝

問

馬

(
1
2
1
 44
5
7
2
)
・
 
篤
(
1
2
-
4
4
5
7
4
)

は
別
字
。
〔
康

し
て
、
天
下
に
再
び
兵
を
用
ひ
な
い
こ
と
を
示
し
た
故

煕
字
典
‘
耕
似
‘
三
字
相
似
〕
馬
‘
麻
上
臀
‘
牛
馬
。
馬
‘

事
。
平
和
に
な
る
こ
と
。
〔
書
、
武
成
〕
蕨
四
月
哉
生
明
、

音
環
‘
馬
一
歳
也
。
篤
、
昔
姥
‘
馬
行
貌
。

王
来
、
自
レ
—
商
至
ー
キ
曲
央
乃
恨
レ
武
修
レ
文
、
蹄
→
一
馬
子
華

山
之
陽
面
放
11

牛
子
桃
林
之
野
コ
四
天
下
弗
品
虚
°

【
笠
馬
呉
山
第
一
峯
】
血

g
"”幻ぢザ
9

ノ

江

南

を

攻

訂い五＂＂＂ビいいいいパ

i
:

【馬】
5

兵
百
萬
江
湖
上
、
立
レ
馬
呉
山
第
一
峯
。

【
馬
駿
レ
輿
君
子
不
レ
安
レ
輿
】
匹
笈
．
，
＂
名

t
”
力
巽
パ
馬

車
の
馬
が
車
を
引
き
な
が
ら
驚
き
跳
る
と
き
は
、
人
は

車
上
に
落
ち
附
い
て
居
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
民
が
上

の
政
に
安
ん
ぜ
ざ
れ
ば
、
為
政
者
は
安
心
出
来
な
い
こ

と
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
馬
駿
レ
輿
、
則
君
子
不
な
安
』
輿
、
庶
人

駿
レ
政
、
則
君
子
不
た
安
レ
位
。

【
下
レ
馬
飲
11

君
酒
問
君
何
所
レ
之
】
血

m"＃
玲
昇
ニ

弁

認

沈

愈

t
別
れ
よ
う
と
、
馬
か
ら
降
り
て
君
に
別

〔
―
|
二
蓋
〕

9昌

馬
の
行
く
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
篤
‘
馬
行
兒
。

画

圏

馬
(
1
2
-
4
4
5
7
2
)

・馬
(
1
2
-
4
4
5
7
3
)

は
別
字
。
〔
康

煕
字
典
箱
似
、
三
字
相
似
〕
馬
‘
麻
上
贅
‘
牛
馬
。
馬
‘
昔

環
‘
馬
一
歳
也
。
篤
‘
＿
音
姥
‘
馬
行
貌
。

モポ

〔
字
彙
補
〕
米
普
切

圏

馬

部

馬

馬

篤

駅

取

【
取
】
[
〔
i

ふ
切y
~
瓢

●
つ
か
ふ
。
馬
を
操
る
。
御
(
4
|
1
0
1
5
7
)

の
古
字
。

〔
説
文
〕
御
‘
使
レ
馬
也
、
取
、
古
文
御
ハ
11

又
馬
↓
〔
管

子
、
形
執
解
〕
取
者
、
操
レ
轡
也
。
〔
荀
子
、
王
覇
〕
王

良
・
造
父
‘
善
服
取
者
也
。
〔
注
〕
取
‘
卑
ハ
レ
保
同
。
●

馬
の
あ
つ
か
ひ
か
た
。
〔
周
證
、
地
官
、
御
氏
〕
四

日
‘
五
取
。
〔
注
〕
五
取
、
鳴
二
和
鸞
涵
全
水
虫
五
過
,
,

君
表
三
舞
―
―
交
衛
ぶ
竺
禽
左
↓
●
ぎ
よ
し
や
。
〔
集

異
記
‘
章
知
微
〕
車
馬
風
塵
、
僕
駁
憔
悴
゜
R
の
り

も
の
。
騎
乗
。
車
駕
゜
〔
隋
書
、
昔
築
志
下
〕
騰
,
,
日

黙
鼓
一
電
鞭
↓
〔
欧
陽
指
‘
廻
髪
賦
〕
姻
取
雲
車
、
春

心
日
客
。

O
す
べ
る
。
を
さ
め
る
。
と
り
し
ま
る
。

指
導
す
る
。
〔
周
證
‘
天
官
、
大
宰
〕
以
―
―
八
柄
1

詔
レ

王
駆
軍
臣
百
竺
八
統
詔
レ
王
駆
萬
民
↓
〔
注
〕
凡

言
レ
駁
者
‘
所
n

一
以
敲
レ
之
内
二
之
於
善
↓
〔
疏
〕
言
レ

取
者
‘
此
八
者
‘
皆
是
廠
露
臣
入
レ
善
之
事
、
故

皆――

9
取
也
。
〔
南
史
‘
梁
武
帝
紀
〕
臨
政
萬
方
↓

0
く
く
り
。
桧
殷
。
〔
劉
子
輩
‘
飯
竹
源
蕎
詩
〕
瀬

身
厭
―
―
依
随
云
静
若
超
11

謁
取
↓

儡ノリ。

蘭
會
意
。
馬
と
又
（
手
）
と
の
合
字
。
御
と
同
じ
く
‘
馬

を
あ
つ
か
ふ
こ
と
。
故
に
馬
と
又
（
郎
ち
手
）
と
を
合
し

て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。
轄
じ
て
‘
統
制
の
義
に
用
ふ
。

欝

熟

語

は

御

(
4
|
1
0
1
5
7
)
を
も
併
せ
見
よ
。

【
取
下
】
1

巧
下
々
の
者
を
す
ぺ
を
さ
め
る
。
御
下
‘

ギ，ヨ
ゴ

•• 

l
i
,
 

紺
豪

八
歳
。

蘭
田
會
意
。
馬
と
八
と
の
合
字
。
本
義
は
八
歳
の
馬
を

い
ふ
。
故
に
八
と
馬
と
を
合
す
。

八
歳
の
馬
。
〔
説
文
〕
駅
‘
馬
八
歳
也
、

八
11

馬
八
つ
八
亦
瞥
。
〔
集
韻
〕
駅
‘
馬

霰
】
]
〉
‘
〔
集
韻
〕
布
抜
切
畔
〗

ヽ
ソ
’
チ

〔
晉
書
‘
挑
泣
載
記
〕
不
レ
務
―
―
仁
恕
之
道
盃
惟
欲
二
骰
レ
法

酷
＞
刑
‘
登
是
安
レ
上
取
丑
下
之
理
乎
。
〔
輻
恵
全
書
‘
疱
任

部
‘
稟
帖
贅
説
〕
不
レ
過
取
令
下
無
＞
術
耳
。

【
取
押
】
2

砕
な
つ
け
る
。
な
つ
く
。

【
駁
極
】
3

衿
ク
登
極
。
御
即
位
。
御
極
（
4
-
1
0
1
5
7
:

5

 

4
)

に
同
じ
。
〔
重
野
成
齋
、
大
日
本
維
新
史
序
〕
今
上
取

極
之
初
。

【
取
七
】

4
g
清
‘
常
大
湘
(
4
-
8
9
5
5
:
 4
0
1
)

の
字
。

【
取
者
】
5

れE

馬
を
扱
ふ
人
。
御
者
。
取
夫
。
〔
漢
書
、
悪

帝
紀
、
武
士
闘
比
―
―
外
郎
な
U

〕
師
古
曰
‘
蒻
、
本
厩
之
取

者。

【
取
射
】
6

衿
馬
を
扱
ふ
こ
と
と
弓
を
射
る
こ
と
。
〔
漢

書
軍
錯
傭
〕
取
射
伎
藝
過
入
。

【
取
衆
】
7

れ
が
多
く
の
人
を
す
ぺ
を
さ
め
る
。
〔
縣
恵

全
書
‘
錢
穀
部
‘
催
徴
〕
以
レ
寡
取
レ
衆
、
省
レ
繁
就
レ
簡
゜

【
取
初
】
8

各
明
‘
趙
東
蟻
(
1
0
-
3
7
1
7
1
・
・
8
0
8
)

の
字
。

【
取
紳
】
，
岱
祭
祀
を
螢
ん
で
紳
に
涌
足
を
興
へ
、
其

の
祟
を
防
ぐ
こ
と
。
〔
周
護
、
天
官
、
大
宰
〕
以
二
八
則
一

堕
都
郎
―
―
日
、
祭
祀
‘
以
取
↓
―
其
軸
↓
〔
疏
〕
一
日
祭
祀

以
取
11

其
軸
一
者
、
采
地
之
中
、
祭
11

祀
宗
廟
社
穫
五
祀
一

下
注
云
‘
凡
云
レ
駁
者
、
所
わ
以
蔽
5

之
内
-
1

之
於
善
↓

【
取
少
】
10

砕
清
‘
錢
邦
寅

(11
ー
と
5

g

:
4
1
3
)

の
字
。

【
取
竹
】
11

巧
竹
に
の
る
。
〔
酪
賓
王
‘
餞
1

↓
鄭
安
陽
入
＂

蜀
詩
〕
剣
門
千
切
起
、
石
路
五
丁
開
、
海
客
乗
レ
椎
渡
、
仙

童
駁
レ
竹
回
。

【
取
長
】
12

れ
炉
明
‘
戴
鞭

(6,
116器
：
3
4
)

の
字
。

【
駁
夫
】
13

？
ョ
周
官
の
名
。
夏
官
の
扇
。
車
馬
を
掌
る
。

〔
周
種
‘
夏
官
、
取
夫
〕
掌
下
取
1

一
戴
車
・
従
車
・
使
車
云
“
ニ

公
馬
盃
而
駕
•
治
之i
i

【
取
邊
】
1
4
f
乃
國
境
地
帯
を
す
べ
を
さ
め
る
。
〔
北
史
‘

陸
叡
博
〕
善
秘
取
＞
邊
、
甚
有
二
威
略
↓

【
取
民
】
15

心
夕
民
を
治
め
る
。
御
民
。
〔
周
護
、
天
官
、
大

宰
〕
以

-F面
が
治
五
翌
竺
云
云
‘
六
曰
‘
證
俗
以
取
1

一其

民
↓
〔
荀
子
、
君
道
〕
治
レ
國
取
レ
民
。

【
駁
吏
】
1
6
g
ョ
●
役
人
を
統
御
す
る
。
〔
周
腫
、
天
官
‘

大
宰
〕
以
11

八
則
込
生
都
郡
h

云
云
‘
三
日
‘
際
置
、
以
駆
1

其
吏
↓
●
取
者
。
〔
漢
書
‘
丙
吉
博
〕
吉
取
吏
、
香
レ
酒
散

逍
蕩
。

【
弛
レ
駆
】
17

均
り
馬
を
操
る
手
を
ゆ
る
め
る
。
轄
じ
て
‘

政
治
の
寛
に
流
れ
る
喩
゜
〔
晉
書
‘
李
雄
載
記
賛
〕
晉
圏

四
八
八

13084 
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霊
涵

【
博
】
[

馬

部

〔
二
書
一
〕

駆

昂

博

渇

四
八
九

ヒ
，
ヨ
ヴ
〔
集
韻
〕
皮
泳
切
國
〗

/
 

ピ
，
ヨ
，
ゥ
欠
＿

L
P
•
ing' 

日

集
韻
〕
披
耕
切
圏

、
ヴ
ヒ
，
ャ
ヴ

ロノ7
ー

ウ

集

韻

〕

符

風

切

圏

,’
 

プ

仁

L

f
翌
g
'

曰 ク
，
ワ
ン

昂
(
1
2ー

4
4
5
7
7
)

に
同
じ
c

〔字

彙〕

tt、
同
レ
愚
゜

日
□
国
囲
●
一
歳
の
馬
。
偶
(
1
2ー

4
4
5
7
8
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
昂
‘
説
文
‘
馬
一
歳
也
‘

tA1一
馬
一
ぶ
ぎ

其
足
(
亦
書
作
レ
博
O゚
駿
(
1
2—
4
4
6
7
1
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或
作
レ
昂
゜

圏
正
字
通
は
愚
を
以
て
一
歳
の
馬
と
す
る
説
を
否

定
し
て
ゐ
る
。
〔
正
字
通
〕
昂
‘
藷
註
馬
一
歳
‘
字
八
レ
十
‘

宜
二
十
歳
云
こ
菜
似
レ
誤
゜

國口 id El 
ゲケガカゲケゲク，

ンンイインンンワ
ン

〔
集
韻
〕
焚
絹
切

冨】年

〔
集
韻
〕
何
開
切

集
韻
〕
胡
犬
切

集
韻
〕
胡
開
切

霰固飼圏

弛
レ
駅
‘
百
六
斯
鍾
゜

【
取
交
紀
】
1
8
"
ョ
各
書
名
。
十
二
巻
°
明
‘
張
鏡
心
撰
゜

交
は
交
趾
。
編
年
橙
を
用
ひ
て
歴
代
の
封
交
趾
策
を
詳

述
し
た
も
の
。
前
後
に
序
践
か
無
い
。
〔
蒻
雅
堂
叢
書
‘

第
三
十
六
ー
三
十
八
冊
〕
。

【
取
風
之
客
】
19

べ

gtク
仙
人
を
い
ふ
。
駅
風
は
又
‘

御
風
に
作
り
、
風
に
の
つ
て
飛
行
す
る
意
。
〔
慮
鴻
一
‘

到
景
畳
詩
序
〕
倒
景
憂
者
‘
可
下
以
激
二
駁
風
之
客
ぶ
か

絶
塵
之
子
芦
荘
子
‘
逍
遥
遊
〕
列
子
御
レ
風
而
行
‘
治
然

善
也
。
〔
蘇
拭
、
前
赤
壁
賦
〕
浩
浩
乎
如
渾
げ
虚
御
レ
風
而

不
＞
知
其
所
＞
止
。

小

El●
馬
が
疾
く
行
く
。
〔
説
文
〕
凋
‘
馬

易人人
策
行
疾
也
‘
八
レ
馬
入
人
瞥
°
●
し
の
ぐ
。
お

か
す
。
〔
周
證
‘
夏
官
、
大
司
馬
〕
渇
レ
弱
犯
に
暴
。

〔
注
〕
渇
‘
猶
―
―
乗
陵
一
也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
十
三
〕
小
人

伐
其
柊
以
喝
君
子
＾
〇
せ
ま
る
。
〔
左
氏
‘
襄
‘

八
〕
鳩
瞬
我
城
郭
一
〔
注
〕
喝
迫
也
°
＠
よ
る
。
兒

(
2
|
 1
7
6
6
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
渇
‘
段

借
為
レ
兒
゜
〔
小
爾
雅
‘
廣
言
〕
渇
‘
依
也
。
〔
漢
書
‘

鄭
食
其
傭
〕
渇
レ
献
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
渇
‘
讀
日
レ

憑
‘
憑
撮
也
。

O
た
の
む
。
〔
史
記
‘
伯
夷
傭
〕
衆

庶
渇
レ
生
。
〔
注
〕
索
隠
日
‘
渇
者
‘
侍
也
。

O
さ
し
は

さ
む
。
〔
楚
酔
‘
天
問
〕
渇
レ
跳
利
レ
決
。
〔
注
〕
渇
‘
挟

也
。
〇
よ
そ
ほ
ふ
。
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
渇
‘
装
也
。
R

む
さ
ほ
る
。
〔
史
記
‘
買
生
偶
〕
品
庶
渇
レ
生
。
〔
注
〕

集
解
日
‘
渇
‘
貪
也
。

O
た
す
け
る
。
棚
(
1
-
7
7
2
)
 

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
渇
‘
段
借
為
レ
棚
゜

〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
更
名
-
―
左
渇
翔
↓
〔
注
〕

張
晏
日
‘
渇
‘
輔
也
。

0
か
ち
わ
た
る
。
湖
(
7
|
1
7
 

6
4
7
)
に
通
ず
゜
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
渇
‘
段
借
為
レ

湖
。
〔
爾
雅
‘
繹
訓
〕
渇
祠
‘
徒
渉
也
。
〔
詩
‘
小
雅
‘

小
晏
〕
不
―
―
敢
渇
畠
河
。

0
の
る
°
の
ば
る
°
登
(
7
|

2
2
6
6
8
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
渇
‘
段
借
為
レ

登
゜
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕
渇
、
登
也
。
〔
周
栂
‘
春
官
‘
序

官
〕
渇
相
氏
。
〔
注
〕
凋
‘
乗
也
。
轡
み
ち
る
。
古
田
(
7

-

2
1
8
0
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
凋
、
段
借

為

な
m
゜
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
渇
‘
渦
也
。
〇
い
き
ど

ほ
る
。
い
か
る
。
〔
方
言
‘
二
〕
渇
‘
怒
也
‘
楚
日
レ
凋
°

〔
注
〕
渇
‘
圭
心
盛
貌
。
〔
楚
辟
‘
巌
忌
‘
哀
時
命
〕
願
舒
レ

志
而
抽
レ
喝
八
弓
°
〔
注
〕
喝
‘
一
作
レ
憑
‘
一
作
レ
應
゜
◎

さ
か
ん
。
さ
か
ん
に
。
〔
集
韻
〕
渇
‘
盛
也
。
〔
左
氏
、

国囲
プフビヘ

＇ ンンャイ
ゥ

集
韻
〕
父
吻
切

〔
集
韻
〕
皮
命
切

匝國

昭
‘
五
〕
震
電
渇
怒
。
〔
注
〕
鳴
盛
也
。

O
車

の

よ

こ

御

也

‘

棄

雲

應

入
1

一
雲
蜆
涵
匹
微
霧
ス
注
〕
凋
夷
・
大

ぎ
。
〔
漢
書
、
周
陽
由
博
〕
同
レ
車
未
―
-
1

嘗
敢
均
1

一
菌
丙
‘
二
人
名
、
古
之
得
レ
道
‘
能
御
蔭
陽
―
者
。
〔
水
経
‘
河

、
水
注
〕
括
地
圏
日
、
渇
夷
‘
恒
乗
―
―
雲
車
如
竺
二
龍
↓

〖
渇
夷
之
幽
宮
〗3
認
｝
が
水
神
の
い
ま
す
奥
深
い

喝
一
〇
憑
(
4
ー

1
1
2
1
0
)

に
通
ず
。
〔
左
氏
、
隠
‘
三

宮
殿
。
深
い
谷
底
を
流
れ
る
川
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
、
後
赤

塁
臣
願
レ
奉
レ
渇
也
‘
繹
文
〕
渇
、
本
亦
作
レ
憑
°
□
大

き
い
。
又
‘
む
な
し
い
。
渇
閑
゜
〔
集
韻
〕
渇
‘
渇
閑
‘
壁
賦
〕
攀
栖
鶴
之
危
愚
俯
鳴
夷
之
幽
宮
↓

大
也
‘
一
曰
‘
虚
廓
。
国
●
馬
が
疾
く
行
く
。
〔
集
【
鳩
依
】
4

仕
ョ
ウ
よ
り
た
の
む
。
又
、
や
ど
る
。
憑
依
゜

韻
〕
喝
説
文
‘
馬
行
疾
也
。
●
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
〔
詩
、
大
雅
‘
巻
阿
‘
有
レ
渇
有
レ
翼
、
博
〕
有
レ
溝
有
レ
翼
、

道
レ
可
孟
僑
依
為
―
―
輔
翼
一
也
。
〔
左
氏
、
僭
‘
五
〕
神
所
二
渇

依
涵
吋
レ
在
レ
徳
芙
゜

略
‘
以
レ
邑
為
レ
氏
〕
渇
氏
‘
世
本
云
‘
姫
姓
‘
鄭
大

夫
渇
簡
子
之
後
‘
元
和
姓
纂
云
、
周
文
王
第
十
五
【
渇
椅
】
5

惚
宋
‘
都
昌
の
人
。
字
は
奇
之
。
又
‘
儀
之
。

子
畢
公
高
之
後
‘
畢
萬
封
レ
魏
‘
支
孫
食
孟
木
於
渇
琥
は
厚
齋
。
性
‘
敏
に
し
て
博
學
。
進
士
。
官
は
江
西
運

城
i

囚
氏
焉
。
固
よ
る
。
〔
集
韻
〕
渇
‘
撮
也
、
漢
書
‘
幹
。
後
‘
家
居
し
て
生
徒
に
學
を
授
く
。
著
に
厚
齋
易

聾

玉

凸

国

い

き

ど

ほ

る

。

憤
(
4
-
1
1
2
3
9
)
に
學
・
周
易
輯
説
明
解
・
経
説
・
績
史
記
及
詩
文
志
録
二
百

餘
巻
が
あ
る
。
〔
｛
木
史
‘
四
亘
一
十
六
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一

百
五
十
六
〕
。

同
じ
。
〔
集
韻
〕
憤
‘
説
文
‘
惑
也
‘
亦
作
レ
渇
゜
〔
荘

子
‘
盗
妬
〕
俊
爾
於
渇
氣
↓
〔
繹
文
〕
渇
‘
昔
憤
‘
憤
【
渇
異
】
6

惚
後
漢
父
城
の
人
。
字
は
公
孫
。
盆
は
節
。

渦
也
‘
言
―
―
潰
畜
不
レ
通
之
氣
一
也
。
〔
楚
辟
‘
穀
忌
‘
讀
書
を
好
み
‘
左
氏
春
秋
・
孫
子
兵
法
に
精
通
す
。
漢

哀
時
命
〕
願
舒
レ
志
而
抽
レ
喝
分
。
〔
補
注
〕
渇
‘
音
末
‘
王
葬
の
た
め
に
漢
を
拒
ぐ
。
後
‘
光
武
帝
に
隔
す
。

憑

‘

亦

昔

憤

。

官

は

主

簿

。

後

‘

孟

津

将

軍

。

封

は

陽

夏

侯

゜

渇

異

大

樹

を
見
よ
。
〔
後
漢
書
四
十
七
〕
。

ョ
IJ

〖
渇
異
大
樹
〗7
”
”
が
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
渇
異

畠

は
‘
光
武
帝
に
従
っ
て
戦
功
を
た
て
た
が
‘
人
と
な
り

圏
密
熟
語
は
憑
(
4
-
1
1
2
1
0
)
を
併
せ
見
よ
。

【
渇
盛
]
1

認
唐
‘
高
州
の
人
。
字
は
明
遠
。
隋
末
‘
五
か
謙
退
で
‘
功
に
は
こ
ら
ず
‘
陣
中
に
止
含
し
て
諸
賄

州
僚
を
撃
平
す
。
官
は
漢
陽
太
守
。
揚
帝
に
従
っ
て
遼
か
各
自
の
功
を
論
ず
る
時
に
は
‘
常
に
席
を
避
け
て
大

東
を
伐
ち
、
左
武
衛
大
持
軍
に
遷
る
。
隋
の
減
亡
後
‘
樹
の
下
に
獨
り
坐
し
た
故
事
。
軍
中
で
は
異
を
大
樹
将

嶺
表
に
奔
還
し
、
番
昂
・
蒼
梧
・
朱
崖
の
地
を
略
有
し
、
自
軍
と
稲
し
た
。
〔
後
漢
書
‘
湧
異
偲
〕
異
為
り
人
謙
退
、
不
レ

ら
総
管
と
琥
す
。
貞
観
中
‘
累
に
洞
寇
を
平
げ
‘
越
國
公
伐
レ
行
‘
輿
レ
諸
相
逢
、
輻
引
レ
車
避
レ
道
‘
進
止
有
―
―
表
識
一

に
封
ぜ
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
日
十
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
一
百
九
〕
°
軍
中
琥
為
―
―
整
齊
芦
母
所
止
含
‘
諸
牌
並
坐
論
レ
功
‘
異
常

【
渇
夷
】
2

匁
水
の
神
の
名
。

O
河
伯
（
河
の
紳
）
の
名
。
燭
屏
l

一
樹
下
盃
軍
中
琥
曰
1

一
大
樹
将
軍
一

泳
夷
虜
修
。
渇
脩
。
〔
廣
雅
‘
繹
天
〕
河
伯
‘
謂

11之
凋
夷
↓
【
渇
偉
】

8
g
O北
齊
｀
中
山
の
人
。
字
は
偉
節
。
門
を

〔
楚
辞
‘
遠
涌
〕
令
ー
1

一
海
若
舞
,
,
憑
夷
-
〔
集
庄
〕
憑
‘
一
作
レ
杜
す
こ
と
三
十
年
。
書
に
於
て
通
ぜ
ざ
る
な
く
‘
尤
も

鳴
渇
夷
‘
水
仙
゜
〔
補
注
〕
渇
夷
‘
河
伯
也
。
〔
荘
子
、
大
宗
證
傭
に
精
通
し
た
。
〔
北
齊
書
‘
四
十
四
〕
．
〔
北
史
‘
八
十

師
〕
喝
夷
得
レ
之
、
以
浦
―
―
大
川
↓
〔
秤
文
〕
司
馬
云
‘
清
冷
博
一
〕
°
●
清
‘
太
倉
の
人
。
字
は
偉
人
。
琥
は
仲
廉
。
乾
隆

日
‘
渇
夷
‘
華
陰
潅
郷
堤
首
人
也
‘
服11八
石
塩
~
1一
水
仙
一
の
攀
人
。
著
に
仲
廉
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
秤
獣
類
徴
‘

是
為
二
河
伯
↓
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
〕
使
ニ
霙
蝸
鼓
レ
ヰ
必
而
四
百
三
十
九
〕
。

舞
属
夷
↓
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
〕
撫
―
―
渇
夷
↓
〔
曹
植
‘
洛
紳
【
渇
友
】
，
読
明
‘
長
安
の
人
。
字
は
盆
卿
。
嘉
靖
の
學

賦
〕
湯
夷
鳴
レ
鼓
、
女
蝸
清
歌
。
〔
故
事
成
語
考
、
地
輿
〕
水
人
。
官
は
保
定
府
同
知
。
志
を
篤
く
し
て
學
を
講
じ
‘

神
日
ー
鴻
夷
一
又
曰
―
―
陽
侯
U
0
雨
師
（
雨
の
紳
）
の
名
。
一
學
者
‘
兌
泉
先
生
と
い
ふ
。

名
、
渇
脩
(
8
8
)
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
昔
者
渇
夷
・
大
丙
之
【
渇
竪
】

10g
明
‘
憫
州
の
人
。
字
は
景
陽
。
正
統
の
學

13085 
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人
。
官
は
河
南
副
使
。
出
で
て
租
を
督
し
‘
民
の
害
を
な
漢
書
‘
喝
術
博
上
〕
後
‘
衛
尉
陰
興
・
新
陽
侯
陰
就
‘
以
―
―
外
ち
雷
州
を
戌
る
を
得
。
六
年
‘
赦
に
遇
つ
て
還
る
。
穆
宗

す
。
後
、
朝
廷
よ
り
疏
ん
ぜ
ら
れ
‘
遂
に
法
を
以
て
治
せ
戚
1

貴
顧
‘
深
敬
―
―
重
術
一
桁
遂
輿
レ
之
交
結
‘
由
レ
是
為
l

二
の
初
‘
大
理
寺
丞
を
授
け
ら
る
。
著
に
糊
葵
集
が
あ
る
。

ら
る
。
〔
蘭
畳
法
黎
録
‘
八
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
九
十
諸
王
所
―
―
聘
請
云
尋
為
―
―
司
隷
従
事
玉
―
帝
懲
―
―
西
京
外
戚
賓
〔
明
史
‘
二
百
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
八
十
一
〕
．
〔
明

六

〕

。

客

一

故

皆

以

レ

法

縄

レ

之

、

大

者

抵

二

死

徒

一

其

餘

至

―

―

貶

史

稿

‘

一

百

九

十

三

〕

．

〔

國

朝

猷

徴

録

‘

六

十

五

〕

・

〔

明

【
凋
允
】

11g
後
漢
の
人
。
縦
の
弟
。
字
は
公
信
。
清
白
勁
一
術
由
レ
此
得
レ
罪
‘
嘗
自
詣
レ
獄
‘
有
l
1

詔
赦
示
＇
レ
問
‘
名
臣
言
行
録
‘
五
十
六
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
七
〕
．
〔
皇

に
し
て
孝
行
。
深
く
尚
書
に
通
じ
‘
推
歩
の
術
を
善
く
西
蹄
l1

故
郡
面
炉
門
自
保
‘
不
T

敢
復
輿
↓
―
親
故

8
翌
明
應
盆
名
臣
備
孜
録
‘
三
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
‘
七
〕
．

す
。
官
は
降
虜
校
尉
。
〔
後
漢
書
‘
六
十
八
〕
°
[
渇
淵
】
1
9
1
7
．
バ
明
‘
盤
江
の
人
。
地
を
京
口
に
避
く
。
字
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
―
―
十
六
〕
．
〔
明
書
‘
二
日
八
〕
。

【
鳩
詠
】
1
2
1
7
.
5

清
‘
金
裕
の
人
。
字
は
愛
闊
。
資
性
英
邁
。
は
清
川
。
占
堕
に
精
し
。
著
に
海
底
眼
索
隠
か
あ
る
。
【
渇
河
】
25

乃
，
徒
歩
で
黄
河
を
渡
る
。
韓
じ
て
‘
無
謀
な

兄
謀
・
弟
謙
と
共
に
一
―
―
渇
と
梢
せ
ら
る
。
康
熙
の
進
士
。
【
渇
i
l
I
]
2
0
1
7
パ
後
漢
の
人
。
揚
の
子
。
身
長
六
尺
に
渦
た
こ
と
を
す
る
喩
゜
〔
爾
雅
‘
秤
訓
〕
准
河
‘
徒
渉
也
。
〔
祁

丹
徒
縣
知
を
授
け
ら
れ
、
開
州
知
に
抜
擢
せ
ら
る
。
著
ず
。
自
ら
短
栖
を
恥
ち
‘
子
孫
の
似
る
こ
と
を
恐
る
。
乃
鈴
行
義
疏
〕
凋
者
‘
湖
之
段
昔
也
‘
詩
小
畏
傭
‘
徒
渉
曰
―
―

に
桐
村
詩
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
｀
一
百
八
十
四
〕
。
ち
子
杭
を
し
て
長
妻
を
竪
ら
し
む
。
侃
の
子
‘
勤
は
身
渇
河
ご
止
義
引
1

一
李
巡
一
日
、
無
レ
舟
而
渡
レ
水
日
1

一
徒
渉
一

で
笠
坑
】
13

翌

0
弓
を
た
ば
さ
む
。
弓
を
脇
ば
さ
む
。
長
八
尺
三
寸
と
梢
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
六
〕
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
小
斐
〕
不
↓
―
敢
暴
虎
一
不
―
―
敢
渇
河
一
〔
論
語
‘

跳
は
蜃
の
殻
で
飾
っ
た
弓
゜
〔
楚
辞
、
天
問
〕
渇
レ
跳
利
レ
【
渇
媛
】

2
1
1
7
パ
漢
‘
渇
捷
好
(
2
6
1
)
の
姓
名
。
〔
張
華
‘
女
述
而
〕
暴
虎
渇
河
‘
死
而
鉦
~
レ
悔
者
‘
吾
不
レ
輿
也
。

決
‘
封
抽
是
舷
。
〔
注
〕
喝
挟
也
‘
跳
‘
弓
名
也
。
〔
補
注
〕
史
蔵
〕
玄
能
ぶ
デ
檻
‘
渇
媛
趨
進
。
【
渇
訴
】
26
江

a
．
ゥ
い
か
る
。
〔
方
言
‘
―
-
〕
渇
蘇
‘
苛
怒
也
‘

爾
雅
‘
弓
以
レ
蜃
者
‘
謂1一
之
跳
ぶ
止
云
‘
用
レ
蜃
飾
1一
弓
雨
〖
鳩
媛
営
熊
〗2
2
忍
梵
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
元
帝
の
楚
曰
レ
渇
‘
小
怒
日
レ
蘇
゜

頭
面
取
―
―
其
類
政
為
レ
名
。

O
弓
の
名
。
〔
庶
物
異
名
喝
姥
好
‘
帝
か
虎
圏
に
幸
し
て
獣
を
騎
は
し
む
る
に
従
[
准
匹
5

】
”
ぢ
宋
の
人
o

山
の
子
o

字
は
長
源
o

進
士
の

疏
〕
天
問
‘
渇
レ
跳
利
レ
決
、
封
稀
是
射
‘
渇
跳
、
弓
名
、
山
ひ
‘
後
宮
皆
坐
す
。
時
に
熊
が
逸
し
て
圏
を
出
で
て
檻
第
に
登
る
。
官
は
紹
興
中
‘
資
政
殿
學
士
を
以
て
致
仕

堂
律
考
、
弓
以
レ
蜃
者
、
謂
1

一
之
跳
↓
を
攀
ぢ
‘
殿
に
上
ら
ん
と
欲
す
。
左
右
貴
人
等
‘
皆
驚
い
す
。
文
は
蘇
載
に
師
事
す
。
西
事
を
論
じ
て
保
京
に
杵

【
凋
耀
】
14
勺
5

清
‘
杭
州
の
人
。
字
は
士
宏
゜
聾
に
巧
。
て
走
る
。
捷
好
直
ち
に
進
ん
で
熊
に
嘗
つ
て
立
っ
た
故
ふ
。
張
廷
堅
‘
言
事
を
以
て
象
州
に
斥
け
ら
る
る
や
‘

【
渇
益
】
1
5
1
7、5

宋
の
宦
官
。
康
邸
の
藷
人
。
高
宗
即
位
事
。
〔
漢
書
、
外
戚
下
‘
孝
元
渇
昭
儀
博
〕
建
昭
中
‘
上
幸
―
ー
カ
め
て
其
の
妻
子
を
振
郎
し
‘
時
に
梢
せ
ら
る
。
然
れ

す
る
に
及
ぴ
‘
恩
を
侍
み
て
騒
恣
゜
不
遜
の
語
あ
る
も
虎
圏
』
阿
レ
獣
、
後
宮
皆
坐
‘
熊
侠
出
レ
圏
‘
攀
レ
檻
欲
レ
上
レ
ど
も
其
の
議
論
は

l
i
e
~

寧
•
紹
聖
を
主
と
し
‘
鄭
浩
·
李

許
さ
る
。
後
‘
事
に
坐
し
て
昭
州
編
管
に
送
ら
れ
‘
后
殿
‘
左
右
貴
人
博
昭
儀
等
皆
驚
走
‘
凋
俺
仔
直
前
嘗
レ
熊
綱
・
楊
時
を
排
し
‘
以
て
君
子
に
そ
し
ら
る
。
〔
宋
史
‘
三

族
に
連
姻
す
る
を
以
て
免
る
る
を
得
‘
家
に
卒
す
。
〔
宋
而
立
‘
左
右
格
―
―
殺
熊
下
上
問
‘
人
情
驚
擢
‘
何
故
前
常
レ
百
七
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
二
十
七
〕
．
〔
宋
元
學

史
‘
四
百
六
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
八
十
四
〕
．
〔
南
熊
‘
捷
仔
射
日
‘
孟
獣
得
り
人
而
止
‘
妾
恐
―
―
―
熊
至
御
坐
一
案
‘
四
十
五
〕
。

宋

書

‘

六

十

八

〕

。

故

以

レ

身

嘗

レ

之

‘

―

屯

帝

嵯

嘆

‘

以

レ

此

倍

藪

重

焉

‘

博

昭

【

渇

齢

】

28

れ
匁
い
か
る
。
渇
蘇
゜
〔
廣
雅
‘
秤
詰
〕
渇
齢
‘

【
渇
越
】
16

焚

清

‘

杭

州

の

人

。

字

は

世

英

（

世

奔

）

。

人

儀

等

皆

葱

。

怒

也

。

物
窺
照
に
巧
゜
〔
國
朝
壷
識
‘
十
三
〕
。
【
渇
翁
~
】
2
3
g

明
の
人
。
隠
者
。
永
築
中
‘
菱
州
に
て
童
【
渇
杭
】

2
9
わ
5

唐
‘
元
城
の
人
。
五
経
弘
詞
に
及
第
。
官

【
海
術
】
1
7
1
7
パ
後
漢
の
人
。
野
王
の
孫
。
字
は
敬
通
。
少
子
の
師
と
な
り
‘
以
て
生
計
の
資
を
得
。
善
く
古
詩
を
は
膳
部
員
外
郎
。
後
‘
醸
泉
令
。
時
に
器
猾
多
く
‘
藪
:

く
し
て
奇
才
あ
り
。
年
二
十
に
し
て
博
く
群
書
に
通
じ
作
る
。
詩
後
に
題
し
て
‘
馬
二
子
‘
或
は
馬
生
・
塞
馬
先
法
を
犯
す
。
乃
ち
諭
蒙
十
四
篇
を
著
は
し
て
之
を
諭

た
。
王
非
が
廉
丹
を
遣
し
て
山
東
を
征
せ
し
時
‘
撮
と
生
と
稲
す
。
補
鍋
匠
と
友
た
り
。
終
る
所
を
知
ら
ず
。
す
。
散
騎
常
侍
に
終
る
。
〔
唐
書
‘
二
日
六
十
一
〕
．
〔
藷

な
り
‘
丹
に
‘
袢
を
棄
て
て
漢
を
興
す
こ
と
を
説
き
し
〔
明
史
‘
二
日
四
十
三
〕
・
〔
蔦
斯
同
明
史
‘
ー
百
八
十
唐
書
‘
二
日
八
十
九
下
〕
。

も
用
ひ
ら
れ
ず
‘
河
東
に
亡
命
す
。
後
‘
光
武
帝
に
飩
し
七
〕
・
〔
明
史
蔽
‘
八
十
一
〕
・
〔
勝
朝
殉
諸
諸
臣
鋒
‘
+
【
渇
行
】
30

店
清
‘
江
西
新
城
の
人
。
字
は
人
也
゜
琥
は

て
‘
官
は
曲
賜
令
。
尋
い
て
司
隷
従
事
と
な
る
。
著
に
文
―
-
〕
・
〔
明
書
‘
一
百
四
十
二
〕
・
〔
績
蔵
書
‘
七
〕
．
〔
遜
國
恥
齋
。
著
に
恥
齋
文
紗
か
あ
る
。

集
五
十
篇
か
あ
る
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
八
上
•
五
十
八
記
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
甲
〕
．
〔
遜
國
諸
臣
傭
‘
五
〕
。
【
渇
浩
】

3
1が5

清
‘
桐
郷
の
人
。
字
は
養
吾
゜
琥
は
孟
亭
゜

下

〕

。

【

鳩

恩

】

24g
明
‘
松
江
華
亭
の
人
。
字
は
子
仁
。
嘉
靖
乾
隆
の
進
士
。
官
は
御
史
。
著
に
孟
亭
居
士
詩
文
稿
が
あ

〖
憑
H
r蹄
里
〗1
8
昇
ぅ
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
鳴
術
‘
の
進
士
。
官
は
南
京
御
史
。
大
學
士
張
現
・
方
獣
夫
お
よ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
―
二

西
京
に
あ
り
て
貴
顧
と
交
結
し
、
諸
王
に
重
ん
ぜ
ら
び
右
都
御
史
注
銃
の
奸
状
を
極
論
し
‘
帝
の
怒
を
蒙
む
十
七
〕
・
〔
碑
傭
集
補
‘
十
〕
・
〔
清
代
學
者
象
偵
‘
-
―
〕
゜

る
。
光
武
‘
外
戚
の
賓
客
に
懲
り
‘
皆
‘
法
を
以
て
た
だ
り
‘
獄
に
下
る
。
朝
審
に
及
ん
で
屈
せ
ず
。
且
つ
銑
を
面
【
鳩
翻
]
3
2

俎
明
‘
薪
州
の
人
。
字
は
時
學
゜
琥
は
雷
涯
゜

す
。
術
も
亦
‘
罪
を
得
。
よ
っ
て
故
郷
に
蹄
り
‘
門
を
閉
罵
し
‘
四
鐵
御
史
と
稲
せ
ら
る
。
時
に
長
子
行
可
の
、
上
官
は
尭
州
推
官
。
獄
を
治
め
て
平
反
す
る
所
多
く
‘
卒

ち
て
自
ら
保
ち
‘
親
故
と
通
じ
な
か
っ
た
故
事
。
〔
後
書
し
て
‘
父
に
代
つ
て
死
せ
ん
こ
と
を
願
ふ
あ
り
。
乃
し
て
吏
部
右
侍
郎
を
贈
ら
る
。

馬

部

〔
二
藍
〕

馬ヽ、、

【
渇
瀬
】
3
3
0
7
,
5

後
漢
‘
郵
の
人
。
初
‘
成
都
令
と
な
り
‘

學
校
を
起
す
。
學
徒
八
百
人
。
粕

EE
八
百
頃
を
開
く
。

官
は
越
樹
太
守
。
地
を
梁
翼
に
避
け
‘
隠
居
し
て
易
章

句
を
作
り
‘
恰
然
以
て
終
る
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

【
渇
治
】
34

琴
宋
‘
大
冶
の
人
。
字
は
深
之
。
朱
衰
の
門

人
。
性
理
諸
書
を
手
録
し
‘
誦
説
厭
か
ず
。
〔
尚
友
録
‘

一〕。

【
渇
躙
】
35

努
清
、
錢
塘
の
人
。
字
は
又
令
。
錢
廷
枚
の

妻
。
著
に
和
鳴
集
が
あ
る
。

【
渇
几
】
36

社
ョ
ゥ
几
に
よ
り
か
か
る
。
又
‘
脇
息
。
几
は
‘

つ
く
ゑ
の
や
う
な
形
を
し
た
も
の
の
総
名
。
〔
魏
志
‘
毛

玲
傭
〕
（
太
祗
）
特
以
土
糸
屏
風
・
素
渇
几
二
賜
レ
研
゜
〔
徐

陵
‘
廣
州
剌
史
駄
陽
顧
徳
政
碑
〕
公
疲
兵
隈
出
‘
獨
披
―
―

胡
床
面
勅
賊
重
園
‘
尚
渇
ー
一
書
几
↓

【
渇
氣
】
37

わ
／
憤
憑
の
氣
゜
〔
荘
子
‘
盗
拓
百
竺
溺
於
凋

氣
若
頁
レ
重
行
而
上
一
也
、
可
レ
謂
レ
苦
癸
。
〔
繹
文
〕
渇
‘

音
憤
‘
憤
満
也
。
〔
疏
〕
渇
氣
‘
猶
一
泊
涵
竺
也
。

【
渇
埼
】
38

わ
ゥ
明
の
人
。
惟
重
の
孫
。
字
は
用
饂
。
又
‘
琢

惹
詮
は
文
敏
゜
萬
暦
の
進
士
。
官
は
栂
部
尚
書
。
政

に
飛
ん
で
勤
粛
。
學
に
根
祇
あ
り
‘
藪
；
諜
論
を
陳
ふ
。

著
に
北
海
集
・
経
清
類
編
か
あ
る
。
〔
明
史
‘
―
―
百
十

六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
十
七
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百

―
-
]
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
七
十
四
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘

九
〕
．
〔
皇
明
應
盆
名
臣
備
孜
録
‘
六
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘

三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
九
十
七
〕
．
〔
東
林
列
偉
‘
十

五
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
三
〕
・
〔
明
詞
綜
‘
四
〕
・
〔
明
詩
紀

事
庚
‘
十
二
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
債
丁
‘
中
〕
。

【
鳴
貴
】
39

惚
明
‘
武
陵
の
人
。
字
は
孟
敬
。
洪
武
の
進

士
。
性
‘
純
直
゜
官
は
給
事
中
。
櫂
倖
を
避
け
ず
。
交
肘
参

議
に
歴
遷
す
。
後
‘
黎
利
の
叛
に
、
力
戦
す
る
も
‘
兵
少

＜
賊
に
害
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
日
五
十
四
〕
・
〔
萬
斯
同

明
史
‘
―
一
百
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
三
十
六
〕
．
〔
國
朝
名

世
類
苑
‘
-
―
-
+
―
-
〕
・
〔
皇
明
應
謡
名
臣
備
孜
鋒
‘
―
-
〕
・

〔
皇
明
開
國
功
臣
鋒
‘
二
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

八
十
二
〕
．
〔
明
書
‘
二
日
六
〕
。

【
渇
暉
】
40

惚
五
代
‘
晉
の
魏
州
の
人
。
初
‘
梁
将
玉
彦

章
の
魔
下
に
隷
す
。
唐
に
入
り
、
再
び
晉
に
入
る
。
官
は

天
輻
中
‘
義
成
軍
節
度
使
。
霊
武
を
鎖
し
‘
邊
郡
を
撫

緩
す
る
こ
と
凡
そ
十
餘
年
。
恩
信
大
い
に
著
は
る
。
〔
五

代
史
‘
四
十
九
〕
．
〔
藉
五
代
史
‘
二
日
二
十
五
〕
。

四
九
〇
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馬

部

〔
二
蓋
〕

馬、I

四
九

【
渇
熙
】
41

笠
後
魏
‘
信
都
の
人
。
字
は
晉
昌
。
謡
は
武
。

文
明
太
后
の
兄
。
勇
幹
あ
り
。
弓
馬
及
び
陰
陽
兵
法
を

好
む
。
官
は
侍
中
太
師
。
出
で
て
洛
州
刺
史
と
な
る
。
政

を
為
す
こ
と
仁
厚
な
ら
ず
。
佛
法
を
信
じ
‘
諸
州
の
高

JlJ
秀
阜
に
寺
塔
を
螢
建
す
。
三
女
あ
り
。
―
一
人
は
孝
文

帝
の
皇
后
と
な
り
、
一
人
は
昭
儀
と
な
り
‘
貴
寵
無
比
゜

封
は
日
亘
黎
王
。
〔
魏
書
‘
八
十
三
上
〕
．
〔
北
史
‘
八
十
〕
。

【
凋
藉
]
4
2
n
ゥ
後
漢
‘
山
陽
の
人
。
張
倹
・
檀
棉
・
措
鳳
．

張
粛
・
砕
蘭
・
魏
玄
．
徐
乾
と
共
に
八
俊
と
琥
せ
ら
る
。

〔
後
漢
書
‘
九
十
七
〕
。

[
喝
吉
]
4
3

況
宋
の
人
。
道
の
子
。
字
は
惟
一
。
晉
に
仕

へ
、
周
に
及
ぶ
。
官
は
太
常
少
卿
。
學
を
嗜
み
‘
善
く
文

を
闊
す
。
又
‘
草
隷
に
巧
゜
尤
も
琵
琶
に
巧
な
る
も
操

行
な
く
、
朝
士
の
宴
集
毎
に
‘
召
さ
れ
ざ
る
に
自
ら
至

り
‘
酒
甜
と
な
れ
ば
即
ち
琵
琶
を
弾
じ
‘
詩
を
賦
し
‘

起
つ
て
舞
ふ
。
其
の
琵
琶
・
詩
・
舞
は
‘
時
に
三
絶
と
稲

せ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
三
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
ー
百
六

十
九
〕
。

【
渇
虚
】
“
乃
大
空
に
の
ぼ
る
。
虚
空
に
う
か
ぶ
。
〔
蘇

献
‘
前
赤
壁
賦
〕
浩
浩
乎
如
池
必
揺
御
レ
風
‘
而
不
L

知一

其
所
▽
止
。

【
渇
顕
】
45

界
ウ
明
‘
境
山
の
人
。
字
は
有
学
。
弘
治
の
進

士
。
官
は
戸
部
主
事
。
後
‘
御
史
に
改
め
ら
る
。
事
に
よ

つ
て
劉
瑾
に
杵
ら
ひ
‘
註
ら
れ
て
自
経
す
。

【
渇
勘
】
46

ゃ
炉
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
方
寅
゜
琥
は
勉

曾・
t

封
東
逸
史
。
康
熙
の
時
‘
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
‘
検
討

を
授
け
ら
る
。
父
、
間
に
客
浦
し
、
歌
精
忠
の
乱
に
死
す
。

勘
、
間
に
入
り
、
父
の
檄
を
古
寺
に
尋
ね
て
得
ず
‘
慟
哭

幾
ん
ど
絶
え
ん
と
す
。
忽
ち
老
父
有
り
‘
告
げ
て
曰
く
‘

謄
西
に
半
寸
の
釘
有
り
‘
是
れ
な
り
と
。
諦
視
す
る
に

題
識
宛
然
た
り
。
遂
に
持
し
て
蹄
る
。
時
人
其
の
孝
を

梢
揚
す
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事

略
‘
三
十
九
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
十
二
〕
・
〔
鶴
徴

録
一
〕
．
〔
己
未
詞
科
録
‘
―
-
〕
。

【
渇
玉
]
4
7
わ
E
ク
五
代
‘
晉
の
定
州
の
人
。
字
は
環
臣
。
官

は
出
帝
の
時
‘
栂
部
侍
郎
。
後
‘
中
書
侍
郎
同
中
書
門

下
平
章
事
。
廣
＜
賄
賂
を
納
る
。
晉
滅
ぷ
や
‘
乃
ち
契

丹
に
入
り
‘
太
子
太
保
と
な
る
。
其
の
子
傑
‘
契
丹
よ

り
逃
げ
蹄
る
に
及
ん
で
‘
濯
れ
憂
へ
て
卒
し
た
。
〔
五
代

史
‘
五
十
四
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
八
十
九
〕
。

〖
渇
玉
蘭
〗4
8努
名
ヨ
ク
元
曲
選
百
種
中
の
一
。
題
目
は

金
御
史
消
霜
飛
白
簡
‘
正
名
は
渇
玉
蘭
夜
月
泣
江
舟
゜

【
渇
琴
】
49

狂
喝
琴
に
よ
り
か
か
る
。
〔
史
記
‘
魏
世
家
〕

中
旗
鳩
レ
琴
而
射
日
‘
云
云
゜

【
渇
勤
】
50

焚
後
漢
の
人
。
個
の
孫
。
字
は
偉
伯
。
官
は

初
‘
太
守
銚
期
の
功
曹
と
な
り
‘
i

尚
能
を
以
て
梢
せ
ら

る
。
光
武
の
時
‘
郎
中
。
給
事
尚
書
と
な
り
‘
軍
糧
を
園

議
し
‘
事
に
従
つ
て
精
勤
。
遂
に
親
識
せ
ら
る
。
後
‘
司

徒
と
な
り
、
爵
は
覇
内
侯
に
至
る
。
〔
後
漢
書
‘
五
十

六〕。

【
渇
観

]
5
1
g
O宋
‘
開
封
の
人
。
字
は
御
卿
。
一
に
遇

卿
に
作
る
。
内
臣
と
な
り
‘
官
は
武
翌
大
夫
•
永
泰
陵
都

監
。
善
く
山
水
を
豊
く
。
〔
宋
史
翼
‘
―
二
十
九
〕
。
〇
明
、
海

寧
の
人
。
字
は
晉
叔
。
別
琥
は
小
海
。
嘉
靖
の
進
士
。
官

は
廣
東
按
察
司
副
使
。
著
に
小
海
存
稿
が
あ
る
。

【
凋
恢
】
竺
臼
晉
、
長
築
の
人
。
父
、
太
守
と
な
り
、
小

子
淑
を
愛
し
て
‘
爵
を
傭
へ
ん
と
す
。
恢
‘
こ
れ
を
知
り
、

郷
里
に
還
り
‘
草
薩
を
結
ぴ
‘
痙
と
伴
る
。
既
に
し
て
‘

淑
‘
襲
爵
す
る
に
及
ん
で
‘
始
め
て
仕
へ
て
博
士
祭
酒

と
な
る
。
〔
晉
書
‘
三
十
九
〕
。

【
渇
會
】
53

緒
り
地
名
。
〔
管
子
‘
山
至
散
〕
狼
牡
以
至
"

於
渇
會
之
H
一
〔
纂
詰
〕
狼
牡
・
渇
會
‘
皆
地
名
‘

H
常
レ

為
レ
ロ
‘
字
之
誤
也
。

【
鳩
閑
】
54

年
咋
心
空
虚
で
廓
然
と
ひ
ろ
い
所
。
〔
荘
子
‘
知

北
湘
〕
紡
祖
i

乎
凋
閑
エ
大
知
入
レ
焉
‘
而
不
レ
知
1

一
其
所
＞

窮
゜
〔
注
〕
渇
閉
者
‘
虚
廓
之
謂
也
、
大
知
由
乎
磨
廓
「

恣
憂
化
之
所
＞
如
‘
故
不
レ
知
也
。
〔
繹
文
〕
李
云
‘
喝
・

問
皆
大
也
。
〔
疏
〕
渇
閉
‘
是
虚
瞭
之
貌
‘
言
下
大
聖
知
之

人
‘
能
會
―
―
於
寂
穿
虚
職
之
理
五
是
以
逍
逢
自
得
‘
放
•
任

無
窮
Lo

【
渇
晴
】
5
5
7
7
9
炉
宋
‘
河
南
の
人
。
善
く
山
水
を
書
き
‘

名
を
煕
寧
・
元
豊
間
に
馳
す
。
設
色
蒼
老
‘
峯
轡
秀
潤
゜

鶴
を
鵞
い
て
亦
其
の
妙
を
盈
す
。
〔
書
継
〕
。

【
渇
耀
】
56

翠
載
國
‘
齊
の
人
。
孟
嘗
君
の
客
と
な
り
‘

飲
食
や
覗
遇
の
薄
い
の
を
嘆
じ
‘
長
鋏
の
剣
を
弾
じ
て

長
鋏
蹄
来
の
歌
を
歌
ふ
こ
と
一
―
一
度
に
及
ぶ
。
孟
嘗
君

因
つ
て
厚
く
随
し
て
其
の
欲
す
る
所
の
如
く
す
。
後
‘

孟
嘗
君
の
た
め
に
‘
辞
に
至
っ
て
債
士
を
召
集
し
‘
債

櫂
を
回
牧
し
て
悉
く
其
の
券
を
燒
棄
し
た
の
で
‘
民
萬

歳
と
叫
ん
で
喜
ぶ
。
後
‘
孟
嘗
君
か
齊
の
命
に
よ
つ
て

砕
に
至
っ
て
國
に
就
く
に
及
び
、
人
民
之
を
迎
ふ
る
こ

と
百
里
。
後
‘
遂
に
雛
の
力
に
依
つ
て
其
の
位
に
復
す

る
こ
と
を
得
。
一
に
渇
設
・
海
援
に
作
る
。
〔
史
記
‘
七
十

五
〕
．
〔
戦
國
‘
齊
策
‘
下
〕
。

【
憑
凩
]
5
7

筏
宋
‘
江
夏
の
人
。
字
は
常
世
。
詮
は
文
簡
゜

進
士
。
郷
試
よ
り
廷
射
に
至
る
ま
で
倶
に
第
一
。
官
は

翰
林
學
士
。
開
封
府
の
知
。
王
安
石
の
為
政
を
論
じ
‘
譴

せ
ら
る
。
後
‘
太
子
少
師
を
以
て
致
仕
す
。
〔
宋
史
‘
三
百

十
七
〕
．
〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
十
六
・
ニ
十
六
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘

二
日
一
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
八
十
一
〕
・
〔
名
臣
碑
傭
碗
球

集
‘
下
‘
十
六
〕
。

[
渇
泄
】
58

砕
明
慈
裕
の
人
。
字
は
伯
清
。
性
‘
孝
友
。

正
徳
の
進
士
。
武
宗
南
巡
の
時
‘
闘
に
伏
し
て
諫
言
し
‘

罰
せ
ら
れ
て
午
門
外
に
脆
し
‘
復
た
廷
杖
を
受
く
。
創

重
く
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
一
百
八
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
‘
―
一
百
六
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
七
十
四
〕
．
〔
皇
明

應
溢
名
臣
備
孜
録
‘
三
〕
．
〔
明
名
人
博
‘
一
〕
。

【
渇
景
】
59

砕
〇
北
周
河
間
の
人
。
字
は
長
明
。
大
都

督
葡
賓
責
に
引
か
れ
て
‘
官
は
功
曹
参
軍
。
後
‘
散
騎
常

侍
。
涅
州
の
事
を
行
ふ
。
封
は
裔
陽
縣
伯
゜
〔
周
書
‘
二
十

―
-
〕
.
〔
北
史
‘
六
十
三
〕
。
〇
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
山
公
。

見
聞
淵
博
‘
善
く
文
を
屡
し
た
。
康
熙
中
‘
園
子
監
生
を

以
て
京
師
に
客
遊
す
。
商
丘
の
宋
発
‘
其
の
賢
を
聞
ぎ
‘

呉
撫
の
幕
に
就
か
し
む
。
人
と
為
り
巌
氣
正
性
。
甚
だ

時
輩
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
母
老
ゆ
る
を
以
て
里
に
蹄
る
。

貧
窮
の
中
に
老
い
て
病
歿
す
。
著
に
幸
草
・
焚
中
・
解
春

諸
集
か
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘

六
十
八
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
十
六
〕
．
〔
碑
博
集
‘

一
百
三
十
一
〕
·
〔
文
臥
徴
存
鎌
一
•
四
〕
。

【
渇
経
】
60

苔
清
‘
呉
江
の
人
。
字
は
授
之
。
咸
豊
の
副

貢
。
洪
楊
軍
呉
江
を
認
る
る
や
‘
勇
士
を
募
つ
て
禦
ぐ
。

尋
い
で
衆
潰
え
て
檎
へ
ら
れ
、
水
中
に
躍
り
入
っ
て
死

す
。
著
に
周
易
略
解
・
墾
経
互
解
が
あ
る
。
〔
消
史
列
博
‘

六
十
七
〕
。

【
凋
傑
】
61

芦
明
琢
鹿
の
人
。
字
は
秀
夫
。
盆
は
洛
愁
°

弘
治
の
進
士
。
幹
才
あ
り
。
官
は
初
‘
諸
城
令
と
な
り
‘

尋
い
で
臨
清
の
守
と
な
る
。
事
留
滞
な
し
。
後
‘
四
川
按

察
使
。
寇
を
征
し
て
之
に
死
す
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

二〕。

【
渇
消
】
62

努

前
蜀
‘
東
陽
の
人
。
或
は
信
都
の
人
と
い

ふ
。
字
は
信
之
。
大
中
の
弘
詞
科
進
士
。
官
は
京
兆
府
参

軍
。
尋
い
で
商
山
に
隠
る
。
昭
宗
に
祠
部
郎
に
起
用
さ

れ
‘
眉
州
刺
史
に
擢
ん
で
ら
る
。
王
建
‘
蜀
に
撮
る
や
‘

翰
林
學
士
と
せ
ら
れ
‘
御
史
大
夫
に
終
る
。
著
に
文
集

が
あ
る
。

【
渇
堅
]
6
3

焚
明
の
人
。
官
は
洪
武
の
時
‘
南
豊
典
史
。

嘗
て
上
書
し
て
事
を
論
じ
‘
太
祖
に
時
務
を
知
り
事
轡

に
逹
す
と
稲
せ
ら
る
。
左
餃
都
御
史
に
抜
擢
さ
れ
‘
頗

る
大
罷
を
持
す
。
〔
明
史
‘
一
百
三
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
‘
二
日
七
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
二
十
九
〕
・
〔
國
朝

列
卿
記
‘
七
十
八
〕
。

【
渇
媛
】
64

”
・
グ
戦
國
‘
齊
の
人
。
凋
琉
(
5
6
)

を
見
よ
。

〖
鳩
媛
折
券
〗65
焚
竺
蒙
求
の
標
題
。
戦
國
‘
齋
の
渇

援
‘
孟
嘗
君
の
客
と
な
り
‘
孟
嘗
君
の
た
め
に
砕
に
至

つ
て
債
櫂
を
回
牧
し
‘
債
主
を
召
集
し
て
悉
く
其
の
券

を
燒
棄
し
‘
孟
嘗
君
の
徳
を
辞
の
民
に
胎
し
た
故
事
。

〔
戦
國
‘
齊
策
〕
孟
嘗
君
出
加
記
‘
問
1

一
門
下
諸
客
面
誰
習
ニ

計
會
↓
能
為
レ
文
牧
1

一
責
於
砕
―
者
乎
‘
渇
緩
署
日
‘
能
‘
云

云
‘
於
レ
是
約
レ
車
治
レ
装
‘
載
寿
ふ
杢
而
行
‘
辞
曰
‘
責
畢

牧
‘
以
何
市
而
反
‘
孟
嘗
君
曰
‘
視
―
―
吾
家
所
レ
寡
レ
有
者
「

謳
而
之
レ
砕
‘
使
―
―
―
吏
召
二
諸
民
嘗
レ
償
者
ご
恋
来
合
レ
券
‘

券
偏
合
‘
起
矯
レ
命
以
レ
責
賜
1

一
諸
民
一
因
燒
"
其
券
一
民

紐
萬
歳
一
長
駆
到
レ
齋
‘
晨
而
夜
見
‘
孟
嘗
君
並
其

疾
也
‘
衣
冠
而
見
レ
之
曰
‘
責
畢
牧
乎
‘
来
何
疾
也
‘
日
‘

牧
畢
矢
、
以
何
市
而
反
‘
鳩
談
曰
‘
君
云
‘
視
↓
―
吾
家
所
レ

寡
レ
有
者
「
臣
願
計
‘
君
宮
中
積
↓
―
珍
賓
ぶ
四
馬
賓
1

一
外
眠
一

美
人
充
-
1

下
陳
盃
君
家
所
レ
寡
レ
有
者
‘
以
義
耳
‘
騒
以
為
レ

君
市
レ
義
‘
孟
嘗
君
曰
‘
市
レ
義
奈
何
‘
日
‘
今
君
有
祖
需
四

之
砕
云
＇
訟

m愛
子
―
―
其
民
涵
芸
叩
賣
―
―
利
之
西
U

窺
矯
l

―君

命
冨
以
レ
責
賜
l

―
諸
民
ご
因
燒
,
,
其
券
言
民
稲
―
―
萬
歳
↓
乃
臣

所
"
以
為
レ
君
市
＞
義
也
、
孟
背
君
不
レ
説
曰
‘
諾
‘
先
生
休

戻
後
碁
年
‘
齋
王
謂
孟
血
嘗
君
ー
曰
‘
寡
人
不
T

敢
以
1

一先

王
之
臣

[
iヒ
臣
‘
孟
嘗
君
就
"
園
於
砕
工
未
レ
至
百
里
‘
民

扶
レ
老
揚
レ
幼
‘
迎
―
―
君
道
中
一
孟
背
君
顧
謂

g
偶
緩
工
先
生

所
T

為
な
文
市
占
義
者
‘
乃
今
日
見
レ
之
。

【
渇
設
】
66

悶
戦
國
‘
齋
の
人
。
渇
職
(
5
6
)

を
見
よ
。

【
渇
元
]
6
7
5

パ
宋
‘
南
海
の
人
。
字
は
道
宗
゜
誼
は
章
靖
゜

性
‘
簡
厚
に
し
て
瞥
名
を
意
に
介
せ
ず
。
古
今
の
壼
閣

の
品
式
の
事
を
識
り
‘
尤
も
易
に
精
通
し
た
。
進
士
。
官

は
江
陰
尉
・
崇
文
院
検
討
。
慎
宗
の
時
‘
詔
を
奉
じ
て
易

13087 



(44579・ ・68)一 (44579・・96) 

を
講
ず
。
仁
宗
の
朝
‘
孫
喫
と
経
術
を
以
て
並
進
し
て
死
な
ん
と
し
た
が
秦
を
得
ず
。
後
、
終
る
所
を
知
ら
ず
。
普
に
忌
ま
れ
‘
密
か
に
其
の
短
を
奏
せ
ら
れ
‘
沙
門
島
の
名
。
〔
雲
笈
七
籐
〕
雨
師
神
‘
名
凋
脩
‘
琥
日
二
樹
徳
↓

講
論
す
。
後
‘
戸
部
侍
郎
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
九
十
〔
藷
五
代
史
‘
八
十
六
〕
。
に
流
さ
る
。
太
宗
の
時
‘
大
理
寺
卿
と
な
る
。
〔
宋
史
、
【
渇
習
】
89

衿
三
國
‘
蜀
の
南
郡
の
人
。
字
は
休
元
。
先

四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
十
一
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
四
十
六
〕
・
【
海
厚
】
7
2
"
心
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
良
載
。
別
琥
は
坦
二
百
八
十
五
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
七
十
六
〕
。
主
に
随
つ
て
蜀
に
入
る
。
先
主
の
呉
を
征
す
る
時
‘
領
軍

〔
隆
平
集
‘
十
四
〕
・
〔
名
臣
碑
傭
碗
球
集
‘
中
、
四
十
六
〕
。
蕎
先
生
。
官
は
淮
王
府
長
史
。
嘗
て
文
翰
類
選
大
成
一
【
渇
山
】
80

努
宋
‘
安
岳
の
人
。
字
は
允
南
。
嘉
祐
の
進
と
な
り
‘
琥
亭
に
大
敗
し
て
死
す
。
〔
前
漢
書
、
九
十
七

【
渇
公
】
88

器

漢

の

湯

唐
(
1
1
5
)
を
い
ふ
。
〔
荀
悦
‘
漢
百
六
十
三
巻
を
輯
む
。
詩
文
に
巧
。
著
に
洪
奄
・
中
都
・
士
。
官
は
煕
寧
の
末
‘
詭
書
丞
・
梓
州
通
判
。
畳
官
に
攀
下
〕
。

紀
〕
凋
唐
白
首
‘
屈
1
1

子
郎
署
一
〔
左
思
‘
詠
史
詩
〕
渇
公
登
南
陽
諸
稿
、
及
び
測
藪
管
見
・
春
秋
卑
論
等
が
あ
る
。
げ
ら
れ
し
も
就
か
ず
。
退
居
二
十
年
。
後
、
祠
部
郎
中
に
【
渇
―
商
】
90

祝
炉
漢
‘
陽
陵
の
人
。
字
は
子
断
。
易
を
治

否
偉
‘
白
首
不
L

見
レ
招
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
漢
書
‘
渇
唐
以
レ
【
渇
現
】
73

焚
明
‘
嘉
山
の
人
。
字
は
君
美
。
成
化
の
學
至
る
。
著
に
春
秋
通
解
・
渇
安
岳
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
三
め
て
五
鹿
充
宗
に
事
へ
、
後
‘
劉
向
に
事
ふ
。
能
く
文

孝
著
、
為
1

一
郎
中
署
長
盃
事
1

一文―帝
f

人
。
官
は
前
州
知
。
劉
瑾
に
件
つ
て
獄
に
下
さ
る
。
杖
八
百
七
十
一
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
四
十
五
〕
。
を
屡
す
る
を
以
て
金
馬
門
に
待
詔
し
‘
詔
を
受
け
て
太

[
渇
功
】
69

杓
晶
の
名
。
や
す
で
。
絃
の
異
名
。
〔
正
字
十
を
受
け
息
絶
え
て
復
た
甦
る
。
後
‘
繹
さ
れ
て
還
り
、
【
渇
戸
】
81

令
．
ゥ
葬
證
の
行
事
の
一
。
将
に
敏
せ
ん
と
す
史
公
書
の
績
七
篇
を
作
る
。
〔
漢
書
‘
七
十
六
〕
。

通
〕
絃
魯
連
引
古
賠
曰
泣
功
i

荘
子
日
,
,
—
商
距
一
爾
登
州
知
府
に
遷
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
六
十
一
〕
・
る
に
営
つ
て
、
死
者
の
胸
を
抱
き
か
か
へ
る
こ
と
。
此
【
渇
戎
】

9
1
祖
誘
豊
か
で
盛
な
こ
と
。
宇
茸
゜
〔
揚
雄
｀
蜀

雅
日
1

一
馬
鰻
方
言
‘
北
方
曰
―
―
蛾
蝶
工
大
者
曰
孟
塁
竺
幽
〔
梅
花
草
堂
集
、
四
〕
。
の
時
、
之
と
同
精
紳
を
以
て
行
は
れ
る
異
形
式
の
も
の
都
賦
〕
爾
乃
五
穀
渇
戎
。

州

日

―

―

秦

渠

石

其

為

レ

蛭

‘

一

也

。

【

湯

緑

】

74

努
後
漢
‘
宕
渠
の
人
。
字
は
鴻
卿
。
安
帝
の
に
‘
奉
戸
・
撫
戸
‘
拘
戸
・
執
戸
が
あ
り
、
死
者
と
生
者
と
【
凋
宿
】
92

クt
ク
唐
の
人
。
子
華
の
子
。
字
は
哄
之
。
誼
は

【
渇
弘
】
70

弱
北
燕
‘
信
都
の
人
。
畢
萬
の
後
。
践
の
弟
。
時
‘
孝
廉
に
攀
げ
ら
る
。
官
は
御
史
中
丞
。
鮮
卑
‘
邊
に
の
血
縁
・
尊
卑
の
闊
係
に
よ
っ
て
、
其
の
何
れ
か
を
行
鯰
。
貞
元
の
進
士
。
官
は
初
‘
徐
州
張
建
封
の
書
記
。

字
は
文
通
。
誼
は
昭
成
。
初
‘
中
山
公
に
封
ぜ
ら
る
。
践
寇
す
る
に
及
び
、
遼
東
太
守
と
な
り
、
後
、
京
兆
手
・
司
ふ
。
但
‘
此
の
散
者
を
渇
戸
と
通
稽
す
る
こ
と
も
あ
る
。
長
慶
の
時
、
知
制
詰
。
エ
刑
二
部
侍
郎
を
歴
て
、
長
架

死
し
て
後
‘
弘
‘
践
の
子
翼
を
殺
し
て
自
立
し
‘
太
興
と
隷
校
尉
。
所
在
威
刑
を
立
つ
。
延
嘉
中
、
長
沙
蜜
‘
益
陽
〔
饒
‘
喪
服
大
記
〕
凡
凋
レ
戸
者
、
父
母
先
、
妻
子
後
。
〔
注
〕
縣
公
に
封
ぜ
ら
る
。
後
、
東
川
節
度
使
に
至
る
。
〔
唐

改
元
す
。
僭
位
六
年
。
魏
に
伐
た
れ
て
高
勾
朧
に
奔
り
‘
に
寇
し
、
零
陵
蜜
之
に
應
じ
、
武
陵
蜜
又
江
陵
の
間
を
目
↓
↓
於
其
親
所
盃
咆
也
、
渇
‘
謂
―
―
扶
持
服
贋
享
竺
云
‘
湯
之
書
‘
一
百
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
六
十
八
〕
。

二
年
に
し
て
殺
さ
る
。
践
よ
り
二
世
・
ニ
十
八
年
に
し
寇
掠
す
る
に
及
ん
で
、
車
騎
将
軍
を
以
て
之
を
討
平
類
、
必
済
9
心

。

【

渇

俊

】

g

5
デ
明
‘
宜
山
の
人
。
字
は
士
彦
。
天
順
の

て

滅

ぶ

。

〔

宋

書

‘

九

十

六

〕

。

す

。

廷

尉

に

終

る

。

〔

後

漢

書

‘

六

十

八

〕

。

【

喝

至

】

82

ク
，
ゥ
清
‘
諸
賢
の
人
。
字
は
紹
泰
。
琥
は
森
齋
。
進
士
。
刑
部
に
官
し
‘
折
獄
す
る
に
仁
恕
。
一
輻
建
按
察

【
渇
后
】
71

苓
●
後
魏
、
信
都
の
人
。
文
成
帝
の
后
。
誼
【
渇
相
】
75

虹
匁
渇
相
氏
に
同
じ
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
渇
乾
隆
の
攀
人
。
官
は
玉
環
訓
導
。
書
室
を
緑
野
山
荘
と
副
使
。
後
、
都
察
院
右
副
都
御
史
。
四
川
を
巡
撫
し
、
官

は
文
明
。
1

帝
崩
ぜ
し
時
‘
自
ら
火
中
に
投
ぜ
し
も
、
左
右
相
観
レ
設
。
い
ふ
。
著
に
周
官
述
論
・
書
疑
・
史
繹
・
道
學
世
系
・
允
都
に
卒
し
た
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
六
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
一

に
救
は
れ
て
蘇
生
す
。
猷
文
帝
の
時
‘
尊
ば
れ
て
皇
太
〖
渇
~
氏
〗
7
6
芯
介
周
官
の
名
。
春
官
の
闊
。
天
文
に
関
名
教
録
・
金
汀
拾
遺
・
森
齋
雑
俎
・
緑
野
山
荘
詩
文
稿
が
百
＋
―
―
-
〕
.
〔
明
名
人
博
‘
一
〕
·
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
­

后

と

な

る

。

乙

渾

謀

逆

す

る

や

‘

密

か

に

策

を

定

め

て

す

る

こ

と

を

掌

る

。

〔

周

證

‘

春

官

‘

序

官

‘

渇

相

氏

‘

注

〕

あ

る

。

百

十

三

〕

。

渾
を
誅
し
‘
遂
に
朝
に
臨
ん
で
政
を
馳
く
。
後
‘
操
行
正
凋
‘
栞
也
‘
相
、
覗
也
、
世
登
二
高
憂
盆
以
視
―
―
天
文
之
次
【
渇
孜
】
83

匁
明
‘
桐
郷
の
人
。
字
は
原
泉
。
隆
慶
の
進
【
渇
造
】
94

玲
‘
ン
漢
の
人
。
野
王
の
弟
。
字
は
子
産
。
易

し
か
ら
ざ
る
を
以
て
意
を
得
ざ
り
し
も
、
孝
文
帝
の
序
一
〔
周
膿
‘
春
官
‘
渇
相
氏
〕
掌
―
―
十
有
二
歳
・
十
有
二
士
。
官
は
湖
廣
布
政
使
。
著
に
古
今
牌
略
が
あ
る
。
に
精
通
す
。
孝
廉
に
察
攀
せ
ら
れ
て
郎
に
任
ぜ
ら
る
。

時
‘
尊
ば
れ
て
太
皇
太
后
と
な
る
。
再
び
朝
に
臨
み
‘
年
月
・
十
有
二
辰
•
十
日
・
ニ
十
有
八
星
之
位
一
耕
1其
叙
【
渇
志
】8
4
各
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
行
甫
。
官
は
池
寧
官
は
建
昭
中
‘
復
土
校
尉
・
清
河
都
尉
。
河
隈
方
略
を
上

四
十
九
に
て
崩
じ
た
。
〔
魏
書
‘
十
三
〕
．
〔
北
史
‘
十
五
〕
。
事
百
以
會
,
,
天

位

↓

の

守

。

勁

直

に

し

て

上

官

に

杵

ひ

‘

河

東

轄

運

に

輯

ず

。

首

す

る

も

‘

行

は

れ

ず

。

後

、

其

の

言

果

し

て

瞼

あ

り

。

●
後
魏
の
人
。
煕
の
女
。
太
和
中
‘
孝
文
帝
の
皇
后
と
【
渇
一
―
-
]
7
7

焚
元
の
人
。
湖
廣
行
省
の
公
吏
。
至
正
中
‘
年
を
躁
え
ず
し
て
蹄
り
‘
布
衣
奮
食
し
て
終
る
。
随
西
太
守
に
輯
ず
。
治
行
廉
平
。
年
四
十
餘
に
し
て
卒

な
る
。
後
、
筋
な
る
昭
儀
（
後
の
幽
皇
后
）
に
譜
言
せ
ら
薪
黄
賊
‘
湖
廣
を
陥
る
る
に
及
び
、
三
の
僕
‘
賊
に
従
っ
【
渇
~
】
晒
令
，
ゥ
よ
り
頼
む
。
籟
つ
て
助
力
を
得
る
。
〔
後
す
。
〔
前
漢
書
‘
七
十
九
〕
。

れ
て
庶
人
と
な
る
。
性
、
貞
謹
に
し
て
徳
操
あ
り
。
遂
に
て
盗
と
な
り
‘
三
を
拉
し
て
賊
に
従
は
ん
こ
と
を
勤
漢
書
、
公
孫
述
傭
論
〕
遮
雖
レ
為
―
―
漢
吏
云
鉦
炉
所
―
―
凋
資
一
【
渇
舒
】
95

跨
清
の
人
。
復
京
の
子
。
字
は
已
蒼
。
琥
は

練
行
尼
と
な
り
、
瑶
光
佛
寺
に
終
る
。
〔
魏
書
、
十
三
〕
・
む
。
三
唾
罵
し
て
止
ま
ず
。
遂
に
喉
を
断
た
れ
て
死
す
。
徒
以
1

一
文
俗
↓
自
憲
‘
遂
能
集
二
其
志
計
↓
獣
奄
。
別
琥
は
癸
巳
老
人
・
屏
守
居
士
。
経
史
百
家
に
カ

〔

北

史

‘

十

五

〕

゜

●

後

魏

の

人

。

熙

の

女

。

孝

文

帝

の

皇

〔

元

史

‘

一

百

九

十

五

〕

。

【

凋

耳

】

88

匁
船
の
神
の
名
。
〔
北
戸
録
‘
難
骨
卜
〕
梁
簡
を
注
ぎ
‘
尤
も
詩
に
精
し
。
順
治
の
初
‘
邑
令
塁
四
達
に

后
。
初
、
左
昭
儀
を
授
け
ら
れ
、
後
‘
立
て
ら
れ
て
后
と
【
渇
参
】
78

焚
漢
の
人
。
立
の
弟
。
字
は
叔
平
。
尚
書
に
文
船
紳
記
云
‘
船
紳
、
名
凋
耳
‘
又
呼
為
孟
血
公
孟
姥
↓
鷺
を
構
へ
ら
れ
‘
其
の
著
懐
奮
集
に
よ
っ
て
謗
紬
せ
ら

な
る
。
誼
は
幽
。
孝
文
帝
汝
南
を
征
す
る
や
‘
留
守
中
に
精
通
す
。
官
は
黄
門
郎
給
事
。
宿
衛
十
餘
年
。
殿
を
以
【
凋
侍
]
8
7

令
ヴ
た
の
む
。
た
の
み
と
す
る
。
憑
侍
。
〔
左
れ
て
殺
さ
る
。
著
に
獣
奄
遺
稿
・
文
穀
詩
紀
・
詩
紀
匡

公
然
と
淫
行
を
な
す
。
帝
崩
ず
る
に
及
び
、
長
秋
卿
•
白
て
憚
ら
る
。
覚
寧
中
‘
渭
陵
食
官
令
。
永
始
中
‘
代
郡
氏
、
哀
、
七
〕
渇

1一
侍
其
衆
盃
皿
背f一
君
之
盟
→
謬
·
空
居
閣
集
・
校
定
玉
畳
新
詠
・
評
獣
才
胴
集
が
あ

整
等
‘
遺
記
に
従
ひ
‘
迫
つ
て
自
殺
せ
し
む
。
〔
魏
書
‘
十
太
守
。
敦
歳
に
し
て
病
を
以
て
免
ぜ
ら
る
。
尋
い
で
、
【
渇
修
i

】
切
翁
渇
脩
の
●
に
同
じ
。
〔
太
公
金
置
〕
河
伯
‘
る
。
〔
清
史
列
偉
‘
七
十
〕
。

二

〕

．

〔

北

史

‘

十

五

〕

゜

R

五

代

‘

晉

の

定

州

の

人

。

初

、

安

復

た

諫

議

大

夫

と

な

る

。

封

は

宜

郷

侯

。

後

‘

博

太

后

姓

渇

‘

名

修

。

【

渇

極

】

96

ク
炉
宋
‘
河
陽
の
人
。
字
は
道
清
゜
誼
は
文

重
胤
の
妻
。
封
は
呉
國
夫
人
。
高
祖
の
喪
中
に
迎
へ
ら
に
匪
陥
せ
ら
れ
て
自
殺
す
。
〔
前
漢
書
‘
七
十
九
〕
。
【
渇
條
~
】

8
8
器
渇
夷

(
2
)に
同
じ
。
●
河
伯
（
河
の
神
）
の
銹
。
少
く
し
て
書
生
を
以
て
趙
晉
に
謁
し
、
其
の
状
‘

れ
て
出
帝
の
后
と
な
る
。
内
寵
を
専
に
し
、
晉
遂
に
乱
【
渇
環
(
】
79

努
宋
‘
歴
城
の
人
。
字
は
謄
臣
。
唐
・
漢
・
周
名
。
脩
は
一
に
修
に
作
る
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
‘
水
曰
レ
河
奇
と
稽
せ
ら
る
。
太
平
興
國
中
の
進
士
。
官
は
仁
宗
の

る
。
契
丹
京
師
を
犯
す
に
及
ん
で
、
1

帝
に
随
つ
て
北
遷
三
朝
に
歴
仕
す
。
吏
才
あ
り
。
宋
に
入
っ
て
‘
兵
部
郎
嗣
―
―
臨
晉
な
巴
正
義
日
‘
山
海
経
云
‘
泳
夷
‘
人
面
‘
乗
ー
ー
朝
、
同
平
章
事
。
封
は
魏
國
公
。
司
徒
に
遷
り
、
事
を
論

す
。
帝
の
辱
を
哀
し
み
‘
敦
；
毒
秦
を
求
め
‘
―
帝
と
倶
に
中
と
な
り
、
太
祗
に
寵
愛
せ
ら
る
。
州
郡
を
典
り
‘
趙
雨
龍
一
也
‘
太
公
金
厘
云
‘
渇
脩
也
。
●
雨
師
（
雨
の
紳
）
じ
て
多
く
1

帝
意
に
合
す
。
後
、
武
勝
軍
節
度
使
に
至
る
。

馬

部

〔
二
蓋
〕

渇

四
九

13088 
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馬

部

〔
二
鵞
〕

准

〔
宋
史
‘
―
一
百
八
十
五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
八
十
七
〕
・
〔
東
都
法
黎
録
‘
十
五
〕
。

事

略

四

十

九

〕

・

〔

隆

平

集

‘

四

〕

。

【

渇

水

】

104

社
匁
川
の
名
。
湖
南
省
江
華
縣
の
東
南
。
一

【
准
勝
】
97

3々0

ウ
明
の
人
。
國
用
の
弟
。
初
名
は
國
勝
。
名
、
麻
貝
二
江
。
北
流
し
て
沌
水
に
合
す
。
〔
水
経
‘
湘

又
‘
宗
異
。
雄
勇
に
し
て
智
略
多
し
。
國
用
と
同
時
に
太
水
注
〕
（
渇
水
）
出
―
―
臨
賀
郡
渇
乗
縣
東
北
渇
岡
↓
云
云
‘

祁
に
欝
し
‘
功
を
積
ん
で
元
帥
と
な
る
。
封
は
宋
國
公
。
血
匝
約
衆
流
溢
渾
,
,
成
一
川
（
謂
―
―
之
北
渚
↓

後
‘
太
子
少
師
に
至
る
。
太
祗
の
晩
年
‘
隈
;
—
帝
の
意
を
【
沸
瑞
】

1
0
5
翌
清
‘
婁
縣
の
人
。
字
は
雷
燕
。
康
熙
の
進

失
ふ
。
〔
明
史
‘
一
百
二
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
六
士
。
官
は
編
修
。
詞
に
巧
。
書
室
を
様
華
堂
と
い
ふ
。
著

十
三
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
十
八
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
六
〕
．
に
棟
華
堂
詩
餘
が
あ
る
。

〔
明
名
臣
言
行
鋒
‘
一
〕
．
〔
皇
明
名
臣
碗
球
録
‘
四
〕
．
〔
昭
【
渇
生
】
106

吐
屯
生
命
を
た
の
み
と
す
る
。
命
を
惜
し

代
明
良
録
・
五
〕
・
〔
皇
明
人
物
考
‘
一
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
む
。
生
を
貪
る
。
〔
史
記
‘
伯
夷
側
〕
賣
子
日
‘
貪
夫
狗
レ

十
七
〕
．
〔
皇
明
開
國
功
臣
録
‘
一
・
三
十
一
〕
・
〔
本
朝
分
財
‘
烈
士
拘
な
名
‘
奇
者
死
レ
櫂
‘
衆
庶
鳩
レ
生
。
〔
注
〕
索
隠

省
人
物
孜
‘
十
四
•
十
五
〕
．
〔
明
史
瓶
‘
二
十
七
〕
·
〔
造
邦
日
‘
渇
者
‘
侍
也
‘
昔
兒
‘
言
一
如
衆
庶
之
情
‘
蓋
侍
五

5
其
生
―

賢
動
録
略
〕
．
〔
明
書
｀
九
十
三
〕
．
〔
績
蔽
書
‘
四
〕
．
〔
開
國
也
、
鄭
誕
本
、
作
1
1

毎
生
云
毎
者
‘
冒
也
‘
即
貪
冒
之
義
。

臣

博

‘

―

-

〕

。

【

渇

清

】

107

跨
宋
‘
閣
郷
の
人
。
鵞
に
巧
。
慎
宗
の
時
‘

【
渇
乗
】
98

狂
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
故
城
は
湖
南
省
江
書
院
に
官
た
り
。
居
る
所
の
城
南
の
逆
旅
に
豪
駐
多

華
縣
の
西
南
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
蒼
梧
郡
‘
縣
十
｀
渇
し
。
常
に
之
を
引
覗
し
て
其
の
情
状
を
求
め
‘
然
る
後

乗

。

に

箪

を

執

る

。

故

に

瞥

轡

を

得

た

り

。

平

日

又

能

＜

【
渇
式
】
9
9
ペ
933,

”
渇
拭
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
王
吉
傭
〕
沸
レ
式
火
を
書
く
。
景
震
宮
北
廊
梢
壁
の
道
経
轡
相
は
清
の
筆

樽

祐

。

に

成

る

。

〔

聖

朝

名

鵞

評

‘

五

〕

。

【
海
献
]100

ぺ
悶
試
（
車
の
前
面
に
あ
る
横
木
）
に
よ
り
【
渇
鉗
】
1
0
8
5
5

清
‘
陽
湖
の
人
。
字
は
石
埃
。
又
‘
鐵
衣
゜

か
か
る
こ
と
。
又
‘
献
の
上
に
雨
手
を
置
ぎ
、
上
罷
を
前
琥
は
樹
滋
齋
。
諸
生
。
詩
に
巧
。
又
‘
字
學
に
精
し
。
著
に

に
屈
す
る
こ
と
。
敬
證
の
一
様
式
。
憑
献
゜
伏
献
。
〔
左
石
淫
詩
存
・
樹
滋
齋
梅
花
詩
か
あ
る
。

氏
‘
倍
‘
二
十
八
〕
君
喝
炊
而
観
足
。
〔
漢
書
‘
鄭
食
其
【
准
靖
】
109

鍔
明
‘
績
硲
の
人
。
字
は
寓
安
。
學
人
。
官

博
〕
聾
献
下
―
―
齊
七
十
餘
城
一
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
憑
レ
献
は
宣
徳
中
‘
御
史
。
時
に
朝
命
を
以
て
映
西
竿
東
等
の

推
レ
馬
。
〔
魏
徴
‘
述
懐
詩
〕
睛
レ
棲
繋
t

―
南
聰
ぶ
宮
献
下
二
蟹
の
謹
躁
を
慮
置
し
‘
夷
民
を
服
せ
し
む
。
又
、
部
茂

東

藩

一

七

の

餘

黛

な

る

呉

金

七

等

政

和

に

撮

る

を

‘

奇

計

を

【
凋
信
】
101

袋
後
漢
‘
健
為
の
人
。
好
學
博
古
。
公
孫
述
‘
設
け
て
檎
獲
し
、
京
師
に
械
送
す
。
後
‘
浙
江
按
察
司
副

高
位
を
以
て
連
り
に
招
い
た
か
‘
信
‘
伴
り
盲
し
て
往
使
に
至
る
。
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
七
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

か
ず
。
述
の
誅
せ
ら
れ
し
を
聞
く
や
幣
洗
し
て
曰
く
、
三
十
七
〕
。

世
適
上
平
ら
ぎ
‘
目
即
ち
清
な
り
と
。
光
武
‘
聞
い
て
召
【
渇
誠
】
llo

ぢ
明
‘
浮
梁
の
人
。
永
築
の
進
士
。
官
は
香

し
た
る
も
‘
信
‘
會
：
病
ん
で
卒
す
。
〔
後
漢
書
‘
ー
百
十
山
縣
の
知
。
威
あ
っ
て
猛
か
ら
ず
‘
寛
に
し
て
制
あ

-

〕

°

り

、

大

い

に

民

心

を

得

。

後

‘

湖

廣

按

察

使

に

至

る

。

〔

皇

【
鳩
津
】
102

盆
清
‘
桐
郷
の
人
。
字
は
雲
桂
。
官
は
雲
南
明
開
國
功
臣
録
‘
―
-
+
〕
・
〔
蘭
壼
法
緊
録
‘
六
〕
。

剣
川
知
州
。
書
書
に
巧
。
鑑
賞
に
精
し
く
‘
牧
蔵
に
富
[
鳩
姪
】
lll

努
消
、
泳
州
の
人
o

盆
は
文
安
o

萬
暦
の
進

む
。
著
に
論
蟄
編
・
聾
家
姓
氏
便
覧
が
あ
る
。
〔
國
朝
書
士
。
魏
忠
賢
に
諮
附
し
‘
楊
漣
・
熊
廷
弼
を
殺
し
‘
呉
裕

畳

家

筆

録

‘

三

〕

。

仲

を

杖

殺

す

。

戸

部

尚

書

・

武

英

殿

大

學

士

に

至

っ

て

【
渇
震
】
103

岱
明
‘
慈
裕
の
人
。
官
は
御
史
。
嘉
靖
中
‘
退
職
す
。
順
治
の
初
‘
起
用
せ
ら
れ
‘
秘
書
院
大
學
士
・

湖
廣
を
巡
按
す
。
憲
罷
を
持
し
て
‘
刑
獄
を
憔
れ
み
‘
證
部
尚
書
に
累
官
し
‘
太
保
兼
太
子
太
師
を
授
け
ら

公
明
正
大
。
垣
赫
の
政
を
為
さ
ざ
る
も
‘
吏
民
畏
服
し
‘
る
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
五
十
一
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
九
〕
。

豪
猾
迩
を
敏
む
。
時
に
名
御
史
と
梢
せ
ら
る
。
〔
蘭
憂
【
渇
遷
]112

努
北
周
‘
弘
農
の
人
。
字
は
利
化
。
修
謹
に

し
て
質
疸
。
官
は
晉
國
公
護
の
府
司
録
・
挟
州
刺
史
。
護

敗
る
る
に
及
ん
で
除
名
せ
ら
る
。
〔
北
史
‘
五
十
七
〕
。

【
渇
甦
】
113

匁
清
の
人
。
縄
祀
の
従
子
。
字
は
再
来
。
琥

は
嵩
奄
・
天
台
再
来
人
。
順
治
の
進
士
。
永
景
司
を
以
て

雲
南
按
察
使
を
拝
す
。
呉
三
桂
に
拘
へ
ら
れ
‘
計
を
以

て
舅
に
至
り
‘
督
撫
と
合
謀
し
て
蹄
朝
し
‘
刑
部
右
侍

郎
に
陸
る
。
書
室
を
詔
石
園
・
知
還
堂
と
い
ふ
。
著
に
聰

東
奏
議
・
演
考
．
劫
灰
録
・
見
聞
随
筆
・
三
憂
文
獣
馬
吟
・

南
中
集
・
嵩
庵
集
・
詔
石
園
・
知
還
堂
稿
等
が
あ
る
。
〔
國

朝
者
獣
類
徴
‘
五
十
一
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
四
〕
。

【
鳩
績
】
114

”
パ
明
‘
平
度
の
人
。
進
士
。
官
は
兵
部
主
事
。

後
‘
戸
部
に
入
り
、
通
・
徐
二
州
の
租
税
を
監
し
、
勤
東

邊
儲
を
継
管
し
‘
廉
能
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
後
‘
甘
粛
巡

撫
に
終
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
二
日
三
十
〕
。

[
喝
唐
】
115

忍
漢
‘
安
陵
の
人
。
官
は
文
帝
の
時
‘
中
郎

署
長
。
時
に
匈
奴
邊
患
を
な
す
。
帝
、
廉
頗
•
李
牧
の
如

き
者
無
ぎ
か
と
問
ふ
。
渇
‘
酎
へ
て
曰
く
、
漢
の
文
法
太

だ
密
‘
賞
は
軽
く
罰
は
重
し
‘
こ
れ
牌
士
の
力
を
盪
さ

ざ
る
を
致
せ
し
所
以
な
り
と
。
井
せ
て
雲
中
守
魏
尚
の

爵
を
削
ら
れ
し
寃
を
陳
べ
‘
文
帝
に
悦
ば
る
。
武
帝
の

時
‘
賢
良
に
攀
げ
ら
れ
し
も
、
年
既
に
九
十
に
し
て
‘
仕

ふ
る
こ
と
能
は
ず
。
乃
ち
其
の
子
遂
‘
郎
に
任
ぜ
ら
る
。

〔
史
記
‘
一
百
二
〕
．
〔
前
漢
書
‘
五
十
〕
。

【
渇
道
】
116

忽
五
代
‘
周
の
景
威
の
人
。
字
は
可
道
。
詮
は

文
餘
。
少
に
し
て
純
厚
‘
學
を
好
み
‘
善
く
文
を
屡
す
。

米
を
負
ひ
て
親
に
奉
じ
‘
悪
衣
食
を
恥
ぢ
ず
。
天
祐
中
‘

劉
守
光
に
事
ふ
。
守
光
敗
る
る
に
及
ん
で
張
承
業
に

事
へ
‘
晉
王
に
薦
め
ら
る
。
官
は
荘
宗
の
時
‘
戸
部
侍

郎
。
明
宗
の
時
‘
端
明
殿
學
士
。
晉
‘
唐
を
滅
す
の
後
‘

晉
に
事
へ
、
官
は
司
徒
。
封
は
燕
國
公
。
晉
‘
契
丹
に

滅
さ
る
る
や
‘
契
丹
に
事
へ
て
太
博
と
な
る
。
漢
の
裔

祗
立
つ
に
及
ん
で
漢
に
鯨
し
‘
太
師
を
以
て
朝
請
を
奉

ず
。
漢
、
周
に
滅
さ
る
る
や
‘
乃
ち
周
に
事
へ
‘
太
師
兼

中
書
令
と
な
る
。
四
姓
十
君
に
歴
事
し
、
相
位
に
在
る

こ
と
一
―
十
餘
年
。
自
ら
長
架
老
と
琥
す
。
文
を
作
り
‘

以
て
己
の
官
爵
を
陳
べ
て
榮
と
な
し
‘
論
者
に
郡
ま

る
。
卒
年
七
十
三
。
〔
五
代
史
、
五
十
四
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘

二
日
二
十
六
〕
。

【
洟
枕
】
117

努
晉
‘
安
平
の
人
。
字
は
少
冑
。
博
治
に

し
て
機
辮
。
官
は
歩
兵
校
尉
。
武
帝
の
寵
愛
を
得
。
後
‘

四
九
三

張
華
を
需
し
｀
常
世
に
譲
ら
る
。
散
騎
常
侍
に
終
る
。

〔
晉
書
、
三
十
九
〕
。

【
鳩
檀
】
118

焚
清
の
人
。
仙
堤
の
従
子
。
字
は
載
煙
゜
聾

に
巧
゜

【
渇
治
】
119

匁
清
の
人
。
景
夏
の
孫
。
蓋
史
は
渇
治
に
作

る
。
字
は
虞
伯
゜
琥
は
秋
鶴
。
諸
生
。
山
水
鵞
は
其
の

祗
を
宗
と
し
、
兼
ね
て
隷
書
に
巧
゜
榮
利
を
慕
は
ず
‘

惟
：
文
墨
を
以
て
自
ら
娯
む
。
嘉
慶
中
、
卒
す
。
年
八

十
九
゜
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
四
百
四
十
一
〕
。

【
渇
遅
】
120

惚

渇

夷
(

2

)

に
同
じ
。
〔
枚
乗
、
七
登
‘
六
1

一駕

蚊
龍
血
炉
従
太
白
工
庄
〕
善
曰
‘
淮
南
子
曰
‘
昔
渇
遅
・
太

白
之
御
‘
入
―
―
雲
覚
ぶ
唄
微
霧
五
烏
"
忽
慌
盃
邸
隕
日
、
海

渥
•
太
白
‘
河
伯
也
。

【
渇
冑
】
121

認
後
漢
の
人
。
奉
世
の
後
。
字
は
世
威
。
漢

中
の
李
部
に
師
事
し
‘
部
卒
す
る
や
‘
心
喪
三
年
。
時
人

之
を
異
と
す
。
常
に
周
伯
況
•
閲
仲
叔
の
人
と
な
り
を

慕
ひ
‘
山
澤
に
隠
慮
し
‘
徴
辟
に
應
ぜ
ず
。
〔
後
漢
書
‘
一

百
十
二
〕
。

【
渇
忠
】
122

認
＇
ウ
明
慈
硲
の
人
。
字
は
元
孝
゜
琥
は
松

樵
。
進
士
。
官
は
揚
州
府
知
。
後
‘
彰
徳
に
轄
じ
‘
韓
魏
公

の
祠
を
修
復
し
、
文
を
勒
し
て
記
す
。
著
に
松
樵
集
か

あ
る
。

【
渇
漱
】
123

和
が
清
‘
江
蘇
通
州
の
人
。
字
は
涵
初
。
琥

は
消
渠
。
凜
貢
生
。
著
に
強
自
力
齋
文
集
が
あ
る
。

【
渇
定
】
124

ぢ
唐
の
人
。
宿
の
弟
。
字
は
介
夫
。
誼
は
節
。

宿
と
名
を
齊
し
う
す
。
進
士
。
官
は
諫
議
大
夫
。
力
半
し

て
執
政
に
悦
ば
れ
ず
‘
太
子
権
事
と
な
る
。
散
騎
常
侍

を
以
て
致
仕
す
。
〔
唐
書
‘
ー
百
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
‘

一
百
六
十
八
〕
。

【
鳩
亭
】
125

認
戦
國
‘
韓
の
人
。
上
窯
の
守
。
秦
‘
上
煎

を
攻
め
て
太
行
道
を
絶
つ
。
韓
‘
守
る
能
は
ず
。
亭
‘
乃

ち
上
黛
を
趙
に
入
る
。
趙
‘
亭
を
封
じ
て
華
陽
君
と
な

し
‘
趙
将
趙
括
と
秦
を
距
が
し
む
。
長
平
に
戦
死
す
。

〔
史
記
‘
四
十
三
〕
・
〔
前
漢
書
‘
七
十
九
〕
。

【
渇
珪
】
1
2
6
E
5

元
‘
涅
陽
の
人
。
字
は
允
荘
゜
貢
を
以
て

大
學
に
入
る
。
一
夕
、
母
病
む
を
夢
み
‘
翌
日
馳
せ
蹄
れ

ば
‘
母
果
し
て
病
臥
す
。
爾
後
‘
母
に
奉
じ
て
朝
に
仕
ヘ

ず
。
著
に
五
経
正
義
四
書
中
説
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘

一〕。

[
湧
顧
】
127

認

明
‘
緩
徳
衛
の
人
。
卒
伍
よ
り
起
り
‘
功

13089 
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に
よ
つ
て
副
線
兵
に
抜
擢
せ
ら
れ
‘
勇
敢
を
以
て
世
に
【
渇
践
】
134

雰
十
六
國
、
北
燕
‘
信
都
の
人
。
畢
萬
の
後
。
行
を
改
め
て
善
と
な
る
。
後
、
野
に
行
く
に
、
衆
‘
虎
を
要
、
映
西
、
西
安
府
〕
高
陵
縣
、
本
秦
縣
‘
為
1
f

左
輔
都
尉

聞
ゆ
。
正
徳
中
‘
詔
を
奉
じ
て
中
原
の
盗
賊
を
討
ち
‘
采
を
湯
郷
に
食
み
‘
因
つ
て
氏
と
な
す
。
字
は
文
起
。
誼
逐
ふ
あ
り
。
虎
‘
蝸
に
依
り
、
衆
‘
敢
て
襴
る
る
者
な
し
。
治
所
工
漢
闇
―
―
左
渇
朔
コ
ニ
國
魏
改
為
1

一
高
陵
縣
ご

g
―京

歯
獲
を
貪
る
こ
と
な
く
、
大
い
に
賊
を
破
り
、
都
督
飯
は
文
成
。
廟
琥
は
太
祖
。
慕
容
煕
の
僭
琥
す
る
に
及
び
、
凋
婦
‘
臀
を
攘
つ
て
車
よ
り
下
る
。
衆
‘
皆
之
を
悦
び
‘
兆
郡
云
晉
因
レ
之
‘
尋
復
レ
藷
‘
後
魏
煕
平
中
‘
復
改
為
―
―
高

事
に
進
む
。
後
、
賊
を
洛
南
に
動
し
、
力
戦
し
て
死
す
。
官
は
中
衛
牌
軍
。
高
雲
‘
幸
臣
に
殺
さ
る
る
に
及
び
、
自
士
た
る
も
の
は
之
を
笑
ふ
。
〔
孟
子
、
盛
心
下
〕
。
陵
縣
i

渇
塀
郡
治
レ
焉
‘
隋
初
郡
際
‘
縣
屡
―
―
苑
州
i

大
業

〔
明
史
、
一
百
七
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
六
十
ら
尊
位
に
即
き
‘
燕
王
と
統
し
‘
太
平
と
改
元
す
。
在
位
【
凋
武
】
142

な
清
の
人
。
班
の
従
子
。
字
は
賓
伯
。
琥
は
初
‘
復
日
,
,
高
陵
縣

UB-―
京
兆
郡
↓
命
）
後
魏
‘
置
く
。
河

三
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
七
十
五
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
二
日
二
十
二
年
。
病
中
に
弟
文
通
に
殺
さ
る
。
〔
晉
書
‘
一
百
簡
緑
。
班
‘
書
法
を
以
て
一
時
に
名
あ
り
。
武
其
の
學
を
南
省
の
境
。
●
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
映
西
省
大
筋
縣
の

八
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
一
〕
．
〔
本
朝
二
十
五
〕
・
〔
魏
書
‘
九
十
七
〕
。
受
け
‘
亦
詩
に
巧
。
著
に
書
法
正
偉
・
這
榔
集
が
あ
る
。
治
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
快
西
‘
西
安
府
、
同
州
〕
渇
濶
瞭

分

省

人

物

孜

‘

三

十

四

〕

。

【

渇

班

】

135

匁

清

の

人

。

舒

の

弟

。

字

は

定

遠

。

銃

は

鈍

〔

四

崖

提

要

、

ー

百

十

三

〕

。

縣

‘

春

秋

時

丙

國

也

、

後

為

1
1

秦
所
乙
叶
‘
漢
為
―
―
臨
晉
縣

【
渇
天
】
128

砕
’
ゥ
天
命
を
た
の
み
に
す
る
。
〔
晉
書
‘
符
吟
。
詩
を
説
く
に
、
力
め
て
巖
利
を
排
し
‘
尤
も
江
西
宗
【
渇
豹
】
1
4
3
F
g

後
漢
の
人
。
術
の
子
。
字
は
仲
文
。
年
十
地
ぢ
仮
魏
始
於
レ
此
置
二
華
陰
縣
二
四
魏
改
為
―
―
武
郷
縣
i

堅
載
記
下
〕
諺
云
‘
渇
レ
天
侯
レ
時
。
派
を
取
ら
ず
、
事
論
多
く
物
情
に
逹
し
、
文
論
能
く
古
二
、
後
母
に
悪
ま
れ
、
害
せ
ら
れ
ん
と
す
る
も
、
逃
れ
兼
置
1

一
武
郷
郡
一
開
皇
初
郡
限
‘
大
業
初
復
改
レ
縣
為
―
―
凋

【
渇
怒
】
129

万
大
い
に
怒
る
。
劇
怒
。
赫
怒
。
震
怒
。
法
を
究
盛
す
。
書
に
巧
。
尤
も
小
楷
に
精
。
後
‘
趙
執
信
て
免
る
。
敬
事
愈
t

謹
み
‘
其
の
孝
を
稽
せ
ら
る
。
長
翔
↓
〇
左
京
職
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕
左
京
職
‘
唐
名
、

憑
怒
。
〔
左
氏
、
昭
、
五
〕
今
君
奮
焉
、
震
電
渇
怒
。
〔
注
〕
其
の
鈍
吟
雑
録
を
見
、
朝
服
を
具
へ
て
墓
前
に
下
拝
じ
て
儒
學
を
好
み
‘
詩
書
春
秋
を
麗
山
の
下
に
教
授
京
兆
‘
又
湯
朔
゜

喝
盛
也
。
〔
楚
酔
‘
天
問
〕
康
回
憑
怒
‘
墜
何
故
以
―
―
東
し
‘
焚
刺
し
て
自
ら
私
淑
門
人
と
稽
す
。
著
に
定
遠
す
。
孝
廉
に
攀
げ
ら
れ
‘
官
は
郎
。
尋
い
で
河
西
副
校
尉
【
渇
翼
]149

吐
匁
●
た
よ
っ
て
た
す
け
と
す
る
。
〔
詩
‘
大

庫
傾
゜
〔
補
注
〕
渇
‘
皮
屑
切
、
列
子
云
‘
—
帝
憑
怒
、
注
云
‘
集
・
鈍
吟
詩
文
稿
・
評
貼
オ
胴
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
を
授
け
ら
れ
‘
武
威
太
守
に
遷
り
、
後
‘
尚
書
に
至
つ
雅
‘
巻
阿
〕
有
レ
渇
有
レ
翼
゜
〔
博
〕
道
レ
可

n一
凋
依
以
為
―
―
輔

憑
、
大
也
、
春
秋
博
曰
‘
震
電
渇
怒
‘
注
云
、
渇
、
盛
也
、
方
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
〕
・
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
た
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
八
下
〕
。
翼
1

也
。
●
鼠
纂
浮
動
の
さ
ま
。
〔
楚
辟
‘
天
問
〕
渇
翼
惟

言
云
、
憑
、
怒
也
、
楚
曰
レ
憑
‘
注
云
、
急
盛
貌
、
引
ユ
康
回
四
百
二
十
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
八
〕
・
〔
文
猷
徴
【
渇
璧
】
144
勺

95

金
‘
慎
定
の
人
。
字
は
叔
獣
。
承
安
中
‘
像
、
何
以
識
レ
之
。
〔
補
注
〕
淮
南
言
、
天
墜
未
レ
形
、
渇
渇

憑
怒
一
然
則
凋
．
憑
一
也
。
存
録
‘
二
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
、
三
〕
．
〔
國
朝
書
人
経
義
進
士
に
攀
げ
ら
る
。
官
は
大
理
丞
。
宗
室
の
櫂
貴
翼
翼
、
注
云
、
渇
翼
、
無
形
之
貌
。

【
渇
培
】
130

苔

清

‘

元

和

の

人

。

字

は

仁

寓

。

乾

隆

の

進

輯

略

‘

一

〕

。

姦

誠

の

尤

な

る

者

十

散

人

を

弾

劾

す

。

縛

帥

、

牙

吾

塔

【

渇

頼

】

150

穀
ゥ
た
よ
り
た
の
む
。
侑
頼
。
憑
頼
。
〔
南

士
。
官
は
給
事
中
。
詩
古
文
酔
に
巧
。
晩
年
、
易
を
好
み
、
【
渇
幡
】
136

匁
宋
の
人
。
渇
康
國
(
1
8
7
)

を
見
よ
。
が
制
に
違
ひ
掠
を
縦
に
す
る
や
‘
詔
を
承
け
て
其
の
軍
史
‘
齊
高
帝
諸
子
下
‘
武
陵
昭
王
嘩
傭
〕
及
↓
g

鬱
林
立
石
甚

自
ら
讀
易
翁
と
統
す
。
書
室
を
鶴
牛
巣
と
い
ふ
。
著
に
【
渇
誼
】
137

況
南
唐
の
人
。
凋
延
魯
(
1
7
2
)

を
見
よ
。
を
奪
ひ
、
軍
‘
諄
ぐ
も
更
に
動
ぜ
ず
、
法
に
依
つ
て
罪
を
見
―
―
渇
頼
↓

経
學
記
纂
・
岳
廟
志
略
・
鶴
半
巣
前
後
集
が
あ
る
。
【
凋
渇
】
138

活

'
g
0堅
い
こ
ゑ
の
さ
ま
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
縣
〕
論
ず
。
後
、
集
慶
軍
節
度
使
に
至
る
。
〔
金
史
‘
一
百
十
〕
。
【
渇
立
】
151

蒻
〇
漢
の
人
。
奉
世
の
子
。
字
は
聖
卿
。
學

【
渇
保
】
131

席
明
‘
深
州
の
人
。
字
は
永
亭
。
琥
は
雙
林
。
築
レ
之
登
登
‘
削
屠
渇
湯
。
〔
博
〕
削
膳
鍛
履
之
臀
渇
渇
【
凋
揚
】
145

認
漢
‘
繁
陽
の
人
。
官
は
宣
帝
の
時
‘
弘
農
は
春
秋
に
通
ず
。
五
原
麗
國
都
尉
。
又
、
五
原
・
東
海
・
太

官
は
嘉
靖
中
‘
司
幡
乗
筆
太
監
。
太
后
の
勢
に
侑
り
‘
賞
然
゜
〔
集
偶
〕
湯
湯
‘
騰
堅
臀
。
〔
陳
英
偉
疏
〕
屠
‘
常
レ
作
レ
太
守
。
子
八
人
‘
皆
二
干
石
。
趙
魏
の
間
に
‘
萬
石
君
原
の
太
守
。
更
に
五
郡
を
歴
、
年
老
い
官
に
卒
す
。
職
に

罰
の
櫂
を
握
る
。
後
‘
太
后
‘
政
を
遷
す
に
及
び
‘
遂
に
婁
‘
婁
‘
小
箋
云
‘
昔
棲
‘
空
也
‘
鍛
婁
者
、
槌
―
―
打
空
霰
拗
と
琥
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
六
〕
。
居
て
公
廉
。
民
に
慕
は
る
。
〔
前
漢
書
‘
七
十
九
〕
。
●

貶
鏑
せ
ら
る
。
琴
を
善
く
し
‘
書
を
能
く
す
。
著
に
経
書
突
虞
石
渇
湯
‘
堅
賓
瞥
也
。
●
盛
漏
の
さ
ま
。
〔
漢
書
、
證
【
渇
裕
[
】
146

祁
明
‘
臨
胞
の
人
。
字
は
伯
順
。
琥
は
閻
山
。
唐
の
人
。
官
は
隠
太
子
の
車
騎
牌
軍
。
材
武
あ
り
。
太

昔
胃
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
三
百
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
四
百
柴
志
、
安
世
房
中
歌
〕
渇
渇
翼
翼
、
承
1

一
天
之
則
↓
〔
注
〕
師
戌
籍
を
以
て
遼
東
に
生
る
。
賀
欽
に
師
事
し
、
學
行
あ
子
の
死
す
る
や
‘
兵
を
率
ゐ
て
玄
武
門
を
攻
む
。
後
‘

六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
八
十
四
〕
。
古
日
、
渇
渇
‘
盛
涌
也
。
●
衆
い
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
渇
り
。
正
徳
の
初
‘
進
士
。
官
は
晉
州
の
知
。
至
る
所
‘
恵
政
自
ら
太
宗
に
鱒
し
‘
廣
州
都
督
を
授
け
ら
る
。
家
産
を

【
渇
紡
】
132

席
後
漢
‘
湖
陽
の
人
。
字
は
孝
孫
。
王
非
の
渇
‘
衆
也
。
〔
太
玄
経
‘
廓
〕
百
辟
渇
渇
。
〔
司
馬
光
注
〕
渇
あ
り
。
戸
部
郎
に
遷
り
‘
散
：
櫂
貴
に
杵
ふ
。
出
で
て
責
事
と
せ
ず
‘
衣
食
は
巖
を
求
め
ず
。
〔
唐
書
‘
一
百
九
十

末
‘
豪
傑
を
招
棗
し
‘
管
暫
を
作
っ
て
蹄
す
る
所
を
待
凋
‘
盛
多
貌
。
●
無
形
に
し
て
混
沌
た
る
さ
ま
の
形
容
。
州
を
守
り
‘
按
察
司
副
使
に
遷
る
。
後
‘
解
官
し
て
欝
一
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
八
十
七
上
〕
。

つ
。
建
武
の
初
‘
徴
さ
れ
て
行
在
に
詣
る
。
官
は
虞
令
。
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
渇
凋
、
元
氣
也
。
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
天
り
、
石
存
護
・
劉
澄
甫
・
陳
経
・
黄
卿
•
劉
淵
甫
・
楊
應
奎
【
渇
良
】

1
5
2
E
炉
後
漢
‘
南
陽
の
人
。
孤
微
よ
り
出
で
、

政
を
な
す
に
殺
伐
を
敢
行
し
‘
威
信
を
以
て
稽
せ
ら
墜
未
レ
形
、
渇
渇
翼
翼
‘
洞
洞
漏
瀾
‘
故
日
,
,
天
昭
↓
〔
注
〕
渇
等
と
詩
社
北
郭
禰
林
を
結
び
、
海
岱
會
集
を
編
輯
し
少
に
し
て
縣
吏
と
な
り
し
も
‘
斯
役
に
在
る
を
恥
ぢ
‘

る
。
後
‘
司
空
と
な
り
‘
爵
は
楊
邑
侯
に
至
る
。
老
を
以
翼
洞
漏
、
無
形
之
貌
。
●
馬
行
の
疾
い
さ
ま
。
〔
韻
府
引
、
た
。
〔
明
史
‘
二
百
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
〕
・
〔
本
朝
車
を
壌
ち
馬
を
殺
し
‘
衣
冠
を
毀
裂
し
‘
遁
れ
て
健
為

て
乞
欝
し
て
卒
し
た
。
〔
後
漢
書
‘
六
十
三
〕
。
蘇
轍
、
詩
〕
駿
馬
七
尺
行
渇
渇
‘
瞭
出
射
レ
獣
霜
為
レ
泳
。
分
省
人
物
孜
‘
九
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
丁
‘
十
四
〕
。
に
至
り
‘
杜
撫
に
従
つ
て
問
學
し
、
十
餘
年
に
し
て
還

【
渇
博
】
133

窃
清
‘
盆
都
の
人
。
字
は
孔
博
‘
又
、
易
齋
。
【
渇
彬
】
139

努
明
‘
雷
州
衛
の
人
。
字
は
用
先
。
嘉
靖
の
【
渇
庸
】
147

謗
明
‘
蘭
州
の
人
。
字
は
定
之
。
子
史
及
び
る
。
志
行
高
整
。
郷
黛
以
て
儀
表
と
な
す
。
〔
後
漢
書
‘

溢
は
文
毅
゜
順
治
の
進
士
。
編
修
を
授
け
ら
れ
‘
文
華
殿
進
士
。
官
は
平
陽
縣
の
知
。
御
史
に
抜
擢
さ
れ
‘
後
、
松
春
秋
傭
に
通
じ
‘
言
行
必
ず
帳
法
に
循
ふ
。
七
十
六
〕
。

大
學
士
兼
吏
部
尚
書
に
累
官
し
た
。
書
室
を
佳
山
堂
江
守
と
な
り
、
民
に
愛
せ
ら
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
六
＋
【
渇
翔
】
148

森
s
”
'
●
郡
名
。
c
後
漢
‘
置
く
。
治
は
臨
[
凋
亮
】
153

仇
炉
後
魏
ヽ
南
陽
の
人
o

字
は
震
通
o

諸
書

と
い
ひ
、
著
に
佳
山
堂
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
五
四
〕
．
〔
蘭
畳
法
嬰
録
‘
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
戊
‘
十
七
〕
。
晉
。
険
西
省
大
茄
縣
治
。
＠
南
朝
宋
‘
僑
置
す
。
治
は
‘
を
博
覧
し
‘
佛
理
を
好
み
‘
嵩
山
に
隠
居
す
。
世
宗
、
利

十
六
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
〕
．
〔
國
朝
著
猷
類
徴
‘
三
〕
．
〔
碑
【
渇
賓
】
140

認
漢
‘
魯
の
人
。
小
夏
侯
氏
尚
書
を
受
け
て
初
め
は
襄
陽
（
湖
北
省
襄
陽
縣
）
、
後
に
部
（
湖
北
省
宜
林
監
に
任
じ
、
中
書
含
人
を
領
せ
し
め
ん
と
し
た
る

博
集
‘
十
一
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
〕
・
〔
従
政
観
法
録
‘
秦
恭
延
君
に
學
ぶ
。
官
は
博
士
。
〔
前
漢
書
‘
八
十
八
〕
。
城
縣
の
東
南
）
。
〇
南
朝
宋
‘
置
く
。
挟
西
省
南
鄭
縣
の
も
‘
固
辟
し
て
受
け
ず
。
後
‘
詔
を
承
け
て
閑
居
・
佛
寺

四
〕
．
〔
漢
名
臣
傭
‘
四
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
一
〕
。
【
渇
婦
】
141

匁
春
秋
‘
晉
の
人
。
善
＜
虎
を
博
つ
。
既
に
地
。
R
後
魏
、
置
く
。
映
西
省
高
陵
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
を
造
螢
し
、
林
泉
奇
勝
‘
山
居
の
妙
を
曲
盛
す
。
〔
魏
書
‘

＂ 
馬

音

〔
二
驚
〕

凋

四
九
四

13090 
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馬

部

〔
二
董
〕

馬.‘、・

四
九
五

九
十
〕
．
〔
北
史
、
八
十
八
〕
。

【
渇
隆
】
154

虹
琴
高
く
大
き
い
さ
ま
。
憑
隆
(
4
-
1
1
2
1
0

:
 5
8
)

に
同
じ
。
〔
後
漢
黎
陽
山
碑
〕
山
河
湯
隆
‘
有
迄
E

蕊
令
。

【
渇
陵
】
155

知
誘
し
の
ぎ
お
か
す
。
勢
を
た
の
ん
で
迫
り

陵
ぐ
。
憑
陵
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
八
〕
凋
―
―
陵
我
城
郭
↓
〔
注
〕
凋
‘

迫
也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
五
〕
介
―
―
侍
楚
衆
百
5

渇
―
陵
我

散
邑
↓
〔
任
坊
‘
奏
―
―
弾
曹
景
宗
1

文
〕
故
使
4

狡
虜
凋
陵
‘

滝
移
羹
月
↓

【
憑
女
岳
】
156

焚
ガ
’
宋
の
渇
山
（
8
0
)

を
い
ふ
。

〖
凋
安
岳
集
〗1

5
7
吟
ァ
ン
ガ
ク
書
名
。
二
十
巻
。
宋
、
渇
山

撰
。
原
本
三
十
巻
。
其
の
子
解
の
集
と
合
刻
す
。
今
は

解
の
集
は
全
く
侠
し
、
山
の
集
も
其
の
文
十
八
巻
を
侠

し
‘
唯
；
詩
の
み
存
す
。
其
の
詩
は
平
易
條
暢
。
純
乎

た
る
元
祐
の
糧
で
あ
る
。
〔
四
庵
提
要
‘
集
‘
別
集
類
‘

二〕。

【
渇
安
國
】
158

努
；
宋
‘
順
昌
の
人
。
字
は
彦
修
。
少
よ

り
學
を
力
め
、
文
を
能
く
し
、
行
誼
尤
も
高
し
。
時
に
新

法
行
は
れ
、
王
氏
の
學
に
あ
ら
ざ
れ
ば
取
ら
ず
。
安
國
、

因
つ
て
家
に
隠
れ
、
徒
を
衆
め
て
経
を
講
ず
。
建
炎
中
、

苑
汝
為
、
富
沙
撼
り
、
民
を
附
せ
し
め
し
も
、
安
國
‘

囲
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
宋
史
翼
、
三
十
〕
。

【
凋
惟
健
】
159

祁
．
’
明
の
人
。
惟
重
の
従
弟
。
字
は
汝
至
。

琥
は
跛
門
。
弱
冠
に
し
て
文
讐
あ
り
。
既
に
し
て
時
に

麒
鮪
し
、
奇
思
健
氣
‘
溢
れ
て
詞
章
を
な
す
。
著
に
陵

門
山
人
文
集
が
あ
る
。
〔
明
史
稿
、
二
百
三
〕
．
〔
皇
明
詞

林
人
物
考
‘
九
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
、
四
十

五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
戊
、
八
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
偉
‘
丁
‘

上
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
三
〕
。

【
渇
惟
重
】
160

祁
f
ゥ
明
‘
臨
胞
の
人
。
字
は
汝
威
。
琥
は

芹
泉
。
十
歳
に
し
て
文
を
能
く
し
‘
讀
書
‘
藪
行
倶
に
下

る
。
又
、
刻
意
‘
詩
を
作
り
、
大
暦
以
後
の
語
な
く
、
書
は

選
逸
に
し
て
晉
人
の
筆
意
あ
り
。
進
士
゜
官
は
行
人
。
著

に
詩
集
が
あ
る
。
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘

戊
‘
八
〕
。

【
渇
惟
訥
】
1615
ザ
明
の
人
。
惟
健
の
弟
。
字
は
汝
言
。

琥
は
少
洲
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
宜
興
令
•
江
西
左
布

政
使
。
攀
ぐ
る
所
、
多
く
は
民
の
便
の
た
め
に
す
。
光

禄
卿
を
以
て
致
仕
し
て
卒
す
。
兄
の
惟
健
‘
弟
の
惟
敏

と
興
に
詩
文
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
十

六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
七
十
一
〕
．
と
倶
に
死
ん
だ
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明

〔
皇
明
詞
林
人
物
考
、
九
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
三
〕
．
〔
本
朝
分
史
‘
三
百
八
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
五
〕
．
〔
績
表
忠

省
人
物
孜
‘
九
十
七
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
四
十
五
〕
．
〔
明
詩
紀
記
‘
六
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘
二
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
傭
‘
九
〕
・

事
戊
‘
八
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
信
‘
丁
、
上
〕
．
〔
盛
明
百
家
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
八
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
。

詩

‘

-

〕

.

〔

静

志

居

詩

話

、

十

三

〕

。

【

渇

延

己

】
16917
ぞ
五
代
‘
南
唐
の
廣
陵
の
人
。
一
名
、
延

【
渇
惟
敏
】
162
”
汐
明
の
人
。
惟
訥
の
弟
。
字
は
汝
行
。
琥
嗣
。
字
は
正
中
。
溢
は
忠
粛
。
官
は
李
昇
の
時
‘
認
書

は
海
浮
゜
攀
人
。
官
は
保
定
通
判
。
詩
文
雅
麗
に
し
て
‘
郎
。
李
景
の
時
‘
左
僕
射
同
平
章
事
。
既
に
政
を
執
り
、

尤
も
築
府
を
善
く
し
た
。
其
の
北
調
は
傑
出
と
稽
せ
ら
動
く
に
多
く
私
に
狗
ひ
‘
紀
綱
顔
懇
す
‘
景
に
寵
待
せ

れ
‘
拍
湊
務
頭
の
曲
は
其
の
妙
を
盛
く
す
。
著
に
梁
状
ら
る
。
詞
に
巧
。
著
に
陽
春
録
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
七

元
不
伏
老
雑
劇
•
山
堂
詞
稿
・
撃
節
餘
音
が
あ
る
。
〔
皇
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
九
十
〕
。

明
詞
林
人
物
考
‘
九
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
四
【
渇
延
嗣
】
17017,
四
’
南
唐
の
人
。
渇
延
己
を
見
よ
。

十
五
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
戊
‘
八
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘

T
、
【
渇
延
登
】
17117,
四
ト
ウ
金
‘
吉
州
の
人
。
字
は
子
俊
゜
琥
は

上
〕
・
〔
盛
明
百
家
詩
‘
二
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
三
〕
。
横
険
翁
。
進
士
。
官
は
國
子
祭
酒
。
正
大
の
末
‘
元
に
使

【
渇
友
蘭
】
Uil
仇

t
?’
民
國
‘
河
南
省
唐
河
縣
の
人
。
字
し
‘
留
め
ら
る
。
後
‘
還
る
を
得
‘
證
吏
一
一
部
侍
郎
と
な

は
芝
生
。
北
京
大
學
卒
業
後
米
國
に
留
學
。
コ
ロ
ン
ピ
る
。
沐
京
陥
る
に
及
ぴ
‘
井
に
投
じ
て
死
す
。
〔
金
史
‘
-

ヤ
大
學
を
卒
業
。
欝
國
し
て
北
京
燕
京
大
學
哲
學
教
百
二
十
四
〕
。

授
・
國
立
北
京
清
華
大
學
文
學
院
長
兼
哲
學
系
主
任
教
【
渇
延
魯
】
112

努
口
南
唐
‘
廣
陵
の
人
。
延
已
の
弟
。
一

授
と
な
る
。
哲
學
博
士
。
著
に
中
國
哲
學
史
・
人
生
哲
名
は
謡
。
字
は
叔
文
。
兄
と
倶
に
文
學
を
以
て
幸
を

學
‘
及
び
人
生
理
想
の
比
較
研
究
（
英
文
）
が
あ
る
。
得
。
仕
進
に
鋭
に
し
て
‘
而
か
も
好
ん
で
高
退
の
事
を

【
渇
把
芳
】
164

袋
ヘ
ウ
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
琴
仙
。
馬
某
言
ふ
。
李
景
の
時
‘
中
書
含
人
と
な
り
、
エ
部
侍
郎
を

の
妻
。
書
室
を
三
影
棲
と
い
ひ
、
著
に
三
影
棲
詞
が
あ
以
て
東
都
副
留
守
と
な
る
。
嘗
て
早
朝
‘
漏
含
に
集
ま

る

。

り

‘

歎

じ

て

日

く

‘

玄

宗

‘

賀

監

に

三

百

里

鏡

湖

を

賜

【
渇
允
中
】
165

鯰
t
f
ウ

0
宋
‘
郡
武
の
人
。
字
は
作
粛
。
は
る
。
今
‘
玄
武
湖
を
賜
は
る
を
得
ば
‘
亦
、
意
を
遂
ぐ

朱
煮
に
學
ぷ
゜
〔
尚
友
録
‘
-
〕
。
●
明
‘
榊
州
の
人
。
字
る
に
足
る
と
。
徐
絃
之
を
磯
つ
て
日
く
、
上
‘
登
に
一
玄

は
執
之
。
成
化
の
進
士
。
官
は
御
史
。
雨
淮
を
按
じ
、
武
湖
を
惜
し
ま
ん
や
‘
賀
知
章
無
き
を
恨
む
の
み
と
。

能
＜
憲
度
を
振
ひ
‘
宿
嚢
を
洗
ふ
。
継
い
で
蘇
松
を
按
後
、
周
に
入
り
‘
宋
に
欝
し
、
金
陵
に
卒
す
。
〔
尚
友
録
‘

じ
、
費
を
節
し
、
民
を
裕
か
に
す
。
〔
蘭
畳
法
黎
録
、
十
一
〕
。

二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
八
十
三
〕
。
【
渇
燕
博
】
173
努
エ
ン
渇
燕
の
こ
と
を
記
し
た
小
説
。
沈

【
凋
雲
騒
】1

6
6
努
’
•
ユ
ク
清
‘
代
州
の
人
。
字
は
箆
生
。
康
醐
~
亜
之
の
撰
。
〔
沈
亜
之
、
渇
燕
債
〕
渇
燕
者
、
魏
豪
人
‘
祁

の
進
士
。
官
は
編
修
。
著
に
翠
滴
棲
詩
集
が
あ
る
。
〔
四
父
鉦
か
聞
レ
名
、
燕
少
以
-
1

意
氣
任
侠
二
尋
為
,
,
撃
毬
嗣
難

庫

提

要

、

一

百

八

十

一

―

-

〕

。

戯

↓

【
渇
雲
程
】
167

努
テ
イ
清
‘
郡
縣
の
人
。
字
は
海
鵜
゜
琥
は
【
渇
應
科
】
174"心
2
ワ
元
‘
呉
興
の
人
。
善
＜
筆
を
製
す
る

裕
泉
子
。
七
歳
に
し
て
孤
。
感
奮
自
立
し
、
廊
縣
の
李
に
巧
。
其
の
郷
‘
習
つ
て
製
筆
に
精
し
く
‘
遂
に
世
に

柏
・
郡
縣
の
王
心
敬
等
と
親
交
が
あ
っ
た
。
李
顕
‘
之
が
名
あ
る
に
至
る
。
〔
欝
安
縣
志
〕
。

偉
を
作
り
‘
其
の
學
行
を
盛
に
稽
し
た
。
〔
國
朝
者
猷
類
[
濁
應
京
】
115

界
ヶ
イ
明
ヽ
肝
胎
の

A
゜
字
は
可
大
o

琥

徴
‘
二
百
四
十
九
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
七
〕
・
〔
清
は
慕
岡
。
追
謡
は
恭
節
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
戸
部
主

儒
學
案
小
識
‘
十
〕
．
〔
文
猷
徴
存
録
‘
一
〕
。
事
・
湖
廣
餃
事
。
税
監
陳
奉
に
匪
奏
せ
ら
れ
て
追
は
る
。

【
渇
雲
路
】
1685'
翌
明
‘
黄
岡
の
人
。
字
は
漸
卿
。
好
學
父
老
皆
闘
に
詣
り
、
為
に
冤
を
訴
ふ
る
も
省
ら
れ
ず
。

に
し
て
動
行
‘
兼
ね
て
祠
理
に
精
通
す
。
書
散
百
巻
を
後
‘
星
轡
に
會
し
て
秤
さ
る
。
著
に
六
家
詩
名
物
疏
・

著
は
す
。
後
‘
流
賊
に
阻
せ
ず
し
て
‘
門
人
の
注
延
陛
月
令
廣
義
・
経
世
賓
用
編
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
三
十

七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
二
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百

十
八
〕
．
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
録
‘
四
〕
・
〔
明
儒
言
行
録

績
編
‘
二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
十
七
〕
・
〔
明
儒
學
案
‘

二
十
四
〕
。

【
渇
應
楷
】
176
誘
↓
清
‘
桐
郷
の
人
。
字
は
星
賓
。
乾
隆

の
進
士
。
官
は
鴻
腫
寺
卿
。
書
室
を
夢
蘇
草
堂
と
い
ふ
。

著
に
蘇
文
忠
詩
合
注
が
あ
る
。

[
渇
可
賓
】
177

”
ザ
清
‘
益
都
の
人
。
字
は
正
卿
。
明
の
天

啓
の
進
士
。
官
は
湖
州
司
理
。
清
に
入
つ
て
隠
居
し
て

仕
へ
ず
。
著
に
芥
茶
棧
が
あ
る
。

【
渇
河
清
】
178

”5
ィ
唐
‘
京
兆
の
人
。
始
‘
郭
子
儀
の
軍
に

隷
陽
し
、
戦
功
を
た
つ
。
官
は
左
衛
大
牌
軍
。
後
、
兵
馬

使
。
散
t
偏
師
を
以
て
吐
蕃
と
戦
ひ
‘
功
を
た
つ
。
徳

宗
、
遼
寧
に
幸
す
る
や
、
樫
原
判
官
と
な
り
、
軍
臀
臀
を

振
作
し
‘
涅
原
節
度
使
を
拝
す
。
封
は
安
定
郡
王
。
後
‘

田
希
黎
に
害
せ
ら
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
四
十
七
〕
．
〔
藷
唐

書
‘
一
頁
一
十
五
〕
。

[
渇
嘉
言
】
179
戸
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
國
華
゜
琥
は
十

菊
山
人
。
諸
生
。
著
に
十
菊
山
人
詩
集
が
あ
る
。

【
渇
文
子
】
180

鍔
’
宋
の
人
。
字
は
偉
壽
゜
琥
は
雲
月
雙

浚
子
。
律
呂
に
精
し
か
っ
た
。

[
濁
行
可
】
悶
炉
明
の
人
。
恩
の
長
子
。
字
は
道
卿
。

年
十
三
の
時
‘
父
の
罪
に
代
つ
て
死
せ
ん
こ
と
を
願
ひ

し
も
許
さ
れ
ず
。
官
は
光
藤
署
正
．
應
天
通
判
。
至
る

所
‘
清
恵
の
臀
が
あ
っ
た
。
〔
明
史
‘
二
百
九
〕
・
〔
明
史

稿
‘
一
百
九
十
三
〕
．
〔
明
書
‘
一
百
八
〕
。

【
凋
行
已
】
g

席
そ
宋
の
人
。
極
の
子
。
字
は
粛
之
。
官

は
石
侍
禁
・
衛
州
防
禦
使
。
富
弼
・
文
彦
博
等
十
三
人

と
者
英
會
を
つ
く
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
八
十
五
〕
．
〔
宋
史

新
編
‘
八
十
七
〕
。

【
凋
行
賢
】
1835
”
ケ
ン
清
の
人
。
班
の
子
。
字
は
補
之
。
弱

冠
に
し
て
詩
を
能
く
し
‘
康
煕
の
時
‘
鴻
博
に
攀
げ
ら

れ
た
る
も
‘
遇
せ
ら
れ
ず
。
書
に
巧
で
、
尤
も
筆
刻
に

精
し
か
っ
た
。
著
に
餘
事
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
書
人
輯

略
‘
一
〕
・
〔
鶴
徴
録
‘
七
〕
・
〔
己
未
詞
科
鋒
‘
七
〕
。

【
凋
行
襲
】
184

謗．
5
7

五
代
‘
梁
の
均
州
の
人
。
字
は
正

臣
。
詮
は
忠
敬
。
幼
少
よ
り
謀
勇
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
山

南
の
盗
な
る
孫
喜
を
殺
さ
ん
こ
と
を
計
り
‘
遂
に
刺
史

を
逐
つ
て
州
城
に
撮
り
、
山
南
節
度
使
劉
臣
容
に
推
さ

れ
て
刺
史
と
な
る
。
後
‘
戎
昭
軍
節
度
使
よ
り
司
空
に
至

13091 
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る
。
〔
唐
書
‘
二
日
八
十
六
〕
・
〔
五
代
史
‘
四
十
二
〕
．
〔
藷
【
渇
吉
亨
】
193

況
カ
ウ
明
‘
慈
裕
の
人
。
字
は
伯
通
。
官

五

代

史

‘

十

五

〕

。

は

龍

泉

教

諭

。

後

‘

冑

州

教

授

。

致

仕

の

後

‘

慈

湖

の

【
渇
行
貞
]
函
郊
テ
イ
清
の
人
。
行
賢
の
弟
。
字
は
服
之
南
に
隠
れ
‘
湖
南
居
士
と
梢
す
。

（
服
恭
）
。
琥
は
白
奄
。
弓
馬
に
長
じ
‘
棺
法
は
海
内
第
【
濁
去
疾
】
194

昇
，
，
宋
の
人
。
官
は
理
宗
の
時
‘
興
國
軍

一
と
梢
せ
ら
る
。
又
‘
詩
・
聾
に
巧
。
曾
て
某
将
軍
の
幕
の
知
。
定
本
四
書
を
淮
浪
亭
に
刊
し
‘
興
國
本
と
琥

府
に
佐
た
り
。
呉
三
桂
の
乱
に
師
を
出
し
て
功
あ
り
。
す
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

〔
清
史
稿
‘
五
百
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
八
十
二
〕
・
【
渇
去
非
】
臼
炉
宋
の
人
。
椅
の
子
。
字
は
可
遷
。
淳

〔
清
驚
家
詩
史
‘
甲
‘
上
〕
．
〔
國
朝
書
識
‘
六
〕
．
〔
國
朝
書
祐
の
進
士
°
官
は
賓
社
中
‘
宗
學
諭
。
詔
に
よ
っ
て
石
三

人

輯

略

‘

一

〕

。

學

を

立

て

し

時

‘

燭

り

名

を

書

す

る

を

肯

ぜ

ず

。

遂

に

【
渇
泉
誤
】
18607
ぞ
明
‘
海
臨
血
の
人
。
字
は
明
卿
。
嘉
靖
罷
め
蹄
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
二
十
五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一

の
進
士
。
官
は
幅
建
布
政
使
参
政
。
輿
に
在
つ
て
‘
盗
百
五
十
六
〕
．
〔
南
宋
書
‘
五
十
七
〕
。

を
平
げ
‘
倭
を
敗
る
。
著
に
豊
陽
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
【
渇
玉
詳
】
196

印
デ
岳
ウ
民
國
‘
安
徽
省
巣
縣
の
人
。
字
は

博
‘
―
―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
燥
章
。
琥
は
基
善
。
保
定
武
備
學
堂
卒
業
。
安
直
戦
及
ぴ

四
十
四
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
已
‘
十
〕
。
第
一
奉
直
戦
に
は
直
隷
派
の
為
に
活
躍
し
た
が
‘
第
二

【
喝
康
國
】
187

認
；
宋
‘
遂
寧
の
人
。
字
は
元
通
。
一
奉
直
戦
に
突
如
反
旗
を
観
へ
し
‘
直
隷
派
没
落
の
因
を

名
、
輻
。
太
學
生
。
氣
節
を
負
ふ
。
建
炎
中
‘
苗
劉
叛
す
作
っ
た
。
外
遊
後
‘
南
京
國
民
政
府
委
員
と
な
り
‘
蒋
の

る
や
‘
禍
輻
を
以
て
説
論
す
。
官
は
剌
湘
宣
諭
使
・
直
北
伐
に
呼
應
し
て
大
い
に
活
躍
し
た
。
後
‘
國
民
政
府

顧
誤
閣
・
曖
州
知
。
都
大
生
管
川
快
茶
馬
に
除
せ
ら
れ
を
除
名
せ
ら
れ
‘
反
蒋
運
動
に
圭
密
痺
。
後
‘
再
び
限
民
政

て
卒
し
た
。
〔
宋
史
‘
三
百
七
十
五
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
府
に
饒
り
‘
中
央
執
行
委
員
に
學
げ
ら
れ
た
。

三

十

八

〕

．

〔

南

宋

書

‘

十

四

〕

。

【

渇

玉

蘭

】

197

翌
ク
ラ
／
戯
曲
の
名
。
元
人
の
作
。
内
容
は

【
渇
學
易
】
188

ぢ
エ
キ
明
‘
臨
海
の
人
。
字
は
芹
卿
。
琥
は
拙
宵
雑
説
に
載
せ
ら
れ
た
徐
倅
の
事
と
同
じ
。

乾
所
。
隆
慶
の
攀
人
。
官
は
河
南
西
平
縣
知
。
後
‘
長
僅
【
渇
金
伯
】
198
覧
ハ
ク
清
‘
南
匪
の
人
。
字
は
冶
亭
（
冶

臨
i運
司
軍
同
に
至
る
。
何
縦
高
•
閲
遠
慶
と
共
に
長
直
堂
）
。
又
‘
墨
香
。
琥
は
南
火
「
。
貢
生
。
官
は
句
容
訓
導
。
書

墜

法

志

を

撰

し

た

。

書

を

善

く

し

‘

詩

古

文

に

巧

で

あ

っ

た

。

著

に

國

朝

驚

[
湧
涵
消
】
189

努
セ
イ
民
國
‘
遼
寧
省
蓋
平
縣
の
人
。
字
は
識
・
墨
香
居
豊
識
が
あ
る
。
〔
清
書
家
詩
史
‘
己
‘
上
〕
・

it青
。
法
律
・
経
清
を
學
ぴ
‘
吉
林
・
河
南
・
山
西
の
地
方
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
三
〕
。

高
等
法
院
に
勤
務
し
‘
後
‘
京
奉
鐵
路
局
長
・
交
通
穂
司
【
渇
光
裕
】
199

菰

'2ゥ
漢
‘
代
州
の
人
。
字
は
叔
盆
゜
琥
は

令
部
執
法
所
長
等
を
歴
任
。
涌
州
国
の
成
立
と
共
に
司
損
i

奄
。
書
室
を
柴
門
老
樹
村
と
い
ふ
。
薙
正
の
學
人
。
官

法

部

大

臣

と

な

っ

た

。

は

雲

南

大

挑

縣

知

。

後

‘

湖

南

巡

撫

に

至

る

。

著

に

柴

門

【
渇
簡
子
】
190
努
’
春
秋
‘
鄭
の
大
夫
。
能
く
大
事
を
断
老
樹
村
稿
が
あ
る
。

ず
。
時
に
子
産
政
を
為
す
。
諸
侯
に
通
問
す
る
こ
と
あ
【
渇
光
熊
】
200

恐‘ウ
f
ゥ
清
‘
嘉
興
の
人
。
乾
隆
の
學
人
。

ら
ば
、
必
ず
渇
簡
子
に
告
げ
て
之
を
断
ぜ
し
む
。
〔
左
甘
粛
布
政
使
を
拝
す
。
事
に
因
つ
て
革
職
せ
ら
る
。
石

氏

‘

襄

‘

三

十

一

〕

。

峰

堡

の

回

匪

を

留

塀

し

‘

貴

州

巡

撫

に

起

用

せ

ら

る

。

【
鳩
起
震
】
1
9
1
5
ク
明
‘
益
都
の
人
。
字
は
青
方
。
経
史
に
松
桃
苗
を
平
定
し
‘
又
南
籠
神
苗
を
動
す
。
官
は
左
都

滝

貫

し

‘

書

に

巧

。

御

史

に

至

る

。

〔

消

史

稿

‘

一

云

日

六

十

四

〕

．

〔

國

朝

者

獣

【
渇
久
照
】
門
認
4
’
宋
‘
扮
州
の
人
。
字
は
明
遠
（
名
類
徴
‘
八
十
九
〕
・
〔
國
史
列
傭
‘
六
十
六
〕
。

遠
）
。
少
時
‘
太
學
に
消
ぴ
‘
兵
後
‘
蜀
に
入
っ
て
渠
州
に
【
渇
君
道
】
2
0
1
[
パ
ダ
ウ
元
‘
錢
塘
の
人
。
藍
を
善
く
す
。
〔
圏

居
る
。
書
を
善
く
し
‘
郭
煕
の
家
法
を
得
。
趙
鼎
と
藷
あ
給
賓
鑑
〕
。

り
。
川
路
監
司
に
薦
め
ら
れ
し
よ
り
名
を
顧
は
す
。
〔
書
一
【
渇
京
第
】
202

認
ダ
イ
明
‘
慈
裕
の
人
。
字
は
蹟
仲
。
琥
は

緞

〕

。

姻

早

淫

゜

官

は

魯

王

監

國

の

時

‘

兵

部

右

侍

郎

。

舟

山

陥

落

馬

部

〔
二
蓋
〕

馬̀｛ 

し
‘
之
に
死
す
。
著
に
浮
海
紀
か
あ
る
。
〔
小
膜
紀
年
‘
十

五
・
十
七
〕
．
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十

三
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘
四
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
辛
‘
七
〕
。

【
渇
桂
芽
】
203[
”
フ
／
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
林
一
。
琥
は

景
亭
・
敬
亭
。
道
光
の
進
士
。
官
は
瘤
事
府
右
春
坊
右
中

允
。
古
文
辟
・
算
學
に
精
通
し
た
。
書
室
を
顧
志
堂
・
校

邪
薩
と
い
ふ
。
著
に
顧
志
堂
詩
文
集
・
説
文
解
字
段
注

考
正
・
弧
矢
算
術
細
草
圏
解
・
西
算
新
法
直
解
・
使
磨
行

記
・
校
邪
薩
抗
議
・
洒
淮
臨
荘
法
志
か
あ
る
。
〔
消
史
稿
‘
四

百
九
十
一
〕
．
〔
清
史
列
側
七
十
―
―
-
〕
．
〔
績
碑
傭
集
‘
十

八〕。

【
渇
景
夏
】
204

存
力
清
‘
桐
郷
の
人
。
字
は
樹
臣
。
又
‘
伯

陽
。
康
熙
の
攀
人
。
長
安
縣
知
を
拝
す
。
治
行
‘
秦
中

に
冠
た
り
と
い
は
れ
‘
蘇
松
常
鎮
太
糧
儲
道
に
累
擢
さ

れ
‘
尋
い
で
刑
部
左
侍
郎
に
陸
進
す
。
山
水
鵞
に
巧
で
あ

っ
た
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
七
十
二
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
二
十

五
〕
・
〔
顔
李
師
承
記
‘
五
〕
．
〔
清
聾
家
詩
史
‘
乙
‘
下
〕
．

〔
園
朝
書
霊
家
筆
録
‘
一
〕
・
〔
國
朝
蓋
識
‘
八
〕
。

【
渇
継
業
】
205

”5
笞
宋
の
人
。
暉
の
子
。
字
は
嗣
宗
。
少

く
し
て
父
の
任
を
以
て
周
に
仕
ふ
。
官
は
朔
方
軍
節

院
使
。
後
‘
其
の
兄
を
殺
し
‘
父
に
代
つ
て
朔
方
軍
留

後
と
な
る
。
宋
に
入
り
‘
仕
へ
て
靖
難
軍
節
度
使
・
鎖

定
國
軍
。
吏
民
に
碑
を
立
て
其
の
遺
愛
を
頌
せ
ら
る
。

太
平
興
國
の
初
‘
梁
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
た
。
〔
宋
史
‘
―
―

百
五
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
六
十
七
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
―
―

十
八
〕
。

【
喝
協
一
】
206

認
ィ
，
清
の
人
。
浦
の
三
子
。
字
は
射
賢
゜

蔭
を
以
て
憂
潤
知
府
を
授
け
ら
る
。
書
室
を
友
柏
堂
と

い
ひ
‘
著
に
友
柏
堂
遺
詩
選
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類

徴
‘
二
百
三
十
三
〕
・
〔
碑
傭
集
‘
九
十
九
〕
。

[
喝
元
興
】
207

ぢ
免
ヨ
ウ
後
魏
‘
肥
郷
の
人
。
字
は
子
盛
。

官
は
尚
書
殿
中
郎
。
孝
明
帝
に
侍
讀
し
‘
杜
氏
春
秋
を

授
く
。
後
、
安
東
将
軍
・
光
誅
大
夫
に
至
る
。
著
に
文
集

百
巻
か
あ
る
。
〔
魏
書
‘
七
十
九
〕
・
〔
北
史
‘
四
十
六
〕
。

【
喝
厄
常
】2

0
8
雰
·
ン
・
ヤ
•
ウ
唐
の
人
。
子
踪
の
曾
孫
。
安
賜
に

家
す
。
明
経
に
學
げ
ら
れ
‘
官
は
高
宗
の
時
‘
尚
書
左

丞
。
中
宮
の
櫂
を
抑
黙
せ
ん
こ
と
を
密
諫
し
‘
武
后
に

悪
ま
る
。
武
后
櫂
を
檀
に
す
る
に
及
ん
で
、
出
さ
れ
て

廣
州
都
督
と
な
る
。
李
嗣
仙
を
討
平
し
て
功
を
奏
せ

ず
‘
卒
に
周
興
に
陥
い
れ
ら
れ
‘
下
獄
し
て
死
ん
だ
。
閏

門
薙
睦
に
し
て
穂
法
あ
り
‘
紳
龍
中
‘
其
の
家
は
忠
臣

の
門
と
腔
表
せ
ら
れ
た
。
〔
唐
書
‘
一
百
十
二
〕
・
〔
藷
唐

書
‘
一
百
八
十
五
〕
。

【
准
元
淑
]209

雰

g
ク
唐
の
人
。
元
常
の
従
弟
。
官
は
清

滴
．
浚
儀
・
始
平
縣
の
令
。
妻
子
を
伴
は
ず
‘
俸
餘
は
貧

窮
の
良
善
な
る
者
に
給
し
、
神
明
と
稲
せ
ら
る
。
後
‘

祠
部
郎
中
に
至
る
。
〔
唐
書
‘
二
日
＋
―
-
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
一

百
八
十
五
〕
。

【
鳩
元
聰
】
210

竺
、
ウ
明
の
人
。
元
関
の
弟
。
字
は
爾
投
。

天
啓
の
進
士
。
官
は
掲
賜
令
。
崇
顧
の
初
‘
給
事
中
。

直
替
あ
り
。
智
藪
多
く
‘
櫂
編
を
尚
ぶ
。
兵
部
尚
書
と

な
る
。
後
‘
河
南
・
湖
廣
の
地
證
＜
陥
落
し
、
開
寧
又
B

に
警
報
を
告
ぐ
る
に
及
ぴ
‘
疾
と
梢
し
て
休
め
ん
こ
と

を
乞
ひ
‘
疏
ん
ぜ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
五
十
七
〕
．
〔
萬

斯
同
明
史
‘
一
三
日
六
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十
〕
・

〔
明
人
小

119
四
〕
．
〔
東
林
列
傭
‘
二
十
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘

六
十
六
〕
．
〔
小
脹
紀
博
‘
五
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
辛
‘
十

八
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
八
〕
。

【
鳩
元
閾
】
211
翌
ャ
ウ
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
爾
漬
。
崇

禎
の
進
士
。
官
は
都
水
主
事
。
弟
‘
元
聡
と
倶
に
一
―
喝

と
梢
せ
ら
る
。
後
‘
右
危
都
御
史
と
な
り
‘
天
津
を
巡
撫

す
。
〔
明
史
‘
―
ー
百
五
十
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
六
十

二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘
五
十
七
〕
。

【
渇
源
清
】
212

ぢ
セ
イ
清
‘
淋
州
の
人
。
字
は
胎
仙
。
琥
は

穀
圃
。
順
治
の
進
士
。
聾
に
巧
。
山
水
は
董
黄
に
學
ぴ
‘

布
置
宏
潤
‘
筆
力
深
原
。
〔
清
書
家
詩
史
‘
甲
‘
下
〕
．
〔
國

朝
書
賽
家
筆
録
‘
二
〕
．
〔
國
朝
聾
識
‘
二
〕
＾
)

【
渇
厚
敦
】
213

芥
卜
/
明
‘
金
壇
の
人
。
字
は
培
卿
。
官
は

崇
禎
中
‘
江
陰
訓
導
。
清
兵
江
陰
に
下
る
に
及
ん
で
‘
典

史
闇
應
元
と
陣
に
登
つ
て
固
守
す
る
こ
と
三
月
‘
城
破

れ
‘
明
倫
堂
に
て
自
例
す
。
〔
明
史
‘
―
ー
百
七
十
七
〕
．
〔
明

史
稿
‘
二
百
五
十
八
〕
．
〔
明
末
中
心
烈
紀
｛
貫
十
六
〕
・
〔
南

謳
繹
史
‘
二
十
六
〕
．
〔
小
脹
紀
年
‘
十
一
〕
．
〔
前
明
忠
義

別
傭
二
十
四
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
六
〕
．
〔
小
脹
紀

傭
‘
四
十
六
〕
。

【
渇
興
宗
】
214

謗
’
’
’
宋
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
振
甫
。
弟
‘

國
壽
と
倶
に
楊
簡
に
師
事
し
‘
時
人
‘
二
喝
と
琥
す
。
塁

書
を
博
覧
。
哀
甫
‘
節
を
江
左
に
持
す
る
や
‘
延
い
て
象

山
書
院
堂
長
と
な
し
‘
塁
士
衛
信
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
七

十
四
〕
。

四
九
六

13092 
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馬

部

〔
二
書
〕

渇

四
九
七

【
渇
國
相
】
215

我
§
’
消
、
漢
軍
鎖
白
旗
人
。
陰
は
桓
【
渇
子
京
】
222
クt
ィ
明
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
南
台
。
嘉
靖
の

僭
。
康
煕
中
‘
呉
三
桂
を
従
征
し
‘
隈
；
戦
功
を
立
つ
。
進
士
。
官
は
湖
廣
按
察
使
。
著
に
桃
花
源
集
が
あ
る
。

喝
爾
丹
を
征
し
、
費
揚
古
に
随
ひ
、
西
路
よ
り
督
兵
し
【
渇
子
材
】
223

九
ヤ
清
‘
欽
州
の
人
。
字
は
粋
亭
（
莱
亭
）
。

て
進
戦
し
‘
伴
獲
算
無
し
。
官
は
都
統
に
終
る
。
〔
國
朝
誼
は
勇
毅
。
初
、
博
白
縣
に
徒
を
棗
め
、
後
‘
提
督
向
榮

者
猷
類
徴
‘
二
百
八
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
〕
・
〔
國
に
服
事
し
た
。
洪
楊
軍
を
討
つ
の
功
を
以
て
‘
廣
西
提
督

朝

涌

洲

名

臣

傭

‘

二

十

四

〕

。

に

累

擢

さ

る

。

光

緒

の

初

‘

佛

越

の

戦

に

、

子

材

を

し

て

【
渇
國
埠
】
216

祁
§
’
民
國
‘
河
北
省
河
間
縣
の
人
。
字
関
外
の
軍
務
を
賛
辮
さ
せ
‘
佛
軍
を
諒
山
に
大
破
し
、

は
華
甫
。
清
廷
よ
り
北
軍
第
一
司
令
官
に
任
ぜ
ら
れ
男
太
子
少
保
の
街
に
す
す
む
。
雲
南
提
督
・
會
塀
廣
西
軍

爵
を
授
け
ら
れ
た
が
‘
哀
世
凱
に
輿
し
‘
民
國
成
立
後
‘
務
大
臣
に
歴
任
。
子
材
、
三
た
び
覇
を
出
で
‘
越
乱
を
討

直
隷
都
督
と
な
り
、
第
二
革
命
の
時
に
南
京
を
攻
略
平
し
‘
恩
威
並
び
に
著
は
る
。
越
南
の
軍
民
之
を
愛
す

す
。
一
九
一
七
年
、
大
縛
統
黎
元
洪
辟
す
る
や
‘
副
綿
統
る
こ
と
父
母
の
如
く
、
敵
人
の
動
孵
を
悉
く
来
り
報

と
し
て
大
繕
統
の
職
を
撮
行
す
。
酔
し
て
後
も
政
界
の
ず
。
故
に
隈
:
出
で
て
功
有
り
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
六
十

元
老
と
し
て
勢
力
が
あ
っ
た
。
五
〕
．
〔
清
史
列
偉
‘
六
十
二
〕
・
〔
績
碑
傭
集
‘
五
十
三
〕
。

【
渇
國
勝
】
217

蒻
；
明
の
人
。
渇
勝
(
9
7
)

を
見
よ
。
【
渇
子
振
】
224

ガ
＇
ク
元
‘
依
州
の
人
。
琥
は
海
粟
（
海
叔
）
．

【
渇
國
用
】
218

努
ヨ
，
ウ
明
‘
定
遠
の
人
。
太
祖
、
地
を
略
し
湿
洲
客
・
怪
怪
道
人
。
博
く
経
史
を
治
め
‘
書
に
於
て
讀

て
妙
山
に
至
る
。
弟
の
勝
と
興
に
来
欝
し
、
先
づ
金
陵
ま
ざ
る
所
な
し
。
尤
も
文
に
巧
。
官
は
集
賢
待
制
。
著
に

を
抜
か
ん
こ
と
を
上
言
す
。
大
い
に
悦
ば
れ
、
日
に
親
信
梅
花
百
詠
が
あ
る
。
〔
元
史
、
一
百
九
十
〕
。

せ
ら
る
。
官
は
親
軍
都
指
揮
使
。
紹
興
を
征
し
‘
之
に
死
【
凋
子
踪
】
225

務
'
’
北
齊
、
長
築
の
人
。
官
は
孝
昭
の

す
。
追
封
は
那
國
公
。
〔
明
史
‘
一
百
二
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
時
‘
軍
府
法
曹
。
庫
部
を
振
す
。
後
‘
吏
部
尚
書
。
左

明
史
‘
一
百
六
十
三
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
十
八
〕
．
〔
國
朝
僕
射
。
其
の
妻
は
胡
皇
后
の
妹
に
し
て
‘
親
を
侍
ん
で

猷
徴
鋒
‘
六
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
二
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
放
縦
。
除
授
に
干
預
す
。
子
踪
‘
之
を
制
す
る
こ
と
能
は

五
〕
．
〔
皇
明
開
國
功
臣
録
‘
―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
ず
。
時
に
餓
ら
る
。
〔
北
齊
書
‘
四
十
〕
．
〔
北
史
‘
五
十

十
五
〕
．
〔
南
彊
繹
史
‘
十
六
〕
．
〔
小
脹
紀
年
‘
十
〕
・
〔
造
邦
五
〕
。

賢
動
録
略
〕
．
〔
崇
繭
忠
節
録
‘
十
〕
．
〔
勝
朝
禎
節
諸
臣
【
海
志
祈
】
226

砂
清
‘
代
州
の
人
。
字
は
魯
川
。
琥
は
微

録
‘
四
〕
．
〔
明
書
‘
九
十
三
〕
。
尚
齋
・
適
適
齋
。
道
光
の
進
士
。
官
は
同
治
中
‘
徽
寧
池

【
渇
士
元
】
兜
砂
明
‘
江
西
新
昌
の
人
。
字
は
廷
酎
。
官
太
廣
道
。
至
る
所
清
静
を
以
て
治
を
為
す
。
著
に
微
悔

は
靖
安
縣
訓
導
。
後
、
河
南
府
教
授
に
遷
る
。
著
に
測
史
齋
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
三
〕
．
〔
績
碑
博

剰

語

が

あ

る

。

集

‘

三

十

七

〕

。

【
渇
子
咸
】
220

秒
明
の
人
。
惟
健
の
子
。
字
は
受
甫
°
[
凋
師
孔
】
227

姦
ゥ
明
‘
原
武
の
人
。
字
は
景
魯
。
萬
暦

母
に
事
へ
て
至
孝
。
母
、
病
む
や
‘
衣
を
解
か
ず
し
て
の
進
士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
疑
獄
を
秤
く
こ
と
二
日
八

越
年
し
、
母
歿
す
る
に
及
ん
で
、
哀
毀
し
て
骨
立
つ
。
十
人
。
崇
顧
中
‘
懐
来
兵
備
副
使
と
な
る
。
密
雲
に
移

萬
暦
の
初
‘
郷
に
攀
げ
ら
る
。
瀧
洛
の
學
を
講
求
し
‘
り
、
鎮
守
中
官
に
杵
ひ
‘
弾
劾
せ
ら
れ
て
酔
し
蹄
る
。

家
を
治
む
る
に
‘
顔
氏
家
訓
を
宗
と
す
。
郷
人
其
の
教
後
‘
故
官
に
復
し
‘
右
餃
都
都
御
史
に
抜
擢
さ
れ
‘
挟
西

に
化
し
、
多
く
善
良
と
な
る
。
〔
明
史
、
二
百
十
六
〕
．
を
巡
撫
す
。
時
に
孫
俸
庭
の
命
を
受
け
て
商
維
に
駐

〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
〕
・
し
‘
李
自
成
と
載
ふ
。
利
あ
ら
ず
し
て
退
き
、
西
安
を

〔
國
朝
獣
徴
録
‘
一
百
十
四
〕
。
守
る
。
城
陥
つ
て
之
に
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
六
十
三
〕
・

【
渇
子
華
】
221

丸
炉
唐
‘
東
陽
の
人
。
性
至
孝
。
親
歿
し
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
六
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十

て
墓
に
直
し
‘
璽
芝
•
白
免
の
異
あ
り
。
人
‘
孝
渇
の
家
と
五
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
十
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、

琥
す
。
〔
藷
唐
書
‘
一
百
六
十
八
〕
．
〔
唐
書
‘
一
百
七
十
二
〕
・
〔
績
表
忠
記
‘
六
〕
．
〔
小
脹
紀
年
、
一
〕
・
〔
甲
申
後
亡

七

〕

。

臣

表

〕

．

〔

前

明

忠

義

別

傭

‘

十

七

〕

．

〔

勝

朝

殉

節

諸

臣

録
、
三
〕
．
〔
明
書
‘
一
百
十
〕
。
あ
り
、
郷
に
攀
げ
ら
る
。
官
は
莱
蕪
知
縣
。
致
仕
し
て

【
渇
時
可
】
228

ぢ
明
の
人
。
恩
の
次
子
。
字
は
敏
卿
。
琥
家
居
し
‘
崇
禎
中
‘
撞
奇
・
挟
奇
の
二
子
と
倶
に
難
に
殉

は
元
成
。
又
‘
興
川
。
隆
慶
の
進
士
。
官
は
湖
廣
布
政
使
ず
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八

参
政
。
治
績
あ
り
。
其
の
著
‘
海
内
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
著
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
三
〕
・
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘

に
左
氏
秤
·
左
氏
討
•
上
池
雑
識
・
雨
航
雑
録
・
超
然
棲
七
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
二
十
三
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘

集
・
天
池
集
・
石
湖
集
・
繍
霞
集
・
西
征
集
・
北
征
集
が
あ
六
〕
。

る
。
〔
明
史
‘
二
百
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
―
二
百
八
十
八
〕
•
[
渇
従
吾
】

2
3
7
器
ウ
ゴ
明
‘
長
安
の
人
。
字
は
仲
好
。
誼

〔
明
史
稿
‘
ー
百
九
十
三
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
七
〕
．
〔
明
は
恭
定
。
資
性
純
箆
に
し
て
‘
瀧
洛
の
學
に
志
し
‘
業

人
小
博
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
庚
‘
を
許
学
遠
に
受
く
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
御
史
°
中
城
を

十
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
五
〕
。
巡
覗
し
‘
―
帝
の
失
徳
を
論
じ
‘
廷
杖
せ
ら
れ
ん
と
し
‘
閣

[
濁
時
行
】
翌
炉
宋
‘
恭
州
の
人
。
字
は
営
可
。
琥
は
臣
の
力
解
に
よ
っ
て
免
る
る
を
得
。
後
‘
門
を
閉
ぢ
て

籍
雲
。
紹
興
中
、
進
士
第
一
。
官
は
糧
郎
召
待
。
秦
檜
客
を
謝
し
‘
造
詣
盆
t
深
し
。
家
居
す
る
こ
と
二
十
五

に
杵
ひ
、
出
さ
れ
て
萬
州
の
知
と
な
り
、
尋
い
で
職
を
年
。
光
宗
の
時
‘
起
つ
て
尚
賓
卿
と
な
り
、
工
部
尚
書

罷
む
。
檜
死
す
る
に
及
び
、
起
用
せ
ら
れ
て
蓬
黎
を
守
に
遷
り
‘
致
仕
す
。
學
者
、
少
墟
先
生
と
稽
す
。
著
に

り
‘
提
貼
成
都
刑
獄
を
以
て
終
る
。
誰
定
に
學
び
、
易
元
儒
考
略
・
渇
子
節
要
・
渇
少
墟
集
・
古
文
輯
選
が
あ

學
に
精
通
し
た
。
著
に
籍
雲
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
る
。
〔
明
史
‘
二
百
四
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
四
十

五
十
九
〕
・
〔
宋
史
翼
‘
十
〕
・
〔
宋
詩
紗
補
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
二
十
七
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、
十

三

十

〕

。

一

〕

・

〔

明

名

臣

言

行

鋒

‘

八

十

〕

・

〔

蘭

畳

法

黎

録

‘

二

【
渇
時
化
】
230

丸
が
明
の
人
。
字
は
應
龍
。
琥
は
輿
川
。
晩
十
〕
．
〔
明
人
小
傭
、
三
〕
．
〔
績
表
忠
記
、
一
〕
．
〔
東
林
列

琥
は
無
懐
山
人
。
著
に
酒
史
が
あ
る
。
博
‘
十
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
庚
、
十

【
渇
時
薙
】
231

れ
が
明
‘
交
河
の
人
。
字
は
子
際
。
弘
治
六
〕
．
〔
明
儒
學
案
‘
四
十
一
〕
。

の
進
士
。
官
は
湖
廣
左
右
布
政
。
性
‘
方
巌
。
嘗
て
入
観
【
凋
悛
光
】
238

翁
ン
合
ウ
清
、
南
海
の
人
。
字
は
竹
儒
。
咸

し
て
都
に
至
り
‘
諸
貴
人
に
贈
る
に
僅
に
日
暦
散
冊
を
豊
の
進
士
。
同
治
中
‘
蘇
松
太
道
を
授
け
ら
る
。
求
志
書

以
て
す
。
故
を
以
て
諸
貴
人
に
衡
ま
れ
‘
覚
に
致
仕
す
。
院
を
創
設
し
、
経
史
有
用
の
學
を
以
て
士
に
課
す
。
父

〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
十
二
〕
．
〔
蘭
畳
法
窒
録
‘
十
三
〕
。
玉
衡
‘
伊
黎
戌
所
に
卒
す
。
光
緒
中
‘
乞
瑕
し
て
闘
を
出

【
渇
慈
明
】
笠
秤
隋
の
人
。
子
踪
の
子
。
字
は
無
逸
。
謡
で
‘
父
骨
を
負
う
て
東
蹄
し
‘
努
痒
を
以
て
卒
し
た
。
書

は
牡
武
。
生
年
十
四
歳
‘
齊
の
淮
陽
王
の
軍
事
に
参
ず
。
室
を
讀
有
用
書
齋
と
い
ふ
。
〔
碑
傭
集
補
‘
十
八
〕
。

官
は
‘
隋
に
入
っ
て
尚
書
兵
曹
郎
。
李
密
に
執
へ
ら
れ
[
渇
如
晦
]
幼
呪

.
gィ
宋
、
安
岳
の

A
゜
熙
寧
の
末
ヽ
苑

て
屈
せ
ず
。
後
‘
誓
譲
に
殺
さ
る
。
〔
隋
書
‘
七
十
一
〕
・
純
仁
、
懐
慶
に
帥
た
る
時
‘
其
の
不
法
を
訟
ふ
る
者
あ

〔

北

史

‘

五

十

五

〕

。

り

°

詔

し

て

寧

州

に

繋

ぎ

‘

如

梅

を

し

て

往

い

て

之

を

【
渇
修
青
】
233

クg
セ
イ
東
海
の
紳
の
姓
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
訊
は
し
め
し
に
‘
其
の
匪
を
力
耕
す
。
富
弼
・
韓
績
‘
詩

紳
鬼
部
一
‘
紳
上
〕
龍
魚
河
圏
日
‘
云
云
、
東
海
君
‘
姓
あ
り
‘
其
の
事
を
述
ぶ
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

鳴

名

修

青

‘

夫

人

姓

朱

、

名

隠

蛾

。

【

渇

如

京

】

240

跨
ケ
イ
消
‘
代
州
の
人
。
字
は
秋
水
。
又
、

【
凋
昌
臨
】
234

ク
が
ウ
リ
ン
清
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
輿
肩
。
著
に
紫
乙
。
順
治
の
抜
貢
。
永
平
知
府
を
授
け
ら
れ
‘
廣
東
左

易
學
参
説
・
日
省
編
が
あ
る
。
〔
四
庫
揚
要
‘
九
・
九
十
布
政
使
に
累
遷
す
。
屡
し
巨
盗
を
平
定
す
。
母
歿
せ
し

八

〕

。

時

‘

如

京

年

已

に

六

十

餘

。

喪

に

居

り

て

哀

毀

骨

立

し

‘

【
渇
象
臨
】
235

衿
＇
ウ
リ
ン
明
‘
慈
硲
の
人
。
諸
生
。
天
啓
服
終
つ
て
幾
な
ら
ず
し
て
卒
す
。
其
の
詩
は
頗
る
消

中
‘
邸
含
炎
燒
の
際
、
三
度
火
中
に
入
り
‘
父
母
弟
妹
を
利
。
尤
も
五
言
に
巧
。
著
に
秋
水
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者

救
出
し
、
身
灼
爛
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
七
〕
。
獣
類
徴
‘
二
日
五
十
二
〕
．
〔
碑
博
集
‘
七
十
七
〕
。

【
凋
守
證
】
236

函
レ
イ
明
‘
猜
氏
の
人
。
早
く
よ
り
志
操
【
渇
汝
験
】
241

衿
今
清
‘
祥
符
の
人
。
字
は
星
巖
。
溢
は

13093 
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忠
慾
。
光
緒
の
進
士
。
江
西
巡
撫
に
累
官
す
。
新
政
を

學
行
し
て
頗
る
力
め
‘
禁
煙
尤
も
穀
で
あ
っ
た
。
民
軍

起
る
や
‘
擬
琴
し
て
都
督
と
為
す
も
従
は
ず
。
遂
に
之

を
遣
送
す
。
途
中
九
江
に
於
て
自
殺
し
た
。
〔
清
史
稿
‘

四
百
七
十
五
〕
。

【
渇
汝
弼
】
242

衿
ヒ
，
明
‘
平
湖
の
人
。
字
は
惟
良
。
琥

は
祐
山
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
エ
科
給
事
中
。
事
を
以

て
潜
山
縣
丞
に
貶
せ
ら
れ
‘
太
倉
州
の
知
に
遷
る
。
著

に
祐
山
雑
説
・
祐
山
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八

十
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
―
-
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十

五
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
四
十
一
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
二
〕
。

【
渇
承
輝
】
243

衿
：
清
‘
婁
縣
の
人
。
字
は
少
眉
。
又
‘
伯

承
。
琥
は
古
鐵
齋
・
梅
花
豊
隠
。
諸
生
。
性
‘
好
學
。
八
分

書
に
巧
。
書
室
を
楼
風
草
堂
と
い
ふ
。
著
に
石
鼓
文
昔

訓
考
證
・
雨
漢
碑
践
が
あ
る
。
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
九
〕
。

【
渇
縄
祉
】
匹
お
＇
炉
明
‘
臨
海
の
人
。
字
は
武
甫
。
性
懐

慨
生
計
に
拙
゜
詩
文
を
好
み
‘
書
に
巧
。
晩
年
志
を
得

ず
。
飲
酒
長
歌
‘
貧
を
意
と
せ
ず
し
て
日
を
送
る
。

[
喝
伸
己
】
244

砂
宋
の
人
。
行
已
の
弟
。
字
は
齋
賢
。
官

は
桂
州
の
知
。
安
化
蟹
‘
邊
を
犯
す
に
及
ん
で
‘
箪
騎

出
で
て
酋
豪
を
諭
し
‘
遂
に
降
ら
し
む
。
後
‘
右
衛
大

将
軍
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
八
十
五
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
八

十
七
〕
。

【
渇
進
成
】
245

偽
セ
イ
宋
、
江
南
の
人
。
思
慮
精
巧
゜
尤
も

葛
生
を
善
く
し
‘
犬
•
免
を
書
く
に
巧
。
〔
聖
朝
名
鵞
表
‘

五〕。

【
渇
震
生
]246

袋
セ
イ
清
‘
大
梁
の
人
。
字
は
青
門
。
浦
歴

を
喜
み
‘
足
跡
‘
幾
ん
ど
齊
・
魯
・
燕
．
趙
・
呉
・
越
に
遍
ね

く
‘
登
臨
攪
勝
‘
一
に
詩
に
寄
す
。
著
に
甘
白
堂
詩
集
が

あ
る
。

【
渇
世
甚
】
2
4
7
5
5
キ
隋
‘
上
黛
の
人
。
官
は
開
皇
中
‘
兵
部

尚
書
。
明
悟
に
し
て
幹
略
あ
り
、
名
臀
世
に
顧
は
る
。

〔
隋
書
‘
四
十
六
〕
。

【
渇
世
傑
】
248
鍔
ケ
ッ
明
‘
尋
旬
の
人
。
諸
生
。
氣
節
あ

り
。
安
鐙
の
叛
に
、
母
李
氏
‘
及
び
弟
妹
と
迎
恩
橋
下

に
匿
れ
た
が
‘
賊
に
獲
ら
れ
‘
皆
水
に
投
じ
て
死
ん
だ
。

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
日
十
四
〕
。

【
渇
世
寧
】
249

芥
ネ
イ
宋
の
宦
官
。
字
は
静
之
。
溢
は
恭

節
。
官
は
政
和
の
初
‘
内
客
省
使
彰
化
軍
留
後
を
以
て

致
仕
し
た
。
禁
閾
に
出
入
す
る
こ
と
六
十
年
。
循
謹
に

＂ 
馬
立
口

〔
二
鵞
〕

馬、ヽJ・

し
て
過
失
が
無
か
っ
た
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
八
〕
・
〔
宋
録
〕
．
〔
杜
工
部
集
〕
．
〔
酉
陽
雑
俎
〕
。
方
面
軍
第
四
路
軍
師
長
と
し
て
闊
海
線
方
面
に
出
動
‘

史

新

編

‘

二

日

八

十

四

〕

。

【

喝

紹

政

]260

席
？
唐
の
人
。
渇
紹
正
を
見
よ
。
其
の
後
‘
河
北
省
政
府
委
員
兼
主
席
兼
河
北
全
省
保
安

[
凋
世
薙
]250

跨
ョ
’
明
‘
江
夏
の
人
。
字
は
子
和
。
嘉
【
鳴
捷
好
】
261

苓
ヨ
漢
‘
喝
奉
世
の
女
。
名
は
媛
。
元
帝
司
令
と
な
る
。

靖
の
進
士
。
官
は
吏
部
郎
。
出
で
て
臨
安
・
徽
州
二
郡
の
時
、
宮
に
入
っ
て
捷
好
と
な
る
。
嘗
て
帝
‘
虎
胴
に
幸
【
渇
智
~
】

2
7
0
t

”
ィ
唐
の
人
。
器
の
子
。
勇
に
し
て
謀
あ

を
守
る
。
恵
政
あ
り
。
詩
文
に
巧
。
著
に
呂
梁
志
・
三
石
す
。
熊
‘
侠
し
て
圏
を
出
で
殿
に
上
ら
ん
と
す
。
捷
好
直
り
‘
能
＜
士
心
を
得
。
官
は
武
徳
中
‘
春
州
剌
史
。
貞
観

文
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
ち
に
前
ん
で
熊
に
嘗
つ
て
立
つ

g
帝
こ
れ
よ
り
ま
す
ま
中
‘
入
つ
て
太
宗
に
侍
す
。
後
‘
左
武
衛
将
軍
に
至
る
。

七
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
戌
‘
十
五
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
‘
す
寵
を
加
へ
‘
昭
儀
と
な
す
。
子
の
興
‘
中
山
王
に
封
ぜ
〔
唐
書
‘
二
日
十
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
二
日
九
〕
。

二

〕

。

ら

れ

‘

尊

ん

で

中

山

太

后

と

す

。

後

‘

博

太

后

に

匪

陥

せ

【

渇

忠

恕

】

2
7
1
"
}
ゥ
ノ
，
ヨ
宋
‘
汝
陽
の
人
。
字
は
貫
道
。
紹
興

【
渇
正
符
】
251

祁
フ
宋
‘
遂
寧
の
人
。
字
は
信
道
。
何
繋
ら
れ
て
自
殺
す
。
〔
前
漢
書
‘
九
十
七
下
〕
。
の
初
‘
酔
州
節
度
判
官
。
後
‘
梁
山
軍
の
知
に
至
る
。
著

に
従
っ
て
學
ぴ
‘
―
二
た
ぴ
幡
部
に
上
れ
ど
第
せ
ず
。
経
【
渇
仙
混
】
262
努
ン
，
ヨ
ク
清
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
祉
に
渚
陵
紀
善
録
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
五
十
九
〕
。

學
を
梓
遂
の
間
に
教
授
し
‘
諸
経
の
解
説
多
し
。
熙
寧
鑑
（
沿
鑑
）
。
山
水
鵞
に
巧
。
〔
國
朝
書
鵞
家
筆
録
‘
二
〕
・
【
鳩
廷
梃
】
272

和
や
久
ワ
イ
清
‘
徳
州
の
人
。
字
は
大
木
。
幼

中

、

同

進

士

出

身

を

賜

は

り

‘

晉

原

主

簿

を

授

け

ら

る

。

〔

國

朝

書

識

‘

六

〕

。

時

‘

奇

童

の

梢

あ

り

。

讀

書

一

覧

‘

則

ち

忘

れ

ず

。

康

熙

子
孫
な
し
。
其
の
書
は
‘
佑
人
‘
撞
に
姓
名
を
易
へ
て
、
【
渇
素
弗
】
263

認
’
十
六
國
‘
北
燕
の
人
。
践
の
弟
。
大
志
の
進
士
。
内
閣
中
書
を
授
け
ら
る
。
性
‘
孤
蛸
゜
其
の

こ
れ
を
李
掬
に
凰
す
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
六
〕
。
あ
り
‘
小
節
を
修
め
ず
。
肢
僭
位
の
時
‘
功
多
し
。
官
は
詩
は
新
研
蛸
侑
‘
神
韻
治
然
。
著
に
渇
含
人
遺
詩
か
あ

[
准
成
修
】
252"
”
ン
’
清
‘
南
海
の
人
。
字
は
逹
天
。
琥
大
司
馬
・
録
尚
書
事
。
封
は
遼
西
公
。
職
に
在
つ
て
‘
亡
る
。
〔
消
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
一
〕
．

は
潜
齋
。
父
遠
出
し
て
失
縦
し
‘
七
歳
に
し
て
母
を
喪
ぴ
た
る
を
存
し
‘
絶
え
た
る
を
継
ぎ
‘
藷
門
を
申
抜
す
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
日
四
十
二
〕
・
〔
碑
博
集
‘
五
十

ふ
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
種
部
郎
中
。
再
ぴ
乞
瑕
し
て
親
時
に
宰
相
の
度
あ
り
と
梢
せ
ら
る
。
〔
晉
書
‘
一
百
二
十
九
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
＿
二
十
八
〕
．
〔
文
駄
徴
存
録
‘

を

尋

ね

し

も

遇

は

ず

。

著

に

養

正

要

規

が

あ

る

。

〔

清

史

五

〕

。

十

〕

・

〔

園

朝

名

家

詩

紗

小

偉

〕

．

〔

國

朝

詩

人

徴

略

初

編

‘

稿
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
偲
六
十
七
〕
．
〔
國
朝
者
【
渇
宗
異
】
264

け
や
明
の
人
。
渇
勝
(
9
7
)

を
見
よ
。
十
五
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
―
-
〕
。

猷
類
徽
一
百
四
十
五
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
ニ
―
-
[
渇
大
有
】
265

”5
4

宋
‘
呉
の
人
。
自
ら
恰
齋
と
琥
す
。
【
溝
廷
章
】
273

認
ン
ヤ
ウ
明
‘
常
熟
の
人
。
i

子
は
子
建
。
著
に

十

〕

。

官

は

承

事

郎

。

七

歳

‘

文

を

能

く

す

。

陰

睛

風

雨

の

四

子

史

彙

纂

が

あ

る

。

[
鳴
小
胄
】
253

認
セ
イ
清
の
人
。
小
胄
(
4
|
7
4
7
3
 :
 7
5
7
)

種
の
蓮
を
葛
し
‘
精
巧
、
神
に
入
る
。
山
水
に
放
情
し
、
【
渇
調
鼎
】
274

認
？
清
‘
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
雲
鶴
。

の

参

‘

及

ぴ

渇

小

胄

墓

を

見

よ

。

時

人

‘

裔

士

と

稽

す

。

〔

圃

綸

賓

鑑

〕

。

著

に

六

書

準

が

あ

る

。

〖
渇
小
青
墓
〗2
5
4
5
'

は
戸
墓
の
名
。
浙
江
省
杭
縣
の
西
【
渇
道
根
】2
6
6
g
：
梁
‘
鄭
の
人
。
字
は
巨
基
。
謡
は
【
渇
登
府
】

2
7
5
昇
7

清
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
柳
東
。
琥
は
雲

湖
の
孤
山
の
下
。
小
胄
は
消
の
揚
州
の
人
。
杭
人
凋
生
威
。
少
く
し
て
父
を
失
ひ
‘
家
貧
し
く
‘
傭
賃
し
て
母
伯
。
別
琥
は
勺
圃
・
小
長
蓋
藷
史
氏
・
可
羅
奄
・
不
自
暇

の
姫
。
詩
を
能
く
す
。
孤
山
の
別
業
に
憂
死
し
た
。
年
僅
を
養
ふ
。
年
十
三
、
孝
を
以
て
稲
せ
ら
る
。
武
帝
‘
義
師
齋
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
寧
波
府
教
授
。
詩
に
巧
で
兼
ね

か

に

十

八

。

を

起

す

に

及

ぴ

、

前

鋒

と

な

り

‘

大

功

を

建

つ

。

州

郡

て

椅

臀

を

好

み

‘

尤

も

掌

故

に

精

通

す

。

中

年

‘

間

に

客

【
渇
小
賓
】
255
忠
？
唐
‘
郡
の
人
。
砕
懐
義
の
本
の
氏
を
歴
慮
し
‘
和
理
清
静
。
官
は
散
騎
常
侍
・
左
軍
将
軍
。
沿
し
‘
璧
法
志
・
輻
建
通
志
を
修
め
‘
名
、
海
嬌
に
震
ふ
。

名
。
辞
捜
義
(
9
|
3
2
1
2
3
 :
 1
6
2
)を見
よ
。
〔
梁
書
‘
十
八
〕
．
〔
南
史
‘
五
十
五
〕
。
書
室
を
見
山
棲
•
八
甑
五
硯
齋
・
拝
竹
詩
罷
·
石
経
閣
と

【
渇
小
憐
】
256
苓
：
北
齊
の
人
。
後
主
文
穆
后
の
従
婢
。
【
渇
道
明
】
267

勾
メ
イ
唐
‘
徐
州
の
人
。
下
第
し
、
簡
州
の
い
ふ
。
著
に
漢
魏
蜀
唐
北
宋
清
諸
代
石
経
考
異
・
三
家

穆
后
‘
愛
衰
へ
‘
五
月
五
日
を
以
て
小
憐
を
進
め
‘
琥
し
牧
‘
碓
掬
に
謁
す
。
陶
日
く
、
公
と
も
と
よ
り
生
平
に
昧
詩
異
文
疏
證
・
十
三
経
詰
答
問
か
あ
り
‘
倶
に
皇
清
経

て
績
命
と
い
ふ
。
性
‘
慧
琵
‘
歌
舞
に
巧
。
後
主
立
て
て
し
と
。
道
明
曰
く
‘
員
外
の
詩
を
誦
し
‘
員
外
の
徳
を
仰
解
中
に
刻
入
せ
ら
る
。
又
、
石
経
閣
文
集
が
あ
る
。
〔
清

左
皇
后
と
す
。
後
、
周
師
の
得
る
所
と
な
る
。
武
帝
‘
小
ぐ
‘
詩
集
中
‘
日
に
相
見
る
‘
何
ぞ
生
平
を
隔
て
ん
と
。
史
列
博
‘
六
十
九
〕
．
〔
碑
傭
集
補
‘
四
十
八
〕
。

憐
を
代
王
逹
に
賜
ふ
。
逹
‘
甚
だ
嬰
す
。
〔
北
史
‘
十
四
〕
。
乃
ち
陶
‘
道
明
を
上
座
に
延
き
‘
待
つ
こ
と
藷
交
の
如
【
渇
培
元
]276

各
ゲ
／
消
‘
仁
和
の
人
。
字
は
因
伯
（
因

[
喝
昭
儀
】
257

芯
ギ
渇
捷
好
を
い
ふ
。
渇
捷
好
(
2
6
1
)

を

く

す

。

〔

尚

友

録

‘

一

〕

。

仲

）

。

又

‘

小

亭

゜

盆

は

文

介

。

道

光

の

進

士

。

咸

豊

中

‘

侍

見

よ

。

【

渇

逹

道

】

268

”
”
ダ
’
清
‘
武
進
の
人
。
字
は
惇
五
。
順
治
講
學
士
に
累
官
し
‘
湖
北
督
學
に
轄
ず
。
洪
楊
の
軍
の

【
渇
昭
正
]258

謗
セ
イ
唐
の
人
。
准
紹
正
を
見
よ
。
の
進
士
。
官
は
戸
部
主
事
。
後
‘
河
東
壁
道
に
至
る
。
武
昌
を
陥
る
る
や
‘
之
に
死
す
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
五
〕
．

【
渇
紹
正
】
259

誘
セ
イ
唐
の
人
。
一
に
昭
正
・
紹
政
に
作
【
渇
治
安
】

269gノ
民
國
‘
河
北
省
故
城
縣
の
人
。
字
〔
績
碑
傭
集
‘
五
十
四
〕
．
〔
清
聾
家
詩
史
‘
辛
‘
上
〕
。

る
。
開
元
中
‘
官
は
少
府
監
・
戸
部
侍
郎
。
善
く
諸
禽
を
は
仰
之
。
國
民
革
命
第
二
集
圃
軍
第
一
―
十
三
軍
長
‘
次
【
渇
~
昌
】

2
7
7
翌
イ
ヤ
ウ
清
‘
欽
州
の
人
。
字
は
伯
求
。
琥
は

驚
き
‘
開
｛
牡
丹
を
書
く
。
〔
歴
代
名
蟄
記
〕
・
〔
明
皇
雑
い
で
第
十
八
軍
長
と
な
り
‘
反
蒋
介
石
載
に
於
て
第
二
魚
山
・
崇
雅
齋
。
乾
隆
の
進
士
。
庶
吉
士
よ
り
戸
部
主

四
九
八

13094 
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馬

部

〔
ニ
ー
―
二
蓋
〕

渇

駅

鳳

町

訃

駈

四
九
九

事
に
轄
ず
。
遍
く
五
嶽
に
涌
ぶ
。
詩
に
巧
で
‘
李
杜
以

下
‘
昌
黎
•
山
谷
を
追
ひ
‘
諸
家
を
貰
穿
し
‘
自
ら
践
樫

を
成
す
。
書
室
を
小
羅
浮
草
堂
と
い
ひ
‘
著
に
小
羅
浮
草

堂
集
か
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
九
十
〕
．
〔
清
史
列
偲
‘
七

十
二
〕
．
〔
園
朝
者
獣
類
徴
‘
二
日
四
十
七
〕
．
〔
碑
博
集
‘

六
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
四
十
四
〕
．
〔
清
書
＿
家
詩
史
‘

戊
上
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
四
十
五
〕
．
〔
圃
朝
書

鵞
家
箪
録
‘
―
-
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
六
〕
。

【
渇
夫
人
】
278779
ク
漢
の
人
。
楚
主
の
侍
者
。
名
は
椋
゜

史
書
を
能
く
し
‘
事
に
習
ふ
。
嘗
て
漢
節
を
持
し
て
烏

孫
公
主
の
た
め
に
使
し
‘
城
郭
に
賞
賜
を
行
ふ
。
諸
國

こ
れ
を
敬
信
し
‘
琥
し
て
渇
夫
人
と
い
ふ
。
後
‘
烏
孫
の

右
大
将
の
妻
と
な
る
。
爾
後
も
漢
と
烏
孫
と
の
交
渉
に

力
を
盆
す
。
〔
漢
書
‘
九
十
六
下
〕
。

【
凋
復
京
】
27977
”
ケ
イ
明
‘
常
熟
の
人
。
字
は
嗣
宗
。
強
學

博
記
に
し
て
‘
少
く
し
て
詩
を
治
め
‘
箋
疏
に
精
通
す
。

著
に
六
家
詩
名
物
疏
・
逢
制
家
聘
・
常
熟
先
賢
事
略
が

あ
る
。
〔
南
橿
繹
史
撫
遺
‘
三
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘
十
三
〕
．

〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
〕
。

[
洟
文
蔚
】
280

努
ヰ
清
‘
烏
程
の
人
。
字
は
蓮
堂
（
聯
堂
）
。

琥
は
脩
番
・
蓮
塘
。
光
緒
の
進
士
。
學
に
勤
め
‘
書
に
巧

で
あ
っ
た
。
官
は
翰
林
院
侍
講
。
〔
國
朝
書
書
家
筆
鋒
‘

四〕。

【
渇
文
學
】
281

四
；
元
‘
什
那
の
人
。
進
士
に
學
げ
ら

れ
、
雲
南
學
生
提
攀
と
な
る
。
明
兵
が
雲
南
を
攻
め
る

や
‘
妻
馬
氏
と
倶
に
、
自
編
し
‘
時
人
‘
之
を
義
と
し
た
。

〔
新
元
史
‘
―
一
百
三
十
二
〕
。

【

喝

吝
El
】282
ぢ
／
ヤ
ウ
清
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
研
詳
。
琥
は

呉
越
野
民
。
諸
生
。
牧
蔽
甚
だ
富
む
。
王
右
軍
の
快
雪
時

睛
の
慎
蹟
を
得
‘
因
つ
て
快
雪
堂
を
西
湖
の
孤
山
に
築

き
、
移
つ
て
之
に
居
る
。
又
‘
書
室
を
平
安
館
・
三
餘
堂

と
い
ふ
。
著
に
呉
越
野
民
集
が
あ
る
。

【
凋
文
智
】
283

努
チ
宋
‘
井
州
の
人
。
世
；
方
技
を
業
と

す
。
太
平
興
醜
中
‘
醤
學
に
補
せ
ら
る
。
次
い
で
臀
官

に
輯
じ
‘
尚
薬
を
加
へ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
一
〕
．

〔
宋
史
新
編
‘
二
日
八
十
一
〕
。

【
渇
乗
正
]284

翌
？
佛
蘭
西
の
耶
蘇
會
士
ド
・
マ
イ
ヤ

(
D
e
 
M
a
i
l
l
a
)
の
漢
名
。
康
煕
四
十
二
年
マ
カ
オ
に
来

り
‘
次
い
で
廣
東
に
て
中
國
語
を
研
究
し
た
。
四
十
九

年
雷
孝
思
竺
等
と
共
に
勅
命
を
奉
じ
て
河
南
・
江
南
・

浙
江
・
憂
渭
の
地
圏
の
作
製
に
従
事
し
、
北
京
に
飩
つ

て
後
は
通
鑑
綱
目
の
佛
繹
を
志
し
‘
諸
史
を
参
照
し
て

中
國
の
歴
史
を
繹
著
し
‘
乾
隆
一
一
年
故
園
に
送
る
。
全

十
二
巻
か
そ
の
歿
後
出
版
さ
れ
‘
獣
人
の
中
國
史
研
究

に
多
大
の
影
響
を
輿
へ
た
。
聖
橙
仁
愛
経
規
條
・
聖
心

規
條
・
盛
世
靱
尭
・
聖
年
廣
盆
・
求
慎
自
證
・
朋
来
集
説

の
著
が
あ
る
。

【
溝
奉
世
】
蕊
認
セ
イ
漢
‘
路
の
人
。
杜
陵
に
徒
居
す
。
字

は
子
明
。
官
は
武
安
長
。
年
三
十
餘
に
し
て
官
を
失
ひ
‘

乃
ち
春
秋
を
學
び
‘
又
‘
兵
法
を
讀
む
。
宣
帝
の
時
‘
衛

候
使
を
以
て
節
を
持
し
て
大
宛
に
使
す
。
兵
を
競
し
て

t

沙
車
を
撃
ち
‘
威
を
西
域
に
耀
か
す
。
功
を
以
て
光
腺

大
夫
・
水
衡
都
尉
と
な
る
。
尋
い
で
右
照
軍
典
隔
國
に

遷
る
。
永
光
中
‘
罷
西
の
西
先
を
破
る
の
功
を
以
て
‘
闘

内
侯
を
賜
は
る
。
〔
前
漢
書
‘
七
十
九
〕
。

【
渇
夢
桂
】
286

％
ィ
明
‘
長
州
の
人
。
字
は
丹
簗
（
丹
芥
）
。

書
を
善
く
す
。
〔
明
聾
鋒
‘
八
〕
。

【
渇
夢
禎
】
28747
デ
明
‘
秀
水
の
人
。
字
は
開
之
。
萬
暦

の
會
試
第
一
。
官
は
編
修
。
沈
患
學
．
屠
隆
と
文
章
氣

節
を
以
て
相
尚
ぶ
。
張
許
正
に
杵
ひ
‘
官
を
免
ぜ
ら
る
。

後
‘
官
に
復
し
、
南
國
子
監
祭
酒
に
遷
る
。
諸
生
と
名

節
を
砥
き
‘
文
糧
を
正
す
。
尋
い
で
輩
語
に
中
つ
て
飩

る
。
家
に
快
雪
時
晴
帖
を
蔵
す
る
を
以
て
‘
其
の
堂
を

快
雪
と
名
づ
く
。
又
‘
書
室
を
自
臥
棲
·
慎
賓
齋
•
名
理

軒
と
い
ふ
。
著
に
歴
代
貢
學
志
・
快
雪
堂
集
・
快
雪
堂
漫

録
が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
三
日
十
七
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘

三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
五
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十

三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
十
二
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
丁
‘

下
〕
・
〔
詩
志
居
詩
話
‘
十
五
〕
。

【
喝
夢
得
】
288

ぢ
ク
宋
‘
将
築
の
人
。
字
は
初
心
。
篤
志
‘

學
を
嗜
む
。
嘉
煕
の
進
士
に
登
り
‘
給
事
中
よ
り
栂
部

尚
書
に
至
り
‘
薦
抜
せ
る
者
‘
皆
名
臣
と
な
る
。
嘗

て
奏
し
て
鑑
山
書
院
を
立
て
‘
其
の
後
を
復
し
て
祀
事

を
主
ら
し
め
ん
と
請
ふ
。
時
人
‘
道
南
一
脈
を
扶
植
す

る
は
‘
夢
得
の
力
多
ぎ
に
居
る
と
い
ふ
。
〔
南
宋
館
閣
績

録
‘
七
〕
。

【
渇
夢
龍
]289

悩
1

ウ
明
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
猶
龍
（
猶
子

龍
）
。
琥
は
姑
蘇
詞
奴
．
墨
愁
齋
・
龍
子
猶
°
誼
は
牡
武
。

崇
禎
中
の
貢
生
。
官
は
壽
寧
縣
の
知
。
詩
文
を
善
く
し
‘

尤
も
経
學
に
深
く
‘
又
‘
詞
曲
小
説
に
長
ず
。
著
に
春
秋

衡
庫
・
別
本
春
秋
大
全
・
智
嚢
・
智
嚢
補
・
謡
築
か
あ
る
。

〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
六
十
一
〕
．
〔
明
人
小
傭
、
四
〕
・
〔
梅

花
草
堂
集
‘
四
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
七
十
一
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘

二
十
〕
。

【
渇
茂
山
】2

9
0
社
1

山
名
。
湖
北
省
黄
梅
縣
の
東
北
。
【
駅
】
〗

唐
の
時
‘
祠
宗
の
五
祖
弘
忍
、
山
に
入
っ
て
庵
を
結
ぶ
。

法
雨
塔
あ
り
。
五
祉
寂
滅
の
慮
゜
〔
名
勝
志
〕
山
為
―
―
凋

茂
所
＂
施
‘
故
名
、
山
頂
有
レ
池
‘
生
白
蓮
花
ぢ
人
名
蓮

峯

↓

【

鳳

]

螂

【
鳩
野
王
】
291E
宏
漢
器
の
人
。
奉
世
の
子
。
字
は
君

卿
。
詩
に
精
通
す
。
官
は
闊
西
太
守
。
治
行
高
き
を
以
て

ぃ
°
つ
い
い

[
"
i
l
i
i
[
[

＿
[
い
[
□

O
[
[
[
[

町m
】
〗

時
‘
出
で
て
上
郡
太
守
と
な
り
‘
病
を
以
て
蹄
り
‘
家
に

冨
】
〗

終
る
。
〔
漢
書
‘
七
十
六
〕
。

【
渇
徹
昌
】

292;`
ウ
消
、
漢
陽
の
人
。
字
は
曰
禽
孝
廉

に
及
第
し
‘
縣
令
を
授
け
ら
る
。
山
水
輩
に
巧
゜
〔
圃
朝

監
識
―
-
〕
。

【
渇
轡
譲
】
2
9
3
B
5

清
‘
高
要
の
人
。
字
は
展
雲
。
道
光
の

進
士
。
官
は
映
西
巡
撫
゜

【
渇
李
騨
]294

悶
ヮ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
天
閑
。
陸
浩

と
左
繍
を
共
編
し
た
。
〔
四
庫
提
要
‘
三
十
一
〕
。

【
渇
履
詳
】
295

焚
ャ
ヴ
明
‘
慈
硲
の
人
。
字
は
君
徳
。
諸
生
。

嘉
靖
中
‘
倭
寇
に
遭
ひ
‘
父
に
代
つ
て
死
す
。

【
曹
ハ
郎]
2
9
6
昇
各
河
紳
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
紳
【
虹
引
】
〗

鬼
‘
河
紳
〕
河
東
記
鴻
六
郎
、
名
夷
‘
即
河
伯
‘
喝
水
官

也
‘
水
成
藪
六
耳
‘
酉
陽
雑
俎
‘
一
曰
―
―
泳
夷
―
―
曰
二
渇

薦
河
圏
言
―
―
呂
夷
一
穆
天
子
傭
言
1

一
無
夷
ご
淮
南
子
曰
l
-

渇
遅
一
曰
あ
ら
う
ま
°
又
‘
姓
°
騨

(
1
2—
4
4
7
6
7
)

に
同

【
渇
令
額
】
2
9
7
[
[

？
南
唐
‘
廣
陵
の
人
。
官
は
歓
州
聾
じ
。
〔
集
韻
〕
酔
‘
説
文
‘
馬
突
也
、
亦
姓
‘
或
省
。
ロ

鐵
判
官
。
神
朋
奨
思
蘊
‘
乱
を
作
し
て
螢
を
燒
き
‘
火
、

O
東
夷
の
別
種
の
名
。
〔
集
韻
〕
肝
‘
束
夷
別
種

。

名

。

O
姓
。
〔
集
韻
〕
駅
‘
亦
姓
‘
漢
書
有
研
腎
芦
]
l

令
郡
に
及
ぶ
や
‘
叛
卒
皆
武
器
を
捨
て
て
火
を
救
ふ
。

そ
の
人
心
を
得
た
る
こ
と
か
く
の
如
く
で
あ
っ
た

〔
尚
友
録
‘
-
〕
。

O
青
黒
色
の
馬
。
〔
集
韻
〕
駅
‘
馬
青
黒
色
。

O
姓
。

【
鳩
有
光
妻
】
298

バゥパ
t
ク
ワ
ゥ
清
の
人
。
黄
饂
生
(
1
2
-
4

〔
集
韻
〕
駅
‘
亦
姓
。

7
9
2
6
 :
 9
9
3
)
を

見

よ

。

【

研

馬

】

1

心
/
あ
ら
い
馬
。
騨
馬
。
拝
馬
。
奸
馬
。
〔
淮
南

[
海
元
鼎
妻
】
299

バ
、
ウ
”
な
ィ
明
の
人
。
陳
珍

(11|
 
4
1
6
9

子
‘
氾
論
訓
〕
欲
ぶ
以
―
―
撲
重
之
法
立
炉
既
弊
之
民
5

是

8
:
 47
3
)

の

O
を

見

よ

。

猶

L
要
鏑
衡
栗
策
鉱
而
御
中
駅
馬
上
也
。
〔
注
〕
駅
馬
‘
突

【
鳩
少
虚
集
】
300

我
ゥ
ヒ
ゥ
キ
ヨ
書
名
。
二
十
二
巻
。
明
、
喝
馬
也
。

従
撰
。
講
學
の
文
章
は
理
を
明
か
に
す
る
を
主
と
し
、
【
財
瞥
1
2
5
/

0
戦
國
‘
江
東
の
人
。
字
は
子
弓
゜
易
を

国□ 日
ケカガカガカ
ンンンンンン

集
韻
〕
丘
顔
切

〔
集
韻
〕
河
干
切

圏圏

〔
集
韻
〕
侯
肝
切

唐

冒
●
i

――

ポ
ク

諷

景
構
で
特
種
の
船
を
い
つ

゜
,, 
f
 

テ
イ

義
未
詳
。
〔

li-音
篇
海
〕
訂
‘
昔

T

"
 ン

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
鳳
‘
奉
暗
切

ノゞ

馬
(
1
1
0ー

4
4
5
7
2
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
駅
、
古
馬
字
。

論
事
の
文
章
は
意
を
達
す
る
を
主
と
し
て
、
文
章
を
飾

る
を
事
と
せ
ず
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
‘
五
〕
。

13095 
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小
巳
口
国
●
馬
が
荷
を
せ
お
ふ
さ
ま
。

飲
豪
〔
説
文
新
附
〕
駄
‘
馬
負
兒
‘
ハ
レ
馬
大

臀。

0
の
せ
る
。
つ
む
。
牛
馬
な
ど
の
脊
に
荷
物
を

負
は
せ
る
。
〔
北
齊
書
‘
彰
城
王
撒
博
〕
纏
駄
―
―
鹿

膊
↓
〔
李
白
‘
射
レ
酒
詩
〕
呉
姫
十
五
細
馬
駄
。
〔
部

光
薦
‘
鵡
鵠
行
〕
行
不
レ
得
也
班
班
‘
痩
妻
弱
子
巖

拌
駄
。

O
に
。
く
ら
に
。
つ
み
に
。
馬
な
ど
の
脊
に

積
む
荷
物
。
〔
陸
溜
‘
―
が
諸
稚
―
詩
〕
再
蹄
又
六

年
‘
疲
馬
欣
解
レ
駄
。
〔
陸
湘
、
話
1

一
峡
中
藷
翠
詩
〕

泊
船
秤
駄
猶
相
織
。
●
に
う
ま
。
〔
李
夢
陽
‘
豆
【
町
間
】
呻

埜
行
〕
縦
健
徴
科
何
自
出
、
大
兒
牽
レ
纏
陸
挽
レ

駄
。
●
馬
に
つ
ん
だ
荷
を
藪
へ
る
に
添
へ
る
甑
°

〔
許
衡
‘
雨
雹
詩
〕
今
年
金
稽
涌
―
―
千
駄
面
F

年
好

上,,
登
封
書
→
〇
或
は
佗
(
1ー
5
1
3
)
•
他
(
1ー
3
7

0
)に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駄
‘
或
作
他
。
〔
正
字
通
〕
【
肛
吼
】
〗
国
タ
ク

駄
―
作
レ
佗
‘
或
作
レ
他
。

O
縣
名
。
〔
集
韻
〕
駄
‘

一
日
‘
縣
名
、
在
<I

江

夏

↓

國

ヮ

ク

ぅ
小
●
ひ
た
ひ
の
白
い
馬
。
〔
説
文
〕
酌
‘
馬

嘉
豪
白
頷
也
‘
ハ
レ
馬
勺
贅
易
日
、
総
酌

日
駐
駈
は
‘
ら
ば
。
或
は
詐
（
1
2
|
 4
4
6
4
3
)
・
 
托
(
7

【
駄
運
】1
t
•uo2 
ytin4

馬
の
背
に
載
せ
て
運
ぶ
。

【
駄
荷
】
2

ゴ
駄
馬
で
送
る
荷
物
。

類
↓
●
す
ぐ
れ
た
う
ま
。
〔
説
文
〕
駒
‘
一
日
‘
駿

|
 2
0
2
4
7
)

・託
(
1
0
-
3
6
4
9
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

【
駄
騎
】
3

t'uo2 
ch'i2

牛
馬
な
ど
に
荷
を
背
負
は

也。

0
通
じ
て
的
(
8
|
2
2
6
9
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

酌

‘

通

作

レ

的

。

せ

る

。

駄

馬

。

駈

‘

駈

駈

‘

獣

名

‘

纏

父

牛

母

‘

或

作

1

一
詐
・
托
・
託
↓

【
酌
頼
】
1

芥
額
の
白
い
馬
。
ひ
た
ひ
じ
ろ
。
〔
爾
雅
、
【
駄
載
】
4

ア
荷
を
つ
け
る
。
荷
を
乗
せ
る
。
又
、
荷
□
国
國
駈
駐
は
‘
ら
く
だ
。
或
は
駿
(
1
2
|
 4
5
0
7
 

繹
畜
〕
酌
類
、
白
顛
。
〔
疏
〕
類
、
額
也
、
額
有
―
―
白
長
今
之
物
。
〔
清
會
典
事
例
‘
兵
部
、
郵
政
〕
至
,
,
於
包
馬
駄
載
行

2
)
・

棄
(
6
ー

1
5
5
3
3
)

に
作
り
、
通
じ
て
酪
(
1
2
|

4

 

4
7
3
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駈
‘
駈
馳
‘
畜
名
‘
或
作
レ

戴
星
馬
也
。
〔
説
文
〕
酌
、
馬
白
頷
也
、
一
日
‘
駿
也
、
易
装
こ
勢
所
二
必
需
↓
〔
一
輻
憑
全
書
、
刑
名
部
‘
賊
盗
上
‘
失

駿
‘
亦
省
、
通
作
レ
酪
゜

日
、
為
―
―
豹
穎
↓
〔
玉
篇
〕
豹
‘
豹
願
、
白
額
馬
也
。
事
〕
駄
載
是
何
行
李
貨
物
。

【
駄
子
]
5t'uo• 

t
z
u

家
畜
の
背
に
負
は
せ
る
荷
。

【
駄
賃
】
6

”
ン
駄
馬
に
よ
る
運
送
代
金
。
韓
じ
て
‘
運
送
【
駈
駐
】
1

？
ら
く
だ
。
〔
方
言
‘
七
〕
繊
管
賀
緋
‘
僧
也
、

ち
ん
。
お
使
ひ
ち
ん
。
骨
折
ち
ん
。
云
云
‘
凡
以
―
―
櫨
馬
駈
駐
―
載
レ
物
者
、
謂
,
,
之
負
他
二
小

【
駄
馬
】
7

ダ
●
に
う
ま
。
〔
清
會
典
事
例
‘
兵
部
、
馬
政
〕
謂
1

一
之
賀
↓
〔
爾
雅
‘
繹
畜
‘
憬
牛
‘
注
‘
状
如
二
棄
駐
云
繹

毎
三
名
五
空
駄
馬
一
匹
↓
●
④
劣
っ
た
馬
。
＠
め
う
文
〕
字
林
云
、
棄
舵
似
レ
鹿
而
大
‘
肉
鞍
、
出
―
―
饒
山
↓

寄
~
】
〗
フ
ン

紛
(
1
1
0
1
4
4
6
2
4
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鳶
、
同
し
紛
゜

〔
集
韻
〕
闊
各
切

〔
集
韻
〕
屋
郭
切

厨

】

呻

テ
キ
チ
，
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
丁
歴
切
カ（

ご直鳳

駅
(
1
2
-
4
4
5
8
5
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鳩
、
同
h

訊。

橋
庇
子
庸
に
受
け
‘
燕
の
周
醜
子
家
に
授
く
。
史
記
は

商
璧
‘
楚
人
肝
臀
子
弘
に
博
ふ
と
す
。
應
助
・
顔
師
古

は
‘
荀
子
非
十
二
子
篇
の
子
弓
が
軒
臀
子
弓
で
あ
る
と

い
ふ
。
●
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
六
十
七
〕
．
〔
前
漢
書
‘
八
十

八
〕
゜
●
複
姓
。
〔
史
記
‘
仲
尼
弟
子
傭
〕
商
嬰
魯
人
‘
孔
子

億
―
易
於
襲
玉
襲
博
1

一
楚
人
駅
臀
子
弘
↓
〔
注
〕
正
義
曰
‘
顔

師
古
云
‘
肝
‘
姓
也
、
漢
書
及
荀
卿
子
皆
云
‘
字
子
弓
、
此

作
品
弘
、
蓋
誤
也
、
應
助
云
‘
子
弓
、
子
夏
門
人
。
〔
漢
書
‘

儒
林
博
序
〕
魯
商
襲
子
木
‘
受
1

一
易
孔
子
百
溢
竺
魯
橋
庇

子
庸
王
と
庸
授
―
―
江
東
計
臀
子
弓
↓

タ
ク
チ
，
ヤ
ク

日口
ラ
ク

〔
集
韻
〕
歴
各
切

〔
集
韻
〕
防
格
切

薦麗隈閑

冦】喚
ハ，ウ

キ

麒
(
1
2ー

4
4
8
1
8
)
の
古
字
。
〔
正
字
通
〕

馴
、
古
文
麒
゜

あ
し
げ
の
馬
。
〔
字
彙
〕
駅
‘
聴
馬
也
。

【

駅

】

螂

ハ，ウ
ホ
ヴ

〔
字
彙
〕
博
考
切

陸

〔
五
昔
集
韻
〕
符
炎
切

日
口
馬
の
疾
く
行
く
さ
ま
。
騒
(
1
2ー

4
3
9
3
0
)
に

同
じ
。
〔
玉
篇
〕
駅
‘
馬
行
兒
。
〔
集
韻
〕
諷
‘
説
文
、

馬
疾
歩
也
‘
或
ハ
レ
凡
゜

国
】
〗□ 日
ペヘポハ
ンンンン

〔
集
韻
〕
符
咸
切

直國

【
駄
】
〗
凡

昂パ
〔
集
韻
〕
唐
何
切
」
賑

古

X
已

t̂
uo2 

〔
集
韻
〕
唐
佐
切
蓄
血

ヵ
x
こ

t
u
o
•

圏

〔
集
韻
〕
徒
蓋
切

昂

ま
【
駄
背
】
•
ヅ
イ
せ
な
か
に
の
せ
る
。
せ
お
ふ
。
〔
王
馬

僻
烏
啄
癒
朧
謁
〕
為
レ
我
駄
レ
背
百
倦
書
‘
穿
に
皮
露
レ
脊

痕
連
品
腹
。

【
駄
負
】
，
サ
馬
が
荷
を
負
ふ
。
〔
玉
篇
〕
駄
‘
馬
負
貌
。

【
駄
不
動
】
10

t'u 0
 2
 p
u
'
t
u
n
g
'

背
負
ひ
き
れ
な
い
。

馬

部

〔
三
董
〕

駅

賜

酌

鳶

駄

訊

馴

駈

馳

小
日
●
は
せ
る
。
は
し
る
。
④
車
馬
を
疾

毅
豪
く
や
る
。
〔
説
文
〕
馳
、
大
謳
也
、
ハ
属

也
臀
。
〔
廣
韻
〕
馳
‘
疾
騒
也
。
〔
詩
‘
郡
風
、
載
馳
〕

載
馳
載
騒
゜
〔
詩
‘
唐
風
、
山
有
櫃
〕
弗
レ
馳
弗
レ
駆
゜

〔
疏
〕
走
レ
馬
謂
Ii

之
馳
一
〔
左
氏
‘
昭
‘
十
七
〕
薔
夫

馳
。
〔
注
〕
車
馬
曰
レ
馳
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
上
〕
今

此
誰
賊
而
馳
驚
撃
レ
之
乎
゜
〔
注
〕
直
駒
曰
レ
馳
゜
＠

疾
く
走
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
走
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
室
〕

馳
森
也
。
〔
玉
篇
〕
馳
‘
走
奔
也
、
天
子
道
也
。
〔
晉

書
‘
文
帝
紀
〕
兜
戎
来
馳
゜
◎
ぉ
ふ
。
〔
左
氏
‘
荘
‘

十
〕
齊
師
敗
績
‘
公
牌
レ
馳
レ
之
。
R
お
も
む
く
。

〔
隋
書
‘
史
詳
傭
〕
情
馳
―
―
魏
闘
ぷ
3

っ
た
は
る
。
ひ

ろ
ま
る
。
〔
孟
郊
、
同
年
成
レ
燕
詩
〕
盛
氣
自
中
積
、

英
名
日
四
馳
。
〔
蘇
献
‘
聞
1
1

:ig西
捷
報
1

詩
〕
露
布

朝
馳
1

一
玉
開
塞
五
捷
書
夜
到
1
1

甘
泉
宮

-
8す
ぎ

る
。
経
過
す
る
。
〔
諸
葛
亮
‘
誡
レ
子
書
〕
年
輿
レ

時
馳
。
〔
雀
融
‘
哭
-
―
蒋
常
事
像
―
詩
〕
時
往
惜
i
-

年
馳
↓
①
き
そ
ふ
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
煙
火
馳

而
星
流
。
R
放
つ
て
相
へ
な
い
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘

田
僕
〕
大
夫
馳
゜
〔
注
〕
馳
‘
放
不
レ
相
。
⑨
ほ
し

い
ま
ま
に
す
る
。
〔
詩
、
大
雅
、
板
〕
無
Ii

敢
馳

患
〔
傭
〕
馳
謳
自
恣
也
。
●
ほ
ど
こ
す
。
鼓

（数）（
5
ー

1
3
1
1
2
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

馳
‘
段
借
為
レ
牧
゜
〔
宋
玉
‘
紳
女
賦
序
〕
五
色

拉
馳
。
〔
注
〕
善
曰
‘
馳
、
施
也
。
●
或
は
騒
(
1
2

チ
〔
集
韻
〕
陳
知
切
甲
-

＇ 

ヂ

ノ

イ

ch'ih2

巳ロ
ク
〔
集
韻
〕
唐
何
切
眠

【
馳
】
〗
ダ

【
駈
馳
】
2

々
ら
く
だ
。
駈
駐
に
同
じ
。
〔
堕
鐵
論
、
カ

耕
〕
轟
纏
．
駈
馳
‘
衡
ら
尾
入
レ
塞
。

【
駈
駆
】
3

公
り
ら
ば
。
牡
纏
と
牝
牛
の
交
種
。
〔
玉
篇
〕

駐
‘
託
駈
‘
纏
父
牛
母
。

五
0
0

13096 
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馬

部

〔
三
蜜
〕

馳

五
〇

|
 4
4
7
1
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
或
作
レ
駁
。
・

古

訳

(
9
|
3
2
4
4
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
古
作
レ

糀
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
馳
、
出
t
l

姓
苑
云
商
昔
、

馳
九
核
‘
仁
壽
人
、
成
化
中
攀
人
。
口
は
し
る
。

〔
集
韻
〕
馳
‘
走
也
。

畠
ト
シ
。
ハ
ヤ
シ
。

【
馳
曳
】
1

デ
馳
せ
な
が
ら
引
ず
り
行
く
。
〔
南
史
‘
循

吏
‘
虞
恩
博
〕
使
1
1

人
馳
曳
下
＞
殿
。

【
馳
景
】
2

デ
太
陽
を
走
ら
せ
る
。
又
、
速
か
に
去
る
年

月
。
景
は
‘
日
光
で
‘
太
陽
・
年
月
を
意
味
す
る
。
〔
張

華
‘
晉
白
紆
舞
歌
詩
〕
鞭
和
馳
レ
景
逝
不
＞
停
。

【
馳
騨
】
3

[

キ
●
し
ゅ
く
つ
ぎ
の
馬
を
走
ら
せ
る
。
〔
楊

太
慎
外
博
、
下
〕
妃
子
既
生
二
於
蜀
石
嗜
―
―
就
枝
盃
南
海
茄

枝
勝
―
―
於
蜀
―
者
、
故
毎
歳
馳
騨
以
進
。
●
清
制
で
、
官
吏

が
公
命
を
奉
じ
て
通
行
す
る
時
‘
騨
馬
・
人
夫
・
凜
糧
を

給
し
た
と
こ
ろ
。
各
地
に
設
け
た
。
〔
消
會
典
事
例
‘
兵

部
、
郵
政
〕
覧
1

一
兵
部
所
レ
奏
騨
姑
月
摺
ぶ
l

1

1

奉
天
三
虞
―

移
社
京
師
一
之
1

一
新
涌
洲
索
倫
烏
剛
齊
等
一
接
1

一
取
家

脊
面
空
馳
騨
例
玉
竺
付
凜
II

―
給
口
糧
↓

【
馳
掩
】
4

ザ
は
せ
て
敵
を
お
ほ
ふ
。
〔
唐
書
‘
黙
歯
常

之
博
〕
常
之
馳
掩
二
其
屯
袖
5

レ之。

【
馳
割
】
5

が
味
方
と
分
離
し
敵
に
服
従
す
る
。
〔
戦

國
、
韓
策
〕
秦
攻
レ
陛
‘
云
云
‘
陳
修
謂
二
秦
王
1

日
、
國
形

不
レ
便
、
故
馳
、
交
不
レ
親
、
故
割
、
今
割
芙
而
交
不
レ
親
、

馳
矢
而
兵
不
レ
止
、
臣
恐
T

山
東
之
鉦
が
以
―
―
馳
割
ー
事
左
'
-

者
上
矢
゜
〔
注
〕
馳
、
反
走
示
レ
服
也
。

【
馳
函
】
6

c
h
'
i
h
'
h
a
n
'

手
紙
を
差
上
げ
る
。

【
馳
暉
】
7

紆
太
陽
を
い
ふ
。
空
を
馳
け
る
太
陽
゜
〔
謝
眺
‘

暫
使
―
―
下
都
一
夜
登
1

一
新
林
云
ぎ
京
邑

E
竺
西
府
同
僚
―

詩
〕
馳
暉
不
レ
可
丘
接
‘
何
況
隔
―
―
雨
郷
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
馳

暉
‘
日
也
‘
向
日
‘
旦
至
レ
暮
‘
日
光
馳
度
。

【
馳
騎
】
8

サ
馬
を
謳
る
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
膳
夫
馳
騎
゜

〔
宋
史
‘
張
保
績
博
〕
命
1

一
保
績
面
馳
レ
騎
往
二
宋
軍
中
五
論
―
―

機
事
↓

【
馳
譲
】
，
”
馳
せ
る
駿
馬
。
〔
丁
廣
妻
‘
寡
婦
詩
〕
惟
人

生,,
子
世
上
i

若
―
―
馳
譲
之
過
乙
価
。

【
馳
競
】
10

が
＇
ウ
互
に
お
と
ら
じ
と
は
せ
き
そ
ふ
。
〔
唐

書
罪
登
傭
〕
楊
帝
始
置
進
士
等
懇
後
世
復
相
馳
競
。

【
馳
敲
]
1
1
9

は
し
り
ま
は
る
。
馳
騒
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
し
る
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
右
下
〕
造
父
御
,
,
四
馬
玉
馳
駿
【
馳
道
】
38

が
●
天
子
や
貴
人
の
通
る
道
筋
。
お
な
り

買
山
傭
〕
馳
敲
射
撒
‘
一
日
再
三
出
。
周
旋
而
恣
二
欲
於
馬
六
後
漢
書
、
公
孫
環
傭
〕
汝
嘗
下
砕
―
―
み
ち
。
葦
道
。
馳
地
。
〔
橙
‘
曲
聰
下
〕
馳
道
不
レ
除
。
〔
史

【
馳
騒
】
12

”

O
は
せ
る
。
か
け
る
。
は
し
り
ま
は
る
。
首
於
張
燕
玉
馳
認
以
告
も
急
。
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
（
二
十
七
年
）
賜
二
爵
一
級
1

治
―
―
馳
道
↓

騒
馳
。
〔
詩
経
‘
大
雅
‘
板
〕
敬
―
―
天
之
漁

U
笠
敢
馳
騒
↓
【
馳
蹂
】
25

が
馬
を
は
せ
て
ふ
み
に
じ
る
。
〔
史
記
‘
匈
〔
注
〕
應
助
曰
‘
馳
道
‘
天
子
道
也
‘
若
―
―
今
之
中
道
一
〔
漢

〔
列
子
、
周
穆
王
〕
馳
騒
干
里
。
〔
墨
子
‘
尚
同
中
〕
皆
馳
奴
傭
〕
則
候
―
―
秋
熟
百
5

』
騎
馳
―
―
蹂
而
稼
稽
―
耳
。
書
‘
成
帝
紀
〕
不
n

―
敢
絶
―
―
馳
道
↓
〔
注
〕
馳
道
‘
天
子
所
レ
行

謳
以
告
1

一
天
子
↓
〇
馬
を
か
け
さ
せ
る
こ
と
。
〔
孟
子
、
膝
[
馳
車
】
お
ィ
ャ

O
走
る
こ
と
の
速
い

v
る
ま
o

攻

撃

用

道

也

o

〔
左
思
ヽ
呉
都
賦
〕
馳
道
如
レ
砥
o

〔
竹
添
光
鴻
ヽ
雙

文
公
下
〕
良
不
レ
可
日
‘
吾
為
レ
之
範
玉
1

我
馳
騒
五
終
日
不
レ
の
車
。
〔
孫
子
、
作
戦
〕
凡
用
レ
兵
之
法
‘
馳
車
千
閉
‘
革
車
殉
行
〕
青
山
馳
道
連
1

一
朱
闘
玉
萬
國
衣
冠
懺
成
レ
列
。
●
天

獲

と

。

千

乗

。

〔

注

〕

曹

操

曰

‘

馳

車

、

軽

車

也

、

駕

1

一
閉
馬
↓
革
車
、
子
の
乗
輿
。
〔
漢
書
、
周
勃
傭
〕
所
レ
将
卒
嘗
―
―
馳
道
云
『
レ

【
馳
廻
]13

”
ワ
イ
か
け
ま
は
る
。
重
車
也
、
張
預
日
‘
馳
車
、
即
攻
車
也
、
革
車
、
即
守
車
多
。
〔
評
林
〕
劉
放
日
、
馳
道
‘
猶
J
-

―9
乗
輿
1

耳。

【
馳
黄
】
14

”
g
清
‘
毛
先
舒
(
8
-
1
6
7
7
2
:
 3
0
3
)の
字
。
也
。
●
走
つ
て
ゐ
る
車
。
又
、
車
を
走
ら
せ
る
。
〔
逸
周
〖
馳
道
都
尉

]
3
9
i
t鼠
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
獣

【
馳
系
】
15

c
h
'
i
h
2
 
h
s
i
'

遠
方
に
あ
る
人
を
思
ふ
。
思
書
、
大
匡
解
〕
馳
レ
車
送
逝
、
旦
夕
運
レ
糧
。
畜
‘
鼠
〕
河
東
記
‘
李
知
微
夜
遊
I

ー
文
成
宮
i

月
微
明
見
n

慕

の

情

を

馳

せ

る

。

【

馳

射

】

27

炉
〇
車
馬
を
は
せ
弓
を
射
る
。
〔
戦
國
‘
趙
散
十
小
人
泰
―
―
立
古
棟
下
二
曰
―
―
司
文
府
史
二
日
1

一南

【
馳
詣
】
16

”
ィ
走
り
い
た
る
。
奔
詣
゜
〔
漢
書
‘
淮
南
属
策
〕
繕
レ
甲
属
レ
兵
‘
飾
1
1

車
騎
石
9
馳
射
↓
〔
後
漢
書
、
歌
宮
書
佐
二
日
t

一
遊
佃
使
者
ご
日
1
1

東
垣
執
戟
二
日
1

一

王
傭
〕
馳
―
―
詣
闘
下
盃
肉
担
而
謝
。
〔
宋
史
‘
王
織
恩
傭
〕
奔
偲
〕
常
見
T

郡
尉
試
1

一
騎
士
五
竺
旗
鼓
云
ぞ
馳
射
お
ザ
殿
前
録
事
二
日
,
,
馳
道
都
尉
二
日
―
―
司
城
主
簿
―
―

繕

恩

中

夜

馳

詣

―

―

府

邸

五

野

太

宗

入

↓

是

好

1

一
将
帥
之
事
↓
●
か
け
り
な
が
ら
射
る
。
又
‘
追
ひ
日
―
―
西
閣
含
人
畜
口
詑
相
引
入
レ
穴
而
去
‘
明
日
掘
厩
レ
之

【
馳
迎
】
17

”
ィ
走
り
む
か
へ
る
。
〔
後
漢
書
、
公
孫
述
傭
〕
か
け
て
射
る
。
〔
風
俗
通
、
正
失
〕
武
騎
撒
二
漸
憂
下
玉
馳
乃
鼠
也
。

天
下
同
苦
1

一
新
室
面
竺
劉
氏
1

久
癸
‘
故
聞
1

一

漢

将

軍

到

一

射

―

―

孤

免

↓

【

馳

瑞

】

40

”
ン
は
や
せ
。
奔
淵
゜
〔
江
滝
‘
哀
干
里
賦
〕
馳

馳

翌

道

路

↓

【

馳

翔

】

28

ざ
ヴ
地
上
を
か
け
る
こ
と
と
空
を
飛
ぶ
こ
淵
走
浪
‘
漂
5

沙
撃
レ
石
。

【
馳
檄
】
18

”

＊

急

使

で

檄

文

を

送

る

。

飛

檄

。

〔

後

漢

書

‘

と

。

【

馳

逐

】

“

ヤ

●

馬

を

は

せ

て

追

ひ

か

け

る

。

又

‘

追

ひ

孔
融
億
〕
融
到
レ
郡
‘
牧
ー
ー
合
士
民
i

起
レ
兵
講
レ
武
‘
馳
レ
檄
【
馳
棗
】
29

ざ
＇
ウ
は
せ
あ
つ
ま
る
こ
と
。
か
け
る
。
〔
呉
子
、
治
家
〕
習
―
―
其
馳
逐
↓
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕

思
翰
‘
引
-
l

謀
州
郡
↓
〔
魏
志
、
司
馬
芝
傭
〕
芝
乃
馳
五
g

【
馳
出
】
30

翌
ツ
は
し
り
出
る
。
駈
出
す
。
〔
後
漢
書
、
寇
洵
後
進
禰
以
馳
逐
゜
〔
説
苑
‘
反
質
〕
晉
平
公
為
,
,
馳
逐
之

清

南

↓

傭

〕

檄

書

至

‘

洵

即

勒

な

軍

馳

出

。

車

↓

〔

史

記

‘

孫

子

呉

起

傭

〕

馳

逐

重

射

。

〔

謝

璽

運

‘

擬

―

―

【
馳
結
】
19

ゲ
馳
せ
る
情
。
結
ぶ
想
の
意
。
遠
く
隔
つ
【
馳
心
】
31

”
ン
心
を
は
せ
る
。
又
‘
は
せ
る
心
。
〔
王
融
‘
魏
太
子
郡
中
集
玉
玩
璃
詩
〕
金
羅
相
馳
逐
゜
●
競
馬
。
〔
史

た
友
を
思
ふ
切
な
る
情
を
い
ふ
。
〔
隋
錫
帝
、
重
遣
,
1

匡
和
一
缶
南
海
王
殿
下
詠
1

一
秋
胡
妻
―
詩
〕
送
目

llL二
前
華
玉
馳
記
‘
貨
殖
博
〕
博
戯
馳
逐
‘
馴
難
走
狗
。
〔
漢
書
‘
東
方
朔

山
麦
書
〕
逮
―
―
八
月
八
日
誨
面
E

慰,,
馳

結

↓

心

迷

,
1

蓄

婉

↓

傭

〕

馳

,

,

逐
平
築
-

【
馳
侠
】
20

吋
フ
を
と
こ
だ
て
。
油
侠
(
7
-
1
7
7
9
2
:
 1
1
7
)

【
馳
説
】
3
2
t
ィ
か
け
ま
は
つ
て
説
き
す
す
め
る
。
遊
説
【
馳
陳
】
4
2
t
ン
よ
く
は
せ
る
陣
。
強
い
兵
を
い
ふ
。
〔
六

に
同
じ
。
〔
王
僧
逹
‘
和
,
,瑣
邪
王
依
＂
古
詩
〕
少
年
好1一
す
る
。
又
‘
辮
舌
を
振
ふ
。
〔
史
記
、
呉
起
偲
〕
要
在
下
彊
レ
餡
‘
犬
餡
‘
武
鋒
〕
必
有
―
―
武
車
・
験
騎
・
馳
陳
•
選
鋒
→

馳
堡
旅
宦
遊
,
1

闊

翌

兵

破

＊

馳

説

之

言

―

従

横

一

者

3

〔
史
記
、
十
二
諸
侯
年
表
【
馳
抵
】
43

”
ィ
は
せ
い
た
る
。
〔
元
史
‘
月
里
麻
思
傭
〕

【
馳
爽
】21
炉
は
せ
た
が
ふ
。
規
範
•
秩
序
等
に
従
は
な
序
〕
儒
者
断
―
―
其
義
玉
馳
説
者
騎
―
―
其
酔
→
〔
漢
書
、
刑
法
已
而
馳
―
―
抵
淮
上
→

い
こ
と
。
〔
晉
書
‘
輿
服
志
〕
逮
1

一
種
業
彫
訛

T
八
情
馳
爽
。
志
〕
世
方
争
―
―
於
功
利
一
而
馳
説
者
以
石
菩
翠
為
レ
宗
。
【
馳
駒
】
“
”
イ
●
は
し
る
。
か
け
る
。
〔
荀
子
、
種
論
〕
歩

【
馳
駈
】
江
が
は
や
飛
脚
。
急
使
。
〔
蜀
志
、
部
正
博
〕
耕
者
馳
説
、
智
者
應
油
機
。
駆
・
馳
騎
・
属
鵞
‘
不
レ
外
レ
是
芙
゜
〔
楚
辟
‘
離
騒
〕
乗
―
―
麒

【
馳
霰
i

】22
”
兌
風
に
た
ば
し
る
あ
ら
れ
。
〔
飽
照
、
野
鵞
【
馳
走
】
35

がウ

0
は
し
る
。
又
‘
馬
を
謳
つ
て
走
ら
せ
る
。
頴
1

而
馳
駒
今
。
●
馬
を
走
ら
せ
る
。
又
‘
狩
を
す
る
。

賦
〕
飛
雰
馳
霰
‘
瓢
沙
舞
蓬
゜
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
直
夜
潰
レ
園
、
南
出
馳
走
。
〔
論
衡
‘
道
〔
周
證
‘
考
工
記
、
精
人
〕
終

H
馳
騎
、
左
不
レ
撻
゜
〔
老
子
、

【
馳
使
】
四
が
使
を
は
し
ら
す
。
急
い
で
使
を
や
る
。
又
‘
虚
〕
今
人
棄
―
―
馳
走
之
性
↓
●
人
を
も
て
な
す
意
味
に
用
十
二
〕
馳
騎
田
撒
‘
令
1

一
人
獲
＞
狂
。
〔
管
子
、
宙
合
〕
外
淫
ニ

急
の
使
。
〔
史
記
‘
鄭
生
傭
〕
馳
,
1

使
諸
侯
コ
畜
盃
U

、
司
馬
ひ
る
。
又
‘
饗
應
の
飲
食
物
。
又
、
美
食
。
甘
旨
。
子
馳
騎
田
撒
↓
〔
韓
非
子
‘
説
疑
〕
為
1

一
人
主
―
者
‘
誠
明
1

一於

相
如
博
下
〕
南
馳
レ
使
、
以
誼
―
―
勁
越
-
[
馳
送
】
36

サ
＇
ウ
馳
せ
送
る
。
〔
宋
史
‘
獣
陽
守
道
傭
〕
主
臣
之
所
＂
言
‘
則
雖
ー
一
軍

t
馳
騎
‘
撞
レ
鐘
舞
＞
女
‘
國
猶
且

【
馳
思
】
23

ゲ
思
を
は
せ
る
。
思
慕
の
意
を
よ
せ
る
。
〔
博
人
躙
,
,
其
毎
食
含
レ
肉
‘
密
欝
遺
玉
母
、
為
設
己
一
器
一
馳
存
也
。
〔
呂
覧
‘
任
敷
〕
馳
騎
而
因
耳
芙
。
〔
注
〕
馳
騎
‘
田
撒

毅

、

舞

賦

〕

熊

儀

操

以

顕

レ

志

令

‘

獨

馳

レ

思

乎

杏

送

‘

乃

肯

―

―

肉

食

↓

也

。

〔

漢

書

‘

五

行

志

中

之

上

〕

t
撒
馳
騎
如
レ
故
。
〔
新
書
、

冥

。

【

馳

蕩

】

37

が
は
せ
う
ご
く
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
田
涌
馳
敷
寧
〕
馳
聘
鐘
鼓
之
架
゜
〔
曹
植
‘
七
啓
〕
馳
騎
足
1

ー
用
蕩
＞

【

馳

駿

】

れ

が

蕩

‘

利

刃

駿

足

。

思

‘

涸

撒

可

1

一
以
娯
＂
情
。
●
奔
走
す
る
。
は
た
ら
く
。
又
、

馬
に
乗
つ
て
騒
け
廻
る
。
は
や
足
に
は

13097 
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馬

部

〔
三
董
〕

馳

靭

馴

ジ
ッ

駈
(
1
2
-
4
4
6
0
4
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駆
‘
或
作
J

靭゚

日
認
ク

口
ヰ
ン

国
ク
ン

〔
集
韻
〕
松
倫
切く｀

T

U

J

 

〔
集
韻
〕
禽
倫
切

〔
集
韻
〕
叶
運
切

圃囮町囮
り

地

位

や

功

名

な

ど

を

得

よ

う

と

し

て

手

腕

を

あ

ら

は

す

天

。

【

馳

流

】

69

炉

こ
と
に
努
力
す
る
。
〔
晉
書
、
播
尼
傭
〕
棄
レ
本
要
レ
末
之
【
馳
馬
】

5
5
"
0馬
を
は
し
ら
す
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
上
〕
馳
流
。

徒
‘
知
レ
進
忘
レ
退
之
士
、
莫
レ
不
下
飾
レ
オ
鋭
レ
智
‘
抽
レ
鋒
好
馳
レ
馬
試
レ
剣
。

O
孫
櫂
の
名
づ
け
た
小
船
の
名
。
〔
古
【
馳
撒
i

】70
”
プ
馬
を
は
せ
て
か
り
す
る
。
〔
管
子
、
七
臣

擢
ゎ
穎
‘
傾
―
―
側
乎
勢
利
之
交
玉
馳
＊
騎
乎
嘗
塗
之
務
3

●
今
注
‘
雑
註
〕
孫
櫂
名
レ
飼
為
1
1

赤
馬
ご
云
云
、
又
以
レ
舟
七
主
〕
馳
撒
無
レ
窮
‘
鼓
築
無
レ
厭
。
〔
史
記
‘
梁
孝
王
世

走

り

ま

は

ら

せ

る

。

使

役

す

る

。

〔

老

子

、

四

十

三

〕

天

名

―

―

馳

馬

↓

家

〕

出

従

二

千

乗

萬

騎

一

東

西

馳

嫌

、

擬

―

―

於

天

子

↓

下
之
至
柔
‘
馳
1

一
騎
天
下
之
至
堅
↓
〇
か
け
ま
は
る
。
渉
【
馳
跛
】
5
6
9
'

は
せ
越
え
る
。
〔
何
景
明
‘
進
舟
賦
序
〕
【
馳
底
之
喜
一
】
71

”
け
イ
ノ
晉
の
平
公
の
畳
の
名
。
〔
説
苑
‘

撒
す
る
。
〔
晉
書
、
江
迪
傭
〕
慨
息
畢
―
―
於
仁
義
一
馳
騎
顛
頓
馳
跛
‘
而
不
レ
任
,
,
其

努

↓

正

諫

〕

君

為

二

馳

底

之

畳

て

4

可
a
以
登
―
―
干
兵
i

下
可
礼
以

極
於
六
藝
↓
●
宣
布
す
る
。
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移
文
、
【
馳
稟
】
57

c
h
'
i
h
2
 
p
i
n
g
"

至

急

に

願

出

る

。

陳

11

鐘
鼓
↓

騎
西
山
之
逸
諷
馳
―
―
東
皐
之
素
謁
な
d
〕
翰
日
‘
馳
騎
、
【
馳
赴
】
58

力
は
し
り
お
も
む
く
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀

宣

布

也

。

上

〕

光

武

即

馳

赴

ら

之

。

〔

宋

史

‘

石

普

傭

〕

聞

―

―

敵

所

在

i

〖
馳
騎
築
翌
”
u

車
馬
を
馳
せ
遊
撒
す
る
築
。
〔
史
即
馳
赴
レ
之
。
【
戸
初
】
岬

記
、
平
津
侯
主
父
傭
〕
徐
築
日
‘
云
云
‘
雖
レ
有
―
―
強
國
勁
【
馳
驚
】
59

カ
馬
を
は
し
ら
せ
る
。
又
‘
は
し
る
。
か
け
ま

兵
ご
陛
下
逐
↓
―
走
獣

mず
輩
鳥
百
竺
涌
燕
之
固
ゴ
ち
云
‘
は
り
は
た
ら
く
。
奔
走
す
る
。
〔
逸
周
書
‘
文
傭
解
〕
胎
馬

恩

馳

騎

之

蜘

自

若

也

。

子

馳

驚

↓

〔

六

餡

‘

龍

餡

‘

立

持

〕

疾

若

-
l

馳
驚
ご
楚
辟
‘

【
馳
蝶
】
船
が
小
舟
を
早
く
走
ら
せ
る
。
〔
梁
武
帝
、
移
,
,

離
騒
〕
忽
馳
鵞
以
追
逐
分
。
〔
史
記
‘
李
斯
傭
〕
此
布
衣

京
星
檄
〕
沿
祗
馳
レ
鰈
‘
掩
砿
新
亭
↓
馳
驚
之
時
‘
而
浦
説
者
之
秋
也
。
〔
司
馬
相
如
‘
上
林
賦
〕
【
畔

5
】
呻

【
馳
傭
】
4
7
t
ン
騨
偉
の
馬
車
。
中
馬
四
匹
‘
至
急
の
令
に
東
西
南
北
‘
馳
驚
往
来
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
上
〕
今
此
誰

供
す
る
。
又
‘
其
の
馬
車
を
走
ら
せ
る
。
〔
史
記
、
孟
嘗
君
賊
而
馳
驚
撃
な
之
乎
。
〔
播
岳
‘
射
雉
賦
〕
咸
乗
レ
危
以
馳

博
〕
秦
昭
王
後
悔
レ
出
―
―
孟
嘗
君
盃
小
レ
之
、
已
去
‘
即
使
―
―
驚
゜
〔
魏
志
‘
夏
侯
玄
偉
〕
馳
驚
之
路
。

人
馳
博
逐
＂
之
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕
使
者
馳
博
督
趣
°
〖
馳
驚
太
過
〗

6
0
存
ハ
グ
ス
グ
甚
し
く
奔
走
す
る
こ
と
。

〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
高
祗
、
十
二
年
）
既
受
レ
詔
‘
馳
博
〔
方
孝
襦
‘
懸
窯
記
〕
用
レ
オ
騎
レ
智
者
‘
馳
驚
太
過
‘
釣
レ

未
レ
至
レ
軍
。
〔
注
〕
如
淳
日
、
四
馬
高
足
為
1

畜
砿
文
中
足
奇
輌
レ
名
、
以
悦
t

一
其
君
↓

為

扇

円

【

馳

辮

】

61

勺
ン
耕
舌
を
巧
に
つ
か
ふ
。
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕

【
馳
免
】
48

け
は
し
る
う
さ
ぎ
。
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕
馳
レ
辮
如
濤
波
盃
E

臼
藻
如
春
華
↓

奔

狐

馳

免

。

【

馳

歩

】

8

”
は
し
り
あ
る
く
。
〔
列
子
、
周
穆
王
〕
多
―
―

【
馳
騰
】
49

炉
は
せ
の
ぽ
る
。
〔
越
絶
書
‘
越
絶
徳
序
外
馳
歩
1

少
1

一
休
息
↓

博

記

〕

馳

騰

氣

芦

奔

馬

↓

【

馳

奔

】

63

が
か
け
り
は
し
る
。
奔
馳
。

【
馳
突
】
50

ザ
勢
は
げ
し
く
か
け
る
。
突
進
す
る
。
つ
【
馳
邁
】
“
t
ィ
は
せ
ゆ
く
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
猛
獣
驚

き
す
す
む
。
〔
後
漢
書
、
南
匈
奴
傭
論
〕
雲
屯
鳥
散
‘
更
相
而
跳
駿
令
‘
妄
奔
走
而
馳
邁
。

馳
突
。
〔
魏
志
、
武
帝
紀
〕
太
祗
陣
乱
‘
馳
突
火
出
。
〔
李
【
馳
名
】
65

バ
イ
名
を
は
せ
る
。
ほ
ま
れ
を
あ
げ
る
。
名
臀

白
‘
登
↓
1

梅
岡
―
詩
〕
畢
峯
如
レ
逐
レ
鹿
‘
奔
走
相
馳
突
。
が
遠
く
ま
で
傭
は
る
。
〔
華
陽
國
志
〕
陳
階
‘
字
達
之
、
辟

【
馳
入
】
51

デ
は
せ
て
入
る
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
上
〕
晨
章
燦
麗
‘
馳
ー
ー
名
嘗
世
↓

塾
入
張
耳
韓
信
壁
面
奪
―
―
之
軍
↓
〔
五
代
史
‘
雑
‘
襄
従
【
馳
躍
】
6
6
t
'

は
せ
お
ど
る
。
〔
呉
莱
‘
客
夜
聞
nl

琵
琶

簡
博
〕
潜
率
―
散
騎
玉
馳
入
―
―
梁
軍
玉
奪
11

其
旗
―
而
還
。
弾
,
,
白
伺
鵠
一
詞
〕
放
鷹
一
馳
躍
‘
興
レ
鵠
相
上
下
。

【
馳
年
】
52

が
速
か
に
去
り
ゆ
く
歳
月
。
〔
飽
照
、
競
ー
後
【
馳
涌
】
67

が
ほ
と
ば
し
り
わ
く
。
〔
論
衡
‘
炊
力
〕
江
河

蹟
詩
〕
華
志
分
11

馳
年
一
詔
顔
惨
驚
レ
節
。
之
水
‘
馳
涌
滑
漏
‘
席
畑
地
長
遠
。

【
馳
念
】
53

が
思
ひ
を
は
せ
る
。
心
配
す
る
。
〔
宋
書
、
【
馳

t
】68
が
馬
を
は
せ
て
い
ぐ
る
み
で
射
る
。
又
、
い

威
質
博
〕
藉
―
―
風
馳
―
而
宵
憤
‘
撫
一
短
策
一
而
馳
レ
念
。
ぐ
る
み
の
矢
を
と
ば
す
。
〔
揚
雄
‘
羽
撒
賦
〕
馳
,,t'
乎
紳

【
馳
波
】
5
4
"

は
し
る
波
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
馳
波
明
之
園
↓
〔
唐
書
‘
太
宗
諸
子
、
蜀
悼
王
惜
博
〕
復
出
馳

跳
沫
゜
〔
謝
眺
、
臨
―
―
楚
江
1

賦
〕
馳
波
欝
素
‘
駿
浪
浮
レ

t
‘敗
n
民
稼
↓

蘭
小
巳
口
O
な

れ

る

。

次

第

に

し

た

し

易
豪
む
。
馬
が
な
れ
る
。
〔
説
文
〕
馴
‘
馬

順
也
、
ハ
レ
馬
川
臀
。
〔
廣
雅
‘
繹
言
〕
馴
‘
擾
也
。

〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
馬
先
馴
而
後
求
な
良
。
〔
注
〕

馴
‘
擾
也
。
●
な
ら
す
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
大
費
佐
レ

舜
、
調
―
―
馴
鳥
獣
↓
〇
み
ち
ぴ
く
。
〔
集
韻
〕
馴
‘
道

也
。
●
し
た
が
ふ
。
〔
易
‘
坤
〕
馴
ー
一
致
其
道
↓
〔
繹

文
〕
馴
、
従
也
。
〔
説
苑
‘
建
本
〕
學
不
レ
陵
レ
節
而

施
レ
之
曰
レ
馴
。
〔
太
玄
経
‘
玄
登
〕
天
道
乃
馴
゜

〔
注
〕
馴
‘
順
也
。

O
漸
を
以
て
至
る
。
次
第
に
来

る
。
〔
正
字
通
〕
馴
‘
凡
ハ
レ
漸
而
至
曰
レ
馴
。

O
ょ

い
。
正
し
い
。
〔
史
記
‘
管
禁
世
家
〕
皆
有
一
馴
行
↓

〔
注
〕
索
隠
日
、
馴
‘
善
也
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
賛
〕

其
文
不
雅
馴
↓
〇
通
じ
て
験
(
1
2ー

4
4
6
0
7
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
馴
、
通
作
レ
航
。
国
●
し
た
が
ふ
。

〔
集
韻
〕
馴
‘
順
也
。
●
を
し
へ
る
。
を
し
へ
。
訓

(
1
0
 |
 3
5
2
3
8
)
に
通
ず
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
賛
〕
其
文

不
,
,
雑
馴
-
〔
注
〕
正
義
曰
‘
馴
‘
訓
也
。
〔
史
記
、
文
帝

は
せ
な
が
れ
る
。
〔
論
衡
‘
率
性
〕
日
夜

（會圃オ三） 象馴

紀
〕
列
侯
亦
無
な
由
己
数
-
―
馴
其
民
↓
〔
注
〕
正
義
日
‘

馴
‘
古
訓
字
。

凰
ョ
シ
。
ナ
レ
。

【
馴
育
】
1

伐
分
な
ら
し
そ
だ
て
る
。
〔
岱
康
、
呉
ー
山
巨

碑
絶
レ
交
書
〕
禽
鹿
少
見
l

―
馴
育
硲
刑
服
1

一
従
教
制
↓

【
馴
行
】
2

知
吟
よ
い
お
こ
な
ひ
。
善
行
。
循
行
。
脩
行
。

〔
史
記
‘
管
禁
世
家
〕
廿
季
・
康
叔
‘
皆
有
1

一
馴
行
↓
〔
漢
書
、

萬
石
君
博
〕
皆
以
―
―
馴
行
孝
謹
石
官
至
―
―
二
千
石
↓

【
馴
押
】
3

経
/
な
れ
し
た
し
む
。
〔
南
史
、
梁
宗
室
下
、

宜
豊
侯
諮
博
〕
野
鳥
馴
押
、
棲
―
―
宿
箸
宇
↓
〔
唐
書
、
五
行

志
一
〕
水
禽
山
鳥
、
無
レ
不
―
―
馴
押
↓

【
馴
鵠
】
4

芸
ノ
な
れ
た
は
と
。
〔
韻
府
引
‘
元
横
‘
詩
〕
馴

鵠
閑
依
レ
綴
、
調
猿
静
守
レ
露
。

【
馴
合
】
5

召
●
男
女
が
馴
れ
合
ふ
こ
と
。
野
合
す
る

こ
と
。
●
ぐ
る
に
な
る
こ
と
。
相
酎
立
す
べ
き
雨
者
が

共
謀
し
て
よ
い
加
減
に
事
を
す
る
こ
と
。
●
馴
合
夫
婦

の
略
。
馴
合
夫
婦
と
は
‘
馴
れ
合
つ
て
出
来
た
夫
婦
。
出

来
合
夫
婦
。

【
馴
顔
】
6

紆
い
な
れ
た
や
う
な
顔
つ
き
。

【
馴
禽
】
1

豆
分
な
ら
さ
れ
た
鳥
。
鶉
鵡
を
い
ふ
。
〔
後

漢
書
、
西
南
夷
博
論
〕
又
其
賓
縁
・
火
雹
・
馴
禽
•
封
獣
之

賦
蛉
積
於
内
府
↓
〔
注
〕
馴
禽
‘
鴨
鵡
也
。

【
馴
柴
】
8

氾
常
陸
國
の
地
名
。

【
馴
象
】
，
5

心
ン
か
ひ
な
ら
し
た
象
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕

（
元
狩
二
年
）
南
越
猷
―
―
馴
象
・
能
言
鳥
↓
〔
注
〕
應
肋
日
‘
馴

者
‘
軟
n

一
能
拝
起
周
章
、
従
入
意
也
。
〔
後
漢
書
、
獣
帝

紀
〕
（
建
安
七
年
）
子
慎
國
猷
↓
―
馴
象
↓
〔
注
〕
謂
レ
随
,
,
人

五
〇

13098 
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馬

部

〔
三
ー
~
四
董
〕
馴

唇

昇

駿

鳶

騎

騨

駈

駿

駈

意
也
°
〔
一
―
-
オ
圏
會
‘
儀
制
三
、
馴
象
圏
考
〕
晉
輿
服
志

云
、
武
帝
太
康
中
、
南
越
獣
,
,
馴
象
盆
詔
作
レ
車
駕
レ
之
、
以

載
賣
門
鼓
吹
散
十
人
盃
竪
越
人
騎
＞
之
、
正
旦
大
會
、

駕
レ
象
入
レ
庭
゜

【
馴
至
】

10.8/
だ
ん
だ
ん
に
来
る
。
徐
々
に
来
る
。
〔
日

本
政
記
‘
陽
成
天
皇
論
〕
雖
・
勢
之
馴
至
非
n

―
其
所
,
,
得

知
去
い
無
レ
有
1

所,,
以
胎
＞
之
也
。

【
馴
獣
】
11

忍i
ン
な
れ
た
け
も
の
。
〔
後
漢
書
、
梁
翼
博
〕

翼
乃
大
起
―
―
第
含
辛
竺
互
奇
禽
馴
獣
‘
飛
1

一
走
其
間
↓
〔
張

衡
‘
週
天
大
象
賦
〕
祭
―
―
馴
獣
於
固
苑
五
竺
封
禾
於
溝
潰
↓

【
馴
翔
】
12

終
な
れ
て
人
の
近
く
に
飛
ぶ
。
〔
梁
書
、
孝

行
、
劉
需
博
〕
蘊
於
墓
否
哀
慟
過
レ
糧
、
常
有
憂
白
鶴
一

馴
1

一
翔
直
側
↓

【
馴
鵡
】
13

忍
ぢ
か
ひ
な
ら
し
た
か
さ
さ
ぎ
。
〔
拾
遺
記
‘

六
、
前
漢
下
〕
昔
漢
武
時
、
四
夷
賓
服
、
有
レ
獣
1

一
馴
鵠
五
g

有
喜
架
事
而
鼓
レ
翼
翔
鳴
゜

【
馴
順
】
U

忍
ぢ
な
れ
従
ふ
。
〔
周
證
、
天
官
、
大
宰
、
教
典

以
｛
女
―
―
邦
國
ー
以
教
え
目
府
1

以
擾
―
―
萬
民
五
疏
〕
萬
民
擾
、

則
馴
順
之
義
也
。

【
馴
制
】
15

贄
な
ら
し
服
従
さ
せ
る
。
〔
唐
書
、
直
簡
求

博
〕
太
原
統
退
渾
契
芯
沙
陀
三
部
、
難
1

一
馴
制
↓

【
馴
擾
】
16

忠
ノ
な
れ
る
。
又
、
な
ら
す
。
柔
順
。
〔
書
‘
皐

掬
膜
、
擾
而
毅
‘
禁
傭
〕
擾
而
毅
者
、
馴
擾
而
果
毅
也
。

〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
馬
先
馴
而
後
求
レ
良
。
〔
注
〕
馴
‘
擾

也
。
〔
後
漢
書
、
禁
世
博
〕
母
卒
‘
薩
1

一
千
家
側
ぶ
動
静
以
レ

は
有
レ
免
‘
馴
擾
其
室
傍
↓
〔
禰
衡
‘
魏
鵡
賦
〕
能
馴
擾

以
安
虞
゜

【
馴
染
】
17
迂
，

0
馴
れ
し
た
し
む
こ
と
。
心
や
す
く
な

る
こ
と
。
●
男
女
が
互
に
親
し
む
こ
と
。
情
交
。
又
、

情
人
。
●
懇
意
な
人
。

【
馴
羅
】
18

戌
ュ
ン
な
れ
た
も
の
と
疎
い
も
の
。
〔
播
岳
、

射
雉
賦
〕
夷
陰
殊
レ
地
、
馴
塵
異
レ
勢
。
〔
注
〕
愛
曰
、
地

有
云
＇
陰
之
殊
五
雉
有
―
―
馴
轟
之
異
ニ
清
日
、
雉
有
―
―
馴
擾

翁
疎
正
髪
態
亦
異
也
。

【
馴
道
】
19

”
巧
教
へ
導
く
。
訓
導
。
訓
道
。
〔
史
記
、
文
帝

紀
〕
故
夫
馴
道
不
純
‘
而
愚
民
陥
焉
。

【
馴
致
]20

”
ぅ
漸
次
に
来
た
す
。
又
、
自
然
に
さ
う
な

つ
て
く
る
。
又
、
な
ら
し
来
た
す
。
な
じ
む
。
〔
易
‘
坤
〕

象
日
‘
履
レ
霜
堅
泳
‘
陰
始
凝
也
‘
馴
ー
一
致
其
道
云
ぎ
堅
泳
1

也
。
〔
文
心
彫
龍
、
神
思
〕
積
レ
學
以
儲
レ
賓
‘
酌
レ
理
以
富
レ

才
‘
研
閲
以
窮
照
‘
馴
致
以
憚
辞
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
著
,
,

馴
致
之
醇
醸
↓
〔
蘇
試
‘
策
略
〕
将
L

以
馴
1

一
致
服
"
'
習
天
下

之
心
涵
i

年
不
レ
至
1

於
拝
格
而
難
＂
操
。

[
馴
雉
】
21

和
ぅ
な
れ
た
雉
゜
〔
晉
書
、
孝
友
信
論
〕
許
孜
、

少
而
敏
レ
學
、
褪
備
在
J

二
、
馴
雉
棲
1

一
其
梁
棟
五
猛
獣
擾
二

其
庭
圃
↓
〔
後
漢
書
‘
魯
恭
博
〕
拝
―
―
中
牟
令
字
竺
云
‘
建
初

七
年
、
郡
國
媒
傷
レ
稼
‘
犬
牙
緑
レ
界
、
不
レ
入
―
―
中
牟
盆
5

南
手
衷
安
聞
レ
之
、
疑
―
―
其
不
＂
賓
‘
使
,
,

仁
恕
捧
肥
親
往

廉
ー
之
‘
恭
随
行
1

一
肝
栢
面
倶
坐
―
―
桑
下
云
有
レ
雉
過
‘
止
1

一其

夜
傍
有
"
童
兒
盃
親
日
、
兒
何
不
レ
捕
レ
之
、
兒
言
‘
雉
方

将
レ
雛
、
親
聾
然
而
起
‘
卑
ハ
レ
恭
訣
曰
、
所
1

和
岱
究
者
‘
欲
レ

察
蒼
之
政
筵
耳
、
今
晶
不
レ
犯
レ
境
、
此
一
異
也
、
化

及
"
鳥
獣
孟
此
二
異
也
‘
竪
子
有
―
―
仁
心
ぶ
匹
三
異
也
、
云

云
‘
還
レ
府
具
以
レ
状
白
に
女
‘
云
云
、
安
因
上
書
言
レ
状
‘

帝

異

レ

之

。

「

馴

れ

易

い

畜

類

。

【
馴
畜
】
22hstin• 

c
h
'
u
•畜
類
を
な
ら
す
。
又
、
人
に

【
馴
誓
】
23

砕
人
に
な
れ
た
雉
゜
〔
南
史
、
劉
違
博
〕
野

多
馴
璽
此
亦
威
鳳
一
羽
、
足
1

ー
以
瞼
真
五
徳
↓

【
馴
徳
]
2
4

埒
●
勝
れ
た
徳
。
大
徳
。
俊
徳
゜
峻
徳
゜

〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
能
明
-
1

馴
徳
百
盆
序
九
族
↓
●
徳
に

し
た
が
ふ
。
〔
孔
子
家
語
、
好
生
〕
鳥
獣
馴
レ
徳
、
無
レ
他

也
‘
好
な
生
故
也
。

【
馴
駿
】
25

呟
を
な
れ
た
ま
だ
ら
う
ま
。
〔
司
馬
相
如
、

子
虚
賦
〕
駕
,
,
馴
駿
之
閉
五
乗
,
,
彫
玉
之
輿
↓

【
馴
伏
】
26

在
ン
な
れ
て
近
く
に
臥
す
こ
と
。
又
、
な
れ

し
た
が
ふ
。
〔
韻
府
引
、
録
異
記
〕
楊
大
博
‘
資
州
人
也
‘

年
十
六
、
直
1

一
父
母
墓
二
二
年
、
有
1

一
肺
燈
如
炉
墓
‘
猛
虎

馴
伏
。

【
馴
服
】
27

芸
・
’
な
じ
み
し
た
が
ふ
。
な
れ
し
た
が
ふ
。

又
、
な
ら
し
し
た
が
は
せ
る
。
順
服
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
大

費
拝
受
‘
佐
レ
舜
調
―
―
馴
鳥
獣
五
鳥
獣
多
馴
服
。
〔
後
漢
書
、

西
先
博
論
〕
貪
,
,
其
暫
安
之
勢
涵
信
,
,
馴
服
之
情
↓
〔
論
衡
‘

率
性
〕
其
不
良
者
、
不
レ
能
1

一
馴
服
↓

【
馴
明
】
28

ダ
兌
次
第
に
あ
き
ら
か
に
す
る
。
〔
新
書
、
博

職
〕
為
な
之
稽
レ
詩
‘
而
廣
レ
道
顧
レ
徳
‘
以
馴
―
―
明
其
志
↓

【
馴
養
】
29

他
だ
な
ら
し
や
し
な
ふ
。
な
で
や
す
ん
ず

る
。
〔
宋
書
、
築
興
宗
傭
〕
況
安
都
外
撮
1

一
彊
地
盃
型
邁

邊
闊
一
考
―
―
之
國
計
一
尤
宜
―
―
馴
養
↓
〔
飽
照
‘
舞
鶴
賦
〕

団
馴
養
於
千
齢
五
守
長
悲
於
萬
里
↓

【
馴
良
】
3
0
5
梵
従
順
。
温
順
。
善
良
。
〔
魏
明
帝
‘
短
歌

釈
豪小

【
駿
】
〗

【昴】岬
冨
】
〗

〔
集
韻
〕
懸
移
切
甲

〔
集
韻
〕
章
移
切
甲
{

【駅】
i

〔
集
韻
〕
居
企
切
園

〔
集
韻
〕
施
智
切
図

且
ヽ
馬
が
つ
よ
い
。
〔
説
文
〕
駿
‘
一

馬
彊
也
、
ハ
レ
馬
支
瞥
。
●
つ
よ
い
。

國国□日
シキシギキ

駒
い

五
0
三

つ
ぎ
う
ま
。
は
や
う
ま
。
て
ん
ま
。
一

説
に
、
傭
車
‘
即
ち
し
ゅ
く
つ
ぎ
の
く

ジ
ッ
〔
集
韻
〕
入
質
切

Ill

ニ
チ
庄

i
i
h
•

＇ 
/
，
ヨ
ク

ソ
ク
口

小
日
口
〇
左
の
螢
足
の
白
い
馬
。
〔
説

昴
豪
文
〕
葬
馬
後
左
足
白
也
‘
ハ
檎
ニ
―
―

其
足
五
讀
若
レ
注
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
後
右
足
白
‘
襲
‘

左
白
‘
昴
゜
〔
詩
‘
奏
風
‘
小
戎
〕
駕
―
―
我
麒
昴
↓
〔
傭
〕

左
足
白
曰
レ
昴
°
〇
足
の
膝
以
上
の
白
い
馬
。
〔
集

韻
〕
昇
‘
馬
膝
以
上
皆
白
日
レ
昇
。
●
ほ
だ
す
。
う

ま
の
足
を
つ
な
ぐ
。
〔
玉
篇
〕
昇
‘
馬
縣
レ
足
。

蘭
由
指
事
。
馬
に
二
を
加
ふ
。
本
義
は
後
左
足
の
白
い

馬
を
い
ひ
‘
二
は
そ
の
し
る
し
で
あ
る
。

【
昇
足
】
1

松
[
あ
と
あ
し
の
白
い
馬
o

〔
易
ヽ
説
卦
〕
為
ニ

善
鳴
―
為

,,11!1:足
↓
〔
疎
〕
馬
後
足
白
為
J

昴。

曰
xユ

〔
集
韻
〕
朱
戌
切
函

出
穴
c
h
u
•

〔
集
韻
〕
朱
欲
切

OO

チ
ブ

母
(
1
2
-
4
4
6
1
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
唇
‘
俗
畢
字
。

行
〕
執
レ
志
精
専
‘
紫
行
馴
良
。

【
馴
鹿
】
31

豆
分
●
な
れ
た
鹿
。
〔
方
干
‘
題
―
―
法
華
寺
絶

頂
祠
家
壁
―
詩
〕
馴
鹿
不
レ
知
誰
結
レ
侶
、
野
禽
都
是
自

呼
レ
名
。
●
と
な
か
い
。
鹿
の
一
種
。
北
方
の
寒
地
に
住

み
‘
牝
牡
共
に
掌
状
の
枝
の
あ
る
角
を
有
す
る
。

霰】
g

験
(
U
l
-
4
4
6
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駿
或
作
レ
乾
。

テ
ッ

巳
馬
の
重
さ
。
〔
五
昔
集
韻
〕
駈
‘
馬
重
也
。
口
車

中
の
馬
。
〔
集
韻
〕
駈
‘
車
中
馬
。

【駈】
g

キ
ン
コ
ン

口l

〔
集
韻
〕
居
倣
切
呵
i-

日
キ
ン

〔

五

昔

集

韻

〕

園

許
観
切

冨
】
岬

シ

獅
(
1
2
-
4
4
9
3
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

獅
‘
或
省
。

馬
の
勢
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
馬
兒
゜

〔
字
彙
〕
肺
‘
馬
牡
兒
。

【
馳
】
〗
ハ
イ
〔
集
韻
〕
普
蓋
切
宰
{

【
鳶
】
〗

馬
が
走
る
。
〔
玉
篇
〕
鳶
‘
馬
走
。

ヒ

〔
玉
篇
〕
甫
責
切

面

す
こ
や
か
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
駐
‘
強
也
。
〔
玉

篇
〕
駿
勁
也
。
〔
太
平
御
覧
、
人
事
部
‘
健
〕
通
俗

文
日
、
強
健
日
レ
駿
。
國

0
馬
が
つ
よ
い
。
〔
集

韻
〕
駿
‘
馬
彊
也
。
●
馬
の
病
。
〔
康
煕
字
典
〕
駐
‘

集
韻
‘
馬
病
。

13099 



(44605)一 (44618)

小
●
お
ひ
つ
く
。
馬
が
走
つ
て
お
ひ
つ

駅

豪

v゚
〔
説
文
〕
駁
‘
馬
行
相
及
也
が
馬

及
及
亦
臀
‘
讀
若
爾
雅
曰
,
,
小
山
駁
↓
●
か
け

る
。
は
し
る
。
馬
が
走
る
。
〔
方
言
、
十
三
〕
駁
、
馬
【
齢
叫
】
岬

馳
也
。
〔
廣
雅
、
秤
言
五
t

、
馳
也
。
●
は
や
い
。
迅

速
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
軽
先
二
疾
雷
一
而
駁
,
,
遺

風
一
〔
注
〕
善
日
、
郭
環
日
‘
駁
‘
疾
也
。
R
馬
の
行

く
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
駁
、
馬
行
兒
。

O
物
の
さ
ま
。

駁
娑
(

1

)

・
駁
還
(

4

)

を
見
よ
。

蘭
閉
會
意
形
臀
。
馬
と
及
と
の
合
字
。
本
義
は
馬
の
走

つ
て
追
ひ
つ
く
義
。
故
に
馬
と
及
と
を
合
し
て
そ
の
義

を
あ
ら
は
す
。
及
は
又
昔
符
。

【
駁
娑
]
1

努
グ
ヤ
●
馬
の
迅
疾
な
さ
ま
。
〔
三
輔
黄
圏
｀

三
〕
騒
娑
宮
。
〔
注
〕
駁
娑
‘
馬
行
疾
貌
‘
馬
行
迅
疾
‘
一
日

之
間
編
一
宮
中
n―
亘
宮
之
大
一
也
。
●
漢
の
宮
殿
の
名
。

〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
螢
↓
1

建
章
・
鳳
闘
・
紳
明
・
駿
娑
↓
〔
班

固
‘
西
都
賦
〕
経
―
―
胎
盪
1

而
出
二
駁
娑
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
闊
中

記
日
、
建
章
宮
有
1
1

騒
娑
・
胎
盪
・
衿
詣
・
承
光
四
殿
↓
●

不
揃
に
斜
に
つ
づ
く
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
駁
、
駿
娑
、
参
差

透
遅
貌
。

【
駿
駁
】
2
E
7
7

馬
の
疾
く
は
せ
る
さ
ま
。
〔
方
言
、
十
一

圏菌

日
●
毛
の
長
い
馬
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
一
日
、
馬
長
毛
。

●
車
の
お
ほ
ひ
゜
〔
集
韻
〕
駐
、
車
妻
以
禦
二
風
塵
f

□

O
車
の
お
ほ
ひ
。
妻
(
9ー

2
8
7
3
9
)

に
通
ず
。

【

耗

】

曇

【
駅
】
〗

口日
レ，毛ベ
7 ウウ

〔
集
韻
〕
膜
抱
切

〔
集
韻
〕
力
渉
切

駿
(
1
2
-
4
4
8
4
1
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
駈
、
同
レ
駿
。

ェ，ウ

日
□
国
さ
か
げ
の
馬
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
逆
毛
居

馴
〔
注
〕
馬
毛
逆
刺
゜
〔
集
韻
〕
駿
馬
逆
毛
。

国口
ジシェ
’’ ユユン
ンン

日
ィ
ン

〔
集
韻
〕
庚
準
切
饂
g

＞
 

u
 
.f 
ytin3 

〔
集
韻
〕
以
轄
切
廻
叫

〔
集
韻
〕
松
倫
切
薗
-

国】呻
サ
ブ

〔
集
韻
〕
悉
合
切
索
i

ヽ

ム
Y
•
sa• 

小
馬
の
尾
を
む
す
ぶ
。
又
、
そ
の
も
の
。

騒
豪
〔
説
文
〕
騎
、
系
,
,
馬
尾
也
、
ハ
レ
馬
介

贅
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
動
、
結
―
―
馬
尾
1

如

入

之

斧
↓
〔
太
玄
経
‘
玄
〕
車
蛉
馬
騎
。

る
ま
。
靭
(
1
2
ー

4
4
5
9
4
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
駅
‘

傭
也
、
八
レ
馬
日
臀
゜
〔
段
注
〕
各
本
、
博
上
有
,
,
騨

字
ぶ
千
八
所
レ
増
、
今
刷
正
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
車

曰
レ
駅
‘
日
レ
傭
‘
馬
曰
レ
騨
‘
日
4

遠
。
〔
爾
雅
‘
秤

言
〕
馴
‘
遠
傭
也
。
〔
注
〕
皆
博
車
駅
馬
之
名
。
〔
集

韻
〕
駆
或
作
レ
靭
゜
〔
六
書
故
〕
駈
‘
置
レ
馬
代
馳
‘

取
レ
疾
也
‘
以
レ
車
日
レ
博
‘
以
レ
騎
日
レ
駆
。
〔
左
氏
‘

文
‘
十
六
〕
楚
子
乗
レ
駈
‘
會
1

一
師
子
臨
品
↓
〔
注
〕

駈
‘
億
車
也
。
〔
玩
元
校
勘
記
〕
閲
本
・
監
本
・
毛

本
‘
駈
作
レ
騨
‘
案
‘
駈
訓
二
博
車
ぶ
品
レ
炊
レ
日
。

馬

部

〔
四
驚
〕

扉
】
〗
カ
イ
〔
集
韻
〕
居
拝
切
圏

駿
馬
馳
也
、
注
〕
駿
駿
‘
疾
貌
也
。

【
販
沓
】
3
9
7
7

ゆ
き
わ
た
る
。
〔
李
白
、
明
堂
賦
〕
武
義

恒
赫
於
有
塾
仁
臀
息
沓
乎
無
墨
〔
注
〕
喩
n

一
仁
臀
之

流
行
‘
如
焉
行
之
速
也
。

【
駿
遠
】
4

焚
牡
ん
な
さ
ま
。
〔
陸
機
、
文
賦
〕
紛
蔵
葵

以
駿
還
‘
唯
奄
素
之
所
レ
擬
゜
〔
注
〕
向
日
、
騒
還
‘
牡
貌
。

【
駿
騎
】
5
9
7
7

馬
行
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
騎
‘
駿
騎
‘
馬
行

兒゚

駁

騎

耽

駁

駐

駁

渇

昴

駄

駐

駁

駅

瘍

駐

小
或
日
□
国
ほ
だ
す
。
き
づ
な
。

馬
豪
贄
證
ほ
だ
し
。
馬
足
を
つ
な
ぎ
と

め
る
。
又
‘
其
の
つ
な
。
繁
(
8ー

2
7
8
3
1
)

に
同
じ
。

〔
説
文
〕
昴
‘
絆
―
―
馬
足

1也
、
ハ
;
馬

0,1其
足
一
春

秋
傭
日
、
韓
蕨
執
レ
唇
前
‘
讀
若
レ
輔
、
繁
‘
唇
或

ハ
レ
糸
執
臀
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
連
レ
之
以
11

鵜
昴
↓

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
駐
、
馬
名
。

【

耽

】

[

冨】如

冨】
i

国口
ト，夕，ジ，シ，
77ユユ
チツ

日
チ
ブ

〔
集
韻
〕
陣
立
切
圃

出

c
h
i
h
'

〔
集
韻
〕
食
律
切
岡
f函

〔
集
韻
〕
徳
合
切

【

娼

】

血

プ

ン

駁
(
1
2
|
 4
4
6
1
0
)

に
同
じ
。
〔
六
書

略
〕
駁
‘
或
書
作
レ
娼
。

〔
集
韻
〕
子
求
切

m

ィ9
ウ
ゥ ロ

駅
(
1
1
!
-
4
4
6
1
6
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
隅
、
同
レ
駅
。

【
駈
】
〗
ロ

纏
(110
-
4
5
0
6
9
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
駈
‘
俗
纏
字
。

霰】呻
を
う
ま
。
〔
集
韻
〕
駁
‘
牡
馬
。

プフ

〔
集
韻
〕
奉
甫
切
卿
-

霰
】
[
”
ふ

印

た

て

が

み

が

赤

く

‘

目

が

内

双

注

易

豪

ぱ

ぱ

黄

金

色

の

し

ま

う

ま

。

も

と
娼
(1110
ー

4
4
6
1
1
)
に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
駁
‘

本
作
迫
゜
〔
説
文
〕
娼
‘
斌
馬
、
赤
馘
縞
身
、
目
若
―
-
【
駐
5
】
i

黄
金
な
臼
口
,
,
吉
皇
之
乗
盃
周
成
王
時
‘
犬
戎
獣
レ

之
、
ハ
,
,
馬
文
ぶ
仝
亦
臀
、
春
秋
博
曰
‘
娼
馬
百
閉
‘

文
馬
‘
蜜
馬
也
、
西
伯
獣
レ
村
、
以
全
―
―
其
身
↓
〔
段

注
〕
娼
馬
斌
字
‘
今
補
、
各
本
名
曰
之
下
有
二
瘍

字
公
F

剛
正
。

幅
由
會
意
形
臀
。
文
と
馬
と
を
合
は
せ
、
あ
や
模
様
あ

る
馬
の
意
を
表
は
し
、
文
は
亦
昔
符
。

【

駐

】

叩

ヘ
ン

駅
(
1
2
-
4
4
7
9
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
駐
‘
俗
絣
字
。

ロ
0
馬
が
歩
み
す
す
む
。
〔
廣
韻
〕
駄
、
一
曰
、
馬

歩
近
前
。
●
馬
の
ね
む
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
駄
‘

馬
睡
兒
゜
□
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
駄
‘
馬
名
。

に日
トタトタ
ンンンン

〔
集
韻
〕
丁
紺
切
暉
回

〔
集
韻
〕
都
感
切
國
i-

〔
集
韻
〕
無
分
切

図

〔
周
證
‘
春
官
‘
巾
車
‘
輩
車
組
晩
有
二
雲
羽
蓋
心
g
〕

故
書
、
饗
為
レ
耗
。
〔
繹
文
〕
耗
‘
昔
撒
‘
或
昔
毛
。

O

既
(
6
|
1
6
9
8
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
彫
‘
或
作
レ
耗
゜

〔
秤
文
〕
雀
云
‘
絆
↓
ー
前
雨
且
也
。
〔
韓
愈
‘
祭
↓
―
柳

子
厚
ー
文
〕
天
脱
―
―
昴
鵜
一

醜
由
字
又
‘
唇
に
作
る
。
象
形
。
つ
な
を
以
て
馬
の
足
を

つ
な
ぎ
と
め
た
形
に
象
り
、
ほ
だ
し
・
き
づ
な
の
意
を

示
す
。
字
解
を
見
よ
。
〔
段
注
〕
〇
、
象
絆
之
形
↓

【
母
．
親
】
1

”
，
ほ
だ
し
。
た
づ
な
。
〔
韓
愈
‘
祭
―
―
柳
子

厚
文
〕
天
脱
涵
H
翌
〔
曾
翠
縣
州
鱚
淫
薦
雨
文
〕
未
レ

受
涵
．
墨

五
0
四

13100 
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馬

部

〔
四
蜜
〕

駁

騨

腸

駄

鴇

五
0
五

小
●
ま
だ
ら
う
ま
。
ぶ
ち
う
ま
。
色
の
純

羞
豪
一
で
な
い
馬
。
〔
説
文
〕
駁
、
馬
色
不
レ

純
‘
炊
レ
馬
交
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
騨
白
‘
駁
゜
〔
一

切
経
昔
義
、
十
七
〕
黄
白
雑
日
レ
駁
゜
〔
詩
‘
臨
風
‘

東
山
〕
皇
駁
其
馬
。
〔
傭
〕
騎
白
日
レ
駁
°
●
ま
だ
ら

に
な
る
。
〔
張
九
齢
‘
祠
―
―
紫
蓋
山
1

経
,
,
玉
泉
山
1

詩
〕
蘇
駁
鯉
行
塵
猿
蹄
燕
坐
林
↓
〇
ま
じ
る
。

ま
じ
つ
て
よ
く
な
い
も
の
。
〔
荘
子
、
天
下
〕
其
道

舛
駁
。
〔
疏
〕
雑
揉
也
。
〔
辞
道
衡
‘
老
氏
碑
〕
梓
駁

不
レ
分
。
R
た
が
ふ
。
あ
や
ま
る
。
そ
む
く
。
〔
唐
玄

宗
‘
孝
経
序
〕
近
観
,
,
孝
経
藷
注
ご
玲
駁
尤
甚
。

〔
疏
〕
駁
‘
錯
也
。
〔
唐
書
、
王
仲
丘
偉
〕
典
章
差
駁
。

〇
せ
め
た
だ
す
。
反
覆
論
難
す
る
。
〔
魏
書
、
李
問

傭
〕
常
弾
,
,
駁
公
卿
五
無
レ
所
,
,
廻
避
↓
〔
唐
書
‘
王
世

充
傭
〕
耕
1駁
世
充
~
-
か
た
よ
る
。
あ
ま
ね
く
ゆ

き
わ
た
ら
ぬ
。
〔
漢
書
、
谷
永
偉
〕
解
―
―
偏
駁
之
愛
一

〇
荷
を
つ
み
お
ろ
し
す
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
駁
、

俗
謂
土
笠
卸
貨
物
1

曰
レ
駁
、
如
レ
云
―
―
駁
船
駁
岸
↓

●
果
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
木
〕
駁
、
赤
李
。
〔
疏
〕
李
之

子
赤
者
名
レ
駁
。

O
駿
(
1
2
-
4
4
8
6
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
駁
‘
或
炊
レ
笈

o.駿(12
-
4
4
7
2
6
)

に
同

じ
。
〔
正
韻
〕
駁
、
同
レ
駿
。

O
聰
④
貨
物
を
積
換

へ
る
。
轄
載
す
る
。
＠
債
を
ね
ぎ
る
。

C
そ
ら
す
。

横
へ
そ
れ
る
。

廟
圏
熟
語
は
駿
(
1
2
-
4
4
7
2
6
)
を
併
せ
見
よ
。

【
駁
利
】
1

吟
斑
色
の
利
。
〔
摯
虞
‘
煽
競
賦
〕
斑
毛
頼

膚
駁
利
朱
披
。

【
駁
運
】
2

ぢ
他
の
船
に
移
し
て
運
ぶ
。
積
換
へ
運
ぶ
。

【
駁
債
】
3

po2 chia• 

値
段
を
ね
ぎ
る
。

【
駁
勘
】
4

ぢ
断
獄
を
反
駁
さ
れ
て
前
審
を
覆
へ
し
再

審
す
る
。
〔
宋
史
、
刑
法
志
三
〕
詔
"
諸
提
刑
司
盃
取
-
1

翻
異

【
駁
】
〗
園
パ
ク

ハ
ク
〔
集
韻
〕
北
角
切
咽
{

勺
巴
p
o
•

〔
集
韻
〕
補
抱
切
餌
〗

勺
公

pao3

く
ろ
あ
し
げ
の
馬
。
か
す
げ
。
又
、
駐
に
作
り
、
通

じ
て
鴇
(
1
2
|
 4
6
7
3
0
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕

駁

勘

之

獄

盃

従

レ

軽

断

決

。

輿

1
1

張
秀
才
1

第
二
書
〕
分
般
駁
冗
。
物
異
名
録
‘
獣
畜
‘
馬
〕
三
國
典
略
‘
北
齊
高
緯
御
馬
琥

【
駁
岸
】
5po'an• 

0
船
を
岸
に
寄
せ
る
。
●
海
岸
通
【
駁
色
】
21po'se• 

斑

色

。

ま

じ

り

色

。

雑

色

。

為
1
1

駁
龍
儀
同
↓

り

。

河

岸

通

り

。

パ

ン

ド

。

【

駁

正

】

22

ぢ
誤
を
せ
め
正
す
。
是
非
を
判
別
し
て
悪
【
駁
五
郷
異
義
】
38

ぢ
ゴ
免
ャ
ゥ
書
名
。
一
巻
。
補
遺
一
巻
。

【
駁
議
】
6

ぢ
他
人
の
議
論
を
辮
難
し
正
す
。
辮
駁
の
い
所
を
た
だ
す
。
〔
宋
史
、
孝
宗
紀
二
〕
詔
自
レ
今
詔
令
未
レ
漢
‘
鄭
玄
撰
。
許
慎
の
五
経
異
義
を
駁
す
。
原
本
十
券
゜

意
見
を
の
べ
る
。
駁
論
(
3
6
)
に
同
じ
。
駿
議
。
〔
後
漢
書
、
経
1

一
雨
省
書
讀
―
者
、
母
,

1

l

i

'

行
ぶ
炉
含
駁
正
。
今
本
は
諸
書
中
か
ら
輯
成
し
た
も
の
。
〔
四
庫
提
要
、

應
勒
傭
〕
勒
又
集
1

一
駁
議
三
十
篇
富
炉
類
相
従
‘
凡
八
＋
【
駁
斥
】
23

ぢ
却
下
す
る
。
罷
免
す
る
。
否
認
す
る
。
経
‘
五
経
縛
義
類
〕
。

ニ
事
。
〔
獨
断
〕
凡
霊
臣
上
1

一
書
於
天
子
1

者
有
―
―
四
名
二
し
り
ぞ
け
る
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
都
察
院
、
職
櫂
〕

日
章
、
二
日
奏
、
三
日
表
、
四
日
駁
議
。
〔
東
観
漢
紀
〕
散
都
察
院
審
理
之
方
法
、
有
1

一
具
奏
・
杏
回
及
駁
斥
三
者
一

納
涵
霞
毎
駁
議
未
孟
嘗
合
1
1

上

寛

云

云

‘

駁

斥

‘

郎

我

所

謂

却

下

也

、

而

駁

斥

則

為

玉

諭

日

ガ

，

ウ

〔

集

韻

〕

魚

剛

切

醐

i)

【
駁
究
】
7

切

不

正

を

た

だ

し

吟

味

す

る

。

〔

縣

恵

全

之

所

ヮ

歪

淮

許

↓

【

師

卿

】

g

□
ガ
，
ウ
〔
集
韻
〕
魚
浪
切
園

書
‘
編
審
部
、
査
原
冊
〕
必
巌
行
'1

駁

究

↓

【

駁

説

】

24

ぢ
他
の
所
説
を
非
難
す
る
。
駁
論
。

【
駁
詰
】
8

切
詰
責
す
る
。
な
じ
り
責
め
つ
け
る
。
〔
輻
【
駁
船
】
25

p
o
'
c
h
'
u
a
n
'

荷

船

。

は

し

け

。

国

ガ

，

ウ

〔

集

韻

〕

語

朗

切

翠

{

恵
全
書
‘
刑
名
部
‘
賊
盗
上
‘
審
盗
〕
侯
-
l

其
供
吐
政
為
―
-
【
駁
倒
】
26

p
o
'
t
a
o
'

せ
め
倒
す
。
反
討
し
て
倒
す
。
辮
小
巳
回
●
脚
騨
は
‘
馬
の
怒
る
さ
ま
。

駁
詰
↓
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
知
府
‘
職
櫂
〕
亦
否
可
レ
駁
す
る
。

m示
策
〔
説
文
〕
抑
‘
抑
騨
‘
馬
怒
兒
、
ハ
レ
馬
印

農

上

司

駁

詰

↓

【

駁

頭

】

27

p
o
'
t
'
o
u
2

顔
を
そ
む
け
る
。
方
向
を
轄

【
駁
貨
】
，p
o
'
h
u
o
•貨
物

を

船

に

積

み

か

へ

る

。

ず

る

。

瞥

。

〇

千

里

の

駒

。

〔

廣

韻

〕

即

、

千

里

駒

。

●

腹

の

【
駁
回
】
10

がや

O
け
な
す
。
〔
紅
棲
夢
‘
十
六
回
〕
買
聰
【
駁
馬
】
28

ぢ
〇
斑
色
の
馬
。
〔
易
、
説
卦
〕
為
―
―
駁
馬
↓
白
い
馬
。
〔
集
韻
〕
脚
‘
一
日
、
馬
白
腹
‘
謂
―
―
之
抑
一

道
、
自
然
是
這
様
、
並
不
1
1

是
我
駁
回
↓
〇
却
下
す
る
。
〔
荘
子
、
田
子
方
〕
乗
↓
l

駁
馬
而
偏
朱
蹄
↓
●
梓
楡
(
6

回
轟
h

馬
が
頭
を
う
こ
か
す
。
〔
玉
篇
〕
即
‘
馬
揺
レ

駿
回
(
1
2
|
 4
4
7
2
6
 :
 8
)
を
見
よ
。
●
p
o
'
h
u
e
i
'
債

を

ー

1
4
8
4
5
:
 3
3
)
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
樹
木
、
撲
〕
補
頭
也
。
●
馬
が
お
ど
ろ
く
。
馴
・
駄
(
1
2
|
 4
4
6
2
2
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
馴
‘
馬
驚
謂
二
之
馴
云
或
作
―
―
抑
・

ね

ぎ

る

。

筆

談

、

梓

楡

南

人

謂

'1

之
撲
盃
齊
魯
間
人
謂
1

一
之
駁
馬
云
撲

駄↓

[
駁
換
】
11

が
ウ
す
り
換
へ
る
。
〔
一
輻
恵
全
書
‘
錢
穀
部
、
亦
言
1

一
駁
瞥
之
訛
1

耳
、
詩
隅
有
土
ハ
駁
―
是
也
。

催

徴

〕

防

己

努

換

責

成

↓

【

駁

謗

】

2
9
p
0
2

苫
n
g
'

誹
謗
す
る
。
悪
口
を
言
ふ
。

【
駁
撃
】
12

ぢ
他
の
意
見
や
議
論
な
ど
の
訣
貼
を
と
が
【
駁
批
】
30

苫
2

p'i
―
却
下
す
る
。

め
る
。
難
駁
。
駿
繋
゜

牡
(
8
1
4
9
6
5
)

の
古
字
。
〔
玉
篇
〕

【
駁
榮
】
31

劣
〇
斑
毛
の
牛
。
〔
廣
韻
〕
榮
‘
駁
榮
、
牛
雑

【
駁
口
】
13

po2 
k'ou3

口
ご
た
へ
す
る
。
色
。
●
色
彩
が
い
り
ま
じ
る
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕

r征
四
[1621

サ
ヴ

腸
、
古
壮
字
。

【
駁
骨
】
14

お
ほ
ね
つ
ぎ
。
接
骨
゜
赤
瑕
駁
榮
。
〔
注
〕
善
日
、
郭
環
曰
‘
駁
榮
‘
采
貼
也
。
〔
一

44

【
駁
査
】
15

炉
ク
た
だ
し
し
ら
べ
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
錢
穀
切
鰹
音
義
‘
十
七
〕
通
俗
文
日
、
黄
白
雑
謂
-
―
之
駁
榮
↓

国
】
〗
ガ
ウ
〔
集
韻
〕
語
朗
切
圏

部

、

解

給

〕

上

房

駁

査

補

解

。

【

駁

騎

】

32

劣
種
々
の
色
の
ま
じ
っ
た
さ
ま
。
〔
拾
遺

【
駁
犀
】
16

お
ま
だ
ら
な
犀
。
〔
後
漢
書
、
湯
紡
博
〕
帝
嘗
記
、
十
‘
員
嬌
山
〕
東
有
―
―
雲
石
ぶ
竺
五
百
里
‘
駁
略
如
レ

0
馬
の
頸
が
た
か
い
。
〔
玉
篇
〕
駄
‘
馬
頭
高
。
●

ぎ
其
府
盃
留
飲
十
許
日
‘
賜
t1

駁
犀
具
剣
‘
侃
刀
‘
紫
文
錦
、
相
レ
之
片
片
、
則
蒼
然
雲
出
。

綬

‘

玉

決

各

―

↓

【

駁

欄

】

33

p
o
'
I
a
n
'

邪
魔
す
る
。
束
縛
す
る
。

【
駁
錯
】
17

ぢ
い
り
ま
じ
る
。
〔
晉
書
、
李
重
博
〕
郎
吏
蓄
1
-

【
駁
吏
】
34

ぢ
不
純
な
吏
。
〔
魏
志
、
梁
習
博
‘
注
〕
魏
略
苛
馬
が
お
ど
ろ
く
。
馴
・
馳
(
1
2
ー
4
4
6
2
0
)

に
同
じ
。

於
軍
府
玉
豪
右
葱
於
都
邑
砿
橙
駁
錯
‘
輿
居
不
レ
同
。
吏
博
日
、
王
思
興1
1辞
悌
・
部
嘉
ご
倶
従
レ
微
起
‘
官
位
略
〔
集
韻
〕
珈
、
馬
驚
謂

t
i之
馴
玉
或
作>
I
~・駄↓

【
駁
雑
】
18

劣
い
り
ま
じ
つ
て
純
粋
で
な
い
。
雑
駁
。
等
、
三
人
中
‘
悌
差
挟
1

一
儒
術
三
云
云
、
文
帝
詔
曰
‘
蒔
悌
駁

駿
雑
。
〔
韻
府
引
‘
虞
仝
、
詩
〕
揚
州
駁
雑
地
、
不
レ
辮
1

一
龍
吏
、
王
思
・
部
嘉
純
吏
也
、
各
賜
1

一
隔
内
侯
1

以
報
―
―
其
勤
↓

【鴇】
g

蛹

錫

↓

【

駁

力

】

i'lpo'Ii• 

船
賃
。

【
駁
酔
】
19

吟
〇
純
正
で
な
い
こ
と
ば
。
雑
駁
な
こ
と
【
駁
論
】
36

ぢ
他
人
の
意
見
や
議
論
を
非
難
評
論
す

ば
。
〔
韻
府
引
‘
史
通
〕
竹
簡
書
多
1

一
駁
辞
吝
且
孔
子
所
レ
る
。
又
‘
其
の
論
。
駿
論
。
駁
議
。
駿
議
。
〔
晉
書
、
良
吏
‘
杜

不
レ
取
。
●
駁
論
(
3
6
)
に

同

じ

。

鰺

博

〕

修

博

聞

廣

渉

、

奏

議

駁

論

、

多

見

―

―

施

用

↓

【
駁
冗
】
20

が
が
理
路
通
ぜ
ず
無
駄
が
多
い
。
〔
厭
陽
脩
、
【
駁
龍
儀
同
】
37

ぢ
匁
ゥ
北
齊
、
高
緯
の
馬
の
名
。
〔
事

ハ，ウ
ホ
ゥ

13101 



(44624)一 (44638)

小
曰
●
訣
駿
は
‘
ら
ば
の
一
。
馬
父
鼠

夕易
豪
母
。
〔
説
文
〕
訣
‘
訣
駿
、
馬
父
轟
子

也
‘
炊
レ
馬
夫
臀
。
●
駿
馬
の
名
。
〔
玉
篇
〕
訣
‘

駄
駿
‘
馬
也
、
生
七

H
超
―
―
其
母
↓
●
は
し
る
。

〔
廣
雅
‘
秤
室
〕
訣
‘
丼
也
。
口
●
馬
が
疾
く
行

く
。
〔
集
韻
〕
駿
馬
行
疾
。
●
は
や
い
。
快
(

4

|

1
0【
畔
町
】
〗

3
6
9
)

に
通
ず
。
〔
高
翔
麟
‘
説
文
字
通
〕
酉
陽
雑

俎
‘
河
水
色
渾
駿
流
‘
元
好
問
詩
‘
訣
雨
東
南
来
、

並
以
虹
為
快
゜
〔
元
好
問
‘
乙
酉
六
月
十
一
日
【
駿
]
[

雨
詩
〕
訣
雨
東
南
宋
゜
〔
自
庄
〕
訣
‘
輿
レ
快
同
。

[
駿
雨
】
1

？
心
地
よ
く
降
る
雨
。
快
雨
。
〔
元
好
問
‘

乙
酉
六
月
十
一

H
雨
詩
〕
駅
雨
東
南
来
。
〔
自
注
〕
訣
‘
【
勁
勁
】
岬

輿
レ
快
同
。

[
駿
駿
】
2

兌
速
く
走
る
良
馬
。
駅
馬
に
同
じ
。
〔
本
草
、

螺
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
牡
馬
交
レ
纏
而
生
者
為
ー
ー
駅
駿
言
史

記
‘
李
斯
傭
〕
駿
良
訣
駿
、
不
レ
賓
＝
外
厩
↓
〔
漢
書
、
部
陽

傭
〕
燕
王
按
レ
剣
而
怒
‘
食
以
1

一
訣
駿
↓
〔
淮
南
子
、
齋
俗

訓
〕
故
六
二
麒
駿
盃

5-m孟
翠
以
漬
1

一
江
河
二
注
〕
訣
駿
‘

北
誓
之
良
馬
也
。
〔
雖
鐵
論
‘
末
通
〕
駒
除
訣
翡
、
｛
貫
―
―
於

外
殷
言
新
序
‘
雑
事
〕
食
レ
之
以
二
訣
嬰
言
後
漢
書
、
文
苑

国
】
[

国
】
〗夕 グ
，
ワ
ン

夕 ク
ヴ

グ
ン

駄
(
1
2
|
 4
4
5
8
9
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
駄
‘
炊
レ
太
俗
。

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
駈
‘
五

貫
也
。

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
駁
‘
昔
馳
゜

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
駿
‘
昔
文

墨
(
9
-
2
8
4
9
7
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
駐
、
同
レ
墾
。

駅
(
1
1
0
-
4
4
8
1
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
麒
‘
古
作
レ
駈
゜

キ

霰
】
〗
ケ
ッ
〔
集
韻
〕
古
穴
切
醐
5

ケ

チ

万

X
万
k
^
uai' 

日島
ヴ
ィ
〔
集
韻
〕
苦
夫
切
圏

【罵】亨
同。

9ゞ

罵
(
9
|
2
g
3
3
)
・
 
偶
(
1
ー

9
4
7
)

に

同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
罵
‘
興
1

一
罵
・
偶
―

馬
の
疾
行
す
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
腸
‘
馬
行
疾
兒
゜

画
字
形
、
集
韻
は
腸
に
作
る
。
今
暫
く
康
熙
字
典
に

従
ふ
。

【駈】
g

【
砂
】
〗

馳
駐
は
‘
馬
の
行
く
さ
ま
。
駕
(
1
2
|
 4
4
7
6
9
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
馳
駐
‘
馬
行
兒
‘
或
炊
レ
沙
゜

サ

〔
集
韻
〕
桑
何
切

姻

冨
】
〗フ
ン

〔
集
韻
〕
敷
文
切
中
]

馳
白
雑
毛
‘
鴇
。
〔
注
〕
今
之
烏
聰
゜
〔
祁
焚
行
義

疏
〕
詩
大
叔

f
田
博
‘
羅
白
雑
毛
日
レ
鴇
‘
鴇
借
字

耳
゜
〔
集
韻
〕
駅
‘
馬
名
、
烏
認
也
‘
或
書
作
レ
鴇
。

上
‘
杜
篤
傭
〕
駅
如
窃
竺
鞭
駅
駿
↓
〔
注
〕
駿
馬
也
、
訣
‘

昔
決
‘
醍
‘
昔
暗
、
生
七
日
而
起
―
―
其
母
一
也
。

【
駅
馬
】
3

勺
速
く
走
る
良
馬
。
駿
馬
。
〔
古
今
注
、
雑

註
〕
曹
箕
有
―
―
訣
馬
ず
名
―
―
驚
帆
盃
取
ー
1

一
其
馳
蹂
如
二
烈
風
之

學
レ
帆
之
疾
一
也
。

【
駅
流
】
4

誘
ィ
速
い
な
が
れ
。
〔
戸
子
、
下
〕
黄
河
龍

門
‘
訣
流
如
竹
箭
↓

”
 

馬
立
口

〔
四
ー
五
藍
〕

【

馴

】

岬

言

ゥ

〔

集

韻

〕

消

7
戸
国
hiung1

【
駈
】
〗

麿

熟

語

は

騒

(
1
2
|
 4
4
9
6
8
)

を
併
せ
見
よ
。

【
駈
引
】

1
5
"
O機
を
見
て
行
ふ
慮
置
。
櫂
嬰
。
機
斐
°

〇
軍
の
進
退
。
軍
機
。

O
―
商
ひ
取
引
に
機
を
見
て
行
ふ

取
計
。
商
略
。

[
駈
出
】
2

”
バ
〇
走
り
だ
す
。

O
物
事
の
は
じ
ま
り
。
◎

ふ
な
れ
。
未
熟
。
初
心
者
。
駈
出
者
。

【
駈
足
】
3

只

0
早
く
走
る
。
疾
走
。

0
行
軍
な
ど
で

並
足
の
急
な
歩
調
。
参
馬
術
の
語
。
馬
の
か
け
あ
し
。

A
+‘° 
カ
ー

【
駈
馬
】
4

窃
う
ま
か
け
。
き
そ
ひ
う
ま
。
競
馬
。

【
駈
落
】
5

”
が
男
女
が
逃
げ
る
。
逃
亡
。
逐
電
。

【
駈
込
】
6

翌
か
け
こ
む
。

〖
駈
込
願
〗7
”
がe
o、
`
｀
駈
込
訴
訟
に
同
じ
。

〖
駈
込
訴
訟
〗8
バ
芦
企
昔
‘
町
奉
行
な
ど
へ
の
訴
訟

を
規
定
の
尋
常
の
手
績
に
よ
ら
ず
‘
直
接
に
駈
込
ん
で

す
る
こ
と
を
い
ふ
。

ク

国】呻
似
＞
禍
改
作
レ
駁
。 クヴ 冒
●
E

――

【
駆
】
〗
ク

作
レ
駆
。

【
駅
】
〗

駁

駿

紗

駕

駈

駈

駁

駁

玩

駄

駅

駆

騒

駈

馴

駿

駆
(
1
2
ー

4
4
9
6
8
)

の
俗
字
。
〔
玉

篇
〕
駈
‘
俗
騒
゜

蝸
(
1
2
|
 4
4
8
7
8
)

に
同
じ
。
〔
正

韻
〕
騒
、
同
レ
騎
‘
宋
明
帝
以
二
騒
妾

騒
(
1
2ー

4
4
9
6
8
)

の
俗
字
。
〔
宋
元

以
来
俗
字
譜
〕
騒
、
太
平
架
府
‘

エ

キ

騨

(
1
2
-
4
5
0
3
0
)

の
略
字
。

小
●
駿
駿
は
‘
馬
が
頭
を
う
ご
か
す
。

駅
姦
〔
説
文
〕
駿
‘
駿
駿
‘
馬
担
頭
也
‘
艮

馬
皮
臀
。
●
駿
餓
は
‘
馬
の
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

駿
駿
駿
‘
馬
行
兒
°
轡
駿
駿
は
‘
物
の
さ
ま
。
駿

駿
(
1
)

を
見
よ
。
●
或
は
駈
(
1
2
-
4
4
6
5
7
)

に
作

【

駿

】

[

〔
集
韻
〕
補
火
切
芦
幽

小

0
ま
き
。
ま
き
ば
。
馬
を
牧
養
す
る
苑

は

n
又
”
豪
圃
゜
〔
説
文
〕
馴
‘
柩
馬
苑
也
‘
凡
罵

阿
詩
日
、
在
1

一
同
之
野
↓
〔
段
注
〕
炊
二
馬
同
ず
各
本

有

臀

字

公
7

剛
‘
此
璽
會
寛
同
亦
臀
‘
在
向

之
殿
各
本
作
レ
駒
‘
凌
人
不
レ
知
―
許
書
之
例
―
者

所
レ
改
也
、
今
正
。
●
馬
の
た
く
ま
し
い
さ
ま
。
駿

(
1
2
 |
 4
4
7
2
0
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
駿
‘
馬
肥
牡
盛

兒
‘
駒
‘
同
レ
上
。
轡
詩
鰹
魯
頌
の
篇
名
。
魯
の
史

官
史
克
が
、
億
公
の
牧
馬
の
盛
を
美
め
て
作
る
。

〔
詩
‘
魯
頌
‘
馴
序
〕
馴
‘
頌
徊
公
也
‘
億
公
能

遵
面
禽
之
法
云
倹
以
足
レ
用
、
寛
以
愛
レ
民
‘
務
レ

農
堕
レ
穀
‘
牧
l
l

子
壻
野
ご
魯
人
尊
レ
之
‘
於
レ
是
季

孫
行
父
請
孟
叩

f
周
盃
皿
史
克
作
二
是
頌
↓

蘭
説
文
各
書
は
形
瞥
字
と
す
る
も
‘
段
玉
裁
は
改
め

て
會
意
形
臀
字
と
す
。
馬
と
同
（
邑
外
を
郊
、
郊
外
を

野
、
野
外
を
林
‘
林
外
を
同
と
い
ふ
）
と
を
合
せ
て
‘
馬

を
放
牧
す
る
ま
き
ば
の
意
を
表
は
す
。
同
は
亦
‘
音
符
。

字
解
を
見
よ
。

【
駒
駒
】
1

打
良
馬
の
腹
の
こ
え
ふ
と
っ
た
さ
ま
。
〔
詩
‘

魯
頌
‘
駒
〕
馴
駒
牡
馬
‘
在
―
―
壻
之
野
↓
〔
博
〕
馴
馴
‘
良
馬

腹
幹
肥
張
也
。
〔
陳
奥
傭
疏
〕
秤
文
‘
説
文
作
レ
蜆
‘
又
作
レ

駿
同
‘
玉
篇
‘
駿
・
駒
同
‘
是
古
本
詩
作
―
駿
駿
牡
馬
面
説

文
駿
下
云
‘
駿
‘
馬
肥
盛
也
‘
炊
レ
馬
光
臀
、
引
レ
詩
作
二
統

航
↓
〔
馬
瑞
辰
博
箋
通
秤
〕
駒
輿
レ
駐
賓
一
臀
之
轄
。

【
馴
那
】
2

サ
ィ
詩
の
魯
頌
の
駒
の
詩
と
商
頌
の
那
の
詩

と
を
い
ふ
。
〔
文
心
離
龍
‘
頌
讃
〕
或
擬
―
―
清
廟
盃
以
範
ニ

馴
那
一

五
0
六

13102 
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馬

部

〔
五
書
〕

駿

馳

昴

駄

駆

詐

雌

駿

拗

鴛

駒

昴

絆

評

馳

駐

験

駄

謁

馳

駈

五
0
七

国
】
〗

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
駆
‘
馬
名
。

セ
ヴ

〔
集
韻
〕
之
遥
切

圏

窮

】

岬

計
騨
は
‘
馬
が
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
許
、
貯
騨
、
馬

冨
】
〗

"
 ン

〔
集
韻
〕
博
漫
切
瞬
i-

榜

小

日

口

〇

馬

が

は

や

く

は

し

る

。

〔

説

＄
霰
文
〕
駄
、
馬
有
―
―
疾
星
也
‘
八
レ
馬
失

瞥
。
〔
玉
篇
〕
駄
‘
馬
疾
走
也
。
〔
集
韻
〕
駄
‘
馬
足

疾
。
●
し
る
し
。
〔
玉
篇
〕
駄
‘
徴
也
。

O
軟
(
1
0
-
3

8
2
7
5
)

・
逸

(11ー
3
8
9
5
1
)

に
宝
匹
ヂ
リ
。
〔
弐
吐
文
通
訓

定
臀
〕
駐
‘
凡
奔
軟
字
‘
俊
逸
字
‘
書
傭
以
レ
軟
以
レ

逸
為
レ
之
。
働
或
は
乾
(
1
2
|
 4
4
6
0
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
駄
‘
或
作
レ
乾
°

0
一
歳
の
馬
。
〔
集
韻
〕
帰
、
馬
一
歳
也
。
〇
縣

名
。
〔
集
韻
〕
昴
‘
一
曰
‘
縣
名
。

【
鳥
卯
】
〗
闘
ゥ
〔
集
韻
〕
乎
萌
切
圏

【
駒
】
〗
駐
(
1
2
-
4
4
7
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
騨
‘
或
作
レ
駒
。

ハ
ク

日
ィ
ッ
イ
チ
テ
ッ

旦
ナ
チ

霰】岬

〔
集
韻
〕
徒
結
切
醐
g

面
の
汚
れ
た
馬
。
〔
字
彙
〕
鴛
‘
汚
面
馬
。

〔
集
韻
〕

t
質

切

岡
i

【鴛】虹

ヲヱ
ンン

〔
等
韻
〕
於
元
切
苧
〗

チ
ブ

冨
】
〗

犀
(
1
2ー

4
4
6
1
2
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
燐
‘
昴
字
之
謳
°

そ
へ
う
ま
。
〔
字
彙
〕
拗
‘
馬
鰺
也
。

ェ
ヴ
〔
字
彙
〕
伊
鳥
切
詞
g

冨

】

坤

【
馳
】
[

騎
馳
は
‘
獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
馳
、
騎
馳
‘
獣
名
、
出
ニ

北
海
↓

シ

ト
ッ
ト
チ

集
韻
〕
営
没
切

直

雌
(
1
2
-
4
4
6
4
4
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
駿
‘
馬
名
。

る
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或
作
レ
駆
゜

【
駿
駿
】
1

炉
〇
馬
が
頭
を
動
か
す
。
〔
玉
篇
〕
駿
‘
駿
駿
‘

馬
揺
レ
頭
。

O
馬
が
跳
躍
し
て
す
な
ほ
に
進
ま
な
い
。
馬

が
よ
く
行
か
な
い
。
〔
廣
韻
〕
駿
‘
駿
駿
‘
馬
悪
行
。
〔
杜

甫
‘
揚
旗
詩
〕
庭
空
六
馬
入
‘
駿
駿
揚
丘
呻
施
云

0
高
大
な

さ
ま
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
崇
―
―
丘
陵
之
駿
蛾
↓
〔
注
〕
善
日
‘

駿
駿
、
高
大
貌
也
。

易
小
馬
の
名
。
〔
説
文
〕
雌
‘
馬
名
、
炊
レ
馬

＂
豪
此
臀
゜

【雌】呵

シ

〔
集
韻
〕
漫
氏
切
芦

駈
(
1
2
|
 4
4
5
9
2
)

に
同
じ
。
〔
集

【
詐
]
[
タ
ク
韻
〕
駈
‘
或
作
レ
詐
゜

駈
馳
は
‘
獣
の
名
。
或
は
拒
(
7
|
2
0
3
2
6
)

に
作

冨

】

岬

り

、

通

じ

て

矩

(
4
-
7
9
6
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駈
‘

駈
譴
獣
名
‘
或
作
レ
拒
、
通
作
レ
矩
゜

[
駈
虚
】
1
i
3
3

獣
の
名
。
駈
墟
に
同
じ
。
〔
枚
乗
‘
七
猜
〕

馬
が
競
ひ
は
し
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
馬
競
馳
謂
二
之

柑

前
似
―
―
飛
鳥
な
波
類
1

一
駈
虚
↓
〔
注
〕
善
日
、
呂
氏
春
秋
曰
‘

馬
【
馳
者
】
1

べt

競
馬
を
行
ふ
者
。
〔
淮
南
子
‘
詮
言
訓
〕
距
虚
‘
鼠
後
而
免
前
、
銑
日
‘
駈
虚
‘
獣
名
‘
善
走
。

馳
者
不
レ
貪
最
先
↓
〔
注
〕
馳
‘
競
騒
也
。
【
駈
馳
】
2

M

五
獣
の
名
。
螺
馬
に
似
‘
螺
の
牝
に
牡
馬
を

交
配
し
て
出
来
る
も
の
。
距
虚
。
〔
廣
韻
〕
駈
馳
‘
畜
似
レ

蝶
也
。
〔
古
今
庄
‘
鳥
獣
〕
纏
為
レ
牡
‘
馬
為
レ
牝
、
生
レ
蝶
‘

鰈
為
レ
牝
‘
馬
為
レ
牡
、
生
レ
駈
゜
〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
北
方

有
レ
獣
、
其
名
曰
レ
覧
‘
云
云
‘
常
為
―
―
蛍
殺
駈
馳
盃
生
甘

草
以
輿
レ
之
。
〔
庄
〕
蛋
蛍
駈
馳
、
前
足
長
、
後
足
短
‘
故

能
乗
レ
虚
而
走
‘
不
レ
能
レ
上
也
。

[
駈
蛍
】3
”
•
ウ
＿
一
獣
の
名
。
駈
虚
と
蛋
蛍
。
共
に
麿
に

養
は
れ
、
人
来
る
を
見
れ
ば
歴
を
負
つ
て
走
る
と
い

ふ
。
駈
馳
を
見
よ
。
〔
韓
愈
‘
酔
留
1

一
東
野
一
詩
〕
低
頭
拝
l-

東
野
盃
願
得
1

―
―
終
始
如
餌
涵
一
↓
〔
注
〕
孔
叢
子
、
北
方
有
レ

獣
、
名
曰
レ
歴
、
愛
藝
面
届
緬
二
食
得
1

一
甘
草
訂
必
錨
以
遺
1

一

[駅][
ヘ
ン

駅
(
1
2
|
 4
4
7
9
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
駐
‘
俗
駅
字
。

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
駐
、
馬
名
。

底
5
]〗
プホ

〔
集
韻
〕
蒲
故
切
週

チ
ヴ
ヂ，ユ

集
韻
〕
直
祐
切
可
g

日
馬
の
名
。
〔
玉
篇
〕
駐
馬
名
。
口
車
馬
の
お

と
。
軒
(
1
0
-
3
8
2
4
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
秤
、
車
馬

臀
‘
或
秒
馬
。

[
肝
隠
】
1

災
車
騎
の
音
。
又
‘
鐘
鼓
の
音
。
〔
揚
雄
‘
甘

泉
賦
〕
屯
―
―
拭
騎
於
中
螢
云
ヮ
‘
方
1

一
玉
車
之
千
乗
涵
品
5

隠
以
陸
離
分
。
〔
庄
〕
向
日
‘
肝
隠
‘
車
騎
臀
也
。

[
評
臀
】
2

ぢ
大
き
な
お
と
。
〔
揚
雄
‘
利
撒
賦
〕
應
酢

臀
蔽
ヂ
1

一
流
光
↓
〔
注
〕
善
日
‘
云
云
‘
如
淳
曰
‘
陳
賓
神
来

下
時
、
駐
然
有
レ
替
。

【
駐
然
】
3

努
雷
の
や
う
な
大
き
い
お
と
の
さ
ま
。
肝

臀
を
見
よ
。

【
駈
】
[
乃
〔
集
韻
〕
臼
許
切
甑

uヽ
u
 chu• 

冨一】年
馬
の
行
く
さ
ま
。
駿
(
1
2
ー

4
4
6
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駿
、
馬
行
兒
‘
或
作
レ
駆
゜

集
韻
〕
普
火
切
圏

〔
字
彙
〕
其
凶
切

固

扉】岬
行
兒
。

旦、
ヴ
ヒ
，
ヤ
ウ

口ノ

〔
集
韻
〕
披
耕
切

玉
篇
〕
平
悲
切

圏面

窟
】
[

馬
に
似
た
獣
の
名
。
〔
字
彙
〕
鴛
‘
獣
如
レ
馬
。

キ
ゴ
ヴ

ギ
ー
ヨ
ヴ

【
味
】
[

馬
の
走
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
味
‘
馬
走
兒
。

マバ
チッ

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

幽

13103 
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小
●
と
ど
ま
る
。
④
馬
が
立
ち
ど
ま
る
。

易
策
〔
説
文
〕
駐
‘
馬
立
也
‘
ハ
レ
馬
主
臀
。

〔
宋
之
問
、
上
巳
昆
明
池
宴
序
〕
主
稲
レ
未
レ
酔
‘
惟

見
属
駐
ご
◎
車
駕
が
と
ど
ま
る
。
〔
漢
書
、
韓
延

壽
傭
〕
今
旦
明
府
早
駕
‘
久
駐
未
レ
出
。
〔
元
史
‘
祭

祀
志
〕
車
駕
少
駐
。
◎
一
定
の
地
に
滞
在
す
る
。

〔
繹
名
、
繹
姿
容
〕
駐
、
株
也
、
如
―
―
株
木
ー
不
レ
動

也
。
〔
一
切
鰹
音
義
‘
八
〕
駐
‘
止
也
。
〔
班
昭
、
東
征

賦
〕
恨
容
興
而
久
駐
分
。

O
と
ど
め
る
。
〔
李
邑
‘

日
賦
〕
飛
箭
易
レ
及
、
長
縄
難
レ
駐
。
〔
古
詩
、
為
Ii

焦

仲
卿
妻
一
作
〕
行
人
駐
レ
足
馳
゜

【
駐
螢
】
1

吐
5
ゥ
螢
所
を
と
ど
め
陣
を
と
る
。
〔
岳
珂
‘

追
感
詩
〕
馬
渡
朝
迎
レ
敵
‘
鍾
山
夜
駐
レ
螢
。

【
駐
騨
】
2

衿
滞
在
す
る
。
駐
躇
(
3
5
)

に
同
じ
。
〔
長
生

殿
窺
浴
〕
昨
日
豊
輿
臨
幸
、
同
1
1

楊
娘
娘
ユ
生
華
造
駐

騨。

【
駐
駕
】
3

社
f
ゥ
車
駕
を
と
ど
め
る
。
駐
躇
。
駐
競
゜
〔
後
漢

書
‘
霊
帝
紀
〕
（
光
和
三
年
）
二
月
、
公
府
駐
駕
之
應
自
壊
。

〖
駐
駕
庶
]
4れ
芍
車
駕
止
め
の
廂
。
駐
駕
を
見
よ
。

【
駐
蓋
】
5
5
i
ゥ
く
る
ま
を
と
ど
め
る
。
蓋
は
車
蓋
゜
〔
白

チ
，
ユ
〔
集
韻
〕
株
遇
切
頭
l

ヽ

出

xchu• 

園
夭
ユ
，
ウ

【
駐
】
〖

冨
】
〗
フ
ン
〔
字
彙
〕
芳
問
切
圃

走
る
馬
。
〔
字
彙
〕
窯
、
走
馬
。

馬

部

〔

五

董

〕

駈

窯

駐

|
 

蛋
蛋
駈
患
二
獣
見
1

一
人
牌
P

来
、
必
負
レ
歴
以
走
‘
蜃
非
レ

愛
蛋
蛋
駈
馳
一
也
、
為
―
―
其
患
足
也
、
二
獣
亦
囲
愛
レ

歴
也
、
為
L

其
得
―
―
甘
草
―
而
遺
占
之
也
。

【
駈
纏
】
4

[

ョ
獣
の
名
。
駈
馳
に
同
じ
。
〔
抱
朴
子
、
論

倦
〕
愚
人
云
云
又
不
レ
信
二
蝶
及
駈
纏
‘
是
纏
馬
所
P

生、

云
、
物
各
自
有
レ
種
‘
況
乎
難
レ
知
之
事
哉
。

五
〇
八

— 

居
易
、
新
昌
新
居
書
レ
事
四
十
韻
因
寄
t
i

元
郎
中
・
張
博
〔
皇
朝
文
献
通
考
、
兵
考
〕
吉
林
、
八
旗
駐
防
‘
吉
林
将
軍
駐
防
・
陵
寝
駐
防
の
別
が
あ
る
。
畿
輔
駐
防
は
直
隷
省

4

゜

土

詩

〕

門

閻

堪

レ

駐

レ

蓋

‘

堂

室

可

レ

鋪

レ

筵

°

一

人

、

駐

二

箭

吉

林

烏

剛

城

―

一

帯

に

駐

在

す

る

八

旗

を

い

ひ

‘

外

省

駐

防

は

直

隷

省

31

【
駐
竿
】
6

笞
天
子
が
駕
を
と
ど
め
る
。
竿
は
菌
簿
【
駐
使
】
20chu• 

shih'

駐
在
大
使
。
駐
在
公
使
。
以
外
の
十
七
省
及
び
東
三
省
・
蒙
古
・
新
彊
省
に
駐
防

に
建
て
る
大
旗
の
名
。
〔
王
融
‘
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
【
駐
日
】
21

奴
窃
”

0
日
を
さ
へ
ぎ
り
と
ど
め
る
。
〔
庚
す
る
八
旗
を
い
ひ
‘
陵
寝
駐
防
は
主
と
し
て
歴
代
の
陵

爾
乃
涸
レ
輿
駐
レ
竿
‘
嶽
鎮
淵
淳
。
〔
注
〕
善
日
、
東
観
漢
記
肩
吾
‘
奉
―
―
使
北
徐
参
州
丞
御
―
詩
〕
週
天
随
―
―
輩
道
ぶ
虹
賤
守
衛
の
た
め
に
駐
在
す
る
八
旗
を
い
ふ
。
〔
清
會
典

日
、
天
子
行
、
有
t

ー

事

竿

↓

日

逐

る

（

鋒

-
0日
本
に
濡
留
す
る
。
日
本
駐
箭
。
事
例
‘
八
旗
都
統
‘
兵
制
‘
畿
輔
駐
防
兵
制
〕
乾
隆
七
年
‘

【
駐
漢
】
7chu'han• 

漢

口

駐

在

。

【

駐

車

】

22

ぷ
芍
く
る
ま
を
と
ど
め
る
。
〔
漢
書
、
朱
博
壻
―
張
家
口
駐
防
八
旗
‘
涌
洲
蒙
古
兵
一
百
四
十
名
一

【
駐
顔
】
8

巧
牡
年
の
顔
色
を
駐
め
て
い
つ
ま
で
も
博
〕
博
駐
レ
車
決
遣
、
四
五
百
人
皆
罷
去
‘
如
レ
神
。
〔
白
居
為
乞
一
百
名
丁
内
領
催
十
名
、
馬
甲
ー
百
九
十
名
、
鳥
槍

衰
老
し
な
い
。
〔
紳
仙
傭
〕
草
木
諸
薬
‘
能
治
―
―
百
病
五
補
レ
易
、
和
-
―
春
深
―
二
十
首
詩
〕
破
＞
柱
行
持
レ
斧
、
埋
レ
輪
立
領
催
六
名
‘
鳥
槍
馬
甲
九
十
四
名
。
〔
清
國
行
政
法
、
四
〕
。

虚
駐
レ
顔
‘
断
レ
穀
盆
レ
氣
゜
〔
蘇
献
‘
洞
臀
宮
詩
〕
長
松
怪
駐
レ
車
。
「
め
に
滞
在
す
る
。
〖
駐
防
水
師
螢

]
3
2
芯
バ
苔
清
代
、
水
師
の
駐
防
す
る

石
宜
―
―
奎
甚
烹
不
レ
用
な
金
丹
苦
―
―
駐
顔
↓
【
駐
錫
】
23

数
”
錫
杖
を
と
ど
め
る
。
僧
侶
が
布
教
の
た
も
の
を
い
ふ
。
殖
正
三
年
、
上
諭
し
て
天
津
に
水
師
管

〖
駐
顔
膏
〗
，
”
[
ウ
ガ
ン
膏
の
名
。
〔
白
孔
六
帖
〕
唐
昭
宗
【
駐
守
】

2
4
ク
カ
と
ど
ま
り
ま
も
る
。
駐
屯
守
備
す
る
。
を
立
て
、
八
旗
涌
洲
蒙
古
兵
二
千
人
を
し
て
水
師
を

以
1

一
臓
日
1

襲
韓
但
銀
合
子
・
駐
顔
膏
・
繍
香
袋
‘
並
牙
〔
皇
朝
文
献
通
考
、
兵
考
、
馬
政
〕
於
1

一
烏
魯
木
齊
及
伊
練
習
せ
し
め
、
駐
防
天
津
水
師
螢
と
稽
し
た
の
に
始
ま

香

等

物

一

摯

盃

廣

設

t
i

牧
露
百
娑
竺
新
彊
駐
守
各
兵
之
用
↓
る
。
〔
清
會
典
事
例
‘
八
旗
都
統
‘
兵
制
‘
畿
輔
駐
防
兵

【
駐
氣
】
10

内
氣
を
凝
ら
す
。
〔
江
滝
‘
為
t
i

爾
鰈
騎
1

【
駐
施
】
25

校
ゥ
は
た
を
と
ど
め
る
。
軍
を
駐
め
る
。
〔
呉
制
〕
擁
正
三
年
、
設
―
―
駐
防
天
津
水
師
螢
了
八
旗
涌
洲
蒙

裏
豫
司
二
州
表
〕
臣
傾
レ
心
駐
レ
氣
‘
不
レ
蒙
疇
感
f

志
、
陸
遜
博
〕
少
レ
騎
駐
レ
施
‘
閾
t
i

望

麿

篠

↓

古

兵

二

千

名

。

【
駐
義
】
11

c
h
u
'
i
'

伊

太

利

駐

在

。

【

駐

屯

】

26

げ
令
軍
隊
が
或
る
所
に
陣
螢
を
構
へ
て
永
【
駐
泊
】
33

芸
ゥ
●
と
ど
ま
る
。
船
を
と
ど
め
る
。
〔
志

【
駐
華
】
12

玲
中
國
に
駐
在
す
る
。
く
と
ど
ま
り
た
む
ろ
す
る
。
屯
駐
。
留
駐
。
〔
消
國
行
政
怪
録
‘
蝙
蛤
〕
有
二
乗
船
者
砿
偶
駐
t
i

泊
門
首
↓
●
宋
代
、

【
駐
軍
】
13

九
令
兵
を
遣
は
し
て
戌
守
せ
し
め
る
。
〔
日
法
汎
論
、
西
蔵
‘
派
遣
官
〕
選
―
―
派
糧
員
三
人
石
駐
1

一
在
干
拉
禁
軍
の
州
に
隷
闇
し
て
邊
防
に
任
ず
る
も
の
を
い
ふ
。

本
外
史
‘
徳
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
一
〕
駐
t
i

軍
子
大
樹
寺
―
薩
・
札
什
倫
布
・
阿
里
三
慮
云
『
t
i

駐
屯
軍
隊
之
主
計
官
↓
〔
宋
史
‘
兵
志
十
〕
凡
遣
―
―
上
軍
1

云
云
、
簡
1

一
抜
精
銃
李
5

三
日
‘
駿
河
戌
兵
棄
L

城
去
。
【
駐
馬
】
”
ぼ
ゥ
う
ま
を
と
ど
め
る
。
駐
馬
塘
を
見
よ
。
云
‘
至
二
於
諸
州
禁
盃
廂
軍
亦
皆
戌
更
、
隷
レ
州
者
日
―
―
駐

【
駐
選
】
14chu• 

hu• 

上
海
に
駐
在
す
る
。
〖
駐
馬
塘
〗

2
8
9
[
ぇ
地
名
。
安
徽
省
和
縣
の
東
北
。
烏
【
駐
美
】
3
4
5
f
ゥ
米
國
に
駐
在
す
る
。

L泊
→

【
駐
魂
】1
5苔
魂
を
留
め
る
。
魂
を
打
込
ん
で
す
る
。
江
亭
長
が
舟
を
艤
し
て
項
利
を
待
っ
た
と
こ
ろ
。
〔
逃
【
駐
躇
】

3
5
芸
•
ウ
天
子
が
行
幸
の
途
中
に
於
て
御
車
を

〔
江
滝
、
為
―
―
爾
相
國
五
g
齊
王
ー
表
〕
故
駐
レ
魂
仰
請
、
異
記
、
下
〕
今
烏
江
長
亭
亭
下
、
有
1

一
駐
馬
塘
面
芯
日
時
烏
と
め
ら
れ
る
こ
と
。
一
時
其
の
地
に
在
留
さ
れ
る
こ

閂

意

蹄

聞

。

江

亭

長

、

艤

レ

舟

待

―

―

項

利

gg。
と

。

駐

輩

。

駐

駕

。

駐

饗

。

停

駕

。

〔

北

史

‘

周

宣

帝

紀

〕

一

【
駐
在
】1
6
t
i
ゥ

0
と
ど
ま
り
ゐ
る
。

O
派
遣
さ
れ
て
〖
駐
馬
店
〗
2
9
”F
パ
地
名
。
河
南
省
確
山
縣
の
北
。
昔
‘
昨
駐
』
年
金
塘
五
備
嘗
遊
覧
百
王
制
度
、
基
址
尚
存
、
今

其
の
地
に
と
ど
ま
る
。
駐
紫
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
遂
平
と
明
港
と
の
間
の
‘
騨
馬
を
駐
め
た
所
、
故
に
名
若
因
循
、
為
―
―
功
易
＂
立
。
〔
任
明
、
為
柔
氾
始
興

1

作
求
レ

外
務
部
、
公
使
及
領
事
〕
駐
ti

在

外

國

一

管

下

掌

外

交

通

づ

く

。

京

漢

鐵

路

に

沿

ふ

。

立

t
i

太
宰
碑
1

表
〕
駐
1

一
躇
長
陵
ご
顎
軒
不
L

知
レ
所
レ
適
。

商
‘
拉
闊
一
私
於
保
1

一

護

臣

民

之

事

務

土

者

。

【

駐

防

】

30

心
吟
清
の
世
祗
、
各
省
を
平
定
し
、
八
旗
を
〔
書
言
故
事
、
朝
制
類
〕
御
駕
所
レ
止
日
ー
駐
躇
↓

【
駐
札
】1
7苔
駐
在
し
て
事
務
を
扱
ふ
。
札
は
、
上
の
分
遣
し
て
要
地
を
防
守
せ
し
め
、
聖
祗
の
時
‘
復
‘
涌
洲
〖
駐
輝
山
〗

3
6共
ゥ
ヒ
ッ
山
名
。
一
名
、
首
山
。
涌
洲
遼
寧

命
令
を
下
に
博
へ
る
公
文
。
従
つ
て
、
事
務
慮
理
の
意
軍
を
重
要
の
城
邑
に
増
駐
し
、
之
を
駐
防
と
稲
し
た
。
省
遼
陽
縣
の
西
南
。
〔
藷
唐
書
、
太
宗
紀
下
〕
（
貞
観
十
九

と
な
る
。
〔
元
史
、
順
帝
紀
十
〕
以
―
―
少
保
禿
魯
本
竺
挟
西
駐
防
八
旗
を
見
よ
。
〔
清
會
典
事
例
‘
兵
部
、
簡
閲
〕
駐
防
年
六
月
）
丁
巳
、
高
麗
別
将
高
延
壽
云
云
‘
以
―
―
其
衆
ー
降
‘

行

中

書

省

、

左

丞

相

本

省

駐

札

穂

本

部

↓

官

兵

操

演

。

因

名

盃

び

幸

山

盃

竺

駐

躍

山

i

刻
レ
石
紀
レ
功
焉
。
〔
遼
史
‘

【
駐
紫
】18
唸
•
ウ
遣
外
使
臣
が
任
地
に
留
つ
て
‘
其
の
事
〖
駐
防
八
旗
〗

3
1
芸
5ペ
ウ
清
代
、
駐
防
に
嘗
る
八
旗
を
地
理
志
二
〕
遼
陽
府
云
云
‘
駐
躇
山
‘
唐
太
宗
征
1一
高
麗
一

務
を
掌
る
こ
と
。
駐
箭
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
理
藩
ぃ
ふ
。
八
旗
は
‘
旗
色
に
依
つ
て
分
け
た
稽
琥
。
即
ち
鑢
駐
二
躇
其
嶺
―
散
日
、
勒
レ
石
紀
レ
功
焉
‘
俗
捨
―
―
手
山
↓

部
、
職
櫂
〕
藩
屡
地
方
‘
駐
紫
文
武
官
員
‘
而
軍
事
外
交
黄
・
正
黄
・
正
白
・
鏡
白
・
正
紅
・
鑢
紅
・
正
藍
．
鍍
藍
。
更
〖
駐
躇
喜

-
]
3
7
代
ゥ
ヒ
ッ
畳
の
名
。
雲
南
省
大
理
縣
の
北

之
櫂
‘
則
政
府
自
操
レ
之
。
に
之
を
禁
旅
八
旗
、
駐
防
八
旗
に
大
別
し
、
禁
旅
八
旗
蘭
峯
無
為
峯
無
為
寺
龍
苑
奄
°
元
の
世
祗
‘
此
慮
に
駐
躇

【
駐
箭
】
19

乃
任
地
に
と
ど
ま
る
。
主
と
し
て
使
臣
に
は
京
師
に
駐
在
し
、
涌
洲
軍
・
蒙
古
軍
・
漢
軍
各
自
に
螢
す
。
一
名
‘
翠
華
堂
。
鳳
儀
縣
の
西
遍
知
寺
の
東
北
に

い
ふ
。
駐
札
に
同
じ
。
箭
は
札
に
同
じ
く
、
上
の
命
令
を
を
立
て
て
八
旗
あ
り
、
合
し
て
二
十
四
旗
と
す
。
駐
防
ま
た
元
の
世
祗
の
駐
躇
畳
が
あ
る
。

下
に
傭
へ
る
公
文
、
従
つ
て
、
事
務
慮
理
の
意
と
な
る
。
八
旗
は
三
軍
相
合
し
て
螢
を
立
て
、
畿
輔
駐
防
・
外
省
〖
駐
躇
大
螢

I
]
3
8
”
玲
仕
ッ
清
代
、
天
子
が
行
幸
駐
躇
せ



(44660・ ・39)― (44661・ ・12) 

馬

部

〔
五
盪
〕

駐

鷺

五
0
九

ら
れ
る
時
‘
設
け
た
本
螢
。
全
形
は
内
方
外
園
に
て
‘
即
埃
言
レ
事
寄
二
子
丹
―
詩
〕
H
月
賓
夜
轄
、
年
光
難
石
翌
照
主
計
官
と
為
り
、
同
時
に
駐
蔽
大
臣
の
指
揮
を
受
け
て

ち
中
央
黄
鰻
城
中
に
御
軽
南
面
し
‘
黄
帳
城
外
‘
網
城
を
〔
李
中
‘
姑
蘇
懐
古
詩
〕
獨
目
牽
1

一
傷
感
盃
E

レ
行
又
駐
画
。
該
地
方
に
於
け
る
清
國
人
の
利
益
を
代
表
せ
し
め
た
。

隔
て
て
内
城
、
外
城
あ
り
、
南
北
東
西
、
各
城
門
に
は
各
〖
駐
留
含
螢

I
〗4
3
c
h
u
4
 Jiu'she• 

y
i
n
g
'

久
し
く
〔
清
會
典
事
例
‘
理
藩
院
、
設
官
〕
乾
隆
五
十
六
年
諭
、
西

種

門

観

を

建

つ

。

〔

大

消

會

典

圏

‘

六

十

一

―

‘

武

備

圏

‘

駐

駐

紫

す

る

含

螢

゜

誡

戴

碑

第

巴

訣

出

‘

由

二

駐

蔵

塀

事

大

臣

益

F
同
逹
頼

輝
大
螢
〕
皇
帝
駐
躇
大
螢
、
内
方
外
圃
‘
中
建
1

一
黄
帳
城
一
【
駐
禁
】
44

”
芍
天
子
か
み
く
る
ま
を
と
ど
め
ら
れ
る
。
剛
嘩
涵
臨
峨
抹
選
補
放
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
西
蔵
‘

縦
二
十
丈
六
尺
、
横
十
七
丈
四
尺
‘
外
設
二
網
城
↓
又
設
―
―
天
子
が
御
滞
在
に
な
る
。
駐
躇
(
3
5
)

に
同
じ
。
〔
唐
書
‘
派
遣
官
〕
清
國
政
府
簡
派
之
官
‘
在
一
子
西
祓
首
府
拉

連
帳
四
互
為
―
ー
内
外
二
城
一
外
城
之
内
、
又
設
―
―
網
城
一
柳
公
櫂
博
〕
従
―
―
幸
未
央
宮
玉
帝
駐
レ
輩
曰
‘
朕
有
二
喜
↓
薩
1

者
、
駐
蔽
辮
事
大
臣
‘
賛
塀
大
臣
‘
各
一
人
‘
皆
以
―
―

網
皆
黄
色
‘
目
方
四
寸
‘
毎
片
高
六
尺
‘
間
一
丈
二
尺
‘
〔
李
嬌
‘

K
周
降
祠
碑
〕
駐
―
―
蟄
星
跨
云
今
神
漢
曲
↓
三
年
ー
交
代
‘
其
補
助
貝
‘
則
有
二
司
員
一
人
‘
筆
帖
式
一

左
右
聯
絡
‘
合
成
二
片
寄
i

施
蘊
緬
ご
以
固
レ
之
、
内
城
【
駐
色
酒
】
45

名
グ
ヨ
ク
立
夏
の
日
に
作
る
李
の
汁
を
ま
人
ご
又
於
1

一
四
川
省
同
知
通
判
知
縣
縣
丞
内
「
選
1

一
派
糧

啓
施
一
―
-
、
東
鍍
黄
嘉
、
西
正
黄
讃
、
南
正
白
寵
各
―
-
、
周
ぜ
た
酒
゜
〔
元
池
説
林
〕
立
夏
H
‘
俗
尚
咲
レ
李
、
時
人
語
員
―
―
下
公
駐
,
,
在
子
拉
薩
·
札
什
倫
布
•
阿
里
三
慮
一
為
―
―

建
鑓
黄
金
龍
應
外
城
啓
施
門
四
、
東
鍍
白
顕
、
西
鍍
日
‘
立
夏
得
レ
食
レ
李
‘
能
令
1

一
顔
色
美
↓
故
是
日
婦
女
作
―
―
駐
屯
軍
隊
之
主
計
官
一
拉
受
1
1

駐
蔵
大
臣
之
指
揮
一
以

紅
颯
‘
南
正
藍
鎖
藍
寵
決
レ
日
遁
建
、
北
正
紅
醤
各
―
-
、
周
李
會
面
ざ
李
汁
ふ
炉
酒
飲
レ
之
‘
謂
―
―
之
駐
色
酒
↓
代
―
―
表
該
地
方
消
園
人
之
利
｛
竺
駐
蔵
塀
事
大
臣
‘
及
賛

建
方
旗
面
北
鑢
黄
‘
西
北
正
黄
‘
東
南
正
白
、
西
南
正
【
駐
京
大
臣
】
46chu• 

ching'ta• 

c
h
'
e
n
'

北
京
駐
塀
大
臣
‘
即
総
中
央
政
府
之
派
遣
官
盃
穿
逹
頼
剛
噂
‘

紅
‘
又
外
設
―
―
警
躇
帳
丁
八
旗
凡
一
百
二
十
八
、
各
建
1

一

護

在

の

各

國

公

使

。

及

班

祠

額

爾

徳

尼

剛

障

言

凹

在

―

―

平

等

地

位

ぶ

g
市
倫
以

軍
旗
東
北
鍍
白
‘
西
北
鍍
紅
、
東
南
正
藍
、
西
南
鍍
藍
‘
【
駐
蔵
大
臣
】
”
”
↑
パ
ダ
ゥ
清
代
、
西
誠
の
財
政
監
督
と
下
番
目
、
及
剛
嘩
官
‘
皆
為
二
其
圏
官
↓

黄
帳
城
西
為
1

一
阿
紆
所
一
亦
用
1

一
黄
布
盃
『
レ
城
‘
縦
十
一
し
て
清
國
政
府
か
ら
派
遣
し
た
大
官
。
西
蔵
の
財
政
は
【
駐
蔵
耕
塀
事
大
臣
】
50

勺
岱
な
公
清
の
官
名
。
駐
蔽

丈
、
横
六
丈
‘
城
内
設
圃
帳
―
―
ご
径
倶
一
丈
五
尺
‘
帳
逹
頼
・
班
繹
一
函
畷
の
慮
理
す
る
所
に
係
り
‘
仔
埠
若
辮
事
大
臣
を
見
よ
。

十
‘
黄
帳
城
東
、
為
11

茶
膳
房
盆
竪
涼
棚
四
‘
報
二
十
八
一
く
は
商
卓
特
巴
の
唐
古
特
官
‘
又
は
劇
嘩
官
が
責
際
の

黄
帳
城
四
隅
為
二
太
監
坐
更
帳
↓
後
為
1

一
大
監
首
領
坐
出
納
を
掌
る
。
清
國
政
府
は
其
の
出
納
の
不
正
行
為
を

更
帳
す
各
二
、
前
為
―
―
侍
衛
値
宿
帳
四
盃
不
為
―
―
尚
乗
輻
及
監
督
す
る
た
め
に
駐
蔵
大
臣
を
派
遣
し
た
。
〔
清
會
典

ド
〔
集
韻
〕
農
都
切
直
[

万

x
nu' 

四
執
庫
大
監
等
帳
両
紆
城
外
、
侍
衛
帳
二
、
内
網
城
内
事
例
‘
理
藩
院
〕
置
社
誠
大
艮
以
統
前
祓
後
蔵
一
而
「
廷
烏
1
蜘

ヌ

四
隅
‘
侍
衛
坐
更
帳
各
二
、
南
門
左
右
‘
為
二
王
大
臣
値
理
11

剛
嘩
之
事
↓
〔
清
會
典
事
例
‘
理
藩
院
‘
設
官
〕
西
蔵

班
帳
内
城
外
、
外
網
城
内
、
宿
衛
九
慮
‘
及
各
大
臣
値
官
制
、
駐
蔽
大
臣
―
一
人
。
〔
清
會
典
事
例
‘
理
藩
院
ぶ
a
x
●
鈍
い
う
ま
。
の
ろ
い
う
ま
。
〔
廣
雅
‘
繹
言
〕

駕
締
也
。
〔
楚
辟
、
東
方
朔
‘
七
諫
‘
謬
諫
〕
駕
駿

宿
帳
、
外
城
之
外
宿
衛
十
二
虞
‘
帳
―
―
十
四
、
南
門
外
‘
官
‘
達
木
官
制
〕
達
木
蒙
古
八
旗
‘
設
―
―
佐
領
防
禦
饒
騎

雑
而
不
レ
分
分
。
〔
注
〕
駕
‘
頓
馬
也
。

eに
ぶ
い
。

安
―
―
設
備
用
黄
車
、
小
太
監
宵
車
‘
及
各
街
門
門
帳
二
四
校
各
八
人
ぶ
i

―
―
駐
蔵
大
臣
1

選
擬
奏
補
。

門
外
安
1

一
設
阿
軒
胄
車
警
躇
帳
↓
南
門
外
、
安
―
―
設
愁
勤
【
駐
京
提
塘
官
]
4
8

”
g
”
”
？
消
代
、
各
省
と
中
央
諸

殿
書
應
其
外
四
周
環
饒
、
為
l

太
監
等
及
各
街
門
官
兵
官
鹿
の
往
復
文
書
を
受
領
し
て
狽
送
す
る
こ
と
を
掌
＠
馬
の
鈍
劣
な
さ
ま
。
の
ろ
い
。
〔
正
字
通
〕
駕
‘

朔
衛
之
所
「
又
其
外
為,
r
1
¥
-
~
1

四
隅
設
-
―
瞭
望
螢
四
「
黄
る
官
。
又
‘
官
報
を
刊
行
す
る
こ
と
を
掌
る
も
の
で
、
馬
頓
劣
也
。
〔
周
藉
‘
夏
官
‘
馬
質
〕
＿
―
-
日
‘
駕
馬
。

帳

城

中

設

―

―

御

雙

各

省

督

撫

か

ら

‘

其

の

省

内

の

武

進

士

‘

其

の

他

一

定

◎

）

人

の

才

能

の

鈍

劣

な

さ

ま

。

お

ろ

か

し

い

。

、
〔
史
記
、
蘭
相
如
傭
〕
相
如
雖
レ
鴛
‘
獨
畏
二
廉
将

【
駐
兵
】
39

芯
ゥ
兵
を
と
ど
め
る
。
又
‘
其
の
兵
。
〔
後
の
資
格
あ
る
者
を
兵
部
に
杏
つ
て
選
任
す
る
。
定
員

軍
哉
。
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
庸
欧
鷺
散
。
〔
注
〕
駕
‘
謂
下

漢
書
、
劉
虞
傭
〕
不
レ
如

lmご
兵
‘
以
レ
武
臨
＞
之
。
〔
韓
純
‘
十
六
人
。
〔
消
會
典
‘
兵
部
〕
駐
京
提
塘
官
十
有
六
人

玉
菱
湖
晩
泊
詩
〕
澤
國
長
多
レ
盗
‘
荒
村
亦
駐
レ
兵
。
〔
金
掌
レ
遁
1

一
部
院
官
文
書
↓
〔
消
國
行
政
法
、
一
〕
。

史
、
太
祗
紀
〕
箕
勃
極
烈
宗
翰
涵
『
―
―
都
統
云
云
‘
駐
1
-

【
駐
祓
塀
事
大
臣
】
49

勺
孟
ぢ
・
/
／
清
代
‘
中
央
政
府
か
材
下
如
二
鷺
馬
一
者
上
也
。

兵

雲

中

一

ら

西

蔵

の

首

府

拉

藷

に

駐

蔵

塀

事

大

臣

・

駐

蔵

料

塀

事

【

鴛

闇

】

1

び
に
ぶ
く
く
ら
い
。
オ
智
が
劣
る
。
〔
陸

【
駐
歩
】
め
[

f
ゥ
た
ち
ど
ま
る
。
〔
韻
府
引
、
晉
西
曲
歌
〕
大
臣
各
一
人
を
駐
在
せ
し
め
‘
逹
頼
剛
畷
及
ぴ
班
祠
剛
雲
‘
諫
―
呉
王
―
啓
〕
以
1

一
其
駕
闇
涵
E

蒙
―
―
抜
擢
↓
〔
荀
勘
‘

逢

レ

人

駐

レ

歩

看

‘

揚

レ

臀

皆

言

好

。

嘩

と

平

等

の

地

位

に

置

い

た

。

特

旨

に

由

つ

て

簡

派

辞

1

一
尚
書
令
土
衣
〕
非
―
―
臣
鴛
闇
所
ァ
宜
孟
蕊
輌
↓

【
駐
竪
】
"
”
合
天
子
が
御
車
を
と
ど
め
る
。
駐
鸞
。
駐
さ
れ
、
三
年
毎
に
交
代
す
。
其
の
補
助
員
と
し
て
司
員
【
鷺
5
5
】2

ヅ
鷺
馬
と
鉛
刀
。
才
能
の
庸
劣
な
喩
゜
鉛

躇
(
3
5
)

に
同
じ
。
〔
王
逢
‘
錢
塘
春
感
六
首
詩
〕
周
南
風
一
人
‘
筆
帖
式
一
人
が
あ
る
。
又
‘
四
川
省
の
同
知
、
通
鷺
゜
〔
張
九
齢
‘
登
―
―
郡
城
南
棲
―
詩
〕
鷺
鉛
雖
一
自
勉
エ
ロ

俗
漢
衣
冠
、
五
色
雲
中
憶
1

一
駐
燈
↓
判
‘
知
縣
縣
丞
内
か
ら
糧
貝
三
人
を
派
し
‘
拉
薩
・
札
什
凜
素
非
に
貫
。
〔
呂
公
著
‘
定
州
謝
上
表
〕
顧
1

一
駕
鉛
之
難
ヮ

【
駐
留
】42
数
ゥ
と
ど
ま
る
。
と
ど
め
る
。
〔
方
干
、
東
倫
布
•
阿
里
の
一
二
慮
に
居
ら
し
め
、
駐
屯
清
國
軍
隊
の
強
‘
嵯
―
―
蒲
柳
之
易
巳
哀
。

【
駕
下
】
3

い
才
能
が
に
ぶ
く
劣
る
。
凡
庸
の
オ
。
賤
劣

の
義
。
又
‘
己
を
卑
下
し
て
い
ふ
。
〔
戦
國
‘
燕
策
〕
久
之

荊
阿
曰
‘
此
國
之
大
事
也
‘
臣
鷺
下
、
恐
不
レ
足
1

一
任
使
↓

〔
史
記
‘
陳
丞
相
世
家
〕
陛
下
不
レ
知
―
―
其
鷺
下
「
使
レ
待
二

罪
宰
相
↓
〔
漢
書
、
何
武
傭
〕
材
能
鷺
下
、
未
―
―
嘗
省
見
↓

〔
漢
書
、
卜
式
傭
〕
其
鴛
下
者
‘
宜
一
正
ザ
財
以
佐
＞
軍
。

【
駕
駿
】
4
"

誓
馬
と
千
里
馬
。
鴛
良
。
鷺
駿
(

1

5

)

に
同

じ
。
〔
孔
叢
子
、
射
魏
王
〕
鷺
類
同
レ
輯
‘
伯
築
為
レ
之
杏

嵯
゜
〔
宣
和
鵞
譜
〕
士
人
多
喜
レ
書
一
レ
馬
者
、
以
三
馬
之
取
レ

讐
必
在
l

一
人
材
五
鷺
駿
‘
遅
疾
、
隠
顕
‘
遇
否
‘
一
切
如
―
―
士

之
遊
＞
世
。

【
駕
緩
】
5

か
？
オ
が
に
ぶ
く
の
ろ
い
。
遅
鈍
゜
〔
韓
愈
‘

岳
陽
棲
別
1

一
賓
司
直
1

詩
〕
子
嵯
苦
1

鴛
緩
面
3

濯
レ
失
1

一宜

常一

【
駕
頑
]
6

が
？
ぉ
ろ
か
で
に
ぷ
い
。
〔
蘇
献
‘
書
,
1

韓
幹

牧
馬
刷
詩
〕
奇
姿
逸
徳
隠
鵞
頑
一
碧
眼
胡
兒
手
足
鮮
゜

【
鷺
怯
】
7

か
に
ぶ
く
て
い
く
ぢ
か
な
い
‘
庸
怯
゜
〔
漢

書
‘
蘇
武
傭
〕
陵
雖
鵞
怯
云
ず
漢
且
貰
1

一
陵
罪
ぶ
ず
其
老

母
い
〔
後
漢
書
、
第
五
倫
博
〕
倫
復
上
疏
日
‘
臣
得
下
以
1

一空

虚
之
質
涵
田
．
輔
弼
之
任
い
素
性
鴛
怯
‘
位
尊
爵
重
゜
〔
後

漢
書
‘
渇
術
博
上
〕
僕
雖
↓
―
鴛
怯
ご
か
欲
レ
為
り
人
者
也
。

〔
魏
志
、
楊
阜
博
〕
臣
雖
玉
馬
怯
↓
敢
忘
二
甲
臣
之
義
↓

【
駕
犬
】
8

ゲ
に
ぶ
い
い
ぬ
。
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
天
下
莫
レ

彊
於
秦
楚
今
聞
大
王
欲
和
炉
楚
此
猶
雨
虎
相
麒
‘

而
鷺
犬
受
―
―
其
弊
玉
砂
如
レ
善
レ
楚
‘
臣
請
言
―
―
其
説
―
)

【
駕
塞
】
，
り
に
ぶ
い
馬
の
あ
し
な
へ
。
鈍
く
て
お
そ

い
こ
と
。
〔
漢
書
‘
叙
博
上
〕
鷺
憲
之
乗
、
不
レ
駒
1

千
里
之

塗
〔
呉
志
、
王
蕃
傭
注
〕
唐
虞
之
朝
、
無
謬
摯
之
才
↓

造
父
之
門
、
無
鵞
憲
之
質
↓
〔
謝
眺
‘
拝
正
＇
軍
記
室
―

陪
随
王
賤
〕
駕
冤
之
乖
‘
希
辰
若
而
中
疲
゜

〖
駕
冤
努
〗IO
砂
，
鈍
く
跛
な
馬
の
登
韓
じ
て
、
無

能
な
質
を
以
て
芳
を
惜
し
ま
な
い
喩
゜
〔
柳
宗
元
、
為
1

一

装
中
丞
乞
レ
討
黄
賊
状
〕
庶
臨
鷺
寛
之
登
以
答
1

一

恩
榮
之
重
↓

【
駕
材
】
1
1
t
ィ
才
能
が
劣
る
。
に
ぶ
い
オ
智
。
又
‘
己
の

才
智
を
卑
下
す
る
語
。
駕
オ
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
常
―
―

爾
之
時
五
誠
鷺
材
也
。

【
駕
散
]
1
2
"

／
駕
馬
と
散
材
。
凡
庸
の
質
の
喩
゜
〔
荀

子
‘
脩
身
〕
庸
衆
駕
散
‘
則
劫
レ
之
以
二
師
友
↓
〔
注
〕
鷲

謂
下
材
下
如
鷲
鳥
者
上
也
‘
散
不
―
―
拘
検
平
合
也
、
劫
‘
奪

13105 
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馬

部

〔

五

萱

〕

|

|

 

去
也
、
言
わ
笞
師
友
去
＊
其
奮
性
上
也
。
雑
‘
上
〕
勿
』
乗
,
,
駕
馬
涵
竺
其
取
レ
道
不
＂
遠
也
。
〔
尉
線

【
駕
質
】
13

が
愚
な
性
分
。
鷲
性
(
1
7
)

に
同
じ
。
子
、
制
談
〕
彼
鷲
馬
馨
興
角
逐
゜
〔
韓
非
子
、
説
林
下
〕
伯

【
鷺
弱
】
14

が
ヤ
ク
オ
劣
つ
て
力
よ
わ
い
。
〔
博
咸
‘
彙
司
築
教
n

―
其
所
レ
憎
者
、
相
一
千
里
之
馬
ご
序
其
所
レ
愛
者
、

隷
表
〕
臣
既
鷲
弱
、
不
レ
麗
重
任
↓
〔
韓
愈
‘
饂
魚
文
〕
相
,
,
鷲
馬
↓
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
語
曰
‘
麒
譲
之
衰
也
、
鷺
馬

刺
史
雖
―
―
鷺
弱
i

亦
安
肯
為
―
―
饂
魚
正
炉
首
下
レ
心
‘
化
化
先
レ
之
、
孟
貢
之
倦
也
、
女
子
勝
レ
之
。
〔
漢
書
‘
王
非
博
上
〕

視
倶
‘
為
t

一

民

吏

羞

↓

阻

車

鷲

馬

。

〔

資

治

通

鑑

、

漢

紀

〕

（

光

武

‘

建

武

四

年

）

但

【
鷲
駿
】
15

バ
ユ
ン
鷺
馬
と
駿
馬
。
賢
人
と
愚
人
と
の
喩
。
鷺
馬
鉛
刀
、
不
レ
可
,
,
強
扶
↓
〔
注
〕
賢
日
、
周
證
校
人
掌
―
―

〔
楚
畔
東
方
朔
‘
七
諫
‘
猛
諫
〕
鷲
駿
雑
而
不
レ
分
分
。
六
馬
玉
鷲
馬
、
最
下
者
也
。

〔
郭
瑛
、
爾
雅
圏
贄
‘
繹
畜
馬
〕
三
オ
五
御
‘
鷺
駿
異
レ
轡
゜
〖
策
二
鷺
馬

I
Ji:i 
".; 
が
ゲ
策
―
―
鷲
胎
-
(
2
0
'
)

に
同
じ
。

【
鷺
乗
】16
が
＇
ウ
に
ぷ
い
う
ま
。
又
、
鷲
馬
に
乗
る
。
〔
温
〖
鴛
馬
十
駕
〗

2
3
郊
n

オ
の
な
い
者
も
、
勉
め
て
怠
る

子
昇
、
西
河
王
謝
↓
一
太
尉
』
＾
〕
短
翻
難
11

呂
陵
＂
高
、
鷲
乗
こ
と
な
け
れ
ば
、
オ
あ
る
も
の
と
肩
を
井
ぺ
る
こ
と
が

無

レ

由

レ

致

レ

遠

。

出

来

る

喩

。

一

駕

は

馬

に

車

を

つ

け

て

一

日

謳

る

こ

【
鷺
性
】
1
7
5
ィ

に

ぷ

い

性

質

。

と

、

十

駕

は

十

日

騒

け

る

こ

と

。

〔

荀

子

、

勤

學

〕

譲

一

日

【
鷲
拙
】
18

が
に
ぶ
く
っ
た
な
い
。
お
ろ
か
な
こ
と
。
而
干
里
‘
鷺
馬
十
駕
、
則
亦
及
レ
之
癸
。
〔
淮
南
子
、
齊
俗

〔
虞
思
道
、
孤
鴻
賦
序
〕
オ
本
鷺
拙
‘
性
賓
疎
瀬
。
訓
〕
夫
麒
蠣
、
千
里
一
日
而
通
‘
鷲
馬
十
含
、
旬
亦
至
レ
之
。

【
鷺
儒
】1
9
t
お
ろ
か
で
い
く
ぢ
が
な
い
。
〔
呉
志
、
陸
〖
鷺
馬
鰤
営
棧
豆

-
]
2
4
以
t
t；
士
人
が
藷
主
の
家

遜
博
〕
臣
雖
―
―
鷲
儒
玉
雰
笠
相
如
寇
拘
相
下
之
義
↓
を
慕
ふ
喩
。
又
‘
凡
庸
な
人
の
誅
位
を
患
ふ
喩
゜
〔
魏

【
鷲
胎
】
2
0
"
f

●
に
ぷ
く
劣
る
馬
。
駄
馬
。
〔
楚
辟
‘
宋
志
、
曹
爽
博
‘
注
〕
清
日
‘
桓
範
智
矢
‘
鷺
馬
鵬
空
棧
豆
盃
穴

玉
、
九
辮
〕
御
↓
―
麒
譲
―
而
不
レ
乗
分
、
策
1

一
鷲
胎
―
而
取
レ
必
不
レ
能
レ
用
也
。

路
。
〔
注
〕
鷲
胎
、
喩
1

一
不
肖
↓
〔
後
漢
書
、
禁
邑
傭
〕
駒
亡
t

【
鷺
自
{
】
2
5
"
F
ウ
の
ろ
い
馬
と
は
や
い
馬
。
駕
駿
。
〔
韓

胎
於
修
路
↓
〔
白
居
易
、
鼻
駿
詩
〕
輪
,
,
彼
軍
厩
中
石
化
作
―
―
非
子
‘
顧
學
〕
授
な
車
就
レ
駕
而
観
1

一
其
末
塗
i

則
威
獲
不
レ

鷲
胎
肉
↓
●
オ
能
の
劣
る
喩
。
お
ろ
か
者
。
〔
晉
書
‘
荀
根
疑
,
,
鷲
良
↓

9

博
〕
臣
學
不
11

章
句
ギ
4

不
1

一
弘
通
斉
タ
ニ
之
華
｛
是
砿
儒
風
殊
〇
篤
力
】

26"ヨ
ク
に
ぶ
い
力
。
拙
劣
な
努
力
。
自
己
の
努

邁
‘
思
渇
―
―
鷺
胎
面
増
,
,
萬
分
↓
〔
王
檎
‘
章
生
蹄
1

一
括
蒼
―
ヵ
の
謙
稽
゜
〔
藤
森
弘
庵
‘
春
雨
棲
記
〕
夙
夜
努
痒
‘
自

詩
〕
我
方
堕
↓
―
疎
庸
百
長
路
愧
1

一

鴛

胎

↓

渇

,

,

鷲
力
↓

〖
策
,
,
鷲
験
]
幻
り
”
芸
足
の
遅
い
馬
に
策
を
加
へ
て
【
鷲
劣
】
27

ゲ
才
能
が
に
ぶ
く
お
と
る
。
又
‘
其
の
者
。

無
理
に
早
く
走
ら
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。
才
能
力
量
の
鴛
鈍
°
愚
劣
゜
〔
後
漢
書
、
段
穎
博
〕
臣
庶
謁
―
―
鷲
劣
五
伏

劣
る
も
の
に
無
理
強
い
を
す
る
こ
と
。
又
、
オ
能
力
量
待
―
―
節
度
↓

の
劣
る
己
に
策
う
ち
、
大
い
に
努
力
す
る
こ
と
。
策
―
―
鷺
【
鷲
猥
】
28

”
イ
悪
馬
。
鷺
馬
。
〔
慮
謀
‘
贈
,
,
劉
現
1

詩〕

馬
↓
〔
楚
酔
‘
宋
玉
‘
九
辮
〕
却
麒
璽
而
不
レ
乗
令
‘
策
―
―
飾
-
1

奨
鷺
猥
二
方
ニ
駕
駿
珍
↓
〔
注
〕
向
曰
、
鷲
猥
‘
悪
馬

鴛

胎

―

而

取

レ

路

。

也

、

以

喩

レ

己

也

。

【
鷺
鈍
】
21

り
鷲
馬
の
様
な
鈍
オ
。
お
ろ
か
で
に
ぷ
い
。

〔
諸
葛
亮
‘
出
師
表
〕
庶
端
―
―
鷺
鈍
一
攘
除
姦
凶
一
興
―
―

復
漢
璽
還
手
奮
都
↓
〔
魏
書
‘
陳
建
偉
〕
顧
省
鷲
鈍
―
【
旺
成
】
』
芦
〔
集
韻
〕
蒲
撥
切
圏

終
1

一
於
無
盆
↓
〔
元
横
‘
進
レ
馬
状
〕
自
葱
―
―
鷺
鈍
之
姿
面
莫
レ

展

饂

馳

之

炊

↓

駿

翰

は

‘

え

び

す

の

馬

。

〔

玉

篇

〕

駿

‘

駿

戟

‘

蕃

中

馬
也
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
駿
翰
‘
馬
名
。
〔
白
居
易
‘
武

【
駕
馬
】
22

勺
歩
み
の
お
そ
い
馬
。
や
く
に
た
た
な
い

に
ぷ
い
馬
。
韓
じ
て
‘
鈍
オ
に
い
ふ
。
〔
周
幡
‘
夏
官
‘
馬

質
〕
掌
質
馬
馬
量
三
物
ご
曰
戎
馬
、
二
日
田
馬
、
三
丘
寺
路
宴
別
,
,
諸
妓
1

詩
〕
清
管
曲
終
鶴
鵡
語
‘
紅

曰
‘
鴛
馬
。
〔
糧
雑
記
下
〕
凶
年
則
乗
1

一
鷲
馬
↓
〔
晏
子
、
旗
影
動
駿
翰
欝
゜

鴛

駿

駒

日
ク
〔
集
韻
〕
恭
子
切
固

u
u
 chii' 

口
ク
〔
集
韻
〕
倶
遇
切

OO

小
日
●
こ
ま
。
④
二
歳
の
馬
。
〔
説
文
〕

尋易
豪
駒
‘
馬
二
歳
日
レ
駒
、
三
歳
曰
レ
眺
、
私

馬
句
臀
。
〔
周
幡
‘
夏
官
‘
庚
人
〕
教
レ
眺
攻
レ
駒
。

〔
注
〕
馬
二
歳
日
レ
駒
。
＠
高
さ
五
尺
以
上
の
馬
。

〔
詩
、
周
南
、
漢
廣
〕
言
称
ii

其
駒
↓
〔
傭
〕
五
尺
以
上

曰
レ
駒
。

G
涎

:U五
尺
以
下
の
馬
。
〔
淮
南
子
‘
脩

務
訓
〕
夫
馬
之
為
―
―
草
駒
之
時
↓
〔
注
〕
馬
五
尺
以

下
為
レ
駒
。

G)高
さ
五
尺
の
馬
。
〔
呂
覧
‘
仲
夏
〕
則

緊,,
騰
駒
↓
〔
注
〕
五
尺
日
レ
駒
。
命
祗
[
さ
六
尺
以
下

の
馬
。
〔
詩
‘
陳
風
‘
株
林
〕
乗
,
,
我
乗
駒
↓
〔
箋
〕
馬

六
尺
以
下
日
レ
駒
。

8
こ
う
ま
。
〔
唐
書
‘
百
官
志

三
〕
乳
駒
乳
憤
‘
十
給
こ
丁
↓
●
わ
か
も
の
。
こ

ど
も
。
〔
後
漢
書
‘
趙
煮
博
〕
卿
名
家
駒
‘
努
力
勉
レ

之
。

O
獣
の
子
。
〔
戸
子
、
下
〕
虎
豹
之
駒
‘
未
レ
成
レ

文
而
有
1

ー
食
レ
牛
之
氣
↓
●
物
の
さ
ま
。
駒
駒
(

4

)

を
見
よ
。
〇
或
は
騒
(
1
2
-
4
5
0
0
8
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
駒
‘
或
作
レ
騒
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
駒
‘
姓
、
周
駒

伯
‘
漢
駒
幾
。
口
●
こ
ま
。
〔
詩
、
小
雅
‘
角
弓
〕
老

馬
反
為
レ
駒
。
〔
繹
文
〕
駒
、
下
故
反
。
●
駒
麗
は
、

國
の
名
。
〔
集
韻
〕
駒
、
駒
麗
‘
國
名
。
勝
こ
ま
。
④

牌
棋
の
盤
上
で
用
ひ
る
具
。
＠
三
味
線
の
絲
を

支
へ
る
具
。

【
駒
影
】
1

ウ
イ
日
影
。
白
駒
過
レ
隙
(
8
-
2
2
6
7
8
:
 2
9
2
)
 

を
見
よ
。
〔
衷
栴
‘
三
月
十
二
日
云
云
梅
花
下
小
飲
詩
〕

殿
直
龍
光
動
‘
瑣
意
駒
影
催
。

【
駒
寄
】

2
g
う
ま
ど
め
。
馬
の
奔
驚
を
禦
ぐ
た
め
に
、

門
前
な
ど
に
設
け
た
低
い
柵
。
こ
ま
よ
け
。
桂
栢
。

【
駒
幾
】
3

り
漢
の
人
。
麗
國
騎
を
以
て
匈
奴
を
撃
ち
、

鼠
子
の
兄
を
捕
ふ
。
封
は
麒
侯
。
〔
前
漢
書
、
十
七
〕
．
〔
尚

友
録
‘
三
〕
。

【
駒
駒
】
4

”
散
じ
て
あ
つ
ま
ら
な
い
さ
ま
。
〔
璽
櫃
経
‘

五
色
〕
其
色
散
‘
駒
駒
然
未
レ
有
レ
衆
゜

【
駒
】
〗

五
一
〇|
 

6
 ゜

【
駒
光
】
5

”
g
光
陰
を
い
ふ
。
駒
影
。

【
駒
部
】
6

”
＊
光
陰
の
速
か
な
喩
。
駒
隙
に
同
じ
。
〔
荘

31

子
、
知
北
遊
〕
人
生
1

一
天
地
之
間
i

若,,
白
駒
之
過
ワ
部
、
忽
ー

然
而
已
。
〔
繹
文
〕
白
駒
‘
或
云
‘
日
也
、
部
、
本
亦
作
レ
隙
‘

隙
‘
孔
也
。

【
駒
隙
】
7

”
キ
光
陰
の
迅
速
な
喩
。
白
駒
過
レ
隙
(
8ー

2
2

6
7
8
 :
 2
9
2
)
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
留
侯
世
家
〕
人
生
一
世

間
、
如
ー
白
駒
過
ヮ
隙
。
〔
哀
褒
‘
東
湖
聯
句
〕
蟻
封
徒
曲

折
‘
駒
隙
漫
拘
攣
。
〔
書
言
故
事
、
天
文
類
〕
謂
"
人
生
易
＞

老
‘
如
石
駒
過
＞
隙
゜

【
駒
牽
】
8

3

}

●
中
古
、
毎
年
八
月
に
行
れ
た
公
事
。

諸
國
の
牧
よ
り
馬
を
京
都
に
牽
き
来
り
て
貢
進
す
。
官

人
此
の
駒
を
近
江
の
逢
坂
の
闊
ま
で
出
迎
ふ
る
を
駒

迎
と
い
ふ
。
之
に
依
り
御
料
馬
を
定
め
ら
れ
‘
其
の
餘

を
親
王
以
下
公
卿
に
賜
は
る
。
〔
西
宮
記
‘
八
月
‘
駒
牽

事
〕
七
日
‘
牽
―
―
甲
斐
國
御
馬
ー
事
‘
十
三
日
‘
牽
,
,
秩
父
御

馬
下
十
五
日
、
信
濃
駒
牽
。

0
ま
た
毎
年
四
月
に
駒
牽

あ
り
。
天
皇
、
武
徳
殿
に
幸
し
‘
馬
寮
の
馬
を
閲
覧
さ
れ

た
。
〔
公
事
根
源
、
四
月
‘
駒
牽
‘
二
十
八
〕
。
〇
駒
牽
錢
の

略
。
駒
を
牽
き
行
く
圏
を
躊
出
せ
る
も
の
。
通
用
錢
に

あ
ら
ず
‘
古
‘
厭
勝
に
用
ひ
し
も
の
と
い
ふ
。

【
駒
歯
】
，
ク
小
兒
の
乳
歯
の
未
だ
抜
け
雙
ら
な
い
こ

と
。
幼
年
を
い
ふ
。
〔
北
齊
書
、
楊
惜
博
〕
惜
従
父
兄
黄
門

侍
郎
翌
、
特
相
器
重
、
曾
謂
レ
人
日
、
此
兒
駒
歯
未
レ
落
‘

已
是
我
家
龍
文
‘
更
十
歳
後
、
費
9
求
1

一
之
千
里
外
↓

【
駒
石
】
1
0
3
キ
石
仔
貝
の
舅
石
作
駒
石
(
8ー

2

さ
2
4
:
 

3
3
8
)

を
見
よ
。

【
駒
鳥
】
＂

E
[

鳥
の
名
。
腹
白
く
、
背
部
頭
部
と
も
に
樺

色
の
小
鳥
。
知
更
雀
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
林
禽
類
‘
駒

鳥
〕
按
駒
鳥
状
似
レ
鶯
而
梢
大
‘
頭
背
羽
尾
倶
樺
色
‘
頷
頬

赤
色
、
胸
腹
白
‘
嘴
細
尖
‘
闊
細
長
而
蒼
色
、
其
臀
高
清

而
長
‘
滑
如
レ
日
―
―
必
加
羅
加
羅
i

似
―
―
走
馬
之
鳴
轡
↓

【
駒
跳
】
12

が
駒
が
を
ど
り
の
が
れ
る
。
〔
楚
辟
、
東
方

朔
‘
七
諫
‘
謬
諫
〕
営
世
登
無
麒
譲
1

令
‘
誠
無
1

王
艮
之

善
駁
百
見
―
―
執
』
轡
者
1

非
―
―
其
人
一
今
‘
故
駒
跳
而
遠
去
。

【
駒
禎
】
1
3
y

こ
う
ま
と
こ
う
し
。
〔
種
、
月
令
〕
乃
合
ニ

累
牛
騰
馬
溢
乎
1

牝
子
牧
一
犠
牲
駒
禎
、
攀
＿
一
書
其
敦
↓
〔
璧

鐵
論
‘
未
通
〕
故
駒
積
生
二
於
戦
地
↓
〔
董
仲
舒
‘
郊
祀

射
〕
凡
養
牲
之
道
‘
務
在
―
―
肥
潔
―
而
已
‘
駒
犠
未
レ
能
孟
”

象
之
食
云
莫
レ
如
下
令
A

食,,
其
母
一
便
3
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宵丑

馬

部

〔
五
豊
〕

駒

胚

駈

駒

駕

五

！
 

口
/
ヽ

日
サ
ヴ

集
韻
〕
子
朗
濁
圏

p
尤

t
s
a
n
g
3

古
力

t
s
'
a
n
g
3

〔
集
韻
〕
坐
五
切
圏

ヽ
p
.
X
 tsu• 

小
●
し
ら
か
げ
。
黄
白
の
ま
じ
り
げ
の

叉反m
策
馬
。
〔
説
文
〕
胚
‘
黄
白
裸
毛
也
‘
炊
レ
馬

王
臀
゜
〔
段
注
〕
各
本
作
黄
馬
白
毛
ズ
「
正
。
〔
餌

雅
‘
繹
畜
〕
黄
白
雑
毛
‘
胚
゜
〔
注
〕
今
桃
花
馬
。

〔
詩
‘
魯
頌
‘
馴
〕
有
レ
離
有
レ
胚
゜
〔
傭
〕
黄
白
雑
毛

曰
レ
駐
。
●
は
し
る
さ
ま
。
駐
駐
(

2

)

を
見
よ
。
●

騨
(
1
2
|
 4
4
7
1
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
或
JA
レ

平。
【
駐
侯
】
1

ぺ
獣
の
奮
迅
す
る
さ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
‘

膠
膠
郎
験
躁
謡
‘
注
〕
韓
詩
日
‘
胚
胚
侯
侯
‘
或
墾
或
友
。

【
駐
胚
】
2

口
は
し
る
さ
ま
。
〔
楚
辟
、
宋
玉
‘
招
魂
〕
逐
レ

人
駐
胚
些
゜
〔
注
〕
駐
胚
‘
走
貌
也
。

窮
】
岬
ヒ
〔
集
韻
〕
門
〗
／
遠

l

[
駒
馬
】
14

心
こ
ま
と
う
ま
。
馬
の
総
梢
。
馬
は
六
尺

以
上
の
も
の
。
〔
韓
非
子
、
顧
學
〕
水
繋
―
―
鵠
雁
「
陸
断
ニ

駒
馬
面
翌
緻
獲
不
レ
疑
―
―
鈍
利
↓
「
ふ
。

【
駒
伯
】
15

心
ク
春
秋
‘
晉
‘
郁
克

(11ー
3
9
4
4
0
:
 9
)
を
い

【
駒
践
】
16

タ
鬼
の
名
。
〔
拾
遺
記
、
一
、
高
辛
〕
丹
丘
之

國
、
有
祝
叉
駒
践
之
翌
能
以
赤
馬
腿
総
瓶
孟
及

築
菱
皆
精
妙
軽
麗

【
駒
父
】
1
7
"

｛
木
‘
洪
綿
(
6
|
1
7
4
0
2
 :
 1
2
0
)

の
字
。
「
名
。

【
駒
麗
】
18

ぃ
國
の
名
。
高
句
麗
゜
〔
集
韻
〕
駒
‘
駒
麗
‘
國

[
駒
下
駄
】
19

芦
一
の
材
で
昼
も
歯
も
剖
つ
て
造
っ
た

下
駄
。
う
ま
げ
た
。
〔
嬉
遊
笑
覧
‘
巻
二
中
、
履
‘
駒
下
駄
〕
。

【
駒
過
レ
隙
】
2
0
"
t
キ
ヲ
歳
月
の
過
ぎ
る
こ
と
の
速
か
な

喩
。
駒
隙
(

7

)

を
見
よ
。

【
駒
足
掻
】
21

ぢ
ぃ
〇
駒
が
あ
が
く
。

O
光
陰
の
経
過
。

梱
案
、
漢
書
―
音
義
日
‘
會
亦
是
憎
也
‘
節
二
物
貴
賤
一
也
‘

謂
h
野
憎
其
餘
利
一
比
＊
千
乗
之
家
LO

〔
後
漢
書
‘
郭
太

博
〕
段
千
木
晉
國
之
大
馳
。
〔
注
〕
説
文
曰
‘
闊
‘
會
也
‘

謂
レ
合
土
閉
家
之
賣
買
ぶ
空
今
之
度
市
一
也
。
〔
唐
書
、
王

君
廓
偵
〕
君
廓
、
井
州
石
文
人
、
少
孤
貧
総
期
會
↓

且
小
□
軍
}
勢
の
よ
い
馬
。
〔
説
文
〕
馳
‘
牡

＄
姦
馬
也
‘
炊
レ
馬
且
臀
゜
〔
段
注
〕
吐
各
本
【
駈
憎
】
；
や
仲
買
人
。
牙
憎
゜
牙
子
。
牙
人
。
牙
郎
。
互

作
レ
牡
‘
今
正
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
翼
馬
壌
レ
眠
而
郎
。
〔
漢
書
‘
貨
殖
‘
巴
寡
婦
清
博
〕
節
面
硲
只
届
〕
師
古

駈
駿
。
〔
注
〕
翰
日
‘
駈
‘
牡
也
。
〇
よ
い
馬
。
〔
史
日
、
憎
者
合
會
―
一
家
交
易
畜
也
‘
馳
者
‘
其
首
率
也
。

記
、
鄭
商
傭
〕
破
蘇
駈
軍
於
泥
雙
〔
注
〕
索
隠
〔
畷
耕
録
、
牙
郎
〕
今
人
謂
麒
憎
笠
岱
牙
郎
云
＇
謂

1

一

之
互
郎
平
エ
互
市
之
事
一
也
。

【
馳
エ
】
5

芯
劣
工
を
い
ふ
。
〔
論
衡
‘
卒
性
〕
此
則
馳

日
‘
馳
者
‘
龍
馬
也
。
〔
楚
辞
‘
劉
向
‘
九
歎
、
憂
苦
〕

工
庸
師
‘
服
馴
技
能
、
何
奇
而
世
楢
レ
之
。

屈
鵞
墨
輿
漿
駈
み
ヮ
。
〔
注
〕
乗
駈
‘
駿
馬
也
。
参

お
ほ
き
い
。
あ
ら
い
。
装
(
3
-
5
9
2
8
)

に
通
ず
。
【
馳
疾
】
6

雰
馬
が
牡
ん
で
は
や
い
こ
と
。
〔
周
證
‘
春

〔
爾
雅
‘
秤
言
〕
装
、
駈
也
。
〔
注
〕
今
江
東
呼
レ
大
官
‘
典
瑞
‘
駈
1

一
圭
境
璧
踪
琥
瑾
之
渠
眉
ご
注
〕
駈
‘
讀
為
―

為
レ
馳
、
馳
‘
猶
饂
也
。
〔
集
韻
〕
契
‘
説
文
、
柴
‘
駈
疾
之
馳
一
〔
疏
〕
此
蓋
常
時
有
二
駈
疾
之
語
↓

【
駈
駿
】
7

笞
／
勢
の
よ
い
馬
。
駿
馬
。
〔
左
思
‘
魏
都

賦
〕
ゃ
異
馬
埴
（
レ
眠
而
駐
駿
゜
〔
注
〕
善
日
‘
説
文
曰
‘
駈
‘

大
也
‘
或
作
レ
馳
゜
⑲
す
あ
ひ
。
な
か
が
ひ
。
〔
説

牡
馬
也
。
〔
王
融
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
昭
―
―
灼
頸
部
↓

文
〕
馳
、
一
日
‘
駈
會
也
。
〔
呂
覧
、
尊
師
〕
段
千
木
、

晉
國
之
大
馴
也
。
〔
注
〕
離
‘
噌
人
也
。
〔
淮
南
子
‘
駆
駿
函
列
ぶ
心
視
龍
超
‘
雷
駿
電
逝
。
〔
顔
延
之
‘
緒
白

氾
論
訓
〕
段
干
木
、
晉
國
之
大
駈
也
。
〔
注
〕
期
、
馬
賦
〕
於
レ
時
馳
駿
‘
充
1

一
階
街
玉
J
o

市
憎
也
。
〔
後
漢
書
‘
郭
太
博
〕
段
千
木
晉
國
之
【
馳
踪
】
8

タ
ウ
玉
の
名
。
組
を
以
て
上
に
か
け
る
か
ら

二
誓
【
□
〗
〗
〗
〗
ビ

か
ん
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
馬
牡
°
國
人
名
。
〔
集
韻
〕
駐
、

闘
‘
齊
公
子
名
。

【
駐
闇
】
1

[

ゥ
仲
買
人
。
伯
築
。
馬
喰
゜
駈
憎
(

4

)

に
同

じ
。
〔
新
論
、
因
顕
〕
若
物
無
届
切
以
則
ご
民
馬
努
私
は
5-

問
美
材
朽
二
於
幽
谷
云
賓
珠
躙
―
―
於
按
剣
↓

【
馳
華
】
2

が
大
き
く
は
な
や
か
な
こ
と
。
〔
晏
子
‘
諫
‘

下
〕
駈
華
不
レ
可
"
'
以
導
1

衆
民
↓

【
馳
會
】
3

昇
イ
仲
買
人
。
伯
栗
。
馬
喰
゜
駈
僧
に
同
じ
。

〔
史
記
‘
貨
殖
博
〕
子
貸
錢
金
千
貰
、
節
一
面
苓
只
貪
買
三
レ

之
‘
廉
賣
五
レ
之
。
〔
注
〕
集
解
日
‘
徐
廣
日
‘
駆
‘
馬
憎
也
‘

小
曰
□
馬
が
は
や
く
は
し
る
。
或
は
謁

嘉
．
豪
(
1
2
-
4
4
8
3
8
)
・
 ~(12 

|
 4
5
0
1
5
)
に

作
る
。
〔
説
文
〕
駒
‘
馬
疾
走
也
‘
八
レ
馬
匈
臀
゜
〔
集

韻
〕
駒
‘
馬
走
兒
。
〔
集
韻
〕
駒
‘
或
八
レ
昆
‘
炊
レ
葛
。

【駒】呵

□ 日
ケケカカ
チッチッ

〔
集
韻
〕
居
謁
切

集
韻
〕
居
品
切

且園

国
ソ/，ヨr/ 

國‘̀ヽ

〔
集
韻
〕
林
魚
切

集
韻
〕
聰
祖
切

圏図

小

禰

□

●

車

を

馬

に

つ

け

る

。

車

鷲

姦

将

文

馬

を

そ

な

へ

る

。

〔

説

文

〕

駕
‘
馬
在
範
中
一
也
‘
ハ
レ
馬
加
臀
。
〔
段
注
〕
駕
之

言
‘
以
レ
車
加
於
馬
一
也
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
采
薇
〕
戎
車

既
駕
‘
四
牡
業
業
。

0
の
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
駕
、

乗
也
。
〔
集
異
記
〕
仙
公
材
鵠
駕
、
道
師
泳
潔
゜
〔
白

居
易
、
従
二
龍
澤
寺
云
夫
少
林
寺
一
題
贈
―
―
同
遊
者
一

詩
〕
始
知
駕
レ
鶴
乗
-
1

雲
外
ニ
〇
の
り
も
の
。
天
子

の
の
り
も
の
。
韓
じ
て
、
天
子
の
梢
゜
〔
燭
断
‘
上
〕

乖
輿
或
謂
1

一
之
車
駕
一
〔
正
字
通
〕
駕
、
天
子
居
曰
レ

街
、
行
日
レ
駕
゜
〔
漢
書
‘
杜
延
年
博
〕
出
即
奉
レ
駕
、

人
給
事
中
↓
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
上
〕
乗
輿
大
駕
、

公
卿
奉
引
‘
太
僕
御
。
働
う
ま
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
大
叔

子
田
‘
雨
服
上
襄
‘
箋
〕
襄
‘
駕
也
‘
上
駕
者
、
言
レ

為
―
―
衆
馬
之
最
良
一
也
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
‘
登
二
干

疏
錢
之
金
路
工
庄
〕
六
駕
‘
六
馬
也
。
参
つ
か
ふ
。
車

に
乗
り
馬
を
駅
す
る
。
〔
租
‘
曲
證
〕
君
車
牌
レ
駕
‘

則
僕
執
レ
策
立
1

一
於
馬
前
↓
〔
魏
文
帝
‘
卑
ハ
11

梁
朝
歌

令
呉
質
一
書
〕
時
駕
而
遊
‘
北
遵
11

河
曲
↓

0
を
さ

め
る
。
統
制
す
る
。
制
御
し
使
役
す
る
。
〔
呉
志
、

張
昭
傭
〕
駕
御
英
雄
↓
〇
や
る
。
ゆ
く
。
〔
廣
雅
‘

繹
詰
一
〕
駕
、
行
也
。
R
っ
た
へ
る
。
〔
法
言
‘
學
行
〕

仲
尼
駕
レ
説
者
也
。
〔
注
〕
駕
‘
傭
也
。

O
く
は
へ
る
。

加
(
2
|
2
2
9
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
駕
‘

段
借
為
レ
加
。
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
璧
猶
1

研
炉
槃
以

駕
＞
病
也
。
〔
繹
文
〕
雀
云
、
加
也
。
〔
呂
寛
‘
貴
因
〕

不
レ
可
以
駕
戻
゜
〔
注
〕
駕
‘
加
也
。

O
し
の
ぐ
。

〔
小
爾
雅
‘
廣
言
〕
駕
‘
凌
也
。
〔
左
氏
、
昭
‘
元
〕
猶
―

詐
レ
晉
而
駕
—
焉
。
〔
注
〕
駕
‘
猶
レ
陵
也
。

O
師
を
お

,... ..... 
カロ
馬
..._,,.-,l 
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迷
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馬

部

〔

五

鵞

〕

駕

五

_
 

|

|

 

こ
す
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
九
〕
―
―
―
駕
而
楚
不
屁
胆
乙
翠
宇
↓
る
。
つ
か
ひ
ま
は
す
。
駕
御
に
同
じ
。
〔
庚
信
‘
賀
レ
平
郡
山
1

遂
入
レ
京
記
〕
其
勝
各
異
‘
曲
者
委
蛇
著
レ
態
‘
小
品
中
吏
部
駕
部
金
部
云
云
‘
凡
一
―
十
三
郎
一
〔
文
獣
通
考
、

08

都
表
〕
駕
奴
風
貫
駆
証
龍
翌
〔
藉
唐
書
‘
馬
周
傭
〕
之
文
也
、
直
者
奔
放
駕
レ
勢
‘
大
篇
之
文
也
‘
或
謂
‘
文
職
官
考
六
‘
兵
部
尚
書
‘
駕
部
郎
中
〕
駕
部
郎
中
一
人
、
周

31ー

〔
注
〕
三
駕
‘
謂
1

一
三
興
＞
師
。
＠
材
木
。
家
を
構

今
諸
将
功
臣
‘
陛
下
所
ー
1

一
輿
定
辛
へ
下
1

者
、
皆
仰
l

―

稟

成

貴

レ

曲

而

賤

レ

直

、

非

泣

迪

論

一

護

夏

官

之

屡

有

"

輿

司

馬

一

又

有

-
1

校
人
字
工
馬
之
官
‘
又

鬼
備
―
―
鷹
大
之
用
｛
無
威
略
振
＞
主
‘
如
下
韓
彰
之
難
―
-
駕
[
駕
説
】
26

戸
自
分
の
説
を
つ
た
へ
の
る
。
駕
は
騰
。
有
―
―
牧
司
玉
掌
―
―
牧
放
i

又
有
1

一
巾
車
玉
掌
―
―
公
車
之
政
及
王

へ
る
材
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
大
構
レ
駕
‘
興
一
宮

翌
〔
注
〕
駕
‘
材
木
相
乗
駕
也
。
R
人
を
呼
ぶ
敬
駆
者
い
〔
杜
甫
‘
投
―
―
贈
可
舒
開
府
翰
詩
〕
君
王
自
1

一
紳
〔
法
言
‘
學
行
〕
天
之
道
不
レ
在
仲
尼
乎
‘
仲
尼
、
駕
之
五
絡
丁
此
皆
駕
部
之
本
也
‘
魏
晉
尚
書
有
―
駕
部
郎
「

稲

゜

〔

中

華

大

字

典

〕

駕

‘

敬

梢

也

‘

晉

書

王

竪

偲

‘

武

駕

取

必

英

雄

。

説

者

也

。

〔

注

〕

駕

博

也

。

〔

孫

復

‘

諭

學

詩

〕

斯

文

下

衰

宋

時

駕

部

晨

左

民

尚

書

一

齋

亦

有

レ

之

、

後

魏

爽

北

愚
謂
‘
尊
駕
宜
＝
部
親
幸
1

一
江
州
正
按
‘
尊
駕
謂
―
―
元
帝
一
【
駕
軽
】
10

”
ィ
軽
車
に
駕
す
る
。
〔
韓
愈
‘
送
―
―
石
慮
士
ー

Pf
,,Ill
久

証

勉

思

駕

説

扶

二

顛

危

↓

齊

五

舟

巴

駕

部

郎

中

一

後

周

有

-
1

駕
部
中
大
夫
こ
四
夏

時

元

帝

尚

総

瑯

瑯

王

雀

沿

為

―

―

普

通

之

敬

稲

一

序

〕

閉

馬

駕

―

―

軽

患

就

熟

路

↓

【

駕

前

】

27

タ
天
子
の
車
駕
の
前
。
巡
狩
中
の
天
子
の
官
盃
隋
初
為
二
駕
部
侍
郎
』
野
兵
部
五
含
辛
公
義
為
―
駕

【
駕
輌
】
11

汐

か

ご

。

馬

輿

。

御

前

。

〔

藷

唐

書

‘

王

希

夷

傭

〕

及

T

玄
宗
東
巡
‘
勅
,
,
州
縣
一
部
侍
郎
こ
四
検
馬
牧
所
レ
獲
十
餘
萬
匹
ぶ
全
布
喜
日
、
唯

【
駕
肩
g

】12
ク
車
と
輿
。
車
駕
肩
輿
の
略
。
〔
杜
陽
雑
編
‘
以
レ
橙
徴
い
召
至
1

一

駕

前

盆

千

已

九

十

六

。

我

公

義

奉

二

國

忠

一

楊

帝

除

1

一
侍
字
盆
腔
偲
二
年
‘
加
一
田
中

如
レ
云
1

一
台
駕
柾
然
二
◎
鳥
の
名
。
馴
(
1
2
-
4
6
7
9

下
〕
佛
骨
入
―
―
長
安
享
乞
広
、
長
安
豪
家
‘
競
飾
―
―
車
服
五
駕
【
駕
柁
】
28

”
柁
を
加
へ
る
。
舟
を
こ
ぐ
。
〔
貢
師
泰
‘
海
字
盃
龍
朔
二
年
改
為
1
1

司
輿
大
夫
盆
成
亨
初
復
レ
藷
‘
天
賓

1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
駕
‘
段
借
為
銅
゜

〔

山

海

経

‘

中

山

経

〕

胄

要

之

山

、

北

望

河

典

是

肩

随

路

。

歌

〕

大

工

駕

柁

如

齋

馬

薮

人

左

右

且

長

牽

一

中

巫

駕

部

ー

総

司

駕

「

至

徳

初

復

レ

藷

‘

掌

輿

輩

傭

乗

多
二
駕
鳥
↓
〇
箱
文
‘
格
(

7

|
2
0
0
0
0
)

に
作
る
。
【
駕
言
】
1

3

t

/

0

出
遊
す
る
を
い
ふ
。
〔
詩
、
邸
風
泉
【
駕
堂
】
29

が
清
‘
周
厚
輯
(
2
ー

3
4
4
1
:
 6
5
9
)

の
字
。
郵
騨
厩
牧
面
ご
牛
馬
纏
蝶
闇
遺
離
畜
↓

〔
説
文
〕
駕
‘
格
‘
描
文
駕
゜
◎
古
‘
駆
(
1
2
-
4
4
6
6

水
〕
駕
言
出
遊
‘
以
腐
―
我
憂

U
O唐
‘
康
朗
(
4ー

9
3
7
6

:
【
駕
長
】
3
0
”
ャ
ウ
船
長
を
い
ふ
。
〔
通
俗
編
‘
藝
術
‘
船
長
〕
〖
駕
部
口
渡
〗

3
7
窃t卜
渡
場
の
名
。
湖
北
省
嘉
魚
縣
の

1
3
3
)

の

字

。

按

‘

杜

詩

紐

,

,

梢
エ
―
曰
―
―
長
年
三
老
↓
猶
,
,
,
此
時
俗
謂
―
―
之
東
北
。
宋
、
文
帝
の
時
‘
黒
龍
が
舟
を
負
っ
た
慮
と
傭

【
駕
跨
】
14

拉
う
ま
に
の
る
。
〔
苑
浚
‘
題
―
―
八
馬
圃
―
詩
〕
家
長
玉
家
‘
常
1

一
是
駕
音
訛
百
ぞ
其
篤
レ
舵
駕
＞
続
‘
故
賊
―
ふ
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕
港
水
東
南
流
注
一
子
江
↓
謂
二
之
洋

oo)
に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
駕
、
古
文
駆
°
◎
姓
。
〔
萬

姓
統
譜
〕
駕
、
見
社
苑
↓
〇
隅
た
な
。
架
。
口
人
翌
跨
八
駿
謳
一
東
西
ぶ
回
升
―
-
i

昆
裔
1

蹟

瑶

池

↓

駕

長

可

。

口

↓

南

酎

寵

穴

洲

一

沙

陽

洲

之

下

尾

也

‘

洲

裏

駕

部

名
。
〔
集
韻
〕
駕
‘
闊
‘
人
名
、
左
氏
傭
有
二
榮
駕
鶴
―
[
駕
載
】
15

ア
の
り
も
の
。
駕
乗
(
2
3
)

に
同
じ
。
〔
後
漢
【
駕
嬢
】
測
が
苫
船
を
操
る
女
子
。
女
船
頭
。
口
、
宋
景
平
二
年
‘
迎
―
―
文
帝
子
江
陵
↓
法
駕
頓
レ
此
、
因

儡

ノ

リ

。

書

、

方

術

上

、

奥

英

博

〕

駕

載

上

レ

道

。

【

駕

丁

】

31

”

イ

か

ご

か

き

。

駕

輿

丁

。

以

為

レ

名

。

【
駕
衣
】
1

c
h
i
a
•
i
l葬
式
の
人
夫
の
着
る
衣
服
。
我
【
駕
士]
1
6
灰
天
子
の
御
車
を
引
く
士
。
〔
藷
唐
書
‘
子
志
【
駕
頭
】

3
2炉
宋
代
、
園
簿
中
に
持
参
す
る
こ
し
か
け

0
[
駕
服
】
38

戸
駕
に
服
す
る
。
従
順
に
車
に
つ
き
従
ふ
。

が
國
の
白
張
の
類
。
寧
博
〕
近
聞
、
僕
寺
司
取
妥
及
駕
士
獣
瞥
‘
始
レ
自
二
春
香
木
で
造
り
、
金
で
足
を
飾
る
。
〔
老
學
庵
筆
記
‘
二
〕
駕
〔
漢
書
、
公
孫
弘
傭
〕
夫
虎
豹
馬
牛
‘
禽
獣
之
不
レ
可
レ
制

[
駕
軟
】
2

ザ
し
の
ぎ
す
ぎ
る
。
〔
枚
乗
‘
七
猜
〕
観
T

其
初
ぶ
乎
一
絃
夏
初
一
常
居
和
温
墜
不
レ
放
分
番
二
宋
史
、
頭
藷
以
二
老
宦
者
面
竺
繍
裏
冗
子
子
馬
上
一
高
廟
時
猶
者
也
‘
及
口
其
教
―
―
馴
服
1
1

習
之
二
主
レ
可
二
牽
持
駕
服
盃
唯

阿
駕
軟
者
‘
云
云
3

〔
注
〕
向
曰
‘
駕
軟
‘
陵
過
也
。
輿
服
志
二
〕
随
制
局
言
‘
云
云
、
所
レ
有
駕
士
衣
服
、
尚
然
、
今
乃
代
以
―
―
閤
門
官
↓
〔
談
苑
〕
宋
歯
簿
有
1

一
所
謂
駕
人
之
従
゜

【
駕
下
】
3chia• 

h
s
i
a
•歯
簿
前
謳
の
役
。
臆
藷
六
引
之
制
ぶ
茫
付
―
―
改
正
→
頭
者
ご
乃
繍
衰
机
子
、
香
木
為
レ
之
、
金
飾
四
足
、
更
一
【
駕
病
】

3
9
}ィ
病
氣
を
ま
し
く
は
へ
る
。
〔
荘
子
、
原
桑

【
駕
海
】
5chia• 

hai3

劇

場

の

梁

。

【

駕

之

】

17

心
元
、
孟
攀
鱗
(

8

|
6
9
6
0
 :
 3
3
5
)

の
字
。
朝
則
加
二
黄
帽
「
毎
軍
駕
巡
幸
一
使
―
―
老
内
人
馬
上
楚
〕
讐
猶
五
i

レ
栗
以
加
＞
病
也
。
〔
繹
文
〕
雀
本
作
レ
駕
、

【
駕
幸
】
6

炉

明
池
應
制
詩
〕
·
〔
清
會
典
事
例
‘
欽
天
監
‘
職
掌
〕
乾
隆
欲
T以
―
―
卿
相
位
五2
d之
‘
兒
因
謝
去
、
於
レ
是
送
以

1一
安
【
~
馬
】33
心
車
に
つ
け
た
馬
。
又
‘
馬
を
車
に
つ
け
る
。
【
~
僻
】

4
0
勺
ノ
古
の
築
曲
の
名
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕
伏
戯

九

年

‘

駕

―

―

幸

観

象

憂

↓

車

駕

閉

‘

束

吊

加

璧

、

黄

金

百

鑑

五

終

身

不

レ

仕

。

〔

碍

‘

學

記

〕

始

駕

レ

馬

者

反

レ

之

‘

車

在

1

一
馬
前
一
〔
韓
非
駕
辮
‘
楚
芳
商
只
゜
〔
集
庄
〕
伏
毅
之
駕
辮
‘
楚
之
努
商
‘

【
駕
鶴
】
7

戸

0
山
名
。
廣
西
省
馬
平
縣
の
東
南
。
〔
柳
【
駕
車
】
20

グ
ヤ
車
に
馬
を
つ
け
る
。
馬
車
を
仕
立
て
る
。
子
、
外
儲
説
右
下
〕
故
所
レ
遇
レ
術
者
如
n

―
造
父
之
遇
1

駕

疑

皆

古

曲

名

。

宗
元
、
柳
州
山
水
近
レ
治
可
レ
遊
者
記
〕
（
甑
）
山
之
南
‘
皆
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
下
〕
日
日
親
車
而
出
。
〔
鞠
志
元
‘
蒲
馬
ぶ
一
レ
馬
推
レ
車
、
則
不
レ
能
レ
進
、
代
レ
御
執
レ
轡
持
レ
英
、
【
賀
~
崩

i】4
1
炉
崩
御
。

大
山
多
レ
奇
‘
又
南
且
西
曰
―
―
駕
鶴
山
五
怯
費
環
立
、
古
州
輪
車
賦
〕
命
,
,
彼

棺

人

蔽

駕

レ

車

言

行

‘

束

吊

加

レ

璧

‘

適

―

―

彼

則

馬

成

驚

芙

。

【

賀

窯

千

】

42

炉
羊
に
の
る
。
〔
新
語
、
輔
政
〕
曾
子
駕
レ
羊
゜

冶
負
焉
。

O
鶴
に
乗
る
。
〔
白
居
易
‘
従
,
,
龍
渾
寺
云
ぎ
少
【
駕
上
】
21chia• 

s
h
a
n
g
•馬具
を
附
け
る
。
L
丘
園
→
【
~
馬
牌
】
3
4
心
ィ
榜
上
に
及
第
者
の
名
を
記
し
て
衆
人
に
【
駕
輿]4
3
5か
ご
。
こ
し
。
駕
輻
゜
駕
籠
゜

林
弄
題
匝
同
遊
者
詞
〕
始
知
駕
レ
鶴
乗
―
―
雲
外
↓
【
駕
嬢
】
22chia• 

n
i
a
n
g
2女
船
頭
。
知
ら
せ
る
牌
゜
〔
還
魂
記
‘
索
元
〕
作
礁
這
駕
牌
上
、
欽
貼
〖
駕
輿
丁
〗

4
4
冠
炉
こ
し
を
か
つ
ぐ
人
。
特
に
御
輿
を
弄

【
駕
御
】
8

”
ヨ
馬
を
つ
か
ひ
な
ら
す
。
轄
じ
て
、
人
を
制
【
駕
乗
】
23

仔
ウ
の
り
も
の
。
車
乗
。
〔
史
記
‘
幡
書
〕
人
状
元
嶺
南
柳
夢
梅
、
年
二
十
七
歳
、
身
中
材
‘
面
白
色
。
ぎ
奉
る
仕
丁
＂

g
〔
延
喜
式
、
四
十
七
、
左
右
兵
衛
〕
凡
駕

し
使
ふ
。
追
ひ
使
ふ
。
駕
取
。
〔
晏
子
‘
諫
‘
上
〕
駕
御
之
粒
安
―
―
駕
乗
↓
〔
後
漢
書
‘
寝
融
傭
〕
乃
闇
蜀
平
‘
詔
1

血
i

[

駕
肥
】
35

ロ
ふ
と
っ
た
馬
に
乗
る
。
〔
李
闘
、
幽
懐
賦
〕
輿
丁
五
十
人
‘
凡
供
―
―
奉
行
幸
一
駕
輿
丁
‘
装
束
十
一
具
。

事
、
臣
烏
職
焉
。
〔
呉
志
‘
張
昭
博
〕
薦
御
英
雄
玉
享
―
―
典
五
郡
太
守
五
竺
事
京
都
ぶ
官
閏
賓
客
相
随
‘
駕
乗
千
固
競
食
輿
―
―
瓢
飲
入
ラ
‘
寧
服
レ
軽
而
駕
レ
肥
。
【
駕
浪
】
45

炉
舟
で
な
み
の
上
を
こ
い
で
行
く
。
浪
を

使

塁

賢

↓

〔

陶

潜

‘

孟

府

君

傭

〕

人

不

レ

可

レ

無

レ

勢

‘

我

乃

餘

柄

‘

馬

牛

羊

被

レ

野

。

【

駕

蔀

叩

】
3
6
t

官
名
。
魏
晉
‘
尚
書
に
駕
部
郎
を
置
き
‘
の
り
き
る
。
〔
元
横
‘
洞
庭
湖
詩
〕
駕
レ
浪
沈
レ
西
日
‘
呑
レ

能

駕

御

。

【

駕

飾

】

24

戸
ク
の
り
も
の
の
か
ざ
り
。
〔
新
書
‘
審
微
〕
歴
朝
之
に
因
る
。
隋
唐
に
至
り
兵
部
の
隔
司
と
為
し
、
空
接
レ
曙
河
。

【
駕
駅
】
，

y
馬

を

つ

か

ひ

な

ら

す

。

縛

じ

て

、

人

の

上

繁

親

者

君

之

駕

飾

也

。

輿

輩

偉

乗

郵

騨

暇

牧

を

掌

ら

し

む

。

明

‘

車

駕

司

と

改

【

駕

知

]
4
6

”

O
耕
具
の
名
。
牛
馬
に
駕
し
て
耕
す
す

に
立
つ
て
之
を
治
め
扱
ふ
。
人
を
思
ふ
や
う
に
制
御
す
【
個
涵
勢
]
2
5

戸
勢
に
乗
ず
る
。
〔
齋
藤
拙
堂
‘
涌
―
―
箕
面
め
、
清
末
限
す
。
〔
晉
書
‘
職
官
志
〕
魏
尚
書
郎
、
有
二
殿
き
。
〔
農
書
〕
耕
槃
‘
駕
黎
具
也
‘
藷
制
耕
繋
梢
短
‘
駕
1

一



(44667・ ・47)一 (44677)

馬

部

〔
五
藍
〕

駕

馳

駐

奨

駿

蛉

診

騎

胎

鵠

鮒

日

□

0
一
歳
の
馬
。
〔
集
韻
駆
‘
馬
一
歳
名
。
●

く
ろ
う
ま
。
〔
集
韻
〕
駁
‘
一
曰
‘
馬
黒
色
。

O
昂

窮
i
]
叩

□ 日
ゲケゲケ

ンンンン

〔
集
領
〕
榮
絹
切

〔
集
韻
〕
胡
消
切

霰囲

【
羹
]
[
ク
い
戸
臼
り
。
）
に
同
じ
。
〔
篇
海
類

【

駄

】

螂

ク

□

戸

戸

汀

の

俗

字

。

〔

正

字

霰
i
]
[ガ[
戸
丘
[
[
〗
古
字
。
〔
字
彙

一
牛
或
三
牛
↓
卑
ハ
レ
摯
相
近
。

O
鳥
の
名
。
百
舌
の
一
種
。

戟
類
の
異
名
。
〔
本
草
‘
伯
労
〕
附
録
‘
憩
鳩
‘
羅
頻
日
‘

今
俗
謂
↓
一
之
駕
黎
t

農
人
以
為
レ
候
‘
五
更
諏
鳴
曰
‘
架
架

格
格
、
至
レ
曙
乃
止
。

【
駕
六
】
47

”
切
六
頭
立
の
馬
車
。
天
子
の
車
。
〔
婢
雅
〕

或
曰
‘
天
子
之
馬
‘
盛
則
駕
六
‘
常
則
駕
四
‘
詩
日
‘
四
黄

既
駕
‘
州
鰺
不
レ
椅
、
此
駕
六
之
稲
也
。
〔
晉
書
‘
輿
服

志
〕
天
子
所
レ
駕
則
駕
六
‘
其
餘
拉
駕
四
゜

【
駕
臨
】
48

ザ
御
光
来
。
御
来
臨
。

[
駕
知
翠
】
49

c
h
i
a

こ
ing2

葬
式
の
時
‘
棺
の
前
に
行
く

人
。
位
牌
持
。

【
駕
弄
】
50

c
h
i
a
'
n
u
n
g
'

媚
ぴ
る
。
追
従
す
る
。

【
駕
籠
】
51

カ
人
を
乖
せ
て
か
つ
ぐ
か
ご
。
〔
和
漢
三
オ

圏
會
‘
車
駕
類
‘
藍
輿
〕
今
―
ぞ
駕
籠
↓

〖
駕
籠
昇
]
5
2
”
}
駕
籠
を
昇
ぐ
人
夫
。

【
駕
和
】
5
3
5

し
た
が
ひ
和
す
る
。
〔
淮
南
子
‘
要
略
〕
必

有
細
大
駕
和
↓
而
後
可
二
以
成
＞
曲
。

【
税
レ
駕
】
54

昇
馬
車
の
馬
を
解
い
て
休
息
す
る
。
人
の

落
ち
附
＜
慮
を
い
ふ
。
税
は
脱
。
〔
史
記
‘
李
斯
側
〕
物
極

則
衰
‘
吾
未
レ
知
レ
所
レ
税
レ
駕
也
。

[
駕
雷
軒
】
55

”
岱
宋
‘
張
紐
(
4
-
9
8
1
2
:
 3
6
1
)

の
室
名
。

窮】
5

冨

】

[

タ
イ
〔
集
韻
〕
堂
来
切
岡
四

ダ

イ

本

野

t'ai'

巳ロ[
1
1

〔
集
韻
〕
蕩
亥
切
師

シ
ン

診
(
1
2
|
 4
4
6
7
3
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
騎
‘
診
俗
字
。

小
曰
口
国
國
国
馬
が
お
も
に
に
な
や
む
。

尻忍”
豪
〔
説
文
〕
診
、
診
職
馬
載
重
難
也
、
ハ
レ

馬
多
瞥
。
〔
段
注
〕
診
駆
二
字
雙
瞥
‘
各
本
皆
剛
‘

今
依
1

一
玉
篇
―
補
‘
謂
下
馬
所
二
負
何
一
者
重
難
上
也
。

因
馬
の
名
。
〔
廣
韻
〕
診
‘
馬
色
。

霰
】
[

曰
ン
ン

□
チ
ン

□
シ
ン

固
チ
ン

国
チ
ン

因
リ
ン

〔
集
韻
〕
止
忍
切
踪
⑫

〔
集
韻
〕
知
忍
切
極

〔
集
韻
〕
之
人
切
園
i

〔
集
韻
〕
知
鄭
切
躙

〔
集
韻
〕
捗
刃
切
醐
戸

〔
集
韻
〕
離
珍
切
岡
i

日
駒
怪
は
‘
車
馬
の
こ
ゑ
。
〔
集
韻
〕
蛉
‘
蛉
軽
‘
車

騎
臀
。
口
馬
の
衆
い
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
蛉
‘
馬
衆
瞥
°

冨
蓋
】
1

竹
督
の
衆
く
盛
な
こ
と
。
蛉
瑾
。
〔
廣
韻
〕

齢
‘
蛉
蓋
‘
車
騎
賛

【
齢
遜
]
2

釘
臀
の
衆
く
盛
な
こ
と
。
蛉
蓋
に
同
じ
。

〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
顆
駐
駒
瑾
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
顆
駐
駒

瑾
‘
皆
臀
響
衆
盛
也
。
〔
揚
雄
、
材
猟
賦
〕
姦
拉
雷
属
‘
駿

駐
駒
瑾
゜
〔
注
〕
翰
日
、
輝
評
蛉
磁
謂
―
―
衆
賢
也
。

レ
イ

2

日
リ
，
ャ
ゥ

7
 

ラ
ヴ

ロ
リ
，
ャ
ゥ

貧】
446

〔
集
韻
〕
力
耕
切

〔
集
韻
〕
郎
丁
切

圏囲

(
1
2
-
4
4
5
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或
作
レ
愚
゜

唇

小

曰

●

は

づ

れ

る

。

く

つ

わ

が

は

づ

れ

豪
る
。
〔
説
文
〕
駈
‘
馬
街
脱
也
‘
凡
レ
馬
台

易
臀
。

0
は
づ
す
。
馬
が
く
つ
わ
を
は
づ
す
。
〔
雀

窟
政
論
〕
馬
駈
二
其
衡
↓
〇
鈍
い
馬
。
の
ろ
い
う

ま
。
〔
廣
韻
〕
駈
‘
鴛
馬
。
〔
察
昆
‘
秤
誨
〕
駒
梵
『
駈

於
修
路
云
杢
麒
駿
―
而
壻
騒
゜
〔
庚
信
‘
代
レ
人
乞
ニ

致
仕
表
〕
謳
奔
効
レ
駕
、
先
毅
二
於
扁
駈
↓
〔
侃
瑶

注
〕
瓢
駈
‘
鴛
馬
也
。
R
に
ぶ
い
。
お
ろ
か
。
才
能

か
お
と
る
。
〔
王
詔
之
‘
贈
II

一
播
綜
呉
逹
學
1

孝
廉
1

詩
〕
伊
余
朽
駈
‘
縞
レ
服
濯
レ
盗
。

O
ふ
む
。
〔
史
記
‘

天
官
書
〕
兵
相
駈
藉
゜
〔
注
〕
集
解
日
、
駐
‘
登
蹟

也
。

O
馳
蕩
は
‘
ひ
ろ
い
。
む
な
し
い
。
〔
集
韻
〕

駄
一
日
駈
蕩
畷
遠
也
。
〇
地
名
。
春
秋
‘
齊
の

邑
。
今
、
映
西
省
武
功
縣
の
西
南
。
〔
左
氏
、
哀
‘
六
〕

遷
襦
子
子
原
〇
孤
胎
は
‘
祁
の
地
名
。
〔
集
韻
〕

騎
孤
馳
‘
祁
地
。

O
景
胎
は
、
扮
水
の
神
。
〔
集

韻
〕
馳
‘
一
曰
‘
憂
胎
‘
扮
神
。
口
●
つ
か
れ
る
。

〔
集
韻
〕
胎
‘
疲
也
。

0
に
ぶ
い
。
〔
廣
韻
〕
胎
‘
鈍
也
。

参
駈
蕩
は
、
の
ど
か
な
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
胎
‘
胎
蕩
‘

春
色
兒
゜
〔
集
韻
〕
胎
‘
一
日
、
駒
蕩
‘
散
也
。
＠
胎

蕩
は
、
物
の
さ
ま
。
駈
蕩
(

5

)

を
見
よ
。
国
胎
駿

は
‘
馬
が
進
ま
な
い
。
〔
集
韻
〕
胎
‘
駈
駿
‘
馬
不
レ

進。

[
駈
験
】
1

"

り
馬
か
す
す
ま
な
い
。
〔
集
韻
〕
胎
‘
駈
験
‘

馬
不
レ
進
。

【
駈
衡
]
2

ク
馬
の
く
つ
ば
み
を
は
づ
す
。
〔
後
漢
書
‘

壁
是
傭
〕
取
委
—
其
轡
→
馬
駒
其
街
一

【
駈
祠
】
3

グ
ィ
晉
祠
を
い
ふ
。
憂
馳
紳
を
祠
る
。
〔
元
徳

明
、
詩
〕
馳
祠
風
月
酒
淋
浪
゜

【
駈
藉
】

4
g
0相
掩
映
す
る
。
〔
後
漢
書
、
渇
術
博
上
〕

江
湖
之
上
、
海
岱
之
濱
‘
風
臆
波
涌
、
更
相
馳
藉
。

O
し
の

ぎ
ふ
み
に
じ
る
。
浚
践
゜
踪
籍
。
〔
史
記
‘
天
官
書
〕
兵
相

駈
藉
‘
不
レ
可
二
勝
散
一
》

昌

ー

〔

集

韻

〕

丈

蟹

切

薗

五
一
三

小

0
そ
へ
う
ま
。
〔
説
文
〕
駒
‘
副
馬
也
‘

塁
策
八
属
付
臀
゜
〔
段
注
〕
副
者
戴
也
‘
非
ニ

正
駕
車
匡
品
翌
副
馬
U

●
ち
か
い
。
ち
か
づ
く
。

〔
説
文
〕
鮒
‘
一
曰
‘
近
也
。

O
は
や
い
。
赴
(
1
0
|

3

 

7
0
4
0
)
・
 

訃
(
1
0ー

3
7
3
7
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
鮒
‘

一
曰
‘
疾
也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
駒
‘
段
借
為
レ

赴
‘
為
レ
卦
。
働
そ
へ
ぎ
。
輔
（
1

0
ー

3
8
3
4
2
)

に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
騎
‘
段
借
為
レ
輔
。
〔
史
記
‘

司
馬
穣
茸
傭
〕
乃
斬
―
―
其
僕
車
之
左
鮒
一
〔
注
〕
正

義
曰
‘
劉
伯
荘
云
‘
鮒
者
‘
箱
外
之
立
木
承
―
―
阻

奴

者

。

R

糊
(
1
2
-
4
4
8
2
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鮒
‘
或
炊
レ
附
゜

畠
ト
シ
。
チ
カ
。
ッ
ク
。

[

鮒

]

』

フ
〔
集
韻
〕
符
遇
切
函

プ

u
xfu• 

冨

]

[

タ

イ

い

戸

い

戸

戸

戸

同

し

。

〔

字

彙

【
駈
蕩
】
5

訂
〇
廣
く
大
き
い
。
〔
玉
篇
〕
駈
‘
駈
蕩
‘
廣

大
意
。

O
春
景
の
の
ど
か
な
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
春
色
舒

放
‘
日
品
蕩
言
謝
眺
直
正
＇
書
省
詩
〕
朋
情
以
欝
陶
‘

春
物
方
駈
蕩
゜
〔
占
〕
良
日
‘
胎
蕩
、
春
光
色
也
。

O
臀
の

起
伏
す
る
こ
と
。
〔
馬
融
‘
長
笛
賦
〕
安
翔
駈
蕩
、
従
容
間

緩
。
〔
注
〕
清
日
、
安
翔
・
駐
蕩
・
従
容
・
闇
緩
‘
皆
瞥
初
砕

或
起
或
伏
。
R
と
り
と
め
な
く
ま
と
ま
り
の
な
い
さ

ま
。
〔
荘
子
、
天
下
〕
惜
乎
悪
施
之
オ
、
駈
蕩
而
不
レ
得
‘

逐
萬
物
而
不
レ
反
。
〔
繹
文
〕
馳
‘
放
也
‘
放
蕩
不
レ
得

也。

O
漢
の
宮
殿
の
名
。
胎
盪
に
同
じ
。
〔
―
二
輔
黄
圏
〕
馳

蕩
宮
、
春
時
景
物
‘
馳
蕩
涌
え
呂
中
一
也
。

【
胎
盪
】
6

訂
漢
の
宮
殿
の
名
。
建
章
宮
中
に
あ
る
。
〔
班

固
‘
西
都
賦
〕
蕨
裔
臨
乎
未
央
面
竺
駈
盪
面
出
―
―
駿
娑
↓

【
駈
背
｝
力
老
壽
(
9
ー

2
8
8
4
2
:
 2
0
7
)

を
い
ふ
。
飴
背

(
1
2
-
4
6
0
7
3
 :
4
)

に
同
じ
。

【
鞭
レ
駈
】
8
り

g'
鞭
駈
(
1
2
ー

4
2
9
3
7
:
 2
7
)

を
見
よ
。

13109 
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〇
験
聾
は
‘
馬
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
験
‘
一
曰
‘
験

聾
‘
馬
兒
°
〇
験
盆
は
、
獣
が
跳
つ
て
自
ら
ふ
み

つ
け
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
験
‘
験
盆
、
獣
跳
踏
自
撲

也
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
又
東
南
三
十
里
‘
曰
―
―
依

粘
之
山
二
有
レ
獣
焉
‘
其
状
如
レ
犬
‘
虎
爪
有
レ
甲
‘

其
名
日
レ
燐
‘
善
験
盆
。
〔
注
〕
跳
躍
自
撲
也
。

霰
】
[
戸

〔

集

韻

〕

脩

雨

切

圏

【
鮒
駕
】
1

5

そ
へ
う
ま
を
車
に
駕
す
る
。
〔
韓
非
子
、
外

儲
説
右
下
〕
王
子
於
期
為
,
,
鮒
駕
一
轡
英
不
レ
用
‘
而
揮
,
,

欲
於
馬
涵
竺
協
水
之
利
一
也
‘
云
云
‘
一
日
‘
造
父
為
―
―
齊

王
鮒
駕
ぶ
兜
馬
服
レ
馬
‘
百
日
而
服
成
‘
服
成
請
レ
炊
レ
駕

齊
王
ご
工
日
、
放
1

駕
於
圃
中
ぶ
坦
父
謳
レ
車
入
レ
圃
‘
馬

見
―
―
圃
池
而
走
‘
造
父
不
レ
能
レ
禁
。

【
鮒
馬
]

2

t

0

副
車
に
附
け
る
馬
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説

右
下
〕
然
馬
過
於
圃
池
一
而
鮒
馬
敗
者
、
非
岡
水
之
利

不
后
心
也
‘
徳
分
―
―
於
圃
池
一
也
。

O
官
名
。
鮒
馬
都
尉
の

O

を
見
よ
。

O
主
君
の
壻
を
い
ふ
。
鮒
馬
都
尉
の

O
を
見

よ
。
〔
白
居
易
‘
送
免
州
窪
大
夫
鮒
馬
赴
に
錢
詩
〕
戚
里
誇

為
賣
鮒
墨
儒
家
認
作
好
詩
人
↓
〔
韓
財
‘
宴
樗
鮒
馬

山
池
—
詩
〕
中
朝
鮒
馬
何
平
叔
、
南
國
詞
人
陸
士
龍
゜

〖
鮒
馬
都
尉
〗3
戸
←
〇
官
名
。
漢
の
武
帝
置
く
。
天
子

の
副
車
の
馬
を
掌
る
。
後
、
歴
代
有
り
。
〔
漢
書
‘
百
官
公

卿
表
上
〕
鮒
馬
都
尉
‘
掌
―
―
鮒
馬
五
白
武
帝
初
置
‘
秩
比
―
―

二
千
石
言
注
〕
駒
‘
副
馬
也
、
非
―
―
正
駕
車
一
皆
為
二
副
馬
一

一
日
‘
鮒
‘
近
也
‘
疾
也
。

O
主
君
の
壻
゜
縛
じ
て
、
女
壻
を

い
ふ
。
魏
晉
以
後
、
公
主
に
尚
す
る
も
の
必
ら
ず
鮒
馬

都
尉
に
拝
せ
ら
れ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
陳
書
、
衷
櫃
博
〕
鮒
馬

都
尉
‘
置
レ
由
,
,
漢
武
↓
或
以
瑕
-
1

諸
功
臣
盃
言
以
加
二
於
戚

圏
五
云
‘
齊
職
儀
曰
‘
凡
尚
-
1

公
主
↓
必
拝
二
鮒
馬
都
尉
一

魏
晉
以
来
‘
因
総
面
濯
工
蓋
以
↓
ー
王
姫
之
重
‘
庶
姓
之
軽
一

若
不
レ
加
真
等
墜
寧
可
二
合
径
而
酷
盃
所
1

↓
一
以
椴
開
馬

之
位
ず
り
崇
於
皇
女
1

也
。
〔
行
螢
雑
録
〕
皇
女
為
入
ム

圭
其
夫
必
罪
―
鮒
馬
都
尉
↓
故
謂
二
之
鮒
馬
芸
梢
謂
録
‘

鮒
馬
古
稲
‘
鮒
馬
〕
初
學
記
、
魏
晉
之
後
、
尚
一
示
竿
生
皆

拝
―
―
鮒
馬
都
尉
一

馬

部

〔
五
書
〕

黄
金
覇
。
●
竺
筑
後
國
の
地
名
。

【
駿
赴
】
14
s
h
i
h
3
 fu• 

出
帆
す
る
。

〔
集
韻
〕
爽
士
切
証
5

s
h
i
h
3
 

【
駿
歩
】
15

し
駈
け
て
行
く
。
又
、
飛
脚
。
〔
稲
謂
録
‘
快

戸

醐
‘
駿
歩
〕
唐
劉
晏
‘
急
足
旦
駿
歩
↓
「
疾
走
。

□

シ

〔

玉

篇

〕

山

吏

切

甲
g

日
□
●
馬
が
は
や
く
は
し
る
。
〔
壻
韻
〕
駿
‘
馬
行
[
駿
流
]lB

炉
急
流
ベ
_
切
経
昔
義
薮
流
二
注
〕
駿

疾
也
。
〔
盆
都
者
藷
博
〕
君
馬
何
駿
。

O
は
や
い
。
【
駿
力
】
17

し
＇
ヨ
ク
速
力
。
駈
け
る
力
。
〔
依
田
學
海
、
日
本

迅
疾
。
〔
集
韻
〕
駿
疾
也
。
〔
華
巌
鰹
音
義
上
〕
海
之
戦
〕
以
我
駿
力
優
快
↓
「
て
行
く
。

【
駿
往
]18

s
h
i
h
'
w
a
n
g
'

は
せ
ゆ
く
。
船
を
走
ら
せ

駿
速
疾
也
。
〔
梁
簡
文
帝
、
詩
〕
鶯
暗
春
欲
レ
駿
゜

〔
王
安
石
詞
〕
桐
江
路
尤
駿
‘
飛
漿
下
二
嗚
灘
『
参

使
(

1

|

5
7
3
)

に

通

ず

。

〔

一

切

経

音

義

‘

―

-

〕

駿

□

戸

〔

集

韻

〕

簿

必

切

圏

河
‘
-
―
―
蒼
‘
古
文
使
字
‘
或
作
簸
゜
R
駿
(
1
2
|
 4
4

【
駁
】
曇

7
0
3
)

の

調

字

。

〔

正

字

通

〕

駿

‘

駿

字

之

謡

。

R

甥

口

い

〔

集

韻

〕

砒

至

切

ぽ

g

小
曰
□
―
〇
馬
が
飽
き
た
り
る
。
〔
説
文
〕

舟
を
や
る
。

畠

ト

シ

。

馴

豪

駁

、

馬

飽

也

‘

炊

レ

馬

必

瞥

。

0
馬
が
肥

え
た
く
ま
し
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
駁
‘
馬
肥
牡
兒
゜

【
駿
雨
】
1

5

に
は
か
あ
め
。
夕
立
。
〔
北
史
‘
賓
泰
博
〕

電
光
奪
レ
目
‘
駿
雨
霜
凋
゜
〔
元
好
問
‘
乙
酉
六
月
十
一
日

雨
詩
〕
今
日
復
何
日
‘
駿
雨
東
南
来
。
〔
集
韻
〕
秘
‘
馬
肥
謂
二
之
駁
↓
〔
詩
‘
魯
頌
‘
有
駁
〕

【
馳
河
]
2

ル
は
や
く
流
れ
る
河
。
急
流
。
〔
王
僧
儒
‘
證
有
レ
駁
有
レ
駁
゜
〔
博
〕
秘
‘
馬
肥
彊
貌
。

O
或
は
駿

佛
唱
導
骰
願
文
〕
或
方
火
宅
‘
乍
擬
駿
河
↓
〔
法
苑
珠

(
1
2
-
4
4
8
6
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駁
‘
或
作
レ
駿
゜

林
〕
天
地
始
終
‘
謂
乏
一
胡
劫
霊
壊
時
、
火
災
将
レ
起
‘

四
大
駿
河
‘
皆
悉
枯
渇
゜

匹
旱
4

戸
戸
[
[
戸
;
'
何
帆
々
走
い
い
｀

voiTす
る
。
【
舵
】
岬

[
馳
回
】
5

s
h
i
h
3
 
h
u
e
i
'

疾
走
し
て
蹄
る
。
馳
せ
戻

【
駿
疾
]

6

n

’
疾
い
。
速
か
。

L

る。

【
駿
船
】
1

s
h
i
h
3
 
c
h
'
u
a
n
'

船
を
走
ら
せ
る
。
船
を
漕

【
駿
走
】
8

が
早
く
走
る
。
疾
走
。

L

ぐ。

【
駿
足
】
，
3

ク
足
の
疾
い
者
。
は
や
あ
し
。
よ
く
か
け

る
。
疾
足
。
逸
足
。
〔
唐
書
‘
劉
晏
博
〕
諸
道
巡
院
‘
皆
募
ニ

駿
星
置
騨
相
望
、
四
方
貨
殖
低
昂
‘
及
宅
利
害
‘
雖
,
,
甚

摸
不
二
散
日
一
即
知
。

【
駿
卒
】
IO

グ
よ
く
走
る
卒
。
〔
日
本
外
史
‘
徳
川
氏
前

記
、
翌
臣
氏
上
〕
即
命
簸
卒
五
十
人
先
往
゜

【
駿
弾
】
11

ん
ノ
疾
く
弾
ず
る
。
急
速
な
調
子
。
〔
唐
太
宗
‘

琵
琶
詩
〕
駿
弾
風
響
急
‘
緩
曲
釧
臀
遅
。

[
駿
入
】
12

s
h
i
h
3
 ju• 

疾
走
し
て
進
み
来
る
。

【
駿
馬
】
1
3
~

〇
馬
を
急
が
せ
る
。
又
‘
疾
走
す
る
馬
。

〔
梁
簡
文
帝
、
春
日
想
―
―
上
林
―
詩
〕
香
車
雲
母
轄
‘
駿
馬

貧
】
[
日
シ

●
ら
く
だ
。
〔
集
韻
〕
院
嚢
馳
匈
奴
奇
畜
゜
〔
方

言
‘
七
〕
凡
以
二
櫨
馬
駈
舵
』
だ
物
者
、
謂
1

一
之
負

笠
〔
晉
書
‘
索
靖
傭
〕
指
二
洛
陽
宮
門
銅
駐
↓
〇

だ
て
う
。
〔
後
漢
書
‘
和
帝
紀
‘
安
息
國
遣
レ
使
獣
二

師
子
及
條
枝
大
爵
ぶ
巳
郭
義
恭
廣
志
日
、
大
爵
、

頸
及
身
呼
蹄
、
都
似
―
―
棄
舵
盃
争
レ
頭
高
八
九
尺
‘

張
レ
翅
丈
餘
‘
食
二
大
変
石
其
卵
如
レ
甕
‘
即
今
之
舵

鳥
也
。
参
く
ぐ
せ
。
せ
む
し
。
〔
康
熙
字
典
〕
馳
‘
背

悽
也
。
〔
薩
都
剌
、
宮
人
圏
詩
〕
―
女
液
歩
腰
半
駐
‘

小
扇
軽
撲
―
―
花
間
蛾
二
鴫
の
せ
る
。
つ
む
。
家
畜

に
荷
を
負
は
せ
る
。
〔
正
字
通
〕
馳
‘
凡
以
レ
畜
負
レ

物
曰
レ
駐
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
傭
上
〕
駒
除
棄

ダタ

〔
集
韻
〕
唐
何
切
＇
底

大

X
巴

t
u
o
2
 

鮒

験

駿

秘

馳

覧
〔
注
〕
師
古
日
‘
豪
駐
者
、
言
下
其
可
中
負
豪

巌
而
駐
社
物
、
故
以
名
云
〇
父
母
を
呼
ぶ
に
添

へ
る
敬
稲
゜
慎
服
の
方
言
。
〔
中
華
大
字
典
〕
駐
‘

慎
脹
呼
―
―
父
母
乏
敬
稲
曰
レ
馳
‘
慎
脹
風
土
記
‘

呼
T
l

主
人
為
―
―
巴
緊
主
母
為
<I

米
馳
面
J

者
父
也
‘

米
者
母
也
。

O
或
は
馳
(
1
2
-
4
4
6
8
2
)

に
作
り
‘

通
じ
て
宅
(
8
ー

7
0
5
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
或

八
レ
也
、
通
作
に
ヒ
。

【
馳
鶴
】
1

戸
鳥
の
名
。
鵜
鵬
(
1
2
-
4
6
9
5
2
:
 5
)

の
異

名
。
〔
本
草
‘
鵜
鵬
〕
繹
名
‘
時
珍
曰
‘
又
訛
而
為
―
―
駐
鶴
↓

【
駐
澗
】
2

グ
川
の
名
ぷ
女
徽
省
蒙
城
縣
の
西
北
。
梁
の

陳
慶
之
等
‘
渦
陽
を
攻
め
‘
魏
‘
将
元
昭
等
を
遣
つ
て
赴

き
援
け
、
前
軍
此
慮
に
至
り
‘
慶
之
に
敗
ら
る
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
江
南
‘
鳳
陽
府
‘
壽
州
‘
蒙
城
縣
〕
駐
澗
‘
在
l
-

縣
西
北
↓
梁
陳
慶
之
等
攻
―
―
渦
陽
五
魏
遣
―
―
将
元
昭
等
―
赴

援
、
前
軍
至
院
澗
一
去
禍
陽
四
十
五
里
‘
為
慶
之

所
品
5

、
志
云
‘
澗
水
出
1

丘
花
虫
因
名
。

【
駐
碁
】
3

”
島
の
名
。
硯
石
を
産
す
。
〔
方
輿
記
〕
駐
碁

島
‘
一
名
婚
磯
島
‘
産
硯
石
↓

【
舵
脚
】
4
t
g
u
0
2
 c
h
i
a
o
3

貨
物
を
輪
送
す
る
酪
駐
。

又
‘
其
の
運
賃
゜

[
馳
難
】
5

グ
駐
鳥
の
異
名
。
〔
温
涯
勝
寛
〕
祖
法
国
兒

宜
山
駐
難
直
頸
難
身
如
レ
鶴
‘
長
三
四
尺
‘
獅
―
―
、
指

毛
如
レ
駐
‘
行
亦
如
レ
駐
‘
故
喚
蛇
難
一

【
駐
輯
】
6

t
'
u
 0
 2
 c
h
i
a
o
•
前
と
後
に
二
頭
の
蝶
馬
を

立
て
昇
ぐ
輻
子
。
螺
舵
輯
(
1
2
|
 4
4
9
5
7
 :
 1
1
)

に
同
じ
。

【
駐
戸
】
7

t'uo2 
h
u
•
酪
駐
を
引
き
貨
物
の
運
送
を

業
と
す
る
も
の
。

【
馳
鼓
]
8

サ
鼓
の
名
。
〔
元
史
‘
輿
服
志
二
〕
駐
鼓
九
‘
飾

但
鍍
金
絞
具
↓
〔
哀
栴
‘
龍
虎
畳
詩
〕
前
行
節
―
―
駐
鼓
一

執
御
各
在
レ
手
。
〔
周
伯
埼
‘
紀
行
詩
〕
雷
轟
舵
鼓
振
‘
霞

絢
象
輿
行
。

[
馳
載
】
，
”
ィ
酪
駐
に
の
せ
る
。
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、

王
利
〕
銀
錢
火
薬
錐
抱
軍
装
舵
載
者
‘
又
以
レ
統
計
。

【
舵
山
]
9

ク
山
名
。
山
東
省
青
州
に
在
り
。
雲
門
山
の

傍
に
あ
り
、
六
朝
以
来
の
刻
石
が
多
い
。

【
駐
子
】
10

t
'
u
o
'
t
z
u

重
荷
゜

【
駐
車
】

Ilg
酪
舵
の
ひ
く
車
。
〔
劉
乗
忠
‘
駐
車
行
〕

五
―
四
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日
シシ

ッ
シ
チ

口

小
日
曰

lo＿
車
四
罵
の
精
。
一
乗
の
車

駆
豪
に
駕
す
る
四
頭
立
の
馬
。
〔
説
文
〕
剛
‘

一
乗
也
、
八
レ
馬
四
臀
。
〔
玉
篇
〕
肥
‘
四
馬
一
乗

也
。
〔
詩
、
鄭
風
、
清
人
〕
剛
介
労
労
゜
〔
箋
〕
剛
介
‘

【

馳

】

呻

〔
集
韻
〕
息
利
切
甲
g

ヽム

s
s
u
'

〔
集
韻
〕
息
七
切
醐
g

【
馳
】
岬
夕
[
[
[
M
l
"
~
l
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

駐
牛
署
有
―
―
典
駐
特
牛
拌
牛
三
局
面
r
羊
署
有
―
―
特
羊
袢

羊
局
云
諸
局
並
有
n
都
尉
↓

【
舵
駄
罷
】
29

”
ク
核
童
の
謡
の
名
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
‘
駐

駄
最
〕
太
平
廣
記
‘
令
狐
楚
説
‘
酒
令
云
、
水
裏
取
,
,
I

最一

岸
上
取
二
殷
牌
者
駐
‘
来
駄
者
量
、
是
為
庇
駄
景

按
‘
今
核
童
有
二
駐
駄
鼈
之
竪

【
駐
蹄
難
】
30

”
勺
駐
鳥
の
異
名
。
〔
本
草
‘
駐
鳥
〕
繹
名
、

駐
蹄
難
、
食
火
難
‘
骨
托
禽
。

【
駐
頭
山
】
幻
”
丸
ゥ
山
名
。
菟
頭
山
。
〔
明
一
統
志
涎
頭

山

‘

一

名

駐

頭

山

。

「

名

‘

牟

馳

岡

。

【
駐
牟
岡
】
31

”
芍
地
名
。
河
南
省
開
封
縣
の
西
北
。
一

【
駐
羅
口
】
巴
祐
地
名
。
河
北
省
塚
縣
の
東
北
。
宋
の

曹
榔
、
契
丹
を
伐
ち
、
泳
州
に
至
っ
た
と
き
、
契
丹
主
‘

其
の
太
后
と
、
大
兵
を
率
ゐ
て
自
軍
を
應
援
し
た
慮
゜

【
駐
嶺
清
風
】

335gウ
嶺
の
名
。
泰
州
の
境
。
〔
道
光
泰

州
志
〕
州
境
有
―
―
八
景
石
其
一
日
,
,
駐
嶺
清
風
↓

【
懸
レ
駐
就
レ
石
】
34

”
況
ク
古
、
死
舵
を
得
て
其
の
皮

を
剥
が
ん
と
す
る
者
‘
棲
上
に
一
磨
石
を
所
有
し
て
ゐ

た
が
、
刀
を
磨
く
た
め
に
履
；
棲
上
に
登
る
煩
を
厭

ひ
‘
駐
を
棲
上
に
運
び
、
人
に
笑
は
れ
た
故
事
。
融
通
の

き
か
ぬ
愚
者
の
喩
。
〔
法
苑
珠
林
〕
昔
有
下
王
賜
こ
死

駆
興
・
貧
人
せ
貧
人
得
已
、
即
便
剥
レ
皮
嫌
―
―
刀
鈍
一
故

求
レ
石
欲
レ
磨
、
乃
於
1

一
棲
上
五
空
一
磨
石
一
磨
午
刀
令
レ

利
、
来
下
而
剥
、
如
レ
是
散
散
、
往
来
苦
憚
、
乃
懸
己
庇
上

棲
盃
応
レ
石
磨
レ
刀
、
深
為
,
,
人
笑
↓

四
馬
也
。
●
馬
四
匹
゜
〔
穆
天
子
博
‘
四
〕
乃
獣
―
―

良
馬
十
靭
↓
〔
注
〕
四
馬
為
レ
閉
。
●
馬
。
〔
證
‘
三
年

問
〕
若
剛
之
過
＞
隙
゜
〔
繹
文
〕
閉
‘
馬
也
。
●
龍
四

匹
゜
〔
漢
書
、
郊
祀
志
上
〕
故
碓
四
峙
‘
云
云
‘
木
寓

龍
一
晒
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
一
閉
‘
亦
四
龍
也
。

O
四

人
で
車
に
乗
る
。
〔
左
氏
、
文
、
十
一
〕
富
父
終
甥

駆
乗
。
〔
注
〕
馴
乗
‘
四
人
喪
車
也
。

O
星
の
名
。

〔
國
語
、
周
語
中
〕
剛
見
而
隕
霜
゜
〔
注
〕
靭
、
天
閉
‘

房
星
也
。

O
ぉ
ふ
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
馴
‘
逐
也
。

O
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
レ
字
為
レ
氏
〕
剛
氏
、
鄭

子
閉
之
後
。

【
靭
恨
]
1

ザ
春
秋
‘
鄭
の
大
夫
。
字
は
子
滸
。
晉
に
姿

り
、
子
絲
を
生
む
。
慨
卒
し
、
絲
弱
し
。
其
の
父
兄
、
子
溜

の
叔
父
閉
乞
を
立
て
て
嗣
と
為
す
。
乞
‘
字
は
子
瑕
。
子

産
、
子
瑕
の
人
と
為
り
を
憎
み
‘
且
つ
不
順
と
為
し
、
許

さ
ざ
る
も
亦
止
ま
ず
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
九
〕
。

【
剛
介
】
2

ヤ
武
装
の
四
馬
を
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
倍
、
二
十

八
〕
丁
未
‘
猷
1

一
楚
伴
子
王
云
閉
介
百
乗
‘
徒
兵
千
。
〔
注
〕

靭
介
、
四
馬
被
レ
甲
°
、

〖
閉
介
労
帝]
3ヤ
”
が
剛
介
の
馳
謳
す
る
さ
ま
。
〔
詩
、

鄭
風
、
清
人
〕
清
人
在
レ
彰
‘
剛
介
労
芳
‘
二
矛
重
英
‘
河

上
乎
翻
翔
゜
〔
博
〕
介
、
甲
也
。
〔
箋
〕
剛
介
、
四
馬
也
。
〔
集

博
〕
閉
介
、
四
馬
而
被
レ
甲
也
、
労
芳
‘
馳
謳
不
レ
息
之
貌
。

【
閉
鉤
】
4

が
漢
の
人
。
齊
王
襄
の
舅
。
初
‘
齊
王
鉤
と

兵
を
獲
し
て
諸
呂
を
誅
せ
ん
と
謀
る
。
後
‘
大
臣
既
に

諸
呂
を
誅
し
、
牌
に
齊
王
を
立
て
ん
と
す
。
皆
日
く
‘

母
家
靭
鉤
は
悪
戻
‘
虎
に
し
て
冠
す
る
者
な
り
。
齊
王

を
立
つ
る
は
‘
是
れ
復
呂
氏
を
為
さ
ん
と
す
る
な
り

と
。
乃
ち
代
王
を
擁
立
す
。
文
帝
立
ち
、
鉤
、
陽
侯
に
封

ぜ
ら
る
。
清
北
の
反
に
、
救
は
ざ
る
に
坐
し
て
免
ぜ
ら

る
。
〔
前
漢
書
、
三
十
八
〕
。

【
剛
動
】
5

ル
’
後
漢
‘
會
稽
の
人
。
鑑
に
仕
へ
て
功
曹

史
を
拝
す
。
楚
王
英
反
を
謀
つ
て
事
狽
し
、
太
守
手
興

匪
ら
れ
て
廷
尉
獄
に
詣
り
、
動
亦
獄
に
詣
つ
て
考
に
就

ー

く
。
五
毒
を
受
け
‘
肌
肉
消
爛
す
る
も
‘
終
に
異
辟
無

し
。
獄
に
赦
還
を
得
。
〔
後
漢
書
、
一
百
十
一
〕
゜

n

【
馴
騨
】
6

牙
赤
馬
黒
鼠
で
白
腹
の
閉
乗
の
馬
。
〔
詩
、

13

|
 

五
一
五
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大
雅
、
大
明
〕
檀
車
燻
煙
‘
剛
騨
彰
彰
。
〔
集
傭
〕
騨
馬
白

腹
曰
レ
騨
゜

【
馴
乗
】
7

炉
＇
ウ
四
人
の
士
の
の
っ
た
兵
車
。
〔
左
氏
、

文
、
十
一
〕
侯
叔
夏
御
―
―
荘
叔
盃
縣
房
甥
為
レ
右
‘
富
父
終

甥
靭
乗
。
〔
注
〕
剛
乗
、
四
人
共
レ
車
也
。

【
閉
赤
】8
3
•
春
秋
‘
魯
の
人
。
邸
工
師
と
為
る
。
侯
犯
‘

邸
を
以
て
叛
く
や
、
剛
赤
‘
侯
犯
に
説
い
て
齊
に
事
へ
ん

こ
と
を
求
め
、
邸
中
に
宣
言
し
て
日
く
‘
侯
犯
牌
に
邸

を
以
て
齊
に
易
へ
ん
と
し
‘
齊
人
牌
に
邸
民
を
遷
さ
ん

と
す
と
。
衆
兇
憫
れ
、
侯
犯
を
園
み
‘
閉
赤
魯
人
を
納

る
。
侯
犯
齊
に
逃
る
。
〔
左
氏
、
定
‘
十
〕
。

【
閉
職
】
，
が

O
車
に
駕
し
た
四
馬
。
皆
黒
い
か
ら
鐵

と
い
ふ
。
〔
詩
‘
秦
風
‘
閉
鐵
〕
閉
職
孔
阜
‘
六
轡
在
レ
手
。

〔
集
博
〕
閉
職
、
四
馬
皆
黒
色
如
レ
鐵
也
。
●
詩
経
‘
秦
風

の
篇
名
。
襄
公
諸
侯
と
な
り
、
田
狩
・
園
圃
の
築
あ
る

を
美
稲
し
た
も
の
。
〔
詩
、
秦
風
‘
閉
蕨
序
〕
靭
職
、
美
―
―

襄
公
也
、
始
命
、
有
,
1

田
狩
之
事
、
園
圃
之
築
涵
呵
〔
班

固
、
東
京
賦
〕
歴
謡
虞
-
竺
閉
職
↓

【
閉
馬
】
10

心
●
一
乗
の
車
に
つ
け
る
四
頭
の
馬
。
又
‘

其
の
車
。
貴
人
の
乗
る
も
の
。
〔
老
子
、
六
十
二
〕
雖
レ
有
下

挟
璧
以
先
＊
閉
馬
5

不
レ
如
巫
坐
進
―
―
此
道
↓
〔
宋
玉
、
高
唐

賦
序
〕
偽
令
若
下
駕
―
―
閉
馬
五
建
＊
羽
旗
3

●
橋
の
名
。
四
川

省
成
都
縣
の
北
。
油
子
河
の
分
流
に
跨
る
。
司
馬
相
如

東
遊
し
、
其
の
柱
に
題
し
て
い
ふ
、
不
レ
乗
,
,
高
車
閉
馬
一

不
レ
過
,
,
汝
下
1

と
。
故
に
名
づ
く
。

〖
閉
馬
車
]
1
1
心
．
ン
ヤ
四
匹
の
馬
に
ひ
か
せ
た
車
。
〔
漢

書
、
朱
買
臣
博
〕
長
安
厩
吏
‘
乗

niliil馬
車
玉
（
迎
‘
買
臣

遂
乗
レ
博
去
。

〖
馴
馬
門
〗1
2
5が
漢
の
子
定
國
が
剛
馬
高
蓋
車
を
容

れ
る
高
大
な
門
を
造
つ
て
、
子
孫
の
必
ず
顕
位
に
至

る
も
の
有
る
を
豫
言
し
た
故
事
。
後
、
人
の
後
嗣
の
繁

昌
を
祝
す
る
に
用
ひ
る
。
〔
漢
書
‘
子
定
國
傭
〕
始
定
國

父
子
公
‘
其
閻
門
壌
‘
父
老
方
共
治
レ
之
、

f
公
謂
曰
‘
少

高,,
大
間
門
一
令
レ
容
―
―
閉
馬
高
蓋
車
一
我
治
レ
獄
多
1

一陰

徳
一
未
1

一
嘗
有
品
m
レ
冤
、
子
孫
必
有
―
―
興
者
ご
牟
一
定
國
―

為
―
―
丞
相
で
氷
為
―
―
御
史
大
夫
一
封
レ
侯
傭
レ
世
云
。

〖
閉
馬
不
レ
能
レ
追
】
1
3
ん
ば
勺
一
度
口
外
し
た
こ
と

は
、
四
頭
立
の
馬
で
も
追
ひ
つ
く
こ
と
が
で
き
な
い
。

〔
説
苑
‘
談
叢
〕
口
者
闊
也
‘
舌
者
機
也
、
出
レ
舌
不
レ
常
‘

四
馬
不
レ
能
品
追
也
。

＂ 
馬
立
口

〔五
I

六
書
〕

〖
閉
馬
高
蓋
其
憂
甚
大]
1
4
→
芯g
“
ソ
ノ
ウ
レ
ヒ
剛
馬
高

蓋
の
立
派
な
車
馬
に
乗
る
富
貴
の
人
は
其
の
憂
も
甚

だ
大
き
く
‘
貧
者
の
氣
安
さ
に
如
か
ぬ
。
〔
高
士
博
‘
紫

芝
歌
〕
閉
馬
高
蓋
‘
其
憂
甚
大
、
高
貴
之
畏
レ
人
分
、
不
レ

不
レ
若
貧
賤
之
隷
＞
志
。

〖
馴
馬
不
レ
調
造
父
不
レ
能
ー
ー
以
取
＞
道

]
1
5
"
埒
窃
t

認
打
芍
閉
馬
と
雖
も
調
練
し
な
け
れ
ば
、
造
父
も

こ
れ
を
御
し
て
道
を
行
く
こ
と
が
出
来
な
い
。
君
臣
和

せ
ざ
れ
ば
、
治
を
為
す
こ
と
が
出
来
ぬ
喩
。
〔
文
子
、
上

義
〕
閉
馬
不
』
調
、
造
父
不
レ
能
―
―
以
取
こ
道
、
君
臣
不
レ
和
‘

聖
人
不
レ
能
,
,
以
為
＂
治
。

【
閉
望
】
16

が
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
今
、
朝
鮮
の
境
。
〔
漢

書
、
地
理
志
下
〕
築
浪
郡
、
縣
二
十
五
‘
閉
望
。

【
閉
伐
]
1
7

字
四
た
び
伐
つ
。
〔
橙
、
築
記
〕
天
子
衷
一
振

冬
而
閉
伐
‘
盛
ふ
成
於
中
國
1

也
。
〔
注
〕
剛
‘
嘗
レ
為
レ
四
‘

臀
之
誤
也
。

【
閉
牡
】
18

ん
四
頭
立
て
の
馬
。
剛
馬
。
〔
後
漢
書
、
鄭
玄

傭
〕
矧
乃
鄭
公
之
憾
‘
而
無
T

剛
牡
之
路
‘
可
＊
廣
ー
ー
開
門

衝
公
F
兵
全
高
車

U
況
為
1

一
通
徳
門
↓

【
閉
過
レ
隙
】
19

”
”
ぅ
四
頭
立
の
馬
車
で
疾
＜
戸
隙
を

過
ぎ
る
。
時
の
経
過
の
甚
だ
速
か
な
喩
。
若
,,I!之
過
＂

隙
(
2
4
)
を
見
よ
。

【
剛
先
生
】
2
0
5
ン
セ
イ
漢
‘
齊
の
人
。
其
の
名
字
不
明
。
淮

陽
王
欽
の
母
舅
張
博
王
に
書
を
遣
つ
て
日
く
、
聞
く
剛

先
生
な
る
者
有
り
、
善
く
兵
法
を
為
す
‘
大
将
の
材
な

り
。
今
天
下
騒
動
、
此
の
人
な
か
り
せ
ば
安
ん
ず
る
莫

け
ん
と
。
博
王
を
誘
ひ
て
非
義
を
為
さ
ん
と
し
、
事
泄

れ
て
誅
せ
ら
る
。
〔
前
漢
書
、
八
十
〕
。

【
馴
不
レ
及
レ
舌
】
21

”
が
ん
タ
―
―
一
旦
口
外
し
た
言
語
は

四
頭
立
の
馬
車
で
疾
く
追
っ
て
も
と
り
か
へ
し
が
つ

か
な
い
。
言
を
謹
む
べ
き
喩
゜
〔
論
語
、
顔
淵
〕
惜
乎
‘
夫

子
之
説
―
―
君
子
一
也
、
閉
不
レ
及
レ
舌
゜
〔
注
〕
鄭
玄
日
、
云

云
、
過
言
一
出
‘
閉
馬
追
レ
之
、
不
レ
及
レ
舌
也
。
〔
説
苑
‘
談

叢
〕
口
者
謂
也
、
舌
者
機
也
、
出
レ
舌
不
レ
嘗
、
四
馬
不
レ

能
レ
追
也
。
〔
書
言
故
事
、
身
橿
説
類
〕
戒
11

言
之
差
玉
閉

不
レ
及
レ
舌
。

【
結
レ
剛
連
レ
騎
】
22
や
＂

i

[

江
行
列
の
盛
な
さ
ま
。
〔
史

記
、
仲
尼
弟
子
傭
〕
原
憲
遂
亡
在
―
―
草
澤
中
コ
子
貢
相
レ

衛
、
而
結
』
晒
連
レ
騎
、
排
1

一
猿
萱
P
人
,
,
窮
閻
ご
過
謝
1

一原

憲
↓
〔
高
士
博
〕
陳
仲
子
妻
日
、
結
レ
靭
連
』
騎
‘
所
レ
安
不
レ

【
鴛
】
〗

【
駒
】
〗

ポ
ヴ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
鴛
‘
―
音
謀
゜

騎
(
1
2
-
4
4
7
7
8
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
騎
騎
字
之
謡
。

テ
イ

雄
名
。
〔
學
海
〕
武
王
封
↓
―
母
弟
季
載
於
再
季
す
是

為
閉
陪
也
。

【

馳

】

呻

げ

〔

字

彙

補

〕

而

球

切

賤

【
騨
】
岬

，

騨

(
1
2
-
4
4
7
5
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

リ
ウ

補
〕
馴
、
同
レ
騒
゜

腹
部
の
白
い
罵
。
〔
字
彙
補
〕
騨
‘
馬
白
腹
也
。

【
騨
】
〗
〔
字
彙
補
〕
力
由
切

m

リ
ヴ
レー

国
】
〗ヘ
ン

駅
(
U
J
-
4
4
7
9
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
絣
、
興
レ
絣
同
。

過
に
谷
レ
膝
。

【
剛
蓋
之
榮
暉
】
23

存
い
ノ
四
頭
立
て
の
立
派
な
車
に

乗
る
ほ
ど
の
か
が
や
か
し
さ
。
騎
乗
の
立
派
な
こ
と

で
‘
顕
貴
の
地
位
に
あ
る
を
い
ふ
。
〔
本
朝
文
梓
、
二
、
三

善
清
行
‘
意
見
十
二
箇
條
‘
請
レ
禁
―
―
奢
修
ー
事
〕
原
憲
棋

戸
‘
猶
蔑
訥
蓋
之
榮
暉
↓

【
若
11

剛
之
過
r
隙
】
24

お
ば
ガ
ト
・
’
剛
馬
が
戸
隙
を
過
ぎ

る
や
う
に
時
間
の
経
過
の
速
か
な
喩
。
若
―
―
白
駒
過
ヮ
隙

(
8
-
2
2
6
7
8
 :
 2
9
3
)

に
同
じ
。
〔
鱒
‘
三
年
問
〕
三
年
之

喪
‘
二
十
五
月
而
畢
‘
若
―
―
剛
之
過
＂
隙
゜

閉

耕

騨

馴

駒

騎

鴛

馳

貼

罵

恨

絣

騒

耕

駿

小
馬
が
は
し
る
。
奔
逸
す
る
。
或
は
騎

綿

豪

(
1
2
|
 4
4
9
器
）
に
作
る
。
〔
説
文
〕
駿

馬
奔
也
、
ハ
レ
馬
流
臀
゜
〔
段
注
〕
奔
者
走
也
。
〔
集

韻
〕
駿
‘
或
ハ
レ
荒
゜

【駿】』

ク
ヴ
ゥ
〔
集
韻
〕
呼
光
切
幽
i

【
琶
〗ヘ
ン

駈
(
1
2
-
4
4
7
9
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
翡
俗
絣
字
。

冦】三
ク

駐
(
1
1
0
-
4
4
6
怠
）
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
騒
、
同
レ
駐
。

恨
(
U
l
-
4
4
6
9
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

扉
】
〗
毛
ウ
類
編
〕
鰍
、
同
レ
鵜
。

小
〇
馬
の
名
。
〔
説
文
〕
鵠
馬
名
、
ハ
レ
馬

豪
休
臀
゜
〇
よ
い
罵
。
〔
玉
篇
〕
脹
‘
駿
也
。

謳
冨

】

呻

キ
ヴ
〔
集
韻
〕
虚
尤
切
因

ク

【
罵
】
-
9ゞ

,E―― 
国
】
』
コ

扉

】

呻

ヵ

ン

罵
(
9
-
2
8
3
3
3
)

の
識
字
。
〔
字
彙
〕

罵
、
罵
字
之
識
。

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
貼
‘
昔
胡
。

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
馳
‘
昔
甘
。

五
一
六

13112 



(44698)一 (44718"1) 

馬

部

〔
六
董
〕

鵡

誂

駐

獣

馳

駿

猥

駐

詫

絨

駿

驚

胴

駒

駈

詮

騨

騨

駿

騎

駿

五
一
七

霰

】

仰

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
獣
‘
馬
名
。
〔
庚
呆
之
、
昭
君
辟
〕

泳
原
上
噺
1l

代
獣
↓
〔
顔
延
之
、
赫
白
馬
賦
序
〕
駿

不
レ
稽
レ
カ
、
馬
以
レ
龍
名
‘
登
不
レ
以
下
國
尚
二
威

登
軍
獣
趨
迅
品
而
已
゜
〔
注
〕
善
曰
、
庚
中
丞
昭
君

酔
曰
、
朔
障
裂
寒
茄
一
泳
原
噺
―
―
代
獣
ご
顔
・
庚

7
ク
プ
ク

〔
集
韻
〕
房
六
切

凰

冠
】
[

●
と
ま
る
。
馬
が
止
つ
て
進
ま
ぬ
。
〔
廣
雅
‘
繹

詰
三
〕
駐
‘
止
也
。
〔
正
字
通
〕
駐
‘
躾
駐
‘
馬
躊
腑

不
レ
前
也
。
●
い
き
ど
ほ
り
も
と
る
。
〔
淮
南
子
、

脩
務
訓
〕
胡
人
有

-5炉
利
者
盃
皿
人
謂
1
1

之
駐
↓

〔
注
〕
駐
‘
念
戻
悪
‘
理
不
二
通
逹
↓
●
高
大
な
馬
。

〔
集
韻
〕
駐
、
一
日
‘
馬
高
大
。

チ

〔
集
韻
〕
防
利
切
甲
g

日

g
国
固
0
四
歳
の
罵
゜
〔
集
韻
〕
駿
馬
四
歳

謂
乏
跳
一
●
＝
l

歳
の
馬
。
〔
集
韻
〕
眺
‘
一
日
、

馬
三
歳
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘
庚
人
〕
教
レ
眺
攻
レ
駒
。

〔
注
〕
三
歳
日
レ
眺
、
教
レ
眺
‘
始
乗
,
,
習
之
1

也。

O

二
歳
の
馬
。
〔
集
韻
〕
誂
、
馬
二
歳
名
。
R
誂
駿

は
‘
馬
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
眺
、
誂
駿
、
馬
屡
゜

タ
ヴ
〔
集
韻
〕
徒
刀
切
圏

日
E
ウ

大

公

t
^
a
0
2

具
砂
〔
集
韻
〕
直
紹
切
芦

タ
ヴ

国
k
ウ
〔
集
韻
〕
杜
皓
切
臨
i

【
跳
】
〗

國
昇
〔
集
韻
〕
大
到
切
薗

冦
】
〗
_

’

廉

(
1
2
1
 44
9
3
6
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
類
編
〕
鵡
、
同
L

駈。

ク
ワ
ウ

貧】吋
ジ
，
ユ
ヴ
〔
集
韻
〕
而
融
切
両
g

-

「

ュ

日

X
L

j
u
n
g
2
 

国

】

叩

バ
ク
ヽヽ
ぶ＼ク

〔
集
韻
〕
莫
白
切
園

〇
駿
(
1
2ー

4
5
0
7
2
)

に
同
じ
。
〔
玉

霰
】
臼
篇
〕
詫
、
同
レ
諜
。
●
駈
(
1
m
-
4
4
5
9
 

2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
駈
‘
或
作
レ
詫
。

タ
ク

【馳】匝
0
馬
の
色
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
馬
色
。

O
佳
(
1
|
5
6
2
)
 

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
駐
‘
侑
同
。

日
ン
，
ユ
ン
〔
玉
篇
〕
相
倫
切
翼

□
ケ
ン
〔
集
韻
〕
翻
縣
切
圏
幽

日
騎
駒
は
‘
馬
が
は
し
る
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
駒
、
騎

駒
、
馬
走
。
口
し
ろ
み
ど
り
の
馬
。
或
は
馴
（
1
2
ー

4
4
7
7
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駒
、
馬
青
朧
謂
―
―
之
駒
一

或
作
レ
駆
。

【
駒
】
如

キ
ッ
キ
チ

〔
集
韻
〕
喫
吉
切

閾

冨

】

[

後
の
雨
足
の
白
い
馬
。
狗
(
1
0ー

3
6
3
6
4
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
狗
‘
爾
雅
‘
馬
後
足
皆
白
曰
レ
狗
‘
或

作
レ
猥
゜

目
n
小
●
馬
が
旱
く
は
し
る
。
〔
説
文
〕
駒
‘
馳

易
豪
馬
洞
去
也
、
八
レ
馬
同
瞥
。
〔
段
注
〕
洞

者
疾
流
也
、
以
1
1

昼
鉤
云
炉
訓
。
〔
玉
篇
〕
駒
、
馬

疾
走
。
●
う

t
)
<。
う
こ
か
す
。
〔
康
煕
字
典
〕

駒
、
動
也
。
〔
易
乾
竪
度
〕
駈
―
駒
元
化
↓

グク

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

國

【
駒
】
[
ト
ヴ
ヅ

〔
集
韻
〕
徒
弄
切
翠
竿

〔
集
韻
〕
疎
吏
切
甲
g

〔
正
韻
〕
師
止
切
藍

小
曰
口
●
は
や
い
。
馬
が
疾
行
す
る
。

易
箪
〔
説
文
新
附
〕
駿
‘
疾
也
、
八
レ
馬
吏
撃

冨

】

[

一
曰
、
馬
行
疾
。

O
駿
(
1
2
|
 4
4
6
7
9
)

に
同
じ
。

〔
正
韻
〕
駿
‘
卑
か
駿
同
。

’

既

(
1
2
-
4
4
9
1
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鳶
俗
務
字
。

ト
ウ

【
駿
】
[
日
ンロlシ

【
駿
】
[

は
や
い
。
〔
集
韻
〕
駿
疾
也
。

ュ

〔
集
韻
〕
容
朱
切

蒻

国

】

g

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
駒
、
馬
名
。

久
ワ
イ

グ
，
ワ
イ

〔
集
韻
〕
胡
隈
切

同
レ
時
‘
未
レ
詳
レ
所
レ
見
。

図

小

0
高
さ
八
尺
の
馬
。
も
と
誡
（
1
2
-
4
4

騎

豪

8
8
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘
本
作
レ

駿
゜
〔
説
文
新
附
〕
誡
‘
馬
古
向
八
尺
也
、
八
レ
馬
戒

臀
。
●
す
ぐ
れ
て
つ
よ
い
馬
。
〔
爾
雅
‘
秤
畜
〕
絶

有
レ
カ
‘
駿
。

小
●
馬
の
多
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
駿
、
馬
衆

於£”
豪
多
兒
‘
ハ
レ
馬
先
臀
。

O
多
く
の
馬
が

疾
く
行
く
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
駿
‘
馬
衆
多
疾
行
貌
。

[
駿
駿
】
1

"

ク
衆
多
の
さ
ま
。
又
‘
疾
く
行
く
さ
ま
。
〔
詩
‘

小
雅
‘
皇
皇
者
華
〕
駿
駿
征
夫
‘
毎
レ
懐
靡
レ
及
。
〔
博
〕
駿

駿
、
衆
多
之
貌
。
〔
集
博
〕
駿
駿
‘
衆
多
疾
行
之
貌
。
〔
杜

甫
‘
贈
―
―
太
子
太
師
汝
陽
郡
王
礎
―
詩
〕
羽
旗
動
如
こ
‘

萬
馬
粛
駿
駿
゜

【
駿
芦

シ
ン

〔
集
韻
〕
疏
辣
切
戸

r

戸

【
騎
】
血

騎
駿
は
‘
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
騎
、
騎
駿
、
馬
名
。

チ
ヴ
チ，ユ

〔
集
韻
〕
張
流
切

困

馳（
1
2
-
4
4
5
9
3
)

に
同
じ
。
〔
集

冨
】
叩
チ
韻
〕
馳
‘
或
作
レ
駐
。

【
騨
】
如
ィ
ッ

騒
(
1
2
-
4
4
9
7
8
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
騨
、
同
し
騒
゜

【
騨
】
血
ヒ

胚
(110
-
4
4
6
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駐
‘
或
炊
レ
平
。

臀
の
黒
い
白
罵
。
＜
ち
ぴ
る
く
ろ
つ
き
げ
。
腺

(
1
2
-
4
4
8
6
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
線
、
白
馬
黒
臀
‘

或
ハ
レ
全
。

冦
】
血
竺
〔
集
韻
〕
従
縁
切

OO

駈
駈
は
‘
ら
ば
。
或
は
狛
(
7ー

2
g8
5
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
駈
‘
獣
名
‘
説
文
‘
駐
駈
‘
一
説
‘
似
レ
螺
而

小
‘
或
作
レ
狛
。

13113 
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大
夫
見
レ
之
、
皆
色
然
而
駿
。
●
お
ど
ろ
か
す
。
之
骰
弩
云
＇
虞
而
機
先
陵
‘
使

1

一
人
震
駿
盃
故
日
1

一
駿
機
。

〔
呂
覧
‘
重
言
〕
鳴
牌
レ
駿
レ
人
。
〔
注
〕
駿
‘
驚
也
。
【
駿
遠
】
6

”
お
ど
ろ
き
あ
わ
て
る
。
〔
楚
酔
‘
九
章
、

惜
誦
〕
衆
駿
遠
以
離
レ
心
分
、
又
何
以
為
一
社
此
件
一
也
。

〔
補
注
〕
言
衆
人
見
-
―
己
所
レ
為
如
ヮ
此
‘
皆
驚
駿
這
逮
‘

●
み
だ
れ
る
。
み
だ
れ
。
〔
戦
國
‘
宋
策
〕
而
國

離
レ
心
而
異
レ
志
也
。

人
大
駿
。
〔
注
〕
駿
‘
乱
。
〔
呂
覧
‘
審
應
〕
去
レ
駿
従
レ

否
駿
。
〔
注
〕
駿
‘
擾
也
。

O
ぅ
t

J

<

。
う
t
J

き
。
【
駿
擢
】
7

”
ィ
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
憧
駿
。
幅
駿
。
驚

〔
漢
書
、
揚
雄
傭
上
〕
回
森
陣
―
―
其
楊
駿
1

分
。
〔
注
〕
濯
゜
〔
晉
書
、
劉
堰
傭
〕
城
埠
駿
濯
、
志
在
-
l

自
守
↓

師
古
日
‘
駿
‘
動
也
。

O
ち
る
。
ち
ら
す
。
〔
正
字
【
駿
怪
】
8

”
が
お
ど
ろ
き
あ
や
し
む
。
〔
宋
書
‘
殷
孝

通
〕
駿
‘
散
也
。
〔
陸
機
、
皇
太
子
宴
玄
圃
宣
猷
祗
傭
〕
時
賊
撼
麻
歴
孝
祖
般
―
鶉
攻
之
一
衷
大
統
王

玄
甑
別
‘
悲
不
ー
ー
自
勝
云
衆
拉
駿
怪
。

【
駿
憧
】
，
”
が
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
驚
畏
。
驚
憧
゜

棠
有
谷
賦
詩
〕
協
風
傍
駿
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
駿
‘
散

也
。

O
い
ま
し
め
る
。
〔
陸
機
‘
辮
亡
論
下
〕
呉
覺
〔
馬
融
‘
園
碁
賦
〕
横
行
陣
乱
令
‘
敵
心
駿
憧
゜

深
而
六
師
駿
。

O
た
つ
。
た
ち
上
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
【
駿
形
】
10

”H

形
を
駿
ろ
か
す
。
形
骸
の
轡
化
を
い
ふ
。

言
〕
駿
‘
起
也
。
●
四
蹄
皆
白
い
豚
゜
〔
詩
‘
小
雅
、
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
且
彼
有
1
1

駿
形
i

而
無
1
1

損
心
玉
有
1

一旦

漸
漸
之
石
、
有
レ
琢
白
踏
‘
箋
〕
四
蹄
皆
白
曰
レ
駿
。
主
而
無
1
1

情
死
↓
〔
注
〕
以
二
髪
化
1

為
形
之
駿
動
1

耳‘

故
不
ぶ
以
―
―
死
生
五
5
•累
其
心
3

【
駿
鯨
】
11

”
パ
お
ど
ろ
き
狂
ふ
く
じ
ら
。
〔
陳
琳
、
為
二

〇

駿
(
1
2
|
 4
4
7
4
9
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘
一

作

レ

誡

。

曹

洪

哀

魏

文

1

商
書
〕
駿
鯨
之
然
細
網
玉
奔
兇
之
躙
―

畠

ハ

ヤ

。

ト

シ

。

魯

縞

ご

杏

足

叙

喩

―

―

其

易

↓

〔

李

約

、

壁

書

飛

白

蒲

字

記
(
1
1
1
-
4
4
7
2
1
)
の
俗
字
。
〔
五
昔
【
駿
異
】
1

げ
ィ
お
ど
ろ
き
あ
や
し
む
。
又
、
お
ど
ろ
く
こ
贄
〕
昆
池
駿
鯨
、
昂
門
繭
龍
゜

集
韻
〕
鳥
俗
記
字
。
と
が
め
づ
ら
し
い
。
〔
唐
書
、
杜
元
穎
博
〕
穆
宗
以
色
冗
穎
【
駿
谷
】
12

芹
清
、
属
志
(
9ー

3041
:
 28
)
の
O
の
字
。

多
識
―
―
朝
章
ギ
尤
被
レ
寵
‘
云
云
、
自
そ
帝
即
位
禾
＇
レ
閲
レ
歳
【
駿
犀
】

13

”
い
後
漢
、
光
武
帝
の
創
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
兵

至
-
1

宰
相
玉
綴
紳
駿
異
。
〔
獣
陽
脩
‘
紅
鶴
鵡
賦
〕
物
既
賤
部
七
十
三
‘
剣
上
〕
東
観
漢
記
日
‘
云
云
‘
光
武
有
―
―
駿
犀

多

而

貴

少

合

、

世

亦

安

常

而

駿

異

。

之

剣

百

盆

竺

陳

遵

↓

馴
(
1
2
-
4
4
7
7
3
)
の
俗
字
。
〔
正
字

【
駿
駿
】
2

竹
鼓
臀
の
さ
ま
。
〔
韓
愈
、
郡
州
裕
堂
詩
〕
公
【
駿
齢
i

】14
”
驚
き
散
ら
ば
る
こ
と
。
〔
日
本
外
史
‘
徳

通
〕
駒
‘
俗
馴
字
。

以

レ

賓

燕

‘

其

鼓

駿

駿

。

川

氏

前

記

、

豊

臣

氏

中

〕

韓

人

懲

―

―

創

前

役

ぶ

烹

鼠

駿

散

。

【
駿
愕
】
3

打
お
ど
ろ
く
。
び
つ
く
り
し
て
あ
わ
て
る
。
【
駿
視
】
15

奴
ィ
お
ど
ろ
き
み
る
。
〔
楊
修
‘
答
―
―
臨
渦
侯
―

国

】

叫

〔

集

韻

〕

忍

止

切

面

又

、

お

ど

ろ

き

。

〔

晉

書

、

趙

王

倫

博

〕

初

爽

富

室

兒

一

賤

〕

観

者

駿

覗

而

然

目

‘

醜

者

包

首

而

柊

耳

。

子
1

一
城
酉
販
レ
馬
、
百
姓
忽
聞
1

一
其
尚
＞
主
‘
莫
J

杢
駿
【
駿
駅
】
16

”
ィ
お
ど
ろ
く
駆
馬
。
〔
劉
現
‘
重
贈
虐
皿

愕
↓
〔
南
史
、
宋
宗
室
及
諸
王
下
‘
覚
陵
王
誕
博
〕
嘗
中
夜
詩
〕
狭
路
傾
二
華
蓋
i

駿
剛
措
―
―
雙
精
↓

騨
馴
は
、
周
の
穆
王
の
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
馴
、
騨

駅

、

馬

名

。

閑

坐

、

有

,

,

赤
光
照
ヮ
室
、
見
者
莫
レ
不
―
―
駿
愕
↓
【
駿
耳
】
17

芍
耳
を
お
ど
ろ
か
す
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林

【
駿
汗
】
4

”
パ
お
ど
ろ
い
て
ひ
や
あ
せ
を
か
く
。
〔
韓
賦
〕
鰹
鎗
闇
給
‘
洞
レ
心
駿
レ
耳
。
〔
後
漢
書
‘
慮
植
傭
論
〕

愈
、
元
和
聖
徳
詩
〕
末
乃
取
レ
闘
‘
駿
汗
如
レ
葛
。
〔
欺
陽
贔
蔓
起
レ
懐
‘
雷
霞
駿
レ
耳
。

脩
、
相
州
萱
錦
堂
記
〕
奔
走
駿
汗
‘
羞
愧
俯
伏
。
【
駿
神
】
18

召
こ
こ
ろ
を
お
ど
ろ
か
す
。
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕

【
駿
機
】
5

”
ィ
弩
牙
を
い
ふ
。
不
虞
に
登
し
て
人
を
驚
轡
用
雑
而
拉
起
‘
辣
-
l

衆
醍
―
而
駿
レ
紳
゜

ろ
か
す
か
ら
い
ふ
。
韓
じ
て
、
速
に
替
謄
す
る
喩
。
〔
後
【
駿
霊
{
】
19

”
パ
お
ど
ろ
き
ふ
る
へ
る
。
〔
後
漢
書
、
劉
表

漢
書
、
皇
甫
嵩
傭
〕
今
将
軍
遭
1

一
難
レ
得
之
運
盃
炉
易
レ
駿
偶
〕
初
荊
州
人
情
好
レ
擾
、
加
四
方
駿
震
。
〔
魏
書
‘
恩
倖
‘

之
機
↓
〔
張
華
、
女
史
蔵
〕
日
中
則
戻
、
月
涌
則
微
‘
崇
猶
―
―
王
仲
興
傭
〕
営
時
上
下
微
為
1

一
駿
震
面
世
宗
於
二
乾
膊
山
―

塵
積
云
替
若
―
―
駿
機
↓
〔
資
治
通
鑑
‘
晉
紀
〕
（
海
西
公
‘
太
和
追
,
,
仲
興
正
馳
入
1

一
金
塘
城
1

安
慰
。

四
年
）
一
旦
禍
狽
‘
疾
,
,
於
駿
機
↓
〔
注
〕
機
‘
弩
牙
也
、
臀

1-【
駿
人
】
20

奴
バ
人
を
お
ど
ろ
か
す
。
〔
呂
覧
‘
遇
合
〕
興
レ

小
●
お
ど
ろ
く
。
〔
證
文
〕
駿
‘
驚
也
、
ハ
レ

煎
豪
馬
亥
臀
。
〔
左
氏
、
哀
‘
二
十
三
〕
知
伯

視
1
1

齊
師
面
馬
駿
‘
遂
騒
レ
之
。
〔
公
羊
‘
哀
‘
六
〕
諸

【駿】
g

カ
イ
ガ
イ

〔
集
韻
〕
下
楷
切
薗

ヽ

r
万

h
a
i
•

‘
 

T

一
せ

h
s
i
e
h
•

ニジ

扉】
g

ケ
ン

【罵】
g

キ＂ウ

困】如
八
歳
の
馬
。
通
じ
て
鮒
(
1
2
ー

4
8
6
5
2
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
駆
、
馬
八
歳
謂
ー
う
な
空
通
作
レ
舶
゜

毛
ウ
グ

〔
集
韻
〕
巨
九
切
洵

墨釈
豪小

馬
が
た
く
ま
し
い
。
〔
説
文
〕
駿
、
馬
肥

盛
也
、
炊
レ
馬
光
臀
‘
詩
日
‘
駿
駿
牡

国

】

[

ケ
イ
キ
ぶ
｀
，
ウ

〔
集
韻
〕
涌
榮
切

圏

冦】呻
シ
ン

駿
(
1
2
-
4
4
7
1
8
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鵠
、
興
レ
駿
同
。

馬

部

〔
六
畳
〕

鵜

貌

記

鼠

駒

馴

駿

師
伐
レ
陳
‘
三
月
然
後
喪
‘
悪
足
1

一
以
駿
＞
人
、
言
足
―
―
以

喪
＞
國
゜

【
駿
水
】
21

心
パ
お
ど
ろ
き
狂
ふ
水
流
。
奔
流
。
〔
木
華
‘

海
賦
〕
驚
浪
雷
奔
‘
駿
水
避
集
。
〔
注
〕
銑
日
、
驚
散
如
,
,

雷
奔
也
‘
駿
亦
驚
也
。

【
駿
世
】
2
2
5
い
一
世
を
お
ど
ろ
か
す
。
〔
劉
馬
錫
、
因
論
、

原
力
〕
果
以
↓
ー
カ
駿
＂
世
‘
而
聞
1

一
子
上
一
也
。

【
駿
政
】
2
3
5
バ
上
の
政
に
安
ん
じ
な
い
。
〔
荀
子
、
王
制
〕

庶
人
駿
政
。

【
駿
擾
】
2
4
5
5

お
ど
ろ
き
さ
わ
ぐ
。
驚
擾
。
〔
日
本
外
史
‘

源
氏
正
記
下
〕
平
氏
軍
駿
擾
、
自
相
撃
刺
。

【
駿
然
】
25

召
お
ど
ろ
く
さ
ま
。
〔
國
史
略
、
後
白
河
天

皇
〕
清
盛
執
レ
矢
而
閲
、
長
鮮
密
節
‘
鏃
若
一
古
函
竺
左
右

傭
観
‘
駿
然
失
レ
色
、
清
盛
脆
落
而
退
。

【
駿
走
】
26

砕
驚
き
逃
げ
る
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
後
記
、

北
條
氏
〕
會
下
三
浦
義
勝
叛
属
一
義
貞
公
ロ
レ
兵
来
襲
ど
泰

家
駿
走
。

【
駿
担
】
27

”
パ
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
〔
何
承
天
‘
答
―
―

宗
居
士
書
〕
若
夫
嬰
兒
之
臨
＆
坑
‘
凡
人
為
レ
之
駿
恒
‘

暑
登
獨
不
仁
哉
。

【
駿
憚
】
2
8
9
パ
お
ど
ろ
く
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
〕
駿
憚
‘
驚
也
。

【
駿
歎
】
2
9
9
パ
お
ど
ろ
き
な
げ
く
。
驚
歎
。
〔
庚
闇
‘
悪
レ

鮒
賦
〕
王
孫
駿
―
―
歎
於
曳
緒
面
束
子
賦
t

一
弱
於
春
綿
↓
〔
唐

書
、
文
藝
中
、
孫
池
博
〕
理
趣
不
レ
凡
、
日
用
駿
歎
゜

【
駿
弾
】
3
0
9
バ
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕

六
師
登
逐
‘
百
獣
駿
珊
。

【
駿
騰
】
3
1
9
パ
き
も
を
お
ど
ろ
か
す
。
〔
堕
鐵
論
、
西
城
〕

烏
孫
之
闊
駿
レ
脆
。
〔
李
白
‘
鳴
皐
歌
〕
駿
脆
慄
魏
、
軍
呼

而
相
琥
。

【
駿
電
】
3
2
t
パ
お
ど
ろ
く
べ
き
電
光
。
〔
楚
酔
‘
劉
向
、

九
歎
‘
遠
逝
〕
凌
1

一
驚
露
ー
以
軟
―
―
駿
電
み
フ
‘
綴
―
―
鬼
谷
於

北
辰
↓
〔
北
堂
書
紗
‘
武
功
部
〕
淮
南
子
日
、
狽
如
11

炎

墨
疾
如
該
電
↓

【
駿
悧
】
33

昇
お
ど
ろ
き
い
た
む
。
〔
馬
融
‘
廣
成
頌
〕

疏
越
蘊
楠
‘
駿
憫
底
伏
。

【
駿
動
】
34

昇
お
ど
ろ
き
う
ご
か
す
。
〔
蜀
志
、
秦
底
傭
〕

震
鵞
鄭
國
該
―
―
動
四
方
↓

【
駿
突
】
35

昇
お
ど
ろ
き
奔
つ
て
つ
き
か
か
る
。
驚
駿

し
て
奔
突
す
る
。
〔
謝
翻
‘
宋
鼓
吹
曲
〕
獣
窮
駿
突
。

【
駿
遁
】
36

坪
お
ど
ろ
き
に
げ
る
。
〔
宋
史
‘
王
徳
傭
〕

五
一
八

13114 



馬

部

〔
六
畿
〕

駿

駿

五
一
九

大
呼
日
‘
王
師
大
至
芙
‘
賊
駿
遁
。

【
駿
飛
】
37

口
ィ
お
ど
ろ
い
て
と
ぴ
あ
が
る
。
〔
宋
史
‘
贔

冠
卿
傭
〕
水
龍
夜
琥
‘
夕
難
駿
飛
゜

【
駿
服
】
38

訂
お
ど
ろ
き
し
た
が
ふ
。
〔
金
史
‘
張
中
彦

博
〕
諸
匠
無
レ
不
―
―
駿
服
↓

【
駿
森
】
39

芯
は
げ
し
い
つ
む
じ
か
ぜ
。
〔
司
馬
相
如
、

上
林
賦
〕
凌
―
―
驚
風
伝
竺
駿
姦
盃
杢
虚
無
云
ぞ
紳
倶
゜

【
駿
諷
】
40

苫
は
げ
し
い
つ
む
じ
か
ぜ
。
駿
森
に
同
じ
。

〔
張
衡
‘
七
翔
〕
逸
―
―
駿
諷
子
宵
丘
五
炉
廣
漢
1

而
永
逝
。

【
駿
髪
】
4
1
}
パ
楔
事
に
お
ど
ろ
く
。
〔
還
魂
記
‘
駿
嬰
〕

風
吹
不
レ
動
頂
垂
絲
゜

【
駿
目
】

42g
目
を
お
ど
ろ
か
す
こ
と
。
〔
揚
雄
‘
蜀
都

賦
〕
衆
物
駿
レ
目
‘
箪
不
レ
知
レ
所
レ
禦
゜

【
駿
沐
】
4
3
5
パ
古
の
國
の
名
。
越
の
東
に
在
り
。
〔
博
物

志
〕
越
之
東
有
―
―
駿
沐
之
國
一
其
長
子
生
‘
則
解
而
食
レ

之
、
謂
1

一
之
宜
弟
一

【
駿
躍
】
4
4
t
が
お
ど
り
あ
が
る
。
〔
千
字
文
〕
聴
螺
禎
特
‘

駿
躍
超
騒
゜

【
駿
踊
】
:
訂
お
ど
ろ
き
お
ど
る
。
〔
晉
書
、
宗
室
‘
閲
王

承
博
〕
聞
知
駿
踊
‘
紳
氣
衝
起
。

【
駿
浪
】
46

評
わ
き
た
つ
な
み
。
〔
郭
瑛
‘
江
賦
〕
駿
浪

暴
灘
‘
驚
波
飛
薄
゜
〔
謝
霊
運
、
山
居
賦
〕
湯
湯
驚
波
‘
消

沿
駿
浪
゜
〔
李
紳
‘
渡
―
―
西
陵
1

詩
〕
雨
送
-
l

奔
濤
―
遠
‘
風

収
駿
浪
平
'
。

【
駿
乱
】
47

竺
お
ど
ろ
き
み
だ
れ
る
。
〔
劉
現
‘
遺
―
―
石

勤
書
〕
大
呼
手
紛
擾
之
中
「
奮
―
腎
子
駿
乱
之
際
↓

〔
南
史
‘
沈
仮
之
博
〕
依
之
謂
―
一
軍
吏
一
日
、
今
衆
軍
同
畢

而
姓
琥
不
レ
同
、
若
有
耕
夫
漁
父
工
夜
相
呵
叱
‘
便
致
ニ

駿
胤
ぶ
此
敗
道
也
‘
請
就
1

―
一
軍
1

取
レ
琥
゜

）
【
駿
栗
】
48

げ
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
駿
慄
。
〔
日
本
外

5
 
●
史
‘
徳
川
氏
正
記
‘
徳
川
氏
三
〕
諸
将
相
顧
駿
栗
‘
秀
吉

6

獣
然
起
入
レ
内
。

2
 
7

【
駿
慄
】
49

げ
パ
お
ど
ろ
き
お
そ
れ
る
。
〔
唐
書
‘
李
宗
問

4
 
⑭
偉
〕
時
訓
注
慾
以
籍
市
天
下
元
不
レ
閥
己
者
、
云

―
云
‘
逐
去
、
人
人
駿
慄
°

）
【
駿
龍
】
50

”
が
お
ど
ろ
く
龍
゜
〔
淮
南
子
‘
兵
略
訓
〕
疾

7
 
3

如
贔
龍
一

5

【
駿
鹿
]
5
1
O
f
f

パ
お
ど
ろ
く
鹿
。
〔
列
子
、
周
穆
王
〕
遇
該

2
 
47

塵
御
而
撃
之
。

4
 
（
【
駿
愧
】
52

吋
お
ど
ろ
き
な
げ
く
。
〔
宋
書
‘
顧
深
傭
〕

劉
誕
狙
狂
‘
遂
構
費
連
凡
在
1

一
含
歯
ご
長
不
二
駿
椀
↓

〔
唐
書
、
劉
晏
傭
〕
先
レ
誅
後
レ
詔
、
天
下
駿
椀
°

【
駿
難
犀
】
53

”
ヶ
ィ
通
天
犀
の
角
。
白
或
は
赤
の
紋
理

が
あ
っ
て
群
難
を
驚
ろ
か
す
か
ら
名
づ
く
。
〔
戦
國
‘

楚
策
〕
楚
王
日
‘
楚
園
僻
屈
、
託
二
東
海
之
上
ぶ
ぞ
八
年

幼
‘
不
レ
翌
國
家
之
長
吐
今
上
客
幸
教
以
二
明
制
こ
券

人
聞
レ
之
‘
敬
以
レ
國
従
‘
乃
遣
二
使
車
百
乗
―
獣
1

一
難
駿
之

犀
‘
夜
光
之
璧
於
秦
王
一
〔
注
〕
飽
彪
曰
‘
抱
朴
子
、
通
天

犀
中
有
二
白
理
ぶ
炉
線
‘
置
其
上
一
以
飼
レ
難
‘
難
見
レ

之
驚
‘
故
多
駿
難
犀
一
〔
後
漢
書
、
西
域
、
大
秦
國
傭
〕
多
―

金
銀
奇
賓
i

有
―
―
夜
光
璧
・
明
月
珠
・
駿
難
犀
↓
〔
抱
朴
子
‘

登
渉
〕
通
天
犀
角
‘
有
こ
赤
理
ぶ
押
艇
、
自
な
本
徹
レ
末
‘

以
レ
角
盛
レ
米
、
置
翠
難
中
二
維
欲
レ
啄
レ
之
、
未
レ
至
敷

寸
、
卸
驚
郁
退
‘
故
南
人
或
名
―
―
通
天
犀
盃
戸
駿
難
犀
↓

【
駿
珠
驚
玉
】
54

げ
ん
ai

ク
四
方
に
と
ぴ
ち
る
し
ぶ
き
を

珠
玉
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
齋
藤
拙
堂
、
観
―
―
布
曳
瀑
油
竺

摩
耶
山
ー
記
〕
駿
珠
驚
玉
‘
餘
沫
霜
散
。

【
駿
芦

九
菓
。
〔
逸
周
書
‘
王
會
解
、
義
渠
以
絃
白
五
注
〕
妓

白
‘
一
名
‘
駁
゜
R
駁
(
1
2
-
4
4
6
1
9
)
に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
駿
‘
段
借
為
レ
駁
゜
④
ま
じ
る
。
〔
荀

子
、
王
覇
〕
粋
而
王
‘
駁
而
覇
。
〔
注
〕
駿
‘
雑
也
。

＠
ま
だ
ら
。
ぶ
ち
。
〔
管
子
、
小
問
君
乗
二
駿
愚

纂
詰
〕
駿
‘
常
レ
為
レ
駁
、
馬
色
不
レ
純
也
。
＠
せ
め

る
。
な
じ
る
。
と
ひ
た
だ
す
。
〔
燭
断
‘
上
〕
其
有
―

疑
事
：
公
卿
百
官
會
議
‘
若
畳
閣
有
レ
所
―
―
正
虞
一

而
獨
執
―
―
異
議
―
者
日
二
駿
議
↓
〔
正
字
通
〕
駿
‘
論
二

列
是
非
本
亦
謂
―
―
之
駿
↓
〔
漢
書
‘
砕
宜
偉
〕
兄
弟
相

駿
不
レ
可
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
駁
者
、
執
意
不
レ
同
‘

如
色
之
間
雑
芦
〗
0
日
●
に
同
じ
。0
ま
じ
る
。

〔
集
韻
〕
駿
、
雑
也
。

[
駿
悪
】
1

ぢ
悪
を
非
難
す
る
。
〔
論
衡
‘
譴
告
〕
故
以
レ

善
駿
レ
悪
゜

【
駿
異
]
2

ぢ
非
難
し
異
論
を
吐
く
。
〔
後
漢
書
‘
魯
恭

〔
集
韻
〕
北
角
切
圏

{

i

f

〕
初
粛
宗
時
‘
柘
獄
皆
以
冬
至
之
煎
自
後
論
者
互

勺
て

po'

多
駁
異
゜

〔

奥

韻

〕

詑

岳

切

圏

【

駁

瑕

】

3

竺
ま
だ
ら
な
紋
の
あ
る
蝦
゜
〔
張
衡
‘
南
都

小
□
0
獣
の
名
。
馬
に
似
て
虎
豹
を
食
ふ
。
賦
〕
巨
蝉
函
珠
‘
駁
瑕
委
蛇
。
〔
注
〕
五
臣
作
レ
蝦
‘
善
曰
‘

郭
環
爾
雅
注
曰
‘
蝦
大
者
長
―
―
―
丈
。

肉各豪
〔
説
文
〕
駿
‘
駿
獣
如
レ
馬
‘
侶
牙
、
食
一

【
駿
行
】
4

が
7
7
0不
純
な
行
。
不
善
の
行
。
〔
韓
非
子
、
外

駿
儲
説
左
下
〕
故
有
術
之
主
‘
信
賞
以
盛
レ
能
、
必
罰
以
禁
レ

虎
豹
一
炊
レ
馬
交
臀
。ニ

〗
□
口

□
カ
ク

□
ハ
ク

駁
馬
。
●
斑
毛
が
あ
る
馬
。
〔
管
子
、
小

若
景
閣
有
レ
所
元
苫
竺
而
掲
執
―
異
議
―
者
曰
―
―
駿
議
ぶ
吹

議
曰
‘
某
官
某
甲
議
以
為
レ
如
レ
是
、
下
レ
言
‘
臣
愚
憩
議

異
‘
其
庄
駿
譲
不
J
-
―
―
豆
議
畏
其
合
―
―
於
上
意
―
者
、
文

報
曰
‘
某
官
某
甲
議
可
。
〔
後
漢
書
、
哀
術
博
〕
忠
言
逆
レ

耳
‘
駿
議
致
レ
憎
゜
〔
注
〕
駿
‘
雑
也
、
議
不
レ
同
也
。
〔
後
漢

書
‘
應
肋
博
〕
集
1

一
駿
議
三
十
篇
百
ぞ
類
相
従
‘
凡
八
十

ニ
事
‘
其
昇
漢
書
二
十
五
、
漢
記
四
正
皆
劃
叙
潤
色
、
以

全
本
橙
↓

[
駁
牛
】
7

お
ま
だ
ら
う
し
。
〔
易
林
‘
責
之
第
二
十
二
、

恒
〕
含
レ
車
而
徒
‘
亡
―
―
其
駿
牛
一

【
駁
回
】
8

約
ィ
消
代
、
各
官
漉
の
上
申
書
を
吏
部
に
於

て
鈴
議
し
、
事
理
に
合
は
ぬ
も
の
を
却
下
し
て
訂
正
さ

せ
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
清
會
典
事
例
‘
藉
部
、
貢
學
〕
題

准
‘
巻
面
籍
貫
不
レ
明
‘
牧
巻
官
不
レ
行
―
―
詳
査
駁
回
1

者、

罰
俸
六
月
。
〔
六
部
成
語
注
解
〕
部
議
不
公
ロ
レ
事
‘
皆

駿
向
原
塵
令
其
改
正
↓

【
駿
争
】
，
芥
非
難
し
あ
ら
そ
ふ
。
〔
魏
志
、
慮
統
偲
〕

在
職
三
年
、
多
レ
所
丘
盆
文

【
駿
雑
】
10

な
い
り
ま
じ
つ
て
純
一
で
な
い
。
駁
雑
。
〔
石

介
、
贈
1

一
張
績
萬
功
―
詩
〕
謂
レ
之
雖
二
駁
雑
ず
亦
文
中
麒
駿
。

【
駿
揉
】
＂
お
ま
じ
つ
て
ゐ
て
純
一
で
な
い
。
〔
梅
尭

臣
‘
希
深
悪
レ
書
言
T

輿
―
―
師
魯
永
叔
子
聰
幾
道
函
ぞ
嵩

因
誦
而
韻
レ
之
詩
〕
浬
歌
縦
―
誼
蘊
k
怪
説
多
l

―
駿
揉
↓

【
駿
審
】
12

ぢ
清
代
、
下
級
裁
判
所
の
擬
律
に
不
嘗
の

事
賓
あ
る
と
き
‘
上
級
裁
判
所
か
ら
其
の
理
由
を
學
げ

て
原
裁
判
所
へ
返
付
し
、
再
審
さ
せ
る
こ
と
を
い
ふ
。

〔
消
會
典
事
例
‘
盛
京
刑
部
‘
會
諏
、
部
駿
覆
審
〕
乾
隆
五

十
三
年
奉
旨
‘
盛
京
刑
部
侍
郎
‘
僅
止
―
―
一
員
ぶ
？
部

駿
事
件
面
呉
冬
原
審
之
人
一
琲
理
、
必
有
ー
油
盆
空
此
後
盛

京
審
辮
事
件
一
有
T

経
1

一
部
議
―
駿
者
ぢ
畝
部
即
奏
請
交
―
―

盛
京
涵
E

軍
或
別
部
侍
郎
内
‘
特
派
こ
員
云
會
同
覆
審
。

【
駿
正
】
13

ぢ
批
評
し
て
た
だ
す
。
駁
正
。
〔
後
漢
書
、
延

篤
傭
〕
篤
論
1

一
解
経
傭
ず
グ
所
駁
正
云
後
儒
服
虔
等
、
以

芦
折
中
↓
〔
白
居
易
‘
鄭
四
可
―
―
給
事
中
1

制
〕
刑
獄
有
T

未
レ
合
於
理
上

p
得
二
駿
正
↓

【
駿
寅
】
14

お
法
官
の
審
判
が
精
詳
で
な
い
。
審
判
に

訣
貼
が
あ
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
刑
名
部
、
問
擬
‘
秤
看

5
 

語
こ
依
―
―
律
例
以
断
レ
罪
｀
塀
論
精
詳
‘
使
レ
無
―
―
駿
賓
一

能
事
畢
癸
。

11

霰

馬

】
15
心
ク

13
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霰】年
日
シ
，
ユ

□i
ヂ
ユ

〔
五
昔
集
韻
〕
章
倶
切
軍
〖

〔
玉
篇
〕
昔
誅

問
〕
意
者
、
君
乗
―
―
駿
鳥
而
洲
桓
。
〔
纂
詰
〕
駿
‘
常
レ
為
レ

駁
‘
馬
色
不
レ
純
也
。
〔
韓
詩
外
博
‘
十
〕
秦
謬
公
将
レ
田
‘

而
喪
―
其
愚
求
三

H
而
得
"
之
於
蔀
山
之
陽
一
有
1

一部

夫
面
り
相
輿
食
レ
之
‘
謬
公
曰
‘
此
駿
馬
之
肉
‘
不
レ
得
レ
酒

者
死
‘
謬
公
乃
求
レ
酒
偏
飲
レ
之
‘
然
後
去
。
〔
説
苑
‘
耕

物
〕
夫
駿
之
状
、
有
レ
似
薮
馬
=
0梓
楡
(
6ー

1
4
8
4
5

:
3
 

3
)

の
異
名
。
樹
皮
に
斑
紋
が
あ
っ
て
駁
馬
に
以
て
ゐ
る

か
ら
い
ふ
。
〔
詩
‘
秦
風
‘
晨
風
‘
阻
有
土
ハ
駿
五
疏
〕
陸
磯

疏
云
‘
駿
馬
、
梓
楡
也
‘
其
樹
皮
胄
白
駿
榮
‘
遥
視
似
駁

愚
故
謂
乏
駿
馬
↓
〇
國
の
名
。
其
の
産
す
る
馬
の
毛

色
が
皆
ま
だ
ら
で
あ
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
太
平
嚢
宇
記
〕

駿
馬
國
、
在
二
結
骨
之
北
工
兵
馬
色
拉
駿
‘
故
以
名
云
°

R
複
姓
。
〔
後
漢
書
‘
虞
芳
博
〕
有
"
駁
馬
少
伯
者
ェ
素
剛

牡
‘
-
―
十
一
年
‘
遂
率
二
種
人
反
叛
゜

【
駿
放
]
1
6

芥
是
非
を
し
ら
べ
正
し
て
し
り
ぞ
け
る
。

〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
倍
宗
‘
廣
明
元
年
）
射
曰
、
若
遇
玉
元

舜
作
―
―
穂
部
侍
郎
盃
心
陛
下
不
レ
免
―
―
駿
放
↓
〔
注
〕
駿
‘

糾
駿
也
‘
放
‘
蜀
也
‘
駿
放
者
‘
糾
―
―
駿
其
非
＞
是
而
放
nil!

冬

也

。

「

玄

蛤

抱

磯

‘

駿

蛙

含

レ

瑞

゜

【
駁
蛙
】
17

芯
ま
だ
ら
な
は
ま
ぐ
り
。
〔
徐
幹
‘
齊
都
賦
〕

[
駿
鰈
】
18

乃
ま
だ
ら
の
ら
ば
。
〔
洞
冥
記
‘
二
〕
元
封
四

年
‘
修
禰
國
猷
―
―
駿
蝶
云
高
十
尺
‘
毛
色
赤
斑
‘
皆
有
"
H
 

月
之
象
↓

【
駁
落
】

19ぢ
色
彩
が
い
り
ま
じ
る
。
〔
白
居
易
‘
翫
―

半
開
花

g匹
皇
甫
郎
中
一
詩
〕
没
深
粧
1

一
駿
落
云
高
下
火

参
差
。

【
駿
埜
'
】
g

ぢ
色
彩
が
い
り
ま
じ
る
。
駿
落
に
同
じ
。
駁

榮
゜
〔
韓
愈
・
孟
郊
~
訥
涼
聯
句
〕
古
書
云
型
駿
榮
→

【
駿
築
】
21

ぢ
い
り
ま
じ
る
。
〔
黄
香
‘
九
宮
賦
〕
磋
謀

皓
縞
以
駿
築
。
〔
注
〕
駁
架
‘
雑
而
不
レ
齊
゜

【
駿
礫
】
22

む
ま
じ
る
。
ま
じ
へ
る
。
〔
新
書
‘
壼
通
〕
大

國
包
1

一
小
國
露
レ
境
、
小
國
間
1

一
大
國
―
而
為
レ
都
、
小
大

駁
礫
‘
遠
近
紐
衰
゜

【
駿
礫
】
23

む
非
を
正
し
て
ふ
み
に
じ
る
。
〔
新
書
‘
匈

奴
〕
故
善
賞
者
‘
綽
レ
之
‘
駿
1

一
楳
之
盆
此
而
時
厚
レ
之
‘
令
―
―

視
レ
之
足
レ
見
‘
誦
レ
之
足
＞
語
也
‘
乃
可
レ
傾
二
國
之
心
一

馬

部

〔
六
藍
〕

日
□
ど
ろ
あ
し
げ
の
馬
。
み
づ
あ
を
。

'

〔

説

文

〕

姻

‘

馬

陰

白

雑

毛

黒

‘

長

馬

因
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
陰
白
雑
毛
‘
駆
。
〔
疏
〕
陰
、
漫

扇
芦
日
ィ
ン

口
ィ
ン

〔
集
韻
〕
伊
慎
切
圏

〔
集
韻
〕
於
巾
切
園
i

I
 

.f 
y
i
n
'
 

冠
芦
馬
の
耳
が
ま
が
る
。
〔
廣
韻
〕
駆
耳
曲
。
〔
字
彙
〕

駆
馬
耳
曲
。

【
駆
翡
】
1

}

匁
だ
ま
し
か
た
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
刑
名

部
、
問
擬
〕
限
其
邪
設
駆
饂
錢
財
↓

キ
り
ャ
ゥ

ク

riヮヴ

廣
韻
〕
去
王
切

闘

貧
】
[

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
験
‘
馬
名
。

ィ

〔
集
韻
〕
延
知
切

図

日
□
つ
ぎ
う
ま
。
は
や
う
ま
。
或
は
線
(
1
2
-
4
4
9

0
9
)
に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
駐
‘
傭
馬
名
。
〔
集
韻
〕
駆
‘
傭

也
、
如
呑
遠
愚
或
八
レ
旅
。
〔
唐
會
要
〕
騨
傭
日
ニ

使
駅
『

[駅
]
g

口 El
ロリロリ
''  ョョ

五
昔
集
韻
〕
良
偲
切

〔
集
韻
〕
凌
如
切

國囮

あ
か
。
赤
色
。
〔
玉
篇
〕
鵠
‘
朱
色
也
。

【
精
]
[

シ，ユ
芝
ユ

玉
篇
〕
時
倶
切
頑
〖

日
□
口
の
く
ろ
い
馬
。
〔
玉
篇
〕
駄
、
馬
口
黒
。

駿

蛛

絹

験

駿

駈

咽

鷺

略

〔
集
韻
〕
歴
各
切
華

ヵ
x
こ

luo4

〔

字

彙

補

〕

園

魯
故
切

圃

〔
字
彙
補
〕居
詐
切

小
曰
O
か
は
ら
げ
。
た
て
が
み
の
黒
い

奇易
豪
白
馬
。
〔
説
文
〕
略
、
馬
白
色
黒
甑
尾

也
、
炊
雀
馬
各
臀
゜
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
白
馬
黒
翫
‘
略
。

〔
詩
、
小
雅
、
四
牡
〕
暉
暉
略
馬
。
〔
傭
〕
白
馬
黒
翫

曰
レ
略
。

0
種
族
の
名
。
百
越
の
一
。
〔
漢
書
‘
買

捐
之
傭
〕
略
越
之
人
、
父
子
同
レ
川
而
浴
。
参
ら
く

だ
。
酪
舵
(
1
1
)
を
見
よ
。
駈
(
1
2
|
 4
4
5
9
2
)

に
通

ず
。
〔
集
韻
〕
駈
、
通
作
レ
略
。
R
っ
づ
く
。
酪
騨
(

1

)

を
見
よ
。

O
は
し
る
さ
ま
。
略
漢
(
1
7
)
を
見
よ
。

〇

或

は

懇
(
1
2ー

4
5
0
5
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
略
‘

或
作
レ
懇
。

O
落
(
9
-
3
1
3
6
2
)
に
通
ず
。
〔
康
熙
字

典
〕
酪
‘
卑
ハ
レ
落
通
、
史
記
天
官
書
、
大
荒
酪
歳
。

O

榮
(
7
|
2
0
1
2
6
)
に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
酪
、
通
レ

榮
。

O
姓
。
〔
尚
友
録
〕
略
、
内
黄
商
昔
‘
齊
太
公
子

略
之
後
、
以
―
―
王
父
字
1

為
レ
氏
、
又
望
出
二
河
南
會

窮
】
[
□
ヵ
口
1レ口

曰
ラ
ク

日
口
獣
の
名
。
又
‘
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
駕
‘
獣
、
如
レ

馬
而
宵
、
一
走
千
里
。
〔
集
韻
〕
鷺
‘
馬
名
、
胄
毛
善

走
‘
日
千
里
。

【鶯】
C

〔
集
韻
〕
渠
容
切
囲

毛
ヨ
ー
ウ

日
グ

〔
集
韻
〕
古
勇
切
鰯

キ
司
ウ

ク
門
l

黒
色
也
‘
毛
液
黒
而
白
兼
碑
祉
毛
去
者
名
レ
駆
、
今

謂
乏
泥
雙
〔
詩
、
小
雅
‘
皇
皇
者
華
〕
我
馬
維

馴
゜
〔
博
〕
陰
白
雑
毛
日
レ
瑚

稽
↓
□
酪
(
1
0
|

3

g

U

)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
古

絡
同
稔
、
秦
紀
、
非
子
為
1

一
周
大
酪
百
密
也
。
国
駕

(
1
2
-
4
4
6
6
7
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
古
駕
同
レ
略
。

【
略
騨
】
1

[

＂
往
来
の
績
い
て
絶
え
な
い
さ
ま
。
絡
繹
゜

〔
正
字
通
〕
往
宋
不
レ
絶
日
酪
只
亦
作
1

一
絡
繹
↓
〔
漢
書
‘

王
芥
博
下
〕
助
作
者
‘
酪
1

一
騨
道
路
↓
〔
庄
〕
師
古
日
‘
略
騨
‘

言
レ
不
レ
絶
。
〔
王
褒
‘
洞
篇
賦
〕
或
漫
術
而
略
騨
今
。
〔
王

延
壽
‘
魯
震
光
殿
賦
〕
縦
横
酪
騨
‘
各
有
レ
所
レ
趣
。
〔
注
〕

善
曰
‘
略
騨
‘
不
レ
絶
也
‘
向
曰
‘
略
騨
、
相
連
不
レ
絶
貌
。

〔
後
漢
書
‘
郭
仮
偉
〕
酪
騨
不
レ
絶
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
男

女
妓
服
‘
酪
騨
績
紛
。
〔
注
〕
善
曰
‘
酪
騨
績
紛
‘
往
来
奴

多
貌
。
〔
博
毅
‘
舞
賦
〕
略
騨
飛
散
‘
颯
沓
合
井
゜

【
略
越
】
2

翌
種
族
の
名
。
古
の
百
越
の
一
。
今
の
演
酔

桂
の
諸
省
の
間
に
居
っ
た
も
の
。
〔
漢
書
‘
賣
捐
之
傭
〕

略
越
之
人
‘
父
子
同
レ
川
而
浴
、
相
習
以
鼻
飲
。
〔
秦
観
‘

雷
陽
書
レ
事
詩
〕
略
越
風
俗
殊
、
有
レ
疾
皆
勿
レ
槃
゜
〔
四
庫

全
書
‘
百
越
先
賢
志
提
要
〕
詳
朽
西
下
邑
・
苑
・
緩
・
建
‘

故
略
越
也
。

【
略
牙
】
3

E

ク
陳
、
臨
安
の
人
。
南
史
に
は
文
牙
に
作

る
。
字
は
旗
門
。
官
は
文
帝
。
呉
興
太
守
の
時
、
将
帥
と

な
り
、
杜
寵
・
張
彪
等
を
平
げ
‘
勇
名
を
蠅
す
。
文
帝
の

即
位
に
散
騎
常
侍
と
な
る
。
封
は
臨
安
縣
侯
゜
〔
陳
書
‘

二
十
二
〕
．
〔
南
史
、
六
十
七
〕
。

【
略
各
】
4
"
7
7

鋒
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
昆
晶
、
蜂
〕

庶
物
異
名
疏
‘
士
宿
大
鋒
‘
略
各
小
蜂
、
又
荘
子
、
奔
蜂

小
蜂
也
。

【
略
縣
】
5

竺
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
故
城
は
山
西
省
朔
縣
の

北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
定
襄
郡
‘
縣
十
二
‘
酪
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
山
西
‘
大
同
府
、
朔
州
〕
酪
城
在
ー
ー
州
北
ぶ
嗅
置
,
,

酪
縣
属
定
襄
郡
五
後
漢
末
限
‘
俗
謂
と
大
洛
城
↓
〔
清

一
統
志
〕
故
城
在
二
今
平
魯
縣
西
北
塞
外
蹄
化
城
界
内
一

【
略
谷
】
6

謬
谷
の
名
。
快
西
省
盤
屋
縣
の
西
南
。
儒
酪

谷
の
北
口
。
〔
魏
志
、
曹
爽
偵
〕
正
始
五
年
‘
爽
乃
西
至
l
-

長
安
工
大
競
一
兵
卒
六
七
萬
人
ぶ
墜
酪
谷
l

入
‘
云
云
‘
賊

因
レ
山
為
レ
固
‘
兵
不
レ
得
レ
進
。
〔
元
和
志
〕
僅
谷
、
一
名
酪

谷
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
略
谷
道
‘
南
通
如
函
玄
近
代
限
レ

塞
‘
唐
復
開
、
東
北
自
―
―
郡
縣
界
「
西
南
蘊
藍
屋
縣
ご
又

西
南
入
―
―
酪
谷
面
ザ
谷
入
―
―
洋
州
興
勢
縣
界
↓
〔
盤
屋
縣

志
〕
酪
谷
口
、
明
設
,
,
巡
司
ぶ
血
賊
穎
登
‘
巡
司
不
レ
能
レ

五
二

O

13116 



(44734・ ・7)一 (44735)

馬

部

〔
六
書
〕

略

駕

五

葛， 一ヽ

禁
窒
霞
之
，
〖
略
馳
腰
〗

1
2
Ju 0
 
2
 

t'uo 
y
a
o
―
せ
む
し
。
拘
痩
。
ず
。
著
に
酪
台
晉
文
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
〕
．
其
の
文
を
求
め
て
散
百
篇
を
得
。
著
に
略
丞
集
が
あ

【
酪
翔
】7
苓
ウ
清
、
杭
州
の
人
。
字
は
漢
飛
゜
書
一
に
巧
°
〖
略
駐
杖
〗

1
3”
勺
サ
杖
の
名
。
〔
玉
氏
見
聞
〕
蜀
地
無
―
-
〔
前
明
忠
義
別
傭
、
四
〕
。
る
。
〔
唐
書
、
二
百
一
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
九
十
上
〕
．
〔
瑣

【
酪
俊
】
8

ー
グ
デ
後
漢
‘
烏
傷
の
人
。
字
は
孝
遠
。
官
は
略
駐
↓
蜀
将
レ
亡
、
王
公
大
人
及
貴
近
櫂
幸
、
出
―
―
入
宮
【
酪
象
賢
】
24

笞
ウ
ケ
ン
明
、
諸
賢
の
人
。
字
は
則
民
。
著
に
堺
代
酔
編
‘
巻
三
十
〕
。

陳
留
相
。
哀
術
の
僭
琥
に
、
威
を
属
ま
し
彊
を
保
ち
、
賊
省
―
者
、
競
執
―
―
酪
駐
杖
1以
為
レ
龍
、
内
外
炊
レ
之
‘
識
者
羊
棗
集
・
篤
終
易
覧
·
埃
園
遺
稿
・
蹄
全
集
等
が
あ
る
。
〖
略
~
王
集
〗

3
2
-タ
カ
ど
ヮ
，
ゥ
書
名
。
十
巻
。
明
、
鄭
能
編
。

を
し
て
犯
さ
し
め
ず
。
後
、
術
の
密
使
に
殺
さ
る
。
〔
後
以
為
―
―
不
祥
盃
四
年
北
軍
至
、
略
駐
塞
ふ
翌
認
而
来
、
至
レ
【
略
滋
征
宇
-
】
25

翌
ウ
ゥ
明
、
武
康
の
人
。
琥
は
乾
沙
・
漁
然
【
略
文
盛
】
33

カ
グ
セ
イ
明
、
武
康
の
人
。
字
は
質
甫
。
嘉
靖

漢

書

‘

二

日

五

〕

・

〔

三

國

志

、

五

十

七

〕

。

是

方

瞼

°

齋

。

萬

暦

の

進

士

。

官

は

詞

林

典

栂

°

魏

忠

賢

に

杵

ひ

て

の

進

士

。

官

は

翰

林

院

編

修

。

内

鞍

に

値

ひ

‘

罷

め

て

茅

[
酪
丞
】
，
衿
ウ
唐
の
略
賓
王
(

3

1

)

の
異
名
。
臨
海
の
丞
【
酪
丹
】
14

”
グ
唐
代
‘
契
丹
部
落
の
一
。
〔
唐
書
、
北
秋
、
職
を
奪
は
れ
、
忠
賢
敗
れ
て
南
宗
伯
に
陸
る
。
著
に
漁
山
中
に
隠
居
す
。
著
に
略
所
淫
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
獣
徴

に
官
し
た
か
ら
い
ふ
。
〔
藷
唐
書
‘
文
苑
上
‘
酪
賓
王
傭
〕
契
丹
傭
〕
室
章
契
丹
別
種
‘
云
云
‘
分
レ
部
凡
二
十
餘
‘
然
齋
存
集
が
あ
る
。
録
‘
二
十
一
〕
・
〔
皇
明
詞
林
人
物
孜
、
八
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘

略

賓

王

姿

州

義

烏

人

‘

少

善

隔

な

文

尤

妙

―

於

五

言

詩

一

日

二

略

丹

部

玉

竺

柳

城

東

北

↓

【

略

鍾

麟

】

2
6
1
夕
叩
ウ
リ
／
清
、
浙
江
臨
安
の
人
。
字
は
挺
生
。
―
―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
四
十
六
〕
．
〔
明
詩
粽
‘
四
十

云
云
、
高
宗
末
為
―
―
長
安
主
簿
ぶ
エ
レ
誠
、
左
―
―
遷
臨
海
承
―
-
【
略
絣
i

】15
昇
三
國
、
呉
の
人
。
俊
の
子
。
字
は
公
緒
。
官
琥
は
蓮
浦
。
順
治
の
進
士
副
榜
。
官
は
整
序
縣
知
。
常
州
二
〕
．
〔
明
詞
綜
‘
-
―
-
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
戌
、
十
九
〕
．
〔
列
朝

快

快

失

レ

志

、

棄

に

目

而

去

。

は

烏

程

相

。

孫

櫂

に

召

さ

れ

て

功

曹

、

建

忠

郎

将

と

な

府

知

。

延

陵

書

院

を

創

設

し

、

李

顕

を

迎

へ

て

學

を

講

詩

集

小

博

、

T
、
上
〕
・
〔
盛
明
百
家
詩
‘
二
〕
。

〖
略
丞
集
〗10
-タ
ウ
ノ
，

9
,

ウ
書
名
。
四
巻
。
唐
‘
略
賓
王
撰
。
唐
る
。
陸
遜
に
従
っ
て
蜀
を
破
り
、
偏
将
軍
に
遷
る
。
巌
圭
ぜ
し
む
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
二
〕
．
〔
清
史
列
傭
、
七
＋
【
略
~
章
．
】

3
4謬
屯
ウ
清
‘
花
縣
の
人
。
字
は
籟
門
。
溢

書
文
苑
傭
に
、
中
宗
の
時
‘
詔
し
て
其
の
文
百
餘
篇
を
と
共
に
魏
の
曹
仁
の
濡
須
を
攻
め
る
を
拒
ぎ
破
る
。
封
四
〕
．
〔
國
朝
著
獣
類
徴
‘
―
一
百
十
六
〕
．
〔
碑
傭
集
、
九
は
文
忠
。
道
光
の
進
士
。
官
は
湖
南
巡
撫
。
洪
楊
の
軍

求
め
‘
郡
雲
卿
に
命
じ
て
編
次
せ
し
む
と
あ
り
‘
唐
志
・
は
新
陽
亭
侯
。
後
、
濡
須
督
と
な
り
、
黄
武
中
に
卒
す
。
＋
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
四
十
九
〕
。
起
る
や
、
曾
國
藩
と
兵
を
練
り
‘
鮪
を
謀
り
、
内
守
外
戦

宋

志

・

文

獣

通

考

は

‘

皆

著

録

し

て

ゐ

る

が

、

後

亡

侠

〔

三

國

志

、

五

十

七

〕

。

【

略

駿

曾

】

27

匁
ソ
ウ
明
、
武
康
の
人
。
字
は
象
先
。
萬
暦
す
。
後
、
四
川
穂
督
に
至
り
、
群
寇
を
平
ら
げ
、
大
酋
を

し
、
今
存
す
る
も
の
は
後
人
の
哀
集
し
た
も
の
，
其
の
【
酪
馬
】
16

勺ク

O
罷
白
く
鼠
の
黒
い
馬
。
か
は
ら
げ
。
の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
，
應
天
巡
按
。
牛
渚
磯
の
滴
仙
檎
に
す
。
〔
清
史
稿
、
四
百
十
二
〕
．
〔
消
史
列
傭
、
四
十

目
は
頌
賦
・
五
七
言
古
共
一
巻
、
五
言
律
・
排
律
•
絶
旬
・
〔
詩
、
小
雅
、
四
牡
〕
四
牡
誹
誹
‘
暉
嘩
酪
馬
。
〔
偉
〕
白
馬
棲
題
詠
に
績
輯
し
て
鏑
仙
棲
集
を
つ
く
る
。
五
〕
．
〔
績
碑
傭
集
、
五
〕
．
〔
中
興
将
帥
列
偉
‘
十
四
上
〕
。

七
言
絶
句
共
一
巻
‘
啓
・
書
共
一
巻
、
序
・
雑
著
共
一
巻
。
黒
蹴
日
レ
酪
，
〔
礎
、
明
堂
位
〕
夏
后
氏
‘
酪
馬
黒
鼠
。
●
湖
【
酪
世
華
】
28

謬
久
ワ
宋
‘
珍
州
の
人
。
大
観
間
、
酪
文
責
[
酪
奉
先
】
35

””

t
唐
‘
―
云
涼
の
人
o

代
宗
の
宦
者
；
呂

其
の
文
は
‘
艶
麗
の
中
に
氣
力
が
あ
る
，
〔
四
庫
提
要
‘
の
名
。
江
蘇
省
宿
遷
縣
の
北
。
明
末
、
黄
河
漫
溢
し
、
停
等
と
其
の
地
を
以
て
内
附
し
、
奉
訓
大
夫
・
内
殿
崇
班
は
右
験
衛
大
将
軍
。
封
は
江
國
公
。
〔
唐
書
、
二
百
七
〕
。

集

、

別

集

類

〕

。

積

し

て

湖

を

成

す

。

使

を

授

け

ら

る

。

國

に

忠

に

民

を

愛

し

、

久

し

う

し

て

【

略

問

藷

-
]
3
6

”
レ
イ
明
、
諸
賢
の
人
。
字
は
綬
亭
。
琥
は

公
;
巴
[
類
選
注
秤
略
丞
全
集
]
四
巻
明
、
顧
従
敬
類
[
略

ii】
＂
ぢ
奔
馳
の
さ
ま

o

〔
博
毅
ヽ
舞
賦
〕
酪
漢
而
髪
ら
ず
o

〔
尚
友
録
、
二
+
二

r

鍾
山
主
人
o

嘉
靖
の
進
士
o

官
は
南
京
刑
科
給
事
中
o

隆

選

。

陳

織

儒

注

秤

゜

蹄

、

雲

散

―

―

城

邑

↓

〔

注

〕

善

日

、

酪

漠

、

略

繹

‘

紛

漠

‘

奔

馳

【

酪

朝

貴

】

29

”
”
ギ
清
‘
臨
桂
の
人
。
初
姓
は
田
。
嘉
慶
慶
の
初
‘
陳
皇
后
を
別
宮
に
移
す
を
論
じ
、
報
ぜ
ら
れ

【
略
馳
】
1
1
"
ク

O
獣

の

名

。

熱

地

に

産

す

。

罷

の

高

さ

八

之

貌

。

の

初

、

南

籠

苗

及

ぴ

裸

黒

を

攻

め

て

功

あ

り

、

又

、

四

川

ず

。

嫡

さ

れ

て

楚

雄

府

知

事

と

な

り

‘

萬

暦

の

初

‘

湖

廣

九
尺
。
頸
足
長
く
、
背
に
瘤
が
あ
る
。
性
温
順
、
力
強
【
略
略

~
]
1
8
”
”
馬
の
い
な
な
く
瞥
゜
〔
白
居
易
、
不
レ
能
レ
教
匪
を
征
す
。
官
は
湖
北
提
督
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
=
―
副
使
に
至
る
。
書
室
を
萬
一
棲
と
い
ふ
。
〔
明
史
、
二
百

く
、
重
荷
を
負
つ
て
遠
地
に
行
く
。
胃
中
の
小
嚢
に
飲
忘
レ
情
吟
〕
略
略
爾
勿
レ
噺
、
素
素
爾
勿
レ
暗
。
百
四
〕
・
〔
國
史
列
傭
、
八
十
〕
。
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
九

料
を
貯
へ
て
よ
く
沙
漠
の
旅
行
に
堪
へ
、
毛
は
織
物
に
【
酪
綺
涵
園
】
1
9
"
ク
清
、
旬
容
の
人
。
字
は
侃
香
。
琥
は
秋
【
酪
藤
福
麻
】
30

”
”
ホ
ゥ
清
、
江
蘇
山
陽
の
人
。
字
は
鳴
岡
。
十
九
〕
。

適
す
る
。
〔
本
草
‘
駐
〕
秤
名
‘
棄
馳
‘
酪
駐
‘
時
珍
日
、
駐
亭
・
句
曲
女
士
。
江
寧
の
襲
世
治
に
嫁
す
。
詩
に
巧
。
著
琥
は
春
池
・
亦
適
齋
。
嘉
慶
の
琴
人
。
官
は
舒
城
訓
導
。
【
鯰
函
益
止
】
31

謬
セ
イ
清
、
嘉
魚
の
人
。
官
は
明
の
崇
顧

能
負
寧
H
杢
故
名
、
方
音
訛
為
―
―
酪
院
也
。
〔
後
漢
書
、
に
聴
秋
軒
詩
稿
が
あ
る
。
〔
清
鵞
家
詩
史
、
癸
、
上
〕
．
〔
清
著
に
開
方
秤
例
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
五
百
十
二
〕
．
〔
清
中
、
左
都
督
と
な
る
。
李
自
成
、
京
師
を
陥
れ
る
や
‘
之

南
匈
奴
傭
〕
入
居
1

一
雲
中
一
遣
レ
使
上
レ
書
、
獣
,
,
略

駐

一

―

代

閏

閣

詩

人

徴

略

‘

六

〕

．

〔

墨

香

居

書

識

、

九

〕

。

史

列

傭

、

七

十

二

〕

。

に

降

り

、

多

爾

衰

の

入

京

に

又

、

迎

へ

降

る

。

〔

清

史

列

頭
、
文
馬
十
匹
↓
〔
異
域
志
〕
石
略
院
腹
下
出
レ
水
飲
レ
[
酪
元
光
】
2
0
t
ク
久
ワ
ウ
唐
の
人
o

官
住
幸
州
節
度
使
o

貞
【
酪
賓
王
】
31

”
匂
唐
‘
義
烏
の
人
o

七
歳
賦
を
能

v

博
‘
七
＋
九

r

之
、
令
,
,人
身
旦
西
南
夷
諸
國
有
レ
之
。
〔
精
註
雅
俗
故
事
元
中
、
吐
蕃
‘
涅
瀧
邪
寧
の
諸
道
を
犯
す
。
元
光
を
召
す
。
王
勃
•
楊
煽
．
慮
照
鄭
と
文
章
を
以
て
名
を
齊
し
【
酪
諒
滋
深
】

3
8”
勺
ウ
ケ
イ
明
、
略
文
盛(3
3
)
を
い
ふ
。

讀
本
、
下
‘
禽
獣
〕
古
謂
棄
佗
一
今
云
1

酪
駐
↓
●
山
名
。
①
し
、
衆
を
率
ゐ
‘
咸
陽
を
戌
つ
て
之
を
擁
せ
し
む
。
〔
唐
く
し
、
四
傑
と
琥
せ
ら
る
。
官
は
武
功
、
長
安
主
簿
。
武
【
駿
面
叩
采
車
(
】
3
9
"
”t
？
清
の
人
。
徐
昭
華
(

4

|
l
O
l
l
O
 

山
西
省
偏
闘
縣
の
東
北
。
明
の
李
文
忠
、
北
征
し
‘
嘗
て
書
、
二
百
十
六
下
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
ご
日
九
十
六
下
〕
，
后
の
時
、
臨
海
丞
。
李
敬
業
兵
を
起
し
て
武
后
を
討
つ
：
5
2
4
)

を
見
よ
。

兵
を
此
慮
に
憩
ふ
。
＠
察
吟
爾
省
多
倫
縣
の
西
。
明
の
【
鯰
函
翌
挺
]21

”

”

テ

イ

清

、

郭

の

人

。

字

は

天

植

。

琥

は

寒

や

‘

其

の

府

風

と

略

賓

李
文
忠
、
元
兵
を
此
慮
に
破
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
臣
。
明
の
諸
生
。
官
は
職
方
。
著
に
寒
桓
草
堂
集
が
あ
な
り
、
其
の
敗
れ

隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
開
平
故
衛
〕
酪
駐
山
、
在
1

一
衛
る
。
〔
小
膜
紀
博
、
五
十
八
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
四
百
七
る
や
‘
亡
命
し
て

酉

或

以

為

二

郎

蚊

那

山

一

也

、

晉

義

熙

九

年

、

魏

主

嗣

十

四

〕

。

行

く

所

を

知

ら

聖賢

愈
将
羹
斤
笠
撃
越
勒
部
於
践
那
山
「
破
レ
之
、
徒
ニ
―
-
【
略
指
揮
】
2
2
-
＂2

明
の
人
。
壷
に
巧
゜
〔
明
霊
録
‘
五
〕
。
ず
。
或
は
誅
せ
ら

圏

萬
餘
家
子
大
寧
公
7

映
西
楡
林
鎮
有
―
―
践
那
山
面
5

レ
非
l
-

【
略
日
升
】
23

”
”
岳
ウ
明
、
泉
州
の
人
。
字
は
台
晉
。
萬
暦
れ
た
と
い
ふ
。
中

此

山

玉

大

。

の

進

士

。

官

は

四

川

布

政

使

参

政

。

奢

崇

明

の

難

に

殉

宗

の

時

‘

詔

し

て

【駕】
g

〔
集
韻
〕
力
躾
切
園

〔
集
韻
〕
力
制
切
圏

日
□
●
な
ら
び
は
し
る
。
次
第
に
行

列
を
成
し
て
馳
せ
る
。
〔
説
文
〕
駕
‘
次

□ 日
レレレ
イチッ

13117 
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冨】呵
【

駆

】

[

ク

届

】

叩

【
騎
】

g

【
馳
】

g

鴇
(
1
2ー

4
4
6
2
3
)

の
調
字
。
〔
字
彙

，
補
〕
鴇
‘
鴇
字
之
謳
゜

、，ウ

騒
(
l
S
-
4
4
器
oo)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
駆
‘
興
＞
謳
同
。

駁
(
1
2
-
4
4
6
1
9
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
馳
、
輿
レ
駁
同
。

ハ
ク

【

馳

忘

ダ

ウ

"

“

[

「

50)
に
同
じ
。
〔
篇

騎
(
l
l
!
-
4
4
7
7
8
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
騎
‘
即
騎
字
。

〔
集
韻
〕
下
楷

g
薗

T
＿
せ

h
s
i
e
h
•

〔
集
韻
〕
居
秤
切
圏

〔
集
韻
〕
椅
亥
切
岬

日

0
雷
の
は
た
め
く
や
う
に
鼓
を
う
ち
な
ら

す
。
〔
集
韻
〕
誡
‘
疾
雷
撃
レ
鼓
日
レ
駁
。
〔
周
證
、
夏

官
、
大
司
馬
〕
鼓
皆
誡
。
〔
注
〕
疾
雷
撃
レ
鼓
日
レ
誡
。

〔
孫
詮
譲
正
義
〕
段
玉
裁
本
‘
謂
下
撃
鼓
瞥
如
疾

【
誡
】
[

品パ
口
カ
イ

国
ァ
イ

【
鶉
】

t

ク
[
[
戸
叶
）
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

テ
イ

ゼ
ン

腑
(
1
8
-
4
4
6
8
7
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
ー
【
襄
】
叩
[
[

補
〕
馴
、
同
レ
納
゜

ひ
き
う
ま
。
或
は
艇
(
1
2ー

4
2
8
4
1
)
に
作
る
。
〔
正

字
通
〕
腿
‘
散
馬
、
即
誕
馬
‘
亦
日
―
―
但
馬
云
或
作
二

梃
馬
↓

〔
正
字
通
〕
徒
豊
切
圃

馬
が
肥
え
て
大
き
い
。
駐
(
1
2ー

4
4
7
6
5
)

の
本

字
。
〔
康
煕
字
典
〕
駒
、
正
字
通
‘
雖
本
字
、
昔
興
―
―

詩
閉
誡
孔
阜
之
阜
1

通
‘
言
―
―
馬
肥
大
1

也。

を
う
ま
。
〔
集
韻
〕
賂
‘
牡
馬
。

【
賂
】
[
リ
ン

〔
集
韻
〕
良
刃
切
醐
函

国

】

g

[

9

ゥ
〔
中
華
大
字
典
〕
房
九
切
園

•
1
昌

【駒】
g

駕
(110
-
4
4
7
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵞
、
亦
書
作
J

馴。

レ
ッ

馬
の
走
る
さ
ま
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
贔
駿
量
而
゜

〔
注
〕
善
日
、
欧
馬
走
貌
‘
良
日
、
並
馳
走
之
貌
。

弟
馳
也
、
松
馬
列
臀
。
〔
桂
注
〕
懃
列
不
祉
也
。
【
騒
】
叫

●
馬
の
名
。
〔
玉
篇
〕
駕
、
馬
名
。

O
な
れ
る
。
な
ら

す
。
〔
集
韻
〕
駕
、
一
曰
‘
馴
也
。
●
或
は
瓢
(
1
2ー

4

5
0
5
5
)

・醐
(
1
2ー

4
4
7
3
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駕
‘

或
ハ
レ
属
‘
亦
書
作
レ
駒
。

【駿】西

キ
ッ
キ
チ

〔
辟
海
〕
虚
幸
切
薗

’

朧

(
1
gー

4
4
9
1
2
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

）
 

手
鑑
〕
騒
、
輿
』
醐
同
。

ー
ウ

馬

部

〔六

I

七
萱
〕

冨】
g

ぁ
●
く
り
げ
。
た
て
が
み

9
[
9
gの
黒
い
赤
馬
。
〔
説
文
〕

騎
赤
馬
熙
岨
尾
也
、
炊
レ
馬
叩
瞥
゜
〔
段
注
〕
岨
‘

各
本
作
レ
毛
、
今
依
二
廣
鉤
一
正
、
雨
、
各
本
作
レ
匪
、

豪
糧
作
緬
、
大
誤
‘
今
依
五
経
文
字
・
玉
篇
・
廣

鈎
正
。
〔
爾
雅
、
秤
畜
〕
騨
馬
白
腹
、
顕
。
〔
注
〕
靡

赤
色
黒
甑
゜
〔
詩
‘
秦
風
、
小
戎
〕
麒
騒
是
中
。
〔
箋
〕

赤
身
黒
鼠
曰
レ
縣
゜
〔
呂
覧
‘
孟
夏
〕
駕
11

赤
蛹
↓
〔
注
〕

辟
馬
黒
尾
曰
レ
縣
。

O
騎
(
1
2
|
 4
4
9
1
2
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
騎
、
或
作
J

騨。

薗
筆
橙
、
説
文
各
書
、
蝙
(
1
8
-
4
4
9
9
4
)
に
作
る
を
、

段
玉
裁
は
誤
と
し
て
、
騎
に
改
め
作
る
。
字
解
を
見
よ
。

【
餅
駒
】
1

匁
黒
い
鼠
あ
る
赤
毛
の
こ
う
ま
。
〔
史
記
‘

封
祠
書
〕
作
,
,
西
峙
二
祠
―
―
白
帝
ぶ
其
牲
用
―
―
騨
駒
黄
牛
祗

羊
各
一
↓
〔
注
〕
索
隠
日
、
赤
馬
煕
鼠
日
レ
騎
。
〔
漢
書
、
郊

祀
志
上
〕
騎
駒
四
覇
。

【
騨
黄
】
2

”
炉
色
の
名
。
留
黄
゜
〔
説
文
、
戻
、
段
注
〕
晋

黄
、
辞
賦
家
多
作
,
,
流
黄
五
皇
侃
種
記
義
疏
作
―
―
騎
黄
↓

【
騎
駁
】
3

玲
く
り
げ
と
白
毛
が
雑
つ
た
馬
。
ま
だ
ら

毛
の
馬
。
〔
詩
‘
薗
風
、
東
山
、
皇
駁
其
馬
、
疏
〕
黄
白
日
レ

皇
‘
謂
下
馬
色
有
―
―
黄
慮
1

有
寧
白
慮
5

則
騎
白
日
レ
駁
‘
謂
下

馬
色
有
玉
竺
皿
有
＊
白
虞
3

〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
労
光

＂占ウ
レ）
 

〔
集
韻
〕
力
求
切
因

／
 

力
一
又
J
i
u
'

璽
響
而
促
3

〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
燎
涼
蔵
駁
雷

墜
●
お
ど
ろ
く
。
お
ど
ろ
か
す
。
駿
(
1
2ー

4
4
7
2

5
)
に
同
じ
。
〔
列
子
、
仲
尼
〕
子
列
子
之
徒
誡
レ
之
。

〔
秤
文
〕
誡
‘
興
レ
駿
同
。
●
あ
ら
た
め
る
。
百
姓
の

覗
聴
を
改
め
る
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
聖
人
之
所
和
以

誡,,
天
下
↓
〔
繹
文
〕
王
云
、
謂
レ
改
―
―
百
姓
之
視
聴
―

也
。
口
上
が
下
に
問
は
な
い
。
〔
集
韻
〕
誡
‘
上
不
レ

問
レ
下
。
国
日
●
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
馘
‘
疾
撃
レ
鼓

也
、
周
證
‘
鼓
皆
誡
‘
李
軌
讀
゜

馴

駒

鯖

騎

馳

馳

駆

賜

騒

駿

賂

騒

褐

誡

騎

騎

騒

馴

騨

駆

日
●
罵
が
走
る
。
〔
集
韻
〕
騒
馬
走
也
。
●
胚
(
1
2

-
4
4
6
6
4
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
胚
、
黄
白
色
、
今
之

桃
華
‘
又
胚
胚
‘
走
兒
‘
駆
、
同
レ
上
。
口
駆
駿
は
‘
け

も
の
の
走
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
駆
‘
騒
駿
‘
獣
行
也
。

~ 

駆.......... 
44755 

□ 日
ピヒヒ

r—~,-,. 

集集
韻韻
~ ~ 

部貧
鄭悲
切切

菌図

【
騨
】
[
苫

騒
(
1
2
-
4
4
8
7
1
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
騨
‘
俗
騒
字
。

小
日
口
回
馬
が
旱
く
歩
行
す
る
。
騒
(
1
2

凧裏
豪

ー

4
5
0
8
4
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
騨
、
馬
歩

疾
也
、
ハ
レ
馬
軋
瞥
゜
〔
集
韻
〕
騎
、
或
作
レ
騒
゜

〔
集
韻
〕
屍
輯
切
園

デ
フ
ネ
ブ

日

【
騒
】
g

兵
77

〔
集
韻
〕
B
渉

切

園

〔
集
韻
〕
如
穎
切
躍
]

ゼ
イ

国
ー
「
ヤ
，
ウ

馬
が
走
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
騒
、
馬
走
兒
。

【
騎
】
[
[
〔
集
韻
〕
許
既
切
困

【
騎
】
血

馬
が
あ
が
く
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
馬
立
不
レ
常
‘
謂
,
,
之

騎
↓
〔
楚
辟
、
宋
玉
‘
九
辮
〕
故
騎
跳
而
遠
去
。
〔
集

注
〕
馬
立
不
地
常
‘
謂
二
之
騎
↓

キ
＂
ヨ
ク

ゴ
ク

〔
集
韻
〕
衝
六
切
図
3

不
レ
升
レ
俎
、
騎
駁
不
と
入
レ
牲
゜
〔
注
〕
犠
牲
、
必
純
色
也
。

五ニニ

13118 



(44756) (44771) 

【駿】凸

馬

部

〔
七
蟄
〕

駈

睛

諌

駿

騎

騎

耗

馳

験

駐

駒

騨

駿

瑚

鳩

騨

〔
集
韻
〕
千
尋
回
圏

L
 l.f 
c
h
m
'
 

〔
集
韻
〕
楚
錦
切
芦
平

小
曰
●
馬
が
は
や
く
は
し
る
さ
ま
。
殿

贄又”
豪

(
1
2
-
4
4
8
7
9
)

に
同
じ
。
も
と
矯
(
1
2

-
4
4
8
9
6
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
駿
、
本
作
レ
駿
゜

曰
シ
ン

日
シ
ン

日
ロ
ロ

0
く
つ
わ
を
動
か
し
て
馬
を
は
し
ら
せ

る
。
駿
(
1
2
-
4
4
8
5
9
)
・

撒
(
5
ー

1
2
5
8
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
駿
‘
椛
,
,
馬
街
―
走
也
、
或
ハ
な
父
。
〔
公
羊
、

定
、
八
〕
臨
南
投
レ
策
而
墜
レ
之
‘
陽
越
下
取
レ
策
、

臨
南
息
馬
、
而
由
平
孟
氏
↓
〔
注
〕
諌
、
推
,
,
馬

街
走
。
〔
繹
文
〕
諌
、
本
又
作
飯
‘
字
子
書
無
此

字
ぶ
g

承
用
レ
之
。
〔
陳
立
義
疏
〕
郡
本
、
推
作
レ
揺
‘

紹
熙
本
亦
作
レ
椛
、
廣
韻
‘
駿
‘
馬
揺
レ
街
走
也
、
則

作
レ
揺
亦
通
。

O
騎
(
1
2
-
4
4
7
7
8
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
駿
、
騎
、
字
異
義
同
。

【
駿
芦

国□ 日スソ，スソ，;,,;,, 
ゥ ゥュョ

ゥ＇

〔
集
韻
〕
筍
勇
切
＞
薗

右

X

L

s
u
n
g
'
 

〔
集
韻
〕
蘇
后
切
匈
i面

〔
集
韻
〕
損
動
切

【騎】呻

駒
(
1
2
|
 
4
4
6
3
7
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
騎
‘
馴
字
之
謳
゜

ケ
イ

駆
駈
は
‘
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
語
、
駆
騒
、
馬
名
。

罰
】
]
ゴ

〔
集
韻
〕
訛
胡
切
國
-

〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
獄
鳥
翻
翻
‘
塁
獣
駆
験
。
〔
注
〕

善
曰
‘
趨
曰
レ
騒
‘
行
曰
レ
験
‘
向
曰
、
行
走
貌
。

小
●
か
ほ
と
ひ
た
ひ
と
が
白
い
馬
。
＜

駁
策
ろ
げ
の
お
も
て
ひ
た
ひ
じ
ろ
。
〔
説

文
〕
駒
、
馬
面
願
皆
白
也
、
炊
レ
馬
彪
臀
゜
〔
爾
雅
‘

繹
畜
〕
面
願
皆
白
‘
惟
騎
。

0
か
ほ
の
白
い
黒
馬
。

〔
廣
韻
〕
魏
、
黒
馬
白
面
。
参
あ
を
う
ま
。
〔
漢
書
‘

匈
奴
傭
上
〕
東
方
盛
騎
゜
〔
注
〕
師
古
曰
、
騎
、
胄
馬

也
。
働
ま
だ
ら
。
ぶ
ち
。
彪
(
4
-
7
5
5
4
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
魏
、
段
借
為
レ
彪
。
〔
周
膿
、
秋

祠
】
呻

バウマウ

集
韻
〕
莫
江
切
屈
』

／
 

n
尤

m
a
n
g
2

巳
□
ま
だ
ら
う
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
馬
毛
斑
白
。
国

騎
歳
は
‘
穀
の
名
。
〔
集
韻
〕
騎
、
騎
歳
、
穀
名
、
買

思
錫
説
。

□
ラ
イ

【
騎
]
臼
口
[
7
7
[

国
ラ

〔
集
韻
〕
慮
臥
切

集
韻
〕
虞
活
切

〔
集
韻
〕
魯
外
切

圏圏圏

〔
説
文
〕
駿
‘
馬
行
疾
兒
‘
八
レ
馬
侵
省
贅
。
〔
段
注
〕

馬
行
上
笠
本
有
駿
駿
字
ぶ
心
‘
各
本
作
レ
也
‘
今

悠
篇
助
正
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
字
林
‘
馬
行
疾
也
‘
或

払
侵
。
●
駿
駿
は
‘
と
く
過
ぎ
ゆ
く
さ
ま
。
駿
駿

(

1

)

を
見
よ
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
納
涼
詩
〕
斜
日
晩
駿

駿
゜
□
｝
馬
の
緊
ま
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
馬
緊
兒
゜

【
駿
駿
】
1

ク
ク
馬
の
疾
行
す
る
さ
ま
。
ど
ん
ど
ん
。
ず

ん
ず
ん
。
輯
じ
て
、
事
の
急
速
な
こ
と
。
〔
詩
‘
小
雅
、
四

牡
〕
駕
1

一
彼
四
賂
ニ
載
課
駿
駿
゜
〔
博
〕
穀
駿
、
殿
貌
。
〔
玩

籍
、
味
懐
詩
〕
皐
蘭
被
―
―
径
路
一
青
耀
逝
駿
駿
゜
〔
宋
之

問
龍
門
應
制
詩
〕
鳥
旗
翼
翼
貿
芳
慧
龍
騎
駿
験
映
―

晩
花
↓

〖
駿
駿
焉
〗2
乞
，
／
漸
次
に
進
む
さ
ま
。
〔
蘇
洵
、
審

勢
〕
駿
駿
焉
H
趨
1

一
於
強
大
↓

馬
に
歩
行
を
冒
は
せ
る
。
通
じ
て
歩
(
6
-
1
6
2
6
4
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駒
‘
習
レ
馬
也
、
通
作
レ
歩
。

窮
后

窮

】

臼

パ

〔

集

韻

〕

蒲

故

切

圏

冨
i
]
五

7 

騒
(
1
2
-
4
4
7
3
7
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
駐
‘
馳
字
之
謳
°

冨
】
[
冨
品

霰】仰
日
ラ
ヴ

冨
芦

五
二
三

〔
集
韻
〕
薄
没
切
且

ホ
ッ
ポ
チ

日

ク
〔
集
韻
〕
弼
角
切
圏
[

ヽノ
ク

ロい
紗
(
1
2ー

4
4
6
2
6
)
に
同
じ
。
〔
康
煕
字

典
〕
滉
‘
集
韻
、
同
レ
駐
。

サ

〔
集
韻
〕
慮
営
切
園

力
尤

Jang'

ロ
心
ヴ
〔
集
韻
〕
呂
張
切
醐

日
尾
の
白
い
馬
。
〔
爾
雅
、
秤
畜
〕
尾
白
‘
駿
。
〔
疏
〕

但
尾
毛
白
者
名
レ
験
。
〔
集
韻
〕
験
‘
馬
尾
白
‘
験
。

□
吉
駿
は
‘
馬
の
名
。
又
‘
量

(11-4
0
1
3
8
)

・
良
【
麒
成
】
[

(
9
ー

3
0
5
9
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
験
‘
山
海
純
‘
大

封
國
有
二
文
馬
玉
縞
身
朱
翫
、
名
曰
二
吉
験
↓
〔
山
海

経
、
海
内
北
経
〕
大
封
國
、
有
1

一
文
馬
盆
胴
身
朱
鼠
‘

目
若
貰
舎
名
日
吉
量
↓
〔
注
〕
一
作
レ
良
。

駐
(
1
2
ー

4
4
6
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

サ

紗
‘
或

A
レ沙゚

馬
の
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
駿
、
馬
行
兒
。

咤
フ
ゴーフ

〔
集
韻
〕
逆
及
切
繭
『

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
舗
、
馬
名
。

7 ホ

〔
集
韻
〕
榜
模
切
国
i

冨
澁

眺
(
1
2
-
4
4
6
9
9
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
耗
‘
俗
駐
字
。

タ
ヴ

官
‘
犬
人
〕
用
レ
騎
可
也
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
、
騎
‘

謂
レ
不
二
純
色
一
也
。
〔
疏
〕
魏
‘
謂
二
雑
色
牲

-
0ふ

ち
か
ざ
り
。
〔
周
聘
、
春
官
、
巾
車
〕
魏
車
翡
蔽
。

〔
注
〕
玄
謂
、
騎
車
‘
邊
側
有
二
漆
飾
一
也
。
〔
孫
詮
譲

正
義
〕
騎
為
二
雑
痙
玄
謂
‘
車
邊
側
有
一
漆
飾
一
也

者
、
亦
取
雑
文
之
義
↓

小
●
あ
ら
う
ま
。
〔
説
文
〕
騨
、
馬
突
也
、

＄
豪
於
馬
旱
臀
。
〔
段
注
〕
騨
之
言
‘
悼
也
、

淮
南
書
作
レ
肝
゜
〔
漢
書
‘
刑
法
志
〕
是
猶
1

和
ぞ
鞭
而

御

蒻

突

U
0高
さ
六
尺
の
馬
。
〔
集
韻
〕
騨
、
馬
高

六
尺
。
参
く
ら
。
軒
(
1
2
-
4
2
7
1
4
)

に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
騨
、
段
借
為
レ
軒
゜
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕

騨
‘
鞍
也
。
R
或
は
肝
(
1
2
-
4
4
5
8
4
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
騨
‘
或
省
。

【
騨
突
】
1

”
"
柔
順
で
な
い
馬
。
あ
ら
う
ま
。
〔
漢
書
、

刑
法
志
〕
今
漢
承
ユ
哀
周
暴
秦
‘
極
散
之
流
硲
屯
巳
薄
―
―
於

二
代
一
而
行
五
元
舜
之
刑
一
是
猶
n

和
ぞ
機
而
御
1

一騨突一

違
一
位
時
之
宜
五
へ
。
〔
注
〕
如
淳
日
‘
騨
‘
昔
拝
‘
騨
突
、

悪
馬
也
。

【
騨
馬
】
2

心
／
あ
ら
う
ま
。
惇
馬
。
〔
韓
非
子
、
五
嚢
〕
如

欲
下
以
―
―
寛
政
込
炉
急
世
之
民
な
個
下
無
―
―
轡
策
1

而
御
．
騨

畏
此
不
知
之
患
也
。
〔
堕
鐵
論
‘
刑
徳
〕
無
,
,
衡
概
―
而

禦
酔
馬
也
。

【
騨
】
咋
戸
〔
集
韻
〕
侯
肝
切
瞬

ヽ

r
コ

h
a
n
•

13119 



(44772) — (44775· ・32) 

小
●
馬
が
疾
行
し
て
来
る
さ
ま
。
〔
説

只^パ
各

豪

文

〕

駁

馬

行

疾

来

兒

也

、

炊

レ

馬

兌

贅
、
詩
日
、
昆
夷
駐
芙
。

O
つ
く
。
た
け
り
つ
く
。

〔
集
韻
〕
駐
‘
一
日
、
突
也
。
〔
廣
韻
〕
貌
‘
奔
突
也
。

【
貌
】
5

タ
イ

〔
集
韻
〕
吐
外
切
宰
5

古

x
¥
t

ûe14 

小

日

門

回

く

ろ

み

ど

り

の

馬

。

駒
(
1
2

OG 

嘉

蒙

ー

4
4
7
1
1
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
馴
、
青
靡
i

馬
、
炊
レ
馬
目
臀
。
〔
段
注
〕
謂
ー
1

一
深
黒
色
而
戴
1

一青

色
也
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
宵
騎
‘
騎
。
〔
注
〕
今
鐵
聰
゜

〔
集
韻
〕
駒
‘
或
作
レ
駒
。
〔
詩
‘
魯
頌
、
有
駁
〕
駁
彼

乗
駆
゜
〔
傭
〕
青
朧
日
レ
馴
゜

巳l
ゲケ

ンン

祠】』
日
ヶ
ン

□
ヶ
ン

〔
集
韻
〕
火
玄
切
厖

〔
集
韻
〕
罰
縣
切
醐
』

T
U
コ

h
s
u
a
n
•

〔
集
韻
〕
胡
犬
切
陶
辛

小
●
駒
除
は
‘
良
馬
の
名
。
〔
説
文
〕
除
、

策
駒
除
也
、
炊
レ
馬
余
臀
。
〔
玉
篇
〕
除
、
駒

餘
除
。

O
獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
除
、
獣
名
、
説
文
、
黄
牛

虎
文
。
●
又
‘
餘
(
1
2
|
 4
7
6
4
5
)
に
作
る
。
〔
康
熙

字
典
〕
除
‘
宋
書
符
瑞
志
‘
亦
作
レ
餘
。

貧】
5

バ
〔
集
韻
〕
同
げ

礼図

日
口
獣
の
名
。
う
し
を
の
馬
。
ご
ば
う
馬
。
或
は

駒
（
1
2
-
4
4
6
4
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騎
、
獣
名
、
馬

形
牛
尾
一
角
、
或
作
レ
駒
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
敦

頭
之
山
、
其
中
多
酔
馬
:
牛
尾
而
白
身
、
一
角
。

〔
郭
環
、
江
賦
〕
葬
馬
騰
波
以
嘘
蹂
゜

馬

部

〔
七
驚
〕

〔
詩
、
大
雅
‘
縣
〕
混
夷
貌
癸
゜
〔
傭
〕
貌
‘
突
也
。
〔
箋
〕
史
〕
駿
奄
翁
鐵
龍
唇
鑑
歯
゜

則
憧
怖
驚
走
‘
奔
突
入
1

一
作
械
之
中
一
而
逃
。
【
駿
績
】
4

し
ぅ
す
ぐ
れ
て
よ
い
馬
。
良
譲
。
〔
南
齊
書
、

王
融
博
〕
秦
西
翼
北
‘
｛
貫
多
―
―
駿
譲
↓

【
駿
議
】
5

ピ
ノ
猛
獣
の
名
。
獅
子
の
類
。
〔
通
雅
、
動
物

類
〕
説
苑
云
‘
師
晴
言
‘
駿
駿
食
レ
豹
゜

[
駿
極
]
6

に
ん
至
極
。
す
ぐ
れ
て
大
き
い
。
〔
詩
‘
大
雅
‘

／
〔
集
韻
〕
祗
峻
切
醐
辱

根
高
〕
根
高
維
嶽
‘
駿
極
二
子
天
言
傭
〕
駿
、
大
‘
極
‘
至
也
。

【

駿

】

[

シ

ー

ュ

り

U

j

g

見

小
〇
す
ぐ
れ
た
馬
。
良
馬
。
〔
説
文
〕
駿
、
【
駿
駒
】
7

互
/
す
ぐ
れ
た
駒
。
縛
じ
て
、
他
人
の
男
兒
の

嘉
策
馬
之
良
材
者
、
ハ
レ
馬
笈
磐
゜
〔
穆
天
子
敬
紐
〔
太
r
参
‘
玉
門
脳
蓋
将
軍
歌
〕
櫃
上
昂
昂
皆
駿
駒
。

【
駿
刑
】
8

ぢ
／
き
ぴ
し
い
刑
。
峻
刑
。
〔
史
記
‘
商
君
傭
〕

刑
鯨
太
子
之
師
博
一
残
傷
民
以
駿
刑
↓

偲
五
〕
天
子
賜
―
―
許
男
駿
馬
十
六
↓
〔
注
〕
稲
レ
駿

【
駿
悪
】
，
戸
お
ほ
い
に
め
ぐ
む
。
〔
詩
‘
周
頌
‘
維
天

者
、
名
馬
也
。
〔
楚
辞
、
東
方
朔
、
七
諫
‘
謬
諫
〕
鴛

駿
雑
而
不
谷
分
。
〔
注
〕
良
馬
為
レ
駿
。

O
す
ぐ
れ
之
命
〕
駿
忍
我
文
王
曾
孫
篤
レ
之
。
〔
陸
雲
祗
考
頌
〕

る
°
〔
詩
‘
-
商
頌
‘
長
猜
〕
為
―
―
下
國
駿
厖
↓
〔
箋
〕
駿
駿
悪
雨
施
‘
景
潤
雲
行
、
洋
洋
玄
化
‘
功
渭
其
民
↓

之
言
‘
俊
也
。
参
す
ぐ
れ
た
人
。
〔
史
記
‘
屈
原
傭
〕
【
駿
架
】
1
0
[
乞
千
萬
人
に
す
ぐ
れ
た
オ
を
い
ふ
。
〔
史

誹
簸
疑
加
＊
分
。
＠
お
ほ
き
い
。
通
じ
て
峻
(
4
ー
記
、
屈
原
傭
〕
誹
レ
駿
疑
レ
架
令
‘
固
庸
態
也
。
〔
注
〕
索
隠

曰
‘
手
文
子
云
‘
千
人
曰
レ
俊
‘
萬
人
曰
レ
栞
。
「
曰
レ
雌
°

【
駿
犬
】
11

又
ノ
す
ば
や
い
犬
。
〔
博
物
志
〕
宋
有
二
駿
犬
一

8
1
1
6
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
駿
‘
大
也
。
〔
集

[
駿
元
】
瓦
{
'
宋
‘
虞
襄
(
8

ー
2
3
0
5
0
:
 8
9
)

の
0
の
字
。

韻
〕
駿
‘
大
也
、
通
作
レ
峻
゜
〔
詩
、
大
雅
、
文
王
〕
駿

命
否
易
。
〔
傭
〕
駿
、
大
也
。

O
な
が
い
。
又
‘
な
が
【
駿
エ
】
13

ぢ

漬

龍

宏

戴

(
1
2
|
 4
8
8
1
8
 :
 6
6
7
)

の
字
。

く
す
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
駿
‘
長
也
。
〔
詩
‘
小
雅
、
【
駿
公
】
14

ね
ノ
清
、
呉
偉
業
(
2
|
3
3
6
5
 :
 4
2
3
)

の
字
。

雨
無
正
〕
不
レ
璧
其
徳
↓
〔
傭
〕
駿
、
長
也
。

O
す
み
【
駿
骨
】
15

芦

/

0駿
馬
の
ほ
ね
。
韓
じ
て
‘
賢
人
を
い

ふ
。
〔
任
明
、
天
監
三
年
策
-
l

秀
才
ー
文
〕
朕
傾
二
心
駿
骨
一

非
レ
濯
―
―
慎
龍
ぶ
輻
耕
青
紫
‘
如
レ
拾
1

一
地
芥
一
〔
李
白
、
経
1
1

や
か
。
は
や
い
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
駿
、
速
也
。
〔
注
〕

駿
‘
猶
迅
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘
敏
疾
貌
゜
〔
詩
、
周
頌
、
乱
離
後
天
恩
流
夜
郎
賄
葦
良
字
詩
〕
無
入
貴
二

憶
嗜
〕
駿
競
―
爾
私
一
〔
箋
〕
駿
、
疾
也
。

O
た
か
い
。
駿
骨
五
汗
空
騰
騒
゜
〔
元
横
‘
獄
榮
陽
公
1

詩
五
十
韻

峻
(
4
-
8
1
1
6
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘
卑
ハ
レ
峻
詩
〕
駿
骨
黄
金
買
、
英
髭
綽
帳
延
゜
〔
羅
隠
‘
燕
昭
王
墓

通
。
〔
詩
、
大
雅
‘
松
高
〕
駿
極
二
子
天
二
證
‘
孔
子
詩
〕
浮
世
近
来
位
駿
骨
云
回
豪
何
虞
有
1

一
黄
金
↓
〔
長
安

客
話
〕
昭
王
時
、
燕
人
郭
陳
謂
レ
王
‘
昔
有
下
以
二
千
金
一

買
駿
骨

A
尺
期
年
而
千
里
馬
至
者
三
。

O
駿
馬
を
い

間
居
〕
峻
極
手
天
↓
R
け
は
し
い
。
き
び
し
い
。

〔
南
史
‘
蒲
子
雲
傭
〕
筆
力
勁
駿
°
ふ
。
〔
唐
太
宗
‘
臨
洛
水
詩
〕
春
蒐
馳
駿
骨
一
穂
轡
俯
二

儡

ト

シ

。

長

河

↓

〔

杜

甫

‘

書

馬

讚

〕

瞭

―

―

彼

駿

骨

↓

｛

貫

惟

龍

媒

゜

【
駿
逸
】
1

竺
馬
の
す
ぐ
れ
て
疾
い
も
の
。
韓
じ
て
、
【
駿
オ
】
1
6
[
に
ノ
オ
智
の
す
ぐ
れ
た
も
の
。
俊
オ
。
〔
璧

す
ぐ
れ
た
人
材
を
い
ふ
。
俊
逸
゜
〔
晉
書
‘
慕
容
偶
載
鐵
論
‘
訟
賢
〕
帯
竺
此
之
時
ギ
井
レ
無
―
―
遠
筋
駿
才
一
也
。

記
〕
初
魔
有
駿
馬
―
曰
緒
白
「
云
云
、
至
レ
是
四
十
九
【
駿
牡
】
17

芯
／
す
ぐ
れ
て
さ
か
ん
な
こ
と
。
〔
杜
牧
‘
洛

歳
‘
而
駿
逸
不
妨
゜
〔
南
史
‘
賊
臣
‘
侯
景
偉
〕
侯
景
所
レ
中
器
翼
虞
士
東
並
詩
〕
武
事
何
駿
牡
‘
文
理
何
優
柔
゜

乗
白
馬
‘
毎
レ
載
将
レ
勝
、
輯
躍
暉
噺
鳴
‘
意
氣
駿
逸
。
【
駿
爽
]
1
8

芯
ン
は
げ
し
く
さ
わ
や
か
な
こ
と
。
〔
文
心

【
駿
利
】
2

万
ノ
は
や
く
と
ぷ
は
ね
。
〔
陸
機
‘
應
嘉
賦
〕
離
龍
‘
風
骨
〕
結
言
端
直
、
則
文
骨
成
焉
、
意
氣
駿
爽
‘
則

雙

駿

租

以

婆

娑

。

文

風

清

焉

。

【
駿
奄
]
3

芯
ノ
駿
馬
の
毛
。
立
派
な
毛
を
い
ふ
。
〔
路
[
駿
誰
】
19

ぢ
/

項
利
の
愛
し
た
誰
と
い
ふ
名
馬
。
〔
史

除

絹

貌

駿

記
‘
項
利
紀
〕
駿
馬
名
雌
常
騎
乏
゜
〔
謝
憲
運
‘
選
征

賦
〕
封
―
―
駿
雅
1

以
預
レ
憤
、
傷
―
―
虞
妹
於
末
詞
↓

【
駿
足
】
20

芸
/
足
の
早
い
す
ぐ
れ
た
馬
。
駿
馬
。
韓
じ

て
、
す
ぐ
れ
た
才
能
を
い
ふ
。
俊
オ
。
〔
張
協
、
七
命
〕
田

涌
馳
蕩
‘
利
刃
駿
足
‘
既
老
氏
之
牧
レ
戒
゜
〔
南
史
‘
鄭
鮮

之
博
〕
昔
葉
公
好
レ
龍
而
慎
龍
見
‘
燕
昭
市
レ
骨
而
駿
足

至
、
明
公
以
ニ

llf
食
―
待
レ
士
‘
登
患
―
―
海
内
無
？
人
。

〖
駿
足
思
―
―
長
阪
―
〗

2
1
芸
t
が
5
7
+ャ•
ウ
す
ぐ
れ
た
人
が

駅
難
に
逢
つ
て
‘
其
の
オ
を
賓
地
に
試
み
よ
う
と
す
る

喩
。
〔
陸
蕨
、
奉
―
―
答
内
兄
希
叔
詩
〕
駿
足
思
1

一
長
阪
一
柴

車
畏
1

一
危
轍
↓

【
駿
速
】
22

だ
す
ば
や
い
。
非
常
に
速
い
。

【
駿
孫
】
23

竺

字

琥

。

O
清
‘
陳
緞
聰
(
1
1

ー
4
1
6
9
8
:

8

 

0
 2
)

の
字
。

O
清
‘
彰
孫
通
(
4
-
1
0
0
0
3
:
 1
8
3
)

の
字
。

【
駿
景
】
24

な
／
室
直
清
の
琥
。
室
鳩
巣
(
3
-
7
1
3
6
:

5

 

1

)

を
見
よ
。

〖
駿
景
雑
話
〗2
5
[竹
書
名
。
五
巻
。
室
鳩
巣
撰
。

【
駿
男
】
2
6
5
'
{

／
清
、
諸
九
鼎
(
1
0
ー
3
5
7
4
3
:
 2
4
4
)
の
字
。

【
駿
珍
】
27

芸
/
駿
馬
。
賢
良
の
喩
。
〔
虚
謳
、
贈
―
―
劉
鬼

詩
〕
飾
―
―
奨
鷺
猥
下
方
―
―
駕
駿
珍
↓

【
駿
徒
】
28

し
ぅ
す
ぐ
れ
た
門
人
。
〔
説
苑
‘
善
説
〕
論
レ

若
一
―
―
子
之
行
「
未
レ
得
レ
為
―
―
孔
子
駿
徒
一
也
。

【
駿
馬
】
29

迄
芦
す
ぐ
れ
て
よ
い
馬
。
〔
韓
非
子
、
十
過
〕

垂
棘
之
璧
‘
吾
先
君
之
賓
也
、
屈
産
之
乗
‘
寡
人
之
駿
馬

也
。
〔
載
國
、
秦
策
〕
君
之
駿
馬
盈
1

一
外
厩
な
美
女
充
,
,
後

庭
↓
〔
史
記
、
項
利
紀
〕
項
王
則
夜
起
‘
飲
―
―
帳
中
云
有
二
美

人
一
名
虞
、
常
幸
従
‘
駿
馬
名
雅
‘
常
騎
レ
之
。

〖
駿
馬
監
〗30竺
；
官
名
。
漢
‘
置
く
。
駿
馬
を
掌
る
。

〔
漢
書
‘
博
介
子
傭
〕
介
子
以
―
―
駿
馬
監
ェ
求
レ
使
-
1

大
宛
↓

〖
買
簸
馬
骨
〗
3
1
ピ
切
古
、
駿
馬
の
死
骨
を
買
つ

て
、
千
里
の
馬
を
招
来
し
た
故
事
。
〔
戦
國
‘
燕
策
〕
郭
陳

先
生
日
‘
云
云
、
古
之
人
君
有
下
以
三
よ
平
求
―
―
千
里
馬
1

者
ぢ
向
已
死
、
買
―
其
骨
五
百
金
而
蹄
‘
云
云
、
芥
年
千

里
馬
至
者
三
。

〖
食
駿
馬
之
肉
-
]
3
2
]

げ
ぢ
7

秦
の
謬
公
（
穆
公
）
の

駿
馬
を
野
人
が
殺
し
て
食
し
た
時
、
公
こ
れ
を
罪
せ
ず
‘

反
つ
て
酒
を
飲
ま
し
め
、
後
‘
其
の
助
け
に
因
つ
て
晉
と

の
戦
に
大
勝
し
た
故
事
。
〔
呂
覧
‘
愛
士
〕
昔
者
秦
謬
公

乗
レ
馬
而
車
為
敗
、
右
服
失
‘
而
野
人
取
レ
之
‘
見
1

一
野
人

方
将
又
良
之
於
岐
山
之
陽
ご
膠
公
歎
曰
‘
食
―
―
駿
馬
之

五
二
四

13120 



(44775・ ·33)— (447780016) 

馬

部

〔
七
書
〕

駿

駿

鵠

騎

五
二
五

糀
い

〔
集
韻
〕
語
可
切
碑

亡

咆

〔
集
韻
〕
牛
河
切
眠
〖

□
口
〇
馬
の
頭
を
う
こ
か
す
さ
ま
。

駿
駿
゜
〔
説
文
〕
駿
‘
駿
駿
也
、
炊
レ
馬
我

肉
ご
皿
不
―
―
還
飲
ら
酒
、
余
恐
"
其
傷
乙
女
也
‘
於
レ
是
偏
飲
也
。
〔
馬
瑞
辰
傭
箋
通
繹
〕
爾
雅
秤
詰
、
駿
、
速
也
、
速
卑
ハ
レ

而
去
‘
虞
一
年
為
ー
韓
原
之
戦
ご
本
云
、
野
人
之
嘗
食
一
馬
疾
義
同
‘
藉
大
傭
‘
逸
奔
走
‘
注
‘
浚
‘
疾
也
。
〔
後
漢
書
、

肉
於
岐
山
之
陽
者
三
百
有
餘
人
、
畢
レ
カ
為
一
謬
公
疾
章
帝
紀
〕
駿
―
―
奔
郊
時
↓
〔
注
〕
駿
‘
疾
也
。
〔
應
琥
、
卑
ハ
―
―
従

繭

―

―

於

車

下

五

遂

大

克

レ

晉

゜

弟

君

苗

君

冑

一

書

〕

徒

有

1
1

飢
寒
駿
奔
之
努
↓
〔
任
防
‘
百

【
駿
厖
】
33

姦
／
大
い
に
厚
い
。
す
ぐ
れ
て
厚
い
。
英
俊
辟
勤
一
進
今
上
―
賤
〕
是
以
玉
馬
駿
奔
。

厚
徳
。
一
説
に
、
諸
國
の
貢
物
の
大
厚
な
る
を
い
ひ
、
【
駿
民
】

46`
猛
／
す
ぐ
れ
た
民
。
〔
陸
機
‘
漢
裔
祗
功
臣

又
、
馬
の
稲
と
い
ふ
。
〔
詩
、
商
頌
、
長
預
〕
受
―
―
小
共
大
表
〕
萬
邦
宅
レ
心
‘
駿
民
炊
レ
足
。

共
ぶ
為
"
下
國
駿
厖
↓
〔
博
〕
駿
‘
大
‘
厖
‘
原
。
〔
箋
〕
駿
之
言
、
【
駿
命
】
47

ね
／
大
い
な
る
天
命
を
い
ふ
。
駿
命
不
レ
易

俊
也
。
〔
集
傭
〕
小
共
大
共
駿
厖
之
義
未
レ
詳
‘
或
日
、
小
を
見
よ
。
〔
陸
雲
、
大
将
軍
宴
會
被
公
叩
作
詩
〕
皇
皇
帝

國
大
國
所
レ
共
之
貢
也
‘
云
云
‘
董
氏
曰
‘
齊
詩
作
↓
―
駿
帖
‘
誕
隆
二
駿
命
↓

【
駿
騎
】
“
心
竺
駿
厖
を
見
よ
。
L騎
石
謂
レ
馬
也
。
〖
駿
命
不
レ
易
〗

4
8
年
クg
翌
”
”
ズ
天
の
大
命
は
定
ま

【
駿
駁
】
35

芦
ノ
斑
毛
の
駿
馬
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
天
子
れ
ば
改
易
し
な
い
。
一
説
に
、
駿
命
を
守
る
は
容
易
で

乃
駕
―
―
離
診
一
六
―
―
駿
駁
↓
な
い
。
〔
詩
、
大
雅
、
文
王
〕
宜
レ
窒
―
―
千
殷
五
駿
命
不
レ
易
。

【
駿
骰
】
36

心
勺
●
疾
＜
耕
す
。
駿
競
1

爾
私
を
見
よ
。
〔
債
〕
駿
、
大
也
。
〔
箋
〕
天
之
大
命
、
不
レ
可
―
―
改
易
↓
〔
集

●
明
徳
を
疾
＜
棧
す
る
。
〔
王
融
、
三
月
三

H
曲
水
詩
博
〕
駿
、
大
也
、
不
レ
易
‘
言
―
―
其
難
一
也
。

序
〕
駿
琥
開
1

一
其
遠
詳
一
定
爾
固
―
―
其
洪
業
↓
【
駿
茂
】
49

竺
ン
す
ぐ
れ
た
人
。
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕

〖
駿
狙
―
爾
私
―
〗
3
7
砂
ピ
ザ
疾
く
民
の
私
田
を
耕
隈
下
―
―
明
詔
ご
攀
一
賢
良
「
求
"
術
士
こ
担
異
倫
こ
契
駿

せ
と
諭
し
た
語
。
駿
は
‘
一
説
に
大
い
に
の
意
と
す
る
。
茂
↓

〔
詩
、
周
頌
‘
憶
嗜
〕
駿
競
―
爾
私
五
終
乞
一
十
里
↓
亦
服
―
―
爾
【
駿
雄
】
50

芯
ノ
す
ぐ
れ
た
人
。
俊
雄
。
〔
管
子
、
七
法
〕

見
十
千
維
椙
゜
〔
博
〕
私
、
民
田
也
‘
言
、
上
欲
レ
富
―
―
其
牧
1

一
天
下
之
豪
架
玉
有
―
―
天
子
之
駿
雄
↓
〔
戦
國
、
秦
策
〕
燕

良
而
譲
於
下
ぶ

5
-
l
一
民
之
大
狙
―
其
私
田
—
耳
。
〔
箋
〕
客
禁
澤
、
天
下
駿
雄
弘
辮
之
士
也
。

駿
、
疾
也
‘
検
‘
伐
也
‘
云
云
‘
使
"
'
民
疾
耕
1

一
登
其
私
田
―
【
駿
利
】
5
1
[
ぅ
す
ぐ
れ
た
利
益
゜
〔
陸
機
、
文
賦
〕
方
天

【
駿
敏
】
38

区
／
す
ぐ
れ
て
さ
と
い
。
〔
陸
機
、
利
扇
賦
〕
機
之
駿
利
‘
夫
何
紛
而
不
レ
理
。

宋
玉
遂
言
曰
‘
伊
弦
利
之
駿
敏
、
似
―
―
南
箕
之
啓
扉
一
垂
―
【
駿
良
】
52

芯
5

す
ぐ
れ
て
よ
い
馬
。
韓
じ
て
、
俊
オ
を

皓
躍
之
変
変
一
含
―
―
鮮
風
之
微
微
一
い
ふ
。
俊
良
。
〔
載
國
、
秦
策
〕
犀
象
之
器
、
不
レ
為
―
―
玩

【
駿
府
】
3
9
[
／
駿
河
國
静
岡
市
の
別
稲
。
好
面
鄭
衛
之
女
、
不
レ
充
ー
移
否
只
而
駿
良
訣
醍
、
不
に
貫
l
-

〖
駿
府
御
城
代
〗40
空
'
tウ
ダ
イ
江
戸
幕
府
職
制
の
一
。
外
眠
一
〔
獣
陽
脩
‘
賜
―
―
河
陽
三
城
節
度
使
云
云
文
彦
博
―

駿
府
城
を
守
護
し
、
諸
般
の
政
務
を
掌
る
。
〔
明
良
帯
云
云
詔
〕
乃
因
―
―
祭
輻
之
均
恩
姦
日
炊
,
,
駿
良
―
而
来
獣
。

録

、

前

編

〕

駿

府

御

城

代

。

「

字

。

【

駿

縣

】

53

年
託
勺
良
馬
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
駿
騨
齋
騒
‘

【
駿
文
】
41

九
そ
清
、
陶
貞
一

(11
-
4
1
7
0
5
 :
 2
1
7
)
の

楊

竪

飛

沫

゜

【
駿
歩
】
42

を
／
聰
明
の
士
を
い
ふ
。
〔
柳
宗
元
、
懲
咎
【
駿
烈
】
54

芸
／
す
ぐ
れ
て
あ
き
ら
か
な
遺
業
。
〔
陸
機
‘

賦
〕
惟
聴
明
為
レ
可
レ
孜
分
‘
追
,
,
駿
歩
一
而
退
遊
。
文
賦
〕
詠
＿
一
世
徳
之
駿
烈
云
翌
先
人
之
清
芥
↓

【
駿
甫
】
43

を
，
明
‘
凌
義
渠
(
2
ー

1
6
6
9
:
 1
3
2
)

の
字
。

【
駿
蒙
】
44

竺
琴
大
い
に
厚
い
。
駿
厖
(
3
3
)
に
同
じ
。

〔
荀
子
、
榮
辱
〕
詩
日
、
受
―
―
小
共
大
共
盃
為
―
―
下
國
駿
蒙
↓

〔
注
〕
駿
、
大
也
、
蒙
讀
為
レ
厖
、
厚
也
、
今
詩
作
駿
厖
―
【
証
訊
】
[

言
、
湯
執
小
玉
大
雲
大
厚
於
下
國
一

【
駿
奔
】
45

ん
合
大
い
に
疾
く
は
し
る
。
〔
詩
、
周
頌
、
清

廟
〕
駿
奔
走
在
レ
廟
、
不
レ
顛
不
レ
承
、
無
レ
射
己
年
が
斯
。

〔
傭
〕
駿
、
長
也
。
〔
箋
〕
駿
、
大
也
。
〔
集
傭
〕
駿
‘
大
而
疾

□
ガ
□
ガ

瞥
゜
〔
段
注
〕
駿
．
訊
一
萩
併
解
、
各
本
謡
舛
、
今
【
騎
観
】
4

昇
／
あ
ち
こ
ち
と
見
ま
は
す
。
〔
邊
譲
‘
章

依
杢
書
通
例
及
玉
篇
所
＞
載
訂
正
。
〇
駿
鹿
・
駿
華
賦
〕
遠
目
廣
望
‘
騎
観
終
日
。

【
騎
呑
】
5

訂
炉
ほ
こ
っ
て
自
ら
大
と
す
る
。
〔
呂
覧
‘

下
賢
〕
富
有
―
―
天
下
盃
皿
不
―
―
騎
苓
一

騒
は
‘
馬
の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
秤
獣
〕
駿
鹿
‘
馬
陽
゜

【
騎
藻
】
6

訂
文
章
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
〔
呉
志
、

〔
集
韻
〕
駿
‘
博
雅
‘
駿
醗
‘
馬
屡
゜

華
敷
傭
〕
飛
レ
翰
騎
レ
藻
‘
光
―
―
賛
時
事
一

【
騎
志
】
7
-
7

こ
こ
ろ
ざ
し
を
の
ば
す
。
〔
曹
植
｀
孔
廟

頌
〕
歌
以
詠
雀
口
‘
文
以
騎
レ
志
゜
〔
王
簗
、
弔
1

一
夷
腎
1

文〕

ぎ
己
舶
以
騎
レ
志
、
街
竺
聖
哲
之
大
倫
↓

冨

】

E

ガ
〔
字
彙
補
〕
五
何
切
厭

【
騎
辞
】
8

勺
辞
説
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
〔
班
固
‘

答
賓
戯
〕
亡
命
漂
レ
説
‘
闊
旅
騎
レ
辞
。
〔
孔
融
、
薦
1

一
禰
衡
一

馬
が
す
す
む
。
〔
字
彙
補
〕
賎
‘
馬
行
也
。

表
〕
飛
レ
辮
駒
レ
辞
。

【
騎
神
】
，
ー
グ
パ
心
を
ほ
し
い
ま
ま
に
は
せ
る
。
〔
紐
出
康
‘

琴
賦
〕
曖
襄
薦
レ
法
、
般
催
騎
レ
紳
゜

〔
集
韻
〕
丑
那
切
躙

【
騎
足
】
10

只
力
を
盛
し
て
馳
せ
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕

【騎】

[
/
f
L
c
h
'
e
n
g
3
 

小
●
は
せ
る
。
④
馬
を
は
せ
る
。
〔
説
文
〕
百
馬
同
レ
轡
、
騎
足
並
馳
。
〔
晉
書
、
葛
洪
傭
〕
騎
レ
足
則

O
下
忍
豪
騎
、
直
馳
也
、
八
レ
馬
彎
臀
゜
〔
左
氏
、
能
追
レ
風
躁
レ
景
。

【
騎
馳
】
11

ザ
ィ
疾
く
は
せ
る
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
髪

若
レ
結
レ
施
、
騎
馳
若
レ
驚
゜
〔
注
〕
騎
馳
、
言
,
,
其
疾
一
也
。

定
、
八
〕
林
楚
怒
レ
馬
、
及
レ
衝
而
騎
゜
〔
注
〕
騎
、
馳

【
騎
能
】
12

況
才
能
を
展
べ
布
く
。
〔
晉
書
、
玩
裕
博
〕
吾

也
。
＠
の
べ
る
。
や
る
。
〔
王
義
之
、
蘭
亭
記
〕
遊
レ

目
息
懐
。

8
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
〔
荘
子
‘
少
無
え
臣
贋
兼
拙
於
人
間
盃
既
不
レ
能
窮
耕
自
活
「
必

天
地
〕
時
騎
而
要
―
―
其
宿
↓
〔
注
〕
皆
恣
而
任
レ
之
‘
有
レ
所
涵
資
‘
故
曲
窮
二
郎
登
以
騎
レ
能
、
私
計
故
耳
。

倉
其
所
＞
極
而
已
゜
〔
呉
志
‘
華
霰
傭
〕
懇
翰
馴
【
騎
望
】
13
勺

5

0
馳
騎
遊
観
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
循
吏
傭

序
〕
損
一
上
林
池
策
之
官
云
竺
騎
望

t
撒
之
事
↓

O
ほ
し

い
ま
ま
に
な
が
め
る
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
傭
〕
騎
二
望
千

藻
。

O
き
は
ま
る
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
節
南
山
〕
我
聰
―
―

臭
天
輿
レ
地
芥
。
〔
謝
懲
運
‘
擬
―
―
魏
太
子
鄭
中
集
玉
＇
原

四
方
涵
鬼
啜
靡
レ
所
レ
騎
゜
〔
傭
〕
騎
‘
極
也
。

O
た
ひ

ら
か
。
坪
(
8
|
4
9
7
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
侯
植
詩
〕
徒
椅
窮
鰐
望
↓

臀
〕
騎
、
段
借
為
レ
坪
゜
〔
楚
辞
‘
九
歌
、
湘
夫
人
〕
【
駒
轡
]
1
4

豆
ィ
馬
を
は
せ
る
。
〔
魏
文
帝
‘
校
猟
賦
〕
患

登
百
萩
合
騎
望
。
〔
注
〕
騎
、
平
也
。
®
紬
(
1
2—
輿
促
節
‘
騎
轡
廻
翔
゜
〔
應
瞭
‘
良
劉
文
建
書
〕
僕
頃

4
4
6
5
2
)
に
同
じ
。
〔
淮
南
子
‘
詮
言
訓
‘
紬
者
不
レ
匝
遊
談
之
事
ぶ
炉
修
蕪
為
之
術
云
＇
レ
能
下
爽
足
下
一

齋
鑓
騎
轡
争
•
千
里
之
表
上
也
。

【
騎
驚
】
15

カ
ィ
は
せ
ま
は
る
。
は
し
り
ま
は
る
。
馳
驚
。

貪
最
疾
集
解
〕
釉
‘
郎
騎
字
省
文
。
R
古
‘
属

(
1
2
-
4
5
0
9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
古
作
レ
屋
。
〔
楚
辞
‘
九
歌
‘
湘
君
〕
籠
駒
畜
号
江
患
夕
張
レ
節
分
。

【
騎
伎
】
1

わ
ィ
伎
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
〔
張
衡
、
西
〔
呂
覧
、
審
分
〕
畢
競
勧
騎
驚
尖
゜
〔
漢
書
‘
王
褒
傭
〕
騎
驚

京

賦

〕

認

舞

更

奏

、

妙

材

騎

レ

伎

。

忽

如

1

一
景
靡
↓
〔
韓
愈
‘
復
志
賦
〕
朝
駒
l

―
鵞
乎
書
林
一
令
‘

【
騎
懐
】
2

”
ぞ
心
に
思
ふ
所
を
開
き
暢
べ
る
。
〔
王
義
夕
翻
1

翔
乎
藝
苑
↓

之
、
三
月
三
日
蘭
亭
詩
序
〕
所
1
1

以
涌
レ
目
騎
＞
懐
‘
足
ー
,
,

【
騎
文
】
16

カ
パ
文
章
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
。
〔
弘
道

以

極

一

視

聴

之

誤

五

信

可

レ

築

也

。

館

記

述

義

、

上

〕

其

楢

レ

儒

者

皆

以

1

一
虚
無
云
炉
宗
‘
以
l
-

【
騎
光
】3
”
炉
光
を
は
せ
る
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
金
馬
離
琢
云
〖
レ
文
‘
學
二
其
宗
1合
―
―
諸
寂
滅
之
教
一
騎

1
1其
文
→

騎

レ

光

而

絶

レ

景

‘

碧

難

傾

忽

而

耀

儀

。

潤

1

一
飾
脊
誕
之
説
↓
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【
騎
歩
】
17

”
ィ
は
し
り
行
く
。
〔
莱
邑
、
筆
賦
〕
性
精
函
辟
剛
‘
魯
公
牲
也
。
〔
證
、
明
堂
位
〕
殷
白
牡
、
周
辟
剛
。

以

慄

悸

、

罷

追

迅

以

騎

歩

。

〔

史

記

、

三

王

世

家

〕

魯

有

―

―

白

牡

辟

剛

之

牲

↓

【
騎
謀
】
18

梵
ほ
し
い
ま
ま
に
は
か
り
ご
と
を
め
ぐ
ら
【
辟
顔
】
3

弁
顔
を
赤
く
す
る
。
〔
蘇
献
、
和
―
隋
詩
面
庚
戌

す
。
〔
陸
贄
‘
興
元
奏a
請
許
渾
域
李
晟
等
諸
軍
兵
馬
自
歳
九
月
中
於
―
―
西
田
玉
空
早
栢
—
詩
〕
尚
恨
J
不
ら
び
組
‘

取,,
機
便
ー
状
〕
智
者
騎
レ
謀
‘
勇
者
奮
な
力
。
未
レ
免
レ
騨
,
,
我
顔
↓
〔
劉
子
輩
‘
餘
甘
詩
〕
辞
顔
混
吻
餘
。

【
騎
面
g
】19
弁
は
せ
ゆ
く
。
邁
は
行
。
〔
晉
書
、
庚
飯
傭
〕
【
辟
犠
】
4

仔
赤
い
純
色
の
牲
を
い
ふ
。
〔
詩
、
魯
頌
、
悶

方
;
軌
齊
進
、
水
陸
騎
邁
゜
〔
博
玄
‘
擬
四
愁
詩
〕
三
光
騎
宮
〕
享
以
二
辟
犠
す
是
響
是
宜
‘
降
』
蘊
既
多
。
〔
傭
〕
辟
‘

邁
景
不
レ
留
‘
鮮
似
―
―
民
生
—
忽
如
レ
浮
。
赤
、
犠
、
純
也
。
「
武
王
辟
牛
一
。

【
騎
目
】
20

”
ほ
し
い
ま
ま
に
見
る
。
縦
目
。
〔
沈
約
、
【
辟
牛
】
5

店
赤
色
の
牛
。
〔
書
、
洛
詰
〕
文
王
騨
牛
一
、

郊
居
賦
〕
臨
―
―
巽
雄
而
騎
后
目
、
即
,
,
堆
家
而
流
柄
。
【
辟
弓
】
6

芯
ウ
赤
色
の
弓
゜
〔
張
仲
素
、
塞
下
曲
〕
三
戌
二

漁
陽
声
2

度
レ
遼
、
辟
弓
在
レ
臀
箭
横
レ
腰
゜

【
辟
駒
】
7

9
ィ
赤
い
毛
色
の
こ
う
ま
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志

セ
イ
〔
集
韻
〕
思
螢

g
屈
下
〕
石
壇
・
倦
人
祠
・
痙
鸞
路
・
辟
駒
．
寓
龍
馬
、
不
レ
得
'
"

シ
，
ャ
ゥ

T
-
L
h
s
i
n
g
'

其
象
於
古
一

巳ロ
グ
ィ
＇
〔
集
韻
〕
開
螢
切
圏
【
辟
里
~
】

8

弁
赤
黄
色
の
牛
と
黒
い
羊
琢
。
〔
詩
、
小
雅
‘

屏
】
[

大
田
〕
以
1

玉
其
辟
黒
興
―
其
黍
稜
↓
〔
博
〕
辟
‘
赤
牛
也
、
黒
‘

キ
ャ
ウ

小
日
●
あ
か
う
ま
。
か
う
じ
あ
か
げ
。
赤
羊
琢
也
。

【
辟
剛
】
，
令
四
頭
立
の
赤
馬
。
〔
易
林
‘
随
之
第
十
七
、

年嘉
豪

に

や

や

黄

の

か

か

っ

た

馬

。

も

と

騨

願
〕
辟
晒
奔
走
‘
鵠
盗
―
―
我
魚
↓

【
辟
牲
】
10

汗
赤
い
毛
の
い
け
に
へ
。
〔
周
讀
地
官
‘
牧

(
1
2
-
4
4
9
2
6
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
辟
、
本

作
レ
騨
。
〔
説
文
新
附
〕
騨
‘
馬
赤
色
也
、
ハ
レ
馬
絆
省
人
〕
凡
陽
祀
用
1
1

辟
牲
1

毛
レ
之
‘
陰
祀
用
↓
ー
動
牲
1

毛
レ
之
。

臀
。
〔
詩
‘
魯
頌
覇
〕
有
レ
辟
有
レ
麒
。
〔
傭
〕
辟
、
赤
黄
【
辟
辟
】
1
1
5
バ
弓
の
調
和
す
る
さ
ま
。
〔
詩
、
小
雅
、
角

日
レ
辟
゜
〔
疏
〕
辟
為
―
―
純
赤
色
畜
里
赤
黄
1

者
‘
謂
↓
―
弓
〕
辟
辞
角
弓
、
翻
其
反
矢
゜
〔
傭
〕
辟
辟
‘
調
和
也
。
〔
劉

赤
而
微
黄
↓
●
あ
か
う
し
。
赤
色
の
犠
牲
。
梓
(
7

現
、
答
二
虞
皿
詩
〕
施
弓
辟
騎
輿
馬
慧
懸
゜

【
辟
顔
】
12

へ
“
赤
い
色
。
頼
も
赤
色
。
〔
陳
造
‘
聴
雨
賦
〕

且
得
h

以
殺
11

吾
顔
之
辟
頻
る
息
＊
努
慮
之
秤
秤
3

ー

2
0
0
3
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
辟
、
牲
赤
色
、
或
ハ
レ

牛
。
〔
詩
、
小
雅
、
大
田
〕
以
―
―
其
辟
墨
〔
傭
〕
辟
、
赤
【
辟
憤
】
13

片
赤
色
の
こ
う
し
。
〔
證
‘
祭
法
〕
雙
柴
於

牛
也
。
〔
糧
‘
郊
特
牲
〕
牲
用
レ
辟
‘
尚
レ
赤
也
。

O
ぁ
泰
讀
祭
缶
＾
也
、
痙
11

埋
於
泰
祈
云
祭
レ
地
也
、
用
―
―
辟
積
↓

か
い
。
地
の
色
が
あ
か
い
。
〔
周
穂
、
地
官
、
草
人
〕
【
辟
馬
】
14

芍
赤
黄
色
の
馬
。
〔
史
記
‘
匈
奴
博
〕
南
方
盤

辟
馬
。

【
辟
梶
】
15
心

m

赤
い
毛
色
の
牛
。
〔
左
氏
、
襄
、
十
〕
瑕
禽

凡
糞
種
‘
辟
剛
用
レ
牛
。
〔
論
語
、
碓
也
〕
辟
且
角
。

日
、
昔
平
王
東
遷
、
吾
七
姓
従
牛
王
、
牲
用
備
具
‘
王
頼
レ

〔
集
解
〕
何
晏
曰
‘
辟
、
赤
色
也
。
●
弓
の
と
と
の

ふ
さ
ま
。
辟
辟

(11)
を
見
よ
。
□
日
●
に
同
じ
。
之
而
良
之
辟
粍
之
盟
↓
〔
注
〕
辟
施
、
赤
牛
也
、
學
畔

〔

集

韻

〕

辟

、

牲

赤

色

。

庭

者

、

言

伍

空

重

盟

云

不

れ

ぞ

犬

難

↓

【
辟
襴
】
1

的
赤
色
の
牲
牛
゜
〔
公
羊
、
文
、
十
三
〕
魯
公
【
辟
牡
】
16

忠
赤
い
毛
色
の
を
う
し
。
〔
詩
、
小
雅
、
信
南

用
己
叶
桐
↓
〔
注
〕
辟
犠
、
赤
脊
、
周
牲
也
。
山
〕
祭
以
―
―
清
酒
盆
血
以
己
野
牡
↓

【
辟
剛
】
2

知
”
●
赤
く
か
た
い
土
質
。
〔
周
證
、
地
官
、
草

K
野
酪
】
17

行
酪
の
異
名
。
乳
汁
。
〔
杜
牧
‘
櫻
桃
詩
〕
忍
a

人
〕
凡
糞
種
、
辟
剛
用
レ
牛
。
〔
注
〕
辟
‘
謂
1

一
地
色
赤
而
土
用
烹
二
辟
酪
五
従
牌
に
玩
―
―
玉
盤
↓
〔
事
物
異
名
録
‘
飲
食
、

剛
強
一
也
。
●
赤
色
の
牲
牛
。
辟
襴
に
同
じ
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
酪
〕
謝
華
啓
秀
‘
辟
酪
、
潅
也
、
見
,
,
晉
書
↓

悶
宮
〕
白
牡
辟
剛
、
犠
尊
牌
牌
。
〔
傭
〕
白
牡
、
周
公
牲
也
、
【
辟
朧
】
18

丘
ィ
あ
か
馬
と
く
ろ
馬
。
〔
易
林
‘
剥
之
第
二

馬

部

〔
七
ー
八
驚
〕

騎

辟

駿

騎

験

断

刷

馳

験

騨

〔
集
韻
〕
五
亥
切
醐

〔
集
韻
〕
語
駿
切
薗

序

a
i
3

〔
集
韻
〕
林
史
切
芦
g

〔
集
韻
〕
丈
里
切
釦
〗

〔
集
韻
〕
利
巳
切
芦
g

〔
集
韻
〕
偶
起
切
釦
i

〔
集
韻
〕
坦
亥
切
醐
蝉

小

日

お

ろ

か

。

伶
(
1
ー

48)
に
通
ず
。

易
豪
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
駿
、
段
借
為
レ
伶
゜

〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
駿
、
擬
也
。
〔
一
切
鰹
音
義
、
六
〕

蒼
頷
篇
‘
駿
、
無
知
之
貌
。
〔
集
韻
〕
験
‘
童
昏
也
。

〔
漢
書
‘
息
夫
射
博
〕
内
資
駿
‘
不
レ
堕
政
事
↓
〔
注
〕

師
古
日
‘
駿
‘
愚
也
。
口
馬
が
い
さ
ま
し
く
す
す
【
訟
8
】
t

む
。
〔
説
文
〕
駿
‘
馬
行
汽
代
也
、

A
レ
馬
芙
臀
。
国

國
国
因
獣
の
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
験
‘
獣
行
兒
。

〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
璽
獣
騒
験
。
国
つ
か
れ
る
。
〔
集
【
験
】
[

韻
〕
駿
、
疾
也
。

【
駿
子
】
1

ク
ィ
お
ろ
か
な
子
。
又
、
事
を
為
す
に
迂
拙
な
醜
魏
は
、
良
馬
の
名
。
免
(
1
|
1
器
8
)
に
通
ず
。

も
の
。
〔
潜
夫
論
‘
邊
議
〕
擬
兒
験
子
、
尚
云
J

不
レ
嘗
―
―
救
〔
篇
海
〕
験
‘
騎
験
‘
良
馬
也
、
本
作
1
1

飛
免
↓

助
↓
〔
韻
府
引
、
王
令
、
詩
〕
愚
孫
駿
子
相
承
欄
。

【
験
襦
】
2

翌
お
ろ
か
な
子
供
。
駿
子
。
〔
日
本
外
史
、

徳
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
五
〕
況
於
↓
―
嘗
時
群
雄
盃
匡
兒
童

硯
レ
之
、
何
有
―
―
於
騒
婦
駿
饂
哉
。

【
験
慈
】
3

ク
が
お
ろ
か
で
に
ぶ
い
。
〔
胡
天
溜
‘
給
―
―
四

江
韻
―
賦
―
―
海
棠
1

詩
〕
平
章
比
擬
言
何
聰
‘
阻
儒
抱
和
恨

【
験
態
】
4

”
"
愚
か
な
や
う
す
。

L

験
且
惹
゜

【
験
女
】
5

”
口
愚
か
な
女
。
〔
白
居
易
‘
寒
食
夜
詩
〕
抱
レ

膝
思
量
何
事
在
、
疑
男
験
女
喚
↓
―
轍
糧
↓
〔
虞
仝
、
月
蝕

詩
〕
擬
牛
興
―
―
駿
女
二
不
レ
肯
五
勤
―
―
農
桑
↓

霰
】
[

団因国國国口
タギイヂチジシガ
イ イ

騨
耳
は
‘
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
騒
、
騨
耳
、
馬
名
。

【
騨
穎
】
1

5
；
駿
馬
の
名
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
騨
譲
齊
レ

鑓
、
黄
間
機
張
。
〔
注
〕
善
日
‘
騨
額
‘
駿
馬
之
名
也
。
〔
劉

現
‘
答
1
1

慮
謳
詩
序
〕
昔
騨
譲
綺
精
於
呉
阪
↓
〔
注
〕
翰

日
‘
騨
讀
‘
古
之
良
馬
也
。
〔
陳
琳
、
為
-
l

曹
洪
-
答
魏
文

冨】
t

"
.
3
ク

ロ
ク

〔
集
韻
〕
龍
玉
切
函

ヵ
ズ
J
u
•

日
ガ
イ

ット

〔
篇
海
〕
土
故
切

國

ソ
，
ウ

馳
(
l
l
!
-
4
4
9
6
7
)

の
俗
字
。
〔
康
煕

字
典
〕
駿
、
正
字
通
、
俗
馳
字
。

'―― 

祠】
i

｝
 

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
一
刷
‘
昔
利
。

【
斯
芦

セ
ッ

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
浙
、
昔
折
。

霰】
t

冠
が
前
に
よ
る
。
〔
字
彙
補
〕
験
‘
冠
帳
近
レ
前
也
。

タ
ン
ト
ン

〔
字
彙
補
〕
丁
紺
切
画
畔

十
三
、
解
〕
辟
朧
同
レ
カ
、
無
レ
有
,
,
重
難
ご
輿
レ
君
笑
言
。

【
騨
騒
】
19

特
あ
か
く
り
げ
の
馬
。
〔
晉
書
、
王
接
偉
〕
夫

騨
編
不
五
縛
』
轡
、
則
非
,
,
造
父
之
律
二
明
月
不
レ
流
レ
光
、

則
非
1

一
隋
侯
之
掌
↓

【馳】
t

ソ
，
ウ

聰
(
1
2
-
4
4
9
6
7
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
鵠
馳
本
字
。

【
駿
不
レ
瞭
レ
事
】
6
サ

fo
”
だ
”
ズ
馬
鹿
で
何
事
も
分
ら
な

い
。
〔
漢
書
、
息
夫
射
博
〕
内
賓
駿
‘
不
J
整
政
事
↓

五
二
六
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馬

部

〔
八
畳
〕

騨

誰

翡

騨

験

騎

辟

駐

絣

五
二
七

小
●
あ
し
げ
。
ね
ず
み
げ
。
は
ひ
げ
。
蒼

傘易
豪
白
の
雑
毛
あ
る
馬
。
〔
説
文
〕
雅
‘
馬
蒼

黒
雑
毛
、
八
レ
馬
佳
臀
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
蒼
白
雑

毛
、
離
。
〔
詩
、
魯
頌
、
駒
〕
有
レ
離
有
レ
胚
。
〔
偲
〕
蒼

白
雑
毛
曰
レ
誰
。
●
項
羽
の
乗
馬
の
名
。
〔
史
記
、

項
羽
紀
〕
駿
馬
、
名
雅
。
●
あ
し
の
め
。
草
の
芽
。

〔
爾
雅
、
秤
言
〕
英
、
離
也
。
〔
注
〕
舛
色
如
レ
雌
。
・

姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
平
臀
〕
難
氏
、
晉
七
輿
大
夫

誰
畝
、
鄭
有
雌
甥
↓

【
誰
騒
】
1

5

心
り
馬
の
毛
色
の
名
。
〔
一
話
一
言
〕
。

【
誰
甥
】
2

粁
春
秋
、
部
の
人
。
郵
侯
の
甥
。
郵
に
仕
ふ
。

時
に
楚
の
文
王
、
申
を
伐
つ
て
部
を
過
ぐ
。
賠
甥
・
養

甥
と
楚
子
を
殺
さ
ん
こ
と
を
請
ひ
‘
郁
國
を
亡
ぽ
す
者

は
必
ず
此
の
人
で
あ
る
と
上
言
し
た
が
従
は
れ
ず
。

国】畑

日
騨
鷲
は
、
馬
が
た
ち
も
と
ほ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
一

騨
‘
騨
驚
、
馬
行
否
前
兒
。
口
馬
が
は
せ
る
。
〔
集

韻
〕
騨
‘
馬
馳
也
。

ヽ

絣
し
日

□

O
な
ら
ぶ
。
な
ら
べ
る
。
④
馬
を

二
頭
な
ら
べ
て
車
に
つ
け
る
。
〔
説

【
騨
】
[
日
ク
ク
且
砂
〔
集
韻
〕
赦
数
切

〔
集
韻
〕
竹
角
切

園幽

ヘ
ン
〔
集
韻
〕
蒲
眠
切

oo
＇ 

ヘ

ン

欠

云

、

p
'
i
e
n
2

日・

ィ
〔
集
韻
〕
帝
経
切
園

ヘビギ`
ーウ

口

騨
馬
。
〔
玉
篇
〕
翡
、
神
馬
。
〔
字
彙
〕
翡
‘
紳
馬
。

驚
駐
は
‘
良
馬
。
〔
集
韻
〕
駐
、
聾
駐
、
良
馬
。

【
馴
】

g

芦
〔
字
彙
〕
職
流
切
困

【誰】
g

【
駐
】
[
[
[
〔
集
韻
〕
力
竹
切
圏

蓋
書
〕
夫
騨
讀
垂
―
耳
於
壻
牧
↓
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
震
後
、
十
年
に
し
て
部
は
楚
に
滅
さ
る
。
〔
左
氏
、
荘
、
六
〕
。

帝
、
光
和
四
年
）
初
置
―
―
騨
讀
庖
丞
一
領
―
―
受
郡
國
調
馬
↓
【
誰
敗
】
3

5
バ
春
秋
、
晉
の
輿
大
夫
。
左
行
共
華
等
と
均

〔
注
〕
賢
日
‘
縣
讀
‘
善
馬
也
。
し
く
里
克
・
王
鄭
と
黛
す
。
時
に
秦
伯
膊
に
公
子
重
耳

【
騒
耳
】
2

バ
ヨ
ク
良
馬
の
名
。
周
の
穆
王
の
八
駿
の
一
。
を
納
れ
ん
と
し
て
、
冷
至
を
し
て
報
問
せ
し
め
、
且
つ

騒
醐
に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
騒
‘
騒
耳
‘
駿
馬
名
。
〔
竹
書
呂
甥
・
部
稽
．
翼
丙
を
召
す
。
三
子
乃
ち
重
幣
甘
言
は

紀
年
、
周
穆
王
八
年
〕
春
北
唐
来
賓
‘
獣
二
襲
馬
ず
疋
我
を
詭
く
も
の
と
し
て
、
遂
に
王
鄭
・
祁
攀
及
び
款
等

生
乞
騨
耳
↓
〔
戦
國
、
齊
策
〕
王
斗
日
、
世
無
―
―
麒
騎
騨
耳
一
の
七
輿
大
夫
を
殺
す
。
〔
左
氏
、
僭
‘
十
〕
。

王
肥
已
備
央
。
〔
史
記
、
秦
紀
〕
造
父
以
-
1

善
御
1

幸
1

一
於
周
【
難
馬
】
4

心
ィ
項
利
の
乗
馬
。
〔
梁
元
帝
、
玄
覧
賦
〕
悲
―
―

謬
王
石
得
―
―
騨
騎
騨
耳
之
剛
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
郭
環
曰
、
紀
雖
馬
之
不
P

逝
‘
忘
1
1

逐
鹿
之
長
騒
↓

年
云
、
北
唐
之
君
来
見
、
以
"
一
朧
馬
ご
走
生
"
緑
耳
了
八
【
雖
右
な
】
5

5
ィ
あ
し
げ
馬
と
し
ら
か
げ
馬
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘

駿
皆
因
"
其
毛
色
ー
以
為
―
―
名
琥
↓
〔
史
記
、
趙
世
家
〕
造
父
駒
〕
薄
言
駒
者
、
有
L

雌
有
レ
胚
。
〔
傭
〕
蒼
白
雑
毛
曰
レ
離
‘

幸
於
周
穆
舌
取
』
譲
之
乗
匹
奥
一
桃
林
盗
麗
・
騨
縮
・
黄
白
雑
毛
日
レ
胚
。
〔
束
哲
‘
廣
田
農
議
〕
昔
離
胚
在
レ
壻
‘

騨
耳
云
ぎ
之
穆
王
云
穆
王
使
―
―
造
父
御
玉
西
巡
狩
。
史
克
所
n

―
以
頌
1

一
魯
僭
な
即
馬
務
レ
田
‘
老
氏
所
n

―
以
稽
"
有

【
騒
駒
】
3

匁
3

ク
良
馬
の
名
。
周
の
穆
王
の
八
駿
馬
の
一
。
道
↓
〔
張
説
、
大
唐
開
元
十
年
瀧
右
監
牧
頌
徳
碑
〕
差
1

一

ま
た
騒
耳
・
緑
耳
に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
翡
、
騨
馴
、
周
穆
王
其
毛
物
一
則
有
,
1

蒼
白
曝
黄
‘
辟
紫
騒
皇
、
誰
胚
騨
酪
‘

馬
名
。
〔
尉
線
子
、
制
談
〕
天
下
諸
國
助
レ
我
戦
、
猶
"
良
譲
駆
蝦
馴
維
↓

騨
騨
之
駿
、
彼
鷲
馬
替
興
角
逐
一
何
能
紹
―
―
吾
氣
一
哉
。
【
離
不
レ
逝
】
6
i
が
氣
衰
ヘ
カ
盛
き
て
為
す
可
き
方
法

〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
得
―
―
華
馴
緑
耳
之
乗
↓
〔
抱
朴
子
、
官
が
な
い
境
遇
に
陥
っ
た
の
を
い
ふ
。
項
利
の
故
事
。
〔
史

理
〕
騒
騨
之
騎
―
逸
迩
ェ
由
l

油
造
父
之
御
一
也
。
〔
故
事
成
記
‘
項
羽
紀
〕
項
王
軍
壁
―
―
埃
下
百
六
少
食
盛
、
漢
軍
及
諸

語
考
、
鳥
獣
〕
騨
騨
騨
騎
‘
良
馬
之
琥
。
侯
兵
園
な
之
敦
重
、
夜
聞
,
1

漢
軍
四
面
皆
楚
歌
一
項
王
乃

大
驚
日
、
漢
皆
已
得
A

楚
乎
‘
是
何
楚
人
之
多
也
‘
項
王

則
夜
起
飲
"
帳
中
云
有
孟
夫
人
1

名
虞
、
常
幸
従
‘
駿
馬
‘
名

難
‘
常
騎
乙
之
、
於
レ
是
項
王
乃
悲
歌
杭
慨
、
自
為
レ
詩
日
、

力
抜
レ
山
分
氣
蓋
レ
世
、
時
不
レ
利
分
誰
不
レ
逝
、
誰
不
レ
逝

分
可
ー
ー
奈
何
一
虞
分
虞
今
奈
レ
若
何
、
歌
散
閤
、
美
人
和
レ

之
、
項
王
泣
散
行
下
、
左
右
皆
泣
、
莫
―
―
能
仰
厩
↓

〔
集
韻
〕
朱
惟
切
玉
匹

出

x
ヽ
c
h
u
e
i

●
ま
こ
。
う
ま
の
く
ち
と
り
。
〔
集
韻
〕
騨
‘
馬
卒
。

●

辟
(
1
2
ー

4
4
7
7
9
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
辟
‘
辟

字
之
謳
゜

ス
イ

籍】呵
ス
イ
〔
集
韻
〕
七
酔
切
甲
〖

【騎】
t

駿
騎
は
‘
馬
の
す
す
む
さ
ま
。
又
、
そ
の
は
や
い

さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
騎
、
駿
騎
‘
馬
行
兒
゜
〔
集
韻
〕
騎
‘

駁
騎
‘
馬
行
疾
也
。

タ，
7
E
7
 〔
集
韻
〕
逹
合
切
困
〗

日
シ
，
ヤ
〔
集
韻
〕
式
夜
切
圏

【
験
】
呻
口
｀
ン
，
ヤ
〔
集
韻
〕
始
野
切
園

日
0
め
う
ま
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
牝
曰
レ
験
。
〔
注
〕

草
馬
名
。
〔
祁
箆
行
義
疏
〕
験
‘
嘗
レ
作
レ
捨
‘
草
馬

亦
或
作
レ
騨
‘
廣
韻
、
牝
馬
日
,
1

騨
馬
↓
●
或
は
捨

(
7
|
 2
0
0
4
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
験
‘
或
炊
レ
牛
゜

【
騨
鷲
】
1

？
馬
が
た
ち
も
と
ほ
る
。
〔
集
韻
〕
騨
、
騎

鷲
、
馬
行
不
レ
前
兒
。

文
〕
駅
、
駕
三
墨
也
、
ハ
レ
馬
井
瞥
。
〔
段
注
〕
併

馬
謂
11

之
儀
駕
一
亦
謂
―
―
之
絣
↓
〔
尚
書
大
傭
、
唐

博
、
発
典
〕
然
後
得
レ
乗
―
―
飾
車
駅
馬
↓
＠
つ
ら
な

る
。
〔
字
彙
〕
駈
、
聯
也
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
絣
交
錯

而
曼
術
分
。
〔
注
〕
善
曰
、
期
‘
列
也
。
◎
な
ら
べ
つ

ら
ね
る
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
絣
レ
武
齊
レ
轍
゜
〔
注
〕
清

曰
‘
絣
‘
並
也
°
R
か
さ
な
る
。
〔
春
秋
元
命
芭
〕
顕

項
絣
幹
゜
〔
注
〕
駅
‘
猶
レ
重
也
。
R
つ
づ
く
。
〔
史

記
、
管
禁
世
家
〕
欲
レ
観
―
―
其
絣
脅
一
〔
注
〕
集
解
日
、

絣
者
、
井
幹
也
。

8
ぁ
は
さ
る
。
〔
左
氏
、
僧
、
二
十

三
〕
曹
共
公
凹
其
絣
脅
↓
〔
注
〕
絣
脅
、
合
幹
。
●
く

む
。
朋
比
す
る
。
〔
正
字
通
〕
絣
‘
朋
比
也
、
管
子
入

則
乗
等
、
出
則
蕉
絣
゜
〔
管
子
、
四
稽
〕
出
則
黛
絣
゜

〔
注
〕
至
1

一
其
出
也
‘
又
朋
黛
而
絣
並
゜
●
と
な
り
。

な
ら
び
。
＜
み
。
比
列
。
〔
史
記
、
高
祗
功
臣
侯
者
年

表
〕
以
1

一
絣
憐
盗
゜
〔
注
〕
索
隠
日
、
駅
郡
、
猶
比

郎
也
。
R
む
だ
も
の
。
帝
出
の
贅
物
。
〔
正
字
通
〕

閉
凡
壻
贅
労
出
者
曰
レ
絣
゜
〔
荘
子
、
駅
拇
〕
駅
拇

枝
指
。

O
た
こ
。
ま
め
。
賜
(
1
0
ー

3
7
7
1
7
)

・脱
(
9

ー

2
9
5
器
）
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
駅
‘
段
借

為
レ
賜
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
下
、
章
指
〕
故
馬
稜
駅

蹟
。
〔
昔
義
〕
絣
蹟
、
史
記
作
↓
甲
砒
唸
R
物
の
さ

ま
。
絣
術
(
1
)

・
絣
絣
(
4
1
)
を
見
よ
。

O
餅
(
1
2
ー

4

5
2
0
4
)
に
通
ず
。
〔
字
彙
〕
絣
‘
興
レ
餅
同
、
左
博
、
晉

文
公
俯
脅
。

O
地
名
。
春
秋
‘
齊
の
邑
。
山
東
省
臨

胞
縣
の
東
南
の
絣
城
。
〔
集
韻
〕
絣
‘
地
名
。
〔
論

語
、
憲
問
〕
奪
伯
氏
駅
邑
三
百
『

O
姓
。
〔
萬
姓
統

譜
〕
駅
‘
見
1
1

姓
苑
盃
河
南
南
陽
府
有
二
駅
氏
↓

【
絣
術
】
1

{

5

曼
壁
な
ど
の
相
連
な
る
さ
ま
。
〔
揚
雄
、
刃

嫌
賦
〕
鮮
扁
陸
離
‘
絣
桁
秘
レ
路
。
〔
注
〕
良
日
、
駅
術
、
曼

壁
相
連
貌
。

【
駈
雅
】
2

{

ン
書
名
。
七
巻
。
明
、
朱
謀
瑶
撰
。
爾
雅
の
罷

例
に
依
り
、
繹
詰
．
繹
訓
・
繹
名
稽
・
秤
宮
・
繹
服
食
・
繹

器
・
繹
天
・
繹
地
・
秤
草
・
秤
木
・
秤
贔
魚
・
繹
鳥
・
繹
獣
の

13123 
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馬

部

〔

八

鵞

〕

駅

|

|

 

十
三
篇
に
分
つ
て
訓
繹
す
。
引
撮
頗
る
詳
博
、
尤
も
詞
【
絣
枝
】
1
2
(
／

章
に
盆
あ
り
。
〔
四
庫
提
要
、
経
‘
小
學
類
〕
。
の
略
。

【
駈
跳
】
3

い
ノ
拉
ん
で
膝
を
つ
く
こ
と
。
〔
日
本
外
史
、
【
駅
歯
】
13

て
前
歯
二
つ
が
一
枚
と
な
つ
て
生
え
る
も

徳
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
下
〕
駅
脆
稽
首
而
言
日
、
臣
等
の
。
〔
竹
書
紀
年
〕
帝
魯
高
辛
氏
、
生
而
駅
歯
、
有
-
1

聖

嘗
レ
死
,
,
於

城

外

↓

徳

一

〔

古

微

書

、

春

秋

元

命

包

〕

武

王

駅

歯

、

是

謂

―

―

剛

【
駅
偶
】
4

か
5

四
六
文
。
絣
文
°
駅
四
儀
六
(
5
6
)

に
同
強
↓
〔
白
虎
通
、
聖
人
〕
蓋
象
招
揺
、
帝
魯
絣
歯
゜
〔
五
代

じ
。
〔
宋
史
、
獣
陽
脩
博
〕
鍍
刻
駅
偶
‘
浪
渇
弗
＞
振
。
史
、
南
唐
世
家
〕
（
李
燈
）
豊
額
絣
蜘
°

【
駅
頸
】
5

℃
く
ぴ
を
つ
ら
ね
な
ら
べ
る
。
〔
楊
先
、
韓
[
駈
酋
】
14
〈
9
5

ウ
な
ら
ぴ
そ
び
を
兌
〔
変
済
、
前
相
國
賛
二

淮
陰
廟
記
〕
呂
后
忍
1

一
子
赤
人
之
族
一
不
1

石
自
知
―
―
其
身
皇
公
早
葺
平
泉
山
居
1

云
云
詩
〕
二
室
峯
連
、
四
山
駅

死
、
肉
未
＞
及
レ
寒
、
呂
氏
男
女
無
1

一
少
長
ぶ
E

レ

頸

就

レ

数

‘

番

。

「

嶺

二

不

レ

得

L
a
g

亦

可

レ

見

天

道

之

好

還

芙

。

【

絣

輻

】

15

む
ク
な
ら
べ
み
る
。
〔
薩
山
記
〕
東
南
隠
"
諸

【
耕
繁
】
6
L
)

な
ら
ぴ
さ
さ
げ
る
。
〔
曾
輩
、
初
夏
詩
〕
【
絣
進
】
16

冗
な
ら
ぴ
す
す
む
。

山
亭
水
館
慮
虞
好
‘
朱
碧
萬
賓
相
駅
撃
0

[
;
$
穂
】
17

わ
ふ
た
つ
な
ら
ん
で
出
で
た
穂
。
〔
宋
史
、

【
絣
脅
】
7

が
5

0
骨
骨
合
比
し
て
―
つ
の
や
う
な
も
築
志
十
三
〕
嘉
生
駅
穂
来
呈
レ
詳
。

の
。
俗
に
一
枚
あ
ば
ら
と
い
ふ
。
力
が
あ
る
と
い
は
れ
【
駈
石
】

18t

―
枚
岩
。
〔
管
子
‘
地
員
〕
其
下
駈
石
、
不
レ

た
。
駅
脇
゜
〔
左
氏
、
懐
‘
二
十
三
〕
晉
公
子
重
耳
之
及
―
―
可
レ
得
レ
泉
。
〔
纂
詰
〕
駅
‘
讀
如
二
絣
脇
之
絣
ご
石
如
レ

於
難
也
、
云
云
、
及
レ
曹
、
曹
共
公
聞
二
其
駅
脅
ぶ
笠
観
↓
―
版
、
横
l

―
互
於
地
底
ご
我
俗
謂
,
,
之
地
蓋
一
穿
レ
之
清
泉
噴

其
裸
哀
E

、
薄
而
観
レ
之
。
〔
注
〕
駅
脅
、
合
幹
゜
〔
疎
〕
伶
是
出
、
管
子
未
レ
知
↓
―
此
法
五
故
為
レ
不
レ
可
レ
得
レ
泉
耳
゜

腋
下
之
名
‘
其
骨
謂
―
―
之
肋
ぶ
ば
疋
肋
之
別
名
、
駅
訓
レ
比
【
駈
組
】
19

℃
印
綬
を
並
べ
る
。
組
は
綬
゜
〔
禁
邑
、
秤

也
‘
骨
相
比
迫
‘
若
こ
骨
妖
~
゜
〔
呂
覧
、
上
徳
〕
（
重
耳
）
誨
〕
連
衡
者
六
印
弱
落
、
合
従
者
駅
組
流
離
。

伊
齊
之
レ
曹
‘
曹
共
公
親
1

其
絣
脅
面
使
l

―
担
而
捕
―
池
魚
↓
【
絣
怜
】
20

だ
駅
四
儒
六
の
文
腔
。
駅
隈
糟
゜
駈
怜
正

〔
史
記
、
商
君
博
〕
多
力
而
駅
脅
者
、
為
―
―
駿
乗
↓
〔
故
事
成
宗
・
駈
橙
文
紗
を
見
よ
。

語
考
、
身
陸
〕
重
耳
駅
脅
為1覇
晉
之
君

-
0
壮
士
を
い
〖
絣
橙
文
〗2
1
ぢ
ク
イ
文
罷
の
名
。
四
六
文
(
8ー
4
6
8
2:
 

ふ
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
援
腎
射
伶
‘
狂
趣
擬
揆
。
〔
注
〕
翰

7
9
9
)

を
見
よ
。

日
‘
援
臀
‘
善
射
‘
絣
脅
‘
亦
牡
士
也
。
〖
絣
橙
正
宗
〗

2
2
冗
昇
書
名
。
十
二
巻
。
清
‘
曾
澳
編
。

【
駈
脇
】
8

梵
一
枚
あ
ば
ら
。
絣
脅
に
同
じ
。
〔
史
記
、
晉
清
初
よ
り
嘉
慶
に
い
た
る
諸
作
を
録
す
。
も
と
、
國
朝

世
家
〕
重
耳
過
レ
曹
‘
曹
共
公
不
レ
租
‘
欲
レ
観
二
重
耳
絣
脇
↓
絣
橙
正
宗
と
い
ふ
。
其
の
撰
揮
頗
る
精
審
゜

[
駐
肩
】
，
竺
〇
衆
人
が
こ
み
合
っ
て
か
た
を
な
ら
べ
〖
駅
謄
文
紗
〗

2
3
ぢ
芯
書
名
。
三
十
一
巻
。
清
、
李
兆

る
。
一
緒
に
居
る
。
並
立
。
〔
徐
彦
伯
、
南
郊
賦
〕
咸
絣
肩
洛
編
。
世
人
が
絣
備
の
文
を
以
て
、
古
文
と
路
を
殊
に

而
側
足
、
候
,
,
吾
君
之
戻
至
↓
〔
劉
飼
、
上
二
雀
相
公
一
書
〕
せ
る
者
と
思
へ
る
を
以
て
‘
其
の
誤
を
解
く
た
め
に
作

開
元
＇
津
之
問
待
↓
1

白
屋
之
士
致
レ
理
致
レ
君
之
策
、
駅
レ
ら
れ
た
者
で
、
秦
漢
以
後
‘
隋
に
至
る
ま
で
の
文
を
録

肩
出
ふ
心
門
下
↓
〔
歌
陽
脩
、
相
州
輩
錦
堂
記
〕
央
道
之
し
‘
其
の
源
流
の
一
に
出
で
、
證
法
完
美
、
秩
然
た
る
者

人
、
相
輿
尉
肩
累
迩
‘
瞭
望
杏
嵯
。

O
多
い
こ
と
の
形
あ
る
を
示
す
。
凡
て
三
編
。
其
の
目
は
〔
上
編
〕
廟
堂
の

容
。
〔
舒
元
輿
‘
牡
丹
賦
〕
弄
彩
呈
妍
‘
堅
景
絣
肩
。
製
奏
進
の
篇
、
凡
て
十
八
類
、
銘
刻
・
頌
・
雑
圏
頌
．
蔽
・

【
駈
死
】
1
0
(
／
首
を
な
ら
べ
て
死
ぬ
。
死
ぬ
者
の
多
い
盆
誅
哀
策
・
詔
書
・
策
命
・
告
祭
・
教
令
・
策
封
・
奏
事
・
駁

こ
と
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
雑
説
〕
祇
辱
―
―
於
奴
隷
人
之
手
一
議
・
勤
進
・
賀
慶
．
薦
達
・
陳
謝
．
檄
移
・
弾
劾
゜
〔
中
編
〕

絣

二

死

於

槽

橙

之

間

↓

指

事

進

意

の

作

、

凡

て

八

類

、

書

・

論

・

序

・

裸

頌

賛

蔵

【
射
志
】
1
1
(
ノ
書
名
。
二
十
巻
。
明
‘
陳
馬
撰
。
古
事
の
相
銘
・
碑
記
・
墓
碑
・
誌
状
・
誅
祭
。
〔
下
編
〕
多
く
緑
情
託

類
す
る
も
の
を
取
り
、
標
題
を
封
偶
し
て
各
；
其
の
事
興
の
文
‘
凡
て
五
類
、
設
辞
・
七
・
連
珠
・
賤
積
・
雑
文
。

を
條
下
に
注
し
て
ゐ
る
。
〔
四
盾
提
要
、
子
、
類
書
類
〕
。
【
駈
植
】
24

が
／
な
ら
び
た
つ
。
併
立
。
〔
柳
宗
元
、
遊
l
-

無
用
の
も
の
を
い
ふ
。
耕
拇
枝
指
(
4
3

黄
総
記
〕
華
葉
耕
植
、
輿
礼
山
升
降
。

【
駅
馳
】
25

↑
ノ
拉
ぴ
は
せ
る
。
〔
岱
康
、
琴
賦
〕
雙
美
拉

進
、
駅
馳
翼
謳
゜

【
絣
贔
】
郊
｛
石

y
な
ら
ん
で
そ
ぴ
え
る
。
〔
戴
良
、
送
三

人
赴
廣
信
軍
幕
詩
〕
泳
埃
紗
森
沈
、
玉
山
鬱
駅
贔
゜

【
期
埴
"
]
2
7

一
ぢ
な
ら
ぴ
つ
ら
な
る
。
駅
闇
に
同
じ
。
〔
晉

書
‘
隠
逸
‘
夏
統
傭
〕
士
女
駈
墳
‘
車
服
燭
レ
路
。

【
駅
閻
】
2
8
[
ク
人
馬
の
盛
に
群
行
す
る
こ
と
。
駈
田
。

〔
王
勃
、
晩
秋
壁
武
櫓
山
寺
ー
序
〕
龍
鑢
翠
轄
‘
駅
闇
上

路
之
遊
。
〔
李
白
、
明
堂
賦
〕
眈

,,ml乎
涯
寓
一
耕
―
―
閻
乎

闘
外
↓
〔
章
謁
、
観
―
錫
宴
―
詩
〕
傾
朝
朱
紫
正
駅
闇
、
紅

杏
青
荘
映
1

一
廣
筵
↓

[
駐
田
】
2
9
{
ク
緊
つ
て
な
ら
ぴ
つ
ら
な
る
。
羅
列
す
る
。

又
、
多
い
さ
ま
。
駈
墳
。
絣
閻
゜
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
咆
鹿
霙

霙
‘
駅
田
偏
仄
゜
〔
注
〕
綜
日
‘
絣
田
偏
仄
‘
緊
會
之
意
‘
良

日
、
絣
‘
謂
T

駅
1

一
列
於
田
「
以
相
偏
側
い
〔
何
晏
‘
景
脇
殿

賦
〕
離
背
別
趣
‘
絣
田
背
附
゜
〔
注
〕
五
臣
作
レ
填
‘
向
日
‘
絣

墳
、
多
貌
゜
〔
劉
禎
‘
魯
都
賦
〕
其
園
固
苑
沼
‘
鮒
田
接
連
。

【
絣
馬
】
3
0
{
／
二
馬
を
駕
す
。
〔
説
苑
‘
脩
文
〕
命
然
後

得
レ
乗
二
紡
輿
駈
馬
↓

[
駈
白
】
3
1
{
～
棗
の
一
種
。
〔
太
平
御
覧
‘
果
部
一
―
‘
棗
〕

廣
志
曰
‘
云
云
‘
大
白
棗
‘
一
名
日
受
杏
‘
小
核
多
肌
、
三

星
棗
‘
絣
白
棗
‘
灌
棗
‘
此
四
者
官
園
所
レ
種
。

【
絣
比
]32

的
な
ら
ぴ
つ
ら
な
る
。
多
く
並
ぶ
。
〔
水
経
‘

泡
水
注
〕
（
中
山
王
）
造
"
魚
池
こ
ム
云
‘
池
之
四
周
‘
居

民
絣
比
‘
墳
褐
穣
阻
‘
而
泉
源
不
レ
絶
。
〔
張
九
齢
‘
蒻
枝

賦
〕
帝
約
房
而
携
莱
‘
皮
龍
鱗
以
絣
比
゜

【
駈
些
】
3
3
5
ノ
な
ら
ぴ
つ
ら
な
る
。
駅
比
に
同
じ
。
〔
左

思
‘
呉
都
賦
〕
士
女
仔
胎
、
工
賣
駅
些
゜
〔
注
〕
銑
曰
‘
駅

巽
闇
駅
相
次
貌
、
些
、
次
也
。
〔
王
起
、
揃
皮
書
袋
賦
〕
外

也
蒙
茸
‘
毛
有
レ
所
レ
博
、
中
也
絣
些
、
書
有
レ
所
伝
永
°

[
耕
腎
】
34

唸
ひ
ぢ
を
な
ら
べ
る
。
多
く
な
ら
ぶ
さ
ま
。

〔
魚
猛
威
、
桂
州
重
修
霊
渠
記
文
〕
嵩
工
檄
師
‘
駅
臀
束

立
。
〔
渇
子
振
‘
十
八
公
碑
〕
駅
腎
枝
指
、
而
―
―
敷
レ
之
。

【
駈
轡
】
3
5
5

／
馬
の
た
づ
な
を
な
ら
べ
る
。
輯
じ
て
、
強

國
な
ど
の
互
に
呪
み
合
ふ
に
い
ふ
。

【
絣
逼
】
36

い5
ク
な
ら
ぴ
つ
ら
な
る
。
駅
比
(
3
2
)

に
同

じ
。
〔
津
誕
‘
景
輻
殿
賦
〕
核
栴
駅
逼
以
星
羅
‘
軒
檻
曼
延

而
悠
長
。

【
絣
文
】
37

ぢ
文
罷
の
名
。
四
字
六
字
の
酎
句
偶
語
を

五
二
八|
 

2
 

用
ひ
‘
昔
調
を
重
視
し
好
ん
で
故
事
を
引
用
し
、
逹

4

意
よ
り
形
式
に
重
き
を
お
い
た
文
。
八
股
文
の
初
を

31

な
す
も
の
で
六
朝
及
ぴ
唐
の
初
、
盛
に
行
は
れ
た
が
、

1

常
時
は
未
だ
駈
文
の
名
な
く
‘
是
を
以
て
文
章
の
正
格

と
し
た
が
、
韓
愈
，
柳
宗
元
等
が
起
る
に
及
ん
で
八
代

の
詞
華
を
限
し
氣
勢
を
主
と
し
、
古
調
を
復
興
し
た
。

是
よ
り
以
来
討
偶
を
用
ひ
る
文
を
指
し
て
駅
文
と
い

ふ
。
明
代
の
科
學
の
経
義
解
秤
文
は
‘
成
化
二
十
一
―
一
年

よ
り
此
の
文
罷
即
ち
八
股
を
用
ひ
る
を
法
と
し
た
。
四

六
文
(
3
-
4
6
8
2
:
 7
9
9
)

及
び
駅
四
偏
六
(
5
6
)

を
見
よ
。

〔
清
國
行
政
法
、
科
攀
〕
。

〖
駈
文
類
纂
〗38
ぢ
t
ク
書
名
。
四
十
六
巻
。
清
、
王
先

謙

撰

。

「

藝

駅

井

゜

【
駅
井
】
39

お
な
ら
ぶ
こ
と
。
〔
王
仲
信
‘
慈
寧
殿
賦
〕
百

【
駅
斃
]
4
0

℃
枕
を
な
ら
べ
て
死
ぬ
こ
と
。
〔
日
本
外

史
、
新
田
氏
前
記
‘
楠
氏
〕
餘
兵
皆
自
刃
駅
斃
゜

【
駅
駅
】
41

竺
〇
や
か
ま
し
い
さ
ま
。
〔
歌
陽
常
‘
廻
饗

賦
〕
振
振
駅
駅
‘
殷
殷
闇
閻
。

O
草
木
の
茂
る
さ
ま
。

〔
蘇
洵
‘
張
盆
州
螢
像
記
〕
公
在
1

一
西
圃
盃
子
木
駅
駅
‘
公

宴
―
其
僚
石
炉
鼓
淵
淵
゜

【
駅
拇
】
42

↑
'

O足
の
大
指
と
第
二
指
と
な
ら
ぴ
附
著

す
る
こ
と
。
駈
拇
枝
指
を
見
よ
。
〔
郭
環
‘
爾
雅
圏
贄
‘

繹
地
‘
粗
首
蛇
〕
曖
梢
二
足
ご
喪
則
二
首
‘
少
不
レ
知
レ

無
、
多
不
レ
庶
有
、
雖
レ
戸
天
然
一
無
レ
異
研
拇
↓
●
荘

子
、
外
篇
の
篇
名
。

〖
絣
拇
枝
指
〗4
3
(＂
，
足
の
大
指
と
第
二
指
と
連
な

る
を
駅
拇
と
い
ひ
‘
一
指
を
多
く
生
ず
る
を
枝
指
と
い

ふ
。
手
足
の
常
人
に
異
な
る
こ
と
で
、
無
用
の
贅
物
の

意
。
〔
荘
子
、
絣
拇
〕
駈
拇
枝
指
出
―
―
乎
性
1

哉
‘
而
修
二
於

徳
↓
〔
疏
〕
絣
、
合
也
、
大
也
‘
謂
下
足
大
拇
指
‘
輿
―
―
第
二

撰
相
連
合
為
中
一
指
L

也
‘
枝
指
者
‘
謂
下
手
大
拇
指
傍
‘

枝
正
一
指
盃
勺
ハ
指
上
也
。

【
駈
羅
】
M

[

，
な
ら
ぴ
つ
ら
な
る
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕

絣
羅
列
布
、
鱗
以
雑
沓
分
。
〔
注
〕
銑
曰
、
駅
並
‘
羅
列

也
。
〔
楚
辞
、
王
逸
、
九
思
‘
哀
歳
〕
察
行
分
上
下
、
耕
羅

分
列
陳
゜
〔
後
漢
書
‘
文
苑
上
‘
杜
篤
傭
〕
千
乗
方
穀
‘
萬

騎
絣
羅
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
列
-
4

温
洲
典
n

方
丈
ご
空
蓬

莱
而
駅
羅
。
〔
播
岳
‘
間
居
賦
〕
浮
杯
築
飲
、
絲
竹
駅
羅
。

【
絣
牢
】
45

幻
相
つ
ら
な
り
な
ら
ぶ
牢
。
〔
管
子
‘
國
准
〕

存,,!.'!!!
丘
「
立
二
絣
牢
↓
〔
纂
詰
〕
絣
‘
比
也
、
察
―
―
茅
岡
之



(44795・ ·46) — (44807) 

馬

部

〔
八
聾
〕

絣

験

諌

駿

腕

鷺

賑

鵠

騒

騨

践

駆

綴

五
二
九

地
理
一
立
―
―
相
連
比
之
｛
牛
↓

【
駈
立
】
46

花
な
ら
ぴ
立
つ
。
〔
齋
藤
竹
堂
‘
耶
馬
埃
紀

行
〕
淫
上
奇
巌
駅
立
。

【
駅
郡
]
4
7

ぢ
雨
騎
を
拉
べ
て
軍
翼
を
な
す
こ
と
。
〔
漢

書
、
高
恵
高
后
文
功
臣
表
〕
柏
至
清
侯
許
益
‘
以
二
駅
部
1

従
‘
起
,
,
昌
邑
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
二
馬
日
レ
射
‘
絣
部
‘
謂
下

並
雨
騎
為
袖
翼
上
也
。

【
絣
麗
】
48

后
四
六
文
を
い
ふ
。
期
儒
に
同
じ
。
〔
揮
麿

三
録
〕
呂
元
直
乗
釣
既
久
‘
又
侍
レ
上
汎
レ
海
回
レ
越
‘
盆

隷
―
―
其
峻
自
任
血
芦
烹
趙
元
鎮
為
-
1

中
司
：
上
疏
力
排
レ

之
、
元
直
移
,
,
元
鎮
云
戸
翰
林
學
士
一
元
鎮
引
↓
―
司
馬
温

公
故
事
百
以
レ
不
レ
習
―
―
絣
麓
之
文
ご
不
1

一
肯
就
J

職。

【
絣
備
】
49

：
パ
四
六
文
を
い
ふ
。
漢
魏
六
朝
の
世
に

行
は
れ
た
文
章
の
一
橙
。
駅
四
備
六
゜
駅
儀
橙
。
四
六

怜
゜
卑
文
。
四
六
文
(
8
-
4
6
8
2
:
 7
9
9
)
を
見
よ
。
〔
東
観

餘
論
〕
景
喬
文
雖
―
―
六
朝
駈
僅
罷
一
故
自
清
靡
可
レ
喜
、

不
レ
失
レ
為
i
i

佳
文
↓

〖
駅
備
文
〗50ぢ
レ
イ
駈
備
に
同
じ
。

【
絣
列
】
51

均
な
ら
ぶ
。
又
、
な
ら
べ
る
。
羅
列
。
駅
比
゜

柳
宗
元
‘
招
1

一
海
買
一
文
〕
三
角
駅
列
分
耳
離
披
゜
〔
遼
史
‘

地
理
志
〕
井
邑
駅
列
、
最
為
―
―
衝
會
↓
〔
黄
伯
思
‘
新
校
楚

辟
序
〕
駈
1

一
列
子
巻
尾
二
不
レ
冠
,
,
子
篇
首
一

【
駈
憐
】
52

い
ク
雨
騎
を
並
べ
て
軍
翼
を
な
す
こ
と
。
駅

鄭
(
4
7
)

に
同
じ
。
〔
史
記
、
高
祁
功
臣
侯
者
年
表
〕
柏
至
‘

以
―
―
駈
憐
紐
‘
起
冨
邑
↓
〔
注
〕
索
隠
日
‘
絣
鄭
‘
猶
比

郎
也
。

【
駅
録
】
53

虎
な
ら
べ
し
る
す
。
列
べ
て
書
く
こ
と
。

〔
近
古
史
談
‘
織
篇
‘
岩
間
大
蔵
〕
駅
1

一
録
以
上
散
條
↓

【
絣
綺
派
】

54cキ
戯
曲
の
一
派
。
一
名
、
文
辞
派
。
好

ん
で
故
事
を
用
ひ
‘
射
子
を
為
し
、
古
人
の
詩
文
又
は

経
書
の
語
を
曲
中
に
勾
入
し
、
且
つ
賓
白
も
文
語
を
用

ひ
‘
叉
‘
往
々
四
六
の
酎
句
を
用
ひ
‘
典
雅
工
麗
と
用
韻

の
諧
調
を
主
と
す
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
南
詞
叙
録
〕
・
〔
曲

律〕^
)

【
駅
斬
不
柾
】
55

切
t

ノ
敷
人
共
謀
し
て
重
罪
を
犯
し

た
と
き
、
一
様
に
之
を
斬
に
慮
し
、
一
歩
も
瑕
借
し
な

い
こ
と
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、
駅
斬
不
柾
‘
注
解
〕
同
穀

多
人
皆
犯
董
罪
二
併
斬
レ
之
、
不
レ
為
―
―
柱
屈
一
也
。
〔
大

清
律
例
‘
刑
律
〕
。

[
駈
四
儒
六
】
56

ビク

四
字
と
六
字
と
の
射
句
を
用

貧】碑
ヱ
ン

浣
(
7
-
1
7
5
9
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

駒
‘
卑
ハ
レ
浣
同
。

馬
が
石
を
お
そ
れ
て
た
ち
も
と
ほ
る
。
〔
字
彙
〕

駐
‘
馬
柏
レ
石
不
レ
能
レ
行
。

冨
】
臼
戸
〔
字
彙
〕
苦
劫
切
国
｛

【諌】年
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰊
、
馬
名
。

ト・，ウ
ッ

〔
集
韻
〕
都
籠
切
両
《

馬
の
す
す
む
さ
ま
。
〔
五
昔
集
韻
〕
験
‘
馬
行
貌
°

【験】臼
エ
ン

五
昔
集
韻
〕
鳥
前
切

OO

ひ
て
作
っ
た
華
麗
な
文
。
六
朝
時
代
に
行
は
れ
た
文

怜
。
駅
文
。
四
六
文
(
8ー

4
6
8
2
:
 7
9
9
)
を
見
よ
。
〔
柳
宗

元
、
乞
巧
文
〕
尉
四
恨
六
‘
錦
レ
心
繍
＞
口
。
〔
＋
駕
齋
養
新

録
〕
駅
備
之
文
、
宋
人
謂
"
之
四
六
↓

【
駅
字
分
箋
]
5
7

ぢ
～
／
書
名
。
一
巻
。
清
、
程
際
盛
撰
゜

駅
字
類
集
し
て
其
の
出
典
を
箋
す
。
我
が
國
‘
林
厚
徳

に
補
注
が
あ
る
。

【
駅
字
類
編
】
58

冗
~
’
書
名
。
二
百
四
十
巻
。
清
、
康

煕
五
十
八
年
勅
撰
。
天
地
・
時
令
・
山
水
・
居
慮
・
珍
賓
・

散
H
・
方
隅
・
采
色
・
器
物
・
草
木
・
鳥
獣
・
晶
魚
・
補
遺
の

十
三
門
に
分
ち
、
経
史
子
集
中
の
詞
藻
を
採
る
に
皆

二
字
を
駈
べ
て
分
類
編
輯
し
て
ゐ
る
。
侃
文
韻
府
は

韻
を
基
礎
と
し
て
二
字
若
く
は
、
三
字
四
字
の
最
下
の

字
を
標
準
と
し
た
が
、
此
の
書
は
頭
字
を
標
準
と
し

て
集
め
た
。
標
首
の
字
は
凡
て
一
千
六
百
四
あ
る
。
〔
四

庫
提
要
、
子
、
類
書
類
〕
。

【
駅
散
不
分
憫
】
5
9
{
t
?
イ

と
を
混
合
し
た
も
の
。

文
橙
の
名
。
駅
文
と
散
文

□
馬
が
す
す
ま
ぬ
。
邁
(
1
1
-
3
9
2
5
3
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
遵
‘
説
文
、
不
レ
行
也
、
或
省
。
口

O
馬
の

小
さ
い
さ
ま
。
或
は
騒
(
1
2
-
4
4
8
0
3
)
に
作
る
。

〔
五
昔
集
韻
〕
騒
‘
説
文
‘
馬
小
貌
‘
或
作
レ
絹
。

O

馬
が
小
さ
く
荷
が
重
く
て
進
ま
な
い
こ
と
。
〔
字

冨
】
〗口
ス
イ

日
ヂ
ユ

〔
集
韻
〕
株
遇
切
諷

〔
五
昔
集
韻
〕
瓦

酔
緩
切

●
駆
除
は
、
馬
の
隔
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
駆
除
‘
枝
蹄

妍
‘
善
陸
レ
甑
゜
〔
注
〕
駆
除
、
亦
但
馬
而
牛
蹄
。

〔
秤
文
〕
孫
云
‘
駆
除
之
馬
、
枝
蹄
如
レ
牛
而
不
レ

平
。
〔
疏
〕
駆
餘
、
馬
名
。
〔
祁
焚
行
義
疏
〕
枝
蹄
即

岐
跳
‘
云
レ
如
レ
牛
者
是
芙
゜
〔
集
韻
〕
駆
、
野
馬
隔
゜

●
駆
蹄
は
‘
駿
馬
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
駆
蹄
、

班
善
陸
砿
゜
〔
注
〕
甑
山
形
似
甑
、
上
大
下
小
‘

駆
蹄
、
蹄
如
面
而
健
上
レ
山
秦
時
有
駆
蹄
苑
↓

〔
秤
文
〕
駆
‘
本
亦
作
レ
昆
‘
妍
、
本
或
作
レ
研
゜
〔
疏
〕

駆
蹄
者
、
潤
蹄
也
‘
妍
、
平
也
‘
謂
―
―
蹄
平
正
善
陸
↓

〔
祁
睦
行
義
疏
〕
御
覧
引
孫
炎
日
、
昆
跳
之
馬
、

跳
平
如
レ
研
、
而
善
升
レ
山
、
郭
云
ー
1

↓
秦
時
有
二
駆
跳

苑
者
函
空
生
秦
制
玉
オ
昆
蝋
塵
是
也
、
百
官
公

卿
表
有
且
朧
令
承
―
↓
應
勁
云
、
昆
跳
‘
好
馬
名

也
。
〔
玉
篇
〕
駆
‘
駆
蹄
、
馬
名
。

爾】如
コ
ン

〔
集
韻
〕
公
渾
切
＿

oo

万

xJ
'
k
'
u
e
n
1
 

日
□
汗
馬
。
〔
玉
篇
〕
鷺
‘
汗
馬
。
〔
集
韻
〕
鷺
‘
汗

馬
名
。

メ
イ
‘、r
ヤ
，
ウ

ロロ

窟
】
〗
メ
イ

‘、r
ヤ
，
ウ

〔
集
韻
〕
眉
永
切
謄

〔
玉
篇
〕
靡
京
切
固
i

ひ
た
ひ
の
白
い
馬
。
〔
玉
篇
〕
綴
、
白
額
馬
。
〔
集

韻
〕
綴
、
馬
名
、
的
慮
也
。

【綴】岬

〔
集
韻
〕
株
劣
切
闊
g

テ
ッ
テ
チ

【
駆
】
〗
ク
ッ

践
(
1
2ー

4
4
8
0
 5
)に
同
じ
。
〔
篇
海
~

類
編
〕
騒
‘
卑
ハ
レ
厖
同
。

鵡
産
は
‘
良
馬
の
名
。
通
じ
て
屈
(
4
-
7
6
6
9
)
に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
賎
産
‘
良
馬
、
通
作
レ
屈
。

冨
】
螂
7
7
[

集
韻
〕
曲
物
切
腸

冨
t】
i

0
馬
が
さ
か
ん
。
〔
集
韻
〕
騨
、
馬
盛
也
。
●
ま
す
。

〔
集
韻
〕
騨
‘
一
曰
‘
盆
也
。

O
或
は
陽
(
1
1
|
 
4
1
7
 

8
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騨
‘
或
作
レ
陽
゜

7
9
ウ
プ

〔
集
韻
〕
扶
缶
切
面

□
ス
イ
〔
集
韻
〕
津
垂
切
甲
{

□
ス
イ
〔
集
韻
〕
主
黛
切
釦

小

禰

巳

己

●

馬

の

小

さ

い

さ

駐

豪

釈

文

ま

。

も

と

騒

(
1
2
-
4
4
9
7
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
騒
、
本
作
レ
馳
。
〔
説
文
〕
騒
‘
馬

小
兒
、
ハ
レ
馬
笹
瞥
‘
讀
若
レ
箭
。
●
こ
う
ま
。
〔
集

韻
〕
珪
‘
馬
小
兒
°
〇
餞
(
1
2
-
4
4
8
0
2
)
に
同
じ
。

〔
字
彙
〕
鵠
駐
‘
同
レ
上
。
⑲
措
文
‘
騨
(
1
2
-
4
4
9

3
9
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
馳
‘
騒
‘
籠
文
炊
レ
厭
。

冨
】
g

彙
〕
鵠
‘
馬
小
重
騎
也
。

13125 
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〔
集
韻
〕
郎
オ
切
医

ヵ
丹

l
a
i
2

〔
集
韻
〕
洛
代
切
醐
g

小
日
□
高
さ
七
尺
の
馬
。
〔
説
文
〕
蛛
、
馬

念g
豪
七
尺
為
レ
駿
、
八
尺
為
レ
龍
、
炊
レ
馬
来

臀
、
詩
曰
‘
駿
牝
騒
牝
。
〔
詩
‘
郡
風
‘
定
之
方
中
〕

駐
牝
三
千
゜
〔
傭
〕
馬
七
尺
以
上
曰
レ
駿
゜

【
駿
馬
】
1

？
七
尺
以
上
の
馬
を
い
ふ
。
一
説
に
、
六
尺

以
上
を
い
ふ
。
〔
周
禍
、
夏
官
‘
痩
人
〕
馬
八
尺
以
上
為
レ

龍
、
七
尺
以
上
為
レ
蛛
‘
六
尺
以
上
為
レ
馬
。
〔
詩
‘
鄭
風
、

定
之
方
中
〕
乗
レ
、
心
塞
淵
、
蛛
牝
三
干
゜
〔
博
〕
馬
七
尺
以

上
日
J

誅
、
駿
馬
興
二
牝
馬
一
也
。
〔
秤
文
〕
駄
‘
馬
六
尺
以

上
也
。

【
駿
牝
】
2

汀
〇
耽
馬
と
牝
馬
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
駿
牝
耀

牡
゜
〔
詩
‘
郡
風
、
定
之
方
中
〕
乗
レ
心
塞
淵
、
駿
牝
三
千
゜

〔
博
〕
馬
七
尺
以
上
曰
レ
蛛
‘
駄
馬
輿
1

一
牝
馬
一
也
。
〔
易
林
‘

霰
i

】
曇

国
ラ
イ

日
ラ
イ

小
駒
除
は
‘
馬
に
似
た
青
毛
の
獣
。
又
、

駒
豪
良
馬
の
名
。
〔
説
文
〕
駒
、
駒
除
、
北
野

之
良
馬
也
、
ハ
レ
馬
卸
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
駒
除
、

馬
。
〔
注
〕
山
海
経
云
、
北
海
有
レ
獣
、
状
如
レ
馬
、

名
駒
験
色
青
。
〔
山
海
経
、
海
外
北
経
〕
北
海
内

有
レ
獣
、
其
状
如
レ
馬
、
名
曰
11

駒
除
土
有
レ
獣
焉
‘
其

名
曰
レ
駿
、
状
如
ー
白
馬
こ
鋸
牙
食
虎
豹
云
里
素

獄
焉
、
状
如
レ
馬
、
名
曰
二
蛋
蛍
有
胃
獣
焉
‘

状
如
レ
虎
、
名
曰
―
羅
羅
↓
〔
史
記
、
匈
奴
傭
〕
駒
駿

駒
餘
騨
験
。
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
曰
、
似
レ
馬
而

胄
゜
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
〕
駒
除
監
。
〔
注
〕
如
淳

日
、
駒
除
、
野
馬
也
、
師
古
日
、
駒
除
出
―
―
北
海
中
一

其
状
如
レ
馬
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
伊
手
賢
相
也
、

而
不
レ
能
下
卑
ハ
,
,
胡
人
i

騎
二
騨
馬
一
而
服
中
駒
除
i
i

〔
堕
鐵
論
‘
未
通
〕
駒
除
駅
駿
賓
於
外
殷
↓

【
駒
】
〗
昇
〔
集
韻
〕
徒
[
[
遭
。

2

馬

部

〔
八
驚
〕

馬
の
す
す
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
馬
行
兒
゜

冠】叩
カ
，
ウ

〔
集
韻
〕
枯
江
切
和
』

小
日
●
頭
上
の
白
い
馬
。
〔
説
文
〕
騨
‘

策

馬

頭

有

h
籠

色

T
於
馬
岸
瞥
。
〔
段

耕
注
〕
大
徐
作
下
馬
頭
有
＊
登
二
赤
色
玉
只
非
臼
是
。

〔
集
韻
〕
騨
、
一
曰
、
馬
流
星
貫
レ
唇
、
謂
二
之
騨
↓

〇
計
騨
は
、
馬
の
す
す
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
騨
、
一

日
、
駐
騨
‘
馬
行
兒
゜
□
馬
の
首
。
〔
集
韻
〕
騨
、
馬

首
。

小
□
●
の
る
。
馬
に
の
る
。
〔
説
文
〕
騎
‘

今
可
ヽ
＄
豪
跨
レ
馬
也
、
八
レ
馬
奇
臀
゜
〔
段
注
〕
雨
牌

跨
レ
馬
‘
謂
1

一
之
騎
↓
〔
秤
名
、
秤
姿
容
〕
騎
‘
支
也
‘
雨

梱
枝
別
也
。
〔
史
記
、
項
利
紀
〕
乃
上
レ
馬
騎
゜
〔
注
〕

正
義
曰
、
箪
乗
曰
レ
騎
゜
〔
南
史
、
侯
安
都
傭
〕
騎
取

馳
騎
。
●
ま
た
が
る
。
〔
漢
書
‘
哀
盛
傭
〕
不
レ
騎
レ

衡
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
騎
‘
謂
レ
跨
レ
之
耳
゜
口
●
の
り

う
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
乗
馬
也
。
〔
史
記
‘
蘇
秦
博
〕
車

騎
輻
重
。

O
乗
馬
の
兵
。
〔
増
韻
〕
騎
‘
馬
軍
曰
レ
騎
゜

〔
證
、
曲
證
上
〕
前
肛
車
喪
〔
疏
〕
古
人
不
レ
騎
レ

冨】叩
□ 日
ゲガガ
ンンン

〔
集
韻
〕
魚
Jlf
切

瞬

〔
集
韻
〕
魚
澗
切
藷

【
騎
】
如

キ
〔
集
韻
〕
渠
覇
切
甲
{

日
ギ

V
)

c
h
'
i
2
 

キ
〔
集
韻
〕
奇
寄
切
甲
圏

ヽ

ギ

H
I
 

c
h
i
'
 

ロ

g[

【

課

】

呻

〔

正

字

通

〕

苦

7
二
這
笠

め
う
ま
。
〔
正
字
通
〕
課
‘
俗
呼
―
―
牝
馬
面
卸
草
馬
。

馬
が
走
る
。
類
(
1
2
-
4
5
0
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一

【
課
馬
】
1

匂
牝
馬
。
を
ん
な
馬
。
〔
爾
雅
‘
秤
畜
、
牡
曰
レ

陰
牝
曰
レ
験
‘
祁
捻
行
義
疏
〕
今
東
贅
人
以
レ
牡
為
,
,
兒

駆
‘
馬
走
‘
或
八
レ
奔
。

畏
牝
為

1一
課
馬
→
〔
核
餘
叢
考
、
課
馬
〕
俗
以
二
牝
馬
〖
竺

課
馬
盃
竺
躁
字
一
也
、
綴
耕
録
謂
‘
課
馬
之
誤
‘
唐
六
典
‘

凡
牝
四
涌
五
課
、
羊
則
嘗
年
而
課
レ
之
、
課
者
歳
課
-
1

駒

贖
也
、
是
課
馬
裏
作
1

一
課
島
也
、
按
、
顔
師
古
匡
謬
正

俗
云
‘
俗
呼
,
,牝
馬
〖
竺
草
馬
詞
竺
牝
少
＂
用
、
常
放
―
―
草

中
二
不
―
―
―
飼
以
1

一
蒻
豆
五
故
云
、
然
則
唐
以
前
本
呼
,
,
牝
馬
一

為
1

一
草
馬
五
竺
牧
監
設
＂
課
、
後
遂
呼
課
馬
な
仮
人
又
易

以
罵
芳
而
為
課
馬
可
。

【
課
蝶
】2
k
•笠

J
u0
2

牝
蝶
馬
。

【
課
櫨
】
3

裕
ら
ば
と
う
さ
ぎ
う
ま
。
凡
人
の
喩
゜
〔
丁

儀
、
動
志
詩
〕
恨
1

一
課
纏
之
進
己
庭
‘
屏
五
昧
騎
於
溝
堅
↓

馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
翡
‘
馬
名
。

【
馳
】
叩

シ
ぶ
｀
，
ウ

〔
字
彙
〕
歯
良
切
顕
-

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
賜
、
馬
名
。

冠】血
アウ
ォ，ウ

集
韻
〕
烏
浩
切
顕
i-

ホ
ン

〔
集
韻
〕
逍
昆
切
字
3

ク
，
ワ

小
畜
之
第
九
、
元
妄
〕
駄
牝
龍
身
、
日
越
l
-

―
―
一
千
↓
〇
遊
女

を
い
ふ
。
〔
輻
悪
全
書
‘
郵
政
部
‘
逐
娼
妓
〕
可
元
竺
全

駄
牝
盃
寧
教
品
竺
恨
琵
琶
一

【
踪
】
呻

’

駿

(
1
2
ー

4
4
8
6
8
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
踪
‘
俗
駿
字
。

ソ
ウ

駒

駿

騎

賜

翡

騨

駐

綜

課

騎

馬
、
経
典
無
奎
―
E

レ
騎
者
：
今
言
レ
騎
者
、
嘩
庄
是
周

時
栂
↓
〔
北
史
、
子
謹
傭
〕
朝
参
往
来
、
不
レ
過
レ
従
―
―

雨
二
騎
↓
〔
唐
書
、
李
密
傭
〕
二
十
人
為
面
騎
一

伏
,,it-,
丘
祥
間
↓
〔
唐
書
‘
郭
子
儀
傭
〕
自
卒
11

鎧
騎

―
一
千
面
ぃ
―
入
陣
中
↓
〇
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
去

臀
〕
騎
氏
、
去
瞥
、
史
記
有
11

燕
将
騎
劫
↓

凰
ノ
リ
。

【
騎
尉
】

1"
官
名
。
漢
に
騎
都
尉
・
蜆
騎
校
尉
等
の
官

あ
り
‘
隋
に
至
っ
て
始
め
て
武
騎
尉
・
蜆
騎
尉
・
飛
騎
尉
・

雲
騎
尉
等
の
諸
官
あ
り
、
武
散
官
と
為
す
。
唐
宋
よ
り

明
に
至
り
皆
動
官
と
為
す
。
清
代
‘
雲
騎
尉
・
恩
騎
尉
の

官
あ
り
。
賞
功
の
世
職
と
為
す
。
〔
文
獣
通
考
‘
職
官
考
十

八
、
武
散
官
‘
諸
校
尉
〕
武
騎
尉
・
屯
騎
尉
・
験
騎
尉
・
涌
騎

尉
・
飛
騎
尉
・
旅
騎
尉
・
雲
騎
尉
・
利
騎
尉
・
建
節
尉
・
奮

武
尉
・
宜
恵
尉
・
緩
徳
尉
・
緩
仁
尉
・
守
義
尉
・
奉
誠
尉
・

立
信
尉
・
都
十
六
尉
‘
並
隋
置
以
為
―
―
武
散
官
口
文
猷
通

考
‘
職
官
考
十
八
、
動
官
〕
騎
都
尉
‘
漢
武
帝
置
‘
以
1

一李

陵
裕
之
‘
更
始
初
亦
有
‘
故
時
話
云
‘
爛
羊
胃
騎
都
尉
‘

晉
以
後
歴
代
皆
有
レ
之
、
唐
採
,
,
藷
名
i

置
ー
上
騎
都
尉
‘
騎

都
尉
｛
験
騎
尉
・
飛
騎
尉
・
雲
騎
尉
・
武
騎
尉
、
並
隋
置

為
支
散
官
「
唐
採
置
下
自
―
―
上
柱
國
1

以
下
い
並
為
二
動

衷
宋
制
動
官
＋
有
二
、
上
柱
國
・
柱
國
・
上
護
軍
・
護

軍
・
上
軽
車
都
尉
罷
車
都
尉
・
上
騎
都
尉
・
騎
都
尉
・
験

騎
尉
・
飛
騎
尉
•
雲
騎
尉
・
武
騎
尉
。

【
騎
邑
】
2

炉
騎
士
の
俸
邑
を
い
ふ
。
〔
戦
國
、
趙
策
〕

（
趙
武
霊
）
王
破
1

一
原
陽
冨
以
為
ー
一
騎
邑
ぶ
丁
賛
進
諫
曰
‘
國

有
1

一
固
原
兵
有
―
常
経
一
喫
レ
籍
則
胤
、
失
レ
経
則
弱
、
今

王
破
原
應
以
為
一
騎
堅
是
轡
レ
籍
而
棄
レ
経
也
。
〔
注
〕

為
騎
邑
云
謂
レ
贄
騎
士
俸
邑
↓

【
騎
衡
】
3

が
棲
殿
の
て
す
り
に
椅
る
。
一
説
に
‘
て
す

り
に
跨
る
。
〔
漢
書
、
衰
益
傭
〕
千
金
之
子
不
レ
垂
レ
堂
‘

百
金
之
子
不
レ
騎
レ
衡
゜
〔
注
〕
如
淳
曰
、
騎
‘
僑
也
、
衡
‘

棲
殿
邊
蘭
楯
也
‘
師
古
曰
‘
騎
‘
謂
レ
跨
レ
之
耳
‘
非
レ
椅
也
。

【
騎
鶴
】
4

が
鶴
に
跨
る
。
騎
レ
鶴
上
1

一
揚
州
(
1
1
0
1

471 

8
5
 :
 1
9
9
)

を
見
よ
。
〔
陳
師
道
‘
送
ー
1

澤
之
渦
l

―
―
維
楊
―
詩
〕

顧
我
老
無
1

一
騎
レ
鶴
興
云
ぷ
君
行
及
ー
玉
9
花
天
↓
〔
王
冤
、

梅
花
詩
〕
騎
レ
鶴
欝
来
城
郭
是
、
月
明
籠
管
起
―
―
誰
家
↓

〔
唐
庚
寓
、
精
道
齋
有
レ
懐
詩
〕
揚
州
騎
レ
鶴
非
レ
鉦
~
レ
意
‘

五
三
〇

13126 
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馬

部

〔
八
賓
〕

騎

騎
兵
の
大
牌
゜
〔
史
記
、
衛
青
傭
〕

五
三
一

上
葉
牽
黄
信
1

一

此

窮

↓

る

。

〔

戦

國

‘

燕

策

・

齊

策

〕

。

「

輩

、

騎

鼓

也

。

大

中

大

夫

公

孫

放

為

I
[

騎

牌

軍

↓

漠

漠

開

1

一
風
沙
↓
〔
宋
史
‘
兵
志
十
二
〕
元
豊
六
年
‘
取
―
―

〖
騎
鶴
化
〗5
9
”
，
仙
化
の
一
法
。
〔
説
鈴
‘
述
異
記
〕
【
騎
鼓
】

1
5
t
戦
陣
で
用
ひ
る
つ
づ
み
の
一
種
。
〔
説
文
〕
【
騎
謄
】

2
4
沿F
ウ
●
か
き
の
上
に
の
る
。
〔
廣
古
今
五
行
河
東
路
保
甲
十
分
之
二
以
教

1一
騎
戦
→

仙
家
騎
鶴
化
最
難
レ
得
‘
謂T
手
抱
二
膝
―
坐
化
i
也
。
【
騎
寇
】1
6
→
ウ
騎
兵
を
以
て
寇
す
る
こ
と
。
古
、
中
原
記
〕
阿
専
師
騎
二
破
謄
上

1坐
、
以
レ
杖
撃
レ
睛
‘
口
唱
―
―
【
~
送
】

3
2
心
ゥ
馬
に
乗
せ
て
人
を
送
る
。
〔
宋
書
、
鄭
鮮

【
騎
箕
】
6

"

昂
箕
尾
ー
の
略
。
博
説
が
死
ん
で
其
の
は
兵
車
に
乗
り
、
北
秋
は
馬
に
騎
る
。
其
の
寇
掠
を
騎
叱
叱
ご
所
レ
騎
之
睛
‘
忽
然
昇
上
、
攣
レ
手
謝
―
―
郷
里
一
日
、
之
傭
〕
高
祗
以
騎
―
―
送
之
↓

精
神
が
箕
尾
二
宿
の
間
に
跨
る
と
い
ふ
。
轄
じ
て
、
人
寇
と
い
ふ
。
〔
六
紹
‘
虎
餡
、
軍
用
〕
輻
車
騎
寇
゜
〔
管
子
、
好
在
、
百
姓
見
者
無
J

不
ユ
誼
拝
云
須
曳
映
レ
雲
而
滅
。
●
【
騎
五
'
】
33

が
馬
に
乗
っ
て
戦
ふ
士
卒
。
騎
兵
(
4
5
)

に

の
死
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
太
宗
師
〕
（
博
説
）
乗
-
1

東
維
玉
騎
1

一
小
匡
〕
中
救
I
[

晉
侯
る
禽
二
秋
王
面
竪
胡
絡
ぶ
竺
屠
何
―
而
雨
者
の
間
に
あ
る
か
き
に
ま
た
が
る
。
彼
方
に
も
此
同
じ
。
〔
漢
書
、
文
―
帝
紀
〕
車
千
乗
、
騎
卒
十
萬
人
、
上
親

箕
尾
而
比
―
―
於
列
星
↓
〔
秤
文
〕
星
経
曰
、
博
説
一
星
在
1

一
騎
寇
始
服
。
〔
注
〕
北
秋
以
レ
騎
為
レ
寇
。
方
に
も
ゆ
く
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
意
見
の
定
ら
な
努
レ
軍
‘
勒
レ
兵
申
1

一
教
令
↓
〔
欺
陽
脩
‘
相
州
萱
錦
堂
記
〕

尾
上
ご
戸
其
乗
1

ー
東
雄
騎
＊
箕
尾
之
間
i

也
、
雀
云
、
博
【
騎
坐
】
1
7
t

う
ま
の
り
。
か
ご
の
り
。
〔
輻
恵
全
書
、
疱
い
誓
に
い
ふ
俗
語
。
雨
可
。
騎
謄
之
見
を
見
よ
。
旗
鹿
導
レ
前
‘
而
騎
卒
擁
レ
後
。

説
死
、
其
精
神
爽
東
維
ご
此
龍
尾
一
乃
列
宿
、
今
尾
上
任
部
、
親
査
閲
〕
騎
坐
頗
多
。
〖
騎
騰
之
見
〗

2
5
"四
窃
意
見
の
定
ら
ぬ
こ
と
を
い
ふ
。
【
騎
隊
】
"
?
騎
兵
の
く
み
。
〔
晉
書
、
輿
服
志
〕
騎
除
‘

有
"
博
説
星
↓
〔
宋
史
、
趙
鼎
博
〕
是
書
二
銘
施
1

云
‘
身
騎
II

【
騎
操
】
18

が
騎
兵
隊
を
演
習
す
る
こ
と
。
〔
六
部
成
〔
経
解
入
門
、
不
レ
可
レ
有
二
騎
睛
之
見
―
〕
若
平
日
看
レ
書
五
在
レ
左
、
五
在
レ
右
‘
隊
各
五
十
匹
゜
〔
李
衛
公
問
酎
、
中
〕

箕
尾
』
守
天
上
云
氣
作
1

一
山
河
五
型
本
朝
↓
〔
張
憲
‘
玉
帯
語
、
兵
部
、
騎
操
、
注
解
〕
馬
隊
兵
之
操
演
。
不
レ
多
、
臨
レ
時
全
鉦
穿
把
握
一
調
―
―
停
雨
可
一
不
レ
能
-
1

自
大
抵
騎
隊
八
馬
。

生

歌

〕

虞

陵

忠

塊

上

↓

一

騎

箕

↓

【

騎

士

】

19

ペ
●
馬
に
乗
っ
た
兵
士
。
馬
兵
。
馬
隊
。
〔
六
主
;
器
巨
騎
謄
之
見
盃
説
経
家
甚
所
レ
不
レ
取
。
【
騎
置
】
35

”
宿
つ
ぎ
の
う
ま
。
博
馬
。
騨
馬
。
〔
漢
書
、
李

【
騎
取
】
7

が
馬
を
あ
つ
か
ふ
。
〔
南
史
、
侯
安
都
傭
〕
餡
、
犬
紹
、
武
騎
士
〕
選
1

一
騎
士
一
奈
何
゜
〔
漢
書
、
百
官
【
騎
従
】
ぉ
が
ゥ
〇
馬
に
乗
つ
て
従
ひ
ゆ
く
。
〔
史
記
、
陵
傭
〕
抵
1

一
受
降
城
丘
炉
士
‘
因
II

騎
置
1

以
聞
。
〔
注
〕
師

招
棗
文
武
士
ご
騎
取
馳
騎
、
或
命
以
―
―
詩
筆
一
第
1

一
其
高
公
卿
表
上
〕
屯
騎
校
尉
掌
1

一
騎
士
↓
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
項
利
紀
〕
麿
下
牡
士
、
騎
従
者
八
百
餘
人
。
〔
晉
書
、
王
古
日
、
騎
置
‘
謂
1

騨
騎
一
也
。
〔
宋
史
、
刑
法
志
一
〕
確
熙
元

下
冨
竺
差
木
賞
1
1

賜

之

↓

「

而

謳

者

三

人

。

下

〕

宜

n

―
且
罷
I
[

軽
車
騎
士
、
材
官
棲
船
士
及
軍
瑕
吏
↓
導
博
〕
導
及
諸
名
牌
皆
騎
従
°
●
馬
に
乗
っ
て
従
ふ
人
。
年
令
、
露
臣
受
レ
詔
鞠
獄
‘
獄
既
具
、
騎
置
来
上
、
有
司

【
騎
騒
】
8

バ
馬
に
乗
っ
て
謳
け
る
。
〔
韓
愈
、
鵞
記
〕
騎
〔
庚
信
、
周
柱
國
大
将
軍
云
云
段
永
神
道
碑
〕
登
直
六
郡
騎
馬
の
侍
従
。
〔
藷
唐
書
‘
玄
宗
紀
上
〕
朔
望
、
車
騎
至
1

一
断
‘
已
復
騎
置
下
レ
之
。

【
騎
官
】
，
＂
ヴ
ン
星
の
名
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
房
南
衆
星
良
家
‘
五
螢
騎
士
‘
懸
知
正
正
之
旗
石
逗
識
食
堂
之
氣
↓
朝
堂
公
立
吾
将
軍
武
鯰
宗
‘
云
云
‘
阿
二
排
儀
伎
函
四
欲
レ
【
騎
竹
】

36

が
竹
馬
に
騎
る
。
〔
劉
馬
錫
‘
送
T

装
司
徒

旦
騎
官
↓
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
騎
官
二
十
七
星
、
在
II

氏

●

西

洋

の

ナ

イ

ト

。

折

レ

之

、

上

ロ

レ

之

日

、

吾

家

朝

堂

‘

干

レ

汝

何

事

‘

敢

迫

―

―

令

公

自

―

―

東

都

留

守

ー

再

命

＊

太

原

L

詩
〕
愛
レ
棠
餘
II

故

南
玉
生
天
子
武
責
字
ぎ
宿
衛
→
【
~
騎
試
】

2
0
A
の
り
た
め
す
。
〔
一
醐
恵
全
書
、
疱
任
部
‘
査
吾
騎
従
→
〔
白
居
易
、
夜
蹄
詩
〕
賓
寮
多

I
I謝
客
正
騎
従
半
呉
吏
玉
騎
私
竹
見
→1新
童
→
〔
元
横
‘
哭
―
―
女
奨
―
詩
〕
騎
レ
竹
凝

【
騎
鯨
】
10

ハ
イ
鯨
に
乗
る
。
海
上
に
遊
ぷ
こ
と
を
い
ふ
。
交
代
〕
令
1

正
馬
夫
騎
試
‘
獣
瞥
瞼
1

一
看
無
＞
病
。
娃
。
〔
蘇
献
‘
黄
州
詩
〕
使
君
厭
二
騎
従
ご
車
馬
國
↓
1

山
前
↓
猶
レ
子
‘
牽
レ
車
小
外
甥
。

〔
杜
甫
、
斜
孔
巣
父
謝
レ
病
蹄1一
遊
江
東1兼
呈
五
-
李
白1

【
騎
射
】il
が
●
馬
に
騎
つ
て
射
る
。
歩
射
（
6
ー
1
6
2
6
4

【
騎
乗
】27が
＇
ウ
0
馬
に
乗
る
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
、
三
韓
【
~
碗
田
】
涸
び
山
名
。
五
嶺
の
一
。
一
名
、
上
嶺
山
。
又
、

詩
〕
南
尋
属
穴
こ
竺
李
貝
道
甫
問
訊
今
何
如
。
〔
集
：
6
3
)

の
射
。
〔
戦
國
、
趙
策
〕
今
吾
将
―
―
胡
服
騎
射
百
以
博
〕
不
レ
貴
1

一
金
賣
錦
厠
二
不
レ
知
-o

騎
,
1

乗
牛
馬
ニ
●
騎
は
黄
本
山
。
湖
南
省
榊
縣
の
南
。
〔
水
経
‘
采
水
注
〕
水
出
1

一

注
〕
沫
日
、
一
云
、
若
レ
逢
A

一
李
白
騎
I
[

鯨
魚
↓
〔
蘇
献
、
次
―
―
―
教
忌
品
竺
而
世
議
1

一
寡
人
一
癸
。
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
漢
有
T

馬
に
の
る
。
乗
は
車
に
の
る
。
〔
史
記
‘
呉
起
博
〕
起
之
縣
西
黄
太
「
山
一
山
則
騎
田
之
嬌
、
五
嶺
之
第
二
嶺
也
。

韻
張
安
道
讀
1

一
杜
詩
―
詩
〕
騎
レ
鯨
遁
二
清
海
ぶ
び
虎
得
1

一

善

II

騎
射
―
者
棲
煩
ぉ
楚
挑
レ
戦
三
合
、
棲
煩
輯
射
―
―
殺
之
一
為
レ
将
、
興
―
―
士
卒
最
下
者
1

同
1

一
衣
食
一
臥
不
レ
設
レ
席
、
〔
通
典
、
州
郡
典
十
三
、
荊
州
‘
榔
州
、
注
〕
有
1

一
騎
田
嶺
一

梯
抱
↓
〔
蘇
試
‘
明
日
復
以
天
瓜
為
レ
饒
重
二
十
斤
且
項
利
怒
自
披
レ
甲
持
レ
戟
挑
レ
戦
、
棲
煩
欲
レ
射
レ
之
、
項
王
行
不
1

一

騎

乗

↓

今

謂

二

之

騰

嶺

ぶ

字

ユ

嶺

之

一

。

夜
詩
故
復
戯
レ
之
詩
〕
我
是
騎
鯨
手
、
聯
堪
レ
充
―
―
鹿
角
↓
眼
レ
目
叱
レ
之
、
棲
煩
目
不
―
―
敢
覗
ニ
手
不
-
1

敢
獲
五
遂
走
還
【
騎
ゞ
心
】
28
c
h
'
i
2
 
h
s
i
n
'留
針
。
上
海
地
方
の
方
言
。
【
~
渡
】
3
7
"
馬
に
乗
っ
て
わ
た
る
。
〔
日
本
外
史
、
源

〔

注

〕

鹿

角

、

小

魚

也

。

入

レ

壁

。

〔

漢

書

、

公

孫

賀

博

〕

臣

本

邊

郎

、

以

I
[

鞍
馬
騎
【
騎
吹
】
29

？
古
、
歯
簿
の
中
に
列
り
、
馬
上
に
て
奏
す
氏
正
記
、
源
氏
下
〕
木
曾
阻
―
―
我
兵
一
必
於
↓
―
宇
治
河
玉
皆

〖
騎
鯨
客
]
1
1
”
”
ィ
唐
の
李
白
自
ら
署
し
て
海
上
騎
鯨
射
―
為1一
官
材
五
誠
不
レ
任
二
宰
相
→
〔
後
漢
書
、
馬
穀
博
〕
巌
る
鼓
吹
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
積
築
志
〕
騎
吹
鼓
員
三
人
。
具
二
善
馬
盆

r
―
―
以
騎
渡
→

客
と
い
ふ
。
〔
張
養
浩
‘
寄
ー
省
参
議
王
搬
學
諸
友
ー
自
和
少
孤
而
好
I
[

撃
剣
石
竺
騎
射
コ
魏
辛
心
‘
文
帝
紀
‘
注
〕
典
〔
江
綿
、
廣
州
刺
史
歌
陽
頷
墓
誌
〕
星
山
遠
曲
‘
喧
-
1

騎
吹
【
騎
奴
】
38

バ
騎
馬
者
の
従
卒
。
供
乗
り
。
〔
史
記
‘
田
叔

四
首
詩
〕
詩
情
清
海
騎
鯨
客
‘
世
故
青
棲
撼
鼠
人
。
論
、
帝
自
絞
曰
‘
云
云
‘
余
時
年
五
歳
、
上
以
二
世
方
擾
干
日
南
玉
芳
樹
清
昔
‘
粛
l

一
軍
容
干
海
載
↓
〔
李
白
‘
鼓
吹
傭
〕
乃
為
―
―
衛
将
軍
含
人
盃
空
田
仁
1

會
‘
倶
為
―
―
含
人
一

【
騎
月
】
12

か
月
ご
し
。
騎
月
雨
を
見
よ
。

IL五
教
レ
余
學
レ
射
、
六
歳
而
知
レ
射
‘
又
教
レ
余
騎
レ
馬
‘
八
入
朝
曲
〕
鏡
歌
列
ー
一
騎
吹
云
颯
沓
引
I
[

公
卿
↓
〔
築
府
詩
集
‘
居
1

一
門
下
三
云
云
‘
衛
将
軍
従
1

一
此
雨
人
五
過
―
―
平
陽
主
ギ
ェ

〖
騎
月
雨
〗1
3
"ゲ
ッ
月
ご
し
の
雨
。
月
を
ま
た
ぐ
雨
。
月
歳
而
能

1一
騎
射
らK。
0
江
戸
時
代
、
流
鏑
馬
の
稽
°
鼓
吹
曲
酔
序
〕
建
初
録
云
‘
務
成
・
黄
爵
・
玄
雲
・
遠
期
皆
家
令
』
雨
人
輿
1一
騎
奴1同
レ
席
而
食
i
O〔潜
夫
論
‘
浮
修
〕
今

の
二
十
四
五
日
頃
に
降
る
雨
は
諜
雨
と
な
る
と
い
ひ
【
騎
将
】
22

バ
笞
騎
兵
の
大
将
。
騎
馬
を
指
揮
す
る
も
の
。
騎
吹
曲
‘
非
1

一
鼓
吹
曲
ぶ
i

則
列
―
―
於
殿
庭
―
者
名
1

一
鼓
吹
一
京
師
貴
戚
衣
服
飲
食
車
輿
文
飾
薩
含
‘
皆
過
ー
ー
王
制
ご
云

傭
ふ
。
〔
陸
溜
、
村
社
躊
レ
晴
有
レ
應
詩
〕
爽
氣
牧
回
騎
月
〔
史
記
‘
項
羽
紀
〕
是
時
、
赤
泉
侯
為
ー
一
騎
将
ぶ
壁
項
王
↓
今
之
従
行
鼓
吹
為
I
[

騎
吹
―
二
曲
異
也
。
云
‘
富
貴
嫁
姿
‘
車
絣
え
え
各
十
玉
騎
奴
侍
童
‘
央
レ
穀
節
引
。

雨
‘
快
風
散
盛
涌
天
雲
。
〔
注
〕
俗
謂
、
二
十
四
五
間
、
有
レ
〔
史
記
‘
呉
王
瀑
傭
〕
以
1

一
騎
脱
従
破
1

布
軍
薪
西
會
頻
↓
【
騎
石
】
30

が
●
騎
馬
の
や
う
な
形
を
し
た
石
。
〔
蒋
【
騎
馬
】
39

心
●
馬
に
乗
る
。
乗
馬
。
〔
南
史
‘
顔
延
之
偉
〕

雨
、
往
往
輻
成
乙
杯
涼
云
謂
1

一

之

騎

月

雨

↓

〔

漢

書

、

灌

嬰

偉

〕

漢

王

廼

樗

T

軍
中
可
レ
為
1

一
騎
牌
上
丸
之
奇
、
詩
〕
突
レ
星
凝
落
レ
星
、
騎
石
如
t

一
騎
馬
↓
●
山
名
。
又
好
1

一
騎
馬
五
遂
1

一
遊
里
巷
ぶ
空
知
藷
一
輯
撮
レ
鞍
索
レ
酒
‘

【
騎
劫
】
14

が
戦
國
、
燕
の
人
。
齊
牌
田
畢
反
間
を
燕
に
〔
王
維
、
燕
支
行
〕
衛
雹
穐
堪
一
騎
将
、
朝
廷
不
レ
散
訳
師
〔
一
統
志
〕
騎
石
山
在
I
[

江
山
縣
西
二
里
ご
竺
景
星
山
―
得
必
傾
盛
‘
欣
然
自
得
。
〔
襄
陽
兒
童
歌
〕
時
時
能
騎
レ
馬
、

縦

ち

、

築

毅

が

齊

に

通

ず

と

流

言

せ

し

め

た

た

め

、

恵

功

。

〔

五

代

史

‘

雑

‘

虞

文

進

博

〕

文

進

苑

陽

人

也

、

為

―

―

相

向

。

倒

著

白

接

羅

。

〔

張

南

史

、

陸

勝

宅

秋

暮

雨

中

探

レ

韻

同

作

王

は

築

毅

を

疑

ひ

、

騎

劫

を

し

て

代

り

将

た

ら

し

む

。

劉

守

光

騎

将

↓

【

騎

戦

】

31

ザ
馬
に
乗
っ
て
戦
ふ
。
〔
杜
甫
、
章
諷
録
事
詩
〕
酔
裏
欲
レ
尋
1

一
騎
馬
路
云
離
條
幾
虞
有
―
―
垂
楊
↓
●
人

田
農
詐
を
設
け
て
燕
軍
を
証
か
し
、
騎
劫
遂
に
敗
ら
〖
騎
涵
吋
軍
〗

2
3
”
・
ャ
ゥ
宅
観

1一
曹
将
軍
書
馬
圏
ー
引
〕
此
皆
騎
戦
一
敵
と
萬
‘
縞
素
の
乗
る
馬
。
〔
史
記
‘
匈
奴
博
〕
請
‘
猷
―
―
豪
舵
一
匹
‘
騎
馬

13127 
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二
匹
‘
駕
二
閉
↓
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
騎
馬
駿
馬
。
之
博
〕
以
レ
皆
為
1

一
騎
郎
↓

〖
騎
馬
令
〗40れ
官
名
。
騎
兵
を
掌
る
。
〔
稽
謂
録
、
牧
【
騎
吏
】

5
0
5
馬
に
乗
っ
た
官
吏
゜
〔
漢
書
、
丙
吉
傭
〕
吉

場
官
役
、
騎
馬
令
〕
玉
海
、
武
帝
以
五
烹
女
為
,
,
騎
馬
令
一
前
行
逢
1

一
人
逐
’
牛
、
牛
喘
吐
レ
舌
、
吉
止
駐
、
使
ョ
騎
吏

金

日

碍

秤

一

馬

監

↓

問

,

,

逐
レ
牛
行
幾
里
1

癸
゜
〔
後
漢
書
、
方
術
上
、
高
獲
傭
〕

〖
騎
馬
桟
馬
]
4
1
c
h
'
i
'
m
a
'
c
h
a
o
'
m
a
'

根
本
を
主
薄
曰
‘
但
使
『
一
騎
吏
迎
＞
之
。
〔
韓
愈
、
考
功
員
外
慮
君

忘
れ
て
別
の
方
を
求
め
る
比
喩
。
墓
銘
〕
御
史
大
夫
李
栖
箱
、
晨
衣
二
朝
服
盆
笠
騎
吏
マ
人
二

〖
騎
馬
布
子
〗42ch'i'ma'pu• 

tzu

月
経
帯
。
下
里
ぶ
ぎ
請
慮
君
↓
〔
劉
馬
錫
、
有
レ
感
詩
〕
騎
吏
塵
未
レ

【
騎
杯
】
43

？
酒
の
名
。
盛
暑
、
能
＜
干
里
の
地
に
寄
息
‘
銘
施
風
已
翻
。
〔
皇
甫
寺
‘
祭
1

一
張
公
洞
1

詩
〕
條
忽

せ
ら
れ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
‘
飲
食
、
酒
〕
海
東
姻
霞
散
‘
空
巖
騎
吏
旋
。

有
社
劉
人
砿
善
作
酒
‘
盛
暑
可
レ
翌
千
里
了
八
謂
1
1

之
【
騎
櫨
】
5
1
t

纏
馬
に
乗
る
。
〔
震
異
録
〕
開
元
中
、
校
書

騎
上
杯
1

也

、

腔

説

。

正

字

、

俸

藤

微

少

‘

孤

寒

英

傑

者

居

レ

之

、

正

字

騎

レ

鰭

【
騎
服
】
“
"
ク
騎
馬
武
者
の
装
。
〔
李
紳
‘
憶
―
―
東
郭
居
―
入
レ
省
‘
而
太
祝
奉
證
、
毎
月
請
,
,
明
衣
絹
布
及
昨
肉
云
俸

詩
〕
施
粍
光
1

一
里
含
玉
騎
服
歓
―
―
妻
捜
↓
禄
倍
多
‘
乃
公
卿
子
弟
居
レ
之
、
時
有
レ
語
日
、
正
字
校

【
騎
兵
】
4
5
t
ィ
●
馬
に
乗
っ
て
戦
ふ
士
卒
。
騎
馬
の
兵
。
書
‘
詠
レ
詩
騎
レ
纏
、
奉
橙
太
祝
、
軽
衷
食
レ
肉
。
〔
高
啓
‘
梅

騎
卒
。
騎
士
。
〔
漢
書
‘
趙
充
國
傭
〕
願
罷
1

一
騎
兵
五
應
募
。
花
詩
〕
騎
纏
客
酔
風
吹
レ
帽
、
放
鶴
人
欝
雪
涌
レ
舟
゜

〔
南
史
、
任
明
博
〕
始
梁
武
卑
ハ
レ
明
遇
一
党
陵
王
西
邸
盃
従
〖
騎
櫨
公
子

]
5
2
科
．
，
清
、
張
道
渥
(
4
|9
8
1
2
 :
 1
3
2
 

容
謂
レ
明
曰
‘
我
登
1

一
三
府
ぶ
日
n

―
以
レ
卿
為
―
―
記
室
ご
切
亦

9
)

の
琥
゜

戯
レ
—
帝
日
‘
我
若
登
さ
一
事
涵
国

.. ~. 

卿
為
1

一
騎
兵
「
以
,
,
,帝
【
騎
火
茶
】
53

”
巧
上
等
の
茶
の
名
。
〔
五
色
線
〕
龍
安

善
，
騎
也
。
●
官
名
。
魏
は
五
兵
尚
書
を
置
き
、
内
に
騎
有
1

一
騎
火
茶
ー
最
上
、
不
レ
在
,
,
火
前
示
＇
に
在

,,-l<
後
―
故

兵
曹
あ
り
、
歴
代
こ
れ
に
因
る
。
晉
よ
り
以
来
‘
節
鎮
也
、
清
明
改
ビ
火
、
故
日
,
,
騎
火
茶
↓

幕
僚
亦
騎
兵
参
軍
を
置
く
。
〔
文
猷
通
考
‘
職
官
考
六
、
【
騎
必
品
未
】
54

パ
巧
書
名
。
三
十
巻
。
宋
、
徐
絃
撰
。
其
の

兵
部
尚
書
〕
魏
置
五
兵
尚
書
字
ユ
兵
謂
―
―
中
兵
・
外
兵
．
婿
呉
淑
編
。
前
二
十
巻
は
南
唐
に
仕
へ
た
時
作
り
、
後

騎
兵
•
別
兵
•
都
兵1也
、
晉
初
無
、
太
康
中
乃
有
―
―
五
兵
十
巻
は
宋
に
入
っ
て
後
作
る
。
絃
‘
文
章
一
時
に
冠
絶

尚
書
盃
四
又
分
―
―
中
外
兵
ず
各
為
―
―
左
右
↓
「
縫
に
同
じ
。
し
、
詩
も
亦
名
あ
り
。
官
は
散
騎
常
侍
に
い
た
る
。
故
に

【
騎
封
】
46

c
h
'
i
'
f
e
n
g
'

二
枚
の
紙
の
合
は
せ
目
。
騎
集
に
名
づ
く
。
其
の
目
は
巻
一
は
賦
（
三
篇
）
詩
‘
巻
二

【
騎
縫
】47
が
二
枚
の
紙
の
合
は
せ
目
。
騎
縫
印
を
見
は
詩
歌
、
巻
三
ー
五
は
詩
‘
巻
六
•
七
は
制
詰
、
巻
八
は

よ
。
〔
輻
恵
全
書
、
錢
穀
部
、
解
給
〕
下
用
↓
1

騎
縫
斜
印
牧
制
詰
・
祭
告
文
、
巻
九
は
冊
．
溢
議
‘
巻
十
I
十
二
は
碑

銘
‘
巻
十
三
は
記
‘
巻
十
四
は
記
・
頌
．
賛
．
銘
・
哀
冊
文
、

n
uハ

〖
騎
縫
印
〗4
8
"へ
ゥ
重
要
の
文
件
に
は
其
の
紛
失
又
は
巻
十
五
ー
十
七
は
墓
誌
、
巻
十
八
は
序
、
巻
十
九
は
序
・

詐
欺
を
防
ぐ
た
め
に
二
紙
の
中
縫
に
割
印
を
捺
す
こ
表
・
書
、
巻
二
十
は
表
・
書
・
状
・
文
、
巻
二
十
一
は
應
制

と
。
其
の
制
、
北
魏
の
明
帝
の
時
に
始
ま
る
。
〔
通
俗
編
、
詩
•
寄
送
詩
、
巻
二
十
二
は
雑
詩
・
文
賦
‘
巻
二
十
三
は

政
治
、
騎
縫
印
〕
北
史
虐
同
博
、
請
縛
集
吏
部
中
兵
二
局
序
、
巻
二
十
四
は
序
•
連
珠
・
賛
．
銘
・
論
、
巻
二
十
五
ー

動
、
射
句
奏
案
‘
千
二
黄
素
―
楷
書
大
字
‘
令
下
本
曹
尚
二
十
七
は
碑
銘
‘
巻
二
十
八
は
記
‘
巻
二
十
九
・
三
十
は

書
以
1

一
朱
印
面
ば
之
、
明
―
―
造
雨
通
i

―
闘
-
1

吏
部
二
留
―
―
墓
誌
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

兵
局
ご
答
奏
寒
封
掌
、
以
防
1

一
措
洗
之
偽
盃
な
生
征
職
【
騎
媚
翁
】
55

”t
ン
明
、
賀
銀
(
1
0
-
3
6
7
2
5
:
 1
8
)

の
琥
。

白
身
五
具
,
,
列
本
州
郡
縣
三
長
之
所
五
竺
其
責
官
正
職
一
【
~
鴫
都
尉
】

5
7
t
官
名
。
漢
の
武
帝
‘
置
く
、
歴
代
之
に
依

仰
本
軍
印
記
其
上
一
然
後
印
縫
、
各
上
所
レ
司
、
騎
縫
印
り
‘
宋
は
動
官
と
し
、
清
は
世
職
と
す
。
〔
史
記
‘
李
廣
傭
〕

制
見
レ
此
、
南
華
経
注
‘
督
、
中
也
、
中
雨
間
而
立
‘
俗
所
拝
為
1

一
騎
都
尉
↓
〔
史
記
‘
匈
奴
傭
〕
騎
都
尉
李
陵
将
―
―
武
騎

謂
騎
縫
也
、
騎
縫
二
字
又
見
レ
此
。
五
千
人
↓
〔
文
獣
通
考
‘
職
官
考
十
三
、
三
都
尉
〕
奉
車
・

【
騎
郎
】
49

が
官
名
。
騎
を
掌
る
郎
中
。
〔
史
記
‘
張
繹
鮒
馬
・
騎
三
都
尉
‘
並
漢
武
帝
元
鼎
二
年
初
置
、
藷
無
レ

馬

部

〔
八
董
〕

騎

麒

員
、
或
以
二
冠
常
侍
、
或
卿
手
校
尉
左
遷
1

為
レ
之
、
奉
車

烹
御
―
―
乗
輿
車
一
鮒
馬
掌
硝
馬
一
騎
都
尉
本
監
利
林

騎
、
又
賓
嬰
筏
都
雙
後
漢
並
良
光
藤
勲
云
云
、
元

帝
為
11

晉
王
冨
咎
参
軍
為
―
―
奉
車
都
尉
五
撮
陽
為
―
―
鮒
馬

都
尉
芦
iT
参
軍
含
人
為
＿
一
騎
都
尉
玉
皆
奉
朝
請
、
後
罷
―
―
奉

車
騎
二
都
尉
玉
唯
留
―
―
鮒
馬
都
尉
奉
朝
請
―
而
已
、
云
云
、

後
魏
鮒
馬
都
尉
亦
為
1

一
尚
公
主
官
五
雖
1

一
位
高
1

一
卿
手
盃
皿

此
職
不
レ
去
、
奉
車
二
十
人
、
騎
都
尉
六
十
人
、
云
云
、
宋

制
騎
都
尉
為
11

動
官
一
鮒
馬
都
尉
為
江
回
主
之
官
ご
率
車

都
尉
無
。

【
騎
虎
之
勢
】
58"や
が
虎
に
乗
つ
て
行
か
ん
に
、
若
し

中
途
で
下
り
れ
ば
却
て
虎
に
喰
は
れ
る
か
ら
中
途
で
下

り
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
事
を
計
萱
し
て
中
途
で
止
め

ん
と
す
る
も
止
め
る
こ
と
の
出
来
な
い
喩
°
隋
書
の
騎

獣
の
獣
は
、
唐
の
高
祗
李
淵
の
祗
父
の
緯
‘
虎
を
避
け

た
も
の
。
〔
隋
書
、
后
妃
、
獨
孤
皇
后
傭
〕
及
1

一
周
宣
帝
崩
一

高
祗
居
―
―
禁
中
こ
笠
百
揆
こ
后
使
n

一
人
謂
ー
玉
悶
庄
曰
、
大

事
已
然
、
騎
獣
之
勢
、
必
不
レ
得
レ
下
、
勉
レ
之
。
〔
五
代
史
、

唐
臣
‘
郭
崇
餡
偉
〕
崇
餡
頗
憫
、
語
―
―
其
故
人
子
弟
一
日
、

吾
佐
―
―
天
子
1

取
―
―
天
下
T

今
大
功
已
就
‘
而
露
小
交
興
‘

吾
欲
品
茫
之
欝
守
1

一
鎮
陽
盃
澁
委
炉
禍
、
可
乎
‘
故
人
子

弟
討
日
、
偶
語
日
、
騎
ね
虎
者
勢
不
レ
得
レ
下
、
今
公
櫂
位

已
隆
、
而
下
多
1
1

怨
嫉
二
失
1

一
其
勢
盃
叱
自
安
乎
。

【
騎
虎
難
レ
下
】
59
バ
わ
リ
ガ

9
,
’
騎
虎
の
勢
已
み
難
く
、
為

し
か
け
た
事
の
中
止
出
来
な
い
喩
。
騎
虎
之
勢
を
見

よ
。
〔
通
俗
編
、
獣
畜
、
騎
虎
之
勢
〕
晉
書
温
蝠
傭
、
騎
虎

安
可
＿
一
中
下
一
哉
。

【
騎
曹
参
軍
】
60

共
か
官
名
。
唐
、
置
く
。
内
外
の
雑

畜
の
帳
簿
と
牧
養
を
掌
り
、
勅
に
よ
っ
て
宮
城
を
出
る

者
に
馬
を
給
す
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
四
上
〕
騎
曹
参
軍
事
、

云
云
‘
掌
―
―
外
府
雑
畜
簿
帳
牧
養
之
事
↓
〔
資
治
通
鑑
‘

唐
紀
〕
（
中
宗
、
神
龍
元
年
）
右
衛
騎
曹
参
軍
西
河
宋
務

光
上
疏
。
〔
注
〕
騎
曹
参
軍
‘
掌
―
―
外
内
雑
畜
簿
帳
牧
養
一

凡
府
馬
承
直
‘
以
―
―
遠
近
1

分
―
―
七
番
百
n
一
易
レ
之
、
以
＞

赦
出
二
宮
城
―
者
給
レ
馬
。

【
騎
獣
之
勢
】
6
1
"豆
5
t
i

騎
虎
之
勢
(
5
8
)
を
見
よ
。

【
騎
陣
将
軍
】
61

沿
ザ
や
グ
ン
星
の
名
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕

騎
官
‘
云
云
、
東
端
一
星
曰
,
,
騎
陣
将
軍
玉
騎
将
也
。

【
好
レ
騎
者
堕
】
62

月
以
乗
馬
を
好
む
も
の
は
お
ち

や
す
い
。
〔
越
絶
書
、
越
絶
外
博
記
呉
王
占
夢
〕
好
レ
船

小
●
く
ろ
み
ど
り
の
馬
。
青
黒
色
の
馬
。

置
ハ
易
豪
〔
説
文
〕
麒
、
馬
青
朧
文
如
レ
荼
也
、
八
レ

馬
其
臀
。
〔
段
注
〕
如
レ
碁
、
各
本
作
レ
如
1

博
基
一

否
通
、
今
依
李
善
七
獲
注
・
玄
應
書
巻
ニ
・
巻

四
・
巻
八
1

正
‘
云
云
、
聾
白
馬
而
直
青
黒
紋
一
路

相
交
如
な
奈
也
。
〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
〕
駕
,
,
我
麒
昴
↓

〔
博
〕
麒
、
荼
文
也
。
〔
疏
〕
色
之
青
黒
者
名
為
レ
恭
、

馬
名
為
レ
麒
、
知
t

其
色
作
―
―
碁
文
↓
〔
詩
、
魯
頌
‘

胴
〕
有
レ
辟
有
レ
麒
。
〔
傭
〕
蒼
棋
曰
レ
麒
。
●
く
ろ
み

ど
り
。
青
黒
色
。
〔
書
、
顧
命
〕
四
人
碁
弁
。
〔
繹
文
〕

恭
馬
本
作
レ
麒
、
云
、
青
黒
色
。

O
朧
罵
。
〔
荘
子
、

秋
水
〕
麒
譲
騨
縮
。
〔
繹
文
〕
李
云
‘
麒
額
・
騨
騎
‘
皆

駿
馬
也
。
●
馬
の
名
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
四
麒
龍

襲
。
〔
注
〕
善
日
、
麒
‘
馬
名
。
●
獣
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹

獣
〕
襲
、
如
レ
馬
一
角
、
不
レ
角
者
、
麒
。

O
麒
（
1

2
ー

4
7
6
5
7
)

に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
麒
、
通
レ
麒
、
毛

詩
陸
疏
廣
要
、
麒
騎
善
走
‘
故
良
馬
因
レ
之
亦
名
―

麒
騎
也
。

O
古
‘
駈
(
1
2ー

4
4
6
2
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
麒
、
古
作
レ
駈
。
●
碁
(
8ー

2
7
5
5
5
)

に
通
ず
。

〔
詩
、
曹
風
、
鳴
鳩
〕
其
弁
伊
墾
〔
陳
奥
博
疏
〕
麒
‘

秤
文
作
レ
荼
、
書
顧
命
、
四
人
躾
弁
、
鄭
注
云
、
青

黒
日
レ
麒
‘
鄭
謂
‘
青
黒
為
1
1

弁
飾
之
色
一
書
之
麒

爽

詩

之

原

皆

謂

1

＝
弁
縫
飾
色
如
纂
文
一
麒
皆

荼
之
椴
借
字
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
麒
‘
姓
‘
漢
麒

殷
、
下
祁
令
。

【
麒
譲
】
1

H

干
里
を
行
く
す
ぐ
れ
た
馬
。
名
馬
。
駿
馬
。

【

麒

】

呻

い

〔

集

韻

〕

渠

埠

費

者
溺
‘
好
J

騎
者
堕
。

【
騎
都
尉
諫
大
夫
】
63

”
共
？
官
名
。
漢
、
置
く
。
西
城

諸
國
を
護
る
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
以
1

一
騎
都
尉

諫
大
夫
面
炉
護
1
1

西
域
三
十
六
國
↓

五
三
二

13128 
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馬

部

〔
八
輩
〕

麒

貌

駒

稔

駿

駿

誹

〔
管
子
、
地
散
〕
麒
穎
黄
金
、
然
後
出
。
〔
纂
詰
〕
麒
穎
、
産
―
〖
麒
譲
之
衰
也
鷺
馬
先
レ
之
〗

1
0
"＃
吋
芍
な
千
里
得

1一
麒
騎
鳳
皇
―
為
レ
瑞
、
是
聖
徳
所
レ
感
、
非
ー
ー
カ
能
致
ア

於
燕
代
↓
〔
戦
國
、
齊
策
〕
猿
禰
候
紐
木
撼
5

水
、
則
子
の
馬
も
老
衰
す
れ
ば
、
下
等
の
馬
が
却
て
こ
れ
に
先
ん
之
。
●
麒
麟
符
を
い
ふ
。
隋
代
‘
玉
麟
符
を
造
つ
て
銅
虎
「
紐
玖
J
I

若
魚
肇
i

麒
額
歴
檎
懇
危
‘
則
否
如
狐
狸
↓
〔
史
ず
る
。
人
壮
年
の
時
は
精
力
あ
り
智
慧
も
あ
る
が
、
老
符
に
代
へ
た
。
〔
宇
文
虚
中
‘
詩
〕
紫
栢
信
呼
施
柿
出
、
重

記
、
日
者
博
〕
麒
譲
不
レ
能
し
興
―
―
罷
櫨
―
為

4
記
。
〔
史
記
‘
衰
に
至
つ
て
は
、
智
慧
も
精
力
も
耗
つ
て
用
に
立
た
な
臣
新
侃
玉
麒
麟
。

淮
陰
侯
億
〕
麒
譲
之
賜
躙
、
不
レ
如
鵞
馬
之
安
歩
→
〔
大
い
。
英
雄
も
老
衰
し
て
は
常
人
に
及
ば
な
い
喩
゜
〔
史
〖
麒
駿
駒
〗

1
5
勺
ノ
●
一
日
に
千
里
を
走
る
駿
馬
を
い
□
]
口
]
●
馬
の
名
。
〔
玉
篇
〕
駿
、
馬
名
。
●
騒
験

戴
種
‘
勧
學
〕
麒
譲
一
礫
、
不
レ
熊
干
里
↓
記
‘
刺
客
、
刑
阿
傭
〕
麒
譲
盛
壮
之
時
、
一
日
而
馳
―
―
千
ふ
。
〔
論
衡
‘
講
瑞
〕
馬
有
ー
一
千
里
玉
不
1

一
必
麒
騎
之
駒
↓
●
は
‘
馬
の
走
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
験
‘
騒
駿
‘
馬
走

兒。

〖
麒
顆
院]
2”A
官
名
。
宋
、
置
く
。
馬
を
養
ふ
こ
と
里
云
ぎ
其
衰
老
石
鴛
馬
先
レ
之
。
〔
戦
國
、
齊
策
〕
語
日
、
麒
才
能
の
勝
れ
た
幼
兒
の
喩
゜
〔
韻
府
引
‘
楊
維
禎
、
詩
〕

を
掌
る
。
〔
事
物
紀
原
‘
庫
務
職
局
部
、
麒
讀
院
〕
周
官
額
之
衰
也
、
鴛
馬
先
レ
之
、
孟
責
之
倦
也
、
女
子
勝
レ
之
。
生
兒
衰
衰
麒
騎
駒
。

堕
十
二
閉
蓋
國
馬
之
所
也
、
漢
堕
未
央
稟
唐
有
,
,

【
麒
縣
】11
？
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
故
治
は
山
西
省
郷
寧
〖
麒
騎
渇
]
1
6
"
パ
ン
槃
品
の
名
。
血
渇
(
1
0
-
3
3
9
6
4

:
 

飛
龍
院
宋
朝
會
要
日
、
藷
左
右
飛
龍
院
太
平
興
國
五
縣
の
東
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
河
東
郡
、
縣
二
十
四
、

4
1
)

の
別
名
。
〔
本

〖
[
[
〗
〗
誓
二
〗
恥
叫
叫
邸
喜

[
f夏
【
町
聾

〖
麒
譲
過
レ
隙
〗
4

ば
ヲ
ス
グ
一
日
に
千
里
を
走
る
名
馬
【
麒
騨
】

1
3

炉
く
り
げ
の
う
ま
。
青
黙
色
の
馬
を
麒
と
〖
麒
隣
老
劣1

1鷺
馬
」
1
7
[勺
は
打9
ハ
武
勇
の
傑
士

【誹】
g

が
隙
を
過
ぎ
る
こ
と
。
わ
づ
か
な
時
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
い
ひ
、
赤
身
黒
鼠
の
馬
を
騎
と
い
ふ
。
麒
願
。
〔
詩
‘
秦
も
年
老
い
て
は
其
の
は
た
ら
き
凡
人
に
劣
る
を
い
ふ

盗
妬
〕
忽
然
無
レ
異
―
―
麒
頴
之
馳
過
p

隙
也
。
風
‘
小
戎
〕
麒
騨
是
中
、
騒
朧
是
駿
。
〔
箋
〕
赤
身
黒
輩
麒
膿
之
衰
也
鷲
馬
先
レ
之
(
1
0
)

を
み
よ
。

〖
麒
蠣
騨
耀
〗5
琴
忍
駿
馬
。
す
ぐ
れ
た
馬
。
〔
荘
子
、
日
レ
騎
。
〔
南
史
、
王
融
博
〕
上
以
―
―
融
才
辮
一
使

4
兼
―
―
〖
麒
騎
之
衰
也
駕
馬
先
レ
之]1
8
"
刃
ぢ
計
ぢ
咋
ャ
麒
譲

秋
水
〕
麒
額
騨
騒
、
一
日
而
馳
,
,
千
里
↓
〔
疏
〕
麒
績
騨
願
‘
主
客
盃
秤
魏
使
房
景
高
・
宋
弁
Jp

云
云
‘
宋
弁
曰
‘
嘗
1

一
之
衰
也
駕
馬
先
レ
之
(
1
0
)

に
同
じ
。

並

古

之

良

馬

也

。

是

不

＂

習

1

一
地
土
云
曲
日
、
周
穆
馬
迩
編
1

一
於
天
下
玉
若

f
5
【
麒
麟
】
1
9
"
ン
●
麒
麟
を
い
ふ
。
〔
論
衡
‘
講
瑞
〕
麒
麟
、
獣

〖
輿,
1
i
l
l
i
>

穎
ユ
几
レ
範
〗
6

芥
”
g
ス
己
と
才
能
力
量
の
耀
之
性
、
因
七
地
而
遷
盃
郎
造
父
之
策
有
レ
時
而
蹟
。
之
聖
者
也
。
●
駿
馬
を
い
ふ
。
麒
麟
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
君

相
等
し
い
賢
人
と
共
に
眼
難
も
厭
は
ず
事
を
為
す
を
【
麒
騎
】
14

バン

0
ょ
く
走
る
馬
。
〔
商
子
、
萱
策
〕
麒
騎
之
厩
馬
百
乗
、
無
乙
不
下
被
―
―
繍
衣
―
而
食
＊
萩
粟
A

者
●
登

い
ふ
。
〔
楚
酔
‘
卜
居
〕
寧
輿
"
麒
讀
云
炉
輛
乎
‘
将
穐
,
,
鷲
騨
駒
、
毎
一
日
走
―
―
千
里
↓
〔
戦
國
、
齊
策
〕
世
無
1

一
麒
騎
騒
有
二
麒
騎
騒
耳
1

哉。

馬

之

筵

乎

。

耳

ご

土

剛

已

備

英

。

〔

璧

鐵

論

‘

訟

賢

〕

麒

騎

之

戟

_

―

甕

〖
麒
譲
一
日
千
里
〗7
共
"
f
lチ
駿
馬
は
一
日
に
千
里
車
盃
ぎ
頭
於
太
行
五
屠
者
持
午
刀
而
呪
ら
之
。
〔
呉
志
、
諸

[

い

汀

"

"

□

い

い

汀

い

□

戸

i
B

目

い

[

[

惰

日

[

[

,

"

"

"

＂

【

貌

】

呻

り

パ

〔

正

字

通

〕

五

黎

切

囲

而
通
、
焉
馬
＋
含
、
旬
亦
至
レ
之
。
下
不
レ
起
‘
捧
嘴
レ
之
曰
、
鳳
凰
来
翔
、
麒
騎
吐
J

哺
、
嘘
鰈

〖
懇
麒
撃
以
馳
騎
分
〗
8
月
g
F

駿
馬
に
乗
っ
息
知
、
伏
食
炉
故
。
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
、
下
之
下
‘
麟
之
こ
う
ま
。
〔
正
字
通
〕
貌
‘
小
馬
。

て
走
ら
せ
る
。
君
主
が
賢
士
を
用
ひ
て
治
を
計
る
喩
。
趾
〕
麒
験
善
走
、
故
良
馬
因
レ
之
、
亦
名
二
麒
騎
一
也
。
〔
韓

〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
乗
砿
綱
以
馳
騎
分
‘
来
吾
道
え
大
先
愈
‘
雑
詩
〕
翻
然
下
1

一
大
荒
な
叙
髪
騎
麒
験
↓
●
白
馬
黒
脊

路

↓

の

馬

。

〔

廣

韻

〕

鱗

‘

麒

騎

‘

白

馬

黒

脊

。

●

炭

の

粉

で

作

【

鯰

加

】

g

〖
麒
額
一
躍
不
レ
能1十
歩
〗
，
共
名
＃
”
ハ
ズ
千
里
っ
た
獣
形
の
も
の
。
〔
蘇
献
‘
贈
1一
月
長
老
一
詩
〕
白
灰
如
―

の
馬
も
一
度
飛
躍
し
て
十
歩
な
る
こ
と
が
出
来
な
い
積
雪
ぶ
中
有
,
,
紅
麒
騎
↓
〔
注
〕
炭
獣
也
。

O
麒
麟
(UI|
 

や
う
に
、
い
か
に
賢
人
で
も
學
を
成
す
に
は
次
第
を
追

4
7
6
5
7
:
 3
)

の
●
に
同
じ
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
剖
レ
胎
焚
レ
夭
‘

つ
て
進
ま
ね
ば
な
ら
な
い
喩
。
〔
荀
子
、
勧
學
〕
麒
譲
―
而
駄
鱗
不
レ
至
゜
〔
後
漢
書
、
循
吏
‘
秦
彰
傭
〕
俯
有
[
-
鳳
凰

躍
‘
不
レ
能
二
十
歩
る
鷺
馬
十
駕
、
功
在
J

不
A

含
。
麒
騎
‘
嘉
禾
甘
露
之
瑞
↓
〔
北
史
、
李
徳
林
博
〕
明
主
聖
王
‘

【鯰】
g

ケ
ン

キ
ク

瞼
(
1
1
1
-
4
5
9
2
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鯰
‘
俗
瞼
字
。

職
(
l
l
i
l
-
4
5
0
8
9
ヽ
）
に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
駒
、
同
』
職
。

五
三
三

小
●
そ
へ
う
ま
。
輯
を
ホ
＾
む
雨
馬
を
服

g
豪
と
い
ひ
‘
服
馬
の
外
側
の
雨
馬
を
誹

或
は
鰺
と
い
ふ
。
一
説
に
、
服
馬
の
左
に
在
る
を

攀
右
に
在
る
を
誹
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
誹
‘
鰺
也
、

殉
馬
也
、
ハ
レ
馬
非
臀
。
〔
段
注
〕
各
本
無
Ii

上
也

字
禾
レ
可
レ
通
、
今
補
‘
孜
二
證
記
正
義
・
文
選
注
引

説
吝
或
作
,
,
帝
馬
也
三
字
盃
或
作
Ii

鰺
帝
馬
也
四

杢
正
由
レ
有
三
也
字
―
而
奪
こ
耳
゜
〔
後
漢
書
‘

章
帝
紀
〕
誹
馬
可
,
,
綴
解
↓
〔
注
〕
央
レ
戟
者
為
二
服

畏
服
馬
外
為
―
誹
馬
↓
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
上
〕

存
左
誹
馬
範
上
↓
〔
注
〕
馬
在
レ
中
日
レ
服
、
在
レ
外

曰
レ
誹
、
誹
亦
名
レ
鰺
。
〔
顔
延
之
、
陽
給
事
誅
〕
如
1
1

彼
誹
閉
‘
配
レ
服
鰺
＞
衡
゜
〔
注
〕
善
日
、
在
1

服
之

左
日
レ
駿
、
右
日
レ
誹
。
●
三
歳
の
馬
。
〔
本
草
、

馬
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
馬
三
歳
曰
レ
誹
。
●
誹
誹
は
、

馬
の
行
き
て
止
ら
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
誹
‘
誹
誹
‘

ヒ

〔
集
韻
〕
匪
微
切
麗

亡

＼

f
e
i
 

ヨ
ク
ヰ
キ

日
キ＂ヨク

コ
ク

曰

〔
集
韻
〕
越
逼
切
職

〔
集
韻
〕
忽
域
切
國
『

13129 



(44824 .. 1) (44844) 

屑】
g

フ

鮒
(
1
2
-

4
4
6
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鮒
‘
或
炊
レ
附
゜

貧
】
〗

馬
が
す
す
む
。
〔
字
彙
〕
探
‘
馬
行
歩
向
レ
前
。

タ
ン
ト
ン

〔
字
彙
〕
他
紺
切
暉
幽

□
●
馬
が
行
く
。
〔
玉
篇
〕
蝶
‘
馬
行
。
●
馬
の
は

せ
る
さ
ま
。
騒
(
1
2
|
 4
4
8
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

騒
‘
馬
駿
兒
‘
或
作
レ
諜
。
口
馬
の
軽
く
行
く
さ

冨】
g

馬
行
不
レ
止
兒
゜
R
物
の
さ
ま
。
誹
誹
(

5

)

を
見

よ
。
R
或
は
駿
(
1
2
-
4
5
0
0
9
)

に
作
り
‘
又
‘
匪
(
2

-

2
6
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
誹
‘
或
炊
レ
斐
‘
亦
作
レ

〕

【

騒

】

g

匪
゜

【
誹
駕
】
1

加
副
へ
馬
の
馬
車
。
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
上

皇
孫
緑
車
以
従
‘
皆
左
右
誹
‘
駕
レ
三
。

【
誹
駿
】
2

t

／
閉
馬
の
左
右
の
外
側
の
そ
へ
馬
。
駿
誹
゜

〔
曹
植
‘
應
畑
詩
〕
誹
鰺
隠
路
‘
載
寝
載
興
。
〔
晉
書
‘
輿

r
斗
叱
1828

服
志
〕
駕
馬
‘
馬
亦
各
随
二
五
時
之
色
ご
白
馬
則
朱
-
―
其
騒

尾
左
右
誹
鰺
‘
金
菱
錢
錫
‘
黄
屋
右
置
如
含
根
之
制
↓

【
誹
閉
】
3

ぺ
閉
馬
の
左
右
の
外
側
の
そ
へ
馬
。
〔
顔
延

之
、
陽
給
事
誅
〕
如
被
竹
柏
負
レ
雪
懐
＂
霜
‘
如
―
―
彼
誹
駆

配
服
鰺
＂
衡
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
服
‘
謂
,
,

中
央
州
馬
央
レ
輯

煮
在
―
―
服
之
左
曰
箪
、
右
旦
誹
‘
四
馬
日
レ
閉
゜

【
誹
馬
】
4

心
そ
へ
馬
。
〔
謄
‘
曲
轄
上
、
執
レ
策
分
レ
轡
‘

疏
〕
車
有
こ
棘
而
四
馬
駕
こ
之
、
中
央
雨
馬
央
レ
棘
者

名
―
―
服
愚
雨
邊
名
1

一
誹
馬
↓
亦
日
―
―
駿
馬
↓
〔
後
漢
書
‘
章

帝
紀
〕
誹
馬
可
レ
綴
゜
〔
注
〕
央
レ
軸
者
為
―
―
服
馬
盃
服
馬

外
為
-
1

誹
馬
↓

【
誹
誹
】

5
t
t
O
馬
の
行
き
て
止
ら
な
い
さ
ま
。
〔
詩
‘

小
雅
、
四
牡
〕
四
牡
誹
誹
‘
周
道
倭
遅
゜
〔
傭
〕
誹
誹
‘
行

不
レ
止
之
貌
。
〔
陳
奥
傭
疏
〕
玉
篇
‘
誹
誹
‘
行
不
レ
止
也
、

左
傭
注
‘
使

L
に
乗
1

―
四
牡
―
誹
誹
然
行
不
占
止
、
勤
勢
也
、

並
卑
ハ
ニ
傭
訓
ー
同
。
〔
孫
池
‘
送
T

李
給
事
蹄
―
―
徐
州
1

観
省
上

詩
〕
莫
レ
愁
1

一
東
路
遠
而
g

牡
正
誹
誹
。
●
つ
か
れ
る
。
〔
廣

雅
‘
繹
訓
〕
誹
誹
‘
疲
也
。
参
閉
馬
の
容
。
〔
左
氏
、
桓
、
三
、

駿
娃
而
止
‘
注
‘
鰺
誹
馬
‘
疏
〕
名
レ
誹
者
、
以
-5

一
閉
馬
有
二

誹
誹
之
容
一

【
誹
轡
]
6

只
誹
馬
の
た
づ
な
。
〔
楚
辟
‘
宋
玉
‘
九
辮
〕
攣
―

誹
轡
1

而
不
レ
節
合
、
聯
逍
逢
以
相
伴
゜
〔
曹
植
‘
洛
紳
賦
〕

攪
―
―
誹
轡
政
抗
レ
策
、
恨
盤
桓
而
不
レ
能
レ
去
。

【
誹
服
】
7

九
ク
誹
馬
と
服
馬
。
〔
魏
文
帝
、
出
婦
賦
〕
撫
―

誹
服
―
而
展
レ
節
、
即
二
臨
祈
之
藷
城
一
〔
陸
機
、
贈
二
弟
士

龍
—
詩
〕
安
得1細
g
レ
手
倶
ぶ
大
濶
成
―
―
誹
服
→

【

翡

】

g

サブ

El 

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
翡
、
＿
音
＿

／
，
ヤ
ク
鶴
。
【
蝶
】
〗
ゼ
フ

□
ェ
ブ

〔
集
韻
〕
｛
貫
治
切
臨
i

〔
集
韻
〕

t
渉

切

園

□

ク

ヴ

□

騨
(
1
2
-

4
4
9
8
2
)

に
同
じ
。

【

糀

】

g

□
タ
ヴ
〔
字
彙
補
〕
糀
‘
息
騨
同
。
口
義

未
詳
。
〔
川
篇
〕
糀
、
昔
桃
。

う
ま
。
〔
笑
韻
〕
騎
‘
馬
騎
°

祠
】
叫

窺
】
〗

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
翡
、
馬
名
。

【
騎
】
〗
タ
ン
集
韻
〕
多
官
切
甲
〗

国

】

墨

ヵ

ッ

駒（
1
2
-

4
4
6
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駒
、
或
炊
レ
昆
。

〔
器
韻
〕
子
貢
切
函

ソ，ウ
ス

馬
の
と
ど
ま
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
馬
住
兒
゜

大
き
い
さ
ま
。
〔
篇
海
類
絹
〕
貌
、
大
貌
。

貧】如
タ
ヴ
〔
集
韻
〕
除
庚
切
固
⇔

ヂ
ぶ
Z
ウ

チ
〔
篇
海
類
編
〕
丑
観
切
甲
〗
褒
騒
は
‘
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
翡
‘
褒
駆
‘
馬
名
。

[園
]
g

う
ま
。
〔
字
彙
補
〕
馳
‘
馬
也
。

冦
】
螂
昇

キ
ン

字
彙
補
〕
逼
均
切
躙
i

ク

駈（
1
2
|
 4
4
6
3
6
)

に
同
じ
。
〔
康
煕

字
典
〕
騒
、
集
韻
、
同
レ
駈
。

【

験

】

g

翡
(
1
2
-
4
4
9
2
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
騒
‘
卑
ハ
レ
翡
同
。

ス
ー
ウ

馬

部

〔
八
ー
ー
九
聾
〕

【

騒

】

[

夕

駐
(
1
2
ー

4
4
6
8
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
殿
、
同
レ
舵
゜

【
蛛
】
呻

集
韻
〕
乃
老
切
卸
B

＇且
ケ
ン

瞼（
1
2
ー

4
5
0
2
4
)

の
略
字
。

サ

ヴ

騒
(
1
2ー

4
4
9
3
5
)

の
略
字
。

コ
ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
駄
‘
昔
困

誹

駒

馳

騒

騒

騒

貌

騎

糀

賭

駁

駿

騒

験

騒

騎

騎

騒

蝶

駿

駆

瀦

騨

日
口
獣
の
名
。
〔
山

海
経
‘
北
山
経
〕
太

行
之
山
‘
其
首
ロ
―

蹄
山
一
有
レ
獣
焉
‘

其
状
如
麗
芋
而

四
角
‘
馬
尾
、
而 :>

（圏経海山）騨

【騨】叫

g 口
キゴコ
ンン

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
字
〗

〔
集
韻
〕
叶
享
切
卿

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
馬
名
。

籍】

i，ヤ
〔
集
韻
〕
止
野
切
園

冨
】
〗

顕
(
1
2
-
4
3
5
9
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
顛
、
或
作
レ
翡
゜

ギ
ヨ
，
ウ

駿
褒
は
‘
古
の
良
馬
の
名
。
又
‘
要
褒
・
腰
褒
に
作

る
。
或
は
駁
(
1
2
|
 
4
4
6
 
0
 8
)

・要
(
1
0
-
3
4
7
6
8
)

に

作
る
。
〔
廣
韻
〕
駿
‘
駿
褒
、
神
馬
、
日
行
千
里
。
〔
集

韻
〕
駿
、
駿
喪
‘
古
之
良
馬
‘
或
作
二
駁
・
要
↓
〔
淮
南

子
‘
齊
俗
訓
〕
待
二
駿
褒
飛
免
一
而
駕
レ
之
、
則
世

莫
1

一
乗
車
↓
〔
注
〕
駿
褒
‘
良
馬
。
〔
史
記
、
司
馬
相

如
傭
〕
買
1
1

駿
褒
↓
〔
注
〕
集
解
曰
‘
郭
環
日
、
駿
褒
‘

神
馬
、
日
行
萬
里
。
〔
後
漢
書
、
禰
衡
傭
〕
飛
免
駿

褒
‘
絶
足
奔
放
。
〔
注
〕
呂
氏
春
秋
日
、
飛
免
駿
褒
‘

古
駿
馬
也
、
高
誘
注
日
、
日
行
萬
里
。

【
駿
】
呻

工ーウ

集
韻
〕
伊
鳥
切
朦

ま
。
〔
集
韻
〕
蝶
、
馬
行
轄
兒
゜

五
三
四
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馬

部

〔
九
甍
〕

驚

敷

認

鵬

騒

騎

翡

騒

馳

繰

鴎

小
●
は
せ
る
。
は
し
る
。
縦
横
に
奔
馳
す

鶯
策
る
。
〔
説
文
〕
驚
、

IL馳
也
、
ハ
レ
馬
孜

臀
゜
〔
廣
雅
、
繹
室
〕
驚
、
森
也
。
〔
戦
國
、
齊
策
〕
郡

郡
之
中
驚
゜
〔
注
〕
乱
馳
也
。
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
【
卑
己
〗

戦
國
横
鵞
゜
〔
注
〕
善
曰
、
東
西
交
馳
謂
―
―
之
驚
↓

〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
誼
方
激
而
退
驚
。
〔
注
〕
綜
日
‘
馬
に
と
び
の
る
。
或
は
騒
(
1
2ー

4
4
8
4
9
)
に
作

驚
‘
馳
也
。
〔
播
岳
、
射
雉
賦
〕
咸
懇
危
以
馳
鵞
。
る
。
〔
集
韻
〕
鼠
‘
躍
而
乗
レ
馬
也
、
或
書
作
レ
騒
。

〔
注
〕
妥
日
、
驚
、
疾
也
。

O
っ
と
め
る
。
孜
(
6ー

1
3

1
6
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鵞
、
段
借
為
レ

【
い-
l
7

‘

i
r
"
＂
け
て
舟
を
進
め
る
。
〔
謝
【
騒
】
呻
ヘ
ノ
〔
集
韻
〕
匹
立
戸
国

i
e
n
•

眺
‘
往
薮
亭
路
中
聯
句
〕
鵞
袖
把
蓬
友
随
伍
訪
ー
—
●
馬
に
と
ぴ
の
る
。
嗣

(
1
2
-
4
4
8
4
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
嗣
‘
躍
而
乗
レ
馬
也
、
或
書
作
レ
騒
。
●
た

霊
詭
↓

ば
か
る
。
か
た
る
。
〔
正
字
通
〕
翡
、
今
俗
借
為
盃
血

【
驚
行
】
2

が
は
せ
ゆ
く
。
〔
穆
天
子
博
、
一
〕
天
子
西

征
驚
行
、
至
1

一
子
陽
紆
之
山
↓
〔
注
〕
驚
、
猶
レ
馳
也
。

【
驚
鼓
】
3

サ
兵
卒
を
東
西
に
か
け
ま
は
ら
す
鼓
゜
〔
尉
騒
字
↓

線
子
、
勒
卒
〕
昔
不
レ
絶
驚
鼓
也
。
【
騒
案
】

1
P
•
ien• 

an• 

詐
欺
事
件
。

【
驚
殿
】
4

汐
疾
く
は
せ
る
。
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
車
馬
若
レ
【
騒
害
】
2

が
し
か
た
る
。
欺
く
。
〔
輻
悪
全
書
、
疱
任
部
、

雷

、

驚

課

相

及

。

忍

性

氣

〕

大

奸

大

悪

編

害

郷

民

云

竺

蝕

國

賦

↓

【
驚
置
】5
t
宿
騨
に
そ
な
へ
た
は
や
う
ま
。
〔
淮
南
子
、
【
騒
欺
】

3
p
•
ien• 

ch'i
―
だ
ま
す
。
か
た
る
。

主
術
訓
〕
至
精
之
所
レ
動
、
若
―
―
春
氣
之
生
、
秋
氣
之
殺
―
【
騒
局
】
4

ふ
ゲ
だ
ま
す
。
か
た
る
。
欺
く
。
か
た
り
の
手

也
、
雖
―
―
馳
博
鵞
置
王
不
―
―
若
レ
此
其
函
↓
段
。
〔
琵
琶
記
、
寺
中
遺
像
〕
和
尚
‘
作
和
1

一
道
姑
1

粧
1

一

【
鵞
馳
】
6

げ
車
馬
を
は
せ
る
。
〔
史
記
‘
侯
幸
博
〕
先
使
下
成
騒
局
盃
炉
我
憫
的
衣
裳
一
都
剥
了
去
‘
倒
説
1

一
我
頼
＞

嬌
乗
―
―
副
車
盃
笠
散
十
百
騎
玉
鵞
馳
視
己
獣
。
〔
漢
書
‘
頁
作
。

山
博
〕
従
者
羅
騎
‘
四
馬
驚
馳
。
【
騒
款
】

5
p
•
ien• 

k'uan3

金
錢
を
か
た
り
取
る
。

【
鵞
望
】
1

ヤ
ウ
眺
望
を
ほ
し
い
ま
ま
に
す
る
こ
と
。
〔
江
【
騒
哄
】
6

お
か
た
り
だ
ま
す
。
〔
縣
恵
全
書
、
刑
名
部
、

滝
‘
雑
罷
‘
顔
特
進
侍
宴
詩
〕
驚
望
全
賓
庭
曜
瞭
塁
逃
人
、
拉
撒
〕
倶
被
―
―
其
騒
哄
而
去
↓

都
旬
芸
注
〕
清
日
、
鵞
望
‘
謂
玉
況
レ
目
遠
望
→
【
騒
子
】1P
•ien4 
tzii

詐
欺
師
。

【
驚
暴
]
8タ
ウ
疾
速
の
さ
ま
。
〔
素
問
、
大
奇
論
〕
肝
脈
〖
翡
子
手
〗

8
p
•ien4 
tzii 
shou3 

詐
欺
師
。

ヘ
ン

〔
集
韻
〕
匹
羨
切
醐
〗

冦】如
ソ
ヴ

麹
(
1
2
ー

4
4
9
6
7
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
認
、
正
作
レ
聰
゜

【
驚
】
〗
プ
〔
集
韻
〕
亡
遇
切
躙
―
―

ヽ

ム

xwu• 

【
歌
】
〗
プ
鵞（
1
2
ー

4
4
8
4
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
敷
、
同
レ
驚
。

有
レ
距
‘
其
名
日
レ
騨
。
驚
暴
゜
〔
注
〕
鵞
謂
―
―
馳
鵞
「
言
―
―
其
迅
急
一
也
。

圏
回
廣
韻
は
元
韻
に
騨
‘
騨
験
‘
野
馬
と
す
る
も
、
祁
梵
一
【
驚
揚
】
，

t
ウ
は
ね
あ
が
る
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
鵞
揚
而

行
の
山
海
経
箋
疏
は
騨
験
(
1
1
0
1
4
5
0
0
2
 :
2
)

の
誤
り
奮
レ
馨
゜

な
り
と
す
る
。

【
騎
】
呻

●
ま
だ
ら
う
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
駿
也
。
〔
篇
海
〕

騒
、
馬
文
。
●
に
ぶ
い
う
ま
。
〔
篇
海
〕
騎
、
鈍
馬

也
。

シ
，
ユ
ン

〔
集
韻
〕
尺
手
切
芦
E-

【
騒
詞
】
9

{

ン
う
ま
い
こ
と
。
う
ま
い
話
。
〔
紅
棲
夢
‘

十
九
回
〕
今
日
可
巧
有
―
―
贖
身
之
論
五
故
先
用
,
,
馳
詞
百
5

界
其
情
↓

【
騒
除
】1
0
p
•

ien• 

she'

か
た
つ
て
品
物
を
掛
に
取

る
こ
と

【
騒
取
】
11

お
だ
ま
し
と
る
。
詐
取
。

【
騒
樹
】
12

劣
つ
ぎ
木
。
接
樹
。
〔
正
字
通
〕
接
樹
日
t

一騒

雙
月
令
廣
義
有
二
騒
樹
法
↓

【
騒
術
】1
3
p
•

ien• 

shu• 

詐
偽
の
術
。

【
騒
人
】1
4
p
•

ien• 

jen2

人
を
だ
ま
す
。

【
騒
走
】1
5
p
•

ien• 

tsou3

か
た
り
去
る
。
ぬ
す
ん
で

去
る
。

【
騒
賊
】1
6
p
•

ien• 

tsei2

か
た
り
を
な
す
賊
。

【
騒
端
】
1
7
(
5

か
た
り
の
て
が
か
り
。
〔
縣
恵
全
書
、
編

審
部
、
立
局
親
審
〕
以
杜
t

一
絶
騒
端
↓

【
騒
賭
】1
8
p
•

ien• 

tu3

人
を
だ
ま
し
て
賭
博
さ
せ
る
。

【
騒
得
】
19

ぃ
”
か
た
り
と
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
罹
任
部
、

謹
令
押
〕
惟
在
T

駆
―
―
得
一
殊
云
廊
＊
得
一
印
ii

【
騒
馬
】
20

令
馬
上
の
遊
戯
。
古
、
馬
戯
又
は
戯
馬
と

い
ふ
。
曲
馬
の
類
。
〔
唐
書
、
百
官
志
一
〕
凡
反
逆
相
坐
‘

浚
―
其
家
配
1

官
曹
長
盃
区
為
―
―
官
奴
婢
ご
云
云
毎
歳
孟

春
上
1

一
其
籍
二
云
云
‘
仲
冬
送
ふ
心
都
官
乙
控
其
生
息
盃
而

膵
比
之
玉
築
工
‘
獣
臀
‘
騒
馬
、
調
馬
、
軍
頭
、
栽
接
之

人
‘
皆
取
焉
。
〔
東
京
夢
華
録
、
七
、
駕
登
賣
津
槙
諸
軍

呈,,
百
戯
〕
又
有
n

―
息
旗
艇
立
鞍
上
盃
謂
―
―
之
立
畏
或

以
レ
身
下
レ
馬
、
以
レ
手
攀
レ
鞍
而
復
上
‘
謂
,
,
之
騒
馬
↓

【
騒
岡
】2
1
P
•

ien• 

w
a
n
g
3

い
つ
は
る
。
か
た
る
。

【
騒
頼
】2
2
p
•

ien• 

lai• 

拒
絶
す
る
。
放
棄
す
る
。

【
騒
弄
】
23

席
人
を
欺
き
愚
弄
す
る
。
〔
日
本
政
記
、
華

山
天
皇
論
〕
甘
為
n

一
人
所
1

一
編
弄
↓

【
騒
過
賭
去
】
公P
•
ien• 

kuo• 

ch• 

ia
品
2

g

点

を
跳
り
越
す
。

塀

五
三
五

鵡
額
は
‘
馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
額
‘
餞
額
‘
馬
。

祠】岬セン
〔
字
彙
〕
須
緑
切

oo

小
●
は
や
い
馬
。
〔
説
文
〕
騒
、
馬
逸
足

筆
者
也
、
ハ
ニ
馬
飛
二
司
馬
法
日
‘
繰
衛
斯

騒
輿
。
●
馬
が
は
や
る
。
〔
字
彙
〕
繰
、
馬
逸
也
。

願
由
會
意
形
警
。
馬
と
飛
と
の
合
字
。
飛
に
と
ぶ
や
う

に
速
い
の
義
あ
り
、
馬
と
合
し
て
と
ぶ
や
う
に
は
や
い

馬
を
い
ふ
。
飛
は
ま
た
＿
音
符
。

【
繰
衛
】
1
i
e
イ
駿
足
な
馬
。
〔
説
文
〕
願
、
馬
逸
足
者
也
、

司
馬
法
日
、
願
衝
斯
輿
゜

【
騎
免
】
2

氏
古
の
駿
馬
。
〔
玉
篇
〕
醜
‘
繰
兎
‘
古
之
駿
馬

也
。
〔
廣
韻
〕
願
‘
醜
兎
‘
馬
而
免
走
。

藷

】

碑

ヒ

〔

集

韻

〕

匪

微

切

脳

小
馬
が
お
と
な
し
い
。
〔
説
文
〕
馳
、
馬

飢

6
易
豪
和
也
、
炊
レ
馬
皆
瞥
゜
〔
廣
韻
〕
馳
、
馬

性
和
也
。

籠

】

螂

汀

〔

廣

韻

〕

戸

皆

切

匝

踏
の
白
い
う
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
馬
四
蹄
白
謂
1

一之

騒
↓ 冨

E
】

g

ゼセ
ンン

〔
集
韻
〕
オ
先
切
甲
{

vi~ch'ien' 

籠

】

g

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
騒
、
馬
名
。

ャ，ウ

〔
集
韻
〕
余
章
切
閾
i
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日

0
行
き
て
止
ら
な
い
。
〔
玉
篇
〕
騎
行
不
レ
止
。

0
牛
を
解
き
剖
く
お
と
。
〔
集
韻
〕
騒
、
解
レ
牛
臀
‘

荘
子
、
奏
レ
刀
騎
然
。
□
口
國
国
日
の

O
に
同
じ
。

小
●
訣
翡
は
‘
ら
ば
の
一
。
馬
を
父
と
す

e
更g
策
る
ら
ば
。
〔
説
文
〕
醍
‘
訣
駿
也
‘
八
レ
馬

久
ワ
ク

キ
，
ヤ
ク

已

、ゞク
ミ
，
ヤ
ク

□ノ

冦

】

螂

昌

[

ク昌[ク
ケ
イ
ヶ
国

〔
集
韻
〕
霰
琥
切
屈

r
xビ
h
u
o

五

昔

集

韻

〕

願

莫
白
切

屋賤饗

集
韻
〕
呼
恵
切

祠
】
〗
〔
集
韻
〕
田
黎
切
醐

テ
イ
ダ
イ

集
韻
〕
他
歴
切

集
韻
〕
土
獲
切

Elシ
，
ゥ
日
駿
(
1
2
-
4
4
8
9
1
)

に
同
じ
。

【
駿
】
曇
□
ソ
ヴ
〔
類
篇
〕
駿
、
亦
作
レ
艘
。
口
駿

(
1
2
 |
 
4
4
7
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或
炊
レ
安
。

〇
紫
色
の
馬
。
く
り
げ
。
〔
王
篇
〕
駿
‘
紫
色
馬
。

O

雑
色
の
馬
。
〔
集
韻
〕
験
‘
馬
雑
色
。
◎
験
綸
は
、
周

の
穆
王
（
謬
王
）
の
八
駿
の
一
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕

造
父
以
善
御
ご
ぎ
於
周
謬
王
二
得
類
温
朧
騨

騎
騒
耳
之
閉
↓
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
按
‘
穆
王
傭
曰
、
赤

駿
・
盗
騒
・
白
義
・
渠
黄
・
騨
騨
・
験
檎
．
騨
耳
・
山

子。 【
諭
】
〗
ユ

〔
集
韻
〕
容
朱
切
函
-

日
口
脊
の
黄
色
い
く
り
げ
う
ま
。
か
げ
ひ
ば
り
。

〔
集
韻
〕
腱
‘
爾
雅
、
騨
馬
黄
脊
腱
゜

0
ら
く
だ
。
〔
玉
篇
〕
騒
‘
舵
騒
。

O
駆
駿
は
‘
馬

が
走
る
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
騒
駿
‘
馬
走
。

【
腱
】
螂

□ 日
コケゲケ

ンンンン

〔
集
韻
〕
渠
焉
切
厖

H
 llf" 
c
h
i
e
n
1
 

〔
集
韻
〕
居
言
切
甲
〗

国】呻

〔
集
韻
〕
筆
力
切
厩

ヒ
，
ヨ
ク

ヒ
キ

〔
集
韻
〕
胡
光
切
園
【
騎
碧
】
1

乃
物
の
は
な
れ
る
昔
の
形
容
。
〔
沈
栓
期
、

r
x尤
h
u
a
n
g
2

露
歴
引
〕
始
憂
レ
利
以
駐
碧
‘
終
相
に
呂
而
秤
駒
。
〔
杜
甫
、

〔
集
韻
〕
雨
方
切
馴
i

有
レ
事
1

一
於
南
郎
賦
〕
既
而
膵
骨
桂
胃
、
紫
燎
窟
塊
‘
騒

碧
撃
赫
‘
絶
斜
晦
潰
。
〔
庄
〕
騒
碧
撃
赫
‘
播
烈
之
臀
‘
絶

斜
晦
潰
‘
香
臀
斜
散
也
。

□
し
ろ
か
げ
。
ひ
ば
り
げ
。
黄
白
色
の
馬
。
或
は

騒
(
1
2
|
 4
4
9
8
4
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
黄
白
‘
【
騒
然
】
2

努
ク

0
刀
で
物
を
さ
き
破
る
臀
゜
〔
荘
子
、
養

碧
゜
〔
注
〕
詩
日
、
陸
駁
其
馬
。
〔
祁
箆
行
義
疏
〕
馬
赤
生
主
〕
庖
丁
葛
文
恵
貫
解
レ
牛
‘
手
之
所
レ
獨
‘
肩
之

色
兼
有
レ
白
者
名
レ
駁
‘
黄
色
兼
有
レ
白
者
名
レ
陸
‘
所
レ
椅
、
足
之
所
レ
履
‘
膝
之
所
レ
跨
‘
碧
然
闊
然
‘
奏
レ
刀

騒
然
‘
莫
レ
不
レ
中
レ
ー
音
、
合
秘
桑
林
之
舞
↓
乃
中
二
経
首

之
會
一
〔
繹
文
〕
碧
然
‘
司
馬
云
‘
皮
骨
相
離
贅
‘
騒
‘
柑

陸
、
詩
作
レ
皇
。
〔
玉
篇
〕
騎
‘
馬
黄
白
。
〔
集
韻
〕
碧
‘

或
炊
悦
゜
〔
字
彙
〕
駿
、
馬
黄
白
相
間
色
。
□
日
云
‘
昔
位
獲
‘
臀
大
応
寿
也
。
参
は
や
い
さ
ま
。
〔
列

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
馬
黄
白
色
。
子
、
湯
問
〕
孔
周
日
‘
吾
有
三
剣
↓
云
云
‘
方
レ
書
則
見
レ

影
而
不
レ
見
レ
光
‘
方
レ
夜
見
レ
光
而
不
レ
見
レ
形
‘
其
躙
レ
物

也
‘
騒
然
而
過
、
精
過
随
合
‘
覺
レ
疾
而
不
レ
血
レ
刃
蔦
゜

【

陸

】

岬

ク
ヴ
ヴ

El
ワ
ヴ

口
ヮ
ヴ

V
 

馬

音

〔
九
驚
〕

騎

腱

駿

騒

騒

論

翡

締

線

緞

蝦

駿

駿

駿

小
〇
た
て
が
み
。
〔
説
文
新
附
〕
駿
‘
馬
賦

＄
薮
也
、
八
レ
馬
凌
瞥
゜
〔
杜
甫
、
聰
馬
行
〕
隅

目
青
焚
央
鏡
懸
‘
肉
駿
猥
温
連
錢
動
。
●
金
駿

は
‘
馬
の
冠
。
〔
玉
篇
〕
駿
‘
金
駿
、
馬
冠
。

籍】寧
ソ
ヴ
〔
集
韻
〕
岨
叢
切
両
g-

ス

p
x
L
t
s
u
n
g
'
 

小
赤
白
雑
毛
の
馬
。
つ
き
げ
。
〔
説
文
〕

駅
姦
蝦
、
馬
赤
白
雑
毛
‘
炊
レ
馬
段
臀
‘
謂
三

色
似
二
蝦
魚
一
也
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
形
白
雑
毛
、
蝦
゜

〔
詩
‘
魯
頌
‘
馴
〕
有
レ
駆
有
レ
蝦
゜
〔
傭
〕
形
白
雑
毛

日
レ
蝦
゜

冨
]
年
[
〔
集
韻
〕
何
T
戸
国
[ia2 

欧
駿
は
‘
馬
が
ゆ
る
＜
行
く
。
〔
集
韻
〕
緞
‘
欲
緞
‘

馬
行
緩
゜

【

緞

】

碑

[

/

〔
集
韻
〕
徒
玩
切
芦
四

貧】雫
セ
ン

駐
(
1
2
-
4
4
7
1
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
線
、
或
炊
レ
全
。

冨

】

[

駿
(
1
2
-
4
4
8
6
3
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
締
俗
駿
字
。

テ
イ

是
瞥
。
●
訣
駿
は
‘
良
馬
の
名
。
〔
玉
篇
〕
駿
‘
訣

駿
〔
玉
篇
〕
駿
訣
駿
‘
馬
也
‘
生
七
日
超
其
母
↓

〇
醍
妓
は
‘
漢
の
侯
國
の
名
。
山
東
省
盆
都
縣
゜

〔
字
彙
補
〕
駿
‘
翡
絃
、
地
名
、
在

-E盆
狭
漢
醍
鼓

侯
稽
谷
姑
。

小

El●
馬
が
威
儀
を
た
だ
し
て
す
す

籾
穴
象
薮
む
。
〔
説
文
〕
験
、
馬
行
威
儀
也
、
炊
レ
馬

癸
瞥
。
●
つ
と
め
て
止
ま
な
い
さ
ま
。
〔
正
字

通
〕
験
、
強
不
レ
息
也
。

O
戟
の
＿
種
。
殻
(

5

|
1
1
6
 

2
2
)

に
通
ず
。
〔
證
文
通
訓
定
臀
〕
醗
、
段
借
為
レ

俄
、
西
京
賦
‘
駿
嬰
奔
隅
‘
砕
注
、
走
貌
、
非
レ
是
゜

□
駿
廣
は
‘
馬
の
名
。
関
(
1
1
-
4
1
4
3
0
)

に
通
ず
。

〔
集
韻
〕
間
爾
雅
、
馬
回
毛
伊
背
曰
関
廣
或

炊
レ
馬
。

鳳
タ
ケ

【
駿
躾
】
1

"

強
牡
な
さ
ま
。
つ
と
め
て
や
ま
ぬ
さ
ま
。

又
、
行
く
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
駿
穀
、
盛
也
。
〔
詩
‘
小

雅
‘
采
薇
〕
四
牡
駿
緊
〔
博
〕
験
験
‘
彊
也
。
〔
陳
奥
傭
疏
〕

馬
彊
盛
也
。
〔
詩
、
大
雅
‘
桑
柔
〕
四
牡
駿
駿
。
〔
博
〕
駿
駁
‘

不
レ
息
也
。
〔
詩
、
大
雅
‘
魚
民
〕
四
牡
験
験
。
〔
博
〕
験
醗
‘
影

影
也
。
〔
國
語
、
周
語
下
〕
四
牡
験
駿
。
〔
注
〕
験
穀
‘
行
貌
゜

〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
靭
1

一
飛
龍
1

号
験
験
‘
振
1

和
豊
号
京
師
↓

【
駿
嬰
】
2

パ
〇
走
る
さ
ま
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
百
禽
悛

違
駿
聾
奔
躙
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
駿
襲
‘
走
貌
。

O
兵
器
。
験

は
毀
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
殷
輿
レ
殻
通
‘
験
闊
‘
皆
兵
器
。

キ
〔
集
韻
〕
渠
亀
切
函

ギ
万

x
\
K
•
uei2 

El 

癸
870

ケ
ッ

ロ
ケ
チ
〔
集
韻
〕
古
穴
切
薦

T】
44

日

0
稗
馬
の
名
。
〔
黄
香
‘
九
宮
賦
〕
鰺
韮
馴
而

熟
窮
奇
↓
〇
駁
(
1
1
0
1
4
4
6
8
0
)

に
同
じ
。
④
馬
の

こ
え
て
た
く
ま
し
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
駁
、
馬
肥
牡

兒
‘
駿
、
同
レ
上
。
＠
馬
が
飽
く
。
〔
集
韻
〕
駁
‘
説

文
‘
馬
飽
也
、
引
1
1

詩
‘
有
レ
駁
有
＞
駿
‘
或
作
レ
駿
゜

□
ま
だ
ら
う
ま
。
駁
(
1
1
0
-
4
4
6
1
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駁
‘
説
文
‘
馬
色
‘
或
八
に
炭
。

【
駿
】
〗
日

5[
〔
集
韻
〕
簿
必
切
閲

□
ハ
ク
〔
集
韻
〕
北
角
切
圏
-

五
三
六

13132 



(44871)一 (44889)

馬

部

〔
九
ー
＋
蜜
〕

騒

蹂

蝸

誠

絹

馳

駿

蝸

巖

鶉

謡

開

騒

誡

駿

験

曇

鵞

魏

馬
に
歩
行
を
警
は
せ
る
。
閑

(11ー
4
1
2
4
7
)

に
通

ず
。
〔
玉
篇
〕
鵠
、
今
作
レ
閑
゜
〔
六
書
統
〕
錫
、
馬
歩

習
也
。

冨

】

g

言
〔
玉
篇
〕
諧
間
切
嗣
l
)

【
駿
】
5

●
馬
が
な
つ
く
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘
馬
和
也
。
●
誠

罐
は
‘
縣
名
。
通
じ
て
咸
（
2
-
3
5
6
3
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
誡
‘
誡
耀
‘
縣
名
、
通
作
レ
咸
。
●
騒
誡
は
‘

俳
戯
の
人
。
〔
正
字
通
〕
誡
‘
騒
誠
‘
俳
戯
人
也
。

ゲカ
ンン

〔
集
韻
〕
胡
識
切
國

冨

】

5

う
そ
。
い
つ
は
り
。
〔
字
彙
〕
嗣
、
所
レ
言
不
レ
営
。

セサ

〔
字
彙
〕
所
瓦
切

圃

【騎】
g

ふ
さ
ふ
さ
し
た
た
て
が
み
の
く
ろ
こ
ま
。
あ
を

く
ろ
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
青
朧
繁
鼠
、
蹂
゜
〔
注
〕
繁
鼠

雨
被
毛
‘
或
曰
二
美
髭
翫
↓
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
繁
鼠

者
、
言
―
―
髪
多
一
也
。

小

Iii

日
口
●
く
ち
さ
き
の
黒
い

縞
豪
憔
文
黄
馬
。
く
ち
く
ろ
か
げ
ひ
ば

り
。
〔
説
文
〕
騎
、
黄
馬
黒
喉
、
ハ
レ
馬
晶
瞥
。
〔
爾

雅
、
繹
畜
〕
白
馬
黒
臀
、
駐
、
黒
壕
‘
蝸
。
〔
詩
‘
秦

風
、
小
戎
〕
騒
朧
是
鰺
。
●
漠
黄
色
の
馬
。
〔
爾
雅
、

繹
畜
、
黒
味
騒
‘
注
〕
今
以
二
漫
黄
色
者
一
為
―
―
蝸

馬
↓
●
す
ぎ
る
。
過

(11ー
3
9
0
0
2
)

に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
騒
‘
段
借
為
レ
過
‘
論
語
、
季
随
・
季

蝸
。
R
か
た
つ
む
り
。
蝸

(10ー
3
3
3
3
8
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
蝸
、
段
借
為
レ
蝸
。
〔
何
晏
、
景

縣
殿
賦
〕
騒
徒
壻
錯
。
〔
注
〕
善
曰
‘
騒
‘
或
為
レ
蝸
。

＠
或
は
騒
(
1
2
|
 4
4
6
3
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騒
‘

或
作
レ
騒
。

O
擁
文
‘
隔
(
1
2
-
4
5
0
2
3
)
に
作
る
。

〔
説
文
〕
騒
‘
騒
‘
揃
文
蝸
゜

【
蝸
馬
】
1

心
ヴ
漫
黄
色
の
馬
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
、
黒
喉
蝸
‘

注
〕
今
以
―
―
漫
黄
色
者
1

為
-
―
騒
馬
一
〔
詩
‘
秦
風
、
小
戎
、
騒

朧
是
駿
‘
疏
〕
郭
環
曰
‘
今
之
液
黄
色
者
為
―
―
蝸
馬
↓
〔
後

漢
書
‘
班
超
傭
〕
且
其
俗
信
レ
巫
‘
座
言
、
神
怒
何
故
欲
レ

向
レ
漢
、
漢
使
有
―
―
馳
馬
云
急
求
取
以
祠
レ
我
゜
〔
西
京
雑

記
、
四
〕
衝
将
軍
育
生
レ
子
‘
或
有
し
猷
二
騒
馬
1

者
5

乃命――

其
子
一
日
1

一
蝸
字
叔
馬
石
其
後
改
為
-
1

登
字
叔
昇
↓

ク
，
ワ
〔
集
韻
〕
姑
華
切
〖
犀

ヶ

≪
X
Y
K
E

日ロ
77，
ワ
イ
〔
集
韻
〕
公
蛙
切
願

【蹂】
g

ジ
，
ウ
ニ，ユ

〔
集
韻
〕
而
由
切

m

／
 

日
又

jou2

サブゼフ

日ロ
セ
フ
〔
集
韻
〕
碓
款
切

日
馬
の
走
る
さ
ま
。
騒
騒
。
或
は
牒
（
1
2
-
4
4
8

4
0
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
騒
‘
騒
騒
‘
暇
也
。
〔
集
韻
〕

騒
‘
馬
駿
兒
‘
或
作
レ
蝶
°
□
馬
の
ゆ
く
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
騒
‘
馬
行
兒
゜

【
駿
】
如
ガ
ン

騨
(110
-
4
4
8
1
3
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
駿
、
騨
字
之
謡
。

0
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
馳
、
馬
名
。
●
馬
が
行
く
。

〔
字
彙
〕
馳
、
馬
行
。

【
騒
】
5

〔
集
韻
〕
賓
治
切

園面

冦
】
[
シ

〔
集
韻
〕
新
絃
切

oo

【誡】
i

’

’

駿
(
1
2
-
4
4
7
0
7
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
駿
‘
興
L

駿
同
。

ジ
ュ
ウ

【
騒
】
〗

馬
に
と
び
の
る
。
〔
字
彙
補
〕
騎
‘
躍
上
レ
馬
也
。

ヘ
ン

〔
字
彙
補
〕
匹
面
切
醐
5

窮
】
g

”
日
:
4
;
~
·
=
~
(
~
:
-
~
~

閉
・
騎
↓
〔
集
韻
〕
騎
‘
或
作
レ
騎
、
亦
八
レ
疇
。

タ
ヴ

【
謡
】
如

騒（
1
2
-
4
4
8
7
1
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
謡
、
同
レ
騒
゜

サ
ブ

頷
鶉
は
‘
馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
餞
、
韻
額
、
馬
。

冨
】
』
"
[
ク
〔
字
彙
補
〕
郡
格
切
厩

爾】
g

シ
ン

験
(
1
2
-
4
4
7
5
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駿
‘
或
ハ
乙
侵
゜

【
騒
朧
】
2

喝
漫
黄
色
の
馬
と
黙
色
の
馬
。
又
‘
壕
の
黒

い
馬
。
黄
馬
煕
壕
を
騒
と
い
ひ
、
純
黒
色
の
馬
を
朧
と

い
ふ
。
〔
詩
‘
秦
風
、
小
戎
〕
麒
騨
是
中
‘
騒
朧
是
鰺
。
〔
傭
〕

黄
馬
黒
嗽
日
レ
騒
。
〔
集
偲
〕
朧
‘
煕
色
也
。

【
騒
穎
】
3

衿
良
馬
の
名
。
〔
魏
書
、
冥
斤
傭
〕
父
章
有
レ

寵
手
昭
成
皇
帝
二
時
國
有
―
―
良
馬
言
巴
蝸
穎
二
夜
忽

失
‘
求
レ
之
不
レ
得
、
後
知
•
南
部
大
人
劉
庫
仁
所
1汝
呼
養

干
窟
室
盃
旱
聞
而
馳
往
取
レ
馬
、
庫
仁
以
1

一
國
甥
正
E

レ寵、

愁
而
逆
1

一
撃
簸
盃
旱
梓
―
―
其
髪
＃
竺
傷
其
一
乳
↓
〔
北
史
、

王
勒
傭
〕
助
復
上
書
曰
‘
云
云
‘
易
緯
所
レ
言
‘
云
云
‘
千

里
馬
者
、
蓋
至
尊
藷
所
レ
乗
‘
騒
騒
馬
也
‘
屯
卦
震
下
炊

上
、
震
子
レ
馬
為
レ
作
レ
足
‘
炊
子
レ
馬
為
1

一
美
脊
五
是
故
蝸

馬
脊
有
―
―
肉
鞍
芦
打
則
先
作
―
―
弄
四
足
一
也
。

面函固圏圏

小
日
口
●
く
ろ
く
り
げ
。
漫
黒
色
の
う

累
豪
ま
。
〔
説
文
〕
魏
‘
馬
漫
黒
色
、
ハ
レ
馬
鬼

臀
゜
〔
段
注
〕
漢
藷
儀
、
有
―
―
天
地
大
髪
五
丞
相
上

病
、
云
云
‘
丞
相
有
,
,
他
過
ご
使
者
奉
―
―
策
書
五
駕
11

難
魏
馬
一
郎
時
歩
出
レ
府
、
乗
,
,
棧
車
牝
馬
一
蹄
、

按
‘
乗
レ
魏
者
、
取
―
―
無
レ
色
之
意
↓
●
山
名
。
〔
山
海

経
、
西
山
経
〕
魏
山
、
是
鉾
―
―
子
西
海
一
〔
山
海
経
、

中
山
経
〕
魏
山
、
其
上
有
1

一
美
棗
↓
国
〇
白
い
馬
。

〔
集
韻
〕
魏
、
白
馬
。
●
山
名
。
陳

(11ー
4
1
7
8
8
)
に

通
ず
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
魏
山
、
其
上
多
レ
玉
而

無
レ
石
。
〔
箋
疏
〕
琴
賦
云
‘
慕
―
―
老
童
於
魏
隅
百
"
-

臣
注
作
レ
陳
。
國
●
大
魏
は
、
山
名
。
〔
集
韻
〕
魏
‘

【
魏
】
-

五
三
七

国固回□ El 
ギキヅタキキ
イイ

〔
集
韻
〕
居
章
切

〔
集
韻
〕
語
享
切

〔
集
韻
〕
基
位
切

〔
集
韻
〕
居
逸
切

〔
集
韻
〕
徒
回
切
,E―― 

冨
】
〗ヨ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鵞
‘
昔
余
゜

冨

】

如

イ
ヴ
義
未
詳
。
〔
愛
韻
〕
曇
‘
昔
幽
。

【
験
】
〗
ケ
イ
＂
し
”
”

5
0
同
じ
。
〔
龍
翁

【
駿
】
〗

営
L

作
レ
絣
。

ヘ
ン

絣
(
1
2
-
4
4
7
9
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
駿
、
見
1
1

石
鼓
文
盆
向
慎
云
、

13133 
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【
駿
】
〗
四
二
〗
竺
い
咋
託
い
い

云
、
作
レ
駁
。
口
駅
(
1
2
|
 4
4
7
9
5
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

駿
‘
按
‘
略
記
字
始
‘
石
鼓
無
レ
駿
‘
凡
レ
虔
非
己
取
義
盃
鄭
説

不
レ
足
レ
信
‘
六
書
統
有
レ
駿
‘
注
、
石
鼓
文
昔
義
未
詳
‘
駿

一
作
レ
駿
、
同
レ
上
、
糠
―
此
説
云
駿
謡
作
レ
駿
‘
駿
又
識
作
レ

駿
‘
不
レ
知
駿
郎
石
鼓
文
期
生
也
、
炊
レ
駅
為
レ
正
。

〇
駿
馬
の
名
。
〔
字
槃
〕
壌
‘
駿
馬
名
。
〇
あ
ま
ね

し
。
〔
廣
韻
〕
醍
‘
一
遍
゜

冦
】
〗
[
/
〔
廣
韻
〕
土
難
切
圏

〇
騎
駿
は
‘
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
艘
、
騎
艘
‘
馬
名
。

0
も
と
め
る
。
さ
が
す
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表

上
〕
駿
粟
都
尉
。
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
艘
‘
昔
蒐
狩
之

捜
‘
捜
‘
索
也
。

【
駿
粟
都
尉
】
1

し
47
；
官
名
。
漢
の
武
帝
の
時
の
軍
官
。

大
司
農
に
隔
し
‘
常
に
は
置
か
ず
。
捜
粟
都
尉
(
5
-
1
2
4

8
6
 :
 5
4
)
を
見
よ
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
駿
粟
都
尉
、

武
帝
軍
官
‘
不
孟
吊
置
↓
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
駿
｀
音
蒐
狩
之

捜
‘
捜
‘
索
也
。

【
駿
】
呻

＇
〔
集
韻
〕
疎
鳩
切
田
〗

シ，ウ
シ
ュ

【
魁
】
螂
キ
＂
い
心
い

~
9
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

山
名
、
山
海
経
‘
在
二
榮
陽
密
縣

-
0曰
□
●
に
同

じ
。
国
日
□
●
に
同
じ
。

【
魏
馬
】
入
黒
栗
毛
の
馬
。
〔
漢
官
儀
〕
丞
相
免
乗
↓
―
魏

墨
自
レ
府
蹄
゜
〔
晉
書
‘
幡
志
上
〕
皇
后
著
1

十
二
絆
歩
揺
一

云
云
‘
衣
―
―
胄
衣
ご
来
―
―
油
豊
雲
母
安
車
「
駕
二
六
魏
馬
↓

〔
晉
書
‘
輿
服
志
〕
駕
1

一
六
魏
馬
↓
〔
注
〕
魏
‘
液
黒
色
。

馬

部

〔
十
蟄
〕

〔
集
韻
〕
丘
虔
切
玉

g

く一

i
:
f
'
c
h
'
1
e
n
'

〔
集
韻
〕
転
建
切
顧

〔
集
韻
〕
九
件
切
＞
歯

H

一コ
c
h
i
e
n
3

小
日
□
●
か
け
る
。
〔
集
韻
〕
賽
‘
一
曰
‘

慧
豪
括
也
。
〔
詩
、
小
雅
、
天
保
〕
不
レ
鵞
不
レ

崩
。
〔
傭
〕
賽
‘
筋
也
。
●
そ
こ
な
ふ
。
訣
損
。
〔
史

記
‘
仲
尼
弟
子
博
〕
問
損
‘
字
子
憲
゜
〔
漢
書
、
最
錯

傭
〕
外
無
―
―
賽
汚
之
名
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
蕎
‘
損
也
。

●
あ
や
ま
る
。
街
心
(
4
ー

1
0
9
0
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
賽
‘
段
借
為
に
忽
。
〔
劉
現
‘
扶
風
歌
〕

惟
昔
李
寄
レ
期
。
〔
注
〕
善
曰
‘
賽
‘
卑
ハ
レ
缶
心
通
。
働
た

が
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
李
固
杜
喬
傭
論
〕
専
為
レ
生
則

賽
レ
義
。
〔
注
〕
寄
‘
違
也
。
會
と
が
。
あ
や
ま
ち
。

〔
荀
子
、
正
名
〕
永
思
レ
賽
分
。
〔
注
〕
賽
‘
咎
也
。
参

と
る
。
ぬ
き
と
る
。
奉
(
5
-
1
2
5
1
9
)
・

掠
(
5
-
1
2
6

8
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
賽
‘
段
借
為
レ

徳
゜
〔
字
彙
〕
賽
‘
卑
ハ
レ
奉
同
、
取
也
。
〔
漢
書
‘
酷
吏
、

楊
僕
傭
〕
非
レ
有
―
斬
レ
将
憲
レ
旗
之
賓
一
也
。
〔
注
〕
師

古
曰
‘
寄
‘
輿
レ
奉
同
‘
憲
‘
抜
1

一
取
之
↓

0
か
か
げ

る
。
壊
(
5
-
1
2
9
6
8
)
・
 
泰
(
1
0
-
3
4
5
1
3
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
寮
‘
段
借
為
レ
攘
゜
〔
左
氏
‘
襄
‘

二
十
六
、
彿
レ
衣
従
レ
之
‘
注
〕
彿
レ
衣
‘
賽
レ
裳
也
。

〔
秤
文
〕
窯
、
本
或
作
レ
泰
゜
R
と
ぶ
。
か
る
が
る
し

い
。
寧
(
1
2
-
4
7
1
7
7
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

憲
‘
段
借
為
レ
窯
゜
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
憲
‘
飛
也
。

O

か
ろ
が
ろ
し
く
さ
わ
ぎ
進
む
さ
ま
。
審
審
(

8

)

を

見
よ
。
〔
正
字
通
〕
憲
‘
軽
僕
躁
進
貌
。

0
頭
を
あ
げ

る
さ
ま
。
〔
楚
辞
、
大
招
〕
王
迪
蕎
只
゜
〔
注
〕
憲
‘
學
レ

頭
貌
也
。
〇
お
そ
れ
る
。
〔
顔
延
之
、
車
駕
幸
二
京

旦
三
月
三
日
侍
―
―
遊
曲
阿
後
湖
1

作
詩
〕
人
霰

齊
1

都
野
↓
〔
注
〕
善
日
‘
需
‘
恐
湿
之
意
也
。
轡
馬

の
腹
の
病
。
馬
の
腹
が
ひ
つ
こ
む
病
。
〔
説
文
〕

【
寄
】
[
国口
ケコケ

ンンン

日
ヶ
ン

魏

魃

駿

隕

駿

賽

駿

駿

駿

小
日
□
馬
を
去
勢
す
る
。
又
‘
其
の
馬
。

魏

豪

も

と

線

(
1
2
-
4
4
9
8
9
)
に
作
る
。
〔
正

字
通
〕
棘
、
本
作
レ
駿
゜
〔
説
文
〕
魏
‘
棺
馬
也
、
炊
レ

馬
棄
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
牛
曰
レ
鍵
日
レ
棺
‘

賽
馬
腹
塾
也
仄
レ
馬
寒
省
臀
゜
〔
段
注
〕
俗
所
【
寄
騰
】
12

認
飛
ぴ
あ
が
る
。
〔
鄭
惜
‘
貶
降
至
汲
州
―

謂
肛
腹
低
陥
也
。

O
姓
。
〔
唐
書
‘
宰
相
世
系
表
〕
賽
廣
城
騨
詩
〕
疲
鷲
芳
垂
レ
耳
、
憲
騰
距
矯
翰
。
〔
李
子
卿
‘

駕
幸
―
―
九
成
宮
―
賦
〕
翻
然
而
八
駿
寄
騰
‘
霜
漢
而
六
龍

奔

逸

。

「

ゐ

る

う

ま

。

氏
、
出
レ
自
―
―
孔
子
弟
子
問
損
一
字
子
鵞
‘
其
孫
文

以
元
父
字
為
レ
氏
。
国
穎
馬
。
〔
集
韻
〕
賽
駕
也
。
【
賽
馬
】
13

心
／
病
馬
。
よ
く
走
れ
な
い
馬
。
又
、
劣
つ
て

雷

齋

(
1
2
-
4
7
1
7
7
)
は
別
字
。
〔
字
彙
、
耕
似
、
二
字
相
【
鵞
忘
】
14

究
あ
や
ま
り
忘
れ
る
。
詩
経
大
雅
瑕
築
に

似
〕
寮
‘
昔
牽
‘
屁
也
。
齋
、
昔
軒
、
飛
也
。
思
忘
に
作
る
。
〔
春
秋
繁
露
、
郊
語
〕
詩
日
、
不
レ
鵞
不
レ

【
賽
衣
】
1

け
ノ
衣
を
か
か
げ
る
。
裳
衣
゜
〔
漢
書
、
王
袢
忘
、
率
由
藷
章
↓

傭
上
〕
咸
欲
零
i

レ
衣
手
レ
剣
而
叱
p

之
。
〔
後
漢
紀
、
孝
桓
紀
【
寄
腹
】
15

花
腹
の
ち
ぢ
ま
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
周
帳
、

下
〕
苑
浩
‘
字
孟
博
、
郡
召
為
―
功
曹
面
忠
喬
レ
衣
就
レ
車
。
考
エ
記
‘
梓
人
〕
鋭
壕
決
吻
、
散
目
顧
脱
‘
小
橙
鵞
腹
‘

【
蕎
違
】
2

わ
／
か
け
て
ゐ
て
ち
が
ふ
。
若
レ
是
者
‘
謂
二
之
利
凰
↓
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
―
ぞ
小
罷
憲

【
鵞
汗
】
3

ク
か
け
て
け
が
れ
る
。
損
辱
の
義
。
訣
貼
腹
一
者
、
説
文
馬
部
云
‘
鵞
‘
馬
腹
快
也
‘
段
玉
裁
校
改
レ

を
生
ず
る
。
〔
漢
書
‘
籠
錯
偶
〕
使
下
主
内
亡
―
―
邪
辟
之
行
「
緊
為
レ
塾
‘
謂
―
―
馬
腹
低
餡
：
是
也
‘
毛
詩
小
雅
無
羊
側

外
亡
中
蕎
汗
之
名
Lo

〔
注
〕
師
古
日
‘
驚
‘
損
也
、
汗
‘
辱
也
。
云
‘
鵞
‘
栃
也
‘
橙
小
則
腹
蛇
損
低
陥
也
。

【
賽
誇
】
4

梵
忠
鰊
の
さ
ま
。
正
直
の
さ
ま
。
賽
誇
(
1
0

【
賽
崩
】
16

だ
か
け
く
づ
れ
る
。
〔
詩
、
小
雅
、
天
保
〕
如
1

ー

3
5
7
9
1
:
 2
)

に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
顧
和
等
債
論
〕
妥
在
―
―
南
山
之
壽
二
不
レ
寮
不
レ
崩
。
〔
博
〕
蕎
‘
朝
也
。
〔
柳
宗
元
‘

中
興
玄
風
滋
扇
云
云
‘
骨
鰊
憲
討
之
風
‘
蓋
亦
微
芙
。
夢
鯨
賦
〕
忽
蕎
崩
忽
上
下
分
、
聯
按
行
而
自
抑
゜

【
賽
旗
】
5

朽
／
旗
を
ぬ
き
取
る
。
享
旗
(
5
-
1
2
5
1
9
 :
 2
)
 

に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
酷
史
‘
楊
僕
傭
〕
非
レ
有
―
―
斬
レ
将
賽
レ
旗

之
宜
也
‘
烏
足
以
懇
人
哉
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
憲
日
【
麟
麻
】
呻
日
サ
ヴ
〔
集
韻
〕
蘇
郎
切
犀

冑

霧

‘

駆

取

之

―

□

サ

ヴ

〔

集

韻

〕

窺

朗

切

圏

【
蕎
義
】
6

わ
ノ
義
に
違
ふ
。
思
義
(
4
-
1
0
9
0
0
:
 7
)
に
同

じ
。
〔
後
漢
書
‘
李
固
杜
喬
博
論
〕
夫
専
為
レ
義
則
傷
レ
生
、
日
尾
の
白
い
黄
馬
。
艘
(
1
2
-
4
5
0
0
6
)

に
同
じ
。

専
為
レ
生
則
憲
レ
義
。
〔
注
〕
憲
‘
違
也
。
〔
集
韻
〕
蕨
‘
馬
色
黄
尾
白
‘
或
炊
レ
桑
゜
口
謗
繰

【
鵞
學
】
7

”
む
勢
よ
く
飛
動
す
る
。
〔
法
書
要
録
〕
梁
蒲
は
‘
馬
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
繰
、
駿
駿
‘
馬
兒
。

子
雲
肪
造
↓
ー
小
豪
・
飛
白
一
意
趣
瓢
然
、
貼
霊
之
際
、
若
レ

有
賽
雙

【
駿
】
〗

【
鵞
鵞
】
8

t

ク

0
か
る
が
る
し
い
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
憲
‘
又

軽
僕
躁
進
貌
。
〔
柳
宗
元
、
乞
巧
文
〕
沓
沓
鵞
寮
‘
恣
1

一ロ

所
巳
言
。

O
飛
ぷ
さ
ま
。
鵞
齋
の
訛
゜
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
鵞

鵞
、
飛
也
。
〔
疏
證
〕
齋
齋
、
各
本
訛
作
↓
傘
磁
弐
今
訂
正
。

〔
掲
孤
及
‘
代
書
寄
五
空
ハ
翼
劉
一
―
穎
―
詩
〕
窯
憲
雨
黄

鵠
、
何
虞
遊
1

一
青
冥
↓

【
寮
脩
】
，
祝
な
か
う
ど
。
寮
脩
゜
〔
剪
燈
餘
話
、
鳳
尾

草
記
〕
春
織
線
線
抽
二
泳
棧
「
寛
脩
不
な
木
奈
レ
若
何
゜

【
蕎
損
】
10

乃
ク
そ
こ
な
ふ
。
か
け
そ
ん
ず
る
。

【
喘
短
】
11

”
、
ク
か
け
て
不
足
す
る
こ
と
。
訣
損
。
劇
短
°

牧
敵
。
〔
後
漢
書
‘
仲
長
統
博
〕
及
レ
至
,
,
一
方
有
レ
警
、
一

面
被
p

宍
‘
未
レ
逮
―
―
三
年
五
校
1

一
計
寄
短
↓
〔
集
解
〕
沈
欽
韓

日
、
詩
傭
‘
寮
‘
肪
也
。

【縣】岬

シ，ヨ，ウ

シ，ヨ，ウ

曰
／，ヨ，ウ

シ，ヨ，ウ

□●‘ 

〔
集
韻
〕
慈
陵
切／ 
f
L
 

〔
集
韻
〕
石
證
切

匿ch'
e
n
g
'
 

屈

シ
ン

駿
(
1
2
-
4
4
7
5
9
)
の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
駿
‘
本
作
レ
環
。

五
三
八
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馬

部

〔
十
驚
〕

駿

糖

騒

楊

騎

騒

頴

騒

鷺

船

渇

騒

騒

騒

諧

鵬

膀

騰

小
日
●
漢
の
そ
の
の
名
。
〔
説
文
〕
騎
‘
苑

僅£
豪
名
也
、
ハ
レ
馬
雀
臀
゜
〔
段
注
〕
騎
苑
‘

蓋
漢
苑
。
●
う
び
た
ひ
。
ひ
た
ひ
の
白
い
馬
。
〔
説

文
〕
確
‘
一
日
、
馬
白
頷
。
口
回
閲
〗
日
の
●
に
同

じ
。
国
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
確
‘
馬
名
。

国國国□日
ヮダクカガガカ
クワワクククク
クク

〔
集
韻
〕
五
郭
切

【
誰
】
〗
〔
集
韻
〕
昂
各
切

〔
集
韻
〕
逆
角
切

〔
集
韻
〕
詑
岳
切

〔
集
韻
〕
忽
郭
切

園圏圏圏醸

冨

】

螂

キ

＂

止

raI,

＂3応゜
同
じ
。
〔
篇
海

馬
の
た
て
が
み
。
通
じ
て
馨
(
1
2
ー

4
5
5
3
5
)

に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
騒
‘
馬
頂
上
騒
‘
通
作
レ
馨
。

【

騒

】

呻

[

〔
正
字
通
〕
渠
宜
切
甲
3

【
糖
】
-

馬
の
色
。
〔
集
韻
〕
聴
、
馬
色
。

タ，ウ
ダ，ウ

〔
集
韻
〕
徒
郎
切

駒

軍
】
[

馬
が
は
し
る
。
〔
五
昔
集
韻
〕
駿
‘
馬
走
。

ケキ

〔
五
昔
集
韻
〕
許
既
切
国

馬
曰
レ
陳
‘
皆
去
勢
之
謂
゜
〔
集
韻
〕
縣
‘
棺
馬
。
〔
周

騰
夏
官
‘
校
人
‘
夏
祭
二
先
牧
1

頒
レ
馬
攻
レ
特
‘
注
〕

攻
レ
特
‘
謂
レ
繰
レ
之
。

小
日
口
●
を
う
ま
。
〔
説
文
〕
鷺
、
牡
馬

【
騒
】
呻

嵐gr
豪
也
、
ハ
レ
馬
防
臀
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
牡

日
レ
鷺
゜
〔
注
〕
今
江
東
呼
,
,
~
馬
1

為
レ
鷺
。
〔
廣

雅
‘
秤
獣
〕
鷺
、
雄
也
。

O
馬
を
つ
か
ふ
。
〔
字
彙
〕
馬
が
土
中
に
輯
げ
浴
す
る
。
或
は
醸
(
1
2
-
4
5
0

鷺
、
取
檎
也
。

0
の
ぽ
る
。
砂

(11ー
4
1
6
5
9
)

に

2
6
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
騒
‘
馬
土
浴
゜
〔
集
韻
〕
騒
、

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鷺
‘
段
借
為
レ
捗
゜
〔
爾
馬
臥
也
‘
或
ハ
レ
豊
゜

雅
‘
繹
詰
〕
鷺
、
陸
也
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
牡
馬
善

騰
‘
騰
、
乗
也
、
乗
亦
升
也
。
〔
六
書
統
〕
鷺
‘
患
馬
【
国
-
】
呻

登
レ
山
也
。
R
さ
だ
め
る
。
正
(
6
-
1
6
2
5
5
)

に
通

ヲ
ン

〔
集
韻
〕
烏
昆
切

国

テ
ン

〔
集
韻
〕
防
扇
切
醐
i

~ 

駕
........... 
44906 

□ 日
チf-,シシ
キヨチッ
ク

~ ~ 

康集
煕韻

竹こ涵
ヵ-出ヽ日
切切
g.. 
國臣闊

【
騒
】
岬

礫
(
1
2
|
 4
5
0
5
4
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
縣
、
同
レ
礫
゜

レ
キ

リ，ヨ

日ロリ
ヨ
ロ
日

日
□
つ
ぎ
う
ま
。
或
は
験
(
1
2
-
4
4
7
2
9
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
偲
也
‘
如
1
1

今
遠
馬
云
或
炊
レ
旅
゜

〔
正
字
通
〕
騒
‘
博
馬
名
、
騨
偲
有
II

馬
歩
急
邁
三

等
使
面
g

郎
遁
也
‘
或
作
レ
駅
。

圏

〔
集
韻
〕
良
撼
切
園
〗

〔
集
韻
〕
凌
如
切

【験】叩
●
う
ぴ
た
ひ
。
ひ
た
ひ
の
白
い
馬
。
〔
玉
篇
〕
駿
、

馬
白
額
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
馬
類
戴
レ
星
謂
Ii

之
騒
↓
●

通
じ
て
顛
(
1
2
-
4
3
6
2
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騒
‘

通
作
レ
顧
。

船
(
1
2ー

4
4
9
0
7
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

集
韻
〕
鵠
、
同
レ
鞘
。

タ，ウ

テ
ン

〔
集
韻
〕
多
年
切

00 

爵
）
小
馬
の
す
す
む
さ
ま
。
〔
説
文
〕
船
‘
馬
行

易
豪
兒
、
炊
レ
馬
酋
臀
゜
〔
段
注
〕
此
常
レ
日
11

船
船
‘
馬
行
兒
ご
浅
人
剛
レ
之
也
、
牛
徐
行
日
―
―
捜

捜
面
馬
徐
行
曰
11

船
船
公
9
人
俗
語
如
レ
是
芙
。

小

日

□
l

纏
馬
の
子
。
或
は
駿
（
1
2
-
4
5
0
4

翡

豪

5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
瓢
櫨
子
也
、
松

馬
家
瞥
゜
〔
義
證
〕
急
就
篇
補
注
‘
纏
‘
其
子
名
レ

縣
‘
豪
文
‘
纏
、
一
曰
‘
漠
朧
‘
其
子
曰
レ
襄
゜
〔
集

韻
〕
縣
‘
或
ハ
レ
蒙
。

昇
〔
集
韻
〕
他
刀
切
圏

ポ
ウ
ム
日
ボ
ウ
ムロ

冨

】

g

〔
集
韻
〕
蒙
弄
切

〔
集
韻
〕
膜
蓬
切

図困

【
騒
】
[

冨

】

g

国】如
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鷺
‘
段
借
為
レ
正
、
正
・
鷺
雙

臀
。
〔
集
韻
〕
鷺
一
日
、
定
也
。
〔
書
、
洪
範
〕
惟
天

陰
鷺
二
下
民
↓
〔
傭
〕
鷺
、
定
也
。

O
成
す
。
〔
字
彙
〕

鷺
、
成
也
。
〔
書
、
洪
範
、
鷺
1

一
下
民
云
色
鷺
‘
郎
質

也
、
質
‘
訓
為
レ
成
。

五
三
九

小
●
あ
が
る
。
の
ぼ
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰

籠i
”
豪
一
〕
騰
、
上
也
。
〔
字
彙
〕
霞
升
也
。

〔
謄
、
月
令
〕
地
氣
上
騰
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
踏
ニ

騰
昆
命
コ
迂
注
〕
騰
、
上
也
。
●
あ
げ
る
。
の
ぽ
せ

【
騰
】
呻

ト
ヴ
〔
集
韻
〕
徒
登
切
願

ド

ヴ

大

L

t
面

eng2 圏

〔
集
韻
〕
蒲
光
切
醐

〔
集
韻
〕
補
朗
切
圏

小
日
口
国
〇
馬
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
も

言
凩
易
策
と
騎
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
謗
、
本
作
レ

騎
。
〔
説
文
〕
騎
‘
馬
盛
也
‘
炊
レ
馬
殉
臀
、
詩
曰
、
四

牡
謗
謗
。
〔
段
注
〕
也
‘
嘗
レ
作
レ
兒
。
●
馬
の
行
く
さ

ま
。
謗
謗
゜
〔
玉
篇
〕
謗
‘
謗
蒻
馬
行
兒
。
●
通
じ
て

彰
(
4ー

1
0
0
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
謗
、
通
作
レ
彰
。

R
或
は
労
(
5
ー

1
3
6
3
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
謗
‘
謗

謗
‘
馬
盛
兒
‘
或
省
。

【
謗
謗
】
1

お
馬
の
行
く
さ
ま
。
又
‘
盛
な
さ
ま
。
詩

経
、
小
雅
北
山
、
及
び
魯
頌
馴
に
彰
彰
に
作
る
。
〔
説
文
〕

騎
、
馬
盛
也
、
詩
日
、
四
牡
謗
謗
゜
〔
玉
篇
〕
謗
‘
謗
謗
‘
馬

行
兒
゜

【謗】血

、ヴ
ビギ`
，ウ

日’、，ウゥ
ロ3
_’
 

曰
ハ
，
ウ

〔
集
韻
〕
蒲
庚
切

【鵬】]

縮
(
1
1
0
1
4
4
9
1
2
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

）＇ウ

補
〕
鵬
、
同
レ
糊
。

或
は
騨
(110
-
4
4
7
5
0
)

に
作
る
。

冦
】
』
以
〔
集
韻
〕
馳
‘
説
文
、
赤
馬
黙
毛
尾

也
‘
或
作
レ
騎

騒
朧
は
‘
駿
馬
。
〔
集
韻
〕
騒
、
騒
朧
、
良
馬
。
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馬

部

〔

十

聾

騰

|

|

_

 

る
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
下
〕
森
騰
二
波
流
↓
〔
注
〕
師
古
編
‘
雑
字
‘
謄
〕
俗
以
レ
物
自
レ
此
移
ii

置
子
他
ー
曰
レ

日
‘
騰
‘
學
也
。
〔
曹
植
‘
洛
神
賦
〕
膀
1

一
文
魚
ー
以
膀
‘
王
建
貧
居
詩
‘
嚢
生
騰
二
薬
隈
一
字
脱
換
―
一
書

警
レ
乗
。
〔
注
〕
善
曰
‘
謄
‘
升
也
。

0
の
る
。
〔
楚
辞
‘
薇
↓
〔
儒
林
外
史
、
二
十
回
〕
家
裏
一
個
錢
也
液
レ

劉
向
、
九
歎
、
愁
命
〕
謄
1

一
纏
嶽
一
以
馳
逐
゜
〔
注
〕
有
、
我
店
裏
是
騰
不
二
出
来
↓
〔
中
華
大
字
典
〕
膀
‘

務
‘
乗
也
。
＠
を
ど
る
。
〔
漢
書
‘
李
廣
傭
〕
暫
謄
而
俗
謂
レ
置
一
物
件
一
日
レ
膀
、
王
建
詩
‘
嚢
生
謄
二
薬

土
胡
兒
馬
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
謄
‘
跳
躍
也
。
＠
た
陵
↓
◎
物
の
さ
ま
。
騰
騰
(
6
4
)

の

O
・
参
を
見
よ
。

か
ま
る
。
〔
張
仲
素
‘
玉
磐
賦
〕
較
―
―
陸
池
之
賓
涵
大
R
俗
に
貌
(
1
2
-
4
5
0
7
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
謄
‘

債
斯
騰
。

O
こ
え
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
乃
奮
レ
翅
俗
作
レ
駿
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
騰
‘
本
姓
膝
‘
避
レ

而
謄
譴
〔
注
〕
綜
日
‘
騰
‘
超
也
。

O
す
ぎ
る
。
〔
楚
難
改
焉
‘
今
開
封
有
―
―
此
姓
↓
畢
園
ぁ
け
る
。
空
に

辟
、
離
騒
〕
騰
欧
車
佃
竺
径
路
雙
〔
注
〕
騰
‘
過
す
る
。

也
。
R
わ
た
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
二
〕
騰
‘
渡
也
。

O
っ
【
謄
雲
】
1

焚
の
ぼ
る
雲
〔
水
経
‘
易
水
注
〕
燕
王
仙

豪
‘
有
1

一
三
峯
石
翠
竪
崇
峻
↓
謄
雲
冠
レ
峯
、
高
霞
麗
レ
嶺
。

〔
張
協
‘
雑
詩
〕
謄
雲
似
1

添
品
宍
密
雨
如
"
散
絲
↓
〔
梁
簡

た
へ
る
。
〔
淮
南
子
‘
謬
梢
訓
〕
子
産
騰
レ
辟
゜
〔
注
〕

謄
‘
傭
也
。

O
は
せ
る
。
は
し
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
室
〕
文
帝
、
錫
杖
銘
〕
排
空
霧
轄
‘
騰
雲
鳳
躍
。

膀
‘
丼
也
。
〔
字
槃
〕
謄
‘
馳
也
。
〔
楚
辞
、
大
招
〕
騰
【
騰
越
】
2

琴
●
を
ど
り
あ
が
る
。
〔
金
石
契
〕
元
敬
、

駕
歩
遊
。
〔
注
〕
騰
‘
馳
也
。

O
牡
馬
が
さ
か
り
は
し
意
度
謄
越
‘
論
議
崇
弘
‘
言
必
稲
レ
古
‘
志
将
レ
用
レ
今
゜
〔
韻

府
引
‘
秦
観
‘
詩
〕
鞍
街
不
レ
施
糧
復
脱
‘
労
無
r

―
駅
者
一
氣

騰
越
。
●
道
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
に
隔
す
。
治
は
謄

る
。
〔
正
字
通
〕
騰
‘
馬
超
越
也
、
幡
、
月
令
、
季
春

衝
縣
。
騰
衝
・
保
山
•
永
平
・
鎮
康
・
龍
陵
・
大
理
・
詳
雲
・

合
累
牛
騰
馬
酔
託
子
使
鄭
注
‘
乗
匹
之
名
、

騰
馬
方
レ
春
通
淫
‘
乗
匹
故
超
騰
‘
使
牡
就
＞
牝
‘
消
源
・
鳳
儀
・
郡
小
・
賓
川
・
雲
龍
・
禰
渡
・
麗
江
・
蘭
坪
・

欲

撃

生

蕃

匝

O
っ
ぎ
う
ま
。
は
や
う
ま
。
〔
説
鶴
慶
・
剣
川
・
維
西
・
中
旬
・
蒙
化
・
潔
磁
永
北
・
華
坪
．

文
〕
謄
‘
傭
也
、
ハ
属
朕
臀
゜
〔
義
證
〕
謂
二
傭
邁
郵
桃
安
鑽
南
・
大
眺
・
臨
菌
早
・
順
寧
・
雲
の
二
十
九
縣
を
管

轄
す
。

〖
騰
越
九
陰
〗3
琴
乃
土
司
の
名
。
雲
南
省
謄
衝
縣

昇
也
。

O
は
や
い
。
〔
一
切
経
―
]
日
義
、
十
八
〕
膀
‘

の
西
。
皆
、
明
の
時
‘
置
く
。
明
の
中
葉
‘
緬
旬
、
各
上

疾
也
。
◎
か
つ
。
ま
さ
る
。
勝
(
2
-
2
4
0
 9
)
に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
騰
‘
段
借
為
レ
勝
。
〔
逸
周
司
を
露
食
し
‘
邊
境
の
不
安
な
る
こ
と
散
十
年
‘
萬
暦

書
、
文
酌
解
〕
四
謄
屡
―
―
威
蹴
↓
〔
注
〕
騰
、
勝
也
。

O

二
十
三
年
、
雲
南
の
巡
撫
陳
用
賓
‘
騰
越
に
八
隅
九
陰

馬
を
去
勢
す
る
。
棘
(
1
2
|
 4
4
8
9
7
)
に
通
ず
。
〔
説
を
築
い
て
防
禦
に
資
す
。
九
陰
は
大
塘
•
明
光
・
古

勇
•
演
灘
・
止
那
・
猛
豹
・
杉
木
籠
・
頃
竹
・
黄
草
嶺
を
い

ふ。

文
通
訓
定
瞥
〕
騰
‘
段
借
為
レ
棘
゜
〔
説
文
〕
謄
‘
一

〖
謄
越
八
闘
〗4
芦
誇
ノ
隅
の
名
。
雲
南
省
騰
衝
縣
の

曰
‘
棺
レ
馬
也
。
鬱
わ
き
で
る
。
ふ
き
だ
す
。
膝
(
7

ー

1
8
0
 3
6
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
謄
‘
段
借
西
。
明
の
萬
暦
中
‘
雲
南
巡
撫
の
陳
用
賓
‘
設
け
て
緬
旬

為
レ
膝
。
〔
詩
、
小
雅
、
十
月
之
交
〕
百
川
沸
謄
°
◎
を
禦
ぐ
。
銅
壁
・
萬
伯
•
神
護
・
巨
石
を
上
四
間
‘
鐵
壁
・

虎
距
・
天
馬
・
漢
龍
を
下
四
闘
と
い
ふ
。

お
く
る
。
憐
(
1
ー

6
9
3
)
・
腰
（
8
ー

6
5
7
5
)
に
通
ず
。

【
騰
猿
】
5

焚
木
に
の
ぽ
る
猿
。
騰
援
。
〔
荘
子
、
山
木
〕

魏
王
日
‘
云
云
‘
王
獨
不
レ
見
↓
一
夫
騰
猿
―
乎
‘
其
得
二
柑
梓

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
騰
‘
段
借
為
レ
憐
゜
〔
儀
證
‘
公

食
大
夫
爬
〕
歌
人
謄
レ
羞
者
。
〔
注
〕
謄
‘
常
レ
作
レ
豫
章
也
‘
攪
l

―
蔓
其
枝
↓
而
王
l

―
長
其
間
一
〔
晉
書
‘
索
靖

膝
‘
膝
‘
送
也
。
藝
物
を
置
く
。
う
つ
す
。
〔
通
俗
博
〕
靖
作
二
草
書
状
正
其
辞
曰
‘
云
云
‘
騰
援
飛
饂
‘
相
奔

五
四
〇|
 

趣
゜
〔
梁
昭
明
太
子
、
七
契
〕
騰
猿
緊
二
其
足
「
琥
虎
不
レ
則
緊
―
―
騰
駒
↓
〔
庚
肩
吾
‘
以
妾
換
馬
築
府
〕
渥
水
出
―
―
騰
沿

澤

皇

日

。

駒

廂

川

｛

貰

―

―

應

鳳

31

【
騰
遠
】
6

砂
獣
の
名
。
猿
の
属
〔
司
馬
相
如
子
虚
【
騰
空
】
19

蒻
〇
お
ほ
ぞ
ら
に
の
ぽ
り
ゆ
く
。
〔
沈
約
、

1

賦
〕
鴻
鵜
孔
鸞
‘
騰
遠
射
干
゜
〔
庄
〕
向
日
‘
橙
猿
・
射
干
、
前
緩
臀
歌
〕
瑣
漿
且
未
レ
治
、
羽
轡
已
騰
レ
空
゜
〔
拾
遺
記
‘

皆

猿

類

‘

善

縁

レ

木

也

。

一

、

顕

項

〕

有

―

―

曳

影

之

剣

↓

騰

レ

空

而

舒

。

●

t

ふ
n
g
'

【
謄
駕
】
1

い
ゥ
乗
物
に
乗
る
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕
騰
駕
歩

k
'
u
n
g
'

あ
け
る
。
空
に
す
る
。

遊
‘
撒
ユ
禁
血
只
。
〔
賣
誼
‘
弔
二
屈
原
文
〕
謄
―
―
駕
罷
【
騰
光
】
20

ハ
炉
光
を
は
せ
る
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
蛾

牛
正
生
寮
譴
分
‘
繍
垂
雨
互
服
―
―
堕
車
入
弓
°
眉
曼
腺
‘
目
店
光
些
゜
〔
注
〕
騰
‘
馳
也
。
〔
曹
植
、
元
會
詩
〕

【
騰
降
]
8

砂
の
ぽ
り
く
だ
る
。
〔
獣
陽
脩
、
原
弊
〕
陰
清
酷
盈
レ
爵
、
中
坐
騰
レ
光
。
〔
濡
尼
‘
火
賦
〕
騰
光
絶
覧
、

陽
在
―
―
天
地
間
云
騰
降
而
相
推
。
雲
散
寛
披
。
〔
顔
延
之
‘
緒
白
馬
賦
序
〕
賓
有
,
,
騰
光
吐

【
騰
格
】
，
t

ふ
n
g
'
k
e
2

西
域
葉
爾
先
喀
叶
喝
爾
等
の
圏
云
疇
徳
瑞
聖
之
符
鰐
。

地
方
で
使
用
し
た
錢
の
名
。
紅
銅
で
造
る
。
普
爾
錢
。
【
謄
宰
こ
21

紗
ゥ
紳
馬
。
一
名
、
乗
黄
。
色
は
黄
＜
狐
に

〖
謄
格
里
〗10
砂
リ

O
湖
の
名
。
⑦
西
蔵
拉
薩
の
西
北
。
似
、
背
に
雨
角
が
あ
る
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
園

-
1林
氏
之

西
蔵
第
一
の
太
湖
。
査
姶
蘇
太
河
・
羅
蔭
河
・
打
爾
古
蔵
翡
虞
五
翌
澤
馬
輿
―
―
謄
黄
↓
〔
抱
朴
子
、
射
俗
〕
謄
黄
之

布
河
等
之
に
注
ぐ
。
騰
格
里
と
は
蒙
古
語
で
天
の
意
。
馬
‘
吉
光
之
獣
‘
皆
壽
三
千
歳
。
〔
符
瑞
圃
〕
騰
黄
、
神
馬

一
名
、
天
池
。
膀
吉
里
・
騰
喝
里
と
も
作
る
。
T
e
n
g
r
i
'

也
‘
其
色
黄
‘
一
名
乗
黄
‘
其
状
如
レ
狐
、
背
上
有
二
雨
角
↓

n
o
r
◎
緩
遠
省
郡
爾
多
斯
右
翼
中
旗
の
牧
地
。
支
渠
あ
【
謄
傾
】
22

砂
騰
湧
し
て
傾
注
す
る
こ
と
。
〔
木
華
‘
海

つ
て
東
南
黄
河
に
通
ず
。
古
の
屠
申
澤
。

0
山
名
。
一
賦
〕
決
滑
漁
沖
‘
騰
傾
赴
レ
勢
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
騰
湧
‘
傾
注
。

名
、
奇
林
圏
魯
山
。
新
彊
省
緩
来
縣
の
南
。
【
膀
矯
】
23

砂
の
ぽ
り
あ
が
る
。
〔
呉
笥
、
登
店
『
山
東

【
騰
翻
】11
砂
た
か
く
飛
ぴ
翔
る
。
〔
鄭
曼
季
‘
答
腔
峰
如
~
"
―
九
江
合
→
一
彰
歳
湖
一
詩
〕
而
我
臨
一
長
風
「
諷
然

士

龍

詩

〕

安

得

嵩

風

玉

蒻

翻

天

地

一

慾

騰

矯

一

【
騰
簡
】
1
2
"
パ
食
鬼
の
神
。
〔
後
漢
書
‘
穂
儀
志
中
〕
於
レ
【
謄
軒
】
24

焚
家
の
の
き
に
の
ぽ
る
。
一
説
に
‘
大
夫
の

是
中
黄
門
侶
‘
仮
子
和
曰
‘
甲
作
食
レ
殉
、
勝
胃
食
レ
虎
、
車
に
の
る
。
轄
じ
て
‘
嵩
い
地
位
に
の
ぽ
る
こ
と
。
〔
韓

雄

伯

食

レ

魅

‘

騰

簡

食

―

―

不

詳

↓

愈

‘

送

1

一
進
士
劉
師
服
東
蹄
1

詩
〕
奈
何
任
―
―
埋
没
云
不
1

石自

【
騰
起
]
1
3

い
ウ
の
ぽ
る
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘

lij
子
訓
求
―
―
腔
軒
↓

傭

〕

唯

見

白

雲

騰

起

°

[

騰

呼

】

2
5
9
ゥ
さ
わ
が
し
く
よ
ぶ
こ
と
。
〔
唐
書
‘
文
藝

【
騰
貴
】
14

い
ゥ
物
債
が
嵩
く
な
る
。
騰
踊
゜
〔
漢
書
、
食
下
‘
呉
武
陵
博
〕
督
責
謄
呼
藪
千
里
偽
二
不
寧
↓

貨
志
下
〕
不
軌
逐
利
之
民
‘
畜
藷
硲
笞
烹
以
稽
1

―
市
物
五
痛
【
謄
帝
3

】2
6
9
ウ
は
ね
あ
が
る
と
ら
。
〔
王
昌
齢
、
城
傍
曲
〕

騰
躍
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
言
‘
以
―
其
巖
餘
之
財
玉
庄
積
墾
射
殺
空
螢
雨
騰
虎
、
廻
レ
身
却
月
楓
己
函
ぢ

貨
使
,
,
物

稽

滞

在

＞

己

‘

故

市

債

甚

騰

貴

。

【

謄

谷

]
2
7

芦
矢
部
保
患
の
琥
。
矢
部
騰
谷
(
8
-
2
3
9
2

【
騰
嬉
】
15nウ
の
ぼ
り
た
の
し
む
。
〔
獣
陽
脩
‘
獲
麟
贈
"

9
 :
 9
2
)
を
見
よ
。

眺
閾
先
輩
詩
〕
聖
門
開
ー
ー
大
遠
夷
路
騨
籠
品
g

[

騰
根
】
2
8
9
グ
疫
を
逐
ひ
鬼
を
食
ふ
神
。
〔
後
漢
書
、
韓

【
騰
糾
】
16

昇
空
に
の
ぽ
る
み
づ
ち
。
〔
曹
砒
、
馬
射
賦
〕
儀
志
中
〕
窮
奇
騰
根
共
食
レ
懃
゜

状

如

謄

糾

而

登

―

―

紫

寄

↓

[

謄

財

】

29

⑪

獣

の

名
o

〔
南
越
筆
記
〕
謄
財
者
ヽ
生
高

【
謄
極
】1
7
%ク
—
帝
位
に
の
ぽ
る
。
登
極
゜
〔
日
本
書
紀
、
要
西
七
十
五
里
膀
肝
嶺
ご
欣
類
ふ
盆
疾
頭
正
方
‘
髪
長

持
統
紀
〕
（
二
年
冬
十
一
月
）
直
廣
律
嘗
麻
慎
人
智
徳
‘
丈
許
、
覆
―
―
其
面
ぶ
笠
有
レ
所
レ
覗
‘
輔
椛
レ
頭
以
二
雨
手
1

奉
レ
誅
1

一
皇
帷
等
之
謄
極
次
第
云
四
也
、
古
云
―
一
日
嗣
一
也
。
披
レ
之
、
一
名
謄
紆
‘
上
レ
樹
甚
捷
‘
故
以
名
、
東
腐
無
二
財

〔
星
野
翌
城
、
大
行
天
皇
奉
悼
文
〕
夙
齢
謄
極
、
運
贋
―
―
維
狼
ご
惟
此
嶺
有
レ
之
‘
疑
亦
人
熊
之
類
。
〔
事
物
異
名
録
‘

新

↓

獣

畜

、

候

〕

山

堂

隷

考

‘

謄

紆

‘

一

名

騰

財

‘

沐

狼

類

也

。

【
騰
駒
】
18"ヴ
早
く
走
る
駒
。
〔
證
‘
月
令
〕
消
牝
別
レ
繋
、
【
謄
播
]
3
0
5
5

或
は
飛
ぴ
あ
が
り
‘
或
は
く
じ
き
折
る
。



飛
謄
播
折
。
〔
飽
照
、
舞
鶴
賦
〕
蹄
闊
徘
徊
‘
振
迅
騰
描
゜
張
鵬
(
4
|
9
8
1
2
 :
 6
7
6
)

の
0
の
字
。
＠
明
、
熊
榊
（
7

|

飢

i
」
憂
城
上
ェ
庄
、
法
令
者
、
口
邊
紋
也
‘
膀
蛇
‘
即
法
逸
言
仲
子
陵
‘
五
絲
績
賓
命
賦
〕
龍
爛
蛇
伸
‘
光
氣
騰
謄
。

〔
注
〕
善
曰
‘
或
飛
膀
‘
或
描
折
。

1
9
2
9
4
:
 9
1
)

の

字

。

令

紋

也

‘

梁

武

帝

亦

有

レ

此

‘

即

此

所

謂

従

理

入

レ

ロ

也

。

●

鼓

を

撃

っ

昔

。

〔

唐

書

‘

五

行

志

二

〕

童

謡

曰

‘

嵩

山

凡

【
騰
装
】
31

謀
旅
に
上
る
よ
そ
ほ
ひ
。
〔
枚
乗
‘
七
検
〕
【
謄
跡
】
4
2
5
い
あ
し
を
あ
げ
る
。
〔
陸
機
‘
漢
高
祖
功
臣
[
謄
盪
】
53

砂

の

ぼ

り

工

7
¥
〔
謝
個
‘
可
汗
山
銘
序
〕
幾
層
ヽ
不
レ
畏
玉
ユ
不
ぬ
付
‘
但
恐
レ
不
レ
得
レ
登
三
面
盆
野
兵

其
波
涌
而
雲
胤
‘
擾
擾
焉
如
二
ニ
軍
之
膀
装
↓
〔
李
商
頌
〕
奮
腎
雲
興
‘
騰
跡
虎
嘆
。
雲
騎
騰
盪
、
則
川
野
書
昏
、
風
旗
揚
曳
、
則
辰
離
勁
色
。
馬
玉
傍
道
打
騰
騰
。
〔
元
横
‘
立
部
伎
詩
〕
敗
敗
横
鎗
霜
雪

隠
‘
獣
祠
東
公
啓
〕
敢
罰
潤
渥
五
以
,
1

謄

装

↓

【

謄

藉

】

4
3
5
5

ふ
み
こ
え
る
。
膀
践
(
4
7
)

に
同
し
。
藉
は
【
騰
赳
】
54

砂
軽
捷
を
い
ふ
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
杭
腿
耀
‘
膀
騰
撃
鼓
風
雷
磨
。

O
緩
や
か
な
さ
ま
。
〔
宋
、
無
名

【
騰
霜
】
32

砂
名
馬
の
名
。
〔
唐
書
｀
回
乾
下
‘
骨
利
幹
践
゜
〔
柳
宗
元
‘
興
州
江
運
記
〕
顛
蹄
謄
藉
‘
血
流
―
―
棧
道
一
裸
然
、
膀
赳
飛
超
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
騰
超
飛
超
‘
言
―
―
其
軽
氏
、
詩
〕
慢
騰
騰
地
媛
供
娯
゜
R
祠
房
の
名
。
〔
韻
府
引
‘

傭
〕
其
大
酋
侯
斤
因
使
者

E
5レ
馬
‘
帝
取
1

一
其
異
者
―
【
膀
籍
】
44

料
ふ
み
こ
え
る
。
謄
藉
に
同
じ
。
〔
紐
五
代
捷
也
。
〔
柳
宗
元
‘
招
孟
泄
買
文
〕
騰
超
燒
蝶
分
‘
萬
里
一
張
采
‘
詩
〕
還
レ
丹
欲
レ
問
僕
僕
仙
‘
-

i

奄
更
拌
騰
騰
瀬
゜

鱈
十
雙
皆
葛
芙
名
一
日
騰
霜
白
、
日
絞
雪
馳
‘
曰
凝
史
‘
唐
荘
宗
紀
二
〕
梁
軍
不
1
1

之
測
ご
日
相
謄
籍
‘
棄
甲
観
。
〔
蘇
拭
、
書
石
兆
説
之
考
牧
圏
後
一
詩
〕
尋
レ
山
跨
―
―
坑
【
騰
突
】
65

闊
抵
獨
す
る
こ
と
。
唐
突
(
2
-
3
7
0
9
:
 2
9
 

露
聰
‘
云
云
‘
厚
幡
1

其

使

一

山

積

。

谷

玉

謄

超

筋

骨

彊

。

5
)

の

O
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
皇
甫
張
段
等
傭
贄
〕
紛
転

【
騰
辞
】
33

位
こ
と
ば
を
傭
へ
る
。
〔
淮
南
子
、
謬
稲
訓
〕
【
橙
捷
】
45

託
飛
び
行
く
こ
と
の
轄
捷
な
こ
と
。
〔
李
【
朦
『
蹄
】
55

が
？
飛
び
越
え
る
。
躍
然
。
〔
韓
愈
‘
岳
腸
棲
謄
突
‘
谷
静
IIj
空。

子
産
謄
レ
辞
。
〔
注
〕
騰
‘
傭
也
。
白
、
大
撒
賦
〕
鷹
犬
之
所
二
謄
捷
一
飛
走
之
所
西
忠
竺
〔
心
別
―
賓
司
直
―
詩
〕
説
義
抜
―
―
嵩
華
玉
騰
綽
較
1

一
健
牡
二
陸
【
騰
那
】
66

店
輯
移
す
る
。
〔
還
魂
記
‘
慈
戒
〕
琴
書
外
‘

【
~
四
秀
】
3
4
芥
い
き
ほ
ひ
よ
く
ひ
い
で
る
。
〔
舒
元
輿
、
書
〕
夫
将
者
、
人
命
之
所
レ
懸
也
、
而
上
不

1面
炉
之
以
孟
員
滞
‘
玉
牒
所
迎
レ
駕
望
―
一
見
周
洪
道
含
人

1
詩
〕
今
年
見
―
―
自
有
1一
好
騰
那
至
＃
花
園1乍
心
麿
゜

牡
丹
賦
〕
或
灼
灼
謄
秀
‘
或
亭
亭
露
奇
゜
罰
本
盆
四
束
―
―
猿
揉
之
手
盃
型
只
レ
之
以
中
騰
捷
上
也
。
騰
蹄
玉
_
レ
恨
老
乙
釈
埃
→
〔
蘇
轍
‘
東
方
書
生
行
〕
是
非
【
~
波
】

6
7
パ
，
ゥ
あ
が
る
波
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
騰
波
沸

【
騰
羞
】
35

砕
食
物
を
運
ぴ
お
く
る
。
〔
儀
證
、
公
食
大
【
謄
閃
】
4
6
5
バ
は
ね
あ
が
つ
て
ひ
ら
め
く
。
〔
韓
愈
‘
喜
―
―
得
失
付
土
品
丈
眼
前
且
買
先
騰
蹄
゜
涌
‘
珠
貝
氾
浮
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
騎
馬
騰
波
以
嘘
蹂
‘
水
兇

夫
幡
〕
衆
人
騰
羞
者
、
圭
笠
階
不
レ
升
レ
堂
。
〔
注
〕
騰
‘
営
レ
侯
喜
至

g
竺
張
籍
張
徹
1詩
〕
荒
花
窮
一
砿
砿
央
幽
獣
エ
1―
【
~
逹l】5
6
g
0
の
ぼ
り
あ
が
る
。
〔
劉
基
‘
秋
懐
詩
〕
陰
〖
~
波
江
〗

6
8バ
i

常
陸
図
の
地
名
。
L雷
―
―
咆
乎
陽
侯
→

作

レ

楼

‘

膝

‘

送

也

。

謄

閃

↓

氣

方

騰

達

‘

密

雨

已

禰

漫

゜

●

立

身

出

世

す

る

。

顔

逹

。

【

騰

馬

】

69

匁
〇
奔
謄
す
る
馬
。
春
時
に
登
情
す
る
牡

【
騰
襲
]
3
6

弘
炉
と
ぴ
あ
が
り
こ
え
る
。
〔
張
衡
、
西
京
【
騰
錢
】
47

翌
物
の
上
を
ふ
ん
で
越
え
ゆ
く
こ
と
。
倒
〔
耶
律
楚
材
、
和
"
平
陽
王
仲
詳
韻
―
詩
〕
一
旦
騰
達
時
‘
馬
を
い
ふ
。
〔
證
‘
月
令
〕
（
季
春
之
月
）
乃
合
―
―
累
牛
騰
馬
一

賦
〕
負
―
―
筍
業
而
餘
怒
‘
乃
奮
レ
翅
而
騰
蒻
゜
〔
注
〕
綜
日
、
れ
た
人
な
ど
の
上
を
歩
く
こ
と
。
騰
藉
。
〔
後
漢
書
‘
光
獣
策
宜
1

一

説

読

↓

遊

,

,

牝
干
牧
↓
〔
疏
〕
累
牛
‘
謂
1

一
相
累
之
牛
玉
騰
馬
‘
相
騰
逐

騰
‘
超
也
‘
騒
‘
馳
也
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
六
二
玄
糾
之
突
武
紀
上
〕
弄
兵
大
潰
‘
走
者
相
謄
践
‘
奔
二
橙
百
餘
里
間
一
【
謄
踏
]
5
7

砂
の
ぼ
り
あ
が
る
。
〔
韓
愈
、
符
讀
,
,
書
城
之
馬
也
。
〔
呂
覧
‘
季
春
〕
是
月
也
‘
乃
合
1

一
繁
牛
騰
馬
一

翠
齊
麗
騒
而
浦
文
↓
〔
庄
〕
綜
曰
‘
騰
騨
‘
趨
走
也
‘
良
【
騰
奏
】
48

綽
上
の
位
に
推
し
す
す
め
る
。
〔
梁
武
帝
、
南
一
詩
〕
飛
黄
騰
踏
去
、
不
＞
能
レ
顧
薙
絵
↓
〔
蘇
舜
欽
、
海
―
牝
子
牧
『
〔
注
〕
騰
馬
‘
父
馬
也
。

e善
＜
塁
を
ひ
き
ゐ

曰
‘
騰
襲
・
布
文
‘
馬
行
貌
。
〔
晉
書
‘
夏
侯
湛
博
〕
奮
―
―
迅
遣
レ
使
巡
省
詔
〕
騰
奏
岡
レ
或
二
遺
隠
→
〔
唐
書
‘
袈
度
博
〕
頂
破
二
山
詩
〕
煙
雲
騰
踏
去
、
不

,
1復
経
，
月
留
→
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
淮
南
子
‘
時
制
訓
〕
乃
合
"
~
牛
騰
馬
一

f
雲

需

之

際

騰

魏

子

四

極

之

外

一

〔

溢

岳

‘

藉

田

賦

〕

金

膀

奏

申

解

。

【

騰

蹟

】

58

砂
の
ぼ
り
あ
が
る
。
馬
の
騰
踏
を
以
て
人
〔
注
〕
騰
馬
‘
騰
駒
‘
趾
蹄
善
将
レ
聾
者
也
。
「
渡
す
。

根
照
耀
以
煽
晃
分
‘
龍
頴
騰
騎
而
油
文
。
〔
杜
甫
、

i早
諷
【
騰
湊
】4
9
衿
の
ぼ
り
あ
つ
ま
る
。
〔
王
延
壽
‘
魯
震
光
の
升
躍
に
喩
へ
る
。
〔
韓
愈
‘
送
二
涯
弘
南
蹄1詩
〕
謄
蹟
【
~
~
】70
t
'
e
n
g
'
f
a
n
g
'

家
を
空
け
る
。
家
屋
を
明

録
事
宅
墾
曹
将
軍
聾
馬
園
引
〕
謄
騒
森
落
三
萬
匹
、
殿
賦
〕
飛
梁
恨
憲
以
虹
指
‘
掲
蓮
蓬
而
膀
湊
。
衆
駿
事
1

一
鞍
磯
↓
偏
服
上
色
紫
輿
レ
緋
。
「
字
。
【
謄
梓
3

】71
芥
か
け
ふ
だ
を
立
て
て
知
ら
す
。
〔
唐
書
、

皆

爽

此

饂

筋

骨

同

。

【

騰

馳

】

50

乃
龍
の
隠
゜
謄
蛇
の

O
に
同
じ
。
〔
璧
鐵
論
、
【
謄
仲
】
59

砂
＇
ウ
明
‘
馬
如
蚊

(
1
2
ー

4
4
5
7
2
・

・
8
2
5
)

の
逆
臣
上
、
安
誅
山
博
〕
詭
言
下
奉
"
密
詔
印
ず
楊
國
忠
い

[
謄
書
]
3
7

砂
書
面
を
偉
へ
る
。
〔
後
漢
書
‘
陳
楓
傭
〕
因
刺
復
〕
故
賢
者
得
レ
位
、
猶
―
―
龍
得
レ
水
騰
馳
遊
＞
霧
也
。
【
謄
超
】
60

砂
の
ぼ
り
を
ど
る
。
〔
張
華
‘
博
陵
王
宮
侠
騰
二
榜
郡
縣
↓

散

鴎

書

隅

蜀

一

〔

論

衡

‘

龍

虚

〕

騰

帥

遊

レ

霧

。

「

る

。

曲

〕

謄

超

如

―

―

激

電

一

廻

旋

如

一

流

光

↓

【

騰

齋

】

72

芥
獣
の
名
。
牡
の
馬
‘
牝
の
櫨
か
ら
生
れ
た

【
騰
翡
】
38

砂
と
び
あ
が
る
。
莉
も
と
ぴ
上
る
。
〔
後
漢
【
謄
掘
】
51

t'eng2 
nuo'

移
す
。
移
し
補
ふ
。
移
用
す
【
騰
躍
-
】
61

砂
物
債
の
謄
貴
す
る
こ
と
。
謄
蹄
(
8
0
)

に
も
の
。
〔
太
平
御
覧
‘
獣
部
十
一
―
-
‘
鰈
〕
雀
豹
古
今
注
曰
‘

書
、
五
行
志
一
〕
雑
襲
謄
霞
〔
韓
愈
‘
送
二
悪
師
詩
〕
金
【
騰
蛇
】
52

乃
〇
龍
の
隠
。
爾
雅
秤
魚
に
は
膳
蛇
に
作
同
じ
。
〔
史
記
‘
平
準
書
〕
不
軌
逐
利
之
民
‘
畜
―
―
積
餘
業
一
櫨
為
レ
牡
馬
為
レ
牝
‘
卸
生
レ
蝶
｀
馬
為
レ
牡
騒
為
レ
牝
‘
卸

）
鵠
既
騰
莉
‘
六
合
俄
清
新
。
る
。
〔
憧
子
、
下
〕
飛
龍
乗
レ
雲
、
雲
罷
霧
孵
、
而
謄
蛇
卑
ぐ
以
稽
―
―
市
物
正
物
踊
謄
輝
。
〔
注
〕
集
解
曰
、
物
貴
而
出
賣
‘
生
,
,
謄
驚
↓

●
[
謄
衝
】
39

砂
ウ
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
龍
陵
縣
の
蛾
鎧
一
同
芙
、
則
失
―
―
其
所
＞
乖
也
。
〔
韓
非
子
、
十
過
〕
虎
故
使
1

一
物
甚
騰
一
也
‘
漢
書
‘
甜
字
作
レ
躍
‘
索
隠
日
‘
今
【

Ht翻
】
73

謬
た
か
く
飛
ぴ
ひ
る
が
へ
る
。
〔
李
為
、
日

西
北
。
雲
龍
江
の
上
流
。
緬
旬
の
八
莫
と
討
す
。
狼
在
レ
前
、
鬼
神
在
レ
後
‘
騰
蛇
伏
レ
地
。
〔
史
記
‘
饂
策
博
〕
按
‘
漢
讃
‘
甜
字
作
レ
躍
者
、
謂
―
―
物
踊
貴
而
債
起
、
有
＞
賦
〕
海
水
血
色
、
魚
龍
騰
翻
‘
上
浮
焦
姻
‘
創
業
之
象
也
。

91

【
騰
臀
】
40

礼
臀
を
あ
げ
る
。
〔
宋
書
、
謝
霰
運
傭
論
〕
騰
蛇
之
神
‘
而
殆
秘
即
且
↓
〔
注
〕
郭
環
日
‘
騰
蛇
‘
龍
如
一
物
騰
躍
而
起
ふ
3

。

【

騰

飛

】

74

い
ヴ
は
ね
あ
が
る
。
と
ぴ
あ
が
る
。
〔
博
玄
‘

⑭
愛
逮
束
氏
韮
謝
騰
臀
゜
〔
箔
榮
、
残
雪
賦
〕
謝
患
連
遁
,
,

閏
也
、
剃
蛾
似
社
大
腹
、
食
品
詣
竺
也
。
〔
後
漢
書
‘
仲
【
騰
蹂
】

6
2衿
は
ね
あ
が
り
ゆ
く
。
〔
王
安
石
、
再
用
一
面
~
埴
上
難
レ
為
レ
趨
架
府
〕
門
有
―
―
車
馬
客
「
駿
服
若

1謄
飛
­

文

壇

名

ぶ

深

思

謄

臀

。

長

統

博

〕

謄

蛇

棄

レ

鱗

。

〔

注

〕

爾

雅

日

‘

謄

蛇

有

レ

鱗

°

〇

韻

1

寄
―
―
禁
天
啓
―
詩
〕
天
閑
久
索
レ
頴
‘
駿
足
方
騰
蹂
。
〔
王
孝
籍
、
上
1

一
牛
弘
一
書
〕
咳
唾
足
―
―
―
以
清
i
i

活
枯
鱗
盃
f

）
【
騰
零
】
悶

5

0
大
空
に
の
ぽ
る
。
〔
沈
約
‘
華
陽
先
生
星
の
名
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
騰
蛇
二
十
二
星
、
在
,
,螢
【
~
天
】
6
3焚
天
に
の
ぼ
る
。
〔
漢
書
‘
租
架
志
‘
郊
祀
歌
〕
嘘
可
一
石
盆
四
飛
窮
利
→

．
登
レ
棲
不
復
下
―
贈
里
詩
〕
側
聞
上
士
説
‘
尺
木
乃
謄
室
北
一
天
蛇
也
、
主
二
水
晶
→
鬱
相
術
家
が
口
邊
の
紋
偏
腫
耀
謄
天
歌
。
〔
辞
道
衡
‘
高
祗
文
皇
帝
頌
序
〕
誕
聖
【
~
益
~
】

7
5
tヴ
の
ぼ
り
か
け
る
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
百
邪

．
香
。
〔
蘇
拭
‘
辮
道
歌
〕
水
精
池
産
紅
蓮
花
‘
赤
龍
騰
香
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
周
勃
傭
‘
従
理
入
レ
ロ
此
餓
死
法
也
‘
降
レ
霊
‘
則
赤
光
照
レ
｛
至
‘
餡
紳
晦
レ
迩
‘
則
紫
氣
騰
レ
天
。
逍
走
‘
蚊
龍
謄
驚
゜
〔
應
場
‘
察
河
賦
〕
扮
鴻
涌
而
膀
驚

3
 

49

鵞
盤
蛇
↓

e字
琥
°
①
明
‘
郭
昇
(
1
1
ー

3
9
4
7
4
:
 1
3
1
)
 

:
¥
!
:
:
!
'
師
古
日
‘
従
竪
也
‘
王
先
謙
補
注
〕
麻
衣
神
異
賦
云
‘
【
騰

Hl】64
晶
〇
盛
に
お
こ
る
さ
ま
。
〔
白
居
易
‘
代
レ
書
分
‘
恒
臀
喪
而
祖
征
。

⑭
の

O
の
字
。
＠
明
‘
戦
闘(5—
1
1
6
6
7:
 8
)

の
字
°
◎
明
、
法
令
入
レ
ロ
、
郡
通
餓
1

一
死
野
人
家
一
騰
蛇
鎧
唇
‘
梁
武
詩
一
百
韻
寄
―
―
微
之
一
詩
〕
往
往
遊
ニ
―
―
省
云
騰
騰
出
1

一
九
【
騰
沸
]
7
6

砂
わ
き
あ
が
る
。
〔
後
漢
書
‘
荀
践
傭
論
〕
自
レ

13

|

|

_

|

 

馬

部

〔

十

蟄

騰

五

四



(44915・ ・77)一 (44927)

【

騨

】

如

〔

集

韻

〕

采

認

隅

。

3

め
う
ま
。
〔
玉
篇
〕
騨
牝
馬
也
。
〔
廣
韻
〕
騨
、
牝

馬
、
日
レ
騨
゜

【
騨
馬
】
1

t
s
'
a
 0
 3
 m
a
3
 

遷
褥
西
京
「
山
東
騰
沸
゜
〔
盛
時
泰
詩
〕
海
波
遂
謄
沸
、
【
騰
龍
】
85

砂
ヴ
●
龍
の
類
。
〔
説
苑
‘
談
叢
〕
騰
龍
乗
レ
雲
【
騨
埴
】
2

t
s
'
a
o
3
 
li.i2 

浪

起

如

「

山

丘

↓

而

攀

。

O
龍
の
や
う
に
あ
が
る
。
〔
王
永
顛
‘
賦
〕
堅
―
―
后

【
謄
歩
】
77

丸
歩
を
あ
げ
る
。
〔
陸
機
‘
長
安
有
狭
邪
行
〕
土
ー
以
鋸
虎
分
‘
軟
青
8

四
而
謄
龍
°

軽

藍

承

―

―

華

景

↓

謄

歩

摂

飛

慶

【

'

】

86

い
げ
た
か
く
あ
が
る
。
〔
紐
山
康
、
明
騰
論
〕
壮
【
船
】
叩
キ
〔
集
韻
〕
几
利
切

【
騰
奔
】
78

焚
疾
く
走
る
。
奔
謄
゜
〔
江
滝
‘
遂
古
篇
〕
馬
氣
騰
属
‘
勇
之
決
也
。

0
千
里
の
馬
。
駿
(
1
2
-
4
5
0
7
6
)

に
同
じ
。
〔
玉

蹄

之

國

善

稽

奔

分

。

【

謄

機

思

】

87

砂
清
、
内
蒙
古
喀
爾
喀
爾
尼
特
の
酋
長
。

篇
〕
穎
、
千
里
馬
、
鎧
、
同
レ
上
。

O
こ
ひ
ね
が
ふ
。

【
騰
閑
】
79

琺
た
か
く
飛
ぴ
あ
が
る
。
〔
異
苑
〕
脱
二
衣
太
宗
の
時
‘
墨
爾
根
台
吉
と
琥
す
。
清
に
降
り
、
郡
主

検
服
二
仙
利
↓
升
レ
鵠
而
謄
聰
。
に
尚
し
‘
和
碩
額
鮒
を
授
け
ら
る
。
封
は
札
薩
克
多
羅
郡

【
謄
躍
】
8
0
E
7
7
0

を
ど
り
あ
が
る
。
と
ぴ
あ
が
る
。
は
王
°
順
治
中
‘
撮
政
王
と
協
は
ず
‘
北
走
し
て
土
謝
圏
・
車
翼
(
2
-
1
5
0
0
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
翼
及
也
。

ね
あ
が
る
。
〔
荘
子
‘
逍
遥
遊
〕
我
謄
躍
而
上
、
不
レ
過
藪
臣
二
部
に
投
じ
、
清
兵
に
敗
ら
れ
‘
色
榜
格
河
に
走
り
、
〔
謁
、
文
王
世
子
、
王
乃
命
二
公
侯
伯
子
男
及
繋

闊
而
下
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
飛
レ
仁
揚
義
、
麟
躍
道
藝
↓
尋
い
で
降
を
乞
ふ
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
首
、
四
十
八
〕
。
吏
1

日
‘
注
〕
大
夫
勤
―
―
於
朝
一
州
里
騒
二
於
邑
↓

〔
疏
〕
州
長
里
宰
之
官
‘
希
駆
慕
仰
‘
行
二
之
於
邑
↓

〔
枚
乗
‘
七
骰
〕
陽
魚
謄
躍
‘
奮
貨
振
鱗
。

O
物
債
が
あ
【
謄
工
夫
】
88t
ふ
n
g
2

k
u
n
g
'
f
u

時
間
を
融
通
す
る
。

が
る
。
物
慣
謄
貴
。
臆
罪
(
6
1
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
食
貨
【
騰
噛
軒
】
8
9
"
パ
苫
明
、
陳
熙

(11ー
4
1
6
9
8
:
 1
2
6
)

の

志
下
〕
不
軌
逐
利
之
民
‘
畜
藉
餘
息
以
稽
市
物
痛
騰
〇
の
室
名
。

っ
ち
と
飛
【
縞
】
呻

躍
。
〔
注
〕
李
奇
曰
‘
稽
‘
貯
滞
也
‘
晉
灼
日
‘
痛
‘
甚
也
‘
[
謄
荏
百
ル
】
90t'eng'tan• 

e
r
h

鳥
が
交
尾
す
る
。

言
‘
計
二
市
物
賤
盃
豫
盆
l

畜
之
よ
物
貴
‘
而
出
賣
‘
故
使
"
【
膀
鮫
起
鳳
】
91

ぃ
gヴ
を
ど
り
あ
が
る
み
4

物
甚
騰
躍
也
‘
師
古
曰
‘
言
‘
以
-
1

其
嵐
餘
之
財
云
蓄
二
積
ぴ
立
つ
鳳
凰
。
オ
華
の
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
喩
。
〔
王
勃
‘
膝

塁
貨
涵
竺
物
稽
滞
在
＞
己
‘
故
市
債
甚
謄
責
゜
〔
壁
鐵
論
‘
王
閣
序
〕
騰
鮫
起
鳳
‘
孟
學
士
之
詞
宗
゜

本
議
〕
萬
物
並
牧
則
物
膀
躍
‘
謄
躍
則
商
買
伴
レ
利
自
【
謄
出
本
錢
】
S¥

t
'
e
n
g
'
c
h
'
u
'
p
e
n
3
 
c
h
'
i
e
n
'
 

市
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
下
〕
（
六
年
春
正
月
）
辛
酉
‘
詔
を
作
り
出
す
。

曰
‘
往
歳
水
旱
蛭
品
為
レ
宍
‘
穀
債
騰
躍
。

【
騰
涌
】
81

認
わ
き
あ
が
る
。
〔
王
延
壽
‘
魯
震
光
殿
賦
〕

玄

醒

騰

涌

於

陰

遵

甘

露

被

に

子

而

下

珠

。

【

騰

】

[

【
謄
踊
】
8
2
紅

t

0
物
債
が
高
く
な
る
こ
と
。
昂
謄
゜
騰

貴
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕
大
農
之
諸
官
‘
盛
籠
二
天
下
之
貨

物
三
貴
郎
賣
レ
之
、
賤
則
買
レ
之
、
如
レ
此
、
富
商
大
買
、
無
レ

所
レ
牟
l

一
大
利
一
則
反
レ
本
、
而
萬
物
不
レ
得
―
謄
踊
↓
〔
藷

五
代
史
‘
唐
荘
宗
紀
八
〕
詔
以
去
歳
災
診
云
物
賣
騰
踊
゜

〔
蘇
杖
‘
上
―
―
紳
宗
皇
帝
一
書
〕
物
債
騰
踊
。

O
を
ど
り
あ

が
る
。
〔
呉
志
、
呂
蒙
傭
〕
手
執
二
抱
鼓
工
士
牛
騰
踊
皆
自

升
‘
食
時
破
レ
之
。
〔
馬
融
‘
廣
成
頌
〕
築
↓
―
我
純
徳
玉
騰
踊

相
随
゜
〔
注
〕
皆
以
跳
躍
。

【
謄
踊
】
83

品

O
物
債
が
あ
が
る
こ
と
。
〔
漢
書
‘
魏
相

博
〕
今
歳
不
レ
登
‘
穀
暴
謄
躁
‘
臨
1

科
而
蔽
｛
猶
有
1

一乏

者
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
債
忽
大
貴
也
。
●
を
ど
り
あ
が
る
。

〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
拭
物
之
至
‘
謄
踊
肴
乱
、
而
不
レ
失
―
―

其
散
↓

【
膀
陵
】
8
4
"
3
7
ウ
奮
躍
す
る
。
〔
尉
線
子
、
兵
談
〕
人
人
無
レ

不
―
―
騰
陵
張
＞
謄
。
〔
元
横
‘
観
兵
部
馬
射
―
賦
〕
引
渦
雷

砕
‘
謄
陵
馳
疾
゜

サ
，
ウ
ソ，ウ

牝
馬
。

小
●
野
馬
の
島
。
騨
駿
〔
説
文
〕
験
‘
騨

策
験
也
、
八
レ
馬
羹
臀
。
●
前
足
の
白
い

騒
馬
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
前
足
皆
白
‘
験
。
参
通
じ
て
霙

(
3
-
5
9
3
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
験
‘
通
作
レ
羹
゜

日
口
〇
み
だ
れ
は
し
る
。
〔
篇
海
〕
鴛
‘
馳
不
レ
齊

也
。

O
翡
(
1
2
|
 4
4
9
2
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鶯
‘

同
レ
嬰
。

【
鶯
】
〗
□ 日
キ；ク，グコ；
ャワウ
クク

〔
玉
篇
〕
合
変
切

玉
篇
〕
五
豆
切
麿願

【
験
】
叩

ケ
イ

〔
集
韻
〕
堅
笑
切

麗

冨
】
〗

●
馬
が
走
る
。
〔
玉
篇
〕
駒
、
馬
走
也
。

O
馬
が
並

ん
で
走
る
昔
゜
〔
六
書
故
〕
蜆
‘
雨
馬
拉
馳
‘
磐
翡

翡
也
。

ト
ク
ド
ク

〔
玉
篇
〕
徒
鹿
切

圏

タ
ヴ

橙
(
1
2
-
4
4
9
1
5
)

に
同
じ

馬
の
す
す
む
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
駕
、
馬
行
兒
。

冨
】
〗ァ
，
ウ
ォ
，
ウ

〔
玉
篇
〕
烏
高
切

圏

資
本

高
さ
六
尺
の
馬
。
〔
字
彙
〕
縞
‘
馬
高
六
尺
。

ヶ
，
ウ

〔
字
彙
〕
居
喬
切

園

牝
櫨
馬
。

馬

部

〔
十
驚
〕

騰

騰

験

騨

騎

縞

駕

翡

鶯

駐

駿

縣

騨

翰

閣

小
日
口
●
毛
の
長
い
馬
。
〔
説
文
〕
翰
‘
馬

｛易斎：
条
毛
長
者
也
、
八
レ
馬
臥
臀
。
〔
段
注
〕
謂
ニ

馬
毛
長
溢
名
レ
戟
也
。
〔
蘇
献
、
書
―
韓
幹
牧
馬
1

圏
〕
白
魚
赤
免
辟
皇
翰
。
●
駿
翰
は
‘
え
ぴ
す
の

大
馬
。
〔
廣
韻
〕
戟
‘
駿
翰
‘
蕃
大
馬
、
出
二
異
字
苑
↓

〔
集
韻
〕
戟
‘
駿
戟
、
馬
名
。

カ
ン

7

日
ガ
ン
カ
ン

曰l

【

翰

】

碑

ガ
ン

〔
集
韻
〕
侯
肝
切
繭圏

〔
集
韻
〕
河
干
切

【
騨
】
〗
セ
イ
琵
[
[
□
□
゜
に
同
じ
。
〔
字

【
騨
】
〗
〔
集
韻
〕
愚

u
a
彗

腹
の
白
い
鹿
毛
馬
。
〔
集
韻
〕
縣
‘
爾
雅
‘
騨
馬
白

腹
騨
。
〔
詩
、
大
雅
、
大
明
〕
馴
駆
彰
彰
。
〔
偉
〕
駈

馬
白
腹
日
レ
騨
。
〔
禍
‘
檀
弓
上
〕
周
人
尚
レ
赤
‘
戎

事
乗
レ
騨
゜
〔
注
〕
騨
‘
研
馬
白
腹
。

【
騨
馬
】
1

夕
腹
毛
白
く
‘
他
の
赤
色
な
馬
。
〔
淮
南
子
、

主
術
訓
〕
伊
手
賢
相
也
、
而
不
レ
能
T

卑
ハ
―
―
胡
人
「
騎
―
―
騨

馬
盃
皿
服
中
駒
除
i

ゲ

ン
グ
，
ワ
ン

因yiian2 

尾
の
根
本
の
白
い
馬
。
を
も
と
じ
ろ
。
〔
爾
雅
‘
秤

畜
〕
尾
本
白
‘
駿
。
〔
祁
焚
行
義
疏
〕
駿
者
、
尾
根
株

白
之
云
也
、
本
即
株
也
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
爾
雅
‘
馬
尾

本
白
者
。

【

駿

】

]

〔
集
韻
〕
於
諫
切
国
〖

ァン
エ
ン

【
馳
】
〗

ま
だ
ら
う
ま
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
馬
駁
色
。

ゲガ
チッ

〔
集
韻
〕
五
腟
切

闘

五
四

13138 
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【蒻】
g

馬

部

〔
十
賽
〕

蒻

〔
集
韻
〕
稜
須
切

〔
集
韻
〕
崇
蜀
切

〔
集
韻
〕
追
楡
切

シ，ウ
シ，ユ

日
シ，ウ
シーユ

□
.
 ／，ユ

ス
国‘̀
ス／ユ

固
．
＇

国
令
ユ

園
ス
ヴ

小
曰
●
う
ま
か
ひ
。
暇
御
。
〔
説
文
〕
鷹

豪
厩
御
也
、
ハ
レ
馬
蜀
臀
゜
〔
證
、
月
令
〕

鯰
命
―
―
僕
及
七
翡
1

咸
駕
゜
〔
注
〕
七
翡
‘
謂
1

一
趣
馬
王
4
T

為
諸
官
駕
黙
者
也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
三
〕

孟
氏
之
御
蒻
゜
〔
疏
〕
蒻
‘
是
掌
レ
馬
之
官
。
●
の

り
や
く
。
騎
士
。
〔
漢
書
‘
恵
帝
紀
〕
武
士
蒻
比
―
―

外
郎
↓
〔
注
〕
應
肋
日
、
翡
‘
縞
騎
也
‘
師
古
日
、

縞
、
本
厩
之
駁
者
、
後
又
令
為
レ
騎
‘
因
謂
二
騎

騎
耳
。
〔
後
漢
書
‘
羊
績
博
〕
名
曰
,
,
騎
士
↓
〔
注
〕

蒻
‘
騎
士
也
。

O
の
り
う
ま
。
騎
乗
。
〔
孔
稚
珪
、

北
山
移
文
〕
其
鳴
蒻
入
レ
谷
。
R
天
子
の
そ
の
。

御
苑
゜
〔
新
書
‘
證
〕
翡
者
、
天
子
之
固
也
。
〔
左

思
、
魏
都
賦
〕
邁
1

梁
騎
之
所
＞
著
。
〔
注
〕
善
曰
、
梁

騎
、
天
子
撒
之
田
曲
也
。

O
ゃ
°
良
い
箭
。
鼓
(
9
|

3
1
1
4
6
)
•

坂
(
2ー
1
5
8
6
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
蒻
、
段
借
為
レ
鼓
、
賓
為
レ
坂
。
〔
漢
書
、
籠
錯

傭
〕
材
官
翡
登
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
蒻
‘
謂
,
,
矢
之
善

考
也
、
春
秋
左
氏
偲
作
レ
鼓
。
●
は
し
る
。
趨
(
1
0

|
 3
7
2
5
8
)
に
通
ず
。
〔
荀
子
、
正
論
〕
歩
中
二
武
象
一

騎
中
,
,
詔
護
↓
〔
注
〕
翡
、
嘗
レ
為
レ
趨
。

O
古
の
國
の

名
。
祁
(
1
1
ー

3
9
3
6
6
)

・
郡
(
1
1
ー

3
9
5
6
2
)
に
通

ず
。
〔
字
彙
〕
蒻
‘
興
レ
鄭
同
、
史
記
‘
孟
飼
翡
人
也
。

〔
史
記
‘
呉
太
伯
世
家
〕
九
年
為
レ
騎
伐
レ
魯
。
〔
注
〕

索
隠
日
、
蒻
・
祁
‘
臀
相
近
。
●
仁
獣
の
名
。
翡
虞

(

9

)

を
見
よ
。

O
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
、
外
國
大

姓
〕
翡
氏
、
間
越
王
無
諸
之
後
。
□
馬
が
は
し
る
。

〔
集
韻
〕
畜
尤
切
p
又

〔
集
韻
〕
組
救
切

國園園園割尤
" 

駿
(
1
2
ー

4
5
0
4
8
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
課
‘
説
文
、
馬
【
蒻
響
】
1

吟
＇
ウ
馬
の
あ
し
昔
。
馬
蹄
の
ひ
ぴ
き
。
〔
江

歩
疾
也
、
或
作
レ
蒻
゜
〔
随
‘
曲
證
上
〕
車
謳
而
翡
°
縛
‘
至
徳
二
年
十
一
月
十
二
日
升
1

一
徳
施
山
1

云
云
詩
〕

曲
澗
停
―
―
闘
響
ぶ
へ
枝
落
"
帳
陰
一

【
騎
御
】
8

閤
駁
者
。
〔
何
遜
、
早
朝
車
中
醗
望
詩
〕
背

曰
は
せ
る
。
〔
集
韻
〕
蒻
‘
馳
也
。
國
●
日
●
に
同

徒
紛
絡
騨
‘
闊
御
或
西
東
。

じ
。
●
翡
虞
は
、
仁
獣
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
翡
虞
‘
獣
名
。

〇
或
は
蒻
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
翡
‘
或
作
レ
翡
。
国
古
【
翡
虞
】
9

[

ゥ

O
瑞
獣
の
名
。
生
物
を
食
は
ず
‘
生
草
を

の
國
名
。
通
じ
て
祁
(
1
1
ー

3
9
3
6
6
)
に
作
る
。
〔
集
履
ま
ず
。
一
説
に
‘
翡
虞
は
官
名
と
い
ふ
。
〔
字
彙
〕
騎
虞
‘

＄

隔

韻

〕

翡

‘

夷

國

名

、

通

作

レ

祁

。

仁

獣

也

。

〔

埠

雅

‘

繹

獣

〕

蒻

【
塁
揺
】
1

関
漢
の
人
。
初
、
東
海
王
。
秦
に
際
さ
れ
て
虞
、
尾
参
於
身
五
虎
黒
文
、

5
譴
ズ
ヽ
‘
虞古

tl占
今

君
長
と
な
る
。
後
、
諸
侯
に
従
つ
て
秦
を
滅
ぽ
し
、
漢
代
、
西
方
之
獣
也
‘
云
云
、
不
レ
践
二
¢
心

P
i

生
蔓
食
自
死
之
肉
↓
〔
詩
‘
}
＂
上

Jrー
圏

心娼
9

書

復
し
て
東
海
王
と
な
り
、
東
甑
に
都
す
。
世
に
東
甑
王
と

.5、
＼
 

、
召
南
‘
翡
虞
〕
子
嵯
乎
翡
虞
°
¥
i
,

•. 

9

ゞ

、

｀

集

琥
せ
ら
る
。
武
帝
の
時
‘
其
の
民
を
江
淮
の
間
に
徒
し

國
滅
亡
す
。
〔
史
記
‘
一
百
十
四
〕
．
〔
前
漢
書
、
九
十
五
〕
。
〔
傭
〕
蒻
虞
、
義
獣
也
、
白
虎
里
~
禽
紅
疇
凸
~
庫

文
、
不
レ
食
1

一
生
物
云
有
1

一
至
信

之
絋
則
應
レ
之
。
〔
疏
〕
陸
磯
云
‘
白
虎
需
文
‘
尾
長
二
於

【
翡
術
】
2

焚
載
國
‘
齊
の
臨
描
の
人
。
騎
は
一
に
鄭
に

艇
云
＇
な
食
産
物
禾
』
四
生
草
面
炉
信
而
至
者
也
。
〔
會

作
る
。
國
政
に
興
る
者
盆
i
淫
移
な
る
を
見
て
‘
乃
ち
深

箋
〕
三
家
説
皆
以
―
―
翡
虞
1

為
え
目
名
コ
Z
云
、
自
嘩
ぞ
以
二

＜
陰
陽
消
息
を
観
‘
怪
迂
の
勢
、
終
始
大
聖
篇
、
都
て
十

三
家
詩
義
[
〖
t
長
。
〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
屈
商
乃
拘
1一
文

餘
萬
言
を
作
る
。
諸
侯
に
尊
崇
せ
ら
る
。
其
の
術
は
迂

王
於
茨
里
玉
於
レ
是
散
宜
生
乃
以
―
―
千
金
1

求
―
―
天
下
之
珍

大
に
し
て
閑
辮
、
齊
人
に
談
天
術
と
頌
せ
ら
る
。
〔
史

怪

得
1

一
翡
虞
難
斯
之
乗
‘
玄
玉
百
エ
、
大
貝
百
朋
‘
玄
豹

記
‘
七
十
四
〕
。

黄
罷
‘
冑
肝
白
虎
‘
文
皮
千
合
盆
以
獣
"
於
討
二
云
云
‘
討

【
翡
牙
】
3

岱
瑞
獣
の
名
。
騎
虞
。
〔
史
記
、
東
方
朔
博
〕

見
而
説
レ
之
‘
乃
免
二
其
身
五
殺
レ
牛
而
賜
レ
之
。
〔
史
記
‘
司

建
章
宮
後
閤
重
楔
中
、
有
レ
物
出
焉
‘
其
状
似
レ
棄
‘
云

馬
相
如
博
〕
圃
,
,
蒻
虞
之
珍
露
砿
竺
棄
塵
之
怪
獣
↓
〔
郭

云
‘
於
レ
是
朔
乃
肯
言
曰
、
所
謂
騎
牙
者
也
、
遠
方
嘗
1

一

環
、
山
海
経
圏
贄
下
、
海
内
北
経
‘
翡
虞
〕
怪
獣
五
彩
、
尾

来
欝
＂
義
、
而
翡
牙
先
見
‘
其
歯
前
後
若
こ
‘
齊
等
無
レ

参
手
身
こ
矯
足
千
里
‘
條
忽
若
レ
神
‘
是
謂
―
―
塙
虞
二
詩

牙
、
故
謂
1

一
之
翡
牙
工
共
後
一
歳
所
、
匈
奴
混
邪
王
、
果

嘆
↓
一
其
仁
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
麒
麟
蒻
虞
倶
好
レ
仁

将
―
―
十
萬
衆
ー
来
降
レ
漢
。

【
騎
駕
】
4

”
の
り
も
の
を
い
ふ
。
〔
沈
約
、
少
年
新
婚
之
獣
。

O
築
章
の
名
。
〔
周
穂
、
春
官
、
大
司
築
〕
及
レ
射

為
乞
詠
詩
〕
高
門
列
1

一
騎
駕
云
廣
路
従
―
―
麗
駒
↓
〔
劉
孝
令
レ
奏
1

一
蒻
虞
↓
〔
注
〕
闘
虞
‘
築
章
名
、
在
n

召
南
之
卒
章
↓

綽
賢
沐
呈
社
中
承
励
詩
〕
時
時
繹
―
簿
領
云
翡
駕
入
1
-

〔
周
證
‘
春
官
‘
築
師
〕
凡
射
‘
王
以
―
―
翡
虞

[
i
レ
節
、
諸
侯

吾
患
〔
梁
知
微
、
入
レ
朝
別
張
燕
公
―
詩
〕
亮
舟
緩
結
レ
以
―
―
狸
首
―
為
レ
節
、
大
夫
以
ネ
否
斑
為
レ
節
、
士
以
1

一采

攪

、

翡

駕

已

相

迎

。

繋

為

レ

節

。

〔

儀

譴

郷

射

藉

〕

築

正

‘

東

面

命

1

一
大
師
―

【
翡
忌
】
5

”
戦
國
、
齊
の
人
。
騎
は
一
に
鄭
に
作
る
。
曰
、
奏
―
蒻
虞
↓
〔
注
〕
蒻
虞
‘
國
風
召
南
之
詩
籍
也
。
〔
墨

鼓
琴
を
以
て
威
王
に
求
め
、
成
侯
に
封
ぜ
ら
れ
て
相
子
、
三
辮
〕
周
成
王
因
1

一
先
王
之
築
ず
又
自
作
レ
築
、
命
曰

l-

印
を
受
く
。
翡
術
・
翡
爽
と
三
翡
子
と
並
稽
せ
ら
る
。
蒻
虞
↓
●
天
子
の
圃
を
掌
る
者
。
〔
新
書
‘
證
〕
翡
者
、
天

〔

史

記

、

四

十

六

〕

。

子

之

園

也

‘

虞

者

、

圃

之

司

レ

獣

者

也

。

.

詩

経

‘

召

南

の

【
騎
騎
】
6
5
ゥ
騎
士
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
‘
給
―
―
篇
名
。
文
王
の
化
‘
民
を
い
つ
く
し
む
の
餘
‘
草
木
禽
獣

騎
朱
儒
ぶ
巴
師
古
曰
、
翡
、
本
底
之
御
翡
也
、
後
人
以
に
至
る
を
詠
じ
た
も
の
。
〔
詩
‘
召
南
、
悶
虞
序
〕
翡
虞
‘

為
レ
騎
‘
謂
1

一
之
翡
騎
↓
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
〕
近
小
使
車
蘭
鵠
巣
之
應
也
‘
鵡
巣
之
化
行
、
人
倫
既
正
、
朝
廷
既
治
、

輿
赤
穀
白
蓋
赤
帷
従

t匹
騎
四
十
人
↓
〔
晉
書
‘
輿
服
志
〕
天
下
純
被
1

一
文
王
之
化
面
四
庶
類
蕃
殖
‘
蒐
田
以
レ
時
‘
仁

大
使
軍
立
乗
‘
駕
四
、
赤
帷
裳
翡
騎
導
従
。
如
―
―
蒻
虞
面
叫
王
道
成
也
。

O
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
山
西
省

境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
西
河
郡
、
縣
三
十
六
‘
翡
虞
°

〖
蒻
虞
猪]
1
0
吟
グ
蒻
虞
を
書
い
た
は
た
。
古
、
軍
隊
を

解
散
す
る
と
き
、
生
命
を
慎
重
に
す
る
意
味
で
用
ひ
た

も
の
。
〔
晉
書
、
安
帝
紀
〕
二
月
丙
午
‘
帝
戎
服
餞
一
元
顕
子

西
池
字
占
」
‘
遣
-
―
兼
侍
中
齊
王
柔
之
百
竺
蒻
虞
譜
一
宣
ニ

告
荊
江
二
州
ギ
土
卯
‘
桓
玄
敗
主
師
子
姑
執
↓
〔
晉
書
、
武

十
三
王
‘
淮
南
忠
牡
王
允
博
〕
遣
T

塵
蒻
虞
幡
以
解
J

闘。

〖
翡
虞
符
〗
"
[
ウ
グ
闊
虞
を
ゑ
が
い
た
か
き
つ
け
。
〔
唐

書
、
車
服
志
〕
高
祗
頒
扇
菟
符
云
後
改
銅
魚
符
玉
東
方

諸
州
給
一
青
龍
符
盃
南
方
諸
州
朱
雀
符
、
西
方
諸
州
蒻
虞

符
、
北
方
諸
州
玄
武
符
。

【
騎
縣
】
12

焚
縣
名
。
漢
、
置
く
。
春
秋
の
時
の
祁
國
‘
魯

の
穆
公
の
時
、
闘
と
改
む
。
晉
以
後
、
鄭
縣
と
為
す
。
故

城
は
山
東
省
郡
縣
の
東
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
魯
國
、

縣
六
、
翡
。
〔
注
〕
集
解
日
、
故
祁
國
曹
姓
、
二
十
九
世
為
―
―

楚
所
已
滅
‘
繹
山
在
レ
北
。

【
騎
吾
】
1
3
tゥ
〇
瑞
獣
の
名
。
翡
虞
（
9
)

に
同
じ
。
〔
山
海

経
、
海
内
北
経
〕
林
氏
國
有
診
獣
一
大
若
レ
虎
‘
五
彩
畢

具
‘
尾
長
1
1

於
身
一
名
日
―
―
翡
吾
一
乗
レ
之
日
行
1

一
千
里
↓

〔
注
〕
六
縮
云
、
討
囚
11

文
王
ぶ
四
夭
之
徒
‘
詣
―
―
林
氏
國
一

求
得
―
―
此
獣
云
猷
―
―
之
討
こ
討
大
説
‘
乃
繹
レ
之
、
周
書
日
、

央
林
酋
耳
‘
曾
耳
若
レ
虎
、
尾
参
1

一
於
身
ぶ
竺
虎
豹
工
入
博

謂
乏
怪
黙
吾
宜
レ
作
レ
虞
也
。
〔
徐
氏
、
春
修
賦
〕
駕
ー
林

氏
之
翡
吾
↓
●
築
章
の
名
。
〔
墨
子
、
三
辮
〕
周
成
王
因
二

先
王
之
柴
ず
又
自
作
レ
業
、
命
日
二
闘
虞
↓
〔
開
詰
〕
王
云
‘

御
覧
引
作
T

周
成
王
因
先
王
之
築
一
又
自
作
レ
築
‘
命

日
．
翡
吾
ぢ
疋
也
‘
云
云
‘
今
本
書
博
中
翡
虞
字
多
作
―
―
翡

登
故
困
學
紀
聞
詩
類
引
―
―
墨
子
ぶ
四
作
二
翡
吾
公
ュ
作
1

一

翡
虞
者
、
後
人
依
―
―
経
典
改
レ
之
‘
云
云
‘
周
證
大
司

築
大
射
令
レ
奏
閲
虞
ぶ
如
注
云
‘
蒻
虞
‘
築
章
名
。

【
翡
哄
】
14

誘
騎
者
の
先
掃
ひ
。
〔
唐
書
、
雀
琳
傭
〕
琳

子
懺
、
諫
議
大
夫
、
其
察
従
散
十
人
、
自
―
―
興
寧
里
1

謁
1
1

大
明
宮
云
冠
蓋
翡
哄
相
望
。
〔
唐
書
‘
鄭
敗
博
〕
故
時
宰

相
騎
哄
聯
藪
坊
面
:
,
,
止
行
人
↓

【
翡
子
】
15

岱
●
翡
術
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
自
―
―

齊
威
宣
王
之
時
-
輝
子
之
徒
、
論
1

一
著
終
始
五
徳
之
運
‘

及
秦
帝
ニ
齊
人
奏
レ
之
。
〔
注
〕
章
昭
曰
、
名
術
。
●
戦
國
の

世
‘
翡
を
姓
と
し
た
三
人
の
辮
士
。
〔
史
記
‘
荀
卿
傭
〕
齊

有
そ
一
翡
子
↓
〔
小
學
紺
珠
‘
氏
族
類
‘
三
翡
子
〕
翡
忌
・
翡

術
・
蒻
爽
。

五
四
三

13139 
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【
翡
使
】
16

岱
招
聘
の
使
者
。
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移
文
‘
〔
楊
萬
里
、
之
―
「
氷
和
小
憩
資
壽
寺
1

詩
〕
不
レ
緑
憩
1
1

蒻

及
11

其
鳴
翡
入
な
谷
鶴
書
赴
ヮ
隋
‘
注
〕
善
曰
‘
如
淳
漢
書
僕
函
密
杢
此
山
房
↓

注

日

、

開

馬

以

給

‘

翡

使

乗

レ

之

。

【

騎

輿

】

29

乃
と
も
ま
は
り
。
〔
輻
恵
全
書
、
罹
任
部
、

【
翡
寺
】
17

匁
取
者
を
い
ふ
。
翡
御
。
〔
晉
書
、
輿
服
志
〕
承
事
上
司
〕
有
ー
施
節
経
臨
、
騎
輿
按
品
部
。

革
帯
古
之
盤
帯
、
謂
―
―
之
槃
革
ぶ
全
a
衆
官
、
牧
守
丞
令
、
【
塙
列
】
3
0
[
＇
四
と
も
ま
は
り
の
行
列
。
儀
衛
。
〔
魏
書
‘

下
及
―
―
翡
寺
―
皆
服
レ
之
。
碁
偽
博
〕
（
偶
）
為
―
―
御
史
中
尉
エ
於
レ
路
興
1

一
僕
射
買
顧
―

【
翡
唱
】
18

衿
ヴ
翡
従
と
博
呼
。
道
路
の
先
彿
ひ
を
す
相
逢
、
顧
度
―
―
侍
動
貴
一
排
―
―
偶
翡
列
―
倒
、
偶
念
見
―
―
於

る
。
浪
堺
代
酔
編
‘
巻
三
十
六
に
見
ゆ
。
〔
北
史
、
郭
詐
色
芦
口
入
奏
レ
之
。

博
〕
遷
面
書
右
僕
般
時
儀
定
1

一
新
令
盆
印
レ
酢
輿
―
―
侍
【
騎
朱
儒
】
31

玲
オ
ユ
漢
の
人
。
武
帝
の
時
、
東
方
朔
、
公

中
・
黄
門
・
参
議
―
刊
正
‘
故
事
、
令
・
僕
•
中
丞
‘
蒻
唱
而
車
に
待
詔
し
‘
俸
緑
薄
く
、
未
だ
省
見
せ
ら
れ
ず
。
朱
儒

入
え
呂
門
云
ぎ
於
馬
道
→
〔
唐
書
‘
李
責
博
〕
京
兆
避
―
―
蜃
を
給
き
、
—
帝
、
将
に
朱
儒
を
殺
さ
ん
と
す
と
言
ひ
、
帝
に

官
玉
賓
嘗
興
1

一
御
史
王
耀
遇
‘
而
騎
唱
学
レ
道
‘
播
鈎
―
―
責
見
え
て
罪
を
請
は
し
む
。
帝
、
朔
の
多
口
を
知
り
、
召

従
者
云
賓
怒
‘
奏
レ
播
為
1

一
三
原
令
五
竺
辱
之
一
し
て
何
す
れ
ぞ
朱
儒
を
恐
れ
し
め
し
か
を
問
ふ
。
朔
曰

【
~
呵
枇
i】1
9
ぶ
炉
貴
人
の
と
も
ま
は
り
。
供
奉
。
蒻
僕
。
く
、
朱
儒
、
長
三
尺
餘
、
一
嚢
粟
‘
錢
二
百
四
十
°
臣
長

〔
韻
府
引
‘
楊
萬
里
‘
詩
〕
我
行
莫
レ
笑
無
云
唸
些
自
有
―
―
九
尺
餘
、
亦
、
一
嚢
粟
、
錢
二
百
四
十
を
奉
ず
。
朱
儒
は

西
山
管
送
迎
↓
〔
戴
廷
年
、
秋
燈
叢
話
‘
徐
侯
齋
〕
屏
1

一
蒻
飽
き
て
死
せ
ん
と
欲
し
、
臣
は
飢
ゑ
て
死
せ
ん
と
欲

筵

往

訪

。

す

と

奏

す

。

〔

前

漢

書

、

六

十

五

〕

。

【
翡
人
】
20

匁
先
彿
ひ
の
従
者
。
〔
資
治
通
鑑
‘
晉
紀
〕
（
悪
【
翡
無
諸
】
3
2
5
炉
漢
の
人
。
初
、
間
舅
王
。
秦
に
畷
さ
れ

帝
‘
永
興
二
年
）
重
獲
1

一
御
史
騎
人
↓
〔
注
〕
翡
‘
庖
御
也
、
晉
て
君
長
と
な
る
。
後
、
諸
侯
に
従
つ
て
秦
を
滅
ぽ
し
、

制
‘
諸
公
給

t7八
人
云
ぎ
御
史
ー
各
有
レ
差
‘
齊
王
融
日
、
漢
代
‘
復
し
て
間
舅
王
と
な
る
。
其
の
子
孫
藪
t

反

車
前
無
一
八
翡
盃
何
得
レ
梢
1

一
丈
夫
面
印
蒻
蓋
辟
車
之
卒
。
し
‘
遂
に
武
帝
に
滅
ぽ
さ
る
。
〔
史
記
、
一
百
十
四
〕
。

【
翡
爽
】
2
1
5
5

戦
國
‘
齊
の
人
。
翡
は
一
に
郡
に
作
る
。
【
騎
餘
善
】
33

ぢ
ン
漢
、
間
舅
王
の
後
。
建
元
の
末
、
兄

頗
る
翡
術
の
術
を
采
つ
て
文
を
紀
し
‘
齊
王
に
嘉
せ
ら
那
、
南
越
を
撃
つ
。
漢
兵
至
る
。
餘
善
‘
兄
を
殺
す
。
時

る
。
淳
子
覺
等
と
倶
に
列
大
夫
に
命
ぜ
ら
れ
、
第
を
康
に
、
漢
已
に
無
諸
の
孫
絲
君
丑
を
立
て
て
越
絲
王
と

荘
の
衝
に
開
き
、
高
門
大
屋
を
以
て
尊
寵
せ
ら
る
。
齊
し
、
つ
い
で
餘
善
を
東
越
王
と
す
。
元
鼎
中
、
南
越
反

人
に
離
龍
爽
と
頌
せ
ら
る
。
〔
史
記
、
七
十
四
〕
。
す
。
餘
善
‘
雨
端
を
持
し
て
縣
王
に
殺
さ
る
。
詔
し
て

【
騎
卒
】
23

ヘt
身
分
賤
し
い
僕
隷
゜
〔
北
史
、
魏
太
武
帝
其
の
民
を
江
淮
間
に
徒
し
、
國
遂
に
亡
ぶ
。
〔
史
記
‘
一

紀
〕
其
百
工
伎
巧
‘
蒻
卒
子
息
‘
喘
9
習
―
―
其
父
兄
所
＂
業
、
百
十
四
〕
．
〔
前
漢
書
、
九
十
五
〕
。
「

4
5
)

を
い
ふ
。

否
墨
私
立
―
―
學
校
↓
「
軒
蓋
翡
導
‘
盈
問
巷
↓
【
騎
天
元
俊
】
34

焚
翌
ン
金
、
王
予
可
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
1
 

【
騎
導
】
24

続
さ
き
が
け
。
先
導
。
〔
唐
書
‘
張
嘉
貞
傭
〕

扉

】

g

サ
イ
〔
集
韻
〕
子
亥
切
圃

【
蒻
奴
】
2
5
[
ゥ
従
僕
の
稽
゜
〔
馬
帷
常
‘
繰
絲
行
〕
闘
奴

横
索
馬
鞭
絲
、
婦
姑
房
中
折
―
―
櫨
経
↓
〔
海
録
砕
事
、
人

事
、
僕
従
〕
昌
邑
王
賀
‘
興
嘉
奴
宰
人
涵
曲
戯
飲
食
。

【
騎
憧
】
26

騎
め
し
つ
か
ひ
。
し
も
べ
。
〔
五
代
史
、
閻
ぁ
し
げ
う
ま
。
〔
集
韻
〕
騨
、
馬
雑
聰
色
。

世
家
〕
衣
冠
偉
然
、
騎
憧
甚
盛
。

【
翡
獲
】
27

勾
善
い
矢
を
射
は
な
つ
。
〔
漢
書
‘
籠
錯
傭
〕

材
官
閲
登
‘
矢
道
阿
的
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
翡
‘
謂
戻
之
【
騒
】
呻
〗
〔
字
彙
〕
亡
遇
切
國

善
者
一
也
。

【
翡
僕
】
28

梵
と
も
ま
は
り
の
し
も
べ
。
〔
唐
書
‘
悦
若
は
や
く
は
せ
る
。
か
る
。
〔
字
彙
〕
騒
‘
謳
馳
奔
駿

水
傭
〕
班
公
是
行
若
―
―
登
仙
一
吾
恨
不
五
得
レ
為
1

一
蒻
僕
↓
也
。

馬

部

〔
十
書
〕

翡

辟

騒

騒

騎

獅

騎

騒

小
巳
□
●
さ
わ
ぐ
。
さ
わ
が
す
。
み
だ

＄
豪
れ
さ
わ
ぐ
。
擾
動
す
る
。
〔
集
韻
〕
騒
、

説
文
、
擾
也
。
〔
國
語
、
鄭
語
〕
王
室
方
騒
゜
〔
注
〕

騒
、
擾
也
。
〔
唐
書
、
韓
滉
傭
〕
淮
沐
震
騒
。
●
ぅ

ご
く
。
う
f

)

か
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
騒
、
動
也
。

サ
ヴ
〔
集
韻
〕
蘇
遭
切
函
〖

戸

＇

ウ

ム

2

sao' 

ロ
七
ウ
〔
集
韻
〕
先
彫
切
國
〖

サ
ヴ
〔
中
華
大
字
典
〕

国

ソ

ヴ

蘇

老

切

翻

【
騒
】
〗

國
昇
〔
集
韻
〕
先
到
切
墜

縁
翡
は
‘
馬
が
す
す
ま
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
騒

縁
翡
‘
馬
不
レ
進
兒
。

扉

】

呻

タ

ブ

〔

集

韻

〕

託

盛

切

函

【獅】
g

野
馬
。
騨
(
1
2
|
 4
4
6
0
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
獅
、
野

馬
、
或
省
。

シ

〔
集
韻
〕
霜
夷
切

医

【
翡
】
〖

騎
馳
は
、
獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
騒
馳
、
獣
名
、
出

北
海
↓

ココ
チッ

〔
集
韻
〕
吉
忽
切

囲

赤
黒
色
の
馬
。
く
ろ
か
げ
。
〔
字
彙
〕
騒
‘
馬
赤
黒

色
。

【

睦

】

呻

ア

フ

〔
字
彙
〕
他
協
切
国
{

〔
詩
、
大
雅
、
常
武
〕
徐
方
繹
騒
゜
〔
傭
〕
騒
、
動
也
。

●
か
く
。
馬
を
摩
す
る
。
掻
(
6
ー

1
2
4
7
7
)
に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
騒
‘
段
借
為
レ
掻
゜
〔
説
文
〕

騒
‘
摩
レ
馬
也
、
八
レ
馬
蚤
瞥
。
〔
段
注
〕
各
本
、
摩
馬

上
有
擾
也
一
日
四
字
一
漫
人
所
レ
増
也
、
今
劃

正
。
働
う
れ
へ
。
う
れ
へ
る
。
愁
(
4
ー

1
0
8
8
5
)
に

通
ず
。
〔
字
彙
〕
騒
、
愁
也
、
憂
也
、
屈
原
作
―
―
離
騒
一

言
レ
遭
レ
憂
也
、
今
謂

1
1詩
人
〖
竺
騒
人
→
〔
國
語
、

楚
語
上
〕
邁
者
騒
離
。
〔
注
〕
騒
‘
愁
也
。
〔
史
記
、
屈

原
傭
〕
憂
愁
幽
思
而
作
二
離
騒
玉
離
騒
者
、
猶
レ
離
レ

憂
也
。
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
應
助
日
‘
騒
‘
憂
也
。
畢
な
ま

ぐ
さ
い
。
躁
(
9
ー

2
9
9
5
5
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
騒
‘
段
借
為
レ
膜
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
‘
晉

水
其
中
多
-
―
紫
魚
ー
食
レ
之
不
レ
駿
‘
注
〕
或
作
レ
騒
‘

騒
‘
臭
也
。
〔
祁
踪
行
箋
疏
〕
騒
臭
蓋
即
蘊
疱
之

疾
‘
俗
名
二
狐
騒
一
也
。
●
あ
し
な
へ
。
〔
方
言
‘
六
〕

騒
、
塞
也
、
呉
楚
偏
憲
曰
レ
騒
。

O
韻
文
の
一
罷
゜

楚
の
屈
原
の
離
騒
に
始
ま
り
、
其
の
門
流
一
派

の
創
作
に
か
か
る
詩
賦
゜
其
の
罷
は
迂
廻
断
績

を
主
と
し
、
其
の
用
は
諷
諭
哀
傷
を
主
と
し
‘
其

の
格
は
深
遠
優
柔
を
主
と
し
‘
宏
解
典
麗
の
詞
を

用
ふ
。
〔
楚
辞
、
離
騒
、
集
注
〕
然
詩
之
興
多
而
比

賦
少
‘
騒
則
興
少
而
比
賦
多
。
●
詩
賦
。
又
‘
風

流
。
〔
劉
長
卿
、
贈
t

―
清
陰
馬
少
府
考
城
蒋
少
府
1

詩
〕
笑
語
和
嵐
騒
盃
畑
客
事
女
墨
↓
〔
李
白
、
古

風
五
十
九
首
詩
〕
哀
怨
起
二
騒
人
↓
〇
物
の
さ
ま
。

騒
騒
(

3

)

・
騒
殺
(

4

)

・
騒
屑

(11)
を
見
よ
。

O
園

み
だ
ら
。
淫
乱
。
国
同
l

は
ら
ふ
。
婦
(
8
-
5
2
0
2
)
・

掃
(
6
|
1
2
2
3
7
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
滞
‘
枡
除
也
、

或
作
掃
・
騒
↓
〔
史
記
、
鯨
布
博
〕
大
王
宜
レ
騒
11

淮

南
之
兵
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
騒
、
昔
掃
゜
〔
漢
書
‘
鯨
布

傭
〕
大
王
宜
レ
掃
,
,
淮
南
之
欧
↓

【
騒
客
】
1

勾
詩
人
。
文
士
。
騒
人
（
6
)

に
同
じ
。
〔
梅
亮

五
四
四

13140 
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馬

部

〔
＋
ー
＋
一
蜜
〕

騒

廉

馳

鶯

騒

駿

謀

馳

馳

膿

五
四
五

臣
‘
凌
零
花
賦
〕
或
製
,
,
裳

於

騒

客

盃

袋

ぎ

歌

於

築

章

↓

舘

―

―

得

騒

人

愁

↓

序

〕

夫

神

大

用

則

渇

、

形

大

努

則

散

、

形

紳

騒

動

‘

欲

下

〔
黄
庚
‘
題
―
―
東
山
翫
月
圏
詩
〕
騒
客
抵
レ
髯
賦
レ
詩
去
‘
〖
騒
人
墨
客
〗

8

”
”
”
ん
詩
人
や
書
壷
を
書
く
風
雅
の
輿

1一
天
地
一
長
久
ギ
伊
所
レ
聞
也
。

山
童
踏
レ
月
携
レ
琴
来
。
〔
故
事
成
語
考
、
文
事
〕
騒
客
即
士
。
〔
宣
和
書
譜
、
山
水
三
、
宋
迪
〕
而
運
思
高
妙
‘
如
―
-
【
騒
餘
】
1
7
tゥ
清
‘
阻
大
均
(
4
-
7
6
6
9

：
 
1
5
7
)

の
字
。

是

詩

人

。

騒

人

墨

客

‘

登

レ

高

臨

賦

↓

【

騒

乱

】

18

焚
さ
わ
ぎ
み
だ
れ
る
。
騒
動
。
騒
擾
゜

【
騒
國
】
2

悶
文
學
の
盛
な
慮
。
〔
方
岳
‘
回
車
判
官
啓
〕
【
騒
擾
】
，
況
さ
わ
ぎ
み
だ
れ
る
。
又
、
さ
わ
が
し
み
【
騒
離
】
19

ぼ
う
れ
へ
そ
む
く
。
騒
ぎ
離
れ
る
。
〔
國
語
、

墾
所
レ
到
塵
不
1

一
騒
國
一
則
詩
郷
。
〔
元
好
問
‘
湘
中
だ
す
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕
行
者
齋
‘
居
者
送
、
中
外
騒
擾
楚
語
上
〕
徳
義
不
レ
行
、
則
邁
者
騒
離
而
遠
者
距
違
゜

詠
詩
〕
江
山
萬
古
騒
人
國
‘
猿
鳥
無
情
也
解
レ
愁
。
而
相
奉
‘
百
姓
抗
弊
以
巧
レ
法
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
傭
下
〕
〔
注
〕
騒
、
愁
也
、
離
‘
畔
也
。

【
騒
騒
】
3

砕
●
風
の
強
く
吹
く
さ
ま
。
〔
張
衡
、
思
玄
騒
擾
衡
礎
‘
其
相
紛
撃
分
。
〔
漢
書
‘
叙
傭
上
〕
十
餘
年
開
、
【
騒
道
士
】
20

汀
ヴ
ク
ウ
破
戒
の
道
士
。
〔
還
魂
記
、
道
親
〕

賦
〕
寒
風
凄
其
永
至
令
‘
彿
―
―
弯
袖
之
騒
騒
↓
〔
注
〕
善
日
、
外
内
騒
擾
、
遠
近
倶
猾
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
今
天
下
騒
女
冠
子
有
-
l

幾
個
同
氣
連
枝
一
騒
道
士
不
1

丘
か
他
エ
輩

騒
騒
、
風
勁
貌
‘
向
日
‘
騒
騒
、
風
瞥
。
●
急
疾
の
さ
ま
。
擾
゜
〔
曹
植
、
王
仲
宣
誅
〕
騒
,
,
擾
邊
境
一
努
,
,
我
師
徒
↓
妍
笑
↓

あ
わ
た
だ
し
。
〔
幡
‘
檀
弓
上
〕
故
騒
騒
爾
則
野
、
鼎
鼎
爾
〔
注
〕
良
日
‘
騒
、
動
、
擾
、
乱
也
。

則
小
人
。
〔
注
〕
騒
騒
、
謂
,
,
太
疾
→
〔
繹
文
〕
騒
騒
、
急
疾
〖
騒
擾
罪

]
1
0
ぢ
苫
多
散
棗
合
し
て
暴
行
ま
た
は
脅

_

’

駿

(
1
2ー

4
4
6
9
7
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駿
、
或
ハ
レ
荒
。

貌
。
〔
疏
〕
喪
事
騒
騒
爾
過
岱
急
疾
両
即
田
野
之
人
迫
を
為
し
た
罪
と
、
暴
行
脅
迫
を
な
す
た
め
多
衆
棗
合
【
声
狐
】
936

ク
ワ
ウ

急
切
無
レ
證
゜
〔
楚
辞
‘
劉
向
、
九
歎
‘
遠
逝
〕
聯
恨
日
以
―
―
し
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
て
も
従
は
な
い
こ
と
に
よ
り
成

4

須
戻
合
、
何
騒
騒
而
自
放
。
〔
梁
西
帝
‘
蕩
婦
秋
思
賦
〕
立
す
る
罪
の
縛
稽
°

風
騒
騒
而
思
河
。
●
葉
ず
れ
の
昔
゜
〔
徐
凝
、
莫
愁
曲
〕
【
騒
屑
】
11

蒻

風

の

す

ず

し

く

吹

く

さ

ま

。

〔

正

字

通

〕

〔

正

字

通

〕

式

戦

切

醐

i

碧
紗
窟
外
葉
騒
騒
。
騒
屑
‘
凄
涼
也
。
〔
楚
酔
‘
劉
向
、
九
歎
、
思
古
〕
風
騒
屑
【
年
暉
】
佃
セ
ン
戸
~
s
h
a
n
'

【
騒
殺
】
4

勾
垂
れ
る
さ
ま
。
瓢
膿
の
さ
ま
。
〔
張
衡
、
東
以
揺
レ
木
分
、
雲
吸
吸
以
漱
戻
゜
〔
注
〕
騒
屑
、
風
臀
貌
。

京
賦
〕
輩
承
華
之
蒲
棺
飛
―
―
流
蘇
之
騒
殺
↓
〔
注
〕
善
〔
謝
震
運
、
折
楊
柳
行
〕
騒
屑
出
レ
穴
風
‘
揮
霰
見
レ
日
雪
゜
●
去
勢
す
る
。
〔
正
字
通
〕
馳
‘
割
11

去
勢
1

也
。
〔
謄

日
、
騒
殺
‘
垂
貌
‘
良
日
‘
騒
殺
‘
瓢
闊
貌
。
【
騒
然
】
12

雰
さ
わ
が
し
い
さ
ま
。
さ
う
ざ
う
し
い
さ
仙
肘
後
経
〕
馳
馬
、
宦
牛
、
翔
羊
、
闇
猪
‘
鍬
難
、
善

【
騒
唸
】
5

窃
蔦
條
寂
客
の
さ
ま
。
〔
謝
眺
‘
侍
,
,
筵
西
ま
。
〔
漢
書
、
巌
助
傭
〕
南
夷
相
攘
‘
使
,
,
邊
騒
然
不
ワ
安
。
狗
、
浮
猫
°
●
樹
を
つ
ぐ
。
〔
正
字
通
〕
馳
‘
接
レ
樹

旦

馳

樹

百

n
令
廣
義
、
有
二
馳
樹
法
↓
〇
通
じ
て

堂
落
日
望
郷
聯
句
〕
芸
黄
先
露
早
‘
騒
琴
驚
―
―
暮
秋
↓
〔
晉
書
‘
石
勒
載
記
下
〕
於
レ
是
兵
難
日
尋
、
梁
鄭
之
間

扇
(
6
ー

1
1
7
4
3
)

に
作
る
。
〔
康
煕
字
典
〕
馳
‘
一

【
騒
人
】
6

四
分
●
屈
原
宋
玉
等
一
派
の
文
士
。
楚
の
屈
騒
然
矢
゜

原
が
離
騒
を
作
る
に
よ
る
。
〔
昭
明
太
子
、
文
選
序
〕
騒
【
騒
罷
】
13

”
け
文
罷
の
名
。
屈
原
の
離
騒
に
倣
つ
て
作

人
之
文
、
自
レ
荘
而
作
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
朋
原
於
レ
是
著
離
っ
た
詩
賦
で
、
み
な
語
尾
に
分
の
字
を
用
ひ
る
。
作
レ
扇
。

墜
〔
宋
書
、
謝
震
運
傭
論
〕
至
1

一
於
先
士
茂
製
盃
諷
高
歴
【
騒
壇
】
"
”
汀
藝
文
界
を
い
ふ
。
〔
桃
花
扇
‘
偵
戯
〕
論
11

【
馳
割
】
1

梵
馬
を
去
勢
す
る
こ
と
。
〔
清
會
典
事
例
、

賞
‘
云
云
‘
並
直
警
胸
情
盃
竺
傍
詩
史
云
云
、
自
―
―
騒
文
釆
玉
天
仙
吏
‘
摘
,
,
人
間
五
好
教
下
執
ー
牛
耳
王
す
騒
壇
3

兵
部
、
馬
政
〕
又
挑
五
出
嘉
慶
四
年
五
年
六
年
芽
生
馬

人
ー
以
来
‘
云
云
‘
此
秘
未
レ
観
。
〔
蘇
洵
、
上
1

一
田
櫃
密
―
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、
王
祠
〕
在
―
―
京
師
1

時
、
興
―
―
朱
笥
河
駒
‘
堪
,
1

以
馳
割
1

者
、
三
千
零
九
十
五
匹
3

書
〕
騒
人
之
清
深
。
●
廣
＜
詩
人
を
い
ふ
。
〔
正
字
通
〕
先
生
斉
ュ
主
,
,
騒

壇

↓

【

馳

樹

】

2

翌
つ
ぎ
木
を
い
ふ
。
〔
正
字
通
〕
馴
‘
接
レ
樹

屈
原
作
離
襲
言
レ
遭
レ
憂
也
‘
今
謂
―
―
詩
人
云
竺
騒
人
↓
【
騒
除
】
15

翌
は
ら
ひ
の
ぞ
く
。
掃
除
。
〔
史
記
‘
李
斯
曰
―
―
蝙
樹
百
n
令
廣
義
有
,
,
馳
樹
法
↓

〔
柳
宗
元
‘
酬
』
曹
侍
御
過
二
象
縣
云
ダ
寄
詩
〕
破
額
山
傭
〕
夫
以
1

一
秦
之
強
‘
大
王
之
賢
工
由
云
鴫
上
騒
除
百
心
下
【
馳
馬
】
3

心
ン
去
勢
し
た
馬
。
〔
藷
五
代
史
、
唐
郭
崇
餡

前
碧
玉
流
‘
騒
人
逢
駐
木
蘭
舟
゜
〔
苑
仲
滝
‘
岳
陽
棲
記
〕
以
滅n
諸
侯
占
竺
帝
業
盃
〖
＊
天
下
一
統3
〔
注
〕
集
解
曰
、
博
〕
嘗
従
容
白
1血
密
冬
日
‘
宜T
泰
去

1
1宦
官
五
優
＊
禍
士

遷
客
騒
A
、

多

會

―

―

子

此

↓

徐

廣

日

、

騒

音

掃

‘

索

隠

日

、

言

‘

秦

欲

レ

井

↓
1

天
下
な
右
'
"
族
3

不
l

＝
唯
疎
1
1

斥
閣
寺
云
暉
馬
不
レ
可
,
,
復
乗
↓
〔
耀
仙
肘

〖
騒
人
橙
〗6
”
'
，
明
の
寧
王
櫂
の
定
め
た
築
府
十
炊
婦
之
掃
―
―
除
寵
上
之
不
浮
五
n
レ
不
レ
足
レ
為
レ
難
也
。
後
経
〕
馳
馬
‘
宦
牛
‘
翔
羊
‘
闇
猪
、
鍬
難
‘
善
狗
‘
浮
猫
。

五
橙
の
一
。
〔
任
訥
‘
散
曲
概
論
〕
太
和
正
昔
譜
‘
騒
人
【
騒
動
】
16

”5

●
み
だ
れ
騒
ぐ
。
擾
乱
。
騒
乱
。
〔
孫
子
、
〔
陵
餘
叢
考
‘
馳
馬
〕
牡
馬
之
去
レ
腎
者
曰
11

馳
馬
百
杵
代

罷
‘
嘲
磯
戯
諧
‘
按
、
此
讐
答
楚
江
雙
賓
際
懃
芸
‘
而
用
間
〕
凡
興
レ
師
十
萬
‘
出
征
千
里
‘
百
姓
之
費
‘
公
家
史
作
11

扇
馬
盃
郭
崇
餡
深
嫉
―
―
宦
官
云
匹
魏
王
織
i

生
日
、

名
目
則
甚
相
混
、
此
橙
中
之
著
作
‘
已
多
下
層
,
,
於
俳
骰
一
之
奉
、
日
費
1

一
千
金
ぶ
門
外
騒
動
。
〔
史
記
、
司
馬
穣
韮
博
〕
王
登
極
後
必
盛
去
レ
之
、
即
扇
馬
亦
不
レ
可
レ
騎
也
、
北
夢

者
雀
t
嘲
磯
興
11

磯
刺
示
＇
』
同
。
今
敵
國
深
侵
、
邦
内
騒
動
。
〔
漢
書
、
元
帝
紀
〕
元
元
騒
瑣
言
‘
周
帝
賜

11

馬
南
平
王
王
立
論
‘
良
馬
不
知
可
レ
遇
‘
但

〖
騒
人
之
愁
〗1
匹
}
`
；
詩
人
の
惜
み
や
歎
き
。
〔
王
動
。
〔
東
方
朔
、
非
有
先
生
論
〕
主
澤
不
―
―
下
流
—
而
萬
民
要
―
―
坐
下
穏
一
惟
扇
庶
幾
、
自
レ
是
江
南
蜀
馬
往
往
學
レ

馬
僻
、

9
雪
ホ
―
―
嘉
鮪
詩
〕
山
城
窮
屈
無
玲
盃
交
何
以
騒
動
。
●
心
が
騒
ぎ
動
く
。
不
安
。
〔
史
記
、
太
史
公
自
扇
‘
然
則
五
代
以
前
、
馬
尚
不
―
―
皆
扇
一
也
。

ロヴ

日レJ
 
リ，ヨ
ロ
ロl

【魏】
i

〔
集
韻
〕
凌
如
切

〔
集
韻
〕
郎
侯
切

圏困

'―― 

冨
】
〗
ソ
ク
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
縮
‘
昔
足
。

【
馳
】
〗
ク
ヴ
ン

耀
(
1
2
-
4
5
0
8
6
)

の
謡
字
。
〔
字

彙
補
〕
騎
‘
耀
字
之
誠
。

【謀】呻
駿
馬
は
、
去
勢
し
た
馬
。
〔
廣
雅
‘
繹
獣
〕
蝶
馬
‘
棺

馬
也
。

シ
，
ヨ
，
ウ

ジ
，
ヨ
，
ウ

〔
字
彙
補
〕
食
陵
切

賑

【
駿
】
〗桜
(
4
-
8
1
0
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
騒
、
興
レ
嵌
同
。

イ
，
ウ

届】
g

駐
(
1
2
-
4
4
8
0
3
)

の
擁
文
。
〔
集

韻
〕
駐
‘
摘
炊
レ
販
。

ス
イ

【鷺】畑
騰
鷺
は
、
ら
ば
の
一
。
馬
を
父
と
し
、
纏
を
母
と

す
る
も
の
。
〔
絣
雅
‘
繹
獣
〕
馬
父
蘊
母
日
―
―
騰
鶯
↓

ハ
ク

〔
駅
雅
〕
昔
栢

〖
馳
馬
場
〗4
が
や
が
清
制
‘
馳
馬
の
牧
場
。
張
家
口
外
布

爾
喝
蘇
畳
河
の
東
北
。
三
歳
以
上
の
去
勢
し
た
馬
に
限

り
、
他
の
種
類
の
馬
と
雑
居
さ
せ
な
い
。
〔
清
會
典
‘
五

十
七
、
同
事
例
‘
八
百
十
八
〕
。

13141 
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小
□
●
の
る
。
馬
に
上
る
。
〔
説
文
〕
條
、

わ
●
馬
の
重
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
鷲
‘
馬

姦
は
重
兒
也
、
長
馬
執
臀
。
〔
史
記
‘
晉
甚
心
策
上
レ
馬
也
、
炊
レ
馬
莫
瞥
゜
〔
左
思
、
呉
都

繋

注

賦
〕
驀
え
ハ
駿
↓
〔
注
〕
翰
曰
‘
驀
、
騎
也
。

O
た
ち
ま

世
家
〕
恵
公
馬
驚
不
に
付
。
〔
注
〕
索
隠
日
、
稿
‘
謂
ー
1

一

ち
。
に
は
か
。
〔
説
文
、
驀
、
段
注
〕
驀
、
上
レ
馬
必

馬
重
而
陥
1

一
之
於
泥
↓
〇
馬
が
も
と
る
。
〔
玉
篇
〕

捷
、
故
引
伸
為
辞
乍
之
堕

0
ま
つ
し
ぐ
ら
。
驀

驚
、
馬
恨
也
。
参
馬
の
脚
が
曲
つ
て
進
ま
な
い
。

地
(

4

)

を
見
よ
。
R
の
り
こ
え
る
。
〔
字
彙
〕
驀
、
越

詞
字
通
〕
驚
‘
或
曰
‘
馬
脚
曲
。
＠
或
は
鷲
(
1
2
|
 

也
。
〔
正
字
通
〕
鵞
、
超
越
也
、
今
俗
猶
J
-
―
豆
驀
越
↓

4
7
2
7
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
驚
‘
或
作
レ
鷲
゜

口
の
ぼ
る
。
〔
集
韻
〕
驀
、
登
也
。

麿
字
形
‘
驚
に
作
る
。
執
に
従
っ
て
梵
に
作
る
は
誤
゜

〔
説
文
‘
鷲
‘
段
注
〕
各
本
執
識
レ
執
‘
策
糧
上
炊
レ
執
則

ぎ
其
臀
戻
、
A
晶

日

正

。

【

驀

越

】

1

ぢ
の
り
こ
え
る
。
〔
正
字
通
〕
驀
‘
超
越
也
‘

【
鷲
曼
】
1

サ
ノ
馬
の
お
そ
く
に
ぷ
い
か
た
ち
。
一
説
に
、
今
俗
猶
雀
g
驀
越
↓

馬
労
側
か
ら
出
る
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘
蟄
曼
‘
馬
距
拒
遅
頓
【
驀
進
】
2

/

ク
向
ふ
見
ず
に
進
む
。

兒

、

一

日

‘

馬

労

出

。

【

驀

然

]
3

ぢ
急
に
進
む
さ
ま
。
ま
つ
し
ぐ
ら
。
た
ち
ま

ち
に
。
驀
地
。
〔
剪
燈
餘
話
、
買
雲
華
還
魂
記
〕
驀
然
間

得
砿
竺
鸞
鳳
ぶ
燭
下
訴
レ
情
猶
未
レ
了
。
〔
水
滸
傭
‘
二
十
一

日
キ
日
麒
(
1
1
0
|
4
4
8
1
8
)

に
同
じ
。
〔
廣
回
〕
宋
江
喫
了
、
驀
然
想
起
道
、
時
常
喫
1

―
他
的
湯
葵
一

籍
】
〗
□
リ
雅
‘
秤
獣
〕
麒
額
。
口
墨

1
2
-
4
5
0

不
曾
翌
我
還
＞
錢
゜
〔
堕
谷
青
山
、
記
神
島
廻
涼
車
〕

9
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
瑾
‘
卑
ハ
レ
騒
同
。
不
レ
測
1

一
水
力
之
強
弱
云
驀
然
゜

【
驀
地
】
4

ぢ
ま
つ
し
ぐ
ら
に
。
い
つ
さ
ん
に
。
た
ち

ま
ち
に
。
勢
は
げ
し
く
進
む
さ
ま
。
驀
然
。
地
は
助
辞
。

駿
馬
の
名
。
麒
穎
(
1
2
ー

4
4
8
1
8
:
 1
)
を
見

〔
責
耳
集
、
上
〕
嵩
山
極
峻
‘
法
堂
壁
上
有
二
詩
「
日
‘

一
園
芳
草
乱
蓬
蓬
‘
驀
地
燒
レ
天
驀
地
紅
゜
〔
馬
荘
父
‘
孤

髭
詞
〕
驀
地
刺
-
―
桐
花
丁
上
有
こ
瞥
春
喚
↓

【
鵞
波
]
5

ぢ
浪
へ
乖
り
上
げ
る
。
〔
李
賀
、
送
沈
亜

冬
詩
〕
雄
光
賓
磯
獣
l

春
卿
面
m
底
驀
波
乗
こ
葉
↓

【
驀
山
渓
】
6

ぢ
ザ
ノ
詞
牌
の
名
。
一
名
、
上
陽
春
。

【
驀
生
人
】
1

m
o
•
s
百
n
g
'
j
e
n
'見知
ら
な
い
人
。
初

め
て
の
人
。

【
驚
鼻
道
人
】
8

ぢ
空

9
)

の
琥
°

【
膜
】
[
マパ

クク

〔
字
彙
〕
末
各
切

に
ぶ
い
馬
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
鷺
馬
。

鳳

清
、
楊
度
迂
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 
72 

【
騎
】
如

シ，ヨ，ウ

シ，ユ

〔
集
韻
〕
書
容
切

圏

[
騒
類
】
1
"

゜
ょ

【

鷲

】

[

口

集

韻

〕

防

戸

`

ゞ
ク
〔
集
韻
〕
莫
白
切
犀
f

旦ヤク

E
□

m
o
'
 

ロ
い
〔
集
韻
〕
莫
駕
切
声
〗

日
馬
の
＿
種
。
又
、
大
き
な
課
馬
。
〔
集
韻
〕
諜
、
馬

類
、
一
日
、
大
蝶
。
□
ろ
ば
。
櫨
(
1
2
ー

4
5
0
6
9
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
櫨
、
獣
名
、
説
文
、
似
レ
馬
長
耳
‘
或

ハ
レ
婁
。

0
馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
膜
‘
馬
名
。

O
鵞
（
1
2
-
4
4
9
4

9
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
膜
、
卑
ハ
J

驀
同
。

馬

部

〔
十
一
豊
〕

【
驀
】
[

蟄

騒

騎

膜

驀

験

騎

駐

騒

騒

駆

鵞

蝶

【

駆

]

臼

□ 日
ジ，シ，オ，ィ，
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
席
入
切

〔
集
韻
〕
域
及
切／ 
T

＿
 圃句圃

駿
騒
は
、
馬
の
隠
。
又
、
野
馬
。
〔
廣
雅
、
繹
獣
〕
駿

隣
、
馬
隔
‘
一
日
、
野
馬
。

【
馳
】
]
ロ
ク

l

集
韻
〕
慮
谷
切
闊
『

0
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
騒
、
馬
名
。

O
産
(
7
-
2
1
6
8

4
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
騒
、
俗
産
字
。

【
騒
】
叩
ク
〔
集
韻
〕
所
簡
切
涸
幽

晩
(
8ー

2
3
6
5
4
)
・

魚
(
1
2
|
 4
5
9
5
 

冦

】

如

6
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
馳
、
輿
砿

同
、
通
作
レ
魚
、
爾
雅
、
馬
二
目
白
‘
魚
、
注
、
似
―
缶
百
只
陸

佃
日
、
今
之
環
眼
馬
、
詩
魯
頌
作
レ
魚
。

ギゴ

纏
馬
の
子
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
櫨
子
曰
レ
眺
°

【
騎
]
呻

）
 

〔
集
韻
〕
部
知
切
甲
｛

日
口
〇
騒
験
は
‘
良
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
験
、
騒
験
‘

良
馬
。

O
通
じ
て
爽
(
7
-
1
9
7
4
6
)

に
作
る
。
〔
正

字
通
〕
験
‘
通
作
レ
爽
。

O
謡
(
1
2
-
4
5
0
7
7
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
或
炊
レ
爽
。

【験】曇

サ
ヴ
〔
集
韻
〕
所
雨
切
滓

Elシ
，

ャ

ゥ

戸

x力

s
h
u
a
n
g
3

サ
ヴ
〔
集
韻
〕
師
荘
切
犀

ロ

乞

ヤ

，

ゥ

戸

x尤

s
h
u
a
n
g
'

ら
ば
。
墟
馬
と
馬
と
の
混
血
種
。
牝
馬
と
牡
櫨
と

に[[[：/[

【
螺
】
年

ラ

〔
集
韻
〕
慮
文
切
』
姻

ヵ
x己
luo2

く
ろ
う
ま
。
〔
集
韻
〕
驚
、
黒
色
馬
。

【驚]岬

エ
イ
〔
集
韻
〕
煙
羹
切
圏

小

巳

□

0
す
ね
の
毛
の
長
い
馬
。
〔
説

鴨
も
£
”
策
文
〕
騎
、
馬
豪
肝
也
、
炊
レ
馬
習
臀
。
●

黄
背
の
く
ろ
い
馬
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
馳
馬
黄
脊
、

懇
。
〔
注
〕
背
脊
毛
黄
。
帳
く
ろ
ひ
ば
り
。
馬
の

毛
色
。
雲
雀
毛
の
雑
つ
た
黒
毛
の
馬
。
〔
一
話
一

言
‘
百
馬
圏
名
〕
駒
‘
ク
ロ
ヒ
バ
リ
。

五
四
六
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【
駿
】
呻

馬

部

〔
十
一
驚
〕

蝶

騨

駿

験

駿

駿

驚

嶽

鰺

五
四
七

園

ゞ’
ク
〔
集
韻
〕
莫
獲
切

‘、r
ヤ
ク

〇
あ
ら
う
ま
。
人
を
か
む
馬
。
〔
玉
篇
〕
駿
、
馬
多
レ

悪
也
。
〔
集
韻
〕
験
、
馬
噛
謂
二
之
験
↓
●
馬
が
お
ど

ろ
い
て
み
る
。
〔
集
韻
〕
競
一
日
、
馬
驚
覗
゜

冦
】
〗

〔
集
韻
〕
莫
秋
切
暉
『

ペ
キ
‘、r
ヤ
ク

馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
駿
、
馬
名
。

軍
】
〗
ヒ
〔
字
彙
〕
敷
尾
切
濶

馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
騨
、
馬
名
。

【
騨
】
[
シ
，
ヤ
ヴ

〔
康
熙
字
典
〕
諸
良
切
題

【
蝶
駄
】
6

luo2 
t'uo' 

と
〖
懇
駄
輻
〗7luo't'uo'chiao• 

前
と
後
に
二
頭
の

蝶
馬
を
立
て
界
ぐ
輻
子
。

【
螺
馬
】
8

Ju 0
2

見
蝶
馬
と
馬
。
馬
匹
類
の
穂
稽
゜

【
蝶
夫
】
，

luo2
f
u—
鯉
馬
を
取
す
る
人
。

【
螺
櫨
】
10

”
鰈
馬
と
纏
馬
。
凡
人
の
喩
゜
〔
梅
発
臣
‘
十

九
日
出
―
―
曹
門
一
見
1

一
水
牛
桟
な
早
詩
〕
今
牽
↓
1

大
車
る
四

一
璽
ゴ
又
輿
―
―
蝶
纏
玉
炉
長
栢
↓
〔
丁
儀
、
動
志
賦
〕
恨
＝

蝶
纏
之
進
品
庭
‘
屏
1

一
麒
騎
於
溝
堅
↓
〔
宋
瑣
語
〕
宋
書
張

暢
博
‘
又
蝶
纏
略
駐
‘
是
北
國
所
レ
出
、
今
遣
送
、
按
‘
蝶

櫨
一
獣
之
名
、
俗
謂
"
之
四
不
相
一
其
形
状
似
レ
蝶
非
レ

蝶
‘
似
レ
纏
非
レ
纏
也
‘
故
以
名
焉
、
聞
蒙
古
人
云
‘
其
地

亦
無
櫨
蝶
二
物
一

【
鰈
舵
輌
】
11

l
u
o
'
t
'
u
o
 chiao• 

―
一
本
の
棒
を
前
後

の
二
蝶
の
背
に
架
し
、
其
の
上
に
橋
を
置
き
、
旅
客
を

乗
せ
る
も
の
。
華
北
で
旅
行
に
用
ひ
る
。

蝶
馬
に
荷
物
を
背
負
は
す

ガ
，
ウ
〔
集
韻
〕
牛
刀
切
蓄
Q

日
ゴ

，

ウ

公

a
0
2

凡
砂
〔
集
韻
〕
魚
到
切
薗

回
ゲ
ヴ
〔
集
韻
〕
牛
召
切
直
q

小

日

□

O
朧
馬
の
名
。
も
と
緻
(
1
2
|

4

 

覇

豪

4
墨
）
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
驚
、
本
作
レ

墨
〔
説
文
〕
鰤
、
駿
馬
、
旦
壬
申
日
死
、
乗
馬

忌
レ
之
、
炊
レ
馬
放
瞥
。
〔
段
注
〕
謂
―
―
駿
馬
之
名
1

也
。
〔
呂
寛
、
察
今
〕
良
馬
期
―
―
乎
千
里
禾
＇
レ
期
,
,

乎

譲
驚
↓
〔
注
〕
驚
、
千
里
馬
名
也
。

O
騒
驚
は
、
馬
が

あ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
驚
、
騒
驚
、
馬
怒
。
〔
正
字
通
〕
驚
、

馬
騒
不
レ
馴
也
。
●
お
f
h

る
。
柔
順
で
な
い
。
不

遜
゜
傲
(
1
|
1
0
1
5
)
,
;
~
,
(
2

ー

2
4
2
0
)
に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
贅
〕
鷲
、
段
借
為
レ
傲
、
為
レ
努
。
〔
荘
子
、

庚
桑
楚
〕
躁
―
市
人
之
足
面
ぢ
辟
以
,
,
放
驚
↓
〔
漢

書
、
賓
嬰
博
〕
諸
公
梢
自
引
而
怠
驚
。
〔
漢
書
、
匈

奴
博
賛
〕
其
舛
木
驚
尚
如
レ
斯
o@)あ
な
ど
る
。
婆
(
8

|
 6
6
8
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
徽
‘
段
借

為
レ
婆
。
〔
呂
覧
‘
下
賢
〕
士
驚
二
禄
爵
―
者
‘
固
軽
二
其

圭
〔
注
〕
驚
、
亦
軽
也
。
〇
お
ほ
き
い
。
贅
（
1
2ー

4

3
6
5
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
幽
、
段
借
為
レ

贅
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
一
〕
驚
、
大
也
。
●
驚
夏
は
、
築

章
の
名
。
鵞
(
1
2ー

4
7
2
6
2
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
驚
、

驚
夏
、
架
章
名
、
或
八
レ
鳥
。
国
騒
驚
は
、
馬
の
す

す
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
驚
、
騒
驚
、
馬
行
兒
。

【驚】
g

【
駿
】

g

，

騰

(
1
2
-
4
4
9
1
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
駿
、
俗
騰
字
。

ト
ウ

〇
騎
駿
は
‘
螺
馬
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
駿
、
騎
駿
、
蝶

屡
°
《
疇
駆
(
1
2ー

4
4
7
1
2
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘

俗
駈
字
。

〔
集
韻
〕
倉
含
切
園

古

i:r-
t
s
 
an' 

〔
集
韻
〕
七
紺
切
暉
〗

小
日
ロ
―
●
車
に
一
＿
＿
頭
の
馬
を
つ
け
る
。

豪
又
‘
其
の
馬
車
。
〔
説
文
〕
駿
、
駕
乞
一

騎
鳥
也
、
払
馬
参
瞥
゜
〔
詩
、
郡
風
、
干
粍
、
良
馬

五
レ
之
、
疏
〕
王
粛
云
、
古
者
一
輯
之
車
駕
三
二
馬
1

則
五
轡
、
其
大
夫
皆
一
輯
車
、
夏
后
氏
駕
レ
雨
、

聾

之

麗

殷

益

以

二

誹

二

謂

乏

慶

周

人

又

益
,
,
一
雙
謂
乏
閏
本
従
,
,
一
攀
而
来
、
亦
謂
,
,

之
鰺
盃
経
言
レ
鰺
則
三
馬
之
名
、
王
度
記
曰
、
天
子

駕
レ
六
、
諸
侯
興
』
卿
同
駕
レ
四
、
大
夫
駕
レ
―
二
、
士

駕
レ
ニ
、
庶
人
駕
こ
。
●
そ
へ
う
ま
。
四
頭
だ

て
の
馬
車
の
外
が
は
の
雨
馬
。
〔
集
韻
〕
鰺
、
誹

【
鰺
】
〗
口
サ
ン

日
サ
ン

【

敷

】

呻

ガ

ウ

【
驚
夏
】
1

沼
築
章
の
名
。
九
夏
の
一
。
公
の
出
入
の
時

に
奏
し
た
も
の
。
〔
周
證
、
春
官
、
鍾
師
〕
凡
築
事
以
二
鍾

鼓
奏
＿
F
占
竺
王
夏
・
隷
夏
・
昭
夏
・
納
夏
・
章
夏
・
齊
夏
・

族
夏
・
誡
夏
・
驚
夏
。
〔
注
〕
公
出
入
、
奏
―
―
驚
夏
↓

【
贅
寒
】
2

焚
お
ご
つ
て
わ
が
ま
ま
な
こ
と
。
〔
唐
書
、

劉
闊
博
〕
盆
驚
冤
吐
,
,
不
臣
語
盃
否
統
己
二
川
↓

【
驚
忽
】
3

焚
お
ご
つ
て
ゆ
る
が
せ
に
す
る
。
〔
漢
書
‘
宣

元
六
王
‘
東
平
思
王
宇
偉
〕
渉
レ
學
日
寡
‘
驚
1

一
忽
臣
下
↓

【
驚
狼
】
4

焚
お
ご
り
ね
ぢ
け
る
。
〔
抱
朴
子
、
極
言
〕

始
皇
剛
暴
而
驚
狼
。

【
驚
放
】
5

謗
お
ご
つ
て
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
性
に

任
せ
て
物
に
傲
る
。
〔
唐
書
、
文
藝
中
、
李
白
博
〕
自
知
レ

不
レ
為
,
,
親
近
所
＞
容
‘
盆
驚
放
不
,
,
自
修
↓

【
驚
複
】
6

袴
お
ご
つ
て
道
理
に
も
と
る
。
〔
韓
非
子
、

十
過
〕
夫
知
伯
之
為
レ
人
也
、
好
レ
利
而
驚
複
。

【
驚
辟
】
7

袴
お
ご
つ
て
よ
こ
し
ま
な
こ
と
。
〔
史
記
、

築
書
〕
齊
音
驚
辟
駿
レ
志
。

也
。
〔
詩
、
秦
風
、
小
戎
〕
騒
朧
是
諺
゜
〔
箋
〕
駿
、

雨
誹
也
。
〔
詩
、
鄭
風
、
大
叔
子
田
〕
雨
鰺
如
レ
舞
。

〔
箋
〕
在
レ
労
日
レ
鰺
゜
〔
荀
子
、
哀
公
〕
雨
鰺
列
、
雨

服
入
レ
庖
。
〔
注
〕
雨
鰺
、
所
服
之
外
馬
。
〔
楚
辞
、

東
方
朔
、
七
諫
、
謬
諫
〕
服
↓
―
罷
牛
1

而
駿
レ
譲
。

〔
注
〕
外
誹
為
レ
鰺
。
●
そ
へ
の
り
。
御
者
の
右

に
乗
つ
て
左
に
位
す
る
尊
者
に
つ
き
そ
ふ
も

の
。
車
右
。
〔
幡
、
服
問
〕
唯
近
臣
及
僕
鰺
乗
従

服
。
〔
疏
〕
鰺
、
車
右
也
。
〔
左
氏
、
文
、
十
八
〕
而

使
職
鰺
喪
〔
注
〕
諺
乗
、
陪
乗
也
。
〔
漢
書
、
文

帝
紀
〕
乃
令
,
,
宋
昌
鰺
乗
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
乗
車

之
法
、
尊
者
居
レ
左
、
御
者
居
レ
中
、
又
有
1
1

一
人
一

塵
車
之
店
以
饒
傾
側
二
益
取
三
二
人
1

裕

名

義
耳
。

0
う
ま
。
乗
馬
の
没
稽
゜
〔
全
唐
詩
話
、
一
〕

徐
彦
伯
為
レ
文
、
多
髪
易
求
レ
新
‘
云
云
‘
以
,
,
竹
馬
一

為
砿
雙
鬱
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鰺
‘
見
―
―
姓
苑
↓

【
駿
譲
】
1

2

ン
副
馬
と
し
た
駿
馬
。
〔
戦
國
、
魏
策
〕
季
子

驚
(
1
2
-
4
4
9
6
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一

為
レ
術
謂
,
,
梁
王
1

日
、
獨
不
レ
見
1

一
夫
服
牛
馬
駿
譲
―
乎
‘

緻
通
作
レ
驚
。

不
レ
可
1

ー
以
行
1

ー百歩↓

【
鰺
御
】
2

翌
取
者
。
又
、
侍
従
の
職
。
〔
王
維
、
過
"
太

乙
観
賣
生
扇
詩
〕
謬
以
―
―
道
門
子
云
徴
為
1

一
鰺
御
臣
↓

【
駿
断
】
3

梵
先
後
に
相
し
た
が
ふ
喩
゜
〔
左
氏
、
定
‘

九
〕
猛
笑
曰
‘
吾
従
レ
子
‘
如
1

一
鰺
之
斬
↓
〔
注
〕
斯
‘
車
中

馬
也
‘
猛
不
二
敢
興
レ
書
争
二
言
己
己
之
従
レ
書
、
如
1

一
駿
馬

之
随
＞
断
也
。

【
駿
駒
】
4

勺
そ
へ
う
ま
の
こ
う
ま
。
〔
新
序
、
雑
事
五
〕

杢

有
1

一
怨
尺
鰺
駒
而
能
服
レ
重
致
レ
遠
者
一
也
。

【
駿
乗
】
5

翌
が
そ
へ
の
り
。
古
、
乗
車
の
法
、
御
者
が

車
の
中
に
居
り
、
君
は
左
に
居
り
、
右
に
護
衛
者
一
人

を
乗
せ
て
、
車
が
傾
か
な
い
や
う
に
す
る
。
其
の
右
に

乗
る
者
を
鰺
乗
と
い
ふ
。
陪
乗
。
車
右
。
〔
證
、
服
問
〕

唯
近
臣
及
僕
駿
乗
従
服
。
〔
疏
〕
駿
、
車
右
也
。
〔
左
氏
、
文
、

十
八
〕
齊
捻
公
云
云
納
―
―
閻
職
之
妻
ご
叩
使
―
―
職
鰺
乗
↓

〔
注
〕
鰺
乗
‘
陪
乗
也
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
左
下
〕
一
日
、
少

室
周
為
"
襄
主
鰺
乗
云
ぎ
晉
陽
工
有
—
示
力
士
牛
子
耕
ご
興

角
レ
カ
而
不
』
勝
。
〔
史
記
‘
齊
太
公
世
家
〕
使
1

一
庸
職
鰺
乗
↓
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〔
史
記
、
商
君
傭
〕
多
力
而
絣
脅
者
総
諺
乗
↓
〔
漢
書
、

O
し
ら
か
げ
。
白
ぶ
ち
の
黄
馬
。
又
、

文
帝
紀
〕
乃
食
宋
昌
駿
乗
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
乗
車
之
法
‘
鼠
と
尾
と
の
白
い
黄
馬
。
も
と
親
（
1
2

尊
者
居
な
左
‘
御
者
農
中
‘
又
有
二
人
こ
翌
車
之
右
―
|
4
5
0
8
7
)
に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
騒
、
本
作
レ

慶
〔
説
文
〕
国
、
黄
馬
良
白
色
―
―
日
、
白
髭
尾

以
備
―
―
傾
倒
一
是
以
戎
事
則
稽
―
―
車
右
一
其
餘
則
日
―
―
鰺

爽
鰺
者
、
三
也
‘
蓋
取
乞
一
人
1

為
―
―
名
義
1

耳゚

【
駿
靡
】
6

”n

罷
の
毛
の
白
い
副
馬
。
〔
雀
液
、
上
元
夜
也
、
ハ
レ
馬
喪
臀
。
〔
段
注
〕
獲
,
,
白
色
1

者
、
起
,
,
白

詩
〕
鰺
関
始
散
東
城
曲
、
條
忽
還
来
南
栢
頭
。
貼
斑
駁
一
也
、
白
髭
尾
者
、
謂
,
,
黄
馬
而
白
鼠
尾
一

【
鰺
胚
】
1
5
ノ
そ
へ
う
ま
。
鰺
誹
゜
也
。
●
馬
が
疾
く
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
馬
行

疾
兒
。
●
つ
よ
い
。
い
さ
む
。
〔
玉
篇
〕
騨
、
験
勇

【
駿
誹
】
8

吋
駆
馬
の
両
脊
に
在
る
も
の
。
そ
へ
う
ま
。

〔
墨
子
、
七
患
〕
微
諺
誹
↓
〔
禁
邑
、
協
和
婚
賦
〕
車
服
照
レ

路
攀
誹
如
レ
舞
。
〔
王
勃
、
膝
王
閣
序
〕
懺
諺
誹
子
上
也
、
漢
有
,
,
鰈
将
軍
↓
〇
國
の
名
。
唐
時
、
南
蜜
の

路

↓

―

。

今

の

緬

旬

。

〔

唐

書

、

南

蟄

偶

〕

鰈

、

古

朱

波

【
鰺
服
】
，
だ
そ
へ
馬
と
中
馬
。
〔
甕
鐵
論
、
結
和
〕
駿
也
、
在
―
―
永
昌
南
二
千
里
一
去
―
―
京
師
1

萬
四
干

服
以
罷
‘
而
鞭
策
愈
加
。
〔
博
玄
‘
埴
上
難
レ
為
レ
趨
築
府
〕
里
、
東
陸
二
箕
騰
一
西
接
二
東
天
笠
一
西
南
堕
1

一和

愚
南
陽
レ
海
、
北
南
詔
、
地
長
三
千
里
‘
廣
五

門
有
11
車
馬
客
玉
駿
服
苦
1
一
騰
飛
↓

千
里
。

【
鰺
鑓
】
1
0
芯
馬
の
く
つ
わ
。
〔
謝
眺
、
和
—

n伏
武
昌
登
―
―

孫
櫂
故
城
1

詩
〕
北
拒
溺
―
―
鰺
鎮
面
西
寵
牧
1

一
組
練
↓
〔
注
〕

良

日

、

鰺

馬

、

鑓

轡

也

。

【

鰈

騎

】

1

5

ゥ

・

将

軍

の

名

稽

。

漢

の

武

帝

始

め

て

霰

【
駿
鸞
】
11

ク
●
鸞
を
そ
へ
馬
と
す
る
。
美
し
い
車
。
去
病
を
鰈
騎
将
軍
と
為
す
。
秩
誅
は
大
将
軍
に
等
し

〔
江
滝
、
別
賦
〕
駕
レ
鶴
上
レ
漢
、
駿
｀
鸞
騰
レ
天
。
〔
注
〕
向
い
。
後
漢
は
鰈
騎
大
将
軍
あ
り
、
位
三
公
の
下
に
在
つ

日
、
御
―
―
鸞
鶴
一
而
升
11

天
漢
↓
〔
砕
逢
、
漢
武
宮
辞
〕
粋
節
た
が
後
に
罷
む
。
魏
以
後
復
た
之
を
設
く
。
隋
の
湯
帝

幾
時
還
入
レ
夢
、
碧
桃
何
慮
更
駿
し
鸞
。

O
美
し
い
も
の
改
め
て
鷹
揚
郎
と
為
す
。
唐
復
た
之
を
置
い
た
が
其
の

の
喩
。
〔
剪
燈
新
話
、
膝
穆
酔
遊
―
―
褻
景
園
一
記
〕
自
能
返
↓
1

秩
盆
；
卑
く
、
後
‘
散
官
と
為
る
。
明
・
清
之
に
因
る
。
鰈

情
女
之
芳
魂
王
盆
i

駿

鸞

之

扇

。

騎

、

又

は

票

騎

に

作

る

。

〔

史

記

、

雷

去

病

博

〕

元

狩

二

〖
鰺
鸞
録
〗12”
？
書
名
。
一
巻
。
宋
、
苑
成
大
撰
。
靖
年
春
、
以

1
1冠
軍
侯
去
病
一
為
二
騨
騎
将
軍
二
将l―
萬
騎
「

江
府
に
知
と
し
て
其
の
途
中
の
見
聞
を
記
す
。
題
名
は
出
11
威
西
玉
E

レ
功
。
〔
後
漢
書
‘
百
官
志
一
〕
（
将
軍
）
比
レ

韓
愈
の
詩
、
遠
勝
登
仙
去
、
飛
鸞
不
レ
暇
レ
鰺
よ
り
と
る
。
公
者
四
、
第
一
大
将
軍
、
次
鰈
騎
将
軍
‘
次
衛
将
軍
。
〔
南

〔
四
庫
提
要
、
史
、
傭
記
類
〕
。
齊
書
‘
百
官
志
〕
騨
騎
将
軍
‘
車
騎
将
軍
‘
云
云
‘
凡
諸
将

【
脱
レ
駿
】

13c”
鰺
馬
を
脱
し
て
喪
用
を
た
す
け
る
。
軍
加
1

一
大
字
五
位
従
レ
公
。
〔
唐
書
‘
兵
志
〕
有
11

鰈
騎
車
騎

轄
じ
て
、
人
の
喪
に
香
典
を
贈
る
こ
と
の
厚
い
こ
と
を
二
府
函
口
有
二
将
軍
な
仮
更
1

一
蝶
騎
言
ロ
―
―
鷹
揚
郎
将
盃
手
騎

い
ふ
。
〔
視
、
檀
弓
上
〕
孔
子
之
レ
衛
、
遇
―
―
藷
館
人
之
喪
一
日
二
副
郎
将
↓
●
霰
去
病
(
1
1
0
-
4
2
3
2
1
 :
 52
)
を
い
ふ
。

入
而
哭
レ
之
哀
、
出
、
使
1

一
子
貢
脱
レ
鰺
而
膊
已
之
、
子
貢
〔
揚
雄
‘
解
嘲
〕
公
孫
創
―
―
業
於
金
馬
こ
麻
騎
獲
,
,
跡
於
祁

日
、
於
―
―
門
人
之
喪
玉
＾
レ
有
レ
所
レ
脱
』
鰺
、
於
―
―
藷
館
云
無
1

一
連
↓
〔
注
〕
善
日
、
騨
騎
将
軍
霊
去
病
、
撃
1

一
匈
奴
云
ぎ
祁

乃
以
重
乎
、
夫
子
日
、
予
郷
者
入
而
哭
レ
之
、
遇
―
―
於
一
連
山
二
捕
―
―
首
虜
1

甚
多
。
●
明
の
宮
中
の
曲
戯
の
名
。

哀
而
出
面
、
予
翌
夫
沸
之
無
＂
従
也
、
小
子
行
レ
之
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
明
禁
中
有

r
1

龍
舟
及
鰈
騎
之
獣
云
蝶
騎
者
、

一
人
騎
而
持
レ
轍
前
行
、
後
騎
継
レ
之
、
各
於
1

一
馬
上
白
ぎ

弄
技
巧
⇒
蓋
以
レ
習
1

一
騎
乗
―
云
‘
賓
元
制
也
。

【
謀
金
】2p

点

i
a
o
•chin'

海
鼠
形
に
打
延
ば
し
た
金

塊
。
重
さ
十
雨

【
鰈
詣
】3
p
•
iao• 

pen' 

【

鰈

】

呻

ヘ
ヴ
'

ペ
ヴ

〔
集
韻
〕
砒
召
切
繭
-

欠
―
&

p'iao• 

霞
豪小

馬
の
早
く
は
し
る
こ
と
。

馬

部

〔
十
一
董
〕

駿

鰈

聴

謳

小
あ
し
げ
。
あ
を
う
ま
。
青
白
色
の
馬
。

＄
豪
荏
鐵
馬
。
〔
説
文
〕
聰
、
馬
青
白
維
毛

也
、
八
レ
馬
恩
臀
゜
〔
段
注
〕
白
毛
卑
ハ
,
,
宵
毛
1

相
間
‘

則
為
迄
望
只
俗
所
謂
葱
白
色
。
〔
六
書
故
〕
聰
、
馬

菌
青
色
、
一
名
―
―
荏
鐵
↓

【
聰
陸
】
1
氾
げ
白
葦
毛
の
背
の
黒
い
馬
。
〔
一
話
一
言
‘

百
馬
圏
名
〕
聰
駿
‘
ア
シ
ゲ
ヒ
パ
リ
。

【
聰
卿
】
2

務
清
、
馬
騒
(
U
!
-
4
4
5
7
2
:
 31 0
)

の
字
。

【
聰
馬
】
3

匁
●
あ
を
う
ま
。
〔
飽
照
、
結
客
少
年
場
行
〕

聰
馬
金
絡
頭
、
錦
帯
楓
―
呉
鉤
↓
〔
陳
子
昂
、
贈
,
,
喬
侍

御
詩
〕
可
レ
憐
醸
馬
使
、
白
首
為
レ
誰
雄
。
●
城
の
名
。
快

西
省
米
脂
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
延
安

府
、
緩
徳
州
、
米
脂
縣
〕
銀
州
城
、
杜
佑
日
、
符
秦
置
1

一聰

馬
城
面
哭
7

銀
州
城
。

〖
聰
馬
曲
〗4
％
が
築
府
横
吹
曲
酔
の
名
。
一
名
、
聰

馬
騒
。
闘
塞
征
役
の
事
を
い
ふ
。
〔
築
府
詩
集
、
横
吹
曲

蘇
漢
横
吹
曲
序
〕
築
府
解
題
日
、
漢
横
吹
曲
二
十
尺
解
、

李
延
年
造
、
魏
晉
已
来
、
唯
博
―
―
十
曲
二
日
黄
鵠
‘
―
一
日

瀧
頭
、
三
日
出
隅
、
四
日
入
隅
、
五
日
出
塞
、
六
日
入
塞
、

七
日
折
楊
柳
、
八
日
黄
軍
子
、
九
曰
赤
之
揚
、
十
日
望
行

人
後
‘
又
有
二
覇
山
月
・
洛
陽
道
・
長
安
道
・
梅
花
落
・
紫

騎
馬
・
馳
馬
・
雨
雪
・
劉
生
八
曲
公
口
十
八
曲
。
〔
紀
唐
夫
‘

馳
馬
曲
〕
連
錢
出
レ
塞
蹟
"
沙
蓬
盆
豆
比
1

一
帯
日
時
御
史
聰
一

逐
北
自
諦
深
碩
路
、
連
噺
誰
念
静
邊
功
、
登
レ
山
毎
興
―
―

青
争
き
合
、
弄
影
應
レ
知
―
―
碧
草
同
一
今
日
虜
平
牌
レ
換
レ

妾
、
不
レ
如
羅
袖
舞
1

一
春
風
↓

〖
聰
馬
郎
〗s翌
御
史
を
い
ふ
。
聰
馬
御
史
を
見
よ
。

〔
白
居
易
‘
亜
枝
花
詩
〕
愁
殺
多
情
聴
馬
郎
。

〖
馳
馬
御
史
]
6知
＂
が
後
漢
の
桓
典
が
侍
御
史
と
な

り
‘
常
に
聴
馬
に
乗
る
よ
り
い
ふ
。
桓
典
が
巌
正
で
あ

つ
て
‘
奸
人
は
常
に
麹
馬
御
史
を
避
け
よ
と
畏
れ
て
ゐ

た
。
〔
後
漢
書
、
桓
典
博
〕
典
‘
字
公
雅
‘
云
云
‘
辟
―
―
司
徒

哀
陳
府
;
デ
高
第
;
サ
侍
御
史
ご
是
時
宦
官
乗
レ
櫂
‘

典
執
レ
政
無
レ
所
l

一
回
避
云
常
乗
二
聰
馬
芸
ぷ
師
畏
憚
‘
為
1

一

之
語
一
日
、
行
行
且
止
‘
避
―
―
馳
馬
御
史
↓

【

聰

】

如

ソ
ヴ
〔
集
韻
〕
轟
叢
切
]
幽

ス

古

X
L

ts'ung' 

國ch'
t
i
1
 

困

〔
集
韻
〕
謳
遇
切
暉
1-

小

占

日

□

日

●

か

る

。

④

馬

に

浜

豪

咬

文

む

ち

う

つ

て

は

し

ら

せ

る

。

〔
説
文
〕
謳
、
謳
レ
馬
也
、
ハ
レ
馬
謳
臀
。
〔
段
注
〕
各

本
、
作
i
i

馬
馳
也
ぶ
‘
正
、
云
云
、
謳
レ
馬
、
自
二
人
策
＂

馬
言
乏
、
革
部
曰
‘
鞭
謳
也
‘
是
其
義
也
。
〔
詩
、
唐

風
、
山
有
櫃
〕
弗
簸
弗
饂
゜
〔
疏
〕
走
檎
謂
―
―
之

皐
策
レ
馬
謂
二
之
謳
↓
＠
馬
が
は
せ
る
。
〔
集
韻
〕

謳
、
馬
馳
也
。
◎
は
せ
る
。
疾
行
す
る
。
〔
廣
雅
、
繹

室
〕
騒
、
森
也
。
〔
玉
篇
〕
謳
、
奔
馳
也
。
〔
集
韻
〕
謳
、

疾
馳
也
。
〔
晉
書
、
王
潜
博
〕
順
レ
流
長
謳
゜
＠
ぉ

ふ
。
お
ひ
や
る
。
お
ひ
は
ら
ふ
。
〔
玉
篇
〕
謳
、
逐
遣

也
‘
随
レ
後
也
。
〔
幡
、
月
令
〕
謳
レ
獣
母
レ
害
i
i

五
穀
↓

〔
孟
子
、
膝
文
公
下
〕
謳
―
―
飛
廉
於
海
隅
↓
R
せ
ま

る
。
逼
迫
す
る
。
〔
晉
書
、
石
崇
博
〕
荀
尊
勢
所
レ

謳
、
何
所
レ
否
至
、
望
奉
レ
法
之
直
畏
不
レ
可
レ

得
也
。
〔
陶
潜
、
乞
食
詩
〕
饒
宋
謳
レ
我
去
。
●
軍
陳

の
排
次
。
〔
正
字
通
〕
謳
、
軍
前
鋒
日
i
i

先
謳
ギ
次
前

旦
中
墨
〔
張
載
、
平
レ
呉
頌
〕
制
ii

征
期
子
一
朝
一

拉
,
,
箕
謳
而
翼
張
。
〔
呂
温
、
諸
葛
武
侯
廟
記
〕

魚
i
i

謳
旬
呉
面
東
入
二
晏
海
↓
●
又
‘
駈
(
1
2ー

4
4
6
3

6
)
に
作
る
。
〔
詩
‘
齊
風
‘
還
‘
拉
騒
従
ii

雨
肩
一
分
‘

秤
文
〕
謳
、
本
又
作
レ
駈
。

O
古
‘
敲
（
5
|
1
3
3
6
7
)
 

に
作
り
‘
或
は
翫
(
6ー

1
6
6
7
4
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

謳
‘
敲
‘
古
文
謳
ハ
レ
文
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
或
作
レ
殿
。

【
謳
逼
】
1
”
ツ
お
ひ
は
ら
ひ
乱
暴
を
と
ど
め
る
。
〔
陸

贄
、
論
緑
邊
守
備
憂
宜
状
〕
應
薄
伐
著
則
曰
‘
騒
逼

可
-n

以
禁
―
―
侵
暴
↓

【
騒
烏
】
2

ゥ
烏
を
騒
る
沙
禰
の
意
。
郎
ち
食
の
上
の
烏

を
謳
り
‘
又
は
蝿
等
を
逐
ふ
沙
禰
を
い
ふ
。
〔
四
分
律
、
三

十
四
〕
阿
難
以
1

一
此
因
繰
五
具
白
1

一
世
尊
五
世
尊
告
言
‘
何
故

【
謳
】
〗キヴ
戸国ク 日
ク

〔
集
韻
〕
柄
子
切
く
U

〔
集
韻
〕
怯
尤
切

五
四
八

13144 
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馬

部

〔
十
一
驚
〕

騒

五
四
九

否
度
令
『
一
出
家
玉
答
言
‘
世
尊
先
有
レ
制
、
不
レ
得
レ
度
こ
翌
日
、
云
何
‘
云
云
‘
杜
曰
、
更
誦
二
吾
詩
―
云
‘
子
章
憫
骸
血

年
十
二
上
只
是
以
不
レ
度
、
佛
問
,
,
阿
難
了
此
小
兒
能
謳
レ
模
糊
、
手
提
郷
還
―
―
雀
大
夫
石
其
人
誦
レ
之
、
果
愈
゜

烏
‘
能
拉
戒
‘
能
一
食
不
‘
若
能
如
レ
是
者
、
聴
令
ー
ー
出
家
↓
【
謳
維
】
12

”
ィ
難
を
謳
る
。
〔
申
翌
、
政
罷
〕
賭
―
―
儒
子
之

【
謳
衛
】
3

デ
か
り
ま
も
る
。
ま
も
ら
せ
る
。
〔
周
證
、
謳
＞
難
也
‘
而
見
,
,
御
民
之
方
云
襦
子
謳
玉
難
者
‘
急
則
驚
、

秋
官
、
掌
数
、

HlJ者
使
に
寸
レ
囲
、
注
〕
断
レ
足
、
騒
1

一

衛

禽

緩

nlJ
滞
、
云
云
、
迫
削
飛
、
疎
則
放
、
志
閑
削
比
レ
之
、
流

獣
一
無
,
,
急

行

↓

緩

而

否

安

則

食

レ

之

、

不

レ

騒

レ

之

謳

‘

騒

レ

之

至

者

也

‘

志

【
騒
役
]

4

5
キ

0
人
を
お
ひ
た
て
つ
か
ふ
。
〔
播
岳
、
在
―
―
安
則
循
レ
路
而
人
徊
門
。
〔
章
荘
、
贈
1

一
雲
陽
装
明
府
―
詩
〕

懐
縣
作
詩
〕
騒
役
宰
―
―
雨
邑
面
政
績
覚
無
レ
施
。
●
良
民
を
暴
客
至
レ
今
猶
戦
場
、
故
人
何
虞
尚
二
騒
難
↓

謳
り
掠
め
て
私
役
す
る
も
の
。
〔
資
治
通
鑑
‘
漢
紀
〕
（
桓
【
~
劫

]
1
3
”,
7
か
り
た
て
お
び
や
か
す
。
〔
裟
杭
、
節
度

帝
、
延
煮
八
年
）
―
帝
多
↓
―
内
寵
面
宮
女
至
―
―
五
六
千
人
「
及
1

一
使
田
公
神
道
碑
〕
謳
!
I

劫
忠
良
百
？
其
守
心
↓

騒
役
従
使
盆
塁
杢
倍
於
此
↓
〔
注
〕
騒
役
者
、
嬰
倖
挟
勢
【
謳
脅
】
14

炉
お
ひ
た
て
て
お
ど
す
。
〔
陸
贄
、
普
王
荊

墨
掠
良
人
冦
挟
―
―
披
庭
―
私
役
者
也
。
襄
江
西
道
兵
馬
都
元
帥
制
〕
騒
―
―
脅
丁
牡
王
暴
―
―
骸
於
原

【
謳
駕
】
5

り
馬
を
か
つ
て
走
ら
せ
る
。
轄
じ
て
、
人
を
野
云
竺
奪
贔
老
五
『
―
咋
死
於
溝
堅
↓

か
り
使
ふ
。
〔
江
縛
、
歳
暮
還
レ
宅
詩
〕
泡
然
想
―
―
泉
石
「
【
謳
犬
】
15

ク
犬
を
け
し
か
け
る
。
〔
尾
藤
二
洲
、
習
説
〕

謳
駕
出
1

一
城
畳
二
虞
思
道
、
従
―
―
駕
大
慈
照
寺
1

詩
序
〕
雨
兒
相
嬉
、
在
1

一
子
間
巷
之
中
盃
跨
な
竹
而
走
、
謳
レ
犬
而

弾

巫

九

匹

謳

駕

百

王

↓

闘

、

其

所

レ

為

莫

レ

不

相

似

1

也。

【
騒
駿
】
6

グ
お
ど
ろ
い
て
起
ち
は
し
る
。
〔
魏
志
、
夏
【
騒
遣
】
16

ク
ひ
ま
を
出
す
。
追
ひ
出
す
。
〔
古
詩
、
為
―
―

侯
玄
傭
〕
匠
宰
失
レ
位
、
衆
人
騒
駿
‘
欲
1

風
俗
清
浮
面
（
焦
仲
卿
妻
ー
作
〕
俯
更
被
!
I

謳
遣
面
i

言
―
―
復
来
還
↓
〔
顔

可

レ

得

乎

。

氏

家

訓

、

風

操

〕

官

司

騒

遣

、

然

後

始

退

。

【
謳
嚇
】
7

が
お
ひ
は
ら
ひ
お
ど
す
。
〔
司
馬
光
‘
和
下
沖
【
謳
口
】
17

釈
奴
婢
を
い
ふ
。
〔
畷
耕
録
‘
奴
婢
〕
蒙
古

卿
崇
文
宿
直
賭
―
―
壁
上
題
名1
見
な
寄
井
寄
1一
邪
不
疑
—
色
目
人
之
威
獲
‘
男
日
レ
奴
、
女
日
』
婢
‘
縛
曰
―
―
騒
口
→
〔
元

詩
〕
細
蠅
続
,
,
眉
睫
云
『
嚇
不
レ
可
J

攘
゜
〔
黄
庭
堅
‘
跛
笑
典
章
‘
婚
姻
〕
騒
口
不
レ
嫁
1

一
良
人
云
騒
口
不
レ
姿
,
,
良
人
↓

奴
文
〕
果
生
守
レ
樹
、
果
熟
守
レ
筈
、
執
レ
弓
懐
レ
弾
‘
騒
―
-
【
謳
策
】
18

”
ク
人
を
使
役
す
る
鞭
。
ま
た
そ
の
こ
と
。
馬

嚇
飛
鳥
と
無
レ
得
―
―
呪
嘗
百
口
使
!
I

残

少

↓

に

喩

へ

て

い

ふ

。

〔

隋

書

、

李

徳

林

博

〕

如

n

一
李
徳
林
来

【
謳
蝙
】
8

グ
唐
の
韓
愈
、
潮
州
刺
史
に
貶
せ
ら
れ
た
受
―
―
謳
策
二
亦
陛
下
聖
徳
感
致
‘
有
1

一
大
オ
用
一
無
征
所
＞

時
、
其
の
地
、
海
に
そ
ひ
蝙
魚
多
く
、
民
の
患
を
な
し
て
不
レ
堪
、
勝
1

一
於
麒
鱗
鳳
凰
1

遠
矢
゜
〔
王
潰
‘
詩
〕
卑
吏
夙

ゐ
た
の
で
、
愈
、
文
を
つ
く
つ
て
之
を
騒
除
し
た
故
事
。
騒
策
‘
微
消
炊
1

一
升
斗
f

〔
蘇
献
、
韓
文
公
廟
碑
〕
約
―
―
束
鮫
饂
ぶ
四
レ
謳
レ
羊
。
【
謳
使
】
19

ク
お
ひ
た
て
つ
か
ふ
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
上
、

【
謳
鬼
】
，
＂
悪
鬼
を
お
ひ
の
け
る
。
〔
南
史
、
柳
津
博
〕
黄
香
博
〕
臣
香
年
在
,
,

方
剛
云
適
可
,
,
謳
使
↓
〔
呉
志
‘
張

津
雖
レ
乏
―
―
風
華
ゴ
性
甚
強
直
、
人
或
勧
レ
之
緊
レ
書
、
津
昭
博
〕
駕
1

一
御
英
雄
二
謳
―
―
使
軍
賢
↓
〔
古
詩
‘
為
,
,
焦
仲

曰
、
吾
常
請
蘊
士
上
章
騒
鬼
芦
女
用
―
―
此
鬼
名
一
邪
。
卿
妻
1

作
〕
受
,
,
母
錢
吊
1

多
、
不
レ
堪
1

一
母
謳
使
↓

【
騒
逆
】
10

”
・
馬
を
か
り
て
禽
獣
を
田
に
出
し
迎
へ
と
【
騒
衆
】
20

忍
騒
逐
さ
れ
て
兵
と
な
っ
た
も
の
。
蔽
衆
゜

ら
へ
る
こ
と
。
〔
周
種
、
夏
官
、
大
司
馬
〕
乃
設
―
―
謳
逆
之
〔
管
子
‘
立
政
九
敗
解
〕
彼
以
ー
ー
教
士
盃
我
以
盃
鰍
衆
↓
〔
管

車
↓
〔
注
〕
騒
‘
靡
!
I

出
禽
獣
涵
炉
趨
レ
田
者
也
、
逆
‘
逆
要
子
、
七
法
〕
以
,
,
教
卒
練
士
五
撃
―
―
敲
衆
白
徒
↓

否

得

な

げ

走

。

【

謳

愁

】

21

が
う
れ
ひ
を
騒
り
去
る
。
〔
白
居
易
、
贈
二

【
謳
雄
】
11

”
ヤ
ク
お
こ
り
の
病
を
か
り
除
く
。
〔
楊
萬
里
、
東
郎
王
十
一
テ
詩
〕
謳
レ
愁
知
酒
カ
ヰ
笠
睡
見
1

一
茶
功
↓

差
長
峯
這
阻
雨
遣
レ
悶
十
絶
句
詩
〕
不
レ
須
杜
句
能
〔
韻
府
引
‘
蘇
舜
欽
‘
詩
〕
白
雲
已
有
―
―
終
身
約
五
酪
酒
聯

騒
レ
這
只
誦
長
峯
遣
悶
詩
。
〔
古
今
詩
話
〕
有
病
じ
藷
者
一
騒
―
―
萬
古
愁
↓

子
美
云
‘
誦
―
―
吾
詩
る
？
治
。
〔
唐
詩
紀
事
、
杜
甫
〕
詩
話
【
騒
駿
】
22

釈
馬
を
は
せ
る
。
〔
李
康
、
運
命
論
〕
騒
↓
1

殿

云
、
有
-
1

病
レ
癒
者
字
丁
美
曰
‘
吾
詩
可
二
以
療
＞
之
、
病
者
於
蟹
夏
之
域
↓

[
謳
獣
】
23

忍
け
だ
も
の
を
お
ひ
た
て
る
。
〔
糧
、
月
令
〕

（
孟
夏
之
月
）
謳
レ
獣
母
レ
害
1

一
五
穀
盃
竺
大
田
撒
↓
〔
猶
断
〕

宵
麿
氏
夜
為
レ
民
騒
レ
獣
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
命
1

一
荊
州
―

使
レ
起
レ
鳥
‘
詔
1
1

梁
野
一
而
騒
レ
獣
。

【
謳
叱
】
24

グ
お
ひ
ま
は
し
し
か
る
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
衆

賤
レ
之
謳
叱
‘
甚
ー
キ
子
僕
隷
↓

【
謳
集
】
25

ク7

か
り
あ
つ
め
る
。
〔
後
漢
書
、
祁
形
博
〕

ト
者
王
郎
、
恨
レ
名
因
レ
勢
、
謳
11

集
烏
合
之
衆
釜
芸
序
燕

趙

之

地

↓

「

祀

志

下

〕

芸

孵

騒

爵

。

【
謳
爵
】
26

忍
ク
す
ず
め
を
お
ひ
た
て
る
。
〔
後
漢
書
、
祭

【
謳
跛
】
27

ク
ユ
ク
お
ひ
つ
め
る
。
謳
墜
に
同
じ
。
〔
孫
綽
、

諫
レ
移
―
―
都
洛
陽
―
疏
〕
植
―
―
根
子
江
外
砿
散
十
年
癸
、
一
朝

抜
レ
之
、
頓
謳
1

蹴
干
空
荒
之
地
↓

【
謳
誠
】
28

ざ
ク
お
ひ
つ
め
る
。
謳
覺
に
同
じ
。
〔
後
漢

書
、
西
先
博
〕
騒
誠
劫
略
。

【
謳
墜
】
29

ざ
’
お
ひ
つ
め
る
。
〔
後
漢
書
、
董
卓
傭
〕
歩

騎
騒
覺
‘
更
相
踏
藉
。
〔
隋
書
‘
高
祗
文
帝
紀
下
〕
騒
―
―
隧

内
外
U

努
役
弗
レ
已
゜

【
謳
出
】
30
c
h
'
i
i
'
c
h
'
u
'

謳
逐
す
る
。

【
謳
侵
】
31

ク
は
せ
を
か
す
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
六
〕
教
i
-

之
乗
車
射
御
謳
侵
↓
〔
曾
輩
‘
湘
寇
詩
〕
能
者
張
レ
弓
入
1
1

城
郭
面
連
邑
累
鎮
遭
―
―
謳
侵
↓

【
騒
浸
】
32

ク
は
せ
を
か
す
。
敲
浸
゜
〔
漢
書
‘
匈
奴
傭

上
〕
捕
―
―
殺
吏
卒
盃
竺
浸
上
郡
一
〔
注
〕
師
古
日
‘
敲
輿
レ

騒
同
。

【
謳
推
】
33

ャ
追
ひ
か
け
う
つ
。
〔
南
史
‘
孝
義
上
、
劉
颯

傭
〕
縄
被
―
―
騒
推
五
終
不
1

一
肯
去
↓

【
謳
擾
】
34

炉
か
け
み
だ
れ
る
。
〔
晉
書
、
慕
容
晴
載
記
〕

公
私
謳
擾
、
人
無
1

一
聯
生
↓

【
謳
煽
】
3
5
3
ン
そ
そ
の
か
す
。
お
だ
て
る
。
〔
南
齊
書
‘
陳

顕
達
傭
〕
凶
醜
剰
狡
、
専
事
11

侵
掠
玉
謳
1

一
煽
異
類
五
蟻
1

一緊

西
偏
↓
〔
資
治
通
鑑
、
宋
紀
〕
（
文
帝
、
元
嘉
十
七
年
）
及
n

晩
節
騒
1

一
煽
義
康
↓
〔
注
〕
馬
方
走
而
疾
1

一
其
鞭
策
ー
曰
レ

騒
、
火
方
熾
而
整
其
氣
録
日
孤
゜

【
謳
戦
】
36

タ
か
り
た
た
か
は
せ
る
。
戦
争
に
追
ひ
立

て
る
。
〔
史
記
、
田
叔
信
〕
匈
奴
冒
頓
新
服
―
―
北
夷
盃
食
竺

邊
害
二
孟
舒
知
1
1

士
卒
罷
散
二
不
レ
R

炉
出
J
-
―
―
口
、
士
争
臨
レ

城
死
レ
敵
、
如
手
為
レ
父
弟
為
＂
兄
、
以
レ
故
死
者
散
百

人
、
孟
舒
登
故
謳
ー
ー
戦
之
一
哉
、
是
乃
孟
舒
所
―
―
―
以
為
1

一長

者
一
也
。

【
謳
走
】
37

択
●
か
り
走
ら
せ
る
。
〔
後
漢
書
、
公
孫
環

博
〕
環
上
疏
日
‘
云
云
、
長
沙
太
守
孫
堅
、
前
領
―
―
豫
州
刺

史
玉
遂
能
謳
―
―
走
董
卓
ぢ
呻
,
,
除
陵
廟
盃
‘
勤
王
室
ぢ
其
功

莫
大
。
●
か
け
り
走
る
。
〔
晉
書
‘
愁
帝
紀
論
〕
蓋
皆
弓
馬
之

士
、
騒
走
之
人
、
非
と
有
-
―
呉
先
主
・
諸
葛
孔
明
之
能
一
也
。

【
騒
率
】
38

”
ツ
か
り
ひ
き
ゐ
る
。
〔
魏
志
、
三
少
―
帝
‘
齊
王

芳
紀
〕
騒
ユ
竿
露
衆
↓
〔
南
史
‘
梁
武
―
帝
紀
〕
騒
孟

H
密
鄭
一

抑
樗
霞
電
玉
義
等
↓
1

南
堡
功
齊
牧
野
↓
〔
北
史
、
褻
沈

光
傭
〕
我
等
荷
―
―
國
厚
恩
二
不
レ
能
レ
死
レ
難
‘
乃
挽
レ
首
事
レ

饂
竺
其
騒
烹
何
用
五
生
為
。

【
騒
灘
】
39

”
歳
の
暮
に
疫
鬼
を
逐
ひ
掃
ふ
儀
式
。
お
に

や
ら
い
。
〔
後
漢
書
、
幡
築
志
中
〕
先
レ
騰
一
日
、
大
傭
、

謂
乏
逐
疫
石
其
儀
、
畢
中
黄
門
弟
子
年
十
歳
以
上
、
十

二
以
下
ご
日
二
十
人
為
油
空
ム
皆
赤
帳
阜
製
‘
執
1

一大

艮
云
云
‘
以
逐
―
―
悪
鬼
子
禁
中
↓
〔
熙
朝
築
事
〕
十
二
月

二
十
四
日
‘
謂
ー
一
之
交
年
草
竺
云
‘
弓
者
塗
抹
‘
雙
,
,
形
装
―

成
涵
芸
竺
叫
跳
謳
灘
‘
索
―
―
乞
利
物
↓
〔
孟
郊
‘
弦
歌
行
〕
謳

儲
撃
鼓
吹
1

一
長
笛
云
痩
鬼
染
レ
面
惟
歯
白
。
〔
蘇
試
、
和
二
子

由
除
日
見
＞
寄
詩
〕
府
卒
来
騒
＞
灘
‘
雙
礫
驚
―
―
遠
客
↓

[
謳
濤
】
40

が
大
な
み
を
か
り
立
て
る
。
は
や
く
走
る

な
み
。
〔
柳
宗
元
、
晉
問
〕
若
―
―
江
漢
之
水
、
疾
風
騒
濤
、

撃
ビ
山
盪
レ
堅
、
雲
沸
而
不
r
止。

【
騒
奪
】
41

”
ッ
家
よ
り
逐
ひ
出
し
て
財
物
を
奪
ふ
。
〔
南

史
、
梁
宗
室
上
、
臨
川
静
恵
王
宏
傭
〕
帝
後
知
ー
制
懸
券
一

不
レ
得
―
―
復
謳
奪
百
口
伍
此
後
貧
庶
不
1

西
復
失
二
居
業
↓

【
騒
弾
]42

”
ン
弾
を
は
せ
る
。
〔
論
衡
、
解
除
〕
主
人
騒
レ

弾
則
走
。

【
謳
致
】
43

”
か
り
い
た
す
。
敲
致
。
〔
漢
書
‘
絞
偉
下
〕
推
1

一

齊
錆
印
i

敲
1

一
致
越
信
芦
注
〕
師
古
日
、
敲
‘
輿
レ
騒
同
。

【
謳
馳
】
44

”
●
馬
を
か
け
は
し
ら
す
。
〔
史
記
、
周
勃
世

家
〕
将
軍
約
、
軍
中
不
レ
得
―
―
騒
馳
↓
〔
史
記
‘
陳
餘
傭
〕
使
―
―

瓢
馳
燕
趙
郊
↓
〔
漢
書
‘
循
吏
‘
翡
遂
偉
〕
召
,
,
皮
軒
車

九
流
玉
謳
1

一
馳
東
西
↓
〔
後
漢
書
‘
霊
帝
紀
〕
帝
射
自
操
レ

轡
謳
馳
周
旋
゜
〔
白
居
易
、
代
レ
書
詩
一
百
韻
寄
―
―
微
之
―

詩
〕
東
垣
君
諫
評
、
西
邑
我
謳
馳
。
●
使
は
れ
て
か
け

ま
は
る
。
人
の
た
め
に
奔
走
す
る
。
〔
諸
葛
亮
‘
出
師
表
〕

由
レ
是
感
激
‘
遂
許
,
,
先
帝
ー
以
,
,
謳
馳
↓

【
謳
逐
】
45

ヤ
お
ひ
は
ら
ふ
。
お
ひ
た
て
る
。
除
く
。
〔
史

記
‘
孟
輌
博
〕
吾
前
見
全
‘
王
志
在
饂
逐
↓
〔
後
漢
書
‘

桓
帝
紀
〕
詔
州
郡
云
＇
レ
得
霞
迫
1

一
脅
塵
遂
長
史
↓
〔
論
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衡
‘
解
除
〕
駆
―
逐
雲
姻
ギ
亦
不
レ
能
レ
除
。
〔
魏
志
、
三
少

帝
‘
陳
留
王
奥
紀
〕
駆
―
逐
太
守
長
吏
一

〖
謳
逐
艦
〗46月
敵
の
水
雷
艇
を
謳
逐
破
壊
す
る
に

用
ひ
る
軍
艦
。

【
謳
除
】
47

ヤ
か
り
の
ぞ
く
。
お
ひ
た
て
は
ら
ふ
。
は
ら

ひ
の
ぞ
く
。
の
ぞ
ぎ
去
る
。
〔
史
記
‘
秦
楚
之
際
月
表
序
〕

郷
秦
之
禁
、
適
足
ぶ
姿
哀
賢
者
玉
為
騒
・
除
難
上
耳
。
〔
注
〕

索
隠
日
、
言
ふ
〖
レ
之
謳
―
―
除
患
難
一
也
。
〔
漢
書
‘
王
非
偵

賛
〕
紫
色
縄
臀
‘
餘
分
闇
位
‘
聖
王
之
駆
除
云
爾
゜
〔
呉
志
‘

呂
蒙
博
〕
ー
帝
王
之
起
‘
皆
有
1

騒
除
↓
〔
風
俗
通
‘
皇
覇
‘
六

國
〕
為
レ
漢
謳
除
。
〔
晉
書
‘
眺
興
載
記
上
〕
既
非
一
人
叩
世

之
オ
ご
止
可
下
総
―
他
人
ー
騒
除
上
耳
。

[
騒
超
】
:
ウ
か
け
お
ふ
。
〔
杜
甫
‘
催
宗
文
樹
難
柵
詩
〕

謳
超
制
不
レ
禁
‘
喧
呼
山
腰
宅
。

【
謳
塵
】
49

ク
馬
が
か
け
て
塵
の
あ
が
る
こ
と
。
〔
長
孫

正
隠
‘
上
元
夜
炊
―
―
小
庚
謄
己
盟
空
春
字
―
詩
〕
車
馬
OOL-
―

騒
塵
↓

【
騒
騎
】
50

ア
馬
を
は
し
ら
す
。
〔
孟
子
、
盆
心
下
〕
般

栗
飲
酒
‘
謳
騎
田
撒
、
後
車
千
乗
、
我
得
レ
志
‘
弗
レ
為
也
。

〔
墨
子
、
非
命
中
〕
外
レ
之
蔽
聘
田
撒
畢
文
。
〔
間
詰
〕
畢

云
‘
説
文
云
、
古
文
騒
八
レ
支
。

【
騒
憤
】
51

戸
小
牛
を
か
り
追
ふ
。
〔
王
績
、
野
望
詩
〕

牧
人
謳
レ
憤
返
‘
撒
馬
帯
レ
禽
蹄
゜
〔
李
成
用
‘
題
↓
―
村
曳

塁
詩
〕
嚇
レ
鷹
協
戴
レ
笠
、
騒
レ
禎
篠
充
レ
鞭
。

【
騒
突
】
52

り
追
ひ
と
ば
す
。
つ
き
は
ら
ふ
。
〔
日
本
外

史
、
徳
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
中
〕
賜
二
之
名
馬
一
日
、
以
騒
ニ

突
髯
虜
↓

【
謳
馬
】
53

ダ
馬
を
か
る
。
馬
を
走
ら
す
。
〔
詩
、
郡
風
、
載

馳
〕
騒
馬
悠
悠
、
言
至
,ifl-,
漕
↓
〔
魏
徴
‘
逃
懐
詩
〕
伎
レ
策

謁
天
子
五
騒
篤
出
繭
門
↓

【
騒
迫
】
団
心
ク
追
ひ
せ
ま
る
。
お
ひ
た
て
る
。
〔
殷
仲
文
、

解
向
書
表
〕
誠
復
謳
迫
者
衆
゜
〔
宋
書
、
文
五
王
‘
立
児

陵
王
誕
博
〕
騒
↓
1

迫
士
族
盆
藍
四
輿
早
↓

【
駆
肥
】
5
5
"

肥
馬
を
走
ら
す
。
〔
晉
書
、
博
咸
博
〕
古
者

大
夫
乃
不
―
―
徒
行
i

今
之
賤
隷
、
乗
レ
軽
騒
レ
肥
゜

【
謳
驚
】
56

力
は
や
く
は
す
。
馬
を
か
つ
て
は
せ
る
。
〔
顔

延
之
、
緒
白
馬
賦
〕
超
櫨
絶
―
―
夫
塵
轍
一
騒
驚
迅
1

一
於
減

没
二
注
〕
清
日
、
超
携
騒
驚
、
行
走
兒
゜
〔
李
尤
、
鞍
銘
〕

謳
驚
馳
逐
‘
騰
躍
覆
被
゜

【
謳
兵
]
5
7

勺
イ
軍
隊
を
進
ま
せ
る
。
〔
杜
牧
‘
注
孫
子
一

ru. 

馬

音

〔
十
―
|
＋
二
豊
〕

序
〕
謳
レ
兵
散
萬
‘
撒
,
,
其
城
郭
i

云
云
‘
斬
―
―
其
罪
人
工
亦

吏
之
所
レ
為
也
。

【
謳
屏
】
58

戸
謳
逐
屏
除
す
る
。
敲
屏
゜
〔
管
子
、
山
櫂

散
〕
蔽
―
―
屏
萬
物
ぶ
リ
レ
之
以
レ
策
。

[
謳
建
】
59

勺
ウ
馬
を
か
り
す
す
め
る
。
〔
王
僧
儒
、
為
云
曲

監
利

E
g入
レ
學
啓
〕
矯
レ
首
伺
レ
飛
‘
不
協
竺
修

t
ぶ
空

足
念
レ
遠
、
莫
レ
若
1
1

謳

鎮

↓

「

騒

牧

者

二

人

。

【
騒
牧
】
60

が
馬
を
か
り
養
ふ
。
〔
韓
愈
、
藍
記
〕
徒
而

【
謳
魔
】
6
1
7
7

悪
魔
を
お
ひ
の
け
る
。

騎
駿
は
‘
ら
ば
の
隠
゜
〔
集
韻
〕
験
、
騎
駿
‘
蝶
隔
。

【
謳
民
】
62

；
人
民
を
お
ひ
は
ら
ふ
。
又
、
お
ひ
つ
か

【
騎
顆
】
1

琴
牡
牛
と
墟
と
の
間
に
生
れ
た
動
物
の
名
。

ふ
。
〔
孟
子
、
離
婁
上
〕
葛
湯
武
1

蔽
レ
民
者
舛
木
卑
ハ
レ
討

〔
本
草
‘
蝶
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
牡
牛
交
レ
櫨
而
生
者
為
二

也
。
〔
集
注
〕
蔽
‘
輿
レ
謳
同
。

騎
顆
一

【
騒
羊
】
63

炉
羊
を
か
り
た
て
る
。
弱
者
を
駆
逐
す
る

に
喩
へ
る
。
〔
戦
國
‘
中
山
経
〕
齋
見
二
嬰
子
1

日
、
臣
聞
、

君
慾
魔
中
山
之
王
一
殷
奥
趙
魏
伐
芝
‘
過
袋

冨

】

g
[
7
7

〔
集
韻
〕
仔
六
切
凰

云
云
‘
且
中
山
恐
必
為
,
,
趙
魏
1

限
―
―
其
王
―
而
務
附
焉
‘

是
君
為
―
―
趙
魏
面
李
レ
羊
也
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
、
學
―
―
風
后
・

力
牧
・
常
先
・
大
鴻
ー
以
治
レ
民
‘
注
〕
正
義
曰
‘
帝
王
世
紀

云
‘
黄
帝
夢
‘
大
風
吹
‘
天
下
塵
垢
皆
去
‘
又
夢
人
執
二
千
〇
群
馬
が
お
ひ
あ
ふ
。
〔
正
字
通
〕
駆
、
繋
馬
相
追

鉤
之
弩
i

駆
辛
＇
萬
皇
帝
｛
梧
而
歎
曰
‘
云
云
‘
夫
千
釣
之
逐
也
。

O
獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
騒
、
獣
名
。

弩
‘
異
力
者
也
‘
駆
至
＇
散
属
墓
能
牧
レ
民
為
レ
善
者
也
‘

天
下
登
有
姓
力
名
牧
者
哉
‘
松
是
依
1-―

―

占

而

求

レ

小

日

曰

国

ま

た

の

白

い

く

ろ

馬

。

ま

た

之
‘
云
云
‘
得
力
牧
子
大
遵
進
以
為
レ
将
。
〔
杜
牧
‘
寄
一
【
饂
訊
】
血
テ
ノ
鐵
(
1
2
|
 4
5
0
2
2
)

に

同

じ

。

〔

正

騒

豪

し

ろ

の

う

ま

。

或

は

騨

(
1
2
-
4
4
7
1
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
騒
‘
耀
馬
白
跨
也
‘
炊
レ
馬
両

小
姪
阿
宜
詩
〕
願
爾
出
レ
門
去
、
取
レ
官
如
レ
謳
レ
羊
゜
韻
〕
誡
、
同
レ
職
。

【
謳
良
】

gャ
ウ
良
馬
を
か
る
。
〔
史
記
‘
越
世
家
〕
陶
朱
．

公
獨
笑
日
、
云
云
‘
至
T

凹

少

弟

贅

い

生

而

見

我

稟

【

騨

芦

レ

イ

騨

(
1
2
-
4
4
9
8
7
)
に

同

し

。

〔

字

彙

[

[

い

げ

□

い

[

9‘
繹
獣
〕
朧
馬
白

補
〕
騨
、
卑
ハ
レ
騨
同
。

莱
レ
堅
墨
良
、
逐
狡
竺
登
知
n

―
財
所
従
来
「
故
軽
去
レ

[
騒
皇
】
1

昴
＇
ウ
馬
の
名
。
騒
と
皇
。
騒
は
騒
馬
白
跨
、

之
、
非
レ
所
―
―
惜
吝
一

皇
は
黄
白
の
馬
を
い
ふ
。
〔
詩
、
魯
頌
、
駒
〕
薄
言
馴
者
、

【
駆
掠
】
65

”
ヤ
ク
お
ぴ
や
か
し
て
財
を
奪
ふ
。
〔
五
代
史
‘

唐
臣
‘
郭
崇
餡
傭
〕
将
藪
十
人
一
夜
行
、
所
涵
墨
掠
【
課
】

g

リ
〔
集
韻
〕
良
脂
切
甲
有
は
有
箪
、
有
編
有
レ
黄
、
以
レ
車
彰
彰
。
〔
博
〕
耀
馬

白
跨
日
レ
騒
、
黄
白
日
レ
皇
。

居
人
↓

眺
駿
は
‘
馬
に
似
た
獣
の
名
。
駿
(
1
2
-
4
5
0
6
4
)

【
騒
騎
】
2

”
[
ウ
騒
皇
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
騒
‘
詩
曰
‘
有
レ

【
謳
略
】
66

”
ヤ
ク
か
り
だ
し
て
奪
ふ
。
か
り
だ
し
て
か
す

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
隷
‘
眺
隷
‘
獣
名
‘
似
レ
馬
‘
或
騒
有
レ
駿
o

め
と
る
。
敲
略
。
〔
漢
書
‘
籠
錯
博
〕
攻
レ
城
屠
レ
邑
‘
散
―
―
略

畜
産
↓
〔
後
漢
書
‘
順
帝
紀
〕
攻
―
―
破
屯
官
玉
李
,
,
略
人
畜
↓

〔

魏

志

‘

蘇

則

傭

〕

皆

墨

略

兜

胡

一

凡

レ

梨

゜

【
謳
山
鐸
】
67

ピ
鐸
の
名
。
〔
燕
間
録
〕
海
上
漁
人
得
二清

【

馳

】

5

一
鐸
↓
瞥
如
―
―
苧
辟
篠
「
識
者
―
云
‘
始
皇
騒
山
鐸
也
。

【
謳
香
九
嬢
】
68

c
h
'
u
'
h
s
i
a
n
g
'
c
h
i
u
3
 
n
i
a
n
g
'
 

明
節
に
基
を
祭
り
柳
を
門
に
括
す
行
事
。

【
謳
櫨
宰
相
]
6
9

”げ
4

ヤ
ウ
唐
の
玉
及
善
を
い
ふ
。
文
昌

馬
の
小
さ
い
さ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
馳
、
馬
小
貌
゜

翻
蔽小

ス
イ

字
彙
補
〕
之
累
切

OO

一
目
の
白
い
馬
。
か
た
さ
め
。
躙
(
8
|

2
3
7
0
2
)

・
醗
(
1
2
|
 4
4
9
8
0
)
に
同
じ
。

【馴】
g

ゲ力
ンン

〔
集
韻
〕
何
間
切
国
i

国□ 日
ギキジシイイ
チッュ＇ュ 9 チツ
チツ

〔
集
韻
〕
允
律
切
岡
i

`̀
 u
 yu• 

〔
集
韻
〕
食
律
切
靡
i図

〔
集
韻
〕
戸
橘
切

冨

】

[

,“
 

冨
丑
タ
ク
夭
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
防
革
切

願

右
相
で
あ
っ
た
時
‘
何
等
の
政
な
く
但
；
令
史
の
雙
櫨
‘

憂
に
入
る
を
許
さ
ず
、
終
日
迫
逐
し
た
か
ら
い
ふ
。
瑣

堺
代
酔
編
、
巻
二
十
五
に
見
ゆ
。
〔
朝
野
餃
載
〕
唐
王
及

善
遷
1

一
文
昌
右
相
一
無
弛
政
面
ギ
小
レ
許
"
令
史
雙
纏
入
＞

畳
、
終
日
迫
逐
、
無
―
一
時
暫
含
涵
f

人
琥
為
1

一
騒
纏
宰
相
↓

【馳】如

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
馳
、
昔
徒
。

【
騨
】

5

ヒ
ッ

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
騨
‘
邦
匹
切

音
畢
、
見
―
―
繹
典
江
西
随
函
↓

【厭】年

ソ
ク

義
未
詳
。
〔
字
彙
〕
賑
、
見
―
―
石
鼓

文
ぶ
鄭
音
速
。

騒

騎

駿

駄

騨

駿

騒

慰

騨

馳

騒

馴

五
五
〇
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馬

部

〔
十
二
聾
〕

願

馳

騨

騒

駿

騒

饒

五
五

●
良
馬
の
名
。
周
の
穆
王
の
八
駿
の
一
。
或
は
嗣

に
作
る
。
騨
騒
(

2

)

を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
騨
‘
駿
馬

名
‘
或
作
箪
。
●
通
じ
て
華
(
9
-
3
1
2
1
4
)

に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
騨
‘
通
作
レ
華
‘
漢
地
理
志
‘
造
次

得
庫
願
之
乗
↓
腫
あ
か
げ
。
馬
の
毛
色
。
樺
色
に

似
た
馬
。
〔
一
話
一
言
‘
百
馬
園
名
〕
騨
‘
ア
カ
ゲ
。

【
騨
駈
】
1

誘
良
馬
の
名
。
騨
罐
に
同
じ
。
〔
史
記
、
秦

紀
〕
造
父
以
善
御
玉
幸
―
―
於
周
謬
王
「
得
疏
温
耀
騨
蛹

騨
耳
之
閉
面
m
巡
狩
‘
築
而
忘
レ
蹄
゜
〔
注
〕
集
解
曰
‘
郭
環

曰
‘
色
如
レ
華
而
赤
、
今
名
―
―
馬
鰈
工
赤
者
為
―
―
棗
耕
五
可

馬
赤
也
。

【
騨
繍
】
2

％
良
馬
の
名
。
周
の
穆
王
の
八
駿
の
一
。
赤

栗
毛
。
〔
玉
篇
〕
葬
‘
騨
耀
‘
駿
馬
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
耕
譲
騨

耀
一

H
而
馳
午
里
↓
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
駒
鱈
緬
年
1

以
曲
難
合
‘
纏
蝶
連
惹
而
齊
レ
足
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
精

穎
‘
駿
馬
名
也
‘
其
色
如
レ
華
而
赤
也
。
〔
故
事
成
語
考
、

鳥
獣
〕
騨
騨
騨
騒
‘
良
馬
之
琥
゜

〖
騨
騒
庖
〗3
昇
心
リ
．
ゥ
廊
の
名
。
魏
、
置
く
。
〔
通
典
職

【騨]玉

ク
ヴ
〔
集
韻
〕
胡
瓜
切
戸
〗

ゲ

i
x
y
hua2 

駈
駿
は
‘
獣
の
名
。
或
は
紘
(
7
|
2
0
6
6
8
)

に
作

り
、
通
じ
て
虚
(
9
|
3
2
7
0
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

騒
‘
駈
騒
‘
獣
名
‘
或
炊
レ
犬
、
通
作
レ
虚
゜

【
馳
】
螂
万
〔
集
韻
〕
休
居
切
T
U
 印圏

扇
】
螂
カ
ン
綱
(
1
1
0
-
4
4
9
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
馴
、
或
凡
レ
閑
゜

〔
説
文
〕
馴
‘
馬
一
目
白
曰
レ
馴
‘
―
一
目
白
曰
レ
魚
‘

JA
レ
馬
間
瞥
゜
〔
段
注
〕
廣
韻
日
‘
躙
、
人
目
多
レ
白

也
、
是
削
人
目
白
日
レ
躙
‘
馬
目
白
曰
レ
馴
゜
〔
集

韻
〕
馴
‘
或
八
レ
閑
。

冦
】
〗園
ゲ
ヴ

乞
ウ

〔
集
韻
〕
堅
発
切
繭
g

T
一
名

hsiao1

【騒】螂
騒
験
は
‘
古
の
良
馬
の
名
。
通
じ
て
粛
(
9
|
2
9
2
2
 

5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
繍
験
‘
良
馬
、
通
作
レ
鼎
゜

【
騒
験
】
1

芸
ク
古
の
良
馬
の
名
。
騒
蟷
゜
〔
玉
篇
〕
騒
‘

騒
駿
古
之
良
馬
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
傭
上
〕
登
二
子
疏
鐸

之
金
路
工
が
疇
験
之
玄
龍
言
注
〕
騒
験
‘
馬
名
。

【
騒
騒
】
2

芯
ク
古
の
良
馬
の
名
。
騒
験
に
同
じ
。
〔
晉

書
、
郭
環
博
〕
昆
吾
挺
鋒
‘
騒
騒
軒
髯
〔
注
〕
耀
嘗
レ
為
レ

験
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
呉
王
乃
巾
1

一
玉
格
↓
紹
繍
騒
↓

〔
注
〕
劉
曰
‘
騒
講
‘
馬
也
、
左
博
日
‘
唐
成
公
如
レ
楚
、
有
―
―

雨
騒
騒
馬
↓
〔
張
協
‘
七
命
〕
駕
1

一
紅
陽
之
飛
競
玉
ヂ
唐

公
之
騒
蟷
↓

シ
，
ユ
ク

ス
ク

〔
集
韻
〕
息
六
切
`̀
 ムX
告閾

冨
出

’
’
騎

(
1
2
—

4
4
8
5
7
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
陸
、
或
八
レ
黄
゜

ク
ワ
ウ

0
馬
が
は
し
る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
駿
、
馬
走
。
〔
集

韻
〕
駿
、
馬
行
兄
。

O
馬
が
い
か
る
。
〔
廣
韻
〕
駿
、

馬
怒
。

O
馬
が
頭
を
ふ
る
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
馬
揺
レ
首
。

【
駿
】
〗
〗
〔
集
韻
〕
北
末
切
園
『

ヽ
ソ
ノ
チ

官
七
‘
太
僕
卿
〕
魏
為
,,!!!t
騒
庖
一
晉
有
―
騨
騒
龍
馬
一
正
咲

自
レ
宋
以
後
分
↓
鱈
紬
霊
竺
隔
,
,
門
下
↓
云
云
、
北
齊
有
二
騨

耀

左

右

龍

等

署

↓

「

見

よ

。

〖
騨
騒
署
〗4
グ3
7リ
，
ウ
庖
の
名
。
北
齊
、
置
く
。
騨
縣
庖
を

〖
罪
麺
開
レ
道
〗
5

衿
g
ラ
ク

i削
途
検
展
の
見
込
が
あ

る
こ
と
。
〔
杜
甫
‘
奉
―
―
簡
高
三
十
五
使
君
1

詩
〕
嘗
代
論
＝

才
子
一
如
レ
公
復
幾
人
、
翡
騒
開
―
―
道
路
面
E

隼
出
二
風
塵
↓

小
〇
良
い
馬
。
〔
説
文
〕
饒
‘
良
馬
也
、

JAレ

A
、
所
レ
掌
輿
二
左
右
衛
同
‘
将
軍
各
二
人
、
以
副
レ
之
。

【
験
琥
】
3

認
た
け
け
し
く
強
い
。
〔
日
本
政
記
、
後

丘反”
豪

馬

尭

臀

、

詩

日

、

饒

饒

牡

馬

。

●

た

け

だ鳥
朽
天
皇
論
〕
天
下
方
貴
二
饒
琥
之
将
一
喜
―
―
進
取
之
功
1

し
い
。
つ
よ
い
。
い
さ
ま
し
い
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕

而
已
゜

【
燒
倅
]
4

鰐
た
け
く
つ
よ
い
。
氣
が
あ
ら
く
強
い
。

饒
、
健
也
。
〔
玉
篇
〕
饒
、
勇
急
捷
也
。
〔
史
記
、
韓
長

襦
博
〕
衛
尉
李
廣
為
―
―
饒
騎
将
軍
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
慄
悴
゜
〔
呉
志
‘
孫
朔
博
〕
孫
峨
字
叔
弼
‘
櫂
弟
也
‘
饒

魏
、
勇
也
。

O
投
壺
の
矢
が
か
へ
る
。
一
本
の
矢
悼
果
烈
、
有
―
―
兄
策
風
↓

が
度
々
壺
内
か
ら
は
ね
返
り
、
一
矢
を
何
回
も
【
魏
氣
】
5

豆
ウ
た
け
く
つ
よ
い
氣
。
〔
呉
志
、
陸
遜
博
〕

材
玲
―
其
饒
氣
陵
礫
↓
〔
宋
孝
武
帝
、
詠
史
詩
〕
贔
政
憑
l
-

験
墨
荊
阿
檀
美
風
―
)

投
ず
る
こ
と
。
〔
正
字
通
〕
験
、
箭
自
レ
壺
躍
出
、
復

以
争
貶
之
、
隈
投
陽
躍
、
不
レ
咤
レ
地
曰
レ
魏
。
【
饒
碁

]
6
f

碁
に
よ
っ
て
行
ふ
博
亦
の
一
法
。
果
莱
゜

〔
西
京
雑
記
、
五
〕
古
之
投
壺
、
取
レ
中
而
不
レ
求
レ
〔
列
子
、
説
符
、
撃
博
棲
上
「
注
〕
古
、
博
経
曰
、
博
法
、
ニ

還
、
郭
含
人
則
激
矢
令
レ
還
‘
一
矢
百
餘
反
、
謂
レ
人
相
封
坐
向
レ
局
‘
局
分
為
午
―
一
道
ご
剛
頭
喘
9
中
名

之

為

紐

゜

岱

水

、

用

,

,

碁
十
三
故
法
六
白
六
黒
‘
又
用
菟
―
一
枚
一

置
於
水
史
其
椰
采
以
履
岱
之
、
墳
愛
方
寸
三
分
、

【
饒
鋭
】
1

ぢ
つ
よ
く
す
る
ど
い
。
〔
魏
志
、
衷
紹
傭
、
長
寸
五
分
、
鋭
共
頭
こ
蹟
刻
壌
四
面

g『
レ
眼
、
亦
名

注
〕
義
久
在
涼
州
一
饒
―
―
習
先
閾
兵
皆
魏
競
〔
唐
書
、
為
レ
臨
二
人
互
榔
レ
采
行
レ
碁
、
碁
行
到
虞
郎
竪
レ
之
、
名

王
智
興
傭
〕
智
興
‘
云
云
‘
少
饒
鋭
‘
窮
―
徐
州
牙
兵
↓
総
饒
碁
一
郎
入
レ
水
食
レ
魚
、
亦
名
二
牽
魚
芦
母
牽
二
-
魚
―

【
饒
衛
】2
ぢ
禁
軍
の
螢
名
。
漢
の
屯
騎
螢
を
後
漢
が
猿
三
一
咬
翻
二
魚
畑
竺
―
―
〗
喪
若
已
牽
→
雨
魚
→
而
不
レ

改
稽
し
た
も
の
。
魏
、
中
軍
と
な
し
、
晉
に
至
っ
て
螢
兵
勝
者
名
日
レ
被
、
翻
雙
魚
彼
家
獲
ユ
盆
喪
為
,
,
大
勝
一
也
。

を
領
し
、
宿
衛
を
兼
ね
統
べ
、
梁
、
左
右
魏
騎
を
置
ぎ
、
【
魏
毅
[
】
7

}

ゥ
た
け
く
つ
よ
い
。
〔
唐
書
、
黒
歯
常
之
博
〕

隋
‘
改
め
て
左
右
験
衛
府
を
置
き
禁
衛
の
一
と
し
、
唐
・
常
之
‘
百
清
西
部
人
‘
長
七
尺
餘
‘
饒
毅
有
1

一
謀
略
一

宋
、
之
に
因
る
。
〔
晉
書
‘
職
官
志
〕
武
帝
初
省
‘
使
―
―
-
【
饒
騎
】
8

立
〇
つ
よ
い
騎
兵
。
〔
六
餡
、
豹
餡
‘
敵
武
〕

中
軍
将
軍
羊
帖
統
三
一
衛
前
後
左
右
魏
衛
等
螢
「
郎
領
武
車
験
騎
‘
饒
―
―
我
左
右
↓
〔
漢
書
‘
趙
充
國
博
〕
吾
士
馬

軍
之
任
也
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
四
上
〕
（
左
右
饒
衛
）
掌
新
倦
、
不
レ
可
,
,
馳
逐
正
此
皆
競
騎
難
レ
制
。
〔
後
漢
書
、
賓

四
左
右
衛
↓
凡
朔
府
之
靖
衛
‘
外
府
豹
騎
番
上
者
、
憲
博
〕
蜆
騎
―
萬
、
元
戎
軽
武
、
長
穀
四
分
。
●
将
軍
の

分
配
之
↓
〔
文
獣
通
考
、
職
官
考
十
二
、
左
右
蜆
衛
〕
名
琥
。
漢
に
屯
騎
校
尉
あ
り
、
後
漢
、
改
め
て
蜆
騎
と

漢
有
1

一
饒
衛
将
軍
一
謂
二
之
雑
琥
将
軍
i

武
帝
以
,
,
李
廣
一
す
。
晉
、
其
の
制
に
よ
り
、
競
騎
螢
を
置
く
。
験
健
の

為
レ
之
、
後
省
、
後
漢
初
、
改
―
―
屯
衛
否
戸
験
騎
↓
魏
置
騎
軍
と
い
ふ
意
よ
り
名
づ
け
、
将
軍
を
以
て
之
を
領
せ

為
―
―
中
軍
云
＿
日
領
↓
―
螢
兵
1

兼
統
1

一
宿
衛
盆
木
以
来
其
任
愈
し
め
、
故
に
饒
騎
将
軍
と
い
ふ
。
歴
代
之
に
よ
り
隋
以

重
、
天
監
六
年
、
僅
1

一
左
右
饒
騎
一
領
↓
―
朱
衣
直
閤
↓
並
後
窮
す
。
清
は
八
旗
に
皆
饒
騎
螢
あ
り
‘
其
の
軍
校
を

炉
儀
従
↓
北
徐
州
刺
史
昌
義
之
首
為
1

一
此
職
盃
山
則
利
饒
騎
校
と
い
ふ
。
魏
衛
（
2
)

を
見
よ
。
〔
史
記
‘
韓
長
襦

儀
清
道
‘
入
則
卑
ハ
,
,
―
一
衛
ー
通
直
‘
臨
軒
則
升
殿
央
侍
、
博
〕
衛
尉
李
廣
為
―
―
魏
騎
将
軍
↓

改
―
―
藷
魏
騎
曰
二
雲
騎
→
陳
有
1一
左
右
饒
騎
及
雲
騎
ご
波
〖
饒
騎
営
〗
，
立
匁
螢
の
名
。
清
、
謹
く
。
八
旗
の
本
螢
゜

魏
北
齊
並
有
1

一
饒
騎
将
軍
之
職
一
後
周
有
1

一
左
右
饒
騎
一
八
旗
兵
は
皆
籍
を
此
虞
に
置
く
。
〔
清
會
典
、
八
旗
都
統
〕

率
王
士
「
隋
開
皇
十
八
年
、
置
―
―
備
身
府
盃
曖
帝
即
位
、
凡
八
旗
兵
、
涌
洲
蒙
古
漢
軍
各
為
レ
螢
‘
曰
1

一
饒
騎
↓
〔
清

改
元
右
備
身
府
ぶ
西
左
右
饒
衛
府
盆
り
領
軍
士
、
名
會
典
事
例
、
兵
部
、
官
制
〕
饒
騎
螢
、
八
旗
都
統
、
渦
洲

日
↓
―
豹
騎
石
其
備
身
府
又
別
置
焉
、
唐
因
レ
隋
‘
置
↓
―
左
右
八
人
、
蒙
古
八
人
、
漢
軍
八
人
、
云
云
、
魏
騎
校
、
満
洲
六

蜆
衛
府
盃
暉
朔
―
一
年
、
去
,
,
府
字
霊
尤
宅
元
年
、
改
,
,
左
右
百
八
十
一
人
、
蒙
古
二
百
四
人
、
漢
軍
二
百
六
十
六
人
。

魏
衛
涵
戸
左
右
武
威
五
神
龍
元
年
復
レ
藷
、
大
将
軍
各
一
〖
饒
騎
校
〗

I
o
gキ
官
名
。
清
、
置
く
。
八
旗
兵
の
隊
長
。
13147 
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佐

領

の

下

で

輔

佐

す

る

も

の

。

其

の

下

に

は

領

催

が

あ

戦

↓

〔

集

韻

〕

良

刃

切

醐

苧

る

°

羹

螢

を

見

よ

。

【

魏

猛

】

24

苓
た
け
く
あ
ら
い
。
〔
後
漢
書
、
鮮
卑
博
論
〕
【
昧
桝
】
岬
〔
集
韻
〕
離
珍
切
圏

〔
集
韻
〕
里
忍
切
釦
〗

【
燒
強
】
11

認
ウ
た
け
く
つ
よ
い
。
〔
唐
書
‘
回
鶴
上
、
回
石
愧
魏
猛
、
盛
有
,
,
箪
干
之
地
↓
〔
魏
志
、
張
逸
博
〕
布

屹
博
〕
其
人
燒
強
、
初
無
,
,
酋
長
ぶ
竺
水
草
紐
品

g
‘
云
雖

1饒
猛
祓
~
無
レ
媒
而
多
→
―
猜
忌
→

云

‘

力

雄

北

荒

↓

【

魏

名

】

25

店
つ
よ
い
と
い
ふ
評
判
。
勇
武
の
聞
え
。

El□]回
0
臀
の
黒
い
白
馬
。
〔
玉
篇
〕
騎
‘
黒
唇

冨
果
】
12

界
つ
よ
く
お
も
ひ
き
り
が
よ
い
。
魏
勇
果
〔
蜀
志
、
黄
櫂
博
〕
櫂
諫
日
、
左
将
軍
有
―
―
魏
名
父
7

請
到
‘
馬
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
一
曰
‘
白
馬
黒
臀
。
●
ま
だ
ら
う

冦
】
[

断
。
〔
晉
書
‘
謝
玄
博
〕
始
庶
玄
征
伐
者
、
何
謙
字
恭
子
、
欲
下
以
一
部
曲
遇
ぢ
之
、
則
不
レ
涌
其
心
↓
ま
。
連
錢
あ
し
げ
。
通
じ
て
斌
(
8
-
2
6
9
9
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
騎
、
隠
騎
‘
馬
色
駿
゜
〔
集
韻
〕
騎
‘
馬

云
云
‘
戴
遂
字
安
、
虞
士
逸
之
弟
、
並
競
果
多
1

一
櫂
略
↓
【
魏
勇
]26

琴
つ
よ
く
勇
し
い
。
又
‘
其
の
人
。
勇
猛
゜

〔
南
史
、
雀
慧
景
博
〕
恭
祗
者
、
慧
景
宗
人
、
饒
果
便
1

一
馬
〔
魏
志
、
哀
紹
傭
〕
雖
―
―
験
勇
玉
＇
レ
可
l

―
獨
任
↓
〔
呉
志
、
太

閥

氣

力

絶

入

。

史

慈

博

〕

劉

表

従

子

磐

、

饒

勇

散

為

冦

嬰

西

安

諸

斑

文

‘

爾

雅

‘

胄

騒

‘

騒

・

騨

、

通

作

レ

髯

〔

詩

‘

魯

誓

が

そ

だ

ち

は

ぴ

こ

る

。

通

じ

て

蕃

(
9ー

3
1

9
0
6
)
に
作
る
。
〔
五
昔
集
韻
〕
騒
‘
生
養
蕃
也
。
〔
正

【
饒
験
】
13

窃
〇
勇
み
往
く
さ
ま
。
〔
陸
雲
、
贈
,
,
顧
彦
縣
↓
〔
南
史
、
蒲
摩
詞
博
〕
卿
魏
勇
有
レ
名
、
千
聞
不
レ
如
↓
―
頌
‘
馴
、
有
レ
騨
有
レ
酪
‘
傭
〕
胄
耀
騎
日
レ
騨
。
〔
秤

字
通
〕
騒
‘
経
博
通
作
レ
蕃
゜

先
詞
〕
悠
悠
山
川
、
競
饒
征
退
。

O
肥
盛
の
さ
ま
。
〔
説
一
見
↓
〔
孫
楚
、
為
右
I

仲
容
五
〈
二
孫
皓
一
書
〕
饒
勇
百
萬
‘
文
〕
騎
‘
毛
色
有
―
―
深
浅
盆
砥
駿
隠
甑
、
今
之
連
錢

文

〕

験

、

詩

日

、

蜆

験

牡

馬

。

畜

レ

カ

侍

レ

時

。

聰

也

。

●

鱗

(
1
2
-
4
6
5
0
2
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘
繹

畜
〕
胃
騒
‘
騒
．
騨
。
〔
注
〕
色
有
,
,
深
液
↓
斑
駁
隠

[
饒
傑
】
14

悶
た
け
く
す
ぐ
れ
る
。
〔
西
京
雑
記
、
五
〕
【
饒
雄
】
27

芯
勇
し
く
つ
よ
い
。
又
‘
其
の
人
。
〔
呉
志
、
孫

於
―
―
輩
中
盃
向
1

一
蜆
傑
一
也
。
策
博
‘
注
〕
江
表
傭
‘
云
云
、
英
郡
太
守
許
貢
‘
上
―
―
表
於
漢

【
饒
健
]
1
5

芦
す
こ
や
か
な
こ
と
。
〔
隋
書
‘
東
夷
‘
流
求
↓
商
日
、
孫
策
饒
雄
、
輿
頑
籍
ー
相
似
。
〔
呉
志
、
呂
蒙
傭
〕
梨
、
今
之
連
錢
聰
゜
〔
祁
膝
行
義
疏
〕
詩
馴
博
用
,
,

國
債
〕
國
人
皆
験
健
善
走
‘
難
レ
死
而
耐
レ
創
。
知
,
,
~
蜆
雄
云
有
二
井
兼
心
↓
〔
隋
書
、
皇
甫
績
博
〕
欲
レ
阻
,
,

爾
雅
な
坑
引
―
―
孫
炎
一
云
‘
色
有
―
―
深
凌
—
似
→
―
魚
鱗
―

【
饒
壺
】
16

ぢ
築
府
の
名
。
〔
藷
唐
書
、
昔
築
志
二
〕
験
壺
、
誠
臣
之
心
五
徒
惑
1

一

饒

雄

之

志

↓

也

‘

然

則

鱗

隣

瞥

義

同

。

疑
是
投
壺
槃
也
、
投
壺
者
、
謂
1

一
壺
中
躍
p

矢
、
為
―
―
蜆
壺
↓
[
饒
烈
】
28
り

t

つ
よ

v
は
げ
し
い
o

〔
魏
書
ヽ
逍
武
七
王
ヽ
[
翡
駒
｝
勺

O
名
馬
の
名
ょ
琵
琶
記
ヽ
春
宴
1

汰
I

園
こ

【
魏
将
】
17

抒
つ
よ
い
大
将
。
勇
将
。
〔
後
漢
書
、
陳
誼
河
南
王
曜
子
提
傭
〕
河
南
王
長
子
提
‘
饒
烈
有
―
―
父
風
↓
浮
雲
棧
電
、
烏
唯
玉
聴
、
凝
露
騰
霜
‘
騒
駒
龍
子
、
照
影

博

〕

呉

耽

燒

将

、

奎

空

集

四

境

二

魏

志

、

衛

辣

傭

〕

蹟

日

、

縣

光

。

O
後
魏
、
程
駿
（
8

|
2
5
0
8
1
・
 
・
6
8
)
の
字
。

然
呉
之
魏
将
、
必
不
レ
心
性
櫂
。
〔
北
史
、
賀
抜
勝
博
〕
賀
抜

勝
北
間
燒
将
、
爾
宜
レ
慣
レ
之
、
勿
輿
率
P

鋒。

〔

麗

【

駆

】

呻

レ

7
 

【
魏
捷
】
18

苓
つ
よ
く
す
ば
や
い
。
〔
晉
書
、
劉
躍
載
記
〕
【
国
呼
】
碑
ラ

11

集
韻
〕
憐
題
切

多
力
善
レ
射
‘
験
捷
如
嵐
雲
一
曜
因
以
重
レ
之
。

【
競
卒
]19

岱
勇
敢
な
兵
卒
。
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
imiJ

馬
の
一
種
。
騨
(
1
2ー

4
4
9
7
2
)

に
同
じ
。
或
は
駿

記
、
織
田
氏
下
〕
往
時
君
所
レ
将
、
皆
濃
尾
魏
卒
。

(
1
2
|
 4
5
0
6
4
)
・
 
瞬
(
1
2
|
 4
5
0
9
1
)

に
作
る
。
〔
集

【
魏
騰
】
20
戌
f

.
 

良
馬
を
い
ふ
。
〔
顔
延
之
、
緒
白
馬
賦
〕
韻
〕
騨
‘
博
雅
‘
眺
騨
‘
馬
隔
‘
或
炊
レ
黎
、
炊
レ
絆
。

〔
字
彙
補
〕
騨
‘
卑
ハ
レ
騨
同
。

臨
廣
望
坐
1

百
鷹
料
武
藝
品
魏
騰
一
〔
注
〕
善
日
、

説
文
日
、
饒
、
良
馬
也
、
廣
雅
日
、
騰
、
奔
也
。
〇
い
さ
ま

し
く
つ
よ
い
。
勇
健
。
〔
杜
甫
、
房
兵
曹
胡
馬
詩
〕
燒
騰

有
如
証
‘
萬
里
町
積
行
↓

`
]
2
1

ぢ
勇
敢
な
を
と
り
。
〔
播
岳
、
射
雉
賦
〕
柄
―
-
【
顕
麻
】
〗
リ
〔
集
韻
〕
良
脂
切

箱
籠
以
掲
騒
、
呪
窺
媒
之
髪
b

態
。
〔
注
〕
清
日
、
見
二

駿
(
1
2
-
4
4
9
7
3
)

に
同
じ
。

饒
健
之
雉
媒
嬰
態
之
状
一
也
。

【
験
武
】
22

な
た
け
く
つ
よ
い
。
勇
武
。
〔
魏
志
、
呂
布
博
〕

呂
布
‘
字
奉
先
、
五
原
九
原
人
也
、
以
―
―
験
武
給
1

井
州
↓

〔
晉
書
、
符
洪
載
記
〕
好
枷
多
櫂
略
玉
魏
武
善
騎
射
↓

【
饒
兵
】
23

苔
力
が
あ
っ
て
勇
し
い
兵
。
〔
日
本
外
史
、
【
芦
昧
】
岬

新
田
氏
正
記
、
新
田
氏
〕
雨
軍
皆
東
國
饒
兵
、
素
習
1

一騎

ジ
，
ヨ
ー
ウ

駿
(
1
2
|
 4
4
8
9
7
)
の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
駿
、
諌
本
字
。

函

は
だ
か
う
ま
。
〔
字
彙
〕
駆
、
馬
不
レ
施
鞍
轡
食
t

レ

駆
゜

【
駆
騎
】
！
E

／
は
だ
か
馬
に
ま
た
が
る
。
〔
令
狐
楚
、

少
年
行
〕
少
小
邊
州
慣
↓
ー
放
狂
一
畷
一
騎
蕃
馬
1

射
1

一黄

羊一

【
駆
馬
】
2

心
／
は
だ
か
馬
。
〔
玉
堂
叢
語
〕
文
廟
北
征
、
金

幻
孜
‘
堡
レ
馬
鞍
盛
裂
‘
楊
文
敏
以
症5レ
乗
馬
緬
〖
レ
之
‘

自
采
鄭
馬
二
陵
餘
叢
考
‘
緊
馬
〕
不
レ
鞍
而
騎
日
―
―
駆

愚
明
史
、
常
遇
春
夜
襲
攘
廓
於
太
原
砿
閤
守
出
-
―
不

意
二
不
レ
及
レ
鞍
乃
乗
―
―
駆
馬
冨
竪
十
八
騎
盆
追
去
‘
此
聯

馬
之
見
1

一
於
正
史
1

者
也
、
古
時
削
曰
―
―
誕
馬
↓
魏
書
‘
王

項
見
―
―
廣
平
王
ぶ
口
言
―
―
馬
痩
王
古
竺
誕
馬
井
乗
具
―
卑
ハ
レ

之
‘
注
‘
不
レ
施
鞍
轡
ら
炉
誕
也
。

馬
の
名
。
〔
字
彙
〕
驚
‘
馬
名
。

【
驚
】
〗
へへ
チツ

〔
字
彙
〕
井
結
切

【
駿
】
岬

字
之
謡
。

ヘ，ウ

鰈
(
1
2
-
4
4
9
6
6
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
駿
、
同
レ
鰈
。
〔
正
字
通
〕
駿
、
環

馬
が
走
る
。
〔
集
韻
〕
蒻
‘
馬
走
。

祠】螂
キ
＂
ヨ
ク

コ
ク

〔
集
韻
〕
迄
力
切

圏
園

サ
ン
〔
字
彙
〕
鉗
版
切ヽ

ザ

ン

出

r
／
 

f
F
 園

chan• 
c
h
'
a
n
2
 

圏國

E
l
g●
た
ふ
れ
か
か
る
。
〔
廣
韻
〕
騒
、
行
欲
レ
倒

也
。

O
駿
證
は
‘
馬
の
病
。
〔
集
韻
〕
證
‘
駿
鐙
、
馬

傷
レ
穀
病
。

曾】年

日
昇
□
ト
ヴ

〔
集
韻
〕
唐
亙
切

〔
集
韻
〕
他
登
切

【
騎
】
〗
リ
ヴ

耕
(
1
2
1
 44
7
5
0
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
騒
‘
同
レ
騎
。

□
リ
ン

曰
リ
ン

□
リ
ン

ポハ
ンン

〔
五
昔
集
韻
〕
附
哀
切

尻l

畜
類
を
去
勢
す
る
。
〔
集
韻
〕
敷
‘
字
林
‘
去
―
―
畜

勢
一
也
。

【
敷
】
〗
ト
ン

〔
集
韻
〕
都
昆
切

因

馬

部

〔

＋

―

一

書

〕

験

騨

駿

諫

騎

駆

敷

騒

騒

駆

騎

駿

驚

五
五

13148 
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【
騨
】
5

馬

部

〔
十
二
驚
〕

聰

騒

親

騨

翰

靡

駿

瞭

駿

騒

〔
集
韻
〕
唐
何
切
」
姻

古
x
こ

t
•uo2 

〔
集
韻
〕
唐
干
切
囲

古
x
こ

t
•uo2 

〔
集
韻
〕
都
黎
切
圏
i

〔
集
韻
〕
多
年
切

OO

小
巳
口
回
國
●
ま
だ
ら
う
ま
。
と
ら
げ
。

絆
豪
連
錢
葦
毛
。
〔
説
文
〕
騨
、
一
日
、
騨
馬
‘

青
覇
白
鱗
、
文
如
量
漁
也
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
青

朧
、
騎
・
騨
。
〔
注
〕
色
有
二
深
没
斑
駁
隠
瓢
‘
今
之

連
錢
聴
。
〔
字
彙
〕
騨
、
馬
青
黒
有
レ
斑
、
如
蕉
鱗
↓

〔
詩
‘
魯
頌
‘
馴
〕
有
レ
騨
有
レ
酪
。
●
騨
験
は
、
野
馬

の
陽
゜
〔
説
文
〕
騨
、
騨
験
、
野
馬
陽
、
ハ
レ
馬
箪
臀
。

〔
段
注
〕
闊
、
各
本
作
レ
也
、
今
依
二
太
平
御
覧
1

正。

〇
つ
か
れ
て
あ
へ
ぐ
。
嘩
(
2
-
4
2
8
0
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
騨
、
段
借
重
言
形
況
字
、
漢
書

絞
博
、
騨
騨
酪
馬
、
毛
詩
作
レ
暉
゜

[
騨
笑
】
1

て
野
馬
の
名
。
騨
験
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
匈
奴

博
上
〕
奇
畜
則
棄
駐
‘
云
云
‘
騨
霙
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
騨
羹
、

駈
罐
類
。

【
騨
験
】
2

杉
野
馬
の
名
。
〔
説
文
〕
騨
、
騨
験
、
野
馬
屡
。

〔
廣
韻
〕
騨
、
騨
験
‘
野
馬
。
〔
史
記
、
匈
奴
偉
〕
其
奇
畜
則

國国口
テクテダク
ンイインン
昂

【

鯖

】

蜘

ト

ヴ

"5:＂）
に
同
じ
。
〔
字
彙

罵
の
名
。
〔
集
韻
〕
騒
、
馬
名
。

【
騒
】
細

〔
集
韻
〕
徒
東
切

OO

ト
ヴ
ヅ

馬
の
多
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
諄
、
馬
多
兒
。

【
聰
】
〗
竺
〔
集
韻
〕
河
干
切
頗

小
日
口
回
●
く
ろ
く
り
げ
。
脊
の
黄
色

奮
〒
各
二
最
の
黒
馬
。
も
と
騨
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

騨
‘
策
作
レ
騨
゜
〔
説
文
〕
騎
、
朧
馬
黄
脊
‘
炊
レ
馬
票

瞥
、
讀
若
レ
聟
。
●
す
ね
の
け
の
長
く
白
い
馬
。

〔
集
韻
〕
靡
‘
馬
豪
軒
日
レ
瞬
゜
〔
壻
韻
〕
繹
‘
馬
奄
軒

白
曰
レ
靡
‘
言

,,ioll¥l在
レ
肝
而
白
一
也
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘

馴
〕
有
レ
騨
有
レ
魚
。
〔
博
〕
豪
肝
日
レ
瞬
。
勝
り
う
の

け
し
ろ
の
う
ま
。
馬
の
毛
色
。
〔
一
話
二
目
〕
騨
‘

リ
ウ
ノ
ケ
シ
ロ
ノ
ウ
マ
。

長

【

騨

】

細

戸
星
言

〔
集
韻
〕
徒
貼
切
涸

〔
集
韻
〕
徒
南
切
園

＞
 

古

i:i-

t'an3 

〔
集
韻
〕
徒
念
切
寧
g

圏ts'
e
n
g
2
 

圏

日
国
す
ね
の
白
い
馬
。
或
は
躇
(
1
0
ー

3
7
8
6
3
)

に

作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
四
骰
皆
白
‘
馳
゜
〔
祁
膝
行

義
疏
〕
都
以
下
皆
白
謂
―
―
之
諭
↓
〔
集
韻
〕
翰
‘
或

ハ
后
足
。

【

馳

】

如

口
ソ
，
ウ
シ，ヨーウ
'
,
 

シ
ョ
ウ

日．

〔
集
韻
〕
慈
陵
切＇ 
古

L

〔
集
韻
〕
作
亙
切

棄
馳
‘
云
云
‘
駒
除
・
騨
験
。
〔
注
〕
集
解
日
、
昔
顛
、
巨
虚

之
圏
、
索
隠
曰
‘
騨
梁
、
章
昭
‘
騨
、
昔
顛
、
説
文
、
野
馬

属
云
云
羹
字
作
該
゜
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
傭
上
〕
其
獣

則
麒
麟
角
端
‘
云
云
‘
蛋
蛋
騨
験
‘
訣
翡
櫨
騒
゜
〔
注
〕
郭

環
日
、
騨
験
‘
駈
馳
類
也
、
騨
音
顛
‘
験
‘
昔
笑
゜

【
騨
騨
】

3
g
馬
が
疲
れ
て
喘
ぐ
さ
ま
。
一
説
に
、
盛
な

さ
ま
。
詩
、
四
牡
篇
に
は
暉
暉
に
作
る
。
暉
暉
(
2
-
4
2
8

o
:
 6)
の
●
を
見
よ
。
〔
漢
書
、
絞
傭
下
〕
王
師
騨
騨
‘
致
1
-

誅
大
宛
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
小
雅
四
牡
之
詩
日
、
四
牡
誹

誹
‘
騨
騨
略
馬
、
騨
騨
喘
息
之
貌
‘
馬
努
則
喘
‘
此
絞
言
下

漢
遠
征
二
西
域
一
人
馬
疲
弊
上
也
。

注
〕
騒
‘
衿
律
也
。
〔
呂
覧
‘
貴
生
〕
多
以
1

一
貴
富
1

騒
f

一

楓
道
之
人
↓
〔
注
〕
駿
泰
也
。
R
控
制
に
従
は
な

い
。
〔
雀
國
輔
‘
詩
〕
白
馬
騒
否
行
。
●
お
t
E

り
。
お

ご
る
こ
と
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
七
〕
得
レ
志
而
覺
レ
騒
。
●

ほ
し
い
ま
ま
。
〔
字
彙
〕
騒
‘
逸
也
‘
恣
也
。
●
あ
ざ

む
く
。
矯
(
8
ー

2
4
0
1
5
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
駿
、
段
借
為
レ
矯
゜
〔
老
子
、
三
十
〕
果
而
不
レ

騎
゜
〔
河
上
公
注
〕
駿
欺
也
。

O
な
ら
は
な
い
。
な

れ
な
い
。
〔
逸
周
書
、
皇
門
解
〕
璧
若
二
敗
犬
玉
騒
用

径
禽
。
〔
注
〕
騒
‘
謂
レ
不
レ
習
也
。
●
つ
よ
い
。
さ

か
ん
な
さ
ま
。
趨
(
1
0
-
3
7
3
0
3
)

に
通
ず
。
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
騒
‘
段
借
為
レ
趨
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
馬
壮

兒
。
〔
詩
‘
衛
風
、
碩
人
〕
四
牡
有
レ
騒
。
〔
博
〕
騒
‘
牡

貌。

O
か
く
。
掻
(
I
S
-
1
2
4
7
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通

訓
定
瞥
〕
騒
‘
段
借
為
レ
掻
゜
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
晉

水
‘
其
中
多
窯
魚
李
竺
Z
、
食
レ
之
不
レ
騎
。

O
口
の

短
い
犬
。
橋
(
7
-
2
0
6
9
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

〔
集
韻
〕
居
妖
切
」
圏
臀
〕
騒
‘
段
借
為
レ
僑
。
〔
集
韻
〕
糞
犬
名
、
説
文
、
獨

僑
也
‘
一
日
‘
犬
短
味
者
、
或
作
レ
騒
。

O
贔
の
名
。

り
一
ム

g
iao' 

嬌
(
1
0
-
3
3
5
8
4
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
騒
、

〔
集
韻
〕
嬌
廟
切
直
[

段
借
為
レ
嬌
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
平
逢
之
山
、
有
レ

〔
集
韻
〕
攀
夭
切
寵

紳
焉
‘
其
状
如
な
人
而
二
首
、
名
曰
蘊
贔
二
旦
罵

〔
集
韻
〕
恭
子
切
諏
i

小
日
●
寓
さ
六
尺
の
罵
゜
〔
説
文
〕
騒
‘
馬
の
行
く
さ
ま
。
又
、
ほ
し
い
ま
ま
。
騒
驚
(
1
6
)
を

高
六
尺
為
レ
騒
、
八
レ
馬
喬
瞥
、
詩
日
、
見
よ
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
騒
驚
‘
馬
行
兒
。
国
債
騒
は
、

縞
豪

我
馬
維
騒
。
●
野
馬
。
〔
説
文
〕
騒
、
一
曰
、
野
馬
。
す
さ
ま
じ
い
勢
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
債
騒
‘
不
垢
r
レ
禁

〇
お
こ
る
。
た
か
ぶ
る
。
喬
(
2
ー

3
9
9
0
)

に
通
ず
。
之
勢
。
國
二
歳
の
馬
。
駒
（
1
2
ー

4
g3
)

に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
騒
、
段
借
為
レ
喬
°
〔
字
彙
〕
験
‘
〔
集
韻
〕
駒
‘
説
文
、
馬
二
歳
曰
レ
駒
‘
或
作
レ
騒
゜

傲
也
、
自
衿
也
。
④
上
を
し
の
ぎ
下
を
あ
な
ど
【
騒
愛
】
1

存
ほ
こ
ら
し
い
愛
ら
し
さ
。
〔
飽
照
‘
學
古

る
。
〔
論
語
、
學
而
〕
富
而
無
レ
騒
゜
〔
皇
疏
〕
陵
レ
上
詩
〕
騎
愛
生
二
粉
鵬
涵
函
底
l

―
―
朱
臀
↓
〔
陳
子
昂
、
感
遇

隠
下
日
レ
騒
也
。
＠
ぶ
し
つ
け
を
す
る
。
證
儀
が
詩
〕
何
知
美
人
意
‘
騒
愛
比
―
―
黄
金
↓

【
騒
易
】
2

け
ヴ
た
か
ぶ
つ
て
人
を
あ
な
ど
る
。
易
は
侮
゜

〔
小
學
‘
嘉
言
〕
苑
魯
公
質
為
二
宰
相
盆
此
子
呆
‘
嘗
求
↓
1

な
い
。
〔
孝
経
、
諸
侯
章
〕
在
レ
上
而
不
レ
騎
゜
〔
注
〕

奏
遷
＞
秩
、
質
作
レ
詩
瞭
レ
之
、
其
略
日
、
戒
爾
學
レ
立
と
身
‘

無
レ
證
為
レ
騒
°
◎
あ
な
ど
り
軽
ん
ず
る
。
〔
戦
國
、

秦
策
〕
王
兵
勝
而
不
レ
騒
゜
〔
注
〕
騎
‘
慢
。
R
ほ
こ
莫
レ
苦
レ
先
―
―
孝
弟
ぶ
m
恰
奉
1

一
親
長
云
＇
n-

敢
生
騎
易
↓

り
た
か
ぶ
る
。
〔
論
語
、
學
而
〕
富
而
無
レ
騒
゜
〔
集
【
駿
侠
】
3

”
”
お
ご
つ
て
あ
そ
び
お
こ
た
る
。
き
ま
ま

冦

】

細

口
ヶ
，
ウ

国
ヶ
，
ウ

國
ク

日
ヶ
ヴ

【

課

】

』

シ，
7

贔
(
1
2
-
4
5
0
9
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
贔
、
或
ハ
レ
集
。

□
尾
の
白
い
黄
馬
。
或
は
繰
(
1
2
-
4
4
8
9
5
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
験
‘
馬
色
黄
尾
白
、
或
炊
レ
桑
。
日
謗

蕨
は
、
漫
黄
色
の
馬
。
〔
集
韻
〕
職
、
謗
駿
、
馬
液
黄

色。

五
五
三

【
駿
】
i

日
サ
ヴ

〔
集
韻
〕
師
荘
切

サ
ヴ
シ
，
ヤ
ウ

口l

〔
集
韻
〕
蘇
郎
切

う
ま
。
〔
玉
篇
〕
駿
‘
馬
也
。

【
駿
】
〗
ゲキ

〔
玉
篇
〕
巨
希
切

掘

鱈園

13149 



(45008・ ・4)-―(45008・ ・46) 
に
あ
そ
ぴ
た
の
し
む
。
〔
左
氏
‘
成
‘
六
〕
夫
山
澤
林
監
、
有
玉
6

行↓

國
之
賓
也
、
國
饒
則
民
騒
侠
‘
近
レ
賓
‘
公
室
乃
貧
‘
不
レ
【
騒
赦
]
1
2

筑
お
ご
り
た
か
ぶ
る
。
騒
傲
に
同
じ
。
〔
楚

可
レ
謂
レ
築
。
〔
注
〕
財
易
レ
致
則
民
騒
修
。
辞
、
離
騒
〕
保
二
蕨
美
ー
以
騒
傲
分
、
日
康
娯
以
淫
遊
。

【
騒
逸
]
4
伍
t

お
ご
つ
て
お
こ
た
る
。
騒
侠
に
同
じ
。
〔
注
〕
偲
簡
日
レ
騒
‘
侮
慢
日
レ
傲
゜
〔
集
注
〕
傲
‘
一
作
レ
放
。

〔
國
語
、
周
語
中
〕
蟹
夷
戎
秋
之
騒
逸
不
虔
。
〔
漢
書
、
高
【
騒
傲
】
13

筑
お
ご
り
た
か
ぶ
る
。
〔
管
子
‘
禁
蔵
〕
騒

悪
皇
后
文
后
功
臣
表
〕
子
孫
騒
逸
、
忘
↓
―
其
先
祖
之
態
傲
修
泰
‘
離
レ
度
絶
紬
理
‘
其
唯
無
レ
禍
、
輻
亦
不
レ
至
芙
゜

難
↓
〔
魏
志
‘
武
文
世
王
公
、
中
山
恭
王
哀
博
〕
多
五
で
逸
〔
漢
書
‘
郷
陽
傭
〕
今
人
主
誠
能
去
1
1

騎
傲
之
心
↓
〔
蜀

之

失

―

―

諸

賢

↓

志

‘

彰

榮

傭

〕

姿

性

騒

傲

、

多

所

II

軽
忽
↓

【
騒
溢
]
5

位
お
ご
つ
て
分
に
過
ぎ
た
こ
と
を
す
る
°
[
駿
傲
】
H

続
お
ご
り
た
か
ぷ
る
。
騒
傲
に
同
じ
。
〔
後

〔
荀
子
、
不
荀
〕
小
人
能
則
偲
傲
僻
違
‘
以
騎
―
―
溢
人
↓
〔
史
漢
書
、
雀
姻
傭
〕
偵
曰
‘
生
而
富
者
騒
、
生
貴
者
傲
‘
生

記
、
平
準
書
〕
骨
庄
此
之
時
函
宍
疎
而
民
富
‘
役
財
騒
溢
‘
富
貴
而
能
不
1

一
騎
檄
―
者
‘
未
1

一
之
有
一
也
。
〔
晉
書
‘
慕
容

或
至
n

―
兼
井
豪
窯
之
徒
‘
以
武
二
断
子
郷
曲
↓
〔
漢
書
、
最
晴
載
記
〕
自
侍
―
―
動
藷
五
騒
傲
有
―
―
無
レ
上
之
心
一

錯
傭
〕
騒
溢
縦
恣
‘
不
レ
顧
應
禍
↓
〔
後
漢
書
‘
朱
穆
偉
〕
【
騒
豪
】
15

認
お
ご
り
え
ら
ぶ
る
。
又
‘
其
の
人
。
〔
魏

放

濫

騒

溢

、

莫

―

―

能

禁

禦

↓

志

、

司

馬

芝

博

〕

征

虜

将

軍

劉

動

‘

貴

寵

騒

豪

。

〔

魏

書

‘

【
験
淫
]
6焚
お
ご
り
み
だ
ら
な
こ
と
。
〔
書
、
畢
命
〕
斐
菜
傭
〕
菜
沈
重
一
善
風
儀
ぶ
頗
以
―
騒
豪
丘
~
レ
失
。

騒
淫
衿
傍
、
将
元
E

レ
悪
終
盃
雖
レ
牧
1

一
放
心
盆
炉
之
惟
鞍
。
【
騒
驚
】
16

忽
馬
の
行
く
さ
ま
。
又
、
お
ご
り
わ
が
ま
ま

〔
史
記
、
秦
紀
〕
日
以
騒
淫
、
阻
法
度
之
威
↓
〔
新
語
、
舞
な
こ
と
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
騎
驚
‘
馬
行
兒
゜
〔
史
記
、
司
馬
相
如

為
〕
奢
係
者
、
則
應
レ
之
以
レ
倹
、
騎
淫
者
、
則
統
レ
之
以
レ
博
〕
低
叩
夭
嬌
‘
据
以
騒
驚
分
。
〔
庄
〕
索
隠
曰
‘
騒
驚
‘
縦

理
。
〔
列
女
傭
‘
竪
嬰
‘
魯
荘
哀
姜
傭
〕
哀
姜
騎
淫
、
通
―
―
恣
也
べ
漢
書
‘
王
吉
博
〕
率
多
騒
驚
‘
不
レ
通
l

―
古
今
↓
〔
楚

於
二
叔
公
子
慶
父
公
子
牙
二
後
漢
書
‘
文
苑
下
‘
劉
梁
辟
、
遠
遊
〕
鰺
連
蛯
以
騒
驚
゜
〔
集
注
〕
馬
行
縦
恣
也
。

博
〕
及
會
王
騒
淫
暴
虐
無
＞
度
、
半
平
申
玄
従
―
―
王
之
【
騒
髭
】
17

焚
お
ご
り
わ
る
が
し
こ
い
。
〔
漢
書
、
西
域

慾
以
蹟
―
―
於
乾
没
↓
〔
溢
岳
、
西
征
賦
〕
緊
戸
J

王
之
騒
上
‘
康
居
國
傭
〕
康
居
騒
覧
‘
詑
不
レ
肯
レ
拝
―
―
使
者
↓
〔
蜀

淫
ぶ
邑
南
巣
1

以

投

レ

命

。

志

、

呂

凱

博

〕

薙

闇

等

聞

n

一
先
主
斃
1

一
於
永
安
↓
騒
琵
滋
甚
゜

【
騎
盈
】
こ
け
心
お
ご
つ
て
分
限
不
相
應
の
奢
に
ふ
け
【
騒
押
】
18

努
お
ご
り
な
れ
る
。
〔
北
史
、
西
魏
文
帝
紀
〕

る
こ
と
。
〔
荀
子
‘
仲
尼
〕
抑
―
有
功
盃
醤
四
有
罪
一
志
騒
駿
↓
―
押
公
卿
↓

盈
而
軽
二
藷
怨
→
〔
漢
書
、
劉
向
偉
〕
騒
盈
細
~
レ
厭
‘
欲
レ
危

1
-
【
騒
伴
】1
9
5
'
パ
心
お
ご
つ
て
あ
ら
い
こ
と
。
〔
史
記
、
梁

劉
氏
↓
〔
新
序
、
雑
事
五
〕
遂
以
自
賢
‘
騒
盈
不
レ
止
。
〔
列
孝
王
世
家
〕
彰
離
験
悴
‘
無
-
1

人
君
橙
↓
〔
漢
書
‘
文
―
二
王
‘

女
博
‘
母
俊
、
有
虞
二
妃
傭
〕
不
下
以
-
―
天
子
之
女
故
盆
皿
梁
懐
王
劉
揖
偉
〕
清
束
彰
王
離
立
―
―
十
九
年
、
影
離
験

騒
盈
怠
鰻
3

伴
゜
〔
後
漢
書
‘
逸
民
、
周
蕉
博
〕
恨
冤
騒
悴
‘
同
時
倶
逝
。

【
騒
榮
】
8
[
5

お
ご
り
た
か
ぶ
る
。
〔
韓
非
子
、
内
儲
説
〔
晉
書
‘
桓
玄
偉
〕
栓
期
、
為
レ
人
騒
悴
゜

下

〕

遺

哀

公

女

悶

以

縞

榮

其

意

↓

[

験

忌

】

20

”
ヴ
ゼ
E

り
た
か
ぶ
つ
て
他
を
い
み
に

v
む
o

[
騎
燕
】
3

翌
お
ご
り
た
の
し
む
。
〔
新
書
‘
春
秋
〕
無
,
,

〔
後
漢
書
、
皇
后
下
‘
桓
帝
郡
后
紀
〕
后
侍
レ
尊
騒
忌
‘
卑
ハ
―
―

淫

僻

之

事

五

ぎ

騒

燕

之

行

↓

帝

所

レ

幸

郭

責

人

盃

年

m讃
訴
。

【
騒
穏
】
，
焚
お
ご
り
安
ん
ず
る
。
〔
白
居
易
、
草
堂
記
〕
【
騒
氣
】

2
1
H
•
ウ
お
ご
り
た
か
ぷ
る
心
。
〔
史
記
‘
老
子
博
〕

不
レ
免
レ
有
―
―
騒
穏
之
態
→
去
下
子
之
騒
氣
輿

1一
多
欲
両i色
輿
•
淫
志
ぢ
疋
皆
無
レ
｛
竺

【
験
仇
】
10

芯
お
ご
る
。
〔
穀
梁
‘
桓
‘
十
八
‘
渫
之
會
‘
於
子
之
身
一
〔
後
漢
書
‘
荀
戎
博
〕
有
―
―
騒
氣
↓
而
操
敗
,
,

不ビ―

-9及
―
―
夫
人
―
何
也
‘
以
,
,
夫
人
之
杭
血
匹
梢
藪
1

於
張
繍
↓

也
‘
注
〕
言
‘
夫
人
騒
抗
不
レ
可
レ
言
レ
及
‘
故
含
而
弗
レ
敷
。
【
騒
貴
】
22

”
ヴ
お
ご
り
た
か
ぶ
る
。
〔
史
記
‘
外
戚
世
家
〕

【
騒
行
】
11

が
心
お
ご
れ
る
行
ひ
。
〔
晏
子
‘
問
、
上
〕
上
無
1

一
大
長
公
主
有
レ
カ
焉
‘
以
レ
故
陳
皇
后
騒
貴
。

騎
行
ご

r無
認
徳
二
説
苑
‘
正
諫
〕
民
多
諏
言
一
君
【
騒
狂
】
24

chiao1 
k'uang'

傲
慢
で
狂
暴
な
。

馬

部

〔
十
二
藍
〕

騒

【
騒
偲
】
25

閤
お
ご
り
た
か
ぷ
る
。
〔
管
子
、
白
心
〕
騒

偲
傲
暴
之
人
、
不
レ
可
―
―
呉
交
↓
〔
呂
覧
、
下
賢
〕
貴
為
―
―
天

壬
而
不

l―
騒
偲
→
〔
漢
書
‘
匈
奴
傭
賛
〕
箪
干
反
以
加
丘
〖

侶
↓
〔
論
衡
‘
率
性
〕
抜
句
争
レ
功
之
臣
‘
奉
幡
拝
伏
、
初

騒
偕
而
後
遜
順
。

【
騒
鋸
】
28

閤
お
ご
り
た
か
ぶ
る
。
騒
偲
に
同
じ
。
〔
後

漢
書
、
南
匈
奴
傭
〕
箪
子
騒
鋸
、
自
比
―
―
冒
頓
一
)

【
騒
衿
】

27%'ウ
た
か
ぶ
り
ほ
こ
る
。
〔
韓
非
子
、
難
、
一
〕

若
無
智
能
而
虚
駿
衿
桓
公
五
是
聾
也
、
｛
且
レ
数
。
〔
戦

國
‘
秦
策
〕
昔
者
齊
桓
公
在
合
諸
侯
↓
了
匡
天
下
云
ぎ

葵
丘
之
會
云
有
騎
衿
之
色
五
畔
者
九
國
゜
〔
魏
志
‘
張
湖

傭
〕
哀
紹
既
為
盟
主
有
騎
衿
色
↓

[
騒
騒
】
28

認
こ
え
ふ
と
っ
た
黄
馬
。
〔
成
廷
珪
‘
送
ー
,
,
人

名
武
柱
詩
〕
白
鼻
騒
蝸
紫
綺
裟
‘
湧
金
門
外
酔
＿
1

温
洲
一

【
騒
愧
】
29

誇
ィ
草
の
名
。
＜
ら
ら
。
苦
参
の
異
名
。
〔
本

草
、
苦
参
〕
秤
名
、
苦
誠
苦
骨
‘
地
愧
‘
水
椀
‘
菟
愧
‘
騒

愧
、
野
愧
‘
白
苺

【
駿
頑
】
30

九
戸
心
お
ご
つ
て
か
た
く
な
。
〔
逸
周
書
‘
大

匡
解
〕
怠
憧
之
過
‘
騒
頑
之
虐
゜
〔
元
横
‘
憂
中
鞠
獄
云

云
詩
〕
李
生
隔
レ
埴
住
‘
隔
レ
埴
如
レ
隔
レ
山
‘
怪
我
久
不
レ

識
、
先
来
問
―
―
騒
頑
↓

【
騒
君
】
31

”
パ
お
ご
る
君
主
。
〔
管
子
、
兵
法
〕
夫
以
1

騎

君
使
―
―
罷
民
一
則
國
安
得
レ
無
レ
危
゜
〔
史
記
‘
蘇
秦
傭
〕

夫
騒
君
必
好
レ
利
‘
而
亡
國
之
臣
‘
必
貪
二
於
財
↓

【
騒
騎
】
32

悶
草
な
ど
の
盛
な
さ
ま
。
〔
詩
‘
齋
風
‘
甫

田
〕
無
レ

EE-
―
甫
田
五
維
秀
騒
騒
。
〔
疏
〕
田
必
蕪
械
‘
維
有
―
―

秀
草
騎
騒
然
↓
〔
陳
英
博
疏
〕
騒
騒
者
、
揚
之
意
、
法
言
修

身
篇
、
作
,
,
維
秀
喬
喬
；
本
―
―
三
家
詩
一

【
騒
肝
】
33

芸
お
ご
り
あ
ば
く
。
〔
後
漢
書
、
哀
安
博
〕

除
急
負
レ
勢
、
言
辟
騒
計
。

【
騒
倦
】
34

”
グ
騒
慢
に
し
て
厭
怠
す
る
。
お
ご
り
う
む
。

〔
南
齊
書
‘
拷
淵
博
〕
務
弘
二
倹
約
↓
百
姓
頼
レ
之
‘
接
―
―
引

賓
客
玉
杢
嘗
騒
倦
↓

【
騒
寒
】
3
5
t
パ
お
ご
り
た
か
ぶ
る
。
憲
は
櫃
寮
゜
〔
公
羊
‘

襄
十
九
〕
或
曰
‘
為
五
騒
塞
使
n

一
其
世
子
虞
乎
諸
侯

之
上
一
也
。
〔
史
記
‘
准
南
属
王
長
博
〕
淮
南
王
自
以
為
二

最
親
五
騒
寮
散
不
レ
奉
レ
法
。
〔
説
苑
‘
敬
恨
〕
騒
憲
怠
傲
‘

未
＿
＝
背
肯
出
會
―
―
同
諸
侯
↓
〔
漢
書
‘
五
行
志
中
之
上
〕
怠

慢

騒

甕

。

「

執

―

―

若

乎

謙

遜

之

過

↓

【
騒
脊
】
36

巧
‘
ウ
お
ご
り
ほ
こ
る
。
〔
恨
思
録
‘
三
〕
騒
今

【
騒
誇
】3
7
5
•
ウ
お
ご
り
ほ
こ
る
。
傲
慢
な
。
騒
苓
。

【
騒
躁
】
38

認
お
ご
り
さ
わ
が
し
い
。
〔
國
語
‘
齋
語
〕

桓
公
又
問
レ
焉
曰
‘
於
―
―
子
之
郷
一
有
T

不
五
笠
孝
於
父

母
二
不

t庄
弟
於
郷
里
五
験
躁
淫
暴
‘
不
レ
用
―
―
上
令
1

者
[

〔
管
子
、
小
匡
〕
有
T

不
わ
笠
孝
於
父
母
ご
小
古
竺
弟
於

郷
里
五
騒
躁
淫
暴
、
不
レ
用
"
上
令
土
只

【
騒
葱
】
39

ぢ
ぉ
ご
り
は
づ
か
し
め
る
。
〔
漢
書
‘
何
並

傭
〕
林
卿
索
駿
1

態
於
賓
客
-

【
駿
子
】
40

匁
愛
に
ま
か
せ
て
お
ご
る
子
。
我
儘
な
子
。

だ
だ
っ
こ
。
〔
孫
子
、
地
形
〕
讐
若
―
―
騒
子
一
不
レ
可
レ
用

也
。
〔
漢
書
‘
汲
勁
傭
〕
渾
邪
帥
1

一
散
萬
之
衆
如
↑
‘
虚
―
―
府

庫
賞
賜
‘
競
一
良
民
五
侍
養
若
レ
奉
属
子
↓
〔
漢
書
‘
匈

奴
博
〕
箪

f
遣
レ
使
遺
1

一
漢
書
―
云
、
南
有
"
大
漢
ず
北
有
―
―

強
胡
五
胡
者
天
之
駿
子
也
。
〔
白
居
易
‘
冊
―
―
廻
鶴
可
汗
一

加
レ
琥
文
〕
雖
―
―
ー
自
貴
日
―
―
天
騒
子
手
未
レ
稽
1

一
其
盛
↓

【
駿
修
】41
パ
•
ウ
お
ご
り
ぜ
い
た
く
な
こ
と
。
騒
奢
゜
〔
左

氏
、
成
‘
十
七
〕
君
験
修
而
克
レ
敵
‘
是
天
｛
竺
其
疾
也
。

〔
逸
周
書
、
文
博
解
〕
不
レ
為
,
,
験
修
「
不
レ
為
,
,
靡
泰
↓
〔
尉

線
子
、
兵
教
下
〕
徒
尚
―
―
駿
修
一
謀
レ
患
緋
レ
訟
。

【
騒
恣
】
42

名
●
お
ご
つ
て
わ
が
ま
ま
な
こ
と
。
騒
律
゜

〔
韓
非
子
‘
六
反
〕
夫
富
家
之
愛
子
、
財
貨
足
レ
用
‘
財
貨

足
レ
用
則
軽
レ
用
‘
軽
レ
用
則
移
泰
、
親
1

一
愛
之
一
則
不
レ
忍
‘

不
レ
忍
則
騒
恣
゜
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
足
下
騒
恣
‘
誅
殺

無
道
‘
天
下
共
畔
1

一
足
下
↓
〔
漢
書
‘
淮
南
属
王
長
債
〕
麗

王
以
レ
此
蹄
レ
國
‘
盆
騒
恣
不
レ
用
二
漢
法
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘

教
子
〕
騒
恣
無
レ
節
‘
器
服
玩
好
‘
必
擬
―
―
乗
輿
二

0
呂
氏

春
秋
‘
侍
君
覧
の
篇
名
。

【
騒
陣
】
43

匁
心
お
ご
り
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
騒
恣
゜

衿
隷
゜
〔
管
子
、
覇
言
〕
重
而
凌
畑
者
復
軽
、
富
而
騒
埠

者
復
貧
゜
〔
韓
詩
外
傭
‘
二
〕
君
子
‘
云
云
、
徳
足
―
―
―
以
君
一
天

下
一
而
無
一
騎
律
之
登
〔
新
書
、
連
語
〕
荀
背
紐
妥
茫
義
、

繹
敬
慎
而
行
襄
騨
↓

【
騒
事
】
44

匁
お
ご
り
つ
か
へ
る
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕

舞
一
女
不
ー
1

一
敢
以
レ
貴
駿
事
舜
親
戚
一

【
騒
兒
】
45

匁
氣
儘
に
育
っ
た
こ
ど
も
。
わ
が
ま
ま
む

す
こ
。
駿
子
(
4
0
)

に
同
じ
。
〔
李
商
隠
‘
騒
兒
詩
〕
哀
師
我

騒
兒
、
美
秀
乃
紐
匹
゜

【
騒
奢
】
46

衿
お
ご
り
ぜ
い
た
く
す
る
。
〔
左
氏
、
隠
‘

―
二
〕
騒
奢
淫
決
、
所
二
自
邪
一
也
。
〔
呉
子
、
料
敵
〕
君
臣
騒

奢
‘
而
簡
二
於
細
民
↓
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
是
故
易
博
不
レ
云

五
五
四

13150 
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馬

部

〔
十
二
書
〕

騒

五
五
五

乎
‘
居
1

一
上
位
ご
杏
得
二
其
賓
一
以
喜
-
1

其
為
ヮ
名
者
、
必
【
騒
戚
】
58

芯
お
ご
る
親
戚
。
〔
後
漢
書
、
儒
林
下
‘
楊
仁
【
騒
態
】
73

”
げ
得
意
の
さ
ま
。
〔
桃
花
扇
‘
哭
主
〕
小
生

以
蘊
奢
露
レ
行
‘
据
慢
騒
奢
‘
則
凶
必
従
乏
゜
〔
史
記
‘
傭
〕
仁
封
、
以
,
,
寛
和
任
レ
賢
‘
抑
―
―
勁
騒
戚
―
為
レ
先
。
作
五
加
態
一
介
。

衛
康
叔
世
家
〕
弟
州

Pf騒
奢
‘
桓
公
拙
レ
之
。
〔
韓
詩
外
【
騒
節
】
59

努
お
ご
り
た
か
ぶ
る
お
こ
な
ひ
。
〔
論
衡
、
【
騒
大
】
74

”
け
お
ご
り
い
ば
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
皇
后

博
、
九
〕
失
レ
國
者
、
未
―
―
嘗
不
孔
竺
騒
奢
一
也
。
〔
新
語
、
率
性
〕
猛
氣
消
損
‘
騒
節
屈
折
。
紀
序
〕
秦
井
―
―
天
下
す
多
自
騒
大
。

無
為
〕
秦
始
皇
騒
奢
靡
麓
‘
好
作
1

一
高
壷
樹
廣
宮
室
↓
【
騒
妾
】
60

誇
お
ご
り
た
か
ぶ
る
側
女
。
〔
漢
書
、
王
非
【
騒
代
】

75g
華
奢
の
風
俗
の
盛
な
時
代
。
〔
張
華
‘
軽

【
騒
尚
】
47

ク
炉
ぉ
ご
り
た
か
ぷ
る
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
傭
上
〕
騒
妾
窺
―
―
欲
姦
臣
萌

IL↓
薄

篇

〕

末

世

多

―

―

軽

薄

面

騒

代

如

―

―

浮

華

↓

傭
〕
衡
少
善
贋
レ
文
‘
云
云
‘
遂
通
云
益
生
貫
―
―
六
藝
盃
字
＝
【
騒
扇
】
6
1
5
'
パ
甚
し
く
お
ご
り
た
か
ぶ
る
こ
と
。
扇
は
【
騒
宕
】
76

続
お
ご
り
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
〔
後
漢

オ
高
手
世
而
無
騎
尚
之
情
↓
煽
、
盛
な
さ
ま
。
〔
漢
書
、
谷
氷
傭
〕
昔
褒
似
用
―
―
國
宗
一
書
‘
瑣
邪
孝
王
京
博
賛
〕
清
南
陰
謀
‘
浪
邪
駿
宕
゜

【
騒
西
咋
】
縞
苓
’
お
ご
り
に
ふ
け
つ
て
よ
わ
い
こ
と
。
周
以
喪
、
閻
妻
騒
扇
、

H
以

不

レ

威

。

【

騒

沓

】

77

”70

た
か
ぷ
り
欲
が
深
い
。
〔
唐
書
、
北
秋
、
契

〔
唐
書
‘
兵
志
〕
其
後
世
子
孫
駿
弱
不
レ
能
―
―
謹
守
↓
【
騎
専
】
62

拷
お
ご
り
た
か
ぶ
り
わ
が
ま
ま
か
つ
て
に
丹
博
〕
螢
州
都
督
趙
文
硼
騒
沓
。

【
騒
主
】
49

玲
お
ご
り
た
か
ぶ
る
君
主
。
〔
戦
國
‘
燕
策
〕
ふ
る
ま
ふ
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
皇
后
下
、
順
烈
梁
后
紀
〕
深
【
騒
恥
】
78

内
お
ご
り
と
は
ぢ
。
〔
買
子
新
書
、
時
髪
〕
騎

夫
騒
主
必
不
レ
好
レ
計
、
而
亡
國
之
臣
貪
"
於
財
↓
〔
淮
南
覧
,
,
前
世
得
失
盃
雖
1

和
ぞ
徳
進
「
不
一
社
敢
有
五
螂
専
之
心
↓
恥
偏
而
為
―
―
祭
尊
五
鯨
創
者
攘
レ
臀
而
為
レ
政
。

子
、
道
應
訓
〕
散
戦
則
民
罷
‘
散
勝
則
主
騒
、
以
1

一
騒
主
―
【
騒
僭
】
63

焚
お
ご
つ
て
分
不
相
應
の
事
を
す
る
。
〔
後
[
騒
稚
】
乃
”
ヴ
ぉ
ご
り
た
か
ぶ
り
人
を
小
兒
厩
す
る
こ

使
1

一
罷
民
盃
而
國
不
レ
亡
者
、
天
下
鮮
芙
。
漢
書
、
王
符
傭
〕
常
苦
下
崇
t

一
財
貨
盃
皿
行
＊
駿
僭
七
耳
゜
〔
呉
と
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
人
有

h
杢
宋
王
1

者
5

錫,,
車
十

【
騒
縦
】so
玲
ゥ
お
ご
り
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
わ
が
志
‘
孫
和
何
姫
博
〕
呉
末
昏
乱
、
何
氏
騒
僭
。
乗
冨
竺
其
十
乗
面
〖
―
―
稚
荘
子
→

儘
。
〔
長
生
殿
、
倖
恩
〕
越
登
―
翡
縦
―
了
些
。
【
騒
戦
】
64

努
強
き
を
侍
ん
で
た
た
か
ふ
。
〔
高
適
、
自
レ
【
騒
痛
】
80

力
た
か
ぶ
り
お
ろ
か
な
こ
と
。
〔
宋
之
問
、

【
騒
色
】
51

衿
ク
お
ご
る
顔
色
。
お
ご
り
た
か
ぶ
る
や
洪
渉
―
―
黄
河
一
途
中
詩
〕
力
争
固
難
品
"
‘
騒
戟
昂
能
久
。
放
1

一
白
鵬
一
篇
〕
著
書
晩
下
麒
麟
閣
、
幼
稚
騎
凝
侯
門
築
。

う
す
。
〔
管
子
、
戒
〕
南
面
巖
天
下
面
而
無
―
―
騒
色
↓
〔
戦
【
騒
僧
】
65

蒋
お
ご
り
た
か
ぶ
る
僧
。
〔
弘
道
館
記
遮
【
騒
品
】
81

苓
ウ
山
神
の
名
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
（
平

叫
印
[
[
祖
恥
ピ
油
紅
鳴
い
パ

j
l
J焉
傭
叩
ご
~
累

i

【
騒
心
】
52

岱
お
ご
り
た
か
ぶ
る
心
。
〔
韓
非
子
、
解
老
〕
【
騒
汰
】
68

認

p
ぉ
ご
り
す
ぎ
る
こ
と
。
〔
晏
子
、
重
而
沙
石
云
有
レ
紳
焉
‘

I

,

'

人
有
に
輌
則
富
責
至
、
富
貴
至
‘
衣
食
美
、
衣
食
美
則
駿
異
者
〕
今
公
家
騒
汰
‘
而
田
氏
慈
恵
。
〔
新
書
‘
脩
政
語
其
状
如
レ
人
而
二
首
、
名
曰
玉
密
竺

心
生
、
騒
心
生
則
行
邪
僻
‘
而
動
棄
レ
理
。
上
〕
（
昂
）
問
二
於
諸
侯
1

日
、
其
聞
1

一
寡
人
之
騒
汰
―
邪
。
【
騒
退
】
82

衿
お
ご
り
ほ
こ
る
。
〔
蘇
献
‘
涜
源
堆
賦
〕
行
l
-

【
騒
臣
】
53

岱
お
ご
り
た
か
ぶ
る
け
ら
ひ
。
〔
漢
書
、
五
【
騒
惰
】
69

な
お
ご
り
お
こ
た
る
。
騒
怠
゜
〔
後
漢
書
、
千
里
1

而
未
1

一
嘗
麒
翻
1

分
、
其
意
騒
退
而
不
レ
可
レ
描
゜

行
志
上
〕
不
レ
用
―
―
聖
人
盃
皿
縦
1

一
騒
臣
↓
〔
漢
書
、
谷
氷
博
〕
文
苑
下
‘
趙
堂
博
〕
登
悟
下
君
子
自
生
I

―
怠
倦
ェ
杢
洵
拘
【
験
妬
】
83

”
'
ゥ
た
か
ぶ
り
ね
た
む
。
〔
列
女
債
‘
頚
嬰
、
魯

騒

臣

悸

妾

。

善

誘

之

徳

盆

炉

亡

國

騎

惰

之

志

3

〔
宋
史
、
循
吏
‘
雀
立
荘
哀
姜
博
〕
騒
妬
縦
横
、
慶
父
是
依
。
〔
漢
書
、
谷
永
傭
〕

【
騒
侵
】
“
力
お
ご
り
を
か
す
。
〔
風
俗
通
、
過
誉
‘
度
遼
博
〕
天
所
L

以
贅
一
騎
惰
盃
戒
＊
淫
決
上
也
。
〔
宋
史
、
韓
埼
抑
―
―
遠
騒
妬
之
寵
涵
空
近
婉
順
之
行
↓

将
軍
皇
甫
規
〕
皆
伏
,
,
大
辟
百
忠
墜
主
威
硲
型
騒
侵
一
也
。
博
〕
乗
,
,
賊
騒
惰
盃
5

レ

之

必

癸

。

【

騒

悸

】

叫

t

げ
た
か
ぶ
つ
て
道
に
そ
む
く
こ
と
。
〔
後

【
騒
人
】
SS

匁
お
ご
つ
て
ほ
し
い
ま
ま
な
人
。
又
‘
姦
倭
【
騒
汰
】
7
0
"
け
お
ご
る
。
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
博
上
〕
主
験
将
漢
書
、
史
弼
傭
〕
弼
濯
1

一
其
験
悸
為
ヮ

ILo
〔
論
衡
‘
譴
告
〕

で
人
を
議
し
て
得
意
の
地
に
あ
る
も
の
。
〔
詩
、
小
雅
‘
汰
、
軍
之
破
敗
、
在
1
1

此

畢

丘

＾

。

見

,

,

於
周
公
一
拝
起
駿
悸
。
〔
獣
陽
脩
‘
論
―
―
澄
州
瑞
木

巷
伯
〕
騒
人
好
好
、
努
人
草
草
。
〔
集
博
〕
騒
人
讚
レ
行
而
【
騒
怠
】
71

”
パ
心
お
ご
り
お
こ
た
る
。
〔
戟
國
‘
秦
策
〕
乞
＞
不
三
宣
―
―
示
外
廷
1

箭
子
〕
北
虜
騒
悸
‘
蔵
伏
之
禍
在
レ

獲
意
。
〔
會
箋
〕
安
井
氏
日
、
騒
人
言
五
暉
人
一
者
、
王
信
レ
多
レ
功
而
不
レ
衿
、
富
責
不
―
―
騒
怠
↓
〔
史
記
、
五
宗
世
家
‘
後
。
〔
李
尤
、
弾
銘
〕
晉
蚕
騒
悸
‘
露
臣
是
弾
‘
築
其
如
レ

議
而
寵
愛
之
五
故
跛
思
也
。
〔
後
漢
書
、
渇
術
博
下
〕
騒
常
山
憲
王
舜
〕
景
帝
少
子
、
騒
怠
多
レ
淫
、
散
犯
レ
禁
。
躍
‘
趨
如
レ
避
レ
丸
。

人

オ

士

。

【

騒

泰

】

72g
ぉ
ご
り
た
か
ぶ
る
。
〔
大
學
〕
是
故
君
子
【
騒
放
】
85

苓
お
ご
り
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
わ
が
ま
ま
。

【
騒
盛
】
56

苔
盛
に
お
ご
る
。
〔
漢
書
、
外
戚
下
‘
孝
成
趙
有
,
,
大
道
宮
密
芯
信
以
得
レ
之
‘
騒
泰
以
失
レ
之
。
〔
國
語
、
〔
後
漢
書
、
西
城
博
序
〕
自
1

一
陽
嘉
元
以
後
、
朝
威
梢
損
‘

皇

后

博

〕

女

主

騒

盛

、

則

者

欲

無

レ

極

。

晉

語

六

〕

苑

文

子

謂

t

一
其
宗
祝
1

日
、
君
騒
泰
而
有
レ
烈
。
諸
國
騒
放
、
轄
相
陵
伐
。

【
騒
噺
】
57

衿
馬
が
勢
壮
ん
に
い
な
な
く
。
〔
杜
甫
‘
聴
〔
晏
子
、
諫
、
上
〕
騒
泰
奢
移
、
上
無
―
―
以
親
＞
下
。
〔
列
女
【
騒
暴
】
86

芯
お
ご
り
あ
ば
れ
る
。
た
か
ぶ
つ
て
我
儘

馬
行
〕
雄
姿
逸
態
何
岨
岬
、
顧
し
彰
騒
噺
自
衿
レ
寵
。
博
‘
賢
明
、
齊
相
御
妻
博
〕
明
言
―
―
騒
泰
ぶ
田
洵
自
炊
。
す
る
こ
と
。
〔
荀
子
、
不
荀
〕
剛
強
猛
毅
、
靡
爺
~
＞
不
＞
信
、

非
蘊
曇
也
。
〔
史
記
‘
築
毅
博
〕
諸
侯
害
涵
磁
滑
王
之
騒

愚
皆
争
合
従
‘
輿
レ
燕
伐
レ
齊
。

【
騒
魃
】
87

窃
勢
た
く
ま
し
く
お
ご
り
た
か
ぶ
る
ひ
で

り
の
神
。
魃
は
旱
鬼
。
〔
葛
長
庚
‘
久
旱
得
レ
雨
詩
〕
騒

魃
羞
レ
明
現
失
5

威
、
前
村
落
罷
雨
絲
絲
゜

【
騒
肥
】
88tT'
ゥ
心
お
ご
り
橙
の
こ
え
た
こ
と
。
〔
李
山

甫
、
兵
後
尋
レ
邊
詩
〕
風
怒
邊
沙
遊
↓
―
鐵
衣
五
胡
兒
胡
馬
正

騒
肥
。

[
矯
婦
】
8977
、
ウ
お
ご
つ
て
夫
を
か
ろ
ん
ず
る
妻
。
〔
後
漢

書
‘
朱
浮
傭
〕
内
塵
騒
婦
之
失
計
五
外
信
讃
邪
之
映
言
↓

【
騒
富
】
9
0
t
ヴ
金
に
餘
裕
が
あ
つ
て
騒
る
こ
と
。
〔
後

漢
書
、
度
尚
博
〕
陽
鴻
等
黛
衆
猶
盛
‘
尚
欲
レ
撃
レ
之
、
而

士
卒
騒
富
、
莫
レ
有
―
―
闘
志
↓

【
駿
武
】
91

カ
ヴ
た
け
く
つ
よ
い
。

【
騒
侮
】
92

な
お
ご
り
あ
な
ど
る
。
〔
韓
非
子
、
難
‘
一
〕

襄
子
曰
‘
晉
陽
之
事
、
寡
人
國
危
、
社
稜
殆
矢
、
吾
霊
臣

無
L

不
レ
有
騎
侮
之
意
者
い
惟
赫
子
不
レ
失
1

一
君
臣
之

雙
是
以
先
レ
之
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
環
臣
無
伝
＇
レ
有
―

騒
侮
心
玉
ぶ

【
騒
念
】
93

焚
お
ご
り
と
い
か
り
。
〔
戟
國
‘
秦
策
〕
今
王

廣
レ
得
,
,
魏
趙
二
叩
軽
レ
失
レ
齊
騒
也
、
戦
勝
―
―
宜
陽
二
不
レ

憧
―
―
楚
交
1

分
心
也
、
騒
念
非
―
―
覇
王
之
業
一
也
、
臣
穎
為
ー
ー
大

王
慮
レ
之
而
不
レ
取
也
。

【
騒
兵
】
94

芯
衆
を
侍
み
強
を
ほ
こ
る
軍
兵
。
〔
漢
書
‘

魏
相
博
〕
侍
―
―
國
家
之
大
五

g
民
人
之
衆
盃
欲
レ
見
―
―
威
干

敵
者
‘
謂
1

一
之
騒
兵
底
騒
者
滅
。
「
騒
僕
織
邑
゜

【
騒
僕
】
95

伐
わ
が
ま
ま
な
し
も
ぺ
。
〔
玩
籍
、
東
平
賦
〕

【
験
評
】
96

焚
お
ご
つ
て
道
に
そ
む
く
こ
と
。
〔
禁
襄
‘

七
石
序
〕
填
而
枕
乏
、
以
蒻
,
,
乎
賤
應
鏃
而
矢
レ
之
、
以

珍
―
乎
騒
評
↓

【
騒
燥
】
98

窃
お
ご
り
あ
な
ど
る
。
騒
慢
に
同
じ
。
〔
漢

書
‘
五
行
志
中
之
上
〕
時
王
賀
狂
悸
‘
聞
1

一
天
子
不
豫
ェ
、

撒
馳
騎
如
レ
故
‘
興
―
―
講
奴
宰
人
ぶ
曲
居
娯
戯
‘
騒
媛
不
レ

敬
゜
〔
漢
書
、
陳
湯
傭
〕
那
支
困
1

一
辱
使
者
二
不
,
,
肯
奉
＂
詔
‘

而
因
都
護
上
書
言
‘
居
困
尼
、
願
蹄
1

一
計
彊
漢
玉
竺
子

入
侍
な
お
蕊
漫
如
レ
此
゜

【
騒
慢
】
99

焚
お
ご
り
あ
な
ど
る
。
騒
傲
゜
〔
漢
書
‘
五

行
志
上
〕
若
廼
奢
淫
騒
慢
‘
則
土
失
二
其
性
工
付
1

一
水
旱

之
災
盃
皿
草
木
百
穀
不
レ
執
゜
〔
顔
氏
家
訓
、
教
子
〕
騒
慢

已
習
、
方
復
制
二
之
推
撻
↓

13151 
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【
騒
渦
】
100

焚
お
ご
り
慢
‘
心
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
紀

賛
〕
咎
集
,
,
騒
涌
面
佃
協
1

一
貞
信
一

【
騒
揚
】
IOI

説
お
ご
り
威
張
る
。
〔
漢
書
、
五
行
志
L
〕騒

揚
奢
佳
、
恣
唯
者
衆
゜
〔
庄
〕
師
古
日
、
揚
‘
謂
,
,
振
揚
張

太
也
。

【
騒
陽
】
102

蹂
勢
の
盛
な
太
陽
゜
〔
郭
煕
書
格
〕
早
春
瞭

姻
‘
駿
陽
初
蒸
‘
晨
光
慾
動
‘
瞭
山
如
レ
翠
゜
〔
杜
甫
‘
阻
レ
【
駿
】
如
曰
ヒ

雨
不
レ
得
レ
蹄
―
―
濃
西
甘
林
一
詩
〕
三
伏
適
已
過
‘
騒
陽
化

4

仁
ヒ

為

レ

霞

゜

日

馬

の

名

。

〔

廣

韻

〕

駿

‘

馬

名

。

〔

集

韻

〕

駿

‘

馬

名
。
口
誹
(
1
2
-
4
4
8
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
誹
‘
或

【
騒
築
】
103

認
お
ご
り
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
〔
論
語
、

炊
レ
斐
゜

季
氏
〕
築
1

一
駿
築
↓
築
1

一
侠
遊
盃
木
,
,
宴
築
一
損
芙
。
〔
集
注
〕

駿
築
‘
則
移
律
而
不
レ
知
レ
節
。

【
騒
虜
】
104

％
傲
慢
な
え
ぴ
す
。
〔
骰
武
、
軍
城
早
秋
詩
〕

更
催
祇
蒻
追
騒
虜
玉
莫
ぬ
竺
沙
場
疋
馬
還
↓

【
闊
】
[

【
騒
陵
】
105

ぃ
炉
お
ご
り
あ
な
ど
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
馬
【
畔
瞬
】
細
レ
ブ
〔
字
彙
補
〕
良
渉
切
宰
函

ふ
む
。
〔
字
彙
補
〕
縞
‘
践
也
。

援
博
賛
〕
明
徳
既
升
、
家
詐
以
興
‘
磨
乏
三
趣
‘
防
遂
騒

陵。

日
口
〇
馬
の
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
闊
一
曰
‘
馬

【
騒
差
]106

焚
お
ご
り
と
や
ぷ
さ
か
。
騒
吝
・
駿
怯
に
同

＇

騒

(
1
2
-
4
4
8
6
0
)

の
識
字
。
〔
列
行
兒
。

O
鱗
騎
は
、
野
馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
閑
‘
駿

じ
。
〔
陶
潜
‘
扇
上
書
賛
〕
匪
レ
騒
匪
レ
灸
‘
前
路
威
夷
。

騎
‘
野
馬
。

【
騒
吝
】
107

焚
騒
と
吝
。
お
ご
り
と
や
ぶ
さ
か
。
〔
論
【
騒
】
蜘
ク
ワ
ク
子
、
湯
問
‘
騒
然
而
過
、
商
過
随

語
‘
泰
伯
〕
子
曰
‘
如
有
周
公
之
オ
之
羨
使
騎
且
吝
一
合
、
口
義
〕
繕
、
合
レ
作
レ
騒
゜

其
餘
不
レ
足
レ
観
也
已
芙
゜
〔
繹
文
〕
吝
‘
本
亦
作
レ
怯
゜

【
騒
怯
】
⑱
匁
お
ご
り
と
や
ぶ
さ
か
。
騒
吝
に
同
じ
。

調
(
8ー

2
4
7
4
4
)

・
騎
(
1
2
-
4
5
0
4

0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
祠
或
作
レ
【
驚
】
螂

〔
逸
周
書
、
｛
梧
徹
解
〕
周
公
曰
‘
云
云
‘
不
緬
不
レ
怯
‘
時
【
麟
四
】
』
タ
ウ

乃
無
レ
敵
。

【
騒
属
】
109

悶
お
ご
り
た
か
ぷ
る
。
〔
大
戴
證
‘
文
王
官
騎
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
或
作
レ
騎
゜

人
〕
廉
言
以
岱
氣
‘
騒
属
以
岱
勇
丙
恐
外
悴
‘
無
レ

〔
拾
遺
【
鷹
】
如

所
J

不
レ
至
゜

【
騒
麓
]IlO

悶
美
し
い
こ
と
を
鼻
に
か
け
る
。

記
‘
七
‘
魏
〕
迄
レ
今
三
代
之
王
‘
失
盃
翌
追
芙
、

11レ財

弊
レ
カ
、
以
騎
麗
相
誇
。

【
騒
横
】I

l
l芯
お
ご
り
ほ
し
い
ま
ま
な
こ
と
。
〔
後
漢
【
威
鳥
】
〗

書
‘
梁
翼
偶
〕
沖
帝
又
崩
‘
翼
立
,
,
質
帝
玉
帝
少
而
聰
慧
‘

知
羹
騒
横

t目
朝
―
一
塁
臣
目
羹
曰
‘
此
践
屋
将
軍
也
。

〔
南
史
‘
宋
武
帝
紀
〕
貪
淫
騒
横
゜

【
騒
惑
】
112

認
お
ご
り
ま
ど
ふ
。
〔
呂
覧
、
貴
常
〕
志
曰
‘
【
瓢
】
如

騒
惑
之
事
‘
不
レ
亡
哭
待
。

【
騒
者
不
レ
久
】
113

昇
芥
む
験
奢
な
も
の
は
久
し
く
保

た
な
い
。
〔
平
家
物
語
‘
祇
園
精
含
の
事
〕
騒
れ
る
も
の

は
久
し
か
ら
ず
‘
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
如
し
。

●
闘
ヨ
ロ
[
―

カ
ン

ト
ヴ

醐
(
1
1
0
1
4
4
9
7
9
)

に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
闘
、
同
レ
闘
、
見
―
一
字
彙
一

キギ`
，ウ

驚（
1
2
|
 4
5
0
2
9
)

に
同
じ

駿
(
1
2
|
 4
4
9
6
2
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鷹
、
同
レ
駿
゜

【
襲
】
螂

グ

虞
(
9
-
3
2
7
2
3
)

の
俗
字
。
〔
廣
韻

虞
‘
俗
作
レ
繍
゜

圏困圏

日
口
国
〇
馬
の
腹
が
な
る
お
と
。
〔
説

文
〕
鸞
、
馬
腹
下
臀
也
、
炊
レ
馬
學
省

臀
゜
〔
段
注
〕
按
、
許
書
不
n

一
必
有
丘
怯
天
姑
補
手

此

U
O馬
が
徐
か
に
疾
く
行
く
。
〔
大
徐
本
説
文
〕

鶯
、
馬
行
徐
而
疾
也
、
ハ
レ
馬
學
省
臀
。
〔
集
韻
〕

鷺
馬
行
疾
也
。

雷

段

玉

裁

は

、

0
の
場
合
、
驀
(
1
2
-
4
5
0
4
3
ヽ
）
に
改

め
る
。

凰＇ 一ヽ

日
ア
ク
ヨ
ク
オ
ク

口□
カ
ク

〔
集
韻
〕
詑
岳
切

〔
集
韻
〕
烏
酷
切

〔
集
韻
〕
乙
角
切

日
r
ク
ド
ク
／
，
ヨ
ク

□
f
ク

〔
集
韻
〕
仕
足
切

〔
集
韻
〕
徒
谷
切

因圏

姓
。
〔
廣
韻
〕
劉
‘
姓
也
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
騎
‘
見

姓
苑
↓

【
馴
】
釦

ヒぶ
Z
ウ

ピぶ`
，ウ

〔
廣
韻
〕
砒
養
切
薦
q

〔
集
韻
〕
妃
尾
切

閲

【
騒
者
物
之
盈
]114

バ
汀
芦
い
お
ご
り
は
物
の
十
二
分

な
も
の
で
あ
る
。
〔
白
居
易
‘
凶
宅
詩
〕
櫂
重
持
難
レ
久
、

位
高
勢
易
レ
窮
‘
騒
者
物
之
盈
‘
老
者
敷
之
終
、
四
者
如
1

一

寇
盗
↓

冤
]
[
キ

験
(
1
2
~
4
4
8
7

0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

駿
、
同
レ
駿
゜

国】岬
カ
ッ

駒
(
1
2
ー

4
4
6
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駒
‘
或
炊
レ
葛
。

馬

部

〔
十
―
-
|
+
―
―
薔
〕

騒

駿

腿

騎

騒

鷹

驚

騒

縞

駿

劉

騒

鷺

襲

綴

縣

瞼

小
●
し
る
し
。
瞼
(
1
0
ー

3
6
0
0
5
)

に
通

稔
蔽
ず
。
〔
説
文
崎
段
庄
〕
今
用
貸
瞼
字
↓

〔
金
史
‘
方
伎
‘
胡
徳
新
博
〕
言
玉
雲
兜
有
1

一
奇
験
一

④
あ
か
し
。
證
信
。
〔
廣
韻
〕
験
‘
證
也
。
〔
史
記
、
晉

世
家
〕
何
以
為
レ
瞼
゜
〔
漢
書
、
楊
憚
博
〕
左
瞼
明
白
。

＠
き
き
め
。
炊
能
。
〔
廣
韻
〕
瞼
‘
放
也
。
〔
淮
南
子
、

主
術
訓
〕
駿
在
レ
近
而
求
―
―
之
遠
↓
◎
き
ざ
し
。
兆

候
。
〔
廣
韻
〕
瞼
‘
徴
也
。
〔
金
甫
坊
‘
仙
都
草
堂
記
〕

因
建
一
金
華
之
邑
ぶ
ぎ
瑞
験
云
。
◎
む
く
い
。
應

報
。
〔
論
衡
凰
龍
〕
則
亦
問
有
雲
雨
之
雙
⑮
う

ら
か
た
。
物
を
判
断
す
べ
き
形
象
。
〔
春
秋
‘
荘
‘
七
‘

星
隕
如
レ
雨
‘
疏
〕
夜
之
早
晩
、
以
レ
星
為
レ
瞼
。
●

た
め
す
。
し
ら
べ
る
。
言
語
事
業
の
功
績
あ
り
し

や
否
や
を
考
視
す
る
。
こ
こ
ろ
み
る
。
〔
字
彙
〕

瞼
、
考
視
也
。
〔
載
國
‘
齋
策
〕
亦
瞼
1

一
其
辞
於
王

前
↓
〔
注
〕
瞼
、
信
也
。
〔
呂
覧
、
知
度
〕
責
,
,
其
賓
百
5

【
瞼
】
[

圃
ヶ
ン

ゲ
ン

〔
集
韻
〕
魚
窒
切
麗

ヽニ:r
y
e
n
'
 

【
隔
】
郷

綱
〔
集
韻
〕
蝸
‘
籠
艮
閾

ク
ヴ
・
ク
ヴ
ィ

騒
(
1
2ー

4
4
8
7
8
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
或
作
レ

小
●
く
ろ
く
り
げ
。
赤
黒
色
の
馬
。
駁

娩
豪
(
1
2
ー

44971)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
職

馬
赤
黒
色
、
炊
レ
馬
戟
瞥
‘
詩
曰
‘
閉
職
孔
阜
゜
〔
徐

瀬
注
箋
〕
深
黒
色
坤
伊
赤
者
‘
謂
1

一
之
鐵
騒
↓
〔
集
韻
〕

職
馬
赤
黒
色
‘
或
省
。
〔
詩
‘
秦
風
‘
閉
敷
〕
剛
敷

孔
阜
゜
〔
傭
〕
鐵
‘
騒
也
。
〇
通
じ
て
載
に
作
る
。

〔
康
熙
字
典
〕
鐵
‘
通
作
レ
戟
°

【

戦

】

年

[

ぃ

〔

集

韻

淀

汀

玉

尼

五
五
六

13152 
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馬

部

〔
十
三
書
〕

瞼

鼠

纏

五
五
七

瞼
面
猛
竺
〔
注
〕
瞼
、
功
。
〔
呂
覧
‘
察
傭
〕
必
瞼
レ
之

以
レ
理
。
〔
注
〕
瞼
‘
炊
也
。
〔
晉
書
‘
束
哲
傭
〕
検
瞼

果
然
゜
〔
唐
書
、
李
嬌
傭
〕
救
レ
嬌
覆
瞼
。

O
た
め

し
。
こ
こ
ろ
み
。
考
按
。
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
趙
高

欲
レ
為
レ
乱
、
恐
―
―
禁
臣
不
＂
聴
‘
乃
先
設
レ
瞼
゜
R
馬

の
名
。
〔
説
文
〕
瞼
、
馬
名
、
炊
レ
馬
余
臀
゜

凰
ト
シ
。

【
瞼
疫
】
1

ピ
汽
車
・
汽
船
等
の
旅
客
の
身
糧
を
検
査

し
‘
或
は
消
毒
法
を
行
っ
て
博
染
病
を
豫
防
す
る
こ
と
。

【
瞼
解
】
2

竹
し
ら
べ
お
く
る
。
〔
祗
悪
全
書
‘
庶
政
部
、

巌
絹
―
私
販
―
〕
運
引
即
行
二
験
解
↓
商
無
―
―
暗
賣
之
私
↓

【
瞼
劾
】
3

化
し
ら
ぺ
吟
味
す
る
こ
と
。
〔
唐
書
、
｛
木
甲

錫
博
〕
既
被
レ
罪
、
有
司
瞼
劾
゜

【
瞼
炊
】
4

梵
し
る
し
。
色
き
め
。
炊
瞼
゜
〔
風
俗
通
‘

正
失
‘
主
陽
能
錆
↓
―
黄
金
―
〕
費
甚
多
‘
而
方
不
こ
翌
双
↓

【
瞼
看
】
5

竺
〇
清
制
‘
候
選
・
候
補
の
人
々
が
吏
部
に

出
頭
し
、
特
派
さ
れ
た
王
公
大
臣
‘
或
は
九
卿
科
道
が

其
の
年
齢
・
容
貌
・
状
態
等
に
付
い
て
視
察
す
る
を
い

ふ
。
〔
清
會
典
事
例
‘
吏
部
‘
慮
分
例
、
京
官
保
學
〕
向
来

外
省
瞼
n
看
戟
取
琴
人
↓
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
文
官
仕

途
種
類
〕
渦
蒙
漢
旗
人
‘
則
應
ふ
巴
本
層
都
統
一
瞼
看
ぃ
―

瞼
看
即
賓
地
試
瞼
也
。
●
し
ら
べ
み
る
。
〔
輻
悪
全
書
、

刑
名
部
、
人
命
下
、
瞼
各
種
死
傷
〕
廃
,
,
爛
屍
身
面
更
難
二

験
看
一
也
。

【
瞼
奇
]
6
"
/

め
づ
ら
し
い
た
め
し
。
〔
論
衡
‘
超
奇
〕

夫
射
以
"
矢
中
炊
巧
盆
暉
以
女
墨
験
奇
云
奇
巧
倶
競
於

心
↓
其
賓
一
也
。

【
瞼
記
】
7yen• 

ch'i3

検
査
清
。
試
瞼
清
゜

【
瞼
欅
】
8

梵
欅
柳
の
葉
を
肌
膚
に
塗
れ
ば
青
赤
と
為

り
殿
折
せ
ら
れ
た
や
う
で
、
又
、
其
の
皮
を
剥
ぎ
肌
膚

の
上
に
置
い
て
火
で
之
を
炭
れ
ば
杖
で
傷
つ
け
た
や

う
に
な
り
水
に
洗
つ
て
も
落
ち
な
い
の
で
‘
之
を
用
ひ

偽
つ
て
人
に
販
折
せ
ら
れ
た
と
梢
す
者
あ
る
時
‘
之
を

検
査
賓
證
す
る
を
い
ふ
。
〔
棠
陰
比
事
、
李
公
瞼
欅
〕
尚

書
李
南
公
、
知
―
―
長
沙
縣
「
時
有
二
閾
者
面
＇
強
而
乙
弱
、

各
有
脊
赤
痕
「
南
公
召
使
レ
前
‘
以
―
―
自
指
和
i

レ
之
日
、

乙
箕
而
甲
偽
也
、
訊
レ
之
果
然
、
蓋
南
方
有
―
―
欅
柳
冨
ぞ

莱
塗
―
肌
膚
則
胄
赤
如
蛮
傷
贅
剥
箕
皮
二
横
置
1
-

膚
上
｛
以
レ
火
炭
レ
之
、
則
如
―
―
梢
傷
者
ぶ
小
洗
不
レ
落
‘
但

棺
傷
者
、
血
緊
則
硬
‘
而
為
者
不
レ
然
‘
南
公
乃
以
レ
此

耕
乏
也
。

【
瞼
局
】
，
的
ク
官
署
の
名
。
清
‘
置
く
。
掻
金
を
徴
牧

す
る
た
め
に
貨
物
を
瞼
査
す
る
局
を
い
ふ
。
〔
清
會
典

事
例
〕
。

【
瞼
果
】
10

約
し
ら
べ
み
る
。
〔
輻
恵
全
書
‘
錢
穀
部
‘
催

徴
〕
印
官
験
―
―
果
堪
＞
充
、
取
其
糧
房
穂
書
保
状
↓

【
瞼
貨
】
11yen• 

h
u
o
•
玲
繭
で
貨
物
を
検
査
す
る
。

【
瞼
官
]12

”E
ノ
検
査
係
官
。
〔
輻
悪
全
書
‘
刑
名
部
、
人

命
中
‘
桧
1

一
肉
屍
―
〕
瞼
官
吏
人
等
情
顆
甘
レ
罪
無
レ
紹
‘

保
結
是
賓
゜

【
瞼
問
】
13yen• 

k
u
a
n
'

税

賜

検

査

「

る

。

【
瞼
契
】
14yen• 

c
h
'
i
•不
動
産
の
藷
契
約
を
検
査
す

〖
瞼
契
税
〗15yen• 

ch'i• 

s
h
u
e
i
•民間
に
あ
る
賣

契
や
典
契
を
検
査
す
る
時
‘
徴
牧
す
る
税
金
。

【
瞼
左
】
1
6
t

，
し
る
し
。
證
撮
。
左
瞼
。
左
證
゜
證
左
。

〔
漢
書
‘
楊
憚
傭
〕
左
瞼
明
白
。
〔
注
〕
左
‘
證
左
也
、
言
‘
常

時
在
二
其
左
右
「
見
,
,
此
事
一
者
也
。
〔
唐
書
‘
賓
参
博
〕
湖

南
観
察
使
李
罪
‘
故
卑
ハ
レ
参
隙
‘
以
レ
状
聞
、
又
中
人
為
1

一

之
瞼
左
言
唐
書
‘
骰
郭
博
〕
方
士
申
泰
芝
以
レ
術
得
レ
幸
二

鼎
宗
ご
翌
遊
湖
・
衡
間
一
以
妖
衛
詭
レ
獄
‘
姦
―
―
誠
距

萬
ぶ
灌
州
刺
史
寵
承
鼎
按
治
、
帝
不
レ
信
‘
召
―
―
還
泰
芝
一

下
―
―
承
鼎
江
陵
獄
一
云
云
‘
郡
復
日
‘
承
鼎
劾
―
―
泰
芝
詭

資
有
に
貫
‘
泰
芝
言
l

―
承
鼎
瞼
左
不
＞
存
、
今
緩
有
罪
一

急
―
―
無
罪
面
巴
死
不
,
,
敢
如
＞
詔
゜

【
瞼
査
】
17yen• 

ch'a2

取
し
ら
べ
る
。
検
査
す
る
。

【
瞼
算
】
18

セ
計
算
の
正
否
を
調
べ
る
。

【
瞼
戸
]
1
9

パ
，
死
橙
を
検
視
す
る
。
瞼
屍
に
同
じ
。

【
瞼
死
】
20

パ
，
死
者
を
し
ら
べ
る
。
瞼
屍
に
同
じ
。

【
瞼
屍
】
21

パ
ノ
死
證
を
検
視
す
る
。
〔
輻
悪
全
書
‘
刑
名

部
、
人
命
中
、
自
盪
〕
陰
レ
屍
‘
験
―
―
初
死
之
屍
1

也。

【
瞼
事
】
8

ク
事
を
し
ら
べ
る
。
〔
論
衡
、
四
緯
〕
萬
物

廣
多
‘
難
二
以
瞼
＞
事
。

【
瞼
牧
】
23

約
瞼
査
し
て
受
取
る
。
査
牧
す
る
。
〔
六
部

成
語
補
遺
、
エ
部
、
瞼
牧
‘
注
瞼
〕
凡
大
工
派
レ
員
監
修
‘

事
竣
之
後
、
俯
須
詣
炉
員
査
験
牧
工
也
。

【
瞼
賓
】
24

化
事
賓
を
し
ら
べ
る
。
〔
論
衡
‘
談
天
〕
如
二

部
術
之
書
心
右
レ
謂
n

一
之
多
1

一
計
度
i

瞼
賓
反
為
レ
少
焉
。

【
瞼
者
】
25

笠
加
持
祈
藷
す
る
人
。
修
瞼
者
。
げ
ん
ざ
。

〔
枕
草
子
‘
八
〕
こ
は
き
物
の
け
あ
づ
か
り
た
る
げ
ん
じ

や
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
前
記
、
平
氏
〕
法
皇
弗
レ
憚
‘
槌
二

其
謝
書
1

曰
‘
験
者
覗
レ
朕
邪
゜

【
瞼
證
】
8
心
5

ゥ
證
撮
を
し
ら
べ
る
。
〔
論
衡
‘
怪
奇
〕
故

人
信
サ
盆
竺
明
レ
事
以
瞼
證
゜

【
瞼
訊
】
27

乃
ク
し
ら
べ
た
づ
ね
る
。
審
訊
。
〔
唐
書
、
諸

夷
‘
蕃
将
、
喝
益
博
〕
帝
馳
遣
御
史
楊
琺
瞼
訊
。

【
瞼
税
】
28yen• 

shuei'

税
闊
の
検
査
税
。

【
瞼
船
】
29yen• 

ch'uan2

船
を
瞼
査
す
る
。

【
瞼
到
】
30

梵
清
制
、
各
省
か
ら
京
師
に
束
て
引
見
を

受
け
る
者
が
先
づ
吏
部
に
赴
い
て
着
京
を
報
告
し
‘
吏

部
之
に
封
し
て
‘
其
の
年
齢
と
容
貌
を
除
査
す
る
を
い

ふ
。
〔
六
部
成
語
‘
吏
部
‘
瞼
到
‘
注
解
〕
各
省
宋
京
引
見

之
員
‘
到
レ
京
後
、
即
赴
―
―
吏
部
一
報
知
‘
而
部
官
瞼
1

一
其
年

貌
「
日
―
―
瞼
到
↓

【
瞼
箪
】
31

y
e
n
'
t
a
n
―
検
査
證
゜
瞼
査
清
證
。

【
瞼
治
】
32

”
ノ
し
ら
べ
を
さ
め
る
。
罪
人
を
取
調
べ
る
。

〔
漢
書
‘
予
定
國
傭
〕
孝
婦
辞
レ
不
レ
殺
レ
姑
‘
吏
瞼
治
、
孝

婦

自

匪

服

、

具

レ

獄

上

レ

府

。

「

い

ふ

。

【
瞼
得
】
33

昇
佛
を
祈
念
し
て
‘
其
の
霊
瞼
を
得
る
を

【
瞼
牌
】
34

ぢ
し
ら
べ
よ
と
の
ふ
だ
。
〔
輻
患
全
書
‘
刑

名
部
‘
人
命
上
、
総
論
〕
該
晋
乃
出
訟
瞼
牌
↓

【
瞼
放
】
ぉye
n
•fang'

検
企
の
上
赦
す
。
検
査
し
て

通
過
さ
せ
る
。
「
取
街
役
〕
宜
―
―
嘗
官
瞼
餐
一

[
験
径
]36

唸
し
ら
べ
わ
た
す
。
〔
輻
悪
全
書
‘
疱
任
部
‘

【
瞼
符
】
3
7
{
/

論
衡
の
篇
名
。

【
瞼
覆
]
3
8

だ
重
ね
て
し
ら
べ
明
か
に
す
る
。
〔
呉
志
、

趙
逹
傭
〕
席
上
立
虞
"
其
敷
↓
験
覆
果
信
。

【
瞼
糞
】
39yen• 

fen• 

検
便
。

【
瞼
文
】
40

ぢ
し
ら
べ
が
き
。
稔
文
。
〔
輻
悪
全
書
‘
刑

名
部
、
問
擬
〕
専
以
瞼
文
↓

【
瞼
票
】
41

定
瞼
査
渭
證
゜
瞼
箪
゜
〔
清
會
典
事
例
‘
戸

部
‘
駿
税
〕
浙
西
地
方
‘
一
起
一
瞼
‘
由
罷
過
之
頭
玉

併
牧
‘
餘
均
瞼
粟
放
行
。

【
瞼
棚
]
4
2

虎
死
骸
あ
ら
た
め
の
こ
や
。
〔
輻
恵
全
書
‘

刑
名
部
、
人
命
上
、
検
瞼
〕
須
T
出
"
―
高
脚
牌
正
i
•立
瞼

棚
前
い

【
瞼
明
】
43

だ
は
つ
ぎ
り
と
し
ら
べ
る
。
明
か
に
桧
査

す
る
。
〔
清
會
典
事
例
‘
戸
部
、
田
賦
〕
至
1

一
収
鉤
布
政
使

司
慮
↓
瞼
明
印
封
。

日
テ
ン

冨
】
〗
凡
[

国
T
ン

〔
集
韻
〕
張
連
切

OO

〔
集
韻
〕
唐
干
切
函
g

〔
集
韻
祁
扇
切
霰

或
ら
ば
。
牡
纏
と
牝
馬
と
の
混

贔

い

贔

糧

血

。

も

と

鼠

(
1
2
ー

4
5

0
 4
9
)
 

に
作
る
。
或
は
騒
(
1
2
-
4
5
0
 9
5
)
に
作
り
‘
俗
に

鰈
(
1
2
-
4
4
9
5
7
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
臨
‘
纏
父
馬
母

者
也
‘
炊
レ
馬
鼠
臀
‘
騒
‘
或
炊
レ
嵐
゜
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
俗
字
作
レ
螺
゜
〔
雨
雅
翼
、
繹
獣
五
〕
轟
者
、
馬
牝

瞳
牡
所
レ
生
‘
似
レ
纏
而
健
―
―
於
馬
↓
〔
漢
書
、
霧
去
病

博
〕
箪
子
遂
乗
―
―
六
嶽
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鼻
者
、
櫨
種

馬
子
、
堅
忍
。
〔
楚
詣
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
憂
苦
〕
同
三
鷲

鼻
輿
屎
麒
分
。
〔
注
〕
馬
母
瞳
父
生
レ
子
日
レ
畠
。

冨】年
ラ

〔
集
韻
〕
慮
文
切
賑

,
/
 

カ
メ
己

luo'

【
瞼
問
】
“
竺
し
ら
べ
た
づ
ね
る
。
瞼
訊
゜
〔
史
記
‘
孟

嘗
君
傭
〕
滑
王
乃
驚
‘
而
縦
跡
瞼
問
。
〔
漢
書
‘
平
―
帝
紀
〕

其
常
レ
瞼
者
、
即
験
問
。
〔
漢
書
、
呉
王
塀
傭
〕
（
呉
王
）
梢
レ

疾
不
レ
朝
‘
京
師
知
二
其
以
レ
子
故
ぶ
畷
問
、
｛
貫
不
レ
病
。
〔
呉

志
‘
是
俵
傭
〕
悉
験
問
。

【
瞼
掻
】
45

乃
貨
物
を
瞼
査
し
て
課
す
る
雇
金
。
其
の

徴
牧
方
法
は
一
起
一
験
‘
二
起
二
験
が
あ
る
が
大
概
全

部
百
分
の
十
以
内
に
於
て
徴
牧
す
る
を
通
例
と
す
る
。

〔
騒
金
章
程
〕
。

【
瞼
温
器
】
4
6
"
／
ヲ
ノ
〇
寒
暖
計
を
い
ふ
。
●
糧
温
を
計

る
も
の
。
陸
温
計
。

[
瞼
温
表
】
47yen• 

w
e
n
'
p
i
a
o
3

瞼
温
器
。

【
瞼
電
器
】
48"
？
物
橙
に
電
氣
の
狽
生
し
た
か
ど
う

か
を
し
ら
ぺ
る
器
械
。

【
瞼
封
司
】
49

パ
／
＊
・
ウ
官
名
。
清
、
置
く
。
百
官
の
封
爵

詰
勅
贈
薩
承
襲
の
事
を
掌
る
。
〔
梢
謂
録
‘
瞼
封
司
〕
皇

朝
通
孜
‘
瞼
封
清
吏
司
、
掌
二
百
官
之
封
爵
詰
勅
贈
麻
承

襲
之
事
↓

13153 



(45027)—(45029 ・ ·30)

小
〇
お
ど
ろ
く
。
④
馬
が
お
ぴ
え
さ
わ

繁
豪
ぐ
。
〔
説
文
〕
驚
‘
馬
駿
也
、
炊
篤
敬

臀
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
襄
子
至
レ
橋
而
馬
驚
゜
〔
史
記
‘

哀
益
傭
罵
驚
車
敗
。
◎
意
外
の
事
に
遇
つ
て
心

さ
わ
ぐ
。
〔
楚
紹
、
宋
玉
‘
招
魂
〕
宮
庭
震
驚
。
〔
注
〕

【
驚
】
〗
i〗
ゥ
〔
集
韻
〕
居
彗
戸

諏
殿
は
‘
馬
の
行
く
さ
ま
。
又
‘
馬
の
ゆ
る
や
か

に
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
昴
‘
風
職
‘
馬
行
兒
。
〔
正

字
通
〕
扉
‘
諏
諏
‘
馬
行
和
適
貌
゜

【
諏
】
〗
シブ
ジ
9
7

〔
集
韻
〕
仕
敗
切
細

日
騒
験
は
‘
馬
が
い
か
る
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
騒
験
‘
馬

怒
。
口
あ
れ
う
ま
。
馬
の
性
が
悪
い
。
〔
集
韻
〕
騒
‘

馬
性
悪
゜ 】`螂

日
勺
ィ
〔
集
韻
〕
烏
限
切
顎

具

ィ

〔

集

韻

〕

姑

衛

切

馨

小
日
口
●
馬
が
荷
の
重
さ
に
行
き
な
や

命
O
-
象
豪
む
。
〔
説
文
〕
埴
、
診
騎
也
、
八
レ
馬
童

臀
‘
易
曰
‘
乗
馬
随
如
゜
〔
集
韻
〕
馳
、
一
曰
‘
馬
載
レ

重
難
行
。
●
せ
の
黒
い
白
馬
。
〔
集
韻
〕
譜
、
博

雅
‘
白
馬
黒
脊
、
譲
。
参
き
り
ん
。
〔
集
韻
〕
盟
、

躾
騎
謂
乏
累
国
馬
が
土
中
に
臥
す
。
騒

(
1
2—

4
4
9
1
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
騒
‘
馬
臥
也
‘
或
八
レ
曹
一
°

茜
つ
き
げ
ひ
ば
り
。
馬
の
毛
色
。
葦
毛
の
少
し
赤

ば
ん
だ
の
に
、
黄
白
の
毛
の
雑
っ
た
も
の
。
〔
一

話
一
言
‘
百
馬
圏
名
〕
騒
‘
ツ
キ
ゲ
ヒ
バ
リ
。

馬

部

〔
十
二
蓋
〕

驚
‘
駿
也
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
傭
〕
一
軍
皆
驚
。
◎
あ
わ

て
お
そ
れ
る
。
〔
字
彙
〕
驚
‘
惜
也
。
〔
史
記
‘
刺
客
‘

荊
飼
傭
〕
攀
―
坐
客
皆
驚
下
。
＠
う
ご
く
。
〔
揚
雄
、

利
猟
賦
〕
軍
驚
師
駿
。
〔
注
〕
善
日
‘
驚
、
動
也
。
⑮

み
だ
れ
る
。
〔
呂
甕
‘
慎
大
〕
其
生
若
レ
驚
゜
〔
注
〕

驚
、
乱
貌
。

8
さ
わ
ぐ
。
〔
趙
杵
、
驚
濤
詩
〕
蒼
忙
舟

子
叫
‘
葡
釦
稚
兒
驚
。
R
た
つ
。
〔
廣
雅
‘
秤
言
〕

驚
‘
起
也
。
〔
韓
愈
‘
雉
帯
箭
〕
地
形
漸
窄
観
者
多
‘

雉
驚
弓
涌
勁
箭
加
。
●
お
ど
ろ
か
す
。
①
い
ま
し

め
る
。
〔
易
、
震
〕
震
驚
二
百
里
↓
＠
お
そ
れ
し
め

る
。
〔
管
子
、
参
患
〕
―
―
一
驚
常
こ
至
↓
〔
注
〕
驚
‘
謂
ニ

耀
レ
威
示
レ
武
、
能
驚
レ
敵
使
わ
濯
。
〇
お
ど
ろ
き
。

〔
法
苑
珠
林
〕
龍
子
間
而
息
レ
驚
‘
象
王
間
而
止
レ

怯
゜
R
は
や
い
。
〔
草
應
物
、
郡
齋
感
レ
秋
詩
〕
方

如
昨
日
別
忽
覺
祖
歳
驚
↓
〇
小
兒
の
病
名
。

驚
風
の
略
梢
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
驚
、
疾
名
‘
小
兒

驚
風
證
‘
俗
簡
五
而
驚
玉
有
―
―
急
驚
慢
驚
二
種
一

量
ト
シ
。

【
驚
襖
】
1

ね
’
驚
き
且
つ
う
ら
む
。
〔
晉
書
、
王
義
之

傭
〕
門
生
驚
澳
者
累
レ
B
。

【
驚
異
】
2

仕
ゃ
ゥ
驚
き
あ
や
し
む
。
〔
北
史
、
神
武
紀
〕
唯

見
枷
蛇
蝠
床
上
↓
乃
盆
驚
異
°

【
驚
位
】
3
"ャ
ウ
位
を
驚
か
す
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
三
星

若
レ
合
‘
是
謂
二
驚
位
五
心
謂
―
―
絶
行
↓

【
驚
逸
】
4

代
匁
驚
い
て
に
げ
る
。
〔
晉
書
‘
列
女
‘
符
堅

妾
張
氏
博
〕
殷
馬
驚
逸
‘
武
庫
兵
器
有
レ
臀
゜

【
驚
揺
】
5

昇
9

ウ
は
げ
し
く
う
ご
く
。
〔
陳
学
、
遠
浦
蹄

帆
詩
〕
水
波
忽
驚
揺
、
大
魚
乱
跳
舞
。
〔
陳
学
、
博
浪
沙

詩
〕
一
撃
車
中
謄
氣
豪
‘
祗
龍
計
稜
已
驚
揺
゜

【
驚
燕
】
6

芸
，
ゥ
〇
驚
い
た
燕
。
〔
晃
沖
之
、
詩
〕
墜
蜂
衝
1

一

博
局
面
驚
燕
避
1

↓
投
壺
^
}
懸
物
の
風
袋
゜
〔
雨
般
秋
雨
倉

随
筆
〕
凡
宣
軸
装
俵
既
成
‘
以
―
―
紙
一
一
條
―
附
―
―
於
上
玉
若
レ

垂
レ
帯
然
、
名
日
↓
―
驚
燕
な
共
紙
條
古
人
不
レ
粘
、
因
レ
恐
1-

燕
泥
貼
汚
丁
故
使
1

一
因
レ
風
飛
動
以
恐
＞
之
也
‘
見
1

一
高
江

邦
天
祗
識
餘
↓

【
驚
魔
】
7

丸
ゥ
悪
夢
に
お
そ
は
れ
る
。
〔
梅
尭
臣
、
月
下

繊

諏

驚

懐
襄
如
晦
宋
中
道
詩
〕
夜
深
忽
驚
魔
、
呼
若
な
中
二
流
矢
一
書
、
外
戚
上
‘
孝
宣
許
皇
后
博
〕
光
驚
那
、
獣
然
不
レ
應
゜

【
驚
遠
]

8

i
岱
遠
方
の
者
を
お
ど
ろ
か
す
。
〔
易
‘
震
〕
[
驚
汗
】
1
9
[
岱
驚
ぃ
て
冷
汗
を
な
が
す
o

〔
北
史
ヽ
賓
泰

象
日
‘
云
云
‘
震
驚
↓
―
百
里
玉
驚
レ
遠
而
擢
レ
邁
也
。
博
〕
藷
而
驚
汗
‘
遂
有
レ
娠
云
云
而
生
レ
泰
゜

【
驚
暁
】

9[g
ぴ
つ
く
り
す
る
。
〔
長
生
殿
‘
埋
玉
〕
衆
【
驚
翰
】
2
0
[
芯
驚
い
た
鳥
。
〔
張
協
‘
七
命
八
首
‘
其
―
二
〕

軍

逼

得

我

‘

心

驚

琥

。

潜

鯰

駿

驚

翰

起

‘

沈

絲

結

飛

贈

理

。

〔

注

〕

清

日

‘

翰

‘

鳥

。

【
驚
呪
】
10

？
ぴ
つ
く
り
す
る
こ
と
。
〔
氾
成
大
・
、
婆
羅
〔
任
奉
、
古
詩
〕
遊
鱗
映
レ
荷
緊
‘
驚
翰
忍
レ
林
飛
。

平
詩
〕
仙
聖
飛
行
此
是
家
‘
路
逢
慎
境
但
驚
冴
0

[
驚
五
起
】
2
1
i
ヤ
ヴ
驚
き
た
つ
。
〔
杜
牧
‘
入
―
―
茶
山
下
―
題
ニ

【
驚
訪
】
1
1
[
ャ
ゥ
驚
き
あ
や
し
む
。
〔
朱
徳
潤
‘
寓
"
武
林
一
水
口
草
市
―
絶
句
詩
〕
驚
起
既
熊
登
無
レ
恨
‘
一
雙
飛
去

聞
戻
火
詩
〕
老
兵
起
驚
謁
‘
畑
沿
上
逼
矢
゜
郁
回
レ
頭
。

【
驚
駿
】
12

砕
ゥ
驚
く
こ
と
。
〔
六
餡
‘
龍
餡
、
奇
兵
〕
因
―
-
【
驚
悸
】
2
2
i
ヤ
？
驚
き
お
そ
れ
て
甚
し
く
動
悸
が
す
る
。

其
驚
駿
者
、
所
1

一
以
一
撃
＞
十
也
。
〔
管
子
、
軽
重
甲
〕
弛
―
驚
怖
。
震
悸
゜
〔
後
漢
書
‘
猷
帝
紀
〕
驚
悸
累
息
‘
如
レ
臨
ニ

牝
虎
希
炉
市
、
以
観
―
其
驚
駿
↓
〔
墨
子
‘
迎
敵
祠
〕
驚
駿
干
谷
↓
〔
北
史
‘
魏
宣
武
紀
〕
母
曰
え
晶
夫
人
心
初
夢
為
レ
日

恐
二
吏
民
玉
謹
微
二
察
之
↓
〔
呉
子
、
治
兵
〕
敗
―
―
其
耳
目
一
所
レ
逐
‘
避
1

一
千
林
下
言
口
化
為
レ
龍
‘
饒
レ
己
敦
匝
‘
痣
而

無
レ
令
l

―
驚
駿
↓
〔
韓
非
子
‘
説
林
下
〕
鰻
似
レ
蛇
‘
冨
似
レ
驚
悸
‘
遂
有
レ
娠
。

燭
、
人
見
レ
蛇
則
驚
駿
‘
見
レ
燭
則
毛
起
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
【
驚
喜
】
23"ヤ
ヴ
驚
き
よ
ろ
こ
ぶ
。
非
常
に
喜
ぶ
。
〔
魏

天
下
震
動
、
諸
侯
驚
駿
、
威
信
二
呉
楚
ご
博
―
―
名
後
世
一
文
帝
‘
卑
ご
鍾
大
理
一
書
〕
聞
レ
之
驚
喜
、
笑
卑
ハ
レ
朴
會
゜
〔
朱

〔
漢
書
、
李
辱
傭
〕
朝
廷
驚
駿
‘
女
竪
入
に
呂
。
窯
‘
早
検
―
滋
涵
[
-
夜
登
元
京
豆
詩
〕
驚
喜
非
―
―
昔
観
ぶ
奴

【
驚
琥
】
13

か
な
驚
き
さ
け
ぶ
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘
勤
子
尋
得
l

一
新
観
一

訓
博
〕
其
父
母
驚
琥
怨
痛
、
不
レ
可
レ
刀
炉
聞
。
〔
播
岳
‘
哀
二
【
驚
輩
】
2
4
i
翌
驚
い
て
飛
ぴ
起
つ
雉
。
輩
は
毛
色
の
鮮

永
造
文
〕
聞
―
―
鳴
難
入
弓
戒
レ
朝
、
咸
驚
琥
へ
5
撫
レ
贋
。
〔
呉
か
な
五
色
の
雉
。
〔
蒲
慇
、
春
日
曲
水
詩
〕
萎
龍
竺
驚
輩
‘

莱
黒
海
宵
歌
〕
南
土
誰
知
此
鷲
猛
、
北
州
駿
見
手
驚
琥
。
菱
澤
雨
飛
鷺
゜

〔
蘇
轍
‘
鈴
免
献
下
＞
獄
上
書
〕
畢
家
驚
琥
‘
憂
在
二
不
測
一
【
驚
急
】
25

琵
，
驚
き
急
ぐ
。
〔
爾
雅
‘
繹
地
‘
北
方
有
―
―
比

【
驚
嚇
】
1
4
[
＇
な
お
ぴ
え
る
。
恐
怖
す
る
。
ぴ
つ
く
り
す
肩
民

1

焉
迭
食
而
迭
望
‘
注
〕
亦
猶
n

一
魚
鳥
之
相
合
、
更

る
。
〔
紅
棲
夢
‘
一
回
〕
心
中
未
レ
免
―
―
悔
恨
辛
閉
兼
上
年
望
備
―
―
驚
急
↓

驚

嚇

。

【

驚

博

】

26"な
驚
き
あ
わ
て
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
方
術

【
驚
覺
]
1
5
[
t
‘
ゥ
驚
き
さ
と
る
。
〔
載
國
、
趙
策
〕
恐
―
―
天
下
、
徐
登
傭
〕
柄
乃
故
升
1

一
茅
屋
丘
ザ
鼎
而
嚢
、
主
人
見
レ

下
之
驚
覺
一
故
微
伐
レ
韓
以
訳
レ
之
。
〔
南
史
、
陳
文
―
帝
之
驚
懺
゜
〔
注
〕
懐
‘
忙
也
。

紀
〕
吾
雖
レ
得
レ
眠
‘
亦
令
,
,
驚

覺

―

[

驚

遠

】

27"巧
驚
き
あ
わ
て
る
。
〔
後
漢
書
‘
王
符
傭
〕
規

【
驚
鶴
】
16

”
パ
ゥ
驚
き
さ
わ
ぐ
鶴
゜
〔
陸
景
龍
‘
紙
帳
詩
〕
素
聞
1

一
符
名
五
心
驚
遠
而
起
‘
衣
不
レ
及
レ
帯
‘
腿
履
出
迎
。

驚
鶴
一
臀
天
已
諮
、
老
夫
詩
思
饒
1

一

梅

花

一

【

驚

恐

】

28

昇
77

驚
き
お
そ
れ
る
。
驚
怖
゜
〔
史
記
‘
陳
渉

【
驚
愕
】

"
gゥ
驚
き
お
そ
れ
る
。
お
ど
ろ
き
あ
わ
て
世
家
〕
狐
鳴
呼
曰
‘
大
楚
興
、
陳
勝
王
‘
卒
皆
夜
驚
恐
゜

る
。
〔
列
子
、
周
穆
王
〕
一
日
正
夢
‘
二
曰
籠
夢
。
〔
注
〕
〔
漢
書
‘
成
帝
紀
〕
九
月
‘
詔
日
、
乃
者
郡
図
被
1

一
水
災
i

周
官
注
云
‘
薩
‘
尚
9
為
―
―
驚
愕
之
愕
ニ
謂
―
―
驚
愕
而
夢
↓
流
1

殺
人
民
「
多
至
一
元
＇
散
耐
京
師
無
レ
故
訛
言
、
大
水
至
‘

〔
戦
國
‘
燕
策
〕
荊
阿
逐
1

一
秦
王
云
秦
王
環
レ
柱
而
走
‘
輩
臣
吏
民
驚
恐
‘
奔
走
乗
レ
城
。
〔
後
漢
書
‘
陳
難
傭
〕
吏
人
聞
ニ

驚
愕
゜
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
輿
欲
レ
進
レ
之
、
見
二
使
者
五
詳
大
兵
卒
至
一
皆
驚
恐
自
救
。
〔
韓
愈
、
芍
薬
詩
〕
覺
来
蜀

驚
愕
日
‘
吾
以
為
亜
父
使
者
、
乃
反
項
王
使
者
。
〔
風
俗
封
情
驚
恐
、
身
在
仙
宮
第
幾
重
゜

通
‘
昔
築
‘
筑
〕
更
え
谷
貌
而
前
‘
莫
レ
不
―
―
驚
愕
一
〔
魏
志
、
【
驚
禽
】
2
9
"
，
匁
驚
い
て
飛
ぴ
た
っ
た
鳥
。
〔
王
融
、
永
明

王
脩
博
〕
公
沙
氏
驚
愕
‘
莫
―
―
敢
動
一
十
一
年
策
―
―
秀
才
ー
文
〕
危
葉
畏
レ
風
、
驚
禽
易
レ
落
。

【
驚
郡
】
18

只
ヴ
驚
ぎ
お
そ
れ
る
。
驚
愕
に
同
じ
。
〔
漢
【
驚
磨
】
30

只
’
驚
い
た
磨
゜
磨
は
鹿
の
類
。
〔
沈
約
‘
宿
l
-

書
‘
霊
光
傭
〕
輩
臣
皆
驚
那
失
レ
色
、
莫
"
敢
登
＞
言
。
〔
漢
東
園
l

詩
〕
驚
磨
去
不
レ
息
‘
征
鳥
時
相
顧
゜

五
五
八

13154 
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馬

部

〔
十
二
蓋
〕

驚

五
五
九

[
驚
憫
】
31

な
，
ゥ
〇
驚
き
お
そ
れ
る
。
〔
易
‘
震
‘
震
亨
‘

疏
〕
震
既
威
動
‘
莫
レ
不
-
―
驚
憫
↓
〔
尉
線
子
‘
攻
櫂
〕
彼
驚

濯
‘
而
曲
勝
レ
之
也
。
〔
荘
子
‘
達
生
〕
死
生
驚
憫
‘
不
レ
入
,
,

乎
其
胸
中
↓
〔
呂
覧
‘
情
欲
〕
顛
倒
驚
濯
、
不
レ
知
徐
炉
為
。

〔
魏
志
‘
買
詔
傭
〕
繍
驚
濯
日
‘
何
至
ー
↓
於
此

-
0驚
か
し

怖
れ
さ
せ
る
。
〔
司
馬
相
如
‘
喩
―
―
巴
蜀
一
檄
〕
乃
猜
レ
軍

興
レ
制
‘
驚
―
―
濯
子
弟
涵
〖

1一
患
長
老
→

[
驚
怪
】
32

砕
伍
驚
き
あ
や
し
む
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之

下
〕
驚
怪
連
日
。
〔
後
漢
書
‘
五
行
志
一
〕
或
見
レ
之
者
、

莫
レ
不
二
驚
怪
一
〔
呉
志
、
孫
堅
博
‘
注
〕
旦
有
二
五
色
氣
一

攀
軍
驚
怪
。

【
驚
悔
】
33

竺
吃
驚
し
て
後
悔
す
る
こ
と
。
お
ど
ろ

き
く
い
る
。
〔
日
本
外
史
‘
足
利
氏
正
記
‘
足
利
氏
上
〕
憲

春
憂
憑
自
殺
‘
氏
渦
驚
悔
‘
謀
遂
解
。

冨
厄
】
34

怜
驚
い
て
か
ま
ぴ
す
し
く
臀
を
た
て
る
。

〔
周
霞
震
喜
愴
詩
〕
女
蝸
息
煉
深
縮
レ
手
‘
河
伯
失
レ

隠
閉
°

【
驚
潰
]
3
5

パ
筏
驚
き
つ
ひ
え
る
。
震
潰
゜
〔
後
漢
書
｀
渇

異
博
〕
赤
眉
不
1

祖
涵
需
烈
衆
遂
驚
潰
。

【
驚
憧
]
3
6

蛉
驚
き
お
そ
れ
る
。
驚
怖
゜
〔
列
女
博
‘
辮

通
齊
宿
瘤
女
傭
〕
父
母
驚
憧
‘
欲
祝
沐
加
衣
裳
↓
〔
後

漢
書
‘
黄
香
博
〕
承
レ
詔
驚
恨
、
不
レ
知
レ
所
レ
裁
。
〔
晉
書
‘

劉
現
傭
〕
拝
爺
驚
恨
‘
五
情
載
悸
゜

【
驚
慌
】
37

c
h
 i
n
g
'
h
u
a
n
g
―
あ
わ
て
る
。
狼
狽
す
る
。

[
驚
話
】
38

パ
唸
驚
い
て
か
ま
び
す
し
く
さ
わ
ぐ
。
〔
飽

照
、
登
天
雷
岸
真
妹
書
〕
琥
喋
驚
話
‘
紛
手
其
中
↓

〔
孟
浩
然
、
早
猜
二
漁
浦
渾
一
詩
〕
東
旭
早
光
芭
‘
渚
禽
已

驚
話
。

【
驚
閏
】39
芯
ゥ
絲
•
針
・
紅
・
粉
白
な
ど
を
賣
る
行
＿
商

人
。
又
‘
其
の
打
鳴
ら
す
鉦
゜
〔
演
事
紀
略
〕
販
―
―
賣
針

線
脂
粉
一
之
人
、
所
レ
執
之
器
也
、
形
如
レ
鼓
‘
而
附
以
1

一小

鉦
五
持
レ
柄
揺
レ
之
、
則
鉦
鼓
齋
鳴
‘
以
代
―
―
喚
賣
百
]
"驚

問
者
‘
欲
l
1

其
瞥
之
逹
―
―
於
閏
閣
一
也
、
後
因
謂
，
執
二
此

菜
之
人
枷
日
焉
閾
ぶ
即
俗
言
1

貨
郎
五
旧
呉
三
桂
之

妾
陳
圃
圃
‘
為
―
―
江
南
陳
驚
闇
之
女
↓

【
驚
激
】
4
0
[
i
ゥ
烈
し
く
荒
れ
狂
ひ
‘
激
す
る
こ
と
。
〔
近

古
史
談
、
翌
篇
‘
豊
公
天
〕
波
濤
驚
激
、
勢
巻
二
雪
山
一

【
驚
躁
】
4
1
[
t
'
ゥ
驚
き
た
ふ
れ
る
。
〔
唐
書
‘
車
服
志
〕
非
,
,

唯
盤
＞
古
‘
亦
自
取
―
―
驚
蹴
一
〔
貫
休
、
戦
城
南
一
―
首
〕
碩

中
有
蔭
兵
一
戦
馬
時
驚
躁
゜

【
驚
月
】
42

丸

ゥ

鵜
(
1
2
|
 4
7
0
1
4
)

の
一
種
。
〔
浪
堺
代
酔

編
、
偉
風
驚
月
〕
偉
向
也
、
二
者
烏
鵠
之
類
也
‘
酪
丞

詩
‘
係
風
蹄
廻
日
畜
冒
溢
竺
疏
枝
↓

【
驚
弦
]
“
巧
弦
の
昔
に
驚
く
。
〔
穀
梁
、
成
‘
―
―
‘
秋
七

齊
侯
使
―
―
國
佐
如
＞
師
‘
疏
〕
然
則
敗
軍
之
将
、
不
后
T
-
―以

語
＞
勇
‘
驚
弦
之
鳥
‘
不
レ
可
"
以
應
p

弓
。
〔
庚
信
‘
周
大
将

軍
襄
成
公
鄭
偉
墓
誌
銘
〕
稟
興
二
鹿
箭
五
雁
落
―
―
驚
弦
↓

【
驚
呼
】
4
4
[

ヤ
，
驚
き
さ
け
ぶ
。
〔
南
史
、
劉
秀
之
博
〕
十

歳
時
‘
輿
1一
諸
兒
,
~
,前涵
虫
忽
有
―
ー
大
蛇
来
ぶ
労
甚
猛
‘

莫
レ
不
↓
―
顛
浦
驚
呼
云
秀
之
掲
不
レ
動
‘
衆
並
異
レ
之
。

[
驚
恨
】
45

戎
ヤ
，
，
驚
き
ま
ど
ふ
。
驚
誤
゜
〔
白
居
易
‘
曲
江

成
芦
秋
詩
〕
時
命
始
欲
レ
来
、
年
顔
已
先
去
‘
嘗
レ
春
不
1
-

歓
架
「
臨
レ
老
徒
驚
慄
゜

【
驚
悟
】
妬
戎
笞
〇
驚
い
て
目
を
さ
ま
す
。
〔
播
岳
‘
寡

婦
賦
〕
恒
驚
悟
分
無
レ
聞
。
〔
庄
〕
良
日
‘
但
‘
驚
兒
‘
悟
‘
覺

也
。
●
さ
と
い
。
〔
南
史
、
飽
泉
傭
〕
性
甚
驚
悟
、
博
渉
"
史

博
「
兼
有
文
筆
言
唐
書
、
温
彦
博
博
〕
彦
博
‘
字
大
臨
‘

通
書
屈
驚
悟
而
辮
°

【
驚
鴻
】
＂
芯

9
,
O驚
い
て
飛
ぴ
立
つ
白
鳥
。
轄
じ
て
‘

神
女
の
か
ら
だ
の
軽
く
し
な
や
か
な
形
容
。
〔
曹
植
‘
洛

神
賦
〕
翻
若
―
―
驚
鴻
硲
汎
若
↓
―
浦
龍
一
〔
注
〕
向
日
‘
軸
女
之

橙
、
翻
軽
如
驚
鴻
面
籍
如
遊
龍
一
也
。
〔
岱
康
‘
贈
1

一秀

オ
入
乙
早
詩
〕
仰
落
―
―
驚
鴻
盃
m
引
↓
―
淵
魚

-
0明
、
景
翻

翻
(
1
5
-
1
3
9
8
3
:
 3
5
4
)

の
字
。

〖
驚
鴻
記
〗4
8
"ヤウ
コ
，
ゥ
戯
曲
の
名
。
明
、
呉
世
美
の
作
。

唐
の
玄
宗
の
梅
妃
と
楊
貴
妃
と
が
お
互
に
嫉
妬
し
た

事
を
演
ず
。
〔
蛾
薩
曲
談
〕
世
美
字
叔
華
‘
烏
程
人
‘
按
‘
吟

詩
脱
靴
一
劇
、
相
沿
作
1

一
彩
奄
記
二
而
彩
奄
中
｛
貫
無
―
―
是

折
↓
考
"
大
成
宮
譜
一
載
"
其
羨
君
家
逸
氣
清
標
一
曲
一

作
驚
鴻
記
面
レ
有
レ
所
レ
本
、
原
本
久
侠
゜

【
驚
婚
】
4
9
[
芯
驚
き
急
い
で
結
婚
す
る
。
〔
五
國
故
事
〕

蜀
孟
禎
遷
1

一
新
宮
こ
造
T

民
間
女
子
有
1

一
殊
色
上

p充
レ

之
、
民
間
濯
―
―
其
捜
選
↓
皆
立
求
↓
―
媒
伐
―
嫁
レ
之
‘
謂
1

一之

驚
婚
↓

【
驚
魂
]
5
0

丸
ゥ
心
を
驚
か
す
。
〔
徐
陵
‘
輿
-
―
李
那
一
書
〕

鰹
辮
拉
奏
‘
能
驚
―
―
趙
鞍
之
魂
一
〔
略
賓
王
‘
疇
昔
篇
〕
驚

魂
聞
棄
阿
危
塊
逐
輪
埋
↓

〖
驚
魂
動
塊
〗51
昇
芦
／
驚
心
動
塊
(
7
3
)
に
同
じ
。

【
驚
砂
】
5
2
[
ヤ
ヴ
驚
き
た
つ
砂
。
風
に
ふ
か
れ
て
と
ぶ
す

な
。
〔
飽
照
‘
蕪
城
賦
〕
孤
蓬
自
振
‘
驚
砂
坐
飛
゜

【
驚
嵯
】5
3
[ャ•
ウ
驚
き
な
げ
く
。
驚
歎
。
〔
南
史
、
曹
景

宗
博
〕
沈
約
及
朝
賢
‘
驚
嵯
覚
レ
日
。

[
驚
座
】5
4
[ャ•
ウ
一
座
を
驚
か
す
。
〔
漢
書
‘
涌
侠
‘
陳
遵

債
〕
遵
所
レ
到
‘
衣
冠
懐
レ
之
‘
唯
恐
―
―
其
後
五
時
列
侯
有
下

卑
ハ
レ
遵
同
―
―
姓
字
1

者
に
竺
至
ー
一
人
門
合
ビ
陳
孟
公
盃
土
中

莫
レ
不
―
―
震
動
二
既
至
而
非
‘
因
琥
土
や
が
曰
―
―
陳
驚
坐
―

云
゜
〔
蘇
献
‘
陳
季
常
自
―
―
岐
亭
1

見
レ
訪
郡
中
及
藷
州
諸

豪
争
欲
二
逸
致
＞
之
云
云
詩
〕
汝
家
安
得
客
孟
公
、
従
来

只
識
陳
驚
座
。

【
驚
猜
】
5
5
t
代
ゥ
驚
き
う
た
が
ふ
。
〔
高
適
‘
奉
一
和
閥
―

賦
〕
望
面
霊

3
而
軽
攀
、
紛
二
羽
族
1

以
驚
猜
。

【
驚
諌
】
56

芯
’
驚
き
さ
わ
ぐ
。
躁
は
喚
。
〔
後
漢
書
‘
五

行
志
二
〕
京
都
夜
有
1

一
火
光
轄
行
五
民
相
驚
諫
゜
〔
晉
書
‘

五
行
志
中
〕
丹
陽
湖
熟
縣
‘
夏
架
レ
湖
、
有
―
一
大
石
―
浮
‘
-
―

百
歩
而
登
レ
岸
、
民
驚
諫
、
相
告
曰
―
―
石
来
↓

【
驚
騒
】
57

芯
ゥ
驚
き
さ
わ
ぐ
。
〔
王
安
石
‘
寄
―
黄
吉
‘
甫
―

詩
〕
欲
レ
問
廟
堂
誰
鎖
撫
‘
尚
傭
邊
塞
敢
驚
騒
゜

【
驚
殺
]
5
8
[
•

な
甚
だ
驚
く
。
殺
は
助
字
‘
甚
だ
し
い
意

を
表
は
す
。
驚
倒
。

【
驚
散
】5
9
焚
•
ウ
驚
い
て
に
げ
ち
る
。
〔
晉
書
‘
挑
泣
載

記
〕
讃
軍
不
レ
得
レ
入
、
衆
皆
驚
散
。
〔
梁
武
帝
‘
古
意
詩
〕

驚
散
忽
差
池
。

【
驚
斬
i

】
6
0
2ゥ
驚
き
は
ぢ
る
。
〔
江
滝
、
為
麟
云
鰈
騎
1

譲
レ
封
第
二
表
〕
一
省
驚
態
、
再
悸
孟
魂
府
↓
〔
常
哀
‘
為
二

李
大
夫
1

謝
レ
恩
表
〕
承
レ
命
驚
態
‘
戴
レ
恩
愧
仲
。

【
驚
政
】
6
1
[
岱
驚
き
お
そ
れ
て
の
が
れ
か
く
れ
る
。
〔
北

史
、
祗
梃
博
〕
梃
自
知
レ
有
レ
犯
驚
馘
゜

【
驚
耳
】
62

ベ
ャ
'
,
耳
を
驚
か
す
。
〔
論
衡
‘
案
書
〕
齋
有
乞
一

郡
術
之
書
砿
森
溢

i
~レ
涯
‘
其
文
少
レ
験
、
多
―
―
驚
耳
之
言
→

〔
論
衡
‘
封
作
〕
｛
貫
事
不
レ
能
レ
快
レ
意
、
華
虚
驚
レ
耳
動
レ
心

也。

【
驚
事
】
63

ベ
ャ
ウ
意
外
な
事
妻
。
驚
事
律
を
見
よ
。

〖
驚
事
律
〗6
4丸
？
ノ
漢
律
の
殷
律
に
驚
事
告
急
の
條

が
あ
り
、
魏
に
な
り
蔽
律
よ
り
分
け
て
別
に
驚
事
律
を

作
る
。
〔
晉
書
‘
刑
法
志
〕
上
二
言
畏
事
百
盆
号
憂
事
令
↓

以
"
'
驚
事
告
急
‘
輿
―
―
興
律
峰
隧
及
科
令
者
百
捻
竺
驚
事

律―)

【
驚
繍
】
6
5
/
芍
響
器
。
小
鉦
の
や
う
な
も
の
。
驚
闇
゜

〔
事
物
異
名
録
‘
漁
撒
‘
雑
具
〕
事
物
紺
珠
、
驚
繍
如
,
,
小

鉦
1

而
厚
、
手
提
撃
‘
按
、
今
街
市
賣
二
零
吊
及
花
線
1

者、

或
揺
一
小
鍾
工
或
揺
―
―
小
鼓
↓
皆
此
類
也
。

【
驚
翔
】
66

バ
芯
驚
い
て
と
ぴ
ま
は
る
。
〔
呉
越
春
秋
‘
闇

間
内
博
〕
驚
翔
之
鳥
、
相
随
而
集
。
〔
貢
奎
‘
夜
坐
詩
〕
瀑

螢
低
復
學
‘
棲
鳥
亦
驚
翔
゜

【
驚
條
】
67

バ
苔
す
み
や
か
。
〔
新
書
‘
容
経
〕
穆
如
驚

條
↓
其
固
復
也
。

【
驚
春
】
68

ペ
芸
春
に
な
つ
て
花
を
開
く
こ
と
。
〔
飽
照
‘

行
薬
至
城
東
橋
詩
〕
問
芳
及
稚
節
一
含
レ
彩
吝
1

一驚

春
↓
〔
闇
伯
嶼
‘
墜
池
賦
〕
隔
レ
林
斜
望
、
諄
覆
樹
之
驚

登
【
驚
疎
】
6
9
/
g

驚
ぎ
お
そ
れ
る
。
〔
後
漢
書
、
羊
績
博
〕

郡
内
驚
疎
‘
莫
レ
不
―
―
震
囁
一

【
驚
賜
】
70

丑
驚
き
み
る
。
〔
王
笥
、
為
―
―
王
儀
同
埜
―

初
譲
表
〕
寵
章
妥
降
、
朝
野
驚
鵬
゜

【
驚
心
】
71

方
心
を
驚
か
す
。
〔
戦
國
‘
楚
策
〕
故
痔
未
レ

息
‘
而
驚
心
未
レ
去
也
‘
聞
l

―
弦
昔
五
m
而
高
飛
゜

〖
驚
心
悼
騰
]
7
2
7
叶
”
ク
／
甚
し
く
お
ど
ろ
き
お
そ
れ

る
こ
と
。
〔
新
方
言
‘
秤
言
〕
今
人
言
レ
擢
日
1

一
驚
心
悼
騰
↓

〖
驚
心
動
塊
〗7
3
,怠
だ
甚
し
く
心
を
驚
か
し
動
か

す
。
驚
魂
動
塊
。
〔
鍾
蝶
、
詩
品
‘
上
〕
古
詩
‘
其
粒
源
出
,
,

子
國
風
面
陸
機
所
レ
擬
十
四
首
、
文
温
以
麗
‘
意
悲
而
遠
‘

驚
心
動
颯
可
レ
問
幾
―
―
乎
一
字
千
金
↓

【
驚
浸
】
74

ベ
匁
浪
の
さ
わ
ぎ
た
つ
大
水
。
〔
子
華
子
、

北
宮
子
仕
〕
事
物
文
滑
‘
如
レ
理
一
面
深
竺
如
レ
渉
,
,
驚
浸
↓

【
驚
震
】
75

ベ
苓
驚
い
て
お
そ
れ
る
。
〔
漢
書
‘
外
戚
下
‘
孝

成
許
后
傭
〕
訛
言
博
相
驚
震
、
女
童
入
レ
殿
咸
莫
-
1

覺
知
↓

【
驚
人
】
76

ベ
勺
人
を
驚
か
す
。
お
ど
ろ
か
せ
る
。
〔
史

記
‘
楚
世
家
〕
荘
王
曰
‘
一
―
―
年
不
加
主
‘
翡
将
レ
沖
レ
天
‘
三

年
不
レ
鳴
‘
鳴
将
レ
驚
レ
人
。
〔
史
記
‘
滑
稽
博
〕
（
齊
威
）
王

曰
‘
此
鳥
不
レ
飛
則
已
、
一
飛
沖
レ
天
、
不
レ
鳴
則
已
、
一
鳴

驚
レ
人
。
〔
白
居
易
‘
喜
―
―
敏
中
及
第
1

偶
示
レ
所
レ
懐
詩
〕
桂

折
二
-
枝
先
許
レ
我
、
楊
穿
三
葉
盛
驚
り
人
。

【
驚
醒
】
77

c
h
 i
n
g
'
h
s
 in
g
'

驚
き
目
を
さ
ま
す
。

【
驚
擾
】7
8
5
t
•

ウ
驚
き
み
だ
れ
る
。
〔
漢
書
‘
項
籍
博
〕
門

下
驚
擾
‘
籍
所
1

一
撃
殺
―
敦
十
百
人
。
〔
後
漢
書
‘

llk貪

側
〕
出
土
公
墨
而
至
、
必
驚
擾
‘
吾
攻
レ
之
、
一
日
必
抜
゜

〔
五
代
史
‘
呉
越
錢
鍔
世
家
〕
営
中
驚
擾
、
因
焚
レ
之
。

【
驚
捷
】
79

乃
驚
く
程
す
ば
や
い
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

藝
言
驚
捷
‘
先
蘊
前
途
↓

[
驚
羨
】
80

丸
ゥ
驚
き
う
ら
や
む
。
〔
掲
侯
斯
‘
送
―
―
李
都

13155 



(45029・ ・81) (45029・・126)

事
赴
湖
廣
省
幕
詞
〕
君
得
耐
省
佐
面
聞
者
共
驚
羨
。
【
驚
淵
】
9
5
"
パ
ゥ
流
れ
の
烈
し
い
早
瀬
゜
〔
播
岳
‘
河
陽
縣

【
驚
箭
】
8
1
f心
す
ば
や
い
水
時
計
の
箭
゜
〔
飽
泉
、
観
ー
ー
作
詩
〕
川
氣
冒
―
―
山
嶺
玉
驚
澁
激
1

巖
阿
↓
〔
欺
陽
脩
‘
黄
楊

刻
漏
―
賦
〕
観
枷
一
騰
波
之
呑
潟
五
~
,
,

驚

箭

之

登

液

↓

樹

子

賦

〕

上

臨

1

一
千
切
之
盤
薄
↓
下
有
1

一
驚
瑞
之
漬
激
↓

【
驚
霰
】
82

丸
ゥ
す
さ
ま
じ
い
あ
ら
れ
。
〔
梅
発
臣
‘
渥
雪
【
驚
憚
】
96

公
ゥ
驚
き
お
そ
れ
る
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林

詩
〕
驚
霰
夜
将
集
、
廣
庭
朝
復
迷
。
賦
〕
窮
極
倦
凱
‘
驚
憚
聾
伏
。
〔
注
〕
善
曰
‘
驚
憚
聾
伏
‘

【
驚
顕
】
m
"ぶ
驚
い
て
手
足
が
を
の
の
き
ふ
る
へ
る
。
怖
不
レ
動
貌
也
。

〔
陳
学
、
過
迅
州
罠
裔
闊
詩
〕
驚
顧
製
卓
竪
。
【
驚
歎
】
97

丸
、
ウ
●
甚
だ
感
心
す
る
。
〔
晉
書
、
王
祥
博
〕

【
驚
走
】84
昇
•
ウ
驚
き
は
し
る
。
〔
詩
、
大
雅
‘
縣
‘
混
夷
郷
里
驚
歎
‘
以
為
―
―
孝
感
所

P
致
焉
。
〔
南
史
、
梁
元
帝
紀
〕

駆
矢
、
箋
〕
愧
怖
驚
走
‘
奔
突
―
―
入
此
杵
械
之
中
—
而
逃
。
即
誦
―
―
上
篇
字
左
右
莫
レ
不
―
―
驚
歎
→
〔
桃
合
‘
拾
得
古
硯
詩
〕

〔
左
氏
、
成
‘
十
二
〕
金
奏
作
二
於
下
ぶ
烏
而
走
出
。
捧
持
且
驚
歎
‘
不
―
―
―
敢
施
孟
宇
墨
↓
〇
驚
き
な
げ
く
。
〔
白

【
驚
深
】
85

位
ゥ
水
瞥
の
は
げ
し
く
打
ち
合
ふ
と
こ
ろ
。
居
易
‘
論
―
―
巌
綬
吐
爪
〕
臣
恐
制
書
下
後
、
無
レ
不
1

一
驚
歎
↓

〔
孟
郊
‘
送1
1慮
虔
端
公
｛
竺
復
州
丘
詩
〕
商
山
無1一
平
路
一
〖
驚
歎
琥
〗
切
c
h
i
n
g
'
t
'
a
n
4

h
a
o
4

標
貼
符
琥
の
一

楚

水

有

面

溢

央

種

。

！

の

こ

と

。

感

歎

琥

゜

【
驚
俗
]86

公‘ウ

0
世
人
を
お
ど
ろ
か
せ
る
こ
と
。
〔
唐
【
驚
播
】
98

共
‘
ゥ
恐
嚇
し
て
苦
痛
を
輿
へ
る
。
驚
は
恐

書
｀
穂
築
志
十
二
〕
天
竺
技
能
自
断
―
―
手
足
1

刺
-
1

腸
胃
一
嚇
、
播
は
動
い
て
痛
む
を
い
ふ
。

高
宗
幸
竺
其
驚
＞
俗
‘
詔
不
な
P

レ
入
二
中
國

-
0世
俗
に
【
驚
蟄
】
99

”0
陰
暦
二
月
の
節
を
い
ふ
。
二
十
四
氣

驚
く
。
〔
蘇
献
‘
送
五
ホ
冠
卿
知
1

一
饒
州
―
詩
〕
平
時
僅
蕩
中
の
一
節
。
陽
暦
三
月
五
日
、
又
は
六
日
。
啓
蟄
゜
〔
漢
書
‘

不
レ
驚
レ
俗
‘
臨
レ
事
迂
間
乃
過
レ
我
゜
律
歴
志
下
〕
諏
砦
、
初
危
十
六
度
‘
立
春
、
中
螢
室
十
四

【
驚
詑
】
8
7
"
ヤ
ヴ
驚
き
い
ぶ
か
る
。
〔
西
湖
志
餘
〕
大
后
度
、
驚
蟄
。
●
お
ど
ろ
き
た
つ
蟄
晶
゜
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕

笑
曰
‘
汝
輩
休
―
―
驚
詑
一
他
日
自
會
服
レ
此
゜
〔
長
生
殿
‘
柳
若
―
―
春
霞
検
＞
響
‘
驚
蟄
飛
競
゜
〔
注
〕
良
曰
‘
言
下
先
生

埋
玉
〕
事
出
―
―
非
常
五
堪
,
,
驚

詑

↓

之

言

‘

啓

二

猜

我

心

一

如

・

方

レ

春

雷

霞

初

震

而

蟄

晶

皆

【
驚
蛇
】
88

へ5
蛇
を
驚
か
す
こ
と
。
〔
元
槙
‘
芳
樹
詩
〕
競
飛
動
Joo

春
雷
一
臀
径
‘
驚
レ
燕
亦
驚
レ
蛇
。
【
驚
怖
~
】

1
0
0
公
〔
驚
き
お
そ
れ
る
。
驚
伯
。
驚
怖
゜
〔
獣
陽

〖
驚
蛇
入
レ
草
〗
8
9
”
苔y

草
書
の
筆
意
の
優
れ
て
ゐ
脩
‘
班
班
林
間
鳩
寄
レ
内
詩
〕
還
爾
禽
鳥
性
‘
焚
籠
免
二

る
喩
゜
〔
事
類
全
書
〕
張
旭
草
書
、
如
1

一
驚
蛇
入
レ
草
‘
飛
驚
憔
一

鳥
出
ワ
林
。
〔
法
書
苑
〕
秤
亜
棲
善
二
草
書
盆
＃
自
題
云
‘
【
驚
霞
】
1
0
1
[
9
ウ
は
げ
し
い
い
か
づ
ち
。
激
霞
。
駿
近
。
迅

飛
鳥
出
レ
林
、
驚
蛇
入
レ
草
。
年
廷
。
〔
魏
志
、
任
城
陳
篇
王
傭
‘
注
〕
魏
略
曰
‘
云
云
、
古

【
驚
徊
5

】9
0
[
芍
甚
し
く
驚
く
。
倒
は
激
し
い
動
作
を
あ
者
聖
君
輿
ー

H
月
齊
,
,
其
明
面
四
時
等
1

一
其
信
一
是
以
数
レ

ら
は
す
に
用
ひ
る
語
。
〔
蘇
献
、
次
―
―
韻
秦
観
秀
才
見
p

凶
細
炉
重
‘
賞
レ
善
無
レ
軽
‘
怒
若
,
,
驚
霞
一
喜
若
l

一
時
雨
↓

贈
云
云
詩
〕
忽
然
一
鳴
驚
1

一
倒
人
ぶ
砒
横
所
レ
値
無
レ
不
レ
〔
呉
徴
、
陸
象
山
語
録
序
〕
先
生
之
道
‘
如
―
―
羊
Pl
天
白
日
↓

可
。
〔
虞
集
‘
題
―
韓
幹
享
デ
馬
詩
〕
昔
観
秘
府
韓
絶
少
、
先
生
之
語
‘
如
,
,
震
雷
驚
霞
↓

得

レ

見

龍

眠

已

驚

倒

。

【

驚

鳥

】

102

読
‘
ゥ
驚
い
て
飛
ぴ
た
つ
鳥
。
〔
呉
越
春
秋
‘
越

【
驚
悼
】91
琴
•
ウ
驚
き
い
た
む
。
〔
徐
陵
、
為
1一
梁
貞
陽
侯
ー
王
無
余
外
博
〕
馬
譲

1一
位
商
均
ご
退
虞
陽
山
之
南
‘
陰

答
元
太
尉
書
〕
驚
悼
之
情
‘
禰
以
傷
測
°
阿
之
北
面
〖
民
不
妬
望
商
均
玉
追
就
一
萬
之
所
ぶ
唸
ぎ
驚

【
驚
悼
】
9
2
9
芍
波
立
っ
た
所
を
漕
い
で
ゆ
く
舟
゜
〔
柳
宗
鳥
揚
レ
天
‘
駿
魚
入
＞
淵
、
書
歌
夜
吟
、
登
レ
高
琥
呼
゜
〔
顔

元
‘
懲
咎
賦
〕
卸
査
藉
立
以
横
レ
江
分
、
訴
1

一
凌
天
之
騰
波
一
延
之
、
秋
胡
詩
〕
離
獣
起
二
荒
践
↓
驚
鳥
縦
横
去
。
〔
蘇

【
驚
濤
】
93

バ
巧
さ
か
ま
く
な
み
。
怒
濤
。
驚
瀾
。
驚
浪
。
過
、
親
風
賦
〕
驚
鳥
病
呼
、
怖
獣
辟
易
。

〔
魏
文
帝
、
清
海
賦
〕
驚
濤
暴
駿
‘
騰
踊
彬
洋
。
【
驚
跳
】
103

読
ゥ
驚
き
お
ど
る
。
驚
躍
。
〔
元
横
、
和
1

李

【
驚
撓
】
94

琴
ヴ
驚
き
み
だ
れ
る
。
〔
宋
史
‘
司
馬
光
博
〕
校
書
新
題
築
府

L'-
―
首
‘
縛
戎
人
詩
〕
煙
塵
乱
起
無
l
-

民
情
驚
撓
‘
而
紀
律
疎
略
不
レ
可
レ
用
、
光
抗
王
言
其
非
↓
亭
隧
ギ
工
帥
驚
跳
棄
1

一
鹿
絨
↓

馬

部

〔
十
三
驚
〕

驚

【
驚
傷
】
104

は
ゥ
驚
ぎ
お
そ
れ
る
。
驚
濯
゜
〔
李
白
‘
憧

漢
南
藍
山
下
有
―
―
落
星
渾
―
可
―
―
以
卜
築
―
余
泊
―
―
舟
石

上
寄
―
―
何
判
官
昌
浩
一
詩
〕
恨
君
阻
二
歓
涌
而
使
-
1

我
自
驚

楊
↓
〔
藩
穎
士
‘
仰
答
二
拿
司
業
垂
訪
―
詩
〕
俯
仰
輯
驚
楊
、

褻
回
蜀
憂
煎
゜

【
驚
透
】
105

昇
グ
驚
く
こ
と
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
驚
透
沸

乱
、
｛
牛
落
輩
散
。
〔
注
〕
劉
日
、
方
言
日
‘
透
驚
也
。

【
驚
動
】
106

昇
ゥ
〇
驚
か
す
。
〔
史
記
、
南
越
尉
佗
博
〕
亦

行
以
驚
―
―
動
南
越
↓
〇
驚
き
さ
わ
ぐ
。
〔
呉
子
‘
應
斐
〕
雖
レ

有
―
―
大
衆
五
k

レ不
1

一
驚
動
二
六
餡
、
龍
餡
、
五
昔
〕
太
公

日
、
敵
人
驚
動
、
則
聴
レ
之
。
〔
後
漢
書
‘
郎
顛
傭
〕
魂
而

有
レ
霊
、
猶
将
―
―
驚
動
↓

【
驚
遁
】
107"芯
驚
き
の
が
れ
る
。
〔
韓
愈
‘
送
↓
―
僧
澄
観
1

詩
〕
影
沈
薄
ば
底
龍
驚
遁
‘
嘗
レ
萱
無
レ
雲
跨
1

一
虚
碧
↓

【
驚
波
】
108

↓
ヤ
，
ゥ
荒
波
。
驚
濤
゜
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
散
似
―
―

驚
波
玉
緊
似
―
―
京
峙
↓
〔
濡
岳
、
西
征
賦
〕
随
レ
流
淮
淡
、
漫

滑
驚
波
。
〔
陸
機
‘
耕
亡
論
下
〕
川
陀
流
迅
、
水
有
―
―
驚
波

之
熊
一

【
驚
破
】
109f
ご
驚
か
す
。
破
は
意
味
を
強
め
る
助
字
。

〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
漁
陽
整
披
動
レ
地
来
‘
驚
破
寛
裳
朽

衣
曲
。
〔
太
田
錦
城
、
過
―
―
桶
狭
間
一
詩
〕
怪
風
吹
レ
雨
書
一

如
レ
晦
‘
驚
破
奇
兵
降
レ
自
レ
天
。

【
驚
瀦
】
Ilo

芯
，
ゥ
河
の
流
れ
が
さ
わ
ぎ
み
だ
れ
て
波
う

つ
こ
と
。
〔
孟
郊
、
雨
中
寄
立
血
刑
部
幾
道
1

聯
句
〕
氣
涵
二

秋
天
河
云
有
レ
朗
無
―
―
驚
洋
一

【
驚
白
】
111

芯
，
ゥ
驚
い
て
申
し
上
げ
る
。
〔
唐
書
‘
孫
伏

伽
偶
〕
伏
伽
秤
御
史
↓
時
先
被
―
―
内
旨
一
而
制
未
レ
出
、

蹄
1

一
臥
子
箋
無
喜
色
⇒
頃
之
御
史
翌
門
、
子
弟
驚
白
‘

伏
伽
徐
起
見
レ
之
、
時
人
稲
―
―
其
有
＞
量
。

【
驚
伯
】
112

芯
、
ウ
驚
き
お
そ
れ
る
。
驚
怖
゜
〔
杜
甫
‘
姜

楚
公
豊
二
角
慮
立
歌
〕
梁
間
燕
雀
休
薔
霜
只
亦
未
1

葎
グ
空

上
1

一
九
天
↓

【
驚
迫
】
113ching'p'o• 

威
喝
す
る
。
脅
喝
す
る
。

【
驚
帆
】
114

丸
ゥ
馬
の
名
。
曹
漠
が
其
の
駿
馬
に
名
づ
け

た
も
の
。
〔
古
今
注
、
雑
注
〕
曹
慎
有
二
訣
馬
「
名
為
,
,
驚

帆
一
言
下
其
馳
認
如
烈
風
之
攀
＞
帆
疾
上
也
。

【
驚
盤
】
115

匁
ヴ
光
學
の
器
械
。

【
驚
飛
】

116[g
驚
い
て
と
ぶ
。
〔
戴
復
古
、
冬
日
移
レ
舟

入
レ
峡
避
レ
風
詩
〕
悼
入
黄
直
蒲
‘
驚
飛
白
鷺
塁
。

【
驚
怖
】
117

バ
ャ
ゥ
驚
ぎ
お
そ
れ
る
。
驚
悸
。
驚
濯
゜
〔
荘

子
‘
逍
遥
遊
〕
吾
聞
忌
日
於
接
輿
ギ
ヘ
而
無
レ
嘗
‘
往
而
不
レ

反
‘
吾
驚
二
怖
其
言
云
犀
1

一
河
漢
而
無
＂
極
也
。
〔
淮
南
子
、

原
道
訓
〕
薄
氣
獲
レ
惜
‘
驚
怖
為
レ
狂
゜
〔
後
漢
書
‘
賓
憲

博
〕
久
念
使
-
1

人
驚
怖
↓
〔
風
俗
通
、
怪
神
〕
木
中
血
出
、

客
驚
怖
蹄
。
〔
蜀
志
、
先
王
劉
備
博
〕
先
主
上
1
1

言
漢
帝
―

曰
‘
云
云
‘
驚
怖
累
息
‘
如
レ
臨
,
,
千
谷
一

[
驚
院
]
1
1
8
t
F
’
驚
い
て
か
け
は
し
る
。
〔
高
啓
、
天
閑
宵

聴
赤
蝶
二
馬
歌
〕
園
官
雙
レ
鞍
頻
廻
顧
‘
萬
里
長
椒
恐
1
-

驚
驚
↓

【
驚
風
】
1
1
9
[

ぢ
●
小
兒
の
病
名
。
脳
膜
炎
の
類
。
急
驚
・

慢
驚
の
一
一
種
が
あ
る
。
又
‘
箪
に
驚
と
も
又
小
兒
播
溺
．

小
兒
急
訓
と
も
い
は
る
。
驚
風
八
候
を
見
よ
。

0
荒
い

風
。
〔
後
漢
書
｀
渇
術
傭
〕
其
猶
T

順
―
―
驚
風
命
叩
飛
中
鴻
毛
上

也
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
凌
―
―
驚
風
面
竺
駿
犬
竺
〔
柳
宗

元
、
登
二
柳
州
城
棲
ー
寄
,
,
滴
汀
封
連
四
州
刺
吏
一
詩
〕
驚

風
胤
艇
芙
蓉
水
‘
密
雨
斜
侵
蒔
蒻
塙
゜

〖
驚
風
八
候
〗1

2
0
芦
吋
唸
驚
風
の
八
症
候
。
播
・
措
．

製
顎
・
反
・
引
・
馘
・
視
を
い
ふ
。
〔
瞥
宗
金
鑑
、
驚
風
門
〕

八
候
‘
謂
―
―
播
措
製
顕
反
引
馘
視
ず
是
也
‘
播
謂
―
―
肘
腎
伸

縮
ぶ
口
謂
1

一
十
指
開
合
石
製
謂
1

一
肩
頭
相
撲
盃
顕
謂
1

一
手
足

動
揺
百
は
者
、
身
仰
向
レ
後
、
引
者
、
手
若
―
―
開
弓
本
鼠
則
目

直
而
似
レ
怒
‘
視
削
睛
露
而
不
レ
活
、
急
驚
・
慢
驚
皆
同
。

【
驚
伏
】
121

芯
ゥ
お
ど
ろ
き
ふ
す
。
〔
夏
侯
湛
、
撒
免
賦
〕

視
―
覺
免
之
所
＂
隠
‘
乃
精
望
而
審
獲
‘
弦
絶
箭
激
‘
驚
伏

並
斃
゜

【
驚
服
】
g

乃
驚
き
か
ん
し
ん
し
て
従
ふ
。
駿
服
。
〔
北

史
、
阜
孝
寛
博
〕
隈
抗
―
―
強
敵
盃
所
レ
有
経
略
、
布
謹
之
初
‘

人
莫
乏
算
見
真
成
亮
方
乃
驚
服
。

[
驚
颯
]123

芯
＇
，
は
げ
し
い
は
や
て
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕

足
逸
1

一
驚
颯
盃
鏃
析
ユ
竜
芭
↓
〔
南
史
‘
蘇
侃
傭
〕
驚
諷
分

櫛
旧
‘
淮
流
分
蹂
浚
゜
〔
殷
仲
文
、
解
尚
書
一
表
〕
驚
颯

彿
軒
、
林
無
静
柑
一
》

【
驚
奔
】
124

只
ゥ
驚
き
は
し
る
。
〔
南
史
、
宗
慇
偲
〕
象
果

驚
奔
‘
衆
因
レ
此
潰
乱
‘
遂
剋
―
―
林
邑
↓
〔
陸
亀
蒙
、
石
板

詩
〕
又
疑
廣
裟
次
、
零
落
潜
驚
奔
。

【
驚
沫
】
125

丸
，
と
ぴ
ち
る
水
沫
。
〔
沈
約
‘
従
軍
行
〕
凌
レ

濤
富
,
,
驚
沫
↓
援
レ
木
闘
辛
苦
羅
一
》

【
驚
眠
】
126

丸
ゥ
ね
む
り
を
驚
か
す
。
〔
張
説
‘
岳
州
守

歳
詩
〕
桃
枝
堪
レ
辟
韮
心
‘
爆
竹
好
驚
レ
眠
゜
〔
元
文
宗
‘
途

中
偶
吟
〕
犬
吠
竹
緬
人
過
レ
語
‘
難
鳴
茅
店
客
驚
レ
眠
゜

五
六
〇

13156 
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馬

部

〔
十
三
蓋
〕

驚

騨

五
六

【
驚
目
】
127

琵
‘
ウ
驚
い
て
目
を
み
は
る
。
〔
論
衡
‘
書
虚
〕
【
驚
愧
]140

焚
’
驚
き
な
げ
く
。
〔
宋
書
、
王
鎮
悪
傭
〕
北

作
焉
目
之
論
百
絵
i
'

一

世

俗

之

人

↓

土

素

無

,

,

船
撒
玉
莫
レ
不
,
,
驚
愧
一
〔
韓
愈
・
劉
師
服
・
侯
喜
・

[
驚
躍
】
128

丸
ゥ
驚
き
を
ど
る
。
〔
劉
馬
錫
、
代
―
―
杜
司
徒
一
軒
輯
禰
明
、
石
鼎
聯
句
詩
序
〕
―
-
子
驚
椀
自
責
‘
若
,
,
有レ

謝
房
授
＞
官
表
〕
驚
躍
無
レ
措
‘
蜆
濯
失
レ
容
。
失
者
↓

【
驚
雷
]129

乃
，
ウ
は
げ
し
い
か
み
な
り
。
驚
露
。
〔
楚
軒
、
【
驚
一
跳
】
141

岱
ダ
驚
い
て
と
び
あ
が
る
。
〔
還
魂
記
‘

劉
向
‘
九
歎
、
遠
逝
〕
凌
1

一
驚
ヂ
儡
以
軟
u

駿
電
入
弓
°
〔
博
急
難
〕
聰
ー
1

一
的
俺
活
在
二
人
間
鉦
驚
一
跳
°

玄

‘

驚

雷

歌

〕

驚

雷

奮

分

震

二

属

里

↓

【

驚

鋏

蝶

]142

芸
ヤ
輻
薄
な
人
を
い
ふ
。
〔
北
史
‘
魏
牧

〖
驚
雷
英
〗1

3
0
芸
ウ
ラ
イ
茶
の
異
名
。
〔
庶
物
異
名
疏
〕
覺
傭
〕
牧
昔
在
,
,
京
洛
ぶ
泣
平
右
甚
‘
人
琥
云
1

一
魏
牧
驚
鋏
蝶
↓

林
寺
僧
志
崇
収
茶
三
等
「
待
レ
客
以
驚
雷
英
一
自
奉
【
驚
雀
鈴
】
143

c
h
i
n
g
'
c
h
'
i
a
o
3
 
ling'

塔
や
廟
の
暦
に

旦

萱

草

暉

供

レ

佛

以

紫

茸

香

一

っ

る

す

風

鈴

。

【
驚
浪
】
131

ね
ゥ
荒
い
波
。
あ
ら
な
み
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
【
驚
精
香
】
144

芯
ウ
セ
イ
死
者
の
氣
を
い
か
す
く
す
り
。

驚
浪
雷
奔
‘
駿
水
逍
集
。
〔
南
史
‘
梁
武
帝
紀
下
〕
及
レ
丁
―
-
〔
海
内
十
洲
記
〕
緊
窟
洲
‘
云
云
‘
洲
上
有
―
一
大
山
五
形
似
ニ

文
帝
憂
一
時
為
―
―
齊
随
王
—
諮
議
‘
随
府
在
―
―
荊
鎮
以
レ
病
神
鳥
之
象
一
因
名
レ
之
為
―
―
軸
鳥
山
一
山
多
天
樹
万
名
為
ニ

聞
‘
便
投
劾
星
馳
、
不
1

一
復
寝
食
五
炉
道
就
レ
路
‘
憤
風
驚
反
魂
樹
⇒
云
云
‘
伐
二
其
木
根
心
一
於
―
―
玉
釜
中
一
霙
取
レ
汁
、

浪
、
不
―
―
暫
停
止
一
〔
北
史
‘
渇
元
興
傭
〕
悪
風
波
危
‘
微
更
微
火
煎
‘
如
憮
錫
状
一
令
レ
可
レ
丸
レ
之
、
名
曰
1
1

驚
精

若
鵞
浪
↓
〔
劉
馬
錫
、
韓
十
八
侍
御
見
レ
示
下
岳
陽
棲
別
1

一
香
二
云
云
‘
死
者
在
レ
地
聞
1

一
香
氣
五
り
却
活
不
-
1

復
亡
一
也
。

賓
司
直
詩
上
云
云
詩
〕
俄
風
忽
震
盪
‘
驚
浪
迷
五
ぽ
次
一
【
~
鼠
鼓

]
1
4
5

玲
ゥ
鼠
を
お
ふ
た
め
に
う
つ
鼓
゜
〔
曲
泊
~

【
驚
瀧
】
1
3
2
5
芍
は
や
せ
。
激
淵
゜
〔
丁
鶴
年
、
詩
〕
危
峯
藷
聞
〕
龍
幅
寺
門
外
東
偏
、
有
―
―
修
竹
二
畝
餘
云
m
不
レ

屹

立

堅

―

驚

瀧

↓

減

洛

中

所

＞

産

‘

有

レ

鼠

、

喜

食

―

―

其

筍

ご

守

僧

於

―

―

筍

生

【
驚

IL】133
公
ゥ
驚
か
し
み
だ
す
。
〔
六
餡
‘
虎
紹
‘
疾
戦
〕
時
函

9
鼓
、
畳
夜
鳴
い
之
、
謂
1

一
之
驚
鼠
鼓
↓

驚
胤
其
軍
而
疾
撃
乏
0

[
驚
堂
木
】
146

c
h
i
n
g
'
t
'
a
n
g
'
m
u
'

裁
判
官
が
裁
判

【
驚
瀾
】
134

丸
‘
ゥ
大
き
い
あ
ら
な
み
。
驚
濤
゜
狂
瀾
゜
〔
沈
の
時
‘
案
を
打
つ
木
。
柏
子
木
の
類
。

約
、
長
歌
行
〕
柑
戚
状
1

一
驚
瀾
磁
g

休
擬
1

一
回
電
↓
〔
韓
愈
、
【
驚
天
雷
】
147

バ
匁
？
書
名
。
民
間
で
出
版
し
た
三
百
代

上
1

一
襄
子
相
公
一
書
〕
及
レ
至
下
臨
―
一
太
山
之
懸
崖
玉
窺
中
巨
言
の
虎
の
巻
。

海
之
驚
瀾
i

〔
宋
武
帝
‘
清
曲
阿
後
湖
詩
〕
驚
瀾
翻
―
―
魚
【
驚
羊
＇
花
】

148

砕
ヴ
芯
●
躍
躙
の
一
種
。
花
は
淡
紫
色
。

藻

砿

霞

照

―

―

桑

楡

一

も

ち

つ

つ

じ

。

い

は

つ

つ

じ

。

羊

蹄

mの
異
名
。
〔
本

【
驚
流
】
135

認
，
波
の
あ
ら
い
流
れ
。
〔
謝
霊
運
、
登
臨
草
、
羊
躊
躙
〕
秤
名
、
黄
躙
聞
、
黄
杜
鵜
、
羊
不
食
草
、
開

海
嬌
1

初
競
1

張
中
1

作
卑
ハ
―
―
従
弟
悪
連
面
J

下見,,
羊
何
―
羊
花
、
驚
羊
花
、
老
虎
花
、
玉
枝
。
●
か
さ
ね
の
色
目
。

共
和
d

之
詩
〕
隠
レ
汀
絶
二
望
舟
五
鵞
レ
悼
逐
,
,
驚
流
↓
表
は
紫
‘
裏
は
紅
の
も
の
。

【
驚
立
】
136

ね
，
ゥ
驚
ぎ
立
つ
。
轄
じ
て
、
物
の
不
調
和
な
【
驚
弓
之
鳥
]
1
4
9
9
は
生
ヵ
弓
を
射
か
け
ら
れ
て
驚
く

こ
と
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
三
星
若
公
口
‘
是
謂
二
驚
鳥
。
驚
怖
に
遇
つ
て
神
経
過
敏
と
な
り
ぴ
＜
ぴ
く
す
る

立

絶

行

一

者

の

喩

。

傷

弓

之

鳥

(
1
|
1
0
2
9
 :
 1
4
4
)

に
同
じ
。
〔
晉

【
驚
龍
】
137

砕
砂
草
書
の
巧
妙
な
喩
゜
〔
韻
府
引
、
梁
武
書
‘
王
黎
博
〕
鰻
武
之
欧
易
レ
動
‘
驚
弓
之
鳥
難
に
女
。

帝
‘
論
書
〕
王
義
之
尤
善
レ
草
‘
其
筆
法
諷
若1一
浮
雲
「
矯
【
~
天
動
地
】15

0
昇
”
/
0

天
を
驚
か
し
地
を
動
か

若

―

―

驚

龍

↓

す

。

大

い

に

世

を

驚

か

す

を

い

ふ

。

〔

白

居

易

、

李

白

墓

【
驚
鱗
]138

え
ゥ
驚
き
さ
わ
ぐ
魚
。
〔
柳
宗
元
‘
遊
―
―
南
亭
―
詩
〕
可
レ
憐
荒
瀧
窮
泉
骨
‘
曾
有
二
驚
天
動
地
文
↓
〔
朱
子

夜
還
叙
レ
志
七
十
韻
詩
〕
澗
急
驚
鱗
奔
‘
践
荒
飢
獣
鳴
。
全
書
‘
論
語
‘
陽
貨
〕
聖
人
倣
時
、
須
1

一
驚
天
動
地
↓
〔
朱

【
~
馬
或
心
】

1
3
9
蹂
ゥ
驚
き
ま
ど
ふ
。
又
‘
驚
か
し
ま
ど
は
す
。
子
語
録
〕
聖
人
倣
な
事
時
、
須
レ
要
,
,驚
天
動
地
↓
●
御
史

〔
易
林
、
家
人
之
第
三
十
七
、
妬
〕
反
見
二
凶
悪
面
埜
我
驚
が
初
め
て
任
地
に
来
た
事
を
梢
し
た
語
。
〔
七
修
類
稿
〕

惑

↓

御

史

初

至

‘

則

日

1

一
驚
天
動
地
五
空
幾
月
ぶ
則
日
,
,
昏
天

逍
レ
居
。
〔
白
居
易
、
何
慮
難
レ
U
炉
酒
七
首
詩
〕
赦
書
逢
,
,

騨
騎
賀
客
出
―
―
都
門
↓

【
騨
厩
】
4

足
t

騨
亭
の
廊
含
。
し
ゅ
＜
ば
の
う
ま
や
。

〔
酉
陽
雑
俎
績
集
‘
支
諾
皐
、
上
〕
前
秀
才
李
鵠
‘
云
云
‘

投

m巖
云
竺
身
草
積
中
↓

【
騨
局
】
5

i

が
し
ゅ
く
の
や
く
ば
。
〔
揺
恵
全
書
、
罹
任

小
●
つ
ぎ
う
ま
。
し
ゅ
＜
ば
か
ら
つ
ぎ
部
、
駁
街
役
〕
埠
有
二
騨
局
一

た
て
る
は
や
う
ま
。
〔
説
文
〕
騨
‘
置
騎
【
騨
官
】
6

ぢ
宿
奉
行
を
い
ふ
。
〔
唐
書
｀
李
元
諒
博
〕

忍＄
蔽

李
夷
簡
説
,
,
騨
官
面
捕
レ
之
追
及
レ
間
。

【
騨
館
】
7

が
？
旅
館
。
傭
含
゜
〔
王
憚
‘
儀
封
道
中
詩
〕

也
、
炊
レ
馬
睾
臀
゜
〔
段
注
〕
言
レ
騎
、
以
別
二
於
車
1

騨
館
残
紅
曙
色
分
。
〔
宋
史
、
帽
志
二
十
二
〕
出
レ
班
謝
l
-

也
、
馴
為
砿
E

車
ニ
騨
為
1

一
置
騎
―
二
字
之
別
也
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
騨
‘
孟
子
之
置
郵
、
所
謂
遠
沿
路
五
騨
館
御
筵
茶
薬
及
博
宣
‘
撫
問
復
蹄
レ
位
。

也
‘
駈
為
二
博
車
玉
騨
為
二
馬
騎
↓
〔
後
漢
書
、
西
城
[
騨
券
】
8

[

バ
し
ゅ

v
ば
で
人
馬
を
徴
楼
す
る
に
用
ひ

博
論
〕
馳
爺
走
枷
‘
不
レ
絶
五
一
於
時
月
↓
●
う
ま
る
て
が
た
。
〔
宋
史
、
職
官
志
三
〕
凡
内
外
支
供
及
奉
給
、

騨
券
賞
賜
衣
物
錢
吊
、
先
レ
期
擬
、
度
レ
時
而
予
レ
之
。
〔
宋

史
‘
蟹
夷
一
、
西
南
渓
廟
蟹
傭
上
〕
給
以
―
―
騨
券
・
光
銀
↓

や
。
つ
ぎ
や
ど
。
し
ゆ
く
ば
。
行
旅
の
宿
止
又
は

【
騨
戸
】
9

]
斗
は
た
ご
や
。
騨
含
゜
騨
亭
゜
〔
元
史
、
世
祗

其
の
求
め
に
應
じ
て
車
馬
を
つ
ぎ
た
て
る
た
め

に
設
置
し
た
途
中
の
亭
含
゜
〔
噌
韻
〕
騨
、
博
含
紀
一
〕
乙
巳
賑
天
少
里
騨
戸
之
乏
レ
食
者
↓

也
。
〔
本
「
参
、
送
↓
―
劉
判
官
―
詩
〕
寒
騨
遠
如
レ
貼
‘
邊
【
騨
騒
】
10

芥
し
ゅ
く
ば
が
騒
ぐ
。
其
の
土
地
が
み
だ

れ
る
こ
と
。
〔
呉
師
道
、
煎
燈
詩
〕
愛
著
―
―
詩
聯
綴
一
嫌

烙
互
相
望
。
参
み
ち
び
く
。
馬
に
て
み
ち
ぴ
＜

逢
騎
騨
騒
↓

【
騨
子
]

1

1

{

キ
馬
子
。
人
足
の
や
う
な
も
の
。
騨
鈴
を

〔
玉
篇
〕
騨
‘
諜
也
、
道
也
。
⑩
つ
づ
く
。
酪
騨
。
繹

と
つ
て
騨
馬
を
導
き
‘
又
は
駄
馬
具
物
守
護
の
た
め
に

(

8

|

 27
9
7
5
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
繹
‘
往
来
不
レ

絶

曰

酪

闘

亦

作

1

一
絡
繹
↓
〇
た
え
る
。
き
れ
る
。
附
随
し
た
も
の
。
〔
北
史
‘
齊
神
武
紀
〕
有
し
竺
軍
門
一

圏
(
3
-
4
8
5
0
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
騨
‘
者
蕊
綽
巾
抱
、
自
紐
梗
楊
騨
子
二
令
義
解
〕
謂
T

騨
子

段
借
為
徊
゜
〔
書
、
洪
範
〕
日
‘
騨
。
〔
疏
〕
兆
氣
落
騨
馬
為
―
―
先
行
上
丸

。
【
騨
至
】
1
2
[
キ
宿
次
で
送
る
こ
と
。
〔
韓
但
‘
海
山
記
〕

所
レ
有
鳥
獣
草
木
‘
騨
去
土
京
師
↓

騨
‘
不
二
連
陽
↓
〇
物
の
さ
ま
。
騨
騨
(

1

)

を
見
よ

【
騨
址
]

1

3

{

キ
古
の
宿
場
の
あ
と
。
〔
日
本
外
史
、
新
田

〇
姓
。
〔
正
字
通
〕
騨
‘
姓
。
腫
え
き
。
汽
車
の
検
著

す
る
所
。
停
車
場
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。
氏
前
記
楠
氏
論
〕
訪
―
―
所
謂
櫻
井
騨
者
盃
匹
之
山
崎

【
騨
騨
】
1

ば
●
苗
の
生
ず
る
さ
ま
。
〔
詩
、
周
頌
‘
載
路
二
小
村
耳
‘
過
者
或
不
レ
省
l
1

其
為
騨
址
↓

斐
〕
騨
騨
其
達
、
有
厭
其
傑
二
集
博
〕
騨
騨
‘
苗
生
貌
。
【
騨
使
】
1
4
[
キ

O
宿
騨
か
ら
諸
方
へ
信
書
物
品
等
を
送

〇
盛
な
さ
ま
。
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
騨
騨
‘
盛
也
。
逹
す
る
使
ひ
。
官
文
書
を
博
逹
す
る
人
。
郵
便
脚
夫
の

【
騨
家
】
2

t

マ
伊
勢
國
の
藷
地
名
。
や
う
な
も
の
。
〔
後
漢
書
、
光
武
＋
玉
、
東
平
憲
王
蒼
傭
〕

【
騨
騎
]

3

3
キ
宿
騨
の
馬
。
騨
博
(
4
0
)
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
自
レ
是
朝
廷
毎
レ
有
―
―
疑
政
三
輻
騨
使
諮
問
。
〔
後
漢
書
‘
鮮

高
帝
紀
、
横
擢
乗
レ
傭
詣
罷
陽
五
〕
師
古
日
、
博
者
卑
傭
〕
（
建
武
）
二
十
五
年
、
鮮
卑
始
通
騨
使
↓
〔
蜀
志
、

若
各
之
狂
古
者
以
レ
車
‘
謂
1

一
之
偶
車
↓
其
後
又
箪
罹
レ
許
靖
傭
〕
交
部
騨
使
断
絶
。

O
梅
の
異
名
。
〔
事
物
異
名

馬
‘
謂
乏
騨
騎
↓
〔
漢
書
‘
丙
吉
博
〕
駆
吏
隧
,
,
騨
騎
↓
至
↓
―
録
、
花
丼
‘
梅
〕
老
學
奄
筆
記
‘
國
初
尚
1

る
全
竺
故
梅
必

公
車
―
刺
取
。
〔
後
漢
書
‘
段
穎
傭
〕
乃
使
―
―
騨
騎
詐
齋
二
梢
,
,
騨
使
↓

璽
書
詔
↓
〔
宋
書
‘
架
志
四
〕
騨
騎
進
二
羽
檄
玉
へ
下
不
レ
【
騨
車
】
15

芯

宿
騨
か
ら
宿
騨
へ
通
ふ
車
。
〔
漢
書
‘
王
祥

籍
】
〗エ
キ
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
夷
益
切
声
『

ヽ

黒
地
ご
去
時
、
則
曰
二
襄
天
寂
地

13157 



）
博
中
〕
廼
流
変
干
幽
州
↓
放
―
―
尋
子
三
危
ご
空
隆
干
羽

2
 
5

山
「
皆
騨
車
載
真
屍
傭
致
云
。

⑩
【
騨
含
】
16

芯
宿
騨
の
は
た
ご
や
。
〔
宋
史
‘
李
重
誨
博
〕

50

重
誨
純
慇
寡
為
、
慎
宗
悼
1

虹
其
没
於
遠
土
一
命
其
子
一

乗
禎
、
往
護
レ
柩
蹄
‘
聰
レ
止
騨
含
之
別
次
一

4
 
（
 

一
【
騨
樹
]
1
7

式
宿
騨
に
植
ゑ
た
木
。
〔
杜
甫
‘
龍
門
詩
〕
龍

い
門
横
レ
野
断
‘
騨
樹
出
レ
城
来
。
〔
唐
國
史
補
‘
上
〕
開
元
末
‘

~
西
國
獄
獅
子
至
ず
長
安
四
道
中
涵
{
-
於
騨
樹
正
樹
近
レ

ー30

井
、
獅
子
晦
吼
、
若
レ
不
―
―
自
安
面
俄
頃
風
雷
大
至
‘
果
有
レ

g

龍
、
出
レ
井
而
去
。

【
騨
巡
】
18

式
／
ま
ち
の
み
ま
は
り
。
〔
輻
恵
全
書
‘
箆
仕

部
、
待
接
役
〕
典
史
騨
巡
゜

【
騨
書
】
19

芥
●
各
騨
に
降
す
命
令
書
。
〔
晉
書
、
摯
虞

博
〕
乙
巳
赦
書
‘
云
云
‘
普
壻
一
位
云
烹
以
酬
如
l

海
欣
載

之
心
騨
書
頒
下
‘
被
―
―
於
遠
近
玉
莫
レ
不
ー
,
,
鳥
騰
魚
躍
‘
喜

蒙
徳
澤
↓
〔
宋
史
‘
段
思
恭
偉
〕
騨
書
自
京
師
来
者
。
●

宿
騨
の
係
員
。
宿
騨
の
し
た
や
く
。
〔
清
會
典
‘
兵
部
、
凡

置
レ
郵
‘
云
云
‘
備
―
―
其
夫
ぶ
巴
直
隷
有
騨
書
騨
早
↓
〔
蝠

恵
全
書
‘
疱
任
部
‘
詳
文
贅
説
〕
騨
書
牌
子
鞭
撻
交
加
。

【
騨
腟
】
2
0
[
＇
が
田
の
中
の
畦
道
。
う
ね
。
〔
史
記
、
商
君

傭
、
開
許
栢
封
饂
注
〕
正
義
日
、
南
北
日
レ
肝
、
東
西

日
レ
陪
‘
按
‘
謂
―
―
騨
腟
也
。

【
醒
丞
】
立
＇
が
明
・
清
の
官
名
。
宿
騨
の
事
を
掌
る
。
〔
明

史
、
職
官
志
四
〕
騨
丞
典
-
1

郵
傭
迎
送
之
事
↓
〔
琵
琶
記
‘

春
宴
染
口
園
―
〕
洛
陽
縣
管
―
―
排
宴
一
的
騨
丞
゜
〔
清
會
典
事

例
‘
兵
部
、
郵
政
‘
騨
禁
〕
又
有
面
溢
竺
其
―
-
＋
九
騨
騨

丞
‘
一
年
所
レ
得
俸
銀
三
十
餘
雨
。

【
騨
信
】
22

え
博
逗
の
た
よ
り
。
〔
劉
迎
‘
詩
〕
誰
道
江

梅
騨
信
遅
‘
碧
浪
汗
裏
見
―
―
横
枝
↓
「
ょ
°

【
騨
政
】
23

i
'
c
h
e
n
g
'
I
;
 邁
事
務
。
騨
姑
(
2
9
)

を
見

【
騨
召
】
24

芯
博
馬
で
召
し
寄
せ
る
。
〔
宋
史
‘
后
妃
上
‘

英
宗
宣
仁
聖
烈
高
皇
后
傭
〕
哲
宗
嗣
レ
位
、
尊
為
二
太
皇

太
后
云
痒
1

一
召
司
馬
光
・
呂
公
著
↓
〔
欧
陽
脩
‘
胡
先
生
墓

表
〕
騨
召
至
―
―
京
師
↓
議
レ
架
゜

【
騨
船
】
2
5
i
バ
宿
舟
゜
〔
白
居
易
、
江
州
赴
1

一
忠
州
云
主

江
陵
―
已
来
舟
中
示
,
,
含
弟
ー
五
十
韻
詩
〕
鮮
策
州
乗
送
、

艤
蝶
騨
船
迎
。
〔
清
會
典
事
例
‘
兵
部
、
郵
政
〕
騨
船
‘
江

蘇
省
額
設
宣
棲
船
大
馬
船
小
馬
船
、
共
五
十
一
隻
。

【
騨
送
】
26

芯
傭
馬
送
り
。
宿
次
で
送
る
。
〔
宋
史
‘
叛
臣

下
‘
李
全
傭
下
〕
紹
雲
騨
1

一
送
京
師
↓
傾
朝
甚
喜
゜

＂ 
馬
立
口

〔
十
三
書
〕

騨

【
騨
卒
】
2
7
{
パ
｛
信
騨
を
守
る
卒
。
〔
南
唐
近
事
〕
韓
熙
載
【
騨
選
】
3

8

i

"

O
う
ま
つ
ぎ
。
し
ゅ
く
つ
ぎ
。
宿
騨
か

命

"

妓

秦

弱

蘭

五

詐

為

二

騨

卒

↓

ら

次

の

宿

騨

に

送

り

届

け

る

こ

と

。

〔

隋

唐

嘉

話

〕

太

【
騨
道
】
28

芯
う
ま
や
ぢ
。
宿
騨
の
路
。
〔
後
漢
書
‘
儒
宗
征
,
,
高
麗
百
高
麗
留
―
―
居
定
州
一
請
,
,
騨
逸
ご
空
起
居
飛

林
上
‘
劉
昆
債
〕
先
レ
是
崎
咆
騨
道
多
1

一
虎
宍
一
行
旅
不
レ
奏
ー
事
、
自
レ
此
始
也
。

O
馬
匹
に
よ
っ
て
官
文
書
を
遺

通
。
〔
｛
木
書
、
柳
元
景
傭
〕
分
1

云
丑
日
人
ェ
屯
1

一
騨
道
↓
〔
杜
送
し
、
或
は
官
吏
の
往
来
を
護
送
す
る
も
の
。
〔
清
會

甫
‘
遣
悶
詩
〕
使
臣
束
5
空
嗅
城

H
避
―
―
烏
植
一
典
事
例
‘
兵
部
、
郵
政
‘
給
騨
〕
因
向
来
騨
逸
供
應
差
遣
。

【
騨
姑
】
29

ス

0
宿
騨
゜
〔
水
滸
偲
‘
一
回
〕
臣
等
騨
姑
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
騨
逗
、
注
解
〕
由
二
騨
遁
五
竺
公
文

而
来
‘
綾
得
レ
到
レ
此
。

O
騨

と

姑

と

の

―

一

種

。

共

に

通

信

摺

報

一

也

。

「

今

の

郵

便

局

。

機
覇
で
、
各
省
の
内
地
に
設
け
て
一
般
官
吏
の
往
来
〖
騨
濾
局
→
〗

3
7
i”
ィ
騨
遣
の
業
務
を
取
扱
ふ
と
こ
ろ
。

に
便
し
、
官
文
書
の
遁
送
を
掌
る
を
騨
と
い
ひ
、
特
【
騨
店
1
]
3
8

戸
パ
宿
騨
の
市
店
。
〔
唐
書
‘
徳
宗
紀
〕
左
衛

に
軍
報
の
た
め
に
設
け
た
も
の
を
姑
と
い
ふ
。
〔
清
會
大
将
軍
侯
仲
荘
敗
ー
一
之

f
騨
店
↓

典
事
例
‘
兵
部
、
郵
政
‘
程
限
〕
俯
照
―
―
騨
姑
菖
例
一
議
慮
【
騨
田
]
3
9

戸
パ
唐
代
‘
騨
の
費
用
の
た
め
に
置
か
れ
た

外
。
〔
清
會
典
‘
盛
京
兵
部
〕
騨
姑
正
監
督
‘
渦
洲
一
人
、
田
。
〔
韓
愈
、
河
南
少
手
李
公
墓
誌
銘
〕
公
主
奪
―
―
騨
田
一

副

監

督

涌

洲

一

人

。

京

兆

手

符

レ

縣

‘

割

輿

レ

之

。

〖
騨
姑
銀
〗3
0只
タ
ノ
騨
姑
附
近
の
人
民
は
騨
姑
の
使
【
騨
博
】40□

0
宿
騨
の
馬
。
は
や
つ
ぎ
の
馬
。
H

知
録
‘

役
に
服
す
る
義
務
が
あ
る
。
し
か
し
本
人
の
便
宜
上
、
巻
十
に
見
ゆ
。
〔
幡
‘
玉
藻
‘
士
曰
―
―
博
遠
之
臣
一
集
説
〕

官
に
銀
を
納
め
て
力
役
に
代
へ
る
こ
と
を
許
す
。
之
騨
博
車
馬
、
所
応
盆
炉
急
遠
之
令
↓
〇
宿
場
か
ら
次
の

を
騨
姑
銀
と
い
ふ
。
〔
清
會
典
事
例
、
兵
部
、
郵
政
、
騨
宿
場
へ
お
く
り
届
け
る
こ
と
。

費
〕
江
蘇
省
額
設
騨
姑
銀
十
五
萬
一
―
千
二
日
七
十
雨
四
〖
騨
博
道
〗

4
1
が
＂
デ
，
清
代
、
道
憂
の
一
。
騨
博
の
事
務

錢

四

分

六

覧

。

を

管

掌

す

。

〔

清

國

行

政

法

汎

論

、

道

貝

‘

騨

博

道

〕

騨

博

【
騨
置
】
31

勺
宿
騨
の
搬
ぎ
た
て
人
足
。
〔
唐
書
、
柳
公
道
‘
如
―
―
其
名
所
＞
示
‘
管
芯
一
掌
騨
傭
事
務
↓

綽

博

〕

比

館

遁

贋

乏

、

騨

置

多

レ

闘

。

【

騨

頓

】

4
2
i
パ
宿
場
の
は
た
ご
や
。
〔
消
波
雑
志
〕
憚
頃

【
騨
長
】
32

芯
＇
ウ
●
宿
騨
の
を
さ
。
〔
唐
律
‘
庖
庫
〕
騨
長
出
レ
彊
、
過
レ
淮
、
見
市
律
所
レ
唐
羊
甚
大
□
本
云
‘
騨
頓

私
借
―
一
人
馬
纏
1

者
、
各
減
二
等
↓
〇
停
車
場
の
長
。
早
晩
供
レ
羊
甚
膜
゜

【
騨
顧
】
33

芯
＇
ウ
宿
騨
の
役
所
。
〔
國
史
補
〕
元
和
中
、
元
【
騨
馬
】

4
3
t
O宿
騨
に
備
へ
て
旅
客
の
用
に
供
す
る

横
良
監
察
御
史
面
が
正
＇
使
争
ヽ
―
―
騨
鹿
「
為

1

一
其
所
＞
辱
。
馬
。
宿
場
の
馬
。
〔
左
氏
、
昭
、
―
-
‘
乗
溢
逗
而
至
‘
注
〕
爾
雅

【
騨
亭

]
"
[
"
O宿
騨
゜
亭
は
停
、
道
路
で
人
を
含
し
云
‘
駈
遠
博
也
‘
孫
炎
注
云
‘
博
車
、
騨
馬
。
〔
史
記
、
鄭
嘗

て
停
集
さ
せ
る
所
。
〔
杜
甫
、
秦
州
雑
詩
〕
今
日
明
1

一
人
時
偲
〕
毎
―
―
五
日
洗
沐
↓
常
置
―
騨
馬
長
安
諸
郊
玉

g
諸
故

墾
臨
レ
池
好
騨
亭
゜
〔
白
居
易
‘
藍
橋
騨
見
二
元
九
一
詩
〕
人
「
請
,
,
謝
賓
客
↓
〔
後
漢
書
‘
橙
儀
志
下
〕
弔
臣
請
二
騨

毎
レ
到
―
―
騨
亭
先
下
レ
馬
‘
循
レ
埴
廷
竺
柱
兌
―
―
君
詩
↓
〔
宋
馬
露
布
云
奏
可
。
〔
魏
志
、
明
帝
紀
〕
帝
騨
馬
召
到
、
引
入
―
―

史
‘
謄
志
十
六
〕
華
陰
就
―
―
行
宮
石
苓
父
老
面
竺
騨
亭
名
「
臥
内
二
晉
書
‘
孫
恵
偶
〕
毎
孟
茫
書
檄
1

一
東
海
王
越
↓
或

旦
宣
澤
↓
〔
蘇
洵
、
送
右
昌
―
1

日
使
p

北
引
〕
既
出
レ
境
、
宿
―
―
騨
馬
催
レ
之
、
應
レ
命
立
成
‘
皆
有
1

文
采
言
周
書
‘
宣
帝

騨
亭
↓
〇
星
の
名
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
東
壁
北
十
星
紀
〕
帝
親
御
嘉
愚
日
行
三
百
里
。
〇
叢
辰
の
名
。
一

峰•
2店
闘
叫
〗
三

例
、
兵
部
、
郵
政
〕
騨
程
、
京
師
皇
華
騨
至
―
―
直
隷
保
定
日
‘
―
一
月
は
巳
H
‘

m. 

府

一

共

三

百

三

十

里

。

三

月

は

寅

日

、

四

月

（書方辮紀協）后天馬騨

は
亥

H
。
こ
の
日
は
遠
行
・
赴
任
・
移
居
‘
又
‘
瞥
療
・
祈

蝠
等
に
宜
し
い
と
い
ふ
。
〔
協
紀
辮
方
書
、
義
例
四
‘
騨

馬
〕
紳
櫃
経
曰
‘
騨
馬
者
騨
騎
也
‘
其
日
宜
1

一
封
贈
・
官

爵
・
詔
命
・
公
卿
・
遠
行
・
赴
任
・
移
徒
・
遷
居
一
李
鼎
詐

曰
‘
騨
馬
者
正
月
伊
申
、
碑
行
四
要
穂
要
暦
日
、
天

后
者
月
中
輻
紳
也
‘
其
日
宜
,
,
求
レ
馨
療
レ
病
‘
祈
レ
一
幅
聘
＞

紳
‘
暦
例
日
、
天
后
輿
二
騨
馬
己
炉
位
。

【
騨
梅
】
“
は
宿
騨
に
植
ゑ
た
様
の
木
。
〔
田
錫
、
経
障

棲
賦
〕
騨
梅
江
柳
‘
動
沿
叩
宦
之
芳
懐
一
風
観
露
憂
‘
起
二

高
明
之
逸
意
↓

【
騨
紡
】
45

芥
宿
騨
に
備
へ
お
く
船
。
て
ん
ま
ふ
ね
。

霙
「
参
、
送
泊
林
孫
将
軍
赴
蔽
州
詞
〕
騨
紡
餌
湖

月
↓
州
城
浸
海
竺
〔
火
「
参
、
送
T

慮
郎
中
除
杭
州
赴

任
上
詩
〕
千
家
窺
―
―
騨
紡
字
ユ
馬
飲
―
―
春
湖
↓

【
騨
夫
】
4671
キ

O
騨
の
雇
人
夫
。
〔
清
會
典
事
例
、
兵
部
、

郵
政
‘
騨
夫
〕
兵
部
會
同
館
額
設
―
―
夫
役
四
百
名
↓
〔
六
部

成
語
、
兵
部
、
騨
夫
、
注
解
〕
騨
姑
所
レ
用
之
人
夫
。
●
鐵

道
停
車
場
の
下
級
の
職
員
。

[
騨
聞
】
47

欠
騨
か
ら
騨
に
順
次
に
傭
逹
す
る
こ
と
。

〔
韓
愈
、
南
海
神
廟
碑
〕
事
詑
騨
聞
、
而
刺
史
呼
ぞ
節
―
一
度

五
嶺
諸
軍
一
俯
観
．
察
其
郡
邑
LO

〔
宋
史
、
王
綸
傭
〕
毎

以
え
寸
猥
利
害
騨
聞
、
上
多
従
レ
之
。

【
騨
務
】
4
8
i
蛉
宿
場
の
公
務
。
〔
清
會
典
事
例
‘
吏
部
、
虞

分
例
、
違
,
,
誤
騨
務
―
〕
薙
正
三
年
奏
、
1

涅
誤
騨
務
一
之
騨

丞
、
照
レ
例
降
―
―
ご
翠
調
用
、
無
―
―
級
可
＞
降
‘
即
行
1

一革

職一

【
騨
遁
】
4
9
i
キ
地
方
を
見
ま
は
る
こ
と
。
巡
察
。
ま
た
そ

の
巡
察
使
を
い
ふ
。
〔
北
史
‘
獣
文
六
王
‘
魏
趙
郡
王
幹

子
溢
偶
〕
明
帝
初
‘
憂
使
元
延
到
―
其
州
界
冨
竺
闘
濃

無
＞
兵
‘
撮
師
桧
殷
゜

[
騨
吏
】
50

ば
宿
騨
の
役
人
。
球
邪
代
酔
編
‘
巻
二
十
八

に
見
ゆ
。
〔
唐
書
、
王
君
廓
傭
〕
居
レ
職
不
に
寸
1

一
法
度
一
云

云
‘
會
被
レ
召
‘
至
―
―
渭
南
一
殺
,
,
騨
吏
ご
」
―
―
奔
突
蕨
↓
〔
李

紳
‘
欲

iIJ到西
陵
寄
土
行
周
詩
〕
騨
吏
邁
呼
應
下
レ

環
悼
郎
閑
立
患
齊
稔
°

【
騨
鈴
】
51

芥
宿
騨
の
人
馬
を
徴
接
す
る
に
用
ひ
る

鈴
。
王
朝
時
代
、
旅
す
る
官
吏
に
朝
廷
か
ら
授
け
た
も

の
。
〔
公
式
令
〕
親
王
及
一
位
‘
騨
鈴
＋
刻
‘
云
云
‘
三
位

以
上
‘
騨
鈴
八
刻
。

【
騨
路
】
5
2
i
キ
た
ぴ
ぢ
゜
騨
か
ら
騨
へ
通
る
み
ち
。
宿

五
六

13158 



(45030・ ・53) (45048・ ・5) 

馬

部

〔
十
一
―
―
ー
十
四
書
一
〕

騨

隷

駄

騨

騎

驚

鷹

騒

騎

駿

騎

騰

繊

験

喬

艦

駿

駿

隣

駿

五
六

O
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
課
、
壮
兒
。
●
馬

が
大
き
い
。
〔
集
韻
〕
蝶
、
馬
高
大
謂
二
之
鰈
↓

【
諜
諜
】
1

芸
対
馬
の
高
大
な
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
諜
鰈
諜
‘

馬
高
大
。

貧】細
ゲ，

7

ゴ，
7

〔
集
韻
〕
逆
怯
切
宰
〖

場
の
あ
る
道
路
。
う
ま
や
ぢ
。
騨
程
。
〔
孔
稚
珪
、
北

山
移
文
〕
馳
加
藤
路
一
勒
移
山
庭
↓
〔
宋
書
、
劉
励
博
〕

郡
城
是
賊
、
騨
路
要
レ
戌
‘
且
経
レ
攣
接
レ
峨
‘
散
百
里
中
‘

褒
レ
糧
潜
進
。
〔
周
書
‘
晉
蕩
公
護
債
〕
復
輿
↓
一
郎
拙
等
―
更

李
一
萬
餘
人
ぶ
空
郡
東
南
ぶ
即
水
置
レ
柵
‘
断
1

一
絶
騨
路
↓

〔
王
維
‘
送
-
1

李
太
守
赴
王
洛
―
詩
〕
騨
路
飛
泉
渭
‘
隅
門

落
照
深
゜

〖
騨
路
鈴
〗5
3
芥
。
公
文
書
遁
送
者
の
樅
へ
る
鈴
で
、

道
中
に
之
を
振
り
鳴
ら
し
て
、
人
に
警
戒
す
る
も
の
。

〔
元
経
世
大
典
〕
凡
文
書
往
来
‘
卒
腰
二
革
帯
一
帯
―
―
懸
鈴

手
檜
五
竺
撥
襖
玉
賓
―
―
文
書
ー
以
行
‘
夜
則
持
天
炉
焉
‘

道
狭
‘
車
馬
者
、
負
荷
者
、
聞
レ
鈴
則
遥
避
二
諸
立
久
夜
亦

以
鵞
虎
狼
不
惹
又
響
及
二
所
レ
之
鋪
一
削
鋪
人
出
以

位
其
至
↓
〔
明
會
典
‘
兵
部
、
郵
騨
〕
逗
送
公
文
盃
四
依

古
法
二
書
一
夜
通
一
百
刻
、
毎
二
『
一
刻
云
2

二
こ
典
畳
夜

須
＞
行
竺
百
里
丘
無
レ
分
書
面
公
鳴
レ
鈴
走
遁
、
前
鋪
聞
レ

鈴
‘
鋪
司
預
先
位
鋪
交
牧
゜

〖
騨
路
鈴
瞥
〗54
芥
ぢ
宿
つ
ぎ
馬
の
す
ず
の
お
と
。

騨
路
鈴
臀
夜
過
レ
山
を
見
よ
。

〖
騨
路
鈴
瞥
夜
過
レ
山
〗
5
5芯
窃
訂
合
宿
つ
ぎ
馬
の

す
ず
の
お
と
が
夜
、
山
を
過
ぎ
て
行
く
。
〔
杜
荀
鶴
‘
秋

宿
"
臨
江
騨
―
詩
〕
南
来
北
去
―
一
三
年
、
年
去
年
来
雨
賢

斑
、
摯
世
盆
従
―
―
愁
裏
1

老
、
誰
人
肯
向
二
死
i

即
閑
‘
漁
舟

火
影
寒
蹄
レ
浦
‘
騨
路
鈴
臀
夜
過
レ
山
、
身
事
未
レ
成
蹄

未
レ
得
‘
聴
レ
猿
鞭
レ
馬
入
―
―
長
安
↓

【
騨
棲
]
5
6

芯
宿
騨
に
あ
る
た
か
ど
の
。
〔
太
ょ
参
、
肖
門

歌
送
―
―
東
昼
張
判
官
―
〕
東
出
玉
品
い
路
不
レ
窮
、
騨
棲

官
樹
濡
陵
東
。
〔
杜
甫
‘
舟
中
詩
〕
風
餐
江
柳
下
‘
雨
臥

騨
棲
邊
。
〔
樹
萱
録
〕
番
馬
鄭
僕
射

ifh
二
湘
中
ぶ
担
干
騨

棲
盃
溢
翌
女
子
誦
＞
詩
。

冦
】
[
多

【
駿
】
〗
タ
ク

籟
評
は
‘
隈
の
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
顆
‘
頼
評
‘
欲
瞥
。

【
躾
評
】
1

芯
欲
の
臀
゜
〔
揚
雄
‘
材
撒
賦
〕
姦
拉
雷
属

調
(
8
-
2
4
7
4
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一
額
騎
蛉
瑾
〔
注
〕
五
臣
作
レ
緒
‘
翰
曰
‘
績
肝
蛉
瑾
‘
謂
1-

祠

、

或

作

レ

騎

゜

訊

腎

也

。

駈
(
1
2
-
4
4
5
9
2
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
駿
、
同
レ
駈
゜

祠
】
[
門
〔
集
韻
〕
枇
民
切
圏
i

は
し
る
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
騎
‘
見
二
石
鼓
文
盃
盆
心

騎
騎
。

頁】[

騒
(
1
2ー

4
4
9
0
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
騒
‘
或
炊
レ
蒙
゜

ポ
ウ

【騎】螂

セ
イ

〔
正
字
通
〕
昔
齊

日
□
馬
が
走
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
攀
馬
走
兒
゜

”躙国[――

筐】細

〔
集
韻
〕
戸
競
切
躙

【騎]岬

ハ
，
ウ

馳
(
1
2—
4
5
0
6
7J

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
騒
‘
同
レ
騎
゜

口日
ゲカゲカ
ンンンン

〔
字
彙
〕
戸
監
切
認

塵
(
1
2
-
4
7
7
0
9
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

冨
】
〗
補
〕
鷹
‘
見
胡
文
換
山
海
雙
〔
康

熙
字
典
〕
鷹
‘
按
‘
経
作
レ
塵
‘
疑
博
窺
之
調
。

レ
イ

わ

日

口

恩

驀

は

、

馬

が

徐

か

に

疾

＜

蔽
は
行
く
。
〔
説
文
〕
器
‘
驀
傑
‘
馬
行
徐
而

凰
注

疾
也
‘
凡
レ
馬
典
聾
‘
詩
曰
‘
四
牡
擬
盤
。
〔
段
注
〕
綴

驀
‘
二
字
今
補
‘
此
策
‘
各
本
作
レ
鷺
‘
云
云
、
今
正
。

冨
~
]
〗
鵞
(
1
2
-
4
7
4
0
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
驚
、
同
レ
鵞
゜

ケ
キ

【
驀
】
〗
El
ヨ
口ョ

〔
集
韻
〕
羊
諸
切
岡
〗

〔
集
韻
〕
羊
茄
切
岡
〗

祠
】
〗バ
ン

覧
(
1
2
-
4
5
5
6
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
騎
‘
組
ハ
レ
嘘
同
。

国

】

蜘

キ

[

丘

叶

翌

闊

じ

二

韻

會

冨
品

緋
(
1
2
|
 4
5
2
8
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
織
輿
レ
購
同
。

サ
ヴ

【
繊
】
蜘

鐵
(
1
2
-
4
5
0
 2
2
)

の
謡
字
。
〔
正
字

テ
ッ

通
〕
繊
‘
綴
字
之
為
。

【

験

】

亨

汀

Lo亙
戸

叶

臼

汀

一

【

謄

】

蜘

〔
集
韻
〕
駆
‘
馬
走
‘
或
八
レ
奔
゜

ホ
ン

，

鼈

(
9
-
3
2
8
0
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

譴
或
作
レ
騰
。

ト
ウ

小
□
口
●
は
し
る
。
馬
が
疾
く
歩
む
。

＄
豪
〔
説
文
〕
駿
、
馬
疾
歩
也
、
炊
レ
馬
緊
臀
。

〔
廣
雅
‘
繹
室
〕
駿
‘
牛
牡
也
。
〔
詩
‘
小
雅
、
四
牡
〕
載
認

駁
駿
゜
〔
陳
哭
博
疏
〕
載
駿
‘
猶
載
馳
↓
〔
楚
辟
、
｛
木

玉
‘
招
魂
〕
歩
及
瞑
虞
分
。
〔
庄
〕
認
‘
走
也
。
●
は

や
い
。
す
み
や
か
。
に
は
か
。
〔
一
切
経
昔
義
、
九
〕

畷
‘
疾
也
。
〔
左
氏
、
成
‘
十
八
〕
杞
伯
於
レ
是
謀
朝
11

於
晉
↓
〔
疏
〕
踪
‘
是
疾
行
之
名
。
〔
國
語
、
晉
語
一
〕

多
而
駿
立
。
〔
注
〕
殿
、
疾
也
。
〔
老
子
、
二
十
一
―
-
〕
駿

雨
不
レ
終
レ
日
。
〔
河
上
公
注
〕
駿
雨
、
暴
雨
也
。
〔
素

問
‘
氣
交
髪
大
論
〕
其
斐
駿
注
。
〔
注
〕
牒
注
‘
急
雨

也。

O
し
ば
し
ば
。
〔
左
氏
、
文
‘
十
四
〕
公
予
商
人
‘

駿
施
伝
國
二
注
〕
畷
‘
散
也
。
〔
楚
辟
‘
九
歌
‘
湘

夫
人
〕
時
不
レ
可
六
弓
認
得
↓
〔
呂
覧
、
適
威
〕
駿
戦

而
駿
勝
。
〔
注
〕
課
‘
散
也
。
⑲
或
は
塙
(
1
2
|
 4
4

 

9
2
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或
作
レ
翡
。

【
瞑
雨
】
1

為
に
は
か
雨
。
ゆ
ふ
だ
ち
。
白
雨
。
又
、
書

法
の
喩
゜
〔
宣
和
書
譜
‘
草
書
七
‘
繹
懐
素
〕
常
時
名
流
、

云
云
‘
皆
有
レ
詩
美
レ
之
、
状
―
―
其
勢
一
以
謂
、
若
二
驚
蛇
走

隅
殿
雨
狂
風
↓

〖
駿
雨
不
レ
終
レH
]
2
)＂
ば
ズ
ゆ
ふ
だ
ち
は
一
日
と

ふ
り
つ
づ
か
な
い
。
勢
の
た
け
き
者
は
、
久
し
く
つ
づ

か
な
い
喩
゜
〔
老
子
、
―
-
＋
三
〕
諷
風
不
レ
終
レ
朝
‘
際
雨

不
レ
終
レ
日
。
〔
河
上
公
庄
〕
駆
雨
‘
暴
雨
也
。
〔
揚
雄
、
太

玄
賦
〕
若
―
―
諷
風
不
レ
終
レ
朝
分
、
認
雨
不
こ
序
日
。

【
駿
行
】
3tsou• 

h
s
i
n
g
2

直
ち
に
。
急
に
。

【
駿
降
】
4tsou• 

c
h
i
a
n
g
4

速
か
に
落
ち
る
。

【
駿
諫
】
5

ぢ
し
ば
し
ば
諫
め
る
。
〔
左
氏
‘
宣
、
二
〕
晉

シ
ヴ
シ
4-

曰

48 

ソヴ
ロズ

國】
450

〔
集
韻
〕
鉗
救
切
写
中

ヽ

P

又

t
s
o
u
•

〔
集
韻
〕
才
候
切
国
中

【
瞬
】
阿

リ
ン

騎
(
1
2
-
4
4
9
9
0
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
隣
、
騎
本
字
。

13159 



(45048・ ・6)一 (45068)

【
輯
】
〗酪
(
1
2
-
4
4
7
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
酪
‘
或
作
レ
羞
。

ラ
ク

嶽
(
1
2
1
 45
0
2
5
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
馘
‘
嶽
本
字
。

冨

年

】

向

日
レ
ブ
〔
集
韻
〕
力
渉
切
凜

□
ラ
ブ
〔
集
韻
〕
力
盈
切
苓
i

日
馬
が
行
く
さ
ま
。
又
、
躁
(
1
0
|
 3
7
9
6
2
)

に
作

冨
品
ラ

躾
駐
は
‘
馬
が
た
ち
も
と
ほ
る
。
〔
集
韻
〕
牒
‘
礫

蛭
‘
馬
躊
躇
不
に
付
也
。

籍
】
飼

霊
公
不
君
‘
云
云
‘
宣
子
認
諫
、
公
患
レ
之
、
使
―
―
銀
覺
賊
"

之
。
〔
北
史
、
文
苑
‘
顔
之
儀
傭
〕
犯
レ
顔
暇
諫
‘
雖
レ
不
レ

見
レ
納
、
終
亦
不
レ
止
。

【
際
起
】
6

し
ゥ
し
ば
し
ば
起
る
。
〔
日
本
政
記
、
後
醍
糊

天

皇

論

〕

賊

已

失

入

生

叛

者

駿

起

°

-

【

駆

】

年

【
駿
至
】
1

;
"
 

0
し
ば
し
ば
い
た
る
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
-

十
〕
祁
人
課
至
、
以
諸
侯
之
庚
弗
レ
能
レ
報
也
。
〔
注
〕

【
絨
】
年

課
、
散
也
。
●
俄
か
に
い
た
る
。
〔
獣
陽
脩
、
秋
臀
賦
〕

如
波
濤
夜
驚
、
風
雨
駿
翌
〔
王
安
石
、
祭
欺
陽
文
忠

公
文
〕
凄
如
瓢
風
急
雨
之
際
至
↓

【
畷
慮
】
8

％
走
り
到
る
所
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕

歩
及
"
~
慮
一
分
誘
騎
先
、
抑
レ
鵞
若
通
分
引
―
―
車
右
一
還
。

〔
注
〕
駿
、
走
也
。
「
放
河
遼
蹂
暑
逍
―
雨
餘
↓

【
認
暑
】
，
鈴
俄
か
の
あ
っ
さ
。
〔
貢
奎
‘
貫
州
詩
〕
扁
舟

【
駿
絶
】
10

努
俄
か
に
た
ち
き
る
。
〔
左
氏
、
成
、
十
五
〕

善
人
天
地
之
紀
也
‘
而
駆
息
之
、
不
レ
亡
何
待
。
【
寧
味
]
芦

【
駿
然
】
11

ぢ
俄
か
に
。
〔
剪
燈
餘
話
、
武
平
震
録
〕
子

馬
の
色
。
〔
字
彙
〕
礫
、
馬
色
。

堅
故
微
、
課
然
検
跡
。

〖
駿
然
間
〗12tsou• 

j
 

a
n
'
c
h
i
 e
n
―
俄
か
に
。

【
駿
馳
】
1
3
[
ウ
は
せ
は
し
る
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
物
之
生

【

蠣

】

年

レ

イ

獄

(
1
2
-
4
4
7
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集

也
、
若
レ
課
若
レ
馳
。

tsou• 

c
h
a
n
g
'

俄
か
に
昇
る
。

韻
〕
駕
‘
或
炊
レ
属
。

【
駿
派
】
14

【
課
歩
】
15

翌
は
し
る
。
〔
喝
属
石
、
訂
邊
塞
事
策
〕

兼
程
課
歩
、
不
レ
日
而
至
゜

冨

品

戸

＋

〔

集

韻

〕

職

日

切

【
駿
落
】
1
6
1
ゥ
”
し
ば
し
ば
落
ち
る
。
〔
溢
岳
、
寡
婦
賦
〕

雪
霜
霜
而
駿
落
合
、
風
溺
劉
而
夙
興
。
〔
注
〕
清
日
、
課
‘

馬
の
名
。
〔
集
韻
〕
讃
‘
馬
名
。

散
也
。

【
駿
令
】
1
7
[
＂
し
ば
し
ば
令
す
る
。
〔
管
子
‘
版
法
〕
課

令
不
伝
行
、
民
心
乃
外
。
〔
纂
詰
〕
課
‘
散
也
。

【
駿
進
之
門
】
18

ぢ
：
；
す
み
や
か
に
進
み
得
べ
き
門

戸
。
〔
蘇
試
上
祠
宗
皇
盛
書
〕
今
若
多
開
扉
進
之
【
諏
訳
】
』

門
使
レ
有
1

一
意
外
之
得
↓
公
卿
侍
従
‘
娃
歩
可
レ
圏
。

ポハ
ンン

〔
集
韻
〕
符
哀
切

囮 図

〔
字
彙
〕
郎
笛
切

國

馬

部

〔
十
四
—
ー
十
六
蜜
〕

レ
キ
l
ヤ
ク

,ロ-
テ
ッ

敷
(
1
2—
4
5
0
2
2
)
の
本
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
繊
‘
鐵
本
字
。

ヘヴ

鰈
(
1
2ー

4
4
9
6
6
)

に
同
じ
。
〔
海

篇
〕
謝
、
興
レ
鰈
同
。

タ
イ

駈
(
1
2
-
4
4
6
7
5
)

に
同
じ
。
〔
字
奮

補
〕
駿
‘
興
レ
駐
同
。

【
鴫
木
】
螂
キ
ッ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
駿
、
昔
詑
゜

籍
】
細
胃
ィ
i
B
[
]

1
~
~
 

~
=
:
~
~
 

§:~~ 

(
1
2
-
4
4
9
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或

A
レ梨。

【
懇
】
細

ヘヴ

鑓

(11ー

410
 2
2
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
懇
‘
興
レ
鑓
同
。

露
品

馬
が
い
か
る
。
〔
五
昔
集
韻
〕
駿
、
馬
怒
、
或
曰

隻
‘
螢
求
也
‘
炊
レ
隻
‘
言
,
,
馬
求
レ
協
不
レ
得
而
怒

也
。

ケ
イ
キ
ヤ
，
ウ

〔
五
昔
集
韻
〕
戚
l

呼
正
切

閤
鶉
は
‘
背
に
ま
き
げ
の
あ
る
馬
。
或
は
廣
(
4
_

9
4
9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蒻
‘
馬
回
毛
在
レ
背
曰
二

関
鶉
盆
加
ぴ
廣
゜

【
顕
】
螂

ク
，
ワ
ゥ
〔
集
韻
〕
姑
黄
切
顕

【
讀
】
細
ト
ク
”
門

[
[
i
。
~
)
に
同
じ
。
〔
字

馬
の
名
。
〔
五
昔
集
韻
〕
珠
、
馬
名
。

厨
】
〗
サ
イ
〔
五
昔
集
韻
〕
倉
代
切
醐
~

る
。
〔
玉
篇
〕
繊
馬
行
也
、
亦
作
レ
躁
゜
〔
集
韻
〕
騒
‘

馬
行
兒
。
口
騒
翡
は
‘
馬
が
す
す
ま
な
い
。
〔
集

韻
〕
騒
‘
騒
騒
‘
馬
不
レ
進
。

駿

嶽

讃

騒

劉

魏

礫

蠣

緊

躾

騒

珠

績

襲

駿

聴

駿

渠

騒

朧

磯

日
●
野
馬
。
〔
集
韻
〕
聾
、
野
馬
。
●
人
名
。
〔
晉
書
、

周
紀
傭
〕
斬
―
―
趙
驚
子
蕪
湖
↓
口
驚
駐
は
‘
良
馬
。

〔
集
韻
〕
鷹
、
聾
駐
‘
良
馬
。

【
聾
】
碑

"4司
ウ

日
l
ュ

ロ
サ
ウ

集
韻
〕
子
朗
切＞ 
P・
尤

〔
集
韻
〕
力
鐘
切

［圏囲
咤

日
口
己
み
ち
る
。
み
ち
ふ
さ
が
る
さ
ま
。
瀧
(
1
2

|
 4
8
8
2
4
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
朧
‘
充
賓
兒
゜
〔
集

韻
〕
瀧
‘
充
責
也
、
或
八
レ
馬
。
〔
詳
校
篇
海
〕
朧
、
充

塞
貌
。
國
重
ね
の
る
。
〔
集
韻
〕
職
、
重
騎
゜

【
朧
朧
】
1

誘
充
資
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
朧
璽
繊
充
賓

兒゚

,--..,. 
馳..._......, 
45067 

國国口日
リ，リ， 7,ルロ，プホ
ュャウウウ
ゥ

困

〔
集
韻
〕
慮
束
切
園

〔
集
韻
〕
閻
江
切
同
-
困

〔
集
韻
〕
良
用
切

〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切

小
日
口
尻
の
白
い
馬
。
け
つ
じ
ろ
。
〔
説

£
”
策
文
〕
騒
‘
馬
白
州
也
、
炊
レ
馬
燕
臀
゜
〔
爾

奏雅‘
秤
畜
〕
馬
白
州
‘
騒
゜
〔
注
〕
州
、
窮
也
。
〔
集
韻
〕

騒
、
馬
名
。

[
騒
]
亨
□
口
〔
集
韻
〕
伊
旬
切
霰

〔
集
韻
〕
因
蓮
切

oo

二
:r
yen1 

“
闘
羹
且

五
六
四

13160 
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【櫨】蜘

五

ハ五

〔
集
韻
〕
凌
如
切／ 
力

U

百風l

卦
‘
遇
1

一
逓
之
＂
盤
‘
其
卦
曰
‘
艮
證
連
レ
乾
‘
其
物
牡
巨
、

山
潜
之
畜
‘
匪
レ
兇
匪
レ
虎
‘
云
云
‘
按
レ
卦
名
レ
之
、
是
為
1-

纏
鼠
↓

【
櫨
駐
]
1
0
y
O

櫨
馬
に
つ
け
て
運
ぶ
。
〔
北
齊
書
、
高
祖
十

一
王
‘
彰
城
景
思
王
救
偉
〕
又
有
二
人
盆
庄
幽
州
1

来、

纏
蛇
鹿
庫
至
涵
州
界
↓

【
繍
頭
】
II

炉
首
を
い
ふ
。
罵
る
時
ぃ
ふ
語
。

【
墟
年
】
12

ザ
其
の
時
期
の
無
い
こ
と
。
十
二
支
中
‘
墟

と
名
づ
け
る
年
が
な
い
こ
と
よ
り
遂
に
會
期
な
き
意

味
に
用
ひ
る
。
〔
雲
門
録
〕
罐
年
會
慶
゜
〔
景
徳
側
燈
録
、

九
‘
蝠
州
古
雲
紳
讃
祠
師
〕
鑽
↓
―
他
古
紙
↓
纏
年
出
得
。

【
櫨
馬
】
13

心
〇
う
さ
ぎ
う
ま
。
〔
漢
書
‘
西
域
上
、
部
善
國

傭
〕
有
1

譴
愚
多
寧
壱
盃
能
作
レ
兵
‘
臭
硲
競
同
。
〔
後

漢
書
、
南
蟹
傭
〕
不
レ
計
"
将
吏
纏
馬
之
食
芸
齊
民
要
術
‘

養
牛
馬
纏
螺
〕
凡
纏
馬
‘
駒
初
生
‘
忌
1

一
灰
氣
ぶ
翌
新
出
レ

燻
者
―
頼
死
。

O
ぅ
さ
ぎ
う
ま
と
馬
。
〔
世
説
新
語
、
排

調
上
〕
讐
言
1

一
纏
馬
↓
不
レ
言
―
―
馬
纏
玉
櫨
寧
勝
レ
馬
耶
゜

【
麹
背
】
14

穴
聰
馬
の
せ
な
か
。
〔
曹
伯
啓
‘
九
日
省
舅

氏
郭
西
獨
行
因
書
レ
所
レ
見
詩
〕
豪
家
此
日
勝
―
―
金
樽
“
u

背
愁
レ
詩
睡
正
昏
。

【
纏
夫
】
1
5
7
0

埴
馬
の
う
ま
か
た
。
〔
通
俗
編
、
藝
術
、
櫨

夫
〕
五
代
史
虐
程
傭
、
有
下
仮
―
―
櫨
夫
子
程
一
者
い
程
帖
1

一興

唐
府
正
伊
之
‘
-
―
｛
子
始
見
レ
史
。

【
罐
鳴
】
16

”
ィ
纏
馬
の
鳴
く
臀
。
〔
後
漢
書
‘
戴
良
博
〕
良

少
誕
節
、
母
憲
,
,
墟
鳴
ご
良
常
學
レ
之
、
以
娯
架
焉
。
〔
宋

史
‘
苑
廷
召
博
〕
尤
不
レ
喜
玉
羞
鳴
面
聞
必
撃
1

一
殺
之
↓
〔
世

説
新
語
、
傷
逝
〕
王
仲
宣
、
好
1

一
櫨
鳴
面
既
葬
、
文
帝
臨
二
其

喪
五
顧
語
向
遊
五
I

、
王
好
1

一
纏
鳴
面
ず
各
作
ー
ー
ニ
賓
以

送
も
之
、
赴
客
皆
一
作
五
遍
鳴
↓

〖
櫨
鳴
狗
吠
〗1
7
7
0
各
聴
く
に
足
ら
な
い
も
の
。
纏
鳴

犬
吠
に
同
じ
。
〔
朝
野
餃
載
〕
温
子
昇
作
l

―
韓
陵
山
寺
碑
一

庚
信
讀
而
葛
―
―
其
本
「
南
人
問
レ
信
日
、
北
方
文
士
何
如
、

信
曰
‘
惟
有
,
,
韓
陵
山
一
片
石
↓
堪
1

一
共
語
百
口
餘
纏
鳴
狗

吠
‘
話
レ
耳
而
已
゜

〖
嘘
鳴
犬
吠
〗18
”
パ
イ
う
さ
ぎ
馬
が
噺
き
犬
が
吠
え

る
。
聰
く
に
足
ら
な
い
も
の
。
文
の
劣
っ
た
喩
。
〔
世
説

新
語
補
‘
軽
砥
下
〕
庚
信
至
レ
北
‘
唯
愛
函
g
子
厚
寒
山
寺

碑
一
後
還
レ
南
、
人
問
北
方
何
如
‘
信
日
‘
唯
寒
山
寺
一
片

石
墾
共
語
蘇
若
譴
鳴
犬
吠
可
。

【
嘘
面
】
19

グ
う
さ
ぎ
う
ま
の
や
う
に
長
い
面
。
〔
呉

ー

駿

志
、
諸
葛
格
傭
〕
格
父
瑾
、
面
長
似
レ
纏
‘
孫
櫂
大
會
二
塁
類
相
感
志
〕
凡
纏
駒
初
生
‘
未
レ
堕
レ
地
、
口
中
有
,
,
一
物

臣
使
下
人
牽
二
蘊
入
な
区
検
全
巷
四
題
旦
諸
葛
子
如
＞
肉
、
名
譴
駒
媚
云
婦
人
坤
伊
之
能
レ
媚
。

喩
ぶ
m
脆
曰
‘
乞
請
レ
筆
益
両
出
天
因
聰
輿
レ
筆
、
格
績
＝
【
鵠
駄
子
]
2
9
lii2 

t
u
o●
 

t
z
u

荷
物
を
運
ぶ
櫨
馬
。

其
下
一
旦
之
息
攀
坐
歓
笑
‘
乃
以
レ
罐
賜
レ
洛
。
【
櫨
繋
．
掬
略
】
30

昇
旧
ヤ
ク
打
毬
戯
。
〔
李
林
甫
外
傭
〕
随

【
随
蝶
】
20-70

う
さ
ぎ
う
ま
と
ら
ば
。
〔
史
記
、
大
宛
傭
〕
纏
撃
躇
略
無
,
,
休
日
↓

蝶
棄
も
似
萬
散
。
〔
揚
雄
、
反
離
騒
〕
纏
蝶
連
憲
而
齊
レ
足
。
【
纏
唇
仙
人
】
31

竺
プ
怯
慮
‘
具
さ
に
は
怯
虞
蛾
托
。
星

〔
後
漢
書
、
西
兜
博
〕
得
1

一
纏
鰈
酪
駐
馬
牛
羊
二
萬
餘
頭
-
宿
の
法
を
説
い
た
古
仙
の
繹
名
。
〔
月
蔵
経
‘
七
〕
怯
虚

〖
櫨
蝶
兒
〗21
h
.
i
'
J
u
 02

呼
h

墟
の
牝
に
馬
の
牡
が
颯
托
纏
神
仙
人
‘
隋
言
1

一
聰
唇
一
身
橙
端
正
‘
唯
脊
似
レ

か
か
つ
て
生
れ
た
螺
馬
。
普
通
の
蝶
よ
り
小
さ
く
口
が
櫨
‘
是
故
為
1

輝
罐
唇
仙
人
↓

尖

つ

て

ゐ

る

。

【

鑢

前

馬

後

】

32

裳
／
う
さ
ぎ
う
ま
の
前
、
馬
の
後
に

【
埴
鼻
】
22

五
う
さ
ぎ
う
ま
と
ら
ば
。
日
知
録
‘
巻
―
-
＋
甜
逐
す
る
奴
隷
。
他
の
言
行
に
屈
従
し
て
自
己
獨
自
の

九
‘
論
兵
部
に
纏
鼠
の
目
あ
り
。
〔
史
記
‘
匈
奴
博
〕
其
奇
見
識
な
き
人
を
嘲
る
語
。
〔
景
徳
傭
燈
録
、
十
五
、
笥
州

畜
則
棄
駐
纏
畠
訣
駿
。
〔
呉
志
、
諸
葛
格
傭
‘
注
〕
櫂
嘗
饗
1

一
洞
山
良
伶
轟
師
〕
師
日
‘
苦
哉
苦
哉
、
今
時
人
例
皆
如
レ

蜀
使
費
棒
工
先
逆
赦
―
―
累
臣
「
使
至
伏
食
勿
レ
起
‘
樟
至
‘
此
‘
只
是
認
二
纏
前
馬
後
涵
E

為
―
―
自
己
↓
佛
法
平
沈
、
此

櫂
為
綴
レ
食
‘
而
塁
下
不
レ
起
、
檎
暉
レ
之
日
‘
鳳
凰
来
翔
、
之
是
也
。

麒
騎
吐
レ
哺
‘
櫨
畠
無
レ
知
、
伏
食
如
レ
故
。
〔
柳
宗
元
、
晉
【
騎
レ
鱚
否
R

レ
譴
】
3
3
0
0
i
"
昇
墟
に
乗
っ
て
居
り
乍
ら
、

問
〕
櫨
嶽
牛
馬
之
運
‘
西
出
1

一
秦
瀧
↓
南
過
,
,
奥
部
平
北
極
二
櫨
を
尋
ね
覚
め
る
を
い
ふ
。
其
の
本
を
忘
れ
て
他
に

燕
代
盃
東
違
1

一

周

宋

↓

求

め

る

喩

。

又

、

道

を

身

外

に

求

め

る

愚

か

な

喩

゜

〔

大

【
櫨
劣
】
2
3
V
O
'

墟
馬
の
鷺
劣
な
こ
と
。
〔
湖
海
捜
奇
〕
映
誠
一
覧
〕
参
祠
有
三
病
「
一
是
騎
レ
櫨
覚
レ
纏
‘
一
是
騎

西
民
家
‘
畜
二
墟
石
其
壻
借
乗
入
レ
市
‘
躁
レ
時
往
返
‘
百
不
―
―
肯
下
↓
〔
蘇
拭
‘
和
二
黄
龍
清
老
一
詩
〕
騎
レ
聰
兌
レ
鰭

里
如
レ
飛
、
壻
心
窯
愛
レ
之
、
翁
問
、
蹄
何
太
早
‘
壻
詭
云
、
異
可
レ
笑
、
以
レ
馬
喩
レ
馬
亦
成
レ
経
。
〔
黄
庭
堅
‘
寄
―
―
黄

櫨
劣
、
行
＋
里
‘
即
臥
不
レ
起
‘
因
牽
レ
之
蹄
耳
、
一
日
、
翁
龍
清
老
1

詩
〕
騎
レ
纏
覚
レ
墟
慎
可
レ
笑
、
以
レ
馬
喩
レ
馬
亦

賃
其
皐
殺
而
烹
レ
之
、
壻
聞
急
止
日
、
我
戯
耳
、
愧
恨
成
レ
疑
°

取
其
腹
麗
、
腰
有
云
腎
；
器
千
里
櫨
也
、
翁
怒
‘
絶
1
-

其
壻
↓

【
纏
輩
】
24VO
ノ
う
さ
ぎ
馬
に
ひ
か
す
て
ぐ
る
ま
。
〔
後

漢
書
、
部
訓
傭
〕
粛
宗
従
レ
之
‘
遂
罷
―
其
役
↓
更
用
二
櫨

輩
工
威
省
レ
費
億
萬
計
。

【
嘘
王
】
25

炉
志
性
凡
劣
の
人
を
い
ふ
。
穆
延
和
の
故

事
。
〔
北
史
‘
魏
獣
文
六
王
‘
咸
陽
王
藉
子
坦
傭
〕
坦
一
名

穆
、
字
延
和
‘
傲
狼
凶
粗
、
因
―
―
飲
酔
之
際
ぶ
空
洛
橋
左

右
五
頓
辱
元
2

人
盃
竺
道
路
所
＞
患
、
従
叔
安
豊
王
延
明
、

毎
切
―
―
責
之
1

曰
‘
云
云
‘
昔
宋
有
二
東
海
王
韓
玉
心
性
凡

劣
、
時
人
琥
日
二
纏
王
「
我
熟
孟
帆
汝
所
i

作
‘
亦
恐
不
レ
免
1
-

纏
琥
面
常
時
聞
者
、
亦
琥
為
』
纏
王
↓

【
譴
肝
肺
】
26
I
i
i
'
k
a
n
'
f
e
i
•

櫨
の
肝
と
肺
。
つ
ま
ら

な
い
も
の
。

【
櫨
駒
子
】
21
I
i
i
'
c
h
i
i
'
t
z
i
i
 

0
墟
馬
の
子
。

O
品
の

名
。
管
巻
。
く
だ
ま
き
。

[
埴
駒
媚
】
28

弓
墟
駒
の
子
の
口
中
に
あ
る
肉
。
〔
物

【駿】
5

タ
ク
・
ラ
ク

駈
(
1
2
ー

4
4
5
9
2
)
に
同
じ

〔
集
韻
〕
駈
‘
或
作
レ
駿
。

〔
海
篇
〕
徒
登
切
困
〗

ト
ー
ウ

ド
ぶ
ツ

0
馬
が
を
ど
る
。
〔
海
篇
〕
駿
、
馬
躍
也
。
●
騰
(
1
2

|
 4
4
9
1
5
)

の
俗
字
。
〔
集
韻
〕
騰
‘
俗
作
レ
貌
゜

祠】匂 冨】5
日
ヵ
ク
〔
字
彙
〕
古
岳
切
瑯
{

□
カ
ク
〔
字
彙
〕
昂
各
切
寧
〖

日
口
額
の
白
い
馬
。
〔
字
彙
〕
譴
馬
白
額
。
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小
日
●
馬
首
が
或
は
あ
ふ
ぎ
或
は
た
れ

息g”
萩
る
。
〔
説
文
〕
駿
‘
馬
之
低
仰
也
、
炊
レ
馬

襄
瞥
。
〔
段
注
〕
低
嘗
レ
作
レ
氏
‘
馬
之
或
挽
或
仰

謂
乏
墨
0
馬
首
が
あ
が
る
。
馬
が
は
し
る
時

に
首
を
あ
げ
る
。
〔
六
書
故
〕
襲
‘
馬
行
迅
疾
‘

首
謄
騨
也
。
〔
曹
植
、
築
府
、
五
遊
篇
〕
華
蓋
紛
晩

藷
‘
六
龍
仰
レ
天
騨
。
〔
呉
師
道
‘
次
下
韻
許
可
用

参
政
従
レ
幸
1

一
承
天
護
聖
寺
―
是
日
陸
中
左
丞
起
吋
〕

四
月
龍
舟
邁
、
千
官
馬
首
騎
°
〇
あ
が
る
。
を

ど
る
。
〔
字
彙
〕
騒
‘
騰
躍
也
‘
學
也
。
〔
司
馬
相

如
、
大
人
賦
〕
放
散
畔
岸
‘
襲
以
屏
顔
。
〔
後
漢

書
‘
呉
蓋
陳
威
傭
賛
〕
｛
是
為
―
―
龍
壌
↓
〔
注
〕
蒻
‘

學
也
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
亮
之
素
志
、
進
欲
―
―
―

龍
譲
虎
視
‘
包
―
―
括
四
海
↓
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
参
＝

辰
極
而
高
騒
゜
〔
注
〕
善
日
、
孔
安
國
尚
書
博
曰
‘

襄
上
也
、
譲
輿
レ
襄
同
‘
向
曰
‘
襲
‘
學
也
。
〔
播

岳
、
藉
田
賦
〕
龍
駿
騰
騒
゜
R
は
し
る
。
は
せ
る
。

〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
乃
奮
レ
翅
而
騰
駿
゜
〔
注
〕
綜
曰
‘

襲
‘
馳
也
。

O
は
や
い
。
〔
廣
韻
〕
騒
‘
又
、
速
也
。

O

と
ほ
い
。
〔
字
彙
〕
騒
、
遠
也
。

O
後
の
右
足
が
白

藷】年
園□ ピl
ジ'-=-,ジ，サシ，
ャャャウャ
ウウウ ウ

,“
 

【

騒

】

釦

‘

X
ユ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
駿
‘
音
緊

冨

[

】

[

ケ
イ

塙
(
1
2ー

4
5
0
 83)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
蝸
‘
俗
繊
字
。

馬

部

鯛

騒

譲

譲

い
馬
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
馬
後
右
足
白
、
騎
°
R
古
‘
子
と
呼
ぴ
景
鴻
を
龍
文
と
呼
ぶ
。
後
世
‘
良
子
弟
の
梢

襄
(
1
0
ー

3
4
5
5
6
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鵠
古
作
レ
と
す
。
〔
北
史
、
装
延
偶
博
〕
延
偶
従
父
兄
宣
明
、
位
―
―
華

襄

□

曰

の

O
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
譲
馬
右
足
白
。
州
刺
史
ご

9
悪
政
↓
溢
曰
レ
簡
‘
-
―
子
景
鸞
・
景
鴻
拉

有
逸
オ
両
束
呼
―
―
景
鸞
為
一
輝
子
一
景
鴻
総
龍
文
一

【
譲
期
】
4

A

駿
馬
,
I
 

B
に
千
里
を
行
く
良
馬
。
〔
韓

【
騎
首
】
1

．
巧
馬
の
首
を
あ
げ
る
。
〔
郷
陽
‘
上
,
,
書
呉

非
子
‘
難
勢
〕
且
夫
治
千
而
乱
一
、
卑
ハ
,
,
治
一
而
乱
千
一

工
書
〕
臣
聞
‘
鮫
龍
騒
レ
首
奮
レ
翼
、
則
浮
雲
出
流
‘
霧
雨

也
‘
是
猶
下
乗
,
,
駿
馴
而
分
馳
上
也
。

咸
集
。
〔
注
〕
翰
曰
‘
騒
‘
學
也
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序

【
譲
種
】
5

パ
ュ
良
馬
の
た
ね
。
韓
じ
て
、
す
ぐ
れ
た
性
質

賛
〕
整
―
―
轡
高
衛
五
テ
首
天
路
↓
〔
晉
書
、
孝
武
帝
紀
論
〕

を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
閲
,
,
世
亭
詩
―
贈
1

一
任
仲
微
1

詩
〕
象
レ

遇
涸
雲
而
縛
首
‘
置
沈
川
而
能
檎
゜
〔
顔
延
之
、

賢
慎
譲
種
‘
琥
訴
甘
―
ー
百
誦
↓
〔
高
至
‘
詩
〕
駿
種
雖
レ
難
レ

緒
白
馬
賦
〕
脊
―
―
西
極
―
而
襲
レ
首
‘
望
―
―
朔
雲
1

而
蹂
レ
足
。

匹
‘
鴻
雛
已
為
レ
行
。

【
襲
蝸
】
2

紗
，
ヤ
ウ
あ
が
る
み
づ
ち
。
首
を
あ
げ
て
、
天
に

【
額
渚
】
6

パ
ヨ
溝
、
朱
鳳
台
(
6ー

1
4
4
2
4
:
 9
8
8
)

の
琥
。

の
ぽ
る
み
づ
ち
。
〔
博
玄
‘
走
狗
賦
〕
首
類
直
霜
竺
尾
如
1

〔

集

韻

〕

思

将

切

麗

謄

蛇

↓

。
【
譲
足
】
7

9

ク
駿
馬
の
あ
し
。
轄
じ
て
、
す
ぐ
れ
た
才
能

の
喩
゜
〔
晉
書
、
王
接
博
論
〕
才
調
秀
出
、
見
レ
賞
,
,
知
音
一

【
襲
武
】
3

衣
苫
消
、
陸
彦
龍
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 3
2
1
)

の
字

T
一尤

h
s
i
a
n
g
ニ

聾
其
夭
柾
‘
未
＞
申
1

一
駿
足
↓
〔
北
史
‘
循
吏
‘
張
華
原
傭
〕

集
韻
〕
如
陽
切
醐
-

若
能
屈
輝
足
子
此
ぶ
竺
共
享
―
―
富
貴
↓

曰
キ
〔
集
韻
〕
几
利
切
面
〖
展
顔
足
―
〗

8
戊
カ
ク
ヲ
豪
傑
の
士
能
＜
其
の
技
術
を

籟】
5

り
I

c
h
i
'

振
ふ
を
い
ふ
。
駿
は
一
日
千
里
を
行
く
名
馬
。
〔
蜀
志
、
瀧

□
キ
〔
集
韻
〕
居
宜
切
甲
3

統
傭
〕
呉
将
魯
粛
違
先
主
織
曰
‘
瀧
士
元
非
百
里
オ
―

小

El口
●
＿
日
に
干
里
を
行
く
良
馬
。
也
、
使
レ
塵
治
中
別
駕
之
任
一
始
常
レ
展
―
―
其
駿
足
耳
゜

【
譲
展
】
，
？
清
‘
沈
曰
蹂
(
6ー

1
7
1
0
0
9
:
 4
3
1
)

の
字
。

纂€
豪
〔
説
文
〕
駿
‘
千
里
馬
也
‘
孫
陽
所
レ
相【
譲
尾
】
1
0
5

駿
馬
の
し
り
。
韓
じ
て
、
す
ぐ
れ
た
人
物

の
あ
と
を
い
ふ
。
〔
陸

fI、
感
↓
―
知
己

g四
任
防
―
賦
〕
附
―
―

者
‘
炊
レ
馬
翼
瞥
。
〔
論
語
、
憲
問
〕
蹟
不
レ
梢
―
―
其
力
「

租
其
徳
↓
〔
繹
文
〕
譲
‘
古
之
善
馬
也
。
●
俊
オ
。
蒼
蠅
於
駿
尾
五
竺
明
鏡
於
朝
光
一
〔
張
曙
‘
下
第
戯
妖

傑
士
。
才
能
の
す
ぐ
れ
た
者
。
〔
史
記
‘
伯
夷
博
〕
元
雀
昭
緯
詩
〕
千
里
江
山
陪
―
―
駿
尾
↓

附
輝
尾
而
行
盆
顕
゜
〔
晉
書
、
虞
豫
傭
〕
世
不
レ
〖
託
―
―
駿
尾
―
〗

l
l
"店
す
ぐ
れ
た
人
の
し
り
へ
に
付

°
き
従
ふ
。
附
―
―
譲
尾
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
陳
鷺
博
哀
帝
報

以
二
手
書
ー
曰
‘
云
云
‘
蒼
蠅
之
飛
、
不
レ
過
―
―
散
歩
盃
翌
起
,
,

乏
レ
譲
。

O
通

じ

て

鎧
(
1
2
-
4
4
9
1
8
)

に
作
る

駿
尾
ぶ
竺
以
絶
＞
繋
゜
〔
注
〕
張
敗
書
曰
‘
蒼
蠅
之
飛
、
不
レ

〔
集
韻
〕
蹟
、
通
作
レ
騒
。
⑲
古
‘
麓
(

9

|
3
2
4
5
9
)
 

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
頴
‘
古
文
罷
°
過
二
十
炭
自
託
二
駿
譲
之
尾
乃
騰
―
―
千
里
之
路
ぶ
~
無
レ

[
蠣
驚
】
1

が
駿
馬
。
一
日
に
千
里
を
行
く
良
馬
。
〔
呂
損
二
於
駿
駿
盃
丙
レ
使
1

一
蒼
蠅
絶
＞
露
也
、
見
立
竪
博
↓

覧
、
察
今
〕
良
剣
期
-
―
乎
断
示
＇
レ
期
―
乎
錢
霞
良
馬
期
―
―
〖
附
―
―
駿
尾

-
]
1
2
琵
ー
後
進
の
士
が
、
先
逹
の
士
に
よ

乎
千
里
ご
小
レ
期
,
,
乎
譲
驚
↓
〔
注
〕
驚
‘
千
里
馬
名
也
。
つ
て
其
の
徳
を
成
し
其
の
名
を
成
す
を
い
ふ
。
蒼
蠅

〔
呂
覧
、
士
容
〕
夫
譲
驚
之
氣
、
鴻
鵠
之
志
、
有
レ
諭
―
―
乎
が
干
里
の
馬
の
尾
に
附
い
て
遠
い
と
こ
ろ
に
達
す
る

人

少

者

、

誠

也

。

や

う

な

喩

゜

〔

史

記

‘

伯

夷

傭

〕

顔

淵

雖

-
1

篤
學
面
5
譲

【
譲
子
】
2

A

良
馬
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
拉
乗
二
額
子
面
倶
尾
1

而
行
盆
顕
゜
〔
史
記
、
奥
鄭
腺
灌
博
贄
〕
登
自
知
下

服
漁
文
→
〔
注
〕
良
日
‘
譲
子
‘
良
馬
。
〔
徐
陵
、
移
レ
齊
文
〕
附
二
駿
之
尾
盃
ぎ
名
漢
庭
砿
ご
流
•
子
孫
上
哉
。
〔
故
事
成

栖

獲

龍

駒

駿

子

‘

百

―

―

千

其

塁

↓

語

考

、

鳥

獣

〕

附

1

一
穎
尾
る
手
人
引
帯
↓

〖
譲
子
龍
文
〗3[
が
了
穀
宣
明
の
二
子
景
鸞
·
景
鴻
【
駿
驚
】
1
3
t
千
里
の
馬
が
は
せ
る
。
〔
甕
鐵
論
‘
毀
學
〕

は
す
ぐ
れ
た
才
能
が
あ
っ
た
の
で
、
河
東
で
景
鸞
を
額
及
,
,
其
奮
翼
高
攀
盃
龍
昇
穎
驚
゜

〔十
六
ー
—
＋
七
鵞
〕

【
譲
也
】
1
4
[

後
漢
、
妥
駿
(
7
|
1
9
6
7
2
 :
 5
)

の
字
0

6

2
ー

【
譲
縣
】
1
5
[
ヨ
ク
名
馬
の
名
。
〔
論
衡
‘
案
書
〕
故
馬
炊

1
-
3ー

千
里
二
不
―
―
必
額
騨
↓
〔
後
漢
書
、
東
夷
博
序
〕
穆
王
後
得
―
―

譲
騨
之
乗
ご
五
魏
文
帝
、
典
論
、
論
文
〕
咸
以
自
騎
―
―
駿
騨

子
千
里
盃
四
齊
レ
足
而
並
馳
゜
〔
慮
謀
、
贈
―
―
劉
現
一
詩
〕
脊

同
―
―
尤
良
↓
用
乏
二
頴
騨
↓

【
譲
聯
]
1
6
"
，
清
‘
毛
遠
公
(
8
-
1
6
7
7
2
 :
 2
5
8
)

の
字
。

【
駿
踪
籠
】
芯
弩
城
の
名
。
雲
南
省
誅
豊
縣
の
東
北
。

〔
元
史
、
地
理
志
四
‘
誅
豊
‘
注
〕
在
え
女
寧
州
西
↓
治
1

一白

杖
其
地
揮
熱
、
非
↓
一
大
酋
所
p

居
‘
惟
烏
雑
蜜
居
レ
之
‘
遷

徒
不
レ
常
‘
至
元
十
二
年
‘
割
え
女
寧
千
戸
之
禄
埠
・
化
泥
．

譲
踪
籠
三
慮
一
立
―
誅
翌
縣
石
因
江
中
有
レ
石
如
＞
甑
‘
俗

名
面
喪
諜
謂
レ
緑
為
泊
‘
埠
為
甑
‘
訛
筏
今
名
↓

【
譲
焉
程
分
】
18

芥
ぢ
ク
／
駿
馬
も
伯
架
が
ゐ
な
く
て
は

其
の
力
量
を
認
め
ら
れ
な
い
。
英
オ
も
明
君
が
な
く
て
は

其
の
材
能
の
認
め
ら
れ
な
い
喩
゜
〔
楚
絆
‘
九
章
‘
懐
沙
〕
伯

架
既
没
‘
績
焉
程
号
。
〔
注
〕
伯
築
‘
善
相
和
馬
也
‘
程
‘
贔
也
‘

言
‘
麒
譲
不
レ
遇
伯
架
面
~
細
炉
所
白
竺
量
其
オ
カ
一
也
‘

以
言
下
賢
臣
不
レ
遇
明
君
↓
則
無
知
閃
レ
施
―
―
其
智
能
一
也
。

【
駿
服
甕
車
]
1
9
"
ク
[
/
ヤ
—
ー
名
馬
が
徒
ら
に
堕
を
運

搬
す
る
車
を
引
い
て
居
る
。
賢
士
が
賤
役
に
従
ふ
喩
゜

〔
戦
國
‘
楚
策
〕
夫
譲
之
蜘
至
英
、
服
面
笛
工
而
上
1

一太

行
盃
E

申
膝
折
、
尾
湛
腑
潰
‘
漉
汁
瀧
レ
地
、
白
汗
交
流
、

中
阪
遷
延
、
負
レ
棘
不
レ
能
レ
上
‘
伯
築
遭
レ
之
、
下
レ
車
攀

而
哭
レ
之
、
解
―
―
紆
衣
一
以
幕
レ
之
、
頴
於
レ
是
挽
而
噴
‘
仰

而
鳴
‘
瞥
逹
1

一
於
天
ヰ
右
レ
出
1

一
金
石
臀
―
者
何
也
、
彼
見
ニ

伯
架
之
知
＞
己
也
。
〔
買
誼
弔
,
,
屈
原
文
〕
騰
1

一
駕
罷
牛
1

鰺

賽

罐
1

分
‘
譲
垂
雨
耳
服
属
車
合
。

【
使
疏
捕
＞
鼠
】
2
0
"
”
~
-
＂
“
ズ
｀
ヲ
千
里
の
馬
に
鼠
を
捕

へ
さ
す
。
人
を
使
ふ
道
を
誤
り
‘
賢
人
を
つ
ま
ら
な
い

官
職
に
任
ず
る
喩
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
麒
穎
騨
騒
‘
一
日

而
馳
一
千
嬰
捕
レ
鼠
不
レ
如
狸
牲
↓

【
附
レ
譲
攀
レ
鴻
】
21

芯
]

5

／
蚊
品
も
駿
尾
に
附
し
鴻
翻

に
と
り
つ
け
ば
千
里
を
践
渉
し
、
四
海
を
飛
翔
す
る
こ

と
が
出
来
る
。
後
進
の
士
が
先
逹
の
士
に
よ
っ
て
其

の
徳
を
成
し
其
の
名
を
成
す
を
い
ふ
。
〔
王
褒
‘
四
子

講
徳
論
〕
夫
蚊
姦
終
日
経
螢
、
不
レ
能
レ
越
陪
序
面
附
1

一譲

尾
則
渉
―
―
千
墨
攀
鴻
紐
則
翔
匹
海
↓

【
譲
遇
砧
盗
杢
而
長
鳴
】
22

梵'””り？ァ
t
テ
千
里
の
名

馬
が
伯
架
に
己
の
不
遇
を
訴
へ
る
。
賢
者
の
不
遇
に
在

五
Iヽ

＇ Iヽ



(45076・ ・23)一 (45089)

馬

部

〔
十
七
ー
ー
十
八
董
〕

譲

耀

顆

鸞

鸞

騒

駿

襲

騒

耀

耀

膿

鵬

講

五
六
七

【
鸞
】
〖
久
ワ
，
ウ
わ
ず
バ
忙

0じ
。
〔
字

●
は
し
る
。
を
ど
る
。
〔
海
篇
〕
鶯
‘
奔
馳
躍
也
。

●
む
な
し
い
。
〔
海
篇
〕
驚
、
虚
也
。
●
わ
た
る
。

〔
海
篇
〕
驚
、
度
也
。

【

驚

】
5

騎

〔

海

篇

〕

徒

登

切

國

日
口
●
馬
が
は
ね
る
。
〔
廣
韻
〕
鵬
馬

跳
躍
也
。
●
脊
の
曲
っ
た
馬
。
せ
だ

を
。
〔
説
文
〕
顆
、
馬
曲
脊
也
、
ハ
レ
馬
鞠
臀
。
参
或

は
麹
(
1
2
-
4
4
8
2
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顆
‘
或
省
。

酌
い

【
顆
】
』

日
□
7

〔
集
韻
〕
渠
竹
切
園
『

口
キ
ク
〔
集
韻
〕
居
六
切
園
『

【
揺
】
年

爽
、
通
作
レ
爽
。
サ
ウ

験
(
1
1
1
-
4
4
9
5
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
騒
‘
騒
騒
、
良
馬
名
、
或
炊
レ

る
者
が
知
已
の
人
に
己
の
境
遇
を
訴
へ
る
喩
。
〔
戦
國
‘

楚
策
〕
夫
譲
之
歯
至
矢
、
服
1

一
璧
車
盆
皿
上
1

一
太
行
盃
蹄
申

膝
折
、
尾
湛
附
潰
‘
漉
汁
瀧
レ
地
、
白
汗
交
流
、
中
阪
遷

延
、
負
レ
棘
不
レ
能
レ
上
、
伯
架
遭
レ
之
、
下
レ
車
攀
而
哭
レ

之
、
解
t

一
紆
衣
ー
以
幕
レ
之
、
譲
於
＞
是
挽
而
噴
‘
仰
而
鳴
‘

瞥
逹
―
―
於
天
一
若
丘
出
"
金
石
臀
―
者
何
也
、
彼
見
―
―
伯
築

之
知
P

己
也
。

【
睛
レ
譲
之
馬
亦
譲
之
乗
也
】
23

力ゃ八，
aff907

”
”
マ
モ
志
の

あ
る
だ
け
で
も
亦
其
の
仲
間
で
あ
る
を
い
ふ
。
〔
法
言
‘

學
行
〕
稀
レ
額
之
馬
、
亦
穎
之
乗
也
‘
蹄
J

顔
之
人
‘
亦
顔

之
徒
也
。
〔
注
〕
賭
‘
慕
也
。

〔
集
韻
〕
呼
官
切
」
塞

rx~huan1 

小
●
馬
の
名
。
〔
説
文
〕
職
馬
名
、

A
レ
馬

豪
翡
臀
。
●
馬
の
や
は
ら
ぎ
た
の
し
む

信
さ
ま
。
〔
同
文
備
孜
〕
職
馬
和
築
貌
。
●
よ
ろ

【馳】[
ク
，
ワ
ン

【
耀
】
年

馬
が
行
く
。
〔
集
韻
〕
耀
、
馬
行
也
。

グク

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

國

騒
(
1
2
|
 4
4
7
5
3
)

に
同
じ
。
〔
集

【
騒
】
〗
韻
〕
騒
‘
或
作
レ
騒
。
〔
晉
書
、
劉
曜

載
記
〕
及
―
―
其
死
面
で
上
歌
ら
之
日
、
隈
上
牡
士
有
,
,
陳
安
一

騒
聰
文
馬
鐵
鍛
鞍
。
〔
何
超
昔
義
〕
騒
、
馬
行
疾
也
。

デ．
7

●
馬
に
似
た
＿
角
獣
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
鶉
‘
如
レ

馬
、
一
角
、
不
レ
角
者
麒
。
〔
注
〕
元
康
八
年
、
九
箕

郡
撒
得
二
獣
下
大
如
レ
馬
、
一
角
、
角
如
―
―
鹿
茸
一

此
即
鶉
也
。
●
良
馬
。
〔
玉
篇
〕
鶉
‘
麒
譲
。
参
通

じ
て
扁

(11ー
4
2
1
2
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
塙
、
通

作
レ
焉
。

【職】螂

〔
集
韻
〕
玄
圭
切
圏
i

ケ
イ
ヱ

,――― 

【
騎
】
〗
ケ
ン

賽
(UIー
4
4
8
9
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
襲
‘
俗
賽
字
。

【
騒
】
』

騰
（
1
1
3
-
4
4
9
1
5
)

に
同
じ
。
〔
海

ト
ヴ

篇
〕
騒
、
同
レ
謄
゜

こ
ぶ
。
よ
ろ
こ
ぴ
。
歓
(
6ー

1
6
2
4
2
)

に
通
ず
。
〔
孟
愛
1

一
利
之
↓
〔
漢
書
、
董
仲
舒
博
〕
簗
然
有
レ
文
、
以
相
接
、

子
、
盛
心
上
〕
耀
虞
如
也
。
〔
昔
義
〕
朧
虞
、
義
営
レ
耀
然
有
レ
恩
、
以
相
愛
。
〔
新
序
‘
雑
事
三
〕
民
之
親
レ
我
、
耀

然
如
交
母
↓
〔
論
衡
、
知
責
〕
臣
聞
、
君
子
有
三
色
云
耀

然
喜
築
者
、
鐘
鼓
之
色
、
愁
然
清
浮
者
、
衰
経
之
色
‘
愧

作
1
1

歓
娯
工
古
字
通
用
耳
。
〔
荀
子
、
大
略
〕
夫
婦

然
充
1

一
涌
手
足
一
者
、
兵
革
之
色
。

不
レ
得
レ
不
レ
耀
。
〔
注
〕
羅
、
興
レ
歓
同
。

【
耀
愛
】
1

乃
よ
ろ
こ
び
可
愛
が
る
。
歓
愛
。
〔
史
記
、
【
羅
兜
】
15

昴
/
唐
発
の
時
の
人
。
共
エ
と
比
周
し
て

築
書
〕
欣
喜
耀
愛
、
築
之
容
也
。
〔
漢
書
、
最
錯
博
〕
耀
愛
悪
を
為
し
、
舜
之
を
崇
山
に
放
つ
。
崇
山
は
今
の
湖
南

之

心

、

足

―

―

以

相

死

↓

大

庸

縣

の

西

南

。

〔

書

、

発

典

〕

耀

兜

日

、

都

共

エ

、

方

鳩

【
耀
説
】
2

砂
よ
ろ
こ
ぶ
。
〔
漢
書
、
疎
廣
博
〕
及
1

畜
l

偲
レ
功
。
〔
傭
〕
魔
兜
、
臣
名
。
〔
書
、
舜
典
〕
惟
刑
之
憧
哉
、

酒
宴
云
奉
レ
膳
上
レ
壽
、
辟
證
閑
雅
‘
上
甚
耀
説
。
流
11

共
エ
子
幽
洲
面
放
1

一
耀
兜
子
崇
山
↓
〔
博
〕
黛
11

於
共

【
騨
焉
】
3

翌
よ
ろ
こ
ぶ
さ
ま
。
〔
左
氏
、
昭
、
五
〕
君
工
盃
罪
悪
同
‘
崇
山
、
南
裔
。
〔
書
、
皐
陶
膜
〕
能
哲
而
悪
、

若
職
焉
好
―
―
逆
使
臣
ご
滋
散
邑
休
墾
而
u空
其
死
エ
」
何
憂
―
―
乎
耀
兜
↓
〔
疎
〕
若
帝
発
能
智
而
憑
‘
則
嘗
レ
朝
無
1

撫

日

芙

。

姦

辰

何

憂

憫

於

耀

兜

之

侯

↓

【
罐
合
】
4

翌
よ
ろ
こ
び
や
は
ら
ぐ
。
耀
治
に
同
じ
。
【
職
頭
】
16

衿
/
國
の
名
。
耀
兜
の
後
。
謹
頭
。
〔
山
海
経
、

〔
史
記
、
外
戚
世
家
〕
既
耀
合
芙
、
或
不
レ
能
レ
成
1

平
子
姓
↓
大
荒
南
経
〕
職
頭
人
面
鳥
嗽
‘
有
レ
翼
、
食
二
海
中
魚
面
5

レ

【
耀
治
】
5

翌
よ
ろ
こ
び
や
は
ら
ぐ
。
歓
治
。
〔
漢
書
‘
翼
而
行
‘
云
云
、
有
―
―
耀
頭
之
國
↓

文
帝
紀
〕
施
忍
於
天
下
五
諸
侯
四
夷
、
遠
近
罐
治
。
【
耀
附
】
17

ガ
？
よ
ろ
こ
び
し
た
が
ふ
。
歓
附
゜
〔
唐
書
、

【
羅
喜
】
6

"
？
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
。
歓
喜
。
憧
喜
゜
〔
漢
書
、
呉
湊
博
〕
度
ー
ー
朝
廷
可
レ
行
者
正
故
軍
中
羅
附
゜

匈
奴
博
下
〕
元
帝
以
1

一
後
宮
良
家
子
王
膿
‘
字
昭
君
正
｝
【
羅
門
】
18

努
ン
歓
門
（
8
-
1
6
2
4
2
:
 9
8
)

に
同
じ
。
〔
夢

箪

子

盃

畢

干

耀

喜

。

華

録

要

〕

鋪

面

朱

緑

装

飾

‘

謂

―

―

之

耀

門

↓

【
職
欣
】

1
%
／
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
。
歓
欣
。
歓
折
。
灌
欣
。
【
耀
楡
】
19

立
ワ
ン
よ
ろ
こ
び
た
の
し
む
。
歓
像
。
灌
愉
。

憧
折
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
是
故
夜
戦
其
贅
相
聞
、
足
―
―
以
無
ヮ
〔
呂
覧
、
尊
師
〕
載
靡
愉
面
型
書
意
-
〔
注
〕
厩
師
歓
悦
一

風
萱
戦
其
目
相
見
、
足
―
―
以
相
識
こ
耀
欣
足
,
,
以

相

死

↓

以

問
1

一
書
意
↓

〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
羅
欣
奉
レ
教
、
蓋
知
注
法
式
↓
〔
漢
書
、
【
靡
築
】
2
0
"ガ
ン
よ
ろ
こ
び
た
の
し
む
。
歓
築
。
灌
架
。

文

帝

紀

〕

上

下

耀

欣

。

〔

新

書

、

層

遠

〕

故

遠

方

人

安

―

―

其

居

工

士

民

皆

有

n

一耀
11

業

【
朧
虞
】
8

”
？
よ
ろ
こ
び
た
の
し
む
。
虞
は
娯
。
歓
虞
。
其
土
↓
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
〕
稽
為
1

一
主
人
翁
五
飲
大
職
業
。

〔
孟
子
、
盛
心
上
〕
孟
子
日
、
覇
者
之
民
‘
耀
虞
如
也
、
王
【
極
レ
耀
】
21

烙
芍
よ
ろ
こ
び
を
き
は
め
る
こ
と
。
〔
史

者
之
民
‘
暉
暉
如
也
。
〔
集
注
〕
羅
虞
、
奥
1

歓
娯
ー
同
。
記
、
高
祗
紀
〕
日
築
飲
、
極
レ
羅
道
1

一
藷
故
↓

〖
瞳
虞
堂
】
，
昴
/
グ
梅
澤
惟
文
の
琥
。
梅
澤
西
郊

(
6ー

1
4
8
3
0
 :
 2
9
0
)
を
見
よ
。

【
躾
】
年

【
耀
迎
】
10

九
竺
よ
ろ
こ
び
迎
へ
る
。
歓
迎
。

【
耀
州
】
11

呼
州
名
。
隋
、
置
く
。
安
南
の
北
部
。

【
職
心
】
12

呟
よ
ろ
こ
ぶ
心
。
う
れ
し
く
思
ふ
心
。
歓

心
。
憧
心
。
〔
史
記
、
築
書
〕
築
興
,
,
天
地
面
に
意
、
得
―

萬
國
之
耀
心
↓
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
朝
臣
和
1

一
於
内
る
[

國
罐
―
―
於
外
正
故
證
得
―
―
其
耀
心
百
溢
デ
一
其
先
祗
↓

【
耀
潜
】
13

均
國
の
名
。
大
宛
の
西
の
小
國
゜
〔
史
記
、

大
宛
博
〕
及
宛
西
小
國
‘
耀
潜
大
益
゜

【
靡
然
】
14

努
ン
よ
ろ
こ
ん
で
う
ち
と
け
た
さ
ま
。
歓

然
。
講
然
。
憧
然
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
莫
レ
不
霞
罐
然
欲
n

【
讃
】
細

テ
ン

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
知
巻
切
。

【
鵬
】
〗
ク

狗
(
1
0
-
3
6
3
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

狗
‘
或
作
レ
覇
。

ヘ，ウ

鰈
(
1
2
-
4
4
9
6
6
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
親
‘
鰈
本
字
。

13163 
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名
。
〔
集
韻
〕
朧
‘
朧
軒
、
縣
名
、
在
1
1

張

液

↓

歴

こ

也

似

レ

虎

。

下

七

慮

、

以

,

,

襄
山
一
為
レ
最
、
予
在
―
―
南
中
1

所
レ
見
、
又

ま

。

二

歳

馬

。

【

朧

宮

】

1
0
"
f
ゥ
朧
山
宮
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
不
レ
止
-
―
七
慮
一
也
。

朧
宮
高
慮
入
三
品
烹
仙
柴
風
瓢
慮
慮
聞
。
〖
朧
山
老
母
〗

1
8
”
”
か
古
の
女
仙
の
名
。
〔
集
仙
博
〕
殷

【
朧
駒
】
"
”
●
く
ろ
ご
ま
。
黒
馬
。
〔
應
朦
、
興
溢
E

公
周
之
際
、
有
』
朧
山
女
為
,
,
天
子
云
長
其
為
1

人
、
必
有
―

【
朧
邑
】
1

バ
プ
地
名
。
険
西
臨
滝
縣
の
東
。
朧
戎
城
。

球
書
〕
徒
恨
宴
築
始
雌
白
日
傾
レ
タ
‘
朧
駒
就
レ
駕
、
意
非
常
材
藝
本
局
己
時
所
1

一
推
服
五
故
博
1

一
聞
於
後
世
一
迫
,
,
唐

漢
、
新
豊
と
改
む
。
〔
詩
地
理
孜
〕
郡
縣
志
、
古
戯
亭
在
―
―

不,,
宣
展
↓
〔
古
架
府
、
阻
上
桑
〕
何
用
識
1
1

夫
婿
舌
筐
磁
翌
宋
以
後
云
遂
以
為
1

―
女
仙
云
尊
日
レ
姥
‘
或
日
,
,
老
母
云
唐
李

京
兆
府
昭
應
縣
↓
〔
注
〕
本
周
朧
戎
國
、
秦
為
―
―
麗
邑
玉
漢

朧
駒
↓
〔
李
商
隠
、
令
狐
八
拾
遺
見
レ
招
送
n

襄
十
四
欝
―
―
華
答
曾
遇
,
,
朧
山
姥
ぶ
局
レ
繹
―
―
黄
帝
陰
符
認
文
「
自
言
受
,
,

改
1

一
新
豊
面
唐
改
―
―
昭
應
公
7

臨
津
縣
。

【
朧
歌
】
2

”
告
別
の
歌
。
朧
駒
(11)
を
見
よ
。
〔
劉
孝
俎
詩
〕
二
十
中
郎
未
レ
足
レ
稀
、
羅
駒
先
自
有
―
―
光
輝
↓
此
符
百
J

一
千
八
十
年
。
〔
小
浮
梅
間
話
〕
朧
山
老
母
‘
賓

綽
‘
陪
孫
僕
射
晩
宴
詩
〕
洛
城
雖
孟
工
疫
愛
客
待
-
―
朧
●
送
別
の
時
に
う
た
ふ
歌
。
も
と
逸
詩
の
篇
名
。
〔
漢
有
,
,
其
人
盆
ざ
烏
有
一
也
、
史
記
秦
本
紀
、
申
侯
言
,
,
於
孝

歌
↓
〔
子
志
寧
、
冬
日
宴
―
―
撃
公
於
圭
各
賦
こ
字
1

得
レ
書
‘
儒
林
、
王
式
傭
〕
（
江
公
）
心
嫉
レ
式
‘
謂
―
―
歌
吹
諸
生
ー
王
一
日
、
昔
我
先
鄭
山
之
女
、
為
―
―
戎
脊
軒
妻
ご
申
國
、
姜

杯
詩
〕
賓
筵
未
―
―
半
酔
云
朧
歌
不
レ
用
レ
催
。
〔
段
成
式
‘
送
―
―
曰
、
歌
↓
―
朧
駒
↓
〔
注
〕
服
虔
日
、
逸
詩
篇
名
也
‘
見
ユ
入
戴
姓
、
則
此
女
姜
氏
也
、
謂
―
―
之
鄭
山
女
―
者
、
申
國
之
君

穆
郎
中
赴
J

闘
詩
〕
應
レ
念
愁
中
恨
索
居
-
暉
歌
臀
裏
鰻
客
欲
レ
去
歌
と
之
、
文
穎
日
、
其
辟
云
‘
麗
駒
在
』
門
、
僕
姿
―
―
於
鄭
山
1

而
生
,
,
此
女
丁
故
以
レ
母
名
な
女
、
謂
二
之
鄭

且

蜘

鵬

。

夫

具

存

疇

駒

在

レ

路

‘

僕

夫

整

レ

駕

也

。

〔

書

言

故

事

、

送

山

女

一

漢

書

律

暦

志

載

‘

張

壽

王

言

‘

朧

山

女

亦

為

―

―

天

【
朧
駕
】
3

い

羅

列

絣

駕

す

る

。

〔

後

漢

書

、

寇

洵

博

〕

時

行

類

〕

客

別

歌

―

―

朧

駒

↓

子

こ

意

其

人

必

有

-
1

非
常
材
藝
ぶ
『
l
j

諸
侯
所
,
,
推
服
立
叫

軍
食
急
乏
、
洵
以
1一
蟄
車
朧
駕
―
轄
輪
、
前
後
不
レ
絶
。
〖
朧
駒
在
レ
門

]
1
2
”
ニ
ア
り
客
が
将
に
行
か
う
と
す
る
。
後
世
有
下
為
→
ー
天
子
一
之
事
甜
而
唐
・
宋
以
後
、
遂
以
為
―
―
女

〔
注
〕
朧
駕
、
併
駕
也
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
朧
,
,
駕

四

鹿

一

朧

駒

の

●

を

見

よ

。

仙

る

尊

日

1

一
老
母
↓

小
日
巨
●
く
ろ
う
ま
。
深
黒
色
の
馬
。
芝
蓋
九
競
〔
注
〕
綜
曰
‘
朧
‘
界
羅
,
,
列
駅
』
駕
之
1

也
。
【
朧
粁
】
13

グ
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
甘
粛
省
水
昌
【
朧
珠
】
19

翌
●
麗
龍
の
頷
下
に
在
る
と
い
ふ
玉
で
得

【
朧
翰
】
4

が
黒
馬
と
白
馬
。
夏
后
氏
は
戎
事
に
黒
馬
縣
の
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
張
液
郡
、
縣
十
、
朧
肝
。
難
く
償
の
貴
い
も
の
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
千
金
之
珠
、

を
用
ひ
、
殷
人
は
白
馬
を
用
ふ
。
〔
幡
‘
檀
弓
上
〕
夏
后
氏
〔
注
〕
李
奇
日
、
昔
遅
虔
、
如
淳
日
、
昔
弓
肝
‘
師
古
曰
、
必
在
二
九
重
之
淵
、
而
朧
龍
頷
下
↓
〔
丘
丹
‘
奉
1

一
酬
章
使

闘
豪
〔
説
文
〕
曝
馬
深
黒
色
、
松
馬
麗
臀
゜

恩
黒
‘
云
云
‘
戎
事
乗
レ
朧
、
牲
用
レ
玄
‘
殷
人
尚
レ
白
‘
云
麗
、
音
力
遅
反
‘
軒
昔
虔
｀
是
也
‘
今
其
土
俗
人
呼
1

一

朧

君

送

J
輝
レ
山
詩
〕
渉
迄
海
得
二
朧
珠
一
棲
レ
梧
噺
1

一
鳳
質
↓

〔
詩
、
魯
頌
、
駒
〕
有
箪
有
レ
黄
゜
〔
傭
〕
純
黒
日
レ

璽
〔
證
、
檀
弓
上
〕
夏
后
氏
尚
レ
慧
‘
戎
事
喪
麗
。
云
‘
戎
事
患
翰
‘
牲
限
白
。
〔
王
融
‘
永
明
九
年
葱
秀
軒
玉
杢
言
之
1

巨

力

虔

↓

●

楊

梅

の

異

名

。

〔

事

物

異

名

録

‘

果

薩

、

楊

梅

〕

陸

源

〔
注
〕
馬
塁
雀
J

日
レ
朧
。
●
く
ろ
。
く
ろ
い
。
〔
小
爾
オ
1

文
〕
其
慶
翰
改
五
色
、
寅
丑
殊
レ
建
。
【
朧
黒
】
＂
が
ま
つ
く
ろ
な
こ
と
。
〔
論
衡
‘
定
賢
〕
手
詩
‘
未
レ
愛
涌
盤
堆
火
齊
、
先
驚
探
頷
得
二
朧
珠
ぶ
汝
謂
ニ

雅
‘
廣
詰
〕
朧
、
黒
也
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
朧
龍
頷
。
【
朧
頷
】
5

か

朧

龍

の

あ

ご

の

下

に

あ

る

珠

。

〔

剪

燈

足

耕

祗

、

面

目

麗

黒

。

楊

梅

1

也
。
●
龍
眼
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
果
薩
、

新
話
‘
龍
堂
震
會
録
〕
朧
頷
之
珠
、
照
1

一

樽

俎

↓

【

朧

山

】

15

か
山
名
。
険
西
省
臨
潅
縣
の
東
南
‘
藍
田
縣
龍
眼
〕
龍
卵
‘
俗
名
,
,
圃
眼
ご
名
朧
珠
、
一
名
燕
卵
、
一

【
朧
姫
】
6

い
春
秋
‘
晉
の
朧
戎
の
女
。
又
‘
麗
姫
に
作
る
。
の
藍
田
山
と
相
連
な
る
。
一
名
、
麗
山
。
又
、
朧
戎
之
山
。
名
蜜
牌
、
一
名
鮫
涙
‘
又
楊
梅
亦
名
―
―
塵
珠
↓

〔
繹
文
〕
朧
龍
、
黒
龍
也
。

O
そ
へ
る
。
な
ら
べ
る
。

晉
の
猷
公
、
朧
戎
を
伐
ち
之
に
克
っ
た
時
、
獲
ら
れ
て
古
、
朧
戎
が
此
の
山
に
居
た
こ
と
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
【
朧
＃
｛
】
20

が
＇
ウ
國
の
名
。
周
の
國
。
姓
は
姫
。
爵
は
男
。

胴
(
1
ー

1
0
4
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
朧
、
段

借
為
徊
゜
〔
呂
覧
、
執
一
〕
今
御
瓢
鳥
者
。
〔
注
〕
夫
人
と
な
る
。
羹
齊
卓
子
の
二
子
を
生
む
。
姫
、
冥
齊
を
周
の
幽
王
の
時
‘
犬
戎
入
寇
し
、
王
を
山
下
に
殺
す
。
秦
故
城
は
険
西
省
臨
滝
縣
の
東
。
〔
左
氏
、
荘
、
二
十
八
〕

朧
馬
、
誹
馬
也
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
朧
1
1

駕
四
鹿
↓
立
て
ん
と
し
て
、
外
嬰
梁
五
と
東
闊
勢
五
に
賂
ひ
し
の
始
皇
、
此
慮
に
葬
る
。
其
の
麓
に
温
泉
あ
り
、
唐
の
玄
晉
伐
1

一
朧
戎
i

朧
戎
男
、
女
以
-
l

朧
姫
云
舞
生
1

一
冥
齊
↓
〔
注
〕

〔
注
〕
綜
日
、
朧
、
猶
＂
羅
列
駅
油
空
↑
一
也
。
●
二
群
公
子
を
譜
し
て
之
を
出
す
。
又
‘
太
子
申
生
を
讚
殺
宗
‘
隈

i

之
に
幸
し
‘
温
泉
宮
を
置
く
。
後
、
名
を
改
め
麗
戎
‘
在
―
―
京
兆
新
豊
縣
石
其
君
姫
姓
‘
其
爵
男
也
。

し
、
二
公
子
を
逐
ふ
。
猷
公
卒
す
る
に
及
ん
で
、
里
克
の
て
華
清
宮
と
い
ふ
。
〔
唐
書
、
地
理
志
一
〕
天
賓
元
年
、
【
~
螂
缶
]
】

2
1
が
；
黒
い
色
。
〔
公
孫
龍
子
、
跡
府
〕
有
,
,

朧

た
め
に
冥
齊
．
卓
子
は
殺
さ
れ
、
姫
も
亦
鞭
た
れ
て
死
更
―
―
朧
山
1

日
―
―
會
昌
山
写
ム
云
‘
七
載
更
―
―
會
昌
縣
及
山
一
色
之
馬
ぶ
然
不
レ
可
n

一
以
應
有
―
―
白
馬
一
也
。

頭
立
て
の
馬
車
。
〔
集
韻
〕
朧
、
一
曰
、
駕
三
馬
↓

●

麗
(
1
2
-
4
7
6
6
3
)
に
通
ず
。
〔
磯
大
學
‘
舅
犯
日
す
。
〔
左
氏
、
荘
、
二
十
八
。
置
四
〕
。
旦
昭
慶
〔
三
秦
記
〕
始
皇
在
閣
道
云
ぎ
朧
山
入
＋
【
朧
成
】
2
2
5
ィ
縣
名
。
漢
、
置
く
。
縣
の
地
、
説
家
皆
所

亡
人
無
以
為
＞
賓
‘
注
、
時
辟
疇
姫
之
議
玉
繹
文
〕
．
〖
朧
姫
之
難
〗

7
”
パ
ノ
朧
戎
の
女
で
晉
‘
獣
公
の
妃
で
里
、
人
行

1一
橋
上
盃
車
行
二
橋
下
公
7
石
柱
猶
存
。
在
を
失
ひ
、
清
一
統
志
は
河
北
省
業
亭
縣
の
西
南
に
あ

鵬
本
又
作
麗
。
●
離

(
1
1ー
4
2
1
4
0
)
に
通
ず
。
あ
る
朧
姫
が
、
太
子
申
生
を
惨
殺
し
た
事
雙
。
晉
の
文
〖
朧
山
宮
〗
1
6
"ヤ5

宮
殿
の
名
。
唐
の
玄
宗
の
寵
妃
‘
楊
り
と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
右
北
平
郡
、
縣
十
六
‘

〔
詩
‘
秦
風
‘
渭
陽
序
〕
文
公
這
瓢
姫
之
難
↓
〔
竹
公
は
難
を
避
け
て
逃
る
。
朧
姫
を
見
よ
。
貴
妃
の
住
ん
だ
虞
゜
朧
山
に
あ
る
。
朧
山
温
泉
を
見
よ
。
朧
成
。

【
朧
糾
】8
が
龍
の
一
種
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
朧
糾
楼
―
―
其
〖
朧
山
温
泉

]
1
7
[
ダ
ぢ
朧
山
に
あ
る
温
泉
。
〔
唐
書
、
【
朧
川
】

2
3
5ノ
草
加
親
賢
の
琥
。
草
加
朧
川
(
9
-
3
0
9
4

址
函
E

雲
冠
l

―
其
螺
↓
〔
注
〕
善
日
、
朧
糾
‘
朧
龍
也
。
〔
哀
地
理
志
一
〕
京
兆
府
昭
應
縣
、
本
新
豊
‘
云
云
、
有
レ
宮

5
:
3
6
0
)
を
見
よ
。

書
紀
年
〕
離
姫
。

O
黎
(
1
2ー

4
7
9
9
4
)
・

黎
(
6ー

1
4

9
1
2
)
に
通
ず
。
〔
説
文
、
麗
、
段
注
〕
亦
良
黎
・
黎
1

易
、
道
院
竹
石
詩
〕
諷
瓢
紫
鳳
鳴
爾
諺
朧
軋
舞
。
在
,
,
朧
山
下
下
貝
観
十
八
年
置
、
咸
亨
二
年
、
始
名
―
―
温
【
朧
騒
】
24

か
馬
の
進
ま
な
い
さ
ま
。

為
レ
之
。
●
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
、
以
レ
國
為
レ
氏
〕
【
朧
牛
】
，
が
ま
だ
ら
う
し
。
黎
牛
(
7
-
2
0
0
4
8
:
 6
)
に
泉
宮
三
云
云
‘
天
賓
六
載
、
更
―
―
温
泉
1

日
1

一
華
清
宮
↓
〔
升
【
朧
土
】
2
5
"

黒
い
土
。
〔
呂
覧
、
不
廣
〕
草
中
之
戎
‘
朧

朧
氏
、
左
博
朧
戎
國
之
後
。
国
朧
軒
は
‘
漢
の
縣
同
じ
。
〔
戦
國
、
魏
策
〕
幽
秀
之
幼
也
似
レ
禾
、
朧
牛
之
黄
庵
外
集
、
地
理
部
、
温
泉
〕
東
坂
詩
記
、
所
レ
経
温
泉
、
天
土
之
誓
。

蘊】細
国目
ヂチラレ
イイ

〔
集
韻
〕
陳
尼
切

日
リ

〔
集
韻
〕
鄭
知
切
ヵ
l

〔
集
韻
〕
憐
題
切

函圏司図

n麗
饂
醒
＿

馬
の
曲
っ
た
脊
。
駒
(
1
2ー

4
4
8
2
0
)
に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
顆
、
馬
曲
脊
‘
駒
‘
同
レ
上
。

【

謂

】

年

キ
ク
ギ
ク

〔
玉
篇
〕
巨
六
切

圏

馬

部

〔
十
八
ー
＋
九
蜜
〕

鶉

朧

五
六
八

13164 
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【

瞬

】

螂

馬

部

〔
十
九
ー
—
二
十
六
董
〕
職

瞬

襲

賜

贔

騒

暴

議

骨

部

骨

五
六
九

nl●
闘

U
騨
(
1
2
-
4
4
9
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
騨
‘
或
八
レ
絆
゜

レ
イ

【
朧
馬
】
況
”
〇
く
ろ
う
ま
。
朧
駒
。
〔
墨
子
、
小
取
〕
耀

馬
、
馬
也
、
乗
―
―
職
馬
ご
来
レ
馬
也
。
〔
間
詰
〕
説
文
馬
部

云
、
朧
馬
、
深
無
色
。
〔
呂
覧
、
執
一
〕
今
御
―
―
朧
馬
一
者
、

使
―
―
四
人
天
操
こ
策
面
不
レ
門
以
出
―
―
於
門
問
者
、

不
こ
也
。
●
併
駕
゜
〔
漢
書
、
王
詐
博
上
〕
賜
以
―
―
束
吊
加

璧
、
大
國
乗
車
、
安
車
各
一
、
朧
馬
二
閉
↓
〔
注
〕
師
古

日
‘
朧
馬
、
併
駕
也
。

【
朧
龍
】
27

闊
誘
龍
の
一
種
。
黒
龍
を
い
ふ
。
〔
左
思
‘

呉
都
賦
〕
翫
―
―
其
碩
礫
盃
皿
不
レ
窺
"
玉
淵
―
者
、
未
レ
知
1

一朧

龍
之
所
と
蝠
也
。
〔
注
〕
良
日
、
騒
龍
‘
龍
名
也
。

〖
探
蘊
龍
-
]
2
8
昇
互
’
ゥ
ヲ
朧
龍
の
頷
下
を
探
つ
て
其

の
珠
を
獲
る
を
い
ふ
。
探
レ
朧
獲
レ
珠
（
3
1
)

を
見
よ
。

〖
朧
龍
之
珠
〗29
”
咋
？
黒
色
の
龍
の
あ
ご
の
下
に

あ
る
た
ま
。
命
が
け
で
求
め
な
け
れ
ば
得
ら
れ
な
い

も
の
故
、
危
険
を
冒
し
て
大
利
を
得
る
喩
。
又
、
古
向
償

な
美
玉
の
意
に
も
用
ふ
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
千
金
之

珠
、
必
在
五
重
之
淵
、
而
朧
龍
頷
下
↓
〔
曹
植
、
七
啓
〕

綴
以
二
朧
龍
之
珠
盃
錯
以
二
荊
山
之
玉
↓
〔
止
観
〕
明
月
紳

珠
、
在
五
重
淵
内
朧
龍
頷
下
↓

【
朧
連
]
3
0

り
／
上
古
の
帝
舅
〔
帝
王
世
紀
〕
女
禍
氏
没
、

次
有
―
―
朧
連
氏
一
凡
十
五
世
‘
皆
襲
―
―
庖
犠
之
琥
↓
〔
北

史
、
隋
高
祖
紀
〕
大
庭
軒
輯
以
前
‘
朧
連
赫
脊
之
H
o

【
探
レ
朧
獲
レ
珠
】
31

”
芦
サ
リ
朧
龍
の
頷
下
を
探
つ
て
其

の
珠
を
得
る
。
韓
じ
て
‘
危
険
を
冒
し
て
大
利
を
得
る

喩
。
又
、
文
章
の
要
領
を
得
て
ゐ
る
喩
゜
〔
荘
子
、
列
禦

寇
〕
河
上
有
下
家
貧
峙
―
緯
爾
―
而
食
者
い
其
子
没
―
―
於
淵
一

得
午
金
之
珠
其
父
謂
1

其
子
一
日
‘
云
云
‘
千
金
之
珠
‘

必
在
一
九
重
之
淵
‘
而
朧
龍
頷
下
一
子
能
得
レ
珠
者
、
必

遭
其
睡
直
゜
〔
世
説
新
語
補
‘
文
學
下
〕
元
微
之
興
―
-lIJ

夢
得
草
楚
老
一
在
―
―
白
博
第
一
各
賦
1

一
金
陵
懐
古
詩
云
劉

先
成
、
白
覧
レ
之
日
、
四
人
探
二
騒
龍
一
子
先
潜
獲
レ
珠
‘

所
レ
餘
鱗
爪
‘
何
用
邪
‘
於
レ
是
罷
レ
唱
。

冒
讐

ii-

冨】亨
ラ

嶽
(
1
2
|
 4
5
 0
 2
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

嶽
‘
或
八
レ
嶽
o

璽
亘
“
。

-i-

小

□

口

匡

O
多
く
の
馬
。
〔
説
文
〕
贔
、

豪
欧
馬
也
、
八
乞
一
馬
↓
〇
多
く
の
馬
の

贔
は
し
る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
贔
、
走
兒
。
〔
集
韻
〕
贔
‘

蹴
馬
走
也
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
贔
駿
贔
尚
。

O

川
の
名
。
瓢
(
1
2
|
 4
3
9
4
6
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字

曲
〕
贔
、
興
レ
瓢
同
、
水
名
。
〔
水
経
‘
沿
水
注
〕
沿
水

南
歴
猜
氏
閥
輿
―
―
贔
水
谷
。
⑲
或
は
課
(
1
2
-

4
5
0
0
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
贔
‘
或
炊
レ
集
。
囲
衆
馬

の
は
し
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
贔
、
博
雅
、
贔
贔
、
走
也
。

隅
由
會
意
。
馬
を
三
つ
合
す
。
三
つ
合
す
る
は
そ
の
も

の
の
多
い
こ
と
を
あ
ら
は
す
。
故
に
馬
三
つ
を
合
し
て

多
く
の
馬
を
あ
ら
は
す
。

ヒヴ
ヒ，ユ

日

4

□
ヘ
ヴ
/
,
7
 

シ
7

冨
】
畑
閂
キ
ウ
ク
國

〔
集
韻
〕
香
幽
切

〔
集
韻
〕
任
敗
切

〔
集
韻
〕
卑
造
切

〔
集
韻
〕
悲
幽
切

困圃圏困

【

属

】

岬

騎
(
1
2
-
4
4
7
7
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
騎
‘
古
作
レ
墨
゜

テ
イ

【

覇

】

年

獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
覇
、
獣
名
、
鹿
形
馬
足
人
手
。

キ
ヤ
ク

久
ワ
ク

〔
集
韻
〕
蕨
縛
切

圏

〔
集
韻
〕
吉
忽
切
同
〗

-·/•V ≪
x
 
ku'• 

2-3 

小
〇
ほ
ね
。
④
肉
中
に
在
る
ほ
ね
。
動
物

萩
の
橙
肉
中
に
在
つ
て
肢
橙
を
支
持
す

尽
y

る
堅
固
な
物
質
。
〔
説
文
〕
骨
、
肉
之
敷
也
、
炊
二
丹

有
な
肉
。
〔
段
注
〕
去
レ
肉
為
レ
丹
‘
在
二
肉
中
1

為レ

骨
゜
〔
繹
名
、
繹
形
橙
〕
骨
‘
滑
也
、
骨
堅
而
滑
也
。

〔
索
問
、
脈
要
精
微
論
〕
骨
者
、
髄
之
府
。
〔
太
玄

経
、
劇
〕
骨
彙
―
其
肉
↓
〔
注
〕
骨
、
幹
也
。
〔
王
制
墓

微
〕
自
1

一
首
骨
云
ぎ
手
足
指
骨
ご
一
百
有
奇
‘
或
縦

入
如
レ

iI
、
或
斜
迎
如
レ
鋸
‘
或
合
筍
如
レ
鷹
‘
或
撲

抱
如
レ
損
゜
＠
に
く
つ
き
の
牲
骨
゜
俎
肉
。
〔
證
、
祭

統
〕
凡
為
レ
俎
者
、
以
レ
骨
為
レ
主
‘
骨
有
-
1

貴
賤
ぶ
収

【

骨

】

螂

コ
ッ
ク
チ
尼

目

部

【

議

】

年

ロ

纏
(
1
2
|
 4
5
 0 6
9
)

に
同
じ
。
〔
捜
異
玉

鏡
〕
譴
、
同
レ
櫨
゜

冒鯉寧

ii-

小

日

0
お
ほ
く
て
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
説

長
豪
文
〕
羹
、
衆
盛
也
、
払
木
贔
臀
‘
逸
周

書
日
、
羹
疑
祖
レ
事
。

O
衆
馬
の
行
く
さ
ま
。
〔
玉

篇
〕
簗
‘
衆
馬
行
兒
°
□
木
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
儀
‘
木
盛
兒
゜

曰ンンシ，7シブ

冨】年口そ

〔
集
韻
〕
仕
賎
切

〔
集
韻
〕
疎
珠
切

圃囮

人
貴
レ
牌
‘
周
人
貴
レ
肩
‘
凡
前
貴
1

一
於
後
↓
◎
さ

れ
ぽ
ね
。
む
く
ろ
。
〔
晉
書
、
劉
曜
載
記
〕
下
無
二

怨
骨
:
土
悪
怨
人
↓
＠
ほ
ね
ぐ
み
。
骨
相
。
〔
漢

書
、
誓
方
進
博
〕
小
史
有
,
,
封
侯
骨
ぶ
苗
下
以
1

一経

術
進
い
〔
曹
唐
、
病
馬
詩
〕
逢
―
一
人
相
＞
骨
強
噺

琥
°
⑮
か
ら
だ
。
謳
幹
゜
〔
李
賀
‘
示
レ
弟
詩
〕
病

骨
猶
能
在
、
人
間
底
事
無
。

8
ず
い
。
し
ん
。
中

心
。
〔
杜
甫
‘
祭
11

清
河
房
公
一
文
〕
貶
官
厭
レ
路
、
議

ロ
到
レ
骨
゜
〇
な
り
。
ふ
り
。
が
ら
。
人
の
品
格
。

〔
晉
書
、
桓
温
博
〕
此
兒
有
―
奇
骨
↓
〔
南
史
、
宋
武

帝
紀
〕
風
骨
奇
偉
。
参
か
た
い
。
た
だ
し
い
。
〔
周

磯
考
工
記
、
弓
人
〕
骨
直
以
立
。
〔
注
〕
骨
直
、
謂
―

強
毅
↓
〔
後
漢
書
、
来
歓
博
〕
骨
鰊
可
レ
任
。
〔
注
〕
骨

鰊
喩
一
正
直
也
。
働
す
る
ど
い
。
と
が
る
。
書
橙

の
す
る
ど
く
力
強
い
こ
と
。
〔
中
華
大
字
典
〕
骨
、

書
之
痩
勁
日
レ
骨
、
東
域
題
跛
、
顔
筋
柳
骨
゜
〔
衛

夫
人
、
筆
陣
圏
〕
昔
秦
丞
相
斯
‘
見
,
,
周
穆
王
書
―

七
日
、
興
レ
歎
患
,
,
其
無
ア
骨
゜
＠
お
も
む
き
。
文
の

謄
格
。
〔
文
心
離
龍
‘
風
骨
〕
沈
吟
鋪
辟
、
莫
レ
先
,
,

於
骨
↓
〇
い
き
ほ
ひ
。
意
氣
゜
〔
鍾
蝶
、
詩
品
、
上
〕

箕
骨
凌
レ
霜
。

O
紙
の
原
料
。
〔
蜀
賤
譜
〕
惟
紙
骨

柔
弱
耳
゜
R
骨
都
都
は
、
水
の
音
の
さ
ま
。
〔
元
曲

選
〕
骨
都
都
騰
―
―
海
波

7
G新
羅
の
族
桐
゜
〔
唐
書
、

東
夷
、
新
羅
博
〕
其
族
名
二
第
一
骨
・
第
二
骨
冨
以

自
別
。

0
滑（
7

-

1
8
0
3
2
)

に
通
ず
。
〔
荘
子
‘
逹

生
‘
其
巧
専
而
外
骨
消
、
繹
文
〕
骨
、
本
亦
作
レ
滑
゜

O
楕
(
6
|
1
5
2
9
7
)

に
通
ず
。
〔
婢
蒼
〕
狗
骨
、
木
名

也
、
字
亦
作
レ
楕
。
鬱
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
〕
骨
氏
、

望
出
―
―
河
南
盃
隋
京
北
郡
丞
骨
儀
、
官
氏
志
‘
乾
骨

氏
、
改
為
,
,
骨
氏
二
南
唐
有
―
―
歓
州
刺
史
骨
亘
望

出
盈
陽
↓
歴
●
ほ
ね
。
④
て
か
ず
。
＠
め
ん
ど

う。
(
O
こ
つ
。
調
子
。
要
領
。

幅
由
會
意
。
丹
と
肉
（
月
）
と
の
合
字
。
丹
は
肉
を
別
去

13165 



）
す
る
こ
と
。
肉
を
削
去
す
れ
ば
‘
其
の
中
な
る
ほ
ね
を

゜
4

残
す
。
即
ち
骨
は
ほ
ね
を
意
味
す
。

碑

【

は

】

1

ぢ
骨
が
解
け
離
れ
る
。
奔
走
す
る
喩
゜
〔
劉

50

基
‘
涅
縣
衷
宋
二
編
修
長
歌
詩
〕
縣
官
趨
迎
入
1

一公

隊
一
筋
攣
骨
解
肉
半
麻
。

4
 
（
 
【
骨
梗
】
2

競
〇
剛
直
な
こ
と
。
骨
鰊
。
骨
骰
。
〔
宋
瑣

り
語
〕
宋
書
孔
凱
信
、
競
少
骨
梗
‘
有
,
,
風
力
ぶ
汝
‘
梗
、
直

~
也
、
骨
梗
、
言
―
―
彊
直
云
諸
書
椴
借
作
―
―
骨
骰
→
●
筋
ば
つ

て
こ
は
い
。
〔
古
蜜
品
録
〕
用
レ
筆
骨
梗
‘
甚
有
―
―
師
法
↓

8
 ，
 
゜
5
 
⑭
【
骨
骰
】
3

競
剛
直
な
こ
と
。
骨
鰻
に
同
じ
。
〔
説
文
‘

甑
食
レ
骨
壁
咽
中
一
也
、
繋
傭
〕
臣
錯
曰
‘
古
有
二
骨
骰

之
臣
面
遇
レ
事
敢
刺
鞭
、
不
ぬ
征
レ
俗
也
。
〔
段
注
〕
晉
語
‘
挟

以
面
笠
章
日
、
骨
所
n

―
以
慧
刺
人
一
也
、
忠
言
逆
レ
耳
‘

如
一
倉
骨
在
＞
喉
‘
故
云
―
―
骨
骰
之
臣
玉
漢
書
已
下
皆
作
二

骨
鰻
一
字
心
性
魚
、
謂
盃
芦
レ
咽
者
魚
骨
較
多
1

也
、
依
,
,
説

文
面
叫
鰻
訓
―
―
魚
骨
一
骨
蒻
―
―
咽
中
涵
日
レ
作
』
骰
゜
〔
漢
書
‘

杜
欽
博
〕
朝
無
,
,
骨
硬
之
臣
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
骰
亦
鰻
字
。

〔
晉
書
、
雀
洪
博
〕
骨
骰
不
レ
同
―
―
於
物
↓
〔
抱
朴
子
、
疾
謬
〕

落
拓
之
子
、
無
,
,
骨
骰
―
而
好
レ
随
レ
俗
。

【
骨
鰊
】
4

い
が
剛
直
で
君
主
の
過
を
痛
切
に
諫
め
る

忠
臣
。
鰊
は
魚
骨
。
直
言
の
受
け
難
い
の
を
魚
骨
が

咽
喉
に
つ
か
へ
た
の
に
喩
へ
て
い
ふ
。
骨
梗
。
骨
骰
゜

〔
廣
韻
〕
鰊
‘
骨
鰊
‘
賽
誇
之
臣
。
〔
漢
書
‘
飽
宣
博
〕
朝
廷

亡
レ
有
1

一
大
儒
骨
鰊
、
白
首
者
文
魁
曼
之
士
二
径
函
溢
日
‘

来
歓
傭
〕
大
中
大
夫
段
襄
‘
骨
鰊
可
レ
任
。
〔
注
〕
骨
鰊
‘

喩
1

一
正
直
也
。
〔
魏
志
、
陳
矯
徐
宣
博
評
〕
剛
断
骨
鰊
。

〔
晉
書
‘
顧
和
等
博
論
〕
妥
在
1

一
中
興
二
玄
風
滋
扇
‘
骨
硬

賽
誇
之
風
‘
蓋
亦
然
芙
゜
〔
文
心
離
龍
‘
奏
啓
〕
楊
乗
歌
―
―

介
於
災
異
五
陳
蕃
憤
―
―
憑
於
尺
二
骨
鰊
得
焉
。
〔
宋
史
、

魯
宗
道
億
〕
宗
道
字
貫
之
‘
云
云
、
自
―
―
貴
戚
用
レ
事
者
―

皆
憚
レ
之
、
目
為
,
,
魚
頭
参
政
一
因
1

一
其
姓
ご
且
言
三
骨
鰊

如
漁
題
也
。
〔
故
事
成
語
考
、
文
臣
〕
魚
頭
参
政
魯
宗

道
乗
レ
性
骨
鰊
。

〖
骨
鰊
之
臣
】5
ぢ
g

ノ
剛
直
直
諫
の
臣
を
い
ふ
。
〔
史

記
‘
呉
世
家
〕
方
今
呉
外
困
二
於
楚
而
内
空
‘
鉦
穿
骨
鰊
之

臣
↓
〔
魏
志
‘
蒋
清
博
〕
夫
骨
鰊
之
臣
‘
人
主
之
所
レ
伎
也
。

〔
晉
書
、
張
華
博
〕
誅
,
,
骨
鰊
之
臣
↓
〔
韓
愈
‘
争
臣
論
〕
知
nl

朝
廷
有
1

一
直
言
骨
鰊
之
臣
↓

【
骨
角
】
6

ぢ
骨
と
角
。
〔
大
學
‘
傭
三
章
、
如
レ
切
如
レ

磋
‘
章
句
〕
治
1

一
骨
角
名
、
既
切
而
復
磋
ら
之
。

骨

部

骨

【
骨
格
】
7

窃
ほ
ね
ぐ
み
。
骨
條
。
〔
呉
融
‘
赴
レ
闘
次
留
菫
゜
〔
本
草
‘
骨
砕
補
〕
繹
名
、
蔵
器
日
、
骨
砕
補
本
名
1

一
族
曲
〕
美
人
骨
酔
紅
玉
頼
、
涌
眼
春
酬
不
↓
―
炊
起
↓

猷
荊
南
成
相
全
詩
〕
骨
格
凌
L

秋
幾
心
源
見
レ
底
レ
空
。
菫
面
開
元
皇
帝
以
下
其
主
―
―
傷
折
緬
ぜ
骨
砕
お
叫
命
―
―
此
名
↓
【
骨
髄
】
31

存
●
骨
と
髄
。
又
、
骨
の
心
。
轄
じ
て
、
心
の

【
骨
條
】
8

ぢ
ほ
ね
ぐ
み
。
骨
格
に
同
じ
。
〔
韓
愈
‘
符
【
骨
社
i

】19
窃
羹
の
俗
稽
゜
〔
陳
造
、
詩
〕
農
家
問
里
有
―
―
底
。
〔
韓
非
子
、
喩
老
〕
疾
在
二
腺
理
涵
向
喪
之
所
レ
及
也
、

堕
書
城
阻
詩
〕
三
十
骨
條
成
、
乃
一
龍
一
瀦
。
逢
迎
五
白
飲
芳
邊
骨
在
羮
゜
〔
自
注
〕
俗
謂
レ
羹
日
1
1

骨

在

↓

在
11

肌
膚
一
鍼
石
之
所
レ
及
也
、
在
―
―
腸
胃
一
火
齊
之
所
レ

【
骨
蛤
F

】
,
g
ほ
ね
ぐ
み
。
骨
格
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形
訓
〕
【
骨
相
】
20

苓
●
糧
格
状
貌
。
又
、
骨
格
の
相
。
ほ
ね
及
也
、
在
-
l

骨
髄
コ
司
命
之
所
レ
麗
、
無
1

一本示何
1

也
。
〔
戦

其
人
倉
形
短
頸
、
大
肩
下
尻
、
窮
通
1

一
於
陰
一
骨
幹
腸
レ
焉
。
ぐ
み
。
〔
後
漢
書
、
馬
援
億
〕
備
↓
社
此
散
家
骨
相
冨
以
為
レ
國
‘
魏
策
〕
太
后
之
徳
レ
王
也
、
深
弘
位
品
喪
王
之
交
、
最

【
骨
氣
】
10

豆
力
強
い
筆
勢
を
い
ふ
。
〔
哀
昂
、
書
評
〕
法
。
〔
北
史
‘
趙
綽
博
〕
上
毎
謂
レ
綽
日
、
朕
干
レ
卿
無
レ
所
1

一
為
―
―
天
下
上
一
癸
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
怨
レ
之
僭
二
於
骨

禁
邑
書
、
骨
氣
洞
逹
‘
爽
爽
有
レ
神
。
〔
章
績
、
書
品
優
劣
〕
愛
惜
面
溢
H

骨
相
不
レ
営
レ
貴
耳
。
〔
韓
愈
‘
詔
州
留
11

別
張
髄
↓
〔
漢
書
‘
鄭
陽
傭
〕
太
后
厚
徳
―
―
長
君
ア
人
1

一
於
骨
髄
↓

繹
玄
悟
骨
氣
無
レ
雙
‘
逍
出
ー
一
時
輩
一
端
公
使
君
―
詩
〕
自
歎
虞
翻
骨
相
屯
。
〔
韻
府
引
、
黄
庭
〔
璧
鐵
論
‘
縣
役
〕
慕
思
之
積
‘
痛
―
―
於
骨
髄
↓
〔
新
序
、
善
謀

【
骨
儀
】
11

や
ツ
隋
、
天
竺
の
胡
人
。
性
、
剛
鰻
。
開
皇
の
堅
、
詩
〕
従
来
國
器
重
‘
見
レ
謂
-
1

骨
相
奇
↓
〔
遼
史
、
后
妃
、
下
〕
秦
父
兄
怨
1

一
此
三
人
云
痛
入
―
―
骨
髄
↓
●
事
の
要
貼
゜

初
、
侍
御
史
と
為
り
、
法
を
執
行
す
る
こ
と
平
嘗
。
爆
玄
祗
簡
猷
皇
后
薫
氏
傭
〕
太
祗
生
‘
后
以
―
―
骨
相
異
＞
常
、
【
骨
袖
E

】32
”パ
．．
 
、
努
力
を
厭
ふ
こ
と
。

L

眼
目
。

帝
位
を
嗣
ぎ
‘
尚
書
右
司
郎
に
輯
任
。
―
帝
其
の
清
苦
を
擢
レ
有
11

陰
圏
レ
害
者
U

鞠
―
―
之
別
張
↓
〔
圏
綸
賓
鑑
‘
賞
鑑
〕
【
骨
折
】
33

況
●
骨
が
、
折
れ
る
こ
と
。
骨
組
織
の
連
絡

嘉
し
、
京
兆
郡
丞
に
抜
擢
し
た
。
唐
兵
至
り
、
こ
れ
に
殺
看
レ
驚
、
如
レ
看
1
1

美
人
一
其
風
紳
骨
相
、
有
1
1

肌
骰
之
外
が
断
絶
す
る
こ
と
。
〔
本
草
、
白
及
〕
附
方
、
打
鉄
骨
折
、

さ
れ
た
。
〔
隋
書
、
三
十
九
〕
・
〔
北
史
、
七
十
三
〕
。
者
f

●

論

衡

の

篇

名

。

酒

調

―

―

白

及

末

二

錢

ー

服

‘

其

功

不

レ

減

―

―

自

然

銅

古

誅

【
骨
灰
】1
2
"夕
動
物
の
骨
を
燒
い
て
造
っ
た
灰
。
肥
料
〖
骨
相
學]
2
1
ゎ
”
す
ゥ
人
の
頭
蓋
骨
を
相
し
て
‘
性
質
錢
一
也
。
●
れ
精
を
出
し
て
働
く
こ
と
。

と

す

る

。

燐

酸

分

が

多

く

、

窒

素

分

を

含

ま

な

い

。

又

は

運

命

を

卜

す

る

學

。

【

骨

接

】

34

弁
骨
折
‘
又
は
順
節
の
外
れ
た
の
を
つ
ぐ

【
骨
絆
】
13

ぢ
骨
製
の
か
う
が
い
。
〔
璧
鐵
論
、
散
不
足
〕
【
骨
象
】
22

窃
骨
と
ざ
う
げ
。
〔
堕
鐵
論
、
本
議
〕
荊
揚
術
。
整
骨
。
接
骨
゜

骨
鉾
象
瑣
゜
〔
通
俗
編
、
服
飾
‘
骨
痒
〕
隋
書
證
儀
志
、
有
レ
之
皮
革
骨
象
、
江
南
之
栴
梓
竹
箭
。
【
尽
目
節
】
35

窃
ほ
ね
の
節
。
ほ
ね
の
つ
が
ひ
。
骨
覇
節
。

喪
則
九
族
以
下
婦
人
皆
骨
拌
、
按
11

古
喪
制
一
婦
人
拌
[
骨
像
】
23

窃
ほ
ね
ぐ
み
ヽ
人
相
o

骨
法
人
像
o

〔
曹
植
ヽ
〔
三
略
ヽ
上
〕
如
石
収
糧
相
随
ヽ
骨
節
相
救
辛
令
追
自
然
o

用
―
―
篠
竹
[
I
―
五
茄
女
或
用
ー
ー
白
理
木
一
日
1
1

櫛
拌
i

亦
日
↓
―
洛
紳
賦
〕
奇
服
瞭
レ
世
、
骨
像
應
レ
圏
。
〔
注
〕
向
日
、
然
於
r-

〔
論
衡
‘
祀
義
〕
山
猶
「
人
之
有
-
l

骨
節
1

也
。
〔
後
漢
書
‘
方

悪
拌
了
其
吉
詳
乃
用
11

象
骨
云
烏
ら
之
、
荘
子
』
喪
用
11

骨

言

酔

骨

法

人

像
H

皆
應
―
―
圏
相
↓
術
下
‘
郭
玉
傭
〕
骨
節
不
レ
彊
、
不
レ
能
レ
使
』
秦
、
三
難
也
。

在

賓

非

レ

古

也

。

【

骨

子

】

24

考
●
ほ
ね
。
●
し
ん
。
か
な
め
。
要
貼
。
〔
朱
【
骨
組
】
36

”
●
骨
の
組
合
せ
。
骨
の
闘
節
の
組
織

o.

【
骨
品
皿
】
14

ぢ
骨
と
血
。
骨
肉
。
血
緑
者
を
い
ふ
。
〔
風
子
語
類
、
八
十
〕
三
経
是
賦
比
興
‘
是
倣
レ
詩
底
骨
子
。
身
骰
の
組
織
。
●
建
築
物
な
ど
の
主
材
料
の
組
立
て
。

俗
通
、
思
證
〕
幸
無
骨
血
之
國
↓
〔
琵
琶
記
、
官
媒
議
レ
【
骨
柔
】
25

っ
砂
骨
が
や
は
ら
か
い
。
〔
顔
氏
家
訓
、
渉
務
〕
【
骨
鏃
】
37

存
ほ
ね
で
作
っ
た
や
じ
り
。
〔
儀
覗
、
既
夕

婚
〕
芯
如
我
自
家
骨
血
↓
膚
脆
骨
柔
、
不
レ
堪
一
行
歩
↓
〔
孔
平
仲
、
無
核
柿
詩
〕
為
レ
證
〕
擦
矢
一
乗
‘
骨
鏃
短
衛
。
〔
壁
鐵
論
、
論
功
〕
素
弧
骨

〖
報
―
―
蒸
骨
血
-
]
1
5
席
祁
か
肉
身
の
者
を
姦
す
る
こ
柿
已
軟
美
、
壁
爾
骨
亦
柔
→
鏃
。
〔
唐
六
典
〕
箭
之
制
有
品
四
、
一
日
竹
箭
、
二
日
木
箭
、

と
。
目
下
に
淫
す
る
を
報
と
い
ひ
‘
目
上
に
淫
す
る
を
【
骨
菌

q26?”
骨
を
構
成
す
る
原
質
。
堅
ぃ
石
灰
質
と
三
日
兵
箭
、
四
日
弩
箭
、
又
日
、
骨
鏃
日
レ
飽
‘
鐵
鏃
日
レ

蒸
と
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
仲
長
統
傭
〕
報
―
―
蒸
骨
血
i

以
快
―
―
柔
い
膠
質
か
ら
成
る
。
「
源
〕
。
鏑
、
鳴
箭
日
レ
骰
、
霞
葉
日
レ
砒
、
皆
古
之
制
也
。

其

情

↓

【

骨

蒸

】

27

企
が
病
の
名
。
虚
努
内
熱
の
症
状
。
〔
巣
氏
病
【
骨
桑
】
38

戸
，
宋
代
の
兵
器
の
名
。
樅
棒
の
先
に
蒜
形

【
骨
座
】
16

カ
鹿
類
等
の
前
頭
骨
上
の
突
起
。
此
慮
か
【
骨
殖
】
28

E々

ク
遺
骨
を
い
ふ
。
〔
剪
燈
餘
話
、
雨
州
都
の
鐵
或
は
堅
木
を
つ
け
た
も
の
。
歯
簿
の
儀
衛
に
用

骨

ら

角

を

生

ず

。

一

名

、

角

骨

。

轄

院

志

〕

賢

夫

骨

殖

待

1

一

逼

謳

過

＞

杭

。

ひ

た

。

【
骨
砕
】
17

ぢ
ほ
ね
が
く
だ
け
る
。
銀
苦
す
る
こ
と
。
粉
【
骨
身
】
29

劣
圃
含
利
の
謁
名
。
佛
又
は
聖
者
の
遺
骨
゜
〔
宋
史
、

S
)
-―
―

圏

會

桑

骨
砕
心
。
〔
白
居
易
、
新
豊
折
臀
翁
詩
〕
骨
砕
筋
傷
非
レ
〔
名
義
集
〕
含
利
、
新
云
1

一
室
利
羅
云
或
設
利
羅
、
此
云
1

一

骨

儀

衛

志

不
レ
苦
‘
且
圏
ー
』
棟
退
蹄
1

一

郷

土

↓

身

↓

二

〕

行

幸

‘

崇

政

殿

祗

應

親

従

四

、

指

揮

共

二

百

五

十

二

〖
骨
砕
補
〗1
8
3ッ
サ
ィ
【
骨
酔
】

3
0
ぢ
●
ほ
ね
ま
で
酔
ふ
。
沈
酔
す
る
。
泥
酔
人
、
執

1一
撃
骨
乃
杢
充1

1禁
衛
→
〔
元
史
‘
輿
服
志
三
〕
執
骨

多
年
生
隠
花
植
物
す
る
。
〔
唐
書
‘
后
妃
上
、
高
宗
畷
后
王
氏
博
〕
帝
間
行
至
―
―
桑
二
人
、
執
幡
二
人
、
執
節
二
人
‘
皆
分
―
―
左
右
行
一

の
名
。
羊
歯
類
に
囚
所
ゴ
云
云
、
側
然
傷
レ
之
、
云
云
、
武
后
促
レ
詔
、
云
云
‘
〖
骨
桑
子

}
3
9
5
ッ
ダ
宋
代
、
天
子
の
側
近
に
直
衛
す
る
も

屠

す

。

根

埜

細

長

、

別

1

一
其
手
足
面
盆
匝
投
醸
甕
中
百
I

、
令
ニ
ニ
謳
骨
酔
↓
〔
蘇
の
を
い
ふ
。
〔
宋
景
文
筆
記
〕
宋
制
、
直
衛
之
親
近
者
、

樹

上

又

は

岩

石

上

献

‘

老

讐

賦

〕

各

眼

甍

二

於

秋

水

公

成

骨

酔

『

一

於

春

醗

↓

●

琥

為

,

,

骨
桑
子
↓

に
延
撓
す
る
。
狼
美
人
の
姿
態
の
酔
へ
る
が
如
き
形
容
。
〔
薩
都
剌
‘
洞
房
〖
骨
桑
兒
〗

4
0
ku1 
tuo 
e
r
h
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(45098・ ・41) (45098・ ・75) 

【
骨
憫
】41
炉
い
ほ
ね
組
。
骨
と
か
ら
だ
。
〔
荀
子
‘
榮
辱
〕
【
骨
董
】

5
2認
〇
零
細
な
も
の
を
入
れ
雑
へ
る
。
骨
董
羹
〖
骨
拙
犀
〗60
”
卜
，
蛇
角
を
い
ふ
。
解
毒
に
用
ひ
る
。
相
哀
‘
此
之
謂
―
―
骨
肉
之
親
→

骨
憫
膚
理
‘
辮
二
寒
暑
疾
養
一
〔
呉
志
‘
呉
主
孫
櫂
博
〕
形
を
見
よ
。
〇
愛
玩
す
べ
き
古
道
具
を
い
ふ
。
一
説
に
‘
古
骨
篤
犀
(
1
0
6
)

に
同
じ
。
〔
孫
氏
書
書
紗
〕
鮮
子
伯
幾
云
‘
〖
離
品
叩
骨
肉
」
一

6
7
む
芍
ヲ
親
闇
の
間
を
隔
て
て
互

貌
奇
偉
‘
骨
橙
不
レ
恒
。
銅
の
音
縛
と
い
ふ
。
一
に
古
董
‘
又
氾
董
・
匿
董
等
に
作
今
世
骨
拙
犀
、
乃
蛇
角
也
、
以
―
―
至
毒
云
呈
解
毒
涵
四
日
―
―
に
感
情
を
害
さ
せ
る
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
忠
義
、
王
豹
傭
〕

【
骨
堂
】
42

勾

火

葬

し

た

骨

を

納

め

る

堂

。

納

骨

堂

。

る

。

〔

通

雅

‘

古

器

〕

説

文

‘

厩

‘

古

器

也

、

呼

骨

切

、

今

謂

二

愚

毒

犀

一

（

長

沙

王

）

謂

<
I

(
齊
王
）
問
一
曰
、
小
子
離
-
―
間
骨
肉
面
i

【
骨
托
】
43

ぢ
鳥
の
名
。
〔
墨
客
揮
犀
〕
河
州
有
レ
禽
、
名
―
骨
董
面
悩
芸
里
之
訛
也
。
〔
韻
府
引
‘
韓
駒
‘
詩
〕
莫
レ
言
納
【
骨
肉
】
61

ぢ

O
骨
と
肉
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
骨
肉
蹄
<I

復
子
不
―
―
銅
馳
下
打
殺
↓
〔
五
代
史
‘
死
事
‘
王
思
同
博
〕
朝
廷

骨
托
→
状
類
レ
鵡
、
以
絲
縄
繋
百
石
—
饂
其
前
二
郎
子
藍
無
レ
底
‘
盛
―
―
取
江
南
骨
蔵
蹄
。
〔
米
奄
墨
談
〕
方
以
土
｛
命
也
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
心
凝
形
繹
‘
骨
肉
都
融
、
不
レ
信
ー
ー
用
姦
人
一
離
一
間
骨
肉
盃
我
賓
何
罪
。

啄
―
―
呑
名
良
久
牽
出
覗
レ
石
‘
軟
爛
如
レ
泥
芙
。
智
云
‘
古
器
謂
二
之
贋
董
面
説
文
‘
直
‘
古
器
也
‘
呼
骨
切
、
覺
<
I

形
之
所
レ
椅
‘
足
之
所
』
履
。
〔
孔
子
家
語
、
哀
公
問
〕
【
骨
人
】
68

ぢ
圏
枯
骨
を
圏
綸
し
た
も
の
。
坐
輝
者
に

【
骨
納
】
“
[
”
動
物
の
名
。
を
つ
と
せ
い
。
饂
訥
獣
の
箋
日
、
今
謂
―
―
骨
董
盃
臨
腫
董
之
訛
也
‘
又
云
‘
唐
引
船
歌
骨
肉
弊
―
―
子
下
石
化
為
―
―
野
土
石
其
氣
狽
1

一
揚
干
上
一
者
‘
此
之
を
観
ぜ
し
め
て
、
煩
悩
を
制
伏
せ
し
め
る
た
め
に
用

別
名
。
〔
本
草
‘
腸
訥
獣
〕
秤
名
‘
骨
訥
、
海
狗
、
時
珍
曰
‘
曰
‘
得
蔵
乾
那
邪
、
楊
州
銅
器
多
、
得
董
之
得
、
音
丁
乾
紳
之
著
也
。
●
父
子
兄
弟
の
如
き
、
離
る
べ
か
ら
ざ
る
ひ
る
。
〔
資
持
記
、
下
、
二
之
―
―
-
〕
骨
人
即
今
枯
骨
圏
‘
瑕
<I

或
作
―
―
骨
拙
盃
訛
為
唇
E

訥
西
皆
番
言
也
。
反
、
先
レ
是
浬
歌
日
、
得
罷
乾
那
邪
‘
其
後
得
―
―
賓
符

f
桃
至
親
の
間
を
い
ふ
。
血
を
分
け
た
み
う
ち
。
肉
親
。
肉
彼
色
相
冨
盆
翌
祠
法
↓

【
骨
炭
]

4

5

[

／
獣
骨
を
乾
溜
し
た
炭
。
漂
白
料
と
し
て
林
冨
佳
成
甫
更
1

祖
砿
竺
曰
―
―
得
賓
歌
一
郎
今
骨
董
之
原
、
縁
。
〔
管
子
、
軽
重
丁
〕
兄
弟
相
戚
、
骨
肉
相
親
。
〔
戦
國
、
【
骨
牌
】
69

心
い
か
る
た
。
牙
牌
。
〔
正
字
通
〕
牙
牌
、
今
戯

砂
糖
製
造
に
用
ひ
る
。
獣
炭
。
又
引
―
―
唐
宋
小
記
―
云
、
有
―
―
骨
篤
厘
「
轄
為
五
且
烹
又
秦
策
〕
今
臣
闘
旅
之
臣
也
‘
交
疏
玉
一
於
王
↓
而
所
レ
願
レ
陳
具
‘
俗
傭
‘
宣
和
一
一
年
設
、
嵩
宗
時
‘
詔
頒
え
打
天
下
ニ
謂
―
―

【
骨
張
]
4
6

炉
炉
「
ほ
ね
ば
る
」
の
音
讀
。
一
に
「
骨
頂
」
と
引
1

名
物
考
―
云
、
悪
州
有
―
―
骨
葦
羹
面
叫
鶴
突
羮
耳
。
〔
寄
者
‘
皆
匡
―
―
君
臣
之
事
↓
虞
ー
一
人
骨
肉
之
開
ご
顆
n

―
以
陳
<
I

之
骨
牌
ぶ
翌
博
塞
格
五
之
類
↓
〔
紅
棲
夢
‘
四
十
回
〕
如

書
く
は
あ
て
字
。

O
強
く
主
張
す
る
こ
と
。
意
地
張
る
園
寄
所
寄
〕
骨
董
作
二
氾
董
↓
〔
葦
其
昌
、
骨
董
説
〕
骨
下
臣
之
屈
忠
盃
匹
未
レ
知
―
―
王
‘
少
也
。
〔
漢
書
、
諸
侯
王
表
序
〕
今
我
説
1

一
骨
牌
副
兒
↓

こ
と
。
〔
東
鑑
〕
仁
治
二
年
＋
一
月
二
十
九
日
、
云
云
、
家
連
↓
―
董
字
1

何
訓
、
書
曰
、
董
レ
之
用
レ
威
、
董
正
治
に
目
、
董
内
亡
―
―
骨
肉
本
根
之
輔
↓
外
亡
―
―
尺
土
藩
翼
之
衛
↓
【
骨
能
】
70

ぢ
ほ
ね
で
作
っ
た
や
じ
り
。
骨
鏃
。
〔
爾
雅
、

村
不
レ
団
出
臭
之
由
骨
張
、
依
レ
之
及
二
過
言
→
〇
最
字
所
―
―
従
出
一
也
。
〔
稲
謂
録
、
商
賣
、
骨
董
〕
明
人
説
部
、
〖
骨
肉
相
食
〗

6
2
ぢ
芦
父
子
兄
弟
が
互
に
相
弔
ひ
殺
秤
器
〕
骨
鏃
不
レ
翡
レ
利
‘
謂

1一
之
志
→
〔
注
〕
今
之
骨
飽
是

上
。
第
一
。
随
一
。
〔
生
玉
心
中
、
上
〕
嘘
吐
き
の
骨
張
。
〇
貨
古
玩
者
為
1

一
骨
董
硲
m
作
―
―
古
董
ー
非
。
参
物
の
水
中
に
し
あ
ふ
こ
と
。
骨
肉
相
呑
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
下
〕
相
門
也
。

張
本
。
猜
頭
人
。
〔
源
平
盛
衰
記
、
四
、
白
山
神
輿
登
山
落
ち
る
こ
ゑ
゜
〔
北
里
志
〕
佛
奴
指
二
階
井
―
曰
、
若
逼
レ
我
弔
レ
寵
、
骨
肉
相
軋
、
而
不
レ
能
レ
制
也
。
〔
韻
山
陽
‘
謁
―
-
【
i
g
法
】
71

心'
[
O
は
ね
ぐ
み
。
骨
格
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕

事
〕
中
宮
の
大
衆
の
中
に
、
智
積
・
覺
明
・
佛
光
等
の
骨
不
レ
己
‘
骨
董
一
瞥
郎
了
芙
゜
楠
河
州
墳
玉
出
作
詩
〕
君
不
レ
見
君
臣
相
園
骨
肉
相
呑
、
（
剛
通
）
以
レ
相
レ
人
説
―
―
韓
信
1

曰
‘
貴
賤
在
二
千
骨
法
↓

張
の
輩
六
人
。
〖
骨
董
羹
〗

5
3炉[
h

魚
肉
・
野
菜
な
ど
を
ご
た
ご
た
と
九
葉
十
三
世
何
所
レ
存
。
憂
喜
在
―
―
子
容
色
→
〔
漢
書
、
藝
文
志
〕
形

1一
人
及
六
畜
骨

【
骨
頂
】4
7
炉
炉
骨
張
に
同
じ
。
入
れ
て
煮
た
汁
。
ご
っ
た
煮
。
〔
通
雅
、
古
器
〕
指
南
引

l
-
〖
骨
肉
之
愛
〗6
3
1
0
ソ
存
肉
親
間
の
愛
情
。
〔
顔
氏
家
法
之
度
散
、
器
物
之
形
容
盆
以
求

<
I其
臀
氣
貴
賤
吉
凶
→

【
骨
直
】
48

炉5
ク
骨
幹
が
挺
虹
な
こ
と
。
つ
よ
く
て
ひ
名
物
考
一
言
‘
恵
州
有
<I

骨
董
羹
盆
則
鶴
突
羹
耳
、
按
、
呂
訓
、
教
子
〕
父
子
之
巌
、
不
レ
可
<I

以
押
一
骨
肉
之
愛
、
不
レ
〔
論
衡
、
骨
相
〕
骨
法
形
罷
、
有
―
―
不
レ
應
者
面
四
必
別
離
死

る
ま
ぬ
意
。
強
毅
゜
〔
周
證
、
考
エ
記
、
弓
人
〕
骨
疸
以
立
、
原
明
家
塾
記
、
呂
端
為
レ
人
糊
塗
‘
注
‘
糊
塗
‘
讀
為
―
―
骸
可
―
―
以
簡
↓
亡
。
〔
後
漢
書
‘
馬
援
博
〕
嘗
師
1

一
事
子
阿
一
受
』
相
正
一
馬
骨

念
執
以
奔
、
若
レ
是
者
為
レ
之
安
弓
゜
〔
注
〕
骨
直
謂

<
I強
突
盃
刑
骨
董
羹
既
同

<
I於
鶴
突
羹
百
是
即
糊
塗
羮
也
。
〔
仇
〖
骨
肉
之
恩
〗

6
4
勺
9

肉
親
の
間
の
恩
義
。
〔
魏
志
‘
法
三
考1一
之
於
行
事
→
〔
宋
玉
‘
軸
女
賦
〕
骨
法
多
レ
奇
゜

毅

↓

池

筆

記

〕

羅

浮

穎

老

取

―

―

飲

食

1

雑
―
―
烹
之
ぢ
ぎ
骨
董
羮
↓
陳
思
王
植
博
〕
骨
肉
之
恩
‘
爽
而
不
レ
離
‘
親
親
之
義
、
〔
歌
陽
脩
‘
長
句
送
-
1

陸
子
履
學
士
通
判
赴
―
―
宿
州
―
詩
〕

【
骨
都
】
49

門
漢
代
、
匈
奴
の
官
名
。
骨
都
侯
を
見
よ
。
〔
霜
雪
録
〕
骨
董
乃
方
言
、
初
無
―
一
定
字
↓
東
波
嘗
作
―
―
骨
｛
貫
在
1

一
敦
固
一
〔
孟
郊
‘
弔
―
比
干
墓
―
詩
〕
餓
虎
不
レ
食
レ
古
人
相
レ
馬
不
レ
相
レ
皮
‘
痩
馬
雖
レ
痩
骨
法
奇
。
●
筆
力

〔
劉
孝
威
、
結
客
少
年
場
行
〕
千
金
募
悪
レ
少
、
一
揮
檎
―
―
董
羹
一
晦
奄
先
生
語
類
、
只
作
―
―
氾
董
↓
子
、
人
無
<I

骨

肉

恩

↓

を

い

ふ

。

〔

唐

會

要

〕

太

宗

嘗

謂

―

―

朝

臣

1

日
‘
吾
臨
―
―
古

骨
雙
〔
虞
薇
詠
―
―
霰
将
軍
北
伐
―
詩
〕
骨
都
先
目
聾
‘
日
〖
骨
董
飯
〗

5
4ぢ
占
魚
肉
等
の
諸
物
を
雑
ぜ
た
飯
。
ご
〖
骨
肉
之
情
〗65ぢ
咋
ク
ノ
親
子
兄
弟
な
ど
血
を
分
け
人
書
五
沐
不
レ
學
―
―
其
形
勢
五
惟
在
レ
求
―
―
其
骨
法
→
〔
圏
綸

逐
次
亡
レ
精
。
も
く
め
し
。
〔
字
學
集
要
〕
以
―
―
魚
肉
諸
物
面
竺
飯
中
一
た
親
し
い
者
の
間
に
お
け
る
情
。
〔
曹
植
、
聖
皇
篇
〕
路
賓
鑑
‘
六
法
三
品
〕
謝
赫
云
‘
鵞
有
え
ハ
法
ご
広
云
‘
二
日
、

〖
骨
都
侯
〗5
0
O
O
脅
漢
代
‘
匈
奴
の
官
。
異
姓
の
大
臣
。
謂
―
―
之
骨
董
飯
→
〔
董
其
昌
、
骨
董
説
〕
向
有
レ
人
、
以

1一
食
人
尚
酸
鼻
、
何
況
骨
肉
情
。
骨
法
用
筆
。
参
證
俄
。
作
法
。
〔
平
家
物
語
、
一
‘
殿
下
乗

左
右
あ
り
。
〔
史
記
、
匈
奴
傭
〕
置

<
I左
右
賢
王
・
左
右
谷
品
砕
空
烹
之
一
名
日
二
骨
董
羮
一
雑1一
埋
飯
中
玉
密
之
、
〖
骨
肉
之
親
〗
6
6
n，
芦
骨
肉
の

O
に
同
じ
。
又
、
骨
肉
合
の
事
〕
證
儀
・
骨
法
わ
き
ま
へ
た
る
者
、
一
人
も
な
し
。

数
王
・
左
右
大
将
・
左
右
大
都
尉
・
左
右
大
営
戸
・
左
右
名
―
―
骨
董
飯
↓
之
愛
・
骨
肉
之
情
に
同
じ
。
〔
穏
、
文
王
世
子
〕
骨
肉
之
【
骨
番
】
ヵ
匁
新
羅
‘
紳
文
王
の
時
の
文
章
家
。
強
首
・

骨
都
侯
↓
〔
注
〕
集
解
曰
‘
骨
都
‘
異
姓
大
臣
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
【
骨
頭
】
55

k
u
'
t
'
g
0
骨。

0
人
を
罵
る
語
。
親
、
無
レ
絶
也
。
〔
晏
子
、
諫
、
下
〕
服
牛
死
、
夫
婦
笑
、
非
<
I

I

帝
文
・
守
慎
・
良
圏
・
風
訓
・
骨
番
と
拉
ぴ
稽
せ
ら
る
。

傭
上
〕
置
左
右
賢
王
・
左
右
谷
磁
左
右
大
将
・
左
右
大
〖
骨
頭
架
子
〗

5
6
k
u
'
t
'
o
u
 c
h
i
a
4
 

tzi1

痩
せ
た
人
骨
肉
之
観
也
、
為
―
―
其
利
之
大
也
。
〔
墨
子
‘
尚
賢
下
〕
〔
―
二
國
史
記
〕
。

都
尉
・
左
右
大
常
戸
・
左
右
骨
都
侯
一
〔
後
漢
書
、
南
匈
奴
を
い
ふ
。
「
節
。
雖
レ
有
-
―
骨
肉
之
親
云
云
面
目
美
好
者
一
賓
知
―
―
其
不
ア
【
骨
盤
】
73

心
バ
脊
柱
の
下
端
と
腰
部
の
骨
と
か
ら
成
る

博
〕
異
姓
大
臣
左
右
骨
都
侯
、
次
左
右
戸
逐
骨
都
侯
、
其
〖
骨
頭
節
兒
〗

5
7
k
u
'
t
'
o
u
 c
h
i
e
h
2
 
e
r
h

ほ
ね
の
隅
能
也
。
〔
韓
非
子
、
姦
劫
拭
臣
〕
夫
君
臣
非
レ
有
1

普
骨
肉
之
漏
斗
状
の
骨
輪
。
こ
し
ぽ
ね
。

餘
、
日
逐
・
且
渠
・
常
戸
諸
官
琥
、
各
似
櫂
力
優
劣
、
部
[
骨
訥
】
58

昇

動

物

の

名
o

を
つ
と
せ
い
o

膿
訥
獣
の
異
親
↓
〔
呂
覧
、
精
通
〕
父
母
之
於
レ
子
也
ヽ
子
之
姶
る
盆
i

【
骨
肥
]
＂
門
動
物
の
骨
を
砕
い
て
粉
と
し
ヽ
肥
料
に

衆

多

小

盃

空

高

下

次

第

一

焉

。

名

。

骨

訥

(
4
4
)

を

見

よ

。

也

‘

一

橙

而

柄

分

、

同

氣

而

異

息

‘

若

己

早

非

之

有

1

一
華
用
ひ
る
も
の
。
骨
粉
o

冒

桶

】
51

打

死

人

の

骨

を

入

れ

る

桶

。

【

骨

拙

】

59

昇
樹
の
節
瘤
゜
楕
髄
。
〔
五
雑
組
〕
道
労
樹
｛
貫
也
、
若
ー
ー
一
樹
木
之
有
―
―
根
‘
少
也
‘
雖
レ
異
レ
慮
而
相
通
、
【
骨
美
】
7
5
5

，
草
の
名
。
く
さ
た
ち
ば
な
。
白
微
の
異

16

【
骨
疼
】
ご
＂
キ
骨
絡

(
8
9
)

に

同

じ

。

堕

骨

細

者

、

車

撥

傷

。

隠

志

相

及

‘

痛

疾

相

救

‘

憂

思

相

感

、

生

則

相

歓

‘

死

則

名

。

〔

本

草

‘

白

微

〕

繹

名

、

骨

美

。

13
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骨

部

骨

五

七



(45098・ ・76) (45098・ ・111) 

骨

部

骨

|

ー

【
骨
鼻
】
76

芍
骨
ば
っ
た
鼻
。
〔
論
衡
‘
骨
相
〕
蘇
秦
骨
【
骨
絡
】
89

”
”
ミ
｀
徽
毒
が
全
身
に
蔓
延
し
て
骨
髄
に
入
子
や
黄
山
君
が
茶
を
服
し
て
身
を
軽
く
し
て
利
化
し

づ
き
痛
む
こ
と
。
ほ
ね
う
づ
き
。
骨
疼
。
た
故
事
。
〔
本
草
、
著
〕
登
明
‘
時
珍
日
、
陶
隠
居
雑
録
言
ニ

鼻
為
―
―
六
國
相
云
張
儀
低
脇
亦
相
―
―
秦
魏
↓
り
う

【
骨
筆
】
77

朋
骨
で
作
っ
た
筆
。
経
文
を
窯
す
に
用
ひ
【
骨
瘤
】
90

打
九
骨
組
織
よ
り
な
る
成
熟
型
腫
瘍
。
別
名
、
丹
丘
子
・
黄
山
君
‘
服
レ
茶
軽
レ
身
換
p

骨
、
壺
公
食
忌
言
―
―

る
。
〔
庚
信
、
映
州
弘
農
郡
五
張
寺
経
誠
碑
〕
皮
紙
・
骨
石
懲
・
骨
懲
゜
〔
外
科
正
宗
〕
骨
瘤
者
、
形
色
紫
黒
‘
堅
硬
苦
茶
久
食
利
化
1

者
、
皆
方
士
謬
言
、
誤
血
世
者
也
。
〔
精

筆
・
木
葉
•
山
花
。
〔
梵
網
経
、
下
〕
剥
辰
為
レ
紙
‘
刺
レ
血
如

J
石
、
疱
搭
高
起
‘
推
レ
之
不
レ
移
、
昂
昂
堅
―
―
貼
於
骨
→
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
上
‘
飲
食
〕
亦
能
換
レ
骨
軽
レ
身
。

為
蘊
、
以
ら
髄
為
レ
水
、
折
レ
骨
為
レ
筆
、
書
―
―
寓
佛
戒
→
【
骨
立
】

9
1況
痩
せ
衰
へ
て
骨
ば
か
り
に
な
る
こ
と
。
〖
換
レ
骨
奪
レ
胎
】
匈
”
”
”
”
が
古
人
の
詩
文
を
作
り
か

【
骨
粉
】
78

ぢ
動
物
の
骨
を
粉
末
に
し
た
肥
料
。
燐
酸
〔
列
子
‘
仲
尼
〕
子
貢
茫
然
自
失
‘
欝
レ
家
淫
思
七
日
、
不
レ
ヘ
、
新
思
を
加
へ
て
己
の
詩
文
と
す
る
こ
と
。
換
骨
奪

肥

料

。

「

人

品

。

寝

不

レ

食

、

以

至

,

,

骨
立
↓
〔
後
漢
書
‘
章
彪
博
〕
父
母
卒
‘
胎
(
6
|
1
は
器
：
2
3
)

を
見
よ
。

【
骨
柄
】
79

窃
●
ほ
ね
ぐ
み
。
骨
條
。
●
ひ
と
が
ら
。
哀
毀
三
年
、
云
云
‘
鼻
脊
骨
立
異
レ
形
。
〔
晉
書
‘
玩
籍
博
〕
【
蛸
レ
骨
】
9
9
2
サ
骨
を
と
ろ
か
す
。
議
言
の
害
の
甚
し

【
骨
母
】
80

竺
山
名
。
晋
母
の
誤
。
脅
母

(9-294g
:
4

性
至
孝
‘
母
終
‘
云
云
‘
毀
齋
骨
立
、
殆
致
＞
滅
レ
性
。
〔
世
い
の
を
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
史
記
‘
張
儀
偉
〕
衆
口
礫
レ
金
、

2
)
を
見
よ
。
〔
枚
乗
、
七
登
〕
頭
,
,
節
伍
子
之
山
五
翌
属
骨
説
新
語
、
徳
行
〕
王
戎
遭
ー
ー
大
喪
三
云
云
‘
難
骨
支
レ
林
‘
云
積
毀
舘
レ
骨
゜
〔
故
事
成
語
考
、
身
橙
〕
議
口
中
傷
、
金
可
レ

母
之
場
↓
〔
注
〕
善
日
、
史
記
日
、
呉
王
殺
―
―
子
脅
五
空
之
云
‘
仲
雄
曰
‘
云
云
‘
王
戎
雖
レ
不
レ
備
ら
幡
‘
而
哀
毀
骨
立
。
燦
而
骨
可
レ
銅
゜

於
江
i呉
人
竺
祠
於
江
よ
因
名
＝
脊
母
山
ゴ
云
云
‘
越
〖
骨
立
懲
伏
】

9
2
ぢ
我
痩
せ
て
骨
ば
り
、
つ
か
れ
伏
【
折
レ
骨
】

1
0
0
”
ハ
’
●
骨
を
折
る
。
〔
左
氏
、
哀
、
二
〕
敢
告
‘

絶
書
日
、
閾
間
旦
食
,
,
鮒
山
ニ
賽
溜
―
―
於
膏
母
ご
疑
骨
母
す
こ
と
。
心
配
し
て
や
つ
れ
お
と
ろ
へ
る
こ
と
を
い
無
レ
絶
レ
筋
、
無
レ
折
レ
骨
、
無
,
,
面
傷
盆
以
集
,
,
大
事
一
無
レ

字
之
誤
也
。
ふ
。
〔
箕
作
玉
海
、
義
犬
記
〕
骨
立
懲
伏
、
哀
鳴
不
レ
歌
。
作
―
―
三
祗
羞
↓
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
折
レ
骨
絶
レ
筋
。
●
悲
愁
・
憤

【
骨
蓬
】
81

統
水
草
の
名
。
か
は
ほ
ね
。
蒋
蓬
草
の
異
【
骨
力
】
93

炉
印
ク
書
萱
な
ど
の
筆
法
の
力
を
い
ふ
。
筆
激
な
ど
の
甚
し
い
こ
と
の
喩
。
〔
後
漢
書
、
李
固
傭
〕
昔

名
。
〔
倭
名
類
棗
抄
、
菜
哉
部
、
藻
類
、
骨
蓬
〕
崖
馬
食
経
力
。
〔
晉
書
、
王
獣
之
博
〕
糖
之
草
隷
‘
江
左
中
莫
レ
有
,
,

昌
邑
之
立
、
昏
乱
日
滋
、
霰
光
憂
愧
獲
憤
、
悔
レ
之
折
レ

云
‘
骨
蓬
、
加
波
保
禰
、
味
鍼
大
冷
無
レ
毒
‘
根
如
―
―
腐
骨
一
及
者
ぶ

m之
骨
力
遠
不
レ
及
レ
父
‘
而
頗
有
,
,
媚
趣
-
〔
南
骨
。

O
精
出
し
て
働
く
。
盛
力
す
る
。
努
力
す
る
。

花
黄
色
、
埜
頭
着
レ
葉
者
也
。
〔
箋
注
〕
本
草
拾
遺
云
‘
滓
史
‘
張
融
博
〕
融
善
↓
l

草
書
ぷ
常
自
美
―
―
其
能
玉
E

日
、
卿
書
【
暴
レ
骨
】
I
O
I
t
”
”
死
ん
で
骨
を
原
野
に
さ
ら
す
。
〔
左

蓬
草
‘
云
云
、
雀
氏
骨
蓬
即
是
。
殊
有
―
骨
力
面
醤
炉
無
三
王
法
云
答
曰
、
非
レ
恨
•
―
臣
無
ー
氏
‘
襄
‘
九
〕
知
武
子
日
、
許
,
,

之
盟
一
而
還
レ
師
、
以
散
―
―
楚

【
骨
棒
】
82

窃
ほ
ね
ぐ
み
。
〔
輻
恵
全
書
、
郵
政
部
、
購
二
王
法
工
亦
恨
三
二
王
無
一
臣
法
↓
人
一
吾
三
―
―
分
四
軍
ご
否
諸
侯
之
銃
盆
以
逆
―
―
来
者
云
於
レ

馬
〕
毛
色
・
脚
カ
・
骨
棒
•
徳
性
。
〖
骨
力
装
羅
〗

9
4
ぢ
”
ヨ
ク
唐
‘
懐
仁
可
汗(
4
-
1
1
4
5
6我
未
レ
病
‘
楚
不
レ
能
癸
、
猶
愈
弘
ル
戦
五
暴
レ
骨
以
温
‘
不
レ

【
骨
卜
】
83

ぢ
獣
骨
を
以
て
す
る
占
ひ
方
。
卜
法
は
亀
：
1
1
6
)

の

名

。

可

―

―

以

争

↓

〔

左

氏

、

定

‘

五

〕

父

兄

親

暴

レ

骨

焉

。

甲
の
場
合
と
同
様
で
あ
り
、
其
の
骨
に
は
牛
評
骨
或
は
【
骨
路
】
9
5
5
，
い
か
け
や
。
〔
稽
謂
録
‘
百
工
‘
骨
路
〕
陸
【
錢
レ
骨
】
皿
ぶ
-
刻
レ
骨
(
9
7

`
）
に
同
じ
。
〔
柳
宗
元
‘
謝
レ

鹿
肝
骨
が
用
ひ
ら
れ
た
。
河
南
省
の
清
縣
や
山
東
省
の
消
、
績
筆
記
、
市
井
中
有
下
補
,
,
治
故
銅
鐵
器
一
者
お
堕
之
除
↓
一
柳
州
刺
史
1

表
〕
銘
＞
心
錢
レ
骨
‘
無
レ
報
↓
ー
上
天
↓

歴
城
縣
•
龍
山
鎮
•
城
子
崖
等
よ
り
出
土
し
た
も
の
が
骨
路
t

【
埋
レ
骨
】
町
gぢ
骸
を
埋
め
葬
る
。
〔
繹
月
性
、
題
』
壁
詩
〕

著

名

で

あ

る

。

【

骨

緑

】

邸

k
u
'
J
u

こ
ろ
が
ら
せ
る
。
男
兒
立
レ
志
出
―
―
郷
闘
五
學
若
不
レ
成
死
不
レ
還
、
埋
レ
骨
何

【
骨
盆
】
紺

ku2p• 

e
n
'

骨
盤
。
〖
骨
緑
緑
】

9
6ku2 
Ju 
Ju

笑
ふ
臀
。
〔
還
魂
記
、
虜
諜
〕
期
,
,
墳
墓
地
T

人
間
到
慮
有
―
―
青
山
↓

【
骨
膜
】
84

窃
骨
の
外
面
を
お
ほ
ふ
強
靭
で
白
色
の
織
骨
緑
緑
南
人
笑
‘
則
個
鼻
凹
兒
躊
‘
瞼
皮
鞄
、
毛
梢
兒
魃
。
【
骨
覇
節
】
102[
が
ン
セ
ッ
雨
骨
の
相
接
す
る
と
こ
ろ
の
ふ

維
質
の
薄
膜
。
中
に
血
管
及
び
神
経
が
通
つ
て
を
り
、
【
人
ロ
レ
骨
~
】

9
7玲
”
合
葬
す
る
。
〔
晏
子
‘
諫
、
下
〕
兆
在
1一
路
し
。
其
の
活
動
す
る
者
を
動
闊
節
と
い
ひ
、
活
動
す
る

骨

を

養

ふ

用

を

す

る

。

寝

一

嘗

―

―

如

レ

之

何

云

願

請

公

ロ

レ

骨

。

こ

と

の

出

来

な

い

も

の

を

定

闊

節

と

い

ふ

。

【
骨
膜
炎
〗8
5ぢ
マ
ク
化
膿
菌
に
よ
つ
て
骨
膜
に
炎
症
【
刻
レ
骨
]
町
0”
骨
に
き
ざ
み
つ
け
る
。
深
く
心
に
記
【
骨
鎌
天
】1
0
3
-
[

”
サ
圏
肺
の
名
。
梵
名
は
商
掲
羅S
a
n
­

を
起
す
病
。
獲
熱
・
疼
痛
・
腫
脹
•
灼
熱
感
等
の
症
状
を
憶
す
る
喩
。
錢
レ
骨
゜
〔
後
漢
書
、
部
鷺
傭
〕
刻
レ
骨
定
レ
分
、

k
a
r
aと
い
ふ
。
鎌
は
鍍
に
同
じ
。
自
在
天
の
化
身
。
人
界

呈

す

る

。

有

伝

死

無

と

一

。

〔

魏

志

‘

陳

思

王

植

博

〕

刻

レ

肌

刻

血

骨

、

追

1

一
を
化
導
す
る
と
い
ふ
。
〔
因
明
大
疏
‘
-
〕
商
掲
羅
、
此

【
骨
揚
】
86

弁

江

火

葬

に

し

た

後

の

骨

を

拾

ひ

あ

げ

る

思

罪

戻

↓

云

―

―

骨

鎌

i

云
云
、
大
自
在
天
、
人
間
化
導
、
二
十
四
相
、

こ

と

。

こ

つ

ひ

ろ

ひ

。

【

換

レ

骨

】

98

”
”
’
●
道
家
の
説
で
、
仙
を
學
ぷ
者
が
金
匡
利
既
畢
、
自
在
欝
レ
天
、
事
者
顧
患
、
遂
立
レ
像
‘
像
―
―
其

【
骨
瘍
】
87

況
病
名
。
病
菌
が
骨
部
に
寄
生
し
て
く
さ
丹
を
呑
ん
で
、
凡
骨
を
仙
骨
に
化
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
苦
行
悴
疲
飢
鼠
、
骨
節
相
連
影
状
如
迄
課
‘
故
標
―
―
此
像
一

ら

せ

る

も

の

。

〔

方

干

‘

遊

1

一
張
公
洞
玉
空
陶
校
書
―
詩
〕
由
来
委
曲
尋
二
名
―
―
骨
鎌
天
↓

【
骨
雷
】
88

”
い
動
物
の
名
。
わ
に
。
鰐
魚
の
別
名
。
〔
治
仙
路
二
不
レ
似
―
―
先
生
換
レ
骨
丹
↓
【
骨
槽
風
】
104

苓
サ
，
ゥ
病
の
名
。
耳
の
前
連
‘
及
び
膊
頬
に

聞
記
〕
骨
雷
、
鰐
魚
別
名
。
〖
換
レ
骨
軽
レ
身
]
飼

i
”
”
[
（
ス
仙
人
に
な
る
こ
と
。
丹
丘
起
る
。
筋
骨
が
痛
み
、
日
に
腐
潰
し
‘
膿
汁
が
開
を
穿
つ

五
七|
 

て
出
る
。
一
名
、
穿
臆
獲
。
〔
瞥
宗
金
鑑
〕
0

6

8

【
骨
種
羊
】
105

翌
ュ
地
中
か
ら
自
然
に
生
ず
る
と
い
ふ

31ー

羊
゜
〔
瞭
讀
書
齋
雑
録
〕
張
守
節
正
義
述
‘
宋
膚
異
物
志

曰
‘
秦
之
北
附
庸
小
邑
、
有
n

―
恙
羊
自
然
生
二
於
土
中
i

堡
其
欲
＂
萌
、
築
レ
謄
饒
レ
之
、
恐
な
為
1
1

獣
所
＂
食
‘
其
靡

興
レ
地
連
、
割
絶
則
死
、
撃
レ
物
驚
レ
之
、
乃
驚
鳴
‘
謄
遂

絶
、
則
逐
―
―
水
草
為
レ
婁
、
按
、
此
即
今
所
謂
骨
種
羊
也
、

向
在
-
l秦
中
五
問
椰
爾
多
斯
貢
使
盃
~
レ
説
亦
同
、
並
云
、

此
種
皆
以
―
―
羊
骨
種
1

成
レ
之
、
恐
古
亦
嘗
レ
然
耳
。

【
骨
篤
犀
】
1065
り
卜
，
大
蛇
の
角
。
骨
咄
犀
に
同
じ
。
〔
格

古
要
論
‘
珍
賓
論
、
骨
篤
犀
〕
骨
篤
犀
、
出
t

一
西
蕃
ギ
其
色

如
汲
碧
玉
五
梢
有
』
黄
、
其
紋
理
似
レ
角
、
相
レ
之
瞥
清

如
左
玉
、
磨
剖
躾
レ
之
有
レ
香
、
燒
レ
之
不
レ
臭
、
能
消
11

腫

喪
及
能
緋
―
毒
葉
す
又
謂
―
―
之
碧
犀
む
は
等
最
貴
。

【
骨
咄
犀
】
107

⑰
ト
ツ
大
蛇
の
角
。
最
毒
を
解
く
に
効
が

あ
る
。
〔
本
草
‘
蛇
角
〕
繹
名
、
骨
咄
犀
、
集
解
、
時
珍
日
、

劉
郁
西
域
記
云
‘
骨
篤
犀
即
大
蛇
角
、
出
11

西
番
一
〔
綴

耕
録
、
骨
咄
犀
〕
骨
咄
犀
、
蛇
角
也
‘
其
性
至
毒
、
而
能

解
レ
毒
、
蓋
以
レ
毒
攻
レ
毒
也
、
故
日
―
―
贔
毒
犀
面
唐
書
有
二

古
都
國
す
必
其
地
所
レ
産
、
今
人
謳
為
―
―
骨
咄
—
耳
。
〔
松
漠

紀
聞
〕
骨
咄
犀
、
不
二
甚
大
ぶ

g
型
象
牙

n空
黄
色
正
作
―
―

刀
肥
1

者
、
已
為
ー
無
慣
之
賓
一
也
。

【
骨
咄
藤
】
108"
”
ト
ッ
●
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
、
代
北
三

字
姓
〕
骨
咄
藤
氏
、
改
為
↓
ー
藤
氏
↓
●
唐
、
突
蕨
の
主
。
姓

は
阿
史
那
氏
。
頷
利
の
疏
族
。
頷
利
の
敗
後
、
其
の
部
層

散
t
反
叛
す
。
骨
咄
藤
、
散
亡
を
招
集
し
て
山
に
入
り
、

盗
を
な
し
‘
漸
く
強
盛
。
自
立
し
て
可
汗
と
な
り
、
阿
史

徳
元
珍
を
得
て
専
ら
兵
馬
を
統
ぺ
し
む
。
永
淳
の
間
、

屡
t
入
寇
し
て
唐
軍
を
敗
る
。
武
后
大
い
に
怒
り
、
骨

咄
誅
を
改
め
て
不
卒
緑
と
な
さ
し
め
た
と
い
ふ
。
〔
唐

書
、
二
百
十
五
下
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
九
十
四
〕
。

〖
骨
咄
緑
砒
伽
闘
】1
0
9
t
o

”
”
”
ロ
ク
唐
、
懐
仁
可
汗
(
4
-
1

1
4
5
6
 :
 1
1
6
)

の
名
。

【
骨
皮
親
】
110i
苓
養
子
に
行
っ
た
者
が
生
家
を
骨
と

い
ひ
、
養
家
を
皮
と
い
ふ
。
畳
溝
の
慣
習
。

【
骨
利
幹
】
Illg
吋
種
族
の
名
。
唐
代
‘
軟
勒
諸
部
の
一
。

濡
海
の
北
、
今
の
西
伯
利
亜
葉
利
亜
尼
塞
斯
克
の
地
に

居
た
。
唐
代
に
は
玄
闘
州
を
置
く
。
〔
唐
書
、
回
鶴
上
‘
回

乾
偉
〕
回
屹
‘
其
先
匈
奴
也
‘
俗
多
乗
1

一
高
車
輪
至
と
魏
時

亦
鼠
一
高
車
部
云
或
日
ユ
双
勒
盃
訛
為
1

一
鐵
勒
ギ
其
部
落
曰
ニ
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骨

部

骨

〔
―
|
三
驚
〕

哀
屹
．
砕
延
陀
•
契
芯
利
•
都
播
・
骨
利
幹
•
多
覧
葛
•
僕

骨
・
抜
野
古
・
同
羅
・
渾
・
思
結
・
料
辞
・
冥
結
・
阿
朕
•
白

夏
凡
十
有
五
種
‘
皆
散
1
1

慮
碩
北
↓

【
骨
麓
骨
】
m
k
u
3
 
J
o
u
'
k
u
"
3

骸
骨
゜
憫
帷
゜

【
骨
寒
毛
竪
】
114

””

F
ク
恐
怖
の
為
に
ぞ
つ
と
す
る
を

い
ふ
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
名
賓
〕
伯
石
譲
レ
卿
‘
王
非
辞
＞
政
‘

嘗
手
爾
雙
自
以
―
―
巧
密
工
後
人
書
レ
之
、
留
1

一
博
萬
代
一

可
レ
為
―
―
骨
寒
毛
竪
一
也
。

【
骨
弱
筋
柔
】
m
只
悶
が
骨
が
よ
わ
く
筋
肉
が
や
は

ら
か
い
。
〔
老
子
、
五
十
五
〕
含
徳
之
厚
、
比
―
―
子
赤
子
云
毒

贔
不
＞
蟄
、
猛
獣
不
レ
撮
、
攘
鳥
不
レ
博
、
骨
弱
筋
柔
而
握

固

。

「

如

レ

計

を

見

よ

。

【
骨
痩
如
レ
柴
】
llS

店
衿
ト
・
’
痩
せ
た
人
の
形
容
。
骨
痩

【
骨
痩
如
レ
財
】
1
1
7
8
拉
対
ト
・
’
財
の
や
う
に
痩
せ
て
骨
張

つ
て
ゐ
る
。
甚
し
く
や
せ
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
埠
雅
‘
繹
獣
〕

骨
痩
如
レ
計
、
財
‘
柴
也
、
財
橙
細
痩
、
故
謂
11

之
財
涵
心
人

骨
立
‘
謂
t

一
之
柴
毀
涵
義
取
ー
ー
諸
此
↓

【
骨
騰
肉
飛
】
l
l
B
-
””
t
り
心
身
の
躍
動
す
る
に
い
ふ
。

0
勇
士
の
奔
馳
す
る
形
容
。
〔
呉
越
春
秋
、
閻
間
内
博
〕

慶
忌
之
勇
、
世
所
レ
聞
也
、
筋
骨
果
勁
‘
萬
人
莫
レ
嘗
‘
走
ニ

追
奔
獣
玉
手
接
二
飛
鳥
云
骨
騰
肉
飛
‘
柑
膝
散
百
里
。
●
美

人
な
ど
を
見
た
時
の
衝
動
の
形
容
。
〔
隋
書
、
地
理
志
中
〕

齊
郡
奮
日
―
―
清
南
石
其
俗
好
1

涵
竺
飾
子
女
淫
畦
之
―
=13
涵能

使
1

元
骨
謄
肉
飛
、
傾
11

詭
人
目
↓

【
刺
レ
骨
之
恨
】
120

パネ
"
R
骨
に
徹
す
る
ほ
ど
の
恨
。
深

い
恨
み
を
い
ふ
。
〔
楓
窟
小
讀
〕
有
11

仇
生
者
示
ノ
奥
ー
富

鄭
公
一
善
、
後
以
レ
失
レ
憧
、
遊
1

於
韓
公
之
門
i

未
血
幾
、
韓

富
不
レ
協
‘
遷
―
―
怒
仇
ご
謂
11

背
有
ワ
所
レ
短
也
、
及
1
1

韓
公

杢
富
公
至
J
不
―
―
往
弔
百
ユ
欲
レ
甘

1
1
•心
於
仇
云
或
謂
丘
仇
‘

須
1

一
面
詣
謝
面
白
I

‘
刺
レ
骨
之
恨
‘
堂
送
而
可
レ
消
‘
但
富

公
正
人
、
韓
公
君
子
‘
疑
1
1

正
人
於
君
子
之
前
↓
能
不
レ

入
1
1

於
炉
婦
之
條
乎
‘
富
公
聞
レ
之
‘
於
レ
是
秤
然
。

【
炊
レ
骨
纂
レ
骸
】

1
2
1
”
”
”
•
祐
兵
旅
が
盛
き
て
死
糧
の

骨
を
煮
て
食
ふ
こ
と
。
〔
故
事
成
語
考
‘
貧
富
〕
炊
レ
骨

羹
レ
骸
‘
謂
ー
一
軍
中
乏
レ
食
之
惨
↓

【
析
レ
骨
而
炊
】
122

”
衿
ク
ダ
；
食
が
盛
き
て
死
罷
の
骨

を
煮
る
。
城
守
に
食
糧
訣
乏
の
甚
し
い
喩
。
〔
左
氏
、
宣
、

十
五
〕
散
邑
易
レ
子
而
食
‘
析
レ
骸
以
羹
゜
〔
繹
文
〕
骸
‘
戸

皆
反
、
本
又
作
レ
骨
。
〔
史
記
、
宋
微
子
世
家
〕
王
問
‘
城

中
何
如
‘
曰
‘
析
レ
骨
而
炊
、
易
レ
子
而
食
。

軋

訂

凱

勒

軌

計

訊

軌

訊

謹

す
ね
の
ほ
ね
。
〔
集
韻
〕
町
、
脳
骨
。

【I
T】
〗
が
召
ヴ
〔
集
韻
〕
湯
丁
切
圏

'-

<IL
>>

こ
ぼ
ね
。
小
さ
い
骨
。
〔
篇
海
〕
軋
、
小
骨
。

ヨ
ク

〔
篇
海
〕
昔

t

＇昌

【
置
レ
骨
向
,
,
狗
頭
―
】
123

”f
”-パ”ハ
9

ム
犬
の
前
へ
骨
を

置
く
。
猫
に
鰹
節
。
〔
通
俗
編
‘
獣
畜
、
置
レ
骨
向
―
―
狗
頭
―
〕

震
異
小
録
‘
貞
観
中
、
道
士
装
元
智
守
,
,
化
度
蔵
院
云
皿
レ

金
潜
走
、
衆
至
―
―
其
寝
房
内
三
看
1

一
壁
上
有
＂
詩
、
云
、
牌
レ

肉
遣
レ
狼
守
、
置
レ
骨
向
-
1

狗
頭
ご
日
レ
非
―
―
阿
羅
漢
盆
扁
能

免
レ
得
レ
楡
。

【
埋
レ
骨
不
レ
埋
レ
名
】
124
”
”
”
芹
丸
ル
モ
其
の
身
は
死
し
て

骨
を
埋
め
て
も
、
其
の
名
の
永
久
に
博
は
る
を
い
ふ
。

〔
白
居
易
、
題
,
,
故
元
少
手
集
後
1

詩
〕
遺
文
三
十
軸
、
軸

軸
金
玉
臀
、
龍
門
原
上
土
‘
埋
レ
骨
不
レ
埋
レ
名
。

【
骨
無
,
,
痛
痒
之
知
―
】
月
＊
ぢ
認
ゥ
骨
に
は
痛
み
を
感

ず
る
知
覺
が
な
い
。
〔
魏
志
、
文
帝
紀
〕
夫
葬
也
者
蔵
也
、

欲
入
之
否
得
レ
見
也
、
骨
無
,
,
痛
痒
之
知
一
家
非
―
―
棲

紳
之
宅
↓

【
炊
レ
骨
易
レ
子
而
食
】
126

芹

g
”パ
9
7

兵
根
が
盤
き
て

死
橿
の
骨
を
煮
、
子
を
他
人
の
子
と
取
り
か
へ
て
食
ふ
。

析
血
骨
而
炊
を
見
よ
。
〔
史
記
、
平
原
君
博
〕
那
郡
之
民
、

炊
レ
骨
易
＞
子
而
食
‘
可
レ
謂
と
急
矢
゜

【
無
レ
骨
者
不
レ
可
レ
令
レ
知
レ
泳
】
127

心
”
は
お
び
8
*
り
’
骨

の
無
い
も
の
（
贔
）
は
、
春
生
れ
て
秋
死
ぬ
か
ら
‘
之
に

冬
の
氷
雪
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
〔
呂
賣
、
任

散
〕
不
レ
至
則
不
レ
知
、
不
レ
知
則
不
レ
信
、
無
レ
骨
者
、
不
レ

可
レ
令
レ
知
レ
泳
。

〔
集
韻
〕
郎
毀
切
餌

x
ヽ
w
e
i
3

〔
集
韻
〕
於
偽
切
園

胤

小

日

0
骨
が
ま
が
る
。
〔
説
文
〕
訊
骨
甜

魯
’
豪
訊
奥
也
、
ハ
レ
骨
凡
臀
゜
〔
玉
篇
〕
肌
、
骨

曲
也
。
●
ま
が
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
訊
、
曲
也
。

〔
呂
覧
、
必
己
〕
直
則
肌
。
〔
注
〕
帆
‘
曲
也
。

0
ま

げ
る
。
柾
曲
す
る
。
〔
漢
書
、
淮
南
属
王
長
博
〕

皇
帝
凱
ー
天
下
正
法
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
訊
、
古
委

字
‘
訊
、
謂
レ
曲
也
。
●
あ
つ
ま
る
。
〔
太
玄
経
‘

積
〕
禍
所
レ
訊
也
。
〔
注
〕
禍
所
レ
鍾
也
。
●
す
て
お

く
。
な
げ
や
り
に
す
る
。
〔
揚
雄
、
長
楊
賦
〕
飢
屡

而
還
。
〔
注
〕
善
日
‘
謂
T

委
―
―
繹
其
事
五
連
屡
而
廻

還
比
3

。
O
吻
の
さ
ま
。
罰
靡
(

5

)

・
飢
麗
(

6

)

を
見

【
肌
】
〗

冠
】
〗

五
七
三

尤
部
＋
壷
‘
棺
(
4ー

7
6
0
8
)
を
見

よ。

コ
ッ

訊
（
1
1
0
-
4
5
1
0
5
)

の
識
字
。
〔
正
字

徊

】

』

ヰ

通

〕

訊

訊

字

之

謡

。

罰
】
〗
ヰ
＂
臼
い
4
"）の
俗
字
。
〔
正
字

よ。

O
委
(
8
|
6
1
8
1
)

に
通
ず
。
〔
史
記
、
司
馬
相

如
博
‘
雀
錯
登
飢
‘
注
〕
集
解
曰
、
古
委
字
。
●
姓
。

〔
廣
韻
〕
姓
、
出
―
―
纂
文
閂
〗
凱
骸
は
、
す
ね
が
ま
が

る
。
〔
集
韻
〕
訊
‘
訊
骸
‘
胚
曲
。

【
凱
曲
】

1"；
委

曲

(
8ー

6
1
8
1
:
 3
6
)

に
同
じ
。
〔
博

毅
、
舞
賦
〕
慢
束
事
之
訊
曲
↓
〔
注
〕
言
如
如
・
衛
之
末
事
、

而
委
曲
順
君
之
妊
無
A

益
、
故
畷
而
慢
d
之。

【
訊
奥
】
2

が
ま
が
る
さ
ま
。
又
、
頭
の
ま
が
る
さ
ま
。

〔
説
文
〕
訊
‘
骨
描
肌
奥
也
。
〔
段
注
〕
凱
奥
者
‘
謂
―
―
屈

日
□
つ
と
め
る
。
は
た
ら
く
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕

勧
、
勤
也
。
〔
集
韻
〕
勒
、
力
作
也
。
曲
之
墜
〔
説
文
‘
臭
‘
段
注
〕
飢
奥
者
、
頭
不
レ
正
之
貌

也。

霰
法
】
3

ヂ
法
を
曲
げ
る
。
〔
漢
書
、
淮
南
属
王
長
傭
〕

飢
(
1
1
0
1
4
5
1
0
5
)

の
調
字
。
〔
正
字
皇
帝
凱
1

天
下
正
法
盆
皿
許
ー
ー
大
手
甚
厚
。
〔
注
〕
師
古

通
〕
軌
‘
訊
字
之
謳
。
日
、
凱
、
古
委
字
‘
帆
‘
謂
レ
曲
也
。
〔
唐
書
‘
忠
義
上
、
李

橙
傭
〕
手
粛
戻
、
内
惰
レ
櫂
訊
レ
法
殖
＞
私
。

【
訊
骸
】
4
1; 

.
 

ま
が
る
。
屈
曲
す
る
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
-

日
、
肌
骸
‘
屈
曲
也
。
〔
漢
書
‘
枚
乗
傭
〕
其
文
訊
骸
‘
曲

堕
其
事
西
日
得
―
―
其
意
→
〔
注
〕
師
古
日
‘
飢
骸
‘
猶

J
-—
ぎ

屈
曲
匝
°
〇
す
ね
が
曲
が
る
。
〔
集
韻
〕
飢
‘
凱
骸
、
胚

曲。

【
罰
靡
】
5

5

し
た
が
ひ
な
び
く
。
〔
楚
酔
‘
王
逸
、
九
思
、

憫
上
〕
衆
多
令
阿
媚
‘
訊
靡
分
成
レ
俗
。
〔
注
〕
訊
靡
、
面

柔
也
、
帆
、
一
作
レ
委
゜

【
訊
麗
】
6

”
左
右
相
随
ふ
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
下
‘

大
人
賦
〕
姪
鍍
輻
轄
‘
容
以
訊
麗
令
。
〔
注
〕
張
揖
日
‘
訊

麗
、
左
右
相
随
也
、
師
古
曰
‘
肌
、
古
委
字
‘
麗
‘
昔
力

爾
反
。

□l
ヰ
日
ヰ

＇閾

【

It】
[

カ
ン

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
計
、
昔
干
。

【
軌
】
〗
ヰ

【
勒
】
〗
国日
ケク，ココ
チワチツ
ッ

〔
集
韻
〕
苦
骨
切
同
-

ヽ

万
X
Y

k'ua' 

〔
集
韻
〕
苦
滑
切
畔
〖

阿】』
キ

肌
(
9ー

2
9
2
4
2
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

飢
、
同
袖
肌
。

13169 
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骸
骰
は
‘
か
し
ら
の
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
散
‘
戟

骰
、
首
動
兒
。

¥

'

小

日

□

国

0
す
ね
の
ほ
ね
。
〔
説
文
〕
軒
、

裔
f

萩
骰
也
、
炊
レ
骨
干
臀
゜
〔
廣
韻
〕
軒
、
胚

骨
。
●
は
ぎ
。
す
ね
。
む
か
ふ
ず
ね
。
〔
説
文
、

-
【
肥
】
[

骸
‘
段
注
〕
骰
・
肝
、
皆
目
―
―
其
表
一
也
。
〔
玉
篇
〕
肝
、

腟
也
。
轡
ひ
ざ
し
た
。
膝
の
下
、
胚
の
上
の

つ
か
。
え
。
柄
。
刀
の
つ
か
。
杷
(
6
-
1
4
5
0
5
)

に
同

部
位
。
〔
淮
南
子
、
倣
輿
訓
〕
易
二
肝
之
一
毛
↓
〔
注
〕

じ
。
〔
玉
篇
〕
肥
、
刀
肥
也
。
〔
集
韻
〕
杷
‘
枯
也
、
亦

肝
‘
自
レ
膝
以
下
‘
腟
以
上
也
。
R
あ
ば
ら
。
〔
廣

作
レ
肥
゜
〔
類
篇
〕
肥
、
桔
也
。

韻
〕
軒
‘
脅
也
。
〔
新
論
、
命
相
〕
顕
項
絣
軒
°
〇
或

は
幹
(
1
2
ー

4
5
1
5
7
)
・肝
(
1
0
-
3
7
3
7
8
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
軒
‘
或
作
ふ
肝
•
肝
→

【
い
鱈
し
い
~
応
[
mい
け
o
:
[
[
【
骸
】
[

は
字
を
子
弘
に
作
り
、
又
、
易
の
傭
授
の
序
次
、
漢
書
と

霰】
g

異
な
る
が
、
今
、
漢
書
に
撮
る
。
〔
史
記
、
六
十
七
〕
・
〔
漢

書
、
八
十
八
〕
。

【
軒
瘍
]
2

梵
す
ね
に
で
き
る
腫
物
。
〔
爾
雅
‘
繹
訓
〕

軒
瘍
為
レ
微
゜
〔
注
〕
計
‘
脚
胚
‘
瘍
‘
稽
也
。
〔
詩
‘
小
雅
‘

巧
言
、
既
微
且
種
‘
傭
〕
軒
瘍
為
レ
微
゜

サ
プ

〔
集
韻
〕
悉
合
切

圏

キ

肢
(
1
0
-
3
7
4
1
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

韻
〕
妓
‘
緩
走
也
、
或
ハ
レ
骨
。

窮
】
〗

小
日
口
●
息
が
の
ど
に
つ
か
へ
る
。
〔
説

骰
豪
文
〕
飲
‘
咽
中
息
不
レ
利
也
、
払
欠
骨

臀
゜
〔
段
注
〕
咽
中
息
不
レ
利
‘
若
レ
鰊
而
非
レ
鰊
也
。

〔
徐
瀬
注
箋
〕
咽
中
代
骰
、
有
二
臀
飲
然
一
今
聰
俗

謂
乏
打
宿
黙

0
大
き
い
咽
喉
゜
〔
一
切
経
音

義
、
十
一
〕
大
咽
日
レ
飲
。

O
或
は
嗽
(
2
-
4
4
6
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飲
‘
或
炊
レ
ロ
。

へハ

〔
集
韻
〕
必
駕
切
園

霰
】
〗

,i―― 

宿

】

血

国□
ゲカゲ力
ンンンン

〔
集
韻
〕
下
簡
切

圃國［幅

窮】如
ユ

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
屈
昔
朕
。

〔
集
韻
〕
居
案
切ヽ
≪
口

〔
集
韻
〕
下
晏
切

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
屹
‘
昔

窮
】
叩
キ
ッ
・
ワ
屹
‘
又
烏
架
切
。

ヮ
ツ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
骰
‘
烏
剖

ヱ
チ
切
。

日
セ
ン

口
サ
ン

〔
篇
海
〕
息
浅
切
卿

〔
篇
海
〕
桑
感
切
錮
i

ワ
ツ
〔
集
韻
〕
烏
八
切
翻

戸
i

、

ヱ
チ

x
y

wa4 

ロ
[
[
〔
集
韻
〕
烏
没
切
同

〔
集
韻
〕
口
朗
切
圏
g

尤
a
n
g
'

〇
骰
僻
は
‘
橙
が
ふ
と
る
。
〔
集
韻
〕
航
、
航
僻
‘
橙

屁
O
髄
碑
は
‘
直
を
好
ん
で
志
を
得
な
い
さ
ま
。

〔
字
彙
〕
航
、
航
備
、
婢
直
貌
。

O
圏
不
潔
な
こ
と
。

冠
】
〗

日
カ
ン

官
】
阿
ゥ
竺
‘
（
豆
叫
〗
丘
•

~
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
霰
早

貌
(
1
2
1
 45
1
7
7
)
の
調
字
。
〔
康
熙

窮
】
血
セ
キ
字
典
〕
詫
‘
字
彙
補
謡
引
作
祉
゜

尻
】
〗

●
ひ
ざ
ぼ
ね
。
〔
集
韻
〕
航
‘
博
雅
‘
骰
桐
也
。

O

こ
し
ば
ね
。
〔
玉
篇
〕
牡
‘
骰
低
也
。

行
】
〗

●
憫
紆
は
、
の
ど
の
下
の
三
日
月
形
の
骨
゜
〔
集

韻
〕
紆
‘
廣
雅
、
憫
紆
‘
訣
盆
背
也
。
〔
字
彙
〕
紆
‘

憫
紆
‘
宵
前
訣
盆
骨
。
●
或
は
朽
(
1
2
|
 4
5
1
1
0
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紆
、
或
作
レ
桔
゜

ヵ
，
ウ

グ
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
吾
官
切

圏

霰
】
[
9

戸
，
＂
バ
戸
い
い
い
厨
】
〗

(
1
2
-
4
5
0
9
9
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
散
‘
卑
ハ
レ

IL同。

J

し
ば
ね
。
〔
玉
篇
〕
箭
‘
骰
也
。

ヨ
ク

ウ

〔
集
韻
〕
雲
倶
切

＂ 
骨
立
口

獨

【

配

】

]

ガ

り

臼

m4戸
o）
の
俗
字
。
〔
正
字

〔
―
―
―
ー
四
蓋
〕

ゲガ

笙
篇
〕
五
加
切
繭
i

霰
芦

骰
(
1
2
-
4
5
1
7
0
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
骰
、
同
レ
骰
゜

カ
，
ウ

紆

柄

肝

舵

骰

飩

骸

屹

侶

肥

骰

級

骰

骰

転

航

飲

紗

骰

日
す
r
こ
ろ
く
の
さ
い
。
〔
廣
韻
〕
骰
‘
骰
子
、
博
陸

采
具
、
出
1

一
臀
譜
↓
〔
集
韻
〕
骰
‘
博
歯
。
口
も
も
。

股
(
9
|
2
9
2
8
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
股
‘
説
文
‘
牌

也
‘
或
炊
レ
骨
゜

【
骰
戯
】
1

店
ば
く
ち
。
博
戯
。
博
変
。

【
骰
局
】
2

い
30

ク
さ
い
こ
ろ
と
盤
。
〔
剪
燈
餘
話
、
田
誅

遇
砕
濤
聯
句
記
〕
雙
陸
牧
―
―
骰
局
五
琵
琶
上
↓
―
練
絲
↓

【
骰
子
】
3

バ
ゥ
す
ご
ろ
く
の
さ
い
。
魏
の
曹
植
に
始
ま

る
と
い
ふ
。
博
陸
采
。
子
は
助
字
。
〔
五
代
史
、
呉
越
錢

謬
世
家
〕
越
州
董
昌
反
‘
昌
素
愚
‘
不
レ
能
レ
決
レ
事
‘
臨
ニ

民
訟
冨
竺
骰
子
A
炉
之
‘
而
勝
者
為
レ
直
゜
〔
朝
野
致
載
〕

咸
亨
中
、
貝
州
涸
彦
好
―
―
雙
陸
盃
空
有
レ
所
レ
詣
‘
局
不
レ

離
レ
身
‘
曾
没
ね
海
遇
レ
風
船
破
‘
彦
右
手
挟
二
-
板
一
左

手
抱
―
―
雙
陸
局
ご
口
街
―
―
雙
陸
骰
子
ご
一
日
一
夜
H

ぎ
岸
‘

見
酎
手
骨
局
終
不
レ
捨
‘
骰
子
亦
在
＞
口
。
〔
事
原
〕
魏

陳
思
王
製
,
,
雙
陸
局
一
置
―
―
骰
子
ニ
―
至
二
唐
末
玉
F
葉

子
之
戯
一
遂
加
二
骰
子
云
ぎ
於
六
一

〖
骰
子
選
〗4
5弓
博
奔
の
名
。
陸
官
圏
の
類
。
〔
骰

子
選
格
序
〕
開
成
一
二
年
春
、
予
自
二
海
上
1

北
徒
、
舟
行

き
洞
庭
之
陽
一
有
レ
風
甚
‘
急
繋
―

-itI野
浦
下
ニ
ニ
日
、

遇
t
-
―
二
子
琥
1

一
進
士
上
れ
以
―
―
穴
穀
雙
雙
為
レ
戯
‘
更

投
1

ー
局
上
百
竺
散
多
少
盃
翌
進
レ
身
職
官
之
差
散
云
豊
貴

而
約
賤
‘
卒
レ
局
、
座
客
有
T

為
―
―
尉
橡
―
而
止
者
工
有
T

貴

為
1

一
相
臣
将
臣
上
衷
有
下
連
得
1

一
美
名
一
而
不
レ
振
者
学
有
T

始
甚
微
而
飲
升
二
子
上
位
上
只
大
凡
得
失
、
不
レ
係
1

一賢

不
肖
面
に
ト
―
―
其
偶
不
偶
1

耳
。
〔
國
老
閑
談
〕
丁
謂
参
政
‘

或
率
―
楊
文
公
往
賀
‘
公
日
‘
骰
子
選
耳
、
何
足
レ
道
哉
。

〖
骰
子
令
]
5い
勺
宴
會
の
餘
興
な
ど
に
‘
骰
を
郷
つ

て
酒
を
す
す
め
る
法
。
〔
膳
政
述
〕
。

【
骰
盤
】
6

焚
す
ご
ろ
く
ば
ん
。
〔
劉
昂
錫
、
和
下
牛
相
公

【

骰

]

如

口
クコ ト

ヴ

日
ヅ

〔
集
韻
〕
徒
侯
切
困

／
 

右

vx
t'ou' 

戸
万

s
h
a
i
3

〔
集
韻
〕
果
五
切
圏
-

日
す
く
な
い
。
〔
篇
海
〕
砂
少
也
。
口
轄
少
な

骨
゜
〔
篇
海
〕
秒
‘
骨
軽
紗
゜

五
七
四

13170 
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宿

】

呻

”
 

骨

音

〔
四
ー
五
書
〕

骰

餅

粉

怜

脈

伊

骸

勧

板

骸

舵

能

借

訴

骰

胞

桐

骸

慨

骸

骸

五
七
五

コ
ン

闇
(
1
1
-
4
1
3
2
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
静
‘
卑
ハ
レ
聞
同
。

懇
膚
は
、
骨
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
惜
、
骸
滑
、
骨

高
兒
。

冠

】

呻

カ

イ

い

戸

い

け

戸

謡

字

。

〔

正

字

冨

】

呻

[

[

〔

集

韻

〕

牙

葛

切

圏

□
ひ
ざ
ば
ね
。
〔
集
韻
〕
桐
‘
膝
骨
也
。
□
こ
し
ば

ね
。
棺
(
1
2
-
4
5
2
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
舘
‘
僻
骨

也
、
或
作
レ
飼
゜

宿

】

叩

日
ヵ
〔
集
韻
〕
丘
何
切
醐

昌
〔
集
韻
〕
丘
駕
切
鴫

静
(
1
2
-
4
5
1
2
8
)

に
同
じ
。
〔
中
華

窮
】
〗
カ
イ
大
字
典
〕
怜
、
同
怜
、
見
寵
寵
手

鑑↓

窮
】
〗
舵
(
1
1
0
1
4
5
1
3
7
)

に
同
じ
。
〔
廣

韻
〕
舵
、
同
レ
能
。

ク
ヴ

窮
】
〗
カ
イ
鱈
託
[
[
い

Oし
。
〔
龍
翁
●
手
足
の
病
む
さ
ま
。
能
(
1
2
-
4
5
1
3
8
)

に
同

じ
。
〔
廣
韻
〕
罷
‘
手
足
病
兒
‘
舵
‘
上
同
。
〔
集
韻
〕

舵
‘
足
病
兒
。

O
胆
舵
は
‘
手
足
の
曲
る
病
。
〔
字

彙
〕
舵
‘
胆
舵
‘
手
足
曲
病
。

口
口
慨
餘
は
、
小
さ
い
骨
゜
〔
集
韻
〕
餅
‘
慨
餅
‘
小

骨
。
国
慨
怜
は
、
小
さ
い
骨
。
又
、
か
た
い
。
〔
集

韻
〕
怜
‘
慨
釉
、
小
骨
、
一
日
‘
堅
也
。
國
堅
い
骨
゜

〔
集
韻
〕
怜
‘
堅
骨
゜

窮

】

阿

久

ワ

〔

集

韻

〕

丘

靴

切

函

ヨ
ニ
□
西
国
因
●
骨
の
や
じ
り
。
〔
集
韻
〕
飽
‘
骨

鏃
也
。
●
う
つ
。
た
た
く
。
〔
玉
篇
〕
飽
‘
胞
撃
也
。

[
飽
箭
】
1

ぢ
骨
の
や
じ
り
を
つ
け
た
矢
゜
雹
箭
゜
〔
資

治
通
鑑
‘
宋
紀
〕
（
順
帝
‘
昇
明
元
年
）
爾
道
成
‘
宣
臥
裸

祖
帝
立
1
-

＊
飽
清

＿

ニ

ー

Q

會

道
成
於
室

内

玉

蜜

レ

腹

箭

典

圏

為
レ
的
、
自

引
涌
履
射
レ
之
、
道
成
飲
版
曰
‘
老
臣
無
レ
罪
‘
云
云
、

帝
乃
更
以
庇
箭
射
‘
圧
中
其
翌

國曰□日
ガカガカゲカケカ
イイチッチッチッ

〔
集
韻
〕
詑
琵
切
、
闘

T
＿せ

h
s
i
e
h
4

集
韻
〕
下
誼
切
岬
〗

圏墜

〔
集
韻
〕
下
介
切

冨
品

〔
集
韻
〕
何
葛
切

霰
芦
●
細
い
骨
゜
〔
集
韻
〕
骸
、
細
骨
。
●
縣
(
1
2
|
 4
5
1
9
 

1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
縣
、
闘
、
人
名
‘
萬
父
也
、
通

作
レ
骸
゜

コ
ン

〔
集
韻
〕
古
本
切

籾

窮

】

叩

冒
■
E

――

因固固国ロロ
ベハベハホベ,~ ゲガバハ
'' ウウウウクウウウウクク

四

〔
集
韻
〕
部
巧
切
詞

〔
集
韻
〕
普
木
切
園
『

〔
集
韻
〕
蒲
交
切
悧

勺
名
p
a
o
1

〔
集
韻
〕
皮
教
切
腐
g

〔
集
韻
〕
五
巧
切

遊
1
1

南
荘
芸
云
戯
二
賄
築
天
兼
見
乞
ホ
詩
〕
白
家
唯
有
l
-

杯
熊
興
こ
欲
如
庄
骰
盤
[
”
•
少
年i
o
「
取
―
―
骰
盆
一
介
。

【
骰
盆
】
1

焚
さ
い
こ
ろ
と
盤
。
〔
桃
花
扇
‘
訪
翠
〕
小
旦

【
郷
骰
者
喝
レ
雉
呼
レ
慮
】
8

⑪

g
ぷ
ぃ
戸
博
穿
の

骰
子
を
撼
げ
る
も
の
‘
慮
と
呼
ぴ
‘
雉
と
呼
ぶ
こ
と
。
慮
【
料
血
i

】
血

は
骰
の
全
貼
の
も
の
、
雉
は
白
者
の
二
を
刻
す
る
も
の
。

〔
唐
國
史
補
‘
下
〕
洛
陽
令
崖
師
本
‘
又
好
岱
古
之
樗
蒲
一

戸

い

は

い

臼

[
i
t／
戸
い
パ
い
]
[
【
恢
】
叩

采
十
六
、
二
雉
一
二
黒
為
レ
雉
、
其
采
十
四
、
二
憤
三
白
為
レ

禎
‘
其
采
十
、
全
白
為
レ
白
‘
其
采
八
‘
四
者
貴
采
也
。

〔
集
韻
〕
弼
角
切
圏
『

ノ‘

ン

霰

】

阿

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
骰
‘
昔
飯
。
一

朕
(
9
|
2
9
3
5
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

朕
‘
或
炊
レ
骨
゜

テ
ッ

へウ
肪
(
9
ー

2
9
3
0
2
)

の
俗
字
。
〔
字
彙
〕

肪
‘
俗
肪
字
。

霰
芦

低
(
1
2
-
4
5
1
5
5
)

の
偽
字
。
〔
篇

海
〕
低
‘
或
作
品
骸
謡
。

テ
イ

霰
品

み
や
く
。
ち
す
ぢ
゜
〔
篇
海
〕
訴
‘
詠
也
。

キ
，
ユ
ヴ

グ

〔
篇
海
〕
巨
狼
切

菌

□
口
曰
國

0
鳥
獣
の
棧
骨
゜
〔
説
文
〕

骸
、
鳥
獣
残
骨
曰
レ
骰
‘
骰
可
レ
悪
也
、

炊
レ
骨
此
瞥
、
明
堂
月
令
曰
‘
掩
レ
船
藉
レ
骸
。

O

肉
の
附
い
た
死
人
の
骨
゜
〔
周
褪
、
秋
官
‘
蜻
氏
〕

饒
薮小

〔
集
韻
〕
仕
搬
切

冠

】

吋

國曰□日
ジ，サンジシジシ
ャイ

〔
集
韻
〕
オ
支
切
固

ヽp.. 
t
z
u●
 

〔
集
韻
〕
疾
智
切
閣

〔
集
韻
〕
蒋
氏
切
祗罪

日
口
国
ま
が
る
。
腔
が
曲
る
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
曲
也
。

〔
集
韻
〕
骸
‘
肌
骸
‘
胚
曲
。

〔
集
韻
〕
母
被
切

霰

】

叫

曰□ 日
ミビビヒビヒ

集
韻
〕
平
義
切
閣

ヽ

勺
I

pi• 

集
韻
〕
部
靡
切
餌細

0
ほ
ね
。
〔
集
韻
〕
骰
、
骨
也
。

O
し
り
ば
ね
。

〔
正
字
通
〕
骰
、
尻
骨
也
‘
尻
‘
脊
梁
盤
慮
。

霰

】

蜘

カ
，
ウ
〔
集
韻
〕
丘
刀
切
圏
i

コ，ウ

日

g
0か
た
ば
ね
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
一
日
‘
肩
膊
骨
゜

●
骸
惜
は
‘
骨
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
骸
借
‘

骨
高
兒
。
口
骨
の
は
し
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
骨
柑
也
。

霰

】

畑

国□ 日
パハカカバハ
イイチッチツ

堕po' 
岡

集
韻
〕
房
窮
切
醐
[

〔
集
韻
〕
蒲
撥
切／ 
勺
h-

〔
集
韻
〕
丘
葛
切

13171 
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日
い
は
や
。
月
睛
は
、
月
の
出
る
所
の
い
は
や
。

窟
(
8
ー

2
5
5
5
2
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕
誦
、
月
睛
、
月

宿

】

呻

カ

ン

軒
(
1
2
-
4
5
1
1
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
軒
‘
或
作
ふ
肝
°

【
睛
】
〗
□ 日
トトココ
チッチッ

〔
集
韻
〕
営
浚
切

〔
集
韻
〕
苦
骨
切

⑪ 内

徊

】

呻

タ

イ

"

]

月

5
↓
+
]
の
俗
字
。
〔
正
字

●
ひ
ざ
ば
ね
。
〔
集
韻
〕
粘
‘
廣
雅
‘
勒
膊
‘
肘
也
。

O
さ
れ
ば
ね
。
〔
通
雅
、
身
憫
〕
謂
二
枯
骨
[
?
粘
゜

【
粘
牒
】
1

炉
さ
れ
ぽ
ね
。
さ
れ
か
う
べ
。
艇
殻
゜
〔
長

生
殿
、
戸
解
〕
漠
性
俣
1

一
能
牒
↓
賞
レ
前
自
分
剖
゜

麻
】
[
クコ

〔
集
韻
〕
空
胡
切
瓦
[

万

x
k
'
u
1
 

0
こ
し
ぽ
ね
。
〔
廣
韻
〕
怜
、
脆
骨
。

O
齢
梃
は
、
ほ

ね
の
さ
ま
。
詫
(
1
2
-
4
5
2
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

詫
、
搾
艇
、
骨
兒
、
或
省
。

窮
】
[
,
'
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
園
i

レ
イ
リ
ヤ
ウ

日
□
●
し
り
。
し
り
ぼ
ね
。
〔
集
韻
〕
低
、
臀
也
。

〔
字
槃
〕
艇
‘
脊
尾
日
レ
罷
。
●
せ
。
〔
廣
雅
‘
秤
親
〕

背
謂
―
―
之
低
↓
〔
王
念
孫
疏
證
〕
低
之
言
、
邸
也
、
邸

者
、
後
也
。

骰
桔
は
‘
さ
し
さ
は
り
。
〔
集
韻
〕
骰
、
骰
話
‘
所

以
凝
一
也
。

底
】
年

テ
イ
〔
集
韻
〕
丁
計
切
醐
g

＞
 

タ

イ

カ

ー

ti'

日昌
パ
〔
集
韻
〕
典
證
切
圏

窮】叫
マバ
チッ

〔
集
韻
〕
莫
八
切
岬
〗

冨

】

叩

シ

窮
]
〗

●
か
た
ぼ
ね
。
〔
廣
韻
〕
怜
、
肩
骨
°
〇
あ
ば
ら
ぽ

髄
(
1
2
-
4
5
1
4
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一

癖
或
書
作
レ
骸
゜

ね
。
梢
(
1
2
-
4
5
1
9
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
楠
‘
脅

骨
‘
或
炊
レ
号
。 エ，ウ

〔
集
韻
〕
以
紹
切

穎

掌
レ
除
レ
骸
゜
〔
注
〕
骰
‘
骨
之
尚
有
レ
肉
者
也
‘
及
禽

獣
之
骨
皆
是
。
〔
疏
〕
骨
枯
曰
レ
骰
‘
肉
腐
曰
レ
骸
゜

＠
或
は
此
肉
(
9
-
2
9
3
7
9
)

に
作
り
、
又
、
磋
（
1
2
-
4

5
2
5
3
)
・
 

殖
(
6
|
1
6
5
6
1
)
•
姉
(
6
-
1
6
4
5
5
)
·

撃

(
1
2
 |
 4
5
1
4
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
骸
、
或
炊
レ
肉
、

亦
作
―
―
磋
．
殖
・
殊
ぶ
収
書
作
レ
特
。

【
骸
禁
】
1

し
’
人
及
び
禽
獣
の
肉
の
附
い
た
骨
を
棄
て

る
の
を
禁
ず
る
こ
と
。
〔
周
證
｀
秋
官
‘
蛸
氏
〕
掌
レ
除
レ

帷
‘
云
云
‘
掌
二
凡
國
之
髄
禁
↓

骨

部

〔
五
ー
—
六
藍
〕

徊

】

叩

ト

ノ

＂

五

い

汀

[
O同じ
。
〔
集

所
レ
生
也
。
〔
正
字
通
〕
睛
、
古
窟
字
。
□
鳥
の
名
。

吉
凶
を
豫
知
し
て
鳴
く
と
い
ふ
。
或
は
拙
（
1
2
ー

4
5
1
5
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
睛
、
鳥
名
、
鳴
豫
―
―
知
吉

凶
ぶ
孟
百
作
レ
拙
。

小
日
●
ほ
ね
の
は
し
。
稲
(
1
1
0
ー

4
5
1
9
6
)

g
 

伶
＇
豪
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
梱
、
或
作
レ
話
。
〔
正

字
通
〕
話
、
同
レ
悟
、
省
。
〔
説
文
〕
箭
、
骨
描
也
、
炊
レ

骨
昏
臀
゜
●
膝
鵬
節
。
〔
説
文
、
悟
、
段
注
〕
骨
‘
営
ニ

是
骸
之
誤
一
骨
空
論
云
、
膝
解
為
二
骸
闘
五
是
也
、

闘
話
雙
臀
、
話
、
取
―
―
機
括
之
意
↓
轡
ひ
ざ
ば
ね
。

〔
廣
雅
、
秤
親
〕
話
、
桐
也
。
口
骰
話
は
、
さ
し
さ
は

り
。
〔
集
韻
〕
柄
、
秘
話
、
所
二
以
凝
一
也
。

【
話
栃
]
1

弱
，
骨
の
は
し
。
〔
集
韻
〕
栃
‘
骨
棉
謂
―
―
之

話
栃
↓

霰
泣
口 B
ゲク，クク
'' チワワワ

ッチツ

〔
集
韻
〕
戸
八
切

〔
集
韻
〕
古
活
切

翻匿

＇i[一
【性】年シ，ユ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
牡
、
昔
注
。

祠

】

呻

カ
，
フ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
押
‘
昔
甲

【餅】疇

航
(
1
2
-
4
5
1
2
4
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

カ
，
ウ

手
鑑
〕
骰
、
同
レ
航
。

霰】呻
骨
が
堅
い
。
〔
篇
海
〕
骸
‘
骨
堅
也
。

カ
ッ

〔
篇
海
〕
昔
昂

徊
】
〗シ
肢
(
9
|
2
9
2
8
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

骰
、
音
支
、
輿
レ
肢
義
同
。

骰

将

秘

齢

詐

睛

拙

柄

抵

粘

幹

骰

骸

栴

押

牡

話

骸

小

日

0
は
ぎ
ぽ
ね
。
〔
説
文
〕
骸
‘
胚
骨

靭
策
也
、
長
骨
亥
瞥
゜
〔
段
注
〕
骨
空
論
曰
‘

膝
解
為
―
―
骸
開
一
侠
膝
之
骨
為
ー
一
連
骸
一
然
則
正

謂
屁
骨
〖
戸
骸
矢
〇
ほ
ね
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
骸
‘

骨
也
。
〔
六
書
故
〕
骸
、
骨
之
合
名
。
〔
公
羊
‘
宣
、
十

五
〕
析
レ
骸
而
炊
レ
之
。
〔
注
〕
骸
、
人
骨
也
。
＠
な
き

が
ら
。
む
く
ろ
。
か
ら
だ
。
手
足
首
身
。
〔
荘
子
‘
徳

充
符
〕
直
寓
―
―
六
骸
二
秤
文
〕
手
足
首
身
也
。
〔
後

漢
書
‘
趙
杏
博
〕
王
孫
裸
葬
‘
墨
夷
露
骸
゜
〔
晉
書
、

岱
康
傭
〕
土
1

一
木
形
骸
二
不
二
自
藻
飾
↓
口
足
の
大

指
の
毛
。
肢
(
9
ー

2
9
4
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
肢
、

説
文
、
足
大
指
毛
也
、
或
炊
レ
骨
゜

【
骸
條
】
1

”
パ
か
ば
ね
。
死
骸
゜
〔
唐
書
‘
文
藝
下
‘
李
翰

傭
〕
巡
身
首
分
裂
、
将
士
骸
骰
不
レ
掩
‘
宜
ふ
空
唯
陽
―

相
揮
裔
原
石
竺
大
家
―
招
魂
而
葬
L

施
善
之
義
也
。

【
骸
筋
】
2

”
パ
骨
と
す
ぢ
。
か
ら
だ
。
〔
駄
陽
脩
‘
酬
―
―
學

詩
僧
惟
匝
詩
〕
嵯
子
學
雖
レ
芳
‘
徒
自
苦
―
―
骸
筋
↓

【
骸
艇
】
3

勺
か
ら
だ
。
骸
骰
゜

[
骸
骨
】
4

”
パ
〇
肉
が
落
ち
て
骨
だ
け
に
な
っ
た
か
ば

ね
。
さ
れ
ぽ
ね
。
又
、
し
か
ば
ね
。
死
骸
。
〔
史
記
、
春
申
君

博
〕
暴
霰
骨
於
草
澤
一
〔
後
漢
書
‘
陳
球
博
〕
且
渇
貴
人

家
墓
被
レ
検
‘
骸
骨
暴
露
。
〔
魏
志
、
方
技
‘
管
絡
傭
〕
於
レ

是
掘
徒
骸
骨
玉
家
中
皆
愈
。

0
か
ら
だ
。
む
く
ろ
。

〖
乞
―
―
骸
骨
-
]
5”
ィ
ぢ
致
仕
を
願
ひ
出
る
を
い
ふ
。

君
に
捧
げ
た
身
罷
を
乞
ひ
求
め
て
蹄
る
意
。
骸
骨
は
身

腫
を
い
ふ
。
賜
1

一
骸
骨
ん
を
見
よ
。
〔
晏
子
、
重
而
異
者
〕

愚
不
レ
能
複
治
―
―
東
阿
玉
願
乞
―
―
骸
骨
↓
〔
史
記
、
陳
丞
相

世
家
〕
君
玉
自
為
レ
之
‘
願
請
二
骸
骨
―
蹄
゜
〔
漢
書
‘
趙
充

國
偉
〕
充
國
乞
―
―
骸
骨
;
賜
た
女
車
閉
馬
黄
金
六
十
斤
↓

〔
書
言
故
事
‘
致
仕
類
〕
乞
―
一
致
仕
乙

9
乞
二
骸
骨
↓

〖
賜
枷
骨
-
]
6”g
”
”
”t
tル
致
仕
を
許
す
。
又
、
致

仕
を
許
さ
れ
る
。
乞
1

一
骸
骨
1

を
見
よ
。
〔
史
記
、
張
儀
偶
〕

且
賜
"
骸
骨
―
辟
レ
魏
゜
〔
資
治
通
鑑
、
周
紀
〕
（
慎
親
王
、
四

【
骸
]
[

カ
イ
〔
廣
韻
〕
戸
皆
切
願

／
 

ガ
イ

r万
hai'

日□
カ
イ
〔
集
韻
〕
阿
開
切
屈

園
ガ
イ

五
七
六

13172 



(45164・・7) (45175) 

骨

部

〔
六
書
〕

骸

骸

枕

桁

餡

脆

骰

桂

栃

散

跨

骰

五
七
七

骨
が
起
る
。
〔
集
韻
〕
胎
‘
骨
起
。

徊
】
〗
言
〔
集
韻
〕
都
回
切
屈

〇
牛
の
脊
の
骨
゜
〔
集
韻
〕
桁
、
牛
脊
後
骨
。

O
匪

の
上
端
。
桁
(
9
-
2
9
4
5
0
)

に
同
じ
。
〔
素
問
‘
脈
要

精
微
論
〕
病
足
桁
腫
若
二
水
状
↓
〔
注
〕
桁
‘
輿
レ
桁

同。 宿】阿

〔
集
韻
〕
何
庚
切
雨
[

カ，ウ
ギ
ぶ
｀
，
ウ

0
こ
し
ぼ
ね
。
〔
廣
雅
‘
秤
親
〕
髄
、
徊
也
。
●
靴

骸
は
、
も
も
の
骨
。
〔
玉
篇
〕
髄
、
髄
骰
‘
股
骨
也
。

行】坤
ク
ヴ
ヴ
〔
集
韻
〕
枯
光
切
闘
]

冨

】

鱈

ガ

イ

"

]

訂

汀

の

俗

字

。

〔

正

字

年
）
且
賜
―
―
骸
骨
↓
〔
注
〕
人
臣
委
レ
身
以
事
レ
君
、
身
非
―
―
我

之
有
―
癸
、
故
於
―
―
其
乞
后
退
也
、
謂
n

一
之
乞
―
―
骸
骨
↓

【
骸
所
】
7

竹
墓
所
。

【
骸
炭
】
8

”
パ
コ
ー
ク
ス
。
石
炭
を
空
氣
に
獨
れ
な
い

で
熱
し
て
作
る
多
孔
質
の
黒
塊
。
高
熱
燃
料
に
用
ふ
。

【
剖
レ
骸
】
，

g[
蜀
の
闘
利
が
毒
矢
に
中
つ
た
腎
の
骨

を
醤
者
に
け
づ
ら
せ
た
故
事
。
〔
蜀
志
、
闘
利
偶
〕
利
嘗

岱
流
矢
所
＞
中
、
貫
其
左
腎
五
後
創
雖
レ
愈
、
毎
レ
至
―
―
陰

璽
骨
常
疼
痛
‘
啓
曰
‘
矢
鏃
有
レ
毒
‘
毒
入
手
骨
盆
晶
ニ

破
レ
臀
作
レ
創
剖
レ
骨
去
＂
毒
‘
然
後
此
患
乃
除
耳
、
羽
便

伸
レ
腎
‘
令
―
―
醤
辟
力
＂
之
、
時
羽
適
請
1

一
諸
将
↓
飲
食
相
酎
‘

腎
血
流
離
‘
盈
二
於
盤
器
ご
叩
11
割
レ
灸
引
レ
酒
‘
言
笑
自

若
゜
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
下
‘
器
用
〕
脳
羽
被
な
中
而

剖
レ
骸
。

食
小
日
□
国
●
は
ぎ
。
膝
の
下
。
又
、
腟

伶
1

策
の
‘
足
に
近
く
細
い
と
こ
ろ
。
あ
し
く

び
。
〔
説
文
〕
骰
‘
胚
也
、
炊
レ
骨
交
臀
。
〔
爾
雅
‘
秤

畜
〕
四
骰
皆
白
‘
駒
。
〔
注
〕
骰
、
都
下
也
。
〔
六
書

故
〕
骰
‘
罷
近
レ
足
者
。
〔
字
彙
〕
骰
、
近
レ
足
細
二
於

股
者
。
●
車
輻
の
、
輪
周
に
近
い
、
く
ぴ
れ
た

所
。
〔
周
證
、
考
工
記
、
輪
人
〕
参
一
分
其
股
園
玉
｛
レ

一
以
為
二
骰
園
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
、
骰
、
謂
二
近
レ

牙
者
一
也
、
言
レ
骰
以
喩
レ
細
‘
人
胚
近
レ
足
者
、
細
ニ

於
股
石
凹
之
骰
盆
占
旺
細
者
‘
亦
為
レ
骰
。

O
矛
刃

を
さ
し
こ
む
柄
の
穴
。
〔
方
言
、
九
〕
骰
謂
―
一
之
姿
↓

〔
注
〕
郎
矛
刃
下
口
。
R
か
ぶ
ら
や
。
〔
集
韻
〕
骰
‘

鳴
鏑
也
。
〔
唐
六
典
‘
衛
尉
寺
〕
鳴
箭
日
レ
骰
。

O
手

足
が
か
た
い
。
〔
周
褪
、
考
工
記
、
弓
人
、
今
夫
葵

解
中
有
レ
嬰
焉
‘
注
〕
玄
謂
‘
菱
‘
讀
如
下
齊
人
名
二
手

足
摩
為
レ
骰
之
骰
ど
〇
器
具
の
あ
し
。
校
(
6
-
1
4

713)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
骰
、
按
、
凡
物

之
足
皆
得
J
-
―9
骰
、
猶
―
―
皆
得
＞
言
レ
柑
‘
軽
記
祭

統
、
執
校
、
抄
校
伶
之
。

O
ほ
ね
。
〔
廣
雅
‘
繹

器
〕
骰
‘
骨
也
。

O
ひ
ざ
ぱ
ね
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
膝
骨

也。

O
或
は
骰
(
1
2
|
 4
5
1
2
1
)

・餃
(
1
0
-
3
7
4
9
8
)
・

縞
(
1
0
|
 3
7
7
6
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
或
作
二
骰
・

□
口
せ
に
く
。
せ
じ
し
。
脂
(
9
ー
2
9
5
2
5
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
脂
‘
説
文
、
背
肉
也
、
或
作
;
恢
゜
〔
篇

霰
早
□ 日
マバマバ

イイイイ

〔
篇
海
〕
莫
代
切

〔
集
韻
〕
膜
杯
切

咽限

日
口
●
話
栃
は
‘
ほ
ね
の
は
し
。
骰
(
1
2
-
4
5
2
3

4
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
脈
、
括
栃
也
。
〔
集
韻
〕
栃
‘
骨

喘
聾
之
括
鮫
或
炊
レ
侯
。
●
桔
脈
は
‘
骨
の
や

じ
り
。
〔
集
韻
〕
栃
、
骸
鮨
一
日
、
骨
鏃
。

O
能
(
1
2

|
 4
5
1
6
3
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
栃
‘
舷
字
之
識
。

窮
品

コ，ウ

日
グコ
ヴ
クロ

〔
集
韻
〕
居
候
切

〔
集
韻
〕
胡
溝
切

罰因

●
か
た
の
ほ
ね
。
〔
廣
韻
〕
桂
、
肩
骨
。
●
獣
畜

の
頭
の
骨
。
〔
集
韻
〕
惟
‘
六
畜
頭
中
骨
゜

【

髄

】

血

勺

〔

集

韻

〕

傾

畦

切

麗

霰
】
[

餃
．
踊
↓
〇
稿
(
1
2
ー
4
5
2
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

縞
‘
或
作
レ
骰
゜

【
骰
園
】
1

裕
車
輻
の
輪
周
に
近
い
く
ぴ
れ
た
所
の
ま

は
り
。
〔
周
證
、
考
工
記
、
輪
人
〕
参
一
分
其
股
園
玉
ム
レ
一

禍
脆
罷
蝸
は
‘
こ
し
ぽ
ね
。
〔
廣
韻
〕
脆
‘
禍
脆
‘
一

以
為
ふ
訟
園
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
骰
‘
謂
1

五
茫
牙
者
一
也
。

棺
骨
゜
〔
集
韻
〕
脆
‘
脆
禍
‘
棺
上
骨
゜

【
骰
飼
]
2

裕
骨
が
歯
間
に
著
い
て
取
れ
ぬ
こ
と
。
轄

じ
て
、
物
事
の
と
ど
こ
ほ
つ
て
す
ら
す
ら
は
か
ど
ら
ぬ

喩
゜
〔
柳
宗
元
、
解
祟
賦
〕
金
流
玉
礫
分
、
曾
不
―
―
ー
自
比
"

於
塵
沙
占
獨
凄
已
而
煉
レ
物
、
愈
謄
沸
而
骰
嗣
゜

【
骰
箭
]
3

翌
鳴
鏑
。
か
ぶ
ら
や
。
〔
山
海
経
‘
南
山
経
‘

日
韓
過
之
山
云
云
有
レ
鳥
焉
其
状
如
レ
煽
‘
注
〕
焙
、
＿
音

骰
箭
之
骰
。

【
骰
朴
】
4

”

カ，ウ
ヶ
ヴ

日
ヵ
ヴ
ゲ
ヴ
ロヵ
ヴ

ロ
ゲ
ウ

〔
集
韻
〕
丘
交
切
和
i

く
一
名

c
h
'
i
a
o

〔
集
韻
〕
下
巧
切
詞
〗

〔
集
韻
〕
後
教
切
靡

剛
直
で
か
ざ
り
け
が
な
い
こ
と
。
梗
朴
。

窮】呻
グ，ワ
ゲ

〔
集
韻
〕
吾
瓜
切

圏

厩
k
咆襄

小

日

0
ほ
ね
。
④
禽
獣
の
骨
゜
〔
説
文
〕

蔽゚
骰
‘
禽
獣
之
骨
日
レ
僻
‘
炊
レ
骨
各
臀
°

料
◎
ほ
ね
ぐ
み
。
骨
の
通
稽
゜
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
骰
、

本
訓
骨
炉
為
レ
骨
、
人
畜
之
通
稽
゜
〔
字
彙
〕
骰
、
骨

降
月
令
、
掩
レ
骰
埋
レ
背
、
則
箪
指
レ
人
也
、
蓋
骨

骰
之
通
稲
゜
◎
も
も
の
骨
゜
〔
儀
韓
、
少
牢
饒
食
證
〕

膊
骰
゜
〔
注
〕
膊
骰
‘
股
骨
゜
◎
さ
れ
ぽ
ね
。
白

骨
゜
〔
證
‘
月
令
〕
掩
レ
骰
埋
レ
荷
゜
〔
注
〕
骨
枯
日
レ

髄
〔
繹
文
〕
露
骨
日
枷
゜
〔
呂
響
‘
孟
春
〕
樟
枷

霜
枷
゜
〔
注
〕
白
骨
日
レ
僻
。
●
う
つ
。
格
(
5
-
1
2
0

4
7
)
に
通
ず
。
〔
證
文
通
訓
定
蒋
〕
骰
‘
段
借
為
レ

格
‘
呉
都
賦
‘
揖
嵐
笑
而
被
レ
骰
。

O
賂
(
9
ー
2
9
4
3

4
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
骰
‘
有
司
徹
‘
羊

蹄
雑
記
注
‘
下
骰
‘
皆
借
為
レ
賂
‘
有
司
徹
、
古
文
、

本
作
レ
賂
也
。
口
牲
の
う
し
ろ
は
ぎ
の
骨
。
通
じ

て
賂
(
9
-
2
9
4
3
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
骰
、
牲
後
膵

骨
、
通
作
レ
賂
゜

霰
加
】
』

カ
ク
キ
，
ヤ
ク

日口
ヵ
ク

〔
集
韻
〕
各
頷
切／ 
≪
亡

〔
集
韻
〕
剛
鶴
切

日
●
ま
た
ぐ
ら
。
或
は
膀
(
9
ー
2
9
4
3
0
)
・

屎
(
4
_

7
7
2
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
膀
‘
股
間
也
、
或
作
こ
砂

限
一
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
有
二
従
戎
鉄
膀
之
服
＾
●
こ

し
ぼ
ね
。
〔
玉
篇
〕
跨
腎
骨
°
□
●
も
も
の
骨
。
牒

(
1
2
 |
 4
5
2
1
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
牒
‘
碑
~
骨
也
‘
或

炊
レ
脊
。
●
こ
し
。
ま
た
。
跨
(
1
0
ー
3
7
5
0
4
)

に
同

じ
。
〔
廣
韻
〕
跨
‘
辮
跨
‘
跨
‘
上
同
。

霧】叩

ク
ヴ
〔
集
韻
〕
枯
化
切
事
丘

ヶ
万

x
y
k
•
ua3 

日昌
ヮ
〔
集
韻
〕
苦
瓦
切
寓

海
〕
恢
‘
脊
側
之
肉
。
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霰

】

呻

日
ラ
ヴ

□
リ
，
ャ
ゥ 稿

(
1
2
-
4
5
2
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集

窮
】
岬
韻
〕
鵠
鳴
鏑
也
、
或
作
レ
酵
。
〔
唐

書
、
地
理
志
〕
厖
州
土
貢
静
矢
゜

カ，ウ

〔
集
韻
〕
虞
嘗
切
犀

〔
集
韻
〕
呂
張
切
犀
-

静
梃
は
、
長
い
骨
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
艇
、
膀
艇
、
長

骨
兒
。

霰
】
〗ク
，
ワ
ン

骰
(
1
2
-
4
5
1
8
9
)

の
調
字
。
〔
字

彙
補
〕
骰
‘
骰
字
之
謳
゜

0
ひ
ざ
ば
ね
。
ひ
ざ
の
ぐ
る
ぐ
る
。
〔
廣
韻
〕
院
‘

膝
骨
。
●
骨
を
燒
き
漆
に
ま
ぜ
て
塗
る
。
一
説

に
、
補
ひ
塗
る
。
焼
(
8
|
5
0
9
0
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

坑
、
説
文
、
以
レ
黍
和
レ
灰
而
餐
也
‘
一
曰
、
補
浣

也
、
或
八
レ
骨
゜
〔
六
書
統
〕
院
‘
以
レ
骨
為
レ
灰
而

黍
也
。

屑
】
呻
勾
＇
ゥ
〔
集
韻
〕
湯
丁
切
圃

＇i-ー

府

】

呻

ゲ

ン

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
妍
、
昔
研

小
●
骨
が
の
ど
に
た
つ
。
も
と
骰
に
作

蕊点魯T

豪
る
。
〔
正
字
通
〕
骰
、
本
作
レ
骰
。
〔
説
文
〕

徊

】

紐

ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
古
杏
切＞ 

キ
，
ヤ
ヴ

≪
L

戸

冠】阿
骨
の
名
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
骨
名
。

シぶ‘

〔
集
韻
〕
詩
車
切

國

＇且

冠
】
〗カ
ツ
義
未
詳
。
〔
霙
韻
〕
栢
‘
昔
褐
゜

【
院
】
[
ク
，
ワ
ン

グ
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
胡
玩
切
臨
〗

【

懇

紐

サ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
骰
‘
士
角

ザ
ク
切
。

祠

】

輝

【

髄

】

紐

0
ほ
ね
。
〔
集
韻
〕
罷
‘
骨
也
。

O
胚
(
9
|
2
9
5
0
4
)

一

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
腔
、
同
レ
胚
゜

舵
(
1
1
0
|
4
5
1
3
7
)

に
同
じ
。
〔
餘

文
〕
能
、
同
レ
舵
。

ク，ワ

ケ
イ
ギぶ‘
9

ウ

〔
集
韻
〕
乎
経
切

圏

窮
】
〗
カ
ン

腿
(
9
ー

2
9
7
4
7
)

の
俗
字
。
〔
字
彙
〕

幹
(
4
ー

9
1
8
3
)

の
調
字
。
〔
康
熙
字
＿
【
骸
】
呻
タ
イ
骸
‘
俗
腿
字
。

典
〕
酔
‘
幹
字
之
謡
。

冦

】

5

骸
(
1
2
-
4
5
1
2
3
)

の
謡
字
。
〔
康

熙
字
典
〕
骰
、
杭
字
之
謳
゜

グ
ー
ワ
ン

冦
】
〗
カ
ン

窮

】

5

ガ
ン

セ
キ

盲
】
[

蒻

〔
集
韻
〕
胡
了
切
腟

〔
集
韻
〕
子
小
切
穎

日
口
□
●
あ
ば
ら
ば
ね
。
〔
集
韻
〕
桶
‘
脅
骨
゜
〔
詩
‘
【
罷
】
〗

小
雅
、
車
攻
、
大
庖
不
レ
盈
、
傭
〕
射
二
左
牌
玉
竺
子

右
髄
盃
竺
下
殺
↓
〔
繹
文
〕
梢
、
謂
土
公
諏
也
。

〔
疏
〕
射
―
―
左
股
辟
而
逹
二
過
於
右
脅
梢
↓
●
か
た

の
ほ
ね
。
〔
唐
書
‘
證
築
志
六
〕
左
牌
逹
二
於
下
髄

岱
下
射
↓
〔
繹
昔
〕
髄
‘
肩
骨
也
。
参
或
は
膀
(
1
2

ー

4
5
1
5
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
楠
‘
或
炊
レ
号
。
⑲

又
‘
牒
(
9
-
2
9
8
2
5
)

に
作
る
。
〔
詩
、
小
雅
‘
車
攻
、

博
‘
逹
手
右
腿
繹
文
〕
楠
‘
本
或
作
レ
腰
゜

日
ェ
ヴ
ロ
昇
国
七
ウ

霰

】

呻

〔
集
韻
〕
以
紹
切

骸（
1
2
|
 4
5
1
6
4
)

の
謡
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
骸
‘
骸
字
之
識
。

ガ
イ

或
は
話
(
1
2
—

4
5
1
6
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
楯
、
或
作
レ
能
。

ク
，
ワ
ッ

頷
(
1
1
0
1
4
3
5
1
2
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
恰
‘
同
レ
頷
。

恰
(
1
2
-
4
5
1
8
6
)

に
同
じ
。
〔
篇
一
【
駆
旺
】
呻

韻
〕
恰
、
典
レ
骸
同
。

窮

】

血

鳥
獣
の
ほ
ね
。
〔
相
鶴
経
〕
惟
頬
詫
耳
則
知
レ
時
。

〔
相
鶴
経
、
注
〕
昔
責

’

脳

(
9ー

2
9
6
8
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
拙
、
同
レ
脂
。

ナ
ウ 骨

部

〔六
I

八
豊
〕

〔
集
韻
〕
匪
父
切
圏

〔
集
韻
〕
匹
各
切
画
-

日
ひ
ざ
ぱ
ね
。
〔
廣
雅
‘
秤
親
〕
髄
、
桐
也
。
口
ひ
ざ

ぼ
ね
。
又
、
膊
(
1
2
|
 4
5
2
4
1
)
・
 
胎
(
9
-
2
9
3
5
9
)

に

屑
】
〗

作
る
。
〔
集
韻
〕
髄
、
飼
也
、
或
八
レ
専
、
亦
作
レ
胎
゜

【
髄
】
呻

日
7
□
ハ
ク

僻
(
1
2
|
 4
5
2
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
牌
‘
股
也
、
或
作
レ
骰
。

ヘ
イ

あ
ば
ら
ば
ね
。
〔
集
韻
〕
憫
‘
肋
骨
゜

巳
口
●
耽
骸
は
‘
も
も
の
骨
゜
〔
玉
篇
〕
骸
、
髄
骰
゜

●
髄
骰
は
、
も
も
の
肉
。
〔
廣
韻
〕
骸
、
髄
骸
‘
股

肉。

O
う
ち
ま
た
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
股
内
謂
二
之
骰
↓

働
髄
骰
は
‘
ひ
ざ
ぽ
ね
。
〔
廣
雅
‘
秤
親
〕
髄
恨
、
桐

也。

祠

】

年

后

ウ

〔

集

韻

〕

傍

丁

切

闇

【
縣
】
呻

蘇
．
骸
↓

蘇
(
1
2
-
4
6
1
6
8
)
・

骸
(
1
2
-
4
5
1
3

6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
縣
‘
通
作
―
―

コ
ン

麟
食
骨
壁
咽
中
一
也
、
八
レ
骨
要
瞥
。
●
か
ど

だ
つ
。
ほ
ね
つ
ぼ
い
。
か
ど
だ
っ
て
流
俗
に
従
は

な
い
。
〔
晉
書
、
雀
挟
傭
〕
骨
骰
不
レ
動
於
物
↓
〇

鰊
(
1
2
-
4
6
1
7
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕

腹
字
或
以
レ
鰊
為
レ
之
。
画
或
は
梗
（
9

|

2
9
5
4
5
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
或
八
レ
肉
。

【
骰
肝
】
1

硲
直
言
し
て
人
の
悪
を
あ
ば
く
。
人
の
悪

を
あ
ば
く
に
其
の
言
の
正
直
で
骨
っ
ぽ
い
こ
と
。
〔
唐

書
、
牛
僧
襦
傭
〕
條
指
失
政
；
其
言
骰
計
、
不
レ
壁
宰

相↓

【
骰
朴

]
2
g
剛
直
で
か
ざ
り
け
が
な
い
。
〔
魏
書
、
子

忠
博
論
〕
忠
以
硬
朴

h
炉
親
‘
乗
非
―
―
其
撮
ぶ
遂
檀
威

櫂↓

拙

詫

飴

骰

悴

研

梃

静

骸

骰

恰

骰

罷

骰

骰

縣

憫

髄

梢

骰

能

骸

罷

碇

骸

捨

五
七
八

ヤ・一、 13174 
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＂ 
骨
立
口

〔
八
書
一
〕

餅

蒋

餅

牌

牌

餅

髄

腕

隋

腔

腸

惟

五
七
九

5

昌ビミ

【

牌

】

緬

匡

集
韻
〕
母
婢
切

日
ヒ

〔
集
韻
〕
補
弾
切ヽ
勺
一

集
韻
〕
部
狽
切

面蔽芝囮

小
〇
餅
脅
は
、
い
ち
ま
い
あ
ば
ら
。
〔
説

僻
薮
文
〕
餅
‘
餅
脅
、
井
斡
也
、
八
レ
骨
井
臀

晉
文
公
餅
脅
゜
〔
段
注
〕
形
瞥
包
―
―
會
意
一
也
。

O
脱

(
9
|
 2
9
5
8
6
)

に
通
ず
。
〔
荀
子
、
子
道
〕
手
足
朋
脹

以
蓑
其
親
二
漢
書
、
司
馬
相
如
博
下
〕
射
倣
餅

脹
。
●
通
じ
て
耕
(
1
2
-
4
4
7
9
5
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
餅
、
通
作
レ
駅
。

【
餅
軒
】
1

竺
一
枚
あ
ば
ら
。
〔
新
論
、
命
相
〕
帝
魯
戴

肩
‘
顧
項
餅
軒
。

【
餅
脅
]
2

的
一
枚
あ
ば
ら
。
〔
國
語
、
晉
語
四
〕
聞
―
―
其

餅
脅
ぶ
炉
観
―
―
其
状
↓

【
餅
脇
】
3

亡
一
枚
あ
ば
ら
。
餅
脅
に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、

人
間
訓
〕
晉
公
子
重
耳
過
レ
曹
‘
曹
君
欲
レ
見
―
―
其
佃
脇
一

使
―
―
之
祖
而
捕
広
思
°

【
餅
骨
】
4

梵
一
枚
あ
ば
ら
。
餅
脅
゜

【
胎
脹
】
5

花
ひ
び
が
き
れ
る
。
又
‘
ひ
び
。
胆
祗
。
〔
漢

書
、
司
馬
相
如
傭
下
〕
射
偵
餅
脹
無
レ
肢
‘
膚
不
レ
生
レ
毛
。

〔
注
〕
孟
康
曰
、
言
1

一
馬
勤
餅
脹
無
p

有
―
―
詮
毛
一
也
。

冨
5
】
聾

ベヘ
ンン

〔
集
韻
〕
蒲
眠
切

oo
／
 

欠
―

J
:
j
'
p
'
i
e
n
2

冨
】
〗ヨ
餅
(
1
2
|
 4
5
2
0
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

餅
‘
亦
書
作
レ
符
。

か
た
ば
ね
。
或
は
旅
(
5
|
1
3
6
9
2
)
・
 
~
(
1
2ー
4
5
2

0
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
齢
肩
骨
‘
或
省
‘
亦
書
作
レ

符。 窮
】
〗オヨ
〔
集
韻
〕
獣
許
切
翻

冒
】
〗

【
牌
轍
】
6

討
馬
鞍
の
革
帯
。
〔
還
魂
記
、
診
崇
〕
一
様

牌
軟
窟
洞
下
。

【
牌
櫃
】
7

が
骨
盤
が
、
下
肢
の
上
と
接
す
る
所
。
臼
形

で
大
腿
骨
の
端
を
受
け
る
。
一
名
、
牌
臼
゜
〔
震
櫃
経
、
骨

小

古

曰

□

口

回

●

も

も

。

そ

と

も

文
も
。
股
の
外
側
。
牌

(10|
 

3
7
度
論
〕
季
脅
以
下
至
涵
櫃
→
【
廷
阿
】
〗
[

柑
菓
精

6
5
1
)
に
同
じ
。
〔
證
文
〕
碑
、
股
外
也
、

JA
レ
骨
卑
【
牌
祗
】
8

p
i
'
t
i
3

狼
類
の
臀
部
の
堅
皮
。
一
名
、
臀

撃
牌
、
古
文
牌
゜
〔
段
注
〕
各
本
無
レ
外
、
今
依
二
爾
梵
。
色
が
紅
く
、
質
は
堅
硬
で
、
荊
棘
に
坐
し
て
も
傷
つ
こ
ば
ね
。
小
さ
い
骨
。
〔
集
韻
〕
椅
、
小
骨
也
。

雅
音
義
・
文
選
七
命
注
・
玄
應
書
•
太
平
御
覧
v

こ
と
が
な
い
。
尻
だ
こ
。

易
、
題
襄
晉
公
女
几
山
刻
石
詩
毯
詩
〕
戦
抱
破
猶
【
知
血
】
憂
ワ
ン
〔
篇
海
蔦
貫
切
雁

補
、
股
外
日
榊
、
牌
上
日
レ
憫
、
肉
部
日
股
‘
牌
【
牌
肉
]
,
ザ
も
も
の
肉
。
牌
肉
之
歎
を
見
よ
。
〔
白
居

在
、
牌
肉
生
欲
レ
圏
。

也
面
位
言
名
此
日
―
―
僻
、
股
外
也
面
型
言
之
石
其

〖
牌
肉
皆
消
〗I
O
辻
i
}ウ
ス
内
も
も
の
肉
が
減
っ
た
こ
ひ
ざ
ぼ
ね
。
〔
篇
海
〕
腕
‘
膝
腕
゜

義
相
足
。
〔
秤
名
、
繹
形
憫
〕
牌
‘
卑
也
、
在
レ
下
稲

也
。
O
も
も
の
骨
゜
〔
漢
書
、
賣
誼
博
〕
至
於
藷
~
と
。
常
に
馬
に
乗
っ
て
馳
謳
し
て
ゐ
る
と
牌
の
肉
が
減

牌
之
所
↓
〇
ふ
く
ら
は
ぎ
。
胚
の
後
面
。
〔
太
玄
る
。
牌
肉
之
歎
を
見
よ
。
〔
蜀
志
‘
先
主
劉
備

ii`
注
〕
備

経

、

玄

散

、

九

輝

一

為

腎

鰐

注

〕

胚

後

為

神

曰

‘

吾

常

身

不

レ

雇

鞍

‘

牌

肉

皆

消

。

【

慮

E
】
血
ス
イ
＂
臼
エ
"
"
に
同
じ
。
〔
集

〖
牌
肉
之
歎
〗I
I

竺
ク
ノ
蜀
の
劉
備
が
久
し
く
馬
に
乗

4

ら
な
い
た
め
、
内
股
の
肉
が
噌
し
た
の
を
歎
じ
た
故

也
。
⑲
し
る
し
。
〔
周
牌
算
経
〕
周
牌
、
長
八
尺
、

事
。
安
逸
に
居
て
功
名
を
成
す
機
會
の
な
い
の
を
歎
ず
日
ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
枯
江
切
＠

牌
者
‘
表
也
。
〔
晉
書
‘
天
文
志
上
〕
牌
‘
股
也
‘

股
者
、
表
也
。

O
膊
臓
。
牌
(
9
|
2
9
5
7
9
)

に
通
ず
。
る
喩
゜
〔
蜀
志
、
先
主
劉
備
傭
‘
注
〕
九
州
春
秋
曰
‘
備
住
,
,

[
骰
」
図
ロ
コ
ヴ
〔
集
韻
〕
枯
公
切
困

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
牌
、
段
借
為
レ
牌
゜
〔
儀
幡
、
既
荊
州
藪
年
‘
嘗
於
―
―
表
幽
起
至
レ
厠
‘
見
1

一

牌

裏

肉

生

「

ク

夕
證
〕
牌
戸
升
゜
〔
注
〕
古
文
、
牌
作
レ
牌
。

O
或
は
慨
然
流
悌
‘
還
レ
坐
‘
表
怪
問
レ
備
‘
備
日
‘
吾
常
身
不
レ
日
□
l

髄
腔
は
、
し
り
ぼ
わ
の
名
。
〔
集
韻
〕
腔
‘
尻

骨
゜
〔
集
韻
〕
憧
‘
髄
腔
‘
尻
骨
名
。

離
レ
鞍
‘
牌
肉
皆
消
、
今
不
1

一
復
騎
必
町
裏
肉
生
、
日
月
如
レ

骰
(
1
2
-
4
5
1
8
5
)
・

罷
(
1
2
-
4
5
2
5
0
)
・
叫
叫

(
9ー

2
9

馳
老
問
至
芙
‘
而
功
業
不
レ
建
‘
是
以
悲
耳
。

【
牌
僻
】
13

翌
も
も
と
う
で
。
〔
陳
鑑
、
闘
蛯
絆
賦
〕
牌

3
2
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
牌
‘
或
作
二
陛
・
競
・
牌
・

聾

〇

牒
(
9ー

2
9
8
2
5
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
小
雅
‘
車
齊
債
盈
‘
筋
骸
強
健
゜

攻
、
大
庖
不
レ
盈
、
傭
、
自
11

左
犀
繹
文
〕
腰
‘
本
亦
【
拍
レ
牌
】
14

芍
も
も
を
う
ち
た
た
く
。
喜
び
勇
む
さ

作

レ

牌

。

ま

。

又

、

も

も

を

打

つ

て

拍

子

を

と

る

。

博

涵

吋

捨

レ

牌

を
見
よ
。
〔
後
漢
書
‘
張
笑
博
〕
夫
紐
毛
髭
之
麦
而
欲
レ
「
日
勿
1212

求
↓
一
人
丘
山
之
用
一
此
淳
子
梵
所
↓
ー
以
拍
レ
牌
仰
レ
天
而

【
牌
臼
】
1

炉
無
名
骨
の
外
側
に
あ
る
凹
所
。
大
腿
骨

笑
者
也
。

の
上
部
の
入
る
と
こ
ろ
。

[
博
レ
牌
】
15

芍
も
も
を
う
つ
。
拍
レ
牌
に
同
じ
。
〔
李
斯
、

[
牌
窟
】
2

バ
’
股
の
、
臀
穴
に
近
い
部
分
を
い
ふ
。
〔
正

諫
逐
客
書
〕
撃
甕
叩
レ
甑
、
弾
箪
博
神
。

字
通
〕
拙
‘
藷
註
、
昔
窟
、
臀
也
、
按
‘
俗
謂
一
碑
之
近
＞
窮

【
iitレ
牌
】
16

咋
も
も
を
う
つ
。
拍
レ
牌
に
同
じ
。
〔
荘
子
、

贅
総
牌
窟
↓

【
牌
骨
】
3
咋
，

0
も
も
の
骨
。
〔
駄
陽
脩
‘
歳
暮
書
レ
事
在
宥
〕
鴻
蒙
柑
レ
牌
‘
雀
躍
不
レ
綴
゜

詩
〕
跨
レ
鞍
篤
牌
骨
薮
帯
滅
腰
園
ニ
●
p
iこ

k
u

無
名
【
牌
裏
肉
生
】
17

人
砂
芹
う
ち
も
も
の
肉
が
肥
え
た
意
。

骨
。
一
名
、
膀
骨
。
又
‘
請
骨
。
他
幹
の
下
部
の
左
右
に
牌
肉
之
歎
(

1

1

)

を
見
よ
。

各
し
一
枚
あ
り
‘
其
の
外
帝
の
窯
所
を
牌
臼
と
い
ふ
。

【
牌
稽
]
4

が
皮
膚
病
の
一
。
雁
癒
。
年
々
雁
の
来
る

時
分
に
登
生
す
る
。

【
牌
子
】
5

p
i
'
t
z
u

ふ
と
も
も
。

屑
】
〗ヒ
牌
(
1
2
-
4
5
2
0
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

評
、
同
レ
牌
゜

【琶如
ス
イ
ズ
イ

〔
集
韻
〕
樹
偽
切
甲
g

テ
キ
夭
ヤ
ク

口
タ
ク
夭
ヤ
ク

口国パ戸
セ
キ
／
ヤ
ク

國
’

＆
口
日
口
骨
の
中
の
黄
液
゜
〔
説
文
〕
賜
骨

骨
＇
策
間
黄
汁
也
、
炊
レ
骨
易
臀
、
讀
若
ー

1

一易

日
ー
タ
楊
若
＞
属
。
曰
國
膀
の
間
。
〔
集
韻
〕
罷
‘
膀

間
。
〔
集
韻
〕
暢
‘
膀
中
也
。

鴎

〔
集
韻
〕
捗
革
切
錮
〗

〔
集
韻
〕
思
積
切
嗣
『

集
韻
〕
先
的
切
暉
『

〔
集
韻
〕
他
歴
切

〔
集
韻
〕
巨
綺
切
菌
血

匝l
9ゞヘ

イイ

〔
集
韻
〕
部
褪
切
爛
5

ヒ

牌
(
1
2
|
 4
5
2
0
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
餅
、
俗
牌
字
。
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小
日
□
国
●
も
も
の
ほ
ね
。
〔
説
文
〕
牒
、

視
策
牌
骨
也
‘
炊
レ
骨
果
瞥
。
〔
段
注
〕
牌
骨
‘

猶
塩
豆
股
骨
一
也
、
牒
者
、
牌
卑
ハ
レ
帷
相
接
之
虞
、

人
之
脈
以
能
立
、
能
行
、
能
有
＞
力
者
、
皆
在
於

是
二
句
讀
〕
字
林
、
牒
、
腰
骨
也
、
三
蒼
、
課
、
尻
【
認
卵
】
』

骨
、
興
レ
許
義
異
。

O
し
り
ば
ね
。
〔
廣
雅
、
繹
親
〕

牒
疇
也
。
参
ひ
ざ
ぼ
ね
。
〔
廣
韻
〕
牒
、
膝
骨
゜
＠

或
は
屎
(
4
|

7
7
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
牒
‘
或
八
レ
【
腟
】
〗

戸
。
固
●
も
も
の
ほ
ね
。
或
は
跨
(
1
2
-
4
5
1
7
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
課
牌
骨
也
、
或
炊
レ
脊
。

O
誤

課
は
、
形
の
み
だ
れ
て
正
し
く
な
い
さ
ま
。
〔
集
[
蹄
瞑
】
〗

韻
〕
慄
、
誤
課
、
不
レ
正
兒
゜
〔
荘
子
、
天
下
〕
誤
牒

無
レ
任
。
〔
繹
文
〕
誤
牒
‘
訛
悦
、
不
レ
正
貌
。
国
し
り

づ
が
い
こ
っ
。
〔
集
韻
〕
艘
‘
顧
也
。

バ
〔
集
韻
〕
動
五
切
圏

渚
(
7
ー

2
2
3
1
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

組
或
八
レ
骨
゜

セ
イ

髄
(
1
2
-
4
5
2
8
9
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
楕
、
同
レ
髄
゜

ス
イ

＇Eea-ー

宿
】
〗国國ロロ

ケクケク
''  
クク
''  ワ ワワワ

ィ

日
ク
ヴ

〔
集
韻
〕
苦
臥
切
寧
幽k'
o
 

万
古

〔
集
韻
〕
苦
果
切
声
⑫

〔
集
韻
〕
苦
禾
切
底
l

〔
集
韻
〕
苦
瓦
切
躙
〗

〔
集
韻
〕
苦
會
切
寒
i

ヮ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
骰
、
烏
花
切
。

窮】叩
こ
ぽ
ね
。
小
さ
い
骨
。
〔
集
韻
〕
辟
、
小
骨
゜

ソ
ッ
ゾ
チ

且

冦

】

』

霰

】

』

タ

ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
骸
、
昔
咲
゜

祠
】
〗ェ9
ウ

梢
(
1
2
|
 4
5
1
9
4
)

の
調
字
。
〔
康
煕

字
典
〕
情
、
箭
字
之
識
。

骨
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
骰
、
骨
兒
。

〔
集
韻
〕
昨
液
切

ほ
ね
を
つ
ぐ
。
〔
玉
篇
〕
綴
、
績
レ
骨
也
。

霰

】

如

〔
集
韻
〕
株
劣
切
閲
g

テ
ッ
テ
チ

冠
】
〗
ギ
〔
集
韻
〕
語
支
切
図

骨
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
稜
‘
骨
高
兒
。

【
骸
】
如

ロ9
ウ

〔
集
韻
〕
虞
登
切
國

漆
を
塗
る
に
先
だ
っ
て
器
物
の
面
を
粉
末
で
こ

す
る
こ
と
。
〔
集
韻
〕
惟
‘
黍
レ
器
先
以
レ
屑
浣
レ
之

也。

ぽ
ね
。
或
は
屎
(
4
|
7
7
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
牒
‘

博
雅
、
磨
也
、
或
作
レ
県
。

＂ 
骨
立
口

〔八
I

九
董
〕

冨
品
日
口
[
旦
[
国
カ
イ

国囲

〔
集
韻
〕
許
代
切
鰯
i

〔
集
韻
〕
許
渇
切

〔
集
韻
〕
何
葛
切

●
醜
抹
は
‘
愚
か
な
さ
ま
。
又
‘
愚
か
な
人
。
〔
廣

韻
〕
骸
‘
魏
骸
‘
愚
人
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
魏
骰
‘
愚
兒
゜

●
ほ
ね
。
〔
字
彙
〕
骰
‘
骨
也
。

【
懇
〗
冒
〔
集
韻
〕
徒
封
切
願

l

〇
額
の
上
の
骨
゜
〔
廣
韻
〕
禍
、
額
上
骨
也
。
●

禍
娩
・
脆
禍
は
、
こ
し
ぽ
ね
。
〔
玉
篇
〕
禍
‘
禍
脆
‘

棺
上
骨
゜
〔
集
韻
〕
禍
‘
脆
禍
‘
館
上
骨
゜

【
禍
】
〗77
9

ワ

〔
集
韻
〕
枯
瓜
切
國
i

冨

】

』

力

[

[

戸

m-[:7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

露

】

』

こ
し
ば
ね
。
或
は
桐
（1
2
-
4
5
1
4
3
)
·
~
(
1
2

|
 4
5
 

2
2
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
館
、
署
骨
也
、
或
作
迄
印

璽
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
下
〕
折
レ
脅
拉
レ
謡

ヶヵ

〔
集
韻
〕
丘
駕
切
鵬
[

万
f

k'a• 

屑
】
〗
カ
イ
"
[
口

~
9
5
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

冨写
骨
が
片
寄
り
生
ず
る
。
〔
集
韻
〕
韻
、
骨
韻
生
。

ベヘ
ンン

〔
集
韻
〕
婢
典
切

骰

辟

慄

稜

貌

箭

骸

骰

楠

腟

腋

脂

僻

格

椴

禍

骰

憫

龍

條

誰

骸

据

面

小
日
口
国
國
l

肩
の
前
面
。
又
、
其
の
ほ

帳

豪

ね

扇

（

9

|
2
9
6
7
2
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕

覇
肩
前
也
、
炊
レ
骨
黒
臀
゜
〔
集
韻
〕
憫
‘
膊
前
骨

聾
之
鵬
或
炊
レ
肉
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
車
攻
‘
徒
御

不
レ
驚
、
大
庖
不
レ
盈
‘
傭
、
自
↓
元
函
呼
而
射
レ
之

逹
午
右
隅
為
工
殺
五
繹
文
〕
隅
、
本
亦
作
レ
隅
゜

固国口曰
グコ：ググゴグ
''  ゥヮゥ
ィ

~ ~ 

集集
韻韻
~ ~ 

吾語
回口
切切

困圏囲囮

〔
集
韻
〕
五
公
切

冨
i
]〗

〔
集
韻
〕
元
倶
切

霰
】
〗コヴ’
骸
(
1
2
-
4
5
2
3
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
骸
、
同
レ
骸
。

霰

】

i

コ，ウ

脈
(
1
2
-
4
5
1
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
栃
、
或
炊
レ
侯
。

【
邑
〗

撒
腺
は
‘
骨
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
械
、
轍
械
‘
骨

高
兒
。

ゲガ
ンン

〔
集
韻
〕
魚
咸
切

國

か
つ
け
で
足
が
腫
れ
る
。
撞
(
7ー

2
2
4
9
2
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
撞
‘
説
文
、
腟
氣
足
腫
‘
或
作
レ
腫
゜

【
髄
】
〗
〔
集
韻
〕
竪
勇
切
麗

シ
，
ヨ
‘
ウ

ジ，ユ

日
口
曰
個
紆
は
、
か
た
ぽ
ね
。
訣
盆
骨
゜
〔
玉
篇
〕

謁
憫
紆
、
肩
骨
゜
〔
集
韻
〕
謁
憫
紆
‘
宵
前
骨
。

〔
震
櫃
経
〕
憫
紆
以
下
至
一
天
賑
心
岐
骨
也
。

五
八
〇
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V
 

骨

音

〔九

I
+―憲〕
骸

罷

膵

帷

髄

膊

槌

蝸

魏

他

膀

饂

龍

骸

能

條

帷

磋

猜

骸

臆

階

五
八

〇
う
な
じ
の
骨
。
通
じ
て
椎
(
6
|
1
5
0
2
4
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
槌
、
項
後
骨
、
通
作
レ
椎
。

O
傾
(
1
2ー

【
槌
】
〗
ツ
イ
〔
集
韻
〕
博
追
切
」
匹

ヅ
イ

f
X
¥

c
h
'
u
e
1
2
 

小
●
か
ひ
が
ら
ば
ね
。
か
た
ぼ
ね
。
肩
押

薗伶
＇
蔽
骨
。
〔
説
文
〕
膊
‘
肩
甲
也
、
八
レ
骨
専

瞥

0.かた。〔
顔
氏
家
訓
、
慕
賢
〕
五
百
年
一
賢
、

猶
レ
比
レ
膊
也
。

O
ひ
ざ
ぼ
ね
。
髄
(
1
2
|
 4
5
1
9
3
)
 

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
髄
‘
桐
也
、
或
炊
レ
専
゜
R
通
じ

て
膊
(
9
ー

2
9
7
8
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
膊
、
通

作
レ
膊
。

O
或
は
拍
（
5

|
1
1
9
5
2
)
・
 
胎
(
9
-
2
9
3
5

9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
膊
、
或
作
二
胎
・
拍
↓

宿】細
、
〔
集
韻
〕
伯
各
切
画

ノ

ク

／

勺
こ

po'

III――― 

【
髄
】
〗
ズ
イ
髄
(
1
2
-
4
5
2
8
9
)

の
略
字
。

扉
】
〗ェ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
帷
‘
昔
鷺
。

【
琶
〗
勒
(
2
|
2
3
8
6
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
膵
、
同
品
唸

ロ
ク

【
罷
】
』

’

慨

(
1
2
|
 4
5
1
4
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
罷
、
同
レ
骸
゜

カ
ウ

籍

】

』

エ
ン

屡
(
1
2
|
4
4
4
g
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
骸
、
正
作
レ
陵
。

日
●
も
も
。
〔
玉
篇
〕
膀
‘
股
也
。
●
わ
き
肉
。
〔
集

韻
〕
膀
、
脅
肉
也
。
□
わ
き
。
か
た
。
膀
(
9
-
2
9
7
4

8
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
膀
‘
脅
也
‘
膀
‘
膀
或
炊
レ
骨
゜

[
膀
子
】
1
p
gg
3
 
t
z
u

肩゚

〖
膀
子
骨
〗2
p
a
n
g
'
t
z
u
 k
u
3

肩
押
骨
。
か
た
ぼ
ね
。

【
膀
腎
】
3

p
a
n
g
'
p
e
i
'

肩
と
臀
。
又
、
助
力
す
る
。
手

博
ふ
。

【
膀
】
〗
口ノゞノ‘
ヴゥ’

□
ハ
，
ウ

〔
集
韻
〕
普
朗
切
翠
5

＞
 

勺
尤

p
g
咤

〔
集
韻
〕
蒲
光
切
顕
i

冒
】
呻

頼
腔
は
、
頭
の
長
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
骰
、
頼
髄
‘
頭

長
兒
゜

ガ
イ

〔
集
韻
〕
魚
開
切

図

圏願l

日
口
愚
か
な
さ
ま
。
魏
豚
゜
〔
玉
篇
〕
魏
‘
魏
豚
゜

〔
玉
篇
〕
豚
‘
魏
骸
‘
愚
兒
゜
〔
集
韻
〕
魏
‘
魏
帷
‘
愚

兒
。
〔
字
彙
〕
魏
‘
愚
貌
。

冨
紐

久
ワ
イ

日
ヶ
ロ
久
ワ
イ

〔
集
韻
〕
古
封
切

玉
篇
〕
口
會
切

か
ぶ
ら
や
。
な
り
か
ぶ
ら
。
或
は
酵
（
1
2
-
4
5
1
8

3
)
・
 

骰
(
1
2
|
 4
5
1
7
 0
)

に
作
り
、
通
じ
て
喘
(
2
-
4

4
5
8
)
・
 
饒
(
1
2ー

4
5
2
7
6
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
縞
‘
饂

箭
。
〔
集
韻
〕
縞
、
鳴
鏑
也
、
或
作
二
骰
・
静
遥
匹
作
二

喝
饒
↓
〔
杜
甫
、
天
狗
賦
〕
同
縞
矢
卑
が
流
星
号
、

園
英
声
而
倶
破
。

冨
】
〗昇
〔
集
韻
〕
虚
交
切
圏

4
3
5
3
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
槌
、
同
レ
傾
。

日

サ

圏

国

シ
巨‘国

妙
〔
集
韻
〕
オ
支
切
国

日
牙
骨
を
す
り
み
が
く
。
通
じ
て
磋
(
8
-
2
4
3
9

5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
髄
、
治
二
牙
骨
一
也
、
通
作
レ

霰
】
〗
〔
集
韻
〕
疾
智
切

〔
集
韻
〕
倉
何
切

曾
】
〗

閲圏

曰
□

0
ほ
ね
さ
き
。
〔
集
韻
〕
髄
骨
端
。
●
骨

が
堅
く
て
白
い
。
〔
集
韻
〕
帷
‘
骨
堅
白
。

日
ハ
ク

口
ヵ
ク

〔
集
韻
〕
北
角
切

〔
集
韻
〕
詑
岳
切

痩
せ
た
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
條
、
痩
兒
゜

【
髄
】
呻
ヶ
ン

〔
集
韻
〕
吉
念
切
瓢

冦
】
〗
僻
(
1
2
-
4
5
2
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
牌
、
股
也
‘
或
作
レ
龍
゜

ヘ
イ

冠
】
〗
欝
(
1
2
|
 4
5
2
8
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

ス
イ

海
〕
髄
、
同
レ
髄
。

ほ
ね
。
〔
集
韻
〕
糖
、
骨
也
。

曾
】
〗
戸
〔
集
韻
〕
下
蓋
切
圏

〇
骨
を
蔵
め
る
。
〔
廣
韻
〕
罷
、
蔵
レ
骨
。

O
こ
し
ば

ね
。
或
は
膜
(
9
|
2
9
9
3
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
個
、

溺
骨
‘
或
作
レ
膜
゜

【
欄
】
岬

昇
〔
集
韻
〕
烏
浩
切
踪

巳
こ
ま
か
い
。
ち
ひ
さ
い
。
慶
1
2
-
4
7
8
9
2
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
磨
、
説
文
、
細
也
、
或
作
レ
膚
゜
〔
漢

書
、
叙
傭
上
〕
又
況
名
階
尚
び
及
藪
子
二
注
〕

鄭
氏
日
、
膚
、
昔
磨
、
小
也
。
口
ち
ゅ
う
ふ
う
。
臆

(
1
2
-
4
5
2
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
臆
、
説
文
、
痛
病

【
靡
】
』

口曰
マバマバ

〔
集
韻
〕
母
果
切
痺
幽姻

〔
集
韻
〕
眉
波
切

ち
ゅ
う
ふ
う
。
半
身
不
随
の
病
。
或

糧

い

は

溶

(
1
2
-
4
5
2
5
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

髄
、
偏
病
也
‘
炊
レ
骨
麻
晋
゜
〔
集
韻
〕
臆
‘
説
文
、
痛

病
也
‘
謂
1

一
身
支
半
枯
ぶ
以
書
作
レ
嘴
゜

冨
忌
マノゞ

〔
集
韻
〕
眉
波
切
賑
l

聾目
m-

罰
】
〗
サ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
骰
、
昔
鎮
゜

祠
】
〗
タ
イ
＂
正
：
＂
〕
の
古
字
。
〔
篇

磋
゜
□

0
腐
っ
た
骨
。
翌
1
1
0
|
4
5
1
4
8
)

に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
磋
、
腐
骨
也
、
臀
類
云
、
此
亦
特
也
。
●

肉
の
つ
い
て
ゐ
る
骨
゜
〔
呂
寛
、
孟
春
〕
揺
レ
骰
霜
レ

磋
。
〔
注
〕
白
骨
日
レ
條
‘
有
レ
肉
日
レ
磋
。
参
国
に
同

じ
。
国
鳥
獣
の
賤
骨
°
骰
(
1
1
0
-

4
5
1
4
7
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
骰
‘
説
文
、
鳥
獣
残
骨
‘
或
作
レ
磋
゜

【
磋
骨
]
1

テ
肉
の
つ
い
て
ゐ
る
骨
。
又
、
く
さ
っ
た

ほ
ね
。
〔
呂
覧
、
異
用
〕
文
王
賢
芙
、
澤
及
ー
秘
骨
↓

13177 



(45258) (45278) 

【
謳
】
年
□
／
ユ

集
韻
〕
劇
子
切
國

集
韻
〕
春
朱
切
田
〖

〇
鼈
の
甲
を
燒
い
て
で
き
る
ひ
ぴ
。
〔
集
韻
〕

髄
‘
灼
レ
亀
垢
。

O
胸
の
前
の
肋
骨
の
合
ふ
虞
゜

〔
正
字
通
〕
髄
‘
肯
前
骨
會
合
慮
゜

【
髄
】
』

〔
集
韻
〕
房
用
切

oo

ホ
ヴ
プ

【
椴
】
呻

0
蟹
の
は
さ
み
。
或
は
整
(
1
0
|
 3
3
4
9
6
)
・
 
鼈
(
1
0

ー

3
7
8
2
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馨
、
蟹
大
足
者
、
或

炊
レ
虫
、
炊
厖
°
●
或
は
撒
(
1
2
|
 4
5
2
6
1
)

に
作

る
。
〔
篇
海
類
編
〕
骰
、
同
レ
蒋
゜

冨
】
〗琴
〔
集
韻
〕
牛
刀
切
園

す
こ
や
か
。
身
證
強
牡
。
或
は
慄
(
1
|
1
0
4
7
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
牒
‘
腔
牡
也
、
或
炊
レ
人
。

冠
】
〗
合
〔
集
韻
〕
卑
遥
切
匿

ど
く
ろ
。
か
う
べ
の
は
ね
。
顛
(
1
2
|
 4
3
6
5
1
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
顛
、
顧
也
、
或
作
レ
糖
。

【
髄
】
〗
〔
集
韻
〕
叶
玉
切
和

キ
ー
ヨ
ク

コ
ク

也
、
謂
―
―
身
支
半
枯
面
玉
書
作
レ
膚
゜

祠
】
〗
サ
い
正
、
し
い
。
に
同
じ
。
〔
字
彙

小
髄
藷
は
、
さ
れ
か
う
べ
。
か
う
べ
の
ほ

貫魯1
豪
ね
。
或
は
割
(
1
2
|
 4
3
6
6
3
)

に
作
る
。

〔
説
文
〕
骸
‘
獨
骸
也
‘
凡
レ
骨
婁
臀
゜
〔
集
韻
〕
牒
‘

或
炊
レ
頁
。

’

國

(
9
|
2
9
8
1
6
)

に
同
じ
。
〔
正

ク
ワ
ク

字
通
〕
膳
、
同
レ
國
゜

慨
(
1
2
-
4
5
2
8
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
猜
、
古
顎
字
。

ス
イ

圏

〔
集
韻
〕
力
交
切
百
〗

〔
集
韻
〕
力
弔
切
國
〗

巳
□
国
〇
あ
な
の
あ
る
こ
し
ば
ね
。
一
説
に
、
其

の
腰
骨
の
穴
。
〔
集
韻
〕
膠
‘
楕
骨
名
。
〔
正
字
通
〕

膠
‘
骨
空
虞
也
‘
方
書
、
章
門
下
八
寸
、
監
骨

上
陥
レ
中
‘
為
―
―
居
膠
こ
訳
盆
中
‘
上
比
必
骨
際
陥
ニ

中
央
涵
竺
天
膠
↓
●
八
膠
は
‘
尻
の
骨
。
又
‘
馬
の

し
り
ぱ
ね
。
〔
一
切
経
昔
義
‘
十
八
〕
膠
‘
八
膠
也
‘

尻
骨
謂
之
八
膠
↓
〔
集
韻
〕
膠
‘
馬
尻
骨
‘
謂
二
之

八
膠
-
三
馬
の
せ
ぱ
ね
。
〔
集
韻
〕
膠
‘
馬
脊
骨
゜

翠~" 
萩小

[
底
瞑
】

5

園顧l

日

0
ひ
ざ
が
し
ら
の
ほ
ね
。
膝
蓋
骨
゜

ひ
ざ
ざ
ら
。
も
と
骰
(
1
2
-
4
5
3
0
8
)

に

日
キ
ロ
久
ワ
イ

〔
集
韻
〕
丘
魏
切

〔
集
韻
〕
古
封
切

ロヴ
レ

4

園
ロ

貧
宝
！

集
韻
〕
郎
侯
切
尤

ヵ又

Jou'

し
り
ぼ
ね
。
一
説
に
‘
尾
の
つ
け
根
。
或
は
暦
（
閤
）

(
9
ー

2
9
8
9
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
暦
、
博
雅
‘
膵
・
牒
‘

暦
也
‘
一
曰
‘
尾
本
‘
或
炊
レ
肉
。

祠
】
〗

.
，
蒋
(
1
2
-
4
5
2
6
0
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
撒
、
同
レ
蒋
゜

カ
ウ

【
暦
】
〗
勾
チ
〔
集
韻
〕
其
闘
せ
鳳
[

h
i
i
e
h
'
 

貧
忌

〇
む
ね
。
〔
玉
篇
〕
梢
、
宵
骸
。

O
又
‘
臆
(
9
|
2
9
9
 

5
1
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
髄
‘
亦
作
レ
臆
゜

小
●
し
り
ば
ね
。
尾
底
骨
゜
〔
説
文
〕
骸
、

棚
豪
塁
骨
也
、
八
レ
骨
蕨
臀
。

O
し
り
の
画
圏
字
形
、
又
‘
館
(
1
2ー

4
5
2
9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
肱
、

説
文
‘
宵
骨
也
‘
或
作
二
臆
．
骸
・
臆
↓

肉
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
緻
尾
肉
亦
日
レ
廠
。
参

或
は
概
(
6
|
1
5
5
5
6
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕

骸
、
或
作
レ
概
、
素
問
、
骨
空
論
、
灸
標
骨
ご
注
、
尾

窮
謂
二
之
檄
骨
↓
R
或
は
朦
(
9
|
2
9
8
9
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
朦
‘
或
炊
レ
肉
。

【
骸
】
祠

ケ
ッ
久
ワ
チ

集
韻
〕
居
月
切

団

口
髄
僻
は
、
陸
の
ふ
と
つ
た
さ
ま
。
航
僻
。
〔
集
韻
〕

餅
、
航
餅
、
陸
肺
也
。
口
緋
(
1
2ー

4
5
2
8
4
)

の
謳

字
。
〔
正
字
通
〕
餅
、
僻
字
之
識
。

【
膠
】
〗
□
レ
ヴ
昂
[
国
レ
ー
ウ

冨

】

[

日
芦
〔
集
韻
〕
母
朗
切
圏

口
サ
ヴ

〔
集
韻
〕
憐
爾
切

n鯛三戸――

曰
か
ら
だ
。
謳
(
1
0
-
3
8
1
3
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
【
辟
忌

艇
、
説
文
‘
怜
也
‘
或
炊
レ
骨
゜
口
骨
の
名
。
〔
集
韻
〕

罷
‘
骨
名
。

シ

嵯
(
1
2
|
 4
5
2
5
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
磋
、
卑
ハ
レ
磋
同
。

＂ 
骨

音

〔
十
一
ー
ー
十
二
書
＿
〕

漉

膝

蒋

撒

撻

謳

膠

捐

膳

膜

牒

磋

髄

鞭

腎

骸

樟

骸

饒

骸

骰

【
骸
】
5

霰

】

』

ハ
ク
〔
集
韻
〕
匹
角
切
圏
『

レ
ヴ

膠
(
1
2
|
 4
5
2
6
4
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
瞭
、
同
レ
膠
。

圏薦

日
口

0
か
ぶ
ら
や
。
縞
(
1
2
-
4
5
2
4
3
)
・

酵（
1
2
-

4
5
1
8
3
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
饒
‘
饒
箭
也
。
〔
正
字

通
〕
饒
‘
縞
．
帷
同
。

O
饒
然
は
、
白
骨
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
饒
‘
饒
然
‘
憫
牒
兒
。
〔
荘
子
、
至
築
〕
荘

子
之
レ
楚
‘
見
二
空
憫
饒
こ
饒
然
有
レ
形
。
〔
秤
文
〕
饒

然
、
白
骨
貌
。
〔
疏
〕
饒
然
、
無
―
―
潤
澤
一
也
。

【饒】
5

口日
ヶヶヵ
ゥ’ゥ’ゥ'

〔
集
韻
〕
馨
名
切

〔
集
韻
〕
虚
交
切

冨
E
]
5

ヨ
ク
オ
ク

〔
玉
篇
〕
於
力
切
願

【
髄
】
5

瞳
腔
は
‘
尻
骨
°
或
は
瞳
(
9
|
2
9
8
5
9
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
髄
‘
髄
腔
、
尻
骨
、
或
炊
レ
肉
。

夕
ぶ
ツ

ダ
ウ

〔
集
韻
〕
傭
江
切

屈

作
る
。
〔
正
字
通
〕
骸
、
本
作
レ
骰
゜
〔
説
文
〕
骰
、
即

胚
間
骨
也
、
炊
レ
骨
贅
瞥
。
●
ひ
ざ
ま
づ
く
。
〔
廣

韻
〕
骸
、
膝
加
レ
地
也
。
国
頭
の
骨
の
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
韻
、
頭
骨
兒
゜

五
八
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骨

部

〔
十
三
蓋
〕

屠

臀

憫

撤

樟

備

檜

罷

愕

髄

髄

僻

小
●
憫
饒
は
、
さ
れ
か
う
べ
。
あ
た
ま
の

§
 

§
1
豪
ほ
ね
。
〔
説
文
〕
憫
、
憫
罷
、
頂
也
、

A
レ

骨
蜀
臀
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
憫
、
憫
骸
之
合
音

為
レ
頭
。
〔
義
證
〕
御
覧
引
作
,
,
憫
牒
、
頭
也
i

玉
篇
、

憫
骸
、
頭
也
、
廣
雅
、
碩
顧
謂
―
―
之
憫
膜
二
切
経

昔
義
引
埠
蒼
‘
憫
骸
、
頭
骨
也
、
干
賓
晉
紀
有
レ

謡
云
、
南
風
烈
烈
吹
11

白
沙
一
千
歳
憫
膜
生
二
歯

牙
五
諏
レ
此
知
―
―
憫
骸
是
頭
非
＞
頂
也
。
●
顧
(
1
2ー

4
3
7
0
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
憫
、
或
八
レ
頁
。

【
憫
罷
】
1

叶
ク
●
肉
が
と
れ
て
白
く
な
っ
た
頭
骨
。
さ

れ
か
う
ぺ
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
子
列
子
適
レ
衛
、
食
1

一於道一

従
者
見
1

ー
百
歳
憫
膿
こ
茫
蓬
而
指
、
顧
謂
―
―
弟
子
百
豊
―

日
、
唯
予
興
レ
彼
知
、
而
未
,
,
嘗
生
ご
杢
嘗
死
l

也
。
〔
荘

子
、
至
築
〕
荘
子
之
レ
楚
、
見
1

一
空
憫
骸
云
饒
然
有
レ
形
‘
撒

以,,
馬
推
↓
〔
繹
文
〕
憫
膿
‘
枯
骨
也
。
〔
常
建
、
塞
下
曲
〕
憫

檎
皆
是
長
城
卒
、
日
暮
沙
場
飛
作
レ
灰
。
●
畳
の
名
。
晉

の
時
、
夏
主
赫
連
勃
勃
が
大
い
に
禿
髪
傷
檀
を
破
り
、

殺
傷
萬
を
以
て
敦
へ
‘
其
の
大
将
十
餘
人
を
斬
つ
て
京

観
と
し
、
憫
龍
畳
と
琥
し
た
。

小
●
か
う
が
い
。
骨
の
拌
゜
〔
説
文
〕
籟

轄
豪
骨
援
之
可
レ
倉
髪
者
、
松
骨
會
臀
‘

詩
日
、
檜
升
如
レ
星
。
●
通
じ
て
會
(
6ー

1
4
3
0
6
)

行

】

』

[

ヮ

イ

〔

集

韻

百

g
囃

祠
】
〗
ぃ7
〔
集
韻
〕
徒
汀
這

〔
集
韻
〕
子
朗
畑
圏

P
．尤

tsang'

〔
集
韻
〕
則
浪
切
国
g

日
●
航
開
は
‘
橿
の
ふ
と
っ
た
さ
ま
。
航
備
。
〔
集

韻
〕
備
、
航
開
、
橙
眸
。
●
聰
き
た
な
い
。
よ
ご
れ

る
。
口
抗
開
は
‘
様
子
を
う
か
が
つ
て
立
つ
て
ゐ

る
さ
ま
。
又
、
高
ぶ
つ
て
頑
固
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

備
‘
抗
饒
伺
立
兒
‘
趙
壼
説
。
〔
後
漢
書
‘
文
苑

下
‘
趙
壼
傭
〕
抗
開
綺
1

門
邊
コ
注
〕
抗
備
、
高
充

倖
直
之
貌
也
。

【
備
清
】
1

tsang> 
c
h
'
u
a
n
g
―
徽
毒
゜

【
備
症
】
2

t
s
a
n
g
'
c
h
e
品
徽
毒
。
か
さ
。
備
湾
。

【
髄
身
】
3

tsang1 
shen'

罪
に
よ
つ
て
入
墨
を
受
け

た
者
。

【
備
房
】
4

tsang1 
fang'

妖
怪
屋
敷
。
汚
れ
た
家
。

【
備
心
爛
肺
】
5tsang'hsin'Ian• 

fei4

心
根
の

悪
い
。
破
廉
恥
な
。

【
排
】
』

口
サ
ー
ウ

【

瞥

】

』

ト

ン

同。

屍
(
4ー

7
32
)
.
 臀
(
9
-
2
9
9
4
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
臀
、
臀
・
屍
並

日
サ
ヴ

冨

】

5

ヨ，ウ

膚
(
9
-
2
9
9
2
8
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇

曙
、
亦
作
レ
贋
゜

冦】

g
"

＂："5●いいぷ"

(
l
S
-
4
5
2
9
3
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
龍
‘
俗
骸
字
。

ヨ
ク

n鯛
璽
芦
i
-

轍
械
は
、
骨
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
轍
馘
、
骨

高
兒
。
属】-”り

●
骨
の
箭
゜
〔
集
韻
〕
膜
、
骨
箭
。
●
飽
(
1
2ー

4
5
1
4
I
 

2
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
撲
、
同
レ
飽
。

〔
集
韻
〕
丘
街
切
醐
-

小
□
I
〗
〇
ず
い
。
も
と
髄(1
2ー4
5
2
8
8
)

需
豪
に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
髄
、
本
作
レ

霞
④
骨
中
の
脂
状
の
物
。
〔
説
文
〕
髄
、
骨
中
脂

也
、
ハ
レ
骨
陸
臀
。
〔
繹
名
、
繹
形
橙
〕
髄
‘
遺
也
、

遺
、
譴
也
。
〔
素
問
、
刺
要
論
〕
刺
レ
骨
無
レ
傷
レ
髄
゜

〔
注
〕
髄
者
、
骨
之
充
。
〔
漢
書
、
證
築
志
〕
決
,
,
肌

膚
而
感
骨
髄
商
）
物
質
の
中
心
に
在
つ
て
、
脂

【
髄
】
〗
ロ
ス
イ

園
ズ
イ

日
ス
イ

〔
集
韻
〕
選
委
切
＞
誌

ム
X
¥

suei3 

〔
集
韻
〕
思
累
切
甲
g-

冨
】
〗
ズ
イ
＂
ザ
い
り

7
fウ本
字
。
〔
正
字

●
欝
艇
は
、
骨
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
怜
‘
開
艇
、
骨

兒
。
●
齢
(
1
2ー

4
5
1
5
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
欝
‘
或

省。

【
茂
恥
】
』

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
圏
i

レ
イ
リぶ`
，ウ

級
骰
は
、
か
し
ら
の
動
く
さ
ま
。
顆
(
1
2ー

4
3
6

9
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
饉
‘
級
骸
、
首
動
兒
、
或
炊
レ

頁
。 【

骸
】
〗
ガ
ブ
〔
集
韻
〕
玉
盆
切
広
f

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
檜
、
通
作
レ
會
゜
〔
周
栂
、
夏
官
、

弁
師
、
會
,
,
五
采
王
瑳
ぶ
g
〕
故
書
、
會
、
作
レ
檜
。
●

誓
(
1
2
|
 4
5
5
9
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
藷
、
或
ハ
レ

影。

五
八
三

日

ヒ

〔

集

韻

〕

卑

義

切

団

【
僻
】
〗
旦
戸
〔
集
韻
〕
必
盆
切
厩

の
や
う
に
凝
固
し
た
も
の
。
〔
晉
書
、
稀
康
傭
〕
康

墨
王
烈
玉
＾
入
レ
山
、
烈
嘗
得
,
,
石
髄
如
p
飴
。
〔
皮

日
休
、
毛
公
泉
詩
〕
澄
如
玉
髄
潔
ぶ
世
竺
金
精

鮮
芯
3
よ
い
と
こ
ろ
。
よ
い
も
の
。
滋
味
。
精
華
。

櫃
軸
。
中
心
。
要
義
。
〔
李
咸
用
‘
讀
―
―
修
睦
上
人
歌

縞
詩
〕
筆
頭
滴
滴
文
章
髄
。
〔
偲
燈
録
、
三
‘
菩
提

逹
磨
〕
師
日
‘
汝
得
―
―
吾
髄
―
失
。
●
惰
(
1
2
-
4
5
2
2

2)• 

隋
(
1
2
ー

4
5
2
1
0
)

・
随
(
9
-
2
9
9
2
4
)
・

鵬
(
1
2

-
4
5
3
0
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
髄
‘
或
作
二
髄
・
楠
・
隋
・

随
↓
〔
集
韻
〕
鵬
‘
或
省
。
勝
す
ね
。
④
ず
い
の
古
稲
゜

〔
和
名
類
棗
抄
、
二
〕
髄
‘
須
禰
‘
骨
中
脂
也
。
＠
胚
。

【
髄
海
】
1

行
脂
を
い
ふ
。
〔
素
問
、
五
蔵
生
成
篇
〕
諸

髄
皆
属
於
脳
↓
〔
注
〕
脳
為
―
―
髄
海
一
故
諸
髄
属
レ
之
。

〔
参
同
契
解
〕
金
砂
之
升
レ
鼎
也
、
穿
―
―
雨
腎
面
導
―
―
央
脊
一

過
応
息
入
国
海
↓

【
髄
楯
】

2
g
鎧
の
具
。
牒
を
包
む
も
の
。
す
ね
あ
て
。

腫
営
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
兵
器
類
、
髄
楯
〕
朦
嘗
、
須
禰

阿
天
、
譴
楯
‘
其
用
如
レ
字
、
又
有
二
散
品
ご
呼
―
―
其
一
箇
一

曰
こ
足
↓

【
髄
脹
】
3

が
”
●
な
う
み
そ
。
〔
史
記
‘
扁
鵠
博
〕
乃
割
レ
皮

解
伽
肌
、
訣
レ
脈
結
レ
筋
、
措
"
髄
脳
如
〖
レ
荒
。
〔
沈
約
、
内

典
序
〕
或
役
―
―
鬼
軸
之
功
盃
或
資
―
―
髄
脳
之
力
↓
●
主
要

な
と
こ
ろ
・
櫃
要
な
と
こ
ろ
を
い
ふ
。
〔
隋
書
、
経
籍

志
三
〕
周
易
髄
腿
一
倦
‘
易
脳
経
一
巻
、
鄭
氏
撰
゜

【
髄
枯
骨
盛
】
4

5

”
”
ハ
骨
の
心
ま
で
も
枯
れ
て
無
く

な
る
。
非
常
な
苦
し
み
を
い
ふ
。
〔
祗
恵
全
書
、
罹
任
部
、

詳
文
贅
説
〕
一
色
其
髄
枯
骨
盛
、
救
レ
死
不
レ
贈
之
時
↓

【
洗
レ
髄
伐
レ
毛
】
5

ぢ
昇
ラ
ヒ
髄
を
洗
ひ
、
毛
を
き
る
。

生
れ
畏
る
喩
。
〔
洞
冥
記
、
二
〕
東
方
朔
、
以
1

一
元
封
中
一

遊
1

一
鴻
瀬
之
澤
云
有
1

一
黄
翁
五
告
レ
朔
日
、
吾
＾
袖
レ
食
呑
レ
氣
、

已
九
千
餘
歳
、
三
千
歳
一
反
レ
骨
洗
レ
譴
、
二
千
歳
一
刻
レ

骨
伐
レ
毛
、
吾
生
三
已
洗
＞
髄
五
伐
レ
毛
矢
゜
〔
故
事
成
語

考
、
身
骰
〕
東
方
朔
洗
＞
髄
伐
レ
毛
。
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小
〇
か
ら
だ
。
首
・
身
・
手
・
足
の
穂
稲
゜

雙
ヱ
魯
豪
〔
説
文
〕
陸
、
綿
一
十
二
鷹
一
也
、
ハ
レ
骨

豊
臀
゜
〔
段
注
〕
十
二
鷹
‘
許
未
五
竺
―
只
今
以
二
人

罷
及
許
書
如
ぞ
之
、
首
之
隔
有
し
二
、
日
頂
‘
日

面
‘
日
願
、
身
之
屡
二
、
日
肩
、
日
脊
、
日
屍
、
手
之

属
二
‘
曰
宏
、
日
腎
、
日
手
、
足
之
属
―
-
、
日
股
‘
曰

罷
‘
曰
足
。
〔
秤
名
、
繹
形
橙
〕
罷
、
第
也
、
骨
肉
毛

血
、
表
裏
大
小
、
相
次
第
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
親
〕
橙
、

身
也
。
〔
親
、
祭
義
〕
身
也
者
、
父
母
之
遺
橙
也
。

〔
墨
子
、
経
‘
上
〕
橙
、
分
1

一
於
兼
1

也。

O
手
足
。
股

肱
。
四
肢
。
〔
詩
、
郡
風
、
相
鼠
〕
相
レ
鼠
有
レ
橙
゜

〔
博
〕
橙
、
支
證
也
。
〔
穀
梁
、
昭
‘
十
五
〕
大
夫
國
謄

也
。
〔
注
〕
君
之
卿
佐
‘
是
謂
血
翌
竺
故
日
―
―
國
罷
一

〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
皆
有
二
聖
人
之
一
橙
↓
〔
注
〕

證
者
、
四
肢
股
肱
也
。
〔
國
語
、
周
語
下
〕
夫
君
子

目
以
定
レ
橙
゜
〔
注
〕
罷
、
手
足
也
。
〔
國
語
、
晉
語

一
〕
戴
若
レ
橙
焉
。
〔
注
〕
橙
、
四
支
也
。

0
か
た
ち
。

＠
あ
り
さ
ま
。
形
状
。
形
質
。
現
象
。
〔
易
、
繋
酔

上
〕
故
神
尤
レ
方
、
而
易
尤
レ
罷
゜
〔
疏
〕
罷
、
謂
―
―
形

質
之
梢
谷
}
す
が
た
。
容
姿
。
〔
北
史
、
高
昂
傭
〕
姿

橙
雄
偉
゜
◎
か
た
。
き
ま
り
。
制
裁
。
格
式
。
〔
晉

書
、
張
重
華
博
〕
蓋
櫂
1

一
時
之
宜
ぶ
翌
藷
橙
一
也
。

〔
宋
書
、
謝
震
運
傭
論
〕
延
年
之
橙
裁
明
密
゜
＠
ぅ

ら
か
た
。
兆
象
。
〔
書
、
金
膝
〕
公
曰
‘
橙
、
王
其
岡
レ

害
。
〔
詩
‘
衛
風
、
成
〕
爾
卜
爾
笙
‘
橙
無
二
咎
言
↓

〔
博
〕
橙
、
兆
卦
之
謄
也
。
〔
周
證
、
春
官
、
占
人
〕
君

占
レ
橿
゜
〔
注
〕
橙
、
兆
象
也
。
R
の
り
。
さ
だ
め
。
道

法
。
〔
揚
雄
、
長
楊
賦
〕
大
哉
憫
乎
゜
〔
注
〕
善
日
、

橙
、
猶
レ
法
也
。
R
こ
と
わ
り
。
す
ぢ
み
ち
。
理
賓
゜

祠】幽
テ
イ
〔
集
韻
〕
土
證
切
躙
i

＞
 

タ

イ

六

I

t
'
i
'
 

日
□
ゆ
は
ず
。
〔
集
韻
〕
僻
‘
弓
恨
゜

”
 

骨

音

〔
十
三
甍
〕

橙

〔
書
、
畢
命
〕
辞
尚1一
橙
要
→
〔
後
漢
書
、
胡
廣
傭
〕
〔
證
、
中
庸
〕
橙
レ
物
而
不
レ
可
レ
遺
。
〔
注
〕
橙
、
猶
レ

J品
竺
趣
不
―
―
完
具
訓
~
未
レ
能
レ
逹
レ
意
、
而
理
未
レ
明
、
趣

雙
逹
事
糧
↓
〔
李
華
‘
蒲
穎
士
文
集
序
〕
文
詞
最
生
也
。

O
そ
だ
つ
。
形
態
が
具
は
る
。
〔
詩
、
大
雅
‘
完
具
而
不
和
J

、
則
為
―
―
枝
辞
術
堅
皆
不
レ
可
如
匹
之
橙
一

人
身
上
有
レ
領
、
下
有
レ
要
、
乃
橙
之
隅
會
虞
、
事
理
之

有
レ
要
、
亦
猶
レ
是
也
。
〔
劉
錫
、
文
心
離
龍
序
〕
周
書
論

近
―
―
子
理
閂

0
も
と
。
①
根
埜
゜
〔
詩
、
邸
風
、
谷
行
葦
〕
方
包
方
橙
。
〔
箋
〕
橙
、
成
レ
形
也
。
〔
馬
瑞
辰

辞
‘
責
―
―
乎
橙
要
「
尼
父
陳
訓
、
悪
―
―
乎
異
端
↓

0
大
橙
と

風
〕
無
レ
以
二
下
橙
→
◎
く
く
り
。
慎
要
。
〔
晉
書
、
干
傭
箋
通
繹
〕
證
‘
嘗
下
讀
如
中
鉦
~
レ
以
二
下
橙
一
之
橙
い

賓
傭
〕
録
其
根
雙
◎
さ
が
。
も
ち
ま
へ
。
本
性
。
謂
ー
活
＃
乎
也
、
葦
之
有
レ
埜
、
正
如
1

一
人
之
有
＞
橙
、
綱
要
。
〔
荀
悦
、
漢
紀
後
序
〕
於
レ
是
乃
作
考
レ
藷
、
通
達

〔
呂
覧
‘
情
欲
〕
其
情
一
橙
也
。
〔
注
〕
橙
、
性
也
。

g)

橙
形
通
訓
‘
故
箋
以
為
二
成
形
1

耳。

O
と
く
。
〔
孔
橙
要
百
益
｛
l
-

漢
紀
↓

本
證
。
物
自
橙
。
本
然
゜
〔
論
語
、
學
而
、
藉
之
用
子
家
語
、
問
幡
〕
橙
―
―
其
犬
琢
牛
羊
↓
〔
注
〕
橙
、
解
二
【
橙
遠
】
5

5

パ
遠
方
の
も
の
を
な
つ
け
る
。
疏
遠
の
も

の
を
ち
か
づ
け
親
し
ま
せ
る
。
〔
證
、
學
記
〕
就
レ
賢
麓
レ

遠
、
足
―
―
以
動
＂
衆
‘
未
レ
足
二
以
化
＞
民
。
〔
注
〕
罷
‘
猶
レ
親

和
為
レ
貴
、
集
注
〕
蓋
幡
之
為
レ
橙
‘
雖
レ
穀
、
而
皆
其
牲
橙
1

而
薦
レ
之
。
轡
わ
け
る
。
〔
周
随
‘
天
官
、

出
二
於
自
然
之
理
薮
其
為
レ
用
、
必
従
容
而
不
レ
序
官
〕
橙
レ
國
経
レ
野
。
〔
注
〕
橙
‘
猶
レ
分
也
。
〔
軽
‘
也
。

迫
、
乃
贄
可
レ
貴
、
苑
氏
日
、
凡
證
之
橙
、
主
二
於
證
運
〕
観
其
犬
系
牛
羊
↓
〔
注
〕
分
二
別
骨
肉
之
貴
【
證
温
】
6

”

O
橙
が
温
い
。
〔
岱
康
、
答
レ
難
養
生
―

敗
而
其
用
則
以
レ
和
為
レ
貴
。
〇
お
こ
な
ひ
゜
〔
呂
賤
一
以
為
孟
肌
俎
↓
鬱
證
（
8
-
2
4
8
4
4
)

に
通
ず
。
論
〕
仲
都
冬
慄
而
糧
温
、
夏
衷
而
身
涼
。

O
動
物
の
身

覧
‘
註
徒
〕
匿
此
則
師
徒
同
レ
證
゜
〔
注
〕
橙
、
行
〔
易
‘
繋
辞
‘
知
レ
崇
橙
レ
卑
‘
集
解
〕
今
本
、
橙
、
作
レ
怜
の
温
度
。

〖
證
温
器
〗7"イ
ヲ
ノ
橙
温
を
計
る
器
械
。

〖
橙
温
表
〗8勺
心
ヲ
／
毎
日
病
人
の
か
ら
だ
の
温
度
を

也
。
R
つ
い
で
。
次
序
゜
〔
譴
仲
尼
燕
居
〕
官
得
二
栂
。
画
履
(
4
ー
7
7
9
9
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
大
雅
‘
保
、

其
門
〔
注
〕
證
、
尊
卑
異
而
合
同
。

O
ち
す
ぢ
。
血
證
無
二
咎
言
玉
繹
文
〕
謄
、
韓
詩
作
レ
履
゜
R
特
（

10

記
し
た
表
。

統
。
子
孫
。
〔
儀
證
‘
喪
服
傭
〕
正
―
―
謄
於
上
↓
〔
注
〕
ー
3
8
1
5
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
橙
‘
或
八
レ
身
。
鬱
【
橙
解
】
，
”
●
古
、
祭
祀
の
時
‘
牲
を
解
い
て
―
-
＋
-

以
其
父
祖
適
適
相
丞
為
レ
上
‘
己
又
是
適

gt

古
‘
猜
(
1
2
-
4
5
2
5
4
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
橙
‘
憫
と
す
る
を
い
ふ
。
〔
儀
橙
、
特
牲
蹟
食
護
、
戸
俎
右
肩

古
文
箭
。

O
俗
に
鉢

(10
ー
3
8
0
6
4
)

・体
(
1
|
5
0

腎
朦
腫
賂
‘
胡
培
輩
正
義
〕
證
経
繹
例
秤
牲
上
篇
日
‘
云

云
‘
殊
左
右
肱
股
四
‘
脊
一
、
雨
脅
二
‘
謂
―
―
之
七
腔
す
又

之
於
後
「
故
云
、
正
二
腔
於
上
↓
〇
い
け
に
へ
。
牲

9
)
に
作
る
。
〔
字
槃
〕
橙
、
六
書
正
謡
‘
別
作
レ
林

謂
之
豚
解
一
豚
解
謂
乏
全
脊
一
左
右
肱
股
骨
各
六
‘

譴
〔
周
糧
、
天
官
、
内
饗
〕
絣
罷
名
肉
物
↓
〔
注
〕

雙
名
、
脊
脅
肩
腎
朦
之
屡
゜
〔
儀
證
‘
公
食
大
夫
非
‘
俗
作
レ
体
非
‘
体
‘
蒲
本
切
。
鬱
姓
。
〔
萬
姓
統
脊
骨
三
‘
左
右
裔
骨
六
‘
謂
乏
二
十
一
謄
父
謂
―
―
之
證

幡

〕

載

レ

憫

雖

奏

。

〔

注

〕

橙

、

詞

牲

典

枷

也

。

譜

〕

橙

‘

見

二

姓

苑

↓

鰈

橙

解

謂

乏

房

霞

節

解

謂

1

一
之
折
一
骨
折
謂
―
―
之
般

0
み
づ
か
ら
。
し
た
し
く
。
〔
後
漢
書
、
班
固
博
〕
図
園
ミ
。
モ
ト
。
ナ
リ
。
ミ
ル
。
門

O
古
の
酷
刑
。
龍
艇
を
ば
ら
ば
ら
に
斬
り
割
く
も

【
腔
意
】
1

げ
ィ
〇
文
章
の
橙
裁
と
旨
意
。
〔
摯
虞
‘
文
章
流
の
。
八
つ
裂
き
。
支
解
。
〔
楚
酔
‘
離
騒
〕
雖
―
―
橙
解
1

吾
猶

別
論
〕
昔
班
固
為
―
―
安
豊
戴
侯
頌
盃
t
令
為
"
出
師
頌
・
和
未
レ
愛
令
、
登
余
心
之
可
レ
懲
。
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
饉
ニ

謄
和
益
乎
矢
正
性
也
。
〔
注
〕
橙
行
、
猶
―
―
射
行
―

也
。
＠
し
た
し
む
。
ち
か
づ
け
る
。
〔
碍
‘
學
記
〕
喜
郎
后
頌
五
興
1

一
魯
頌
云
罷
意
相
類
、
而
文
酔
之
異
、
古
今
解
阿
一
以
拘
。

O
身
橙
を
解
剖
す
る
。
解
證
。
＠
圏
通
逹

就
レ
賢
橙
レ
遠
。
〔
注
〕
謄
、
猶
レ
親
也
。

O
身
に
つ
之
斐
也
。
●
意
を
橿
す
。
其
の
旨
意
を
了
解
し
て
よ
く
と
悟
解
。
〔
晉
諜
華
骰
経
〕
罷
1

一
解
大
道
云
狽
無
―
―
上
意
。

け

る

。

身

に

つ

け

て

離

さ

ぬ

。

〔

荀

子

、

解

蔽

〕

橙

レ

｛

寸

る

こ

と

。

【

骰

行

】

10

府
●
身
を
以
て
行
ふ
。
射
行
す
る
。
〔
後
漢

【
橙
瞳
】
2

昇
身
證
の
ま
ど
。
耳
を
い
ふ
。
〔
績
博
物
志
〕
書
‘
班
固
傭
下
〕
橙
―
―
行
徳
本
ご
止
性
也
。
〔
注
〕
橙
行
、
猶
―
―

耳
者
罷
之
漏
、
聴
衆
則
臆
閉
。
射
行
一
也
。
〇
人
柄
と
行
為
。
又
、
お
こ
な
ひ
。
〔
後
漢
書
、

道
者
也
。
◎
う
け
い
れ
る
。
〔
礎
、
中
庸
〕
橙
1

一塁

【
謄
育
】
3

り
パ
身
橙
の
成
長
猜
逹
を
招
助
し
て
、
強
健
朱
穆
傭
〕
及
―
―
穆
卒
ご
祭
世
、
復
興
1

両
T
公
共
進
1
1

其
橙

臣
也
。
〔
注
〕
橙
、
猶
接
納
一
也
。
◎
よ
る
。
〔
管

子
、
君
臣
上
〕
則
君
證
レ
法
而
立
芙
゜
〔
注
〕
橙
、
猶
レ
優
美
な
ら
し
め
る
目
的
を
以
て
施
す
教
育
。
行
玉
盆
為
↓
1

文

忠

先

生

↓

「

空

所

。

依
也
。

O
の
つ
と
る
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
帝
者
【
籠
要
】
4

況
〇
切
賓
で
簡
要
な
こ
と
。
又
、
大
切
な
【
饉
腔
】
11

討
動
物
の
粒
壁
と
消
化
管
と
の
間
に
あ
る

貼
。
要
闊
〔
書
、
畢
命
〕
政
貴
レ
有
レ
恒
‘
辞
固
罷
要
↓
【
腫
角
】
12
t
'
i
'
c
h
i
a
o
3

立
證
角
。
―
―
―
つ
以
上
の
平
面
が

〔
疏
〕
酔
尚
,
,
其
橙
賓
要
約
↓
〔
保
傭
〕
趣
完
具
而
已
‘
之
謂
レ
一
貼
に
於
て
交
る
時
に
な
す
角
。

観
一
太
一
↓
〔
注
〕
怜
、
法
也
。
◎
お
こ
な
ふ
。
〔
淮

糧
‘
欧
糧
屈
會
‘
之
謂
レ
要
。
〔
集
説
〕
夏
氏
倶
日
、
橙
則
【
橙
格
】
13

打
〇
詩
の
橙
例
と
律
格
。
〔
繹
絞
然
、
詩
式
〕

南
子
、
氾
論
訓
〕
故
聖
人
以
レ
身
罷
レ
之
。
〔
注
〕

橙
、
行
。
藝
む
す
ぶ
。
〔
證
、
文
王
世
子
〕
橙
二
異
只
於
罪
而
無
レ
不
足
、
要
則
簡
而
亦
不
レ
至
於
有
p

陳
王
三
良
詩
、
王
菜
詠
史
詩
、
二
詩
、
骰
格
裔
逸
、
オ
藻

姓
也
。
〔
注
〕
罷
、
猶
蓮
結
也
。

O
そ
だ
て
る
。
餘
、
謂
面
理
足
而
簡
約
也
、
王
氏
樵
曰
‘
趣
、
謂
辟
之
相
隣
。

O
書
の
輪
廓
と
品
格
。
〔
研
北
雑
志
〕
南
唐
李

五
八
四

13180 
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＂ 
骨
立
口

〔
十
三
賓
〕

橙

五
八
五

後
主
謂
、
善
法
書
一
者
、
各
得
右
軍
之
一
證
云
李
邑
得
1

一

其
氣
缶
皿
失
―
―
子
罷
格
↓
〇
か
ら
だ
の
骨
組
み
肉
つ
き

な
ど
の
状
態
。

〖
煙
格
検
企
〗
"
”
パ
tク
憫
格
の
良
否
、
又
は
合
格
不

合
格
を
し
ら
べ
る
こ
と
。

【
證
幹
】
1
5
"
パ
か
ら
だ
。
〔
孔
叢
子
、
執
節
〕
臣
見
レ
回
、
非
レ

不
レ
偉
―
―
其
橙
幹
一
也
、
然
甚
疑
1

一
其
目
↓
〔
南
史
、
王
敬

則
博
〕
敬
則
飲
食
橙
幹
、
聞
―
―
其
衰
老
口
且
以
レ
居
1
1

内

嬰
故
得
―
―
少
安
↓

【
謄
己
】
16

”0
己
れ
一
人
で
私
す
る
。
自
己
の
物
と

す
る
。
梯
己
。
〔
山
居
新
語
〕
嘗
見
下
周
草
窟
家
蔵
．
徽
宗

在
1
-
l
i

國
城
一
窺
蹄
御
批
散
＋
紙
お
心
間
有
レ
云
祈
~
レ
付

1
1

證
己
人
玉
必
即
今
之
所
謂
梯
己
人
。
〔
心
史
〕
元
人
謂
ニ

自
己
物
面
I

―
―
梯
己
物
二
〇
t
'
i
3

c
h
i

④
人
氣
に
あ
ふ

や
う
に
す
る
。
詔
ふ
。
＠
秘
密
の
。
又
、
珍
し
い
。
橙
息
(
6

9
)

の
O
に
同
じ
。

【
怜
氣
】
1
1
"
ィ
か
ら
だ
の
精
氣
゜
罷
中
の
力
。
橙
力
。
〔
魏

文
帝
、
典
論
‘
論
文
〕
孔
融
罷
氣
高
妙
有
1
1

過
レ
人
者
↓
〔
呉

志
、
王
蕃
博
〕
蕃
憫
氣
高
亮
‘
不
レ
能
―
―
承
レ
顔
順
＞
指
゜

【
謄
究
】
18

昇
身
を
以
て
考
究
す
る
。
詳
し
く
し
ら
ベ

る
。
橙
察
。
〔
金
史
、
河
渠
志
〕
應
―
―
惰
究
土
烹
盆
匝
究
之
↓

〔
元
典
章
‘
壷
綱
、
橙
察
橙
覆
篇
‘
察
司
憫
察
等
例
〕
其

管
軍
官
亦
不
レ
得
下
取
,
,
受
錢
物
ぢ
松
放
1

一
軍
人
ご
及
冒
名

代
替
な
如
違
迎
‘
憫
究
得
レ
賓
、
申
レ
声
菩
呈
レ
省
。

【
橙
局
】
19"が
人
が
ら
。
人
物
。
〔
宋
書
、
郎
碗
博
〕
橙

局
沈
隠
、
累
任
著
レ
績
。

[
―
匡
謳
】
2
0
"
ィ
か
ら
だ
。
身
骰
。
檻
謄
゜

【
證
會
】
21

t
'
i
3
 
h
u
e
i
'

よ
く
其
の
慎
義
を
會
得
す
る
。

橙
察
領
會
。
参
悟
゜

【
腔
刑
】
22

げ
〇
人
橙
に
加
へ
る
死
刑
以
外
の
刑
罰
゜

笞
刑
・
鯨
刑
な
ど
。
糧
罰
。
身
橙
刑
。
●
犯
人
の
身
橙

の
自
由
を
束
縛
し
、
又
は
生
命
を
断
つ
刑
罰
。
財
産

刑
．
名
誉
刑
に
封
し
て
自
由
刑
・
生
命
刑
の
梢
゜

【
橙
形
】
23

げ

O
賓
践
す
る
。
行
ひ
あ
ら
は
す
。
〔
獨
孤

良
弼
、
太
原
令
路
公
碑
〕
心
1

顧
順
性
命
五
竺
形
格
訓
ニ
〇

か
た
ち
。
形
橙
゜

【
橙
系
】
24

げ
〇
は
な
れ
ば
な
れ
の
物
を
ま
と
め
て
秩

序
正
し
く
組
み
た
て
た
組
織
。

0
哲
學
に
於
て
、
統
一

的
原
理
或
は
聯
絡
闘
係
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
知
識

の
全
糧
を
い
ふ
。

【
橙
倦
】
25

り
パ
か
ら
だ
が
う
み
つ
か
れ
る
。
〔
章
曜
、
博
〔
北
齊
書
、
徐
之
オ
傭
〕
尤
好
如
劇
談
橙
語
↓
〔
封
氏
聞
見
●
身
に
ひ
き
あ
て
て
察
す
る
。
〔
朱
子
全
書
‘
學
‘
讀
書

奔

論

〕

神

迷

雑

倦

、

人

事

暖

而

不

レ

修

。

記

、

臀

韻

〕

周

顕

好

為
1

一
橙
語
云
因
レ
此
切
に
子
皆
有
レ
紐
、
法
〕
讀
二
句
書
ぶ
生
罷
↓
―
察
這
一
句
我
将
来
甚
虞
用

[
謄
乾
】
26

”
パ
〇
乾
の
徳
を
橙
す
る
。
〔
隋
書
、
＿
音
架
志
紐
有
1
1

平

上

去

入

之

異

↓

得

↓

〔

輻

恵

全

書

、

罹

任

部

、

詳

文

贅

説

〕

俯

1

一
念
下
情
一

上
〕
橙
娩
作
祇
‘
命
服
期
尻
。

O
字
琥
°
④
明
‘
馬
自
強
【
橙
國
I

】35

只

O
國
城
を
謳
分
し
、
道
路
・
朝
廷
の
位
置
橙
―
―
察
民
隠
↓

(
1
2
-
4
4
5
7
2
 :
 8
0
9
)

の
字
。
＠
明
、
別
自
強
(
2
-
2
2
2
4

な
ど
を
定
め
る
こ
と
。
證
は
、
分
つ
意
。
〔
周
藉
、
天
官
、
【
橙
旨
】

4
4
1
の
み
こ
む
。
承
知
す
る
。
謄
意
。

:
 1
0
1
7
)

の

字

。

序

官

〕

惟

王

建

レ

國

‘

帷

．

レ

方

正

レ

位

、

橙

レ

國

経

レ

野

、

設

レ

【

證

資

】

4
5
1
資
質
。
資
性
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
博
〕
詔

【
陸
憲
】
21

”
パ
の
つ
と
る
。
〔
文
心
離
龍
、
辮
騒
〕
楚
辞
官
分
レ
職
、
以
為
1

一
民
極
↓
〔
注
〕
橙
猶
レ
分
也
、
経
、
謂
溢
『
―
―
策
曰
、
惟
君
糧
資
文
武
明
叡
篤
誠
、
受
レ
遺
託
レ
孤
匡
,
,
輔

者
、
陸
1

一
憲
於
一
―
斤
ば
而
風
雅
於
戦
國
↓
之
里
散
↓
〔
疏
〕
國
、
謂
,
,
城
中
一
也
、
分
,
,
國
城
之
中

[
i
―

―

朕

射

↓

「

す

る

臭

氣

゜

【
證
瞼
】
28

ゾ

O
自
身
が
直
接
現
賓
に
得
た
経
瞼
。
又
‘
九
経
九
緯
左
祁
右
社
之
陽
一
〔
皇
甫
謡
、
三
都
賦
序
〕
罷
レ
【
橙
臭
】
46

召
皮
膚
の
分
泌
物
に
よ
っ
て
糧
表
か
ら
狙

其
の
経
瞼
を
得
る
こ
と
。
●t'i'yen• 

龍
察
(
4
3
)

の
國
経
レ
制
、
可
レ
得
-
―
按
レ
記
而
瞼
↓
〇
國
家
と
同
憫
と
な
【
橙
式
】
4
1
g

法
式
。
又
、
罷
裁
。
〔
陳
書
、
孔
葵
博
〕
英

〇
に
同
じ
。
る
。
〔
梁
武
帝
、
停
レ
賀
レ
瑞
詔
〕
王
公
卿
士
、
今
拝
表
賀
レ
博
物
強
識
、
顔
―
―
明
故
賓
面
回
無
レ
不
レ
知
、
儀
法
證
式
‘
賤

【
橙
元
】
29

”
パ
善
徳
を
身
に
つ
け
る
。
〔
班
固
、
東
都
賦
〕
瑞
、
雖
レ
則
―
―
百
辟
橙
レ
國
之
誠
面
朕
懐
良
有
,
,
多
愧
一
表
書
翰
、
皆
出
一
手
品
交
〔
掬
弘
景
、
興
ユ
恐
四
論
レ
書
啓

糧
レ
元
笠
制
、
搬
矢
而
作
。
〔
注
〕
清
日
、
元
、
善
也
。
〖
陸
國
経
野
〗

3
6
"
"ぢ
都
市
郷
邑
を
謳
董
経
螢
す
三
〕
唯
叔
夜
・
威
輩
二
篇
‘
是
経
書
證
式
。

〔
王
融
、
三
月
一
二
日
曲
水
詩
序
〕
橙
レ
元
則
レ
大
、
恨
―
―
望
姑
る
。
橙
國
(
3
5
)

及
ぴ
経
野
(
8
|
2
7
5
0
8
 :
 2
5
3
)

を
見
よ
。
【
橙
悉
】
48

召
身
を
其
の
人
の
地
位
に
置
い
て
詳
し
く

射

之

阿

↓

〔

王

安

石

、

周

官

新

義

〕

宮

門

城

闘

堂

室

之

類

、

高

下

廣

其

の

心

を

察

し

知

る

。

心

中

を

十

分

に

く

み

と

る

。

〖
骰
元
居
正
〗
四
昇
朽
善
を
身
に
罷
し
て
正
し
き
に
狭
之
制
‘
凡
在
レ
國
者
、
莫
レ
不
レ
有
レ
證
、
此
之
謂
,
,

橙
國
「
〔
北
史
、
蒔
聰
傭
〕
帝
欲
―
―
進
以
,
,
名
位
五
蝋
苦
譲
不
レ
受
、

居
る
。
春
秋
の
各
公
の
元
年
に
‘
元
年
春
王
正
月
公
即
井
牧
溝
温
田
莱
之
類
、
遠
近
多
寡
之
敦
‘
凡
在
レ
野
者
、
帝
亦
雅
相
橙
悉
゜

位
と
あ
り
‘
一
年
を
元
年
‘
一
月
を
正
月
と
し
た
の
は
‘
莫
レ
不
な
有
レ
経
‘
此
之
謂
1
1

経

野

↓

【

怜

質

]
4
9

グ
パ
〇
か
ら
だ
。
身
橙
。
〔
晉
書
‘
宗
室
‘
南
陽
王

人
君
は
即
位
の
初
に
於
て
、
元
（
善
）
を
罷
し
正
に
居
ら
[
證
艮
】
37

ヌ
明
、
馬
象
乾
(
1
2
-
4
4
5
7
2
"
8
1
4
)

の
字
o

保
博
〕
饉
質
豊
偉
ヽ
嘗
自
梢
、
重
八
百
斤
ヽ
喜
レ
睡
o

・
性

ん
と
欲
す
る
か
ら
と
い
ふ
。
此
の
説
は
公
羊
學
者
が
唱
【
橙
~
木
】

3
8
”"
tィ
萩
菜
の
名
。
あ
ぶ
ら
な
科
の
越
年
生
質
。
〔
呉
志
、
陸
凱
傭
〕
緯
罷
質
方
嘲
、
器
幹
強
固
゜
〔
東
坂

へ
出
し
、
春
秋
胡
氏
博
が
特
に
強
調
し
た
。
〔
春
秋
‘
隠
‘
草
本
。
根
莱
は
杓
子
形
で
、
葉
柄
は
大
き
く
て
多
肉
。
寒
題
践
〕
先
朝
證
質
恭
倹
、
在
位
四
十
有
―
一
年
、
宮
室
苑
圃

元
〕
元
年
春
王
正
月
。
〔
杜
注
〕
隠
公
之
始
年
、
周
王
之
正
さ
に
強
く
、
潰
物
用
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。
一
名
、
杓
無
レ
所
レ
益
。
●
身
骰
の
性
質
。
か
ら
だ
の
た
ち
。

月

也

、

凡

人

君

即

位

、

欲

其

摺

レ

元

以

居

＞

正

、

故

不

レ

言

二

子

菜

。

【

橙

賓

】

50

”
パ
清
、
孔
継
凍
(
8ー

6
9
3
3
:
 2
8
8
)

の
字
。

一
年
一
月
匝
゜
〔
會
箋
〕
漢
董
仲
舒
傭
云
‘
臣
謹
案
下
春
【
籠
裁
】

3
9
”
打

O
詩
文
の
格
式
。
惜
制
と
剪
裁
。
〔
沈
【
橙
~
】

5
1
グ
炉
か
た
ど
る
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
橙
―
―
象
乎

秋
謂
こ
元
一
之
意
i

―
者
萬
物
之
所
1

一
従
始
一
也
‘
元
者
辞
約
、
宋
書
謝
震
運
博
論
〕
延
年
之
橙
裁
明
密
。
〔
顔
氏
家
天
地
盃
竺
緯
乎
陰
陽
↓

之
所
謂
大
也
、
謂
こ
為
レ
元
者
、
視
―
―
大
始
―
而
欲
レ
正
レ
訓
‘
文
章
〕
但
使
下
不
レ
失
,
,
橙
裁
五
辞
意
可
』
観
‘
遂
稲
元
4

【
橙
状
]52

苫
ウ
さ
ま
。
か
た
ち
。

本
也
、
春
秋
深
探
1

一
其
本
盃
皿
反
自
―
―
貴
者
―
始
、
故
為
一
人
士
↓
〔
宋
史
、
歌
陽
脩
博
〕
宋
興
且
,
,
百
年
盃
皿
文
章
罷
裁
、
【
~
常
~
】

5
3
~ゥ
｛
木
、
陳
易
（
甫
田
の
人
）
（

1
1
ー

4
1
6
9
8:
 

茸
者
、
正
レ
心
以
正
―
―
朝
廷
一
正
―
―
朝
廷
一
以
正
二
百
官
一
猶

1111一
五
季
餘
習
↓
〔
郡
文
原
、
詞
〕
上

1一
下
漢
唐
一
観
五
血

2
9
)

の
字
。

正

百

官

は

正
1

一
萬
民
ご
些
萬
民
1

以
正
―
―
四
方
二
四
方
裁
ギ
ロ
今
李
杜
撞
1

一
雄
豪
＾
〇
あ
り
さ
ま
。
み
え
か
た
ち
。
【
陸
憧
】
54

名
’
己
の
身
を
其
の
人
の
境
遇
に
置
い
て

正
、
遠
近
莫
レ
不
n

―

敢

亭

竺

於

正

一

杜

氏

陸

レ

元

居

レ

正

之

腫

面

。

察

し

あ

は

れ

む

。

〔

輻

恵

全

書

、

罹

任

部

、

定

買

塀

〕

勿

レ

言
‘
蓋
本
―
―
於
此
↓
〔
公
羊
‘
隠
‘
三
〕
故
君
子
大
レ
居
レ
正
。
【
謄
齋
】
40

”
バ
字
琥
゜
〇
清
、
曾
日
都
(
6
ー

1
4
2
9
9
:
 1
6

得
三
瞭
狗
自
侠
‘
以
負
1

一
本
縣
橙
憔
脆
切
之
意
↓

〖
楼
元
先
生
〗3
0
5パ5し
唐
、
播
師
正
(
7ー
1
8
2
3
6:
 1
6
 

4
)

の
琥
。

O
清
、
陳
夢
元
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
2
5
8
)

の
字
。
【
證
術
】
55

翌
＇
武
術
の
一
。
柔
術

(
6ー

1
4
6
2
2
:
 5
7
)

に

4
)

の

盆

。

【

韓

相

】

41
訂
糧
格
相
貌
。
か
ら
だ
つ
き
や
か
ほ
つ
き
。
同
じ
。

【
腔
言
】
31

り
パ
國
文
法
に
於
て
、
語
尾
の
斐
化
し
な
い
〔
法
苑
珠
林
〕
橙
相
雖
レ
椴
‘
用
表
―
―
慎
谷
↓
【
腔
舜
1
5
6
g
ノ
清
、
胡
全
オ
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 5
2
6
)

の
字
。

獨
立
語
、
即
ち
名
詞
・
代
名
詞
等
の
綿
梢
。
【
橙
操
】
42

討
身
骰
各
部
の
掏
齊
な
検
育
‘
健
康
の
増
【
腔
色
】
51

各ク

0
四
橙
顔
色
。
か
ら
だ
と
か
ほ
色
。
〔
管

【
橿
原
】
32

”
パ
清
、
沈
仁
昌
(
6
-
1
7
1
8
9
:
 5
6
2
)

の
字
。
進
、
橙
力
の
鍛
錬
、
精
神
の
修
養
を
目
的
と
し
て
行
は
子
、
白
心
〕
歴
,
,
於
名
臀
ご
ぼ
,
,
於
證
色
↓
此
其
可
レ
諭
者

【

證

現

】

”

”

パ

形

に

表

は

す

こ

と

。

具

證

的

に

表

現

す

れ

る

規

律

的

肉

骰

運

動

。

也

。

0
か
ら
だ
の
色
。
〔
論
衡
‘
講
瑞
〕
鳳
皇
・
麒
騎
‘
都

【
謄
察
】
43

”
パ
●
身
を
以
て
観
察
す
る
。
詳
し
く
考
察
興
1

鳥
獣
ー
同
一
類
‘
糧
色
詭
耳
、
安
得
―
―
異
種
↓

る
こ
と

【
橙
語
】
34

”
ィ
反
切
法
を
用
ひ
て
作
る
隠
語
。
筆
を
不
す
る
。
〔
金
史
、
選
摯
志
四
〕
求
レ
仕
人
‘
識
に
子
者
、
試
以
―
-
[
橙
信
]
5
8

グ
パ
〇
信
に
依
る
。
〔
橙
、
幡
運
〕
先
王
能
修
レ

律
と
し
、
椎
を
終
葵
と
す
る
類
。
呉
俗
に
い
ふ
市
語
。
書
判
二
不
レ
識
レ
字
者
、
問
以
,
,疑
難
三
事

q丘
1
1

察
言
行
↓
謄
以
逹
レ
義
、
橙
レ
信
以
逹
レ
順
。

O
親
し
み
信
頼
す
る
。

13181 



(45291・・59) (45291・・103) 

親
信
。
〔
陸
機
‘
五
等
諸
侯
論
〕
上
之
子
愛
於
レ
是
乎
生
‘

下
之
橙
信
於
レ
是
乎
結
。
〔
張
説
‘
譲
二
兵
部
尚
書
平
章

亭
表
〕
其
積
行
無
レ
疵
‘
衆
人
之
所
二
橙
信
↓

【
橙
仁
】
59

”
バ
〇
仁
徳
を
身
に
つ
け
る
。
又
、
仁
徳
を
自

ら
行
ふ
。
〔
易
、
乾
〕
君
子
橙
レ
仁
、
足
1

一
以
長
＂
人
。

O
字

舅
④
後
周
、
賓
貞
固
(
8
-
2
5
6
9
5
:
 7
7
)

の
字
。
＠
宋
、

階
儀
之
(
1
0
-
3
5
4
器
：
4
3
)

の
字
。
◎
宋
、
陳
知
柔

(11

|
 4
1
6
9
8
 :
 1
1
2
3
)
の
字
°
◎
宋
、
董
徳
元
(
9
ー

3
1
4
3
3
:
 

2
4
5
)

の
字
。

〖
證
仁
閣
〗6
0”
"
ジ
ノ
閣
の
名
。
北
京
の
藷
紫
禁
城
太
和

門
内
の
東
照
中
に
あ
る
。

〖
骰
仁
閣
大
學
士
〗
紺
”
衿
互
清
、
置
く
。
大
學
士

(
8

|
 5
8
3
1
 :
 3
2
0
)
を
見
よ
。

【
橙
制
】
61

打
〇
詩
文
の
證
裁
。
〔
詩
、
周
頌
譜
‘
頌
臀

乃
作
、
疏
〕
然
魯
頌
之
文
尤
類
―
―
小
雅
ぶ
竺
於
商
頌
↓
橙

制
又
異
゜
〔
岱
康
‘
琴
賦
序
〕
歴
世
オ
士
、
並
為
↓
一
之
賦
頌
一

其
橙
制
風
流
、
莫
レ
不
二
相
襲
↓
●
し
く
み
。
組
織
。

【
橙
性
】
6
2
"

“
O
か
ら
だ
の
性
能
。
〔
國
語
、
楚
語
上
〕

且
夫
制
―
―
城
邑

A
g下
證
性
焉
有
-
1

首
領
股
肱
云
ま
干
手

拇
毛
脈

H
Oう
ま
れ
つ
き
。
本
性
。
〔
商
子
、
錯
法
〕
夫
聖
人

之
存
‘
橙
性
不
レ
可
―
―
以
易
ア
人
。
〔
衷
宏
、
三
國
名
臣
序

賛
〕
子
喩
都
長
‘
罷
性
純
鯰
゜
轡
天
性
を
身
に
つ
け
て
は

な
さ
な
い
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
橙
レ
性
抱
レ
紳
、
以
遊
―
―
世
俗

之
間
↓

【
橙
勢
】
6
3
5
パ
形
勢
。
様
子
。
状
態
。
〔
王
褻
‘
洞
篇
賦
〕

生
不
レ
観
天
地
之
罷
勢
↓
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
覧
乞
一
川
之

橙
勢
五
5
-
―
一
軍
之
殺
獲
↓

【
橙
製
】
64

打
詩
文
の
格
式
。
又
、
檜
驚
の
組
立
て
。

製
は
一
に
制
に
作
る
。
罷
格
。
ほ
ね
ぐ
み
。
〔
清
浪
詩

話
‘
詩
辮
〕
詩
之
法
有
レ
五
‘
曰
腫
製
‘
曰
格
力
‘
曰
氣
象
‘

日
典
趣
‘
曰
音
節
。

【
罷
積
】
ぉ

g
物
橙
が
占
め
る
空
間
の
大
き
さ
。

【
橙
節
】
6
6
"
パ
牲
の
陸
と
そ
の
支
節
。
〔
柳
宗
元
‘
嶺
南

節
度
使
饗
軍
堂
記
〕
劉
鼎
陸
節
‘
燐
熙
載
灸
。

【
罷
薦
】
67

刃
王
が
公
侯
を
享
す
る
幡
゜
牲
の
證
を
半

解
に
し
て
薦
め
る
こ
と
。
房
照
。
〔
左
氏
、
官
＿
、
十
六
〕
王

享
有
罷
薦
↓
〔
注
〕
享
則
半
-
1

解
其
翌
而
薦
レ
之
、
所
n

ー以

示
1

一
其
倹
↓

【
橙
全
】
68

召
〇
身
橙
が
完
全
で
あ
る
。
又
、
す
べ
て
が

と
と
の
ふ
。
完
全
に
な
る
。
〔
禁
邑
、
中
論
〕
其
猶
↓
1

人
之

ru・ 

骨

音

〔
十
三
甍
〕

橙

於
＂
藝
乎
、
既
修
―
―
其
質
百
品
空
其
文
ギ
文
質
著
、
然
後
橙
聯
攀

1

一
其
一
隅
盃
撮
1

一
其
謄
統
函
竺
諸
詰
訓
1

焉
。
〔
注
〕
銑

全
。
〔
郭
環
客
傲
〕
橙
全
者
為
レ
犠
、
至
獨
者
不
レ
孤
。

0

日

撃

二

隅

磁
1

取
其
橿
裁
統
理
面
炉
之
皆
蹄
藷
古

明
、
簾
翼
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 2
6
3
)

の

字

。

「

し

い

。

人

之

言

;e大
證
。
大
要
。
〔
朱
子
全
書
‘
孟
子
、
公
孫
丑

【
橙
息
】6
9
t
•
i3 
h
s
i
 

0
秘
密
。
内
證
の
。

O
貴
重
な
。
珍
上
〕
橙
、
是
摯
,
1

他
艘
統
1

而
言
。
〇
規
定
せ
ら
れ
た
儀
式
‘

【
橙
測
】
70

”
パ
自
分
の
身
に
引
嘗
て
て
お
し
は
か
る
。
又
は
制
度
。
〔
水
滸
博
、
五
十
一
回
〕
山
塞
橙
統
‘
甚
是
齊

〔
輻
憑
全
書
、
刑
名
部
、
詞
訟
〕
専
心
詳
訊
、
橙
―
―
測
下
情
→
整
。
⑱

t
•i2
 

t
'
u
n
g
'

④
法
に
か
な
ふ
。
＠
證
面
。
品
位
。

【
罷
態
】
71

”
い
す
が
た
。
や
う
す
。
〔
績
詩
話
〕
林
逍
梅
【
橙
得
】
82

昇
〇
十
分
會
得
し
て
自
分
の
も
の
と
す
る

花
詩
云
‘
疎
影
横
斜
水
清
漫
‘
暗
香
浮
動
月
黄
昏
、
曲
1

一
こ
と
。

O
橙
瞼
に
よ
っ
て
會
得
す
る
こ
と
。

盛

梅

之

橙

態

↓

【

橙

徳

】

83

昇
持
つ
て
生
れ
た
徳
゜
〔
國
語
‘
呉
語
〕
吾

【
橙
道
】
7
2
"
”
道
を
身
に
つ
け
る
。
又
‘
道
を
自
ら
行
先
生
橙
徳
聖
明
‘
逹
1

一
於
上
―
帝
↓

ふ
。
〔
魏
志
、
三
少
帝
、
齊
王
芳
紀
〕
太
尉
橙
レ
道
正
直
、
【
橙
内
】
84

刀
か
ら
だ
の
う
ち
。
〔
本
参
‘
寄
1
1

韓
樽
一
詩
〕

盗
一
忠
三
世
↓
〔
王
融
、
永
明
九
年
策
―
―
秀
才
1

文
〕
橙
レ
道
北
庭
苦
寒
地
、
糧
内
今
何
如
。

而

否

居

、

見

レ

善

如

レ

不

レ

及

。

【

橙

認

】

85

牙
●
し
か
と
認
め
る
。
〔
揺
恵
全
書
、
刑
名

【
橙
澤
】
73

”
パ
身
橙
が
肥
え
る
。
又
、
身
罷
の
光
澤
。
部
、
問
擬
〕
必
須
二
骰
認
得
迄
県
。

O
十
分
に
の
み
こ
む
こ

〔
荘
子
、
盗
拓
〕
評
居
則
溺
‘
罷
澤
則
憑
゜
〔
陸
機
、
長
歌
と
。
十
分
に
會
得
す
る
こ
と
。

行
〕
容
華
夙
夜
零
‘
罷
澤
坐
自
捐
。
〔
注
〕
清
日
、
橙
澤
、
身
【
謄
訪
】
86

ヅ
可
自
ら
尋
ね
と
ふ
。
〔
｛
木
史
、
箕
宗
紀
三
〕

之

光

潤

。

（

天

倍

三

年

三

月

）

遣

l
1

呂
夷
簡
橙
二
訪
陳
壱
民
訛
言
一

【
摺
段
】
74

”
バ
一
篇
の
文
章
を
構
成
す
る
上
の
大
罷
の
【
橙
貌
】
87

名

O
す
が
た
か
た
ち
。
形
橙
と
相
貌
。
〔
宋

布
置
組
織
。
起
・
承
接
・
中
間
・
結
等
の
順
序
が
あ
る
。
玉
‘
登
徒
子
好
色
賦
序
〕
玉
為
レ
人
‘
謄
貌
閑
麗
‘
口
多
―
―
微

【
罷
重
】
75

”
が
か
ら
だ
の
重
さ
。
辞
↓
〔
班
彪
‘
王
命
論
〕
橙
貌
多
―
―
奇
異
↓
〇
證
儀
を
正
し

【
謄
通
】
76

昇
う
ま
れ
つ
き
骰
が
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
こ
て
敬
意
を
表
す
る
。
〔
國
語
、
楚
語
上
〕
骰
貌
以
左
―
―
右

と
。
〔
楊
脩
、
答
1

一
臨
渦
侯
五
賤
〕
非
え
大
橙
通
性
逹
受
l

一
之
之
↓
〔
漢
書
‘
賣
誼
博
〕
所
ぶ
以
橙
―
―
貌
大
臣
―
而
属
＊
其

自
然
ザ
其
執
能
至
1

一

於

此

一

乎

。

節

比

也

。

〔

注

〕

師

古

曰

‘

謄

貌

‘

謂

下

加

,,IJ!g!容
一
而
敬
i

之。

【
糧
痛
】
7
7
7
5

罷
が
痛
む
。
〔
韓
非
子
‘
喩
老
〕
居
五
日
、
【
罷
塊
】
88

芦
〇
肉
橙
を
主
る
た
ま
し
ひ
。
塊
は
精
神

桓
侯
粒
痛
‘
使
n

一
人
索
1

一
扁
鵜
「
已
逃
レ
秦
矢
。
を
主
る
魂
の
封
。
〔
證
‘
證
運
〕
及
二
其
死
一
也
‘
升
レ
屋
而

〖
橙
痛
者
口
不
レ
能
レ
不
レ
呼
〗
7
8”
”
釘
夕
右
わ
が
ハ
ズ
身
橙
琥
告
‘
日
―
―
皐
某
復
涵
社
後
飯
レ
開
而
茸
レ
執
‘
云
云
‘
罷
塊

が
痛
め
ば
、
其
の
痛
さ
を
口
に
し
な
い
で
は
ゐ
ら
れ
な
則
降
‘
知
氣
在
レ
上
。
e
t
'
i
3

p'o'

肉
證
と
氣
力
。

い
。
人
情
の
自
然
を
い
ふ
。
〔
郡
析
子
、
無
厚
〕
橙
痛
者
口
【
橙
罰
】
89

芥
身
罷
に
苦
痛
を
興
へ
る
刑
罰
゜

否
能
レ
不
レ
呼
、
心
悦
者
顔
不
レ
能
レ
不
レ
笑
。
【
橙
法
】
90

ヅ
7
1
0法
規
に
よ
り
し
た
が
ふ
。
〔
管
子
、
君

【
橙
貼
】
79

が
力
●
精
細
に
會
得
す
る
。
〔
朱
子
全
書
、
道
臣
上
〕
則
君
橿
に
法
而
立
矢
゜
〔
注
〕
橙
、
猶
レ
依
也
。
●

統
、
自
論
為
學
工
夫
〕
乃
知
、
明
道
先
生
所
謂
天
理
―
一
書
の
格
式
。
橙
製
(
6
4
)

に
同
じ
。
〔
書
断
〕
禁
邑
工
書
絶

字
‘
却
是
自
家
龍
貼
出
来
者
。
〇
人
の
心
を
汲
み
取
る
。
世
、
尤
得
1
1

八
分
之
精
微
一
陸
法
百
嬰
‘
窮
レ
震
盛
レ
妙
、

酌
量
す
る
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
十
二
回
〕
連
二
備
的
意
思
玉
若
1

一

獨
1

一
歩
今
古
↓
〔
唐
書
、
装
休
偲
〕
書
証
楷
遁
媚
、
有
―
―
橙
法
↓

骰
貼
不
＂
著
‘
就
難
レ
怪
備
天
天
為
レ
我
生
氣
了
。
【
橙
範
】

91

ヅ
パ
て
ほ
ん
。
模
範
゜
〔
園
聾
見
聞
録
〕
證
二
近

【
怜
度
】
8
0
"
ィ
な
り
ふ
り
。
す
が
た
。
身
を
持
す
る
様
代
之
師
承
公
ロ
ニ
嘗
時
之
證
範
↓

子
。
〔
左
氏
、
文
、
十
八
、
宜
慈
恵
和
‘
疏
〕
和
者
橙
度
寛
【
橙
膚
】
8

カ
ィ
か
ら
だ
と
、
は
だ
へ
。
又
、
か
ら
だ
。
〔
孟

簡
、
物
無
乖
硬
也
。
〔
顔
氏
家
訓
、
文
章
〕
古
人
之
文
、
子
‘
告
子
下
〕
餓
1

其
橙
膚
一
空
―
―
乏
其
身
↓
〔
唐
書
、
韓
愈

宏
材
逸
氣
‘
橙
度
風
格
‘
去
レ
今
賓
遠
。
〔
南
燕
録
〕
謙
虚
博
〕
王
公
士
人
、
奔
走
膜
唄
、
至
4

為
"
夷
法
石
灼
―
―
骰
膚
i

博

納

、

深

得

天

臣

陸

度

↓

委

診

貝

三

謄

沓

係

4

路。

【
橙
統
】
81

”;;

Otl裁
と
統
理
。
〔
左
思
、
三
都
賦
序
〕
【
罷
覆
】
93

カ
再
調
査
す
る
。
〔
元
典
章
、
吏
部
、
教
官

篇
‘
罷
覆
山
長
〕
俯
就
呈
按
察
司
1

橙
覆
、
施
行
。

【
證
物
】
94

弁
物
の
腫
と
な
る
。
又
、
其
の
物
の
特
性
・

心
情
な
ど
を
よ
く
理
解
す
る
こ
と
。
〔
中
庸
、
十
六
章
〕
鬼

神
之
為
レ
徳
‘
其
盛
芙
乎
‘
視
レ
之
而
弗
レ
見
、
聴
レ
之
而
弗
レ

聞
‘
糧
レ
物
而
不
レ
可
レ
遺
゜
〔
章
句
〕
鬼
神
無
―
―
形
輿
＞
瞥
‘
然

物
之
終
始
、
莫
レ
非
―
―
陰
陽
合
散
之
所
＂
為
、
是
其
為
1

一物

之
證
盃
而
物
所
レ
不
レ
能
レ
遺
也
。
〔
李
堪
、
中
庸
講
語
〕
天

地
之
中
、
人
物
之
外
、
賓
有
―
―
一
種
鬼
神
云
血
レ
物
如
下
橙
l
-

撃
臣
1

之
骰
苺
8

非
―
―
臣
龍
一
也
、
而
斡
念
之
至
如
レ
橙
レ
之

也
、
鬼
紳
非
―
―
物
糧
1

也
、
而
肝
饗
之
至
如
レ
糧
レ
之
、
即
下

文
如
レ
在
―
―
其
上
ぶ
炉
在
―
―
其
左
右
格
思
五
是
也
、
若
1
1

朱

注
言
后
竺
物
之
橙
面
貼
白
興
1

一
後
文
一
難
む
匹
芙
。
〔
陸
機
、

文
賦
〕
詩
縁
』
旧
而
綺
靡
、
賦
證
レ
物
而
潮
亮
。
〔
注
〕
善

日
、
賦
以
陳
レ
事
、
故
日
レ
橙
レ
物
。

【
橙
分
】
95

カ
バ
君
と
臣
と
の
本
質
と
職
分
。
一
説
に
、
君

た
る
の
糧
と
臣
た
る
の
分
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕

證
分
冥
固
、
道
契
不
レ
墜
゜
〔
注
〕
善
日
、
君
臣
之
證
分
、

云
云
、
翰
日
、
為
レ
君
之
罷
、
為
レ
臣
之
分
。

【
證
文
】
郎
カ
パ
梵
文
字
の
母
子
韻
の
―
二
十
五
字
を
い

ふ
。
〔
慧
琳
音
義
〕
梵
文
阿
等
十
二
字
為
,
,
臀
勢
「
迦
等
三

十
五
字
為
罷
文
畜
勢
者
韻
‘
罷
文
者
紐
也
。

[
糧
名
】
9
7
"
パ
脊
脅
肩
脅
・
腫
な
ど
、
か
ら
だ
の
部

所
の
名
。
〔
周
證
、
天
官
、
内
襄
〕
琲
1

一
證
名
肉
物
↓
〔
注
〕

橙
名
、
脊
．
脅
．
肩
・
腎
．
腫
之
腸
。

【
橙
命
】
98

”
い
善
い
天
命
。
休
命
。
〔
唐
石
経
、
左
氏
、

昭
、
二
十
八
〕
奉
―
―
揚
天
子
之
杢
顕
橙
命
↓

【
謄
面
】

9
9
9
0橙
裁
。
〔
朱
子
全
書
、
易
、
綱
領
下
〕
所
レ

諭
易
説
‘
誠
是
太
略
‘
然
此
書
橙
面
‘
興
―
―
他
経
1

不
レ
同
。

〇
み
、
え
。
世
間
に
討
す
る
て
い
さ
い
。
名
誉
。
面
目
。
面

子
。
〔
紅
棲
夢
‘
二
十
四
回
〕
成
1
1

全
我
娘
兒
雨
個
名
磐
橙

面
↓
〔
水
滸
博
、
四
十
二
回
〕
宋
江
戦
戦
競
競
、
伯
な
空

了
橙
面
一

【
橙
目
】
1
0
0
0
バ
か
ら
だ
と
目
。
〔
新
書
‘
礎
容
語
下
〕
君

子
目
以
正
レ
罷
、
足
以
従
レ
之
、
云
云
‘
罷
目
不
,
,
相
心
挟
何

以
能
久
。

【
罷
様
】
101

”Oi

あ
り
さ
ま
。
か
た
ち
。
態
様
。

【
饉
用
】
102

訊
事
物
の
本
橙
と
其
の
作
用
。
原
理
と
作

用
。
證
用
一
原
・
謄
用
一
源
を
見
よ
。
〔
大
學
章
句
‘
補

博
〕
吾
心
之
全
證
大
用
、
無
レ
不
レ
明
袋

〖
橙
用
一
原
〗1

0
3
“
焚
本
橙
と
作
用
と
は
、
其
の
根

五
八
六

13182 
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骨

部

〔
十
三
ー
ー
丁
五
蓋
〕

橙

臀

棺

罷

憔

艘

饒

骸

髄

謂

五
八
七

本
は
―
つ
で
あ
る
。
〔
聖
學
格
物
通
、
正
心
上
〕
発
之
傭
レ
骰
論
八
節
↓
〔
注
〕
夫
謄
也
者
、
篤
物
之
橙
也
‘
萬
物
皆

舜
‘
只
旦
允
執
蕨
史
知
行
混
合
、
謄
用
一
レ
原
、
以
レ
役
其
罷
一
無
レ
有
1

一
不
善
盃
論
炉
之
橙
論
↓

聖
授
レ
聖
、
故
不
レ
待
塩
豆
工
夫
一
也
。
【
居
レ
橙
]116

”
竺
中
心
に
居
る
こ
と
。
〔
易
、
坤
、
文
言
〕

〖
腔
用
一
源
〗1

0
4
“
焚
骰
用
一
原
に
同
じ
。
〔
清
涼
國
正
レ
位
居
レ
骰
。
〔
疏
〕
虞

1
1上
橙
之
中
五
是
居
レ
橿
也
。

師
、
華
巌
経
疏
〕
橙
用
一
源
、
顕
微
無
レ
間
。
〔
程
子
易
偶
【
具
レ
骰
】
111"
討
罷
形
を
具
備
す
る
。
徳
の
全
橙
を
具

序
〕
所
謂
糧
用
―
源
、
顕
微
無
レ
間
。
へ
て
ゐ
る
意
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
子
夏
・
子
滞
・
子
張
‘

【
橙
容
】1

0
5
討
か
ら
だ
。
す
が
た
。
皆
有
面
手
八
之
一
骰
一
告
牛
•
閲
子
・
顔
淵
、
則
具
レ
糧
而

[
悦
理
】
loo

り
本
橙
。
原
理
。
〔
皇
甫
謡
、
＿
―
-
都
賦
序
〕
微
゜
〔
注
〕
橙
者
、
四
肢
股
肱
也
‘
云
云
‘
具
レ
橙
者
、
四
肢
皆

所
以
因
レ
物
造
レ
端
‘
敷
―
―
弘
謄
理
ぶ
欲
・
人
不
益
喪
加
也
。
具
‘
微
、
小
也
、
比
1

一
聖
人
之
龍
1

微
小
耳
‘
腔
以
喩
レ
徳
也
。

[
腔
六
]108

”
ハ
清
‘
腺
大
統
(
1
2
|
 4
8
8
3
7
 :
 8
1
)

の
字
。
【
得
レ
罷
】
118

”
ィ
ヲ
秩
序
の
整
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
證
、
仲

【
腔
量
】
109

翌
●
う
ま
れ
つ
ぎ
の
器
量
。
〔
呉
志
‘
呉
尼
燕
居
〕
官
得
真
雙
政
事
股
其
應
〔
疏
〕
橙
者
容
【
臨
町
】
憂

主
孫
櫂
博
、
注
〕
呉
王
謄
量
聰
明
、
善
二
子
任
使
一
賦
政
橙
‘
謂
孟
竪
官
分
レ
職
各
得
―
―
其
尊
卑
之
艘
↓

施
役
、
毎
事
必
杏
。

O
わ
が
身
に
ひ
き
く
ら
べ
て
お
し
【
橙
循
環
】
119

俎
＇
／
ク
？
血
液
が
心
臓
か
ら
動
脈
を
経
て

は
か
る
。
担
酌
す
る
。
〔
蘇
献
、
再
上
二
皇
帝
一
書
〕
蓋
不
レ
全
身
を
循
り
、
静
脈
を
通
つ
て
心
臓
に
還
る
循
環
を
い

過
レ
使
―
―
一
監
司
謄
―
―
量
抑
配
一
而
已
。

O
身
謄
の
重
量
。
ふ
。
肺
循
環
に
酎
す
。
一
名
、
大
循
環
。

【
橙
諒
】

110"が
己
の
身
を
其
の
地
位
に
置
い
て
お
も
【
橙
太
乙
】
120

”
り
イ
ソ
天
子
の
別
稲
。
太
乙
に
の
つ
と
つ

ひ
や
る
。
糧
憧
゜
〔
輻
恵
全
書
‘
庶
政
部
、
禁
ね
竺
錮
僕
て
政
を
行
ふ
か
ら
い
ふ
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
帝
者
、〔

注
〕
【
闘
』
】
〗

婢
〕
為
一
家
主
一
者
、
彼
所
J

不
レ
知
、
宜
乙
空
導
之
盃
5

橙
―
―
太
乙
―
者
、
云
云
‘
牢
1

一
籠
天
地
面
g
堅
山
川
苓
豆
吐

屈
不
レ
能
‘
宜
n

一橙
1

一

諒

之

↓

陰

陽

一

申

1

一
洩
四
時
ご
庄
綱
八
極
ご
穿
緯
六
合
↓

【
橙
力
】
111

”
が
か
ら
だ
の
ち
か
ら
。
身
糧
の
作
業
能
橙
、
法
也
。

力
。
健
康
障
害
に
封
す
る
身
籠
の
抵
抗
力
。
【
橙
大
思
精
】
1
2
1
"
5
ヒ
ぶ
り
ァ
包
容
力
が
大
で
、
且
つ
思

【
罷
例
】
112

げ
事
の
大
橙
及
ぴ
内
容
細
則
を
い
ふ
。
轄
慮
が
周
密
で
あ
る
。
〔
苑
嘩
‘
獄
中
呉
諸
甥
姪
一
書
以
日
か
し
ら
の
骨
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
世
、
首
骨

じ
て
、
規
定
の
款
式
や
文
辞
の
腫
裁
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
李
自
序
〕
自
レ
古
證
大
而
思
精
、
未
レ
有
レ
此
也
。
高
兒
°
□
]
ほ
じ
し
。
又
‘
か
わ
く
。
腸
(
9
-
2
9
9
8
7
)

重
博
〕
臣
以
、
革
伝
印
制
‘
嘗
T

先
塁
開
塞
利
害
之
理
一
【
稲
レ
罷
裁
レ
衣
】
122

”
ぢ
認
さ
ァ
身
橙
に
適
す
る
や
う
に
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腸
‘
胞
捕
‘
一
日
‘
乾
也
‘
或
炊
レ

骨゚

攀
而
錯
レ
之
‘
使
阿
橙
例
大
通
而
無
乙
否
滞
●
〔
元
典
章
‘
幡
衣
服
を
作
る
。
相
手
に
應
じ
て
適
合
さ
せ
る
喩
゜
〔
南
齊

部
、
教
官
篇
‘
學
官
考
涌
證
例
〕
到
―
―
考
涌
五
學
正
山
長
‘
書
‘
張
融
博
〕
（
太
祗
）
手
詔
賜
,
,
融
衣
―
曰
‘
云
云
‘
今
送
ニ

倶
會
廉
訪
使
橙
覆
‘
及
紐
連
所
栗
文
字
芦

g
移
集
賢
一
通
故
衣
↓
云
云
‘
是
吾
所
箸
、
已
令
裁
減
ぱ
g
卿
之

、
【
嘩
』
】
〗
戸
ク
〔
慧
海
〕
胡
郭
切
圏

院
↓
〔
琵
琶
記
、
散
髪
蹄
林
〕
姐
婦
事
―
―
舅
姑
「
合
1

緬

描

認

橙

↓

【
橙
幡
】
113

り
パ
罷
と
幡
゜
骰
と
は
、
親
し
み
近
づ
け
る
を
【
霜
レ
橙
塗
レ
足
】
123

”
ぢ
蹂
い
か
ら
だ
に
汗
を
か
き

い
ふ
。
〔
管
子
、
櫃
言
〕
先
王
取
―
―
天
下
盆
遠
者
以
レ
證
、
近
手
足
を
泥
ま
み
れ
に
す
る
。
農
夫
の
耕
褥
の
努
苦
を
い

者
以
レ
橙
、
橙
證
者
所
政
取
天
下
函
近
者
所
屈
殊
―
―
ふ
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
旦
暮
従
1

一
事
於
田
登
ご
云
云
、

16
レ
橙
〇
骨
の
音
。
〔
篇
海
〕
傾
‘
骨
瞥
。
●
う
ま
い
肉
。

天

下

之

際

↓

塗

レ

足

‘

暴

,

,

其
斐
膚
↓
〔
蘇
轍
、
民
政
策
〕
兵
以
衛
レ
農
、
農
〔
篇
海
〕
腹
、
美
肉
。

【
罷
療
】
114

祝
内
臓
の
病
氣
を
治
療
す
る
こ
と
。
又
‘
其
以
資
レ
兵
‘
検
レ
兵
征
行
‘
暴
露
戦
闘
‘
而
農
夫
不
レ
知
1

一其

の
瞥
術
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
三
〕
醤
博
士
一
人
、
正
八
品
上
‘
勤
ご
深
耕
疾
褥
‘
霜
レ
龍
塗
レ
足
‘
而
士
卒
不
レ
知
1

一
其
芳
↓

助
教
一
人
、
従
九
品
上
‘
掌
下
舷
授
諸
生
以
＊
本
草
甲
【
開
乾
贋
暦
文
武
聖
考
】
124

カ
弁
ぢ
筑
キ
宋
の
第
五
代
‘

r臨
ほ
1297

乙
脈
経
ゲ
分
而
為
レ
業
、
一
曰
‘
憫
療
‘
二
日
、
癒
腫
‘
―
二
英
宗
皇
帝
の
尊
琥
。
〔
宋
史
、
十
四
〕
。

日
、
少
小
、
四
日
‘
耳
目
口
歯
、
五
曰
‘
角
法
。
【
橙
将
如
回
者
先
函
森
侠
】
125

訂
竺
ぢ

-3ng5モ
ノ
ハ
速

[
橿
論
】
1
1
5
5
パ
萬
物
の
本
證
に
つ
い
て
の
論
。
又
、
三
國
か
に
走
る
も
の
は
や
が
て
た
ふ
れ
る
。
物
事
が
其
の
極

魏
の
杜
恕
の
書
い
た
文
章
の
名
。
杜
恕
は
證
を
萬
物
の
に
達
す
る
と
、
や
が
て
反
野
の
現
象
を
起
す
喩
゜
〔
列

本
橙
と
考
へ
た
。
〔
魏
志
、
杜
恕
偶
〕
在
―
―
章
武
姿
9

著
二
子
、
仲
尼
〕
橿
将
レ
慨
者
、
先
函
森
侠
、
心
将
レ
迷
者
、
先

●
あ
な
ぢ
の
や
ま
ひ
゜
痔
漏
゜
〔
集
韻
〕
謄
、
漏
病
。

●
ち
ゆ
う
ふ
う
。
中
風
。
腺
(
1
2ー

4
5
2
5
6
)

に
同

じ
。
〔
字
彙
〕
謄
‘
呉
レ
臆
同
、
身
支
半
枯
病
。

マパ

〔
集
韻
〕
母
果
切

闘

ガ
ン
コ
ン

□
.
 キブコプ

□i
 

〔
集
韻
〕
乞
及
切

〔
集
韻
〕
五
紺
切
暉
〗

圃

,“
 シゴ「ウ

種
(
1
2ー

4
5
2
3
2
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
側
‘
輿
レ
腫
同
。

【
琶
〗ヨ
ク

肱
(
9
|
2
9
2
5
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻

肱
‘
或
作
レ
館
。

冨
品
ガ
ウ

瞥
(
1
2
-
4
5
2
6
0
)
の
本
字
。
〔
篇

海
〕
臀
‘
箸
本
字
。

識
是
非
祓
物
不
レ
至
者
、
則
不
レ
反
。

〔
集
韻
〕
枯
官
切
圏

万

xI
f
'
k
'
u
a
n
1
 

〔
集
韻
〕
枯
昆
切
甲
i

小

El●
こ
し
ぼ
ね
。
こ
し
も
と
の
つ
が

憶魯’
姦
ひ
ぼ
ね
。
〔
説
文
〕
艘
‘
牌
上
也
、
八
レ
骨

寛
臀
。
〔
段
注
〕
棟
者
‘
其
骨
最
寛
大
也
。
〔
繹
名
、

繹
形
橙
〕
罷
‘
緩
也
‘
其
腋
皮
厚
而
緩
也
。
〔
廣
雅
、

繹
親
〕
誼
桐
也
。
●
雨
設
の
間
。
〔
廣
韻
〕
罷
、
雨

股
間
也
。
〇
臆
(
9ー

3
0
0
0
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

罷
‘
或
炊
レ
肉
。
口
か
ら
だ
。
又
‘
し
り
。
又
、
も
も

の
つ
け
ね
。
瞭
(
9ー

3
0
0
0
6
)
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
臆
‘

祠
】
〗□
コ
ン

□
ク
，
ワ
ン

,“
 

冨
i】
〗
ク
ン
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
腫
‘
許
君

切
｀
＿
音
黒
。

小
〇
ひ
ざ
さ
ら
。
膝
蓋
骨
゜
〔
説
文
〕
骸
‘

庸魯
r
策
刹
器
也
、
ハ
レ
骨
賓
臀
゜
〔
六
書
故
〕
骸
、

却
栴
蓋
骨
也
。
●
あ
し
き
り
。
五
刑
の
一
。
足
を

断
ち
切
る
刑
。
一
説
に
、
膝
蓋
骨
を
取
り
去
る

刑
。
〔
集
韻
〕
骸
、
一
日
、
削
也
。
〔
華
般
経
音
義
、

下
〕
骸
、
断
レ
足
之
刑
。
〔
漢
書
、
刑
法
志
〕
骸
罰
之

屡
、
五
百
゜
〔
注
〕
師
古
曰
、
骸
罰
、
去
11

膝
頭
骨
↓

参
き
る
。
あ
し
き
る
。
骸
梱
(

1

)

を
見
よ
。
働
謄

(
9
|
 29
9
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
骸
、
或
炊
な
肉
。

【
骸
脚
】
1

梵
ク
あ
し
を
断
ち
切
る
。
膝
脚
。
〔
史
記
、
郡

陽
傭
〕
昔
者
司
馬
喜
‘
骸
―
―
獅
於
宋
↓
〔
司
馬
遷
、
報
l

―任

少
卿
一
書
〕
左
丘
失
レ
明
、
蕨
有
二
國
語
五
孫
子
謄
レ
脚
‘
兵

法
修
列
。

【
骸
】
〗
賢
〔
集
韻
〕
婢
忍
切
」
靭

勺
I

.f 
pin' 

13183 
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【膜】畑
【
櫨
】
〗

籍
】
~

慨
(
1
2
-
4
5
2
8
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
讚
、
同
レ
髄
。

ズ
イ

ロ エ
ン

顧
(
1
2
1
 4
3
7
4
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
顧
‘
或
八
レ
骨
゜

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
骰
‘
於
盟

切。

冨
】
』

く
ぐ
せ
。
せ
む
し
。
橙
の
か
が
む
病
。
又
‘
其
の

者
。
癖
(
7
|
2
2
6
4
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
藤
‘
病
橙

拘
曲
也
‘
或
作
レ
響
。

レ
ン

〔
集
韻
〕
閻
員
切

'□― 

曾
】
〗シ
磋
(
1
2
|
 4
5
2
5
3
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
饒
‘
磋
本
字
。

【慨】』

ゞ
ソ
マ
チ

日ノゞ
ソ
マ
チ

□ノ

日
口
慨
餅
は
‘
小
さ
い
骨
。
又
‘
骨
が
堅
ぃ
゜
〔
集

韻
〕
餓
‘
餓
怜
‘
小
骨
‘
曰
‘
骨
堅
゜

〔
集
韻
〕
莫
八
切

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

翻殴

骨
を
噛
む
お
と
。
〔
廣
韻
〕
請
‘
留
瞥
゜

画
団
字
形
‘
集
韻
は
餅
(
1
2ー

4
8
7
5
8
)

に
作
る

【
髄
】
蜘
[
[
〔
廣
韻
〕
胡
八
切
闘

困

＇塁

ほ
ほ
ぼ
ね
。
顧
(
1
2
|
 4
3
7
5
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

顧
、
輔
骨
曰
レ
顧
‘
或
炊
レ
骨
゜

[
稲
写
言

〔
集
韻
〕
遠
員
切

OO

,“
 

【
膳
】
蜘

.
‘
搬
(
1
2
-
4
5
3
0
2
)

の
論
字
。
〔
字
彙

ソ

9

‘
補
〕
膳
‘
餓
字
之
誠
゜

＇闘“

冨
母
タ
ン
義
未
詳
。
〔
餘
文
〕
骰
‘
昔
曇
゜

祠】
g

キ

冨
忌

悦
也
、
骰
、
上
同
。
〔
集
韻
〕
臆
‘
博
雅
‘
騰
、
尻
也

一
曰
‘
牌
上
、
或
炊
レ
骨
゜

骨
の
病
。
〔
集
韻
〕
甕
‘
骨
病
。

【
龍
骨
】
l

焚
そ
と
も
も
の
つ
け
ね
に
あ
る
骨
゜
〔
輻

悪
全
書
、
刑
名
部
、
人
命
下
、
検
骨
〕
脊
骨
下
横
生
者
艘

骨゚
【
前
牌
】
2

唸
；
股
の
ほ
ね
。
こ
し
と
も
も
の
つ
が
ひ

骨
゜
〔
新
書
、
制
不
定
〕
至
―
―
艘
牌
之
所
面
介
レ
斤
則
斧
芙
゜

骸
(
1
2
-
4
5
2
7
3
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
骸
、
本
作
レ
骰
。

レ
キ
リ
ぶ
｀
ク

〔
集
韻
〕
狼
秋
切

鴎

骨

部

〔
十
五
十
九
鵞
〕

罷

髄

餓

親

膳

櫨

闊

髄

骰

骰

撒

耀

臀

小

日

0
た
か
い
。
①
空
間
的
に
た
か
い
。

策
〔
説
文
〕
高
、
崇
也
、
象
二
畳
観
高
之
形
一

禽
が
日
口
砿
ハ
ニ
倉
貪
同
意
。
〔
詩
、
小
雅
‘
正
月
〕

謂
天
蓋
高
↓
不
二
敢
不
p
局
。
＠
た
ふ
と
い
。
〔
證
‘

月
令
〕
以
天
牢
祠
子
高
庄
〔
疏
〕
高
者
、
尊

也
。
〔
唐
書
‘
癖
崇
傭
〕
位
高
年
文
。
◎
年
齢
が
多

い
。
老
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
奉
嵩
年
↓
＠
債
が
た

か
い
。
〔
宋
史
‘
張
充
博
〕
物
下
而
佑
高
。
〔
郭
受
‘

詩
〕
衡
陽
低
債
頓
能
高
。
⑮
贅
調
が
た
か
い
。
〔
白

居
易
、
房
家
夜
宴
喜
レ
雪
戯
贈
二
主
人
一
詩
〕
柘
枝

臀
引
管
絃
高
。

8
卑
俗
か
ら
抜
け
出
て
ゐ
る
。
高

尚
。
〔
宋
玉
‘
射
―
―
楚
王
問
ー
文
〕
是
其
曲
禰
高
‘
其

和
禰
寡
゜
R
最
上
位
に
あ
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
親
〕
曾

圃
王
父
之
考
‘
為
右
向
祗
王
父
↓
〔
注
〕
高
者
、
言
ニ

最
在
ー
上
。
〔
後
漢
書
、
質
帝
紀
〕
以
,
,
高
第
五
人
一

補
廊
中
→
〶
大
き
い
。
り
っ
ぱ
。
〔
史
記
、
項
利

紀
〕
努
苦
而
功
高
如
レ
此
゜
⑨
遠
い
。
〔
廣
雅
‘
繹

詰
一
〕
高
、
遠
也
。

O
た
か
く
な
る
。
つ
も
る
。

老
い
る
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
九
辮
〕
春
秋
連
連
而
日

高
分
。
〔
注
〕
年
歯
已
老
、
将
↓
一
晩
暮
1

也
。
曇
た

か
し
と
す
る
。
④
う
や
ま
ふ
。
た
ふ
と
ぶ
。
〔
廣

雅
‘
秤
詰
一
〕
裔
‘
敬
也
。
〔
呂
覧
‘
離
俗
〕
雖
レ
死
‘

天
下
愈
高
レ
之
。
〔
注
〕
高
‘
貴
也
。
◎
た
か
ぶ
る
。

【高】叩

ロビl
コ，力，コ，力，
ウウウウ

〔
集
韻
〕
居
号
切

〔
集
韻
〕
居
芳
切
≪
ク

古

向

血

卯

高

部

高

圏い圏

自
ら
高
し
と
す
る
。
〔
晉
書
、
王
術
博
〕
衿
高
浮

誕
。
R
ゃ
し
な
ふ
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
高
、
養
也
。

0
た
か
い
慮
。
た
か
い
位
罹
。
た
か
い
位
置
に

あ
る
も
の
。
〔
易
‘
繋
辟
上
〕
卑
高
以
陳
゜
〔
注
〕
高
、

謂
天
餞
也
。
〔
證
‘
曲
栂
上
〕
不
レ
登
為
。
〔
國

語
、
周
語
下
〕
緊
―
於
高
↓
〔
注
〕
高
、
山
陵
也
。

O

世
俗
か
ら
祓
け
出
て
ゐ
る
人
。
隠
者
。
〔
南
史
、
何

胤
博
〕
世
謂
二
之
何
氏
三
高
↓
〇
敬
意
を
表
は
す

證
゜
〔
徐
陵
‘
奥
季
那
書
〕
請
レ
墾
高
製
二
R
膏

(
9ー

2
9
8
0
0
)

に
通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
高
、
通
レ

膏
‘
素
問
‘
氣
通
天
論
、
高
梁
之
斐
‘
注
、
高
‘
膏

也。

O
俗
に
高
(
1
2ー

4
5
3
1
4
)

に
作
る
。
〔
韻
會
〕

高
‘
俗
作
レ
高
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
名

伶
氏
〕
高
氏
、
姜
姓
‘
齊
太
公
六
代
孫
、
文
公
之

子
高
之
孫
俣
、
以
主
父
名
1

為
レ
氏
、
裔
孫
洪
、
後

漢
渤
海
太
守
‘
因
居
レ
之
、
又
有
二
恵
公
之
子
公
子

祁
字
子
高
之
後
一
亦
為
舌
向
氏
ご
鄭
有
二
高
克
・
古
向

渠
禰
玉
不
レ
得
レ
氏
‘
又
高
麗
利
漠
氏
改
為
—
一
高
氏
一

又
是
婁
氏
改
為

1
1高
氏
閂
〗
た
か
さ
。
高
低
の
度
。

〔
集
韻
〕
高
、
度
高
日
レ
高
。
〔
左
氏
、
隠
‘
元
、
都
城

墓
百
雙
注
〕
一
雉
之
謄
‘
長
三
丈
、
高
一
丈
゜
帳

た
か
。
＠
か
さ
。
敷
量
。
＠
ほ
ど
。
程
度
。
せ
い
ぜ

い
。
か
ぎ
り
。
◎
値
段
の
あ
が
る
こ
と
。
騰
貴
。

鳳
ス
ケ
。
タ
ケ
。
ア
ぎ
フ
。

蘭
由
象
形
。
字
形
、
合
n
は
蛋
観
の
た
か
い
形
に
か
た
ど

り
、
下
部
の
O

は
か
こ
ひ
（
憂
観
を
と
り
ま
く
か
き
）
を

表
は
す
。
故
に
高
の
本
義
は
た
か
き
嚢
観
を
意
味
し
、
そ

れ
よ
り
一
般
に
た
か
い
の
義
に
用
ひ
る
。
字
解
を
見
よ
。

【
高
亜
]

1

[

ゥ
高
く
の
ぴ
た
枝
。
亜
は
、
栢
に
通
ず
‘
え

だ
。
〔
衷
楕
、
新
安
芍
槃
歌
〕
軽
朱
深
白
躊
顔
色
云
高
亜

緑
樹
甲
精
神
↓

【
高
鴇
】
2
7
0
9

ゥ
空
高
く
と
ぷ
か
ら
す
。
〔
司
空
圏
、
上
―
―
栢

梯
寺
砿
竺
誓
I

僧
―
詩
〕
高
鵠
隔
レ
谷
見
‘
路
轄
寺
西
門
。

【
高
堅
]

3

[

”
O
高
く
か
ら
お
さ
へ
つ
け
る
。
山
や
樹

な
ど
が
高
く
斜
え
て
ゐ
て
‘
四
邊
の
物
を
押
へ
つ
け
て

五
八
八

13184 
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ゐ
る
や
う
に
感
ぜ
ら
れ
る
さ
ま
に
い
ふ
。
〔
温
庭
笥
、
州
東
安
縣
知
。
著
に
碓
窟
叢
覧
．
詩
博
集
解
が
あ
る
。
田
子
證
等
藪
十
人
‘
敬
を
劫
し
て
主
と
為
さ
ん
と
謀
る
。
襄
城
王
。
容
貌
美
し
く
、
弱
冠
に
し
て
器
望
あ
り
。
藩
に

過
五
丈
原
詩
〕
鐵
馬
雲
離
久
絶
レ
塵
、
柳
陰
高
堅
漢
鶯
〔
尚
友
録
‘
七
〕
。
敢
、
大
呼
し
て
従
は
ず
。
遂
に
害
に
遇
ふ
。
〔
北
齊
書
‘
十
〕
。
在
つ
て
頗
る
文
藝
清
識
の
士
を
引
く
。
常
時
此
を
以
て

春
。
〔
李
定
、
和
右
著
作
海
棠
詩
詩
〕
西
蜀
有
レ
名
須
レ
【
高
磐
】
12

仇
ゥ
す
ぐ
れ
た
瞥
者
。
良
磐
。
〔
唐
書
、
方
技
、
【
高
祐
]
1
9

終
後
魏
、
渤
海
の
人
。
字
は
子
集
。
小
字
は
名
臀
あ
り
。
〔
北
嗚
書
、
十
〕
。

得
レ
地
‘
墳
林
高
黙
百
花
奇
。
●
高
い
堅
力
。

0
高
電
堅
甑
櫂
博
〕
以
班
病
ご
卑
ハ
1
1

弟
立
言
↓
究
―
―
習
方
書
盃
芸
竺
次
奴
゜
溢
は
震
。
允
の
従
祗
弟
。
経
史
を
博
渉
、
文
字
【
高
逸
】
27

捻
た
か
く
す
ぐ
れ
る
。
〔
北
史
‘
李
誼
博
論
〕

の

略

。

働

櫂

カ

・

威

力

な

ど

を

以

て

無

理

に

押

へ

つ

け

高

臀

↓

雑

説

を

好

む

。

性

通

放

、

小

節

に

拘

せ

ず

。

孝

文

の

時

‘

謡

之

高

逸

‘

固

可

レ

謂

1

一
世
有
＞
人
焉
。
〔
孟
郊
‘
戯
贈
―
―
無

る

こ

と

。

【

高

位

】

13

サ
ゥ
た
か
い
く
ら
ゐ
。
た
つ
と
い
位
。
崇
位
。
秘
書
令
に
至
り
、
出
で
て
西
尭
州
刺
史
を
授
け
ら
れ
、
本
一
詩
〕
相
思
塞
『
心
胸
盃
向
逸
難
二
攀
援
↓
〔
宣
和
書
譜
〕

【
高
安
】
4

只
〇
高
位
に
在
つ
て
安
泰
な
こ
と
。
〔
管
〔
左
氏
、
荘
‘
―
-
+
-
〕
敢
辱
1

一
高
位
「
以
速
―
―
官
謗
↓
〔
孟
滑
憂
を
鎖
し
、
風
化
大
い
に
行
は
れ
、
盗
賊
止
息
す
。
尋
風
氣
高
逸
、
前
所
レ
未
レ
見
。

子
‘
版
法
〕
修
長
在
―
―
乎
任
＞
賢
‘
高
安
在
―
―
乎
同
＞
利
。

0
宋
子
、
離
婁
上
〕
是
以
惟
仁
者
、
｛
且
レ
在
二
高
位
→
〔
國
語
、
周
い
で
宋
王
劉
祠
の
博
に
韓
じ
、
光
腺
大
夫
を
援
け
ら
〖
高
逸
博

]
2
8
五tィ
，
南
齋
書
の
列
博
の
目
。
高
逸
の
行

の
栗
章
の
名
。
〔
宋
史
‘
槃
志
一
〕
（
建
隆
元
年
二
月
）
改
II

語
下
〕
高
位
｛
是
疾
債
。
〔
漢
書
、
董
仲
舒
博
〕
身
寵
而
載
―
―
る
。
祠
卒
し
‘
徴
さ
れ
て
宗
正
卿
と
為
り
‘
尋
い
で
卿
任
の
あ
っ
た
人
の
列
博
。

築
章
十
二
順
涵
ジ
午
＇
―
-
安
玉
蓋
取
―
―
治
世
之
昔
、
安
以
築
高
位
云
家
温
而
食
,
,

厚
誅
↓
〔
左
思
‘
詠
史
詩
〕
世
胄
蹟
↓
一
を
免
ぜ
ら
れ
、
光
禄
に
復
す
。
〔
魏
書
、
五
十
七
〕
。
【
高
邑
】
29

塙
縣
名
。

O
後
漢
、
置
く
。
故
城
は
河
北
省

之
義
祭
レ
天
為
1

一

高

安

五

祭

レ

地

為

二

静

安

↓

〇

縣

名

。

④

高

位

盃

へ

俊

沈

二

下

僚

↓

【

高

郵

】

20

蛉
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
宋
は
高
郵
軍
を
、
元
は
柏
郷
縣
の
北
。
北
齋
の
時
に
漢
の
房
子
縣
の
地
に
移

晉
、
置
く
。
安
南
の
北
境
。
＠
南
朝
宋
、
置
く
。
安
南
【
高
渭
】
14

位
五
代
‘
呉
越
の
人
。
彦
の
子
。
彦
に
従
つ
高
郵
府
を
此
慮
に
置
く
。
明
は
州
に
改
め
縣
を
省
く
。
す
。
今
河
北
省
柏
郷
縣
の
西
北
。
京
漢
鐵
道
の
沿
線
。

の
境
。
◎
南
齊
‘
置
く
。
湖
北
省
の
境
。
＠
北
齊
‘
置
て
潮
州
に
在
り
、
錢
鍔
が
衣
錦
城
を
巡
つ
て
‘
徐
許
の
民
國
‘
縣
に
改
む
。
江
蘇
省
江
都
縣
の
北
。
秦
の
高
郵
亭
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
異
定
府
‘
趙
州
〕
高
邑
縣
‘
州

く
。
河
南
省
羅
山
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
乱
に
會
ふ
や
、
彦
の
命
を
受
け
、
兵
を
率
ゐ
て
震
隠
山
の
地
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
廣
陵
國
‘
縣
四
‘
高
郵
゜
〔
讀
西
南
五
十
里
、
東
南
至
1
1

柏
郷
縣
二
ニ
十
五
里
、
西
北
至
二

南
‘
汝
寧
府
、
信
陽
州
、
羅
山
縣
〕
高
安
城
、
縣
西
南
二
十
に
趨
き
‘
伏
兵
に
遭
つ
て
載
死
す
。
〔
十
國
春
秋
〕
。
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
揚
州
府
、
高
郵
州
〕
高
郵
隕
縣
、
今
元
氏
縣
―
四
十
五
里
、
本
漢
房
子
縣
地
、
高
齊
移
二
置
高

里
、
高
齊
置
縣
子
股
隋
初
懇
、
尋
改
置
1

一
羅
山
縣
↓
⑮
【
高
緯
】
15

乃
北
齊
の
後
主
。
武
成
帝
の
子
。
字
は
仁
州
治
、
秦
高
郵
亭
也
、
漢
筐
レ
縣
‘
鷹
1

一
廣
陵
國
五
後
皆
為
II

邑
縣
於
此
↓
属
―
趙
州
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
直
隷
‘
趙
州

唐
‘
置
く
。
江
西
省
南
昌
縣
の
西
南
。
縣
城
は
錦
江
の
北
綱
。
文
學
を
好
み
、
文
林
館
を
設
置
す
。
諸
文
士
を
招
致
高
郵
縣
二
宋
始
為
1

一
高
郵
軍
治
コ
元
為
二
府
治
二
明
初
省
レ
直
隷
州
‘
縣
四
、
高
邑
。

O
南
齊
、
潰
く
。
河
南
省
藷
汝

岸
に
瀕
し
、
水
運
至
便
な
り
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
し
、
侍
郎
李
徳
林
・
顔
之
推
を
し
て
修
文
御
寛
を
撰
せ
府
置
レ
州
、
今
州
城
周
十
里
有
奇
゜
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
寧
府
の
境
。

瑞
州
府
〕
高
安
縣
、
漢
置
建
成
縣
~ヽ
I
I
豫
章
郡
→
武
帝
し
む
。
朝
士
を
見
る
を
喜
ば
ず
、
陸
令
萱
•
和
士
開
・
高
江
蘇
‘
揚
州
府
、
州
二
、
高
郵
州
。
【
高
揖
】
3
0
g
雨
腕
を
高
く
攣
げ
頭
を
深
く
垂
れ
て
ゑ

元
光
四
年
‘
封
―
―
長
沙
定
王
子
拾
盃
竺
侯
邑
「
後
漢
俯
阿
那
肱
·
穆
提
婆
を
任
じ
て
天
下
を
宰
制
せ
し
め
‘
奴
〖
古
回
郵
湖
〗

2
1吠
ゥt
ゥ
湖
の
名
。
一
名
、
新
開
湖
。
江
蘇
し
や
く
す
る
。
韓
じ
て
、
世
俗
を
離
れ
て
隠
居
す
る
。
高

貸
建
成
縣
一
晉
宋
以
後
因
レ
之
‘
隋
属
―
洪
州
面
唐
武
徳
婢
雑
戸
等
富
貴
を
得
る
者
萬
藪
‘
甚
し
き
は
犬
馬
維
鷹
省
高
郵
縣
の
西
北
。
南
は
郡
伯
湖
に
通
ず
。
天
長
以
東
距
（
6
1
6
)

に
同
じ
。
〔
孔
叢
子
、
儒
服
〕
先
生
属
レ
臀
高
揖
。

五
年
‘
立
今
名
玉
竺
隠
太
子
譴
也
。
〔
清
史
稿
、
地
理
に
至
る
ま
で
封
琥
あ
り
。
後
益
：
騒
縦
。
無
愁
の
曲
を
の
水
皆
此
虞
に
集
ま
り
‘
運
河
に
逹
す
。
〔
後
漢
書
、
循
吏
‘
仇
覧
博
〕
高
揖
而
去
、
不
11

復
興
言
一

志
〕
江
西
‘
瑞
州
府
、
縣
一
―
-
、
高
安
。
「
琥
。
作
り
、
自
ら
琵
琶
を
弾
じ
て
之
を
唱
ふ
。
人
之
を
無
愁
【
高
源
】

2
2
粋
●
世
俗
を
離
れ
て
逍
遥
自
適
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
劉
祐
傭
〕
昔
太
伯
三
議
、
人
無

1一
徳
而
梢
—
焉
、

〖
高
安
侯
〗5
謗
ァ
，
漢
、
董
賢
(
9
|3
1
4
3
3
 :
 6
2
)

の
封
天
子
と
い
ふ
。
重
欽
繁
役
‘
晉
陽
に
十
二
院
を
起
工
し
、
又
、
世
俗
を
離
れ
た
場
所
で
高
尚
な
遊
ぴ
を
す
る
こ
と
。
延
陵
高
揖
‘
華
夏
仰
レ
風
。
〔
陸
機
‘
豪
士
賦
序
〕
超
然
自

【
高
案
】
6

焚
た
か
づ
く
ゑ
゜
〔
幅
恵
全
書
、
教
養
部
、
奢
麓
を
極
む
。
在
位
十
一
年
、
周
に
敗
ら
れ
て
郡
に
逃
又
‘
盛
大
な
遊
ぴ
。
高
會
。
高
遊
(
2
4
)

に
同
じ
。
〔
顔
延
之
、
引
、
高
揖
而
退
。
〔
謝
震
運
‘
述
↓
面
溢
竺
詩
〕
高
―
―
揖
七
州

講
讀
儀
注
〕
上
用

1一
高
案
傘
ご
安
龍
亭
→
走
し
、
太
子
悟
に
博
位
す
。
年
琥
は
天
統
・
武
平
。
明
年
、
三
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
方
且
排
―
―
鳳
闘
ー
以
高
消
、
開

1餌
~
外
伍
竺
衣
五
湖
裏
一

【
高
庵
】
1

焚
高
い
壼
の
上
に
築
い
た
庵
゜
〔
文
昌
雑
周
師
に
獲
ら
れ
、
温
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
尋
い
で
族
滅
園
一
而
廣
宴
。
●
後
魏
の
高
間
(
9
4
6
)

と
涌
明
根
（
7

|
1
 

[
高
允
】
31

岱
後
魏
‘
脩
の
人
。
字
は
伯
恭
。
溢
は
文
。

録
〕
司
馬
苑
郎
中
云
‘
叔
父
蜀
郡
公
鎮
1

一
居
許
昌
五
作
二
高
せ
ら
る
。
〔
北
齊
書
、
八
〕
・
〔
北
史
‘
八
〕
。

7
7
9
2
:
 3
5
5
)

と
を
い
ふ
。
〔
北
史
、
溜
明
根
傭
〕
孝
文
初
‘
少
に
し
て
孤
。
性
文
學
を
好
み
‘
経
史
天
文
術
散
に
博

庫
以
待
向
馬
公
ぶ
累
招
未
呈
‘
庵
極
高
、
在
11

一
昼
基
【
高
闇
】
16

”
ゥ
高
く
堂
々
た
る
闇
。
闇
は
宮
中
の
門
。
明
根
輿
-
1

高
間
百
竺
儒
老
學
業
｛
特
被
―
―
幡
遇
ズ
ム
私
出
通
。
神
勝
中
、
陽
平
王
杜
超
以
て
従
事
中
郎
と
為
す
。

上
冨
7

馬
公
居
レ
洛
、
作
―
―
地
隧
―
而
入
、
以
避
―
―
暑
熱
↓
故
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
天
梁
之
宮
‘
官
謡
匹
高
闇
↓
〔
注
〕
綜
日
、
入
、
毎
相
追
随
‘
云
云
‘
世
琥
1

五
翌
佃
焉
。
年
四
十
餘
‘
家
に
還
つ
て
教
授
し
‘
受
業
の
者
千
餘
人
。

蜀
公
作
1

一

高

庵

ー

以

為

レ

戯

也

。

宮

中

之

門

謂

11

之
闇
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
高
闇
有
レ
閲
、
洞
[
高
猷
】
泊
げ
g

す
ぐ
れ
た
は
か
り
ご
と
o

〔
曹
昆
云
百
江
後
ヽ
徴
さ
れ
て
中
書
博
士
を
授
け
ら
る
o

侍
郎
に
累
遷

【
高
椅
】
8

匁

高

い

椅

゜

椅

は

木

の

名

‘

梓

の

類

。

〔

播

門

方

レ

軌

゜

左

宗

廟

歌

、

歌

孝

宗

穆

皇

帝

〕

裔

猷

遠

暢

、

朝

有

1

一
遺
芳
↓
し
、
著
作
郎
を
領
し
、
本
官
を
以
て
秦
王
の
博
と
為
る
。

岳
、
在
禍
縣
作
詩
〕
震
圃
耀
華
五
宍
通
衝
列
舌
向
椅
↓
【
高
友
】
17

綴
明
の
人
。
陽
の
従
子
。
字
は
三
益
。
其
の
[
高
遊
]
2
4
り
t

高
浦
食

g
に
同
じ
o

〔
班
固
ヽ
覧
海
賦
〕
願
後
ヽ
経
を
景
穆
帝
に
授
け
ヽ
甚
だ
護
遇
せ
ら
る
o
雀
浩
、
國

【
高
異
】
，
屯
優
れ
て
ゐ
て
他
と
異
る
こ
と
。
〔
一
揺
悪
全
藍
は
頗
る
陽
と
類
似
し
、
陽
も
亦
琲
ず
る
能
は
ず
。
時
結
レ
旅
而
自
託
、
因
離
レ
世
而
高
遊
。
〔
陸
機
、
七
徴
〕
顕
二
史
の
事
に
因
つ
て
罪
を
得
る
や
‘
允
、
固
く
率
ひ
、
自
ら

書
、
堕
仕
部
、
拝
客
宴
會
〕
以
示
＇
レ
會
レ
客
‘
不
瓜
茫
席
、
人
‘
二
高
と
梢
す
。
〔
明
書
録
、
八
〕
。
奇
縦
於
萬
邦
占
[
-
ユ
ハ
轡

1

而

高

遊

。

浩

と

同

じ

く

著

作

せ

る

こ

と

を

主

張

し

‘

其

の

大

節

は

自
標
涵
異
↓

[

i

＝
回
被
】
18

扱
北
齊
の
人
。
歓
の
五
子
。
字
は
子
深
゜
盆
【
高
誘
】
25

駿
後
漢
‘
泳
郡
の
人
。
虜
植
の
弟
子
。
建
安
嘗
世
の
霞
ん
ず
る
所
と
為
る
。
孝
文
の
時
‘
爵
は
咸
陽

【
高
意
】10
ぼ
た
か
く
す
ぐ
れ
た
心
。
〔
孟
郊
‘
題
孟
早
少
は
景
思
。
魏
の
武
定
中
、
定
州
刺
史
を
授
け
ら
れ
、
政
化
中
、
司
空
撮
と
な
る
。
後
、
官
は
東
郡
液
陽
令
•
河
束
監
公
。
散
騎
常
侍
に
累
遷
す
。
五
帝
に
歴
事
し
、
三
省
に
出

5
 

保
静
恭
宅
蔵
青
詩
〕
高
意
合
ー
全
爺
杢
自
然
状
II

無
窮
↓
第
一
の
梢
有
り
。
天
保
の
初
、
封
は
影
城
王
。
武
成
郎
位
に
至
る
。
著
に
孝
経
解
及
ぴ
戦
國
策
注
・
呂
氏
春
秋
注
・
入
す
る
こ
と
五
十
餘
年
。
初
よ
り
譴
咎
無
し
。
刑
を
評

8
 

【
高
願
】
11

匁
宋
‘
寧
徳
の
人
。
字
は
元
齢
。
慶
元
の
進
し
、
太
師
に
韓
ず
。
世
務
に
明
逹
し
決
断
力
あ
り
。
車
淮
南
子
注
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
十
七
〕
。
す
る
こ
と
三
十
餘
載
。
内
外
平
允
と
梢
す
。
太
和
中
‘

士
。
禁
書
に
博
通
し
、
従
學
す
る
者
散
千
人
。
官
は
永
駕
の
巡
幸
以
後
、
撒
、
常
に
鄭
に
留
ま
る
。
清
河
中
、
群
盗
[
古
咆
渭
】
26

捻

北

齊

の

人
o

歓
の
八
子
o

溢
は
景
o

封
は
卒
す
ヽ
年
九
＋
八
o

著
に
老
博
繹
人
ム
羊
繹
・
毛
詩
拾

lJ

|
 

|

_

 

高

部

高

五

八

九



(45313・ ・32)一 (45313・・56) 

高

部

高
|
＇
 

遺
何
鄭
膏
盲
事
、
及
ぴ
詩
賦
若
干
が
あ
る
。
〔
魏
書
、
四
先
づ
二
将
を
斬
り
、
然
る
後
‘
那
を
引
い
て
詰
誼
す
。
那

十

八

〕

．

〔

北

史

、

三

十

一

〕

。

抗

詞

し

て

隠

す

所

無

し

。

懐

光

漸

ぢ

て

之

を

赦

す

。

懐

【
高
殷
]
3
2

岱
北
齊
の
瞭
帝
。
文
宣
帝
の
長
子
。
字
は
光
已
に
誅
せ
ら
れ
、
李
晟
其
の
忠
を
表
し
‘
馬
隧
奏
し

正
道
。
大
寧
の
初
‘
閑
悼
と
追
溢
す
。
性
‘
敏
慧
に
し
て
、
て
書
記
を
管
せ
し
む
。
兵
部
尚
書
に
累
官
し
‘
尚
書
右

令
名
有
り
。
即
位
す
る
や
、
常
山
王
演
•
長
廣
王
湛
の
僕
射
を
以
て
致
仕
す
。
〔
唐
書
、
二
日
六
十
五
〕
．
〔
藷
唐

位
地
親
傷
せ
る
を
以
て
‘
楊
惰
等
、
—
帝
の
不
利
を
思
ひ
、
書
、
一
百
四
十
七
〕
。

之
を
出
さ
ん
と
謀
る
。
演
、
因
つ
て
惰
を
殺
害
し
、
帝
【
高
詠
】
39

謬
〇
高
ら
か
に
う
た
ふ
。
〔
晉
書
、
王
義
之

を
顎
し
て
渭
南
王
と
為
す
。
在
位
一
年
。
年
琥
は
乾
明
。
傭
〕
雖
レ
不
レ
能
―
―
興
言
高
詠
伝
炉
杯
引
レ
涌
゜
〔
飽
照
‘
河
清

皇
建
中
、
晉
陽
に
崩
ず
。
〔
北
齊
書
、
五
〕
・
〔
北
史
、
七
〕
。
頌
〕
班
白
行
謡
‘
消
綺
高
詠
゜
〔
杜
甫
‘
過
―
―
郭
代
公
故
宅
―

【
高
韻
】
33

焚
た
か
い
お
も
む
き
。
〔
宋
書
、
謝
璽
運
博
詩
〕
高
詠
賓
剣
篇
、
神
交
付
―
―
冥
漠
↓
〇
清
‘
宣
城
の
人
。
一

論
〕
綴
平
壷
之
逸
響
云
竺
南
皮
之
高
韻
↓
〔
孟
郊
‘
送
下
に
高
泳
に
作
る
。
字
は
玩
懐
。
琥
は
遺
山
。
幼
に
し
て
紳

任
載
齊
古
二
秀
才
自
―
―
洞
庭
1

遊
・
宣
城
上
詩
〕
物
表
積
"
童
の
楢
あ
り
。
詩
名
‘
施
閏
章
と
齊
し
。
宣
城
龍
と
琥
す
。

高
韻
T

人

間

訪

―

―

宣

公

↓

年

六

十

に

近

く

‘

始

め

て

太

學

に

入

り

、

康

熙

の

鴻

博

【
高
璃
]
3
4
g
ゥ
唐
‘
脩
の
人
。
少
に
し
て
沈
蓬
。
喜
ん
に
抜
擢
せ
ら
れ
、
検
討
を
拝
命
。
其
の
詩
、
近
糧
は
淡
遠
、

で
兵
を
言
ふ
。
陳
察
一
一
州
の
刺
史
に
累
遷
。
善
状
有
り
。
歌
行
は
奇
律
。
又
、
書
鵞
に
長
じ
、
詩
と
併
せ
て
一
一
＿
絶
と

官
は
忠
武
軍
節
度
使
に
至
る
。
璃
、
官
に
居
る
に
寛
和
、
楢
せ
ら
る
。
著
に
遺
山
堂
集
・
若
巖
堂
集
が
あ
る
。
〔
清

至
る
所
、
治
を
梢
せ
ら
れ
、
民
‘
之
に
懐
く
。
〔
唐
書
、
一
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
十
九
〕
・

百
七
十
一
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
六
十
二
〕
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
―
二
十
七
〕
．
〔
清

【
高
雲
】
35

努
.
高
所
に
在
る
く
も
。
〔
王
融
、
法
柴
辟
〕
蓋
家
詩
史
、
乙
上
〕
．
〔
國
朝
名
家
詩
紗
小
偵
〕
。

霞
芳
清
漢
裏
、
響
レ
梵
高
雲
中
。
〔
劉
峻
‘
耕
命
論
〕
鍛
II

【
麻
尚
容
】
40

苔
元
の
人
。
智
耀
の
子
。
溢
は
貞
簡
。
年
十

利
儀
於
高
雲
↓
〔
李
商
隠
、
聞
レ
歌
詩
〕
敏
レ
笑
凝
レ
眸
意
六
に
し
て
、
符
賓
郎
を
授
け
ら
れ
、
禁
闇
に
出
入
し
て

欲
レ
歌
、
高
雲
不
レ
動
碧
嵯
峨
。
●
後
燕
の
人
。
慕
容
賓
詳
雅
恭
敬
。
嘉
興
路
縛
官
・
浙
西
淮
東
廉
訪
使
を
歴
任

の
養
子
。
慕
容
雲
(
4
ー

1
1
0
8
8
:
 5
1

)

を
見
よ
。
〔
魏
書
、
し
‘
至
る
所
政
績
有
り
。
再
度
、
江
南
行
壷
御
史
中
丞

九
十
五
〕
。
参
唐
の
人
。
輩
に
長
ず
。
周
防
に
師
事
し
、
を
授
け
ら
る
。
務
め
て
大
橙
を
持
し
、
儒
者
の
風
が
有

藝
術
一
時
に
冠
た
り
。
〔
唐
朝
名
宣
録
〕
。
働
清
、
浙
江
っ
た
。
〔
元
史
‘
一
百
二
十
五
〕
。

山
陰
の
人
。
錢
塘
に
徒
る
。
字
は
逸
上
。
琥
は
琴
山
樵
【
高
影
】
41

芸
た
か
い
も
の
影
。
〔
張
環
、
秋
河
賦
〕
突
突

者
。
人
と
為
り
霊
敏
。
技
藝
多
し
。
嘗
て
意
を
以
て
葵
花
高
影
‘
湯
湯
連
瀬
。

繍
盆
を
製
し
、
巧
妙
異
常
。
好
ん
で
花
鳥
人
物
を
窯
し
、
【
高
叡
】
42

悶

O
北
齊
の
人
。
深
の
子
。
小
名
は
須
抜
。

又
‘
能
＜
筆
研
を
棄
て
、
五
色
絹
を
取
っ
て
肖
貌
成
形
太
子
庶
子
を
授
け
ら
る
。
文
宣
受
祠
す
る
や
、
出
で
て

し
‘
摯
霊
と
名
づ
く
。
晩
年
、
豪
刻
に
精
進
し
た
。
〔
國
朝
定
州
刺
史
と
な
り
‘
庶
事
に
留
意
し
、
姦
非
を
糾
摘
し
、

者

獣

類

徴

‘

四

百

八

十

一

〕

。

良

牧

と

梢

せ

ら

る

。

太

尉

に

累

官

し

た

。

武

成

崩

ず

る

【
高
永
】
36

袴
金
、
漁
陽
の
人
。
字
は
信
卿
。
琥
は
應
や
‘
叡
‘
和
士
開
の
内
に
置
く
べ
か
ら
ざ
る
を
奏
し
‘
士

奄
。
初
名
は
愛
。
字
は
舜
卿
。
又
の
名
は
揆
。
南
渡
の
開
を
出
し
て
尭
州
刺
史
と
為
す
。
太
后
散
；
之
に
反
討

後
‘
嵩
州
に
居
り
‘
李
純
甫
に
従
學
す
。
正
大
の
末
、
上
せ
し
も
‘
叡
之
を
執
る
こ
と
禰
；
固
く
‘
遂
に
誅
せ
ら

書
し
て
事
を
い
ふ
も
報
ぜ
ら
れ
ず
。
る
。
〔
北
齊
書
、
十
三
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。
〇
唐
の
人
。

【
高
泳
】
37

袴
清
の
人
。
高
詠
(
3
9
)

の
O
を
見
よ
。
穎
の
孫
。
盆
は
節
。
明
経
に
學
げ
ら
れ
、
趙
州
刺
史
と

【
高
郎
】
38

翌
唐
‘
衛
州
の
人
。
字
は
公
楚
。
溢
は
貞
゜
な
る
。
聖
暦
の
初
、
突
蕨
獣
啜
の
入
寇
を
制
す
る
能
は

賓
應
の
進
士
。
李
懐
光
引
い
て
邪
寧
府
に
佐
た
ら
し
ず
。
自
経
せ
し
も
、
死
す
る
能
は
ず
。
虜
に
執
へ
ら
れ
て

む
。
懐
光
反
す
る
や
、
那
固
く
止
む
。
其
の
将
呂
鳴
岳
・
殺
さ
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
九
十
一
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
一
百
八
十

張
延
英
と
謀
つ
て
間
道
よ
り
蹄
國
す
。
事
洩
れ
、
懐
光
七
上
〕
。

【
高
要
】
“
認
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
廣
東
省
徳
慶
縣
の
東
。

西
江
の
北
岸
に
瀕
す
。
要
衝
を
拒
し
‘
雨
聴
の
腰
管
を

な
す
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
蒼
梧
郡
‘
縣
十
、
高
要
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
肇
慶
府
〕
高
要
縣
‘
漢
縣
‘
圏
l
-

蒼
梧
郡
一
後
漢
及
晉
因
レ
之
、
劉
宋
改
隅
―
―
南
海
郡
涵
齊

因
レ
之
、
梁
為
二
高
要
郡
治
玉
唐
宋
以
来
、
州
郡
皆
治
レ
此
。

〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
‘
肇
慶
府
‘
縣
九
、
高
要
。

【
高
瑶
】
“
5
t

明
‘
間
縣
の
人
。
字
は
庭
堅
。
景
泰
の

拳
人
。
官
は
荊
門
州
學
訓
導
。
成
化
中
、
十
事
を
陳
べ
、

帝
を
感
ぜ
し
む
。
後
、
番
謁
知
と
な
り
、
異
政
あ
り
。
尋

い
で
中
官
章
脊
の
悪
事
を
獲
き
‘
誦
せ
ら
れ
て
永
州
を

戌
る
。
〔
明
史
‘
一
百
六
十
四
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百

―
―
―
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
六
十
三
〕
・
〔
國
朝
名
世
類

苑
‘
四
十
六
〕
．
〔
明
名
人
博
‘
十
〕
。

【
高
益
】
4
5
t
5

宋
の
人
。
本
、
契
丹
泳
郡
の
人
。
太
岨
の

時
に
宋
に
来
り
、
都
市
に
於
て
槃
を
賣
る
。
鵞
に
長
じ
、

槃
を
求
む
る
者
あ
れ
ば
鬼
神
犬
馬
の
圏
を
蓋
い
た
紙

に
包
ん
で
之
を
興
へ
‘
得
る
者
皆
驚
<
。
-
帝
‘
其
の
鬼
神

捜
山
圏
を
見
て
歎
賞
し
、
圏
驚
院
待
詔
と
な
す
。
〔
聖
朝

名
蓋
評
、
五
〕
。

【
高
憚
】
4
6
t
"

｛
木
の
人
。
季
興
四
世
の
孫
。
字
は
文
悦
。

年
十
三
、
能
く
文
を
闊
し
、
経
史
百
家
に
通
ず
。
神
放

に
従
學
。
放
、
之
を
奇
と
し
、
弟
子
を
以
て
遇
せ
ず
。
同

時
の
張
葵
・
許
勃
と
南
山
―
二
友
と
琥
す
。
疸
殖
‘
京
兆
府

學
を
建
て
、
憫
を
召
し
て
講
授
せ
し
む
。
諸
生
常
に
散

百
人
。
仁
宗
の
時
、
安
素
虞
士
の
琥
を
賜
は
る
。
〔
宋
史
‘

四
百
五
十
七
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
七
十
七
〕
・
〔
東
都
事

略
‘
一
百
十
八
〕
．
〔
隆
平
集
、
十
五
〕
。

【
高
越
]
4
7

梵

O
南
唐
の
人
。
字
は
沖
遠
。
溢
は
穆
゜

少
に
し
て
進
士
に
及
第
し
、
江
文
蔚
と
共
に
詞
賦
を
以

て
名
あ
り
。
李
昇
其
の
文
章
を
愛
し
て
祠
部
員
外
郎

と
な
す
。
李
規
の
時
、
左
諫
議
大
夫
。
隠
士
陳
曙
と
物
外

の
交
を
為
し
、
又
佛
教
を
好
む
。
著
に
含
利
塔
記
が
あ

る
。
〔
馬
令
南
唐
書
〕
．
〔
陸
涌
南
唐
書
〕
．
〔
南
唐
近
事
〕
。

●
明
、
鳳
陽
の
人
。
成
化
の
攣
人
。
官
は
福
山
教
諭
。

時
に
流
賊
椙
徽
。
知
‘
縣
城
を
棄
て
て
走
る
。
越
、
忠
義

を
主
偶
し
、
城
を
死
守
す
。
監
察
御
史
と
な
り
、
遼
左

を
巡
按
し
、
功
罪
を
明
に
し
、
軍
責
を
巌
に
し
、
積
弛
一

振
す
。
後
、
官
は
泉
州
府
知
に
至
る
。
〔
蘭
嚢
法
窒
録
‘
+

三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
十
七
〕
。

五
九
〇|
 

【
高
莱
]
4
8

”70
高
い
枝
の
葉
。
〔
何
遜
‘
九
H
侍
1

一
宴
遊
苑

-
8
6

詩
〕
疏
樹
鰈
―
―
高
葉
ぶ
志
流
緊
,
,
細
紋
↓
〔
杜
甫
、
簡
羹
郎

31

司
法
詩
〕
雲
白
焚
焚
高
葉
曙
‘
江
風
颯
颯
胤
帆
秋
。

1

【
高
術
】
49

翌
た
か
く
て
ひ
ろ
い
。
〔
揚
雄
、
廿
泉
賦
〕

臨
嵩
術
之
熔
樅
合
、
超
1

社
誌
之
清
澄
二
注
〕
善
曰
‘

孟
康
曰
‘
術
、
無
1
崖
崖
也
。

【
高
宴
】
50

翌
さ
か
ん
な
さ
か
も
り
。
又
、
さ
か
ん
な

さ
か
も
り
を
す
る
。
〔
南
史
‘
沈
爛
博
〕
指
―
―
栢
梁
盃
皿
高

宴
、
何
其
甚
築
。

【
古
向
滝
】
51

翌
北
齋
の
人
。
歓
の
第
四
子
。
字
は
子
遼
。

溢
は
靖
翼
。
官
は
大
宰
。
性
沈
謹
。
寛
厚
を
以
て
梢
せ
ら

る
。
封
は
平
陽
王
。
〔
北
齊
書
、
十
〕
。

【
高
煙
】
52

翌
高
く
立
ち
昇
る
け
む
り
。
〔
張
衡
、
東
京

賦
〕
腿
―
―
捐
燎
之
炎
燭
一
致
高
煙
乎
太
一
↓
〔
應
場
、
西
狩

賦
〕
長
隧
電
學
、
高
煙
蔽
レ
雲
。
〔
杜
甫
‘
入
1

如
囮
少
詩
〕
烈

火
翌
中
夜
高
煙
焦
王
蒼
↓

【
高
演
】
53

翌
北
齊
の
孝
昭
帝
。
神
武
帝
の
第
六
子
。
字

は
延
安
。
盆
は
孝
昭
。
既
に
限
帝
を
窮
し
、
遂
に
晉
陽
に

即
位
°
畷
帝
郡
に
在
り
。
望
氣
者
、
鄭
中
に
天
子
の
氣
あ

り
と
言
ふ
。
遂
に
晉
陽
に
徴
し
て
之
を
殺
す
。
在
位
一

年
。
年
琥
は
皇
建
。
〔
北
齊
書
、
六
〕
．
〔
北
史
‘
七
〕
。

【
高
稽
】
5
4
t
パ
高
い
の
き
。
箸
は
櫓
゜
〔
王
曇
卿
、
奉
―
―
―

和
望
1

一
同
泰
寺
浮
圃
―
詩
〕
積
秩
成
-
―
離
梢
芦
向
稽
桂
1

一珠

網
↓
〔
杜
甫
、
巌
鄭
公
階
下
新
松
詩
〕
何
常
こ
百
丈
‘
欽
レ

蓋
擁
舌
向
箸
↓

【
高
爛
】
5
5
t
バ
高
く
あ
が
つ
た
ほ
の
ほ
゜
〔
左
思
‘
蜀
都

賦
〕
火
井
沈
―
―
焚
於
幽
泉
石
高
爛
飛
,
,
揚
於
天
垂
↓

【
高
苑
】
56

努
縣
名
。

O
漢
‘
置
く
。
後
漢
、
高
苑
に
改

む
。
東
西
の
二
城
あ
り
、
西
高
苑
は
今
の
山
東
省
桓
憂

縣
、
東
高
苑
は
桓
畳
縣
の
東
十
二
支
里
。
〔
漢
書
、
地
理

志
上
〕
千
乗
郡
‘
縣
十
五
‘
嵩
宛
゜
〔
水
経
‘
頷
子
河
注
〕
時

水
又
西
逗
―
―
東
高
苑
城
中
1

而
西
注
也
、
云
云
、
史
記
漢

文
帝
十
五
年
分
レ
齊
為
―
―
膠
西
王
國
玉
呼
高
苑
一
云
云
‘

又
西
遥
1

一
西
高
苑
縣
故
城
南
函
漢
高
帝
六
年
‘
封
,
,
丙
偕
一

為
辰
國
↓
●
隋
‘
置
く
。
山
東
省
博
興
縣
の
西
南
。
小

清
河
の
北
。
戦
國
齊
の
千
乗
秋
邑
の
地
。
漢
の
千
乗
縣

の
地
。
讀
史
方
輿
紀
要
に
漢
の
高
宛
縣
と
す
る
は
誤
な

り
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
胄
州
府
〕
高
苑
縣
、
古
苑

賭
地
、
漢
置
嵩
苑
縣
五
空
千
乗
郡
ご
本
云
‘
隋
際
レ
郡

属
齊
柏
雲
開
皇
十
八
年
、
改
日
合
城
縣
エ
大
業
初
、
復



旦
高
苑
懸
唐
武
徳
四
年
‘
縣
属
枷
州
了
八
年
、
州
限

縣
属
巡
屈
雰
宋
因
レ
之
‘
景
徳
三
年
、
以
レ
縣
置
宜
化

軍
一
熙
寧
三
年
、
軍
際
‘
俯
隷
福
涵
欠
元
屡
1

一
益
都
路
↓

〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
山
東
、
肯
州
府
‘
縣
十
一
、
高
苑
゜

【
高
援
】
57

梵
た
か
く
ひ
く
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
熊
虎

升
而
翠
捜
‘
援
狭
招
而
高
援
。

【
高
碗
】
58

翌
明
‘
宜
春
の
人
。
字
は
徳
資
。
成
化
の
進

士
。
官
は
松
陽
・
上
海
二
縣
の
知
。
治
行
第
一
。
後
、
南

京
監
察
御
史
・
浙
江
左
布
政
使
・
右
副
都
御
史
を
歴
、
郎

陽
を
撫
治
す
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
六
十
一
〕
．
〔
國
朝
列
卿

記
‘
一
百
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
九
〕
。

【
高
闘
]
5
9

翌

0
大
空
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
雑
詩
〕
長
風

諷
襟
裾
釜
起
飛
嵩
園
↓
〇
ぢ
姓
氏
。
〔
新
撰
姓
氏
録

考
證
、
五
〕
。

〖
高
園
山
〗6
0”E
マ
ド
山
名
。
大
和
國
に
在
る
。

【
高
猿
]
6
1

翌
山
の
高
い
所
に
棲
む
猿
。
〔
水
経
‘
江
水

注
〕
常
有
嵩
猿
長
囁
面
属
引
凄
異
゜

【
高
遠
】
8

翌

O
高
く
且
つ
遠
い
。
又
‘
遠
く
隔
た
つ
て

ゐ
る
こ
と
。
〔
淮
南
子
‘
修
務
訓
〕
乱
世
闇
主
、
高
'
"
遠

其
所
二
従
来
芸
論
衡
‘
説
日
〕
従
,
,
平
地

5
ぎ
泰
山
之
嶺
一

鶴
如
レ
烏
‘
烏
如
レ
爵
者
‘
泰
山
高
遠
、
物
之
小
大
失
1

一其

賓
一
〔
郭
煕
、
山
水
訓
〕
高
遠
者
明
瞭
、
深
遠
者
細
砕
、
平

遠
者
沖
淡
。

O
志
が
高
く
て
遠
い
。
志
の
嵩
尚
な
こ
と
。

〔
魏
志
、
祁
原
傭
、
注
〕
原
別
傭
曰
‘
原
亦
自
以
互
口
向
遠
清

白
‘
願
江
心
灌
泊
、
口
無
―
―
揮
言
ご
身
無
．
揮
行
朽
故
英
偉

之
士
向
焉
。
〔
晉
書
、
隠
逸
‘
索
襲
博
〕
宅
不
レ
禰
レ
蔽
‘
而

U
竺
忽
九
州
ご
形
居
―
―
塵
俗
ご
叩
棲
―
―
心
天
外
↓
雖
二
酔
婁

之
高
遠
、
荘
生
之
不
願
盃
竺
以
過
ふ
3

。

【
高
屋
】
63

””

O
高
い
屋
根
。
高
屋
建
甑
を
見
よ
。
●

）

高

屋

帽

の

略

。

〖
高
屋
帽
]
6
4
芥
；
帽
子
の
一
種
。
〔
陸
編
蒙
‘
幽
居

2
 ，
 

3

直
白
菊
―
叢
因
而
息
詠
呈
二
知
己
詞
〕
掬
令
接
羅

堪
岸
翌
梁
王
高
屋
好
欽
衷
〔
自
注
〕
梁
朝
有
1

一
白
紗

ー3
 
5
 
⑭
高
屋
帽
↓
〔
蘇
拭
‘
椰
子
冠
詩
〕
更
著
短
僭
高
屋
帽
、
東

披
何
事
不
レ
4

戸
時
。

〖
高
屋
建
領
〗65
焚
苔
高
い
屋
根
の
上
か
ら
瓶
の
水

5

を
こ
ぼ
す
こ
と
で
、
下
に
向
ふ
勢
の
強
い
喩
。
建
は
‘
く

[
 

つ
が
へ
す
こ
と
。
領
は
瓶
。
一
説
に
、
飯
は
瓦
溝
゜
〔
史

3
 
ー53

記
、
高
祗
紀
〕
秦
形
勝
之
國
‘
帯
1

一
山
河
之
険
五
縣
-
―
隔
干

⑭

塵

持

戟

百

萬

‘

秦

得
1

ー
百
二
焉
、
地
勢
便
利
‘
其
以
下
二

|

_

 

高

部

高

兵
於
諸
侯
一
誓
猶
T
居
"
高
屋
之
上
—
建
中
領
水
上
也
。
〔
注
〕

集
解
日
‘
如
淳
日
、
甑
‘
盛
レ
水
瓶
也
、
居
,
,
高
屋
上
一
而

幡
甑
水
コ
―
-F
其
向
令
下
之
勢
易
一
也
、
建
‘
昔
寮
‘
晉
灼

日
、
許
恨
日
‘
甑
‘
甕
似
レ
瓶
者
。

【
高
昔
】
66

バ
パ
高
い
昔
調
。
又
‘
優
れ
た
調
子
。
〔
晉
書
、

索
靖
傭
〕
高
昔
翰
属
‘
溢
越
流
漫
‘
忽
班
班
而
成
レ
章
、
信

奇
妙
之
換
爛
゜

【
高
恩
】
67

焚
た
か
い
め
ぐ
み
。
大
恩
。
鴻
恩
゜

【
高
河
】
68

万
●
銀
河
。
〔
張
融
、
海
賦
〕
高
河
滅
レ
景
‘

萬
里
無
レ
文
。
〔
劉
得
仁
‘
宿
,
,
僧
院
1

詩
〕
破
月
斜
―
―
天
半
一

高
河
下
レ
露
微
。

O
鎖
の
名
。
④
山
西
省
長
治
縣
の
西
。

〔
資
治
通
鑑
、
後
晉
紀
〕
（
高
祗
‘
天
幅
元
年
）
趙
徳
鉤

父
子
‘
迎
―
―
謁
於
高
河
ズ
⑪
山
西
省
臨
扮
縣
の
北
。
春
秋

の
時
の
高
梁
。
高
梁
(
9
3
6
)

を
見
よ
。

【
高
架
]
6
9
5
ゥ
高
い
た
な
。
〔
李
建
動
、
薔
薇
詩
〕
忘
レ
蹄

酔
客
臨
高
架
｛
侍
レ
寵
佳
人
索
好
枝
↓

〖
高
架
鐵
道
〗70
悶
が
地
上
に
橋
梁
·
支
畳
等
の
特

殊
な
構
造
物
を
作
り
‘
其
の
上
に
敷
設
し
た
鐵
道
。

【
高
村
】
71

”
ウ
た
か
い
え
だ
。
〔
陶
潜
、
聯
句
〕
高
祠
濯
―
―

條
幹
盆
逗
眺
同
1

一
天
色
↓
〔
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕
佳
人
従
レ

所
レ
務
‘
窃
菜
援
舌
向
村
↓
〔
徐
陵
、
東
陽
雙
林
寺
博
大
士

碑
〕
乃
於
l

―
山
根
嶺
下
ご
塑
造
伽
藍
ご
因
1

一
此
高
栢
五
瓜

名
―
―
雙
林
寺
戻
゜

【
高
家
】
72

”
ゥ
〇
堡
の
名
。
映
西
省
餃
縣
の
北
。
明
の

正
統
四
年
‘
巡
撫
陳
鑑
‘
建
つ
。

O
tゥ
④
王
朝
時
代
、

身
分
の
高
い
家
柄
。
＠
徳
川
時
代
‘
幕
府
の
諸
儀
式
を

掌
っ
た
家
柄
。
又
、
公
家
と
武
家
と
の
雙
方
に
韻
係
し

た
事
を
掌
っ
た
官
。
〔
東
職
記
聞
、
一
〕
高
家
＋
人
‘
掌
T

聘
桑
中
御
使
‘
勢
州
神
廟
、
日
光
宗
廟
之
奉
幣
御
使
‘

救
使
下
向
之
時
‘
恒
例
之
格
式
等
上
之
職
也
。

〖
高
家
堰
〗73
玲
ヵ
堰
の
名
。
江
蘇
省
淮
安
縣
の
西
南
。

洪
澤
湖
の
東
北
。
漢
の
陳
登
、
建
つ
。
明
の
陳
瑾
、
重

ね
て
築
き
、
清
隈
t
之
を
修
む
。
一
に
高
加
堰
に
作
る
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
淮
安
府
、
山
陽
縣
〕
高
家
堰
、

府
西
南
四
十
里
‘
漢
陳
登
築
レ
堰
防
レ
淮
‘
此
其
故
址
也
、

明
永
築
初
‘
陳
瑣
始
為
-
―
築
治
涵
隆
慶
四
年
、
淮
水
決
,
,
於

此
ギ
エ
宗
沐
復
修
1

一
葺
之
「
萬
歴
一
二
年
、
又
為
二
淮
水
ー
決

壌
‘
六
年
、
播
季
馴
更
筏
修
簗
堤
長
六
十
里
。

〖
高
家
店
〗74
焚
ヵ
地
名
。
O
涌
洲
吉
林
省
農
安
縣
の

北。

O
涌
洲
遼
寧
省
鎮
東
縣
の
西
。
齊
洸
鐵
路
に
沿
ふ
。

参
河
南
省
羅
山
縣
の
西
‘
獅
河
の
北
岸
。
⑲
河
南
省
太
日
‘
牙
‘
牙
旗
也
、
兵
書
曰
‘
牙
旗
、
将
軍
之
旗
゜

康
縣
の
東
南
。
〖
高
牙
大
顕
〗

8
4
gが
高
い
牙
旗
と
‘
か
ら
牛
の
尾

〖
高
家
屯
〗7
5
5匁
地
名
。
緩
東
城
の
一
名
。
黒
龍
江
で
飾
っ
た
大
き
な
さ
し
も
の
。
皆
高
位
に
居
る
者
の
儀

省

緩

東

設

治

局

の

境

。

伎

。

〔

駄

陽

脩

‘

畳

錦

堂

記

〕

然

則

高

牙

大

顕

‘

不

レ

足

レ

為

二

〖
高
家
行
市
〗7
6
5笠
地
名
。
江
蘇
省
上
海
縣
の
東
北
。
公
榮
一
〔
古
文
慎
賓
後
集
箋
解
〕
韻
會
‘
讚
、
以
1一
庇
牛
尾
一

一

名

、

高

家

行

鎮

。

為

レ

之

、

在

1

一
左
誹
馬
首
↓

【
高
荷
】
77

”
ゥ
宋
‘
荊
南
の
人
。
字
は
子
勉
。
自
ら
還
還
【
高
賀
】
85

”
’
漢
の
人
。
公
孫
弘
の
古
い
知
人
で
あ
っ

先
生
と
琥
す
。
元
祐
中
、
太
學
生
と
な
る
。
晩
年
、
童
貫
た
が
、
弘
の
悪
を
獲
い
た
の
で
‘
弘
は
‘
寧
ろ
悪
賓
に
逢

の
客
と
な
る
。
官
は
蘭
州
通
判
。
詩
を
善
く
し
、
集
が
ふ
と
も
故
人
に
逢
ふ
ま
い
と
言
っ
た
。
〔
尚
友
録
‘
七
〕
。

あ

る

。

〔

尚

友

録

‘

七

〕

。

【

高

雅

】

8
6
[
ゥ
け
だ
か
く
て
み
や
ぴ
や
か
。
清
雅
。
〔
後

【
高
直
】
78

匁
た
か
い
い
え
。
崇
腹
。
〔
陸
雲
‘
征
西
大
漢
書
、
劉
慢
博
〕
論
議
引
レ
正
‘
辞
氣
高
雅
。
〔
魏
志
‘
雀
林

将
軍
京
陵
王
公
會
―
―
射
堂
一
云
云
詩
〕
我
義
高
度
、
有
二
博
〕
稟
―
ー
自
然
之
正
性
云
竺
高
雅
之
弘
量
一
〔
哀
宏
、
三
國

粛

其

涼

↓

名

臣

序

賛

〕

淵

哉

泰

初

‘

宇

量

高

雅

゜

〔

杜

甫

‘

進

士

策

【
高
歌
】
7
9
[
ゥ
高
ら
か
に
う
た
ふ
。
〔
枚
乗
‘
七
猜
〕
高
問
〕
二
三
子
、
議
論
弘
正
‘
詞
氣
高
雅
゜

歌
陳
唱
‘
萬
歳
無
レ
教
。
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
i

几
昔
高
歌
‘
為
"
【
高
駕
】
8
7
[
，
立
派
な
の
り
も
の
。
〔
王
僧
達
‘
答
1

一
顔
延

架
之
方
↓
〔
藷
唐
書
‘
裟
度
博
〕
甜
宴
終
H
‘
裔
歌
放
言
、
年
―
詩
〕
君
子
番
1

一
高
駕
砿
嘩
軌
責
為
レ
林
。
〔
趙
冬
壕
‘
奉
―
―

以
詩
酒
琴
書
自
架
。
〔
杜
甫
、
短
歌
行
贈
1

一
王
郎
司
直
答
燕
公
一
詩
〕
主
人
情
未
レ
盪
、
高
駕
少
滝
留
。
〔
張
説
‘

詩
〕
胄
眼
高
歌
望
吾
子
「
眼
中
之
人
吾
老
矢
゜
〔
許
渾
、
別
牟
一
師
―
詩
〕
王
子
不
レ
事
レ
俗
、
高
駕
砂
難
レ
追
゜

秋
思
詩
〕
高
歌
一
曲
掩
1

一
明
鏡
盃
叶
日
少
年
今
白
頭
。
【
高
浩
】
88

稔
北
齊
の
人
。
歓
の
第
十
子
。
封
は
任
城

【
高
債
】
80

裕
〇
高
い
値
段
。
高
い
ね
う
ち
。
又
‘
貴
重
王
。
温
州
刺
史
に
歴
官
し
た
。
至
る
所
寛
恕
゜
吏
人
に
慈

な
物
品
。
〔
後
漢
書
‘
邊
譲
傭
〕
階
級
名
位
‘
亦
宜
―
―
超
然
一
は
る
。
後
主
が
鄭
に
奔
る
や
、
大
丞
相
を
授
け
ら
れ
‘
兵

若
祠
随
レ
輩
而
進
工
朋
所
＂
以
章

1

一
環
偉
之
高
債
盃
g
乙
を
募
つ
て
周
軍
を
拒
ぎ
、
戦
敗
れ
て
檎
へ
ら
れ
‘
尋
い

知
り
人
之
絶
明
．
也
。
〔
曹
植
、
盤
石
篇
〕
方
舟
尋
,
,
高
債
一
で
後
主
と
共
に
死
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
〕
。

珍
賓
麗
以
通
。
〔
天
中
記
〕
自
内
1

一
市
詐
否
向
債
買
レ
物
。
【
高
階
】
89

弁
〇
能
登
國
の
地
名
。

O
姓
氏
。
〔
日
用
重

〔
仲
之
元
‘
玉
賦
〕
神
光
照
涵
E

、
高
償
連
レ
城
。

O
ょ
ぃ
賓
記
〕
。

評
判
。
臀
債
゜
〔
李
白
‘
贈
―
―
僧
朝
美
一
詩
〕
高
債
傾
―
―
宇
宙
一
【
高
錯
】
90

拷
唐
の
人
。
録
の
弟
。
字
は
弱
金
。
進
士
弘

餘
雄
照
ご
缶
翌
〔
高
適
、
河
西
送
-
1

李
十
七
1

詩
〕
高
債
人
辞
科
に
及
第
し
、
中
書
含
人
に
歴
任
す
。
開
成
の
初
‘
貢

竿
重
‘
行
常
―
―
早
著
＞
鞭
゜
〔
本
参
‘
酬
成
少
手
略
谷
行
見
＞
學
を
櫂
知
し
‘
尋
い
で
證
部
侍
郎
を
授
け
ら
れ
‘
郡
岳

呈
詩
〕
高
債
振
―
―
嚢
閣
心
消
詞
出
―
―
應
徐
↓
観
察
使
に
終
る
。
〔
唐
書
‘
二
日
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
-

【
高
稼
】
8
1
t
ゥ
宋
‘
蒲
江
の
人
。
字
は
南
叔
゜
盆
は
忠
。
百
六
十
八
〕
。

嘉
定
の
進
士
。
慎
徳
秀
‘
一
見
し
て
‘
國
士
を
以
て
之
を
【
高
崖
】
91

げ
た
か
い
が
け
。
〔
孔
子
家
語
、
困
誓
〕
不
レ

遇
す
。
元
兵
漢
洒
に
入
る
や
、
力
載
し
て
之
を
部
（
。
観
↓
一
高
崖
「
何
以
知
"
顛
墜
之
患
↓
〔
沈
約
、
桐
柏
山
金

後
‘
洒
州
の
知
を
拝
命
。
會
t
北
兵
大
い
に
至
り
、
城
陥
庭
館
碑
〕
高
崖
萬
沓
‘
遠
澗
千
逍
。

る
や
‘
之
に
殉
ず
。
著
に
縮
齋
類
稿
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
【
高
壇
】
92

鍔

0
小
高
い
土
地
。
た
か
だ
い
。
〔
麻
九
疇
‘

百
四
十
九
〕
・
〔
｛
木
史
新
編
‘
一
百
七
十
四
〕
．
〔
南
宋
書
、
堂
裕
城
南
感
寓
詩
〕
茂
林
高
壇
晩
生
レ
涼
。
●
清
‘
錢
塘

五
十
五
〕
．
〔
宋
季
忠
義
録
‘
四
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
八
十
〕
。
の
人
。
字
は
子
オ
。
琥
は
爽
泉
。
早
く
よ
り
琴
子
の
業
を

【
高
霞
】
82

匁
高
く
か
か
っ
た
か
す
み
。
〔
孔
稚
珪
、
北
棄
て
‘
力
を
専
ら
に
し
て
書
を
學
ぶ
。
尤
も
小
楷
に
精

山
移
文
〕
高
霞
孤
映
‘
明
月
獨
摯
。
し
く
‘
欺
陽
詢
．
堵
遂
良
の
紳
髄
を
得
。
嘉
慶
中
、
玩
元
、

7
 

【
高
牙
】
5

岱
高
く
そ
ば
だ
つ
牙
旗
。
牙
旗
は
、
将
軍
の
浙
を
撫
す
る
や
‘
壇
を
延
い
て
金
石
文
字
を
校
せ
し
む
。

18

旗
。
〔
溢
岳
、
闊
中
詩
〕
桓
桓
梁
征
、
高
牙
乃
建
。
〔
注
〕
善
江
の
南
北
名
勝
の
碑
版
は
多
く
其
の
手
に
出
づ
゜
〔
國

13

|
 

五
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朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
四
十
二
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
七
〕
。

【
高
蓋
】
93

”
●
た
か
い
車
蓋
。
〔
漢
書
、
子
定
國
博
〕

干
公
謂
日
、
少
高
1

一
大
閻
門
公
P

レ
容
二
閉
馬
高
蓋
車
盃
れ

治
レ
嶽
多
―
―
陰
徳
至
含
嘗
有
忌
m
レ
寃
、
子
孫
必
有
→
—
興
者
→

〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
結
―
―
飛
雲
之
袷
格

a印
翠
羽
之
高
蓋
↓

●
山
名
。
一
醐
建
省
永
泰
縣
の
西
南
。
一
名
、
金
支
山
。
道

書
に
第
七
蝠
地
と
な
す
。
五
代
の
王
閻
の
時
、
封
じ
て

西
嶽
と
す
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
嘗
有
―
―
紫
雲
1

蓋
レ
之
、
故

名
、
有
レ
水
、
色
如
レ
金
、
亦
日
1

一
金
支
山
-
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
縣
建
、
輻
州
府
‘
永
縣
縣
〕
高
蓋
山
‘
縣
西
南
六
十

里
、
峯
轡
秀
誉
‘
常
有
―
―
紫
雲
ご
覆
―
―
其
上
ご
H
-
R
、
王
閤

時
‘
嘗
封
為
t
1

西
嶽
↓

【
高
築
】
94

”
す
ぐ
れ
た
み
さ
を
。
高
概
に
同
じ
。

【
高
概
】
95

％
す
ぐ
れ
た
操
。
高
操
。
〔
蜀
志
、
彰
漿
博
〕

高
概
節
行
‘
守
レ
員
不
レ
紡
゜
〔
徐
陵
、
譲
―
―
散
騎
常
侍
1

表〕

臣
聞
、
五
十
知
レ
命
、
宗
師
之
格
言
‘
六
百
辟
レ
渦
、
通
賢

之
高
概
。

【
高
充
】
96

誘
〇
た
か
く
す
ぐ
れ
た
さ
ま
。
〔
左
氏
、
文
‘

五
、
商
書
日
汎
漸
剛
克
高
明
柔
克
‘
疏
〕
高
明
‘
謂
,
,
人
性

之
高
充
明
爽
一
也
。
●
心
を
高
く
持
し
て
屈
せ
ぬ
こ
と
。

高
抗
(101)
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
趙
壼
博
‘
抗
膊

綺
一
門
邊
ご
注
〕
抗
備
、
高
1

几
倖
直
之
貌
也
。
〔
林
逍
、
隠
居

秋
日
詩
〕
高
充
可
n

―
能
稽
―
―
獨
行
玉
窮
空
猶
擬
レ
頼
1

一
斯
文
↓

【
高
印
】
97

誘
土
地
が
高
く
て
上
り
に
な
つ
て
ゐ
る
こ

と
。
〔
漢
書
、
溝
温
志
〕
兒
寛
為
,
,
左
内
史
云
奏
請
穿
,
,
墾
六

輔
渠
百
な
血
漑
―
―
鄭
國
傍
高
印
之
田
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
印
、

謂
王
向
也
、
讀
日
レ
仰
。

【
高
仰
】
98

砂
炉
高
く
あ
ふ
む
く
。
騒
り
た
か
ぶ
る
さ

ま
。
又
、
尊
び
仰
ぎ
見
る
さ
ま
。
〔
左
氏
、
定
、
十
五
〕
高

仰
、
騒
也
、
卑
俯
‘
替
也
。
〔
孔
子
家
語
、
擁
物
〕
高
仰
‘
騒

也
、
卑
俯
‘
替
也
。

【
高
江
】
99

焚
唐
、
開
元
の
時
の
人
。
人
物
書
を
善
く
し

た
。
〔
歴
代
名
畳
記
〕
。

【
高
行
】
100

誇
●
高
尚
な
行
。
す
ぐ
れ
た
行
。
〔
戦
國
‘

趙
策
〕
以
レ
従
レ
政
為
レ
累
、
以
レ
逆
レ
主
為
,
,
高
行
互
伍
莫
レ

大
レ
焉
。
〔
管
子
、
法
法
〕
雖
レ
有
,
,
明
智
高
行
盃
炉
法
而

治
、
是
窯
1

一
規
矩
―
而
正
,
,
方
圃
1

也
。
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕

言
而
必
信
、
期
而
必
嘗
、
天
下
之
高
行
也
。
〔
魏
志
、
荀
或

博
注
〕
張
滑
漢
紀
日
、
荀
淑
博
學
有
1

一
高
行
盃
空
李
固
李

膚
面
炉
志
友
善
。
●
戦
國
、
梁
の
人
。
寡
婦
。
容
色
す
ぐ

れ
行
ひ
美
な
り
。
梁
の
貴
人
争
つ
て
之
を
姿
ら
ん
と
欲

し
た
る
も
得
ず
。
梁
王
之
を
聞
き
、
相
を
し
て
聘
せ
し

む
る
や
、
J
J
を
以
て
其
の
鼻
を
割
く
。
梁
王
之
を
義
と

し
‘
其
の
琥
を
尊
く
し
て
高
行
と
い
ふ
。
〔
列
女
偶
、
貞

順
傭
〕
。

O
k
a
o
'
ぽ
忌
債
が
高
い
。

【
高
抗
】
101

誘

高

充
(
9
6
)

の
●
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
逸

民
、
梁
鴻
傭
〕
初
‘
鴻
友
人
京
兆
高
恢
、
少
好
1

一
老
子
面
隠

l-

於
華
陰
山
中
三
云
云
‘
恢
亦
高
抗
‘
終
身
不
レ
仕
゜
〔
晉
書
、

和
嬌
傭
〕
遷
―
―
中
書
令
三
云
云
‘
藷
監
令
共
レ
車
入
レ
朝
、
時

荀
動
為
レ
監
‘
嬌
郎
ー
動
為
P

人
、
以
-
―
意
氣
面
炉
之
、
毎
二
同

乗
高
抗
専
乙
車
而
坐
‘
乃
使
"
監
令
異
ア
車
、
自
レ
嬌
始
也
。

【
高
流
】
102

誘
清
、
平
湖
の
人
。
字
は
蘊
沖
。
琥
は
秋
艇
。

花
丼
の
董
、
及
び
詩
に
巧
で
あ
っ
た
。
著
に
浣
花
居
吟

草
が
あ
る
。
〔
清
肇
家
詩
史
‘
丙
下
〕
。

【
高
岡
】
103

誇
●
高
い
岡
。
山
脊
を
岡
と
い
ふ
。
〔
詩
、

周
南
‘
巻
耳
〕
防
-
1

彼
高
岡
盆
径
両
玄
黄
゜
〔
博
〕
山
脊
曰
レ

岡
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
穀
―
―
蜆
喩
之
高
岡
↓
〔
曹
植
、
贈
二

白
馬
王
彪
詩
〕
中
逸
絶
無
レ
軌
‘
改
レ
轍
登
1

一
高
岡
↓
〔
陸

雲
、
高
岡
詩
〕
瞭
彼
高
岡
肴
蒻
其
雙
●
清
、
侭
鳳
彩

(
1
ー

5
2
2
:
 2
1
)
の
字
。

〖
高
岡
養
拙
〗1

0
4
”
”
況
江
戸
の
人
。
名
は
秀
成
。
字
は

賓
甫
。
琥
は
養
拙
•
酔
月
老
人
。
江
戸
に
下
帷
教
授
す
。

文
政
七
年
七
月
八
日
歿
す
、
年
七
十
二
。
著
に
學
庸
學

規
・
周
易
約
解
•
干
字
文
孜
證
．
讀
易
餘
論
・
讀
孟
子
・
論

語
約
説
、
附
‘
仁
説
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
遮
目

録
‘
漢
學
家
之
部
〕
・
〔
國
書
解
題
〕
。

【
高
昂
】
105

誇
●
高
い
こ
と
。
〔
李
成
、
傘
三
山
本
訣
〕

路
須
1
1

曲
折
一
山
要
―
―
高
昂
↓
●
北
齊
の
人
。

11の
弟
。

字
は
放
曹
。
盆
は
忠
武
。
少
に
し
て
師
教
に
違
は
ず
‘

惟
；
馳
騎
を
好
む
。
常
に
言
ふ
、
男
兒
嘗
に
天
下
に
横

行
し
、
自
ら
富
貴
を
取
る
べ
し
、
誰
か
能
＜
端
坐
讀
書

し
て
、
老
博
士
と
篇
ら
ん
や
、
と
。
長
兄
乾
と
散
；
劫
略

を
為
す
。
魏
の
荘
帝
の
時
‘
爾
朱
世
隆
宮
閥
に
逼
る
や
、

昂
‘
甲
を
被
つ
て
奮
戦
し
、
功
に
よ
り
、
直
學
将
軍
に
除

せ
ら
る
。
後
‘
畷
帝
立
つ
や
、
大
都
督
に
陸
る
。
高
歓
に

従
つ
て
‘
爾
朱
兆
を
韓
陵
に
大
破
す
。
侍
中
開
府
を
加

へ
ら
れ
、
爵
は
武
城
縣
侯
。
乾
殺
さ
る
る
や
、
晉
陽
に

奔
り
‘
歎
に
就
く
。
天
平
中
、
歓
、
闊
瀧
に
事
有
る
に
方

り
、
昂
を
以
て
西
南
道
大
都
督
と
為
し
‘
径
ち
に
商
洛

に
趨
か
し
む
。
昂
河
を
渡
つ
て
進
み
‘
鋒
に
嘗
る
無
し
。

五
九

— 

元
象
の
初
‘
獨
孤
如
願
を
金
塘
城
に
攻
む
る
や
、
宇
文
八
歳
に
し
て
経
史
の
大
義
に
通
ず
。
紹
興
の
初
、
認
書

88

泰
衆
を
李
ゐ
て
之
を
救
ひ
‘
遂
に
西
軍
に
害
せ
ら
る
。
省
正
字
を
授
け
ら
れ
‘
國
子
司
業
に
累
官
す
。
時
に
太

31ー

皇
建
の
初
‘
永
昌
王
に
追
封
せ
ら
る
。
〔
北
齊
書
、
二
十
學
を
興
す
。
閲
‘
宜
し
く
経
術
を
先
に
す
べ
き
を
奏
し
、

一
〕
．
〔
北
史
、
三
十
一

ro腫
貴
す
る
。
債
が
高
い
。
帝
之
を
然
り
と
す
。
中
興
以
後
、
學
制
は

OO
の
建
明
す

【
高
桁
】
106

誇
清
、
渦
川
の
人
。
字
は
蔦
侃
。
一
の
字
は
る
所
多
し
。
糧
部
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
劾
せ
ら
れ
て
箱

念
東
。
晩
年
に
紫
霞
道
人
と
琥
す
。
明
の
崇
誠
の
進
士
。
州
知
と
為
る
。
未
だ
赴
か
ず
し
て
卒
す
。
學
者
、
息
齋
先

清
に
入
り
、
官
は
刑
部
侍
郎
。
詩
は
元
槙
•
白
居
易
に
生
と
稽
す
。
著
に
春
秋
集
注
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
三

近
し
。
書
室
を
棲
雲
閣
と
い
ひ
、
著
に
棲
雲
閣
集
が
あ
十
一
1

一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
ー
百
六
十
四
〕
．
〔
南
宋
書
、
六
十

る
。
〔
碑
博
集
、
四
十
三
〕
・
〔
文
猷
徴
存
鋒
‘
+
〕
。
三
〕
．
〔
南
宋
館
閣
録
‘
七
•
八
〕
．
〔
宗
元
學
案
、
二
十
五
〕
。

【
高
高
】
107

誘
●
高
い
上
に
い
よ
い
よ
高
い
。
非
常
に
【
高
鰊
】
113

認
高
雅
で
剛
直
゜
〔
唐
書
、
隠
逸
‘
呉
箱
偉
〕

高
い
。
〔
詩
、
周
頌
‘
敬
之
〕
無
L

日,,
高
高
在
＂
上
、
捗
,
,

降
性
高
鰻
、
不
レ
耐
1

油
竺
沈
於
時
↓

蕨
士
百
3

監
在
J

絃
。
〔
箋
〕
無
レ
謂
―
―
天
高
又
高
在
レ
上
、
【
高
傲
】
114

誘
た
か
ぶ
り
お
ご
る
。
又
、
世
俗
を
遁
れ
て

遠
レ
人
而
不
＂
畏
也
。
〔
曹
植
、
雑
詩
〕
高
高
上
無
レ
極
、
天
超
然
と
す
る
こ
と
。
〔
韓
非
子
、
八
説
〕
離
レ
世
遁
レ
上
、

路
安
可
レ
窮
。
〔
籠
詮
‘
巫
山
高
詩
〕
巫
山
映
,
,
巫
峡
ぢ
高
謂
―
―
之
高
傲
↓

高
殊
未
む
窮
。
〔
謝
震
運
、
登
臨
海
嬌
1初
登
―
―
彊
中
1作
【
高
琥
】
115

誘
立
派
な
名
。
〔
新
書
、
解
縣
〕
稽
1一
高
琥
1

興,,
従
弟
悪
連
1

可
下
見
↓
―
羊
何
一
共
和
d

之
詩
〕
高
高
入
↓
一
誠
所
レ
宜
。

雲
冥
還
期
那
可
レ
尋
。
〔
白
居
易
、
登
―
―
—
商
山
最
高
頂

1

【
高
格
】1

1
6
”
”
●
高
い
人
格
。
〔
魏
志
、
崖
球
博
評
〕
雀
球

詩
〕
高
高
此
山
頂
‘
四
望
唯
煙
雲
。
●
高
い
上
に
更
に
高
格
最
優
。
●
高
く
飛
ぷ
。
〔
駄
陽
脩
‘
清
浪
亭
詩
〕
水
禽

高
く
す
る
。
山
を
高
く
し
、
又
は
畳
を
造
る
こ
と
。
〔
國
閑
暇
事
-
1

高
格
i

山
鳥
日
夕
相
嗽
喧
。

語
、
周
語
下
〕
高
ら
高
下
レ
下
‘
疏
レ
川
道
レ
滞
゜
〔
注
〕
高
レ
【
高
画
赫
】
117

悶
載
國
‘
趙
の
人
。
趙
襄
子
が
晉
陽
に
園
ま

高
、
封
―
―
崇
九
山
也
、
下
レ
下
‘
跛
1

一
障
九
澤
1

也
。
〔
國
れ
た
時
の
有
功
者
。
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
趙
襄
子
園
,
,
於

語
、
呉
語
〕
今
王
既
畏
舷
昂
之
功
一
而
高
五
高
下
斥
‘
以
晉
陽
面
炉
園
而
賞
―
―
有
功
者
五
人
云
高
赫
為
賞
首
↓

匪
民
於
姑
蘇
↓
〔
注
〕
高
レ
高
、
起
―
―
畳
樹
で
下
レ
下
、
深
,
,

【
高
閣
】
118

”t

●
た
か
殿
。
又
、
高
い
棚
。
〔
後
漢
書
、

汗

池

也

。

焚

宏

傭

〕

其

所

レ

起

童

含

‘

皆

有

1

一
重
堂
高
閣
↓
〔
王
勃
‘

〖
高
高
山
頭]
1
0
8

焚
昇
9

ル
た
か
い
山
の
う
へ
。
〔
通
俗
膝
王
閣
詩
〕
膝
王
高
閣
臨
,
,
江
渚
面
g

玉
鳴
豊
罷
,
,
歌
舞
↓

編
、
地
理
、
高
高
山
頭
〕
架
府
紫
朧
馬
歌
、
高
高
山
頭
樹
、
〔
＊
参
‘
登
t
1

縛
持
閣
―
詩
〕
高
閣
逼
,
,
諸
天
云
登
臨
近
,
,
日

風

吹

葉

落

去

。

邊

↓

●

挿

架

を

い

ふ

。

挿

架

は

‘

壁

に

つ

る

し

て

置

く

竹

【
高
康
】
109

袴
漢
の
人
。
相
の
子
。
易
に
明
か
な
る
を
以
製
の
書
棚
。
束
1

一
高
閣
ー
を
見
よ
。
●
星
の
名
。
〔
張
衡
‘
思

て
郎
を
拝
命
す
。
王
非
撮
に
居
り
、
東
郡
の
大
守
誓
誼
玄
賦
〕
命
元
古
竺
掌
―
―
策
閉
ー
合
、
躁
1

一
高
閣
之
牌
将
↓
〔
注
〕

攀
兵
し
て
非
を
誅
せ
ん
と
謀
る
。
事
未
だ
預
せ
ず
。
康
、
清
日
、
高
閣
‘
星
。

東
郡
に
兵
有
る
を
候
知
し
、
門
人
に
私
語
す
。
門
人
上
〖
高
函
滋
ナ
〗

1
1
9
t
”
カ
ク
書
架
゜
〔
文
房
圏
賛
績
〕
高
閣
學
、

書
し
て
之
を
言
ふ
。
後
散
月
、
誼
の
兵
起
る
。
非
召
問
名
介
、
字
文
友
‘
琥
,
,
清
節
慮
士
↓

す
。
師
の
高
康
に
受
く
と
討
ふ
。
非
之
を
悪
み
‘
衆
を
〖t

i高
函
!
1
]
120

パ
”
”
ク
ニ
た
ば
ね
て
高
い
描
架
の
上
に

惑
は
す
と
為
し
、
康
を
斬
る
。
是
よ
り
易
に
高
氏
の
學
置
く
。
久
し
く
使
用
せ
ぬ
こ
と
。
〔
晉
書
、
庚
翼
博
〕
京

あ
り
。
〔
前
漢
書
、
八
十
八
〕
。
兆
杜
又
‘
陳
郡
殷
浩
‘
拉
オ
名
冠
レ
世
、
而
翼
弗
,
,
之
重
1

【
高
腔
】1

1
0
百
O

〗

c
h
'
i
a
n
g
'

曲
調
の
名
。
北
方
よ
り
出
也
、
毎
語
レ
人
曰
‘
此
輩
宜
伍
含
之
高
閣
一
侯
―
―
天
下
太

づ
。
太
平
鼓
詞
の
勢
相
。
調
高
く
‘
句
を
唱
ひ
了
つ
て
鍾
平
―
然
後
議
•
其
任
告r゜
〔
韓
愈
‘
寄
二
虞
仝
1詩
〕
春
秋

を

叩

く

。

「

劇

。

三

博

束

1一
高
閣
こ
獨
抱
,
,
遺
経
1
究
1
一
終
始
↓
〔
國
朝
漢
學

〖
高
腔
班
〗l

l
l
百
o
1

ch'iang1 
pan'

高
調
子
の
唱
師
承
記
‘
叙
〕
義
疏
諸
書
‘
束
置
1一
高
閣
二
親
如
―
糟
粕
一

【
高
閲
】
112

誇
宋
、
郵
の
人
。
字
は
抑
崇
。
盆
は
憲
敏
°
棄
等
1

一
弁
髯
↓
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裔

部

高

〖
高
閣
清
香
生
―
―
静
境
,
]

1
2
1謬g
吋
吟
ウ
ズ
高
閣
の
あ
秀
才
素
上
人
一
時
聞
n一
各
在
こ
方
1詩
〕
浮
雲
自
高
閑
、
〖
高
岸
深
谷
〗1

3
4匁茫
高
い
岸
が
崩
れ
て
谷
と
な
り
、

た
り
に
清
香
が
漂
つ
て
‘
静
か
な
境
地
を
な
し
て
ゐ
明
月
常
空
浮
。
〔
剪
燈
餘
話
、
洞
天
花
燭
記
〕
古
向
閑
執
是
深
い
谷
が
丘
に
喪
る
。
山
河
の
斐
遷
を
い
ふ
。
韓
じ
て
、

る
。
寺
院
の
閑
寂
を
詠
じ
た
詩
句
。
〔
温
庭
笥
‘
宿
香
k

可
レ
作
レ
封
‘
震
澤
尊
居
百
川
長
。

O
唐
‘
烏
程
の
人
。
高
人
世
の
轄
喪
の
喩
。
〔
詩
、
小
雅
‘
十
月
之
交
〕
高
岸
為
レ

際
ぎ
詩
〕
白
蓋
微
雲
一
遥
深
、
東
峰
弟
子
遠
相
尋
‘
蒼
僧
。
書
に
巧
゜
宣
宗
召
封
し
、
紫
衣
を
賜
ふ
。
後
、
湖
州
開
谷
、
深
谷
為
レ
陵
b

苔
路
熟
僧
蹄
レ
寺
‘
紅
葉
臀
乾
鹿
在
レ
林
、
高
閣
清
香
生
一
元
寺
に
蹄
つ
て
終
る
。
好
ん
で
嘗
川
の
白
貯
を
以
て
慎
【
吉
向
眼
】
135

”
〇
端
淫
硯
の
墨
池
の
外
に
あ
る
眼
。
眼

静
境
工
夜
堂
疏
磐
競
輝
心
ご
日
"
従
紫
桂
巖
前
別
「
不
レ
草
を
書
し
‘
楷
書
の
模
範
と
せ
ら
る
。
〔
宋
高
僧
博
‘
-
―
一
は
硯
石
の
斑
鮎
を
い
ふ
。
〔
李
之
彦
‘
硯
譜
〕
端
石
有
レ

見
南
能
石
芸
炉
今
。
十
〕
。
眼
者
最
貴
‘
土
人
以
-
―
眼
多
少
〖
竺
債
軽
重
二
共
生
―
―
於

【
高
岳
】

1
2
2
%
O高
い
山
。
〔
文
心
離
龍
、
封
祠
〕
（
賛
曰
）
【
高
幹
】
1
2
9
"
バ
〇
後
漢
の
人
。
柔
の
従
兄
。
哀
紹
の
甥
。
墨
池
之
外
一
者
‘
謂
,
,
之
高
眼
ぶ
子
於
内
―
者
日
―
―
低
眼
↓

池
襲
高
岳
畜
英
-
―
克
彪
↓
〔
湛
方
生
‘
還
都
帆
詩
〕
高
字
は
元
オ
。
オ
志
弘
逸
。
文
武
並
ぴ
に
秀
出
す
。
柔
‘
郷

O
百
0
1
 

y
e
n
'

眼
識
が
高
い
。

岳
萬
丈
峻
‘
長
湖
千
里
清
゜
〔
李
昌
符
‘
行
思
詩
〕
破
月
里
に
在
り
‘
幹
‘
河
北
に
在
つ
て
柔
を
呼
ぶ
。
柔
‘
宗
を
【
一
高
山
品
】
136

焚
高
い
い
は
。
〔
柳
宗
元
‘
閲
生
賦
〕
登
"
高

包
高
岳
一
流
星
彿
1

一
瞭
空

-
0北
齊
の
人
。
歓
の
従
父
攀
げ
て
之
に
従
ふ
。
〔
後
漢
書
、
二
日
四
上
〕
゜

0
後
魏
嘉
―
而
企
レ
踵
分
。

弟
。
字
は
洪
略
。
盆
は
昭
。
深
沈
に
し
て
氣
量
あ
り
。
嘗
の
人
。
湖
の
従
孫
。
字
は
干
奴
。
溢
は
孝
穆
。
學
を
好
【
高
五
虹
】
137

”
バ
高
い
い
は
。
〔
棗
撮
‘
雑
詩
〕
高
巖
砦
―
―
弯

て
洛
陽
の
北
に
寓
居
す
。
歓
‘
使
し
て
洛
に
入
る
毎
に
‘
み
‘
寛
厚
に
し
て
雅
度
あ
り
。
南
青
州
征
歯
司
馬
よ
り
‘
蒼
一
豊
草
停
―
―
滋
潤
↓
〔
南
史
、
隠
逸
下
、
陶
弘
景
博
〕
吾

必
ず
岳
の
含
に
止
ま
る
。
岳
の
母
、
山
氏
、
一
夜
、
歓
の
扮
州
後
軍
府
長
史
•
白
水
太
守
に
累
遷
す
。
至
る
所
、
廉
見
―
―
朱
門
廣
履
盃
暉
レ
識
,
,

其
華
築
二
而
無
忍
m
レ
往
之
心
↓

室
中
に
火
無
き
に
光
有
る
を
見
、
卜
者
に
詣
つ
て
箆
平
を
以
て
稲
せ
ら
る
。
〔
魏
書
、
―
二
十
二
〕
。
望
1

一
高
巖
―
嗽
1

一
大
澤
「
知
n

一
此
難
―
―
立
止
｛
自
恒
欲
レ
就
レ

す
。
占
者
日
く
‘
責
‘
言
ふ
べ
か
ら
ず
と
。
山
氏
蹄
り
報
【
裔
伍
m
]
1
3
0

焚
〇
心
が
た
か
く
て
お
ほ
ら
か
。
〔
後
漢
之
。
〔
柳
宗
元
‘
遊
1

一
朝
陽
巖
1

遂
登
1

一
西
亭
-
―
―
十
韻
詩
〕

ず
。
歓
、
兵
を
信
都
に
起
し
て
即
位
す
る
に
及
び
、
岳
‘
書
、
符
融
博
〕
師
,
,
事
少
府
李
贋
↓
呼
夙
性
高
簡
、
毎
レ
見
レ
高
巖
敵
―
渾
汗
広
幽
窟
潜
1

一
神
蚊
↓

侯
景
を
破
り
し
功
を
以
て
‘
侍
中
太
尉
を
授
け
ら
る
。
融
‘
籠
絶
え
ヒ
賓
客
五
i
,
,

其
言
論
↓
〔
晉
書
‘
郭
突
博
〕
少
【
高
玉
m
】
1
3
8
[
ゥ
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
又
‘
其
の
人
。
又
、

天
保
の
初
、
封
は
清
河
王
。
〔
北
齊
書
、
十
三
〕
゜

0
明

の

有

二

重

名

m山
濤
稽
l

―
―
其
高
簡
有
二
雅
量
↓
〇
清
‘
蘇
州
の
常
人
の
思
慮
を
絶
し
て
奇
抜
な
こ
と
。
〔
論
衡
‘
累
害
〕

人
。
字
は
彦
高
。
草
書
に
巧
。
丹
薬
・
ト
堕
の
術
に
精
し
。
人
。
字
は
激
源
。
琥
は
旅
雲
山
人
(
-
雲
山
人
）
。
詩
を
貞
良
見
レ
妬
、
高
奇
見
レ
喋
。
〔
王
倹
‘
堵
淵
碑
文
〕
哀
陽
源

官

は

洪

武

の

初

‘

雲

南

縣

知

゜

能

く

し

、

山

水

輩

に

巧

。

オ

氣

高

奇

゜

〔

宋

史

‘

王

安

石

博

〕

安

石

議

論

高

奇

‘

能

【
高
學
】
123

”
●
た
つ
と
い
學
問
。
〔
梁
宣
帝
、
海
1

七
【
高
艦
】
131

焚
高
い
軍
船
。
〔
宋
書
‘
朱
齢
石
偵
〕
乗
―
―
高
以
1

一
耕
博
[
E
-
―
其
説
↓

山
寺
賦
〕
蓋
往
賢
之
所
レ
同
‘
亦
先
儒
之
高
學
。

O
立
艦
＋
餘
ぶ
庄
内
水
一
向
―
―
黄
虎
一
〔
徐
陵
‘
陳
公
九
錫
文
〕
【
嵩
局
軌
】
1
3
9
[
ゥ
高
尚
な
み
ち
。
又
、
す
ぐ
れ
た
先
縦
。
〔
王

派
な
學
者
。
〔
陳
師
道
、
次
,
,
蘇
公
西
湖
観
月
聴
琴
―
詩
〕
高
艦
層
棲
‘
仰
把
1

一

寄

漢

一

巾

、

頭

陀

寺

碑

文

〕

高

軌

難

レ

追

‘

蔵

舟

易

レ

遠

。

〔

注

〕

翰

後
世
無
1

一

高

學

盃

令

俗

愛

許

渾

↓

【

高

鑑

】

132

”

O
明
‘
信
陽
の
人
。
字
は
克
明
。
成
化
の
日
‘
軌
‘
跡
也
。
〔
陶
潜
、
勧
農
詩
〕
若
能
超
然
‘
投
,
,
迩
高

【
高
嶽
】
124

悶
高
い
山
。
〔
禰
衡
‘
鶉
鵡
賦
〕
想
二
i

昆
山
之
進
士
。
官
は
武
選
司
主
事
。
誦
せ
ら
れ
て
鎮
遠
通
判
と
軌
↓
〔
孫
綽
‘
喩
道
論
〕
子
レ
是
後
進
篤
志
之
士
、
被
―
―
服

高

嶽

面

空

部

林

之

扶

蹟

↓

な

る

。

後

、

官

は

鎮

江

同

知

・

菱

州

知

府

に

至

る

。

糧

貌

弘

訓

一

思

涵

[

-

一

高

軌

一

【
高
額
】

125g
●
た
か
い
ひ
た
い
。
〔
綴
耕
録
、
淮
渦
紳
〕
修
偉
‘
才
器
蒜
落
。
善
＜
談
辮
し
、
昔
律
に
瞭
通
す
。
又
、
【
高
氣
】
1
4
0
[
ゥ
け
だ
か
い
氣
象
。
高
尚
な
志
氣
。
〔
後
漢

水
紳
在
,
,
臨
淮
縣
亀
山
下
一
形
若
禰
狼
二
縮
鼻
高
額
。
詩
書
圏
聾
、
自
ら
一
家
を
成
す
。
〔
明
名
人
博
、
十
〕
．
〔
本
書
、
許
肋
博
〕
勁
邑
人
李
逸
壮
直
有
"
高
氣
↓
〔
夏
侯
湛
、

●

g
姓
氏
。
〔
新
撰
姓
氏
鋒
考
證
‘
-
〕
。
朝
分
省
人
物
孜
、
九
十
一
―
〕
・
〔
皇
朝
中
州
人
物
志
、
十
東
方
朔
鵞
賛
序
〕
雄
節
邁
レ
倫
、
高
氣
蓋
レ
世
。
〔
呉
志
、

【
高
鶉
】
126

”
清
、
漢
軍
壌
黄
旗
人
。
字
は
蘭
畦
。
乾
隆
―
-
〕
。

O
明
、
侯
官
の
人
。
字
は
孔
明
。
琥
は
時
奄
。
自
虞
翻
博
、
注
〕
翻
少
好
レ
學
、
有
1

一
高
氣
一

の
進
士
。
張
船
山
の
妹
を
姿
る
。
詩
に
巧
。
紅
棲
夢
の
ら
種
菊
道
人
（
種
蘭
道
人
）
と
琥
す
。
官
は
正
徳
中
、
教
〖
古
回
』
颯
歴
一
〗

1
4
1昇，
0
高
い
氣
堅
°
〇
氣
堅
の
高
い
所
。

後
四
十
回
は
鴨
の
績
撰
と
な
す
説
が
あ
る
。
官
は
翰
林
諭
。
書
に
長
じ
‘
氣
韻
超
逸
゜
〔
明
書
録
‘
三
〕
。
風
は
此
の
地
貼
か
ら
四
周
へ
向
つ
て
吹
く
。

院

侍

讀

゜

〔

清

史

稿

、

四

百

九

十

〕

。

【

高

岸

】

133

”
〇
た
か
い
き
し
。
〔
韓
詩
外
博
‘
二
〕
前
【
高
起
】
1
4
2
[
ゥ
漢
の
高
祗
の
将
。
〔
前
漢
書
、
一
下
〕
。

【
高
術
】
127

焚
金
、
渤
海
の
人
。
字
は
穆
仲
。
少
よ
り
有
1

一
高
岸
五
後
有
1

一
深
谷
↓
〔
後
漢
書
‘
孔
融
博
〕
前
以
露
―
-
【
高
甚
】
1
4
3
[
ウ
た
か
い
も
と
ゐ
。
高
い
基
礎
゜
〔
曹
植
、

賦
臀
を
能
く
す
。
進
士
に
登
り
‘
沸
陰
丞
に
調
補
せ
ら
哀
術
之
罪
一
今
復
下
―
―
劉
表
之
事
；
是
使
,
,
跛
詳
欲
油
四
,
,

七
啓
〕
崇
"
景
山
之
高
基
↓
迎
二
清
風
1

而
立
レ
観
。
〔
何

る
。
世
宗
の
時
‘
吏
部
尚
書
を
授
け
ら
る
。
選
官
の
法
を
高
岸
天
険
面
J

―
―
得
而
登
一
也
。
〔
梁
元
帝
、
登
レ
堤
望
レ
水
晏
‘
景
幅
殿
賦
〕
幽
笠
暦
覆
之
耽
耽
↓
建
1

一
高
基
之
堂
堂
↓

改
革
し
、
選
人
之
を
便
と
す
。
後
、
賀
宋
國
生
日
使
と
為
詩
〕
高
岸
翻
成
レ
浦
‘
曲
港
反
通
レ
舟
。

O
氣
位
が
た
か
【
古
向
寄
】
1
4
4
5
ゥ
世
俗
を
超
越
し
て
高
く
身
を
持
す
る
こ

く
心
に
か
ど
の
あ
る
こ
と
。
〔
北
史
‘
齊
高
祗
紀
〕
高
と
。
〔
世
説
新
語
、
品
藻
〕
撫
軍
問
―
―
孫
興
公
二
云
云
‘
卿
自

る
。
〔
金
史
‘
九
十
〕
。

【
高
閑
】
128

努
〇
け
だ
か
く
て
し
づ
か
。
〔
孟
郊
、
憶
1

↓
周
祗
紳
武
‘
性
深
密
高
岸
‘
終
日
懺
然
、
人
不
レ
能
レ
測
。
謂
何
如
、
日
、
下
官
才
能
所
レ
経
‘
悉
不
レ
如
1

一
諸
賢
ご
王
下

五
九
三

於
墾
酌
時
襄
籠
•
醤
常
世
尿
多
レ
所
示
レ
及
、
然
以1一

不
才
面
時
復
託
懐
玄
勝
↓
遠
詠
老
荘
云
蒲
條
高
寄
‘
不
T

界
時
務
紅
ら
懐
、
自
謂
‘
此
心
紐
所
典
譲
也
。
〔
陸

亀
蒙
‘
幽
居
賦
〕
彼
漫
落
而
無
令
、
且
離
條
而
高
寄
゜

【
高
揮
】
145

”
ウ
た
か
く
飛
ぶ
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
不
,
,
尤

肯
以
担
徳
‘
終
奮
レ
翼
而
高
揮
。
〔
注
〕
善
曰
、
西
京
賦

日
‘
遊
鵡
高
輩
‘
蒔
綜
日
‘
輩
‘
飛
也
、
揮
‘
卑
ハ
レ
輩
古
字

通。

【
高
期
]146

”
ゥ
古
の
名
醤
の
名
。
〔
史
記
‘
倉
公
博
〕
清

北
王
遣
及
醤
裔
期
・
王
萬
砿
學
宦
意
↓

【
高
莱
】
147

”
ゥ
棋
を
う
つ
こ
と
の
上
手
な
こ
と
。
園
碁

の
名
人
。
〔
劉
基
詩
〕
死
中
求
レ
活
是
高
基
。

【
高
貴
】
148

”
ゥ
〇
身
分
の
た
か
く
た
つ
と
い
こ
と
。
又

其
の
人
。
貴
顛
。
〔
濡
岳
、
西
征
賦
〕
弘
"
大
證
1

以
高
貴
‘

非
レ
所
レ
望
於
蒲
博
↓
〔
李
商
隠
雑
纂
、
不
レ
塁
時
宜
―
〕

認
他
高
貴
―
貸
親
。

O
値
段
の
た
か
い
こ
と
。
又
‘
其

の
品
。

O
宋
‘
詳
符
の
人
。
丹
徒
に
寓
居
す
。
進
士
。
宋

の
末
年
に
帝
に
従
っ
て
海
に
浮
ぴ
、
櫃
密
使
を
授
け
ら

る
。
等
い
で
陸
秀
夫
と
共
に
崖
山
に
死
す
。
〔
尚
友
録
‘

七〕。

〖
高
貴
足
〗1

4
9
k
a
o
1
 kuei• 

tsu2

他
人
の
門
弟
を
敬

楢
す
る
語
。
御
高
弟
。
御
門
人
。

〖
高
貴
郷
公
〗1

5
0
誘
？
•
ウ
三
國
魏
‘
曹
馳
(
5
-
1
4
2
9
7

:
 1
6
0
)

の
封
琥
°

〖
高
貴
徳
王
菩
蔭
〗l
S
l
g
パ
ト
ク
ワ
ゥ
園
菩
薩
の
名
。
正
し

く
は
光
明
遁
照
高
貴
徳
王
菩
蔭
と
梢
す
。
秤
尊
が
涅
槃

の
時
に
説
い
た
大
般
涅
槃
経
會
上
の
封
衆
の
一
人
。

〔
涅
槃
経
疏
‘
十
九
〕
光
明
遍
照
論
―
―
外
化
廣
お
向
貴
徳
王

競
内
行
深
↓

【
高
旗
】
1
5
2
5
ゥ
た
か
く
ひ
る
が
へ
る
は
た
。
〔
後
漢
書
、

光
武
紀
賛
〕
長
穀
雷
レ
野
、
高
旗
彗
レ
雲
。
〔
杜
弼
‘
檄
レ
梁

文
〕
高
旗
舒
レ
柿
、
長
穀
啓
に
打
‘
迅
騎
追
レ
風
、
精
甲
曜
レ

日。

【
吉
回
輩
】
g

5
ゥ
高
く
飛
ぶ
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
若
夫
遊

鵡
高
置
‘
絶
レ
抗
躁
レ
斥
゜
〔
顔
延
之
‘
陽
給
事
誅
〕
鳴
譲
横

属
霜
鏑
高
輩
。

[
高
庵
】
1
5
4
5
，
た
か
く
さ
し
ま
ね
く
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

魯
陽
揮
レ
文
而
高
魔
‘
週
元
暉
震
於
太
清
↓

【
高
璧
】
1
5
5
[
ゥ
｛
木
、
長
渓
の
人
。
字
は
子
雲
。
紹
興
の
進

士
。
孝
宗
の
朝
‘
太
學
博
士
と
な
る
。
後
、
祁
書
著
作
郎

13189 
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高

部

高

五

九

四

|

l

I

 

に
遷
り
‘
乾
道
會
要
を
修
め
、
朝
散
郎
に
轄
ず
。
著
に
易
久
。
〔
漢
書
、
蘊
仲
舒
博
〕
子
大
夫
明
1

一
先
聖
之
業
石
自
―
-
【
吉
向
向
】
173

り

m

姓
氏
。
〔
新
撰
姓
氏
録
考
證
‘
四
〕
。
又
、
激
・
栢
・
馬
韓
・
鮮
卑
と
共
に
兵
を
併
せ
て
、
漢
の

JO

説

及

び

詩

文

集

が

あ

る

。

俗

化

之

雙

、

終

始

之

序

五

晒

二

聞

高

誼

一

之

日

久

芙

。

〔

劉

長

F
高
強
】
1
7
4
5
炉
す
ぐ
れ
る
。
勝
る
。
〔
燕
子
箋
、
誤
監
〕
玄
菟
・
遼
束
を
攻
め
‘
勢
威
大
い
に
振
ふ
。
在
位
九
十
二
＿

31

【
高
徽
]
1
5
6
5
ゥ
●
急
激
な
音
調
。
〔
應
暖
‘
輿
1

一
涌
柄
書
〕
卿
‘
題
―
―
寃
句
宋
少
府
鹿
―
留
別
詩
〕
従
レ
宦
聞
む
古
節
「
手
段
高
強
‘
生
意
利
市
。
年
。
〔
三
國
史
記
、
紙
句
麗
本
紀
〕
・
〔
三
國
志
‘
-
―
-
+
〕
．

牙
晴
高
徽
‘
義
渠
哀
激
。
〔
陸
機
、
擬
-
―
東
城
一
何
高
一
詩
〕
應
レ
物
推
"
高
誼
二
〇
あ
つ
い
よ
し
み
。
御
厚
情
。
他
人
[
高
胆
]175

い
炉
深
ぃ
ひ
と
み
o

深
喘
子
o
高
匡
に
同
じ
o

〔
後
漢
書
、
二
日
十
五
〕
゜

長
歌
赴
↓
1

促

節

斧

衣

響

逐

舌

向

徽

↓

〔

注

〕

翰

日

、

調

急

日

レ

の

情

の

敬

梢

。

〔

張

衡

、

西

京

賦

〕

猛

毅

堅

盤

‘

隅

目

高

匪

゜

〔

注

〕

綜

曰

、

【

高

匡
g
】165
昇
嵩
い
所
に
居
る
。
〔
説
苑
、
正
諫
〕
蝉
高

高。

O
後
魏
の
人
。
湖
の
後
。
字
は
榮
顕
゜
盆
は
文
宜
。
延
【
高
議
】
165

乃

0
高
尚
な
議
論
。
〔
六
紹
、
文
餡
、
上
賢
〕
高
匪
、
深
瞳
子
也
‘
皆
謂
1
1

猛
獣
作
レ
怒
可
レ
畏
者
↓
居
悲
鳴
飲
レ
露
、
不
レ
知
三
蛭
螂
在
二
其
後
一
也
。
〔
張
衡
‘

昌
中
、
嘱
嵯
に
使
し
、
西
域
諸
國
之
を
敬
憚
せ
ざ
る
な
博
聞
絣
辞
‘
虚
論
高
議
、
以
為
1一
容
美
→
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
齊
【
高
~
】

1
7
6認ゥ
侯
國
の
名
。
漢
‘
置
く
。
山
東
省
苗
縣
の
西
京
賦
〕
託1一
喬
基
於
山
岡
面
匡
珊
冤
以
高
居
。
〔
王
融
‘

し
。
還
つ
て
冗
従
僕
射
を
授
け
ら
る
。
神
亀
中
、
再
び
囁
人
見
1一
田
駈
1

曰
‘
聞
1一
先
生
高
議
盆
緊
為
不
に
臣
‘
而
願
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
瑣
邪
郡
‘
縣
五
十
一
、
高
郷
‘
侯
永
明
九
年
策
―
―
秀
才
1

文
〕
恭
淮
1土
面
烹
審
聴
高
居
。

漣

に

使

し

て

還

り

‘

抱

平

に

至

る

。

時

に

陽

莫

折

念

生

為

レ

役

。

●

さ

か

ん

に

議

論

す

る

こ

と

。

楡

快

に

論

ず

國

。

【

高

西

i
]
1
8
6
}~. 

位
が
高
く
て
賓
職
の
な
い
こ
と
。
〔
後

反
す
。
河
州
刺
史
元
詐
‘
憂
を
以
て
死
す
。
因
つ
て
徽
を
る
こ
と
。
〔
江
滝
‘
詣
-
―
建
平
王
―
上
書
〕
次
則
結
1

一
綬
金
【
古
向
境
】
177

”
”
？
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。
漢
書
‘
郎
顕
博
〕
而
今
之
在
位
、
競
託
,
,
高
虚
ぶ
m
,, 累
鐘

推
し
て
、
河
州
の
事
を
行
は
し
む
。
虞
置
宜
し
き
を
得
‘
馬
之
庭
一
高
↓
1

議
雲
壷
之
上
↓
〔
王
維
、
少
年
行
〕
漢
家
君
【
邸
蘭
鏡
】
178

認
ゥ
高
く
て
ら
す
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
潜
龍
之
奉
一
忘
↓
↓
天
下
之
憂
ニ
●
高
く
む
な
し
い
。
〔
南
齊
書
、

兵
士
命
に
従
ふ
。
梁
景
進
、
先
を
率
ゐ
て
来
攻
。
久
し
く
臣
歓
宴
終
‘
高
―
―
議
雲
畳
込
躙
ー
ー
戦
功
↓
浮
レ
景
‘
而
幽
泉
高
鏡
。
〔
注
〕
良
日
‘
鏡
、
照
也
。
築
志
〕
神
儀
駐
レ
漿
‘
華
漢
高
虚
。

援
救
無
く
、
力
屈
し
て
城
陥
り
‘
賊
に
害
せ
ら
る
。
〔
魏
〖
高
議
而
不
レ
可
レ
及
不
レ
若
二
卑
論
之
有

i
功
〗1
6
6
"
ウ
【
高
響
】1

7
9翌
＇
ウ
高
い
ひ
ぴ
き
。
〔
砕
道
衡
‘
老
氏
碑
〕
大
【
高
暖
】

1
8
7
5
5
唐
の
人
。
元
裕
の
子
。
字
は
登
之
。
進
士

書

、

三

十

二

〕

。

訂

石

琴

ぢ

↓

ダ

い

か

徒

ら

に

其

の

議

論

を

高

尚

に

し

て

、

昔

希

レ

臀

、

時

振

1

一

高

響

↓

に

及

第

し

、

寵

を

以

て

進

む

。

捻

宗

の

時

‘

中

書

侍

郎

・

【
高
藷
】
157

豆
金
の
人
。
全
の
子
。
齊
東
・
霜
化
・
安
丘
・
而
も
賓
際
に
行
ふ
こ
と
の
出
来
な
い
の
は
‘
卑
近
な
【
吉
回
闘
】
180

認
ク
な
が
い
あ
し
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
‘
罷
如
レ
熊
、
同
中
書
門
下
平
章
事
に
累
官
す
。
卒
す
る
や
、
太
常
博

商
河
等
の
縣
手
を
歴
任
し
、
政
を
為
す
に
寛
簡
を
9

日
と
言
の
賓
行
す
る
こ
と
の
出
来
る
も
の
に
及
ば
な
い
。
注
〕
似
レ
熊
而
長
頭
高
脚
、
猛
愁
多
レ
カ
。
士
曹
郡
建
言
し
‘
暖
の
生
前
の
交
涸
援
摯
不
純
な
り
し

す
。
嘗
て
縣
の
官
顧
に
妖
嬰
が
あ
り
、
又
‘
縣
内
に
虎
が
〔
説
苑
、
談
叢
〕
猛
獣
狐
疑
‘
不
レ
若

1一
蜂
薇
之
致
＞
毒
也
、
〖
高
闘
蟹
〗

1
8
1
k
a
o
1
 
c
h
i
a
o
3
 h
s
i
e
h
•たか
あ
し
が
に
。
を
以
て
盆
を
刺
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
朝
廷
こ
れ
に

現
れ
た
が
、
藉
は
獣
禰
し
て
之
を
鎮
む
。
〔
臨
邑
縣
志
〕
。
高
議
而
不
レ
可
レ
及
、
不
レ
若
,
,
卑
論
之
有
＞
功
也
。
熾
。
亜
細
亜
東
部
に
産
す
る
蟹
。
胸
甲
は
略
三
角
形
を
従
ふ
。
〔
唐
書
、
二
日
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
七
十

【
高
菱
】
158

”
ゥ
金
、
高
永
(
3
6
)

の

初

名

。

【

裔

説

】

1
6
7
5
ゥ
明
‘
遼
州
の
人
。
盆
は
忠
毅
。
母
に
事
な
し
‘
幅
一
尺
‘
長
さ
一
尺
―
―
―
二
寸
。
脳
の
長
さ
五
六
尺
―
〕
゜

【
高
宜
】
1
5
9
5
ゥ

高

義

に

同

じ

。

へ

て

至

孝

゜

國

子

生

。

官

は

都

督

府

断

事

。

事

に

坐

し

に

及

ぶ

。

【

高

學

】

1
8
8
g
0高
く
飛
ぴ
あ
が
る
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘

【
高
義
】1

6
0乃〇
た
か
い
徳
行
。
又
‘
立
派
に
盛
す
ぎ
り
て
貴
州
を
戌
る
。
建
文
の
時
‘
召
さ
れ
て
官
に
復
す
。
〖
古
向
闘
子
僚
依
ハ
〗

1
8
2
kao1 
c
h
i
a
o
3
 
t
z
i
i
 

c
h
i
a
'
h
u
o

九
辮
〕
鳳
愈
諷
翔
而
高
畢
。
●
俗
な
世
間
を
逃
れ
脱
す

だ
て
。
〔
荘
子
‘
盗
拓
〕
魯
人
孔
丘
、
聞
二
将
軍
高
義
↓
〔
戦
後
‘
燕
兵
起
り
京
城
陥
い
る
に
及
ん
で
、
自
経
し
て
死
皿
鉢
な
ど
の
い
と
ぞ
こ
が
、
高
く
て
高
杯
の
如
く
な
つ
る
こ
と
。
高
踏
。
〔
楚
辞
‘
卜
居
〕
寧
超
然
裔
學
以
保
レ
慎

國
‘
齊
策
〕
夫
位
趙
高
義
也
、
却
秦
兵
—
顕
名
也
。
〔
史
ん
だ
。
〔
明
史
、
一
百
四
十
―
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
日
八
て
ゐ
る
も
の
。
乎
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
〕
今
先
生
率
然
高
攣
、
遠
集
―
―
呉

記
‘
信
陵
君
博
〕
以
忍
子
之
高
義
、
為
―
―
―
能
急
入
之
困
↓
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
―
二
十
三
〕
．
〔
國
朝
献
徴
録
‘
八
【
高
弯
】
183

認
ウ
高
く
弓
な
り
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
地
↓
〔
陶
潜
‘
桃
花
源
詩
〕
願
言
蹟
二
軽
風
ぢ
高
攀
尋
1

一吾

〔
書
吾
故
事
‘
瞥
名
類
〕
稔
四
高
義
→
●
呂
氏
春
秋
、
離
十
一
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
·
六
•
十
六
・
十
七
〕
。
又
、
お
ほ
ぞ
ら
。
〔
韻
府
引
‘
沈
約
、
文
〕
天
證
高
弯
、
地
契
→
参
高
位
に
の
ぽ
る
こ
と
。
〔
古
詩
十
九
首
〕
昔
我
同
門

俗
覧
の
篇
名
。G
l
)
k
a
o
'
i
•

御
厚
情
。
【
高
丘
】

1
6
8昇●
高
い
を
か
。
古
向
陵
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
形
敦
厚
。
〔
係
松
年
、
七
月
還
レ
祁
詩
〕
洪
河
注
―
―
天
南
一
友
、
高
學
振

1一
六
翻
→
®
明
‘
詳
符
の
人
。
字
は
雲
翰
。
弱
冠

〖
高
義
薄
レ
雲
〗

1
6
1砕
北
セ
マ
ル
高
義
は
雲
に
届
く
ほ
ど
序
〕
妾
在
"
巫
山
之
陽
‘
裔
丘
之
岨
→
〔
陳
子
昂
‘
感
遇
詩
〕
兵
氣
横
1ユ
晶
弯
→
に
し
て
父
に
代
つ
て
邊
を
戌
る
。
永
築
の
進
士
。
官
は

で
あ
る
。
義
の
甚
だ
裔
ぃ
喩
゜
〔
宋
書
、
謝
震
運
傭
論
〕
屈
巫
山
採
雲
没
、
高
丘
正
微
茫
。

O
複
姓
。
〔
唐
書
‘
藝
文
【
高
1
呂
】
184

い炉

0
曲
調
の
名
。
燕
槃
宮
瞥
七
調
の
第
一
―
庶
吉
士
・
兵
科
給
事
中
。
正
を
持
し
て
阿
ら
ず
‘
懐
慨
敢

平
宋
玉
導
一
清
源
於
前
↓
買
誼
相
如
振
1

一

芳

塵

於

後

「

英

志

三

〕

裔

丘

詞

集

類

略

‘

三

十

巻

。

運

。

〔

荊

州

稗

編

‘

制

管

之

法

〕

大

呂

宮

俗

呼
1

一
高
宮
↓
言
、
時
に
合
は
ず
。
官
を
辞
し
て
蹄
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、

辞
潤
―
―
金
石
一
高
義
薄
1一
雲
天
→
〖
高
丘
夫
〗

1
6
9
7
0

ウ
キ
ゥ
高
句
耀
の
小
獣
林
王
。
故
國
原
王
〔
築
府
雑
録
、
去
臀
宮
七
調
〕
第
二
運
高
宮
調
。
〔
宋
史
、
二
百
九
〕
·
〔
國
朝
献
徴
録
‘
八
十
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
一

〖
高
義
孟
公
〗1

6
2謬和
ウ
宋
‘
孟
厚(
8
|6
9
6
 0
:
 94
)

の
の
子
。
又
、
小
解
朱
留
王
と
い
ふ
。
其
の
二
年
‘
秦
王
符
律
暦
志
四
〕
大
呂
之
宮
為
―
一
大
吉
一
為
1

一
高
宮
↓
〔
補
筆
百
四
十
二
〕
．
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
―
-
+
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物

綽

琥

。

堅

が

使

を

遺

は

し

て

佛

像

経

巻

を

送

り

、

僧

順

道

を

し

談

〕

大

呂

宮

、

今

為

1

一
高
宮
云
双
臀
用
,
,
四
字
↓
〔
燕
築
考
孜
‘
八
十
四
〕
゜
●
明
‘
溜
川
の
人
。
字
は
東
漠
。
萬
暦
の

【
高
儀
】
1
6
3
[
ゥ
明
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
子
象
。
盆
は
文
て
盛
に
其
の
功
徳
を
逃
べ
し
む
。
王
之
を
受
け
‘
肖
門
原
〕
七
宮
之
第
二
運
‘
郎
按
琵
琶
大
弦
之
第
二
臀
、
云
‘
進
士
。
官
は
完
・
蒲
祈
二
縣
の
知
。
御
史
と
な
り
、
後
‘
浙

端
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
褪
部
尚
書
。
穆
宗
即
位
し
、
諸
寺
・
伊
弗
蘭
寺
を
創
め
て
僧
を
置
く
。
之
を
佛
教
が
朝
高
宮
即
琵
琶
之
四
字
調
、
故
殺
臀
用
1

一
四
字
正
此
調
較
―
―
江
を
巡
撫
し
た
。

種
の
大
典
證
を
酌
定
す
。
後
、
官
は
文
淵
閣
大
學
士
に
鮮
に
入
る
の
始
と
為
す
。
在
位
十
三
年
。
〔
三
國
史
記
‘
正
宮
一
古
四
一
律
丁
故
謂
,
,
之
高
宮
一
云
、
高
宮
、
宋
南
渡
[
-
I
向
~
】1
8
9
5
[
周
の
先
祖
。
公
劉
の
七
世
の
孫
。
〔
左
氏
、

至

る

。

〔

明

史

‘

一

百

九

＋

―

二

〕

・

〔

萬

斯

同

明

史

、

三

百

十

八

〕

。

時

尚

存

‘

但

不

1

一
多
用
一
至
1

一
金
院
本
「
元
雑
劇
始
醐
―
―
昭
‘
七
〕
余
敢
u
笠
高
座
・
亜
開
↓
〔
庄
〕
二
園
、
周
之
先

―
―
-
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
九
十
七
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
+
【
高
級
】
170

昇
階
級
の
高
い
こ
と
。
高
科
。
高
宮
↓
●
高
句
朧
の
太
祗
王
。
瑠
璃
王
の
孫
。
古
雛
加
也
。
〔
國
語
、
魯
語
上
〕
高
階
大
王
‘
能
帥
レ
稜
者
也
、
周
人

七

〕

．

〔

昭

代

明

良

録

‘

九

〕

。

【

高

匡

]
m
”
炉
高
い
眼
骨
。
眼
孔
の
周
園
の
骨
の
高
い
再
思
の
子
。
又
‘
國
梱
王
と
い
ふ
。
慕
本
玉
拭
せ
ら
れ
、
報
レ
焉
。
〔
注
〕
高
階
‘
后
稜
後
十
世
‘
公
非
之
子
也
。
〔
史

【
高
誼
]164

”e高
い
義
理
。
た
か
い
み
さ
を
。
高
義
。
こ
と
。
轄
じ
て
、
深
い
ひ
と
み
。
高
距
に
同
じ
。
〔
牛
上
太
子
朔
、
不
肖
な
る
を
以
て
、
宮
、
國
人
に
迎
へ
ら
れ
記
、
周
紀
〕
公
非
卒
‘
子
高
園
立
。

〔
公
孫
龍
子
、
跡
府
〕
素
聞
二
先
生
高
誼
盃
密
為
→
―
弟
子
―
士
、
獅
子
賦
〕
方
願
隧
額
‘
隅
目
高
匡
。
て
即
位
。
東
沃
祖
・
藻
那
・
朱
那
等
の
部
族
を
略
定
し
、
【
絲
尚
缶
~
】

I
O
O
5
"
O
魚
の
名
。
蝉
に
似
る
。
〔
南
方
異
物
志
〕
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高
魚
似
レ
鱒
‘
有
レ
雌
無
レ
雄
、
二
三
月
間
‘
呉
―
―
蛹
錫
1

交
1

一

科

給

事

中

。

嘗

て

上

疏

し

て

紳

仙

に

闘

す

る

行

事

を

録

〕

。

職

百

盆

空

中

外

之

材

↓

水
よ
其
胎
毒
1

人
。
●
地
名
。
春
秋
の
魯
の
地
。
山
東
省
止
め
ん
こ
と
を
請
ふ
。
―
帝
之
を
投
獄
せ
し
も
‘
其
の
直
【
高
麻
I

】204
”
ゥ
〇
立
派
な
道
。
大
道
。
〔
播
岳
‘
閑
居
賦
〕
【
高
向
瓦
】
2
1
2
5
9

高
い
屋
根
の
瓦
゜
〔
劉
説
‘
八
月
四
夜
聞
―
―

苗
縣
の
東
南
。
一
名
、
高
梧
。
〔
左
氏
‘
襄
、
二
十
六
〕
齊
烏
を
憐
ん
で
繹
す
。
後
、
官
は
蘇
州
兵
備
副
使
に
至
る
。
傲
―
―
墳
素
之
長
圃
盃
竺
先
哲
之
高
衝
↓
〔
哀
宏
、
三
國
名
微
雨
一
詩
〕
夢
覺
有
玉
岱
竺
浙
涅
高
瓦
鳴
。

餘
云
云
‘
遂
襲
―
我
高
魚
→
〔
注
〕
高
魚
城
、
在
―
―
凜
丘
縣
東
〔
明
史
、
二
百
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
八
十
一
〕
．
〔
明
臣
序
賛
〕
整
―
―
轡
高
衝
‘
〖

-
1首
天
路
→
●
お
ほ
ぞ
ら
の
【
高
臥
】21

3
砕
其
の
心
を
高
尚
に
し
て
世
俗
の
わ
づ
ら

北

↓

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

山

東

、

尭

州

府

、

清

寧

州

、

郭

城

史

稿

、

一

百

九

十

一

〕

。

道

。

〔

杜

甫

‘

行

次

1

一
昭
陵
玉
詩
〕
風
雲
随
―
―
絶
足
百
I

月
織
二
ひ
を
避
け
て
く
ら
す
こ
と
。
又
、
隠
居
し
て
仕
へ
ぬ
こ

縣
〕
高
魚
城
、
在
―
―
縣
東
北
ゴ
本
云
、
後
論
為
l

士
高
梧
面
唐
【
高
緊
】
197

悶

瞥

が

高

く

ひ

き

し

ま

つ

て

ゐ

る

こ

と

。

高

衛

-

と

゜

〔

晉

書

、

謝

安

博

〕

征

西

大

将

軍

桓

温

請

為

―

―

司

馬

↓

乾
寧
二
年
、
朱
全
忠
遣
―
―
朱
友
恭
1

云
云
‘
敗
―
―
朱
桓
於
高
〔
杜
牧
‘
羊
欄
浦
夜
陪
―
―
宴
會
一
詩
〕
紅
絃
高
緊
臀
臀
急
、
【
古
向
空
】
205

誇
高
い
そ
ら
。
〔
杜
甫
‘
雨
晴
詩
〕
胡
茄
棲
上
将
レ
登
1

一
新
亭
面
朝
士
咸
送
、
中
丞
高
松
、
戯
ら
之
日
、
卿
累

榎

胡

氏

曰

‘

即

高

魚

也

。

珠

唱

鋪

園

嚢

製

長

。

猜

‘

一

雁

入

―

―

高

空

↓

違

1

ー
朝
旨
す
高
1

一
臥
東
山
五
諸
人
相
興
言
、
安
石
不
1

缶
2

出一

【
高
共
]
1
9
1
翌
戦
國
‘
趙
の
人
。
趙
襄
子
の
臣
。
高
赫
【
高
襟
】19
8
5
パ
〇
擦
の
高
い
服
装
。
又
‘
其
の
服
装
を
身
【
~
向
隅
】

2
0
6
誘
山
の
一
隅
。
〔
孫
綽
‘
遊
二
天
台
山
―
賦
〕
朱
将
下
如
『
一
蒼
生

1何
ご
倉
生
今
亦
将
孟
押
卿
何
本
女
甚
有
二

(
1
1
7
)

に
同
じ
。
〔
史
記
、
趙
世
家
〕
（
趙
襄
子
）
滅
知
氏
ー
に
つ
け
て
ゐ
る
人
。
〔
沈
佳
期
、
洛
州
爾
司
兵
謁
も
兄
還
闘
玲
孟
鳴
子
林
間
王
澁
旱
陰
―
―
映
子
高
隅
↓
〔
飽
照
、
行
菓
愧
色
↓
〔
晉
書
、
隠
逸
‘
陶
潜
偉
〕
嘗
言
‘
夏
月
虚
閑
、
高
―
―

云
云
、
行
な
賞
、
高
共
為
レ
上
‘
張
孟
同
曰
‘
晉
陽
之
難
、
唯
赴
レ
洛
成
レ
證
詩
〕
棠
棟
日
光
輝
、
高
襟
應
レ
序
蹄
。
●
ぢ
至
,
,
城
東
橋
―
詩
〕
蔓
草
緑
,
,
高
隅
云
脩
楊
央
―
―
廣
津
↓
臥
北
窟
之
下
五
清
風
颯
至
、
自
謂
、
義
皇
上
人
。
〔
謝
眺
、

共
無
レ
功
‘
襄
子
日
、
方
1

一
晉
陽
急
云
霊
臣
皆
憬
‘
惟
共
不
,
1

high 
cal Jar
の
謳
昔
。
高
い
カ
ラ
ー
の
意
。
④
西
洋
【
高
渾
1

】207
誇
清
の
人
。
本
の
従
子
。
字
は
雨
吉
。
萱
を
在
レ
郡
臥
レ
病
呈
―
―
沈
尚
書
1

詩
〕
淮
陽
股
肱
守
、
高
臥
猶

敢
失
1

一
人
臣
證
五
是
以
先
レ
之
。
〔
注
〕
集
解
、
徐
廣
日
‘
共
、
風
を
氣
ど
り
、
時
流
を
追
ひ
服
装
を
飾
る
こ
と
。
又
‘
其
本
に
學
び
‘
精
雅
は
出
r
に
過
ぐ
。
〔
清
董
家
詩
史
、
乙
、
在
乙
弦
。
〔
劉
長
卿
‘
題
1

一
元
録
事
所
居
一
詩
〕
幽
居
羅
辟

云

げ

赫

゜

〔

苑

成

大

、

戯

書

二

首

詩

〕

顛

浦

須

曳

猶

執

レ

の

人

。

＠

婦

人

の

、

西

洋

風

の

束

髪

。

下

〕

．

〔

國

朝

萱

識

‘

六

〕

。

情

、

高

臥

紀

綱

行

。

譴
古
来
惟
有
こ
高
共
→
【
高
吟
】

1
9
9梵臀
た
か
ら
か
に
ぎ
ん
ず
る
。
〔
古
架
府
、
【
高
化
】

2
0
8
務
宋
、
箕
定
の
人
。
字
は
仲
煕
。
溢
は
恭
荘
。
〖
高
臥
棲
〗

2
1
4
誘
久
ヮ
明
‘
李
生
寅(
6
-
1
4
4
5
9

:
 1
5
5
7
)
 

【
高
挟
】
192

玲
ウ
●
何
事
も
せ
ず
雨
手
を
高
く
こ
ま
ね
雑
曲
歌
辞
‘
傷
歌
行
〕
仔
立
吐
1

一
高
吟
涵
E

レ
憤
訴
1

一
弯
蒼
↓
幼
時
‘
沈
勇
に
し
て
善
＜
射
る
。
慎
宗
の
時
‘
蜀
州
圃
練
の
室
名
。

く
。
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
高
挟
下
厩
、
噌
喧
為
レ
深
。
〔
史
記
、
〔
岱
康
‘
琴
賦
〕
慕
老
童
於
魏
隅
一
欽
1

一
泰
容
之
高
吟
↓
使
に
累
遷
す
。
天
聖
中
、
夏
大
雨
有
り
。
能
く
沐
堤
を
護
【
高
恢
】
215

”
や
後
漢
、
京
兆
の
人
。
字
は
伯
通
。
少
に

蘇
秦
博
〕
今
君
高
挟
而
雨
有
レ
之
、
此
臣
之
所
1

一
以
為
レ
君
〔
鄭
谷
、
送
下
進
士
播
為
l

示
＇
第
ー
南
欝
迄
向
〕
結
綬
位
卑
っ
て
患
無
き
を
得
。
仁
宗
之
を
嘉
し
、
武
安
軍
節
度
使
・
し
て
老
子
を
治
め
、
括
虚
に
し
て
世
務
を
螢
ま
ず
。
梁

願
也
。
〔
韻
府
引
、
蘇
轍
‘
詩
〕
忽
驚
九
華
峯
、
高
挟
立
1

一

我

甘
1

一
晩
逹
「
登
龍
心
在
且
高
吟
。
相
州
知
に
累
進
す
。
時
に
部
に
大
獄
有
り
、
皆
死
罪
に
鴻
と
親
し
く
‘
華
陰
山
中
に
隠
る
。
鴻
の
東
消
す
る
に

前
↓
〇
道
家
の
語
。
大
法
師
を
い
ふ
。
高
公
(
3
1
7
)

を
見
【
嵩
面
戌
】
200

焚
高
い
極
み
。
最
高
頂
。
〔
錘
會
、
蒲
萄
賦
〕
営
る
。
化
こ
れ
を
疑
ひ
、
再
審
せ
し
む
。
果
し
て
無
罪
者
及
び
、
雨
者
遂
に
復
た
相
見
ず
。
恢
亦
終
身
仕
へ
ず
。

よ
。
●
明
、
新
鄭
の
人
。
字
は
粛
卿
。
溢
は
文
襄
゜
嘉
靖
の
託
1
1

震
根
之
玄
圃
涵
杷
嘉
山
之
高
堰
↓
散
人
あ
り
。
〔
宋
史
‘
三
百
二
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
日
〔
後
漢
書
、
一
百
十
三
〕
．
〔
高
士
博
‘
下
〕
。

進
士
。
徐
階
と
親
し
く
、
引
か
れ
て
入
直
し
、
遂
に
文
淵
【
高
向
銀
]201

k
a
o
'
y
i
n
2

成

色

佳

良

な

銀

。

其

の

純

銀

含

四

〕

・

〔

北

宋

経

撫

年

表

、

六

十

六

〕

。

【

嵩

正

こ
2
1
6
5
や
行
ひ
を
け
だ
か
く
し
て
世
の
中
か
ら

閣
大
學
士
に
至
っ
た
が
、
専
横
の
た
め
、
論
難
を
蒙
つ
て
有
の
割
合
は
干
分
の
九
百
八
十
以
上
。
【
高
ャ
花
】
209

競
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
花
。
〔
庚
肩
吾
、
奉
T

隠
れ
て
住
む
こ
と
。
〔
謝
霊
運
‘
武
帝
昧
〕
舜
潜
―
―
歴
巖
一

退
く
。
隆
慶
中
‘
復
官
し
‘
柱
國
中
極
殿
大
學
士
に
至
る
。
【
高
矩
】
202

カ
高
尚
な
の
り
。
高
範
。
〔
張
華
‘
動
志
詩
〕
和
没
1

一
舟
漢
水
社
廿
萬
山
葎
心
数
詩
〕
逍
岸
高
花
獲
、
春
塘
高
1

一
晦
洒
渚
↓

紳
宗
の
時
、
張
居
正
・
渇
保
に
排
斥
せ
ら
れ
、
家
居
散
年
先
民
有
レ
作
、
胎
―
―
我
高
矩
↓
〔
晉
書
‘
賀
循
博
〕
餐
―
―
服
玄
細
柳
懸
゜
〔
庚
信
‘
詠
1

一
壷
屏
風
―
詩
其
五
〕
小
橋
飛
1

一
断
岸
一
【
高
會
I

】217
読
ィ
●
盛
大
な
宴
會
。
盛
宴
゜
〔
戦
國
‘
秦
策
〕

に

し

て

卒

す

。

著

に

高

文

襄

公

集

が

あ

る

。

〔

明

史

、

二

風

五

翌

羨

高

矩

↓

高

花

出

,

,

逍
棲
↓
〔
王
勃
、
射
レ
酒
春
園
作
〕
狭
水
牽
1

一
長
於
レ
是
使
4

唐
唯
載
1

奎
品
哭
予
1

一
之
五
干
金
こ
居
"
武
安
一

百
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
二
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
【
高
謗
】
2
0
3
9
ゥ
●
後
漢
‘
般
の
人
。
字
は
容
回
。
曾
祗
嘉
‘
鏡
ぢ
高
花
送
―
―
断
香
↓
高
會
相
興
飲
。
〔
史
記
、
項
利
紀
〕
漢
皆
已
入
二
彰
城
面
牧
二

九
十
七
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
鋒
‘
魯
詩
を
元
帝
に
授
け
、
官
は
上
谷
太
守
。
父
容
、
哀
平
の
【
嵩
科

1210
競
●
た
か
い
と
こ
ろ
。
〔
韓
非
子
、
有
度
〕
縄
其
貨
賓
美
人
言
口
置
酒
高
會
゜
〔
後
漢
書
、
鄭
太
博
〕
日

六
十
三
〕

o

o

o

、
光
緑
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
昭
‘
父
任
を
以
て
郎
中
を
直
而
柾
木
断
、
準
夷
而
高
科
削
。
●
科
攀
及
第
に
於
け
引
,
,
賓
客
二
高
會
借
築
。
〔
魏
志
、
武
帝
紀
〕
置
酒
高
會
、

【
高
旭
】
193

”
ク
明
、
甫
田
の
人
。
山
水
萱
に
巧
。
〔
皇
朝
授
け
ら
る
。
世
t
魯
詩
を
博
へ
、
清
操
を
以
て
聞
ゆ
。
王
る
最
高
位
を
い
ふ
。
高
第
。
科
攀
は
官
吏
の
登
用
試
瞼
。
不
レ
圏
―
―
進
取
↓
●
盛
大
な
會
合
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
先

詞
林
人
物
考
、
十
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
又
七
十
〕
・
非
纂
位
す
る
や
、
父
子
、
盲
と
稽
し
、
逃
れ
て
仕
へ
ず
。
〔
藷
唐
書
、
元
載
博
〕
（
天
賓
初
）
下
レ
詔
求
T

明
1
-

荘
老
文
列
王
之
所
―
―
高
會
面
皿
四
方
之
所
1

一
軌
則
↓

〔

明

董

鋒

‘

五

〕

。

光

武

即

位

す

る

や

、

徴

さ

れ

て

郎

と

為

り

、

大

司

農

に

四

子

之

學

土

只

載

策

入

,

,

高
科
↓
〔
李
嘉
祐
、
送
―
―
巌
二
【
裔
玉
誨
】
2
1
8
5
や
た
つ
と
い
を
し
へ
。
轄
じ
て
、
他
人
の

【
高
動
】
194

”
ク
五
代
、
呉
の
舒
州
の
人
。
楊
行
密
の
掌
累
官
。
朝
に
在
り
、
方
正
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
擢
レ
第
東
饒
1

詩
〕
盛
業
推
1

一
儒
行
ぢ
高
科
獨
少
年
。
〔
歌
陽
教
へ
に
討
す
る
敬
稽
。
高
教
。
高
訓
゜
〔
元
好
問
‘
贈
―
―
答

書
記
と
な
り
、
行
密
が
茶
堕
を
以
て
民
の
布
吊
と
交
換
一
百
九
下
〕
゜
●
前
燕
‘
遼
東
の
人
。
永
嘉
の
乱
を
避
脩
、
相
州
萱
錦
堂
記
〕
自
1

一
公
少
時
ご
已
擢
,
,
高
科
こ
芽
楊
燦
然
一
詩
〕
闘
中
楊
夫
子
、
高
誨
世
所
レ
聞
。

し
て
利
を
得
よ
う
と
し
た
の
を
諫
止
し
、
守
令
を
選
ん
け
て
隠
居
す
。
建
武
の
初
‘
慕
容
魔
が
自
ら
大
箪
子
と
顧
仕
↓
〔
小
學
‘
巻
五
、
嘉
言
〕
伊
川
先
生
言
、
人
有
―
―
―
―
-
【
高
玲
8

】2
1
9
5
や
高
く
そ
び
え
た
ひ
の
き
。
〔
劉
説
、
石
洞

で
農
桑
を
勧
め
さ
せ
、
遂
に
富
強
を
致
す
。
〔
十
國
春
稽
す
る
に
及
び
、
之
に
仕
へ
て
郎
中
と
な
る
。
銑
が
位
不
幸
ぶ
丘
年
登
1

一

高

科

二

不

幸

。

詩

〕

崎

嘔

到

"

祠

庵

ぢ

高

檜

桂

レ

日

晩

。

秋

〕

。

を

嗣

い

で

後

、

玄

菟

太

守

に

遷

り

、

汝

陰

侯

に

封

ぜ

ら

【

高

華

】

211

競
た
か
く
は
な
や
か
。
す
ぐ
れ
て
立
派
.

[
-
1
1
€
~

】2
2
0
”
や
け
だ
か
い
お
も
ひ
。
高
尚
な
こ
こ
ろ
。

【
高
疑
】
195g”
ク
高
い
。
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
湿
哉
る
。
天
文
に
精
通
し
、
宇
文
逸
豆
鯖
を
伐
つ
時
、
戦
は
又
、
そ
の
地
位
・
家
柄
な
ど
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
王
恭
博
〕
〔
杜
甫
‘
贈
"
鄭
十
八
責
1

詩
〕
高
懐
見
,
,
物
理
盃
識
者
安
肯

，
 

雀
生
‘
饉
正
心
直
、
天
骨
疎
朗
、
瀧
宇
高
疑
。
大
勝
す
る
が
、
将
に
利
あ
ら
ず
と
豫
言
す
。
後
、
果
し
自
負
ー
ー
オ
地
高
華
面
〗
有
1一
宰
輔
之
望
→
〔
南
史
、
劉
偶
偉
〕
晒
゜

【
高
金
】
196

”t

明
、
石
州
の
人
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
兵
て
大
勝
し
た
が
、
誘
は
流
矢
に
中
つ
て
死
ん
だ
。
〔
前
燕
蔭
―
―
藉
高
華
ア
八
品
冗
末
。
〔
李
孝
端
‘
制
〕
朕
設
1

一
高
華
之
【
高
光
】
2
2
1
9
炉

0
宮
殿
の
名
。
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
覧
,
,
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楼
流
於
高
光
一
分
‘
溶
,
,
方
皇
於
西
青
↓
〔
注
〕
善
日
、
服

虔
日
、
高
光
、
宮
名
也
。
〔
漢
書
、
揚
雄
傭
上
〕
武
帝
復
噌
,
,

通
天
・
高
光
・
迎
風
↓
●
高
い
光
。
高
い
所
ま
で
明
か
に

照
ら
す
光
。
〔
魏
文
帝
‘
於
レ
誰
作
詩
〕
清
夜
延
1

一
貴
客
面
明

燭
狙
五
高
光
↓
●
漢
の
高
雌
と
後
漢
の
光
武
。
〔
班
固
、

典
引
〕
高
光
二
聖
‘
哀
,
,
居
其
域
↓
〔
注
〕
禁
邑
曰
、
言
T

高
祖
・
光
武
‘
如
＊
北
辰
居
―
―
其
所
一
而
欧
星
北
ぶ
之
。
●

晉
の
人
。
柔
の
子
。
字
は
宣
茂
。
少
に
し
て
家
業
に
習

ひ
‘
刑
理
に
熟
練
す
。
元
康
中
、
尚
書
典
三
公
曹
を
授
け

ら
る
。
趙
王
倫
の
纂
逆
す
る
や
、
光
能
く
道
を
守
り
貞

節
を
盛
す
。
倫
に
死
を
賜
ひ
‘
齊
王
問
政
を
輔
く
る
に

及
び
‘
廷
尉
と
為
り
、
尋
い
で
尚
書
に
累
遷
す
。
成
都
王

穎
を
討
つ
て
功
有
り
。
封
は
延
陵
縣
公
。
悪
帝
‘
張
方
に

逼
ら
れ
、
長
安
に
幸
す
る
や
、
朝
臣
の
従
ふ
者
無
し
。
光

獨
り
―
帝
に
侍
し
て
西
し
、
尚
書
令
に
遷
る
。
〔
晉
書
、
四

十
一
〕
゜
●
明
‘
濾
州
の
人
。
官
は
應
天
通
判
。
天
啓
の

初
‘
奢
崇
明
反
し
て
城
陥
る
や
‘
薙
斐
し
て
僧
と
為
り
、

子
在
昆
と
壮
士
を
募
り
‘
賊
を
殺
す
こ
と
百
餘
人
。
執

へ
ら
れ
て
屈
せ
ず
、
家
衆
と
共
に
死
す
。
〔
明
史
、
二
百

九
十
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
七
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
ニ

百
七
十
一
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
博
、
四
〕
。

【
高
閑
】
222

読
ウ
高
く
ひ
ろ
い
。
又
、
そ
の
所
。
〔
徐
陵
‘

報
1

一
手
義
尚
書
〕
伊
昔
梁
朝
、
共
奉
嘉
聘
云
喪
絃
大

吊
云
虞
彼
高
閑
↓

【
高
廣
】
223

バ
炉
〇
た
か
さ
と
ひ
ろ
さ
。
〔
稽
神
録
〕
國

初
楊
汀
自
言
、
天
祐
初
在
1

一
彰
城
涵
竺
暑
子
佛
寺
玉
雨
雹

方
甚
‘
忽
聞
1

一
大
臀
震
＞
地
‘
走
視
―
―
門
下
五
乃
下
こ
大
雹

於
街
中
ず
其
高
廣
興
孟
溢
空
等
、
入
レ
地
可
―
―
丈
餘
ぶ
頃
之

雨
止
。
●
た
か
く
ひ
ろ
い
。
又
、
そ
の
所
。
〔
李
賀
‘
春
欝
―
―

昌
貧
詩
〕
香
氣
下
1

一
高
廣
玉
鞍
馬
正
-
1

華
耀
↓
●
縣
名
。

漢
‘
置
く
。
山
東
省
酉
縣
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
瑣
堺
郡
、

縣
五
十
一
、
高
廣
。

【
高
暖
】
224

バ
炉
〇
け
だ
か
い
心
。
〔
章
應
物
、
天
長
寺
上

方
別
―
―
子
西
有
道
―
詩
〕
高
瞭
出
―
―
塵
表
ぶ
迄
烹
芭
心
紳
↓

●
た
か
く
ひ
ろ
い
。
国
m
萱
見
聞
誌
‘
紀
藝
下
、
山
水
門
〕

鍾
陵
僧
巨
然
、
エ
享
三
山
水
盃
筆
墨
秀
潤
、
善
為
,
,
煙
嵐
氣

象
、
山
川
高
瞭
之
景
↓

【
高
郭
】
2
2
5
5
や
縣
名
。
漢
、
置
く
。
河
北
省
任
丘
縣
の

西
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
泳
郡
‘
縣
二
十
九
、
高
郭
。
〔
太

平
賽
宇
記
〕
故
城
在
1

一
鄭
縣
西
南
二
十
六
里
一
淳
沌
河

厚
其
濱
ギ
亦
稽
―
―
衰
角
城
百
ぞ
水
衰
二
其
角
―
而
過
わ
也
。
別
―
―
章
司
士
1

詩
〕
高
館
張
レ
燈
酒
復
清
、
夜
鐘
残
月
雁
蹄

【
高
獲
】
2
2
6
9
や
後
漢
、
新
息
の
人
。
字
は
敬
公
。
少
よ
り
臀
。

光
武
と
相
知
る
。
司
徒
歌
陽
歓
に
師
事
す
。
歓
獄
に
下
【
古
向
歓
】
2
3
3
9
ザ
北
齊
の
高
祗
。
先
世
は
渤
海
の
循
の

さ
る
る
や
‘
鐵
冠
を
冠
し
‘
鐵
鑽
を
帯
び
、
闘
に
詣
つ
て
人
。
字
は
賀
六
渾
。
盆
は
献
武
。
天
保
の
初
‘
獣
武
帝
と

請
を
為
す
。
帝
赦
さ
ず
と
雖
も
、
之
を
引
見
し
て
日
く
‘
追
崇
し
、
廟
琥
を
太
岨
と
す
。
天
統
の
初
‘
紳
武
皇
帝
と

朕
、
子
を
用
ひ
て
吏
と
為
さ
ん
と
欲
す
、
子
‘
宜
し
く
常
改
溢
し
、
廟
琥
を
高
祗
と
す
。
初
、
葛
榮
に
事
へ
‘
親
信

性
を
改
む
ぺ
し
と
。
獲
封
へ
て
曰
く
、
臣
性
を
父
母
に
都
督
を
授
け
ら
る
。
爾
朱
兆
‘
魏
の
孝
荘
帝
を
試
す
る

受
く
‘
之
を
陛
下
に
改
む
べ
か
ら
ず
と
。
遂
に
辞
去
す
。
や
、
歓
‘
兵
を
起
し
て
兆
を
討
つ
て
之
を
滅
し
‘
渤
海
王

獲
‘
天
文
遁
甲
を
善
く
し
、
能
＜
鬼
紳
を
役
し
、
言
ふ
所
に
封
ぜ
ら
る
。
孝
武
帝
を
擁
立
し
‘
丞
相
と
為
り
‘
櫂
を

瞼
多
し
。
三
公
争
ひ
召
す
も
應
ぜ
ず
。
太
守
飽
竪
縣
に
専
に
す
。
帝
西
走
し
て
宇
文
泰
に
依
る
や
、
歓
、
孝
静
帝

行
く
毎
に
‘
籠
ち
其
の
間
に
式
す
。
獲
遂
に
江
南
に
遠
を
別
立
す
。
こ
れ
よ
り
魏
東
西
に
分
れ
、
歓
は
東
魏
に

遁
す
。
〔
後
漢
書
、
一
百
十
二
上
〕
。
仕
へ
、
西
魏
宇
文
泰
と
相
攻
戦
す
。
性
深
密
゜
機
櫂
の
際
、

【
高
官
】
2
2
7
9
炉
●
高
い
官
職
。
顕
官
。
〔
荘
子
‘
譲
王
〕
勢
化
紳
の
如
し
。
軍
旅
を
取
し
、
法
令
厳
粛
‘
腿
断
明
察

今
世
之
人
居
1

一
高
官
尊
爵
1

者
、
皆
重
レ
失
レ
之
。
〔
孔
叢
な
り
。
〔
北
齊
書
、
一
〕
・
〔
北
史
‘
六
〕
。

子
、
公
儀
〕
今
徒
以
1

一
高
官
厚
藤
ぶ
B
-
―
餌
君
子
ょ
●
棄
の
【
高
藝
こ
2
3
4
5
t
ノ
た
か
く
つ
か
ね
た
ま
げ
。
〔
宋
史
、
儀
衛

名
。
四
川
省
綿
陽
縣
の
東
。
高
観
寺
山
の
頴
。
清
の
嘉
志
二
〕
宮
中
導
従
之
制
、
云
云
、
高
襲
青
抱
大
将
二
人
。

慶
五
年
、
里
人
李
國
均
等
‘
築
い
て
教
匪
を
避
く
。
【
高
観
】
2
3
5
9
”
／
●
た
か
ど
の
。
誉
観
。
又
、
大
き
な
道

【
高
冠
】
228

読
／
●
た
か
く
り
つ
ば
な
冠
。
〔
墨
子
、
公
孟
〕
教
の
寺
。
〔
王
簗
、
思
友
賦
〕
登
―
―
城
隅
之
高
観
石
忽
臨
和
下

高
冠
博
帯
、
金
剣
木
盾
゜
〔
後
漢
書
‘
宦
者
傭
序
〕
若
夫
高
以
翻
翔
。
●
た
か
い
と
こ
ろ
か
ら
み
る
。
〔
郭
環
、
登
―
―

冠
長
剣
、
紆
レ
朱
懐
レ
金
者
、
布
,
,
涌
宮
閾
↓
〔
摯
虞
、
思
遊
百
尺
棲
1

賦
〕
在
,
,
青
陽
之
季
月
一
登
二
百
尺
1

以
高
観
。

賦
〕
戴
1

一
朗
月
之
高
冠
1

分
‘
綴
1

一
太
白
之
明
瑣
↓
●
山
【
高
弧
5
]
2
3
6
9
バ
た
つ
と
い
を
し
へ
。
高
尚
な
を
し
へ
。

名
。
湖
北
省
武
昌
縣
治
の
東
隅
。
別
名
、
高
観
山
・
蛇
山
。
高
教
。
又
、
他
人
か
ら
受
け
る
教
を
い
ふ
敬
語
。
御
教
訓
。

〖
高
冠
兒]
2
2
9

k
a
o
'
k
u
a
n
'
e
r
h

婦
人
の
髯
の
名
。
束
〔
後
漢
書
、
雀
覇
博
〕
固
牌
＞
因
―
―
天
質
之
自
然
云
誦
＊
上
哲

髪
の
如
く
頭
上
に
高
く
束
ね
る
も
の
。
之
高
訓
公
孫
綽
、
表
哀
詩
〕
俯
愧
二
阻
質
而
仰
恭
古
向
訓
↓

【
高
換
】
230

吟
北
齊
の
人
。
歓
の
第
七
子
。
字
は
敬
壽
。
【
高
動
】
237

焚

O
高
い
い
さ
を
。
〔
後
漢
書
‘
朱
景
博
論
〕

盆
は
剛
粛
。
天
姿
雄
傑
。
壮
年
に
及
び
、
力
能
く
鼎
を
雖
,
,
寇
部
之
高
動
、
歌
賣
之
鴻
烈
谷
｛
レ
土
不
レ
過
1

一
大
縣
散

攀
ぐ
。
毎
に
左
右
に
謂
つ
て
日
く
、
人
無
學
な
る
べ
か
四
盃
び
加
特
進
•
朝
請
而
已
゜
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
、
邊
譲

ら
ず
‘
た
だ
博
士
た
る
を
要
せ
ざ
る
の
み
と
。
故
に
讀
博
〕
逹
―
―
皇
佐
之
高
動
―
令
‘
馳
―
―
仁
臀
之
顕
赫
↓
〔
徐
陵
‘
陳

書
頗
る
梗
概
を
知
る
。
天
保
の
初
‘
封
は
上
鴬
王
。
中
書
公
九
錫
文
〕
高
動
躁
―
―
於
象
緯
云
積
徳
冠
―
―
於
嵩
華
↓
●
遼

令
・
録
尚
書
事
を
歴
任
す
。
初
‘
術
士
が
高
を
亡
す
も
の
の
人
。
字
は
鼎
臣
。
性
、
通
敏
°
晉
に
仕
へ
て
閤
門
使
を
授

は
黒
衣
と
言
ふ
。
文
宣
帝
、
左
右
に
何
物
か
最
も
黒
き
け
ら
る
。
會
同
中
、
来
降
す
。
太
宗
沐
に
入
る
や
、
四
方

と
問
ふ
。
封
へ
て
日
く
‘
漆
に
如
く
は
莫
し
と
。
―
帝
乃
ち
館
使
を
授
け
ら
る
。
好
ん
で
灌
貴
に
結
び
‘
能
＜
服
勤

換
は
第
七
子
な
る
を
以
て
之
に
嘗
る
と
為
し
、
遂
に
兄
す
。
大
臣
多
く
之
を
推
誉
す
。
景
宗
即
位
す
る
や
、
定
策

浚
と
共
に
之
を
殺
す
。
〔
北
齊
書
、
十
〕
。
の
功
を
以
て
秦
王
に
累
封
せ
ら
る
。
保
寧
中
、
毒
薬
を

【
高
寛
】
231

”70
ノ
清
、
呉
の
人
。
字
は
成
裕
。
寓
箕
驚
に
蕎
啜
里
に
績
り
、
事
顧
は
れ
銅
州
に
流
さ
る
。
尋
い
で

巧
。
又
、
山
水
花
丼
を
善
く
す
。
〔
墨
香
居
董
識
、
三
〕
。
又
、
爾
思
温
を
害
せ
ん
と
謀
り
、
誅
せ
ら
る
。
〔
遼
史
、
八

【
高
館
]232

吟
高
い
や
か
た
。
立
派
な
や
か
た
。
轄
じ
十
五
〕
。

て
、
他
人
の
家
の
敬
稽
゜
〔
晉
書
‘
華
輝
博
〕
虚
,
,
高
館
ー
以
【
高
下
】
2
3
8
t
ゥ
高
い
こ
と
と
低
い
こ
と
。
高
い
も
の
と

侯
レ
賢
‘
叩
竪
重
固
以
待
レ
士
。
〔
謝
震
運
、
登
右
門
最
低
い
も
の
。
又
、
た
か
ひ
く
。
あ
が
り
さ
が
り
。
高
低
゜

高
隠
詩
〕
践
峯
抗
,
,
高
館
面
封
嶺
臨
溢
忠
竺
〔
高
適
、
夜
高
卑
。
多
少
。
優
劣
゜
〔
老
子
、
二
〕
高
下
相
傾
。
〔
晏
子
、

五
九
六|
 

重
而
異
者
〕
哀
築
隋
柔
渥
速
高
下
。
〔
漢
書
、
陳
平
博
〕

92

大
王
一
日
得
1
1

楚
之
亡
卒
ご
杏
知
嵩
下
↓
〔
宋
史
、
王

31ー

次
翁
偉
〕
視
1

一
民
産
高
下
↓
〔
李
渉
、
再
宿
孟
益
岬
詩
〕
遠

別

秦

城
1

萬
里
遊
‘
乱
山
高
下
出
"
一
商
州
↓

〖
高
下
在
レ
心
〗23

9
翌
ザ
一
ア
リ
高
く
す
る
も
低
く
す
る

も
皆
そ
の
心
次
第
で
あ
る
。
●
心
が
け
如
何
に
よ
つ
て

事
の
成
否
の
定
ま
る
こ
と
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
五
〕
諺
日
、

高
下
在
レ
心
、
川
澤
納
レ
汚
、
山
藪
蔵
レ
疾
‘
瑾
喩
匿
』
瑕
。

〔
注
〕
度
レ
時
制
レ
宜
也
。
●
進
退
賞
罰
の
櫂
を
ほ
し
い

ま
ま
に
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
何
進
博
〕
今
将
軍
撼
―
―
皇

威
握
哀
要
ニ
龍
襲
虎
歩
、
高
下
在
レ
心
、
此
猶
下
鼓
洪

這
燎
危
髪
上
耳
。

〖
高
下
乱
貼
〗2

4
0
”
狂
ぁ
ち
こ
ち
に
ポ
チ
ボ
チ
貼
を

う
つ
。
〔
重
野
成
齋
‘
―
帝
國
史
談
〕
亦
任
レ
筆
高
下
胤
貼
゜

【
高
問
】
2
4
1
t
り
た
か
い
光
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
、
城
南
聯
旬
〕

威
暢
捐
細
禰
云
霊
燐
望
嵩
問
↓

【
高
勁
】
242

げ
た
か
く
て
つ
よ
い
。
又
、
堂
々
と
し
て
ゐ

て
強
さ
う
に
見
え
る
こ
と
。
〔
蜀
志
、
楊
戯
博
〕
車
騎
高

勁
‘
惟
其
没
愛
。
〔
宣
和
蜜
譜
〕
脩
箋
高
勁
、
架
レ
雪
凌
レ
霜
。

【
高
啓
】
243

袴
明
、
長
洲
の
人
。
字
は
季
迪
。
琥
は
青
丘

子
・
孟
諸
野
人
。
博
學
に
し
て
詩
に
巧
。
北
郭
に
家
し
、

王
行
等
十
人
と
居
相
近
く
‘
琥
し
て
北
郭
十
友
‘
又
、
十

才
子
と
い
ひ
‘
又
、
楊
基
・
張
材
・
徐
責
と
四
傑
と
琥
す
。

官
は
洪
武
の
初
‘
編
修
と
な
り
元
史
を
修
む
る
に
参
興

す
。
尋
い
で
官
を
辞
し
て
蹄
り
、
書
を
教
へ
て
自
ら
給

す
。
知
府
魏
観
交
を
結
ん
で
甚
だ
歓
ぶ
。
後
、
観
は
府
治

を
改
修
し
て
罪
を
得
、
啓
亦
其
の
時
作
っ
た
上
梁
文
に

よ
っ
て
―
帝
の
怒
に
遭
ひ
‘
腰
斬
せ
ら
る
。
性
、
警
敏
に
し

て
文
武
の
オ
あ
り
。
書
讀
ま
ざ
る
な
く
、
尤
も
群
史
に

精
通
す
。
詩
は
雄
健
に
し
て
渾
涵
、
自
ら
一
家
を
為
し
、

明
代
第
一
と
い
は
れ
、
又
、
杜
甫
に
似
た
る
を
以
て
小

杜
甫
と
も
稽
せ
ら
る
。
著
に
大
全
集
・
見
藻
集
が
あ
る
。

〔
明
史
、
二
百
八
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
八
十

六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
献
徴
録
‘
二

十
一
・
ニ
日
十
五
〕
．
〔
明
人
小
博
、
一
〕
・
〔
明
詩
綜
、
八
〕
．

〔
明
詞
綜
、
一
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘
七
〕
。

【
高
倹
】
244

悶
春
秋
‘
齊
の
卿
。
一
名
は
敬
仲
。
飽
叔
牙
‘

管
仲
を
桓
公
に
薦
め
て
日
く
、
管
夷
吾
は
高
埃
よ
り
治

才
あ
り
、
相
た
ら
し
め
て
可
な
り
と
。
〔
春
秋
、
荘
‘
二
十

二
〕
．
〔
左
氏
、
荘
‘
九
〕
。



(45313・ ・245)一 (45313・・274) 

【
高
卿
】
245

袴

字

鼠

O
後
漢
、
法
慎
（
6
-
1
7
2
9
0
:
 1
9
 

5
)

の
字
。

0
唐
。
都
純
(
1
1
-
3
9
4
1
3
:
 8
)

の
字
。

【
高
経
】
2
4
6
[
[

〇
た
か
さ
。
〔
紅
棲
夢
‘
一
回
〕
高
経
十

二
丈
‘
方
経
―
-
＋
四
丈
。

O
明
、
清
苑
の
人
。
崇
禎
の

攀
人
。
母
に
事
へ
て
至
孝
。
城
陥
り
、
母
を
負
う
て
逃

る
。
賊
‘
母
を
執
ふ
る
や
、
自
ら
代
つ
て
母
を
繹
さ
せ
‘

己
は
給
い
て
賊
手
よ
り
逃
れ
、
水
に
投
じ
て
死
す
。
〔
明

史
‘
-
―
百
九
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
八
十
一
〕
．

〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
六
〕
・
〔
績
表
忠
記
‘
八
〕
・
〔
小
膜
紀

年
‘
四
〕
。

【
高
穎
】
247

げ
隋
の
人
。
賓
の
子
。
字
は
昭
匹
器
局
有

り
、
詞
令
を
善
く
す
。
陳
の
武
帝
の
時
‘
齊
を
平
げ
し
功

を
以
て
開
府
を
拝
命
。
文
帝
の
受
祠
後
、
尚
書
左
僕
射

を
拝
命
。
陳
を
伐
つ
や
、
穎
、
元
帥
と
な
り
‘
功
を
以
て

齋
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
し
も
、
事
に
坐
し
て
免
ぜ
ら
る
。

楊
帝
即
位
す
る
や
‘
太
常
を
拝
命
。
時
に
帝
移
靡
に
し

て
臀
色
滋
甚
。
又
、
長
城
の
役
を
起
す
。
頴
‘
之
を
憂
へ
‘

遂
に
訛
謗
を
以
て
誅
せ
ら
る
。
穎
、
僕
射
た
り
し
時
‘

蘇
威
等
を
引
進
す
。
皆
一
時
の
名
士
な
り
。
朝
に
在
る

こ
と
二
十
年
。
朝
野
推
服
し
、
論
者
以
て
異
宰
相
と
為

す
。
〔
隋
書
、
四
十
一
〕
．
〔
北
史
‘
七
十
二
〕
。

【
高
誓
】
2
4
8
[
い
た
か
い
も
と
ど
り
。
高
い
ま
げ
。
〔
後

漢
書
‘
馬
磨
博
〕
城
中
好
二
高
昏
面
四
方
高
一
尺
。
〔
劉
馬

錫
‘
贈
―
李
司
空
妓
1

詩
〕
高
誓
雲
襲
宮
様
放
‘
春
風
一
曲

杜
専
娘
。

【
高
硲
]
2
4
9
t
5

仙
人
の
名
。
高
誓
(
5
2
1
)

に
同
じ
。
〔
宋

玉
、
高
唐
賦
〕
有
方
之
士
‘
羨
門
高
裕
、
上
成
二
鬱
林
ズ
ム

築
正
否
穀
。
〔
注
〕
善
日
‘
史
記
云
‘
始
皇
使
下
燕
人
慮
生

求
＊
羨
門
高
誓
か
船
‘
疑
是
誓
字
。

【
高
墳
】
250

笞
宋
‘
蒙
城
の
人
。
少
時
勇
鷲
無
頼
。
後
、

王
審
埼
に
事
ふ
。
太
宗
‘
京
邑
に
手
と
な
り
‘
其
の
材
勇

を
知
り
‘
帳
下
に
招
致
す
。
即
位
す
る
に
及
ぴ
‘
御
龍

直
指
揮
使
に
抜
擢
す
。
後
、
戦
功
を
積
み
‘
保
大
軍
節
度

に
累
官
す
。
慎
宗
の
時
‘
殿
前
都
指
揮
使
を
授
け
ら
る
。

帝
濱
淵
に
幸
す
。
寇
準
‘
河
を
渡
る
こ
と
を
力
説
し
‘
衆

議
決
せ
ず
。
墳
‘
寇
準
の
言
に
従
は
ん
と
請
ひ
‘
衛
士
を

魔
し
て
贅
を
進
め
‘
帝
遂
に
渡
河
す
。
後
‘
久
病
を
以
て

兵
柄
を
解
か
ん
こ
と
を
求
め
‘
桧
校
太
尉
を
授
け
ら

る
。
項
‘
字
を
識
ら
ざ
れ
も
軍
政
に
晩
逹
し
‘
又
子
十
四

人
‘
皆
訓
ふ
る
に
詩
書
を
以
て
す
。
〔
宋
史
‘
二
百
八
十

—_ 
高

部

高

九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
八
十
九
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
四
十
二
〕
・

〔
隆
平
集
‘
十
七
〕
．
〔
名
臣
碑
傭
碗
珠
集
‘
上
九
〕
．
〔
五
朝

名
臣
言
行
録
‘
四
十
三
〕
。

[
高
階
】
2
5
1
[
5

元
‘
渤
海
の
人
。
字
は
彦
解
。
世
祖
に

事
へ
て
宿
衛
に
備
り
、
頗
る
親
幸
せ
ら
る
。
至
元
の
初
‘

燕
王
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
し
、
詔
し
て
オ
俊
を
選
ん

で
官
隔
に
充
て
、
熊
を
以
て
藝
文
を
掌
ら
し
む
。
又
‘
皇

太
子
宮
の
建
造
を
監
し
‘
規
制
、
法
有
り
、
帝
、
嘉
す
。
失

刺
と
名
を
賜
ふ
。
官
は
河
南
等
路
宣
慰
使
。
〔
元
史
‘
一

百
六
十
九
〕
・
〔
新
元
史
、
一
百
八
十
六
〕
。

【
高
貌
】
2
5
2
t
い
物
事
を
高
い
所
か
ら
み
る
。
世
俗
に
超

然
た
る
に
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
方
将
師
―
―
天
老
―

而
友
池
典
砿
ハ
レ
之
乎
高
呪
而
大
談
。
〔
注
〕
呪
、
視
也
、

高
視
大
談
、
言
レ
不
レ
同
―
―
流
俗
↓
衡
集
作
↓
―
矢
談
ご
矢
亦
直

也
、
義
亦
通
也
。

〖
高
呪
大
談
〗2
5
3
g
”
パ
言
動
が
俗
人
よ
り
高
く
抜
け

出
て
ゐ
る
こ
と
。
高
貌
を
見
よ
。

【
裔
藝
】
254

”O
逹
者
な
藝
゜
〔
朱
徳
潤
‘
題
張
樗
寮
楷

書
公
孫
大
舞
娘
剣
器
行
―
詩
〕
似
レ
聞
互
尚
藝
雨
不
レ
下
‘

各
抱
l

一
地
勢
玉
フ
・
雄
豪

LOO仙
人
の
名
。
〔
捜
神
記
、
一
〕

女
日
、
既
遊
-
―
遠
地
他
方
面
び
尋
1

一
高
藝
↓
「
じ
。

【
高
教
】
255

焚
た
つ
と
い
を
し
へ
。
高
訓
(
2
3
6
)

に
同

【
高
撻
】
256

謗
雨
脚
に
木
竿
を
結
ぴ
足
し
て
跳
舞
す
る

技
。
高
饒
(
2
6
2
)

を
見
よ
。
〔
札
撲
〕
北
方
伎
人
‘
足
繋
1

一木

竿
上
盃
跳
舞
作
1

一
八
仙
状
ぶ
m
呼
ユ
高
撻
云
来
‘
説
文
‘
僑
‘

高
也
‘
営
塩
豆
高
僑
↓

【i
高
橋
】
257

認
鎮
の
名
。

O
渦
洲
遼
寧
省
錦
西
縣
の
東
。

京
奉
鐵
路
に
沿
ふ
。

O
江
蘇
省
無
錫
縣
の
西
北
。
江
陰

漕
河
の
運
河
に
入
る
慮
゜
＠
江
蘇
省
江
陰
縣
の
東
北
。

R
江
蘇
省
上
海
縣
の
東
北
。
黄
浦
江
の
束
。
海
濱
に
臨

む。

O
江
蘇
省
奉
賢
縣
の
西
北
。
青
村
港
の
北
岸
。

O

浙
江
省
富
陽
縣
の
西
。

〖
高
橋
市
〗2

5
8
吟
ヶ
•
ウ
地
名
。0
江
蘇
省
丹
徒
縣
の
東
。

〇
湖
北
省
咸
寧
縣
の
束
。
高
橋
水
の
亜
岸
に
跨
っ
て

市
街
を
な
す
。
参
湖
南
省
長
沙
縣
の
東
北
。
働
廣
東
省

南
海
縣
の
南
。

〖
高
橋
白
山
〗2

5
9
芯
だ
信
濃
の
人
。
名
は
利
貞
。
通
梢

は
敬
十
郎
。
琥
は
白
山
。
家
庭
に
學
ぶ
。
官
は
高
遠
藩

儒
・
進
徳
館
助
教
。
信
濃
安
曇
郡
に
下
帷
教
授
す
。
後
、

新
潟
・
長
野
の
中
學
・
師
範
に
教
鞭
を
執
る
こ
と
五
十

五
九
七

餘
年
。
明
治
三
十
七
年
一
二
月
十
日
歿
す
、
年
六
十
九
。
従
三
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
七
十
五
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百

五
位
を
賄
ら
る
。
著
に
詠
注
千
絶
・
征
清
詩
史
・
白
山
文
五
十
六
〕
．
〔
南
彊
繹
史
‘
十
三
〕
．
〔
小
膜
紀
年
｀
一
・
五
・

集

・

白

山

棲

詩

文

紗

が

あ

る

。

八

・

九

〕

。

〖
高
橋
女
護
島
〗2

6
0芦か
が
八
丈
島
の
人
。
名
は
問
【
高
紫
】2

6
8
焚
け
だ
か
く
い
さ
ぎ
よ
い
。
高
潔
。
〔
漢

恨
。
字
は
正
卿
。
通
梢
は
八
丈
屋
輿
市
。
琥
は
女
護
書
‘
馬
宮
傭
〕
師
丹
薦
に
呂
‘
行
能
高
紫
。
〔
魏
志
‘
張
賄

島
。
文
化
頃
の
人
。
江
戸
に
住
居
す
。
著
に
易
學
簡
博
〕
天
慎
嵩
紫
‘
老
而
禰
篤
゜

理
證
・
改
朔
文
考
證
・
孝
経
證
・
九
経
辞
例
・
経
注
隔
義
・
【
高
潔
】
269

焚
け
だ
か
く
い
さ
ぎ
よ
い
。
又
、
風
景
な

経
元
捜
義
・
古
介
字
證
・
古
起
辟
證
・
古
昼
字
證
•
五
替
ど
の
け
だ
か
く
き
れ
い
な
こ
と
。
〔
呉
志
‘
賀
部
博
評
〕

昔
繹
證
・
古
三
墳
解
・
尚
書
證
・
尚
書
人
物
證
・
詩
経
證
・
賀
部
属
志
高
潔
゜
〔
岱
康
、
井
丹
贄
〕
井
丹
高
潔
、
不
レ
慕
1

一

詩
経
人
物
證
．
爾
雅
證
・
字
義
惑
問
・
聖
賢
語
聯
．
績
文
榮
貴
↓
〔
欺
陽
脩
‘
酔
翁
亭
記
〕
風
霜
高
潔
、
水
落
而
石

淵
遺
珠
・
中
庸
證
·
法
華
経
辞
例
•
本
方
風
雅
集
・
文
字
出
者
、
山
間
之
四
時
也
。

考
・
麟
経
探
築
・
老
子
證
解
·
論
語
證
・
論
語
人
物
證
が
〖
高
潔
鳥
〗

2
7
0
匁
誇
け
だ
か
く
い
さ
ぎ
よ
い
鳥
。
鶴
を

あ
る
。
〔
近
代
名
家
著
述
目
録
〕
。
い
ふ
。
〔
爾
雅
翼
〕
鶴
、
高
潔
之
鳥
也
。

【
高
趨
】
261
k
a
o
'
c
h
'
i
a
 02

高

跳

に

同

じ

。

【

高

闘

】

271

為
〇
高
い
宮
闘
。
〔
後
漢
書
‘
渇
術
博
下
〕
疏

【
高
跳
】
262

k
a
o
'
c
h
'
i
a
o
'
e
竹
馬
の
類
。

0
高
跳
戯
遠
襲
畝
之
臣
、
無
レ
望
,
,
高
闘
之
下
↓
〔
耽
津
、
元
日
早
朝

に
同
じ
。
高
趨
。
高
撻
。
長
趨
。
高
捻
(
2
5
6
)

・
長
躊
(
1
1

ー
詩
〕
紫
貝
為
1

一
高
闘
「
黄
龍
建
1
1

大
牙
ニ
●
地
名
。
緩
遠
省

4
1
1
0
 0

:

 2
2
0
)

を

見

よ

。

那

爾

多

斯

右

翼

‘

黄

河

の

外

‘

騰

格

里

湖

の

東

北

‘

陰

山

〖
高
躁
戯
〗2

6
3
k
a
o
'
c
h
'
i
a
o
'
h
s
i
4

竹
馬
の
如
き
も
の
西
に
営
る
。
戦
國
時
代
に
‘
趙
の
武
霊
王
が
塞
を
此

の

に

乗

っ

て

踊

る

戯

技

。

虞

に

置

い

て

、

高

闘

塞

と

い

っ

た

。

〔

水

経

‘

河

水

注

〕

河

【
高
鍋
】
264

認
清
、
清
苑
の
人
。
字
は
薦
馨
（
薦
卿
）
。
琥
水
又
屈
而
東
流
、
為
―
―
北
河
↓
云
云
、
東
邁
舌
向
関
南
盃
{

は
淵
穎
。
諸
生
。
古
を
嗜
み
、
書
法
を
善
く
し
、
好
ん
で
記
‘
趙
武
震
王
既
襲
―
―
胡
服
芦
E

レ
代
並
二
陰
山
下
云
ぎ
高

山
水
に
遊
ぴ
、
至
る
所
題
詠
有
り
。
著
に
陸
舟
集
・
鷹
中
閥
1

為
レ
塞
、
山
下
有
1

一
長
城
ご
衰
城
之
際
、
連
山
刺
レ
天
‘

集
依
雪
集
・
浮
家
集
義
烈
金
蘭
等
の
編
が
あ
る
。
〔
大
其
山
中
断
‘
雨
岸
雙
闘
、
善
能
奎
盃
竺
望
若
レ
闘
焉
‘
卸

清
畿
輔
先
哲
偲
‘
十
一
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
-
〕
。
状
―
―
表
目
↓
故
有
1

一
高
闘
之
名
一
也
、
自
―
―
閥
北
1

出,,
荒
中
一

【
高
展
】

265g
た
か
い
木
履
。
た
か
あ
し
だ
。
〔
世
説
新
闘
口
有
レ
城
‘
跨
レ
山
結
レ
局
、
謂
-
1

之
高
閥
戌
百
ロ
レ
古
迄
レ

語
、
簡
傲
〕
王
子
敬
兄
弟
見
1

一
郎
公
西
項
レ
履
問
訊
‘
甚
修
1

一
今
、
常
質
董
捧
百
5

防
塞
道
↓
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
使
"
一

外
生
幡
一
及
嘉
賓
死
ご
皆
箸
嵩
展
ご
儀
容
軽
慢
‘
命
レ
蒙
悟
渡
レ
河
取
1

一
高
闘
↓
〔
史
記
、
衛
宵
偶
〕
青
出
雲
中
一

坐
‘
皆
云
、
有
レ
事
不
レ
暇
レ
坐
‘
既
去
、
部
公
慨
然
曰
‘
使
―
―
以
西
至
1

一
高
闘
云
遂
略
1
1

河
南
地
↓
〔
史
記
‘
匈
奴
博
〕
自
レ

嘉
賓
不
＞
死
‘
鼠
輩
敢
爾
。
代
並
―
―
陰
山
「
下
至
孟
向
醐
一
為
レ
塞
。
〔
班
固
‘
封
―
―
燕
然

【
高
戟
]266

翌
立
つ
て
ゐ
る
長
い
ほ
こ
。
〔
張
説
‘
岳
州
山
一
銘
〕
遂
凌
＝
高
闘
玉
’
,
1

維
鹿
面
竺
蹟
歯
五
竺
大
漠
↓

行
郡
竹
羅
詩
〕
厖
似
-
―
長
雲
日
一
↓
森
如
―
―
高
戟
掛
↓
【
高
蹂
】
272

焚
高
く
足
を
あ
げ
て
歩
む
。
床
を
踏
み
鳴

【
高
傑
】
267

焚
〇
け
だ
か
く
す
ぐ
れ
る
。
又
‘
其
の
人
。
ら
し
て
歩
む
。
怒
っ
た
さ
ま
。
蹂
は
踏
。
〔
呂
覧
、
知
化
〕

〔
沈
約
‘
七
賢
論
〕
紐
山
生
是
上
智
之
人
‘
値
―
―
無
妄
之
日
「
雨
献
高
蹴
而
出
二
於
廷
↓
〔
注
〕
雨
手
學
レ
衣
而
行
‘
瞭
‘
踏

神
オ
高
傑
‘
故
為
1

世
道
所
＞
莫
に
谷
。

O
明
、
米
脂
の
也
。

人
。
字
は
英
吾
。
初
‘
李
自
成
に
従
ひ
‘
翻
山
縞
と
呼
【
癌
蘭
峡
】
273

悶
山
名
。
廣
東
省
高
要
縣
の
東
。
〔
水
経
‘

ば
る
。
許
定
國
一
家
を
殺
し
、
自
成
の
妻
を
騒
ん
で
明
浪
水
注
〕
王
氏
交
廣
春
秋
日
、
歩
陰
云
云
、
合
二
兵
二
萬
↓

に
降
り
、
網
兵
と
な
る
。
封
は
輻
王
の
時
‘
興
平
伯
。
揚
下
取
二
南
海
一
蒼
梧
人
衡
毅
・
錢
博
、
宿
二
巨
部
伍
血
ハ
レ

3
 

州
を
鎮
す
。
辱
い
で
瓜
洲
に
遷
さ
れ
‘
黄
得
功
•
劉
良
軍
‘
逆1一
隙
子
蒼
梧
高
要
峡
口
云
雨
軍
相
逢
゜

佐
•
劉
澤
清
と
共
に
四
鎮
と
琥
す
。
後
‘
兵
を
引
い
て
【
高
業
】

2
7
4
芯
學
業
に
上
逹
し
て
ゐ
る
こ
と
。
高
業
弟

1
9

北
上
し
‘
許
定
國
に
誘
殺
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
七
十
子
を
見
よ
。

13
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〖
高
業
弟
子
〗2

7
5
惚
名
學
業
に
上
逹
し
て
ゐ
る
弟
子
。
瀧
‘
馬
蹄
穐
レ
耳
臀
隆
隆
、
入
レ
門
下
レ
馬
氣
如
＞
虹
‘
云
是
高
陰
1虞
1一
平
土
→
〔
五
代
史
‘
雑
第
三
十
、
孟
方
立
博
〕
句
麗
の
嬰
陽
王
（
平
陽
王
）
。
一
名
、
大
元
。
平
原
王
の
9
4

優
れ
た
弟
子
。
高
弟
。
〔
後
漢
書
‘
鄭
玄
博
〕
馬
融
門
徒
東
京
オ
子
文
章
距
公
‘
二
十
八
宿
羅
二
心
胸
一
九
精
昭
耀
混
州
山
川
高
陰
而
人
俗
勁
悴
。
長
子
。
隋
の
文
帝
、
命
じ
て
遼
束
王
と
す
。
其
の
九
年

四
百
餘
人
‘
升
レ
堂
進
者
五
十
餘
生
‘
融
素
騒
貴
、
玄
貫
皆

9
中
、
殿
前
作
猛
賦
磐
摩
レ
空
‘
筆
補
二
造
化
1

天
無
レ
【
高
雌
g

】290
焚
高
く
張
っ
た
車
上
の
と
ば
り
。
幌
は
車
（
隋
の
開
皇
十
八
年
）
、
株
褐
の
衆
を
率
ゐ
て
遼
西
に
寇

在
1

一
門
下
三
年
、
不
レ
得
レ
見
、
乃
使
"
'
高
業
弟
子
博
―
―
授
功
、
瀧
眉
書
客
感
―
―
秋
蓬
一
誰
知
死
草
生
―
―
華
風
一
我
今
の
上
を
覆
ふ
帳
°
嵩
篠
車
を
見
よ
。
せ
し
を
以
て
、
文
帝
、
漢
王
諒
に
命
じ
て
伐
た
し
め
し

於
玄
→
垂
祠
附
歪
（
鴻
→
他
日
不
レ
羞
蛇
作
レ
龍
゜
〔
劉
迎
、
詩
〕
正
〖
高
籐
車
〗
函
バ

t
ケ
ノ
上
に
と
ば
り
を
高
く
張
っ
た
車
。
も
、
連
雨
と
疫
疾
と
に
苦
し
み
、
軍
‘
遼
水
に
止
ま
る
。

【
高
見
】
2
7
6
t
ク
す
ぐ
れ
た
か
ん
が
へ
。
他
人
の
意
見
を
以
↓
一
高
軒
1

肯
相
過
‘
免
レ
教
一
1

一
書
客
感
―
―
瓢
蓬
↓
〔
故
事
成
〔
南
史
‘
飽
泉
博
〕
後
為
二
通
直
侍
郎
涵
E

乗

"

高

幌

車

↓

會

t
高
元
‘
遣
使
謝
罪
せ
し
を
以
て
之
を
許
す
。
楊
帝

い

ふ

敬

語

。

御

意

見

。

語

考

、

文

事

〕

唐

李

賀

‘

綾

七

歳

、

作

二

高

軒

過

一

篇

↓

【

高

懸

】

291

焚
た
か
く
か
け
る
。
た
か
く
か
か
る
。
〔
後
郎
位
し
、
古
向
元
に
入
朝
を
命
ず
。
高
元
従
は
ず
。
且
つ
幡

【
高
巻
】
277

匁
高
く
巻
く
意
で
、
己
が
智
を
あ
ら
は
さ
【
高
乾
】
283

焚
北
齊
の
人
。
翼
の
子
。
字
は
乾
邑
。
溢
漢
書
‘
逸
民
、
陳
留
父
老
偶
〕
龍
不
レ
隠
レ
鱗
‘
鳳
不
レ
誠
レ
を
鋏
く
。
大
業
七
年
、
親
征
。
利
あ
ら
ず
し
て
師
を
還

ず
し
て
世
を
の
が
れ
る
こ
と
。
〔
高
士
博
〕
観
―
―
察
乾
象
一
は
文
昭
゜
魏
の
孝
荘
帝
の
時
、
河
北
大
使
と
な
り
‘
爾
利
、
網
羅
高
懸
、
去
将
え
女
所
↓
〔
王
菜
‘
鶯
賦
〕
覧
二
堂
隅
す
。
＋
年
、
討
伐
。
内
胤
の
た
め
に
成
果
を
得
ず
。
さ

懐

レ

珍

高

巻

。

朱

兆

の

監

軍

孫

白

鴎

を

殺

す

。

後

、

高

歓

に

降

し

、

時

之

籠

鳥

↓

獨

高

懸

而

背

レ

時

。

〔

謝

眺

‘

三

日

侍

1

一
華
光
殿
れ
ど
、
高
元
‘
使
を
遣
し
て
罪
を
謝
す
。
因
つ
て
高
元
を

【
高
肩
】
278

焚
〇
高
く
峙
っ
た
肩
。
高
肩
弱
脊
を
見
よ
。
機
に
現
逹
す
る
を
以
て
重
ん
ぜ
ら
る
。
孝
武
帝
、
事
を
曲
水
宴
在
い
人
應
レ
詔
詩
〕
高
懸
1

一
甲
帳
面
周
寃
二
舗
帷
一
徴
す
。
党
に
至
ら
ず
。
湯
―
帝
‘
復
た
征
討
の
軍
を
起
さ

〇
品
物
の
う
づ
た
か
く
積
ま
れ
た
さ
ま
。
か
さ
だ
か
な
起
さ
ん
と
し
て
‘
乾
の
助
力
を
求
め
‘
華
林
園
に
宴
し
【
高
零
E

】2
9
2
"
パ
た
か
く
あ
が
る
。
〔
陸
涌
、
繋
二
舟
下
牢
ん
と
し
た
る
も
、
天
下
の
大
い
に
乱
る
る
に
遭
ひ
て
遂

こ
と
。
〔
水
滸
傭
‘
七
十
四
回
〕
腰
裏
括
"
著
―
把
串
鼓
て
之
を
言
ふ
。
乾
は
表
面
に
許
諾
し
、
心
中
に
は
従
は
淡

,l!11,一
三
浦
洞
―
―
-
＋
八
韻
詩
〕
下
入
裂
―
―
坤
軸
↓
高
憲
に
果
さ
ず
。
裔
元
、
在
位
二
十
八
年
。
〔
三
國
史
記
、
嵩

兒
ぶ
控
一
條
高
肩
雑
貨
櫓
子
→
ず
。
後
、
—
帝
‘
乾
の
此
の
事
を
漏
し
た
る
を
知
り
、
死
を
括

-
l背
冥
→
句
麗
本
紀
〕
．
〔
隋
書
、
八
十
一
〕
。

〖
高
肩
弱
脊
〗2

7
9
塙
"
t

高
い
肩
に
弱
々
し
い
脊
。
孔
賜
は
る
。
〔
北
齊
書
、
二
十
一
〕
。
【
高
蠍
】
四

tバ
た
か
く
け
は
し
い
山
。
〔
齊
己
‘
嶽
中
寄
"
【
高
玄
】

2
9
9
焚
高
尚
で
幽
玄
゜
〔
白
居
易
‘
題
"
渇
陽
棲
―

子
の
姿
を
評
し
た
語
。
〔
韓
詩
外
博
‘
九
〕
子
貢
日
、
賜
【
高
倹
】
284

焚
唐
の
人
。
高
士
廉
(

1

1

8

2

)

を
見
よ
。
殷
虞
士
一
詩
〕
相
思
立
二
高
蠍
ぶ
山
下
草
蓑
妻
。
詩
〕
常
愛
隕
彰
澤
、
文
思
何
嵩
玄
。

之
師
何
如
、
姑
布
子
卿
日
、
得
,
,
尭
之
願
、
舜
之
目
、
馬
【
高
賢
】
285

為
た
か
く
す
ぐ
れ
る
。
又
‘
其
の
人
。
又
、
高
【
高
顕
】
294

匁
〇
た
か
く
あ
ら
は
れ
る
。
〔
詩
、
魯
頌
譜
、
【
高
言
】
300

匁
〇
賓
力
に
相
應
し
な
い
大
き
な
こ
と
を

之
頸
‘
泉
陶
之
喉
盆
肥
前
覗
レ
之
、
益
盛
乎
有
レ
似
1

一
王
く
優
れ
て
ゐ
る
と
認
め
る
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
天
下
之
卿
國
中
有
,
,
大
庭
氏
之
庫
云
疏
〕
魯
於
1

一
其
虞
咋
＂
レ
庫
、
高
顕
、
言
ふ
こ
と
。
大
言
。
牡
語
。
〔
商
子
、
農
戦
〕
學
者
成
レ
俗
｀

査
従
レ
後
視
レ
之
、
高
肩
弱
脊
、
此
惟
不
レ
及
匹
聖
一
者
相
人
臣
‘
乃
至
布
衣
之
士
ご
臭
レ
不
n

一高
1

一
賢
大
王
之
行
故
登
以
望
レ
氣
。
〔
漢
書
、
五
行
志
上
〕
去
―
―
高
顕
而
奢
僭
ー

HlJ
民
含
レ
農
従
,
,
事
於
談
説
工
高
言
偽
議
。

O
高
尚
な
こ

也

。

義

↓

〔

呂

覧

‘

審

分

〕

誉

以

二

高

賢

盃

四

充

以

卑

＇

下

↓

〔

漢

者

。

〔

杜

篤

‘

論

都

賦

〕

高

顧

弘

麗

、

可

レ

思

可

レ

営

。

O
地
と
ば
。
内
容
の
立
派
な
言
葉
。
〔
荀
子
、
非
十
二
子
〕
彊

【
高
捐
】
2
8
0
t
パ
心
を
裔
＜
持
し
て
世
俗
と
調
和
し
な
い
書
‘
證
築
志
、
安
世
房
中
歌
〕
大
海
蕩
蕩
水
所
レ
僻
‘
裔
名
。
④
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
涌
州
遼
寧
省
の
境
。
〔
漢
書
、
地
高
言
謹
慇
者
也
。
〔
新
書
、
勧
學
〕
見
レ
赦
,
,
一
高
言
五
5
n
-

こ
と
。
〔
高
啓
‘
贈
"
楊
榮
陽
―
詩
〕
楊
君
産
二
其
邦
工
材
抜
賢
楡
愉
民
所
レ
懐
。
理
志
下
〕
遼
東
郡
、
縣
十
八
、
高
顧
゜
◎
）
鎮
の
名
。
山
西
省
飢
十
日
而
得
―
―
太
牢
―
焉
。
〔
古
詩
十
九
首
‘
其
四
〕
令
徳

性

高

捐

。

【

古

回

憲

】

286

焚
金
、
遼
東
の
人
。
字
は
仲
常
。
泰
和
中
‘
進
夏
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
山
西
‘
平
陽
府
、
解
州
‘
夏
唱
,
,
高
言
↓
〔
韓
愈
．
孟
郊
、
城
南
聯
句
〕
大
句
斡
三
冗
造
一

【
高
軒
】
281

焚
〇
高
い
の
き
。
又
、
高
い
ま
ど
。
高
い
て
士
乙
科
に
登
る
。
官
は
博
州
防
禦
判
官
。
縣
〕
高
顧
戌
‘
縣
北
、
後
周
建
徳
五
年
、
周
主
邑
自
二
長
高
言
軋
一
零
函
ぶ
》

す
り
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
開
1一
高
軒
ー
以
臨
レ
山
‘
列
―
―
綺
【
裔
縣
】

2
8
7
鵞
縣
名
。
O
漢
‘
置
く
。
江
蘇
省
の
境
。
〔
漢
安
面
空
晉
州
云
ぎ
高
顕
ご
胡
氏
日
、
高
顧
興
―
―
凍
川
ー
相
〖
高
向
言
不
レ
止
二
於
衆
人
之
心
―
〗

3
0
1
翌
竺
¢
[
7
0
”
巧

腐
而
嗽
と
江
゜
〔
注
〕
善
日
、
高
軒
‘
堂
左
右
長
廊
之
有
レ
書
、
地
理
志
上
〕
浦
郡
‘
縣
三
十
七
、
高
。

O
明
、
置
く
。
近
。
参
金
の
人
。
元
光
中
、
紅
襖
の
賊
と
な
る
。
邪
州
従
高
尚
な
言
葉
は
一
般
人
の
心
に
は
止
ま
ら
な
い
。
〔
荘

窟
者
。
〔
篇
子
範
、
後
堂
聴
レ
蝉
詩
〕
流
昔
撓
↓
遥
森
竺
餘
響
四
川
省
慶
符
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
叙
宜
経
略
使
納
合
六
紆
等
、
軍
士
を
率
ゐ
て
行
省
に
入
子
、
天
地
〕
高
言
不
レ
止
l

―
於
衆
人
之
心
玉
至
言
不
レ
出
‘
俗

切
禽
軒
↓
〔
唐
太
宗
‘
元
日
詩
〕
高
軒
暖
―
春
色
ご
這
閣
州
府
〕
高
縣
、
本
夜
郎
闊
境
‘
唐
置
瞑
震
高
州
ぶ
登
濾
り
‘
蒙
古
綱
を
殺
し
、
州
に
撼
つ
て
反
す
る
や
‘
顕
‘
六
言
勝
也
。

雙
朝
光
↓
〇
堂
々
た
る
車
。
他
人
の
車
に
封
す
る
敬
州
都
督
府
本
｛
木
因
レ
之
、
熙
寧
八
年
、
内
屡
隷
―
於
長
寧
紆
を
殺
し
て
首
を
献
じ
、
三
品
の
官
職
を
加
へ
ら
れ
、
【
高
彦
】
302

焚
五
代
‘
呉
越
の
海
盪
の
人
。
字
は
子
奇
゜
錢

稽

。

高

軒

過

を

見

よ

。

軍

「

元

亦

置

高

州

ご

g
底
奴
州
岐
明
改
レ
州
為
レ
縣
゜
〔
清
世
襲
謀
克
を
授
け
ら
る
。
〔
金
史
‘
二
日
―
―
〕
゜
謬
に
事
へ
て
武
功
あ
り
。
潮
州
刺
史
と
な
り
‘
政
を
為
す

〖
高
軒
過
〗2

8
2認
ケ
ノ
唐
の
李
賀
が
七
歳
の
時
に
作
つ
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
‘
絞
州
府
‘
縣
十
一
、
高
。
〖
高
顕
虞
〗

2
9
6
吟
ヶ
／
圃
梵
語
S
己
p
a

の
謀
。
塔
を
い
に
寛
簡
を
旨
と
し
、
民
こ
れ
を
便
と
す
。
〔
尚
友
録
｀
七
〕
。

た
文
章
の
篇
名
。
韓
愈
・
皇
甫
堤
の
二
人
が
李
賀
を
訪
ね
【
吉
回
泰
】
2
8
8
[
＾
〇
た
か
く
あ
が
る
。
又
‘
た
か
く
か
か
げ
ふ
。
〔
資
持
記
、
下
、
三
之
二
〕
経
昔
義
云
、
正
言
1

一
家
観
【
古
回
原
】
303

焚
周
園
の
低
地
よ
り
高
く
隆
起
し
て
ゐ
る

た
と
き
‘
卸
座
に
こ
の
文
を
作
り
‘
二
客
が
高
い
軒
車
に
る
。
〔
岱
康
、
贈
―
―
秀
才
入
乙
軍
詩
〕
微
風
動
レ
桂
‘
組
帳
高
波
ぶ
H

翻
1

一
方
墳
云
翻
1

一
高
顕
虞
「
以
二
措
出
一
故
。
平
原
。
高
い
原
野
。
〔
漢
書
、
揚
雄
博
上
〕
窮
に
異
極
迄
速
者
、

乖
つ
て
過
訪
さ
れ
た
の
は
辱
け
な
い
と
の
意
を
述
べ
た
。
泰
。
〔
注
〕
良
日
‘
衷
、
摯
也
。
〔
白
居
易
、
奉
―
―
和
沐
州
令
狐
【
嵩
高
顧
i

】296
焚
た
か
い
頬
骨
゜
〔
北
齊
書
、
神
武
帝
紀
上
〕
相
輿
選
二
虚
高
原
之
上
↓
〔
張
祐
、
題
―
―
松
汀
騨
―
詩
〕
鳥

韓
じ
て
、
責
人
の
来
訪
を
い
ふ
。
高
軒
寵
過
。
〔
唐
書
‘
文
令
公
1

二
十
二
韻
詩
〕
平
展
二
絲
題
毯
一
高
寮
―
―
錦
額
簾
↓
目
有
―
―
精
光
石
長
頭
高
顧
‘
歯
白
如
レ
玉
。
道
高
原
去
、
人
煙
小
径
通
。
〔
王
維
‘
田
家
築
詩
〕
山
下

藝
下
‘
李
賀
傭
〕
李
賀
‘
字
長
吉
‘
云
云
‘
七
歳
能
―
―
辞
章
一
〇
雲
な
ど
の
牧
つ
て
高
く
晴
れ
渡
る
こ
と
。
〔
孫
綽
、
【
古
向
傭
】
297

焚
た
か
い
頬
骨
。
高
顧
に
同
じ
。
〔
菊
池
三
孤
煙
遠
村
、
天
邊
獨
樹
高
原
。

韓
愈
・
皇
甫
堤
‘
始
聞
未
レ
信
、
過
↓
―
其
家
面
使
―
―
賀
賦
丘
詩
‘
遊
―
―
天
台
山
―
賦
〕
爾
乃
義
和
亭
レ
午
‘
遊
氣
高
奏
。
〔
注
〕
渓
‘
韻
山
陽
博
〕
為
レ
人
高
帷
墜
眉
‘
眼
采
悧
悧
、
望
5

之
【
古
向
絃
】
304

匁
立
派
な
架
器
。
〔
陸
磯
、
前
緩
臀
歌
〕
太

援
レ
筆
籠
就
如
表
蘊
ぶ
自
目
日
―
―
高
軒
過
ご
一
人
大
驚
、
良
日
‘
泰
‘
牧
也
、
言
1

一

海

氣

蔽

レ

日

‘

至

レ

午

而

氣

乃

裔

牧

有

レ

威

。

容

揮

ー

一

高

絃

玉

沿

岩

竺

清

歌

↓

自

レ

是

有

レ

名

。

〔

李

賀

‘

韓

員

外

愈

皇

甫

侍

御

堤

見

レ

過

而

見

摩

口

也

。

【

古

向

元

】

露

力

〇

夏

の

時

代

の

人

。

古

、

初

め

て

室

を

【

古

向

源

】

305

匁
元
、
晉
州
の
人
。
字
は
仲
淵
。
幼
に
し
て

因
命
而
作
詩
〕
華
裾
織
レ
翠
青
如
レ
葱
、
金
環
堅
レ
轡
揺
玲
【
高
陰
】
2
8
9
t
バ
た
か
く
け
は
し
い
。
〔
新
語
、
道
基
〕
去
二
作
る
。
〔
呂
覧
‘
勿
射
〕
儀
秋
作
レ
酒
、
高
元
作
に
至
。
●
高
孤
。
力
學
す
。
母
に
事
へ
て
至
孝
。
中
統
の
間
、
都
水
監
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に
累
遷
し
、
悪
河
を
開
通
し
、
間
を
置
き
橋
を
建
て
‘
〔
春
秋
‘
宣
‘
五
・
十
五
〕
．
〔
左
氏
‘
宣
‘
五
・
十
七
゜
成
‘
二
〕
。

世
‘
其
の
利
を
蒙
る
。
後
、
官
は
同
知
湖
南
道
宣
慰
司

O
戦
國
‘
越
の
南
海
の
人
。
楚
人
‘
越
を
滅
す
。
固
、
オ
を

事
に
至
る
。
〔
元
史
、
一
百
七
十
〕
。
以
て
楚
に
欝
し
‘
威
王
の
相
と
な
る
。
時
に
楚
は
蟹
夷

【
高
徽
】
306

翌

O
北
齋
の
人
。
武
成
の
第
三
子
。
字
は
に
習
ひ
‘
唯
：
桃
弧
棘
矢
を
事
と
す
。
固
の
相
と
な
る

仁
威
゜
瑯
邪
王
に
封
ぜ
ら
る
。
和
士
開
・
酪
提
婆
等
奢
恣
ゃ
‘
文
教
日
に
興
る
。
〔
尚
友
録
‘
七
〕
゜
●
漢
‘
陳
留
の

な
る
を
以
て
、
武
平
中
、
士
開
を
執
へ
て
御
史
に
送
り
、
人
。
王
祥
に
仕
へ
な
か
っ
た
た
め
‘
淮
陽
の
太
守
に
害

之
を
斬
ら
し
む
。
料
律
光
、
士
開
を
殺
す
と
聞
き
‘
掌
を
せ
ら
る
。
烈
節
を
以
て
名
を
後
世
に
垂
る
。
〔
除
留
者

撫
し
大
笑
し
て
曰
く
‘
龍
子
事
を
作
す
、
固
に
自
ら
凡
藷
傭
〕
°
R
唐
の
人
。
字
は
黄
苓
。
微
賤
に
生
れ
‘
賣
ら
れ

な
ら
ず
と
。
已
に
し
て
後
主
緯
‘
徽
と
出
撒
し
、
劉
桃
枝
て
渾
域
の
童
奴
と
な
る
。
性
‘
敏
慧
。
齊
力
有
り
、
騎
射

を
し
て
殺
さ
し
む
。
時
に
年
―
―
十
四
°
楚
の
恭
哀
帝
と
に
巧
。
域
‘
之
を
愛
養
し
‘
齊
に
高
固
有
る
を
以
て
‘
因

溢
し
、
以
て
太
后
を
慰
む
。
遺
腹
四
男
有
り
。
生
後
敷
つ
て
名
と
為
す
。
域
に
従
つ
て
朔
方
に
屯
せ
し
時
‘
賊
‘

月
に
し
て
皆
殺
さ
る
。
〔
北
齋
書
、
十
二
〕
・
〔
北
史
、
五
東
哩
門
に
突
入
す
る
や
‘
鋭
士
の
長
刀
を
と
つ
て
賊
を

+
―
-
〕
。
〇
清
、
新
會
の
人
。
字
は
望
公
。
博
學
に
し
て
、
殺
す
こ
と
散
十
人
。
車
を
曳
い
て
塞
闇
し
‘
賊
入
る
を

詩
蓋
草
書
に
巧
。
時
に
三
絶
と
楢
す
。
晩
年
、
書
盆
；
得
ず
。
封
は
渤
海
郡
王
。
貞
元
中
、
邪
寧
節
度
使
を
授
け

精
。
能
く
月
下
に
於
て
蓋
を
作
る
。
〔
國
朝
者
献
類
徴
‘
ら
れ
、
憲
宗
の
時
‘
右
利
林
統
軍
に
至
る
。
〔
唐
書
、
二
日

四
百
六
十
六
〕
．
〔
清
書
家
詩
史
‘
甲
‘
下
〕
．
〔
國
朝
詩
人
七
十
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
百
五
十
二
〕
。
「
る
。

徴
略
初
編
‘
十
四
〕
．
〔
國
朝
驚
識
、
三
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
【
高
佑
】
312

k
a
o
'
k
u
'

高
く
ね
ぶ
み
す
る
。
高
く
見
積

略

‘

一

〕

。

【

高

庫

】

313

裕
車
馬
兵
甲
等
を
誠
め
て
お
く
高
い
建

[
高
戸
】
307

”
,
0富
民
。
〔
唐
書
、
食
貨
志
五
〕
永
徽
冗
年
、
物
。
轄
じ
て
‘
ひ
ろ
く
財
物
を
収
蔵
す
る
高
い
倉
。
〔
呂

麿
之
、
以
天
下
租
脚
直
貸
京
官
俸
杜
其
後
又
薄
敏
覧
、
分
職
〕
出
1

一
高
庫
之
兵
以
賦
レ
民
。

一
歳
税
‘
以
l

一
高
戸
主
レ
之
。

O
酒
を
多
く
飲
む
人
。
上
戸
。
【
高
湖
】
314

培
後
魏
‘
脩
の
人
。
字
は
大
淵
゜
盆
は
敬
。
後

〔
白
居
易
‘
戯
瞳
夢
得
兼
皐
思
靡
詩
〕
陳
郎
中
慮
為
―
―
燕
に
仕
へ
、
散
騎
常
侍
を
授
け
ら
る
。
登
國
中
‘
慕
容
垂

高
戸
「
斐
使
君
前
作
,
,
少
年
ニ
〇
高
い
建
物
。
〔
陸
編
蒙
‘
そ
の
太
子
を
し
て
魏
を
伐
た
し
む
。
湖
‘
垂
に
嘗
に
藷

紀
如
乙
但
甘
露
寺
―
詩
〕
高
戸
丞
北
風
瞥
琥
大
波
白
。
好
を
敦
く
修
む
べ
き
を
い
ふ
。
言
頗
る
切
属
。
垂
怒
り
、

【
高
古
]308

匁
け
だ
か
く
て
俗
と
離
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
湖
の
官
を
免
ず
。
既
に
し
て
熱
容
賓
果
し
て
参
合
に
敗

高
雅
で
古
風
を
帯
ぴ
て
ゐ
る
こ
と
。
高
傑
古
雅
゜
〔
宋
史
‘
る
。
賓
立
つ
や
‘
湖
を
燕
郡
太
守
に
起
用
す
。
賓
‘
和
龍

隠
逸
上
、
神
放
博
〕
嘗
因
レ
観
レ
書
賦
レ
詩
‘
上
曰
‘
放
謄
格
に
走
り
、
兄
弟
交
半
す
。
湖
そ
の
衰
乱
を
見
‘
遂
に
魏

高
古
゜
〔
門
益
新
話
〕
欧
陽
公
詩
‘
猶
有
↓
―
國
初
唐
人
風
氣
一
に
蹄
す
。
道
武
、
東
阿
侯
と
為
す
。
太
武
の
時
‘
姑
威

公
能
斐
―
國
朝
文
格
↓
而
不
レ
能
レ
嬰
―
―
詩
格
一
及
―
―
荊
公
蘇
を
鎮
し
‘
甚
だ
悪
政
有
り
。
〔
魏
書
、
三
十
二
〕
。

黄
輩
出
↓
然
後
詩
格
極
.
,
於
高
古
↓
〔
書
史
〕
余
家
董
源
【
高
悟
】
3
1
5
t
ゥ
す
ぐ
れ
た
さ
と
り
。
〔
十
六
國
春
秋
〕
夫

霧
景
、
横
披
二
全
幅
↓
山
骨
随
顕
‘
林
梢
出
没
、
意
趣
裔
道
不
―
―
自
弘
百
払
必
由
レ
人
‘
俗
不
―
―
自
覺
ご
覚
必
待
レ
匠
‘

古

。

待

レ

匠

‘

故

世

有

1

一
高
悟
之
期
ぶ
m
レ
人
、
故
道
有
.
,
小
成
之

〖
高
古
城
〗3

0
9
諒
[
堡
の
名

o

甘
厭
省
水
昌
縣
の
西

o

運
→

〖
高
古
奥
主
逸
〗3

1
0パ謬
匁
唐
の
孟
雲
卿
(
3
-
6
9
6
0【高
梧
】3

1
6
万
丈
の
高
い
梧
桐
゜
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕

:
 2
9
0
)
を
い
ふ
。
〔
唐
詩
紀
事
‘
張
為
〕
以
.
,
孟
雲
卿
云
竺
棲
鳳
凰
子
高
梧
ぶ
但
麒
麟
子
西
園
↓
〔
梁
簡
文
帝
、
大

高

古

奥

主

逸

一

法

頌

〕

液

池

下

レ

鶴

、

高

梧

集

レ

凰

゜

〔

賓

牽

‘

洛

中

卸

事

詩

〕

【
高
固
】
5

匁
〇
春
秋
‘
齋
の
人
。
盆
は
宣
。
悪
公
の
高
梧
葉
虚
鳥
巣
空
‘
洛
水
話
漢
夕
照
中
。
〔
章
應
物
、
新

時
、
上
卿
と
な
る
。
魯
の
宣
公
‘
齊
に
行
く
。
高
固
‘
齋
侯
秋
夜
寄
.
,
諸
弟
―
詩
〕
高
梧
一
葉
下
‘
空
齋
蹄
思
多
。

を
し
て
公
を
止
め
し
め
‘
叔
姫
を
請
ふ
。
公
之
を
許
し
、
【
高
公
】
317

琴
道
家
に
て
大
法
師
を
い
ふ
。
高
公
は
、
高

始
め
て
蹄
る
を
得
。
其
の
年
、
高
固
来
つ
て
女
を
迎
ふ
。
挟
の
誤
り
。
〔
老
學
庵
筆
記
‘
六
〕
予
遊
右
叩
州
玉
へ
慶
観

|

_

 

高

部

高

五
九
九

有
―
―
希
夷
詩
一
刻
レ
石
‘
云
‘
云
云
‘
謁
二
高
公
一
茶
話
移
レ
好
み
‘
吏
事
に
長
ず
。
歴
官
し
て
吏
部
侍
郎
と
な
り
、
能

時
‘
偶
書
三
十
八
字
一
道
門
弟
子
圏
南
、
云
云
、
天
慶
‘
瞥
有
り
。
そ
の
畢
用
せ
る
杜
如
晦
・
房
玄
齢
等
、
後
並
に

本
唐
天
師
観
、
詩
後
有
1

一
文
輿
可
祓
ぶ
八
略
云
、
高
公
者
、
公
輔
に
至
る
。
論
者
、
知
人
の
鑑
あ
り
と
梢
す
。
〔
隋
書
、

此
観
都
威
儀
何
昌
一
也
‘
希
夷
従
レ
之
學
二
鎖
鼻
術
↓
六
十
六
〕
．
〔
北
史
‘
七
十
七
〕
。

【
高
后
】
318

”
O
O
O殷
の
湯
王
を
い
ふ
。
〔
書
‘
盤
庚
中
〕
高
【
高
興
】
325

”
5

0
高
く
お
こ
る
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
累
―
―

后
杢
乃
崇
‘
降
―
―
罪
疾
↓
〔
察
傭
〕
高
后
‘
湯
也
。

O
漢
‘
高
層
構
一
而
遂
陪
‘
望
―
―
北
辰
―
而
高
興
。
●
”
が
高
尚
な

祖
の
后
。
呂
后
を
い
ふ
。
高
皇
后
。
〔
史
記
、
呂
太
后
紀
興
味
。
又
‘
高
尚
な
趣
き
。
〔
段
仲
文
‘
詩
〕
獨
有
1

一
清
秋

贄
〕
孝
恵
皇
帝
‘
高
后
之
時
‘
黎
民
得
レ
離
―
一
戦
國
之
苦
一
日
西
叱
使
―
―
一
品
興
盛
↓
〔
杜
甫
、
北
征
詩
〕
青
雲
動
1

一
高
興
一

君
臣
倶
欲
"
'
休
―
―
息
乎
無
為
↓
〇
後
魏
の
人
。
孝
文
帝
の
幽
事
亦
可
レ
悦
。

O
郡
名
。
④
三
國
呉
、
置
く
。
廣
東
省

后
。
誼
は
昭
゜
〔
魏
書
、
十
三
〕
゜
R
後
魏
の
人
。
宣
武
帝
化
縣
の
東
北
。
◎
―
二
國
呉
‘
置
く
。
廣
東
省
陽
江
縣
の

の
后
。
性
悴
忌
。
宮
人
進
御
を
得
ず
。
孝
明
帝
立
ち
‘
皇
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
東
‘
肇
慶
府
‘
陽
江
縣
〕
廣
化

太
后
と
為
り
‘
尋
い
で
尼
と
為
り
‘
瑶
光
寺
に
居
る
。
神
懸
縣
、
三
國
呉
析
,
,
高
梁
縣
地
ご
直
1

一
廣
化
縣
ぶ
局
1

一
高
興

組
の
初
、
天
文
異
あ
り
。
震
太
后
‘
后
を
以
て
禍
に
常
ら
郡
治
云
百
因
レ
之
、
後
井
レ
郡
入
―
―
高
涼
↓
働
元
‘
係
州
の

し
め
ん
と
し
、
是
の
夕
暴
か
に
崩
ず
。
尼
幅
を
以
て
葬
人
。
字
は
功
起
。
溢
は
武
宣
。
少
に
し
て
慨
慨
大
節
多

る
。
天
下
之
を
冤
と
す
。
〔
魏
書
、
十
三
〕
。
魯
宋
の
人
。

v
、
カ
ニ
石
弓
を
挽
く
。
嘗
て
歩
撒
し
て
虎
に
遇
ひ
‘
衆

宣
仁
后
(
8ー

7132
:
 273)を
見

よ

。

皆

驚

走

せ

し

も

、

興

‘

燭

り

紳

色

自

若

‘

一

矢

を

以

て

之

【
高
厚
】
319

芯
た
か
く
あ
つ
い
。
又
、
高
さ
と
厚
さ
。
〔
左
を
斃
す
。
至
元
中
、
戦
功
に
よ
り
左
丞
相
に
至
る
。
〔
元

氏
、
定
、
五
〕
城
不
レ
知
1

高
厚
囚
J

大
何
知
。
〔
逸
周
書
、
大
史
‘
二
日
六
十
一
―
〕
・
〔
新
元
史
、
一
百
八
十
一
〕
。
参
明
‘
儀

明
武
解
〕
城
郭
溝
渠
、
高
厚
是
量
。
〔
刑
邪
、
為
1

一
文
襄
一
封
の
人
。
者
儒
。
崇
禎
の
末
、
年
九
十
四
。
賊
を
罵
つ
て

譲
尚
書
合
表
〕
助
,
,
日
月
之
光
雙
噌
―
―
天
地
之
高
厚
↓
死
す
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
九
＋
―
-
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、

【
高
恒
】
320

認
北
齋
の
幼
主
。
後
主
の
長
子
。
武
平
の
一
百
五
十
二
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
+
-
〕
。

8
k
a
o
1

初
、
太
子
と
な
る
。
先
に
氣
を
望
む
者
、
革
易
あ
る
ぺ

h
s
i
n
g
•
0
面
白
い
。
興
味
あ
る
。
＠
得
意
に
な
る
。

し
と
言
ふ
。
後
主
遂
に
幼
主
に
祠
位
す
。
時
に
八
歳
。
【
高
鴻
]326

認
高
く
飛
ん
で
ゐ
る
お
ほ
と
り
。
〔
仲
長

周
師
‘
鄭
を
園
む
。
後
主
・
幼
主
出
で
走
る
。
周
師
之
を
統
‘
架
志
論
〕
西
ii

清
水
函
翌
涼
風
ご
釣
1

一
遊
鯉
ふ
‘
,
,
高

獲
て
長
安
に
送
り
‘
齋
滅
ぶ
。
在
位
一
年
。
年
琥
は
承
鴻
↓
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
蒲
且
猜

t
舌
向
鴻
↓

光
。
建
徳
中
、
後
主
と
興
に
死
を
賜
は
る
。
〔
北
齊
書
、
【
高
否
元
】
327

謬
春
秋
‘
鄭
の
大
夫
。
文
公
‘
克
を
悪
み
‘
師

八

〕

．

〔

北

史

、

八

〕

。

を

帥

ゐ

て

河

上

に

次

せ

し

め

、

久

し

く

し

て

召

さ

ず

。

【
高
紘
】
321

読
金
、
渤
海
の
人
。
蔭
を
以
て
左
蔽
庫
副
使
師
潰
え
て
蹄
り
‘
陳
に
奔
る
。
鄭
人
た
め
に
清
人
の
詩

に
累
官
す
。
元
妃
李
氏
‘
咆
幣
を
以
て
紅
幣
に
易
ふ
。
を
賦
す
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
清
人
序
〕
・
〔
左
氏
、
閲
‘
二
〕
。

紘
獨
り
易
ふ
る
を
肯
ぜ
ず
。
元
妃
之
を
奏
す
。
章
宗
大
【
高
谷
】
328

悶
岸
の
高
い
谷
。
ふ
か
い
た
に
。
〔
江
滝
‘

い
に
喜
ぶ
。
貞
祐
中
、
河
北
西
路
按
察
縛
運
使
に
累
官
泣
賦
〕
獣
而
登
否
向
谷
巫
す
景
山
涵
旧
二
桐
柏
蔚
が
1

石
泉
↓

し

、

三

官

に

輯

ず

。

〔

金

史

、

一

百

〕

。

【

高

國

]329

芸
齋
の
一
一
卿
の
名
。
裔
子
と
國
子
。
〔
左
氏
、

【
高
桓
】
322

昇
古
の
戯
技
。
つ
な
わ
た
り
。
走
索
。
高
桓
。
成
‘
十
六
〕
齊
臀
孟
子
通
-
―
僑
如
ご
伎
レ
1

ぎ
於
隔
・
國
之

〔
通
典
‘
築
典
六
‘
散
架
〕
高
桓
伎
‘
蓋
今
之
戯
縄
者
也
。
間
↓
〔
荀
子
、
仲
尼
〕
輿
―
―
之
高
・
國
之
位
盃
皿
本
朝
之
臣
‘

〔
隋
書
‘
昔
築
志
上
〕
藷
三
朝
設
レ
架
有
ii

登
歌
享
竺
Z
、
三
莫
,
,
之
敢
悪
一
也
。
〔
注
〕
高
子
・
國
子
、
世
為
―
―
齊
上
卿
↓

朝
‘
云
云
、
四
十
五
‘
設
―
―
縁
高
桓
伎
言
藷
唐
書
、
音
架
志
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
勧
レ
之
伐
レ
呉
‘
以
教
―
一
高
・
國
・
飽
・
晏
↓

―
-
〕
高
桓
伎
‘
蓋
今
之
戯
縄
者
是
也
。
〔
史
記
、
楚
世
家
〕
（
齊
桓
）
有
―
―
飽
叔
牙
．
賓
須
無
．
隅
朋
一

5
 

【
高
構
】
323

芦
〇
た
か
い
か
ま
へ
。
〔
哀
宏
‘
-
-
＿
國
名
臣
以
為
レ
輔
、
有
合
品
只
以
為
11
外
主
二
有
ii

高
・
國
百
盆
t-
―

賛
〕
玄
伯
剛
簡
‘
大
存
ii

名
罷
↓
志
在
ii

高
構
面
F

レ
堂
及
レ
内
主
↓
〔
注
〕
集
解
日
‘
服
虔
曰
‘
國
子
・
高
子
、
皆
齊
之

19

陛。

O
隋
‘
北
海
の
人
。
字
は
孝
基
。
性
智
琲
。
讀
書
を
正
卿
。

13
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【
高
穀
】
330

跨
明
‘
揚
州
興
化
の
人
。
字
は
世
用
。
盆
は
好
↓
1

胡
服
正

g
胡
林
ぶ
怯
竺
後
世
高
坐
之
始
こ
然
漢
時

文
義
。
永
業
の
進
士
。
官
は
景
泰
中
‘
庶
吉
士
・
謹
身
殿
猶
皆
席
レ
地
、
云
云
‘
至
1
1

東
漢
末
五
始
斯
レ
木
為
1

一
坐
具
石
其

大
學
士
。
倹
素
を
築
し
み
‘
容
儀
美
し
。
致
仕
の
時
‘
詔
名
切
謂
1

一
之
林
す
＾
謂
1

一
之
楊
↓

を
賜
う
て
奨
諭
す
。
〔
明
史
、
一
百
六
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
【
高
座
】
3
3
8
[
ゥ
●
高
坐
に
同
じ
。
〔
杜
陽
雑
編
、
下
〕
上

明
史
、
二
百
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
三
十
八
〕
・
〔
皇
朝
敬
―
―
天
竺
教
一
十
二
年
冬
、
製
―
―
二
高
座
一
賜
―
―
新
安
國

通
紀
直
解
、
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
乙
、
十
一
〕
。
寺
二
為
―
―
講
座
二
日
―
―
唱
経
座
↓
〔
李
白
、
義
媚
山
月
歌

【
高
激
】
331

焚
明
の
人
。
鑑
の
子
。
字
は
宗
呂
。
琥
は
石
送
忌
一
蜀
僧
晏
入
1

一
中
京
一
詩
〕
黄
金
師
子
乗
1
1

高
座
ブ
日
玉

門
子
。
又
‘
霞
居
子
・
髯
仙
子
（
茎
仙
子
）
。
山
水
・
人
物
・
塵
尾
談
―
―
重
玄
↓
●
④
講
談
・
説
法
等
を
す
る
た
め
に
一

花
鳥
を
書
く
に
巧
。
宋
元
四
大
家
に
出
入
す
。
隷
草
八
段
高
く
設
け
た
席
座
。
◎
近
四
い
位
置
の
座
席
。
上
席
。

O

分
を
善
く
し
、
倶
に
逸
品
と
稽
せ
ら
る
。
又
、
詩
文
を
能

g
高
御
座
(
1
0
9
2
)
に
同
じ
。

く
し
、
十
才
子
の
一
人
に
敦
へ
ら
る
。
著
に
石
門
集
が
【
高
オ
】
340

悶
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
。
秀
で
た
才
能
。

あ
る
。
四
庫
提
要
は
高
激
に
作
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
又
‘
其
の
は
た
ら
き
あ
る
人
。
〔
後
漢
書
、
買
逸
博
〕
令
n-

百
九
十
八
〕
．
〔
明
人
小
博
、
二
〕
・
〔
明
詩
綜
、
三
十
八
〕
・
遣
自
選
―
―
公
羊
殿
顔
諸
生
高
オ
者
二
十
人
一
教
以
1

一左

〔
明
詩
紀
事
、
丁
、
十
二
〕
．
〔
明
壷
録
‘
六
〕
。
氏
盆
竺
簡
紙
経
博
各
一
通
↓
〔
劉
峻
‘
辮
命
論
〕
然
則
高

【
高
鵠
】
332

跨
高
く
飛
ん
で
ゐ
る
＜
ぐ
ひ
。
〔
左
思
、
蜀
オ
而
無
1

一
貴
任
↓
〔
魏
志
、
陳
嚢
博
〕
高
オ
偲
傲
、
年
在
―
―

都
賦
〕
篭
↓
凸
翡
翠
1

釣
1
1

鰻
紬
そ
＇
―
-
高
鵠
ふ

3

ー
↓
潜
糾
↓
紀
婁
之
間
↓

【
高
骨
】3
3
3
焚
皮
の
下
に
高
く
ふ
く
ら
み
出
て
ゐ
る
ほ
〖
高
オ
生
]
3
4
1
m
&

“
材
質
の
秀
異
な
學
生
。
〔
後
漢
書
、

ね
。
〔
朱
煮
、
践
―
―
郭
長
楊
瞥
書
―
〕
乃
能
直
指
1
1

高
骨
1

為
レ
章
帝
紀
〕
其
令
二
露
儒
ー
選
―
-
1

高
オ
生
五
吝
學
左
氏
穀
梁

闊
‘
而
令
其
前
隻
以
為

1一
寸
尺
陰
陽
之
位
→
春
秋
•
古
文
尚
書
・
毛
詩
百

5扶
―
―
微
學
—
廣
―
―
異
義

1焉
。

【
高
根
】
334

”
ヵ
●
高
い
峰
。
高
嶺
。
峻
嶺
。
●
k
a
o
'
k
e
n
'

【
高
哉
】
g

”
”
ィ
高
い
こ
と
を
感
歎
す
る
語
。
〔
李
白
‘

麻

痺

剌

の

名

。

コ

カ

イ

ン

の

昔

繹

。

蜀

道

難

〕

噴

叶

戯

危

乎

高

哉

、

蜀

道

之

難

難

n

一
於
上
―
―
青

【
高
梱
】
335

焚
門
の
し
き
み
を
高
く
す
る
こ
と
。
又
、
天
↓

高
い
し
き
み
。
〔
史
記
‘
循
吏
‘
孫
叔
放
博
〕
孫
叔
放
日
、
【
高
柴
】
3
4
3
t
”

O
漢
の
侯
國
。
江
蘇
の
境
。
〔
漢
書
、
地

王
必
欲
な
高
レ
車
、
臣
請
教
-
l

間
里
ー
使
レ
高
―
―
其
梱
↓
理
志
上
〕
浦
郡
‘
縣
三
十
七
、
高
柴
。
●
春
秋
、
衛
の
人
。

【
高
砂
】
336

”
ヵ
●
播
磨
の
地
名
。
風
光
明
媚
を
以
て
聞
一
説
に
、
齊
の
人
。
字
は
子
恙
。
又
、
子
皐
に
作
る
。
孔
子

ゅ
゜
〔
紀
平
洲
‘
送
1

「
人
遊
1

一
高
砂
詩
〕
此
去
山
河
賦
勝
の
弟
子
。
性
、
至
孝
。
足
、
親
の
影
を
履
ま
ず
。
啓
蟄
殺
さ

襖
望
開
明
月
海
天
秋
、
寒
潮
夜
湧
高
砂
浦
、
宿
霧
朝
分
ず
‘
方
長
折
ら
ず
。
親
の
喪
に
、
泣
血
三
年
‘
未
だ
嘗
て

淡
路
洲
。
●
憂
潰
の
古
稽
。

O
謡
曲
の
名
。
祝
言
物
の
歯
を
現
は
さ
ず
。
嘗
て
衛
の
政
を
為
し
、
人
の
足
を
削

一
。
®
松
に
老
翁
・
老
婦
•
鶴
亀
な
ど
を
配
し
た
飾
物
、
す
。
剛
贖
の
乱
に
、
子
恙
‘
郭
門
に
走
る
。
郭
門
閉
ぢ
‘
削

或
は
驚
な
ど
を
い
ふ
。
祝
事
に
用
ひ
る
。
者
門
を
守
る
。
日
く
、
彼
虞
に
訣
あ
り
。
子
恙
日
く
、
君

〖
高
砂
子
〗3
3
7
"
が
砂
の
高
く
盛
り
あ
が
っ
た
と
こ
子
は
躁
せ
ず
。
日
＜
、
彼
虞
に
賓
あ
り
。
子
恙
日
く
‘
君

ろ

。

小

高

い

砂

地

。

子

は

隧

せ

ず

。

日

く

‘

此

慮

に

室

あ

り

。

子

恙

入

る

。

追

【
高
坐
】
338

カ
高
い
坐
具
。
林
・
僑
子
等
を
い
ふ
。
地
に
者
罷
む
。
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
．
〔
論
語
、
先
進
〕
．
〔
史
記
‘
六
十

席
を
敷
い
て
坐
す
る
に
封
し
て
言
ふ
。
本
、
胡
人
の
風
七
〕
．
〔
孔
叢
子
、
記
問
〕
。

習
で
、
後
漢
の
頃
か
ら
中
國
に
行
は
れ
た
と
い
ふ
。
高
【
高
西
ヤ
】
344

悶
●
立
派
な
風
采
。
〔
璧
鐵
論
、
散
不
足
〕
発

座
の
●
に
同
じ
。
〔
世
説
新
語
‘
賞
警
下
〕
時
人
欲
n

―題
1

一
目
秀
眉
高
彩
‘
享
レ
國
百
載
。

O
す
ぐ
れ
た
色
彩
。
〔
江
滝
、

高
坐
―
而
未
品
能
、
桓
廷
尉
以
問
1
1

周
侯
二
周
侯
日
‘
可
レ
採
菱
曲
〕
高
彩
溢
―
―
通
堅
云
香
氣
麗
―
―
廣
川
↓

謂
二
卓
朗
↓
〔
異
沖
之
、
香
山
示
↓
―
孔
慮
厚
―
詩
〕
道
人
碧
眼
【
高
塞
】
匹
特
清
の
人
。
太
宗
の
第
六
子
。
琥
は
敬
一
道

照
1
1

川
谷
一
雲
起
盤
陀
藉
,
,
高
坐
↓
〔
核
餘
叢
考
、
高
坐
緑
人
。
萱
に
巧
。
悦
環
の
小
景
に
倣
ひ
‘
筆
意
淡
遠
。
性
、
淡

起
〕
古
人
席
レ
地
而
坐
‘
云
云
‘
應
邪
風
俗
通
‘
趙
武
霊
王
泊
。
枯
輝
老
柄
の
如
し
。
讀
書
を
好
み
‘
琴
理
を
善
＜

し
、
詞
曲
に
精
通
し
、
尤
も
詩
に
巧
。
封
は
鎮
國
公
。
書

室
を
恭
壽
堂
と
い
ひ
、
著
に
恭
壽
堂
集
が
あ
る
。
〔
清
史

稿
、
二
百
二
十
五
〕
．
〔
清
壷
家
詩
史
、
甲
、
下
〕
。

【
高
載
】
346

悶
宋
、
蒲
江
の
人
。
字
は
東
叔
。
八
歳
に
し

て
能
く
文
を
麗
す
。
嘗
て
犬
に
嘆
れ
、
賦
を
作
つ
て
之

を
詈
る
。
日
＜
、
利
を
逐
ひ
て
顧
み
ざ
れ
ば
‘
則
ち
妬
に

従
ひ
発
に
吠
え
、
養
の
移
す
所
と
為
れ
ば
、
則
ち
齊
に

事
へ
て
漢
に
背
く
と
。
識
者
奇
と
す
。
書
に
於
て
讀
ま

ざ
る
無
く
‘
進
士
を
以
て
霰
泉
縣
知
と
な
り
、
名
聾
あ

り
。
母
の
喪
に
哀
毀
し
て
卒
す
。
〔
宋
元
學
案
、
八
十
〕
。

【
高
禁
】
347

特
●
上
禁
を
い
ふ
。
古
の
保
國
の
地
。
後
、

楚
に
層
す
。
河
南
省
上
禁
縣
の
西
。
〔
戦
國
、
楚
策
〕
左

抱↓
1

幼
妾
一
右
擁
,
,
嬰
女
一
輿
ら
之
馳
1

一
騎
乎
高
禁
之
中
↓

〔
校
注
〕
即
上
莱
。
●
高
倹
と
禁
氏
。
漢
代
の
富
豪
。
〔
高

士
博
〕
夏
綾
‘
字
子
冶
‘
陳
留
園
人
也
、
少
為
,
,
諸
生
盃
質

直
不
レ
荀
、
動
必
依
レ
道
、
同
縣
高
倹
及
莱
氏
‘
凡
二
家
豪

富
‘
郡
人
畏
事
レ
之
、
唯
複
閉
レ
門
不
L

興,,
高
葉
1

通
L

【
高
齋
】
348

苔
●
高
い
官
宅
。
齋
は
郡
齋
。
〔
章
應
物
、

聞
レ
雁
詩
〕
淮
南
秋
雨
夜
、
高
齋
聞
―
―
雁
来
↓
〔
徐
禎
卿
、

在
―
―
武
昌
ー
作
詩
〕
高
齋
今
夜
雨
‘
獨
臥
武
昌
城
。
●
高
大

な
書
齋
。
〔
冷
齋
夜
話
〕
趙
開
道
休
レ
官
饒
1

一
三
衝
五
作
二

高
齋
1

而
居
レ
之
、
祠
誦
精
巌
、
如
―
―
老
爛
頭
陀
盃
答
鍾
山

佛
慧
祠
師
云
『
1

一
方
外
友
↓
〇
梁
、
簡
文
帝
の
室
名
。
湖

北
省
襄
陽
縣
城
内
。
高
齋
學
士
を
見
よ
。
〔
襄
洒
記
〕
襄

陽
城
内
刺
史
宅
有
二
高
齋
砿
木
簡
文
為
1

一
晉
安
王
―
鎮
―
―
襄

陽
ご
口
引
―
―
孝
威
等
於
此
齋
ぢ
密
敷
詩
集
二
時
琥
為
二
高

齋
學
士
↓
●
杜
甫
の
室
名
。
唐
の
杜
甫
が
晩
年
雙
州
に

居
り
‘
其
の
山
川
を
愛
し
て
去
る
に
忍
び
ず
、
三
度
居
を

徒
し
て
‘
皆
高
齋
と
名
づ
け
た
。
白
帝
城
の
高
齋
‘
濃
西

の
高
齋
、
東
屯
の
高
齋
が
あ
る
。
〔
陸
涌
、
東
屯
高
齋
記
〕

少
陵
先
生
晩
遊
―
―
甍
州
盃
杢
其
山
川
禾
＇
レ
忍
＞
去
、
三
徒
レ

居
‘
皆
名
,
,
高
齋
盃
竺
於
其
詩
台
]
レ
次
,
,
水
門
―
者
、
自
帝

城
之
高
齋
也
、
日
＂
依
玉
宗
餌
―
者
、
瀑
西
之
高
齋
也
、
日
レ

見
こ
川
者
、
東
屯
之
高
齋
也
、
故
其
詩
又
日
,
,
高
齋
一

非
二
-
慮
玉
予
至
レ
甍
敦
月
、
弔
1
1

先
生
之
遺
塗
云
云
‘
獨

東
屯
有
1

一
李
氏
者
芦
店
已
散
世
、
上
距
,
,
少
陵
こ
財
三
易
レ

主
、
大
暦
中
‘
故
券
猶
在
‘
而
高
齋
負
レ
山
帯
レ
硲
、
氣
象
良

是
‘
云
云
‘
腸
レ
子
記
レ
之
。
●
字
琥
°
④
宋
、
陳
舜
申

(11

|
 4
1
6
9
8
 :
 9
8
8
)

の
琥
。
＠
清
‘
陳
元
龍

(11ー
4
1
6
9
8
:

8

 

3
6
)
の
琥
。
◎
清
‘
趙
元
益
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 5
1
0
)
の
琥
゜

六
0
0
|
 

〖
高
齋
學
士]
3
4
9

悶
パ
ィ
梁
の
庚
肩
吾
・
劉
孝
威
・
江
伯
9
6

揺
孔
敬
通
・
申
子
悦
・
徐
防
・
徐
捐
・
王
圃
・
孔
礫
・
鮪
至

31ー

等
十
人
を
い
ふ
。
梁
の
簡
文
帝
が
晉
安
王
で
あ
っ
た

時
‘
此
等
の
人
を
集
め
て
衆
籍
を
抄
撰
せ
し
め
た
。
〔
南

史
‘
庚
肩
吾
博
〕
為
↓
―
晉
安
王
國
常
侍
デ
王
毎
レ
徒
レ
鎮
、
肩

吾
常
随
レ
府
、
在1一
碓
州
ご
被
レ
命
興
―
―
劉
孝
威
•
江
伯
揺
・

孔
敬
通
・
申
子
悦
．
徐
防
・
徐
撰
・
王
園
・
孔
礫
・
飽
至
等

十
人
ぶ

g
撰
衆
籍

B
ぎ
其
果
僕
｛
琥
1
1

高
齋
學
士
↓

〖
高
齋
居
士
〗3

5
0
焚
？
宋
‘
趙
井

(
1
0-3
7
1
7
1
 :
 3
3
 

6
)

の
躊
。

〖
高
齋
漫
録
〗3

5
1
焚
t”
書
名
。
一
巻
。
宋
、
曾
悔
撰
゜

朝
廷
の
典
制
及
び
士
大
夫
の
言
行
を
載
す
。
〔
四
庫
提

要
、
子
、
小
説
家
類
〕
。

【
高
瀧
】
352

衿
俗
氣
が
な
く
て
さ
つ
ば
り
し
て
ゐ
る
こ

と
。
〔
蘇
舜
欽
、
金
山
寺
詩
〕
予
心
本
高
瀧
‘
恨
為
二
塵
土
―

隔。

【
高
材
】
353

合
す
ぐ
れ
た
才
能
。
高
オ
(
3
4
0
)

に
同
じ
。

〔
漢
書
‘
宣
帝
紀
〕
高
材
好
レ
學
‘
然
亦
喜
,,i;¥§
侠
↓
〔
孔
叢

子
、
答
問
〕
夫
聖
人
者
、
誠
高
材
美
稽
也
。

〖
高
材
疾
足
]
3
5
4

砕
巧
優
れ
た
は
た
ら
き
の
あ
る
人
。

智
勇
兼
備
の
人
。
高
材
逸
足
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
高

祗
乃
詔
A

齊
捕
―
―
剛
通
3

剛
通
至
、
上
日
、
若
教
1

一
淮
陰
侯

反
1

乎
‘
討
日
、
然
、
臣
固
数
レ
之
‘
云
云
、
秦
失
―
―
其
鹿
至
＾

下
共
逐
な
之
、
於
レ
是
高
材
疾
足
者
先
得
焉
‘
云
云
‘
営
二

是
時
云
臣
唯
獨
知
11

韓
信
盃
介
レ
知
―
―
陛
下
1

也。

【
高
壮
】
蕊
謗
●
た
か
く
て
さ
か
ん
。
す
ぐ
れ
て
さ
か

ん
な
こ
と
。
〔
宅
経
〕
五
姓
咸
和
、
百
事
倶
昌
、
所
和
以
徳

位
高
壮
‘
藷
密
即
吉
↓
●
老
年
と
壮
年
。
老
い
て
ゐ
る
か

若
い
か
。
〔
管
子
、
山
國
軌
〕
顛
歯
量
―
―
其
高
牡
↓

【
高
倉
】
356

召
第
八
十
代
の
帝
謡
。

【
高
爽
】
357

誇
〇
高
く
さ
わ
や
か
。
高
潔
。
清
快
。
〔
晉

書
‘
玩
咸
億
〕
太
原
郭
突
、
高
爽
有
―
―
識
量
盃
竺
名
於
時
↓

〔
世
説
新
語
、
品
藻
〕
撫
軍
問
―
―
孫
興
公
二
云
云
‘
桓
温
何

如
‘
曰
‘
高
爽
邁
出
。
〔
柳
宗
元
、
法
華
寺
石
門
精
含
三
十

韻
詩
〕
拘
情
病
―
―
幽
鬱
云
瞭
志
寄
1

一
高
爽
↓
〔
重
野
成
齋
‘
霞

闊
臨
幸
記
〕
地
勢
高
爽
、
下
―
―
敵
城
市
↓
●
梁
、
廣
陵
の
人
。

博
學
多
才
‘
能
く
文
を
屡
す
。
齊
の
永
明
中
、
孝
廉
に
選

ば
る
。
是
よ
り
先
‘
劉
侑
‘
晉
陵
令
と
偽
り
‘
爽
直
ち
に
宿

に
詣
る
も
、
相
接
せ
ず
。
爽
甚
だ
之
を
街
む
。
俄
に
し
て

爽
に
代
つ
て
令
を
拝
命
。
借
‘
迎
贈
甚
だ
厚
し
。
爽
、
人



(45313・ ・358)一 (45313・・389) 

に
語
つ
て
日
く
‘
こ
は
晉
陵
令
な
る
官
位
を
厚
遇
す
る
居
圏
―
詩
〕
高
績
髯
笑
荷
且
持
‘
葵
瓢
嚢
撲
何
垂
垂
。

も
の
、
爽
の
身
に
関
係
な
し
と
。
後
、
事
に
坐
し
て
繋
せ
【
古
向
札
】
368

唸
〇
た
か
ふ
だ
。
徳
川
時
代
に
法
律
命
令

ら
れ
、
赦
免
さ
れ
て
卒
す
。
〔
梁
書
、
四
十
九
〕
．
〔
南
史
‘
な
ど
を
高
く
通
路
に
か
か
げ
た
札
。
高
榜
。

0
入
札
中

七

十

二

〕

。

の

第

一

番

の

高

値

を

記

し

た

札

。

【
高
槻
】
358

誘
澤
中
に
在
つ
て
高
く
設
け
た
小
屋
。
〔
左
【
高
察
】
369

焚
お
さ
つ
し
。
人
の
推
察
に
射
す
る
敬
語
。

思
‘
魏
都
賦
〕
距
―
―
遠
覇
一
以
閾
閤
‘
時
高
槻
而
陛
制
。
〔
庭
訓
往
来
〕
只
仰
―
―
高
察
―
而
已
。

【
高
操
】
359

誘
け
だ
か
い
み
さ
を
。
〔
南
史
‘
劉
紆
傭
〕
陳
【
高
括
】
370

琴
た
か
く
さ
し
は
さ
む
。
山
な
ど
が
空
高

留
玩
孝
緒
‘
博
學
隠
居
、
不
レ
交
涵
問
央
恒
居
こ
鹿
林
一
く
掛
え
て
ゐ
る
さ
ま
を
い
ふ
。
〔
泡
成
大
‘
贈
,
,
趙
廉
州
1

環
植
―
―
竹
木
面
立
―
―
慮
其
中
盃
時
人
造
レ
之
‘
未
l

―
嘗
見
一
也
、
詩
〕
少
待
,
,
佳
晴
―
看
レ
山
去
‘
玉
苓
高
括
翠
雲
叢
。

紆
経
云
翌
孝
緒
ぶ
即
顧
以
1

一
紳
交
↓
紆
族
兄
敲
‘
又
履
1
-

【
高
杉
】
371

焚
高
い
杉
゜
〔
賣
島
‘
秋
夜
仰
懐
二
錢
孟
二
公

高
操
ざ
一
人
日
夕
招
揚
‘
故
都
下
謂
,
,
之

三

隠

↓

琴

客

會

1

詩
〕
燭
鶴
醤
1

一
寒
骨
石
高
杉
韻
―
―
細
寝
↓

【
高
燥
】3

6
0
誘
土
地
が
高
く
て
か
わ
い
て
ゐ
る
こ
と
。
〖
高
杉
東
行
〗

3
7
2
”
”
い
'
[
長
州
藩
士
、
勤
王
家
。
通
稲
は

印
燥
。
i

几
燥
゜
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
其
高
燥
則
生
晉
作
、
名
は
春
風
。
字
は
暢
夫
、
東
行
と
琥
す
。
松
下
村

蔵
薪
芍
巳
茄
、
住
沙
羊
且
竺
〔
南
史
‘
夷
栢
下
、
高
昌
園
偲
〕
塾
に
學
ぴ
‘
久
坂
玄
瑞
と
と
も
に
松
陰
門
下
の
雙
璧
と

其
地
高
燥
‘
築
レ
土
為
レ
城
、
架
5

木

為

レ

屋

。

稲

せ

ら

る

。

文

久

三

年

、

奇

兵

除

を

創

設

。

慶

應

三

年

【
高
類
】
361

誘
高
い
ひ
た
ひ
。
で
ぴ
た
ひ
。
隆
額
。
〔
劉
歿
、
年
二
十
九
。

義
恭
讀
賦
〕
其
為
欣
也
‘
辣
身
怪
足
、
高
頼
露
精
°
[
高
棧
】
373

焚
高
い
か
け
は
し
。
〔
李
端
‘
送
成
都
茸
丞

【
高
藻
】
362

誘
立
派
な
詩
文
。
人
の
詩
文
の
敬
梢
゜
〔
陸
還
忌
蜀
詩
〕
蜀
門
雲
樹
合
、
高
棧
有
―
―
猿
愁
↓

機
、
答
賣
長
潤
詩
〕
蔚
彼
高
藻
‘
如
レ
玉
如
レ
蘭
゜
〔
注
〕
【
高
算
】
374

翌
優
れ
た
は
か
り
ご
と
。
〔
｛
木
書
、
武
一
一
王
‘

翰

日

、

蔚

‘

歎

美

也

、

藻

、

文

也

。

南

郡

王

義

宣

傭

〕

遠

憑

ユ

蘭

算

玉

ハ

清

i
諏難一》

【
高
蔵
】
油
梵
高
句
麗
の
賓
蔵
王
。
榮
留
王
建
武
の
弟
、
【
高
賛
]375

焚
臀
を
高
く
し
て
其
の
議
を
助
け
る
こ

大
陽
王
の
子
。
蓋
蘇
文
‘
建
武
を
殺
し
て
之
を
立
て
‘
國
と
。
〔
資
治
通
鑑
‘
宋
紀
〕
文
帝
‘
元
嘉
二
十
七
年
‘
下
官

政
を
専
に
す
。
乾
封
の
初
‘
蓋
蘇
文
卒
す
る
や
‘
其
の
子
敢
不
1

一
高
賛
↓
〔
注
〕
高
‘
抗
也
‘
賛
‘
助
也
‘
言
＃
び
贅
以

男
生
代
つ
て
莫
離
支
と
為
り
‘
其
の
弟
男
建
と
睦
し
か
助
1

一
決
其
議
1

也。

ら
ず
‘
相
攻
撃
す
。
唐
の
高
宗
の
時
、
子
猷
誠
を
遣
は
し
【
高
讃
】
376

翌
臀
を
裔
く
し
て
其
の
議
を
助
け
る
。
高

て
唐
朝
に
援
を
求
め
し
む
。
高
宗
、
李
勅
．
砕
仁
貴
等
に
賛
に
同
じ
。
〔
南
史
、
張
暢
博
〕
暢
日
、
若
―
―
歴
城
鬱
州
―

詔
し
て
師
を
出
さ
し
む
。
勅
等
、
男
建
を
敗
り
、
高
蔵
・
有
―
―
可
レ
至
之
理
干
下
官
敢
不
1

一
高
讚
↓

男
建
等
を
執
へ
て
京
に
抵
る
。
高
蔵
素
よ
り
脅
制
せ
ら
【
高
山
】
377

岱
●
た
か
い
や
ま
。
高
徳
の
喩
゜
〔
詩
‘
小

る
る
を
以
て
‘
赦
し
て
司
平
太
常
伯
と
為
し
‘
其
の
地
雅
‘
車
華
〕
高
山
仰
止
、
景
行
行
止
。
〔
箋
〕
古
人
有
-
―
高

を
剖
い
て
九
都
督
府
と
為
し
‘
仁
責
、
兵
を
穂
べ
て
之
徳
1

者
、
則
慕
―
―
仰
之
↓
〔
書
、
馬
貢
〕
莫
―
―
高
山
大
川
↓
〔
荀

に
鎮
す
。
儀
鳳
中
、
高
蔵
を
し
て
安
東
に
還
ら
し
め
‘
遼
子
、
勧
學
〕
故
不
レ
登
1

一
高
山
デ
小
レ
知
二
天
之
高
一
也
。

O
縣

東
都
督
を
命
ず
。
尋
い
で
株
輻
と
斐
を
謀
り
、
唐
に
召
名
。
漢
、
置
く
。
江
蘇
の
境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
臨
淮

還
せ
ら
れ
て
、
耶
州
に
放
た
れ
、
永
淳
の
初
‘
卒
す
。
高
郡
、
縣
二
十
九
、
高
山
。
〇
城
の
名
。
山
西
省
左
雲
縣
の

句
麗
こ
こ
に
亡
ぷ
゜
〔
―
二
國
史
記
‘
二
十
二
〕
．
〔
唐
書
‘
東
南
。
肖
蓋
河
の
南
。
明
の
嘉
靖
中
、
堡
城
を
築
く
。
〔
讀

二
百
―
―
十
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
一
百
九
十
九
上
〕
。
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
大
同
府
〕
高
山
衛
、
府
西
三
十
里
‘

【
高
作
】
364

悶
人
の
詩
文
の
敬
稽
゜
〔
剪
燈
新
語
‘
龍
堂
宣
徳
元
年
、
置
―
於
陽
和
城
内
↓
天
順
六
年
、
分
置
‘
嘉
靖

霊
會
録
〕
日
間
蒙
レ
恵
二
高
作
五
詞
旨
既
佳
‘
筆
勢
又
妙
。
十
四
年
‘
改
建
―
―
今
城
ご
謁
暦
十
年
、
増
修
、
周
四
里
有

【
高
策
】3

6
5
窃
す
ぐ
れ
た
は
か
り
ご
と
。
〔
王
勃
‘
上
,
,
~
奇
゜
R
清
の
人
。
元
美
の
弟
。
字
は
子
仁
。
詩
を
能
く
し
、

右
相
1

書
〕
誠
可
下
遠
凝
,
,高
策
下
土
薦
•
忠
言i

善
く
山
水
古
樹
を
甍
き
、
元
人
の
筆
意
を
得
。
〔
國
朝
苦

【
高
帳
】
3
6
6
t
”
丈
の
高
い
頭
巾
。
〔
劉
税
‘
題
―
―
葛
洪
移
レ
猷
類
徴
、
四
百
三
十
〕
．
〔
國
朝
書
識
‘
五
〕
゜

O
野
中
良
繕

|

_
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高

部

高

—_ 

【
高
子
]390

裕
〇
春
秋
‘
齊
の
上
卿
の
名
。
〔
管
子
、
小
塊
然
守
―
―
空
堂
↓
〔
殷
発
藩
、
和
三
趙
相
公
登
↓
一
鶴
雀
棲
―
【
裔
貨
】
406

匁
財
貨
の
多
い
こ
と
。
高
砦
に
同
じ
。

匡
〕
公
帥
1十
一
郷
玉
高
子
帥
―
―
五
郷
＾
〇
春
秋
‘
齊
の
人
。
詩
〕
雲
路
何
人
見
―
―
高
志
五
最
看
西
面
赤
蘭
前
。

O
志
を
〖
高
貿
戸
〗

4
0
7
バ
ウ
ン
よ
い
身
分
の
農
夫
。
富
者
。
〔
宋
史
‘

嘗
て
孟
子
と
詩
を
論
じ
‘
固
洒
と
評
せ
ら
る
。
〔
孟
子
、
た
か
く
す
る
。
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
抗
レ
之
以
高
レ
志
。

O
他
太
宗
紀
一
〕
以
二
楡
次
縣
云
〖

1一
新
井
州
盆
匹
ー
賞
蹄
順
将

告

子

下

〕

。

人

の

意

志

の

敬

捨

。

高

旨

。

働

グ

ヵ

姓

氏

。

〔

明

氏

新

撰

校

一

盈

括

―

―

僧

道

｛

隷

1

一
西
京
寺
観
芦
目
吏
及
高
貨
戸
‘
授
二

〖
高
子
遺
書
〗3

9
1
焚
5

書
名
。
十
二
巻
。
附
録
一
巻
。
姓
氏
録
〕
。
参
-
姓
氏
。
〔
新
撰
姓
氏
録
考
證
‘
十
一
〕
。
田
河
南
→

明
‘
高
攀
龍
撰
。
門
人
陳
龍
編
。
其
の
目
は
、
語
一
巻
‘
剖
〖
高
志
國
〗

3
9
9
g
ノ
越
後
地
方
の
古
梢
。
【
高
熾
】

4
0
8
冴
明
‘
仁
宗

(
1
-
3
4
9
:
 1
6
3
)

の
名
。

記
一
巻
‘
経
説
・
琲
・
賛
共
一
巻
‘
備
儀
一
巻
‘
語
録
一
告
‘
〖
高
志
泉
漢
〗

4
0
0
"
パ
り
イ
泉
州
、
堺
の
人
。
名
は
利
貞
。
【
高
州
]
4
0
9

吟
〇
州
名
。
④
南
朝
梁
、
置
く
。
治
は
高
涼
。

詩
一
巻
‘
疏
・
掲
問
共
一
径
‘
書
一
巻
‘
序
一
巻
‘
碑
・
博
・
字
は
養
浩
°
琥
は
茅
漢
•
泉
浜
·
穆
齋
。
賓
暦
年
間
の
今
の
廣
東
省
陽
江
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
‘

記
・
譜
訓
共
一
巻
‘
誌
・
表
・
状
・
祭
文
共
一
巻
‘
題
版
・
雑
人
。
伊
藤
東
涯
に
師
事
す
。
初
、
古
學
を
修
め
た
が
、
肇
慶
府
‘
陽
江
縣
〕
高
涼
際
縣
、
漢
置
レ
縣
‘
陽
1

一
合
浦

書
共
一
巻
。
附
録
は
年
譜
・
誌
状
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
後
、
宋
儒
の
説
を
奉
じ
て
伊
・
物
一
一
氏
を
駁
す
。
著
に
郡
；
其
藷
治
在
1

一
今
高
州
高
涼
山
下
ご
二
國
呉
為
"
高
涼

集
類
〕
。
印
髪
・
時
學
鍼
熔
•
撮
播
摺
登
舛
・
全
堺
詳
志
・
文
章
九
郡
治
ガ
ヘ
析
―
―
置
安
寧
縣
面

8
レ
焉
‘
晉
移1一
郡
治
安
寧
盃
而

〖
高
子
之
鼓
〗
殴
心
立
春
秋
‘
齋
の
上
卿
、
高
子
が
軍
命
校
が
あ
る
。
〔
大
阪
名
家
著
述
目
録
〕
。
以

1高
涼
歪
;
,
,
属
縣
↓
宋
省
嵩
涼
：
仝
安
寧
一
齊
俯
レ

中
に
打
っ
た
つ
づ
み
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
有
1

一
高
子
之
鼓
一
『
高
枝
】
401

匁
高
い
所
に
あ
る
木
の
枝
゜
〔
曹
植
、
公
恙
菖
‘
梁
復
改
―
―
安
寧
1

為
―
―
高
涼
縣
五
兼
置
1

一
高
州
治
―
焉
‘

有
1

一
國
子
之
鼓
↓
〔
國
語
‘
齊
語
〕
三
軍
故
有
"
中
軍
之
鼓
↓
詩
〕
潜
魚
躍
↓
―
清
波
五
好
鳥
鳴
孟
向
枝
↓
〔
陶
潜
‘
飲
酒
詩
〕
隋
平
レ
陳
郡
際
‘
伯
為
ユ
尚
州
治
盃
国
武
徳
五
年
、
改
レ
縣

有
―
―
國
子
之
鼓
「
有
,
,
高

子

之

鼓

↓

凝

霜

珍

―

異

類

面

｝

然

見

嵩

枝

↓

〔

杜

甫

‘

戯

＝

葦

櫃

為

＿
1

目
西
平
面
バ
観
二
十
―
二
年
‘
改
二
置
恩
州
治
戸
焉
‘
尋
移
ニ

【
嵩
扁
氏
】
300

バ
ゥ
〇
地
名
。
河
南
省
馬
縣
の
西
南
。
〔
左
氏
、
雙
松
圏
一
歌
〕
雨
株
惨
裂
苔
蘇
皮
‘
屑
鐵
交
錯
週
,i,a!K
枝
↓
治
陽
江
「
以
レ
縣
省
入
。
＠
唐
、
鵜
潔
高
州
を
箇
く
。
故

成
、
十
七
〕
衛
北
宮
括
‘
救
レ
晉
侵
レ
鄭
‘
至
―
―
子
高
氏
↓
[
高
是
】
四
匁
山
名
o

山
西
省
渾
源
縣
の
南
o

；C
ヽ
翠
址
は
四
川
省
高
縣
の
南
o

〔
讀
史
方
輿
紀
要
ヽ
四
川
、
級

届
〕
高
氏
、
在
―
―
陽
暫
縣
西
南
↓
〔
後
漢
書
、
郡
國
志
二
〕
穎
屏
山
。
是
は
一
に
氏
に
作
る
。
〔
山
海
経
‘
北
山
経
〕
高
州
府
〕
裔
縣
、
本
夜
郎
屡
境
‘
唐
置
,
,
鵜
緊
高
州
云
登
濾

川
郡
‘
陽
蟄
‘
有
二
高
氏
亭
二
〇
山
名
。
高
是
(
4
0
2
)
を
見
是
之
山
‘
泡
水
出
焉
。
〔
水
経
‘
泡
水
注
〕
｛
池
水
出
二
代
郡
州
都
督
府
「
宋
因
レ
之
‘
熙
寧
八
年
、
内
圏
隷
―
―
於
長
寧

震

丘

縣

高

氏

山

一

軍

釜

心

亦

置

1

高
州
直
g
-
―
絞
州
路
函
五
改
レ
州
為
レ
縣
゜
◎

〖
高
氏
易
〗3
9
4
t
5

／
漢
の
高
相
の
博
へ
た
易
説
。
多
く
【
高
視]
4
0
3

屯
高
い
所
を
み
る
。
又
、
高
い
所
か
ら
み
宋
‘
置
く
。
故
治
は
責
州
省
桐
梓
縣
の
東
。
＠
遼
‘
置

陰
陽
災
異
を
言
ふ
。
〔
漢
書
、
儒
林
、
高
相
博
〕
高
相
‘
浦
る
。
韓
じ
て
‘
氣
象
非
凡
な
人
の
形
容
。
〔
漢
書
、
王
祥
博
く
。
故
治
は
熱
河
省
凌
源
縣
西
北
の
藷
大
寧
衛
の
北
。

人
也
、
治
レ
易
‘
卑
ハ
ニ
費
公
己
四
時
、
其
學
亦
亡
-
1

章
句
面
『
中
〕
反
レ
脚
高
覗
‘
嗽
―
―
臨
左
右
↓
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
仰
矯
レ
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
大
寧
衛
〕

説,,
陰
陽
宍
異
「
自
言
、
出
二
於
丁
将
軍
ご
広
云
‘
縣
レ
是
易
首
以
高
視
令
。
〔
曹
植
‘
卑
な
楊
徳
圃
一
書
〕
徳
漣
獲
1

一
跡
於
高
州
城
‘
衛
北
―
―
百
里
‘
志
云
、
唐
信
州
之
地
‘
萬
歳
通

有
涵
氏
學
二
國
朝
経
師
経
義
目
録
‘
易
〕
浦
人
高
相
北
魏
百
心
下
高
1

一
視
於
上
京
↓
〔
晉
書
、
王
徽
之
博
〕
徽
之
、
天
初
‘
以
1

一
契
丹
室
活
部
―
置
一
信
州
こ
炉
黄
龍
縣
五
隷
二

治
レ
易
‘
云
云
、
自
言
、
出
二
丁
将
軍
砿
芸
H

レ
相
、
丁
将
軍
、
初
不
』
B

答
「
直
高
視
、
以
1
1

手
版
一
柱
レ
頬
云
、
西
山
朝
来
螢
州
都
督
一
後
寄
訟
5

苑
陽
城
内
一
契
丹
王
隆
緒
開
泰

T
寛
也
、
受
―
―
田
何
易
正
是
為

l一
高
氏
易
→
致
レ
有
―
―
爽
氣
云
耳
。
〔
劉
清
、
夏
日
登

1一
西
林
白
上
人
棲
ー
中
‘
伐
1一
高
麗
百
~
"
~
戸
1

置
―
一
高
州
盃
領
さ
一
韓
一
縣
ぶ
止

〖
高
氏
三
宴
詩
集
〗3

9
5
バ
究
？
ぅ
書
名
。
三
巻
。
附
香
詩
〕
幾
到
西
林
清
浮
境
‘
層
壷
高
視
有
無
間
。
初
置
称
度
使
五
皇
統
三
年
、
州
際
、
以
レ
縣
陽

1一
大
定
府
一

山
九
老
詩
一
巻
。
唐
、
高
正
臣
編
。
皆
同
人
の
宴
會
の
詩
〖
高
視
濶
歩
〗

4
0
4
”
”
ル
ポ
高
い
と
こ
ろ
を
見
、
大
股
に
歩
尋
復
為
,
,
高
州
一
以
乞
一
韓
縣
一
省
入
、
明
初
襄
。
●
府

を
載
せ
、
一
會
を
以
て
一
巻
と
す
。
末
の
香
山
九
老
詩
く
。
氣
象
の
非
凡
な
も
の
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
王
非
傭
中
〕
名
。
明
、
置
く
。
故
治
は
廣
東
省
茂
名
縣
。
化
州
及
ぴ
茂

は
白
居
易
等
の
作
る
所
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
穂
集
類
〕
。
反
レ
隋
高
視
‘
暉
1

一
臨
左
右
↓
〔
魏
文
帝
、
漢
文
帝
論
〕
欲
レ
名
・
電
白
・
信
宜
・
呉
川
・
石
城
の
五
縣
を
管
轄
す
。
〔
明

【
高
市
】
396

”
,

0大
和
國
の
郡
名
。
〔
和
名
抄
〕
゜

0
”
力
使
下
簑
時
累
息
之
民
、
得
―
―
濶
歩
高
談
と
秤
危
濯
之
心
い
史
、
地
理
志
六
〕
廣
東
、
高
州
府
‘
洪
武
元
年
為
レ
府
‘
云

姓

氏

。

〔

和

爾

雅

〕

。

【

高

些

言

】

405

裕
財
貨
の
多
い
こ
と
。
又
、
財
の
多
い
人
。
云
、
領
↓
―
州
一
縣
五
ご
本
云
‘
茂
名
・
電
白
・
信
宜
・
化
州
、

【
高
旨
】
397

匁
〇
立
派
な
趣
旨
。
又
、
立
派
な
心
。
〔
慮
砦
は
貨
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
徒
―
―
吏
二
千
石
、
高
云
云
‘
呉
川
・
石
城
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
東
〕
高
州
府
‘

謳
贈
蜘
紺
竺
詩
〕
懐
慨
退
縦
‘
有
袖
竺
高
旨
↓
〔
隋
書
‘
砦
富
人
‘
及
豪
傑
井
兼
之
家
於
諸
陵
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
砦
古
百
越
地
‘
秦
為
1

一
南
海
郡
地
云
漢
初
隔
"
南
越
國
一
武
帝

楊
素
傭
〕
高
旨
唆
筆
、
有
レ
若
1

一
天
臨
↓
洪
恩
大
澤
、
便
同
1

一
讀
輿
レ
貿
同
、
高
昔
‘
言
レ
多
レ
財
也
。
〔
漢
書
‘
貨
殖
‘
宣
曲
時
層
―
―
合
浦
郡
ご
後
漢
因
レ
之
、
建
安
末
析
―
―
置
高
涼
郡
一

海
運

U
O他
人
の
意
見
に
封
す
る
尊
稽
。
任
氏
博
〕
長
安
丹
‘
王
君
房
、
敗
、
焚
少
翁
・
王
孫
大
卿
、
三
國
呉
又
置
1

↓
高
興
郡
｛
晉
初
因
レ
之
、
後
以
舌
向
興
丑
ハ
―
―

【
高
志
]398

匁
〇
け
だ
か
い
志
。
又
、
大
志
゜
〔
後
漢
為
ー
天
下
古
向
些
只
〔
注
〕
師
古
日
、
王
君
房
賣
レ
丹
‘
焚
少
翁
入
高
涼
郡
本
木
齊
俯
レ
藷
‘
梁
大
通
中
兼
置
―
一
高
州
一
隋

書
‘
孔
融
傭
論
〕
若
1

一
夫
文
學
之
高
志
直
情
一
其
足
下
以
及
王
孫
大
卿
賣
レ
妓
‘
亦
致
舌
向
些
言
一
皆
‘
讀
卑
ハ
レ
資
同
‘
平
レ
陳
‘
際
レ
郡
、
大
業
初
‘
復
改
舌
向
州
盃
竺
高
涼
郡
面
唐

動
玉
誼
杢
而
杵
中
雄
心
公
左
思
‘
雑
詩
〕
高
志
局
四
海
一
高
砦
‘
謂
レ
多
1

一

資

財

↓

武

徳

六

年

‘

復

置

嵩

州

：

天

賓

初

、

日

11

高
涼
郡
ご
乾
元

ハ
O|
 

初
復
レ
故
‘
五
代
時
圏
1

一
於
南
漢
「
宋
俯
為
1

一
高
州
↓
景
徳
氾

初
‘
井
1

一
入
賓
州
↓
三
年
復
レ
故
、
元
日
高
州
路
面
明
洪
武

31

初
‘
改
為
"
高
州
府
↓
領
―
―
州
一
縣
五
公
ふ
炉
之
。
〔
清
史
ー

稿
、
地
理
志
〕
廣
東
、
高
州
府
‘
領
―
―
州
一
縣
五
一
茂
名
・

電
白
・
信
宜
・
化
州
・
呉
川
・
石
城
。

【
高
秀
】
410

袴
た
か
く
ひ
い
で
る
。
す
ぐ
れ
て
秀
で
る
。

〔
後
漢
書
‘
列
女
偲
序
〕
餘
但
捜
1

一
次
オ
行
尤
高
秀
者
禾
'
"
'

必
専
任
こ
操
―
而
已
。
〔
王
獣
之
、
保
母
志
〕
姓
李
、
名
意

如
‘
廣
漢
人
也
、
在
海
家
志
行
高
秀
‘
饒
1

一
王
氏
五
柔
順

恭
勤
。
〔
元
好
問
‘
賓
穀
紀
行
詩
〕
大
似
―
―
塵
外
人
面
眉
宇

見
1

一
高
秀
↓

【
高
袖
】4

1
1
岱
高
い
峯
゜
袖
は
‘
山
の
ほ
ら
。
又
‘
み
ね
•
山

頂
。
〔
淘
弘
景
‘
答
―
―
虞
中
書
一
書
〕
登
但
散
―
―
嬰
乎
高
袖
一

似
レ
将
レ
飛
―
―
霜
於
絶
谷
↓
〔
魏
徴
‘
述
懐
詩
〕
鬱
紆
防
二

紙
呻
出
液
望
五
＇
原
↓
〔
許
渾
‘
朱
坂
故
少
保
杜
公
池

亭
詩
〕
高
袖
乍
疑
三
峡
近
‘
遠
波
初
似
五
湖
通
。
〔
李
咸

用
、
江
行
詩
〕
高
袖
留
―
―
斜
照
↓
蹄
鴻
背
―
―
落
霞
↓

冨
洲
】
412

吟
菊
池
武
矩
の
琥
。
菊
池
高
洲
(
9
ー

3
1
1
5

3
:
 91
)

を
見
よ
。

【
高
秋
】
413

砕
空
が
高
く
晴
れ
わ
た
る
秋
。
〔
沈
約
、
休

沐
寄
レ
懐
詩
〕
臨
レ
池
清
1

一
澤
暑
面
即
幌
望
―
―
高
秋
↓
〔
杜

甫
‘
雀
氏
東
山
草
堂
詩
〕
愛
汝
玉
山
草
堂
静
、
高
秋
爽
氣

相
鮮
新
。
〔
杜
審
言
、
和
二
康
五
庭
芝
望
レ
月
有
p

懐
詩
〕

明
月
高
秋
逍
‘
愁
人
獨
夜
看
゜

【
高
就
】
414kao'chiu• 

よ
い
職
に
就
く
。
又
、
よ
い
地

位。

【
高
愁
】
415

袋
天
ま
で
と
ど
き
さ
う
な
高
大
な
う
れ

ひ
。
甚
し
い
う
れ
ひ
。
〔
韓
愈
‘
詠
レ
雪
贈
―
―
張
籍
一
詩
〕
厚

慮
墳
涙
堅
云
高
愁
徴
一
斗
魁
↓

【
高
柔
】
416

塙
三
國
‘
魏
の
園
の
人
。
字
は
文
恵
。
盆
は

元
。
曹
操
哀
氏
を
平
げ
、
柔
を
以
て
管
長
と
為
す
。
奸
吏

皆
退
居
す
。
文
帝
践
昨
し
て
治
書
侍
御
史
と
な
し
、
四

年
‘
廷
尉
と
な
す
。
帝
宿
嫌
を
以
て
、
法
を
柾
げ
て
治
書

執
法
飽
勘
を
誅
せ
ん
と
欲
す
。
柔
、
従
は
ず
。
明
帝
の

時
‘
封
は
壽
亭
侯
。
高
貴
郷
公
の
時
、
安
國
侯
に
累
封
せ

ら
れ
、
太
尉
に
縛
ず
。
〔
三
國
志
‘
-
―
十
四
〕
。

【
高
式
】
4
1
7
人
5

後
漢
の
人
。
恨
の
子
。
性
‘
至
孝
。
永
初

中
、
奴
蛭
の
害
が
あ
っ
た
が
、
獨
り
式
の
褒
を
食
は
ず
。

園
令
周
彊
‘
之
を
州
郡
に
施
表
す
。
太
守
楊
舜
が
之
を

孝
子
に
學
げ
た
が
辞
し
て
行
か
ず
。
後
、
孝
廉
を
以
て
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郎
と
な
る
。
〔
陳
留
者
藷
博
〕
。
子
虚
賦
〕
盛
推
―
―
雲
夢
ー
以
為
舌
向
奢
ぢ
翌
淫
築
―
而
顕
二
東
北
る
渭
水
遥
1

一
其
西
函
空
命
ポ
郡
圏
縣
也
、
宣
帝
封
―
―
董

【
高
識
】4
1
8
gた
か
い
見
識
。
〔
晉
書
、
謝
蜆
偵
〕
錐
少
修
靡
→
忠
〖
竺
侯
邑
五
後
漢
省
°
@
―
二
國
の
呉
、
置
く
。
江
西

伊
名
、
通
簡
有
―
―
高
識
二
不
レ
修
,
,
威
儀
一
〔
顔
延
之
‘
庭
【
高
樹
】
424

盆
た
か
い
う
て
な
。
〔
玩
籍
、
詠
懐
詩
〕
箪
省
吉
安
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
吉
安
府
‘

詰
〕
自
崇
桓
l

輩

面

炉

顧

一

高

識

↓

帷

蔽

二

絞

日

ご

尚

樹

隔

―

―

微

臀

一

薩

陵

縣

〕

高

昌

謄

縣

、

府

西

五

十

里

、

本

薩

陵

縣

地

‘

一

―

―

〖
高
識
傭
〗41

9
焚
ン
キ
書
名
。
五
十
六
巻
。
加
固
周
之
撰
。
【
高
謝
】

4
2
5
砕
志
を
高
く
し
て
世
俗
か
ら
離
脱
す
る
。
國
呉
、
分

1一
置
高
昌
縣
直
空
薩
陵
郡
一
晉
初
以
二
薩
陵
縣

廣
く
漢
籍
を
渉
撒
し
て
、
中
國
の
雑
件
敷
千
條
を
記
又
‘
俗
事
を
謝
絶
す
る
。
〔
殷
仲
文
、
解
―
―
尚
書
1

表
〕
退
地
一
省
―
―
入
石
陽
高
昌
二
縣
↓
宋
俯
陽
1
1

薩
陵
郡
↓
齊
梁

し

、

寛

政

十

年

に

成

る

。

不

レ

能

下

辟

,

,

粟
首
隔
云
戸
．
衣
高
謝
只
晉
書
‘
孔
楡
博
論
〕
因
レ
之
‘
隋
省
。
◎
後
魏
‘
置
く
。
安
徽
省
霊
璧
縣
の
西

【
高
日
】
420

岱
土
司
の
名
。
西
康
省
郡
栢
石
渠
二
縣
の
楡
高
二
謝
百
萬
之
貿
一
齢
―
榮
敷
畝
之
宅
一
弘
1

一
止
足
之
南
。

O
國
の
名
。
漢
の
車
師
前
部
の
地
。
晉
、
高
昌
郡
を

境
。
一
名
、
春
科
高
日
長
官
司
。
清
の
宣
統
元
年
、
流
官
分
一
有
―
―
廉
譲
之
風
1

者
芙
。
〔
司
空
圏
‘
撮
一
仙
丑
竺
詩
〕
置
く
。
後
魏
の
和
平
の
初
‘
蝠
嬬
に
合
併
せ
ら
る
。
闘
伯

に
改
む
。
〔
清
史
稿
、
土
司
博
〕
今
土
司
之
未
レ
改
レ
流
者
‘
應
レ
知
讀
笑
還
高
謝
、
別
就
二
清
洲

t
〖
―
―
上
仙
→
周
を
立
て
て
高
畠
王
と
し
、
始
め
て
國
と
す
。
後
、
唐
に

四
川
‘
宣
撫
使
二
‘
云
云
、
長
官
使
二
十
有
九
、
云
云
、
【
高
尚
】
426

袷
’
〇
け
だ
か
い
。
卑
屈
で
な
い
。
志
行
が
滅
さ
る
。
今
、
新
張
省
吐
魯
番
縣
の
地
。
〔
北
史
、
西

曰

、

春

科

高

日

。

裔

潔

で

仕

進

を

求

め

な

い

こ

と

。

又

、

け

だ

か

く

す

る

。

域

、

高

昌

國

偶

〕

高

昌

者

、

車

師

前

王

之

故

地

、

漢

之

【
高
車
】
421

砕
〇
蓋
の
高
い
立
栞
な
車
。
〔
秤
名
、
繹
車
〕
〔
易
‘
愚
〕
上
九
、
不
レ
事
二
王
侯
玉
高
二
尚
其
事
言
疏
〕
不
下
復
前
部
地
也
、
云
云
‘
或
云
‘
地
勢
高
敵
‘
人
庶
昌
盛
、
因

高
車
、
其
蓋
高
、
立
載
之
車
也
。
〔
晉
書
‘
輿
服
志
〕
車
以
1

一
世
事
1

為
点
心
、
不
姦
匝
累
於
職
位
一
故
不
忌
生
事
王
名
―
一
高
日
門
亦
云
‘
其
地
有
,
,
漢
時
高
昌
堡
一
故
以
為
,
1

坐
乗
者
謂
乏
安
車
面
乗
者
謂
,
,
之
立
車
盃
袖
謂
―
―
之
高
侯
一
但
自
尊
高
慕
,
,
尚
其
清
虚
之
事
一
故
云
店
四
尚
其
國
琥
↓

車
→
〔
沈
約
‘
冬
節
後
至
二
丞
相
第
1詣
泄
子
中
車

1作
事
一
也
。
〔
後
漢
書
、
李
脚
博
〕
天
下
士
大
夫
皆
高
―
―
尚
其
〖
高
昌
廟
〗

4
2
9
誘
4

ヤ
，
ゥ
地
名
。
江
蘇
省
上
海
縣
の
南
。
清

詩
〕
高
車
塵
未
レ
減
‘
珠
履
故
餘
臀
。

O
車
を
高
く
す
道
↓
〔
風
俗
通
、
十
反
〕
姜
肱
高
―
―
尚
其
事
只
謝
霊
運
‘
登
,
,

の
同
治
四
年
、
兵
工
廠
を
設
く
。

る
。
〔
史
記
‘
循
吏
‘
孫
叔
放
博
〕
王
必
欲
に
高
レ
車
‘
臣
請
永
嘉
緑
障
山
一
詩
〕
幽
人
常
坦
歩
、
高
尚
逸
難
レ
匹
゜
〔
張
〖
高
昌
壁
〗

4
3
0
芯
ン
•
ヤ
ゥ
地
名
。
新
張
省
吐
魯
番
縣
の
東
。

舷
間
里
一
使
な
四
其
梱
↓
〇
種
族
の
名
。
又
、
高
車
協
、
雑
詩
〕
高
尚
遺
1

一
王
侯
「
道
積
自
成
レ
基
。
〔
陶
潜
‘
桃
漢
‘
車
師
都
尉
國
を
置
き
、
後
漢
、
戊
己
校
尉
の
治
と

丁
零
と
も
、
秋
歴
と
も
‘
或
は
勅
勒
・
勅
勒
と
も
呼
ば
れ
花
源
記
〕
南
陽
劉
子
譲
、
高
尚
士
也
。
●
唐
‘
薙
奴
の
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
〕
火
州
、
在
―
―
吟
密
西
七
百

る
。
匈
奴
の
別
梢
。
今
の
外
蒙
古
の
地
を
撮
有
し
た
が
、
人
。
母
老
い
て
弔
食
と
な
っ
た
が
、
な
ほ
河
朔
に
客
遊
里
云
ぎ
粛
州
二
千
七
百
五
十
里
、
＝
ぎ
京
師
1

八
千
四

後
魏
の
時
‘
屡
t
蟷
嬬
と
戦
ひ
‘
遂
に
滅
さ
る
。
〔
北
史
‘
し
て
肯
て
蹄
ら
ず
。
令
狐
潮
と
親
し
く
‘
其
の
婢
に
淫
百
里
、
西
連
二
亦
力
把
力
盃
E

距

1-f閻
面
北
接
,
,
瓦
剌
盃
漢

高
車
博
〕
高
車
蓋
古
赤
秋
之
餘
種
也
、
初
琥
為
二
秋
歴
「
し
て
―
女
を
生
ま
せ
‘
遂
に
留
居
す
。
然
れ
ど
も
篤
學
車
師
前
王
庭
之
地
也
、
元
帝
初
元
元
年
、
始
置
二
戊
己
校

北
方
以
為
1

一
高
車
・
丁
零
又
其
語
略
輿
―
―
匈
奴
1

同
‘
而
時
に
し
て
文
辟
を
善
く
す
。
李
齊
物
、
新
平
太
守
と
為
る
尉
心
氾
ー
田
車
師
故
地
「
相
博
、
武
帝
時
興
レ
師
西
討
1

一車

有
示
異
五
云
‘
其
遷
徒
随
一
水
草
云
5

レ
皮
食
レ
肉
、
牛
や
‘
之
を
朝
に
薦
め
‘
錢
一
二
萬
を
賛
し
‘
之
を
介
し
て
高
中
云
暉
應
者
留
,
,
居
此
訟
巴
日
1

一
車
師
「
又
以
1

一
地
形
高
敗
↓

羊
畜
産
‘
圭
芸
竺
嬬
嬬
己
凹
‘
唯
車
輪
高
大
‘
輻
藪
至
多
。
力
士
に
見
え
し
む
。
力
士
以
て
オ
と
為
し
‘
門
下
に
置
名
―
―
高
昌
辟
芸

R
古
の
回
髄
(
3
-
4
6
9
0
:
 9
7
)の
別
名
。
〔
唐
書
‘
回
鶴
ぎ
、
左
領
軍
倉
曹
参
軍
に
抜
擢
せ
ら
る
。
安
誅
山
表
し
【
高
~
】

4
3
1
盆
ウ
漢
‘
浦
の
人
。
易
を
治
む
。
其
の
學
章

上
、
回
乾
博
〕
回
乾
、
其
先
匈
奴
也
‘
俗
多
乗
,
,
高
輪
車
一
て
平
虞
掌
書
記
と
為
す
。
臥
内
に
出
入
し
、
誅
山
の
反
句
無
く
、
専
ら
陰
陽
災
異
を
説
く
。
自
ら
丁
将
軍
に
出

亦
麓
高
車
部

-
0山
名
。
快
西
省
商
縣
の
西
南
。
一
を
導
き
、
東
都
を
陥
れ
、
官
‘
偽
侍
中
に
至
る
。
後
、
史
思
づ
と
言
ふ
。
〔
前
漢
書
、
八
十
八
〕
。

名
‘
膏
車
嶺
゜
〔
水
経
‘
丹
水
庄
〕
（
楚
水
）
東
逗
嵩
車
嶺
明
に
誅
せ
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
百
二
十
五
上
〕
．
〔
藷
唐
書
、
【
高
唱
]432

吟
＇
ウ
臀
高
く
と
な
へ
る
。
ほ
が
ら
か
な
臀
で

南

↓

〔

太

平

賽

宇

記

〕

高

士

偵

云

、

高

車

山

上

有

―

―

四

皓

二

百

上

〕

。

う

た

ふ

。

又

、

高

尚

な

う

た

。

〔

陸

機

、

演

連

珠

〕

臣

聞

、

碑
及
祠
玉
皆
漢
恵
帝
所
に
止
、
高
后
使
，
張
良
詣
玉
中
川
〖
嵩
回
尚
先
生
〗

4
2
7
5
'
g

岱
宋
、
劉
下
功

(
2
-
2
2
2
4
:
 1
3

絶
節
高
唱
、
非
―
―
凡
耳
所
加
悲
‘
埠
義
芳
訊
、
非
,
,
庸
聰

迎
中
四
皓
上
之
慮
、
因
名
―
一
高
車
山
一
〇
複
姓
。
〔
通
志
、

1

6

)

の

賜

琥

゜

所

＞

善

。

〔

沈

約

、

梁

武

帝

集

序

〕

興

1

一
絶
節
於
高
唱
ご
振
1

一

氏
族
略
〕
代
北
複
姓
、
高
車
氏
即
九
姓
‘
回
鵜
種
類
也
、
【
麻
亘
I
]
4
2
8

吟
＇
ゥ
〇
唐
の
鼓
吹
曲
。
柳
宗
元
作
。
李
靖
が
高
消
酔
於
蘭
碗
↓

入
―
―
中
國
一
者
琥
ユ
尚
車
氏
→
昌
を
滅
す
を
い
ふ
。
〔
築
府
詩
集
‘
鼓
吹
曲
辞
‘
唐
鼓
吹
鏡
〖
高
唱
入
雲
〗

8
読
蹂
ヴ
贄
の
調
子
が
激
し
く
て
清

〖
高
車
閉
馬
〗4

2
2岱ン
，
ャ
高
車
は
蓋
が
高
く
て
立
つ
て
歌
‘
高
昌
〕
高
昌
‘
言
"
'
李
靖
滅
―
一
高
昌
一
也
。
〔
柳
宗
元
、
唐
く
高
ら
か
な
こ
と
。
其
の
臀
が
雲
に
ま
で
透
り
入
る

乗
る
車
‘
閉
馬
は
四
頭
立
の
馬
車
。
顧
貴
の
人
の
乗
り
鏡
歌
鼓
吹
曲
、
高
昌
〕
麹
氏
雄
面
I

北
両
肌
絶
臣
れ
品
翌
〇
意
。
〔
西
京
雑
記
、
一
〕
高
帝
戚
夫
人
‘
云
云
‘
善
為
―
―
憩

も
の
を
い
ふ
。
〔
歌
陽
脩
‘
輩
錦
堂
記
〕
一
旦
高
車
馴
馬
‘
縣
名
。
④
漢
の
侯
國
。
山
東
省
博
興
縣
の
西
南
。
〔
漢
書
‘
袖
折
腰
之
舞
五
歌
,
,
出
塞
入
塞
望
蹄
之
曲
工
侍
婢
藪
百
‘

旗
鹿
導
レ
前
、
而
騎
卒
擁
レ
後
。
地
理
志
上
〕
千
乗
郡
‘
縣
十
五
、
高
昌
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
皆
習
レ
之
、
後
宮
齊
レ
首
高
唱
‘
臀
入
一
亭
―
=B肖↓

【
高
奢
]423

砕
た
か
ぶ
り
お
ご
る
。
騒
奢
。
〔
司
馬
相
如
、
山
東
、
胄
州
府
、
博
興
縣
〕
高
昌
城
、
水
経
注
‘
在
―
―
故
利
城
[
高
商
]
紐
伶
ゥ

O
秋
を
い
令
商
は
#
音
の
二
上
秋
に

|

l

 

高

部

高

配
す
る
。
〔
梁
元
帝
纂
要
〕
秋
曰
―
―
素
商
↓
亦
曰
l

一
高
商
↓

0
南
燕
の
人
。
開
の
弟
。
性
‘
岡
毅
に
し
て
オ
幹
あ
り
。

氾
陽
の
太
守
と
な
り
、
兄
の
戦
死
を
聞
い
て
悲
哭
し
て

立
つ
能
は
ず
‘
杖
に
侍
つ
て
行
く
。
慕
容
偶
が
之
を
憐

ん
で
昌
黎
太
守
と
し
た
が
、
兄
の
死
ん
だ
地
に
在
る
に

忍
ぴ
ず
と
言
ひ
‘
遼
西
に
遷
さ
る
。
〔
前
燕
録
〕
。

【
高
掌
】
435

袷
ゥ
華
嶽
を
い
ふ
。
高
掌
遠
賠
を
見
よ
。
〔
播

岳
、
西
征
賦
〕
眺
二
華
嶽
之
陰
崖
一
観
1

一
高
掌
之
遺
縦
↓

〔
注
〕
清
日
‘
華
岳
北
面
有
―
―
巨
震
紳
掌
跡
ぶ
m
云
―
―
陰
崖
↓

〔
博
亮
‘
征
思
賦
〕
競
1

一
高
掌
於
華
陽
「
Jft11
鳴
鳳
於
洛
浦
↓

〔
張
説
、
奉
―
―
―
和
聖
製
途
鰹
1

華
嶽
一
詩
〕
白
日
懸
1

一
高
掌
一

寒
空
映
―
―
削
成
↓
〔
張
霰
‘
題
―
―
華
山
圏
―
詩
〕
巨
震
高
掌

削
―
―
芙
蓉
↓
影
落
黄
河
一
絲
水
。

〖
高
掌
遠
槌
〗4

3
6
翌
荘
ゥ
掌
は
た
な
ご
こ
ろ
。
賠
は
足

の
う
ら
。
華
嶽
と
首
陽
と
は
も
と
一
山
で
、
河
水
は
其

の
麓
を
迂
曲
し
て
流
れ
て
ゐ
た
の
を
、
河
神
の
巨
震
神

が
手
脚
を
振
つ
て
分
つ
て
二
山
と
し
た
と
い
ふ
故
事
。

轄
じ
て
、
開
ぎ
廣
げ
る
の
意
に
用
ふ
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕

綴
以
II

―
一
華
五
巨
霰
贔
贋
、
高
レ
掌
遠
レ
賠
、
以
流
1

一
河
曲
「

蕨
跡
猶
存
。
〔
注
〕
綜
日
‘
華
‘
山
名
也
、
巨
蓋
、
河
神
也
、

巨
、
大
也
、
古
語
云
‘
此
本
一
山
‘
嘗
1
1

河
水
過
＞
之
‘
而
曲

行
‘
河
之
肺
以
レ
手
撃
―
―
開
其
上
百
足
閉
1

一
離
其
下
「
中
分

為
に
一
、
以
通
II

河
流
五
手
足
之
跡
‘
子
レ
今
尚
在
。

【
高
散
】
437

砂
炉
た
か
く
う
ち
ひ
ら
け
て
ゐ
る
。
土
地

が
た
か
く
ひ
ら
け
て
ゐ
て
見
は
ら
し
が
よ
い
。
〔
史
記
、

淮
陰
侯
傭
賛
〕
然
乃
行
卒
差
高
赦
地
ス
漢
書
‘
宣
帝
紀
、

散
上
―
―
下
諸
陵
「
注
〕
師
古
曰
‘
諸
陵
皆
振
―
―
高
敵
地
盃
『
レ

之
。
〔
後
漢
書
、
渇
術
博
下
〕
地
勢
高
敵
、
四
通
廣
大
。
〔
李

中
、
海
上
太
守
新
瓶
―
―
東
亭
―
詩
〕
高
敵
軒
窟
迎
1
1

海
月
「

預
栽
二
花
木
廷
型
春
風
↓

【
高
湘
】
438

帝
ウ
唐
の
人
。
錯
の
子
。
字
は
清
之
。
進
士
。

詩
文
を
以
て
名
あ
り
。
成
通
の
末
、
官
は
諫
議
大
夫
。
事

に
臨
ん
で
精
巌
、
自
ら
持
す
る
こ
と
盆
；
重
し
。
悟
宗

の
時
‘
江
西
観
察
使
に
終
る
。
〔
唐
書
、
一
百
七
十
七
〕
。

【
高
翔
】
439

吟＇ウ

0
空
た
か
く
飛
ぴ
か
け
る
。
〔
載
國
‘
楚

策
〕
黄
鵠
因
レ
是
以
溜
―
―
乎
江
海
盃
g
―
乎
大
沼
砿
俯
喝
―
―
鱚

鯉
仰
嘔

11陵
衡
盃
竺
其
六
翻
一
而
凌
―
―
清
風
五
諜
椛
乎
高

，
 

翔
、
自
以
為
レ
無
レ
患
‘
典
レ
人
無
レ
手
也
。
〔
楚
辞
‘
骰
忌
‘

哀
時
命
〕
叉
無
1

一
利
翼
而
高
翔
↓
〔
淮
南
子
、
齋
俗
訓
〕
撃
―

-
1
93
 

舟
水
中
云
鳥
聞
レ
之
而
高
翔
‘
魚
聞
レ
之
而
淵
蔵
。
〔
曹
植
‘

1

|
 

六
〇
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送
―
―
應
氏
―
詩
〕
願
為
,
,
比
翼
鳥
涵
炉
翻
起
高
翔
。
●
明
‘

朝
邑
の
人
。
溢
は
忠
慾
。
官
は
洪
武
中
、
明
経
を
以
て

監
察
御
史
と
な
る
。
成
祗
の
時
に
召
さ
れ
た
が
、
語
不

遜
な
る
を
以
て
遂
に
族
誅
せ
ら
る
。
〔
明
史
、
ー
百
四
十

一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
ー
百
八
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百

三
十
二
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
・
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言

行
録
‘
+
-
〕
。

O
清
、
江
蘇
甘
泉
の
人
。
字
は
鳳
岡
。
琥

は
西
塘
・
西
唐
・
西
堂
・
梶
堂
。
詩
蜜
を
善
く
し
、
尤
も

八
分
の
書
に
巧
。
晩
年
右
手
祭
し
、
左
手
を
以
て
書
く
。

字
尤
も
奇
古
゜
〔
清
驚
家
詩
史
、
丙
、
上
〕
．
〔
國
朝
書
萱
家

筆
録
‘
二
〕
・
〔
國
朝
萱
識
、
二
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
、
四
〕
。

【
高
箱
】
440

努
〇
使
者
の
乗
る
車
。
高
車
。
〔
後
漢
書
、

郭
丹
博
賛
〕
少
卿
志
レ
仕
、
終
乗
↓
一
高
箱

1.
高
い
箱
゜

箱
は
車
の
物
を
入
れ
る
所
。
〔
梁
簡
文
帝
、
洛
陽
道
詩
〕

玉
車
争
晩
入
、
涌
果
溢
,
,
高
箱
↓

【
高
膳
】
441

初
炉
た
か
い
か
き
。
〔
韓
詩
外
博
‘
二
〕
高
贈

豊
上
激
下
、
未
1

一
必
崩
一
也
。
〔
甕
鐵
論
、
詔
聖
〕
高
謄
狭

基
、
不
レ
可
な
立
矢
゜

【
高
上
】
442

祝
炉
高
い
位
。
〔
荀
子
、
非
十
二
子
〕
高
上
尊

責
、
不
二
以
騒
ワ
人
。
〔
注
〕
在
―
―
貴
位
示
＇
レ
騒
レ
人
。
〔
北

史
‘
張
葬
傭
〕
葬
少
而
豪
放
、
出
―
―
入
殿
庭
盆
少
二
吟
高
上
一

無
レ
所
―
―
顧
忌
↓

〖
高
上
上
的
冨
k
a
o
'
s
h
a
n
g
'
s
h
a
n
g
'
t
e

極
上
等

【
高
状
】
444

k
a
o
'
c
h
u
a
n
g
'

圃
錐
形
の
。

L

の。

【
高
城
】
445

呪
炉
〇
た
か
い
し
ろ
。
〔
荀
子
、
議
兵
〕
高
城

深
池
不
レ
足
―
―
以
為
＂
固
。
〔
六
餡
、
龍
餡
、
動
軍
〕
高
城
深

池
、
矢
石
繁
下
。
〔
梁
元
帝
、
亀
兆
名
詩
〕
百
枝
凝
>
1

夕
銀
一

却
月
隠
―
―
高
城
↓
〔
許
渾
‘
咸
陽
城
東
棲
詩
〕
一
上
,
,
高
城
一

萬
里
愁
、
薫
頭
楊
柳
似
1

一
汀
洲
↓
●
縣
名
。
④
後
漢
、
置

く
。
河
北
省
堕
山
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、

河
間
府
、
清
州
〕
璧
山
縣
、
春
秋
時
齊
之
無
索
邑
、
漢
置
ニ

高
成
縣
一
属
―
勃
海
郡
一
郡
都
尉
治
焉
、
後
漢
曰
-
―
高
城

懸
晉
因
レ
之
、
後
魏
晨
浮
陽
阿
隋
開
皇
十
八
年
、
改
レ

縣
日
,
,
堕
山
一
層
,
,
東
州
エ
大
業
中
屡
,
,
勃
海
郡
盃
唐
武
徳

四
年
、
置
東
堕
州
於
些
貞
観
初
、
州
畷
‘
縣
属
論
州
一

宋
因
レ
之
。
◎
南
齊
‘
置
く
。
廣
東
省
の
境
。

C
活
E

齊、

置
く
。
湖
北
省
奮
徳
安
府
の
境
。
＠
唐
‘
置
く
。
廣
西

省
の
境
。

〖
高
城
嶺
〗
細
窃
梨
ゥ
山
名
。
甘
窟
省
渭
源
縣
の
西
。

〔
魏
志
、
陳
泰
偲
〕
遂
進
J

軍
度
1

一
高
城
嶺
五
潜
行
、
夜
至
l
-

秋
道
東
南
高
山
上
ず
多
攀
―
―
燐
火
面
空
鼓
角
→
〖
高
手
醤
I
]
4
5
3

位
ウ9，
ュ
す
ぐ
れ
て
た
く
み
な
い
し
や
。
良

【
高
情
】
447

坑
炉
け
だ
か
い
こ
こ
ろ
。
け
だ
か
い
お
も
瞥
。
〔
績
漢
書
〕
東
平
王
蒼
到
レ
國
病
‘
詔
遣
1

一
太
瞥
承
一
―

む
き
。
崇
情
。
又
、
他
人
が
自
分
に
盛
し
て
く
れ
た
志
将
二
高
手
瞥
1

覗
レ
病
。

を
い
ふ
敬
語
。
〔
謝
震
運
‘
述
孟
血
徳
1詩
〕
逹
人
貴
1ー
自
〖
高
手
小
手
〗4

5
4
”
”9

人
の
雨
手
を
う
し
ろ
に
ね
ぢ

我
一
高
情
麗
1
1

天
雲
一
〔
孫
綽
‘
遊
―
―
天
台
山
一
賦
〕
繹
1
1

域
あ
げ
て
き
び
し
く
し
ば
る
こ
と
。
〔
源
平
盛
衰
記
、
五
、

中
之
常
患
五
暢
―
―
超
然
之
高
情
↓
〔
挑
合
、
遊
春
詩
〕
塵
中
成
親
妻
子
歎
事
〕
島
擢
の
直
垂
著
て
、
高
手
小
手
に
縛

主

印

吏

、

誰

遣

レ

有

―

―

高

情

↓

ら

れ

て

。

〖
高
情
遠
致
〗4

4
8
焚
伐
ャ
，
ゥ
け
だ
か
い
心
と
遠
い
お
も
【
高
狩
】
偲
玲
高
く
天
を
極
め
て
狩
を
す
る
。
盛
な
狩

む
き
。
人
格
の
高
潔
な
こ
と
。
〔
晉
書
、
孫
綽
博
〕
綽
興
レ
を
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
思
レ
恨
1

一
道
子
豊
隆
一

詢
一
時
名
流
‘
云
云
‘
沙
門
支
遁
試
問
レ
綽
、
君
何
―
―
如
披
―
―
重
寄
―
而
裔
狩
。

吐
答
日
、
高
情
遠
致
‘
弟
子
早
已
伏
膚
‘
然
一
詠
一
吟
、
【
高
妹
】
456

謗
唐
の
人
。
鉄
の
弟
。
字
は
櫂
仲
。
進
士
に

許

蒻

ー

北

面

―

癸

。

及

第

し

‘

給

事

中

に

累

遷

す

。

文

宗

が

本

訓

を

侍

講

學

【
高
譲
】
449

呪
炉
高
く
あ
が
る
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
列
―
―
士
に
拝
す
る
や
‘
誅
‘
諫
官
を
率
ゐ
て
閤
に
伏
し
、
訓
の

蓉
諒
以
布
レ
翼
、
荷
江
笠
迂
而
高
襲
。
〔
成
山
康
、
琴
賦
〕
倹
邪
に
し
て
任
ず
ぺ
か
ら
ざ
る
を
言
ふ
も
、
帝
省
せ
ず
。

参
辰
艇
而
高
襲
。
〔
注
〕
向
日
、
襲
‘
攀
也
。
〔
博
玄
、
訓
‘
國
に
嘗
り
、
録
を
出
し
て
浙
東
観
察
使
と
為
す
。
譜

喪
輿
昂
賦
〕
倖
首
高
襲
‘
擢
レ
足
軒
峙
。
部
尚
書
に
累
遷
し
、
太
常
卿
に
徒
る
。
〔
唐
書
、
一
百
七

【
高
綽
】
450

吟
ク
●
後
魏
の
人
。
允
の
孫
。
字
は
僧
裕
。
盆
十
七
〕
．
〔
奮
唐
書
、
一
百
六
十
八
〕
。

は
簡
。
少
に
し
て
孤
‘
恭
敏
自
立
し
、
経
史
に
博
渉
す
。
【
高
趣
】
457

玲
す
ぐ
れ
た
お
も
む
き
。
〔
南
史
‘
隠
逸
上
、

洛
陽
令
を
授
け
ら
る
。
強
龍
に
し
て
豪
責
を
避
け
ず
。
陶
潜
傭
〕
少
有
1

一
高
趣
本
宅
邊
有
1

一
五
柳
樹
正
故
嘗
著
1

一
五
柳

豫
州
刺
史
に
累
遷
し
、
為
政
清
平
、
百
姓
之
を
愛
す
。
井
先
生
博
↓
〔
許
棠
‘
寄
11

陸
睦
州
―
詩
〕
下
國
多
1

一
高
趣
五
終

州
剌
史
に
終
る
。
〔
魏
書
、
四
十
八
〕
。
●
北
齊
の
人
。
武
年
半
是
吟
゜
〔
蘇
献
、
和
11

陶
詩
盆
炉
詠
三
一
疏
1

詩
〕
許
侯

成
の
長
子
。
字
は
仁
通
。
封
は
南
陽
王
。
波
斯
狗
を
愛
何
足
レ
道
‘
寧
識
二
此
高
趣
↓

し
、
好
ん
で
人
を
裸
に
し
、
眠
し
て
獣
状
を
為
さ
し
め
、
【
高
攀
『
】
458

翌
●
な
が
い
よ
は
ひ
。
な
が
い
き
。
高
齢
。

犬
を
縦
つ
て
之
を
食
は
し
む
。
定
州
刺
史
を
授
け
ら
高
年
。
長
壽
。
〔
宋
史
、
富
弼
・
文
彦
博
博
論
〕
臨
レ
事
果

る
。
恣
情
強
暴
。
嘗
て
後
主
と
娼
を
索
め
て
浴
料
に
入
断
、
皆
有
r
1

大
臣
之
風
一
又
皆
享
1

一
高
壽
於
承
平
之
秋
↓

れ
、
人
を
そ
の
中
に
臥
せ
し
め
、
宛
轄
琥
叫
の
状
を
見
〔
癸
辛
雑
識
〕
愈
氏
自
―
―
退
翁
―
四
世
、
未
レ
及
レ
年
告
レ
老
、

て
築
し
む
。
後
、
後
主
に
俗
殺
さ
る
。
〔
北
齊
書
、
十
二
〕
・
各
享
1

一
高
壽
云
晩
年
有
―
―
園
池
之
築
ニ
蓋
吾
郷
衣
冠
之
盛

〔

北

史

、

五

十

二

〕

。

事

也

。

●

kao'shou• 

老
人
に
討
し
て
年
齢
を
問
ふ

【
高
爵
】
451

吟ク

O
高
い
身
分
。
貴
い
爵
位
。
〔
荀
子
、
議
語
。

兵
〕
高
爵
豊
腺
之
所
レ
加
也
。
〔
史
記
、
博
斬
等
博
賛
〕
陽
【
高
樹
】
459

翌
た
け
た
か
い
木
。
〔
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕

陵
侯
博
寛
•
信
武
侯
斬
歓
皆
高
爵
。
〔
漢
書
、
最
錯
博
〕
皆
原
阻
多
―
―
悲
涼
云
廻
馳
巻
→

1高
樹
→
〔
玩
籍
、
詠
懐
詩
〕
晨

襲

高

爵

霞
1
1

其
家
↓
●
爵
位
を
高
く
す
る
。
〔
淮
南
難
鳴
高
樹
公
炉
駕
起
旋
鯖
。
〔
陸
機
‘
赴
レ
洛
道
中
作
〕

子
、
主
術
訓
〕
無
レ
功
而
厚
レ
賞
、
無
レ
努
而
高
レ
爵
、
則
守
レ
虎
嘴
深
谷
底
‘
難
鳴
高
樹
顛
。

職
者
憬
―
―
於
寛
而
涌
居
者
函
―
於
進
1

矢

。

【

高

峻

】

460

謗
ン
●
た
か
く
け
は
し
い
。
〔
禰
衡
、
魏
鵡

【
高
手
】
452

玲
●
技
藝
に
長
ず
る
こ
と
。
又
‘
其
の
人
。
賦
〕
故
其
嬉
1
1

遊
高
峻
云
栖
迄
氏
幽
深
↓
●
は
か
り
が
た

た
く
み
。
上
手
。
名
人
。
〔
李
嗣
異
、
後
書
品
〕
衛
杜
之
い
見
識
を
い
ふ
。
又
、
人
格
の
け
だ
か
い
こ
と
。
崇
峻
。

筆
、
流
偲
多
芙
‘
縦
任
藉
巧
砿
轄
風
媚
‘
剛
健
非
レ
有
レ
〔
符
載
、
剣
南
西
川
幕
府
諸
公
寓
慎
讃
、
徐
将
軍
進
朝
〕

餘
、
便
媚
少
儲
匹
砿
嘉
賓
爽
王
庚
相
埒
、
是
則
高
機
謀
宏
遠
‘
埴
宇
高
峻
゜
〔
南
史
‘
謝
弘
微
博
〕
風
格
高
峻
゜

手
。
●
”
ヵ
臀
か
ら
肩
迄
を
い
ふ
。
人
を
縛
る
時
な
ど
【
高
浚
】
461

翌
ン
北
齊
の
人
。
歓
の
第
三
子
。
字
は
定
築
。

に

い

ふ

。

高

手

小

手

を

見

よ

。

溢

は

簡

平

。

豪

爽

に

し

て

氣

力

有

り

、

騎

射

を

善

く

し

、

文
襄
に
愛
せ
ら
る
。
出
で
て
青
州
刺
史
を
授
け
ら
る
0
0
0

頗
る
田
撒
を
好
み
‘
聴
明
衿
恕
、
上
下
之
を
畏
悦
す
。

32ー

天
保
の
初
、
永
安
王
に
進
爵
す
。
東
山
に
幸
す
る
に
従

ふ
。
帝
‘
裸
程
し
て
柴
を
為
し
、
雑
ふ
る
に
婦
女
を
以
て

し
、
又
‘
狐
悼
尾
戯
を
作
す
。
浚
、
上
書
切
諫
す
。
帝
怒

つ
て
浚
を
牧
め
、
盛
る
に
鐵
籠
を
以
て
し
、
上
黛
王
漁

と
倶
に
北
城
地
の
牢
下
に
寅
き
‘
壮
士
劉
桃
枝
を
し
て

籠
に
就
い
て
乱
刺
せ
し
め
、
遂
に
薪
火
を
乱
投
し
て
燒

殺
す
。
天
下
之
が
た
め
に
痛
心
す
。
〔
北
齊
書
、
十
〕
・

〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。

【
高
洵
】
462

鈴
ン
明
の
人
。
斗
南
の
子
。
字
は
士
信
。
博
學

に
し
て
詩
文
を
能
く
す
。
官
は
新
興
州
の
知
。
成
租
の

時
、
従
つ
て
交
趾
を
征
し
、
協
贄
の
功
あ
り
。
〔
明
史
‘

二
百
八
十
一
〕
。

【
高
洵
】
463

跨
ン
宋
、
開
封
の
人
。
高
克
明
・
苑
寛
・
程
若

笥
等
に
驚
を
學
び
、
山
水
花
鳥
壷
に
巧
。
〔
壷
織
〕
．
〔
圏

綸
賓
鑑
〕
。

【
高
淳
】
464

呪
ザ
縣
名
。
明
、
置
く
。
江
蘇
省
江
寧
縣
の

南
。
石
臼
湖
と
固
城
湖
の
間
に
位
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
南
、
江
寧
府
〕
高
淳
縣
、
本
渫
水
縣
之
高
淳
鎮
、
宏

治
四
年
、
分
―
―
置
縣
る
嘉
靖
五
年
、
始
築
―
―
土
城
↓
〔
清
史

稿
、
地
理
志
〕
江
蘇
‘
江
寧
府
‘
縣
七
、
高
淳
。

【
高
順
】
465

翌
後
漢
の
人
。
呂
布
の
督
将
と
為
り
、
清

白
に
し
て
威
般
あ
り
‘
飲
酒
せ
ず
‘
鑽
を
受
け
ず
、
将
ゐ

る
所
七
百
餘
騎
‘
琥
し
て
千
人
と
為
す
。
戦
へ
ば
必
ず

克
ち
、
陥
陣
螢
と
名
づ
け
ら
る
。
布
、
性
決
易
、
為
す
所

常
無
し
。
順
毎
に
之
を
諫
む
。
布
其
の
忠
を
知
る
も
従

ふ
能
は
ず
。
後
、
布
の
将
侯
成
が
陳
宮
・
順
を
執
へ
て

曹
操
に
降
り
、
布
亦
降
る
。
順
•
宮
・
布
皆
溢
殺
せ
ら
る
。

〔
後
漢
書
、
ー
百
五
〕
．
〔
英
雄
記
紗
〕
。

【
高
潤
】
4669
夕
北
齊
の
人
。
歓
の
第
十
四
子
。
字
は
子

澤
。
幼
に
し
て
謹
慣
‘
姿
儀
美
し
。
歓
‘
稽
し
て
日
く
、
此

れ
吾
家
の
千
里
駒
な
り
と
。
官
は
定
州
刺
史
。
廉
慣
方

雅
‘
吏
職
に
習
ひ
、
隠
偽
を
摘
獲
し
、
姦
吏
其
の
情
を
悪

す
所
無
し
。
封
は
凋
翔
王
。
卒
し
て
左
丞
相
を
追
贈
せ

ら
る
。
〔
北
齊
書
、
十
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。

【
高
違
】
467

双
ザ
後
魏
‘
篠
の
人
。
字
は
世
證
。
博
く
文
史

を
學
ぶ
。
齊
州
刺
史
に
累
陸
し
、
安
昌
子
に
進
爵
す
。

性
‘
廉
な
ら
ず
。
齊
州
の
人
孟
僧
振
に
訟
へ
ら
れ
、
是
に

坐
し
て
死
す
。
〔
魏
書
、
八
十
九
〕
。

六
0
四



【
高
慮
】
姻
玲
高
い
と
こ
ろ
。
〔
後
漢
書
、
王
常
博
〕
帝
名
、
高
春
時
加
レ
戌
‘
民
碓
春
時
也
、
連
石
、
西
北
山
名
海
棠
詩
〕
只
恐
夜
深
花
睡
去
‘
故
燒
舌
向
燭
面
竺
紅
放
↓
集
古
録
践
尾
‘
四
‘
晉
架
毅
論
〕
右
晉
築
毅
論
石
在
1

一故

従
ー
ー
百
餘
騎
芦
口
1一
城
南
高
虐
一
望
。
〔
蘇
献
、
寄
―
―
黎
眉
州
一
也
、
言
、
将
な
欲
11
冥
下
↓
象
―
―
悉
春
五
故
日
玉
＇
春
↓
〔
梁
元
【
高
本
】

487

笈
〇
高
い
み
ね
。
〔
曹
植
‘
七
啓
〕
其
居
也
高
紳
學
士
家
一

詩
〕
膠
西
高
虞
望
西
川
一
應
レ
在
,
,
孤

雲

落

照

邊

↓

帝

纂

要

〕

暮

春

多

1一
淑
氣
ご
斜
景
落
11
高
春
↓
〔
李
商
隠
‘
左
,
,
激
水
「
右
舌
向
火
工
背
―
―
洞
堅
一
封
二
芳
林
↓
〔
王
簗
‘
登
【
高
校
】
494

岱
さ
か
ん
な
妖
氣
。
穀
は
‘
禍
を
ひ
ぎ
お
こ

【
高
霜
】
489

袴
宋
‘
餘
眺
の
人
。
字
は
九
萬
。
琥
は
菊
躙
。
垂
柳
詩
〕
碧
虚
随
1

一
輔
笠
五
紅
燭
近
二
高
呑
↓
棲
賦
〕
平
原
遠
而
極
目
分
‘
蔽
1

一
判
山
之
高
火
ー
↓
〔
陸
機
、
す
氣
゜
〔
江
滝
‘
齊
太
祗
高
皇
帝
誅
〕
鴻
妖
逝
白
星
、
高
殺

高
宗
の
時
の
消
士
。
書
室
を
信
天
巣
と
い
ひ
、
著
に
信
【
高
勝
】
478

ぶ
炉
高
く
す
ぐ
れ
る
。
〔
南
齊
書
、
周
類
傭
〕
赴
レ
洛
詩
〕
谷
風
彿
―
―
修
薄
盆
g
雲
蒻
,
,
高
太
1

↓
〇
清
、
商
丘
棄
レ
月
。

天
巣
遺
稿
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
六
十
一
〕
。
西
涼
州
智
林
道
人
遺
―
―
類
書
―
曰
‘
此
義
旨
趣
、
似
レ
非
1

一
の
人
。
字
は
蜆
亭
。
宋
榮
の
外
孫
。
官
は
幽
器
城
知
縣
。
詩
【
高
憧
】
495

岱
〇
後
漢
の
人
。
固
の
子
。
字
は
孝
甫
゜

【
高
舒
】
470

袴
た
か
く
開
い
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
孔
瑶
‘
七
始
開
五
妙
臀
中
絶
‘
六
七
十
載
‘
貧
道
年
―
-
＋
時
、
便
得
二
法
、
榮
に
本
づ
く
。
著
に
眺
秋
棲
詩
八
巻
が
あ
る
。
〔
清
性
‘
敦
厚
。
兄
の
子
五
人
を
撫
育
し
‘
恩
義
甚
だ
篤
し
。

引

〕

華

車

軽

駕

‘

芝

蓋

高

舒

。

此

義

二

云

云

、

年

少

見

,
1

長
安
者
老
玉
多
云
‘
闘
中
高
勝
、
書
一
家
詩
史
、
甲
‘
下
〕
．
〔
國
朝
驚
識
、
七
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
一
官
は
東
莱
太
守
。
老
い
て
家
に
欝
り
‘
草
屋
蓬
戸
に
住

【
高
升
]471

k
a
o
1
 
s
h
e
n
g
1

官

位

が

の

ぽ

る

。

乃

藷

有

此

義

↓

百

八

十

八

〕

。

〇

清

、

金

陵

の

人

。

阜

の

弟

。

字

は

善

長

‘

し

、

貧

に

安

ん

ず

。

〔

陳

留

苔

藷

傭

〕

゜

0
北
齋
の
人
。
乾

〖
高
升
高
升
〗4

7
2
k
a
o
'
s
h
穿
g1

k
a
o
 
I
 

s
h
e
n
g
1

お
目
【
高
辣
】
479

袴
ウ
た
か
く
掛
え
る
。
〔
水
経
、
瀑
水
注
〕
西
又
、
蔚
生
。
藍
に
巧
。
八
家
の
一
。
山
水
・
水
木
・
花
丼
を
の
弟
。
字
は
仲
密
。
文
史
に
博
渉
す
。
魏
の
太
昌
の
初
、

出
度
う
。
官
吏
の
進
級
に
封
し
て
い
ふ
祝
詞
。
魏
神
瑞
三
年
、
又
建
な
1

白
棲
五
棲
甚
高
辣
゜
〔
劉
峻
‘
琲
命
善
く
し
、
寓
意
入
神
と
稽
せ
ら
る
。
〔
國
朝
書
藍
家
筆
光
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
巌
酷
の
政
を
為
し
‘
吏
民
之

【
高
承
】
473

戎
炉
宋
、
開
封
の
人
。
そ
の
著
、
事
物
紀
原
は
論
〕
隧
則
志
烈
,
,
秋
霜
応
ヽ
（
二
i

昆
玉
詞
心
亭
亭
高
辣
、
不
レ
録
、
二
〕
．
〔
國
朝
書
識
、
四
〕
。
R
清
、
江
蘇
華
亭
の
人
。
錢
に
苦
し
む
。
乾
死
し
て
後
、
高
歓
に
蹄
し
、
尚
書
を
授
け

博
奔
嬉
戯
の
微
よ
り
、
魚
晶
飛
走
の
類
に
至
る
ま
で
‘
雑
11
風

墜

↓

塘

に

籍

す

。

字

は

韻

苔

（

韻

畳

）

。

諸

生

。

著

に

江

湖

夜

雨

ら

る

。

官

に

常

つ

て

週

避

す

る

所

無

く

、

時

に

皆

之

を

其
の
由
来
を
究
め
ざ
る
な
く
、
多
類
で
、
排
比
詳
瞭
‘
【
高
縦
】
480

衿

ゥ

高

尚

自

由

な

さ

ま

。

〔

史

記

、

司

馬

相

集

が

あ

る

。

畏

憚

す

。

元

象

中

、

北

豫

州

刺

史

を

授

け

ら

る

。

武

牢

に

考
核
に
資
す
る
に
足
る
。
〔
四
唐
提
要
、
一
百
―
二
十
五
〕
。
如
博
上
〕
瞼
侵
涌
而
高
縦
分
‘
紛
鴻
涌
而
上
属
。
【
古
向
辛
】
488

岱
古
の
帝
王
。
帝
魯
を
い
ふ
。
高
辛
は
そ
牒
つ
て
西
魏
を
降
す
。
歓
、
宇
文
泰
を
祁
山
に
破
り
‘
恨

【
高
松
】
474

袴
＇
ゥ
〇
た
か
い
ま
つ
。
〔
張
華
‘
鵡
鶉
賦
〕
鵬
心
l
-

【
高
盗
】
481

玲
ウ
高
く
そ
ぴ
え
る
。
高
辣
に
同
じ
。
の
興
る
所
の
地
、
因
つ
て
琥
す
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
鳳
の
妻
子
将
に
西
度
せ
ん
と
し
‘
途
次
虚
＜
檎
へ
ら
る
。

鍾
岱
之
林
野
一
慕
―
―
瀧
抵
之
高
松
↓
〔
顔
延
之
、
直
二
東
【
高
縦
】
482

偽
＇
ウ
高
尚
な
行
。
縦
は
跡
。
〔
漢
書
、
揚
雄
凰
既
受
弘
印
分
‘
恐

1

一
高
辛
之
先
臨
我
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
〔
北
齋
書
、
二
十
一
〕
。

宜
答
廊
尚
書
一
詩
〕
惜
無
五
園
秀
一
景
11

行
彼
高
松
↓
博
〕
蹟
三
皇
之
高
縦
↓
〔
博
咸
‘
贈
―
―
何

gn．
王
清
一
詩
〕
帝
魯
高
辛
者
、
黄
帝
之
曾
孫
也
、
云
云
、
高
辛
生
而
紳
【
高
寝
】
496

唆
始
封
の
君
の
寝
廟
。
高
組
の
寝
廟
。
〔
公

0
宋
‘
輻
寧
の
人
。
字
は
國
櫓
。
少
に
し
て
陳
博
良
の
登
不
久
止
古
盟
生
麟
趾
逸
難
レ
追
゜
〔
宋
書
‘
謝
震
運
博
震
、
自
言
11

其
名
一
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
朱
衷
云
、
高
辛
地
名
、
羊
、
荘
、
三
十
二
、
正
寝
也
、
注
〕
天
子
諸
侯
皆
有
乞
函
竺

門
に
消
ぴ
、
科
摯
を
事
と
せ
ず
‘
黎
明
に
起
き
‘
夜
丙
に
論
〕
絶
唱
高
縦
‘
久
無
―
―
嗣
響
二
包
侍
‘
雙
山
過
信
公
所
因
以
為
レ
琥
、
魯
、
名
也
。
一
日
高
寝
‘
―
一
日
路
寝
‘
―
二
曰
小
寝
、
父
居
1

一
高
寝
王
J

居
1

一

止
む
。
博
覧
多
識
‘
晩
年
に
進
士
と
成
る
。
台
州
教
授
居
詩
〕
傭
レ
心
不
レ
傭
レ
法
、
誰
可
レ
撒
孟
盟
竺
〖
古
回
辛
．
氏
〗

4
8
9
忍
’
/
1

帝
魯
(
4
-
8
8
6
5
:
 
77)
の
稽
゜
〔
竹
路
寝
五
孫
従
―
ー
王
父
母
一
妻
従
1一
夫
寝
↓
夫
人
居
1一
小
寝
↓

を
拝
命
。
學
校
を
興
し
‘
臀
梢
有
り
。
〔
宋
元
學
案
、
五
【
高
色
】
493

偽

ク

漢

の

人

。

溢

は

孝

。

将

軍

を

以

て

魏

を

書

紀

年

〕

帝

魯

高

辛

氏

。

〔

疏

〕

父

居

ー

ユ

高

寝

1

者
、
蓋
以
11

寝
中
最
尊
↓
〔
穀
梁
、
定
‘

十
三
〕
゜

0
金
、
析
木
の
人
。
年
十
九
に
し
て
従
軍
‘
蒲
撃
ち
、
項
籍
及
び
陳
稀
を
破
り
、
祝
阿
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
【
高
両
晉
】
490

岱
清
、
満
洲
嬢
黄
旗
人
。
姓
高
佳
氏
。
論
は
十
五
〕
公
姥
―
―
於
高
寝
否
向
寝
、
非
レ
正
也
。
〔
注
〕
高
寝
、
宮

輩
と
為
り
、
力
有
り
、
善
載
す
。
完
顔
宗
弼
其
の
名
を
〔
前
漢
書
、
十
六
〕
。
文
端
。
高
斌
の
従
子
°
碓
正
中
、
山
東
洒
水
縣
知
を
授
け
名
。
〔
疏
〕
高
者
大
名
、
嫌
11

是
路
寝
之
流
↓
〔
史
記
、
秦
始

聞
き
‘
召
し
て
左
右
に
置
く
。
沐
京
・
和
尚
原
を
破
る
【
高
拭
】
484

玲
ク
明
、
燕
山
の
人
。
字
は
則
誠
。
詞
に
巧
。
ら
る
。
乾
隆
中
、
江
南
河
道
穂
督
に
擢
ん
で
ら
れ
、
河
水
皇
紀
〕
康
公
享
レ
國
十
二
年
‘
居
二
雅
高
寝
↓
〔
説
苑
‘
脩

に
従
ひ
‘
咸
平
穂
管
府
判
官
に
累
官
す
。
世
宗
即
位
す
王
世
貞
の
藝
苑
尼
言
等
に
琵
琶
記
の
作
者
と
な
す
は
を
治
め
て
民
生
を
利
す
。
後
、
官
は
雨
江
穂
督
・
文
華
殿
文
〕
春
秋
日
、
壬
申
公
姥
二
子
高
寝
面
t

曰
、
高
寝
何
‘
正

る

や

、

管

押

東

京

路

渤

海

萬

戸

に

充

て

ら

る

。

高

斡

を

誤

で

あ

る

。

大

學

士

に

至

る

。

〔

清

史

稿

、

三

百

十

六

〕

．

〔

清

史

列

博

‘

寝

也

、

昂

為

或

言

11
高
寝
盆
誓
豆
路
寝
ご
云
云
、
高
寝
者
、

征
し
‘
功
を
以
て
崇
義
軍
節
度
使
に
累
遷
す
。
〔
金
史
、
【
高
混
】
485

袴
ク

0
北
齊
の
人
。
歓
の
第
十
一
子
。
天
保
二
十
三
〕
．
〔
國
朝
誓
献
類
徴
‘
二
十
五
〕
．
〔
國
史
列
博
‘
始
封
君
之
寝
也
。
〔
任
防
‘
為
―
―
齊
明
皇
帝
咋

y
相
譲
1

ー宣

八

十

―

-

〕

。

R

明

、

文

安

の

人

。

字

は

守

之

。

琥

は

南

崖

の

初

‘

封

は

高

陽

王

。

尚

書

令

に

累

遷

す

。

滑

稽

便

辟

を

九

〕

。

城

郡

公

ー

第

一

表

〕

将

何

以

靡

拝

11

高
寝
↓
〔
注
〕
滑
曰
‘
高

子
、
又
、
我
山
。
善
く
山
水
の
小
景
‘
梅
・
蘭
・
竹
・
菊
を
書
一
以
て
文
宣
帝
に
龍
あ
り
。
左
右
に
在
り
、
杖
を
奮
つ
て
【
吉
口
県
】
491

岱
後
魏
の
人
。
湖
の
子
。
追
溢
は
武
康
。
寝
、
高
祗
寝
廟
也
。

.
＜
゜
鉤
勒
竹
・
葡
萄
は
甚
だ
佳
。
詩
・
書
に
巧
。
〔
明
鵞
録
‘
諸
王
を
撻
つ
。
太
后
深
く
之
を
街
む
。
文
宣
崩
ず
る
や
司
志
行
有
り
、
父
の
歿
後
、
能
く
そ
の
喪
を
治
め
‘
甘
露
白
【
高
親
】
497

k
a
o
1
 
c
h
'
i
n
1

あ
な
た
の
御
親
戚
。

13

七
〕
。
〇
遼
、
高
模
翰
(
1
3
3
3
)

の
一
名
。
徒
を
兼
任
。
尋
い
で
太
后
‘
提
を
杖
す
る
こ
と
百
餘
。
未
雉
が
降
集
す
。
有
司
以
て
聞
し
‘
詔
し
て
間
里
に
表
す
。
【
古
向
人
]496

岱
〇
心
を
高
尚
に
し
て
仕
へ
な
い
人
。
高

、
•
【
高
陸
】47

5
k
a
o
'
s
h
e
n
g
―
官
位
が
昇
進
す
る
。
高
升
(
4

だ
幾
な
ら
ず
し
て
卒
す
。
〔
北
齊
書
、
十
〕
。
〇
唐
の
人
。
後
、
安
定
太
守
に
轄
任
し
、
甚
だ
臀
績
あ
り
。
紳
編
の
士
。
〔
略
賓
王
‘
寓
二
居
洛
濱
一
封
レ
雪
憶
11

謝
ニ
―
詩
〕
高
人

7

1

)

に

同

じ

。

代

の

子

。

字

は

澄

之

。

進

士

に

及

第

‘

咸

通

の

末

‘

證

初

、

卒

す

。

〔

魏

書

、

三

十

二

〕

。

僅

有

レ

訪

、

興

盛

距

須

レ

回

。

O
地
位
の
高
い
人
。
〔
蘇

＿
〖
高
陸
琥
事
件
〗4

7
6
位
？
ヨ
ヴ
名
明
治
二
十
七
年
七
月
部
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
時
に
士
多
く
櫂
要
に
由
つ
て
干
【
高
深
】

4
9
2
岱
高
く
て
ふ
か
い
。
〔
慮
謳
‘
贈

1面
ぶ
坪
詩
〕
献
、
次

1
1韻

高
要
令
劉
提
峡
山
寺
見
＂
寄
詩
〕
高
人
寧
躊
レ

二
十
五
日
、
—
帝
國
軍
艦
浪
速
が
、
陸
兵
輸
送
中
の
清
國
政
請
し
た
が
、
吾
は
至
公
を
以
て
之
を
取
ら
ん
と
言
ひ
、
毎
憑1

1山
海
一
庶
レ
観
二
高
深
→
〔
謝
眺
‘
郡
内
高
齋
閑
望
金
、
下
士
乃
服
レ
玉
。

4

府
の
傭
船
た
る
英
國
汽
船
高
陸
琥
を
撃
沈
し
た
事
件
。
乃
ち
公
乗
億
•
許
棠
．
贔
夷
中
等
常
時
有
名
の
士
を
採
答

1一
呂
法
曹
一
詩
〕
結
構
何
逗
澄
‘
瞭
望
極
1一
高
深
→
〔
杜
【
高
~
】

4
9
9
焚
た
か
く
た
づ
ね
る
。
〔
飽
照
、
舞
鶴
賦
〕

13

【
高
呑
】
477

バ炉

H
が
め
ぐ
つ
て
哺
時
に
至
る
。
午
後
四
用
す
。
後
、
官
は
昭
義
節
度
使
・
太
子
賓
客
に
至
る
。
〔
唐
甫
、
送
-1
巌
侍
郎
到
11

綿
州
一
詩
〕
燈
光
散
11
遠

近

一

月

彩

匝

1一
日
城
1
以
週
驚
‘
窮
11

天
歩
1
而
高
等
。
〔
杜
甫
‘
望
レ
岳

53

時
頃
。
夕
刻
。
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
（

H
)
至
―
―
子
淵
虞
百
疋
書
、
一
百
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
六
十
八
〕
。
静
1一

高

深

↓

詩

〕

梢

待

11
秋
風
涼
冷
後
否
四
尋
白
帝
面
炉
慎
源
↓

20

聾
高
春
玉
子
連
石
↓
是
訊
下
春
↓
〔
注
〕
淵
虞
、
地
【
高
燭
】
糊
袴
ク
た
か
く
か
か
げ
た
と
も
し
び
。
〔
蘇
献
、
【
裔
紳
】
493

岱
身
分
た
か
い
人
。
紳
は
綴
紳
゜
〔
獣
陽
脩
‘
[
高
推
】
500

悶
後
魏
の
人
。
允
の
弟
。
字
は
仲
譲
。
小

3

|_— 高

部

高

ハ

0
五
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名
は
謎
檀
。
溢
は
恭
。
早
く
よ
り
名
臀
あ
り
。
太
延

中
、
溜
雅
推
を
應
詔
に
薦
め
、
散
騎
常
侍
を
兼
任
す
。
宋

に
使
し
、
南
人
其
の
オ
辮
を
梢
す
。
疾
に
遇
ひ
、
建
業

に
卒
す
。
〔
魏
書
、
四
十
八
〕
。

【
高
莱
】
501

衿
明
、
郎
の
人
。
字
は
升
伯
。
萬
暦
の
進
士

第
一
。
官
は
刑
部
郎
中
。
後
、
肇
慶
府
知
と
な
る
。

【
高
遂
】
502

翔
漢
‘
梁
の
人
。
栗
太
子
際
せ
ら
れ
、
賓
嬰

争
つ
て
能
く
得
る
な
く
、
病
を
謝
し
て
藍
田
南
山
下
に

屏
居
す
る
こ
と
敦
月
。
遂
乃
ち
嬰
に
説
い
て
日
く
、
将

軍
間
慮
し
て
朝
せ
ず
、
怒
を
加
へ
ら
る
る
は
自
明
な

り
。
主
悪
を
揚
げ
、
若
し
雨
宮
の
怨
に
あ
は
ば
、
妻
子
皆

殺
さ
れ
ん
と
。
嬰
然
り
と
し
、
乃
ち
朝
に
起
つ
て
請
ひ
、

故
の
如
し
。
〔
前
漢
書
、
五
十
二
〕
。

【
高
蓬
】
503

悶
た
か
く
て
ふ
か
い
。
〔
孫
綽
‘
孔
松
楊
像

贄
序
〕
君
徳
既
純
固
‘
基
宇
高
遣
。
〔
李
賀
‘
昌
谷
詩
〕
摺
贔

良
古
柳
五
蝉
子
鳴
高
蓬
↓

【
高
崇
】
504

誘

0
後
魏
、
篠
の
人
。
字
は
積
善
。
溢
は

成
。
少
に
し
て
聰
敏
、
端
謹
を
以
て
捨
さ
る
。
尚
書
郎

を
授
け
ら
る
。
家
資
富
厚
な
る
も
‘
倹
素
を
尚
ぷ
。
景
明

中
‘
洛
陽
令
に
轄
ず
。
政
を
為
す
に
清
断
‘
吏
民
其
の
威

風
を
畏
る
。
〔
魏
書
、
七
十
七
〕
。
●
宋
の
人
。
戴
の
弟
。
字

は
西
叔
。
嘉
定
の
進
士
。
官
は
什
那
縣
知
‘
恵
政
あ
り
。

後
、
黎
州
の
通
判
と
為
り
、
尋
い
で
守
と
為
り
、
管
内
按

撫
使
を
兼
ぬ
。
崇
、
信
賞
必
罰
、
以
て
士
氣
を
興
し
、
能

＜
邊
境
を
安
ん
ず
。
著
に
周
易
解
が
あ
る
。
〔
宋
元
學

案
、
八
十
〕
。

【
高
根
】
505

誘
晉
の
人
。
裡
の
子
。
字
は
茂
球
。
少
に
し

て
學
を
好
み
‘
史
書
を
善
く
す
。
繕
角
の
時
‘
司
空
何

充
‘
其
の
明
恵
を
稽
す
。
後
、
引
い
て
揚
州
主
簿
と
為

す
。
州
秀
オ
に
攀
げ
ら
れ
、
太
學
博
士
を
授
け
ら
る
。
父

の
喪
を
以
て
職
を
去
る
。
初
‘
裡
納
妾
を
以
て
訟
を
致

し
、
勁
け
ら
る
。
松
自
ら
冤
を
訟
へ
、
表
疏
す
る
こ
と
敷

+
。
帝
之
を
哀
れ
み
、
特
に
博
爵
を
許
す
。
此
よ
り
稽
せ

ら
る
。
豫
州
都
督
謝
萬
の
た
め
に
刑
政
の
要
を
陳
ず
。

萬
嘗
て
粒
の
小
字
を
呼
ん
で
日
＜
、
阿
郡
故
よ
り
オ
の

具
は
れ
る
有
る
か
と
。
官
、
侍
中
に
至
る
。
〔
晉
書
、
七
十

一〕。

【
高
世
】
506

務
●
其
の
世
に
名
高
い
。
一
世
に
す
ぐ
れ

て
ゐ
る
。
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
夫
有
1

一
高
世
之
名
芯
屹
侑
ニ

遺
俗
之
累
↓
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
無
―
―
被
レ
創
流
レ
血
之

六
0
六|
 

2
 。

登
而
有
1

一
高
世
尊
顧
之
名
↓
〔
論
衡
、
別
通
〕
不
下
興
―
賢
緑
井
雑
歌
‘
兒
部
女
王
噛
歌
、
左
註
〕
右
時
有
,
,
娘
子
五
姓
之
を
殺
さ
し
む
。
〔
北
齊
書
、
十
〕
．
〔
北
史
、
五
十
〕
。

翠
通
占
業
、
望
レ
有
,
,
高
世
之
名
面
難
哉
。
●
高
く
流
俗
尺
度
氏
也
、
此
娘
子
不
レ
聴
―
―
高
姓
美
人
之
所
P

誂
‘
應
レ
【
高
臀
】
527

誘
苓
ウ
た
か
い
瞥
。
大
昔
臀
。
〔
周
證
、
春

32

に
超
え
る
こ
と
。
〔
顔
延
之
、
興
1

ー
王
曇
生
書
〕
君
家
高
世
許
―
―
下
姓
醜
士
之
所
ヮ
誂
也
。
●
お
名
前
。
相
手
の
姓
を
官
、
典
同
〕
凡
臀
‘
高
臀
硯
、
正
臀
緩
。
〔
龍
城
録
〕
高
臀
ー

之

節

、

有

識

欝

重

。

〔

唐

書

、

雀

咸

博

〕

咸

素

有

一

高

世

志

一

尊

敬

し

て

い

ふ

語

。

誦

―

―

義

一

巻

↓

造

詣

絣

遠

。

【

高

旅

】

517

衿
高
い
旗
。
旅
は
施
。
〔
虞
義
、
詠
↓
―
雹
将
軍
【
高
孵
】
528

均
唐
、
秋
浦
の
人
。
字
は
喧
之
。
石
門
山
の

〖
高
世
耶
〗5
0
7
t

ウ
セ
雁
梵
語
K
a
u
s
e
y
a
の
昔
繹
゜
絹
の
北
伐

1詩
〕
乗
レ
塘
揮1一
賓
剣
五
蔽
レ
日
引
,
,

高
豚
一
桃
花
陽
に
隠
居
す
。
李
白
嘗
て
此
慮
に
来
つ
て
共
に

名
。
僑
奢
耶
．
僑
戸
と
も
稽
す
。
〔
寄
饉
博
、
二
〕
高
世
耶
【
~
向
逝
】

5
1
8
衿
た
か
く
さ
り
ゆ
く
。
〔
璧
鐵
論
、
褻
賢
〕
遊
眺
し
、
九
華
聯
句
を
作
る
。
〔
全
唐
詩
、
二
十
九
〕
。

乃
是
露
名
、
作
レ
絹
還
受
―
―
此
琥
↓
深
蔵
高
逝
者
、
固
若
レ
是
也
。
〔
買
誼
、
弔
『
1

屈
原
ー
文
〕
【
高
gjJ
】529
謗
後
梁
の
人
。
絣
の
従
子
。
字
は
子
将
。
年

〖
高
世
之
行
]
5
0
8

焚
苔
'
-
世
に
す
ぐ
れ
た
お
こ
な
鳳
漂
漂
令
其
高
逝
令
、
固
自
引
而
遠
去
。
〔
孔
叢
子
、
公
十
四
に
し
て
‘
華
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
唐
の
光
啓
中
、

ひ
。
〔
史
記
、
哀
益
博
〕
且
陛
下
有
二
高
世
之
行
―
者
三
。
孫
龍
〕
先
生
饒
然
欲
＿
一
高
逝
面
五
乎
。
〔
岱
康
、
琴
賦
〕
簗
絣
の
命
を
以
て
晉
公
王
鐸
を
鄭
に
逼
む
。
俄
に
し
て
州

〖
高
世
之
材
〗5
0
9
9
ゥ
弁
一
世
に
す
ぐ
れ
た
は
た
ら
き
。
突
突
而
高
逝
。
〔
慮
思
道
、
孤
鴻
賦
〕
行
離
離
而
高
逝
‘
陥
り
‘
賊
に
捕
へ
ら
れ
た
が
、
脱
し
て
沐
に
逃
走
す
。
太

〔
越
絶
書
、
越
絶
外
博
記
苑
伯
〕
易
日
、
有
l

一

高

世

之

材

一

響

嗚

嗚

而

相

績

。

祖

‘

客

護

を

以

て

遇

す

。

〔

菖

五

代

史

、

二

十

〕

。

必

有

―

―

負

俗

之

累

↓

【

高

棲

】

519

衿
世
を
の
が
れ
、
志
を
高
く
し
て
し
づ
か
【
高
笑
】
530

”
”
ヒ
臀
高
く
笑
ふ
こ
と
。
〔
國
姓
爺
合
戦
‘

〖
高
世
之
主
〗5

1
0
パ
ヴ
翌
高
く
世
に
す
ぐ
れ
た
有
徳
の
に
生
活
す
る
こ
と
。
〔
謝
霊
運
、
山
居
賦
〕
選
1ー
自
然
之
三
〕
母
は
大
臀
高
笑
ひ
。

君
。
〔
晉
書
、
江
統
傭
〕
高
世
之
主
、
不
レ
尚
,
,
尤

物

盆

臨

叱

神

麗

云

空

高

棲

之

得

意

↓

【

高

釧

】

531

謗
高
句
麗
の
故
國
原
王
。
美
川
王
の
子
。

正
1

一

天

下

之

俗

面

空

四

方

之

風

↓

【

高

製

】

520

衿
他
人
の
詩
文
の
敬
稽
。
〔
徐
陵
、
興
,
,
李
母
は
周
氏
。
初
名
は
斯
由
。
又
、
國
岡
上
王
と
い
ふ
。

〖
高
世
之
智
〗5

1
1
”
ヴ
仕
ィ
世
間
か
ら
高
く
ぬ
き
出
た
智
。
那
書
〕
争
造
-
1蓬
門
云
炉
観
1一
高
製
→
贋
よ
燕
の
侵
寇
を
受
く
。
四
十
年
、
兵
を
南
に
出
し
て

〔
資
治
通
鑑
、
周
紀
〕
（
威
烈
王
‘
二
十
三
年
）
臣
光
日
、
【
高
誓
】
521

袴
仙
人
の
名
。
秦
、
始
皇
の
時
の
人
。
〔
史
百
清
を
侵
し
、
其
の
王
近
肖
古
王
と
戦
ひ
、
流
矢
に
中

云
云
、
雖
レ
有
―
―
絶
倫
之
力
、
高
世
之
智
↓
記
、
秦
始
皇
紀
〕
三
十
二
年
、
始
皇
之
二
碍
石
涵
i
A守
八
つ
て
菟
ず
。
〔
三
國
史
記
、
十
八
〕
。

〖
高
世
之
度
〗5

1
2屯守
一
世
に
す
ぐ
れ
た
度
量
。
〔
任
虞
生
求
―
―
羨
門
高
誓
→
〔
注
〕
正
義
日
、
高
誓
亦
古
仙
【
高
照
】

5
3
2
謗
.
高
く
て
ら
す
。
〔
秋
違
‘
度
雨
詩
〕
誰
知

坊
‘
王
文
憲
集
序
〕
有
1

一

高

世

之

度

盃

竺

落

塵

俗

↓

人

。

雲

外

月

高

照

、

定

是

葉

間

鷺

最

寒

。

●

宋

、

郡

武

の

人

。

〖
高
世
之
徳]
5
1
3

冷
片
一
世
に
す
ぐ
れ
た
徳
。
〔
魏
志
、
【
高
齊
】

5
2
2
袴
北
朝
の
齊
は
高
氏
の
創
め
た
國
で
あ
る
慶
暦
の
進
士
。
官
は
虞
州
司
理
参
軍
。
時
に
郡
に
盗
賊

司
馬
朗
博
〕
明
公
以
―
―
高
世
之
徳
る
翌
陽
九
之
會
↓
か
ら
高
齊
と
い
ふ
。
南
朝
の
蒲
齊
に
謳
別
し
て
い
ふ
が
あ
り
、
捕
へ
た
者
に
賞
を
興
へ
た
の
で
、
良
民
を
謹

【
高
正
】
514

袴
遼
の
人
。
統
和
の
進
士
。
櫃
密
直
學
士
に
語
。
北
齊
(
2
-
2
5
7
4
:
 2
9
0
)
を
見
よ
。
〔
唐
書
、
杜
牧
博
〕
ひ
て
盗
と
為
し
て
賞
を
利
す
る
者
あ
り
。
照
其
の
柱

累
遷
す
。
聖
宗
‘
高
句
麗
を
伐
た
ん
と
し
て
、
正
を
し
て
至
―
―
高
齊
荒
蕩
苓
ぷ
令
収
レ
之
‘
隋
文
因
以
滅
レ
陳
、
五
百
を
察
し
、
百
餘
人
を
救
ふ
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

先
行
し
て
諭
さ
せ
、
還
つ
て
右
僕
射
に
累
遷
す
。
時
に
年
間
、
天
下
乃
一
家
。
〖
高
昭
磁
燈
冨

k
a
o
'
c
h
a
o
•
t
e品
—
裔
燈
籠
。

高
麗
王
入
観
を
請
ふ
や
、
正
、
命
を
受
け
兵
を
率
ゐ
て
【
高
涵
坦
】
523

袴
空
高
く
飛
び
去
る
こ
と
。
〔
史
記
‘
賣
生
【
高
噛
】
534

誘
臀
だ
か
に
う
そ
ぶ
く
。
〔
陶
潜
、
詠
己
一

之
を
近
へ
、
路
に
高
麗
の
牌
卓
思
正
に
園
ま
れ
、
士
卒
博
〕
鳳
漂
漂
其
高
遷
分
‘
夫
固
自
縮
而
遠
去
。
疏
1

詩
〕
高
噛
返
―
―
奮
居
b

長
揖
儲
君
博
。
〔
晉
書
、
劉
曙

の
死
傷
す
る
者
多
し
。
帝
‘
軽
獲
を
悔
い
て
罪
を
繹
し
、
【
高
静
】
524

衿
た
か
く
し
づ
か
な
こ
と
。
〔
孟
郊
、
贈
―
―
載
記
論
〕
策
レ
馬
鴻
驚
、
乗
レ
機
豹
雙
‘
五
部
高
噛
‘
一
旦

工

部

侍

郎

に

遷

す

。

〔

遼

史

、

八

十

八

〕

。

文

應

上

人
1

詩
〕
棲
遅
青
山
顛
、
高
孵
身
所
レ
便
。
〔
朱
慶
推
レ
雄
。
〔
南
齊
書
、
劉
善
明
博
〕
故
能
高
噛
閑
軒
、
鯨
銃

【
高
成
】
515

袴
縣
名
。

O
漢
、
置
く
。
河
北
省
堕
山
縣
餘
‘
和
二
劉
補
闘
秋
園
寓
興
之
什
1

詩
〕
誰
言
高
静
意
、
自
剪
。

の
東
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
渤
海
郡
、
縣
二
十
六
、
高
不
と
異
レ
在
1

一

衡

茅

↓

【

高

石

】

8

衿
高
い
石
。
〔
王
建
‘
題
―
―
元
郎
中
新
宅
―
詩
〕

成
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
河
間
府
、
清
州
〕
甕
山
縣
、
【
高
整
】
525

袴
け
だ
か
く
て
正
し
い
こ
と
。
〔
翼
州
記
〕
買
↓
ー
来
高
石
―
雖
―
―
然
貴
す
合
得
朱
門
1

未
レ
免
る
貧
。
〔
孟

州
東
九
十
里
、
云
云
、
漢
置
嵩
成
縣

;11,,勃
海
郡
↓
●
履
行
高
整
、
自
5

少

知

レ

名

。

郊

、

送

n

一
豆
慮
策
欝
1

一
別
壁
一
詩
〕
短
松
鶴
不
レ
巣
、
高
石
雲

漢
、
置
く
。
湖
北
省
松
滋
縣
の
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
【
高
清
】
526

玲
北
齊
の
人
。
歓
の
第
十
二
子
。
詮
は
文
不
レ
棲
。

南
郡
‘
縣
十
八
、
高
成
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
荊
州
簡
゜
封
は
博
陵
王
。
嘗
て
文
宣
の
巡
幸
に
従
ひ
‘
途
次
忽
【
高
劾
】
536

衿
明
、
紹
興
の
人
。
字
は
無
功
。
官
は
光
禄

府
、
松
滋
縣
〕
河
東
城
、
高
成
故
城
在
―
―
縣
東
玉
漢
所
』
匡
ち
太
后
を
憶
ひ
‘
遂
に
逃
欝
す
。
帝
怒
り
臨
む
に
白
刃
少
卿
。
強
直
に
し
て
敢
言
す
。
永
明
王
に
思
行
し
て
緬

縣

也

。

を

以

て

し

、

此

よ

り

驚

悦

す

。

官

は

定

州

刺

史

。

嘗

て

人

旬

に

入

り

、

之

に

死

す

。

〔

明

史

、

二

百

七

十

九

〕

．

〔

明

【
高
姓
】
516

袴
●
姓
氏
・
家
柄
の
尊
い
こ
と
。
下
姓
(
1

ー
に
語
っ
て
日
く
、
次
第
を
計
る
に
、
王
位
は
嘗
に
我
に
史
稿
、
三
百
六
十
一
〕
・
〔
南
彊
繹
史
披
遺
、
九
〕
．
〔
小
膜

1
4
 :
 3
1
8
)

の
射
。
高
門
。
高
氏
。
〔
萬
葉
集
、
十
六
、
有
由
到
る
ぺ
し
と
。
後
主
緯
之
を
聞
き
‘
陰
か
に
人
を
し
て
紀
年
‘
十
八
〕
．
〔
崇
繭
忠
節
録
、
三
十
二
〕
。



(45313・ ・537)一 (45313・・559) 

【
高
錫
】

5
3
7
g
0宋
、
虞
郷
の
人
。
字
は
天
輻
。
漢
の
乾
可
レ
得
レ
已
‘
則
必
不
レ
韻
―
―
高
節
戻
行
↓
〔
呂
覧
、
知
士
〕
【
高
鈴
】
550

努
明
、
江
都
の
人
。
字
は
宗
選
。
琥
は
胎
安
ぜ
ら
れ
ず
‘
廣
州
録
事
参
軍
に
遷
さ
る
。
建
中
靖
國
の

祐
の
進
士
。
河
南
府
推
官
に
召
さ
れ
、
按
獄
賓
を
失
す
夫
士
亦
有
1

一
千
里
否
向
節
死
レ
義
、
此
士
之
干
里
也
。
〔
史
老
人
（
遺
安
老
人
）
。
成
化
の
進
士
。
官
は
南
京
戸
部
尚
初
、
上
疏
し
て
元
祐
元
符
二
后
の
君
妾
の
分
を
正
さ
ん

る
に
坐
し
て
免
官
せ
ら
る
。
周
の
顧
徳
の
初
、
禁
州
防
記
、
魯
仲
連
傭
〕
好
持
1

一
高
節
↓
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
臨
レ
危
書
。
治
績
多
し
。
書
室
を
五
畝
之
宅
と
い
ふ
。
〔
明
史
‘
一
こ
と
を
請
ふ
。
崇
寧
中
、
上
書
に
因
つ
て
撫
州
に
編
管

禦
推
官
を
授
け
ら
る
。
宋
初
、
官
を
棄
て
て
蹄
京
す
。
建
而
智
勇
奮
、
投
レ
命
而
高
節
亮
゜
〔
魏
志
、
邪
顛
傭
〕
少
百
八
十
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
五
十
一
〕
・
〔
明
史
さ
れ
、
鴬
碑
に
列
せ
ら
れ
た
が
、
後
、
繹
さ
る
。
〔
尚
友

隆
中
、
書
を
以
て
宰
相
苑
質
に
求
む
。
質
奏
し
て
著
作
乗
え
扁
節
ェ
玄
静
激
泊
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
蓋
端
委
之
所
レ
稿
‘
一
百
七
十
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
―
二
十
一
〕
．
〔
國
朝
列
録
‘
七
〕
。

佐
郎
・
左
拾
遺
を
授
け
ら
る
。
清
州
に
使
し
、
私
か
に
節
彰
、
高
節
之
所
レ
興
。
●
み
さ
を
を
た
か
く
す
る
。
〔
六
卿
記
、
三
十
四
•
六
十
六
・
七
十
四
・
一
百
十
八
〕
。
〖
古
向
漸
~
咄
〗
涵
努
リ
載
國
、
燕
の
人
。
善
＜
筑
を
撃
つ
。

帥
郭
宗
の
賂
遺
を
受
け
‘
莱
州
司
馬
に
左
遷
さ
る
。
陳
餡
‘
文
餡
‘
上
賢
〕
士
有
下
抗
レ
志
高
レ
節
、
以
為
二
氣
勢
五
外
【
嵩
向
遷
】
551

努
身
分
が
よ
く
な
る
。
位
が
の
ぽ
る
。
〔
古
荊
阿
と
共
に
秦
に
入
っ
て
秦
王
を
刺
す
。
靭
死
し
‘
漸

州
別
駕
に
韓
じ
卒
す
。
〔
宋
史
‘
―
―
百
六
十
九
〕
・
〔
宋
史
交
―
―
諸
侯
↓
不
レ
重
―
―
其
主
1

者
ぢ
向
―
―
王
之
威
↓
詩
、
為
―
―
焦
仲
卿
妻
ー
作
〕
賀
1

―
―
卿
得
溢
回
遷
↓
〔
魏
志
、
程
離
‘
姓
名
を
妻
じ
、
人
の
た
め
に
傭
は
る
。
始
皇
こ
れ
を

新
編
‘
七
十
五
〕
。
〇
金
の
人
。
徳
甚
の
子
。
字
は
永
之
。
〖
高
節
先
生
〗

5
4
4
翌
究
元
、
巌
侶

(
2
|4
5
8
9
 :
 2
4
9
)

の
瞭
傭
〕
皆
高
―
―
遷
賢
オ
ー
以
充
二
其
職
↓
聞
き
‘
其
の
善
＜
筑
を
撃
つ
を
惜
し
み
‘
其
の
目
を
曜

河

北

東

路

按

察

輯

運

使

に

累

遷

す

。

貞

祐

の

初

‘

城

破

私

盆

。

【

高

選

]552

努
抜
擢
す
る
。
よ
り
ぬ
く
。
又
、
試
瞼
な
ど
し
て
筑
を
撃
た
し
む
。
漸
離
‘
秦
王
を
撲
つ
て
殺
さ
る
。

れ
‘
自
ら
城
下
に
投
じ
て
死
す
。
〔
金
史
‘
二
日
―
-
+
【
高
絶
】
545

努
遥
か
に
か
け
は
な
れ
て
ゐ
る
。
〔
李
観
、
で
優
位
に
選
ば
れ
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
王
暢
傭
〕
是
時
〔
史
記
‘
―
―
十
六
〕
。

一

〕

。

八

駿

圏

序

〕

彪

虎

文

蛾

之

流

、

興

今

島

高

絶

懸

異

英

。

政

事

多

蹄

1

一
尚
書
芦
四
帝
特
詔
＝
二
公
一
令
l

一
高
選
庸
能
一
【
高
祖
】
559

裕
〇
五
世
の
祖
を
い
ふ
。
祖
父
の
祗
父
。
高

【
高
賠
】
538

跨
城
の
名
。
映
西
省
長
武
縣
の
北
。
唐
の
武
【
高
仙
】
546

翌
す
ぐ
れ
た
仙
人
。
〔
紫
微
夫
人
、
詩
〕
高
〔
唐
書
‘
儒
學
中
、
徐
堅
博
〕
堅
於
1

一
典
故
函
シ
レ
所
1

一
謡
識
一
祖
王
父
(
5
6
6
)
を
見
よ
。

H
知
録
‘
巻
二
十
四
に
見
ゆ
。

徳
の
初
、
辞
學
‘
泄
州
に
寇
し
、
遂
に
此
を
抜
く
。
〔
讀
仙
宴
一
土
盆
空
清
唱
鉦
竺
涯
際
一
〔
蘇
轍
、
郊
祀
慶
成
詩
〕
東
凡
七
嘗
レ
諜
、
次
―
一
高
選
↓
〔
祠
‘
喪
服
小
記
〕
有
,
,
五
世
而
遷
之
宗
「
共
搬
一
五
盟
皿
者

史

方

輿

紀

要

、

映

西

、

西

安

府

‘

邪

州

、

長

武

縣

〕

高

跳

朝

蹄

品

需

吹

南

極

本

高

仙

。

【

高

瞭

】

553

努
前
燕
‘
硝
の
人
。
字
は
子
前
。
光
熙
中
‘
尚
也
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
‘
我
高
岨
少
緯
摯
之
立
也
、
會
箋
〕

城
、
在
―
―
縣
北
五
里
盃
或
日
、
即
後
魏
之
窮
凌
水
縣
也
、
唐
【
高
宣
】
547

努
元
‘
遼
陽
の
人
。
溢
は
簡
博
。
太
宗
の
初
‘
書
郎
を
授
け
ら
る
。
永
嘉
の
胤
に
、
郷
里
に
還
り
、
叔
父
五
世
祗
為
1

一
高
祖
↓
〔
閻
若
暖
‘
潜
邸
劉
記
〕
曾
祗
之
父

初
砕
學
寇
渥
州
進
逼
1
高
犀
遊
兵
至
於
邪
郎
劉
宣
に
詔
し
て
元
帥
統
兵
と
為
す
。
容
宗
に
従
っ
て
大
と
幽
州
に
徒
る
。
既
に
し
て
王
浚
政
令
恒
無
き
を
以
為
1

一
高
雌
｛
然
自
レ
是
以
上
、
亦
通
謂
二
之
高
祗
ギ
任
博
昭

文
静
等
陳
於
高
随
西
南
↓
學
潜
レ
師
掩
,
,
其
後
「
戦
私
ル
名
を
攻
め
‘
兵
刃
に
血
ぬ
ら
ず
し
て
之
を
破
り
、
民
心
て
、
乃
ち
雀
豚
に
依
る
。
豚
‘
三
國
と
慕
容
廃
を
伐
た
十
七
年
、
郊
子
来
朝
曰
‘
我
高
祗
少
陣
摯
之
立
也
、
則

凌
水
原
↓
文
静
大
敗
‘
琴
遂
抜
否
醤
喪
継
而
世
民
破
砕
悦
服
す
。
金
兵
を
―
二
峯
山
に
破
り
、
降
者
二
千
餘
戸
‘
ん
と
謀
る
。
瞭
固
く
諫
め
て
従
は
れ
ず
。
豚
奔
敗
す
る
以
1

一
始
帷
[
『
=
五
盟
懇
昭
十
五
年
、
王
謂
―
籍
談

EI、昔

仁
果
於
高
蹄
玉
遂
追
敗
1一
之
涅
州
五
是
也
。
籍
し
て
以
て
獣
ず
。
打
捕
鷹
坊
穂
管
を
立
て
て
之
を
や
、
衆
を
隧
へ
て
魔
に
降
る
。
魔
‘
署
し
て
将
軍
と
為
す
而
高
祖
孫
伯
隊
司
―
―
晉
之
典
籍
→
則
謂
二
其
九
世
祗
〖
『
ニ

【
高
接
]539

拉
高
尚
な
交
り
を
す
る
。
〔
李
塁
玉
、
重
経
1

統
べ
、
宣
を
都
憩
管
と
し
、
世
職
と
為
す
。
〔
元
史
‘
一
も
‘
贈
‘
疾
と
稲
し
て
起
た
ず
。
魔
に
不
平
を
持
た
れ
、
高
祖
｛
至
二
周
書
康
王
之
詰
↓
無
レ
壊
―
―
我
高
祗
寡
命
↓
高

巴
陵
詩
〕
昔
年
高
―
―
接
李
隋
1

歓‘

B
迄
―
仙
舟

5
m―
―
碧
百
五
十
三
〕
．
〔
新
元
史
‘
一
百
四
十
四
〕
。
遂
に
憂
死
す
。
〔
晉
書
‘
二
日
八
〕
。
祖
、
文
武
也
、
在
―
―
康
王
之
世
玉
E
―
文
武
1

為,,
高
祗
五
是

瀾

↓

【

高

泉

】

泣

”

黄

柴

宗

の

僧

。

名

は

性

激

゜

琥

は

雲

外

‘

[

高

蝉

】

554

翌
た
か
い
木
な
ど
に
と
ま
つ
て
ゐ
る
せ
又
以
―
―
曾
祁
父
祖
父
1

為
二
高
祗
一
芙
。

O
受
命
の
君
。
創

【
高
準
]540

努
〇
高
い
は
な
す
ぢ
。
隆
準
。
〔
蘇
拭
、
申
王
又
は
曇
外
道
人
。
明
の
祗
州
の
人
。
本
性
は
林
氏
。
黄
哭
み
。
榮
華
に
耽
つ
て
滅
亡
の
危
険
の
迫
つ
て
ゐ
る
の
を
業
の
帝
。
又
、
そ
の
廟
琥
。
〔
書
、
盤
庚
下
〕
律
上
帝
将
下

書
馬
圏
詩
〕
冑
蝶
蜀
棧
西
超
忽
、
高
準
濃
蛾
散1一
荊
棘
一
山
に
登
つ
て
出
家
し
、
寛
文
元
年
、
隠
元
に
召
さ
れ
て
忘
れ
る
に
喩
ふ
。
〔
晉
書
、
石
崇
博
論
〕
高
蝉
慮
―
―
乎
軽
復
l―
我
高
祗
之
徳
ぶ
皿
•
我
家
只
書
、
康
王
之
諾
〕
無
レ
壌
―
―

●
笠
宋
‘
寧
徳
の
人
。
字
は
平
一
。
紹
興
中
、
太
學
生
来
朝
し
、
加
賀
の
献
珠
寺
の
中
興
開
山
と
な
り
、
元
緑
陰
二
不
レ
知
n

―
蟷
螂
襲
―
其
後
↓
我
高
祗
寡
命
↓
〔
史
記
、
高
祖
紀
〕
高
祖
。
〔
注
〕
集
解
曰
‘

張
観
等
が
上
書
し
て
丞
相
湯
思
道
の
和
議
に
反
封
す
五
年
、
黄
繋
山
萬
福
寺
の
第
五
世
と
な
り
、
同
八
年
＋
【
高
~
】

5
5
5
翌
唐
‘
河
朔
の
人
。
初
‘
進
士
の
試
瞼
に
落
以
為
、
功
最
高
而
鈴
二
漢
帝
之
太
祗
ぷ
盗
前
漢
の
第
一
世

る
や
、
準
も
亦
其
の
事
に
輿
る
。
乾
道
中
‘
虞
允
文
が
國
月
十
六
日
寂
す
、
年
六
十
三
。
大
園
廣
慧
國
師
・
佛
智
常
第
し
、
詩
を
作
っ
て
花
の
未
開
を
以
て
自
ら
寓
す
。
人
の
帝
。
劉
邦
(
2
-
2
2
2
4
:
 5
4
1
)
を
見
よ
。
＠
晉
の
始
祗
、

政
を
執
る
に
及
ぴ
、
東
南
舘
患
書
を
獣
じ
、
又
、
北
地
に
國
師
の
溢
琥
あ
り
。
著
書
に
扶
桑
祠
林
僧
賓
傭
・
東
渡
其
の
躁
競
の
心
無
き
を
梢
す
。
後
、
進
士
に
及
第
し
、
宣
帝
。
司
馬
梵
(
2
|
3
2
5
7
 :
 2
0
4
)
を
見
よ
。

8
五
胡
十

至
っ
て
敵
状
及
ぴ
地
形
を
探
つ
て
欝
り
‘
國
勢
恢
復
の
諸
祖
傭
・
高
泉
祠
師
語
録
・
法
華
略
集
・
翰
墨
祠
・
東
國
乾
寧
中
、
御
史
中
丞
と
な
る
。
〔
尚
友
鋒
‘
七
〕
。
六
國
の
前
趙
の
第
一
世
、
光
文
帝
。
劉
淵
(
2
-
2
2
2
4
:

5

 

策
を
言
ふ
。
時
に
允
文
は
已
に
朝
を
去
つ
て
居
た
の
高
僧
博
・
洗
雲
集
・
繹
門
孝
傭
・
有
馬
温
泉
記
な
ど
が
あ

[

i

閥
全
】
556

努
金
、
臨
邑
の
人
。
武
略
に
精
し
。
金
末
、

9
)

の
〇
を
見
よ
。
＠
五
胡
十
六
國
の
前
燕
の
第
一
世
‘

で
、
朝
廷
か
ら
官
を
授
け
ん
と
し
た
が
、
自
分
が
虞
國
る
。
〔
唐
僧
歴
任
略
記
〕
．
〔
黄
繋
略
講
〕
。
盗
起
る
や
、
衆
を
集
め
て
郷
間
を
守
る
。
後
、
元
に
蹄
武
宣
皇
帝
。
慕
容
庚
(
4
ー

llO器
：
5
7
)
を
見
よ
。
R
五

相
に
命
を
捧
げ
て
壺
し
た
の
は
‘
國
の
恢
復
の
た
め
で
【
吉
回
扇
】
548

”F
O
扇
を
高
く
あ
げ
て
あ
ふ
ぐ
こ
と
。
し
、
徳
州
等
慮
穂
管
と
な
り
‘
徳
望
あ
り
。
〔
臨
邑
縣
胡
十
六
國
、
前
秦
の
帝
。
符
健
(
9
-
3
0
8
2
5
:
 ・2
)
を
見

あ

つ

て

一

身

の

榮

達

の

た

め

に

非

ず

と

言

っ

て

、

官

を

〔

今

昔

物

語

、

三

十

一

〕

翁

出

で

来

て

上

下

を

見

上

げ

見

志

〕

。

よ

。

8
五
胡
十
六
國
、
後
秦
の
帝
。
挑
興
(
3
-
6
2
0
2
:

5

 

辞
し
て
西
山
に
退
く
。
〔
尚
友
録
‘
七
〕
。
下
ろ
し
て
、
高
扇
を
仕
ひ
て
‘
其
の
札
の
許
に
立
ち
て
。
【
高
前
]557

努
山
名
。
河
南
省
内
郷
縣
の
西
南
。
頂
に

4
)

の
O
を
見
よ
。
R
五
胡
十
六
國
の
西
秦
の
第
二
世
‘

【
高
説
】
542

努
立
派
な
説
。
す
ぐ
れ
た
説
明
。
又
、
他
人
〇
田
栗
に
用
ひ
る
長
い
竿
の
先
に
大
き
い
圃
扇
を
附
池
あ
り
。
又
、
天
池
山
と
い
ふ
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
武
元
王
。
乞
伏
乾
蹄
（
1
-
1
7
0
:
 6
3
)を
見
よ
。
〶
五
胡

の
説
を
い
ふ
敬
語
。
〔
後
漢
書
、
徐
防
博
〕
臣
以
為
博
士
け
た
も
の
。
〔
洛
陽
田
栗
記
〕
基
忠
卿
‘
捧
,
,
九
尺
高
扇
↓
束
南
五
十
里
日
1

一
高
前
之
山
石
其
上
有
レ
水
焉
‘
甚
寒
而
十
六
國
、
後
趙
の
明
帝
。
石
勒
(
8
ー

2
4
0
2
4

：
 
8
6
5
)
を
見

3
 

及
甲
乙
策
試
‘
宜
下
従
-
1

其
家
章
旬
ぶ
四
五
十
難
ー
以
試
占
【
高
栴
】
549

努

宋

、

蘭

渓

の

人

。

父

康

、

善

く

子

を

訓

ふ

。

清

、

帝

豪

之

漿

也

。

よ

。

⑪

後

魏

の

祗

。

拓

抜

什

翼

健

(
5
ー

l
1
9
5
8
:
 1
0
4
)
を

之
、
解
繹
多
者
筏
上
第
五
引
レ
文
明
者
為
―
一
高
説
↓
因
つ
て
栴
、
身
を
持
す
る
こ
と
謹
憧
゜
苑
門
の
高
弟
。
【
高
漸
】
558

努
宋
、
沖
郷
の
人
。
字
は
善
時
。
煕
寧
の
進
見
よ
。
R
後
魏
の
第
六
世
、
孝
文
帝
。
拓
抜
宏
(
1
5
-
l
1
9
5

20 

【
高
節
】
543

誘

〇

け

だ

か

い

み

さ

を

。

〔

荘

子

、

譲

王

〕

荀

〔

宋

元

學

案

‘

四

十

五

〕

。

士

。

寧

郷

尉

と

な

り

、

新

法

の

不

便

を

論

じ

た

が

、

報

8
:3
1
)
を
見
よ
°
R
南
朝
宋
の
第
一
世
、
武
帝
。
劉
裕
(
2
1
3

|
 

|

_

 

高

部

嵩

六

0
七



高

部

高
|

_

 

）

ー

2
2
2
4
:
 6
2
4
)を見
よ
。
〶
北
齋
の
祇
。
高
歓(2
3
3
)

を

6
 
59

見
よ
。
⑰
梁
の
第
一
世
、
武
帝
。
篇
術
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 2
3
)
 

~
を
見
よ
。
＠
陳
の
第
一
世
、
武
帝
。
陳
覇
先

(
1
1ー
4
1
6
9

3
 
3
1
8
:
 
1
1
7
7
)
を
見
よ
。
R
北
周
の
第
三
世
‘
武
帝
。
宇
文
邑

(OOー

7

g

7

:

72)を
見
よ
。
R
隋
の
第
一
世
‘
文
帝
。
楊

5
 
4
 
‘_¥ 

堅
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 1
3
2
)
を
見
よ
。
◎
唐
の
第
一
世
。
李
淵

(
6
-
1
4
4
5
9
 :
 8
0
)
を
見
よ
。
⑰
五
代
、
後
晉
の
始
祖
。
石

）
 

敬
塘
(
8
|
2
4
0
2
4
 :
 9
2
3
)
を
見
よ
。
⑨
五
代
、
後
漢
の
始

゜
6
 
5
 
~
祗
。
劉
知
遠

(
2ー
2
2
2
4:
 1
1
7
3
)
を
見
よ
。
R
五
代
＋
國

の
前
蜀
の
第
一
世
。
王
建
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 3
4
8
)

の
参
を

3
 
ー3
 

4
5

見
よ
。
〶
五
代
十
國
‘
後
蜀
の
第
一
世
。
孟
知
祥

(
3
-
6

（
 

9

g

:

 3
2
4
)
を
見
よ
。
⑨
五
代
十
國
‘
呉
の
第
一
二
世
、
高

祗
宣
帝
。
楊
隆
演
(
6
ー

1
5
1
1
2
:
 8
0
6
)
を
見
よ
。
＠
五
代

十
國
‘
南
漢
の
第
二
世
。
劉
襲
(
2
|
2
2
2
4
 :
 6
4
)
を
見

よ
。
鬱
遠
い
先
祗
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
五
〕
昔
而
高

祖
孫
伯
緊
、
司
1

一
晉
之
典
籍
冨
以
為
二
大
政
五
故
曰
二
籍
氏
一

〔
會
箋
〕
曾
祗
之
父
為
合
向
祗
｛
然
自
レ
是
已
上
、
亦
通
謂
二

之
高
祗
ぢ
竺
是
高
遠
之
祗
一
也
。
R
一
宗
一
派
の
開
祖

を
い
ふ
。

〖
高
祗
父
〗5
6
0
7
0
9

ウ
ソ
曾
祗
父
母
の
ち
ち
。
ひ
ひ
お
ほ
ぢ
。

〔
大
學
術
義
補
、
明
一
諮
函
杢
家
郷
之
幌
〕
爾
雅
曰
‘
曾
祗

王
父
之
考
、
為
一
高
祗
王
父
↓
曾
龍
王
父
之
砒
‘
為
↓
一
高
祗

王
母
公
7

梢

＝

高

祗

父

高

祖

母

↓

「

ょ

°

〖
高
祗
母
〗5

6
1
紅
？
曾
岨
父
母
の
は
は
。
高
祖
父
を
見

〖
高
祗
父
母
〗5

6
2
認
，
曾
祗
父
母
の
父
母
。
高
祗
父
を

見
よ
。

〖
高
祗
武
帝
〗5

6
3
カ
芍

O
南
朝
宋
、
劉
裕
(
2
|2
2
2
4
 :
 

6
2
4
)
を
い
ふ
。
●
梁
、
爾
術
(
9
|
3
2
 
0
 1
2
 :
 2
3
)
を
い
ふ
。

〇
陳
、
陳
覇
先
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 1
1
7
7
)
を
い
ふ
。
R
北

周
、
宇
文
邑
(OO
ー

7
0
6
7
:
 7
2
)
を
い
ふ
。

〖
高
祗
文
帝
〗5

6
4
翌
r

隋
‘
楊
堅
(
6
-
1
5
1
1
2

:
 1
3
2
)
 

を
い
ふ
。

〖
高
祖
王
姑
〗5

6
5
仔
高
祖
父
の
妹
妹
。
ひ
ひ
お
ほ
を

ば
。
〔
爾
雅
、
繹
親
〕
高
祖
王
父
之
姉
妹
、
為
1

一
高
祇
王
姑
↓

〖
高
祖
王
父
〗5

6
6
誘
力
ひ
ひ
お
ほ
ぢ
。
高
祗
父

(
5
6
0
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
、
繹
親
〕
曾
阻
王
父
之
考
、
為
1
1

高
祗
王

竺
曾
祗
王
父
之
砒
、
為
嵩
祗
王
母
↓
〔
注
〕
高
者
、
言
―
―

最
在
冗
上
。

〖
高
祖
王
母
〗5

6
7
誇
切
ひ
ひ
お
ほ
ば
。
高
祗
母

(
5
6
1
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
秤
親
〕
曾
祖
王
父
之
砒
‘
為
二
高
祗
王

母↓
〖
高
祗
孝
文
帝
〗5

6
8
砂
／
テ
イ
後
魏
、
拓
践
宏
(
6ー
1
1
9

5
8
 :
 3
1
)
を
い
ふ
。

〖
高
祖
神
臭
帝
〗5

6
9
焚
幻
ウ
テ
イ
唐
‘
李
淵(6
-
1
4
4
5
9

:
 

8
0
)

を

い

ふ

。

「

ふ

。

〖
高
祖
神
武
帝
〗5

7
0
店
？
北
齊
、
高
歓

(
2
3
3
)

を
い

【
高
礎
】
571

匁
清
、
順
天
の
人
。
一
名
、
雲
壷
。
字
は
碧

寄
。
聾
に
巧
。

[
高
宗
】
572

偽
〇
殷
の
武
丁
を
い
ふ
。
〔
書
、
高
宗
杉
日
〕

蘭
宗
形
日
‘
越
有
雛
雙
〔
易
‘
既
渭
〕
九
三
、
高
宗
伐
―
―
鬼

夜
三
年
克
レ
之
。
●
帝
王
の
廟
琥
゜
④
後
魏
の
第
四
世
‘

文
成
帝
。
拓
跛
濱
(
6ー

1
1
9
5
8
:
 4
5
)
を
見
よ
。
＠
南
齊
の

第
五
世
、
明
帝
。
蒲
鸞
(
9
|
3
2
 0
 1
2
 :
 2
7
0
)
を
見
よ
。
◎

唐
の
第
三
世
。
李
治
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 5
8
0
)

の
O
を
見
よ
。

◎
南
宋
の
第
一
世
。
趙
構
(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 1
6
5
)
を
見

よ
。
R
清
の
第
六
世
。
清
高
宗
(
7
-
1
7
6
9
5
:
 8
5
6
)
を
見

よ。

8
高
句
麗
の
第
二
士
二
世
。
王
晦
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 8
4
 

0
)

の
O
を
見
よ
。
R
安
南
李
朝
第
七
世
。
名
は
龍
翰
。
―
―
―

歳
に
し
て
即
位
。
治
績
多
し
。
宋
‘
使
を
遣
し
て
安
南
國

王
に
封
ず
。
在
位
三
十
五
年
。
年
一
二
十
八
。
〔
欽
定
越
史

通
鑑
綱
目
、
五
〕
。

〖
高
宗
形
日
〗5

7
3
魏
偽
書
経
の
篇
名
。
異
古
文
。
殷
の

高
宗
が
‘
其
の
祗
成
湯
の
廟
を
祭
っ
た
と
き
に
、
雉
が

来
つ
て
鼎
に
升
つ
て
鳴
い
た
。
是
に
於
て
祗
己
‘
此
の

篇
を
作
っ
て
高
宗
を
戒
め
た
。
形
は
祭
の
明
日
に
ま
た

祭
る
祭
の
名
。
〔
書
、
高
宗
杉
日
序
〕
高
宗
祭
1

一
成
湯
一
有
二

飛
雉
↓
升
―
―
鼎
耳
一
而
雅
‘
龍
己
訓
二
諸
王
「
作
-
1

高
宗
杉

日
・
高
宗
之
訓
↓
〔
疏
〕
高
宗
祭
1

一
其
太
祗
成
湯
於
杉
祭
一
之

H
、
有
―
―
飛
雉
来
升
―
―
祭
之
鼎
耳
而
雅
鳴
‘
其
臣
祗
己
以

為
芹
H

有
―
―
失
徳
―
而
致
ぶ
此
詳
5

遂
以
"
道
義
如
炉
王
‘

勧
レ
王
改
修
1

一
徳
政
↓
史
絞
1

一
其
事
石
作
＿
一
高
宗
杉
日
↓

〖
高
宗
刻
レ
象
〗57

4
誘
g
ザ
ム
殷
の
高
宗
が
人
相
書
を

書
い
て
廣
＜
天
下
に
人
材
を
求
め
た
故
事
。
象
は
像
。

〔
書
‘
説
命
上
〕
乃
審
二
蕨
象
砿
"
―
―
―
以
レ
形
労
求
―
―
子
天
下
↓

〔
偉
〕
刻
―
―
其
形
象
履
四
方
労
汲
之
於
民
間
↓
〔
魏
志
、

王
烈
博
〕
高
宗
刻
レ
象
‘
竿
竺
求
賢
哲
↓

〖
高
宗
明
帝
〗5

7
5
”
げ
％
南
齋
、
蒲
鸞
(
9
-
3
2
0
1
2

:
 2
7
 

0
)

を
い
ふ
。

〖
高
宗
孝
宣
帝
〗5

7
6
謗
努
？
陳
、
陳
項

(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 1
5
6
)
を
い
ふ
。

〖
高
宗
伐
二
鬼
方
―
〗

5
7
7
”
裳
炉
，
殷
の
高
宗
の
如
き
賢

君
も
鬼
方
國
を
征
伐
し
た
時
は
三
年
も
か
か
つ
て

や
っ
と
勝
っ
た
。
高
宗
に
及
ば
ざ
る
者
は
一
層
軽
動

す
べ
か
ら
ざ
る
を
い
ふ
。
高
宗
は
殷
の
賢
君
。
鬼
方
は

夷
秋
の
國
の
名
。
〔
易
、
既
清
〕
九
三
、
高
宗
伐
1

一
鬼
方
コ
―
-

年
克
レ
之
。

〖
高
宗
文
成
帝
〗5

7
8
焚
務
テ
イ
後
魏
、
拓
践
溶(
6ー
1
1
9

5
8
 :
 4
5
)
を
見
よ
。

〖
上1一
高
宗
一
封
事
〗

5
7
9
吟
丸9
-
ー
ク
テ
マ
9

ル
宋
の
胡
鐙
が
高

宗
に
上
っ
た
封
事
。
秦
檜
等
の
和
議
に
反
封
し
、
秦

檜
•
孫
近
・
王
倫
等
を
斬
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
朱
煮
之

を
評
し
て
日
月
と
光
を
半
ふ
べ
し
と
い
ふ
。
甘
露
園

短
書
に
よ
る
に
、
此
の
封
事
は
本
、
左
司
苑
瑶
の
作
な

る
を
、
彼
に
禍
の
及
ば
ん
こ
と
を
慮
り
、
胡
鐙
が
己
の

作
と
し
て
上
っ
た
と
い
ふ
。
〔
胡
鐙
、
上
1

一
高
宗
一
封
事
〕

謹
按
‘
王
倫
本
一
押
邪
小
人
、
市
井
無
頼
‘
頃
縁
―
―
宰
相

無
溢
識
、
遂
翠
以
使
レ
虜
‘
惟
務
―
詐
誕
ぶ
笠
岡
天
聴
云
琢

得
美
官
元
下
之
人
、
切
歯
唾
罵
゜

【
高
曾
】
580

偽
高
祗
及
ぴ
曾
祗
。
高
曾
規
矩
を
見
よ
。

〖
高
曾
規
矩
〗58

1
匁
g

高
祗
及
び
曾
祗
の
法
度
。
〔
班

固
、
西
都
賦
〕
商
修
1

一
族
世
之
所
震
一
工
用
,
,
高
曾
之
規

矩
↓
〔
注
〕
善
曰
、
エ
巧
人
亦
用
1

一
曾
祗
高
祗
之
法
則
↓

【
高
僧
】
582

偽
徳
の
た
か
い
僧
侶
。
ひ
じ
り
。
名
僧
。

善
智
識
。
〔
劉
長
卿
、
寄
―
―
震
一
上
人
一
詩
〕
高
僧
本
姓
竺
、

開
士
藷
名
林
。
〔
陳
利
‘
酬
―
―
幽
居
閑
上
人
喜
及
第
後
見
＂

贈
詩
〕
風
動
自
然
雲
出
レ
袖
‘
不
レ
用
高
僧
笑
二
浮
生
↓

〖
高
僧
博
〗5

8
3
焚
，
・
ウ
書
名
。
＋
―
―
＿
巻
。
序
録
一
巻
。
梁
、

繹
悪
絞
撰
゜
諜
経
・
義
解
•
神
異
•
国
祠
・
明
律
·
遺
身
・

誦
経
・
興
輻
・
経
師
・
唱
導
の
十
科
に
分
け
、
後
漢
の

永
平
十
年
か
ら
梁
の
天
監
十
八
年
に
至
る
ま
で
‘
凡
そ

二
百
五
十
七
人
を
載
せ
、
二
百
餘
人
を
附
見
す
。
他
に

唐
の
道
宣
の
績
高
僧
傭
‘
宋
の
賛
寧
の
宋
高
僧
博
‘
明

の
如
恨
の
明
高
僧
博
あ
り
、
合
し
て
四
朝
高
僧
傭
と
い

〖
高
僧
古
徳
〗58

4
袴
裕
有
徳
の
僧
侶
。

L
ふ
。

〖
高
僧
談
レ
経
石
貼
頭
〗58

5
焚
認
認
”
ダ
ン
ジ
一
ァ
梁
の
高

僧
が
石
を
漿
め
て
徒
と
な
し
、
至
理
を
談
じ
た
と
こ

ろ
、
石
が
皆
貼
頭
し
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
中
呉
紀
聞
〕
虎

郎
千
人
座
傍
有

niil!頭
石
こ
按
‘
十
道
四
番
志
云
‘
生
公

講
糎
於
此
正
無
信
レ
之
者
↓
乃
緊
レ
石
為
レ
徒
‘
輿
談
至

隅
石
皆
為
↓
―
貼
頭
↓

4
 ゜

【
高
層
】
586

謗
た
か
く
か
さ
な
る
。
又
、
高
く
か
さ
な

っ
た
上
方
。
最
上
段
。
〔
庚
信
‘
奉
,
,
和
同
泰
寺
浮
圏
―
詩
〕

32

長
影
臨
雙
鳳
高
層
出
―
―
九
城
↓
〔
杜
荀
鶴
、
登
1

山
寺
一

1

詩
〕
就
中
偏
愛
レ
石
‘
獨
上
二
最
高
層
↓

【
高
濠
】
587

謗
高
い
水
涯
゜
〔
詩
、
大
雅
‘
晃
鷲
〕
亮
鷲
在
レ

遼
〔
箋
〕
浪
水
外
之
高
者
也
。

【
高
聰
】
588

謗
後
魏
‘
硝
の
人
。
字
は
僧
智
。
誼
は
猷
。
文

才
有
り
、
通
直
散
騎
常
侍
に
累
官
す
。
微
に
弓
馬
に
習

ひ
、
将
用
を
以
て
自
ら
許
す
。
孝
文
帝
の
南
討
す
る
や
‘

聴
に
輔
國
将
軍
を
椴
し
、
渦
陽
を
援
け
し
む
。
経
る
所
淫

略
し
‘
賊
に
遇
ひ
退
敗
し
、
勁
け
ら
れ
て
民
と
為
る
。
宣

武
の
時
‘
散
騎
常
侍
を
授
け
ら
れ
、
孝
明
の
時
、
光
腺
大

夫
に
至
る
。
〔
魏
書
、
六
十
八
〕
．
〔
北
史
‘
四
十
〕
。

〖
高
聰
梨
〗5
8
9
"
ゥ
；
後
魏
の
裔
聰
の
植
ゑ
た
梨
゜
〔
海

録
砕
事
‘
草
木
‘
果
賓
〕
高
聰
為
―
―
幽
州
刺
史
百
竺
高
肇

蕪
五
空
子
窒
断
1

一
絶
人
事
一
唯
修
,
,
螢
園
果
ご
世
稲
―
―
高

聰
梨
百
以
為
―
―
称
異
↓

[
高
足
】
590

”
[

O
勝
れ
た
馬
。
駿
馬
。
〔
古
詩
十
九
首
〕
何

不
下
策
1

一
高
足
巫
＃
ぞ
要
路
津
公
漢
書
、
高
帝
紀
下
‘
乗
レ

博
詣
雑
陽
五
〕
如
淳
曰
‘
律
‘
四
馬
高
足
貸
置
雙

0

弟
子
中
の
す
ぐ
れ
た
者
。
高
足
弟
子
(
5
9
2
)

を
見
よ
。

鬱
ウ
パ
④
田
架
の
藝
の
名
。
又
‘
其
の
具
。
木
履
の
歯
の

高
き
も
の
に
て
行
ふ
。
〔
朝
野
群
載
‘
-
―
-
‘
文
筆
〕
洛
陽

田
栗
記
‘
帥
江
納
言
、
永
長
元
年
之
夏
‘
洛
陽
大
有
土
B

架
之
事
禾
＇
伝
知
其
所
＂
起
、
初
自
,
,

間
里
及
―
―
於
公
卿
―

高
足
一
足
。
＠
た
け
う
ま
。
高
脚
。
高
躊
゜

〖
高
足
椀
〗5
9
1
努
ソ
ク
荊
南
に
産
す
る
一
種
の
陶
器
。
足

が
高
い
か
ら
い
ふ
。
〔
周
材
沖
、
三
楚
新
録
〕
荊
南
梵
器
、

皆
高
1

一
其
足
犬
ム
私
競
置
用
レ
之
、
謂
,
,
之
高
足
椀
↓

〖
高
足
弟
子
〗5

9
2
袴
名
／
優
等
な
弟
子
。
高
弟
。
〔
世

説
新
語
、
文
學
〕
鄭
玄
在
―
―
馬
融
門
下
i

-

―
一
年
不
レ
得
―
―
相

見
高
足
弟
子
、
博
授
而
已
。

【1
高
速
】
593

砕
速
度
の
高
い
こ
と
。
高
速
度
。

【
高
族
】
594

匁
貴
い
や
か
ら
。
高
い
氏
族
。
〔
涌
岳
‘
寡

婦
賦
〕
伊
女
子
之
有
レ
行
分
‘
安
奉
二
頷
於
高
族
一
〔
注
〕

清
日
、
高
族
謂
"
咸
族
望
古
四
也
。

【
高
率
】
595

位
〇
け
だ
か
く
て
洒
落
な
こ
と
。
〔
世
説

新
語
、
棲
逸
〕
南
陽
劉
麟
之
、
高
率
善
玉
盆
呪

O
”
ガ
卒

の
高
い
こ
と
。
一
高
い
割
合
。
高
分
。

【
高
村
]596

努
地
名
。
〇
河
南
省
澳
縣
の
東
北
。
京
漢

六
〇
八



(45313・・597)一 (45313・・619)

鐵
路
に
沿
ふ
。

O
湖
南
省
江
華
縣
の
東
南
。

〖
高
村
市
〗5

9
7
恣
ソ
／
地
名
。
O
江
西
省
萬
載
縣
の
西

北
。
●
湖
南
省
麻
陽
縣
の
東
。
辰
水
の
北
岸
。

〖
高
村
集
〗5

9
8
況7
0ソ
／
地
名
。
〇
河
北
省
撲
陽
縣
の
東

南
。
黄
河
の
南
岸
。
●
山
東
省
文
登
縣
の
東
南
。
裔
村

河
が
海
に
注
ぐ
口
。

【
高
多
】
599

屯
塞
の
名
。
湖
南
省
鳳
凰
縣
の
西
北
。

【
高
岱
】
600

””

O
後
漢
の
人
。
彪
の
子
。
字
は
孔
文
。

少
に
し
て
高
操
に
動
み
、
財
を
軽
ん
じ
て
義
を
貴
ぶ
。

孫
策
、
其
の
左
博
を
善
く
す
る
を
聞
き
、
輿
に
講
論
せ

ん
と
欲
す
。
姐
疾
者
に
中
傷
さ
れ
、
害
さ
る
。
〔
後
漢

書
、
一
百
十
下
〕
゜
●
明
、
京
山
の
人
。
字
は
伯
宗
゜
縣
靖

の
進
士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
著
に
鴻
猷
録
・
樵
論
・
楚
漢

餘
談
・
西
曹
集
が
あ
る
。
参
明
、
會
稽
の
人
。
字
は
魯
瞭
゜

崇
顧
中
、
武
生
を
以
て
順
天
郷
試
に
學
げ
ら
る
。
官
は

職
方
主
事
。
紹
興
中
、
守
を
失
し
、
即
ち
絶
食
し
て
死

す
。
〔
明
史
、
二
百
七
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
三
百
五
十
七
〕
．

〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
、
七
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
明
詩
紀

事
‘
己
、
七
〕
。

[
―
口
向
泰
】
601

稔
前
秦
の
人
。
瞭
の
従
子
。
字
は
子
伯
゜

初
‘
燕
に
仕
へ
て
尚
書
郎
と
な
る
。
後
、
王
猛
の
推
薦

に
よ
り
符
堅
に
召
さ
れ
尚
書
郎
と
な
る
。
尋
い
で
請

う
て
州
に
還
る
。
秦
が
敗
れ
る
に
及
び
、
泰
は
燕
の
藷

臣
な
る
を
以
て
二
心
あ
る
を
疑
は
れ
、
同
郡
の
呉
詔
と

渤
海
に
奔
る
。
途
中
、
燕
軍
に
遭
ひ
‘
詔
に
之
に
従
は

ん
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
が
、
一
君
を
去
り
一
君
に
事
ふ

る
こ
と
は
吾
の
為
さ
ぎ
る
所
な
り
と
言
っ
て
辟
す
。

〔
藷
五
代
史
、
二
十
〕
。

【
高
慰
】
602

袴
ふ
か
く
う
ら
む
。
慰
は
怨
゜
〔
蜀
志
、
部
正

傭
〕
瀾
柳
季
之
卑
曼
編
夷
叔
之
高
慰
↓

【
高
大
]603

店
た
か
く
て
大
き
い
。
又
、
高
く
大
き
く
す

る
。
〔
易
‘
升
〕
君
子
以
順
レ
徳
‘
積
レ
小
以
高
大
。
〔
韓
非

子
‘
難
一
〕
所
レ
問
高
大
而
封
以
1

一
卑
狭
一
則
明
主
弗
レ

受
也
。
〔
晏
子
‘
諫
‘
下
〕
呻
翌
厚
其
葬
｛
高
,
,
大
其
龍
芸
〔
束

哲
‘
補
亡
詩
〕
崇
丘
萬
物
‘
得
レ
筐
其
高
大
也
。

〖
高
大
石
角
〗6

0
4
努
ク
イ
ジ
キ
燕
架
角
臀
七
調
の
第
三
運
゜

石
は
一
に
食
に
作
る
。
〔
築
府
雑
録
〕
上
臀
角
七
調
、
第
三

運
高
大
石
角
調
。
〔
宋
史
‘
律
暦
志
四
〕
大
呂
角
為
―
―
中
管

高
大
石
角
↓
〔
補
筆
談
〕
仲
呂
角
今
為
二
高
大
石
角
五
殺
臀

阻
六
字
言
詞
源
〕
大
呂
閏
俗
多
大
石
角
↓
〔
燕
架
考
原
〕

|
＇
 

裔

部

高

七
角
本
律
‘
黄
鐘
位
在
1

一
第
二
五
故
宋
志
云
‘
黄
鐘
角
為
二

高
大
石
角
五
杢
古
律
帥
四
仲
呂
位
在
―
―
第
一
―
「
故
補
筆
談

云
‘
仲
呂
角
今
為
―
―
高
大
石
角
「
築
府
雑
録
以
,
,
第
三
運
一

為
1

一
高
大
石
角
調
1

者
、
依
―
―
七
商
之
次
序
一
也
、
南
宋
以
"

七

角

為
1

一
閏
臀
面
2

用
―
―
黄
鐘
以
下
七
律
一
故
詞
源
日
、

六
呂
閏
俗
名
―
一
高
大
石
角
一
也
。

〖
高
大
石
調
〗6

0
5
誘
ク
イ
ジ
キ
燕
架
商
臀
七
調
の
第
二
運
。

石
は
一
に
食
に
作
る
。
〔
築
府
雑
録
〕
入
磐
商
七
調
、
第

―
―
一
運
高
大
石
調
。
〔
宋
史
‘
律
暦
志
四
〕
黄
鐘
角
為
―
一
高

大
石
調
↓
〔
補
筆
談
〕
央
鐘
商
今
為
1

一
高
大
石
調
;
杖
臀

用
こ
字
。
〔
詞
源
〕
大
呂
商
俗
名
1

一
高
大
石
調
↓
〔
燕
築

考
原
〕
七
商
之
第
三
運
‘
即
按
‘
琵
琶
二
弦
之
第
二
臀
、

云
、
高
大
石
調
即
今
俗
架
之
一
字
調
、
故
殺
瞥
用
二

字
盃
へ
鐘
商
高
1
1

於
太
族
商
1

一
律
‘
故
曰
,
,
高
大
石
調
一

此
鯛
自
,
,
南
宋
1

至
ぶ
受
加
皆
不
レ
用
、
故
今
俗
栗
一
字

調
亦
不
,
,
常
用
一
也
。

【
裔
第
】
606

”
C

O優
等
で
及
第
す
る
。
官
吏
登
用
試
瞼

の
成
績
優
秀
な
も
の
。
高
科
(
2
1
0
)

に
同
じ
。
〔
史
記
、
儒

林
博
〕
其
高
第
可
l
1

以
為
ー
一
郎
中
一
者
、
太
常
籍
奏
。
〔
漢

書
鼈
錯
博
〕
封
策
者
百
餘
人
、
唯
錯
岱
高
第
↓
〔
漢
書
、

手
翁
蹄
偲
〕
以
1

一
高
第
ー
入
守
二
右
扶
風
一
〇
官
吏
の
治
行

の
優
良
な
者
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
那
晨
博
〕
由
レ
是
復
拝

為,,
中
山
太
｛
丈
吏
民
梢
レ
之
、
常
為
二
翼
州
高
第
↓
〔
注
〕

中
山
陽
↓
輩
翼
州
ぶ
空
翼
州
所
部
郡
課
一
常
為
―
―
第
一
一
也
。

参
明
、
綿
州
の
人
。
字
は
公
次
。
正
徳
の
進
士
。
官
は
雲

南
副
使
。
園
籍
を
耽
玩
し
、
百
家
に
精
通
し
て
能
＜
其

の
指
要
を
琴
ぐ
。
著
に
蓉
淡
書
屋
績
集
が
あ
る
。
〔
四

庫
提
要
、
一
百
九
十
二
〕
。
働
明
、
凍
州
の
人
。
字
は
登

之
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
兵
部
尚
書
。

O
明
、
安
陸
の

人
。
父
の
病
篤
き
に
股
を
割
い
て
癒
す
。

O
清
、
楡
林

の
人
。
明
時
‘
官
は
山
海
襴
糊
兵
。
順
治
の
初
、
原
官
を

授
け
ら
る
。
多
鐸
に
随
つ
て
李
自
成
を
河
南
に
動
し
、

河
南
を
粛
清
す
。
後
、
太
子
少
保
を
加
へ
ら
る
。
書
室

を
額
粉
i

奄
と
い
ふ
。
〔
清
史
列
博
、
七
十
八
〕
。

【
高
景
】
607

梵
〇
う
て
な
を
た
か
く
す
る
。
〔
左
氏
、
昭
、

二
十
〕
高
レ
憂
深
レ
池
‘
撞
レ
鐘
舞
レ
女
。
〔
晏
子
、
重
而
異

者
〕
高
J
堂
深
レ
池
、
撞
レ
鐘
舞
レ
女
。
〔
史
記
‘
齊
太
公
世

家
〕
晏
子
日
、
君
裔
レ
憂
深
レ
池
、
賦
敏
如
レ
弗
レ
得
。
●
た

か
い
う
て
な
。
〔
戦
國
‘
魏
策
〕
後
世
必
有
下
以
1

一
高
畳

陵
池
一
亡
―
―
其
國
玉
れ
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
造
―
―
姑
蘇
之
高

曼
臨
西
遠
而
特
建
。
〔
堵
亮
、
臨
ユ
包
鶯
詩
〕
高
嚢
暫
之
夢
(
4ー

8
7
2
8
:
 3
2
)

を
見
よ
。
●
戯
曲
の
名
。
明
、
注

俯
臨
‘
飛
翼
猶
1

一
軽
昔
↓
〔
蒔
能
、
漢
南
春
望
詩
〕
獨
尋
二
道
毘
の
作
。
楚
の
懐
王
が
裔
唐
観
に
遊
ん
で
神
女
と
契

春
色

1
ナ
高
壼
―
―
二
月
皇
州
駕
未
レ
回
。
参
京
師
に
喩
っ
た
事
を
叙
す
。
〔
盛
明
雑
劇
〕
。

へ
て
い
ふ
。
〔
曹
植
、
雑
詩
〕
高
壼
多
二
悲
風
面
朝
日
照
1

一
北
【
高
湯
]
5
9
5

高
陽
成
(
8
8
9
)

を
見
よ
。

林
二
注
〕
善
日
、
新
語
日
、
高
憂
喩
―
―
京
師
｛
悲
風
言
広
が
【
高
塘
】
612

”5
0

高
い
ど
て
。
〔
韓
促
、
藷
館
詩
〕
還
似

令
↓
R
頭
の
異
稲
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
形
貌
、
頭
〕
黄
庭
賭
西
紫
荊
樹
‘
残
花
摘
索
映
―
―
高
塘
↓
〇
郡
名
。
④
南

経
、
高
畳
通
レ
天
臨
一
中
野
五
i

、
頭
為
"
高
嚢
↓
〇
縣
名
。
朝
梁
、
置
く
。
安
徽
省
来
安
縣
の
東
北
白
塔
鎮
゜
＠

清
、
置
く
。
甘
粛
省
臨
澤
縣
の
西
。
東
北
は
長
城
に
椅
南
朝
梁
、
置
く
。
安
徽
省
宿
松
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

り
、
西
南
は
山
丹
河
の
支
流
に
臨
み
、
長
摘
・
酒
泉
間
の
江
南
、
安
慶
府
〕
宿
松
縣
、
漢
院
縣
地
、
後
漢
縣
省
、
三
國

交
通
の
要
邁
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廿
粛
、
粛
州
直
隷
魏
復
置
、
為
え
女
豊
國
↓
晉
咸
和
中
‘
僑
1

一
置
松
絃
縣
一
屡
1
-

州
‘
縣
一
、
高
憂
。

O
”
位
高
い
憂
地
。
土
地
の
高
く
て
薩
江
郡
「
宋
俯
闊
な
女
豊
郡
二
齊
因
レ
之
、
晉
末
僑
―
―
置
松

平

た

い

所

。

高

地

。

丘

陵

地

。

荻

縣

函

空

薩

江

郡

「

梁

箇

店

向

塘

郡

↓

【
高
唐
】6
0
8
誘
〇
楚
の
憂
観
の
名
。
雲
夢
澤
の
中
に
在
〖
高
塘
墟
〗

6
1
3
豆3
7ク
ヴ
地
名
。
0
江
西
省
吉
安
縣
の
西

り
。
高
唐
賦
を
見
よ
。

O
縣
名
。
④
漢
、
罹
く
。
晉
、
廃
す
。
南
。

0
廣
東
省
番
異
縣
の
北
、
流
淫
水
の
右
岸
。
商
業

故
城
は
山
東
省
萬
城
縣
の
西
南
。
春
秋
‘
齊
の
邑
゜
〔
左
地
。

氏
‘
襄
‘
十
九
〕
衛
奔
二
高
虚
以
叛
。
〔
史
記
、
田
敬
仲
世
【
高
瞳
】
614

”70

裔
い
は
た
ぽ
こ
。
〔
朱
窯
‘
遊
臥
龍
錢
通

家
〕
齋
威
王
日
‘
云
云
、
吾
臣
有
―
―
脱
子
者
面
使
に
す
1

高

寺

1

得
―
―
江
字
云
ー
レ
及
レ
賦
レ
詩
用
1
1

其
韻
ふ
炉
事
詩
〕
明

康
則
趙
人
不
蔽
東
漁
於
河
↓
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
平
年
儒
来
レ
東
‘
鳴
レ
鏡
建
嵩
撞
一

原
郡
、
縣
十
九
、
高
唐
。
◎
北
齋
、
置
く
。
山
東
省
馬
城
縣
【
高
濤
】
615

読
高
い
な
み
。
〔
木
華
‘
海
賦
〕
憂
盃
叡
嵌
1

の
西
。
棉
花
の
集
散
地
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
清
南
恨
-
―
高
濤
↓

府
〕
章
邸
縣
、
春
秋
時
‘
齊
高
唐
地
、
漢
為
l

―
陽
邸
縣
地
一
【
高
踏
】
616

”
t

0世
俗
を
は
な
れ
て
身
を
潔
く
保
つ
こ

属
清
南
郡
「
後
漢
省
、
高
齊
移
二
高
唐
縣
込
炉
此
゜
〔
清
と
。
隠
居
す
る
。
高
踏
。
高
學
゜
〔
孔
叢
子
‘
陳
士
義
〕
道
士

史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
、
東
昌
府
‘
縣
九
、
高
唐
。

8
唐
‘
置
高
距
而
恨
゜
〔
晉
書
‘
賀
循
博
〕
退
棲
高
踏
‘
軽
攀
絶
俗
゜

く
。
山
西
省
孝
義
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
平
〔
張
協
‘
七
命
〕
嘉
趣
龍
盤
‘
翫
レ
世
高
踏
゜
〔
郭
環
‘
遊
仙

陽
府
‘
湿
州
〕
温
泉
城
、
在
二
州
北
二
百
里
二
云
云
‘
又
高
詩
〕
高
1

一
踏
風
鹿
外
「
長
揖
謝
―
―
夷
齊
＾
〇
遠
方
へ
行
く
こ

唐
城
在
畷
温
泉
縣
東
南
十
五
里
一
唐
初
所
レ
置
縣
也
‘
と
。
た
か
と
ぴ
。
裔
琴
。
〔
左
氏
、
哀
、
二
十
一
〕
魯
人
之

尋
磨
。
参
鎮
の
名
。
安
徽
省
霧
丘
縣
の
西
。
宋
の
紹
興
の
泉
‘
敷
年
不
レ
覺
‘
使
―
―
我
高
距
↓
唯
其
儒
書
、
以
為
"
二
國

初
、
金
兵
‘
穎
壽
よ
り
淮
を
渡
り
、
宋
軍
を
高
唐
市
に
敗
憂
一
〔
注
〕
高
距
、
猶
"
遠
行
一
也
。
〔
疏
〕
高
距
、
高
翠
レ
足
而

り
、
進
ん
で
固
始
を
攻
め
て
克
た
ず
。
〔
讀
史
方
輿
紀
踏
レ
地
‘
故
言
下
猶
―
―
遠
行
一
也
3

鬱
た
か
く
足
拍
子
す
る
。

要
、
江
南
‘
鳳
陽
府
‘
壽
州
‘
霰
丘
縣
〕
高
唐
店
‘
縣
西
北
〔
列
子
、
湯
問
〕
師
襄
乃
撫
レ
心
高
踏
゜

六
十
里
‘
亦
曰
1

一
高
唐
市
｛
宋
紹
興
初
、
金
人
絲
―
―
穎
壽
―
【
高
隋
】
617

グ
ガ
岩
代
國
の
地
名
。

屈
淮
‘
敗
―
宋
軍
於
高
唐
市
ご
進
攻
固
始
不
レ
克
、
今
【
高
壽
~
】

6
1
8
競
宋
‘
洒
州
の
人
。
字
は
公
廣
゜
琥
は
三
栗

有
詞
唐
店
巡
司
一
在
高
唐
集
↓
R
複
姓
。
〔
遼
史
‘
太
宗
居
士
。
豊
を
善
＜
し
、
又
、
豪
・
隷
・
飛
白
等
の
書
に
長

紀
下
〕
（
大
同
元
年
二
月
）
高
唐
英
為
―
―
昭
徳
軍
節
度
使
↓
ず
。
〔
書
継
〕
。

〖
高
唐
賦
〗6

0
9
匁
匁
賦
の
名
。
楚
、
宋
玉
作
。
高
唐
観
の
【
高
餡
】

6
1
9
謗
晉
の
人
。
光
の
子
。
字
は
子
遠
。
性
‘
放

事
を
絞
す
。
〔
宋
王
、
高
唐
賦
序
〕
昔
者
楚
襄
王
卑
ハ
1

一
宋
侠
。
光
が
長
安
に
至
っ
て
憂
官
と
な
っ
た
時
‘
紹
は
右

玉
漉
於
雲
夢
之
嚢
望
―
―
-o

向
唐
之
見
〔
注
〕
清
曰
、
高
衛
将
軍
を
兼
ね
、
殿
省
の
小
人
と
交
通
す
。
後
、
東
海

5
 

唐
観
名
、
懐
王
時
澁
―
雲
夢
玉
夢
見
―
―
釉
女
↓
自
梢
二
巫
山
王
越
が
輔
政
の
任
に
在
り
な
が
ら
朝
観
せ
ず
‘
人
望
己

紳

女

対

於

―

―

山

下

―

置

此

観

焉

。

に

蹄

す

る

を

知

り

‘

越

を

討

た

ん

と

謀

り

、

事

泄

れ

て

20

〖
高
唐
夢
〗6

1
0
〗
匁'
?
0
男
女
の
契
り
を
い
ふ
。
巫
山
誅
せ
ら
る
。
〔
魏
書
‘
二
十
三
〕
。

1
3

|
 

ハ
0
九
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[
高
堂
】
620

緊
〇
た
か
く
立
派
な
家
。
〔
後
漢
書
、
馬
融

偵
上
〕
常
坐
謁
堂
｛
施
粋
紗
帳
前
授
ー
一
生
徒
五
後
列
女

築
一
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
置
―
―
酒
高
堂
↓
以
御
"
嘉
賓
↓
〔
古

築
府
、
長
安
有
狭
斜
行
〕
小
婦
無
レ
所
レ
為
‘
挟
レ
琴
上
l

一高

堂
一
〇
人
の
家
の
敬
捨
。
〔
火
「
参
‘
送
n

一
張
子
尉
―
―
南
海
一

詩
〕
不
レ
繹
一
南
州
尉
一
高
堂
有
―
―
老
親
↓
◎
父
母
を
い

ふ
。
父
母
の
膝
下
。
〔
李
白
‘
送
―
―
張
秀
才
従
p

軍
詩
〕
抱
レ
剣

齢
一
高
堂
涵
伊
投
1

一
雀
冠
軍
↓
〔
劉
得
仁
‘
送
1

一
友
人
下
第

蹄
観
―
詩
〕
君
此
ト
―
―
行
日
盃
高
堂
應
レ
夢
レ
蹄
。
R
複
姓
。

〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
邑
為
レ
氏
〕
高
堂
氏
、
齊
公
族
也
、

風
俗
通
‘
齊
卿
高
敬
仲
食
示
木
於
高
堂
ぶ
囚
氏
焉
‘
其
地

在
博
州
高
唐
↓

〖
高
堂
生
〗6

2
1
袴
Z

ゥ
漢
‘
魯
の
人
。
字
は
伯
゜
栂
経
秦
火

に
遭
ひ
‘
而
し
て
書
博
は
ら
ず
。
蜀
り
生
能
＜
之
を
言

ひ
、
士
證
十
七
篇
を
博
へ
‘
瑕
丘
蒲
奮
に
授
け
‘
散
傭
し

て
戴
徳
・
戴
聖
に
至
る
。
證
を
言
ふ
者
多
く
之
を
宗
と

す
。
尚
友
録
に
孔
子
の
弟
子
と
な
す
は
誤
で
あ
る
。
〔
史

記
、
一
百
二
十
一
〕
．
〔
前
漢
書
、
三
十
・
八
十
八
〕
。

〖
高
堂
隆
〗6

2
2
焚
'
”
ヴ
―
二
國
‘
魏
の
平
陽
の
人
。
高
堂
主
の

後
。
字
は
昇
平
。
泰
山
太
守
砕
悌
命
じ
て
督
郵
と
為
す
。

郡
の
督
軍
‘
悌
と
弔
論
し
、
悌
名
い
ひ
て
之
を
呵
り
‘
隆
、

剣
を
按
じ
て
起
つ
。
督
軍
色
を
失
ひ
‘
悌
‘
驚
き
起
つ
て

之
を
止
む
。
黄
初
中
‘
堂
陽
長
を
授
け
ら
る
。
明
帝
即
位

す
る
や
‘
散
騎
常
侍
に
累
遷
す
。
帝
大
い
に
宮
殿
を
治

む
。
崇
華
殿
災
あ
り
。
星
字
淫
雨
の
斐
あ
る
に
及
ん
で
、

隆
皆
経
典
を
引
撮
し
て
上
疏
切
諫
し
、
光
腺
動
に
遷
さ

れ
て
卒
す
。
〔
三
國
志
、
二
十
五
〕
。

【
高
道
]623

”
'oOO高
遠
な
道
理
。
〔
桃
鵠
、
寄
"
贈
許
境

少
府
―
詩
〕
若
説
一
君
高
道
一
何
人
更
得
レ
如
°
〇
徳
の

高
い
道
士
。
〔
紅
棲
夢
、
第
二
十
八
回
〕
也
是
阻
死
鬼
、

任
二
憑
高
僧
高
道
ぶ
は
悶
丑
不
レ
能
"
超
昇
―
)

〖
高
道
覗
〗6

2
4
”
け
常
陸
國
の
地
名
。

【
高
卓
】
625

焚
た
か
く
す
ぐ
れ
る
。
〔
論
衡
‘
答
倭
〕
著

炊
明
瞼
、
攪
載
高
卓
。

【
高
悼
]626

”
バ
明
、
忠
州
の
人
。
字
は
枝
棲
。
天
啓
の

進
士
。
官
は
崇
禎
の
初
、
御
史
。
後
、
右
都
御
史
。
操
江

を
提
督
す
。
輻
王
南
京
に
立
つ
に
及
ん
で
刑
部
尚
書

と
な
る
。
清
兵
、
南
京
に
入
る
や
、
溢
死
す
。
〔
明
史
、
ニ

百
七
十
五
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
六
十
八
〕
・
〔
明
史

稿
、
二
百
五
十
五
〕
．
〔
南
彊
繹
史
、
十
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、

九
・
十
〕
。

【
高
啄
】

627g
高
い
建
築
の
軒
や
ひ
さ
し
が
、
鳥
の
く

ち
ば
し
の
や
う
な
形
を
し
て
突
出
し
て
ゐ
る
こ
と
。

〔
杜
牧
‘
阿
房
宮
賦
〕
五
歩
―
棲
、
＋
歩
一
閣
‘
廊
腰
綬

廻
宵
牙
高
啄
゜
〔
古
文
慎
賓
後
集
、
阿
房
宮
賦
‘
蒋
牙
高

啄
‘
箋
解
〕
箸
牙
尖
彎
如
レ
牙
、
高
憐
若
1

一
鳥
之
啄
↓

【
高
澤
】
628

”
”
さ
か
ん
な
め
ぐ
み
。
〔
呉
志
‘
孫
策
博
‘
注
〕

呉
鋒
載
‘
策
上
表
謝
曰
‘
臣
以
1

一
固
阻
盆
墾
持
邊
陸
函
陛

下
廣
播
1

一
高
澤
云
J
遺
二
細
節
百
ぞ
臣
襲
レ
爵
、
兼
典
-
1

名

郡
面
竺
榮
寵
固
盃
り
レ
不
レ
克
レ
堪
。

【
高
鐸
】
629

笠
明
‘
綽
州
の
人
。
字
は
鳴
道
。
洪
武
の

進
士
。
官
は
刑
部
侍
郎
・
余
都
御
史
。
留
都
城
を
築

き
、
三
山
街
を
開
く
。
奏
し
て
金
壼
騨
を
遷
し
て
侯
馬

騨
と
す
。
オ
識
通
敏
、
朝
野
以
て
重
と
為
す
。
尚
書
を

追
贈
せ
ら
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
五
十
八
・
七
十
八
〕
。

【
高
逹
】
630

焚
〇
オ
が
高
く
て
事
理
に
通
じ
て
ゐ
る
。

〔
後
漢
書
‘
逸
民
‘
戴
良
傭
〕
良
才
既
高
逹
‘
而
議
論
尚
レ

奇
‘
多
駿
―
―
流
俗
↓

0
世
俗
を
離
れ
て
志
を
高
く
し
、
す
ぐ

れ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
高
允
‘
酒
訓
〕
律
1

一
散
誕
和
菜
竪
不
覇
一

縦

長

麒

以

葛

高

逹

-
0高
く
と
ど
く
。
〔
令
狐
楚
、

為
―
―
桂
州
王
瑛
中
丞
―
賀
レ
赦
表
〕
雲
散
而
柴
燎
高
逹
‘
風

清
而
篇
蔀
遠
聞
。

〖
高
逹
夫
橙
〗6

3
1
位
ゥ
”
賃
唐
、
高
適
の
詩
の
證
を
い
ふ
。

逹
夫
は
高
適
(
7
0
1
)

の
字
。
〔
清
浪
詩
話
、
詩
橙
〕
高
逹
夫

橙
、
高
常
侍
適
也
。

【
高
闇
】
632

焚
高
い
門
。
〔
陸
機
、
君
子
有
所
思
行
〕
甲

第
崇
砿
闊
涵
洞
房
結
阿
閣
↓
〔
注
〕
翰
日
、
闊
‘
門
。

【
高
脱
】
633

焚
世
俗
の
拘
束
を
ぬ
け
は
な
れ
る
。
〔
韓

愈
、
祭
張
給
事
一
文
〕
睡
計
獲
レ
慨
‘
間
府
屠
割
、
償
"
其

恨
犯
五
君
獨
高
脱
。

【
高
塔
】
634

焚
た
か
い
塔
。
〔
梁
昭
明
太
子
、
同
泰
僧
正

講
詩
〕
被
影
連
嵩
塔
↓
法
鼓
胤
"
:戟
更
↓

【
高
楊
】
635

翌
た
か
い
こ
し
か
け
。
又
、
た
か
い
ね
だ

い
。
〔
王
僧
儒
‘
逮
レ
餌
南
司
畔
祈
棧
〕
高
椙
相
望
‘
甫

届
巫
有
長
階
如
レ
驚
‘
獨
在
1

一
僚
端
↓
〔
許
渾
、
留
"
別

趙
端
公
詩
〕
孤
帆
已
過
膝
王
閣
、
高
楊
留
眠
謝
え
寸
窓
一

【
高
踏
】
636

焚
世
を
避
け
て
身
を
潔
く
保
つ
こ
と
。
〔
頼

山
陽
‘
上
―
―
架
翁
公
一
書
〕
勇
退
高
踏
‘
久
慮
11

間
地
↓

【
高
姑
】
637

焚
高
い
位
に
立
つ
。
〔
長
生
殿
‘
罵
賊
〕
也

不
下
曾
讀
レ
書
獣
レ
策
、
登
レ
科
及
第
向
二
鶏
班
一
高
姑
い

【
高
湛
】
臨
焚
〇
後
魏
‘
脩
の
人
。
字
は
子
澄
。
官
は
鎮

軍
将
軍
・
南
荊
州
刺
史
。
陳
慶
が
城
を
園
む
や
、
善
＜

之
を
拒
ぎ
‘
遂
に
城
を
全
う
す
。
後
、
官
は
大
都
督
行
廣

州
事
。
元
象
の
初
、
難
に
死
す
。
湛
の
博
は
史
籍
に
見

え
ず
。
清
の
乾
隆
中
、
徳
州
第
一
二
屯
の
運
河
が
崩
壊

し
た
際
、
其
の
墓
誌
銘
を
獲
見
す
。
其
の
筆
法
は
頗
る

秀
勁
な
り
。
〔
賓
宇
訪
碑
鋒
‘
東
魏
〕
゜
●
北
齊
の
武
成

帝
。
神
武
帝
の
九
子
。
盆
は
武
成
。
廟
琥
は
世
祗
。
帝

郡
に
在
り
、
孝
昭
帝
の
遺
命
を
受
け
‘
其
の
詐
を
疑
ひ
‘

親
者
を
し
て
先
づ
惰
所
に
詣
り
骰
視
せ
し
む
。
使
者

の
復
命
を
聞
ぎ
大
い
に
喜
び
、
晉
陽
に
馳
赴
し
て
即
位

す
。
―
帝
、
母
太
后
崩
じ
た
が
改
服
せ
ず
‘
置
酒
栗
を
な

す
。
又
、
胡
后
と
通
じ
、
河
南
王
に
諫
め
ら
れ
、
怒
つ
て

之
を
殺
す
。
在
位
四
年
‘
位
を
太
子
緯
に
博
へ
、
太
上

皇
と
自
梢
す
。
四
年
の
後
に
崩
ず
。
年
琥
は
太
寧
・
河

清
。
〔
北
齊
書
、
七
〕
．
〔
北
史
‘
八
〕
。

〖
高
湛
碑
〗6
3
9
g
ク
／
東
魏
の
碑
。
清
の
乾
隆
己
巳
の

秋
‘
徳
州
衛
第
二
屯
の
運
河
か
ら
得
‘
文
字
な
ほ
全
し
。

高
湛
は
史
に
見
え
ず
。
碑
字
の
筆
法
秀
勁
‘
唐
の
虞
拷

諸
家
の
本
づ
く
と
こ
ろ
。
〔
賽
宇
訪
碑
録
‘
東
魏
〕
齊
州

剌
史
嵩
湛
墓
志
‘
正
書
‘
元
象
二
年
十
月
、
山
東
‘
徳
州
。

【
高
談
】
640

”
ぶ
〇
思
ふ
存
分
に
話
し
を
す
る
こ
と
。
又
、

臀
高
く
は
な
す
こ
と
。
放
論
。
〔
後
漢
書
｀
渇
術
博
上
〕
申
レ

眉
高
談
、
無
レ
愧
1

一
天
下
↓
〔
晉
書
‘
殷
浩
博
〕
高
―
―
談
荘

老
説
「
空
終
レ
日
‘
雖
レ
云
レ
談
レ
道
、
賓
長
1

一
華
競
↓
〔
顔

氏
家
訓
、
渉
務
〕
不
―
―
―
徒
高
談
虚
論
、
左
レ
琴
右
レ
書
、
以

費
入
君
禄
位
西
。

O
高
尚
な
は
な
し
。
又
、
他
人
の

は
な
し
を
い
ふ
敬
語
。
〔
魏
文
帝
‘
輿
,
1

朝
歌
令
呉
質
一

書
〕
高
談
娯
レ
｀
心
‘
哀
箪
順
レ
耳
゜
〔
曹
植
‘
求
レ
通
↓
―
親
親
―

表
〕
所
レ
封
唯
妻
子
、
高
談
無
レ
所
二
輿
陳
↓
〔
李
白
‘
春
夜

衷
桃
李
回
序
〕
幽
賞
未
レ
已
、
高
談
韓
清
。

O
宋
、
光

澤
の
人
。
字
は
景
遂
。
言
動
證
に
由
り
、
郷
人
之
を
敬

す
。
紹
定
の
間
‘
帝
郡
に
盗
起
り
、
諸
子
避
け
ん
こ
と

を
請
ふ
。
談
日
く
、
廟
柘
在
る
有
り
、
将
に
何
慮
に
行

か
ん
と
す
る
か
と
。
盗
至
り
害
さ
る
。
〔
宋
史
、
四
百

五
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
七
十
九
〕
．
〔
南
宋
書
‘
五

十
九
〕
．
〔
宋
史
翼
、
三
十
一
〕
。

〖
高
談
間
歩
〗6

4
1
袴
ヶ
北
自
由
に
談
論
し
、
大
股
に
歩

む
こ
と
。
〔
梁
同
書
、
直
語
補
證
〕
魏
文
帝
太
宗
論
云
‘

使
磁
百
累
息
之
民
‘
得
"
間
歩
高
談
云
笠
危
濯
之
心
↓

ハ
一
〇

— 

6
 。

〖
高
談
闊
論
〗6

4
2
読
ゲ
5
／
愉
快
に
話
す
。
〔
通
俗
編
‘
言

笑
、
高
談
雄
辮
〕
按
‘
浬
俗
所
伝
、
高
談
間
論
‘
見
元
買

32

仲
名
封
玉
杭
曲
↓

1

〖
高
談
雄
辮
〗g
誘
勺
ク
消
々
と
議
論
す
る
こ
と
。
〔
庚

信
‘
預
↓
一
麟
趾
殿
校
書
知
ザ
一
劉
儀
同
一
詩
〕
裔
諜
鬼
1

一白

愚
雄
僻
塞
飛
狐
↓
〔
杜
甫
‘
飲
中
八
仙
歌
〕
焦
遂
五
斗

方
卓
然
、
高
談
雄
辮
驚
1

―
四
筵
↓

【
高
壇
】
644

”
ぶ
高
い
祭
の
壇
゜
〔
唐
祀
―
―
九
宮
貴
神
血
不

章
〕
莫
1

玉
高
壇
ぶ
竺
柴
廣
庭
↓

【
高
譜
】
645

”
グ
高
尚
な
談
話
。
〔
陸
機
、
擬
1

一
今
日
良
宴

倉
詩
〕
嵩
諜
一
何
綺
‘
蔚
若
朝
霞
爛
↓

【
高
地
】
646

屯
〇
た
か
い
土
地
。
〔
史
記
、
河
渠
書
〕
乃

斯
三
渠
百
5

引
其
河
北
云
載
之
高
地
↓
〔
後
漢
書
、
方

術
下
、
公
沙
穆
博
〕
乃
豫
告
令
土
口
姓
徒
居
―
―
高
地
↓
〇

地
名
。
廣
東
省
陽
山
縣
の
西
北
。
明
‘
螢
を
置
く
。

〖
高
地
族
〗
閃
，
ぼ
種
族
の
名
。
今
の
苗
人
を
い
ふ
。
多

く
山
谷
渓
洞
に
居
る
を
以
て
、
西
洋
人
は
之
を
高
地
族

と
名
づ
く
。
四
川
・
湖
南
・
雲
南
・
貴
州
・
廣
東
・
廣
西
の

間
に
住
む
。
又
‘
苗
・
筋
・
黎
・
蜜
・
夷
・
哭
．
撞
・
僚
・
犯
猪
・

撮
獨
・
怒
夷
・
猿
夷
・
仲
家
・
龍
家
と
も
い
ふ
。
皆
古
の
九

黎
三
苗
の
遺
裔
。

【
古
向
拾
】
648
k
a
o
'
t
'
a
i
2

債
が
上
る
。
値
上
げ
す
る
。

【
高
置
】
649

カ
高
い
所
に
も
の
を
お
く
こ
と
。
〔
六
餡
、

豹
餡
、
鳥
雲
山
兵
〕
古
向
置
,
,
施
旗
玉
謹
勅
乞
一
軍
↓
〔
白
居

易
‘
閑
夜
詠
レ
懐
因
招
―
一
周
協
律
・
劉
・
辞
二
秀
才
一
詩
〕
高

置
寒
熾
如
客
殷
深
蔵
夜
冬
似
僧
應

【
高
直
】
650

”
ウ
.
た
か
ね
。
〔
唐
書
‘
章
湊
債
〕
高
疸
筈
レ

庸。

0
”5

た
か
ね
。
高
債
。
貴
償
。

【
高
致
】
651

匁
〇
け
だ
か
い
お
も
む
き
。
高
尚
な
趣
味
。

又
‘
高
人
の
し
わ
ざ
。
高
韻
。
高
趣
。
〔
魏
志
‘
鍾
會
博
‘
注
〕

王
弼
輿
1

一
鍾
會
一
善
、
會
論
議
以
二
校
練
云
『
レ
家
‘
然
毎

服
弼
之
高
致
↓
〔
呉
志
、
周
喩
傭
‘
注
〕
幹
還
‘
紐
疏
雅

量
高
致
↓
〔
晉
書
‘
岱
康
博
〕
呂
安
服
和
山
康
高
致
芦
母
―
―

一
相
思
正
輯
千
里
命
レ
駕
。

0
最
高
の
極
致
。
〔
漢
書
‘
爾

望
之
博
〕
琥
至
蒋
璽
誠
士
之
高
致
也
。

0
行
ひ
が
立

派
な
た
め
に
或
る
結
果
を
致
し
及
ぽ
す
こ
と
。
〔
公
羊
、

宜
‘
十
五
、
什
一
行
而
頌
臀
作
芙
‘
庄
〕
頌
臀
者
、
太
平
歌

頌
之
臀
、
帝
王
之
高
致
也
。
〔
疏
〕
謂
そ
帝
玉
之
行
清
高
‘

乃
致
―
―
頌
臀
盆
叫
日
1

一
高
致
一
也
。

【
高
馳
】
652

”
ヴ
た
か
い
所
に
は
せ
る
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕



抑
レ
志
而
弾
レ
節
分
‘
紳
高
馳
之
逮
遡
。
〔
摯
虞
、
思
遊
賦
〕

息
焦
明
以
承
畑
分
‘
匪
天
鳥
而
高
馳
。

【
高
峙
】
653

”
'
ゥ
た
か
く
そ
ば
だ
つ
。
〔
播
岳
‘
閑
居
賦
〕
霊

畳
傑
其
高
峙
。
〔
孫
邑
‘
郭
泰
碑
文
〕
超
―
―
天
衝
一
以
高
峙
゜

【
高
時
】
654

”
ヴ
高
く
そ
ば
だ
つ
。
高
峙
に
同
じ
。
〔
張
衡
‘

思
玄
賦
〕
松
喬
高
持
執
能
離
。
〔
蜀
志
、
部
正
博
〕
築
1

一清

海
之
廣
深
云
竺
嵩
嶽
之
高
時
↓

【
高
冑
】
655

謗
貴
い
家
の
よ
つ
ぎ
。
〔
宋
書
、
禁
興
宗
博
〕

名
門
高
胄
、
多
欲
レ
結
レ
姻
。
〔
博
玄
、
江
夏
太
守
任
君
墓

誌
銘
〕
君
承
―
―
洪
苗
之
高
胄
盃
来
1

一
岐
疑
之
上
姿
↓

【
高
紐
】
656

岩
鎧
の
胴
の
吊
紐
で
、
肩
に
あ
る
。
〔
保
元

物
語
、
白
河
殿
攻
落
〕
件
の
大
鏑
を
も
つ
て
ひ
や
う
と

射
給
ふ
が
、
高
紐
に
弦
や
せ
か
れ
け
ん
。

【
高
竹
】
657

焚
た
け
の
高
い
竹
。
〔
沈
栓
期
、
峡
山
寺
賦
〕

炎
光
失
1

一
子
損
樹
苓
匹
風
生
1
1

子
高
竹
↓
〔
杜
甫
、
陪
,
,
鄭

廣
文
油
空
何
将
軍
山
林
一
詩
〕
芳
含
連
―
―
高
竹
函
t

籠帯――

晩
花
↓

【
高
秩
】
658

焚
禄
を
多
く
す
る
。
位
を
高
く
す
る
。
又
、

多
く
高
い
禄
位
。
厚
誅
。
厚
秩
。
〔
後
漢
書
‘
朱
祐
博
論
〕

高
秩
厚
稽
、
允
答
―
―
元
功
↓
〔
韓
愈
‘
興
1

一
少
室
李
拾
遺
―

書
〕
拾
遺
徴
君
若
不
レ
至
、
必
加
1

一
高
秩
↓

【
高
張
】
659

伍
炉
〇
た
か
く
は
る
。
〔
司
馬
相
如
、
美
人

賦
〕
芳
香
呑
烈
、
舗
帳
高
張
。
〔
漢
書
‘
證
築
志
、
安
世
房

中
歌
〕
高
張
,
,
四
縣
盃
築
充
1
1

宮
廷
↓
●
琴
の
絃
を
強
く

張
る
こ
と
。
〔
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕
高
張
生
1

一
絶
絃
五
臀
急

由
』
調
起
。
●
”
”
高
張
提
燈
の
略
。

〖
高
張
提
燈
〗6

6
0
”
”
か
が
長
い
竿
を
添
へ
て
、
高
く
掲

げ
る
や
う
に
作
っ
た
提
燈
。
略
し
て
高
張
と
も
い
ふ
。

）
【
高
暢
】
661

位
炉
た
か
く
の
び
の
び
し
て
ゐ
る
。
〔
論
衡
‘

89

氣
壽
〕
鴻
朗
高
暢
者
壽
゜
〔
魏
志
、
雀
球
博
〕
瑣
臀
姿
高

6
 
~
暢
‘
眉
目
疏
朗
、
韻
長
四
尺
‘
甚
有
―
―
威
重
→
「
貴
。

13

【
高
派
】
662kao• 

c
h
a
n
g
3

〇
高
く
み
な
ぎ
る
。
●
騰

知
【
高
顧
】
663

翌
立
派
な
役
所
。
〔
白
居
易
、
九
日
宴
集

酔
題
面
槙
兼
呈
―
―
周
殷
二
判
官
―
詩
〕
自
問
有
何
オ
1

（
 

愚
政
、
高
顧
大
館
居
↓
出
＇
央
↓

的
【
高
中
】
邸
焚
●
矢
が
立
派
に
命
中
す
る
こ
と
か
ら
、

5
 
6

轄
じ
て
‘
優
等
の
成
績
で
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
。
〔
辞

3

逢
、
上
―
―
翰
林
章
學
土
啓
〕
雖
矢
匠
剪
掃
之
間
、
多
漸
―
―

ー53

腕
腿
而
貧
女
鉛
黄
之
飾
‘
登
譲
1

一
構
樟
五
故
得
1
1

桂
枝
先

攀
楊
葉
高
中
↓
〔
燕
子
箋
‘
舵
泄
〕
這
様
族
錦
、
定
然
高

4
 
（
 

|

_

 

高

部

高

中
無
レ
疑
。
●
高
級
中
學
校
の
略
。

【
高
仲
】
665

黎
ウ
元
、
劉
岳
申
(
l
i
!
-
2
2
2
4
:
 7
5
3
)

の
字
。

[
高
榊
】
666

玲
ゥ
明
、
安
陸
の
人
。
字
は
允
升
。
嘉
靖
の

進
士
。
官
は
右
副
都
御
史
。
貴
州
を
巡
撫
す
。
苗
乱
を

平
げ
、
叛
兵
李
昂
を
誅
す
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
六
十
二
〕
．

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
七
十
八
〕
。

【
高
著
】
667

袴
た
か
く
あ
ら
は
れ
る
。
〔
韓
非
子
、
外
儲

説
右
上
〕
宋
人
有
酷
レ
酒
者
五
升
概
甚
平
‘
遇
レ
客
甚
謹
‘

為
レ
酒
甚
美
‘
縣
レ
轍
甚
高
著
‘
然
不
レ
巷
‘
酒
酸
。

【
高
猪
】
668

秘
山
名
。
一
名
、
家
嶺
山
。
今
‘
陳
西
省
維
南

縣
の
西
。
〔
淮
南
子
、
墜
形
訓
〕
丹
水
出
↓
1

高
堵
↓
〔
注
〕
高

矯
一
名
家
嶺
山
、
在
二
京
兆
上
維
面
ハ
水
所
レ
出
、
東
至
＞

均
入
レ
洒
也
。

【
高
重
】
669

袴
＇
ウ
唐
の
人
。
士
廉
五
世
の
孫
。
字
は
文
明
。

明
経
の
試
瞼
に
及
第
す
。
敬
宗
、
侍
講
學
士
を
置
く
や
、

重
‘
簡
厚
醇
正
を
以
て
選
に
典
か
り
、
國
子
祭
酒
に
再

擢
せ
ら
る
。
文
宗
、
左
氏
春
秋
を
好
み
‘
命
じ
て
列
國
に

分
け
て
夫
；
書
を
為
り
、
四
十
篇
と
成
し
、
鄭
軍
と
九

経
を
石
に
刊
定
す
。
出
で
て
那
岳
観
察
使
を
授
け
ら

る
。
美
政
を
以
て
褻
め
ら
れ
、
太
子
賓
客
を
授
け
ら
る
。

〔
唐
書
、
九
十
五
〕
。

【
高
澄
】
670

翌
〇
た
か
く
す
む
。
〔
雲
笈
七
鐵
〕
氣
清

高
澄
、
積
陽
成
レ
天
。
●
北
齊
の
人
。
歓
の
長
子
。
字
は

子
恵
。
齊
初
、
文
襄
皇
帝
と
追
溢
す
。
廟
琥
は
世
宗
゜

魏
天
平
中
、
郡
に
入
っ
て
政
を
輔
く
。
機
略
巌
明
、
事

堪
滞
無
し
。
吏
部
尚
書
を
振
す
。
武
定
中
‘
歓
卒
す
る

や
、
代
つ
て
大
丞
相
を
授
け
ら
る
。
封
は
渤
海
王
‘
牌
に

受
祠
せ
ん
と
し
て
盗
に
殺
さ
る
。
年
二
十
九
。
〔
北
齊

書
、
三
〕
．
〔
北
史
‘
六
〕
゜
●
明
‘
黄
岡
の
人
。
字
は
汝
清
°

父
母
に
仕
へ
て
至
孝
。
父
卒
す
る
や

Iii墓
三
年
、
人
‘
其

の
居
所
を
南
城
公
と
い
ふ
。

【
高
聞
】
671

”30
ク
高
尚
な
行
為
。
〔
賓
息
、
述
書
賦
〕
高
間

莫
レ
究
"
其
涯
一
雄
風
子
焉
已
レ
扇
。
〔
厭
陽
脩
‘
病
暑
賦
〕

知
―
―
其
無
届
~
桑
何
而
安
レ
之
分
‘
乃
聖
賢
之
高
聞
。

【
高
枕
】
672

焚
ま
く
ら
を
高
く
し
て
安
ら
か
に
ね
む

る
。
安
心
す
る
形
容
。
枕
を
高
く
す
れ
ば
脂
中
の
血
が

少
く
‘
熟
睡
し
易
い
か
ら
い
ふ
。
〔
戟
國
‘
齊
策
〕
―
二
窟
已

就
‘
君
姑
高
レ
枕
為
レ
築
矢
゜
〔
戦
國
‘
魏
策
〕
無
"
楚
韓
之

墨
則
大
王
高
レ
枕
而
臥
‘
國
必
無
J

憂
癸
。
〔
韓
非
子
‘
守

道
〕
用
レ
カ
者
為
―
―
任
祁
玉
戦
如
責
育
玉
守
為
1

一
金
石
面
m

君
レ
人
者
、
高
レ
枕
而
守
レ
己
完
癸
。
〔
史
記
、
張
儀
傭
〕
無
1

一

楚
韓
之
患
面
則
大
王
高
レ
枕
而
臥
。
〔
漢
書
、
高
后
紀
〕
足

下
高
レ
枕
而
王
1

一
千
里
↓
〔
論
衡
‘
順
鼓
〕
試
使
ー
一
人
君
高
レ

枕
安
臥
↓
〔
韓
愈
、
興
―
―
鳳
翔
邪
尚
書
一
書
〕
戎
秋
棄
レ
甲
而

遠
遁
、
朝
廷
高
は
枕
而
不
レ
虞
。
〔
太
上
隠
者
、
答
レ
人
詩
〕

偶
来
松
樹
下
、
高
レ
枕
石
頭
眠
、
山
中
無
―
―
暦
日
一
寒
泰

不
レ
知
レ
年
。

【
高
朕
】
673

焚
後
漢
の
人
。
官
は
蜀
郡
太
守
。
文
翁
が
政

を
為
す
に
法
が
あ
っ
た
の
を
思
ひ
、
石
室
を
作
つ
て
之

を
祀
る
。
其
の
政
績
は
文
翁
に
譲
ら
ず
。
〔
尚
友
録
、
七
〕
。

【
高
深
】
674

焚
北
齊
の
人
。
歓
の
弟
。
字
は
永
賓
。
溢
は

貞
平
。
魏
の
永
煕
中
‘
使
持
節
都
督
・
定
州
刺
史
を
授
け

ら
れ
‘
甚
だ
臀
誉
あ
り
。
天
平
中
、
御
史
中
尉
を
授
け
ら

る
。
顔
色
を
正
し
て
非
違
を
糾
弾
し
、
遠
近
粛
然
た
り
。

尋
い
で
歓
の
後
庭
に
乱
す
。
歓
之
を
責
罰
す
。
杖
罪
を

受
け
て
斃
る
。
〔
北
齊
書
、
十
三
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。

冨

低

】
675

秘
〇
高
い
こ
と
と
ひ
く
い
こ
と
。
た
か
ひ

く
。
〔
楊
侃
、
皇
畿
賦
〕
屈
曲
溝
吠
、
高
低
稲
畦
。
〔
許
渾
‘

金
陵
懐
古
詩
〕
撤
梧
遠
近
千
官
塚
、
禾
黍
高
低
六
代
宮
。

〔
杜
牧
‘
宣
州
元
寺
詩
〕
松
寺
曾
同
二
-
鶴
―
棲
、
夜
深
壷

殿
月
高
低
。
●
k
a
o
'
t
i
―
④
ど
う
し
て
も
。
ど
う
あ
っ

て
も
。
＠
好
い
こ
と
と
悪
い
こ
と
。

〖
高
低
環
擁]
6
7
6

締
力
が
高
い
山
低
い
山
が
、
ぐ
る
り

と
か
こ
ん
で
ゐ
る
こ
と
。
環
は
め
ぐ
る
。
擁
は
だ
き
か

か
へ
る
。
〔
佐
藤
一
齋
、
日
光
山
行
記
〕
高
低
環
擁
倒
1

一影

鏡
中
↓

【
高
弟
】
677

裕

O
優
れ
た
弟
子
。
〔
史
記
、
證
書
〕
自
―
―
子

夏
‘
門
人
之
高
競
也
、
猶
云
し
出
見
,
,
紛
華
盛
麗
而
説
、

入
聞
天
子
之
道
一
而
業
3

〔
注
〕
索
隠
曰
‘
言
、
子
夏
是
孔

子
門
人
之
中
高
第
者
、
謂
,
,
オ
優
而
品
第
高
一
也
。
●
t
”

優
秀
な
成
績
で
官
吏
登
用
試
瞼
に
合
格
す
る
こ
と
。

〔
史
記
、
循
吏
、
公
儀
休
傭
〕
公
儀
休
者
、
魯
博
士
也
、
以
―
―

高
弟
1

為
―
―
魯
相
↓

〖
高
弟
子
]
6
7
8

”
グ
優
れ
た
弟
子
。
〔
國
朝
漢
學
師
承

記
、
金
榜
〕
歓
縣
人
、
江
恨
修
之
高
弟
子
、
少
有
五
Q

レ人

之
資
↓

【
高
定
】
679

怜
唐
の
人
。
郎
の
子
。
小
字
は
董
二
。
早
く

よ
り
辮
慧
。
世
其
の
早
慧
を
重
ん
ず
。
字
を
以
て
顕
は

る
。
長
じ
て
王
氏
易
に
精
通
す
。
官
は
京
兆
府
参
軍
。

〔
唐
書
、
一
百
六
十
五
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
四
十
七
〕
。

【
高
底
】
680

袴
古
‘
婦
人
の
纏
足
で
、
足
の
形
を
小
さ
く

す
る
た
め
に
、
履
の
限
に
加
へ
た
木
塊
。
〔
揚
州
萱
紡

録
〕
女
桂
以
―
―
香
樟
〖
『
―
―
高
底
一
在
レ
外
者
為
―
―
外
高
底

i

有
11

杏
葉
蓮
子
荷
花
諸
色
二
伊
裏
者
為
―
―
裏
高
底
ニ
謂
,
,

之
道
士
冠
玉
平
底
謂
↓
一
之
底
兒
香
↓

〖
高
底
桂]
6
8
1

”
り
テ
ィ
纏
足
し
た
女
子
の
桂
。
弓
畦
゜

〔
謝
観
‘
詩
〕
来
索
織
織
高
底
畦
゜
〔
通
俗
編
‘
服
飾
、
高

底
桂
〕
留
青
日
札
、
高
底
畦
、
即
古
之
重
畳
履
也
。

【
高
亭
】
682

悶
高
い
あ
づ
ま
や
。
〔
元
結
、
招
4

陶
別
駕

窒
陽
皐
詩
〕
半
崖
盤
石
雙
高
亭
臨
極
嶺
↓
〔
白
居

易
‘
晩
望
詩
〕
獨
伊
高
亭
上
面
南
望
遠
山
↓

〖
高
亭
大
樹
〗68

3
”
”
等
高
い
あ
づ
ま
や
や
、
大
き
な

う
て
な
。
〔
李
格
非
、
書
,
,
洛
陽
名
園
記
後
―
〕
高
亭
大
樹
‘

煙
火
焚
燎
‘
化
而
為
灰
儘
↓

【
高
帝
】
函
袴
帝
王
の
誼
琥
。
●
前
漢
の
第
一
世
、
高

祗
。
劉
邦
（
2
-
2
2
2
4
:
 5
4
1
)
を
見
よ
。
●
前
秦
の
第
五

世
。
符
登
(
9
ー

3

呂
2
5
:
 1
3
)
を
見
よ
。
●
南
齊
の
第
一

世
‘
太
祗
。
葡
道
成
(
9
ー

3
2
0
1
2
:
 4
6
8
)
を
見
よ
。

【
高
貞
】
蕊
袴
北
齊
の
人
。
武
成
帝
の
第
五
子
。
字
は
仁

堅
。
人
と
為
り
沈
審
寛
恕
。
官
は
大
都
督
・
兼
尚
書
令

に
至
る
。
帝
の
行
幸
に
、
留
畳
の
事
を
綿
ぷ
。
後
主
之

を
忌
み
‘
貞
を
獄
に
繋
ぎ
‘
其
の
櫂
を
奪
ふ
。
封
は
北
平

王
。
〔
北
齊
書
、
十
二
〕
。

【
高
梯
】
686

位
高
い
は
し
ご
。
尊
い
位
を
い
ふ
。
〔
應

場
、
侍
―
―
五
官
中
郎
牌
建
章
憂
集
1

詩
〕
欲
L

因
1
1

雲
雨
會
一

濯
レ
翼
陵
4
高
梯
i
-

【
高
眺
】
687

袴
高
く
見
あ
げ
る
。
〔
播
岳
、
河
陽
庭
前
安

石
櫂
賦
〕
仰
ー
天
趾
而
高
眺
‘
顧
↓
一
郎
國
以
相
望
。

【
高
堤
】
688

衿
高
い
土
堤
。
〔
曹
植
、
白
馬
篇
〕
属
レ
馬
登
ニ

高
堤
古
長
謳
踏
―
―
匈
奴
↓

【
高
禎
】
689

丸
げ
金
、
渤
海
の
人
。
少
に
し
て
好
學
、
嘗

て
進
士
を
志
す
。
天
會
中
、
尚
書
左
僕
射
•
廣
寧
手
判

に
累
官
す
。
鎮
に
在
る
こ
と
八
年
、
政
令
清
粛
‘
吏
畏
れ

人
之
に
安
ん
ず
。
天
脊
中
、
中
京
留
守
を
授
け
ら
る
。
平

賊
の
功
を
以
て
司
空
・
御
史
大
夫
を
累
秤
し
、
代
王
に

封
ぜ
ら
る
。
禎
久
し
く
畳
に
在
り
、
弾
劾
避
く
る
所
無

v
、
進
封
す
る
毎
に
、
必
ず
流
品
を
謳
別
し
進
善
退
悪

7
 

を
以
て
言
を
為
す
。
病
革
ま
る
や
‘
空
書
獨
語
し
て
日

v、
某
事
未
だ
決
せ
ず
‘
某
事
未
だ
奏
せ
ず
、
死
し
て
餘

203
 

恨
有
り
と
。
卒
年
六
十
九
。
〔
金
史
、
八
十
四
〕
。

1

_
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【
高
兆
】
690

認

消

、

侯

官

の

人

。

字

は

雲

客

。

幼

時

喪

乱

高

調

客

↓

林

↓

に
遭
ひ
、
江
左
よ
り
郷
に
蹄
る
。
布
衣
抜
食
‘
蓬
室
中
に
【
高
迪
】

6
9
9
g明
‘
膠
州
の
人
。
字
は
允
徳
。
弘
冶
の
〖
高
云
天
原
〗
7
0
7
g
芹
お
た
か
ま
は
‘
た
か
あ
ま
の
略
。

居
り
、
績
高
士
博
を
著
は
す
。
其
の
書
、
晉
の
皇
甫
士
安
學
人
。
官
は
太
僕
丞
。
其
の
廉
介
を
楢
せ
ら
る
。
〔
本
は
ら
は
‘
廣
い
義
。
〇
あ
ま
の
は
ら
。
お
ほ
ぞ
ら
。
天
に

に
始
ま
り
、
明
の
穆
宗
朝
に
及
ぶ
。
〔
四
庵
提
要
、
六
十
朝
分
省
人
物
孜
、
九
十
八
〕
。
同
じ
。
〔
大
殿
祭
祝
詞
〕
゜

0
古
代
‘
我
が
國
人
が
天
上
に

三

〕

。

【

高

顛

】

700

悶
宋
‘
薙
丘
の
人
。
字
は
子
奇
。
後
唐
の
清
在
り
と
考
へ
た
國
土
。
我
が
皇
室
は
こ
こ
に
接
祥
せ
ら

【
高
鳥
】
691

誘
空
中
を
た
か
く
飛
ぷ
と
り
。
〔
史
記
‘
淮
泰
中
、
進
士
乙
科
に
學
げ
ら
る
。
周
の
顕
徳
中
、
天
雄
れ
た
と
信
ぜ
ら
れ
た
。
天
つ
神
の
居
た
と
こ
ろ
。
あ
ま

陰
侯
傭
〕
高
鳥
盛
良
弓
蔵
。
〔
三
略
‘
中
略
〕
高
鳥
死
良
軍
掌
書
記
を
授
け
ら
る
。
太
宗
の
時
‘
左
補
闘
に
拝
さ
つ
く
に
。
〔
日
本
書
紀
、
神
代
紀
上
〕
高
天
原
所
生
神
名

弓
蔵
、
敵
國
減
謀
臣
亡
。
〔
陶
潜
、
始
作
―
―
鎮
軍
参
軍
1

経
―
―
れ
致
仕
す
。
清
節
有
り
、
力
學
強
記
‘
晨
夕
挟
手
危
坐
日
―
―
天
御
中
主
尊
-

曲
阿
作
詩
〕
望
レ
争
姦
笠
高
鳥
盃
臨
レ
水
愧
二
涌
魚
→
し
‘
未
だ
嘗
て
小
悌
せ
ず
。
書
千
餘
巻
を
手
嵩
す
。
符
彦
〖
高
天
闊
地
〗

7
0
8
”
7
0ザ
も
高
い
天
と
ひ
ろ
い
地
。
即
ち

〖
高
鳥
盛
良
弓
蔵
〗
臨
認g
芥
が
マ
ル
空
高
く
飛
ぶ
鳥
卿
が
甚
だ
之
を
厚
遇
し
た
が
‘
顛
は
計
口
し
て
費
を
受
天
地
間
。

が
虚
き
る
と
、
良
い
弓
は
不
用
に
な
っ
て
し
ま
ひ
こ
ま
け
‘
餘
は
皆
納
れ
ず
。
〔
宋
史
‘
四
百
四
十
〕
・
〔
宋
史
新
〖
高
天
小
班
〗

7
0
9
.
5

竺
清
の
光
緒
の
時
‘
蘇
州
に
置

れ

る

。

用

の

あ

る

開

は

使

は

れ

、

用

が

す

め

ば

す

て

ら

編

、

一

百

六

十

九

〕

。

か

れ

た

窟

劇

の

班

名

。

〔

黄

南

丁

氏

吹

弄

漫

志

〕

。

れ
る
こ
と
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
高
鳥
盛
良
弓
蔵
‘
敵
國
【
高
適
】

701g
唐
‘
脩
の
人
。
字
は
逹
夫
。
溢
は
忠
。
【
高
貼
】
710

焚
貼
敦
の
多
い
こ
と
。

破

謀

臣

亡

。

玄

宗

の

時

‘

有

道

科

に

拳

げ

ら

る

。

粛

宗

の

時

、

隠

：

【

高

田

】

711

翌
〇
肥
沃
な
田
地
。
〔
管
子
、
山
國
軌
〕
五

【
裔
超
】
臨
誘
高
く
す
ぐ
れ
て
俗
を
こ
え
る
。
〔
玩
籍
、
諫
議
大
夫
に
抜
擢
せ
ら
る
。
氣
を
負
つ
て
敢
言
し
、
君
側
穀
登
謂
"
高
田
之
萌
↓
〔
纂
詰
〕
高
田
、
上
狭
之
地
。

O
高

答
伏
義
書
〕
若
良
運
未
レ
協
、
神
機
無
レ
準
、
則
謄
精
抗
の
高
官
皆
側
目
す
。
淮
南
節
度
使
を
授
け
ら
れ
、
永
王
い
場
所
の
田
地
。
〔
漢
書
、
溝
泄
志
〕
高
田
五
倍
‘
下
田

志
、
逸
レ
世
高
超
。
〔
梁
簡
客
帝
、
侍
講
詩
〕
英
邁
八
解
墳
の
江
淮
の
乱
を
平
ぐ
。
後
、
西
川
節
度
使
を
授
け
ら
十
倍
‘
縛
"
漕
舟
船
一
之
便
‘
此
＿
二
利
也
。
〔
箔
成
大
、
塾

心

、

高

超

七

花

意

。

る

。

徴

さ

れ

て

左

散

騎

常

侍

に

累

遷

し

、

勃

海

縣

侯

に

江

縣

詩

〕

藷

雨

雲

招

新

雨

至

、

高

田

水

入

下

田

鳴

。

【
高
跳
】6
9
4
競
た
か
く
を
ど
り
あ
が
る
。
〔
杜
甫
、
有
レ
封
ぜ
ら
る
。
節
義
を
尚
ぴ
、
多
難
の
時
に
遭
ひ
‘
功
名
〖
高
田
墟
〗

7
1
2
”
的
デ
ノ
地
名
。O
廣
東
省
清
遠
縣
の
東

事
手
南
郊
賦
〕
熊
罷
阿
耳
以
相
祇
‘
虎
豹
高
跳
以
虚
に
志
す
。
年
五
十
、
始
め
て
詩
を
作
り
‘
よ
く
邊
塞
の
離
北
、
黄
洞
水
の
中
流
。

O
廣
西
省
陽
朔
縣
の
西
南
、
安

捜

。

情

を

詠

ず

。

本

参

と

並

ん

で

高

本

と

稲

せ

ら

る

。

著

に

架

水

の

南

岸

。

【
高
肇
】
695

誘
後
魏
‘
脩
の
人
。
字
は
首
文
。
文
昭
皇
太
高
常
侍
集
が
あ
る
。
河
間
府
志
に
梁
宋
の
間
の
人
と
な
【
高
殿
】
713

翌
た
か
い
殿
堂
。
高
閣
。
〔
宋
玉
、
神
女
賦
〕

后
の
兄
。
景
明
の
初
‘
宣
武
帝
は
舅
氏
を
追
思
し
、
肇
兄
す
は
誤
で
あ
り
‘
唐
書
及
ぴ
本
集
に
勃
海
の
人
と
記
す
宜
-
1

高
殿
以
廣
レ
意
分
‘
翼
放
縦
而
綽
寛
↓
〔
梁
昭
明
太

弟
等
を
徴
し
て
録
尚
書
事
と
す
。
肇
、
世
宗
の
姑
高
平
は
‘
其
の
郡
望
で
あ
る
。
〔
唐
書
、
二
日
四
十
三
〕
．
〔
藷
唐
子
、
餞
―
―
庚
仲
容
1

詩
〕
未
レ
若
奨
―
―
林
華
⇒
置
酒
臨
二
高
殿
↓

公

主

に

尚

す

。

尚

書

令

に

累

遷

し

、

百

揆

に

留

心

し

‘

孜

書

、

一

百

十

一

〕

。

【

高

斗

】

714

屯
空
高
く
輝
い
て
ゐ
る
北
斗
星
。
〔
高
適
、

孜
と
し
て
倦
ま
ず
。
帝
既
に
肇
を
委
信
す
。
頗
る
朋
窯
【
高
観
】
702
丸
5

宋、
i

斬
の
人
。
字
は
會
之
。
進
士
に
學
げ
信
安
王
幕
府
詩
〕
夜
壁
衝
1

一
高
斗
↓
寒
空
駐
l

丘
盆
究

を
結
ぴ
、
朝
野
側
目
す
。
宣
武
帝
の
崩
後
、
太
尉
高
陽
ら
れ
、
嘉
興
縣
主
簿
・
洒
州
通
判
を
授
け
ら
る
。
詔
し
て
【
古
向

tlE】715
k
a
o
'
t
'
u
2

あ
な
た
の
門
人
。
門
人
中
の
す

王
、
領
軍
子
中
心
と
密
か
に
牡
士
を
し
て
拉
殺
せ
し
む
。
南
場
の
茶
法
を
定
め
し
む
。
京
西
轄
運
に
任
じ
‘
盆
州
ぐ
れ
た
も
の
。
高
足
。

詔
を
下
し
其
の
罪
悪
を
暴
は
す
。
〔
魏
書
、
八
十
三
下
〕
．
に
徒
り
、
建
白
す
る
所
多
し
。
後
‘
官
は
給
事
中
・
箪
【
古
向
都
】
716

洛
〇
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
山
西
省
晉
城
縣

〔
北
史
‘
八
十
〕
。
州
知
に
至
る
。
〔
宋
史
、
三
百
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
＋
の
東
北
。
戦
國
‘
魏
の
邑
゜
〔
史
記
、
周
紀
〕
又
能
為
レ
君

[
高
潮
】
696

”
0
0
0上
げ

潮

が

極

度

に

達

し

た

時

の

梢

。

四

〕

．

〔

北

宋

経

撫

年

表

、

二

臼

四

〕

。

得

1

高
都
↓
〔
注
〕
集
解
曰
‘
徐
廣
曰
‘
今
河
南
新
城
縣
高
都

●
感
情
や
時
勢
が
最
も
熱
烈
奔
騰
し
た
時
期
。
【
高
扱
】
703"
が
た
か
く
の
ぽ
る
。
高
位
に
及
第
す
る
。
城
也
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
（
荘
襄
王
三
年
）
蒙
驚
攻
二
魏
高
都
・

【
高
調
】
697
玩

5

0高
い
し
ら
ぺ
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
若
―
〔
燕
子
箋
‘
偕
征
〕
今
科
必
定
一
齊
高
援
了
。
汲
五
炉
之
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
上
黛
郡
‘
縣
十
四
、
高

桓
琴
阻
柱
‘
琥
鐘
高
調
↓
〔
白
居
易
、
夜
招
一
眸
晦
叔
一
詩
〕
高

U
回
徹
]704

惚
け
だ
か
く
す
つ
き
り
し
て
ゐ
る
。
〔
世
都
。

O
城
の
名
。
河
南
省
洛
陽
縣
の
南
。
〔
竹
書
紀
年
〕
梁

調
秦
等
一
雨
弄
、
小
花
蜜
檻
一
―
—
二
升
。
O
己
の
意
見
．
説
新
語
、
賞
警
上
〕
太
尉
紳
姿
高
徹
‘
如
―
―
瑶
林
瑣
樹
→
悪
成
王
十
七
年
、
東
周
輿
二
鄭
高
都
→
〔
後
漢
書
‘
郡
國

主
義
な
ど
を
力
説
す
る
。
参
思
想
感
情
等
の
は
げ
し
【
高
返
{
】
705

袴
高
い
城
の
ひ
め
が
き
。
〔
謝
璽
運
‘
撰
征
志
一
〕
新
城
有
ー
一
高
都
城
↓
〔
括
地
志
〕
一
名
↓
一
部
都
城
↓

く
た
か
ま
っ
た
時
期
。
高
潮
。
R
―
音
築
詩
文
な
ど
の
強
賦
〕
登
否
向
渫
ー
以
詳
覧
‘
知
1

一

呉

瀑

之

衰

盛

↓

【

高

閤

】

717

”
ゥ
南
朝
宋
、
蕃
縣
の
人
。
僧
の
繹
曇
標
・
道

く

感

興

を

ひ

く

も

の

。

【

高

天

】

706

焚
高
い
空
。
よ
く
澄
ん
だ
空
゜
〔
蒔
道
衡
、
方
等
と
相
班
惑
し
、
自
ら
鬼
紳
龍
鳳
の
瑞
あ
り
と
い

〖
高
調
客
〗6

9
8
認
ご
木
の
名
。
さ
る
す
べ
り
。
紫
薇
花
夏
晩
詩
〕
高
天
澄
―
―
遠
色
五
秋
氣
入
―
―
蝉
臀
→
〔
儲
光
義
、
ふ
。
〔
南
史
‘
二
十
一
〕
。

(
8
ー

2
7
3
3
7
:
 3
9
7
)

の
異
名
。
〔
三
柳
軒
雑
識
〕
紫
薇
為
二
瞥
後
胎
―
―
馬
十
一
面
竺
詩
〕
高
天
風
雨
散
、
清
氣
在
―
―
園
【
高
奴
】
718

屯
地
名
。
秦
、
置
く
。
映
西
省
屑
施
縣
の

六_
 

東
。
項
利
の
時
‘
董
蒻
の
都
。
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
立
董

08

靡
為
畜
王
一
王
―
―
上
郡
ぶ
呼
高
奴
↓
〔
漢
書
、
地
理
志

32

下
〕
上
郡
、
縣
一
十
三
、
高
奴
。

1

【
高
棟
】
719

粋
高
い
屋
根
の
む
ね
。
〔
梁
元
帝
、
隠
居

先
生
陶
弘
景
碑
銘
〕
礁
饒
高
棟
‘
育
諜
修
柵
。
〔
杜
甫
、

七
月
一
日
題
―
―
終
明
府
水
棲
―
詩
〕
高
棟
層
軒
已
自
涼
‘

秋
風
此
H
瀧
―
―
衣
裳
↓

【
高
登
】
720

認

O
高
く
の
ぽ
る
。
〔
雲
笈
七
蔽
〕
命
言
八

紙
以
高
登
、
騎
二
神
虎
ー
以
飛
昇
。

O
宋
‘
滋
浦
の
人
。
字

は
彦
先
。
宣
和
中
、
太
學
生
。
金
人
京
師
を
犯
す
。
登
‘
陳

束
と
上
書
し
て
、
六
賊
を
斬
ら
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
廷
臣

復
た
和
議
を
建
て
、
神
師
道
・
李
綱
の
兵
柄
を
奪
ふ
。

登
・
東
と
再
ぴ
書
を
抱
い
て
闘
に
詣
る
。
紹
興
の
初
‘
廷

封
し
、
有
司
其
の
直
を
悪
む
。
富
川
主
簿
を
拝
命
。
又
萬

餘
言
を
上
疏
す
。
秦
檜
其
の
己
を
磯
る
を
怒
り
、
後
、
容

州
に
編
管
す
。
學
者
、
東
淫
先
生
と
稽
す
。
著
に
東
淫
集

が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
―
二
百
九
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
四

＋
〕
．
〔
南
宋
書
、
三
十
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
四
十
一
〕
。

【
高
等
】
721

駿
高
い
等
級
。
又
、
優
秀
な
成
績
で
試
瞼

に
合
格
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
禁
茂
傭
〕
徴
試
1

一
博
士

封
策
二
陳
―
―
災
異
冨
竺
高
等
―
擢
拝
1

一
議
郎
↓
〔
白
居
易
、

唐
贈
尚
書
工
部
侍
郎
呉
郡
張
公
神
道
碑
銘
井
序
〕
公

年
十
八
、
以
五
翌
年
中
第
‘
及
―
―
調
判
コ
〈
―
高
等
云
交

蘇
州
長
洲
尉
一

〖
高
等
贄]
7
2
2

誘
＇
裕
高
等
學
校
を
い
ふ
。
燥
は
學
校
。

〔
堕
谷
胄
山
‘
記
l

―
沖
島
廻
湘
事
―
〕
此
為
1

高
等
覺
生
之

涌
泳
場
↓

〖
高
等
官
〗7

2
3
誇
バ
ヴ
藷
制
に
於
け
る
官
吏
の
等
級
の

一
。
判
任
官
の
上
。
一
等
以
下
九
等
に
歴
分
し
、
三
等
以

下
を
奏
任
官
‘
二
等
以
上
を
勅
任
官
と
い
っ
た
。

〖
高
等
學
校
〗7

2
4
努
琺
〇
藷
制
に
於
い
て
男
子
の
裔

等
普
通
教
育
を
完
成
す
る
を
目
的
と
し
た
學
校
。
修
業

年
限
は
七
年
。
尋
常
科
四
年
・
高
等
科
三
年
に
分
れ
、
高

等
科
は
又
、
文
科
と
理
科
と
に
分
れ
る
。
別
に
裔
等
科

の
み
の
高
等
學
校
あ
り
。
賓
際
に
於
て
は
此
の
方
が
多

敦
を
占
む
。
入
學
資
格
は
尋
常
科
は
尋
常
小
學
校
卒
業

者
、
高
等
科
は
尋
常
科
修
了
者
及
ぴ
中
學
四
年
修
了

者
、
又
は
之
と
同
等
以
上
の
學
力
あ
る
者
。

O
新
制
度

で
、
中
學
校
教
育
の
基
礎
の
上
に
古
向
等
普
通
教
育
及
ぴ

専
門
教
育
を
施
す
學
校
。
修
業
年
限
三
年
。
定
時
制
課



程
は
三
年
を
超
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〖
高
等
警
察
】72

5
衿
焚
藷
制
に
於
て
國
家
の
治
安
を

維
持
す
る
た
め
、
思
想
・
出
版
・
認
密
結
社
等
の
取
締
を

な
し
た
警
察
。

〖
高
等
教
育
〗7

2
6
謗
枯

O
藷
制
に
於
け
る
専
門
學

校
・
高
等
學
校
・
大
學
の
教
育
の
汎
稽
。

O
初
等
・
中
等

教
育
の
上
に
つ
づ
く
段
階
の
教
育
。
大
學
・
大
學
院
の

教
育
。

〖
高
等
試
瞼]
7
2
7

四t
九
ゥ
藷
制
に
於
け
る
高
等
文
官
の

任
用
資
格
試
瞼
（
行
政
科
）
・
外
交
官
及
び
領
事
官
の
任

用
資
格
試
瞼
（
外
交
科
）
・
判
桧
事
の
任
用
資
格
及
び
辮

護
士
資
格
試
瞼
（
司
法
科
）
の
穂
稽
°

〖
高
等
植
物
〗72

8
袴
＂
ガ
ツ
高
等
組
織
を
有
す
る
植
物
。

普
通
顧
花
植
物
を
指
し
て
い
ふ
。

〖
高
等
散
學
寄
誘
焚
立
橙
三
角
法
・
高
等
代
散
・
解

析
幾
何
學
・
微
分
學
・
積
分
學
等
の
汎
稽
。
又
、
狭
義
で

は
微
分
學
・
積
分
學
だ
け
を
い
ふ
。

〖
高
等
動
物
】7

3
0
塙
我
罷
組
織
の
比
較
的
高
等
な
動

物
。
普
通
‘
脊
椎
動
物
を
指
し
て
い
ふ
。

〖
高
等
法
院
]
7
3
1

謗
焚
●
藷
制
に
於
け
る
朝
鮮
縛
督

府
・
畳
溝
線
督
府
・
闊
東
鹿
・
南
洋
慶
各
管
下
の
最
高
裁

判
所
。
●
明
治
二
十
三
年
十
一
月
以
前
の
皇
室
に
射
す

る
罪
‘
國
事
に
賜
す
る
罪
‘
皇
族
又
は
勅
任
官
の
犯
し

た
罪
を
審
理
す
る
た
め
に
司
法
卿
の
上
請
に
よ
り
勅

裁
を
以
て
開
い
た
最
高
の
刑
事
裁
判
所
。

〖
高
等
検
察
顧
〗~
k
a
o
'
t
e
n
g
3

c
h
i
e
n
'
c
h
'
a
'
t
'
i
n
g
'
 

0
高
等
審
判
顧
に
配
置
し
た
検
事
局
。
●
焚
砂
存
ウ
高

等
裁
判
所
に
射
應
し
て
置
か
れ
た
検
察
顧
。
藷
制
の
控

）
訴
院
検
事
局
に
相
営
す
る
。
東
京
・
大
阪
・
名
古
屋
・
廣

66

島
・
厖
岡
・
仙
曇
札
幌
・
高
松
の
八
箇
所
に
あ
る
。

~
〖
高
等
裁
判
所
〗
8
t故
緊
ョ
下
級
裁
判
所
（
地
方
裁

7
 

13

判
所
・
家
庭
裁
判
所
）
の
上
、
最
高
裁
判
所
の
下
に
位
す

る
裁
判
所
。
奮
制
の
控
訴
院
に
相
営
し
、
東
京
・
大
阪
・

3
 
5
 
4
 

名
古
屋
・
廣
島
・
謳
岡
・
仙
畳
・
札
幌
・
高
松
の
八
箇
所
に

（
 

あ
る
。

ヽ
~5

〖
高
等
審
判
厖
]
7
3
3

k
a
o
1
 
t
e
品
s
h
e
n
3p'an• 

t'ing1 

2
 
7

地
方
審
判
襄
判
決
の
控
訴
事
件
及
び
初
級
審
判
顧
判

3

決
の
上
告
事
件
を
審
理
す
る
裁
判
所
で
、
各
省
の
省
城

ー53

に
設
く
。

〖
高
等
小
學
校
】7

3
4賛夕
藷
制
に
於
け
る
尋
常
小

4
 
（
 

|

ー
高

部

高

學

校

の

卒

業

者

に

更

に

高

度

の

普

通

教

育

を

施

し

‘

國

程

の

教

育

。

含

面

全

選

高

能

百

盆

吝

其

業

↓

●

材

幹

の

勝

れ

た

人

。

民
と
し
て
必
要
な
知
識
技
能
を
授
け
る
こ
と
を
目
的
【
嵩
蒔
{
】
146

塙
●
唐
代
、
呉
越
に
産
し
た
草
履
の
名
。
又
、
優
れ
た
才
能
。
〔
後
漢
書
、
渇
勤
博
〕
初
為
―
―
太
守
銚

と
し
た
學
校
。
修
業
年
限
二
年
。
〔
唐
書
、
五
行
志
一
〕
文
宗
時
呉
越
間
、
織
1

一
高
頭
草
履
五
織
期
功
曹
土
有
二
高
能
稽
↓

〖
高
等
女
學
校]
7
3
5

謗
焚
か
ウ
藷
制
に
於
け
る
女
子
に
如
綾
穀
一
前
代
所
レ
無
゜

9

欄
を
高
く
あ
け
た
板
【
高
波
】1

5
8
唸
大
き
な
波
。
〔
陸
機
‘
鼈
賦
〕
越
―
―
高
波
一

須
要
な
高
等
普
通
教
育
を
施
し
た
學
校
。
修
業
年
限
は
式
。
〔
桃
花
扇
‘
迎
駕
〕
西
河
沿
洪
家
高
頭
便
覧
在
レ
此
。
以
燕
逸
‘
馘
―
―
洪
流
一
而
潜
蔵
。

五
年
又
は
四
年
。

0
k
a
o
1

t'ou2

④

う

へ

。

上

。

＠

間

に

。

【

高

馬

】

159

匁
た
け
の
高
い
馬
。
〔
杜
甫
、
歳
晏
行
〕
高

〖
高
等
園
藝
學
校
】73

6
”
戌
砂
ガ
ク
か
ウ
藷
制
に
於
け
る
園
【
高
礎
】

1
4
7
粋
石
の
ご
ろ
ご
ろ
し
た
高
い
坂
道
。
鐙
は
馬
逹
官
厭
―
―
酒
肉
ぶ
は
輩
抒
軸
茅
茨
空
゜
〔
注
玩
量
‘
成

藝
に
謂
す
る
高
等
な
學
術
・
技
藝
を
授
け
た
専
門
學
證
に
同
じ
。
〔
獨
孤
及
、
初
晴
抱
レ
琴
登
,
,
馬
退
山
如
5

レ
酒
都
詩
〕
巴
童
棧
道
騎
,
,
高
馬
云
蜀
卒
城
門
射
1

一
老
稿
↓

校

。

修

業

年

限

三

年

。

望

遠

酔

後

作

詩

〕

摯

社

槌

上

1

一
高
證
五
超
逢
望
,
,平
川
→
〖
高
馬
白
〗

7
6
0
吟
バ
塞
の
名
。
雲
南
省
馬
隅
縣
の
東
邊

〖
高
等
工
藝
學
校
】73

7
謗
衿
ガ
ク
か
ウ
藷
制
に
於
け
る
エ
【
高
騰
】

1
4
8
扮
た
か
く
の
ぽ
る
。
〔
雲
笈
七
鐵
〕
元
名
帝
【
高
坪]
7
6
1
g
食
物
を
盛
る
腰
高
の
壷
。

L外
。

藝
に
闊
す
る
高
等
の
學
術
・
技
藝
を
教
授
し
た
専
門
學
録
‘
超
卓
高
謄
、
正
可
L

策
1

一
駕
雲
龍
函
ぞ
晒
五
嶽
Lo

【
吉
向
培
】
162

袴
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
稜
原
。
琥
は
西

校

。

修

業

年

限

三

年

。

【

高

桐

】

149

誘
た
け
の
た
か
い
桐
。
〔
張
載
、
七
哀
詩
〕
疇
°
楷
書
に
精
通
し
‘
汲
古
閣
所
蔵
の
祀
本
は
‘
籠
ち
精

〖
高
等
工
業
學
校
】73

8
謗
乳
ガ
ク
カ
ウ
奮
制
に
於
け
る
エ
粛
粛
高
桐
枝
、
翻
翻
栖
―
―
孤
禽
→
〔
蕎
瑣
、
春
日
胎

n劉
孝
好
に
謄
録
し
、
人
を
し
て
敢
て
手
膚
せ
し
め
ず
。
〔
國

業
に
闊
す
る
學
術
・
技
藝
を
教
授
し
た
専
門
學
校
。
修
綽
―
詩
〕
誰
云
相
去
遠
‘
垂
柳
封
,
,
高

桐

↓

朝

書

人

輯

略

‘

-

〕

。

業

年

限

三

年

。

【

高

徳

】

7
5
0
"
パ
高
い
徳
。
又
‘
其
の
徳
あ
る
人
。
〔
徐
陵
‘
【
高
梅
】
163

袴
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
雲
白
。
瞥
術
を
善

〖
衛
等
露
絲
學
校
〗73

9
焚
衿
ク
か
ウ
藷
制
に
於
け
る
露
廣
州
刺
史
厭
陽
顧
徳
政
碑
〕
衡
山
誕
真
高
徳
一
湘
水
く
す
。
著
に
嘗
槃
本
草
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
四

絲
業
に
闘
す
る
高
等
の
學
術
・
技
藝
を
教
授
し
た
専
門
降
―
―
其
清
輝
↓
〔
常
衰
‘
授
孟
衣
違
慶
吏
部
尚
書
ー
制
〕
漢
百
八
十
四
〕
。

學

校

。

修

業

年

限

三

年

。

魏

以

来

、

多

用

,

,

宿
儒
高
徳
盆
翌
良
其
任
一
也
。
【
高
謀
】
764

匁
子
の
無
い
人
が
子
を
祈
り
求
め
る
紳
。

〖
高
等
師
範
學
校
】1

4
0
念
パt
ク
か
ウ
奮
制
に
於
け
る
師
【
高
讀
】

1
5
1
焚
高
い
贅
で
讀
む
。
〔
巖
垣
東
園
、
國
史
略
‘
郊
謀(
1
1| 3
9
3
9
2
 :
 6
9
)

に
同
じ
。
〔
詩
、
大
雅
、
生
民
‘
克

範
學
校
・
中
學
校
・
高
等
女
學
校
の
教
員
を
養
成
し
た
白
河
天
皇
〕
伊
勢
祭
主
臣
玄
言
、
申
―
―
請
天
裁
云
高
讀
一
桓
克
祀
‘
疏
〕
由
1

一
高
辛
玉
:
,
一
嘉
祥
盆
瓜
稽
1

一
高
謀
↓
〔
證
、

學
校
。
男
子
の
と
女
子
の
と
が
あ
っ
た
。
文
科
と
理
科
獲
、
上
為
,
,
宗
廟
事
正
故
復
血
坐
‘
遂
得
1

一
證
奏
↓
月
令
〕
（
仲
春
之
月
）
是
月
也
、
玄
鳥
至
‘
至
之
日
、
以
,
,
大

に
分
れ
、
外
に
橙
育
科
・
教
育
科
・
家
事
科
等
を
置
く
こ
【
高
激
】
152

焚
遼
の
官
名
。
敬
官
の
一
。
〔
遼
史
、
國
語
牢
1

祠
1

一
子
高
謀
玉
天
子
親
往
‘
后
妃
帥
,
,
九
籟
一
御
、
乃
證
二

と

を

得

た

。

修

業

年

限

四

年

。

解

〕

遼

排

班

圏

有

,

,

高
激
矮
激
方
激
之
列
芦
ぎ
大
丞
相
ー
天
子
所
＞
御
、
帯
以
1

一
弓
躙
五
授
以
―
―
弓
矢
牟
J
1

一
高
謀
之
前
↓

〖
高
等
商
業
學
校
寄
袷
衿'
7ガ
ク
か
ウ
蘊
制
に
於
け
る
至
―
―
阿
札
割
五
ハ
皆
敬
官
也
。
〔
注
〕
高
辛
氏
之
世
、
玄
鳥
遺
レ
卵
‘
械
簡
呑
レ
之
、
而
生
レ

商
業
に
闊
す
る
高
等
の
學
術
を
授
け
た
専
門
學
校
。
修
【
高
丘
任
】
153

誇
●
高
い
地
位
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
邊
譲
契
、
後
王
因
以
為
―
―
媒
官
嘉
詳
盃
皿
立
↓
1

其
祠
1

焉
‘
髪
レ
媒

業

年

限

三

年

。

博

〕

議

郎

禁

邑

深

敬

レ

之

、

以

為

‘

譲

宜

レ

虞

11

高
任
↓
●
況
言
レ
楳
、
神
レ
之
也
。
〔
疏
〕
謂
下
後
代
之
王
‘
立
1

一
此
高
辛
―

〖
高
等
商
船
學
校
〗74

2
綴
唸
ン
ガ
ク
か
ウ
藷
制
に
於
け
る
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
〕
。
而
為
＊
謀
紳
上
也
。
〔
後
漢
書
‘
糧
儀
志
上
〕
仲
春
之
月
、
立
―
―

航
海
・
機
闘
に
闊
す
る
高
等
の
學
術
・
技
藝
を
授
け
た
【
高
寧
】
754

伐
陵
の
名
。
南
朝
宋
、
明
帝
の
陵
。
江
蘇
省
高
謀
祠
呈
ナ
城
南
↓
〔
注
〕
故
於
レ
是
以
乞
一
牲
五
炉
子
於

専
門
學
校
。
修
業
年
限
は
賓
習
を
合
せ
て
五
年
半
。
江
寧
縣
幕
府
山
に
あ
り
。
〔
宋
書
、
明
帝
紀
〕
（
泰
豫
元
年
）
高
偶
之
紳
一
居
―
―
明
顧
之
虞
正
故
謂
―
―
之
高
一
因
―
―
其
求
＞

〖
高
等
水
産
學
校
〗7

4
3
袴
焚
タ
タ
藷
制
に
於
け
る
漁
五
月
戊
寅
‘
葬
→
1臨
祈
縣
莫
府
山
高
寧
陵
→
〔
江
寧
府
志
〕
子
、
故
謂
―
―
之
謀
→
〔
明
堂
月
令
〕
玄
鳥
至
之
日
‘
祠
二
子
高

覆
養
殖
・
水
産
品
製
造
等
に
闘
す
る
高
等
の
學
術
・
技
高
寧
陵
在
-
1

幕

府

山

陽

↓

謀

ー

以

請

レ

子

。

術

等

を

授

け

た

専

門

學

校

。

【

高

熱

】

755

焚

た

か

い

熱

。

【

高

勤

】

165

”
げ
隋
の
人
。
岳
の
子
。
字
は
敬
徳
。
齊
時
、
清

〖
高
等
農
林
學
校
〗74

4
偽
蛉
ガ
9か
ウ
畜
制
に
於
け
る
農
【
高
年
】

7
5
6
焚
老
年
の
こ
と
。
と
し
よ
り
。
高
壽

(
4
5
8
)河
王
を
襲
爵
す
。
性
剛
宜
、
オ
幹
有
り
。
料
律
明
月
‘
征

業
又
は
林
業
に
闘
す
る
高
等
の
學
術
・
技
藝
を
授
け
た
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
然
則
於
―
―
郷
里
1

先
11

者
文
一
伐
有
る
ご
と
に
、
彼
を
副
と
為
す
。
齊
の
後
主
、
周
師
に

専

門

學

校

。

奉

一

高

年

ギ

ロ

之

道

也

。

〔

漢

書

‘

宣

帝

紀

〕

（

詔

曰

）

蝶

寡

孤

敗

ら

れ

、

勤

、

周

軍

に

得

ら

れ

、

開

府

儀

同

三

司

を

授

け

〖
高
等
普
通
教
育]
1
4
5

焚
紗
ウ
イ
ク
●
藷
制
に
於
け
る
獨
、
高
年
貧
困
之
民
、
朕
所
レ
憐
也
。
〔
漢
書
、
杜
周
博
〕
女
ら
る
。
文
帝
‘
丞
相
と
為
し
、
開
皇
中
、
陳
を
攻
略
す
る

初
等
普
通
教
育
に
封
し
て
、
中
學
校
・
女
學
校
・
高
等
學
徳
不
レ
厭
‘
則
壽
命
不
レ
究
,
,
於
高
年
↓
〔
甕
鐵
論
、
未
通
〕
の
策
を
上
る
。
大
攀
し
て
陳
を
伐
つ
に
及
び
、
行
軍
縛
管

校
に
於
け
る
普
通
教
育
を
い
ふ
。
個
人
又
は
國
民
と
し
不
レ
従
ー
ー
カ
役
五
扶
レ
不
L

足
而
息
,
,
高
年
一
也
。
と
為
し
、
江
州
に
下
る
。
功
を
以
て
開
府
・
洸
州
刺
史
に

て
必
要
な
高
度
の
知
識
・
技
能
を
授
け
、
又
‘
徳
操
を
涵
【
高
能
i

】757
偽
●
學
術
の
精
深
な
人
。
〔
後
漢
書
、
儒
林
陸
る
。
〔
北
齊
書
、
十
三
〕
．
〔
隋
書
、
五
十
五
〕
。

養
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
.
高
等
學
校
の
普
通
課
博
序
〕
其
後
復
為
―
―
功
臣
子
孫
、
四
姓
末
罵
面
空
差
校
【
1

高
抱
】
766

謗
け
だ
か
い
心
。
高
志
。
〔
陸
亀
蒙
、
和
1=

・•
ノ‘

13209 
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襲
美
寄
二
懐
南
陽
潤
郷
―
詩
〕
高
抱
相
逢
各
絶
レ
喉
‘
水
経

山
疏
不
レ
離
レ
身
。

【
高
放
]767

席
氣
象
高
く
し
て
人
に
束
縛
さ
れ
ぬ
こ

と
。
〔
唐
書
、
隠
逸
‘
陸
亀
蒙
博
〕
亀
蒙
少
高
放
、
通
l
-
4

ハ
経

大
義
ぶ
心
明
―
―
春
秋
↓

【
高
浩
】
768

裳
明
の
人
。
鐙
の
子
。
字
は
穎
之
。
弘
治
の

進
士
。
父
母
に
事
へ
て
至
孝
。
正
徳
の
初
、
鐙
が
謹
ひ

ら
れ
て
獄
に
投
ぜ
ら
れ
る
や
、
身
を
以
て
代
ら
ん
と
請

ひ
‘
父
の
冤
を
雪
ぐ
。
官
は
南
京
光
誅
寺
少
卿
に
至
る
。

〔
明
史
稿
、
一
百
七
十
〕
。

[
高
防
】
769

読
〇
た
か
い
土
堤
。
高
提
。
〔
王
簗
、
従
軍

詩
〕
下
レ
船
登
,
,
高
防
面
み
壁
竺
我
衣
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
説
文

日
、
防
‘
隧
也
。

O
宋
、
壽
陽
の
人
。
字
は
修
己
。
父
従

慶
‘
梁
軍
と
戦
つ
て
死
す
。
時
に
防
年
十
六
、
母
に
事

へ
て
孝
。
張
従
恩
、
濯
州
防
禦
使
と
為
り
、
表
し
て
判

官
と
為
す
。
契
丹
沐
に
入
る
や
、
従
恩
は
款
を
送
っ
た

が
防
は
城
を
以
て
漢
に
蹄
す
。
桧
校
金
部
郎
中
を
授
it

ら
る
。
宋
に
入
り
、
官
は
櫃
密
直
學
士
・
鳳
翔
府
知
に
至

る
。
〔
宋
史
‘
二
百
七
十
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
七
十
六
〕
。

【
高
望
】
770

忽
〇
た
か
い
所
か
ら
な
が
め
る
。
〔
司
空

曙
‘
送
廊
況
往
淮
南
詩
〕
登
辰
因
高
望
停
極

放
涸
閑
二
博
汝
舟
、
劣
則
峯
詩
〕
秋
日
同
高
望
‘
秋
空

指
顧
間
。

O
志
望
を
た
か
く
す
る
。
又
‘
た
か
い
志
望
。

〔
史
記
‘
孔
子
世
家
〕
有
レ
所
1

一
穆
然
深
思
む
t

、
有
レ
所
訟
巾

然
高
望
而
遠
志
—
焉
。
参
高
い
名
望
。
〔
北
史
‘
祗
涎
傭
〕

自,,
和
士
開
執
＞
事
以
来
、
政
橙
窟
壊
、
庭
推
和
示
高
望
一

官
人
楢
レ
職
、
内
外
楢
レ
美
。
R
縣
名
。
④
漢
‘
置
く
。
緩

遠
省
境
内
蒙
古
郡
爾
多
斯
右
翼
前
旗
゜
〔
漢
書
、
地
理
志

下
〕
上
郡
‘
縣
二
十
三
、
高
望
。
＠
後
魏
‘
置
く
。
甘
備

省
藷
慶
陽
府
の
境
。

〖
高
望
山
〗7
7
1
c
ク
9
,
0
山
名
。
④
山
東
省
平
度
縣
の

北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
菜
州
府
‘
摘
縣
〕
高
望
山
‘

府
南
十
五
里
‘
峯
轡
秀
特
、
可
―
―
以
望
＞
遠
。
＠
湖
南
省

古
文
縣
の
東
。

O
鎮
の
名
。
山
東
省
平
度
縣
の
北
。
高
望

山
の
西
麓
゜

【
高
榜
]773

誘
高
い
た
て
ふ
だ
。
〔
蘇
献
、
南
漢
有
會
景

亭
品
竺
衆
亭
之
間
細
炉
所
レ
見
甚
不
レ
梢
↓
―
其
名
一
予
欲
レ

遷
二
之
少
西
一
臨
―
―
断
岸
一
西
闊
可
―
―
以
遠
望
一
而
力
未
レ
暇

特
為
製
レ
名
曰
,
,
招
隠
1fJj
為
レ
詩
以
告
"
束
者
1庶
幾
遷
レ

之
詩
〕
飛
蒋
臨
舌
道
否
向
榜
勧
遊
人
一

高

高

【
高
甍
】
774

雰
高
い
い
ら
か
。
〔
何
晏
、
景
幅
殿
賦
〕
高

甍
祖
鬼
飛
宇
承
レ
覚
。

【
高
伯
]775

勺
臼
明
‘
方
火
9
(
5
ー

1
3
6
2
0
:
 2
7
5
)

の
字
。

【
高
速
】
776

匁
た
か
く
と
ほ
い
。
〔
曹
植
、
典
羹
質
一
書
〕

天
路
高
逸
‘
良
無
レ
由
レ
縁
。
〔
王
萬
僧
、
酬
五
竹
放
徴
君
一

詩
〕
以
レ
i

絃
近
―
―
聾
利
玉
安
得
レ
成
ユ
尚
池
↓

【
高
抜
】
177

笈
高
く
ぬ
き
ん
で
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
草
荘
‘

冬
日
長
安
感
志
寄
―
猷
琥
州
雀
郎
中
―
二
十
韻
詩
〕
積
凍

慢
封
寒
霰
細
‘
暮
雲
裔
抜
遠
峰
尖
゜

【
高
幡
】
778

焚
た
か
く
か
か
げ
た
は
た
。
〔
劉
子
元
、
思

恨
賦
〕
開
―
―
黄
閣
爽
朱
門
一
樹
-
1

高
幡
及
二
長
戟
↓

【
高
範
】
779

焚
よ
い
手
本
。
高
矩
゜
〔
孫
綽
‘
聘
士
徐
君

墓
頌
序
〕
雖
二
玉
質
幽
潜
↓
而
目
想
1

一
令
儀
面
雅
音
永
寂
‘

而
心
存
嵩
範
↓

【
高
萬
】
780

笠
宋
の
人
。
承
信
郎
を
授
け
ら
る
。
紹
興

中
、
金
撒
離
昆
欲
‘
秦
川
を
犯
さ
ん
と
欲
す
。
宣
撫
副
使

呉
玲
、
諸
校
を
遣
は
し
‘
之
を
伺
は
し
む
。
瓦
吾
谷
に
至

り
、
金
将
虎
山
と
遇
ふ
。
萬
罵
り
且
つ
載
ひ
‘
陣
に
死

す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
二
〕
。

【
高
比
】
7
8
1
5
'
ゥ
す
ぐ
れ
た
者
に
比
べ
る
。
〔
葉
適
‘
蜂
兒

梱
歌
〕
昔
人
取
急
欲
"
高
比
公
r
我
細
論
翻
元
＇
匹
一
〔
通

俗
編
‘
品
目
、
高
比
〕
韓
詩
外
博
‘
夫
高
比
所
1

一
以
廣
＞
徳

也
、
下
比
所
―
―
以
狭
＞
行
也
。

【
高
庇
】
7825'
’
高
い
樹
又
は
家
の
か
げ
。
又
、
他
人
か

ら
受
け
た
恵
の
敬
語
。
〔
韓
愈
・
張
籍
・
孟
郊
・
張
微
‘
會

合
聯
句
〕
夏
陰
偶
高
庇
‘
宵
塊
接
1

一
虚
擁
↓

【
裔
批
】
泌
吟
他
人
か
ら
受
け
た
批
評
の
敬
語
。
裔
評
。

【
高
卑
】
784

吟
高
い
こ
と
と
ひ
く
い
こ
と
。
責
い
こ
と

と
賤
し
い
こ
と
。
高
下
。
高
低
゜
〔
幡
‘
月
令
〕
（
孟
冬
之

月
）
審
1

一
棺
梓
之
薄
厚
‘
笙
丘
聾
之
大
小
古
回
卑
厚
薄
之

度
、
貴
賤
之
等
級
↓
〔
左
氏
、
昭
、
三
十
二
〕
士
禰
牟
螢
ニ

成
周
五
引
丈
敦
1

描
―
―
高
卑
↓
度
―
―
厚
薄
一
切
1

一
溝
湿
↓
〔
李

頑
‘
籠
竿
詩
〕
色
因
二
林
向
背
↓
行
逐
―
―
地
高
卑
↓

【
高
飛
】
785

吟
〇
た
か
く
と
ぶ
。
〔
詩
、
小
雅
‘
t

宛
柳
〕
有
レ

鳥
高
飛
、
亦
博
二
子
天
↓
〔
荘
子
‘
應
帝
王
〕
且
鳥
高
飛
、
以

塵
噌
t
之
害
言
楚
辞
‘
九
歌
、
大
司
命
〕
高
飛
分
安
翔
、

乗
清
氣
分
御
蔭
陽
↓
〇
樹
木
の
名
。
ざ
い
ふ
り
ぽ
く
。

し
で
ざ
く
ら
。
扶
移
（
扶
移
）
の
異
名
。
〔
本
草
、
扶
移
〕
秤

名
、
移
楊
‘
唐
棟
、
高
飛
、
時
珍
日
‘
雀
豹
曰
‘
移
楊
、
江
東

呼
為
"
夫
移
ぶ
暉
葉
弱
帝
‘
微
風
則
大
揺
、
故
名
l

一
高
飛
一

ハ
―
四

— 

又
曰
―
―
獨
揺
↓
〔
事
物
異
名
録
、
樹
木
、
唐
棟
〕
古
今
注
‘
生
と
為
り
、
太
學
に
溜
ぶ
。
郡
、
孝
廉
第
一
に
琴
げ
、
郎

10

移
楊
、
江
東
呼
岱
夫
移
↓
微
風
則
大
揺
‘
故
名
嵩
飛
↓
中
と
な
す
。
東
観
に
校
書
し
、
敷
；
賦
頌
奇
文
を
奏

32ー

O
に
げ
は
し
る
。
逃
走
す
る
。
〔
輛
悪
全
書
、
刑
名
部
、
し
、
事
に
因
つ
て
諷
諫
す
。
震
帝
之
を
異
と
す
。
内
黄

賊
盗
上
、
絹
捕
〕
高
飛
遠
踏
‘
難
―
―
子
追
獲
云
K
o
R
昇
犯
令
に
韓
任
‘
帝
、
同
僚
に
勅
し
て
臨
送
せ
し
め
、
詔
し

人
な
ど
が
遠
い
土
地
に
逃
げ
る
こ
と
。

O
に
同
じ
。
て
東
観
に
彪
の
像
を
書
一
き
‘
學
者
を
勧
む
。
彪
、
官
に

〖
高
飛
車
〗7

8
6
匁
ャ
あ
た
ま
ご
な
し
に
お
ど
す
。
高
堅
到
り
、
徳
政
あ
り
。
〔
後
漢
書
‘
一
百
十
下
〕
。
〇
金
‘

的
な
態
度
。
将
荼
で
飛
車
を
高
く
構
へ
て
相
手
を
強
堅
渤
海
の
人
。
溢
は
桓
牡
。
父
、
六
研
は
遼
に
仕
へ
て
左

す

る

こ

と

か

ら

出

た

語

。

承

制

と

為

る

。

金

に

欝

し

て

‘

彪

、

父

に

代

り

楡

河

州

干

〖
高
飛
之
鳥
死
―
―
於
美
食
―
〗

7
8
7
努
吐
召
式
空
中
に
戸
を
授
け
ら
れ
、
敦
；
功
あ
り
。
天
會
中
、
静
江
軍
節
度

高
く
飛
ぶ
鳥
も
、
旨
い
餌
の
た
め
に
は
人
に
捕
へ
ら
れ
使
・
壽
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
大
小
散
＋
戦
、
皆
大
勝

る
。
物
欲
の
た
め
に
命
を
失
ふ
喩
。
〔
呉
越
春
秋
‘
句
践
す
。
櫃
密
副
使
に
累
官
す
。
封
は
舒
國
公
。
彪
、
勇
健
絶

陰
謀
外
傭
〕
大
夫
種
日
‘
臣
聞
、
高
飛
之
鳥
、
死
1

一
於
美
人
‘
能
く
日
行
す
る
こ
と
三
百
里
、
性
機
巧
‘
昔
律
に
通

食
云
深
泉
之
魚
、
死
―
―
於
芳
餌
一
じ
、
人
貴
賤
と
無
く
‘
皆
温
顔
も
て
之
に
接
す
。
〔
金
史
、

【
高
庫
】
788

吟
高
い
こ
と
と
ひ
く
い
こ
と
。
高
卑
(
7
8
4
)

八
十
一
〕
。

に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、
時
則
訓
〕
（
孟
冬
之
月
）
ぷ
笠
丘
瀧
之
【
高
謡
】
796

焚
後
魏
の
人
。
湖
の
子
。
字
は
安
平
。
溢
は

小
大
高
廂
↓
〔
唐
書
、
宇
文
融
博
〕
子
審
擢
二
進
士
第
る
空
武
貞
。
文
武
の
オ
有
り
。
太
安
中
、
功
臣
の
子
を
以
て
禁

遷
大
理
評
事
百
ぞ
夏
楚
大
小
無
p

制
、
始
創
,
,
杖
架
百
竺
中
に
召
入
さ
れ
、
中
散
を
授
け
ら
る
。
文
成
帝
深
く
之

高

南

年

生

杖

長

短

↓

を

重

ん

ず

。

蘭

嚢

御

史

に

累

官

し

、

導

い

で

治

書

に

轄

【
高
扉
】
7895'
ウ
た
か
い
窓
。
た
か
い
と
ぴ
ら
。
〔
許
棠
‘
旅
ず
。
内
外
を
掌
撮
し
、
非
法
を
糾
弾
し
、
畏
避
す
る
所

中
送
n

一
人
蹄
―
―
九
華
詩
〕
會
一
千
援
鳥
外
↓
相
射
掩
一
高
扉
↓
無
く
‘
甚
だ
楢
賞
せ
ら
る
。
〔
魏
書
、
三
十
一
―
〕
゜

【
高
碑
】
190"
，
ゥ
高
い
石
碑
。
〔
徐
陵
‘
廣
州
刺
史
欺
陽
頷
【
高
評
】
797

認
ウ
よ
い
ひ
や
う
ば
ん
。
又
、
他
人
か
ら
受

徳
政
碑
〕
奨
卿
賓
鼎
‘
復
述
―
―
台
司
之
功
玉
羊
愛
高
碑
‘
更
け
た
批
評
の
敬
稽
゜

紀

征

南

之

徳

↓

【

高

渇

】

798

誇
＇
ウ
唐
の
人
。
高
季
輔

(
1
0
8
6
)

を
見
よ
。

〖
高
碑
店
〗7
9
1
"
9

で
地
名
。
一
名
、
高
密
店
。
河
北
省
新
【
高
品
】

7
9
9
望
品
格
の
高
い
こ
と
。
又
‘
其
の
人
。
〔
宋

城
縣
の
西
北
。
古
、
燕
と
趙
と
の
分
界
の
虞
。
昔
、
燕
南
趙
書
‘
羊
玄
保
博
〕
玄
保
既
善
レ
基
‘
而
何
尚
之
亦
雅
好
レ

北
の
四
字
の
高
碑
が
あ
っ
た
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
。
元
基
‘
哭
郡
堵
胤
年
七
歳
‘
入
1

一
高
品
↓
〔
洗
約
、
基
品
序
〕
漢

の
至
治
中
、
英
宗
遊
敗
し
て
此
虞
に
至
る
。
故
に
ま
た
魏
名
賢
‘
高
品
間
出
‘
晉
宋
盛
事
‘
逸
思
手
レ
流
。

駐

潤

荘

と

い

ふ

。

京

漢

鐵

路

に

沿

ふ

。

【

高

斌

】

800

翌
清
‘
涌
洲
壌
黄
旗
人
。
姓
は
嵩
佳
氏
。
字

【
高
輩
】
函
[
‘
ゥ
高
く
と
ぷ
。
高
飛
(
7
8
5
)

に
同
じ
。
〔
史
は
石
文
。
琥
は
束
軒
。
誼
は
文
定
。
讀
書
を
好
み
‘
経
史

記
‘
蘇
秦
博
〕
秦
王
日
‘
毛
材
未
レ
成
、
不
レ
可
―
―
以
高
輩
一
の
外
、
先
儒
の
諸
集
に
博
通
す
。
確
正
中
、
内
府
曹
郎
よ

〔
新
序
‘
善
謀
下
〕
鴻
鴇
高
輩
、
一
學
千
里
。
り
江
南
河
道
縛
督
に
累
擢
さ
れ
、
河
を
治
す
る
こ
と
十

【
古
向
美
]793

吟
た
か
く
う
る
は
し
い
。
〔
漢
書
‘
五
行
志
餘
年
‘
疏
奏
最
も
多
く
、
所
論
皆
依
撮
す
べ
く
‘
一
般
の

中
之
上
〕
厭
一
高
美
之
尊
梢
五
好
二
匹
夫
之
卑
字
↓
〔
晉
書
‘
救
弊
者
の
比
に
非
ず
。
官
は
文
淵
閣
大
學
士
に
至
る
。

羊
祐
傭
〕
今
題
レ
復
本
封
百
8

彰
―
―
高
美
↓
著
に
固
哉
草
堂
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
三
百
十
六
〕
．

【
高
鼻
】
794

吟
た
か
い
は
な
。
〔
史
記
、
高
祗
紀
、
高
祖
〔
清
史
列
博
‘
十
六
〕
．
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
二
十
〕
．
〔
従
政

為
レ
人
隆
準
而
龍
顔
‘
注
〕
索
隠
日
、
文
穎
曰
‘
高
龍
感
レ
龍
観
法
録
‘
-
―
十
二
〕
．
〔
渦
洲
名
臣
博
‘
四
十
七
〕
．
〔
國
朝

而
生
‘
故
其
貌
似
レ
龍
‘
而
長
頸
而
高
鼻
。
〔
博
物
志
〕
西
詩
人
徴
略
初
編
、
二
十
三
〕
。

方
少
陰
‘
日
月
所
レ
入
‘
其
上
窃
冥
‘
其
人
高
鼻
。
〔
隋
書
、
【
高
賓
】
801

努
●
御
客
。
責
賓
。
〔
孟
郊
、
靖
安
寄
居
詩
〕

南
攣
林
邑
國
傭
〕
深
目
高
鼻
、
製
拳
色
黒
‘
俗
皆
徒
銑
。
古
向
賓
證
不
レ
見
、
大
道
夜
方
虚
。

O
北
周
‘
脩
の
人
。
東

【
高
彪
】
795

誘
〇
後
漢
、
無
錫
の
人
。
字
は
義
方
。
諸
魏
に
仕
へ
‘
諫
議
大
夫
に
至
る
。
同
列
其
の
能
を
忌
む



者
有
り
、
之
を
高
歓
に
譜
す
。
大
統
中
、
乃
ち
家
層
を
【
高
符
】
810

九
ゥ
め
で
た
い
さ
だ
め
。
好
運
。
瑞
命
。
〔
陸

棄
て
て
周
に
欝
し
、
安
東
膊
軍
を
授
け
ら
る
。
保
定
の
機
‘
赴
レ
洛
詩
〕
希
レ
世
無
1

一
高
符
一
螢
レ
道
無
―
―
烈
心
↓

初
、
計
部
中
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
果
敢
決
断
、
案
讀
留
〔
注
〕
向
曰
、
高
符
、
瑞
命
也
。

滞
無
し
。
襄
州
綿
管
府
司
録
に
終
る
。
子
穎
‘
隋
の
文
帝
【
高
賦
】
m
屯
宋
、
中
山
の
人
。
字
は
正
臣
。
進
士
に

の
佐
命
と
為
る
。
開
皇
中
、
簡
と
追
誼
す
。
〔
周
書
、
三
十
攀
げ
ら
れ
、
衝
州
知
と
な
る
。
時
に
毛
氏
・
柴
氏
、
世
t
贔

七

〕

。

毒

を

蓄

へ

て

人

を

害

す

。

賦

‘

悉

く

檎

治

し

、

曇

患

遂

に

【
高
眠
】
802

焚
高
い
眠
山
。
〔
陰
鰹
‘
蜀
道
難
詩
〕
高
眠
絶
ゆ
。
唐
州
知
の
時
、
其
の
瞭
原
の
沃
壌
を
相
し
、
流

長

有

レ

雪

‘

陰

機

履

経

レ

燒

。

民

を

募

つ

て

耕

さ

し

め

、

戸

口

税

賦

散

倍

に

至

る

。

ニ

【
高
畏
】
803

焚
た
か
い
そ
ら
。
九
畏
。
〔
韓
愈
、
酬
下
翡
州
皆
た
め
に
生
祠
を
立
つ
。
集
賢
院
學
士
に
累
遷
し
、

十
六
功
曹
巡
―
―
府
西
騨
—
塗
中
見
と
寄
詩
〕
哀
鴻
鳴
清
レ
朝
に
在
つ
て
建
明
す
る
所
多
し
。
致
仕
し
て
襄
陽
に
居

耳

‘

宿

霧

衷

ー

高

畏

↓

る

。

〔

宋

史

、

四

百

二

十

六

〕

．

〔

宋

史

新

編

、

一

百

六

十

【
高
畏
開
,
,
遠
照
,

J
804

”ゥ
g
が梵
t
ゥ
秋
空
は
高
く
澄
ん
八
〕
．
〔
東
都
事
略
、
一
百
十
二
〕
。

で
夕
陽
が
遠
く
美
し
く
照
し
て
ゐ
る
。
〔
懐
風
藻
、
長
【
高
武
】
812

カ
ヴ
明
、
郵
の
人
。
琥
は
梅
孤
。
讀
書
を
好

屋
王
‘
於
,
,
賓
宅
1

宴
1

一
新
羅
客
―
〕
高
畏
開
,
,
遠
照
ぶ
這
嶺
み
、
天
文
・
律
呂
・
兵
法
・
騎
射
等
、
網
習
せ
ざ
る
な
し
。

露

―

―

浮

煙

↓

嘉

靖

中

の

武

攀

。

晩

年

、

瞥

學

に

専

念

し

、

鍼

灸

の

法

【
高
敏
】
805

努
宋
、
登
州
の
人
。
仁
宗
の
時
、
涅
原
指
揮
を
深
究
す
。
著
に
射
學
指
南
・
律
呂
耕
・
痘
疹
正
宗
・
鍼

使
を
授
け
ら
る
。
散
；
西
夏
と
戦
ひ
重
傷
を
負
ふ
。
苑
灸
褻
英
・
獲
揮
直
指
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
五
〕
。

仲
滝
•
韓
埼
の
推
薦
に
よ
り
、
利
州
都
監
と
な
る
。
後
、
【
高
庶
】

8
1
3
t
ゥ
高
い
ひ
さ
し
。
〔
後
漢
書
、
宦
者
、
侯
覧

兜
人
と
戦
ひ
‘
斬
獲
す
る
所
多
き
も
、
援
兵
至
ら
ず
‘
博
〕
石
梓
雙
闘
、
高
庶
百
尺
。
〔
曹
植
、
間
居
賦
〕
入
1

一虚

流
矢
に
中
つ
て
死
す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
二
〕
．
〔
宋
史
廊
之
間
館
盃
竺
生
風
之
高
應
↓

新

編

‘

一

百

二

十

〕

。

【

高

風

】

814

謗
〇
す
ぐ
れ
て
高
い
み
さ
を
。
高
尚
な
風

【
高
府
】
806

カ
‘
ゥ
楚
の
國
都
の
府
庫
の
名
。
〔
史
記
、
楚
世
格
。
け
だ
か
い
様
子
。
〔
後
漢
書
、
渇
術
博
下
〕
懇
,
,
名
賢

家
〕
置
―
―
之
高
府
ぶ
5

レ
拭
レ
之
。
〔
注
〕
買
遠
日
、
高
府
、
府
之
高
風
↓
〔
夏
侯
湛
、
東
方
朔
豊
賛
序
〕
視
1

一
先
生
之
縣

名
‘
杜
預
日
、
楚
別
府
。
〔
史
記
‘
伍
子
脅
博
〕
王
如
,
,
高
邑
涵
竺
先
生
之
高
風
↓
●
高
い
慮
に
吹
く
風
。
〔
曹
植
、

應
〔
注
〕
索
隠
日
、
杜
預
云
、
楚
之
別
府
也
。
仙
人
篇
〕
飛
騰
躁
―
―
景
雲
一
高
風
吹
1

一
我
謳
↓

【
高
附
】
807

”
ゥ
漢
代
、
西
域
の
國
名
。
喀
布
爾
。
即
ち
【
高
諷
】
815

謗
宋
の
人
。
自
ら
太
尉
絣
の
後
と
い
ふ
。
前

今
の
阿
富
汗
王
國
を
い
ふ
。
魏
書
に
閻
浮
謁
國
、
唐
蜀
の
時
‘
雨
川
に
客
と
な
る
。
久
し
く
官
を
求
め
て
得

書
に
却
國
、
西
域
記
に
淫
薄
健
國
‘
慈
恩
寺
傭
に
怯
ず
。
後
、
後
蜀
に
仕
へ
て
顕
官
と
な
る
。
廣
政
の
末
、

）
薄
健
國
と
あ
る
は
皆
こ
れ
で
あ
る
。
〔
漢
書
、
西
域
上
、
孟
利
に
随
つ
て
宋
に
降
り
、
太
府
卿
に
任
ぜ
ら
る
。
〔
十

27

大
月
氏
國
偉
〕
五
日
1
1

裔
附
絹
侯
五
空
高
附
城
↓
〔
後
漢
國
春
秋
〕
。

~
書
、
西
域
、
高
附
國
博
〕
高
附
國
在
1一
大
月
氏
西
南
盃
か
大
【
高
扮
】

8
1
6
焚
〇
清
、
柘
城
の
人
。
字
は
荊
襄
。
官
は
康

8
 

13

國
也
。
〔
唐
書
、
地
理
志
七
下
〕
西
域
府
十
六
、
高
附
都
煕
中
、
御
史
。
儲
を
建
つ
る
を
請
う
て
摘
戌
さ
れ
‘
殖
正

3
 
45

督
府
、
以
↓
唇
骨
咄
施
沃
沙
城
一
置
。
中
、
繹
さ
れ
て
還
る
。
著
に
出
塞
集
が
あ
る
。
●
清
、
平

【
高
白
阜
】
808

”
’
ゥ
●
た
か
い
を
か
。
高
岡
。
〔
宋
史
、
韓
世
忠
湖
の
人
。
字
は
晉
原
。
花
丼
に
巧
。
〔
墨
香
居
壷
識
、
二
〕
。

一
博
〕
世
忠
躍
属
息
敵
‘
廻
旋
如
レ
飛
‘
敵
分
―
―
二
隊
盃
諏
,
,

【
高
芥
】
817

焚
た
か
い
か
を
り
。
〔
晉
書
、
都
黎
傭
賛
〕

2

高
阜
↓
●
清
、
杭
の
人
。
字
は
康
生
。
善
く
水
仙
を
董
く
。
道
徽
忠
勁
、
高
芥
遠
映
。

゜
8

弟
本
と
同
じ
く
高
士
と
稽
せ
ら
る
。
〔
清
壷
家
詩
史
、
甲
、
【
高
墳
】
818

努
は
か
。
高
大
な
は
か
。
墳
墓
゜
〔
顔
延
之
、

13

下
〕
．
〔
國
朝
書
壷
家
筆
録
、
二
〕
・
〔
國
朝
壷
識
、
四
〕
。
還
至
―
―
梁
城
一
作
詩
〕
木
石
扁
―
―
幽
闊
一
黍
苗
延
,
,
高
墳
↓

53

【
高
埠
】
809

”
ヴ
生
高
い
所
。
〔
宋
史
、
博
求
傭
〕
労
有
,
,
高
〔
掏
潜
‘
擬
挽
歌
酔
〕
四
面
無
入
居
云
高
墳
正
礁
嵯
゜
〔
貞

雙
夷
レ
之
得
レ
土
‘
載
以
,
,
回
舟
本
有
ー
ー
エ
費
殆
半
→
観
政
要
、
倹
約
〕
以
n厚
葬
1為
1一
奉
終
百
竺
高
墳
〖
〖
―
―
行

4
 

|

_

 

高

部

高

孝↓

【
高
奮
】
819

努
高
く
ふ
る
ひ
た
つ
。
〔
墨
子
‘
裸
守
〕
養
レ

勇
高
奮
、
民
心
百
倍
。
〔
戴
良
‘
哭
謁
秘
監
詩
〕
離
鴨

期
嵩
奮
云
騨
瑚
且
遠
巡
゜

【
高
文
】
820

努
●
見
識
の
た
か
い
ぶ
ん
し
や
う
。
高
尚

な
論
文
。
大
文
章
。
〔
江
滝
、
雑
骰
‘
魏
文
帝
遊
宴
詩
〕
高

文
一
何
綺
、
小
儒
安
足
レ
為
。
〔
韓
維
‘
和
1

一
平
甫
1

詩
〕
高

文
大
論
日
傾
吐
‘
響
快
有
レ
類
鐘
應
レ
撞
。
●
文
官
高
等

試
瞼
の
略
。
高
等
試
瞼
(
7
2
7
)
を
見
よ
。

〖
高
文
典
冊
〗82

1
焚
ぢ
赦
命
に
よ
つ
て
作
っ
た
貴
重

な
文
書
。
詔
勅
法
令
の
類
。
〔
西
京
雑
記
、
三
〕
揚
子
雲

日
、
軍
旅
之
際
、
戎
馬
之
間
、
飛
書
馳
檄
、
用
1

一
枚
皐
云
閲

廟
之
下
、
朝
廷
之
中
、
高
文
典
冊
、
用
,
,
相
如
↓

【
高
聞
】
822

焚
他
人
が
聞
く
こ
と
の
敬
稽
。
〔
王
勃
、
興
―
―

契
芯
将
軍
書
〕
但
恐
位
卑
―
―
先
逹
ギ
4
非
土
絡
卒
云
虚
承
t

一

厚
時
云
'
5

副
1

一
高
聞
↓

【
高
平
】
823

袴
〇
た
か
く
平
ら
か
。
〔
爾
雅
‘
繹
地
〕
廣

平
日
レ
原
。
高
平
日
レ
陸
。
●
陵
の
名
。
④
三
國
魏
、
明
帝
の

陵
。
河
南
省
孟
津
縣
の
東
南
。
藷
河
清
城
の
界
。
〔
魏
志
、

明
帝
紀
〕
（
景
初
）
三
年
春
正
月
癸
丑
‘
葬
,
,
高
平
陵
↓
〔
魏

志
、
三
少
帝
‘
齊
王
芳
紀
〕
嘉
平
元
年
春
正
月
甲
午
、
車
駕

雙
高
平
陵
↓
〔
注
〕
孫
盛
魏
世
籍
曰
、
高
平
陵
在
,
,
洛
水
南

大
石
山
玉
＃
洛
城
一
九
十
里
。
〔
河
南
通
志
〕
明
帝
陵
在
1

一

孟
津
縣
東
南
藷
河
消
城
界
↓
＠
晉
‘
簡
文
帝
の
陵
。
江
蘇

省
江
寧
縣
゜
〔
晉
書
、
孝
武
帝
紀
〕
咸
安
二
年
冬
十
月
丁

卯
‘
葬
簡
文
皇
帝
於
高
平
陵
↓
〔
江
寧
府
志
〕
高
平
陵
在
ニ

鍾
山
↓
〇
郡
名
。
④
南
朝
宋
、
置
く
。
山
東
省
郁
縣
の

西
南
。
◎
雨
齊
、
置
く
。
江
蘇
省
淮
陰
縣
の
地
。
◎
南

朝
梁
、
置
く
。
安
徽
省
肝
胎
縣
の
西
北
。
＠
北
周
、
置

く
。
山
西
省
晉
城
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘

澤
州
〕
高
都
城
、
戦
國
時
魏
地
、
秦
荘
王
三
年
、
蒙
驚

抜
二
魏
高
都
云
漢
置
嵩
都
縣
盃
屡
―
―
上
黛
郡
三
云
云
、
後
周

為
1

一
高
平
郡
治
↓
命
後
魏
、
置
く
。
河
南
省
商
城
縣
の

東。

8
北
齊
、
置
く
。
山
東
省
清
寧
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
山
東
‘
尭
州
府
、
清
寧
州
〕
任
城
畷
縣
、
今
州
治
、
云

云
、
後
魏
復
置
―
―
任
城
郡
云
高
齊
改
置
,
,
高
平
郡
訟
炉
此
。

R
後
魏
、
置
く
。
甘
庸
省
固
原
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

陳
西
、
平
涼
府
〕
鎮
原
縣
、
漢
置
高
平
縣
面
雰
安
定
郡

堕
後
漢
属
一
安
定
郡
云
百
畷
、
後
魏
太
延
二
年
、
置
,
,
高

平
鎮
二
正
光
五
年
‘
改
置
,
,
原
州
互
叶
置
,
,
高
平
郡
及
縣
一

治,,
高
平
面
西
魏
又
改
レ
郡
為
,
,
太
平
郡
盃
而
改
レ
縣
日
1

一平

高
縣
五
隋
初
郡
畷
‘
縣
伯
為
,
,
原
州
治
ア
太
業
初
、
改
置
―
―

平
涼
郡
盃
唐
復
為
―
―
原
州
ガ
又
改
レ
縣
日
ー
一
高
平
辛
＾
賓
初
、

日
―
―
平
涼
郡
云
乾
元
初
‘
復
日
―
―
原
州
盃
廣
徳
初
‘
復
為
,
,
吐

蕃
所
＂
陥
、
遂
棄
＂
州
不
レ
守
、
大
中
三
年
、
吐
蕃
衰
乱
、

原
州
始
来
欝
、
復
置
,
,
州
於
此
↓
●
縣
名
。
④
漢
の
侯

國
。
安
徽
省
llf胎
縣
の
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
臨
淮

郡
、
縣
二
十
九
、
高
平
。
＠
漢
、
置
く
。
甘
庸
省
固
原
縣
。

〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
安
定
郡
‘
縣
二
十
一
、
高
平
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
険
西
‘
平
涼
府
、
鎮
原
縣
〕
高
平
城
、
在
ニ

縣
西
二
里
玉
漢
置
,
,
縣
於
此
↓
●
の
R
を
見
よ
。
《
葎
函
{
、

侯
國
を
置
く
。
山
東
省
郡
縣
の
西
南
。

G
)三
國
呉
‘
置

く
。
湖
南
省
新
化
縣
の
西
南
の
永
寧
郷
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
湖
廣
‘
賓
慶
府
、
新
化
縣
〕
新
化
董
城
、
又
高
平
畷

縣
、
在
,
,
縣
南
百
里
亘
國
呉
霊
縣
属
郡
陵
郡
一
晉
以

後
因
レ
之
‘
隋
省
入
.
,
~

陽
縣
一
今
石
獅
里
、
是
其
地
。
R

南
朝
の
宋
、
置
く
。
江
蘇
省
の
境
。

8
後
魏
‘
置
く
。
河
南

省
漬
川
縣
の
境
。

e後
魏
‘
置
く
。
山
西
省
晉
城
縣
の

北
。
五
代
周
の
世
宗
が
北
漢
の
兵
を
敗
っ
た
地
。
〔
清
史

稿
、
地
理
志
〕
山
西
‘
澤
州
府
、
縣
五
、
高
平
。
R
東
魏
‘
置

く
。
安
徽
省
llf胎
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘

鳳
陽
府
、
洒
州
〕
徐
城
畷
縣
、
州
西
北
五
十
里
‘
云
云
、
東

魏
改
為
1

一
高
平
縣
な
江
四
高
平
郡
治
↓

〖
高
平
苑
]
竺
窃
？
苑
の
名
。
一
脇
建
省
牌
築
縣
の
南
。

〔
太
平
賽
宇
記
〕
苑
為
,
,
東
越
王
校
撒
之
所
ェ
＾
夫
将
軍

校
撒
、
謂
1

一
之
大
校
百
六
士
校
撒
、
謂
二
之
小
校
五
故
牌
築

有
天
校
小
校
二
村
一
後
漢
時
此
邑
為
―
―
建
安
縣
之
校

郷
盃
即
取
―
―
此
義
↓

〖
高
平
侯
冨
謗
？
封
琥
。
●
漢
、
魏
相(
1
2
_
4
器
7

2
:
 73
)

の
●
の
封
琥
。
●
後
魏
、
元
世
偶
(
1
-
1
3
4
0

:
6
 

8
8
)

の
封
琥
。

〖
高
平
水
]
8
2
6

袴
？
川
の
名
。

O
湖
南
省
賓
慶
縣
の
西

北
。
〔
水
経
、
資
水
注
〕
渓
水
東
得
1

一
高
平
水
口
石
水
出
―
―
武

陵
郡
玩
陵
縣
首
望
山
西
南
溢
竺
高
平
縣
南
ゴ
又
東
入
,
,

郡
陵
縣
界
二
南
入
1

一
子
郡
水
↓
●
源
は
甘
粛
省
固
原
縣

の
南
開
城
嶺
。
黄
河
に
注
ぐ
。
別
名
、
蔚
茄
水
・
萌
直
河
。

清
水
河
の
こ
と
。
〔
十
六
國
春
秋
〕
乞
伏
國
仁
五
世
有
1

一

ー

祐
鄭
者
云
晉
泰
始
初
‘
率
,
,
戸
五
萬
―
遷
居
-
1

高
平
川
↓

〖
高
平
調]
5誇
？
曲
調
の
名
。
一
名
、
南
呂
調
°
燕
築
2
1

材
臀
七
調
の
第
三
運
。
〔
築
府
雑
録
〕
平
瞥
羽
七
調
、
第
三

13
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運
裔
平
調
。
〔
宋
史
‘
律
暦
志
四
〕
姑
洗
羽
総
嵩
平
調
↓

〔
補
筆
談
〕
姑
洗
羽
今
為
―
―
高
平
調
五
殺
臀
用
二
字
↓
〔
姜

白
石
集
〕
高
平
調
林
鐘
羽
。
〔
燕
栗
考
原
〕
七
利
之
第
三

運
飢
琵
琶
四
弦
之
第
五
臀
‘
云
云
、
南
宋
燕
架
七
羽
一

均
‘
亦
用
没
鐘
以
下
七
律
正
此
調
犀
第
五
「
裳
林
鐘
之

位
故
白
石
集
以
孟
向
平
調
盃
竺
林
鐘
朽
一
也
‘
云
云
、
元

人
北
曲
商
調
中
有
嵩
平
殺
交
有
高
平
隋
調
殺
一
則
高

平
調
、
元
以
後
併
入
―
-
＿
商
調
玉
大
。

〖
高
平
第
一
城
〗8

2
8
”
”
ぃ
バ
．

4ヤ
•
ウ
城
の
名
。
甘
粛
省
固
原

縣
の
治
。
漢
の
光
武
帝
‘
陳
難
を
伐
つ
時
、
軍
を
進
め
て

此
慮
に
至
る
。
〔
後
漢
書
、
賓
融
傭
〕
車
駕
西
征
面
唸
雙
融

李
一
五
郡
太
守
及
先
虜
小
目
氏
等
直
ハ
ー
ー
大
軍
1

會
ー
一
高
平

第
一
↓
〔
後
漢
書
‘
郡
國
志
五
〕
安
定
郡
、
云
云
、
高
平
有
―
―

第
一
城
↓

【
高
陛
】
829

袴
高
い
き
ざ
は
し
。
〔
顔
延
之
‘
應
レ
詔
溢
ざ

曲
水
作
詩
〕
嶼
1

一
帷
蘭
旬
盃
翌
流
高
陛
一

【
高
棟
】
830

唸
明
の
人
。
裔
廷
橙
(
1
2
8
1
)

を
見
よ
。

【
高
幌
]831

濡
山
名
。
高
標
の
⑩
に
同
じ
。
〔
方
輿
勝
覧
〕

高
標
山
一
巖
高
望
、
乃
府
之
主
山
也
、
弱
然
高
峙
‘
萬
象

在
レ
前
。

【
高
標
】
832

席
〇
た
か
く
ぬ
き
で
る
。
輯
じ
て
‘
人
品
の

高
い
こ
と
。
〔
杜
甫
、
同
1
1

諸
公
五
竺
慈
恩
寺
塔
―
詩
〕
高

標
跨
1

一
蒼
天
一
烈
風
無
ー
一
時
休
↓
〔
藷
唐
書
、
外
戚
‘
武
依
緒

博
〕
高
標
峻
尚
‘
雅
操
孤
貞
゜
●
高
い
木
の
枝
゜
〔
左
思
‘
蜀

都
賦
〕
毅
和
瑕
,
,
道
於
峻
岐
五
陽
鳥
廻
二
翼
乎
高
標
↓
〔
注
〕

清
日
、
高
標
、
高
枝
也
。
参
遊
戯
に
用
ひ
る
竿
゜
〔
事
物
異

名
録
‘
玩
戯
、
高
竿
〕
高
標
‘
山
堂
律
考
‘
亦
即
上
高
竿
也
、

見
張
平
子
賦
二
暉
山
名
。
四
川
省
栗
山
縣
の
西
半
里
。

〔
李
白
‘
蜀
道
難
〕
上
有
二
六
龍
廻
レ

B
之
高
標
一
下
有
正
曰

波
逆
折
之
回
川
↓
〔
注
〕
士
賛
日
、
高
標
山
一
名
高
望
‘
乃

嘉
定
府
之
主
山
、
蒻
然
高
峙
‘
萬
象
在
レ
前
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
四
川
、
嘉
定
州
〕
高
標
山
、
州
治
西
半
里
‘
一
名
高

望
山
‘
我
然
高
峙
‘
萬
象
在
レ
前
‘
藷
有
↓
1

層
棲
江
山
↓
〇

k
a
o
'
p
i
a
o
'

試
瞼
成
績
の
優
等
な
こ
と
。

【
高
廟
】
833

芯
高
祖
の
お
た
ま
や
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通
偉
〕

高
寝
衣
冠
‘
月
出
1

漉
高
廟
「
高
廟
漢
太
祖
。
〔
漢
書
、

患
帝
紀
〕
令
＝
一
郡
諸
侯
王
立
高
廟
↓

【
高
壁
】

8
3
4
S
O壁
を
高
く
す
る
。
〔
魏
志
‘
陳
泰
傭
〕

泰
曰
‘
姜
維
提
―
―
軽
兵
一
深
入
、
正
欲
下
卑
ハ
レ
我
争
―
―
鋒
原

野
玉
か
一
戦
之
利
学
土
経
営
公
炉
壁
深
レ
晃
、
挫
―
―
其
鋭

氣
↓
〇
高
い
か
べ
。
〔
杜
甫
、
石
櫃
閣
詩
〕
石
櫃
曾
波
上
、
【
高
誤
】
841

呟
す
ぐ
れ
た
は
か
り
ご
と
。
高
猷
゜
淵
誤
。

臨

レ

虚

蕩

二

麻

壁

一

〔

晉

書

、

王

導

傭

〕

思

憑

,

,

高
誤
討
溢
竺
遠
猷
↓
〔
梁
書
、

〖
高
壁
嶺
〗8

3
5
翌
キ
山
名
。
山
西
省
震
石
縣
の
東
南
。
王
僧
儒
傭
〕
奇
オ
絶
學
、
雄
略
高
膜
。

一
名
、
韓
信
嶺
゜
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
宣
帝
‘
太
建
八
【
古
向
朋
】
842

誘
け
だ
か
い
と
も
。
良
い
友
。
〔
王
勃
‘
膝

年
）
高
阿
那
肱
所
レ
部
兵
尚
一
萬
‘
守
一
高
壁
↓
〔
注
〕
宋
白
王
閣
詩
序
〕
十
旬
休
暇
、
勝
友
如
レ
雲
、
千
里
逢
迎
、
高
朋

曰
‘
震
石
縣
東
南
有
l

一
高
壁
嶺
．
雀
鼠
谷
・
沿
水
闘
匡
白
扮
渦
レ
座
。

西

瞼

固

之

所

。

【

高

峯

】

843

誘
●
高
い
み
ね
。
〔
謝
蚕
運
‘
田
南
樹
レ
園

【
高
篇
叩
】
姻
焚
す
ぐ
れ
た
詩
文
。
雄
篇
゜
〔
韓
維
、
覧
一
激
レ
流
植
レ
援
詩
〕
靡
迪
趨
―
―
下
田
↓
追
遁
嗽
1

一
高
峯
↓
〔
陶

梅
聖
徹
詩
編
一
詩
〕
高
篇
隈
―
盃
閤
、
遠
思
殊
未
レ
終
。
弘
景
‘
卑
ハ
1
1

謝
中
書
一
書
〕
山
川
之
美
、
古
来
共
レ
談
、
高
峯

【
高
弁
】
837

努
宋
、
雷
澤
の
人
。
字
は
公
儀
。
弱
冠
に
入
レ
雲
、
清
流
見
レ
底
゜
〔
庚
信
‘
秦
州
天
水
郡
変
積
崖
佛

し
て
神
放
に
従
つ
て
終
南
山
に
學
ぴ
、
又
古
文
を
柳
開
寵
銘
序
〕
高
峯
尋
釜
さ
‘
深
谷
無
レ
量
。

0
山
名
。
貴
州
省
平

に
受
く
。
至
道
中
の
進
士
。
侍
御
史
に
累
官
す
。
玉
清
昭
墳
縣
の
東
。
〔
責
州
通
志
〕
僧
自
然
有
二
道
行
ぶ
ぎ
錫
絃

應
宮
を
修
む
る
を
諫
め
‘
廣
清
軍
知
に
左
遷
さ
る
。
性
山
涵
《
,
,
其
峯
裔
雲
秀
、
樹
密
泉
香
五
棲
↓
、
息
於
此
盆
丁
植
―
―

孝
友
、
文
章
は
六
経
・
孟
子
を
祗
と
す
。
著
に
帝
RlJ
―
二
柏
樹
敷
千
云
鬱
原
妙
祠
師
の
琥
。
講
は
天
目
。
雲
巖
欽
に

篇
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
亘
二
十
二
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
北
澗
に
参
し
て
法
を
得
。
元
の
世
祗
至
元
已
卯
、
天
目

九

十

〕

・

〔

宋

元

學

案

、

六

〕

。

の

西

峯

に

上

り

‘

張

公

洞

に

入

り

、

死

隅

と

題

し

て

戸

[
嵩
高
柄
】
838

焚
高
い
所
か
ら
み
る
。
世
に
傲
っ
た
さ
ま
を
出
で
ざ
る
こ
と
十
五
年
。
學
徒
の
参
請
‘
虚
日
な
し
。

の
喩
゜
〔
左
思
‘
詠
史
詩
〕
高
柄
逮
,
,
四
海
玉
豪
右
何
足
レ
陳
。
高
峯
繹
師
語
録
‘
盛
に
世
に
行
は
る
。
〔
績
稽
古
略
〕
。
働

[
高
駅
】
839

努
唐
の
人
。
崇
文
の
孫
。
字
は
千
里
。
朱
叔
宋
、
磨
剛
(
4
-
9
4
6
4
:
 6
)

の
琥
゜

明
に
事
へ
て
司
馬
を
授
け
ら
る
。
―
一
鵬
有
り
、
並
飛
す
。
〖
古
向
峯
．
録
〗

8
4
4
焚
戌
’
書
名
。
一
巻
。
宋
‘
組
碓
編
。
〔
績

駅
曰
く
‘
我
且
に
貴
な
ら
ん
と
す
‘
営
に
之
に
中
つ
べ
し
蔵
〕
。

と
。
一
猜
し
て
二
鴫
を
貫
く
。
衆
大
い
に
驚
き
、
落
鴫
侍
〖
古
向
峯
．
文
~
来
〗
曲
焚
袋
書
名
。
十
二
巻
。
宋
、
喝
剛

御
と
琥
す
。
尋
い
で
安
南
を
攻
抜
し
、
倍
宗
の
時
、
天
撰
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

平
・
剣
南
・
鎮
海
・
淮
南
節
度
使
を
歴
任
。
黄
巣
が
廣
州
【
高
捧
]846

誘
た
か
く
さ
さ
げ
も
つ
。
〔
羅
軋
‘
比
.
,
紅

を
陥
れ
る
や
‘
駈
‘
天
下
に
檄
し
て
兵
を
召
し
‘
共
に
賊
兒
―
詩
〕
五
雲
高
捧
紫
金
堂
、
花
下
投
レ
壺
侍
1

一
玉
皇
↓

を
討
ち
、
威
一
時
に
震
ふ
。
天
子
椅
つ
て
以
て
重
ん
ず
。
【
高
棚
】
847

謗
た
か
い
や
ぐ
ら
。
〔
隋
書
、
柳
戎
博
〕
高

會
t
嬰
将
の
呂
用
之
を
信
じ
‘
疾
に
託
し
て
出
で
ず
。
棚
跨
レ
路
‘
廣
幕
陵
な
―
K

゜
〔
趙
抹
、
次
t

一
韻
江
絨
都
官
涼

帝
‘
絣
に
出
兵
の
意
無
ぎ
を
知
り
、
王
鐸
を
以
て
之
に
代
軒
五
巴
高
棚
立
―
―
西
軒
「
密
葉
覆
―
―
其
上
↓

ヘ
‘
絣
に
侍
中
を
加
へ
‘
渤
海
郡
王
に
封
ず
。
耕
‘
兵
柄
利
【
高
鳳
]848

誘
〇
美
し
い
鳳
凰
。
〔
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕

櫂
を
失
し
、
即
ち
上
書
し
て
言
ふ
も
護
言
不
恭
、
部
下
椅
梧
傾
1

一
高
鳳
一
寒
谷
待
,
,
鳴
律
↓
〔
杜
甫
、
贈
―
―
翰
林
張

多
く
叛
去
す
。
鬱
鬱
無
聯
‘
乃
ち
篤
く
神
仙
を
求
む
。
光
四
學
士
一
詩
〕
無
,
,
,
~
M
i
,
,

高
鳳
一
空
餘
泣
―
―
血
委
悠
烹
〔
許

啓
中
、
畢
師
鐸
に
殺
さ
れ
、
古
鮭
に
衰
み
子
弟
七
人
と
渾
‘
洛
中
浦
眺
胎
―
―
同
志
1

詩
〕
棲
勢
排
舌
向
鳳
涵
橋
形
架
1

一

共
に
炊
に
埋
め
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
百
二
十
四
下
〕
・
〔
藷
断
虹
↓

0
後
漢
、
葉
の
人
。
字
は
文
通
。
少
よ
り
學
に
耽

唐

書

、

一

百

八

十

二

〕

。

る

。

そ

の

家

‘

農

を

業

と

す

。

妻

嘗

て

田

に

行

ぎ

‘

萎

を

【
高
歩
】
840

呟
足
高
く
歩
む
。
世
俗
か
ら
か
け
は
な
れ
庭
に
曝
し
‘
鳳
に
託
し
鶏
よ
り
護
ら
し
む
。
時
に
雨
ふ

て
歩
む
。
〔
左
思
‘
詠
史
詩
〕
被
レ
褐
出
1

一
閻
闇
云
高
歩
追
1

一
許
る
も
‘
鳳
‘
竿
を
持
し
て
誦
経
し
‘
萎
の
潔
水
に
漂
さ
る

由
二
陸
機
、
答
―
―
買
長
淵
1

詩
〕
思
.
,
媚
皇
儲
芦
四
歩
承
る
を
知
ら
ず
。
妻
還
り
怪
み
問
ひ
‘
鳳
漸
く
悟
る
。
費
夜

華
二
晉
書
、
部
読
傭
論
〕
都
説
等
並
饂
―
―
債
州
里
石
哀
然
讀
書
し
て
息
ま
ず
‘
遂
に
名
儒
と
な
る
。
元
和
中
‘
西
唐

慮
召
‘
射
蒻
天
門
高
1

一
歩
雲
衛
釜
企
之
前
哲
盃
か
足
レ
山
中
に
教
授
し
‘
徴
辟
に
應
ぜ
ず
‘
隠
身
魚
釣
し
‘
家
に

楢

矢

。

終

る

。

〔

後

漢

書

‘

一

百

十

三

〕

。

'
,
 

〖
高
鳳
漂
袈
〗84

9
芯
心
パ
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
高
鳳

1
2
2
 
3
 

は
學
問
が
好
き
で
‘
嘗
て
乾
し
た
爽
の
番
を
し
な
が
ら

書
物
に
讀
み
耽
つ
て
‘
認
雨
に
変
が
洗
ひ
流
さ
れ
る
の
ー

も
氣
づ
か
な
か
っ
た
故
事
。
〔
後
漢
書
｀
逸
民
、
高
鳳
傭
〕

高
鳳
‘
字
文
通
、
南
陽
葉
人
也
‘
少
為
1

一
書
生
ぶ
杏
以
レ
農

為
レ
業
‘
而
専
レ
精
誦
讀
‘
畳
夜
不
レ
息
‘
妻
嘗
之
レ
田
‘
曝
1

一

変
於
庭
T
令
―
―
鳳
護
品
雉
、
時
天
暴
雨
‘
而
鳳
持
レ
竿
誦
レ

経
、
不
レ
覺
―
―
潔
水
流
p

爽
、
妻
還
怪
問
、
鳳
方
悟
レ
之
‘
其

後
遂
為
1

一
名
儒
↓

【
高
鵬
】
850

琴
明
‘
澄
州
の
人
。
正
徳
の
進
士
。
官
は
南

通
州
の
知
。
性
‘
廉
恨
。
覇
州
に
在
つ
て
櫂
瑞
の
横
紋

を
禁
じ
‘
貶
縞
さ
れ
て
寧
州
同
知
と
な
る
。
後
、
官
は

杭
州
通
判
に
至
る
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
八
十
〕
。

【
高
謀
】
851

競
す
ぐ
れ
た
は
か
り
ご
と
。
〔
後
漢
書
‘
鄭

孔
荀
博
賛
〕
直
轡
安
婦
、
高
謀
誰
佐
。

【
高
木
]852

焚
た
け
高
い
木
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
夫
鵠

先
識
1

一
歳
之
多
P

風
也
、
去
高
木
l

而
巣
―
―
扶
枝
↓
〔
張

協
、
雑
詩
〕
軽
風
饉
勁
草
涵
霜
辣
高
木
↓
〔
劉
淮
‘

塵
書
齋
詩
〕
古
向
木
宿
禽
衷
遠
嶽
工
古
原
残
雨
隔
董

城
『

〖
高
木
松
居
〗8

5
3
グ
芯
斗
ヨ
廣
島
の
人
。
名
は
忠
。
初
名

は
惟
藩
。
字
は
子
忠
。
通
梢
は
忠
次
郎
。
琥
は
松
居
。
坂

井
虎
山
・
篠
崎
小
竹
に
師
事
す
。
帷
を
郷
邑
に
下
し
て

教
授
す
。
明
治
十
三
年
七
月
二
十
―
二
日
歿
す
、
年
五
十

三
。
著
に
経
子
抄
録
・
左
氏
講
義
•
松
居
詩
文
集
が
あ

る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
鋒
、
漢
學
家
之
部
〕
。

〖
舷
高
木
望
西
方
―
〗

8
5
4
唸
心
尺
ば
勺
高
い
木
の

上
に
昇
つ
て
四
方
を
望
め
ば
、
一
時
は
愉
快
で
あ
る
が
、

や
が
て
大
風
が
吹
き
来
れ
ば
‘
墜
落
の
恐
れ
が
あ
る
。

功
が
無
く
て
大
利
あ
る
も
の
を
戒
め
た
語
。
〔
淮
南
子
、

人
間
訓
〕
無
レ
功
而
大
利
者
、
後
将
レ
為
レ
害
‘
讐
猶
T

縁――

高
本
而
望
中
四
方
上
也
、
雖
涵
盗
杢
哉
、
然
而
疾
風
至
‘

未
嘗
不
ヮ
恐
也
。

[
i

蘭
梵
]
魯
翌
け
だ
か
い
讀
経
の
こ
ゑ
。
〔
王
僧
襦
‘
懺

悔
證
レ
佛
文
〕
高
梵
宛
縛
‘
寧
止
云
炉
木
逼
p

雲。

【
吉
向
邁
]856

袴
た
か
く
す
ぐ
れ
る
。
超
邁
。
〔
晉
書
、
袈

楷
偶
〕
風
誹
高
邁
‘
容
儀
俊
爽
゜
〔
晉
書
、
列
女
、
王
凝
之

妻
謝
氏
博
〕
道
饂
風
韻
麻
邁
゜

【
高
痒
】
857

誇
高
く
し
げ
っ
た
草
。
〔
掏
潜
‘
庚
子
歳
五

月
中
従
レ
都
還
阻
-
―
風
於
規
林
一
詩
〕
高
芥
肋
無
レ
界
、
夏
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木
獨
森
疎
。

O
)

の
封
琥
。

【
高
末
]
8
5
8

岱

O
北
齊
の
末
年
、
子
供
が
縄
飛
び
を
す
〖
高
密
文
献
王
〕

8
6
4
焚
ぢ
牙

る
時
に
唱
へ
た
語
。
高
氏
の
滅
亡
を
識
し
た
も
の
と
：
2
8
6
)

の
封
誼
琥
。

い
ふ
。
〔
北
史
、
齊
下
、
齊
幼
主
紀
〕
遊
童
戯
者
、
好
雨
手
【
高
眠
】
865

焚
●
心
よ
く
ね
む
る
。
枕
を
高
く
し
て
ね

持
レ
縄
、
彿
レ
地
而
却
上
跳
‘
且
唱
曰
-
―
高
末
云
高
末
之
言
、
む
る
。
安
眠
。
〔
耽
津
、
春
日
題
土
田
登
竹
亭
―
詩
〕
閑
詠

蓋
高
氏
運
詐
之
末
也
。
●
茶
の
名
。
疎
菫
近
、
高
眠
遠
袖
微
゜
〔
鄭
谷
、
放
朝
偶
作
詩
〕
時
安

【
高
慢
】
859

努
高
ぷ
り
誇
る
。
じ
ま
ん
。
自
負
。
駿
慢
゜
逢
―
―
密
雪
ず
u
晏
得
1

一
高
眠
↓
●
閑
居
し
て
志
操
を
高
く

〔
婆
娑
論
〕
侍
レ
此
高
慢
。
〔
梁
簡
文
1帝
、
悔
1一
高
慢
士
〈
〕
持
し
て
ゐ
る
こ
と
。
高
臥
゜
〔
李
華
、
輿
1一
弟
苗
1
書
〕
未
レ

方
欲
如
型
除
七
慢
釜
5

＊
制
六
根
3

遇
-
l

趙
公
之
攀
面
馬
厩
高
眠
古
今
一
也
。

【1
高
味
】
860

拉
ヴ
す
ぐ
れ
た
お
も
む
き
。
〔
韓
偲
、
雨
詩
〕
【
高
霧
】
866

吟
た
か
い
と
こ
ろ
に
あ
る
霧
゜
〔
洛
陽
伽
藍

此
時
高
味
共
レ
誰
論
、
擁
レ
鼻
吟
レ
詩
空
仔
立
。
記
、
二
〕
下
―
―
天
津
之
高
霧
玉
納
江
償
海
之
遠
煙
↓

【
高
密
】
861

認
〇
た
か
く
お
く
ふ
か
い
。
〔
應
暖
、
輿
1
-

【
高
名
】
861

伶
●
高
い
名
警
。
又
、
盛
名
。
〔
韓
非
子
、
十

尚
書
諸
郎
一
書
〕
阻
巷
之
居
、
無
11

高
密
之
宇
一
壁
立
之
過
〕
而
滅
1

一
高
名
云
竺
天
下
笑
一
者
、
何
也
、
不
レ
用
1

一
管
仲
1

室
、
無
―
―
旬
朔
之
資
↓
●
郡
名
。

e涵
函
辛
木
‘
置
く
。
之
過
也
。
〔
漢
書
、
雨
襲
博
〕
楚
王
入
レ
朝
聞
―
―
含
高
名
面
聘
レ

山
東
省
膠
縣
の
西
南
。

6
複
魏
、
置
く
。
山
東
省
高
密
含
為
―
―
常
侍
↓
〔
後
漢
書
、
逸
民
、
巌
光
博
〕
少
有
ー
一
高
名
一

縣
の
西
南
。

C
後
魏
‘
置
く
。
山
東
省
諸
城
縣
゜
〔
讀
興
―
―
光
武
一
同
遊
學
゜

9顕
の
意
。
一
説
に
、
家
や
棲
閣

史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
青
州
府
〕
諸
城
縣
、
春
秋
時
、
魯
諸
な
ど
の
高
く
明
か
な
こ
と
。
名
は
明
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕

邑
、
漢
置
東
武
縣
三
g
―
瑣
邪
郡
ぢ
高
帝
封
1一
功
臣
郭
蒙
1

求
-1
高
名
之
麗
―
者
斬
レ
之
。
〔
疏
〕
麗
、
屋
棟
也
‘
亦
日
、
小

匿
侯
邑
五
後
漢
属
一
瑣
邪
國
一
晉
圏
二
城
陽
國
面
劉
宋
圏
―
―
船
也
、
高
明
榮
顕
也
。
〔
因
〕
高
明
即
高
明
之
家
、
麗
‘
屋

平
昌
郡
五
後
魏
層
―
―
高
密
郡
で
氷
安
二
年
‘
置
11
膠
州
立
空
棟
梁
也
。
9
k
a
o
1

m
i
n
g
2
④
名
高
い
。
＠
御
高
名
。

東
武
縣
盃
か
為
1

一
高
密
郡
治
↓
〇
縣
名
。
秦
、
置
く
。
山
【
高
明
】

8
6
8
g
oた
か
く
あ
き
ら
か
。
〔
中
庸
〕
高
明
所
1
-

東
省
膠
縣
の
西
北
。
百
脈
湖
の
南
に
嘗
り
、
膠
清
鐵
道
以
覆
ヮ
物
也
。
〔
荘
子
、
天
運
〕
其
臀
揮
綽
‘
其
名
高
明
。
〔
班

の
沿
線
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
高
密
國
‘
縣
五
、
高
密
。
姥
好
、
自
悼
賦
〕
已
獨
享
―
―
令
高
明
云
,
.
,
生
民
令
極
休
↓

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
莱
州
府
、
膠
州
〕
高
密
縣
、
秦
〔
風
俗
通
‘
皇
覇
‘
五
帝
〕
発
者
高
也
‘
饒
也
、
言
1

一
其
隆
興
‘

為
11
高
密
縣
ヽ
8
-

―
齊
郡
涵
笠
初
陽
1一
齊
國
ぶ
全
m
十
六
年
‘
燦
柄
最
高
明
一
也
。
●
天
を
い
ふ
。
〔
書
、
洪
範
〕
沈
潜
剛

分
―
―
齊
地

n直
―
―
膠
西
國
石
宣
帝
本
始
初
、
更
為
1

一
高
密
國
一
克
、
高
明
柔
克
。
〔
博
〕
高
明
謂
レ
天
。
●
位
が
高
く
、
櫂
勢

皆
治
1一
高
密
縣
五
後
漢
建
武
中
、
封

1
1部
馬
〖
竺
侯
邑
盃
改
あ
る
人
。
〔
書
、
洪
範
〕
無
下
虐
―
―
榮
獨
一
而
畏
中
高
明
只
禁

属
―
北
海
國
一
晉
属
1

城
陽
郡
一
惑
帝
復
置
嵩
密
郡
面
劉
博
〕
高
明
、
有
位
之
尊
顕
者
也
。
〔
疏
〕
高
明
興
二
榮
獨
1

相

宋
俯
属
1

高
密
郡
五
後
魏
因
レ
之
‘
隋
闇
―
―
密
州
了
大
業
末
射
、
非
レ
謂
11

オ
高
ぶ
知
―
―
寵
貴
之
人
、
位
望
高
1

也
。
●
人

吸
唐
復
置
‘
伯
闊
11

密
州
本
木
因
レ
之
、
元
闇
-
1

膠
州
↓
〔
清
の
徳
性
學
業
の
た
か
く
あ
か
る
い
こ
と
。
〔
左
氏
、
文
、

史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
‘
膠
州
直
隷
州
、
高
密
。
●
後
漢
の
五
〕
高
明
柔
克
゜
〔
疏
〕
高
明
‘
謂
11

人
性
之
高
充
明
爽
一
也
。

鄭
玄
を
い
ふ
。
高
密
の
人
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
國
朝
漢
〔
董
仲
舒
、
元
光
元
年
學
11

賢
良
1

封
策
〕
尊
二
其
所
＂
聞
則

學
師
承
記
、
錢
大
研
〕
以1一
漢
儒
—
擬
レ
之
、
在
1一
高
密
之
高
明
芙
。

0
高
く
あ
か
る
い
邸
宅
。
富
貴
の
家
。
〔
揚
雄
、

下

↓

解

嘲

〕

高

明

之

家

、

鬼

敵

―

―

其

室

↓

〇

高

明

の

場

所

。

た

か

〖
高
密
侯
冨
謗
；
〇
傘
の
異
名
。
〔
春
明
退
朝
録
〕
ど
の
。
棲
畳
゜
〔
證
‘
月
令
〕
（
仲
夏
之
月
）
可
●
ー
以
居

-
l高明
一

江
南
周
則
、
少
賤
‘
以
レ
造
―
―
雨
傘
云
『
と
業
、
後
戚
連
―
―
椒
可
1

和
以
遠
―
―
眺
望
一
可
わ
以
升
二
山
陵
↓
可
和
以
慮
二
畳
樹
↓

閻
云
後
主
戯
レ
之
日
、
非
11

我
用
レ
卿
而
富
貴
五
り
高
密
侯
〔
孫
希
旦
集
解
〕
鄭
氏
曰
、
高
明
‘
謂
11

棲
観
1

也
、
方
氏
葱

提
機
而
起
レ
家
也
。
●
後
漢
、
郵
馬

(11
|

3

器
3
0
:
 
11)

日
‘
登
n
高
明
一
乃
可
レ
遠
11
眺
望
m

山
陵
、
自
然
高
明
之
所
、

の

封

琥

。

壼

樹

、

人

為

1

一
高
明
一
之
所
。
●
人
に
酎
す
る
敬
稽
。
あ
な

〖
高
密
郡
王]
8
6
3

焚
窮
唐
‘
朱
希
彩

(
6
-
1
4
4
2
4

:
 7
0

た
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
博
〕
高
明
祗
父
、
嘗
興
レ
僕
有
11
恩
藷
1

|

_

 

高

部

高

晉
、
司
馬
泰
(
2
-
3
誤
7

乎
゜
〔
稽
謂
録
、
尊
稽
、
高
明
〕
書
叙
指
南
‘
孔
融
没
―
―
呼
【
高
冥
】
874

袴
●
高
く
て
お
く
ぶ
か
い
。
〔
後
漢
書
‘
禁

人
一
日

1
1高
明
~
●
山
名
。
④
浙
江
省
天
台
縣
の
天
台
山
。
邑
傭
〕
沈
精
重
淵
‘
抗
志
高
冥
。
●
天
を
い
ふ
。
〔
陸

智
者
大
師
‘
此
慮
に
塔
を
建
つ
。
今
、
高
明
寺
と
い
ふ
。
智
機
、
齊
謳
行
〕
洪
川
控
1

一
河
清
砿
示
山
入
11

高
冥
↓
〔
孟
郊
、

者
大
師
の
幽
埃
道
場
。
＠
湖
南
省
正
江
縣
の
東
。
〔
方
輿
生
生
亭
詩
〕
褒
褒
立
―
―
平
地
五
稜
稜
浮
1

一
高
冥
↓

紀
要
〕
高
峻
為
―
―
諸
山
之
冠
て
上
有
レ
池
水
極
清
冽
‘
板
門
【
高
鳴
】
875

伐
●
高
い
臀
で
鳴
く
。
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
‘

埃
之
源
也
。
●
縣
名
。
明
、
置
く
。
廣
東
省
番
異
縣
の
西
七
十
九
〕
高
鳴
徹
二
九
州
五
延
』
頸
望
―
―
八
荒
↓
●
元
、
虞

南
。
縣
城
は
西
江
の
支
流
清
江
の
北
岸
に
瀕
す
。
〔
讀
史
定
の
人
。
字
は
雄
飛
。
少
よ
り
文
學
を
以
て
有
名
。
諸

方
輿
紀
要
、
廣
東
‘
肇
慶
府
〕
高
明
縣
、
本
高
要
縣
地
、
明
王
旭
烈
冗
、
西
域
を
征
せ
ん
と
し
‘
其
の
賢
を
聞
き
‘
使

初
設
―
―
高
明
巡
司
於
此
一
正
統
末
、
山
寇
那
宗
遠
等
屠
者
を
し
て
召
さ
し
む
。
鳴
‘
西
征
二
十
餘
策
を
陳
じ
、

作
レI
L、
成
化
十
一
年
、
督
臣
呉
踪
等
請
品~
1
1
置
今
縣
一
即
ち
彰
徳
路
繕
管
に
推
薦
さ
る
。
世
祗
即
位
す
る
や
、

従
レ
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
‘
肇
慶
府
、
縣
九
、
高
詔
し
て
翰
林
學
士
と
為
し
‘
侍
御
史
に
歴
任
す
。
風
紀

明。

O
明
、
平
陽
の
人
。
字
は
則
誠
。
琥
は
柔
克
齋
。
元
‘
條
章
‘
其
の
裁
定
せ
る
も
の
多
し
。
後
、
官
は
種
部
尚
書

至
正
の
進
士
。
官
は
虞
州
録
事
。
太
祗
に
召
さ
れ
、
老
病
に
至
る
。
〔
元
史
‘
一
百
六
十
〕
。

を
以
て
酔
す
。
著
に
琵
琶
記
・
柔
克
齋
集
が
あ
る
。
琵
琶
【
高
妙
】
876

塙
●
高
く
す
ぐ
れ
て
ゐ
る
。
〔
漢
書
‘
渇
野

記
の
作
者
を
高
拭
と
な
す
は
誤
な
り
。
〔
明
史
‘
二
百
八
王
億
〕
朔
方
刺
史
薫
育
‘
奏
―
―
封
事
一
薦
111

言
野
王
行
能

十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
八
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
高
妙
↓
〔
説
苑
、
善
説
〕
身
材
高
妙
‘
適
遭
-
1

暴
乱
無
道
之

百
六
十
六
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
-
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
十
一
〕
．
〔
明
主
↓
〔
魏
文
帝
、
典
論
、
論
文
〕
孔
融
糧
氣
高
妙
、
有
1
1

過レ

詞
綜
、
一
〕
゜
●
明
‘
貴
埃
の
人
。
字
は
上
逹
゜
琥
は
五
宜
人
者
↓
●
す
ぐ
れ
て
た
く
み
。
〔
北
史
、
藝
術
下
‘
挑
僧

居
士
。
景
泰
の
進
士
。
官
は
御
史
。
敢
言
を
以
て
稽
せ
ら
垣
傭
〕
僧
垣
瞥
術
高
妙
、
為
溢
日
時
所
乙
推
。

れ
る
。
成
化
の
時
‘
南
京
右
餃
都
御
史
と
な
り
、
上
抗
の
【
高
玉
茂
】
877

培
た
か
く
し
げ
る
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕
林

盗
を
平
げ
て
功
あ
り
。
〔
明
史
‘
一
百
五
十
九
〕
．
〔
萬
斯
木
高
茂
‘
略
盛
―
―
冬
春
↓
〔
鄭
曼
季
、
答
―
―
陸
士
龍
鴛
驚
l

同
明
史
、
二
百
三
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
四
十
九
〕
・
詩
〕
芳
條
高
茂
‘
華
繁
垂
レ
陰
゜

〔
國
朝
猷
徴
録
‘
五
十
九
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
六
・
＋
【
高
沐
】
878

我
唐
‘
渤
海
の
人
。
貞
元
の
進
士
。
李
師
道

四
・
ニ
十
六
・
三
十
四
〕
゜
●
字
琥
。
④
隋
‘
拷
暉
(
1
0
ー

3
4

辟
し
て
判
官
と
為
す
。
師
道
叛
く
や
、
古
今
の
成
敗
を

B

7

:

 9
)

の
字
。
＠
唐
‘
李
承
乾
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
4
9
4
)

の
引
き
、
勧
説
し
て
容
れ
ら
れ
ず
‘
瀧
州
守
に
左
遷
さ
る
。

字

。

乃

ち

上

書

し

て

山

東

に

霙

海

の

饒

あ

り

、

其

の

地

を

得

〖
高
明
之
具
冨
冷
々
高
く
掛
え
て
眺
望
の
明
か
な
れ
ば
以
て
富
國
な
る
べ
き
を
誇
り
、
師
道
の
謀
を
暴
露

も
の
。
棲
畳
等
を
い
ふ
。
〔
柳
宗
元
、
零
陵
三
亭
記
〕
君
し
て
害
さ
る
。
師
道
平
ぐ
や
‘
吏
部
尚
書
を
追
贈
さ
る
。

子
必
有
孟
妍
息
之
物
、
高
明
之
具
↓
〔
唐
書
、
一
百
九
十
三
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
百
八
十
七
下
〕
。

〖
高
明
之
所]
8
7
0

戎
が5
ィ
元
、
朱
公
遷
(
6ー
1
4
4
2
4:
 7
6

【
高
門
】
879

焚

O
高
い
も
ん
。
〔
史
記
‘
孟
子
荀
卿
傭
〕
高

6
)

の

室

名

。

門

大

屋

尊

11

寵
之
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
高
門
鼎
貴
。
〔
王

〖
高
明
正
大
〗87
1袴
召
高
く
明
か
で
正
し
く
大
き
延
壽
‘
魯
璽
光
殿
賦
〕
高
門
擬
,
,

子
閻
闇
↓
〔
曹
植
、
美
女

い
。
正
大
高
明
(
6ー

1
6
2
5
5
:
 3
0
8
)
を

見

よ

。

篇

〕

青

棲

臨

1

一
大
路
士
高
門
結
二
重
開
↓
〔
李
白
‘
宴
11

陶
家

〖
高
明
婦
人
〗8

7
2玲”
ィ
賢
婦
を
い
ふ
。
〔
魏
書
‘
李
孝
亭
子
一
詩
〕
曲
巷
幽
人
宅
、
高
門
大
士
家
。
●
門
を
高
く

伯
博
喜
伯
妻
、
雀
顛
女
、
高
明
婦
人
、
生
こ
子
元
願
↓
す
る
。
〔
劉
峻
‘
辮
命
論
〕
且
子
公
高
レ
門
以
待
レ
封
。
●
富

〖
高
明
之
家
鬼
敵I

I其
室
―
〗8
7
3
"
＂
＂
パ
”
”
踪
ガ

7

鬼
紳
貴
の
家
。
責
顧
の
家
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
有
―
―
張
毅
者
一
高
門

は
常
に
富
責
の
家
を
伺
ひ
覗
る
。
鬼
紳
は
盈
て
る
も
縣
薄
‘
無
＞
不
レ
走
也
。
〔
疏
〕
高
門
、
富
貴
之
家
也
。
〔
魏

の
を
害
し
て
謙
す
る
も
の
に
縣
す
る
か
ら
い
ふ
。
〔
揚
志
、
賣
暇
偶
〕
男
女
嫁
癸
、
不
レ
結
11
高
門
↓
〔
宋
書
、
恩

3
 
ー2
 

雄
、
解
嘲
〕
高
明
之
家
、
鬼
廠
―
其
室
↓
〔
注
〕
善
日
、
李
奇
倖
偉
序
〕
劉
毅
所
レ
云
、
下
品
無
l

高
門
下
上
品
無
―
―
賤
族
一

日

‘

鬼

紳

害

レ

盈

而

蘊

レ

謙

。

者

也

。

〔

藷

唐

書

、

高

祗

紀

〕

鼎

族

高

門

、

元

功

世

冑

o
.
1
3

|
 

六
一
七



(45313・ ・880)一 (45313・・909) 

高

部

高
|

_

 

高
祗
(
5
5
9
)
を
い
ふ
。
〔
稽
謂
録
‘
嵩
祗
‘
古
向
門
〕
段
行
深
陽
縣
、
漢
塚
郡
高
陽
縣
地
、
後
漢
隔
―
―
河
間
國
盃
已
四
高

碑
‘
高
門
平
原
忠
武
王
孝
先
‘
按
、
高
門
‘
高
祗
也
。
＠
漢
陽
國
□
後
魏
為
え
晶
陽
郡
治
一
隋
郡
懸
、
開
皇
十
六
年
‘

の
宮
殿
の
名
。
〔
三
輔
黄
圏
、
三
‘
未
央
宮
〕
高
門
殿
、
漢
置
―
蒲
州
子
此
↑
大
業
初
、
州
誘
‘
縣
闊
―
―
河
間
郡
面
品
武

書
曰
‘
汲
雖
請
レ
見
高
門
ご
牛
曰
‘
未
央
宮
高
門
殿
也
。
徳
四
年
、
復
置
蒲
函
雰
貞
観
初
、
州
際
‘
縣
闊
―
―
温
州
ェ
宋

0
地
名
。
高
門
原
に
同
じ
。
〔
漢
書
、
司
馬
遷
傭
〕
皆
葬
ー
初
因
レ
之
、
至
道
三
年
、
改
属
ー
順
安
軍
ぶ
痴
寧
六
年
‘
顎

高
門
二
〔
注
〕
師
古
日
、
高
門
‘
地
名
、
在
二
夏
陽
西
北
盃
皿
為
レ
鎮
‘
十
年
復
レ
故
、
金
隔
―
―
安
州
一
元
因
レ
之
、
明
洪
武

東
去
,
,
華

池

ニ

ニ

里

。

中

‘

嘗

際

‘

尋

復

置

、

今

編

戸

十

四

里

。

〔

清

史

稿

、

地

理

〖
裔
門
原
〗8

8
0
焚
ぅ
地
名
。
快
西
省
韓
城
縣
の
西
南
。
志
〕
直
隷
、
保
定
府
、
縣
十
四
、
高
陽
゜
◎
南
朝
宋
、
置

〔
史
記
‘
太
史
公
自
序
〕
司
馬
断
云
云
葬
二
華
池
面
四
孫
昌
く
。
山
東
省
臨
溜
縣
の
西
北
。
＠
後
魏
、
置
く
。
河
南
省

皆
葬
一
高
門
↓
〔
水
経
、
河
水
注
〕
司
馬
遷
碑
文
云
、
高
門
華
葉
縣
の
北
。
⑮
後
魏
、
置
く
。
河
南
省
藷
南
陽
府
の
境
。

池
、
在
l

一
絃
夏
陽
一
今
高
門
東
去
1

一
華
池
ニ
ニ
里
。
〔
韓
城
縣

8
宋
の
京
兆
府
高
陵
縣
の
訛
。
R
闘
の
名
。
河
北
省
高

志
〕
高
門
原
‘
在
―
―
縣
西
南
二
十
里
公
7

以
名
レ
里
‘
而
華
陽
縣
の
東
。
宋
の
太
平
興
國
の
間
に
、
闊
を
置
く
。

O
城

池

無

レ

考

。

の

名

。

河

南

省

杞

縣

の

西

。

〔

漢

書

、

i

品
帝
紀
〕
油
公
西

〖
高
門
待
レ
封
〗88

1琴
笠
，
漢
の
子
公
が
間
門
を
古
向
大
過
―
―
高
陽
一
〔
注
〕
文
穎
日
、
緊
邑
名
、
属

1陳
留
園
縣
一
〔
後

に
し
て
子
孫
の
封
ぜ
ら
れ
る
の
を
待
っ
た
故
事
。
古
炉
漢
書
、
保
邑
博
〕
（
初
平
元
年
）
封
,
,
高
陽
郷
侯
↓
〔
太
平

門
待
レ
封
(
1
1
|
 4
1
2
0
8
 :
 3
0
8
)

を
見
よ
。
賓
宇
記
〕
高
陽
城
、
顕
項
裔
陽
氏
佐
―
―
少
曰
杢
有
レ
功
、
受
ニ

〖
高
門
容
レ
閉
〗88

2位仕
ぃ
漢
の
子
公
が
子
孫
の
富
貴
封
此
邑
ょ

0
古
の
地
名
。
帝
顧
項
の
興
っ
た
地
。
故
城
は

に
な
る
を
豫
想
し
て
間
門
を
高
大
に
し
た
故
事
。
高
レ
河
南
省
杞
縣
の
西
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
、
帝
顧
項
高
陽
者
、

門
容
レ
閉
(
1
1
-
4
1
2
0
8
:
 3
0
9
)

を

見

よ

。

注

〕

張

晏

曰

、

高

陽

者

、

所

レ

興

地

名

也

。

O
穎
項
を
い

【
高
洋
】
即
誘
北
齊
の
文
宜
帝
。
神
武
帝
の
第
二
子
。
名
ふ
。
高
陽
の
地
よ
り
興
っ
た
か
ら
い
ふ
。
高
陽
氏
。
〔
楚

は
洋
。
字
は
子
進
。
溢
は
文
宣
。
廟
琥
は
顧
祗
。
年
琥
酔
‘
離
騒
〕
帝
高
陽
之
苗
裔
分
、
朕
皇
考
曰
―
―
伯
庸
↓
〔
史

は
天
保
。
幼
少
よ
り
大
度
有
り
、
外
柔
内
剛
、
劇
繁
を
記
‘
五
帝
紀
〕
帝
顕
項
高
陽
者
、
黄
帝
之
孫
、
而
昌
意
之

慮
理
し
て
終
日
倦
ま
ず
。
魏
の
武
定
中
‘
齊
王
に
封
ぜ
子
也
。
R
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
な
名
為
レ
氏
〕
高
陽

ら
る
。
相
國
に
進
み
‘
百
揆
を
総
べ
‘
尋
い
で
孝
静
帝
氏
之
後
、
呂
氏
春
秋
、
古
辮
士
高
陽
魃
。

O
明
、
郭
の
人
。

を
際
し
て
自
立
す
。
即
位
の
初
‘
治
術
に
留
心
し
、
法
字
は
秋
甫
。
憲
に
巧
゜
〔
明
聾
録
‘
四
〕
。
〇
明
‘
許
初
(
1
0

を
以
て
下
を
取
し
、
征
伐
四
克
し
‘
威
戎
夏
に
震
ふ
。
六
ー
3
5
2
9
8
:
 1
2
4
)

の
琥
。

七
年
後
、
功
業
を
以
て
自
ら
衿
り
‘
遂
に
留
連
沈
面
‘
隷
〖
吉
回
陽
公
〗

8
8
5
砕
F

ゥ
後
魏
、
安
同
(
8ー
7
0
7
2:
 3
8
4
)

の

行
淫
暴
す
。
在
位
十
年
。
〔
北
齊
書
、
四
〕
・
〔
北
史
、
七
〕
。
封
琥
゜

【
高
陽
】8

8
4
誘

O
河
の
名
。
河
北
省
の
瀦
龍
河
の
高
陽
〖
高
陽
侯
〗

8
8
6
砕
ャ
ゥ
封
琥
。
0
漢
‘
辞
宣
(
9
-
3
2
1
2
3

:
 

縣
を
経
る
も
の
を
い
ふ
。

O
郡
名
。
南
朝
宋
、
僑
置

9
0
)

の
O
の
封
琥
゜
〇
後
漢
‘
禁
邑
(
9
-
3
1
8
1
8
:
 1
2
2
)
 

す
。
山
東
省
臨
渦
縣
の
西
北
。
〔
魏
書
、
地
形
志
中
〕
青
州
、
の

O
の
封
琥
。

裔
陽
郡
‘
故
架
安
地
、
劉
義
隆
置
、
魏
固
之
。
O
縣
名
。
〖
高
陽
根
〗
8
8
7
t

ネ
岩
代
國
の
地
名
。

④
漢
の
侯
國
。
山
東
省
高
密
縣
の
西
北
。
〔
漢
書
、
地
理
〖
嵩
晶
陽
氏
〗

8
8
8
匁
ャ
ゥ
顕
項
を
い
ふ
。
高
陽
(
8
8
4
)
の
O

志
上
〕
瑣
邪
郡
‘
縣
五
十
一
、
高
陽
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
に
同
じ
。
〔
左
氏
、
文
、
十
八
〕
昔
嵩
陽
氏
、
有
,
,
オ
子
八

山
束
‘
莱
州
府
‘
膠
州
、
高
密
縣
〕
高
陽
城
、
漢
縣
‘
隔
,
,
瑣
人
一
蒼
舒
．
隕
数
・
樟
戟
・
大
臨
・
旭
降
・
庭
堅
・
仲
容
・
叔

邪
郡
：
成
帝
封
漉
陽
憲
王
子
エ
並
為
―
―
侯
邑
ご
後
漢
殷
゜
達
‘
齊
聖
廣
淵
、
明
允
篤
誠
、
天
下
之
民
‘
謂
1

一
之
八
惜
↓

＠
漢
、
置
く
。
河
北
省
消
苑
縣
の
東
南
。
高
河
の
北
に
あ
〔
注
〕
高
陽
氏
‘
帝
顕
項
之
琥
也
。

る
か
ら
名
づ
け
ら
る
。
附
近
は
棉
の
生
産
地
に
し
て
高
〖
嵩
涵
叩
成
〗

8
8
9
謬
ヤ
ウ
高
旬
羅
の
平
原
王
。
陽
原
王
の

陽
布
の
名
高
し
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
泳
郡
、
縣
二
十
子
。
又
、
平
商
上
好
王
と
い
ふ
。
新
羅
に
射
し
て
は
侵

九
、
高
陽
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
保
定
府
、
安
州
〕
高
略
を
謀
っ
た
が
、
中
國
に
酎
し
て
は
朝
貢
を
怠
ら
ず
‘

4
 
ー

周
の
武
帝
の
時
‘
遼
東
王
に
封
ぜ
ら
れ
‘
隋
の
文
帝
の
〔
古
今
架
録
〕
魏
高
賜
王
柴
人
所
レ
作
也
‘
又
有
1

一
白
鼻

2
 
3
 

時
、
高
麗
王
に
改
封
さ
る
。
陳
平
ぐ
に
及
ぴ
‘
濯
れ
て
騎
盃
声
出
二
於
此
↓

拒
守
の
計
を
為
し
た
が
、
導
い
で
卒
す
。
在
位
三
十
一
〖
高
陽
之
餓
鬼
〗

9
0
0
”
惚
？
酒
呑
み
を
い
ふ
。
裔
陽
酒
ー

年
。
周
書
・
隋
書
・
北
史
等
に
は
名
を
湯
に
作
る
。
〔
―
二
徒
(
8
9
8
)

に
同
じ
。
〔
宜
和
遺
事
、
前
集
下
〕
告
え
目
裏
一

國

史

記

‘

十

九

〕

。

馳

二

逗

高

陽

餓

鬼

一

〖
高
陽
魃
〗8
9
0
"
f
O

ャ
ゥ
宋
の
大
夫
の
名
。
〔
淮
南
子
、
人
【
高
楊
】

9
0
1
誇
丈
の
高
い
や
な
ぎ
。
〔
古
今
注
、
都
邑
〕

間
訓
〕
高
陽
魃
将
レ
為
レ
室
、
問
1

一

匠

人

↓

長

安

御

溝

謂

1

一
之
楊
溝
五
謂
レ
植
―
―
高
楊
於
其
上
一
也
。

〖
高
陽
憂
〗8

9
1
”
ヤ
，
ゥ
詞
牌
の
名
。
宋
玉
の
神
女
の
賦
の
【
高
闊
]
9
0
2

誇
高
く
と
ぴ
あ
が
る
。
高
騰
。
〔
晉
書
‘
慕

名
1

一
西
爽
穎
陰
令
渤
海
苑
康
‘
以
下
高
陽
氏
有
ニ
オ
子
八
容
垂
載
記
〕
垂
猶
レ
鷹
也
‘
飢
則
附
レ
人
‘
飽
便
高
躙
゜
〔
張

人
今
荀
氏
亦
有
•
八
子
い
故
改
―
―
其
里
一
日1一
高
陽
里
一
未
、
西
華
道
中
詩
〕
野
免
乍
跳
奔
‘
驚
鳶
或
高
閾
゜

事

よ

り

名

づ

く

。

【

高

躍

】

903

袴
た
か
く
を
ど
る
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
秦
雖
レ

〖
高
陽
池
〗8

9
2
”
ゥ
ャ
ウ
鄭
生
の
古
向
陽
酒
徒
の
故
事
か
ら
‘
欲
深
入
一
則
狼
顧
恐
―
―
―
韓
魏
之
議
二
其
後
一
也
‘
是
故
憫

晉
の
山
簡
が
名
づ
け
た
池
。
即
ち
習
家
池
。
湖
北
省
襄
疑
虚
猜
‘
高
躍
而
不
,
,
敢
進
面
切
秦
不
レ
能
レ
害
レ
齋
‘
亦
已

陽
縣
゜
〔
晉
書
、
山
簡
傭
〕
諸
習
氏
荊
土
豪
族
、
有
↓
1

佳

園

明

尖

゜

捜
簡
毎
出
涌
嬉
、
多
名
池
上
;
直
酒
蝋
酔
‘
名
レ
之
曰
↓
―
【
高
愈
】
904

吟
清
の
人
。
攀
龍
の
兄
の
孫
。
字
は
紫
超
。

高
陽
池
一
時
有
霊
兒
歌
五
]
‘
山
公
出
1

一
何
許
な
仕
至
え
渦
十
歳
に
し
て
攀
龍
の
遺
書
を
讀
み
‘
即
ち
學
に
志
す
。

陽
池
言
口
暮
倒
載
蹄
‘
酪
酌
無
レ
所
レ
知
。
壮
な
る
に
及
ぴ
、
諸
生
に
補
せ
ら
れ
、
日
に
遺
経
及
ぴ
先

〖
裔
陽
布
〗8

9
3
九
ウ
ヤ
，
河
北
省
高
陽
地
方
か
ら
産
す
る
儒
の
語
録
を
誦
す
。
晩
年
、
｛
盆
；
窮
困
す
。
張
伯
行
‘
蘇

綿

布

。

を

撫

し

、

東

林

書

院

主

に

招

聘

し

た

が

、

病

を

以

て

辞

〖
高
賜
里
〗8

9
4
”
ゥ
ャ
ウ
地
名
。
〇
河
南
省
許
昌
縣
城
内
。
す
。
卒
年
七
十
有
八
。
著
に
周
證
解
・
小
學
纂
注
が
あ

後
漢
の
荀
淑
の
藷
里
。
〔
後
漢
書
‘
荀
淑
傭
〕
初
荀
氏
藷
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
六
十
六
〕
．

里
名
西
豪
↓
〔
章
應
物
、
答
襄
慮
士
一
詩
〕
来
署
高
陽
里
、
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
二
十
〕
・
〔
碑
偉
集
‘
一
百
二
十

不
レ
退
白
衣
還
。
●
河
南
省
葉
縣
の
北
、
平
頂
山
の
側
。
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
八
〕
．
〔
宋
學
淵
源
記
‘

〖
高
陽
元
王
〗
臨
岱
容
晉
、
司
馬
珪(
2ー
3
2
5
7:
 2
5
 

I

―
〕
・
〔
清
儒
學
案
小
識
‘
十
〕
・
〔
文
獣
徴
存
録
‘
四
〕
。

4
)

の

封

琥

°

[

高

朕

】

9
0
5
5
ゥ
極
め
て
肥
え
た
土
地
。
〔
漢
紀
‘
孝
成
紀

〖
高
陽
山
人
〗8

9
6
焚
岱
清
‘
劉
胄
黎

(
2ー
2
2
2
4
:
 1
1
1

二
〕
為
為
仄
謹
厚
‘
然
内
殖
―
―
貨
財
£
多
買
レ
田
至
二
四
百

9
)

の

琥

゜

頃

正

皆

湮

渭

漑

灌

‘

極

高

腔

上

賣

゜

〖
高
陽
相
國
〗8

9
7
バ
詮
戸
清
‘
李
鴻
藻

(
6
-
1
4
4
5
9

:

1

【
高
喩
】
906

吟
た
ふ
と
い
さ
と
し
。
他
人
の
説
諭
の
敬

2
2
7
)

を

い

ふ

。

稽

。

高

教

。

〔

束

哲

‘

玄

居

秤

〕

吾

騒

綴

虞

者

之

末

行

一

〖
吉
向
陽
酒
徒
〗

8
9
8
答
i
ウ
ノ
酒
呑
み
を
い
ふ
。
自
ら
酒
に
未
ー
ニ
敢
聞
一
土
子
之
高
喩
→

餡
晦
し
て
狂
傲
し
て
言
ふ
語
。
鄭
食
其
が
漢
の
高
祗
【
吉
向
雄
】
907

勺
山
名
。
京
都
府
下
葛
野
郡
高
雄
村
。
紅

に
見
え
た
時
、
自
ら
言
っ
た
語
。
〔
史
記
‘
朱
建
博
〕
初
浦
葉
の
名
所
で
、
栂
尾
•
横
尾
と
併
せ
て
＿
―
-
尾
と
稽
せ
ら

公
引
レ
兵
過
1

一
陳
留
-
卿
生
踵
l

一
軍
門
―
上
レ
謁
日
‘
云
云
‘
る
。
〔
齋
藤
拙
堂
‘
高
雄
詩
〕
一
帯
紅
雲
映
-
―
碧
流
函
芋
八

使
者
出
謝
日
‘
浦
公
敬
謝
―
―
先
生
エ
方
以
二
天
下
―
為
レ
事
‘
多
在
二
タ
陽
棲
一
筆
鋒
誰
有
井
刀
快
‘
剪
取
埃
山
錦
繍

生
暇
レ
見
―
―
儒
人
一
也
、
鄭
生
眼
レ
目
案
レ
剣
叱
二
使
者
ー
曰
‘
秋
゜

走
復
入
言
孟
叩
公
一
吾
高
陽
酒
徒
也
、
非
1

一
儒
人
一
也
。
〔
書
【
高
含
】
908

”
ゥ
高
い
所
に
あ
る
畑
。
〔
痘
成
大
‘
梯
蹄
縣

言
故
事
、
酒
類
〕
目
1

一
酒
侶
五
]
1
-
i

品
陽
酒
徒
↓
〔
高
適
‘
田
詩
〕
高
含
委
秀
遅
。

家
春
望
詩
〕
出
レ
門
何
所
レ
見
‘
春
色
涌
示
工
氣
可
レ
歎
【
高
饗
[
]
9
0
9

丑
た
か
い
ほ
ま
れ
。
〔
晏
子
‘
諫
‘
下
〕
入
則

無

知

己

冨

陽

一

酒

徒

。

図

磋

其

君

之

不

善

一

出

則

高

1

一
誉
其
君
之
徳
義
↓
〔
晉

〖
高
陽
架
人
歌
〗8

9
9
”
兵
炉
梁
の
鼓
角
横
吹
曲
の
名
。
書
、
文
苑
‘
左
思
博
〕
欲
レ
賦
三
都
ご
広
云
、
撮
レ
思
十
年
‘

/¥ 

八



(45313・ ・910) (45313・ ・938) 

云
云
‘
及
1

一
賦
成
盃
吋
人
未
一
之
重
三
云
云
‘
安
定
皇
甫
謡

有
ー
一
高
慶
思
造
而
示
レ
之
、
翌
醤
炉
善
為
―
―
其
賦
序
↓

【
高
庸
]910

誇
た
か
い
瞬
庸
は
塘
゜
〔
太
玄
経
‘
廓
、
上

九
〕
極
1

一廓

f
高
庸
「
三
歳
無
レ
童
‘
測
日
、
極
1

一
廓
高
庸
一

終
無
レ
所
レ
臣
也
。

【
高
塘
】
911

認
高
い
か
き
。
〔
易
、
解
〕
上
六
、
公
用
射
―
―
隼

干
高
塘
之
上
盃
序
之
元
J

不
レ
利
。
〔
疏
〕
塘
、
睛
也
。
〔
劉

向
‘
九
歎
、
離
世
〕
孤
雌
吟
1

一
於
高
塘
一
分
。
〔
謝
震
運
、
會

吟
行
〕
暦
憂
指
1

一
中
天
「
高
塘
積
,
,
崇
雉
一

[
高
鉄
]912

焚
唐
の
人
。
字
は
懇
之
。
元
和
の
進
士
。
起

居
郎
に
累
遷
し
‘
敷
；
政
治
の
得
失
を
陳
じ
‘
穆
宗
之

を
嘉
す
。
吏
部
侍
郎
に
累
遷
し
、
出
で
て
同
州
刺
史
と

為
つ
て
卒
す
。
鉄
少
に
し
て
孤
窟
、
介
然
と
し
て
窯
援

無
く
、
以
て
宦
逹
を
致
す
。
諸
弟
皆
撲
恩
友
愛
、
措
紳
に

景
重
さ
る
。
〔
唐
書
、
一
百
七
十
七
〕
・
〔
藷
唐
書
、
二
日
六

十
八
〕
。

【
高
翼
]913

悶
後
魏
‘
篠
の
人
。
字
は
次
同
。
豪
侠
に
し

て
‘
風
紳
有
り
、
州
里
に
崇
敬
さ
る
。
孝
昌
の
末
、
葛
榮
が

乱
を
燕
・
趙
に
作
す
や
、
朝
廷
は
翼
が
山
東
の
豪
右
な
る

を
以
て
、
家
に
郎
い
て
渤
海
太
守
を
授
く
。
爾
朱
榮
、
荘

帝
を
拭
す
。
翼
、
境
を
保
つ
て
自
守
し
、
諸
子
宜
し
く
早

＜
之
を
圏
る
ぺ
き
を
い
ふ
も
、
事
未
だ
成
ら
ず
し
て
卒

す
。
〔
北
齊
書
‘
二
十
一
〕
。

【
裔
羅
]914

”
ゥ
〇
高
く
張
っ
た
鳥
を
捕
へ
る
あ
み
。
〔
晉

書
、
築
志
下
〕
宏
猷
允
塞
、
高
羅
雲
布
。
〔
岱
康
、
贈
―
―
秀
才

入
乙
早
詩
〕
雲
綱
塞
匹
謳
ぶ
回
羅
正
参
差
。
〔
李
咸
用
、

依
韻
修
陸
上
人
山
居
詩
〕
牒
鵜
敢
辞
棲
―
―
短
棘
面
鳳
凰
猶

解
怯
ユ
高
羅
↓
〇
汎
地
の
名
。
湖
北
省
宣
恩
縣
の
南
、
高

羅
水
が
白
水
河
に
注
ぐ
口
。

【
高
雷
】
915

”
"

O
高
い
慮
で
鳴
る
雷
゜
〔
贔
夷
中
、
聞
n-

人
説
一
海
北
蔓
有
レ
感
詩
〕
故
郷
蹄
路
隔
,
,
高
雷
↓
〇
道

名
。
民
國
、
置
く
。
廣
東
省
。
治
は
茂
名
縣
。
茂
名
・

電
白
・
信
宜
・
化
・
呉
川
・
廉
江
・
海
康
・
遂
埃
・
徐
聞
・
陽

江
・
陽
春
の
十
一
縣
を
管
轄
す
。

【
高
瀬
】
916

”
い
川
の
漫
い
と
こ
ろ
。
た
か
せ
。
〔
胡
天
涸
、

衷
中
水
棲
―
秋
夕
詩
〕
断
雲
推
レ
月
弔
1

一
孤
影
ぶ
回
瀬
挟
レ

風
来
,
,
遠
瞥
↓

〖
高
瀬
船
〗9

1
7
“
セ
●
底
を
液
く
平
に
作
っ
た
小
船
。

〔
倭
名
類
緊
抄
、
舟
車
部
、
舟
類
〕
繹
名
云
‘
艇
小
而
深
者

日
レ
耕
、
云
云
、
今
案
、
太
加
世
‘
俗
用
1

一
高
瀬
舟
↓
〇
大
き

|

_

 

高

部

高

い
川
船
の
一
種
。

〖
高
瀬
學
山
〗9

1
8
”
”
が
紀
州
の
人
。
名
は
忠
敦
。
又
、

希
朴
・
敦
。
字
は
希
撲
。
又
、
喜
朴
•
仲
敦
。
通
梢
は
松
庵
。

又
、
作
右
衛
門
。
琥
は
學
山
。
官
は
和
歌
山
藩
儒
。
初
め

瞥
師
。
後
、
林
鳳
岡
に
師
事
し
、
程
朱
の
學
を
研
究
し

て
、
其
の
説
に
精
し
。
又
律
學
を
好
む
。
寛
延
二
年
歿
、

年
八
十
二
。
著
に
臀
學
正
傭
標
注
・
哀
中
郎
尺
讀
・
學

山
文
集
・
考
工
記
諺
解
•
松
庵
孟
子
説
・
松
庵
論
語
説
・

小
補
痘
疹
分
類
・
千
字
紗
・
大
明
律
直
引
繹
義
・
大
明
律

例
祥
解
ふ
＾
明
律
例
繹
義
・
唐
話
入
門
・
唐
律
解
・
唐
律

諺
解
・
非
聖
學
問
答
・
非
斥
非
•
本
草
附
方
彙
編
・
試
字

紗
・
明
律
例
私
考
・
同
拾
遺
•
明
律
澤
義
・
明
律
訣
義
·
明

律
詳
解
•
明
令
考
・
孟
子
紗
説
・
論
語
紗
説
が
あ
る
。
〔
先

哲
叢
談
、
後
、
三
〕
．
〔
近
世
叢
語
、
績
、
五
〕
．
〔
近
代
名
家

著
逃
目
録
〕
．
〔
近
代
著
述
目
録
後
編
〕
．
〔
國
書
解
題
〕
。

【
高
浪
】
919

認
た
か
い
な
み
。
〔
郭
環
‘
遊
仙
詩
〕
呑
舟

涌
―
―
海
底
ぶ
高
浪
駕
―
―
蓬
莱
↓
〔
徐
陵
‘
詠
―
-
H
華
1

詩
〕
時

従
1

一
高
浪
砿
砥
‘
乍
逐
―
―
細
波
一
移
゜
〔
杜
甫
‘
龍
門
閣
詩
〕
長

風
駕
1

一
高
浪
盃
浩
浩
自
―
―
太
古
↓

【
高
朗
】
920

弱
〇
高
く
ほ
が
ら
か
。
〔
詩
、
大
雅
、
既
酔
〕

昭
明
有
レ
融
、
高
朗
令
レ
終
。
〔
魏
氏
春
秋
〕
夏
侯
太
初
、

風
格
高
朗
、
弘
辮
博
暢
゜
〔
哀
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
雀

生
高
朗
、
折
而
不
レ
撓
。

O
明
の
人
。
岱
の
子
。
諸
生
。
崇

禎
の
末
、
江
に
赴
き
死
す
。
〔
小
膜
紀
年
、
十
二
〕
．
〔
甲

申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
三
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸

臣
録
‘
六
〕
・
〔
小
膜
紀
傭
、
四
十
二
〕
。

【
裔
廊
]921

弱
た
か
い
わ
た
ど
の
。
又
、
立
派
な
廊
下
。

〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
高
廊
四
注
、
重
坐
曲
閣
。
〔
漢

書
、
元
后
傭
〕
高
廊
閣
道
、
連
陽
禰
望
。
〔
成
公
採
‘
蜘
蛛

賦
〕
左
渇
―
廣
腹
工
右
依
1

一
高
廊
↓

【
高
郎
】
922

琵
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
河
北
省
南
皮
縣
の

東
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
勃
海
郡
、
縣
二
十
六
、
高
架
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
疸
隷
、
河
間
府
、
淮
州
、
南
皮
縣
〕
高

架
城
、
縣
東
南
四
十
里
、
漢
縣
属
―
勃
海
郡
云
後
漢
省
‘
俗

名

思

郷

城

、

亦

日

―

―

西

郷

城

↓

「

琥

。

〖
高
架
侯
〗9

2
3
誘
ラ
ク
漢
‘
師
丹
（4
|
8
9
1
6
 :
 1
3
4
)

の
封

【
高
欄
】
924

焚
〇
た
か
い
ら
ん
か
ん
。
勾
欄
。
鉤
欄
゜
〔
梁

元
帝
、
後
臨
荊
州
詩
〕
高
欄
悉
意
氣
↓
疎
簾
度
晩

光
↓
●
牛
車
の
前
後
の
口
の
下
に
張
り
渡
し
た
仕
切

の
板
。
〔
輿
車
圏
考
、
九
〕
高
欄
゜

【
裔
覧
】
925

翌
〇
裔
く
見
る
。
〔
陸
機
、
漢
高
祗
功
臣
頌
〕

炉
顔
高
覧
、
領
レ
翼
鳳
敗
。

O
他
人
の
覧
る
こ
と
の
敬

語
。
貴
覧
。
御
覧
。
〔
庭
訓
往
来
、
卯
月
十
一
日
〕
急
有
―
―

御
下
著
盃
7

レ
有
1

高
覧
歎
゜

【
高
利
】
926

ぼ
●
多
く
利
を
得
る
。
大
き
な
ま
う
け
。

〔
塵
餘
〕
欲
n

―
待
レ
債
而
油
、
以
射
1

一
高
利
↓
〔
賓
息
、
述
書

賦
〕
風
稜
載
蓄
、
高
利
有
レ
餘
‘
類
―
―
買
勇
之
武
士
盃
等
―
―
相

驚
之
戯
魚
↓
〇
率
の
高
い
利
息
。

〖
高
利
貸
〗9

2
7
勢
リ
闇
利
を
取
っ
て
、
金
錢
を
貸
す
こ

と
。
又
、
其
の
者
。

【
高
里
】
928

ぼ

0
立
派
な
土
地
。
〔
庚
肩
吾
、
謝
二
東
宮

賜
＂
宅
啓
〕
来
1

一
蹄
高
里
土
翻
成
社
び
封
之
門
工
夜
坐
―
―
書

憂
一
非
-
1

復
通
燈
之
壁

-
0山
名
。
泰
山
の
支
阜
。
山

東
省
泰
安
縣
の
西
南
。
一
名
、
亭
祠
山
。
〔
史
記
‘
封
祠

書
〕
上
親
輝
一
高
里
二
祠
二
后
土
↓
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
太
初

元
年
十
二
月
、
輯
一
高
里
↓
〔
注
〕
伏
懺
日
、
山
名
、
在
二
泰

山
下
↓

【
裔
裡
】
929

ぼ
晉
‘
廣
陵
の
人
。
少
に
し
て
孤
、
母
に
事

ヘ
孝
を
以
て
聞
ゆ
。
年
＋
―
―
-
、
歳
観
に
値
ひ
‘
裡
は
菜
萩

に
屡
か
ざ
る
も
、
毎
に
肥
甘
を
母
に
致
し
、
幼
弟
を
撫

し
、
友
愛
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
累
官
し
て
光
禄
大
夫
に

至
る
。
封
は
建
昌
伯
。
〔
晉
書
‘
七
十
一
〕
。

【
高
柳
】
930

琴

0
高
い
や
な
ぎ
。
〔
陸
機
、
擬
―
―
明
月
何

絞
絞
一
詩
〕
涼
風
饒
―
―
曲
房
云
寒
蝉
鳴
1

一
高
柳
↓
〔
李
頑
‘
装

手
東
埃
別
業
詩
〕
幅
巾
望
―
―
寒
山
云
長
噛
封
1

一
高
柳

;11

縣
名
。
漢
‘
置
く
゜
故
城
は
山
西
省
陽
高
縣
゜
〔
漢
書
‘

地
理
志
下
〕
代
郡
‘
縣
十
八
、
高
柳
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

山
西
、
大
同
府
、
大
同
縣
〕
紙
柳
城
、
漢
縣
屡
在
益
快
西

部

都

尉

治

レ

此

。

「

名

。

〖
古
向
柳
堂
〗

9
3
1
”
勺
ゥ
清
、
左
冤
(
4ー
8
7
2
0:
 3
9
5
)

の
室

【
高
力
】
9
3
2
"
5

姓
氏
。
〔
明
治
新
撰
姓
氏
録
〕
。

【
高
陸
】
933

悶
た
か
い
岡
゜
〔
高
允
、
鹿
苑
賦
〕
固
―
爽
虚

以
崇
居
‘
枕
1

一
平
原
之
嵩
陸
↓

【
高
亮
】
934

認
＇
ウ
裔
く
て
あ
き
ら
か
。
〔
詩
、
小
雅
、
鶴
鳴
‘

鶴
鳴
―
―
子
九
患
疏
〕
鶴
知
捉
生
其
鳴
高
亮
、
聞
二
八
九

里
↓
〔
呉
志
、
王
蕃
傭
〕
蕃
糧
氣
高
亮
、
不
レ
能
―
―
承
レ
顔

順
＂
指
゜
〔
羊
帖
‘
譲
―
―
開
府
ー
表
〕
乗
レ
節
裔
亮
、
正
レ
身
在
レ

朝。

【
高
涼
]935

器
ゥ
〇
土
地
が
高
く
て
す
ず
し
い
。
〔
唐
書
‘

南
蜜
下
、
南
平
燎
傭
〕
東
部
有
―
―
嘉
良
夷
面
心
高
涼
多
レ
風

,. 
ノ‘

少
レ
雨
‘
宜
二
小
泰
石
ぞ
白
雉
↓
〔
博
充
妻
辛
氏
‘
燕
頌
〕
避
―
―

彼
漱
陰
云
竺
此
高
涼
↓
〇
山
名
。
廣
東
省
茂
名
縣
の
東

北
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
本
名
高
梁
山
、
禁
山
森
然
‘
盛
夏
如
レ

秋
、
故
改
レ
梁
為
に
涼
。
参
郡
名
。
④
二
國
呉
‘
置
く
。
廣
東

省
茂
名
縣
の
東
北
°
R
の
④
を
見
よ
。
＠
後
魏
‘
置
く
。
山

西
省
新
綽
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
平
陽

府
、
緯
州
〕
龍
門
城
‘
又
高
梁
城
、
在
―
―
縣
東
南
一
二
十
里
「
後

魏
太
和
中
、
分
―
―
龍
門
縣
一
置
1

一
高
涼
縣
云
後
又
置
,
,
高
涼

郡
↓
領
1

一
高
梁
・
龍
門
二
縣
腐
）
唐
、
置
く
。
廣
東
省
茂
名
縣

の
東
北
。
電
白
・
良
徳
・
保
寧
の
三
縣
を
管
轄
す
。
〔
唐
書
、

地
理
志
七
上
〕
嶺
南
道
‘
i

扁
州
高
涼
郡
下
、
武
徳
六
年
、

分
―
―
廣
州
之
電
白
連
江
置
、
本
治
店
回
涼
ぶ
ュ
観
二
十
三

年
、
徒
―
―
治
良
徳
↓
云
云
‘
縣
三
、
電
白
・
良
徳
・
保
寧
゜
R
縣

名
。
④
漢
‘
置
く
。
廣
東
省
陽
江
縣
の
西
。
〔
漢
書
、
地
理

志
下
〕
合
浦
郡
、
縣
五
、
高
涼
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、

肇
慶
府
、
陽
江
縣
〕
高
涼
限
縣
、
漢
置
レ
縣
、
屡
―
―
合
浦
郡
一

其
藷
治
在
,
,
今
高
州
高
涼
山
下
一
三
國
呉
為
1

一
高
涼
郡

治
↓
＠
後
魏
、
置
く
。
山
西
省
稜
山
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
山
西
、
平
陽
府
‘
綽
州
〕
龍
門
城
、
又
高
涼
城
、

在
縣
東
南
三
十
奥
後
魏
太
和
中
、
分
1

一
龍
門
縣
ご
直
1

一

高
涼
縣
↓

【
高
梁
】
9
3
6
"
炉

O
高
い
う
つ
ば
り
。
〔
博
玄
、
琵
琶
賦
〕

素
手
粉
其
若
レ
瓢
令
‘
逸
響
薄
―
―
子
高
梁
↓
〇
肥
え
た
美

肉
と
美
味
な
穀
物
。
〔
素
問
、
生
氣
通
天
論
〕
高
梁
之

斐
、
足
生
二
大
丁
↓
〔
注
〕
高
‘
膏
也
、
梁
‘
梁
也
。
轡
山
名
。

④
四
川
省
梁
山
縣
の
東
北
。
一
名
、
梁
山
。
〔
太
平
賓
字

記
〕
高
梁
山
東
跨
戸
ギ
生
西
首
―
―
剣
閣
盃
不
西
散
千
里
、

山
嶺
長
峻
‘
其
峯
崖
鬼
、
剣
閣
銘
所
謂
巖
巖
梁
山
‘
即

此
゜
＠
高
涼
山
に
同
じ
。
高
涼
の

O
を
見
よ
。
R
古
の
地

名
。
春
秋
の
晉
の
地
。
今
、
山
西
省
臨
扮
縣
の
東
北
。
〔
左

氏
、
僭
｀
九
〕
齋
侯
以
―
―
諸
侯
之
師
ん
炉
晉
、
及
―
―
高
梁
―
而

還
。
〔
注
〕
断
梁
、
晉
地
、
在
1

一
平
陽
縣
西
南
↓
〔
史
記
‘
鄭
食

其
偉
〕
食
其
子
柑
‘
云
云
‘
封
為
1

一
高
梁
侯
↓

〖
高
梁
河
〗9
3
7
5

ゥ
点
ウ
川
の
名
。
河
北
省
宛
平
縣
の
西
。

玉
河
の
上
流
。
〔
水
陸
、
瀑
水
注
〕
高
梁
水
出
五
副
城
西

北
平
地
↓

【
高
梁
】
938

認
ゥ
禾
本
科
の
一
年
生
草
本
。
華
北
・
涌
洲

等
で
常
食
と
し
、
又
高
梁
酒
の
原
料
と
な
る
。
た
か
も

ろ
こ
し
。
た
か
き
び
。
カ
オ
リ
ヤ
ン
。
コ
ー
リ
ヤ
ン
。

蜀
黍
゜
〔
事
物
異
名
録
、
穀
‘
黍
〕
穀
譜
、
蜀
黍
｀
一
名
高

_
 
九
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梁
、
一
名
蜀
杭
‘
一
名
薦
税
‘
一
名
直
粟
‘
一
名
木
稜
、
一

名
荻
梁
、
以
＝
一
種
来
レ
自
レ
蜀
‘
形
類
―
―
黍
稜
五
故
有
↓
ー
諸
名
一

種
不
レ
宜
―
―
卑
下
地
一

〖
高
梁
酒
〗9

3
9
k
a
o
 
I
 

J
i
a
n
g
'
c
h
i
u
3

高
梁
で
醸
し
た

燒
酎
。
高
梁
燒
に
同
じ
。

〖
高
梁
燒
〗9

4
0
k
a
o
 
I
 

J
i
a
n
g
'
s
h
a
o
 
1

高
梁
で
製
し
た

酒
の
名
。
江
蘇
洒
陽
縣
白
洋
河
鎮
に
製
す
る
も
の
は
‘

最
も
有
名
で
、
之
を
洋
河
高
梁
と
い
ひ
‘
奉
天
牛
荘
に

て
製
す
る
も
の
を
牛
荘
高
梁
と
い
ふ
。

【
高
諒
】
941

認
ウ
後
魏
の
人
。
祐
の
孫
。
字
は
修
賢
。
盆

は
忠
。
少
に
し
て
好
學
、
多
識
強
記
。
喪
に
居
て
孝
を

以
て
聞
ゆ
。
正
光
中
、
徐
州
行
畳
を
授
け
ら
れ
、
彰
城
に

至
る
。
元
法
僧
反
き
‘
諒
に
之
を
同
じ
う
せ
ん
こ
と
を

逼
る
。
諒
許
さ
ず
。
遂
に
害
さ
る
。
〔
魏
書
、
五
十
七
〕
。

【
高
糧
】
942

k
a
o
'
J
i
a
n
g
'

高
梁
(
9
3
8
)

に
同
じ
。

〖
高
糧
酒
〗9

4
3
k
a
o
 
I
 

J
i
a
n
g
'
c
h
i
u
3

燒
酒
の
一
種
。

【
高
略
】
944

認
ク
す
ぐ
れ
た
は
か
り
ご
と
。
〔
魏
志
、
雀

球
博
〕
恨
以
行
レ
正
、
思
―
―
経
國
之
高
略
↓

【
高
隆
】
945

認
ウ
す
ぐ
れ
て
さ
か
ん
な
こ
と
。
〔
淮
南
子
、

説
山
訓
〕
悪
之
所
レ
在
、
雖
1

高
臨
世
不
レ
能
レ
貴
。

[
高
間
】
9
4
6
"
5

後
魏
‘
薙
奴
の
人
。
字
は
閻
士
。
本
名

は
纏
゜
溢
は
文
。
経
史
に
博
通
し
、
下
筆
章
を
成
す
。
司

徒
雀
浩
見
て
之
を
奇
と
す
。
乃
ち
改
め
て
間
と
為
し
て

字
と
す
。
中
書
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
承
明
の
初
‘
中
書
令
・

給
事
中
を
歴
任
す
。
凡
そ
國
家
の
詔
令
頌
贄
の
類
‘
皆

其
の
手
に
出
づ
°
其
の
文
章
、
高
允
と
相
上
下
し
、
時
に

二
高
と
稽
す
。
官
は
太
常
卿
に
終
る
。
集
が
あ
る
。
〔
魏

書
‘
五
十
四
〕
．
〔
北
史
‘
三
十
四
〕
。

【
高
陵
】
947

収
炉
〇
た
か
い
を
か
。
高
丘
。
〔
易
、
同
人
〕
伏
ニ

戎
子
芥
ず
万
—
其
高
陵
ご
一
歳
不
レ
興
。
〔
管
子
、
地
員
〕
高

陵
土
山
二
十
施
‘
百
四
十
尺
而
至
1

一
於
泉
↓
〔
孫
子
、
軍

争
〕
高
陵
勿
レ
向
‘
背
レ
丘
勿
レ
逆
。
〔
張
載
‘
七
哀
詩
〕
北
芭

何
曼
曼
、
高
陵
有
二
四
五
一
〇
陵
の
名
。
三
國
魏
‘
武
帝
の

陵
。
河
南
省
臨
津
縣
の
西
。
〔
魏
志
‘
武
帝
紀
〕
溢
曰
二
武

互
二
月
丁
卯
‘
葬
1

一
高
陵
↓
〔
河
南
通
志
〕
高
陵
在
―
講
武

城
外
一
有
二
疑
塚
七
十
二
虞
一
森
然
禰
望
、
高
者
如
二
小

山
列
布
盃
嬰
ぎ
磁
州
―
而
止
。

O
縣
名
。
④
秦
、
置
く
。

映
西
省
長
安
縣
の
東
北
。
涅
渭
二
水
の
會
流
す
る
虞
の

北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
左
渇
翔
‘
縣
二
十
四
‘
渇
陵
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
、
西
安
府
〕
高
陵
縣
、
本
秦
縣
、

為
左
輔
都
尉
治
所
｛
漢
属
元
面
涵
文
三
國
魏
改
為
え
尚
【
高
曼
】
955

苔
た
か
い
と
り
で
。
又
、
と
り
で
を
高
く
す

陵
縣
云
匹
京
兆
郡
ご
昔
因
レ
之
‘
尋
復
レ
藷
。
〔
消
史
稿
、
る
。
〔
六
餡
‘
龍
餡
‘
奇
兵
〕
深
溝
高
曼
根
多
者
、
所
―
―
以
持

地
理
志
〕
挟
西
‘
西
安
府
‘
縣
十
五
、
高
陵
。
＠
漢
の
侯
久
一
也
。
〔
孫
子
、
虚
賓
〕
敵
雖
-
五
炉
堡
深
＞
溝
、
不
レ
得
レ
不
l
-

國
。
山
東
省
の
境
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
瑣
邪
郡
、
縣
五
興
レ
我
戦
一
者
、
攻
ー
1

一
其
所
二
必
救
一
也
。
〔
尉
線
子
、
戦
威
〕

十
一
、
高
陵
。

O
南
齊
‘
置
く
。
映
西
省
南
鄭
縣
の
地
。
深
溝
高
曼
之
論
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
傭
〕
李
左
車
説
1

一成

働
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
后
巴
為
レ
氏
〕
高
陵
氏
‘
鼻
安
君
一
曰
‘
云
云
‘
足
下
深
レ
溝
高
レ
堡
堅
レ
螢
勿
―
―
興
載
↓

姓
、
秦
昭
王
弟
封
,
,
高
陵
君
面
凶
氏
焉
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
高
【
高
例
】
956

ぢ
立
派
な
責
例
。
〔
徐
陵
‘
在
―
―
北
齊
云
答

陵
嵐
姓
、
秦
昭
王
弟
封
1

一

高

陵

君

ぶ

因

氏

焉

。

楊

僕

射

書

〕

遷

I
I

箕
卿
子
雨
館
ぶ
糸
一
輝
子
於
三
年
面
斯

〖
高
陵
侯
〗9

4
8
謗
1

ョ
ゥ
漢
‘
誓
方
進
(
9ー
2
8
7
2
7:
 5
9
)

匪
二
貪
乱
之
風
邪
‘
寧
嘗
今
之
高
例
也
。

の

封

鑢

【

高

属

】

957

笞

0
高
く
渡
る
。
高
く
の
ぽ
る
。
〔
楚
辞
‘

〖
高
陵
土
山
〗9

4
9
認
バ
ョ
ウ
人
の
住
む
高
い
岡
や
土
の
遠
遊
〕
路
曼
曼
其
修
遠
分
‘
徐
唄
レ
節
而
高
属
。
〔
補
注
〕

山
。
〔
管
子
、
地
員
〕
高
陵
土
山
二
十
施
‘
百
四
十
尺
而
属
、
渡
也
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
躁
二
権
鴻
於
宕
冥
一
分
‘

至
―
―
於
泉
二
纂
詰
〕
此
論
入
所
レ
居
山
陵
↓
貫
二
倒
景
而
裔
属
。
〔
注
〕
良
日
‘
倒
景
H
在
レ
下
‘
其
光

【
古
向
林
】
950

焚
た
か
い
木
の
は
や
し
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
上
照
‘
躁
越
貫
1

一
度
於
此
冨
以
裔
攣
也
。

O
志
操
の
す
ぐ

壁
吾
園
著
、
子
思
1

一
高
林
贖
澤
一
〔
郭
瑛
‘
遊
仙
詩
〕
緑
れ
て
高
い
こ
と
。
〔
曹
植
、
王
仲
宜
誅
〕
感
昔
宴
會
‘
志

羅
結

1高
林
豪
籠
蓋
一
山
→
〔
常
建
、
題
破
山
寺
後
祠
各
高
属
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
威
札
瓢
—
其
高
属
云
字
曹

院
詩
〕
清
晨
入
一
士
工
文
初
日
照
1

一
高
林
↓
〔
張
泌
‘
晩
歎
二
呉
―
而
成
レ
節
。
〔
人
物
志
〕
以
レ
譲
レ
敵
為
ー
一
週
辱
冨
炉
陵
レ

湘
源
縣
詩
〕
高
林
帯
レ
雨
楊
梅
熟
、
曲
岸
籠
レ
雲
謝
豹
上
為
一
高
属
↓

喘

。

【

高

澄

】

958

苔
五
代
、
呉
越
の
人
。
渭
の
弟
。
唐
の
天
佑

【
高
琳
]951

焚
北
周
の
人
。
其
の
先
は
高
句
麗
人
。
字
の
末
‘
父
の
職
を
嗣
い
で
湖
州
刺
史
と
な
る
。
性
‘
酷
暴

は
季
眠
。
溢
は
襄
゜
魏
の
正
光
中
‘
統
軍
を
以
て
爾
朱
に
し
て
、
好
ん
で
人
を
殺
し
て
其
の
血
を
飲
む
。
人
之
を

光
に
従
ひ
‘
萬
侯
醜
奴
を
破
り
、
功
第
一
た
り
。
寧
朔
牌
恐
れ
、
漫
が
棲
上
よ
り
眺
望
す
る
時
は
‘
行
人
迩
を
絶

軍
を
授
け
ら
る
。
孝
武
の
西
遷
す
る
や
、
従
っ
て
開
に
つ
。
錢
鍔
が
兵
を
以
て
罪
を
問
は
ん
と
す
る
や
‘
淮
南

入
り
、
高
歓
に
追
は
れ
拒
載
し
て
功
有
り
。
大
統
の
初
‘
に
奔
り
‘
淮
人
に
害
せ
ら
る
。
〔
十
國
春
秋
〕
。

矩
野
縣
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
文
帝
に
従
ひ
歓
を
沙
苑
に
破
【
高
嶺
】
959

苔
高
い
峰
。
た
か
ね
。
〔
唐
太
宗
‘
大
唐
三

り
‘
又
、
河
橋
・
祁
山
に
戦
ひ
‘
皆
功
有
り
。
保
定
の
初
‘
蔵
聖
教
序
〕
讐
夫
桂
生
―
―
高
嶺
↓
雲
露
方
得
レ
法
―
―
其
花
一

梁
州
綿
管
十
州
諸
軍
事
を
授
け
ら
れ
、
天
和
中
‘
襄
州
蓮
出
―
―
濠
波
云
飛
囃
不
レ
能
レ
汗
―
―
其
葉
↓
〔
宋
之
問
‘
夏
日

に
鎮
し
‘
柱
國
に
陸
進
す
。
〔
周
書
、
二
十
九
〕
．
〔
北
史
‘
仙
醇
亭
應
制
詩
〕
高
嶺
逼
―
―
星
河
盃
乗
輿
此

H
過。

六

十

六

〕

。

【

高

麗

】

960

り
げ
●
甚
だ
美
し
い
こ
と
。
〔
戦
國
‘
衛
策
〕

【
高
郡
】
翠

k
a
o
'
J
i
n
'

貴
下
の
部
家
。
人
生
之
所
レ
行
興
ー
死
之
心
―
異
、
始
君
之
所
レ
行
二
於
世
―

【
裔
凜
】
953

焚
高
大
な
倉
。
凜
は
倉
゜
〔
詩
、
周
頌
、
豊
者
、
食
一
高
麗
一
也
、
所
レ
用
者
、
繰
錯
・
撃
薄
也
、
墾
臣
盛
以

年
〕
亦
有
高
墨
萬
億
及
梯
゜
〔
博
〕
康
‘
所
后
裕
享
菫
為
、
君
軽
レ
國
而
好
1

一
高
麗
↓
〔
注
〕
食
、
甲
也
、
麗
、
美
也
、
諸

盛
之
腿
也
。
〔
張
拭
、
石
凜
峰
詩
〕
緑
然
高
凜
椅1晴
所
一
行
為
―
者
‘
務
用1一
高
美
観
目
—
而
已
、
不
レ
務
レ
用
レ
徳

哀
獨
得
―
―
佳
名
一
自
レ
古
偶
。
也
、
蝶
錯
・
撃
薄
之
二
人
‘
君
所
レ
幸
、
非
レ
賢
也
。
〔
南
史
‘

【
高
蹂
】
的
焚
金
、
東
平
の
人
。
字
は
子
約
。
溢
は
文
謝
悪
連
傭
〕
為
一
雪
賦
百
笞
高
麗
五
ぞ
奇
。

O
鍔
國
の

簡
。
太
定
の
進
士
。
國
史
院
編
輯
官
に
累
遷
す
。
黄
河
名
。
①
朝
鮮
の
王
朝
。
高
句
騒
を
い
ふ
。
唐
の
高
宗
に
滅

の
決
を
論
じ
て
、
難
爪
河
を
開
い
て
其
の
勢
を
殺
ぐ
べ
さ
る
。
こ
ま
。
轄
じ
て
、
朝
鮮
の
汎
稽
°
古
向
句
騒
(
1
0
9
7
)

き
を
言
ひ
‘
又
、
河
礎
に
廣
＜
楡
柳
を
樹
ゑ
ん
こ
と
を
を
見
よ
。
〔
北
史
‘
高
麗
傭
〕
正
始
中
宣
1

一
武
於
束
堂
百
F
ニ

請
ふ
。
至
寧
中
‘
兵
部
尚
書
・
櫂
参
知
政
事
・
中
都
留
守
見
其
使
な
内
悉
弗
進
曰
、
高
麗
係
―
―
誠
天
極
盃
累
葉
純
誠
、

を
歴
任
し
、
兵
乱
に
死
す
。
〔
金
史
‘
一
百
四
〕
。
地
産
土
毛
、
無
に
忽
―
―
王
貢
一
〔
李
徳
公
問
射
、
上
〕
太
宗

六
二

O|
 

日
、
高
麗
敷
筐
新
羅
一
朕
遣
レ
使
諭
、
不
レ
奉
レ
詔
、
将
レ

16

阻
之
‘
如
何
。
◎
朝
鮮
の
王
朝
。
高
句
麗
が
唐
に
滅
さ

32

れ
た
後
、
新
羅
之
に
撮
る
。
五
代
の
際
、
新
羅
の
衰
運
に

1

訓
昇
賛~

i

に
都
し
て
國
を
高
麗
と
琥
し
‘
遂
に
全
半
島
を
統
一

す
。
五
代
よ
り
明
に
至
る
迄
、
中
國
の
歴
朝
に
は
皆
服

屡
す
。
明
初
に
至
っ
て
李
成
桂
の
慕
奪
に
遇
つ
て
滅
さ

る
。
王
氏
三
十
一
王
‘
辛
氏
二
王
。
四
百
七
十
五
年
。
〔
五

代
史
‘
四
夷
附
録
、
高
麗
傭
〕
高
麗
本
扶
餘
人
之
別
種
也
‘

云
云
、
至
長
興
三
年
一
櫂
知
國
事
王
建
遣
1

使
者
ー
来
、

明
宗
乃
秤
ー
建
玄
菟
州
都
督
充
大
義
軍
使
五
翌
高
麗
國

玉
建
古
向
麗
大
族
也
、
開
運
二
年
建
卒
‘
子
武
立
‘
乾
祐

四
年
武
卒
‘
子
昭
立
、
王
氏
三
世
、
終
-
―
五
代
「
常
来
朝

貢
‘
其
立
也
、
必
請
―
―
命
中
國
冨
工
姻
常
優
―
―
答
之
↓
〔
鶏
林

類
事
〕
高
麗
王
建
自

1一
後
唐
長
興
中
五
始
代
―
一
高
氏
〖
〖
ニ

君
長
一
博
レ
位
不
レ
欲
レ
卑
ハ
―
―
其
孫
一
乃
及
↓
―
於
弟
生
＞
女
‘

不
T

輿
―
―
國
臣
―
為
』
姻
、
而
令
―
―
兄
弟
自
妻
1

之
、
言
ー
ー
王
姫

之
貴
‘
不
品
ぎ
下
嫁
一
也
、
國
人
婚
嫁
無
↓
―
聘
財
了
令
―
一
人

通
殷
以
―
―
来
食
―
為
レ
｛
疋
‘
或
男
女
相
忍
唸
恩
夫
婦
ご
則

為
レ
之
‘
夏
日
翠
沃
9

子
淫
流
盃
ヵ
女
無
レ
別
‘
瀕
海
之
人
‘

潮
落
舟
遠
‘
則
上
下
水
中
男
女
皆
露
レ
形
、
父
母
病
閉
―
―

子
室
中
一
穴
二
孔
一
興
―
―
薬
餌
↓
死
不
レ
送
。
〔
石
介
‘
観
レ

泰
詩
〕
束
違
浴
想
咆
杢
射
破
古
向
麗
城
。
（
次
頁
表
参
照
）

隻
姓
氏
。
〔
姓
名
録
抄
〕
。

〖
高
麗
鶯
〗9

6
1
蹂
甘
鳥
の
名
。
鶯
の
一
種
。
普
通
の
鶯

よ
り
大
き
く
‘
嘴
紅
く
背
紅
緑
色
に
し
て
臀
優
し
。

〖
高
麗
縁
〗9

6
2
豆
砂
？
昼
縁
の
一
種
。
白
地
の
綾
に
雲

形
・
菊
花
等
の
模
様
を
黒
く
織
り
出
し
た
も
の
。
〔
枕
草

子
〕
高
麗
縁
の
僅
の
む
し
ろ
胄
う
細
か
に
。

〖
高
麗
築
〗9

6
3
芹
雅
築
の
一
種
。
高
麗
國
か
ら
博
は
つ

た
も
の
。
〔
績

H
本
紀
‘
十
一
〕
天
平
三
年
七
月
、
定
t

―雅

架
寮
雑
架
生
員
三
云
云
‘
古
向
麗
架
八
人
、
新
羅
架
四
人
。

〖
高
麓
伎
〗9

6
4
豆
ウ
ラ
イ
隋
及
ぴ
唐
代
昔
架
制
度
の
一
。
前

漢
以
来
、
四
夷
の
架
績
々
中
國
に
流
入
し
、
北
齊
・
北
周

の
時
代
益
；
盛
と
な
り
‘
隋
唐
時
代
は
其
の
極
に
逹
し

た
。
故
に
隋
が
天
下
を
一
統
し
て
、
先
づ
胡
架
と
中
國
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の
昔
築
と
か
混
乱
せ
る
を
整
理
し
‘
雅
俗
の
別
を
明
か

に
せ
ん
と
し
、
開
皇
の
初
‘
外
来
の
胡
築
及
ぴ
固
有
の

俗
架
を
集
成
し
‘
七
部
伎
な
る
制
度
を
組
織
し
た
。
其
の

一
と
し
て
高
麗
伎
が
學
げ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
は
臥
笙

僕
•
桃
皮
箪
築
を
含
む
十
四
種
十
八
人
で
あ
っ
た
。
〔
隋

書
、
音
栗
志
下
〕
始
開
皇
初
定
令
レ
置
七
部
翠
一
日
國

|

_

 

高

部

高

伎
‘
二
日
清
商
伎
‘
三
曰
裔
麗
伎
‘
四
曰
天
竺
伎
‘
五
日

安
國
伎
‘
六
曰
亀
絃
伎
‘
七
曰
文
康
伎
‘
又
雑
有
二
疎
勒
・

扶
南
・
康
國
・
百
渭
・
突
蕨
・
新
羅
・
倭
國
等
伎
一
云
云
、
高

麗
歌
曲
有
芝
栖
舞
曲
エ
有
1

一
歌
芝
栖
築
一
器
有
一
弾
等
・

臥
心
空
後
・
竪
5

空
筏
．
琵
琶
・
五
弦
・
笛
．
笙
・
篇
・
小
箪
築
・

桃
皮
箪
築
・
腰
鼓
・
齊
鼓
・
櫓
鼓
・
貝
等
十
四
種
涵
竺
―

ェ
―
―
―
-
）
康
宗
（
誤
）

i
i（
裔
寄
（
眼
）r
l
[い
〗
[
(
植
）
＋
五
年
(
-
五
）
中
心
列
王
（
距
）
：

fl(-―七）忠
粛
王
[
/
□
い
い
口
[
[
い
）
忠
患
王
（
韻
）
前
後

4

年
―

(-―
1
0
)

忠
定
王
（
砥
）
三
年

二
十
三
年
―

ミ
一
）
恭
懲
王
（
師
）
：9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

-

／
 

辛
飩
ー
(
-
―
―
―
―
)
幌
十
三
年
(
-
―
―
―
―
―
)
昌
一
年

(
―
―
―
)
熙
宗
（
誤
）
七
年

/

oー

0
-
0
-
0
-
0
-
0
-
(
i―

―
四
）
恭
譲
王
（
瑶
）
三
年

n
順
宗
（
動
年

[
（
―
―
―
-
）
宣
守
（
運
）
＋
一
年
（
一
四
）
獣
宗
（
竪
）
一
年
|
|
口
）
毅
宇
（
呪
）
二
十
四
年

二
十
七
年

（
一
九
）
明
宗
（
皓
）

二
十
四
年

（
一
立
）
煎
宗
（
顕
）
（
一
六
）
脊
宗
（
俣
）
（
一
七
）
仁
宗
（
楷
）

十

年

十

七

年

(
―1

0
)
紳
宗
（
睦
）
ロ
~

（
高
麗
●
の
◎

(
―
-
）
恵
宗
（
武
）
二
年

）
太
岨
建
：

m
丁
昭
＼
□

T

年
口
〗
ェ
ロ

部
エ
十
八
人
↓

〖
高
麗
錦
〗
竺
ぐ
高
麗
の
國
か
ら
渡
来
し
た
錦
゜
〔
倭

名
類
緊
抄
‘
布
吊
部
‘
錦
綺
類
‘
錦
〕
秤
名
云
‘
錦
‘
本
朝

式
有
―
―
儀
欄
錦
・
嵩
麗
錦
•
軟
錦
．
雨
面
錦
等
之
名
→

〖
麻
麗
狗
〗9

6
6
に
躇
鋸
の
姿
勢
を
す
る
獅
子
様
の
像
。

鬼
魅
を
避
け
る
た
め
の
も
の
と
い
ひ
、
神
計
寺
院
な
ど

の
前
に
存
置
し
‘
銅
・
石
・
木
等
を
以
て
造
る
。
狛
犬
。

〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
軸
祭
佛
器
‘
高
麗
狗
〕
狛
犬
‘
俗
云
‘

古
末
以
奴
‘
按
‘
社
頭
拝
殿
雨
傍
‘
作
―
―
犬
牝
牡
躁
鋸
之

彪
置
レ
之
‘
呼
日
1

一
高
麗
犬
盃
蓋
高
麗
者
、
朝
鮮
三
韓
内
名

也
‘
未
レ
知
レ
肇
1

一
於
何
時
一
也
‘
疑
此
常
初
軸
功
皇
后
伐
11

三
韓
時
、
皆
降
伏
、
盟
ム
、
至
子
子
孫
餌
如
レ
奴
如
レ

犬
‘
永
為
一
戎
守
之
臣
一
也
‘
而
以
来
獣
二
八
十
餘
艘
貢

物
砿
空
王
子
一
為
レ
質
矢
‘
留
―
―
其
證
於
後
世
正

g
狗
形
一

安
手
紳
郎
乎
、
浮
屠
氏
1

笠
金
剛
力
士
―
一
王
於
棲
門
一

生
佛
法
守
護
之
證
一
卑
ハ
レ
此
趣
一
也
‘
俗
用
1

一
狛
犬
一
―

字
函
主
不
レ
知
レ
撮
也
、
剰
今
所
レ
作
狛
犬
形
如
一
獅
子
五
夫

獅
子
西
域
之
獣
‘
何
為
用
5

之
耶
゜

〖
高
麓
果
〗9

6
7
k
a
o
'
I
i
'
k
u
o
'

黙
龍
江
の
山
野
に
叢

生
す
る
大
ぎ
さ
豆
の
如
き
紅
色
の
も
の
。
味
ひ
は
廿
酸

く
、
口
に
入
れ
ば
漿
と
な
り
‘
鉢
の
中
に
置
け
ば
間
も

な
く
水
に
化
す
。
花
水
と
も
い
ふ
。
涌
洲
語
で
伊
勒
吟

穆
克
゜

〖
高
麗
参
〗9

6
8
翌
ラ
ィ
朝
鮮
人
参
゜
〔
本
茸
‘
人
参
〕
集

解
‘
嘉
膜
日
、
高
麗
参
、
近
レ
紫
罷
虚
、
新
羅
参
‘
亜
レ
黄
味

薄
‘
時
珍
曰
‘
其
嵩
麗
百
清
・
新
羅
二
國
‘
今
皆
属
秘

朝
鮮
芙
‘
其
参
猶
来
出
＇
國
一
互
市
。

〖
高
麗
芝
〗9

6
9
岱
フ
ィ
葉
が
細
く
て
密
生
す
る
芝
。
ひ

め
し
ば
。
鼓
挙
草
。

〖
高
麗
紙
〗9

7
0
岱
ラ
ィ
紙
の
一
種
。
〔
紙
墨
筆
硯
箋
〕
嵩
麗

紙
以
綿
繭
虚
成
‘
色
白
如
レ
綾
‘
堅
靭
如
レ
吊
‘
用
以
書

宴
‘
猜
墨
可
涵
愛
‘
此
中
國
所
レ
無
‘
亦
奇
品
也
。

〖
裔
麗
人
〗9

7
1
岩
裔
麗
の
人
。
ま
た
高
麗
か
ら
蹄
化
し

た
人
。
こ
ま
う
ど
。
〔
日
本
書
紀
‘
欽
明
紀
〕
二
十
六
年

夏
五
月
‘
高
麗
人
頭
霧
悧
耶
陛
等
‘
投
二
化
於
筑
紫
一
置
―
―

山
背
國
公
7
畝
原
奈
羅
山
村
‘
裔
麗
人
之
先
祖
也
。

〖
高
麓
燒
〗9

7
2
蹂
ラ
ィ
朝
鮮
製
の
掬
器
。

〖
高
麗
笛
〗9
7
3
g高
麓
築
に
用
ひ
る
横
笛
。
六
孔
ぁ

り
。
後
‘
束
遊
に
も
用
ひ
ら
る
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
調
度

部
‘
昔
架
具
〕
高
麗
笛
‘
唐
令
云
‘
裔
麗
伎
横
笛
‘
高
麗

＇ /¥ 

笛
‘
俗
一
ぞ
古
末
布
江
↓

〖
高
麗
奴
〗9

7
4
や
〖
コ
高
麗
國
の
賤
民
で
我
が
國
に
移
住

し
た
も
の
の
稲
゜
〔
日
本
書
紀
‘
欽
明
紀
〕
十
一
年
四
月
、

百
清
王
聖
明
‘
云
云
‘
因
贈
"
高
麗
奴
六
ロ
一

〖
高
麓
舞
〗9
7
5
g
ー
フ
ィ
舞
の
名
。
唐
の
楊
再
思
か
舞
つ
て

渦
座
の
人
に
部
笑
さ
れ
た
故
事
。
〔
唐
書
‘
楊
再
思
傭
〕

居
1

宰
相
十
餘
年
‘
阿
涯
取
容
、
無
レ
所
1

一
薦
逹
三
云
云
‘

易
之
兄
司
謄
少
卿
同
休
、
請
l―
公
卿[
~
I
I
其
寺
云
酒
甜
‘

戯
日
、
公
面
似
二
高
麗
二
再
思
欣
然
‘
翡
レ
穀
綴
t

―
巾
上
一

反,,
披
紫
抱
玉
向
-
1

高
麗
舞
五
拳
動
合
レ
節
‘
涌
座
郎
笑
゜

〖
高
麗
盆]
9
7
6

翌
ラ
イ
粛
麗
の
國
で
製
し
た
盆
。
〔
蘇

献
‘
僕
所
レ
蔵
仇
池
石
希
代
之
賓
也
云
云
詩
〕
盛
以
―
―
高

麗
盆
↓
藉
以
二
文
登
玉
↓
〔
自
注
〕
僕
以
1

一
高
麗
所
レ
鉤
大

銅
盆
―
貯
レ
之
、
以
下
登
州
石
如
二
砕
玉
上
只
附
―
―
其
足
↓

〖
高
麗
門
〗9

7
7
努
ラ
ィ
城
廓
の
外
門
。
本
柱
と
控
柱
と

を
建
て
‘
控
柱
に
も
家
根
の
あ
る
門
。

〖
高
麗
容
宗
〗9

7
8
蹂
パ
乃
王
俣

(
7ー
2
0
8
2
3:
 2
7
0
)

の

〇
を
見
よ
。

〖
高
麗
高
宗
]
9
7
9

競
伊
勺
王
轍

(
7
-
2
0
8
2
3

:
 8
4
0
)

の

〇
を
見
よ
。

〖
高
麓
康
宗
〗9
8
0
5
符
乃
王
貞

(
7ー
2
0
8
2
3:
 8
2
2
)

の

〇
を
見
よ
。

〖
高
麗
熙
宗
〗9

8
1悶方
イ
ノ

見
よ
。

〖
高
麗
毅
宗
〗
函
誇
[
;

見
よ
。

〖
高
麗
光
宗
〗9

8
3
”
容
パ
～

参
を
見
よ
。

〖
高
麗
悪
宗
〗9

8
4
”
”
”
勺

0
を
見
よ
。

〖
高
麗
景
宗
嵩
”
”
厄
勺

見
よ
。

〖
高
麗
獣
宗
〗9

8
6
”
芥
乃

0
を
見
よ
。

〖
高
麗
顕
宗
〗9

8
7
焚
吟

見
よ
。

〖
高
麗
冗
宗
〗9

8
8
焚
打

R
を
見
よ
。

〖
高
麗
粛
宗
〗9
8
9
g
”
ぢ

見
よ
。

王
竪
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 3
1
)

の

王
詢
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 5
8
7
)
を

王
植
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 6
1
1
)

の

王
顕
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
5
2
)
を

王
伯
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 7
8
5
)
を

王
躾
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 6
2
)

を

王
覗
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 3
5
3
)

を

王
昭
(
7
-
2
0
8
2
3

：
 
6
6
9
)

の

王
武
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 9
3
2
)
の

13217 
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゜
の の の を を の を を の を の の

【
高
齢
】
血
り
り
と
し
よ
り
。
老
年
。
高
壽
゜

【
高
霊
】
血
袴
朝
鮮
の
地
名
。
慶
尚
北
道
高
麗
郡
高
憲

面
に
屡
し
、
古
代
六
伽
佛
の
一
た
る
高
麗
伽
佛
、
又
は

大
伽
佛
と
し
て
著
名
で
あ
る
。
高
蓋
郡
は
本
、
大
伽
佛

國
‘
始
祗
伊
珍
阿
妓
王
よ
り
道
設
智
王
に
至
る
‘
凡
十

六
世
五
百
―
-
＋
年
の
後
、
慎
興
大
王
之
を
滅
ぽ
し
‘
其

の
地
を
以
て
大
伽
佛
郡
と
し
、
景
徳
王
が
高
震
に
改
め

た
と
い
ふ
。
〔
三
國
史
記
、
地
理
志
〕
。

[
高
料
】
匹
席
値
段
が
高
い
。
高
債
(
8
0
)

に
同
じ
。

【
高
燎
】
四
器
た
か
く
て
ら
す
か
が
り
び
。
〔
顔
延
之
‘

宋
郊
祀
歌
〕
奔
精
昭
レ
夜
、
高
燎
楊
レ
晨
。
〔
宋
史
‘
栗
志

十
六
〕
漏
残
析
静
、
鶏
臀
遠
到
、
高
燎
入
1

一
層
嘗
一

【
断
源
】
血
焚
明
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
深
甫
。
琥
は
瑞
南
・

雅
尚
齋
・
桃
花
漁
。
架
府
に
巧
。
書
室
を
妙
賞
棲
と
い

ふ
。
著
に
南
曲
玉
特
記
・
雅
尚
齋
詩
草
・
遵
生
八
棧
が
あ

る
。
〔
明
詞
綜
‘
四
〕
。

【
高
慮
】
呼
は

0
種
族
の
名
。
ケ
ル
ト
族
の
一
派
。
古

代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
部
に
住
す
。
西
紀
前
一
一
世
紀
の

頃
か
ら
羅
馬
に
征
服
さ
る
。
G
a
u
l
ラ
テ
ン
文
で
G
a
l
l
i
a

●
地
名
。
古
代
ガ
リ
ヤ
人
の
住
ん
で
居
た
地
方
。
今

の
イ
タ
リ
ヤ
北
部
か
ら
7
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
等
に
亙
る

地
方
。

【
高
櫓
】
血
裕
高
い
や
ぐ
ら
。
〔
魏
志
、
哀
紹
傭
〕
紹
為
―

高
櫓
玉
竺
士
山
ぶ
印
螢
中
↓
鶯
中
皆
蒙
レ
楯
、
衆
大
濯
゜

【
高
櫨
】
血
吟
後
魏
、
高
閻
(
9
4
6
)

の
本
名
。

[
高
棲
】
血
認
た
か
ど
の
。
又
‘
立
派
な
家
。
高
閣
。
〔
古

詩
十
九
首
〕
西
北
有
,
,
高
棲
て
古
竺
浮
争
デ
齊
。
〔
後
漢
書
、

劉
表
博
〕
後
乃
共
升
二
高
棲
一
因
令
レ
去
レ
梯
゜
〔
蜀
志
、
諸
葛

亮
博
〕
海
ー
観
後
園
一
共
上
二
高
棲
面
飲
食
之
間
‘
令
↓
一
人
去
▽

梯
。
〔
杜
甫
‘
登
棲
詩
〕
花
近
―
―
高
棲
伍
翌
客
心
王
萬
方
多

難
此
登
臨
‘
錦
江
春
色
来
'1

天
地
王
古
室
浮
雲
畏
―
古
今
↓

〔
伊
藤
春
畝
‘
偶
成
詩
〕
豪
氣
堂
々
横
l

一
大
空
-
H
東
誰

使
枷
威
墜
高
棲
傾
壺
三
杯
酒
、
天
下
英
雄
在
瞑
中
↓

〖
墨
上
高
棲
塾
短
梯
品
賃

E

望
；
人

を
高
棲
に
あ
げ
て
梯
子
を
も
ち
去
る
。
人
に
仕
事
を

薦
め
な
が
ら
、
人
が
仕
事
を
や
れ
ば
傍
か
ら
止
め
さ
せ

る
や
う
に
す
る
。
〔
咳
餘
叢
考
、
成
語
〕
騒
―
―
上
高
棲
1

抜,,

短
梯
ご
見
一
皿
品
竺
殷
浩
際
後
恨
1

一
簡
文
ー
曰
、
上
レ
人
着
l
-

百
尺
棲
上
ぶ
匹
将
梯
—
去
。

〖
高
棲
一
席
酒
窮
漢
半
年
根
〗
幽
k
a
o
1lou2 
i
 
1
 hsi 1
 

六
二|
 

chiu3 
c
h
'
i
u
n
g
'
h
a
n
2
 pan• 

n
i
e
n
'
J
i
a
n
g
'

富
貴
法
、
高
王
即
最
上
王
芙
、
高
王
観
世
昔
経
‘
於
―
―
諸
経
中
1
1
8

の
人
の
一
席
の
酒
宴
は
‘
貧
民
の
半
年
の
食
糧
に
常
為
1

一
最
上
一
也
、
非
土
由
―
―
高
歓
―
得
ら
名
也
‘
標
目
所
レ
載
、

32ー

又
有
釜
光
明
最
勝
王
経
・
大
方
等
頂
王
経
百
以
レ
此
例
レ

る
【
高
瀧
】
血
誘
た
か
い
を
か
。
〔
唐
書
‘
李
景
略
側
〕
使
之
、
最
上
王
即
最
勝
王
、
高
王
即
頂
王
。

者
乃
要
高
熾
待
レ
之
‘
梅
録
俯
悽
前
哭
゜
〖
高
王
経
温
誘
唸
歴
佛
経
の
名
。
高
王
観
世
昔
経
の

【
高
聾
】
g

誘
高
い
を
か
。
高
瀧
に
同
じ
。
略
稽
。
東
魏
の
天
平
年
開
‘
孫
敬
徳
が
感
得
し
た
観
音

【
高
籠
】
g

悶
た
か
く
あ
げ
ら
れ
て
ゐ
る
か
ご
。
〔
劉
馬
経
。
〔
績
高
僧
博
‘
二
十
九
〕
昔
元
魏
天
平
｀
定
州
募
士
孫

錫
、
和
血
癸
怠
鶴
上
1

襄
相
公
別
檎
之
作
上
詩
〕
昨
敬
徳
‘
於
,
,
坊
所
五
翌
観
昔
像
ご
冬
年
滴
還
一
常
加
藉

H
看
成
送
レ
鶴
詩
、
高
籠
提
出
白
雲
辞
。
事
云
後
為
―
劫
賊
所
＂
引
‘
禁
↓
―
在
京
獄
禾
＇
レ
勝

1

一
拷
掠
ぶ
Q

【
高
祗
】
5

跨
澤
山
な
ふ
ち
。
厚
禄
。
〔
風
俗
通
、
窮
通
〕
妄
承
レ
罪
‘
並
虞
棒
刑
討
云
ぎ
夢
こ
沙
門
教
レ
誦
観
世

何
必
高
誅
豊
爵
、
以
為
―
―
融
捻
一
也
。
昔
救
生
経
二
経
有
―
―
佛
名
公
翌
誦
千
遍
盃

F
免
1

一
死
厄
「

【
高
論
】
g

努
俗
を
は
な
れ
た
け
だ
か
い
議
論
。
す
ぐ
徳
既
覺
已
‘
縁
―
―
夢
中
経
一
了
無
―
謬
誤
丁
比
レ
至
年
＇
明
一

れ
た
議
論
。
又
、
他
人
の
議
論
を
い
ふ
敬
稽
゜
〔
荘
子
‘
已
渦
l

云
丑
竺
有
司
執
レ
縛
向
レ
市
、
且
行
且
誦
‘
臨
レ
欲
レ

刻
意
〕
刻
レ
意
尚
レ
行
‘
離
レ
世
異
レ
俗
、
高
論
怨
誹
‘
為
レ
1

几
加
レ
刑
‘
誦
漠
1

一
千
遍
五
執
レ
刀
下
研
‘
折
為
二
三
段
―
―
-
＿
換
―
―

而
已
矢
゜
〔
史
記
‘
張
繹
之
傭
〕
繹
之
既
朝
畢
‘
因
前
言
1

―
其
刀
エ
皮
肉
不
レ
損
‘
怪
以
奏
聞
‘
丞
相
高
歓
、
表
請
レ
免
レ

便
宜
事
ぶ
冬
帝
曰
‘
卑
レ
之
‘
母
↓
―
甚
裔
論
公
p
n
一
今
可
―
―
施
刑
‘
俯
赦
博
窺
、
被
―
―
之
於
世
↓
今
所
謂
高
王
観
世
昔
経

肛
也
。
〔
注
〕
索
隠
日
‘
案
‘
卑
、
下
也
‘
欲
レ
令
T

且
卑
―
―
下
是
也
。

其
志
一
無
•
甚
高
談
論
い
但
令T依
一
時
事
一
無
出
竺
古
遠
―
【
高
旺
】
血
謗
鎮
の
名
。
江
蘇
省
江
浦
縣
の
西
南
。
一

也
。
〔
漢
書
、
息
夫
射
博
〕
射
待
詔
‘
散
危
言
高
論
。
〔
江
名
、
高
望
鎮
゜
晉
の
太
康
の
初
‘
呉
王
渾
を
伐
ち
、
李
純

穂
‘
劉
生
詩
〕
高
論
明
―
―
秋
水
「
命
賞
捗
1

一
春
畳
↓
〔
李
白
‘
を
断
望
城
に
屯
せ
し
め
た
の
は
此
慮
で
あ
る
。

大
鵬
賦
〕
吐
―
―
呼
蝶
之
高
論
↓
開
ー
一
浩
蕩
之
奇
言
↓
【
古
向
彎
品
努
弓
を
強
く
ひ
く
。
〔
劉
孝
威
‘
結
客
少
年

【
高
話
】
暉
九
ゥ
高
尚
な
は
な
し
。
又
、
他
人
の
説
話
の
場
行
〕
近
碩
連
二
雙
免
石
向
彎
落
―
―
九
烏
↓

敬
楢
゜
〔
儲
光
義
、
同
士
十
三
維
偶
然
作
詩
〕
腹
中
【
登
レ
高
品
公
勺
几
月
九

H
に
高
い
虞
に
登
る
を
い

無

二

物

云

高

話

薇

皇

年

。

ふ

。

汝

南

の

桓

景

が

費

長

房

の

言

に

随

つ

て

山

に

登

【
高
淮
】
如
筏
明
の
人
。
官
は
尚
膳
監
監
丞
。
琥
は
采
芹
り
、
以
て
禍
を
免
れ
た
故
事
。
〔
績
齊
諧
記
〕
汝
南
桓
景

子
。
萬
暦
中
、
命
を
承
け
て
採
磯
し
、
遼
東
に
徴
税
す
。
随
―
―
費
長
房
ぶ
立
學
累
年
‘
長
房
謂
日
、
九
月
九
日
、
汝
家

縦
恣
不
法
、
散
；
邊
将
と
し
て
功
を
争
ふ
。
山
海
闘
の
中
嘗
レ
有
レ
災
‘
宜
-
―
急
去
ズ
P
T
家
人
各
作
―
―
綽
襄
ぶ
空
茉

内
外
悉
く
其
の
毒
を
被
む
る
。
〔
明
史
‘
一
三
日
五
〕
・
〔
萬
英
冨
以
繋
レ
腎
‘
登
レ
高
飲
中
菊
花
酒
お
凡
禍
可
レ
除
、
景
如
レ

斯
同
明
史
‘
四
百
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
八
十
四
〕
。
言
‘
齊
家
登
レ
山
、
夕
還
見
1

一
難
犬
牛
羊
―
一
時
暴
死
、
長

冨

矮

】
g

吟
高
い
の
と
低
い
の
。
高
低
。
房
聞
レ
之
日
、
此
可
レ
代
也
、
今
世
人
九
日
登
レ
高
飲
レ
酒
‘

【
高
王
】
ゆ
努
●
渤
海
王
高
従
誨
を
い
ふ
。
〔
蘇
試
、
荊
婦
人
需
菜
英
嚢
ぶ
空
於
此
↓

州
詩
〕
朱
檻
城
東
角
‘
高
王
此
望
沙
。
〔
注
〕
高
従
誨
封
―
―
〖
登
レ
高
自
レ
卑
〗
血
"
”
"
店
心
ル
ハ
高
い
所
に
登
る
に
は

勃
海
王
硲
5
-

―
南
平
王
云
晉
高
帝
立
‘
遣
―
―
學
士
陶
穀
涵
竺
き
つ
と
低
い
所
か
ら
は
じ
め
る
。
事
を
行
ふ
に
は
順
序

生
辰
國
信
使
盆
比
誨
宴
一
之
望
沙
棲
↓
〇
最
上
の
王
。
〔
春
の
あ
る
喩
゜
〔
中
庸
〕
君
子
之
道
、
辟
如
↓
1

行
レ
遠
必
自
＂

在
堂
随
筆
〕
高
王
観
世
昔
経
‘
相
博
以
為
、
高
王
之
名
由
―
―
邁
‘
辟
如
呑
茫
高
必
自
ふ
卑
゜
〔
書
、
太
甲
下
〕
若
五
パ
レ
高

高
獄
而
得
也
‘
其
賓
不
レ
然
‘
佛
家
稽
謂
‘
凡
尊
レ
之
則
必
自
各
'
‘
若
二
防
レ
退
必
自
溢
遷
。

日
レ
王
‘
伊
鹿
日
―
―
鹿
王
ご
象
旦
象
王
二
須
禰
山
則
日
＊
〖
登
レ
高
必
賦
臨
”
”

g
迄
レ
パ
君
子
は
高
山
に
登
れ

須
禰
山
王
5

皆
是
也
、
而
王
再
加
以
,
,
尊
稽
一
則
日
1

一
高
ば
、
必
ず
詩
を
賦
し
て
其
の
懐
抱
を
獲
揮
す
る
を
い

王
了
大
蔵
経
教
法
賓
標
目
、
有
二
切
法
高
王
経
一
巻
ー
ふ
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
七
〕
孔
子
遊
―
―
於
景
山
之
上
王
ふ
路
・
子

云
、
興
ー
諸
法
最
上
王
経
1

本
同
‘
極
則
一
切
法
、
即
諸
貢
・
顔
淵
従
‘
孔
子
日
‘
君
子
登
な
向
必
賦
‘
小
子
願
者
何
‘
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言
1

一
其
願
↓
〔
魏
志
、
武
帝
紀
‘
注
〕
（
太
祗
）
御
レ
軍
三
十
餘
孜
‘
五
十
六
〕
。
す
。
其
の
學
は
和
漢
洋
に
通
じ
‘
文
章
を
善
く
す
。
明
治
【
高
延
第
】
殴
焚
？
清
‘
江
蘇
山
陽
の
人
。
字
は
子
上
。

年
‘
手
不
レ
捨
レ
書
‘
書
厠
講
―
―
武
策
盃
夜
則
思
1

一
経
傭
一
登
レ
【
高
佑
鉗
】
血
仇
牙
清
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
念
祗
゜
貢
生
。
二
十
八
年
五
月
十
日
自
殺
す
、
年
六
十
一
―
「
著
に
學
鶯
琥
は
愧
西
。
官
は
翰
林
院
待
詔
。
著
に
湧
翠
山
房
集
が

高
必
賦
及
レ
塵
新
詩
面
炉
之
管
絃
一
皆
成
二
柴
章
→
官
は
州
判
。
書
室
を
懐
寓
堂
と
い
ひ
、
著
に
懐
寓
堂
詩
堂
摘
稿
·
救
瞭
―
得
•
海
外
事
物
穂
覧
．
水
物
彙
名
・
名
あ
る
。
〔
碑
傭
集
補
‘
五
十
二
〕
。

〖
登
レi蘭
而
招
臀
非
レ
加
レ
長
也
而
見
者
遠
〗
畑
は
日
戸
が
あ
る
。
物
義
誇
か
あ
る
。
〔
省
軒
文
稿
〕

0
 

[
高
應
松
】
蛉
認
ィ
ヨ
•
ウ
宋
‘
長
築
の
人
。
字
は
貨
畝
。
開

五
[
+
且
門
ぢ
臼
ゲ
高
慮
に
登
つ
て
人
を
招
け
ば
、
【
高
一
功
】
血
り
〔
n,
ウ
明
の
人
。
謁
必
正
(
1
3
1
0
)

を
見
よ
。
【
吉
回
雲
憂
】
碑
冥
ダ
イ
清
の
人
。
高
礎
(
5
7
1
)

を
見
よ
。
慶
の
進
士
。
證
部
員
外
郎
・
翰
林
院
櫂
直
に
累
遷
す
。
元

腎
が
長
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ど
も
‘
遠
方
に
居
【
高
乙
弗
】
呼
げ
炉
，
高
句
馳
の
美
川
王
。
峰
上
王
の
弟
[
高
永
年
】
g

ぢ
ネ
/
宋
の
人
o
{
呂
は
河
東
蕃
官
o

先
衆
を
兵
臨
安
に
至
り
ヽ
應
松
は
降
表
を
草
す
る
を
肯
ん
ぜ

る
者
に
も
明
か
に
見
え
る
と
の
意
。
學
問
に
よ
っ
て
身
咄
固
の
子
。
一
名
‘
憂
弗
゜
咄
固
が
蜂
上
王
に
殺
さ
れ
破
り
‘
功
を
以
て
賀
州
圃
練
使
・
賀
州
知
に
累
遷
す
。
淫
ず
。
元
兵
湧
金
門
よ
り
入
る
に
及
び
‘
琴
朝
奔
猷
し
‘
従

を
修
む
べ
き
喩
゜
〔
荀
子
‘
勧
學
〕
登
な
向
而
招
‘
腎
非
レ
る
や
‘
難
を
民
間
に
避
け
た
か
‘
國
相
倉
助
利
に
迎
へ
除
羅
撤
‘
夏
穎
四
監
軍
の
衆
を
合
せ
て
宣
威
城
に
逼
る
官
留
る
者
九
人
‘
應
松
は
其
の
一
に
居
る
。
端
明
殿
學

加
レ
長
也
‘
而
見
者
遠
‘
順
レ
風
而
呼
‘
瞥
非
レ
加
レ
疾
也
‘
ら
れ
て
即
位
す
。
陽
：
兵
を
出
し
て
築
浪
帯
方
二
郡
を
や
‘
永
年
之
を
製
ぎ
‘
先
に
執
へ
ら
れ
‘
遂
に
多
羅
巴
に
士
・
簗
書
檻
密
院
事
に
抜
擢
さ
る
。
尋
い
で
恭
帝
に
従

而

聞

者

彰

。

併

合

す

。

在

位

三

十

一

年

。

〔

三

國

史

記

‘

十

七

〕

。

殺

さ

る

。

〔

宋

史

‘

四

百

五

十

三

〕

・

〔

宋

史

新

編

‘

二

日

ひ

‘

燕

に

至

り

‘

絶

食

し

て

語

ら

ず

‘

七

日

に

し

て

卒

す
。
〔
宋
史
‘
四
百
五
十
四
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
七
十

【
高
阿
那
】
岡
？
複
姓
。
〔
北
齊
書
‘
恩
倖
‘
高
阿
那
肱

[
-
I

向
允
櫂
】
血
り
パ
ケ
ノ
後
周
‘
延
州
の
人
。
膚
施
縣
令
を
二
十

隠
高
阿
那
肱
‘
善
無
人
也
‘
其
父
市
貴
従
,
,
高
餌
起
レ
歴
‘
罷
め
飩
る
。
晉
の
開
運
の
末
‘
周
密
を
以
て
延
州
の
【
高
永
能
】
⑯
翌
ノ
ウ
宋
‘
青
澗
の
人
。
字
は
君
學
。
幼
五
〕
・
〔
南
宋
書
‘
六
十
一
〕
．
〔
宋
史
翼
‘
三
十
一
〕
・
〔
宋
季

義
、
那
肱
筏
庫
典
紐
竺
征
討
↓
帥
と
為
す
や
‘
州
兵
乱
し
‘
允
櫂
を
擁
し
て
帥
と
武
す
。
時
勇
力
有
り
‘
騎
射
に
巧
。
元
豊
中
、
西
討
の
時
‘
永
能
忠
義
録
‘
六
〕
。

〖
高
阿
那
肱
〗
鴎
誘
ア
ナ
北
齊
の
人
。
市
責
の
子
。
騎
射
漢
祗
‘
使
を
遣
は
し
‘
検
校
太
博
に
任
す
。
同
州
の
劉
景
前
鋒
と
為
り
‘
無
定
河
に
戦
ひ
‘
斬
首
藪
千
級
。
寧
州
刺
【
高
應
捗
]
函
認
チ
ョ
ク
朝
鮮
李
朝
‘
安
東
の
人
。
字
は
叔

に
妙
。
便
辟
善
く
人
に
事
へ
、
武
成
帝
に
愛
重
さ
る
。
巖
の
強
を
忌
み
‘
盛
く
其
の
族
を
殺
し
‘
其
の
家
財
を
史
・
榮
州
圃
練
使
に
累
進
す
。
永
架
の
役
に
謀
を
臥
じ
明
。
琥
は
杜
谷
。
又
‘
翠
屏
。
官
は
成
均
司
成
・
慶
州

武
平
中
、
右
丞
相
を
授
け
ら
る
。
周
師
が
平
陽
に
逼
る
液
牧
し
‘
謀
叛
を
以
て
聞
す
。
朝
廷
辮
ず
る
を
得
ず
。
て
用
ひ
ら
れ
ず
‘
城
陥
つ
て
載
死
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
三
提
督
。
〔
人
物
考
〕
。

や
、
那
肱
は
節
度
諸
軍
を
従
へ
、
専
ら
欺
岡
を
事
と
し
‘
後
‘
官
は
検
校
太
師
に
至
る
。
〔
藷
五
代
史
‘
一
百
一
―
十
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
十
一
〕
。
【
高
應
芳
】
函
か
勿
＇
ウ
明
‘
金
淫
の
人
。
字
は
惟
賓
。
嘉
靖

尋

い

で

降

り

‘

長

安

に

至

っ

て

大

将

軍

を

授

け

ら

れ

‘

五

〕

。

【

高

永

築

】

碑

9
5
ラ
ク
北
齊
の
人
。
誼
は
武
昭
゜
歓
の
従
祖
の
進
士
。
山
東
を
巡
按
し
‘
太
僕
卿
に
進
み
‘
令
に
陸

出
で
て
隆
州
刺
史
と
為
る
。
大
象
の
末
‘
蜀
に
在
り
、
【
高
允
文
]
蝉
り
パ
プ
/
宋
‘
貴
池
の
人
。
清
流
主
簿
と
な
兄
の
子
。
太
昌
中
‘
陽
州
公
に
封
ぜ
ら
れ
、
北
豫
州
刺
史
る
。
著
に
羊
洞
遺
稿
・
谷
南
集
か
あ
る
。

王
謙
に
従
っ
て
兵
を
起
し
‘
誅
せ
ら
る
。
〔
北
齊
書
‘
五
り
‘
里
人
張
連
の
‘
背
て
禁
京
に
杵
つ
て
客
邸
に
死
せ
に
累
遷
す
。
河
陰
の
戦
に
‘
司
徒
裔
昂
が
利
を
失
っ
て
【
吉
回
應
冤
】
g

”t
ぺ
/
明
‘
仁
和
の
人
。
字
は
文
中
。
嘉
靖

十
〕
・
〔
北
史
‘
九
十
二
〕
。
る
を
庇
ひ
‘
軸
け
ら
れ
て
定
邊
軍
教
授
と
な
る
。
後
‘
退
却
し
‘
河
陽
の
南
城
に
逃
走
す
。
時
に
永
築
は
南
城
の
攀
人
。
官
は
光
州
知
。
著
に
白
雲
山
房
集
が
あ
る
。

【
高
謡
然
】
碑
”

c
t
清
の
人
。
高
樹
森
(
1
2
1
5
)

を
見
よ
。
定
州
守
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
七
〕
。
を
守
り
、
開
門
せ
ず
‘
昂
‘
遂
に
西
軍
に
檎
へ
ら
る
。
歓
‘
〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
‘
九
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
三
〕
．
〔
明
詩

【
高
伊
連
]
門
砂
嵩
句
羅
の
故
國
壌
王
。
故
菌
原
王
の
【
高
胤
先
】
血
匁
セ
／
明
‘
宜
章
の
人
。
一
名
は
應
先
。
字
大
い
に
怒
り
‘
之
を
杖
す
る
こ
と
二
百
。
後
‘
官
は
清
州
綜
‘
四
十
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
戊
‘
十
八
〕
・
〔
盛
明
百
家

子
。
一
名
‘
於
只
交
。
小
獣
林
王
に
縦
い
で
即
位
し
、
在
は
世
徳
。
成
化
の
進
士
。
官
は
行
人
。
朝
鮮
に
使
し
、
王
刺
史
に
至
る
。
〔
北
齊
書
‘
十
四
〕
。
詩
‘
―
-
〕
。

位
七
年
に
し
て
蛯
去
す
。
〔
―
二
國
史
記
‘
十
八
〕
。
を
し
て
自
ら
来
迎
せ
し
め
‘
後
‘
遂
に
例
と
な
す
。
還
つ
【
高
延
優
】
碑
翌
ィ
。
高
句
甕
の
山
上
王
。
新
大

I
の
子
、
【
高
翁
中
'
】
g
”
ぞ
{
ゥ
漢
‘
西
河
の
人
o

任
侠
に
し
て
然

【
高
為
表
】
翌
t

ゥ
明
の
人
。
官
は
淮
州
學
正
。
博
履
證
て
御
史
に
陸
り
‘
登
抒
摘
伏
‘
甚
だ
名
臀
あ
り
。
後
‘
四
故
國
川
王
の
弟
。
一
名
は
位
宮
。
故
國
川
王
の
姥
ず
る
も
君
子
の
風
か
あ
っ
た
。
〔
前
漢
書
‘
三
十
六
〕
。

と
異
に
廉
平
録
を
撰
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
一
百
一
二
十
二
〕
。
川
参
議
に
至
る
。
〔
蘭
壼
法
黎
録
‘
十
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
や
‘
其
の
后
子
氏
に
通
じ
‘
遺
詔
を
矯
め
て
即
位
し
‘
子
【
高
加
索
】
函
拉
力

0
厭
亜
雨
大
陸
境
界
の
一
部
を
成

【
高
維
岱
】
g

”
”
イ
明
、
昌
邑
の
人
。
崇
顧
中
、
永
消
縣
の
人
物
孜
‘
八
十
三
〕
。
氏
を
立
て
て
王
后
と
為
す
。
在
位
―
二
十
年
。
〔
三
国
史
す
山
脈
。
黒
海
の
東
北
岸
タ
マ
ン
半
島
に
起
り
‘
裏
海

知
と
な
る
。
赴
任
し
て
僅
か
旬
餘
に
消
兵
至
り
、
一
門
【
高
宇
泰
】
圏
on
”

イ

清

の

人

。

斗

檻

の

子

。

初

字

は

元

登

。

記

‘

十

六

〕

。

の

西

岸

ア

プ

シ

ェ

ロ

ン

半

島

に

盛

く

。

O
裏
海
・
黒
海

之
に
死
す
。
〔
明
史
‘
―
―
百
九
十
こ
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
後
‘
虞
諄
と
改
む
。
別
字
は
隠
學
゜
晩
年
‘
宮
山
と
自
署
【
高
延
宗
】
函
芸
’
ウ
北
齊
の
人
。
澄
の
五
子
。
幼
時
文
間
に
挟
ま
れ
‘
東
南
は
ペ
ル
シ
ャ
、
西
南
は
ト
ル
コ
と

三
百
八
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
一
[
l
.
〔
崇
顧
忠
節
し
‘
又
‘
聴
奄
と
署
す
。
明
末
‘
京
師
陥
り
‘
兵
を
郭
に
起
宣
に
養
は
る
。
封
は
安
徳
王
‘
官
は
定
州
刺
史
。
長
ず
る
隣
接
す
る
地
方
。
コ
ー
カ
サ
ス
山
脈
が
ほ
ぼ
中
央
を
横

録
‘
七
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
四
〕
。
す
。
魯
王
‘
兵
部
郎
を
授
く
。
尋
い
で
清
吏
に
捕
へ
ら
に
及
び
騒
縦
に
し
て
不
法
多
く
‘
武
成
は
使
者
を
し
て
ぎ
る
。
一
九
一
七
年
ま
て
は
‘
ロ
シ
ャ
帝
國
領
に
陽

[
高
友
機
】
唸
00

キ
明
‘
築
清
の
人
。
字
は
粛
政
。
誼
は
れ
‘
事
解
く
る
に
及
ん
で
‘
隠
居
し
て
以
て
終
る
。
書
室
之
を
撻
た
し
め
‘
其
の
舵
近
者
九
人
を
殺
害
す
。
是
よ
し
、
山
北
を
内
コ
ー
カ
シ
ャ
‘
山
南
を
外
コ
ー
カ
シ
ャ

襄
簡
。
弘
治
の
進
士
。
刑
部
郎
中
よ
り
九
江
守
に
累
を
雪
交
亭
と
い
ふ
。
著
に
雪
交
亭
集
・
肘
柳
集
・
敬
止
録
り
深
く
悔
ひ
改
む
。
平
陽
の
役
に
‘
周
師
を
力
禦
し
て
と
呼
ぷ
。
世
界
大
戦
後
‘
山
南
に
外
コ
ー
カ
シ
ャ
聯
邦

遷
す
。
治
績
‘
+
-
―
一
郡
中
の
最
た
り
。
太
1

猛
乱
を
作
し
‘
か
あ
る
。
〔
胴
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
七
十
〕
。
功
有
り
‘
井
州
刺
史
を
歴
‘
山
西
兵
事
を
継
ぶ
。
後
主
の
か
興
り
‘
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
聯
邦
に
加
入
す
。

O
人
種
の
名
。

友
磯
か
廣
政
参
政
と
な
つ
て
境
に
入
る
や
‘
猛
は
手
を
【
高
雲
外
】
岡
on
バ
グ
ワ
イ
徳
島
の
人
。
名
は
銃
。
字
は
子
敵
。
鄭
に
奔
る
や
‘
在
井
の
将
卒
‘
皆
延
宗
に
請
う
て
即
位
④
印
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
種
を
い
ふ
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系

束
ね
て
令
を
聰
く
。
南
京
刑
部
尚
書
を
以
て
致
仕
す
。
通
稲
は
鋭
一
。
琥
は
雲
外
。
藤
澤
東
酸
・
篠
崎
小
竹
・
阪
せ
し
め
‘
徳
昌
と
改
元
す
。
周
軍
‘
晉
陽
を
園
み
‘
延
宗
統
の
白
色
人
種
の
綿
梢
゜
＠
コ
ー
カ
サ
ス
地
方
に
住

〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
七
十
〕
．
〔
園
朝
獣
徴
録
‘
四
十
井
虎
山
・
古
賀
謹
堂
・
昌
平
繰
・
川
本
祐
軒
等
に
學
ぶ
。
拒
載
し
、
力
屈
し
て
檎
へ
ら
れ
‘
帝
た
る
こ
と
僅
に
一
―
居
す
る
諸
族
の
梢
。
言
語
を
以
て
分
類
す
れ
ば
‘
四
乃

五
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
五
十
六
・
五
十
七
・
六
十
三
・
一
百
官
は
徳
島
藩
蘭
學
教
授
兼
儒
員
。
明
治
五
年
‘
太
政
官
日
。
長
安
に
至
る
や
、
周
武
帝
之
を
諌
ひ
‘
死
を
賜
ふ
。
至
五
に
分
れ
る
。

一
・
一
亘
一
十
五
・
一
百
四
十
四
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
左
院
二
等
書
記
生
。
又
、
内
務
省
・
農
商
務
省
に
歴
仕
〔
北
齊
書
‘
十
一
〕
。
【
高
退
昌
】
圏
翌
苫
消
‘
洪
縣
の
人
。
字
は
振
臀
゜
琥
は

_
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）
策
園
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
兵
科
給
事
中
。
著
に
披
垣
奏
【
吉
四
打
子
】
咽
裕
各
戦
國
時
代
の
人
。
子
夏
に
詩
を
學
何
も
な
く
し
て
城
潰
え
‘
執
へ
ら
れ
屈
せ
ず
し
て
死

08

議
頭
園
文
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
ー
百
八
十
八
〕
・
〔
國
ぴ
、
砕
倉
子
に
博
ふ
。
〔
経
典
繹
文
‘
序
録
〕
徐
整
云
‘
子
す
。
〔
崇
顧
忠
節
録
‘
二
十
一
〕
。

＂
朝
者
獣
類
徴
‘
二
日
＿
二
十
四
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
五
十
五
〕
。
夏
授

1

一
高
行
子
↓
高
行
子
授
―
―
砕
倉
子
「
砕
倉
子
授
二
吊
妙
【
高
孝
本
】
碩
競
？
清
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
大
立
。
琥
は

13

【
裔
霞
寓
]
g
銹
’
唐
‘
苑
陽
の
人
。
能
く
春
秋
及
ぴ
兵
子
石
吊
妙
子
授
―
―
河
間
人
大
毛
公
↓
青
華
・
花
湮
老
農
’
固
哉
曳
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
績
淫

法
を
讀
み
‘
狡
話
に
し
て
多
嬰
。
高
崇
文
に
従
っ
て
劉
【
古
向
行
周
]
血
窃
ン
ウ
後
周
の
人
。
思
紺
の
子
。
字
は
尚
知
縣
。
後
‘
山
水
に
放
浪
し
て
老
ゆ
。
詩
に
巧
。
著
に
固

3
 
5
 
4
 
（
闊
を
撃
つ
て
功
有
り
‘
彰
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
俄
に
質
。
李
克
用
既
に
盛
く
思
紺
の
兄
弟
を
殺
す
。
行
周
‘
時
哉
曳
詩
紗
か
あ
る
。
〔
圃
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
十
六
〕
。

一
代
つ
て
長
武
城
使
と
為
り
、
感
義
郡
王
に
封
ぜ
ら
る
。
に
十
餘
歳
‘
之
を
帳
下
に
牧
む
。
梢
；
長
じ
、
軍
職
に
補
【
吉
型
子
喩
】
血
5
竺
北
秤
の
人
。
澄
の
長
子
。
字
は
正

元
和
中
‘
王
承
宗
を
討
ち
‘
燭
り
霞
寓
の
み
功
有
り
‘
詔
し
‘
梁
を
滅
し
‘
功
を
以
て
端
州
剌
史
・
振
武
軍
節
度
使
徳
゜
誼
は
康
舒
。
封
は
河
南
王
。
謙
恨
寛
厚
‘
文
學
を

5
 
6
 
10

し
て
獲
る
所
の
鎧
杖
を
紳
策
庫
に
蔵
し
て
以
て
之
を
と
な
る
。
晉
・
漢
・
周
に
歴
仕
‘
齊
王
に
累
封
さ
る
。
行
周
愛
し
‘
讀
書
敏
速
‘
十
行
倶
に
下
る
。
中
書
令
・
司
州
牧

＂
施
し
‘
振
武
邪
寧
節
度
使
に
拝
せ
ら
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
勇
に
し
て
義
‘
功
裔
く
し
て
衿
ら
ず
‘
平
居
‘
賓
僚
と
宴
を
歴
任
す
。
武
成
帝
の
即
位
す
る
や
、
種
遇
特
に
厚
し
。

3
 

四
十
一
〕
．
〔
藷
唐
書
一
百
六
十
二
〕
。
集
す
る
に
‘
侃
侃
と
し
て
和
易
し
‘
人
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
爾
朱
御
の
女
に
通
ず
る
の
事
泄
れ
‘
武
成
大
怒
し
て
‘

3
 
5
 
⑭
【
古
向
~
囲
道
】
碑
悶
”
ゥ
唐
‘
信
陽
の
人
。
世
々
墜
を
霙
て
〔
五
代
史
‘
四
十
八
〕
．
〔
菖
五
代
史
‘
一
百
一
―
十
三
〕
。
婁
子
彦
を
し
て
車
に
載
せ
て
出
で
し
め
‘
之
を
車
に
耽

生
活
を
為
す
。
少
に
し
て
趨
勇
‘
走
る
こ
と
奔
馬
に
及
【
高
孝
碗
】
血
5
空
／
北
齊
の
人
。
澄
の
第
三
子
。
封
は
河
せ
し
む
。
西
華
門
に
至
り
‘
煩
熱
躁
悶
‘
投
水
し
て
絶

ぶ
。
隋
の
大
業
の
末
‘
河
間
の
賊
格
謙
に
依
る
。
謙
滅
開
王
。
天
統
中
‘
尚
書
令
に
累
遷
す
。
突
蕨
‘
周
師
と
太
ゆ
。
〔
北
齊
書
‘
十
一
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
二
〕
。

ぴ
る
や
‘
其
の
窯
百
餘
人
と
海
曲
に
出
亡
し
、
出
で
て
原
に
入
る
や
‘
武
成
帝
東
避
せ
ん
と
す
。
孝
碗
‘
馬
を

tD
【
吉
回
葛
域
】
屈
”
夕
伊
勢
の
人
。
名
は
俊
゜
字
は
伯
起
・
惟

淮
州
に
剰
し
、
衆
梢
々
附
す
。
武
徳
の
初
‘
漁
陽
郡
を
陥
へ
て
諫
め
‘
乃
ち
止
む
。
周
軍
退
ぎ
‘
井
州
剌
史
を
授
け
岳
・
道
昂
。
通
梢
は
喜
右
衛
門
。
琥
は
葛
破
・
伊
宥
。
石
島

れ
て
之
を
有
し
、
自
ら
燕
王
と
琥
す
。
尋
い
で
羅
藝
に
ら
る
。
孝
碗
‘
澄
の
世
嫡
な
る
を
以
て
騒
衿
自
負
‘
執
政
筑
波
に
師
事
す
。
下
総
葛
飾
に
住
居
す
。
官
は
葛
飾
藩

因
つ
て
降
を
請
ひ
‘
蔚
州
穂
管
を
授
け
ら
る
。
封
は
北
を
怨
み
草
を
為
つ
て
之
を
射
る
。
和
士
開
・
祗
梃
の
搭
儒
員
。
其
の
先
は
明
國
の
人
に
し
て
晩
年
王
氏
と
稽

平
郡
王
。
已
に
し
て
又
‘
叛
し
て
突
厭
と
連
ね
‘
燕
と
梢
に
因
り
‘
其
の
雨
胚
を
折
ら
れ
て
死
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
す
。
寛
永
五
年
八
月
八
日
歿
す
‘
年
五
十
一
二
。
私
誼
は
麗

す

。

時

に

群

盗

相

紺

い

で

平

ぐ

。

開

道

降

ら

ん

と

欲

し

‘

一

〕

。

明

先

生

。

著

に

葛

披

先

生

杖

杜

集

・

含

州

尺

讀

國

字

解

・

自
ら
反
覆
罪
を
得
ん
こ
と
を
疑
ひ
‘
尚
‘
突
蕨
を
特
ん
で
【
高
孝
桁
】
g
閤
ヵ
’
北
齋
の
人
。
澄
の
第
二
子
。
封
は
廣
左
傭
直
旨
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
‘
漢
學

自
ら
安
ん
ず
。
然
れ
ど
も
将
士
に
山
東
人
多
く
‘
蹄
を
寧
王
。
人
物
を
愛
賞
す
。
學
は
経
史
に
渉
り
‘
好
ん
で
文
家
之
部
〕
．
〔
國
書
解
題
〕
。

思
ひ
‘
衆
盆
；
乱
を
厭
ふ
。
愛
将
張
金
樹
‘
其
の
徒
を
率
字
を
綴
る
。
背
て
役
所
の
壁
に
一
蒼
鷹
を
書
き
‘
見
る
【
古
向
漢
笥
】
血
梵
？
後
晉
‘
歴
山
の
人
。
字
は
時
英
。
後

ゐ
て
諫
攻
す
。
開
道
免
れ
ざ
る
を
知
り
‘
甲
を
著
け
‘
者
皆
慎
と
為
す
。
後
主
‘
晉
州
よ
り
鄭
に
敗
走
す
る
や
‘
唐
に
仕
へ
、
左
金
吾
衛
大
将
軍
に
累
遷
す
。
清
泰
の
末
‘

刃
を
挺
し
‘
堂
に
撮
つ
て
坐
し
‘
妻
妾
と
飲
酒
す
。
金
樹
孝
桁
淮
州
刺
史
と
為
り
‘
五
千
人
を
以
て
任
城
王
に
信
後
晉
の
高
祗
‘
河
東
に
撮
る
や
‘
懇
帝
‘
節
度
使
張
敬
逹

畏
れ
て
敢
て
進
ま
ず
。
開
道
先
づ
其
の
妻
妾
諸
子
を
都
に
會
し
‘
共
に
匡
復
の
計
を
為
す
。
尋
い
で
檎
へ
ら
を
遣
は
し
‘
師
を
卒
ゐ
て
太
原
を
圃
ま
し
め
‘
漢
笥
に

編
り
‘
而
る
後
自
殺
す
。
兵
を
起
し
て
よ
り
滅
に
至
る
れ
て
長
安
に
至
り
、
例
に
依
り
開
府
・
縣
侯
を
授
け
ら
委
し
て
其
の
郡
を
巡
撫
せ
し
む
。
敬
逹
害
さ
れ
る
や
‘

ま
で
凡
そ
八
年
な
り
。
〔
唐
書
‘
八
十
六
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
五
る
。
周
武
帝
‘
雲
陽
に
在
つ
て
齊
の
君
臣
を
宴
し
、
自
ら
節
度
副
使
田
承
肇
‘
部
兵
を
卒
ゐ
て
漢
笥
を
府
署
に
攻

十

五

〕

。

胡

琵

琶

を

弾

じ

‘

孝

桁

に

笛

を

吹

か

し

む

。

辞

し

て

曰

む

。

漢

笥

‘

闘

を

啓

い

て

承

肇

を

延

く

。

承

肇

、

左

右

に

目

【
高
解
憂
】
函
”
”
t
ウ
高
句
騎
の
慕
本
王
。
太
武
神
王
の
く
‘
亡
國
の
昔
馳
く
に
足
ら
ず
と
。
固
く
命
ず
。
笛
を
攀
し
て
前
ま
し
む
。
諸
軍
‘
刃
を
地
に
投
じ
て
日
く
、
高
金

長
子
。
一
名
、
解
愛
婁
。
問
中
王
に
紺
い
で
即
位
す
。
性
‘
げ
口
に
至
り
‘
涙
下
り
嗚
咽
す
。
帝
乃
ち
止
む
。
其
の
年
吾
は
累
朝
宿
徳
有
り
‘
柱
殺
す
べ
か
ら
ず
と
。
承
肇
衆

暴
戻
゜
杜
魯
‘
禍
の
已
に
及
ば
ん
こ
と
を
恐
れ
て
之
を
卒
す
。
鄭
に
還
葬
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
一
〕
。
「
よ
。
意
拒
ぎ
難
き
を
以
て
‘
遂
に
謝
し
て
曰
く
‘
公
と
戯
れ

釈
す
。
在
位
五
年
。
〔
三
國
史
記
‘
十
四
〕
0
 

[
裔
孝
瑠
】
g

”
炉
？
北
齊
の
人
。
高
長
恭
(
1
2
7
4
)

を
見
し
の
み
と
。
高
祗
洛
に
入
る
や
‘
飛
詔
し
て
之
を
徴
し
‘

【
高
行
珪
】
碑
”
t

ケ
イ
後
唐
の
人
。
行
周
の
従
兄
。
初
‘
燕
【
高
孝
環
】
血
が
[
?
明
‘
江
都
の
人
。
字
は
申
伯
。
諸
左
駿
衛
大
将
軍
に
累
遷
し
て
卒
す
。
〔
藷
五
代
史
‘
九
十

に
仕
へ
て
騎
将
を
授
け
ら
れ
‘
験
果
諸
牌
の
右
に
出
生
。
揚
州
城
破
る
る
や
‘
衣
衿
に
書
し
て
曰
く
‘
首
賜
四
〕
。

づ
゜
荘
宗
の
時
‘
官
は
大
同
軍
節
度
使
。
性
貪
郎
‘
為
す
の
志
、
雖
陽
の
氣
、
其
の
志
を
二
に
せ
ず
‘
古
今
一
致
【
裔
蘭
其
位
】

g
g
清
の
人
。
天
爵
の
長
子
。
字
は
宜
之
・

所
多
く
不
法
な
り
。
副
使
苑
延
策
‘
人
と
為
り
剛
直
‘
藪
と
。
學
宮
に
入
っ
て
自
純
し
て
死
す
。
又
‘
饂
園
。
盆
は
文
洛
。
康
熙
中
‘
呉
三
桂
か
湖
南
を
陥

藪
之
を
規
諫
す
る
も
‘
行
珪
馳
か
ず
‘
却
つ
て
延
策
の
【
高
孝
鈷
】
5

”
竺
明
‘
江
都
の
人
。
字
は
仲
逹
。
天
啓
る
る
や
‘
其
位
は
従
征
し
て
‘
功
甚
だ
著
は
る
。
官
は
文

反
を
註
奏
し
て
之
を
殺
す
。
〔
五
代
史
‘
四
十
八
〕
．
〔
藷
中
‘
郷
に
攣
げ
ら
れ
‘
信
陽
知
州
に
累
進
す
。
時
に
楚
豫
淵
閣
大
學
士
・
兼
證
部
尚
書
。
〔
消
史
稿
‘
―
一
百
九
十

五
代
史
‘
六
十
五
〕
。
の
開
に
賊
あ
り
‘
勢
熾
盛
な
り
。
孝
鈷
輩
夜
守
備
し
‘
幾
五
〕
・
〔
清
史
列
傭
‘
十
二
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徽
‘
十
二
〕
．

〔
國
朝
先
正
事
略
‘
八
〕
・
〔
従
政
観
法
録
‘
十
四
〕
。

20

【
高
其
動
】
暉
戸
明
の
人
。
字
は
愁
功
。
初
‘
馬
龍
所
千

32ー

戸
を
襲
ぎ
‘
後
‘
武
郷
試
に
攀
げ
ら
る
。
吾
必
奎
の
反

乱
に
参
牌
と
な
つ
て
武
定
を
守
禦
す
。
沙
定
洲
‘
再
反

し
‘
兵
を
分
け
来
攻
す
る
に
及
ん
で
‘
固
守
す
る
こ
と

月
餘
。
遂
に
城
陥
落
し
、
北
望
し
つ
つ
‘
服
毒
し
て
死

す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
七
〕
．

〔
小
膜
紀
年
‘
十
二
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
偉
‘
二
十
七
〕
．
〔
崇

禎
忠
節
録
‘
三
十
一
〕
。

【
古
向
其
悼
】
g
”
”
ク
清
の
人
。
天
爵
の
猶
子
。
字
は
章
之
。

琥
は
芙
沼
°
溢
は
文
良
。
康
熙
の
進
士
。
雲
貴
・
間
浙
・
江

浙
亜
江
総
督
に
歴
官
し
‘
至
る
所
名
臀
あ
り
。
雲
南
に

在
り
し
時
、
中
旬
の
諸
蕃
を
動
し
‘
貴
州
の
蕃
を
平
げ
‘

功
尤
も
著
は
る
。
後
、
官
は
エ
部
尚
書
に
至
る
。
幼
に
し

て
詩
を
以
て
名
あ
り
‘
一
代
の
作
手
と
稲
さ
る
。
書
室
を

味
和
堂
と
い
ふ
。
著
に
奏
疏
•
味
和
堂
詩
集
が
あ
る
。

〔
清
史
稿
‘
―
一
百
九
十
八
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
十
四
〕
．
〔
國
朝

苔
猷
類
徴
‘
六
十
五
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
八
〕
．
〔
清
代

學
者
象
傭
‘
二
〕
。

【
高
其
偏
】
g

”g
ィ
清
‘
漢
軍
鍍
黄
旗
人
。
天
爵
の
第
五

子
。
字
は
章
之
（
痒
三
）
。
琥
は
且
圏
（
且
道
人
）
。
別
琥

は
南
村
。
盆
は
洛
勤
。
宿
州
の
知
よ
り
都
統
に
累
官
す
。

詩
に
巧
。
又
、
指
頭
書
を
善
く
し
、
海
内
之
を
珍
と
す
。

〔
消
史
稿
‘
五
百
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
八
十

―
―
-
]
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
八
〕
．
〔
渦
洲
名
臣
傭
‘
―
-
+

八
〕
．
〔
清
書
家
詩
史
‘
乙
‘
下
〕
。

【
高
季
興
】
守
即
五
代
、
南
平
、
開
國
の
王
。
映
州
峡
石

の
人
。
字
は
胎
孫
。
盆
は
武
信
。
少
に
し
て
武
を
好
み
‘

騰
氣
有
り
‘
沐
州
の
富
人
李
譲
の
家
憧
と
な
る
。
梁
の

開
平
中
‘
累
戦
し
て
功
有
り
‘
荊
南
節
度
使
を
授
け
ら

る
。
梁
衰
ふ
る
や
、
乃
ち
兵
を
阻
ん
で
自
ら
固
む
。
末
帝

の
時
‘
封
は
渤
海
王
。
唐
の
荘
宗
が
洛
に
入
る
や
‘
季
興

来
朝
し
て
南
平
王
に
封
ぜ
ら
る
。
明
宗
立
ち
之
を
攻
む
。

季
興
遂
に
呉
に
臣
と
な
り
‘
冊
せ
ら
れ
秦
王
と
な
る
。
在

位
二
十
二
年
。
〔
五
代
史
‘
六
十
九
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
二
日

三
十
二
〕
。

【
高
季
式
】
守
ぐ
北
齊
の
人
。
昂
の
弟
。
字
は
子
通
。

盆
は
恭
穆
゜
騰
氣
あ
り
。
魏
に
仕
へ
て
‘
侍
中
・
痰
州
大

中
正
に
累
官
す
。
清
河
公
岳
に
従
つ
て
爾
明
を
寒
山
に

破
り
‘
侯
景
を
渦
陽
に
敗
り
、
王
思
政
を
穎
JII
に
攻
め

Iヽ

四



高

部

高

ハ
ニ
五

て
之
を
抜
き
、
前
後
の
功
を
以
て
儀
同
三
司
を
授
け
ら

る
。
天
保
の
初
‘
乗
氏
縣
子
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
北
齊
書
‘
―
―

十
一
〕
。

[
高
季
輔
】
暉

g
唐
‘
脩
の
人
。
名
は
渇
。
字
を
以
て

行
は
る
。
盆
は
憲
。
母
の
喪
に
‘
孝
を
以
て
聞
ゆ
。
貞

観
の
初
‘
監
察
御
史
を
授
け
ら
る
。
弾
劾
し
て
櫂
貴
を

避
け
ず
。
中
書
含
人
に
轄
じ
‘
隠
；
上
書
し
て
得
失
を

い
ふ
。
太
宗
‘
鍾
乳
一
割
を
賜
う
て
日
く
‘
汝
葵
石
の
言

を
進
む
‘
朕
薬
石
を
以
て
相
報
ず
と
。
後
‘
吏
部
侍

郎
を
拝
命
。
善
く
人
物
を
鐙
銃
す
。
又
‘
一
金
背
鏡
を

賜
ひ
‘
其
の
清
黎
を
比
況
す
。
後
‘
官
は
侍
中
。
嘗
て
長

孫
無
忌
等
と
五
経
正
義
の
刊
正
に
従
事
す
。
〔
唐
書
‘
一

百
四
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
七
十
八
〕
。

【
高
起
潜
忘
認
/
明
の
人
。
官
は
崇
禎
の
時
‘
内
侍
。
辱

い
で
総
監
に
任
ぜ
ら
れ
‘
流
賊
の
討
平
を
命
ぜ
ら
れ
た

が
功
な
く
‘
後
‘
清
に
降
る
。
〔
明
史
‘
三
百
五
〕
．
〔
拭
斯

同
明
史
‘
四
百
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
八
十
四
〕
・
〔
小
膜

紀
博
‘
六
十
一
〕
。

【
高
蹄
彦
】
慮
認
ノ
北
齊
の
人
。
歓
の
族
弟
。
字
は
仁
英
。

少
に
し
て
質
朴
‘
後
放
縦
に
し
て
瞥
色
を
好
む
。
侯
景

を
討
つ
て
功
有
り
、
領
軍
大
将
軍
を
授
け
ら
る
。
武
成

帝
の
即
位
す
る
や
‘
太
博
に
陸
る
。
志
意
盈
渦
し
て
妾

若
無
人
な
り
。
帝
之
を
忌
み
‘
痰
州
刺
史
に
左
遷
す
。
州

に
至
っ
て
逆
を
謀
り
‘
誅
に
伏
す
。
〔
北
齋
書
‘
十
四
〕
．

〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。

【
高
吉
甫
]
暉
梵
ポ
元
‘
燕
の
人
。
驚
に
巧
。
〔
岡
綸
賓

鑑〕。

【
高
居
簡
】
函
昇
？
宋
‘
番
黒
の
人
。
字
は
仲
路
。
父
の

5

蔭
を
以
て
官
は
入
内
黄
門
・
龍
圏
天
章
賓
文
閣
・
内
東

ー11

門
司
幹
を
領
し
、
御
莞
院
に
営
る
。
資
性
除
巧
‘
善
く
迎

．
合
し
て
容
を
取
る
。
司
馬
光
‘
其
の
近
職
に
久
虞
し
、
罪

3
 
31

悪
已
に
多
ぎ
を
言
ひ
‘
罷
め
ら
れ
て
供
備
庫
使
と
為

り
、
内
侍
押
班
に
進
み
‘
文
思
使
を
以
て
忠
州
刺
史
を

5
 
4
 
（
 
一
領
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
八
〕
。

）
【
高
渠
禰
】
翌
5

ピ
春
秋
‘
鄭
の
大
夫
。
周
の
桓
王
が
諸

81

侯
を
率
ゐ
て
鄭
を
伐
つ
や
‘
鄭
の
荘
公
之
を
禦
ぎ
‘
渠

゜
●
禰
中
軍
を
以
て
公
を
奉
じ
‘
魚
麗
の
陳
を
為
し
‘
醤
葛

に
載
ひ
、
大
い
に
王
師
を
敗
る
。
荘
公
将
に
渠
蒲
を
以

3
 
ー53

て
卿
と
為
さ
ん
と
す
。
昭
公
之
を
悪
み
‘
固
く
諫
め
て

⑭
題
か
れ
ず
。
昭
公
立
つ
や
‘
其
の
已
を
殺
さ
ん
こ
と
を

濯
れ
、
遂
に
昭
公
を
拭
し
、
公
子
畳
を
立
つ
。
明
年
‘
齊

の
襄
公
首
止
に
師
を
進
め
、
子
覺
之
に
會
し
‘
渠
禰
相

く
。
乖
人
‘
子
畳
を
殺
し
‘
渠
禰
を
還
す
。
〔
左
氏
‘
桓
‘

五
・
十
七
・
十
八
〕
・
〔
韓
非
子
‘
難
四
〕
。

【
高
御
座
】
呼
炉
御
即
位
•
朝
賀
等
の
大
儀
に
、
大
極

殿
或
は
紫
｛
辰
殿
の
中
央
に
設
け
ら
れ
る
御
座
所
。
轄
じ

て
、
帝
位
。
〔
内
匠
寮
式
〕
凡
毎
年
元
正
‘
前
一
日
、
官
人

庄
木
工
長
上
雑
エ
等
涵
ぎ
飾
大
極
殿
高
御
座
↓

【
高
挟
極
】
g
”
炉
キ
ヨ
ク
明
‘
雲
南
太
和
の
人
。
郷
攀
に

中
る
。
沙
賊
、
城
を
破
る
や
‘
仰
天
大
慟
‘
祗
父
の
木
主

を
痙
め
‘
屋
を
焚
き
‘
池
に
投
じ
て
死
す
。
〔
明
史
‘
―
―

百
九
十
五
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
七
〕
・
〔
小
膜
紀
年
‘

十
二
〕
・
〔
崇
韻
忠
節
鋒
‘
-
―
-
+
-
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣

録

‘

十

〕

。

「

よ

。

【
高
恭
之
】
曲
誘
'
?
後
魏
の
人
。
古
回
道
穆
(
1
2
6
7
)

を
見

【
高
均
儒
】
暉
焚
'
/
ユ
清
‘
秀
水
の
人
。
字
は
伯
平
。
凜
貢

生
。
経
を
治
め
‘
臀
音
訓
詰
學
に
精
通
す
。
宋
儒
の
家
法

を
謹
守
す
。
晩
年
に
東
城
講
含
に
主
講
た
り
。
門
人
‘
孝

靖
先
生
と
私
詮
す
。
著
に
績
東
軒
詩
集
が
あ
る
。
〔
清
史

稿
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
三
十
八
〕
。

【
高
句
麗
】
碑

g
古
、
朝
鮮
に
在
っ
た
國
の
名
。
高
句
耀

に
同
じ
。
〔
北
史
‘
高
麗
博
〕
高
句
麗
其
先
出
二
夫
餘
↓
〔
張

雨
‘
詩
〕
佛
法
偕
過
高
句
麗
゜

【
高
句
馳
】
守
”
”
リ

0
古
、
朝
鮮
の
北
方
に
起
つ
た
國

の
名
。
始
祗
朱
蒙
は
東
扶
餘
王
金
蛙
の
子
。
卒
本
扶
餘

の
地
に
國
を
始
め
‘
姓
を
高
と
梢
し
、
都
を
今
の
平
安

道
成
川
の
地
に
定
む
。
瑠
璃
王
の
時
‘
勢
漸
く
強
く
、
太

祗
の
時
‘
漢
の
玄
菟
・
遼
東
の
地
を
奪
ふ
。
長
壽
王
の
時

に
都
を
平
壌
に
遷
し
‘
隋
に
至
っ
て
益
；
強
大
と
な
っ

た
が
、
唐
の
高
宗
の
時
‘
李
勧
等
に
減
ぽ
さ
る
。
―
―
十
八

王
‘
七
百
五
年
。
吉
向
句
麗
・
高
鄭
・
句
麗
・
高
麗
と
も
い
ふ
。

〔
漢
書
、
王
非
傭
中
〕
先
レ
是
葬
骰
,
,
高
句
騒
兵
齊
匡
レ
伐
レ

胡
、
不
レ
欲
レ
行
、
郡
強
迫
レ
之
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
、
高
句
朧

傭
〕
高
句
騒
在
二
遼
東
之
東
十
里
云
南
卑
ハ
ニ
朝
鮮
減
栢
盃
束

戻
江
沿
央
北
卑
ハ
ニ
夫
餘
盃
戸
地
方
二
千
里
。
〔
隋
書
、
東

夷
、
高
麓
博
〕
高
麗
之
先
、
出
レ
自
―
―
扶
餘
至
へ
餘
王
嘗
得
,
,

河
伯
女
芦
台
広
、
生
二
-
大
卵
↓
有
,
,
一
男
子
↓
破
レ
穀
而
出
、

名
曰
二
朱
蒙
↓
云
云
‘
朱
蒙
建
レ
國
‘
自
琥
―
―
高
句
麓
「
以
レ
高

為
レ
氏
‘
云
云
‘
其
國
東
西
二
千
里
‘
南
北
千
餘
里
、
都
二
於

平
壌
城
面
亦
曰
,
,
長
安
城
一
〔
北
史
‘
高
麓
博
〕
晉
孝
武
太
元

歪
）
安
蔽
王
興
安

（
十
二
年
）

一
士
―
-
）
安
原
王
賓
延
ー
（
二
十
四
）
陽
原
王
平
成

J

（

十

四

年

）

（

十

四

年

）

助
多
ー
(
―
-
+
-
）
文
杏
明
王
羅
雲

（
二
十
八
年
）

丈
）
廣
開
土
王
談
徳
ー
(
-
字
）
長
壽
王
臣
連

（
二
十
一
年
）
（
七
十
八
年
）

尖
）
故
國
原
王
判
（
屯
）
小
獣
林
王
丘
夫

(
＋
三
年
）

L
（
一
八
）
故
國
壌
王
伊
連

（
四
十
年
）

（
七
年
）

（
西
）
蜂
上
王
相
夫

（
八
年
）

咄
固
ー
（
立
）
美
川
王
乙
弗

（
三
十
一
年
）

古
）
中
川
王
然
弗
ー
（
士
―
-
)
西
川
王
薬
慮

（
二
十
二
年
）
（
二
十
三
年
）

九
）
故
園
川
王
男
武

（
＋
八
年
）

+
）
山
上
王
延
優
ー
(
+
-
）
東
川
王
憂
位
居

(
-
―
-
＋
年
）
（
二
十
一
年
）

（
三
）
太
武
紳
王
無
愉
ー
（
五
）
慕
本
王
解
憂

（

二

十

六

年

）

（

五

年

）

（
四
）
閃
中
王
解
邑
朱

再
思
~
□
〗
髯

m

（
八
）
新
大
王
伯
固

（
＋
四
年
）

金
蛙＋

（

三

十

六

年

）

柳
花
—
（
一
）
東
明
王
朱
蒙
ー
（
二
）
瑠
璃
明
王
類
利

卒
い
叩

9
託

多

勿

正

5:

（
―
-
土
ハ
）
嬰
陽
王
元

（
二
十
八
年
）

（
―
-
去
）
平
原
王
腸
成
(
-
元
）
榮
留
王
建
武

(
―
二
十
一
年
）
口
大
賜
ー
[
-
―
-
+
〗
デ
”

十
年
、
句
麗
攻
遼
束
玄
菟
郡
云
ぽ
燕
慕
容
垂
遣
―
―
其
弟

農
石
伐
―
―
句
麗
る
ぽ
1

＝
一
郡
↓
〇
縣
名
。
漢
‘
僅
く
。
渦
洲
遼

寧
省
興
京
城
の
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
玄
菟
郡
、
縣

三
、
高
句
耀
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
外
陸
附
考
〕
高

句
騒
城
、
在
―
―
咸
興
府
東
北
「
漢
縣
為
1

一
玄
菟
郡
治
↓

〖
高
句
騒
安
原
王
は
臼
砂
ウ
高
賓
延(
1
3
0
!
)

を
見
「よ。

ょ〖高
句
馳
安
蔽
王
〗
暉
翌
t勾
＂
高
興
安

(
1
1
7
4
)

を
見

〖
高
句
耀
榮
留
玉
〗
暉
蒻
昇
炉
高
建
武
(
1
1
5
4
)

を
見

ょ
〖
高
句
騎
嬰
陽
王
〗
血
翌
認
宏
高
元
(
2
9
8
)
を
見
よ
。

〖
高
旬
騒
國
襄
王
〗
叫
翌
ク
切
ワ
ウ
高
男
武

(
1
2
6
9
)

を

見
よ
。

〖
高
句
騎
國
祗
王
嵩
認
昇
～
高
宮(
1
8
4
)
を
見
よ
。

〖
高
句
騎
山
上
王
ば
翌
ク
が
～
ヮ
＂
高
延
優

(
1
0
5
6
)

を

い

ふ

。

「

よ

。

〖
高
句
騒
次
大
王
〗
血
芦
昇
～
高
遂
成
(
1
2
3
6
)

を
見

〖
高
句
騎
新
大
王
〗
畑
匁
げ
m
"
高
伯
固

(
1
3
0
3
)

を
見

ょ〖高
句
騒
西
壌
王
〗
血
拉
訂
＇
～
ワ
ウ
古
向
槃
虞

(
1
3
4
2
)

を

見

よ

。

「

よ

。

〖
高
句
騒
西
川
王
〗
叩
翌
翌
[
"
高
槃
慮

(
1
3
4
2
)

を
見

〖
高
句
騒
太
祁
王
〗
暉
”
げ
幻
高
宮
(
1
8
4
)
を
見
よ
。

〖
高
句
馳
雉
葛
王
〗
血
g
昇
の
高
相
夫

(
1
2
0
6
)

を
見

ょ
〖
高
句
馳
長
壽
王
〗
血
認
”
バ
が
ウ
高
臣
連
(
1
2
3
1
)

を

見
よ
。

〖
高
句
朧
中
襄
王
〗
叩
翌
貧
や
＇
ウ
ワ
ウ

i口
向
然
弗(
1
2
5
3
)

を

見

よ

。

「

見

よ

。

ー2
 
2
 

〖
高
句
馳
中
川
王
〗
血
認t竺
ワ
ウ
高
然
弗

(
1
2
5
3
)

を

〖
高
句
駆
東
明
王
詞
昇
nり
の
ウ
朱
蒙
(
6ー
1
4
4
2
4:
5

1

3
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高_
 

6
7
)

を

見

よ

。

謂

1

一
之
高
苦
竹
↓

〖
高
句
朧
賓
蔵
王
〗
皿
砕
窃
宏
高
蔵(
3
6
3
)
を
見
よ
。
【
高
懐
節
】
呪
％
イ
セ
，
宋
、
文
進
の
子
。
官
は
太
宗
の
時

〖
麻
句
羅
美
川
王
〗
叩sn努
窃
高
乙
弗

(
1
0
4
6
)
を
見
に
翰
林
待
詔
。
書
に
巧
。
〔
圏
豊
見
聞
志
〕
。

よ

。

【

高

懐

貞

】

血

誘

イ

テ

イ

金

の

人

。

官

は

尚

書

省

令

史

。

海

〖
高
句
朧
問
中
王
〗
皿
翌
試
~
ワ
ヴ
高
解
邑
朱

(
1
3
6
4
)陵
が
感
瞬
の
柄
を
専
に
し
‘
遂
に
拭
逆
の
計
を
成
せ
る

を

見

よ

。

「

よ

。

は

‘

皆

懐

貞

等

が

之

を

導

き

し

に

よ

る

。

海

陵

塞

立

す

〖
高
句
騒
平
原
王
〗
皿
袴
ぢ
m
ウ
高
陽
成

(
8
8
9
)
を
見
る
や
、
懐
貞
を
以
て
修
起
居
注
と
為
し
‘
證
部
侍
郎
に

〖
高
句
馳
平
陽
王
〗g
吟
E
5宏
高
元

(
2
9
8
)
を
見
よ
。
累
遷
す
。
大
定
中
‘
奉
政
大
夫
に
左
遷
さ
れ
‘
放
た
れ
て

〖
高
旬
馳
慕
本
王
〗
竺
認
昇
の
高
解
憂(1
0
6
7
)
を
見
田
里
に
蹄
る
。
未
だ
幾
な
ら
ず
し
て
‘
定
國
郡
節
度
使

を
授
け
ら
る
。
〔
金
史
、
一
百
二
十
九
〕
。

よ〖吉
向
句
騨
烙
上
王
温
賛
切
ワ
ゥ
裔
相
夫
(
1
2
0
6
)

を
【
高
懐
徳
】
g
”
ゃ
ト
ク
宋
の
人
。
行
周
の
子
。
字
は
蔵
用
。

見

よ

，

一

ょ

，

詮

は

武

穆

。

晉

末

‘

行

周

宋

州

を

鎮

す

。

遼

の

南

侵

す

る

〖
高
旬
馳
陽
原
王
謡
誘
ぢ
叩
ゥ
嵩
平
成(
1
3
2
6
)

を
見
や
‘
行
周
之
を
禦
ぎ
‘
懐
徳
京
東
を
留
守
す
。
郡
盗
大

〖
高
句
朧
廣
開
土
王
〗
血
誇
窃
U
ド
ワ
ウ
高
談
徳
(
1
2
7
0
)起
す
る
や
、
懐
徳
堅
守
し
、
適
入
る
を
得
ず
。
周
の
世

を

見

よ

。

「

ょ

°

宗

に

従

っ

て

淮

南

を

征

し

、

又

、

北

征

に

従

ひ

‘

瓦

橋

襴

〖
高
句
騎
故
國
原
王
謡
”
”
”
ぢ
ワ
ゥ
吉
向
釧

(
5
3
1
)
を
見
に
克
ち
、
江
寧
軍
節
度
使
に
歴
官
す
。
太
祗
即
位
す
る

〖
高
旬
騒
故
園
壌
王
温
認
％
が
ヮ
•
ウ
高
伊
連

(
1
0
4
0
)や
‘
殿
前
副
都
駐
桧
を
授
け
ら
る
。
滑
州
に
移
鎮
し
、
長

を

見

よ

。

公

主

を

姿

る

。

李

究

の

衆

を

州

に

破

り

‘

功

を

以

て

忠

〖
古
回
句
馳
故
國
川
王
〗
血
翌
g
ず
＇
ウ
高
男
武
(
1
2
6
9
)
武
軍
節
度
使
に
陸
り
‘
武
勝
軍
節
度
使
に
終
る
。
封
は

を

見

よ

。

翼

國

公

。

〔

宋

史

‘

二

百

五

十

〕

．

〔

宋

史

新

編

‘

六

十

五

〕

．

〖
高
句
馳
國
岡
上
王
温
努
窃
ク
ャ
ウ
ワ
ウ
高
釧

(
5
3
1
)
を
〔
東
都
事
略
‘
二
十
一
〕
。

見
よ
。
【
高
懐
賓
】

1
4
1
”
tイ
ハ
•
ウ
宋
の
人
。
懐
節
の
弟
。
兄
と
同
時

〖
高
句
駆
小
獣
林
王
〗g
翌
坑
い
．
／
ワ
•
ウ
高
丘
夫

(
1
6
9
)
を
に
書
院
に
祇
候
し
、
花
竹
・
翔
毛
・
草
晶
・
践
果
等
‘
皆
絶

見

よ

。

妙

と

捨

せ

ら

る

。

〔

圏

書

見

聞

志

〕

。

「

ふ

。

〖
高
句
騒
太
武
紳
王
犀
”
”
召
ぷ
高
無
憧
(
1
3
1
8
)【
高
皇
后
】
四
詮
ウ
ゴ
ウ
漢
‘
呂
后

(
2ー
3
3
8
6:
 7
4
)

を
い

を

見

よ

。

【

高

皇

帝

]
g
読
ゥ
？
溢
琥
°
〇
漢
‘
劉
邦
(
2
-
2
2
2
4
:
 

〖
高
旬
騎
文
杏
明
王
〗
血
焚
汎
u
ワ
•
ウ
古
向
羅
雲(
1
3
4
3
)5
4
1
)

を
い
ふ
。
●
五
胡
十
六
國
‘
前
秦
‘
符
登
(
9
-
3
0
8
 

を
見
よ
。

2
5
:
 1
3
)

を
い
ふ
。

O
明
‘
朱
元
境
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
 7
5
9
)
 

〖
裔
句
馳
明
治
好
王
〗g
"り
の
切
ワ
ヴ
i晶
羅
雲
(
1
3
4
3
)を
い
ふ
。

を
見
よ
°
[
高
浣
花
】
四
読
ノ
ク
•
ワ
清
‘
華
陽
の
人
。
字
は
幹
雪
。
楊

〖
高
句
騒
瑠
璃
明
王
〗g悶
り
り
の
ゥi扁
類
利
(
1
3
5
8
)

を
延
賢
の
贈
室
。
早
く
よ
り
寡
と
な
る
。
著
に
鶴
血
餘

見

よ

。

草

が

あ

る

。

〔

國

朝

者

獣

類

徴

‘

媛

五

〕

。

〖
裔
句
職
小
解
朱
留
王
〗
羽
謗
打

o
I
'
ユ
少
ヮ
•
ウ
高
丘
夫
『
高
観
國
】
匹
弱
／
コ
ク
{
*
、
山
陰
の
人
。
字
は
賓
王
。
琥
は

(
1
6
9
)

を

見

よ

。

竹

屋

。

詞

に

長

じ

‘

史

逹

詐

と

共

に

姜

白

石

の

巧

翼

た

〖
高
句
馳
平
尚
上
好
王
〗
邸fg
oク
ヤ
ウ
カ
‘
ウ
ワ
•
ウ
高
陽
成
り
。
南
宋
十
傑
の
一
人
。
著
に
竹
屋
疑
語
が
あ
る
。
〔
四

庫
提
要
‘
二
日
九
十
九
〕
。

(
8
8
9
)

を
見
よ

〖
高
句
騒
陽
尚
上
好
玉
〗
⑬
誘
競
ク
ヤ
•
ウ
カ
ヴ
ワ
•
ウ
高
平
成
【
高
啓
要
】
呟
贄
七

7

清
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
性
‘
至
孝
゜

(
1
3
2
6
)

を

見

よ

。

妻

帯

の

後

、

猶

常

に

親

側

に

臥

す

。

母

の

肢

證

傷

痛

す

【
高
苦
竹
】
畑
”
勺
竹
の
一
種
。
〔
海
録
砕
事
‘
草
木
‘
竹
〕
る
や
、
朝
夕
按
摩
し
‘
雙
目
薬
氣
に
薫
炎
さ
れ
‘
遂
に
替

梧
州
思
安
縣
多
レ
竹
‘
有
二
黄
苦
竹
白
苦
竹
之
名
二
束
越
と
為
り
、
三
載
に
し
て
明
を
復
す
。
嘗
て
凶
年
に
、
産

部

高

を
散
じ
て
賑
し
、
全
活
せ
る
も
の
算
無
し
。
〔
國
朝
者

獣
類
徴
‘
三
百
八
十
七
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
十
〕
。

【
高
景
藩
]
匹
悶
ハ
／
清
‘
杭
州
の
人
。
字
は
松
瞭
。
又
‘
恰

園
。
薙
正
の
進
士
。
官
は
證
部
郎
中
。
書
室
を
愛
日
軒
と

い
ふ
。
著
に
六
経
疑
義
録
・
秋
水
堂
古
文
’
駿
征
集
・
愛

日
軒
詩
餘
が
あ
る
。
〔
國
朝
苔
獣
類
徴
‘
七
十
七
〕
。

【
高
敬
仲
】
⑲
悶
チ
ュ
’
春
秋
、
齊
の
人
。
高
俣
(
2
4
4
)

を

見
よ
。

【
高
難
泊
】
暉
霧
ヶ
ィ
湖
の
名
。
山
東
省
恩
縣
の
西
北
。
隋

の
大
業
九
年
‘
賓
建
徳
が
其
の
窯
‘
孫
安
祖
を
し
て
高

維
泊
に
入
っ
て
群
盗
と
な
ら
し
む
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

山
東
、
東
日
亘
府
‘
高
唐
州
‘
恩
縣
〕
高
難
泊
‘
在
―
―
縣
西
北
一

藷
為
―
―
涌
水
所
品
雁
‘
廣
表
藪
百
里
‘
賎
葦
阻
レ
奥
‘
可
,
,
以

避
＂
兵
‘
隋
大
業
九
年
‘
賓
建
徳
使
下
其
鴬
孫
安
祖
入
―
―
高

難
泊
盃
為
・
塁
盗
ぃ
＋
―
一
年
、
高
士
達
撮
l

一
高
難
泊
五
隋
将

楊
義
臣
破
斬
レ
之
。

[

i

高
繕
動
】
⑬
カ
ク
／
宋
の
人
。
項
の
子
。
字
は
紹
先
。
盆

は
穆
武
。
箕
宗
の
時
‘
益
州
兵
馬
都
監
を
授
け
ら
る
。
敦

州
に
歴
知
し
、
建
雄
軍
節
度
使
に
累
遷
し
て
卒
す
。
性
‘

謙
謹
‘
機
略
有
り
‘
善
＜
士
卒
を
撫
御
し
、
戦
へ
ば
必

ず
勝
ち
‘
蜀
に
在
つ
て
威
名
あ
り
、
神
将
と
琥
す
。
神

宗
即
位
し
て
‘
康
王
に
追
封
す
。
〔
宋
史
‘
二
百
八
十

九
〕
・
〔
宋
史
新
絹
‘
八
十
九
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
四
十
二
〕
．

〔
隆
平
集
‘
十
七
〕
。

【
高
撒
宣
】
⑬
悶
セ
/
宋
の
人
。
楢
動
の
弟
。
字
は
舜
學
゜

乾
興
中
、
内
殿
崇
班
を
以
て
益
州
都
監
を
授
け
ら
る
。

専
い
で
眉
州
防
禦
使
に
累
遷
し
て
卒
す
。
〔
宋
史
‘
二
百

八
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
八
十
九
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
四
十

二
〕
．
〔
隆
平
集
‘
十
七
〕
。

【
高
継
沖
】
四
カ
チ
ュ
’
五
代
‘
南
平
の
人
。
保
融
の
子
。
字

は
成
和
。
叔
保
勘
卒
す
る
や
‘
荊
南
節
度
使
を
授
け
ら

る
。
立
つ
て
一
年
‘
湖
南
の
将
張
文
表
の
乱
を
作
す

や
ぶ
木
の
太
祗
は
慕
容
延
釧
等
に
命
じ
て
之
を
討
た
し

め
‘
道
を
荊
南
に
瑕
り
‘
兵
は
城
外
を
過
ぐ
る
を
約
す
。

植
沖
の
大
将
李
景
威
可
か
ず
‘
叛
官
孫
光
憲
‘
之
を
叱

し
、
困
て
搬
沖
に
斥
喉
を
去
り
、
府
暉
を
封
じ
て
以
て

待
た
ん
こ
と
を
勧
む
。
搬
沖
以
て
然
り
と
為
す
。
景
威

出
で
て
拒
暁
し
て
死
す
。
延
釧
の
軍
至
り
‘
讃
沖
出
で

て
郊
に
迎
ふ
。
前
鋒
遠
に
入
城
し
、
讃
沖
濯
れ
て
卸
ち

降
る
。
太
祗
復
た
命
じ
て
節
度
使
と
為
し
‘
彰
城
に
鎖

ナ_
＇
 

2
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せ
し
む
。
高
季
興
が
梁
の
開
平
の
初
を
以
て
荊
州
及
ぴ

欝
峡
に
撮
つ
て
よ
り
、
四
主
に
博
へ
て
織
沖
に
至
り
、

32ー

宋
の
乾
徳
の
初
‘
國
除
か
る
。
凡
そ
五
十
七
年
。
〔
藷
五

代
史
‘
六
十
九
〕
．
〔
宋
史
‘
四
百
八
十
一
―
-
〕
。

[
i
E

向
迎
詳
】
g
t
c
5
ヤ
ウ
明
の
人
。
李
自
成
の
舅
。
安
塞
の

馬
賊
。
崇
禎
の
初
‘
衆
寇
を
緊
め
て
掠
奪
し
、
自
ら
聞

王
と
稽
す
。
李
自
成
‘
張
獣
忠
等
皆
之
に
陽
し
、
聞
将

と
琥
す
。
後
‘
盤
屋
に
檎
は
れ
、
誅
に
伏
す
。
〔
萬
斯
同

明
史
‘
四
百
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
八
十
八
〕
・
〔
小
膜
紀

年
‘
一
〕
。

【
高
建
武
】
⑬
焚
ブ
高
句
朧
の
榮
留
王
。
平
原
王
の
子
、

嬰
陽
王
の
弟
。
一
名
は
成
。
王
の
時
‘
隋
亡
ぴ
て
唐
起

り
‘
使
を
遣
は
し
て
修
好
す
。
在
位
二
十
四
年
に
し
て

櫂
臣
泉
益
蘇
文
に
拭
せ
ら
る
。
〔
三
國
史
記
〕
。

【
高
賢
寧
】
隅
t
パ
ネ
イ
明
‘
清
陽
の
人
。
建
文
中
‘
國
學
生

と
な
る
。
燕
兵
に
園
ま
れ
、
相
持
す
る
こ
と
雨
月
。
執

へ
ら
れ
て
帝
に
見
え
‘
官
を
固
辞
し
て
欝
る
。
〔
明
史
‘

二
日
四
十
一
1

一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史

稿
‘
一
百
三
十
一
―
-
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
十
七
〕
．
〔
明
名

臣
言
行
鋒
‘
+
―
―
-
〕
。

【
高
謙
之
】
⑮
f
ク
後
魏
の
人
。
崇
の
子
。
字
は
道
譲
。
永

安
中
‘
康
と
遣
溢
す
。
少
に
し
て
後
母
李
に
事
へ
‘
孝
を

以
て
聞
ゆ
。
孝
昌
の
初
‘
河
陰
縣
令
に
累
遷
し
、
名
瞥
有

り
。
李
紳
軌
が
震
太
后
に
議
し
た
た
め
‘
死
を
賜
は
る
。

朝
士
哀
惜
せ
ざ
る
な
し
。
〔
魏
書
‘
七
十
七
〕
．
〔
北
史
‘
五

＋〕。

【
高
元
海
】
血
竺
？
北
齊
の
人
。
思
宗
の
子
。
散
騎
常

侍
に
累
遷
し
、
山
林
に
入
っ
て
秤
典
を
修
行
せ
ん
こ
と

を
願
ひ
‘
文
宣
の
許
可
を
得
‘
乃
ち
林
慮
山
に
入
り
‘
二

年
を
経
て
人
事
を
絶
棄
す
。
尋
い
で
徴
さ
れ
て
復
任

し
、
武
平
中
‘
祗
挺
と
共
に
朝
政
を
執
り
、
出
で
て
鄭
州

刺
史
を
授
け
ら
る
。
鄭
城
将
に
敗
れ
ん
と
す
る
や
‘
徴

さ
れ
て
尚
書
令
と
な
る
。
周
の
建
徳
中
、
逆
を
謀
り
誅

せ
ら
る
。
〔
北
齊
書
‘
十
四
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。

【
高
元
之
】
兜
竺
宋
郡
の
人
。
字
は
端
叔
。
萬
竹
先

生
と
呼
ば
る
。
項
の
子
孫
。
易
・
春
秋
の
學
を
‘
沙
随
．
程

週
に
受
く
。
其
の
著
‘
轡
騒
九
篇
は
‘
宋
儒
の
擬
騒
の

及
ぶ
能
は
ざ
る
所
で
あ
る
。
又
‘
春
秋
の
説
三
百
餘
家

を
集
め
、
義
宗
と
琥
す
。
悉
く
経
旨
に
本
づ
く
。
易
・
詩
・

論
語
・
後
漢
暦
志
の
解
を
作
り
‘
茶
甘
甲
乙
稿
を
著
は
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す
。
五
度
、
證
部
に
上
る
。
卒
す
る
ま
で
第
せ
ず
。
〔
｛
木
[
高
彦
偽
】
⑯
焚
f
ウ
後
蜀
ヽ
太
原
の
人
o

廣
政
中
ヽ
寧
江

元

學

案

‘

二

十

五

〕

。

軍

都

巡

検

・

制

置

招

討

使

を

歴

官

。

昭

武

軍

節

度

を

加

【
高
元
達
】
嘔
焚
ク
，
前
趙
の
人
。
陳
元
達

(11ー
4
1
6
9

へ
ら
れ
、
雙
州
に
守
た
り
。
宋
師
至
り
、
降
を
勧
む
。
彦

8

:

 8
3
1
)

を

見

よ

。

濤

従

は

ず

‘

棲

に

登

り

火

を

縦

つ

て

自

ら

焚

死

す

。

〔

宋

【
高
元
長
】
⑯
焚
ナ
5

元

の

人

。

岡

兒

の

子

。

父

職

を

襲

史

、

四

百

七

十

九

〕

。

「

よ

。

ぐ
。
至
元
中
、
従
っ
て
江
を
渡
り
、
宋
人
と
載
ひ
‘
功
を
【
古
向
俄
若
】
暉
焚
人
ヤ
ク
明
の
人
。
高

H
臨
(
1
2
0
1
)

を
見

以
て
虎
符
を
賜
は
り
、
宣
武
将
軍
に
陸
進
す
。
宋
平
【
高
吾
子
】
⑬
焚
明
‘
陳
洪
膜

(11ー
4
1
6
9
8
:
 8
6
4
)

の

ぎ
‘
宋
の
太
后
を
護
送
し
て
京
師
に
至
り
、
功
を
以
琥
。

て
懐
遠
大
将
軍
・
拭
戸
に
累
進
す
。
太
子
の
脱
歓
に
従
【
高
公
紀
】
血
認
キ
宋
の
人
。
士
林
の
子
。
字
は
君
正
。
盆

つ
て
交
趾
を
征
し
、
海
口
に
戦
ひ
‘
毒
矢
に
中
つ
て
死
は
懐
僭
。
集
慶
軍
留
後
に
累
官
す
。
性
‘
倹
約
。
奉
禄
は

す

。

〔

新

元

史

、

一

百

四

十

七

〕

。

多

く

以

て

諸

族

に

給

し

、

任

子

の

恩

を

得

‘

之

を

孤

遠

【
高
元
眉
】
四
宮
清
、
嘉
善
の
人
。
字
は
燕
庭
。
山
水
に
及
ぽ
す
。
宣
仁
后
の
喪
を
持
し
‘
未
だ
終
ら
ざ
る
に

輩
及
ぴ
豪
刻
に
長
ず
。
〔
景
香
居
書
識
、
八
〕
。
卒
す
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
八

【
高
元
美
】
曲
戸
清
‘
洒
陽
の
人
。
字
は
長
人
。
再
度
、
十
三
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
二
日
十
九
〕
。

副
車
に
中
り
、
年
四
十
に
し
て
‘
遂
に
仕
官
を
断
念
す
。
【
高
公
詔
】
g

謗
セ
ヴ
明
、
内
江
の
人
。
弘
治
の
進
士
。
正

力
學
し
て
古
を
嗜
み
‘
琴
酒
を
以
て
自
ら
娯
し
む
。
書
一
徳
中
、
御
史
と
為
り
、
河
東
を
按
じ
‘
継
兵
官
郭
勒
の
罪

は
雲
林
に
佑
ひ
‘
詩
は
淘
柳
を
宗
と
し
、
書
は
呉
興
を
を
弾
劾
し
、
又
、
尚
書
王
墳
の
険
複
に
し
て
‘
邊
計
を
誤

法
と
す
。
書
室
を
寄
山
堂
と
い
ひ
、
著
に
寄
山
堂
集
が
る
を
弾
劾
し
‘
墳
に
構
へ
ら
れ
、
富
民
典
史
に
左
遷
せ

あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徽
、
四
百
三
十
〕
．
〔
國
朝
蓋
識
、
ら
る
。
世
宗
立
つ
や
、
召
さ
れ
て
復
任
し
、
戸
部
右
侍
郎

五

〕

。

に

終

る

。

〔

萬

斯

同

明

史

、

三

百

一

〕

．

〔

明

史

稿

、

二

日

九

【
高
元
標
】
兜
ぶ
ヘ
ウ
清
、
嘉
興
の
人
。
字
は
琴
山
。
著
に
十
二
〕
・
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
十
四
〕
。

経
術
要
義
四
巻
が
あ
る
。
〔
四
暉
提
要
、
二
旦
二
十
三
〕
。
【
高
弘
園
】
叩
戎
竺
明
、
膠
州
の
人
。
字
は
研
文
、
又
、
子

【
高
元
裕
】
⑮
焚
ユ
、
ウ
唐
‘
渤
海
の
人
。
字
は
景
圭
。
進
猶
゜
琥
は
碑
齋
°
萬
暦
の
進
士
。
官
は
御
史
。
天
啓
の
初
、

士
に
及
第
し
て
、
右
補
閥
と
為
る
。
時
に
敬
宗
朝
を
視
映
西
を
巡
按
し
‘
吏
治
を
簡
清
し
、
魏
忠
賢
に
杵
ひ
免

る
こ
と
時
な
ら
ず
‘
宦
竪
恣
放
、
元
裕
之
を
切
諫
す
。
職
さ
る
。
崇
禎
中
、
エ
部
右
侍
郎
に
歴
遷
し
、
中
官
張
葬

李
宗
問
‘
其
の
節
を
高
し
と
し
、
諫
議
大
夫
に
抜
擢
す
。
憲
の
坐
制
を
半
ひ
‘
削
籍
さ
れ
て
欝
る
。
幅
王
の
時
‘
官

尋
い
で
‘
鄭
注
の
た
め
に

OO州
刺
史
に
貶
嫡
さ
れ
、
注
は
戸
部
尚
書
・
文
淵
閣
大
學
士
。
姜
日
廣
と
心
を
協
せ

の
死
す
る
や
、
御
史
中
丞
に
累
進
す
。
後
、
官
は
吏
部
尚
て
政
を
輔
け
、
馬
士
英
・
玩
大
絨
に
嫉
ま
れ
、
遂
に
政
を

書
に
至
る
。
〔
唐
書
、
一
百
七
十
七
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
七
謝
し
、
會
稽
に
流
寓
す
。
時
に
南
都
・
杭
州
相
継
い
で
守

十

一

〕

。

を

失

ひ

、

野

寺

中

に

逃

れ

‘

絶

粒

し

て

卒

す

。

書

室

を

太

【
高
彦
暉
】
⑯
焚
キ
宋
、
漁
陽
の
人
。
契
丹
に
仕
へ
て
渥
古
堂
と
い
ひ
、
著
に
太
古
堂
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百

州
守
将
と
為
る
。
周
の
世
宗
北
征
し
、
彦
暉
降
り
、
耀
七
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
六
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、

階
二
州
刺
史
に
轄
ず
。
太
祗
の
時
‘
蜀
を
征
し
、
蹄
州
二
百
五
十
四
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
十
四
〕
．
〔
明
末
忠

路
先
鋒
と
為
る
。
全
師
雄
、
乱
を
作
す
や
、
彦
暉
之
を
討
烈
紀
賓
、
十
二
〕
。

つ
て
戦
死
す
。
〔
宋
史
‘
二
百
五
十
五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
六
【
高
興
安
】
叩
戎
炉
／
高
句
耀
の
安
蔵
王
。
文
杏
明
王
の

十

八

〕

。

長

子

。

父

に

搬

い

で

即

位

し

、

梁

の

封

冊

を

受

く

。

後

、

【
高
彦
休
】
暉
焚
免
ウ
唐
の
人
。
琥
は
参
穿
子
。
著
に
唐
閥
魏
の
封
冊
を
受
く
。
百
清
の
聖
王
と
交
戦
す
。
在
位
十

史
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
四
十
二
〕
゜
―
一
年
。
梁
書
及
ぴ
魏
書
に
は
、
名
を
安
に
作
る
。
〔
三
國

【
高
彦
賓
】
g
焚
ノ
，
宋
、
開
封
の
人
。
呉
道
子
に
學
ぴ
‘
史
紀
、
十
九
〕
．
〔
梁
書
、
五
十
四
〕
．
〔
魏
書
、
八
十
八
〕
。

巧

に

佛

像

を

書

一

く

。

〔

園

箱

賓

鑑

〕

。

【

高

克

恭

】

g
認
キ
ヨ
，
＂
元
、
大
同
の
人
。
先
祖
は
西
域
の

|

_

 

嵩

部

高

ノ‘

七

人
。
大
同
に
籍
を
置
き
、
後
、
燕
京
に
居
る
。
字
は
彦
敬
八
十
三
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
一
百
十
九
〕
。

（
士
安
）
。
琥
は
房
山
老
人
。
官
は
刑
部
尚
書
。
書
に
巧
。
【
高
士
廉
】
匹
パ
ク
唐
の
人
。
勘
の
子
。
名
は
倹
。
字
を
以

〔

新

元

史

、

一

百

八

十

八

〕

。

て

顧

は

る

‘

盆

は

文

獣

。

敏

慧

に

し

て

度

量

有

り

、

讀

【
高
克
明
】
血
謬
；
宋
、
綽
州
の
人
。
琥
は
大
洞
庭
主
書
一
見
善
＜
誦
を
為
す
。
武
徳
中
、
右
庶
子
よ
り
、
盆

人
。
大
中
詳
符
中
岡
藍
院
に
入
る
。
尋
い
で
少
府
監
士
州
大
都
督
府
長
史
に
進
み
‘
條
教
を
設
け
、
風
俗
を
督

簿
と
な
り
、
賜
紫
の
榮
を
受
く
。
其
の
書
一
は
人
物
花
鳥
勘
す
。
入
っ
て
吏
部
尚
書
と
為
り
、
封
は
許
國
公
、
尋

と
も
皆
精
妙
な
り
。
資
性
、
謹
厚
に
し
て
義
を
好
み
、
高
い
で
右
僕
射
に
轄
ず
。
著
に
氏
族
志
が
あ
る
。
〔
唐
書
‘

く
時
流
を
抜
く
。
〔
聖
明
名
書
評
、
五
〕
。
九
十
五
〕
．
〔
藷
唐
書
｀
六
十
五
〕
。

【
高
限
轄
】
血

k
a
o
'
k
e
n
'
h
s
i
e
h
2

か
か
と
の
裔
い
モ
【
高
子
貢
】
g

＾
炉
唐
‘
和
州
の
人
。
明
経
に
抜
擢
さ
れ
‘

ダ

ン

な

靴

。

弘

文

館

直

學

士

に

累

遷

す

。

志

を

得

ず

し

て

去

る

。

徐

【
高
纂
兒
】
血

k
a
oI
 

t
s
u
a
n
3
 
e
r
h

婦
人
の
髭
の
結
様
敬
業
兵
を
起
し
、
弟
敬
猷
、
五
千
を
統
べ
て
和
州
に

の
一
種
。
高
板
兒
(
1
3
0
5
)

に

同

じ

。

逼

る

や

、

子

貢

、

郷

人

散

百

を

率

ゐ

て

之

を

拒

ぎ

‘

敬

猷

【
高
士
奇
】
匝
砕
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
靖
人
。
琥
は
江
退
去
す
。
功
を
以
て
朝
散
大
夫
に
抜
擢
さ
れ
、
成
灼
の

村
。
又
‘
瓶
麿
・
竹
窟
・
簡
静
齋
・
蔵
用
老
人
。
詮
は
文
洛
。
助
教
と
為
る
。
東
莞
公
融
‘
嘗
て
和
州
刺
史
と
為
り
、
子

國
學
生
を
以
て
京
師
に
至
り
、
試
に
應
じ
て
利
あ
ら
貢
に
業
を
受
く
。
融
、
兵
を
攀
ぐ
る
や
、
黄
公
瞑
を
し
て

ず
、
文
を
賣
つ
て
自
給
し
、
新
歳
に
は
人
の
た
め
に
春
子
貢
に
會
見
さ
せ
、
謀
主
に
推
す
。
諸
王
と
結
ん
で
内

帖
子
を
作
り
、
自
ら
句
を
為
つ
て
之
に
書
す
。
偶
々
聖
應
し
、
謀
泄
れ
て
殺
さ
る
。
〔
唐
書
、
二
日
六
〕
・
〔
藷
唐

胡
に
餐
見
さ
れ
、
旬
日
中
‘
―
二
試
し
て
皆
第
一
に
及
第
書
‘
ニ
口
八
十
九
下
〕
。

し
、
内
廷
供
奉
を
授
け
ら
る
。
官
は
證
部
侍
郎
。
著
に
左
【
高
子
儒
】
旧
／
ご
後
魏
の
人
。
謙
之
の
長
子
。
字
は
孝

博
紀
事
本
末
•
春
秋
地
名
考
略
・
清
吟
堂
全
集
・
慮
従
日
褪
。
元
願
洛
に
入
り
、
其
の
叔
道
穆
、
駕
に
従
っ
て
北

録
•
松
亭
行
紀
・
江
村
錯
夏
録
・
北
野
土
抱
徒
録
が
あ
る
。
巡
す
。
後
、
子
儒
、
河
を
踏
え
て
行
宮
に
至
る
。
孝
荘
帝

〔
清
史
稿
‘
―
一
百
七
十
七
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
十
〕
・
〔
國
朝
苦
之
を
見
、
洛
中
の
事
を
訪
ふ
。
子
儒
、
備
さ
に
元
願
の
敗

獣
類
徴
‘
六
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
〕
．
〔
漢
名
臣
博
‘
が
旦
夕
に
在
る
を
陳
し
‘
誂
書
郎
中
を
授
け
ら
れ
、
殿

三
〕
。
中
侍
御
史
に
累
遷
す
。
興
和
中
、
梁
州
・
北
豫
•
西
尭
三

【
高
士
談
】
血
ベ
グ
金
‘
燕
の
人
。
境
の
子
孫
。
字
は
子
州
の
検
戸
使
と
為
り
、
後
、
公
事
を
以
て
官
を
去
り
、
武

文
‘
又
、
季
獣
。
官
は
宋
の
宣
和
の
末
、
折
州
戸
曹
参
軍
。
定
中
‘
卒
す
。
〔
魏
書
‘
七
十
七
〕
。

金
に
入
っ
て
翰
林
學
士
と
な
る
。
宇
文
虚
中
に
連
坐
し
【
裔
子
襦
】
⑮
ベ
パ
ユ
宋
、
秋
道
の
人
。
字
は
孝
精
。
官
は
蘭

て
罪
せ
ら
る
。
著
に
蒙
城
集
が
あ
る
。
州
翁
谷
砦
の
知
。
金
人
煕
河
を
略
し
、
子
襦
‘
副
穂
管
劉

【
高
七
文
]
呼
芦
明
‘
咸
陽
の
人
。
質
直
剛
果
、
騎
射
維
輔
が
尚
は
存
す
と
聞
ぎ
‘
固
守
し
て
待
ち
、
城
陥
る

に
巧
。
燕
山
護
衛
百
戸
と
為
り
、
成
祗
に
従
ひ
兵
を
起
に
及
ぴ
‘
之
に
死
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
五
十
二
〕
。

す
。
都
督
餃
事
に
累
官
す
。
張
輔
に
従
っ
て
交
趾
を
征
【
高
之
験
】
血
＾
t

ィ
清
の
人
。
桁
の
子
。
字
は
仲
治
。
書
室

し
、
其
の
餘
寇
を
平
げ
、
進
ん
で
賊
を
追
ひ
‘
砲
に
中
つ
を
強
恕
堂
と
い
ひ
、
著
に
強
恕
堂
詩
集
が
あ
る
。

て
死
す
。
爵
は
建
平
伯
゜
〔
明
史
‘
一
百
五
十
四
〕
．
〔
萬
斯
【
高
市
貴
】
叩

g
北
齊
、
善
無
の
人
。
孝
昌
の
初
‘
恒
州

同
明
史
‘
二
百
一
―
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
三
十
六
〕
．
〔
本
朝
内
部
勅
勒
劉
裔
等
衆
を
緊
め
て
反
す
る
や
、
市
責
は
都

分
省
人
物
孜
、
二
日
三
〕
．
〔
明
書
、
ー
百
四
十
〕
。
督
を
授
け
ら
れ
、
衆
を
卒
ゐ
て
盗
を
討
ち
‘
一
戦
し
て
破

【
高
士
林
]
⑮
人
戸
宋
の
人
。
違
裕
の
従
姪
。
宣
仁
皇
后
る
。
乾
豆
陵
歩
藩
、
井
州
を
侵
胤
し
‘
裔
歓
之
を
破
り
‘

の
弟
。
字
は
オ
卿
。
内
殿
崇
班
殿
直
に
累
官
す
。
英
宗
毎
市
責
従
行
し
て
功
有
り
、
騎
騎
将
軍
を
授
け
ら
る
。
元

3
 

に
進
擢
せ
ん
と
し
た
が
‘
后
陽
：
辞
し
て
止
む
。
儒
學
象
中
、
又
、
高
歓
に
従
ひ
‘
宇
文
泰
を
祁
山
に
大
破
す
。

を
喜
ぴ
‘
博
く
経
史
を
學
ぴ
、
大
義
に
通
ず
。
追
封
は
普
晉
州
刺
史
に
除
せ
ら
れ
て
卒
す
。
〔
北
齊
書
、
十
九
〕
。

22

安
郡
王
。
〔
宋
史
、
四
百
六
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
日
【
高
使
君
】
血
パ
ク
晉
の
人
。
其
の
名
を
逸
す
。
建
武
中
、

13
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嘉
興
監
屯
校
尉
と
な
り
、
兵
を
領
し
て
屯
田
し
、
善
＜

之
を
治
む
。
豊
年
に
遇
ひ
‘
公
儲
盈
溢
し
て
軍
費
は
一

も
民
に
求
め
ず
。
民
‘
廟
を
立
て
て
之
を
祭
る
。
〔
尚
友

鎌
七
〕
．
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
裔
思
好

]gが
北
府
の
人
。
本
、
浩
氏
の
子
。
高
歓
の

従
子
の
思
宗
か
養
つ
て
弟
と
為
す
。
本
名
は
思
孝
。
天

保
中
‘
左
衛
将
軍
を
授
け
ら
る
。
嬬
嬬
を
討
ち
‘
文
宜
其

の
験
勇
を
悦
ぴ
‘
宜
し
く
好
事
を
思
ふ
べ
し
と
言
ひ
‘

思
好
と
改
名
せ
し
む
。
尚
書
令
・
朔
州
刺
史
・
開
府
・
南

安
王
に
累
遷
し
‘
甚
だ
邊
朔
の
人
心
を
得
。
武
平
中
‘
兵

を
琴
げ
て
反
し
、
軍
敗
れ
て
投
水
し
て
死
す
。
〔
北
齊

書
‘
十
四
〕
・
〔
北
史
‘
五
十
一
〕
。

【
高
思
継
】
呼
予
後
唐
‘
娯
州
の
人
。
兄
弟
皆
武
勇
を

以
て
北
邊
に
名
あ
り
。
幽
州
節
度
使
李
匡
威
の
戌
牌

と
な
る
。
匡
威
が
地
位
を
弟
の
匡
偽
に
慕
は
れ
‘
李
克

用
か
匡
偉
を
討
た
ん
と
す
る
や
‘
之
に
従
っ
て
前
鋒
と

な
り
‘
匡
倍
を
破
る
。
克
用
命
じ
て
中
軍
都
指
揮
と
な

し
、
兄
弟
に
燕
兵
を
分
掌
せ
し
め
た
が
、
後
患
を
慮
つ

て
盛
＜
兄
弟
を
誅
す
。
〔
五
代
史
‘
四
十
八
〕
。

【
高
斯
得
】
呻
9
”
ク
宋
の
人
。
稼
の
子
。
字
は
不
妄
。
紹
定

の
進
士
。
稼
‘
洒
に
死
す
。
時
に
元
兵
か
洒
に
駐
屯
し
て

ゐ
た
か
、
斯
得
は
潜
行
し
て
其
の
地
に
至
り
‘
遺
骸
を

奉
じ
て
蹄
る
。
仕
進
の
意
無
し
。
李
心
傭
方
に
四
朝
史

を
修
む
。
辟
さ
れ
て
史
館
校
勘
を
授
け
ら
る
。
隠
’
事

を
言
ひ
‘
衆
人
に
排
さ
れ
て
、
出
で
て
巌
州
知
と
な
る
。

参
知
政
事
に
累
官
し
‘
賣
似
道
の
國
を
誤
る
を
論
ず
る

を
以
て
‘
留
夢
炎
‘
間
に
乗
じ
て
之
を
罷
め
し
む
。
著
に

詩
膚
説
・
儀
證
合
抄
・
増
損
刊
正
杜
佑
通
典
・
徽
宗
長

編
・
孝
宗
繋
年
要
銭
草
堂
文
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
百

九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
五
十
九
〕
．
〔
南
宋
書
‘
五
十

七
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
八
十
〕
＾
)

【
高
嗣
昌
】
呼
翌
’
宋
の
人
。
洵
の
従
子
。
山
水
鵞
に

巧
。
官
は
嘉
定
の
時
に
書
院
待
詔
゜
〔
南
宋
院
輩
録
‘

五〕。

【
裔
資
港
】
g

窃
’
’
江
蘇
省
儀
徴
縣
の
東
南
。
北
は
大

江
に
通
じ
儀
徴
に
接
す
。
明
の
建
文
の
時
‘
盛
庸
‘
燕

兵
を
此
慮
に
破
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
揚
州
府
‘

儀
慎
縣
〕
揚
子
江
‘
縣
東
南
四
十
里
‘
曰
二
高
資
港
こ
亦

近
江
南
應
有
蘊
司
二
四
至
天
寧
洲
二
ニ
十
里
‘
東

至
―
―
丹
徒
巡
司
一
七
十
里
‘
明
建
文
四
年
‘
靖
難
兵
克
二
儀

良

立

―

―

螢

於

嵩

資

喪

是

也

。

【

高

尚

學

】

g
笞
ウ
ガ
ク
明
‘
大
義
の
人
。
字
は
希
賢
。
性
‘

【
高
歯
展
】
血
跨
／
た
か
い
は
の
け
た
。
た
か
げ
た
。
孝
友
。
官
は
隆
慶
中
‘
内
郷
典
史
に
至
る
。

〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
多
無
一
學
術
ご
広
云
、
無
レ
不
下
燻
レ
衣
【
高
尚
賢
】
g
苓
ウ
ケ
／
明
‘
鉤
州
の
人
。
字
は
大
賓
。
正

剃
レ
面
‘
博
レ
粉
施
レ
朱
、
駕
―
―
長
稽
車
盃
郎
1

一
高
曲
展
盆
ぎ
徳
の
進
士
。
官
は
山
東
提
學
叙
事
。
身
を
以
て
数
を

碁
子
方
褥
ぶ
心
・
斑
絲
隠
義
Lo

「

7
。
な
す
。
後
‘
官
は
光
蒜
少
卿
に
至
る
。
〔
本
朝
分
省
人
物

【
高
而
揺
】
⑮

kao1 

erh fu2
野
外
遊
戯
の
一
。
ゴ
ル
孜
‘
八
十
七
〕
。

【
高
似
孫
】
呼
乃
宋
の
人
。
文
虎
の
子
。
字
は
績
古
゜
琥
【
高
尚
士
】
g
祐
ゥ
/
北
齊
の
人
。
董
に
巧
゜
〔
歴
代
名

は
疏
寮
゜
淳
煕
の
進
士
。
校
書
郎
・
鹿
州
知
に
歴
官
す
。
書
記
〕
。

少
に
し
て
俊
瞥
有
り
‘
自
ら
愛
重
せ
ず
。
嘗
て
韓
飩
冑
【
高
昌
輛
】
g

芯
ウ
フ
ク
金
‘
宛
平
の
人
。
天
會
の
進
士
。

に
阿
諌
の
詩
を
上
り
‘
時
人
に
軽
蔑
さ
る
。
鹿
州
知
の
元
帥
府
令
史
に
辟
さ
る
。
皇
統
中
‘
兵
を
梁
楚
の
開
に

時
、
最
も
貪
酪
な
り
。
其
の
讀
書
す
る
や
隠
僻
を
以
て
用
ふ
。
元
帥
府
‘
人
を
選
ん
で
宋
兵
の
動
静
を
偵
せ
し

博
と
し
‘
文
を
作
る
や
怪
澁
を
以
て
奇
と
し
‘
甚
だ
笑
む
る
や
‘
昌
輻
盛
く
敵
軍
の
虚
賞
を
得
て
以
て
報
ず
。

ふ
べ
き
者
有
る
に
至
る
。
詩
は
猶
観
る
べ
し
。
著
に
剣
還
つ
て
震
武
軍
節
度
副
使
を
授
け
ら
る
。
後
‘
官
は
同

銭
子
略
・
硯
箋
・
蟹
略
・
緯
略
・
文
苑
英
華
紗
・
疏
寮
小
知
東
京
留
守
事
・
河
中
手
に
至
る
。
〔
金
史
‘
一
百
二
十

集
・
騒
略
・
文
選
句
園
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
六
十
八
〕
・
八
〕
。

〔

宋

史

翼

‘

―

―

十

六

〕

。

【

高

相

夫

】

g
吟
＇
：
高
句
耀
の
烙
上
王
。
西
川
王
の
子
。

[
高
爾
徽
】
血
翌
清
‘
静
海
の
人
。
盆
は
文
端
。
明
の
崇
ー
名
‘
献
矢
婁
。
又
‘
雉
葛
王
と
い
ふ
。
父
王
に
縦
い
で

禎
の
進
士
。
輻
王
の
時
‘
曾
て
李
自
成
に
附
せ
し
を
以
即
位
し
‘
虐
行
多
く
‘
叔
父
逹
固
及
ぴ
咄
固
を
殺
し
‘
大

て
従
賊
の
案
に
入
る
。
順
治
中
‘
起
用
さ
れ
‘
太
子
太
い
に
宮
室
を
修
む
。
在
位
八
年
に
し
て
‘
國
相
の
倉
助

保
・
弘
文
院
大
學
士
に
累
官
す
。
書
室
を
古
慮
堂
と
い
利
に
限
さ
れ
‘
免
れ
ざ
る
を
知
つ
て
自
殺
す
。
〔
―
二
國
史

ひ
、
著
に
古
慮
堂
集
か
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
-
＿
百
四
十
記
‘
十
七
〕
。

四

〕

．

〔

消

史

列

博

七

十

九

〕

°

[

高

商

老

】

5

苓
＇
ウ
―
プ
ウ
宋
‘
括
蒼
の
人
。
進
士
。
宜
興
縣
知

【
高
秀
巖
】
暉
吟
ガ
／
唐
‘
稜
山
の
人
。
開
元
中
‘
従
っ
て
と
な
り
‘
能
く
人
に
自
已
修
養
の
た
め
の
學
を
教
へ
‘

吐
蕃
を
撃
ち
‘
功
を
以
て
萬
輻
府
別
将
と
な
る
。
尋
い
朱
煮
に
稽
せ
ら
る
。
後
、
撫
州
守
と
な
り
、
黄
斡
を
辟

で
戸
部
尚
書
に
遷
り
‘
河
東
節
度
使
を
兼
ぬ
。
安
腺
山
し
て
清
江
令
と
な
す
。
背
て
象
山
集
及
ぴ
兄
復
齋
の

の
乱
に
郭
子
儀
に
穂
つ
て
兵
を
學
げ
て
功
あ
り
。
封
は
集
を
版
に
す
。
〔
尚
友
録
‘
七
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
七
〕
。

渤

海

郡

王

。

〔

山

西

通

志

〕

。

【

高

翔

麟

】

g

吟
＇
ウ
リ
ノ
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
文
瑞
。
嘉
慶

[
高
失
剌
】
呼
戸
元
の
人
。
高
隣
(
2
5
1
)

を
見
よ
。
の
進
士
。
官
は
衡
永
棉
桂
道
。
著
に
説
文
字
通
が
あ
る
。

【
高

H
晃
】
g
偽
久
ワ
ウ
明
保
徳
の
人
。
字
は
翼
皇
。
崇
禎
【
高
常
侍
】
呼
各
ウ
，
唐
‘
高
適
(
7
0
1
)

を
い
ふ
。

の
武
進
士
。
官
は
寧
武
闘
油
撃
。
聞
賊
が
城
を
餡
れ
る
〖
高
常
侍
集
〗

g
玲
豆
ヤ
ヴ
書
名
。
＋
巻
。
唐
、
高
適
撰
゜

ゃ
総
兵
周
遇
吉
と
共
に
之
に
死
す
。
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
詩
八
巻
・
文
―
一
巻
。
唐
志
十
巻
の
散
と
合
す
。
文
猷
通

録

‘

五

〕

。

考

の

所

謂

‘

集

外

詩

一

巻

‘

文

一

巻

な

る

者

は

‘

已

に

侠

冨
H
臨
】
血
岱
り
/
明
‘
郡
陽
の
人
。
字
は
徽
若
。
恩
貢
す
。
明
人
の
刻
す
る
所
の
適
の
集
に
、
太
平
廣
記
に
載
す

生
。
大
寧
知
縣
を
授
け
ら
る
。
崇
顧
中
‘
賊
大
寧
を
犯
す
る
所
の
、
高
錯
の
墓
中
狐
詩
を
以
て
適
の
作
と
な
す
は

や
、
日
臨
勢
弱
く
守
る
能
は
ざ
る
を
見
、
指
を
留
り
血
誤
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

書
し
て
援
を
乞
ひ
‘
衆
を
李
ゐ
て
防
禦
し
‘
兵
敗
れ
て
【
高
サ
右
訥
】
血
九

tf'
宋
‘
楡
次
の
人
。
家
を
衛
州
に
徒

執
へ
ら
れ
‘
大
罵
し
て
屈
せ
ず
‘
賊
其
の
罷
を
砕
い
て
す
。
字
は
敏
之
。
盆
は
文
荘
。
進
士
に
及
第
し
、
起
居
含

之
を
焚
く
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
人
に
累
官
し
‘
諫
院
知
と
為
る
。
時
に
‘
苑
仲
滝
‘
瞭
后
の

三
百
七
十
八
〕
・
〔
明
史
稿
‘
-
＿
百
七
十
二
〕
．
〔
績
表
忠
議
を
切
諫
し
て
嫡
せ
ら
れ
‘
余
靖
・
手
沫
も
坐
し
て
均
し

記
‘
三
〕
・
〔
崇
韻
忠
節
録
‘
二
十
八
〕
。
＜
貶
斥
さ
る
。
獣
陽
脩
‘
移
書
し
て
若
訥
の
諫
め
ざ
る

六
二
八|
 

を
責
む
。
若
訥
怒
り
‘
脩
を
夷
陵
令
に
貶
せ
ん
こ
と
を
奏

24

す
。
官
は
参
知
政
事
に
至
る
。
後
、
劾
せ
ら
れ
て
観
文

32ー

殿
學
士
と
為
る
。
天
文
・
瞥
書
に
精
通
し
‘
國
瞥
皆
屈
服

す
。
文
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
八
十
八
〕
．
〔
宋
史
新

編
‘
八
十
八
〕
・
〔
東
都
事
略
‘
六
＋
―
二
〕
・
〔
隆
平
集
‘
十

一〕。

[
高
若
鳳
】
呼
舒
t
’
元
、
吉
水
の
人
。
字
は
在
翁
。
至

治
の
進
士
。
封
州
知
と
な
り
‘
學
を
興
し
民
を
憧
み
‘

又
‘
善
く
兵
を
練
る
。
嘗
て
連
城
に
寇
あ
り
‘
若
鳳
至

つ
て
之
を
諭
し
た
る
に
‘
賊
皆
感
泣
し
て
散
去
す
。
〔
江

西
通
志
〕
。

【
高
守
謙
】
g

吟
，
／
葡
萄
牙
の
ラ
ザ
リ
ス
ト
宣
教
帥
セ

ラ
S
e
r
r
a
の
漢
名
。
乾
隆
末
年
中
國
に
来
り
、
欽
天

監
正
と
な
る
。
就
中
其
の
科
學
的
才
能
を
重
ん
ぜ
ら

れ
、
北
堂
の
管
理
者
と
な
る
。
道
光
六
年
＋
月
歿
す
。

【
高
守
約
】
血
玲
ヤ
ク
金
‘
遼
陽
の
人
。
字
は
従
簡
゜
溢
は

忠
敬
。
大
定
の
進
士
。
観
州
刺
史
に
累
官
す
。
元
兵
河
朔

に
と
な
へ
、
降
者
‘
郭
邦
憲
を
し
て
盛
に
降
伏
を
説
い

た
が
‘
聴
か
ず
。
尋
い
で
執
へ
ら
れ
、
屈
せ
ず
し
て
死

す
。
〔
金
史
、
一
百
二
十
一
〕
。

【
高
樹
森
】
翌
5
/

／
清
‘
仁
和
の
人
。
字
は
又
村
。
原
名

は
謡
然
。
書
に
巧
。
李
鴻
章
の
幕
に
入
る
。
官
は
道
員
。

【
高
樹
生
】
呼
紗
セ
イ
後
魏
の
人
。
謡
の
子
。
太
昌
の
初
‘

文
穆
と
追
溢
す
。
性
、
通
逹
。
節
義
を
重
ん
じ
‘
英
雄

と
交
結
し
、
至
産
を
事
と
せ
ず
。
嬬
蟷
侵
略
し
、
孝
文
‘

陽
平
王
願
に
詔
し
て
‘
衆
を
率
ゐ
て
之
を
討
た
し
む
。

願
は
樹
生
に
鎮
遠
将
軍
都
将
を
瑕
す
。
先
騒
し
て
功
を

立
て
た
が
‘
賞
を
酔
し
。
考
昌
の
初
、
北
州
の
大
胤
す
る

や
、
樹
生
は
威
略
有
る
を
以
て
大
都
督
を
授
け
ら
る
。

勁
勇
を
李
ゐ
て
藷
蕃
を
鎮
拝
す
。
〔
魏
書
、
三
十
二
〕
。

【
高
樹
程
】
血
翌
ア
イ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
邁
奄
。
琥
は

煙
羅
子
（
煙
霞
子
）
・
断
生
（
載
至
）
．
胄
宵
生
。
乾
隆
の
副

貢
。
山
水
書
を
善
く
し
、
子
久
・
黄
鶴
山
樵
雨
家
の
誹
髄

を
得
。
〔
清
書
家
詩
史
‘
丁
、
下
〕
・
〔
國
朝
書
豊
家
筆
録
‘

二
〕
・
〔
墨
香
居
蓋
識
‘
+
〕
。

【
高
従
遇
】
咆
訪
ウ
グ
ウ
後
蜀
の
人
。
道
興
の
子
。
孟
知
、

詳
に
事
へ
て
翰
林
待
詔
と
な
る
。
背
て
宮
中
の
大
安

棲
の
下
に
於
て
天
王
射
佛
圏
を
霊
く
。
其
の
状
頗
る

奇
偉
゜
〔
十
國
春
秋
〕
。

【
高
従
誨
】
咆
怒
久
ワ
イ
五
代
‘
南
平
の
主
。
季
興
の
長
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子
。
字
は
違
聖
。
盆
は
文
猷
。
季
興
卒
し
‘
位
を
襲
ぎ
‘

討
た
れ
ん
こ
と
を
擢
れ
‘
表
を
奉
つ
て
唐
の
明
宗
に
蹄

す
。
應
順
の
初
‘
南
平
王
に
封
ぜ
ら
る
。
荊
南
は
地
狭

く
兵
弱
く
‘
呉
越
に
介
し
て
小
國
た
り
。
呉
‘
帝
を
稲

し
て
よ
り
、
南
漢
間
蜀
‘
皆
帝
と
稽
す
。
従
誨
需
ふ
所

臣
と
梢
し
、
其
の
賜
予
を
利
す
。
諸
國
之
を
賤
と
し
‘

皆
目
し
て
高
頼
子
と
為
し
、
又
、
高
無
頼
と
い
ふ
。
在

位
二
十
年
。
〔
五
代
史
‘
六
十
九
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
一
百

――-+――〕゚

【
高
叔
嗣
]
g
盆
ク
／
明
‘
祥
符
の
人
。
字
は
子
業
。
琥
は

蘇
門
山
人
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
吏
部
主
事
。
後
‘
湖
廣

按
察
使
。
三
原
の
馬
理
‘
武
成
の
王
道
と
文
藝
を
以
て
‘

相
磨
切
す
。
其
の
詩
は
清
新
に
し
て
婉
約
。
著
に
蘇
門

集
か
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
‘
-
―
百
六

十
八
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
八
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘

四
七
・
四
十
五
〕
．
〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
‘
七
〕
．
〔
明
詩
紀

事
‘
戊
‘
-
―
〕
゜

【
高
駿
升
】
四
盆
/
/
，
ヨ
，
ウ
清
の
人
。
山
水
を
書
ぎ
‘
巨
然
を

を
宗
と
す
。
〔
國
朝
豊
識
‘
十
〕
。

【
高
遵
悪
】
兜
認
／
ケ
イ
宋
の
人
。
違
裕
の
従
弟
。
字
は
子

育
。
蔭
を
以
て
入
官
す

o
l
l
E
~

寧
中
‘
経
義
に
及
第
し
‘
戸

部
侍
郎
に
累
官
す
。
後
‘
官
は
龍
圏
閣
學
士
・
慶
州
知
に

至
る
。
宣
仁
后
臨
朝
し
‘
族
人
を
縄
検
し
‘
一
に
法
度
を

以
て
す
。
乃
ち
‘
家
事
を
攀
げ
て
違
悪
に
付
す
。
違
悪
射

ら
範
を
垂
れ
て
之
を
卒
ゐ
‘
人
々
間
言
す
る
無
し
、
〔
宋

史
‘
四
百
六
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
一
百
八
十
―
二
〕
。

[
i

口
回
遵
裕
】
lm

笠
／
ュ
ヴ
宋
の
人
。
項
の
妹
字
は
公
綽
゜

父
の
任
を
以
て
秦
鳳
安
撫
使
の
副
と
な
る
。
熙
寧
中
‘

附
順
先
部
圏
籍
・
冑
唐
武
勝
形
勢
綸
を
持
し
て
入
駄

す
。
副
使
に
抜
擢
し
‘
飩
つ
て
師
を
治
せ
し
む
。
師
‘

野
人
覇
に
至
り
‘
兜
人
之
を
拒
む
。
親
兵
を
引
い
て
一

敦
し
て
之
を
破
り
‘
武
勝
城
下
に
進
み
‘
兜
衆
逃
去
す
。

遂
に
其
の
城
に
振
る
。
詔
し
て
鎮
洸
軍
と
為
し
‘
命
じ

て
軍
事
を
知
せ
し
む
。
哲
宗
の
時
‘
官
は
右
屯
衛
将
軍

に
終
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日

八
十
三
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
四
十
二
〕
。

【
高
汝
禎
】
四
跨
テ
イ
明
‘
杭
州
の
人
。
字
は
肩
甫
。
書
一

に
巧
゜
蒙
隷
に
精
。

【
高
汝
蠣
】
8

袴
レ
イ
金
‘
金
城
の
人
。
字
は
巖
夫
。
大
定

の
進
士
。
官
に
疱
ん
で
能
臀
有
り
。
泰
和
中
‘
戸
部
尚
書

|

_

 

裔

部

高

を
授
け
ら
る
。
時
に
紗
法
流
博
す
る
能
は
ず
‘
汝
綱
事
【
吉
回
臣
連
】
四
袋
ど

i

晶
句
朧
の
長
壽
王
。
廣
開
土
王
の
る
。
劉
闊
の
反
す
る
や
‘
宰
相
杜
黄
裳
‘
其
の
オ
を
薦

に
随
つ
て
上
言
し
‘
更
定
す
る
所
多
し
。
興
定
中
‘
尚
子
。
資
性
‘
豪
邁
。
百
清
の
國
都
を
陥
れ
‘
蓋
歯
王
を
獲
め
、
左
紳
策
行
螢
節
度
使
と
な
す
。
兵
を
統
べ
て
之
を

書
・
右
丞
相
を
授
け
ら
れ
‘
國
史
を
監
修
す
。
正
大
の
初
‘
て
殺
害
す
。
後
魏
に
都
督
遼
東
諸
軍
事
・
征
東
将
軍
・
討
ち
‘
鹿
頭
山
に
戦
ひ
‘
八
載
皆
捷
ち
‘
闘
を
檎
へ
て
京

卒
す
。
人
と
為
り
懺
密
廉
潔
、
こ
れ
を
以
て
主
に
知
ら
領
護
東
夷
中
郎
将
・
遼
東
郡
開
國
公
・
裔
句
馳
王
に
封
師
に
檻
送
す
。
南
平
郡
王
に
進
封
さ
れ
、
同
中
書
門
下

る
。
格
法
を
規
守
し
て
循
獣
事
を
避
け
‘
相
た
る
こ
と
ぜ
ら
る
。
都
を
平
壌
に
遷
し
國
勢
隆
盛
を
極
む
。
在
位
平
章
事
・
邪
寧
節
度
使
・
京
西
諸
軍
都
統
を
授
け
ら
る
。

十
餘
年
‘
譴
詞
無
く
‘
貪
患
去
ら
ず
。
時
論
の
磯
る
所
と
七
十
八
年
‘
年
九
十
八
。
一
に
高
臣
漣
に
作
る
。
〔
三
邪
に
居
る
こ
と
三
年
‘
戎
備
修
整
す
。
〔
唐
書
‘
一
百
七

な

る

。

書

室

を

碧

柳

園

と

い

ふ

。

〔

金

史

‘

一

百

七

〕

。

國

史

記

‘

十

八

〕

。

十

〕

・

〔

蕗

唐

書

‘

二

日

五

十

一

〕

。

【
高
承
涎
】
8

裳
＇
ウ
エ
／
潰
嘉
興
の
人
。
字
は
寓
公
‘
又
、
【
高
進
庫
】

g
玲
n

清
‘
宜
川
の
人
。
明
の
時
‘
官
は
副
【
高
世
衡
】
g
祁
＄
晉
の
人
。
官
は
裸
賜
令
。
風
教
大
い

澤
外
。
明
‘
崇
禎
の
進
士
。
官
は
エ
部
主
事
。
清
師
の
南
将
。
順
治
中
、
多
鐸
、
江
南
を
下
す
や
‘
進
庫
迎
降
し
、
に
行
は
る
。
〔
尚
友
録
‘
七
〕
。

下
す
る
に
及
ん
で
‘
遂
に
隠
居
し
て
出
で
ず
。
書
を
緊
む
兵
を
率
ゐ
て
江
西
を
平
げ
‘
績
に
守
た
り
。
金
臀
桓
叛
【
古
向
世
則
】
畑
翌
ソ
ク
宋
の
人
。
公
紀
の
子
。
字
は
仲
胎
゜

る
こ
と
‘
七
誠
餘
巻
に
至
る
。
著
に
稽
古
堂
集
・
詩
義
裁
し
‘
李
成
棟
之
に
應
じ
て
籟
を
犯
す
や
‘
進
庫
其
の
軍
溢
は
中
心
節
。
官
は
節
度
使
・
温
州
判
。
其
の
俸
祗
を
蓄

中
・
自
靖
録
か
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
九
十
一
〕
．
を
連
破
し
、
成
棟
死
し
‘
臀
桓
亦
誅
せ
ら
れ
‘
江
西
平
積
し
て
―
一
萬
紺
と
な
し
‘
以
て
郡
費
を
た
す
け
ん
こ
と

〔
明
人
小
傭
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
六
十
九
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘
ぐ
。
官
は
廣
東
高
雷
穂
兵
に
至
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
を
請
ふ
。
営
時
皇
族
温
州
に
居
る
者
‘
多
く
恣
横
。
世

五

十

七

〕

．

〔

明

詩

紀

事

、

辛

‘

二

十

こ

。

八

〕

。

則

‘

動

戚

重

望

を

以

て

之

を

鎖

め

‘

民

頼

つ

て

安

き

を

【
高
承
簡
】
四
芥
＇
ゥ
？
唐
‘
渤
海
の
人
。
盆
は
敬
゜
袋
度
【
高
審
思
】
守
ク
五
代
‘
呉
の
人
。
誼
は
忠
。
少
時
‘
楊
得
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
了
日
八
十

奏
し
て
‘
牙
牌
に
署
す
。
係
を
平
げ
‘
激
州
刺
史
に
抜
行
密
に
仕
へ
、
重
厚
に
し
て
武
勇
を
以
て
名
を
知
ら
三
〕
。

擢
さ
れ
‘
宋
州
に
轄
任
す
。
會
；
宜
武
将
李
芥
反
し
‘
る
。
齋
王
徐
知
詰
‘
之
を
奇
と
し
‘
常
に
親
兵
を
穂
領
せ
【
高
世
~
]
畑
翌
ク
イ
清
の
人
。
奥
龍
の
従
子
。
字
は
彙

使
者
を
し
て
財
を
宋
に
責
め
し
む
。
承
簡
之
を
囚
へ
‘
し
む
。
知
詰
即
位
の
後
‘
壽
州
節
度
使
に
任
じ
‘
中
書
栴
°
明
の
崇
顧
の
進
士
。
官
は
湖
廣
提
學
餃
事
。
篤
く

前
後
敷
輩
諏
ち
獄
に
繋
ぎ
‘
一
日
井
せ
て
之
を
斬
る
。
令
を
加
ふ
。
〔
十
國
春
秋
〕
。
家
學
を
守
り
‘
晩
年
東
林
先
緒
を
以
て
任
と
為
し
‘
道

威
部
中
に
震
ひ
、
義
成
軍
節
度
使
を
授
け
ら
る
。
〔
唐
[
高
仁
厚
]
曲
匁
n
＇
ウ
唐
の

A
゜
初
ヽ
節
度
使
陳
敬
宜
に
事
南
祠
麗
澤
堂
を
梁
漢
に
設
け
ヽ
i
E

向
愈
等
と
其
の
中
に
講

書
、
一
百
七
十
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
曰
五
十
一
。
へ
‘
螢
使
と
為
る
。
倍
宗
の
時
‘
韓
秀
昇
等
‘
峡
中
に

IL

習
す
。
祁
州
の
づ
包
‘
往
返
し
て
學
を
論
じ
‘
莫
逆
の
友

【
高
承
爵
】
g

玲ゥ
/
9

ヤ
ク
清
の
人
。
天
爵
の
弟
。
字
は
子
を
起
し
、
韓
求
‘
蜀
州
に
反
す
る
や
‘
敬
瑣
‘
仁
厚
を
し
と
な
る
。
學
者
‘
南
梁
北
祁
と
梢
す
。
〔
清
史
列
傭
‘
六
十

愁
゜
琥
は
一
奄
。
康
煕
の
時
‘
筆
帖
式
よ
り
安
徽
巡
撫
て
兵
を
督
し
‘
之
を
討
平
せ
し
む
。
帝
即
ち
棲
に
御
し
六
〕
•
[
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
二
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘

に
累
官
し
、
オ
幹
を
以
て
著
は
る
。
治
を
為
す
に
剛
決
て
軍
を
努
し
‘
検
校
尚
書
左
僕
射
・
眉
州
刺
史
を
授
く
。
二
十
八
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
‘
十
〕
．
〔
文
獣
徴
存
録
‘

を
以
て
主
と
為
し
‘
之
を
清
す
に
仁
恕
を
以
て
す
。
民
尋
い
で
、
秀
昇
を
禽
に
し
た
功
を
以
て
剣
南
東
川
節
度
四
〕
。

多
く
畏
れ
て
之
に
感
ず
。
〔
園
朝
者
臥
類
徴
‘
二
日
六
＋
使
を
授
け
ら
る
。
光
啓
中
‘
梓
州
に
撮
り
‘
敬
瑣
と
絶
つ
【
高
正
臣
】
5

翌
ン
／
唐
の
人
。
官
は
襄
州
剌
史
。
高
氏
一
―
―

七
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
三
〕
。
や
‘
敬
瑣
‘
維
茂
州
の
兜
軍
を
検
し
て
仁
厚
を
撃
ち
‘
之
宴
詩
集
を
編
す
。
〔
四
唐
提
要
‘
二
日
八
十
六
〕
。

【
高
昇
大
】
g

吟
＇
ウ
ダ
イ
宋
、
大
理
國
王
。
段
氏
に
功
ぁ
を
斬
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
八
十
九
〕
。
【
高
青
邸
】

g
翌
免
ウ
明
の
人
。
高
啓
(
2
4
3
)

を
見
よ
。

り
、
元
符
中
‘
國
人
に
擁
立
さ
る
。
臨
終
に
其
の
子
に
【
高
粋
曾
】
四
稔
’
‘
ゥ
淫
IPl
、
武
進
の
人
。
字
は
純
士
。
諸
【
高
星
紫
】
g
"
ク
清
‘
武
進
の
人
。
字
は
次
薇
゜
嘉
慶
の

命
じ
て
國
を
段
氏
に
譲
ら
し
む
。
其
の
子
太
明
は
段
生
。
晩
年
‘
小
學
韻
書
を
好
み
‘
検
明
す
る
所
多
し
。
學
人
。
廿
泉
訓
導
を
授
け
ら
る
。
隷
書
に
巧
。
又
‘
豊
を

子
の
餘
子
正
淳
を
迎
へ
て
之
を
立
て
‘
國
琥
を
改
め
て
【
高
遂
成
】
虚
”
”
セ
イ
高
句
朧
の
次
大
王
。
瑠
璃
王
の
孫
‘
善
く
す
。
王
堂
楷
法
帖
を
刻
す
。
〔
國
朝
書
豊
家
等
録
‘

後
理
國
と
い
ふ
。
高
氏
は
世
：
相
と
な
っ
て
政
を
専
に
再
思
の
子
。
七
十
六
歳
に
し
て
即
位
す
。
太
祗
王
の
子
―
―
〕
゜

し
、
高
國
王
と
梢
せ
ら
る
。
大
理
(
3
-
5
8
3
1
:
 2
2
9
1
)

の
及
ぴ
右
輔
高
蝠
章
を
殺
し
‘
兇
虐
の
行
多
く
‘
遂
に
明
【
高
招
旗
】
血
”
ゥ
セ
ゥ
長
竿
に
繋
け
て
軍
士
を
指
揮
す
る

0
を

見

よ

。

臨

答

夫

に

殺

さ

る

。

在

位

十

九

年

‘

年

九

十

五

。

[

=

二

圃

旗

゜

〔

六

部

成

語

‘

兵

部

‘

裔

招

旗

‘

注

解

〕

繋

左

J

長
竿
1

【

高

心

嬰

】

雪

キ

清

‘

湖

口

の

人

。

字

は

伯

足

‘

又

‘

陶

史

記

‘

十

五

〕

。

用

‘

以

指

揮

軍

士

乏

魔

‘

是

也

。

堂
（
卸
堂
）
。
琥
は
碧
颯
咸
豊
の
進
士
。
李
鴻
章
の
徳
州
【
高
崇
文
】
匹
読
了
唐
‘
幽
州
の
人
。
字
は
崇
文
。
溢
は
【
高
紹
義
】
畑
5
炉
北
齋
の
人
。
文
宣
の
第
三
子
。
封
は

軍
幕
を
佐
け
‘
直
隷
州
の
知
州
を
以
て
、
―
一
度
‘
呉
縣
知
威
武
。
七
世
居
を
同
じ
く
し
‘
其
の
間
に
施
表
さ
る
。
苑
陽
王
。
侍
中
を
授
け
ら
る
。
後
主
の
鄭
に
奔
る
や
‘
紹

を
撮
す
。
性
‘
剛
峻
。
治
を
な
す
こ
と
過
激
な
る
を
以
て
貞
元
中
‘
韓
全
義
に
従
ひ
長
武
城
を
鎮
し
、
軍
を
治
む
義
を
以
て
定
州
刺
史
と
為
す
。
周
の
武
帝
‘
井
州
に
克

官
を
去
る
。
詩
文
に
巧
。
著
に
陶
堂
志
微
録
が
あ
る
。
る
こ
と
名
瞥
あ
り
。
吐
蕃
寧
州
に
寇
す
る
や
‘
崇
文
兵
ち
‘
紹
義
‘
突
蕨
に
奔
る
。
突
蕨
他
鉢
可
汗
‘
文
官
一
を
謂

〔

績

碑

偵

集

‘

八

十

〕

。

を

率

ゐ

‘

往

き

て

之

を

大

破

し

‘

渤

海

郡

王

に

封

ぜ

ら

ひ

て

英

雄

天

子

と

為

し

‘

紹

義

‘

重

躁

之

に

似

る

を

以

_
 
九

ノ‘
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高

部

高

|
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）
て
甚
だ
愛
重
さ
る
。
高
賓
寧
‘
螢
州
に
在
り
‘
尊
琥
を
上
亭
観
松
記
・
文
章
九
命
補
·
琲
道
夜
行
燭
•
妙
國
鐵
蕉

[
i尚
遜
志
】g
成
ク
明
‘
蕪
縣
の
人
。
字
は
士
敏
゜
琥
は
裔

27

り
‘
紹
義
遂
に
帝
位
に
郎
き
‘
武
平
元
年
と
梢
す
。
他
鉢
記
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。
奄
。
文
章
は
醇
雅
に
し
て
一
家
言
を
成
す
。
官
は
元
末
‘

~
亦
諸
部
を
招
き
‘
各
；
兵
を
琴
げ
て
南
向
し
‘
共
に
苑
【
高
然
弗
】g
努
7
，
高
句
羅
の
中
川
王
。
東
川
王
の
鄭
山
書
院
山
長
と
な
る
。
洪
武
の
初
‘
元
史
を
修
む
。

13

陽
王
を
立
て
て
齊
帝
と
作
さ
ん
と
い
ふ
。
周
人
金
を
以
子
。
又
‘
中
襄
王
と
い
ふ
。
在
位
二
十
二
年
。
〔
三
國
史
後
‘
胞
山
に
鏑
せ
ら
れ
た
か
‘
建
文
の
初
‘
召
さ
れ
て
太

3
 
5

て

他

鉢

を

誘

ひ

‘

他

鉢

遂

に

偽

つ

て

紹

義

と

南

境

に

撒

記

‘

十

七

〕

。

常

少

卿

と

な

り

‘

董

倫

と

同

じ

く

會

試

を

掌

る

。

著

に

4
 

し
‘
賀
若
誼
を
し
て
之
を
執
へ
し
む
。
蜀
に
流
さ
れ
て
【
吉
向
漸
~
呻
】

g
努
リ
戦
國
‘
燕
の
人
。
善
＜
筑
を
撃
つ
。
荊
薔
奄
集
が
あ
る
。
浙
江
通
志
及
ぴ
萬
姓
統
譜
は
高
罪
志

一
死
す
。
〔
北
齋
書
十
二
〕
。
輌
と
偕
に
秦
に
入
っ
て
秦
王
を
刺
さ
ん
と
す
。
朝
死
し
‘
に
作
る
。
〔
明
史
‘
一
百
四
十
一
―
―
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
日

知
【
高
紹
信
】
⑮
誘
；
／
北
齊
の
人
。
澄
の
第
六
子
。
封
は
魚
漸
離
姓
名
を
轡
じ
、
人
の
傭
保
と
為
る
。
久
し
く
し
て
八
十
六
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
三
十
一
―
-
〕
.
〔
國
朝
獣
徴
録
‘

12

陽
王
。
胄
州
剌
史
を
歴
官
す
。
行
き
て
漁
陽
を
過
ぎ
‘
富
始
皇
に
聞
ゆ
。
始
皇
其
の
善
＜
筑
を
撃
つ
を
惜
し
み
‘
七
十
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
‘
二
〕
。

~
人
の
鍾
長
命
と
林
を
同
じ
く
し
て
坐
す
。
太
守
鄭
道
失
明
せ
し
め
て
之
を
近
づ
く
。
漸
離
乃
ち
鉛
を
筑
中
に
【
高
太
后
】

g
9炉
＇
ウ
宋
‘
英
宗
の
皇
后
。
壱
州
蒙
城
の

3
 
31

蓋
‘
謁
す
。
長
命
起
た
ん
と
欲
す
。
紹
信
許
さ
す
し
て
曰
置
き
‘
秦
王
を
撲
ち
、
中
ら
ず
し
て
殺
さ
る
。
〔
史
記
、
八
人
。
治
平
一
一
年
皇
后
に
冊
立
。
紳
宗
即
位
後
‘
皇
太
后

5
 
4

く

‘

斯

く

の

如

き

小

人

に

酎

し

て

主

人

公

起

た

ん

と

欲

十

六

〕

。

と

梢

せ

ら

る

。

時

に

新

法

行

は

れ

る

や

｀

常

に

反

射

す
る
や
と
。
乃
ち
長
命
と
結
ん
で
義
兄
弟
と
な
り
‘
鍾
氏
〖
高
漸
離
撃
レ
筑
〗
畑
”
”
五
窃
高
漸
離
が
荊
飼
の
死
し
、
神
宗
の
崩
後
‘
延
安
郡
王
哲
宗
を
推
し
、
自
ら
政
を

よ
り
多
く
賄
を
と
り
、
鍾
氏
遂
に
貧
し
。
後
‘
齊
滅
ぴ
‘
後
‘
秦
の
始
皇
の
た
め
に
筑
を
撃
ち
‘
筑
を
以
て
秦
皇
振
し
‘
所
謂
元
祐
の
更
化
を
行
っ
た
。
同
八
年
九
月
崩

紹
信
、
長
安
に
死
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
一
〕
。
を
朴
つ
て
殺
さ
れ
た
故
事
。
〔
史
記
‘
刺
客
、
荊
朝
博
〕
荊
ず
。
〔
宋
史
‘
二
百
四
十
二
〕
。

【
高
紹
徳
】
匹
誘
ト
ク
北
齋
の
人
。
文
宣
の
二
子
。
封
は
太
飼
既
至
レ
燕
、
愛
,
,
燕
之
狗
屠
及
善
撃
レ
筑
者
高
漸
離
面
荊
【
高
太
沖
]
g
9
り
チ
ュ
ヴ
南
唐
‘
江
南
の
人
。
李
景
に
事
へ

原
王
。
天
保
の
末
‘
開
府
儀
同
一
―
一
司
を
授
け
ら
る
。
武
成
飼
嗜
レ
酒
、
日
輿
二
狗
屠
及
吉
向
漸
離
五
臥
―
―
於
燕
市
五
酒
酬
て
翰
林
待
詔
と
な
る
。
蟄
に
巧
。
一
に
高
沖
古
に
作

帝
‘
李
后
を
怒
る
に
因
り
‘
紹
徳
を
罵
つ
て
曰
く
‘
汝
の
以
往
‘
高
漸
離
撃
レ
筑
‘
荊
飼
和
而
歌
―
―
於
市
中
ぶ
m槃
る
。
〔
圏
翰
賓
鑑
〕
。

父
我
を
打
ち
し
時
‘
覚
に
来
つ
て
我
を
救
は
ず
と
。
遂
也
‘
云
云
、
於
レ
是
秦
逐
―
―
太
子
丹
・
荊
飼
之
客
→
皆
亡
‘
高
【
吉
回
道
怜
~
忘

9ぞ
ソ
後
魏
‘
新
日
自
の
人
。
字
は
文
欣
。
誼

に
之
を
殺
し
‘
遊
豫
園
に
埋
む
。
〔
北
齋
書
‘
十
二
〕
。
漸
離
嬰
―
―
姓
名
る
竺
人
庸
保
盃
匿
作
―
―
於
宋
子
三
云
云
‘
秦
は
貞
。
太
子
中
庶
子
に
累
官
す
。
色
を
正
し
て
朝
に
立

[
高
紹
廉
】
⑳
忠
：
北
齊
の
人
。
文
宣
の
第
五
子
。
封
は
皇
帝
惜
―
―
其
善
撃
＞
筑
｀
重
赦
レ
之
、
乃
曜
―
―
其
目
一
使
レ
撃
レ
ち
、
上
下
之
を
畏
憚
す
。
太
和
中
‘
車
駕
中
嶽
に
幸
し
‘

隈
西
王
。
性
‘
羅
暴
゜
嘗
て
抜
刀
し
て
兄
紹
義
を
逐
ふ
。
筑
、
未
―
―
嘗
不
広
門
レ
善
、
梢
盆
近
レ
之
、
高
漸
離
乃
以
レ
鉛
太
子
洵
に
詔
し
て
金
塘
に
入
居
せ
し
む
。
洵
潜
か
に
代

紹
義
‘
清
都
手
と
為
り
‘
未
だ
事
を
理
む
る
に
及
ば
ず
‘
置
,
,
筑
中
盃
汲
進
得
レ
近
‘
學
な
坑
朴
―
―
秦
皇
帝
二
不
5

中
、
に
還
ら
ん
と
謀
り
‘
道
悦
が
規
諫
せ
る
を
念
り
‘
之
を

紹
廉
先
に
往
き
‘
囚
を
喚
ん
で
悉
く
出
し
‘
意
の
ま
ま
於
レ
是
遂
誅
1

一
高
漸
離
一
「
の
琥
。
殺
す
。
〔
魏
書
‘
六
十
二
〕
・
〔
北
史
‘
四
十
〕
。

に
之
を
決
遣
す
。
能
く
酒
を
飲
み
‘
一
學
に
藪
升
‘
終
に
【
高
索
齋
】
g
t
勺
明
‘
黄
姫
水
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
0
2
7
)

【
高
道
興
】
g
”
炉
＇
ウ
前
蜀
‘
成
都
の
人
。
官
は
光
化
の

こ
れ
を
以
て
死
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
二
〕
。
【
高
宗
元
】
血
偽
ゲ
／
清
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
伯
揚
。
時
に
翰
林
待
詔
゜
善
＜
佛
像
を
書
く
。
〔
盆
州
名
霊
録
〕
．

【
高
雪
堂
】
呼
竺
，
明
‘
王
環
石
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
3
6
0
)

琥
は
愚
亭
。
諸
生
。
著
に
震
石
樵
歌
か
あ
る
。
〔
圏
戯
見
聞
志
〕
。

の

室

名

。

【

裔

宗

信

】

g
”t
/
/

宋
‘
長
築
の
人
。
性
‘
至
孝
。
元
豊
【
高
道
穆
】
B
9
t
ポ
ク
後
魏
の
人
。
謙
の
弟
。
名
は
恭
之
。

【
高
仙
芝
】
g
努
/
唐
‘
高
麗
の
人
。
騎
射
に
長
ず
。
開
元
中
‘
孝
廉
を
以
て
攣
げ
ら
る
。
官
は
金
紫
光
祗
大
夫
。
字
を
以
て
行
は
る
。
経
史
に
博
渉
し
‘
交
る
所
は
皆
名

の

末

‘

官

は

安

西

副

都

護

・

四

鎖

都

知

兵

馬

使

と

な

る

。

〔

尚

友

録

‘

七

〕

。

流

偶

士

。

幼

に

し

て

孤

‘

兄

に

事

ふ

る

こ

と

父

母

の

如

小
勃
律
を
平
げ
‘
彿
林
・
大
食
諸
胡
七
十
二
國
を
降
し
、
【
高
層
雲
】
g
謗
？
清
、
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
一
一
飽
。
し
。
御
史
中
尉
元
匡
‘
御
史
に
抜
擢
す
。
糾
摘
し
て
惜

四
鎮
節
度
使
に
抜
擢
さ
れ
‘
左
利
林
軍
大
将
軍
に
進
琥
は
稜
苑
（
陵
園
）
・
改
晶
齋
。
晩
年
‘
菰
村
と
琥
す
。
康
豪
を
避
け
ず
。
荘
帝
の
時
‘
御
史
中
尉
に
累
遷
す
。
後
‘

む
。
封
は
密
雲
郡
公
。
後
‘
榮
王
に
副
と
し
て
安
禄
山
を
庇
~
の
進
士
。
大
理
寺
左
評
事
を
授
け
ら
る
。
太
常
寺
少
爾
朱
世
隆
に
害
さ
る
。
〔
魏
書
‘
七
十
七
〕
．
〔
北
史
‘
五

討
つ
て
利
あ
ら
ず
‘
監
軍
邊
令
誠
に
害
さ
る
。
〔
唐
書
‘
卿
に
至
る
。
人
と
為
り
椒
億
塊
瑶
、
大
節
を
好
む
。
詩
・
十
〕
。

一
百
三
十
五
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
二
日
四
〕
。
書
・
驚
に
巧
。
賞
登
を
善
く
す
。
著
に
改
晶
齋
集
が
あ
【
高
間
兒
】
g

続
’
元
‘
女
直
の
人
。
太
祗
に
事
へ
、
連
歳

【
高
泉
子
]
g
匁
ぅ
明
‘
謝
東
山
(
1
0
-
3
5
8
2
7
:
 3
4
3
)

る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
七
十
〕
・
出
征
し
‘
敦
；
功
あ
り
‘
金
符
継
管
を
授
け
ら
れ
、
山
前

の

琥

゜

〔

國

朝

苦

獣

類

徴

、

五

十

九

〕

．

〔

碑

博

集

、

五

十

四

〕

．

〔

清

十

路

匠

軍

を

管

領

す

。

至

元

中

‘

功

を

積

ん

で

安

遠

大

【
高
泉
涙
】
g

翌
メ
イ
和
泉
の
人
。
名
は
志
。
字
は
養
浩
。
書
家
詩
史
‘
乙
‘
上
〕
・
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
-
〕
。
将
軍
・
季
陽
萬
戸
侯
を
授
け
ら
る
。
交
柾
の
世
子
を
海

通
稲
は
一
介
。
琥
は
泉
演
。
伊
藤
束
涯
に
師
事
す
。
其
【
高
則
誠
】
g
”
”
セ
イ
嵩
明
(
8
6
8
)

の
〇
を
見
よ
。
の
三
叉
口
に
追
襲
し
‘
毒
矢
に
中
つ
て
卒
す
。
〔
元
史
‘

の
経
學
は
程
朱
に
欝
す
。
著
に
印
髪
・
時
學
鍼
病
・
波
【
裔
蘭
巽
志
】
g

”
ク
明
の
人
。
裔
遜
志
を
見
よ
。
二
日
五
十
一
〕
。
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【
高
男
武
】
g

？
閾
句
朧
の
故
國
川
王
。
新
大
王
1
0
2
6

固
の
一
＿
子
。
又
‘
國
襄
王
と
い
ふ
。
資
性
‘
英
明
。
慮

32ー

士
乙
巴
素
を
學
げ
‘
國
相
と
し
て
政
を
委
任
し
‘
賑
貸

の
法
を
創
始
す
。
〔
三
國
史
記
‘
十
六
〕
。

【
高
談
徳
】
g

9
バ
ト
ク
高
句
駆
の
廣
開
土
王
。
故
國
壌
王

の
子
。
又
‘
好
太
王
と
い
ふ
。
父
に
嗣
い
で
即
位
し
‘

厚
く
佛
法
を
信
じ
‘
九
寺
を
其
の
都
城
の
平
壌
に
創
め

し
む
。
又
‘
自
ら
百
清
の
阿
花
王
を
攻
め
‘
藪
城
を
陥
れ

て
｀
祗
父
王
故
國
原
王
の
怨
を
報
ず
。
性
‘
雄
偉
に
し

て
大
い
に
國
勢
を
伸
張
す
。
在
位
二
十
一
年
。
〔
三
國

史
記
‘
十
八
〕
。

【
高
恥
博
】
血
拉
ン
元
‘
臨
耶
の
人
。
著
に
墾
書
鉤
玄
が

あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
一
百
一
二
十
七
〕
。

【
高
智
耀
】
g

”
が
元
‘
河
西
の
人
。
溢
は
文
忠
。
世
；

夏
に
仕
へ
‘
智
耀
‘
本
国
進
士
に
登
る
。
夏
亡
ぴ
‘
賀
蘭

山
に
隠
棲
す
。
太
宗
が
河
西
の
故
家
の
子
孫
の
賢
者
を

訪
求
す
る
や
‘
衆
‘
智
罐
を
以
て
酎
ふ
。
召
見
し
将
に

之
を
用
ひ
ん
と
す
。
遠
に
辞
し
蹄
る
。
世
祗
潜
邸
に
在

り
‘
已
に
其
の
賢
を
聞
き
｀
即
位
す
る
に
及
び
召
見
す
。

儒
術
の
治
道
に
補
有
る
を
力
言
し
‘
遂
に
翰
林
學
士
を

授
け
ら
る
。
後
‘
官
は
西
夏
中
興
等
路
提
刑
按
察
使
に

至
る
。
〔
元
史
‘
一
亘
一
十
五
〕
。

【
嵩
智
周
】
g

”
パ
ウ
唐
‘
晉
陵
の
人
。
誼
は
定
。
進
士
に
及

第
し
‘
壽
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
儀
鳳
の
初
‘
同
中
書
門

下
三
品
に
陸
る
。
久
し
う
し
て
罷
め
て
御
史
大
夫
と

為
り
‘
砕
元
超
ふ
袈
炎
と
共
に
章
懐
太
子
の
獄
を
治
し
‘

同
異
す
る
所
無
く
‘
表
し
て
位
を
去
る
。
高
宗
其
の
概

を
美
と
す
。
右
散
騎
常
侍
を
授
け
ら
れ
致
仕
す
。
〔
唐

書
‘
一
百
六
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
二
日
八
十
五
上
〕
。

【
高
長
恭
】
g

認
＇
ウ
免
ヨ
、
ウ
北
齊
の
人
。
澄
の
第
四
子
。
一
名

は
孝
瑶
゜
盆
は
武
。
封
は
蘭
陵
王
。
井
州
刺
史
に
累
遷

す
。
突
蕨
か
晉
陽
に
入
る
や
‘
長
恭
は
力
を
盤
し
て
之

を
撃
つ
。
芭
山
の
敗
に
‘
長
恭
中
軍
と
為
り
‘
五
百
騎
を

率
ゐ
て
再
ぴ
周
軍
に
入
り
‘
金
塘
の
下
に
至
る
に
‘
園

ま
る
る
こ
と
甚
だ
急
に
し
て
‘
城
上
の
人
識
ら
ず
。
長

恭
冑
を
脱
い
で
之
に
面
を
示
し
‘
乃
ち
撃
を
下
し
て
手

づ
か
ら
之
を
救
ひ
‘
遂
に
大
捷
す
。
武
士
共
に
之
を
歌

謡
し
‘
蘭
陵
王
入
陣
の
曲
を
作
る
。
後
主
之
を
忌
み
‘
鵡

を
飲
ま
せ
て
毒
殺
す
。
〔
北
齋
書
‘
十
一
〕
。

【
衛
長
弼
】
g

認
＇
ゥ
ヒ
，
北
齊
の
人
。
永
築
の
弟
。
小
名



(45313・・1276)一 (45313・・1306)

は
阿
伽
。
性
は
羅
武
。
城
市
に
出
入
し
‘
行
路
に
獣
撃

す
。
時
人
皆
阿
伽
郎
君
と
呼
ぶ
。
宗
室
を
以
て
廣
武

王
に
封
ぜ
ら
れ
‘
尋
い
で
南
螢
州
刺
史
を
授
け
ら
る
°

州
に
在
り
、
故
無
く
し
て
自
ら
驚
走
し
、
叛
亡
し
て
突

蕨
に
入
る
。
死
所
不
明
。
〔
北
齊
書
‘
十
四
〕
．
〔
北
史
‘
五

十
一
〕
。

【
高
仲
舒
】
g
”
平
ウ
ジ
，
ヨ
唐
の
人
。
叡
の
子
。
訓
詰
學
に
精

通
し
、
明
経
に
擢
ん
で
ら
れ
、
相
王
府
文
學
と
な
る
。
開

元
の
初
‘
宋
環
・
蘇
願
‘
國
に
嘗
り
‘
多
く
仲
舒
に
杏
訪

す
。
官
は
太
子
右
庶
子
に
至
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
九
十

l

〕
・
〔
藷
唐
書
、
ー
百
八
十
七
上
〕
。

【
高
仲
振
】
5

5
やウ
9

ン
宋
‘
遼
東
の
人
。
字
は
正
之
。
其
の

兄
、
開
封
鎮
兵
を
領
す
。
仲
振
之
に
依
り
、
既
に
し
て
妻

子
を
摯
へ
て
嵩
山
に
入
り
‘
群
書
を
博
渉
し
、
尤
も
易
・

皇
極
経
世
の
學
に
精
通
す
。
貧
に
安
ん
じ
て
自
ら
築
し

み
‘
城
市
に
入
ら
ず
。
〔
金
史
‘
ー
百
二
十
七
〕
。

【
高
仲
武
】
g
玲
＇
ウ
プ
唐
‘
渤
海
の
人
。
そ
の
著
‘
中
興
間

氣
集
は
唐
人
の
詩
を
選
び
、
至
徳
の
初
よ
り
、
大
暦
の

末
に
至
る
。
精
確
を
以
て
名
あ
り
。
〔
四
庫
提
要
、
ー
百

八

十

六

〕

。

「

よ

。

【
高
沖
古
】
翌
が
コ
南
唐
の
人
。
高
太
沖
(
1
2
6
4
)
を
見

【
高
重
光
】
g
”
平
ウ
ク
ヴ
’
’
明
、
大
寧
の
人
。
字
は
秀
恒
。
貢

生
。
官
は
柏
郷
教
諭
•
丘
縣
令
。
廉
に
し
て
威
あ
り
。

後
、
丘
縣
が
兵
を
被
る
や
、
印
を
侃
ぴ
て
井
に
投
じ
て

死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
七

十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
三
〕
．
〔
崇
繭
忠
節
録
‘
二

十
三
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
鋒
‘
六
〕
。

【
高
廷
證
】
g
”
”
レ
イ
明
‘
緬
州
長
築
の
人
。
初
名
は
棟
。

字
は
彦
恢
゜
琥
は
噛
壼
・
漫
士
（
慢
仕
）
。
官
は
翰
林
待

詔
・
典
籍
。
親
に
事
へ
て
孝
。
博
學
に
し
て
能
文
。
尤
も

詩
に
長
じ
‘
又
、
書
饗
を
善
く
し
、
時
に
三
絶
と
稽
せ
ら

る
。
間
中
十
才
子
の
一
人
。
唐
詩
品
彙
・
唐
詩
正
臀
及
び

拾
遺
を
輯
す
。
著
に
囁
畳
集
・
水
天
清
氣
集
が
あ
る
。

〔
明
史
‘
一
ー
百
八
十
六
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
二
日
七
十
五
〕
。

[
高
定
子
】
g

”
い
’
宋
の
人
。
稼
の
弟
。
字
は
瞭
叔
。
六
経

に
博
通
す
。
嘉
泰
の
進
士
。
端
明
殿
學
士
・
餃
書
櫃
密
院

事
・
兼
参
知
政
事
に
累
官
す
。
後
、
呉
中
に
退
居
し
、
著

逃
を
以
て
自
ら
娯
し
む
。
書
室
を
様
募
堂
と
い
ふ
。
〔
宋

史
‘
四
百
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
五
十
三
〕
・
〔
南
宋
書
‘

五
十
五
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
八
十
〕
。

|
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高

部

高

【
高
天
滴
】
g
”
ヵ
イ
深
見
天
滴
(
7
-
1
7
6
8
7
:
 1
1
1
)
を
見
の
進
士
。
按
察
使
・
郎
陽
守
に
累
官
し
‘
賊
を
禦
い
で
功
〔
北
史
、
三
十
一
〕
。

よ

。

有

り

‘

陣

西

巡

撫

に

轄

ず

。

未

だ

任

地

に

逹

せ

ず

し

て

【

高

徳

陽

】

g
均
さ
明
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
孟
升
。
院
は

【
高
天
喜
】g
”
”
•
清
‘
甘
粛
西
寧
の
人
。
誼
は
果
義
。
乾
京
師
陥
り
‘
遂
に
欝
る
。
讀
書
を
好
み
、
軍
中
常
に
一
節
苺
。
官
は
高
州
府
學
教
授
。
永
業
大
典
の
纂
修
に
副

隆
中
‘
行
伍
よ
り
功
を
積
ん
で
守
備
に
抜
擢
さ
る
。
持
巻
を
持
す
。
詩
に
巧
。
著
に
露
甕
集
・
守
稟
紀
略
が
あ
縛
裁
官
と
な
る
。
文
詩
に
巧
。
著
に
節
奄
集
が
あ
る
。

軍
兆
恵
を
伊
黎
に
援
け
て
、
西
寧
鎮
縛
兵
に
累
進
す
。
る
。
〔
明
史
‘
二
百
六
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
六
＋
【
高
把
兒
】
四
k
a
o
'
p
a
'
e
r
h

婦
人
の
髪
の
結
様
の
一

霰
集
占
に
従
征
す
る
や
‘
兆
恵
‘
師
を
軽
ん
じ
て
進
襲
一
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
十
種
。
高
板
兒
(
1
3
0
5
)

に
同
じ
。

し
、
天
喜
を
留
め
て
黒
水
橋
を
督
修
せ
し
む
。
師
渡
つ
九
〕
。
【
高
坂
子
】

~
k
a
o
'
p
'
o
'
t
z
i
i

高
い
阪
。

て
未
だ
半
な
ら
ず
‘
兆
恵
陣
中
に
陥
り
、
天
喜
衝
入
し
【
高
斗
南
】
g
認
ノ
明
‘
映
西
徽
州
の
人
。
字
は
挟
極
。
罷
【
高
覇
黎
】
碑
g
5
ィ
東
女
國
で
宰
相
を
い
ふ
。
〔
稽
謂
録
‘

て
嬰
戦
し
、
亦
陣
中
に
歿
す
。
〔
清
史
稿
、
三
百
二
十
貌
魁
偉
‘
昔
瞥
洪
鐘
の
如
く
、
オ
識
明
敏
な
り
。
洪
武
の
相
臣
古
稽
‘
高
覇
黎
〕
唐
書
東
女
傭
、
東
女
先
別
種
也
‘

一
〕
．
〔
清
史
列
偉
二
十
二
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
三
百
初
、
四
川
定
遠
知
縣
を
授
け
ら
る
。
九
載
績
あ
り
、
雲
南
居
,
,
康
延
川
i

戸
四
萬
‘
勝
兵
萬
人
、
王
琥
『
一
兵
就
官
1

曰
1

一

五
十
〕
．
〔
漢
名
臣
博
‘
二
十
七
〕
。
新
興
知
州
に
抜
擢
さ
れ
た
が
、
老
を
以
て
蹄
を
乞
ふ
。
高
覇
黎
涵
田
J
-
＝
竺
宰
相
一
也
。

【
高
天
爵
】
g
焚
岳
／
清
、
漢
軍
鑢
白
旗
人
。
字
は
君
寵
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
【
高
邦
佐
】
g
”
炉
明
‘
襄
陵
の
人
。
字
は
以
道
。
盆
は

謡
は
忠
烈
。
後
‘
鎮
黄
旗
に
改
隷
す
。
順
治
中
、
貢
生
よ
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
六
十
二
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
一
百
忠
節
。
萬
暦
の
進
士
。
天
啓
の
初
‘
遼
陽
の
破
れ
る
や
、

り
、
高
要
縣
知
と
為
り
‘
建
昌
知
府
に
累
進
し
‘
善
政
多
二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
三
十
六
〕
。
廣
寧
を
守
り
、
事
敗
れ
る
を
察
し
て
自
殺
す
。
張
鈴
・
何

し
。
康
煕
の
間
‘
雨
淮
璧
運
使
に
轄
ず
。
歌
精
忠
の
叛
す
【
高
豆
冦
】
血
筏
利
前
國
の
地
名
。
廷
魁
と
同
祠
‘
三
忠
と
稽
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十

る
や
、
出
兵
し
て
建
昌
を
攻
め
‘
執
へ
ら
れ
て
間
に
入
【
裔
得
賜
】
l
m
"
”
ヤ
ウ
明
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
孟
升
°
琥
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
七
十
七
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百

り
‘
獄
に
投
ぜ
ら
る
。
兵
を
請
う
て
闘
に
入
り
‘
陰
に
死
は
節
奄
。
官
は
洪
武
中
‘
臨
安
教
諭
。
永
築
中
‘
宗
人
七
十
一
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
八
十
五
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘

士
と
結
ん
で
内
應
せ
ん
と
謀
り
、
事
洩
れ
て
害
せ
ら
府
経
歴
・
永
築
大
典
副
縛
裁
と
な
る
。
博
學
治
聞
に
し
一
〕
。

る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
九
十
三
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
六
〕
．
〔
國
て
‘
詩
文
は
清
麗
。
著
に
節
奄
集
が
あ
る
。
〔
本
朝
分
省
【
嵩
涵
ぞ
延
】
5
g
g
エ
ン
蕎
句
朧
の
安
原
王
。
文
杏
明
王
の

朝
者
獣
類
徴
‘
三
百
四
十
二
〕
・
〔
碑
偲
集
‘
一
百
十
九
〕
・
人
物
孜
‘
四
十
二
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
‘
五
〕
．
〔
列
朝
詩
集
子
。
兄
の
安
蔽
王
斃
じ
て
即
位
し
‘
百
清
の
賢
王
と
交

〔
國
朝
先
正
事
略
‘
八
〕
。
小
博
‘
乙
〕
。
戦
す
。
在
位
十
四
年
。
梁
書
・
魏
書
・
南
史
•
北
史
等
に
は

【
高
天
錫
】
g
焚
xヤ
’
元
の
人
。
宣
の
子
。
誼
は
荘
稔
。
世
【
高
徳
裔
】
g
ほ
エ
イ
金
、
鶴
野
の
人
。
字
は
曼
卿
。
文
に
名
を
延
に
作
る
。
〔
三
國
史
記
〕
。

祗
に
潜
邸
に
事
へ
、
必
闇
赤
と
な
り
‘
入
っ
て
宿
衛
し
、
巧
。
官
は
開
州
刺
史
・
西
京
路
轄
運
使
。
【
高
伯
塘
】
g

芦
ケ
ン
宋
の
人
。
願
の
子
。
字
は
汝
諧
。
心

甚
だ
親
幸
さ
る
。
中
統
中
‘
父
の
官
を
授
け
ら
れ
て
鷹
【
高
徳
基
】
g
g
”
.

0金
‘
渤
海
の
人
。
字
は
元
履
。
皇
統
を
覇
洛
の
學
に
留
め
‘
闘
洛
諸
公
の
語
を
集
め
て
‘
傭

坊
都
線
管
と
な
る
。
後
、
官
は
兵
部
尚
書
に
至
る
。
螢
國
の
進
士
。
尚
書
省
令
史
を
授
け
ら
る
。
海
陵
相
と
為
る
。
心
直
指
を
つ
く
る
。

公
に
追
封
さ
る
。
〔
元
史
、
一
百
五
十
三
〕
。
専
複
‘
威
を
頼
ん
で
自
ら
用
ふ
。
徳
基
毎
に
之
と
詳
耕
【
嵩
妬
出
固
】
g

窃
n

高
句
朧
の
新
大
王
。
瑠
璃
明
王
の

【
高
斗
垣
】
g
”8
ン
明
‘
繁
峙
の
人
。
崇
顧
中
‘
貢
生
よ
り
す
。
専
複
纂
位
に
及
び
燕
京
に
都
せ
ん
と
欲
し
‘
徳
基
孫
。
再
思
の
子
。
固
‘
一
に
句
に
作
る
。
兄
の
次
大
王
拭

西
平
知
縣
を
授
け
ら
る
。
人
と
為
り
孤
鰊
‘
清
恨
を
以
に
命
じ
て
燕
京
行
壷
省
都
事
を
撮
せ
し
む
。
大
定
中
、
さ
れ
、
左
輔
病
支
留
等
に
迎
へ
ら
れ
‘
七
十
七
歳
に
し

て
有
名
。
賊
城
を
陥
れ
‘
執
へ
ら
れ
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
戸
部
尚
書
を
授
け
ら
る
。
後
、
多
く
官
錢
を
濫
費
し
‘
杖
て
卸
位
。
答
夫
を
攀
げ
て
國
相
と
す
。
在
位
十
四
年
。
年

〔
明
史
‘
二
百
九
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
七
十
を
受
く
る
こ
と
八
十
、
蘭
州
刺
史
に
降
さ
れ
て
卒
す
。
九
十
一
。
〔
三
國
史
記
‘
十
六
〕
。

九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
四
〕
．
〔
崇
顧
忠
節
録
‘
二
十
〔
金
史
‘
九
十
〕
。
〇
元
、
平
江
の
人
。
建
徳
路
縛
管
を
授
【
高
撥
子
】
5

丸
ゥ
？
戯
曲
腔
胴
の
名
。
徽
班
の
乱
弾
の

一
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
八
〕
。
け
ら
る
。
其
の
著
‘
平
江
紀
事
は
呉
郡
古
蹟
よ
り
神
仙
一
種
。

【
高
斗
光
】
g

”
”
吝
清
‘
嘉
詳
の
人
。
明
の
萬
暦
の
進
鬼
怪
萩
諧
謡
諺
の
事
を
載
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
七
十
〕
。
【
高
板
兒
]
g
百
o1

p
a
n
'
e
r
h

婦
人
の
頭
髪
の
結
様

士
。
鳳
陽
線
督
に
累
擢
さ
れ
、
事
に
坐
し
て
免
職
さ
【
高
徳
政
】
g
認
セ
イ
北
齊
‘
循
の
人
。
字
は
士
貞
。
初
‘
文
の
名
。
束
髪
の
や
う
に
頭
上
に
高
く
束
ね
る
髪
。

る
。
順
治
の
初
‘
偏
玩
巡
撫
を
授
け
ら
る
。
道
塞
つ
て
逹
宣
開
府
参
軍
を
授
け
ら
れ
、
記
事
を
知
管
し
、
機
密
に
【
高
攀
・
龍
-
】
g
焚
l
1
ウ
明
‘
無
錫
の
人
。
字
は
存
之
。
誼

す
る
を
得
ず
‘
武
昌
に
駐
屯
す
。
孔
有
徳
が
脆
士
を
率
参
す
。
常
に
帝
に
調
代
の
事
を
行
は
ん
こ
と
を
勧
む
。
は
忠
憲
。
萬
暦
の
進
士
。
行
人
を
授
け
ら
れ
‘
楊
應
宿

ゐ
て
湖
廣
に
趨
く
に
及
び
、
始
め
て
荊
州
に
進
駐
す
。
受
祠
に
及
び
、
侍
中
を
授
け
ら
る
。
帝
‘
末
年
縦
酒
甜
を
疏
紙
し
て
掲
陽
典
史
に
摘
せ
ら
る
。
家
居
す
る
こ

7
 

後
‘
事
に
坐
し
て
二
級
を
降
さ
れ
て
致
仕
す
。
〔
清
史
列
酔
‘
為
す
所
不
法
多
し
。
徳
政
屡
t
切
諫
す
る
や
‘
―
帝
悦
と
三
十
年
。
煮
宗
の
時
‘
左
都
御
史
に
任
ぜ
ら
れ
、
雀
呈

饒

七

十

九

〕

。

ば

ず

。

徳

政

擢

れ

‘

疾

と

稲

し

佛

寺

に

屏

居

す

。

後

‘

楊

秀

の

稜

状

を

検

い

て

魏

忠

賢

に

悪

ま

れ

‘

籍

を

削

ら

れ

22

【
高
斗
櫃
】

g
mが
明
の
人
。
翠
の
孫
。
字
は
象
先
。
崇
禎
惜
の
陥
る
る
所
と
為
り
‘
誅
さ
る
。
〔
北
齊
書
‘
三
十
〕
・
て
蹄
る
。
宦
官
が
旨
を
矯
め
て
逮
問
す
る
に
及
び
‘
衣

13
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冠
を
正
し
て
井
に
投
じ
て
死
す
。
資
性
篤
賓
に
し
て

行
純
正
‘
嘗
代
の
大
儒
た
り
。
嘗
て
顧
憲
成
と
東
林
書

院
を
修
復
し
て
學
を
講
じ
、
世
に
高
顧
と
稲
せ
ら
る
。

著
に
周
易
簡
・
ニ
程
節
録
•
春
秋
孔
義
・
正
蒙
繹
・
高
子

遺
書
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
四
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘

三
百
四
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
二
十
七
〕
．
〔
皇
明
通
紀

直
解
‘
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
、
十
六
〕
。

【
高
萬
興
】
密
ぶ
n
ヴ
後
梁
‘
河
南
の
人
。
唐
末
‘
延
州
刺

史
胡
敬
埠
の
騎
牌
と
な
る
。
敬
埠
死
し
‘
萬
興
其
の
部

下
藪
千
人
を
率
ゐ
て
梁
に
降
る
。
太
祗
‘
萬
興
を
以
て

延
州
刺
史
・
忠
義
軍
節
度
使
と
為
す
。
封
は
北
平
王
。

唐
の
同
光
中
‘
鎮
に
卒
す
。
〔
五
代
史
‘
四
十
〕
．
〔
藷
五

代
史
‘
一
百
三
十
二
〕
。

【
高
萬
春
】
g

焚．
9
,

ユ
ン
清
‘
貴
陽
の
人
。
乾
降
の
武
攀

人
。
責
州
・
湖
北
•
湖
南
等
の
苗
族
を
征
し
て
功
有
り
。

嘉
慶
中
、
四
川
等
の
教
匪
を
動
滅
し
、
昭
通
鎮
綿
兵
に

累
擢
せ
ら
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
三
百
十
一
〕
。

【
高
飛
瞥
】
g
認
ィ
明
‘
蝠
州
長
築
の
人
。
字
は
克
正
。

官
は
崇
繭
中
‘
玉
山
知
縣
・
同
知
と
な
る
。
尋
い
で
養
を

乞
う
て
去
る
。
唐
王
の
時
‘
州
事
を
撮
撫
す
。
清
兵
至
り
‘

城
陥
落
し
て
之
に
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
七
十
八
〕
・
〔
明

史
稿
‘
二
百
五
十
九
〕
・
〔
南
彊
繹
史
撫
遺
‘
三
〕
・
〔
小
腋

紀
年
‘
十
一
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
四
〕
。

【
高
必
正
】
叩
認
セ
イ
明
‘
米
脂
の
人
。
初
名
は
一
功
。
李

自
成
の
妻
の
弟
。
自
成
の
死
す
る
や
‘
一
功
は
李
過
と

何
霧
蚊
に
降
り
‘
唐
王
‘
名
を
必
正
と
賜
ひ
‘
忠
貞
鶯
の

縛
統
と
す
。
節
を
折
り
其
の
軍
を
敗
む
。
永
明
王
の
時
‘

封
は
郎
國
公
に
至
る
。
清
兵
に
逼
ら
れ
‘
廣
西
に
逃
走

し
、
事
の
為
す
べ
か
ら
ざ
る
を
知
り
‘
祖
喪
し
て
卒
す
。

〔
小
膜
紀
年
‘
十
七
〕
。

【
高
必
盛
】
翌
g
セ
イ
清
‘
漢
軍
錆
紅
旗
人
。
字
は
遜
臣
。

琥
は
際
斯
゜
康
煕
中
‘
官
は
験
騎
校
。
功
に
よ
り
雲
南
開

化
鎮
綿
兵
に
累
擢
さ
れ
‘
副
都
統
に
終
る
。
武
略
に
長

じ
て
ゐ
た
が
、
又
‘
學
問
を
好
む
。
著
に
夷
人
圏
説
が
あ

る
。
〔
碑
傭
集
‘
十
四
〕
。

【
高
必
逹
】
四
認
’
ツ
元
‘
江
西
建
昌
の
人
。
五
歳
の
時
‘

父
の
明
大
忽
‘
家
を
棄
て
て
遠
遊
し
‘
所
在
不
明
と
な

る
。
必
逹
既
に
長
じ
‘
畳
夜
哀
慕
し
‘
妻
を
姿
つ
て
母
を

養
は
し
め
、
四
方
に
歴
往
し
て
其
の
父
を
求
め
‘
十
餘

年
に
し
て
始
め
て
黄
州
全
慎
道
院
中
に
得
‘
倶
に
家
に

六
三
一

— 

8
 
2
 

還
り
‘
孝
養
至
つ
て
篤
し
°
郷
里
之
を
稽
す
。
〔
元
史
‘
-
【
高
文
虎
]
g
力
ぞ
宋
の
人
。
閲
の
従
子
。
字
は
柄
如
。
紹
射
し
て
‘
慰
藉
甚
だ
篤
し
。
掌
書
記
を
授
け
‘
還
つ
て

百
九
十
八
〕
．
〔
新
元
史
‘
二
百
四
十
〕
。
興
の
進
士
。
聞
見
博
治
‘
典
故
に
精
通
す
。
呉
興
主
簿
弟
の
保
屈
に
宜
し
く
諸
國
を
卒
ゐ
、
土
を
奉
じ
て
蹄
朝

32ー

【
高
百
年
】
叩
翌
ク
ネ
/
北
齊
‘
孝
昭
帝
の
二
子
。
大
寧
よ
り
、
太
學
博
士
・
兼
國
史
院
編
修
官
に
累
進
す
。
煕
寧
す
ぺ
き
を
告
げ
し
む
。
保
昴
き
か
ず
。
慕
容
延
釧
等
‘

中
‘
封
は
築
陵
王
。
博
陵
の
人
‘
賣
徳
冑
に
書
を
習
ひ
‘
以
来
の
史
事
を
刊
す
。
寧
宗
の
時
‘
中
書
含
人
・
兼
祭
武
陵
を
征
し
、
道
、
京
口
に
出
づ
る
に
及
び
、
保
寅
牛
酒

嘗
て
散
勅
字
を
作
る
。
徳
冑
封
じ
て
以
て
奏
し
‘
誅
せ
酒
に
轄
ず
。
胡
紘
と
共
に
道
學
を
排
斥
し
‘
久
し
く
學
を
奉
じ
て
軍
を
稿
ひ
‘
太
祖
之
を
嘉
す
。
開
賓
中
‘
懐
州

ら
る
。
〔
北
齊
書
‘
十
二
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
二
〕
。
校
を
司
り
、
凡
そ
性
命
道
徳
を
言
ふ
者
は
皆
拙
く
。
後
、
知
を
授
け
ら
る
。
太
宗
の
時
、
同
・
汝
二
州
の
知
と
な

【
高
斌
廉
】
叩
焚
レ
ン
隋
の
人
。
官
は
龍
山
令
。
太
宗
‘
義
華
文
閣
學
士
・
建
寧
府
知
を
授
け
ら
る
。
畳
臣
の
言
を
る
。
〔
宋
史
、
四
百
八
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
ー
百
九
十

兵
を
起
さ
ん
と
し
‘
装
寂
が
高
祗
に
厚
遇
せ
ら
れ
て
居
以
て
免
職
さ
る
。
〔
宋
史
、
三
百
九
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
〕
。

る
の
を
知
り
‘
斌
廉
に
錢
を
輿
へ
て
装
寂
と
博
戯
を
さ
一
百
四
十
六
〕
．
〔
東
都
事
略
、
四
十
九
〕
．
〔
慶
元
鴬
禁
〕
・
【
高
保
昴
】
lm

”
}
ヨ
ク
五
代
、
南
平
の
人
。
従
誨
の
第
十

せ
‘
故
意
に
負
け
さ
せ
て
袈
寂
の
喜
ぷ
の
に
乗
じ
て
已
〔
宋
元
學
案
、
九
十
七
〕
。
子
。
字
は
省
射
。
兄
の
保
融
卒
す
る
や
、
保
屈
、
軍
府
の

の
意
を
告
げ
‘
遂
に
断
祗
を
動
か
し
て
兵
を
攀
ぐ
。
〔
藷
【
高
文
彩
】
g
焚
サ
イ
明
、
宛
平
の
人
。
錦
衣
千
戸
。
崇
禎
事
を
櫂
知
し
、
奉
章
し
て
宋
の
太
祖
に
聞
し
、
荊
南
節
度

唐

書

‘

五

十

七

〕

。

の

末

、

流

寇

が

城

を

破

る

や

、

妻

妾

子

孫

十

七

人

を

し

使

を

授

け

ら

る

。

治

事

の

オ

が

有

っ

た

が

、

淫

侠

度

無

【
高
不
賽
】
宍
ク
清
の
人
。
層
雲
の
子
。
字
は
査
客
（
桂
て
綬
に
投
じ
て
死
な
し
め
て
後
園
に
埋
め
、
自
ら
朝
服
く
、
立
つ
て
一
年
に
し
て
卒
す
。
〔
五
代
史
、
六
十
九
〕
．

客
）
。
琥
は
杭
郷
釣
師
。
晩
年
の
琥
は
小
湖
。
古
學
を
講
し
て
縦
死
す
。
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
十
一
〕
．
〔
小
腋
紀
年
、
〔
宋
史
‘
四
百
八
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
九
十
一
〕
。

求
し
、
攀
子
の
業
を
為
す
を
屑
し
と
せ
ず
、
年
五
十
に
四
〕
．
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
、
四
〕
．
〔
勝
朝
【
高
保
寧
】
g
”
”
イ
北
齊
、
代
の
人
。
武
平
の
末
‘
螢
州
刺

し

て

な

ほ

布

衣

な

り

。

聖

祗

南

巡

し

て

‘

召

し

て

詩

賦

殉

節

諸

臣

録

、

九

〕

。

史

を

授

け

ら

る

。

黄

龍

を

鎮

し

、

夷

夏

其

の

威

信

を

重

を
試
み
‘
翰
林
院
待
詔
を
授
く
。
詩
に
巧
。
書
室
を
松
Jf

【
高
文
秀
】
g
焚
4

ウ
元
、
東
平
の
人
。
府
學
生
。
戯
曲
ん
ず
。
周
帝
使
者
を
し
て
招
慰
せ
し
め
た
が
、
勅
書
を

書
屋
と
い
ふ
。
著
に
商
推
集
・
羅
常
草
・
博
天
集
・
松

lf

に
長
ず
。
作
る
所
の
戯
曲
凡
そ
三
十
四
種
。
受
け
ず
。
苑
陽
王
紹
義
、
突
蕨
中
に
在
り
、
上
表
勧
進

書
屋
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
【
高
文
進
】
g
焚
ン
/
後
蜀
の
人
。
従
遇
の
子
。
佛
教
・
し
、
苑
陽
は
保
寧
を
署
し
て
丞
相
と
為
す
。
虞
昌
期
‘
苑

徴
‘
一
百
四
十
三
〕
・
〔
碑
傭
集
‘
四
十
四
〕
．
〔
國
朝
書
人
道
教
の
蓋
を
善
く
し
、
深
く
曹
呉
の
筆
法
を
得
。
宋
に
陽
に
撮
つ
て
兵
を
起
す
や
、
保
寧
‘
紹
義
を
引
き
夷
夏

輯

略

‘

三

〕

。

入

っ

て

‘

太

宗

が

潜

邸

に

在

り

し

時

‘

往

い

て

之

に

依

の

兵

を

集

め

て

之

を

救

ひ

‘

瀦

河

に

至

り

、

周

牌

宇

文

軸

【
高
不
識
】
叩
焚
キ
漢
の
人
。
校
尉
を
以
て
騨
騎
将
軍
に
る
。
後
、
官
は
翰
林
待
詔
に
至
る
。
高
盆
と
並
ん
で
大
高
が
苑
陽
に
己
を
屠
ら
ん
と
す
る
を
知
り
‘
還
つ
て
黄
龍

従
つ
て
匈
奴
を
撃
ち
‘
宜
冠
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
後
‘
匈
奴
小
高
と
梢
せ
ら
る
。
〔
圏
壷
見
聞
志
〕
。
に
撼
り
、
意
に
周
に
臣
と
為
ら
ず
。
〔
北
齊
書
、
四
十

を
撃
ち
虚
偽
の
報
告
を
な
し
て
免
ぜ
ら
る
。
〔
前
漢
書
‘
【
高
文
鼎
】
g
焚
テ
イ
元
、
吉
水
の
人
。
薩
都
剌
之
を
朝
一
〕
。

十

七

〕

。

「

よ

。

に

薦

め

‘

廣

東

元

帥

に

累

陸

す

。

至

正

中

、

三

山

の

賊

の

【

高

保

融

】

g
”
}
ゥ
五
代
、
南
平
の
人
。
従
誨
の
三
子
。
字

【
高
芙
蓉
】
究
炉
大
島
芙
蓉
(
8
-
5
8
3
1
:
 1
5
3
1
)
を
見
来
寇
す
る
や
、
力
拒
す
る
こ
と
一
年
‘
援
兵
至
ら
ず
、
城
は
徳
長
。
溢
は
貞
稔
。
従
誨
卒
し
、
節
度
使
を
授
け
ら

【
高
無
愉
】
四
玲
ュ
，
高
句
朧
の
太
武
紳
王
。
瑠
璃
王
の
陥
る
に
及
び
自
例
し
て
死
す
。
〔
新
元
史
、
二
百
三
十
る
。
周
の
世
宗
‘
淮
を
征
す
る
や
、
保
融
牌
を
し
て
兵
三

三

子

、

母

は

松

譲

の

女

。

又

、

大

解

朱

留

王

と

い

ふ

。

父

二

〕

。

千

を

率

ゐ

て

夏

口

に

出

で

て

應

ぜ

し

め

‘

又

客

将

劉

扶

王
に
繕
い
で
即
位
、
五
年
東
扶
餘
王
帯
素
‘
隈
；
難
を
【
高
平
成
】
g
窃
セ
イ
高
句
麗
の
陽
原
王
。
安
原
王
の
長
を
し
て
南
唐
に
奉
棧
し
、
其
の
内
附
を
勤
め
し
む
。
世

揖
ふ
る
や
、
北
冥
の
人
怪
由
の
助
を
得
て
之
を
殺
し
、
子
。
又
‘
陽
間
上
好
王
と
い
ふ
。
父
に
繕
い
で
即
位
。
宗
之
を
嘉
す
。
在
位
十
二
年
。
〔
五
代
史
、
六
十
九
〕
．
〔
宋

蓋
馬
・
勾
茶
・
築
浪
の
地
を
併
合
す
。
在
位
二
十
六
年
。
性
、
雄
豪
。
新
羅
の
慎
興
王
‘
百
清
の
聖
王
と
相
頷
頗
史
、
四
百
八
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
九
十
一
〕
。

年
四
十
一
。
此
の
王
の
記
録
に
は
‘
説
話
的
の
要
素
を
す
。
在
位
十
四
年
。
魏
書
・
周
書
・
南
史
•
北
史
等
に
は
名
【
高
模
翰
】

g”
ン
遼
‘
渤
海
の
人
。
一
名
は
松
°
贅
力

多
く
含
ん
で
ゐ
る
。
〔
三
國
史
記
、
四
〕
。
を
成
に
作
る
。
〔
三
國
史
記
‘
十
九
〕
。
有
り
、
騎
射
を
善
く
し
、
兵
を
談
ず
る
を
好
む
。
初
、
太

【
古
向
伏
護
】
内
”
ゴ
北
齊
の
人
。
歓
の
族
弟
。
字
は
臣
【
高
坪
墟
】
匹
衿
？
地
名
。
江
西
省
臨
川
縣
の
西
南
。
合
祖
の
渤
海
を
平
ぐ
る
や
、
模
翰
は
高
麗
に
避
く
。
王
妻

援

。

天

統

の

初

‘

黄

門

侍

郎

に

累

遷

す

。

散

朝

に

歴

事

し

港

の

南

岸

。

す

に

女

を

以

て

し

た

が

、

罪

に

因

り

亡

欝

す

。

人

を

酒

て
‘
恒
に
機
要
に
参
萱
す
。
性
酒
を
嗜
み
‘
酔
失
多
く
、
【
高
乗
鉤
温
衿
キ
’
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
錦
庭
。
性
‘
抗
殺
せ
し
む
る
に
坐
し
て
下
獄
す
。
太
祗
其
の
オ
を
知

後
専
ら
酬
飲
し
て
卒
す
。
〔
北
齊
書
‘
十
四
〕
。
直
。
瞥
術
に
長
ず
。
著
に
心
得
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
り
‘
之
を
赦
す
。
天
顧
中
、
太
宗
遣
し
て
石
敬
塘
を
救
は

【
高
復
亨
】
守
”
含
明
の
人
。
字
は
本
中
。
元
の
時
‘
燕
京
類
徴
‘
四
百
八
十
四
〕
．
〔
國
朝
書
萱
家
筆
録
‘
三
〕
。
し
む
。
功
を
以
て
上
将
軍
を
授
け
ら
る
。
晉
盟
に
叛
＜

に
遊
び
‘
太
史
金
華
王
餘
慶
に
従
學
す
。
官
は
洪
武
中
、
【
高
保
寅
】
8

衿
ン
宋
の
人
。
保
融
の
弟
。
字
は
齊
典
。
宋
や
‘
師
を
出
し
て
南
伐
し
、
闊
南
の
城
邑
を
下
す
こ
と

獣
縣
知
。
後
‘
諸
城
知
縣
に
至
る
。
の
興
る
や
、
保
寅
‘
沐
京
に
入
観
す
。
太
祗
‘
便
殿
に
召
散
十
。
功
を
以
て
太
博
を
授
け
ら
る
。
晉
‘
節
度
使
杜
重



”
 

高

音

高

ノ‘

威
を
以
て
兵
一
二
十
萬
を
領
せ
し
め
て
宋
り
拒
ぐ
。
模
翰
ぐ
や
、
名
衡
救
を
得
て
出
づ
。
兵
部
侍
郎
を
授
け
ら
れ

魔
下
三
百
人
を
以
て
戦
つ
て
之
を
破
る
。
應
暦
中
、
官
た
が
、
疾
を
以
て
蹄
る
。
家
に
抵
り
、
雨
月
に
し
て
清
兵

は
中
憂
省
左
相
に
至
る
。
〔
遼
史
‘
七
十
六
〕
。
至
り
、
妻
と
共
に
難
に
殉
ず
。
著
に
更
生
吟
が
あ
る
。

【
高
鳳
翰
]
血
認
？
清
、
清
寧
の
人
。
一
説
に
、
膠
州
の
〔
明
史
‘
二
百
六
十
七
〕
・
〔
明
史
稿
‘
―
一
百
五
十
一
〕
．
〔
明

人
。
字
は
西
園
。
晩
年
の
器
は
南
阜
老
人
（
南
村
）
。
嘗
て
末
忠
烈
紀
賓
、
七
〕
・
〔
績
表
忠
記
‘
六
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、

老
阜
と
自
稽
す
。
風
痺
を
病
み
‘
右
臀
が
不
自
由
で
左
辛
‘
二
〕
。

手
に
て
書
を
作
す
。
因
つ
て
叉
‘
尚
左
生
・
蹄
雲
老
人
・
石
【
高
野
聖
】

g
e
n
g
O高
野
山
の
僧
の
稽
。
勧
化
の
た

頑
老
子
・
丁
巳
残
人
・
松
瀬
道
人
・
蛯
琴
老
人
と
琥
す
。
め
高
野
山
か
ら
諸
國
に
派
し
た
僧
。
〔
沙
石
集
、
一
〕
。

博
學
に
し
て
藝
術
に
精
通
す
。
尤
も
詩
に
長
じ
、
早
く
●
晶
の
名
。
た
が
め
。
田
籠
の
異
名
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏

よ
り
王
士
禎
に
梢
賞
さ
る
。
又
‘
策
刻
に
巧
。
諸
生
を
以
會
‘
化
生
類
、
田
鼈
〕
俗
云
、
高
野
聖
、
按
‘
此
晶
背
文
似
1

一

て
賢
良
に
摯
げ
ら
れ
‘
歓
縣
丞
・
績
淫
令
を
歴
任
、
均
し
高
野
僧
負
レ
笈
之
形
訟
故
俗
呼
曰
―
―
高
野
聖
↓

く
政
瞥
有
り
‘
譲
せ
ら
れ
て
致
仕
す
。
性
‘
硯
を
嗜
み
‘

F
扁
賜
谷
】
畑
誇
コ
ク
渡
邊
賜
谷
(

7

|
1
7
7
6
5
 :
 5
6
)

を
見

蔵
す
る
所
皆
手
琢
し
、
自
ら
銘
詞
を
作
る
。
著
に
硯
史
よ
。

及
び
撃
林
・
湖
海
・
袖
雲
・
鴻
爪
・
蹄
雲
・
青
蓮
等
の
集
が
【
高
薬
慮
】
g
悶
。
高
句
朧
の
西
川
王
。
中
川
王
の
一
―

あ
る
。
〔
清
史
稿
、
五
百
九
〕
．
〔
國
朝
者
献
類
徴
‘
二
百
五
子
。
又
、
西
壌
王
と
い
ふ
。
粛
慎
の
来
寇
す
る
や
‘
王
弟

十
五
〕
．
〔
清
蓋
家
詩
史
‘
丙
上
〕
．
〔
清
代
學
者
象
傭
‘
逹
買
を
し
て
之
を
討
ち
‘
其
の
酋
長
を
殺
さ
し
め
、
逹

二
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
篇
‘
―
二
十
一
―
-
〕
・
〔
飛
鴻
堂
印
人
買
を
安
國
君
と
為
す
。
在
位
二
十
三
年
。
『
二
國
史
記
‘

博

一

〕

。

十

七

〕

。

【
高
鳳
岐
】
翌
や
清
、
輻
建
長
築
の
人
。
字
は
噛
桐
。
【
高
羅
雲
】
g
”
”
／
高
句
朧
の
文
杏
明
王
。
長
壽
王
の

琥
は
塊
室
主
人
。
光
緒
の
攀
人
。
古
文
詞
に
巧
。
射
を
孫
。
助
多
の
子
。
又
、
明
治
好
王
と
い
ふ
。
隈
:
兵
を

律
す
る
こ
と
殿
整
、
宋
儒
を
服
牌
す
る
こ
と
尤
も
篤
百
清
に
出
し
て
東
城
王
を
苦
し
む
。
又
‘
中
國
の
南
北

し
。
官
は
梧
州
知
府
。
恵
政
有
り
。
尋
い
で
病
を
謝
し
て
雨
朝
に
は
‘
巧
に
服
事
し
て
國
勢
大
い
に
振
ふ
。
在
位

去
る
。
薦
め
ら
れ
て
御
史
に
考
し
‘
廷
試
第
一
た
り
。
忌
二
十
八
年
。
〔
三
國
史
記
、
十
九
〕
。

者
に
祖
ま
れ
‘
罷
め
蹄
る
。
ド
イ
ツ
、
郎
墨
を
犯
す
。
鳳
【
高
頼
子
】
畑
悶
ノ
や
く
ざ
も
の
。
無
頼
。
五
代
の
時

岐
、
同
志
を
合
し
て
上
書
し
、
内
治
·
外
交
·
辛
需
銅
•
練
兵
に
‘
裔
従
誨
の
無
節
操
を
卑
し
ん
で
言
っ
た
語
。
〔
五
代

の
四
事
を
陳
ず
。
識
者
之
を
是
と
す
。
〔
碑
博
集
補
、
二
史
‘
南
平
世
家
、
高
従
誨
傭
〕
従
誨
所
レ
需
梢
レ
臣
‘
蓋
利
ニ

十

六

〕

。

其

賜

予

面

但

俗

語

謂

T

奪
攘
荀
得
‘
無
二
魏
恥
玉
只
為
1

一頼

【
高
鳳
憂
】
g

琴
ダ
イ
清
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
越
桂
、
子
涵
m
と
言
1

一
無
頼
一
也
、
故
諸
國
皆
目
為
―
一
高
頼
子
↓

又
、
月
詫
。
嘉
慶
の
翠
人
。
官
は
内
閣
中
書
。
著
に
書
書
一
【
高
蘭
亭
】
g

”
ぷ
テ
イ
高
野
蘭
亭
(
1
3
7
7
)

を
見
よ
。

゜
6
 
13

紡
詩
課
・
古
今
橙
詩
偶
紗
が
あ
る
。
〔
清
代
闇
閣
詩
人
徽
【
高
履
行
】
8

り
が
唐
の
人
。
士
廉
の
子
。
母
の
喪
に
哀

~
略
‘
六
〕
。
毀
甚
し
。
太
宗
諭
し
て
強
ひ
て
食
せ
し
む
。
東
陽
公
主

3
 
31

【
高
漫
卿
】
畑
焚
ケ
イ
明
の
戯
曲
作
家
‘
陳
輿
郊
の
匿
名
。
を
姿
る
。
父
爵
を
襲
ぎ
‘
戸
部
尚
書
よ
り
益
州
大
都
督

陳
呉
郊

(11
-
4
1
6
9
8
 :
 1
2
8
1
)

を
見
よ
。
府
長
史
に
陸
る
。
後
、
洪
州
都
督
・
永
州
刺
史
に
左
遷
さ

5
 
4
 
【
高
夢
月
】
g

焚
，
宋
の
人
。
官
は
泰
州
教
授
。
李
全
が
る
。
政
を
為
す
、
名
瞥
あ
り
。
〔
唐
書
‘
九
十
五
〕
．
〔
藷
唐

圧
泰
州
に
寇
す
る
や
、
官
凰
＋
有
九
人
皆
迎
降
し
‘
蜀
り
書
‘
六
十
五
〕
。

夢
月
の
み
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
宋
史
、
四
百
七
十
七
〕
。
【
高
力
士
]
虚
り
5

／
唐
、
高
州
の
人
。
宦
官
。
喝
益
の
曾

4
 
3
 
3
 
●
【
高
名
衡
】
畑
パ
り
か
ウ
明
、
祈
州
の
人
。
字
は
仲
平
。
崇
禎
孫
。
高
延
輻
の
養
子
と
為
り
、
高
姓
を
冒
す
。
性
‘
謹
密

3

の
進
士
。
如
皐
興
化
に
歴
知
。
徴
さ
れ
て
御
史
を
授
け
彊
悟
。
玄
宗
の
時
‘
誦
太
「
等
を
誅
す
る
の
功
有
り
、
寵
任

ー53

ら
る
。
河
南
を
巡
按
せ
し
時
‘
李
自
成
、
開
封
を
園
む
。
極
め
て
厚
し
。
粛
宗
東
宮
に
在
り
し
時
‘
之
に
兄
事
す
。

名
衡
‘
百
計
以
て
守
備
す
。
賊
‘
黄
河
を
決
し
て
城
に
灌
鰈
騎
大
将
軍
に
累
官
し
、
開
府
儀
同
三
司
に
進
み
‘
齊

4
 

國
公
に
封
ぜ
ら
る
。
後
、
李
輔
國
の
劾
す
る
所
と
為
り
‘

巫
州
に
流
さ
る
。
尋
い
で
赦
免
さ
れ
還
つ
て
卒
す
。
年

七
十
九
。
唐
代
‘
宦
官
の
蚊
思
は
‘
力
士
に
始
る
。
〔
唐

書
、
二
百
七
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
八
十
四
〕
。

〖
高
力
士
女
〗
虚
砕
[
う
唐
の
人

o

徳
宗
の
砥
沈
太

后
が
所
在
不
明
と
な
る
や
‘
使
者
を
天
下
に
遣
し
て
之

を
杏
訪
せ
し
む
。
時
に
高
力
士
の
女
善
＜
宮
中
の
事
を

言
ひ
、
年
齢
状
貌
后
に
似
た
る
を
以
て
‘
迎
へ
て
上
陽

宮
に
還
す
。
力
士
の
子
其
の
非
を
言
ふ
に
及
ぴ
‘
詔
し

て
之
を
還
す
。
〔
唐
書
‘
七
十
七
〕
。

〖
高
力
士
博
〗g
焚
リ
ぅ
小
説
の
名
。
唐
、
郭
堤
作
。

玄
宗
の
忠
僕
高
力
士
の
事
を
叙
し
‘
楊
貴
妃
・
天
賓
の

乱
の
事
等
を
記
す
。
〔
五
朝
小
説
〕
・
〔
説
祁
〕
．
〔
唐
人
説

蒼
〕
・
〔
龍
威
秘
書
〕
。

【
高
良
澗
】
⑮
焚
屯
ウ
地
名
。
江
蘇
省
淮
安
縣
の
西
南
。

明
の
萬
暦
の
時
‘
淮
水
が
此
虐
に
決
し
た
の
で
、
高
良

澗
石
間
を
建
て
‘
淮
水
を
洩
ら
し
て
賓
慶
諸
湖
に
注
い

ご。f
 

【
高
良
置
】
固
認
岱
ヴ
く
ま
た
け
ら
ん
。
多
年
生
草
。
嶺

[
〗
〗
＊
竺

量
あ
る
白
花
を
開
く
。
も
と
高
涼
郡
か
ら
出
た
か
ら
‘

名
づ
け
た
。
た
だ
、
涼
を
訛
つ
て
良
と
い
ふ
。
其
の
地
は

今
の
廣
東
茂
名
電
白
等
の
縣
。
〔
本
草
、
高
良
置
〕
繹
名
‘

蜜
置
、
子
名
二
紅
豆
字
竺
時
珍
日
‘
淘
隠
居
言
‘
此
置
始

出
ユ
扁
良
郡
ご
故
得
―
―
此
名
ご
汝
、
高
良
郎
今
高
州
也
、
漢

為
焉
涼
縣
ご
夫
改
貸
郡
‘
其
山
高
而
梢
涼
、
因
以
為
レ

名
、
則
高
良
常
加
作
,
,
高
涼
一
也
。

[
高
良
工
宝
吟
リ
，
ヤ
，
ウ
山
名
。
雲
南
省
騰
衝
縣
の
西
北
。

北
の
か
た
払
拉
大
山
に
接
し
、
中
國
と
緬
旬
と
の
界
を

な
す
。

【
高
良
公
】
兜
忍
屯
ゥ
山
名
。
高
黎
貢
(
1
3
6
0
)

を
見
よ
。

[
高
良
弼
】
曲
認
ウ
ヒ
，
明
、
臨
洸
の
人
。
字
は
夢
説
。
弘
治

の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
。
劉
瑾
・
苗
遠
の
不
法
敷
事
を

劾
す
。
蘇
州
を
巡
按
し
、
風
采
凜
凜
た
り
。
著
に
西
岩

稿
・
奏
議
が
あ
る
。
〔
蘭
嚢
法
黎
録
‘
十
三
〕
。

【
高
隆
之
宝
認
？
北
齋
の
人
。
字
は
延
興
。
本
姓
は
徐

氏
。
父
が
姑
壻
高
氏
に
養
は
る
る
に
因
り
‘
其
の
姓
に
従

ふ
。
魏
の
建
義
の
間
‘
給
事
中
を
授
け
ら
る
。
高
歓
と
深

く
自
ら
結
託
し
、
太
保
に
累
遷
す
。
齊
‘
受
祠
し
て
王
に

進
爵
す
る
や
‘
録
尚
書
事
と
な
る
。
文
宣
未
だ
登
庸
せ
ざ

る
時
‘
隆
之
常
に
帝
を
侮
る
。
将
に
魏
祠
を
受
け
ん
と

す
る
に
及
ぴ
、
大
臣
み
な
未
だ
可
な
ら
ず
と
い
ひ
‘
隆

之
亦
其
の
中
に
在
り
。
帝
深
く
之
を
街
む
。
天
保
中
‘

又
、
人
之
を
譜
る
者
あ
り
。
之
に
因
つ
て
遂
に
殺
さ
る
。

〔
北
齋
書
‘
十
八
〕
・
〔
北
史
、
五
十
四
〕
。

【
高
間
山
】
函
認
？
金
、
析
木
の
人
。
箪
州
刺
史
に
歴

官
す
。
制
、
法
に
よ
ら
ず
杖
を
用
ひ
て
人
を
決
す
る
を

禁
ず
。
閻
山
之
を
見
て
笑
っ
て
日
く
‘
之
亦
行
ひ
難

し
と
。
こ
の
日
特
に
大
杖
を
用
ひ
‘
部
民
の
揚
仙
を
杖
殺

し
‘
坐
し
て
一
官
を
削
ら
れ
‘
鳳
翔
治
中
に
降
り
、
後
寧

昌
軍
節
度
使
を
授
け
ら
る
。
貞
祐
中
、
城
破
れ
之
に
死

す
。
〔
金
史
‘
二
日
二
十
九
〕
。

【
高
凌
露
】
宍
309

ゥ
ヰ
民
國
‘
河
北
省
天
津
縣
の
人
。
字
は

澤
翁
。
前
清
末
‘
張
之
洞
に
従
ひ
‘
湖
北
に
在
つ
て
湖

北
官
錢
局
長
と
な
る
。
暫
く
閑
地
に
在
つ
て
後
、
肛
隷

派
の
掻
頭
に
伴
ひ
‘
曹
錫
に
接
近
し
、
安
虹
戦
後
、
断
雲

鵬
内
閣
に
入
り
、
農
商
次
長
と
な
っ
て
か
ら
、
各
内
閣

の
内
務
及
ぴ
農
商
穂
長
等
を
歴
任
し
、
又
曹
銀
の
下
に

國
務
穂
理
に
就
任
し
、
中
央
政
局
に
直
隷
派
の
一
人
と

し
て
華
々
し
く
活
躍
す
。
〔
現
代
中
華
民
國
涌
洲
帝
國

人
名
鑑
〕
。

[
高
類
利
】
g
[
仔
高
句
騒
の
瑠
璃
王
。
東
明
王
朱
蒙

の
長
子
。
母
は
沸
流
國
王
松
譲
の
女
。
又
、
瑠
璃
明
王

と
い
ふ
。
其
の
二
十
一
年
‘
慰
那
巖
に
遷
都
す
。
又
‘
烏

伊
・
摩
離
の
一
―
将
を
し
て
兵
二
萬
を
率
ゐ
‘
梁
栢
を
滅

し
‘
鮮
卑
を
降
さ
し
む
。
漢
、
般
尤
を
遣
し
て
来
攻
す

る
や
、
却
つ
て
漢
の
邊
地
を
攻
略
す
。
在
位
三
十
六

年
。
〔
三
國
史
記
‘
十
三
〕
。

【
高
令
臣
】
g

り
り
；
ノ
高
麗
、
開
州
の
人
。
詮
は
良
敬
。
官

は
吏
栂
部
尚
書
・
検
校
司
空
参
知
政
事
。
〔
高
麓
史
〕
。

【
高
黎
貢
】
守
OO

レ
ィ
山
名
。
高
黎
共
山
の
こ
と
。
又
、
古
向

良
公
山
・
磨
盤
山
ふ
昆
裔
山
と
い
ふ
。
主
峯
は
雲
南
省
騰

衝
縣
の
東
北
。
東
は
混
江
、
西
は
龍
川
江
に
臨
む
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
雲
南
‘
名
山
〕
高
黎
共
山
、
在
11

永
昌
府
謄

越
州
東
北
一
百
二
十
里
二
名
i

昆
裔
岡
‘
夷
語
識
為
,
,
高

13229 
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良
公
山
二
亦
作
↓
一
高
黎
貢
山
二
束
臨
―
―
混
江
二
西
臨
,
,
龍
川
道
別
而
天
―
―
降
於
日
向
襲
之
裔
千
穂
峯
1

芙。

圧
左
右
有
玉
＇
川

i

名

為
1

渭
包
山
上
下
東
西
各
四
＋
【
高
俗
之
材
品
悶
／
ク
ノ
俗
世
間
に
す
ぐ
れ
た
も
ち
ま

里
‘
登
レ
之
可
レ
望
1

一
吐
蕃
雪
山
↓
へ
。
〔
陳
琳
、
答
―
―
東
阿
王
―
賤
〕
君
侯
橙
ー
一
高
俗
之
材
↓

【
高
連
陸
】
8

焚
4
ヨ9

ウ
清
‘
湖
南
寧
郷
の
人
。
字
は
果
臣
。
〔
注
〕
濱
曰
‘
高
俗
言
1
-
1

オ
高
過
こ
代
↓

溢
は
勇
烈
。
咸
翌
中
‘
蒋
益
澄
に
従
っ
て
陽
；
戦
功
あ
【
高
長
鐵
鐵
】
g

焚
圧
認
鐵
鎖
の
名
。
山
西
省
の
高
平
・

り
。
後
、
左
宗
棠
に
従
っ
て
浙
江
を
平
げ
‘
廿
隅
を
動
長
治
・
壺
問
・
陵
川
一
帯
の
鐵
産
匪
域
。

滅
し
、
甘
粛
提
督
を
授
け
ら
る
。
部
兵
叛
し
、
害
さ
る
。
【
古
向
内
伝
松
陰
】
g
グ
粒

5

仔
ノ
江
戸
の
人
。
名
は
寛
剛
。
通

〔
清
史
列
傭
‘
五
十
一
〕
．
〔
績
碑
傭
集
、
六
十
八
〕
・
〔
中
興
梢
は
武
一
郎
。
琥
は
松
陰
・
明
證
竜
。
著
に
顔
氏
家
訓

将
帥
列
傭
‘
二
十
二
〕
。
増
注
・
荊
楚
歳
時
記
徴
·
輯
緯
・
辞
原
•
松
陰
雑
記
・
名
義

【
高
露
堂
】
宍
匂
明
‘
車
以
遵
(
1
0
|
 3
8
1
7
2
 :
 2
6
4
)

の
集
解
・
明
證
棲
類
緊
・
和
名
集
成
が
あ
る
。
〔
近
代
著
逸

室

名

。

目

録

、

後

篇

〕

。

【
古
向
伽
米
拉
】
g

乃
地
名
。
チ
グ
リ
ス
河
上
流
。
紀
元
【
高
般
渉
調
】
g

認
梵
曲
調
の
名
。
燕
架
材
臀
七
調
の

前
三
百
三
十
一
年
に
‘
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
大
王
が
ペ
ル
第
七
運
。
〔
築
府
雑
録
〕
平
臀
羽
七
調
‘
第
七
運
高
般
渉

シ
ャ
王
ダ
リ
ウ
ス
を
此
虞
に
破
る
。

G
a
u
g
a
m
e
l
a

の
調
。
〔
宋
史
‘
律
暦
志
四
〕
無
射
羽
為
―
―
河
魁
涵
戸
高
般

昔

諜

。

渉

↓

〔

補

筆

談

〕

無

射

羽

今

為

1

一
高
般
渉
調
五
殺
臀
用
,
,
凡

【
高
解
邑
朱
】
8

げ
イ
フ
／
ユ
高
句
騒
の
閲
中
王
。
瑠
璃
明
字
二
詞
源
〕
大
呂
朽
俗
名
一
高
般
渉
調
↓
〔
燕
栗
考
原
〕

王
の
子
。
在
位
四
年
。
〔
―
二
國
史
記
‘
十
四
〕
。
七
利
之
第
七
運
‘
卸
琵
琶
四
弦
之
第
二
臀
‘
此
網
高
―
―

【
高
泉
慮
士
宝
玲
匁
元
、
王
士
毅
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
5
0

干
般
渉
調
一
律
、
故
日
高
般
渉
調
↓

3
)

の

舅

【

高

野

餘

慶

】

g

”
衿
名
は
常
道
。
通
稽
は
泰
助
。
琥
は

【
高
而
不
レ
危
】
虚
は
口
”
ズ
高
い
が
危
く
な
い
。
〔
孝
餘
慶
。
官
は
長
岡
藩
主
侍
讀
。
仁
齋
に
私
淑
す
。
又
‘
兵

経
、
諸
侯
章
〕
高
而
不
レ
危
‘
所
l

一
以
長
守
＞
貴
也
‘
渦
而
法
・
藷
典
に
精
通
す
。
文
化
十
二
年
―
一
月
十
三
日
歿
す
‘

不
レ
溢
、
所
―
―
以
長
守
＞
富
也
。
〔
説
苑
‘
敬
恨
〕
古
向
而
不
レ
年
八
十
七
。
著
に
可
以
興
辮
・
孝
賞
書
・
郷
俗
育
幼
談
・

危

濡

而

不

溢

者

也

。

軍

中

職

掌

考

・

軍

用

家

訓

・

古

談

拾

要

・

御

邑

古

風

談

・

【
高
自
標
樹
】
B

芯
翌
り
9
-
7

自
ら
高
ぶ
る
こ
と
。
高
自
御
制
童
子
問
答
・
草
綺
始
末
略
・
草
露
博
・
如
件
談
・
昇

標
置
に
同
じ
。
〔
唐
書
‘
王
義
方
博
〕
高
自
標
樹
。
平
夜
話
・
燈
前
漫
録
・
賢
か
が
み
・
由
藷
録
・
幼
學
問
答
・

【
高
自
標
置
】
国
芯
打
ゾ
カ
ラ
自
ら
高
ぶ
つ
て
人
に
屈
し
粒
粒
辛
苦
録
が
あ
る
。
〔
北
越
名
流
遺
芳
〕
。

下
ら
ぬ
こ
と
。
〔
晉
書
‘
劉
悛
傭
〕
桓
温
背
問
レ
悛
‘
會
稽
【
古
向
野
蘭
亭
】
Im

カ
グ
江
戸
の
人
。
名
は
惟
馨
。
字
は

王
‘
談
更
進
邪
‘
悛
曰
‘
極
進
、
然
故
第
二
流
耳
‘
温
日
、
子
式
。
琥
は
蘭
亭
・
東
里
。
別
稽
は
高
蘭
亭
゜
荻
生
祖
棟

第
一
復
誰
‘
悛
曰
‘
故
在
,
,
我
輩
五
其
高
自
標
置
如
レ
此
。
に
師
事
す
。
俳
人
百
里
居
士
の
子
。
年
十
七
に
し
て
失

【
高
出
三
昧
】
g

焚
弩
囮
幅
徳
智
慧
を
高
大
無
邊
に
明
。
詩
は
服
部
南
郭
と
比
肩
し
‘
書
も
亦
一
家
を
な
す
。

出
す
一
二
昧
゜
〔
智
度
論
‘
四
十
七
〕
高
出
一
二
昧
者
、
菩
薩
賓
暦
七
年
七
月
六
日
歿
す
、
年
六
十
八
。
著
に
蘭
亭
遺

入
―
―
此
三
昧
「
所
レ
有
祗
徳
智
慧
‘
皆
悉
増
長
‘
諸
三
昧
稿
が
あ
る
。
〔
先
哲
叢
談
、
正
‘
八
〕
・
〔
國
書
解
題
〕
。

性

‘

心

性

心

而

出

。

【

可

レ

高

可

レ

下

】

g

ぢ
芸
f

ク
仁
者
は
高
い
位
に
つ
け

[
高
昭
劉
后
]
g

読
謬
南
齋
、
劉
后
（
2

|

2
2
2
4
 :
 2
7
6
)

て
も
騒
ら
ず
‘
低
い
位
に
つ
け
て
も
濯
れ
な
い
。
〔
國

の

〇

を

い

ふ

。

語

、

楚

語

下

〕

吾

聞

レ

之

、

日

、

唯

仁

者

可

レ

好

也

可

レ

悪

[
高
千
穂
峯
】
5

"

”
チ
ホ
）
天
孫
墳
墳
杵
尊
の
降
臨
し
た
也
‘
可
レ
高
也
可
レ
下
也
。

と
い
ふ
山
°
宮
崎
縣
西
臼
杵
郡
高
千
穂
村
大
字
三
田
井
【
仰
レ
高
臨
レ
下
】
g

"
”
”
匁
5

後
に
高
山
を
仰
ぎ
前
は

の
二
上
峯
と
な
す
説
と
、
宮
崎
・
鹿
兒
島
二
縣
の
境
に
低
地
に
臨
む
。
弓
弩
を
用
ひ
る
に
適
し
た
地
形
を
い

あ
る
霧
島
山
の
高
千
穂
峯
と
な
す
説
と
あ
り
。
〔

H
本
ふ
。
〔
漢
書
‘
籠
錯
傭
〕
平
陵
相
遠
、
川
谷
居
レ
開
‘
仰
レ
高

書
紀
‘
誹
代
紀
下
〕
且
排
1

一
分
天
八
重
奎
只
稜
威
之
道
別
臨
レ
下
‘
此
弓
弩
之
地
也
。

高

部

高

高

〔
ニ
ー
四
壷
〕

裔

敲

庚

豪

既

航

範

學

璽
●
鼠

小

或

日

□

国

小

さ

い

家

。

或

は

隕

糧

(
4
|
9
4
4
9
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

貪
豪
翡

裔
‘
小
堂
也
‘
八
二
高
省
ー
同
瞥
‘
隕
‘
裔
或
炊
レ

L

頃
臀
゜
〔
集
韻
〕
裔
‘
瓜
屋
也
‘
或
作
レ
隕
。
〔
集
韻
〕

裔
‘
小
堂
也
‘
或
作
レ
隕
゜

冨】年
ケ
イ
キ
，
ャ
ゥ

日
ケ
イ
キ
や
ウ

口
ケ
イ
キ
，
ャ
ゥ

国

聰ch'
i
n
g
'
 

祠

〔
集
韻
〕
傾
隻
切
醐
i-

〔
集
韻
〕
犬
穎
切＞ 

vi L
 

集
韻
〕
棄
挺
切

璽
●
i

――

【

高

】

如

カ

ウ

い

戸

い

4
f
t
3レ 1
い
）
。
の
俗
字
。
〔
韻

【
高
次
方
程
式
】
g
?
t
[
イ/キ

を
含
む
方
程
式
。

【
高
塔
失
不
花
】
g

岱
7
炉
元
の
人
。
塔
失
不
花
(
8
-
5

3
R
:
 51
)

を
見
よ
。
〔
元
史
‘
一
百
四
十
四
〕
。

【
為
な
向
必
因
丘
陵
-
]
g

”””
C
サ
箕
恥
ウ
ニ
ョ
ル
事
を
為

す
に
自
然
の
勢
に
従
へ
ば
、
芳
が
少
な
く
て
功
が
多
い

こ
と
を
い
ふ
。
〔
證
‘
證
器
〕
故
昔
先
王
之
制
レ
證
也
、
因
i
i

其
財
物
一
而
致
,
,
其
義
一
焉
爾
、
故
作
―
一
大
事
泌
必
順
―
―
天

時
盃
竺
朝
夕
1

必
放
―
―
於
日
月
玉
為
レ
高
必
因
二
丘
陵
↓
為
レ

下
必
因
川
滉
是
故
天
時
雨
澤
、
君
子
逹
畳
畳
焉
。

【
高
宋
不
可
低
来
不
可
】
g

”
,
＂
”
バ
ぢ
た
か
く
て
い
け

ず
‘
ひ
く
く
て
い
け
な
い
。
〔
通
俗
編
、
境
遇
、
高
来
不
可

低
宋
不
可
〕
能
改
齋
漫
録
‘
李
祐
初
任
―
―
河
朔
守
官
一
監

司
怒
1

一
其
暗
太
文
面
5

レ
衆
責
レ
之
、
翌
H
請
見
‘
遂
極
レ
武
‘

監
司
愈
怒
、
移
レ
文
責
問
、
祐
供
状
云
、
高
来
不
可
‘
低
宋

不
可
‘
乞
指
揮
明
降
―
―
暗
様
一
箇
一
蓋
用
二
浬
語
一
也
。

二
乗
幕
以
上
の
未
知
散

軍】
g

傭
(
8
ー

5
4
1
9
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
南
、
古
塘
字
。

ヨ，ウ

か
ま
ぴ
す
し
い
。
〔
集
韻
〕
範
‘
罐
也
。

冤

】

血

昇

〔

集

韻

〕

虚

交

切

圏

0
高
い
。
〔
篇
海
〕
航
、
高
也
。
●
航
（
航
）
（
2

-

4

3

7

9
)

の
論
字
。
〔
正
字
通
〕
航
‘
航
字
之
識
。

【航】
g

ヶ
ヴ
〔
篇
海
〕
苦
弔
切
圏

飩
統
は
‘
つ
よ
い
毛
。
〔
玉
篇
〕
統
‘
飩
疑
也
。

窮
】
〗
〔
玉
篇
〕
莫
告
切
醐
〗

ぺウモヴ

＇昌

う
つ
。
〔
廣
韻
〕
羹
撃
也
。

画
奨
(
1
2
-
4
5
3
1
7
)

は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
辮
似
、

字
相
似
〕
函
‘
古
敲
字
。
愛
‘
昔
憮
‘
撃
也
。

【

愛

】

叩

カ

イ

〔
廣
韻
〕
苦
蓋
切
鰯
g

廟
圏
麦
(
1
2
|
 4
5
3
1
8
)

は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
堺
似

字
相
似
〕
庚
、
古
敲
字
。
愛
‘
昔
憮
‘
撃
也
。

敲
(
5ー

1
3
3
3
7
)

の
古
字
。
〔
康
熙

【
要
】
如
カ
ウ
字
典
〕
羮
玉
篇
‘
古
文
敲
字
。

冦
】
叩
／
ユ
ク
い
い
い
□
｀
。
に
同
し
。
〔
字

六
一
一
＿
四

13230 
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高

部

〔
四
ー
＋
三
鵞
〕

綴

森

級

磁

盛

甑

牽

症

頌

瀬

絣

蕗

顛

稟

訣

騎

鰺

筋

輛

稿

馘

繰

ハ
三
五
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【

輔

】

郷

【

轄

】

細

【
縛
】
〗塘

(
8
ー

5
4
1
9
)

の
古
字
。
〔
玉
篇
〕

瞳
、
古
文
塘
字
。

ョ9
ウ

棲
(
6
-
1
5
4
3
0
)

の
古
字
。
〔
正
字

通
〕
襲
、
古
文
棲
。

ロ
ウ
瓢
瓢
蘊
譴
＿

博
(
2
-
2
7
6
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

ノ
博
‘
説
文
、
大
通
也
、
或
作
レ
縛
。

、ク 暉
闘
闘
亘
―
―

か
き
。
堵
(
8
ー

5
2
7
9
)

の
揃
文
。
〔
集
韻
〕
堵
‘
説
文

垣
也
、
五
版
為
二
堵
云
憚
炊
レ
牽
。

【
緒
】
〗
バ
〔
集
韻
〕
董
五
切
圏

n瓢皿ロ――

【

紳

】

如

ヒ

[

[

炉

戸

?
2
)

の
揃
文
。
〔
集
韻
〕

n,m-

【
碑
】
蜘
ヒ
＂
む
し
し
豆
゜
）
の
揃
文
。
〔
字
彙

【
範
】
蜘

’

郭

(
1
1
-
3
9
4
7
4
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
郭
、
古
作
レ
鞄
。

ク
ワ
ク
高

部

ヒ，ウ
ヒ，ユ

日―回
ヘ
ヴ
サ
ン
セ
ン

國

/
／

I
小

日

日
l

国
●
髪
が
長
く
た
れ
さ
が
る

豪
さ
ま
。
〔
説
文
〕
影
、
長
髪
森
森
也
、
八
二

冥
長
多
↓
〔
段
注
〕
森
興
レ
影
昼
韻
‘
姦
森
‘
嘗
下
依
1
1

玉
篇
作
中
影
影
ど
迪
俗
文
日
、
髪
垂
日
レ
影
、
云

云
、
多
猶
レ
毛
也
、
會
意
。
●
黒
白
の
髪
が
い
り

ま
じ
る
。
〔
説
文
〕
彩
‘
一
日
、
白
黙
斐
雑
而
影
。

【

影

】

』

〔
十
三
ー
ニ
十
一
鵞
〕

日
へ
，
ウ

〔
集
韻
渾
這
切
一
圏

勺
＿
公

piao1

〔
集
韻
〕
必
幽
切
中
3暦國

〔
集
韻
〕
匹
妙
切

〔
集
韻
〕
師
街
切

彩

部

【
罵
】
却

瞬
(
2
-
4
6
1
7
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
憲
、
臨
俗
字
。

ガ
ウ 璽
＿
11瓢

i-

【
廠
】

g

カ
ツ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
童
‘
昔
蝸

【
『
卿
】

g

夕[口
i
憎

誓

匹

集

韻

〕

繹

.＇“ 
範

醜

輯

軽

縛

糠

纏

繹

童

憲

【
彰
九
】
〗
キ
ク
＂

i
[駐
~
5
)
に
同
じ
。
〔
集

ダ
イ
ナ
イ

日凡
[

日
口
竪
騎
は
‘
毛
が
乱
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
勢

聾
努
‘
毛
乱
兒
。
〔
集
韻
〕
勢
‘
笞
秀
‘
毛
不
レ
整
。

冥】年

〔
集
韻
〕
奴
登
切

〔
集
韻
〕
嚢
来
切

函函

好
い
髪
の
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
髪
、
好
髪
貌
。

【

髪

】

臼

セ

ン

〔
篇
海
〕
息
廉
切
國
i

冒
●
『
[
_

〔
播
岳
、
秋
興
賦
〕
斑
賛
影
以
承
な
弁
分
。
〔
注
〕
善

曰
、
説
文
日
、
白
黒
髭
雑
而
影
。
●
た
て
が
み
。

〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
特
寵
昏
影
。
〔
注
〕
善
曰
‘
影
、

長
髯
也
。
●
羽
麓
が
か
る
く
あ
が
る
さ
ま
。
影

腱
(
1
)

を
見
よ
。

O
諷
(
1
2
ー

4
3
9
4
6
)

に
通
ず
。

〔
正
字
通
〕
影
‘
興
レ
瓢
通
。
〇
影
(
4
ー

1
0
0
1
4
)

に

通
ず
。
〔
正
字
通
〕
影
‘
興
レ
影
通
。

O
か
み
か
ん
む

り
。
か
み
が
し
ら
。
漢
字
の
冠
の
名
。
國
●
の
き
。

屋
翼
゜
〔
廣
韻
〕
彩
‘
屋
翼
也
。
●
髪
の
長
い
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
影
、
影
影
、
長
髪
。

隔
由
會
意
。
長
と
多
（
毛
飾
驚
文
）
と
を
合
す
。
多
は
毛

の
義
に
用
ひ
、
長
と
合
し
て
‘
か
み
の
毛
の
な
が
い
義

と
す
。
字
解
を
見
よ
。

【
影
腱
】
1

約
羽
鹿
の
飛
揚
す
る
さ
ま
。
〔
後
漢
書
、
馬

融
博
〕
羽
毛
紛
其
影
腱
。
〔
注
〕
影
脆
‘
利
粍
飛
揚
兒
也
。

[
影
影
】
2

席
か
み
の
長
く
た
れ
さ
が
る
さ
ま
。
〔
庚

信
、
竹
杖
賦
〕
髭
種
種
而
逢
レ
短
、
眉
影
影
而
競
レ
長
。

影

部

影

〔
ニ
ー
ー
三
董
〕

或
日
口
●
き
る
。
か
る
。
④
製

限
い
韻
壼
を
そ
り
お
と
す
。
そ
る
。
〔
説

文
〕
発
、
動
レ
髪
也
、
ハ
レ
影
冗
繋
゜
〔
集
韻
〕
発
、
去
レ

髪
也
。
＠
き
る
。
〔
一
切
経
昔
義
‘
二
〕
発
‘
戟
也
。

◎
木
の
枝
を
き
り
は
ら
ふ
。
〔
齊
民
要
術
‘
愧
柳

椒
梓
梧
杵
〕
陶
朱
公
術
曰
、
種
二
柳
千
樹
1

則
足
レ

柴
、
十
年
以
後
発
―
―
一
樹
一
得
二
載
↓

0
か
み
そ

り
。
髪
を
そ
り
お
と
す
刑
罰
。
〔
漢
書
‘
刑
法
志
〕

発
鉗
総
城
旦
春
↓
〇
髪
を
そ
り
お
と
し
た
罪

人
。
〔
列
女
博
、
辮
通
‘
齊
太
倉
女
博
〕
竪
顛
者
、

発
。
R
枝
を
き
り
は
ら
っ
た
木
。
〔
爾
雅
‘
繹
木
〕

発
‘
梱
。
〔
義
疏
〕
繹
文
、
梱
、
五
門
反
、
則
興
レ
梱
臀

義
近
、
説
文
、
梱
‘
杭
木
未
レ
析
也
、
栞
―
―
落
樹
頭
1

為
レ
発
‘
齊
民
要
術
有
ふ
炉
柳
法
↓
●
醜
牛
の
さ

ま
。
発
屯
（
1
9
)

を
見
よ
。

0
或
は
斃
(
1
2
-
4
5
3

8
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
発
、
髪
‘
或
炊
レ
元
。
国
髪
を

去
る
刑
。
或
は
完
(
8
-
7
0
7
9
)
•

頑（
1
2
-
4
3
3
4
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
発
、
去
レ
髪
刑
‘
或
作
,
,完
•
順
→

画

圏

発
(
1
2
ー

4g7
8
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
維
似
、
二
字
相

似
〕
発
‘
―
音
坤
‘
去
レ
髭
。
粘
、
昔
繹
‘
髭
垂
貌
。

【

発

】

蜘

具

[ゴ
ッ
コ
チ

国． 日
コ
ン

〔
集
韻
〕
枯
昆
切
]
匹

万

x
.f 
ku'en' 

〔
集
韻
〕
苦
骨
切
囲囲

〔
集
韻
〕
五
忽
切

璽
●
且

冠
】
〗．
‘
_
髯
(
l
l
!
-
4
5
3
7
7
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
ゼ
、
同
レ
蝠
。

，
ゥ

【
兜
】
〗
コ
ン

発
(
1
2
-
4
5
3
6
1
)

の
俗
字
。
〔
韻

會
〕
兜
‘
俗
発
字
。

髪

努

発

梵

屹

発

六
三
六

13232 
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影

部

〔
―
―
―
四
書
〕

発

悸

醒

杞

珍

界

帳

雰

髯

髭

房

六
三
七

日
口
●
か
も
じ
。
少
な
い
嬰
に
添
へ
益
す
仮
製
。

【
発
褐
】
1

だ
髭
を
剃
り
毛
織
物
の
衣
を
著
て
ゐ
る
碑
銘
〕
褐
衣
梵
首
。

者
。
僧
を
い
ふ
。
〔
劉
蜆
、
江
南
論
螂
石
飲
酒
韓
書
〕
王
公
【
発
竪
】
12

ぢ
は
げ
あ
た
ま
の
こ
ぞ
う
。
僧
侶
を
罵
つ

大
人
‘
云
云
‘
有
口
鯰
王
踪
稽
―
―
首

f
発
褐
之
i

雙
畏
敬
戒
た
語
。
兜
竪
。
〔
國
史
略
‘
正
親
町
天
皇
〕
信
長
曰
‘
我
侶
,
,

懺
有
下
終
日
不
―
―
―
敢
嗜
酒
肴
云
＇
n-

敢
近
,
,
妾
婦
者
3

勤
王
之
師
ぶ
風
瀾
露
沐
、
殆
無
―
―
虚
日
こ
冗
竪
之
破
レ
律

【
発
簡
】
2

梵
坊
主
頭
と
禿
あ
た
ま
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
‘
乱
レ
政
、
是
國
賊
非
―
―
私
讐
↓

征
蜀
聯
句
〕
逆
頸
盛
徽
索
‘
仇
頭
恣
発
簡
。
【
発
樹
】
13

笠
樹
木
の
枝
葉
を
剪
り
去
る
。
〔
齊
民
要

【
発
創
]
3
5

ノ
髯
を
剃
り
落
す
刑
と
、
鼻
を
き
る
刑
。
術
‘
愧
柳
椒
梓
梧
杵
〕
陶
朱
公
術
曰
、
種
―
―
柳
千
樹
函
則

〔
易
林
〕
刺
肌
発
制
‘
人
所
1
1

賤

棄

↓

「

の

名

。

足

レ

柴

、

十

年

以

後

発

二

樹

1

得
二
載
一
歳
発
,
,
二
百

【
発
頑
】
4

記
／
春
秋
、
鄭
の
倍
公

(11|
 3
9
6
4
7
 :
 3
3
0
'
)

樹
互
五
年
一
週
゜

【
廃
別
】
5

だ
頭
斐
を
剃
り
、
足
を
断
つ
刑
。
〔
新
書
、
【
発
人
】
14

匁
僧
を
い
ふ
。
〔
梢
謂
録
‘
僧
、
発
人
〕
桂
苑

階
級
〕
是
以
係
縛
．
榜
笞
．
兒
肌
・
鯨
制
之
罪
、
不
レ
及
―
―
士
叢
談
、
発
人
具
レ
賓
以
聞
日
‘
居
レ
寺
者
架
二
於
知
事
｛
前

大

夫

↓

後

主

レ

之

者

、

積

年

以

束

‘

空

交

1

一
分
金
文
書
石
其
賓
無
レ

【
発
鉗
】6
竺
古
の
刑
法
。
発
は
頭
製
を
剃
り
、
鉗
は
金
、
群
衆
以
一
某
孤
立
不
血
守
輩
流
ご
慾
莱
~
レ
此
揖
―
―
排

鐵

を

以

て

首

を

束

ね

る

。

又

‘

其

の

刑

に

虞

せ

ら

れ

た

之

一

「

発

載

。

罪
人
。
〔
史
記
‘
張
耳
博
〕
皆
自
兒
鉗
、
為
,
,
王
家
奴
言
漢
【
発
載
】
15

だ
か
み
を
そ
る
。
〔
風
俗
通
‘
怪
神
〕
主
者

書
、
何
並
博
〕
願
蚤
就
-
―
発
鉗
↓
〔
後
漢
書
‘
皇
后
下
、
閻
皇
【
発
彬
】
16

だ
か
み
を
そ
る
刑
と
‘
ほ
ほ
ひ
げ
を
そ
る

后

紀

〕

減

レ

死

発

鉗

。

刑

。

〔

挑

隧

‘

文

〕

罪

入

＝

髭

生

膨

有

―

―

少

柾

疑

↓

猶

,

,
已
渇

〖
覧
鉗
城
旦
春
〗7
紀
'
tし
ノg

男
子
の
犯
罪
者
は
‘
飢
字
↑
身
之
私
→

発
鉗
し
て
城
旦
に
営
て
‘
女
子
は
春
に
服
せ
し
め
る
。
城
【
発
馴
~
】

1
7
和
も
か
み
を
そ
り
去
る
。
〔
後
漢
書
‘
儒
林
上
、

旦
は
書
は
外
寇
の
来
侵
を
警
伺
し
‘
夜
は
築
城
の
特
役
獣
陽
歓
博
〕
至
レ
有
二
自
兒
glJ者↓

に
服
す
る
刑
、
春
は
米
を
春
＜
刑
。
五
歳
刑
。
〔
漢
書
、
【
発
頭
】
18

認
嬰
を
そ
る
。
発
首
(
1
1
)

に
同
じ
。
〔
後
漢

刑
法
志
〕
常
レ
鯨
者
、
発
鉗
為
1

一
城
旦
春
↓
〔
漢
藷
儀
〕
秦
書
、
東
夷
‘
三
韓
博
〕
其
人
短
小
、
発
頭
衣
1

一
葬
衣
↓

制
、
凡
有
レ
罪
、
男
、
兒
鉗
為
―
―
城
旦
工
久
‘
為
レ
春
、
皆
為
―
-
【
発
屯
】
19

只
醜
牛
の
さ
ま
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
発

五

歳

一

屯

摯

牛

‘

既

相

以

惟

゜

〔

注

〕

発

屯

、

醜

牛

貌

。

[
発
梱
】
8

竺
樹
頭
を
伐
っ
た
の
み
で
割
ら
ぬ
木
。
字
【
発
頓
】
20

臼
弊
池
の
精
の
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
妖
異
部
、

解

の

R

を

見

よ

。

精

〕

白

澤

圏

日

‘

云

云

‘

故

牧

弊

池

之

精

名

二

梵

頓

ぶ

状

如

レ

【
発
残
】
，

9

●
清
の
僧
。
武
陵
の
劉
氏
の
子
。
字
は
白
牛
無
レ
頭
、
見
り
人
則
逐
レ
人
、
以
1

一
其
名
―
呼
レ
之
、
HlJ
去。

禿
。
一
の
字
は
介
丘
。
琥
は
石
演
（
石
埃
和
尚
）
ふ
曳
壌
・

残
道
者
惹
住
行
人
。
金
陵
の
牛
首
山
に
住
す
。
山
水
書
一

に
巧
。
本
‘
梵
残
に
作
る
。
〔
清
史
稿
‘
五
百
九
〕
・
〔
清
蓋
霞
E
】
g

家
詩
史
‘
壬
下
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
、
四
〕
．
〔
國
朝
聾

識
‘
十
四
〕
。
●
清
の
僧
。
上
元
文
氏
の
子
。
字
は
石
船
。

初
、
利
流
と
な
り
、
後
、
四
方
に
幕
消
す
。
晩
年
‘
祝
斐
し

て
僧
と
な
り
、
不
二
i

奄
に
居
る
。
世
人
、
明
明
和
尚
と
い

ふ
。
湯
胎
扮
に
重
ん
ぜ
ら
る
。

【
発
者
】
10

詞
か
み
を
そ
ら
れ
た
罪
人
。
〔
周
證
、
秋
官
‘

掌
数
〕
発
者
使
に
寸
レ
積
。
〔
注
〕
王
之
同
族
不
に
呂
者
、
宮
レ

之
為
レ
翡
二
其
類
ぶ
茫
頭
而
已
゜

【
発
首
】
ll

翌
頭
髭
を
剃
り
お
と
す
。
〔
楚
辞
‘
九
章
‘
渉

江
〕
接
輿
発
首
分
。
〔
注
〕
発
、
別
也
、
首
、
頭
也
。
〔
鄭
愚
‘

冦】
5

曰□ 日
ヂチシセダテ， 
ヤキイイ
ク

〔
集
韻
〕
大
彗
遠

〔
集
韻
〕
思
積
切
嗣
f閣

集
韻
〕
徒
二
切

サ
ウ

慧
1
2
|
 4
5
3
6
9
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
怜
‘
髯
字
之
謡
。

小
●
結
ひ
あ
げ
て
弄
を
さ
し
た
か
み
。

科
策
嬰
を
楡
り
、
布
で
つ
つ
ん
で
‘
之
を
た

ば
ね
、
そ
の
上
に
罪
を
さ
す
。
之
を
界
と
い
ふ
。

〔
説
文
〕
界
、
特
結
也
、
八
レ
影
介
臀
゜
〔
繋
傭
〕
袢

髯
‘
即
椴
誓
也
。
〔
段
注
〕
替
結
者
、
既
替
之
髯
也
、

許
以
孟
井
輿
こ
既
互
訓
、
而
絆
有
下
固
二
晃
弁
一
之

冤
】
〗
カ
イ
〔
集
韻
〕
居
叶
玉
ぜ
国
一

h
i
e
h
•

冠
】
疇
こ
[
[
い
」

~
4
6
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

,i―― 
阿
】
〗

髪
が
軟
か
い
。
〔
字
棠
〕
佗
、
長
轄
也
。

ダ
ウ
入
ウ

〔
字
彙
〕
乃
老
切

飼

駕
（
1

2
|
 4
5
4
7
1
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
駕
、
髪
也
、
μ
レ

影
易
臀
‘
慇
、
鷲
或
凡
一
也
瞥
↓
〔
段
注
〕
古
易
臀

在
十
六
部
両
臀
空
十
七
部
公
口
韻
坂
近
。
〔
正

字
通
〕
慇
‘
束
―
―
他
髪
飾
レ
髯
也
、
製
少
則
以
レ
醒

戸
之
。
〔
詩
‘
郡
風
‘
君
子
偕
老
〕
讚
斐
如
レ
雲
、
不
レ

屑
槍
也
。
〔
箋
〕
琶
‘
髪
也
。
〔
疏
〕
言
下
人
髭
少
、

緊
他
人
斐
み
芭
之
。
●
か
も
じ
の
や
う
に
長
く

た
れ
る
。
〔
謄
‘
曲
褪
上
〕
敏
レ
製
母
レ
琶
゜
〔
注
〕
慇
‘

髪
也
、
母
―
―
垂
レ
餘
如
＂
髪
也
。
〔
疏
〕
古
人
重
レ
斐
‘

以
レ
継
i

炉
之
、
不
レ
使
レ
垂
也
。
参
律
（
9
-
2
9
2
2
4
)

に
通
ず
。
〔
幡
‘
曲
證
上
‘
紋
レ
製
母
レ
琶
、
注
〕
慇
、

或
為
レ
律
。
国
か
も
じ
。
〔
集
韻
〕
慇
‘
髪
也
。

[
憩
草
】
1

”t.
’
草
の
名
。
春
夏
の
候
、
細
か
い
花
を
開

く
。
女
兒
な
ど
が
其
の
埜
葉
を
と
り
揉
ん
で
柔
か
に

し
‘
懸
の
や
う
に
結
ぴ
弄
ぶ
か
ら
い
ふ
。
鵞
観
草
。

冨
ク
】
阿

〔
集
韻
〕
撫
雨
切
圏

＞
 

＇ヽ

U
尤

fan咤

ノ
ウ

日
口
翠
髭
は
‘
毛
が
胤
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
髭

翠
髭
‘
毛
乱
兒
。 ダ

イ

。
ロ
ナ
イ

厨

】

網

ダ

イ

ネロ

窮

〔
集
韻
〕
奴
卦
切
国
国

集
韻
〕
奴
封
切

冨
E
】
臼

髯
翠
は
‘
胤
斐
の
さ
ま
。
〔
五
昔
集
韻
〕
髯
‘
鞘
睾

乱
炭
貌
。

サ
ヴ
ジ
，
ヤ
ウ

五
昔
集
韻
〕
助
庚
切

底

翌
1
2
-
4
5
3
6
6
)

に
同
じ
。
〔
蜘
爺

冤
】
〗
カ
イ
手
鑑
〕
葬
、
同
レ
界
。

窟】年
か
ん
ざ
し
を
そ
へ
た
か
み
。
〔
字
彙
補
〕
烈
、
秤

結
也
。

カ
イ

〔
字
彙
補
〕
古
拝
切
国
i-

絆

ぃ

有

面

炉

髪

之

門

子

墾

父

既

櫛

縦

絆

穂

彿
レ
彰
‘
此
固
レ
髪
為
レ
昏
之
絆
弁
也
‘
縦
者
、
杭
以

餡
＞
髭
‘
餡
レ
之
而
後
髯
レ
之
‘
髯
レ
之
而
後
競

r之、

既
栢
之
昏
日
レ
界
‘
云
云
‘
痣
9
之
、
如
,
,
介
書
＿
一
然
‘

故
炊
レ
介
。
〔
南
史
、
夷
栢
下
、
倭
國
博
〕
男
女
皆
露

翌

O
っ
か
ね
た
髪
を
お
ほ
ふ
布
。
〔
集
韻
〕
界
‘

一
日
‘
覆
恰
也
。
〔
類
篇
〕
翌
一
日
‘
良
昏
巾
。

鬱
か
つ
ら
。
〔
篇
海
〕
界
‘
一
日
‘
瑕
髯
゜
⑩
紛
(
8

-
2
7
2
7
5
)

に
通
ず
c

〔
正
字
通
〕
緊
‘
紛
通
。

13233 



(45371・・ 1) (45375・・ 17) 

に
る
。
佑
(
1
|
4
送
）
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
防
、
説
文
、
或
炊
レ
休
‘
亦
省
。

相

似

也

、

或

作

知

ガ

。

【

戻

器

】

1
"ヴ
塗
物
。
漆
器
。
梨
工
を
見
よ
。
楳
器
。
〔
唐

【
房
園
】
1

翌
明
‘
秦
鏑
(
8ー

2
4
9
9
5
:
 2
2
)

の
琥
。
書
、
子
顛
傭
〕
初
襄
有
髭
器
玉
へ
下
以
為
レ
法
。

【
房
像
】
2

ぬ
か
た
ど
る
。

115像
。
〔
法
苑
珠
林
〕
聞
レ
之
、
【
柴
エ
】
2

謬
漆
細
工
す
る
エ
人
。
ぬ
し
。
ぬ
り
し
。

号
像
不
レ
凹
決
1
l

之
於
耳
旦
故
信
不
レ
如
レ
學
‘
言
不
レ
楳
工
。
〔
毅
耕
録
‘
楳
器
〕
黒
光
、
凡
造
1

一
碗
礫
盤
孟
之

如

レ

行

。

鳳

其

胎

骨

削

梓

人

以

脆

松

一

剪

成

薄

片

ご

空

旋

床

冨

山

】
3

ぢ
山
名
。
山
東
省
定
陶
縣
の
西
北
。
〔
太
上
1

膠
貼
而
成
‘
名
日
―
―
捲
素
五
楳
工
買
束
刀
剖
膠
縫
‘
乾

平
賽
宇
記
〕
古
曹
國
葬
地
、
自
―
―
曹
叔
振
鐸
云
ぎ
伯
陽
―
浮
平
正
。

二
十
五
代
皆
葬
レ
此
‘
連
隔
十
五
里
、
房
儲
如
レ
山
。
【
柴
漆
】
3

ぺt

漆
を
以
て
物
に
塗
る
。
字
解
の

O
を
見

【
房
梶
]
4

玲
〇
さ
も
似
た
さ
ま
。
さ
な
か
ら
。
又
‘
ぽ
よ
。
楳
漆
゜
〔
漢
書
、
外
戚
下
‘
趙
皇
后
傭
〕
殿
上
紫
漆
゜
〔
唐

ん
や
り
し
て
は
つ
き
り
し
な
い
さ
ま
。
か
す
か
。
ほ
の
天
賓
造
像
銅
碑
歌
〕
勁
二
於
楳
漆
豪
光
抹
↓
〔
剪
燈
餘
話
‘

か
。
往
彿
゜
佑
佛
゜
〔
楚
辞
‘
九
章
‘
悲
回
風
〕
存
l

正
品
匹
武
平
震
怪
録
〕
常
人
楳
漆
貴
人
朱
‘
生
者
憎
嫌
死
者
需
゜

而
不
レ
見
交
〔
注
〕
房
髭
‘
謂
1

一
形
貌
也
、
一
云
、
不
レ
得
レ
【
柴
飾
】
4
A
F

黒
み
を
帯
ぴ
た
赤
色
の
漆
で
飾
る
。

見
。
〔
補
注
〕
労
麗
、
形
似
也
、
脱
‘
沸
掃
二
昔
。
〔
楚
辞
‘
九
楳
飾
゜
〔
周
證
‘
春
官
‘
巾
車
〕
柴
飾
゜
〔
注
〕
槃
‘
赤
多
黒

歎
、
遠
遊
〕
時
勢
豚
以
遥
見
分
、
精
咬
咬
往
哭
〔
補
注
〕
説
少
之
色
章
也
。

文
云
房
蒻
見
不
蘊
也
。
〔
漢
書
‘
絞
傭
上
〕
未
レ
得
―
―
其
【
槃
形
】
5

昇
赤
い
漆
で
飾
る
こ
と
。
朱
ぬ
り
。
楳
形
。

房
屈
又
復
宍
其
故
歩
↓
〔
後
漢
書
‘
渇
術
博
下
〕
似
,
,
至
〔
何
晏
‘
景
輻
殿
賦
〕
於
レ
是
列
玉
体
形
之
繍
梢
↓
〔
注
〕
翰

人
之
房
髯
↓
〔
一
切
経
音
義
‘
―
-
〕
佑
彿
‘
古
文
作
―
―
肪
勝
一
日
‘
楳
形
‘
丹
漆
也
。

聾
類
作
号
屈
云
云
‘
謂
相
似
見
不
藷
也
。
〔
蜀
志
‘
[
柴
牌
】
6

↓
り
塗
看
板
。
ぬ
り
か
ん
ば
ん
。
傑
牌
゜
〔
捏

楊
戯
博
〕
知
―
其
勢
見
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
若
畔
仙
史
〕
余
待
班
南
廊
ご
日
已
升
、
見
レ
有
下
老
兵
持
三
保

之
房
見
〔
頼
山
陽
泊
二
天
草
荏
詩
〕
雲
耶
山
耶
呉
耶
牌
―
至
公
ぎ
書
其
上
一
曰
‘
輔
入
1

御
尉
一
流
三
干
里
。

越
、
水
天
房
髯
育
一
製
。

O
ぢ
髪
の
胤
れ
る
さ
ま
。
〔
集
【
紫
鉢
】
7

沿
う
る
し
ぬ
り
の
食
器
。
傑
鉢
゜
〔
呉
師

韻

〕

髯

‘

房

髭

髪

胤

。

道

、

和

責

晉

卿

北

山

紀

逸

詩

〕

傭

玩

遺

楳

鉢

砿

へ

嵯

討
殖
宮
↓

【
紫
筆
】
8

焚
は
け
。
糊
・
漆
・
塗
料
な
ど
を
物
に
塗
り
、

又
は
塵
埃
な
ど
を
彿
ふ
に
用
ふ
。
刷
毛
。
刷
子
。
馨
子
。

〔
倭
名
類
緊
抄
‘
調
度
部
‘
細
工
具
‘
柴
筆
〕
陸
詞
切
韻

忍
〔
集
韻
〕
虚
尤
切
]
囚

2

日

云
‘
緊
‘
漢
語
抄
云
‘
紫
筆
‘
波
介
、
以
レ
漆
塗
レ
物
也
。

T
＿
又

h
s
i
u
'

【
柴
盆
】
，
乃
う
る
し
で
塗
っ
た
盆
゜
楳
盆
。
〔
剪
燈
餘

【
影
木
】
邸
□
シ
〔
集
韻
〕
七
四
切
面
l

日
口
〇
赤
黒
色
の
う
る
し
。
〔
儀
證
、
郷
射
證
記
〕
話
‘
田
沫
遇
詠
磁
聯
句
記
〕
楳
盆
涼
泌
水
、
執
扇
静

福
柴
゜
〔
注
〕
槃
‘
赤
黒
漆
也
。
●
う
る
し
ぬ
る
。
漆
揺
属
。

【
紫
杓
子
】
10

碍
ク
/
漆
で
塗
っ
た
杓
子
。
塗
杓
子
。
〔
和

漢
ニ
オ
圃
會
、
庖
厨
具
‘
杓
子
〕
紫
杓
子
、
小
而
宜
レ
盛
―

を
抹
塗
す
る
。
傑
(
1
2
-
4
5
4
3
0
)
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘

外
戚
下
‘
趙
皇
后
博
〕
殿
上
柴
漆
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
飯
於
紐
「
俗
云
猿
手
‘
人
比
塁
笠
柴
。

以
レ
漆
漆
レ
物
‘
謂
二
之
柴
ご
本
云
‘
今
隅
東
俗
‘
器

物
一
再
贅
漆
者
‘
謂
乏
梢
漆
涵
羅
柴
臀
之
韓

重
耳
戻
字
或
作
レ
楳
‘
昔
義
亦
輿
戻
同
、
今
闊
【
影
不
】

5

西
俗
云
、
黒
緊
盤
・
朱
柴
盤
、
其
昔
如
レ
此
‘
雨
義

並
通
。
参
黎
(
1
2
|
 4
5
5
5
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
馨
、

日
ヒ
□
ハ
イ

国
77

〔
集
韻
〕
奉
甫
切

〔
集
韻
〕
貧
悲
切

〔
集
韻
〕
鋪
杯
切

圏医支

影

部

〔
四
畳
〕

房

柴

髪

髭

髯

口
口
●
ほ
ほ
ひ
げ
。
頬
須
。
も
と
顧
(
1
2
-
4
3
4
9

8
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
顧
‘
頬
須
也
、
ハ
函
芹
只
廿

亦
瞥
゜
〔
段
注
〕
俗
作
レ
髯
゜
〔
繹
名
、
繹
形
橙
〕
在
―
―

頬
耳
労
一
日
レ
髯
、
随
レ
ロ
動
揺
、
井
廿
然
也
。
●
ひ

げ
の
多
い
人
。
〔
黄
庭
堅
、
贈
―
李
原
1

詩
〕
李
髯
家

徒
四
壁
立
。
参
俗
に
髯
(
1
2
-
4
5
4
0
4
)

に
作
る
。

〔
正
字
通
〕
髯
‘
俗
髯
字
。

【
髯
闇
】
1

竺
明
の
楊
存
中
が
髯
多
く
‘
且
‘
善
く
人
に

逢
迎
し
て
其
の
行
が
宦
官
に
似
た
の
を
嘲
つ
た
語
。

髯
闇
゜
〔
癸
辛
雑
識
別
集
、
上
‘
髯
闇
〕
周
益
公
日
記
云
‘

楊
存
中
、
人
琥
為
二
髯
閣
冨
ぞ
其
多
髯
而
善
-
l

逢
迎
一
也
‘

王
梅
淫
集
載
、
劉
共
甫
云
‘
苑
伯
達
嘗
目
"
存
中
云
？
髯

閣
盃
炉
形
則
髯
‘
其
所
レ
為
則
閣
也
。
「
琥
。

[
髯
翁
】
2

梵
明
、
徐
揉
（
4
ー

1
0
1
1
0
:
 3
1
3
)

の

O
の

【
髯
口
】
3

巧
戯
劇
用
語
。
演
劇
者
の
口
の
上
に
つ
け

る
ひ
げ
。

【
髯
公
】
4
拉
:

.
 
神
異
経
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
怪
物
の

名
。
一
名
は
髯
麗
゜
〔
韻
府
引
、
神
異
経
〕
八
荒
之
中
、

有
毛
人
焉
、
長
七
八
尺
‘
見
レ
人
則
瞑
レ
目
開
レ
ロ
吐
レ

舌
、
上
唇
覆
レ
面
、
下
唇
覆
レ
胸
、
喜
食
レ
人
‘
舌
鼻
牽
引

共
戯
、
不
レ
興
即
去
、
名
日
二
鯰
梵
全
俗
日
1
1

髯
麗
↓
●
清
‘

錢
瑞
徴
(
1
1
|
 4
0
5
6
3
 :
 3
6
2
)

の
琥
°

【
髯
彰
】
5

竺
ほ
は
ひ
げ
。
〔
後
漢
書
、
順
帝
紀
、
疏
勒

ゼ
ン
ネ
ン

日
ゼ
ン

ロ
ネ
ン

【髯】
5

〔
集
韻
〕
如
占
切
馴

日
i:f'ian2

〔
集
韻
〕
而
髄
切
闘

貧

】

5

ク
ワ
J

孔

い

彗

鱈

子

。

〔

正

日
□
●
ち
ら
し
が
み
で
走
る
。
埜
(
1
2
ー

4
5
4
3
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
髪
‘
被
レ
髭
走
‘
或
炊
レ
年
。

O
屎

慧
は
、
ひ
げ
の
多
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
傑
、
製
意
‘
多
レ

須
兒
。
国
か
み
の
け
。
〔
集
韻
〕
髪
‘
髭
謂
ち
孟
杢

國
獣
二
師
子
ぶ
巴
東
観
記
日
‘
師
子
似
レ
虎
、
正
黄
、
有
l
-

髯
彰
↓

【
髯
蹟
】
6

笠
●
ほ
ほ
ひ
げ
と
あ
ご
ひ
げ
。
〔
蘇
献
‘
遊
1
1

震
隠
寺
1

得
二
宋
詩
如
汲
用
1

一
前
韻
―
詩
〕
喬
松
百
丈
蒼
髯

韻
‘
擾
擾
下
レ
笑
柳
輿
レ
蒲
。
〔
朱
松
、
詩
〕
倶
有
ー
↓
1

糀
蒜
供
二

笑
語
一
従
教
―
―
―
歳
月
上
髯
験
↓
●
羊
を
髯
蹟
主
簿
と
い

ふ
よ
り
、
韓
じ
て
、
主
簿
の
職
を
い
ふ
。
〔
蜀
摺
机
〕
桂
ニ

其
忠
蓋
之
心
云
委
以
髯
騎
之
職
一

〖
髯
蹟
参
軍
〗7
竺
区
羊
の
異
名
。
〔
中
華
古
今
注
〕

羊

‘

一

名

髯

駿

参

軍

。

「

異

名

。

〖
髯
蹟
主
簿
〗8
笠
唸
動
物
の
名
。
ひ
つ
じ
。
羊
の

【
髯
蘇
】
，
心
／
宋
の
蘇
試
の
異
楢
゜
〔
鄭
允
端
、
東
破
赤

壁
圏
詩
〕
醤
1

一
得
清
風
明
月
一
在
、
網
レ
魚
謀
レ
酒
付
↓
―
髯

蘇一

【
髯
申
ス
】
10

店
木
の
名
。
ま
つ
。
松
の
異
名
。
〔
山
堂
諄

考
〕
晉
僧
法
潜
隠
1

↓
剣
山
盃
誼
回
、
勝
友
為
レ
誰
‘
乃
指
レ
松

日
‘
此
蒼
髯
斐
也
。

【
髯
蛇
】
ll

”
ノ
大
蛇
の
名
。
〔
淮
南
子
、
精
神
訓
〕
越
人
得
二

髯
蛇
百
娑
戸
上
肴
↓
〔
注
〕
髯
蛇
、
大
蛇
也
‘
其
長
敦
丈
。

〔
水
経
‘
莱
楡
河
注
〕
山
多
ー
一
大
蛇
↓
名
曰
ふ
仕
些
長
十

丈
‘
園
七
八
尺
゜
〔
南
史
‘
循
吏
、
虞
應
債
〕
為
1

一
晉
平
太

守
三
云
云
‘
郡
藷
出
1:l
号
蛇
↓
謄
可
レ
為
レ
葵
。

【
髯
擬
】
12

只
ノ
消
、
周
詰
(
2
|
3
4
4
1
 :
 3
9
2
)

の
望

【
髯
品
】
2

丁
毛
品
の
名
。
か
は
む
し
。
髯
虫
。
〔
倭

名
類
漿
抄
、
品
含
部
、
贔
名
〕
烏
毛
虫
、
兼
名
苑
云
‘
髯

虫
、
一
名
烏
毛
虫
、
加
波
元
之
。

【
髯
奴
】
14

心
／
●
ひ
げ
を
い
ふ
。
髯
奴
。
〔
王
褻
‘
責
正
須

髯
奴
ー
文
〕
我
観
二
人
蹟
「
長
而
復
悪
。
●
ひ
げ
の
多
い
人

を
嘲
つ
て
い
ふ
語
。
〔
陳
深
‘
題
二
唐
園
人
調
馬
圏
―
詩
〕

梱
下
髯
奴
慎
癖
養
‘
眼
中
元
不
レ
識
五
品
『

O
奴
僕
を

い
ふ
。
〔
紐
請
録
‘
僕
‘
髯
奴
〕
古
文
苑
、
有
二
髯
奴
詞
「
黄

香
所
レ
作
。
⑲
西
洋
人
を
い
や
し
め
て
い
ふ
語
。
「
琥
。

【
髯
伯
]
1
5

巧
明
‘
徐
蹂
(
4
|

IOllO :
 
3
1
3
)

の

0
の

【
髯
夫
】
16

竺
ひ
げ
づ
ら
の
を
と
こ
。
〔
劉
基
‘
題
.
,
鐘

埴
役
レ
鬼
移
レ
家

111
一
詩
〕
髯
夫
嘗
レ
1

削
窯
婦
後
‘
膳
鬼
作
レ

糧
騒
鬼
負
。

【
髯
佛
】
17

だ
買
寧
の
異
楢
。
性
仁
恕
に
し
て
多
髯
な

る
を
、
人
が
慕
つ
て
呼
ん
だ
語
。
〔
清
異
録
‘
君
子
、
髯

佛
〕
滑
州
買
寧
‘
性
仁
恕
‘
賑
レ
饒
救
レ
患
‘
者
稚
愛
1

一慕

之
百
笞
寧
多
髯
硲
箆
日
以
↓
―
髯
佛
丘
？
之
。

ハ
三
八

13234 



(45375・ ・18)一 (45377・・12) 

影

部

〔
四
贅
〕

髯

既

髯

六
三
九

ゞ
，
ウ
モ
ヴ

Elノ

冦】
5

□
臼凡[

集
韻
〕
膜
交
切

〔
集
韻
〕
迷
浮
切

集
韻
〕
膜
抱
切／ n名

祝尤リ。圏

霞】臼

t
[戸
エ
彗
）
。
に
同
し
。
〔
集

【
髯
虜
】
18

翌
ひ
げ
つ
ら
の
え
ぴ
す
。
髯
虜
゜
〔
日
本
政

記
、
後
陽
成
天
皇
〕
且
吾
而
王
‘
如
天
朝
何
‘
髯
虜
何

呉
焉
。

【
髯
龍
】
19

匹
炉
ほ
ほ
ひ
げ
の
あ
る
龍
゜
〔
賓
息
‘
進
書

賦
〕
通
明
逸
軌
、
不
に
譲
置
面
虫
髯
龍
頂
鶴
‘
奮
―
―
攣
雲
天
↓

【
髯
麗
】
20

巧
紳
異
経
に
記
さ
れ
て
ゐ
る
怪
物
。
髯
公

(

4

)

を

見

よ

。

「

O
:
2
1
)
に
同
じ
。

【
然
レ
彪
号
】
21

認
豆
度
量
の
廣
い
喩
。
然
レ
蹟
(
1
2
|
 4
5
5
8
 

【
彪
＃
参
軍
]
2
2
t

ク
グ
／
晉
の
都
超

(11
-
3
9
4
1
3
 :
 1
1
)

の

異
稲
゜
髯
多
く
‘
桓
温
の
参
軍
で
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。

〔
晉
書
、
都
超
博
〕
超
、
字
景
興
、
一
字
嘉
賓
‘
少
卓
榮
不

覇
、
有
瞭
世
之
度
↓
交
l

溜
士
林
「
毎
存
勝
抜
一
善
―
―
談

険
義
理
精
微
‘
云
云
‘
桓
温
辟
為
,
,
征
西
大
将
軍
橡
涵
温

逗
天
司
愚
又
縛
為
参
軍
；
温
英
氣
高
邁
‘
g

千
レ
有
レ

所
レ
推
‘
輿
レ
超
言
、
常
謂
レ
不
レ
能
レ
測
‘
遂
傾
レ
意
褪
待
‘

超
亦
深
自
結
納
、
時
王
殉
為
二
温
主
簿
一
亦
為
―
―
温
所
＞

重
府
中
語
日
、
髯
参
軍
、
短
主
簿
‘
能
全
公
襄
能
令
l
-

公
怒
盃
g
髯
‘
殉
短
故
也
。

【
髯
主
簿
】
23

戸
羊
を
い
ふ
。
特
蹟
主
簿
゜
〔
書
―
―
―
口
故

事
、
走
獣
類
〕
翠
賜
怜
、
日
レ
有
レ
末
髯
主
簿
↓
「
舅

【
髯
仙
子
】

E
ジ
明
、
高
激
(
1
2
-
4
5
3
1
3
 :
 3
3
1
)

の

【
髯
髯
然
]
2
5

竺
ゼ
／
ひ
げ
の
う
ご
く
さ
ま
。
〔
繹
名
、
繹

形
橙
〕
在
―
―
頬
耳
労
一
日
レ
髯
‘
穐
レ
ロ
動
椛
‘
髯
髯
然
也
。

【
髯
馳
謄
】
26

だ
ク
ダ
嶺
南
地
方
に
産
す
る
大
蛇
の
き
も
。

薬
用
に
供
す
。
髯
蛇
(
1
1
)
を
見
よ
。
蛸
蛇
騰
。
〔
晉
書
、

孝
友
‘
顔
含
博
〕
次
捜
奥
氏
因
レ
疾
失
レ
明
‘
云
云
‘
臀
人

疏
レ
方
‘
須
蛸
蛇
脆
一
)

【
髯
道
人
】
27

な
～
．
／
／
字
鑓
〇
清
‘
岱
宗
孟
(
4ー

8
2
7
2
:
 

1
7
)

の
麗
●
清
、
閲
益

(11ー
4
1
2
5
1
:
 2
)

の
臨
唸

¢
岡
小
□
●
な
が
げ
。
髭
の
中
の
太
く
長
い
毛
。
〔
本
草
、
豪
緒
〕
集
解
、
頌
日
、
豪
猪
、
映
洛
江
駐
傑
‘
喩
英
彦
也
。

岱
蔽
毛
。
〔
説
文
〕
髭
‘
屹
嬰
也
、
炊
厖
毛
↓
東
諸
山
中
並
有
レ
之
、
髭
間
有
レ
豪
如
レ
箭
‘
能
射
レ
【
髯
彦
】
4

ぢ
す
ぐ
れ
た
士
。
尾
士
。
髯
俊
゜
〔
陳
後

主
、
求
レ
賢
詔
〕
所
下
以
登
―
―
顧
屹
彦
↓
式
備
＊
周
行
io

【
馳
残
】
5

ぢ
髯
牛
の
霙
肉
。
〔
張
協
、
七
命
〕
鵜
牌
狸

〔
段
注
〕
各
本
剛
―
―
髭
字
一
作
1

一
斐
也
公
7
補
‘
玄
應
人
。

0
か
ま
き
り
。
晶
の
名
。
〔
方
言
、
十
一
〕
蛭
螂

腎
‘
蝠
残
象
白
。
〔
注
〕
善
曰
、
高
誘
日
‘
髭
‘
屹
牛
也
、
在
-
l

佛
書
音
義
巻
二
引
説
文
、
髯
髭
也
、
謂
1
1

髭
中
之
謂
古
芦
竺
R
て
ん
も
ん
ど
う
。
草
の
名
。
〔
爾
雅
‘

髯
也
、
巻
五
引
説
文
‘
馳
髭
也
、
髭
中
豪
者
也
、
繹
草
〕
髭
‘
顛
棘
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
本
草
云
、
天
門
西
方
ご
云
云
、
残
白
‘
蓋
霙
肉
之
異
名
也
。

下
句
乃
古
注
語
、
上
句
亦
奪
二
髭
字
云
＇
レ
可
レ
冬
、
一
名
顛
勒
、
勒
即
棘
也
。

O
木
の
名
。
〔
爾
雅
、
【
髭
士
】
6

啜
俊
秀
の
士
。
厖
彦
。
〔
詩
、
小
雅
‘
甫
田
〕

仮
レ
介
依
レ
止
‘
丞
竺
我
屹
士
↓
〔
傭
〕
覧
‘
俊
也
。
〔
儀
橙
‘
士

冠
橙
〕
尾
士
牧
に
且
。
〔
江
滝
‘
雑
摺
、
陸
平
原
機
覇
宦
詩
〕

讀
、
製
中
之
秀
出
者
、
謂
乏
覧
髭
↓
●
た
れ
が
繹
木
〕
髭
、
柔
英
。
〔
注
〕
未
レ
詳
。
〔
義
疏
〕
繹
草
有
―

朱
倣
咸
髭
士
、
長
櫻
皆
俊
民
。

み
。
子
が
父
母
に
つ
か
へ
る
か
み
か
ざ
り
。
幼
髭
顛
棘
ぶ
噴
雅
謂
二
之
女
木
ご
竺
此
柔
英
盃
武
同

時
の
た
れ
が
み
に
象
つ
て
‘
髭
の
毛
を
た
ば
ね
類
。

O
前
が
た
か
い
丘
。
尾
丘
（
1

)

を
見
よ
。

O
學
【
髭
秀
】
7

盆
才
智
の
す
ぐ
れ
た
人
。
髭
俊
に
同
じ
。

て
こ
し
ら
へ
て
お
き
、
父
母
の
所
用
を
辮
ず
る
（
1
2
-
4
5
4
1
2
)

・牧
(
1
2
ー

4
5
5
0
5
)

に
通
ず
。
〔
集
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
邊
譲
傭
〕
抜
皇
秀
於
蓬
莱
一
〔
呉

時
に
著
け
る
も
の
。
〔
詩
、
郡
風
‘
柏
舟
〕
肥
彼
雨
韻
〕
骰
‘
亦
作
レ
髯
゜
〔
正
字
通
〕
厖
‘
槃
‘
屁
整
通
。
◎
志
‘
張
温
偶
〕
招
虹
秀
於
四
方
↓

毛
(
6
-

1
6
7
7
2
)

に
通
ず
。
〔
儀
證
‘
既
夕
證
‘
馬
【
髯
俊
】
8

パ
デ
オ
智
が
衆
人
に
す
ぐ
れ
る
。
又
‘
其
の

人
。
俊
髪
。
英
髪
。
〔
漢
書
‘
叙
債
下
〕
疇
杏
熙
載
‘
髭
俊

髯
〔
博
〕
蝠
者
、
髭
至
レ
眉
、
子
事
交
越
之
飾

不
レ
齊
レ
屹
、
注
〕
今
文
馳
為
レ
毛
。

O
鹿
(
5
|
1
3
6
4
 

拉
作
。
〔
呉
志
、
率
曙
傭
〕
博
選
良
オ
面
竺
簡
貼
俊
↓
〔
陸

也
。
〔
博
疏
〕
子
事
父
母
面
因
穂
有
レ
尾
、
穂
以

牧
複
息
之
、
髭
即
製
之
脈
結
以
垂
伶
飾
‘
旭

2
)

に
通
ず
。
〔
張
協
、
七
命
、
建
雲
厖
ぶ
巴
善
曰
‘
機
、
演
連
珠
〕
龍
俊
之
オ
、
世
所
希
乏
↓
〔
注
〕
向
日
‘
尾

牧
取
他
髪
為
―
―
之
雨
角
五
故
雨
尾
垂
飾
至
レ
眉
‘
髪
‘
卑
ハ
レ
鹿
古
字
通
。

O
或
は
姥
(
6
|
1
6
9
5
2
)

に

俊

俊

人

也

。

其
形
象
也
‘
齊
甫
田
博
云
‘
穂
角
、
正
丞
両
磁
全
一
也
、
作
る
。
〔
正
字
通
〕
覧
‘
或
作
レ
梵
。

O
又
、
砦
(
1
2
-

【
屹
碩
】
，
ぢ
す
ぐ
れ
て
徳
が
あ
る
。
又
‘
其
の
人
。
〔
楊

4
5
3
9
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
髭
‘
字
亦
作
レ
炎
、
杜
鵬
拳
碑
〕
黄
門
侍
郎
張
廷
珪
‘
國
之
髭
碩
‘
美
入
ム

志
行
↓

雨
尾
在
レ
角
、
故
以
レ
角
総
雨
屹
一
其
義
同
也
。

皆
。

O
姓
。
〔
史
記
索
隠
〕
殷
後
有
尼
氏
父
見
ニ

[
髯
節
】
10

均
使
者
が
し
る
し
と
し
て
持
つ
節
。
髯
牛

〔
俄
證
‘
既
夕
礎
〕
既
積
、
主
人
臀
髯
〔
注
〕
兒
生

三
月
、
剪
レ
髭
岱
替
、
男
角
、
女
鵜
、
否
則
男
左
女
姓
苑
目
●
え
び
す
の
名
。
〔
詩
、
小
雅
‘
角
弓
〕
如
レ
の
毛
を
編
ん
で
作
る
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
博
〕
日
暉
以
―

右

‘

長

大

猶

貸

飾

在

之

謂

乏

尾

面
II

一
以
順
1

一
蜜
如
レ
蝠
゜
〔
箋
〕
髭
、
西
夷
別
名
。
〔
秤
文
〕
髯
‘
藷
上
公
之
急
乗
豆
節
之
使
↓

父
母
五
幼
少
之
心
‘
形
象
未
レ
聞
。
〔
證
、
内
則
〕
彿
レ
音
毛
、
尋
1

一
毛
鄭
之
意
ぶ
甲
卑
ぐ
尚
書
一
同
昔
‘
莫
【
屹
砦
】
11

認
さ
げ
が
み
の
こ
ど
も
。
〔
周
伯
埼
、
初
秋

侯
反
い
〔
疏
〕
牧
誓
、
庸
蜀
先
学
、
卑
髯
昔
義
同
也
。
云
云
重
汎
レ
湖
遊
―
―
西
山
訂
〕
稼
賓
豊
安
雲
撃
壌
喧
＝

髭
覧

髯
〔
注
〕
彿
饂
、
振
―
―
去
塵
著
レ
之
、
髯
用
レ
斐

●
た
れ
が
み
。
鞍
(
1
2
-
4
5
5
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集
。
【
駐
頭
】
12

説
前
謳
の
名
。
漢
・
魏
．
晉
‘
皆
置
く
。
一
に

為
レ
之
、
象
1

一
幼
時
腎
石
其
制
未
レ
聞
也
。
轡
す
ぐ
れ

鹿
頭
に
作
る
。
歯
簿
中
に
在
り
。
其
の
義
、
二
説
あ
り
。

韻
〕
鯰
孜
‘
製
至
レ
眉
也
‘
或
作
レ
蝠
。
曰
か
ら
う
し

る
。
ぬ
き
ん
で
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
言
〕
厖
士
、
官
也
。

〔
繹
文
〕
毛
中
之
長
豪
曰
レ
髯
‘
士
之
俊
傑
者
、
借
レ
條
(
7ー

2
0
1
5
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
絲
‘
説
文
、
西
一
は
披
製
の
士
の
捨
。
秦
の
文
公
が
嘗
て
南
山
の
大
梓

南
夷
有
―
―
長
髭
牛
一
也
‘
或
作
レ
髯
。
を
伐
っ
た
と
こ
ろ
、
一
頭
の
青
牛
が
走
り
出
た
。
公
は

蘭
由
會
意
形
臀
。
彩
と
毛
と
の
合
字
。
影
は
長
い
か
み
騎
士
に
命
じ
て
之
を
撃
た
し
め
た
る
に
‘
其
の
中
の
一

讐
為
レ
名
。
働
す
ぐ
れ
び
と
。
ぬ
き
ん
で
た
士
。

の
毛
。
更
に
毛
を
加
へ
て
斐
の
中
の
太
く
長
い
毛
を
ぃ
騎
は
馬
よ
り
落
ち
て
髭
解
く
。
牛
は
之
を
見
て
畏
れ

〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
尾
、
選
也
。
〔
注
〕
俊
士
之
選
。
〔
爾

雅
、
繹
言
〕
魃
‘
俊
也
。
〔
注
〕
士
中
之
俊
‘
如
毛
中
ふ
。
毛
は
又
昔
符
。
字
解
を
見
よ
°
て
水
に
入
り
復
出
で
ず
。
之
に
因
つ
て
髭
頭
を
謹
く
。

之
髭
↓
〔
義
疏
〕
白
虎
通
引
二
楼
別
名
記
一
日
、
十
人
【
蝠
丘
】
1

芯
前
方
の
高
い
を
か
。
〔
繹
名
、
繹
丘
〕
前
高
一
は
先
謳
者
の
持
つ
物
。
髭
午
の
頭
に
象
る
。
秦
國
の

日
レ
選
‘
俊
者
‘
證
別
名
記
曰
‘
百
人
日
レ
俊
、
説
文
口
見
丘
面
竺
馬
琴
レ
頭
垂
＂
髭
也
。
怪
獣
が
、
唯
髯
頭
の
み
を
畏
れ
る
義
に
取
っ
て
‘
之
を

【
他
牛
】
2

均
長
毛
の
牛
゜
〔
正
字
通
〕
厖
‘
牛
長
屹
者
‘
儀
衛
中
に
置
き
‘
至
尊
を
衛
ら
し
め
た
と
い
ふ
。
一
に

謂
之
髯
牛
↓
〔
史
記
‘
西
南
夷
博
〕
取
其
搾
馬
焚
憧
姐
牛
↓
粍
頭
に
作
る
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
文
公
二
十
七
年
‘
伐
南
山

云
‘
俊
‘
材
過
二
干
人
一
也
。

O
た
て
が
み
。
〔
幡
‘
曲

鑓
下
〕
悪
髭
馬
↓
〔
注
〕
髭
馬
、
不
賣
蘊
也
。
【
髭
傑
】
3

悶
俊
傑
。
す
ぐ
れ
た
人
物
。
〔
劉
峻
‘
廣
絶
大
梓
面
豊
大
特
。
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
曰
‘
今
武
都
故
道

〔
疏
〕
不
出
竺
落
緊
製
↓
〇
猪
の
た
て
髪
の
荒
い
交
論
〕
近
世
有
栗
安
任
明
↓
海
内
髭
傑
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
有
及
｀
心
特
祠
一
圏
1

大
牛
上
生
＂
樹
、
本
有
レ
牛
心
匹
木
中
1

13235 
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冦】
5

か
み
の
垂
れ
る
さ
ま
。
或
は
枕
(
1
-
4
1
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
発
‘
髪
垂
兒
、
或

A
レ
人
。
〔
詩
、
郡
風
、

柏
舟
〕
発
彼
雨
駐
。
〔
博
〕
発
、
雨
髭
之
貌
也
。

罰
発
(
1
2
ー

4
5
3
6
1
)
は
別
字
。
〔
字
彙
、
琲
似
、
二
字
相

似
〕
発
‘
昔
坤
、
去
レ
髭
。
発
‘
昔
繹
‘
髪
垂
貌
。

タ
ン
ド
ン

〔
集
韻
〕
徒
感
切＞ 
古

r

直

出
、
後
見
二
於
豊
水
之
中
百
正
義
日
、
括
地
志
云
‘
大
梓
樹

在
1

一
岐
州
陳
倉
縣
南
十
里
倉
山
上
五
諏
異
博
云
、
秦
文
公

時
‘
薙
南
山
有
1

一
大
梓
樹
ギ
文
公
伐
レ
之
、
輻
有
1

一
大
風
雨
一

樹
生
合
不
レ
断
、
時
有
,
,
了
が
病
、
夜
往
,
,
山
中
面
聞
n

一有レ

鬼
語
ー
印
品
ユ
日
、
秦
若
使
下
人
被
レ
髭
、
以
,
,
朱
絲
』
8

レ樹

伐
t
汝
‘
汝
得
レ
不
レ
困
耶
、
樹
神
無
J
-
―
―
口
、
明
日
病
人
語
レ

聞
、
公
如
真
言
五
炉
樹
断
、
中
有
二
青
牛
面
3

走入――

豊
水
中
一
其
後
牛
出
1

一
豊
水
中
一
使
―
―
騎
撃
巳
之
不
レ
勝
、

有
扇
堕
レ
地
復
上
石
髭
解
牛
畏
レ
之
、
入
不
レ
出
‘
故
置
虹

頭
云
漢
魏
晉
因
レ
之
、
武
都
郡
立
―
―
怒
特
祠
五
｛
大
梓
牛
紳

也
、
按
、
今
俗
壷
―
―
青
牛
障
五
是
。
〔
太
平
御
覧
、
儀
式
部
一
、

脆
頭
〕
摯
虞
決
疑
録
要
注
日
、
世
祗
武
皇
帝
因
レ
會
問
―
―

侍
臣
一
日
、
粍
頭
之
義
何
謂
耶
、
侍
中
彰
櫂
封
日
、
秦
記

云
‘
國
有
奇
怪
1

躙
レ
山
載
レ
水
、
無
レ
不
―
―
崩
潰
盃
唯
畏
二

粍
頭
五
故
使
↓
1

虎
士
服
已
之
‘
衛
―
―
至
尊
一
也
。

【
駐
馬
】
13

匁
た
．
て
が
み
の
長
い
馬
。
〔
證
‘
曲
證
下
〕

粟
髪
馬
⇒
小
・
,
,
蚤
雙
〔
注
〕
髪
馬
、
不
,
,
駕
競
也
。

【
髭
尾
】
14

翌
た
て
が
み
の
さ
き
。
〔
後
漢
書
、
輿
服
志

上
〕
白
馬
者
、
朱
1

一
其
髯
尾
云
為
ー
ふ
お
亭
云
゜

【
髯
老
】
15

諒
老
人
を
い
ふ
。
蓬
老
。
〔
韓
愈
、
殿
中
少

監
馬
君
墓
誌
銘
〕
吾
未
二
髯
老
↓

【
髯
兒
戯
】
16

約
婦
人
の
な
す
演
劇
。
〔
梨
園
佳
話
〕
女

鷹
上
謂
二
之
髯
兒
戯
石
髭
‘
蓋
髯
也
、
昔
時
婦
人
施
,
,
長

髯
而
作
,
,
男
子
冠
服
面
致
足
レ
衷
人
‘
故
有
此
捨
盃
非
ニ

時
彦
之
謂
1

也
。
〔
清
稗
類
紗
〕
金
奇
中
日
‘
俗
以
―
―
婦
女

所
レ
演
之
劇
五
I

―
―
髯
兒
戯
こ
蓋
以
二
魃
髪
1

至
レ
眉
、
兒
生

三
月
剪
わ
髭
為
』
醤
‘
男
角
女
鵜
‘
否
則
男
左
女
右
‘
長
大

猶
為
レ
飾
以
存
レ
之
、
又
髯
、
俊
也
、
選
也
、
謂
1

一
之
虻
兒

戯
者
、
意
謂
、
伶
之
年
齢
皆
幼
、
技
藝
皆
網
‘
且
皆
由
1
-

選
抜
―
而
得
、
無
二
濫
竿
者
一
也
。

彩

部

〔
四
ー
五
豊
〕

【
鵜
】
蜘
ビ
ン
髪
(
1
1
0
1
4
5
6
0
7
)

の
俗
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鵠
‘
髪
俗
字
。

【

髯

】

[

プ

義

未

詳

o

〔
互
音
篇
芭
髯
督
偲

【
撃
】
〗
ヒ
"
-
t
い]
[
O
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

【
髯
】
i

髪
が
目
を
覆
ふ
。
〔
字
義
縛
略
〕
背
、
髪
覆
レ
目
也
。

セ＇ウ

〔
字
義
線
略
〕
心
叫
切
画
q

つ
か
ね
た
か
み
。
〔
字
彙
補
〕
髭
‘
髯
也
。

冦
】
〗

〔
字
彙
補
〕
直
良
切
顧
[

チ＇ャ，ウ

ヂ
ヤ
．
ウ

冤
】
〗コ
ン

発
(
1
2
-
4
5
3
6
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
斃
‘
或
炊
レ
冗
゜

冤
】
蜘

"
 ッ

髪
(
1
2
1
 4
5
4
0
0
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
髪
、
同
レ
髪
。

冠
】
〗
／
，
ヨ
，
ウ
＂
臼
い
戸

O
4
)
に
同
じ
。
〔
集

巳
●
か
み
を
つ
か
ね
た
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
琶
‘
昏

兒
゜
□
琶
参
は
‘
髪
が
乱
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
琶
、

琶
攀
‘
髪
乱
兒
。

ヽヘ
巳，ロヽッ

雹】
5

ヘ

圏

〔
集
韻
〕
歩
化
切
寧
〗

〔
集
韻
〕
披
巴
切

小
●
う
な
ゐ
。
た
れ
が
み
。
小
兒
の
頂

屈
豪
後
に
た
れ
る
か
み
。
〔
説
文
新
附
〕
琶
、

小
兒
垂
結
也
、
ハ
レ
影
召
臀
゜
〔
集
韻
〕
琶
‘
替
髭
‘
童

子
垂
髪
。
〔
後
漢
書
‘
伏
湛
傭
〕
皆
髪
属
レ
志
、
白
首

不
レ
衰
。
〔
注
〕
埠
蒼
曰
‘
砦
、
髭
也
、
哲
髪
‘
童
子
垂

髪
也
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
邊
譲
博
〕
習
訛
夙
孤
。

〔
注
〕
皆
、
剪
髪
也
。
●
餡
(
1
2
|
 4
8
6
3
1
)

に
通
ず
。

〔
張
協
‘
七
命
‘
玄
鮒
巷
歌
‘
注
〕
善
曰
‘
替
、
呉
レ
餡

古
字
通
也
。

【
砦
】
〗
テ
，
ウ
〔
集
韻
〕
田
聯
切
／
圏

デ
ウ
右
一
名

t
•iao' 

室
F
】
呻

髪
が
ま
ば
ら
な
こ
と
。
鼠
(
1
2
-
4
5
6
2
6
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
饉
‘
髪
疎
也
、
或
八
レ
令
。

レ
イ
リ
ャ
，
ウ

〔
集
韻
〕
郎
丁
切

展

【精】畑

髯
(
1
2
-
4
5
3
6
9
)

の
謡
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
付
‘
髯
字
之
謳
。

サ．ウ

研
】
〗
サ
ウt臼i
'
"
□
鱈
子
。
〔
唇

i

〇
つ
か
ね
た
髪
。
〔
篇
海
〕
営
‘
髯
也
。
●
営
藁
は
‘

び
ん
の
毛
の
ま
ば
ら
に
う
す
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕

営
、
翌
纂
‘
賛
髪
疎
薄
貌
。

【
彩
由
】
〗

【
髪
】
〗

髭

発

琶

慇

髪

発

髪

背

髯

髯

髯

髪

営

鞘

梢

琴

砦

競

テ
ン

〔
集
韻
〕
丁
兼
切
陶
i

躙『

Ii――

ハ

ツ

髪
(
u
a
-
4
5
4
0
0
)

の
略
字
。

寝
】
〗
髪
(
1
1
0
-
4
5
4
0
0
)

の
謡
字
。
〔
正
字

ヽ
ソ
,
‘
通
〕
競
‘
髪
字
之
謡
。

【
啓
歳
】
1

衿
た
れ
が
み
を
し
た
い
と
け
な
い
年
頃
。

幼
年
。
習
年
。
〔
北
史
、
柳
逗
博
〕
退
幼
而
爽
邁
‘
紳
彩
疑

然
、
営
歳
便
有
成
人
之
量
る
篤
好
1

一
文
學
五
動
合
1

一
規
矩
↓

【
髪
歯
】
2

匁
た
れ
が
み
を
し
た
年
頃
。
い
と
け
な
い

も
の
。
歯
は
、
よ
は
ひ
。
幼
年
。
琶
歳
。
〔
李
揆
‘
恭
鯰
太

子
哀
冊
文
〕
秀
狙
―
核
笑
玉
憑
彰
1

一
営
歯
↓

【
髪
兒
】
3

匁
た
れ
が
み
の
子
供
。
わ
ら
べ
。
〔
王
安

石
、
憶
レ
昨
詩
‘
一
咬
諸
外
弟
―
〕
嘗
時
営
兒
戯
―
―
我
側
辛
~
レ

今
冠
凧
何
頑
頑
゜

【
琶
jL
】4
焚
七
八
歳
の
子
供
。
髪
戴
に
同
じ
。
〔
後
漢

書
、
董
卓
傭
〕
其
子
孫
雖
レ
在
―
―
替
胤
面
男
皆
封
侯
、
女
為
―
―

邑
君
↓

【
替
訛
】
5

岱
七
八
歳
の
こ
ど
も
。
幼
年
。
沖
訛
゜
戴
営
。

琶
は
た
れ
が
み
。
訛
は
歯
の
ぬ
け
か
は
る
こ
と
‘
又
‘
其

の
時
の
み
そ
つ
ば
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
邊
譲
博
〕
営
枇

夙
孤
、
不
レ
泰
一
家
訓
↓
〔
注
〕
皆
‘
翡
髪
也
、
訛
‘
毀
歯
也
。

【
琶
脅
】
6

”
ゥ
幼
い
も
の
を
い
ふ
。
幼
年
。
〔
後
漢
書
‘

周
雙
傭
〕
於
レ
是
養
レ
之
、
始
在
玉
芸
喪
而
知
―
―
廉
譲
↓

〔
注
〕
皆
髪
也
、
證
記
日
、
子
生
三
月
之
末
、
揮
レ
日
麒
ゎ
髪

為
と
琶
、
男
角
‘
女
覇
‘
否
則
男
左
女
右
。

【
哲
榔
】
7

匁
い
と
け
な
い
も
の
。
〔
劉
克
荘
、
上
巳
輿
二

二
客
ふ
竺
水
月
洞
ム
ク
韻
得
―
―
事
字
―
詩
〕
高
吟
雑
―
―
騒

墨
序
酌
逮
,
,
$
J
I
梶
↓

【
筈
童
】
8

認
た
れ
が
み
の
わ
ら
ぺ
。
〔
柳
宗
元
、
道
州

毀
鼻
亭
蝕
記
〕
替
童
之
羅
、
公
賓
智
レ
之
。

【
皆
年
】
，

g
た
れ
が
み
を
し
た
い
と
け
な
い
と
し
。

〔
李
端
‘
岳
州
逢1一
司
空
曙
―
詩
〕
共
有
.
,
~

年
故
云
相
逢
萬

里
餘
。

【
砦
髪
】
10

―
窃
小
兒
の
た
れ
が
み
。
垂
琶
。
駐
替
。
う
な

ゐ
。
轄
じ
て
、
小
兒
‘
こ
ど
も
。
〔
後
漢
書
、
伏
湛
債
〕
琶
髪

属
レ
志
、
白
首
不
レ
衰
。

【
皆
辮
】
11

謬
あ
ん
だ
た
れ
が
み
。
輯
じ
て
、
小
兒
、
こ
ど

も
。
〔
謝
霊
運
‘
曇
隆
法
師
誅
序
〕
慧
心
朗
識
‘
登
―
―
於
皆
辮
↓

【
替
齢
】
12

苔
幼
い
年
頃
。
営
年
(

9

)

に
同
じ
。
琶
歳
。
替

歯
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
玩
戯
、
幼
童
〕
王
勃
四
分
律
宗
記

序
‘
跨
抱
顧
―
―
子
琶
齢
U

蘭
芥
凝
1
1

子
卯
歯
↓

六
四
〇
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彩

部

〔
五
驚
〕

琴

財

崇

堅

髯

髭

製

六
四

頬

‘

亦

得

レ

名

レ

須

‘

而

正

―

―

名

百

物

面

則

日

レ

盟

日

レ

岳

仄

小

●

か

み

。

頭

上

霞

云

云

‘

或

作

レ

髭

゜

〔

繹

名

、

繹

形

糧

〕

髭

‘

姿

只

凹

豪

の

毛

。

頭

髪

。

也
‘
為
,
,
姿
容
之
美
1

也
。
〔
集
韻
〕
顛
、
或
作
レ
髭
。
〔
説
文
〕
髪
、
頭
上
毛
也
、
ハ
レ
影
友
瞥
。
〔
段
注
〕
各

【
髭
験
】
1

空
く
ち
ひ
げ
と
あ
ご
ひ
げ
。
又
畢
に
、
ひ
本
作
,
,
根
也
一
以
,
,
繹
名
・
廣
雅
一
正
レ
之
、
乃
抜
也

げ
を
い
ふ
。
〔
古
築
府
‘
栢
上
桑
〕
行
者
見
1

一
羅
敷
ギ
＇
レ
揃
之
誤
‘
要
此
二
字
、
可
レ
不
―
―
必
有
1

耳
‘
毛
部
日
、
毛

者
、
眉
髪
之
屡
、
故
眉
下
日
、
目
上
毛
、
須
下
曰
‘

持,,髭
駿
↓
〔
白
居
易
、
答
―
―
山
侶
1

詩
〕
頷
下
髭
験
半
是

願
下
毛
、
則
髪
下
必
営
レ
有
1
1

頭
上
毛
也
四
字
百
d

絲
‘
光
陰
向
後
幾
多
時
。

【
髭
聖
】
2

ヤ
唐
の
文
皇
帝
の
綽
琥
。
ひ
げ
が
さ
か
ん

で
あ
っ
た
か
ら
い
は
る
。
〔
清
異
録
、
肢
橙
‘
髭
聖
〕
唐
文
下
文
云
、
髪
者
、
頬
髪
、
不
i

先
言
―
―
頭
上
ご
何
以

皇

軋

駿

牡

冠

、

人

皇

髭

聖

↓

別

,

,

其
在
レ
頬
者
1

乎
、
今
依
―
―
玉
篇
廣
韻
語
一
正
。

【
髭
切
】
3

社
げ
源
氏
の
家
に
博
へ
ら
れ
た
賓
刀
。
〔
平
治
●
草
木
。
〔
荘
子
、
逍
這
遊
〕
窮
髪
之
北
。
〔
繹
文
〕

髪
、
猶
レ
毛
也
、
毛
、
草
也
、
山
以
,
,
草

木
1

為
レ
髪
。

物
語
、
一
、
源
氏
勢
汰
〕
。

【
髭
頼
】
4

炉
’
く
ち
ひ
げ
と
ほ
ほ
ひ
げ
。
〔
史
記
‘
趙
世

家

〕

賢

棄

髭

頼

、

大

牌

大

胸

。

●

長

さ

の

鼠

位

。

一

寸

の

百

分

の

一

。

〔

説

文

〕

【
髭
髯
】
5

チ
く
ち
ひ
げ
と
ほ
ほ
ひ
げ
。
髭
頼
に
同
じ
。
程
‘
程
品
也
、
十
髪
為
レ
程
‘
一
程
為
レ
分
、
十
分

〔

風

俗

通

‘

皇

覇

、

六

國

〕

駿

眉

髭

髯

。

為

レ

寸

。

O
古
、
趙
(
1
2
|
 
44495)• 

頷
(
1
2
|
 4
3
3
6
 

0
)

．
頗
(
1
2
|

4

B

 9
4
)

・
現
(
7ー

1
9
7
4
9
)
に
作
る
。

【
髭
塔
】
6

ル
7

ひ
げ
を
供
養
す
る
塔
。
〔
法
苑
珠
林
〕
佛

〔
説
文
〕
髪
、
籟
‘
髪
或
炊
レ
酋
、
煩
、
古
文
。
〔
集
韻
〕

酋
阿
難
祓
取
我
態
合
―
―
六
十
二
蔑
我
欲
レ
造
レ
塔
、

阿
難
取
付
1

一
世
尊
佛
一
告
1

一
諸
羅
刹
云
我
施
二
汝
二
埜
ぶ
ぞ

O
着

喜

は

、

猛

獣

が

た

て

が

み

を

奮

ふ

さ

翌

七

賓

函

及

造

枷

檀

塔

L

盛
虹
供
養
、
四
高
四
十
髪
、
古
作
藉
・
煩
．
雙
〔
康
熙
字
典
〕
髪
古
文

ま
。
〔
集
韻
〕
堅
‘
髪
壁
‘
猛
獣
奮
レ
鼠
兒
゜
〔
張
衡
‘
由
雙
餘
六
十
髭
、
亦
随
造
函
塔
面

~
1一高
三
宍
又
告
1一
境
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
髪
‘
姓
‘
買
誼
新
書
有

1髪

西
京
賦
〕
戻
其
猛
毅
壁
儒
、
隅
目
高
匪
→
〔
注
〕
綜
諸
羅
刹
—
守
護
‘
勿
レ
練
外
道
・
悪
人
・
魔
鬼
・
毒
龍
‘
妄
―
―
子
な
仮
漢
髪
縣
治
詩
東
海
人
。

日
、
壁
縣
、
作
1

至
点
也
。
●
髪
壁
は
‘
み
だ
れ
が
毀
我
璽
此
塔
是
汝
命
根
、
汝
必
護
レ
塔
、
此
之
髭
塔
世
【
髪
賭
】
1

↑
ツ
か
み
が
か
は
く
。
〔
糧
‘
玉
藻
〕
髪
暗
用
二

み
で
走
る
。
〔
集
韻
〕
壁
、
壁
堅
、
一
日
、
被
レ
髪
走
。
尊
涅
槃
時
六
十
塔
‘
付
レ
彼
無
レ
言
。
象
櫛
↓

【
髭
髪
】
7

笠
’
く
ち
ひ
げ
と
か
み
の
毛
。
〔
林
逍
、
送
,
i

【
髪
逆
】
2

芯
ク
長
髭
賊
(
1
1
-
4
1
1
0
0
:
 7
1
9
)
を
い
ふ
。

〔
白
雲
山
人
、
蕩
平
髪
逆
圏
記
〕
。

史
殿
省
典
1

一
封
州
詩
〕
髭
髪
施
分
と
白
‘
施
旗
揖
戴
レ
紅
。

【
髪
痒
】
3

ぢ
髪
は
慧
一
の
誤
。
壁
痒
は
女
子
の
喪
装
。

〔
圏
綸
賓
鑑
、
三
、
宋
、
武
洞
清
〕
作
1

一
佛
像
羅
漢
涵
n,,
戦

〔
集
韻
〕
牙
葛
切
園
『
制
筆
五
ザ
髭
髪
尤
工
土
一
布
置
落
墨
神
妙
不
レ
俗
゜
〔
晏
子
、
重
而
異
者
〕
酒
使
下
男
子
担
免
、
女
子
髪
拌
者
、

【
髭
眉
】
8

5

く
ち
ひ
げ
と
ま
ゆ
。
〔
桃
合
、
詩
〕
坐
,
,
深

【
髯
】
〗
戸

以
1

ー
百
歎
為
開
―
―
凶
門
以
迎
な
盆
成
邑

●

か

り

あ

ま

し

た

髪

。

〔

集

韻

〕

髯

‘

駕

餘

髪

。

〇

董

露

滴

厖

眉

↓

【

髪

結

】

4

音
男
女
の
髪
を
結
ふ
こ
と
。
ま
た
そ
れ
を

小
兒
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
髭
、
小
兒
貌
。
【
髭
頭
家
】
，
加
k
ウ

髪

結

を

い

ふ

。

業

と

す

る

も

の

。〖
髪
結
床
〕5
昇
ユ
ヒ
江
戸
時
代
、
男
の
髪
を
結
ひ
‘
蹟
·

【
髭
人
参
】
10

芸
ジ
ン
人
参
の
一
種
。
ひ
げ
に
ん
じ
ん
。

月
代
等
を
剃
る
を
業
と
し
た
家
。
と
こ
や
。
〔
靖
遊
笑

〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
山
草
類
、
尾
人
参
〕
髭
人
参
‘
俗
梢
、

竃
巻
一
下
、
客
儀
、
髪
結
床
〕
。

按
、
尾
人
参
、
朝
鮮
中
華
共
有
レ
之
‘
云
云
、
繊
者
似
1
1
l
卑

解

髭

故

名

髭

人

参

↓

【

髭

鼓

】

6

ぢ
婦
人
の
首
飾
。
〔
正
字
通
〕
帽
‘
婦
人
首

飾
、
猶
―
―
今
之
髪
鼓
↓

【
髭
妻
】
7

お
嫁
し
て
共
に
老
い
た
妻
。
最
初
か
ら
定

ま
っ
た
正
妻
。
〔
蘇
武
、
詩
四
首
‘
其
二
〕
結
髪
為
,
,
夫
妻
一

恩
愛
雨
不
レ
疑
゜

く
ち
ひ
げ
。
口
の
上
、
鼻
下
の
ひ
げ
。
顛
（
1
2
-
4

3
5
3
0
)

露
(
1
2
|
 4

3
5
3
1
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
顛
‘
【
髪
】
[

口
上
須
也
、
ハ
ね
須
此
瞥
゜
〔
段
注
〕
在
1

一
口
上
ー
在
レ

ハ
ッ
ホ
チ

〔
集
韻
〕
方
伐
切
同
〗

v
・ヽ

U
Y
 
-fa3• 

【
髭
】
〗
シ

〔
集
韻
〕
将
支
切
甲
-

P.. 
tzil1 

冤】年
ヒ

〔
集
韻
〕
攀
悲
切

固

寮
】
〗デ
イ

鯖
(
1
1
0
-
4
5
6
0
8
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
紫
、
同
レ
馘
。

冠
】
〗

窃
崇
は
、
長
く
て
し
な
や
か
な
髪
。
〔
篇
海
〕
甥
、

窃
禁
、
長
而
不
レ
勁
。

干
ウ

〔
篇
海
〕
伊
鳥
切
臨
g

白
髪
が
長
い
。
〔
篇
海
〕
琴
、
白
髪
長
也
。

室
】
〗シ
ン

〔
篇
海
〕
止
忍
切

極

或

椒
目ガ
"
項
文古

【
髪
菜
】
8

お
笞
の
類
。
石
髪
を
乾
か
し
て
つ
く
っ
た

食
品
。
〔
本
草
、
防
麓
軍
示
解
、
頌
曰
、
石
製
乾
レ
之
作
レ
菜
、

以
1

一
蓋
膳

A
炉
之
‘
尤
美
。

【
髪
際
】
，
お
髭
の
は
え
ぎ
は
。
〔
黄
庭
内
景
経
‘
注
〕
玄

宮
在
1

一
髪
際
下
五
分
面
匡
入
一
寸
也
。
〔
晉
書
、
石
勒
載
記

上
〕
有
こ
老
父
王
炉
勒
日
、
君
魚
龍
髪
際
、
上
四
道
已

成
‘
帯
ぞ
貴
為
1

一
人
主
↓

【
髪
掻
】
10

”"
t
0

形
、
箸
に
似
て
髪
の
乱
れ
を
治
め
‘
髪

中
の
痒
い
の
を
掻
く
な
ど
に
用
ひ
る
も
の
。
〔
類
褻
雑

要
抄
‘
四
〕
納
如
上
平
髪
掻
四
枚
‘
如
上
細
髪
掻
四
筋
。

【
髪
括
】
11

fa3 
c
h
'
a
、
l

髭
を
は
さ
む
び
ん
。

【
髪
指
】
12

勺
怒
髪
天
を
指
す
。
甚
し
く
怒
る
さ
ま
。

〔
史
記
、
項
利
紀
〕
瞑
＞
目
親
二
項
王
盃
頭
髪
上
指
‘
目
砒
盛

裂
。
〔
長
生
殿
‘
偵
報
〕
咲
、
外
有
迎
運
内
有
1

奸
相
一

好
教
1
1

人
製
詣
也
。

【
髪
秀
】
13

約
眉
が
長
く
な
る
。
又
、
製
が
白
く
な
る
。

老
人
を
い
ふ
。
〔
任
明
、
王
文
憲
集
序
〕
至
レ
若
"
歯
危
髪

秀
之
老
、
含
レ
経
味
レ
道
之
生
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
髪
秀
‘
猶
―
―
秀

凰
也
、
向
日
、
製
秀
‘
謂
―
―
髪
白
一
也
。

【
髭
室
】
14

fa3 shih• 

正
妻
。
髭
妻
(

7

)

に
同
じ
。

【
髪
晶
】
15

fa3 
c
h
i
n
g
1

草
入
り
水
晶
。

【
製
植
】
16

や
毛
髪
が
さ
か
立
つ
。
甚
し
く
怒
る
さ

ま
。
〔
呂
覧
、
必
己
〕
髪
植
、
目
裂
‘
賢
指
゜

〖
髪
植
穿
レ
冠
〗
1
7
”
註
”
”
ウ
ガ
ッ
髪
が
さ
か
立
つ
て
冠

を
つ
ら
ぬ
く
意
。
甚
し
く
怒
る
喩
。
製
衝
レ
冠
。
〔
淮
南

子
‘
泰
族
訓
〕
聞
者
莫
レ
不
―
―
眼
レ
目
裂
レ
砒
‘
髪
植
穿
乙
冠
。

【
製
紳
】
18

ぢ
髪
を
掌
る
神
。
〔
酉
陽
雑
俎
、
廣
知
〕
斐

紳
旦
玄
華
↓

【
髭
積
】
19

む
ぬ
け
毛
を
入
れ
る
具
。
紙
を
張
つ
て
鐘

埴
の
状
を
作
り
、
其
の
後
を
空
に
し
て
髪
を
入
れ
、
壁

間
に
桂
け
る
。
〔
置
齋
文
集
〕
髪
積
‘
糊
レ
紙
作
―
―
鐘
埴
状
↓

【
髪
千
】
20

ぢ
清
、
顧
我
釣
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 2
3
1
)

の
字
。

【
髭
賊
】
21

ぢ

長

斐

賊
(
1
1
ー

4
1
0
0
0
:
 7
1
9
)
の
略
。

【
髭
塔
】
22

勾
圏
佛
斐
を
供
養
す
る
塔
。
〔
十
誦
律
‘
五

十
六
〕
起
塔
法
者
、
給
孤
獨
居
士
白
レ
佛
言
、
世
尊
遊
1

一行

諸
國
土
一
時
、
我
不
レ
見
1

一
世
尊
一
故
甚
渇
仰
、
願
賜
二

物
盃
益
笠
供
養
五
佛
興
―
―
爪
髪
云
居
士
即
時
白
レ
佛
言
、
願

世
尊
聴
n

―
我
起
―
―
髪
塔
爪
塔
砿
佛
言
‘
蒻
レ
起
1

一
髪
塔
爪
塔
一

是
名
起
塔
法
↓
〔
梁
簡
文
帝
、
神
山
寺
碑
〕
故
髪
塔
喜

園
、
流
,
,
名
天
よ
者
山
鵠
苑
、
布
―
―
跡
人
中
↓
〔
酉
陽
雑

13237 
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俎
績
集
‘
寺
塔
記
上
〕
髪
塔
有
1

一
隋
朝
含
利
云
塔
下
有
レ
記
婦
人
髪
末
、
曲
上
巻
然
↓

云
、
愛
在
1

一
宮
中
興
居
之
所
ア
含
利
感
應
、
前
後
非
―
―
-
【
髪
落
】
38

一
ぢ
髪
が
抜
け
る
。
〔
爾
雅
、
繹
詰
〕
黄
髪
・
観

雙

仁

壽

元

年

十

二

月

八

日

。

歯

．

飴

背

・

考

老

‘

壽

也

。

〔

注

〕

黄

髪

‘

髪

落

更

生

レ

黄

【
髪
置
】
2
3
"
ぃ
小
兒
二
三
歳
の
頃
、
始
め
て
頭
髪
を
蓄
者
。
〔
南
史
‘
王
僧
祐
博
〕
居
レ
喪
至
孝
‘
服
閤
‘
髪
落
略

へ
る
祝
。
髪
た
て
。
く
し
お
き
。
〔
格
狩
剣
本
地
、
四
〕
三
盛
。

つ

で

髪

置

、

五

つ

で

袴

着

。

【

擢

レ

髪

】

39

”
"
ヲ
頭
髭
を
抜
く
。
擢
レ
髪
贖
レ
罪
を
見
よ
。

【
髪
長
】24
村
僧
侶
の
こ
と
。
伊
勢
の
齋
宮
に
於
け
る
〖
擢
レ
髭
贖
レ
罪
〗

4
0
竺
社
公
ゲ
頭
髪
を
抜
い
て
罪
を

忌
詞
。
〔
齋
宮
‘
寮
式
〕
僧
稽
―
―
髭
長
↓
あ
が
な
ふ
。
つ
み
が
お
ほ
く
て
つ
ぐ
な
ひ
き
れ
な
い

【
髯
全
九
】
25

に
か
み
の
毛
が
ぬ
け
て
は
げ
る
。
〔
韓
愈
、
喩
。
載
國
時
代
に
須
買
が
秦
の
相
泡
雖
に
罪
を
謝
し

寄
溢
二
十
六
立
之
詞
〕
我
雖
レ
未
二
登
老
五
髪
禿
骨
力
た
語
。
史
記
に
贖
を
績
に
作
る
。
二
字
通
用
す
。
〔
史

鼻

記

、

苑

雖

博

〕

擢

賣

之

翠

以

績

賣

之

罪

盆

堕

杏

足

。

【
髪
捻
】
26

ぢ

長

髪

賊

と

捻

匪

゜

〔

李

白

‘

雪

レ

騰

詩

〕

擢

レ

髪

贖

レ

罪

、

罪

乃

孔

多

。

【
髪
匪
】
27

fa3 
fei3

清
の
洪
秀
全
の
乱
。
長
髪
賊
。
【
髪
衝
レ
冠
】
41

が
”
久
ワ
ノ
，
さ
か
だ
っ
た
髪
が
か
ん
む
り

【
髪
髪
】
28

吟
そ
り
か
み
。
男
の
子
の
頭
を
剃
つ
て
取
を
つ
き
あ
げ
る
。
は
げ
し
く
怒
る
喩
゜
〔
史
記
、
廉
頗
蘭

れ
た
髪
の
毛
。
〔
本
草
‘
髪
髪
〕
繹
名
、
慧
、
髪
毬
、
時
珍
相
如
偉
〕
王
授
―
―
璧
相
如
函
四
持
レ
璧
、
部
立
椅
レ
柱
、
怒
髪

日
、
製
髪
乃
麒
毬
下
髭
也
。
上
衝
レ
冠
。
〔
紐
山
康
、
養
生
論
〕
赫
然
殊
レ
観
、
植
髭
衝
レ
冠
。

【
髪
則
】
29

ぢ
か
み
か
き
。
則
は
、
削
る
意
。
〔
酪
賓
王
‘
於
二
易
水
至
g
レ
人
詩
〕
此
地
別
―
―
燕
丹
五
壮
士

【
髭
腑
】
30

ぢ
か
み
の
毛
と
臓
腑
。
轄
じ
て
、
か
ら
だ
髪
衝
レ
冠
。

全

橿

。

【

髪

引

手

鉤

1

】42
日
ン
ぅ
一
髪
を
以
て
千
鉤
の
重
さ

【
髪
膚
】
31

弯
か
み
の
毛
と
は
だ
。
か
ら
だ
。
〔
孝
経
、
開
を
引
く
。
髪
の
各
部
分
が
均
等
で
弱
い
部
分
が
な
け

宗
明
義
章
〕
身
證
髭
膚
、
受
,
,
之
父
母
云
’
1

一
敢
毀
傷
云
孝
れ
ば
、
千
鉤
の
重
さ
の
も
の
を
引
い
て
も
切
れ
な
い
と

之
始
也
。
〔
國
語
、
齊
語
〕
暴
,
,
其
髪
膚
↓
〔
故
事
成
語
考
、
い
ふ
名
家
の
論
。
又
、
不
可
能
の
喩
。
又
‘
危
険
な
喩
。

身
糧
〕
至
レ
若
『
一
髭
膚
不
＞
可
,
,
毀
傷
谷
曾
子
常
以
レ
守
レ
身
〔
列
子
、
仲
尼
〕
髭
引
,
,
千
鉤
玉
勢
至
等
也
。
〔
韓
愈
‘
興
,
,

為

ュ

大

。

孟

尚

書

一

書

〕

其

危

如

二

髭

引

1

一
千
鉤
↓

【
髪
賑
】
32

ぢ
漢
、
東
海
の
人
。
長
孫
順
に
韓
詩
を
學
【
髪
光
可
レ
鑑
】
43

炉
芍
努
か
み
が
黒
く
て
漆
の
如
く
、

ぶ
。
大
官
に
至
り
、
徒
衆
甚
だ
盛
な
り
。
〔
前
漢
書
、
八
十
其
の
光
は
鑑
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
〔
左
氏
、
昭
、
ニ

八

〕

。

十

八

〕

昔

有

伯

氏

生

レ

女

、

頸

熙

而

甚

美

、

光

可

―

―

以

鑑

一

【
髭
漂
】
33

席
す
こ
し
。
わ
づ
か
。
奄
末
。
〔
戦
國
、
齊
名
曰
-
1

玄
妻
↓
〔
張
衡
、
七
辮
〕
翼
髪
玄
誓
‘
光
可
"
以
黎
↓

策
〕
臣
郎
之
登
徒
也
、
直
レ
送
1

一
象
林
云
象
林
之
直
千
金
、
〔
故
事
成
語
考
、
女
子
〕
張
麗
華
髪
光
可
レ
鑑
゜

傷
レ
此
若
↓
1

髪
漂
云
賣
妻
子
示
J
足
レ
償
レ
之
。
〔
注
〕
別
【
髪
短
心
長
】
44

翌
衿
”
り
年
老
い
て
髪
は
短
く
な
っ

本
、
漂
作
レ
標
、
愚
按
、
漂
標
蓋
通
用
、
標
、
末
也
‘
髪
標
、
て
も
、
其
の
智
計
は
甚
だ
深
き
を
い
ふ
。
齊
の
子
雅
が

猶

途

末

盃

匹

微

少

砥

。

慮

蒲

嬰

を

評

し

た

語

。

〔

左

氏

、

昭

、

三

〕

齊

侯

田

二

於

酋

一

【
髪
秒
】
34

ね
茄
か
み
の
け
の
さ
き
。
髪
末
。
〔
王
規
、
虞
蒲
婆
見
、
泣
且
請
日
、
余
髭
如
レ
此
種
種
、
余
羹
能
為
、

詩
〕
鍼
鋒
於
レ
焉
止
息
‘
髭
秒
可
―
―
以
闘
翔
↓
公
曰
‘
諾
‘
吾
告
己
一
子
五
欝
而
告
レ
之
、
子
尾
欲
加
汲
レ
之
、

【
嬰
宰
P
】35
席
か
み
。
毛
髪
。
〔
説
苑
、
善
説
〕
臣
見
三
鯖
子
雅
不
レ
可
、
日
、
彼
其
髪
短
‘
而
心
甚
長
、
其
或
寝
―
―
慮

鶴
巣
―
―
於
葦
苔
こ
者
―
―
之
髪
毛
五
建
レ
之
、
女
エ
不
レ
能
レ
為
我
一
癸
。
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
上
、
身
證
〕
髪
雖
レ
短
而

也

。

心

甚

長

、

庫

蒲

婆

之

為

レ

人

。

【
髪
網
】
36

fa3 
wang3

か

も

じ

。

【

簡

レ

髪

而

櫛

】

45

賛
芸
り
ピ
テ
か
み
を
一
筋
づ
つ
選
ん

【
髭
末
】
37

ぢ
か
み
の
さ
き
。
髪
秒
。
〔
詩
、
小
雅
‘
都
で
椀
る
。
瑣
末
の
事
に
と
ら
は
れ
る
喩
。
煩
褥
な
喩
。

人
士
、
巻
髪
如
レ
蔓
‘
箋
〕
驀
‘
蟄
贔
也
、
尾
末
捷
然
、
似
―
-
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
簡
レ
髪
而
櫛
‘
散
レ
米
而
炊
。

影

部

〔
五
蜜
〕

髪

臀

脊

競

髯

饒

賢

【臀】
5

フ
〔
集
韻
〕
風
無
切
國

【
削
レ
髪
披
レ
細
】
46

弁
”
”
ヅ
リ
髪
を
そ
つ
て
墨
染
め
の

法
衣
を
著
け
る
。
僧
形
と
な
る
を
い
ふ
。
披
は
衣
を
き

る
こ
と
。

【
裁
レ
髭
易
レ
酒
】
47

弁
↓
”
サ
晉
の
陶
侃
の
母
が
、
己
の

髪
を
蒻
つ
て
酒
に
か
へ
‘
客
を
も
て
な
し
た
故
事
。
〔
晉

書
‘
陶
侃
傭
〕
侃
孤
貧
‘
云
云
、
孝
廉
苑
逸
嘗
過
‘
侃
倉
卒

無
政
待
＂
賓
、
其
母
乃
裁
レ
髪
得

1

一
雙
髪
百
省
竺
酒
肴
一

云
云
‘
又
徹
,
,
所
レ
臥
新
薦
百
口
判
給
―
―
其
馬
五
逸
過
-
1

薩
江

守
張
雙
1

裕
レ
之
、
雙
召
レ
侃
領
―
―
樅
陽
令
↓
〔
故
事
成
語

考
、
女
子
〕
侃
母
載
レ
髪
以
延
レ
真
。

【
翡
レ
髪
易
レ
書
】
4
8
9
E
立
”
ヵ
元
の
陳
祐
の
母
が
、
家
貧

し
く
書
籍
を
購
ふ
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
其
の
頭
髭

を
戟
つ
て
書
を
買
ひ
‘
子
に
讀
ま
せ
た
故
事
。
〔
元
史
、

陳
祐
傭
〕
祐
少
好
レ
學
、
家
貧
、
母
張
氏
嘗
翡
レ
髪
易
レ
書

使
レ
讀
レ
之
、
長
遂
博
,
,
通
経
史
↓

【
濯
1
1

髪
雲
漢
―
】
49

”六カウンカ．
9
-

＿
髪
を
天
の
河
に
あ
ら

ふ
。
仕
官
し
て
立
身
す
る
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
皇
甫
誼

博
〕
委
聖
明
之
主
砿
炉
知
已
之
會
玉
時
清
道
箕
‘
可
↓
一
以

沖
邁
正
此
慎
吾
生
濯
1

一
髪
雲
漢
盆
匹
漸
之
秋
也
。

【
断
レ
髪
毀
レ
形
】
50

”
"
”
”
”
ポ
，
髭
を
断
ち
切
り
‘
姿
を

毀
つ
て
哀
し
み
を
表
す
。
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
前
記
、

豊
臣
氏
上
〕
秀
吉
既
至
,
,
尼
崎
云
5

レ
哀
、
断
レ
髭
毀
レ
形
。

【
亡
レ
斐
失
レ
精
】
51

ぉ
”
”
狂
毛
髭
を
失
ひ
精
神
を
失

ふ
。
〔
風
俗
通
、
怪
肺
〕
西
門
亭
有
―
―
鬼
魅
一
賓
客
宿
止

有
―
―
死
只
其
属
厭
者
‘
皆
亡
レ
髭
失
レ
精
。

【
攪
レ
髪
而
極
】
52

か
窃
卜
9

テ
溺
者
の
髭
を
つ
か
ん
で
之

を
す
く
ふ
。
危
急
に
慮
す
る
に
細
膿
を
省
み
ぬ
喩
。
〔
新

論
、
明
櫂
〕
孝
子
之
事
禎
、
和
レ
顔
卑
レ
橙
、
盤
レ
孝
盛
レ

敬
、
及
1

一
其
溺
一
也
、
則
攪
レ
髪
而
掻
レ
之
、
非
l

―
敢
侮
慢
以

救
＂
死
也
。

【
儀
レ
髪
而
易
レ
貌
】
53

ぢ
昇
特
肇
く
者
が
一
製
の
微

を
過
て
ば
、
萱
く
と
こ
ろ
の
も
の
が
其
の
状
貌
を
か
へ

る
を
い
ふ
。
本
を
審
か
に
す
る
喩
。
儀
は
疑
と
通
じ
、
戻

り
違
ふ
意
。
〔
呂
覧
、
慮
方
〕
今
夫
射
者
、
儀
レ
奄
而
失
レ

謄
、
贅
者
、
儀
レ
髪
而
易
レ
貌
、
言
レ
審
な
本
也
。

日
ぃ
が
ゥ
〔
篇
海
〕
跛
病
切
戚
一

口
ハ
，
ウ
〔
集
韻
〕
撫
州
切
睾

日
毛
が
あ
ら
い
。
〔
篇
海
〕
撰
‘
毛
粗
也
。
口
に
る
。

佑
(

1

|
4
2
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
佑
、
説
文
、
相
似

也
、
或
作
レ
賢
゜

冨
】
〗

羅
れ
た
髪
。
或
は
発
(
1
2
-
4
5
3
5
8
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
親
、

IL髪
也
、
或
省
。

冤】
5

キ
ク
〔
集
韻
〕
居
六
切
園

【
髯
】
〗
ゼ
ン

髯
(
1
2
-
4
5
3
7
5
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
髯
‘
俗
髯
字
。

髪
が
み
だ
れ
る
。
〔
玉
篇
〕
競
‘
髪
乱
。

窟】
5

乃ゥ
〔
玉
篇
〕
渠
匈
切
固

日
か
み
そ
り
。
髭
を
去
る
刑
。
〔
集
韻
〕
昏
、
去
レ
髭

著
レ
鉗
之
刑
。
口
く
ろ
か
み
。
青
紺
色
の
髭
゜
〔
集

韻
〕
昏
‘
斐
青
紺
色
。

写
】
〗口日
コカゲケ

ンンンン

圏

〔
集
韻
〕
古
暗
切
暉
血

〔
集
韻
〕
其
滝
切

つ
か
ね
た
だ
け
の
か
み
。
朧
や
管
を

闇
~
ほ
ど
こ
さ
ぬ
製
。
〔
説
文
〕
料
、
結
也
‘

松
影
付
瞥
。
〔
段
注
〕
廣
韻
云
、
露
誓
。
〔
廣
雅
‘
繹

詰
四
〕
特
、
髯
也
。
〔
集
韻
〕
群
、
露
髯
゜

ハ
四

13238 



(45407)— (45422) 

か
も
じ
。
頭
髭
が
少
な
い
と
き
、
他

人
の
製
を
あ
つ
め
て
之
を
益
す
も

の
。
そ
へ
が
み
。
〔
説
文
〕
髪
‘
盆
髭
也
、
八
レ
彩

皮
臀
゜
〔
段
注
〕
各
本
作
ふ
易
也
二
字
公
7

正
‘
唐

風
正
義
引
一
説
文
云
、
髪
‘
益
髭
也
。
〔
繹
名
、
繹

首
飾
〕
髪
、
被
也
‘
髭
少
者
得
＝
一
以
被
1

一
助
其
髪
一
也
。

〔
世
説
新
語
、
賢
媛
〕
陶
侃
母
湛
氏
‘
頭
製
委
延

団
為
三
翠
賣
得
藪
料
党
〔
注
〕
髪
‘
一
作
レ

琶゚
【
髪
琶
】
1
T
t

イ
他
人
の
か
み
を
取
っ
て
つ
く
つ
た
瑕
髭
。

か
も
じ
。
〔
周
證
、
天
官
‘
追
師
、
為
一
副
編
次
了
庄
〕
次
‘

次
第
嬰
長
短
露
レ
之
‘
所
謂
髪
琶
゜
〔
本
草
‘
髭
髪
〕
繹

煽
い

影

部

〔
五
ー
|
1
ハ書一〕

曾

蛙

靴

琶

髪

撃

昏

椀

竪

影

出

聟

髯

費

髪

儒

聟

六
四

窟
】
如
戸
〔
集
韻
〕
平
7
f

弓閣

ひ
げ
が
こ
い
。
〔
集
韻
〕
慇
、
多
レ
須
也
。
園
た
ば
。

婦
人
の
結
炭
の
後
方
に
張
り
出
て
ゐ
る
部
分
。

た
を
。
つ
と
。
賢
呆
゜

冠】
5

、ヴ
ノ

ヘヴ

〔
集
韻
〕
皮
教
切
戚

〇
駕
(
1
2
-
4
5
4
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集

窟
】
〗
韻
〕
鷲
‘
或
炊
レ
世
。

O剃(
2— 1

9
8

9
)

の
古
字
。
〔
字
彙
補
〕
髯
、
古
文
剃
字
。

テ
イ

毛
ぶ
か
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
蛙
‘
毛
多
兒
゜

[
彰
乍
】
〗

＇
〔
集
韻
〕
側
駕
切
鵬

g

サシ
ャ

冒】
5

ノゞ

ン

蔓
(
1
2
-
4
5
5
6
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
皆
、
同
レ
坦
゜

ロロ
0
た
れ
が
み
。
幼
時
の
た
れ
が
み
に
象
つ

て
作
っ
た
か
み
か
ざ
り
で
‘
父
母
の
用
を
琲
ず

る
時
に
頭
に
つ
け
る
も
の
。
影
玉
。
朕
(
1
2
|
 4
5
5
0
 

5
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
骰
‘
髯
去
炉
眉
也
、
炊
レ
影
孜

瞥
‘
詩
曰
‘
枕
彼
雨
鞍
‘
撃
‘
骰
或
省
‘
漢
令
有
―
―
撃

長
〔
段
注
〕
學
即
骰
字
‘
而
先
茅
字
祇
炊
レ
矛
‘
牧

誓
‘
庸
蜀
兜
髯
小
雅
‘
如
レ
蜜
如
虹
‘
云
云
‘
按
‘

詩
髭
、
即
書
季
、
撃
長
見
1

一
漢
令
ご
盃
如
1

一
趙
佗
自

佃
蜜
夷
大
長
亦
訊
其
酋
豪
一
也
。

O
西
夷
の

一
種
。
今
の
雲
南
省
挑
安
縣
以
南
の
地
に
住
ん

で
ゐ
た
も
の
。
屹
(
1
2
-
4
5
3
7
7
)

に
同
じ
。
〔
書
‘
牧

誓
〕
及
庸
・
蜀
・
光
・
撃
・
微
・
慮
．
彰
・
撲
人
。
〔
博
〕

八
國
‘
皆
蟄
夷
戎
秋
‘
云
云
、
學
•
微
在
巴
翌

〔
詩
‘
小
雅
‘
角
弓
〕
如
レ
蟹
如
レ
髭
゜
〔
箋
〕
髭
、
西
夷

別
名
、
武
王
伐
レ
討
‘
其
等
有
―
―
八
國
一
従
焉
。
〔
疏
〕

牧
誓
曰
‘
及
庸
蜀
先
撃
微
‘
云
云
、
彼
撃
此
尾
、
＿
音

義
同
也
。
国
草
木
が
し
げ
り
お
ほ
ふ
。
親
髭
。
或

は
財
(
1
0
|
 3
7
4
4
3
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
覗

翠
祁
離
也
。
〔
注
〕
丼
木
蒙
茸
酪
蒼
也
。
〔
集
韻
〕

緊
‘
或
作
レ
財
。 己□ 日

ムポ玉ノiムポ
ゥウウ ウ

〔
集
韻
〕
膜
蓬
切

箪】
5

〔
集
韻
〕
膜
抱
切

〔
集
韻
〕
迷
浮
切／ 
E
又

困圏訂じ
兄

名
‘
髪
懸
‘
時
珍
日
、
古
者
刑
人
駕
レ
髭
‘
婦
人
以
レ
之
被
レ

誓
‘
故
謂
乏
髭
炭
周
證
云
‘
王
后
夫
人
之
服
‘
有
下
以
―

斐
臨
為
―
―
首
飾
上
良
是
芙
°

【
髪
駕
】
2
F
古
‘
賤
者
・
刑
者
の
製
を
取
っ
て
作
っ
た

か
も
じ
。
〔
儀
幡
‘
少
牢
饒
食
碍
‘
士
婦
被
錫
衣
移
レ
袂
、

注
〕
被
錫
‘
讀
為
1

貶
忠
畏
古
者
或
別
・
―
賤
者
刑
者
之
炭
一

以
被
―
―
婦
人
之
紛

E
Eレ
飾
‘
因
名
1

一
髪
絨
丘
焉
。

窟
】
〗
阻
(
1
2ー

4
5
4
3
5
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
僣
‘
整
字
之
謳
゜

ダ
ウ

嵯
(
1
1
|
 
4
1
1
7
2
)

の
謳
字
。
〔
字
彙

窟
】
5
サ
補
〕
翌
嵯
字
之
謳
゜

〔
集
韻
〕
敷
勿
切
躙
i

亡

X

fu' 

〔
集
韻
〕
分
物
切
履

〔
集
韻
〕
芳
未
切
国
g

□
さ
も
に
た
り
。
似
か
よ
っ
て
逼
別

'
が
つ
か
ぬ
こ
と
。
房
棉
。
佑
佛
゜
佛
(
1

|
 5
1
7
)
・
 
彿
(
4ー

1
0
0
7
1
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
髯
‘

桃
若
侶
也
、
炊
レ
影
弗
臀
゜
〔
段
注
〕
侶
者
、
像
也
、
若

侶
者
‘
索
1

一
言
之
ぶ
空
皿
ハ
ニ
人
部
佑
佛
之
佛
一
義
同
‘

許
無
房
字
雀
人
因
枷
制
レ
房
。
〔
集
韻
〕
梶
‘
或

ハレ

1
。
口
婦
人
の
か
み
飾
。
醤
(
1
2
-
4
4
5
1
3
)

に

同
じ
。
〔
説
文
長
箋
〕
肱
‘
婦
人
首
飾
゜
〔
集
韻
〕
醤
、

首
飾
‘
或
作
レ
梶
。
曰
房
麓
は
‘
髪
が
み
だ
れ
る
。

〔
集
韻
〕
脈
‘
房
斡
、
製
胤
゜

[
椀
淵
】
1
9

清
、
田
茂
遇
(
7
-
2
1
7
2
3
:
 4
2
1
)

の
琥
。

【
肱
脈
】
2

□
獣
の
名
。
彿
彿
。
〔
山
海
経
、
海
内
南
経
‘

渠
陽
國
云
云
‘
注
〕
周
書
曰
‘
州
靡
房
眺
者
‘
人
身
反
踵
‘

自
笑
‘
笑
則
上
臀
掩
1

一
其
面
一
爾
雅
云
1

一
眺
髭
↓
〔
元
横
‘

和
栗
天
隣
客
遊
嶺
南
三
十
韻
詩
〕
彿
彿
穿
筒
格
一

捏
捏
置
展
馴
゜
〔
庄
〕
南
人
俗
法
‘
嘗
用
―
―
竹
筒
―
穿
レ
腎
以

受
レ
之
、
彿
彿
執
レ
腎
親
笑
‘
笑
則
臀
蔽
―
―
雨
目
ア
八
因
自
l
-

筒
中

5
3
レ
手
、
以
レ
釘
釘
―
―
之
於
樹
↓

篇】
5

国口曰
ヒ 7 7 7 7 
チッチッ

岩
髭
は
‘
婦
人
の
か
も
じ
を
そ
へ
て
結
っ
た
か

み
。
〔
集
韻
〕
岩
、
岩
髯
‘
婦
人
偽
髯
゜

曾

】

5

タ
イ
〔
集
韻
〕
湯
来
切
図

青

小

日

0ILれ
た
髪
。
〔
説
文
〕
聟
‘
乱
製

屈
策
也
、
八
如
茸
省
瞥
゜
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕

髯
蝠
被
レ
繍
。
〔
注
〕
綜
日
‘
聟
髭
、
髭
頭
茸
騎
也
。

〇
摺
(
1
2
-
4
5
5
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
摺
‘
或
八
レ

耳
。
口
髪
の
飾
を
去
る
。
〔
集
韻
〕
髪
‘
去
―
―
製
飾
↓

ジ，ヨヴ

22

日

wユ
二
□‘、

貧】
454

合
／

〔
集
韻
〕
伯
吏
切

〔
集
韻
〕
如
容
切

閣困

●
あ
こ
ひ
げ
。
も
と
而
(
9
-
2
8
8
7
1
)

に
作
る
。

〔
中
華
大
字
典
〕
盤
、
本
作
レ
而
゜
〔
説
文
〕
而
、
須

也
‘
象
形
。
〔
絃
注
〕
今
俗
別
作
レ
棉
。
●
毛
の
多
い

さ
ま
。
又
‘
彫
(
9
-
2
8
8
7
8
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
江
E

、

多
毛
‘
亦
作
レ
彫
。
●
壁
棉
は
‘
獣
の
鼠
を
奮
ふ

さ
ま
。
〔
集
韻
〕
棉
‘
竪
棉
‘
獣
作
レ
鼠
兒
。

冨
E
]
如

ニジ

〔
集
韻
〕
人
之
切
甲
]

／
 JL 
e
r
h
2
 

,i]一
冥芦
シ
ッ

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
髪
‘
昔
失

【
賢
】
〗
シ
・
セ
ッ

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
製
‘
昔

跳
‘
又
音
節
。

【
髯
]
〗
ヨ
，
ゥ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
騎
‘
昔
用

阿

】

如

ノゞ

ン

醤
(
1
2
-
4
5
4
4
7
)

の
調
字
。
〔
字
彙

補
〕
背
‘
昏
字
之
識
。
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冨
品
か
も
じ
を
そ
へ
て
結
っ
た
か
み
。
〔
集
韻
〕
髯

恨
昏
゜

タ
イ

〔
集
韻
〕
陣
賄
切
師
〗

冤】如

駕
(
1
2ー

4
5
4
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
駕
‘
或
八
レ
曳
。

テ
イ

髯
鷺
は
、
製
が
ち
ぢ
ん
だ
さ
ま
。
曲
(
6ー

1
4
2
8
0
)
 

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
髯
、
髯
鶯
、
唇
斐
兒
゜
〔
康
熙
字

典
〕
髯
、
按
、
詩
小
雅
‘
予
製
曲
局
、
後
人
加
レ
影

作
髯
魅
↓
陸
ま
げ
。
丸
髯
77

五
の
略
稲
゜

冨
g
]〗
[
7
ク
〔
集
韻
〕
匿
王
切
因

□
な
が
い
。
〔
集
韻
〕
提
、
長
也
°
口
髪
が
長
い
。

〔
集
韻
〕
塊
、
製
長
。

貧
早

タ
ヴ
ドゥ

曰
タ
ヴ
ド
ぶ
／

□
]
 

〔
集
韻
〕
杜
皓
切
芦
E

〔
集
韻
〕
大
到
切
醐
〗

●
細
い
髪
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
競
‘
一
曰
‘
斐
細
兒
。

●
穀
耗
は
‘
け
お
り
。
獣
毛
で
織
っ
た
ぬ
の
。
〔
集

韻
〕
賤
、
穀
託
‘
盤
布
。

頁

】

5

臼

〔

集

韻

〕

思

融

切

困

競
提
は
‘
炭
が
乱
れ
る
。
〔
集
韻
〕
競
‘
競
聡
、
製
乱
。

貧
]
〗
[
司
ウ
〔
集
韻
〕
渠
容
切
固

影

部

〔
六
鵞
〕

小
〇
く
し
け
づ
る
。
く
し
を
用
ひ
て
か

ー

薮
み
を
と
と
の
へ
る
。
〔
説
文
〕
禁
‘
用
二

岱

【
髯
】
〗
臼
〔
集
韻
〕
戸

«
x
r真u
a
•

冥
芦
シ

〔
集
韻
〕
七
四
切
甲
g

箪
】
[
シ

律
(
9
|
2
9
2
2
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

輩
‘
卑
ハ
レ
隷
同
。

〇
髪
が
諷
れ
る
。
〔
字
彙
〕
閉
‘
斐
乱
。
●
髪
が

き
ち
ん
と
と
と
の
ふ
。
〔
正
字
通
〕
肘
‘
髭
潔
整

貌。

日
□

0
た
て
が
み
。
〔
五
昔
集
韻
〕
昏
‘
娯
也
。

O

髪
が
美
し
い
。
〔
玉
篇
〕
昏
‘
斐
美
也
。

O
署
(
1
2—

4
5
5
3
5
)

の
調
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
営
‘
按
‘
卸
髯
字

之
謡
。

貸
】
〗

盲
早
ィ
ン

〔
字
彙
〕
衣
懺
切
園

日
チ
〔
玉
篇
〕
都
爾
切
餌

具
〔
篇
海
〕
巨
支
切
図

賢
襲
は
、
製
が
み
だ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
璧
‘
筐
襲
‘
髭

L
。
箇

製
(
1
2
—

4
5
3
7
3
)に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一

g如

【
撃
】
呻
ヒ
朕
‘
或
八
レ
平
。

〔
集
韻
〕
曲
王
切
皿
i

キ
ぶ
＼
，
ウ

久
ワ
，
ウ

宜

】

g

7
ゥ

〔

集

韻

〕

虚

戸

戸

う
る
し
ぬ
る
。
漆
を
か
け
る
。
又
、
黒
み
を
帯
ぴ

た
赤
い
色
。
馨
(
1
2
|
 4
5
5
5
5
)

・梨
(
1
2
-
4
5
3
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
馨
‘
説
文
‘
黍
也
、
一
日
、
赤
多

黒
少
之
色
‘
或
炊
レ
休
、
亦
省
。

【
楳
采
】
1

苔
美
し
ぃ
塗
゜
〔
蝠
悪
全
書
‘
庶
政
部
、
総

論
〕
勤
施
―
―
丹
艘
楳
采
「
以
博
1

一
華
美
之
観
↓

【
傑
飾
録
】
2

蹂
；
／
書
名
。
―
一
巻
。
明
‘
黄
成
撰
。
各
種

漆
器
の
作
り
方
を
叙
述
す
。

婦
人
の
そ
ま
つ
に
結
ひ
あ
げ
た
か
み
。
喪
祭
の

時
に
結
ふ
。
〔
篇
海
〕
禁
‘
女
大
髯
゜

寮
芦
〗
〔
篇
海
〕
北
末
切
園
­

ヽ
ソ
ノ
チ

髪
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
阻
‘
髭
兒
°

窟】如

〔
集
韻
〕
乃
老
切
眸
B

ダ
ウ
ノ
，
ウ

巽
紫
は
髪
が
胤
れ
る
。
〔
集
韻
〕
巽
‘
巽
紫
、
製

L
。
筒
冠

】

g

：
＇
ゥ
〔
集
韻
〕
居
容
切
圏

杭
比
一
也
、
炊
レ
影
次
瞥
゜
〔
段
注
〕
比
者
今
之
箆

字
、
古
祇
作
レ
比
。

O
か
も
じ
。
か
つ
ら
。
通
じ
て

次
(
6ー

1
5
9
9
2
)

に
作
り
、
又
、
製
（
1
2
|
 4
5
4
l
l
)
 

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
埃
‘
一
日
‘
婦
人
首
股
‘
通
作
レ

次
。
〔
正
字
通
〕
埃
‘
婦
人
首
飾
、
編
二
次
髪
長
短
―

為
レ
之
‘
以
為
レ
飾
‘
卑
ハ
レ
髭
通
。

競

賤

提

髯

覧

髯

巽

楳

柴

鯰

印

輩

揆

限

盤

筐

賢

磐

小
●
髪
を
た
ば
ね
る
。
も
と
醤
(
1
2
|
 4
5
 

4g)に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
臀
‘
本

閾
豪

作
レ
営
。
〔
説
文
〕
捻
‘
紫
レ
製
也
‘
八
レ
影
昏
瞥
゜
〔
段

注
〕
紫
、
各
本
調
作
レ
潔
‘
今
依
―
―
玉
篇
・
韻
會
一
正
‘

紫
‘
麻
―
描
也
、
引
伸
為
二
園
束
之
倫
一
紫
レ
髭
‘

指
レ
束
レ
製
也
‘
按
‘
士
喪
證
‘
主
人
磐
レ
斐
‘
戴
記

作
レ
括
レ
髪
、
謂
n

―
小
敏
詑
‘
去
レ
耀
為
二
露
昏
一
也
、
婦

人
之
壁
亦
是
去
レ
朧
而
誓
‘
輿
二
男
子
之
誓
＞
斐
相

等
、
則
臀
為
Ii

凶
證
と
大
‘
然
許
於
レ
慰
日
―
―
喪
饗
一

於
レ
髯
不
レ
云
面
店
亨
者
‘
髯
レ
斐
猶
レ
云
レ
束
レ
髭
、

内
則
喪
服
之
穂
、
深
衣
之
束
如
k

‘
士
喪
證
之
笞
‘

同
為
二
事
ご
會
即
拷
字
之
異
者
、
慇
‘
非
Ii

喪
服

之
専
稲
一
也
、
故
士
喪
藉
之
用
レ
組
、
以
レ
組
束
レ
製

也
、
深
衣
之
用
レ
錦
、
以
レ
錦
束
レ
製
也
、
喪
服
小
記

之
始
死
括
レ
嬰
以
レ
麻
、
以
レ
麻
束
レ
製
也
‘
喪
服
之

布
穂
、
以
レ
布
束
レ
製
也
‘
其
他
縞
穂
素
縛
、
以
二
縞

素
束
複
也
、
是
皆
得
レ
謂
乏
唇
エ
朋
凶
證
之

専
結
也
。
●
器
具
が
ゆ
が
ん
で
正
し
く
な
い
。

〔
周
證
、
考
工
記
、
旗
人
〕
凡
陶
旗
之
事
‘
昏
墾
蒔

暴
不
仄
レ
市
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
拷
‘
讀
為
レ
剖
‘
玄

謂
髯
讀
為
師
。
〔
疏
〕
朗
‘
謂
器
不
正
岐
邪
者

也
。
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
段
玉
裁
本
‘
鄭
君
以
二
剖
義

未
＞
安
‘
乃
易
レ
磐
為
レ
跳
‘
謂
器
之
折
レ
足
者
也
、

麗
巌
、
懇
月
臀
近
‘
詮
譲
按
‘
廣
雅
繹
詰
本
‘

肌
危
也
‘
跳
朋
昔
義
同
‘
謂
器
折
レ
足
、
則
危
而

易
品
覆
也
。
参
或
は
笞
(
1
2
-
4
5
5
9
7
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
磐
‘
或
作
レ
笞
゜
R
通
じ
て
括
(
5
|
1
1
9
8
 

8
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
磐
‘
通
作
レ
括
。

【
磐
製
】
1
%
，
嬰
を
束
ね
る
。
喪
祭
の
時
‘
麻
で
、
う

な
じ
か
ら
額
へ
廻
し
て
こ
こ
で
重
ね
、
更
に
後
へ
も
ど

し
て
ま
げ
の
下
で
ひ
き
む
す
ぶ
等
を
い
ふ
。
字
解
〇

を
見
よ
。
〔
儀
幡
‘
士
喪
證
〕
主
人
啓
髭
担
゜
〔
注
〕
唸
斐

者
、
去
孟
弁
絹
―
而
紛
‘
云
云
‘
喪
服
小
記
曰
‘
斬
衰
替
斐

以
レ
麻
‘
免
而
以
レ
布
‘
此
用
二
麻
布

E
Eレ
之
‘
状
如
n

一今之

ハ
四
四
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彩

部

〔
六
ー
ー
七
驚
〕

槃

儲

昏

槃

髯

櫨

茎

鸞

霧

鯰

醤

六
四
五

之
凶
謁
「
於
レ
是
喪
レ
文
為
レ
誓
、
以
代
1

紐
炉
糸
之
【
髯
珠
】
8

"

パ
芸
圏
男
女
の
誓
‘
又
は
頭
頂
或
は
冠
等

結
紛
五
笠
玄
應
音
義
ぶ
声
下
引
1

一
字
林
五
届
糸
レ
髭
を
飾
る
賓
玉
。
法
華
七
喩
の
一
。
大
功
あ
る
者
に
は
王

が
醤
中
の
明
珠
を
解
い
て
輿
へ
る
如
く
‘
佛
は
最
後
の

恩
寵
と
し
て
甚
深
秘
蔵
の
法
華
経
を
開
顕
さ
れ
た
の

也
、
括
京
製
匝
‘
或
作
結
醤
宇
也
、
慧
林
音

に
喩
へ
る
。
〔
法
華
経
‘
五
、
安
築
行
品
〕
文
殊
師
利
‘
讐

義
玄
‘
髯
音
計
、
鄭
伊
記
云
、
結
レ
斐
也
‘
説
文
作
レ

唸
‘
塙
葛
唸
結
通
用
之
證
ご
則
髯
従
レ
慇
少
喫
‘
如
強
力
轄
輪
聖
王
ぶ
吟
以
―
―
威
勢
揺
ば
伏
諸
國
蕪
四
諸

非
属
説
也
、
如
謂
レ
不
レ
然
、
何
以
古
作
レ
結
不
レ
小
王
不
レ
順
箕
命
一
時
韓
輪
王
、
起
種
種
兵
希
而
往
討

作
レ
昏
‘
帳
経
及
鄭
注
‘
既
用
二
今
文
紛
示
＇
レ
用
レ
伐
、
王
見
―
―
兵
衆
載
有
レ
功
者
而
乎
入
歓
喜
‘
随
レ
功
賞
輿
‘

磐
、
又
果
髯
界
同
字
‘
何
以
経
博
無
和
ぞ
界
代
二
或
輿
田
宅
衆
落
城
邑
↓
云
云
‘
唯
髯
中
明
珠
、
不
以

輿
＞
之
、
所
以
者
何
‘
獨
王
頂
上
有
,
,
此
一
珠
玉
若
以
卑
ハ
レ

之
、
王
諸
脊
隔
‘
必
大
驚
怪
、
文
殊
師
利
‘
如
宋
亦
復
如
レ

結
紛
之
字
云
参
稽
互
證
‘
腎
非
1

几
立
杢
決
芙
、
謂
―

髯
即
禰
文
芹
其
可
枷
乎
‘
夫
界
‘
雖
レ
為
1

一
揃
文
一
是
、
以
1

一
祠
定
智
慧
力
砿
空
法
國
土
王
ず
陸
―
一
界
而
諸

按
‘
説
文
‘
界
‘
替
結
也
‘
字
従
斧
者
‘
介
書
也
‘
魔
王
、
不
肯
順
伏
；
如
宋
賢
聖
諸
将
、
輿
三
共
戦
‘
其

謂
束
レ
髪
之
後
加
レ
藝
‘
固
レ
之
若
入
JI
書
h

然
い
卑
ハ
1

一
有
レ
功
者
、
心
亦
歓
喜
、
於
四
衆
中
ぶ
は
胚
諸
経
公
n
――

結
義
微
別
。
〇
通
じ
て
結
(

8

|
2
7
3
9
8
)

に
作
る
。
其
心
翌
賜
以
輝
定
解
脱
無
漏
根
力
諸
法
之
財
ガ
ヘ
復

賜
属
涅
槃
之
城
二
戸
得
滅
度
訂
m
―
―
導
其
心
公
立
皆

歓
喜
↓
而
不
,
,一
為
説
二
是
法
華
経
↓
文
殊
師
利
、
如
乙
縛
輪

〔
漢
書
、
陸
買
博
、
魃
結
箕
鋸
‘
注
〕
師
古
日
、
結
‘

讀
旦
誓
。

0
紛（
8

|

2
7
2
7
5
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
王
見
下
諸
兵
衆
有
天
功
〗
良
心
甚
歓
喜
、
以
下
此
難
侶

紛
‘
或
作
愴
゜
R
古
‘
界
(
1
2
|
 
4
5
3
6
6
)

に
作
る
。
之
珠
、
久
在
髯
中
禾
'
.
妄
卑
g
人
‘
而
今
卑
ハ
・
之
‘
云
云
‘

〔
一
切
経
昔
義
、
十
一
〕
髯
‘
古
文
作
レ
界
。
□
国
か
此
法
華
経
‘
是
諸
如
来
第
一
之
説
、
於
諸
説
中
五
最
為
一

甚
深
↓
末
後
賜
典
‘
如
下
彼
強
力
之
王
、
久
護
如
吋
珠
一
今

乃
輿
左
之
、
文
珠
師
利
、
此
法
華
経
‘
諸
佛
如
来
秘
密
之

ま
ど
の
紳
゜
〔
集
韻
〕
醤
‘
鼈
神
名
。
〔
荘
子
‘
達
生
〕

蔵
於
二
諸
経
中
一
最
在
1

一
其
上
「
長
夜
守
護
‘
不
1

一
妄
宣

鼈
有
レ
髯
゜
〔
秤
文
〕
司
馬
云
‘
髯
‘
寵
神
、
著
1

一赤

夜
状
如
―
―
美
女
↓
陸
み
づ
ら
。
び
ん
づ
ら
。
嬰
始
於
―
―
今
旦
乃
輿
汲
等
而
敷
二
演
之
↓

【
醤
堅
】
1chi• 

y
a
1
髪
を
お
さ
へ
る
ぴ
ん
。
昏
押
に
〖
昏
珠
頭
陀
〗
，
g
;

明
‘
骰
拭
(
2
-
4
5
8
9
:
 1
9
2
)
 

小
日
0
た
ぶ
さ
。
わ
げ
。
嬰
を
す
べ
た

多
士
D

同

じ

。

の

琥

゜

烈
豪
ば
ね
る
。
又
、
そ
の
斐
゜
〔
説
文
新
附
〕

誓
、
穂
髪
也
‘
炊
レ
影
吉
瞥
゜
〔
李
禎
耕
證
〕
誓
古
【
誓
押
】
2chi• 

y
a
1

髯

止

め

針

の

類

。

【

醤

楡

】

10

パ
ィ
も
と
ど
り
を
く
し
け
づ
る
。
〔
陳
後
士
‘

作
結
‘
儀
幡
士
冠
證
、
主
人
紛
而
迎
レ
賓
‘
注
、
古
【
髯
雲
】
3chi• 

yiin2

縮
毛
を
丸
め
て
束
ね
た
髭
。
採
桑
〕
春
棲
髯
慌
罷
、
南
阻
競
相
随
゜

文
紛
作
レ
結
‘
楚
辞
招
魂
注
、
結
‘
頭
誓
也
‘
洪
氏
【
誓
華
】
4

C

古
昔
‘
冠
の
上
に
か
ざ
し
た
か
ざ
り
。
〔
日
【
誓
了
兒
】
11

chin1 
liao3 
e
r
h

蝉
。
せ
み
。

本
書
紀
、
推
古
紀
〕
（
十
一
年
）
頂
撮
捻
如
レ
嚢
而
著
レ
縁
【
髯
山
先
生
】
1
2
H
荘
い
清
‘
宋
之
盛
(
8ー

7
0
7
8
:
 2
8
9
)
 

焉
‘
唯
元
日
著
面
華
↓
〔
注
〕
誓
華
、
此
云
手
襦
↓
の
尊
賊

補

注

、

結

‘

古

詣

切

‘

束

レ

斐

誓

オ
【
誓
襲
】
5

"

が
ま
げ
。
わ
げ
。
髯
唐
の
段
成
式
の
著

（
懇
月
夜
欝
詩
〕
凄
風
認
縮
鯉
絃
柱
一
香
霧
凄
迷
着

a-
【
彰
未
】
叩
戸
〔
集
韻
〕
補
抱
切
陸

□
且
／
い
"
:
®
~

に
馨
賢
品
が
あ
る
。
〔
蘇
試
輿
這
古
一
旦
有
美
堂
一

南
夷
博
作
―
―
推
結
一
師
古

日
、
結
讀
曰
レ
髯
‘
又
方
言
‘
覆
レ
結
謂
一
之
帳
巾
一
襲
↓

然
則
西
漢
以
前
無
作
レ
髯
煮
按
‘
説
文
、
髯
、
【
誓
根
】
6

巧
パ
も
と
ど
り
の
ね
も
と
。
〔
韓
但
‘
胚
瞥
詩
〕
〇
た
ぶ
さ
。
も
と
ど
り
。
〔
集
韻
〕
槃
‘
髯
也
。

O

、
髪
が
ま
だ
長
く
な
い
こ
と
。
〔
集
韻
〕
槃
‘
一
曰
‘

讐
根
駐
慢
玉
紋
垂
‘
指
―
―
聞
花
枝
↓
念
茫
時
。

【
昏
子
】
7

勺
も
と
ど
り
。
子
は
助
辞
。
〔
楊
維
禎
‘

1,

紫
レ
炭
也
、
誓
即
慇
之
小
髪
‘
士
喪
證
、
主
人
髯
レ

髪
‘
注
‘
鷲
炭
者
、
去
-
5

弁
鵬
而
介
、
可
レ
見
臀
即
宮
戯
嬰
圏
詩
〕
栴
檀
小
殿
吹
天
査
新
興
髯
f
換
酋
斐
未
レ
長
。
参
器
(
1
2
|
 4
5
4
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

讐

也

、

慇

磐

義

通

、

隷

形

亦

近

、

俗

以

愴

専

属

熊

，

槃

、

或

払

音

。

曾】如
口にl
ゲケキキ
チッチツ

曰
ヶ
イ

〔
集
韻
〕
吉
詣
切
圏

H
 
I
 

chi• 

〔
集
韻
〕
激
質
切
闇
i圏

〔
集
韻
〕
笑
結
切

祠】岬
ソ
ー
ウ

憲
(
1
2
|
 4
5
5
5
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
儲
、
同
レ
憲
。

た
れ
が
み
。
小
兒
の
か
み
を
そ
つ
て
あ
ま
り
を

た
れ
さ
げ
た
も
の
。
皆
(
1
2
-
4
5
5
1
9
)

に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
槃
‘
斐
垂
゜
〔
集
韻
〕
皆
‘
剃
餘
製
‘
或
炊
レ

乃
木
° 冦

】
〗夕
〔
集
韻
〕
都
果
切

圏

著
二
帷
頭

L
K
、
自
―
―
項
中
―
而
前
、
交
―
―
於
額
上
ぶ
即
饒
レ
紛

也。

冨】坤
ゴ
ン

〔
集
韻
〕
吾
昆
切
甲
i

冠

】

[

髯
肱
は
‘
製
の
ち
ぢ
れ
た
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鷺
‘
髯

魃
、
鞣
製
兒
゜

キ
ョ
ク

ゴ
ク

集
韻
〕
衛
六
切

誘

【
鯰
希
】
〗

ハーウ

茎
(
1
2
-
4
5
4
4
6
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
紫
‘
茎
字
之
調
。

冨
品
ノゞ

ン

覧
(
1
1
0
|
4
5
5
6
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
髯
、
同
レ
覧
。

冦
】
叫

輩
慇
は
髪
が
乱
れ
た
さ
ま
。
或
は
霞
(
1
2—な
5

5
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
輩
‘
字
林
‘
茎
慇
‘
髭
乱
兒
‘

或
作
レ
髭
゜

【
茎
仙
子
】
と
ク

明
、
高
滋
(
1
2ー

4
5
3
1
3
:
 3
3
1
)

の
舅

プ腐

〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切

園

〇
髪
が
ち
ぢ
れ
る
。
〔
玉
篇
〕
輩
‘
嬰
巻
。
●
緊
輩

は
‘
斐
か
立
つ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
輩
‘
堅
璧
‘
髪
起

兒゚ 窟】畑

〔
集
韻
〕
陵
之
切
甲
3

IIIi―― 
型
(
1
2ー

4
5
4
5
5
)

の
俗
字
。
〔
字
彙

冠
】
叫
サ
補
〕
監
、
俗
堅
字
。

13241 



(45451)一 (45463)

小
婦
人
が
喪
中
に
結
ぶ
髪
。
璧
に
は
三

随
豪
つ
あ
っ
て
、
小
敏
か
ら
大
紋
を
終
ヘ

て
成
服
に
至
る
ま
で
は
‘
斬
衰
を
服
す
べ
き
と

き
は
麻
を
‘
齊
衰
を
服
す
べ
き
と
き
は
布
を
用

ひ
て
、
男
子
の
髯
髭
と
同
じ
ゃ
う
に
結
ひ
‘
成
服

以
後
は
絹
を
と
り
さ
り
、
束
ね
て
罪
を
さ
す
。

も
と
壁
(
1
2
-
4
5
5
4
6
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕

髯
本
作
董
゜
〔
説
文
〕
鯛
喪
結
也
、
證
、
女
子
聖

衰
‘
弔
則
不
レ
埜
‘
魯
威
武
仲
息
齊
載
於
狐
麒

魯
人
迎
レ
喪
者
始
璧
‘
炊
レ
影
型
臀
。
〔
儀
證
‘
士
喪

證
記
〕
婦
人
髯
―
子
室
↓
〔
注
〕
始
死
‘
婦
人
将
-
―
斬

窟
】
呻
[
〔
旦

7
9且

●
か
み
の
け
。
〔
集
韻
〕
襲
、
製
也
。

0
か
み
の

け
が
垂
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
雙
‘
斐
垂
兒
゜

冦】
5

セ
ン

〔
集
韻
〕
思
廉
切
圏

毛
が
羅
れ
る
。
〔
篇
海
〕
髯
‘
毛
乱
。

冤】
5
ぃ
ー
ウ

〔
篇
海
〕
子
紅
切
圃

霞
品
7 

磐
(
1
2ー

4
5
4
7
3
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

筈
‘
或
作
レ
替
。

髪
の
疎
ら
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
炭
‘
髭
疎
兒
゜

冥】的
レ
9
7

〔
集
韻
〕
力
協
切
国
{

髪
を
き
る
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
競
レ
髭
也
。

影

部

〔
七
書
〕

哀
者
、
去
に
升
而
鷹
膝
齊
喪
者
、
骨
絆
而
颯

含
―
―
炉
璧
者
、
亦
去
孟
弁
絹
―
而
紛
也
、
齊
衰
以
上

至
レ
心
弁
猶
髯
埜
之
異
―
―
於
昏
製
―
者
、
既
去
レ
朧
而

以
レ
炭
為
一
大
紛
ぶ
竺
今
婦
人
露
紛
ザ
其
象
也
‘
檀

弓
日
、
南
宮
紹
之
妻
之
姑
之
喪
‘
夫
子
誨
レ
之
璧
‘

曰
‘
爾
母
―
―
縦
縦
爾
盃
爾
母
面
言
醤
只
其
用
二
麻
布
「

亦
如
レ
著
―
―
帷
頭
―
然
。
〔
胡
培
輩
正
義
〕
斬
衰
之
璧

用
レ
麻
、
齊
衰
之
璧
用
な
布
、
此
注
云
レ
用
二
麻
布
「

兼
責
衰
一
言
也
‘
證
記
喪
服
小
記
孔
疏
載
一
皇
氏

三
髭
之
畏
謂
‘
一
麻
璧
‘
一
布
髯
一
是
露
紛
之

窟
‘
甚
確
、
今
以
11

此
注
一
考
レ
之
、
皇
説
蓋
本
二
於

鄭
一
此
注
先
言
ふ
毎
竺
唸
製
―
異
い
而
繹
レ
之
以
二

露
紛
万
又
引
1

一
檀
弓
五
壁
璧
之
象
千
下
乃
云
‘
其
用
1
1

麻
布
1

亦
如
レ
著
鰺
頭
―
然
、
則
是
製
有
下
不
レ
用
ニ

麻
布
〗
衷
不
レ
用
二
麻
布
一
之
埜
‘
即
露
紛
是
芙
、

用
職
布
之
髯
呉
髯
髪
同
、
不
レ
用
麻
布
一
之

髯
奥
髯
髪
異
、
用
巌
布
之
璧
‘
是
用
章
布
―

纏
饒
於
買
而
俯
霧
其
検
磐
嬰
亦
露
―
―
其
紛
一

故
其
象
同
‘
露
紛
之
璧
‘
非
レ
有
―
―
―
他
物
加
1

秘
於
首
「

口
ハ
是
去
レ
継
而
露
二
其
製
―
耳
‘
麻
璧
布
璧
‘
唯
用
下

於
未
1

一
成
服
一
之
前
い
露
紛
之
璧
‘
則
終
レ
喪
皆
然
、

蓋
平
時
耀
以
i

炉
嬰
‘
亦
以
為
レ
飾
、
喪
則
去
レ
之
、

成
服
之
後
、
男
子
有
―
―
喪
冠
盆
畑
人
則
首
去
レ
飾
以

表
レ
喪
゜
〔
證
、
檀
弓
上
〕
魯
婦
人
之
埜
而
弔
也
。

〔
注
〕
去
レ
耀
而
紛
、
日
レ
璧
゜

【
型
帽
】
1

グ
璧
に
つ
け
る
か
み
か
ざ
り
。
一
種
の
喪

冠
。
〔
隋
書
‘
五
行
志
上
〕
後
主
好
令
，
宮
人
以
一
白
越
布
―

折
4

額
‘
状
如
璧
蠣
又
葛
白
蓋
一
此
二
者
喪
禍
之
服

也。
【
型
髯
】
2

t

ィ
た
ぶ
さ
を
む
す
ん
だ
だ
け
で
覆
ひ
を
つ

け
な
い
か
み
。
〔
唐
書
、
南
蜜
下
‘
雨
霙
蟹
鰈
博
〕
男
子

型
髯
‘
女
人
被
製
。

【
堅
衰
】
3

t

ィ
未
婚
の
女
子
が
父
の
死
に
遭
っ
た
時
の

髭
と
喪
服
。
字
解
を
見
よ
。
衰
は
斬
衰
。
〔
儀
幌
‘
喪
服
〕

女
子
子
在
レ
室
為
レ
父
、
布
穂
箭
痒
型
衰
三
年
。
〔
注
〕
型
‘

埃

砦

腐

墓

慰

槃

緊

禁

冦

髯

謬

紫

醤

祠】細
口口曰
セサ七サセサ
ウウウウウウ

〔
集
韻
〕
山
巧
切
固
一 圏

〔
集
韻
〕
所
教
切
甜
{

〔
集
韻
〕
師
交
切

寇
】
〗

〇
毛
が
あ
を
い
。
〔
集
韻
〕
紫
、
毛
蒼
也
。

O
髪

が
諷
れ
る
。
〔
類
篇
〕
紫
、
製
乱
也
。

バ
，
ウマウ

〔
集
韻
〕
莫
江
切

屈

窃
紫
は
、
長
い
。
〔
篇
海
〕
緊
‘
粉
媒
、
長
也
。

冨
】
〗f

尤
ウ
ネ
ウ

篇
海
〕
奴
了
切
酉

ひ
き
む
す
ん
だ
だ
け
の
か
み
。
〔
字
彙
〕
製
‘
誓

製。 【蒙】坤
シ

〔
字
彙
〕
詩
止
切
写
血

上
手
に
ゆ
ひ
あ
が
っ
た
か
み
。
〔
篇
海
〕
緊
‘
好

斐
結
也
。

冦
】
臼
賃
篇
海
〕
烏
果
切
臨

露
紛
也
‘
猶
―
―
男
子
之
括
髭
↓

[
埜
首
】
4

翌
蜜
夷
の
か
み
の
形
。
又
、
蟹
夷
の
國
名
。

〔
淮
南
子
‘
齋
俗
訓
〕
三
苗
壁
首
、
先
人
括
領
、
中
國
冠

痒
‘
越
人
劉
僻
‘
其
於
レ
服
一
也
。
〔
王
融
、
三
月
一
―
一
日
曲

水
詩
序
〕
離
身
反
踵
之
君
‘
歴
首
貫
曾
之
長
。
〔
注
〕
銑

日
‘
離
身
反
踵
、
製
首
貫
胃
、
四
海
國
名
。
〔
沈
約
、
齋
故

安
陸
昭
王
碑
文
〕
櫂
馨
璧
首
。
〔
注
〕
銑
日
、
櫂
髯
竪
首
‘

蜜
夷
結
髪
之
形
。

醤（
1
2ー

4
5
5
2
0
)

の
謡
字
。
〔
康
熙

冨
I】
〗
、
X
ウ
字
典
〕
醤
‘
醤
字
之
謡
。

小
●
髪
を
剃
る
。
小
兒
の
か
み
を
そ
る
。

腐

豪

或

は

剃

(
2
-
1
9
8
9
)
・

馴
(
2
-
2
0
3
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
紫
‘
飼
レ
斐
也
‘
炊
レ
影
弟
瞥
‘
大

人
日
レ
発
‘
小
兒
曰
レ
紫
‘
盛
及
―
―
身
毛
一
日
レ
制
。

〔
集
韻
〕
紫
‘
或
作
函
初
.
馴

-
0か
も
じ
。
駐
に
同

じ
。
〔
廣
韻
〕
醒
‘
髪
也
‘
紫
‘
上
同
。

寇
】
〗テ
イ
〔
集
韻
〕
他
計
切ヽ

夕

ィ

右

一

：：：園

サ
〔
集
韻
〕
師
加
切
固
[

シ

，

ャ

戸

Y

s
h
a
'
 

口口
サ
〔
集
韻
〕
蘇
禾
切
醐
g

日
口
慕
謬
は
、
製
の
垂
れ
る
さ
ま
。
又
、
製
の
美

し
い
さ
ま
。
又
、
製
の
乱
れ
る
さ
ま
。
〔
通
俗
文
〕

斐
乱
日
窒
竺
〔
玉
篇
〕
邸
、
慕
捻
‘
垂
兒
゜
〔
集

韻
〕
捻
、
慕
捻
‘
斐
美
也
。

【

3
沙
】
畑

日

g
oた
ぶ
さ
。
営
の
後
に
垂
れ
た
も
の
。
〔
集

韻
〕
替
‘
髭
末
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
輩
レ
懺

垂
レ
髯
゜
〔
注
〕
張
揖
日
‘
髯
‘
醤
後
垂
也
。
〔
宋
史
、

占
城
國
傭
〕
撮
レ
髭
為
レ
誓
、
散
↓
1

垂
餘
髯
於
後
三
●

髪
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
髯
、
製
兒
。
●
雄
旗
の
端
に

垂
れ
る
羽
毛
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕
曳
,
,
長
庚
之

飛
髯
↓
〔
注
〕
替
‘
即
桂
旗
所
レ
垂
羽
毛
也
。

O
衣
の

飾
゜
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
偉
上
〕
輩
レ
懺
垂
レ
髯
゜

〔
注
〕
師
古
日
‘
髯
‘
謂
二
燕
尾
之
陽
西
日
衣
上
恨
飾

也
。
〔
博
毅
‘
舞
賦
〕
華
桂
飛
髯
而
雑
―
―
懺
羅
芦
呈
七

髪
が
長
い
。
〔
集
韻
〕
髯
‘
毛
斐
長
。

ハ
四
六

13242 
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影

部

〔
七
_
|
八
書
―
〕

営

駿

業

紺

闘

髭

緊

駕

業

営

翡

儲

翠

娑

輩

ハ
四
七

El口
〇
高
く
結
ひ
あ
げ
た
髪
。
〔
集
韻
〕
禁
、
高
髯

也。

O
或
は
従
(
4
-
1
0
1
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

緊
‘
或
作
レ
従
。
参
た
て
が
み
。
髯
(
1
2
-
4
5
4
9
8
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
禁
‘
俗
髯
字
。

【
崇
尾
】
1

翌
た
て
が
み
と
尾
。
〔
輻
悪
全
書
、
郵
政
部
、

立
局
〕
刷
飢
毛
庄
剪
紐
緊
尾
↓

【
緊
毛
】
2

誘
た
て
が
み
。
〔
輯
惑
全
書
、
郵
政
部
、
相

,........, 
星多、_._,
示
~ 
45470 

□ 日
ザサ，ズソ，
ゥゥ ゥ

〔
集
韻
〕
祖
宗
切
安
]

p
x
L
 !
s
u
n
g
'
 

届

〔
集
韻
〕
銀
江
切

＇且

【
髭
ハ
】
臼
ビ
ン

髪
(
1
2ー

4
5
6
0
7
)

の
俗
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
髭
‘
賢
俗
字
。

肋
鯖
は
‘
禿
髪
癒
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
閤
‘
俗
謂
11

禿

斐
惰
1

為
1

一
厖
剌
咋
和
一

貧
】
〗
〔
中
華
大
字
典
〕
讀
如
レ
利
ヽ
カー

算】年

柴
(
1
2ー

4
5
3
7
2
)
に
同
じ
。
〔
五
音

篇
海
〕
甜
、
同
レ
紫
。

キ
ヴ

冤
】
〗ハヴ
槃
(
1
2ー

4
5
4
4
3
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
槃
、
同
レ
槃
。

貧】

[
i
(
]旦
[O)
に
同
じ
。
〔
字
彙

冥
泣

招
(
1
2
-
4
5
4
3
9
)

の
本
字
。
〔
正

ク
，
ワ
ッ

字
通
〕
営
‘
慇
本
字
。

小

或

日

ロ

ロ

0
か
も
じ
。
或
は
琶

揺
築
隔
種
(
1
2
|
 4
5
3
6
3
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
駕
‘
髪
也
‘
炊
レ
影
易
瞥
‘
毬
‘
駕
或
八
―
―
也
瞥
↓

●
そ
る
。
翡
(
1
2
|
 4
5
4
6
2
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕

鶯
、
同
愴
゜
〔
漢
書
‘
司
馬
遷
博
〕
其
次
駕
如
訂
玄

嬰
金
鐵
受
辱
。
参
と
く
。
〔
儀
譴
士
喪
帽
〕
其

賓
特
豚
‘
四
駕
去
レ
蹄
゜
〔
注
〕
鷺
‘
解
也
、
今
文
鷲

為
レ
gIJo
〔
胡
培
輩
正
義
〕
段
氏
玉
裁
―
広
‘
士
喪
謄
‘

特
豚
四
駕
、
本
作
レ
罰
、
今
作
レ
駕
、
調
字
‘
又
云
‘

漢
時
有
副
字
孟
別
者
、
飼
之
省
俗
、
又
云
、
大
雅

皇
芙
、
攘
レ
之
別
レ
之
、
繹
文
云
‘
字
或
作
レ
鷺
‘
蓋

詩
本
作
レ
齢
‘
識
レ
之
則
為
レ
駕
‘
俗
レ
之
則
為
レ
別
、

魯
頌
秋
彼
東
南
‘
繹
文
云
、
秋
、
韓
詩
作
レ
駕
‘
除

也
‘
鷲
亦
飼
之
謳
‘
胡
氏
承
瑛
云
‘
駕
、
本
罰
斐

所
レ
為
、
古
人
以
―
―
其
臀
同
義
近
□
故
経
典
即
瑕
レ

駕
為
レ
制
、
士
喪
橙
之
四
鷲
‘
古
文
蓋
借
レ
鷺
為
レ

飢
周
證
小
子
羞
羊
罪
、
注
云
‘
律
‘
讀
為
レ
駕
‘
亦

是
瑕
レ
鴛
為
レ
嗣
、
未
二
必
皆
調
字
一
也
。
R
治
め

る
。
の
ぞ
く
。
別
(
2
-
2
0
3
1
)

に
通
ず
。
〔
詩
‘
魯

頌
‘
袢
水
〕
愁
彼
東
翌
〔
箋
〕
秋
‘
裳
作
切
、

別
、
治
也
。
〔
繹
文
〕
韓
詩
作
レ
駕
‘
除
也
。
＠
或
は

雙
1
2
-
4
5
4
0
9
)
・
 
覧
(
1
2
-
4
5
4
2
7
)
・
 
錫

(11-

4
0
5
7
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘
或
炊
レ
世
‘
炊
レ
曳
。

〔
集
韻
〕
鷺
‘
或
作
レ
銑
゜

【
駕
別
】
1
戸

5

か
み
を
そ
る
。
〔
後
漢
書
‘
渇
紡
博
〕
皆

自
髯
別
、
負
―
―
鉄
鑽
涵
四
其
衆
—
請
レ
罪
。
〔
注
〕
謂
孟

5
-

テ
イ
タ
イ

日

冨
品
且
ク
昌[ク
〔
集
韻
〕
他
歴
切

〔
集
韻
〕
他
計
切ヽ
右
一

〔
集
韻
〕
思
積
切

醤厩:圏

良
馬
〕
緊
毛
茸
細
要
如
レ
綿
゜

盲】
5

鯖
臀
は
、
製
が
み
だ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
貼
‘
貼
昏
、
製

し。箇
【
翡
捻
]
1

店
髭
が
ゆ
る
ん
で
乱
れ
た
さ
ま
。
〔
眺
祗
、

詩
〕
春
風
涌
賢
緑
鯖
胚
゜
〔
水
滸
博
、
三
回
〕
鯖
稔
雲
営
‘

抽
二
枝
胄
玉
栢
兒
一

【
鯖
僣
】
2

バ

5

0
製
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
被
炭
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
貼
‘
翡
僣
、
製
乱
。
〔
曾
数
‘
看
レ
花
詩
〕
但
知
科
l
-

藪
紅
鹿
―
去
‘
莫
レ
問
↓
―
鯖
昏
白
髭
催
↓
〔
陸
消
‘
詩
〕
夜
分

到
レ
家
趨
二
籍
火
盃
棚
子
驚
起
頭
鯖
昏
。

O
韓
じ
て
‘
廣
＜

物
の
み
だ
れ
る
こ
と
。
〔
苗
成
大
、
元
夕
詩
〕
兒
女
強
修

元
夕
供
‘
王
蛾
先
避
雪
貼
臀
゜

ホ＇ウ
ポ＇ウ

〔
集
韻
〕
蒲
登
切／ 
欠
L

図
p
ふ
n
g
'

小
日
口

l日
●
髪
の
さ
ま
。
も
と
翌1
2
—

臨

策

4
5
4
9
7
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
髯

本
作
レ
緊
。
〔
説
文
〕
筈
‘
嬰
兒
、
八
レ
影
音
瞥
。
●
髪

が
好
い
。
〔
集
韻
〕
髯
、
製
好
也
。
〔
集
韻
〕
菩
、
美

髪

〇

或

は

額
(
1
2
-
4
3
6
6
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

競
或
作
レ
額
。
國
髪
の
短
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
響
‘

製
短
兒
。
国
た
ぶ
さ
゜
又
‘
髪
が
ま
だ
長
く
な
い
。

槃
(
1
2
-
4
5
4
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
槃
‘
誓
也
、
一

日
‘
髭
未
レ
長
‘
或
炊
レ
立
口
°

ホ
，
ウ
プ
日□フ

73

曰
フ7

 

國
‘

宮】
454

喜
国
い
[

〔
集
韻
〕
蒲
侯
切
中
]

〔
集
韻
〕
風
無
切
國

〔
集
韻
〕
斐
父
切
圏

〔
集
韻
〕
普
后
切
知蹄

l

〔
集
韻
〕
補
抱
切

【
業
】

5

去
髭
1

也

シ

律
(
9
-
2
9
2
2
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

業
、
同
レ
律
゜

窟】
5

サ
ク
〔
篇
海
〕
側
角
切
圏

冦】
5

萎
臀
は
、
製
か
美
し
い
。
〔
集
韻
〕
萎
‘
萎
腎
‘
髪

美
。
〔
正
字
通
〕
萎
‘
萎
習
、
製
美
。
〔
顧
況
、
宜
城
放

琴
客
歌
〕
頭
髯
萎
醤
手
爪
長
。
〔
蘇
献
‘
遷
居
詩
〕

青
山
涵
聴
i

頭
石
変
醤
幾
雲
誓
↓

ク，ワ
ヮ

〔
集
韻
〕
郎
果
切
醗

＞
 
x
こ

wo3

日

0
も
と
ど
り
。
〔
集
韻
〕
翠
磐
也
。

O
髪
の
多

い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
翠
‘
髭
多
兒
゜
口
〇
翠
髭
は
‘
製

が
胤
れ
る
。
〔
集
韻
〕
翠
‘
翠
髭
‘
製
胤
。
●
髪
の
さ

ま
。
〔
集
韻
〕
翠
‘
髪
兒
゜
曰
□
●
に
同
じ
。

且
[

室
'
]
5

□
げクヴ
ィ

ゲ
曰

〔
集
韻
〕
求
卦
切

囲

集
韻
〕
描
内
切
駆圏

〔
集
韻
〕
昨
没
切

〔
集
韻
〕
職
救
切
国
t-

〔
集
韻
〕
陳
留
切
困

〔
集
韻
〕
丁
聯
切
薩

小
日
□
●
髪
が
多
い
。
〔
説
文
〕
鶯
‘
髪
多

多胤
兵
策
也
、
炊
如
周
臀
。
●
棚
(
8
-
2
5
1
3
0
)
・

網
(
8ー

2
7
5
4
6
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
髯
‘
毛
詩

作
レ
槻
、
別
借
レ
網
°
〇
鑓
(
1
2
-
4
5
6
0
2
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
瓢
‘
或
炊
レ
周
。
国
●
小
兒
の
そ
り
残
し

た
か
み
。
〔
集
韻
〕
醤
、
留
製
也
。

O
愛
が
多
い
。

〔
集
韻
〕
協
、
一
日
、
製
多
。

冨】
5

回ロロ
テ，ヂチl シシ

'' ウユウユウ

13243 
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か
み
。
〔
字
彙
〕
蓄
‘
髪
也
。

【
鞣
緩
】
7

s
u
n
g
'
k
u
a
n
3

ゆ
と
り
が
つ
く
。
ゆ
る
い
。

【
縣
口
】
8

s
u
n
g
'
k
'
o
u
3

話
し
ぶ
り
が
ゆ
る
む
。

【
軽
爽
】
，

s
u
n
g
'
s
h
u
a
n
g
'

さ
っ
ぱ
り
す
る
。

【
鞣
手
】
10

s
u
n
g
'
s
h
o
u
3

つ
か
ん
だ
手
を
ゆ
る
め
る
。

ゆ
る
す
。

【
鞣
慮
】
ll

衿
ゆ
る
む
と
こ
ろ
。
〔
蝠
恵
全
書
‘
保
甲
部
、

建
築
柵
濠
〕
有
藷
虞
須
二
固
杵
堅
賓
↓

【
鞣
性
】
12

s
u
n
g
'
h
s
i
n
g
'

有
孔
性
。
海
綿
な
ど
に
い

ふ。

【
縣
通
】
13

s
u
n
g
'
t
'
u
n
g
'

ゆ
つ
く
り
す
る
。
落
著
く
。

【
鞣
土
】
14

s
u
n
g
'
t
'
u
3

し
ま
り
の
な
い
ぽ
ろ
ぽ
ろ
の

土
。
又
、
土
壌
を
や
は
ら
か
に
す
る
。

【
縣
動
】
15

昴
ゆ
る
＜
う
ご
く
。
〔
縣
恵
全
書
‘
刑
名
部
、

監
禁
〕
略
興
二
鞣
動
面
脚
緯
雖
1

一
日
間
1

不
レ
可
レ
去
。

日
□
国
〇
輩
鞣
は
‘
髪
が
乱
れ
る
。
〔
集
韻
〕
棲
、
【
稔
放
】
16

衿
ゆ
る
め
る
。
自
由
に
す
る
。
〔
長
生
殿
、

輩
鞣
‘
髪
乱
。
●
ゆ
る
い
。
あ
ら
い
。
む
な
し
胞
櫂
〕
昨
已
買
嘱
解
寛
暫
時
縣
放
。

【
縣
鉛
】
17

祁
白
金
堕
化
水
素
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
を
燒

い
て
生
ず
る
黒
色
海
綿
状
の
物
質
。
硫
酸
製
造
其
の
他

い
。
〔
品
字
箋
〕
俗
以
為
1

一
賓
之
封
‘
緊
之
反
也
。

に
用
ひ
る
。
海
綿
状
白
金
。

●
棋
法
の
一
。
ゆ
る
＜
園
む
こ
と
。
〔
園
棋
義

例
‘
詮
繹
〕
鞣
‘
慢
也
‘
棋
家
取
―
―
其
玲
瀧
透
空
玉
疎
【
稔
没
】
18

玲
身
骰
に
餘
裕
が
あ
る
。
〔
還
魂
記
、
間
蕩
〕

而
不
レ
漏
之
謂
也
。
〇
或
は
梃
(
1
2
ー
4
5
5
5
3
)

・
慇
小
姐
不
レ
在
、
春
香
姐
也
、
軽
没
多
少
。

〔
集
韻
〕
此
宰
切
醐
血

(
1
2
ー
な
3
8
0
)

・
意
(
1
2
|
 4
5
5
5
4
)
に
作
る
。
〔
集

〔
集
韻
〕
倉
代
切
鰤
i

韻
〕
梃
‘
或
八
レ
松
゜
〔
集
韻
〕
軽
‘
或
作
―
―
雲
・
意
↓

國
輩
魅
は
‘
髪
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
縣
‘

髪
軽
‘
髪
乱
兒
。

日
結
ひ
上
げ
た
か
み
。
〔
廣
韻
〕
槃
‘
髪
槃
゜
〔
集

【
縣
園
】
1

努
ゆ
る
め
る
。
〔
一
禍
恵
全
書
、
刑
名
部
、
人

韻
〕
槃
‘
昏
謂
―
―
之
槃
↓
□

0
か
し
ら
づ
つ
み
。

頭
を
包
む
も
の
。
〔
方
言
‘
四
〕
絡
頭
‘
或
謂
之
槃
命
上
、
検
瞼
〕
語
意
鞣
圏
、
不
元
翌
説
詔
為
レ
妙
゜

聾
〔
集
韻
〕
槃
、
一
曰
‘
覆
巾
。
●
結
ひ
上
げ
た
【
鞣
開
】
2

衿
ゆ
る
い
。
緊
り
が
な
い
。
〔
一
輻
恵
全
書
、

か
み
。
〔
集
韻
〕
槃
、
博
雅
‘
誓
也
。
刑
名
部
、
人
命
下
‘
瞼
各
種
死
傷
〕
脱
蠅
吊
1

緩
緩
駐

【
槃
帯
】
1

9
“
頭
を
つ
つ
む
布
。
覆
巾
。
替
帯
。
〔
方
言
、
開
。

【
鞣
惇
】
3

s
u
n
g
'
h
s
i
e
h
'

怠
る
。
緊
り
が
な
い
。
油

四
〕
絡
頭
、
栢
頭
也
、
紗
績
・
賢
帯
・
槃
帯
・
格
・
掩
‘
繰
頭

断
す
る
。

【
軽
肋
】
4

s
u
n
g
'
c
h
i
n
'
e
力
を
ゆ
る
め
る
。
●
ぐ
ず

也
、
云
云
、
其
逼
者
謂
1

一
之
賛
帯
盃
孟
匹
之
渠
帯
↓
〔
注
〕

槃
、
亦
結
也
。

ぐ
ず
す
る
。

【
棲
緊
】
5

s
u
n
g
'
c
h
i
n
'

弛
い
の
と
緊
り
が
あ
る
の
と
。

【
鞣
快
】
6

s
u
n
g
'
k
'
u
a
i

清
々
す
る
。
心
地
が
す
が
す

が
し
く
な
る
。
さ
っ
ぱ
り
す
る
。

〖
稔
快
容
易
〗
6

s
u
n
g
'
k
'
u
a
i
 
j
u
n
g
2
 
i
 

か
な
こ
と
。
裕
福
な
こ
と
。

【
鯰
昔
】
紐

セ
キ
シ
，
ヤ
ク

〔
字
彙
〕
思
積
切

國

●
少
い
髪
。
〔
集
韻
〕
盾
‘
寡
髭
也
。
●
簡
(
1
2
ー
4
5

5
8
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
髯
‘
俗
簡
字
。

冦】畑
國国目□ス'!,ス、ノ，ス、I,1/, シ＇
ゥゥゥュョ，

ゥ

〔
集
韻
〕
蘇
弄
切

身
代
が
裕

〔
集
韻
〕
思
恭
切
因
i

〔
集
韻
〕
蘇
宗
切
一
困

ム
X
L

s
u
n
g
'
 

〔
集
韻
〕
蘇
叢
切
園圏

冦
】
〗ツ
イ

腎
(
1
2
-
4
5
5
1
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
脅
‘
或
作
レ
望
。

髪
の
短
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
営
、
髪
短
兒
。

祠】畑
カ
ン
ゴ
ン

〔
集
韻
〕
戸
感
切
國
il

冦】畑
ゾ
，
ウ

髪
(110
ー
4
5
4
9
8
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
盤
‘
俗
髪
字
。

か
み
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
髪
也
。

宿】畑
タブ
ド
1
7

〔
集
韻
〕
逹
合
切

函

【

駆

】

岬

日
サ
イ

口
サ
イ

【
眉
】
〗
カ
ン
ケ
ン

〔
集
韻
〕
丘
顔
切

圏

〔
集
韻
〕
芳
未
切
国
g

〔
集
韻
〕
博
木
切
園
『

小
日
□
み
だ
れ
た
髪
。
又
‘
忽
ち
見
は
れ

§
Z
策
る
。
〔
説
文
〕
裳
、
登
也
‘
忽
見
也
、
ハ
レ

影
呆
臀
、
呆
、
籍
文
魅
、
亦
忽
見
意
。
〔
段
注
〕
按
‘

註
也
二
字
術
文
、
集
絢
・
類
篇
壻
二
曰
二
字
於

忽
見
之
上
ぶ
心
非
レ
是
。

冨】
5

日
ヒ
国
ホ
ク

か
み
が
な
が
い
。
〔
篇
海
〕
髯
、
長
也
。

か
み
が
な
が
い
。
〔
篇
海
〕
輩
、
長
也
。

曾
】
[
ガ
ン

〔
篇
海
〕
魚
幹
切
幽

影

部

〔
八
董
〕

黎

盾

梨

誓

髯

稔

笛

慧

営

望

攀

磐

〔
集
韻
〕
逸
員
切
＇
甲

<
u
 i:r 
c
h
'
u
a
n
2
 

〔
集
韻
〕
騒
圃
切
囮

小
日
□
●
う
る
は
し
い
。
④
髪
が
美
し

闊
豪
い
。
〔
説
文
〕
幕
‘
髪
好
也
、
払
影
巻

瞥
‘
詩
日
、
其
人
美
且
慧
。
〔
繋
博
〕
髪
柔
好
也
。

〔
段
注
〕
齊
風
虞
令
日
、
其
人
美
且
鞣
、
博
日
、
慰
、

好
兒
‘
博
不
雀
ロ
レ
髪
者
、
博
用
1
1

其
引
伸
之
義
盃
m

阻
其
本
義
一
也
、
本
義
謂
一
髪
好
面
公
ぶ
竺
凡
好

之
僧
↓
◎
人
が
美
し
い
。
〔
詩
‘
齊
風
、
虞
令
〕
其
人

美
且
幕
。
〔
傭
〕
幕
、
好
貌
。
●
長
い
。
〔
集
韻
〕
巷
、

長
也
。
●
ふ
り
わ
け
が
み
を
結
ぶ
。
燕
居
の
時
‘

又
は
小
兒
の
髭
を
分
け
て
ゆ
ふ
。
〔
護
、
雑
記
下
〕

燕
則
鞣
首
。
〔
疏
〕
尋
常
在
レ
家
燕
居
、
則
去
二
其

茸
而
鞣
首
、
謂
入
夕
髪
為
1
1

晉
紛
1

也
、
雖
1

已

庄
猶
為
レ
少
者
慮
レ
之
。
●
髪
が
ち
ぢ
れ
る
。
〔
集

韻
〕
慧
‘
一
日
、
製
曲
。

【
碁
首
】
1

裟
ふ
り
わ
け
が
み
。
小
兒
の
髪
を
い
ふ
。

〔
證
‘
雑
記
下
〕
燕
則
馨
首
。
〔
疏
〕
尋
常
在
レ
案
燕
居
、
則

去
士
益
ザ
而
堪
首
‘
謂
入
夕
髪
為
―
―
臀
紛
一
也
‘
此
既
未
,
,

許
嫁
盃
雖
―
已
拌
―
猶
為
な
少
者
虞
レ
之
。

【
鞣
紹
】
2

筑
か
み
を
分
け
て
結
び
、
詔
の
尾
を
飾
り

と
す
る
。
紹
は
、
て
ん
。
〔
管
子
、
立
政
〕
百
工
商
買
、
不
レ

得
レ
服
,
,
長
慰
紹
↓
〔
纂
詰
〕
鞣
、
分
レ
髪
為
1

一
替
紛
一
也
、
紹
、

鼠
層
、
大
而
黄
黒
‘
漢
制
、
武
冠
以
1

一
紹
尾
―
為
レ
飾
‘
蓋
仲

冠】畑
国日
ケゲケ

ンンン

日
口
摯
輩
は
‘
髪
が
乱
れ
る
。
或
は
盤
(
1
2
-
4
5
5

器
）
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
攀
‘
撃
輩
‘
乱
髭
‘
或
作
レ
盤
。

【
馨
輩
】
1

琴
〇
か
み
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
撃
、

撃
攀
‘
毛
髪
乱
。
●
か
み
の
あ
か
い
さ
ま
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
、

征
蜀
聯
句
〕
怒
蹟
猶
髯
輩
、
断
腎
的
瓢
議
。

サ
ヴ
〔
集
韻
〕
鋤
耕
切
戸
{

シ

，

ヤ

，

ゥ

出

L

c
h
 9 ng' 

，

日
タ
，
ウ

ロ
£
ャ
ヴ
〔
集
韻
〕
中
埜
切
廊

【

撃

】

畑

六
四
八

13244 



(45490・ ・3)一 (45507)

窟
品

影

部

〔八
I

九
饗
〕

慰

輩

襄

毅

魁

諭

菜

岱

髪

麿

盤

慰

昏

楳

誓

骰

杉

背

意

六
四
九

ビ
ン
ヽ
ミ
ン

〔
川
篇
〕
眉
吟
切
膠
-

か
み
。
〔
篇
韻
〕
傾
、
製
也
。

冨
泣
l
ャ
ヴ
〔
篇
韻
〕
昔
雨

曾
】
徊
昇
耳
註
賃
戸
昇

麗
‘
典
属
同
。
〔
後
漢
書
、
五
行
志
一
〕
更
始
諸
将
軍
過
"

維
陽
―
者
散
十
輩
‘
皆
帳
而
衣
―
―
婦
人
衣
繍
擁
饒
↓
〔
王

先
謙
集
解
〕
錢
大
斯
曰
‘
光
武
紀
作
l

―
繍
掘
ご
愚
棟
日
‘

懃
‘
依
二
績
漢
書
湿
m
レ
作
レ
掘
゜

ク
ッ

日
口
鼓
魏
は
髪
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
巣
韻
〕

製
‘
駿
翡
、
製
乱
兒
。

ト
ヴ
ソ
曰

45

ト
ヴ

□
 

【
業
】
493

ッ

集
韻
〕
都
籠
切

〔
集
韻
〕
多
貢
切

困國

O
髪
が
う
つ
く
し
い
。
〔
篇
海
〕
襲
、
製
好
。

O

胡
人
の
髪
。
〔
篇
海
〕
襲
、
又
胡
人
髭
゜

貧】碑
ゲケ

ンン

〔
篇
海
〕
巨
貝
切
固

〇
冠
の
飾
。
牌
(
1
1
|
 4
1
1
5
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

輩
冠
飾
‘
亦
作
レ
騨
。
●
顧
（
盟
）
（
1
2
-
4
3
6
6
2
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
輩
‘
盟
同
。

窟】坤
9 へヽ
イイ

〔
篇
海
〕
邊
迷
切
廓
i

時
既
有
―
―
此
俗
一

【
堪
炭
】3
タ
~
ふ
り
わ
け
が
み
。
鞣
首
に
同
じ

小

El□
]
国
固
●
ふ
い
に
現
は
れ
る
。
に

策
は
か
に
遇
ふ
。
も
と
盤
(
1
2
|
 4
5
5
2
8
)
 

謳
に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
盤
、
説
文
本
作
レ
数
。
〔
説

文
〕
魏
‘
裳
也
、
八
レ
影
拉
瞥
゜
〔
段
注
〕
今
俗
謂
↓
―
卒

然
相
遇
一
日
レ
措
‘
如
榜
去
臀
芦
子
営
レ
作
レ
盤
。
●

窟】向
國回国日
9 9ゞヽパハハビハ
''''''' ウウウウウヤウ

ヴ

〔
集
韻
〕
蒲
庚
切
国
i

〔
集
韻
〕
補
朗
切
翠
〖

〔
集
韻
〕
蒲
浪
切
虚
幽題

〔
集
韻
〕
蒲
光
切

【髯】畑
か
つ
ら
。
醤
(
1
2
-
4
5
5
7
3
)

に
同
じ
。
通
じ
て
副

(
2
-
2
0
9
7
)

に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
仮
結
‘
謂
ニ

之
櫨
↓
〔
集
韻
〕
髯
‘
或
炊
レ
富
‘
通
作
レ
副
。

7
9ウ
7
 

〔
集
韻
〕
敷
救
切

宥

〇
髪
が
鼠
れ
る
。
〔
集
韻
〕
覧
、
製

iLOO輩
が
勁

い
馬
。
〔
六
書
故
〕
髪
‘
馬
振
之
勁
者
。
参
た
て
が

み
。
〔
唐
書
、
五
行
志
三
〕
滑
州
刺
史
李
邑
獣
レ
馬
‘

肉
髪
麟
臆
。

冦
】
〗
[
_
ウ
〔
集
韻
〕
岨
"
[
し
虞

s
g
gl 

＇且

冨
】
畑

紫
(
1
2
|
 4
5
4
7
3
)

の
本
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
馨
‘
習
本
字
‘
見
,
,
説
文
一

ホ
ヴ

土
を
掘
る
さ
ま
。
〔
川
篇
〕
紫
‘
掘
レ
土
貌
。

患
或
日
□
た
れ
が
み
。
又
、
幼
時

腐
糧
の
垂
髭
に
象
つ
て
作
っ
た

か
み
か
ざ
り
で
、
子
が
父
母
の
用
事
を
は
た
す
時

に
頭
に
著
け
る
も
の
。
或
は
尾
（
1
2
-
4
5
3
7
7
)
・茅

(
1
2
-
4
5
4
1
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
殷
‘
髭
至
レ
眉

也
‘
凡
レ
影
枚
臀
、
詩
曰
‘
枕
彼
雨
骰
‘
撃
‘
骰
或

省
。
〔
段
注
〕
郡
風
‘
肥
彼
所
駐
‘
傭
日
、
杞
‘
南
屹

之
貌
‘
鞍
者
、
製
至
レ
眉
、
子
事
あ
盆
竺
之
飾
、
許

韻
い
冥】向

.‘ーウ
モ
ヴ

日ノポ
ヴ
ロム

〔
集
韻
〕
迷
浮
切

〔
集
韻
〕
膜
抱
切

困嚢

髪
が
長
い
。
〔
篇
海
〕
磐
‘
斐
長
。

冦

】

蜘

勾

ク

〔
篇
海
〕
乞
格
切
顧
i

冦
】
〗、9ウノ
槃
(
1
2
|
 4
5
4
4
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
楳
、
同
レ
槃
。

【
岩
】
〗
醤
(
1
2ー

4
4
5
1
3
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
昏
、
同
レ
醤
゜

7
ツ

日
サ
イ
〔
集
韻
〕
桑
才
切
閲
↑

□
シ
〔
正
韻
〕
相
杏
切
甲
{

曰
シ
〔
集
韻
〕
疏
吏
切
閣

日
□

0
か
み
が
少
な
い
。
〔
玉
篇
〕
慰
、
小
髭
。

O

緊
慰
は
‘
ひ
げ
が
多
い
。
或
は
思
(
4
ー

1
0
4
6
2
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
意
‘
傑
意
‘
多
レ
須
兒
‘
或
作
レ
思
゜

国
口
口
の

O
に
同
じ
。

【髯心】蜘

盤
襲
は
、
髭
の
乱
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
盤
‘
盤
襲
‘

乱
嬰
兒
。

日
●
馬
の
輩
。
〔
玉
篇
〕
惹
、
馬
鼠
。
●
頭
意
は
‘

製
を
束
ね
る
き
ぬ
。
〔
集
韻
〕
慧
‘
繋
レ
髭
繍
日
―
―

頭
慧
□
茎
慧
は
‘
斐
が
み
だ
れ
る
。
魏
(
1
2
|

4

 

5
4
8
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
聡
‘
茎
樗
‘
髭
乱
‘
或
作
レ

慧
。
国
●
馬
の
鵞
〔
集
韻
〕
慧
‘
馬
鼠
●
あ
げ
ま

き
。
〔
集
韻
〕
鷲
一
曰
‘
慧
角
。
●
或
は
梃
(
1
2
-
4

5
5
5
3
)

に
作
り
‘
通
じ
て
継
(
8ー

2
7
8
4
4
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
意
‘
或
作
レ
提
‘
通
作
レ
総
。

昂ヴ

【
慧
】
年
乃ノ，ウス
ロ、

〔
集
韻
〕
祗
動
切

〔
集
韻
〕
蘇
宗
切

〔
集
韻
〕
祗
叢
切

面圏菌

細
い
毛
。
〔
集
韻
〕
翡
、
細
毛
。

【
杉
背
】
臼
□
，
〔
集
韻
〕
而
轄
切
杭

所
レ
本
也
、
内
則
‘
彿
レ
牧
‘
注
云
‘
穀
用
レ
製
為
レ

之
‘
象
―
―
幼
時
脅
谷
其
制
未
レ
聞
、
既
夕
幡
、
既
殖
主

人
脱
レ
髭
‘
注
云
、
兒
生
三
月
、
剪
レ
嬰
為
レ
髯
‘
男

角
女
鵜
‘
否
則
男
左
女
右
、
長
大
猶
為
―
―
之
飾
一

存
レ
之
‘
謂
二
之
髭
盃
所
和
―
―
以
順
―
―
父
母
一
幼
少
之
心
‘

云
云
、
玉
藻
‘
親
液
不
レ
朕
‘
注
云
‘
去
二
為
レ
子
之

飾
一
按
‘
鄭
既
言
ふ
孜
之
用
一
而
云
二
其
制
未
』
聞

者
、
謂
二
其
状
不
忌
？
詳
也
、
毛
云
‘
髭
至
レ
眉
‘
蓋

以
―
―
髪
雨
緒
下
垂
至
乙
眉
‘
像
―
―
嬰
兒
爽
な
図
之
角

製
下
垂
一
父
母
在
、
不
レ
失
二
其
嬰
兒
之
素
一
也
、

依
五
匹
経
一
日
レ
脱
‘
依
二
内
則
注
己
炉
彿
レ
髭
‘
振
二

去
塵
著
之
五
是
應
他
製
露
レ
之
‘
許
引
1
1

毛
詩
―

作
レ
骰
、
今
則
詩
證
皆
作
レ
髯
‘
或
由
幸
日
近
函
戌

借
‘
骰
典
レ
髭
義
、
古
壷
然
不
レ
同
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
亦

作
レ
髭
゜
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國籟

小
己
□
〇
ぬ
け
げ
。
ぬ
け
落
ち
た
製
。
も

委
苫
屈

豪

と

彗

(
1
2
-
4
5
5
8
9
)

に
作
る
。
〔
中
華

大
字
典
〕
髯
、
本
作
レ
善
。
〔
説
文
〕
彗
‘
腎
髭
也
、

炊
レ
影
苦
臀
゜
〔
段
注
〕
馨
為
二
隋
厖
杢
而
酋
字
下

日
、
製
謂
乏
髯
ご
説
翌
齊
也
、
則
髭
在
レ
頭
者
亦

非
レ
不
レ
可
レ
云
レ
髯
矢
゜
〔
句
讀
〕
髯
乃
自
落
之
製
‘

輿
下
臀
為
二
翡
落
ふ
？
不
レ
同
、
而
云
二
替
髪
―
者
、

【
馨
】
蜘

日
シ
，
ユ
ン

曰l
シ
，
ユ
ン

〔
集
韻
〕
輪
閏
切

〔
集
韻
〕
尺
手
切

【
槃
】
血

●
馬
の
、
多
い
た
て
が
み
。
〔
集
韻
〕
槃
、
馬
繁

鼠
゜
●
き
ば
ん
だ
髪
。
〔
集
韻
〕
槃
‘
一
曰
、
黄
炭
。

ジ
ー
ウ
ニ，ユ

〔
集
韻
〕
而
由
切

因

み
く
る
ま
の
飾
゜
〔
篇
海
〕
粍
‘
龍
車
之
飾
゜

【
鯰
粍
】
血

キ
ヴ
ク

〔
篇
海
〕
虚
尤
切
田
〗

須（
110ー

4
3
3
5
2
)
に
同
じ
。
〔
正
字

貧
】
蜘
通
〕
賛
‘
同
レ
須
。
〔
復
古
編
〕
賃
本

作
加
須
、
今
以
レ
須
為
1所
レ
須
字
一
而
面
毛
字
別
作
レ
賛
、

俗
又
傭
富
作
レ
蹟
゜
シ，ユ

【
髪
】
蜘
ソ
，
ウ
ロ
戸
」
"
[
)
゜
に
同
じ
。
〔
集

冦

】

蜘

力

J
"
5月
ぃ
｀
。
に
同
じ
。
〔
集

冤】
[

1

戸臼パ
L
F
[
[

韻
〕
簡
‘
或
炊
レ
契
゜
〔
集
韻
〕
皆
‘
或
作
レ
梃
゜

カ
ツ
・
ガ
ッ

影

部

〔
九
驚
〕

〔
集
韻
〕
子
仙
切

oo

H
-
ヰ
・
c
h
1
e
n
1

〔
集
韻
〕
子
凌
切
卿
]

〔
集
韻
〕
子
賤
切
醐
畔

表
月
小
日
□
女
の
賛
の
垂
れ
る
さ
ま
。
も
と

烈
Z

豪

糊
(
1
2
-
4
5
5
4
7
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

賊
本
作
レ
帯
。
〔
説
文
〕
需
‘
女
賢
垂
兒
也
、
炊
レ
影

帯
臀
゜
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
盛
箭
不
レ
同
レ
制
。
国

●
き
る
。
剪
(
2
-
2
0
8
8
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
諜
‘
段
借
為
レ
剪
゜
①
賢
を
そ
る
。
〔
請
‘
曲
穂

上
〕
不
1

一
蚤
齢
↓
〔
注
〕
箭
‘
棉
レ
賢
也
。
〔
疏
〕
馴
一
治
須

髪
也
。
＠
か
み
を
た
ち
き
る
。
〔
淮
南
子
‘
齋
俗

訓
〕
越
人
劉
棉
゜
〔
注
〕
棉
、
断
也
。
◎
草
木
を
き

る
。
〔
漢
書
‘
章
賢
博
〕
脈
レ
茅
作
レ
堂
。

O
垂
れ
下

っ
た
贅
゜
〔
集
韻
〕
脈
‘
垂
賢
謂
二
之
鼎
↓

【

謡

】

年

□
セ
ン

回
セ
ン

日
セ
ン

【
醤
】
〗
＇
〔
集
韻
〕
牌
由
切
甲
〗

シ
ヴ
シ
ュ

小
曰
□
国
囲
●
髪
の
毛
が
お
ち
る
。
〔
説

晨
f
屈
豪
文
〕
習
‘
炭
堕
也
、
八
レ
影
隋
省
臀
。
〔
段

注
〕
絃
本
、
堕
作
レ
隋
‘
廣
鉤
云
、
製
落
‘
是
也
。

O

す
ず
し
ろ
。
幼
兒
の
髪
の
そ
り
の
こ
し
。
或
は
槃

(
1
2
 |
 4
5
4
4
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
髯
、
剃
餘
髪
‘
或

八
レ
乃
木
。
〔
鵡
‘
内
則
〕
三
月
之
末
‘
欅
レ
日
翡
レ
髪
為
レ

賃
〔
注
〕
賢
所
レ
遺
嬰
也
。
〔
疏
〕
三
月
翡
斐
‘
所
ニ

餌
而
不
p
翡
者
‘
謂
―
―
之
皆
↓
参
お
ち
る
。
〔
廣
雅
‘

秤
詰
二
〕
替
‘
堕
也
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
髯
‘
落
也
。

働
髪
が
う
つ
く
し
い
。
〔
集
韻
〕
腎
‘
一
日
、
製
美
。

〇
或
は
盤
(
1
2
-
4
5
4
8
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
替
‘

或
作
レ
3
垂
° ，

 

琶
攀
は
髪
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
参
‘
琶
―
【
髯
】
匈

参
、
製
乱
。

室

ク

】

年

[

固国口
ダタキヅツ

イイ

〔
集
韻
〕
乃
嫁
切
鵬
〗

曰
タ

〔
集
韻
〕
都
果
切
碑
幽

ヵ
x
こ

t
u
0
3
 

〔
集
韻
〕
博
追
切
図

〔
集
韻
〕
罰
規
切
甲
3

〔
集
韻
〕
徒
臥
切
園
皿

其
為
―
―
堕
落
同
也
。
〔
藉
‘
喪
服
大
記
〕
君
・
大
夫
馨

爪
、
｛
貫
―
―
子
緑
中
↓
〔
注
〕
暮
‘
乱
髭
也
。

0
か
み
の

け
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
髪
謂
二
之
馨
↓
〇
髪
の
み
だ
れ

る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
笞
‘
髭
胤
兒
゜
R
髯
帯
は
、
製
つ

つ
み
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
髯
符
‘
繰
頭
也
。
＠
古
‘
奴

(
4
-
8
6
6
9
)
に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
馨
‘
古
文
巡
。

[
馨
爪
】
1

和
ン
き
り
お
と
し
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た

製
と
手
足
の
爪
。
〔
穂
、
喪
服
大
記
〕
君
・
大
夫
馨
爪
‘
賓
―
―

子
緑
中
↓
〔
注
〕
髯
、

IL製
也
。
〔
疏
〕
其
死
者
乱
髭
及
手

足
之
爪
、
盛
1

一
子
小
嚢
盃
貰
手
棺
角
之
中
↓

【
馨
帯
】
2

”
令
頭
に
巻
い
て
髭
を
つ
つ
む
布
。
製
つ
つ

み
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
髯
帯
‘
繰
頭
也
。

冨

】

血

ベ
ン

募
(
1
2
-
4
5
6
1
2
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
酵
、
葛
字
之
識
。

【
鯰
則
】
吋

罰
(
1
2
|
 4
5
5
3
3
)

に
同
じ
。
〔
篇

テ
キ

海
〕
齢
、
同
レ
肘
゜

【
怖
茅
】
1

定
か
や
を
き
る
。
〔
漢
書
‘
章
賢
傭
〕
愛
戻
ニ

於
鄭
ぶ
炉
茅
作
レ
堂
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
餅
‘
字
興
レ
翡
同
。

〔
晉
書
、
江
迪
傭
〕
屏
1

一
居
臨
海
盆
炉
棄
人
事
涵
炉
茅
結
レ

宇
、
耽
二
翫
載
籍
↓

【
餅
髭
】
2

ペ
ル
か
み
を
き
る
。
〔
逸
周
書
、
王
會
解
〕
越

温
孵
髪
文
身
。
〔
説
苑
‘
善
説
〕
文
身
脈
斐
゜

靱

営

箋

賛

巽

業

馨

参

箭

前

勢

醤

替

襲

磐

盤

制

髯

【
属
】
〗
セ
_
7

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
試
‘
昔
渉
。

制
閻
は
‘
禿
斐
稽
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
闊
‘
俗
謂
―
ー
禿

斐
癒
―
為
二
制
鯖
↓

【
制
】
〗
ラ
ッ

〔
中
華
大
字
典
〕
讀
如
レ
剌
゜

ヵ
や

la'

●
盤
子
は
、
ひ
げ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
盤
‘
俗
謂
レ
須

日
覇
壬
篇
海
類
編
‘
毬
下
云
‘
俗
謡
字
‘
是
此

字
世
俗
用
レ
之
久
芙
‘
或
以
為
下
郎
漢
書
有
レ
龍

厘
胡
顧
一
之
胡
5

然
注
云
‘
胡
、
謂
―
―
頸
下
垂
肉
―

也
‘
則
盤
不
レ
得
レ
作
レ
胡
也
。
●
俗
に
毬
(
6
ー

1
6
7

7
8
)

に
作
る
。
〔
篇
海
〕
毬
‘
俗
盤
字
。

【
糊
子
】
1

[

ひ
げ
。
〔
長
生
殿
‘
騨
備
〕
女
人
的
盤
子
、

那
裏
有

L
生
在
嘴
上
ー
的
3

【
謡
蹟
]
2

h
u
'
h
s
t
.
i
'

頬
髭
と
口
髭
゜
蹟
の
細
梢
。

【
糊
髯
】
3

炉
ひ
げ
。
〔
風
俗
通
、
正
失
〕
有
レ
龍
垂
窟

髯
玉
下
巽
黄
翌

冒
杭
】
4

h
u
2
 
s
h
u
'

ひ
げ
を
す
く
櫛
゜

【
盤
賊
】
5

h
u
2
 
t
s
e
i
'

馬
賊
。

【
盤
匪
】
6

h
u
'
f
e
i
3

馬
賊
。
盤
賊
。
紅
謡
子
。

冨
】
〗コ
〔
中
華
大
字
典
〕
讀
如
レ
胡

／
 
r
x
 h
u
2
 

笠
(
5
-
1
4
1
6
5
)
に
同
じ
。
〔
侃
隣
琲

【
磐
】
』
證
〕
磐
‘
今
家
訓
作
レ
誓
。

•
1
i
j
m

未
詳
。

〔
康
熙
字
典
〕
磐
‘
昔
未
詳
。

キ

【

襲

】

向

9ゞ

ン

嘘
(
1
2
-
4
5
5
6
8
)
の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
襲
‘
嘘
字
之
識
。

か
も
じ
を
添
へ
る
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
髭
接
レ
斐
也
。

ハ
五
〇

13246 



(45526)一 (45543)

宕
5
】
年

影

部

〔
九l
~

十
甍
〕
譲

置

数

驚

摺

饗

饗

飼

誉

替

糧

饂

昏

裳

縦

雛

諏

揖

ハ五

テ
キ
チ
ャ
ク

El 

集
韻
〕
他
歴
切
暉

髪
が
た
つ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
紫
‘
炭
竪
兒
。

冨

】

呻

[
9
[
ク
〔
集
韻
〕
色
窄
切
闘

盤
蟄
は
、
製
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
蟄
‘
饗
盤
、
製
兒
。

【
鯰
蚤
】
岬

〔
集
韻
〕
蘇
遭
切
面
i

サ
ヴ
ソ
ヴ

み
だ
れ
髪
。
或
は
髯
(
1
2
|
 
4
5
4
2
2
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
昏
‘
説
文
‘
乱
製
也
‘
或
杖
レ
耳
゜

写
】
〗

〔
集
韻
〕
如
容
切
圏
〗

ジ，ヨ，ウ

ニ，ユ

髪
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
麓
、
製
兒
。

【
鷺
】
〗
昇
〔
集
韻
〕
呼
高
切
圏

【
数
】
〗
、
’
盤
(
1
2
-
4
5
5
0
0
)

の
本
字
。
〔
康
熙

，
字
典
〕
廷
説
文
‘
盤
本
字
。

ゥ

長
い
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
置
、
長
貌
。

霊
墨
』
ガ
イ

〔
篇
海
〕
魚
開
切
図

＇且

貸
】
〗
ザ
ン
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
盤
‘
昔
謁
°

扇
回
小
●
馬
の
た
て
が
み
。
〔
説
文
新
附
〕
筈
‘

腐
荻
馬
鼠
也
、
八
加
者
臀
。
●
魚
の
せ
ぴ

れ
。
〔
儀
證
‘
士
虞
礎
〕
魚
進
レ
筈
゜
〔
注
〕
特
‘
脊

也
。
参
虹
の
彎
曲
の
形
容
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
晦
ニ

宛
虹
之
長
暑
↓
〔
注
〕
綜
曰
‘
筈
‘
脊
也
。
画
つ
き

る
。
次
第
に
盛
き
る
。
〔
方
言
‘
十
二
〕
馨
・
尾
・
梢
、

【

特

】

呻

[

〔

集

韻

嵐

濃

戸

日
□
●
賢
駆
は
‘
は
げ
。
或
は
鷲
(
1
2
-
4
5
5
0
9
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
誉
靱
‘
禿
也
。
〔
集
韻
〕
賢
‘
博

雅
‘
禿
也
‘
或
作
レ
嵩
。
●
簡
(
1
2ー

4
5
5
8
7
)

に
同

じ
。
〔
正
字
通
〕
誉
‘
同
レ
陥
。

O
或
は
梃
(
1
2
-
4
5

5
0
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
皆
‘
或
作
レ
靱
゜

冨
i
]
細

□ 日
ゲガケカ
チツチッ

〔
集
韻
〕
牛
轄
切

集
韻
〕
許
轄
切

闘闘

小
日
□

O
髪
を
そ
る
。
通
じ
て
鶯(
1
2—

芝
、
引
制岱
筆
4
5
4
7
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
蜘
‘
紫
レ
炭

也
‘
八
レ
影
炊
レ
刀
易
臀
゜
〔
義
證
〕
通
作
レ
駕
。
●
か

も
じ
。
そ
へ
が
み
。
〔
儀
謁
‘
少
牢
餓
食
證
‘
主
婦

被
錫
‘
注
〕
被
錫
‘
讀
為
―
―
髪
駕
工
古
者
‘
或
glJ
ニ賤

者
刑
者
之
髪
冨
盆
竺
婦
人
之
紛
否
戸
飾
、
因
名
ニ

髪
鷺
焉
。
〔
校
勘
記
〕
段
玉
裁
校
本
‘
鷺
作
レ
駁
゜

曰
髪
を
そ
る
。
或
は
剃
(
2
ー

1
9
8
9
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
刷
、
別
レ
髪
也
‘
或
炊
レ
弟
。

幅
也
會
意
形
臀
゜
彩
と
刀
と
を
合
は
せ
て
、
製
を
剃
る

意
を
表
は
し
、
易
が
音
符
。

セ
キ
シ
，
ヤ
ク

口
テ
ッ
デ
チ

ロ

集
韻
〕
徒
結
切

〔
廣
韻
〕
施
隻
切

圏願

【
堀
】
[

レ
ン

〔
集
韻
〕
勒
兼
切
／
輯

カ
ー

J
:
[
'
l
i
e
n
'

小
日
口
髪
が
う
つ
く
し
い
。
も
と
宴
に

＇ 
貸
策
作
る
。
〔
正
字
通
〕
裳
‘
本
作
レ
茎
゜
〔
説

文
〕
茎
、
製
好
也
‘
凡
レ
影
差
臀
゜
〔
集
韻
〕
翌
‘
製
美
。

国
髪
の
多
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
翌
‘
製
多
兒
。
囲
嵯

(
1
1
ー

4
1
1
7
2
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
裳
‘
卑
ハ
レ
嵯
通
。

【
裳
]
亨

□
ス
イ
且固サ

〔
集
韻
〕
オ
何
切

□
サ

〔
集
韻
〕
想
可
切
＞
芦
幽

古

X
亡

t
s
'
u
o
3

〔
集
韻
〕
楚
委
切
錮
g圏

〇
髪
の
長
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
搭
‘
製
長
兒
。
●
か

ざ
り
。
〔
集
韻
〕
蓉
、
一
日
、
飾
也
。

【
磨
】
〗〔
集
韻
〕
餘
封
切
図
〗

ョ，ウ
ュ

冨

】

年
け
の
す
が
た
。
〔
篇
海
〕
髯
‘
毛
相
。

ヘ
イ
ヒ
，
ャ
ヴ

篇
海
〕
筆
命
切
認
〗

貧
】
〗

髪
が
ち
ぢ
れ
る
。
〔
篇
海
〕
踵
、
製
巻
。

1) 

〔
篇
海
〕
部
知
切

図

盛
也
。
〔
注
〕
署
‘
毛
物
漸
落
去
之
名
。

【
馨
興
】
1

梵
た
て
が
み
が
立
つ
。
〔
尉
線
子
‘
制
談
〕
鷺

馬
特
興
角
逐
゜

【
特
椒
】
2

が
／
せ
ぴ
れ
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
巨
鱗
括
レ
雲
、

替
鼠
刺
レ
天
。
〔
注
〕
善
日
‘
郭
環
上
林
賦
注
曰
‘
鱚
、
魚
背

上
鼠
也
。

冨

】

蜘

□
シ
ン

日
シ
ン

〔
集
韻
〕
止
忍
切
極

＞
 

出

.f

c
h
e
n
3
 

〔
集
韻
〕
之
刃
切
醐
〖

0
か
も
じ
。
そ
へ
が
み
。
〔
玉
篇
〕
嫁
‘
髪
嫁
。

O

か
み
。
〔
集
韻
〕
鵞
‘
斐
也
。

O
髪
が
ま
ば
ら
な
さ

ま
。
〔
正
字
通
〕
囃
‘
髪
疎
貌
。

冨
】
〗ハ
ク
〔
集
韻
〕
伯
各
切
画
⇒

日
口
曰
つ
ぶ
し
ま
げ
。
ひ
く
く
た
ば

煽
い
ね
た
か
み
。
〔
説
文
〕
駿
臥
結
也
、
長

影
般
臀
、
讀
若
レ
槃
。
〔
繋
傭
〕
古
今
注
所
謂
槃
桓

醤
゜
〔
徐
瀬
注
箋
〕
臥
非
レ
寝
之
謂
‘
但
盤
結
而

不
レ
為
↓
―
高
髯
面
斯
為
―
―
臥
髯
―
耳
゜
〔
段
注
〕
結
‘
今

之
営
字
也
。
〔
廣
韻
〕
緞
‘
3

般
頭
‘
屈
レ
髪
為
レ
之
。
囲

髪
が
半
ば
白
い
。
〔
集
韻
〕
疑
‘
髪
半
白
。

【
巖
頭
】
1

梵
ひ
く
く
た
ば
ね
た
か
み
。
つ
ぶ
し
ま
げ
。

〔
廣
韻
〕
釦
般
‘
霰
頭
‘
曲
レ
嬰
為
レ
之
‘
又
臥
昏
也
。

冨

】

蜘

國曰□日
ハハバハバハ

ンンンンンン

索

〔
集
韻
〕
薄
半
切
醐

〔
集
韻
〕
補
渦
切
薗

〔
集
韻
〕
逍
還
切
圏

〔
集
韻
〕
蒲
官
切

小
〇
賛
が
垂
れ
る
さ
ま
。
又
‘
髪
の
長

君
魯
昇
藁
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
霰
‘
齢
也
‘

-El
、長

兒
‘
炊
レ
影
兼
瞥
‘
讀
如
レ
廉
゜
〔
義
證
〕
業
‘
徐
錯

韻
譜
‘
霰
‘
賢
垂
貌
、
玉
篇
、
藁
、
製
長
貌
°
〇
愕

黎
は
‘
賢
髭
の
ま
ば
ら
に
う
す
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕

髯
緊
棄
‘
賢
髪
疎
薄
兒
。

O
素
業
は
‘
ひ
げ
の

多
い
さ
ま
。
〔
古
築
府
‘
栢
上
桑
〕
為
レ
人
潔
白
哲
、

黎
霰
頗
有
レ
杉
環
。

13247 
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【
靡
要
】
〗
サ
ロ
訂
彗
鰐
豆
子
。
〔
康
郎
字

曾】蜘
冨】呵

観
(
1
2
|
 4
5
6
 0
 5
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
襲
‘
亦
作
レ
繋
゜

ボ
ウ

シ
ン

揖
(
1
2—
4
5
5
4
3
)
に
同
じ
。
〔
五
経

文
字
〕
賢
‘
同
レ
翼
゜

小
或
□
口
●
髪
が
多
い
。
多

(
1—

負

豪

闊

糧

3
7
2
)

に
同
じ
。
〔
説
文
峯
、

桐
髪
也
、
炊
う
そ
八
臀
‘
揖
‘
多
或
炊
レ
影
慎
瞥
゜

〔
左
氏
、
昭
、
二
十
六
〕
白
哲
楓
韻
眉
。
〔
疏
〕
置
蹟

眉
者
‘
言
和
翌
眉
皆
桐
多
一
也
。
●
髪
の
黒
く
て
つ

や
が
あ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
楓
‘
髭
黒
。
〔
詩
‘
郡
風
‘

君
子
偕
老
〕
揖
炭
如
レ
雲
。
〔
傭
〕
嶺
、
黒
製
也
。
〔
左

氏
‘
昭
‘
二
十
八
、
生
レ
女
頸
黒
、
疏
〕
翼
者
、
髭
多

長
而
黒
美
之
貌
也
。

O
つ
よ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰

一
〕
翼
強
也
。
＠
或
は
頸
(
1
2
-
4
8
1
7
8
)

に
作

る
。
〔
説
文
、
翼
段
注
〕
頸
‘
又
其
或
橙
゜
〔
左
氏
、

昭
‘
二
十
八
、
伊
女
墨
~
疏
〕
頸
‘
即
揖
也
。

[
翼
製
】
1

心
の
黒
く
て
美
し
い
か
み
。
〔
詩
‘
郡
風
、
君

子
偕
老
〕
翼
髪
如
レ
雲
、
不
レ
屑
レ
琶
也
。
〔
博
〕
揖
‘
黒
製

也
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
衛
后
興
1

於
揖
髭
↓
〔
注
〕
向
日
‘

衛
皇
后
以
恵
髭
口
炉
寵
゜
〔
陳
鴻
、
長
恨
歌
傭
〕
揖
髭
脈

理
、
織
穣
中
レ
度
。

｀
髭
山
人
〗
2
8
竺
諸
葛
録
の
麗
諸
葛
琴
嚢

(
1
0

|
 3
5
7
4
3
 :
 4
8
)
を
見
よ
。

【
揖
蹟
眉
】
3

し
/
/
‘
ュ
ひ
げ
と
ま
ゆ
げ
と
が
多
く
て
黒
い

こ
と
。
〔
左
氏
、
昭
、
二
十
六
〕
有
一
君
子
言
口
哲
揖
駿
眉
、

甚
口
。
〔
疏
〕
揖
蹟
眉
者
、
言
t

一
蹟
眉
皆
桐
多
1

也
。
〔
會
箋
〕

繹
文
、
製
、
黒
也
‘
説
文
、
翼
‘
槻
髪
也
、
製
蹟
眉
者
‘
謂
―
―

蹟
眉
皆
桐
黒
一
也
。 影

部

〔
十
ー
|
+
―
鵞
〕

【
憲
】
呻

慇
(
1
2
|
 4
5
5
 0
 7
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
意
‘
卑
ハ
レ
惹
同
。

ソ
ヴ

□
既
提
は
‘
製
の
胤
れ
る
さ
ま
。
或
は
粒
(
1
2
-

4
5
4
8
4
)

・緊公
(
1
2
-
4
5
3
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
聡
、

競
提
‘
髪
乱
‘
或
炊
レ
松
、
ハ
込
。
口
馬
の
た
て
が

み
。
意
(
1
2
-
4
5
5
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
惹
、
馬

盤
、
或
作
レ
競
゜

冠】』

イ
ヨ
，
ウ

シ，ユ
日`
ノ，ウ
スロ、

〔
集
韻
〕
祗
動
切

〔
集
韻
〕
七
恭
切

圏圏

竺
1
2
-
4
5
4
4
6
)

に
同
じ
。
〔
集

冦
】
年
ホ
ウ
韻
〕
嘘
‘
或
作
レ
覧
。

髪
の
さ
ま
゜
〔
集
韻
〕
駐
、
製
兒
。

霰】蜘
昇
〔
集
韻
〕
牛
刀
切
圏

n●胃――

冦
】
向
サ
ツ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
穀
‘
音
殺

ひ
げ
。
〔
龍
貌
手
鑑
〕
鷺
‘
蹟
也
。

【
鶯
】
〗
レ
9
7

〔
龍
寵
手
鑑
〕
良
渉
切
厖
『

冨】[
バ

ン

嘘
(
1
1
0ー

4
5
5
6
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

韻
〕
謎
‘
卑
ハ
レ
覧
同
。

宿】蜘セン
棉
(
1
2
|
 4
5
5
1
6
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
棉
、
本
作
レ
審
。

日
繋
緊
は
‘
髪
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
類
(
1
2
-
4
3

6
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
禦
‘
繋
緊
、
製
乱
兒
‘
或

作
レ
顧
。
口
髪
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
藁
‘
炭
兒
。
国
髪

の
白
い
さ
ま
。
類
(
1
2
-
4
3
6
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集

【
釦
票
]
向

固回口日
ゼセヘへヘベヘ
'''''  ウウウチッゥゥ

〔
集
韻
〕
匹
妙
切

〔
集
韻
〕
婢
小
切

〔
集
韻
〕
鋪
結
切

〔
集
韻
〕
枇
招
切

闘園圏圏

冨】曰サン
錘

(11|
 4
0
8
1
0
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
麓
‘
正
作
レ
錘
。

唇
製
は
、

ILれ
髪
。
〔
集
韻
〕
界
‘
昏
髄
‘
胤
斐
°

[暑]阿

タ
ヴ
〔
集
韻
〕
株
江
切
飼
-

小

日

□

l0奨
帯
は
、
か
み
に
巻
く
か
ざ

毎
翁
ハ
兵
豪
り
。
〔
説
文
〕
賢
‘
賢
帯
、
結
レ
頭
飾
也
、

八
レ
影
莫
臀
。
〔
段
注
〕
各
本
奪
二
二
字
公
7

依
二
西

京
賦
注
1

補
‘
奨
帯
二
字
為
レ
句
。
〔
説
文
通
訓
定

磐
〕
饒
於
髯
上
―
贄
飾
者
、
謂1一
之
巽
帯
~
-
は

ち
ま
き
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
朱
巽
鐵
聖
。
〔
注
〕
綜

日
‘
鋒
―
―
粕
額

E
ぎ
頭
誓
↓

ゞ

6

日’

5

メゞ
ク
マ
ク

□’ 

冦

】

455

【
暴
】
亨

或
炊
レ
休
‘
亦
省
。 キ
ヴ
・
シ

〔
集
韻
〕
莫
駕
切
事
こ國

〔
集
韻
〕
末
各
切

楳（
1
2
|
 
45430)•: 

紫
(
1
2
-

4
5
3
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
馨
‘

楓

貿

蒙

璧

稲

纂

鷺

穀

駿

髭

提

意

馨

賢

昏

雀

禦

菫

骰

惨

日
口
曰
囲
固

0
み
だ
れ
髪
。
〔
集
韻
〕
蓼
‘
胤
斐

也。

O
藍
髯
は
‘
髭
が
た
れ
る
さ
ま
。
又
‘
獣
毛
の

垂
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
攀
‘
藍
馨
‘
製
垂
兒
゜
〔
集

韻
〕
蓼
藍
輩
‘
獣
毛
垂
也
。

O
長
い
毛
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
馨
‘
長
毛
兒
゜

【
馨
郡
】
1

t

ン
か
み
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
又
、
其
の
や

う
に
、
も
の
が
み
だ
れ
し
く
さ
ま
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
緑
苔

笠
謬
乎
研
上
↓
〔
注
〕
善
曰
、
通
俗
文
日
、
製
乱
日
,
,
蓼

竺
〔
剪
燈
新
話
‘
聯
芳
棲
記
〕
羅
鞭
生
レ
塵
魂
蕩
漆
‘
瑶

奴
墜
レ
枕
賢
髯
謬
゜

【
攀
攀
】
2

t

・
ク
か
み
の
み
だ
れ
垂
れ
る
さ
ま
。
又
‘
其
の

や
う
に
、
も
の
の
み
だ
れ
垂
れ
る
さ
ま
。
〔
趙
冬
蟻
‘
三

〔
集
韻
〕
所
斬
切

〔
集
韻
〕
師
咸
切

[馨]亨

国國口にl
セサセサシサ
ンンンンンン

El

サン
〔
集
韻
〕
蘇
含
切
ム
F.

〔
集
韻
〕
蘇
暫
切

〔
集
韻
〕
疏
替
切

園固腟園訓園

く
ろ
か
み
。
〔
集
韻
〕
骰
‘
黒
髭
゜

徊】岬
エ
イ
〔
集
韻
〕
煙
笑
切
圏

曰
髪
が
み
だ
れ
垂
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鼠
髭
乱

垂
兒
゜
□
毛
髪
の
さ
ま
。
或
は
毯
(

6

|
1
6
9
4
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
櫂
‘
毛
髭
兒
‘
或
炊
レ
毛
。

冨

】

向

口日
スサスサ
イイイイ

〔
集
韻
〕
取
猥
切

〔
集
韻
〕
蘇
回
切

罰図

韻
〕
類
‘
製
白
兒
‘
或
作
レ
禦
°
固
●
口
に
同
じ
。

O

曰
に
同
じ
。

六
五

13248 
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影

部

〔
十
一
—
ー
十
二
豊
〕
馨

歎

陀

厳

繋

誌

覧

髯

霙

賢

鷺

智

霧

陸

賛

霰

誓

叢

蹟

ハ五

小

E]口
●
髪
が
長
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
謡
‘

策
製
長
兒
‘
炊
レ
影
雨
臀
‘
讀
若
レ
蔓
。
●

誠
長
い
さ
ま
。
〔
漢
書
‘
證
築
志
〕
掩
-
1

回
報
五
幽
長

馳
゜
〔
注
〕
如
淳
曰
‘
謡
賦
‘
長
貌
也
。

冨
塁
ロビl
マバマパ

ンンンン

〔
集
韻
〕
膜
官
切

〔
集
韻
〕
無
販
切

圏顧

か
み
。
〔
篇
海
〕
繋
‘
製
也
。

【
累
】
向

ラ

〔
篇
海
〕
郎
何
切
甑
l

【
椴
】
碑
ソ
ウ
五
閂
庄
い
彗
」
字
。
〔
康
郎

陀
載
は
、
製
が
み
だ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
発
、
発
歎
‘
製

L
。
裔
窟

】

向

〔
集
韻
〕
常
侯
切
困

ト
，
ウ
ソ

兜
歎
は
‘
髪
が
乱
れ
る
。
或
は
髪
(
1
2
-
4
5
5
1
0

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
歎
‘
艶
霰
、
製
乱
、
或
炊
レ
安
。

霰
】
〗
[
_
ウ

〔
集
韻
〕
先
侯
切
市
〗

門
賦
〕
松
歴
歴
而
生
レ
涯
、
草
蓼
馨
而
覆
む
水
。
〔
蘇
轍
‘

和
元
君
新
葺
困
奄
船
齋
詩
〕
脱
レ
巾
漉
レ
酒
賢
馨
輩
。

〖
攀
馨
然
〕3
5
5サ
｀
／
利
な
ど
の
胤
れ
垂
れ
た
さ
ま
。

〔
束
観
餘
論
〕
顧
惜
之
書
一
―
―
蘇
武
所
レ
執
之
施
て
上
貝
如
レ

帷
、
下
復
藪
層
紅
利
、
攀
馨
然
如
1

一
夜
合
花
盃
脳
回
官
所

謂
析
利
也
。

冨

】

5

ホ
ク
昇
xi

“-[O同
し
。
〔
龍
寵

冦】年
バ

ン

蔓
(
1
2
-
4
5
5
6
8
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鵠
‘
俗
嘘
字
。

日
●
こ
ろ
も
。
〔
廣
韻
〕
襲
‘
衣
、
出
秤
典
ニ
●
<

び
か
ざ
り
。
も
と
イ
ン
ド
の
風
俗
で
、
花
を
連
ね

て
首
に
懸
け
身
に
飾
る
も
の
。
華
覧
。
〔
正
字
通
〕

墟
‘
華
嘘
‘
梵
言
―
―
倶
蘇
五
此
云
レ
華
‘
梵
頁
靡
羅
一

此
云
遠
、
西
方
多
用
1
1
l

摩
羅
花
ご
打
列
結
レ
之

以
為
―
―
條
貫
面
男
女
皆
以
レ
此
荘
巌
‘
或
首
或
身
‘
経

中
有
二
天
覧
賓
望
一
拉
同
。
〔
皮
日
休
、
明
月
潤
詩
〕

藤
深
垂
元
ぷ
竺
〇
蜜
(
1
0
|
 3
3
9
1
4
)

に
通
ず
。

〔
詩
餘
圏
譜
〕
菩
薩
蟹
‘
亦
作
二
菩
薩
墓
二
R
髪
の

美
し
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
茎
‘
髪
美
兒
゜
◎
誤
(
1
2
|
 

4
5
5
6
7
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
髯
‘
卑
ハ
レ
盤
通
。
ロ

髪
の
美
し
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
覧
‘
製
美
兒
。
腰
か

づ
ら
。
か
つ
ら
。

【
嘘
下
】
1

咋
勺
婦
人
の
製
の
ゆ
ひ
方
の
名
。
極
め
て
低

い
銀
杏
返
し
。

【
髯
顔
】
2

C

賃
か
づ
ら
を
つ
け
た
時
の
顔
つ
き
。

【
覧
華
】3
〖
／
花
の
名
。
ま
つ
り
く
わ
。
茉
莉
花
の
異

名
。
望
を
飾
る
こ
と
か
ら
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
花
丼
‘

茉
莉
〕
墨
芳
譜
‘
茉
莉
‘
佛
書
名
覧
華
「
謂
レ
可
レ
飾
頭

輩
也
。

【
覧
師
】
4

勺
ど
フ
髯
を
つ
く
る
職
人
。
髪
工
。
「
げ
。

【
墟
髭
】
5

認
フ
か
づ
ら
を
つ
け
た
や
う
に
美
し
い
ひ

【
諺
桶
】
6

”1
ラ
能
・
狂
言
等
で
、
太
鼓
を
打
つ
人
の
用

ひ

る

腰

掛

。

つ

づ

み

を

け

。

「

琥

゜

【
覧
持
老
人
】
7

訂
グ
清
‘
余
懐
(
1
ー

5
1
5
:
 1
5
)

の

冦】細
□ 日
マパマバ
ンンンン

〔
集
韻
〕
設
官
切

〔
集
韻
〕
誤
還
切／ n巧

菌□胴

9ヽ
4
 

腐
築

貧】年

〔
集
韻
〕
丘
魏
切
閤

万

x
¥

k
'
u
e
i
'
 

〔
集
韻
〕
丘
畏
切
甲
g

日
□

0
っ
か
ね
が
み
。
つ
め
て
ま
と

め
た
か
み
。
も
と
賢
(
1
2
|
 4
5
6
2
1
)

に

口キ
日
キ

圏屈

日
口
聾
騎
は
、
か
み
の
毛
の
乱
れ
る
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
駐
‘
登
腎
‘
毛
乱
兒
゜
〔
集
韻
〕
繋
‘
竪
努
‘
毛

不
レ
理
兒
。

【歴】年
曰
ト
ヴ

□
タ
イ

〔
集
韻
〕
都
騰
切

〔
集
韻
〕
嘗
束
切

鑽
の
多
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
麗
、
多
レ
須
兒
。

貧】
5

昇
〔
集
韻
〕
女
教
切
瞬

窟
早

髯
(
1
2
-
4
5
4
9
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
髯
‘
或
炊
レ
富
。

7
，ウ

頂
上
に
髪
が
無
い
。
〔
玉
篇
〕
鵞
‘
頂
上
無
レ
炭
。

【
釦
尊
】
5

ソ
ン

集
韻
〕
祁
寸
切
醐

日

0
か
み
。
〔
玉
篇
〕
賢
‘
髪
也
。

O
賢
慰
は
‘
蹟
が

多
い
。
〔
集
韻
〕
賢
‘
聾
意
‘
多
レ
須
。
口
か
み
。
〔
集

韻
〕
襲
‘
髪
也
。

【
掘
]
向

日
ヒ
〔
集
韻
〕
兵
媚
切
閣

旦
〔
集
韻
〕
父
沸
切
甲
g

＇閂――

0
ひ
げ
。
⑦
ぁ
ご
ひ
げ
。
須
(
1
2
-
4
3
3
5
2
)

に
同

じ
。
〔
説
文
〕
須
‘
願
下
毛
也
、
八
二
克
多
↓
〔
段
注
〕

碩】酬
スシ
.1 

集
韻
〕
詢
趨
切
T
U
 印困

た
ば
ね
た
か
み
。
〔
集
韻
〕
業
‘
誓
也
。

【
麟
最
】
g

[

[

〔
集
韻
〕
羅
括
切
圏

●
貼
誓
は
‘
嬰
が
短
い
。
〔
廣
韻
〕
僣
‘
貼
臀
‘
斐

短
。
●
捐
皆
は
、
製
が
長
い
。
〔
集
韻
〕
昏
‘
鯖
替
‘

髪
長
。

O
髪
が
風
れ
る
。
〔
類
篇
〕
昔
‘
炭
乱
。

[
誓
誓
]
1

衿
か
み
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
哀
栴
‘
犀

gt

開
平
元
オ
魯
子
輩
韻
1

詩
〕
共
知
心
臥
臥
、
明
封
髭
昏
誓
゜

【臀】
5

ソ
ヴ

集
韻
〕
思
登
切
圏

ム
L

s
e
n
g
'
 

冨

】

』

髪
が
よ
こ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
翫
‘
髪
垢
也
。

シ
，
ヨ
ク

シ
キ

〔
集
韻
〕
質
力
切

凰

作
る
。
〔
正
字
通
〕
賛
‘
本
作
レ
賢
゜
〔
説
文
〕
聾
‘
屈

製
也
、
炊
レ
影
贅
臀
゜
〔
段
注
〕
常

K
炉
廣
韻
面
屈
上

有
中
髯
字
5

屈
者
、
無
レ
尾
也
、
引
伸
為
―
―
凡
短
之

偲
0
髪
を
む
す
ぶ
ひ
も
。
〔
急
就
篇
‘
三
〕
冠
帳

栢
黄
結
製
紐
‘
注
〕
紐
‘
謂
和
之
賛
也
。

【
賛
帯
】
1

が
頭
に
巻
い
て
製
を
し
ば
り
包
む
布
。
一

種
の
は
ち
ま
き
。
〔
説
文
‘
賢
‘
段
注
〕
誓
帯
‘
謂
栢
頭
一

帯
1

一
於
髯
上
一
也
‘
栢
頭
之
制
、
自
―
―
項
中
ー
前
交
二
於
額
一

部
饒
レ
誓
゜
〔
方
言
‘
四
〕
絡
頭
‘
栢
頭
也
‘
紗
績
・
賛
帯
・
緊

帯
・
格
麗
‘
繰
頭
也
‘
云
云
、
自
レ
河
以
北
‘
趙
魏
之
間
、

旦
繰
頭
玉
云
‘
其
遍
者
‘
謂
乏
賢
蜃
或
謂
之
緊
呵

〔
注
〕
貨
帯
、
今
之
偏
登
繰
頭
也
‘
駆
‘
亦
結
也
。

13249 
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各
本
謡
作
ー
一
面
毛
也
三
字
｛
今
正
、
今
本
、
而
策
下
さ
ま
。
〔
南
史
‘
堵
彦
回
側
〕
君
蹟
髯
如
レ
戟
、
何
無
一
丈

云
‘
頬
毛
也
、
須
策
下
云
‘
面
毛
也
、
語
皆
不
レ
通
、
夫
意
↓

[
髭
須
椀
】
8

h
s
t
i
1
 shu1~ 

を
杭
く
小
さ
い
櫛
゜

【
験
頭
】
，
は
ふ
さ
。
穂
゜
〔
通
俗
編
‘
服
飾
‘
蘇
頭
〕
按
‘

毛
簗
下
云
‘
眉
炭
之
閏
‘
故
眉
解
―
―
目
上
毛
一
須

俗
呼
l

一
條
帳
之
蕊
1

曰
―
―
蘇
頭
：
又
呉
音
蘇
・
駿
同
呼
‘
亦

解
国
下
毛
ご
唄
在
レ
頬
者
謂
1

一
之
顧
「
不
レ
謂
乏

而
げ
レ
須
裕
面
毛
面
団
尤
無
レ
理
‘
須
在
願
下
↓
曰
麟
應
皆
即
流
蘇
之
義
。

毘
在
石
上
顧
在
レ
頬
‘
其
名
分
別
有
に
疋
‘
秤
名
【
蹟
貌
】
10

芯
ひ
げ
の
あ
る
顔
か
た
ち
。
ひ
げ
つ
ら
。

亦
曰
‘
口
上
曰
レ
髭
、
口
下
曰
―
―
承
漿
↓
願
下
日
レ
〔
隋
書
‘
牛
弘
傭
〕
及
レ
長
蹟
貌
甚
偉
。

蹟

、

在

祠

耳

変

日

愴

‘

爽

許

説

合

、

引

伸

【

駿

製

】

"~5
あ
ご
ひ
げ
と
か
み
。
須
髪
〔
漢
書
‘
蘇
武

博
〕
始
以
二
彊
吐
出
‘
及
レ
還
須
髪
虚
白
。
〔
通
俗
編
‘
身

罷
‘
染
麟
髪
〕
宋
書
謝
霊
運
偉
、
何
長
喩
嘲
府
僚
1

為
二
凡
下
垂
之
倫
一
俗
瑕
レ
須
為
レ
需
、
別
製
二
賢
骰

詩
云
、
陸
展
染
麟
製
ご
笠
以
媚
―
側
室
ご
百
宵
不
レ
解

字
↓
〔
秤
名
‘
繹
形
橙
〕
蹟
‘
秀
也
、
物
成
乃
秀
、
人

成
而
須
生
也
‘
亦
取
下
須
二
謄
幹
長
―
而
後
生
上
也
。
久
、
星
星
行
復
出
。

＠
動
物
の
口
ひ
げ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
韻
、
動
物
之
【
蹟
眉
】
12

む
〇
ひ
げ
と
ま
ゆ
。
須
眉
。
〔
荘
子
、
天
道
〕

口
毛
‘
亦
屈
傾
゜
〔
易
林
‘
堕
之
第
十
七
、
師
〕
緊
一
水
静
則
明
燭
麟
眉
-
〔
荀
子
、
解
蔽
〕
則
足
下
以
見
麟

閏
而
察
占
理
芙
゜
〔
韓
非
子
、
観
行
〕
目
失
レ
鏡
、
則
無
n-

以
正
和
環
眉
｛
身
失
レ
道
、
則
無
-
1

以
知
1

一
迷
惑
↓
〔
史
記
‘
呂

於
虎
3
衷
牽
不
レ
得
レ
来
。
◎
植
物
の
‘
蹟
の
や
う

不
車
傭
〕
抜
1

一
其
蹟
眉
↓
〔
風
俗
通
、
皇
覇
〕
蹟
眉
髭
髯
。

O

に
た
れ
た
も
の
。
〔
苑
成
大
‘
梅
譜
〕
又
有
―
―
―
苔
験

垂
於
枝
間
合
植
物
の
し
べ
。
〔
播
岳
‘
芙
蓉
賦
〕
男
子
を
い
ふ
。
男
子
の
美
は
韻
眉
に
在
る
か
ら
い
ふ
。

丹
憚
彿
レ
紅
、
飛
蹟
垂
的
。
〔
唐
書
、
波
斯
國
博
〕
又
、
男
子
の
み
蹟
眉
を
存
す
る
か
ら
い
ふ
。
〔
徐
時
棟
‘

息
佛
士
菜
埜
五
葉
赤
華
紫
蹟
゜
⑮
植
物
の
の
姻
嶼
棲
筆
記
〕
古
人
稽
勇
予
為
1

鼠
眉
一
吾
嘗
問
友

人
二
蹟
為
,
1

男
子
所
J

獨
、
而
眉
則
婦
女
皆
有
レ
之
、
何
以

丈
夫
曰
1

一
蹟
眉
耶
‘
余
不
レ
能
レ
封
‘
按
‘
繹
名
云
‘
黛
‘
代

ぎ
。
〔
王
廷
珪
‘
狡
―
紹
興
―
詩
〕
短
穂
萎
生
レ
蹟
゜

●
ふ
さ
。
流
蘇
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
蹟
‘
俗
謂
治
g

也
‘
滅
眉
毛
去
レ
之
、
以
レ
此
蓋
代
―
―
其
虞
也
‘
然
後

蘇
日
禎
‘
或
日
濯
蹟
↓
〔
晉
書
、
陸
雲
傭
〕
為
レ
知
、
古
婦
人
皆
滅
一
去
眉
毛
↓
故
須
霊
履
則
雖
レ
有
如
レ

人

多

姿

制

又

好

―

―

吊

縄

纏

蹟

↓

無

、

而

丈

夫

可

レ

翌

其

紐

袋

〔

紅

棲

夢

、

一

回

〕

何

我

【
駿
類
】
1

芸
ひ
げ
の
あ
る
ほ
ほ
。
〔
周
昂
、
詩
〕
人
家
堂
堂
蹟
眉
‘
誠
不
レ
若
―
―
彼
梧
奴
一
哉
‘
賓
愧
則
有
レ
餘
‘

土
椙
借
薇
戌
坐
久
清
泳
落
↓
―
蹟
頬
↓
悔
又
無
レ
｛
盃
。

【
蹟
根
】2
芸
ひ
げ
の
や
う
に
わ
か
れ
た
根
。
稲
・
変
〖
蹟
眉
皓
白
〗

1
3
祝
心
ク
ひ
げ
と
ま
ゆ
と
の
白
い
こ
と
。

な
ど
の
根
の
類
。
〔
遜
齋
間
覧
〕
栽
時
常
：
去
松
中
大
〔
史
記
、
留
侯
世
家
〕
年
皆
八
十
有
餘
‘
駿
眉
皓
白
。

紐
惟
留
＊
四
帝
蹟
根
如
刑
無
レ
不
二
個
蓋
↓
【
影
須
賢
】
14

芸
ひ
げ
と
ぴ
ん
の
毛
。
〔
晉
書
、
王
獣
之
傭
〕

【
駿
髭
】
3

各
あ
ご
ひ
げ
と
う
は
ひ
げ
。
ひ
げ
。
比
レ
詑
‘
蹟
賢
虚
白
‘
裁
餘
1

一
氣
息
一

【
蹟
生
】
4

h
s
t
i
1
 
s
h
翌
gI

長
い
蹟
を
つ
け
て
宰
相
忠
【
蹟
面
】
15

公
ひ
げ
の
多
い
顔
。
〔
北
史
‘
虞
曹
偉
〕
曹
身

臣
學
者
な
ど
に
扮
す
る
役
者
。
ひ
げ
役
。
長
九
尺
、
騎
面
甚
雄
、
臀
毛
逆
如
紐
鉦
央
力
能
抜
レ
樹
。

【
駿
頼
】
5

玄
ぁ
ご
ひ
げ
と
ほ
ほ
ひ
げ
。
駿
髯
に
同
じ
。
【
駁
目
】
16

し
[
ひ
げ
と
め
っ
き
O

云
品
百
、
劉
牢
之
偶
〕
牢

〔
史
記
、
大
宛
傭
〕
其
人
皆
深
眼
‘
多

2
面

ぢ

之

面

赤

紫

色

‘

蹟

目

驚

レ

人

。

【
駿
髯
】
6

玄
ぁ
ご
ひ
げ
と
ほ
ほ
ひ
げ
。
ひ
げ
。
須
髯
。
【
麟
ね
蹴
】
17

笑
ひ
げ
。
翫
は
長
蹟
゜
〔
孔
叢
子
、
居
衛
〕

〔
史
記
、
高
祗
紀
〕
高
祗
為
レ
人
隆
準
而
龍
顔
、
美
あ
須
髯
一
若
レ
無
1

一
此
駿
獣
盆
竺
仮
所
乙
病
也
。
〔
柳
宗
元
、
童
謳
寄

〔
韓
愈
‘
張
中
丞
博
後
叙
〕
巡
長
七
尺
餘
‘
頻
髯
如
レ
紳
。
博
〕
至
下
有
1

油
盆
鰍
者
、
力
不
レ
勝
‘
皆
屈
為
占
憧
。

〖
蹟
髯
如
レ
戟
〗
7

ん
]
ぺ
8
ト
ン
ひ
げ
の
甚
だ
し
く
こ
は
い
【
衡
レ
績
】

1
8
九
訂
ひ
げ
を
口
中
に
く
は
へ
る
。
死
後
に

影

部

〔
十
二
蓋
〕

験

寮

載

襲

鼠

鑽

擬

簡

冨】年

〔
集
韻
〕
屹
逆
切
園

ケ
キ
キ
，
ヤ
ク

髪
が
細
く
て
な
が
い
。
〔
廣
韻
〕
霰
、
細
長
。

【

寮

】

蜘

レ，ウ

〔
廣
韻
〕
落
蕪
切
画
[

ひ
げ
が
土
に
汚
さ
れ
な
い
た
め
に
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
蜀

行
、
温
序
博
〕
宇
止
レ
之
曰
‘
此
義
士
死
レ
節
‘
可
二
賜
以
ア

細
序
受
レ
剣
街
二
蹟
於
只
顧
―
―
左
右
ー
曰
‘
既
為
-1

一
賊
所
1

一

迫
殺

Uiか
令
函
須
汗
＂
土
‘
遂
伏
レ
剣
而
死
。

【
悴
駿
】
19

且
手
で
ひ
げ
を
弄
ぴ
學
げ
る
。
〔
朱
松
‘

洗
兒
詩
〕
學
子
―
二
朝
壽
一
壺
‘
百
年
歌
好
笑
抵
レ
騎
゜

【
染
レ
蹟
】
翌
勺
白
い
ひ
げ
を
染
め
て
黒
く
す
る
。
染
レ

須
。
〔
漢
書
‘
王
袢
傭
下
〕
廼
染
―
―
其
須
炭
函
翌
所
レ
徴
天
下

淑
女
杜
陵
史
氏
女
〖
〖
→1皇
后
→

【
然
レ
賢
】
21

丑
ひ
げ
を
も
や
す
。
度
量
の
弘
ぃ
喩
。

然
は
燃
の
本
字
。
燃
蹟
゜
〔
宋
名
臣
言
行
録
〕
韓
魏
公

帥
歪
州
一
時
夜
作
レ
書
‘
令
こ
侍
兵
持
＂
燭
‘
侍
兵
帝

視
、
燭
然
公
蹟
谷
以
レ
袖
麿
レ
之
、
作
レ
書
如
レ
故
、
少
頃

回
視
‘
則
已
易
真
人
一
芙
、
公
恐
二
主
吏
鞭
均
之
、
函
呼
視
レ

之
日
‘
勿
レ
易
レ
渠
‘
已
解
執
レ
燭
癸
、
軍
中
感
服
。

【
彿
レ
蹟
】
22

丑
ひ
げ
の
ち
り
を
彿
ふ
。
上
官
に
媚
ぴ

へ
つ
ら
ふ
喩
゜
彿
正
盃
字
を
見
よ
。

〖
彿
頑
塵
〗

2
3
芦
了
ひ
げ
の
ち
り
を
は
ら
ふ
。
上

官
に
こ
ぴ
へ
つ
ら
ふ
こ
と
。
〔
宋
史
、
寇
準
傭
〕
初
丁
謂

出
―
―
準
門
云
ま
参
政
二
茫
準
甚
謹
‘
嘗
會
"
食
中
書
ご
羮

汚
蓬
＇
蹟
玉
謂
起
徐
掃
レ
之
‘
準
笑
日
、
参
政
、
國
之
大
臣
‘

乃
為
―
―
官
長
紐
炉
蹟
邪
、
謂
甚
愧
レ
之
、
由
レ
是
傾
構
日

深
゜
〔
故
事
成
語
考
‘
身
罷
〕
丁
謂
卑
ハ
レ
人
彿
レ
蹟
、
何
其
餡

也。

【
剪
レ
蹟
和
レ
薬
】
24

認
パ
勾
唐
の
太
宗
が
自
ら
ひ
げ

を
切
り
、
之
を
燒
い
て
灰
と
し
‘
葵
に
和
し
て
忠
臣
李

動
に
興
へ
て
‘
其
の
病
を
癒
し
た
と
い
ふ
故
事
。
剪
レ
須

和
レ
葵
。
〔
唐
書
‘
李
動
博
〕
勧
既
忠
力
、
帝
謂
‘
可
レ
託
1

一大

更
嘗
暴
疾
、
翌
曰
‘
用
元
乞
応
可
レ
治
‘
―
帝
乃
自
剪
加
須

以
和
レ
葵
‘
及
レ
愈
入
謝
‘
頓
首
流
レ
血
‘
―
帝
曰
‘
吾
為
二
社

稜
計
、
何
謝
為
。

贔
工
」
日
口
国
O
賛
が
禿
げ
る
。
〔
説
文
〕
間

碍
策
賢
禿
也
、
ハ
レ
影
間
磐
。
●
は
げ
。
頭
の

禿
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
或
赤
若
―
―
禿
簡
↓
〔
注
〕
頭
癒

也
。
●
或
は
靱
(
1
2
-
4
5
5
0
 8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

簡
、
博
雅
‘
禿
也
‘
或
炊
レ
契
゜
國
或
は
顕
(
1
2
|
 
4
3
 

5
8
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
筋
‘
賢
禿
‘
或
作
レ
顕
゜

【
陥
但
】
1

”
ノ
禿
頭
野
郎
。
〔
名
義
考
〕
俗
謂
ー
百
元
日
ニ

脹
黎
＝
不
レ
知
1

一
其
字
之
謡
五
腺
黎
蓋
簡
偶
‘
博
雅
‘
簡
‘
禿

也
‘
浬
‘
蜜
闊
也
‘
簡
偶
‘
猶
レ
言
―
―
禿
蜜
1

也。

昌
]
已ンセン

7
 

回
口
[

祠】墨
國

[

[

〔
集
韻
〕
丘
葛
切

〔
集
韻
〕
丘
閑
切
國
〗

V
I
~

、

c
h
'
1
e
n
1

〔
集
韻
〕
鉗
山
切
刷
i)
闘園

〔
集
韻
〕
丘
八
切

【
盤
】
螂

撃
(
1
2
,
 4
5
4
8
9
)

に
同
じ
。
〔
集

サ
ヴ

韻
〕
撃
‘
或
作
レ
塾
。

毛
髪
が
む
ら
が
り
生
ず
る
。
〔
集
韻
〕
捐
‘
毛
製

緊
生
。

【

巖

】

螂

冒

〔

集

韻

〕

祖

聰

切

園

【

鼠

】

呻

レブ

蹴
(
1
2ー

4
5
6
1
3
)
の
略
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
鼠
‘
鼠
字
省
文
。

冦】年
龍
賢
は
‘
賢
の
毛
が
多
い
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
財
賢
‘
髪

多
レ
毛
。

"" チッ

〔
集
韻
〕
北
末
切

圏

く
ち
ひ
げ
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
栽
‘
髭
兒
゜

ハ
五
四

13250 
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冨

】

阿

影

部

〔
十
ニ
ー
＋
四
書
〕

髪

鱚

慕

敷

辮

驚

樋

槃

簑

笞

業

霧

覧

畿

縫

藍

六
五
五

ヂ
，
ヨ
ヴ

日

wュ
ダ
ウ
ニ，ヤ，ウ

□
 ドヴ

ヌ
回
ダ
ウ
ナ
ウ

國
＇

□
□
国
國
〇
毛
が
多
い
。
〔
玉
篇
〕
麓
‘
毛
多
。

O

圏迂図

〔
集
韻
〕
尼
降
切
図
d

〔
集
韻
〕
奴
凍
切

〔
集
韻
〕
濃
江
切

〔
集
韻
〕
尼
容
切

【
襲
】
年

レ，
7

蹴
(
1
2
-
4
5
6
1
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鼠
‘
或
作
レ
魃
゜

0
た
て
が
み
。
〔
集
韻
〕
諺
‘
鼠
也
。
●
か
み
。
〔
篇

海
〕
隧
‘
髪
也
。

冨

】

』

Jレロ

〔
集
韻
〕
籠
五
切
圏
{

駁
骸
は
、
結
ひ
あ
げ
た
か
み
が
高
い
。
〔
集
韻
〕

駁
‘
歎
験
‘
誓
高
。

冨｛】細

〔
集
韻
〕
魚
教
切
呟

ガ
，
ウ
ゲ
，
ウ

,日-

【
累
】
箪
サ
ン

馨
(
1
2
-
4
5
5
6
2
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
緊
、
同
レ
馨
。

，
 

冨
】
郷
‘
ン
，
ユ
ン

笞
(
1
2
|
 4
5
5
1
4
)

の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
笞
、
説
文
作
レ
鱚
。

ほ
ほ
ひ
げ
や
贅
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
笑
‘
髯
賢
兒
。

【
髯
業
】
〗
ホ
ク
〔
集
韻
〕
博
木
切
圏

日
髪
を
た
ば
ね
る
。
慇
(
1
2
-
4
5
4
3
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
髯
‘
初

9
髪
也
‘
或
作
レ
笞
゜
〔
儀
帳
‘
士
喪

幡
〕
笞
絆
用
レ
桑
。
〔
胡
培
輩
正
義
〕
玉
篇
云
‘
磐
、

胡
括
・
古
活
二
切
、
番
同
レ
磐
、
又
云
、
髯
‘
居
清

冨

】

亨

ク
ヴ
ッ
〔
集
韻
〕
戸
括
切
園

ロ
グ
，
ワ
チ
万
x
こ
K
•

uo• 

昌
ワ
イ
〔
集
韻
〕
古
外
切
圏

曼
忠
小
●
み
づ
ら
。
わ
げ
。
髭
を
た
ば
ね
て
ま

屈
豪
る
く
わ
に
し
た
も
の
。
髯
゜
〔
説
文
新

附
〕
賛
‘
継
製
也
、
炊
レ
彩
裳
臀
゜
〔
集
韻
〕
賢
‘
屈
レ
製

為
レ
髯
゜
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
形
陸
部
‘
賢
〕
四
臀
字
苑

云
‘
賢
‘
屈
髭
也
。
〔
箋
注
〕
按
‘
髯
‘
其
状
縮
屈
如
レ

環
、
故
或
謂
乏
覧

0
山
の
さ
ま
。
又
、
山
の

色
あ
ひ
゜
〔
康
熙
字
典
〕
攘
‘
喩
二
山
色
一
〔
黄
庭

堅
雨
中
皇
岳
賜
楓
累
君
止
詩
〕
舘
結
湘
蛾

十
二
賢
゜
〔
楊
萬
里
‘
恵
山
雲
開
復
合
詩
〕
房
眺

隔
レ
簾
青
玉
賢
。

O
は
し
た
め
。
召
使
の
小
女
。

〔
中
華
大
字
典
〕
襲
‘
俗
梢
レ
婢
日
レ
賢
゜
〔
梅
尭
臣
‘

聴
―
―
文
都
知
吹
孟
爾
詩
〕
欲
T

買
一
入
鉦
竺
試
教
d

之。

暦
】
亨
戸
〔
集
韻
〕
胡
隅
切
戸
〗

／
 

r
x
 J:f'huan' 

髪
の
つ
や
。
〔
集
韻
〕
槃
‘
髪
光
。

【
槃
】
年
サ
ン

〔
集
韻
〕
蒼
案
切
臨
凸

髪
が
長
い
。
〔
類
篇
〕
麓
‘
髭
長
。

O
麓
麓
は
、
製
が

み
だ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
麓
‘
婢
倉
‘
麓
麓
‘
髪
乱
。
R

或
は
駐
(
6
-
1
6
9
7
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
麗
‘
或

炊
レ
毛
。

【
歳
】
螂

口日
サセザセ
イイイイ

〔
集
韻
〕
子
計
切

〔
集
韻
〕
在
礎
切

圏麗

,“
 

曾

】

螂

セ
ン

毯
(
6
ー

1
6
9
8
3
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
麓
、
同
レ
毯
゜

【
霧
】
年

ベ
ン

葛
(
1
1
0ー

4
5
6
1
2
)

に
同
じ
。
〔
韻

経
〕
醤
、
同
レ
葛
゜

冨

】

年

サ

ン

慕
(
1
2
|
 4
5
5
9
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
槃
、
同
レ
慕
゜

切
‘
界
同
レ
誓
‘
是
玉
篇
以
唸
・
誓
為
二
字
一

営
・
界
為
二
-
完
説
文
有
檎
無
涵
宥
レ
界
無
レ

誓
‘
慇
作
レ
醤
‘
云
‘
紫
レ
髭
也
、
界
、
特
結
也
‘
段
氏

玉
裁
云
‘
蓄
即
慇
字
之
異
者
、
初
糸
レ
髪
‘
束
レ
斐
也
、

管
結
者
、
既
管
之
髯
也
、
然
則
束
之
為
レ
笞
‘
栢
之

貸
昏
、
蕃
卑
ハ
レ
営
亦
一
芙
。
口
か
う
が
い
。
嬰
を

か
き
上
げ
る
骨
の
心
丼
。
怜
(
1
2
-
4
5
2
8
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
帷
‘
説
文
‘
骨
樋
之
可
レ
會
レ
炭
者
、
或

炊
如
゜
腫
も
と
ゆ
ひ
゜
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
容
飾

具
〕
笞
、
和
名
毛
度
由
比
゜

【
昇
】
1

翌

束

ね

た

製

を

と

め

る

か

笞

[
[
[
〗
言
~
[

息
血
小

El□i
□

O
髪
が
長
い
。
〔
説
文
〕
藍
、
髭

屈
豪
長
也
、
ハ
レ
影
監
臀
‘
讀
若
―
―
春
秋
黒
肱

以
レ
濫
来
奔
↓
●
髪
が
多
い
。
〔
玉
篇
〕
藍
、
髪
多
。

【
藍
攀
]
1

？
毛
の
長
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
藍
‘
藍
馨
、
長

毛
兒
゜
〔
文
同
‘
謝
n
1

人
寄
1

一
蒙
頂
新
茶
―
詩
〕
的
礫
香
環

砕
‘
藍
攀
緑
燈
句
。

盲
]
〗□l
ラ
ン

曰
ラ
ン

□
ラ
ン

〔
集
韻
〕
慮
廿
切
開

ヵ万

Ian'

〔
集
韻
〕
力
街
切
醐

〔
集
韻
〕
慮
蜀
切
暉

●
髪
が
多
い
。
〔
集
韻
〕
欝
‘
説
文
、
製
多
也
。
●
協

(
1
2
-
4
5
4
7
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
瓢
‘
或
炊
レ
周
゜

【3壽
】
〗
〔
集
韻
〕
陳
留
切
由
〗

チ
ヴ
ヂユ

小
日
□
国
●
小
さ
く
そ
ま
つ
に
た
ば

悉
訳
貸
豪
ね
た
髪
。
も
と
散
(
1
2
-
4
5
6
1
1
)

に
作

る
。
〔
康
熙
字
典
〕
馘
説
文
、
本
作
レ
猷
。
〔
説
文
〕

霰
‘
束
レ
髪
小
午
小
也
、
炊
レ
影
戟
臀
゜
〔
段
注
〕
小
｝
小

―
一
字
‘
各
本
作
レ
少
‘
廣
韻
引
作
1

一少小―

k
天
少
乃

小H
之
誤
‘
今
正
‘
小
孟
杏
散
昼
韻
、
面
小
亦
謂
-
1

之

醜
小
J

コ
迪
俗
文
曰
‘
露
昏
曰
レ
霰
‘
云
云
‘
露
髯
者
、

漢
人
語
‘
謂
レ
不
レ
用
―
―
i

炉
製
之
縦
ぶ
伊
髭
為
レ
替

也
、
今
乃
婦
人
無
示
＇
レ
雫
路
レ
髯
者
と

K

、
二
京
賦
解

訓
レ
散
‘
亦
云
レ
亭
狂
頭
髯
こ
按
、
鄭
云
二
大
髯
一
許

云
ふ
冗
少
者
、
其
辟
異
‘
其
為
↓
l

粗
率
之
意
ニ

也。

O
或
は
髭
(
1
2
|
 4
5
3
7
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

霰
‘
或
炊
レ
定
。

O
謳
し
て
熾
(
1
1
-
4
1
1
9
7
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
繊
‘
露
髯
‘
為
レ
繊
。
〔
校
正
〕
案
、

霰
謳
レ
識
‘
搬
土
木
本
及
類
篇
一
正
。

曰
戸
〗
〔
集
韻
〕
子
列
切
園
『
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圃
ピ
ン

小
び
ん
。
ぴ
ん
づ
ら
。
顔
の
雨
帝
の
製
。

属岱蔽
耳
ぎ
は
の
髭
の
毛
。
〔
説
文
〕
賢
‘
頼

髭
也
、
ハ
レ
影
賓
臀
。
〔
段
注
〕
謂
下
製
之
在
二
面
労
―

良
〔
秤
名
‘
秤
形
橙
〕
賢
‘
峻
也
、
所
レ
生
高
峻
也
。

〔
繹
名
‘
秤
形
罷
〕
其
上
連
レ
炭
日
レ
賢
‘
賢
‘
濱
也
、

濱
崖
也
‘
伶
面
額
之
崖
岸
也
。
〔
荘
子
、
説
剣
〕

蓬
頭
突
賢
゜

【
賢
鶉
】
1

在
黒
く
て
美
し
く
‘
傍
に
張
り
出
し
て
ゐ

る
ぴ
ん
の
毛
を
い
ふ
。
鶉
賢
゜
〔
杜
牧
‘
闇
情
詩
〕
婿
絹
卸

月
眉
、
新
賢
學
籾
飛
↓

【
賢
脚
]
2

梵
ク
ぴ
ん
の
雨
側
の
た
れ
下
っ
た
と
こ
ろ
。

賢
細
゜
〔
王
安
石
、
明
妃
曲
〕
明
妃
初
出
漢
窟
時
‘
涙
墨

春
風
1

賢
脚
垂
゜

【
賢
嬌
】
4

坊
木
の
名
。
は
こ
ね
う
つ
ぎ
。
錦
帯
花
の
異

名
。
賢
邊
嬌
゜
〔
成
都
古
今
記
〕
錦
帯
花
、
一
名
賢
嬌
゜

層】恥
ヒ
ン

〔
集
韻
〕
必
切
切
壼

勺
l

」、

p
i
n
'

【

睾

】

向

〔

集

韻

〕

尼

五

這

し

虞

ing2

撃
藍
は
、
製
の
乱
れ
る
さ
ま
。
襲
(
1
2
-
4
5
6
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
撃
‘
撃
睾
‘
髪
胤
兒
‘
或
炊
に
袈
。

ナ
ヴニ，ヤ，ウ

馬
の
垂
れ
た
た
て
が
み
。
〔
集
韻
〕
襲
‘
馬
垂
特
。

【
襲
棺
】
1

燐
か
み
の
み
だ
れ
垂
れ
た
さ
ま
。
又
、
も
の

の
み
だ
れ
垂
れ
た
さ
ま
。
〔
蘇
拭
‘
送
ー
"
曾
仲
錦
通
判
如
二

京
師
―
詩
〕
断
蓬
飛
葉
巻
―
―
黄
沙
一
祇
有
1

一
千
林
襲
稔
花
一

冦
】
臼
〗
ゥ
〔
集
韻
〕
膜
蓬
切
函

冨
】
螂
シ
，
ユ

賢
(
1
2
-
4
5
5
1
1
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
糊
‘
俗
貿
字
。

影

部

〔
十
四
ー
十
五
鵞
〕

【
賢
棗
】
5

梵
婦
人
が
賢
の
毛
を
捩
り
出
す
に
用
ひ
る

棗
核
形
の
製
結
ひ
道
具
。
〔
粧
覺
記
〕
梁
簡
文
詩
、
同
安

賛
裏
撥
、
異
作
額
間
黄
‘
撥
者
、
捩
開
之
謂
、
婦
女
理
レ
賢

用
レ
撥
、
以
レ
木
為
レ
之
‘
形
如
1

一
棗
核
玉
雨
頭
尖
尖
‘
可
1

一――

寸
ー
長
‘
以
レ
漆
光
澤
、
用
以
魅
レ
賢
‘
名
日
賢
棗
↓

【
賢
霜
】
6

茫
ぴ
ん
の
毛
の
白
い
の
を
し
も
に
喩
へ
て

い
ふ
。
〔
苑
雲
‘
送
別
詩
〕
不
レ
愁
―
―
書
難
＞
寄
‘
但
愁
二
賢

将
＞
霜
゜
〔
李
郎
、
王
将
軍
詩
〕
五
湖
蹄
去
孤
舟
月
、
六
國

平
来
雨
賢
霜
゜
〔
蘇
拭
、
九
日
次
―
―
韻
王
輩
―
詩
〕
賢
霜
饒
レ

我
―
―
一
千
丈
、
詩
律
輪
レ
君
一
百
諦
゜

【
賃
指
】
7

ペ
ノ
ぴ
ん
の
毛
が
外
方
に
向
つ
て
直
立
す
る

こ
と
。
〔
呂
覧
‘
必
己
〕
孟
責
瞳
レ
目
而
視
―
―
船
人
正
製
植
‘

目
裂
‘
賢
指
。
〔
注
〕
植
‘
竪
、
指
‘
直
゜

【
賢
絲
】
8

竺
白
く
な
り
‘
且
つ
乱
れ
た
賢
の
毛
を
い

ふ
。
老
人
の
白
製
を
い
ふ
。
賢
絲
茶
姻
感
を
見
よ
。
〔
蘇

試
和
与
由
送
＞
春
詩
〕
芍
薬
櫻
桃
倶
掃
レ
地
‘
賢
絲
祠

椙
雨
忘
レ
機
。

〖
賢
絲
茶
畑
感
〗
，
但
炉
t
ぅ
老
後
‘
淡
泊
閑
寂
な
生

活
を
し
つ
つ
‘
胄
春
の
日
を
偲
ぶ
さ
ぴ
し
い
思
ひ
。
〔
杜

牧
、
題
闘
院
訂
〕
触
船
一
悼
百
分
空
、
十
歳
青
春
不
レ

負
レ
公
、
今
H
賢
絲
祠
楊
畔
、
茶
姻
軽
隠
落
花
風
。

【
賢
櫛
】
10

竺
婦
人
が
製
を
掻
き
上
げ
る
に
用
ひ
る
黄

楊
製
の
横
長
い
櫛
。
〔
太
平
記
、
二
十
、
義
貞
自
害
事
〕
自

ら
賢
櫛
を
以
て
髭
を
か
ぎ
あ
げ
。

[
賢
雪
】
11

坊
ぴ
ん
の
毛
の
白
い
の
を
雪
に
喩
へ
て
い

ふ
。
〔
李
益
、
立
秋
前
一
日
覧
レ
鏡
詩
〕
唯
将
―
―
涌
賢
雪
一

明
日
酎
―
秋
風
↓
〔
白
居
易
、
別
底
り
簡
―
詩
〕
澳
漢
病
―
―
眼

但
星
星
愁
誓
藝
↓

【
賢
禿
】
12

梵
ぴ
ん
の
毛
が
ぬ
け
て
は
げ
る
。
〔
慮
照

部
、
五
悲
雑
言
〕
毛
落
賢
禿
、
無
―
―
叔
子
之
明
眉
↓
〔
苑
成

大
‘
藻
姪
比
課
豆
言
詩
1

已
有
―
―
意
趣
老
慨
甚
喜
云
云

詩
〕
秋
懐
播
賢
禿
‘
午
夢
楚
魂
錯
゜

【
賢
製
】
13

花
頭
の
左
右
所
側
面
の
髭
。
又
‘
賢
の
毛
と

製
の
毛
。
廣
く
頭
髭
を
い
ふ
。
〔
左
思
‘
嬌
女
詩
〕
賢
斐

覆
廣
訊
雙
耳
似
連
璧
↓
〔
杜
甫
‘
寄
―
―
杜
位
詩
〕
干
支

況
復
塵
随
レ
眼
‘
賢
髭
還
應
1

一
霜
涌
＞
頭
。
〔
白
居
易
、
感
―

梃
桃
花
一
因
招
1

一
飲
客
―
詩
〕
櫻
桃
昨
夜
開
如
レ
雪
‘
賢
製

今
年
白
似
レ
霜
゜

【
賢
畔
】
14

竺
ぴ
ん
の
毛
の
は
え
ぎ
は
。
〔
鄭
谷
、
自
適

詩
〕
年
来
賢
畔
未
レ
垂
レ
白
、
雪
後
江
頭
且
レ
躙
レ
ー
円
°

驚

襲

攀

賢

馘

蔚

繊

緞

葛

鼠

髪
の
さ
ま
。
或
は
祭
(
1
2
-
4
5
3
9
6
)
に

作
る
。
〔
説
文
〕
韻
、
製
兒
‘
凡
レ
影
爾
瞥
‘

讀
若
下
江
南
謂
―
―
酢
母
1

為
土
爾
。
〔
段
注
〕
此
字
亦

取
レ
爾
會
意
、
如
皐
盛
之
字
作
＞
爾
‘
皆
取
―
―
麓
爾

之
意
↓
〔
集
韻
〕
鼠
‘
或
作
レ
傑
°

ヽ

柔

嗣

4

岱
豪

冨

】

[

五

□

函

韻

河

g
圏

【
賢
斑
】
15

竺
ぴ
ん
の
毛
が
し
ら
が
ま
じ
り
に
な
る
こ

と
。
〔
芹
應
物
‘
淮
上
喜
レ
會
,
,
梁
川
故
人
1

詩
〕
歓
笑
情

如
レ
藷
、
篇
辣
賢
已
斑
゜

【
賢
眉
】
16

丘
／
ぴ
ん
と
ま
ゆ
。
賢
緊
に
同
じ
。
〔
新
序
‘
善

謀
下
〕
皆
年
八
十
有
餘
‘
賢
眉
皓
白
。

【
賢
粟
】
17

江
／
ぴ
ん
と
ま
ゆ
°
棄
は
眉
。
〔
史
記
‘
趙
世

家
〕
賢
粟
髭
頼
。

【
賢
邊
】
18

竺
ぴ
ん
の
あ
た
り
。
〔
白
居
易
、
早
春
詩
〕

春
錯
不
レ
得
虞
‘
唯
有
二
賢
邊
霜
↓

〖
賢
邊
嬌
〗19
な8
ぺ
／
木
の
名
。
は
こ
ね
う
つ
ぎ
。
錦
帯

花
の
異
名
。
〔
盆
部
方
物
略
記
〕
錦
帯
花
、
蜀
山
中
虞
虚

有
レ
之
‘
云
云
‘
里
人
亦
琥
―
―
賢
邊
嬌
↓

〖
賢
邊
絲
〗2
0
竺
勺
賢
の
邊
の
白
製
。
〔
杜
牧
‘
蹄
レ
家

詩
〕
共
レ
誰
半
二
歳
月
盃
嶽
得
賢
邊
絲
゜

【
賢
毛
】
21

窃
ぴ
ん
の
毛
。
〔
太
「
参
、
陪
―
―
秋
員
外
早
秋

登
府
西
棲
因
呈
院
中
諸
公
詩
〕
知
己
猶
未
レ
報
‘
賢

毛
颯
已
蒼
゜

〖
賢
毛
描
〗22乞
匁
賢
の
毛
が
切
れ
て
少
く
な
る
こ

と
。
〔
賀
知
章
‘
回
レ
郷
偶
書
詩
〕
少
小
離
レ
家
老
大
回
‘
響

昔
無
レ
改
賢
毛
描
°

【
賢
角
兒
】
23pin• 

c
h
i
a
o
3
 
e
r
h

賢
の
毛
。
賢
た
ぽ
゜

【
賢
師
眉
匠
]
2
4

咋
彩
'
"
箆
を
い
ふ
。
こ
れ
を
以
て
男

は
賢
を
整
へ
、
婦
人
は
眉
を
作
る
こ
と
か
ら
名
づ
け

る
。
〔
清
異
録
‘
器
具
、
眉
匠
〕
箆
‘
誠
瑣
棲
物
也
、
然
丈

夫
整
レ
賢
‘
婦
人
作
レ
眉
‘
捨
レ
此
無
二
以
代
＞
之
、
余
名
レ
之

曰
―
―
賢
師
眉
匠
↓

【
賢
胤
奴
斜
】
25

花
匂
ぴ
ん
の
毛
が
乱
れ
、
か
ん
ざ
し

が
斜
に
な
る
。
婦
人
の
寝
乱
れ
姿
を
い
ふ
。
〔
王
安
石
‘

塵
書
扇
―
詞
〕
青
冥
風
露
非
入
世
一
賢
乱
叙
斜
特
地
寒
。

或

或

日

0
甑
鼠
は
、
か

謁
ぃ

9

9み
の
毛
が
た
つ
さ

ま
。
毯
(
6
ー

1
7
0
0
7
)
・
f
l
'
!
(
1
0
-
3
6
4
7
8
)

に
同

じ
。
〔
説
文
〕
椒
‘
髪
鼠
製
也
、
ハ
レ
影
鍬
臀
‘
毯
、

鍼
或
炊
レ
毛
、
種
‘
或
八
レ
琢
゜
〔
段
注
〕
囚
部
倣
下

日
‘
毛
倣
也
‘
象
ふ
杢
庄
囚
上
五
及
髯
製
鼠
製
之

形
お
蹴
翫
‘
動
而
直
上
貌
、
所
謂
頭
髭
上
指
、
製
上

衝
レ
冠
也
、
辟
賦
家
言
―
―
施
旗
撒
撒
五
是
其
椴
借
字

也
、
許
意
倣
為
―
―
今
馬
鼠
字
ご
甑
為
―
―
顛
動
之
字
一

今
則
蹴
行
而
鏃
際
芙
、
人
部
日
、
懺
者
、
長
牡
懺

【蹴】]
曰l
エプ

日レ，フ

〔
集
韻
〕
力
渉
切
圏

カ
ー
せ

l
i
e
h
•

〔
集
韻
〕

t
渉

切

薗

小
〇
髪
の
さ
ま
。
も
と
嵩
に
作
る
。
〔
正

字
通
〕
算
、
本
作
レ
嵩
。
〔
説
文
〕
嵩
‘
製

譴
箪

兒
‘
炊
レ
影
縣
臀
‘
讀
若
に
。
●
ま
ゆ
ず
み
。
眉

を
描
く
に
用
ひ
る
燒
姻
。
〔
集
韻
〕
葛
‘
一
曰
‘
燒

煙
染
レ
眉
‘
謂
―
―
之
葛
↓

【募】』
メベ
ンン

〔
集
韻
〕
民
堅
切

OO

賓
踪
セ
イ
□
[
"
↓
i,"戸
い
い
汀
゜
〔
康
醐

,<
i——

冨
】
〗
’

摯

(
1
2
|
 4
5
4
8
9
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
醤
‘
俗
撃
字
。

サ
ウ

,

’

繋

(
1
2
-
4
5
5
5
9
)
の
俗
字
。
〔
正
字

冨
】
畑
ヘ
ウ
通
〕
蔚
‘
俗
禦
字
。

六
五
六
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影

部

〔
十
五
|
—
十
九
驚
〕
鼠

纂

慧

賛

雛

董

懸

欝

聾

麓

籠

襲

鐵

艤

贄

馘

餞

鯖

賛

六
五
七

【
纂
】
如
ぢ
〔
集
韻
〕
歩
木
切
圏

懺
也
、
字
意
略
同
、
今
左
氏
偲
、
長
懺
作
―
―
長
甑
一

杜
以
1
1

多
須
1

繹
レ
之
‘
殊
誤
、
須
下
垂
不
レ
偕
レ
馘
‘

凡
上
指
者
僻
レ
甑
。

O
ひ
げ
。
あ
ご
ひ
げ
。
〔
左
氏
、

昭
、
七
〕
使
1
1

長
鍼
者
相
↓
〔
注
〕
鼠
‘
蹟
也
。
〔
國
語
、

楚
語
上
〕
而
使
二
長
鼠
之
士
相
一
焉
。
〔
注
〕
長
鼠
‘

美
須
額
也
。
●
か
み
。
け
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
甑
‘
毛

也
。
●
馬
の
た
て
が
み
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
青
朧
繁

蹴
‘
蹂
゜
〔
繹
文
〕
鼠
‘
髯
也
。
〔
疏
〕
甑
‘
慧
也
。

O
魚

の
あ
ご
の
わ
き
の
小
ぴ
れ
。
〔
噌
韻
〕
鼠
‘
凡
魚
龍

頷
芳
小
署
‘
皆
日
レ
鼠
゜
〔
杜
牧
、
詩
〕
鯨
鼠
抵
1

一東

海
↓
〔
宋
史
、
五
行
志
一
下
〕
海
岸
連
有
二
巨
魚
一

高
散
丈
‘
云
云
‘
剃
レ
目
乃
覺
、
輯
レ
鼠
而
傍
艦
皆

覆
。
●
鳥
の
頭
の
毛
。
〔
枚
乗
、
七
獲
〕
鶏
観
鴻
鵬

翠
鼠
紫
櫻
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
甑
、
首
毛
也
。

O
蛇
の
鱗
゜

〔
郭
環
山
海
経

111賛
、
北
山
経
、
長
蛇
〕
長
蛇
百

尋
蕨
鼠
如
レ
鈍
。
●
蕎
。
蕎
の
端
。
〔
儀
證
‘
既
夕

證
〕
婦
者
執
レ
帯
‘
垂
末
内
馘
従
。
〔
證
‘
少
儀
〕
枡
レ

席
不
レ
以
レ
鼠
゜
〔
注
〕
鼠
‘
謂
レ
帯
也
。

O
ま
つ
ば
。

〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
、
木
篇
〕
私
第
大
、
堂
前
有
1
1

五
鼠
松
父
有
1

雨
鼠
登
又
有
一
七
輩
者
一
〇
或

は
驚
(
1
2
ー

4
5
5
9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鼠
‘
或
作
レ

鵞
口
蕎
の
端
。
〔
集
韻
〕
鼠
‘
帯
端
。

【
馘
葵
】
1

い
ブ
木
の
名
。
し
ゅ
ろ
。
椋
桐
の
異
名
。
〔
丹
鉛

録
〕
慢
欄
、
一
名
鼠
葵
。

【
鼠
狗
】
2

”
ナ
ハ
イ
エ
ナ
。
食
肉
目
た
て
が
み
い
ぬ
科

の
獣
。
ア
フ
リ
カ
産
の
も
の
は
斑
が
あ
り
、
イ
ン
ド
産

の
も
の
は
縞
が
あ
る
。
性
強
暴
で
家
畜
を
襲
い
、
動
物

の
死
肉
を
常
食
と
な
す
。

【
製
尾
】
3

痔
た
て
が
み
や
尾
。
〔
李
尤
、
平
築
観
賦
〕
天

馬
浦
文
、
襲
尾
布
分
。
〔
頼
山
陽
‘
謁
―
―
楠
河
州
墳
玉
E

レ

作
詩
〕
東
海
大
魚
奮
↓
1

鼠
尾
盃
竺
起
黒
波
ふ

g
舗
展
↓

、
日
□

0
か
み
の
毛
が
た
つ
さ
ま
。
〔
説

陽
し
文
〕
筐
巖
也
、
ハ
レ
影
虞
瞥
。
〔
段
注
〕

亦
謂
,
,
髪
鼠
蹴
1

也
。
●
毛
。
〔
廣
韻
〕
筐
‘
毛
也
。

0
壁
董
は
‘
髪
が
起
つ
さ
ま
。
〔
類
篇
〕
蓋
‘
堅
董
‘

髪
起
貌
。

リ
4

ヨ

日ロ且

【
驚
】
〗
〔
集
韻
〕
龍
都
切

〔
集
韻
〕
凌
如
切

困園

,U 

【
盤
】
蜘

Jヽ

ン

霰
(
1
2
-
4
5
5
4
1
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
蟄
、
俗
霰
字
。

日
●
髪
の
つ
や
。
〔
玉
篇
〕
賢
‘
髭
光
澤
也
。
●

髪
が
美
し
い
。
〔
集
韻
〕
賛
‘
髪
好
也
。
口
髪
の
つ

や
。
〔
集
韻
〕
賢
‘
髪
光
澤
也
。
国
襲
賢
は
、
毛
が

多
い
。
〔
集
韻
〕
賢
‘
霞
賢
、
多
レ
毛
。

サ
ッ
サ
チ

国

【
賢
】
叩

□
サ
ン

巳
サ
ン

〔
集
韻
〕
子
早
切
薗

P.11'tsan3 

〔
集
韻
〕
則
肝
切
、
癒

p
.
X
 Jr tsuan• 

〔
集
韻
〕
子
末
切
園
i

慧
麗
は
‘
髪
が
み
だ
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
慧
‘
霊

龍
‘
髪
乱
兒
。

【
懸
】
叩

久
ウ
〔
集
韻
〕
防
降
切
匹
g

嗣
纂
は
‘
毛
が
乱
れ
る
。
疑
(
6
ー

1
6
9
6
7
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
疑
、
駐
縣
‘
毛
不
レ
理
、
或
作
レ
纂
。

【
識
】
〗
セ
イ
＂
〕
（
”
[
戸

Oに
同
じ
。
〔
篇
【
賢
】
岬
サ
ン

賢
(
l
f
i
l
-
4
5
6
1
6
)

に
同
じ
。
〔
類

篇
〕
賛
、
同
レ
賛
。

日
□
●
羅
れ
髪
。
〔
玉
篇
〕
襲
、

IL髪
。
●
髪
の
み

だ
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
嚢
‘
髭
乱
兒
。
〔
楚
辟
、
大

招
〕
被
髪
襲
只
。
〔
注
〕
襲
‘
乱
貌
也
。
●
或
は
靴
(
6

ー

1
7
0
1
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
襲
‘
或
八
レ
毛
。
国
撃

襲
は
、
髪
の
み
だ
れ
る
さ
ま
。
攀
(
1
2
|
 4
5
6
0
6
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
攀
‘
撃
輩
‘
髪
乱
兒
‘
或
炊
レ
襄
゜

'□ 
【鯖】
g

，

鱈

(
1
2
-
4
5
6
20
)

の
謳
字
。
〔
字
彙

補
〕
麟
叢
字
之
識
。

レ
フ

か
み
飾
゜
〔
字
彙
補
〕
鰻
‘
首
飾
°

ジ
吋
ウ

日

wャ
ヴ

【襲】

7
鱈
昂
炉
〔
集
韻
〕
尼
庚
切

圏圏鱈

【餞】
g

7
ツ
フ
チ

〔
字
彙
補
〕
夫
勿
切
躙
『

〔
集
韻
〕
汝
雨
切

〔
集
韻
〕
如
陽
切

【
畿
】
〗撃
(
1
1
0ー

4
5
4
8
9
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
戴
‘
字
書
、
或
撃
字
。

サ
ヴ

,“
 

I-

【籠】
g

チ
，
ユ
，
ウ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
籠
‘
昔
沖
゜

か
み
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
覧
‘
製
兒
。

【麗】
g

義
未
詳
。
〔
龍
籠
手
鑑
〕

麓
、
女
紅
切
‘
又
女
容
切
。

ド
ヴ
．
ヂ
，
司
ウ

【
覧
】
』
竺
〔
集
韻
〕
仕
懺
切
認

【
賢
】
〗
キ
”
”
[
[
m
の
本
字
。
〔
正
字

●
髪
の
ま
ば
ら
な
こ
と
。
〔
集
韻
〕
饉
‘
髭
疎
也
。

●
或
は
琴
(
1
2ー

4
5
3
9
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
肇
‘

或
ハ
レ
令
。

【髯型】
g

レ，
7

鼠
(
1
2
-
4
5
6
1
3
)

に
同
じ
。
〔
篇

韻
〕
欝
、
同
レ
鼠
゜

髪
が
疎
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
慧
‘
髭
疎
兒
。

【
歴
】
呻

〔
集
韻
〕
狼
秋
切
願
『

レ
キ
リ
，
ヤ
ク

【髪】
g

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
岡
i

レ
イ
IJ'
ャゥ

【
鼠
璧
】
1

t

ィ
麻
を
雑
へ
て
誓
を
作
る
こ
と
。
〔
張
衡
‘

西
京
賦
〕
朱
霙
戴
壁
‘
植
髪
如
レ
竿
゜
〔
注
〕
善
日
、
通
俗

文
曰
、
露
誓
曰
レ
戴
‘
以
』
麻
雑
為
レ
昏
‘
如
今
撮
一
也
、

一
翰
日
、
戴
堅
、
結
束
也
。

13253 



(45632)一 (45639・・35) 

礼
(

1

|

7
4
)に
同
じ
。
〔
字
親
~
〕
司
‘

【
可
】
〗
門
右
‘
昔
戟
‘
可
字
払
手
、
手
有
レ

所
レ
執
、
今
或
作
レ
孔
゜

ゲ
キ

夏

小

巳

g●
た
た
か
ふ
。
あ
ら
そ
ふ
。
雨

萩
士
が
兵
器
を
持
つ
て
た
た
か
ふ
意
。

，
 

又
‘
雨
人
が
手
に
物
を
持
つ
て
半
ふ
意
に
象
る
。

〔
説
文
〕
門
‘
附
士
相
封
‘
兵
杖
在
レ
後
‘
象
11

門
之

形
↓
〔
段
注
〕
按
‘
此
非
11

許
語
一
也
、
云
云
‘
営
レ
云
二

弔
也
、
阿
我
相
封
‘
象
形
ニ
謂
二
雨
人
手
持
相
封
―

也
、
云
云
、
文
凡
雨
手
盃
ガ
酎
士
也
。
〔
集
韻
〕

門
、
閾
也
。

O
た
た
か
ひ
が
ま
へ
。
と
う
が
ま

へ
。
漢
字
の
構
の
名
。

画
閤
l

門

(11ー
4
1
2
0
8
)
は
別
字
。
〔
字
彙
‘
蝉
似
、
二
字
相

似
〕
門
、
門
戸
。
門
‘
斗
去
贅
、
繭
・
関
•
閲
・
間
等
字
‘
以
レ

此゚
隔
宇
l

會
意
。
凧
と
雁
と
相
酎
す
。
本
義
は
学
ふ
こ
と
。
即

ち
、
人
が
手
に
兵
杖
な
ど
の
物
を
も
つ
て
相
射
し
て
た

た
か
ふ
の
義
。
凧
・
廂
は
‘
手
に
物
を
持
つ
貌
に
象
る
。

【
門
姑
娘
】
1

慧
＂
女
兒
が
玩
ぶ
物
で
、
形
は
小
茄
子
に

似
、
色
は
赤
く
て
光
澤
が
あ
り
‘
十
月
頃
に
賣
り
出
す
。

〔
燕
京
歳
時
記
、
門
姑
娘
〕
毎
レ
至
1

一
十
月
「
市
隷
之
間
、
則

有
赤
包
兒
・
門
姑
娘
等
物
一
云
云
‘
門
姑
娘
‘
形
如
ー
小

茄
玉
赤
如
―
―
珊
瑚
面
園
潤
光
滑
、
小
兒
女
多
愛
レ
之
、
故
日
ニ

門
姑
娘
↓

同】
g

ト
ヴ
〔
集
韻
〕
丁
候
切
園

日

ッ

カ

又

tou'

□
カ
ク
〔
集
韻
〕
克
角
切
卿
g

門

部

門

部

門

可

p

小

O
さ
わ
ぐ
。
さ
わ
が
し
い
。
〔
説
文
新

猿
蔽
附
〕
岡
、
不
枷
也
、
が
市
門
↓
〔
陳
輿

義
、
入
レ
城
詩
〕
平
生
厭
1

一
喧
間
五
快
孟
息
三
家
村
↓

0
み
だ
れ
る
。
〔
廣
韻
〕
吏
、
又
猥
也
、
擾
也
‘
間
、

【
間
】
〗
ダ
ヴ
〔
集
韻
〕
女
教
切
醐
5

ヽ

ネ

ヴ

万

公

n
a0
4
 

冒
■
譴
＿

【
開
】
〖
7
ン

闇
(
1
2
|
 4
5
6
5
5
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
閤
、
同
レ
闇
゜

囮屈

小
日
力
士
の
力
量
を
は
か
る
お
も
り
。

慧
策
〔
説
文
〕
閲
‘
試
ニ
カ
土
錘
也
、
炊
レ
門

炊
レ
七
‘
或
凡
戦
省
ニ
讀
若
レ
縣
°
□
日
に
同
じ
。

【閲】細

日竺
ロ
ワ
ゥ

〔
集
韻
〕
胡
涌
切

〔
集
韻
〕
烏
宏
切

【
間
】
岬

，

嗣

(
1
1
0
-
4
5
6
5
7
)

の
俗
字
。
〔
字

ト
ウ

彙
〕
問
‘
俗
闊
字
。

う
つ
。
〔
集
韻
〕
閉
、
博
也
。

【閑】年
ベヘ
ンン

〔
集
韻
〕
皮
嬰
切
醐
函

1

i

――
 

坪
(
2
|
2
8
9
4
)

に
同
じ
。
〔
字
界
〕

【

こ

[

キ

ク

E
門
四
音
約

F
字
長
1

執
レ
物
則
―
゜

〔
四
ー
五
蓋
〕

閑

問

閲

閲

間

上
同
。
〔
方
岳
、
立
春
詞
〕
紅
紛
緑
閤
。
参
し
げ
し
。
【
間
装
】
17

誘
〇
衆
賓
を
合
は
せ
綴
っ
た
も
の
で
、
符
・

さ
か
ん
。
〔
張
炎
‘
詠
屎
口
詩
〕
不
レ
教
―
―
枝
上
春
痕
鞍
・
轡
な
ど
を
飾
る
。
〔
白
居
易
‘
渭
村
退
去
寄
―
―
穐
部
崖

侍
郎
・
翰
林
錢
含
人
二
百
韻
詩
〕
責
主
冠
浮
動
‘
親
王
轡

間
装
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
一
一
〕
仁
宗
景
祐
一
―
一
年
詔
‘
官
非
二
五

間
↓
〔
宋
祁
‘
詩
〕
紅
杏
枝
頭
春
意
間
。
働
あ
ら
そ

品
以
上
五
母
レ
得
レ
乗
,,§jg
装
銀
鞍
-
〔
宋
瀧
、
詩
〕
南
國
佳
人

ひ
。
い
か
り
。
〔
柳
宗
元
‘
答
査
中
立
論
師
這

書
〕
以
召
怖
取
レ
怒
乎
。

O
吏
(
1
-
4
0
5
)

に
同
じ
。
玉
作
レ
腰
‘
間
装
香
帯
斬
-
l

新
離
＾
〇
間
装
花
に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
吏
‘
卑
ハ
レ
岡
同
。

O
園
④
氣
が
せ
く
。
◎
病
〖
間
装
花
〗
1
8
?
g
サ
ゥ
あ
や
ぎ
ぬ
を
戟
つ
て
花
や
晶
な

が
流
行
す
る
。
◎
惹
起
す
る
。
＠
す
る
。
作
為
す
る
。
ど
を
作
っ
て
髭
に
さ
す
一
種
の
か
ん
ざ
し
。
閣
壌
喰
(
4

9
)

に
同
じ
。
〔
通
俗
篇
‘
服
飾
、
間
装
花
〕
余
氏
琲
林
、
京

師
兒
女
多
剪
レ
採
‘
為
f

一
花
或
草
晶
之
類
一
日
西
血
嘆
嘆
一

【
間
宴
】
1

焚
宴
會
を
さ
わ
が
す
。
〔
還
魂
記
、
間
宴
〕

即
古
所
謂
間
装
也
‘
白
築
天
詩
‘
責
主
冠
浮
動
‘
親
王
轡

長
淮
千
騎
雁
行
秋
‘
浪
捲
雲
浮
、
思
レ
郷
涙
レ
國
椅
1

一層

間
装
‘
是
已
、
又
、
元
強
現
、
西
湖
竹
枝
詞
‘
湖
上
女
兒

雙

學
琵
琶
面
頭
多
挿
間
装
花
。

【
間
歌
】
2

な
か
ま
ぴ
す
し
く
歌
ふ
。
又
、
其
の
歌
。
間

〖
間
装
帯
〗19
行

9

ウ
衆
賓
を
合
は
せ
綴
つ
て
造
っ
た

歌。

帯
。
〔
胡
應
麟
、
筆
叢
〕
。

【
間
氣
】
3nao• 

ch'i'

●
怒
る
。
●
短
氣
な
氣
質
。

【
間
錯
】
20nao• 

ts'uo4

失
敗
す
る
。
開
錯
。

【
間
鬼
]
4nao• 

kuei'

幽
霊
が
出
る
。
妖
怪
が
出
る
。

【
間
市
】
21

名
騒
が
し
い
市
場
。
賑
か
な
町
。
〔
子
華
子
、

【
間
窮
】
5nao• 

ch'iung2

貧
乏
す
る
。
貧
窮
に
苦
し

晏
子
〕
門
如
岡
市
盃
惟
利
是
視
。
〔
張
籍
‘
寄
n
元
員
外
一

【
間
虚
】
6nao• 

hsi.i1

遠
慮
す
る
。

L

む。

詩
〕
門
巷
不
レ
教
祉
翌
間
市
五
詩
篇
韓
覺
レ
足
1

一
工
夫
↓

【
間
狗
】
1

n
a
 0 4
 kou3

犬
が
さ
か
る
。

【
間
事
】
22

名
や
た
ら
に
事
を
起
す
。
又
‘
騒
ぎ
事
。

【
間
壌
】
8

nao4 
huai4

破
る
。
壊
す
。

間
事
。
〔
唐
國
史
補
‘
上
〕
杭
州
有
廣
三
姑
者
ゴ
広
云
‘

【
間
口
】
，n
a
o
•
k'ou3

口
喧
嘩
す
る
。

姑
曰
‘
皆
自
作
也
‘
試
取
―
―
魚
子
1

宋
咬
著
‘
寧
有
1

一
許
閤

〖
間
口
舌
〗
:
:

nao• 

k'ou3 
she'

口
喧
嘩
す
る
。

【
間
侯
】
11

況
侯
元
基
の
綽
琥
。
始
終
騒
い
で
ゐ
る
檀
事
盃
径
山
心
服
。

那
の
意
。
侯
元
基
の
所
に
常
に
客
が
あ
つ
て
宴
を
開
ぃ
〖
間
事
情
〗

2
3n
a
 0 4
 s
h
i
h
'
c
h
'
i
n
g

悪
戯
者
。

て
ゐ
た
の
で
琥
せ
ら
れ
た
。
〔
清
異
録
‘
人
事
、
間
侯
〕
侯
【
間
樹
】
24

苓
見
物
の
た
め
設
け
ら
れ
た
畳
゜
〔
桃
花

元
墓
‘
馬
氏
時
筏
湖
湘
宰
ぶ
翌
居
長
聾
門
常
有
な
客
‘
扇
‘
間
樹
〕
貢
院
秦
淮
近
‘
賽
脊
衿
―
謄
金
零
粉
。

【
間
嘆
】
25

nao4 
jang'

さ
わ
が
し
い
。
間
嗅

宴
會
無
虚
H
天
目
認
面
侯
↓

【
間
関
】
12nao• 

h
u
n
g

騒

ぐ

。

【

間

手

】

26nao• 

shou3

暴
れ
る
。
間
手
。

【
間
喧
】
13

”
ゥ
し
げ
く
さ
へ
づ
る
。
〔
燕
子
箋
、
葛
像
〕
【
間
酒
】
27

nao4 
chiu3

酒
に
酔
つ
て
騒
ぐ
。
間
酒
。

担

鶯

兒

打

、

休

レ

教

面

喧

↓

【

間

鐘

】

28nao• 

chung'

目
醒
し
時
計
。

冨
財
】
14nao• 

ts'ai'

金
を
手
に
入
れ
て
其
の
慮
【
間
心
】
29

匁
心
を
惜
ま
す
。
〔
元
横
‘
晶
者
七
篇
詩
序
〕

分
に
頭
を
な
や
ま
す
。
又
‘
子
供
が
錢
を
も
ら
ひ
‘
嬉
し
又
荊
州
樹
木
洲
渚
虞
‘
豊
夜
常
有
二
翅
朽
百
族
る
岡
レ
心

く

て

弄

ぷ

を

い

ふ

°

不

レ

得

―

―

間

静

ぶ

因

為

―

有

鳥

二

十

章

一

以

自

逹

゜

【
間
掃
】
15

苓
唐
末
、
宮
女
が
低
く
結
ん
だ
誓
。
間
掃
【
間
性
】
30

nao4 
hsing'

暴
れ
る
。
怒
る
。

粧
。
間
掃
゜
〔
―
二
夢
記
〕
間
掃
、
猶
薮
蒻
・
堕
馬
之
類
也
、
〖
間
性
子
〗

3
1
nao• 

hsing• 

tzu

腹
を
立
て
る
。
間

唐
詩
云
、
還
椋1間
掃
—
學1る
品
g

〔
誓
賛
品
〕
貞
元
中
‘
性
に
同
じ
。
「
あ
ふ
。

有

欝

順

髪

又

有

』

四

掃

放

豊

【

間

賊

】

32nao• 

tsei'

賊
に
は
い
ら
れ
る
。
盗
難
に

〖
間
掃
粧
〗16
砕
な
唐
末
、
宮
女
の
誓
の
一
種
。
間
掃
【
間
捧
】
3
3
nao4 
ning'

仲
違
ひ
す
る
。
衝
突
す
る
。

に
同
じ
。
〔
三
唐
紀
〕
唐
末
宮
中
営
、
名
一
間
掃
粧
↓
云
云
、
【
間
場
】
34nao• 

ch'ang3

演
藝
場
等
の
寄
せ
太
鼓
゜

蓋
盤
鵠
堕
馬
之
類
0

[
間
熱
]35

況
混
雑
し
て
さ
わ
が
し
く
う
る
さ
い
。
喧

ハ
五
八

13254 
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門

部

〔
五
ー
八
壼
〕

間

閤

関

闇

閲

閲

六
五
九

喚
。
熱
問
。
〔
白
居
易
‘
雪
中
晏
起
偶
詠
話
溢
竺
兼
旦
張
師
孟
春
、
兒
奸
多
剪
レ
採
為
<1

花
或
草
贔
1

桶
レ
首
‘
日
1

一荊

常
侍
・
章
庶
子
・
皇
甫
郎
中
ー
雑
言
詩
〕
又
不
レ
見
西
京
鴫
嘆
↓

浩
浩
唯
紅
塵
、
紅
塵
問
熱
白
雲
冷
゜
〔
通
俗
編
‘
祝
誦
、
【
岡
水
災
】
50nao• 

s
h
u
e
i
'
t
s
a
i
―
水
災
に
あ
ふ
。

間
熱
〕
朱
子
語
類
、
郡
渚
闘
先
生
曰
‘
倣
ー
ー
教
官
五
5
-

―
随
レ
【
間
天
氣
】
51nao• 

t• 

ien1 
c
h
•
i暴
風
雨
。
悪
天
候
。

分

倣

一

些

課

試

方

是

間

熱

。

【

間

肛

子

】

52nao• 

tu• 

tzii

腹
を
下
す
。

【
間
房
】
36

名
新
婚
の
夕
、
親
戚
友
人
が
相
集
つ
て
、
新
【
間
頭
兒
】

53"tゥ
明
人
が
走
馬
局
戯
に
用
ひ
た
賞

夫
婦
に
た
は
む
れ
か
ら
か
ふ
を
い
ふ
。
戯
婦
。
戯
壻
゜
錢
。
各
人
が
こ
れ
を
出
し
、
勝
っ
た
者
が
こ
れ
を
得
る
。

〔
升
庵
外
集
〕
今
此
俗
世
尚
多
有
レ
之
、
以
―
―
廟
見
之
婦
一
〔
陳
保
‘
天
啓
宮
詞
注
〕
。

同

秘

椅

門

之

雙

誠

所

謂

散

俗

也

。

【

間

排

子

】

54nao• 

p• 

ai'tzii

外
見
を
飾
る
。
又
、
め

【
間
苗
】
37

n
a
o
'
m
i
a
 02

む
づ
か
る
。
筒
磨
に
同
じ
。
か
す
人
。
間
架
子
。

【
鷹
】
3
8
n
閲
m
o
'

む

づ

か

る

。

圃

魔

。

【

岡

皮

氣

】

55nao• 

p• 

i2 
c
h
•
i
0怒
る
。
●
短
氣
な
氣

【
前
魔
】
39nao• 

m
o
2

む
づ
か
る
。
岡
磨
に
同
じ
。
質
。

【
間

IL】40
n
a
o
こ
屋
~
騒
動
を
起
す
。
間
乱
。
【
間
牌
氣

]
5
6

nao• 

p• 

i
'
c
h
'
i

●
腹
を
立
て
る
。
●

【
前
架
子
】
41nao• 

chia'tzii

外
見
を
飾
る
。
又
、
め
短
氣
。

か

す

人

。

雁

架

子

。

【

間

不

清

】

57nao• 

p
u
 c
h
•
i
は
5
l
涯
別
が
出
来
な
い
。

【
間
蛾
兒
】
42

呪
頭
巾
に
括
む
装
飾
品
。
紙
で
蝶
の
形
【
間
羊
花
】
58

苓
苫
覇
草
の
名
。
れ
ん
げ
つ
つ
じ
。
羊

を
作
り
、
更
に
装
飾
を
施
し
た
も
の
。
一
名
、
間
嘆
嘆
。
瑯
躙
。
〔
本
草
、
羊
螂
睛
〕
繹
名
、
黄
螂
躙
・
黄
杜
鵜
・
羊

間
嘆
鴫
(
4
9
)

を
も
見
よ
。
〔
菫
齋
文
集
〕
以
<1烏
金
紙
―
剪
不
食
草
・
間
羊
花
・
驚
羊
花
・
老
虎
花
・
玉
枝
、
弘
景
日
、

為
妖
蝶
「
朱
粉
貼
染
‘
以
―
―
小
銅
絲
五
竺
綴
針
上
一
帝
羊
食
―
―
其
葉

-g聞而死
、
故
名
、
間
嘗
レ
作
レ
惜
‘
惜
‘
乱

葬
柏
爽
迎
春
元
日
‘
冶
遊
者
緬
一
之
巾
帽
玉
宋
柳
永
詞
也
。

所
謂
‘
間
蛾
兒
也
‘
或
亦
謂
<1
之

間

壌

噴

↓

【

間

荒

風

潮

】

5
9
n
g
4
 huang1 
f
e
n
g
'
c
h
•
a
0
2

不
作

【
間
高
唐
】
“
”
む
カ
ヴ
魯
の
名
。
清
、
洪
昇
の
作
。
水
の
た
め
の
騒
動
。

滸
傭
中
の
柴
進
が
高
唐
州
で
失
敗
す
る
の
一
節
を
演
【
而
個
不
休
】
6
0
n
g.
 k
e
 pu'hsiii

騒
い
で
止
ま
な

じ
た
も
の
。

【
間
元
宵
】
44

苓
ゲ
ン
新
年
に
元
日
か
ら
十
五
日
の
夜
ま
【
間
喪
跛
兒
】
61nao• 

s
a
n
g
'
k
u
3
 
e
r
h

葬
式
に
用
ひ

で
、
戸
毎
に
編
鼓
で
賑
は
す
こ
と
。
蘇
州
及
び
武
進
地
る
小
さ
い
鼓
。

方
の
行
事
。
間
元
宵
゜
〔
直
隷
志
書
、
武
進
縣
〕
敲
<1
鍾
鼓
一
【
間
著
玩
兒
】
62

n
a
o
'
c
h
e
 w
a
n
'
e
r
h

戯
れ
る
。
ふ

兒
童
自
<1
元
日
1至
元
宵
一
手
不
レ
停
―
―
鐵
鼓
撃
―
―
鼓
ざ
け
る
。

而
甕
鍾
周
1一
遭
之
一
謂
孟
岡
元
宵
｛
其
臀
以
1活
ぶ
節
者
―
【
間
了
蹄
齊
】
63nao• 

la 
kuei 
I
 ch• 

i'

畢
覚
。
つ
ま

伶
上
、
然
不
n

一

必

有

―

―

師

受

↓

り

。

「

る

。

【
間
砂
砂
】
45nao• 

c
h
'
a
o
'
c
h
'
a
o
1

騒
が
し
い
さ
ま
。
【
間
連
陰
雨
]
6
4nao• 

l
i
e
n
'
y
i
n
'
y
i
i
3

長
雨
が
降

罰
炒
炒
。

【
間
炒
炒
】
46

”
”
ナ
ウ
さ
わ
が
し
い
さ
ま
。
間
砂
砂
。
〔
琵
琶

記
、
春
衷
杏
回
〕
岡
炒
炒
街
市
上
涌i

【
閤
】
〗

【
間
喚
子
】
47

nao4 
sang" 
tzii

咽
喉
を
痛
め
る
。

【
筒
糟
樵
】
48

n
a
o
'
t
s
a
o
'
k
a
o
'

悶
着
を
起
す
。
惜

む
。
間
糟
粒
゜

【
間
嘆
嘩
】
49

％
裕
ヴ
正
月
に
、
女
子
が
五
色
の
布
を
き

つ
て
花
や
晶
等
の
形
を
造
り
、
頭
髪
に
さ
す
も
の
。
間

装
花
(
1
8
)
・
間
蛾
兒
(
4
2
)
を
も
見
よ
。
〔
余
氏
辮
林
〕
京

＇昌
デ
イ

闇
（
1
2
-
4
5
6
5
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
闇
‘
或
作
レ
閤
゜

小
日
口
●
た
た
か
ふ
。
〔
説
文
〕
関
、
門

月
豪
也
、
ハ
レ
門
共
臀
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕

鄭
興
レ
魯
関
。
〔
注
〕
関
、
猶
蘊
と
兵
而
繭
一
也
。
〔
戚

學
標
、
説
文
補
考
〕
孟
子
、
郁
興
レ
魯
関
‘
揚
子
、
一

閥
之
市
、
本
皆
炊
レ
門
宋
石
経
孟
子
誤
炊
加
門
、

昔
義
又
分
、
ハ
レ
門
者
、
下
降
切
、
義
息
巷
同
‘
廣
【
閂

i
]〗

韻
綽
部
、
関
‘
字
昔
同
レ
巷
‘
注
俯
引
↓
一
説
文
繭
也
一

宋
人
不
レ
學
如
レ
此
。

O
と
き
の
こ
ゑ
゜
又
、
と
き

の
警
を
あ
げ
る
。
〔
集
韻
〕
関
、
嗣
臀
。
〔
孟
子
、
梁

恵
王
下
〕
鄭
興
レ
魯
関
。
〔
注
〕
閥
‘
閾
繋
也
。
〔
名
山

記
〕
若
,
,
萬
軍
屯
関
↓
〇
さ
わ
ぐ
。
か
し
ま
し
い
。

露
安
卿
‘
食
新
筍
裔
〕
参
レ
扉
誠
滑
稽
‘
霙
レ
資

宜
羹
関
↓
R
或
は
閣
(
1
2
|
 4
5
6
4
5
)

に
作
る
。

0
閲
]
岬

〔
集
韻
〕
関
‘
或
炊
レ
巷
゜

【
関
狗
】
1
h
目
g
'
k
o
u
3

犬
を
追
ひ
彿
ふ
。

小

日

□
l

●
せ
め
ぐ
。
始
終
い
ひ
あ
ら
そ

ふ
。
互
に
を
か
し
あ
ら
そ
ふ
。
〔
説
文
〕

問
豪

【
関
噸
】

2
h
g
g'jang'
大
瞥
で
騒
ぐ
。

【
関
臀
】
3
h
gg
'
s
h
e
n
g
'

と
き
の
こ
ゑ
。
衆
人
が
一

閲
‘
恒
訟
也
、
ハ
―
―
門
兒
百
九
‘
善
訟
者
也
。
〔
段
注
〕

齊
に
叫
ぷ
贅
。
鯨
波
。
訥
畷
。

以,,
小
兒
善
訟
會
意
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
常
棟
〕
兄
弟

【
閥
戦
】
4
h
gg
'
c
h
a
n
'

戦
ふ
。

【
関
然
】
5

努
盛
な
さ
ま
。
〔
皮
日
休
、
桃
花
賦
〕
夜
景
絞

潔

、

関

然

秀

登

。

閲

手

騰

↓

〔

傭

〕

閲

‘

根

也

。

〔

左

氏

、

博

‘

二

十

四

〕

【
関
堂
】
6
h
§
g
'
t
'
a
品
2

一
齊
に
大
聾
を
あ
げ
る
。
兄
弟
閲

,,fr睛
↓
〔
注
〕
閲
‘
訟
争
之
貌
。
〔
國
語
、
周

〖
関
堂
大
笑]
1h
u
n
g
'
t
'
a
n
g
"
 
taこ

hsiao'

ど
つ
語
中
〕
兄
弟
謙
閲
゜
〔
注
〕
閲
‘
侮
也
。
●
う
ら
む
。

〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
閲
‘
恨
也
。
●
お
そ
れ
る
。
〔
廣
雅
‘

と
笑
ふ
。

【
関
丁
】
8

存
丁
祭
を
騒
が
す
こ
と
。
丁
は
丁
祭
‘
仲

春
・
仲
秋
の
上
丁
の
日
に
孔
夫
子
を
祭
る
式
典
。
〔
桃
花
繹
詰
二
〕
閲
‘
擢
也
。
●
な
く
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
二
〕

扇

、

関

丁

〕

俎

豆

傭

釜

舗

排

戸

。

閲

、

鳴

也

。

曇

し

づ

か

な

さ

ま

。

ひ

つ

そ

り

し

た

【
関
都
拉
斯
】
，
＂
3
9
ュ

H
o
n
d
u
r
a
s
の
昔
繹
。
●
中
央
さ
ま
。
関
(
1
1
ー

4
1
4
1
1
)
に
通
ず
。
〔
易
、
豊
‘
関
其

ア
メ
リ
カ
の
共
和
國
。
南
は
ニ
カ
ラ
グ
ワ
に
隣
り
、
北
無
レ
人
、
繹
文
〕
関
‘
挑
作
レ
閲
。

O
或
は
赫
(
1
0
ー

3

5
5
5
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
閲
‘
説
文
、
恒
訟
也
‘
或

は
カ
リ
ヴ
海
に
面
す
。
西
紀
千
八
百
二
十
一
年
、
イ
ス

パ
ニ
ャ
よ
り
獨
立
す
。
首
府
は
テ
グ
シ
ガ
ル
バ
。
護
膜
・

コ
コ
椰
子
•
印
度
藍
•
木
材
等
を
産
す
。
●
中
央
ア
メ
リ
作
レ
誌
。

力
に
あ
る
英
領
植
民
地
。
西
・
南
は
グ
ワ
テ
マ
ラ
に
隣
踊
用
l

會
意
。
門
（
た
た
か
ふ
）
と
兒
（
子
供
）
と
の
合
字
。

園口日
ゲキカキケ
' キヤクギキ
クク

〔
集
韻
〕
馨
激
切
T
-

〔
集
韻
〕
祁
格
切

願匂鴎

＇昌
ト
，
ウ

躙
(
1
1
1
-
4
5
6
5
7
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
閏
、
同
レ
鯛
。

冒
.
昌

コ
ヴ
〔
集
韻
〕
胡
貢
切
商
〗

日
グ

r
x
L
h
gg
'
 

晶
?
〔
集
韻
〕
胡
降
切
囲

同】蜘

【闇】
i

ト
ヴ

閾
(
1
t
o
1
4
5
6
5
7
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
闇
、
同
J

躙。

り
、
東
は
カ
リ
ヴ
海
に
面
す
。
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【

闘

】

[

ト
ヴ

闊
(
1
2
-
4
5
6
5
7
)

の
俗
字
。
〔
玉

篇
〕
顧
闘
、
同
レ
上
‘
俗
゜

【
閻
】
〗閾
(
1
2
|
 4
5
6
5
9
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
闇
‘
俗
閾
字
。

キ
ヴ

冨
】
如
ゲ
キ
[
“
し
↓
目
。
同
じ
。
〔
五
昔

III臼＿

【

閤

】

蜘

キ

ン

琴
(
7
ー

2
1
0
7
9
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
閤
、
古
文
琴
字
。

関
（
1
2
ー

4
5
6
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集

【
亘
国
】
蜘
韻
〕
閲
‘
或
八
レ
巷
。
〔
呂
覧
‘
慎
行
〕

柑
抒
之
子
、
相
輿
私
閣
。
〔
注
〕
闇
‘
繭
也
、
闇
‘
讀
近
レ
鴻
‘

緩
レ
氣
言
レ
之
。

カ
，
ウ

兒
は
よ
く
訟
へ
あ
ら
そ
ふ
も
の
、
故
に
門
と
合
し
て
言

ひ
弔
ふ
義
と
す
。

【
閲
鑽
】
1hsi• 

h
s
i
n
•仲
た
が
ひ
。
不
和
。

【
閲
恨
】
2

カ
ん
恨
み
あ
ふ
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
閲
‘
恨
也
。

〔
注
〕
相
怨
恨
。

【
閲
争
】
3

芥
せ
め
ぎ
争
ふ
。
あ
ら
そ
ひ
。

【
閲
睛
】
4

グ
切
膳
＂
に
せ
め
ぐ
。
同
一
猶
内
の
者
が
半

ふ
意
で
、
兄
弟
喧
嘩
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
常
棟
〕
兄
弟

閲
―
―
子
閂
外
禦
1

一
其
務
ご
笠
有
良
朋
ご
究
也
無
レ
戎
゜

〔
偉
〕
閲
‘
根
也
。
〔
箋
〕
務
‘
侮
也
‘
兄
弟
雖
困
閲
一
而
外

票
侮
也
。
〔
書
言
故
事
‘
兄
弟
類
〕
兄
弟
不
レ
協
為
レ
閲
レ

埴°
【
閲
訟
】
5

グ
が
あ
ら
そ
ふ
。
口
論
す
る
。
〔
隋
書
、
隠
逸
‘

李
士
謙
博
〕
有
T
兄
弟
分
レ
財
不
レ
均
‘
至
•
相
閲
訟
い

【
閲
嗣
]
6

ば
せ
め
ぎ
竿
ふ
。
繭
閲
(
1
2
|
 4
5
6
5
7
 :
 4
3
)
 

に
同
じ
。

＂ 
門

立
n

〔八
I

十
四
驚
〕

n鯛
言
m-

小
●
闇
闇
は
‘
た
た
か
ひ
が
み
だ
れ
も
つ

闇
豪
れ
る
。
〔
説
文
〕
閣
、
閣
闇
、
門
連
結
緒

紛
相
牽
也
、
八
レ
門
賓
省
督
‘
讀
若
レ
績
。
●
た
た

か
ふ
。
〔
集
韻
〕
闇
、
闊
也
。
●
闇
(
1
2
-
4
5
6
5
6
)

に

同
じ
。
〔
康
熙
字
典
〕
闇
‘
玉
篇
作
レ
闇
゜

【

闇

】

年

ヒ

ン

〔
集
韻
〕
匹
刃
切
麗

巳
く
び
り
こ
ろ
す
。
し
め
こ
ろ
す
。

uー
〔
説
文
〕
閤
、
経
謬
殺
也
、
炊
レ
門
蓼
臀

錯
日
、
経
謬
、
編
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
閣
、
絞
也
。

口
こ
ろ
す
。
〔
集
韻
〕
閲
‘
殺
也
。
国

0
く
び
り
こ

ろ
す
。
〔
集
韻
〕
閣
‘
博
雅
‘
絞
也
‘
一
日
、
経
謬
殺

也
。
●
喪
の
降
殺
。
〔
康
熙
字
典
〕
閣
‘
喪
之
降
殺
。

国】岬

リ
ヴ

日ル
ロ
レ
キ
り
ャ
ク

国
ヶ
ヴ

因

〔
集
韻
〕
狼
秋
切
暉
『

〔
集
韻
〕
吉
了
切
蒻

〔
集
韻
〕
力
求
切

【
闘
】
年

【
闘
】
臼

’

嗣

(
1
2
|
 4
5
6
5
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
闘
‘
俗
閾
字
。

ト
ウ n11"i[
―
 

ト

ヴ

闘
(
1
2
-
4
5
6
4
9
)

の
略
字
。

小

Eloぁ
ふ
。
で
あ
ふ
。
〔
説
文
〕
閾
遇

襲
姦
也
、
炊
レ
門
断
臀
゜
〔
段
注
〕
凡
今
人
云
―
―

闊
接
者
‘
是
遇
之
理
也
、
周
語
、
穀
維
願
‘
将
レ
毀
―

王
宮
;
睛
三
一
水
本
異
レ
道
、
而
忽
相
接
合
為
こ

祠】岬
口曰
ットット
''  ゥゥ

〔
集
韻
〕
丁
候
切

OO

ヽ

力
又

t
a
u
•

困

〔
集
韻
〕
常
侯
切

冨
3
〗
ヒ
ン闇(
1
2ー

4
5
6
5
2
)

に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
聞
、
同
レ
闇
°

【
関
】
年

7
ン

闇
(
1
2
|
 4
5
6
6
0
)

の
調
字
。
〔
正

字
通
〕
関
、
関
字
之
謡
。

n
馴
国
E
~一

【

Ili】釦

闇

(11ー
4
1
4
8
7
)

の
本
｛
子
。
〔
正
字

通
〕
闇
、
闇
本
字
。

キ
プ

〔
集
韻
〕
虎
檻
切
芦
g

〔
集
韻
〕
許
登
切
認
〗

r
 
J
:
[
'
h
a
n
3
 

〔
集
韻
〕
虎
覧
切
國
{
-

日
□
●
獣
の
怒
り
ほ
え
る
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
闘
‘
虎

臀
゜
〔
集
韻
〕
闘
、
獣
怒
臀
。
〔
詩
、
大
雅
、
常
武
〕

闘
如
硫
虎
↓
〇
た
け
し
い
。
〔
漢
書
、
絞
博
上
〕

七
雄
琥
闘
。
国
警
の
大
き
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
闘
‘

臀
大
兒
゜

【
賊
闘
】
1

竺
虎
な
ど
の
ほ
え
る
臀
。
又
、
た
け
き
威

容
あ
る
さ
ま
。
〔
周
證
、
地
官
、
保
氏
、
五
日
、
軍
旅
之
容
、

注
〕
軍
旅
之
容
、
闘
闘
仰
仰
゜

国
カ
ン

【
闘
】
岬

□ 日
ケカケカ
ンンンン

閲

闇

閤

簡

閻

闘

闘

闘

閣

闇

蔵

闇

闇

闇

嗣

也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
闊
、
相
接
之
意
。
〔
國
語
、
周

語
下
〕
穀
洛
繭
‘
将
レ
毀
元
宮
↓
●
た
た
か
ふ
。
門

(
1
2
-
4
5
6
3
2
)

に
通
ず
。
〔
説
文
、
鯛
‘
段
注
〕
古
凡

麟
接
用
―
―
願
字
盃
門
半
用
二
門
字
ぶ
m
皆
用
レ
騎
為
―
―

半
競
釜
皿
門
際
矢
゜
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鯛
‘
段
借

為
レ
門
。
〔
孟
子
‘
離
婁
下
〕
今
有
Ii

同
室
之
人
騎
者
↓

〔
史
記
‘
趙
奢
博
〕
讐
レ
之
猶
1

一
雨
鼠
騎
於
穴
中
＾
●

た
た
か
は
せ
る
。
〔
載
國
、
齊
策
〕
閾
レ
維
走
レ
犬
。
鋤

た
た
か
ひ
゜
〔
左
氏
、
昭
、
二
十
五
〕
怒
有
1

戦
繭
↓

R
星
が
相
撃
つ
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
卑
ハ
ニ
太
白
1

繭。

O
ぁ
つ
ま
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
繭
、
湊
也
、
俗

謂
湊
縫
曰
繭
樺
一
湊
趣
日
鼠
笑
ご
湊
錢
日
―

蘭
分
子
匡
自
是
。

O
ひ
く
。
〔
元
曲
、
東
破
夢
〕
仰

看
那
花
間
四
友
相
搬
弄
涵
〖
二
起
他
那
春
心
動
→

〇
鳥
の
巣
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
閾
、
腐
諺
謂
禽
之

臨
日
レ
閾
。

O
俗
に
闘
(
1
2
-
4
5
6
4
9
)

に
作
る
。

〔
玉
篇
〕
閾
‘
闘
、
同
レ
上
‘
俗
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕

閾
姓
‘
若
赦
之
後
、
若
赦
名
態
義
、
其
先
無
レ
氏
、

馴
者
必
邑
也
。
口
こ
も
こ
も
あ
ら
そ
ふ
。
〔
集
韻
〕

麟
交
竿
也
。

画
団
字
形
、
一
に
醐
に
作
る
。

【
闘
蛙
】
1
n
'
ゥ
喧
嘩
し
て
ゐ
る
蛙
。
〔
新
論
、
従
化
〕
越
王

句
践
好
レ
勇
而
揖
―
―
闘
蛙
ニ
國
人
為
レ
之
輻
レ
命
‘
兵
死
者

衆。

[
闊
鴨
]
2

誘
鴨
を
相
た
た
か
は
せ
る
こ
と
。
瑣
堺
代

酔
編
‘
巻
三
十
九
に
見
ゆ
。
〔
呉
志
、
陸
遜
傭
〕
時
建
昌
侯

孫
慮
‘
於
二
堂
前
正
ザ
麟
鴨
欄
ご
頗
施
二
小
巧
デ
迦
正
レ
色

日
、
君
侯
宜
下
勤
覧
―
―
経
典
一
以
自
新
盆
苗
伊
此
何
為
、
慮

卸
時
毀
1

一
徹
之
↓
〔
南
史
‘
玉
僧
逹
傭
〕
観
―
―
麟
鴨
涵
E-

―
有
司

所
＂
糾
゜
〔
岳
陽
風
土
記
〕
臨
湘
鴨
欄
磯
‘
孫
慮
閾
鴨
之
所
。

【
繭
引
】
3

蛉
と
ど
め
ひ
く
。
逗
引
。
〔
西
廂
記
‘
崖
鶯

鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
不
争
‘
惹
レ
恨
牽
レ
情
嗣
引
。

【
闊
子
】
4

匁
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
複
姓
〕
閾
子
氏
、

見
1

一姓苑↓

[
闊
税
】
5

八
ゥ
戦
ふ
鳥
。
〔
晉
書
‘
符
堅
載
記
下
〕
時
有
l
-

輩
鳥
散
萬
ぶ
ヂ
鳴
於
長
安
城
上
む
其
臀
甚
悲
‘
占
者
以

六
六
〇

13256 



門

部

〔
十
四
董
〕

闘

六
六

為
醐
羽
↓

・
【
繭
殿
】
6

砂
喧
嘩
し
て
な
ぐ
り
あ
ふ
こ
と
。
〔
六
部
成

語
、
刑
部
、
閾
殿
、
注
解
〕
二
人
殿
閾
、
共
相
打
架
也
。

〖
闊
殿
殺
〗1
砂
ォ
，
ウ
う
ち
あ
ひ
し
て
殺
す
。
〔
一
輻
恵
全

書
、
刑
名
部
、
人
命
上
、
審
鞠
〕
此
係
醐
殿
殺
↓

【
繭
飼
】
8

バ
ゥ
競
漕
し
て
ゐ
る
船
。
又
、
船
の
競
漕
を
す

る
。
〔
陸
源
、
蹄
州
重
五
詩
〕
繭
飼
紅
旗
涌
1

一
急
淵
一
)

【
闘
歌
】
，
砂
歌
の
優
劣
を
た
た
か
は
す
。
〔
注
元
量
、

潅
州
歌
〕
紅
袖
閾
レ
歌
棲
拍
レ
手
、
緑
襲
封
レ
舞
盤
纏
頭
。

【
繭
開
】
10

抄
競
ひ
ひ
ら
く
。
〔
蘇
試
、
次
1

一
荊
公
韻
―
詩
、

一
〕
深
紅
漫
紫
従
争
猜
、
雪
白
鵞
黄
也
繭
開
。

【
闘
巧
】
11

砂
美
好
を
争
ふ
。
繭
巧
宴
を
見
よ
。

〖
閾
巧
宴
]
1
2
焚
＄
七
夕
に
憂
上
よ
り
採
を
ま
い
て

宮
贖
に
拾
は
せ
、
其
の
色
の
艶
淡
に
よ
つ
て
勝
負
を
き

め
、
次
の
日
、
そ
の
優
劣
に
よ
つ
て
座
席
を
定
め
て
開

＜
宴
゜
〔
元
氏
被
庭
記
〕
至
11大
中
七
夕
五
畳
上
結
レ
採
為
レ

棲
‘
港
妃
界
宮
官
散
人
一
升
焉
‘
剪
レ
採
散
羞
下
ス
令
ニ

宮
嬢
拾
ワ
之
、
以
11色
艶
淡
[t-1
勝
負
一
次
日
設
な
宴
大

會
‘
謂
二
之
繭
巧
宴
云
負
レ
巧
者
、
罰
こ
席
一
―

【
繭
行
】
13

砂
争
嗣
の
行
為
。
〔
説
苑
、
責
徳
〕
詩
云
、
式

琥
式
呼
、
倅
―
―
萱
作
な
夜
、
言
醐
行
一
也
。

【
繭
香
】
14

砂
香
の
優
劣
を
牢
ふ
。
〔
清
異
録
、
薫
燎
、
繭

香
〕
中
宗
朝
宗
紀
、
章
武
間
為
11

雅
會
す
各
揚
1

一
名
香
五
比

試
優
径
名
曰
厨
香
↓

【
躙
揖
】
15

吟
た
た
か
ひ
さ
わ
ぐ
。
顧
瞬
。
〔
周
證
‘
地

官
、
司
鵡
〕
禁
玉
繭
瞬
者
界
其
鵡
乱
者
一

【
嗣
角
】

16g
こ
み
合
っ
て
集
ま
つ
て
ゐ
る
屋
根
の

角
。
〔
杜
牧
‘
阿
房
宮
賦
〕
廊
腰
綬
廻
‘
階
牙
高
啄
‘
各
抱
11

地
勢
一
鉤
心
闘
角
、
盤
盤
焉
‘
困
困
焉
。
〔
古
文
僕
賓
後
集

箋
解
〕
屋
角
自
相
闘
湊
焉
。

51

【
嗣
艦
】
17

焚
い
く
さ
ぶ
ね
。
軍
艦
。
船
上
に
女
騰
を
設

~
け
て
戦
士
を
列
重
し
、
前
後
左
右
に
牙
旗
金
鼓
を
立

7
 
5
 
6
 
5
 
4
 
（
 

[
 

7
 
5
 
6
 
5
 
4
 
（
 

~. =―.. _-

（志傭武）艦繭

つ
。
〔
呉
志
、
周
喩
博
〕
劉
表
治
,
,
水
軍
三
蒙
衝
躙
艦
‘
乃

以
レ
千
敷
、
操
悉
浮
以
沿
と
江
、
兼
有
1

一
歩
兵
ぶ
小
陸
倶
下
、

此
為
―
―
長
江
之
陰
百
J

興
レ
我
共
レ
之
芙
゜
〔
南
史
、
禁
道
恭

博
〕
艘
籠
繭
艦
以
待
レ
之
、
魏
人
不
レ
得
レ
進
。
〔
唐
書
、
蕎

銑
傭
〕
孝
恭
大
破
ら
之
、
獲
,
,
閾
艦
干
艘
↓
〔
武
備
志
、
閾
艦

圏
説
〕
閾
艦
者
、
船
舷
上
設1―
女
謄
面
~
レ
蔽
1一
半
身
云
雫
＇

開
函
悼
空
空
船
内
五
尺
又
建
レ
棚
‘
興
―
―
女
臆
齊
、
棚

上
又
聾
女
疇
重
1

一
列
戦
士
上
黛
レ
覆
レ
背
、
前
後
左
右

緊
牙
旗
金
鼓
↓

【
闘
眼
】
18tou• 

y
e
n
3

や
ぶ
に
ら
み
。
斜
視
。

【
醐
氣
】
1
9
5u• 

ch'i• 

喧
嘩
好
き
の
。

【
嗣
者
】
2
0
"ヴ
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
1

一
名
氏

[
Iレ

氏
〕
閾
者
氏
‘
叫
キ
姓
、
英
賢
偉
日
、
閾
伯
比
之
孫
闘
香
‘

仕
レ
晉
‘
因
氏
焉
。

【
閾
荼
】
2
1
H
ゥ
碁
石
と
碁
石
を
た
た
か
は
せ
る
。
荼
は
‘

通
鑑
に
旗
に
作
る
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
於
レ
是
上
使
五
畷

小
方
顧
＂
基
‘
荼
自
相
躙
撃
。
〔
注
蚕
ら
隠
日
‘
顧
氏
按
―
―
萬

畢
衛
云
‘
取
―
―
難
血
1

雑,,
磨
鍼
鐵
五
杵
↓
ー
和
磁
石
涵
塗
―
―
荼

頭
』
翌
局
上
百
E

相
抵
撃
也
。

【
嗣
技
】
22

が
ヴ
技
術
の
優
劣
を
く
ら
べ
る
。
競
技
。

【
闘
牛
】
23

琺
牛
を
た
た
か
は
せ
る
遊
戯
。
う
し
の
つ

の
つ
き
。
〔
事
物
紀
原
‘
博
突
嬉
戯
部
、
躙
牛
〕
成
都
記
日
、

李
氷
為
1

一
蜀
郡
守
工
侑
レ
鮫
暴
‘
入
レ
水
数
レ
之
、
已
為
―
―
牛

形
云
約
日
、
江
紳
亦
必
牛
形
、
白
帯
者
我
也
、
須
曳
有
三
一

生
閾
、
武
士
射
1

一
其
神
1

斃
、
蜀
不
二
復
病
＂
水
、
由
レ
是
閾

牛
之
戯
、
今
世
尚
或
有
レ
之
、
蓋
自
二
秦
世
一
之
始
也
。

〖
闊
牛
兒
〗24岱
s

薬
草
の
名
。
げ
ん
の
し
よ
う
こ
。

愧
牛
兒
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
湿
草
、
愧
牛
兒
〕
閾
牛
兒
。

【
閾
強
】
25

砂
ヴ
う
ち
あ
ひ
す
る
。
〔
一
猫
悪
全
書
、
刑
名

部
、
問
擬
〕
取
興
不
レ
和
‘
馴
強
生
レ
事
。

【
闘
競
】
26

砂
ウ
戦
ひ
き
そ
ふ
。
〔
論
衡
、
偶
會
〕
非
n

一童

話
致
―
―
繭
競
面
鵠
息
君
謳
也
。

【
闊
彊
】27
砂
ゥ
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
―
―
名
氏
云
〖
レ

氏
〕
麟
彊
氏
、
半
姓
‘
世
本
、
若
赦
生
11

麟
彊
云
因
氏
焉
。

【
闊
魚
】
28

砂
●
魚
の
名
。
棘
鰭
目
と
う
ぎ
よ
科
に
扇

す
る
硬
骨
魚
。
雄
は
口
よ
り
氣
泡
を
出
し
、
水
の
表
面

に
浮
巣
を
造
り
卵
を
保
護
す
る
奇
習
あ
り
。
泰
國
・
馬

来
地
方
で
は
雄
に
繭
争
せ
し
め
て
賭
博
に
供
す
。
●

魚
の
名
。
と
う
ぎ
よ
科
の
硬
骨
魚
。
橙
長
二
寸
内
外
、

褐
色
に
不
明
瞭
な
淡
赤
・
淡
緑
の
斑
が
有
る
が
、
騎
ふ

時
は
色
彩
頗
る
鮮
美
と
な
る
。
中
國
・
畳
濁
・
朝
鮮
・
流

球
等
に
分
布
し
、
内
地
の
河
川
・
小
川
に
も
蕃
殖
す
。

【
闊
棋
】
g

”
炉
い
り
く
ん
だ
枡
形
。
〔
虞
綸
、
慧
常
侍
癌

柏
亭
歌
〕
損
甍
閾
棋
無
―
―
斤
跡
盆
竺
惑
聯
懸
同
1

一
素
壁
↓

【
醐
蛋
】
30

衿
＇
ウ
こ
ほ
ろ
ぎ
を
戦
は
せ
る
遊
戯
。
蛍
は
蛉

蝉
。
閾
蛛
蝉
。
〔
負
誼
雑
録
〕
嗣
蛋
之
戯
、
始
―
―
於
天
賓

間
；
長
安
富
人
、
錢
―
―
象
牙
―
為
レ
籠
而
畜
レ
之
、
以
―
―
萬
金

之
資
社
付
,
,
之
一
嗽
↓

【
闘
具
】
31

カ
戦
争
に
用
ひ
る
道
具
。
兵
器
。
〔
漢
書
、

趙
充
國
博
〕
便
,
,
兵
弩
面
竺
閾
具
↓

【
闘
花
】
32

砂
花
合
は
せ
。
唐
の
天
賓
の
時
、
長
安
の
士

女
が
春
に
行
っ
た
遊
戯
。
花
を
頭
に
さ
し
て
其
の
珍
奇

の
も
の
が
多
い
方
を
勝
と
す
る
。
〔
玉
塵
集
〕
長
安
士
女
、

春
時
顧
レ
花
戴
桶
、
以
―
―
奇
花
多
者
一
為
レ
勝
、
皆
用
玉
＇

食
市
↓
ー
名
花
こ
碑
手
庭
苑
中
盆
以
備
,
,春
時
迂
閾
一
也
。

〔
王
建
、
宮
詞
〕
文
心
芹
葉
初
生
小
‘
祇
嗣
時
新
不
レ
闘
レ

花。

【
閾
蟄
】
月
秒
線
を
引
く
。
曲
線
を
ゑ
が
く
。
〔
長
生

殿
、
製
譜
〕
鼠
薔
長
眉
翠
淡
濃
。

【
繭
勁
】
34tou• 

ching'

力
く
ら
べ
を
す
る
。

【
繭
維
~
】
3
5
衿
●
に
は
と
り
を
戦
は
し
て
勝
敗
を
争
ふ

遊
戯
。
と
り
あ
は
せ
。
け
あ
ひ
。
又
、
其
の
難
。
〔
荘

子
、
逹
生
〕
紀
濱
子
為
レ
王
養
,
,
閾
難
↓
〔
戦
國
、
齊
策
〕
臨

渦
甚
富
而
賓
、
其
民
無
下
不
,
,
吹
至
竿
鼓
レ
琴
、
撃
レ
筑
弾
レ

琴
、
閾
レ
難
走
レ
犬
、
六
博
躇
鞠
玉
れ
〔
史
記
、
蘇
秦
博
〕

弾
レ
琴
、
撃
レ
筑
、
繭
血
難
、
走
レ
狗
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
魯

季
氏
輿
祁
氏
1

闘
レ
難
。
〔
論
衡
、
偶
會
〕
醐
難
之
雙
適

生
。
〔
東
城
父
老
偲
〕
唐
明
皇
喜
1

一
民
間
清
明
馴
難
谷
立
―
―

難
坊
於
雨
宮
間
↓
●
④
”
大
和
國
山
邊
郡
一
帯
の
地
の

古
名
。
＠
5
ャ
軍
難
。

〖
閾
難
翁
]
3
6
砂
ケ
イ
と
り
あ
は
せ
を
扱
ふ
翁
。
〔
漢
書
、

張
安
世
偲
〕
居
1

一
家
西
繭
難
翁
含
南
下
上
少
時
所
―
―
嘗

iln-

〖
嗣
難
坑
〗37tOU4 
chi I 

k'eng1

繭
難
場
。
L

慮
也
。

〖
閾
難
眼
〗38tou• 

chi I 

y
e
n
3

や
ぶ
に
ら
み
。
斜
覗
。

閾
眼
。

〖
闊
難
篇
〗39焚
ヶ
ィ
築
府
雑
曲
の
歌
辞
の
名
。
魏
の

曹
植
、
梁
の
劉
孝
威
に
歌
辟
が
あ
る
。
〔
築
府
詩
集
、
雑

曲
歌
辞
‘
嗣
難
篇
〕
春
秋
左
氏
博
日
、
季
邸
之
難
繭
‘
季

氏
介
1一
其
難
二
邸
氏
為
11
之
金
距
合
杜
預
云
、
濤
―
―
芥
子
一

播
1

一
其
羽
一
也
、
或
日
、
以
,
,
膠
沙
一
播
レ
之
為
,
,
介
難
云
鄭
都

故
事
曰
、
魏
明
帝
、
大
和
中
、
築
―
―
麟
難
畳
盃
趙
王
石
虎
亦

似
芥
材
漆
砂
閾
―
―
難
子
此
了
故
曹
植
詩
云
、
閾
―
―
難
東

郊
道
五
竺
馬
長
撒
間
五
是
也
。
〔
曹
植
、
閾
難
篇
〕
遊
レ
目

極
砂
伎
砿
清
聴
塵
宮
―
団
主
人
寂
無
レ
為
、
衆
賓
進
棄

方
ご
長
筵
坐
―
―
戯
客
云
閾
難
間
11
観
房
云
宇
雄
正
摯
赫
、
雙

懸
自
飛
揚
、
揮
レ
利
激
―
―
清
風
面
E

レ
目
獲
1
1

朱
光
玉
背
落
軽

毛
散
、
般
距
往
往
傷
、
長
鳴
入
―
―
青
雲
京
扇
翼
獨
翻
翔
‘
願

蒙
狸
膏
助
涵
常
得
レ
撞
此
場
↓

〖
索
顧
難
〗
4
0
g
1

難
を
た
た
か
は
せ
る
事
を

も
と
め
る
。
剛
戻
な
心
の
形
容
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
天

賓
下
〕
李
林
甫
‘
云
云
、
不
レ
得
1

一
士
志
盃
夜
有
―
―
所
レ
行
之

甕
多
不
レ
協
-
1

霊
議
享
竺
云
‘
國
人
謂
1

一
林
甫
精
紳
剛
戻
、

常
如
ヮ
索
-
―
顧
鶏
↓

〖
閾
難
卵
戯
〗41砂
名
難
卵
を
打
ち
あ
は
す
遊
戯
。

寒
食
の
時
に
行
は
れ
た
。
〔
刑
楚
歳
時
記
〕
去
―
―
冬
節
一

云
云
‘
寒
食
禁
レ
火
三
日
、
造
―
―
錫
・
大
褒
粥
-
-
レ
難
‘
錢
―
―

難
子
三
[
-
―
難
子
↓
〔
注
〕
按
‘
玉
燭
賓
典
日
‘
此
節
城
市

尤
多
二
繭
難
卵
之
戯
↓

【
醐
撃
】
42

砂
戦
ひ
う
つ
。
激
し
く
う
つ
。
〔
紳
仙
偉
、
焚

夫
人
〕
夫
妻
各
呪
二
株
盃
竪
相
馴
撃
↓
〔
張
詠
、
臀
賦
〕

川
谷
為
レ
之
閾
撃
、
山
轡
以
レ
之
崩
祀
゜

【
闘
閲
】
43

砂
相
あ
ら
そ
ふ
こ
と
。
〔
新
書
、
修
政
語
下
〕

民
不
―
―
私
相
閾
閲
云
’
―
―
私
相
殺
一
也
。
〔
魏
志
、
管
寧
博
‘

注
〕
或
男
女
雑
錯
、
或
争
レ
井
蘭
閲
、
寧
患
レ
之
。
〔
隋
書
、

宇
文
化
及
傭
〕
兄
弟
散
相
閾
閲
゜

【
闘
拳
】
44tou• 

ch'iian2

拳
闘
。
又
、
拳
を
打
つ
。

【
閾
虎
】
45

叶
ヴ
虎
を
た
た
か
は
す
。
〔
甕
鐵
論
、
散
不
足
〕

百
獣
馬
戯
閾
虎
。
〔
竹
林
七
賢
博
〕
魏
文
帝
於
―
―
宣
武
場

占
筏
欄
闘
＞
虎
。

【
閾
口
】
46tou• 

k'ou3

悪
口
を
言
ひ
合
ふ
。
口
論
す
る
。

〖
麟
口
歯
】41tou• 

k'ou2 
ch'ih3

口
論
す
る
。

【
閾

Dl
】48tou• 

k
e
n
'

人
を
笑
は
せ
る
。

【
闘
根
】
49

焚
人
と
喧
嘩
し
争
ふ
。
根
は
悸
る
こ
と
。

争
つ
て
道
に
は
づ
れ
た
こ
と
を
す
る
。
〔
孟
子
、
離
婁

下
〕
好
レ
勇
繭
根
、
以
危
1

る
盆
央
五
不
孝
也
。

【
闘
狼
】
50

焚
う
ち
あ
ひ
を
す
る
。
〔
禰
恵
全
書
、
刑
名

部
、
人
命
中
、
自
盛
〕
閾
狼
薗
競
之
為
レ
辱
゜

【
繭
争
】
51

誘
戦
ひ
争
ふ
。
又
、
あ
ら
そ
ひ
。
争
闊
゜
〔
韓

7

非
子
、
顕
學
〕
宋
榮
子
之
議
、
設
レ
不
闘
争
盃
取
レ
不
レ
随
レ

253
 

仇
、
不
レ
羞
面
面
l

百
R

伍
侮
不
レ
辱
゜
〔
後
漢
書
、
獨
行
、
謬

1



(45657・ ・52) (45657・ ・94) 

杉
傭
〕
又
敷
有
―
―
閾
争
之
言
二
李
衛
公
問
射
、
下
〕
披
作

繭
串
゜

[
閾
草
】
52

砂
五
月
五
日
に
行
は
れ
る
女
子
の
遊
戯
。

草
を
採
つ
て
く
ら
べ
合
ふ
戯
。
草
あ
は
せ
。
花
く
ら

べ
。
〔
荊
楚
歳
時
記
〕
五
月
五

B
、
四
民
並
蹟
ー
ー
百
草
「
又

有
下
闘
-
―
百
草
一
之
戯
い
〔
歳
華
紀
麗
、
端
午
〕
結
レ
薩
‘
蓄
レ

栗
‘
鼠
ー
百
草
↓
〔
白
居
易
、
観
―
―
兒
戯
1

詩
〕
弄
レ
鹿
復
馴
レ

草
、
盛
日
架
嬉
嬉
゜
〔
杜
牧
‘
代
レ
人
作
詩
〕
繭
草
憐
二
香

累
替
花
間
二
雪
梅
↓
〔
蘇
轍
、
天
人
閣
四
首
詩
〕
尋
レ
芳

空
茂
木
‘
麟
草
得
―
―
幽
蘭
↓

〖
閾
草
社
〗53砂
サ
•
ウ
草
花
を
競
べ
る
會
゜
〔
陸
消
、
詩
〕

身
入
兒
童
闊
草
社
。

【
闘
諄
】
54

誘
あ
ら
そ
ふ
。
又
、
あ
ら
そ
ひ
。
い
さ
か
ひ
。

〔
法
苑
珠
林
〕
父
母
兒
子
兄
弟
脊
層
、
互
相
繭
諄
、
何
況

他
人
。

【
闊
象
】
55

砂

O
ぃ
く
さ
に
用
ひ
る
象
。
〔
洛
陽
伽
藍

記
、
五
〕
王
有
闘
象
七
百
頭
↓
●
相
あ
ら
そ
ふ
象
。
〔
沈

栓
期
、
赦
到
不
レ
得
レ
蹄
題
江
上
石
—
詩
〕
山
空
聞
―
―
繭

象
ぶ
は
守
見
二
浦
犀
↓

【
繭
竪
】
56

ぢ
鐵
を
地
上
で
相
撃
ち
合
ふ
戯
。
南
齊
の

末
に
行
は
れ
、
翌
は
族
と
通
ず
る
が
故
に
‘
宗
室
族
滅

の
前
兆
と
な
る
。
〔
南
史
、
齊
限
帝
海
陵
恭
王
紀
〕
齊
永

明
世
、
市
里
小
兒
、
以
レ
鐵
相
1

一
撃
於
地
↓
謂
―
―
之
閾
竪
一

竪
之
為
と
言
‘
族
也
‘
ち
ま
是
‘
宗
室
族
滅
芙
゜

【
繭
殺
】
57

焚
闘
争
し
て
死
に
至
ら
し
め
る
こ
と
。
〔
三

代
賓
録
、
五
〕
貞
観
一
二
年
十
月
二
十
八
日
、
物
部
冬
男
、

閾
—
灼
殺
錦
織
廣
人
→

【
繭
士
】
58

八ゥ

0
戦
馘
を
な
す
士
卒
。
い
く
さ
ぴ
と
。

〔
左
氏
、
博
、
十
五
〕
師
少
,
,
於
我
涵
E

士
倍
レ
我
゜
〔
管
子
、

法
法
〕
使
T

賢
者
食
―
―
於
能
函
繭
士
食
中
於
功
Lo

〔
國
語
、
晉

語
三
〕
秦
莫
レ
不
レ
憧
、
晉
莫
レ
不
レ
怠
、
嗣
士
是
故
衆
。

O

戦
騎
や
繭
争
に
従
事
す
る
人
。
又
‘
繭
志
に
も
え
る
人
。

【
闊
死
】
59

功
た
た
か
つ
て
死
ぬ
。
〔
漢
書
、
武
五
子
、
燕

剌
王
旦
博
〕
烏
鵠
繭
死
。
〔
魏
志
、
武
帝
紀
〕
力
戦
繭
死
。

【
闊
志
】
60

力
戦
は
う
と
す
る
意
志
。
〔
左
氏
、
桓
、
十

一
〕
郎
有
―
―
虞
‘
生
而
侍
―
其
披
莫
レ
肛
繭
空
〔
六
餡
、

豹
餡
、
敵
強
〕
士
卒
鉦
竺
闘
志
涵
空
史
無
l
-

｛
寸
心
↓
〔
戦
國
、

秦
策
〕
楚
人
自
戦
―
―
其
地
｛
咸
顧
1

一
其
家
:
合
有
―
―
散
心
｛

莫
レ
有
1

一
繭
志
↓
〔
後
漢
書
、
度
尚
傭
〕
士
卒
駿
富
、
莫
レ
有
二

繭
志
↓

E
 

門

音

〔
十
四
鵞
〕

繭

【
闊
詩
】
61

ハ
ゥ
詩
を
作
っ
て
其
の
巧
拙
を
率
ふ
こ
と
。

歌
合
に
倣
つ
て
起
っ
た
行
事
。
詩
合
（
し
あ
は
せ
）
。
戦

詩
。
〔
天
徳
繭
詩
行
事
略
記
〕
未
レ
有
1

一
閾
詩
之
遊
面
以
局
l
-

後
代
「
聯
以
記
レ
之
。

【
嗣
嘴
】
62tou• 

tsuei3

口
論
す
る
。

【
麟
獣
】
63

衿
獣
を
載
は
せ
る
。
〔
漢
書
、
外
戚
下
‘
渇
昭

儀
博
〕
上
幸
二
虎
胴
一
闊
レ
獣
、
後
宮
皆
坐
゜
〔
沈
約
、
八
詠
‘

解
レ
侃
去
"
朝
市
―
詩
〕
観
―
―
闘
獣
於
虎
圏
一
望
二
官
究
千

披
香
一

【
繭
日
】
64

伐
戦
ふ
べ
き
時
日
。
〔
風
俗
通
、
過
巻
〕
綴
レ

講
下
辞
、
蹄
報
讐
到
砿
か
卿
位
相
聞
、
期
鼠
日
↓

【
闊
射
】
65

芯
弓
術
の
優
劣
を
率
ふ
。
〔
紳
仙
博
、
王
烈
〕

輿
レ
人
共
戯
麟
レ
射
。

【
繭
将
】
66

砂

'
,
0戦
闘
を
主
と
す
る
将
。
〔
李
衛
公
問

封
、
上
〕
正
而
無
レ
奇
、
則
守
将
也
、
奇
而
無
均
止
、
則
繭
将

也。

O
戦
の
時
、
敵
味
方
か
ら
各
；
一
将
を
出
し
て
相

闘
は
せ
る
こ
と
。
〔
咳
餘
叢
考
、
繭
将
〕
類
要
云
、
雨
陣
既

立
、
各
以
1

一
其
将
ー
出
繭
‘
謂
↓
―
之
挑
戦
三
云
云
、
春
秋
博
元

年
、
公
子
友
帥
レ
師
、
敗
―
―
i

呂
師
於
鄭
盆
裳
活
品
文
博
―
本
‘

公
子
友
謂
舌
一
宮
摯
1

日
、
吾
二
人
不
1

一
相
説
「
士
卒
何
罪
、

屏
一
左
右
一
而
相
博
、
是
春
秋
時
已
有
―
―
此
事

L
大
、
漢
書
、

漢
王
輿
二
項
利
冨
ご
廣
武
之
間
祈
利
欲
油
C
―
漢
王
1

獨
身

挑
戦
い
漢
王
日
、
吾
寧
閾
レ
智
、
不
レ
能
レ
馘
レ
カ
、
又
利
使
1

一

牡
士
出
挑
戦
函
漢
将
棲
煩
輔
射
―
―
殺
之
＾
〇
南
齊
の
高
帝

の
字
。
〔
南
史
‘
齊
高
帝
紀
〕
（
帝
）
小
字
麟
将
。

【
閾
傷
】
61

バ
炉
戦
つ
て
き
づ
つ
く
。
〔
漢
書
、
買
捐
之

博
〕
父
戦
死
於
i

雙
子
繭
,
,
傷
於
後
一

【
繭
城
】
68

衿
＇
ウ
戦
闘
中
の
城
。
〔
部
陽
‘
上

1

一
書
呉
王
一

書
〕
繭
城
不
レ
休
、
救
兵
不
レ
止
。
「
如
レ
顧
レ
寡
゜

【
闘
衆
】
6
9
A
炉
多
勢
と
戦
ふ
。
〔
孫
子
、
兵
勢
〕
繭
レ
衆

【
馘
訟
】
70

ふ
炉
言
ひ
あ
ら
そ
ふ
。
〔
論
衡
‘
論
死
〕
妬
夫

娼
妻
、
同
レ
室
而
慮
、
淫
乱
失
レ
行
、
念
怒
閾
訟
゜

【
闊
勝
】
71tou• 

sheng• 

競
半
す
る
。

【
繭
食
】
72

砂
ク
星
が
相
撃
つ
て
見
え
な
く
な
る
。
蝕
す

る
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
合
散
犯
レ
守
、
陵
歴
繭
食
。

【
繭
心
】
13

バ
グ
戦
は
う
と
す
る
心
。
繭
志
。
戦
闊
心
。
〔
左

氏
、
桓
、
五
〕
陳
乱
、
民
莫
レ
有
↓
―
闊
心
玉
g
先
犯
レ
之
、
必

奔
゜
〔
國
語
、
晉
語
六
〕
莫
レ
有
―
―
閾
心
「
不
レ
可
レ
失
也
。

〔
呉
子
、
料
敵
〕
皆
有
二
醐
心
↓

【
繭
臣
】
14

伐
難
を
防
ぐ
に
足
る
臣
。
〔
國
語
、
晉
語
九
〕

魯
孟
獣
子
有
―
―
繭
臣
五
人
｛
我
無
レ
一
、
何
也
。
〔
注
〕
繭

臣
、
抒
レ
難
之
士
。

【
繭
辛
】
15

焚
春
秋
、
楚
の
人
。
成
然
の
子
。
父
の
成
然

が
平
王
に
殺
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
命
を
以
て
郎
に
居

り
、
郎
公
と
な
る
。
後
、
呉
、
楚
を
伐
ち
、
昭
王
が
郎
に
奔

る
や
、
弟
の
懐
は
王
を
殺
し
て
父
の
仇
を
報
ぜ
ん
と
し

た
が
、
辛
は
臣
た
る
の
義
を
説
い
て
反
封
し
、
弟
の
巣

と
王
を
守
つ
て
随
に
奔
る
。
王
は
那
に
還
る
に
及
ん

で
、
其
の
功
を
賞
す
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
四
、
定
、
四
・
五
〕
。

【
馘
椒
]76

誘
春
秋
、
楚
の
人
。
子
良
の
子
。
穀
於
菟
の

従
子
。
字
は
子
越
゜
亦
、
越
椒
に
作
る
。
又
の
字
は
伯
珠
゜

其
の
生
れ
た
時
、
穀
於
菟
が
子
良
に
、
こ
の
子
、
熊
虎
の

状
、
財
狼
の
臀
な
り
、
必
ず
之
を
殺
せ
、
然
ら
ざ
れ
ば
必

ず
若
赦
氏
を
減
ぽ
さ
ん
と
言
ふ
。
子
良
聴
か
ず
。
穀
於
菟

卒
し
、
其
の
子
繭
般
、
継
い
で
令
手
と
な
り
、
椒
は
司
馬

と
な
る
。
餞
買
、
讃
し
て
般
を
殺
す
。
椒
代
つ
て
令
手
と

な
り
‘
師
を
學
げ
て
楚
王
を
攻
む
。
王
之
を
禦
い
で
‘
遂

に
若
敷
氏
を
減
ぽ
す
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
二
〕
。

【
繭
枯
】
77

翌
技
を
き
そ
ふ
。
〔
長
生
殿
‘
聞
柴
〕
撮
―
―
天

攀
花
叢
繭
枯
。

【
馘
船
】
78

焚
い
く
さ
ぷ
ね
。
願
艦
。
戦
船
。
〔
南
史
、

陳
後
主
紀
〕
由
レ
是
江
中
無
二
闊
船
↓

【
鯛
戦
】
79

焚
戦
ふ
。
又
、
戦
ひ
。
戦
閾
゜
〔
尉
線
子
、
攻
櫂
〕

閾
戦
者
、
無
1

一
勝
兵
↓
〔
韓
愈
、
輿
↓
―
那
州
柳
中
承
h

書
〕
登

常
習
二
於
威
暴
之
事
「
而
紐
ヂ
其
閾
戦
之
危
一
也
哉
。

【
繭
打
】
80nゥ
う
ち
あ
ふ
。
〔
幅
恵
全
書
、
刑
名
部
、
問

擬
〕
各
用
,
,
某
物

B
E打。

【
闊
智
】
81

カ
オ
智
を
繭
は
す
。
〔
史
記
、
項
利
紀
〕
吾

寧
騎
如
日
、
不
レ
能
レ
繭
レ
カ
。
〔
史
記
、
貨
殖
博
〕
無
レ
財
作
レ

カ
、
少
有
息
智
゜
〔
注
〕
正
義
日
、
言
ぶ
乙
有
―
―
錢
財
盃
則

繭
―
―
智
功
―
而
求
迄
而
也
。

【
闊
茶
】
82

髭
茶
の
優
劣
を
竿
ふ
。
〔
茶
録
‘
貼
茶
〕
建
安

闘
試
、
以
1
1

水
痕
先
没
者
玉
t

レ
負
‘
耐
レ
久
者
為
レ
勝
。
〔
江

鄭
幾
雑
志
〕
蘇
才
翁
嘗
輿
玉
芦
品
墜
繭
茶
‘
禁
茶
水
用
,
,

意
山
奥
蘇
茶
小
劣
‘
改
用
→
―
竹
涅
水
—
煎
‘
遂
能
取
レ
勝
。

【
闊
釘
】
83

科
●
色
々
の
物
の
形
に
作
っ
た
五
色
の
小

絣
を
累
積
し
た
も
の
。
餌
釘
。
〔
通
雅
‘
飲
食
類
〕
五
色
小

鉗
盛
レ
盆
累
積
日
1

繭
釘
公
F

日
―
―
春
盛
す
是
也
‘
因
作
―
―
飼

釘
↓
〔
食
経
〕
五
色
小
餅
作
―
―
花
丼
・
禽
獣
・
珍
賓
形
ぶ
写

之
盆
中
—
累
積
、
名
曰
,
,

麟
釘
↓
〇
た
だ
酔
句
を
な
ら
ベ

た
だ
け
で
内
容
の
陳
腐
空
疎
な
文
章
。
〔
祁
経
、
原
古

上
元
學
士
詩
〕
中
原
有
―
―
奇
才
ぢ
珂
賦
方
闘
釘
゜

【
繭
艇
]84

八
げ
す
ま
ふ
す
る
。
闘
抵
。
〔
佐
久
間
象
山
、

力
士
雷
電
碑
文
〕
動
有
―
―
残
傷
＃
古
レ
難
―
―
繭
紙
一

【
繭
挑
】
85

誘
ひ
き
お
こ
す
。
挑
猜
。
〔
長
生
殿
、
雨
夢
〕

被
弛
醐
挑
面
入
二
消
商
属
祇
遥
゜

【
闘
賭
】
86tau• 

tu3

賭
博
を
す
る
。

【
繭
怒
】
87

匁
〇
怒
り
た
た
か
ふ
こ
と
。
〔
周
證
、
地
官
、

調
人
〕
凡
有
1

一
馴
怒
上
烹
竺
之
、
不
レ
可
レ
成
者
則
書
5

之。

〔
荀
子
、
臣
道
〕
恭
敬
、
幡
也
、
調
和
、
築
也
、
謹
慎
、
利
也
、

闊
怒
、
害
也
。

O
波
浪
が
石
な
ど
に
あ
た
り
激
し
い
昔

を
獲
す
る
を
い
ふ
。
〔
周
櫂
、
魯
橋
詩
〕
驚
波
蕩
滴
石
繭

怒
、
石
門
穴
洞
如
―
―
弛
弓
↓

【
閾
牌
】
88

芥
か
る
た
あ
そ
ぴ
。
花
を
ひ
く
。
〔
劉
子
晋
、

恨
藷
歌
〕
醐
牌
撃
鼓
多
↓
伝
溢
四
我
燭
労
観
惟
大
嘘
゜

【
閾
八
】
89

パ
＂
天
井
。
〔
夢
渓
筆
談
、
器
用
〕
屋
上
覆
僚
‘

古
人
謂
乏
綺
井
工
亦
曰
藻
井
↓
又
謂
之
覆
海
公
7

令

文
中
謂
乏
閾
八
↓

【
騎
班
】
90

共
●
朝
廷
に
於
け
る
官
吏
の
左
右
の
位
次

を
合
は
せ
て
嗣
班
と
い
ふ
。
左
は
文
官
、
右
は
武
官
。
〔
唐

會
要
〕
宰
相
雨
省
官
‘
扇
開
侍
―
―
立
御
前
玉
T

レ
拝
而
退
‘

請
レ
命
繭
―
―
班
於
香
案
前
正
候
1

一
扇
開
盃
再
拝
升
レ
殿
。
〔
白

居
易
、
行
簡
初
授
―
―
拾
遺
―
云
云
詩
〕
醐
班
花
接
レ
尊
‘
綽

立
雁
分
レ
行
。

O
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
―
―
名
氏
歪
『
レ

氏
〕
鯛
班
氏
、
半
姓
‘
世
本
、
蘭
彊
生
レ
班
‘
因
氏
焉
。

【
醐
品
】
9
1
t
f
グ
茶
の
芽
の
穀
粒
の
や
う
な
も
の
。
茶
の

上
品
と
せ
ら
る
。
〔
大
観
茶
論
〕
凡
芽
如
―
―
雀
舌
穀
粒
一

者
、
総
闘
品
―
―
籍
一
旗
為
孫
芽
□
鯰
一
旗
筏
次
レ

之
、
餘
斯
為
レ
下
。
〔
澄
懐
録
〕
東
域
云
、
食
既
飽
、
以
1

一

薩
山
康
王
谷
水
玉
烹
"
曾
坑
繭
品
↓
〔
梅
尭
臣
‘
依
レ
韻
和
二

杜
相
公
謝
禁
君
膜
寄
＂
茶
詩
〕
圃
香
已
入
中
都
府
‘
麟

品
争
傭
太
博
家
。

【
繭
富
】
8

九
ゥ
贅
澤
を
競
ふ
。
〔
通
俗
編
‘
貨
財
‘
繭
富
〕

五
燈
會
元
、
天
衣
懐
有
下
敢
輿
―
―
八
大
龍
王
一
闘
レ
富
語
い

按
、
世
謂
↓
1

繭
富
[
『
1
1

石
崇
王
惜
事
一
晉
書
但
云
1

↓
半
豪
一

不
レ
―
ぞ
闊
富
一
也
。

【
閾
風
】
93

科
逆
風
。
〔
武
備
志
〕
不
レ
畏
積
風
醐
風
↓

【
騎
文
】
94

ぢ

0
互
に
文
章
の
優
劣
を
く
ら
べ
る
こ
と
。

●
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
溢
為
レ
氏
〕
繭
文
氏
‘
姓

纂
云
、
楚
若
放
生
繭
文
子
面
5

氏
焉
。

六
六

13258 



(45657・ ・95) (45659・ ・3) 

【
繭
斃
】
％
詞
戦
つ
て
た
ふ
れ
る
。
〔
北
史
、
李
綸
傭
〕

猛
獣
因
レ
馘
而
斃
゜

[
闊
愛
】
96

焚
戦
ひ
乱
れ
る
。
〔
漢
書
、
手
翁
蹄
博
〕
奴

客
持
レ
刀
、
兵
入
レ
市
繭
嬰
、
吏
不
レ
能
レ
禁
。
〔
孔
子
家
語
、

五
刑
解
〕
闊
喪
者
、
生
―
―
於
相
陵
↓

【
闘
琲
】
97

焚
繭
争
口
論
す
る
。
〔
證
、
郷
飲
酒
義
〕
不
レ

慢
不
レ
手
、
削
遠
於
闘
辮
戻
゜
〔
大
載
證
、
盛
徳
〕
故
有
二

繭
辮
之
獄
面
m
飾
―
―
郷
飲
酒
之
證
一
也
。

【
繭
来
】
9
8
5
5

来
り
た
た
か
ふ
の
意
。
〔
通
俗
編
、
武
功
、

麟
来
〕
漢
書
陳
湯
博
、
城
上
人
更
招
―
―
漢
軍
一
旦
醐
来
↓

【
閾
乱
】
99

焚
た
た
か
ひ
み
だ
れ
る
。
〔
日
本
政
記
、
後

土
御
門
天
皇
論
〕
及
1

一
其
勢
長
面
復
欲
―
―
卑
ハ
レ
之
抗
弔
面
叫

其
閾
乱
紛
転
也
固
宜
。

【
醐
力
】
100

砂
ク
カ
を
た
た
か
は
す
。
力
を
以
て
闊
ふ
。

罷
力
で
半
ふ
。
〔
史
記
‘
項
材
紀
〕
吾
寧
闘
如
日
、
不
レ
能
レ

闊
レ
カ
。

【
繭
錢
】
101

い
＇
ゥ
木
の
名
。
〔
隋
書
、
東
夷
、
流
球
國
博
〕
多
二

閾
錢
周
似
レ
橘
而
葉
密
‘
條
織
如
レ
髪
然
、
下
垂
゜

【
闘
腕
]102

焚
腕
く
ら
べ
を
す
る
。
〔
解
醒
語
〕
成
宗
春

暮
命
l

一
宮
人
ぶ
炉
翠
相
逐
、
浪
レ
薬
翻
レ
花
繭
レ
腕
飛
レ
蹄
、

戯
押
禰
レ
日
。

【
閾
鶉
鶉
】
103

砂
ク
曲
調
の
名
。
〔
西
廂
記
、
張
君
瑞
岡
―

道
場
碑
和
劇
〕
蘭
鶴
鶉
、
俺
先
人
甚
的
是
渾
俗
和
光
、
衝

一
味
風
清
月
朗
。

【
嗣
宜
申
】
104

礼
ク
春
秋
、
楚
の
大
夫
。
字
は
子
西
。
城

撲
の
役
に
左
に
将
と
な
る
。
晉
の
狐
恨
と
狐
毛
に
央
攻

さ
れ
、
楚
の
左
師
潰
え
‘
遂
に
敗
績
す
。
還
る
に
及
ん

で
首
く
く
る
も
‘
縄
切
れ
て
死
す
る
を
得
ず
。
成
王
に

止
め
ら
れ
て
商
公
と
な
り
、
エ
手
を
掌
る
。
後
、
子
家
と

謀
つ
て
穆
王
を
拭
せ
ん
と
し
た
が
、
却
つ
て
王
に
殺
さ

る
。
〔
左
氏
、
博
、
二
十
六
。
文
、
十
〕
。

【
闘
頑
要
】
105

砂
グ
、
？
遊
ば
せ
る
。
〔
紅
棲
夢
、
一
国
〕
便

伸
レ
手
来
接
抱
在
1

一
懐
中
玉
晒
レ
他
頑
要
一
回
。

【
繭
克
黄
]
1
0
6
a
”
ク
，
ヮ
ゥ
春
秋
、
楚
の
人
。
穀
於
菟
の
孫
。

蔵
手
た
り
。
楚
人
、
越
椒
を
殺
し
て
若
放
氏
の
宗
を
滅

ぽ
す
。
克
黄
偶
；
齊
に
使
し
、
還
り
て
難
を
聞
く
。
人

日
く
、
入
る
可
か
ら
ず
と
。
克
黄
日
く
、
君
命
を
棄
つ
、

燭
り
誰
か
之
を
受
け
ん
、
君
は
天
な
り
、
天
は
逃
る
可

か
ら
ず
と
。
遂
に
欝
つ
て
復
命
し
、
自
ら
司
敗
に
拘
は

れ
た
が
、
王
、
子
文
の
功
を
思
ひ
之
を
救
ふ
。
〔
左
氏
、

|
 

門

部

〔

十

四

ー

ー

十

六

藍

〕

宣
、
四
〕
。

【
閾
紙
牌
】
107tau• 

chih3 
p'ai'

か
る
た
あ
そ
ぴ
。
閾

牌゚
【
嗣
蛭
蝉
】
108A
ク
，
ユ
＇
こ
ほ
ろ
ぎ
を
戦
は
せ
る
。
又
‘
其
の

遊
戯
。
〔
宋
史
、
姦
臣
四
、
買
似
道
傭
〕
嘗
輿
―
一
塁
妾
血
5

レ

地
、
麒
蛉
婢
↓

【
闘
成
然
】
109

科
ゼ
／
春
秋
、
楚
の
人
。
克
黄
の
曾
孫
。
又
、

蔓
成
然
と
梢
す
。
字
は
子
旗
（
子
期
）
。
公
子
棄
疾
、
常
璧

の
命
あ
る
を
以
て
、
父
の
章
編
命
じ
て
之
に
事
へ
し

む
。
辱
い
で
蓋
王
に
其
の
邑
を
奪
は
れ
、
郊
ア
と
な
る
。

王
、
乾
裕
に
次
す
る
に
及
ん
で
、
棄
疾
と
陳
保
の
師
を

帥
ゐ
て
楚
に
入
り
、
公
子
比
を
立
て
た
が
、
比
自
殺
す
。

乃
ち
棄
疾
を
立
つ
。
之
を
平
王
と
す
。
成
然
は
令
手
と

な
り
、
王
の
恩
徳
を
侍
み
、
貪
求
厭
く
こ
と
な
か
っ
た

の
で
、
遂
に
王
に
殺
さ
る
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
四
〕
。

【
繭
雪
紅
】
110

誘
セ
，
草
の
名
。
さ
ん
せ
う
い
ば
ら
。
〔
本

草
、
月
季
花
〕
繹
名
、
月
月
紅
、
勝
春
、
痩
客
、
繭
雪
紅
゜

【
繭
促
織
】
lll

八”

i
こ
ほ
ろ
ぎ
を
載
は
せ
る
遊
戯
。
嗣

鷺
〔
帝
京
景
物
略
〕
七
月
始
鼠
促
織
↓
壮
夫
士
人
亦

為
レ
之
、
嗣
有
レ
場
、
場
有
―
―
主
者
ぶ
共
養
レ
之
又
有
レ
師
。

〔
五
雑
組
、
物
部
一
〕
三
呉
有
1

一
麟
促
織
之
戯
祓
伝
極
無
レ

謂
‘
麟
レ
之
有
レ
場
、
盛
乞
有
レ
器
‘
必
大
小
相
配
‘
雨
家

審
視
敷
四
‘
然
後
登
場
決
賭
。

【
閾
伯
比
】
112

バ
”
ヒ
春
秋
、
楚
の
大
夫
。
半
姓
。
若
放
熊

義
の
後
。
武
王
‘
随
を
伐
つ
に
及
ん
で
、
精
兵
を
蔵
し
て

弱
を
示
し
、
随
の
少
師
を
し
て
益
:
修
大
な
ら
し
め
ん

事
を
請
ふ
。
後
一
一
年
、
膳
を
伐
た
ん
こ
と
を
請
ひ
、
遂

に
随
師
を
破
る
。
又
、
屈
瑕
が
羅
を
伐
つ
や
、
之
を
送

つ
て
還
り
‘
其
の
攣
動
の
不
謹
慎
な
る
を
見
て
、
必
ず

敗
れ
ん
と
豫
言
す
。
果
し
て
其
の
言
の
如
し
。
〔
左
氏
、

桓
、
六
•
八
・
十
三
。
宣
、
四
〕
。

【
馘
百
草
】
113

が唸ヤク

O
草
を
排
列
し
て
其
の
列
べ
方

に
よ
つ
て
優
劣
を
定
め
る
遊
戯
。
〔
荊
楚
歳
時
記
〕
五
月

五
日
、
云
云
、
有
―
―
闘
百
草
之
戯
一
〔
琵
琶
記
‘
牛
氏
規
レ

奴
〕
便
和
レ
作
顧
百
草
要
子
。
〔
通
俗
編
‘
草
木
、
闘
百
草
〕

歳
華
紀
麓
‘
端
午
結
レ
薩
蓄
レ
槃
願
-
―
百
草
ニ
劉
黒
錫
詩
‘

若
共
孟
天
工
闘
―
―
百
草
「
不
レ
如
應
是
欠
二
西
施
↓
●
曲

の
名
。
隋
の
湯
帝
が
作
ら
せ
た
と
い
ふ
。

【
闊
露
歴
】
114

誌
レ
キ
露
檻
と
閾
ふ
意
。
北
齊
の
辞
孤
延

が
高
祗
の
命
を
受
け
て
、
落
雷
の
あ
っ
た
塔
を
視
察

|
 

繭

闇

閾

し、危険を冒して遂に其の目的を逹したので、

帝が其の勇決を歎じて言った語。〔北齊書、辞

孤延傭〕高祗嘗閲1一馬於北牧ご追逢――暴雨一大雷

震レ地、前有二浮圏一所二向祖令延視＂之、延乃

馳レ馬按レ梢直前、未レ至三十歩、雷火燒レ面、延喝

殺撓――浮圏1走、火遂滅、延還、眉賢及馬禁尾倶

憔、高祖歎日、蒔孤延乃能卑ハニ圭辟箱1繭、其勇決

如レ此。

[馘龍舟】115tou4 lung'chou―五月の節旬に長

江一帯に行はれる舟あそぴの名。

【顧穀於菟]116叩E9卜春秋、楚の人。伯比の子。字

は子文。伯比、母に従って祁に畜はれ、祁子の女

に淫し、子文を生む。祁夫人に夢澤に棄てられ

たが、虎に乳を授けらる。時に祁子田し、之を見

て濯れ蹄り、夫人に告げて之を収めしむ。楚人、

乳を穀といひ、虎を於菟といふ。故に穀於菟と

梢せらる。成王に事へて令手となる。自ら其の

家を毀ち、以て楚國の難を救ふ。未明にして朝

に立ち、日哺して欝食す。朝に夕を謀らずして

家に盈積なく、三度仕へて喜ばず、三度官を去

つて温らず。爵のために勉めず、又、禄のために

勧めず。孔子に忠と梢せらる。穀、一に骰に作

る。〔左氏‘荘‘一―-+。博‘五・―-+。宣‘四〕。

【嗣而躊レ兵】117勺””店戦になってから武器を

躊造する。泥棒を捕へてから縄をなふといふに

同じ。時を失ふ喩゚〔素問、四氣調紳大論〕病已

成而後槃レ之、云云‘讐猶――渇而穿レ井、闊而錆＞

兵‘不1一亦晩―乎゚

【佐レ閾得レ傷】118盆砂”"ケテ人の嗣を助けて傷を

受ける。悪事に闘興すべからざる戒゚〔顔氏家

訓、省事〕王子晉云、佐レ喪履嘗、佐繭得レ傷、此

言→―為レ善削預、為レ悪則去→

[繭雀不レ恐レ人]119"g芍ヒ；殺氣立つと強弱
の見さかひのなくなる喩゚〔太平記、四、備後三

郎高徳〕窮鼠却噛レ猫、闘雀不レ恐レ人。

【閾雀不レ辞レ人】120ハ翌ヤクヒトヲ殺氣立つともの

の見さかひのなくなる喩゚闊雀不レ恐レ人に同

じ。〔太平記、十四、新田足利確執奏状〕義貞始

以レ誅朝敵為レ名、而其賓在――窮鼠却噛レ猫‘闘

雀不＂辞レ人。

に信をは‘分割-分圏園的出を振っ-的閾有異等削 既成二字雑記-閾詩ニ為手縄糾 闊 邑ェl '-'韻狭也曰‘炊レ 闊 ,........., 邑ヨl 
は官行を し先を- して.,. ,_ ~~ 中占也取 聞。智I門、づ 3 録至閤輻 1 閾 ~o 豪小 45659 
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(45660)一 (45670)

小

0
に
ほ
ひ
ざ
け
。
後
に
は
そ
の
酒
を

更
豪
つ
く
る
芳
草
の
名
と
す
。
黒
黍
を
原

料
と
し
、
鬱
金
草
を
ま
ぜ
て
か
も
し
た
酒
。
神
に

そ
な
へ
る
も
の
。
一
説
に
、
く
ろ
き
び
で
か
も
し

た
酒
を
壱
と
い
ひ
、
芳
草
を
揚
い
て
煮
た
も
の

を
鬱
と
い
ひ
、
鬱
を
壱
に
和
し
た
も
の
を
鬱
壱

と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
壱
、
目
レ
轡
醸
鬱
峡
芥
芳
飲

服
曰
降
籍
也
、
八
レ
LJ
、
U
、
器
也
、
中
、
象
屎
、

ヒ
、
所
白
扱
ヮ
之
、
易
日
、
不
レ
喪
―
ヒ
幽
兵
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
壱
、
醸
―
―
黒
黍
〖
デ
酒
日
レ
壱
、
築
,
,

芳

草
以
霙
日
レ
鬱
、
以
レ
鬱
合
レ
幽
品
竺
鬱
幽
只
因
レ
之

草
曰
,
,
鬱
金
面
亦
曰
函
9

草
t

鬱
者
、
草
香
蘊
積
‘
幽
J

者
、
酒
香
條
暢
也
。
〔
易
、
震
〕
不
レ
喪
,
,
ヒ
幽
兵
〔
注
〕

壱
、
香
酒
。
〔
詩
、
大
雅
、
江
漢
〕
拒
壱
一
角
。
〔
箋
〕

拒
壱
、
黒
黍
酒
也
、
謂
―
―
之
壱
―
者
、
芥
香
條
琶
也
。

【幽
9

】岬

〔
集
韻
〕
丑
亮
切
園

ヽ

イ
尤

c
h
'
a
n
g
•

チ
，
ヤ
ウ
幽

部

小
●
た
た
か
つ
て
み
だ
れ
も
つ
れ
る
。
闇

椙
豪
闇
゜
〔
説
文
〕
闇
、
闇
闇
也
、
ハ
』
焚

臀
。
〔
段
注
〕
各
本
謡
舛
、
今
依
1
1

全
書
通
例
1

正レ

之
。
●
或
は
開

(11ー
4
1
2
3
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

闇
‘
或
作
レ
開
。

面】向
7
ン

〔
集
韻
〕
撫
文
切
閑
｛

,“
 門部

〔
十
八
蜜
〕

〔
周
證
、
春
官
、
序
官
〕
幽
9

人
。
〔
注
〕
壱
、
醸
レ
拒
為
レ

酒
雰
香
條
暢
於
上
下
一
也
。
●
に
ほ
ひ
ぐ
さ
。

う
つ
こ
ん
さ
う
。
〔
説
苑
、
修
文
〕
壱
者
、
百
草
之

本
也
。
〇
ゆ
み
ぶ
く
ろ
゜
又
、
弓
袋
に
包
む
。
娠
(
1
2

ー

4
3
1
6
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
磐
〕
壱
、
段
借

為
レ
賑
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
大
叔
干
田
〕
抑
壱
レ
弓
忌
゜

〔
傭
〕
幽
炉
弓
、
投
レ
弓
゜
〔
集
博
〕
幽
J

、
弓
嚢
也
、
興
レ
脹

同
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
閻
宮
‘
二
矛
重
弓
、
博
〕
重
レ
弓
‘

璽
於
壱
中
1

也
。
〔
繹
文
〕
壱
、
弓
衣
也
。
●
の
び

る
。
暢
(
6
-
1
4
0
9
5
)
に
通
ず
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
上
〕

草
木
壱
茂
。
〔
注
〕
師
古
日
、
壱
、
興
レ
暢
同
。

O
或
は

棺
(
8
ー

2
5
1
9
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
壱
、
或
ハ
レ
禾
。

踊
由
會
意
。
U
と
※
と
ヒ
と
を
合
す
。
本
義
は
に
ほ
ひ

ざ
け
。
U
は
器
‘
※
は
米
、
ヒ
は
栖
で
、
さ
じ
、
即
ち
U
に

米
を
入
れ
、
之
に
さ
じ
を
加
へ
て
其
の
義
を
表
は
す
。

【
壱
弓
】
1

翌
＇
弓
を
袋
に
入
れ
る
。
壱
は
脹
に
同
じ
。

〔
詩
、
鄭
風
、
大
叔
子
田
〕
抑
繹
レ
朔
忌
、
抑
隅
弓
忌
。

【
壱
圭
】
2

乃
鬱
壱
を
灌
ぐ
に
用
ひ
る
祭
器
。
〔
國
語
、

魯
語
上
〕
文
仲
以
,,til
圭
興
1

一
玉
磐
盆
炉
齊
告
レ
櫂
。
〔
注
〕

壱
圭
、
課
壱
之
圭
、
長
尺
二
寸
、
有
レ
環
、
以
祀
レ
廟
。

【
壱
草
】
3

乃
鬱
金
草
。
〔
論
衡
、
儒
増
〕
周
時
、
天
下

太
平
、
越
裳
猷
1
1

白
雉
涵
汝
人
貢

11ilil草↓

【
琶
酒
】
4

珠
ゥ
く
ろ
き
び
で
つ
く
っ
た
酒
。
又
、
そ
れ

に
鬱
金
香
草
を
和
し
た
酒
を
い
ふ
。
拒
壱
。
〔
詩
、
大

雅
、
江
漢
、
拒
幽
o-OO、
箋
〕
拒
琶
、
黒
黍
酒
也
、
謂
n
之

呈
者
、
芽
香
條
壱
也
、
王
賜
1
1

召
虎
盆
竺
壱
酒
―
縛
一

使―――以祭
1

一
其
宗
廟
↓
〔
周
請
、
春
官
‘
鬱
人
、
和
n

鬱
壱
↓

注
〕
築
鬱
金
1

霙
レ
之
、
以
和
世
酒
↓
〔
左
氏
、
信
、
二
十

八
、
和
壱
一
由
‘
會
箋
〕
周
證
壱
人
掌
下
共
―
―
拒
尼
而
飾
占

之
‘
鄭
注
云
‘
壱
醸
レ
拒
為
レ
酒
‘
芥
香
條
1

一
暢
於
上
下
―

也
、
和
レ
鬱
者
、
亦
通
稽
主
に
壱
ぢ
如
一
分
之
ー
則
別
。
〔
宋

史
‘
築
志
九
〕
葬
尊
壱
酒
、
慶
佑
遂
行
。

[琶

A
]
5
や
改
周
官
の
名
。
春
官
の
層
。
拒
壱
を
神
に

供
へ
る
こ
と
を
掌
る
。
〔
周
證
‘
春
官
、
壱
人
〕
掌
L
杢

拒
尼
而
飾
占
之
。

【
壱
遂
】
6

芯
’
能
く
長
成
す
る
。
〔
曾
輩
、
移
1

一清州―

過
レ
閥
上
レ
殿
箭
子
〕
相
興
挟
レ
冊
而
唸
誦
、
至
―
―
於
六
府

闇

壱

部

壱

〔
五
ー
＋
八
壷
〕

霰
】
岬

曾
】
岬

爵
(
7
-
1
9
7
1
1
)

の
古
字
。
〔
字

彙
補
〕
餃
、
古
文
爵
字
。

シ
ぶ
｀
ク

＇昌 〔
集
韻
〕
疏
吏
切
甲
g

〔
廣
韻
〕
疎
止
切
誌
匹

小
日
●
酒
の
に
ほ
ひ
が
は
げ
し
い
。
〔
説

員’策
文
〕
陵
‘
列
也
、
ハ
レ
壱
喪
臀
、
讀
若
レ

迅
。
〔
段
注
〕
陵
‘
謂
,
,
酒
氣
酷
烈
↓
〔
玉
篇
〕
蓑
、
烈

也
。
●
は
や
い
。
〔
説
文
、
敦
、
段
注
〕
蓑
、
引
伸
為
,
,

迅
疾
之
義
公
7

俗
用
二
駿
疾
字
面

9
作
レ
此
。
口
ょ

い
香
料
。
〔
廣
韻
〕
陵
‘
香
之
美
者
。

巳
シ口シ

I-

●
よ
い
香
料
。
〔
集
韻
〕
陵
‘
香
之
美
者
、
謂
―
―
之

映
~
●
陵(
1
2
ー

4
5
6
6
4
)
の
調
字
。
〔
通
雅
、
繹
詰
〕

陵
‘
乃
蓑
之
調
。

【
映
】
〗
シ

〔
集
韻
〕
爽
士
切
郷
g

冠
】
〖
楕
(
8
-
2
7
0
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

梢
、
或
ハ
レ
壱
。

シ，ヨ

＇E-ー
順
絞
‘
百
嘉
琶
遂
↓

【
壱
決
】
1

況
[
'
ゥ
の
び
て
あ
ま
ね
く
ゆ
き
わ
た
る
。
〔
楊

嗣
復
‘
丞
相
證
部
尚
書
文
公
櫂
徳
輿
文
集
序
〕
使
T

和

臀
順
氣
‘
登
レ
自
-
―
廟
廊
盃
皿
壱
＊
決
於
幽
遅
i
i

【
壱
茂
]

8

5
ャ
ヴ
の
び
し
げ
る
。
暢
茂
゜
〔
漢
書
、
郊
祀
志

上
〕
草
木
壱
茂
゜
〔
注
〕
師
古
曰
、
壱
、
興
レ
暢
同
。

既

陵

陵

餃

轡

骰

彫

厨

鬱

小
●
か
ほ
り
ぐ
さ
。
に
ほ
ひ
ぐ
さ
。
芳

愚
豪
草
。
一
説
に
‘
鬱
人
の
貢
す
る
芳
草
。
之

【鬱】
5

勾
〔
集
韻
〕
紆
勿
切
祝

,日-

【
厨
】
〗
’

爵

(
7
|
1
9
7
1
1
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
厨
、
同
レ
爵
。

シ
ャ
ク

＇ 

【
彫
】
岬
/
_
度
[
戸

1-gい
い
戸
↑
"

字。

＇ 

霰
】
年

爵
(
7ー

1
31
1
)

の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
骰
‘
爵
本
字
。

シ
，
ヤ
ク

＇ 
小

或

く

ろ

き

ぴ

。

和

(
8ー

2
5
0
0
2
)

開

豪

mE
鰻
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
轡
、
黒
黍

也
、
一
秤
二
米
目
醸
、
八
レ
琶
矩
瞥
、
拒
‘
轡
或
炊
レ

禾゚ 曾
】
〗
勺〔
集
韻
〕
臼
許
切
芦

＇昌 六
六
四

13260 
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ヮ

幽
9

音

〔
十
九
鵞
〕

鬱

ハ
六
五

小
〇
む
ら
が
り
し
げ
る
。
木
が
む
ら
か

る
。
宛
(
3
-
7
1
1
0
)
・

苑
(
9
|
3
1
1
3
5
)
 

鬱
豪

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
鬱
、
木
叢
者
、
八
レ
林
鬱
省
贅
。

〔
段
注
〕
按
、
宛
・
苑
皆
即
鬱
字
。
〔
詩
、
秦
風
、
晨
風
〕

鬱
彼
北
林
。
〔
博
〕
鬱
、
積
也
。
〔
疏
〕
鬱
者
、
林
木
積

漿
之
貌
。

0
な
が
い
。
〔
方
言
、
十
二
〕
鬱
、
長
也
。

参
さ
か
ん
。
盛
な
さ
ま
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
鬱
渕
迭

而
隆
頑
゜
〔
注
〕
善
日
、
鬱
、
盛
貌
。
働
こ
も
る
。
ふ

さ
が
る
。
つ
も
る
。
滞
つ
て
通
じ
な
い
。
於
(
7
|
1

7
6
6
5
)
・
 
蘊
(
9
-
3
2
4
3
4
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
鬱
、
段
借
為
レ
於
、
為
レ
蘊
゜
〔
左
氏
、
昭
、
二
十

九
〕
鬱
湮
不
レ
育
。
〔
注
〕
鬱
、
滞
也
。
〔
疏
〕
鬱
積
是

【

鬱

】

薗

[

[

〔

集

韻

〕

紆

汀

｀

＇塁

を
掲
き
煮
て
酒
に
和
し
、
神
を
降
す
に
用
ひ
る
。

〔
説
文
〕
鬱
、
芳
丼
也
、
十
莱
為
レ
貰
、
百
廿
貫
、
築

呂
焚
レ
之
為
レ
鬱
、
炊
1

一
臼
・
缶
・
[
.
幽
只
多
‘
其
飾

也
、
一
日
、
鬱
壱
、
百
神
之
蕩
‘
遠
方
鬱
人
所
レ
貢

芳
帥
、
合
―
―
醸
之
云
1

降
レ
神
、
鬱
、
今
鬱
林
郡
也
。

〇
こ
が
ね
い
ろ
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
鬱
金
‘
採
也
。
参

或
は
饗
(
1
2
-
4
3
2
2
9
)
・

藝
(
9
|
3
2
6
7
 0
)

に
作

り
、
通
じ
て
鬱
(
1
2
-
4
5
6
7
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鬱
‘
或
作
二
鸞
．
番
遥
盟
げ
鬱
゜

蘭
由
會
意
。
臼
と
缶
と
幽
后
二
と
多
と
の
合
字
。
臼
は

叉
手
、
缶
は
瓦
器
‘
[
は
覆
の
義
、
多
は
飾
、
壱
は
暢
の

義
。
即
ち
芳
草
を
手
で
つ
き
た
だ
ら
し
て
、
之
を
器
に

も
り
、
固
く
封
じ
て
密
閉
す
れ
ば
、
そ
の
代
が
暢
達
し

て
香
酒
を
得
る
、
そ
の
草
の
義
を
あ
ら
は
す
。
多
は
祭

祀
等
に
用
ひ
る
た
め
に
、
そ
の
器
を
飾
る
の
義
。
故
に

五
字
を
合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。

沈
滞
之
義
、
故
為
レ
滞
也
。
〔
呂
覧
、
達
鬱
〕
精
氣
鬱
う
め
。
ゆ
す
ら
う
め
に
似
た
果
樹
。
〔
字
彙
〕
鬱
‘
樹
言
‘
一
〕
鬱
悠
・
懐
怒
、
云
云
‘
思
也
、
晉
宋
衛
魯
之
間
、

也
。
〔
注
〕
鬱
、
滞
不
レ
通
也
。
〔
漢
書
、
路
温
舒
博
〕
名
、
高
五
六
尺
‘
賓
大
如
レ
李
而
色
赤
、
食
レ
之
甜
。
謂
―
―
之
鬱
悠
一
〔
注
〕
鬱
悠
‘
綱
鬱
陶
也
。

【
鬱
憂
】
12

認
む
す
ぽ
れ
う
れ
へ
る
。

【
鬱
郁
】
1
3
[

＂
ぁ
や
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
又
、
香
の
盛

忠
良
切
言
、
皆
鬱
秘
面
悶
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
〔
詩
‘
園
風
、
七
月
〕
六
月
食
―
―
鬱
及
莫
↓
〔
博
〕
鬱
‘
棟

な
さ
ま
。
〔
梁
簡
文
帝
、
金
鋒
賦
〕
観
―
―
雲
龍
之
鬱
郁
一

濁
レ
之
則
鬱
而
無
レ
韓
゜
〔
注
〕
鬱
、
湮
也
。

O
こ
ゑ
風
。
〔
疏
〕
車
下
李
即
鬱
。

O
物
の
さ
ま
。
鬱
伊

が
の
ぴ
な
い
。
〔
周
證
、
考
工
記
、
発
氏
〕
鐘
倉
則

(
8
)

・
鬱
結
(
4
2
)
・

鬱
鬱
(
1
8
)

を
見
よ
。
R
又
‘
望
威
鳳
之
徘
徊
二
劉
峻
、
廣
絶
交
論
〕
心
同
1

一琴み必↓

鬱。

O
む
し
あ
つ
い
。
む
れ
る
。
熱
氣
が
こ
も
つ
慰
・
欝
(
6
-
1
5
9
7
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鬱
‘
或
作
レ
言
鬱
郁
於
蘭
匝
二
注
〕
善
日
、
鬱
郁
、
香
也
、
銑
曰
‘
鬱

て
開
け
な
い
。
〔
索
問
、
六
元
正
紀
大
論
〕
土
鬱
之
欝
゜
〔
正
字
通
〕
鬱
‘
別
作
レ
慰
‘
俗
作
レ
欝
。

O
古
‘
郁
‘
茂
盛
貌
。

【
鬱
邑
】
14

的
愁
へ
る
さ
ま
。
鬱
咆
゜
邑
は
屯
゜
〔
楚
辞
‘

九
章
‘
惜
誦
〕
心
鬱
邑
余
佗
僚
合
、
又
莫
レ
察
―
―
余
中
情
↓

猿
。
〔
注
〕
鬱
、
謂
下
鬱
抑
天
氣
之
甚
上
也
。
〔
漢
笥
(
9
-
2
8
1
8
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鬱
、
古
作
レ
笥
゜

書
、
王
褒
雙
不
レ
置
盛
暑
之
鬱
懐
二
注
〕
師
古
畢
姓
。
〔
廣
韻
〕
鬱
‘
又
‘
姓
、
出
1

一
姓
苑
↓
〔
補
注
〕
鬱
邑
‘
愁
貌
゜
〔
宋
玉
‘
風
賦
〕
状
直
激

im鬱
邑
、

日
、
鬱
、
熱
氣
也
。

O
む
し
の
ば
る
氣
゜
〔
爾
雅
、
繹
【
鬱
快
】
1

認
心
が
う
ら
み
塞
が
る
こ
と
。
〔
唐
書
、
劉
殿
レ
温
致
レ
混
゜
〔
注
〕
良
日
‘
鬱
邑
‘
憂
也
。
〔
後
漢
書
‘
張

言
〕
鬱
氣
也
。
〔
疏
〕
謂
11

鬱
蒸
之
氣
二
R
い
き
ど
幽
求
博
〕
幽
求
鬱
快
散
職
云
有
1
1

怨
言
↓
〔
王
勃
、
春
日
衡
博
〕
怒
鬱
邑
其
難
レ
聯
゜

孫
學
士
宅
宴
序
〕
負
1

一
鬱
快
不
平
之
思
面
竺
琴
酒
1

不
レ
【
鬱
泡
】
15

約
心
が
結
ぽ
れ
憂
へ
る
さ
ま
。
〔
司
馬
遷
、

能

レ

洩

―

―

其

情

↓

報

1
1

任
少
卿
一
書
〕
顧
自
以
為
、
身
残
虞
レ
械
、
動
而
見
レ

ほ
る
。
む
つ
と
し
て
怒
る
。
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
或
有
ー
1

一
【
鬱
決
】
2

認
〇
雲
の
起
る
さ
ま
。
〔
後
漢
書
、
李
固
博
〕
尤
‘
欲
レ
盆
反
損
‘
是
獨
鬱
悟
而
誰
輿
語
。

宛
足
l

―
鬱
怒
芸
播
岳
、
射
雉
賦
〕
鬱
軒
嚢
以
餘
怒
。

〔
注
〕
妥
曰
、
鬱
、
暴
怒
也
。

O
う
れ
へ
る
。
〔
楚
辞
‘
災
怪
隠
見
‘
比
無
雨
潤
面
而
沈
陰
鬱
決
。
〔
注
〕
雲
起
【
鬱
湮
】
16

り
と
ど
こ
ほ
り
ふ
さ
が
る
。
濡
塞
。
〔
左
氏
、

劉
向
、
九
歎
、
憂
苦
〕
志
紆
鬱
其
難
レ
繹
゜
〔
注
〕
鬱
、
貌
。

O
廣
大
の
さ
ま
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕
籟
隻
勿
昭
‘
二
十
九
〕
若
浪
存
之
心
物
乃
祗
伏
‘
鬱
湮
不
レ
育
。

岡
雪
諮
鬱
決
。
〔
注
〕
廣
大
貌
。
〔
注
〕
鬱
、
滞
也
‘
湮
‘
塞
也
。

【
鬱
鞍
】
3

訂
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
國
【
鬱
紆
】

1
7
0
0
,
0心
が
む
す
ぽ
れ
て
築
し
ま
ぬ
さ
ま
。

愁
也
。

O
う
ら
む
。
〔
呂
覧
‘
修
柴
〕
故
架
愈
移
而

有
―
―
鬱
鞍
而
顧
慇
邦
有
漱
隠
而
跨
腸
↓
〔
注
〕
翰
日
、
鬱
鬱
退
〔
曹
植
、
誼
百
馬
王
彪
一
詩
〕
鬱
紆
将
難
レ
進
、
親

民
愈
鬱
゜
〔
注
〕
鬱
、
怨
°
〇
お
も
ふ
。
お
も
ひ
む
す

ぼ

れ

る

。

〔

廣

雅

、

繹

詰

一

〕

鬱

、

思

也

。

◎

は

し

り

鞍

、

盛

貌

。

愛

在

離

居

-
0山
路
の
廻
り
曲
る
さ
ま
。
〔
魏
徴
‘
逃

せ
ま
る
。
越
(
1
0ー

3
7
1
1
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
【
鬱
澳
】
4

訂
む
し
あ
つ
い
。
鬱
煉
に
同
じ
。
〔
漢
紀
、
孝
懐
詩
〕
鬱
紆
捗
嵩
袖
面
均
孟
望
示
＇
原
一
》

定

臀

〕

鬱

、

段

借

為

紐

゜

〔

素

問

、

至

渓

要

大

論

〕

宣

紀

〕

不

レ

置

盛

暑

之

鬱

襖

↓

【

鬱

鬱

】

18

窃

O
氣
の
ふ
さ
が
る
さ
ま
。
不
平
の
さ
ま
。

【
鬱
澳
】
5

切
昇
む
し
あ
つ
い
。
〔
王
褻
、
聖
上
得
賢
〔
楚
酔
‘
九
章
、
哀
郡
〕
惨
鬱
鬱
而
不
レ
通
分
‘
憲
佗
傑

匡
頌
〕
服
↓
―
稀
裕
之
涼
1

者
、
不
レ
苦
1

一
盛
暑
之
鬱
襖
一
而
含
レ
惑
゜
〔
史
記
、
淮
陰
侯
博
〕
吾
亦
欲
レ
東
耳
、
安
能

諸
氣
膿
鬱
゜
〔
注
〕
鬱
、
謂
―
―
奔
迫
1

也
。

O
む
す
。
姻

が
む
し
の
ぼ
る
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
時
鬱
律
其
如
レ
【
鬱
渥
】
6

訂
香
の
厚
く
こ
ま
や
か
な
る
を
い
ふ
。
〔
楚
鬱
鬱
久
居
レ
此
乎
゜
〔
漢
書
、
灌
夫
博
〕
鬱
鬱
不
レ
得
盆
息
。

煙
。
〔
注
〕
善
日
、
鬱
律
、
煙
上
貌
。
◎
お
こ
る
。
あ
競
劉
向
、
九
歎
、
惜
賢
〕
芳
鬱
渥
而
純
美
。
●
樹
木
の
こ
ん
も
り
と
茂
つ
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
列
子
、
カ

が
る
。
〔
漢
書
‘
息
夫
射
博
〕
玄
震
決
鬱
。

0
か
は
【
鬱
関
】7
乃
む
す
ぽ
れ
ふ
さ
が
る
。
鬱
結
奎
湛
す
る
。
命
〕
軒
景
公
漉
於
牛
山
面
森
〖
二
其
國
城
一
而
流
治
曰
、

〔
呂
覧
、
古
槃
〕
民
氣
鬱
闘
而
滞
著
、
筋
骨
唸
縮
不
レ
逹
。
美
哉
國
乎
‘
鬱
鬱
芋
芋
゜
〔
古
詩
十
九
首
‘
其
―
-
〕
鬱
鬱
園

【
鬱
伊
】
8

勺
心
が
む
す
ぽ
れ
て
の
ぴ
ぬ
さ
ま
。
塞
が
中
柳
。
〔
注
〕
鬱
鬱
‘
茂
盛
也
。
〔
左
思
‘
詠
史
詩
〕
鬱
鬱
澗

る
。
〔
太
玄
経
、
碩
〕
蔵
1

鬱
於
泉
『
〔
注
〕
鬱
‘
化
也
。

る
さ
ま
。
伊
は
憶
。
郁
伊
゜
〔
後
漢
書
、
雀
｛
是
博
〕
是
以
王
底
松
‘
離
離
山
上
苗
゜
〔
謝
眺
‘
同
,
,
謝
諮
議
銅
爵
憂
詩
―
〕

鬱
く
さ
い
。
く
さ
れ
て
臭
い
。
i

於（
9
ー

3
1
2
3
5
)
に

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鬱
、
段
借
為
レ
務
。
〔
廣
綱
鱗
弛
於
上
智
士
鬱
伊
於
下
↓
〔
注
〕
鬱
伊
、
不
レ
申
之
鬱
鬱
西
陵
樹
、
距
聞
1

一
歌
吹
臀
云
烹
盛
な
さ
ま
。
〔
古
詩
‘

雅
、
秤
器
〕
鬱
、
幽
也
、
臭
也
。
〔
幡
、
内
則
〕
鳥
瞳
色
貌
。
〔
文
心
離
龍
‘
琲
騒
〕
其
舷
情
怨
「
niJ鬱
伊
而
易
レ
咸
唸
岱
焦
仲
卿
妻
作
〕
従
人
四
五
百
‘
鬱
鬱
登
―
―
郡
門
二
⑲

而
沙
鳴
、
鬱
゜
〔
荀
子
、
正
名
〕
香
臭
芥
鬱
゜
〔
注
〕
【
鬱
椅
】
，
勺
し
げ
つ
て
美
し
く
盛
な
さ
ま
。
〔
郭
環
‘
氣
の
盛
な
さ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
論
〕
氣
佳
哉
‘
鬱

山
海
経
圏
賛
‘
西
山
経
‘
桃
枝
〕
叢
薄
幽
藷
‘
従
容
鬱
椅
゜
鬱
葱
葱
然
゜

【
鬱
牧]
1
0
認
火
氣
。
〔
左
氏
、
哀
、
三
〕
清

I
I濡
帷
幕
「
鬱
〖
鬱
涵
菜
J

〗1
9
唸
コ
完
全
で
疵
の
な
い
さ
ま
。
渾
然
。

鬱
腐
臭
也
。

O
に
ほ
ひ
ぐ
さ
。
か
ほ
り
ぐ
さ
。
鬱

依
従
レ
之
、
蒙
―
―
葺
公
屋
↓
〔
注
〕
鬱
欣
、
火
氣
也
。
〔
苑
成
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
老
子
曰
‘
汝
自
瀧
濯
執
哉
、
鬱
鬱
乎
゜

金
草
。
鬱
(
1
2
-
4
5
6
7
0
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
鬱
、
段
借
為
愴
゜
〔
周
幡
、
春
官
、
序
官
〕
鬱
大
、
温
泉
詩
〕
鬱
飲
甑
常
蒸
齋
沸
鼎
百
沸
゜
〔
秤
文
〕
鬱
鬱
、
雀
云
‘
執
洒
貌
。

人
。
〔
注
〕
鬱
‘
鬱
金
香
草
‘
宜
―
―
以
和
＞
壱
゜
鍮
に
は
【
鬱
悠
】

1
1
切
心
が
む
す
ぼ
れ
て
の
ぴ
ぬ
さ
ま
。
〔
方
〖
鬱
鬱
葱
葱
〗20
ゃ
冥
’5
0

こ
ん
も
り
と
し
げ
る
さ
ま
。

13261 
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幽
J

立
口

〔
十
九
書
〕

）
〔
胄
山
鐵
槍
齋
、
伊
勢
神
宮
〕
宮
外
老
樹
参
レ
天
、
鬱
鬱
葱

ー5

葱
゜
〇
氣
の
盛
な
さ
ま
。
鬱
鬱
(
1
8
)

の
働
を
見
よ
。

n
〖
鬱
鬱
勃
勃
〗2
1切
切
氣
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
通
俗

56

編
、
状
貌
、
鬱
鬱
勃
勃
〕
子
華
子
、
大
道
篇
、
鬱
鬱
勃
勃
‘
而

不
レ
可
畑
゜

4
 
（
 
一

【

璽

こ
22

竺
雲
を
あ
つ
め
る
。
又
、
あ
つ
ま
っ
た
雲
。

り
〔
謝
荘
、
宋
孝
武
宣
貴
妃
誅
〕
裔
唐
渫
レ
雨
、
巫
山
鬱
レ
雲
、

豆

誕

競

蘭

儀

↓

7
1
[
鬱
澄
】
23

ぢ
塞
が
り
と
ざ
さ
れ
る
。
〔
淮
南
子
、
精
神

56

訓
〕
農
情
心
鬱
澄
、
形
性
屈
渇
↓
猶
不
レ
得
レ
已
自
強
也
。

4
 
(
[
鬱
揺
】
24

認
喜
ぶ
さ
ま
。
〔
太
平
御
覧
‘
皇
王
部
九
、

周
武
王
〕
架
稽
耀
嘉
日
‘
云
云
‘
家
給
人
足
‘
酌
レ
酒
鬱

揺
゜
〔
注
〕
鬱
揺
‘
喜
兒
也
。

【
鬱
陶
】
凶
Oo

藷

0
心
が
む
す
ぽ
れ
て
氣
が
ふ
さ
ぐ
こ

と
。
哀
思
゜
〔
書
、
五
子
之
歌
〕
鬱
陶
乎
予
心
、
顔
厚
有
"

性
梶
↓
〔
博
〕
鬱
陶
‘
言
―
―
哀
思
一
也
。
〔
疏
〕
鬱
陶
、
精
神
憤

結
積
緊
之
意
‘
故
為
1

一
哀
思
一
也
。
〔
孟
子
‘
萬
章
上
〕
鬱
陶

思
レ
君
爾
゜
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
九
辮
〕
登
不
―
―
鬱
陶
而
思
＂
君

ヘ
ラ
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
我
思
レ
舜
正
鬱
陶
゜
〔
謝
震
運
‘
酬
"

従
弟
悪
連
―
詩
〕
幽
居
猶
鬱
陶
。

O
天
氣
の
む
し
あ
つ
い

こ
と
。
〔
夏
侯
湛
、
大
暑
賦
〕
何
太
陽
之
嚇
蟻
‘
乃
鬱
陶

興
レ
暑
゜
〔
摯
虞
、
思
涌
賦
〕
戚
1

一
滑
暑
之
陶
鬱
1

分。

O

喜
が
起
り
初
め
た
が
心
の
ま
だ
よ
く
の
ぴ
ぬ
さ
ま

〔
爾
雅
、
繹
詰
〕
鬱
陶
‘
喜
也
。
〔
視
‘
檀
弓
下
〕
人
喜
則
斯

掏
。
〔
注
〕
淘
、
鬱
陶
也
。
〔
疏
〕
言
入
若
外
畜
児
會
レ
心
‘
則

懐
抱
欣
悦
‘
但
始
獲
俄
爾
、
削
鬱
陶
未
＂
暢
‘
故
云

1

一斯

陶
也
、
爾
雅
云
‘
鬱
陶
‘
絲
喜
也
。

O
く
も
つ
て
は
れ
ば

れ
せ
ぬ
。
さ
つ
ば
り
せ
ぬ
。

〖
散
鬱
陶
―
〗
ご
砂
心
の
憂
さ
を
孵
ら
す
。
〔
北
夢

瑣
言
〕
小
紹
漉
郡
寺
五
散
鬱
陶
↓

【
鬱
焉
】
25

切
盛
な
る
さ
ま
。
鬱
然
。
〔
孔
稚
珪
、
上
1

一新

定
律
注
ー
表
〕
泉
絲
之
謀
、
指
レ
掌
可
レ
致
‘
杜
鄭
之
業
、
鬱

焉
何
遠
。

【
鬱
怨
】
26

竺
う
れ
へ
う
ら
む
。
〔
管
子
、
君
臣
下
〕
是

以
下
之
人
無
↓
↓
諫
死
之
認
一
而
緊
立
者
無
1

一
鬱
怨
之
心
↓

〔
呂
覧
、
恨
大
〕
賢
良
鬱
怨
、
殺
―
―
彼
龍
逢
↓

【
鬱
滑
】
27

悶
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
朱
松
、
詩
〕
興
言
望
二

郷
隅
奎
k

物
方
鬱
滑
。

【
鬱
蒼
】
28

約
草
木
の
盛
な
さ
ま
。
又
、
雲
の
さ
か
ん
な

さ
ま
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
鬱
蒼
蔓
蔚
‘
機
爽
樽
惨
゜
〔
注
〕

鬱

綜
日
、
皆
草
木
盛
貌
也
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
吐
溢
旧
風
之

麗
戻
五
納
1

一
蹄
雲
之
鬱
葎
六
注
〕
向
曰
、
鬱
蒼
、
雲
兒
。

【
鬱
江
】
29

的
川
の
名
。
二
源
あ
り
。
北
源
は
雲
南
省
廣

南
縣
の
板
郎
・
速
部
・
木
王
の
三
山
。
南
源
は
廣
西
省
靖

西
縣
゜
酔
江
と
會
し
て
東
流
し
、
滑
江
と
な
る
。
通
梢
に

鬱
江
を
左
江
と
い
ひ
、
酔
江
を
右
江
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
廣
西
、
涌
州
府
‘
桂
平
縣
〕
涌
江
、
在
―
―
府
城
束
一

其
在
城
北
云

I
,
1
~
江
二
名
北
江
、
経
柳
象
諸
州
境
↓

良
衆
水
玉
竺
入
界
一
饒
城
北
面
東
合
二
於
鬱
江
五
竺

城
南
音
為
―
―
鬱
江
｛
亦
日
―
―
南
江
一
経
1

一
邑
横
諸
州
境
「

謳
乗
水
一
流
入
界
;
竺
州
南
而
東
合
於
酔
江
工
其

流
為
1

一
滑
江
「
過
―
―
藤
梧
云
ぎ
番
異
1

人
―
―
於
海
↓

【
鬱
香
】
30

的
香
草
の
名
。
鬱
金
香
(
4
8
)

の
異
名
。
〔
本

草
、
鬱
金
香
〕
繹
名
、
鬱
香
。

【
鬱
確
】
31

ぢ
盛
で
し
つ
か
り
し
て
動
か
ぬ
さ
ま
。
〔
孔

叢
子
、
記
問
〕
題
II

彼
泰
山
玉
鬱
確
其
高
。

【
鬱
氣
】

3
2
5
,
0鬱
幽
9

酒
の
氣
。
〔
證
、
郊
特
牲
〕
黄
目

鬱
氣
之
上
尊
也
。
〔
疏
〕
因
レ
将
レ
貯
―
―
鬱
壱
酒
正
故
云
II

鬱

氣
也
。
●
こ
も
り
ふ
さ
が
る
氣
。
又
、
心
の
晴
れ
ぬ

こ
と
。
〔
管
子
、
五
行
〕
然
削
天
無
―
―
疾
風
t
岬
木
登
奮
‘

鬱
氣
息
‘
民
不
レ
疾
゜

【
鬱
儀
】
33

勺
〇
太
陽
の
精
を
い
ふ
。
鬱
華
(
3
8
)

に
同

じ
。
〔
黄
庭
経
〕
高
奔
―
―
日
月
ー
吾
上
レ
道
‘
鬱
儀
結
隣
善
相

保。

O
明
‘
朱
謀
埠
(
6ー

1
4
4
2
4
:
 9
9
0
)

の
字
。

〖
鬱
儀
棲
〗3
4
5咋明
、
郡
迪
光

(
1
1| 3
9
5
6
2
 :
 

108) 

の
室
名
。

[
鬱
胸
】
ぉ
衿
ウ
思
の
つ
も
り
む
す
ぽ
れ
た
胸
。
〔
直
江

兼
績
、
織
女
惜
レ
giJ詩
〕
二
星
何
恨
隔
レ
河
逢
、
今
夜
相
逢

散
鬱
胸
↓

【
鬱
屈
】
36

切
〇
心
が
む
す
ぽ
れ
る
。
鬱
結
(
4
2
)

に
同

じ
。
〔
韓
愈
、
初
南
食
胎
1

一
元
十
八
協
律
一
詩
〕
開
レ
籠
聴
ニ

其
去

1
宦
屈
尚
不
レ
平
。

O
地
勢
な
ど
の
曲
が
り
く
ね

つ
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
蘇
献
‘
是
日
至
―
玉
＇
馬
碩
緬
字
於
北

山
僧
含
云
云
詩
〕
西
観
―
―
五
丈
原
こ
鬱
屈
如
―
―
長
蛇
ニ
〇

お
さ
へ
ら
れ
て
屈
す
る
こ
と
。
中
に
こ
も
り
か
が
ま
る

こ
と
。
欝
積
阻
伏
の
略
。
〔
藤
田
東
湖
‘
和
1

一
文
天
祥
正

氣
歌
1

詩
〕
然
告
竺
其
鬱
屈
ぶ
ぎ
四
十
七
人
↓

【
鬱
堀
】
37

努
こ
ん
も
り
と
し
て
た
か
い
さ
ま
。
〔
陸

催
、
石
閥
銘
〕
鬱
蜆
重
軒
‘
弯
隆
反
宇
゜

【
鬱
華
]38

坑
太
陽
の
精
を
い
ふ
。
一
名
‘
鬱
儀
。
〔
海
録

,....., ,....., ,....., ,.....,,....., ,....., 戸

衣此於馬染匁汁金人似厠竺夷和築鬱鬱博鬱辟鬱疏龍やさ懐陳-序眸る鬱鬱絹 r鬱名
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-南 I酉金和 g有“山，:!離桐ふ荘-植書、人痛° ヶ'!う;~'で 4。 閣届天

ニ 晉~ 誇川．，。、 獨霙鬱ンツ
而ぶ人日を-レ面薇取色金夷砿レ 鬱 相

くそ鬱包酌l皆分鬱’’ 。祭笠 寄結 H、
元高れ

レ不羹児鬱採多之花雇呈羹獨中、書之塵 O興盛謬Oし百 在炉 、 クソ

喩意‘屈 る ヵゥ隣、

耐曰（口金る0 『袋黄以 出天謡以、き〗載賃,:胃篇が宥其 -レ

ぁ 口志傭有心 oO充
、血
、 こ鬱 ‘欝

ニ ヽ雹息ぅ草喬色 9靡祝而二
-誰或民所鬱壼,L 。 と金 る塁華

日鬱逼 寺細 ° 崇る
つ天鬱 結塁t'.血

鬱二 蒼の鬱紐て氣岡結畠雹而-すが 祠草
° 香清‘結

闘翡［ド』乳『!!長『i冒
ヽ輿隣

不而え其粕レニ積輿 金藩こ蒼し＊結枝ゐ 盛レ-

日
、
鬱
金
有
と
一
、
鬱
金
香
是
用
レ
花
、
見
11

本
條
了
此
是

62

用
袖
者
、
其
苗
如
蘊
、
其
根
大
小
如
指
頭
「
長
者
寸

32

許
、
糧
園
有
藉
紋
如
蝉
腹
黙
外
黄
内
赤
、
人
以
浸
レ
—
ー

水
染
レ
色
‘
亦
微
有
1

一
香
氣
↓
〇
黄
色
に
染
め
る
染
料
の

名
。
〔
急
就
篇
〕
鬱
金
半
見
細
白
酌
゜
〔
注
〕
鬱
金
‘
染
レ
黄

也。
〖
鬱
金
苑
〗4
6
i
o
1宮
苑
の
名
。
欝
金
苑
。
〔
庚
信
、
射
レ

燭
賦
〕
夜
風
吹
香
氣
随
、
欝
金
苑
芙
蓉
池
。

〖
鬱
金
屋
〗
”
勺
ぢ
立
派
な
宮
殿
を
い
ふ
。
〔
庚
信
‘

奉
n

↓
和
示
1

氏

r公
詩
〕
然
レ
香
鬱
金
屋
‘
吹
レ
管
鳳
凰
畳
゜

〖
鬱
金
香
〗48が
t
"
·
'
8香草
。
百
合
の
類
、
花
に
香
氣

あ
り
、
祭
祀
の
時
酒
に
和
し
て
神
に
奉
る
も
の
。
一
説

に
、
サ
フ
ラ
ン
の
漢
名
。
〔
本
草
、
鬱
金
香
〕
繹
名
、
鬱
香
、

紅
藍
花
、
紫
述
香
、
草
窮
香
、
茶
矩
摩
、
頌
日
、
許
慎
説
文

解
字
云
‘
鬱
、
芳
草
也
、
＋
葉
為
レ
貫
‘
百
二
十
貫
‘
築
以

霙
レ
之
、
鬱
壱
乃
百
草
之
英
‘
合
而
醸
涵
酒
以
降
レ
紳
‘
乃
遠

方
鬱
人
所
レ
＝
貝
‘
故
謂
1

一
之
鬱
玉
鬱
、
今
鬱
林
郡
也
。
〔
魏
略
〕

鬱
金
香
生
ー
大
秦
國
―
二
三
月
花
如
1

一
紅
藍
面
5

五
月
採
レ

之
‘
其
香
十
二
葉
‘
為
ニ
日
草
之
英
↓
〔
梁
書
‘
諸
夷
、
海
南

諸
國
‘
扶
南
國
債
〕
（
天
監
）
十
八
年
‘
復
遣
レ
使
‘
云
云
‘

猷
―
―
火
齊
珠
・
鬱
金
・
蘇
合
等
香
↓
〔
唐
會
要
〕
貞
観
二
十
一

年
‘
伽
國
獣
↓
一
鬱
金
香
↓
〔
通
雅
‘
植
物
、
神
〕
楊
学
南
州
異

物
志
云
‘
鬱
金
出
蘭
賓
國
面
J

正
黄
似
蓮
花
五
嫌
裏
者
、

四
以
香
已
酒
‘
唐
書
‘
太
宗
時
伽
毘
國
‘
獣
,
,
鬱
金
香
玉
菓

似
要
冬
元
月
花
開
‘
状
如
戻
惹
色
紫
碧
‘
香
間
藪

十
夜
而
不
レ
賓
‘
此
輿
―
―
鄭
玄
所
レ
説
鬱
金
似
＞
蘭
‘
相
合

矢
べ
本
草
綱
目
‘
鬱
金
〕
繹
名
、
時
珍
日
‘
酒
和
11

鬱
壱
一
昔

人
言
‘
是
大
秦
國
所
レ
産
鬱
金
花
香
、
惟
鄭
樵
通
志
言
‘

即
是
此
鬱
金
、
其
大
秦
三
代
時
‘
未
レ
通
1

一
中
國
二
安
得
レ

有
1

一
此
草
盃
羅
願
爾
雅
翼
亦
云
、
是
此
根
和
レ
酒
、
令
―
―
黄

如
p

金
、
故
謂
―
―
之
黄
流
谷
六
説
並
通
。

O
鬱
金
香
を
和
し

て
造
っ
た
美
酒
の
名
。
〔
李
白
‘
客
中
行
〕
蘭
陵
美
酒
鬱
金

香
‘
玉
碗
盛
来
琥
珀
光
。

O
今
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
い
ふ
。

〖
鬱
金
花
〗49y
i
i
'
c
h
i
n
 
I
 

h
u
a
'

木
の
名
。
高
さ
一
丈

許
り
。
葉
は
三
裂
し
裂
片
は
鋭
く
な
い
。
春
、
小
花
を
開

き
‘
色
は
黄
゜

〖
鬱
金
黄
〗50”
ウ
空
染
色
の
名
。
う
こ
ん
ぞ
め
。
鬱
金

の
O
を
見
よ
。
〔
朱
燕
、
次
―
―
劉
彦
集
木
犀
韻
一
詩
〕
仙
衣

幾
試
鬱
金
黄
‘
便
覺
秋
風
涌
レ
院
芳
。

【
鬱
蒼
】
5
1
E
5

暮
色
の
ほ
の
ぐ
ら
い
さ
ま
。
又
、
樹
木

ハ
六
六



幽
J

部

〔
十
九
董
〕

鬱

六
六
七

が
し
げ
つ
て
あ
を
あ
を
と
し
て
ゐ
る
さ
ま
。
鬱
鬱
蒼
蒸
之
煩
↓
●
む
し
あ
つ
い
氣
゜
〔
博
玄
‘
苦
熱
詩
〕
珠
汗
【
鬱
茜
172
げ
鬱
壱
の
酒
を
調
和
あ
ん
ば
い
し
た
も

蒼
゜
鬱
鬱
葱
葱
゜
鬱
葱
゜
〔
程
倶
‘
遊
,
,
霊
巖
1

詩

〕

明

霞

治

1

一
玉
糧
こ
呼
吸
氣
鬱
蒸
。
〔
杜
甫
、
贈
―
―
特
進
汝
陽
王
一
の
。
〔
周
證
‘
春
官
‘
司
尊
葬
〕
鬱
齊
獣
酌
‘
證
痺
縮
酌
゜

随
川
西
面
氣
鬱
已
蒼
。
〔
青
山
鐵
槍
齋
、
大
八
洲
遊
―
―
十
韻
詩
〕
花
月
窮
―
―
遊
宴
ご
炎
天
避
―
―
鬱
蒸
↓
[
鬱
姦
宜
】
73

約
も
つ
れ
み
だ
れ
る
o

〔
蘇
洵
ヽ
仲
兄
字
文

記

〕

陵

上

灌

木

鬱

蒼

。

「

朝

顔

話

〕

。

【

鬱

｝

森

】

64

匁
樹
木
か
こ
ん
も
り
と
し
げ
る
。
〔
陳
有
甫
説
〕
其
繁
如
レ
毅
‘
其
乱
如
レ
霧
‘
紛
転
鬱
擾
‘
百
里

【
鬱
散
】
5
2
i
パ
う
さ
は
ら
し
。
き
ば
ら
し
。
〔
増
補
生
葛
守
、
詩
〕
過
レ
廟
伯
騰
基
‘
寒
林
氣
鬱
森
。
若
レ
一
。

【
鬱
之
】
53

勺
陳
‘
陳
伯
茂

(11ー
4
1
6
9
8
:
 1
2
0
6
)

の
字
。
【
鬱
人
】
65

匁
周
官
の
名
。
春
官
の
陽
。
課
器
を
掌
り
、
【
鬱
積
】
74

芍
こ
も
り
ふ
さ
が
る
こ
と
。
又
、
こ
も
り

【
鬱
｝
秀
]
5
4

訂
草
木
な
ど
の
盛
に
茂
る
さ
ま
。
〔
八
景
王
祭
祀
賓
客
の
事
に
供
す
。
鬱
壱
酒
(
8
6
)

を
見
よ
。
〔
周
つ
も
る
こ
と
。
鬱
塞
。
〔
後
漢
書
‘
郎
顕
博
〕
鬱
積
之
氣
‘

録

〕

扶

桑

鬱

秀

、

建

木

舞

丘

。

綾

、

春

官

‘

鬱

人

〕

鬱

人

‘

掌

1

一
課
器
ご
凡
祭
祀
賓
客
之
課
上
感
1

一
皇
天
↓
〔
張
華
、
雑
詩
〕
懐
レ
思
登
不
レ
隆
、
感
レ
物

【
鬱
洲
】
55

パ
[

O
地
名
。
江
蘇
省
東
海
縣
の
東
北
。
も
事
‘
和
―
―
鬱
幽
予
以
賓
レ
葬
而
陳
レ
之
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
重
鬱
積
。
〔
李
時
勉
、
北
京
賦
〕
｛
是
謗
碍
而
鬱
積
。

と
海
中
に
在
り
、
今
、
陸
に
連
る
。
水
経
注
は
郁
洲
に
及
レ
期
鬱
人
薦
函
J

‘

犠

人

薦

レ

醒

。

【

鬱

i

然
】
75

竺
〇
草
木
の
茂
る
さ
ま
。
又
、
物
事
の
盛

作
る
。
漢
末
に
黄
巾
の
賊
が
起
っ
た
時
‘
祁
原
が
一
家
【
鬱
刃
】
66

匁
毒
薬
を
以
て
鎌
し
、
凡
そ
十
年
で
成
る
な
さ
ま
。
〔
新
論
‘
命
相
〕
五
色
欝
然
、
有
―
―
雲
霞
之
観
↓

を
ひ
き
つ
れ
て
鬱
洲
山
中
に
住
む
。
東
晉
の
時
‘
孫
恩
‘
鋭
利
な
剣
。
〔
唐
書
‘
南
樹
上
、
南
詔
博
上
〕
異
牟
尋
為
l
-

〔
安
井
息
軒
‘
讀
書
餘
適
〕
松
阜
鬱
然
。

O
氣
の
塞
が
る

廣
陵
よ
り
海
に
浮
ん
で
北
し
、
劉
裕
、
之
を
郁
州
に
追
南
詔
王
↓
云
云
‘
遣
1
1

清
平
官
甲
輔
酋
等
七
人
二
謝
―
―
天
さ
ま
。

ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
安
府
、
海
州
〕
鬱
洲
山
‘
子

d
い
―
―
鐸
鞘
・
浪
剣
・
鬱
刃
↓
云
云
‘
鐸
鞘
者
、
状
如
二
[
鬱
活
心
】
16

勾
氣
の
盛
な
さ
ま
o

葱
は
煎
o

又
‘
こ
ん
も

州
東
北
十
九
里
海
中
有
天
洲
五
周
園
藪
百
里
、
謂
二
之
残
刃
二
有
レ
孔
傍
逹
‘
出
1

一
麗
水
ご
帥
以
レ
金
、
所
レ
撃
無
レ
り
と
し
げ
る
さ
ま
。
〔
後
漢
書
｀
光
武
紀
論
〕
氣
佳
哉
‘

鬱
洲
一
亦
曰
-
1

郁
洲
↓
山
海
経
所
謂
郁
山
在
―
―
海
中
1

者
不
レ
洞
‘
夷
人
尤
賓
‘
月
以
レ
血
祭
レ
之
‘
鬱
刃
‘
躊
時
鬱
鬱
葱
葱
然
。
〔
楊
燭
‘
和
下
輔
先
入
"
長
天
観
ー
星
瞭
上

也
、
晉
隆
安
五
年
、
孫
恩
襲
一
建
康
示
＇
レ
克
、
浮
レ
海
北
以
二
毒
槃
一
井
冶
‘
云
云
‘
凡
十
年
而
成
。
〔
績
南
物
志
〕
詩
〕
天
門
開
突
突
、
佳
氣
鬱
葱
葱
。
〔
邪
居
賓
、
南
征
賦
〕

匹
郁
洲
「
将
軍
高
雅
之
禦
レ
之
、
為
1

一
恩
所
＞
執
、
既
而
劉
鬱
刃
傷
レ
人
即
死
。
〔
庶
物
異
名
疏
〕
鬱
刃
浪
人
所
レ
躊
、
佳
氣
鬱
葱
而
如
レ
在
。

裕
破
走
乏
。

O
明
‘
梁
儲
(
6
ー

1
4
8
2
5
:
 1
4
7
)

の
琥
。
故
又
名
浪
剣
↓
〔
演
南
雑
志
〕
鬱
刃
、
躊
時
以
蒋
競
【
鬱
塞
】
77

匁
氣
が
む
す
ぽ
れ
て
ふ
さ
が
る
こ
と
。
〔
呂

〖
鬱
洲
遺
稿
〗56
⑰
唸
書
名
。
＋
巻
。
明
、
梁
儲
撰
。
並
冶
、
取
迎
躍
如
レ
星
者
ず
心
十
年
乃
成
‘
浮
以
焉
血
→
覧
‘
逹
鬱
〕
為
―
―
―
其
敢
直
言
而
決
―
―
鬱
塞
一
也
。
〔
劉
貨
‘
賢

奏
疏
最
も
多
く
、
大
抵
劃
切
で
あ
る
。
詩
文
は
宴
々
と
以
"
金
犀
佃
i

二
鐸
首
一
傷
り
人
郎
死
、
因
レ
係
―
―
浪
人
所
＞
良
方
正
策
〕
低
徊
鬱
塞
、
以
侯
1

一
陛
下
感
悟
ぶ
盆
後
土
竺
其

し
て
罷
格
亦
甚
だ
し
く
は
高
く
な
い
。
〔
四
嘩
提
要
‘
躊
‘
故
又
名
―
―
浪
剣
玉
唐
南
詔
異
牟
尋
遣
レ
使
猷
レ
此
。
啓
沃
一
耳
。

【
鬱
症
】
57

切
ウ
氣
の
塞
ぐ
病
。

L

集
、
別
集
類
〕
0
 

[
鬱
水
】
67

げ
川
の
名
。
廣
東
省
の
西
江
を
い
ふ
。
〔
漢
【
鬱
尊
】
78

匁
鬱
壱
の
酒
を
盛
る
さ
か
づ
き
。
〔
祠
、
明

[
鬱
情
]58

翌
ふ
さ
が
っ
た
こ
こ
ろ
°
書
‘
地
理
志
下
〕
鬱
水
首
受
―
一
夜
郎
豚
水
盃
委
き
四
會
一
堂
位
〕
鬱
尊
用
1

一
黄
目
面
灌
用
―
―
玉
環
大
圭
↓

【
鬱
灼
】
59

予
蒸
し
熱
く
苦
し
い
こ
と
。
〔
常
哀
‘
大
入
レ
海
、
過
レ
郡
四
、
行
四
千
三
十
里
。
〔
水
経
‘
浪
水
〕
浪
【
鬱
滞
】
19

”
い
心
‘
又
は
物
事
の
ふ
さ
が
り
と
ど
こ
ほ

暦
七
年
大
二
赦
天
下
ー
制
〕
盛
陽
之
候
‘
大
暑
方
蒸
、
永
水
‘
東
至l蒼
梧
猛
陵
縣
一
為
"
'
深
只
又
東
至
―
一
高
要
縣
—
る
こ
と
。
鬱
積
。
〔
淮
南
子
、
傲
慎
訓
〕
血
脈
鉦
竺
鬱
滞
一

念

狸

生

何

堪

―

―

鬱

灼

一

岱

大

水

ず

又

束

至

南

海

番

晶

縣

酉

分

為

ピ

‘

其

一

南

五

祓

無

1

蔚
氣
↓
〔
史
記
‘
儒
林
博
論
賛
〕
公
孫
弘
総
學

【
鬱
隧
】
60

戸
ち
ぢ
ま
つ
て
の
ぴ
ぬ
さ
ま
。
〔
新
論
‘
入
二
子
海
正
其
一
又
東
過
二
縣
東
南
；
が
手
海
↓
官
ぶ
げ
道
之
鬱
滞
↓
〔
漢
書
‘
成
帝
紀
〕
選
士
之
路
‘
鬱
濡

激
通
〕
柩
梢
鬱
魔
以
成
縛
錦
之
瘤
一
蛙
蛤
結
病
、
而
【
鬱
翠
】
6
8
げ
樹
木
な
ど
の
青
々
と
茂
っ
た
さ
ま
。
〔
高
而
不
レ
通
。
〔
魏
志
、
王
烈
博
〕
是
以
鬱
滞
‘
詑
1
h
~今
日
→

）

印

明

月

之

珠

↓

僧

博

〕

房

内

忽

生

1

一
雙
桐
樹
↓
根
枝
翌
茂
‘
鬱
翠
非
レ
常
。
【
鬱
悼
】
80

的
心
が
ふ
さ
が
り
い
た
む
。
〔
漢
書
、
元
帝

釘

【

鬱

巴

61

芍
，
空
に
は
ぴ
こ
っ
て
盛
な
さ
ま
。
〔
曹
植
、
〔
呉
拭
、
武
夷
消
記
〕
松
竹
蔽
括
‘
希
著
鬱
翠
。
紀
〕
夙
夜
競
競
、
不
レ
通
天
斐
「
深
惟
―
―
鬱
悼
至
¢
知
―
其

l

惰

雨

詩

〕

慶

雲

従

記

来

‘

鬱

述

西

南

征

。

【

鬱

生

】

6
9
5
"
O
こ
ん
も
り
と
茂
る
こ
と
。
〔
竹
添
井
序
↓

,
'
【
鬱
潤
】

9
ジ
草
木
が
お
ひ
し
げ
つ
て
う
る
ほ
ひ
の
あ
井
‘
棧
雲
峡
雨
日
記
、
下
〕
草
樹
鬱
生
。
●
―
二
國
‘
呉
の
人
。
【
鬱
i

撓
】
83

切
あ
や
も
や
う
が
複
雑
で
深
み
の
あ
る
さ

⑭
る
こ
と
。
〔
劉
峻
‘
東
陽
金
華
山
棲
志
〕
竹
外
則
有
1

一
良
田
・
陸
績
の
女
。
張
溢
の
弟
の
白
に
嫁
し
、
白
の
死
後
よ
く
ま
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
襲
積
衷
繹
‘
紆
徐
委
曲
、
鬱

逼
珍
・
通
接
•
山
泉
·
膏
液
．
鬱
潤
・
肥
朕
·
鄭
白
・
決
甕
節
を
守
る
。
〔
呉
志
、
陸
績
博
‘
注
〕
°
撓
硲
谷
。
〔
注
〕
向
日
、
鬱
撓
‘
謂
―
一
文
理
祁
鬱
然
有
品
陀
一

）
【
鬱
蒸
】
63

郊
’
さ
か
ん
に
む
す
。
む
し
あ
つ
い
。
〔
爾
【
鬱
棲
】
70

切
品
の
名
。
一
説
に
‘
糞
壌
を
い
ふ
°
又
‘
鬱
裕
谷
之
状
↓

2
 
5

雅
‘
繹
言
‘
鬱
氣
也
、
疏
〕
謂
1
1

鬱
蒸
之
氣
也
。
〔
素
問
‘
五
栖
に
作
る
。
〔
荘
子
‘
至
架
〕
陵
蔦
得
―
鬱
棲
血
醤
竪
烏
足
↓
【
鬱
長
】
84

知
炉
蒸
氣
の
た
め
に
む
れ
育
つ
こ
と
。
〔
北

l

運
行
大
論
〕
其
政
為
レ
明
‘
其
令
鬱
蒸
゜
〔
注
〕
鬱
‘
盛
也
‘
〔
繹
文
〕
司
馬
云
‘
鬱
栖
‘
晶
名
、
李
云
‘
鬱
栖
、
糞
壌
也
。
史
、
雀
光
博
〕
指
1

一
言
蒸
氣
鬱
長
面

g
有

,
1

根
種
↓

7
 
56

蒸
‘
熱
也
。
〔
風
俗
通
‘
窮
通
〕
暑
則
鬱
蒸
‘
寒
則
凜
凍
。
【
鬱
盛
】
7
1
5
い
さ
か
ん
な
こ
と
。
〔
宋
玉
‘
高
唐
賦
〕
榛
【
鬱
幽
J

]
邸

5

炉
●
祭
に
用
ひ
る
酒
に
和
し
て
醸
す
一

4
 
（
〔
應
暖
‘
輿
1

一
廣
川
長
太
「
文
琺
書
〕
虞
涼
畳
面
有
1

一

鬱

林

鬱

盛

、

サ

把

華

覆

蓋

。

一

種

の

香

草

の

名

。

即

ち

鬱

金

香

草

。

轄

じ

て

、

そ

れ

を

和

>/[[[[[[
13263 



(45671・ ・92) (45671・・ 122)

〔
書
断
〕
王
維
嘗
蓋
―
―
輌
川
圏
冨
5

谷
鬱
盤
‘
雲
水
飛
動
。

【
鬱
敷
】
9
2
[

ッ
風
な
ど
の
盛
に
吹
き
わ
た
る
こ
と
。
〔
宋

遁
協
晨
中
窄
酔
〕
太
聡
恒
鬱
敷
。

【
鬱
猟
】
93

芍
山
氣
な
ど
の
ふ
さ
が
り
暗
い
さ
ま
。
一
説

に
‘
山
の
高
く
け
は
し
い
さ
ま
。
鬱
峨
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

爾
其
山
澤
‘
則
蒐
疑
峨
飢
‘
櫻
浜
鬱
峠
゜
〔
注
〕
劉
日
‘
櫻
冥

鬱
醜
‘
山
氣
暗
昧
之
状
、
清
日
‘
並
山
高
陰
之
貌
也
。
〔
何

遜
‘
七
召
〕
疑
―
-
i

昆
間
之
鬱
崩
盃
空
淮
漠
之
濱
澄
↓

【
鬱
佛
】
9
4
t
"

心
ふ
さ
が
る
。
佛
鬱
゜
〔
買
誼
、
旱
雲
賦
〕

僚
分
慄
分
、
以
鬱
悌
分
。
〔
楚
酔
、
劉
向
、
九
歎
、
怨
思
〕

志
隠
隠
而
鬱
悌
分
。
〔
馬
融
‘
長
笛
賦
〕
震
鬱
沸
以
憑
怒

分。

【
鬱
憤
】
95

努
む
す
ぼ
れ
て
と
け
ぬ
い
き
ど
ほ
り
。
胸

に
渦
ち
た
不
平
。
鬱
怒
。
〔
班
固
‘
賓
将
軍
北
征
頌
〕
然

而
唱
呼
鬱
憤
‘
未
レ
退
―
―
蕨
願
一
〔
李
商
隠
‘
祭
―
―
張
書
記
―

文
〕
精
璽
何
虞
‘
鬱
憤
徒
極
゜

【
鬱
閉
】
96

謬
ふ
さ
が
つ
て
流
れ
ぬ
さ
ま
。
〔
管
子
、
五

輔
〕
通
1

一
鬱
閉
涵
函
1

一
津
梁
↓
〔
注
〕
鬱
閉
‘
亦
謂
―
―
―
川
潰
有
―
―

過
塞
者
一

【
鬱
没
]
9
7

翌
ふ
さ
が
り
ほ
ろ
ぴ
る
。
〔
司
馬
相
如
‘
封

祠
文
〕
首
悪
鬱
没
‘
脆
昧
昭
晰
゜

【
鬱
勃
]
9
8

豹
●
氣
の
さ
か
ん
な
さ
ま
。
又
、
草
木
の

こ
ん
も
り
と
し
げ
る
さ
ま
。
〔
漢
武
帝
内
博
〕
雲
彩
鬱
勃
‘

盛
為
1

一
香
氣
一
〔
應
場
‘
楊
柳
賦
〕
撞
1

一
豊
節
―
而
廣
布
‘
紛

鬱
勃
以
登
レ
陽
。

O
思
ひ
が
胸
に
ふ
さ
が
る
さ
ま
。
参

意
氣
の
あ
が
る
さ
ま
。

【
鬱
密
】
99

汎
ふ
さ
が
り
こ
も
つ
て
ひ
ら
か
ぬ
さ
ま
。

〔
陸
亀
蒙
‘
初
入
―
―
太
糊
詩
〕
時
幽
更
暑
雨
後
石
氣
象
俯
鬱

密゚
【
鬱
冥
】
100

⑰
ふ
さ
が
り
こ
も
つ
て
く
ら
い
こ
と
。
〔
張

華
動
志
詩
〕
土
積
感
山
‘
敵
蒸
鬱
冥
゜

【
鬱
霧
】
101

勺
立
ち
こ
め
た
深
い
霧
゜
〔
呉
志
、
砕
綜
傭
〕

加
以
4

鬱
霧
冥
1

一
其
上
砿
i

水
蒸
中
其
下
iO

【
鬱
鳴
】
102

位
瞥
の
繁
盛
な
こ
と
。
〔
成
公
緩
‘
噛
賦
〕

横
鬱
鳴
而
淫
涸
‘
冽
線
眺
而
清
禎
゜

【
鬱
滅
】
103

勺
ふ
さ
が
り
き
え
る
。
〔
顔
延
之
‘
繹
二
何
衡

陽
逹
性
論
―
〕
生
害
繁
惨
‘
天
理
鬱
滅
。

【
鬱
茂
]
1
0
4
5
，
草
木
の
こ
ん
も
り
と
し
げ
る
こ
と
。
爺

鬱
゜
〔
張
衡
‘
蹄
田
賦
〕
原
閣
鬱
茂
‘
百
草
滋
榮
゜
〔
南
史
、

賊
臣
‘
侯
景
傭
〕
唯
文
宣
太
后
廟
、
四
周
栢
樹
獨
鬱
茂
゜

E
 

幽
9

音

〔
十
九
驚
〕

鬱

〔
謝
霊
運
、
山
居
賦
〕
播
1

一
緑
葉
之
鬱
茂
↓

【
鬱
悶
】
105

竺
心
む
す
ぽ
れ
て
も
だ
え
る
。
〔
魏
志
、
管

軽
博
‘
注
〕
雖
レ
在
ー
一
大
州
五
↑
レ
見
下
異
才
可
↓
―
ー
用
繹
二
人
鬱

悶
者
苗
怜
還
,
,
京
師
―
得
＊
共
論
ね
坦
耳
゜
〔
柳
宗
元
、
斬
二

曲
几
ー
文
〕
鬱
悶
結
澁
‘
脊
塞
観
難
。

【
鬱
抑
】
106

切
〇
抑
へ
ら
れ
、
ふ
さ
が
る
こ
と
。
〔
北
史
、

文
苑
傭
序
〕
道
憾
輌
而
未
レ
遇
、
志
鬱
抑
而
不
レ
申
。

O

d
e
p
r
e
s
s
i
o
n

の
繹
語
。
抑
鬱
と
も
い
ふ
。
氣
の
ふ
さ

ぐ
こ
と
。
躁
揚
状
態
と
共
に
精
神
病
の
症
状
の
一
。

【
鬱
儡
]107

げ
百
鬼
を
支
配
す
る
神
名
。
鬱
曼
(

I

l

l

)

に

同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
幡
儀
志
中
〕
百
官
官
府
各
以
―
―
木
面
獣
一

能
為
"
灘
人
師
二
記
設
"
桃
梗
鬱
儡
葦
葵
ご
畢
執
事
陛
者

罷゚
【
鬱
感
]108

的
丘
の
平
か
で
な
い
さ
ま
。
〔
司
馬
相
如
‘

上
林
賦
〕
丘
虚
堀
骨
‘
隠
輯
鬱
蠅
゜
〔
注
〕
善
日
、
郭
環
曰
‘

隠
輯
．
鬱
蝿
‘
堆
聾
不
レ
平
貌
。

【
鬱
李
】
1
0
9
5
，
木
の
名
。
に
は
う
め
。
郁
李
の
別
名
。
〔
本

草
、
郁
李
〕
秤
名
‘
莫
李
‘
鬱
李
‘
車
下
李
、
爵
李
、
雀
梅
‘

棠
棟
゜

【
鬱
律
】
llO

闘

O
煙
の
上
る
さ
ま
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
氣

浴
浮
以
霧
杏
‘
時
鬱
律
其
如
レ
煙
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
鬱
律
、

黒
盛
貌
。

0
小
さ
い
臀
゜
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
雷
鬱
二
律

於
巖
突
(
7
、
電
條
二
忽
於
賭
藩
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
鬱
律
‘
小

瞥
也
。
〇
深
く
け
は
し
い
さ
ま
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
債

下
〕
＿
径
入
―
―
雷
室
之
秤
燐
鬱
律
入
サ
‘
洞
出
二
鬼
谷
之
屈
骨

巌
魁
二
荘
j

〕
師
古
曰
、
評
隣
鬱
律
、
深
峻
貌
。
〔
張
衡
、
西

京
賦
〕
於
レ
i

削
則
終
南
太
一
、
隆
堀
崖
悴
、
隠
輯
鬱
律
゜

〔
注
〕
善
曰
‘
皆
陰
曲
貌
゜
R
字
橙
の
ま
が
り
く
ね
っ
た

さ
ま
。
〔
蘇
献
、
石
鼓
歌
〕
菌
聞
石
鼓
今
見
レ
之
、
文
字
鬱

律
蚊
蛇
走
。

O
後
魏
の
平
文
帝
の
名
。

【
鬱
堡
】
111

⑫
紳
荼
・
鬱
晏
は
百
鬼
を
支
配
す
る
兄
弟

神
の
名
‘
東
海
度
朔
山
の
桃
樹
の
下
に
在
る
と
い
ふ
。

今
、
門
軸
と
す
る
。
神
荼
鬱
曼
(
8
-
2
4
6
7
3
:
 4
1
2
)
を
見

よ
。
〔
風
俗
通
紀
典
〕
上
古
之
時
‘
有
茶
爽
鬱
曼
昆

弟一

r公
性
能
執
レ
鬼
。
〔
論
衡
‘
乱
龍
〕
上
古
之
人
、
有
l
-

神
荼
鬱
曼
者
↓
〔
論
衡
、
訂
鬼
〕
山
海
経
又
曰
、
清
海
之

中
、
有
没
朔
之
山
工
上
有
1

一
大
桃
木
↓
其
屈
蝠
三
千
里
、

其
枝
間
東
北
日
鬼
門
玉
萬
鬼
所
出
入
一
也
、
上
有
己
一

神
人
―
―
曰
誹
茶
、
一
曰
鬱
堡
、
主
如
空
領
萬
鬼
盃
志
害

之
鬼
、
執
以
葦
案
而
以
食
レ
虎
‘
於
レ
是
黄
帝
乃
作
レ
證

以
レ
時
騒
レ
之
‘
立
二
大
桃
人
↓
門
戸
書
一
二
神
荼
．
鬱
曼
輿
＞

虎
、
懸
―
―
葦
索
ー
以
禦
―
―
凶
魅
有
形
↓
故
執
以
食
レ
虎
゜
〔
張

衡
、
東
京
賦
〕
況
魃
盛
典
―
畢
方
盃
姦
朔
作
レ
梗
‘
守
以
―
―
鬱

羹
誹
荼
副
焉
。
〔
故
事
成
語
考
、
繹
道
鬼
紳
〕
神
荼
鬱

塁
‘
咲
レ
鬼
之
神
。

【
鬱
隆
】
門
が
氣
の
鬱
勃
と
し
て
盛
な
さ
ま
。
〔
郭
瑛
‘

山
海
経
圏
讃
‘
南
山
経
‘
育
隧
谷
〕
炎
祭
是
扇
‘
以
散
二
鬱

隆一

【
鬱
林
]113

”
グ
●
し
げ
っ
た
林
。
盛
に
多
い
さ
ま
。
〔
宋

玉
‘
高
唐
賦
〕
有
方
之
士
、
羨
門
高
硲
、
上
成
二
鬱
林
ズ
ム

築
緊
レ
穀
°
〔
注
〕
善
曰
‘
鬱
然
仙
人
盛
多
如
二
林
木
:
•

山

名
。
別
名
、
郁
山
・
雲
畳
山
。
賽
宇
記
は
蒼
梧
山
と
い
ふ
。

江
蘇
省
灌
雲
縣
の
東
北
鬱
洲
。
も
と
海
中
に
在
り
。
今

は
大
陸
に
連
な
る
。
晉
の
孫
恩
‘
廣
陵
よ
り
海
に
浮
ん
で

北
す
。
劉
裕
‘
之
を
郁
洲
に
追
ふ
。
雲
壷
(
1
2
-
4
2
2
3
5
 :
 

4
1
0
)

の

O
の
G
)
を
見
よ
。
〔
水
経
‘
淮
水
注
〕
東
北
海
中

有
二
大
州
;
門
之
郁
洲
「
山
海
経
所
謂
郁
山
在
,
,
海
中
1

者
也
。
〔
隋
書
、
地
理
志
下
〕
有
二
謝
禄
山
・
鬱
林
山
云
参
州

名
。
隋
‘
置
く
。
廣
西
省
興
業
縣
の
西
北
。
清
、
直
隷
州
と

し
、
博
白
•
北
流
・
陸
川
・
興
業
の
四
縣
を
管
轄
す
。

〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
廣
西
‘
鬱
林
直
隷
州
、
領
二
縣
四
面
博

白
・
北
流
・
陸
川
・
興
業
。
⑲
郡
名
。
漢
‘
置
く
。
故
城
は
廣

西
省
桂
平
縣
の
西
。
布
山
・
安
廣
・
阿
林
・
廣
鬱
・
中
留
・

桂
林
・
渾
中
・
臨
塵
・
定
周
・
噌
食
・
領
方
・
薙
難
の
十
二

縣
を
管
轄
す
。
〔
漢
書
‘
地
神
志
下
〕
鬱
林
郡
、
縣
十
二
、

布
山
・
安
廣
・
阿
林
・
廣
鬱
・
中
留
・
桂
林
・
渾
中
・
臨
塵
・

定
周
・
増
食
・
領
方
・
薙
難
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
州
域
形

勢
、
漢
〕
鬱
林
郡
‘
秦
桂
林
郡
也
、
後
属
雨
越
苓
証
加
六

年
、
置
↓
―
鬱
林
郡
「
領
―
―
布
山
等
縣
十
一
＝
今
廣
西
涌
州
柳

州
南
寧
等
府
、
及
梧
州
府
之
鬱
林
州
是
其
境
、
布
山
縣

在
今
涌
州
府
城
西
↓
曇
縣
名
。
④
南
朝
梁
‘
置
く
。
故
城

は
廣
西
省
責
縣
の
南
‘
鬱
江
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

廣
西
‘
梧
州
府
‘
鬱
林
州
‘
興
業
縣
〕
鬱
林
顎
縣
、
志
云
‘

在
漏
州
府
貴
縣
東
南
五
十
里
こ
漢
廣
鬱
縣
地
‘
梁
置
―

鬱
林
縣
ご
為
―
―
鬱
林
郡
治
ご
兼
置
1一
定
州
治
—
焉
‘
隋
平
レ

陳
‘
郡
畷
改
レ
州
為
―
―
手
州
一
大
業
中
俯
為
,
,
鬱
林
郡
治
一

唐
初
縣
闊
―
―
南
以
州
n

尋
屡
-
1

貴
州
↓
後
置
―
―
鬱
林
州
↓
縣

改
隔
焉
、
建
中
間
、
州
移
―
―
治
鬱
林
縣
「
後
又
徒
―
―
治
興

喪
南
漢
因
レ
之
、
宋
初
改
,
,
鬱
平
一
日
―
―
鬱
林
「
以
―
―
鬱
林

縣
省
入
興
業
↓
＠
民
國
‘
置
く
。
廣
西
省
桂
平
縣
の

南
。
南
流
江
の
東
北
岸
。

〖
鬱
林
石
〗1
1
4
5

勺
ン
官
に
在
つ
て
清
廉
な
の
を
い
ふ
。

唐
の
陸
亀
蒙
の
家
の
門
に
在
っ
た
大
石
。
其
の
遠
祗

績
が
鬱
林
の
太
守
と
な
り
‘
罷
め
て
蹄
郷
す
る
時
‘
荷
物

少
な
く
船
脚
が
軽
過
ぎ
て
渡
海
で
き
な
か
っ
た
の
で
、

重
み
を
加
へ
る
た
め
に
積
ん
だ
石
で
、
人
が
其
の
清
廉

を
梢
す
る
の
意
よ
り
名
づ
け
た
も
の
。
〔
唐
書
‘
隠
逸
、

陸
亀
蒙
傭
〕
陸
氏
在
↓
丑
＃
竺
其
門
有
二
巨
石
ご
遠
祗
績

総
鬱
林
太
守
↓
罷
蹄
無
レ
装
‘
舟
軽
不
レ
可
レ
越
レ
海
‘
取
レ

石
為
レ
重
‘
人
稲
1

一
其
廉
五
翌
鬱
林
石
一

〖
鬱
林
王
〗1

1
5
窮
リ
／
南
齊
‘
瞭
帝
（4
ー
9
4
9
2:
 1
1
3
)

の

0
の
＠
を
い
ふ
。

【
鬱
令
】
116

げ
命
令
を
ふ
さ
い
で
滞
ら
せ
る
。
〔
管
子
、

君
臣
下
〕
鬱
な
n
而
不
レ
出
者
‘
幽
―
―
其
君
―
者
也
。
〔
注
〕

鬱
塞
也
。

【
鬱
岡
齋
】
117

”
9

，
ゥ
明
、
王
肯
堂
(
7
ー

2

呂
2
3
:
 1
4
6
1
)
 

の
室
名
。

【
鬱
孤
憂
】
悶
冒
山
名
。
江
西
省
輯
縣
治
の
西
南
。
賀

蘭
山
を
い
ふ
。
高
い
丘
が
鬱
然
と
し
て
孤
立
す
る
と

こ
ろ
か
ら
名
づ
く
。
唐
の
郡
守
李
勉
‘
登
臨
し
て
北
望

す
。
故
に
望
蕨
と
も
い
ふ
。
宋
の
郡
守
曾
悔
‘
-
―
壷
を

噌
築
し
、
南
を
鬱
孤
、
北
を
望
闘
と
い
ふ
。
趙
拝
・
蘇
拭

等
詩
を
作
っ
て
之
を
詠
ず
。
〔
蘇
献
‘
虔
州
八
境
圏
詩
〕

煙
雲
標
肋
鬱
孤
壷
、
積
翠
浮
レ
空
雨
半
開
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
江
西
‘
籟
州
府
‘
籟
縣
〕
賀
蘭
山
‘
府
治
西
北
隅
、

其
右
隆
阜
特
起
、
為
1

一
文
筆
峯
玉
綿
亙
而
東
為
ち
口
家
嶺
↓

志
云
、
山
即
鬱
孤
壷
、
昔
人
因
レ
高
築
レ
憂
為
一
登
眺
虞
一

旦
鬱
然
孤
起
而
名
、
後
夷
為
―
―
平
地
↓

【
鬱
臭
草
】
119

的
4

’
草
の
名
。
め
は
じ
き
。
や
く
も
さ

う
。
莞
蔚
の
異
名
。
〔
本
草
、
莞
蔚
〕
繹
名
‘
鬱
臭
草
。

【
鬱
闇
尼
】
120

脅
点
ィ
古
代
印
度
十
六
大
國
の
一
た
る

阿
槃
提
の
首
都
。
恒
伽
河
地
方
よ
り
印
度
西
海
岸
の

海
港
に
至
る
通
路
に
嘗
り
、
西
紀
前
一
―
百
七
十
年
頃
に

は
阿
育
王
が
其
の
即
位
前
に
此
の
都
の
太
守
と
し
て
治

め
‘
四
世
紀
の
頃
に
は
秘
阿
羅
摩
阿
秩
多
の
一
地
方
と

し
て
榮
え
た
。

U
j
j
a
i
n
1

【
鬱
洵
迭
】
121

”
セ
，
盛
に
疾
い
さ
ま
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
濡

潰
論
而
漏
漂
‘
鬱
切
迭
而
隆
頷
。
〔
注
〕
善
日
、
鬱
、
盛
兒
、

渕
迭
‘
疾
貌
。

【
鬱
督
軍
]
1
2
2
[
＂
ト
ク

山
名
。
漢
北
に
在
り
。
今
外
蒙
古

六
六
八

13264 



‘‘‘, 
5
 
2
 
7
 
6
 
5
 
4
 
（
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2
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回
【
一
蘭
】
[

＂ 
幽
9

音

〔
十
九
蓋
〕

鬱

婿

部

隔

ハ
六
九

昌
デ
レ
キ
リ
ぶ
｀
ク

日

〔
集
韻
〕
狼
秋
切ヽ
カ
ー

〔
集
韻
〕
各
核
切／ 
≪
亡

百

隈

部

引薗可鳳

清
‘
宜
重
光
(
8
-
2
5

＝
―
-
音
諾
顔
境
内
杭
愛
山
の
北
。
一
名
、
島
徳
健
山
。
〔
唐

書
同
鵜
下
‘
蒔
延
陀
博
〕
（
太
宗
）
冊
二
拝
夷
男
篇
虞

珠

Wlt
伽
可
汗
三
ム
云
‘
樹
1

一
牙
鬱
督
軍
山
一

【
鬱
蓬
勃
】
123

”
ホ
ヴ
氣
の
出
る
さ
ま
。
〔
播
岳
‘
笙
賦
〕
爛

娼
綸
以
放
レ
開
、
鬱
蓬
勃
以
氣
出
。
〔
注
〕
善
曰
‘
鬱
蓬

勃
‘
氣
出
貌
。

【
鬱
藍
生
】
124

切
？
明
の
呂
天
成
の
琥
゜
呂
天
成
(
2
ー

3

3
器
：
2
4
5
)
を
見
よ
。

【
鬱
輪
抱
】
125

苫
リ
／

0
曲
の
名
。
唐
‘
王
維
の
作
。
〔
集
異

記
〕
王
維
年
未
1

一
弱
冠
↓
文
章
得
レ
名
、
性
閑
幸
曰
律
↓
妙

能
琵
琶
涵
炉
岐
王
所
春
璽
維
方
将
レ
應
レ
琴
‘
求
,
1

王

庇
借
ご
エ
引
至
1

一
公
主
第
ぶ
仄
レ
為
―
伶
人
「
令
l-

―
獨
奏
,
1

新

曲
こ
腎
調
哀
切
‘
王
日
‘
此
曲
何
名
、
維
起
日
‘
琥
二
鬱
輪

抱
ご
土
大
奇
レ
之
、
令
え
呂
婢
博
教
盃
皿
曰
、
子
有
,
,
所
レ
為

文
乎
‘
維
即
出
献
1

一
懐
中
詩
巻
「
主
寛
讀
驚
異
、
因
令
二

更
衣
↓
昇
,
1

之
客
右
二
召
二
試
官
云
許
第
‘
遣
1n

以
レ
維
作
1-

解
頭
登
第
ニ
〇
戯
曲
の
名
。
明
、
王
衡
の
作
。
唐
の
王
維

が
年
少
の
頃
岐
王
に
愛
せ
ら
れ
、
琵
琶
を
以
て
新
曲
鬱

輪
抱
を
弾
じ
て
公
主
の
楢
賛
を
博
し
た
故
事
を
叙
す
。

【
鬱
而
不
レ
獲
】
126

⑫
い
な
ふ
さ
が
つ
て
あ
ら
は
れ
ぬ
。

〔
旺
子
、
天
下
〕
是
故
内
聖
外
王
之
道
‘
闇
而
不
レ
明
‘
鬱

而
不
レ
預
、
天
下
之
人
、
各
為
1

一
其
所
＞
欲
焉
。

【
鬱
肉
漏
捕
】
127

翌
芳
腐
り
か
け
た
肉
や
ほ
じ
し
。
〔
抱

朴
子
‘
良
規
〕
渇
者
之
恣
―
―
口
於
雲
日
之
酒
面
飢
人
之
取
,
,

飽
於
鬱
肉
漏
捕
一
也
。

【
鬱
岡
掃
葉
道
人
】
128

訂
匁
サ
ヴ
ェ
ブ

9
4
1
 :
 3
)
の
琥
゜

〔
集
韻
〕
乙
革
切

小

或

日

●

か

な

へ

の

＿

種

。

瓦

製

系
策
服
橙
と
金
風
製
と
の
一
一
種
あ
り
。

鼎
に
似
て
三
足
、
足
は
中
空
で
曲
り
‘
其
の
間
隔

〗
冒
[

象
腹
交
文
三
足
↓
〔
段
注
〕
上
象
孔
口

:x象
腹

交
文
ぞ
ふ
ぎ
三
足
一
也
。
〔
爾
雅
‘
秤
器
〕
鼎
‘
款
足

者
謂
二
之
一
I

回
↓
〔
注
〕
鼎
曲
髄
也
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕

款
者
、
繹
文
云
、
本
或
作
レ
萩
、
間
也
、
按
‘
玉
篇
‘

嵌
‘
空
也
、
漢
書
郊
祀
志
‘
説
レ
鼎
云
‘
其
空
足
曰
レ

扇
空
即
嵌
也
、
司
馬
遷
傭
、
｛
貫
不
レ
中
―
―
其
臀
―

者
‘
謂
乏
砥
楊
王
孫
博
、
萩
、
本
為
帆
‘
服
虔

注
‘
拉
云
‘
款
‘
空
也
、
是
款
・
嵌
同
‘
鼎
款
足
、
謂
ニ

足
中
空
一
也
、
足
中
賓
者
必
直
、
空
者
必
曲
、
故
郭

云
、
鼎
曲
脚
也
‘
曲
梱
者
外
必
間
、
故
繹
文
以
レ
款

為
レ
間
、
闊
疏
義
近
、
故
御
覧
七
百
五
十
七
引
―
―
含

人
日
、
鼎
足
相
去
疏
間
曰
レ
＿
愚
也
。

0
か
ま
。
〔
方

言
‘
五
〕
錢
‘
呉
揚
之
間
、
謂
11

之
一
絹
↓
〔
戴
震
疏
證
〕

複
‘
釜
大
口
者
。
〔
周
證
‘
考
工
記
‘
陶
人
〕
＿
堕
貫
―
―
五

雙
〔
孫
話
譲
正
義
〕
其
用
主
二
於
烹
妊
盃
l

デ
釜
錢
―

同
‘
故
方
言
又
以
為
二
銭
之
別
名
↓
〇
葬
喪
の
と
き

に
用
ひ
る
土
が
ま
。
戸
橙
を
沐
浴
す
る
米
の
と
ぎ

汁
を
沸
か
し
‘
又
、
親
を
煮
‘
蓋
を
し
て
其
の
ま
ま

重
木
に
か
け
つ
る
し
、
軸
を
憑
依
さ
せ
る
資
と

す
る
に
用
ひ
る
。
〔
儀
證
‘
士
喪
證
〕
畷
敦
重
一
IE
。

〔
注
〕
重
屠
‘
婿
将
レ
縣
於
重
―
者
也
。
〔
正
義
〕
説

ア
ク
ヤ
ク

国

園

文
云
‘
一
納
或
八
レ
瓦
作
レ
甑
‘
是
隔
瓦
器
也
、
下
経
‘
厭
―
―
牛
領
玉
只
〔
秤
文
〕
一
[E
、
沈
、
於
革
反
‘
劉
昔

霙
涵
呻
用
レ
一
商
‘
又
以
飯
レ
戸
之
餘
米
ご
用
レ
溺
霙
革
゜
〔
孫
話
譲
正
義
〕
一
隔
‘
卸
福
之
借
字
‘
繹
名
秤

為
レ
露
、
縣
平
重
面
名
属
―
怜
↓
〔
幡
‘
喪
大
記
〕
車
云
‘
福
‘
拒
也
、
所
1

和
猛
匹
牛
頸
一
也
、
説
文
木

陶
人
出
二
璽
芭
〔
繹
文
〕
一
蜻
‘
昔
歴
。
〔
疏
〕
重
隋
‘
部
云
、
福
、
大
車
椛
‘
段
玉
裁
云
、
椛
凸
長
作
レ
乾
‘

謂
蘇
重
之
饂
也
、
是
瓦
瓶
‘
受
王
二
升
『
R
或
は
車
部
曰
‘
乾
‘
較
前
也
、
福
‘
考
工
記
作
に
昂
、
大
車

甑
(
1
2
|
 4
5
6
7
9
)
・
麻
(
7
-
2
1
5
9
9
)
•

鍋
(
1
1
|

4

之
乾
日
レ
逗
゜

0
7
1
0
)
・
 
舗
(
1
2
-
4
5
6
9
0
)
・属
(
1
2
|
 4
5
7
1
9
)
・
 
鐙
臨
四
田
象
形
。
鼎
の
一
種
。
五
穀
（
斗
二
升
を
穀
と
い
ふ
）

を
入
れ
る
大
き
さ
の
も
の
。
弼
は
腹
の
交
文
に
象
り
‘

百
は
そ
の
口
に
象
り
、
下
は
そ
の
三
足
に
象
る
。

(
1
1
-
4
1
0
3
3
)
・
 礫
(
1
1ー
4
1
0
1
9
)
·
~
(
1
1

|
 4
0
8
 

【一I
翌
縣
】
1

乃
縣
名
。
漢
、
置
く
。
古
の
一
隋
國
の
あ
と
。

6
4
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
一
怜
賦
‘
一
怜
或
炊
レ
瓦
‘
麿
、
漢

令
隔
‘
炊
レ
瓦
麻
臀
゜
〔
集
韻
〕
一
隋
‘
或
作
甑
・
歴
・
山
束
省
安
徳
縣
の
北
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
平
原
郡
‘

鍋
離
・
属
・
鐙
．
礫
羞

r
G古
弼
(
1
2
-
4
5
6
8
4
)

縣
十
九
‘
一
燒
〔
晉
書
―
音
義
、
中
〕
婿
‘
縣
名
在
示
原
↓

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
一
隔
‘
古
作
レ
弼
。

O
か
な
へ
。
漢
〔
讀
史
方
輿
紀
要
山
東
‘
渭
南
府
‘
徳
州
‘
徳
平
縣
〕
百
回

縣
城
‘
縣
東
十
里
、
古
婿
國
、
郡
姓
咎
絲
之
後
、
左
博
所
レ

云
‘
靡
奔
有
婿
氏
―
者
、
漢
置
高
縣
直
8
-

―
平
原
郡
↓

字
の
偏
の
名
。
口

0
に
ぎ
り
。
も
と
捐
(
5
-
1
2
5

2
8
)
に
作
る
。
〔
儀
磯
士
喪
謁
〕
茸
姪
大
一
怜
。
〔
注
〕
【
一
＝
翌
侯
]
2

誇
後
漢
‘
朱
祐
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 2
3
)
の
封
鑢

隔
饂
也
、
中
人
之
手
‘
俗
園
九
寸
゜
〔
秤
文
〕
一
隔
‘
【
一
絹
昆
】
3

翌
匈
奴
の
國
の
名
。
〔
史
記
‘
匈
奴
債
〕
後
北

本
亦
作
禰
゜
〔
疏
〕
一
怜
是
俗
物
之
稲
、
故
撮
正
＇
人
服
葎
庚
．
屈
射
・
丁
震
・
高
昆
．
薪
摯
之
國
↓

【
一
蘭
如
】
4

パ
[
高

v
へ
だ
て
た
つ
さ
ま
o

墳
墓
の
突
起

す
る
さ
ま
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
仲
尼
日
、
有
レ
焉
耳
、
望
―
―

―
益
而
言
、
大
者
撮
1

一
大
拇
指
興
天
巨
指
云
茫

之
、
故
言
矢
也
。
〔
玩
元
校
勘
記
〕
婿
‘
按
、
放
撮
―
其
農
睾
如
也
、
宰
如
也
、
墳
如
也
、
一
絹
如
也
、
削
知
レ
所
レ

喪
服
偲
定
作
レ
捐
。

0
へ
だ
て
る
。
隔
(
1
1
ー

4
1

息
袋
〔
注
〕
見
,
,其
墳
壌
一
蘭
異
面
~
知
―
―
息
之
有
品
所
。
〔
荀

7
8
3
)
に
通
ず
。
〔
荀
子
、
大
略
〕
一
絹
如
也
。
〔
注
〕
一
絹
‘
子
、
大
略
〕
孔
子
日
、
望
真
塘
云
宇
如
也
‘
順
如
也
‘
一
絹

謂
1
1
1
~
'
1

絶
於
上
→
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
下
〕
一
怜
1一
如
也
‘
此
則
紐
所
レ
息
琴
〔
注
〕
言
回
‘
謂
嘉
範
於
上
→

〔
集
解
〕
祁
膝
行
日
‘
一
階
‘
鼎
隔
也
、
圃
而
含
レ
上
‘
此
皆

言
1

一
丘
瀧
之
形
状
↓

閉
門
戸
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
一
隔
‘
卑
ハ
レ
隔
同
。

O
む
せ

ぶ
。
の
み
こ
ん
だ
も
の
が
ま
た
出
て
く
る
。
〔
素
【
一
簡
津
】
5

匁
川
の
名
。
古
の
九
河
の
一
。
河
水
狭
小
で

問
、
至
箕
要
大
論
〕
一
商
咽
不
レ
通
。
〔
注
〕
一
絹
咽
‘
謂
―
―
隔
て
て
渡
津
と
な
す
べ
き
に
よ
り
一
絹
津
と
い
ふ
。
今
｀

食
飲
入
而
復
血
也
。
R
□
●
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一
蘭
津
と
梢
す
る
は
四
女
寺
減
水
河
で
あ
る
。
即
ち
運

河
の
支
津
、
山
東
省
の
恩
縣
か
ら
東
北
流
し
、
河
北
省

に
入
り
、
又
、
山
東
省
に
入
り
、
宣
恵
河
と
會
し
て
大
油

閾
一
日
、
鼎
陽
°
鍮
縣
名
。
〔
集
韻
〕
一
絹
‘
縣
名
、

在
1

一
平
原
↓
〇
ま
た
脱
(
9
-
2
9
7
7
2
)

に
作
る
。
〔
正
河
口
か
ら
海
に
注
ぐ
。
俗
に
老
黄
河
と
い
ひ
‘
又
、
東

字
通
〕
一
閑
‘
又
作
レ
隔
。

O
姓
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕
一
陪
黄
河
と
い
ふ
。
西
漢
以
前
及
ぴ
北
宋
の
時
の
黄
河
の
故

恨
‘
姓
、
咎
縣
後
。
口
く
び
き
。
車
範
。
桶
(
6
-
1
5

道
で
あ
る
。
又
‘
新
＿
絹
津
河
あ
り
、
山
東
省
平
原
縣
陵
縣

に
在
り
‘
篤
馬
河
に
注
ぐ
。
〔
爾
雅
‘
繹
水
、
河
曲
〕
徒
駿
・

3
0
6
)
・乾
(
1
0
|
 3
8
2
6
4
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

太
史
・
馬
頬
・
覆
随
・
胡
蘇
•
簡
・
紫
・
鉤
盤
・
一
商
津
。
〔
祁
焚

行
義
疏
〕
此
繹
一
九
河
之
名
:
云
云
‘
一
母
津
者
、
秤
文
引
レ

臀
〕
一
怜
‘
瑕
借
為
レ
桶
。
〔
集
韻
〕
乾
、
説
文
、
輯
前

也
‘
或
作
に
絹
。
〔
周
譴
考
エ
記
、
車
人
〕
凡
為
レ
李
云
、
河
水
狭
小
‘
可
1

一
隔
以
為
＞
津
‘
故
曰
裔
津
↓
孫
郭

範
‘
一
愚
長
六
尺
゜
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
一
愚
‘
謂
下
輯
端
同
云
、
水
多
泥
狭
‘
可
隔
以
為
レ
津
而
横
渡
↓
漢
志
、
平
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久

ヮ

日

附

(
U
!
-
4
5
6
7
3
)
に
同
じ
。

爾

】

5
i
d
Bク
，
ワ
イ
〔
集
韻
〕
駐
或
作
籍
°
量

〔
集
韻
〕
古
禾
切
卿
i

≪
x
こ

kuo'

〔
集
韻
禰
茂
切
抵

ト
日
口
ど
が
ま
。
土
釜
。
閑
(
1
2

ー
4
5
6
7

斗
’
晨

m
豪

4
)
•鍋
(
1
1
-
4
0
6
0
3
)

に
同
じ
。
〔
説

文
〕
酎
‘
秦
名
―
―
土
離
―
曰
レ
肘
、
ハ
レ
一
隔
ヰ
瞥
‘
讀
若
レ

過
。
〔
段
注
〕
今
俗
作
レ
鍋
゜
〔
集
韻
〕
附
‘
或
作
レ
閑
゜

冨

】

釦

口ラ
日
ク
，
ワ

＇昌

原
郡
隔
平
、
嘗
―
―
以
為
"
一
隔
津
「
元
和
志
、
徳
州
安
徳
縣
、

隔
津
枯
河
、
在
―
―
縣
南
七
十
里
盆
工
昌
縣
隔
津
枯
河
、
南

去
レ
縣
一
一
十
里
、
按
‘
一
愚
縣
故
城
、
在
―
―
今
徳
州
北
一
也
。

〔
書
、
馬
貢
、
九
河
既
道
、
疏
〕
李
巡
日
、
河
水
狭
小
‘
可
孟
m

以
為
ヮ
津
也
、
漢
書
溝
温
志
曰
‘
九
河
所
レ
在
、
徒
駿
最

北
‘
一
隔
津
最
南
‘
一
隋
津
在
1

ー
一
隔
縣
↓
〔
馬
貢
錐
指
〕
九
河
一
隋

津
最
南
、
最
長
‘
較
ー
ー
諸
河
1

差
有
1

一
考
撼
公
必
応
州
北
有
1

一

婿
津
枯
河
盃
念
竺
陵
縣
北
す
又
東
逼
"
徳
平
縣
北
す
又
東

遥
稟
陵
縣
喪
又
東
遥
麗
雲
縣
應
又
東
北
逗
直
山

縣
東
南
一
又
東
北
逗
海
豊
縣
西
北
一
又
東
北
入
レ
海
。

〔
齊
乗
〕
濱
州
北
有
王
傷
河
一
西
蹴
穏
様
正
東
至
レ
海
、

荘
非
爾
津
歎
、
土
傷
河
最
南
、
比
―
―
他
河
一
差
狭
、
是

為
1一
婿
津
一
鉦
~
レ
疑
。
「
の
室
名
。

〖
漸
津
草
堂
]
6”
”
髭
清
、
田
震
(
7
-
2
1
7
2
3

:
 2
5
4
)
 

【
一
隔
絶
】
1

窃
へ
だ
て
絶
つ
。
〔
史
記
‘
匈
奴
億
〕
西
置
―

酒
泉
郡
一
以
婿
↓
1

絶
胡
興
レ
先
通
之
路
↓
〔
漢
書
、
南
舅

博
〕
別
異
蟹
夷
面
竺
絶
器
物
↓

【
一
絹
塞
】
8

”
”
へ
だ
た
り
ふ
さ
が
る
。
隔
塞
。
〔
史
記
‘
倉

公
博
〕
嘗
n
至
レ
春
、
隔
塞
不
レ
通
、
不
p

能
二
食
飲
↓
〔
漢
書
‘

武
五
子
、
戻
太
子
博
〕
是
以
親
戚
之
路
‘
隔
塞
而
不
レ
通
。

【
溺
閉
】
，
存
外
界
と
へ
だ
て
と
ぢ
る
こ
と
。
〔
漢
書
、

五
行
志
中
之
下
酉
OPJ
皇
后
就
レ
宮
‘
一
俵
,
,
閉
門
戸
砿
母
レ
得
11

檀
上
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
一
隔
‘
興
レ
隔
同
。

婿

部

婿

〔三

I

六
蓋
〕

【甑】
5

婿
(
1
2
-
4
器
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
一
隔
‘
或
作
レ
瓶
。

レ
キ

＇ 

冨

】

5

久
ワ

"
[
i□
肛
謡
字
。
〔
字
彙

’

鍋

(
1
1

ー
4gg)
に
同
じ
。
〔
集

【
戦
】
如
ク
ワ
韻
〕
鍋
、
或
作
蔽
゜

日
●
な
で
る
。
〔
玉
篇
〕
敵
‘
摩
也
。
〔
集
韻
〕
紋
‘

以
レ
手
拭
レ
物
。
●
か
ゆ
の
上
汁
。
〔
集
韻
〕
散
‘
字

林
、
廉
上
汁
。
口
肢
(
1
2
-
4
5
6
7
5
)

の
謡
字
。
〔
正

字
通
〕
敗
‘
肢
字
之
調
。

〔
集
韻
〕
無
分
切
函

プ
ン

霰】
5

鰐

小
口
I
〗
口
の
大
き
い
ー
―
ー
足
の
釜
。
又
、
米

奇晨
m

豪
を
と
ぐ
器
。
或
は
妓
(
1
1

ー
4
0
2
3
2
)

に

作
る
。
〔
説
文
〕
肢
、
三
足
銭
也
、
一
曰
、
滸
米
器

也
、
ハ
に
絹
支
臀
゜
〔
段
注
〕
錢
如
レ
釜
而
大
口
、
廣

雅
殿
、
離
也
、
溜
米
、
猶
浙
米
涵
炉
之
以
得
―
―
其

鉗
也
。
〔
桂
注
〕
有
姐
日
レ
綺
殿
・
綺
‘
臀
相
近
、

三
足
所
1

一
以
支
1

之
。
〔
集
韻
〕
肢
‘
或
ハ
レ
金
。

~ 

肢....__,, 
45675 

口日
ギキギ

,-. r—、

集集
韻韻
、~'-'

巨語
綺綺
切切

菌菌

＇ 

(
2
-
3
5
7
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
品
、
或
作
レ
悪

小
煮
る
。
或
は
翡
(
1
2ー
4
5
7
1
6
)
•

隠
（1
2

螢
E

豪

ー
4
8
3
2
8
)

・
誤
．
嫡
(
1
2

ー
4
5
7
1
7
)

に

作
り
、
通
じ
て
湘
(
7
|
1
7
8
4
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

扇
、
繋
也
、
ハ
J
隔
芋
贅
゜
〔
段
注
〕
棗
、
亦
作
レ
翡
、

亦
作
レ
嬌
、
封
祠
書
、
馬
牧
1
1

九
牧
之
金
一
躊
11

九

開

皆

嘗

亨
1
1

蒻
之
上
帝
鬼
紳
一
亨
蒻
、
郊
祀
志

作
1
1

翡
亨
面
立
爽
而
獣
乏
上
帝
鬼
蝕
也
、
毛
詩

段
涌
為
レ
之
‘
毛
曰
、
湘
‘
烹
也
。
〔
集
韻
〕
議
、
或

作
齋
・
蒻
・
嫡
一

冨
】
年
シ
，
ヤ
ウ
〔
集
韻
〕
戸
羊
切
園

小
日
高
の
た
ぐ
ひ
。
こ
し
き
。
〔
説
文
〕

庸
、
＿
絹
陽
‘
ハ
檎
虎
臀
゜
〔
段
注
〕
戴
氏

胤
豪

個
引
1

一
唐
本
虔
省
臀
面
炉
是
。
『

Elに
同
じ
。
或

は
甑
(
7

ー
2
1
6
2
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
庸
、
説
文
、

一
絹
屡
、
或
作
レ
甑
゜

【
庸
齋
】
1

花
宋
、
林
希
逸
(
8
-
1
4
5
5
1
:
2
菩
）
の
琥
。

〖
庸
齋
績
集
〕2
”
”
パ
ヵ
書
名
。
―
二
十
巻
。
宋
、
林
希
逸

撰
。
一
に
竹
漢
十
一
稿
考
と
い
ふ
。
詩
文
を
集
め
た
も

の
で
詩
文
十
三
類
を
列
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

〖
庸
齋
考
工
記
解
〗3”
”
”
”
*
？
書
名
。
二
巻
。
宋
、
林

希
逸
撰
。
周
證
考
工
記
を
解
い
た
も
の
。
其
の
説
は
初

學
者
に
解
し
易
い
。
〔
四
慮
提
要
、
経
‘
橙
類
〕
。

【
庸
】
細

口日
ゴゲクケ， 
ンンワン
ン

〔
集
韻
〕
牛
堰
切

〔
集
韻
〕
倶
願
切

顧顧

＇昌

【
融
】
細

コ

鈷
(
1
2
1
 48
0
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鈷
‘
或
作
レ
貼
゜

屈

扇

肢

敗

敗

附

瓶

貼

磯

議

錢

弼

駐

繭

に
る
。
に
と
ろ
か
す
。
或
は
圏
(
9ー
2
9
8
8
0
)
·
~

(
9
-
2
9
4
4
4
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
顧
、
熟
也
、
或
作
レ

圏
。
〔
集
韻
〕
緬
‘
説
文
‘
爛
也
、
或
作
レ
願
。

【
繭
】
〗
ニジ

〔
集
韻
〕
人
之
切

OO

●
こ
し
き
の
底
の
あ
な
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
甑
空
也
。
●

或
は
窒
(
8
ー
2
5
4
9
0
)
・甑
(
7
ー
2
1
6
3
5
)
・
!
;
'
f
f
l
(
7
ー

2
1
4
9
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
或
作
二
窒
・
甑
・
栽
↓

【
鮭
】
〖
ケ
イ
〔
集
韻
〕
玄
圭
切
圏

ヱ

【
弼
】
蜘
閂[
t
o
~
6
~
~
:

（だバ

弼
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
鵡
、
本
作
レ
弼
゜

レ
キ

小
日
か
な
へ
の
一
。
一
絹
(
1
2
-
4
5
6
7
2
)

襴
豪
の
古
字
。
も
と
弼
(
1
2

ー
4
5
6
8
4
)

に
作

る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
誤
、
本
作
レ
弼
゜
〔
説
文
〕
弼
、

歴
也
、
古
文
亦
隔
字
‘
象
ふ
翌
妊
五
味
1

』
下
上
出
上

也
。
〔
段
注
〕
厘
也
二
字
、
漫
人
妄
壻
‘
此
云
二
古
文

亦
隔
字
一
即
穴
撞
文
大
‘
改
↓
―
古
文
一
之
例
‘
何
取
下

以
―
―
漢
令
一
隔
1

為
＊
訓
繹
上
乎
、
一
絹
・
俎
皆
古
文
也
‘

象
ふ
央
妊
五
味
と
、
上
出
比
裳
角
‘
謂
レ
弗
也
‘
一
絹
．

鵡
本
一
字
‘
一
絹
専
象
器
形
丁
故
其
屠
多
謂
レ
器
、

躊
兼
象
荻
妊
之
竺
故
其
闇
皆
謂
―
―
執
妊
芦
〗
む

れ
上
る
氣
゜
〔
集
韻
〕
鶏
、
上
悉
氣
也
。

蘭
由
象
形
。
一
絹
と
同
字
。
も
と
弼
に
作
る
。
隔
は
鼎
の
一

種。
1
1
は
そ
の
中
に
物
を
入
れ
熟
妊
し
て
代
の
上
出
す

る
有
様
に
か
た
ど
る
。

レ
キ

—
'
ヤ
ク

日乳

冦】螂

〔
集
韻
〕
狼
狭
切
ヵヽ―

〔
集
韻
〕
父
沸
切

困可璽

六
七
〇

13266 
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冨
塁

【
読
】
聾

国
】
[

国】岬
隔

部

〔六
I

九
聾
〕

六
七

ヒ

困
＇i-ー

カ
ク
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
蘇
‘
音
客
。

曰口日
スソスソスソ
'''  
ウウウ

’

腹

(
1
2
1
 45
7
0
2
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
駿
、
同
レ
腹
。

ソ
ウ

口日
ナザナゼ
イイイイ

図麿

ロロ
リレプフ；キ

□ 日
ガガカ
イイイ

〔
集
韻
〕
何
開
切
岡
i

〔
集
韻
〕
魚
灰
切
岡
〗

□
●
か
た
む
ぎ
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
乾
也
。

0
か
ゆ
の

中
の
塊
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
一
曰
、
廃
中
塊
。
口
巳
●
に

同
じ
。

腹
(
1
2
-
4
5
7
0
2
)

の
調
字
。
〔
康
煕

字
典
〕
鞭
‘
按
‘
郎
腹
字
之
謳
゜

〔
集
韻
〕
狼
秋
切

或
日
●
か
ま
。
釜

(11|
 4
0
1
6
 

4
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
随
‘
錢
【
駿
】
三

絲
い
登
橙

陽
也
、
炊
レ
一
絹
甫
瞥
、
釜
、
舗
或
八
レ
金
父
磐
゜
〔
段

注
〕
今
経
典
多
作
レ
釜
‘
惟
周
橙
作
レ
舗
。
〔
漢
書
‘

五
行
志
中
之
下
〕
印
其
舗
六
七
枚
二
注
〕
晉
【
麟
岡
】
疇

灼
日
‘
羅
、
古
文
釜
字
。
●
量
器
の
名
。
外
側

は
圃
く
、
内
の
物
を
い
れ
る
所
は
方
形
で
縦
横

一
尺
、
深
さ
一
尺
。
六
斗

耳

汀
い
い
虞
1

予
尺
ご
[
[
喜

詞
臼
バ
[

〔
集
韻
〕
奉
甫
切＞ 
亡

X

盲】螂
ヘ
だ
て
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
融
、
隔
也
。

'-―― 
ソ9
ウ

ヱ
ン

鴎町圏

飼
(
1
2
ー

4
5
3
4
1
)
の
謡
字
。
〔
正
字

通〕
i

胆
‘
廟
字
之
調
。

ケ
イ
芍
ヤ
9

ウ

賓
―
―
豆
‘
其
耳
三
寸
‘
其
賓
一
升
‘
菫
一
鈎
‘
其
臀

中
1

一
黄
鐘
之
宮
↓
〔
注
〕
以
―
―
其
容
1

為
1

一
之
名
一
也
、

四
升
曰
レ
豆
、
四
豆
日
レ
逓
、
四
匪
日
レ
随
‘
舗
‘
六

斗
四
升
也
。
参
覆
舗
は
‘
川
の
名
。
九
河
の
一
。
馬

頬
の
南
‘
胡
蘇
の
北
に
あ
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
水
〕
覆

譴
〔
注
〕
水
中
門
居
‘
往
往
而
有
欣
如
覆
釜
↓

働
或
は
涵
(
1
2ー

4
5
7
0
 7
)

・釜

(11ー
4
0
1
6
4
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
随
‘
或
作
二
蔭
・
釜
云
〇
姓
。
或
は
謡
し

て
嗣
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
離
‘
姓
‘
見
1

一
姓
苑
面
口
姓

統
譜
調
作
レ
輔
。
口
か
な
へ
の
一
。
一
I
E
(
1
2
|
 4
5
6
7
 

2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
婿
‘
説
文
‘
鼎
闇
‘
或
作
レ
臨
。

【
臨
銭
】
1
7
7
9

ウ
大
き
な
口
の
釜
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
傭
下
〕
多

齋
1

一
舗
銭
薪
炭
云
重
不
レ
可
レ
勝
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
随
‘
古

釜
字
也
‘
錢
‘
釜
之
大
口
者
也
‘
錢
音
富
。

〔
集
韻
〕
古
定
切
醐
g-

〔
集
韻
〕
方
未
切

小
●
わ
く
。
水
が
に
え
た
つ
。
沸
(
6
|
1
7
2
 

5
1
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
嬌
‘
棺
也
‘
八
畠
向

璧
{
蔽

沸
臀
。
〔
段
注
〕
水
部
日
‘
棺
‘
覇
也
‘
今
俗
字
淮
作
レ

浪
‘
餞
作
レ
沸
‘
非
也
‘
按
‘
此
常
レ
云
下
従
―
―
水
一
I

図

〗［三[//］
45701 45700 

骸

願

醗

舗

厩

腋

諒

磯

鵞

綬

縞

謡

睡

腱

腰

腹

写
E
]
年

□ El 
ジシゼセ
ンンンン

輝

集
韻
〕
才
淫
切
臨
〗

T
 
I
 

.f 
h
s
m
'
 

〔
集
韻
〕
慈
墜
切

【
腹
]
臼

冨
E
]
聾

弗
臀
盆
空
畢
沸
了
也
。
〔
集
韻
〕
沸
‘
棺
也
‘
或
炊
レ

祠
〔
楚
辞
‘
巌
忌
‘
哀
時
命
〕
氣
淮
幾
其
若
レ
波
。

〔
注
〕
幾
、
輿
レ
沸
同
。
●
浮
(
6
-
1
7
4
6
7
)
・

潰
(
7ー

1

8
2
7
6
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
漿
‘
卑
ハ
ニ
浮
・
潰
―
拉
通
。

冨
】
〗

〔
集
韻
〕
人
移
切

〔
集
韻
〕
汝
宋
切

□
口
骨
の
あ
る
藍
か
ら
。
腰
(

9

|
2
9
6
6
2
)

の
調

字
。
〔
集
韻
〕
膜
‘
説
文
、
有
伍
且
臨
也
、
或
炊
后
E
。

〔
正
字
通
〕
腰
‘
腰
字
之
識
‘
藷
注
、
＿
音
腰
‘
有
レ
骨

臨
‘
又
昔
而
、
義
同
‘
按
‘
説
文
肉
部
‘
膜
有
レ
骨
臨
、

重
文
作
レ
開
‘
一
蘭
部
無
レ
腰
。

〔
集
韻
〕
祖
叢
切
ー
園

p
x
L
 t
s
u
n
g
'
 

〔
集
韻
〕
岨
動
切
函
g

〔
集
韻
〕
作
弄
切
国
竿

冨】螂 富塁
ケ
ン

漑
(
1
2
,
 4
5
7
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蔑
、
或
作
レ
腱
゜

＇直――
サ
ウ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
雌
、
初
巧

七
ゥ
切
。

’

’

譲
(
1
2
1
 45
6
8
2
)

の
謳
字
。
〔
字

彙
補
〕
蝸
‘
賤
字
之
調
。

シ
ャ
ウ

羹
(
9
|
2
器
U
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
緩
‘
卑
ハ
レ
羹
同
。

ヵ9
ウ

シ
ン

鵞
(
1
2
|
 4
5
6
9
5
)

の
俗
字
。
〔
篇

海
〕
競
‘
俗
慧
字
。

13267 
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塁

、

小

日

0
釜
の
属
〔
説
文
〕
腹
‘
舗
陽
‘
八
レ
氏
日
豪
龍
↓
封
藷
説
川
頁
夷
氏
其
後
也
。
〔
萬
姓
統

爾
m

豪
婿
凌
督
。
〇
あ
つ
ま
る
。
さ
そ
ひ
あ
は
譜
〕
腹
夷
、
左
傭
‘
祝
融
董
父
之
後
為
腹
夷
氏
一

【
腹
仮
】
2

ぢ
上
下
相
和
し
、
大
衆
を
穂
集
し
て
も
争

言
す
る
者
の
な
い
こ
と
。
一
説
に
、
大
政
を
継
べ
て
上

せ
る
。
會
緊
す
る
。
一
説
に
‘
綬
(
8

ー
2
7
6
9
2
)

に

下
相
和
せ
し
め
る
こ
と
。
又
‘
一
説
に
、
大
築
を
奏
し
て

通
じ
‘
麻
ぬ
の
一
升
（
八
十
棲
）
毎
に
縄
を
以
て

其
の
散
を
記
す
こ
と
。
〔
集
韻
〕
腹
‘
一
日
、
穂
也
。
祁
考
の
震
を
感
ぜ
し
め
る
こ
と
。
奏
瑕
(
3
-
5
9
1
5
:
 7
)
 

〔
詩
‘
陳
風
、
東
門
之
扮
〕
越
以
腹
邁
゜
〔
傭
〕
腹
、
数
を
見
よ
。
〔
詩
‘
商
頌
‘
烈
祗
〕
既
戒
既
平
‘
腹
瑕
無
J
-
―-U
。

也
。
〔
箋
〕
腹
‘
総
也
。
〔
疏
〕
謂
―
―
男
女
抱
集
而
合
〔
博
〕
設
、
穂
‘
瑕
‘
大
也
‘
糊
大
無
J
-
―-n
無
レ
半
也
。

【
腹
蝦
】
3

豆
f

大
政
を
総
へ
て
上
下
を
和
せ
し
め
る
[
)

と
。
腹
仮
に
同
じ
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
〕
亦
有
1

一
和
羹
｛
既

丘
也
。
〔
毛
詩
後
箋
〕
正
義
曰
‘
腹
‘
謂
―
―
麻
縛
毎

散
一
升
而
用
属
紀
＞
之
、
故
腹
為
レ
敷
、
王
粛
云
‘
戒
既
平
‘
腹
蝦
無
レ
言
。
〔
注
〕
腹
‘
綿
也
‘
蝦
、
大
也
、
言
‘

腹
駅
績
麻
之
緯
也
、
承
瑛
案
、
布
八
十
縛
為
レ
総
天
政
盃
能
使
―
―
―
上
下
皆
如
和
羹
一
》

綾
‘
王
爾
之
意
謂
‘
偉
以
レ
腹
為
1

綾
之
仮
儡
耳
、
【
談
蔑
】

4

%

O
春
秋
‘
齊
の
大
夫
。
荘
公
の
外
嬰
。
荘

公
拭
せ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
平
陰
に
於
て
雀
抒
に
殺
さ

る
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
五
〕
。
〇
春
秋
‘
鄭
の
大
夫
。
字

然
上
文
既
云
レ
不
レ
績
二
其
麻
玉
K

、

何

又

以

廠

縛
1

而
行
‘
毛
意
訓
贔
為
レ
敷
、
蓋
讀
為
薮
筈
之
は
然
明
。
状
貌
甚
だ
醜
悪
。
時
に
叔
向
、
鄭
に
来
る
。

敷
↓
敷
者
、
促
藪
為
1

一
撰
湊
線
倉
之
意
、
故
商
頌
賤
‘
叔
向
を
観
ん
と
し
て
‘
使
者
の
酒
器
を
取
牧
め
ん

駿
俣
‘
傭
又
云
―
―
綾
穂
一
中
庸
作
1

玉
盆
咲
奏
猶
レ
湊
と
す
る
者
に
従
っ
て
堂
下
に
立
ち
‘
一
言
せ
し
に
其
の

臀
甚
だ
美
、
叔
向
因
つ
て
蔑
な
る
こ
と
を
知
り
‘
乃
ち

其
の
手
を
執
つ
て
堂
に
上
り
、
若
し
言
な
け
れ
ば
‘
吾

也
‘
然
則
此
傭
腹
藪
邁
行
者
、
本
謂
男
女
促
散
會

褻
而
杖
鄭
以
藪
義
難
＞
明
‘
故
以
レ
穂
訓
申
レ
之
、
幾
ん
ど
子
を
失
は
ん
と
す
と
梢
す
。
又
、
子
産
に
知
ら

非
属
尾
異
↓
〔
詩
‘
商
頌
‘
烈
岨
〕
駿
仮
無
レ
言
。
れ
る
に
及
ん
で
、
政
治
を
問
は
れ
、
大
い
に
梢
讚
せ
ら

〔
博
〕
腹
総
也
。
〔
毛
詩
紬
義
〕
腹
乃
釜
属
而
得
レ
る
。
〔
左
氏
、
襄
‘
二
十
五
。
昭
‘
二
十
八
〕
。

為
籍
者
、
腹
八
憂
臀
五
説
文
‘
凌
云
孟
叙
足
一
也
‘
【
腹
明
]
5
り

17

腹
護
を
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
二
十
八
〕
昔

叔
向
適
レ
鄭
‘
腹
護
悪
‘
欲
レ
観
二
叔
向
一
心
独
使
之
牧
レ
器

煮
而
往
竺
於
堂
下
―
一
言
而
善
‘
叔
向
将
レ
飲
レ
酒
‘

変
有
蔽
緊
之
義
故
得
レ
為
レ
継
、
中
庸
引
レ
此
、

作
羹
椴
無
＞
言
‘
奏
讀
慮
如
レ
湊
‘
説
文
‘
湊
、
水
問
之
日
、
必
腹
明
也
。
〔
陶
望
齢
‘
覧
レ
鏡
詩
〕
生
来
百
醜

上
人
所
レ
會
也
‘
湊
亦
緊
也
‘
言
↓
―
助
祭
者
穂
集
‘
腹
明
面
‘
可
―
―
獨
窮
人
虚
私
詩
↓

大
衆
鳥
言
無
届
ナ
。
参
地
名
。
今
‘
山
東
省
定
陶
縣
【
腹
戻
】
6

／
げ
春
秋
‘
魯
の
人
。
叔
孫
氏
の
司
馬
。
時
に

の
北
。
〔
後
漢
書
‘
郡
國
志
―
―
-
〕
清
陰
郡
‘
定
陶
有
―
―
昭
公
、
季
氏
を
伐
つ
。
戻
‘
衆
に
向
ひ
‘
我
は
家
臣
‘
敢
ヘ

て
國
を
知
ら
ざ
る
も
‘
凡
そ
季
氏
の
あ
る
と
無
い
と
は

執
れ
が
我
に
利
あ
る
や
と
問
ふ
。
皆
封
へ
て
‘
季
氏
無

―
―
腹
亭
芸
注
〕
湯
伐
二
云
駿

tR姓
。
〔
通
氏
、
氏
族

略
‘
以
レ
名
為
レ
氏
〕
腹
氏
、
古
腹
夷
氏
之
後
。
口
軌
く
ば
叔
孫
氏
無
し
と
い
ふ
。
乃
ち
徒
を
帥
ゐ
て
季
孫
意

腹
は
‘
草
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
素
華
‘
軌
腹
。
〔
集
如
を
救
ひ
‘
公
を
破
つ
て
齋
に
奔
ら
し
む
。
〔
左
氏
、
昭
‘

一
十
五
・
ニ
十
i

、〕゚

韻
〕
腹
、
神
名
。
曰

0
か

ま

の

属

〔

集

韻

〕

腹

‘

釜

―

’

隔。

O
漢
の
侯
國
の
名
。
〔
集
韻
〕
腹
一
日
、
漢
侯

國
名
。

【
腹
夷
]
1

い
ゥ
複
姓
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
九
〕
昔
有
二
隧
叔

安
五
？
裔
子
1

日
―
―
董
父
ご
広
云
、
帝
賜
二
之
姓
ー
曰
レ
葦
‘

冨
】
臼

’

腹

(
1
2
-
4
5
7
0
2
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
隔
、
同
レ
設
。

ソ
ウ

隔

部

〔
九
ー
ー
—
+
―
螢
〕

冨塁
’

震

(
1
2
|
 4
5
7
2
1
)
の
調
字
。
〔
字

彙
補
〕
毀
、
製
字
之
薦
。

シ
ュ
ク

こ
し
き
。
通
じ
て
増
(
3
-
5
4
5
0
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
躍
、
賜
東
謂
レ
甑
、
通
作
レ
増
。

【羅】
C

〔
集
韻
〕
力
救
切
暦

リ
ウ
レー 日

ヵ
ヴ
日
穀
(
1
2
-
4
5
7
4
2
)

に
同
じ
。

冨
芦
□
ハ
ヴ
〔
集
韻
〕
露
、
或
作
属
。
口
烹
(
7

-
1
9
 0
 49
)
の
古
字
。
〔
集
韻
〕
烹
‘
古
作
レ
綾
°

隈
(
1
1
0
1
4
5
7
0
1
)

の
謡
字
。
〔
正
字

【
隈
】
[
ゼ
イ
囲
成
翌
;
靡
凪
羞

作
レ
隈
゜

届

】

年

7 

舗
(
1
2

ー
4
5
6
90
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
繭
‘
或
作
レ
蔭
゜

冨
】
亨
サ
ウ
[
戸
三
口
戸
閂
し
二
集

●
滓
を
去
る
。
〔
字
彙
〕
謳
‘
去
レ
滓
也
。
●
―
絹
(
1
2

|
 4
5
6
7
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
脳
‘
俗
一
尚
字
。

冨
i

】
年

I
J
'
[
ク
〔
字
彙
〕
郎
秋
切
鴎

,i―― 
冨
】
[
ヶ
ン

腹

隔

辮

一

躁

臨

謳

瞑

漑

喘

穀

漑

翠

餞

綾

蒻

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
縦
‘
昔
嫌
°

【翡】臼

x̀ヤ
ヴ
〔
集
韻
〕
戸
羊
切
犀

冨
忌

い
る
。
熟
(
7
-
1
9
3
5
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
熟
‘
説

文
‘
乾
煎
也
、
或
炊
后
回
。

ガ
ヴ
ゴ，ウ

〔
集
韻
〕
牛
刀
切

圏

小
□
口
柄
と
峰
の
あ
る
一
＿
一
足
の
釜
゜
〔
説

豪
文
〕
餞
、
三
足
舗
也
、
有
柄
翠
讀
若
レ

替
g

娯
、
八
檎
規
磐
。
日
か
ま
。
通
じ
て
鍋

(11|
 4
1
 

0
6
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
賤
‘
獲
也
、
通
作
レ
錨
゜

日
キロャケ

イ

国
ヱ

〔
集
韻
〕
玄
圭
切

露
]
5

〔
集
韻
〕
均
窺
切

〔
集
韻
〕
倶
為
切

圏図図

【
響
E
】
[
ヒ
パ
戸
店
戸
o
識
字
。
国
字

ー

小

0
か
ゆ
。
こ
な
が
ゆ
。
も
と
弼
に
作

豪
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
歳
、
本
作
レ
弼
゜

喜

n

—__— 

.. P
•
-
E
-
、

〔
説
文
〕
弼
‘
鍵
也
、
炊
レ
弼
古
瞥
゜
〔
段
注
〕
繹
言
、

鋤
‘
籟
也
、
i

色

作
1

一
此
字
公
9

江
蘇
俗
粉
―
―
米
唆
―

為
レ
粥
日
和
血
°
●
或
は
錮
(
1
2
-
4
4
2
1
0
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
緩
、
或
作
レ
錮
。

0
通
じ
て
鋤
(
1
2—

4
4
2
5
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
綴
、
通
作
レ
鋤
。
幽
或
は

糊
(
8
-
2
7
0
3
7
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
讃
‘
或
作
レ
糊
゜

冨
忌
コ＊コ

〔
集
韻
〕
洪
孤
切
軍
n,i―― 

六
七

13268 
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冨】叶
隔

部

〔
＋
―
|
十
二
蓋
〕

翡

嫡

漿

属

融

露

ハ七

溺
(
1
2
|
 4
5
6
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
吉
向
‘
或
作
臼
〖
゜

レ
キ

或
〇
こ
な
も
ち
。
だ
ん
こ
。
或

胤
:
餌
開
は
餌
(
1
2
|
 
4
4
1
4
6
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
蔑
、
粉
餌
也
、
炊
レ
弼
耳
瞥
、
餌
‘
毀
或

炊
食
耳
↓
〔
段
注
〕
周
幡
‘
模
餌
粉
脊
、
食
部
日
、

脊
、
稲
餅
也
‘
此
日
、
惑
‘
粉
絣
也
、
蓋
謂
レ
脊
者
、

不
レ
粉
之
稲
米
為
レ
餅
、
餌
者
、
稲
米
粉
レ
之
為
レ

餅
‘
文
互
相
足
。
●
或
は
弼
(
4
ー

9
8
2
9
)

・師
(
1
2

|
 4
4
0
7
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
競
‘
或
作
二
弼
．
餌
．

訴↓ 【墨叶
ニジ

〔
集
韻
〕
伯
吏
切
甲
g

n鯛

=B――

冨】吋
作
蒻
鴎

＇
，
誤

(
1
2
|
 4
5
6
8
2
)
・
 
翡
(
1
2
-
4
5

716)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
巖
、
或

シ
ャ
ウ

●
煮
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
言
〕
翡
‘
妊
也
。
〔
史
記
、
封

祠
書
〕
皆
背
烹
1

一
蒻
上
―
帝
鬼
神
↓
〔
注
〕
集
解
日
、

翡
‘
烹
霙
也
〇
忍
(
1
2
-
4
5
6
8
2
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
歳
、
或
作
レ
翡
)

【
翡
亨
】
1

笠
牲
を
煮
て
神
を
ま
つ
る
。
翡
烹
。
〔
漢

書
‘
郊
祀
志
上
〕
躊
1

↓
九
鼎
盃
ヂ
九
州
一
皆
嘗
翡
―
―
亨
上

帝
鬼
紳
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
翡
亨
‘
一
也
‘
脱
亨
‘
霙
而
祀

也
‘
云
云
‘
亨
、
音
普
庚
反
。

【
翡
烹
]
2

芥
ゥ
犠
牲
を
奨
て
神
に
そ
な
へ
る
。
〔
史
記
‘

武
帝
紀
〕
馬
収
二
九
牧
之
金
五
躊
五
鼎
正
皆
嘗
翡
1

一
烹
上

帝
鬼
神
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
‘
烹
‘
煮
也
、
蒻
音
膳
、

皆
嘗
以
烹
,
,
牲
牢
1

而
祭
祀
也
。

小
曰
□
●
か
ゆ
。
ゆ
る
い
か
ゆ
。
俗
に
粥

(
8
-
2
6
9
3
8
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
露
‘
鍵

戯
~
策

也
、
八
↓
―
弼
米
↓
〔
段
注
〕
會
意
‘
之
六
切
‘
按
‘
一
＿
音

余
六
切
‘
是
以
盃
贔
製
字
正
げ
此
‘
賣
之
仮
借
也
、

絃
本
作
―
―
米
瞥
工
武
悲
切
‘
此
因
l
-

―
誤
術
↓
蒻
臀
字
盆
皿

総
之
切
昔
「
非
属
唐
音
有
二
武
悲
切
一
也
、
製

作
レ
粥
者
、
俗
字
也
、
作
レ
弼
者
、
架
記
瑕
レ
震
為
レ

育
、
而
輯
窺
致
レ
識
也
。
〔
爾
雅
、
繹
言
〕
棗
‘
廉
也
。

〔
注
〕
淳
凜
。
〔
左
氏
、
昭
‘
七
〕
饉
1

一
於
是

t竺
於

是
↓
〔
疏
〕
津
者
曰
レ
震
。
●
或
は
霰
(
1
2
|
 4
5
7
5
 

1
)

に
作
り
、
ま
た
霜
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
霞
、
或

作
レ
憲
‘
亦
書
作
レ
霜
°
〇
通
じ
て
饗
(
1
2
|
 4
4
3
4
 

國
キ
ク

冨塁
旦]
□
ヰ
ク

日
シ
，
ユ
ク

~ 

集集
韻韻
~ ~ 

居余
六口六
切切

6 
園贋屈圏印圏

〔
集
韻
〕
之
六
切ヽ
土

x

〔
集
韻
〕
忙
皮
切

小
日
口
●
こ
し
き
。
甑
(
7
|
2
1
6
0
2
)

に

棉
菜
同
じ
。
〔
説
文
〕
藷
‘
慧
陽
‘
炊
属
曾

臀
゜
〔
段
注
〕
按
‘
此
豪
液
人
妄
増
也
‘
瓦
部
‘
甑
‘
甑

也
‘
甑
‘
甑
也
、
一
穿
融
者
‘
甑
之
或
證
耳
、
爾
雅

昔
義
広
、
融
、
本
或
作
レ
甑
‘
篇
韻
皆
云
‘
甑
・
贈
同

字
‘
可
レ
知
四
古
本
説
文
不
広

g
人
一
簡
・
瓦
二
部
一

至
集
韻
ご
乃
楓
徐
絃
之
書
ご
戚
然
墜
二
字
―

芙
゜
〔
爾
雅
、
繹
器
〕
贈
謂
乏
悶
●
山
名
。
〔
山
海

経
、
大
荒
東
経
〕
又
有
二
揺
山
「
有
―
―
羅
山
↓
〔
注
〕
昔

如
釜
甑
之
甑
↓

~ 

融
~ 
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〔
集
韻
〕
即
凌
切

〔
集
韻
〕
子
卒
切
瞬
〗

國

5
)
・

饗
(
1
2
|
 4
4
3
5
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
露
、
通
【
繋
卦
]
4

”
”
卜
者
と
な
っ
て
生
活
す
る
。
〔
禁
邑
‘
危

作
虞
・
饗
二
旦
●
ひ
さ
ぐ
。
①
賣
る
。
〔
左
氏
、
子
雲
碑
〕
乃
累
卦
干
梁
宋
之
域
↓

【
齋
官
】
5

誘
／
金
穀
を
官
に
納
め
た
も
の
に
官
を
輿

へ
る
こ
と
。
〔
事
物
紀
原
、
治
理
政
證
部
、
棗
官
〕
沿
革

昭
、
三
〕
有
函
E

レ
踊
者
↓
〔
秤
文
〕
棗
‘
賣
也
。
◎

曰
‘
震
レ
爵
賣
レ
官
‘
三
代
無
レ
有
‘
起
1

一
於
秦
漢
之
権
p

利‘

て
ら
ふ
。
〔
後
漢
書
、
那
憚
博
〕
昔
伊
手
自
繋
輔
レ

商
。
〔
注
〕
露
、
自
街
賣
也
。
◎
あ
ざ
む
く
。
〔
戦
通
典
曰
、
漢
文
納
麗
錯
言
→
令

T人
入
粟
六
百
石
〖
が

國
齊
策
〕
塁
五
國
↓
c
と
つ
が
せ
る
。
〔
蒻
、
上
造
益
萬
二
千
石
為
天
庶
長
五
漢
武
元
朔
冗
年
、
國
用

檀
弓
〕
請
翠
ti

庶
弟
之
母
↓
〇
お
ひ
た
つ
。
生
長
空
喝
‘
募
仄
入
奴
雙
終
レ
身
以
為
レ
郎
‘
即
賣
レ
官
之

。
始
也
、
霞
帝
懸
鴻
都
膀
西
四
賣
に
目
路
公
7

亦
有
天
理

寺
丞
及
殿
直
者
↓

す
る
。
〔
證
‘
築
記
〕
毛
者
卒
震
。
〔
注
〕
衷
、
生
也

〇
や
し
な
ふ
。
や
し
な
ひ
。
〔
詩
‘
幽
風
‘
鵠
鵜
〕
【
繋
棺
】
6

砂
棺
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
繋
レ

繋
子
之
閑
レ
斯
。
〔
集
傭
〕
繋
‘
養
。
〔
荘
子
、
徳
棺
者
‘
欲
―
―
民
之
疾
病
一
也
。

充
符
〕
四
者
天
襟
也
。
〔
秤
文
〕
製
‘
養
。
画
湯
を
【
穀
拳
】
7

t

グ
春
秋
‘
楚
の
大
夫
。
文
王
を
強
諫
し
た
が

か
け
て
毛
を
祓
く
。
〔
一
切
経
昔
義
、
九
〕
以
レ
湯
従
は
れ
ず
。
乃
ち
兵
を
以
て
之
に
臨
み
‘
従
は
し
む
。

拳
、
吾
は
君
を
脅
す
に
兵
を
以
て
す
‘
罪
こ
れ
よ
り
大

い
な
る
は
な
し
と
い
ひ
‘
遂
に
自
肌
す
。
楚
人
之
を
大

色
毛
日
レ
霞
。

O
谷
間
の
な
が
れ
の
さ
ま
。
淫

霞
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
博
上
〕
允
溶
淫
塁
〔
注
〕
閣
と
し
、
大
伯
と
梢
す
。
後
、
王
‘
巴
師
を
禦
ぎ
‘
敗
れ
還

張
揖
日
、
水
流
盃
決
谷
之
間
一
也
。
〇
猜
震
は
‘
匈
る
に
及
ぶ
や
‘
拳
‘
國
に
納
れ
ず
。
王
‘
遂
に
黄
を
伐
ち
、

奴
の
別
名
。
〔
孟
子
、
梁
悪
王
下
〕
大
王
事
畑
る
t

↓
之
を
破
る
。
還
つ
て
疾
を
以
て
卒
す
。
拳
、
王
を
夕
室
に

〔
注
〕
猜
震
、
北
秋
彊
者
、
今
匈
奴
也
。

0
か
ゆ
゜
翠
葬
り
‘
已
も
亦
自
殺
す
。
〔
左
氏
‘
荘
、
十
九
〕
。

【
露
櫂
】
8

刀
櫂
力
を
笠
に
著
る
。
〔
史
記
、
韓
非
傭
〕

(
1
2
-
4
5
7
5
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
饗
、
説
文
‘
霰

卑
ハ
レ
之
論
細
人
而
以
為
レ
震
レ
櫂
゜

【
震
言
】
，
ぢ
震
拳
の
こ
と
ば
。
轄
じ
て
‘
忠
諫
の
言
を

也
‘
或
作
レ
棗
゜
R
姓
。
〔
尚
友
録
〕
震
祝
之
後
。
國

を
さ
な
い
。
〔
集
韻
〕
霞
、
稲
也
。
〔
詩
‘
臨
風
、
鵡
い
ふ
。
露
拳
(

7

)

を
見
よ
。
〔
顔
氏
家
訓
、
省
事
〕
賣
誠
以

鵜
〕
鬱
子
之
閲
レ
斯
゜
〔
傭
〕
震
‘
稚
゜
求
レ
位
、
震
言
以
干
レ
禄
‘
或
無
1

一
絲
奄
之
益
面
而
有
1

一
不
省

之
困
↓

、
【
棗
獄
】
1
0
-
”
罪
人
か
ら
金
錢
を
取
っ
て
罪
を
軽
減
す

蘭
會
意
。
弼
と
米
と
の
合
字
。
弼
は
鼎
の
一
種
。
米
を

弼
の
中
に
入
れ
て
熟
し
て
作
っ
た
ゆ
る
い
か
ゆ
を
し

る
。
賄
賂
を
受
け
て
法
を
柾
げ
る
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、

ふ
。
故
に
合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。

昭
‘
十
四
〕
碓
子
自
包
其
罪
ご
皿
賂
以
買
レ
直
‘
鮒
也

【
震
歌
]
1

勺
う
た
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
昔
韓
棗
レ
獄
。
〔
會
箋
〕
棗
‘
賣
也
。
〔
北
史
、
4

早
孝
寛
博
〕
翌
レ
獄

蛾
東
名
齊
、
直
レ
糧
‘
過
"
薙
門
ら
t

レ
歌
瑕
レ
食
。
賣
に
目
‘
唯
利
是
視
。

【
震
技
】
2

"
ク
技
藝
を
賣
つ
て
生
活
す
る
。
〔
荘
子
‘
逍
【
霰
妻
】
11

け
つ
ま
を
賣
物
に
出
す
。
〔
輻
患
全
書
‘
錢

逢
遊
〕
今
一
朝
而
塁
技
百
舎
〔
蜀
志
、
部
正
博
〕
或
詭
レ
穀
部
‘
催
徴
〕
賣
レ
子
棗
レ
妻
。

道

以

翌

上

、

或

震

レ

技

以

自

衿

。

【

棗

子

】

12

カ
●
幼
い
子
供
。
稚
子
。
一
説
に
、
子
を
や

【
製
學
】
3

け
不
正
の
手
段
を
弄
し
て
科
學
の
試
瞼
に
し
な
ふ
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
晦
風
‘
鵠
鴇
〕
恩
レ
斯
勤
レ
斯
‘
霰

合
格
す
る
こ
と
。
〔
宋
史
、
選
琴
志
二
〕
（
端
平
）
九
年
、
子
之
閲
レ
斯
゜
〔
偉
〕
棗
、
稚
。
〔
集
傭
〕
震
、
養
。

O
子
を

整
臣
僚
言
↓
士
子
有
下
免
解
偽
冒
―
―
入
試
土
れ
或
父
兄
ひ
さ
ぐ
。
〔
墨
子
‘
経
説
下
〕
買
刀
擢
、
相
為
レ
買
‘
刀
軽
則

没
‘
而
窺
代
―
―
其
名
一
或
同
族
物
故
‘
而
壌
―
―
其
籍
ご
応
レ
耀
不
レ
貴
、
刀
重
則
擢
不
レ
易
、
王
刀
無
レ
嬰
‘
擢
有
レ
喪
、

是
令
下
自
本
貫
保
明
結
腺
ビ
類
其
姓
名
先
申
二
謄
部
i

歳
嬰
レ
福
、
則
歳
髪
レ
刀
、
若
レ
震
レ
子
。

O
書
名
。
一
巻
。

各
州
掲
以
示
レ
衆
‘
犯
者
許
下
告
捉
‘
依
二
繋
攀
法
1

治
益
罪
。
此
の
書
周
の
製
熊
撰
と
傭
へ
ら
れ
‘
子
書
の
最
古
の
も
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の
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
今
傭
は
る
棗
子
は
後
人
が
【
震
疏
】
21

勺
青
物
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
播
岳
、
間
居
賦
序
〕

残
餘
を
援
拾
し
て
熊
に
托
し
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
灌
レ
園
棗
レ
藷
、
以
供
ー
ー
朝
夕
之
膳
↓

言
は
概
ね
修
身
治
國
の
術
を
述
べ
、
老
荘
の
言
に
類
せ
【
震
籍
】
22

吟
き
ぬ
を
う
る
こ
と
。
繋
翰
屠
狗
軽
猾
之

ず
。
漢
書
藝
文
志
道
家
に
は
二
十
二
篇
、
小
説
家
に
齋
徒
を
見
よ
。

子
説
十
九
篇
‘
崇
文
縛
目
に
は
十
四
篇
、
高
似
孫
の
子
〖
震
精
屠
狗
軽
猾
之
徒
]
2
3
げ
認
バ
ク
き
ぬ
を
賣
り

略
に
は
十
二
篇
‘
陳
振
孫
の
書
録
解
題
に
は
陸
佃
の
校
い
ぬ
を
殺
す
等
の
事
を
す
る
賤
し
く
て
わ
る
が
し
こ

す
る
所
十
五
篇
と
あ
り
、
鄭
樵
の
通
志
略
に
は
震
子
一
い
と
も
が
ら
。
〔
後
漢
書
、
朱
景
王
杜
馬
劉
博
堅
馬
博

巻
、
注
に
、
周
の
文
王
の
師
楚
人
繋
熊
撰
し
‘
唐
の
逢
行
論
〕
亦
有
―
―
繋
レ
稽
屠
レ
狗
軽
猾
之
徒
盃
盆
示
以
―
―
運
城
之

珪
注
す
と
あ
り
、
是
か
ら
後
の
書
目
皆
一
巻
を
録
す
。
即
嘗
盆
臣
止
以
↓
1

阿
衡
之
地
↓

ち
逢
行
珪
の
注
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
に
至
つ
て
楊
之
【
繋
女
】
2
4
y
屯

nii'

生
活
の
た
め
に
女
子
を
賓
る
。

森
、
買
誼
の
新
書
中
か
ら
此
の
書
の
侠
文
を
摘
録
し
【
繋
田
】
ぉ
”
田
地
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
宋
史
、
道
學
二
‘
羅
従

て
、
補
棗
子
を
著
し
、
文
王
問
・
武
王
問
各
一
則
、
成
王
問
彦
博
〕
伊
川
説
甚
善
、
従
彦
即
繋
に
田
走
レ
洛
、
見
』
願
問
レ

五
則
合
は
せ
て
七
則
を
作
る
。
今
百
子
全
書
本
に
撼
る
之
。

目
は
‘
撰
吏
五
常
三
王
博
政
乙
第
五
•
大
道
文
王
問
第
【
繋
渡
】

2
6
~ク
渡
船
を
業
と
す
る
。
〔
列
子
、
説
符
〕
操
レ

八
・
貴
道
五
帝
三
王
周
政
乙
第
五
・
守
道
五
帝
三
王
周
舟
震
レ
渡
、
利
供
1

ー
百
口
↓

政
甲
第
四
・
撰
吏
五
帝
三
王
博
政
乙
第
三
・
曲
阜
魯
周
【
棗
徳
】
27

け
徳
を
ひ
さ
ぐ
。
徳
恵
を
人
に
施
す
こ
と
。

公
政
甲
第
十
四
・
道
符
五
帝
三
王
傭
政
甲
第
二
•
散
始
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
右
上
〕
宮
婦
不
レ
御
者
、
出
嫁
レ
之
、

五
帝
治
天
下
第
七
・
馬
政
第
六
・
湯
政
天
下
至
討
第
七
・
七
十
受
1

一
藤
米
云
棗
レ
徳
恵
"
施
於
民
石
也
。

上
馬
政
第
六
・
道
符
五
帝
三
王
博
政
甲
第
五
•
湯
政
湯
【
繋
賣
】

2
8
力
う
る
。
ひ
さ
ぐ
。
賣
棗
。
〔
荀
子
、
議
兵
〕

治
天
下
理
第
七
・
慎
昧
魯
周
公
第
六
゜
〔
四
庫
提
要
‘
子
、
故
賞
慶
刑
罰
執
詐
之
為
レ
道
也
‘
傭
徒
繋
賣
之
道
也
。
〔
漢

雑

家

類

〕

。

書

‘

刑

法

志

〕

然

皆

干

レ

賞

踏

レ

利

之

兵

、

庸

徒

棗

賣

之

道

【
繋
脂
】
1
3
9
ク
あ
ぶ
ら
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
徐
陵
、
在
―
―
北
齊
1

耳
。
〔
呉
志
、
陸
凱
博
〕
民
力
困
窮
、
棗
二
賣
兒
子
↓

界
梁
太
尉
王
僧
辮
書
〕
繋
レ
脂
蔵
レ
膊
‘
遊
レ
騎
撃
レ
鍾
。
【
棗
文
】
29

カ
文
を
ひ
さ
ぐ
。
人
の
た
め
に
文
章
の
代

【
棗
爵
】
1
4
#’
金
錢
を
出
し
た
者
に
官
爵
を
賣
り
興
作
を
し
て
其
の
報
酬
を
得
る
を
い
ふ
。
賣
文
。
〔
菖
唐

へ
る
。
〔
唐
書
‘
粛
宗
紀
〕
大
夫
及
宰
相
、
始
棗
』
爵
。
〔
書
書
、
文
苑
中
‘
李
邑
博
〕
尤
長
―
―
碑
頌
一
云
云
、
中
朝
衣
冠
‘

言
故
事
、
賣
爵
類
〕
朝
廷
賣
谷
官
日
二
繋
爵
↓
及
天
下
寺
観
、
多
齋
1

一
持
金
吊
な
丘
求
士
天
文
ゴ
云
云
、
時

【
震
棗
】
15

努
か
ゆ
。
〔
説
苑
、
政
理
〕
奉
禄
少
、
饗
繋
議
以
為
、
自
レ
古
饗
レ
文
獲
レ
財
、
未
レ
有
―
―
如
i

邑
者
↓

不

レ

足

レ

及

―

―

親

戚

盃

親

戚

益

疏

英

。

【

繋

米

】
30

カ
穀
物
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
徐
陵
、
廣
州
刺
史
獣

【
繋
熟
】
16

名
ク
熟
し
た
も
の
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
逸
周
書
‘
櫂
陽
顧
徳
政
碑
〕
饗
レ
米
商
レ
堕
‘
盈
レ
衝
涌
レ
緯
。

匡

解

〕

随

"

郷

下

―

饗

レ

熟

。

【

繋

熊

】

31

刃
周
の
人
。
楚
の
先
祖
。
年
九
十
に
し
て
道

【
繋
職
】
17

分
ク
官
職
を
ひ
さ
ぐ
。
金
や
財
を
出
し
た
も
を
知
り
、
周
の
文
王
の
師
と
な
る
。
後
人
‘
其
の
遺
言
を

の
に
官
職
を
賣
り
輿
へ
る
こ
と
。
〔
國
史
略
‘
村
上
天
棗
め
、
震
子
と
名
づ
く
。
凡
そ
二
十
二
篇
。
成
王
の
時
、

皇
〕
歴
訪
1

一
漢
家
之
典
ェ
略
考
-
1

皇
朝
之
記
i

未
レ
有
『
一
賣
レ
其
の
玄
孫
熊
繹
、
荊
蟹
の
丹
陽
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
左
氏
、

官
而
敦
レ
俗
‘
繋
レ
職
而
安
レ
民
者
と
K

。
僭
、
二
十
六
〕
．
〔
史
記
、
四
十
〕
．
〔
前
漢
書
、
三
十
〕
。

【
繋
薪
】18
弁
た
き
ぎ
を
ひ
さ
ぐ
。
〔
宋
史
、
孝
義
、
朱
泰
〖
繋
熊
後
人
〗

3
2
吟
焚
宋
、
米

t市
(
8ー
2
6
8
3
2：
 
8
4
)
 

博
〕
朱
泰
、
湖
州
武
康
人
、
家
貧
饗
レ
薪
養
レ
母
。
の
琥
。

【
緊
妊
】
19

匁
籍
吊
を
ひ
さ
ぐ
。
粥
紐
(
8
-
2
6
9
3
8
:
 6
)

【
震
踊
】
33

双
”
足
を
朋
ら
れ
た
者
の
は
く
履
を
ひ
さ

に

同

じ

。

ぐ

。

刑

の

繁

き

を

喩

へ

て

い

ふ

。

踊

は

朋

ら

れ

た

者

の

【
繋
妾
】
20

討
春
を
ひ
さ
ぐ
女
。
娼
婦
。
〔
新
書
、
塊
瑶
〕
用
ひ
る
一
種
の
履
物
。
〔
左
氏
、
昭
‘
三
〕
於
レ
是
景
公
繁
―
―

今
雖
刑
餘
繋
妾
下
賤
工
衣
服
得
4

過
1

一
諸
侯
1

擬
＊
天
子
3

於
刑
玉
有
↓
ー
震
レ
踊
者
↓
〔
會
箋
〕
震
、
賣
也
。

婿

部

〔
十
ニ
ー
＋
四
蓋
〕

露

霰

扇

膝

繋

翠

腹

繋

覇

霞

鷲

劉

環

小

●

釜

の

湯

が

煮

立

つ

て

あ

ふ

れ

出

闊
豪
る
。
〔
説
文
〕
睾
、
炊
釜
鶏
溢
也
、
少
弼

字
臀
。
〔
段
注
〕
炊
、
各
本
作
レ
吹
、
今
凡
類
篇
一

釜
嬌
溢
、
各
本
作
―
―
釜
溢
一
宋
本
作
,
,
瞥
沸
公
7

参

合
定
為
―
―
釜
嬌
溢
云
＇
江
蘇
俗
‘
謂
,
,

火
盛
水
餞
溢

出
云
『
―
―
鋪
出
-
稟
之
輯
語
也
、
正
嘗
レ
作

,,m:字
↓

●
或
は
鉾

(11
,
 
4
0
4
4
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
翠
、

ホ
ッ
〔
集
韻
〕
薄
没
切
囲

／
 

【

翠

】

[

ポ

チ

勺

ビ

P

゜
2

欠

x
p
•
u' 

【
縞
】

g

ヰ
ク
"
[
ご
戸
豆
に
同
じ
。
〔
集

小

日

口

0
か
は
f
J

ろ
も
の
裏
。
も
と
巖

貪
e
贔
m

豪
に
作
る
。
〔
説
文
〕
闊
、
装
裏
也
、
ハ
レ
装

隔
臀
、
讀
若
レ
撃
。
〔
正
字
通
〕
巖
、
装
裏
興
レ
皮
相

隔
、
故
炊
レ
隔
。
●
う
す
い
。
〔
集
韻
〕
巖
、
一
日
、
薄

也
。

O
或
は
禍

(10ー
3
.
¥
4
8
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

膝
‘
或
炊
レ
衣
。

カ
ク
キ
ヤ
ク

日
ケ
キ

口l

冨

】

g

毛
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
吉
歴
切

〔
集
韻
〕
克
革
切

鴎願

【
霰
】

g

ケ
イ
＂
〕
（
し
1

、
」
□

[2に
同
じ
。
〔
集

【
霰
】g
ソ
ク
＂
ザ1「
正
咋
戸
〗

]
O
i
l

韻
〕

＇ 

品尻

9
9舒
：

9
5

ゅ
゜
或
は
鍵
（
1
2
ー

4
4
2
6
1
)
・

紆（
1
2
|
 4
4
0
3
7
)
・
 

衛（
1
2
ー

4
4
2
7
3
)

・叢
(
1
2
|
 
45736)• 

腱（
1
2
ー

4

【
憲
】
臼

□ 日
セコケ
ンンン

〔
集
韻
〕
諸
延
切

〔
集
韻
〕
居
言
切

【
朝
】
[

蜀
(
1
1
0
-
4
5
7
3
1
)
に
同
じ

〔
餘
文
〕
劉
、
同
レ
弼
。

セ
ン
・
シ
ン

ー

セ
ン
シ
ン

3
 

【粥】
457

鷲
(
U
i
!
-
4
5
6
9
5
)
の
古
字
。

〔
集
韻
〕
鷲
、
古
炊
レ
弗
゜

＇璽

【
翠
】

g

ヵ
ヴ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
露
‘
昔
教
。

【
穀
】
[
/
ユ
ク
＂
：
＂

g[
戸oじ
。
〔
龍

大
き
な
鼎
゜
〔
集
韻
〕
繋
、
大
鼎
。

冨

】

g
/
9
7
3
ク
〔
集
韻
〕
儒
欲
切
図
『

’

腹

(
1
2
-
4
5
7
0
2
)
に
同
じ
。
〔
康
熙

【
腹
】
丘
ソ
ウ
孟
〕
醍
‘
按
‘
此
字
説
文
及
諸
韻

書
倶
作
レ
腹
。

或
八
レ
金
。

六
七
四

13270 



(45734)一 (45752)

婿

部

〔
十
四
|
|
二
十
蜜
〕

襲

爾

震

爾

憲

輩

嬢

繋

繋

蒙

譲

憲

素

翠

繋

繋

覇

繋

霰

ハ
七
五

【

搬

】

[

サ

イ

"

[

凸

5

虐
悶
U
孟某

或
あ
つ
も
の
。
或
は

圏
ぃ
棗
:
O
O憧
蔑(
1
2

ー 4
5
7
0
9
)
•

弼
(
4ー
9
9
0
7
)
·
羹
(
9ー
2
8
5
8
4
)
•

膜
(
9

ー3
0
0
5

7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
繋
、
五
味
盃
禦
也
、
八
レ
弼

八
レ
恙
、
詩
日
、
亦
有
和
睾
磁
‘
繋
或
省
‘
弼
、
或

炊,,美
弼
省
盃
羹
、
小
策
ハ
レ
羊
ば
~
レ
美
。
〔
段
注
〕
皿

部
日
、
盃
調
味
也
、
凡
従
レ
恙
者
、
恙
猶
レ
美
也
。

〔
集
韻
〕
繋
、
或
作
盃
t

．
弼
．
羮
爺
名
凡
レ
肉
。

隔
用
會
意
。
本
義
は
あ
つ
も
の
。
故
に
恙
と
弼
（
鼎
の
一

種
）
と
を
合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。

【
辮
】
吋

ソ，ウ

甑
(
7
-
2
1
6
0
2
)

の
揃
文
。
〔
集
韻
〕

甑
‘
揃
ハ
レ
冦
。

或
煮
る
。
或
は
霙
(
7

撮
い
墨
:
圏
骰
ー
1
9
1
8
7
)

・憲
(
1
2

ー

4
5
7
4
9
)
・

~
(
7ー
1
9
5
6
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

憲
、
富
也
、
八
レ
弼
者
臀
‘
霙
‘
辮
或
ハ
レ
火
、
震
、
辮

或
八
レ
水
。
〔
段
注
〕
議
、
辮
也
‘
辮
下
営
レ
云
,
,
蔑

也
玉
経
傭
用
に
邑
用
レ
烹
‘
乃
議
之
椴
借
字
耳
゜
〔
集

韻
〕
辮
、
或
八
レ
火
、
凡
―
―
水
在
孟
空
只
亦
省
。
〔
漢

書
、
郊
祀
志
下
〕
先
辮
11

鶴
儒
毒
冒
犀
玉
二
十
餘

物
―
漬
種
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
辮
‘
古
霙
字
也
。

,Eaa―― 

【

常

早

リ
ン

淋
(
7
-
1
7
6
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

淋
‘
或
作
レ
素
。

【
露
】
[
[
が
ゥ
〔
集
韻
〕
居
行
切
圏

冨
】
吋
‘
ン
，
ヨ

〔
集
韻
〕
掌
興
切
芦
皿

【
震
】
[
ヶ
ン

繋（
1
2
-
4
5
7
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
繋
、
或
作
レ
扇
゜.＇“ 

【

霰

】

年

ヒ

幾
(
1
2ー

4
5
6
9
4
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
霞
、
同
レ
幾
o

ー
＼
・
小
い
る
。
或
は
焚
(
7
ー

1
9
1
1
5
)

・
熊
（
雙
）

豪

(
7
ー

1
9
2
7
1
)

・炒
(
7
ー

1
8
9
1
5
)

・積
(
7

損
ー

1
9
3
3
9
)

・
煽
(
7ー
1
9
2
7
0
)
•
i
f
c
<

・
臨(
1
2ー
4
5
7
0

6
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
繋
‘
然
也
、
八
レ
弼
混
贅
。
〔
段

注
〕
方
言
‘
敷
癸
煎
愧
牽
、
火
乾
也
、
按
、
緊
即
憲

字
、
或
作
レ
獲
、
元
應
日
、
雀
塞
四
民
月
令
作
レ
炒
‘

古
文
奇
字
作
レ
焚
。
〔
廣
韻
〕
燦
‘
熟
也
、
蓑
・
熊
・

炒
、
並
上
同
。
〔
集
韻
〕
憲
、
或
作
二
焚
・
闊
・
傷
・
炒
・

焚
本
生
書
作
レ
熊
。

或
●
か
ゆ
゜
鼎
に
盛
る
菜
に
和

蘭
い
親
：
し
た
か
ゆ
。
〔
説
文
〕
辮
、
鼎

賓
‘
惟
葦
及
蒲
‘
陳
酋
謂
鍵
為
レ
憲
‘
八
レ
弼
速
臀
。

〔
段
注
〕
営
レ
―
ぞ
鼎
賓
也
、
詩
云
‘
其
霰
維
何
‘
維

筍
及
蒲
二
或
曰
、
筍
作
レ
葦
者
、
三
家
詩
也
、
周
易

馬
注
‘
鰊
鍵
也
、
許
不
下
以
―
―
陳
醤
語
1

為
中
別
一

義
U

繋
至
レ
繋
共
七
文
、
皆
謂
レ
繋
也
、
分
,
,
別
之
一

則
有
米
和
肉
菜
之
繋
ギ
有
下
不
レ
和
―
肉
菜
之

繋
3

●
繋
(
1
2ー

4
5
7
2
1
)

に
同
じ
く
、
ま
た
謎
(
1
2

ー

4
4
3
7
0
)
•

餐
(
1
2ー

4
4
3
6
9
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕

憲
、
興
レ
緊
同
。
〔
集
韻
〕
憲
‘
亦
作
二
贅
・
謎
↓
〇
或

は
錬
(
1
2
ー

4
4
1
8
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
憲
‘
錬
、
憲

或
炊
,
,
食
束
↓

【
憲
】
虹
昇
〔
集
韻
〕
楚
絞
切
詞

【
辮
】
臼

ソ
ク
〔
集
韻
〕
蘇
谷
切
園
『

【

蔑

】

[

ヰ

ク

[

臼

い

戸

戸

汀

国

璽
匿
爵
―
―

●鵬闘――

5
7
0
0
)
・
 
撻
(
8ー

2
7
0
1
9
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
震
、
棗
【
聾
】
〗

也
、
ハ
レ
弼
侃
臀
‘
衛
、
震
或
八
レ
食
術
臀
‘
紆
、
震

或
八
レ
食
干
臀
‘
鍵
、
震
或
炊
レ
食
建
臀
。
〔
集
韻
〕

憲
、
或
作
二
霞
・
腱
・
撻
↓
●
饉
(
1
2
|
 4
4
4
3
3
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
饉
、
或
作
レ
叢
゜

【
穀
】
[

ヤ
ク
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
嬢
‘
昔
潅
°

【
蔑
】
虹

シ
ン

鷲
(
1
2
-
4
5
6
9
5
)

の
調
字
。
〔
字
彙

補
〕
織
、
鵞
字
之
論
。

ヱ
ン

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
襲
‘
昔
垣
o
I

【

霞

写

’

繋

(
1
2
ー

4
5
7
2
8
)
に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
霰
、
同
レ
繋
゜

ジ
ョ
ク

ゆ
で
る
。
肉
や
菜
を
湯
の
中
に
入
れ

閲
い
て
ゆ
で
る
。
檜
(
7
-
1
8
7
0
9
)

・泊
(
6ー

1
7
1
1
6
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
饗
、
内
1
1

肉
及
菜
湯
中
―

薄
―
ー
出
之
T
ハ
レ
弼
誓
臀
。
〔
段
注
〕
内
、
今
之
納
字
‘

【
霞
早
ャ
ク
〔
集
韻
〕
t
灼

切

願

〔
集
韻
〕
余
六
切
園
『

〔
集
韻
〕
之
六
切
園
『

小

或

日

口

か

ゆ

。

或

は

繋

（
1
2ー

蘭
豪
晨
骰
4
5
7
2
1
)
•

粥
（8ー2
6
9
3
8
)
•

鶏（
1
2
|
 4
5
7
2
5
)

・粥
(
4
|
9
器
2
)
に
作
る
。
〔
説

文
〕
類
、
繋
也
、
ハ
レ
弼
硫
臀
‘
鶏
‘
繋
或
省
ハ
レ
米
。

〔
段
注
〕
余
六
切
三
部
、
按
‘
此
切
余
六
‘
棗
切
之

六
、
本
分
別
不
レ
同
、
後
人
以
1
1

繋
之
切
[
?
棗
之

翌
而
混
誤
日
甚
。
〔
集
韻
〕
繋
‘
或
作
II

粥
・
鶏
・

繋
・
粥
↓

【
繋
】
呻

日
ヰ
ク

口
シ
，
ユ
ク

璽
●
襲
―
―

【

霰

芦

ヰ

ク

"

“

i
戸
註
識
字
。
〔
字
彙

【
寧
[
】
[
シ
，
ヨ

辮

(
1
2
-
4
5
7
3
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
齋
、
或
八
"
―
水
在
1
1

其
中
↓

＇ 

【
露
】
[

義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
禦
、
昔

辱。

ジ，ヨク
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(45753)一 (45758)

【
蔑
】
年

II”鵬霞――

【
憲
】
五
ャ
ク
＂
〕
←
:
□
]
＂
~
)
に
同
じ
。
〔
篇

璽
□
璽
置

.
‘
震
(111ー

4
5
7
5
7
)

に
同
じ
。
〔
康
煕

ソ
ノ
‘
字
典
〕
震
、
説
文
作
レ
覇
。

小
ゆ
げ
。
炊
い
で
ゆ
げ
の
上
る
さ
ま
。

鷺
豪
〔
説
文
〕
震
‘
貧
兒
‘
払
羹
臀
゜

冠

】

年

ヶ
ヴ
〔
集
韻
〕
虚
嬌
切
國
-

曰
璽
冒
i

――

●
つ
つ
し
む
。
〔
玉
篇
〕
霰
、
敬
也
。
●
も
の
い
み

す
る
。
領
(
8
ー

2
4
7
7
9
)
・

齋
(
1
2
-
4
8
5
6
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
菌
、
説
文
、
戒
潔
也
、
隷
作
,
,
齋
・
齊
一

或
作
レ
辮
。

冨

】

g

サ
イ
〔
集
韻
〕
荘
皆
切
届

薄
‘
迫
也
、
納
肉
及
菜
於
幾
湯
中
盃
端
翌
出
之
一

今
俗
所
謂
煤
也
、
元
應
日
、
江
東
謂
レ
溜
為
レ
煤
‘

霞
、
今
字
作
レ
潅
、
亦
作
5

治。

隔

部

小

古

●

お

に

。

④

死

人

の

た

ま

態

豪

餞

文

し

ひ

。

人

が

死

ね

ば

心

思

を
つ
か
さ
ど
る
魂
は
天
に
の
ぽ
つ
て
神
と
な

り
、
形
糧
は
地
に
欝
り
、
形
橿
の
主
宰
で
あ
る
塊

は
鬼
と
な
る
。
〔
説
文
〕
鬼
、
人
所
レ
欝
為
レ
鬼
‘
ハ
レ

几、

B
象
兎
頭

T
ハ
レ
ム
、
鬼
陰
代
賊
害
、
故
八
レ

ム
。
〔
段
注
〕
以
雇
鉤
為
レ
訓
、
繹
言
曰
‘
鬼
之

為
レ
言
、
蹄
也
‘
郭
注
引
戸
子
、
古
者
謂
1
1

死
人
1

為,,

蹄
人
左
博
、
子
産
曰
‘
鬼
有
レ
所
レ
蹄
‘
乃
不
レ
為
レ

属
、
證
運
曰
‘
蒐
氣
欝
1

一
於
天
一
形
塊
欝
―
―
於
地
一

自レ
JL
而
蹄
―
―
於
鬼
1

也
、
八
レ
ム
ニ
字
今
補
‘
ム
讀

如
レ
私
‘
陰
‘
常
レ
作
谷
〖
‘
此
説

-
F炉
ム
之
意
一
也
、

神
陽
鬼
陰
‘
陽
公
‘
陰
私
。
〔
正
字
通
〕
鬼
、
人
死

魂
塊
為
レ
鬼
‘
凡
人
具
蔭
陽
之
氣
成
レ
形
‘
陰
陽

散
而
人
死
、
初
死
前
陰
已
絶
、
後
陰
未
レ
来
、
謂
,
,

【
鬼
芦
キ
〔
集
韻
〕
矩
≪
x
>
旱
uei3

鬼

部
ゞ
ソ
マ
チ

日，ペ
ッ
メ
チ

□l
 

或

El口
か
ゆ
。
或
は
株
(
8
ー

2
6

骰

8
9
7
)

・機
(
8
-
2
7
1
8
2
)

に
作

聞
い
赫

り
、
ま
た
秘
(
8
-
2
6
8
9
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
憲
、

涼
州
謂
レ
棗
為
レ
憲
、
炊
レ
弼
機
臀
、
株
、
憲
或
省

炊
レ
末
。
〔
廣
韻
〕
抹
‘
廃
也
、
霰
、
上
同
。
〔
集
韻
〕

繋
‘
或
炊
レ
末
、
炊
レ
蔑
‘
亦
作
レ
秘
゜

【
饗
】
年

〔
二
十
ー
ニ
十
七
壷
〕

〔
集
韻
〕
莫
結
切

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

園園

憲

隅

繋

震

震

鬼

部

鬼

之
中
陰
五
湿
匹
之
鬼
↓
〔
藉
、
祭
義
〕
欧
生
必
死
、

死
必
蹄
レ
土
、
此
之
謂
な
鬼
。
＠
ひ
と
が
み
。
人
鬼
。

祭
ら
れ
た
死
人
の
幽
魂
。
天
紳
地
祇
の
酎
゜
〔
證
‘

祭
法
〕
人
死
日
レ
鬼
。
〔
論
語
、
為
政
〕
非
二
其
鬼
1

而

祭
レ
之
。
〔
集
解
〕
鄭
玄
曰
‘
人
神
曰
レ
鬼
。
◎
ひ
と
が

み
の
中
、
特
に
定
め
ら
れ
た
肺
位
を
安
置
す
る
場

所
の
な
い
も
の
。
新
死
者
が
出
来
る
ご
と
に
先
祗

の
神
位
を
、
其
の
安
置
し
て
あ
っ
た
虞
か
ら
一

代
だ
け
上
の
安
置
す
る
場
所
に
く
り
上
げ
て
、

安
置
す
る
場
所
の
な
く
な
っ
た
も
の
を
鬼
と
す

る
。
鬼
に
く
り
入
れ
る
世
代
は
身
分
に
よ
っ
て

異
な
る
。
天
子
は
九
代
、
諸
侯
は
七
代
、
大
夫
は
五

代
、
上
士
は
三
代
、
中
士
は
二
代
以
前
の
も
の
が

鬼
と
な
り
、
下
士
・
庶
人
は
父
か
ら
直
ち
に
鬼
と

よ
ぶ
。
〔
證
、
祭
法
〕
是
故
王
立
11

七
廟
一
壇
―
埠
一

曰
考
廟
、
曰
王
考
廟
‘
曰
皇
考
廟
、
日
顧
考
廟
‘
曰

祗
考
廟
、
遠
廟
為
レ
蛛
有
三
険
去
レ
誂
岱
壇
、

去
レ
壇
為
レ
埠
‘
去
レ
埠
曰
レ
鬼
、
諸
侯
立
,
,
五
廟
一

壇
一
埠
五
I

考
廟
、
日
王
考
廟
、
日
皇
考
廟
、
顕
考

廟
、
祗
考
廟
、
去
レ
祖
為
レ
壇
、
去
レ
壇
為
レ
埠
‘
去
レ

埠
為
レ
鬼
、
大
夫
立
,
,
三
廟
二
壇
ご
口
考
廟
、
曰
王

廟
、
王
考
無
レ
廟
而
祭
レ
之
、
去
ー
ー
王
考
1

為
レ
鬼
、

庶
士
庶
人
無
レ
廟
、
死
日
レ
鬼
。
c
冥
冥
の
中
に
あ

つ
て
不
可
思
議
の
力
あ
り
と
信
ぜ
ら
れ
る
人

格
。
一
に
聖
人
の
精
氣
を
紳
、
賢
人
の
精
氣
を
鬼

と
い
ふ
。
〔
幡
、
築
記
〕
幽
則
有
1

鬼
神
↓
〔
注
〕
助
1

天
地
玉
炉
物
者
也
、
易
曰
、
是
故
知
下
鬼
紳
之
情

状
興
ー
天
雄
相
侠
五
―
帝
徳
、
説
ー
選
帝
鶴
日
、

死
而
民
畏
11

其
紳
1

者
百
年
、
春
秋
偉
曰
‘
若
敷
氏

考
廟
、
日
皇
考
廟
、
顕
考
祗
考
無
レ
廟
、
有
レ
禰
焉
‘

為
レ
壇
祭
レ
之
、
去
レ
壇
為
レ
鬼
、
適
士
二
廟
一
壇
、

日
考
廟
、
曰
王
考
廟
、
顧
考
無
レ
廟
、
有
レ
譴
焉
、

為
レ
壇
祭
レ
之
、
去
レ
壇
為
レ
鬼
、
官
師
一
廟
、
日
考

之
鬼
、
然
則
聖
人
之
精
氣
、
謂
ユ
丘
吹
賢
知
之
精

氣
‘
謂
乏
鬼
↓
〔
漢
書
‘
證
築
志
〕
化
若
レ
鬼
。
R
人

を
賊
害
す
る
陰
氣
‘
又
は
現
糧
。
も
の
の
け
。
ば

け
も
の
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
何
人
斯
〕
為
レ
鬼
為
レ
絨
。

〔
唐
逸
史
〕
明
皇
書
一
夢
二
鬼
藍
抱
↓

8
姿
が
見
え

な
く
て
禍
難
を
齋
ら
す
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
人

格
。
〔
易
林
、
臨
之
第
十
九
、
兌
〕
貧
鬼
守
レ
門
。

●
さ
と
い
。
わ
る
が
し
こ
い
。
〔
方
言
〕
虔
・
僕
‘

慧
也
‘
自
レ
襴
而
西
‘
趙
・
魏
之
開
謂
-
1

之
琵
で
或

謂
乏
鬼
↓
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
鬼
‘
慧
也
。

O
と

ほ
い
。
〔
集
韻
〕
鬼
、
遠
也
。
〔
易
‘
既
清
〕
高
宗
伐
―
―

鬼
方
↓
●
星
の
名
。
二
十
八
宿
の
一
。
〔
漢
書
、
天

文
志
、
補
注
〕
歩
天
歌
、
鬼
宿
下
云
、
鬼
四
星
四
方

似
朱
櫃
中
央
白
者
積
戸
氣
i

鬼
上
四
星
是
燿

位
、
天
狗
七
星
鬼
下
是
、
外
蔚
六
星
柳
星
次
、
天

社
六
星
孤
東
僑
、
社
東
一
星
是
天
紀
。

O
蜆
(
1
0

ー

3
3
4
2
4
)

に
同
じ
。
〔
説
文
繹
例
〕
媛
蛇
之
晶
‘
或

作
レ
蜆
、
省
作
レ
鬼
、
詩
日
、
為
レ
鬼
為
レ
迪
。
●
古
、

魂
(
1
2
-
4
5
7
9
7
)
•

庇
(
4
-
9
2
9
0
)
・

晟
(
6ー

1
3
9
2

3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鬼
、
醜
、
古
文
炊
J

ホ
。
〔
康
煕

字
典
〕
鬼
、
古
文
‘
疵
・
晶
。

O
き
ね
う
。
鬼
饒
。
漢

字
の
偏
の
名
。
●
姓
。
〔
正
字
通
〕
鬼
‘
姓
、
周
鬼
央

謳
•
宋
鬼
章
。O
圏
梵
語
、
砕
茄
多p
a
5

の
繹
。

鬼
に
は
種
類
多
く
、
夜
叉
・
羅
刹
の
如
く
人
に
危

害
を
興
へ
る
も
の
や
、
餓
鬼
の
如
く
常
に
飢
渇

に
苦
し
む
も
の
等
が
あ
る
。
〔
翻
繹
名
義
集
、
二
、

鬼
軸
〕
婆
沙
云
‘
鬼
者
、
畏
也
‘
謂
―
―
虚
怯
多
ア
畏
、

又
威
也
‘
能
令
ー
1

―
他
畏
―
―
其
威
1

也
。
又
希
求
為
レ

鬼
‘
謂
蔽
餓
鬼
‘
恒
狸
他
人
―
壺
求
飲
食
以

活
中
性
命
起
四
お
に
。
④
想
像
上
の
生
物
。
人
形
で

雙
角
あ
り
‘
面
貌
檸
悪
‘
裸
糧
で
虎
皮
を
揮
と
す

る
。
＠
勇
猛
な
者
の
形
容
。
◎
残
忍
非
道
な
者
の

形
容
。
d)
い
か
め
し
く
大
き
な
物
の
形
容
。

六
七
六
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鬼

部

鬼

ハ
七
七

願
由
會
意
。

JL
と
由
と
ム
と
の
合
字
。
本
義
は
人
の
死
【
鬼
閻
】
，
？
地
名
。
河
南
省
西
華
縣
の
東
北
。
〔
左

後
の
よ
る
べ
な
い
た
ま
し
ひ
。
故
に

JL
（
人
）
と
由
（
怪
氏
、
昭
‘
―
-
+
〕
宋
華
向
之
乱
、
公
子
城
・
公
孫
忌
‘
云
云
‘

物
の
頭
の
形
に
象
る
）
と
ム
（
私
に
し
て
、
陽
に
封
す
る
出
―
―
奔
鄭
石
其
徒
卑
か
華
氏
1

戦
1

一
子
鬼
闇
↓
〔
注
〕
穎
川
長

陰
代
で
人
を
害
ふ
も
の
）
と
を
合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
平
縣
西
北
有
―
―
閻
亭
↓

は
す
。
説
文
通
訓
定
瞥
は
ム
を
昔
符
と
す
。
後
世
陰
』
f

【
鬼
藤
i

】10
が
菌
の
名
。
き
つ
ね
の
か
ら
か
さ
。
鬼
蓋

の
義
と
し
‘
又
‘
檸
悪
な
る
想
像
上
の
怪
物
の
義
と
す
。
の
異
名
。
〔
本
草
‘
土
菌
〕
附
録
‘
鬼
蓋
、
蔵
器
曰
‘
一
名

▽
累
（
甲
骨
文
）
怪
奇
な
頭
を
し
た
人
の
象
形
。
鬼
屋
、
生
1

一
陰
湿
慮
↓

【
鬼
衣
】

1
"

死
者
に
著
せ
る
た
め
共
に
埋
め
る
衣
。
【
鬼
蛾
】
11

れ
蛾
の
一
種
。
〔
賀
躊
‘
燭
蛾
詩
〕
鬼
蛾
来
翻

〔
説
文
〕
榮
‘
鬼
衣
也
。
〔
段
注
〕
鬼
衣
猶
玉
空
竺
明
器
之
翻
‘
慕
「
一
此
堂
上
燭
面
附
レ
炎
党
何
功
‘
自
取
レ
焚
如
レ
酷
。

鳳
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
今
蘇
俗
有
冥
衣
冨
以
レ
紙
為
レ
之
。
【
鬼
蓋
】
12

が

O
根
菜
の
名
。
に
ん
じ
ん
。
人
参
の
別

【
鬼
幽
】
2

が
血
色
‘
沈
ん
で
生
氣
な
く
‘
魂
塊
‘
肉
名
。
〔
本
草
、
人
参
〕
繹
名
‘
鬼
蓋
。
〔
陸
組
蒙
‘
和
T

襲
美

罷
を
離
れ
よ
う
と
し
て
昏
睡
状
態
に
陥
る
さ
ま
。
死
謝
ー
ニ
友
人
悪
―
一
人
参
五
空
詩
〕
名
参
鬼
蓋
須
レ
難
レ
見
‘
材

の
前
徴
。
〔
魏
志
、
管
格
博
‘
注
〕
何
晏
精
爽
姻
浮
、
形
如
―
―
似
1

一
人
形
示
＇
レ
可
レ
尋
。
●
菌
の
名
。
き
つ
ね
の
か
ら
か

稿

木

↓

謂

―

―

之

鬼

幽

↓

さ

。

地

蓋

。

〔

本

草

、

土

菌

〕

附

録

‘

鬼

蓋

、

別

録

‘

有

名

未

【
鬼
域
】
3

"

キ
邊
郎
で
人
の
住
ま
ぬ
地
方
。
〔
輻
恵
全
用
曰
、
赤
色
‘
旦
生
暮
死
‘
一
名
地
蓋
°

書

、

刑

名

部

、

詞

訟

〕

虎

狼

跡

凹

鬼

域

↓

【

鬼

琥

】

13

が
六
琥
の
一
。
鬼
の
尊
琥
。
皇
祗
伯
某
と

【
鬼
絨
】

4n”
鬼
と
鍼
。
絨
は
短
狐
‘
水
中
に
居
り
、
い
ふ
類
。
〔
周
證
、
春
官
、
大
祝
〕
彿
ー
工
ハ
琥
―
―
日
神
琥
‘

沙
を
含
ん
で
水
中
の
人
影
を
射
れ
ば
‘
其
の
人
病
む
と
二
曰
鬼
琥
‘
三
日
示
琥
、
四
日
牲
琥
‘
五
日
置
琥
‘
六
日

い
ふ
。
而
も
其
の
形
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
二
者
幣
琥
゜
〔
注
〕
琥
‘
謂
T

尊
―
―
其
名
盃
念
炉
美
梢
如
芍
‘
云
云
‘

共
に
暗
中
に
人
を
害
す
る
者
。
陰
陰
な
人
の
喩
゜
〔
詩
‘
鬼
琥
‘
若
レ
云
二
皇
祗
伯
某
↓

小
雅
‘
何
人
斯
〕
為
レ
鬼
為
レ
絨
‘

nlJ
不
に
可
レ
得
。
〔
集
博
〕
【
鬼
壕
】
14
k
u
e
i
3
 

hao2

鬼
の
や
う
に
わ
め
く
。

絨
‘
短
狐
也
‘
江
淮
水
皆
有
乏
‘
能
含
レ
沙
以
射
―
―
水
中
【
鬼
客
】
15

が

0
木
の
名
。
棠
梨
の
異
名
。
ず
み
。
ひ
め

人
影
「
其
人
蝋
病
‘
而
不
レ
見
―
―
其
形
一
也
。
〔
子
華
子
、
晏
か
い
だ
う
。
こ
り
ん
ご
。
〔
西
汲
叢
語
、
上
〕
予
長
兄
伯
磐
、

子
〕
極
1

一
其
回
邪
ぶ
炉
鬼
如
レ
蛾
。
〔
方
回
、
詩
〕
塁
小
附
1

一
嘗
得
三
十
客
↓
云
云
‘
棠
梨
為
"
鬼
客

Ô幽
冥
界
の
人
。

鬼
翠
國
脈
内
已
栽
゜
〔
輻
恵
全
書
‘
刑
名
部
、
問
擬
〕
其
【
鬼
鮨
】
16

が
わ
る
が
し
こ
い
。
狡
猾
。
〔
華
陽
國
志
〕

鬼

蛾

情

形

、

又

不

レ

攻

而

自

破

英

。

蜀

之

為

レ

國

‘

星

應

1

一
輿
鬼
五
瓜
君
子
精
敏
、
小
人
鬼
琵
。

【
鬼
飲
】

5

?

O
夜
、
燭
を
と
も
さ
な
い
で
飲
む
。
〔
驚
壕
【
鬼
嗽
】
17

バ
ノ
鬼
が
う
か
が
ふ
。
鬼
峨
之
禍
を
見
よ
。

録
〕
蘇
舜
欽
・
石
延
年
輩
、
有
レ
名

1
1鬼
飲
・
了
飲
・
囚
飲
・
〖
鬼
敵
―
―
其
室

-
]
1
8
"

ゲ
万
ぅ
ヲ

i口
向
明
責
顧
の
家
に
は

驚
飲
・
鶴
飲
「
鬼
飲
者
、
夜
不
―
―
以
燒
燭
↓
了
飲
者
‘
飲
次
鬼
が
其
の
室
を
闘
ひ
害
せ
ん
と
す
る
こ
と
あ
る
を
い
ふ
。

挽
歌
哭
泣
而
飲
‘
囚
飲
者
、
露
頭
園
立
、
鼈
飲
者
、
以
1
1

毛
所
謂
魔
が
さ
す
こ
と
。
〔
揚
雄
、
解
嘲
文
〕
高
明
之
家
‘
鬼

0

庶
自
衰
↓
―
其
身
盃
げ
レ
頭
出
飲
‘
畢
復
縮
レ
之
、
鶴
飲
者
、
嗽
1
1

其
室
↓
〔
注
〕
良
曰
‘
此
盛
必
衰
之
義
也
、
是
知
、
高
明

4
 

~
]
杯
復
登
レ
樹
、
下
再
飲
耳
゜
〇
＂
―
[
酒
な
ど
を
、
毒
味
富
責
之
家
、
鬼
誹
窺
1一
望
其
室
一
将
レ
害
―
―
其
涌
盈
之
志
―

の

た

め

に

飲

む

。

芸

故

知

天

道

悪

レ

盈

‘

鬼

神

害

＞

盈

‘

聞

、

望

也

。

〔

故

事

8
 
5
 
7
 
45

【
鬼
芋
】
6

[

草
の
名
。
白
蒟
蒻
の
異
名
。
〔
本
草
‘
蒟
蒻
〕
成
語
考
‘
秤
道
鬼
紳
〕
高
明
之
家
‘
鬼
闘
―
―
其
室
↓

集
解
、
頌
曰
‘
江
南
呉
中
出
―
―
白
蒟
蒻
→
亦
日
硯
鬼
芋
ぶ
ぎ
〖
鬼
嗽
之
禍
〗

1
9

勾
～
）
鬼
神
は
盈
涌
を
悪
み
‘
其
の

斤

平

澤

極

多

。

室

の

盈

涌

を

う

か

が

つ

て

‘

禍

を

降

す

を

い

ふ

。

鬼

諏

―

●
【
鬼
雨
】
7

[

大
雨
。
〔
李
賀
‘
感
諷
五
首
詩
〕
鬼
雨
濯
元
＝
其
室
ー
を
見
よ
。

草

↓

【

鬼

眼

】

2

0

[

/

0

相
士
の
眼
。
〔
韓
偲
此
翁
詩
〕
唯
應
T

8
 
5
 
5
7
[
鬼
役
】
8

[

キ
北
京
で
中
元
節
に
作
る
冥
府
の
役
卒
の
鬼
眼
兼
1

一
天
眼
面
竺
見
行
蔽
1

信
ぶ
凡
翁
3

〔
畳
漫
録
〕
太

4

紙
型
。
鬼
王
(
1
8
4
)

を

見

よ

。

祗

謂

―

―

陶

穀

一

雙

鬼

眼

↓

軸

宗

謂

―

―

杜

常

一

雙

鬼

眼

↓

〇

相
士
の
綽
琥
と
し
て
用
ひ
る
。
〔
葛
長
庚
‘
贈
―
―
相
士
岳

鬼
眼
詩
〕
此
相
會
経
鬼
眼
過
。

【
鬼
旭
】
2
1
"

鬼
と
ま
む
し
。
又
‘
鬼
と
み
づ
ち
。
賊
徒

の
喩
゜
〔
頼
山
陽
‘
謁
―
楠
河
州
墳
伝
沢
作
詩
〕
隠
島
風

雲
重
惨
毒
‘
六
十
餘
州
継
鬼
唐
゜

【
鬼
氣
]
2
2
"

も
の
す
ご
い
け
は
ひ
。
氣
味
わ
る
＜
ぞ
つ

と
す
る
。
〔
殴
車
志
〕
楊
仲
弘
以
下
詩
文
、
多
1

一
殺
機
鬼
氣
一

【
鬼
器
】
2
3
"

鬼
を
祭
る
に
用
ひ
る
器
。
〔
幡
‘
檀
弓
上
〕

夫
明
器
‘
鬼
器
也
‘
祭
器
、
人
器
也
。

【
鬼
臼
】
24

炉
草
の
名
。
つ
り
が
ね
さ
う
。
つ
り
が
ね
ぐ

翠
｀
〗
[

草
‘
塙
田
草
‘
獨
闘
蓮
‘
獨
荷
草
、
山
荷
葉
‘
旱
荷
‘
八
角

盤
‘
唐
婆
鏡
‘
弘
景
日
‘
鬼
臼
‘
根
如
射
干
[
日
而
味
且

九
臼
、
相
連
有
レ
毛
者
良
、
故
名
、
集
解
、
頌
日
‘
又
一
説
、

鬼
臼
生
―
―
深
山
陰
地
涵
杢
ハ
出
‘
或
五
出
、
如
―
―
雁
掌
五
葉
端

二
莱
如
レ
撒
、
日
一
時
東
向
、
及
レ
暮
則
西
傾
、
蓋
腿
1
H
出

設
也
。

【
鬼
享
】
25

か
ゥ
宗
廟
の
祭
。
〔
周
證
、
地
官
‘
鼓
人
〕
以
l
-

路
鼓
盆
空
鬼
享
↓
〔
注
〕
鬼
享
‘
享
え
示
廟
一
也
。

【
鬼
謳
】
2
6
"

絶
遠
の
地
。
蜜
夷
の
遠
國
゜
〔
班
固
‘
典

引
〕
仁
風
翔
―
―
乎
海
表
盆
成
震
行
―
―
乎
鬼
謳
↓
〔
注
〕
禁
鼠

曰
‘
鬼
涯
‘
絶
遠
之
謳
也
‘
善
日
‘
鬼
謳
郎
鬼
方
也
‘
銑
日
‘

鬼
方
、
蟹
夷
遠
國
也
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕
導
―
―
鬼
逼
一

匝
紳
場
一
》

【
鬼
窟
】
27

ゲ
鬼
の
す
む
ほ
ら
あ
な
。
轄
じ
て
、
蒙
昧
な

外
道
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
韓
愈
・
張
籍
・
孟
郊
・
張
徹
‘
會

合
聯
句
〕
鬼
窟
脱
―
―
幽
妖
一
天
居
観
―
―
消
棋
↓
〔
淮
浪
詩

話
、
詩
評
〕
晩
唐
之
下
者
‘
亦
堕
―
―
野
孤
外
道
鬼
窟
中
↓

【
鬼
化
】
28

が
測
り
知
れ
な
い
斐
化
。
〔
堕
谷
賀
山
、
山

鹿
素
行
偶
〕
如
下
甲
越
雨
雄
、
戦
―
―
河
中
島
五
神
斐
鬼
化
、

不
恙
？
測
識
也
。

【
鬼
火
】
29

が
暗
夜
陰
湿
の
地
に
自
然
に
燃
え
る
怪

火
。
お
に
ぴ
。
き
つ
ね
ぴ
。
燐
火
。
幽
震
火
。
〔
淮
南
子
、
氾

論
訓
‘
老
愧
生
レ
火
、
久
血
為
レ
燐
‘
劉
文
典
集
解
〕
陶
方

埼
云
、
詩
東
山
正
義
引
1

―
―
許
注
‘
兵
死
之
血
為
―
―
鬼
火
玉
説

文
森
下
云
‘
兵
死
及
牛
馬
之
血
為
レ
恭
、
森
、
鬼
火
也
。

〔
楚
辞
‘
王
逸
、
九
思
‘
哀
歳
〕
神
光
分
穎
穎
‘
鬼
火
分
焚

焚
゜
〔
李
盆
、
野
田
行
〕
寒
狐
疇
青
塚
「
鬼
火
燒
百
楊
↓

〔
文
天
詳
、
正
氣
歌
〕
陰
房
闇
―
―
鬼
火
「
春
院
悶
―
―
天
黒
↓

【
鬼
禍
】
30

が
わ
ざ
は
ひ
。
ふ
し
あ
は
せ
。
〔
論
衡
‘
命

禄
〕
貧
賤
若
レ
有
蒐
禍
↓

【
鬼
瓦
】
31

想
17

屋
棟
の
は
し
に
の
せ
る
瓦
。
多
く
鬼

面
に
似
せ
て
つ
く
る
。
〔
和
漢
三
オ
園
會
、
家
宅
之
用
、

瓦
〕
鬼
瓦
‘
方
形
而
裾
雨
捐
巻
如
1

一
蕨
拳
↓
面
作
―
―
鬼
頭
↓

或
以
禾
版
亦
作
レ
之
‘
故
名
鬼
板
↓
未
レ
知
―
―
其
撮
五
蓋

此
鴎
吻
之
略
乎
゜

【
鬼
怪
】
3
2
"
ワ
イ
ば
け
も
の
。
お
ば
け
。
妖
怪
。
又
、
非

常
に
速
か
。
神
速
。
瑣
堺
代
酔
編
‘
巻
三
十
＿
二
に
見
ゆ
。

〔
楚
辟
‘
遠
遊
〕
忽
誹
奔
而
鬼
怪
。
〔
白
居
易
‘
奉
下
和
思
罪

相
公
以
李
蘇
州
所
レ
寄
太
湖
石
奇
状
絶
倫
二
云
云
上
云

云
詩
〕
奇
應
潜
二
鬼
怪
一
霊
合
蓄
―
―
雲
雷
↓

【
鬼
魁
】
33

が
イ
太
倉
軍
使
‘
徐
瑶
を
い
ふ
。
其
の
兵
皆

入
れ
星
を
し
‘
鬼
兵
と
稽
し
た
か
ら
い
ふ
。
鬼
兵
(
1
6
0
)

を
見
よ
。

【
鬼
官
]
3
4
"
＇
？
北
京
の
風
俗
で
、
中
元
節
に
作
る
冥
府

の
役
人
の
紙
型
。
鬼
王
(
1
8
4
)

を
見
よ
。

【
鬼
卿
】
35

？
草
の
名
。
さ
さ
は
そ
ら
し
。
藁
本
の
異

名
。
〔
本
草
‘
藁
本
〕
繹
名
、
藁
茨
‘
鬼
卿
。

【
鬼
教
】
36

が
佛
教
を
磯
つ
て
い
ふ
語
。
〔
魏
書
‘
李
場

傭
〕
於
レ
時
民
多
絶
レ
戸
而
為
一
沙
門
五
場
上
言
‘
云
云
‘
三

千
之
罪
‘
莫
レ
大
,
,
不
孝
一
不
孝
之
大
、
無
レ
過
レ
絶
レ
祀
‘

云
云
‘
安
有
下
棄
―
―
堂
堂
之
政
二
叩
従
•
鬼
教
上
乎
‘
云
云
‘

沙
門
都
統
僧
湿
等
‘
分
翌
場
鬼
教
之
言
盆
以
レ
場
為
1

――謗――

毀
佛
法
ぶ
は
訴
1

一
震
太
后
工
太
后
責
レ
之
‘
場
自
理
曰
‘
云

云
、
明
則
有
―
―
碍
郎
杢
幽
則
有
二
鬼
紳
五
心
以
明
者
為
―
―
堂

裳
幽
者
為
―
―
鬼
教
涵
佛
道
‘
云
云
‘
幽
隠
‘
名
レ
之
為
レ
鬼
‘

愚

謂

非

レ

謗

。

「

福

‘

鬼

血

所

レ

化

。

【
鬼
血
】
3
7
"
，
鬼
の
血
。
〔
海
録
砕
事
、
商
買
‘
珍
賓
〕
碍

【
鬼
脇
】

3
8
Cネ
北
海
道
北
見
國
の
地
名
。

【
鬼
見
】
3
9
"
/

圃
よ
こ
し
ま
な
か
ん
が
へ
。
邪
見
。
〔
魔

詞
止
観
｀
十
下
〕
若
前
世
‘
外
有
―
―
鬼
緑
ご
鬼
則
加
レ
之
、

競
―
鬼
祁
鬼
見
一

〖
鬼
見
愁
〗4
0
"
t
ノ
武
営
山
谷
に
生
ず
る
果
責
の
名
。

小
兒
が
偏
ぴ
れ
ば
、
鬼
魅
を
避
け
ら
れ
る
と
い
ふ
。

〔
本
草
、
無
患
子
〕
秤
名
、
桓
、
木
患
子
、
喋
患
‘
能
珠
子
、

13273 
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鬼

部

鬼

|— 

油
珠
子
、
菩
提
子
、
鬼
見
愁
、
時
珍
日
‘
俗
名
為
↓
―
鬼
見
下
五
呼
鬼
侯
一
以
饗
"
諸
侯
↓
〔
疏
〕
捕
,
,
鬼
侯
―
者
、
周
本
紀

2
6
9
)

の
O
を
見
よ
。

O
書
名
。
一
巻
。
戦
國
‘
鬼
谷
子
撰
。

愁
「
道
家
穣
解
方
中
用
レ
之
‘
縁
二
此
義
一
也
。
〔
盪
齋
文
作
↓
―
九
侯
互
似
庚
氏
云
‘
史
記
本
紀
云
‘
九
侯
有
な
女
‘
入
"
鬼
谷
子
の
博
は
明
か
な
ら
ず
‘
此
の
書
も
亦
後
人
の
偽

集
〕
亦
草
木
之
｛
貫
、
生
二
武
嘗
山
谷
盆
戎
採
令
二
里
子
侃
＞
於
討
正
侯
女
不
知
好
レ
淫
‘
討
怒
殺
レ
之
‘
九
輿
レ
鬼
臀
相
近
、
作
な
る
べ
し
。
唐
志
は
蘇
秦
の
作
と
す
る
が
確
證
は
な

之
‘
云
レ
辟
―
―
鬼
魅
五
爪
類
二
尊
西
所
レ
産
猪
腰
子
盃
匹
圏
小
故
有
レ
不
レ
同
也
。
〔
載
國
、
趙
策
〕
昔
者
鬼
侯
・
郡
侯
・
文
い
。
戦
國
時
代
遊
説
家
の
縦
横
説
の
法
を
述
べ
た
も

精
潤
‘
茶
褐
色
、
有
,
,
深
黒
文
五
竺
其
間
↓
玉
‘
討
之
三
公
也
‘
鬼
侯
有
レ
子
而
好
‘
故
入
1

一
之
於
討
一
の
。
形
と
徳
と
の
一
致
せ
ざ
る
こ
と
を
看
破
し
、
専
ら

【
鬼
遣
】
4
1
t戸
t

昔
‘
十
二
月
晦
日
の
夜
、
人
を
疫
病
討
以
為
レ
悪
‘
臨
1

鬼

侯

↓

時

勢

に

適

應

す

べ

き

こ

と

を

説

く

。

漢

志

に

は

其

の

書

の
鬼
に
扮
装
さ
せ
て
追
ひ
遣
ふ
式
。
灘
遣
。
追
灘
。
後
【
鬼
娠
】
52

が
蟹
の
一
種
。
し
ま
む
ら
が
に
。
へ
い
け
を
載
せ
ず
‘
隋
書
に
三
巻
‘
唐
志
に
一
―
倦
、
宋
志
に
―
二

世
は
‘
節
分
の
夜
、
大
豆
を
炒
つ
て
鬼
打
豆
と
い
ひ
‘
一
揺
が
に
。
〔
本
草
‘
繋
魚
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
小
者
名
玉
盆
竺
巻
、
高
誘
注
と
あ
り
、
元
志
・
明
志
共
に
著
録
せ
ず
。
今

は
内
‘
鬼
は
外
と
喚
ん
で
撒
く
。
ま
め
う
ち
。
ま
め
ま
き
。
食
レ
之
害
り
人
。
〔
和
漢
三
オ
園
會
、
介
甲
部
‘
鬼
景
〕
俗
本
は
凡
て
十
二
篇
‘
末
に
本
経
陰
符
七
篇
を
附
す
。
其

【
鬼
瞼
】
42

？
個
面
。
又
、
恐
し
い
顔
付
き
。
〔
新
方
言
‘
云
武
文
蟹
‘
其
小
者
名
―
―
島
村
蟹
ぶ
改
‘
鬼
景
乃
綴
之
小
の
目
は
、
拌
閻
・
反
應
・
内
捷
・
抵
峨
・
飛
抒
・
杵
合
・
描

繹
器
〕
椴
面
、
自
レ
江
而
北
‘
或
言
二
櫃
瞼
砿
學
者
不
レ
得
1

一
者
、
而
亦
有
l

一
大
小
二
因
―
―
所
在
之
地
互
灯
事
者
附
―
―
會
勇
篇
・
摩
篇
・
櫂
篇
・
謀
篇
・
決
篇
・
符
言
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
、

其
字
面
則
書
作
"
鬼
瞼
五
へ
。
〔
紅
棲
夢
‘
―
二
十
六
回
〕
果
然
士
戦
死
者
名
百
以
為
,
,
其

震

所

＞

化

。

雑

家

類

〕

。

在
戯
憂
上
胤
串
、
鴫
鬼
瞼
旗
織
一
衆
女
核
子
都
笑
【
鬼
谷
】
5
3戎
ク
O
地
名
。
④
河
南
省
登
封
縣
の
東
南
。
六
〖
鬼
谷
先
生
〗

5
5
”
3イ
戦
國
の
人
。
王
讃
(
7ー
2
08
2
3
 

道

、

有

迪

。

「

同

じ

。

國

の

時

‘

鬼

谷

先

生

、

此

虞

に

居

る

。

〔

史

記

‘

蘇

秦

傭

〕

：

2
6
9
)

の
O
を
見
よ
。

〖
鬼
瞼
嚇
レ
人
〗43
"”
し
ヒ
ト
ヲ
装1鬼
瞼
駿
"
小
兒
ー
に
東
事

1師
於
齊
而
習

1一
之
於
鬼
谷
先
生
→
〔
注
〕
索
隠
日
、
【
鬼
哭
】

5
6
?

〇
人
鬼
が
泣
く
。
又
、
其
の
臀
゜
〔
史
記
、

〖
装
―
鬼
瞼
鯰
ご
小
兒
―
〗
“
竺g
認
が
虚
勢
を
張
鬼
谷
地
名
也
‘
扶
風
池
陽
‘
穎
川
陽
城
、
並
有

1一
鬼
谷
墟
一
天
官
書
〕
鬼
哭
若
レ
呼
゜
〔
李
華
‘
弔
→
―
古
戦
場

1文
〕
常
覆
―
―

つ
て
人
を
お
ど
す
喩
。
〔
蹄
有
園
麿
談
〕
乗
レ
勢
作
レ
威
蓋
是
其
人
所
レ
居
‘
因
為
レ
琥
゜
〔
元
和
志
〕
鬼
谷
在
―
―
告
成
三
軍
な
仕
往
鬼
哭
゜
〔
方
回
‘
聴
航
船
歌
十
首
詩
〕
鬼
哭
誰

者
、
如
矢
人
製
鬼
瞼
ー
以
駿
元
哀
背
地
則
牧
下
Lo

縣
北
研
六
國
時
鬼
谷
先
生
所
レ
居
也
。
＠
映
西
省
三
原
憐
柾
死
魂
。
●
鬼
稗
さ
へ
も
泣
く
こ
と
。
鬼
哭
紳
憫
を

【
申
心
幻
】
45

？
鬼
神
の
愛
化
を
い
ふ
。
〔
陸
機
、
漏
刻
賦
〕
縣
の
西
北
。
〔
史
記
‘
甘
茂
博
〕
蘇
代
説
l

秦
王
1

日
‘
甘
茂
‘
見
よ
。

来
象
軸
堕
去
猶
―
―
鬼
幻
→
云
云
‘
居

1一
於
秦
面
累
世
重
笑
‘
自
ー
一
般
塞

1
及
至
―
鬼
谷
石
其
〖
鬼
哭
盈
レ
庭
〗
5
7沿
ク
テ
イ
ー
—
唐
の
李
綺
誅
せ
ら
れ
る

【
鬼
丘
絃
】
4
6
乃
琵
琶
の
絃
の
名
。
〔
運
歩
色
葉
集
〕
。
地
形
陰
易
‘
皆
明
二
知
之
ご
云
云
‘
王
不
レ
若
T
重
―
―
其
贄
「
や
、
大
霧
＝
―
-
日
開
か
ず
‘
庭
に
鬼
哭
を
聞
き
、
—
帝
之
を
牧

【
鬼
エ
】
47

丑
、
ウ
鬼
神
の
細
工
。
技
術
が
精
巧
で
、
人
間
厚
一
其
誅
以
迎
占
之
‘
使
―
―
彼
来
↓
則
置
乏
鬼
谷
↓
〔
注
〕
索
葬
せ
し
め
た
故
事
。
〔
南
部
新
書
、
戊
〕
李
綺
之
誅
也
、

わ
ざ
と
思
へ
な
い
出
来
。
神
作
。
〔
太
，
参
‘
輿
舌
向
適
・
梓
隠
日
‘
在
―
―
闘
内
雲
陽
五
是
也
‘
正
義
日
‘
劉
伯
荘
云
‘
此
鬼
大
霧
―
二
日
不
レ
開
‘
或
聞
―
―
鬼
哭
工
内
疑
―
―
其
冤
盃
忠
匹
牧

楓
同
登
慈
恩
寺
浮
圏
詩
〕
突
几
堅
神
州
一
呼
蝶
如
谷
願
内
雲
陽
‘
非
1

一
陽
城
―
者
也
。
〔
後
漢
書
‘
郡
國
志
一
‘
葬
↓
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
下
‘
訟
獄
〕
鬼
哭
盈
レ
庭
゜

鬼
工
→
〔
皮
日
休
、
初
夏
遊
―
―
榜
伽
精
含
1詩
〕
寵
如
1
1鬼
左
渇
靖
‘
池
陽
‘
注
〕
地
道
記
有
J
皿
辞
山
―
在
レ
北
、
有
―
―
鬼
〖
鬼
頭
盆
吼
晰
~
〗

5
8
念
が
幽
霊
が
ひ
そ
ひ
そ
と
泣
く
。

工

翌

谷

生

三

所

氏

ぢ

汝

‘

史

記

‘

鬼

谷

在

―

―

穎

川

陽

城

盆

竺

地

物

凄

い

氣

が

襲

ひ

く

る

形

容

。

〔

姜

哀

英

、

徐

芝

出

レ

塞

〖
鬼
工
毬
〗4
8
"匂
中
に
孔
を
穿
ち
‘
其
の
内
部
に
轄
記
不
レ
同
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
清
水
谷
、
一
名
鬼
谷
‘
昔
蘇
‘
詩
序
〕
俄
聞
→
―
鬼
哭
嗽
喉
→

動
し
得
る
二
重
の
車
を
離
刻
し
た
象
牙
毬
゜
〔
格
古
要
張
師
―
―
事
鬼
谷
先
生
―
學
‘
即
此
谷
也
。
◎
映
西
省
韓
城
縣
〖
鬼
呵
犬
~
岬
~
〗

5
9
A
g
5ス
鬼
神
さ
へ
も
其
の
壮
烈
に

論
‘
珍
賓
論
‘
鬼
功
毬
〕
嘗
有
蒙
牙
園
毬
兒
一
箇
「
中
の
東
境
。
〔
隋
書
、
地
理
志
上
〕
韓
城
縣
、
有
1

一
鬼
谷
尽
D

湖
感
じ
て
泣
く
こ
と
。
憫
は
い
た
む
。
鬼
紳
哭
憫
。
鬼
神
憫

直
通
こ
塾
内
車
二
重
‘
皆
団
縛
動
盃
野
之
鬼
工
毬
↓
北
省
遠
安
縣
の
東
南
、
背
渓
の
西
に
鬼
谷
洞
あ
り
。
鬼
谷
哭
゜
〔
竹
添
井
井
、
雙
殉
行
〕
鬼
哭
神
憫
天
亦
泣
゜

【
鬼
功
】49
が
人
工
を
超
越
し
た
仕
事
。
鬼
功
石
を
見
子
の
居
つ
た
虞
゜
〔
鬼
谷
先
生
博
〕
楚
有
迄
旧
淡
→
下
深
千
〖
鬼
証
犬
狼
韓
二

6
0
kuei3 
k
'
u
'
l
a
品
'
h
a
o
'

や
か
ま

よ

。

伯

‘

其

水

震

異

゜

〔

寧

波

府

志

〕

鬼

谷

子

居

清

渓

之

鬼

し

く

泣

き

叫

ぶ

瞥

゜

〖
鬼
功
石
〗5
0
"ぼ
指
環
に
嵌
め
た
璃
瑞
の
面
に
十
二
谷
→
因
以
為
レ
琥
‘
晉
郭
環
有
レ
詩
云
、
清
淡
干
餘
切
、
中
【
鬼
國
】

6
1
戸

O
古
の
北
方
の
國
名
。
〔
山
海
経
、
海
内

支
を
離
っ
た
も
の
。
其
の
巧
妙
‘
人
工
を
超
越
し
て
ゐ
る
有
二
道
士
五
借
問
此
何
誰
‘
云
是
鬼
谷
子
。
＠
湖
南
省
北
経
〕
鬼
國
在

1一
戴
負
之
戸
北
涵
〖
レ
物
人
面
而
一
目
、
一

か
ら
名
づ
く
。
〔
格
古
要
論
‘
珍
賓
論
‘
鬼
功
石
〕
嘗
有
二
戒
大
庸
縣
の
南
の
天
門
山
の
下
に
鬼
谷
洞
あ
り
。
鬼
谷
子
日
、
武
負
紳
在
,
,
其
東
ぶ
為
レ
物
人
面
蛇
身
。
●
鬼
卒
を

指
i

内
嵌
注
虚
ぷ
面
上
磯
一
成
十
二
支
生
肖
ザ
其
紋
細
如
レ
の
遊
ん
だ
所
と
博
ふ
。

O
星
の
名
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
い
ふ
。
〔
剪
燈
新
話
、
水
宮
慶
會
録
〕
夫
呉
紫
鳳
紛
転
而

髪

似

枷
1

一
人
翌
故
謂
乏
鬼
功
石
;
入
多
鬼
國
石
↓
傭
〕
洞
世
鬼
谷
之
畠
巻
鬼
磯
↓
〔
注
〕
集
解
曰
、
鬼
谷
在
―
―
到
‘
鬼
國
羅
刹
次
第
而
来
。

【
鬼
侯
】5
1
?，
殷
の
諸
侯
の
名
。
討
の
三
公
。
女
を
討
に
北
辰
下
こ
瓜
鬼
之
所
レ
緊
也
、
楚
辞
日
、
贅
―
―
鬼
谷
於
北
〖
鬼
國
石
〗

6
2
"ゃ
ク
表
面
に
＋
―
-
文
の
模
様
を
離
つ
た

入
る
。
後
、
討
に
殺
さ
れ
膊
と
せ
ら
る
。
九
侯
(
1
-
1
6
7

辰
ふ
3

。

現

瑞

゜

〔

事

物

異

名

録

‘

珍

賓

‘

璃

瑞

〕

格

古

要

論

、

嘗

:
 2
3
9
)の
●
に
同
じ
。
〔
繍
、
明
堂
位
〕
昔
殷
討
胤
天
〖
鬼
谷
子
〗

5
4笞
ク

0
戦
國
の
人
。
王
讃
(
7
-
2
0
 8
2
3

有
1

一
戒
指
一
内
嵌
―
―
瑞
瑞
―
塊
一
面
上
礁
一
成
十
二
支
生

六
七
八|
 

直
其
紋
細
如
レ
髭
‘
似
レ
非
1

一
人
功
五
瓜
謂
1

一
之
鬼
功
石
↓

74

又
多
鬼
國
石
↓

32ー

【
鬼
混
】
63
k
u
e
i
3
 
h
u
e
n
•無
駄
に
遊
ぴ
ま
は
る
。

【
鬼
魂
】
64

？
故
人
を
い
ふ
。
霰
魂
。
人
魂
。
〔
桃
花
扇
‘

修
札
〕
好
像
二
位
閻
羅
王
玉
掌
,
1

著
這
本
大
帳
簿
五
R
l
-

了
液
敷
的
鬼
魂
姓
名
一

【
鬼
オ
】
66

？
詩
オ
の
す
ぐ
れ
た
者
。
又
、
人
間
わ
ざ
で

な
い
す
ぐ
れ
た
オ
能
。
〔
南
部
新
書
‘
丙
〕
李
白
為
二
天
才

良
白
居
易
為
1

一
人
オ
絶
一
李
賀
為
―
―
鬼
オ
絶
一

〖
鬼
オ
長
吉
〗6
7
"打
キ
＇
唐
の
詩
人
李
賀
‘
字
は
長

吉
。
奇
オ
が
あ
っ
た
の
で
鬼
オ
長
吉
と
稽
せ
ら
る
。
〔
喫

車
志
〕
世
目
―
―
長
吉

g竺
鬼
才
一
）

【
鬼
叙
】
ご
ィ
草
の
名
。
せ
ん
だ
ん
ぐ
さ
。
鬼
針
草
(
1
9

3
)

に
同
じ
。

[
鬼
妻
】
68

？
亡
夫
の
配
偶
者
。
鬼
妾
(
1
1
4
)

を
見
よ
。

〔
墨
子
、
節
葬
下
〕
鬼
妻
不
レ
可
レ
奥
居
磁
一
↓
〔
列
子
、
湯

問
〕
鬼
妻
不
レ
可
n

日
以
同
1

一
居
虞
↓

【
鬼
草
】
69

が
草
の
名
。
葵
に
似
て
赤
埜
゜
之
を
服
用

す
れ
ば
憂
を
抱
か
な
い
と
い
ふ
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕

牛
首
之
山
、
有
レ
草
焉
、
名
日
―
―
鬼
草
｛
其
葉
如
レ
葵
而
赤

臨
其
秀
如
レ
禾
‘
服
レ
之
不
レ
憂
゜

【
鬼
躁
】
70

が
筋
骨
ゆ
る
ん
で
弾
力
な
く
、
物
に
侍
り

か
か
つ
て
僅
に
起
立
し
、
手
足
の
な
い
や
う
な
さ
ま
。

将
に
死
な
ん
と
す
る
前
徴
。
〔
魏
志
、
方
技
、
管
絡
傭
‘

注
〕
絡
別
博
曰
‘
云
云
‘
鄭
之
行
歩
‘
則
筋
不
レ
束
レ
骨
‘
脈

不
レ
制
レ
肉
‘
起
立
傾
埼
、
若
レ
無
―
―
手
足
玉
謂
"
之
鬼
躁
↓

【
鬼
蔵
】
71

が
草
の
名
。
ご
ま
の
は
ぐ
さ
。
玄
参
の
異

名
。
〔
本
草
‘
玄
参
〕
繹
名
、
黒
参
‘
玄
憂
、
重
憂
、
鹿
腸
‘
正

馬
‘
逐
馬
、
複
草
、
野
脂
廠
‘
鬼
蔵
。

【
鬼
殺
】
72

サ
庁
酒
精
分
の
強
い
粗
悪
な
酒
゜

【
鬼
参
】
73

”
/
御
史
が
初
め
て
事
を
上
る
と
き
‘
吏
人

が
獣
々
と
し
て
参
拝
す
る
を
い
ふ
。
〔
玉
堂
間
話
〕
御

史
初
上
レ
事
‘
吏
人
参
拝
、
獣
獣
而
退
‘
謂
1

一
之
鬼
参
↓

【
鬼
撒
】
＂

t
/

菌
の
名
。
き
つ
ね
の
か
ら
か
さ
。
鬼
蓋
゜

〔
本
草
、
土
菌
〕
附
録
‘
鬼
蓋
、
弘
景
日
、
一
名
朝
生
‘
即
今

鬼

轍

也

。

「

ょ

゜

【
鬼
子
]
7
5

k
u
e
i
'
t
z
u

人
を
罵
る
語
。
鬼
子
敢
爾
を
見

〖
鬼
子
母
〗76
→
雁
女
神
の
名
。
本
名
、
詞
梨
帝
(
H
a,
 

riti)
。
歓
喜
母
と
繹
す
。
五
百
鬼
子
の
母
な
る
を
以
て

鬼
子
母
と
い
ふ
。
初
、
人
の
子
を
奪
つ
て
食
し
、
繹
尊
に



其
の
最
愛
の
末
子
を
隠
さ
れ
‘
遂
に
五
百
子
と
共
に
正
名
鳳
子
。
〔
古
今
注
、
魚
品
〕
鋏
蝶
、
一
名
野
蛾
、
一
名
風

法
に
蹄
す
と
い
ふ
。
為
に
子
な
き
人
が
祈
れ
ば
子
を
興
蝶
‘
江
束
人
謂
為
二
撻
末
丁
色
白
背
青
者
、
是
‘
其
大
―
―
於

へ
、
病
め
る
人
が
祈
れ
ば
な
ほ
す
震
瞼
あ
り
と
信
ぜ
ら
蝙
蝠
―
者
、
或
黒
色
、
或
胄
斑
‘
大
者
曰
,
,
鳳
子
□
名
鳳

れ
る
。
き
し
も
じ
ん
。
き
し
ぽ
じ
ん
。
〔
噌
一
阿
含
経
‘
二
車
‘
亦
日
,
,
鬼
車
ぶ
●
鳥
の
名
。
張
の
類
。
〔
海
録
砕
事
、
鳥

十
二
〕
降
―
―
鬼
諸
紳
王
丁
及
降
-
―
鬼
子
母
[
如
レ
彼
嗽
レ
人
獣
ヽ
飛
鳥
〕
鵜
又
名

i
公
鵬
夜
飛
書
伏
、
能
拾
ぅ
八
爪
甲
「

鬼
。
〔
金
光
明
経
、
三
〕
詞
利
帝
南
鬼
子
母
等
、
及
五
百
以
為
レ
凶
‘
凶
則
鳴
1

一
於
屋
上
ご
故
人
除
―
―
爪
甲
丁
必
誠
レ

神
‘
常
来
擁
下
護
聴
―
―
是
鯉
者
只
最
勝
王
経
、
八
〕
敬
麗
之
、
又
名
一
夜
遊
女
五
好
輿
二
嬰
兄
為
レ
祟
‘
又
名
―
鬼
車
「

鬼

子

母

、

及

最

小

愛

兒

↓

又

名

―

―

魚

鳥

「

能

入

,

,

人
屋
1

牧
―
―
魂
氣
谷
氏
頭
有
レ
九
、
為
ニ

〖
鬼
子
敢
爾
〗77
勺
？
人
を
罵
る
語
。
畜
生
不
届
な
犬
所
＂
嘆
、
一
首
常
下
レ
血
‘
滴
1一
人
家
一
則
凶
‘
故
聞
社
ハ

こ
と
を
す
る
か
。
〔
世
説
新
語
、
方
正
〕
慮
志
於
二
欧
坐
1

臀
ぶ
問
繋
レ
犬
使
レ
吠
以
厭
レ
之
、
休
鵬
、
書
＿
目
無
レ
見
‘
夜

問
陸
士
衡
極
遜
・
陸
抗
是
君
何
物
‘
云
云
‘
士
衡
正
レ
色
則
目
明
‘
陳
蔽
器
引
―
―
五
行
書
ご
除
1

一
手
爪
ご
埋
1
1

戸
内
一

曰
‘
我
父
祗
名
播
忌
定
只
寧
有
レ
不
レ
知
‘
鬼
子
敢
爾
゜
〔
咲
此
鳥
乃
姑
獲
‘
鬼
車
之
類
也
、
姑
獲
夜
飛
豊
蔽
‘
一
名

車
志
〕
慮
充
卑
ハ
ニ
雀
少
府
女
幽
1

婚
、
後
生
レ
子
‘
抱
以
還
レ
天
帝
少
女
‘
一
名
夜
行
遊
‘
一
名
隠
飛
‘
好
取
,
,
人
小
兒
一

充
、
故
陸
士
衡
詈
レ
虚
曰
‘
鬼
子
敢
爾
゜
養
レ
之
、
今
小
兒
衣
不
レ
欲
二
夜
露
→
為
品
比
切
愛
•
以
レ
血

〖
鬼
子
母
紳
〗7
8
”
”

n
o
圃
鬼
子
母
(
7
6
)
に
同
じ
。
貼
,
,其
衣
〖
〖
レ
誌
‘
即
取
ち
元
也
、
嶺
表
異
録
。

〇

子

を

多

く

持

つ

女

。

子

福

者

。

【

鬼

将

】

84

が
ウ
鬼
兵
の
将
。
〔
法
苑
珠
林
〕
中
夜
始
眠
‘

【
鬼
市
】
7
9
A

●
鬼
物
の
禁
つ
て
貿
易
す
る
虞
゜
〔
施
肩
見
レ
有
―
―
鬼
兵
石
其
類
甚
多
、
中
有
二
鬼
将
云
E

レ
甲
挟
レ
刃
。

吾
、
島
夷
行
詩
〕
捏
腺
海
邊
多

1一
鬼
市
ぶ
向
夷
居
虞
無
―
-
〖
鬼
将
軍
〗

8
5パ
＇
ャ
ゥ
了
加
藤
清
正
の
こ
と
。
勇
武
絶
倫
で

郷
里
↓
●
夜
間
、
火
を
貼
じ
な
い
で
相
緊
つ
て
貿
易
す
あ
る
か
ら
い
ふ
。
鬼
上
官
(
1
9
2
)

を
見
よ
。
〔
繹
五
岳
‘
熊

る
慮
。
〔
唐
書
、
西
域
下
‘
彿
蘇
傭
〕
西
海
有
レ
市
‘
貿
易
本
城
詩
〕
守
レ
城
者
誰
谷
少
将
‘
築
レ
城
者
是
掌
年
鬼
将

不
―
―
相
見
王
巴
直
物
妾
↓
名
1

一
鬼
市
言
避
暑
録
話
〕
鬼
市
軍
。

半

夜

而

合

、

維

鳴

而

散

。

【

鬼

雀

】

86

店
ヤ
ク
鶉
の
一
。
嘴
大
き
く
頸
白
く
‘
反
哺
せ

【
鬼
歯
】
8
0
A

籠
に
用
ひ
た
竹
の
地
中
に
あ
っ
て
腐
敗
ぬ
も
の
。
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
烏
鶉
〕
格
物
綿
論
‘
鶉

せ
る
部
分
。
〔
本
草
‘
鬼
歯
〕
秤
名
‘
鬼
鍼
、
誠
器
曰
‘
此
腐
之
種
類
亦
繁
‘
有
下
大
味
及
白
頸
‘
而
不
レ
能
二
反
哺
玉
只

竹
根
先
入
レ
地
者
為
二
其
賤
悪
「
故
隠
―
―
其
名
一
草
部
亦
南
人
謂
1

一
之
鬼
雀
盆
嗚
則
凶
咎
゜

有

―

―

鬼

鍼

↓

【

鬼

手

】

87

パ
ュ
人
鬼
の
手
。
死
人
の
手
。
〔
世
説
新
語
、

【
鬼
事
】81
パ
〇
鬼
神
の
事
。
〔
幡
、
檀
弓
下
〕
生
事
畢
而
念
猾
〕
王
司
州
嘗
乗
レ
雪
往

1一
王
蝸
許
面
磁
~
言
氣
少
有h―

鬼
事
始
己
。

O
”i

小
兒
の
戯
。
鬼
ご
つ
こ
。
一
人
が
梧
,
,
逆
於
蛾
ご
使
作
レ
色
不
レ
夷
、
司
州
覺
レ
悪
、
便
輿
レ
林

鬼
に
な
り
、
他
の
者
を
追
ひ
捕
へ
る
戯
。
〔
物
類
稲
呼
‘
就
レ
之
、
持
,
,
其
腎
一
日
、
汝
距
復
足
下
卑
ぐ
老
兄
虹
歴
蛾

五

〕

。

搬

其

手

1

日
‘
冷
如
兎
手
一
馨
‘
彊
束
捉
入
腎
↓

2
 ゜
1

【
鬼
醜
】
82

バ
ウ
草
の
名
。
な
つ
と
う
だ
い
。
廿
遂
の
異
【
鬼
諏
】
88

パ
ユ
鬼
紳
に
と
ひ
は
か
る
。
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕

8

名
。
〔
本
草
‘
甘
遂
〕
秤
名
、
甘
藁
‘
陵
攘
‘
陵
澤
‘
廿
澤
、
重
宵
―
―
俯
物
1

而
鬼
諏
分
。

澤
、
苦
澤
、
白
澤
、t
田
‘
鬼
醜
。
【
鬼
趣
】

8
9
ぐ
圏
夜
叉
．
羅
刹
•
餓
鬼
等
の
趣
＜
境
土
。

5
 
7
 
5
 
⑭
【
鬼
車
】
83

パ
ャ
〇
九
頭
鳥
。
浪
堺
代
酔
編
、
登
二
十
九
鬼
道
(
1
2
5
)

の
O
に
同
じ
。
〔
剪
燈
新
話
‘
愛
卿
傭
〕
趙
子

に
見
ゆ
。
〔
本
草
‘
鬼
車
鳥
〕
繹
名
‘
鬼
鳥
、
九
頭
鳥
‘
蒼
日
、
然
則
君
何
以
猶
堕
―
―
鬼
趣
↓

）
鵡
、
奇
鶴
‘
時
珍
日
、
鬼
車
妖
鳥
也
、
取
，
周
易
載
鬼
一
【
鬼
戎
】
9
0
"
ユ
ウ
漢
代
、
西
先
の
一
。
〔
後
漢
書
、
西
兜

7
 
7

事
之
畏
〔
績
博
物
志
〕
祁
氏
夜
祠
レ
佛
‘
鬼
車
乗
―
―
燭
博
〕
及
,
,
子
季
歴
↓
逐
―
―
伐
西
落
鬼
戎
一
》

8

光
而
下
‘
翼
廣
丈
餘
‘
九
首
互
相
低
昂
‘
其
家
呼
レ
犬
【
鬼
宿
】
9
1
A
ユ
ク
ニ
十
八
宿
の
一
。
朱
鳥
七
宿
の
第
二

5
 
57

持
レ
杖
逐
レ
之
‘
墜
一
こ
翌
長
一
二
尺
許
、
廣
八
九
寸
、
色
宿
。
古
名
は
輿
鬼
。
中
央
の
一
星
を
積
戸
氣
と
名
づ
け
‘

4
 
（
類
蘊
雁
↓
●
蝶
の
一
。
大
き
く
て
黒
色
‘
或
は
冑
斑
。
一
燿
・
天
狗
・
外
尉
・
天
社
・
天
紀
の
各
星
座
を
包
含
す
る
。

|

_

 

鬼

部

鬼

而
行
。
参
形
橙
の
震
と
精
神
の
霊
。
魂
塊
。
〔
帳
‘
證
運
〕
故

人
者
其
天
地
之
徳
‘
陰
陽
之
交
‘
鬼
紳
之
會
、
五
行
之
秀

氣
也
。
〔
疏
〕
鬼
紳
之
會
者
、
鬼
謂
二
形
橙
ニ
紳
謂
―
―
精
霊
↓

云
云
、
必
形
證
精
霊
相
會
、
然
後
物
生
。
●
ぉ
に
が
み
。

あ
ら
ぷ
る
神
。
あ
ら
が
み
。
冥
冥
の
間
に
人
に
害
を
及

ぽ
す
怪
異
な
存
在
。
鬼
紳
避
レ
之
(
9
8
)

を
見
よ
。

O
天
地

創
造
の
神
。
造
化
玄
妙
の
理
。
〔
中
庸
〕
子
曰
‘
鬼
紳
之

為
レ
徳
、
其
盛
矢
乎
゜
〔
章
句
〕
程
子
曰
‘
鬼
紳
、
天
地
之
功

用
、
而
造
化
之
迩
也
、
張
子
曰
‘
鬼
紳
者
二
氣
之
良
能

＃
也
‘
愚
謂
‘
以
三
一
氣
一
言
‘
則
鬼
者
陰
之
霊
也
、
神
者
陽
之

天
紀

震
也
、
以
二
氣
ニ
―
―
-n
、
則
至
而
伸
者
為
レ
誹
‘
反
而
欝
者

為
レ
鬼
‘
其
賓
一
物
而
已
゜

張

軒
棘

〖
泣J―
鬼
紳-
]
9
5
ぢ
＂
り
鬼
紳
を
感
泣
せ
し
め
る
。
行

此
の
宿
が
明
る
い
時
は
豊
年
で
、
暗
い
時
は
人
民
が
散
為
言
語
等
が
至
誠
牡
烈
で
深
く
人
を
感
動
せ
し
め
る

乱
す
る
と
い
ふ
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
輿
鬼
鬼
祠
事
。
〔
注
〕
も
の
に
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
寄
1
1

李
十
二
白
1

詩
〕
筆
落
驚
―
―
風

正
義
日
、
輿
鬼
四
星
主
-
―
祠
―
―
事
天
田
一
也
、
主
五
謡
？
察
雨
一
詩
成
泣
1
1

鬼
紳
↓
〔
海
録
砕
事
、
文
學
、
詩
〕
賀
知
章

姦
謀
「
東
北
星
主
II

積
馬
一
東
南
星
主
二
積
兵
「
西
南
星
見
―
―
李
白
鳥
栖
曲
1

曰
｀
此
詩
可
レ
泣
―
―
鬼
紳
ふ
へ
。

主
―
―
積
布
吊
二
西
北
星
主
二
積
金
玉
云
匹
其
斐
t
9

之
、
〖
質
―
―
鬼
紳
―
〗

9
6”
ん
竺
是
非
を
神
明
に
問
ひ
た
だ
す
。

中
一
星
為
―
積
屍
i

―
名
レ
質
‘
土
―
―
喪
死
祠
祀

:E、
鬼
星
〔
中
庸
〕
質
↓
―
諸
鬼
紳
盃
皿
無
レ
疑
゜
〔
章
句
〕
鬼
帥
者
‘
造

明

大

穀

成

‘

不

レ

明

百

姓

散

。

〔

丹

元

子

、

歩

天

歌

‘

鬼

宿

〕

化

之

迩

也

。

「

見

よ

。

鬼
四
星
、
四
方
似
1一
木
櫃
→
中
央
白
者
積
戸
氣
‘
鬼
上
四
〖
鬼
神
害
レ
盈
〗

9
1
-し
な
イ
ス
鬼
神
害
レ
盈
而
緬
レ
謙
を

星
是
燿
位
、
天
狗
七
星
鬼
下
是
‘
外
厨
六
星
柳
星
次
、
天
〖
鬼
神
避
レ
之
〗

9
8
”
む
が
自
ら
断
行
す
れ
ば
‘
鬼
紳

計
六
星
弧
東
椅
、
社
東
一
星
是
天
紀
。
〔
観
象
玩
占
〕
鬼
と
雖
も
之
を
避
け
て
‘
害
を
為
さ
な
い
。
〔
鵜
冠
子
、
世

四
星
日
―
―
輿
鬼
一
為
―
―
朱
雀
頭
眼
一
鬼
中
央
白
色
如
二
粉
賢
〕
王
獨
不
レ
聞
二
蔽
附
之
為
＞
瞥
乎
‘
已
成
必
治
‘
鬼
神

架
者
、
謂
―
―
之
積
尺
一
日
ー
示
盆
に
如
レ
雲
非
レ
雲
‘
如
レ
星
避
レ
之
。
〔
史
記
‘
李
斯
博
〕
断
而
敢
行
‘
鬼
紳
避
レ
之
。

非
レ
星
‘
見
レ
氣
而
已
゜
〖
鬼
紳
害
レ
盈
而
輻
レ
謙
〗

9
9
”
i
[クEィ
ヲ
ガ
イ
／
一
ァ
鬼
神

【
鬼
書
】
9
2
A
'
ョ
鬼
神
の
手
に
な
っ
た
尊
い
書
物
。
〔
論
は
盈
涌
を
悪
ん
で
之
に
害
を
及
ぽ
し
、
謙
退
す
る
も
の

衡
、
自
然
〕
蓋
天
佐
レ
漢
誅
レ
秦
‘
故
命
―
―
令
紳
石
涵
竺
鬼
に
幸
幅
を
輿
へ
る
。
〔
易
‘
謙
〕
象
曰
‘
云
云
‘
鬼
紳
害
レ

芦

授

レ

人

。

盈

而

幅

レ

謙

‘

人

道

悪

レ

盈

而

好

レ

謙

゜

【
鬼
信
】
93

ク
死
の
し
ら
せ
。
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
〕
巨
秋
【
鬼
新
】
100

ク
草
の
名
。
さ
さ
は
そ
ら
し
。
藁
本
の
異

鬼
信
之
妖
楼
゜
〔
注
〕
善
日
、
鬼
信
‘
謂
レ
告
命
血
龍
死
一
也
。
名
。
〔
本
草
‘
藁
本
〕
秤
名
、
藁
茨
‘
鬼
卿
‘
鬼
新
、
微
埜
゜

【
鬼
誹

]
9
4
"
/
0死
人
の
震
魂
。
祗
先
の
神
霰
。
日
知
【
鬼
親
】
101

ク
古
の
國
の
名
。
〔
逸
周
書
、
王
會
解
〕
正
西

録
‘
巻
六
に
見
ゆ
。
〔
論
語
、
先
進
〕
季
路
問
レ
事
―
―
鬼
神
↓
鹿
裔
狗
國
鬼
親
。

〔
疏
〕
生
人
尚
未
レ
能
レ
事
レ
之
、
況
死
者
之
鬼
紳
、
安
能
【
鬼
薪
]102

ク
秦
漢
の
刑
罰
の
名
。
宗
廟
に
供
す
る
薪

患
之
乎
゜
〔
孝
経
‘
感
應
章
〕
宗
廟
致
レ
敬
‘
鬼
神
著
芙
゜
を
採
ら
せ
る
。
三
歳
の
刑
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
〕
軽
者
為
二

〔
注
〕
事
ユ
示
廟
能
墨
レ
敬
、
則
祗
考
来
格
、
享
二
子
克
誠
↓
鬼
薪
↓
〔
注
〕
集
解
日
‘
應
肋
日
、
取
レ
薪
給
一
宗
廟
盃
竺
鬼

〇
神
明
叡
知
な
誹
璽
゜
〔
易
‘
乾
〕
文
言
日
、
輿
―
―
鬼
神
入

g

薪
一
也
‘
如
淳
曰
‘
律
説
‘
鬼
薪
為
乞
一
歳
↓
〔
漢
書
‘
恵
帝

其
吉
凶
→
〔
書
‘
大
馬
膜
〕
鬼
紳
其
依
。
〔
疏
〕
鬼
紳
其
依
‘
即
紀
〕
営
レ
為

1一
城
旦
•
春
者
玉
皆
耐
レ
為

I
I鬼
薪
•
白
菜
一
〔
注
〕

是
編
箆
之
事
、
卜
笙
通
1

一
鬼
紳
之
意
ぶ
竪
―
―
豆
鬼
紳
其
依
一
應
助
曰
、
取
レ
薪
給
―
―
宗
廟
云
『
―
―
鬼
薪
一
坐
揮
レ
米
使
―
―
正

籍
‘
穂
器
〕
鬼
神
饗
レ
徳
゜
〔
疏
〕
鬼
紳
聰
明
正
直
、
依
レ
人
白
云
竺
白
菜
一
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓
日
、
男
鬼
薪
‘
女

|
 

ハ
七
九

星 t
 

灌

兎

稽

＊

:

か

文

勺積
r氣

し
t
 

．
 

．．
 

＊
＊
柳

”
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事
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）
白
菜
也
。
〔
漢
書
、
劉
輔
博
〕
減
五
九
罪
一
等
云
論
為
―
―
鬼
薪
「

6
 
14

終
1

一
於
烹
〔
漢
藷
儀
〕
鬼
薪
者
、
男
‘
嘗
レ
裕
祠
二
祀
鬼

i

雙
云
云
‘
皆
作
乞
一
歳
↓

8
 
75

【
鬼
鍼
】
1
0
3
A
’
鬼
歯
(
8
0
)

に
同
じ
。

5
 
⑭
【
鬼
吹
】
104

戸
怪
物
の
は
く
氣
。
邪
氣
を
い
ふ
。
〔
雲
笈

―
七
蔽
〕
地
氣
不
入
、
鬼
吹
不
年
。

）
〖
鬼
吹
燈
〗

1
0
5
k
u
e
i
3
 
c
h
'
u
e
i
 I 

t
e
n
g
'

夜
間
行
路
中
‘

、
，
忽
然
自
分
の
持
つ
て
ゐ
る
燈
光
が
一
Pl
藍
色
に
愛
じ
‘
或

ー．
は
下
は
消
え
て
烙
だ
け
上
方
に
燃
え
る
や
う
な
現
象

を
い
ふ
。

8
 
5
 
7
 
45

【
鬼
祟
】
106

k
u
e
i
'
s
u
e
i
4

鬼
物
の
た
た
り
。
俗
に
人
の

行
事
の
光
明
で
な
い
の
を
罵
つ
て
い
ふ
。

【
鬼
井
】
108

戸
鼻
の
中
隔
の
邊
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名

録
‘
形
貌
‘
鼻
〕
慎
詰
‘
鼻
中
隔
之
際
‘
名
日
-
1

山
源
ご
名

鬼
井
、
一
名
神
池
、
一
名
邪
根
、
一
名
魂
曇
゜

【
鬼
星

]109?-
―
十
八
宿
の
一
。
鬼
宿
(

9

1

)

に
同
じ
。

〔
神
異
経
、
中
荒
経
〕
東
北
有
二
鬼
星
一

【
鬼
責
】
llO

が
鬼
神
か
ら
被
る
責
め
。
〔
荘
子
、
天
道
〕

無
―
―
物
累
一
無
鬼
責
↓
〔
柳
宗
元
‘
懲
咎
賦
〕
又
幽
慄
平

鬼
責
↓

【
鬼
籍
】
lll

が
死
者
の
法
名
・
俗
名
及
ぴ
死
亡
年
月
日

な
ど
を
記
し
て
置
く
帳
簿
。
過
去
帳
。
鬼
録
(

1

8

1

)

に
同

じ。

【
鬼
設
】
m
5
，
神
わ
ざ
の
や
う
な
巧
な
こ
し
ら
へ
か

た
。
鬼
工
。

【
鬼
節
】

lla"'

―
二
月
の
清
明
、
七
月
の
中
元
、
及
び
十

月
朔
を
い
ふ
。
〔
北
京
指
南
‘
栂
俗
〕
十
五
日
為
1

山
中
元

煎

俗

紐

兎

節
t

上
レ
家
者
多
、
一
如
清
明
↓
〔
藷
京
風

俗
志
稿
本
〕
十
月
初
一
日
、
京
俗
為
―
―
鬼
節
云
諺
云
‘
十
月

一
、
鬼
穿
レ
衣
、
蓋
言
天
氣
漸
冷
‘
已
死
之
人
亦
須
レ
穿
レ

衣
也
。

【
鬼
妾
】
m
ヂ
夫
を
喪
っ
た
妾
。
又
‘
亡
夫
の
妾
゜
〔
杜

甫
‘
草
堂
詩
〕
鬼
妾
卑
ハ
ニ
鬼
馬
一
色
悲
充
,
,
爾
娯
↓
〔
集
注
〕

趙
日
‘
已
殺
其
主
一
芙
‘
則
妾
謂
1

一
之
鬼
妾
ご
馬
可
レ
謂
"

之
鬼
馬
ぶ
i下
匈
奴
以
A
」
者
之
妻
歪
『
•
鬼
妻i

i

【
鬼
扇
】
l
l
s
"
/

草
の
名
。
ひ
あ
ふ
ぎ
。
射
干
の
異
名
。
其

の
葉
叢
生
し
て
扇
に
似
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
本
草
‘
射

干
〕
繹
名
‘
烏
扇
‘
烏
婁
‘
烏
吹
‘
烏
蒲
‘
鳳
翼
‘
鬼
閑
‘
扁

竹
、
仙
人
掌
‘
紫
金
牛
、
野
萱
花
‘
草
置
、
黄
遠
、
時
珍
日
‘

其
葉
叢
生
横
鋪
一
面
如
二
烏
翅
及
扇
之
状
正
故
有
―
―
烏
扇

鬼

部

鬼

Rooo
●
園
隅

0

[

風

・

弁

〇

●

●

六
八
〇
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征
西
戎
鬼
方
一
三
年
乃
克
゜
〔
注
〕
前
漢
昔
義
日
、
鬼
方
‘
之
鬼
↓
〔
注
〕
言
―
―
鬼
甑
一
也
。
〔
方
言
、
十
〕
南
楚
以
南
‘
凡
と
す
る
。
〔
黒
龍
江
外
紀
〕
客
死
者
之
柩
還
レ
郷
‘
請
1

鬼
王
瓜
仄
小
長
而
五
栢
、
｛
貫
圃
若
1

一
龍
葵
子
ず
ェ
胄
熟
紫
黒
‘

遠
方
也
。
〔
揚
雄
、
趙
充
國
頌
‘
鬼
方
賓
服
‘
注
〕
善
曰
、
相
非
議
人
‘
謂
―
―
之
譴
ぶ
孟
ザ
之
嫁
↓
鯨
‘
又
慧
也
。
〔
注
〕
票
於
城
隆
廟
溢
空
闊
津
玉
杏
之
、
云
、
不
レ
然
魂
不
レ
得
レ
東
人
謂
11

之
白
草
↓
〔
呉
志
、
孫
皓
傭
〕
有
-n

鬼
目
菜
生
午
'
-

世

本

注

云

‘

鬼

方

於

レ

漢

削

先

零

戎

、

是

也

。

●

周

の

荊

今

名

―

―

畦

鬼

甑

一

過

。

人

黄

蕎

家

「

依

,

,

縁
棗
樹
ご
長
丈
餘
‘
葉
廣
四
寸
‘
厚
三

楚
の
地
。
〔
悪
棟
、
九
経
古
義
〕
汲
郡
古
文
云
、
武
丁
三
＋
【
鬼
嬰
]153

？
頭
が
鬼
の
や
う
な
斐
を
し
て
ゐ
る
こ
【
鬼
母
】
1
6
2
n

南
海
小
虞
山
中
に
居
る
と
い
ふ
鬼
の
名
。
分
。

O
白
英
の
資
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
白
英
〕
秤
名
、
穀

二
年
、
伐
厖
方
こ
竺
子
問
三
十
四
年
、
王
師
克
―
―
鬼
と
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
前
記
、
平
氏
〕
観
―
―
―
鬼
製
如
二
束
頭
は
虎
に
似
、
足
は
龍
の
如
く
で
、
朝
に
＋
鬼
を
生
み
‘
菜
、
白
草
‘
白
幕
‘
排
風
、
子
名
11

鬼
目
↓
●
梅
に
似
た

方
↓
氏
兜
宋
賓
、
商
頌
殷
武
云
‘
撻
彼
殷
武
‘
奮
伐
―
―
判
鍼
ぶ
r
硯

乍

失

。

夕

に

之

を

食

ふ

と

い

ふ

。

〔

逃

異

記

、

上

〕

南

海

小

虞

山

中

木

。

〔

本

草

‘

兜

目

〕

繹

名

、

鬼

目

‘

集

解

、

時

珍

曰

、

二

月

埜
疑
周
之
荊
楚
、
商
時
呻
凹
之
鬼
方
ぶ
口
文
所
謂
次
1

一
於
【
鬼
罰
】
1
5
4
5
'

鬼
神
の
罰
゜
〔
蝠
恵
全
書
、
泄
任
部
、
謹
有
―
―
鬼
母
↓
云
云
‘
一
産
十
鬼
、
朝
産
レ
之
‘
暮
食
レ
之
、
今
生
レ
花
伯
連
二
着
子
「
大
者
如
ユ
企
喪
小
者
如
↓
―
梅
李
一
而

刑
者
、
蓋
鬼
方
之
地
也
。
参
今
、
貴
州
省
の
地
を
ぃ
操
守
〕
免
元
工
誅
五
難
レ
逃
11

鬼

罰

↓

蒼

梧

有

1
1

鬼
姑
紳
↓
是
也
‘
虎
頭
龍
足
、
蛸
目
蚊
眉
。
〔
李
小
‘
斜
不
―
一
周
正
↓
〔
齊
民
要
術
、
五
槃
果
紘
菜
茄
非
11

中

ふ
。
〔
清
一
統
志
〕
商
周
間
之
鬼
方
‘
郎
今
貴
州
地
。
噂
遠
【
鬼
判
】
155

？
北
京
で
中
元
節
に
作
る
冥
府
の
役
人
の
賀
‘
剣
詩
〕
提
出
西
方
自
帝
驚
‘
嗽
嗽
鬼
母
秋
郊
哭
゜
國
物
産
―
者
、
鬼
目
〕
廣
志
日
‘
鬼
目
似
レ
梅
、
南
人
以
飲
レ

方
幽
昧
の
地
を
い
ふ
。
〔
丙
子
學
易
篇
〕
蒼
頷
篇
云
‘
鬼
‘
紙
型
。
鬼
王(1
8
4
)
を
見
よ
。
【
鬼
簿

1
1
6
3
g
鬼
籍
(
1
1
1
)
•
鬼
緑
(
1
8
1
)
に
同
じ
。
貼
鬼
酒
。
働
草
の
名
。
す
い
と
う
。
羊
蹄
の
異
名
。
〔
本
草
‘
羊

遠
也
、
又
云
‘
鬼
方
‘
言
―
―
其
幽
昧
ふ
9

。O
秋
人
を
い
ふ
。
殷
【
鬼
魅
】
156

？
ば
け
も
の
。
へ
ん
げ
。
妖
怪
。
魃
魅
゜
〔
韓
簿
゜
〔
方
回
、
有
感
二
首
詩
〕
白
斐
相
尋
貼
鬼
簿
、
紫
金
焉
蹄
〕
繹
名
、
蓄
‘
禿
菜
、
敗
毒
菜
‘
牛
舌
菜
、
羊
蹄
大
黄
‘
鬼

周
の
時
‘
挟
西
省
の
西
北
一
帯
の
地
に
撮
る
。
〔
王
國
非
子
、
外
儲
説
左
上
〕
客
有
下
為
二
齋
王
一
書
者
盃
齊
王
問
得
返
-
―
魂
丹
↓
「
人
の
語
。
目
。
〔
詩
疏
廣
要
〕
羊
蹄
、
一
名
鬼
目
、
一
曰
レ
蓄
。

0
草
の

維
、
観
堂
集
林
〕
鬼
方
・
混
夷
窪
禁
・
鐵
抗
・
匈
奴
‘
皆
同
曰
、
豊
執
最
難
者
、
曰
、
大
馬
難
、
執
易
者
、
日
、
鬼
魅
最
【
鬼
北
】
164

ド
―
一
月
に
ふ
く
風
°
畿
内
・
中
國
地
方
の
舟
名
。
の
う
ぜ
ん
か
づ
ら
。
紫
蔵
の
異
名
。
〔
本
草
‘
紫
蔵
〕

種
‘
云
云
‘
詩
大
雅
蕩
之
篇
、
内
奨
1

於
中
國
一
甲
早
及
―
―
鬼
易
、
夫
犬
馬
人
所
レ
知
也
、
旦
暮
磐
1

於
前
二
不
レ
可
レ
類
レ
【
鬼
朴
】
165

が
人
鬼
の
材
料
。
唐
の
武
后
が
酷
吏
を
任
秤
名
‘
凌
香
‘
陵
苔
‘
陵
時
、
女
蔵
‘
茨
華
‘
武
威
、
襲
陵
、

互
鬼
方
輿
―
―
中
國
一
封
學
、
知
む
笞
竺
遠
方
玉
而
不
レ
能
―
―
―
之
、
故
難
、
鬼
紳
鉦
5
形
者
、
不
レ
禁
―
―
於
前
「
故
易
レ
之
也
。
用
し
て
多
く
貴
戚
百
官
を
誅
し
た
の
で
、
宮
門
に
直
し
鬼
目
。

四
言
其
地
こ
り
以
為
レ
在
レ
北
者
→
干
賓
易
注
云
‘
鬼
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
鬼
魅
不
レ
能
二
自
還
一
分
。
て
ゐ
る
官
婢
が
新
に
一
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
者
を
目
し
〖
鬼
目
~
〗

1
7
3
g
ク
南
朝
宋
の
畷
帝
が
劉
義
恭
の
死
橙

方
、
北
方
國
也
、
有
1

一
以
為
レ
在
レ
西
者
本
木
衷
世
本
云
‘
鬼
【
鬼
筆
】
157

？
菌
の
一
種
。
朝
生
暮
落
。
き
つ
ね
の
ふ
て
稲
し
た
語
。
朴
は
撲
と
通
ず
。
人
工
を
加
へ
な
い
あ
を
蜜
漬
に
し
て
名
づ
け
た
名
。
〔
南
史
‘
宋
宗
室
及
諸

方
於
レ
漢
則
先
零
兜
也
‘
偽
竹
書
紀
年
以
鬼
方
盃
戸
で
。
〔
本
草
、
土
菌
〕
附
録
‘
鬼
筆
‘
蔵
器
日
‘
鬼
筆
生
,
1

糞
ら
き
。
色
々
の
物
を
作
る
材
料
と
な
る
と
こ
ろ
か
ら
、
新
王
上
、
江
夏
文
獣
王
義
恭
債
〕
断
―
―
析
義
恭
支
麓
ご
分
ニ

刑
南
之
國
一
黄
氏
日
紗
以
為
1

一
鬼
方
即
刑
楚
一
異
説
紛
積
虞
↓
頭
如
レ
筆
紫
色
、
朝
生
暮
死
、
名
―
―
朝
生
暮
落
花
↓
に
官
に
任
ぜ
ら
れ
た
者
が
、
や
が
て
誅
せ
ら
れ
て
鬼
と
裂
腹
胃
涵
匹
取
眼
睛
訂
以
レ
蜜
漬
レ
之
、
以
為
1

一
鬼
目
粽
-

転
、
不
レ
知
レ
阿
極
‘
惟
竹
書
紀
年
紐
主
季
伐
―
―
西
落
鬼
【
鬼
斧
】
158

↓
鬼
神
が
を
の
で
削
っ
た
や
う
に
巧
な
細
な
る
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕
（
HiJ
武
后
、
長
【
鬼
門
】

174"/0陰
陽
家
の
語
。
二
十
八
宿
中
の
鬼
宿

喪
可
レ
知
土
地
尚
在
→
—
岐
周
之
西
；
？
諸
古
器
物
文
工
。
紳
工
。
鬼
工
。
〔
呉
莱
、
大
食
絣
詩
〕
晶
焚
龍
宮
献
‘
壽
元
年
）
太
后
自

1
1垂
挟
ー
以
来
、
任1

1用
酷
吏
五
先
誅
―
―
唐
の
あ
る
方
角
。
郎
ち
家
相
で
、
西
北
の
間
（
乾
）
を
天

字
一
鬼
方
地
常
レ
在
二
消
・
隅
之
間
工
或
更
在
―
―
其
西
↓
錯
落
鬼
斧
携
。
宗
室
貴
戚
散
百
人
苓
令
各
大
臣
敷
百
家
石
其
刺
史
郎
将
門
、
東
南
の
間
（
巽
）
を
地
門
、
西
南
の
間
（
坤
）
を
人
門
、

【
鬼
貌
】
147

？
ウ
み
に
く
く
て
お
そ
ろ
し
い
面
貌
。
鬼
貌
【
鬼
物
】
159

？
鬼
魅
の
類
を
い
ふ
。
又
、
恐
ろ
し
く
怪
し
以
下
不
レ
可
-
―
勝
散
盃

g
除
こ
官
五
戸
婢
騒
相
謂
曰
‘
鬼
と
い
ひ
、
東
北
の
間
（
艮
）
を
鬼
門
と
い
ふ
。
陰
悪
の
氣

藍

色

を

見

よ

。

い

も

の

を

い

ふ

。

〔

列

子

、

黄

帝

〕

趙

襄

子

卒

―

―

徒

十

萬

一

【

鬼

魔

]168

kuei3 
m
 
0
2

悪
魔
。
怪
物
。

L

朴
又
来
芙
。
緊
り
‘
百
鬼
出
入
の
門
戸
な
り
。
こ
の
方
角
は
萬
事
に
忌

〖
鬼
貌
藍
色
〗1
4
8
"
バ
ィ
ヨ
ク
幽
震
の
や
う
な
慎
青
な
顔
狩
秘
中
山
云
ザ
窃
燐
レ
林
、
扇
赫
百
雙
有
―
―
一
人
盆
匹
―
-
【
鬼
密
】

1
6
7
k
u
e
i
'
m
i
•極
め
て
秘
密
な
こ
と
。
み
避
く
。
又
‘
縛
じ
て
‘
忌
避
す
る
事
柄
に
い
ふ
。
〔
神
異

色
。
〔
唐
書
、
姦
臣
下
‘
慮
杞
博
〕
慮
杞
‘
云
云
‘
謄
栖
甚
‘
石
壁
中

5
山
‘
随
↓
―
煙
儘
―
上
下
、
衆
謂
11

鬼
物
工
火
過
徐
行
【
鬼
名
[
】
168

？
鬼
の
名
琥
。
鬼
の
名
梢
゜
〔
南
史
、
柳
津
博
〕
経
、
中
荒
経
〕
東
北
有
―
―
鬼
星
ご
石
室
三
百
戸
、
共
こ
門
一

鬼

貌

藍

色

。

而

出

‘

若

下

無

レ

所

―

―

経

渉

上

只

〔

漢

書

、

劉

向

博

〕

而

淮

津

曰

‘

吾

常

請

1

道
士
上
レ
章
謳
＂
鬼
、
安
用
1

一
此
鬼
名
―
邪
。
石
膀
題
曰
1

一
鬼
門
一
〔
論
衡
‘
訂
鬼
〕
山
海
経
又
云
、
清
海
之

【
鬼
伯
]149

？
百
鬼
の
か
し
ら
。
又
、
英
雄
の
亡
魂
。
鬼
南
有
1

一
枕
中
鴻
賓
苑
訛
書
一
書
言
下
神
倦
使
1

一
鬼
物
一
為
レ
【
鬼
年
9
]
1
6
9

k
u
e
i
'
m
i
'

悪
魔
に
誘
は
れ
る
。
「
鬼
面
一
中
、
有
1

一
度
朔
之
山
一
上
有
11

大
桃
木
な
共
阻
蝠
三
千
里
、

雄
。
〔
築
府
詩
集
、
相
和
歌
辞
‘
嵩
里
曲
〕
鬼
伯
一
何
相
催
金
之
術
、
及
郡
術
重
レ
道
延
レ
命
方
い
〔
呉
志
‘
孫
策
傭
、
【
鬼
面
】
1
7
0
t

ノ
お
に
の
め
ん
。
〔
温
涯
勝
覧
〕
往
往
蒙
―
―
其
枝
間
東
北
日
11

鬼
門
「
萬
鬼
所
―
―
出
入
一
也
。
〔
隋
書
、

促
‘
人
命
不
レ
得
11

少
即
嗣
一
〔
白
居
易
‘
二
月
五
日
花
下
注
〕
安
,
,
坐
船
中
→
作1一
鬼
物
態
「
敗1

1吾
部
伍
一
〖
鬼
面
嚇
レ
人
〗

1
7
1
"
”
し
ヒ
ト
ヲ
外
観
を
い
か
め
し
く
し
藝
術
‘
葡
吉
傭
〕
有
二
廻
風
盃
墜
艮
地
鬼
門
ふ
↑
。
〔
琵
琶

作
詩
〕
義
和
超
レ
日
沈
囲
遥
竺
鬼
伯
騒
レ
人
葬
―
北
邸
↓
で
鬼
兵
】
160

戸
〇
神
兵
。
〔
晉
書
‘
王
義
之
博
〕
王
氏
世
て
、
世
人
を
威
嚇
す
る
表
面
の
脅
喝
。
鬼
瞼
嚇
レ
人
に
記
‘
雨
賢
相
遺
〕
錯
中
錯
‘
訛
上
訛
‘
只
管
在
↓
―
鬼
門
前
一

U
冗
脈
】
1
5
0
"
ふ
デ
鬼
飯
(
1
5
2
)

に
同
じ
。
〔
涌
岳
‘
射
雉
事
―
張
氏
五
斗
米
道
↓
凝
之
蒲
篤
‘
孫
恩
之
攻
―
―
會
稽
云
寮
同
じ
。
鬼
瞼
嚇
レ
人
(
4
3
)

を

見

よ

。

空

占

レ

卦

。

●

俳

優

が

舞

登

へ

出

入

す

る

口

を

い

ふ

。

賦
〕
靡
佃
而
驚
‘
無
レ
見
自
鷺
゜
〔
注
〕
妥
日
‘
方
言
云
、
豚
‘
佐
請
為
―
―
之
備
こ
凝
之
不
レ
従
、
方
入
1

一
靖
室
一
請
蒻
、
出
【
鬼
目
】
172

戸
草
木
の
名
。

O
草
の
名
。
ま
る
ば
の
ほ
ろ
〔
還
魂
記
‘
驚
夢
〕
向
二
鬼
門
1

去
レ
花
介
。
参
邊
遠
の
地
の

俗
謂
レ
琵
為
二
鬼
肱
コ
―

-9雉
性

驚

鬼

印

宍

語

―

―

諸

将

佐

1

曰
‘
吾
已
請
1

一
大
道
了
許
―
―
鬼
兵
相
助
↓
〇
し
。
白
英
の
異
名
。
葉
は
圃
く
、
葛
に
似
た
草
。
〔
爾
雅
‘
陰
悪
な
土
地
な
ど
を
い
ふ
。
廣
西
省
北
流
縣
‘
及
ぴ
廣

【
鬼
盃
女
】
151

？
草
の
名
。
蘭
草
の
異
名
。
馘
衣
゜
〔
爾
雅
‘
太
倉
軍
使
‘
徐
瑶
の
部
下
の
慎
黒
に
入
れ
墨
し
た
兵
。
繹
草
〕
符
‘
鬼
目
。
〔
注
〕
今
江
東
有
―
―
鬼
目
草
五
葉
似
レ
葛
‘
束
省
瑣
山
縣
等
に
あ
り
。
〔
唐
書
、
地
理
志
四
〕
容
州
、
北

繹
草
〕
蘭
翠
‘
騒
衣
。
〔
疏
〕
罰
輩
‘
一
名
騒
衣
、
郭
云
‘
似
レ
〔
蜀
構
机
〕
太
倉
軍
使
徐
瑶
善
格
闘
‘
其
兵
皆
文
身
窯
葉
園
而
毛
‘
子
如
1

一
耳
瑞
一
也
、
赤
色
叢
生
。
〔
祁
捻
行
義
流
‘
云
云
‘
縣
南
三
十
里
‘
有
11

雨
石
相
射
谷
其
間
間
三
十

芹
可
レ
食
、
子
大
如
レ
泰
、
前
雨
相
合
、
有
レ
毛
著
二
人
衣
一
黒
、
稲
為
―
―
鬼
兵
ご
瑶
為
―
―
鬼
魁
↓

0
北
平
で
中
元
節
に
疏
〕
本
草
、
白
英
‘
一
名
穀
菜
、
別
録
‘
一
名
白
草
‘
唐
本
歩
‘
俗
琥
―
―
鬼
門
開
ご
ム
云
‘
其
南
尤
多
二
澤
塙
五
王
者
t

千レ

俗
名
1

一
鬼
褒
1

者

也

。

作

る

冥

府

の

兵

卒

の

紙

型

。

鬼

王

(

1

8

4

)

を
見
よ
。
注
云
‘
鬼
目
‘
草
也
‘
蔓
生
‘
莱
似
1

一
王
瓜
↓
小
長
而
五
栢
‘
得
1

一
生
還
一
〔
書
言
故
事
、
闊
責
類
〕
交
趾
有
二
鬼
門
馴
石
其

【
鬼
嫁
】
152

？
ゎ
る
か
し
こ
い
。
鬼
脈
。
〔
方
言
‘
-
〕
【
鬼
票
】
161

沢
客
死
者
の
氏
名
を
書
し
た
票
札
。
柩
を
｛
貫
圃
若
―
―
龍
葵
子
面
士
宵
‘
熟
紫
煕
者
、
汁
能
解
レ
毒
゜
〔
本
南
多
―
―
澤
痕
五
去
者
g

千
レ
得
-
―
生
還
五
諺
日
‘
鬼
門
闘
‘
十
人

27

虔
ft
．
慧
也
‘
自
レ
闊
而
東
‘
趙
魏
之
間
謂
1

一
之
印
弐
或
謂
1

郷
里
に
送
る
際
‘
城
隆
廟
に
請
ひ
て
之
を
受
け
る
を
例
草
、
白
英
〕
集
解
、
恭
曰
、
白
英
‘
鬼
目
草
也
‘
蔓
生
‘
葉
似
―
―
去
、
九
不
レ
還
。
〔
清
一
統
志
〕
賽
宇
記
、
有
―
―
雨
石
―
相
封
、

13

|

_

|
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部

鬼

|

ー

其
開
間
三
十
歩
、
俗
琥
"
鬼
門
願
ご
省
時
趨
―
―
交
趾
ご
皆
餘
、
以
―
―
鬼
王
・
鬼
判
・
鬼
官
・
鬼
兵
•
鬼
役
一
乗
レ
之
‘
寺
僧

由
レ
此
、
其
南
尤
多
痛
痕
一
去
者
平
レ
得
一
生
還
二
輿
地
相
射
諷
レ
経
‘
至
＞
夜
焚
レ
之
、
呻
堕
之
燒
法
船
一

紀
勝
謂
―
―
之
桂
門
闘
面
F
宣
徳
以
来
改
曰
-
1天
門
闊
一
〖
鬼
王
洞
〗
1
8
5
y
唸
地
名
。
責
州
省
責
陽
縣
の
治
。
又
、

【
鬼
薬
】
175

が
草
の
名
。
つ
り
が
ね
さ
う
。
鬼
臼
(
2
4
)

に
蔵
甲
巖
と
い
ふ
。
三
國
‘
蜀
の
時
‘
鬼
頭
と
琥
せ
ら
れ
た

同

じ

。

王

志

が

兜

を

蔵

し

て

百

蜜

を

鎮

め

た

慮

と

い

ふ

。

蔵

甲

【
鬼
雄
]176

沢
百
鬼
の
か
し
ら
。
英
雄
の
亡
震
に
い
ふ
。
巖
(
9
-
3
2
2
6
4
:
 1
2
2
)

を
見
よ
。

〔
楚
辞
‘
九
歌
‘
國
瘍
〕
身
既
死
分
紳
以
震
‘
魂
塊
毅
号
[
鬼
各
紆
】
186
バ
カ
ク
鳥
の
名
o

み
み
づ
く
o

腸
鵬
の
異
名
o

為
―
―
鬼
雄
↓
〔
注
〕
國
瘍
既
死
之
後
、
精
神
強
壮
‘
魂
塊
武
〔
本
草
‘
鵠
閥
〕
秤
名
、
角
鵠
‘
怪
鴎
‘
翡
、
老
免
、
鈎
雑
、
蒻

毅
、
長
為
1

ー
百
鬼
之
雄
傑
一
也
。
鵡
‘
毅
輔
鷹
‘
呼
跨
鷹
‘
夜
食
鷹
、
時
珍
曰
‘
云
云
‘
鈎
維
・

【
鬼
涵
傭
~
】

1
7
7
が
鬼
神
の
傭
人
。
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
役
―
―
鬼
穀
輔
・
呼
吟
‘
皆
其
臀
似
也
、
蜀
人
又
訛
→
―
鈎
格

1
為
l―
鬼

傭
其
猶
否
‘
矧
人
力
之
所
レ
為
。
〔
注
〕
善
曰
‘
鄭
玄
周
各
野
↓
〔
事
物
異
名
録
、
禽
鳥
‘
腸
鵬
〕
正
字
通
‘
鉤
紐
‘

幡

注

曰

‘

傭

卑

ハ

レ

庸

通

。

蜀

人

呼

ふ

叙

輔

鳥

一

楚

人

名

為

―

―

呼

晦

鷹

一

皆

因

―

―

其

臀

【
鬼
柳
】1
7
8
H
’
木
の
名
。
け
や
き
。
欅
の
異
名
。
〔
本
草
‘
似
一
也
‘
或
又
調
二
鉤
鵠
〖
;
.
,

鬼
各
班
↓

欅
〕
繹
名
、
欅
柳
‘
鬼
柳
、
時
珍
日
‘
其
樹
高
攣
‘
其
木
如
レ
【
鬼
面
巽
8
】1
8
7
t
i

拘
杞
の
一
種
。
薬
小
さ
く
‘
刺
多
く
、

柳
、
故
名
、
山
人
訛
葛
鬼
柳
盃
郭
環
註
爾
雅
作
二
拒
柳
↓
｛
貫
は
細
長
く
て
苦
味
あ
り
。
い
ぬ
ぐ
こ
。

【
鬼
燐
】
1
7
9
g
/

お
に
ぴ
。
き
つ
ね
ぴ
。
鬼
火
。
〔
張
憲
‘
於
―
【
鬼
書
符
】
188パ

N

ま
じ
な
ひ
ふ
だ
。
意
味
の
解
し
に

潜
貼
砦
l

繹
一
脱
忽
赤
右
丞
戦
地
1

詩〕

B
入
鬼
燐
生
、
く
い
喩
。
〔
元
好
問
‘
論
レ
詩
詩
〕
慎
書
不
レ
入
二
今
人
眼
一

陰

風

國

瘍

泣

゜

兒

輩

従

レ

教

―

―

鬼

書

＿

符

一

〔

燕

子

箋

、

試

窪

〕

我

想

場

中

倣

ニ

【
鬼
麗
】
180

？
草
の
名
。
ほ
ら
し
の
ぶ
。
烏
非
の
異
名
。
文
字
1

時
、
心
上
慌
得
兇
、
不
レ
知
レ
窟
1

一
了
那
一
套
蝶
経
、

〔
本
草
‘
烏
非
〕
繹
名
、
石
髭
、
石
衣
、
石
苔
、
石
花
、
石
馬
那
一
宗
酒
脹
盃
鬼
董
符
一
般
。

駿

‘

鬼

麗

。

【

鬼

胡

桃

】

189n
↑
喬
木
の
名
。
山
野
又
は
河
岸
等
に
生

【
鬼
録
】
181

が
冥
官
が
死
者
の
姓
名
を
記
す
帳
簿
。
轄
ず
る
く
る
み
科
の
喬
木
。
高
さ
六
丈
餘
に
達
す
。
五
・

じ
て
、
人
の
死
を
い
ふ
。
過
去
帳
。
鬼
籍
。
〔
魏
文
帝
‘
答
1

一
六
月
の
候
、
淡
黄
色
の
花
を
下
垂
す
。
用
材
・
染
料
等
に

呉
質
書
〕
昔
年
疾
疫
、
親
故
多
離
―
―
其
災
面
観
―
―
其
姓
名
一
用
ひ
ら
れ
、
胚
は
食
用
に
供
さ
る
。
〔
和
漢
三
オ
園
會
、

已
為
1

一
鬼
鋒
↓
〔
陶
潜
、
擬
挽
歌
辟
〕
昨
暮
同
為
レ
人
、
今
旦
山
果
類
‘
胡
桃
〕
鬼
胡
桃
、
核
形
似
―
―
桃
核
1

而
閣
‘
甚
堅

在
鬼
録
↓
〔
剪
燈
餘
話
、
月
夜
弾
レ
琴
記
〕
主
母
顧
謂
日
‘
硬
、
炒
過
入
レ
水
破
レ
之
、
其
仁
脂
少
‘
味
不
レ
美
。

汝
尚
喪
滞
鬼
役
無
1

一
以
相
慰
面
下
巫
紙
筆
如

g
〔
書
【
鬼
蒟
蒻
】
190

認
ル
草
の
名
。
う
ら
し
ま
さ
う
。
虎
掌
の

言
故
事
、
凶
事
類
〕
言
1

一
人
死
百
J

登
二
鬼
録
↓
異
名
。
〔
本
草
‘
虎
掌
〕
秤
名
‘
虎
膏
‘
鬼
蒟
蒻
゜

【
鬼
蘇
]182

が
冥
府
で
死
者
の
姓
名
を
記
す
帳
簿
。
鬼
【
鬼
危
英
】
191

がケ
7

哉
菜
の
名
。
＜
ぐ
さ
。
忠
英
に
似
て

録
に
同
じ
。
〔
呉
志
‘
孫
策
博
、
注
〕
今
此
子
已
在
玉
笞
烹
高
さ
―
二
尺
に
及
ぶ
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
毛
英
、
附
録
〕

勿
l
1

復

費

丘

盆

ヂ

也

。

鬼

危

英

‘

蔵

器

日

、

生

1

一
江
南
澤
畔
一
状
如
二
毛
英
ご
尚
一

【
鬼
話
]
1
8
3
[
O
妖
怪
へ
ん
げ
な
ど
の
話
。
〔
調
言
長
話
〕
―
一
尺
、
作
レ
湯
浴
去
1

一
風
惰
芥
癬
ぢ
政
レ
葉
去
―
―
衣
垢
五
沐
レ
製

一
切
鬼
話
啓
蒙
故
事
牧
レ
之
。

O
ぅ
そ
い
つ
は
り
の
令
レ
長
。
〔
倭
名
類
衆
抄
‘
菜
祓
部
、
菜
類
‘
鬼
鬼
英
〕
楊

語
で
た
ら
め
な
話
。
〔
通
俗
編
‘
言
笑
‘
詭
話
〕
按
、
今
氏
漢
語
抄
云
‘
鬼
毛
英
‘
造
協
―
一
昔
‘
一
云
鬱
茂
草
。

墾

虚

班

僻

為
1

鬼

話

ぶ

自

レ

属

詭

話

之

訛

↓

【

鬼

上

官

】
192
歪
ウ
ク
？
秀
吉
が
朝
鮮
を
伐
つ
た
時
に
、

【
鬼
王
】
184

炉
北
京
の
俗
で
中
元
節
に
作
る
冥
府
王
の
朝
鮮
の
軍
が
加
藤
清
正
を
梢
し
た
語
。
た
け
き
こ
と
鬼

紙
型
。
こ
れ
を
紙
の
舟
に
乗
せ
て
焚
き
、
よ
る
べ
の
な
の
如
く
で
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏

い
叢
魂
を
救
ふ
。
〔
北
京
指
南
‘
證
俗
〕
十
五
日
為
,
1

中
元
前
記
、
豊
臣
氏
中
〕
清
正
兵
自
―
―
西
生
浦
丘
竺
慶
州
了
今

節
↓
俗
稽
1

一
鬼
節
「
上
に
琢
者
多
、
一
如
渭
明
ご
情
寺
設
一
全
羅
↓
諸
城
望
―
―
其
旗
一
曰
‘
鬼
上
官
至
矢
°

孟
蘭
會
ご
登
救
孤
魂
↓
糊
レ
紙
為
レ
舟
、
長
散
丈
、
或
丈
[
鬼
針
草
]193

だ
／
草
の
名
o

き
つ
ね
ぱ
り
o

ぬ
す
び
と

ハ
八

— 

ぐ
さ
。
せ
ん
だ
ん
草
。
〔
本
草
‘
鬼
針
草
〕
集
解
‘
誡
器
【
鬼
百
合
】
203

訂
草
の
名
。
百
合
の
一
種
。
花
は
六
辮
に

78

日
、
生
"
池
畔
分
埜
葉
有
レ
栢
、
子
作
,
1

奴
揺
「
著
―
一
人
衣
し
て
其
の
端
そ
り
反
り
、
鐘
状
を
な
す
。
色
赤
黄
に
し

32

如
レ
針
、
北
人
謂
之
鬼
吐
南
人
謂
"
之
鬼
叙
↓
て
紫
の
貼
あ
り
。
巻
丹
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
柔
滑
菜
、

1

【
鬼
随
邪
】
194

k
u
e
i
'
s
u
e
i
'
h
s
i
e
h
2

人
を
罵
る
語
。
鬼
巻
丹
〕
俗
云
鬼
百
合
。

祟
(
1
0
6
)

に
同
じ
。
〔
還
魂
記
‘
冥
誓
〕
一
貼
心
憐
念
妾
、
【
鬼
不
レ
神
】
204

が
だ
妖
詳
の
な
い
こ
と
。
〔
老
子
‘
六

不
着
俺
黄
泉
恨
作
、
体
只
罵
的
俺
一
句
鬼
精
邪
。
＋
〕
以
レ
道
荏
1

一
天
下
正
其
鬼
不
レ
神
、
非
1

一
其
鬼
不
＞
紳
‘
其

【
鬼
秒
橿
】
195

芸
羊
歯
植
物
の
一
。
観
賞
用
と
し
て
栽
神
不
レ
傷
レ
人
。
〔
注
〕
以
道
徳
戸
炉
位
、
治
―
―
天
下
面
叫

培

す

る

。

鬼

不

下

敢

見

二

其

精

神

一

以

犯

占

人

也

。

[
鬼
打
謄
】
196

＃
ウ
夜
間
獨
り
路
を
歩
い
て
ゐ
る
時
‘
忽
【
鬼
武
者
】
205

勺
芍
荒
く
て
つ
よ
い
武
士
の
稽
゜
〔
日
本

然
前
方
に
壁
が
あ
ら
は
れ
、
や
が
て
左
右
後
方
皆
壁
に
外
史
、
源
氏
正
記
、
源
氏
上
〕
義
朝
第
―
二
子
日
二
頼
朝
一

園
ま
れ
て
進
退
に
窮
す
る
一
種
の
幻
覺
゜
〔
通
俗
編
、
神
稽
―
―
鬼
武
者
↓

鬼
‘
鬼
打
埴
〕
易
林
、
衆
鬼
瓦
緊
、
中
有
"
大
怪
↓
按
‘
俗
云
―
-
【
鬼
木
串
]
2
0
6
"
ぢ
槃
の
名
。
愧
角
の
異
名
。
〔
清
異
録
‘

打

攘

因

―

―

瓦

緊

文

一

小

嬰

。

薬

‘

薬

譜

〕

鬼

木

串

‘

愧

角

。

【
鬼
拿
鬼
】
197

k
u
e
i
3
 
n
a
2
 
k
u
e
i
'

破
落
漢
が
破
落
漢
【
鬼
錢
頭
】
2
0
7
[
/

ト
ウ
草
の
名
、
い
た
ぴ
か
づ
ら
。
木
蓮
の

を

捕

へ

る

。

異

名

。

〔

本

草

、

木

蓮

〕

繹

名

、

蒔

蒻

、

木

餞

頭

‘

鬼

鰻

頭

。

【
鬼
太
保
】
198"
イ
ホ
母
の
胎
中
に
あ
っ
て
、
母
死
し
て
葬
【
鬼
夜
哭
】
208

月
5

鬼
神
が
夜
な
く
。
〔
淮
南
子
、
本
経

ら
れ
、
改
葬
し
た
時
‘
生
き
て
ゐ
た
嬰
兒
が
、
後
、
長
じ
訓
〕
昔
者
蒼
頷
作
レ
書
、
天
雨
レ
粟
鬼
夜
哭
゜
〔
注
〕
鬼
恐
レ

て
宮
禁
に
仕
へ
‘
鬼
太
保
と
い
は
れ
た
。
〔
疾
車
志
〕
侯
為
ー
一
書
文
所
b

劾
、
故
夜
哭
也
。

都
事
妾
懐
卒
、
未
レ
及
レ
産
而
死
、
後
改
葬
、
見
に
口
骨
已
【
鬼
野
老
】
2
0
9
"
i
。
薯
預
科
の
植
物
。
夏
日
淡
黄
色
の

朽
、
一
嬰
兒
坐
午
足
上
食
品
E
、
侯
衆
大
駿
‘
抱
出
鞠
1

一
花
を
開
く
。
え
ど
と
こ
ろ
。
お
ほ
ど
こ
ろ
。

養
之
五
含
長
祗
"
事
宮
禁
↓
識
者
目
為
―
―
鬼
太
保
↓
【
鬼
羊
歯
】
210

え
羊
歯
植
物
の
一
。
冬
も
凋
ま
ず
‘
秋

【
鬼
董
狐
】
199rウ
コ
晉
の
劉
悛
が
干
賓
を
梢
し
た
語
。
鬼
に
胞
子
を
生
ず
。

之
董
狐
(
2
2
0
)

に

同

じ

。

【

鬼

油

麻

】

211[
ュ
草
の
名
。
ひ
き
よ
も
ぎ
。
く
ろ
ぐ
さ
。

【
鬼
燈
槃
】
200

臼
ウ
ケ
イ
草
の
名
。
あ
ま
な
。
山
慈
姑
の
異
名
。
其
の
英
が
麻
に
似
る
か
ら
名
づ
く
。
漏
虞
の
異
名
。

〔
本
草
、
山
慈
姑
〕
秤
名
、
金
燈
、
鬼
燈
槃
、
時
珍
日
、
根
状
〔
本
草
‘
漏
慮
〕
秤
名
、
野
蘭
、
英
嵩
‘
鬼
油
麻
、
時
珍
曰
‘
云

如
尿
慈
竺
花
状
如
一
燈
籠
而
朱
色
、
故
有
藷
名
↓
云
‘
唐
韻
‘
件
篇
‘
其
英
如
レ
馘
故
俗
呼
認
蒐
油
麻
云
゜

【
鬼
督
郵
】
201"ク
イ
’
草
の
名
。
は
ぐ
ま
。
く
る
ま
ば
は
ぐ
【
鬼
函
へ
謳
】
212

が
上
古
の
人
。
黄
帝
の
臣
。
占
星
の
官

ま
。
ゆ
ふ
だ
ち
が
さ
。
鬼
の
病
に
放
が
あ
る
か
ら
名
づ
と
な
る
。
漢
書
藝
文
志
に
其
の
著
と
し
て
鬼
容
謳
三

く
。
又
、
徐
長
卿
及
ぴ
赤
箭
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鬼
督
郵
〕
篇
を
牧
む
れ
ど
、
後
人
の
依
託
な
ら
ん
。
又
、
大
鴻
と

繹
名
、
獨
揺
草
、
時
珍
曰
‘
此
草
獨
埜
而
葉
損
↓
―
其
端
一
稽
す
。
一
に
鬼
容
謳
に
作
る
。
〔
史
記
‘
二
十
八
〕
．
〔
前

無
レ
風
自
動
、
故
日
二
鬼
獨
揺
草
T

後
人
訛
為
二
鬼
督
郵
―
漢
書
‘
二
十
・
三
十
〕
。

爾
‘
因
白
専
主
鬼
病
猶
•
四
鬼
之
督
郵

L
也
、
古
者
【
鬼
容
届]
2
1
3
"

ョ
•
ウ
書
名
。
―
二
篇
。
圏
一
巻
。
黄
帝
の

博
含
有
―
―
督
郵
之
官
1

主
レ
之
、
徐
長
卿
・
赤
箭
‘
皆
治
1

一
鬼
臣
‘
鬼
曳
逼
撰
。
天
文
五
行
の
こ
と
を
い
ふ
。
今
亡
ぶ
。

甕
故
並
有
―
―
鬼
督
郵
之
名
一
名
同
而
物
異
゜
〔
夢
漢
筆
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
鬼
容
厘
―
一
篇
。
〔
注
〕
圏
一
巻
、
黄
帝

談
藁
議
〕
襄
漢
間
又
有
―
一
種
細
翌
極
細
而
直
‘
色
黄
臣
‘
依
託
、
師
古
日
、
即
鬼
央
謳
也
。
〔
講
疏
〕
亡
‘
容
・
曳
、

白
‘
乃
是
鬼
督
郵
‘
亦
非
二
細
辛
一
也
。
臀
近
通
用
字
、
素
問
有
二
鬼
曳
逼
天
元
大
紀
論
↓
系
本

E
心
~
昧
八
】
2
0
2
?
ノ
ノ
婚
齢
に
逹
し
て
未
だ
結
婚
せ
ぬ
内
日
、
央
逼
占
一
臣
面
竺
史
記
日
、
鬼
央
園
琥
上
入
鴻
→

に
死
ん
だ
男
女
を
結
合
す
る
媒
介
者
を
い
ふ
。
北
方
【
鬼
面
羅
襦
】
214

勾
芭
蕉
の
葉
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘

の
風
俗
゜
〔
昨
夢
録
〕
北
俗
男
女
年
i

色
嫁
緊
H
否
婚
而
百
草
‘
芭
蕉
〕
喫
車
志
‘
庚
道
開
謂
―
―
蕉
葉
五
]

1

一
鬼
羅
襦
一

死
‘
雨
家
命
レ
媒
互
求
レ
之
‘
謂
之
鬼
媒
人
↓
【
鬼
力
赤
】
215

勺
永
築
元
年
よ
り
六
年
に
至
る
ま
で
の



(45758・ ·216) — (45771) 

鬼

部

鬼

〔
ニ
ー
―
二
甍
〕

勉

蒐

魅

魂

魃

彪

魃

吊

蒐

塊

魃

魁

愧

六
八

縫
鞄
の
僭
主
。
衛
拉
特
部
の
勢
力
を
代
表
し
て
可
汗
な
い
者
を
あ
ざ
け
る
語
。
〔
南
史
、
劉
損
傭
〕
劉
伯
龍

額
勒
伯
克
を
拭
し
、
一
時
蒙
古
の
大
衆
を
従
へ
し
も
、
者
‘
云
云
‘
貧
窟
尤
甚
‘
常
在
レ
家
‘
慨
然
召
―
―
左
右
涵
び

後
衛
拉
特
の
順
寧
王
馬
吟
木
と
争
ひ
‘
亦
吟
密
の
忠
順
螢
―
―
十
一
之
方
一
忽
見
ご
鬼
在
レ
傍
‘
撫
レ
掌
大
笑
ぶ
m

王
安
克
帖
木
兒
を
毒
殺
し
て
此
の
地
を
経
略
す
。
元
室
龍
歎
日
、
貧
窮
固
有
レ
命
、
乃
復
為
一
角
盆
切
笑
也
‘
遂
止
。

の
嫡
裔
本
雅
失
里
蹄
る
や
忽
ち
僭
主
の
勢
力
を
失
墜
〔
故
事
成
語
考
‘
珍
賓
〕
庄
炉
利
、
乃
為
―
―
鬼
所
＞
笑
。

し
騒
乱
中
に
亡
滅
す
。

K
u
i
l
j
c
h
i

〔
蒙
古
源
流
〕
0
 

[
載
1

一
鬼
一
車
―
】
227t

””ノ
4

ヤ
鬼
が
車
に
盈
ち
て
ゐ
る
。

【
覗
レ
鬼
者
】
216
”
・
・
ル
巫
親
の
陽
。
〔
漢
書
、
賓
嬰
博
〕
春
甚
だ
し
く
怪
異
な
事
を
い
ふ
。
〔
易
、
映
〕
上
九
‘
瞑
孤
‘

紛
疾
、
一
身
盛
痛
、
若
レ
有
1

一
撃
者
ぶ
呼
レ
服
謝
レ
罪
、
上
使
二
見
―
―
琢
負
と
塗
、
載
↓
―
鬼
一
車
↓
〔
庄
〕
見
―
―
琢
負
な
塗
甚
可
レ

墨
鬼
者
瞭
＞
之
‘
曰
、
魏
其
侯
奥
―
灌
夫
一
共
守
。
稜
也
、
見
1

一
鬼
盈
＂
車
、
叶
可
レ
怪
也
。
〔
故
事
成
語
考
、
繹

【
破
二
鬼
臓
】
217

”
ぃ
ヲ
鬼
神
を
驚
怖
さ
せ
る
。
〔
韓
愈
‘
道
鬼
紳
〕
妄
誕
之
言
‘
載
虹
一
車
―
)

酔
直
張
洸
書
1

詩
〕
陰
語
破
正
盆
烹
高
詞
娘
一
皇
墳
↓
【
使
1

一
鬼
推
＞
磨
】
228

”
ぢ
9

ム
鬼
に
石
臼
を
推
さ
せ
る

【
鬼
面
有
~
レ
所
レ
蹄
】

2
1
8
"
ぶ
tぃ
魂
塊
の
落
着
く
所
が
あ
意
で
、
自
分
に
代
つ
て
人
に
試
瞼
を
受
け
さ
せ
る
の
を

る
。
後
祀
を
絶
た
ぬ
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
昭
、
七
〕
子
産
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
通
俗
編
‘
紳
鬼
、
使
1

一
鬼
推
＞
磨
〕
幽
明

日
、
鬼
有
レ
所
レ
蹄
‘
乃
不
レ
為
レ
属
‘
吾
為
1

一
之
蹄
一
也
。
録
‘
有
ー
一
新
死
鬼
玉
形
疲
痩
‘
忽
見
T

生
時
友
人
死
及
,
,
―― 

【
鬼
鬼
祟
祟
】
219

k
u
e
i
'
k
u
e
i
 suei• 

s
u
e
i

氣
が
お
ぢ
十
年
而
肥
健
い
問
日
‘
卿
那
得
レ
爾
‘
友
鬼
曰
‘
但
為
な
人

お
ぢ
す
る
。
こ
そ
こ
そ
す
る
。
又
‘
氣
が
ひ
け
る
。
後
暗
作
レ
怪
、
人
必
怖
‘
帯
竺
興
レ
卿
食
ニ
新
鬼
往
ニ
一
家
盃
m廂

い
。
〔
紅
這
夢
‘
-
―
十
四
回
〕
別
和
他
憫
的
鬼
鬼
祟
祟
有
レ
磨
‘
就
据
レ
之
、
如
一
生
人
捏
法
一
家
主
語
二
子
弟
一
日
、

的

。

神

憐

―

―

吾

家

貧

公

ァ

鬼

推

』

磨

‘

乃

輩

レ

変

盆

レ

之

、

至

レ

タ

【
鬼
之
董
狐
】
220

”
コ
晉
の
劉
悛
が
干
賓
を
梢
し
た
語
。
磨
散
料
‘
疲
頓
乃
去
、
罵
―
友
鬼
1

日
‘
卿
何
証
レ
我
、
治
世

其
の
著
捜
紳
記
が
鬼
誹
怪
物
を
記
し
た
良
史
な
る
に
餘
聞
、
宏
治
乙
卯
有
T

代,,
責
官
子
弟
ー
入
試
高
第
者
丘
時

よ
っ
て
い
ふ
。
蓋
狐
は
古
の
卓
れ
た
史
官
の
名
。
〔
晉
人
詩
曰
、
有
レ
錢
買
,
,
得
鬼
一
推
レ
磨
、
無
力
却
教
l

一
人
頂
ワ

書
、
干
賓
傭
〕
賓
以
レ
此
遂
選
―
―
集
古
今
神
祇
璽
異
人
物
紅
。

嬰
化
石

g喪
捜
紳
担
凡
二
十
巻
、
以
示
l-jlj
悛
ぶ
g
日
、
【
如
レ
鬼
如
レ
絨
】
229"い
ば
ゾ
陰
陰
な
人
の
喩
。
鬼
鍼

卿
可
レ
謂
1

一

鬼

之

董

狐

↓

（

4
)

に
同
じ
。

【
鬼
使
神
差
】
221

パ
ク
サ
鬼
誹
の
し
わ
ざ
。
自
ら
主
宰
す
【
鬼
辮
婆
羅
門
】
230

公
も
’
印
度
の
波
羅
門
外
道
の
名
。

る
こ
と
の
で
き
な
い
喩
゜
〔
琵
琶
記
‘
張
公
遭
レ
使
〕
原
摩
掲
陀
國
波
叱
整
子
城
に
居
り
、
鬼
を
祠
つ
て
脇
を
求

来
他
也
只
是
無
レ
奈
‘
但
心
地
好
似
↓
―
鬼
使
神
差
一
め
、
古
向
論
劇
談
し
、
人
来
つ
て
激
難
す
れ
ば
帷
を
垂
れ

【
鬼
出
電
入
】
222

”
琴
出
て
来
る
あ
と
か
た
の
わ
か
て
鬼
の
資
助
を
藉
り
て
論
談
應
酬
し
、
遂
に
面
謁
せ

ら
な
い
の
を
鬼
出
と
い
ひ
‘
入
る
こ
と
の
疾
い
の
を
電
ず
。
馬
鳴
菩
薩
は
王
に
奏
し
て
問
答
し
‘
遂
に
之
を
降
伏

入
と
い
ふ
。
出
没
の
豫
測
で
き
な
い
喩
。
釉
出
鬼
液
。
敗
退
せ
し
む
。
〔
大
唐
西
域
記
‘
八
〕
建
撃
捷
稚
窓
堵
波
北

〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
鬼
出
電
入
‘
龍
興
鸞
集
。
〔
注
〕
鬼
有
1

一
故
基
一
昔
鬼
翔
婆
羅
門
所
レ
居
虞
也
、
初
此
城
中
有
二

出
、
言
レ
無
盃
懲
乎
也
、
電
入
、
言
二
其
疾
一
也
。
婆
羅
門
一
葺
宇
荒
藪
、
不
な
多
世
路
一
祠
レ
鬼
求
に
輻
、
魃

【
鬼
的
過
兒
】
223

k
u
e
i
'
t
e
 k
u
o
•呼
h

甚
だ
巧
妙
な
。
魃
相
依
、
高
論
劇
談
。

【
鬼
獨
揺
草
】
224

琴
が
草
の
名
。
は
ぐ
ま
。
鬼
督
郵
(
2
0

!
)
に
同
じ
。

【
為
レ
鬼
為
レ
鍼
】

225"げ
利
ル
陰
険
な
人
の
喩
。
鬼
蛾
(

4

)

に
同
じ
。
〔
詩
、
小
雅
‘
何
人
斯
〕
為
レ
鬼
為
レ
鍼
‘
則
不
レ

可
レ
得
。

【
璽
鬼
所
＞
笑
】
2
2
6
[
訂
且
南
朝
宋
の
劉
伯
龍
が
貧
【
蝕
座
】
[

窮
し
て
‘
貧
乏
神
に
わ
ら
は
れ
た
故
事
。
運
命
を
知
ら

チ

魃（
1
2ー

4
5
9
0
1
)
の
俗
字
。
〔
姉
客
輝
手

鑑
〕
勉
‘
俗
魃
字
。

冒
●
昌

●

す

影
い
魏
い
巣
x

だ
ま
。

物
が
年
功
を
つ
ん
で
よ
く
怪
異
を
な
す
も
の
。

〔
説
文
〕
彪
、
老
物
精
也
‘
炊
1

一
鬼
多
一
多
‘
鬼
毛
。

〔
廣
雅
‘
繹
天
〕
物
紳
謂
二
之
彪
↓
〔
疏
證
〕
各
本
‘
彪

字
‘
謳
作
レ
鬼
‘
今
訂
正
。
〔
周
藉
、
春
官
‘
軸
仕
〕

以
夏
日
至
1

致
―
―
地
示
物
彪
一
〔
注
〕
百
物
之
紳

曰
レ
彪
゜
〔
孫
胎
譲
正
義
〕
即
物
之
老
而
能
為
紅
~

娃

者

。

〇

或

は

魅
(
1
2
-
4
5
8
1
1
)
に
作
り
、
揃

文
‘
泉
に
作
り
‘
又
、
集
(
4
-
9
9
2
6
)
・

誅
(
8
|
2
4
6
 

6
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
彪
、
魅
‘
或
炊
レ
未
、
柔
‘
擁

文
‘
炊
―
―
象
首

h
が
尾
省
臀
↓
〔
集
韻
〕
彪
‘
或
作
レ

累揃

冠】紐
ビ
〔
集
韻
〕
明
祁
切
甲
g

ヽ

ミ

n
¥

m
e
i
'
 

霰]]年
鬼
の
名
。
〔
五
昔
集
韻
〕
魃
‘
鬼
名
。

セ
キ
芝
ヤ
ク

玉
篇
〕
詞
惜
切

闊

貧】年
落
魂
は
‘
貧
し
く
て
家
業
が
な
い
。
落
塊
。
〔
正
字

通
〕
魂
‘
落
魂
‘
貧
無
二
家
業
ぶ
平
作
二
落
塊
↓

冤】亨
タ
ク

〔
篇
海
〕
他
各
切

＇昌
幽

【

魁

】

年

キ

義

未

詳

。

〔

Ji-音
篇
海
〕
魁
‘
昔
鬼
。

キ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
王
鏡
〕
蒐
、
音
鳩
゜

冦
后
態
桓
は
‘
熱
病
。
〔
廣
韻
〕
態
‘
構
極
‘
撥
レ
風
苦
レ

熱
。

ワ
イ

〔
廣
韻
〕
烏
績
切
醐
〗

[
魁
]
[

星
の
名
。
北
斗
の
柄
に
常
る
星
。
〔
字
彙
補
〕
約

斗
星
名
。

シ
ぶ
｀
ク

サ
ク

〔
字
彙
補
〕
昭
削
切

圏

曰
口
魃
郎
は
、
土
地
が
石
ま
じ
り
で
や
せ
て
ゐ

る
こ
と
。
〔
集
韻
〕
魃
‘
魃
郎
、
境
坑
也
。

冠】臼
□ 日
グク，ワ
ワワイ
イイ

〔
集
韻
〕
戸
賄
切

〔
集
韻
〕
郎
賄
切

圃圃

【
塊
]
[
ピ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
塊
、
昔
魅
゜

冨

】

五

ピ

"

[

」

亙

6
4
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

冨
i

】

[

ピ

峠

晶

い

°

に

同

じ

。

〔

龍

寵

【
魃
】
年
ビ
＂
〕
（
□
ヽ
[
[
戸
゜
）
の
俗
字
。
〔
正
字

魅
‘
禰
作
レ
泉
、
亦
作
缶
・
昧
↓

蘭
由
會
意
。
鬼
と
多
と
の
合
字
。
多
は
鬼
の
毛
。
鬼
と
合

し
て
ば
け
も
の
•
す
だ
ま
の
義
に
用
ふ
。

13279 



(45772)-―(45785) 

小

日

□

日

0
死
人
に
着
せ
る
衣
服
。
喪

＾
 

慮
萩
具
の
一
。
〔
説
文
〕
魃
‘
鬼
服
也
‘
ハ
レ

鬼
支
臀
‘
韓
詩
傭
曰
‘
鄭
交
甫
逢
己
一
女
魃
服
↓

〔
段
注
〕
衣
部
日
‘
袋
‘
鬼
衣
也
、
周
幡
‘
大
喪
朕
衷
‘

注
日
‘
朕
‘
興
也
‘
若
二
詩
之
興
玉
ザ
象
似
而
作
ア

之
‘
凡
為
―
釉
之
偶
衣
物
芹
笠
活
而
小
耳
。

0
小

兒
鬼
。
顕
項
氏
の
三
子
、
幼
く
し
て
死
亡
し
、
そ

れ
ぞ
れ
た
た
り
が
み
と
な
っ
た
が
‘
其
の
中
の

室
内
に
居
つ
て
人
を
お
ど
ろ
か
す
も
の
を
小
兒

鬼
と
い
ふ
。
魃
(
1
2
-
4
5
8
5
7
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕

魃
‘
一
日
、
小
兒
鬼
。
〔
段
注
〕
漢
藷
儀
‘
顕
項

氏
有
さ
―
子
が
ェ
而
込
去
為
―
―
疫
鬼
二
居
―
―
江
水
1

為
痣
鬼
―
―
届
岩
水
露
直
魁
盛
鬼
―
―
居
―

人
宮
室
謳
阻
善
驚
レ
人
‘
為
―
―
小
兒
鬼
↓
〔
集
韻
〕

魃
、
童
鬼
‘
或
炊
レ
支
゜

【
魃
盛
】

1
F
●
室
内
に
居
て
人
を
お
ど
ろ
か
す
鬼

と
、
水
邊
に
居
つ
て
人
の
影
を
投
射
し
て
や
ま
ひ
を
起

さ
せ
る
鬼
。
と
も
に
顕
項
氏
の
子
が
死
し
て
な
っ
た
小

鬼
。
字
解
の

O
を
見
よ
。
〔
張
衡
‘
束
京
賦
〕
八
霊
為
レ
之

震
惜
‘
況
魃
盛
輿
1
1

畢
方
↓

魁（
1
2ー

4
5
7
8
5
)

の
謡
字
。
〔
字

冠】
5

久
ワ
イ
彙
補
〕
魁
‘
魁
字
之
認

【
魅
】
[
ギ
ヴ
グ

玉
篇
〕
魚
丘
切
田

冠
】
[

星
の
名
。
九
魁
は
、
北
斗
九
星
。
〔
集
韻
〕
魁
‘
一

曰
‘
星
名
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
遠
逝
〕
訊
ー
1
1

九

魁
墾
六
紳
↓
〔
注
〕
九
魁
‘
謂
二
北
斗
九
星
一
也
。

【
魁
雀
】
1

炉
ク
鳥
の
名
。
難
に
似
て
首
白
く
‘
足
は
鼠

に
似
‘
爪
は
虎
の
如
し
と
い
ふ
。
〔
山
海
経
‘
東
山
経
〕

北
琥
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
難
而
白
首
、
鼠
足
而
虎

爪
‘
其
名
曰
紐
雀
↓

【
魁
堆
】
2

？
奇
獣
の
名
。
〔
楚
酔
‘
天
問
〕
魁
堆
焉
慮
゜

〔
注
〕
魁
堆
‘
奇
獣
也
。

ゲキ

〔
集
韻
〕
渠
希
切

麗

窮
号
チ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
罷
手
鑑
〕
勉
‘
昔
竹
°

旦
ャ
〔
集
韻
〕
渠
闘
切

ギ且昌

瓦

〔
集
韻
〕
巨
綺
切
祗

〔
集
韻
〕
奇
寄
切
デ
g

貧】丘
星
の
名
。
〔
王
篇
〕
椀
‘
星
名
。

ハ9
ウ

〔
玉
篇
〕
扶
方
切

騨

【魃】
5

冨
芦
も
の
の
け
。
〔
玉
篇
〕
魂
‘
鬼
也
。

ヵ9
ウ

玉
篇
〕
火
郎
切

騨

＇且

え
や
み
の
か
み
。
或
は
耗
(
8ー

6
0
7
9
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
魅
‘
虚
属
‘
或
炊
レ
女
。

[
魅
]
[
謬
〔
集
韻
〕
虚
到
切
薗

冦
]
[

携
(
1
2
-
4
5
7
7
1
)

の
謡
字
。
〔
康
熙
一
【
魃
賓
】
2

ゲ
木
の
名
。
さ
ん
し
ゅ
ゅ
。
山
茉
葵
の
異

ワ
イ
字
典
〕
臆
‘
樵
字
之
謡
゜
名
。
〔
本
草
‘
山
茉
葵
〕
繹
名
‘
蜀
酸
棗
‘
肉
棗
‘
魃
賓
゜

鬼

部

〔
三
—
ー
四
聾
〕
醜

魁

魃

魅

魂

愧

魅

魁

魅

魃

魁

陳

蒐

魁

小

日

O
羹
を
く
む
ひ
し
や
く
。
頭
が
大

躾
豪
き
く
柄
が
長
い
。
〔
説
文
〕
魁
‘
羹
斗

也
‘
炊
レ
斗
鬼
臀
゜
〔
段
注
〕
斗
‘
嘩
自
レ
作
レ
科
、
科
‘

勺
也
‘
抒
レ
羮
之
勺
也
‘
魁
‘
頭
大
而
柄
長
‘
毛
詩

傭
曰
、
大
斗
長
三
尺
‘
是
也
。

O
星
の
名
。
④

北
斗
七
星
の
四
つ
の
星
が
方
形
に
並
ん
で
、
ひ

し
や
く
の
頭
に
似
た
部
分
。
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
、

□
久
ワ
イ

【魁】芦

□
久
ワ
イ

□
久
ワ
イ

集
韻
〕
枯
回
切
岡
i

万

x
¥
k
'
u
e
1
2
 

〔
集
韻
〕
苦
猥
切
醐
il

〔
集
韻
〕
苦
會
切
醐
i

【
餡q
[
ク
ワ
彗
~
丑
い
0同
し
。
〔
篇
海

小
鬼
が
愛
化
す
る
こ
と
。
〔
説
文
〕
傾
‘
鬼

豪
髪
也
、
ハ
レ
鬼
化
臀
゜
〔
段
注
〕
鬼
之
髪

闘ヒ也
。
冠】[['ワ
〔
集
韻
〕
火
跨
切
軍
〗

極
勉
は
‘
歩
行
が
正
し
く
な
い
。
栓
(
4
|
7
5
6
0
)
 

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕
魁
、
同
レ
栓
‘
棧
枕
‘
行
不
レ
正

也。

冦
]
亨
カ
イ
〔
篇
海
〕
昔
介

冦】阿
鬼
の
名
。
〔
篇
海
〕
魁
‘
鬼
名
。

ィ9
ウ

〔
篇
海
〕
音
右

も
の
の
け
。
〔
玉
篇
〕
魅
‘
鬼
也
。

斗
杓
為
二
小
歳
一
注
〕
斗
第
一
星
至
―
第
四
歪
i

レ

魁
゜
◎
北
斗
の
第
一
星
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
平
日
＿

建
者
魁
。
〔
注
〕
集
解
曰
‘
孟
康
曰
‘
傭
云
‘
斗
之
第

一
星
、
法
1

一
於
日
字
工
レ
齊
也
‘
魁
‘
斗
之
首
。

0
か

し
ら
。
④
を
さ
。
首
領
。
継
帥
者
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰

三
〕
魁
‘
主
也
。
〔
書
‘
胤
征
〕
繊
―
蕨
渠
魁
↓
〔
傭
〕

魁
‘
帥
也
。
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
不
レ
岱
魁
。
〔
注
〕
魁
‘

猶
首
也
、
天
文
‘
北
斗
魁
為
レ
首
‘
杓
為
レ
末
。
＠

科
學
の
試
瞼
の
各
経
の
首
選
者
。
魁
首
(
2
4
)

を

見
よ
。
R
さ
き
が
け
。
第
一
。
〔
漢
書
、
消
侠
傭
序
〕

間
里
之
侠
‘
原
渉
為
レ
魁
゜
＠
大
き
い
。
大
き
い
も

の
。
〔
説
文
‘
魁
‘
段
注
〕
引
二
申
之
ず
ル
物
大
皆
日
レ

魁
。
〔
廣
雅
‘
秤
貼
一
〕
魁
‘
大
也
。

O
す
ぐ
れ
る
。
魁

岸
は
‘
す
ぐ
れ
た
も
の
。
〔
廣
雅
‘
秤
訓
〕
魁
岸
、
雄

傑
也
。

O
安
ん
ず
る
。
ほ
こ
る
。
魁
然
(
3
2
)

を
見

よ
。
R
を
さ
め
る
。
〔
太
玄
経
‘
中
〕
酋
酋
大
魁
。

〔
注
〕
魁
‘
蔵
也
。

0
小
さ
い
を
か
。
〔
國
語
、
周
語

下
〕
魁
陵
糞
土
。
〔
注
〕
小
阜
日
レ
魁
。

O
は
ま
ぐ

り
。
〔
儀
楼
‘
士
冠
爬
〕
以
レ
魁
柑
レ
之
。
〔
注
〕
魁
‘
蜃

蛤。

0
根
。
根
本
。
〔
漢
書
‘
涌
侠
傭
序
‘
間
里
之
侠

原
渉
為
レ
魁
‘
注
〕
師
古
曰
‘
魁
者
‘
斗
之
所
―
ー
用

座
而
杓
之
本
也
‘
故
言
-
1

根
本
一
者
皆
―
ぞ
魁
°
@

お
や
い
も
。
い
も
の
根
゜
〔
漢
書
、
智
方
進
傭
〕
飯
―

我
豆
食
盃
空
芋
魁
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘
羹
―
―
芋
魁
―
者
、

似
芋
根
否
炉
羮
也
。
〔
廣
志
〕
魁
大
子
多
。

O
物

の
さ
ま
。
魁
梧
(
1
7
)
・

魁
堆
(
3
3
)
・

魁
景
(
5
4
)

を

見
よ
。
◎
科
(
8
ー

2
4
9
5
0
)

に
通
ず
。
〔
後
漢
書
、
東

夷
傭
〕
魁
頭
露
紛
゜
〔
注
〕
魁
頭
‘
猶
二
科
頭
一
也
‘

謂
わ
ぞ
製
榮
饒
感
科
結
也
。

O
塊
(
3
-
5
3
1
9
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
‘
魁
然
細
炉
徒
‘
注
〕

師
古
曰
‘
魁
‘
讀
日
レ
塊
。

O
或
は
梃
(
6
|
1
5
7
6
4
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
魁
‘
或
八
レ
木
。

O
古
‘
魁
(
1
2
-

4
5
7
9
0
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
魁
‘
古
文
魁
゜
鍮

ハ
八
四

13280 



(45785・・1)一 (45785・・37) 

姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
魁
、
見
二
姓
苑
盃
明
魁
倫
、
登
州

莱
蕪
縣
人
。
口
魁
痩
は
、
木
の
枝
が
ふ
し
く
れ
だ

つ
て
ご
つ
ご
つ
し
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
魁
、
魁

痩
、
大
枝
節
盤
結
也
。
国
魁
然
は
、
ひ
と
り
ぽ
つ

ち
。
通
じ
て
塊
(
8
ー

5
3
1
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
魁
、

魁
然
、
無
レ
徒
也
、
通
作
レ
塊
。

【
魁
偉
】
1

”
ヴ
ィ
身
罷
が
大
き
く
立
派
な
さ
ま
。
た
＜

ま
し
い
さ
ま
。
魁
梧
奇
偉
。
〔
後
漢
書
、
郭
太
傭
〕
好

奨
―
―
訓
士
類
石
身
長
八
尺
‘
容
貌
魁
偉
。
〔
韓
愈
‘
司
徒
兼

侍
中
中
書
令
贈
太
尉
許
國
公
紳
道
碑
銘
〕
公
之
父
日
レ

海
、
為
入
魁
偉
沈
塞
。
〔
藷
五
代
史
、
梁
、
羅
紹
威
博
〕

形
貌
魁
偉
、
有
-
―
英
傑
氣
↓

【
魁
解
】
2

”
仔
清
代
、
郷
試
受
瞼
の
首
位
者
。

【
魁
岡
】
3

砂
陰
陽
家
の
語
。
北
斗
魁
星
の
氣
が
十

月
戌
に
在
る
を
い
ふ
。
こ
の
月
は
修
造
を
忌
む
。
河

魁
(
8
-
1
7
2
4
5
:
 5
7
)
・
天
翌
(
3
-
5
8
3
3
:
 
312)• 

魁
綱
を

見
よ
。
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕
（
徳
宗
、
建
中
元
年
）
十
月
、

魁
岡
未
レ
可
レ
脩
。
〔
注
〕
陰
陽
家
拘
忌
‘
有
,
,
天
岡
・
河

懃
凡
魁
岡
之
月
、
及
所
レ
繋
之
地
‘
忌
ー
ー
修
造
一
史
焙
日
、

魁
岡
者
、
北
斗
魁
星
之
氣
、
十
月
在
乙
戌
、
為
―
―
魁
岡
二
宋

白
日
、
陰
陽
氏
書
謂
、
是
歳
孟
冬
為
―
―
魁
岡
ご
小
レ
利
―
―
修

作↓

【
魁
綱
】
•
”
咋
陰
陽
家
の
語
。
魁
岡
に
同
じ
。
魁
翌
。
陰

陽
家
は
魁
翌
が
房
に
在
る
を
忌
む
。
魁
岡
を
見
ょ
゜
〔
意

林
、
五
〕
物
理
論
、
登
有
L

太
一
之
君
‘
坐
,
,
於
庶
人
之

里
魁
翌
之
紳
‘
存
＊
於
匹
婦
之
室
3

〔
岱
康
‘
宅
無
,
,
吉

凶
論
〕
孤
逆
魁
綱
‘
不
品
能
＞
令
,
,
彰
祗
夭
↓

【
魁
甲
】
5

努
ィ
進
士
の
試
験
に
首
席
で
及
第
し
た
者
。

状
元
。
〔
宋
史
、
章
衡
博
〕
章
衡
‘
字
子
平
、
浦
城
人
、
嘉
祐

二
年
進
士
第
一
、
云
云
、
神
宗
日
、
卿
為
,
,
仁
宗
朝
魁
甲
↓

【
魁
蛤
】
6

”70
，
ぉ
ほ
は
ま
ぐ
り
。
又
、
あ
か
が
ひ
。
其
の

形
、
羹
斗
に
似
る
か
ら
名
づ
く
。
魁
陸
。
〔
説
文
〕
拿
‘
云

云
、
魁
蛤
‘
一
名
復
索
。
〔
本
草
、
魁
蛤
〕
繹
名
、
魁
陸
‘
鉗
、

瓦
屋
子
、
瓦
墾
子
、
時
珍
曰
、
魁
者
羮
斗
之
名
、
蛤
形
肖
レ

之
故
也
。
〔
夢
淫
筆
談
‘
槃
議
〕
按
‘
文
蛤
即
呉
人
所
レ
食
花

蛤
也
、
魁
蛤
郎
車
蟄
也
、
海
蛤
今
不
レ
識
―
―
其
生
時
面
口
海

岸
泥
沙
中
得
レ
之
、
大
者
如
―
―
荼
子
五
細
者
如
—
砧
油
麻
→

【
魁
岸
】
7

努
ィ
す
ぐ
れ
て
大
き
く
た
く
ま
し
い
。
た

く
ま
し
く
か
ど
が
あ
る
。
岸
は
崖
岸
の
如
く
か
ど
の

|

|

 

鬼

部

〔

四

宣

〕

魁

あ
る
意
。
塊
岸
。
魁
曼
゜
〔
廣
雅
‘
繹
訓
〕
魁
岸
‘
雄
傑
奇
偉
は
人
な
み
す
ぐ
れ
て
橙
の
偉
大
な
こ
と
。
〔
漢
書
、
起
―
―
其
斗
一
不
レ
知
T

奎
為
1

一
北
方
玄
武
七
宿
之
二
魁
為
1

一

也
。
〔
史
記
、
留
侯
世
家
‘
索
隠
述
贄
〕
嵯
彼
雄
略
、
曾
張
良
偲
賛
〕
聞
―
―
張
良
之
智
勇
百
盆
竺
其
貌
魁
梧
奇
偉
↓
北
斗
之
第
一
星
一
所
レ
主
不
レ
同
‘
而
二
字
之
昔
亦
異
5

非
―
―
魁
岸
↓
〔
漢
書
、
江
充
偶
〕
充
為
;
A魁
岸
、
容
貌
甚
〔
注
〕
應
勒
日
、
魁
梧
‘
丘
虚
牡
大
之
意
也
‘
蘇
林
曰
‘
梧
‘
〔
注
〕
錢
氏
曰
‘
學
校
祀
＿
＿
魁
星
盃
守
非
1

一
古
證
云
蓋
新
定
ぃ
―

牡
゜
〔
注
〕
師
古
日
、
魁
、
大
也
、
岸
者
有
n

一
廉
稜
如
雇
岸
―
音
悟
、
師
古
日
、
魁
、
大
貌
也
、
梧
者
、
言
ー
ヤ
其
可
＿
＿
驚
悟
一
績
志
學
校
門
‘
―
ぞ
魁
星
棲
為
二
邑
観
石
其
上
以
奉
＊
魁

之
形
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
高
門
鼎
貴
、
魁
岸
豪
傑
。
今
人
讀
為
レ
吾
、
非
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
王
念
孫
曰
、
案
‘
星
却
則
是
南
宋
時
已
有
レ
之
芙
。

0
進
士
の
試
験
に
第
一

【
魁
軒
】
8

努
ィ
大
き
く
た
く
ま
し
い
。
魁
岸
に
同
じ
。
師
古
以
レ
梧
為
,
,
驚
悟
盃
則
義
輿
レ
魁
大
不
1

一
相
罵
三
ム
云
、
番
で
及
第
し
た
者
。
状
元
。
魁
星
の
模
様
の
あ
る
杯
拌

〔
蘇
洵
‘
木
恨
山
記
〕
魁
紆
鋸
隷
。
今
按
‘
魁
梧
皆
大
也
‘
梧
之
言
‘
呉
也
、
方
言
‘
呉
、
大
也
。
を
送
ら
れ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
癸
辛
雑
識
後
集
、
光
齋
〕
太

【
魁
奇
】
，
”
ヴ
ィ
衆
人
に
す
ぐ
れ
異
る
。
〔
晉
書
、
赫
連
【
魁
壮
】
19

”
呼
容
貌
が
大
き
く
て
立
派
な
こ
と
。
魁
學
先
逹
欝
レ
齋
、
各
有
―
―
光
齋
之
請
一
各
刻
1
1

子
齋
牌
之

勃
勃
載
記
論
〕
其
器
識
高
爽
、
風
骨
魁
奇
゜
〔
韓
愈
‘
送

g8

梧
。
偉
牡
。
〔
北
史
、
明
元
六
王
、
魏
永
昌
王
健
博
〕
健
姿
上
二
宰
執
則
送
―
―
慎
金
碗
一
隻
ぶ
爪
元
則
送
11

鍍
金
魁
星

道
士
ー
序
〕
意
必
有
4

一
魁
奇
忠
信
材
徳
之
民
生
,
,
其
間
↓
貌
魁
壮
、
所
在
征
載
、
常
有
11

大

功

↓

杯

拌

一

副

↓

【
魁
毅
】10
”
？
身
罷
が
大
き
く
て
強
い
。
た
く
ま
し
【
魁
士
】
2
0
”
ヴ
ィ
す
ぐ
れ
た
士
。
名
士
。
〔
呂
覧
‘
勧
學
〕
〖
魁
星
賜
レ
斗
〗

2
9
"ガ
"
[
ィ
奎
星
が
北
斗
を
蹴
る
。
勇

く
つ
よ
い
。
〔
廷
襄
‘
制
詰
〕
姿
器
魁
毅
氣
尚
沈
雄
。
子
疾
學
而
能
筏
魁
士
名
人
1

者
、
未
乏
嘗
有
1

也
。
壮
活
澄
な
さ
ま
の
喩
。
又
、
科
攀
の
試
瞼
に
第
一
番
で

【
魁
玉
】
II

衿
バ
清
、
涌
洲
鐘
紅
旗
人
。
姓
は
富
察
氏
。
〔
注
〕
魁
大
之
士
、
名
徳
之
人
。
〔
日
知
録
‘
考
證
、
魁
、
注
〕
及
第
す
る
兆
。
科
攀
時
代
‘
俗
に
奎
宿
を
誤
つ
て
魁
星

字
は
時
若
゜
詮
は
果
粛
。
咸
豊
の
間
、
涼
州
副
都
統
を
呂
氏
春
秋
有
1

一
魁
士
名
人
ぶ
此
用
―
―
魁
士
1

之
始
。
と
な
し
‘
奎
宿
は
文
運
を
主
る
に
よ
っ
て
い
ふ
。
〔
西
湖

以
て
洪
楊
の
軍
を
湖
北
に
攻
め
‘
武
昌
・
漢
陽
等
十
餘
【
魁
秀
】
21

ク
咋
す
ぐ
れ
て
大
き
く
衆
に
ひ
い
で
て
ゐ
遊
覧
志
〕
有
二
馳
騎
散
十
轡
1

飛
往
末
‘
逗
弄
解
散
‘
如
ニ

城
に
克
つ
。
同
治
中
、
屠
；
戦
功
有
り
。
後
、
成
都
将
軍
る
。
〔
唐
書
、
李
靖
傭
〕
姿
貌
魁
秀
。
魁
星
践
レ
斗
、
夜
叉
探
レ
海
之
層
↓

と
な
る
。
著
に
翠
筋
館
詩
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
、
五
＋
【
魁
手
】
22

k
'
u
e
i
2
 
s
h
o
u
3
 

.
 先
頭
。
第
一
。
●
か
し
【
魁
選
】
30

努
ィ
科
攀
の
試
瞼
に
最
優
等
で
及
第
す
る

二

〕

．

〔

績

碑

傭

集

‘

五

十

二

〕

。

ら

。

長

。

親

方

゜

こ

と

。

〔

宋

史

‘

洪

違

博

〕

興

11

兄
追
一
同
試
二
博
學
宏
詞

【
魁
蜆
】
12

”
ガ
ィ
す
ぐ
れ
て
た
か
い
。
〔
曾
牽
‘
寄
士
キ
王
介
【
魁
主
】
23
な
5

イ
か
し
ら
。
長
。
〔
孔
子
家
語
‘
曲
證
子
夏
科
盃
’
―
―
魁
選
↓
〔
燕
子
箋
‘
約
試
〕
賢
弟
高
オ
絶
學
、
國

郷

詩

〕

君

材

信

魁

喝

議

論

恣

排

闘

。

問

〕

不

レ

為

1

一
魁
主

T
A能
報
レ
之
、
則
執
レ
兵
而
陪
11

其
後
↓
士
無
雙
‘
此
去
,
,
南
宮
苫
心
占
―
―
魁
選
↓

【
魁
閑
】
13

衿
”
す
ぐ
れ
て
大
き
い
。
〔
韓
愈
、
上
,
,
宰
相
―
【
魁
首
】
24

蛉
ィ
〇
か
し
ら
。
渠
魁
。
首
魁
。
頭
目
。
魁
【
魁
薦
】
31

努
ィ
科
攀
の
試
瞼
に
最
優
等
で
及
第
す
る

書
〕
枯
稿
沈
溺
‘
魁
閑
寛
通
之
士
。
宿
。
〔
漢
紀
‘
孝
哀
紀
上
〕
間
里
之
侠
‘
獨
渉
為
―
―
魁
首
↓
こ
と
。
〔
稽
謂
録
‘
攀
人
‘
魁
薦
〕
名
山
記
、
仙
遊
縣
尋
陽

【
魁
傑
】
14

”
吋
ィ
〇
身
骰
が
た
く
ま
し
く
す
ぐ
れ
て
ゐ
●
明
代
‘
科
攀
の
試
瞼
に
、
五
経
を
分
つ
て
士
を
採
用
山
雲
頂
巖
‘
宋
乾
道
中
‘
部
使
者
過
―
―
此
山
ー
曰
‘
営
レ
生
11

る
。
〔
魏
書
、
陳
留
王
虔
傭
〕
虔
姿
貌
魁
傑
‘
武
力
絶
倫
。
し
た
時
、
第
一
番
で
及
第
し
た
者
。
異
人
云
後
鄭
僑
擢
―
―
魁
薦
一
官
至
―
―
櫃
相
↓

●
か
し
ら
ぶ
ん
。
頭
目
。
又
、
す
ぐ
れ
た
人
物
。
〔
資
治
通
【
魁
殊
】

2
5
玲
ィ
す
ぐ
れ
て
ゐ
て
他
と
異
な
る
。
〔
左
思
、
【
魁
灰
~
】

3
2
務
ィ
・
壮
大
な
さ
ま
。
〔
史
記
‘
孟
嘗
君
傭
〕

鑑
、
唐
紀
〕
（
昭
宗
、
天
復
二
年
）
臣
光
曰
、
王
守
澄
・
仇
士
魏
都
賦
〕
至
―
―
於
山
川
之
悼
詭
、
物
産
之
魁
殊

i或
名
奇
皆
笑
日
、
始
以

-
1辞
公
[
〖

1
1魁
然
ふ
g
、
今
覗
ら
之
、
乃
砂

良
•
田
令
孜
．
楊
復
恭
・
劉
季
述
・
韓
全
誨
、
為
―
―
之
魁
傑
→
而
見
レ
稽
‘
或
賓
異
而
可
レ
書
。
〔
注
〕
向
日
、
物
産
太
殊
。
小
丈
夫
耳
。
●
獨
り
ぼ
っ
ち
の
さ
ま
。
〔
漢
書
、
東
方
朔

【
魁
健
】
15

”
奴
ィ
た
く
ま
し
く
力
が
つ
よ
い
。
〔
漢
書
、
【
魁
宿
】
26

玲
＂
以
前
か
ら
の
知
り
合
ひ
。
又
‘
老
巧
な
博
〕
今
世
之
慮
士
、
魁
然
無
レ
徒
、
廓
然
獨
居
。
〔
注
〕
師

匈
奴
偉
下
〕
形
容
魁
健
、
負
レ
カ
枯
レ
氣
゜
〔
唐
書
、
宦
者
上
、
人
。
〔
漢
書
‘
酷
吏
‘
手
賞
博
〕
賞
所
レ
置
皆
魁
宿
‘
或
故
吏
古
日
、
魁
‘
讀
曰
レ
塊
。
●
安
ん
ず
る
さ
ま
。
又
、
ほ
こ
る

魚
朝
恩
博
〕
魁
健
能
11

騎
射
↓
「
者
。
状
元
。
魁
甲
。
善
家
子
。
〔
注
〕
師
古
日
、
魁
‘
根
本
也
、
宿
、
久
藷
也
。
さ
ま
。
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
人
見
1

一
其
肢
云
猶
之
魁
然
。
〔
繹

【
魁
元
】
16

巧
科
學
の
試
験
に
第
一
番
で
及
第
し
た
【
魁
帥
】
27

砕
ィ
大
将
。
か
し
ら
。
又
‘
一
方
の
か
し
ら
。
文
〕
魁
、
安
也
、
一
云
、
主
也
。

【
魁
梧
】
＂
劣
ィ
身
橿
が
大
き
い
さ
ま
。
た
く
ま
し
い
。
魁
〔
後
漢
書
、
黛
錮
博
序
〕
共
為
,
,

部
黛
盃
史
張
）
倹
為
11

之
【
魁
堆
】
33

”
勺
高
い
さ
ま
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
、
九
歎
‘
怨

偉
。
梧
も
‘
呉
で
、
大
の
意
。
一
説
に
‘
梧
は
悟
で
、
大
き
く
魁
→
〔
注
〕
魁
、
大
帥
也
。
〔
呉
志
、
黄
蓋
博
〕
誅
—
討
魁
帥
→
思
〕
陸
魁
堆
以
蔽
覗
合
。
〔
注
〕
魁
堆
、
高
貌
。

て
人
を
驚
か
す
意
。
〔
史
記
‘
醤
侯
世
家
論
賛
〕
余
以
為
、
〔
晉
書
、
江
迪
偉
〕
召
―
―
其
魁
帥
↓
【
魁
＊
】
34

”
"
ィ
非
常
に
大
き
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
魁
‘

其
人
計
、
魁
梧
奇
偉
。
〔
注
〕
集
解
日
、
魁
梧
、
丘
虚
荘
大
【
魁
星
】
28

衿
ィ
〇
北
斗
の
第
一
星
。
字
解
の
日
●
及
び
大
也
。

之
意
。
〔
後
漢
書
、
威
洪
博
〕
洪
罷
貌
魁
梧
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘
魁
杓
(
4
3
)
を
見
よ
。
後
世
誤
つ
て
奎
星
と
混
同
し
、
文
【
魁
窯
】
35

”t
ィ
賊
徒
の
か
し
ら
。
〔
後
漢
書
、
李
固
傭
〕

兄
弟
〕
形
橙
魁
梧
。
〔
蘇
拭
、
留
侯
論
〕
太
史
公
疑
11

子
房
一
運
を
主
る
星
と
し
て
祀
る
。
〔
日
知
録
、
考
證
‘
魁
〕
今
人
於
レ
是
賊
帥
夏
密
等
、
敏
二
其
魁
黛
六
百
餘
人
「

ー

以
為
、
魁
梧
奇
偉
゜
〔
故
事
成
語
考
、
身
橿
〕
魁
梧
、
稽
＿
一
人
所
と
奉
魁
星
、
不
レ
知
し
始
レ
自
―
―
何
年
i

以
―
―
奎
為
,
,
文
章
之
【
魁
長
】
36

”砂
m

賊
徒
の
か
し
ら
。
魁
首
。
〔
後
漢
書
‘
張

貌

奇

↓

歴

故

立

J

廟
祀
レ
之
、
乃
不
レ
能
レ
像
レ
奎
‘
而
改
レ
奎
為
レ
宗
傭
論
〕
然
其
雄
渠
魁
長
‘
未
レ
有
レ
聞
焉
。
「
字
。

28

〖
魁
梧
奇
偉
】18
”
”
ゴ
身
橙
が
お
ほ
が
ら
な
こ
と
。
魁
‘
又
不
レ
能
レ
像
レ
魁
‘
而
取
,
,

之
字
形
盃
為
三
鬼
攀
レ
足
而
【
魁
仲
】
37

玲
”
清
、
陸
増
祥

(11ー
4
1
7
0
8

：
 
3
8
1
)

の

13

|
 

六
八
五



(45785・ ・38)一 (45787・・21)

【
魁
斗
】
38

り
？
北
斗
星
を
い
ふ
。
〔
幅
悪
全
書
、
菓
啓

附
‘
候
"
文
宗
某
〕
伏
以
、
文
昌
上
股
嘗
聖
人
御
P

世‘

而
盆
謄
L
魁
斗
之
光
3

【
魁
頭
】
39

砂
ィ
何
も
被
ら
な
い
あ
た
ま
。
す
あ
た
ま
。
科

頭
。
〔
後
漢
書
‘
東
夷
‘
三
韓
傭
〕
大
率
皆
魁
頭
露
紛
。
〔
注
〕

魁
頭
‘
猶
科
頭
一
也
‘
謂
和
ぞ
炭
榮
饒
成
―
―
科
結
一
也
。

【
魁
父
]
4
0

裕
ィ
小
丘
の
名
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
以
1

一
君
之

九
曾
不
レ
能
レ
損
―
―
魁
父
之
丘
↓
〔
注
〕
魁
父
‘
小
山
也
‘

伊
陳
留
界
i
)

【
魁
武
】
4
1
k
g
uei2 
w
u
3

容
貌
が
絨
め
し
い
。

[
魁
柄
】
42

衿
ィ
ひ
し
や
く
の
え
。
櫂
柄
に
喩
へ
る
。
〔
漢

書
‘
梅
輻
傭
〕
今
廼
尊
,
1

寵
其
位
ぶ
立
以
―
―
魁
柄
面
埜
之
騒

壁
〔
注
〕
師
古
曰
‘
以
レ
斗
為
レ
喩
也
‘
斗
身
為
レ
魁
。

【
魁
杓
】
4
3
}
吋
北
斗
星
の
首
と
末
の
二
星
。
魁
は
首

星
。
杓
は
末
星
。
又
、
第
一
か
ら
第
四
ま
で
を
魁
と
い

ひ
‘
第
五
か
ら
第
七
ま
で
を
杓
と
い
ふ
。
〔
史
記
‘
天
官

書
〕
衡
殷
南
生
魁
枕
参
首
盃
び
昏
建
者
杓
‘
杓
自
レ

華
以
西
南
。
〔
注
〕
正
義
日
‘
魁
‘
斗
第
一
星
也
、
杓
、
東
北

第
七
星
也
。
〔
説
苑
‘
耕
物
〕
以
1

一
其
魁
杓
之
所
レ
指
二
十

八
宿
盃
為
↓
ー
吉
凶
禍
蝠
↓
〔
宋
史
‘
天
文
志
二
〕
一
至
レ
四

為
レ
魁
、
魁
為
A
賓
磯
字
ユ
至
レ
七
為
レ
杓
゜

【
魁
保
】
44

位
ィ
清
‘
蒙
古
鎮
白
旗
人
。
姓
は
布
蘇
克
氏
。

嘉
慶
の
間
‘
緩
靖
鎖
穂
兵
を
拝
命
‘
永
緩
の
苗
を
平
定

す
。
在
任
十
二
年
、
善
政
多
し
。
湖
南
提
督
を
以
て
致
仕

す
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
三
百
九
〕
．
〔
國
史
列
傭
‘
五
十
〕
。

【
魁
塊
】
45

％
ィ
枝
や
根
の
節
の
盤
結
す
る
さ
ま
。
〔
爾

雅
‘
繹
木
〕
抱
這
木
魁
痩
゜
〔
疏
〕
魁
塊
‘
讀
若
五
芸
竺

謂
根
節
盤
結
虞
也
。
〔
集
韻
〕
魁
‘
魁
痰
大
枝
節
盤
結

也。

【
魁
儡
】
46

”
勺
木
偶
人
を
使
っ
て
や
る
戯
劇
の
一
種
。

魁
渥
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
五
行
志
一
‘
震
帝
散
遊
1

一
戯
於

西
園
中
一
注
〕
風
俗
通
日
、
時
京
師
賓
婚
嘉
會
、
皆
作
―
―
魁

量
酒
酬
之
後
‘
績
以
二
挽
歌
ぶ
g
娼
‘
喪
家
之
築
‘
挽
歌
‘

執
レ
綿
相
偶
和
レ
之
者
、
天
戒
若
曰
、
郡
家
常
レ
急
―
―
珍
悴
一

諸
貴
築
皆
死
亡
也
、
自
―
―
震
帝
崩
一
後
、
京
師
壊
滅
‘
戸

有
桑
屍
幽
而
相
食
‘
魁
儡
挽
歌
‘
斯
之
炊
乎
゜

【
魁
遅
】4
7
”
勺
戯
劇
の
一
。
魁
儡
•
魁
逼
子
に
同
じ
。

〖
魁
儡
子
〗48％
バ
戯
劇
の
一
。
木
偶
人
を
操
つ
て
戯

嬉
舞
歌
さ
せ
る
戯
劇
。
木
偶
戯
。
愧
儡
。
窟
癌
子
。
も
と

喪
築
の
名
。
漢
以
後
、
嘉
會
に
用
ひ
た
。
〔
通
典
‘
築
典
六
‘

鬼

部

〔
四
壼
〕

魁

勉

魂

【
魂
】
阿

4

戸
〔
集
韻
〕
胡

r
x
}
戸
n'

小
記

uJ

．
た
ま
し
ひ
°
①
人
の
生

゜
ー

：

ば

_

園

[

成

長

育

を

た

す

け

る

陽

氣
。
精
神
を
主
る
を
魂
、
肉
橙
を
つ
か
さ
ど
る
を

塊
と
い
ふ
。
も
と
蒐
(
1
2
-
4
5
7
8
8
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
蒐
‘
陽
代
也
‘
八
レ
鬼
云
瞥
。
〔
段
注
〕
各
本
策
罷

作
レ
魂
‘
今
正
‘
李
文
仲
字
鑑
日
、
説
文
本
下
形
上

臀
‘
今
作
レ
魂
‘
右
形
左
臀
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
七
〕
人
生

曾

]

[

ピ

□

[,"0)の俗字。
〔
正
字

散
築
〕
窟
渥
子
‘
亦
日
1

一
魁
碍
子
正
作
加
や
が
以
戯
‘
善
ニ

歌
舞
ぶ
工
臼
築
也
‘
漢
末
始
用
―
―
之
於
嘉
會
一

【
魁
陸
】
49

豆
勺
あ
か
が
ひ
。
魁
蛤
(

6

)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘

秤
魚
〕
魁
陸
。
〔
注
〕
本
草
云
‘
魁
状
如
二
海
蛤
面
園
而
厚
‘

外
有
1

一
理
縦
横
面
笈
7

之
鉗
也
。

【
魁
栗
】
50

”
勺
栗
の
一
種
。
〔
通
俗
編
‘
草
木
、
魁
栗
〕

陸
磯
詩
疏
引
西
京
雑
記
、
上
林
苑
有
1

一
侯
栗
・
塊
栗
・
魁

栗
・
榛
栗
「
益
魁
栗
‘
乃
是
栗
之
一
種
。

[
魁
陵
】
51

豆
詔
小
さ
い
を
か
。
〔
國
語
‘
周
語
下
〕
夫
周

高
山
・
廣
川
・
大
藪
也
、
故
能
生
1
1

之
良
材
盃
皿
幽
王
蕩
以

為
―
―
魁
陵
糞
土
溝
潰
石
其
有
レ
悛
乎
゜
〔
注
〕
小
阜
曰
レ
魁
‘

言
T

幽
王
敗
1

一
乱
周
之
法
度
云
個
阿
壊
1

一
毀
高
山
ー
以
為
乙
魁

陵●

【
魁
堡
】
8

衿
ィ
す
ぐ
れ
て
た
く
ま
し
い
。
魁
岸
。
魁
憂

之
士
を
見
よ
。

〖
魁
曼
之
士
〗53
パ
ヮ
＂
ル
イ
さ
か
ん
で
た
く
ま
し
い
士
。

〔
漢
書
‘
飽
宣
偉
〕
朝
臣
亡
レ
有
1

一
大
儒
骨
鰊
‘
白
首
者
文
‘

魁
堡
之
士
↓
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
魁
曼
‘
牡
貌
也
。

【
魁
景
】
54

げ
ィ
う
な
が
し
せ
ま
る
。
又
‘
せ
ま
り
な
や

ま
す
。
〔
楚
酔
‘
王
逸
‘
九
思
‘
憫
上
〕
魁
景
措
催
分
常
困

辱
゜
〔
注
〕
魁
黛
‘
促
迫
也
。

[
魁
孫
抱
羅
海
山
】
55

”
パ
ス
ン
ト
ロ
？
島
の
名
。
冑
海
省
の

青
海
の
中
。
唐
時
の
龍
駒
島
。
山
上
に
小
廟
が
あ
る
。

始
化
日
細
f

、
既
生
レ
晩
‘
陽
日
レ
魂
。
〔
疏
〕
魂
塊
‘
釉

震
之
名
、
附
レ
形
之
震
為
レ
塊
‘
附
レ
氣
之
軸
為
レ
魂

也
。
〔
淮
南
子
‘
説
山
訓
〕
塊
問
二
於
魂
↓
〔
注
〕
塊
‘

人
陰
紳
也
‘
魂
‘
人
陽
神
也
。
＠
精
神
。
肉
橙
を
主

宰
す
る
も
の
。
晩
を
か
ね
て
の
梢
゜
〔
廣
雅
、
秤

天
‘
曹
憲
音
〕
物
本
為
レ
魂
。

O
こ
こ
ろ
。
お
も
ひ
゜

〔
呂
覧
〕
費
レ
誹
傷
レ
魂
。
〔
許
敬
宗
‘
謝
―
―
勅
書
一
表
〕

馳
魂
魏
門
〔
苑
成
大
、
風
止
詩
〕
柳
魂
花
塊
都

細
炉
恙
。

O
魂
魂
は
、
も
の
の
さ
ま
。
魂
魂
(

9

)

を

見
よ
。

儡
タ
マ
。
モ
ト
。

【
魂
衣
】
1

仁
/
雷
産
の
上
に
設
け
る
死
者
の
衣
。
生
時

安
坐
し
た
形
に
象
る
。
鬼
衣
゜
〔
周
弱
、
春
官
‘
司
服
‘
霙
l
-

衣
服
ご
注
〕
霙
,
,
衣
服
一
今
坐
上
魂
衣
也
。
〔
漢
書
、
王
非

博
下
〕
賜
魂
衣
璽
祓
↓

【
魂
陰
】2
竺
手
の
神
の
字
。
〔
雲
笈
七
簸
―
—
洞
経
教

部
、
老
子
中
経
上
、
第
二
十
二
誹
仙
〕
雨
手
中
紳
二
人
‘

太
陽
精
也
‘
字
魂
陰
゜

【
魂
骸
】
3

佗
魂
と
死
骸
。
〔
後
漢
書
‘
陳
亀
傭
〕
雖
伍
竺

鷹
犬
之
用
ニ
頓
斃
―
―
胡
虜
之
庭
五
魂
骸
不
レ
返
‘
薦
中
享
狐

狸
に
猶
無
T

以
寒
―
厚
責
一
苔
中
萬
分
上
也
。

【
魂
幹
】
4

い
n

心
と
か
ら
だ
。
〔
孔
平
仲
‘
大
風
競
ー
長

直
詩
〕
紛
然
方
寸
胤
‘
魂
幹
久
子
集
。

【
魂
氣
】
5

や
／
た
ま
し
ひ
。
霊
魂
。
魂
氣
蹄
手
天
を
見

よ
。
〔
漢
書
、
劉
向
傭
〕
魂
氣
則
無
に
不
レ
之
也
。
〔
白
虎

通
、
崩
斃
〕
魂
氣
不
レ
還
〔
孔
子
家
語
、
哀
公
問
政
〕
魂

氣
蹄
レ
天
、
此
謂
レ
紳
゜

〖
魂
氣
蹄I

i子
天
―
〗6
[
“
キ
ス
た
ま
し
ひ
は
天
に
か

へ
る
。
心
を
主
る
を
魂
‘
肉
罷
を
主
る
を
塊
と
い
ふ
。

〔
證
‘
郊
特
牲
〕
魂
氣
蹄
1

一
子
天
玉
形
塊
蹄
1

一
子
地
一

【
魂
喚
】
7

”t
ヒ
死
者
の
魂
を
よ
ぴ
か
へ
す
。
又
‘
其
の

祭
。
招
魂
。
反
魂
。

【
魂
結
]
8

ぢ
ピ
魂
の
浮
か
れ
歩
く
の
を
鎮
め
と
め
る

こ
と
。
一
説
に
、
人
魂
打
を
見
た
時
‘
我
が
悽
を
結
ぷ
ま

じ
な
ひ
。

【
魂
魂
】
，
竺
〇
多
い
さ
ま
。
〔
太
玄
経
‘
玄
告
〕
魂
魂
萬

物
。
〔
注
〕
魂
魂
‘
衆
多
之
貌
°
〇
盛
に
光
り
か
が
や
く
さ

ま
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
南
望
二
i

昆
本
呻
石
其
光
熊
熊
‘
其
氣

魂
魂
。
〔
注
〕
皆
光
氣
炎
盛
、
相
規
燿
之
貌
。

[
魂
祭
】
10

冥
リ
死
者
の
霰
を
ま
つ
る
祭
。
古
は
十
二
月

晦
日
に
行
っ
た
が
、
今
は
七
月
中
元
に
行
ふ
。
精
霊
祭
。

[
魂
爽
】
11

や5

精
神
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
為
孟
袈
相
全
譲
レ

官
表
〕
承
レ
命
驚
憧
‘
魂
爽
飛
越
‘
俯
―
―
仰
天
地
玉
若
レ
無
レ

所
レ
容
。

【
魂
車
】
12

芯
死
者
の
衣
服
を
乗
せ
る
車
。
生
時
乗
坐

の
形
に
象
る
。
〔
儀
證
‘
既
夕
證
‘
薦
車
‘
注
〕
薦
‘
進
也
‘

進
な
車
者
‘
象
躙
生
時
牌
n

わ
ビ
陳
駕
一
也
‘
今
時
謂
―
―
之
魂

車―)

【
魂
常
】
13

ゲぷ

u
蛭
の
一
種
。
木
猛
(
6ー

1
4
4
1
5
:
 3
9
2
)
 

の
異
名
。
〔
本
草
‘
木
猛
〕
秤
名
‘
魂
常
゜
〔
事
物
異
名
録
‘

昆
品
姦
〕
山
堂
騨
考
‘
猛
有
二
散
種
ぶ
盆
紐
、
最
大
而
緑

色
、
今
呼
為
主
艮
又
呼
為
含
命
王
一
輩
姦
‘
状
如
蜜

紐
又
一
種
小
姦
‘
名
―
―
鹿
U

紐
一
大
如
レ
蠅
‘
或
云
‘
木
猛

無
レ
子
‘
一
名
,
,
魂
常
↓

【
魂
情
】
14

が
や
＇
ウ
た
ま
し
ひ
。
心
。
〔
良
太
「
安
世
‘
奉
レ
和
―
―

王
昭
茸
詩
〕
虜
地
何
遼
遠
‘
闘
山
不
あ
心
レ
行
‘
魂
情
還
1
-

漢
問
五
形
影
問
―
―
胡
場
↓

【
魂
紳
】
15

ぢ
た
ま
し
ひ
。
〔
後
漢
書
‘
襄
楷
傭
〕
魂
紳

寃
結
‘
無
レ
所
1

一
蹄
訴
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
蹄
心
〕
世
有
―
―
魂
神
↓

〔
白
居
易
‘
祭
レ
弟
文
〕
魂
神
不
レ
知
1

去
虞
↓

[
魂
精
】
16

杞
た
ま
し
ひ
。
魂
塊
精
氣
゜
〔
史
記
‘
扁
鵡

博
〕
魂
精
泄
横
、
流
涌
長
渭
゜

【
魂
消
】
17

杞
魂
舘
に
同
じ
。

【
魂
錯
】
18

配
た
ま
し
ひ
が
き
え
る
。
た
ま
ぎ
る
。
驚
く
。

〔
藷
唐
書
、
鄭
敗
催
〕
莫
レ
不
下
指
―
―
銅
駐
―
而
皆
裂
、
望
―
―
玉

曼
以
魂
錯
3

〔
呉
融
‘
春
寒
詩
〕
玉
階
残
雪
在
‘
羅
薦
暗

魂
蛸
゜
〔
王
士
顧
‘
濡
橋
寄
レ
内
詩
〕
太
華
終
南
萬
里
遥
‘

西
来
無
n

―
慮
不
―
―
魂
銅
一

〖
魂
錯
杜
宇
〗19
認
苫
蜀
王
望
帝
（
杜
宇
）
の
魂
が
化

し
て
杜
鵜
に
な
っ
た
故
事
。
〔
成
都
記
〕
杜
宇
死
‘
其
魂

化
為
レ
鳥
、
名
日
i
狂
喪
亦
日
―
―
子
規
↓

〖
魂
錯
塊
散
〗20
芦
共
ズ
た
ま
げ
る
。
仰
天
す
る
。
魂

飛
塊
散
(
4
0
)

に
同
じ
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
十
二
回
〕
襲
人
馳
l-

了
這
話
ぶ
如
得
魂
蛸
峨
散
。

【
魂
打
】
21

”
和
驚
か
せ
て
肝
を
つ
ぶ
さ
せ
る
一
種
の
も

の
の
け
。
〔
東
鑑
〕
文
治
四
年
五
月
小
一
日
丙
申
‘
酉

刻
‘
乾
方
或
響
‘
是
若
魂
打
歎
‘
非
1

↓
雷
臀
一
恒
聞
不
レ

六
八
六

13282 
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鬼

部

〔
四
ー
五
蓋
〕

魂

蒐

魃

魁

醜

逗

魃

魁

魅

蒐

魂

魃

魅

鴨

鯉

魃

六
八
七

及

。

初

生

之

時

、

耳

目

心

識

、

手

足

運

動

、

暗

呼

為

＞

臀

‘

此

制

【
魂
景
】
22

だ
鼻
の
中
隔
の
邊
を
い
ふ
。
鬼
井
(
1
2ー

4
5

晩
之
霊
也
、
附
レ
氣
之
紳
者
‘
謂
―
―
精
神
性
識
‘
漸
有
＞
所
レ

7
5
8
 :
 1
0
8
)

に

同

じ

。

知

‘

此

訓

祉

炉

氣

之

神

也

。

〔

左

氏

、

昭

‘

-

―

十

五

〕

心

之

精

【
魂
～
旦
】
23

”
ク
幽
憲
に
扮
し
た
女
形
。
〔
長
生
殿
‘
冥
追
〕
爽
‘
是
謂
五
岱
喪
魂
塊
去
レ
之
、
何
以
能
久
。
〔
晏
子
‘
諫
‘

魂
旦
‘
白
練
繋
―
―
頸
上
盃
諏
色
照
孟
削
埋
玉
折
-
下
〕
君
之
魂
塊
亡
芙
゜
〔
鬼
谷
子
、
本
経
陰
符
〕
精
紳
魂

【
魂
騰
】
24

”
ク
〇
た
ま
し
ひ
。
き
も
。
心
を
い
ふ
。
〔
北
齋
晩
‘
固
守
不
レ
動
。
〔
楚
酔
‘
九
歌
‘
國
殖
〕
身
既
死
分
紳
以

書
、
杜
弼
博
〕
爾
猶
頓
喪
魂
脆
↓
●
か
ん
が
へ
。
た
く
ら
震
‘
魂
暁
毅
分
為
―
―
鬼
雄
↓
〔
史
記
‘
豫
譲
博
〕
吾
魂
暁
不
レ

み。

O
わ

け

が

ら

。

事

情

。

愧

英

。

〔

漢

書

、

王

芥

博

上

〕

是

故

董

賢

喪

,

,

其
魂
晩
↓

【
魂
亭
】25
だ
葬
式
の
時
‘
行
列
に
加
へ
る
‘
紙
で
つ
く
〖
魂
塊
結
分
天
浜
択
〗
2
9
[ク
ぢ
芸
，
テ
死
者
の
魂
魏
が

っ
た
亭
゜
〔
陸
消
家
訓
〕
近
時
出
レ
葬
‘
或
作
―
―
香
亭
・
魂
結
ぽ
れ
悲
し
み
、
天
は
む
な
し
く
さ
ぴ
し
い
。
沢
沢

亭

・

寓

人

・

寓

馬

之

類

一

は

‘

む

な

し

い

さ

ま

。

〔

李

華

‘

弔

二

古

戦

場

1

文
〕
魂
塊
結

【
魂
粕
】
26

芦
幽
震
の
し
る
し
と
し
て
面
を
覆
ふ
舶
゜
分
天
次
決
‘
鬼
紳
緊
分
雲
幕
幕
。

〔
長
生
殿
戸
解
〕
引
n-H―去,,
魂

舶

上

脆

介

。

【

魂

夢

]
3
0

勺
魂
の
見
る
夢
。
ゆ
め
。
〔
陸
溜
、
古
別
離

[
魂
吊
】
27

幻
白
絹
を
以
て
人
の
形
を
つ
く
り
、
生
年
詩
〕
嫁
来
不
レ
省
出
1

一
門
前
玉
魂
夢
何
因
識
―
―
酒
泉
一

月
日
時
‘
及
ぴ
死
亡
年
月
日
時
を
書
し
た
も
の
。
〔
通
俗
【
魂
迷
】
31

だ
た
ま
し
ひ
が
ま
よ
ふ
。
悦
惚
と
な
る
。

編

‘

儀

節

、

魂

吊

〕

許

恨

五

経

〔

顔

氏

家

訓

‘

慕

賢

〕

阿

値

名

賢

‘

未

藩

不

応

酔

魂

り

い

に

只

い

[

[

[

い

:3230之□
合
の
衣
服
を
乗
せ
る
車
。
魂
車
(
"
'

十

二

年

籍

部

侍

郎

金

安

節

式

圏

に

同

じ

。

〔

陸

機

‘

挽

歌

詩

〕

魂

輿

寂

紐

響

‘

但

見

冠

言

‘

瓶

詳

釉

吊

之

制

↓

雖

レ

三

卑

ハ

＞

帯

。

〔

注

〕

銑

日

‘

魂

輿

‘

魂

車

也

‘

中

有

示

生

冠

需

＂

＂

い

い

い

[

*

(

｛

也

3
4
:

｀
en~ 

戸い
O
ヵ雫

lO魂。
〔
漢
書
、
外
い

L
[

以
レ
衣
、
今
用
二
岬
吊
紐
~
レ
孝
武
李
夫
人
博
〕
嗚
呼
哀
哉
‘
想

1一
魂
霊
入
弓
。
〔
魏
志
、

魂
‘
其
意
盃
本
レ
此
芙
、
王
安
石
挽
―
―
孫
適
―
詩
‘
魂
随
レ
吊
文
帝
紀
〕
使
―
―
魂
霰
萬
載
無
;
危
゜

暫
還
‘
李
注
曰
、
檀
弓
、
重
、
主
道
也
、
注
云
‘
始
死
未
レ
【
魂
棲
】
ぉ
00,5

虞
士
の
墓
の
封
土
を
い
ふ
。
〔
清
異
録
‘

作
レ
主
、
以
レ
重
主
二
其
誹
父
7

人
始
死
、
結
レ
吊
為
レ
之
‘
喪
葬
‘
魂
棲
〕
葬
一
蔵
平
土
封
‘
謂
l

一
之
魂
棲
↓

詞
之
魂
吊
示
主
道
也
。
〔
吾
學
録
〕
魂
吊
之
制
‘
幡
経
[
馳
レ
魂
】
3
6
t
勺
心
を
馳
せ
る
o

〔
許
敬
宗
ヽ
謝
1

祉
書
1

,

所
謂
、
古
者
始
死
設
レ
重
、
以
な
木
為
レ
之
‘
樅
横
交
貫
‘
司
表
〕
馳
1

一
魂
魏
闘
↓

馬
書
儀
‘
始
用
―
―
許
氏
恨
・
鄭
氏
康
成
束
吊
依
レ
神
之
脱
一
【
魂
迎
鳥
】
3
7
"
丘
ム
カ
ヘ
鳥
の
名
。
は
と
と
ぎ
す
。
杜
鵜
の

易
レ
重
為
袖
寄
E

↓
謂
、
如
-
―
束
吊
之
式
玉
考
―
―
古
之
束
吊
↓
異
名
。

四
絹
一
疋
怒
二
雨
蹟
相
向
而
束
レ
之
、
朱
子
家
幡
改
【
魂
祈
夢
請
】
3
8
3
訂
腰
て
も
さ
め
て
も
祈
り
請
ふ
こ

用
1

一
白
絹
↓
摺
為
二
長
條
↓
交
互
穿
貫
、
如
二
世
俗
所
謂
同
と
。
〔
黄
宗
貌
‘
萬
里
尋
レ
兄
記
〕
魂
祈
夢
請
ト
レ
之
。

心
結
者
、
上
出
其
首
函
名
巴
雨
耳
干
下
垂
共
餘

E『
JI

[
魂
飛
脆
慄
】
3
9
[
5

バ
ノ
ク
心
も
そ
ら
に
な
つ
て
お
そ

雨
足
↓
肖
1

一
人
之
形
五
近
世
行
レ
碍
者
‘
遂
用
1

一
其
式
ぶ
炉
れ
を
の
の
く
。
〔
輻
悪
全
書
‘
錢
穀
部
‘
催
徴
〕
如
,
,
!
:
鬼―

左
書
死
者
生
年
月
日
時
「
右
書
立
＇
年
月
日
時
石
六
長
魂
飛
脆
慄
。

短

無

定

制

↓

【

魂

飛

塊

散

】

40

冗
共
ズ
茫
然
と
な
る
こ
と
。
心
も
そ

【
魂
塊
】
28

心
ん
た
ま
し
ひ
。
魂
は
陽
で
精
神
を
‘
塊
は
陰
ら
に
な
る
こ
と
。
思
考
力
を
失
ふ
こ
と
。
非
常
に
驚
い

で
形
罷
を
主
る
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
七
〕
人
生
始
化
日
レ
塊
‘
既
た
り
恐
れ
た
り
し
た
時
に
い
ふ
。
魂
錯
晩
散
(
2
0
)

に
同

生
砿
、
陽
日
レ
魂
‘
用
物
精
多
‘
則
魂
塊
強
。
〔
疏
〕
附
レ
形
じ
。
魂
は
精
神
を
主
る
た
ま
し
ひ
。
晩
は
形
骰
を
主
る

之
震
為
レ
嗅
附
レ
氣
之
神
為
レ
魂
也
‘
附
レ
形
之
霊
者
、
謂
―
た
ま
し
ひ
。
〔
中
村
栗
園
‘
練
↓
1

心
脆
一
論
〕
臨
レ
事
祖
喪
‘

冒
●
i

――

冤

】

臼

ゞ

’

を

(
9
-
2
8
8
4
8
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
蒐
、
同
レ
を
。

ノ
ウ

【魅]臼

ク
ヴ
ィ

魁（
1
2
|
 4
5
7
8
5
)

に
同
じ
。
〔
五

昔
篇
海
〕
魅
、
同
レ
魁
。

【

魁

】

芦

キ

鬼（
1
2
-
4
5
7
5
8
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
魁
、
同
レ
鬼
。

冠

】

芦

ピ

魅
(
1
2ー

4
5
8
1
1
)

に
同
じ
。
〔
龍
翁

手
鑑
〕
魃
、
同
レ
魅
゜

【

OO鬼
】

芦

パウ

魃
(
1
2
-
4
5
8
6
9
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
羹
、
同
レ
魃
゜

【

醜

】

芦

キ

鬼
（
1
2
~
4
5
7
5
8
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
醜
、
古
文
鬼
字
。

冠

]

臼

ク

ワ

イ

[

[

い

叶

闘

字

。

〔

字

写

）

】

臼

ビ

彪
(
1
2ー

4
5
7
6
4
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
魁
、
同
レ
彪
゜

【蒐]臼

コ
ン

魂
（
1
2
-
4
5
7
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蒐
‘
亦
書
作
レ
魂
。

魂
飛
塊
散
。

【
魂
不
附
罷
】
41

h
u
e
n
2
 pu• 

fu• 

怖゚

非
常
な
恐

冦
】
〗

苔
‘
亦
作
レ
魃
゜
テ
ヴ

苔
(
9
|
3
0
7
7
9
)

に
通
ず
。
〔
字
彙

魃
‘
王
文
考
夢
賦
‘
撲
薯
莞
ギ
注

[

魅

]

恥

ヵ
9
7

覗
(
1
2
-
4
5
8
0
0
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鯉
、
同
レ
鴨
゜

【
鴨
】
[

か
く
れ
て
ゐ
る
鬼
。
〔
字
彙
〕
親
‘
輌
鬼
。

ヵ，
7
ヶ，
7

〔
字
彙
〕
古
治
切

砥

日

□

0
か
み
。
神
(
8
ー

2
4
6
7
3
)

に
同

じ
。
も
と
鯉
(
1
2
-
4
5
8
7
7
)

に
作
る
。

〔
中
華
大
字
典
〕
魅
、
本
作
レ
魅
゜
〔
説
文
〕
魅
、
神

也
、
八
レ
鬼
申
臀
。
〔
段
注
〕
掌
レ
作
―
―
紳
鬼
也
五
神
鬼

者
、
鬼
之
紳
者
也
、
故
字
炊
―
―
鬼
申
一
老
子
日
‘
其

鬼
不
レ
紳
、
封
祠
書
曰
‘
秦
中
坂
小
鬼
之
紳
者
、
中

山
経
‘
胄
要
之
山
、
魅
武
羅
司
レ
之
、
郭
云
‘
魅
、
郎

神
字
‘
許
意
非
二
字
一
也
。
〔
集
韻
〕
魅
、
紳
名
。
●

山
の
紳
゜
〔
玉
篇
〕
魅
、
山
神
也
。

忍車
薮小

日
ン
ン

シ
ン

【
魅
】
[
ロ
ン

集
韻
〕
乗
人
切

〔
集
韻
〕
升
人
切

囮題

日
死
人
に
著
せ
る
衣
服
。
〔
玉
篇
〕
魃
‘
鬼
衣
服

也
。
口
魃
(
1
2
|
 4
5
7
7
4
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
魃
‘

魃
字
之
謡
。

冨

】

亨

日
虹
〔
玉
篇
〕
皮
彼
切
砥

口キ

冨
】
芦
キ
ハ
丘
〗
い
げ
い

0の
古
字
。
〔
正
字

13283 



(45803) (45810・ ・6) 

小
〇
ひ
で
り
の
調
。
博
説
で
は
黄
帝
の

忍
i

条
女
と
い
ひ
‘
又
、
南
方
の
小
鬼
と
も
い

ふ
。
祓
(
8
|
6
1
2
2
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
魃
‘
旱
鬼

也
‘
炊
レ
鬼
友
臀
‘
周
謄
有
―
―
赤
魃
氏
「
除
二
睛
屋

之
物
一
也
‘
詩
日
‘
旱
魃
為
レ
虐
゜
〔
段
注
〕
大
雅
雲

漢
日
、
旱
魃
為
レ
虐
‘
傭
日
‘
魃
‘
旱
神
也
‘
此
言
二

旱
鬼
冨
以
孟
古
が
鬼
也
‘
紳
•
鬼
‘
統
孟
―
口
之
函
則
一

耳
、
山
海
経
曰
‘
大
荒
之
中
有
レ
LlJ
、
名
日
二
不
旬
一

有
廣
帝
女
肱
祓
‘
卸
魃
也
。
〔
詩
、
大
雅
‘
雲
漢
‘

疏
〕
紳
異
経
曰
、
南
方
有
レ
人
‘
長
二
三
尺
‘
祖
身

而
目
在
11

頂
上
ご
疋
行
如
レ
風
‘
名
曰
レ
魃
‘
所
レ
見

之
國
‘
大
旱
赤
地
千
里
‘
一
名
旱
母
‘
遇
者
得
レ
之

投
涸
笛
＇
二
即
死
‘
旱
宍
消
。
〔
山
海
経
‘
大
荒
北

経
〕
大
荒
之
中
有
レ
LlJ
、
名
曰
二
不
句
云
有
レ
人
‘
衣
二

青
衣
;
名
日
二
黄
―
帝
女
魃
冨
車
尤
作
レ
兵
伐
1

一丑衷帝一

黄
帝
乃
合
應
龍
攻
乏
翼
州
之
野
一
應
龍
畜
レ

水
、
蛍
尤
詰
嵐
伯
雨
師
ぶ
墨
大
風
雨
ご
衷
帝
乃

下
1

一
天
女
曰
丘
魃
‘
雨
止
‘
遂
殺
1

一
崖
尤
五
魃
不
レ
得
二

【魃】螂

ハ
ッ
〔
集
韻
〕
蒲
撥
切
閲
i)

バ

チ

勺

y
pa' 

園
バ
ッ

冤】年
地
名
。
〔
玉
篇
〕
蒐
、
地
名
。

キ
，
ョ
ヴ

ク

〔
玉
篇
〕
去
挟
切
靱

后]]恥
こ
ろ
す
。
〔
篇
海
〕
魅
‘
殺
也
。

1) I) 

チッ

〔
篇
海
〕
劣
戌
切

鷹

【
魅
】
亭
チ
＂
叶
：
＂
。
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

鬼

部

〔
五
蓋
〕

小

日

0
た
ま
し
ひ
。
人
の
生
成
長
育
を

盈〇薮
た
す
け
る
陰
の
氣
。
魂
が
精
神
を
つ

か
さ
ど
る
の
に
酎
し
て
‘
主
と
し
て
肉
怜
を
主

宰
し
、
五
官
の
機
能
は
み
な
此
の
氣
の
は
た
ら

き
と
い
は
れ
る
。
〔
説
文
〕
睫
‘
陰
軸
也
‘
八
レ
鬼

白
臀
゜
〔
段
注
〕
陰
‘
営
レ
作
レ
会
、
陽
言
レ
代
‘
陰
言
レ

【塊】細

、
ク
ヒ
ぶ
｀
ク

曰ノ
、
ク
ノ
ク

□
2
 

国
タ
ク

匿
p
:
O●
 

圏

集
韻
〕
闊
各
切
璽

六

x己
t
:o• 

集
韻
〕
白
各
切

集
韻
〕
匹
栢
切ヽ
父
h-

冠
】
〗

星
の
名
。
〔
篇
海
〕
魅
‘
星
名
。

ギキ

〔
篇
海
〕
渠
宜
切

図

も
の
の
け
。
〔
集
韻
〕
魅
‘
鬼
也
。

冦
】
〗

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
囲

レ
イ
リ
ヤ
ウ

冨~]応
鬼
の
名
。
〔
玉
篇
〕
黄
‘
鬼
名
。

シ

玉
篇
〕
即
委
切

砥

復
上
一
所
レ
居
不
レ
雨
‘
叔
均
言
―
―
之
帝
五
後
置
二
之

赤
水
之
北
五
瓜
均
乃
為
二
田
祖
ご
魃
時
亡
レ
之
‘
所
レ

欲
レ
逐
レ
之
者
‘
令
日
‘
紳
北
行
、
先
除
一
水
道
五
決
二

通
溝
漬
U

●
ひ
で
り
。
〔
廣
韻
〕
魃
‘
旱
魃
゜

【
魃
鍼
】
1

↑
い
ひ
で
り
の
神
と
‘
沙
を
ふ
く
ん
で
人
を

射
る
と
い
ふ
怪
物
。
轄
じ
て
‘
ひ
で
り
と
妖
髪
。
〔
呉
莱
‘

時
催
詩
〕
属
誹
乃
恣
律
‘
魃
鍼
井
椙
狂
゜

魃

魃

蒐

魃

黄

魅

魅

塊

紳
者
、
陰
中
有
祗
也
‘
白
虎
通
日
、
塊
者
‘
迫
也
‘

猶
迫
迫
然
箸
応
人
一
也
‘
淮
南
子
曰
、
地
氣
為
レ

颯
祭
義
日
‘
氣
也
者
、
紳
之
盛
也
‘
晩
也
者
、
鬼

之
盛
也
‘
鄭
云
‘
氣
‘
謂
ユ
嘘
吸
出
入
者
一
也
‘
耳
目

之
聰
明
為
レ
晩
‘
郊
特
牲
曰
‘
冤
氣
蹄
巫
心
天
玉
形

晩
麟
於
地
「
按
‘
蒐
塊
皆
生
而
有
レ
之
‘
而
字
皆

ハ
レ
鬼
者
、
蒐
晩
不
レ
塵
形
質
而
非
彩
質
也
‘

形
質
亡
而
蒐
塊
存
‘
是
人
所
レ
飩
也
‘
故
炊
レ
鬼
。

〔
左
氏
、
昭
‘
七
〕
人
生
始
化
日
レ
塊
。
●
か
ら
だ
。

か
た
ち
。
形
橙
゜
〔
國
語
‘
晉
語
三
〕
其
塊
兆
―
―
乎
民
―

芙
゜
〔
注
〕
塊
、
形
也
。
参
す
き
ま
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕

嗅
間
也
。
R
月
の
輪
郭
の
光
輝
の
な
い
部
分
。

〔
書
‘
武
成
〕
惟
一
月
壬
辰
労
死
醜
゜
〔
疏
〕
睫
者
、

形
也
‘
謂
1

一
月
之
輪
郭
無
レ
光
之
慮
一
名
レ
塊
也
‘
朔

後
、
明
生
而
晩
死
‘
望
後
、
明
死
而
晩
生
‘
死
晩
‘

朔
也
‘
生
晩
‘
望
也
‘
是
一
日
為
11

始
死
塊
コ
一

H

総
房
死
塊
↓
〔
穂
‘
郷
飲
酒
義
〕
譲
レ
之
三
也
‘
象
ュ

月
之
三
日
而
成
乙
嘆
也
。
〔
繹
文
〕
晩
‘
説
文
作
レ

覇
‘
云
‘
月
始
生
塊
然
也
。

0
月
。
月
の
ひ
か
り
。

〔
法
言
‘
五
百
〕
月
未
レ
望
則
載
二
塊
於
西
盃
既
望
則

終
碗
於
東
二
注
〕
塊
‘
光
也
。
〔
櫂
徳
輿
‘
酬
二
従

兄
―
詩
〕
清
光
杏
無
レ
際
‘
皓
醜
流
露
空
゜
〔
李
商

隠

雪

詩

〕

侵

祝

四

能

雙

桂

應

〇

あ

き

ら

か
。
〔
白
虎
通
、
情
性
〕
塊
者
、
白
也
。

O
木
の
名
。

〔
爾
雅
‘
秤
木
〕
睫
‘
検
楢
゜
〔
注
〕
塊
‘
大
木
細
葉

似
レ
檀
゜
R
珀
(
7
-
2
0
9
0
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

睫
‘
卑
ハ
レ
珀
同
。

O
通
じ
て
覇
(
1
2
-
4
2
4
9
0
)

に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
塊
、
通
作
レ
覇
‘
漢
志
、
死
覇
‘
朔

也
‘
生
覇
‘
望
也
。
口

0
贅
の
さ
ま
。
塊
然
(

3

)

を

見
よ
。
〔
集
韻
〕
塊
‘
瞥
也
。

O
帝
塊
は
‘
渦
ち
塞

が
つ
て
ゐ
る
さ
ま
。
薄
(
9
-
3
2
0
8
3
)

に
通
ず
。

〔
正
字
通
〕
晩
‘
卑
ハ
レ
薄
通
、
労
塊
、
廣
被
貌
。

O
落

塊
は
、
お
ち
ぶ
れ
る
。
職
業
が
な
く
て
貧
し
い
こ

と
。
又
‘
弛
緩
し
た
氣
持
ち
に
な
り
、
不
慎
面

H

な
行
ひ
を
す
る
さ
ま
。
□
l

を
併
せ
見
よ
。
〔
集
韻
〕

晩
、
落
晩
‘
不
レ
得
レ
志
兒
。
〔
史
記
、
鄭
食
其
傭
〕
家

貧
落
塊
、
無
和
唸
翌
衣
食
業
↓
〔
注
〕
集
解
曰
‘
應
勒

曰
、
落
嗅
志
行
衰
悪
之
貌
也
‘
索
隠
日
、
案
‘
鄭

氏
云
‘
塊
、
音
薄
。
働
又
‘
粕
(
8
ー

2
6
8
9
1
)

に
作

る
。
〔
荘
子
、
天
道
‘
古
人
糟
晩
‘
繹
文
〕
塊
、
本
又

作
レ
粕
。
国
口
の
＠
に
同
じ
。
魂
(
1
2
|
 
45762)• 

託
(
1
0
-
3
5
2
4
3
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
晩
‘
落
塊
、

無
レ
節
。
〔
正
字
通
〕
魂
‘
落
魂
‘
貧
無
二
家
業
ぶ
千

作
二
落
塊
↓
〔
史
記
‘
鄭
食
其
博
‘
注
〕
集
解
曰
‘
晉

灼
日
、
落
塊
・
落
託
、
義
同
。

【
暁
妖
】
1

芯
悪
夢
の
名
。
〔
慎
詰
〕
敦
品
翌
悪
夢
奢
い

一
曰
‘
塊
妖
。

【
睫
悸
】
2

戸
バ
ノ
ク
胸
が
ど
き
ど
き
す
る
。
〔
周
光
鍋
‘
黄

河
賦
〕
聞
レ
之
者
改
レ
聴
‘
親
レ
之
者
塊
悸
゜

【
塊
散
】
ヅ
ぢ
ズ
，
心
が
ち
つ
て
落
ち
つ
か
な
い
。
〔
孔
徳

璃
、
北
山
移
文
〕
及
1

一
其
鳴
翡
入
レ
谷
、
鶴
書
赴
＞
瀧
、
形
馳

塊
散
、
志
喪
紳
動
。

【
塊
然
]
3

ぢ
〇
や
す
ら
か
に
お
ち
つ
い
た
臀
の
さ

ま
。
〔
史
記
、
周
紀
‘
其
臀
晩
云
‘
注
〕
集
解
曰
‘
馬
融

曰
‘
塊
然
、
安
定
意
也
。

O
物
が
裂
け
る
時
に
接
す
る
や

う
な
は
げ
し
い
＿
音
の
形
容
。
〔
論
衡
‘
雷
虚
〕
其
塊
然
若
1

一

散
裂
者
、
椎
所
レ
撃
之
臀
也
。

O
物
事
の
窮
す
る
さ
ま
。

〔
新
書
、
憂
民
〕
為
―
一
人
上
一
者
、
弗
1

自
憂
↓
塊
然
事
困
乃

驚
而
督
レ
下
。

【
塊
兆
】
4

芯
た
ま
し
ひ
の
き
ざ
し
。
〔
白
居
易
‘
祭
―
―

微
之
支
〕
詞
意
若
レ
此
、
得
レ
非
―
―
眺
兆
先
知
＂
之
乎
゜

【
塊
奴
】
5

り
影
紳
の
名
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
知
〕
又
説
11

九
影
一
各
有
レ
名
、
形
紳
‘
一
名
―
―
右
白
烹
二
名
―
―
懇
魃
三
一

多
洩
節
脹
四
名
1

一
尺
覺
「
五
名
素
覇
一
六
名
碗

慇
七
名
霞
図
一

【
餓
莫
】
6

劣
皮
肉
の
上
の
う
す
か
は
。
薄
膜
。
轄
じ
て
‘

物
の
虚
浮
に
し
て
堅
責
で
な
い
も
の
を
い
ふ
。
〔
證
、
内

則
‘
去
二
其
鼓
ぶ
巴
鼓
‘
謂
―
―
皮
肉
之
上
塊
莫
一
也
。
〔
楊
伯

飢
臆
乗
〕
物
之
虚
浮
而
不
,
,
堅
貰
者
‘
俗
謂
―
―
之
塊
莫
一

内
則
注
‘
皮
肉
上
之
塊
莫
‘
此
義
也
。

六
八
八
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鬼

部

〔
五
|
ー
六
董
〕

塊

魅

魅

魏

魂

魃

魃

魃

魅

魅

魃

魃

魃

魅

艇

畳

魏

六
八
九

0
も
の
の
け
。
ば
け
も
の
。
す
だ
ま
。
物
の
年
功

を
積
ん
で
怪
異
を
為
す
も
の
。
彪
(
1
2
|
 4
5
7
6
4
)
 

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
彪
、
老
物
精
也
‘
魅
‘
或
八
レ
未
。

〔
左
氏
‘
宣
、
三
〕
蜻
魅
岡
所
。
〔
注
〕
魅
‘
怪
物
。
〔
史

記
‘
五
―
帝
紀
〕
以
御
蛾
魅
↓
〔
注
〕
集
解
日
、
服
虔

日
、
蛾
魅
‘
人
面
獣
身
四
足
、
好
惑
レ
人
、
山
林
異

氣
所
レ
生
●
み
い
る
。
ば
か
す
。
ま
ど
は
す
。
〔
玄

中
記
〕
狐
百
歳
‘
善
盤
魅
‘
使
,
,
人
迷
惑
一

【
魅
虚
】
1

が
も
の
の
け
。
〔
王
延
壽
‘
夢
賦
〕
研
―
―
魅
虚
一

誼
網
璽
〔
注
〕
説
文
‘
魅
‘
老
物
也
、
虚
‘
耗
鬼
也
。

【
魅
狐
】
2

匹
人
を
ば
か
す
き
つ
ね
。
〔
元
積
、
有
レ
鳥
二

【

魅

早

辻

〔

集

韻

〕

明

7

二]
l
4

【
塊
門
】
7

ぢ
肛
門
。
穀
道
。
〔
素
問
‘
五
臓
別
論
〕
塊

門
亦
為
1
1

五
臓
面
竺
水
穀
不
ヮ
得
1

一
久
蔵
↓
〔
注
〕
謂
1

一
肛
之

門
也
、
内
通
松
函
吹
故
日
二
塊
門
↓

【
塊
吏
】
8

ぢ
性
を
い
ふ
。
〔
雲
笈
七
籐
〕
情
者
塊
之
使
、

性
者
塊
之
吏
。

【
塊
力
】
9p'o• 

Ii• 

根
氣
。
氣
力
。

【
奪
レ
塊
】
10

祐
力
た
ま
し
ひ
を
う
ば
ひ
と
る
。
精
神
を

喪
失
さ
せ
る
。
〔
左
氏
‘
宣
、
十
五
〕
不
レ
及
―
―
十
年
盃
原
叔

必
有
天
咎
至
＾
奪
之
塊
戻
゜
〔
左
氏
、
襄
‘
二
十
九
〕

天
又
除
ら
之
‘
奪
狛
雀
涵
女
子
西
即
世
、
牌
焉
辟
レ
之
。

【
濯
砿
泳
壺
―
】
11

ぢ力しヨ，
2
-一
魂
を
泳
の
壺
の
中
で

洗
ふ
意
で
、
清
く
美
し
い
光
景
に
遭
つ
て
心
が
清
め
ら

れ
る
思
の
す
る
を
い
ふ
。
〔
澄
懐
録
〕
眉
州
象
耳
山
上
、

衷
李
白
留
題
云
‘
夜
来
月
下
臥
醒
‘
花
影
零
乱
‘
涌
二

人
襟
穂
疑
如
レ
湿
細
泳
壺
ふ
3

。

【
動
レ
醜
怜
炉
魂
】
12

五
認
梵
ン
ム
精
神
を
悦
ば
す
。
〔
江

滝
‘
雑
證
詩
序
〕
故
蛾
眉
距
同
レ
貌
、
而
倶
動
森
溢
匹
玉
芳
草

寧
共
レ
氣
‘
而
皆
悦
―
―
於
魂
↓

【
塊
也
者
鬼
之
盛
也
】
13

”
荘
衿
ば
り
形
塊
‘
郎
ち
肉

罷
を
つ
か
さ
ど
る
塊
は
‘
鬼
‘
即
ち
陰
璽
の
盛
な
も
の

で
あ
る
。
〔
租
‘
祭
義
〕
子
曰
‘
氣
也
者
、
神
之
盛
也
‘
塊
也

者
‘
鬼
之
盛
也
、
合
-
1

鬼
興
已
岬
‘
教
之
至
也
。

冦

】

5

チ

＂

戸

五

し

o)
に
同
じ
。
〔
正
字

小

日

□
l

国
〇
え
や
み
の
か
み
。
季
春
・

嘉
豪
孟
秋
・
季
冬
の
三
時
に
陰
陽
の
氣
が

戸
氣
と
相
合
ふ
に
乗
じ
て
人
に
災
厄
疫
病
を
あ

た
へ
る
か
み
。
〔
説
文
〕
魅
‘
属
鬼
也
、

A
レ
鬼
失

瞥
。
〔
道
、
月
令
、
季
春
、
注
〕
陰
氣
右
行
‘
此
月
之

中
、
日
行
,
,
歴
昴
ご
昴
有
ー
一
大
陵
積
戸
之
氣
芦
氣
侠

則
属
鬼
随
而
出
行
。
〔
證
‘
月
令
‘
孟
秋
‘
注
〕
陽

氣
左
行
‘
此
月
宿
―
―
直
昴
畢
云
昴
畢
亦
得
―
―
大
陵
積

戸
之
氣
「
氣
侠
則
属
鬼
亦
随
而
出
行
。
〔
證
、
月

令
‘
季
冬
‘
注
〕
陰
氣
右
行
‘
此
月
之
中
、
日
歴
二
虚

危
一
虚
危
有
,
,
墳
墓
四
司
之
氣
一
為
-
―
属
鬼
函
が

堕
強
陰
屈
害
久
也
。
●
ば
け
も
の
。
魃
魅
。

魏
(
1
2
|
 4
5
8
1
3
)

に
同
じ
。
或
は
殊
(
6
|
1
6
4
1
1
)
 

に
作
る
。
〔
説
文
‘
魅
‘
段
注
〕
山
海
経
西
山
経
‘
剛

山
是
多
稗
急
魏
‘
即
此
魅
字
‘
郭
云
、
禽
魅
之

類
也
‘
或
作
レ
殊
。
〔
玉
篇
〕
魅
‘
魃
彪
之
類
也
‘
亦

作
レ
殊
。
●
或
は
魃
(
1
2ー

4
5
8
0
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
魅
‘
或
作
レ
魃
゜

国口日
チチチチ
チツ

〔
集
韻
〕
丑
吏
切
甲
g

〔
集
韻
〕
抽
知
切
甲
-
園

〔
集
韻
〕
赦
栗
切

【
魅
】
〗

十
章
詩
〕
俊
髄
無
レ
由
レ
拳
立
径
翠
金
離
不
＂
得
レ
檎
―
―
魅

狐↓

【
魅
力
】
3

が
ク
人
の
心
を
引
き
つ
け
て
迷
は
す
や
う

な
一
種
の
力
。

【
魅
了
】
•
が
全
く
迷
は
し
て
し
ま
ふ
こ
と
。

【
魅
惑
]
5

炉
魅
力
を
以
て
ひ
き
つ
け
ま
ど
は
す
こ
と

盤
惑
。

冦

】

[

琴
勺
ぼ
詳
。
〔
龍
寵
王
字
〕
魅
、
於
良
―
【
観
】
寧

ヲ
ク

〔
玉
篇
〕
干
目
切
闊
i

冦

】

5

義
未
詳
。
〔
捜
員
玉
鏡
〕
魅
‘
苦

回
切
。

ク
ヴ
ィ

日
大
い
に
覗
る
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
畳
、
大
視
貌
。
ロ

聟
(
9
ー

2
9
2
0
3
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
畳
‘
即
聟
之

謡。

も
の
の
け
。
〔
五
昔
篇
海
〕
魃
‘
鬼
也
。

5

日
キ

冨
】
紐
ロ
サ
ン

〔
篇
海
〕
倶
位
切
閣

【
魃
】
如

チ
ぶ
｀
，
ウ

〔
五
昔
篇
海
〕
丑
良
切
顕

国】叩
鬼
の
頭
。
〔
字
彙
補
〕
魃
‘
鬼
頭
也
。

国】呻
0
も
の
の
け
。
〔
玉
篇
〕
艇
‘
鬼
。
●
斗
星
の
名
。

〔
玉
篇
〕
艇
‘
斗
星
名
。

カ，ウ
ギ
ぶ
｀
，
ウ

〔
玉
篇
〕
胡
硬
切
醐
（
一

チ
ク

〔
字
彙
補
〕
知
畜
切

圏

【
魃
】
呻

●
い
つ
は
る
。
〔
字
彙
補
〕
魃
‘
諺
也
。

0
に
は
か
。

〔
字
彙
補
〕
魃
、
梓
然
也
。

【
魃
黒
】
1

ゥ
”
に
は
か
に
く
ら
く
な
る
。
又
、
ま
つ
く

ら
。
〔
紅
棲
夢
‘
一
1

一
十
四
回
〕
涌
屋
魃
黒
‘
並
未
―
―
貼
燈
↓

【
魃
地
間
】
2

h
s
t
i
4
 
t
i
 
c
h
i
e
n
2

ひ
そ
か
に
。
暗
地
裏
。

〔
長
生
殿
‘
情
悔
〕
潜
潜
超
超
、
暫
時
楡
現
影
‘
魃
地
間
心

歌
歌
。

【
魃
地
裏
】
3

h
s
t
i
'
t
i
 
li3

ひ
そ
か
に
。
魃
地
間
に
同

じ
。
〔
長
生
殿
‘
偵
報
〕
他
本
待
退
財
狼
‘
魃
地
裏
思
抄

駆。

【
魅
】
〗

鬼
の
さ
ま
。
魃
(
1
2ー

4
5
8
6
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

魃
‘
説
文
‘
鬼
兒
‘
或
省
。

クコ

〔
集
韻
〕
荒
胡
切

【
魃
】
年

も
の
の
け
。
〔
玉
篇
〕
魃
‘
鬼
也
。

ク
ッ
ク
チ

〔
字
彙
補
〕
許
屈
切
Tヽ
U
 

"易
【
魅
】
蜘

冤
】
叩
チ
＂
戸
↓
計
↓
い
゜
に
同
じ
。
〔
篇
海

【
魃
】

g

ガ，ウ
ゲ，ウ

ソ コ

Jlll 

〔
玉
篇
〕
五
交
切
圏
[

匿

i.E――
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
魃
、
I

音蘇゚

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
魃
‘
昔
古
゜
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~ ..... 嵐~ ,.......... し魅—_,, 鳴[,..........魁i,.__....i i 之身、海も ,........., し兒—龍..... ~t ,.......... g ,.......... ~ か
類一程の た

45833 45832 はヽ 45831 45830 也足西‘の 45829 のの 45828 45827 ち
も 或、ー山げ

俗字。 のけ。 チ ,-_ 

ト， キ の サ チ 作手 経ヽ或 ク， ピ 玉
ウ の ツ

レ規其昔如ヽ 剛 は ワイ ~9、~畠、 篇
；；匹 け 長魅

゜山 ’ 魏 篇

魃彪 ‘一ーノ

塁 ゜ 五
箋へ

同5 醜と」 ... 10 r—―、 ~ ... IO 是 5 バ

五

海ヽ

魃 I 鑑‘ほ 丑ヽ レ I 兒詳。 魃 I
レ 多 I 閾大 彪0 .. '" 邑‘心 ヽ 同、 ... 告
欽゚二紳 心g 枯灰 知 嵐

／孟補ーー、
同悶 豆g切レ m

昔ヽ W!~ 鬼竺 海
゜ r注魏巨切字典 イ,".憩゚ 図 にに゚

'--J 蛤 察 に
同 同 魏ヽ甘’‘ に ヽ 同

良 ヽ じじ ; じ 、状作医l 子ヶら へ

昔
~ ~、 亦魃 人る

0 lO ... 

~ Iヽ 鬼 屈 説 面べ I 

鬼 文 魅獣山 な

,.....,. 紳し,.......... 魃 ”~ 巴 ~~to 昌,..........邑 冦 冦 ,.........., .... 魃"" ~ 篇の 45839 鬼名魃へ面韻 魅 45837 
............ ~ 

或‘査 45838 45836 45835 45834 

競査 省。魃^ 
、5 は

鬼- ゴ ~ サ 或省0 01 心恩I ~懲、 のも, □ サ セ日サ

I 
シ チ， 工

大玉 to ィ ン ユ キ
。篇 ~ I 羅の イチツ
'----' 五 怠器 ~ 儡

ラ

悶' J 
魁 ッ魃 tt ~ ~ イ

悶
五ヽ

篇じ 蒐、麓゚ 悶大 -冒 〗塁姑
、- 箭 ゜に ~ 

t 
切

同 裔 ゜亦作 s 10 所介典子- 初 ‘詳 ~ ， 
＇ 

じ ,......_ I 八 又。

國 ゜ 圏
中魅レ0 な~ 切- 切 ヰ観口 ~捜慎、

鑑が " 靡 華大口さ圏翻
鑑

大 乱 魃ヽ 魃ヽ

き 字鬼~に
し、 '-' 魃

典し」の同
魅ヽ 朱暢 ィ児吝

゜
,........., ,......... 

星の r..._魅——..,j 呵 跳疇聾 1て—,.....,魅魃操Ll.J一月 -名‘翌魃‘作る 夜Oす 琶,.. — ..... 
まF魁——• 

北魃 円邑斗 .._-' 少ャ棗 u~字中 県 l局~ 0 人だ郷41
じ ~ 

星 45844 さ 45843 名 45842 z ゜45840 の ま。 屈原ぽ， 、 足 ーを ま

考
ヽ - -。難 i~ 向 j蜀‘贔犯。

フ " デテ 玉篇 プフウ， 賦山← 鳴典レヤ後盈足 す山 七 ←集韻、 ャウ-エイ,-集、 ~ 集 字彙 ン-ン -に注而逼犯、 逼をの ウ
'-魅ノ

~玉、 四 住瓦按 起 、 喜゚夜 、好精 -
韻 韻 魏ヽ

孟
ヽ レ鉦山‘’’‘ む 先於、同● 、鬼山 む。形° 集韻 ‘ 凰

= ‘ 魃 厄ヽ 星 篇
人本御、一 レ躁。腺るレ犯抱朴子 、或は 憶醜 杜ヽ 各 縛ヽ 巫 通

北 切 貌 術 尤 合息足の作覧引一庭前 r-, l 人' 、作或惨は 小兒 エ胃 腿 頂
斗 ゜ 切 切 切

閾
歯

観 囚
狐品 ― 楚判~ い薔- 名日 IU滲 3 に よ—

圏
鼠二爆 精。 I 似
ー、の山竹 て愴、 "Nる哲層l
魃魅遊名° 魃 ‘ k 、形正ぉ呂 。 g 
-—。辟以記同呼如字通 ― -
王 '-'じニニ -足
令守 二正。其小-に o

,.......... 

冤 ,.. 魃....... ,.......... ..... 魁..... 日~,..........,~ 魃 ？-~ lo........ooil 親 悪し、 F..._魃——• .., 
鬼の ~ 11....魅• 疇

,...-~ 
魁~ 魁

し—―~ し一—~ ~ 
45853 45852 45851 45850 熱 45849 く 45848 鬼 45847 名 45846 45845 

病 □ 日
し、
゜ ~ 篇

~ 

1) ヨ ピ ケ
←集、 ゲウ ウカ； '} 轟 ソ ふツ ク キ '""""' 篇海 チッタ ク

イイ 韻 ‘ 魃
／篇ーー、 魅ヽ

〗゜ 類編 ＾ 魃 玉魅 海魃

'--' 魃 - 砿篇 '----' 魏 ~轟、 ~ 雷 彙魅
鏡＾ ~魁~5 

栗蒐
、魃 はヽし褻—' ... IO I ~魅 ... 10 I 、 篇海 、位 忍卑レ" I 

苦熱 ~ 他 ~ 醜 嚢ヽ fヽ 同 I
且 レ同裔O'l ゚ 同音 魁§gg 虚 切 レ魅0 ぢO 0 "' 病゚ i責 吐内 切 切
玉 魃- ti゚~ に 同、一 切切 面鏡

° に に 殴 圏
に

紐ヽ
同 同 同 園嗣 同じ じ じ じ

昆
~髯、

塁

｀ 
~ 

字

(45827)— (45853) 

鬼

部

〔六

I

七
聾
〕

魃

魃

魏

魃

魃

魃

嵐

魃

魅

魅

魅

魏

魁

魃

魃

魅

魏

魃

魁

魅

魃

魏

魃

魃

魅

疑

魅

ハ
九
〇

13286 



(45854) (45868) 

冨
】
〗

鬼

部

〔
七
ー
ー
八
驚
〕

変

棘

魅

魃

魃

斃

魃

魃

魏

魃

魅

魃

魃

魃

蒐

六
九

ヨ
ク
〔
康
熙
字
典
〕
圏

ロ

ヰ

キ

越

逼

切

曰
戸
／
〔
集
韻
〕
穫
北
切
職

日
川
に
す
む
鬼
の
み
に
く
い
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
魃
‘

江
鬼
醜
貌
°
□
仮
(
1
|
7
4
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕

魃
‘
俗
恨
字
。

【
魃
】
曇

日
ラ
ヴ
〔
篇
海
〕
郎
宕
切
頭
函

□
チ
ャ
ヴ

【
魃
】
岬
キ
＂
戸
碍
）
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

写
岳
け
が
す
。
或
は
掩
(
6ー

1
6
5
0
 5
)

・
峰
(
8
-
2
4
7
2

8
)

・雄
(
8
|
2
4
7
8
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯵
‘
汚
錮

也
‘
或
作
―
―
掩
・
掩
．
緋
一

エ
ン

〔
集
韻
〕
於
贈
切
畔

0
み
に
く
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
轄
‘
一
日
‘
醜
兒
゜

●
鬼
が
人
を
殺
す
。
〔
玉
篇
〕
頼
‘
鬼
殺
レ
人
也
。

〇
鬼
の
名
。
〔
集
韻
〕
魏
‘
鬼
名
。

【
親
]
亨
ハ
ウ

集
韻
〕
都
籠
切
雨
吟

,m-

貧
】
〗
ケ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
紳
玉
篇
〕
鷺
‘
＿
音
桂
゜

小
瓦

B
0し
や
ぐ
ま
。
赤
熊
゜
〔
段
注
本

角纂
豪
ぱ
説
文
〕
魃
‘
如
ふ
熊
工
赤
毛
而
黄
‘

炊
レ
鬼
佳
臀
゜
〔
段
注
〕
各
本
墨
此
箋
雙
言
部

U悲
l】
〖

墨
策
下
日
1
1
~
J
―
―
口
魃
臀
丁
必
呼

9
有
1一
此
策
「
但
大

徐
補
―
―
入
鬼
部
下
未
レ
掌
、
今
依
二
爾
雅
こ
細
―
入
佳
●
み
に
く
い
。
顛
(
1
2
-
4
3
5
4
4
)

に
同
じ
。
〔
説

部
二
爾
雅
‘
秤
獣
〕
魃
如
―
―
小
熊
一
穎
毛
而
黄
。
文
〕
顛
‘
醜
也
‘
炊
レ
頁
其
臀
‘
今
逐
疫
有
-
1

期
頭
一

〔
注
〕
今
建
平
山
中
有
1

一
此
獣
五
盆
炉
熊
而
小
‘
毛
〔
段
注
〕
按
‘
魃
．
顛
‘
字
同
。
〔
集
韻
〕
顛
‘
或
作
レ

塵
凌
赤
黄
色
‘
俗
呼
為
二
赤
熊
二
即
魃
也
。

O
紳

魃

°

〇

通

じ

て

棚
(
1
|
1
1
5
0
)

に
作
る
。
〔
正
字

獣
。
〔
徐
絃
本
説
文
‘
鬼
部
〕
魃
、
神
獣
也
‘
八
レ
鬼
通
〕
魃
、
通
作
レ
側
。

佳
臀
゜
〔
集
韻
〕
魃
‘
説
文
、
神
獣
也
。
●
人
名
。
〔
論
【
魁
頭

]
1
2ゥ
追
儲
の
式
に
か
ぶ
る
鬼
面
。
顛
頭
(
1
2—

キ

〔
集
韻
〕
丘
其
切
図

＇ 
vi 
c
h
'
i
 

【
魃
】
蜘

□ 日
ヅツヅタ

イイイイ

屈

〔
集
韻
〕
博
追
切
医

ト
ク

集
韻
〕
徒
回
切

冨

】

三

醜
い
頭
。
〔
字
槃
〕
魂
‘
醜
頭
。

〔
字
彙
〕
丁
木
切

属

語
逗
而
〕
桓
魃
其
如
レ
予
何
゜
＠
姓
。
〔
萬
姓
統

譜
〕
魃
‘
桓
魃
之
後
。

g
さ
い
づ
ち
ま
げ
。
椎
(
6
-

1
5
0
2
4
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
魃
、
椎
頭
誓
゜
〔
漢
書
‘

陸
買
傭
〕
尉
佗
魃
結
箕
鋸
見
レ
買
。
〔
注
〕
服
虔
曰
‘

魃
、
昔
椎
‘
師
古
日
、
結
‘
讀
曰
レ
誓
‘
椎
髯
者
、
一

撮
之
誓
‘
其
形
如
レ
椎
゜

【
魃
顔
】
1

り
パ
額
の
出
張
っ
た
顔
。
傾
顔
。
〔
史
記
‘
禁
澤

博
〕
先
生
品
鼻
巨
肩
‘
魃
顔
隧
謁
膝
攣
‘
吾
聞
、
聖
人
不
レ

相
、
殆
先
生
乎
゜
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
魃
顔
‘
謂
下
顔
貌
魃
回
‘

若
1

一
魃
輝
然
上
也
。

【
魃
翁
】
2

昇
額
の
出
張
っ
た
さ
ま
。
〔
陸
雲
、
贈
顧

日
●
小
鬼
。
〔
廣
韻
〕
魃
、
小
兒
鬼
。
●
鬼
の
名
。
尚
書
詩
〕
麗
容
魃
貪
孔
好
已
張
。

〔
集
韻
〕
魃
‘
鬼
名
。
〇
い
さ
こ
む
し
。
水
邊
に
居
【
魃
結
】
3

訂
炭
形
の
一
。
さ
い
づ
ち
が
た
の
ま
げ
。

つ
て
水
中
に
う
つ
る
人
影
に
沙
を
投
じ
て
其
の
椎
頭
髯
゜
〔
史
記
、
陸
買
博
〕
陸
生
至
‘
尉
佗
魃
結
箕
鋸

見
陸
告
〔
注
〕
集
解
曰
‘
服
虔
日
‘
魃
、
昔
椎
‘
今
兵
士

椎
頭
結
。
〔
漢
書
、
陸
賣
傭
〕
魃
結
。
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
魃
、
音

人
に
疫
を
お
こ
さ
せ
る
怪
物
。
〔
玉
篇
〕
魃
、
短

椎
‘
師
古
日
、
結
‘
讀
曰
レ
髯
‘
椎
醤
者
、
一
撮
之
髯
‘
其
形

狐
‘
如
レ
亀
含
秒
喋
入
。
R
鍼
（
1
0
-
3
3
1
7
6
)

に

通
ず
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
‘
況
魃
蛾
輿
二
畢
方
ご
注
〕
如
レ
椎
゜

善
曰
‘
魃
、
卑
ハ
レ
蛾
古
字
通
。

g
斃
(
1
2
-
4
5
8
5
9
)

【
魃
髯
】
4

"

バ
さ
い
づ
ち
が
た
の
ま
げ
。
魃
結
に
同
じ
。

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
疑
‘
或
書
作
レ
魃
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
或
者
魃
髯
而
左
言
‘
或
錢
レ
膚
而
鑽
レ

製。

【
魃
】
〗
□ 日
コヰヨ
クキク

集
韻
〕
越
逼
切
蜃

ヽ

u
 y
U
'
 

日

O
鬼
盛
は
‘
つ
む
じ
か
ぜ
。
一
説
に
‘
鬼
が
風

に
乗
じ
て
人
を
お
そ
ふ
こ
と
。
〔
集
韻
〕
疑
‘
鬼

愛
‘
回
風
‘
一
説
‘
鬼
因
鼠
伺
仄
也
。
〇
或
は
魃

(
1
2
-
4
5
8
6
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
惑
‘
或
書
作
レ

魃
°
□
鬼
の
名
。
〔
類
篇
〕
盛
‘
鬼
名
。

寄
地
】
螂
い
[
ク
国
音
集
古
[
[
切
饂

【
魃
】
亨
チ
”
ビ
耳
↑
°
調
字
。
〔
正
字

霰
l
]〗コ
魃
（
1
2
~
4
5
8
6
5
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
魃
、
同
レ
魃
゜

小
〇
鬼
の
さ
ま
。
〔
説
文
〕
魃
‘
鬼
兒
‘
炊
レ

虫
A
麿
蔽
鬼
虎
臀
。
●
虎
に
つ
い
て
ゐ
る
鬼
。
虎

に
か
み
こ
ろ
さ
れ
た
人
の
魂
は
‘
他
に
さ
ら
な

い
で
‘
其
の
虎
に
つ
き
し
た
が
ひ
‘
虎
の
便
盆
を

は
か
り
‘
虎
を
た
つ
と
ん
で
牌
軍
と
よ
ぴ
‘
虎
が

死
ね
ば
た
め
に
哭
す
る
。
こ
れ
を
虎
俵
と
い
ふ
。

〔
正
字
通
〕
魃
‘
虎
俵
也
。
●
魃
(
1
2
-
4
5
8
2
3
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
魃
‘
或
省
。

[
魃
]
亨

クコ

集
韻
〕
荒
胡
切
直
-

冠
]
[
ヘ
イ
ハ
イ

●
み
に
く
い
。
〔
正
字
通
〕
魅
‘
醜
也
。
●
ま
も
の
。

〔
正
字
通
〕
魅
‘
妖
魅
也
。

〔
玉
篇
〕
匹
米
切
攣

4
3
5
4
4
 :
 2
)

に
同
じ
。
〔
周
鵡
‘
夏
官
‘
方
相
氏
‘
掌
レ
蒙
―
―

熊
皮
ご
注
〕
冒
熊
皮1者
、
以
驚
蛮
疫
嘱
之
鬼
面
~
二
今
魃

顕
也
。
〔
孫
胎
譲
正
義
〕
案
‘
魃
正
字
嘗
レ
作
レ
顛
‘
字
又

作
レ
供
‘
恨
子
曰
‘
毛
騰
・
西
施
、
天
下
之
至
妓
也
‘
衣
レ
之

以
―
―
皮
供
ぶ
刑
見
レ
之
者
皆
走
也
‘
蓋
周
時
謂
↓
一
方
相
所
レ

蒙
熊
皮
黄
金
四
目
1

為
1

一
皮
供
ぶ
漢
魃
頭
‘
卸
周
之
皮
供
。

13287 
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[
懇
]
曇
令
芦
〔
集
韻
〕
文
パ

[
9咤

す
だ
ま
。
も
の
の
け
。
魃
魁
は
‘
山
水
木
石
の
精

氣
が
凝
つ
て
な
る
す
だ
ま
。
其
の
か
た
ち
は
三

歳
の
小
兒
に
似
‘
赤
黒
色
で
、
赤
い
目
と
長
い
耳

と
美
し
い
製
と
を
も
ち
、
人
の
臀
を
ま
ね
て
人

を
た
ぶ
ら
か
す
と
い
ふ
。
蜆
(
1
0
-
3
3
0
3
2
)
•

岡

(
9
|
 28
2
1
1
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
蜆
‘
螂
蛹
、
山
川

之
精
物
也
‘
淮
南
王
説
‘
蜆
蛹
、
状
如
乞
一
歳
小

兒
ご
亦
黒
色
‘
赤
目
長
耳
美
髭
‘
八
レ
虫
関
瞥
‘
國

語
日
、
木
石
之
怪
‘
嬰
蜆
蛹
。
〔
段
注
〕
精
物
者
、
易

所
謂
精
氣
為
レ
物
也
‘
主
謂
―
―
精
氣
結
成
之
物
面
5

語
車
注
‘
蜆
蛹
、
山
精
‘
好
穀
一
人
瞥
―
而
迷
二
惑
人
1

也
‘
杜
注
二
左
氏
岡
両
一
日
、
水
紳
‘
蓋
因
1

一
上
文
蛾

訓

一

山

蝕

故

訓

岡

面

貸

水

紐

猶

枷

四

國

語
水
怪
為
―
―
龍
岡
象
一
故
謂
二
蜆
蛹
―
為
中
山
精
上

也
‘
許
兼
言
二
山
川
ご
為
レ
長
芙
‘
按
‘
蜆
蛹
、
周
謁

作
房
良
五
傭
作
二
岡
雨
面
子
世
家
作
岡
凹

俗
作
二
懇
魁
↓
〔
集
韻
〕
蜆
‘
或
作
レ
魃
。

【
魃
魅
】
1

i
ゥ

LlJ
水
木
石
等
の
す
だ
ま
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
・

李
翻
‘
遠
遊
聯
句
〕
懇
魅
暫
出
液
‘
鮫
蛾
互
蝠
鰺
゜

【
懇
魃
】
2

炉
5
ゥ

O
も
の
の
け
。
字
解
を
見
よ
。
〔
王
篇
〕

魁
‘
魃
魃
、
水
神
、
如
乞
一
歳
小
兒
云
盆
一
盆
色
。

O
影
の
外

側
に
見
え
る
淡
い
影
。
岡
雨
。
〔
淮
南
子
‘
覧
冥
訓
〕
浮
涌

不
レ
知
レ
所
レ
求
‘
魃
魃
不
レ
知
レ
所
レ
往
゜
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕

恐
―
―
魃
魁
之
責
ヮ
景
分
‘
兜
未
レ
得
―
―
其
云
已
」
。
〔
注
〕
善

日
、
司
馬
彪
為
1

一
岡
浪
盃
回
浪
‘
景
外
重
陰
也
、
翰
日
‘
魃

魃
‘
影
外
微
陰
也
。
〇
わ
る
も
の
。
〔
蝠
悪
全
書
、
保
甲

部
、
漁
埠
編
保
〕
似
レ
是
清
平
世
界
‘
寧
容
二
魃
魁
之
横

行
若
b

是
耶
゜

〖
魃
魃
鬼
〗3
豆
切
ヤ
，
ウ
若
水
中
に
住
む
と
い
ふ
も
の
の

け
の
名
。
〔
捜
紳
記
、
十
六
〕
昔
顕
項
氏
有
二
＿
二
子
「
死
而

為
1

一
疫
鬼
―
―
居
江
水
ぶ
巨
冦
鬼
―
―
居
―
―
若
水
一
為
―
―

鬼

部

八

讃

〕

魃

魃

蒐

魏

|

|

 

雨
の
か
み
。
〔
五
昔
集
韻
〕
冤
‘
雨
鬼
。

! ， i ! 見i 児． "'罹i 切集． ' 

閾
帝
（
叡
）
向
磨
帝
（
芳
）

[
東
海
[
[
い
塁
[
[

畠
晉
の
時
‘
拓
抜
珪
の
建
て
た
國
。
史
家
‘
之

曹
操
（
武
帝
）
|
]

梁
に
徒
る
。
今
の
河
南
省
開
封
縣
。
河
南
省
の
北

部
、
山
西
省
の
西
南
部
を
有
す
。
後
、
秦
の
始
皇

に
滅
ぼ
さ
る
。
〔
通
志
、
周
同
姓
世
家
〕
魏
之
先
、

畢
公
高
之
後
也
、
畢
萬
事
11

晉
獣
公
一
之
十
六
年
‘

趙
夙
為
レ
御
、
畢
萬
為
レ
右
‘
以
伐
二
霰
耽
魏
ふ
茫

之
、
以
レ
魏
封
畢
萬
デ
云
云
‘
―
一
年
‘
秦
灌
一
大
梁
一

慮
ー
王
鍛
遂
滅
レ
魏
、
以
為
―
―
郡
縣
↓
＠
秦
楚
の

間
‘
陳
渉
が
魏
の
公
子
咎
を
奉
じ
て
建
て
た
國
゜

後
‘
韓
信
に
滅
ぼ
さ
る
。
合
計
二
世
、
四
年
。
〔
文
猷

通
考
‘
封
建
考
〕
二
世
元
年
九
月
‘
陳
王
迎
11

咎
於

陳
立
為
―
―
魏
王
；
漢
王
二
年
八
月
、
韓
信
撃
レ
魏

虜
レ
豹
‘
凡
二
傭
四
年
。
◎
漢
末
、
三
國
の
一
。
曹

操
‘
始
め
て
魏
公
に
封
ぜ
ら
れ
‘
其
の
子
不
一
に
至

つ
て
東
漢
の
祠
を
受
け
て
國
を
建
て
‘
琥
し
て

魏
と
い
ふ
。
都
は
洛
陽
。
今
の
河
南
省
洛
賜
縣
の

東
北
。
十
三
州
を
領
有
す
。
河
北
省
・
河
南
省
・
山

東
省
•
山
西
省
・
甘
粛
省
及
び
映
西
省
の
中
部
、

湖
北
・
江
蘇
•
安
徽
各
省
の
北
部
、
渦
洲
遼
寧
省

の
中
部
・
西
部
、
朝
鮮
の
西
北
部
。
呉
・
蜀
と
射
峙

し
‘
鼎
足
の
形
勢
を
な
す
。
五
主
四
十
六
年
で
晉

に
輝
る
。
〔
文
獣
通
考
‘
帝
系
考
〕
魏
文
帝
‘
姓
曹

氏
、
名
杢
‘
武
王
太
子
、
以
―
―
庚
子
泣
冬
漢
祠
砧

~
I
I

皇
帝
位
一
云
云
‘
陳
留
王
、
名
葵
、
司
馬
昭
迎
立
レ

之
、
以
庚
辰
嗣
立
、
在
レ
位
五
年
‘
乙
酉
‘
祠
於

晉
工
右
魏
五
帝
、
共
四
十
六
年
。

ハ
九|
 

を
後
魏
と
梢
す
。
後
‘
東
魏
・
西
魏
に
分
れ
、
東
魏

882
 

は
北
齊
に
、
西
魏
は
北
周
に
祠
る
。
後
魏
(
4
|
1
0
 

13 

0
 9
8
 :
 1
2
5
)
及
び
東
魏
(
6
|
1
4
4
9
9
 :
 1
6
2
)
•
西

魏
(
1
0ー

3
4
7
6
3
:
 1
4
0
)
を
見
よ
。
〔
文
猷
通
考
‘

帝
系
考
〕
後
魏
太
祁
道
武
皇
帝
‘
姓
拓
抜
氏
、
名

珪
、
以
二
丙
戌
細
竺
代
王
位
涵
岱
天
改
兄
‘
十
三

年
戊
戌
‘
取
レ
燕
即
モ
帝
位
写
云
云
‘
孝
静
皇
帝
、
名

善
見
‘
孝
武
帝
既
西
入
レ
闊
、
高
観
奉
レ
ー
帝
立
レ
之

為
二
束
魏
盆
竪
甲
寅
一
嗣
立
‘
庚
午
祠
―
―
於
賛
で
本

云
‘
恭
皇
帝
、
名
廓
、
以
二
甲
戌
1

嗣
立
‘
三
年
丙
子

雙
於
周
工
右
魏
十
五
帝
‘
共
二
日
七
十
一
年
。
⑮

陪
の
末
‘
李
密
の
建
て
た
國
゜
―
一
年
で
亡
ぶ
。
〔
隋

書
‘
李
密
傭
〕
譲
上
二
密
鼠
為
魏
公
一
密
初
辞

不
レ
受
、
諸
牌
等
固
請
‘
乃
従
レ
之
。

O
誼
゜
〔
逸
周

書
‘
盆
法
解
〕
克
威
捷
行
曰
レ
魏
‘
克
威
恵
幡
曰
レ

魏。

O
姓
。
〔
唐
書
‘
宰
相
世
系
表
〕
魏
氏
、
出
レ
自
二

姫
姓
面
周
文
王
第
十
五
子
畢
公
高
、
受
二
封
於
畢
i

其
後
國
絶
‘
裔
孫
萬
‘
為
↓
―
晉
獣
公
大
夫
ご
封
二
於

塁
河
中
河
西
縣
‘
是
也
‘
因
為
-
―
魏
氏
↓
□
国
●

小
さ
く
出
来
あ
が
っ
た
さ
ま
。
婆
(
3
-
6
6
5
8
)

に

通
ず
。
〔
方
言
‘
二
〕
自
レ
闘
而
西
‘
秦
晉
之
間
‘
凡

細
而
有
レ
容
‘
謂
―
―
之
婆
↓
〔
注
〕
嬰
嬰
、
小
成
貌
゜

〔
疏
證
〕
案
‘
嬰
、
各
本
訛
作
レ
魏
。

O
ぬ
き
ん
で
る

さ
ま
。
獨
立
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
魏
‘
掲
立
兒
‘
荘

子
‘
魏
然
而
已
。
参
魏
魏
は
、
大
き
い
さ
ま
。
様
(
4

|

8

g

 6
)

に
通
ず
。
〔
荘
子
、
知
北
遊
〕
魏
魏
乎
‘
其

終
則
復
始
也
。
〔
集
解
〕
秤
文
‘
魏
魏
‘
讀
作
二
我
穎
↓

【
魏
螢
】
1

が
ウ
魏
の
悪
王
(
1
9
2
)
を
見
よ
。

【
魏
乃
]
2

”
宋
、
委
源
の
人
。
字
は
垂
天
。
少
く
し
て
文

を
能
く
す
。
南
唐
に
仕
へ
て
‘
雄
遠
軍
判
官
と
な
り
‘
城

を
以
て
宋
に
降
る
。
咸
平
中
‘
戸
部
度
支
使
と
な
り
し

も
‘
病
を
以
て
辟
し
去
る
。
尋
い
で
謄
部
侍
郎
を
授
け

ら
る
。
吏
幹
あ
り
。
小
心
、
事
を
謹
し
む
。
計
司
に
出
入

す
る
こ
と
凡
そ
十
八
年
。
金
穀
の
事
を
習
知
し
た
る
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も
‘
頗
る
煩
急
に
し
て
大
橙
に
達
せ
ず
。
〔
宋
史
‘
二
百

六
十
七
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
七
十
四
〕
。

【
魏
盈
】
3

立
ィ
怒
る
。
し
か
る
。
〔
方
言
、
七
〕
魏
盈
‘
怒

也
‘
燕
之
外
郊
、
朝
鮮
冽
水
之
間
‘
凡
言
,
1

呵
叱
者
ご
官

謂
-
―
之
魏
盈
↓

【
魏
延
】
4

ザ
三
國
‘
蜀
の
義
陽
の
人
。
字
は
文
長
。
部

曲
を
以
て
先
主
に
随
つ
て
蜀
に
入
り
、
敷
；
功
あ
り
。

征
西
大
将
軍
に
進
み
、
南
鄭
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
毎
に
諸

葛
亮
に
随
つ
て
出
づ
。
亮
と
道
を
異
に
せ
ん
こ
と
を
請

ふ
も
許
さ
れ
ず
。
已
の
オ
を
用
ひ
得
ざ
る
を
歎
恨
す
。

性
衿
高
に
し
て
勇
猛
人
に
過
ぐ
。
亮
の
卒
後
、
楊
儀
と

隙
を
生
じ
、
南
谷
口
に
撮
つ
て
之
を
逆
撃
せ
し
も
、
軍

敗
れ
、
漢
中
に
逃
奔
し
‘
儀
の
部
下
馬
岱
に
殺
斬
せ
ら

る
。
〔
三
國
志
、
四
十
〕
。

【
魏
術
】
5

ザ
宋
、
彰
城
の
人
。
字
は
昌
世
。
家
貧
し
き

も
‘
経
籍
を
讀
む
を
以
て
娯
し
み
と
す
。
居
室
を
曲
肱

軒
と
い
ひ
‘
曲
肱
居
士
と
琥
す
。

【
魏
球
】
6

ザ
宋
の
人
。
瑶
の
弟
。
字
は
子
浩
。
官
は
認

書
正
字
。
吏
と
な
つ
て
強
敏
。
名
臀
兄
と
齊
し
。
後
、
江

寧
府
の
知
と
な
り
、
日
に
無
罪
の
吏
を
笞
朴
し
、
監
司

に
劾
奏
せ
ら
る
。
後
‘
衛
尉
卿
に
進
む
。
〔
宋
史
‘
一
二
百

三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
十
五
〕
。

【
魏
闇
】
7

が
明
の
魏
忠
賢
(
2
6
2
)

を
い
ふ
。

【
魏
應
】
8

が
後
漢
‘
任
城
の
人
。
字
は
君
伯
。
少
く
し

て
學
を
好
み
‘
魯
詩
を
習
得
す
。
明
経
に
學
げ
ら
る
。
永

平
の
初
、
博
士
・
光
藤
大
夫
と
な
り
、
建
初
中
、
五
官
中

郎
持
と
な
る
。
弟
子
散
千
人
。
章
帝
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
時

に
帝
、
諸
儒
を
白
虎
観
に
會
し
て
、
五
経
の
同
異
を
講

論
せ
し
む
。
應
‘
専
ら
問
難
を
掌
る
。
後
、
官
は
騎
都
尉

に
至
る
。
〔
後
漢
書
、
一
百
九
下
〕
。

【
魏
家
】
，
”
挑
家
と
共
に
牡
丹
を
種
ゑ
た
古
の
名
高

い
家
。
そ
れ
よ
り
牡
丹
の
異
名
を
桃
黄
魏
紫
と
い
ふ
。

〔
欺
陽
脩
‘
洛
陽
牡
丹
記
‘
花
繹
名
〕
魏
家
花
者
、
千
葉
肉

紅
花
、
出
一
釈
~
魏
相
仁
博
家
五
始
樵
者
於
1一
壽
安
山
中1

見
レ
之
、
新
以
賣
1
1

魏
氏
↓
〔
石
川
丈
山
‘
白
牡
丹
詩
〕
不
二

是
挑
家
ー
不
1

一
魏
家
王
＃
仔
承
レ
露
競
ー
光
華
↓

〖
魏
家
荘
〗IO
況
地
名
。
〇
河
北
省
南
皮
縣
の
西
。
元

の
至
正
十
八
年
‘
董
博
零
、
長
直
を
守
り
、
兵
を
魏
家
荘

に
屯
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
河
間
府
、
清
州
、
南

皮
縣
〕
魏
家
荘
‘
縣
西
六
里
‘
元
至
正
十
八
年
、
董
樽
零

|

|

 

鬼

部

〔

八

董

〕

魏

｛
ざ
長
董
茶
翌
兵
魏
家
荘
盃
竺
山
東
霊
盗
毛
貴
所
＂
襲
‘

戦
死
虞
也
。
●
河
北
省
隆
平
縣
の
東
南
。

【
魏
亥
】
11

が
晉
の
人
。
魏
該
(
1
3
)

を
見
よ
。

【
魏
惜
】
12

”
イ
北
齊
の
人
。
蘭
根
の
族
弟
。
北
史
は
蘭

根
の
族
子
と
い
ふ
。
抗
直
に
し
て
オ
耕
あ
り
。
官
は
散

騎
常
侍
。
天
保
中
、
青
州
刺
史
を
授
け
ら
れ
し
も
固
辟

し
、
ー
帝
の
怒
に
躙
れ
て
放
還
せ
ら
る
。
後
、
楊
惜
の
上
言

に
よ
つ
て
雹
州
刺
史
に
除
せ
ら
る
。
職
に
在
つ
て
治
方

あ
り
‘
邊
民
に
悦
服
せ
ら
る
。
膠
州
に
徒
つ
て
卒
す
。

〔
北
齊
書
‘
―
二
十
七
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
六
〕
。

【
魏
該
】
13

”
イ
晉
、
東
阿
の
人
。
浚
の
族
子
。
一
名
は
亥
゜

劉
曜
‘
洛
陽
を
園
む
。
該
‘
浚
に
随
つ
て
難
に
赴
き
‘
浚
‘

敗
死
し
、
曜
、
引
き
去
り
‘
餘
衆
之
に
依
る
。
荀
藩
、
即

ち
該
を
武
威
牌
軍
と
な
し
て
曜
を
討
た
し
む
。
元
帝
‘

承
制
の
後
、
冠
軍
牌
軍
•
河
東
太
守
を
加
ふ
。
蘇
峻
の

反
に
、
衆
を
率
ゐ
て
壼
を
救
ひ
‘
未
だ
平
げ
ず
し
て
病

歿
す
。
〔
晉
書
、
六
十
三
〕
。

【
魏
紅
】
14

が
宋
、
歴
陽
の
人
。
字
は
邦
逹
。
官
は
紹
興

の
初
‘
考
功
郎
。
屠
i

上
書
し
て
得
失
を
論
ず
。
金
人

入
寇
の
時
‘
親
征
に
思
従
し
、
命
に
因
つ
て
江
上
の
諸

軍
を
督
す
。
乃
ち
劉
光
世
を
説
き
、
書
を
韓
世
忠
・
張
後

の
二
帥
に
胎
り
、
以
て
交
歓
を
謀
る
。
是
よ
り
屠
；
諸

戦
に
捷
ち
、
軍
威
大
い
に
振
ふ
。
親
の
喪
の
為
に
官
を

去
る
。
後
‘
宣
州
の
知
に
除
せ
ら
れ
し
も
‘
官
に
就
か
ず

し
て
卒
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
七
十
六
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百

三
十
八
〕
．
〔
南
宋
書
、
二
十
三
〕
。

【
魏
校
】
15

が
明
、
嘉
山
の
人
。
字
は
子
オ
。
其
の
先
は

李
姓
。
蘇
州
の
封
門
の
荘
渠
に
家
居
す
。
因
つ
て
自
ら

荘
渠
と
琥
す
。
誼
は
恭
簡
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
南
京

刑
部
主
事
・
郎
中
・
兵
部
郎
。
嘉
靖
の
初
‘
廣
東
提
學
副

使
。
後
、
太
常
寺
卿
と
な
り
‘
祭
酒
の
事
を
掌
る
。
胡
居

仁
の
主
敬
の
學
に
私
淑
し
、
諸
儒
の
説
に
貫
通
す
。
著

に
周
禍
沿
革
博
・
大
學
指
欝
・
六
書
精
蘊
・
春
秋
経
世
・

経
世
策
・
官
職
會
通
・
荘
渠
遺
書
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百

八
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
、

二
百
六
十
四
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
七
十
〕
．
〔
明
儒
學
案
‘

三〕。

【
魏
浩
】
16

が
明
‘
咸
陽
の
人
。
龍
巖
に
隠
居
す
。
琥
は

龍
巖
先
生
。
詩
賦
に
長
ず
。

【
魏
耕
】
＂
が
清
‘
慈
硲
の
人
。
原
名
は
璧
。
一
名
は
時

桁
。
字
は
楚
。
別
字
は
白
衣
。
甲
申
の
後
に
耕
と
改
名

す
。
一
名
は
甦
。
諸
生
。
明
亡
び
て
後
‘
大
事
を
圏
り
、
苔

上
の
役
に
興
り
、
兵
敗
れ
て
江
湖
に
亡
命
す
。
尋
い
で

事
解
け
‘
苔
埃
に
僑
居
す
。
戸
を
閉
ぢ
て
詩
を
作
り
、
祁

理
孫
・
班
孫
と
交
遊
す
。
耕
‘
兵
談
を
好
み
‘
奇
癖
有
り
。

酒
に
非
ざ
れ
ば
甘
し
と
せ
ず
‘
妓
に
非
ざ
れ
ば
飲
ま

ず
。
後
、
書
を
鄭
成
功
に
送
り
‘
又
‘
張
燻
言
を
遮
留
し

て
再
學
を
謀
り
し
も
‘
失
敗
し
、
執
へ
ら
れ
て
死
す
。
書

室
を
息
賢
堂
と
い
ひ
‘
著
に
息
賢
堂
集
が
あ
る
。
〔
碑
傭

集
補
‘
三
十
五
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
四
十
五
〕
。

【
魏
綽
】
18

が
春
秋
、
晉
の
大
夫
。
謡
は
荘
子
。
悼
公
の

時
、
山
戎
、
和
を
乞
ふ
。
綽
‘
和
す
る
の
利
を
言
ひ
‘
戎
と

和
せ
し
め
て
力
を
中
原
に
専
に
し
、
諸
侯
を
九
合
し
‘

覇
者
た
ら
し
む
。
〔
左
氏
、
成
、
十
八
。
襄
‘
三
・
四
・
九
•
十
・

十
一
・
十
三
・
十
八
〕
。

【
魏
願
】
19

が
唐
‘
魏
萬
(
1
3
9
)

の
後
名
。

【
魏
閑
】
20

が
宋
‘
蜀
の
人
。
野
の
子
。
字
は
雲
夫
。
好
ん

で
詩
を
作
り
‘
仕
進
を
築
し
ま
ず
。
括
淡
に
し
て
‘
父
の

風
あ
り
。
皇
祐
中
、
清
逸
虞
士
の
琥
を
賜
は
る
。
年
八
十

四
、
家
に
終
る
。
〔
東
都
事
略
‘
ー
百
十
八
〕
．
〔
名
臣
碑
傭

碗
瑣
集
、
中
三
十
八
〕
．
〔
宋
史
翼
‘
三
十
六
〕
。

【
魏
杞
】
2
1
H

宋
‘
壽
春
の
人
。
字
は
南
夫
。
誼
は
文
節
。

経
を
趙
敦
臨
に
受
く
。
居
を
郭
の
碧
埃
に
移
し
‘
學
者

に
碧
埃
先
生
と
稲
せ
ら
る
。
紹
興
の
進
士
。
官
は
孝
宗

の
朝
に
金
通
問
使
に
任
ぜ
ら
れ
、
能
＜
國
威
を
傷
つ
け

ず
。
還
つ
て
参
知
政
事
・
右
僕
射
に
累
遷
し
‘
櫃
密
使
を

兼
ぬ
。
尋
い
で
相
と
な
り
、
朝
廷
の
論
を
左
右
す
。
郊
祀

に
冬
雷
に
會
ひ
、
漢
制
災
異
の
策
を
用
ひ
‘
免
ぜ
ら
る
。

出
で
て
平
江
府
知
と
な
り
、
王
希
哲
に
弾
劾
せ
ら
れ
て

罷
む
。
後
、
端
明
殿
學
士
を
以
て
老
を
告
げ
‘
遂
に
埃
上

に
居
住
し
、
口
を
絶
つ
て
時
事
を
論
ぜ
ず
。
〔
宋
史
‘
三

百
八
十
五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
四
十
一
〕
・
〔
南
宋
書
‘

三
十
二
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
二
十
五
〕
。

【
魏
其
】
2
2
H

縣
名
。
漢
‘
置
く
。
故
城
は
山
東
省
臨
祈

縣
の
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
瑣
邪
郡
、
縣
五
十
一
‘
魏

其
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
充
州
府
‘
近
州
〕
魏
其

城
、
漢
縣
、
農
東
海
郡
一
高
帝
剪
功
臣
周
止
〖
翌
侯

邑
i

景
帝
初
‘
改
封
1
1

賓
嬰
於
此
盆
氏
帝
又
改
封
―
―
膠
東
康

王
子
昌
云
竺
侯
邑
五
後
漢
省
。

〖
魏
其
侯
]
竺
芯
封
琥
。
●
漢
、
周
止
(
S
-
3
4
4
1

:
 2
2
 

4
)

の
封
琥
°
●
漢
‘
賓
嬰
(
8
-
2
5
6
9
5
:
4
)

の
封
琥
゜

【
魏
幾
】
2
4
H

宋
‘
一
輻
清
の
人
。
字
は
天
随
。
林
光
朝
に
師

事
し
、
克
已
復
證
を
問
ひ
し
に
、
五
湖
の
明
月
と
の
答

を
得
て
、
大
い
に
悟
る
。
嘗
て
丹
霞
央
t

一
明
月
1

を
賦
し

て
半
白
梨
花
に
在
り
の
句
あ
り
。
人
因
つ
て
半
白
梨
花

郎
と
稲
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
藉
】
25

狂
清
‘
寧
都
の
人
。
際
瑞
の
弟
。
字
は
叔
子
。

]
字
は
泳
叔
。
琥
は
裕
齋
。
別
琥
は
勺
庭
。
明
末
、
諸
生

を
棄
て
‘
翠
微
峯
に
直
を
結
ぶ
。
兄
際
瑞
・
弟
龍
と
倶
に

文
章
を
以
て
名
あ
り
。
時
人
之
を
寧
都
の
三
魏
と
稽

す
。
又
、
南
昌
の
彰
士
望
・
林
時
益
、
同
邑
の
李
騰
鮫
・
丘

維
屏
・
彰
任
・
曾
燦
及
び
兄
際
瑞
・
弟
證
等
九
人
と
易
堂

學
を
為
り
、
古
文
賓
學
を
以
て
鱒
と
為
し
、
易
堂
九
子

と
稽
せ
ら
る
。
康
煕
中
、
博
學
鴻
詞
に
攀
げ
ら
れ
‘
疾
を

以
て
辟
し
‘
尋
い
で
卒
す
。
著
に
文
集
・
詩
集
・
日
録
・
左

傭
経
世
紗
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史

列
傭
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
四
百
二
十
五
〕
〔
碑

博
集
‘
一
百
三
十
七
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
七
〕
．

〔
文
獣
徴
存
録
‘
六
〕
・
〔
清
代
學
者
象
傭
‘
-
〕
・
〔
國
朝
詩

人
徴
略
初
編
‘
三
〕
。

【
魏
穎
】

26"
明
‘
蕎
山
の
人
。
字
は
仲
房
。
琥
は
南
齋
。

溢
は
文
靖
。
永
築
の
進
士
副
榜
。
官
は
松
江
訓
導
。
召

さ
れ
て
永
築
大
典
を
修
む
。
正
統
の
初
‘
吏
部
侍
郎
に

進
む
。
官
に
居
り
て
清
介
渾
厚
。
―
帝
に
器
と
嘉
稽
せ
ら

る
。
後
、
官
は
南
京
吏
部
尚
書
に
至
り
、
景
泰
の
初
‘
致

仕
す
。
著
に
南
齋
摘
稿
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
一
百
五
十

八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
四
十

八
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
、
十
〕
。

【
魏
義
】
27

打
古
の
人
の
名
。
〔
墨
子
、
所
染
〕
中
山
尚
染
―
―

於
魏
義
慨
長
↓

【
魏
魏
】
28

打
高
大
な
さ
ま
。
鋭
我
゜
〔
荘
子
、
知
北
遊
〕

魏
魏
乎
‘
其
終
則
復
始
也
。
〔
注
〕
興
レ
化
倶
者
、
乃
積
―
―
無

窮
之
紀
盃
r
レ謂
-
l

魏
魏
↓

【
魏
咎
】
29

が
戦
國
、
魏
の
諸
公
子
。
封
は
寧
陵
君
。
魏
‘

秦
に
滅
ぼ
さ
れ
て
庶
人
と
な
る
。
尋
い
で
陳
勝
に
立

て
ら
れ
て
魏
王
と
な
る
。
秦
牌
章
那
に
撃
破
せ
ら
れ
、

其
の
民
の
た
め
に
降
る
こ
と
を
約
す
。
約
定
つ
て
乃

，
 

ち
自
殺
す
。
〔
史
記
、
九
十
〕
。

【
魏
彊
】
30

了
複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
,
,名
氏
〖
〖
レ

2
8

氏
〕
姫
姓
‘
魏
武
子
支
孫
荘
子
快
生
レ
彊
、
為
―
―
魏
彊
氏
↓

13

— 

六
九



(45872・ ・31) (45872・ ・56) 

【
魏
鏡
】3
1
~苫
明
、
慈
硲
の
人
。
力
が
あ
り
、
格
闘
を
十
七
〕
。

善
く
す
。
縣
令
曹
本
に
李
ゐ
ら
れ
て
倭
寇
を
鳴
難
に
【
魏
栢
l

】38
バ
？
後
漢
‘
汝
南
安
陽
の
人
。
字
は
仲
英
。

禦
ぎ
‘
戦
敗
れ
て
令
を
負
う
て
脱
走
し
‘
途
に
嗣
死
す
。
桓
帝
の
時
‘
藪
；
徴
さ
る
。
郷
人
に
行
く
こ
と
を
勧
め

〔
菰
斯
同
明
史
‘
三
百
七
十
七
〕
。
ら
れ
し
も
、
今
は
後
宮
千
散
‘
眠
馬
萬
匹
‘
左
右
櫂
豪
‘

【
魏
閑
l

】32
む
ヨ
魏
の
安
掻
王
(
3
1
0
)

を
見
よ
。
到
底
其
の
志
を
行
ふ
を
得
ず
と
い
ひ
‘
遂
に
身
を
隠
し

[
魏
駒
】
3
3
"

載
國
‘
魏
の
人
。
曼
多
の
子
。
即
ち
桓
子
。
て
出
で
ず
。
〔
後
漢
書
‘
五
十
三
〕
。

知
伯
瑶
、
来
つ
て
地
を
索
む
。
任
章
の
言
に
従
ひ
‘
萬
家
【
魏
培
】
39

が
／
清
‘
壽
光
の
人
。
明
崇
禎
の
進
士
。
御
史

の
一
邑
を
輿
へ
‘
知
伯
悦
ぷ
。
後
‘
韓
虎
．
趙
無
憧
と
共
を
授
け
ら
る
。
順
治
の
初
‘
湖
廣
道
御
史
・
大
理
寺
卿
を

に
知
伯
を
滅
ぽ
し
‘
其
の
地
を
分
つ
。
史
記
‘
桓
子
を
魏
歴
任
す
。
窯
逃
の
禁
を
寛
に
せ
ん
事
を
請
ひ
、
通
政
司

修
の
孫
と
な
す
。
今
、
世
本
に
従
ふ
。
〔
穂
‘
築
記
‘
魏
文
参
議
に
遷
さ
れ
‘
尋
い
で
革
職
流
徒
せ
ら
れ
、
遼
陽
に

侯
問
―
―
於
子
夏
五
疏
〕
．
〔
史
記
、
四
十
四
〕
。
死
す
。
〔
清
史
稿
‘
二
百
五
十
〕
．
〔
消
史
列
傭
‘
七
十
九
〕
。

【
魏
顆
】
34

炉
春
秋
‘
晉
の
人
。
甕
の
子
。
仕
へ
て
卿
と
【
魏
燥
】
40

が
？
明
、
長
沙
の
人
。
字
は
原
徳
。
嘉
靖
の

な
る
。
父
に
嬰
妾
あ
り
、
子
な
し
。
父
‘
疾
む
に
及
ん
で
進
士
。
官
は
嘉
興
府
推
官
・
兵
部
員
外
郎
・
四
川
令
事
。

顆
に
命
じ
て
、
必
ず
妾
を
嫁
せ
し
め
よ
と
言
ひ
し
も
‘
世
務
に
明
習
し
‘
邊
防
に
留
心
す
。
著
に
九
邊
闘
考
・

疾
篤
き
に
及
ぴ
、
殉
死
せ
し
め
よ
と
い
ふ
。
父
の
卒
後
‘
蜀
東
撫
苗
賓
録
が
あ
る
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
八
十

顆
謂
へ
ら
く
‘
病
篤
き
時
は
心
胤
る
、
平
時
の
言
に
従
一
〕
。

は
ん
と
。
遂
に
父
の
妾
を
嫁
せ
し
む
。
後
、
秦
師
を
輔
氏
【
魏
瑠
i

】
41"？
宋
の
人
。
利
の
子
。
字
は
用
之
。
官
は
慎

に
拒
ぐ
や
、
老
人
あ
り
‘
草
を
結
ん
で
秦
将
杜
回
を
蹟
宗
の
時
、
開
封
府
倉
曹
参
軍
。
法
を
持
す
る
こ
と
精
審

か
し
め
て
倒
し
‘
顆
に
之
を
執
へ
し
む
。
夜
‘
夢
に
老
人
に
し
て
吏
事
に
通
ず
。
後
、
官
は
滑
州
知
・
吏
部
侍
郎

あ
り
‘
日
く
‘
余
は
汝
の
嫁
せ
し
め
し
婦
人
の
父
な
り
｀
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
―
二
百
―
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
十
五
〕
。

汝
の
恩
に
報
ず
と
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
五
〕
。
【
魏
観
】
4
2
9
?

〇
魏
闊
に
同
じ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
宮

〖
魏
顆
結
草
〗35
ぢ
が
蒙
求
の
標
題
。
春
秋
、
晉
の
魏
室
‘
皇
宮
〕
秤
名
、
宮
門
雙
闘
‘
註
‘
象
魏
闘
也
、
闘
在

1一
門

顆
が
父
武
子
の
死
後
‘
父
の
嬰
妾
を
他
へ
嫁
せ
し
め
た
雨
帝
ぶ
工
央
闘
然
為
レ
道
‘
故
謂
—
ぅ
孟
竺
又
謂
―
―
之
魏
観
→

の
で
、
嬰
妾
の
父
が
其
の
恩
に
報
い
ん
が
た
め
、
秦
の
又
謂
1

一
之
象
闘
二
〇
明
、
蒲
折
の
人
。
字
は
杞
山
。
元
末
‘

寇
あ
り
し
時
‘
草
を
結
ん
で
秦
の
力
人
杜
回
を
蹟
か
し
蒲
山
に
隠
居
す
。
官
は
太
祗
の
時
、
平
江
學
正
。
洪
武

め
‘
魏
顆
を
し
て
こ
れ
を
獲
し
め
て
‘
遂
に
秦
を
敗
ら
の
初
、
大
本
堂
を
建
つ
る
に
常
り
、
太
子
に
侍
し
て
書

し
め
た
故
事
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
五
〕
魏
顆
敗
二
秦
師
子
輔
を
説
ぎ
、
諸
王
経
歴
を
授
け
ら
る
。
出
で
て
蘇
州
府
知

氏
五
獲
―
―
杜
回
五
秦
之
力
人
也
‘
初
魏
武
子
有
1

一
嬰
妾
云
炉
と
な
り
‘
悪
政
あ
り
。
後
‘
譜
を
以
て
誅
せ
ら
る
。
書
室

子
‘
武
子
疾
‘
命
レ
顆
日
、
必
嫁
レ
是
、
疾
病
則
日
、
必
以
を
梅
初
亭
と
い
ふ
。
〔
明
史
‘
二
臼
四
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明

為
レ
殉
‘
及
レ
卒
‘
顆
嫁
レ
之
‘
日
‘
疾
病
則
乱
、
吾
従
1

一
其
史
‘
一
百
七
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
二
十
四
〕
．
〔
國
朝

祖
也
‘
及
―
―
輔
氏
之
役
一
顆
見
―
―
―
老
人
結
レ
草
以
1

庄
杜
獣
徴
録
‘
八
十
一
―
-
〕
.
〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘
五
〕
。

阿
杜
回
蹟
而
顛
‘
故
獲
レ
之
‘
夜
夢
レ
之
日
、
余
而
所
レ
嫁
【
魏
郡
】
43

グ
郡
名
。

O
漢
‘
置
く
。
治
は
鄭
。
河
南
省
臨

婦
人
之
父
也
‘
爾
用
1

一
先
人
之
治
命
公
ホ
是
以
報
。
滴
縣
の
西
南
。
郡
・
館
陶
・
斥
丘
・
沙
・
内
黄
・
清
淵
・
魏
・

【
魏
愧
】
36

バ
ヴ
ィ
清
の
人
。
魏
承
祝
(
2
3
2
)

を
見
よ
。
繁
陽
・
元
城
・
梁
期
・
黎
陽
・
即
装
・
武
始
・
郡
會
・
陰
安
・

【
魏
宏
】
37

が
ウ
宋
の
人
。
字
は
損
之
。
景
祐
の
進
士
。
岳
平
恩
・
那
溝
・
武
安
の
十
八
縣
を
管
轄
す
。
後
、
東
西
の

州
司
理
た
る
時
‘
囚
あ
り
、
口
を
閉
ぢ
て
食
は
ず
。
宏
‘
都
尉
を
分
置
し
、
合
せ
て
―
二
魏
と
い
ふ
。
三
魏
(
1
-
1
2

引
問
し
て
日
く
‘
汝
の
鼻
を
塞
が
ん
‘
能
＜
久
し
く
食
：
2
8
2
)

の
O
を
見
よ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
魏
郡
、
縣
十

は
ざ
る
か
と
。
囚
濯
れ
て
服
罪
す
。
人
‘
故
を
問
ふ
。
日
八
、
鄭
・
館
陶
・
斥
丘
・
沙
・
内
黄
・
清
淵
・
魏
・
繁
陽
・
元

v
、
彼
必
ず
氣
を
服
す
‘
鼻
を
塞
げ
ば
氣
閉
づ
‘
故
に
擢
城
・
梁
期
・
黎
陽
・
即
装
・
武
始
・
那
會
・
陰
安
・
平
恩
・
郡

れ
た
る
の
み
と
い
ふ
。
後
、
朝
奉
郎
に
遷
る
。
〔
尚
友
録
‘
溝
・
武
安
。
〔
注
〕
高
帝
置
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
州
城
形

鬼

部

〔
八
豊
〕

魏

勢
漢
〕
魏
郡
‘
秦
那
郡
郡
地
、
高
帝
析
置
魏
郡
盃
庄
鄭

縣
等
縣
十
八
公
r
彰
徳
府
及
直
隷
大
名
府
‘
是
其
地
。
●

晉
‘
僑
罹
す
。
江
蘇
省
江
寧
縣
の
界
。

O
南
朝
宋
‘
僑

置
す
。
故
治
は
山
東
省
歴
城
縣
の
東
北
。

【
魏
京
]
4
4

？
宋
、
高
安
の
人
。
天
藉
の
進
士
。
博
學
に

し
て
文
を
能
く
し
、
郷
里
‘
魏
夫
子
と
稽
し
‘
其
の
住
所

を
儒
榮
坊
と
呼
ぶ
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

[
魏
卿
】
45

？
南
齊
、
陸
綽

(11|
 4
1
7
0
8
 :
 4
6
)

の
字
。

【
魏
敬
】
46

？
明
の
人
。
魏
以
敬
(
1
5
3
)

を
見
よ
。

【
魏
慶
】
47

？
後
魏
‘
元
保
(
1
-
1
3
4
0
 :
 3
9
3
)

の
字
。

【
魏
撃
】
4
8
t
斗
魏
武
侯
(
2
7
7
)

を
見
よ
。

【
魏
闘
】
49

ザ
宮
門
外
の
雙
闘
。
闘
は
か
け
る
意
。
宮

門
外
の
左
右
に
壷
を
作
り
、
左
右
の
畳
の
間
が
闘
け
て

ゐ
る
の
で
闘
と
い
ふ
。
魏
は
様
と
通
ず
。
難
然
と
し
て

高
大
な
る
意
に
取
っ
て
名
づ
く
。
古
‘
此
慮
に
法
を
掲
げ

て
民
に
示
し
た
。
又
‘
象
魏
と
い
ふ
。
縛
じ
て
、
朝
廷
を
い

ふ
。
〔
荘
子
‘
譲
王
〕
身
在
↓
―
江
海
之
上
で
心
居
―
―
乎
魏
闘
之

下
↓
〔
繹
文
〕
魏
問
‘
淮
南
作
レ
魏
‘
司
馬
本
同
‘
云
‘
魏
‘
讀

日
レ
魏
‘
象
魏
‘
観
闘
‘
人
君
門
也
。
〔
呂
覧
‘
審
為
〕
身
在
―
―

江
海
之
上
で
心
居
―
―
乎
魏
闘
之
下
↓
〔
注
〕
魏
闘
‘
象
魏
也
‘

懸
薮
象
之
法
ご
決
日
而
収
レ
之
‘
魏
魏
高
大
、
故
日
―
―
魏

闘
ご
吉
甲
身
雖
レ
在
1

一
江
海
之
上
で
心
存
1

↓
王
室
五
竪
住
天

子
門
闘
之
下
上
也
。
〔
淮
南
子
‘
傲
慎
訓
〕
是
故
身
慮
―
―
江

海
之
上
盃
盟
岬
海
魏
闘
之
下
↓
〔
沈
約
‘
齊
故
安
陸
昭
王

碑
文
〕
升
―
―
降
文
陛
↓
透
―
―
逸
魏
閥
↓
〔
注
〕
善
日
、
高
誘
日
、

魏
賊
‘
象
魏
之
閻
也
‘
銑
曰
‘
魏
闘
‘
天
子
之
醐
゜
〔
孔
徳

璃
北
山
移
文
〕
雖
"
'
情
投
二
於
魏
闘
↓
或
瑕
―
一
歩
於
山
扁
↓

〔
故
事
成
語
考
、
宮
室
〕
朝
廷
日
↓
―
魏
闘
↓

【
魏
縣
】
5
0
[

／
縣
名
。

O
漢
‘
置
く
。
故
治
は
河
北
省
大

名
縣
の
西
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
魏
郡
、
縣
十
八
‘
魏
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
大
名
府
〕
魏
縣
、
春
秋
時
湮
水

地
‘
應
助
以
為
1

一
魏
武
侯
別
都
一
也
、
漢
置
―
―
魏
縣
ご
g
―魏

郡
盃
郡
都
尉
治
焉
‘
後
漢
俯
曰
1
1

魏
縣
一
晉
及
後
魏
並
闊
―
―

魏
郡
な
仮
齊
際
‘
隋
開
皇
六
年
‘
復
置
,
,
魏
縣
ご
喪
魏
州
一

唐
因
レ
之
‘
宋
屡
1

一
大
名
府
一
明
初
移
―
―
治
五
姓
店
↓
●

宋
‘
置
く
。
河
南
省
藷
騎
徳
府
の
境
。

O
南
齊
‘
置
く
。

湖
北
省
藷
襄
陽
府
の
境
。

【
魏
冗
】
51

グ
明
、
朝
城
の
人
。
字
は
景
善
。
天
順
の
進

士
。
官
は
證
科
給
事
中
。
成
化
の
初
‘
萬
貴
妃
兄
弟
の

罪
を
列
攀
疏
陳
す
。
後
‘
祗
建
右
参
政
に
遷
る
。
母
の
喪

に
遭
つ
て
欝
り
‘
墓
に
薩
し
‘
喪
に
服
す
る
こ
と
三
年
。

復
江
西
左
参
と
な
る
。
〔
明
史
‘
二
日
八
十
〕
．
〔
萬
斯

同
明
史
‘
二
百
三
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
六
十
三
〕
．

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
九
十
六
〕
。

【
魏
玄
】
52

グ
北
周
の
人
。
承
祀
の
子
。
字
は
僧
智
。
少

く
し
て
脆
略
あ
り
。
魏
の
普
泰
中
‘
奉
朝
請
と
な
る
。
孝

武
西
遷
す
る
に
及
ぴ
、
関
南
に
義
兵
を
興
し
、
以
て
東

魏
を
拒
ぐ
。
後
、
周
に
仕
へ
て
‘
洛
陽
令
と
な
る
。
封
は

廣
川
縣
子
。
天
和
中
、
熊
州
・
和
州
の
刺
史
‘
及
び
伏
流

防
主
を
歴
任
し
、
爵
を
進
め
ら
れ
、
公
と
な
つ
て
卒
す
。

〔
周
書
、
四
十
一
―
―
〕
・
〔
北
史
‘
六
十
六
〕
。

【
魏
彦
】
53

パ
’
後
魏
の
人
。
釧
の
子
。
字
は
恵
卿
。
先
に

は
陳
留
公
李
崇
に
｀
後
に
は
中
山
王
英
に
召
さ
れ
て
記

室
参
軍
と
な
る
。
官
は
孝
明
帝
の
時
‘
光
州
刺
史
。
晉
書

の
定
本
を
作
ら
ん
と
し
‘
果
さ
ず
し
て
卒
す
。

[
魏
源
】
5

4

t

/

0

明
、
南
城
の
人
。
字
は
文
淵
。
永
築
の

進
士
。
官
は
御
史
。
建
白
す
る
所
多
し
。
後
‘
刑
部
尚

書
と
な
り
、
出
で
て
宣
府
大
同
邊
務
を
理
め
、
一
時
の

能
臣
と
稽
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
日
六
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
‘
二
百
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
五
十
二
〕
．
〔
國
朝
獣
徴

録
四
十
四
〕
．
〔
皇
明
名
臣
碗
球
録
‘
二
十
二
〕
・
〔
國
朝

列
卿
記
‘
五
十
六
•
一
百
十
三
・
一
百
二
十
一
―
-
〕
。

O
清
‘

郡
陽
の
人
。
字
は
獣
深
。
道
光
の
進
士
。
官
は
高
郵
州

知
州
。
文
筆
奥
術
に
し
て
掌
故
に
熟
し
‘
尤
も
輿
地
學

に
精
通
す
。
経
を
治
む
る
や
、
西
漢
の
今
文
を
以
て
宗

と
し
‘
仁
和
の
襲
自
珍
と
倶
に
罪
魏
と
並
稽
せ
ら
る
。

書
室
を
古
微
堂
と
い
ふ
。
著
に
曾
子
章
句
・
詩
古
微
・
書

古
微
・
公
羊
微
・
春
秋
繁
露
注
・
聖
武
記
・
海
國
園
志
・
古

微
堂
文
集
•
清
夜
齋
詩
集
•
皇
朝
経
世
文
編
が
あ
る
。

〔
清
史
稿
、
四
百
九
十
一
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
九
〕
．
〔
碑

傭
集
補
‘
―
―
十
四
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
四
十
四
〕
．
〔
清

代
學
者
象
傭
‘
一
〕
。

【
魏
公
】
55

衣
ウ
字
琥
。

O
宋
‘
韓
埼
(
1
2
-
4
3
1
5
9
:
 5
1
)
 

の
字
。

O
清
‘
王
埼
（
杭
州
の
人
）
（
7
ー

2
0
8
2
3
・

・
1
9
4
)

の

字。
〖
魏
公
子
〗56パ
コ
ゥ
書
名
。
二
十
一
篇
。
圏
七
巻
。
戦
國
‘

魏
の
公
子
無
忌
の
著
と
い
ふ
。
兵
法
を
迅
べ
る
。
今
‘

亡
侠
す
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
魏
公
子
二
十
一
篇
゜
〔
注
〕

圏
十
巻
、
名
無
忌
‘
有
1

一
列
博
↓
〔
講
疏
〕
亡
、
七
略
日
、
魏

公
子
兵
法
二
十
一
篇
‘
圏
七
巻
‘
此
作
l
-

＋
巻
1

者
誤
也
。

ハ
九
四

13290 



(45872・ ・57)一 (45872・・82) 

鬼

部

〔
八
蟄
〕

魏

ハ
九
五

〖
魏
公
子
乳
母
〗5
7
-姦
竺
／
戦
國
‘
魏
の
公
子
の
乳
【
魏
移
]
6
4
パ
春
秋
‘
晉
の
人
。
魏
曼
多
(
2
9
0
)
を
見
よ
。

母
。
魏
が
秦
に
破
ら
れ
、
王
及
ぴ
諸
公
子
が
誅
殺
さ
れ
[
魏
斯
]
応
パ
魏
文
侯
食
8
3
)

を
見
よ
o

し
も
、
一
公
子
そ
の
難
を
免
る
。
乳
母
、
利
を
見
て
上
【
魏
嗣
】
66

パ
魏
襄
王
(
2
2
4
)

を
見
よ
。

に
反
く
は
逆
‘
死
を
畏
れ
て
義
を
棄
て
る
は
胤
な
り
と
【
魏
牧
】
67

ィ
’
北
齋
‘
距
鹿
の
人
。
子
建
の
子
。
字
は
伯

い
つ
て
、
公
子
を
抱
い
て
深
澤
の
中
に
逃
れ
た
が
、
秦
起
。
小
字
は
佛
助
。
溢
は
文
貞
。
年
十
五
に
し
て
能
く
文

軍
に
射
ら
れ
‘
遂
に
公
子
と
倶
に
死
す
。
後
、
秦
王
に
卿
を
作
る
。
官
は
魏
に
在
つ
て
、
太
學
博
士
と
な
り
‘
簡
問

謁
を
以
て
葬
ら
る
。
〔
列
女
偉
‘
節
義
偵
〕
o
 

I

帝
の
時
‘
北
主
客
郎
中
と
な
る
。
温
子
昇
・
邪
助
と
誉
を

【
魏
后
】
げ
梵
後
唐
の
人
。
明
宗
の
后
。
誼
は
宣
憲
゜
〔
五
齊
し
う
し
、
世
に
北
朝
の
三
才
子
と
梢
せ
ら
る
。
又
‘
邪

代

史

‘

十

五

〕

。

魏

と

稲

せ

ら

る

。

高

歓

に

召

さ

れ

て

中

外

府

主

簿

と

な

【
魏
紅
】
58

北
ウ
魏
家
（
9
)

が
博
へ
た
紅
色
の
牡
丹
。
〔
欧
り
、
高
澄
に
深
く
其
の
オ
を
重
ん
ぜ
ら
る
。
齊
‘
祠
を
受

陽
脩
‘
洛
陽
牡
丹
記
、
花
繹
名
〕
魏
家
花
者
、
千
築
肉
紅
く
る
に
及
ん
で
‘
詔
冊
は
皆
其
の
手
に
出
づ
。
中
書
令

花
、
出
1

一
於
魏
相
仁
漕
家
↓
〔
丘
嗜
‘
牡
丹
榮
辱
記
〕
眺
黄
に
除
せ
ら
れ
、
著
作
郎
を
兼
ぬ
。
尋
い
で
詔
を
奉
じ
て

為

レ

王

‘

魏

紅

為

レ

妃

。

魏

書

を

撰

す

。

性

‘

頗

る

急

。

怨

あ

る

者

に

封

し

て

は

‘

【
魏
興
】
59

北
’
郡
名
。

O-―
國
‘
魏
‘
置
く
。
故
治
は
其
の
善
を
も
液
し
た
る
を
以
て
‘
遂
に
衆
怨
沸
謄
し
‘

快
西
省
安
康
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
漢
稜
史
と
琥
せ
ら
る
。
又
、
翻
薄
の
行
が
多
く
‘
驚
鋏
蝶

中
府
〕
興
安
州
、
春
秋
時
庸
國
地
‘
載
國
時
風
レ
楚
‘
秦
と
琥
せ
ら
る
。
武
成
帝
の
時
‘
開
府
右
僕
射
と
な
り
‘
武

塵
漢
中
郡
玉
漢
因
レ
之
、
東
漢
末
置
西
城
郡
↓
曹
魏
改
平
中
、
開
府
中
書
監
を
以
て
官
に
卒
す
。
〔
北
齊
書
、
三

為
―
魏
興
郡
一
晉
宋
齊
因
レ
之
。

0
後
魏
‘
置
く
。
故
治
十
七
〕
．
〔
北
史
‘
五
十
六
〕
c

は
挟
西
省
山
陽
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
侠
西
‘
【
魏
甕
】
68

パ
’
春
秋
、
晉
の
人
。
畢
萬
の
後
。
武
子
と
い

西
安
府
‘
＿
商
州
、
山
陽
縣
〕
陽
亭
城
、
後
魏
太
延
五
年
‘
ふ
。
溢
は
武
。
文
公
に
従
っ
て
出
亡
す
る
こ
と
十
九
年
。

堡
置
魏
興
郡
於
此
了
太
和
五
年
‘
置
陽
亭
縣
ぶ
曼
郡
公
の
戎
右
と
な
っ
て
蹄
る
。
公
‘
曹
を
伐
つ
に
及
び
、
軍

祖

隋

際

。

中

に

令

し

て

倍

負

覇

の

宮

に

入

る

こ

と

無

か

ら

し

め

‘

【
魏
坤
】
60

ザ
清
‘
嘉
善
の
人
。
字
は
馬
平
。
琥
は
水
村
。
其
の
族
を
赦
し
、
以
て
流
寓
中
に
受
け
し
恩
に
報
い
ん

康
熙
の
裂
人
。
古
文
詩
詞
に
巧
。
書
室
を
椅
睛
閣
と
い
と
欲
す
。
甕
怒
つ
て
倍
負
鵜
氏
を
燒
き
、
胸
に
負
傷
す
。

ふ
。
著
に
椅
睛
閣
詩
紗
・
秦
淮
雑
詠
・
歴
山
唱
酬
集
・
舅
公
‘
之
を
殺
さ
ん
と
せ
し
も
‘
其
の
オ
を
惜
し
み
‘
使
を

遊
紀
程
詩
・
水
村
琴
趣
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
し
て
視
察
せ
し
め
、
重
傷
な
ら
ば
之
を
殺
し
、
軽
傷
な

百
二
十
六
•
四
百
三
十
〕
。
ら
ば
許
せ
と
命
ず
。
甕
‘
使
者
を
見
て
‘
距
躍
一
三
日
‘
曲

【
魏
簗
】
6
1
[

’
三
國
‘
魏
の
王
菜
(
7ー

2
0
8
2
3
:
 4
3
2
)

を
踊
三
百
‘
以
て
病
ま
ざ
る
を
示
し
、
乃
ち
許
さ
る
。
後
‘

い
ふ
。
〔
江
滝
‘
齊
御
史
中
丞
孫
説
墓
銘
〕
才
甚
"
魏
簗
一
大
夫
に
列
せ
ら
れ
‘
魏
を
治
む
。
〔
左
氏
‘
僭
‘
二
十
七
・

學
参
1

一

漢

雲

―

二

十

八

。

昭

‘

十

三

〕

。

【
魏
露
】
6
2
t
,

＿
一
度
目
に
飼
ふ
置
。
な
つ
ご
。
夏
塁
。
〔
埠
【
魏
式
】
69

ぐ
宋
‘
新
喩
の
人
。
字
は
叔
度
。
春
秋
公
穀

雅
露
〕
再
璽
謂
乏
原
露
―
―
名
魏
露
‘
今
以
―
―
晩
葉
ー
の
學
に
明
通
す
。
南
唐
の
進
士
。
宋
に
入
っ
て
官
は
鴻

農
之
。
〔
本
草
‘
原
露
〕
繹
名
‘
魏
露
‘
弘
景
曰
、
原
露
是
臆
・
大
理
丞
。
後
、
刑
部
侍
郎
に
至
る
。

重

養

者

‘

俗

呼

為

―

―

魏

露

↓

【

魏

質

】

70

グ
北
齋
の
人
。
牧
の
族
兄
弟
。
字
は
懐
素
。

【
魏
氏
]
6
3

パ
古
の
人
。
射
を
よ
く
す
。
〔
曹
植
‘
七
啓
〕
追
盆
は
貞
烈
先
生
。
年
十
四
、
徐
逢
明
に
就
い
て
業
を

乃
使
"
任
子
垂
レ
釣
‘
魏
氏
登
＞
機
c

〔
注
〕
善
日
‘
呉
越
春
受
け
ん
こ
と
を
母
に
求
む
。
母
‘
年
少
な
る
を
以
て
許

秋
曰
‘
云
云
‘
黄
帝
作
レ
弓
、
以
備
―
―
四
方
お
使
有
"
楚
孤
さ
ず
。
遂
に
一
書
を
臥
林
に
留
め
‘
密
に
遵
明
の
許
に

父
↓
以
1

一
其
道
血
E

レ
奔
‘
奔
偲
―
逢
蒙
一
蒙
偲
―
楚
琴
氏
ぶ
今
赴
く
。
五
六
年
の
後
、
経
の
大
義
に
通
じ
て
蹄
り
、
生
徒

氏
偲
一
大
魏
「
大
魏
偲
―
楚
三
侯
・
凜
侯
・
翼
侯
・
魏
侯
1

輻
戟
す
。
後
、
葛
榮
の
乱
を
避
け
て
趙
國
飛
龍
山
に
居

也

‘

向

曰

‘

魏

氏

善

レ

射

者

。

り

‘

賊

に

害

せ

ら

る

。

〔

北

史

‘

五

十

六

〕

。

【
魏
尚
]
7
1

衣ャウ

O
漢
の
人
。
字
は
文
仲
。
高
帝
の
時
‘
太

史
と
な
る
。
能
く
鳥
語
を
饒
る
。
〔
解
鳥
語
経
〕
。

O

漢
‘
椀
里
の
人
。
文
帝
の
時
‘
雲
中
太
守
と
な
り
‘
善
＜

軍
吏
・
士
卒
を
遇
す
。
匈
奴
敢
へ
て
雲
中
の
塞
に
近
づ

か
ず
。
然
れ
ど
も
、
功
を
報
じ
て
賓
に
違
へ
る
に
坐
し
、

爵
を
削
ら
れ
ん
と
す
。
渇
唐
の
言
に
因
つ
て
赦
さ
れ
、

復
た
雲
中
太
守
と
な
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
昌
】
72

歪
＇
ウ
縣
名
。
三
國
、
魏
‘
置
く
。
故
城
は
河

北
省
無
極
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
慎
定

府
、
無
極
縣
〕
苦
陸
城
、
戦
國
時
中
山
國
麗
邑
、
後
闊
レ

趙
‘
趙
人
陳
餘
藪
壁
苦
陛
ぶ
即
此
、
漢
置
レ
縣
、
属
ー
中

山
國
「
後
漢
建
武
初
‘
封
―
―
杜
茂
盃
翌
侯
邑
盃
章
帝
北
巡
‘

改
曰
1

一
漢
昌
る
魏
主
杢
改
曰
―
―
魏
昌
一
晉
因
レ
之
‘
例
屡
1

一中

山
國
云
後
魏
屡
―
―
中
山
郡
す
北
齊
醗
‘
隋
開
皇
十
六
年
‘
復

置
‘
日
1眩
~
昌
ご
匹
定
州
二
唐
武
徳
四
年
‘
改
日
二
唐
昌
一

天
賓
初
‘
改
日
―
―
陛
邑
ご
的
属
ユ
疋
州
工
宋
初
亦
為
↓
―
陛
邑

懸
尋
省
久
無
極
↓

【
魏
相
】

73gゥ
0
中
説
の
篇
名
。

O
漢
‘
定
陶
の
人
。
字

は
弱
翁
゜
誼
は
憲
。
少
く
し
て
易
を
學
ぶ
。
賢
良
に
攣
げ

ら
れ
、
酎
策
を
以
て
高
第
し
‘
茂
陵
の
令
と
な
る
。
後
‘

河
南
太
守
に
遷
り
‘
宣
帝
の
時
、
御
史
大
夫
。
後
、
章

賢
に
代
つ
て
丞
相
と
な
る
。
宣
帝
の
時
‘
敷
；
便
宜
を

上
り
‘
皆
嘉
納
せ
ら
る
。
封
は
裔
平
侯
゜
〔
史
記
、
九
十

六
〕
．
〔
前
漢
書
、
七
十
四
〕
。

【
魏
詳
】
74

衣
芯
清
の
人
。
魏
際
瑞
(
2
0
8
)

を
見
よ
。

【
魏
象
】
75

翌
ゥ
｛
呂
門
外
の
雙
闘
。
治
象
の
法
を
懸
け

て
民
に
示
す
か
ら
象
と
い
ふ
。
謹
然
と
し
て
高
大
で
あ

る
か
ら
魏
と
い
ふ
。
魏
闘
(
4
9
)

に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
董

卓
博
賛
〕
矢
延
ー
ー
王
絡
芦
六
纏
―
―
魏
象
言
注
〕
魏
象
‘
闘
也
。

【
魏
裳
】
76

ぷ
ウ
明
‘
蒲
折
の
人
。
字
は
順
甫
。
嘉
靖
の

進
士
。
性
‘
質
直
。
博
學
に
し
て
詩
文
に
巧
。
官
は
刑

部
郎
。
出
で
て
清
南
を
守
る
。
盗
を
治
め
賦
を
均
し

く
し
、
清
人
に
崇
敬
せ
ら
る
。
後
、
山
西
副
使
を
以
て
致

仕
し
て
蹄
り
、
門
を
閉
ぢ
て
書
を
著
は
す
。
王
世
貞
稲

し
て
後
五
子
の
一
と
な
す
。
書
室
を
雲
山
堂
と
い
ふ
。

著
に
雲
山
堂
集
・
湖
廣
通
志
草
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百

九
十
七
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘

二
百
六
十
八
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
、
十
〕
．
〔
明
詩
紀

事
‘
己
‘
―
二
〕
。

【
魏
城
】
77

炉ゥ

縣
名
。
西
魏
‘
置
く
。
四
川
省
縣
陽
縣

の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
四
川
‘
成
都
府
、
綿
州
〕
魏

城
窟
縣
、
本
渚
縣
地
、
西
魏
析
1

一
置
魏
城
縣
一
闇
―
―
巴
西

郡
函
隋
郡
際
‘
縣
属
―
綿
州
玉
唐
因
レ
之
、
後
唐
同
光
四
年
‘

李
椒
笈
滅
レ
蜀
還
‘
至
―
―
武
連
云
李
紹
深
将
ー
在
後
軍
云
ぎ
魏

城
五
遂
謀
為
レ
髪
‘
宋
伯
属
1

綿
州
写
ル
至
元
二
十
年
省
。

【
魏
浚
】
78

翌
／
晉
、
東
阿
の
人
。
闘
中
に
寓
居
す
。
幹

用
あ
り
。
官
は
度
支
校
尉
。
永
嘉
の
末
‘
流
人
敷
百
家

と
河
陰
の
映
石
を
保
つ
。
時
に
京
邑
荒
倹
す
。
乃
ち
穀

変
を
掠
得
し
て
こ
れ
を
懐
帝
に
猷
ず
。
尋
い
で
楊
威
牌

軍
•
平
陽
太
守
を
授
け
ら
れ
し
も
、
I
G
L
の
た
め
に
官
に

行
か
ず
。
洛
陽
陥
る
に
及
ん
で
石
梁
埠
に
屯
し
‘
遺
衆

を
撫
養
す
。
後
‘
劉
躍
に
破
ら
れ
て
、
夜
‘
遁
走
し
‘
遂
に

殺
さ
る
。
〔
晉
書
、
六
十
三
〕
。

【
魏
溶
】
79

ざ
/
明
‘
松
淫
の
人
。
字
は
馬
卿
。
琥
は
蒼

水
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
湖
廣
按
察
使
。
苗
攣
磯
徒
を

諭
す
に
徳
意
を
以
て
し
‘
其
の
巣
千
七
百
餘
所
を
焚

く
。
右
令
都
御
史
に
擢
ん
で
ら
れ
、
湖
廣
を
巡
撫
し
て

卒
す
。
書
室
を
挟
雲
閣
と
い
ふ
。
著
に
易
義
古
象
通
・
方

言
撮
・
西
事
珂
・
緯
讀
・
挟
雲
閣
存
草
が
あ
る
。
〔
明
人
小

傭
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
九
〕
。

【
魏
惇
】
80

ダ
ン
後
魏
‘
下
曲
陽
の
人
。
牧
の
族
兄
弟
。

字
は
仲
譲
。
貌
‘
魁
偉
。
性
、
通
卒
。
永
安
の
末
、
安
東

将
軍
を
拝
命
。
爾
朱
仲
遠
‘
事
を
以
て
惇
を
捕
へ
ん
と

す
。
遇
；
不
在
な
り
し
を
以
て
‘
惇
の
兄
の
子
胤
を
執

へ
て
去
る
。
惇
‘
仲
遠
に
見
え
て
、
胤
を
赦
し
て
己
を
罪

せ
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
仲
遠
‘
義
と
し
て
之
を
秤
す
。
天

平
中
‘
官
は
衛
将
軍
・
右
光
軸
大
夫
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘

十
七
〕
。

【
魏
準
】
81

ダ
／
南
齊
‘
會
稽
の
人
。
太
學
生
を
以
て
王

融
に
賞
せ
ら
る
。
融
が
党
陵
王
の
子
良
を
奉
じ
て
位

を
轍
が
し
め
ん
と
せ
し
時
‘
準
‘
其
の
事
に
典
る
。
後
、

融
を
誅
す
る
に
及
ん
で
、
準
を
召
し
て
詰
問
す
。
乃
ち

濯
れ
て
死
す
。
〔
南
史
‘
二
十
一
〕
。

【
魏
初
】
82

パ
ヨ
元
の
人
。
瑶
の
従
孫
。
字
は
太
初
。
琥
は

宵
崖
。
瑶
に
子
無
き
を
以
て
其
の
後
と
な
る
。
初
‘
讀
書

を
好
む
。
其
の
文
は
簡
に
し
て
法
あ
り
。
官
は
初
‘
中
書

省
橡
吏
。
祖
母
の
老
衰
を
以
て
酔
し
蹄
り
、
隠
居
し
て

数
授
す
。
中
統
の
間
‘
監
察
御
史
に
擢
ん
で
ら
れ
、
時
政

を
疏
陳
し
、
多
く
嘉
納
せ
ら
る
。
後
‘
官
は
南
憂
御
史
中

丞
に
至
る
。
著
に
青
崖
集
が
あ
る
。
〔
元
史
‘
一
百
六
十

13291 



鬼

部

〔

八

鵞

〕

魏

|

|

 

）

四

〕

。

友

。

人

と

交

つ

て

は

温

厚

築

易

。

著

に

経

書

僅

悟

・

霰

2
 
●
【
魏
書
】
83

ィ
ョ
〇
書
名
。
二
日
十
四
巻
。
北
齊
‘
魏
収
奉
充
子
・
茶
餘
詩
話
・
聞
見
類
纂
小
史
・
雲
松
詩
略
・
讀

．
勅
撰
。
曹
氏
の
魏
と
匿
別
す
る
た
め
に
後
魏
書
と
も
い
史
編
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
‘
二
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
二
十
六
〕
．

2
 
87

ふ
。
初
‘
魏
の
部
彦
海
が
代
記
十
餘
巻
を
撰
し
た
が
‘
其
〔
明
詩
紀
事
、
丁
‘
十
五
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
、
九
〕
。

⑭
の
後
、
雀
浩
が
編
年
史
を
撰
し
、
孝
文
の
大
和
年
中
に
【
魏
勝
】
87

パ
ョ
ウ
宋
‘
宿
遷
の
人
。
字
は
彦
威
。
盆
は
忠

5
 

李
彪
•
雀
光
等
が
始
め
て
紀
表
志
傭
の
題
目
を
分
つ
。
牡
。
智
勇
多
く
‘
騎
射
を
善
く
す
。
金
人
南
侵
す
る
に

）
齊
の
天
保
年
中
に
及
ん
で
、
祁
書
監
魏
牧
が
勅
を
奉
じ
及
ん
で
、
義
士
―
二
百
を
緊
め
て
淮
を
渡
り
‘
遂
に
海
州

て
‘
遺
亡
を
捜
採
し
‘
後
事
を
綴
績
し
、
以
て
之
を
完
成
を
取
る
。
隈
：
金
兵
を
破
り
‘
功
に
よ
り
閤
門
祗
候
を

3
 
8
 

し
た
。
帝
紀
十
二
巻
‘
其
の
首
に
先
世
の
事
を
叙
し
、
道
授
け
ら
れ
、
山
東
路
義
都
統
を
兼
ぬ
。
善
く
大
刀
を
用

2
 

武
帝
以
下
十
四
代
を
記
す
。
列
傭
九
十
二
巻
‘
后
紀
を
ひ
‘
戦
陣
に
は
山
東
魏
勝
の
旗
を
用
ひ
、
金
人
之
を
望

7
 
8
 
5
 
⑭
首
と
し
て
、
次
に
王
族
を
列
し
、
以
て
臣
下
に
及
ぶ
。
志
め
ば
即
ち
遁
走
せ
り
と
い
ふ
。
隆
興
中
‘
楚
州
知
と
な

は
十
箇
目
に
分
つ
。
然
れ
ど
も
、
世
人
‘
其
の
史
筆
の
不
る
。
時
に
金
と
の
和
議
未
だ
決
せ
ず
。
金
兵
に
其
の
惰

公
平
を
攻
撃
す
る
者
あ
り
、
目
し
て
稜
史
と
い
ふ
。
説
‘
怠
を
窺
は
れ
‘
邊
境
を
侵
さ
る
。
勝
‘
淮
陽
に
拒
ぎ
‘
矢

日
知
録
巻
二
十
六
・
核
餘
叢
考
巻
七
に
見
ゆ
。
〔
四
庫
提
に
中
り
‘
落
馬
し
て
死
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
六
十
八
〕
．
〔
宋

要
‘
史
正
史
類
〕
゜
●
清
、
藉
宗
の
人
。
字
は
石
林
。
明
の
史
新
編
‘
二
日
三
十
三
〕
．
〔
南
宋
書
‘
―
二
十
八
〕
．
〔
宋
朝

諸
生
。
明
亡
ぴ
‘
情
を
著
逃
に
ほ
し
い
ま
ま
に
す
。
書
に
南
渡
十
牌
傭
‘
四
〕
．
〔
四
朝
名
臣
言
行
録
‘
下
十
―
二
〕
。

巧

゜

又

、

詩

を

能

く

す

。

【

魏

火

「

】

88

グ
南
唐
‘
須
城
の
人
。
字
は
景
山
。
諫
仮
を

[
魏
舒
】
84

召
ョ
〇
春
秋
、
晉
の
人
。
綽
の
子
。
謡
は
猷
子
。
好
み
‘
善
く
人
の
意
を
描
る
。
校
書
郎
よ
り
諫
議
大
夫

項
公
の
時
、
韓
起
に
椒
い
で
政
を
治
む
。
祁
氏
・
羊
舌
に
遷
り
‘
櫃
密
副
使
に
至
る
。

氏
の
邑
を
取
っ
て
十
縣
と
し
‘
其
の
庶
子
戊
を
畢
げ
て
【
魏
晉
】
89

グ
魏
と
晉
゜
〔
晉
書
‘
張
華
傭
〕
喝
枕
‘
云
云
‘

梗
陽
大
夫
と
す
。
孔
子
に
其
の
近
者
に
は
親
し
み
を
深
有
レ
寵
1

午
幸
更
統
嘗
侍
レ
帝
‘
従
容
論
―
―
魏
晉
事
↓
〔
陶

失
は
ず
‘
遠
者
に
は
學
ぐ
る
こ
と
を
失
は
ず
と
稲
せ
ら
潜
‘
桃
花
源
記
〕
問
今
是
何
世
‘
乃
不
レ
知
レ
有
レ
漢
、
無
レ

る
。
史
記
は
綽
の
孫
と
し
‘
索
隠
は
名
を
荼
に
作
る
。
論
―
―
魏
晉
↓
〔
北
史
‘
文
苑
博
序
〕
遂
糠
―
―
枇
魏
晉
一
憲
1

一章

〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
三
・
―
―
十
五
。
昭
‘
元
・
五
・
三
十
二
。
虞
夏
一

定
‘
元
〕
゜
●
晉
‘
奥
の
人
。
字
は
賜
元
。
盆
は
康
。
少
[
魏
紳
】
90

グ
明
、
曲
阜
の
人
o

字
は
廷
侃
o

性
、
至
孝
o

く
し
て
外
家
寧
氏
に
養
は
る
。
年
四
十
餘
に
し
て
孝
成
化
の
進
士
。
官
は
刑
部
主
事
。
後
、
都
御
史
と
な
る
。

廉
に
學
げ
ら
れ
、
酎
策
に
及
第
す
。
官
は
浚
儀
令
・
尚
歳
旱
に
民
税
四
分
の
一
を
減
じ
‘
邊
謄
四
十
里
を
築

書
郎
。
鍾
疏
に
徴
さ
れ
て
長
史
と
な
り
‘
其
の
善
射
を
き
‘
檄
堡
五
十
餘
所
を
増
さ
ん
こ
と
を
奏
す
。
武
宗
の

歎
賞
せ
ら
る
。
後
、
相
國
参
軍
と
な
る
。
封
は
劇
陽
子
。
時
、
刑
部
右
侍
郎
に
進
む
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
四
十

能
く
大
事
を
断
じ
‘
司
馬
昭
に
魏
舒
は
堂
々
と
し
て
人
四
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
、
四
十
六
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
五
十

の
領
袖
な
り
と
推
重
せ
ら
る
。
武
帝
の
時
‘
司
徒
に
任
九
・
九
十
八
•
二
日
・
一
百
二
十
三
〕
·
〔
本
朝
分
省
人
物

ぜ
ら
れ
、
時
人
に
宗
仰
せ
ら
る
。
後
‘
災
異
を
以
て
位
を
孜
‘
九
十
五
〕
。

遜
り
‘
帝
よ
り
安
車
閉
馬
を
賜
は
る
。
〔
晉
書
‘
四
十
一
〕
。
【
魏
震
】
91

グ
宋
の
人
。
官
は
東
上
閤
門
史
。
保
・
秦
．

〖
魏
舒
堂
堂
〗85
梵
が
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
魏
舒
の
虞
．
濯
・
定
・
代
諸
州
の
知
を
歴
任
す
。
薙
熙
の
初
‘
温
州

風
格
が
堂
々
と
し
て
秀
偉
で
あ
っ
た
の
を
言
っ
た
語
。
よ
り
瑞
木
を
進
む
る
や
、
詩
賦
を
獣
じ
て
白
金
を
賜
は

〔
晉
書
‘
魏
舒
博
〕
文
帝
深
器
重
之
一
毎
―
―
朝
會
坐
罷
「
る
。
咸
平
の
初
‘
官
に
卒
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
九
〕
．
〔
宋
史

且
送
之
白
‘
魏
舒
堂
堂
‘
人
之
領
袖
也
。
新
編
‘
八
十
五
〕
。

【
魏
倫
】
86

パ
ョ
ウ
明
の
人
。
字
は
逹
卿
。
郡
の
痒
生
。
廷
試
【
魏
尋
】
92

グ
唐
の
人
。
魏
叔
喩
(
2
2
8
)

を
見
よ
。

第
一
。
官
は
石
城
訓
導
。
幼
に
し
て
穎
慧
゜
梢
長
じ
て
群
【
魏
雅
】
93

戸
地
名
。
扮
陰
の
雅
丘
。
扮
陰
は
も
と
魏
の

書
を
博
渉
し
、
詩
文
を
以
て
世
に
梢
せ
ら
る
。
性
‘
孝
地
で
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
雅
丘
(
9
-
2
9
5
7
8
:
 2
)

を
見

六
九
六|
 

よ
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
上
〕
扮
陰
巫
錦
、
為
レ
民
祠
魏
雅
后
紹
‘
任
を
去
る
時
‘
諸
貴
‘
書
を
胎
つ
て
之
を
求
む
る
者

92

土
管
翌
〔
注
〕
應
励
日
｀
魏
‘
故
魏
園
也
‘
師
古
曰
、
沿
あ
り
。
乃
ち
其
の
詩
を
慕
し
て
之
に
報
ず
。
官
に
在
つ

32

。

1

雅
、
本
魏
地
之
境
‘
故
―
ぞ
魏
雅
一
也
。
て
名
臀
あ
り
。
紹
聖
の
初
‘
卒
す
。
〔
尚
友
銀
‘
十
七
〕

【
魏
櫃
】
94

？
清
、
承
徳
の
人
。
字
は
又
弼
。
又
の
字
【
魏
照
】
1
0
1
5
ゥ
漢
の
人
。
童
子
の
時
‘
郭
泰
に
事
へ
ん
こ

は
慎
齋
。
薙
正
の
進
士
。
官
は
永
平
府
教
授
。
乾
隆
の
と
を
求
む
。
泰
曰
く
‘
常
に
精
議
講
習
す
べ
し
、
身
に

初
‘
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
‘
未
だ
試
に
典
ら
ず
し
て
卒
す
。
近
づ
く
こ
と
を
要
せ
ず
と
。
照
曰
く
‘
経
師
は
獲
易

経
學
を
研
究
し
‘
尤
も
易
に
精
通
す
。
著
に
東
易
問
・
く
、
人
師
は
遭
ひ
難
し
、
素
絲
の
質
を
以
て
朱
藍
に
附

春
秋
管
見
が
あ
る
。
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十
三
〕
＇
〔
鶴
徴
近
せ
ん
と
欲
す
と
。
是
に
よ
り
泰
の
名
顧
れ
、
士
、
手

後

録

―

二

〕

。

つ

て

蹄

す

。

〔

尚

友

録

‘

十

七

〕

。

【
魏
成
】95
戸
●
戦
國
‘
魏
の
賢
者
。
文
侯
の
弟
。
相
と
【
魏
斐
】

1
0
2
〗7

宋
の
人
。
字
は
彦
密
゜
詩
書
に
長
ず
。
嵩

な
る
。
〔
史
記
、
四
十
四
〕
゜

0
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
宗
そ
の
事
翌
を
見
て
浙
西
参
議
に
除
す
。
〔
圃
籍
賓
鑑
〕
。

西
疇
゜
琥
は
耕
雲
子
。
山
水
畿
に
巧
゜
〔
國
朝
書
書
＿
家
【
魏
鮮
】
1
0
3
5

ノ
古
の
人
の
名
。
占
歳
に
巧
。
〔
史
記
、
天
官

筆
録
‘
―
-
〕
・
〔
屋
香
居
豊
識
‘
一
〕
。
書
〕
占
歳
則
魏
鮮
゜

[
魏
製
】
9
6
5
ィ
―
二
國
‘
魏
の
時
代
の
製
作
。
又
‘
其
の
製
【
魏
再
】
1
0
4
-

／
戦
國
‘
秦
の
人
。
昭
王
の
母
‘
宣
太
后
の

作
物
。
〔
江
滝
‘
雑
粒
詩
序
〕
楚
謡
漢
風
‘
既
非
―
―
骨
玉
魏
異
父
弟
。
恵
王
・
武
王
の
時
よ
り
職
に
任
ぜ
ら
れ
て
事

製

晉

造

、

固

亦

二

粒

。

を

用

ふ

。

官

は

昭

王

の

時

‘

将

軍

。

咸

陽

を

衛

る

。

時

【
魏
齊
]
9
7

？
戦
國
‘
魏
の
諸
公
子
。
昭
王
の
時
‘
魏
の
に
昭
王
幼
少
に
し
て
‘
宣
太
后
自
ら
治
む
。
告
‘
委
任

宰
相
と
な
る
。
嘗
て
苑
雖
の
脅
を
折
り
‘
之
を
簑
に
巻
せ
ら
れ
て
政
を
為
す
。
封
は
穣
侯
。
四
た
び
相
位
に

い
て
厠
中
に
置
き
、
人
を
し
て
尿
せ
し
む
。
〔
史
記
‘
七
登
り
、
白
起
を
攣
げ
て
牌
と
し
‘
相
尋
い
で
韓
・
魏
・
齊
・

十

九

〕

。

楚

を

伐

つ

。

諸

侯

を

弱

め

‘

秦

の

國

勢

を

伸

張

し

、

功

最

【
魏
郡
]
9
8

が
後
漢
‘
河
東
の
人
。
孝
廉
に
翠
げ
ら
る
。
も
吉
向
し
。
後
‘
昭
王
‘
苑
雖
を
用
ふ
る
に
及
ん
で
、
相
を

時
に
太
守
史
弼
‘
課
告
を
以
て
下
獄
せ
ら
る
。
郡
乃
ち
免
ぜ
ら
れ
、
封
邑
に
就
い
て
卒
す
。
〔
史
記
‘
七
十
二
〕
。

服
を
毀
ち
形
を
轡
じ
‘
詐
つ
て
家
憧
と
な
っ
て
護
送
【
魏
全
】
I
O
S
5

／
金
‘
壽
州
の
人
。
宋
の
季
爽
‘
壽
州
を
圃

す
。
弼
、
棄
市
に
論
ぜ
ら
る
る
に
至
り
、
同
郡
の
人
と
邸
む
に
及
ん
で
‘
刺
史
徒
箪
義
の
募
兵
に
應
ず
。
爽
の
兵

を
賣
つ
て
侯
覧
に
賂
し
、
以
て
死
罪
を
減
ず
る
を
得
た
に
執
へ
ら
れ
、
金
主
を
罵
る
こ
と
を
強
要
せ
ら
る
。
乃

り

。

〔

後

漢

書

、

九

十

四

〕

。

ち

‘

城

下

に

至

り

‘

反

つ

て

宋

主

を

罵

り

、

為

に

爽

に

【
魏
釧
】
99

が
後
魏
‘
下
曲
陽
の
人
。
字
は
顧
義
。
博
く
殺
さ
る
。
〔
金
史
‘
一
百
二
十
一
〕
。

群
書
を
渉
撒
し
、
文
武
兼
備
。
太
武
帝
、
南
下
の
時
‘
召
【
魏
然
】
1
0
6
5
/

泰
然
自
若
た
る
さ
ま
。
又
、
他
よ
り
遥
か

し
て
輿
に
語
り
、
大
い
に
悦
ぴ
、
内
都
直
を
授
く
。
淮
に
抜
け
出
て
ゐ
る
さ
ま
。
〔
荘
子
‘
天
下
〕
不
レ
師
―
―
知
慮
一

南
に
至
り
‘
城
に
入
っ
て
説
い
て
之
を
降
し
、
帝
に
子
不
レ
知
―
―
前
後
t

魏
然
而
已
英
。
〔
注
〕
任
レ
性
燭
立
。
〔
疏
〕

の
一
言
は
十
拭
の
軍
に
勝
る
と
言
は
る
。
功
に
よ
り
義
魏
然
、
不
レ
動
之
貌
也
‘
雖
一
臼
品
茫
俗
同
J

塵
‘
而
魏
然
獨

陽
太
守
を
授
け
ら
る
。
尋
い
で
建
中
心
将
軍
を
加
へ
ら
【
魏
甦
]107

戌
消
の
人
。
魏
耕
(

1

7

)

を
見
よ
。

L

立
也
。

れ

て

卒

す

。

〔

北

史

‘

五

十

六

〕

°

[

魏

楚

】

108

戊
清
‘
魏
耕
(

1

7

)

の
字
。

【
魏
紹
]
I
O
O
~

ウ
宋
‘
務
源
の
人
。
瑠
の
子
。
字
は
承
之
。
【
魏
増
】

1
0
9
が
魏
景
懲
王

(
3
2
2
)
を
見
よ
。

性
‘
孝
友
和
謹
゜
虞
城
縣
の
知
と
な
り
‘
蒲
博
を
禁
じ
て
【
魏
泡
】
110

パ
ク
魏
昭
王
(
2
4
4
)

を
見
よ
。

盗
止
む
。
綽
州
事
判
と
な
り
‘
州
事
を
行
ひ
‘
教
化
を
振
【
魏
村
】
111

パ
／
鎖
の
名
。

O
河
北
省
清
苑
縣
の
西
南
。
方

興
し
て
稲
せ
ら
る
。
右
朝
散
郎
を
以
て
嘉
州
に
知
と
順
河
の
濱
。
●
江
蘇
省
武
進
縣
の
西
北
。
得
勝
河
の
ロ

な
る
。
嘉
州
は
唐
の
開
元
以
束
‘
窃
を
貢
せ
し
が
、
後
に
跨
る
。

世
、
産
出
盆
：
微
に
し
て
‘
誅
求
甚
だ
巌
し
。
嘉
祐
中
、
【
魏
泰
】
112

？
宋
‘
襄
賜
の
人
。
字
は
道
輔
。
琥
は
東
軒
゜

賢
守
あ
り
‘
之
を
哀
み
‘
二
詩
を
石
に
刻
し
て
諷
す
。
口
辮
多
く
し
て
素
行
治
ま
ら
ず
。
文
章
に
巧
に
し
て
‘



(45872・・ 113) (45872・・138) 

鬼

部

〔
八
董
〕

魏

ハ
九
七

尤
も
朝
野
の
喜
ぶ
べ
き
事
を
談
ず
。
崇
観
中
‘
宰
相
章

惇
に
官
を
煎
め
ら
れ
し
も
就
か
ず
。
著
に
臨
漢
隠
居
詩

話
・
括
異
志
・
東
軒
筆
録
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
ー
百
四

+
〕
.
〔
宋
人
軟
事
彙
編
‘
六
百
十
八
〕
。

【
魏
澤
]lla

が
明
、
高
淳
の
人
。
字
は
彦
恩
。
官
は
洪
武

中
‘
刑
部
尚
書
。
建
文
の
時
‘
寧
海
縣
丞
に
誦
せ
ら
る
。

成
祖
‘
方
孝
襦
の
族
蕉
を
誅
せ
し
む
。
澤
‘
孝
襦
の
幼
子

徳
宗
を
隠
匿
し
‘
誅
を
免
る
る
を
得
し
む
。
〔
國
朝
名

世
類
苑
‘
四
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
．
〔
明
人
小
博
‘

一
〕
．
〔
明
儒
言
行
録
績
編
‘
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
乙
‘
―
-
〕
。

【
魏
逹
】
m
グ
漢
‘
平
陵
の
人
。
官
は
河
陽
長
。
同
郡
の

率
孟
逹
•
公
孫
伯
逹
と
名
を
齊
し
う
し
、
世
に
三
達
と

梢
せ
ら
る
。
〔
聖
賢
群
輔
録
‘
一
二
逹
〕
。

【
魏
漁
】
lIS

グ
隋
の
人
。
季
景
の
子
。
字
は
彦
深
゜
學
を

好
み
‘
文
を
善
く
す
。
官
は
齊
に
仕
へ
て
殿
中
郎
・
中

書
含
人
。
國
史
の
撰
修
に
輿
る
。
周
に
入
っ
て
納
言
中

士
。
隋
初
‘
太
子
含
人
・
著
作
郎
を
歴
任
。
魏
牧
の
撰
修

せ
る
後
魏
書
の
褻
貶
‘
賓
を
失
ふ
を
以
て
、
文
帝
の
詔

を
受
け
て
別
に
魏
史
を
撰
し
、
甚
だ
史
橙
を
得
。
著
に

文
集
が
あ
る
。
〔
隋
書
、
五
十
八
〕
・
〔
北
史
‘
五
十
六
〕
。

【
魏
諜
】
llG

ハ
後
漢
‘
瑣
邪
の
人
。
字
は
少
閑
。
乱
に
遭

つ
て
饒
寇
に
獲
ら
る
。
等
輩
散
十
人
‘
皆
烹
ら
る
。
諜
‘

謹
厚
な
る
を
以
て
獨
り
免
れ
、
嚢
を
掌
ら
し
め
ら
れ
し

も
‘
亦
‘
暮
に
執
縛
せ
ら
る
。
賊
の
夷
長
公
‘
之
を
哀
み
‘

密
か
に
縛
を
解
き
‘
去
ら
ん
こ
と
を
命
ず
る
も
、
従
は

ず
。
故
に
義
と
せ
ら
れ
‘
遂
に
許
さ
る
。
官
は
永
平
中
‘

主
家
令
。
〔
後
漢
書
‘
六
十
九
〕
。

【
魏
徴
】
117

が
’
唐
‘
曲
城
の
人
。
字
は
玄
成
。
詮
は
文

貞
゜
讀
書
を
好
み
‘
群
書
を
博
渉
す
。
陪
末
‘
詭
つ
て

道
士
と
な
る
。
初
‘
李
密
に
従
つ
て
京
に
入
り
、
高
祗
に

/
〗
冒
[

に
進
む
。
封
は
鄭
國
公
。
後
‘
太
子
太
師
を
以
て
官
に
卒

す
。
貌
揚
が
ら
ざ
る
も
騰
力
あ
り
。
帝
の
怒
甚
し
き
時

も
‘
紳
色
自
若
と
し
て
敢
諫
し
、
前
後
二
百
餘
事
を
陳

ぷ
。
卒
後
‘
―
帝
を
し
て
朕
一
鑑
を
失
ふ
と
歎
ぜ
し
む
。
著

に
類
碍
・
群
書
治
要
が
あ
る
。
〔
唐
書
、
九
十
七
〕
．
〔
藷
唐

書
、
七
十
一
〕
。

【
魏
殿
】
118

バ
ノ
＿
二
國
時
代
の
魏
朝
の
宮
殿
。
曹
操
の
築

い
た
銅
雀
•
金
虎
．
泳
井
等
の
牡
麗
な
宮
殿
を
い
ふ
。

今
の
河
南
省
臨
滝
縣
に
在
っ
た
。
〔
崖
融
‘
為
―
―
皇
太
子
一

賀
甘
露
表
〕
翌
漢
宮
而
楓
美
獣
之
墳
爵
ご
四
魏

殿
而
紐
珍
゜

【
魏
都
】
119

臼
魏
の
國
都
。
春
秋
・
戦
国
の
魏
の
國
都
は
‘

初
め
は
畢
萬
の
封
ぜ
ら
れ
た
魏
。
今
の
山
西
省
肉
城
縣

の
東
北
。
韓
・
趙
と
晉
を
分
つ
て
諸
侯
と
な
り
し
後
は

安
邑
。
今
の
山
西
省
夏
縣
の
北
。
恵
王
‘
大
梁
に
徒
る
。

今
の
河
南
省
開
封
縣
。
三
國
の
魏
は
洛
陽
に
都
す
。
今

の
河
南
省
洛
陽
゜
晉
の
左
思
の
三
都
賦
中
の
魏
都
賦
は

三
國
の
魏
の
都
に
つ
い
て
述
ぷ
゜

〖
魏
都
賦
〗
畑
甘
ト
ノ
賦
の
名
。
晉
‘
左
思
作
。
三
都
賦
の

一
。
文
選
巻
六
に
載
せ
て
ゐ
る
。

【
魏
膝
】
120

只
三
國
呉
の
人
。
朗
の
孫
。
字
は
周
林
。

性
‘
剛
直
に
し
て
荀
合
す
る
こ
と
な
し
。
官
は
初
‘
功

曹
。
孫
策
に
反
杵
し
て
幾
ん
ど
殺
さ
れ
ん
と
せ
し
も
、

太
妃
に
救
は
れ
て
免
る
る
を
得
。
後
、
郡
賜
太
守
に
至

る
。
〔
三
國
志
、
六
十
三
〕
。

【
魏
寧
】

121P
北
齊
‘
距
鹿
の
人
。
腺
命
を
善
く
卜
ふ

を
以
て
‘
徴
さ
れ
て
館
客
と
な
る
。
武
成
帝
に
親
試
せ

ら
れ
て
皆
中
る
。
〔
北
齊
書
‘
四
十
九
〕
．
〔
北
史
‘
八
十

九〕。

【
魏
能
】
122

店
ウ
宋
、
郡
の
人
。
少
く
し
て
募
兵
に
應
じ
て

雲
騎
軍
に
隷
す
。
官
は
散
員
左
班
都
知
。
太
宗
に
其
の

材
勇
を
稲
せ
ら
れ
、
特
に
進
用
を
蒙
る
。
隈
；
楔
丹
を

征
し
、
孫
全
昭
と
互
に
紙
肝
す
る
を
以
て
貶
せ
ら
る
。

尋
い
で
起
つ
て
琥
州
都
監
と
な
り
‘
領
康
州
閣
練
使
を

加
へ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
―
―
百
七
十
九
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
八

十〕。

【
魏
覇
】
123

臼
後
漢
‘
句
陽
の
人
。
字
は
喬
卿
。
少
く
し

て
親
を
喪
ひ
‘
兄
弟
と
同
居
し
、
州
里
に
其
の
碓
和
を

慕
は
る
。
建
初
中
、
孝
廉
に
學
げ
ら
る
。
官
は
和
帝
の

時
‘
矩
鹿
太
守
。
其
の
政
は
簡
撲
寛
恕
を
尚
ぴ
、
謂
訟

を
息
ま
し
む
。
延
平
の
初
‘
太
常
と
な
り
、
光
誅
大
夫

を
以
て
致
仕
す
。
〔
後
漢
書
、
五
十
五
〕
。

【
魏
瑶
]124

ペ
元
‘
順
聖
の
人
。
金
の
貞
枯
の
進
士
。
謡

は
靖
痛
。
官
は
尚
書
省
令
史
。
後
、
朝
列
大
夫
・
翰
林
修

撰
を
加
へ
ら
る
。
命
ぜ
ら
れ
て
、
金
牌
武
仙
に
軍
を
止

め
て
進
ま
ざ
る
を
諭
す
。
至
れ
ば
、
仙
‘
已
に
遁
れ
去

り
し
を
以
て
餘
衆
を
集
め
、
そ
の
中
の
優
れ
し
者
を
帥

と
な
し
て
蹄
る
。
金
亡
ん
で
北
蹄
す
。
元
の
世
祁
に
徴

さ
れ
て
和
林
に
至
る
。
三
十
餘
事
を
條
陳
し
、
名
士
六

十
六
人
を
琴
ぐ
。
〔
元
史
‘
二
日
六
十
四
〕
。

【
魏
攀
】
函
？
後
魏
‘
距
鹿
の
人
。
時
人
、
明
逹
の
士
と

梢
す
。
高
邑
の
睦
苓
‘
攀
の
已
を
高
尚
に
し
て
仕
へ
ざ

る
を
聞
き
、
女
を
以
て
之
に
妻
は
し
‘
情
‘
朋
友
に
同
じ

く
‘
翁
壻
の
糧
を
備
へ
ず
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
不
一
】
1
2
8
5

宋
、
相
州
の
人
。
字
は
齊
物
。
頗
る
學
問
に

渉
る
。
周
に
仕
へ
て
‘
頓
丘
・
冠
氏
・
元
城
三
縣
令
に
歴

任
す
。
供
備
庫
副
使
に
遷
る
。
宋
に
入
っ
て
、
作
坊
副
使

と
な
り
、
積
弊
を
修
整
す
。
後
‘
黄
・
汝
・
那
・
復
諸
州
の

刺
史
と
な
る
。
詩
歌
を
好
み
‘
士
大
夫
と
涌
接
し
、
時
に

推
稲
せ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
七
十
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
七
十

六
〕
．
〔
隆
平
集
‘
十
八
〕
。

【
魏
夫
】
127

冦
元
‘
汗
相

(6-17154
:
 68)
の
字
。

【
魏
府
】
128

ガ
地
名
。
今
の
河
北
省
大
名
縣
。
も
と
唐
の

魏
州
‘
宋
の
軍
府
の
所
在
地
。

【
魏
富
]129

召
明
龍
埃
の
人
。
字
は
仲
栂
。
成
化
の
進

士
。
官
は
御
史
。
廣
東
を
巡
按
し
‘
能
＜
林
轡
等
を
治

む
。
後
‘
浙
江
副
使
と
な
り
‘
疑
獄
を
明
察
し
‘
餓
民
を

賑
清
す
。
皆
政
績
あ
り
。
後
、
刑
部
右
侍
郎
に
至
る
。
〔
國

朝
猷
徴
録
‘
四
十
六
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
五
十
九
•
九
十

ニ
・
ニ
日
十
七
〕
．
〔
蘭
壷
法
黎
録
‘
十
一
〕
．
〔
明
名
人
博
‘

二
十
七
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
五
〕
。

【
魏
武
】
130

咋
三
國
‘
魏
の
武
帝
を
い
ふ
。
〔
蜀
志
、
先
主
劉

備
傭
評
〕
機
櫂
幹
略
不
レ
逮
1

一
魏
武
ご
是
以
基
宇
亦
狭
。

〔
杜
甫
‘
丹
青
引
贈
―
―
曹
将
軍
覇
―
詩
〕
将
軍
魏
武
之
子

孫
‘
於
＂
今
為
レ
庶
為
1

一
清
門
↓
〔
唐
詩
選
箋
註
〕
魏
武
‘
魏

武
帝
‘
姓
曹
‘
名
操
。

[
魏
諷
】
131

カ
ウ
後
漢
‘
油
の
人
。
一
に
清
陰
の
人
と
い

ふ
。
字
は
子
京
。
鍾
絲
に
召
さ
れ
て
西
曹
携
と
な
る
。
長

架
衛
尉
陳
棒
と
共
に
郡
を
襲
ひ
‘
曹
操
を
攻
め
ん
と
謀

る
。
期
に
及
ば
ざ
る
に
‘
棒
‘
憫
れ
て
操
に
告
げ
、
諷
遂

に
害
せ
ら
る
。

[
魏
豹
】
1
3
2
}
’
漢
の
人
。
咎
の
弟
。
魏
の
諸
公
子
。
咎
敗

れ
て
自
殺
し
‘
魏
亡
ぶ
に
及
ぴ
、
楚
に
走
る
。
楚
の
懐
王

の
援
兵
を
得
て
‘
魏
の
二
十
餘
城
を
下
し
‘
魏
王
と
な

る
。
兵
を
以
て
項
利
に
従
ひ
、
河
東
に
徒
さ
れ
て
西
魏

王
と
な
る
。
漢
王
‘
三
秦
を
定
む
る
に
及
ぴ
‘
國
を
以
て

漢
に
圏
す
。
已
に
し
て
漢
に
畔
き
‘
韓
信
の
捕
虜
と
な

る
。
尋
い
で
命
を
受
け
て
榮
陽
を
守
っ
た
が
、
楚
に
園

ま
れ
て
危
陰
に
瀕
す
。
乃
ち
國
に
反
す
る
の
臣
は
輿

に
守
り
難
し
と
せ
ら
れ
‘
遂
に
周
苛
の
た
め
に
殺
さ

る
。
〔
史
記
‘
九
十
〕
．
〔
漢
書
、
三
十
三
〕
。

【
魏
璧
】
1
3
3
7
キ
清
の
人
。
魏
耕
(

1

7

)

を
見
よ
。

【
魏
冤
】
134

勺
’
明
‘
永
翌
の
人
。
官
は
建
文
の
時
‘
御

史
。
燕
兵
‘
金
川
門
に
至
る
に
及
ん
で
、
都
督
徐
壻
壽
‘

殿
庭
を
徘
徊
し
之
を
迎
納
す
る
意
あ
る
を
見
‘
諸
御
史

を
奔
ゐ
て
之
を
穀
打
し
‘
速
に
誅
殺
せ
ん
こ
と
を
請

ふ
。
明
日
、
宮
中
炎
上
し
、
乃
ち
自
殺
す
。
〔
明
史
‘
二
曰

四
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
日
八
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘

ご
臼
三
十
二
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
十
七
〕
・
〔
明
名
臣

言
行
録
‘
十
一
〕
。

【
魏
模
】
135

パ
唐
‘
江
都
の
人
。
同
郡
の
曹
憲
に
従
っ
て

文
選
の
學
を
受
く
。
〔
唐
書
‘
一
百
九
十
八
〕
。

【
魏
著
】
1
3
6
5

唐
の
人
。
徴
の
五
世
の
孫
。
字
は
申
之
゜
進

士
。
文
宗
の
‘
徴
の
後
を
求
む
る
に
遭
ひ
‘
薦
め
ら
れ
て

右
拾
遺
・
右
補
闘
・
諫
議
大
夫
に
歴
任
す
。
後
‘
御
史
中

丞
・
同
中
書
門
下
章
事
・
吏
部
尚
書
・
桧
校
尚
書
右
僕

射
を
歴
‘
官
に
卒
す
。
宰
相
と
な
つ
て
事
を
帝
前
に
議

し
‘
諜
切
に
し
て
避
く
る
所
な
し
。
著
に
魏
氏
手
略
・

文
集
が
あ
る
。
〔
唐
書
‘
九
十
七
〕
．
〔
蕗
唐
書
、
一
百
七
十

六）。

【
魏
牟
】
137

が
戦
國
‘
魏
の
公
子
牟
を
い
ふ
。
荀
子
之
を

評
し
て
‘
情
性
に
任
じ
て
放
恣
の
行
を
為
し
‘
愚
衆
を

惑
は
す
と
い
ふ
。
〔
荀
子
、
非
十
二
子
〕
宅
難
・
魏
牟
也
。

〔
注
〕
魏
牟
‘
牟
‘
魏
公
子
、
封
―
―
於
中
山
一
〔
枚
莱
‘
七
登
〕

荘
周
・
魏
牟
゜

【
魏
愁
】
138

が
宋
‘
甑
寧
の
人
。
字
は
覺
民
。
宣
和
の
進

士
。
紹
興
の
初
‘
虔
州
零
都
令
と
な
る
。
時
に
江
西
に

盗
起
り
、
虔
の
諸
邑
多
く
守
を
失
ふ
。
患
‘
私
努
を
出

し
て
士
卒
を
稿
ひ
‘
能
＜
邑
を
守
る
。
岳
飛
‘
兵
を
率
ゐ

て
過
ぎ
‘
其
の
井
邑
の
獨
り
完
き
を
見
て
梢
賞
す
。
後
、

13293 
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苗
汝
為
、
患
の
郷
邑
に
寇
せ
し
時
‘
愁
の
先
墓
を
登
き
六
輔
を
際
す
る
や
、
鸞
其
の
事
に
預
る
。
後
、
光
州
刺
秦
か
ら
魏
の
河
北
、
及
び
封
陵
を
輿
へ
ら
れ
て
和
を
結

し
者
あ
り
。
患
‘
琥
慟
し
、
官
を
棄
て
て
齢
り
、
二
賊
史
に
至
る
。
〔
北
史
‘
五
十
六
〕
。
ぶ
。
在
位
二
十
三
年
。
〔
史
記
、
四
十
四
〕
。

を
得
て
墓
石
に
巣
し
た
る
後
、
自
首
す
。
郡
牌
、
義
と
し
【
魏
柳
】
145

炉
柳
の
や
う
な
眉
を
い
ふ
。
〔
本
朝
文
粋
‘
【
魏
安
女
行
】
152t
／
各
宋
‘
饒
州
築
平
の
人
。
字
は
彦
成
。

秤
し
て
問
は
ず
。
後
、
南
昌
知
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
一
、
大
江
朝
綱
‘
男
女
婚
姻
賦
〕
占
―
―
魏
柳
於
黛
五
ヂ
燕
進
士
。
張
浚
の
薦
に
て
除
州
知
と
為
り
、
能
贅
あ
り
。

七

〕

。

脂

於

唇

↓

京

西

漕

に

遷

り

、

時

相

に

件

っ

て

鏑

せ

ら

る

。

復

た

起

【
魏
萬
]139

召
/
唐
の
人
。
後
の
名
は
願
。
王
屋
山
に
居
【
魏
略
】
146

化
ヤ
ク
書
名
。
五
十
巻
。
魏
‘
魚
象
撰
。
も
と
つ
て
吉
州
知
と
な
り
、
治
行
第
一
と
稽
せ
ら
る
。
後
、

り
‘
王
屋
山
人
と
琥
す
。
上
元
の
初
‘
進
士
に
登
第
。
文
魏
の
正
史
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
が
今
侠
す
。
直
敷
文
閣
・
淮
南
運
副
・
提
領
螢
田
書
に
至
る
。
〔
尚
友

を
愛
し
、
古
を
好
み
‘
官
に
仕
へ
ず
。
か
つ
て
嵩
よ
り
藪
陳
壽
の
一
二
國
志
は
此
の
書
に
依
る
所
多
し
と
い
ふ
。
清
録
‘
十
七
〕
。

千
里
を
走
つ
て
呉
に
入
り
、
李
白
を
訪
う
て
遇
は
ず
。
の
張
鵬
一
が
侠
文
を
輯
載
し
て
魏
略
輯
本
二
十
五
巻
【
魏
以
敬
】
153

代
ケ
イ
明
の
人
。
一
に
魏
敬
に
作
る
。
花
鳥

因
つ
て
江
東
に
下
り
‘
諸
名
山
を
尋
ね
、
謝
公
の
石
門
を
作
る
。
〔
唐
書
‘
藝
文
志
二
〕
魚
象
‘
魏
略
‘
五
十
巻
。
禽
竹
鵞
に
巧
゜

を
観
る
。
後
廣
陵
に
て
白
と
相
見
ゆ
。
白
‘
詩
を
作
っ
〔
文
心
離
龍
‘
史
傭
〕
及
―
―
魏
代
三
雄
五
記
博
互
出
‘
陽
秋
・
【
魏
ご
鼈
】
154

ザ
名
清
、
保
定
の
人
。
字
は
蓮
陸
。
琥
は

て
贈
り
、
盛
＜
其
の
文
を
出
し
‘
萬
に
命
じ
て
集
め
し
魏
略
之
圏
‘
江
表
・
呉
録
之
類
‘
或
激
抗
難
レ
徴
、
或
疎
雪
亭
。
明
、
崇
禎
の
學
人
。
折
州
牧
を
授
け
ら
る
。
官
を

め

、

李

翰

林

集

と

な

す

。

〔

尚

友

録

‘

十

七

〕

。

間

寡

レ

要

。

去

る

に

及

ん

で

嚢

に

長

物

無

く

、

再

び

洒

州

に

補

せ

ら

【
魏
渦
]140

が
後
漢
、
南
陽
の
人
。
字
は
叔
牙
。
京
氏
の
【
魏
林
】
147

”
薬
の
名
。
梧
疾
に
放
あ
り
。
方
家
の
用
ひ
れ
て
就
か
ず
。
容
城
の
孫
奇
逢
．
唯
州
の
湯
斌
に
従
涌

易
を
習
得
し
、
生
徒
に
教
授
す
。
官
は
永
平
中
‘
弘
農
る
阿
魏
の
類
。
〔
朱
窯
‘
雲
谷
記
〕
絶
頂
北
下
有
―
―
魏
林
一
し
‘
勉
む
る
に
知
性
誠
身
の
學
を
以
て
す
。
著
に
四
書

太

守

。

〔

後

漢

書

‘

二

日

九

上

〕

。

横

母

笠

巖

岩

工

木

氣

辛

烈

‘

可

レ

已
1

一
摺
疾
盃
茨
即
方
家
所
レ
偶
録
・
詩
経
偶
録
・
北
學
編
・
雪
亭
詩
草
が
あ
る
。
〔
清
史

[
魏
野
]
1
4
1
[

宋

‘

蜀

の

人

。

宋

史

は

映

の

人

と

い

ふ

。

字

用

阿

魏

者

。

列

偵

‘

六

十

六

〕

．

〔

國

朝

者

猷

類

徴

‘

二

百

―

-

+

-

〕

・

は
仲
先
。
琥
は
草
堂
居
士
・
築
天
洞
。
吟
味
を
嗜
ん
で
、
【
魏
墳
】
148

い
遼
の
人
。
卜
を
以
て
聞
ゆ
。
慶
暦
中
‘
烏
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
七
〕
．
〔
顔
李
師
承
記
‘
八
〕
．
〔
清

聞
逹
を
求
め
ず
。
詩
は
唐
人
の
風
格
あ
り
。
挟
州
の
東
古
部
節
度
使
の
座
に
在
り
。
時
に
雙
鯉
を
獣
ず
る
者
ぁ
儒
學
案
小
識
‘
末
〕
。

郊
に
自
ら
草
堂
を
築
き
‘
其
の
中
に
琴
を
弾
じ
詩
を
賦
り
。
節
度
使
‘
戯
に
‘
此
の
魚
何
時
食
ふ
を
得
る
か
を
卜
【
魏

ft札
】
155

り
サ
’
清
の
人
。
允
枚
の
弟
。
字
は
州
来
。

す
。
大
中
祗
符
の
初
、
招
か
れ
し
も
、
上
言
し
、
吠
畝
を
せ
し
む
。
瑣
乃
ち
答
へ
て
日
＜
、
公
と
僕
と
は
不
測
の
琥
は
家
居
道
士
。
著
に
東
齋
詩
文
集
が
あ
る
。

守
ら
ん
事
を
願
つ
て
就
か
ず
。
卒
後
‘
祁
書
省
著
作
郎
禍
あ
り
、
魚
を
食
ふ
暇
な
し
と
。
急
に
之
を
烹
し
む
。
【
魏

ftffl]156
代
／
ダ
ン
清
‘
嘉
善
の
人
。
字
は
交
譲
。
明
亡

を
贈
ら
る
。
著
に
東
観
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
五
十
未
だ
食
は
ざ
る
に
、
寇
至
り
‘
倶
に
害
に
遇
ふ
。
〔
遼
ぴ
て
後
、
高
踏
し
て
出
で
ず
‘
戸
を
閉
ぢ
て
讀
書
す
。
家

七

〕

．

〔

四

川

通

志

〕

。

史

‘

二

日

八

〕

。

甚

だ

貧

な

る

も

、

義

に

非

ざ

れ

ば

取

ら

ず

。

著

に

詩

穀

・

【
魏
庸
】
142

炉
明
の
人
。
字
は
宗
道
。
琥
は
止
齋
。
父
歿
【
魏
穂
】
1
4
9
[
ィ
清
の
人
。
蒻
の
弟
。
字
は
和
公
。
兄
際
瑞
‘
詩
玉
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
‘
五
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
八
十
上
〕
．

し
て
見
ら
れ
ず
、
母
存
す
る
も
報
い
ら
れ
ず
と
て
、
思
及
び
藉
と
名
を
齊
し
う
す
。
故
に
各
：
伯
子
・
叔
子
・
〔
明
詞
綜
‘
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、
二
十
八
〕
．
〔
國
朝
誓

親

・

春

暉

の

二

堂

を

構

ふ

。

季

子

と

琥

し

、

世

亦

遂

に

證

を

魏

季

子

と

稽

す

。

性

獣

類

徴

‘

四

百

七

十

六

〕

。

【
魏
朗
】
143

炉
後
漢
、
上
虞
の
人
。
字
は
少
英
。
少
く
懐
慨
‘
詩
文
に
巧
。
諸
生
を
棄
て
て
遠
遊
し
、
足
跡
天
【
魏
允
中
＇
】

1
5
7
?
t
{
ゥ
明
の
人
。
允
貞
の
弟
。
諸
生
。
萬
暦

し
て
縣
吏
と
な
る
。
刀
を
操
つ
て
兄
の
讐
を
報
い
‘
遂
下
に
殆
ん
ど
偽
し
。
晩
年
‘
翠
微
峯
頂
に
僑
居
し
、
榜
し
の
進
士
。
官
は
吏
部
考
功
主
事
。
〔
明
史
、
二
百
一
二
十

に
亡
命
し
て
陳
國
に
到
り
、
博
士
部
仲
信
に
従
つ
て
春
て
吾
蘊
と
い
ひ
‘
因
つ
て
以
て
自
琥
と
す
。
著
に
季
子
―
-
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
二
百
三
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百

秋
圏
緯
を
學
ぷ
。
又
‘
太
學
に
詣
つ
て
五
経
を
受
く
。
文
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
偉
‘
+
〕
・
〔
明
人
小
傭
‘
一
―
-
〕
.
〔
明
詩
紀
事
‘
己
‘
六
〕
。

官
は
尚
書
。
隠
；
便
宜
を
陳
ぺ
、
補
益
す
る
所
あ
り
。
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
二
十
五
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
【
魏
允
貞
】
158

代
／
テ
イ
明
、
南
築
の
人
。
字
は
愁
忠
。
琥
は

八
俊
の
一
と
な
り
、
時
に
天
下
の
忠
貞
魏
少
英
と
梢
せ
一
百
三
十
七
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
-
―
-
＋
七
〕
．
〔
國
朝
詩
見
泉
。
溢
は
介
粛
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
御
史
。
時
弊
四

ら

る

。

窯

議

を

以

て

官

を

免

ぜ

ら

れ

て

蹄

り

‘

遂

に

自

人

徴

略

初

編

‘

一

―

-

〕

。

事

を

陳

べ

て

、

言

の

過

嘗

を

責

め

ら

れ

‘

許

州

判

官

に

殺
す
。
著
書
敷
篇
あ
り
‘
魏
子
と
琥
す
。
〔
後
漢
書
、
九
【
魏
歴
】
150

心
キ
魏
の
雀
浩
の
作
っ
た
こ
よ
み
。
〔
北
史
‘
遷
さ
る
。
右
副
都
御
史
と
な
り
‘
隈
t
時
政
の
訣
失
を

十

七

〕

。

高

允

傭

〕

時

浩

集

ー

ー

諸

術

士

玉

考

二

校

漢

元

以

来

日

月

薄

疏

陳

し

、

尋

い

で

侍

養

を

乞

う

て

欝

る

。

後

、

兵

部

右

侍

【
魏
鸞
】
1
4
4
n
／
後
魏
‘
下
曲
陽
の
人
。
字
は
雙
和
。
盆
蝕
‘
五
星
行
度
五
ば
喪
前
史
之
失
↓
別
為
"
魏
歴
↓
郎
に
至
る
。
〔
明
史
‘
二
百
三
十
二
〕
．
〔
拭
斯
同
明
史
‘
―
二

は
夷
。
器
幹
あ
り
。
罷
貌
は
魁
偉
。
官
は
孝
文
の
時
、
【
魏
哀
王
]151

”
多
戦
國
‘
魏
の
王
。
襄
王
の
子
。
溢
は
百
三
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
十
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘

奉
車
都
尉
。
車
駕
漢
陽
に
南
征
す
る
に
及
ん
で
‘
命
を
哀
。
即
位
の
時
‘
張
儀
‘
秦
に
欝
る
。
秦
将
樗
里
疾
に
曲
七
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
庚
‘
+
―
-
〕
。

受
け
て
統
軍
と
な
り
、
帝
に
歎
賞
せ
ら
る
。
景
明
中
‘
沃
を
取
ら
れ
‘
又
‘
蒲
坂
・
晉
陽
・
封
谷
を
抜
か
る
。
後
、
【
魏

ft迪
】
159

り
テ
キ
清
、
江
西
廣
昌
の
人
。
字
は
功
夏
゜

六
九
八

— 

琥
は
懲
堂
。
薙
正
の
學
人
。
鴻
博
に
攀
げ
ら
る
。
官
は
内

M

閣
侍
讀
。
考
證
に
長
ず
。

32

[
魏
允
枚
】
160

”
パ
イ
清
の
人
。
允
柑
の
従
弟
。
字
は
ト
ー

臣
。
順
治
の
學
人
。
官
は
西
安
教
諭
。
著
に
楚
涌
集
が
あ

る。

【
魏
允
学
】
1
6
1
"
/
7

明
の
人
。
允
中
の
弟
。
兄
の
允
貞
・
允

中
と
輿
に
名
瞥
あ
り
。
南
築
の
三
魏
と
稲
せ
ら
る
。
進

士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
〔
明
史
稿
‘
-
＿
百
十
〕
。

【
魏
雲
中
】
162

咋
/
+
{
ゥ
明
‘
武
郷
の
人
。
字
は
定
遠
。
萬

暦
の
進
士
。
官
は
項
城
知
縣
・
御
史
。
天
啓
中
‘
右
致
都

御
史
と
な
り
‘
寧
夏
を
巡
撫
し
‘
堡
を
繕
ひ
‘
渠
を
竪

ち
‘
又
‘
屯
を
興
し
て
士
を
練
磨
す
。
東
林
の
窯
な
る

を
以
て
魏
忠
賢
に
悪
ま
れ
て
罷
め
欝
る
。
崇
顧
中
、
召

さ
れ
て
兵
部
右
侍
郎
を
授
け
ら
れ
‘
宣
大
山
西
軍
務
を

穂
督
す
。
後
、
劾
せ
ら
れ
て
罷
む
。
家
居
し
て
城
を
修

め
、
畳
を
築
ぎ
、
以
て
寇
を
禦
ぎ
‘
郷
人
に
頼
ら
る
。
〔
萬

斯
同
明
史
‘
三
百
六
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
‘
-
＿
百
四
十
一
〕
・

〔
蘭
壷
法
黎
録
‘
二
十
〕
。

【
魏
詠
之
】
1635
ィ
ノ
晉
‘
任
城
の
人
。
字
は
長
道
。
溢
は

桓
。
家
貧
に
し
て
射
耕
し
‘
學
を
好
む
。
官
は
初
‘
州

主
簿
。
桓
玄
纂
位
す
る
に
及
ん
で
、
義
兵
に
加
は
り
‘

玄
敗
れ
‘
建
威
将
軍
を
授
け
ら
る
。
義
熙
の
初
‘
官
は

荊
州
刺
史
。
初
‘
布
衣
の
時
‘
貧
賤
を
以
て
恥
と
す
る

こ
と
な
く
‘
顧
位
に
居
る
に
及
ん
で
も
亦
富
貴
を
以
て

人
に
騎
ら
な
か
っ
た
。
〔
晉
書
‘
八
十
五
〕
＾
》

【
魏
裔
介
】
164

戸
？
消
、
柏
郷
の
人
。
字
は
石
生
。
琥
は

貞
奄
。
一
琥
は
i

昆
林
・
蝶
竜
山
人
・
愧
嶺
山
人
。
誼
は
文

毅
。
順
治
の
進
士
。
庶
常
よ
り
給
諫
に
韓
任
。
吏
部
尚

書
・
保
和
殿
大
學
士
・
太
子
太
保
に
累
官
。
内
は
政
典
を

賛
し
、
外
は
軍
務
を
需
り
‘
皆
機
要
に
中
る
。
尋
い
で

致
仕
し
、
家
居
十
六
年
に
し
て
卒
す
。
平
生
‘
窮
理
盛
性

の
旨
を
服
閥
す
。
書
室
を
兼
清
堂
・
兼
経
堂
と
い
ふ
。
著

に
約
言
録
内
外
篇
・
聖
學
知
統
録
・
知
統
翼
録
・
致
知
格

物
解
・
論
性
書
・
重
訂
周
程
張
朱
正
脈
・
辞
文
清
讀
書
録

纂
要
、
易
経
大
全
纂
要
•
四
書
精
義
彙
解
・
怪
心
篇
捷

解
・
孝
経
注
義
経
世
編
・
嶼
紡
集
・
兼
清
堂
集
・
希
賢
録

が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
二
日
六
十
八
〕
・
〔
清
史
列
傭
‘
五
〕
．

〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
三
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
十
一
〕
．
〔
國
朝
先
正

事
略
‘
三
〕
・
〔
従
政
観
法
録
‘
二
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
‘

六〕。



(45872・・165)一 (45872・・199) 

【
魏
益
徳
】
165

臼
キ
ト
ク
梁
‘
襄
陽
の
人
。
詮
は
忠
牡
。
オ
百
五
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
亘
―
-
＋
-
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
卒
す
。
書
を
知
り
‘
善
＜
士
を
待
遇
し
た
る
も
‘
性
‘
吝
に
【
魏
廣
微
]188

が
ウ
ピ
明
の
人
。
允
貞
の
子
。
萬
暦
の
進

幹
あ
り
‘
脆
勇
人
に
過
ぐ
。
戦
功
を
以
て
郡
守
を
授
け
四
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
辛
‘
二
十
八
〕
。
し
て
利
を
好
む
。
諸
姪
と
産
を
半
ふ
に
至
っ
て
、
時
人
士
。
官
は
南
京
楼
部
右
侍
郎
。
性
‘
狡
猾
に
し
て
氣
節
な

ら
る
。
岳
陽
王
督
以
て
王
府
司
馬
と
な
す
。
督
‘
帝
と
梢
【
魏
學
渠
】
172

が
叱
ヨ
消
、
嘉
善
の
人
。
字
は
子
存
。
琥
に
賤
し
ま
る
。
〔
宋
史
‘
二
百
四
十
九
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
し
。
同
郷
同
姓
の
故
を
以
て
潜
に
魏
忠
賢
と
結
び
‘
遂

す
る
に
及
ん
で
位
を
柱
國
に
進
め
ら
る
。
封
は
上
黄
は
宵
城
。
順
治
の
攀
人
。
官
は
湖
西
道
の
吏
。
詩
オ
を
負
六
十
五
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
十
八
〕
。
に
召
さ
れ
て
證
部
尚
書
と
な
り
、
東
閣
大
學
士
を
兼

縣
侯
゜
〔
周
書
、
四
十
八
〕
。
ひ
‘
駅
儒
文
・
書
法
に
巧
。
書
室
を
懐
宵
棲
と
い
ふ
。
〔
國
【
魏
漢
津
】
1
7
8
H
/
/

／
宋
の
人
。
詮
は
嘉
晟
。
も
と
蜀
の
駆
ぬ
。
機
務
に
参
し
‘
盆
；
忠
賢
に
阿
附
し
‘
善
類
を
傾
餡

[
魏
扶
之
】
166[

ノ
/
｛
木
‘
建
陽
の
人
。
字
は
子
賓
。
初
の
朝
書
人
輯
略
‘
二
〕
．
〔
鶴
徴
録
‘
六
〕
．
〔
己
未
詞
科
録
‘
卒
。
自
ら
唐
人
李
八
百
に
師
事
す
と
言
ふ
。
鼎
築
の
法
す
。
崇
禎
の
初
‘
削
奪
さ
れ
‘
尋
い
で
遣
戌
せ
ら
る
。

字

は

元

履

胡

憲

に

師

事

し

て

朱

窯

と

同

涌

す

。

轄

部

六

〕

。

を

得

、

陰

陽

術

散

を

瞭

り

、

多

く

奇

中

す

。

皇

祐

中

‘

架

〔

明

史

‘

三

百

六

〕

．

〔

萬

斯

同

明

史

‘

四

百

二

〕

．

〔

明

史

の
試
瞼
に
應
じ
て
及
第
せ
ず
。
室
を
築
い
て
讀
書
し
、
【
魏
學
、
誠
】
173

バ
ク
セ
イ
清
の
人
。
象
檻
の
子
。
字
は
無
偽
。
を
善
く
す
る
を
以
て
薦
め
ら
れ
、
築
議
を
獣
ず
。
又
、
先
稿
‘
二
百
八
十
七
〕
。

艮
齋
と
榜
す
。
因
つ
て
艮
齋
先
生
と
稽
せ
ら
る
。
乾
琥
は
一
齋
。
博
覧
に
し
て
詩
に
巧
。
康
煕
の
進
士
。
官
は
づ
九
鼎
を
躊
‘
次
に
―
帝
坐
の
大
鐘
及
ぴ
二
十
四
氣
の
鐘
【
魏
栢
涵
E

】189
”
／
テ
イ
拓
践
椅
也
(
5
-
1
1
9
5
8
:
 7
2
)

を

道
中
‘
遺
逸
に
攀
げ
ら
れ
し
も
固
辞
す
。
尋
い
で
宰
相
右
諭
徳
°
象
櫃
が
、
在
官
中
、
清
望
が
高
か
っ
た
の
は
學
を
躊
ん
と
請
ひ
‘
鼎
成
つ
て
沖
顕
鹿
士
の
琥
を
賜
る
。
見
よ
。

陳
俊
卿
の
招
に
よ
っ
て
‘
布
衣
を
以
て
入
っ
て
見
え
‘
誠
の
賛
助
に
頼
る
所
が
多
い
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
日
大
晟
架
成
り
‘
徽
宗
、
大
慶
殿
に
御
し
て
賀
を
受
け
‘
虚
[
魏
浣
面
~
】

1
9
0
？
?
x
ヨ
明
、
常
熱
の
人
ぷ
子
は
仲
雪o

萬
暦

常
時
の
務
を
極
陳
し
‘
進
士
出
身
を
賜
は
る
。
官
は
大
―
-
+
-
〕
.
〔
大
清
畿
輔
先
哲
傭
‘
一
〕
。
和
沖
顕
賓
應
先
生
に
封
じ
‘
其
の
築
書
を
天
下
に
頒
の
進
士
。
官
は
布
政
司
参
政
。
書
室
を
四
如
山
棲
と
い

學
録
。
王
安
石
父
子
の
従
祀
を
際
し
、
二
程
を
追
爵
し
【
魏
學
曾
】
174

が
）
ウ
明
‘
泄
陽
の
人
。
字
は
惟
貫
。
嘉
つ
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
八
十
ふ
。
著
に
詩
経
脈
・
四
如
山
棲
集
が
あ
る
。
〔
績
表
忠
記
‘

て

祀

典

に

列

ね

ん

こ

と

を

請

ひ

‘

復

た

詞

賦

を

罷

め

ん

靖

の

進

士

。

官

は

吏

部

右

侍

郎

。

張

居

正

に

反

杵

し

て

一

〕

。

二

〕

．

〔

明

詞

綜

‘

五

〕

．

〔

明

詩

紀

事

‘

庚

‘

二

十

三

〕

。

こ
と
を
請
ひ
し
も
‘
皆
報
い
ら
れ
ず
。
遂
に
去
る
。
後
‘
罷
め
饒
る
。
居
正
の
歿
後
、
南
京
戸
部
右
侍
郎
と
な
【
魏
季
喜
小
】
179"ケ
イ
後
魏
‘
下
曲
陽
の
人
。
鸞
の
子
。
博
【
魏
直
心
帝
】
191

”
テ
イ
拓
践
賀
傷
(
6ー

1
1
9
5
8
:
 7
7
)
を
見

台
州
教
授
と
な
る
。
家
に
居
つ
て
喪
祭
を
謹
し
み
‘
證
り
、
尚
書
を
以
て
致
仕
す
。
火
落
赤
慎
相
、
挑
河
を
犯
學
に
し
て
文
才
あ
り
。
弱
冠
‘
名
‘
族
兄
子
牧
と
相
亜
よ
。

法
を
重
ん
ず
。
又
、
古
の
計
倉
を
行
っ
て
民
を
救
清
す
。
す
に
及
ん
で
、
兵
部
尚
書
と
な
り
‘
快
西
・
延
寧
・
甘
爾
ぎ
‘
洛
中
‘
―
一
魏
と
稲
す
。
荘
帝
の
時
‘
中
書
侍
郎
と
な
【
魏
直
心
王
】
192

”
ぼ
戦
國
、
魏
の
王
。
武
侯
の
子
。
名
は

〔
宋
史
‘
四
百
五
十
九
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
六
十
五
〕
．
の
軍
務
を
継
督
す
。
功
績
に
よ
り
太
子
少
保
を
加
へ
り
、
後
、
大
司
農
卿
・
魏
郡
手
と
な
る
。
善
＜
宰
要
に
附
替
。
盆
は
悪
。
趙
と
共
に
韓
を
攻
め
‘
齊
の
援
兵
に
馬

〔
南
宋
書
、
二
十
二
〕
・
〔
皇
朝
道
學
名
臣
言
行
外
録
‘
十
ら
る
。
時
拝
に
煽
動
せ
ら
れ
し
諸
部
の
反
乱
軍
と
戦
つ
會
し
、
爾
朱
世
隆
、
特
に
賞
愛
す
。
オ
名
甚
だ
盛
に
て
‘
陵
に
破
ら
れ
、
太
子
申
を
執
へ
ら
れ
、
将
軍
瀧
涌
を
殺

四
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
四
十
―
二
〕
。
つ
て
利
あ
ら
ず
。
弾
劾
せ
ら
れ
‘
職
を
奪
は
れ
て
民
と
頗
る
其
の
｛
貫
に
過
ぐ
。
文
筆
一
一
百
餘
篇
が
あ
る
。
〔
北
さ
る
。
後
‘
秦
に
破
ら
れ
て
安
邑
よ
り
大
梁
に
徒
る
。

[
魏
行
可
】
167

了

宋

‘

建

安

の

人

。

字

は

裳

時

。

建

炎

な

る

。

尋

い

で

賊

破

滅

し

、

功

を

以

て

原

官

に

復

し

‘

致

史

‘

五

十

六

〕

。

故

に

亦

‘

梁

の

悪

王

と

梢

す

。

國

を

興

さ

ん

と

し

て

‘

證

中
‘
學
生
を
以
て
募
に
應
じ
、
朝
奉
大
夫
・
穂
部
侍
郎
を
仕
す
。
〔
明
史
‘
二
百
二
十
八
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
【
魏
季
子
】
180

”
清
‘
魏
弱
(
1
4
9
)

の
琥
。
を
卑
う
し
て
賢
者
を
招
き
し
を
以
て
、
郡
術
・
淳
子
梵
・

俣
り
、
金
に
使
し
て
留
置
せ
ら
れ
、
官
を
授
け
ら
れ
ん
―
二
十
三
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百
十
二
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
五
【
魏
去
疾
】
181

ィ
勺
葵
品
の
名
。
阿
魏
(
1
1
ー

4
1
5
9
9
・

，
孟
阿
等
皆
梁
に
至
る
。
孟
飼
‘
仁
義
の
説
を
力
陳
し
た

と
せ
し
も
従
は
ず
。
遂
に
飲
泣
し
て
死
す
。
紹
興
中
、
十
七
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
七
十
五
〕
。

5
7
)
の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
薬
譜
〕
魏
去
疾
、
阿
魏
也
。
る
も
‘
王
、
従
ふ
能
は
ず
。
在
位
一
二
十
六
年
。
〔
史
記
、
四

祁
閣
修
撰
を
追
贈
せ
ら
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
四
十
九
〕
・
【
魏
學
譜
i
]
1
7
5

”
ク
レ
イ
明
、
長
州
の
人
。
字
は
季
朗
。
諸
【
魏
恭
宗
】
182

”
ウ
ノ
ウ
拓
践
晃
(
5
1
1
1
9
5
8
 :
 3
2
)

を
見
十
四
〕
。

〔

宋

史

新

編

‘

二

日

七

十

二

〕

．

〔

南

宋

書

‘

―

-

＋

九

〕

。

生

。

子

弟

と

唱

酬

せ

る

詩

を

合

刻

し

て

比

玉

集

を

撰

よ

。

【

魏

敬

益

】

1
9
3
"
イ
エ
キ
元
‘
容
城
の
人
。
字
は
士
友
。
性
‘

【
魏
孝
友
】
168

が
介
ウ
宋
‘
甑
寧
の
人
。
字
は
移
可
。
太
す
。
後
‘
歳
貢
を
以
て
廣
平
府
同
知
に
任
ぜ
ら
る
。
私
喝
【
魏
夫
坐
市
】
g
"
印
ウ
テ
イ
拓
践
廓
(
6
|
1
1
9
5
8
 :
 3
3
)

を
見
至
孝
に
し
て
‘
施
輿
す
る
こ
と
を
好
む
。
嘗
て
四
荘
村

學

に

入

り

、

詔

に

應

じ

て

時

政

を

論

じ

‘

語

皆

鰊

切

。

を

受

け

ざ

る

を

以

て

劾

せ

ら

れ

‘

罷

め

蹄

り

て

卒

す

。

〔

皇

よ

。

の

田

十

六

頃

を

買

ふ

も

‘

民

の

自

給

す

る

能

は

ざ

る

を

博
亮
‘
檄
し
て
幕
府
従
事
と
な
す
。
高
宗
即
位
し
‘
迪
功
明
詞
林
人
物
考
、
十
二
〕
．
〔
明
人
小
偉
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
【
魏
銀
河
】
184

”
力
清
、
慈
裕
の
人
。
字
は
星
桂
゜
琥
は
秋
知
り
、
乃
ち
村
民
を
呼
ん
で
其
の
田
を
蹄
す
。
〔
元
史
‘

郎
を
授
け
‘
定
遠
令
と
な
す
。
後
、
郡
寇
、
境
を
犯
す
や
、
四
十
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
已
、
十
九
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
浦
•
桂
巖
小
隠
。
乾
隆
中
の
貢
生
。
詩
・
古
文
辞
に
巧
。
書
一
百
九
十
八
〕
。
「
よ
。

難

に

死

す

。

〔

宋

史

翼

‘

三

十

〕

．

〔

尚

友

鋒

‘

十

七

〕

。

丁

中

〕

゜

室

を

心

和

書

屋

と

い

ふ

。

著

に

桂

巖

小

隠

集

・

心

和

書

【

魏

敬

宗

】

194

”
ノ
ウ
拓
践
子
飲
(
6ー

1
1
9
5
8
:
 8
4
)
を
見

【
魏
高
祁
】
169

パ
～
ソ
拓
践
什
翼
健
(
5
-
1
1
9
5
8
:
 1
0
4
)
を
【
魏
咸
熙
】
1
7
6
"
／
キ
宋
‘
汲
の
人
。
仁
浦
の
子
。
性
‘
仁
屋
文
稿
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
五
十
八
〕
。
【
魏
慶
之
】
195"イ
ノ
宋
、
建
安
の
人
。
字
は
醇
甫
゜
琥
は
菊

見

よ

。

「

よ

。

厚

。

父

の

蔭

を

以

て

屯

田

郎

中

と

な

り

、

太

僕

少

卿

に

【

魏

華

．

書

I

】186
翌

？

書

家

の

魏

華

が

書

い

た

書

。

〔

蘇

荘

。

著

に

詩

人

玉

屑

が

あ

る

。

「

ょ

゜

【
魏
高
宗
】
170

が
～
ー
ウ
拓
践
溶
(
5
|
1
1
9
5
8
 :
 4
5
)を
見
累
遷
す
。
嘗
て
客
を
會
せ
る
時
‘
家
童
‘
案
を
覆
し
て
器
献
‘
張
文
裕
挽
詞
〕
毎
レ
見
便
聞
―
―
曹
植
句
ご
i吉
今
博
レ
【
魏
~
幸
~
】

1
9
6
→e
Iテ
イ
拓
跛
鄭

(
6ー
1
1
9
5
8:
 7
0
)

を
見

【
魏
學
淮
】1

7
1バ
ク
イ
明
の
人
。
大
中
の
子
。
字
は
子
敬
。
諸
を
砕
く
。
客
‘
驚
愕
し
た
る
も
‘
咸
熙
‘
色
、
髪
ぜ
ず
‘
更
賓
魏
華
書
。
〔
注
〕
華
‘
王
徽
之
外
孫
‘
善
―
―
草
隷
書
→
【
魏
顕
~
】

1
9
7
"
ン
コ
ク
明
、
南
昌
の
人
。
字
は
汝
忠
。
隆

生
。
好
學
に
し
て
文
に
巧
゜
父
の
執
へ
ら
る
る
や
‘
微
服
に
餞
具
を
設
け
し
む
。
其
の
寛
厚
此
の
如
し
。
〔
宋
史
‘
【
魏
光
緒
】
186

が＇ゥ・
S

ヨ
明
の
人
。
雲
中
の
従
兄
弟
。
字
は
慶
の
攀
人
。
著
に
歴
代
相
臣
債
・
儒
林
全
傭
・
歴
代
守

し
て
都
に
入
り
、
大
中
の
起
居
を
探
る
。
父
死
す
る
に
二
百
四
十
九
〕
。
武
餡
。
試
暦
の
進
士
。
官
は
御
史
。
後
、
太
僕
卿
よ
り
湖
令
博
・
元
相
臣
博
が
あ
る
。
〔
四
庸
提
要
、
六
十
二
〕
。

及
び
‘
其
の
檄
を
扶
け
て
蹄
り
‘
晨
夕
琥
泣
し
て
死
【
魏
咸
信
】
177

ゲ

／

／

宋

の

人

。

仁

浦

の

子

。

咸

熙

の

弟

。

廣

巡

撫

に

至

る

。

【

魏

顕

祗

】

198"
グ

拓

蚊

弘
(
5
-
1
1
9
5
8
:
 3
9
)

を
見
よ
。

5

す
。
崇
韻
の
初
‘
孝
子
を
以
て
施
表
せ
ら
る
。
著
に
茅
箸
字
は
國
賓
。
官
は
開
賓
中
‘
澄
州
の
知
。
天
藉
の
初
‘
【
魏
宏
夫
】
187

なヮ‘ゥ
7

1

削
蜀
の
人
。
王
宗
弼
（
7
-
2
0
8
2
3

【
魏
元
忠
]
1
9
9
?
チ

f

ゥ
唐
‘
宋
城
の
人
。
初
名
は
慎
宰
。

293
 

集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
四
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
陳
州
大
都
督
府
長
史
・
保
平
軍
節
度
。
疾
を
以
て
蹄
り
、

1
8
5
2
)
を

見

よ

。

盆

は

貞

。

太

學

生

。

鉄

蕩

に

し

て

兵

術

を

好

む

。

儀

1

||_— 鬼

部

〔

八

蓋

魏

ハ

九

九



(45872・・200) (45872・ ・233) 

鳳
中
、
封
事
を
上
り
用
兵
の
要
を
論
じ
て
高
宗
に
嘉
納

1
)

の
封
琥
。

O
宋
‘
張
浚
(
4
|
9
8
1
2
 :
 3
9
9
)

の
封
琥
。
に
施
す
。
山
水
は
宋
人
、
花
弁
は
王
淵
を
宗
と
す
。
詩

せ
ら
る
。
官
は
殿
中
侍
御
史
。
聖
暦
中
、
同
鳳
閣
鸞
憂
【
魏
際
瑞
】
208

が
ズ
イ
清
の
人
。
兆
鳳
の
子
。
初
名
は
詳
。
は
清
逍
絶
俗
で
あ
る
が
書
名
に
掩
は
る
。
〔
明
名
人
傭
‘

平
章
事
。
中
宗
、
東
宮
に
在
る
時
‘
検
校
左
庶
士
と
な
字
は
善
伯
゜
琥
は
伯
子
。
明
の
諸
生
。
性
‘
敏
に
し
て
四
〕
．
〔
明
詩
綜
、
六
十
四
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
七
〕
．
〔
明

る
。
語
に
よ
っ
て
下
獄
さ
れ
、
高
安
尉
に
貶
せ
ら
る
。
強
記
‘
兵
刑
證
制
律
法
に
於
て
皆
窮
析
原
委
す
。
清
に
書
録
‘
五
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
債
‘

T
、上〕。

尋
い
で
中
宗
位
に
復
す
る
に
及
ん
で
、
中
書
令
を
授
け
入
り
、
浙
撫
苑
承
膜
の
幕
に
客
遊
す
。
尋
い
で
劉
大
任
【
魏
之
矮
1215
ク
ウ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
玉
瑾
゜
琥
は
柳

ら
る
。
〔
唐
書
、
二
日
二
十
二
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
九
十
二
〕
。
の
難
に
死
す
。
書
室
を
四
此
堂
と
い
ふ
。
著
に
伯
子
文
洲
゜
壌
詞
に
巧
。
著
に
柳
州
架
府
・
績
名
瞥
類
案
が
あ

【
魏
元
帝
】
200

咋
グ
テ
イ
曹
奥
(
6
-
1
4
2
9
7
 :
 6
4
)

を
見
よ
。
集
・
雑
俎
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
る
。
〔
清
壷
家
詩
史
、
丁
、
上
〕
。
「
よ
。

【
魏
元
娘
】
201

グ
匂
清
、
昌
黎
の
人
。
字
は
麗
泉
。
盆
は
傭
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
二
十
五
〕
．
〔
碑
傭
【
魏
始
祗
】
216
分

拓

践

力

微

(Ii
-
1
1
9
5
8
 :
 1
0
0
)

を
見

文
格
。
嘉
慶
の
進
士
。
洪
洞
知
縣
を
授
け
ら
れ
、
間
浙
穂
集
‘
一
百
三
十
七
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
七
〕
。
【
魏
思
―
帝
】
217

パ
f
拓
践
弗
(
6
-
1
1
9
5
8
:
 6
5
)

を
見
よ
。

督
に
歴
官
す
。
憂
潰
匪
民
張
丙
・
陳
耕
の
乱
に
兵
を
率
【
魏
藻
徳
】
209

が
ト
ク
明
、
天
順
通
州
の
人
。
崇
顧
の
進
【
魏
資
敬
】
218

パ
ケ
イ
明
の
人
。
良
臣
の
後
。
字
は
之
観
。
官

ゐ
て
渡
憂
し
て
之
を
平
定
し
、
證
部
尚
書
を
授
け
ら
士
。
官
は
修
撰
。
兵
事
を
疏
陳
し
‘
召
さ
れ
て
帝
に
見
え
は
洪
武
の
初
、
棗
強
丞
。
政
誉
あ
り
。
監
察
御
史
と
な

る
。
〔
績
碑
傭
集
、
十
〕
．
〔
大
清
畿
輔
先
哲
傭
、
五
〕
。
旨
に
梢
ふ
。
東
閣
大
學
士
に
擢
ん
で
ら
れ
、
閣
に
入
り
り
‘
敢
言
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
後
、
嬰
州
に
誦
戌
せ
ら

【
魏
玄
同
】
202

”
ノ
ド
ウ
唐
‘
鼓
城
の
人
。
字
は
和
初
。
進
政
を
輔
く
。
後
、
流
賊
に
執
へ
ら
れ
、
酷
刑
を
受
け
る
れ
、
晩
年
故
里
に
蹄
つ
て
卒
す
。
オ
略
あ
り
、
名
検
を

士
に
擢
ん
で
ら
る
。
官
は
司
列
大
夫
。
事
に
坐
し
て
嶺
こ
と
五
豊
夜
、
脳
裂
け
て
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
五
十
重
ん
じ
、
良
吏
と
稲
せ
ら
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
．
〔
明

外
に
流
さ
る
。
赦
さ
れ
還
つ
て
、
吏
部
侍
郎
と
な
る
。
―
―
-
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
五
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
詩
紀
事
、
甲
‘
十
七
〕
。

永
淳
の
初
、
平
章
事
に
進
む
。
封
は
釦
鹿
男
。
科
學
の
法
三
十
八
〕
．
〔
崇
禎
閣
臣
行
略
〕
．
〔
崇
顧
五
十
宰
相
債
〕
。
【
魏
時
平
~
]
2
1
9

グ

t
明
、
南
昌
の
人
。
官
は
崇
禎
の
時
‘

の
弊
を
上
疏
し
て
納
れ
ら
れ
ず
。
地
官
尚
書
·
検
校
納
【
魏
―
―
―
祁
】

2
1
0
”
'
―
二
國
、
魏
の
太
祗
（
曹
操
）
•
世
祗
（
曹
廣
清
典
史
。
長
吏
の
委
任
を
受
け
て
排
兵
三
百
人
を

言
に
遷
さ
る
。
尋
い
で
周
興
に
匪
告
さ
れ
、
死
を
賜
は
充
）
．
烈
祗
（
曹
叡
）
の
三
帝
を
い
ふ
。
皆
文
詞
を
崇
尚
教
練
す
。
時
に
流
賊
薪
州
の
河
口
に
撮
る
。
時
光
、
死
士

る
。
裟
炎
と
交
を
結
ぴ
、
終
始
易
る
こ
と
が
な
か
っ
た
す
。
〔
該
餘
叢
考
、
魏
三
祁
〕
隋
文
帝
開
皇
四
年
、
李
誇
を
募
り
、
夜
に
乗
じ
て
其
の
螢
を
襲
撃
し
‘
賊
散
人
を

の
で
、
世
に
耐
久
朋
と
琥
せ
ら
る
。
〔
唐
書
、
二
日
十
上
書
日
、
魏
之
三
祖
、
崇
―
―
尚
文
詞
↓
遂
成
二
風
俗
芹
江
左
手
殺
す
。
後
‘
兵
敗
れ
、
部
卒
皆
散
じ
‘
遂
に
執
へ
ら

七
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
八
十
七
〕
。
齊
梁
‘
其
弊
禰
甚
‘
云
云
‘
三
祗
者
、
太
祗
操
、
世
祗
王
‘
れ
、
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
二
〕
．
〔
萬

【
魏
彦
明
】
2
0
3
?
9
イ

宋

、

開

封

の

人

。

官

は

延

安

府

通

烈

祗

叡

也

。

斯

同

明

史

、

三

百

七

十

八

〕

．

〔

明

史

稿

‘

二

百

七

十

二

〕

・

判
。
金
人
の
来
攻
に
衆
を
率
ゐ
て
力
守
し
、
家
資
を
傾
【
魏
参
政
】
211t
／
セ
イ
元
の
将
‘
魏
天
祐
(
2
6
7
)

の
こ
と
。
〔
崇
韻
忠
節
鍛
‘
十
六
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
五
〕
。

け
て
戦
士
を
賞
し
た
が
城
陥
り
‘
之
に
死
す
。
〔
宋
史
、
輻
建
行
省
参
政
と
な
っ
た
か
ら
い
ふ
。
【
魏
時
盛
i

】220
ぴ
／
明
、
背
田
の
人
。
琥
は
竹
淫
。
官
は
無

四

百

五

十

二

〕

．

〔

南

宋

書

、

二

十

六

〕

。

【

魏

子

建

】
212A
ケ
／
後
魏
、
下
曲
陽
の
人
。
字
は
敬
忠
゜
錫
縣
丞
。
後
、
桃
源
に
轄
任
す
。
山
水
鵞
に
巧
゜
尤
も
詩

【
魏
公
壽
】
204

沼
ウ
オ
ユ
｛
木
、
建
安
の
人
。
行
可
の
孫
。
字
盆
は
文
靖
。
東
益
州
剌
史
に
累
遷
‘
布
く
に
恩
信
を
以
を
好
む
。
著
に
竹
淫
詩
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
、
二
〕
．

は
元
齢
。
龍
涸
尉
と
な
る
。
太
守
張
蝶
、
下
を
取
す
る
て
し
、
風
化
大
い
に
行
は
る
。
正
光
中
、
南
北
二
秦
城
〔
明
詩
綜
‘
二
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
乙
、
二
十
一
〕
．
〔
列

こ
と
巌
な
る
も
、
公
壽
を
見
る
毎
に
常
に
詞
色
を
降
の
人
謀
反
す
る
や
、
大
い
に
之
を
破
り
、
威
、
蜀
土
に
震
朝
詩
集
小
傭
、
丙
〕
。

す
。
背
陽
法
撮
に
遷
り
、
執
政
黄
祖
勝
に
招
か
れ
た
が
、
ふ
。
代
を
受
け
て
還
る
時
‘
塁
氏
慕
患
し
、
道
を
断
つ
【
魏
底
喘
[
J
L
]
2
2
1
"
↓
＇
ウ
明
、
南
昌
の
人
。
字
は
エ
甫
゜
溢
は

我
を
知
る
者
に
あ
ら
ず
と
し
て
往
か
ず
。
後
、
飴
州
推
て
相
留
む
。
還
つ
て
常
侍
・
衛
尉
卿
を
授
け
ら
る
。
元
顧
荘
靖
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
中
書
含
人
・
兵
科
給
事
中
。

官
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。
内
逼
す
る
た
め
洛
南
に
退
居
す
。
願
、
平
ぎ
‘
右
光
禄
大
隈
：
上
疏
諫
争
す
。
後
、
官
は
南
京
刑
部
尚
書
に
至
る
。

[
魏
克
愚
】
205[
ク
グ
宋
の
人
。
了
翁
の
子
。
琥
は
靖
齋
。
官
夫
に
除
せ
ら
れ
、
散
騎
常
侍
・
騨
騎
大
将
軍
を
加
へ
ら
初
、
交
溜
を
好
み
、
意
氣
を
負
ふ
。
後
、
挫
抑
に
遭
ひ
‘
乃

は

賓

祐

中

、

徽

州

知

。

民

其

の

化

に

安

ん

ず

。

〔

宋

元

る

。

〔

尚

友

録

‘

十

七

〕

。

ち

性

理

の

學

に

潜

心

す

。

著

に

大

儒

學

粋

が

あ

る

。

〔

明

學

案

、

八

十

〕

。

【

魏

子

平

】

213

パ
？
金
、
弘
州
の
人
。
字
は
仲
均
。
進
士
。
史
、
二
百
二
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
十
八
〕
・
〔
明

【
魏
谷
椅
】
206

咋
ク
イ
唐
の
人
。
官
は
太
原
主
簿
。
富
嘉
誤
・
官
は
世
宗
の
時
‘
戸
部
尚
書
・
参
知
政
事
。
嘗
て
帝
の
史
稿
、
二
百
七
〕
．
〔
皇
明
應
誼
名
臣
備
孜
録
‘
六
〕
・
〔
明

呉
少
微
と
友
と
し
善
く
‘
皆
、
文
辞
を
以
て
著
は
れ
、
時
問
に
答
へ
て
民
の
困
窮
す
る
理
由
は
、
税
制
の
不
備
に
詩
綜
、
四
十
四
〕
。

人
北
京
三
傑
と
稽
す
。
萬
姓
統
譜
に
宋
人
と
す
る
は
誤
。
あ
り
と
い
ふ
。
後
、
平
陽
手
を
以
て
致
仕
す
。
〔
金
史
、
【
魏
章
・
―
帝
】

222g'テ
イ
拓
跛
悉
鹿
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 8
6
)

を

此

虞

に

は

唐

書

‘

藝

文

傭

に

撮

る

。

〔

唐

書

、

二

百

二

〕

・

八

十

九

〕

。

見

よ

。

〔

尚

友

録

‘

十

七

〕

。

【

魏

之

瑾

]214

戸

5

明
、
上
元
の
人
。
字
は
考
叔
。
性
、
【
魏
象
祗
】
223
衣
ャ
ウ
ス
’
清
、
蔚
州
の
人
。
字
は
環
極
。
詮
は

【
魏
國
公
】
207
北
竺
封
琥
。

O
宋
、
韓
埼
(
1
2
-
4
3
1
5
9
:

5

孝
友
。
蓋
に
巧
。
毎
月
必
ず
大
±
像
を
書
き
、
諸
寺
院
敏
果
。
順
治
の
進
士
。
刑
部
尚
書
を
授
け
ら
れ
、
病
を
以

鬼

部

〔
八
書
〕

魏

て
休
を
乞
ふ
。
平
生
朝
に
立
つ
や
端
勁
、
人
望
の
欝
す

る
所
と
為
る
。
學
を
講
ず
る
に
醇
正
篤
賓
、
空
談
標
榜

の
苫
無
し
。
聖
祗
、
寒
松
堂
の
額
を
下
賜
す
。
因
つ
て
自

ら
寒
松
老
人
と
琥
す
。
著
に
儒
宗
録
・
知
言
録
・
寒
松
堂

集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
六
十
九
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘

八
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
四
十
四
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
八
〕
．
〔
國

朝
先
正
事
略
‘
三
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、
四
〕
。

【
魏
襄
王
]224

名
ゥ
匂
戦
國
‘
魏
の
王
。
悪
王
の
子
。
名

は
嗣
゜
謡
は
襄
゜
其
の
父
を
追
尊
し
て
慶
王
と
な
し
、
張

儀
を
相
と
な
す
。
隈
；
秦
に
敗
ら
れ
、
河
西
の
地
及
ぴ

上
郡
を
盛
＜
秦
に
予
ふ
。
在
位
十
六
年
。
〔
史
記
、
四
十

四〕。

【
魏
叔
子
】
2269
ユ
ク
／
清
の
人
。
魏
藉
(
2
5
)

を
見
よ
。

〖
魏
叔
子
文
集
〗22

7
カ
ク
ゲ
？
書
名
。
二
十
二
巻
。
清
、
魏

祗
撰
。
姪
、
世
傑
編
。
其
の
目
は
‘
論
二
脊
・
策
一
を
・

議
―
巻
・
書
二
巻
・
手
簡
一
巻
・
叙
四
巻
•
題
践
一
を
・
書

後
一
呑
・
文
一
告
•
説
一
巻
・
記
一
巻
•
信
一
巻
・
墓
表
、

墓
志
共
一
告
・
雑
問
一
巻
•
四
六
一
巻
・
賦
一
帝
・
雑

一
巻
。
末
に
日
鋒
一
二
巻
を
附
す
。
其
の
目
は
‘
裏
言
―

巻
・
雑
説
一
巻
・
史
論
―
倦
。
〔
―
―
一
魏
文
集
、
第
十
ー
ニ

十
九
冊
〕
。

【
魏
叔
喩
】
228

ざ
ク
ユ
唐
の
人
。
徴
の
少
子
。
一
名
は
尋
゜

字
は
叔
喩
。
官
は
豫
州
刺
史
。
草
隷
に
巧
。
筆
意
を
其

の
子
華
‘
及
ぴ
甥
の
秤
稜
に
傭
ふ
。
世
に
書
を
善
く
す

る
者
は
前
に
虞
拷
あ
り
、
後
に
砕
魏
あ
り
と
稽
せ
ら

る

。

〔

唐

書

、

九

十

七

〕

。

「

ょ

゜

【
魏
粛
宗
】
229

翌
ク
ソ
’
拓
践
詔
(
5
|
1
1
9
5
8
 :
 3
0
)

を
見

【
魏
出
帝
】
230

翌
ソ
テ
イ
後
魏
の
孝
武
帝
。
元
修
(
1
|
1
3
4
 

o
:
 27
1
)

の
O
を
見
よ
。

【
魏
純
粋
】
231

翌
／
ス
イ
明
、
柏
郷
の
人
。
字
は
仲
乾
。
萬
暦

の
進
士
。
官
は
永
城
縣
知
。
後
、
監
察
御
史
。
書
室
を
隆

徳
堂
と
い
ふ
。
著
に
開
荒
十
二
政
・
隆
徳
堂
詩
文
集
が

あ
る
。

【
魏
承
祝
】
232

が
ウ
x
ユ
？
清
‘
衡
陽
の
人
。
字
は
将
侯
。
原

名
は
棟
。
字
は
黄
生
。
道
光
の
學
人
。
官
は
普
定
・
天
柱

等
の
縣
知
。
寇
難
に
殉
ず
。
書
室
を
也
居
山
房
と
い
ふ
。

文
集
が
あ
る
。

【
魏
承
祖
】
233
が
？
後
魏
、
廣
陵
の
人
。
牡
健
に
し
て

善
く
人
に
事
へ
、
原
＜
斐
叔
業
に
待
遇
せ
ら
る
。
叔
業

出
で
て
州
を
治
め
る
に
及
ん
で
防
閤
に
任
ぜ
ら
れ
‘
善

七
0
0

13296 



(45872・ ・234)一 (45872・・265) 

＜
士
卒
を
撫
す
。
兼
ね
て
牌
た
る
の
オ
あ
り
。
景
明
以

後
、
曝
i

戦
功
を
立
つ
。
義
陽
が
梁
牌
に
園
ま
れ
た

時
‘
衆
を
率
ゐ
て
之
を
破
り
、
遂
に
名
牌
と
な
る
。
後
、

官
は
井
州
刺
史
に
至
る
。
〔
魏
書
、
七
十
一
〕
。

【
魏
新
之
】
234
戎
ン
’
宋
、
桐
童
の
人
。
字
は
徳
夫
。
琥
は

石
川
。
業
を
方
逢
辰
に
受
く
。
咸
淳
の
進
士
。
官
は
郭

の
教
授
。
徳
祐
中
、
元
兵
郭
に
至
る
。
教
授
王
欅
甚
だ

憤
つ
て
‘
吾
債
の
死
生
、
今
日
に
決
す
と
日
ふ
。
新
之
、

従
容
と
し
て
日
く
、
今
日
に
止
ら
ず
‘
生
を
享
け
し
初
、

已
に
定
る
と
て
、
顔
色
少
し
も
轡
ら
ず
‘
宋
亡
び
て
遂

に
仕
へ
ず
。
同
里
の
孫
滝
登
・
衰
易
と
倶
に
三
先
生
と

稽
せ
ら
る
。
〔
宋
季
忠
義
録
‘
十
三
〕
。

【
魏
新
律
】2
3
5
戎
ン
リ
ッ
魏
の
明
帝
の
時
‘
陳
露
•
劉
勒
等
の

奉
赦
撰
。
漢
律
に
沿
襲
し
て
成
っ
た
も
の
。
唐
六
典
に

撮
れ
ば
、
蒲
何
の
九
章
の
外
、
劫
掠
・
詐
偽
．
毀
亡
・
告

劾
・
繋
訊
・
断
獄
・
請
妹
・
警
事
・
償
誠
を
増
し
て
十
八
篇

と
し
た
と
い
ふ
。

【
魏
仁
浦
】
236
戎
ょ
宋
、
汲
の
人
。
字
は
道
清
。
誼
は
宣

捻
。
官
は
晉
末
に
小
史
。
漢
祗
の
時
、
兵
房
主
事
。
周

祖
に
従
つ
て
鄭
を
鎮
す
。
周
祗
即
位
の
後
、
橿
密
承
旨

を
授
け
ら
れ
、
甚
だ
椅
重
せ
ら
る
。
世
宗
の
朝
、
相
と
な

る
。
宋
の
初
、
官
は
右
僕
射
。
性
、
寛
厚
。
初
、
鄭
元
昭
と

宿
憾
が
あ
っ
た
が
、
大
い
に
用
ゐ
ら
れ
る
に
及
ん
で
、
元

昭
に
五
郡
を
典
ら
し
め
、
人
に
長
者
と
稽
せ
ら
る
。
〔
宋

史
、
二
百
四
十
九
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
六
十
五
〕
．
〔
東
都
事

略
、
十
八
〕
・
〔
隆
平
集
、
四
〕
・
〔
名
臣
碑
博
碗
球
集
、
下

三〕。

【
魏
世
傑
】
2375
イ
ケ
ッ
清
の
人
。
際
瑞
の
子
。
字
は
興
士
。

琥
は
梓
室
。
魏
藷
に
古
文
辟
を
學
ぶ
。
邑
の
諸
生
。
際
瑞

難
に
遇
ふ
や
、
世
傑
抜
刀
し
て
自
tiJ
し
、
呼
琥
す
る
こ

と
二
十
日
に
し
て
死
す
。
著
に
梓
室
詩
文
集
が
あ
る
。

〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
三
百
八
十
〕
．
〔
碑
傭
集
、
一
百
三
十

七

〕

．

〔

文

獣

徴

存

録

‘

六

〕

。

「

よ

。

【
魏
世
宗
】
238

”
1
ウ

拓

践

格
(
6
-
1
1
9
5
8
:
 2
1
)

を
見

【
魏
成
憲
】
2395
ィ
ヶ
，
清
、
仁
和
の
人
。
字
は
賓
臣
。
琥

は
春
松
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
御
史
。
著
に
清
愛
堂
集
が

あ

る

。

「

よ

。

【
魏
成
帝
】
240

”
テ
イ
拓
践
毛
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 6
6
)

を
見

【
魏
少
源
】
241
炉
4
ウ
唐
、
矩
鹿
の
人
。
字
は
少
涌
。
幹
才

あ
り
。
四
た
び
京
兆
手
と
な
り
、
善
く
人
に
任
ず
。
大
暦

|

|

 

鬼

部

〔

八

董

〕

魏

中
、
官
は
刑
部
尚
書
。
封
は
趙
國
公
。
〔
唐
書
、
ー
百
四
十

一
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
百
十
五
〕
。

【
魏
昭
帝
】
2425"
テ
イ
拓
践
禄
官
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 1
0
1
)
を

見
よ
。

【
魏
昭
亮
】
2435
ゥ
均
ウ
宋
の
人
。
咸
信
の
子
。
字
は
克
明
。

幼
く
し
て
聰
敏
。
太
宗
に
召
さ
れ
て
禁
中
に
入
る
。
花

を
賞
す
る
の
詩
を
賦
す
る
こ
と
を
命
ぜ
ら
れ
、
詩
成

つ
て
大
い
に
悦
ば
れ
、
酒
と
名
と
を
賜
は
る
。
官
は
四

方
館
使
兼
掌
客
省
。
天
藉
中
、
端
州
防
禦
使
を
加
へ
ら

れ
た
が
、
未
だ
拝
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
宋
史
、
二
百
四
十

九
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
六
十
五
〕
。

【
魏
昭
王
】
2445
忠
ウ
戦
國
‘
魏
の
王
。
哀
王
の
子
。
名
は

遂
。
盆
は
昭
。
秦
牌
白
起
の
た
め
魏
軍
二
十
四
萬
を
敗

ら
れ
、
大
小
の
城
六
十
一
を
抜
か
る
。
後
、
秦
•
趙
•
韓
·

燕
と
共
に
齊
を
清
西
に
敗
る
。
在
位
十
九
年
。
〔
史
記
、

四
十
四
〕
。

【
魏
錫
曾
】
叫
5
*
1
ウ
清
‘
仁
和
の
人
。
字
は
稼
孫
。
琥
は

非
見
齋
。
貢
生
。
官
は
縣
建
墜
大
使
。
幼
よ
り
策
刻
を
好

み
、
金
石
拓
本
を
嗜
む
。
牧
蔵
甚
だ
富
む
。
光
緒
中
、
卒

す
。
著
に
績
語
堂
碑
録
・
稼
孫
集
が
あ
る
。
〔
績
碑
傭
集
、

八
十
一
〕
。

【
魏
仙
爺
】
245
w
e
i
'
h
s
i
e
n
'
y
e
h
2

動
物
の
名
。
は
り

ね

ず

み

。

蜻

の

異

名

。

「

よ

。

[
魏
宣
帝
】
2465
カ
？
拓
践
推
寅
（
CII
-
1
1
9
5
8
 :
 8
9
)
を
見

【
魏
大
中
】
247
パ

4
{ウ
明
、
嘉
善
の
人
。
字
は
孔
時
。
追

溢
は
忠
節
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
吏
科
都
給
事
中
。
魏

忠
賢
及
び
大
學
士
魏
廣
微
を
疏
劾
す
。
後
‘
陰
に
其

の
隙
を
伺
は
れ
、
三
秩
に
貶
鏑
せ
ら
る
。
再
び
逆
黛
の

梁
夢
環
、
許
顧
純
等
に
構
陥
聾
告
さ
れ
て
、
獄
中
に
卒

す
。
〔
明
史
、
二
百
四
十
四
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
五

十
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
三
十
一
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、

十
四
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
庚
、
六
〕
。

【
魏
大
斌
】
248

”
ィ
ヒ
ン
清
、
廣
東
長
築
の
人
。
乾
隆
の
武

進
士
。
温
州
鎮
縛
兵
に
累
擢
さ
れ
、
畳
溝
の
林
爽
文
を

破
つ
て
功
有
り
。
嘉
慶
の
間
、
廣
東
提
督
に
陸
り
、
尋

い
で
事
に
因
り
千
縛
に
降
補
さ
る
。
疾
を
以
て
諦
り
卒

す
。
〔
國
朝
著
猷
類
徴
、
三
百
十
一
〕
。

【
魏
太
祗
】24

9
”
ソ
—
帝
誼
。
●
曹
操(
1
1
-
1
4
2
9
7

:
 9
1
)

を

見
よ
。
●
拓
践
珪
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 3
4
)

を
見
よ
。

【
魏
太
宗
】
250

”

汐

拓

践

嗣

(
6
|
1
1
9
5
8
 :
 4
1
)

を
見

よ
【
魏
悼
王
】
251

”
ウ
ワ
，
ウ
宋
、
趙
廷
美
(
1
0
-
3
7
1
7
1
・
・
7
9
5
 

の
封
誼
琥
。

【
魏
道
虔
(
】
252
が
ウ
ケ
ン
後
魏
、
清
河
の
人
。
官
は
奉
車
都

尉
。
陰
陽
卜
箆
に
長
ず
。
〔
魏
書
、
九
十
一
〕
。

【
魏
道
士
】
253
が
’
宋
の
人
。
壷
に
巧
。
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。

【
魏
道
明
】
254

が
メ
イ
金
、
易
縣
の
人
。
字
は
元
道
。
少
よ

り
詩
に
巧
。
官
は
安
國
軍
節
度
使
。
晩
年
雷
演
に
近
く

居
り
、
自
ら
雷
埃
子
と
琥
す
。
著
に
鼎
新
詩
話
が
あ
る
。

〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
知
古
】
255
が
唐
、
陸
澤
の
人
。
誼
は
忠
。
方
直
に
し

て
雅
才
あ
り
。
進
士
の
第
に
擢
ん
で
ら
る
。
官
は
容
宗

の
朝
、
黄
門
侍
郎
。
ー
帝
時
に
金
仙
玉
貞
観
を
造
螢
し
よ

う
と
し
た
が
知
古
の
直
諫
に
よ
つ
て
罷
む
。
先
天
の

初
、
官
は
侍
中
。
封
は
梁
國
公
。
賓
懐
貞
の
乱
に
密
に

姦
を
獲
き
、
其
の
功
を
賞
せ
ら
る
。
後
、
桃
崇
と
協
は

ず
‘
遂
に
政
を
罷
む
。
〔
唐
書
、
二
日
二
十
六
〕
・
〔
藷
唐

書
、
九
十
八
〕
。

【
魏
持
衡
】

256Fウ
明
、
密
縣
の
人
。
官
は
太
僕
卿
。
致

仕
し
て
家
に
居
り
、
流
賊
に
執
へ
ら
れ
、
遂
に
害
に
遇

ふ
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
三
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
七

十
九
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣

録
‘
七
〕
。

【
魏
長
賢
】
257
が
ウ
ケ
ン
北
齊
、
下
曲
陽
の
人
。
彦
の
子
。

博
く
経
史
に
渉
り
、
詞
藻
清
華
。
秀
オ
に
攀
げ
ら
れ
、

汝
南
王
悦
の
参
軍
と
な
る
。
齊
に
入
り
、
平
陽
王
滝
に

辟
さ
れ
て
決
曹
参
軍
と
な
り
、
著
作
佐
郎
に
轄
ず
。
河

清
中
、
上
書
し
て
時
政
を
譲
刺
し
て
、
大
い
に
櫂
幸
に

件
ひ
‘
屯
留
令
に
遷
さ
れ
た
が
、
之
に
虞
る
こ
と
恰
然

た
り
。
疾
を
稽
し
て
去
り
、
齊
亡
び
た
後
は
復
た
仕
ヘ

ず
。
〔
北
史
、
五
十
六
〕
。

【
魏
長
生
】
258
が
ウ
セ
イ
清
、
四
川
金
堂
の
人
。
字
は
婉

卿
。
俗
に
魏
三
と
稽
す
。
乾
隆
中
、
京
師
に
入
り
、
戯

曲
の
一
種
秦
腔
を
演
じ
、
人
心
に
投
ず
。
〔
蘭
譜
、
五
〕
。

【
魏
長
齋
】
259

が
ウ
セ
イ
晉
の
人
。
も
と
、
オ
學
を
重
ん
ぜ

ず
。
初
め
て
官
に
赴
く
時
、
虞
存
こ
れ
を
嘲
つ
て
日
く
‘

卿
と
法
三
章
を
約
せ
ん
、
談
ず
る
者
は
死
し
、
文
筆
者

は
刑
し
、
商
略
は
罪
に
抵
る
と
。
長
齊
恰
然
と
し
て
笑

ふ
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
中
立
】
260

が
ウ
リ
ッ
元
、
清
南
の
人
。
字
は
伯
時
。
官

七
〇

は
陳
西
行
畳
御
史
中
丞
゜
遷
つ
て
饒
州
を
守
る
。
城
、
賊

に
陥
れ
ら
れ
、
身
執
へ
ら
る
。
賊
を
罵
つ
て
遂
に
害
せ

ら
る
。
〔
元
史
、
一
百
九
十
五
〕
・
〔
新
元
史
、
二
百
三
十

一〕。

【
魏
仲
琴
】
261
がf
ウ
令
ヨ
宋
、
建
安
の
人
。
慶
元
中
の
書
買
゜

編
著
に
韓
柳
年
譜
•
五
百
家
注
昔
辮
昌
黎
先
生
文
集
・

五
百
家
注
昔
辮
柳
先
生
集
が
あ
る
。
〔
四
康
提
要
、
五
十

九
•
一
百
五
十
〕
。

【
魏
忠
賢
】
262
”f
ウ
ケ
ン
明
、
粛
寧
の
人
。
少
く
し
て
無

頼
、
博
徒
に
苦
し
め
ら
る
。
乃
ち
悪
つ
て
自
ら
宮
し
、

姓
名
を
畏
じ
て
李
進
忠
と
い
ふ
。
後
、
姓
を
復
す
。
萬

暦
中
、
選
ば
れ
て
宮
に
入
る
。
官
は
煮
宗
の
時
、
司
繭

乗
筆
太
監
。
尋
い
で
東
廠
の
事
を
掌
る
。
深
く
信
任
さ

れ
、
屡
；
旨
を
矯
め
て
公
卿
を
傾
害
し
、
東
林
に
容
れ

ら
れ
ざ
る
者
皆
之
に
依
附
し
、
頗
る
威
櫂
あ
り
。
其
の

族
黛
霊
＜
恩
陰
を
蒙
り
、
援
搬
中
‘
師
保
に
封
ぜ
ら
れ

る
者
さ
へ
あ
っ
た
。
荘
烈
帝
の
初
、
其
の
奸
を
登
か

れ
、
鳳
陽
に
幽
閉
せ
ら
る
。
尋
い
で
逮
治
せ
ら
れ
、
阜

城
に
至
つ
て
編
死
す
。
〔
明
史
、
三
百
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
、
四
百
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
八
十
四
〕
．
〔
績
表
忠
記
、

一〕。

【
魏
呈
潤
】
263

が
i
ン
明
、
龍
埃
の
人
。
字
は
中
巌
。
崇

禎
の
進
士
。
官
は
兵
科
給
事
中
。
兵
屯
の
策
、
及
び
北

方
の
水
政
を
疏
陳
し
、
皆
嘉
納
せ
ら
る
。
後
、
黛
比
を

以
て
三
秩
に
貶
さ
れ
、
母
を
養
は
ん
事
を
願
つ
て
欝

る
。
後
、
光
藤
署
丞
に
至
る
。
〔
明
史
、
二
百
五
十
八
〕
・

〔
明
史
稿
、
二
百
四
十
七
〕
。

【
魏
廷
式
】
泣
”
イ
シ
キ
宋
、
宗
城
の
人
。
字
は
君
憲
。
少
＜

し
て
法
學
に
通
じ
、
膿
氣
あ
り
。
太
平
興
國
の
進
士
。
官

は
盆
州
路
韓
運
使
。
後
、
宋
渾
桂
湮
諸
州
の
知
を
歴
、

至
る
所
、
巌
明
剛
果
を
以
て
稽
せ
ら
れ
た
が
、
性
陰
険

に
し
て
人
を
中
傷
す
る
こ
と
を
喜
び
、
人
に
憚
り
郎
し

ま
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
七
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
八
十
五
〕
。

【
魏
定
國
】
265
”
イ
コ
ク
清
の
人
。
方
泰
の
子
。
字
は
歩
子
。

統
は
惧
齋
。
康
熙
の
進
士
。
應
城
の
宰
と
な
り
、
民
の
和

を
得
‘
魏
青
天
と
稽
さ
る
。
直
隷
按
察
使
に
累
擢
せ
ら

れ
、
事
に
坐
し
て
黒
龍
江
に
摘
戌
せ
ら
る
。
宛
正
の
初
、

7
 

再
起
し
て
吏
部
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
〔
清
史
列
傭
、
十

八
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
六
十
七
〕
．
〔
碑
博
集
、
二
＋

293
 

三〕。

1



(45872・ ・266) (45872・ ・300) 

【
魏
兆
鳳
】
266

が

c
明
、
寧
都
の
人
。
字
は
聖
期
。
琥
は

天
民
。
崇
禎
の
初
、
薦
學
徴
聘
せ
ら
れ
た
が
皆
就
か
ず
。

時
人
‘
徴
君
と
い
ふ
。
丘
維
屏
、
其
の
行
事
を
輯
め
て
子

龍
集
に
附
し
、
魏
徴
君
雑
録
と
名
づ
く
。

【
魏
天
祐
】
267

ザ
令

0
宋
の
人
。
了
翁
の
族
兄
。
字
は
徳

先
。
少
く
し
て
兄
の
天
啓
と
名
を
齊
し
う
す
。
年
四
十

餘
‘
恩
を
以
て
官
に
補
せ
ら
れ
た
が
辞
し
て
受
け
ず
。

年
七
十
‘
盆
；
學
に
力
む
。
著
に
論
孟
中
庸
大
學
説
・

厄
言
・
贅
頁
信
心
編
・
難
肋
編
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘

八
十
〕
。
〇
元
‘
盆
都
の
人
。
字
は
吉
甫
。
至
元
中
、
縣
建

路
管
軍
縛
官
と
な
り
知
部
武
軍
事
を
兼
ぬ
。

ILを
平
げ

た
功
を
以
て
、
軍
を
升
せ
て
府
と
な
す
。
剣
寇
の
入
境

す
る
や
、
ま
た
こ
れ
を
平
ぐ
。
後
、
一
脇
建
行
省
参
政
と

な
っ
た
が
、
官
金
を
私
し
て
免
ぜ
ら
る
。
〔
尚
友
録
‘
十

七〕。

【
魏
天
應
】

268?
尤
ウ
宋
、
建
安
の
人
。
琥
は
梅
畦
。
郷
貢

の
進
士
。
業
を
謝
桔
得
に
受
く
。
著
に
論
學
縄
尺
が
あ

る
。
〔
宋
元
學
案
、
八
十
四
〕
．
〔
四
庫
提
要
‘
二
日
八
十

七〕。

【
魏
傭
弓
】

269?
芍
{
ゥ
唐
、
矩
鹿
の
人
。
官
は
監
察
御
史
。

中
人
輔
信
義
が
政
を
索
す
を
嫉
み
、
今

H
こ
れ
を
殺
せ

ば
、
我
、
明
日
誅
せ
ら
れ
る
と
も
可
な
り
と
言
ふ
。
司
農

丞
に
終
る
。
〔
唐
書
、
二
日
九
〕
。

【
魏
徳
深
】
270

臼
ク
／
ン
隋
、
矩
鹿
の
人
。
官
は
初
、
文
帝
の

挽
郎
。
尋
い
で
貴
郷
長
と
な
る
。
其
の
政
治
は
消
浮
に

し
て
巌
な
ら
ず
。
遼
東
の
役
に
徴
税
百
端
、
民
其
の
命

に
堪
へ
な
か
っ
た
が
、
獨
り
貴
郷
は
有
無
相
通
じ
‘
百

姓
擾
乱
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
後
、
館
陶
長
に
遷
さ

れ
る
や
、
貴
郷
の
人
、
闘
に
詣
つ
て
留
任
を
請
ひ
‘
館
陶

の
人
と
争
ふ
。
乃
ち
再
び
貴
郷
に
師
る
。
〔
隋
書
、
七
十

三
〕
．
〔
北
史
、
八
十
六
〕
。

【
魏
磨
帝
】
271
”
テ
イ
―
帝
誼
。

0
後
魏
の
節
同
帝
を
い
ふ
。

拓
蚊
恭
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 2
8
)
を
見
よ
。

O
拓
践
朗
(
6
-
1
1

9
5
8
 :
 6
8
)
を
見
よ
。

O
拓
践
欽
(
6
|
1
1
9
5
8
 :
 2
9
)
を
見

ょ
[
魏
方
泰
】
272?
ウ
ク
イ
清
、
江
西
廣
昌
の
人
。
字
は
日
乾
。

康
熙
の
進
士
。
庶
吉
士
に
撰
抜
さ
る
。
西
邊
に
事
起
る

や
、
軍
鉤
を
領
し
、
能
＜
其
の
任
を
果
す
。
官
は
穂
部

侍
郎
に
至
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
六
十
七
〕
．
〔
碑
傭

集
‘
二
十
二
〕
。

鬼

部

〔
八
董
〕

魏

【
魏
伯
子
】

273?
’
清
、
魏
際
瑞
(
2
0
8
)

の
琥
゜

【
魏
伯
陽
】
274

？
芯
漢
‘
呉
の
人
。
道
術
を
好
み
‘
弟
子

三
人
と
山
に
入
っ
て
紳
丹
を
作
り
‘
丹
成
る
。
弟
子
の

心
服
を
試
み
ん
と
し
て
‘
丹
を
服
せ
し
め
ん
と
す
。
そ

の
丹
は
‘
口
に
入
れ
ば
郎
ち
死
す
る
も
の
な
り
。
一
弟
子

も
丹
を
服
し
て
死
す
。
餘
の
二
弟
子
は
服
さ
ず
し
て
山

を
出
づ
。
二
子
去
つ
て
後
‘
伯
陽
と
死
し
た
る
弟
子
は

ま
た
起
つ
。
参
同
契
五
行
相
類
等
の
書
を
作
る
。
其
の

説
、
周
易
に
似
‘
賓
は
交
象
に
瑕
借
し
て
丹
を
作
る
意

を
論
ず
。
〔
神
仙
傭
‘
一
〕
・
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
必
昌
]
2
7
5
5

，
屯
ゥ
宋
‘
晉
江
の
人
。
字
は
世
復
。
法

律
に
通
じ
、
詩
書
を
知
る
。
一
輻
州
懐
安
尉
三
山
戸
を
授

け
ら
る
。
豪
家
、
田
を
訴
へ
‘
敷
年
決
せ
ず
。
必
昌
‘
證

法
を
以
て
之
を
始
め
‘
半
ひ
遂
に
息
む
。
興
化
録
事
に

移
る
。
新
貴
人
、
中
官
の
勢
を
挟
ん
で
、
仇
吏
を
獄
に
陥

れ
、
必
昌
に
嘱
し
て
之
を
斃
さ
ん
と
し
た
が
、
遂
に
動

か
さ
れ
ず
。
人
其
の
廉
正
に
服
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
夫
人
】

276?
／
卒
日
の
人
。
舒
の
女
。
名
は
華
存
。
字
は

賢
安
。
幼
よ
り
道
を
好
み
、
神
仙
を
志
慕
す
。
嘗
て
衡

山
に
棲
む
。
仰
天
峯
白
雲
渾
は
其
の
遺
跡
な
り
。
後
、

剣
に
託
し
形
を
化
し
て
去
り
、
南
嶽
夫
人
と
な
る
。
陶

弘
景
の
慎
詰
に
言
ふ
所
の
南
僕
は
即
ち
夫
人
な
り
。
〔
魏

夫
人
信
〕
。

【
魏
武
侯
】
277

ぢ
ウ
載
國
、
魏
の
君
。
文
侯
の
子
。
名
は

撃
。
盆
は
武
。
韓
趙
と
晉
の
地
を
三
分
し
て
之
を
滅

ぽ
す
。
在
位
十
六
年
。
〔
史
記
、
四
十
四
〕
。

【
魏
武
帝
】
278
打

イ

曹

操
(
5
ー

1
4
2
9
7
:
 9
1
)
を
見
よ
。

〖
魏
武
帝
陵
〗2

7
9
悶
呼
ィ
ノ
高
陵

(
1
2ー
4
5
3
1
3:
 9
4
7
)
 

の
O
を
見
よ
。

【
魏
武
王
】
280

窃
ウ
後
秦
、
挑
襄
(
8
1
6
2
 0
2
:
 6
5
)

の
O

の
追
謡
。

【
魏
文
腋
】
281
咋
ン
エ
キ
明
、
侯
官
の
人
。
字
は
徳
章
。
嘉
靖

の
進
士
。
官
は
廣
西
按
察
使
。
著
に
石
室
認
妙
が
あ
る
。

〔
明
人
小
偶
、
三
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
四
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、

已
、
八
〕
。

【
魏
文
翁
】
282

で
1
ウ
宋
の
人
。
了
翁
の
従
弟
。
字
は
嘉

父
。
嘉
定
の
進
士
。
官
は
上
津
・
新
繁
縣
の
知
•
成
都
通

判
。
至
る
所
政
績
あ
り
。
後
、
叙
州
知
を
以
て
卒
す
。
氣

は
方
に
し
て
行
は
和
、
義
を
見
て
は
必
ず
為
す
。
陸
氏

の
學
を
善
ば
ず
。
學
者
に
果
齋
先
生
と
梢
せ
ら
る
。
著

に
讀
書

H
記
・
中
庸
大
學
講
義
・
雑
録
が
あ
る
。
〔
宋
元

學
案
‘
八
十
〕
。

【
魏
文
侯
】
283

戎
ダ
＇
ウ
戦
國
‘
魏
の
君
。
駒
の
孫
。
名
は

都
。
盆
は
文
。
周
の
威
烈
王
の
時
に
諸
侯
と
な
る
。
子

夏
に
経
藝
を
學
ぴ
、
段
干
木
を
客
と
す
。
秦
、
魏
を
伐

た
ん
と
す
る
や
、
或
る
人
秦
君
を
止
め
て
、
文
侯
賢
に

し
て
上
下
相
和
し
‘
圏
る
べ
か
ら
ず
と
い
ふ
。
是
よ
り

諸
侯
に
名
瞥
を
得
。
在
位
一
二
十
八
年
。
一
に
名
を
斯
に

作
る
。
〔
史
記
、
四
十
四
〕
。

【
魏
文
昌
】
284

咋
／
ン
ヤ
ウ
元
、
壺
襴
の
人
。
能
く
隠
形
嬰
化

し
、
事
あ
り
追
は
る
る
や
、
縮
ん
で
瓶
中
に
入
る
。
瓶

を
砕
い
て
呼
べ
ば
、
片
片
皆
應
ず
。
人
を
遣
し
て
捕
ヘ

ん
と
す
れ
ば
已
に
縣
の
南
八
里
の
川
を
過
ぐ
。
後
、
戸

解
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
魏
文
帝
】
285
カクテイ

1

帝
盆
。

O
曹
杢
(
5
ー

1
4
2
9
7
:
 1
6
1
)
 

を
見
よ
。
●
拓
践
沙
漠
汗
（
6
ー

1
1
9
5
8
:
 1
0
3
)
を
見
よ
。

〇
拓
践
賓
矩
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 9
3
)
を
見
よ
。

〖
魏
文
帝
陵
〗2

8
6
翌
竺
ァ
；
壽
陵

(
8ー
5
6
7
2:
 1
7
4
)
 

を

見

よ

。

「

よ

。

【
魏
手
帝
】
287

”
テ
イ
拓
践
綽
(
6
|
1
1
9
5
8
 :
 4
3
)

を
見

【
魏
奉
古
】
288
が
コ
唐
の
人
。
苑
丘
の
附
た
る
時
‘
九
日

の
公
宴
に
、
客
‘
五
百
言
序
を
草
す
。
奉
古
‘
其
の
藷
文

な
る
を
観
破
し
、
こ
れ
に
よ
り
名
を
知
ら
れ
、
聰
明
尉

と
稽
せ
ら
る
。
後
、
兵
部
侍
郎
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
+

七

〕

。

「

よ

。

【
魏
穆
帝
】
289

”
ァ
イ
拓
践
猜
虚
(
1
1
-
1
1
9
5
8
:
 7
3
)
を
見

【
魏
曼
多
】
290

咋
／
ク
春
秋
、
晉
の
人
。
舒
の
孫
。
溢
は
襄

子
。
定
公
の
時
‘
苑
吉
射
と
相
悪
み
‘
荀
礫
•
韓
不
信
と

苑
氏
を
伐
つ
て
之
を
逐
ふ
。
史
記
は
魏
修
に
作
る
。
〔
春

秋
、
哀
、
七
・
十
三
〕
．
〔
左
氏
‘
定
‘
+
―
―
-
〕
。

【
魏
無
忌
】
291
が
戦
國
‘
魏
の
人
。
昭
王
の
子
。
安
麓
王

の
異
母
弟
。
封
は
信
陵
君
。
仁
に
し
て
士
に
下
り
、
食
客

を
致
す
こ
と
三
千
人
。
其
の
賢
な
る
を
以
て
敢
へ
て

兵
を
加
へ
る
諸
侯
は
な
か
っ
た
。
時
に
趙
、
秦
に
園
ま

れ
、
救
を
魏
に
求
む
。
魏
王
、
秦
を
畏
れ
、
晉
鄭
を
し
て

兵
を
率
ゐ
て
鄭
に
留
め
以
て
観
望
せ
し
む
。
無
忌
‘
侯

生
の
言
を
用
ひ
て
兵
符
を
盗
み
‘
晉
部
を
殺
し
て
其
の

軍
を
奪
ひ
‘
以
て
秦
軍
を
破
る
。
是
よ
り
趙
に
留
ま
る

こ
と
十
年
。
魏
‘
秦
に
伐
た
れ
る
に
及
ん
で
、
蹄
つ
て

魏
を
救
ひ
‘
五
國
の
兵
を
率
ゐ
て
秦
軍
を
追
撃
し
、
函

谷
賜
に
至
る
。
威
天
下
に
振
ふ
。
秦
の
た
め
に
魏
王

と
離
間
さ
れ
‘
卒
に
罷
め
ら
る
。
乃
ち
病
と
稽
し
て
朝

せ
ず
。
醇
酒
を
飲
み
婦
女
を
近
づ
け
、
日
夜
柴
を
な
し

て
竜
に
卒
す
。
〔
史
記
、
七
十
七
〕
。

[
魏
無
知
】
292
が
漢
の
人
。
陳
平
を
漢
王
に
薦
む
。
綽

灌
、
平
は
捜
を
盗
み
、
諸
将
の
金
を
受
く
と
譲
す
。
漢

王
、
無
知
を
責
む
。
無
知
曰
く
‘
臣
の
言
ふ
所
は
能
な

り
‘
陛
下
の
問
ふ
所
は
行
な
り
。
今
、
尾
生
孝
己
の
行
あ

る
と
も
、
成
敗
の
散
に
盆
な
し
、
陛
下
何
の
暇
あ
り
て

か
之
を
用
ふ
る
や
と
。
帝
‘
善
し
と
す
。
後
‘
陳
平
を
戸

澗
侯
に
封
ず
。
辞
し
て
日
く
‘
魏
無
知
の
力
に
依
る
に

あ
ら
ざ
れ
ば
‘
臣
い
づ
く
ん
ぞ
進
む
を
得
ん
と
。
乃
ち

ま
た
無
知
を
も
賞
す
。
〔
前
漢
書
、
四
十
〕
。

【
魏
明
帝
】
200

”
テ
イ
曹
叡
(
6
ー

1
4
2
9
7
:
 1
2
)

を
見
よ
。

〖
魏
明
帝
陵
〗2

9
4
翌
吋
テ
イ
ノ
裔
平

(
1
2-
4
5
3
1
3
 :
 8
2
 

3
)

の
O
を

見

よ

。

「

よ

。

【
魏
楊
帝
】
函
切
テ
イ
拓
版
乾
那
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 8
3
)
を
見

【
魏
喩
義
】
296

が
清
、
桂
陽
の
人
。
字
は
質
卿
。
咸
豊

の
末
、
陳
士
木
に
従
つ
て
棉
永
の
間
に
戦
ひ
‘
敷
i

功

有
り
。
同
治
中
、
左
宗
棠
に
従
つ
て
浙
江
を
平
定
す
。

官
は
温
虞
道
に
至
る
。
〔
中
興
牌
帥
列
偉
‘
二
十
五
中
〕
。

【
魏
蘭
根
]297

”
ノ
コ
／
後
魏
の
人
。
牧
の
族
叔
゜
盆
は
文

宣
。
機
警
に
し
て
識
悟
あ
り
。
喪
に
居
る
に
孝
を
以

て
聞
ゆ
。
官
は
司
徒
操
•
本
郡
太
守
。
孝
昌
の
初
、
岐

州
剌
史
。
蒲
賓
羮
に
従
っ
て
宛
州
を
破
り
‘
其
の
人
を

捕
虜
に
し
て
奴
婢
と
す
。
美
女
十
人
を
賜
は
っ
た
が
、

需
＜
遣
り
蹄
す
。
中
興
の
初
‘
右
僕
射
と
な
る
。
時
に

高
歓
の
命
を
受
け
て
襄
帝
の
神
采
を
観
察
し
、
廃
せ
ん

こ
と
を
請
ふ
。
太
昌
の
初
‘
儀
同
三
司
・
開
府
を
加
へ
ら

る
。
封
は
永
興
縣
侯
。
高
乾
之
の
死
後
、
憂
怖
し
て
疾

と
稽
し
て
蹄
る
。
〔
北
齊
書
‘
二
十
三
〕
．
〔
北
史
‘
五
十

六〕。

【
魏
自
韮
器
】
299

翌
ウ
キ
明
の
人
。
良
政
の
弟
。
字
は
師
顔
。

琥
は
薬
湖
。
性
、
超
穎
に
し
て
人
に
絶
し
、
王
守
仁
に
稲

せ
ら
る
。
白
鹿
書
院
を
掌
り
、
生
徒
敷
百
人
に
至
る
。
其

の
學
は
良
知
を
宗
と
し
‘
槃
湖
先
生
と
稽
せ
ら
る
。
〔
明

史
、
二
百
八
十
一
＿
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
七
十
四
〕
．

〔
明
史
稿
、
一
百
八
十
五
〕
．
〔
明
儒
學
案
‘
十
九
〕
。

【
魏
良
臣
】
翌
笞
ン
ン
宋
‘
慄
水
の
人
。
字
は
道
弼
。
高
宗

嘗
て
大
事
を
屡
す
べ
き
を
稲
す
。
官
は
参
知
政
事
。
〔
宋

七
〇

13298 



(45872 .. 301)— (45872 .. 341) 

鬼

部

〔
八
蜜
〕

魏

大
臣
年
表
、
二
十
ニ
・
ニ
十
三
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
七
〕
。

【
魏
良
政
】
翌
名
ウ
セ
イ
明
の
人
。
良
弼
の
弟
。
字
は
師
伊
゜

嘗
て
王
守
仁
に
學
ぶ
。
孝
友
に
し
て
淳
朴
、
燕
居
し
て

も
容
貌
を
失
す
る
こ
と
な
し
。
後
、
郷
試
第
一
に
琴
げ

ら
れ
て
卒
す
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
一
―
-
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘

二
百
七
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
八
十
五
〕
．
〔
本
朝
分
省

人
物
孜
、
五
十
七
〕
・
〔
明
儒
學
案
｀
十
九
〕
。

【
魏
良
弼
】
302

”
苓
ヒ
，
明
、
新
建
の
人
。
字
は
師
説
。
琥

は
水
洲
。
追
盆
は
忠
簡
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
刑
科
給

事
中
。
京
螢
を
巡
視
し
、
保
定
侯
梁
永
福
・
太
僕
卿
曾
頂

等
を
劾
し
、
旗
臀
大
い
に
著
る
。
吏
部
尚
書
王
項
を
繹

さ
ん
こ
と
を
請
ひ
‘
帝
の
怒
に
獨
れ
て
下
獄
せ
ら
る
。

後
、
證
科
都
給
事
に
遷
り
、
吏
部
尚
書
注
鉄
を
劾
し
、

旨
に
竹
ひ
俸
を
奪
は
れ
遂
に
籍
を
削
ら
る
。
隆
慶
の

初
、
太
常
卿
を
授
け
ら
る
。
著
に
水
洲
文
集
が
あ
る
。

〔
明
史
、
二
百
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
八
十
三
〕
．
〔
明

史
稿
、
一
百
九
十
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
七
〕
．
〔
明
儒
學

案
、
十
九
〕
。

【
魏
良
輔
】
303
店
芯
＊
明
、
鹿
山
の
人
。
琥
は
尚
泉
。
昔
架

に
精
通
し
、
罠
曲
を
創
案
す
。

【
魏
磨
徴
】
304

バ
チ
ョ
’
’
清
、
渫
陽
の
人
。
康
熙
の
進
士
。

官
は
邪
武
知
府
。
著
に
石
屋
詩
紗
が
あ
る
。
〔
國
朝
詩
人

徴
略
初
編
‘
七
〕
。

【
魏
令
望
】

305?g
明
‘
武
學
の
人
。
字
は
子
野
。
私

溢
は
忠
烈
。
崇
禎
の
進
士
。
官
は
商
丘
令
。
韓
輪
の

功
あ
り
、
太
康
に
轄
任
す
。
兵
を
練
つ
て
流
賊
を
攻
守

し
た
が
城
破
れ
、
賊
に
執
へ
ら
れ
て
害
に
遇
ふ
。
〔
明

史
、
二
百
九
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
七
十
九
〕
．

〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘
六
〕
．
〔
崇
禎
忠

節
録
‘
二
十
〕
。

【
魏
筋
形
】
露
パ
ィ
カ
清
の
人
。
裔
介
の
子
。
字
は
念
庭
゜

官
は
江
蘇
常
鎮
道
。
著
に
大
易
通
解
・
恨
航
集
が
あ
る
。

〔
清
史
列
傭
、
六
十
八
〕
・
〔
國
朝
者
献
類
徴
、
二
百
八
〕
．

〔
大
清
畿
輔
先
哲
偲
、
二
十
〕
・
〔
清
儒
學
案
小
識
、
＋

二〕。

【
魏
了
翁
】
3
0
6
[
3
’
宋
、
蒲
江
の
人
。
字
は
華
父
。
誼

は
文
靖
。
琥
は
白
鶴
山
人
。
慶
元
の
進
士
。
官
は
校
書

郎
・
嘉
定
府
知
。
父
の
喪
に
遭
ひ
官
を
去
る
。
室
を
白

鶴
山
下
に
築
き
、
子
弟
に
教
授
し
、
學
者
に
鶴
山
先
生

と
梢
せ
ら
る
。
後
、
漢
州
知
と
な
り
、
尋
い
で
眉
州
・
濾

七
0
三

州
に
徒
る
。
蜀
に
在
る
こ
と
凡
そ
十
七
年
。
入
っ
て

4
)

を

見

よ

。

紅

花

、

出

―

―

於

魏

相

仁

博

家

「

云

云

‘

錢

思

公

嘗

曰

‘

人

謂

ニ

兵
部
郎
中
・
櫂
工
部
侍
郎
に
歴
任
す
。
朱
端
常
に
註
劾
〖
魏
孝
社
吐
帝
~
{
〗

3
1
3
バ
心
認
ウ
テ
ィ
牡
丹
花
王
一
今
眺
黄
慎
可
レ
為
レ
王
‘
而
魏
花
乃
后
也
。

さ
れ
、
三
官
を
降
さ
る
。
乃
ち
靖
州
に
居
住
し
、
鶴
山
書

1
9
8
)

の
O
を

見

よ

。

【

魏

受

椰

碑

】

329
ぢ

g
碑
の
名
。
今
、
河
南
省
許
昌
縣
繁

院
を
築
く
。
史
禰
遠
死
す
る
に
及
ん
で
、
櫂
證
部
尚
書
【
魏
老
ふ
呼
帝
~
】

3
1
4
が
ウ
セ
イ
テ
イ
拓
践
善
見(
5
|1
1
9
5
8
 :

9

城
鎮
の
魏
文
帝
廟
に
在
り
‘
黄
初
元
年
立
つ
。
八
分
の

を
以
て
朝
に
還
り
、
入
酎
す
。
首
に
君
子
小
人
の
琲
を

0
)

を

見

よ

。

書

。

隷

書

簗

額

に

受

祠

表

の

一

二

字

を

題

す

。

文

は

魏

受

t
i

明
か
に
せ
ん
こ
と
を
乞
ひ
‘
又
、
上
章
し
て
十
弊
を
【
魏
孝
合
旦
帝
】
315

”
う
テ
イ
元
肋
(
1
-

1
3
4
0
 :
 3
7
0
)

を

漢

椰

1

の
意
。
〔
賓
宇
訪
碑
録
〕
魏
受
祠
碑
‘
八
分
書
、
黄

論

ず

。

尋

い

で

忌

む

者

に

撲

け

ら

れ

、

端

明

殿

學

士

同

見

よ

。

初

元

年

十

月

。

妓
書
櫃
密
院
事
を
以
て
京
湖
軍
馬
を
督
視
す
。
二
旬
【
魏
孝
武
帝
】
316

”
プ
テ
イ
拓
践
修
(
6
ー

l
l
9
5
8
:
 4
2
)

を
【
魏
紳
元
帝
】
330

イ
ク
ゲ
／
テ
イ
拓
践
力
微
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 1
0
 

に
し
て
復
た
召
還
さ
れ
て
‘
紹
興
知
・
浙
東
安
撫
使
と
見
よ
。

0
)

を
見
よ
。

な
る
。
卒
後
、
太
師
を
贈
ら
る
。
南
宋
の
衰
微
す
る
や
、
【
魏
孝
ふ
冬
帝
】
317

”
了
テ
イ
拓
祓
宏
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 3
1
)

【
魏
聖
武
帝
】
331

”
プ
テ
イ
拓
祓
詰
扮
(
5
|
1
1
9
5
8
 :
 7
9
)
 

學

派

斐

じ

て

門

戸

を

な

し

、

詩

派

隻

じ

て

江

湖

と

な

つ

を

見

よ

。

を

見

よ

。

た
が
、
了
翁
獨
り
経
を
窮
め
古
を
學
ぴ
、
自
ら
一
家
を
〖
魏
孝
文
帝
陵
〗

3
1
8
勺
収
か
サ
／
テ
イ
長
陵
(
1
1ー
4
1
1
0
0:
【
魏
昭
成
帝
】
332

刃
セ
イ
テ
イ
拓
蚊
什
翼
健
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 

な
す
。
著
に
鶴
山
集
・
九
経
要
教
・
周
謄
井
田
園
説
・
易

8
9
0
)

の
O
◎
を
見
よ
。

1
0
4
)
を
見
よ
。

摯
隅
・
古
今
考
・
経
外
雑
紗
・
師
友
雅
再
が
あ
る
。
〔
宋
【
魏
孝
明
帝
】
319

的
メ
イ
テ
イ
拓
蚊
讃
(
5
|
1
1
9
5
8
 :
 3
0
)

【
魏
節
閲
―
帝
】
333

”
ど
テ
イ
拓
欧
恭
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 2
8
)
 

史

、

四

百

一

―

-

＋

七

〕

．

〔

宋

史

新

編

‘

二

日

六

十

七

〕

・

〔

南

を

見

よ

。

を

見

よ

。

宋
書
、
四
十
六
〕
．
〔
皇
宋
書
録
‘
下
〕
＇
〔
宋
詩
紗
補
〕
·
〔
宋
〖
魏
孝
明
帝
陵
〗

3
2
0
戊
心
約
イ
テ
イ
定
陵(
8ー
7
1
0
9:
 2
7

【
魏
宣
武
帝
】
3
3
4
5
デ
テ
イ
拓
践
洛
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 2
1
)

を

元

學

案

｀

八

十

〕

。

「

よ

。

1

)

の

O
④

を

見

よ

。

見

よ

。

【
魏
烈
帝
】
307

”
テ
イ
拓
践
競
棟
(
5
-
1
1
9
5
8
:
 7
6
)

を
見
【
魏
恵
憲
玉
】
321

”
ヶ
/
ワ
ウ
宋
、
趙
惜
(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
6

〖
魏
宣
武
帝
陵
〗33

5
戊
心
祐
テ
ィ
景
陵
(
5
-
1
3
9
8
3

:
 3
2
 

【
魏
王
瑕
】
308

冦
ウ
カ
載
國
‘
魏
の
王
。
景
懲
王
の
子
。
立

0
)

の
O
の
封
盆
琥
。

3
)

の
O
を
見
よ
。

つ
て
＿
二
年
、
秦
に
大
梁
に
灌
が
れ
、
捕
虜
と
な
る
。
魏
、
【
魏
暑
小
愁
王
】
322

”
ど
ヮ
ゥ
戦
國
‘
魏
の
王
。
安
椅
王
の
【
魏
前
降
釜
E

】336
”
ハ
イ
テ
イ
後
魏
の
節
閃
帝
を
い
ふ
。
拓

遂
に
滅
ぽ
さ
れ
、
郡
縣
に
編
入
せ
ら
る
。
〔
史
記
、
四
十
子
。
名
は
増
。
誼
は
景
愁
。
初
、
秦
に
質
と
な
る
。
即
蚊
恭
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 2
8
)

を
見
よ
。

四

〕

。

位

の

後

、

屡

i

秦
に
侵
略
さ
る
。
在
位
十
五
年
。
〔
史
記
‘
【
魏
太
武
帝
】
337

”
プ
テ
イ
拓
践
需
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 5
7
)
を

【
魏
王
顎
】
309

パ

盈

魏

王

が

患

子

に

贈

っ

た

大

籠

。

大

に

四

十

四

〕

。

見

よ

。

し
て
無
用
の
も
の
の
や
う
で
あ
る
が
、
之
を
う
ま
く
使
【
魏
景
穆
帝
~
】

3
2
3
”
ポ
ク
テ
イ
拓
践
晃
(
5-
1
1
9
5
8
 :
 3
2
)

〖
魏
太
武
帝
陵
〗33

8
戊
心
昇
？
雲
中
金
陵

(
1
2| 4
2
2
3
 

へ
ば
自
ら
妙
用
が
あ
る
に
い
ふ
。
〔
荘
子
、
逍
逢
遊
〕
患
を
見
よ
。

5

:
4
4
4
)

の
O
を
見
よ
。

子
謂
―
―
荘
了
日
、
魏
王
胎
―
―
我
大
籠
之
種
↓
我
樹
レ
之
成
‘
【
魏
獣
文
-
帝
]
3
2
4
[

／
了
テ
イ
拓
践
弘
(
5
-

1
1
9
5
8
 :
 3
9
)

【
魏
道
武
帝
】
339

”
プ
テ
イ
拓
践
珪
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 3
4
)

を

而

賓

五

石

、

云

云

、

非

レ

不

茄

町

然

大

一

也

、

吾

為

―

―

其

無

を

見

よ

。

見

よ

。

用
而
措
レ
之
、
荘
子
日
、
夫
子
固
拙
―
於
用
＞
大
尖
。
〔
謝
〖
魏
獣
文
帝
陵
〗

3
2
5
勺
悶
竺
テ
ィ
雲
中
金
陵

(
1
2
-
4
2
2〖
魏
道
武
帝
陵
〗3

4
0
バ
心
認
ア
イ
盛
架
金
陵
(
8
|2
3
0
0
 

璽
運
‘
永
初
三
年
七
月
十
六
日
之
レ
郡
初
餐
レ
都
詩
〕
空

3
5
:
 4
4
4
)

の
R
を
見
よ
。

5

:
2
6
)
を
見
よ
。

痰
趙
氏
雙
徒
乖
―
魏
工
鱈
〔
注
〕
向
日
、
魏
王
胎
―
悪
【
魏
後
窮
帝
】
326

ガ
イ
テ
イ
拓
践
朗
(
6
ー

1
1
9
5
8
:
 6
8
)

を
【
魏
儲
南
館
】
341

”
?
？
蒙
求
の
標
題
。
魏
の
文
帝
が

子

籠

一

大

容

―

―

五

碩

「

為

二

大

而

無

＞

用

也

、

言

下

我

空

列

↓

一

見

よ

。

武

帝

の

太

子

た

り

し

頃

‘

営

時

元

城

の

令

た

り

し

呉

質

子
男
之
位
一
而
無
仁
用
t
i

於

時

一

也

。

【

魏

國

夫

人

】

327

咋
心
ク
元
、
管
道
昇
(
8
ー

2
6
1
6
2
:
 1
9
8
)

に
書
を
輿
へ
て
‘
嘗
て
共
に
南
皮
の
客
含
に
清
消
せ
し

【
魏
安
椅
王
】
310

”

キ

芯

戦

國

‘

魏

の

王

。

昭

王

の

子

。

の

封

琥

。

築

し

み

を

回

想

し

た

趣

を

述

ぺ

た

故

事

。

〔

蒙

求

、

下

、

名
は
国
誼
は
安
椅
。
屡
；
秦
に
敗
ら
る
。
後
、
秦
が
趙
【
魏
紫
桃
黄
】
328

翌
久
ワ
ウ
魏
氏
か
ら
偶
へ
た
紫
色
（
一
魏
儲
南
館
〕
魏
文
帝
講
王
、
字
子
桓
、
為
―
―
太
子
一
時
‘
嘗

の
祁
郡
を
固
む
や
、
無
忌
を
遣
し
て
五
國
の
兵
を
率
ゐ
に
紅
色
と
い
ふ
）
の
牡
丹
と
‘
桃
氏
か
ら
傭
へ
た
黄
色
呉
t
i

元
城
令
呉
質
書
石
其
略
日
、
毎
レ
念
t
i

昔
日
南
皮
之
遊
一

て
之
を
河
内
に
破
る
。
在
位
三
十
四
年
。
〔
史
記
、
四
十
の
牡
丹
の
名
。
轄
じ
て
‘
牡
丹
の
異
名
。
〔
獣
陽
脩
、
洛
誠
不
レ
可
レ
忘
、
既
妙
t
i

思
六
経
一
逍
迄
逗
百
氏
一
弾
基
間

四

〕

。

陽

牡

丹

記

‘

花

繹

名

〕

牡

丹

之

名

‘

或

以

レ

氏

‘

或

以

レ

州

‘

設

‘

終

以

一

面

栞

女

高

談

娯

レ

、

心

‘

哀

挙

順

レ

耳

‘

馳

一

騎

北

【
魏
安
定
王
】
aIl

”

テ

ィ

各

或

以

レ

地

‘

或

以

レ

色

‘

或

雄

―

其

所

レ

異

者

而

志

レ

之

‘

桃

場

面

竺

食

南

館

ぶ

g
甘
瓜
於
清
泉
盆
竺
朱
李
於
寒
水
一

を

見

よ

。

黄

・

牛

黄

・

左

花

・

魏

花

以

レ

姓

著

‘

云

云

‘

挑

黄

者

千

葉

敏

日

既

没

、

縦

以

1

一
朗
月
ご
同
乗
並
載
、
以
遊
t
i

後
園
公
ホ

【
魏
孝
丘
吐
帝
】
312

バ～

5-ア
イ

黄

花

、

出

―

―

於

民

眺

氏

家

ご

広

云

‘

魏

家

花

者

、

千

葉

肉

顧

而

言

、

五

築

難

レ

常

、

質

字

季

重

、

清

陰

人

、

以

1

一
文
オ
―

拓
践
子
牧
(
6
ー

1
1
9
5
8
:

8

 

拓
蚊
朗
(
5
-

1
1
9
5
8
 :
 6
8
 

静
陵
（
1
1
0
ー

4
2
5
7
8

13299 



(45872・ ・342)一 (45897)

【
魅
早

ゴコ

〔
字
彙
補
〕
娯
孤
切
國
-

葛
文
帝
所
P

善
、
官
匡
振
威
将
軍
↓

【
魏
帝
虚
レ
席
】
342

打
パ
ク
勺
魏
の
文
帝
が
呉
の
虞
翻

を
重
ん
じ
‘
常
に
虚
席
を
設
け
て
こ
れ
を
招
待
し
よ
う

と
し
た
故
事
。
〔
呉
志
、
虞
翻
傭
、
注
〕
魏
文
―
帝
常
為
レ
翻

設
―
―
虚
坐
↓
〔
本
朝
文
梓
‘
八
、
橘
贈
納
言
廣
相
‘
賦
―
―
冬

H
可
p

愛
〕
盛
哉
洋
洋
之
美
、
雖
1

一
周
公
吐
レ
哺
‘
魏
帝
虚
ワ

席

、

何

以

加

レ

栴

。

「

よ

。

【
魏
東
海
王
】3

4
3
討
カ
イ
ワ
•
ウ
元
嘩(1ー
1
3
4
0:
 5
2
)

を
見

【
魏
文
成
帝
】
344

咋
ク
セ
イ
テ
イ
拓
跛
溶
(
5
ー

1
1
9
5
8
:
 4
5
)
 

を
見
よ
。

〖
魏
文
成
―
帝
陵
〗
3
4
5
勺
翌
咋
イ
テ
ィ
雲
中
金
陵
(
1
21
 4
2
2
 

3
5
 :
 4
4
4
)

の
O
を
見
よ
。

【
魏
平
文
帝
】
細
げ
了
？
拓
践
鬱
律
(15
-
1
1
9
5
8
 :

7

 

5
)

を
見
よ
。

【
魏
勃
掃
門
】
347

ザ
ぢ
／
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
魏
勃
‘
曹

参
に
見
え
ん
と
す
れ
ど
貧
に
し
て
自
ら
通
ず
る
な
く
‘

毎
朝
、
参
の
門
外
を
掃
き
、
遂
に
見
え
る
を
得
た
故
事
。

〔
漢
書
、
高
五
王
、
現
邪
王
劉
澤
傭
〕
及
勃
少
時
ぶ
臥
レ

求
レ
見
1

一
齊
相
曹
参
一
家
貧
無
-
―
以
自
通
ず
刀
常
獨
早
婦
―

齊
相
含
人
門
外
‘
含
人
怪
レ
之
‘
以
為
レ
物
而
司
レ
之
‘
得
レ

勃
‘
勃
日
、
願
レ
見1一
相
君
』
一
~
レ
因
‘
故
為
レ
子
培
‘
欲

1一
以

求
＞
見
‘
於
レ
是
含
人
見
―
―
勃
曹
参
ご
因
以
為
二
含
人
；
宣

為
1

一
参
御
ご
―

-9事
‘
以
為
レ
賢
‘
言
―
―
之
悼
悪
王
↓

【
魏
明
元
帝
】
348

”
ゲ
／
テ
イ
拓
蚊
嗣
(15
-
1
1
9
5
8
 :
 4
1
)
 

を
見
よ
。

〖
魏
明
元
―
帝
陵
〗
3
4
9
バ
¢
叩

t
／
テ
ィ
雲
中
金
陵
(
1
2| 4
2
2
 

3
5
 :
 4
4
4
)

の
O
を
見
よ
。

【
魏
臨
洸
王
】
350

”
タ
ウ
ワ
ウ
拓
跛
釧
(
5
ー

1
1
9
5
8
:
 5
1
)
 

を
見
よ
。

【
魏
鄭
公
諫
録
】
3
5
1
H
訂
翌
書
名
。
五
巻
。
唐
‘
王
方
慶

撰
。
魏
徴
の
諫
評
の
語
を
詳
録
す
。
〔
四
噌
提
要
、
史
、

偵
記
類
〕
。

【
魏
鄭
公
諫
績
録
】
352

”
只
戸
書
名
。
二
巻
。
元
、
蓄

思
忠
撰
。
今
本
は
明
、
長
洲
の
人
、
彰
年
が
残
謄
を
援

拾
し
た
も
の
。
〔
四
庫
提
要
‘
史
、
傭
記
類
〕
。

鬼

部

〔
八
—
ー
十
董
〕

み
に
く
い
。
〔
玉
篇
〕
魏
、
醜
也
。

【

魏

】

細

戸

〔
玉
篇
〕
士
甲
切
臨
叫

冦

】

螂

し
づ
か
。
或
は
魁
(
1
2
ー

4
5
8
5
0
)

に
作
る
。
〔
篇

海
〕
魃
、
静
也
、
或
作
レ
魃
゜

ケ
キ
毛
ヤ
ク

〔
篇
海
〕
古
役
切
阻

＇至編

冦

】

[

シ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
魁
‘
昔
修

冦

】

5

セ
イ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
魅
、
昔
精
。

冨
l

】

5

シ
ン

魅
(
1
2
ー

4
5
7
9
9
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
魅
、
説
文
魅
、
八
聾
゜

日】年

魁（
1
2
-
4
5
7
8
5
)

に
同
じ
。
〔
捜

渓
王
鏡
〕
魃
、
同
レ
魁
。

ク
ヴ
ィ

冠

】

年

ピ

彗

ml
｛
バ
戸
。
に
同
し
。
〔
字
彙

冨
l

】
5

チ

"
[
i丘
戸

U

の
古
字
。
〔
奇
字

鬼
の
名
。
〔
篇
韻
〕
魅
、
鬼
名
。

鬼
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
態
‘
鬼
名
。

【

魃

】

細

毛

フ

〔
字
彙
補
〕
昔
急

冦
】
[
;
"
]
[
〗
し

[
[
[
O

同
じ
。
〔
字
彙

【

魁

】

螂

キ

い

[
[
]
[
O
e
)
に
同
じ
。
〔
字
棠

ま
じ
も
の
。
〔
集
韻
〕
魃
、
盤
鬼
。

冦

】

螂

＇
〔
集
韻
〕
眉
鑢
切
繭
〗

ベヴ
メ
ウ

【鉱
g

】
岬
胃
iElパ
い
」

"ON[i1

3
1
0
0
8
)

の
謳
字
。
〔
正
字
通
〕
鰈
‘
郎
紳
荼
‘
荼
字
之
謳
゜

冨
i

】

亨

カ

ン

極
(
4
|
7
6
0
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

艤
‘
同
レ
棧
。

鬼
の
名
。
〔
篇
海
〕
魃
‘
鬼
名
。

冨
l
]
三

ゥ

ン

〔
篇
海
〕
千
郡
切
珂
四

爾

】

細

魅（
1
2
-
4
5
8
1
1
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
眼
‘
魅
字
之
謡
。

ビ

冦】蜘
チ，ヨ

【
魃
]
〗

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
魃
、
昔
猪
。

鬼
の
名
。
穂
(
1
2
-
4
5
8
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
魃
‘

鬼
名
、
或
省
。

サ
イ
〔
集
韻
〕
所
介
切
国
〗

日
醜
魏
は
‘
み
に
く
い
。
魏
(
1
2
|
 4
5
9
1
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
魏
‘
醜
醜
‘
悪
也
‘
或
省
。
口
山
に
棲

む
鬼
。
〔
集
韻
〕
魏
‘
山
鬼
。

冦】岬

魅（
1
2
-
4
5
8
1
1
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
魅
‘
輿
レ
魅
同
。

ビ

日
シ
，
ヤ
〔
集
韻
〕
歯
者
切
涸
t-

ロ

ッ

〔

集

韻

〕

東

徒

切

圏

【

魏

】

細

ト

【
醜
】
螂

ビ

魅（
1
2
-
4
5
8
1
1
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
饒
‘
魅
字
之
調
。

曾
】
〗ビ
魅
(
1
2—
4
5
8
1
1
)に同
じ
。
〔
字
彙
〕
一

饂
凹
魅
。
【
幽
】
螂
キ
驚(

1
2

—

4
5
9
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

覺
‘
或
炊
レ
幾
゜

冦
】
〗
キ
門
叶
／
し

~
1
8
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

魏

魅

魃

魁

魃

魅

魃

魁

魁

魏

魃

魁

魏

魃

魃

魁

醜

魃

懲

競

魁

魃

睛

魃

魃

経

11"直＿ 七
0
四

13300 
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鬼

部

〔

十

十

一

書

〕

魃

艘

魅

魃

魅

翅

幅

軽

魔

七
0
五

0
山
中
に
在
る
誇
。
〔
篇
海
〕
魅
、
神
在
二
山
中
↓

冨
岳
4
ウ
〔
篇
海
〕
＿
音
右

●
お
に
。
も
と
魃
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

憩
‘
豪
作
レ
魃
゜
〔
説
文
新
附
〕
魃
‘
鬼
陽
‘

長
鬼
炊
レ
禽
‘
禽
亦
臀
。
●
す
だ
ま
。
山
獣
の
形
に

似
た
ば
け
も
の
。
蛾
(
1
0
-
3
3
4
9
4
)
に
通
ず
。
〔
正

字
通
〕
繕
‘
魅
隔
‘
似
―
―
山
獣
之
形
工
左
傭
作
レ
蛾
。

【
魃
魅
]

1

i

山
林
の
異
氣
よ
り
生
ず
る
怪
物
で
、
人
を

害
す
る
も
の
。
す
だ
ま
。
璃
魅
゜
〔
漢
書
‘
王
祥
博
中
〕
投
"

諸
四
窟
以
御
〖
二
魃
魅
一
〔
注
〕
師
古
日
‘
懇
、
山
神
也
‘
魅
‘

老
物
精
也
‘
懇
―
音
蝸
‘
魅
音
媚
゜
〔
孫
綽
‘
遊
―
―
天
台
山
―
賦

序
〕
始
経
1

一
懇
魅
之
塗
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
杜
預
左
氏
債
注
曰
‘

懇
、
山
神
‘
魅
‘
怪
物
‘
銑
日
、
魃
魅
‘
山
鬼
。
〔
故
事
成
語

考
‘
秤
道
鬼
紳
〕
魃
魅
懇
魃
、
山
川
之
祟
゜

〖
魃
魅
魃
魃
〗2
吋
屯
ウ
種
々
の
妖
怪
嬰
化
の
こ
と
。

〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
魃
魅
魃
魃
‘
莫
―
―
能
逢
＂
栴
゜

絲
い
冦]]匈
チ

〔
集
韻
〕
抽
知
切

oo

1
 c
h
'
i
h
'
 

鬼
の
名
。
〔
集
韻
〕
魅
‘
鬼
名
。

【魅】向

〔
集
韻
〕
劣
戌
切
卿
g

）
ソ
リ
チ

暉

II疇
且

冠】寧

g.／
ユ
ク
□
□
切
〔
、

X
[

旦

【魁】疇

シ
ン

魅
(
1
2
-
4
5
7
9
9
)
の
本
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
魃
‘
説
文
、
魅
本
字
。

小
●
お
に
。
人
を
ま
ど
は
し
障
害
を
な

麿
蔽
す
悪
鬼
。
〔
説
文
新
附
慨
‘
鬼
也
、
八
レ

鬼
麻
瞥
。
〔
正
字
通
〕
魔
‘
狂
鬼
能
眩
り
人
。
●
一
事

に
熱
中
し
て
其
の
本
性
を
失
ふ
こ
と
。
〔
中
華
大

字
典
〕
魔
‘
亭
竺
志
事
物
ぶ
竺
惑
其
性
1

曰
レ
魔
。

〔
李
中
、
絞
吟
詩
〕
成
レ
僻
成
レ
魔
二
雅
中
。

0
外

道

の
術
。
錯
誤
を
為
さ
し
め
る
幻
法
。
〔
南
史
、
齊
際

帝
東
昏
侯
紀
〕
師
枢
魔
娼
°
R
圃
梵
語
、
魔
羅

M
a
r
a
の
略
。
修
道
の
さ
ま
た
げ
を
す
る
悪
鬼
。

〔
智
度
論
、
五
〕
問
日
、
何
以
名
レ
魔
‘
答
曰
‘
奪
,
,
慧

命
五
竺
道
法
功
徳
善
本
百
疋
故
名
為
レ
魔
。

【
魔
嬬
】
1

炉
あ
や
し
い
術
を
使
ふ
婦
人
。
〔
南
史
、
齋

靡
帝
東
昏
侯
紀
〕
師
枢
魔
娼
‘
迎
送
紛
転
。

【魔】向
マパ

集
韻
〕
眉
波
切／ 
nh-

U圏

斗
星
の
名
。
畢
(
7ー

2
1
8
2
9
)

に
同
じ
。
〔
五
昔
集

韻
〕
蝿
‘
斗
星
名
、
今
作
レ
畢
゜

冨｝】向

ヒ
ッ
ヒ
チ

〔
五
昔
集
韻
〕
卑
吉
切
凰

星
の
名
。
〔
玉
篇
〕
魃
、
星
也
。

冠
】
[
ヘ，ウ

宝
篇
〕
匹
娩
切
薩
〖

鬼
の
名
。
〔
集
韻
〕
撻
‘
鬼
名
。

冨
品

〔
集
韻
〕
巨
雨
切
圏

キ
，
ヤ
ヴ

ガ
，
ウ

〇
鬼
の
名
。
〔
海
篇
〕
魅
、
鬼
名
。

【
魔
妖
】
2

}

ゥ
善
事
を
妨
げ
人
を
迷
は
す
も
の
。
妖
魔
。
【
魔
術
】
17

ぎ
ツ

0
悪
魔
の
通
力
で
人
を
ま
ど
は
す
不

【
魔
戒
]
3

ヤ
囮
魔
人
の
戒
。
比
丘
が
名
利
を
求
め
る
思
議
な
わ
ざ
。
魔
法
。
●
手
練
、
又
は
種
を
使
っ
て
人

た
め
に
持
す
る
戒
゜
〔
止
観
‘
八
〕
久
遠
劫
来
為
レ
魔
所
レ
の
目
先
を
ま
ぎ
ら
す
不
思
議
な
わ
ざ
。
手
品
。

使
、
起
―
―
於
魔
檀
為
―
―
有
報

1
故
‘
持
於
魔
戒
〗
翌
利
〖
魔
術
教
〗1

8
芯
ぅ
北
方
亜
細
亜
及
ぴ
亜
米
利
加
の

贅

故

。

蕃

民

の

間

に

行

は

れ

る

宗

教

。

人

の

運

命

は

‘

悪

魔

の

【
魔
界
】
4

5

ィ
圏
悪
魔
の
住
む
境
界
。
魔
道
。
〔
日
蔵
経
‘
左
右
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
ふ
信
仰
゜

十
〕
戒
依
止
魔
王
、
昔
競
―
菩
提
心
↓
迦
葉
佛
時
、
謗
一
小
〇
魔
所
】
19

ぞ
〇
妖
魔
の
棲
む
慮
。
〔
運
歩
色
葉
集
〕
。

乖
ぶ
竺
魔
語
1

堕
魔
界
な
仮
更
受
地
獄
苦
↓
●
災
害
・
凶
事
な
ど
が
隠
；
猜
す
る
慮
゜

【
魔
鬼
】
5

E

妖
怪
。
ば
け
も
の
。
悪
魔
。
〔
南
史
、
梁
武
帝
【
魔
紳
】
20

グ
悪
魔
の
神
。
禍
災
を
起
す
邪
軸
。

紀
〕
同
泰
寺
災
‘
云
云
‘
帝
日
、
斯
魔
鬼
也
。
【
階
窯
坦
】
21

が
雁
悪
魔
の
世
界
。
魔
界
。
〔
榜
骰
経
、
六
〕

【
魔
郷
】
6

5
ャ
ウ
圃
魔
障
の
郷
里
。
即
ち
娑
婆
世
界
を
い
縦
有
多
智
祠
定
現
前
面
如
不
レ
断
レ
姪
、
必
落
―
―
魔
道

t'-

ふ
。
〔
観
経
定
善
義
〕
欝
去
来
、
魔
郷
不
レ
可
レ
停
‘
晴
劫
来
品
魔
王
、
中
品
魔
民
‘
下
品
魔
女
。

流

轄

、

六

道

盛

皆

逗

。

【

魔

撓

】

22

が
み
い
つ
て
惑
は
し
み
だ
す
。
〔
韻
府
引
、
問

U
環
境
】
7

や
芯
心
を
ま
よ
は
す
境
界
。
悪
魔
の
居
る
と
甲
子
、
注
〕
嬰
化
百
種
‘
魔
―
―
撓
其
人
↓

こ
ろ
。
〔
参
同
契
‘
注
〕
而
於
二
静
定
之
中
硲
炉
夢
非
レ
夢
‘

U
魔
除
】
23

戸
ケ
魔
物
の
害
を
彿
ひ
避
け
る
。
又
、
其
の
守

或
為
,
,
魔
境
之
所
＞
撮
也
。
〔
徐
陵
‘
諫
―
―
仁
山
深
法
師
と
な
る
も
の
。
紳
符
。

罷
乙
追
書
〕
心
居
―
―
魔
境
云
空
魔
所
丘
迷
。
【
魔
頭
】
24

炉
邪
教
の
か
し
ら
。
悪
魔
。
外
道
。
〔
捨
謂

【
魔
鏡
】
8

炉
ャ
＂
光
線
を
反
射
す
る
時
‘
裏
面
に
刻
ん
で
録
‘
邪
教
‘
魔
頭
〕
李
心
博
繋
年
要
録
‘
紹
興
四
年
五
月
、

あ
る
種
々
の
模
様
、
又
は
文
字
が
映
り
あ
ら
は
れ
る
銅
起
居
含
人
王
居
正
言
、
雨
浙
州
縣
有
二
喫
菜
事
魔
之
俗
一

鏡

。

臣

聞

事

レ

魔

者

、

毎

郷

毎

祁

、

有

こ

二

舛

木

印

宍

謂

―

―

之

魔

【
魔
宮
】
，
炉
，
圃
天
魔
の
宮
殿
。
〔
維
摩
経
‘
菩
薩
品
〕
頭
一
圭
芸
芽
其
郷
部
姓
氏
名
字
涵
相
輿
祖
盟
為
―
―
魔
之
窯
↓

諸
女
問
1

一
維
摩
詰
盃
奴
等
云
何
止
1

一
於
魔
宮
↓
凡
事
レ
魔
者
不
―
―
肉
食
一
而
一
家
有
レ
事
、
同
蕪
之
人
、
皆

【
魔
窟
]
1
0
7
7
,
0
悪
魔
の
す
む
と
こ
ろ
。

O
縛
じ
て
、
不
出
レ
カ
以
相
脈
即
。

正
の
者
の
集
ま
つ
て
居
る
所
0

[
魔
難
】
25mo'nan• 

災
難
。
厄
災
。

【
魔
魁
】
11

炉
ィ
悪
魔
の
首
魁
。
妖
怪
の
か
し
ら
。
【
魔
法
】
26

ャ
7

魔
力
で
奇
怪
な
事
を
行
ふ
術
。
妖
術
。

【
魔
軍
】
12

タ
圃
悪
魔
の
軍
兵
。
佛
成
道
の
時
、
来
つ
て
魔
術
。
〔
老
學
庵
筆
記
、
十
〕
稽
神
録
云
、
有
下
善
―
―
魔
法
―

成
道
を
妨
げ
ん
と
し
た
魔
王
と
其
の
脊
風
。
又
、
一
切
者
い
名
日
―
―
明
教
面
切
明
教
亦
久
矢
゜

の
佛
道
を
妨
げ
る
悪
事
を
魔
軍
と
い
ふ
。
〔
法
華
経
、
化
【
廣
な
初
】
2
7
5
ノ
魔
性
の
も
の
。
禍
を
な
す
も
の
。
ば
け

城

喩

品

〕

其

佛

坐

這

場

盃

竺

魔

軍

已

。

も

の

。

へ

ん

げ

。

妖

怪

。

〖
魔
軍
退
散
〗13
戸
グ
が
ン
圏
悪
魔
の
軍
が
退
ぎ
去
る
。
【
魔
母
】

2
8
E
魔
界
の
女
神
。
装
談
が
妻
の
強
悴
な
る
を

障
道
の
衆
縁
が
除
か
れ
る
こ
と
。
〔
賓
積
経
〕
高
臀
念
暗
に
稽
し
た
語
。
〔
朝
野
余
載
〕
斐
談
妻
悴
‘
談
畏
レ
之
‘

佛

、

魔

軍

退

散

。

常

云

、

男

子

涌

レ

i

則
‘
覗
如
,
,
九
子
魔
母
一
｛
女
有
ー
一
人
不
＂

【
魔
性
】
14

ぞ
ゥ
〇
善
事
に
障
害
を
興
へ
る
悪
性
。

0
人
畏
↓
一
九
子
魔
母
―
耶
゜

を

ま

よ

は

し

た

ぷ

ら

か

す

性

質

。

【

障

荘

凡

】

2
9
5
，
圃
欲
界
第
六
天
の
魔
王
と
色
界
の
梵

【
魔
障
】
15

；
腫
悪
魔
の
障
凝
。
正
道
を
修
め
る
さ
は
天
。
〔
法
華
嘉
詳
疏
‘
八
〕
欲
天
主
為
レ
魔
、
色
天
主
為
レ

り
と
な
る
も
の
。
〔
止
観
輔
行
、
五
〕
曾
聞
有
り
人
、
自
謂
1

一

梵

゜

成

佛

な

狂

天

不

＂

晩

‘

謂

為

二

魔

障

↓

【

魔

魅

】

3
0
i

ば
け
も
の
。
〔
録
異
記
〕
役
,
,
使
鬼
神
五
鞭
1
-

【
魔
漿
】
16

々
ャ
ウ
酒
を
い
ふ
。
精
紳
を
麻
蒋
さ
せ
る
か
ら
撻
魔
魅
↓

い
ふ
。
〔
梁
武
帝
、
断
―
―
酒
肉
文
〕
酒
是
魔
漿
、
故
不
レ
待
レ
【
魔
滅
】
31

グ
悪
魔
の
た
め
に
滅
ぴ
る
こ
と
。
又
、
悪

言

。

魔

の

如

き

し

わ

ざ

で

滅

ぼ

す

こ

と

。

〔

源

平

盛

衰

記

‘

二

13301 



(45906 .. 32) (45924) 

〔
集
韻
〕
嚢
何
切
賑

ダナ
日

〔
集
韻
〕
尼
交
切
圏

ダ
ヴ
ネ
t

ウ

7

口l

〔
集
韻
〕
乃
旦
切
芦
t

ダ
ン

国

【
魃
】
細

ナ
ン

〔
集
韻
〕
乃
箇
切
圃

ダナ
國

【

魔

】

[

マ

魔（
1
2
ー

4
5
9
0
6
)

に
同
じ

十
九
、
三
箇
馬
場
願
書
〕
已
魔
1

一
滅
佛
像
・
経
巻
盃
心
燒
1

一

佛
堂
含
僧
坊
↓

【
魔
羅
】
32

和
〇
雁
梵
語
M
a
r
a
磨
羅
。
修
道
の
障
を
な

す
も
の
。
魔
に
同
じ
。
〔
玄
應
―
ヰ
日
義
、
二
十
一
〕
梵
云
二
魔

應
此
翻
名
レ
障
‘
能
為
1

修
道
ー
作
盃
翌
蝉
故
。

O
男
の

か
く
し
ど
こ
ろ
。
男
根
。
も
と
僧
家
の
隠
語
。
麻
羅
。

【
魔
力
】
3
3
t
い
が
魔
術
の
ち
か
ら
。
又
、
不
思
議
な
力
。

【
魔
憐
】
34

タ
北
齊
、
李
慾
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 6
9
6
)

の
字
。

【
庵
空
土
】
35

炉
圏
天
魔
中
の
王
。
欲
界
の
第
六
天
の
他

化
自
在
天
の
主
を
い
ふ
。
常
に
多
く
の
脊
闇
を
卒
ゐ
て

佛
道
の
障
凝
を
な
す
。
〔
榜
巌
経
‘
六
〕
如
不
レ
断
レ
姪
、
必

落
―
―
魔
道
王
品
魔
王
、
中
品
魔
民
‘
下
品
魔
女
。

【
魔
合
羅
】
3
6
gホ

0
或
は
磨
喝
栗
・
摩
喉
羅
に
作
る
。
七

月
七
日
の
夜
に
飾
る
小
さ
な
土
人
形
。
宋
元
の
頃
に
流

行
し
、
中
に
は
贅
を
凝
ら
し
た
も
の
も
あ
っ
た
と
い

ふ
。
〔
東
京
夢
華
録
‘
八
‘
七
夕
〕
七
月
七
夕
、
播
棲
街
東
宋

門
外
瓦
子
、
云
云
‘
皆
賣
―
―
磨
喝
築
ず
乃
小
塑
土
偶
耳
、
悉

以
疇
木
1

彩
冦
欄
應
或
用
―
―
紅
紗
碧
熊
或
飾
以
1

一金

珠
牙
翠
面
P

一
封
直
―
―
藪
千1者
~
-
元
曲
選
百
種
中
の

一
。
元
、
孟
漢
卿
撰
。
題
目
を
李
文
道
毒
槃
撮
班
群
、
離

令
史
暗
裏
得
レ
錢
多
、
正
名
を
高
老
兒
屈
下
河
南
府
、
張

平
叔
智
勘
魔
合
羅
と
い
ふ
。

【
事
レ
魔
食
レ
菜
】
37

だ
ぢ
5

ク
ス
宋
代
、
雨
浙
地
方
で
行

は
れ
た
邪
教
の
行
事
。
喫
レ
菜
事
レ
魔
(
9
ー

3
1
1
8
4
:
 7
0
)
 

に
同
じ
。
〔
難
肋
編
〕
事
レ
魔
食
レ
菜
、
法
禁
甚
骰
゜

鬼

部

〔
十
―
|
＋
二
書
一
〕

空
中
の
鬼
。
〔
篇
海
〕
魃
、
空
中
鬼
。

【
魃
】
5

〔
篇
海
〕
徒
登
切
画

ト
ヴ
ド
ぶ
ツ 暉
闘
言
“̀

]年
キ，ヨ

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
魃
‘
昔
撮
゜

お
に
の
名
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
魃
、
鬼
名
。

【
魅
】
如

ィ，ウ

〔
捜
慎
玉
鏡
〕
昔
右

冨-]向
キ，ヨ

虚
(
9
ー

3
2
7
0
9
)

に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
魏
、
同
レ
虚
゜

【
覧
】
〖
サ
ン

蒐
(
1
1
0
1
4
5
9
4
2
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
質
、
蔓
字
之
謡
。

籠
】
[
7 

魃（
1
2
|
 
4
5
8
4
4
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
魃
‘
魃
字
之
謡
。

小

日

□
l

国
國
●
鬼
を
見
て
び
つ
く
り
す

蓋房
策

る

こ

と

ば

。

も

と

魅
(
1
2
-
4
5
9
4
3
)

に

作
る
。
〔
正
字
通
〕
魃
‘
説
文
、
豪
作
レ
饉
。
〔
説
文
〕

饉
、
見
レ
鬼
驚
詈
‘
ハ
レ
鬼
難
省
臀
、
讀
若
二
詩
受
レ

福
不
＞
灘
゜
〔
段
注
〕
見
レ
鬼
而
驚
駿
、
其
詈
日
レ
魃

也
、
魃
為
1

一
奈
何
之
合
臀
｛
凡
驚
詈
言
レ
那
者
、
郎

魃
字
、
左
博
、
棄
レ
甲
則
那
、
亦
是
奈
何
之
合
磐
゜

〇
お
に
や
ら
ひ
。
灘
(
1
-
1
3
1
7
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
魃
、
驚
↓
血
散
疫
摘
之
鬼
↓
也
。
〔
正
字
通
〕
魃
、

同
レ
灘
。

〇
お
に
の
名
。
〔
集
韻
〕
魁
、
鬼
名
。
〇
お
に
び
。
燐

(
7
|
 19
4
1
7
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
鱗
、
鬼
火
也
‘

義
卑
ハ
レ
燐
同
。

冤
】
[
□ 巳
ケキゲキ

〔
集
韻
〕
攀
登
切

〔
集
韻
〕
渠
希
切

囮圏

冦

】

如

リ
ン

集
韻
〕
良
刃
切
圏
写

冨
)
]
〗
キ
＂
戸
叶
い

0じ
。
〔
集
韻

小

日

O
鬼
の
す
ば
や
い
さ
ま
。
〔
段
注
本

食

冨
丑

'
策
説
文
〕
魃
、
八
レ
鬼
亮
啓
゜
〔
段
注
〕
各
本

無
此
箋
云
云
、
蓋
後
人
以
レ
動
代
レ
魃
‘
而
説
文

□
鬼
の
名
。
〔
集
韻
〕
魔
‘
鬼
名
。
口
魔
(
1
2
|
 4
5
9
 

魃
字
亡
袋
玉
篇
日
‘
魃
‘
副
軽
為
レ
害
之
鬼
也
、
説

0
 6
)

の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
魔
、
魔
字
之
謡
。

文
訓
弗

9
云
1

一
鬼
捷
兒
ず
瓜
レ
鬼
発
臀
。

O
は
や
い
。

〔
一
切
鰹
音
義
、
十
二
〕
魃
‘
疾
也
‘
捷
也
。
参
す
こ

や
か
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕
魃
、
健
也
。
⑲
身
が
る
で

冨
0
]
年

害
を
す
る
鬼
。
〔
集
韻
〕
魃
、
楚
俗
謂
二
鬼
副
経
為
レ

害
者
弓
〗
わ
る
が
し
こ
い
。
〔
集
韻
〕
魃
‘
畦
也
。
回

〇
す
こ
や
か
。
〔
集
韻
〕
魃
‘
健
也
。
●
剰
魃
は
、
身

軽
で
害
を
な
す
鬼
。
〔
集
韻
〕
魃
、
創
魃
、
強
死
輻

為
レ
害
之
鬼
‘
淮
南
子
説
。

お
ど
ろ
く
。
〔
篇
海
〕
魃
‘
驚
也
。

ラ
ヴ
レ
ー
ウ

〔
篇
海
〕
束
孝
切
腐

レ
キ
リ
，
ヤ
ク

日□マ

〔
集
韻
〕
狼
秋
切
暉

【
魃
】
年

口□日
ヶ，ゼサゼサ
ウウウウウ

〔
集
韻
〕
虚
廟
切

〔
集
韻
〕
士
絞
切

【

魏

】

国

キ

ッ

魃
(
1
2
ー

4
5
9
1
9
)

に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
醜
、
同
レ
魃
。

〔
集
韻
〕
鋤
交
切

直巧圏

醜
醜
は
‘
み
に
く
い
。
或
は
魏
(
1
2
-
4
5
8
8
4
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
醜
‘
醜
魏
‘
悪
也
‘
或
省
。

0
頭
の
無
い
鬼
。
〔
玉
篇
〕
魃
、
無
レ
頭
鬼
。
●
醜

(
1
2
-
4
5
9
2
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
魃
、
同
J

醜゚

〇
狂
鬼
。
橘
(
1
-
1
1
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
僑
‘
狂

鬼
‘
或
八
レ
鬼
。

冦
】
呻
‘
ン
ギ
〔
集
韻
〕
歯
者
切
園

【

魃

】

向

[

[

〔
集
韻
〕
其
律
切
醐

●
お
に
。
〔
字
彙
〕
謳
、
鬼
也
。

O
紳
の
名
。
〔
玉

篇
〕
魁
、
神
名
。

紳
の
名
。
〔
玉
篇
〕
魃
、
神
名
。

【

謳

】

如

ヰ

〔
玉
篇
〕
子
嬌
切
図

【
魃
】
如

コ

〔
玉
篇
〕
古
悟
切
暉
〗

魔

魔

魃

魃

覧

魏

魅

魃

態

饂

艘

魃

懇

龍

魃

醜

魔

魃

態

覺

七
0
六

13302 



(45925)一 (45942)

【
魃
】
〗

【

醜

】

[

鬼

部

〔
十
ニ
ー
＋
四
董
〕

魃

醜

輩

魃

艤

魃

魃

魏

魃

魏

鼈

覧

醜

醜

魃

魃

厩

魔

七
0
七

’
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
魃
、
必
這

切。

ヘ
ウ

,........ 
魃.......... 
45935 

口巳
ゲギギ

,_... ,_... 
集集
韻韻、、
魚魚
既記
切切

困閣

【
麓
】
釦
ャ
ー
ウ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
麗
、
昔
羊
゜

お
に
。
〔
玉
篇
〕
醜
、
鬼
也
。

【
魏
】
岬

ポ
ウモウ

〔
玉
篇
〕
武
稜
切
国
i

鵬
(
l
l
!
-
4
5
9
4
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
朧
‘
同
レ
鵬
。

レ
イ

【
魃
】
〗
ヒ
ン

魏
(
1
2
-
4
5
9
3
2
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
魃
、
同
レ
醜
゜

小
え
や
み
の
お
に
。
或
は
嘘
(
8
|

2
4
8
3【
魏
】
〗

悶

豪

7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
魃
‘
粍
鬼
也
、
ハ
レ

鬼
虚
聾
゜
〔
集
韻
〕
魃
、
或

A
レ
示
。
〔
漢
書
、
揚
雄

偉
上
〕
梢
,
,
甍
魃
1

而
扶
二
橘
狂
↓
〔
注
〕
孟
康
曰
‘

魃
‘
粍
鬼
也
。

小
鬼
の
さ
ま
。
〔
説
文
〕
魏
、
鬼
兒
、
ハ
な
鬼

豪
賓
臀
。

蒻

ヒ
ン

〔
集
韻
〕
卑
民
切
躙
i

【
魃
】
〗
乃
〔
集
韻
〕
休
居
切

oo

n躙
閾
“

小
日
口
●
鬼
を
ま
つ
つ
て
讀
を
も
と
め
【
魃
】
〗

豪
る
風
警
。
〔
説
文
〕
鸞
、
鬼
俗
也
、
八
な
鬼

賛
幾
臀
‘
淮
南
傭
日
‘
呉
人
鬼
‘
越
人
覺
。
〔
段
注
〕
謂
―
―

好
事
レ
鬼
成
＞
俗
也
、
淮
南
人
間
訓
日
、
荊
人
鬼
‘

越
人
磯
、
高
云
‘
鬼
‘
好
レ
事
な
鬼
也
‘
蔵
、
磯
詳
也
‘

景
十
三
王
傭
‘
治
え
呂
室
蔵
詳
ぶ
版
虔
日
、
蔵
詳
、

求
に
幅
也
、
史
記
正
義
引
顧
野
王
一
云
、
蕨
詳
‘
【
鯉
巴
〗

吉
凶
之
先
見
也
、
按
‘
服
讀
レ
醜
同
レ
祈
‘
顧
讀
為
,
,

知
複
其
紳
之
幾
西
皆
好
レ
事
レ
鬼
之
意
耳
‘
淮
南
偉
鬼
の
使
。
〔
玉
篇
〕
魃
‘
鬼
使
也
。

謂
―
―
鴻
烈
一
也
、
呉
、
今
鴻
烈
作
レ
荊
‘
列
子
虚
此

レ
鬼
‘
【
魃
】
』

事
亦
作
位
、
疑
荊
字
是
。
●
南
方
の
鬼
。
〔
集

韻
〕
覺
、
南
方
之
鬼
日
レ
覺
、
一
説
‘
呉
人
曰

越
人
日
レ
驚
。
●
或
は
態
(
1
2
|
 4
5
9
2
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鸞
‘
或
八
レ
幾
。

お
そ
れ
る
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
越
‘
恐
也
。

ギ

〔
龍
寵
手
鑑
〕
魚
記
切

エ
キ
ヤ
ク

イ

〔
玉
篇
〕
羊
盆
切

霞
鯛
目
EYI

――

園
園

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
艤
‘
―
音
異

【
魃
】
〗
ジ
，
ユ

醜
(
1
2
-
4
5
9
3
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
饂
、
同
レ
織
。

小
日
□
国
鬼
の
こ
ゑ
゜
〔
説
文
〕
織
、
鬼
彪

豪
贅
‘
朧
織
不
レ
止
也
、
八
な
鬼
需
臀
。

翰

●
鬼
が
死
ん
で
な
る
も
の
。
〔
五
昔
集
韻
〕
賣
、

人
死
作
レ
鬼
、
鬼
死
作
レ
賣
。
●
鬼
の
名
。
〔
玉
篇
〕

賣
、
鬼
名
。
●
邪
を
遅
け
る
。
俗
に
此
の
字
を

門
戸
に
書
し
て
邪
を
避
け
る
。
〔
篇
海
〕
賣
、
辟
レ

邪
也
、
山
戸
奉
薮
夏
者
、
即
此
也
。
●
饗
(
9
,
2

9
2
0
3
)

の
誠
字
。
〔
正
字
通
〕
賣
、
饗
字
之
謡
。

ド＂ウ
ヌ

【
麒
】
〗
□

ド
7

ウ
ヌ
国 日

ニジ
'' ュュ

〔
集
韻
〕
汝
朱
切
國

T
L
J
 
h
s
i
i
'
 

＇ 
日
X

ju' 

〔
集
韻
〕
奴
侯
切

m

〔
集
韻
〕
乃
豆
切
可
q

【
覧
】
〗
竺
〔
玉
篇
〕
側
口
直
見

小
日
口
お
そ
は
れ
る
。
う
な
さ
れ
る
。
夢

限
豪
に
お
そ
ろ
し
い
も
の
を
見
て
う
な
さ

日
口
〇
怒
む
。
怒
む
べ
き
も
の
。
醜

(11ー
3
9
9
6

れ
る
。
或
は
歴
(
6
ー

1
6
3
4
8
)

に
作
る
。
〔
説
文
新

9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
醜
‘
説
文
、
可
レ
悪
也
、
或
作
レ
附
〕
魔
‘
穆
驚
也
、

A
レ
鬼
厭
臀
。
〔
集
韻
〕
魔
‘
眠

鴫
〔
詩
‘
鄭
風
‘
違
大
路
〕
無
我
醜
合
。
〔
傭
〕
不
詳
也
‘
或
ハ
レ
止
。
〔
正
字
通
〕
人
氣
窒
‘
心
擢

鴫
棄
也
。
〔
箋
〕
醜
、
亦
悪
也
。
〔
疏
〕
醜
興
レ
醜
‘
古
紳
乱
則
魔
。
〔
韓
愈
、
陪
杜
侍
御
遊
湘
西
雨

今
字
、
醜
悪
可
レ
棄
之
物
、
故
傭
以
為
レ
棄
。
●
す
寺
―
獨
宿
有
レ
題
因
猷

1
1楊
常
侍
—
詩
〕
猶
疑
在
―
―
波

て
る
。
敲
(
6
|
1
3
3
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
敲
‘
説
濤
ぶ
皿
傷
夢
成
レ
魔
。

文

、

棄

也

、

亦

作

レ

醜

。

【

魔

死

】

1

宅
お
び
え
死
に
す
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
刑
名

部
、
人
命
下
、
瞼
各
種
死
傷
〕
煤
炭
燻
井
魔
死
。

【
魔
魅
】
2

y
e
n
'
m
e
i
•邪
道
を
以
て
人
を
祈
り
殺
す
。

【
臓
魔
】
3

y
e
n
'
m
o
'

夢
魔
。

【
聰
】
』

口日ジシシシ
'''' ュウユウ

〔
集
韻
〕
歯
九
切
芦
g

〔
集
韻
〕
時
流
切

m
【

魔

】

蜘

ロ干
7

日
ェ
ン

〔
集
韻
〕
於
球
切
國

＿
か
y
e
n
'

〔
集
韻
〕
盆
渉
切
蚕

お
そ
れ
る
。
或
は
魃
(
1
2
ー

4
5
9
3
5
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
覺
、
恐
也
、
或
書
作
レ
鼈
゜

【
覧
】
〗
[
〔
集
韻
〕
魚
既
切
国
g

日
口
〇
お
そ
れ
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕
鷹
濯
也
。

〔
廣
雅
、
繹
詰
四
〕
崖
、
恐
也
。
●
覺
(
1
2
ー

4
5
9
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
覺
‘
恐
也
、
或
書
作
レ
崖
。

●
羅
魃
は
‘
鬼
の
名
。
又
、
魅
(
1
2
-
4
5
8
3
7
)

に
作

る
。
〔
廣
韻
〕
嵯
‘
羅
態
‘
鬼
‘
亦
作
レ
魅
゜
〔
集
韻
〕

魃
‘
羅
魃
‘
鬼
名
。
●
羅
魃
は
‘
國
の
名
。
〔
玉
篇
〕

魃
‘
羅
態
‘
國
名
。

【
魃
】
i

[

[

〔
集
韻
〕
初
"
”
直
↑

13303 
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【
魃
】
〗
識
(110ー

4
5
9
4
7
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
籠
‘
同
レ
蹴
。

レ
イ

II□
11

”
i-

●
山
調
の
名
。
或
は
観
(
1
0
-
3
5
0
0
0
)
・

覧（
1
2
|
 

4
5
9
4
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鎮
‘
山
神
、
人
面
獣
身
、

或
作
レ
観
、
亦
書
作
麗
。
〔
山
海
経
、
大
荒
東
経
〕
【
島
向

小
人
國
、
名
靖
人
、
有
レ
神
、
人
面
獣
身
、
名
日
―
―
仰

蹴
之
戸
↓
●
霞
(
1
2
-
4
2
5
3
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

寵
‘
龍
也
‘
或
作
レ
蹴
。

つ
ぐ
。
〔
五
昔
篇
海
〕
緩
、
亜
也
。

ク

〔
五
昔
篇
海
〕
＿
音
助

【醜】如

璽
墾
闘
―
―

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
蘭
i

レ
イ
リ
ぶ
｀
，
ウ

暉
闘

i闘
〖
―
―

冨】三
ラ

義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
羅
‘
＿
音
羅
。

冦
】
臼
キ
パ
し
い
旦
。
に
同
し
。
〔
捜
箕

暉
饂
閲
『
―
―

●
●
饗
i

――

つ
ぐ
。
〔
篇
海
〕
魃
、
亜
也
。

【
魃
】
細
ク
〔
篇
海
〕
音
助

4
 

雷
鬼
。
〔
集
韻
〕
羹
‘
雷
鬼
。

【
愛
】
呻

ラ
イ
〔
集
韻
〕
慮
回
切
岡
i

斗
星
の
名
。
〔
玉
篇
〕
籠
‘
斗
星
名
。

【
魃
】
向

ク
ヴ
ン

〔
玉
篇
〕
呼
官
切
困
i

み
に
く
い
。
〔
玉
篇
〕
醜
、
醜
也
。

冦
】
畑
[
'
[
ク
〔
玉
篇
〕
徒
歴
切
麗

暉
闘
翼
鼠

靡
闘
田
直
＿

山
の
稗
。
鵡
(
1
2
-
4
5
9
4
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
醜

山
神
、
人
面
獣
身
、
亦
書
作
レ
覧
。

【
饉
〗i
ダ
パ
戸
託
い
い
い
→
゜
〔
正
字

【覧】徊

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
圏
i

レ
イ
リ
，
ャ
ウ

鬼

部

〔
十
四
ー
ニ
十
四
畳
〕

【魚】寧
小
町
〇
う
を
。
さ
か
な
。
〔
説
文
〕
魚
、

負

策

[

水

贔

虚

象

舷

魚

尾

界

燕

皐

相
侶
。
〔
易
、
中
学
〕
豚
魚
、
吉
。
〔
注
〕
魚
者
、
品

之
隠
者
也
。
〔
虞
注
〕
巽
為
レ
魚
。
〔
史
記
、
周
紀
〕

白
魚
躍
入
二
王
舟
中
↓
〔
注
〕
集
解
曰
、
馬
融
日
、

魚
者
、
介
鱗
之
物
。
〔
尚
書
大
傭
‘
洪
範
五
行

博
〕
時
則
有
庶
壁
↓
〔
注
〕
魚
‘
晶
之
生
―
―
於
水
一

而
漉
一
於
水
1

者
也
。
〔
呂
覧
‘
孟
春
〕
魚
上
レ
泳
゜

〔
注
〕
魚
、
鯉
鮒
之
屡
也
。

0
水
中
に
す
む
動
物

の
稲
゜
〔
正
字
通
〕
魚
、
蛤
魚
‘
坐
魚
、
載
別
名
、

云
云
、
潮
州
章
花
魚
、
八
閤
、
身
有
レ
肉
如
＞
臼
、

亦
日
二
章
學
一
云
云
、
廣
東
悪
州
府
組
魚
、
土
肉

咤
ヨ
ゴ

〔
集
韻
〕
牛
居
切
固
i

／
 u
 yti' 

角
~
部

【

醜

】

年

声

[
1
ゥ

戸

0

戸釘一
[
fいい

字
。
口
鵡
(
1
2
|
 4
5
9
4
7
)

に
同
じ
。
〔
類
篇
〕
醜
‘
卑
ハ
レ
鵡

同。

n”
讐
靡

i-

水
中
の
も
の
の
け
。
〔
字
彙
補
〕
魃
、
怪
石
。
〔
王

廷
相
‘
陰
陽
管
見
耕
〕
岡
雨
・
岡
象
・
山
魃
・
水
魃

之
怪
、
来
遊
二
人
間
―
者
、
皆
非
二
所
謂
誹
一
也
。

【

魃

】

呻

[

饉

醜

羹

巌

鵡

魃

覧

魃

魃

羅

緩

魃

魏

〔
字
彙
補
〕
渠
追
切
甲
凶

魚

部

魚

大
如
小
兒
腎
二

9
腹
息
口
、
目
三
十
、
足
如
―

井
替
三
云
云
、
又
別
有
蒐
頭
魚
•
鼠
頭
魚
・
羊
肝

魚
・
明
府
魚
・
昌
侯
魚
•
横
貫
魚
・
重
臀
魚
・
耳
魚
・

牛
魚
・
竹
魚
・
魚
師
・
魚
虎
之
類
↓
●
海
獣
の
名
。

緒
に
似
‘
よ
く
潮
候
を
知
る
。
其
の
皮
は
弓
矢
の

ふ
く
ろ
を
造
る
に
用
ひ
る
。
〔
字
彙
〕
魚
、
獣
名
、

似
レ
猪
、
東
海
有
レ
之
、
背
有
二
斑
文
二
腹
下
純
青
、

其
肉
雖
レ
乾
、
毎
洋
姦
伊
潮
及
天
陰
面
叫
毛
皆
起
、

豊
千
里
外
二
円
レ
知
二
潮
候
ご
共
皮
可
レ
為
,
,
弓
腱

矢
服
↓
〔
詩
‘
小
雅
‘
采
薇
〕
象
咀
魚
服
。
〔
傭
〕
魚

服
‘
魚
皮
也
。
〔
疏
〕
魚
服
‘
魚
獣
之
皮
也
。
〔
左
氏
、

問
、
二
〕
麟
夫
人
魚
軒
↓
⑲
馬
の
名
。
柄
目
の
白

い
馬
。
一
に
馳
(
1
2
-
4
4
9
5
2
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
、
秤

畜
〕
二
目
白
‘
魚
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
馴
〕
有
レ
騨
有
レ
魚
。

〔
偉
〕
二
目
白
曰
レ
魚
。
〔
繹
文
〕
魚
‘
字
書
作
レ
験
。

〇
お
び
も
の
。
唐
代
官
吏
の
腰
に
侃
ぴ
た
魚
形

の
侃
物
。
魚
袋
゜
〔
藷
唐
書
‘
輿
服
志
〕
咸
亨
三
年
五

月
、
五
品
以
上
賜
1

一
新
魚
袋
云
〇
す
な
ど
る
。
漁
(
7

-
1
8
1
0
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
魚
‘
段
借

為
レ
漁
。
〔
易
‘
繋
辟
下
〕
以
佃
以
魚
。
〔
左
氏
、
隠
‘

五
〕
公
将
一
正
炉
棠
観
二
魚
者
↓
〇
わ
れ
。
吾
(
2ー

3
3

7
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
魚
、
段
借
為
レ
吾
゜

〔
列
子
、
黄
帝
〕
姫
‘
魚
語
レ
汝
゜
〔
注
〕
魚
‘
嘗
レ
作
レ

吾
゜
R
敷
(
1
2
-
4
6
3
8
0
)

に
同
じ
。
〔
周
證
、
天
官
‘

序
官
‘
敷
人
‘
秤
文
〕
敷
、
音
魚
、
本
又
作
レ
魚
。

O

鷲
(
8
-
2
4
8
9
6
)

に
通
ず
。
〔
荀
子
、
證
論
、
無
11

緒

絲
誠
ご
注
〕
或
曰
‘
鷲
、
讀
為
レ
魚
‘
謂
下
以
二
銅
魚
1

縣
中
於
池
下
~
-
古
‘
焚(
7ー
1
9
1
5
5
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
魚
、
古
作
レ
褒
。

O
＿
百
六
韻
の
＿
。
上
平

第
六
。
轡
う
を
へ
ん
。
漢
字
の
偏
の
名
。
鬱
姓
。

〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
に
子
為
レ
氏
〕
魚
氏
、
子
姓
、
風

俗
通
云
、
宋
桓
公
子
目
夷
、
字
子
魚
、
子
孫
以
二
王

父
字
盃
炉
氏
。

七
〇
八
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魚

部

魚

蘭
囲
象
形
。
う
を
の
形
に
象
る
。
下
は
火
に
非
ず
‘
そ
の

尾
の
枝
形
に
象
っ
た
も
の
。
字
解
を
見
よ
。

【
魚
秩
】
1

砕
魚
の
子
の
や
や
育
つ
て
大
き
な
も
の
。

〔
農
圃
書
〕
今
俗
惟
購
―
―
魚
秩
五
漁
人
迂
ー
一
大
江
云
乗
レ
潮
而

布
レ
網
取
ら
之
、
初
如
―
―
針
鋒
―
然
、
梢
大
則
繋
-
c

魚
池
養

之
家
↓

【
魚
衣
】
2

代
ョ
水
藻
の
名
。
も
。
水
苔
の
異
名
。
〔
事
物
異

名
録
、
百
草
‘
苔
〕
廣
志
、
魚
衣
、
水
苔
也
。

〖
魚
衣
瀑
〗3
”
サ
豊
後
國
魚
返
が
，
瀑
の
別
稽
゜

【
魚
油
】
4

虹
B
5
ゥ
鯨
・
鰯
な
ど
の
魚
類
よ
り
採
っ
た
あ

ぷ
ら
。
〔
杜
陽
雑
編
〕
大
中
初
、
女
王
國
貢
1

一
龍
油
綾
・

魚
油
錦
五
瓜
彩
尤
異
、
皆
入
レ
水
不
五
忠
熙
云
、
有
t

一
龍
油

魚
坤
故
也
。
〔
難
肋
編
〕
頻
州
食
,
,
魚
油
盃
頗
胆
氣
゜
〔
慎

脹
風
土
記
〕
巨
舟
以
―
―
硬
樹
破
版
―
為
レ
之
、
名
為
ー
一
新
撃
一

用
レ
櫂
‘
所
レ
粘
之
油
‘
魚
油
也
、
所
レ
和
之
灰
、
石
灰
也
。

〔
本
草
、
魚
脂
〕
秤
名
、
魚
油
、
時
珍
日
、
脂
旨
也
、
其
味
甘

旨
也
。

【
魚
涌
】
5

砕
●
魚
が
涌
泳
す
る
。
魚
遊
。
〔
史
記
‘
老
子

債
〕
鳥
吾
知
―
―
其
能
飛
ぶ
i
~吾知

1一
其
能
涌
→
〔
梁
簡
文
帝
、

山
池
詩
〕
魚
遊
向
レ
闇
集
‘
戯
鳥
逗
レ
橙
流
。
〔
楊
素
‘
贈
―
―
蒔

播
州
―
詩
〕
秋
水
魚
涌
日
、
春
樹
鳥
鳴
時
。
〔
張
説
、
再
使
1

一

蜀
道
詩
〕
魚
遊
鵬
竺
深
水
玉
鳥
遷
鵬
穿
喬
木
↓
.
魚
の
や
う

に
お
よ
ぎ
ま
は
る
。
〔
丘
遅
‘
興
―
―
陳
伯
之
一
書
〕
将
軍
魚
1
1

涌
於
沸
鼎
之
中
盃
燕
―
―
巣
於
飛
幕
之
上
二
不
,
,亦
惑
—
乎
゜

〖
魚
溜
春
水
】
g

ぷ
巧
夕
詞
牌
の
名
。
〔
復
齋
漫
録
〕
政

和
中
、
一
貴
人
使
―
―
越
州
面
I

、
得
詞
於
古
碑
陰
一
無
レ
名

無
レ
譜
‘
亦
不
レ
知
ー
何
人
作
1

也
‘
鋒
以
進
御
、
命
11

大
成

廂
填
腔
、
因
,
,
詞
中
語
一
賜
,
,
名
魚
遊
春
水
↓
〔
古
今
詞

話
〕
唐
詞
紀
曰
、
東
都
防
河
卒
、
於
こ
炉
沐
日
云
得
こ
石

刻
二
有
レ
詞
無
レ
調
、
拡
―
―
詞
中
四
字
ぢ
ヂ
之
日
―
―
魚
遊
春

水
→
〔
詞
律
〕
按
‘
草
堂
詩
餘
‘
以
―
―
此
詞
云
〖

1
1
~逸女
作
一

未
』
審
レ
所
レ
撼
。

〖
魚
涸1

1釜
中
一
】6
7
0”
力t{
ウ
ニ
危
険
が
目
前
に
逼
る

を
知
ら
な
い
喩
。
〔
後
漢
書
‘
張
綱
博
〕
時
廣
陵
賊
張
嬰

等
‘
云
云
‘
寇
―

-IL揚
徐
間
ご
云
云
‘
以
レ
綱
為
,
,
廣
陵
太

｛
文
云
云
‘
径
造
―
―
嬰
曼
ゴ
ぞ
Z
‘
乃
誓
ら
之
曰
‘
云
云
‘
嬰

聞
泣
下
曰
‘
荒
裔
愚
人
、
云
云
‘
遂
復
相
棗
楡
レ
生
、
若
三

魚
源
二
釜
中
一
喘
―
―
息
須
央
間
1

耳
‘
今
聞
,
,
明
府
之
言
一

乃
嬰
等
更
生
之
晨
也
。

【
魚
乙
】
7

代
ガ
魚
の
は
ら
わ
た
。
一
説
に
、
魚
の
目
の
労

に
あ
る
骨
゜
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
魚
腸
謂
-
l

之
乙
゜
〔
證
、
内

則
〕
魚
去
レ
乙
゜
〔
注
〕
乙
、
魚
骰
中
害
レ
人
者
名
也
、
今
東

海
館
魚
有
レ
骨
名
レ
乙
、
在
J1

目
労
五
状
如
―
―
策
乙
一
食
レ
之

鰊
レ
人
、
不
レ
可
レ
出
、
醜
謂
1

一
鼈
窮
一
也
。

【
魚
英
】
8

立
け
杯
の
名
。
魚
の
脹
骨
で
作
っ
た
も
の
。

〔
清
異
録
〕
劉
銀
偽
宮
中
有
J1

魚
英
・
托
錢
．
椰
子
・
立
壺

四
隻
各
受
J1

三
斗
涵
嶺
海
人
亦
以
為
西
ナ
有
五
魚
英
蓋
魚

脹
骨
婿
治
ら
之
、
可
―
―
以
成
玉
器
。
〔
郭
解
触
記
注
〕
陶
穀

家
有
―
―
魚
英
酒
浅
↓

【
魚
甕
】
，
巧
●
魚
と
甕
。
海
邊
の
産
出
物
。
〔
爾
雅
、
繹

地
〕
中
有
岱
岳
五
デ
其
五
穀
魚
堕
1

生
焉
。
〔
周
糧
、
夏

官
‘
職
方
氏
〕
東
北
曰
1

一
幽
州
二
云
云
‘
其
利
魚
璧
゜
〔
左

氏
、
昭
、
三
〕
山
木
如
レ
市
‘
弗
レ
加
―
―
於
山
盃

i
~璧蜃
蛤
‘

弗
レ
加
於
海
↓
〔
荀
子
、
王
制
〕
東
海
則
有
1
1

紫
絃
魚
臨
1
,

焉
。
〔
堕
鐵
論
、
本
義
〕
燕
齊
之
魚
堕
栴
装
。
〔
章
應
物
、

送
n

一
唐
明
府
赴
―
―
深
水
1

詩
〕
魚
堕
濱
1

一
海
利
ニ
菫
庶
傍
J1

湖
田
U

●
魚
や
璧
を
賣
る
者
。
魚
盟
之
中
を
見
よ
。

〖
魚
盟
衆
】1
0
ペ
ぶ
i
'ウ魚
や
墜
の
多
く
あ
つ
ま
る
場

所
。
〔
白
居
易
、
江
州
赴
―
―
忠
州
云
ぎ
江
陵
―
已
来
舟
中

示
―
―
含
弟
1

五
十
韻
詩
〕
亥
市
魚
璧
棗
‘
紳
林
鼓
笛
鳴
。

〔
陸
涌
‘
雑
詩
〕
海
上
魚
甕
棗
‘
姻
中
難
犬
臀
。
〔
陳
基
、
江

上
客
含
詩
〕
紛
紛
淵
渚
魚
璧
衷
、
歴
歴
東
南
賦
貢
通
。

〖
魚
盟
之
海
〗11
パ
丑
魚
墜
を
と
る
海
。
〔
史
記
‘
蘇

秦
博
〕
燕
必
致
―
―
栴
衷
狗
馬
之
地
一
齊
必
致
↓
―
魚
堕
之
海
↓

〖
魚
璧
之
地
〗12
バ
ョ
だ
海
に
臨
ん
で
魚
甕
の
利
に
富

む
地
。
〔
史
記
‘
張
儀
博
〕
韓
梁
梢
―
―
東
藩
之
臣
一
齊
猷
ニ

魚
甕
之
地
↓

〖
魚
甕
之
中
】13
パ
ョiゎ
魚
堕
を
販
買
す
る
所
。
〔
孟

子
‘
告
子
下
〕
膠
隔
攀
↓
一
於
魚
堕
之
中
↓
〔
集
注
〕
震
J1

販
魚

堕↓
〖
魚
璧
之
利
〗14パ
ョ
い
ン
う
を
を
す
な
ど
り
し
ほ
を
製

す
る
利
益
。
〔
史
記
、
齊
太
公
世
家
〕
通
1一
商
工
之
業
涵
便
11

魚
璧
之
利
盃
皿
人
民
多
欝
レ
齊
゜
〔
唐
書
、
西
域
上
、
焉
替

傭
〕
土
宴
黍
蒲
萄
云
有
―
―
魚
堕
利
↓

【
魚
圃
】
15

yti2 
ytian2

魚
の
閣
子
。
か
ま
ぽ
こ
の
類
。

【
魚
埠
】
16

れ
力
海
邊
の
平
地
に
岸
を
築
い
て
池
を
作
り

水
を
納
れ
て
魚
を
飼
ふ
所
。
畳
潰
特
殊
の
も
の
で
、
藷

来
一
定
の
税
を
課
し
、
之
を
水
鉤
、
又
は
墳
税
と
い
ふ
。

〔
蛋
溝
府
誌
〕
就
―
―
海
坪
一
築
レ
岸
、
納
5

水
蓄
レ
魚
而
名
。

【
魚
河
】
17

巧
堡
の
名
。
陳
西
省
楡
林
縣
の
南
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
‘
険
西
‘
楡
林
鎮
〕
魚
河
堡
、
在
―
―
鎮
南
百
餘

里
玉
笞
翌
魚
兒
河
塞
砿
5-1

緩
徳
州
面
成
化
中
‘
改
,
,
今
層
↓

【
魚
蝦
]
1
8

巧
う
を
と
え
ぴ
。
韓
じ
て
‘
魚
類
の
総
稽
。
魚

蝦
゜
〔
韓
愈
‘
送
1

一
湖
南
李
正
字
蹄
1

詩
〕
風
土
梢
殊
レ
ー
音
‘
魚

蝦
H
異
征
飯
。
〔
陸
亀
蒙
、
和
―
―
襲
美
首
夏
所
レ
居
有
＞
作
次

韻
詩
〕
亦
以
―
―
魚
蝦
1
供
一
訊
熟
鷺
盆
仕
緑
―
―
櫻
筍
—
識

1一
郎
翁
→

【
魚
蝦
】
19

巧
魚
蝦
に
同
じ
。
〔
蘇
試
、
前
赤
壁
賦
〕
侶
,
,

魚
蝦
―
而
友
,
,
棄
鹿
↓
〔
蘇
試
‘
魚
蜜
子
詩
〕
魚
蝦
以
為
レ

糧
、
不
レ
耕
自
有
レ
餘
。

【
魚
牙
】
20

芍
●
紬
の
名
。
〔
藷
唐
書
、
新
羅
國
傭
〕
大

暦
八
年
、
遣
征
使
来
朝
、
並
猷1一
金
銀
•
牛
黄
・
魚
牙
紬
・
朝

霞
紬
等
↓
〔
唐
書
、
東
夷
、
新
羅
博
〕
開
元
中
‘
散
入
朝
‘

獣
―
―
果
下
馬
•
朝
霞
紬
・
魚
牙
紬
・
海
豹
皮
→
●
さ
か
な

問
屋
。
牙
は
仲
買
・
ロ
入
の
義
。
魚
牙
子
を
見
よ
。

〖
魚
牙
子
〗21
活
2
y
a
'
t
y
i
i

魚
の
仲
買
人
。
〔
水
滸

傭
〕
張
順
小
孤
山
下
人
、
魚
牙
子
。

【
魚
介
】
22

バ0

う
を
と
か
ひ
。
魚
類
と
貝
類
。
鱗
介
。

【
魚
海
】
23

れ
位
湖
の
名
。
阿
拉
善
額
魯
特
部
の
境
。
馬
貢

の
猪
野
、
元
和
志
の
白
亭
海
、
漢
志
の
休
屠
澤
、
行
都
司

志
の
小
間
端
海
子
で
‘
蒙
古
は
之
を
吟
拉
郡
模
と
い
ふ
。

【
魚
臨
】
24

”
け
魚
の
し
ほ
か
ら
。
〔
周
穂
、
天
官
‘
謹
人
〕

績
食
之
豆
、
其
賓
葵
疸
、
晟
髄
、
牌
析
‘
謳
蘊
、
蜃
、
抵
臨
、

豚
拍
、
魚
蘊
。
〔
藉
、
内
則
〕
棄
膚
魚
蘊
゜
〔
疏
〕
棄
膚
‘
謂
―
―

棄
肉
外
膚
一
食
レ
之
以
―
―
魚
蘊
1

配
レ
之
。
〔
唐
書
、
百
官

志
三
〕
掌
醸
署
‘
云
云
‘
掌
レ
供
,
,
蘊
酸
之
物
二
日
鹿
醸
、

二
曰
免
蘊
、
三
曰
羊
醸
、
四
日
魚
醸
。

【
魚
蟹
】
25

”
う
を
と
か
に
。
魚
類
。
〔
左
氏
、
隠
‘
五
、

若
夫
山
林
川
澤
之
賓
‘
疏
〕
山
林
之
賓
‘
謂
―
―
材
木
樵
薪

之
類
冨
ハ
澤
之
賓
‘
謂
1

一
藻
哭
魚
蟹
之
闇
↓
〔
北
史
‘
猷
文

六
王
‘
咸
陽
王
轄
子
坦
偉
〕
咸
陽
王
坦
、
性
好
―
―
敗
漁
一

無
1

一
日
不
＞
出
、
秋
冬
撒
―
―
雉
免
云
春
夏
捕
1

一
魚
蟹
B

鷹
犬
常

散
百
頭
、
自
言
‘
寧
三
日
不
レ
食
、
不
レ
能
こ
日
不
＞
艤
。

〔
韓
愈
、
南
海
紳
廟
碑
〕
人
厭
―
―
魚
蟹
字
ユ
穀
脊
熟
゜
〔
陸

亀
蒙
、
水
國
詩
〕
直
至
頑
黄
少
‘
敢
言
魚
蟹
肥
゜

【
魚
行
】
26

砕
●
魚
が
ゆ
く
。
〔
王
建
‘
題
,
,
金
家
竹
聡

詩
〕
山
頭
鹿
下
長
驚
レ
犬
、
池
面
魚
行
不
社
炉
人
。
●
魚

屋。

【
魚
紅
】
27

砕
乗
つ
て
魚
を
釣
る
た
め
の
小
石
橋
、
又

は
と
び
石
を
い
ふ
。
〔
蘇
献
、
江
西
詩
〕
何
人
得
レ
筒
窺
―
―

魚
紅
五
攀
品
叉
絶
叫
尺
鯉
雙
。
〔
王
逢
、
園
館
雑
事
詩
〕
竹

樹
蔽
レ
山
石
作
レ
門
、
魚
紅
水
帯
洗
,
,
花
痕
↓

【
魚
紅
】
28

y
i
i
'
k
a
n
g
1

魚
を
入
れ
る
か
め
。

【
魚
膏
~
】
2
9砕
魚
油

(
4
)に
同
じ
。
魚
脂
゜
〔
史
記
‘
秦
始

皇
紀
〕
以
＿
一
人
魚
膏
1

為
レ
燭
。
〔
注
〕
異
物
志
云
、
人
魚
似
1

一

人
形
百
長
尺
餘
‘
不
＞
堪
＞
食
、
皮
利
二
於
鮫
魚
一
云
云
‘
秦

始
皇
家
中
、
以
1

一
人
魚
膏
[
『
J

燭
、
即
此
魚
也
‘
至
レ
今

台
州
有
レ
之
。
〔
稽
紳
録
〕
薩
山
下
賣
レ
油
者
‘
養
―
―
其
母
1

甚
孝
謹
‘
為
―
―
暴
雷
―
震
死
‘
其
母
自
以
無
レ
罪
、
日
琥
1
-

泣
於
九
天
使
者
之
祠
ニ
タ
夢
-
1

緋
衣
人
一
告
日
、
汝
子

恒
以
,
,
魚
膏
1

雑
―
―
油
中
一
以
圏
-
1

厚
利
一
且
廟
中
齋
酪
‘

常
用
―
―
其
油
云
底
氣
薫
蒸
‘
璽
仙
不
レ
降
‘
其
震
死
宜
芙
、

母
知
,
,
其
事
一
遂
止
。

【
魚
膠
】
30

砕
魚
の
鰈
で
製
し
た
膠
゜
〔
韓
詩
外
博
、
八
〕

齊
景
公
使
,
,
人
為
＞
弓
、
三
年
乃
成
‘
景
公
得
レ
弓
而
射
‘

不
レ
穿
ニ
ニ
札
三
景
公
怒
、
将
レ
殺
弓
人
芦
F

人
之
妻
、
往

見
1

一
景
今
日
、
禁
人
之
子
、
弓
人
之
妻
也
‘
此
弓
者
、
太

山
之
南
‘
烏
琥
之
柘
、
辟
牛
之
角
‘
荊
棄
之
筋
、
河
魚
之

膠
也
。
〔
唐
書
、
突
蕨
博
上
〕
明
年
還
1

一
順
徳
等
百
ユ
請
レ

和
‘
贄
盈
膠
輝
云
‘
固
三
國
之
好
一
也
。

【
魚
鰊
】
31

砕
魚
の
骨
。
又
、
そ
れ
が
咽
喉
に
立
つ
。
〔
文

昌
雑
録
、
一
〕
證
部
王
員
外
言
‘
昔
在
1

一
金
陵
云
有
こ
士

子
為
,
,
魚
鰊
所
＞
苦
‘
累
日
不
レ
能
飲
食
る
忽
見
下
賣
,
,
白

饂
者
菌
買
食
レ
之
、
頓
笠
無
レ
恙
‘
然
後
知
五
錫
能
治
―
―

魚
鰊
一
也
。

【
魚
羮
】
8

舒
魚
の
あ
つ
も
の
。
〔
劉
克
荘
‘
鄭
丞
相
生

日
口
琥
詩
〕
江
湖
不
レ
欠
魚
羮
飯
、
直
為
1

一
君
恩
ー
未
レ
彿
レ

衣
。
〔
注
元
量
、
湖
州
歌
〕
莫
レ
問
拝
壺
併
二
豆
粥
百
且
餐
n

萎
飯
興
―
―
魚
羹
↓
〔
李
存
、
次
―
―
李
元
博
韻
―
詩
〕
雖
レ
無
-
1

魚

羮
飯
ご
顆
有
1

一
堕
菫
粥
↓
〔
戴
表
元
‘
辛
丑
歳
十
一
月
二

十
六
日
東
蹄
舟
中
示
己
二
子
1

詩
〕
何
時
辮
得
村
田
活
、

嘱
飯
魚
羹
百
指
同
。

【
魚
客
】
3
3
9
”
魚
を
食
す
る
食
客
。
〔
戟
國
‘
齊
策
〕
（
渇

設
）
居
有
レ
頃
‘
椅
レ
柱
弾
,
,
其
jlj
一
歌
曰
、
長
鋏
蹄
来
乎
‘

食
無
レ
魚
、
左
右
以
告
‘
孟
嘗
君
日
、
食
レ
之
、
比
,
,
門
下
之

魚
客
↓

【
魚
嶽
】
34

”
”
山
名
。
湖
北
省
嘉
魚
縣
の
西
。
〔
水
経
‘

江
水
注
〕
魚
嶽
山
‘
入
レ
江
、
山
在
1

一
大
江
中
揚
子
洲
南
一

5
 

狐
峙
中
洲
苫
明
一
統
志
〕
今
去
レ
水
已
遠
、
山
在
浜
丁
地
↓

【
魚
甲
】
35

砕
鮫
の
皮
で
作
っ
た
鎧
゜
〔
王
融
、
三
月

=
-
3
0

日
曲
水
詩
序
〕
魚
甲
煙
棗
、
貝
冑
星
羅
。
〔
注
〕
向
日
、
魚

13

|
 

七
0
九
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甲
以
―
―
鮫
皮
―
為
レ
甲
‘
貝
冑
以
,
,
貝
珠
一
為
レ
冑
也
、
冑
、
兜
灘
啓
起
,
,
魚
眼
ぶ
囲
鼎
漂
1

一
清
霞
↓
〔
蘇
拭
‘
試
院
煎
レ
茶
作
二
雅
―
H

只
古
烏
雅
‘
本
一
字
‘
雅
呉
和
下
相
叶
‘
始
得
,
,
其

黎
也
‘
煙
緊
星
羅
‘
言
レ
多
也
。
〔
飽
溶
‘
和
乙
淮
南
李
相
詩
〕
蟹
眼
已
過
魚
眼
生
、
罠
罠
欲
レ
作
―
―
松
風
鳴
一

R
-
H只
魚
以
レ
雅
者
、
言
1

一
朱
鷺
之
威
儀
‘
魚
魚
雅
雅
一
也
、
韓

公
夷
簡
喜
品
丁
1

一
渦
青
緬
炉
軍
之
作
・
詩
〕
天
際
獣
旗
揺
―
1

yii2 
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私

鋳

の

一

文

錢

の

名

。

詩

魚

魚

雅

雅

之

語

本

レ

此

。

火
鋲
「
日
前
魚
甲
動
1

一

金

文

↓

【

魚

雁

】

“

分

0
魚
と
雁
。
魚
雁
。
〔
周
證
‘
天
官
‘
庖
人
〕
【
魚
狗
】
50

芍
鳴
禽
の
一
種
。
か
は
せ
み
。
そ
ぴ
。
〔
本

【
魚
檻
】
3
6
5
7
3

魚
の
形
を
し
た
酒
器
。
〔
白
居
易
、
家
園
凡
用
↓
―
禽
獣
工
云
云
‘
冬
行
玉
翌
竺
膳
1

一
膏
檀
↓
〔
疏
〕
鮮
謂
レ
草
‘
魚
狗
〕
秤
名
、
鵡
‘
天
狗
、
水
狗
、
魚
虎
、
魚
師
‘
翠
碧

三
絶
詩
〕
何
如
家
譴
雙
魚
檻
‘
雪
夜
花
時
長
在
レ
前
。
魚
‘
利
謂
レ
雁
‘
冬
魚
之
性
定
‘
雁
又
新
来
、
故
用
食
レ
之
、
鳥
、
時
珍
日
、
狗
虎
師
皆
獣
之
嘆
レ
物
者
、
此
鳥
害
レ
魚
、

【
魚
合
]
3
7

砕
宋
代
の
勘
合
の
器
。
〔
宋
史
‘
兵
志
十
〕
其
膏
糧
謂
1

一
羊
膏
↓
羊
層
―
―
南
方
火
:
令
時
火
死
、
魚
雁
食
レ
故
得
―
―
此
類
入
伊
名
。
「
ょ
゜

木
契
上
下
題
―
某
虞
契
盃
血
炉
之
、
上
三
枚
‘
中
為
―
―
魚
之
太
盛
‘
故
用
―
―
死
之
脂
涵
日
煎
和
レ
之
。
〔
列
子
‘
説
府
〕
【
魚
花
】
51
れ
93

池
中
に
養
ふ
魚
兒
。
魚
苗
。
魚
花
戸
を
見

尼
題
二
二
三
「
下
一
枚
、
中
刻
至
魚
公
F
レ
可
勘
合
一
齊
田
氏
祗

1一
於
庭
公
艮
客
千
人
、
中
坐
有
下
獣
―
―
魚
雁

q
R

〖
魚
花
戸
〗52咋
3久
ワ
魚
を
養
殖
す
る
も
の
。
〔
南
越
筆

左
妾
題
云
―
―
左
魚
合
ぶ
笠
芳
題
云
1

一
右
魚
合
↓
上
三
枚
醤
1

一
田
氏
視
レ
之
歎
日
、
天
之
於
レ
民
厚
矢
、
殖
―
―
五
穀
ェ
ぎ
魚
記
〕
魚
花
産
1
1

於
西
江
ぶ
尊
有
1

一
三
江
五
惟
西
江
多
有
1

一魚

縛
管
鈴
轄
云
官
高
者
掌
レ
之
、
下
一
枚
付
―
―
諸
州
軍
城
砦
―
鳥
冨
以
為
二
之
用
盃
永
客
和
レ
之
如
レ
響
。

O
て
が
み
。
書
花
ご
南
海
有
―
―
九
江
村
一
其
人
多
以
レ
榜
1

一
魚
花
一
為
レ
業
、

主
掌
レ
之
。
札
。
吊
書
。
〔
戴
復
古
、
石
屏
久
遊
―
―
湖
海
—
祖
砒
題
己
一
句
日

1一
魚
花
戸
ぶ
ぎ
魚
油
種
時
ご
雄
者
擦1一
雌
者
之
腹
一
則

【
魚
侃
】
38

刃
明
、
常
熟
の
人
。
字
は
希
直
。
永
架
の
進
於
壁
一
云
云
績
成
こ
律
1

詩
〕
手
昔
天
邊
望
―
―
藁
砧
ご
天
卵
出
、
多
在
孟
行
藻
間
五
雄
者
出
―
―
其
腹
中
之
腹
―
覆
レ
之
、

士
。
官
は
開
封
知
府
。
清
廉
に
し
て
請
託
行
は
れ
ず
‘
沐
邊
魚
雁
幾
浮
況
。
〔
宋
元
‘
次
1

一
友
人
春
別
1

詩
〕
波
流
雲
卵
乃
出
レ
子
、
土
人
謂
―
―
魚
散
卵

[
I
レ
油
‘
腋
者
魚
之
精

人

、

包

老

と

い

ふ

。

散

碧

天

空

、

魚

雁

沈

沈

信

不

レ

通

。

也

、

子

日

レ

花

者

、

以

，

其

在

1

一
存
藻
之
間
玉
仁
占
花
、
又
方

【
魚
竿
】
39

”
つ
り
ざ
を
。
〔
杜
甫
‘
遺
悶
奉
―
―
呈
巌
公
ー
【
魚
戯
】
45

打
ョ
う
を
が
た
は
む
れ
る
。
〔
漢
相
和
歌
〕
江
言
‘
凡
物
之
微
細
者
、
皆
日
レ
花
也
、
亦
日
1

一
魚
苗
↓

詩
〕
白
水
魚
竿
客
‘
清
秋
鶴
髭
翁
。
〔
李
嘉
祐
‘
晩
登
1

一
江
南
可
レ
採
レ
蓮
、
蓮
葉
何
田
田
‘
魚
戯
蓮
葉
開
‘
魚
戯
蓮
葉

L
思
科
153
砕
土
司
の
名
。
西
康
省
道
学
縣
の
境
。

槙
有
＞
懐
詩
〕
心
閑
鶴
鳥
時
相
近
、
事
簡
魚
竿
私
自
親
。
東
‘
魚
戯
蓮
葉
西
‘
魚
戯
蓮
葉
南
‘
魚
戯
蓮
葉
北
。
〔
丘
【
魚
課
]
5
4

砕
漁
家
に
課
す
る
税
。
魚
税
(
1
5
2
)

に
同

〔
恵
洪
、
春
日
會
,
,
思
馬
兄
子
硲
堂
―
詩
〕
君
會
不
レ
嫌
村
遅
‘
侍
1

一
宴
築
遊
苑
込
竺
張
徐
州
面
笠
詔
詩
〕
巣
空
初
じ
。
〔
葉
適
‘
蔚
門
詩
〕
知
非
1

一
言
所
己
及
、
結
レ
網
魚
受
レ

路
僻
‘
乗
レ
間
来
レ
此
弄
―
―
魚
竿
↓
鳥
飛
‘
存
胤
新
魚
戯
。
〔
慮
照
鄭
、
山
荘
詩
〕
鶯
暗
非
レ
選
レ
課
。
〔
呉
博
‘
捕
魚
園
歌
〕
捕
レ
魚
但
願
二
魚
課
足
盃
風
波

L
思
鍼
】
40

乃
書
簡
を
い
ふ
。
〔
梁
昭
明
太
子
‘
錦
帯
書
樹
、
魚
戯
不
レ
驚
レ
綸
゜
〔
張
説
‘
清
遠
江
峡
山
寺
詩
〕
猿
雖
レ
陰
寧
足
レ
論
。

十
二
月
啓
‘
南
呂
八
月
啓
〕
或
明
二
風
念
→
不
レ
勁
二
魚
鍼
→
鳴
知
二
山
静
五
忌
戯
辮
忌
止
空
→
【
魚
潰
~
】5

5
砕
ィ
〇
魚
が
く
さ
れ
や
ぶ
れ
る
。
韓
じ
て
‘

〔
張
翌
‘
得1一
朱
桓
編
修
海
道
之
―
音
一
詩
〕
魚
鍼
尺
素
雖
レ
〖
魚
戯
新
荷
動
〗

4
6
パ
ク
祝
芸
ー
ア
池
の
魚
が
た
は
む
れ
内
部
よ
り
崩
壊
す
る
こ
と
。
魚
爛
。
〔
後
漢
書
‘
劉
陶
偉
〕

云
レ
密
‘
事
載
空
言
一
始
可
レ
憐
。
て
、
新
ら
し
く
生
じ
た
蓮
の
葉
が
ゆ
れ
う
ご
く
。
〔
謝
八
方
分
崩
、
中
夏
魚
潰
゜
〔
注
〕
何
休
日
、
魚
爛
従
レ
中
登
‘

【
魚
敵
】
41

刃
魚
の
目
を
つ
む
ら
な
い
や
う
に
人
が
じ
眺
‘
遊
1

一
東
田
―
詩
〕
戚
戚
苦
無
レ
椋
、
携
レ
手
共
―
―
行
築
一
潰
‘
爛
也
。
●
群
れ
る
魚
が
胤
れ
散
る
。
甚
だ
し
く
敗
れ

つ
と
物
を
見
つ
め
る
こ
と
。
〔
王
褻
‘
洞
籠
賦
〕
遷
延
徒
尋
レ
雲
渉
-
―
累
樹
云
呼
山
望
,
,
菌
閣
盆
逗
樹
曖
肝
肝
、
生
煙
る
形
容
。
魚
潰
鳥
散
を
見
よ
。

逸
、
魚
敵
難
呪
゜
〔
注
〕
善
日
、
魚
目
不
レ
瞑
、
難
好
邪
視
‘
紛
漠
漠
‘
魚
戯
新
荷
動
、
鳥
散
餘
花
落
、
不
レ
射

1一
芳
春
〖
佳
溢
ぽ
~
齢i〗5
6
9
0
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”
ダ
ィ
魚
や
鳥
の
や
う
に
乱
れ
ち
る

故

取

レ

喩

焉

‘

敵

‘

視

也

‘

呪

、

邪

覗

也

。

酒

↓

還

望

1

一

青

山

郭

↓

こ

と

。

甚

だ

し

く

敗

れ

る

形

容

。

〔

南

史

‘

宋

武

帝

紀

〕

番

【
角
蔽
m
]
4
2
乃
書
簡
の
意
。
〔
古
築
府
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
【
魚
牛
】
47

関
水
中
の
怪
物
。
〔
山
海
経
、
南
山
経
〕
東
三
異
之
功
、
伴
級
萬
敷
、
左
里
之
捷
、
鳥
散
魚
潰
。
〔
隋
書
‘

客
従
―
―
遠
方

4
釆
‘
遺
―
―
我
雙
鯉
魚
盆
叶
レ
兒
烹
1

一
鯉
魚
工
中
百
里
‘
祗
山
‘
云
云
‘
有
レ
魚
焉
‘
其
状
如
レ
牛
‘
陵
居
‘
蛇
楊
素
偲
〕
兵
刃
暫
交
、
魚
潰
鳥
散
。

有

―

―

尺

素

書

↓

尾

、

有

レ

翼

‘

其

材

在

紐

団

其

昔

如

薗

牛

三

〔

臨

海

水

上

[

魚

謄

】

叉

[
g
ィ
魚
の
な
ま
す
o

魚
鰭
o

〔
儀
穂
ベ
ム
食
大

【
魚
眼
]
4
3

”
●
う
を
の
め
。
〔
王
維
‘
送
l

伍
秘
書
晃
監
記
〕
魚
牛
象
難
‘
大
如
緬
笙
ム
其
毛
似
レ
既
、
知
―
潮
水
上
夫
帽
〕
鮨
南
羊
炎
、
以
東
羊
載
‘
超
、
琢
灸
‘
灸
南
髄
、
以

塁
H
主
詩
〕
緊
身
映
レ
天
黒
、
魚
眼
射
レ
波
紅
゜
〔
杜
下
↓
〔
郭
環
、
江
賦
〕
爾
其
水
物
怪
錯
‘
則
有
―
―
潜
鵠
・
魚
西
琢
載
‘
芥
醤
‘
魚
謄
゜
〔
本
草
‘
魚
鎗
〕
秤
名
、
魚
生
、
時

甫

、

闇

郷

姜

七

少

府

設

レ

鮪

詩

〕

預

人

受

レ

魚

校

人

手

、

洗

牛

・

虎

鮫

・

鉤

蝿

↓

珍

日

、

凡

諸

魚

之

鮮

活

者

薄

切

‘

洗

孟

浄

血

姓

ご

汰

以

1

一

魚
磨
刀
魚
眼
紅
。
●
玉
に
似
て
非
な
る
者
。
魚
目
。
〔
婢
[
魚
魚
]
4
8

”

端

正

な

さ

ま
o

〔
韓
愈
二
冗
和
聖
徳
詩
〕
蒜
蓋
置
酷
五
味
ぶ
只
レ
之
o

〔
後
漢
書
ヽ
方
術
下
ヽ
華
佗
博
〕

雅

‘

繹

魚

‘

鮫

〕

蓋

龍

珠

在

レ

頷

‘

鮫

珠

在

レ

皮

‘

蛇

珠

在

レ

駕

龍

十

二

、

魚

魚

雅

雅

。

即

作

1

一
湯
二
升
1

再
服
‘
須
央
吐
出
三
升
許
‘
晶
頭
赤
而

口
‘
鼈
珠
在
レ
足
、
魚
珠
在
レ
眼
‘
蛙
珠
在
レ
腹
也
。
〔
東
方
〖
魚
魚
雅
雅
〗

4
9
ぢ
ギ
ヨ
屋
従
の
威
儀
あ
る
を
い
ふ
。
動

1年
＇
身
一
猶-
1是
生
魚
腑
→
〔
陸
涌
‘
幽
居
詩
〕
魚
腑
桂

朔
‘
七
諫
‘
謬
諫
〕
玉
愚
石
而
同
レ
贋
分
‘
貫
1

―
―
魚
眼
良
〔
韓
愈
、
元
和
聖
徳
詩
〕
駕
龍
十
二
‘
魚
魚
雅
雅
。
〔
注
〕
頭
美
、
酷
傾
粥
面
渾
゜

珠
磯
二
参
茶
を
入
れ
る
時
‘
湯
の
沸
い
て
泡
の
立
つ
形
車
駕
整
粛
之
意
。
〔
升
庵
詩
話
〕
古
築
府
朱
鷺
曲
‘
朱
鷺
‘
[
魚
官
】
58

砕
/
魚
を
守
る
官
。
〔
呉
志
、
孫
皓
催
‘
注
〕

容
。
蟹
眼
。
〔
李
露
玉
‘
龍
山
人
悪
,
,
石
凜
方
及
園
茶
―
詩
〕
魚
以
レ
烏
‘
鷺
何
食
、
食
,
,
茄
下
ご
烏
‘
古
典
レ
鶉
同
‘
叶
、
＿
音
（
孟
仁
）
為
1

一
璧
池
司
馬
ご
自
能
結
レ
網
、
手
以
捕
レ
魚
、
作
レ

七
一
〇|
 

6
 。

絆
寄
レ
母
‘
母
因
以
還
レ
之
日
、
汝
為
1

一
魚
官
一
而
以
レ
鮮

笠
我
‘
非
レ
避
レ
嫌
也
。
〔
張
緬
、
南
征
賦
〕
臨
1

一
魚
官
一
以

33

態
膳
‘
践
二
寒
浦
之
抽
蒟
↓

1

【
魚
貫
】
59

バ
び
魚
を
つ
ら
ね
て
串
に
差
し
た
や
う
に

列
を
成
し
て
行
く
こ
と
。
魚
串
゜
〔
魏
志
、
郵
文
傭
〕
牌

士
皆
攀
レ
木
緑
レ
崖
、
魚
貫
而
進
。
〔
晉
書
‘
苑
注
傭
〕
玄

冬
之
月
、
汚
漢
乾
涸
、
皆
嘗
―
―
魚
貫
而
行
、
推
排
而
進
↓

〔
北
史
、
隋
湯
帝
紀
〕
経
1

一
大
斗
五
坪
谷
山
盃
路
陰
険
、
魚

貫
而
出
。
〔
飽
照
、
出
レ
自
土
副
北
門
一
行
〕
雁
行
緑
―
―
石

墜
魚
貫
度
桑
梁
一
〔
注
〕
向
曰
‘
雁
行
・
魚
貫
‘
皆
陳
勢

也
。
〔
白
居
易
、
和
-
1

春
深
―
二
十
首
詩
〕
入
レ
班
遥
認
得
‘

魚
貫
一
行
斜
゜

【
魚
象
】
60

砕
ン
三
國
‘
魏
の
京
兆
の
人
。
明
帝
に
至
る

ま
で
の
事
を
誌
し
‘
魏
略
五
十
巻
を
撰
す
。
外
に
典
略
の

撰
著
あ
り
。
一
説
に
、
魏
略
と
一
書
な
り
と
も
い
ふ
。
魏

略（
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 1
4
6
)

を
見
よ
。

【
魚
群
】
紺
乃
魚
の
む
ら
が
つ
て
居
る
こ
と
。
魚
隊
。

〔
雲
滓
雑
志
〕
。

【
魚
形
]
6
1

巧
魚
の
形
。
紡
錘
形
。
〔
説
文
‘
鯖
‘
段
注
〕

謂
L

魚
卵
生
―
―
於
水
神
間
面
怠
ナ
有
―
―
魚
形
一
者
i
i

〖
魚
形
水
雷
〗62
巧
閃
魚
雷
と
も
い
ふ
。
海
軍
の
主

要
攻
撃
兵
器
の
一
。
魚
の
形
を
し
た
水
雷
゜

[
魚
契
】
63

衿
符
信
の
厩
。
魚
の
形
を
し
た
符
信
。
〔
唐

書
、
車
服
志
〕
魚
契
所
レ
降
、
皆
有
二
赦
書
↓
〔
宋
史
‘
兵
志

十
〕
其
木
契
上
下
題
―
―
某
虞
契
ぶ
中
剖
レ
之
、
上
一
二
枚
‘
中

為,,
魚
形
盃
手
一
三
云
下
一
枚
、
中
刻
空
魚
公
？
可
二

勘
合
↓
〔
玉
海
、
器
用
‘
符
節
‘
皇
祐
文
徳
殿
魚
契
〕
皇
城
司

上
新
作
"
文
徳
殿
香
檀
魚
契
一
契
有
左
右
本
品

9
中‘

右
付
1

一
本
司
三
云
云
、
刻
1

一
魚
形
涵
年
J

柄
相
合
、
錢
レ
金
為
レ

文
、
車
駕
至
レ
門
、
勘
契
官
執
1

一
右
契
一
奏
1

一
閤
門
使
五
竺

左
契
ご
勘
契
官
脆
奏
―
―
勘
畢
五
奏
云
二
外
契
合
↓

【
魚
計
】
64

苔
魚
が
江
湖
の
中
で
は
濡
沫
を
忘
れ
て
悠

悠
す
る
や
う
に
、
人
も
大
道
に
入
れ
ば
、
仁
義
の
境
を

忘
れ
去
る
こ
と
を
い
ふ
。
魚
相
―
―
忘
於
江
湖
ー
の
意
。

〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
於
レ
蟻
棄
レ
知
‘
於
レ
魚
得
レ
計
‘
於
レ
羊

棄
レ
意
。
〔
疏
〕
既
遣
n

―
仁
義
合
二
乎
至
道
二
不
レ
傷
↓
―
濡
沫
i

相
忌
於
江
雙
故
於
レ
魚
得
レ
計
。
〔
集
秤
〕
魚
相
二
忘
於

江
湖
T

人
相
―
―
忘
於
道
術
面
り
踵
之
可
レ
慕
哉
、
故
曰
1

一於レ

魚
得
＂
計
。
〔
周
必
大
‘
題
践
〕
蜀
人
宇
文
公
虚
中
為
―
―
榮

陽
趙
父
叡
年
ザ
魚
計
賦
一
引
レ
物
連
レ
類
、
開
"
闇
今
古
一
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狭
路
津
脳
、
大
山
石
塞
、
龍
蛇
蝠
、
登
笠
居
‘
羊
腸
道
、
魚

筍
門
、
一
人
守
訟
陳
‘
千
人
弗
1

一
敢
過
一
也
。

【
魚
鈎
]
8
6

芍
釣
針
。
〔
梁
簡
交
帝
、
呉
郡
石
像
碑
〕
威
i-

此
魚
鈎
一
傷
―
―
荻
螺
卒
↓
〔
劉
長
卿
‘
没
―
―
曲
阿
後
湖
1

罰
同
遊
諸
全
詩
〕
此
中
深
有
レ
意
、
非
レ
為
,
,
釣
魚
鈎
↓

〔
温
庭
箔
‘
寄
―
―
裟
生
乞
釣
釣
詩
〕
今

H
太
湖
風
色
好
‘

卸
殷
詩
包
乞

1石
~
鈎
一
「
資
。
薦

【
魚
獄
】
87

打
魚
を
生
か
し
て
お
く
所
。
い
け
す
。
生

【
魚
笏
】
88

咋
厄
大
夫
の
も
つ
笏
。
大
夫
の
笏
は
魚
須
、

即
ち
鮫
魚
の
験
で
か
ざ
る
。
〔
李
賀
‘
酒
罷
張
大
徹
索

贈
詩
〕
往
還
誰
是
龍
頭
人
、
公
主
遣
レ
乗
魚
蹟
笏
゜
〔
柳
貫
‘

次
伯
長
待
制
韻
送
n

一
玉
継
學
修
撰
馬
伯
庸
應
奉
塵
従

上
京
1

詩
〕
少
宰
穏
薩
初
張
レ
事
、
従
官
魚
笏
正
書
レ
思
゜

【
魚
叉
】
89

巧
魚
を
と
る
も
り
。
や
す
。
〔
老
學
庵
筆
記
‘

一
〕
鼎
澄
輩
盗
如
鐸
相
楊
企
云
云
、
軍
器
有
―
―
撃
子
一

有
―
―
魚
叉
：
有
1

一
木
老
鶉
怒
子
一
魚
叉
以
―
竹
竿
1

為
レ
柄
‘

長
二
三
丈
、
短
兵
所
レ
不
レ
能
レ
敵
。

〖
魚
叉
箭
〗90巧
清
代
の
武
具
。
箭
の
一
種
。
〔
大
清

魚

清

會

典

圏

六

十

ー

砿

叉

＂

四
、
武
備
圏
‘
魚

叉

箭

〕

魚

叉

箭

‘

箭

圏

鐵
鏃
如
レ
飽
‘
横

一
寸
四
分
‘
五
歯
、
縦
一
寸
九
分
、
末
製
倒
鉤
‘
砂
可
首
飾
二

黒
桃
皮
↓
雁
利
、
利
間
塗
賣
油
一
括
労
亦
飾
窯
桃
皮
一

皆
楊
木
、
研
可
長
二
尺
九
寸
。

【
魚
鮮
】
9
1
t
ョ
す
づ
け
の
う
を
。
壁
米
な
ど
に
漬
け
た

魚
。
〔
本
草
、
魚
詐
〕
糟
名
、
時
珍
曰
、
按
、
劉
烹
秤
名
云
、

鮮
譴
也
、
以
1

一
臨
は
ジ
醍
醸
而
成
者
、
諸
魚
皆
可
レ
為
レ
之
、

大
者
日
レ
鮮
、
小
者
曰
レ
鰐
‘
一
云
、
南
人
日
レ
鰐
‘
北
人

曰
レ
炸
。
〔
陸
源
‘
入
蜀
記
〕
市
中
賣
―
―
魚
鮮
—
頗
珍
゜
〔
白
居

易
、
橋
亭
卯
飲
詩
〕
就
1

一
荷
葉
上
而
）
二
魚
絆
一
営
1

一
石
渠

中
〗
竺
酒
瓶
→
〔
程
本
立
‘
送
―
―
魚
課
司
霰
思
誠

l詩
〕
居

有
―
―
馬
輌
―
留
レ
客
坐
‘
食
無
1

一
魚
絆
年
空
親
嘗
↓
〔
李
頻
‘

及
第
後
還
家
―
―
蜆
嶺
―
詩
〕
石
斑
魚
鮮
香
衝
レ
鼻
‘
漫
水
沙

田
飯
饒
レ
牙
。

【
魚
錬
】
9
3
t
ョ
魚
形
の
ぢ
や
う
ま
へ
。
〔
張
秘
‘
碧
戸
詩
〕

碧
戸
扁
,
,
魚
鎮
蘭
窓
掩
二
鏡
嚢
↓

【
魚
栽
】
94

打
魚
秩
を
い
ふ
。
〔
哀
士
元
、
味
-
1

城
南
書

食
呈
-
1

椅
雲
棲
公
詞
〕
間
旦
石
田
ー
伊
鶴
料
五
旋
開
―

園
沼
―
買
―
―
魚
栽
↓

13307 
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【
魚
際
】
9
5
t
口
人
糧
経
穴
の
名
。
大
指
の
本
節
後
部
内
＠
清
‘
呉
突
消
(
2
-
3
3
6
5
:
 8
6
4
)

の
琥
。
◎
清
、
湯
敏
昌

側
の
凹
ん
だ
部
分
。
〔
素
問
‘
氣
府
論
〕
手
足
諸
魚
際
脈

(
1
2
1
 44
5
7
9
 :
 2
7
7
)の琥
。
・
~
圃
巧
梵
唄
の
一
。
魏

氣
所
レ
預
者
、
凡
三
百
六
十
五
穴
也
。
〔
震
櫃
経
、
本
輪
篇
〕
の
陳
思
王
曹
植
が
山
東
省
の
魚
山
に
遊
ぴ
、
空
中
の
梵

肺
脈
溜
―
―
於
魚
際
な
庶
際
者
、
手
魚
也
。
天
の
昔
を
聞
い
て
、
其
の
昔
律
を
模
し
て
創
作
し
た
も

【
佳
お
合
P】9
6吠5

魚
の
集
る
所
。
〔
五
色
線
〕
青
田
硲
、
冬
天
の
と
い
ふ
。
漁
山
・
漁
唄
•
漁
梵
と
も
い
ふ
。
慈
覺
大
師

水
熱
如
レ
湯
、
衆
魚
欝
レ
之
、
日
,
,
魚

倉

↓

が

入

唐

し

て

本

邦

に

博

へ

、

京

の

大

原

山

来

迎

寺

に

代

【
魚
荘
】97
巧
漁
夫
の
家
。
〔
李
縄
‘
雨
中
過
―
―
秀
州
—
詩
〕
々
博
は
る
。
〔
太
平
記
、
二
〕
歌
唄
頌
徳
の
所
に
は
‘
魚
山

棲
影
湖
波
枕
―
―
碧
空
一
魚
荘
蟹
含
岸
西
東
。
の
嵐
響
き
を
添
へ
、
伶
倫
逼
雲
の
曲
を
奏
し
。

〖
魚
荘
蟹
含
〗9
8
”
窃
魚
や
蟹
を
と
る
漁
夫
の
家
。
【
魚
子
】
1
0
4
9
ョ
〇
魚
卵
。
魚
の
腹
子
。
〔
詩
、
衛
風
、
碩

魚
戸
蟹
戸
。
〔
村
上
佛
山
、
過
1

一
壇
浦
―
詩
〕
魚
荘
蟹
含
雨
人
、
鰭
鮪
登
登
‘
疏
〕
鰻
可
―
―
蒸
為
J

腫
‘
又
可
レ
為
レ
詐
、
魚

為
レ
煙
‘
蓑
笠
獨
過
壇
浦
邊
‘
千
載
帝
魂
呼
不
レ
返
、
春
風
子
可
な
国
レ
醤
。
〔
穂
、
内
則
〕
濡
レ
魚
‘
卵
醤
資
レ
蓼
゜
〔
疏
〕

腸

断

御

裳

川

。

卵

謂

―

―

魚

子

百

竺

魚

子

1

為
レ
醤
、
瀞
,
,
亨
其
魚
す
又
賓
レ
之

【
魚
清
】
99

砕
魚
の
羹
。
魚
喰
(
1
7
1
)

に
同
じ
。
〔
抱
朴
以
レ
蓼
゜
〔
國
語
、
魯
語
上
、
魚
禁
五
喪
鰻
注
〕
鰈
、
魚
子

子
‘
呉
失
〕
有
二
魚
清
濯
衷
之
倹
百
孟
聾
趙
宣
平
仲
之
名
↓
也
、
鰯
未
レ
成
な
魚
也
。
〔
皮
日
休
‘
奉
―
―
和
魯
望
漁
具
1

十

【
魚
藻
】
100

砕
●
魚
の
か
く
れ
て
ゐ
る
水
藻
を
い
ふ
。
五
詠
、
種
魚
詩
〕
移
に
土
湖
岸
邊
、
一
牛
和
1

一
魚
子
↓
〔
高

〔
詩
、
小
雅
、
魚
藻
〕
魚
在
在
レ
藻
、
有
,
,
頒
其
首
↓
〔
箋
〕
藻
‘
啓
、
西
塙
詩
〕
松
風
吹
レ
壁
鶴
伺
堕
‘
梅
雨
過
レ
渓
魚
子

水
草
也
。
〔
宋
孝
武
帝
、
清
,
,曲
阿
後
湖
1詩
〕
驚
瀾
翻
五
~
生
。
●
布
目
紙
。
〔
唐
國
史
補
、
下
〕
紙
則
有
―
―
越
之
剣
藤

藻
五
麟
霞
照
,
,
桑
楡
→
●
詩
経
、
小
雅
魚
藻
之
什
の
篇
名
。
苔
棧
‘
蜀
之
麻
函
・
屑
末
・
滑
石
・
金
花
•
長
麻
・
魚
子
・
十

君
子
、
幽
王
の
政
を
刺
り
、
古
の
武
王
を
思
ふ
の
詩
。
一
色
賤
‘
云
云
↓
〔
呉
融
、
倒
1

一
次
韓
致
光
侍
郎
無
題
原
韻
一

説
に
、
天
子
が
諸
侯
を
燕
し
、
諸
侯
が
天
子
を
た
た
へ
詩
〕
魚
子
封
レ
賤
短
、
蝿
頭
學
レ
字
慎
。
●
絹
織
物
の
名
。

た
詩
。
〔
詩
‘
小
雅
、
魚
藻
序
〕
魚
藻
‘
刺
1

一
幽
王
1

也
、
言
‘
織
目
が
精
密
で
斜
に
行
き
ち
が
ひ
‘
魚
の
子
の
状
を
な

萬
物
失
1

一
其
性
ご
土
居
―
―
鏑
京
ご
府
レ
不
レ
能
↓
ー
以
自
築
五
m

す
も
の
。
な
な
こ
。
〔
段
成
式
、
戯
―
―
高
侍
御
―
詩
〕
厭
レ
裁

君
子
思
―
―
古
之
武
王
1

焉
。
〔
集
博
〕
此
天
子
燕
1

ー
諸
侯
盃
皿
魚
子
深
紅
顧
‘
泥
覚
蜻
誕
漫
碧
綾
。
●
圏
c
魚
卵
が
多

諸
侯
美
,
,
天
子
一
之
詩
也
。
〔
隋
書
‘
蒔
道
衡
博
〕
（
錫
）
帝
く
て
も
魚
に
成
熟
す
る
も
の
は
少
な
い
に
よ
っ
て
、
因

覧
レ
之
不
A

悦
、
顧
謂
1

一
蘇
威
1

曰
、
道
衡
致
1

一
美
先
朝
ぶ
3

が
多
く
て
も
果
に
成
熟
す
る
こ
と
の
少
な
い
喩
。
〔
智

魚
藻
之
義
也
。

O
④
池
の
名
。
京
師
崇
文
門
外
の
西
度
論
、
四
〕
菩
薩
登
1

一
大
心
下
魚
子
奄
樹
華
、
三
事
因
時

南
ぢ
帝
京
景
物
略
〕
金
故
有
1

一
魚
藻
池
↓
＠
唐
時
の
池
。
多
、
成
レ
果
時
甚
少
ズ
D
佛
の
衆
生
を
念
ず
る
こ
と
、
魚

峡
西
省
長
安
縣
の
北
、
唐
の
故
禁
苑
の
内
。
〔
苑
録
〕
池
母
の
魚
子
を
念
ず
る
に
喩
へ
る
。
〔
智
度
論
、
三
十
七
〕

中
有
レ
山
、
山
上
建
,
,
魚

藻

宮

↓

以

-
1

佛
念
一
故
‘
而
不
―
―
堕
落
:
冨
如
―
―
魚
子
母
‘
念
則
得
レ

〖
魚
藻
宮
〗I

O
I
”
tゥ
漢
代
‘
宮
殿
の
名
。
〔
西
京
雑
記
、
生
、
不
レ
念
則
壊
→
●
サ
ナ
金
麗
の
細
工
物
の
面
な
ど
に
、

一
〕
琥
―
―
其
皐
日
1

一
養
徳
宮
云
後
改
為
―
―
魚
藻
宮
↓
小
さ
い
粒
を
密
に
刻
ん
で
、
魚
の
緬
の
状
に
し
た
も
の
。

【
魚
貶
】1

0
2巧
魚
の
目
が
動
く
。
〔
韻
府
引
‘
皮
日
休
、
〖
魚
子
顕]
1
0
5

巧
’
絹
織
物
の
名
。
〔
段
成
式
、
嘲
1一
飛

詩
〕
治
似
頗
黎
鏡
ぶ
嘗
な
中
見
―
―
魚
貶
↓
卿
―
詩
〕
酔
袂
幾
侵
魚
子
頴
、
諷
櫻
長
胃
鳳
凰
欽
゜

【
魚
山
】1

0
3
乃

0
山
名
。
④
魚
條
山
の
こ
と
。
◎
山
東
〖
魚
子
紙
〗

1
0
6
ベ
ョ
，
布
目
紙
。
魚
子
の
●
を
見
よ
。

省
東
阿
縣
の
西
。
山
西
に
曹
植
の
墓
が
あ
る
。
〔
史
記
‘
〖
魚
子
蘭

]
1
0
7

”
?
，
慎
珠
蘭
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘

河
渠
書
、
親
子
歌
‘
吾
山
平
令
矩
野
溢
‘
注
〕
集
解
日
、
徐
花
丼
、
慎
珠
蘭
〕
露
芳
譜
‘
員
珠
蘭
、
一
名
二
魚
子
蘭
↓

廣
曰
、
東
阿
有
蕉
山
↓
〔
水
経
、
清
水
注
〕
又
東
北
流
邁
,
,

【
魚
市
】
108

パ
ョ
魚
の
賣
買
を
な
す
市
場
。
う
を
い
ち
。
魚

魚
山
南
冨
i

郎
吾
山
也
。
〔
魏
志
、
陳
思
王
植
億
〕
初
植
棚
。
〔
娩
合
、
聰
―
―
僧
雲
端
講
経
―
詩
〕
遠
近
持
レ
齋
来
諦

登

漁

山

ぶ
t
-
―
東
阿
斎
然
有
ー
終
焉
之
心
こ
遂
螢
為
レ
聴
、
酒
坊
魚
市
盤
無
レ
人
。
〔
方
干
、
越
中
言
レ
事
詩
〕
沙

墓
。
●
字
琥
°
④
明
、
熊
開
元
（
7
ー

1
9
2
9
4
:
 1
3
6
)

の

字

。

邊

買

客

喧
1

一
魚
市
一
島
上
潜
夫
酔
乙
デ
荘
↓
〔
陸
涌
、
出

行
―
―
湖
山
皿
雑
賦
詩
〕
魚
市
樵
風
口
、
茶
村
穀
雨
前
。

【
魚
刺
】
109

ペ
ョ
う
を
の
と
げ
。
う
を
の
は
り
。
〔
臨
海
水

土
記
〕
綾
魚
背
腹
皆
有
レ
刺
、
如
1

一
三
角
菱
一

【
魚
師
】
no
ペ
ョ
〇
官
名
。
唐
‘
置
く
。
魚
を
司
る
も
の
。

〔
唐
六
典
〕
河
渠
署
、
長
上
魚
師
十
人
、
短
番
魚
師
一
百

二
十
人
、
明
資
魚
師
一
百
二
十
人
。
●
魚
狗
の
異
名
。
魚

狗
(
5
0
)
を
見
よ
。
●
魚
の
一
種
。
〔
本
草
、
魚
師
〕
集
解
、
時

珍
曰
、
陳
蔵
器
諸
魚
注
云
‘
魚
師
、
大
者
有
レ
毒
、
殺
レ
人
。

【
魚
翅
】
Ill

ペ
ョ
〇
魚
の
鰭
゜
〔
本
草
、
魚
飲
〕
繹
名
、
時
珍

日
、
魚
翅
日
レ
鰭
、
日
レ
鼠
。
●
y
i
P
 
c
h
'
i
h
4

ふ
か
の
軟

鰭
。
其
の
皮
を
去
り
堕
蔽
し
て
乾
か
し
た
も
の
。
中
華

料
理
中
の
上
等
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
る
。
透
明
に
し
て

針
の
や
う
で
、
黄
白
の
一
一
種
が
あ
る
。
多
く
は
日
本
•
印

度
•
新
嘉
坂
等
よ
り
輪
入
す
る
。

【
魚
脂
】
m
ペ
ョ
魚
類
か
ら
採
っ
た
あ
ぶ
ら
。
〔
本
草
、
魚

脂
〕
繹
名
、
魚
油
、
時
珍
日
、
脂
‘
旨
也
、
其
味
甘
旨
也
。

【
魚
絲
】
m
y
i
i
'
s
s
i
i
1

て
ぐ
す
。
天
露
絲
。
釣
絲
゜

【
魚
律
】
m

9
ョ
う
を
市
場
。
魚
棚
。
魚
市
。
さ
か
な
や
。

〔
荘
子
、
外
物
〕
（
荘
）
周
顧
視
、
車
轍
中
有
―
―
鮒
魚
―
焉
、
周

問
レ
之
曰
‘
云
云
、
封
曰
‘
我
東
海
之
波
臣
也
‘
君
登
以
―
―

斗
升
之
水
1

而
活
レ
我
哉
、
周
日
‘
諾
‘
我
且
下
南
遊
1

一
呉
越

之
王
涵
竺
西
江
之
水
＿
而
迎
占
子
、
可
乎
、
鮒
魚
念
然
作
レ

色
曰
‘
云
云
‘
君
乃
言
レ
此
‘
曾
不
レ
如
―
―
―
早
索
―
―
我
於
枯
魚

之
緯
↓

【
魚
歯
】
llS

分
山
名
。
河
南
省
賓
豊
縣
の
東
南
。
〔
左
氏
、

襄
、
十
八
〕
楚
伐
』
鄭
、
次
1

一
於
魚
陵
三
云
云
‘
渉
1

一
於
魚
歯

之
下
↓
〔
注
〕
魚
陵
、
魚
歯
山
也
、
在
,
,
南
陽
攣
縣
北
↓

【
魚
鮒
】
llG

パ
ョ
ヘ
ち
ま
。
絲
瓜
の
異
名
。
〔
本
草
、
絲
瓜
〕

繹
名
、
魚
艇
‘
時
珍
日
、
昔
人
謂
,
,
之
魚
錨
工
或
云
―
―
虞
刺
↓

【
魚
兒
】
117

戎
ョ
う
を
の
こ
。
魚
子
。
魚
苗
。
〔
杜
甫
、
水

檻
遣
レ
心
詩
〕
細
雨
魚
兒
出
、
微
風
燕
子
斜
。
〔
韓
愈
‘
盆

池
詩
〕
忽
然
分
散
無
l

―
縦
影
一
惟
有
,
,
魚
兒
作
1

ー
隊
行
↓

〔
杜
牧
‘
鷺
鶯
詩
〕
雪
衣
雪
髪
青
玉
紫
、
霊
捕
魚
兒
淫
影

中
。
〔
皮
日
休
、
奉
"
和
魯
望
新
夏
東
郊
閑
没
＿
詩
〕
蓮
葉

醜
レ
波
初
轄
レ
櫂
‘
魚
兒
篠
レ
餌
未
レ
五
呻
レ
鉤
゜

〖
魚
兒
佛
〗
閃
勺
戯
曲
の
名
。
明
、
湛
然
祠
師
の
作
。

漁
夫
金
嬰
が
其
の
妻
の
勧
め
に
よ
っ
て
念
佛
し
、
魚
藍

観
音
が
遂
に
所
人
を
度
す
事
を
叙
す
。

〖
魚
兒
渫
冨
g
，
地
名
。
内
蒙
古
多
倫
縣
東
北
の
逹

里
泊
。
金
史
地
理
志
は
大
魚
渫
に
作
る
。
〔
讀
史
方
輿

七
ー

紀
要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
開
平
故
衛
〕
魚
兒

08

渫
、
在
ー
一
興
和
西
云
金
志
、
柔
遠
縣
有
―
―
大
漁
渫
一
即
魚
兒

33ー

渫
矢
、
宋
嘉
定
八
年
‘
蒙
古
鐵
木
慎
屯
二
撫
州
盃
既
而
駐
ニ

軍
魚
兒
渫
こ
竺
三
班
抜
都
一
帥
―
―
萬
騎
ご
日
―
―
西
夏
—
趣
ニ

京
兆
盆
竺
金
滝
闘
五
是
也
。

【
魚
臭
】
120

砕
魚
が
腐
敗
す
る
こ
と
。
〔
呉
越
春
秋
、
聞

間
内
博
〕
呉
王
聞
乞
一
師
将
ヮ
至
、
治
レ
魚
為
レ
鎗
、
将
レ
到

之
日
、
過
レ
時
不
レ
至
、
魚
臭
゜
〔
急
就
篇
〕
肌
臓
膊
膳
魚

臭
膳
。
〔
注
〕
腿
者
魚
之
臭
゜

【
魚
罐
】
121

衿
ほ
し
う
を
。
乾
魚
。
〔
周
證
、
天
官
、
邊

人
〕
朝
事
之
邊
‘
其
賓
霞
資
、
白
黒
形
甕
、
撫
飽
魚
蝙
。

〔
注
〕
撫
牒
,
,
生
魚
為
ュ
＾
冑
エ
飽
者
於
1

一
福
室
中
1

模
-
l

乾

之
面
3

二
於
江
進
也
、
蝙
者
哲
乾
之
盃
3

―
―
東
海
↓
〔
陸

漉
零
夜
小
酌
詩
〕
地
燻
封
灰
喪
奇
温
一
免
蘊
魚
蝙

窮
音
蓄
↓
〔
金
史
‘
證
志
一
〕
美
天
上
帝
皇
地
祗
配
K

位、

毎
位
邊
三
行
、
以
レ
右
為
レ
上
、
形
甕
在
レ
前
、
魚
蝙
模
餌

次
ら
之
。

【
魚
灸
】
122

砕
や
き
ざ
か
な
。
〔
國
語
、
楚
語
上
〕
庶
人

有
漁
炎
之
薦
↓
〔
史
記
、
刺
客
‘
専
諸
偶
〕
使
下
専
諸
置
二

七
首
魚
灸
之
腹
中
一
而
進
d

之。

【
魚
含
】
四
砕
魚
が
い
こ
ふ
。
〔
小
爾
雅
、
廣
獣
〕
魚
之

所
し
息
‘
謂
1

一
之
槽
ら
槽
、
惨
也
、
積
-
1

柴
水
中
一
而
魚
含
也
。

【
魚
者
】
124

衿
魚
を
捕
へ
る
人
。
れ
ふ
し
。
〔
左
氏
、
隠
‘

五
〕
公
将
1

品
一
如
レ
棠
観
―
―
魚
者
二
戚
僭
伯
諫
。
〔
會
箋
〕
漁

者
‘
謂

A
押
魚
者
↓

【
魚
醤
I
]
1
2
5

祝
炉
し
ほ
か
ら
。
し
し
び
し
ほ
。
〔
齊
民
要

術
、
作
醤
法
〕
作
―
―
魚
醤
一
法
、
云
云
、
披
二
破
纏
1

一
切
之
一

去
レ
骨
‘
云
云
、
用
1

一
黄
衣
三
升
、
白
堕
二
斤
‘
乾
菫
一
升
‘

橘
皮
一
合
云
和
令
―
―
調
均
エ
内
―
―
甕
子
中
五
泥
密
封
、
日
曝

熟
、
以
1

一
好
酒
ー
解
ら
之
。
〔
廣
志
〕
武
陽
小
魚
、
大
如
レ
針
‘

皇
一
斤
千
頭
云
蜀
人
以
為
レ
醤
゜

【
魚
酌
】
126

衿
ク
か
す
め
と
る
。
〔
絣
雅
、
秤
訓
下
〕
魚
酌
‘

掠
取
也
。
〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕
魚
酌
不
レ
牧
゜

【
魚
珠
】
127

戎
-
珠
の
一
種
。
魚
の
眼
よ
り
と
っ
た
も
の
。

〔
埠
雅
、
繹
魚
、
鮫
〕
蓋
龍
珠
在
レ
頷
‘
鮫
珠
在
レ
皮
‘
蛇
珠

在
レ
ロ
、
鼈
珠
在
レ
足
、
魚
珠
在
レ
眼
‘
蛙
珠
在
レ
腹
也
。
〔
呂

竃
本
味
〕
證
水
之
魚
、
名
日
屎
鼈
工
ハ
足
有
レ
珠
。

-
【
魚
須
】
128

”
芸
●
鮫
魚
の
験
。
古
、
用
ひ
て
竹
を
飾
り

笏
を
製
す
。
〔
護
、
玉
藻
〕
笏
、
天
子
以
ー
一
球
玉
云
諸
侯
以
レ

象
‘
大
夫
以
1一
魚
須
1
文
レ
竹
。
〔
繹
文
〕
以
1一
魚
須
l

飾
1一文
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魚

部

魚

竹
之
邊
函
盆
日
班
。
〔
疏
〕
大
夫
以
―
―
魚
須
1

文
レ
竹
者
父
‘
飾

也
、
庚
氏
云
‘
鮫
魚
須
飾
レ
竹
以
成
レ
文
。
〔
李
賀
、
張
大
徹

初
奴
迅
岬
幕
—
詩
〕
往
還
誰
是
龍
頭
人
、
公
主
遣
レ
乗
魚
蹟

笏
゜
〔
王
子
先
、
笏
賦
）
或
魚
須
而
表
1

一
其
章
工
或
玉
涎
以

申
1

一
其
美
↓
●
魚
須
で
作
っ
た
旗
竿
゜
〔
左
思
．
呉
都
賦
〕

旗
―
―
魚
雙
霊
重
光
二
注
〕
劉
日
、
交
龍
為
レ
旅
、
以
―
―
魚

須
為
レ
柄
也
、
良
日
、
魚
須
、
魚
之
髭
韻
、
以
為
―
―
旗
竿
↓

【
魚
紐
こ
129

戎
-
研
千
を
い
ふ
。
魚
須
の
●
に
同
じ
。
〔
司
馬

相
如
、
子
虚
賦
〕
乗
―
―
離
玉
之
輿
云
竺
魚
蹟
之
撓
↓
〔
注
〕
善

日
‘
張
揖
曰
、
以
1

一
魚
須
[
『
,
,
栴
柄
ぶ
銑
曰
‘
魚
蹟
‘
竿
也
。

【
魚
竪
】
130

名
魚
つ
り
の
男
。
〔
張
協
、
七
命
〕
耕
父
推
レ

畔
、
魚
竪
譲
極
゜
〔
注
〕
向
日
、
魚
竪
‘
謂
五
炉
魚
人
一
也
。

【
魚
萩
】
131

バ
デ
魚
や
そ
ら
ま
め
。
粗
末
な
も
の
を
い

ふ
。
魚
萩
之
祭
を
見
よ
。

〖
魚
萩
之
祭
〗1

3
2
巧
屁
ユ
ク
ノ
粗
末
な
供
物
。
魚
は
う
を
‘

萩
は
そ
ら
ま
め
。
〔
公
羊
、
哀
、
六
〕
陳
乞
曰
、
常
之
母

有
蕉
萩
之
禁
願
諸
大
夫
之
化
レ
我
也
。
〔
注
〕
齊
俗
‘
婦

人
首
1一
祭
事
一
言
—
ー
魚
豆

1者
、
示1一
薄
晒
無
ワ
所
レ
有
。
〔
顔

延
之
‘
陶
徴
士
誅
序
〕
灌
畦
饗
藷
、
為
供
二
魚
萩
之
祭
五
織

絢
緯
蒲
、
以
充
二
糧
粒
之
費
↓

【
魚
筍
】
133

呪
ザ
う
を
と
た
け
の
こ
。
と
も
に
食
用
と

す
る
も
の
。
〔
水
経
、
籠
子
河
注
〕
水
澤
通
レ
泉
、
泉
不
1
1

耗
蝸
至
豊
、
魚
筍
不
―
―
敢
採
捕
↓

【
魚
遵
】
134

翌
前
秦
、
渇
硼
の
人
。
符
洪
に
仕
へ
て
右

牌
軍
と
な
る
。
符
健
位
を
嗣
ぎ
長
安
を
取
る
や
、
遵
‘

前
鋒
た
り
。
功
に
よ
り
太
尉
に
累
遷
し
、
遺
詔
を
受
け

て
政
を
輔
く
。
符
、
性
、
残
暴
に
し
て
略
t
動
藷
忠
良
を

殺
害
し
盤
す
。
一
日
大
魚
が
、
蒲
を
食
ふ
と
夢
み
‘
又
長

安
の
話
に
、
東
海
大
魚
化
為
レ
龍
、
男
皆
為
レ
王
女
為
レ

公
と
云
ふ
を
聞
き
、
乃
ち
違
を
殺
し
、
其
の
七
子
十
孫

に
及
ぶ
。
符
堅
立
つ
て
、
廣
寧
公
と
追
盆
す
。
〔
晉
書
、
一

百
十
二
〕
。

【
魚
書
】
135

衿
●
魚
符
。
書
を
上
に
刻
む
の
で
魚
書
と

い
ふ
。
〔
唐
書
、
兵
志
〕
折
衝
諸
府
至
、
無
―
―
兵
可
巳
父
、
李

林
甫
遂
請
停
1一
上
下
魚
書
→
〔
演
繁
露
、
左
符
•
魚
書
〕

唐
世
‘
刺
史
亦
執
11

左
魚
云
ぎ
州
、
輿
―
―
右
魚
ー
合
契
‘
亦

其
制
也
、
唐
世
、
左
魚
之
外
‘
又
有
11

赦
牒

gび
之
、
故

兼
名
蕉
書
↓
〔
白
孔
六
帖
〕
司
直
凡
承
レ
制
、
先
請
11

魚

責
以
往
。
〔
白
居
易
、
長
慶
二
年
七
月
自
―
―
中
書
含
人
1

出
守
1
1

杭
州
一
路
次
―
―
藍
演
1

作
詩
〕
鳳
詔
停
―
―
含
人
一
魚

書
除
1一
刺
史
二
〔
劉
馬
錫
、
赴
1一
蘇
州
血
炉
別1一
築
天
—
詩
〕

呉
郡
魚
書
下
1

一
紫
哀
古
長
安
厩
吏
送
―
―
朱
輪
↓
●
書
札
を

い
ふ
。
浪
耶
代
酔
編
‘
巻
三
十
八
に
見
ゆ
。
〔
汝
南
先
賢

博
〕
葛
元
見
下
賣
天
魚
上
只
元
謂
暫
煩
,
,
此
漁
到
ー
河

伯
虞
一
魚
主
日
、
魚
已
死
、
元
以
二
丹
書
紙
1

内,,
魚
口
中
一

撼
水
中
云
有
レ
頃
‘
魚
還
躍
上
レ
岸
‘
吐
―
―
墨
書
一
青
黒
色
、

如
禾
葉
而
飛
。
〔
瑯
嬢
記
〕
試
鶯
以
二
朝
鮮
厚
繭
紙
1

作
1

一
鯉
魚
函
ご
剛
面
倶
董
,
,
鱗
甲
一
腹
下
令
レ
可
―
―
以
蔵
"

書
‘
此
古
人
尺
素
結
レ
魚
之
遺
制
也
。
〔
夷
白
齋
詩
話
〕

古
詩
有
A

客
従
n
遠
方
一
来
、
遺
―
―
我
雙
鯉
魚
五
呼
』
童
烹
―
―

鯉
魚
ェ
中
有
＊
尺
素
書
か
魚
腹
中
安
得
レ
有
レ
書
、
古
人
以

喩
霞
密
一
也
、
故
云
。
〔
章
皐
‘
憶
―
―
玉
筐
詩
〕
長
江
不
レ

見
魚
書
至
、
為
遣
―
―
想
思
ー
夢
入
レ
秦
゜

【
魚
松
】
136
y
t
i
2
 

s
u
n
g
'

魚
の
霙
込
み
。

【
魚
食
】
137

戎
が
●
魚
を
食
ふ
。
〔
鞭
鐵
論
、
貧
富
〕
趙
宣

孟
之
魚
食
、
甘
―
―
於
智
伯
之
獨
象
↓
●
魚
が
食
ふ
，
〔
淮

南
子
、
説
林
訓
〕
魚
食
―
―
巴
萩
―
而
死
、
鼠
食
レ
之
而
肥
、
類

不
レ
可
1

一
必
推
↓

〖
魚
食
1乎
獨
而
濫
―
乎
濁
,
]
138

””
i
t
”
た
ク
ラ
ッ
テ
魚

は
濁
水
に
食
つ
て
濁
水
に
あ
そ
ぷ
こ
と
。
〔
呂
寛
、
攀
難
〕

蠣
食
,
,
乎
譴
而
遊
―
乎
濁
五
魚
食
1

一
乎
濁
―
而
漉
―
乎
濁
↓

【
魚
燭
】
139

バ5
ク
魚
の
膏
で
造
っ
た
燭
゜
〔
史
記
、
秦
始

皇
紀
〕
秦
始
皇
葬
―
朧
山
百
竺
水
銀
為
1
1

百
川
江
河
大

海
一
機
相
灌
輪
、
上
具
天
文
二

r具
1

一
地
理
盆
竪
人
魚

資
為
レ
燭
、
度
示
滅
者
久
レ
之
。
〔
王
捧
珪
、
日
賦
〕

若
―
―
螢
火
褻
然
、
魚
燭
並
煎
、
明
月
高
映
、
繁
星
遠
列
-

【
魚
捻
】
140

パ
咋
魚
が
驚
き
に
げ
る
。
〔
證
、
藉
運
〕
龍
以

為
レ
畜
‘
故
魚
鮪
不
4

捻
‘
鳳
以
為
＞
畜
‘
故
鳥
不
J

濤
。
〔
王

安
石
、
秋
夜
没
レ
舟
詩
〕
深
尋
畏
土
笠
竺
中
路
且
回
J

撓。

〔
柳
貫
‘
今
骰
詩
六
十
韻
贈
n

―
餞
錢
正
博
之
―
―
官
池
陽
1

云

云
詩
〕
馬
驚
連
軸
折
、
魚
捻
尺
波
渾
。
〔
張
雨
‘
呉
興
舟

中
詩
〕
船
頭
濯
も
足
畏
魚
捻
、
港
口
卸
5

帆
驚
鳥
呼
゜

【
魚
臀
】
141

ぺ
咋
魚
の
唇
。
〔
陸
亀
蒙
、
白
鵡
詩
〕
池
塘
信

美
應
レ
難
レ
患
、
針
在
―
―
魚
臀
一
細
在
レ
蝦
。

【
魚
訊
】
142

岱
手
紙
。
〔
縣
恵
全
書
‘
稟
啓
附
‘
候
,
,
楊
提

量
〕
夙
庇
鷹
揚
、
虔
伸
―
―
魚
訊
↓

【
魚
水
】
143

”
う
を
と
み
づ
。
離
れ
ら
れ
な
い
隕
係
。

0
君
臣
の
相
遇
の
喩
。
水
魚
之
交
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
博
〕

於
レ
是
興
レ
亮
情
好
日
密
、
縣
利
・
張
飛
等
不
レ
悦
、
先
主

解
レ
之
曰
‘
孤
之
有
1

一
孔
明
云
笙
魚
之
有
＂
水
也
‘
願
諸
君

勿
11

復
言
↓
〔
晉
書
、
山
濤
博
論
〕
委
以
11

鈴
綜
盆
削
翠
情

自
抑
、
通
t

一
乎
魚
水
盆
則
専
用
―
―
生
疑
一
〔
李
白
、
讀
,
,
諸
葛

武
侯
傭
―
詩
〕
魚
水
三
顧
合
、
風
雲
四
海
生
。
〔
李
中
、
讀
,
,

蜀
志
詩
〕
魚
水
従
相
得
、
山
河
遂
有
レ
欝
。
●
夫
婦
の

闊
係
に
も
い
ふ
。
〔
管
子
、
小
問
〕
（
桓
）
公
使
n

―
我
求
1

一宵

戚
ニ
宵
戚
應
レ
我
曰
‘
浩
浩
乎
、
吾
不
レ
識
、
婢
子
日
、
詩

有
レ
之
、
浩
浩
者
水
、
育
育
者
魚
、
未
レ
有
―
―
室
家
ご
血
安

召
レ
我
居
‘
宵
子
其
欲
レ
室
乎
゜

〖
魚
水
合
〗1

4
4
ペ
ョ
勾
互
に
甚
だ
親
密
な
喩
。
〔
孟
郊
、
夜

集
詩
〕
但
嘉
魚
水
合
、
莫
レ
令
1

一
雲
雨
乖
↓

〖
魚
水
契]
1
4
5

”
乃
，
君
臣
又
は
夫
婦
の
ち
ぎ
り
の
極

め
て
深
い
こ
と
。
劉
備
と
諸
葛
亮
と
の
故
事
に
よ
る

〔
本
参
、
先
主
武
侯
廟
詩
〕
感
通
君
臣
分
、
義
激
魚
水
契
゜

〔
和
凝
、
宮
詞
〕
君
聖
臣
賢
魚
水
契
‘
鴻
基
須
レ
賀
永
清

平。
〖
魚
水
親]
1
4
6

べ
ョ
昇
君
臣
相
得
て
親
し
む
こ
と
。
〔
杜

甫
、
別
―
―
禁
十
四
著
作
1

詩
〕
梢
令
11

社
稜
安
芦
口
契
魚
水

【
魚
井
】
147

和
ナ
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
゜

L

親。

【
魚
生
】
1485
位

0
生
魚
の
謄
。
〔
本
草
‘
魚
鰭
〕
繹
名
、
魚

生
、
時
珍
曰
、
創
切
而
成
、
故
謂
,
,
之
鎗
T

凡
諸
魚
之
鮮
活

者
、
薄
切
洗
孟
げ
血
姓
ご
次
以
1

一
蒜
蓋
葺
酷
五
味
ー
食
レ
之
。

〔
南
越
筆
記
〕
専
俗
嗜
,
,
魚
生
百
5

レ
鑢
以
』
鰻
、
以
二
鯖
白
一

以
―
―
黄
魚
盆
竪
青
鯖
一
以
―
―
雪
鈴
ご
以
し
銃
為
レ
上
、
銑
又

以
な
品
5
―
為
ー
上
、
以
,
,
初
出
5

水
澄
剌
者
ご
ぎ
其
皮
剣
一

洗
―
―
其
血
鮭
一
細
創
レ
之
為
レ
片
、
紅
肌
白
理
、
軽
可
,
,
吹

程
薄
如
螂
翼
一
雨
雨
相
比
、
捻
以
11

老
謬
一
和
以
二
椒

苫
入
レ
ロ
泳
融
、
至
甘
旨
矢
、
而
鰤
興
―
―
嘉
息
尤
美
。
●

魚
が
生
ず
る
。
〔
李
賀
、
惜
公
詩
〕
魚
生
11

玉
幕
下
ア
八
在
―
―

石
蓮
中
↓

【
魚
性
】
149

汗
魚
の
習
性
。
〔
詩
、
小
雅
‘
鶴
鳴
‘
或
在
二
子

登
箋
〕
此
言
T

魚
之
性
‘
寒
則
逃
一
叔
涵
只
温
則
見
＊
於
渚
3

〔
問
奇
類
林
〕
蠍
魚
性
疑
‘
則
樹
士
ぢ
典
謂
1

一
人
濯
＂
己
也
。

【
魚
星
】
150

衿
星
の
名
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
魚
一
星
在
1

一

尾
後
河
中
字
ぎ
陰
事
盃
竺
雲
雨
之
期
一
也
。
〔
星
経
〕
天

魚
一
星
在
,
,
尾
後
河
中
工
ぎ
雲
雨
盃
竺
陰
陽
↓

【
魚
胆
】
151

抒
〇
魚
の
臭
氣
。
な
ま
ぐ
さ
い
。
〔
張
説
‘

岳
州
詩
〕
器
留
魚
鼈
胆
、
衣
貼
蚊
姦
血
。
〔
陳
利
、
宿
二
淮

陰
1

詩
〕
夜
深
風
起
魚
鼈
胆
、
韓
信
祠
堂
明
月
裏
゜
〔
宋

徽
宗
、
大
観
茶
論
〕
魚
繁
之
胆
、
泥
淳
之
汗
。
●
魚
を
い

ふ
。
〔
錮
松
、
過
1

一
湖
口
縣
1

詩
〕
雨
過
人
家
牧
レ
鴨
早
、
日

七
一
三

高
網
戸
嘱
―
魚
胆
↓

【
魚
鱚
】
岡
抒
草
の
名
。
ど
く
だ
み
。
〔
本
草
‘
賎
〕
秤
名
、

薙
菜
‘
魚
鱚
草
、
時
珍
曰
‘
其
葉
鱚
氣
故
俗
呼
為
蕉
鯉

草↓

【
魚
税
】
152

也
位
漁
家
に
課
す
る
税
。
魚
賦
。
魚
課
。
魚

租
゜
〔
王
馬
倦
‘
送
1

泣
融
州
任
t

一
巽
戸
曹
1

詩
〕
吏
供
1

一
版
籍
一

多
蕉
鹿
民
種
―
―
山
田
一
見
―
―
象
耕
↓

【
魚
石
】
153

”
山
東
省
莱
陽
縣
に
産
す
る
魚
の
模
様
の

あ
る
石
。
磨
い
て
屏
風
机
等
に
嵌
入
さ
れ
る
。
〔
怪
石

録
〕
山
東
莱
陽
縣
所
レ
産
之
石
、
色
如
1

一
敗
漿
云
有
―
―
溜
魚

文
一
鱗
鼠
宛
然
、
間
有
ふ
い
二
藻
影
1

者
5

琢
磨
方
正
｀
以

嵌
1
1

屏
風
書
几
云
堪
レ
毘
大
理
貼
蒼
山
石
↓

〖
魚
石
子
〗1

5
4
ペ
ヨ
セ
キ
石
の
一
種
。
書
籍
中
に
置
け
ば
葦

を
避
け
る
と
い
ふ
。
〔
秘
閣
閑
説
〕
随
州
有
↓
―
魚
石
子
一

置
之
書
籍
中
罷
避
な
森
。

【
魚
脊
】
155

”
魚
の
ひ
れ
。
鰭
。
〔
證
、
少
儀
、
夏
右
鰭
、

疏
〕
鰭
謂
二
魚
脊
石
夏
時
陽
氣
上
在
―
―
魚
脊
五
故
右
鰭
。
〔
月

令
廣
義
〕
鰍
魚
脊
十
二
骨
、
毎
月
一
骨
有
レ
毒
゜
〔
北
史
、

西
域
‘
漕
國
傭
〕
漕
國
、
在
11

葱
嶺
之
北
ご
漢
時
厠
賓
國

也
、
云
云
‘
悪
嶺
山
有
―
―
順
天
紳
者
ご
右
云
、
祠
前
有
こ

魚
脊
一
骨
有
レ
孔
中
通
、
馬
騎
出
入
。

【
魚
膳
】
156

”
ひ
も
の
。
〔
周
謄
、
天
官
、
外
饗
〕
陳
1
1

其
鼎

俎
賓
―
―
之
牲
橙
魚
膳
↓
〔
儀
穂
、
公
食
大
夫
稽
〕
魚
膳
不
レ

興
。
〔
證
‘
幡
器
〕
大
饗
其
王
事
興
、
三
牲
魚
膳
、
四
海
九

州
之
美
味
也
。

【
魚
船
】
157

巧
魚
釣
り
船
。
〔
白
居
易
・
王
起
・
劉
馬
錫
、

秋
諜
即
事
聯
句
三
十
韻
詩
〕
草
荒
行
築
路
、
沙
没
釣
魚

船
。
〔
挑
合
、
贈
n
常
州
院
僧
一
詩
〕
俯
聞
開
講
B
、
湖
上

少
魚
船
↓
〔
李
建
動
、
田
家
詩
〕
這
陵
過
1

一
秋
水
面
閑
閣
釣

魚
船
。

【
魚
箋
】
158

刃
●
紙
の
名
。
魚
賤
。
〔
王
維
、
送
―
―
李
員
外

賢
郎
1

詩
〕
魚
箋
請
―
―
詩
賦
面
撞
布
作
1
1

衣
裳
↓
〔
賓
賢
‘
懐
素

上
人
草
書
歌
〕
魚
箋
絹
素
登
不
レ
貴
、
只
嫌
局
―
―
促
兒
童

塾
〔
羊
士
鍔
、
寄
―
―
江
陵
韓
少
手
1

詩
〕
蜀
國
魚
箋
敷
行

字
、
憶
君
秋
夢
過
―
―
南
塘
↓
〔
徐
負
、
紙
被
詩
〕
文
采
鴛
驚

罷
ー
合
黙
細
柔
軽
綴
好
魚
賤
。
●
書
信
。
〔
剪
燈
餘
話
、

連
理
樹
記
〕
乃
作
1
1

龍
剣
合
曲
た
ロ
レ
之
、
示
1

一
終
レ
身
相
従

之
意
云
寓
以
1

一
魚
箋
云
密
寅
1

一
古
文
箕
賓
中
↓
〔
輻
悪
全
書
、

稟
啓
附
‘
賀
1
1

宿
遷
令
君
之
＂
任
〕
暫
役

11

魚
箋
云
聯
申
11

燕

賀↓
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【
魚
線
】
159yu'hsien• 

釣
絲
゜

[
魚
鮮
】
160

ぢ
魚
の
生
肉
。
〔
論
衡
‘
道
虚
〕
黄
之
卑
ハ
レ
白
‘

猶
―
―
肉
胆
灸
之
憔
、
魚
鮮
霙
之
熟
一
也
、
憔
不
レ
可
―
―
復
令
b

胆
、
熟
不
レ
可
二
復
令
＞
鮮
‘
鮮
胆
猶
1

↓
少
壮
五
憔
熟
猶
―
―
衰

考
也
。
〔
棲
鍮
、
送
他
弟
叔
詔
尉
東
陽
詞
〕
句
句
捨

社
別
、
魚
鮮
酒
方
醸
゜

【
魚
租
】
161

勺
漁
夫
の
納
め
る
税
。
〔
元
史
、
余
醐
傭
〕
盗

方
撮
―
―
石
蕩
湖
面iレ
兵
平
レ
之
‘
令
下
民
取
1一
湖
魚
―
而
輪
•

魚
租
い

【
魚
素
】
162

勺
て
が
み
。
鯉
素
。
〔
蘇
献
、
次
韻
趙
令
礫

悪
＞
酒
詩
〕
門
前
競
―
―
剥
啄
↓
烹
レ
魚
得
1

一
尺
素
↓
〔
察
伸
、

卜
算
子
詞
〕
望
極
錦
中
書
、
腸
断
魚
中
素
。
〔
王
僧
儒
、

詠
藷
衣
詞
〕
尺
素
在
"
魚
腸
工
寸
心
憑
雁
足
↓

【
魚
裁
】
163

勺
う
を
と
野
菜
。
〔
韓
維
、
答
1

一
和
叔
城
東

尋
＞
春
詩
〕
提
槻
上
―
―
樽
酒
占
話
不
レ
過
1

魚
疏
一

【
魚
蔽
】
164

パ
，
し
ほ
か
ら
。
魚
醤
゜
〔
海
録
砕
事
‘
飲
食
、

膊
醤
〕
魚
蘊
・
魚
製
‘
皆
魚
醤
也
、
上
―
音
詐
、
下
音
製
。

【
魚
詈
】
165

砕
う
を
を
す
な
ど
る
四
つ
手
あ
み
。
〔
杜

甫
‘
寄
1

一
劉
峡
州
伯
華
使
君
―
詩
〕
林
居
看
―
―
蟻
穴
一
野
食

待
―
―
魚
覧
〔
陸
消
、
夜
登
小
南
門
城
上
一
詩
〕
野
艇
魚

詈
攀
優
場
矩
火
明
。
〔
柳
貰
‘
舟
中
睡
起
詩
〕
江
騨
比

来
無
贋
畠
水
郷
随
慮
有
―
―
魚
晋
↓

【
魚
綾
】

166g
魚
を
と
ら
へ
る
あ
み
。
魚
網
゜
〔
爾
雅
‘
繹

器
〕
綾
筈
謂
1

一
之
九
汲
↓
九
歳
魚
網
也
。
〔
疏
〕
孫
炎
云
‘

九
晟
、
謂
盈
之
所
レ
入
有
二
九
嚢
↓

【
魚
族
】
167

分
う
ろ
く
づ
。
魚
類
を
い
ふ
。

【
魚
孫
】
168

乃
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
族
系
1

為レ

氏
〕
魚
孫
氏
、
子
姓
‘
宋
公
子
目
夷
‘
字
子
魚
‘
其
後
以
二

魚
孫
―
為
レ
氏
。

【
魚
桁
】

169,？
魚
を
捕
る
具
。
〔
楊
憤
‘
蛹
錢
甑
筆
〕
棺
、

寂
見
切
‘
説
文
‘
桁
、
以
柴
木
畑
土
レ
水
也
、
江
賦
‘
桁
澱

為
レ
洛
‘
来
衆
羅
答
‘
皆
取
レ
魚
之
具
‘
蜀
中
有
―
―
魚
桁
之

名↓

【
魚
損
】
170

匁
し
み
の
露
食
す
る
こ
と
。
〔
燕
子
箋
、
拒

挑
〕
好
打
昼
在
二
針
線
箱
中
五
莫
レ
被
二
那
煤
残
魚
損
↓

【
魚
喰
】
171

匁
魚
の
羹
゜
〔
公
羊
‘
宣
‘
六
〕
子
為
1

一
晉
國
重

卿
盃
皿
食
二
魚
喰
↓
是
子
之
倹
也
。
〔
陸
油
、
雑
感
詩
〕
里
巷

魚
喰
薄
、
坊
場
黍
酒
渾
゜

【
魚
帯
】
172

”
魚
袋
に
同
じ
。
〔
徳
川
光
閉
‘
梅
里
先
生

碑
陰
記
〕
痙
―
―
歴
任
之
衣
冠
缶
汝
叉
載
封
載
碑
、
自
題
曰
―
―

梅

里

先

生

墓

↓

之

魚

袋

、

卸

古

之

魚

符

也

、

必

以

レ

魚

者

、

蓋

分

―

―

左

右

一

【
魚
袋
】
173

”
金
銀
を
以
て
飾
と
し
た
魚
形
の
符
契
゜
可
1

一
以
合
ヮ
符
‘
而
唐
人
用
レ
袋
盛
-
―
此
魚
↓
今
人
乃
以
レ
魚

左
右
二
片
に
分
れ
、
左
は
宮
廷
に
お
き
、
右
は
身
に
帯
為
―
―
袋
之
飾
面
が
古
制
一
也
。

ぴ
官
名
及
び
姓
名
を
刻
し
、
宮
廷
に
出
入
の
時
‘
之
を
【
魚
~
啄
】

1
7
4
9
但
う
を
の
む
れ
。
魚
群
。
〔
陵
亀
蒙
‘
江
南
秋

合
は
せ
る
。
袋
に
人
れ
て
あ
る
の
で
、
魚
袋
と
い
ふ
。
唐
懐
寄
―
―
華
陽
山
人
一
詩
〕
鳥
行
沈
―
―
非
蒼
盆
魚
隊
破
二

iiL
澄一

代
に
始
ま
り
宋
之
に
因
り
、
明
に
至
っ
て
吸
す
。
一
名
、
〔
哀
凱
‘
蓼
灘
詩
〕
縦
横
覆
―
―
魚
隊
盆
旧
寂
来
1

一
鵡
侶
二
藷
t

魚
符
。
〔
藷
唐
書
‘
輿
服
志
〕
咸
亨
三
年
五
月
、
五
品
以
上
愈
、
符
讀
1

一
書
城
南
一
詩
〕
少
長
衆
嬉
戯
‘
不
レ
殊
芦
凹
除
魚
↓

賜
1

一
新
魚
袋
面
飾
以
レ
銀
、
云
云
‘
垂
誌
一
年
五
月
、
諸
州
【
魚
壷
】
175

”
縣
名
。
唐
、
罹
く
。
山
東
省
金
郷
縣
の
東
。

都
督
刺
史
並
准
―
―
京
官
―
叫
四
魚
袋
↓
天
授
元
年
九
月
‘
縣
城
は
昭
陽
湖
の
左
岸
に
濱
す
。
春
秋
‘
魯
の
棠
邑
の

改
,
1

内
外
所
属
魚
韮
作
レ
亀
‘
云
云
‘
紳
龍
元
年
二
月
‘
地
。
縣
の
北
に
魯
君
観
魚
蛋
あ
り
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

内
外
官
五
品
已
上
‘
依
レ
藷
侃
―
―
魚
袋
↓
〔
困
學
紀
聞
、
山
東
‘
尭
州
府
〕
魚
畳
縣
、
春
秋
時
魯
棠
邑
也
、
隠
公
観
1

一

孜
史
〕
侃
レ
魚
始
ふ
心
唐
永
徽
二
年
‘
以
レ
李
為
＞
鯉
也
‘
魚
於
棠
面
認
凡
‘
漢
置
二
方
輿
縣
一
隔
―
―
山
陽
郡
字
月
典
讀

武
后
天
授
元
年
‘
改
侃
レ
編
‘
以
―
―
玄
武
為
＞
亀
也
。
〔
宋
日
,
,
房
預
さ
ち
本
‘
唐
賓
應
初
‘
改
レ
縣
日
1

一
魚
蛋
下
五
代
唐

史
‘
輿
服
志
五
〕
魚
袋
‘
其
制
自
レ
唐
始
‘
蓋
以
為
―
―
符
契
一
隔
,
,
箪
州
ェ
｛
木
因
レ
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
、
渭
宵

也
、
其
始
日
1

一
魚
符
工
左
一
右
一
、
左
者
進
レ
内
、
右
者
随
レ
直
隷
州
、
縣
三
、
魚
嚢
゜

身
、
刻
屑
姓
名
「
出
入
合
レ
之
‘
因
二
盛
以
広
袋
‘
故
曰
伍
~
【
魚
飲
】

1
7
6
”
魚
が
く
さ
る
。
魚
爛
゜
〔
論
語
‘
郷
窯
〕
魚

袋
宋
因
レ
之
‘
其
制
‘
以
裔
銀
師
為
―
―
魚
尼
公
服
則
餃
而
肉
敗
、
不
レ
食
。
〔
集
注
〕
魚
爛
日
レ
餃
゜

繋
私
益
而
垂
於
鯰
以
明
―
―
責
賤
玉
非
ー
＝
復
如
唐
之
符
【
魚
刀
】

177g
晉
の
苑
文
が
一
一
尾
の
鯉
魚
を
得
た
が
、

契
戻
゜
〔
大
學
術
義
補
、
備
1

一
規
制
ぶ
面
之
耕
〕
臣
按
‘
化
し
て
石
と
な
り
、
石
に
鐵
が
あ
っ
た
の
で
‘
鍛
へ
て

魚
袋
之
制
‘
始
於
庫
蓋
用
以
⑮
符
契
一
也
、
其
始
曰
―
―
雨
刀
を
作
り
傭
國
の
剣
と
し
た
故
事
。
〔
水
経
‘
温
水
注
〕

魚
符
工
左
一
右
一
、
左
者
進
レ
内
‘
右
者
随
レ
身
、
刻
二
官
街
苑
文
、
日
南
西
捲
縣
夷
帥
苑
椎
奴
也
‘
云
云
｀
山
澗
牧
レ

姓
名
盃
山
入
合
レ
之
‘
因
―
―
盛
以
p

袋
、
故
以
―
―
魚
袋
一
名
焉
‘
羊
、

f
―
―
澗
水
中
五
匹
雨
鯉
魚
こ
隠
誠
挟
蹄
‘
規
欲
1

一私

宋
因
レ
之
、
其
制
以
l

一
金
銀
一
飾
為
1

魚
形
ズ
ム
服
則
繋
―
―
於
食
一
郎
知
桧
求
、
文
大
態
濯
、
起
託
云
‘
碩
石
‘
還
非
レ
為
レ

霞
而
垂
於
後
一
以
明
-
1

貴
賤
一
蓋
無
T

復
如
1

唐

之

符

魚

也

‘

郎

至
1

一
魚
所
一
見
―
―
是
柄
石
涵
信
レ
之
而
去
、
文
始

契
者
友
、
我
朝
革
1

一
去
前
代
魚
袋
↓
〔
事
物
紀
原
、
衣
衷
異
レ
之
、
石
有
レ
鐵
、
文
入
―
―
山
中
二
序
石
冶
レ
鐵
‘
鍛
作
―
―

帯
服
部
、
魚
袋
〕
賓
録
曰
、
三
代
以
レ
章
為
レ
之
‘
謂
-
1

之
等
所
刀
五
年
レ
刀
向
細
部
、
因
祝
日
‘
鯉
魚
斐
化
、
冶
レ
石
成
レ

袋
魏
易
レ
之
為
レ
亀
‘
唐
高
祗
給
随
身
魚
ご
一
品
以
上
刀
‘
祈
石
部
破
者
、
是
有
二
神
震
苓
念
E

品
げ
此
為
1

一
國
君

其
飾
金
、
五
品
以
上
其
飾
銀
‘
故
名
―
―
魚
袋
至
へ
后
改
為
レ
王
五
研
不
レ
入
者
、
是
刀
無
ー
証
葦
央
進
研
二
石
郭
ぶ
杷
龍

亀
、
後
復
日
レ
魚
、
神
龍
初
、
賜
レ
紫
則
給
一
金
魚
ぶ
炉
緋
淵
千
将
之
斬
1

一
直
藁
エ
由
レ
是
人
情
漸
附
、
今
研
石
尚
在
、

則
給
銀
魚
二
小
レ
限
レ
品
也
、
唐
會
要
曰
‘
永
徽
二
年
四
魚
刀
猶
存
‘
傭
―
―
國
子
孫
ぶ
竺
斬
蛇
之
剣
一
也
。

月
二
十
九
日
、
給
随
身
魚
袋
二
咸
亨
三
年
五
月
三

H
‘
[
魚
塘
】
1
7
8
9
咋
養
魚
池
の
堤
゜
〔
徐
照
‘
途
中
詩
〕
喉
謁
苔

始
令
1-

―
京
官
四
品
五
品
職
事
楓
ー
銀
魚
ズ
久
視
元
年
＋
月
侵
レ
字
‘
魚
塘
水
過
レ
欄
゜

十
三

H
、
職
事
三
品
以
上
用
レ
金
鈴
、
四
品
銀
、
五
品
銀
、
【
魚
稲
】
179

砕
魚
や
租
゜
〔
後
漢
書
、
郡
晨
博
〕
魚
栢
之

景
雲
二
年
四
月
二
十
四

H
赦
文
、
魚
袋
著
レ
紫
者
金
装
‘
饒
゜
〔
苑
雲
、
治
―
―
西
湖
一
詩
〕
河
叶
呑
築
苦
‘
方
罐
魚
稲

緋
者
銀
装
、
宋
朝
神
宗
元
豊
末
、
親
王
又
賜
二
玉
魚
1

以
饒
゜
〔
蘇
献
、
乗
レ
舟
過
―
―
買
牧
水
閣
吟
茉
＇
レ
在
見
,
,

其
子
一

副
1

一
金
齋
金
魚
以
副
,
,
玉
如
空
以
1

正
溢
竺
也
、
韓
文
公
之
詩
〕
得
意
詩
酒
社
、
終
身
魚
栢
郷
。

詩
曰
、
不
レ
知
―
―
官
高
卑
「
玉
帯
懸
二
金
魚
五
是
也
。
〔
演
繁
【
魚
道
】
180
な

5

0
魚
類
が
常
に
通
る
路
。

O
飲
み
残
り

露
〕
今
之
魚
袋
、
雖
玩
炉
唐
制
面
g
存
↓
―
形
模
公
巴
烹
レ
所
レ
の
酒
な
ど
を
こ
ぽ
す
こ
と
。
ま
た
‘
こ
ぽ
す
器
。
〔
下
學

用
附
―
―
魚
形
其
上
一
者
、
特
其
飾
耳
゜
〔
瀬
慎
子
、
一
〕
陳
府
集
、
下
、
態
藝
門
〕
魚
道
者
、
建
二
残
盃
一
器
也
、
以
,
,
餘
渥
―

平
陸
主
簿
張
胎
孫
子
訓
背
問
↓
1

僕
魚
袋
制
度
砿
僕
曰
、
今
洗
―
―
盃
痕
ぶ
喩
1

ぢ
之
魚
過
↓
紘
累
喪
故
云
二
魚
道
一
也
。

七
―
四|
 

。
ー

【
魚
梶
】
181

y
u
2
 
t'an1

露
店
の
魚
屋
。

【
魚
池
】
182

代
ョ
魚
を
飼
ふ
池
。
養
魚
池
。
〔
呉
融
‘
際
宅

33

詩
〕
放
魚
池
涸
蛙
争
翠
棲
燕
梁
空
雀
自
喧
゜
〔
養
魚
経
〕

1

朱
公
日
、
夫
治
生
之
法
有
レ
五
、
水
畜
第
一
、
水
畜
所
謂

魚
池
也
。
〔
九
域
志
〕
蒼
梧
郡
有
,
,
鰐
魚
池
-

【
魚
腸
】
183

芯
ゥ
〇
う
を
の
は
ら
わ
た
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕

魚
枕
謂
1

一
之
丁
一
魚
腸
謂
―
―
之
乙
一
魚
尾
謂
1

一
之
丙
↓
〔
王

僧
儒
‘
摘
衣
詩
〕
尺
素
在
―
―
魚
腸
ユ
寸
心
憑
l

―
雁
足
↓
〇
古

の
賓
剣
の
名
。
呉
の
闇
直
が
用
ひ
て
王
僚
を
拭
し
た

も
の
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
夫
純
釣
魚
腸
之
始
下
レ
型
‘

撃
則
不
レ
能
レ
断
‘
刺
則
不
レ
能
レ
入
、
及
T

加
―
―
之
砥
蠣
―

摩
．
其
鋒
割
お
則
水
断
1

一
龍
舟
涵
陸
割
―
―
犀
甲
↓
〔
注
〕
魚
腸
‘

文
理
屈
辟
若
―
―
魚
腸
1

者
‘
良
剣
也
。
〔
哭
越
春
秋
‘
王
僚
使

公
子
光
博
〕
公
子
光
伏
苗
＇
士
於
密
室
中
面
具
レ
酒
而
請
二

王
僚
「
云
云
‘
使
下
専
諸
置
蕉
腸
剣
灸
魚
中
進
t
之
。
〔
越

絶
書
‘
越
絶
外
傭
記
賓
剣
〕
獣
冶
乃
因
―
―
天
之
精
紳
玉
悉
,
,

其
伎
巧
涵
逗
為
1

一
大
刑
―
―
-
‘
小
刑
二
二
日
湛
慮
‘
二
日
純

鉤
三
日
勝
邪
、
四
日
魚
腸
‘
五
曰
巨
闊
。
〔
越
絶
書
‘
越
絶
外

傭
紀
賓
剣
〕
閾
直
又
以
1

一
魚
腸
之
剣
一
刺
英
王
僚
↓
〔
夢
深

筆
談
‘
器
用
〕
古
剣
有
二
沈
慮
魚
腸
之
名
一
云
云
‘
即
今
蝠

鋼
剣
也
、
又
謂
―
―
之
松
文
ぶ
乎
諸
魚
燿
熟
‘
擬
―
―
去
脇
五
5

見
•
其
腸
ギ
止
如
今
之
蝠
鋼
剣
文
也
。0
竹
の
類
。
〔
管

子
、
地
員
〕
其
草
魚
腸
輿
レ
猶
。
〔
筍
譜
〕
魚
腸
‘
竹
筍
、
梁

簡
文
修
竹
賦
中
、
見
―
―
魚
腸
雲
母
之
名
、
日
映
花
靡
等
一

今
詳
1

一
魚
腸
為
＂
名
、
必
像
に
貫
而
作
‘
其
竹
細
而
屈
、
筍

亦
可
一
以
識
る
K

。

〖
魚
腸
剣
〗1

8
4
乃
+
苫
●
賓
剣
の
名
。
〔
郊
節
‘
虎
丘

詩
〕
傷
心
莫
レ
問
魚
腸
剣
、
怨
逐
五

g
芦
上
1

一
輔
鑢

-
0

西
皮
劇
の
一
種
。
一
名
、
子
脊
投
呉
‘
又
‘
吹
籠
乞
食
と

い
ふ
。
春
秋
、
楚
の
亡
命
将
軍
伍
子
脊
に
闘
し
た
も
の
。

【
魚
注
】

mぎ
唐
の
人
。
本
姓
は
魚
、
鄭
を
冒
す
‘
故
に

嘗
時
魚
鄭
と
琥
す
。
鄭
注

(11-39647
:
 
2
2
1
)

の
O
を

見
よ
。
〔
唐
書
‘
二
日
七
十
九
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
一
百
六
十
九
〕
。

【
魚
晶
】
186

伍
炉
魚
類
と
晶
類
。
〔
海
山
記
〕
詔
天
下
境

内
、
所
レ
有
鳥
獣
草
木
、
騨
至
↓
1

京
師
二
大
下
共
進
―
―
花
木

鳥
獣
魚
晶
一
莫
レ
知
,
,
其
散
↓
〔
梁
昭
明
太
子
、
文
選
序
〕

若
し
其
紀
二
事
正
詠
•
一
物
い
風
雲
草
木
之
興
‘
魚
贔
禽

獣
之
流
、
推
而
廣
レ
之
、
不
レ
可
―
―
勝
載

L
大
。
〔
陳
師
道
‘

謝
＝
一
寇
十
二
塁
端
硬
詩
〕
敢
書
―
―
細
字
ふ
庄
角
面
烹
要

博
華
穀
八
千
低
°



E
 

魚
立
口

魚

七
一
五

【
魚
箸
】
187

芹
魚
を
割
く
時
用
ひ
る
箸
。
も
と
木
箸
、
後

に
鐵
を
以
て
製
し
、
長
さ
六
寸
許
り
の
も
の
に
、
四
寸

許
り
の
木
の
柄
を
附
す
。
慎
魚
箸
゜
〔
和
漢
一
―
―
才
園
會
｀

庖
厨
具
‘
木
砧
〕
魚
箸
‘
訓
末
奈
波
之
‘
魚
箸
以
レ
鐵
作
レ

之
、
長
六
寸
柄
四
寸
許
‘
而
左
挟
レ
肉
抑
持
也
。

【
魚
沈
】
188

打
魚
が
沈
む
。
〔
淮
南
子
‘
謬
稲
訓
〕
撃
―
舟

水
中
ぶ
屈
沈
而
鳥
揚
、
同
レ
聞
而
殊
レ
事
、
其
情
一
也
。
〔
庚

信
‘
五
月
披
レ
裟
負
レ
薪
賛
〕
禽
巣
欲
レ
遠
、
魚
沈
唯
深
。

〔
許
渾
、
憶
―
―
長
州
一
詩
〕
魚
沈
秋
水
静
、
鳥
宿
暮
山
空
゜

〖
魚
沈
雁
杏
〗1
8
9
5
だ
だ
ナ
リ
書
信
の
絶
え
る
こ
と
。
〔
剪

燈
餘
話
‘
賣
雲
華
還
魂
記
〕
雨
家
濶
別
、
魚
沈
雁
杏
‘
昔

耗
不
レ
聞
、
本
謂
三
此
生
無
―
―
復
再
見
↓

【
魚
枕
】
190

”
魚
の
頭
骨
中
の
豪
書
の
丁
字
形
に
似
た

骨
。
印
章
を
作
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
魚
枕
謂
二
之
丁
↓

〔
注
〕
枕
在
1

一
魚
頭
骨
中
玉
形
似
二
策
書
丁
字
寄
r
レ
作
レ
印
。

〖
魚
枕
冠
〗1

9
1
砕
勺
魚
の
枕
骨
で
作
っ
た
冠
。
〔
蘇
献
‘

魚
枕
冠
頌
〕
登
浮
魚
枕
冠
、
細
観
初
何
物
。

【
魚
砧
】
192

乃
魚
を
調
理
す
る
時
載
せ
る
も
の
。
ま
な

い
た
。
〔
北
夢
瑣
言
〕
其
巻
中
有
下
餓
猫
窺
―
―
鼠
穴
玉
賎
犬

紙
l

―
魚
砧
一
之
句
3

【
魚
飲
】
193

乃

O
魚
の
頭
骨
中
に
あ
る
豪
書
の
丁
字
形

に
似
た
骨
。
魚
枕
に
同
じ
。
〔
本
草
‘
魚
飲
〕
繹
名
、
時
珍

日
、
諸
魚
脳
骨
曰
レ
飲
曰
レ
丁
‘
魚
尾
曰
レ
絢
、
昔
抹
、
日
レ

丙
、
魚
腸
曰
細
日
乞
、
魚
骨
曰
レ
鰊
曰
レ
刺
、
魚
辟
日
レ
鰈

曰
レ
白
‘
魚
翅
曰
レ
鰭
曰
レ
馘
、
魚
子
曰
レ
鯨
曰
レ
蟻
゜
〔
績
墨

客
揮
犀
〕
南
海
魚
有
―
―
石
首
者
函
蓋
魚
眈
也
、
取
―
其
石
↓
治

以
為
レ
器
、
可
レ
載
飲
食
如
遇
贔
毒
函
必
暴
裂
‘
其
炊

甚
著
‘
輻
唐
人
製
作
尤
精
、
明
螢
如
,
,
琥
珀
一
人
但
知
三

翠

玩

其

色

而

鮮
n

一
能
識
1

一
其
用
↓
〇
建
蘭
の
一
種
。
一

）
 
19

に
玉
飲
と
い
ふ
。
〔
金
滴
蘭
譜
〕
。

・
【
魚
丁
】
194

乃
魚
の
頭
骨
。
魚
飲
。
〔
本
草
‘
魚
飲
〕
秤

2
 

56

名
、
時
珍
日
、
諸
魚
脳
骨
曰
レ
飲
曰
レ
丁
。

【
魚
亭
】
1
9
5
[
"

字
琥
。

O
清
、
正
憲
(
6
ー

1
7
1
5
4
:
 5
6
)

の

，
 

5
 
4
 

0
の
琥
。

O
清
、
注
靭
(
6
-
1
7
1
5
4
:
 8
3
)

の
字
。

（
 

一
【
魚
鄭
】
196

乃
唐
‘
鄭
注
(
1
1
-
3
9
6
4
7
:
 2
2
1
)

を
い
ふ
。

【
魚
釣
】
197

関
魚
つ
り
。
釣
魚
。
漁
釣
。
〔
水
経
‘
濁
滴

、̀'ノ7
 
8
 
●
水
注
〕
少
翁
是
縣
人
‘
遭
1

一
秦
之
乱
盃
漁
釣
隠
レ
身
‘
墜
レ
淵

6

而
死
‘
景
帝
立
レ
后
‘
遣
―
―
使
者
一
填
以
葬
レ
父
。
〔
後
漢
書
、

5
 
59

宦
者
、
曹
節
博
〕
荀
螢

5
盆
只
多
蓄
,
,
財
貨
五
繕
,
,
修
第
含
一

連
溢
翌
児
レ
巷
‘
盗
二
取
御
水
一
以
作
1

一
漁
釣
盃
早
馬
服
玩
‘

4
 
（
 

梃
於
天
家
↓
〔
抱
朴
子
、
繹
滞
〕
信
布
秤
年
＇
冑

1

而
脩
―
―

魚
釣
↓
〔
播
岳
、
間
居
賦
序
〕
池
沼
足
―
―
以
魚
釣
↓
春
税

翌
以
代
耕
↓
〔
朱
徳
潤
、
塁
峰
秀
色
圏
詩
〕
但
願
昇
平

日
、
魚
釣
山
中
泉
。

【
魚
鳥
】
198

砕
う
を
と
と
り
。
〔
後
漢
書
‘
逸
民
博
序
〕

登
必
親
―
―
魚
鳥
盃
杢
林
草
一
哉
。
〔
岱
康
‘
輿
1
1

山
巨
源
一

絶
レ
交
書
〕
遊
二
山
澤
五
竺
魚
烏
一
心
甚
架
レ
之
。
〔
南
史
‘

劉
軋
傭
〕
暢
1

一
餘
陰
於
山
澤
五
託
―
―
暮
情
於
魚
鳥
↓
〔
隋
書
、

隠
逸
傭
序
〕
押
1

一
玩
魚
鳥
字
生
右
琴
書
↓
〔
飽
照
‘
河
清

頌
序
〕
魚
鳥
動
レ
色
、
禾
雉
興
譲
。

【
魚
條
】
1
9
9
n
0
3
0
山
名
。
河
北
省
渦
城
縣
の
西
北
。
水
経

注
に
は
魚
山
に
作
る
。

O
梵
魚
肉
を
細
く
割
り
、
堕
を

附
け
‘
乾
し
て
氣
條
心
ェ
の
如
く
せ
る
も
の
。
削
つ
て
食
用

に
供
し
た
と
い
ふ
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
飲
食
部
、
魚
鳥
類
‘

魚
條
〕
遊
仙
窟
云
‘
東
海
鰭
條
‘
魚
條
讀
―
―
須
波
夜
利
ェ
本

朝
式
云
楚
割
。
〔
箋
注
〕
按
‘
條
‘
小
枝
也
‘
魚
條
者
、
割
二

魚
肉
玉
岱
之
‘
其
條
如
1
1

條
枝
五
故
謂
1

一之條一》

【
魚
田
】
200

打
魚
田
築
の
略
。
魚
に
味
噌
を
つ
け
て
炎

り
燒
い
た
一
種
の
料
理
。
又
‘
其
の
品
。

【
魚
電
】
201
yil2 

t
i
e
n
•
六
日
付
の
電
報
。
韻
書
に
平
臀

第
六
を
魚
と
す
る
か
ら
い
ふ
。

【
魚
肛
】
202

y
i
i
'
t
u
•魚
類
の
鰈
只
。
か
ら
製
し
た
軟

骨
質
の
も
の
。
色
は
梢
；
黄
色
を
帯
ぴ
、
食
用
及
ぴ
エ

業
用
に
供
せ
ら
れ
る
。
浙
江
省
寧
波
及
ぴ
輻
建
省
沿
海

に
産
す
。
又
、
波
斯
•
印
度
よ
り
も
輪
入
す
る
。

〖
魚
肛
白
〗2

0
3
カ
ト
染
色
の
名
。
清
初
、
余
滑
心
・
杜
茶

部
・
白
仲
調
の
三
人
、
同
じ
く
金
陵
に
居
り
、
時
の
人
が

魚
肝
白
と
云
っ
た
。
〔
尤
西
堂
較
詩
〕
嵐
得
人
呼
―
―
魚
肝

良
夜
景
同
看
窯
人
碑
。

【
魚
免
】
204"
ョ
魚
と
免
。
経
教
の
義
理
の
喩
゜
〔
謝
震
運
‘

辮
宗
論
‘
答
二
法
勅
問
―
〕
果
杢
蹴
歴
然
、
何
疑
紛
錯
‘
魚

免
既
獲
｀
輩
黎
以
滑
゜
〔
蘇
拭
‘
妙
観
堂
記
〕
讐
用
―
―
笠
蹄
一

以
得
1
1

魚
免
一
及
施
―
―
燈
燭
「
以
照
―
―
丘
坑
面
竺
魚
免
玉
大
‘

杢
蹄
了
忘
‘
知
―
―
丘
坑
ふ
g

‘
燈
燭
何
施
。
「
魚
凍
柑
↓

【
魚
凍
】
205

衿
柑
の
名
。
〔
廣
輿
記
〕
廣
束
廣
州
府
土
産
―
―

【
魚
燈
】
206

衿
魚
の
あ
ぶ
ら
の
と
も
し
火
。
〔
梁
元
帝
、

詠
池
中
燭
彰
詩
〕
魚
燈
且
レ
滅
レ
儘
‘
鶴
烙
暫
停
レ
輝
゜

〔
高
啓
‘
呉
女
墳
詩
〕
魚
燈
照
1

一
艶
塊
エ
伎
冷
珠
衣
薄
゜

【
魚
頭
】
207

心

E

O
魚
の
頭
。
〔
唐
書
‘
五
行
志
二
〕
貞
元
十

年
四
月
、
江
西
埃
澗
、
魚
頭
皆
戴
と
臨
竺
〔
元
中
記
〕

.--, r —' 
-魚

..... 
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り
【
魚
白
】
2207
”

O
魚
評
を
い
ふ
。
辟
は
膀
脱
、
う
き
ぶ
く

24

ろ
。
〔
本
草
‘
魚
眈
〕
繹
名
、
時
珍
日
、
魚
評
日
レ
鰈
日
に
口
。

~
●
魚
が
白
い
。
白
い
魚
。
〔
貢
師
泰
‘
送
i
陶
翁
欝
―
―
豫
章
―

6
 
95

詩
〕
秋
雨
初
晴
罷
栢
香
、
蟹
紅
魚
白
憶
1

一
江
郷
↓
●
y
屯

⑭
 

p
a
i
'

浅
黄
色
。

5
 

【
魚
伯
】
2
2
1
7
”
●
贔
の
名
。
青
鉄
。
〔
廣
雅
‘
繹
晶
〕
魚
伯
‘

斤
青
鉄
也
。
●
水
紳
の
稽
。
一
名
、
水
君
。
〔
古
今
注
、
魚
晶
〕

水
君
状
如
入
懇
馬
‘
衆
魚
皆
導
従
レ
之
、
一
名
魚
伯
、

゜
2
 
2
 
~
大
水
乃
有
ら
之
、
漢
末
有

T
人
於
―
―
河
際
一
見
d
之
。

56
【
魚
箔
】
222

勺
”
ゃ
な
。
魚
梁
(
2
9
4
)

に
同
じ
。
〔
陸
漉
思
ニ

，
 

45

故
山
賦
〕
僕
之
念
レ
饒
、
如
寒
魚
箔
之
欲
孟
炉
箔
也
。

〔
陸
猫
、
小
舟
晩
鱒
詩
〕
潮
生
魚
箔
短
、
木
落
雉
媒
閑
゜

、,`‘

【
魚
板
】
223

匁
魚
の
形
に
作
っ
た
木
板
。
時
間
の
知
ら

せ
等
に
打
ち
鳴
ら
す
。

【
魚
盤
】
224

巧
縣
名
。
西
魏
、
置
く
。
四
川
省
昭
化
縣

の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
保
寧
府
、
昭
化
縣
〕

魚
盤
城
、
亦
在
―
―
縣
西
北
玉
齊
梁
間
置
―
魚
石
洞
戌
於
此
一

西
魏
置
―
―
魚
盤
縣
こ
隋
大
業
初
、
省
―
―
入
景
谷
云
唐
置
,
,
魚

老
鎮
工
或
日
、
即
此
城
也
。

【
魚
皮
】
225

臼
ョ
●
魚
の
皮
。
さ
め
皮
。
又
、
そ
れ
で
覆

っ
た
も
の
。
〔
左
氏
、
問
、
二
‘
欝
1

一
夫
人
魚
軒
・
重
錦
州
雨
一

注
〕
魚
軒
‘
夫
人
車
、
以
―
―
魚
皮
一
為
レ
飾
也
。
〔
異
物
志
〕
鮫

魚
皮
可
1

一
以
飾
p

刀
‘
其
子
驚
則
入
1

一
母
腹
中
↓
〔
北
史
、
室

拿
博
〕
氣
候
最
寒
‘
雲
深
没
レ
馬
、
云
云
、
皆
捕
レ
紹
為
レ

業
、
冠
似
狐
懇
衣
以
二
魚
皮
↓
〔
韓
鰯
、
婆
巴
州
楊
使

君
―
詩
〕
前
騒
錦
帯
魚
皮
提
‘
側
侃
金
墳
虎
頭
綬
。
●
yii' 

p
'
i
'

龍
豚
魚
の
皮
。
乾
し
て
食
用
に
供
せ
ら
れ
る
。

〖
魚
皮
撻
子
〗2

2
6
”
閃
種
族
の
名
。
赫
哲
喀
剛
。
清
の

乾
隆
中
旗
籍
に
入
り
、
三
姓
副
都
統
に
隠
し
使
犬
國
と

い
ふ
。
赫
斤
(
1
0
-
3
7
0
1
0
:
 1
9
)

を
見
よ
。

【
魚
肥
】
2
2
7
5
ョ
〇
魚
が
肥
え
ふ
と
る
。
〔
厭
陽
脩
、
酔
翁

亭
記
〕
臨
レ
硲
而
漁
‘
硲
深
而
魚
肥
。
〔
韓
但
‘
卜
隠
詩
〕

桑
梢
出
レ
含
露
初
老
、
柳
紫
蓋
レ
漢
魚
正
肥
゜
〔
自
注
〕
魚

食
禰
花
而
肥
。
〔
王
庭
珪
‘
題
↓
玩
郭
秀
才
釣
亭
―
詩
〕
野

閻
天
寒
一
雁
飛
、
碧
蔵
花
老
蠍
魚
肥
゜
〔
陸
源
、
送
―
―
苑

西
叔
赴
p
召
詩
〕
杜
陵
雁
下
悲
―
―
祖
歳
盆
立
澤
魚
肥
夢
,
,
故

郷
↓
●
さ
か
な
ご
え
。
緋
・
鰯
等
を
肥
料
と
し
て
製
造

し
た
も
の
。
〔
草
木
育
種
後
編
‘
上
〕
。

【
魚
跛
】
2
2
8
5
ョ
地
名
。
湖
北
省
鍾
詳
縣
の
南
。
〔
左
氏
、

昭
、
十
三
〕
公
子
比
為
レ
王
、
公
子
黒
肱
為
―
―
令
手
土
全
子

魚

部

魚

魚
跛
↓
〔
注
〕
土
児
陵
縣
城
西
北
有
,
,
甘
魚
陵
↓

【
魚
婢
】
2
2
9
[
ョ
魚
の
名
。
鱗
跨
(
U
i
l
-
4
6
4
7
3
:
 2
)

の
俗

名
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
‘
鱗
鰐
蠍
鰈
、
注
〕
小
魚
也
、
似
,
,
鮒

子
而
黒
‘
俗
呼
為
―
―
魚
婢
芹
江
東
呼
為
―
―
妾
魚
↓
〔
陸
涸
、
村

居
書
レ
事
詩
〕
春
深
水
暖
多
二
魚
婢
玉
雨
足
年
豊
少
―
褒
奴
↓

【
魚
尾
】
2305'
ョ
●
魚
の
尾
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
魚
尾
‘
謂
1

一

之
丙
↓
〔
後
漢
書
、
帳
儀
志
下
〕
龍
首
魚
尾
。
〔
卓
文
君
‘
白

頭
吟
〕
竹
竿
何
溺
溺
‘
魚
尾
何
槌
礎
。
〔
白
居
易
、
南
池

早
春
有
レ
懐
詩
〕
筵
従
魚
尾
挿
‘
瞥
瞥
鵞
毛
換
。
〔
杜
牧
‘

即
事
黄
州
作
〕
爾
條
井
邑
如
t

一
魚
尾
ご
早
晩
干
文
識
-
1

虎

皮
↓
●
腰
帯
の
頭
を
下
に
垂
れ
た
も
の
。
唐
書
車
服
志

に
は
鈍
尾
に
作
る
。
〔
事
物
異
名
録
‘
服
飾
‘
帯
〕
唐
藷

史
高
祗
詔
‘
腰
帯
令
な
炉
下
‘
挿
玉
器
央
名
日
忌
北
尾
一

宋
志
‘
鈍
尾
郎
今
之
魚
尾
、
中
華
古
今
注
、
合
呼
1

一
撻
尾
↓

〇
酔
魚
草
(
1
1
-
3
器
0
6
:
3
3
)
の
異
名
。
〔
本
草
‘
酔
魚

草
〕
繹
名
、
間
魚
花
、
魚
尾
草
‘
権
木
。
●
書
葉
の
中
央
の

版
心
に
、
魚
の
尾
の
や
う
な
形
を
な
し
た
黒
印
。
〔
況
氏

織
餘
瑣
遮
〕
宋
元
板
書
、
書
名
在
―
―
魚
尾
下
盃
曰
刻
本
‘
書

名
在
1

一
魚
尾
上
一
反
レ
是
者
殆
不
―
―
経
見
↓
●
相
術
家
の

語
。
眼
の
角
の
紋
を
い
ふ
。

【
魚
父
】
231

カ
ョ
晶
の
名
。
青
扶
(
U
i
l
-
4
2
5
6
4
:
 5
1
9
)

の

異
名
。
〔
本
草
、
青
鉄
〕
繹
名
‘
扶
蝉
‘
焦
蝸
‘
敬
蠣
‘
蒲
妄
、

魚
父
、
魚
伯
。

【
魚
婦
】
232

カ
ョ
互
人
の
國
に
産
す
る
魚
。
〔
山
海
経
‘
大

荒
西
経
〕
有
―
―
互
人
之
國
二
云
云
‘
有
レ
魚
偏
枯
、
名
日
―
―
魚

婦
る
顧
項
死
、
即
復
蘇
‘
風
道
レ
北
来
‘
天
乃
大
水
‘
泉
蛇

乃
化
為
レ
魚
、
是
謂
―
―
魚
婦
↓

【
魚
符
】
233

カ
ョ
官
吏
の
帯
び
る
符
契
の
一
種
。
木
或
は

銅
の
魚
形
を
し
た
も
の
に
、
書
を
刻
し
、
信
と
し
て
分

つ
も
の
。
〔
隋
書
、
高
祗
紀
下
〕
開
皇
九
年
‘
頒
＿
一
木
魚
符
於

綿
管
刺
史
ご
雌
一
雄
一
。
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
随
身
魚
符

者
、
以
明
―
―
責
賤
こ
竺
召
命
工
左
二
右
一
、
左
者
進
レ
内
、

右
者
随
レ
身
。
〔
唐
六
典
〕
符
賓
郎
、
凡
國
有
二
大
事
盆
則

出
―
―
納
符
節
―
―
日
―
―
銅
魚
符
ご
所
T

以
起
1

一
軍
旅
ず
勿
＊
守

長
竺
一
日
『
↓
隋
身
魚
符
盃
5
T

以
明
,
,
責
賤
t

應
＊
徴
召
只
野

客
叢
談
、
十
一
〕
唐
故
事
、
以
―
―
左
魚
五
空
郡
守
盆
竪
右

魯
留
,
,
郡
庫
一
毎
,
,
郡
守
之
官
1

以,,
左
魚
1

合,,
郡
庫
之

右
魚
盆
以
丘
此
為
レ
信
、
自
,
,周
顕
徳
門
—
畷
‘
而
此
制
不
レ

可
レ
復
、
唐
之
魚
符
、
即
古
者
銅
虎
符
之
意
也
‘
按
、
古
之

符
節
、
左
以
卑
ハ
―
―
郡
守
工
右
以
留
二
京
師
ェ
非
レ
謂
品
留
二
郡

庫
也
、
謂
郡
守
往
回
、
以
一
面
~
レ
援
之
左
符
公

g
京
師
之

右
躾
以
防
1
1

其
偽
↓
〔
陸
亀
蒙
‘
送
土
皐
少
卿
遊
1

一
茅
山
―

詩
〕
牌
下
随
カ
伍
牙
朝
＊
珠
闘
お
百
侃
―
―
魚
符
1

管
1

一
赤
城
↓

〔
陸
滞
、
詩
〕
昨
解
―
―
魚
符
1

已
径
儲
゜

【
魚
辟
】
234

パ
ョ
魚
の
う
き
ぶ
く
ろ
。
〔
本
草
‘
魚
鯰
〕
繹

名
、
時
珍
日
‘
魚
辟
日
レ
鰈
日
レ
白
。
〔
江
郎
幾
雑
志
〕

T

正
臣
齋
―
―
玉
朕
如
全
館
中
コ
輻
州
人
謂
1

一
之
侃
羮
二
郎
今

魚
辟
是
也
。

【
魚
覺
】
235

ペ
ョ
〇
上
古
の
人
。
蜀
君
の
先
祗
の
名
。
〔
揚

雄
、
蜀
王
本
紀
〕
蜀
之
先
稽
レ
王
者
、
有
二
重
叢
・
伯
灌
・
魚

亮
・
蒲
澤
・
開
明
↓
〔
華
陽
國
志
〕
蜀
先
稽
レ
王
、
有
1
1

露
叢
一

次
王
旦
柏
還
次
王
曰
―
―
魚
亮
一
魚
覺
王
田
↓
手
瀧
山
石
忽

得
―
―
仙
道
云
蜀
人
思
レ
之
、
為
立
レ
祠
。
〔
李
白
、
蜀
道
難
〕
露

叢
及
魚
覺
、
開
レ
國
何
茫
然
゜
●
魚
と
亮
゜
〔
王
逢
‘
題
―
―
垂

虹
橋
亭
五
詩
〕
蔚
田
連
―
―
祖
油
ぶ
立
室
乱
-
l

魚
覺
↓

【
魚
賦
】
236

カ
ョ
漁
業
税
。
魚
税
(
1
5
2
)
に
同
じ
。
魚
課
。
魚

租
゜
〔
馬
祗
常
‘
送
元
木
誠
夫
太
監
祠
二
海
上
諸
神
1

詩
〕
龍

戸
編
―
―
魚
賦
ぶ
双
人
織
―
―
霧
紋
↓

【
魚
伏
】
237

バ
＂
魚
が
ひ
そ
み
か
く
れ
る
。
〔
高
啓
、
水
上

盟
レ
手
詩
〕
伝
伝
細
浪
起
‘
杏
杏
驚
魚
伏
。

【
魚
服
】
238

ヵ
”
●
魚
獣
の
皮
で
作
っ
た
え
ぴ
ら
。
〔
詩
‘
小

雅
‘
采
薇
〕
四
牡
翼
翼
‘
象
頭
魚
服
。
〔
博
〕
魚
服
‘
魚
皮
也
。

〔

箋

〕

服

、

矢

魚

服

以
蒙
皮
露
↓
↓

1
i

服
也
。
〔
疏
〕

會

矢
服
一
故
云
二

魚
服
一
魚
皮
‘

左
博
日
、
蹄
l

一
夫
人
魚
軒
盆
虚
虔
云
、
魚
‘
獣
名
。
〔
毛
詩
草

木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕
魚
服
‘
魚
獣
之
皮
也
、
似
レ
猪
、
東
海

有
レ
之
、
一
名
1

一
魚
狸
工
其
皮
背
上
斑
文
‘
腹
下
純
青
、
今

以
為
1
1

弓
腱
歩
叉
者
也
。
〔
江
滝
、
横
吹
賦
〕
具
冑
象
弾

之
威
‘
織
文
魚
服
之
容
。
●
魚
に
非
ず
し
て
魚
の
服
を

な
す
。
尊
者
が
装
を
易
へ
て
賤
者
の
服
装
を
す
る
を
い

ふ
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
白
龍
魚
服
‘
見
レ
困
二
豫
且
↓
〔
注
〕

綜
日
、
呉
王
欲
従
レ
民
飲
ご
伍
子
脅
日
、
昔
白
龍
下
1

一清

冷
之
淵
が
化
為
レ
魚
、
豫
且
射
中
レ
目
、
白
龍
不
レ
化
‘
豫
且

不
レ
射
‘
君
今
棄
―
―
萬
乗
之
位
盃
皿
従
1
1

子
臣
一
恐
有
―
―
豫
且

之
患
↓
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
彼
白
龍
之
魚
服
‘
桂
―
―
豫
且
之

密
網
↓
●
魚
の
模
様
あ
る
服
。
〔
李
華
‘
含
元
殿
賦
〕
鵜

冠
魚
服
‘
良
家
茂
族
。

【
魚
復
】
239

乃
縣
名
。
秦
、
置
く
。
山
に
よ
つ
て
城
を

な
す
。
赤
岬
城
。
四
川
省
奉
節
縣
の
東
北
。
〔
漢
書
、
地

理
志
上
〕
巴
郡
‘
縣
十
一
、
魚
復
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四

川
、
甍
州
府
〕
奉
節
縣
、
秦
置
―
―
魚
復
縣
-
竺
巴
郡
一
漢

因
レ
之
、
江
闊
都
尉
治
焉
、
後
漢
亦
日
-
1

魚
復
縣
云
章
武
元

年
、
先
主
改
1

一
固
陵
郡
―
為
1
1

巴
東
郡
な
堕
魚
復
；
是
也
、

二
年
又
改
レ
縣
日
―
-
、
水
女
云
百
太
康
初
‘
復
日
―
―
魚
復
工
宋

齊
因
レ
之
、
皆
為
面
J

東
郡
治
ご
梁
井
置
1
1

信
州
乙
炉
此
、

西
魏
改
レ
縣
日
『
八
復
五
隋
因
レ
之
。

【
魚
腹
】
240

ヵ
”
魚
の
腹
。
〔
左
氏
、
宣
‘
十
二
〕
河
魚
腹

疾
奈
何
゜
〔
史
記
、
陳
渉
世
家
〕
陳
勝
呉
廣
‘
喜
念
レ
鬼
日
、

此
教
―
―
我
先
威
＂
衆
耳
、
乃
丹
ー
一
書
吊
一
日
、
陳
勝
王
、
置
1

人
所
レ
晋
魚
腹
中
ご
卒
買
レ
魚
烹
食
、
得
―
―
魚
腹
中
書
ニ
固

以
怪
レ
之
芙
。
〔
晉
書
‘
段
灼
博
〕
ヒ
首
振
―
―
於
秦
庭
面
大
刀

耀
於
魚
腹
↓
〔
呉
均
、
徴
江
蝕
責
1

一
周
穆
王
璧
支
〕

歴
玉
泥
更
墨
珪
魚
腹
↓

〖
葬
漁
腹
―
〗2

4
1
衿
月
水
中
に
溺
死
す
る
。
水
死
す

る
。
入
水
す
る
。
〔
楚
辟
、
漁
父
〕
寧
赴
―
―
湘
流
云
葬
―
―
於
江

魚
腹
中
王
安
能
以
―
―
皓
皓
之
白
盃
而
蒙
二
世
俗
之
塵
埃
一
乎
゜

【
魚
丙
】
242

沿
魚
の
尾
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
魚
尾
‘
謂
―
―
之

丙
↓
〔
本
草
‘
魚
鯰
〕
繹
名
、
時
珍
日
、
云
云
‘
魚
尾
日
レ

絢
、
＿
音
抹
、
日
J

丙゚

【
魚
米
】
匹
”
ぢ
.
魚
と
米
。
〔
晉
書
、
劉
超
博
〕
超
家

貧
、
妻
子
不
レ
贈
‘
1

帝
手
詔
褒
レ
之
‘
賜
以
―
―
魚
杢
超
酔

不
レ
受
。
〔
白
居
易
、
盪
―
商
婦
詩
〕
何
況
江
頭
魚
米
賤
‘

紅
鎗
黄
橙
香
楢
飯
。
〔
陳
造
‘
錢
幣
詩
〕
淮
民
魚
米
餘
‘
百

貨
仰
『
一
殊
域
↓
●
魚
を
米
に
代
へ
て
食
ふ
。
〔
田
澄
、
蜀

城
詩
〕
地
富
魚
為
レ
米
、
山
芳
桂
是
樵
。

〖
魚
米
之
地
〗2

4
4
パ
”
ペ
ィ
肥
沃
な
地
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
‘

魚
米
之
地
〕
按
‘
俗
以
―
―
土
沃
云
『
,
,
魚
米
之
地
↓

【
魚
朦
】
246

ゞ
”
に
か
は
。
に
ぺ
。
魚
膠
(
3
0
)
に
同
じ
。
〔
周

磯
考
工
記
、
弓
人
‘
鹿
膠
青
白
、
義
疏
〕
王
氏
昭
馬
曰
‘

鹿
膠
用
-
l

其
角
五
忌
膠
用
―
―
其
腰
一
云
云
‘
案
、
今
以
,
,
魚

腰
膠
云
竺
尤
良
↓

【
魚
鰈
】
246

芯
魚
の
う
き
ぶ
く
ろ
。
〔
本
草
‘
魚
銃
〕
繹

名
‘
時
珍
日
、
魚
辟
日
レ
鰈
日
に
口
。

【
魚
苗
】
247

衿
池
中
に
養
ふ
魚
の
子
。
抜
穀
の
苗
に
比

し
て
名
づ
く
。
〔
本
草
、
魚
子
〕
集
解
‘
誅
日
‘
凡
魚
生
レ
子
、

時
珍
日
、
有
社
魚
云
茫
之
瀾
白
‘
蓋
其
子
敷
日
郎
化
出
、

謂
乏
魚
苗
↓
〔
癸
辛
雑
識
別
集
、
魚
苗
〕
江
州
等
慮
、
水

七
一
六

13312 



濱
産
―
魚
苗
↓
地
主
至
,
,
於
夏
↓
皆
取
レ
之
出
轡
、
以
レ
此
【
魚
棚
】

2
5
6
m
0魚
を
置
く
た
な
。

O
魚
を
賣
る
家
。

為
レ
利
。
〔
豫
章
漫
抄
〕
今
人
家
池
塘
所
レ
畜
魚
‘
其
種
皆
さ
か
な
や

o
o
gノ
魚
の
市
場
。
魚
市
。
魚
律
。

出
―
―
九
河
五
謂
―
―
之
魚
苗
↓
或
日
,
,
魚
秩
↓
〔
避
暑
鋒
話
、
下
〕
【
魚
盆
】
257

乃
盆
の
名
。
魚
の
形
の
木
紋
が
あ
り
、
水
を

浙
東
‘
渓
水
峻
急
、
多
二
灘
石
面
藷
i

レ
水
畷
レ
石
皆
死
‘
故
入
れ
る
と
箕
の
魚
と
な
っ
て
泳
ぎ
、
水
を
覆
せ
ば
も
と

有
レ
淡
無
レ
魚
、
土
人
率
以
,
,
陵
塘
―
養
レ
魚
、
乗
,
,
春
魚
初
の
木
紋
の
魚
と
な
る
と
い
ふ
。
〔
春
渚
紀
聞
、
九
‘
躍
魚

生
時
一
取
1

一
種
子
江
外
五
長
不
レ
過
1

年
＇
寸
百
竺
木
桶
1

置
―
―
見
1

一
水
石
中
―
〕
晉
出
帝
既
遷
1

黄
龍
府
“
ヱ
主
新
立
‘
召
輿

水
中
五
細
切
レ
草
為
広
良
‘
如
レ
食
レ
露
‘
謂
1

一
之
魚
苗
一
相
見
、
帝
因
以
1
1

金
怨
魚
盆
一
為
レ
獣
、
云
云
‘
魚
盆
則
一

〖
魚
苗
阜
〗2

4
8
九
ョ
ペ
ゥ
魚
の
子
を
養
ふ
と
こ
ろ
。
〔
廣
東
木
素
盆
也
、
方
圏
二
尺
、
中
有
―
―
木
紋
ぶ
竺
二
魚
状
→
鱗

新
語
〕
魚
苗
、
本
舅
西
渓
澤
中
丘
魚
所
―
―
散
卵
云
ぎ
端
州
馘
畢
具
‘
長
五
寸
許
‘
若
貯
レ
水
用
‘
則
雙
魚
隠
然
湧
起
、

臆
始
出
レ
子
、
九
江
堡
民
‘
於
―
―
濁
環
慮
所
1
取
レ
之
、
自
―
―
頃
之
遂
成,
,
J
~
(

魚
→
覆
レ
水
削
宛
然
木
紋
之
魚
也
。

封
川
江
口
云
ぎ
高
明
ぶ
竺
魚
苗
阜
―
者
九
百
所
、
毎
阜
【
魚
梵
]258

乃
木
魚
。
〔
巌
維
、
宿
,
,
法
華
寺
―
詩
〕
魚
梵

竺
上
中
下
盆
炉
税
於
府
「
名
曰
1

一

魚

牌

↓

空

山

静

‘

紗

燈

古

殿

深

。

【
魚
繁
]249

巧
魚
と
す
つ
ぼ
ん
。
魚
鼈
に
同
じ
。
〔
晏
子
、
【
魚
網
】
259

砕
う
を
を
捕
へ
る
あ
み
。
魚
岡
。
漁
網
。
〔
本

諫
、
上
〕
河
伯
以
レ
水
為
レ
國
、
以
,
,
缶
蔽
蕊
為
レ
民
。
〔
漢
書
、
草
‘
魚
網
〕
繹
名
、
筈
‘
時
珍
曰
‘
易
云
‘
庖
犠
氏
結
レ
縄
而

匈
奴
博
上
〕
下
及
,
,
魚

繁

て

上

及

二

飛

鳥

↓

総

網

玉

只

以

佃

以

漁

、

蓋

取

-
1

諸
離
↓
〔
後
漢
書
‘
宦
者
、

【
魚
鼈
】
2
5
0
5
口
魚
と
す
っ
ぽ
ん
。
輯
じ
て
、
ひ
ろ
く
魚
類
禁
倫
傭
〕
用
―
―
樹
膚
麻
頭
及
散
布
魚
網
盆
以
為
レ
紙
、
云

を
い
ふ
。
〔
書
、
伊
訓
〕
古
有
夏
先
后
‘
方
殿
堂
蕨
徳
函
炉
云
‘
故
天
下
咸
稲
云
ホ
侯
紙
↓
〔
梁
宣
帝
‘
詠
紙
詩
〕
宣
レ

有
天
袋
山
川
鬼
呻
、
亦
莫
レ
不
レ
寧
‘
管
―
―
鳥
獣
魚
鼈
ー
情
且
記
レ
事
、
寧
同
―
―
魚
網
時
芸
章
八
元
、
新
安
江
行
詩
〕

咸
若
。
〔
周
謄
‘
天
官
‘
鼈
人
〕
以
レ
時
籍
,
,
魚

鼈

亀

蜃

凡

古

戌

懸
1

一
魚
網
盃
＝
林
露
―
―
鳥
巣
↓
〔
杜
甫
‘
舟
中
詩
〕
結

狸
物
↓
〔
注
〕
藉
‘
謂
下
以
レ
枚
刺
―
―
泥
中
面
ば
取
之
い
狸
物
、
境
排
―
―
魚
網
五
連
楢
並
二
米
船
↓

魚
賭
之
陽
。
〔
證
‘
曲
證
上
〕
不
レ
献
,
,魚
鼈
二
幡
‘
築
記
〕
〖
魚
網
鴻
離
〗2

6
0
戎
咋
臼
ゥ
魚
を
捕
へ
よ
う
と
し
て
網
を

水
煩
則
魚
鼈
不
レ
大
。
〔
中
庸
〕
確
籠
蚊
蠅
魚
鼈
生
焉
。
張
っ
た
の
に
鴻
が
か
か
る
。
離
は
‘
か
か
る
。
求
め
る
所

〔
孟
子
、
梁
恵
王
上
〕
散
筈
不
レ
入
,
,
湾
池
盃
忌
鼈
不
レ
可
-
1

の
物
を
得
ず
‘
反
つ
て
求
め
な
い
物
を
得
る
喩
。
〔
詩
、

勝
食
也
。
〔
國
語
、
魯
語
上
〕
禁
-
―
買
羅
五
狂
魚
鼈
↓
〔
管
邸
風
‘
新
憂
〕
魚
網
之
設
、
鴻
則
離
レ
之
‘
燕
婉
之
求
、
得
―

子
、
八
観
〕
魚
鼈
雖
レ
多
‘
岡
苦
必
有
＞
正
。
〔
晏
子
‘
諫
、
下
〕
此
戚
施
→
〔
博
〕
言
一
面
~
レ
得
非
＞
所
レ
求
也
。

猶
自
治
―
―
魚
鼈
土
？
也
。
〔
淮
南
子
‘
泰
族
訓
〕
榮
水
不
レ
【
魚
味
】
261

因
ョ
魚
の
味
。
〔
洛
陽
伽
藍
記
、
三
〕
別
立
,
,
市
於

能
レ
生
1

魚
鼈
―
者
、
小
也
。
〔
漢
書
‘
質
捐
之
博
〕
酪
越
之
洛
水
南
涵
言
]
1

一
四
通
面
m
民
間
謂
、
永
橋
市
伊
洛
之
魚
、

人
父
子
同
レ
川
而
浴
‘
云
云
‘
其
民
讐
猶
1

一
魚
鼈
「
何
足
レ
多
二
於
此
盃
賣
1

一
士
庶
伝
m
レ
謄
‘
皆
詣
取
レ
之
、
魚
味
甚
美
、

貪

也

。

京

師

語

曰

‘

洛

鯉

伊

紡

‘

貴

↓

―

於

牛

羊

↓

7
8
〖
魚
鼈
不
レ
厭
レ
深
〗

2
5
1ぽぼ
鵞
カ
キ
ヲ
魚
鼈
は
ど
ん
な
深
【
魚
名
】
2
6
2
9
口
魚
の
名
。
〔
詩
‘
齊
風
‘
軟
荀
‘
其
魚
唯
唯
‘

い
所
で
も
い
と
は
な
い
。
〔
荘
子
‘
庚
桑
楚
〕
鳥
獣
不
レ
疏
〕
上
二
章
言
1

一
魚
名
瓦
此
章
言
―
―
魚
貌
↓

2
 
56

厭

わ

向

‘

魚

鼈

不

＞

厭

レ

深

。

【

魚

目

】

263

巧
〇
魚
の
目
。
〔
詩
、
周
南
、
桃
夭
序
、
國
無
―

【
魚
返
]252

了
姓
氏
。
〔
明
治
新
撰
姓
氏
録
〕
。
蝶
民
也
‘
疏
〕
無
レ
妻
日
レ
蝶
者
、
愁
悟
不
レ
昧
‘
目
恒
鰈
鰈

，
 

5
 
4
 

（
【
魚
扁
]
臨
5グ
漢
字
の
鯛
．
鮒
•
鯉
な
ど
の
字
の
左
に
あ
然
、
故
其
字
従
レ
魚
、
魚
目
不
レ
閉
也
。
O
珠
に
似
て
非
な

一

る

魚

の

字

を

い

ふ

。

る

も

の

。

に

せ

も

の

が

漠

を

乱

る

喩

゜

〔

参

同

契

〕

魚

目

登

【
魚
浦
】
2
5
4
[
ョ
漁
場
を
い
ふ
。
〔
李
嘉
祐
‘
送
訟
比
弟
永
為
レ
珠
‘
蓬
嵩
不
レ
成
レ
積
。
〔
慮
謳
‘
贈
創
ぶ
坪
詩
序
〕
所
謂

8
 
4
 
2

任
饒
州
録
事
参
軍
詩
〕
一
官
萬
里
向
二
千
墜
水
宿
山
咸
池
酬
於
北
里
盃
夜
光
報
1

一
於
魚
目
↓
〔
注
〕
善
日
、
錐
書

6

行
魚
浦
西
。
〔
韓
峨
送
ー
全
少
府
蹄
―
―
杭
州
詩
〕
早
晩
重
曰
‘
秦
失
広
器
瑛
魚
目
入
レ
珠
‘
鄭
玄
日
‘
魚
目
iiil,,i!!K
珠一

5
 
59

過

魚

浦

宿

‘

造

憐

佳

句

限

中

新

。

清

日

、

言

T

現
能
酬
レ
詩
‘
是
以
二
雅
栗
賓
珠
盃
皿
報
．
其
淫

⑭

【

魚

捕

宝

y
U
2

fu3

魚
の
捕
。
蒲
鉾
の
類
。
臀
魚
目
上
也
。
〔
李
白
‘
贈
―
―
別
従
甥
高
五
詩
〕
魚
目
高
1

一泰

|

_

 

魚

部

魚

山
禾
＇
知
生
―
嶼
瑶
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
珍
賓
〕
魚
目
登
荒
↓
〔
庚
闇
、
三
月
―
―
―
日
臨

1

一
曲
水
一
詩
〕
軽
舟
沈
―
―
飛
鳩
一

可
レ
項
使
珠
。
参
駿
馬
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
〕
一
目
白
‘
鼓
樅
観
―
―
魚
躍
一

躙
、
二
目
白
‘
魚
。
〔
疏
〕
二
目
白
者
名
レ
魚
、
言
レ
似
伍
~
【
魚
鍮
】

2
7
1
[
”
魚
形
の
錠
。
魚
は
夜
に
目
を
閉
ぢ
な
い

且
也
。
〔
漢
書
、
西
城
博
賛
〕
蒲
梢
・
龍
文
·
魚
目
•
汗
血
こ
と
か
ら
縛
じ
て
‘
夜
を
守
る
意
味
に
用
ゐ
る
。
〔
梁
簡

之
馬
‘
充
二
於
黄
門
↓
〔
注
〕
孟
康
日
、
四
駿
馬
名
也
。
R
文
帝
、
秋
闇
夜
思
詩
〕
夕
門
掩
―
―
魚
鎗
「
宵
林
悲
,
,
蓋
屏
↓

匁
ノ
手
足
な
ど
に
生
ず
る
、
神
経
の
乳
嘴
突
起
の
陵
育
〔
研
北
雑
志
〕
故
宋
宮
中
用
↓
―
魚
鎗
一
降
レ
魚
取
レ
匙
‘
降
レ

し
た
も
の
。
固
く
な
つ
て
恰
も
魚
の
目
に
似
て
ゐ
る
か
匙
取
レ
魚
、
古
制
也
。
〔
芝
田
録
〕
門
鐘
必
以
レ
魚
者
、
取
ニ

ら

い

ふ

。

税

眼

。

維

眼

。

其

不

レ

瞑

レ

目

守

レ

夜

之

義

↓

〖
魚
目
青
〗2

6
4苔モ
ク
白
青
の
異
名
。
青
色
の
岩
檜
具
の
【
魚
腰
】

2
7
2昇魚
が
見
送
り
す
る
。
魚
ま
で
が
親
し
み

一
種
。
ぐ
ん
じ
ゃ
う
。
〔
本
草
‘
白
青
〕
繹
名
、
碧
青
、
魚
目
を
示
し
、
別
れ
を
惜
ん
で
み
お
く
り
す
る
。
〔
楚
辞
‘
九

青
‘
集
解
‘
恭
日
、
名
,
,
魚
目
胄
霜
竪
形
似
―
―
魚
目
1

故
也
。
歌
‘
河
伯
〕
波
沿
沿
分
来
迎
‘
魚
部
部
分
膝
レ
予
。
〔
孫
國

〖
魚
目
燕
石
〗2

6
5
乃
g

魚
の
目
と
燕
山
の
石
。
皆
珠
枚
、
看
レ
洗
レ
象
詩
〕
渦
蔵
魚
膝
疾
、
樹
隠
雁
臣
渥
。

に
似
て
非
な
も
の
。
に
せ
も
の
が
慎
を
胤
る
喩
゜
〔
韓
【
魚
贋
二
273

”
鳥
の
名
。
み
さ
ご
。
〔
本
草
‘
鴨
〕
繹
名
、
魚

愈
、
文
〕
褒
―
燕
五
而
履
―
玄
圃
一
帯
"
魚
目
一
而
漉
ー
派
鷹
‘
時
珍
日
‘
禽
経
云
‘
王
雖
‘
魚
鷹
也
、
尾
上
白
者
名
"
白

運

祗

取

レ

誹

耳

。

鷹

一

〔

毛

詩

陸

疏

廣

要

〕

禽

経

云

、

王

唯

・

唯

鳩

‘

魚

鷹

〖
魚
目
混
珠
〗2

6
6
乃
翌
魚
の
め
だ
ま
と
玉
と
相
ま
じ
也
、
亦
日

1白
鷲
‘
張
華
注
云
、
毛
詩
日
、
王
雖
摯
而
有
レ

る
。
贋
物
と
澳
物
と
紛
ら
は
し
い
喩
゜
〔
任
明
‘
到
―
一
大
別
、
多
レ
子
、
江
表
人
‘
呼
以
為
―
―
魚
鷹
ご
雌
雄
相
愛
‘
不
レ

司
馬
記
室
1

賤
〕
維
此
魚
目
‘
唐
突
瑣
瑶
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
同
―
―
居
慮
五
詩
之
國
風
始
一
血
霊
竺
也
。
〔
元
史
、
順
帝
紀
二
〕

魚
目
似
レ
珠
‘
瑕
瑶
‘
魯
玉
也
‘
維
書
曰
‘
秦
失
,
,
金
鏡
↓
魚
（
至
元
三
年
）
河
南
武
陣
縣
‘
禾
将
レ
熟
‘
有
函
蛭
自
レ
東
来
‘

目
入
レ
珠
、
韓
詩
外
博
曰
‘
白
骨
類
レ
象
‘
魚
目
入
レ
珠
‘
銑
縣
手
張
寛
仰
』
天
祝
日
‘
寧
殺
,
,
縣
手
五
母
レ
傷
去
口
姓
面
俄

日

、

魚

目

似

レ

珠

、

自

喩

也

。

有

―

―

魚

鷹

一

聾

飛

啄

食

之

↓

〖
魚
目
笑
明
月
―
〗2
6
7
[
辻
が
メ
イ
ゲ
，
魚
の
目
玉
が
明
〖
魚
鷹
子
〗

2
7
4
y
i
F
 
y
i
n
g
'
t
z
u

あ
じ
さ
し
。

月
（
賓
珠
）
を
笑
ふ
。
つ
ま
ら
ぬ
も
の
を
よ
し
と
し
て
よ
【
魚
翼
】
275

悶

O
魚
の
翼
゜
〔
埠
雅
〕
観
二
魚
翼
―
而
創
レ

い
も
の
を
あ
ざ
け
り
笑
ふ
。
〔
張
協
‘
雑
詩
〕
甑
敵
奇
孟
哄
櫓
‘
視
1

一
鴎
尾
―
而
製
レ
施
‘
言
、
古
之
人
仰
観
俯
察
‘
取
1
-

現
魚
目
笑
,
,
明
月
↓
〔
注
〕
銑
曰
‘
甑
敵
‘
瓦
也
、
嶼
瑶
‘
材
於
物
盆
以
成
1

一
舟
柑
之
利
一
如
レ
此
。
〔
山
海
経
、
東
山

良
玉
也
、
魚

H
、
魚
之
目
精
白
者
也
、
明
月
‘
賓
珠
也
、
今
経
〕
獨
山
‘
其
上
多
二
金
玉
「
其
下
多
―
―
美
石
玉
末
塗
之
水

越
人
以
"
断
髪
云
『
レ
美
、
時
君
以
ふ
入
―
為
レ
賢
‘
亦
猶
T

出
焉
‘
而
東
南
流
注
於
澁
区
其
中
多
修
蝙
;
共
状
如
―

以
瓦
質
呑
"
於
良
玉
正
竪
魚
物
一
笑
中
於
賓
珠
い
黄
餌
魚
翼
、
出
入
有
レ
光
‘
見
則
其
邑
大
旱
。
●
清
、
昭

【
魚
文
】
268

”

0
魚
の
鱗
゜
〔
沈
君
飲
‘
崩
飛
上
苑
詩
〕
文
の
人
。
字
は
振
南
。
琥
は
烏
目
山
樵
・
天
池
山
人
。
古

魚
文
燿
燿
含
,
,
餘
日
一
鶴
蓋
低
昂
照
―
―
落
霞
↓
●
魚
模
畳
の
漠
贋
を
黎
別
す
る
を
善
く
す
。
海
虞
驚
苑
略
を
撰

様
。
〔
梁
簡
文
帝
、
大
法
頌
序
〕
緑
弓
黄
弩
‘
象
飾
魚
文
。
し
、
未
だ
成
ら
ず
‘
子
の
元
博
を
し
て
績
成
せ
し
む
。

【
魚
門
】
269

乃

0
春
秋
、
祁
國
の
城
門
。
〔
左
氏
、
倍
、
二
【
魚
雷
】
276

乃
魚
形
水
雷
゜

十
二
〕
公
及
面
師
戦
手
升
罠
我
師
敗
績
‘
祁
人
獲
―
〖
魚
雷
艇
〗

2
7
7
yil2 
l
e
i
2
 
t
'
i
n
g
3

水
雷
艇
。

公
冑
正
縣
―
ー
諸
魚
門
↓
〔
注
〕
魚
門
‘
祁
城
門
。
〔
庚
信
‘
哀
【
魚
栗
】
278

乃
魚
の
た
の
し
み
。
魚
が
た
の
し
む
。
〔
荘

江
南
賦
〕
冑
落
1

一
魚
門
百
益
生
馬
窟
ょ

0
字
琥
゜
④
消
、
黄
子
、
秋
水
〕
荘
子
卑
ハ
"
悪
子
函
空
於
濠
梁
之
上
正
荘
子
日
、

鎗
（
蹄
善
の
人
）
（
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 8
8
1
)

の

O
の
字
。
◎
脩
魚
出
遊
従
容
、
是
魚
築
也
、
悪
子
曰
‘
子
非
レ
魚
、
安

清
、
程
晉
芳
(
8
ー

2
5
0
 8
1
 :
 2
3
6
)

の

字

。

知

魚

之

郎

杢

荘

子

曰

‘

子

非

レ

我

、

安

知

我

不

L
空
魚

3
 

【
魚
躍
】
270

芦
魚
が
は
ね
お
ど
る
。
〔
詩
、
大
雅
‘
旱
麓
〕
之
築
ぶ
悪
子
日
、
我
非
レ
子
、
固
不
レ
知
レ
子
芙
、
子
固
非
レ

鳶
飛
戻
矢
、
魚
躍
"
子
淵
↓
〔
橙
‘
喪
大
記
〕
魚
躍
彿
レ
池
。
魚
也
、
子
之
不
レ
知
1

一
魚
之
架
ー
全
芙
‘
荘
子
日
‘
請
循
1

社
(
3
1

〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
罰
烏
學
而
魚
躍
分
、
将
レ
往
走
平
八
本
王
J

日
、
女
安
知
五
磁
ヂ
云
者
、
既
已
知
1

吾
知
＂
之
而

13

|
 

七
一
七
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問
レ
我
、
我
知
―
―
之
濠
上
一
也
。
〔
庚
信
‘
詠
三
軍
屏
風
至
詩
‘

其
二
十
一
〕
愛
レ
孵
魚
争
レ
築
、
依
＞
人
鳥
入
レ
懐
。
〔
皮
日

休
、
奉
―
―
和
魯
望
漁
具
十
五
詠
ご
射
魚
詩
〕
下
窺
見
―
―
魚

雙
祝
若
,
,
翔
在
＂
空
。

【
魚
卵
】
279

”
”
●
魚
の
卵
。
〔
陳
楔
感
應
経
〕
鑓
魚
一
卒
‘

生
―
―
卵
散
百
↓
●
紙
の
名
。
〔
筆
陣
圏
〕
紙
取
―
―
東
陽
魚
卵
、

虚
柔
滑
浮
者
↓
〔
陳
造
‘
謝
1

一
高
機
宜
憑
ヮ
紙
詩
〕
銀
光
魚

卵
人
皆
重
‘
辞
濤
小
賤
緩
近
用
。

〖
魚
卵
為
レ
晶
〗28

0
”
”i
ナ
ル
魚
卵
が
贔
と
な
る
。
〔
列

子
、
天
瑞
〕
老
楡
之
為
如
援
也
、
魚
卵
之
為
レ
贔
。

【
魚
藍
】
281

”
パ
魚
か
ご
。
漁
つ
た
魚
を
入
れ
る
竹
籠
。
び

く
。
〔
馬
祗
常
‘
淮
南
魚
歌
〕
船
中
捕
―
―
来
魚
一
賣
錢
買
―
―
魚

藍↓
〖
魚
藍
観
昔]
2
8
2

砕
ガ
グ
圏
馬
郎
婦
観
昔
を
い
ふ
0
1
1一

十
三
観
音
の
一
。
手
に
魚
藍
を
持
つ
に
よ
り
い
ふ
。
〔
宋

瀧
、
魚
藍
観
昔
像
讚
序
〕
予
按
―
―
観
音
感
應
博
二
唐
元
和

十
二
年
、
映
右
金
沙
灘
上
有
1

一
美
諧
女
子
一
摯
ら
藍
粥
レ

魚
、
人
競
欲
レ
室
レ
之
、
女
日
‘
妾
能
誦
レ
経
‘
ー
タ
能
誦
1

一

普
門
品
者
事
焉
、
黎
明
能
者
二
十
、
女
酔
日
、
一
身
登

堪
レ
配
乗
夫
邪
、
請
易
一
金
剛
雙
能
者
復
居
―
―
其
半
一

女
又
酔
、
請
易
,
,
法
華
経
石
期
以
乞
一
日
五
唯
馬
氏
子
能
、

女
令
―
―
具
レ
穂
成
ヮ
昏
、
入
レ
門
女
郎
死
、
死
即
廉
瀾
立
墨
、

遠
痙
レ
之
、
他
日
有
レ
僧
、
同
1

一
馬
氏
子
盃
啓
レ
誡
観
レ
之
、
惟

黄
金
鎮
子
骨
存
焉
、
僧
日
、
此
観
昔
示
現
以
化
レ
汝
耳
‘

言
詑
飛
レ
空
而
去
、
自
L

是
映
西
多
1

一
誦
レ
経
者
↓

【
魚
欄
】
磁
活

Ian'

魚
を
捕
る
設
備
の
一
種
。
た
て
。

【
魚
爛
】
磁
乃
う
を
が
く
さ
る
。
國
家
が
内
部
か
ら
崩

壌
す
る
喩
。
又
、
魚
の
や
う
に
く
さ
る
。
〔
公
羊
、
僭
、
十

九
〕
此
未
レ
有
―
―
伐
者
ギ
其
言
涵
杢
」
―
何
、
自
亡
也
、
其
自

亡
奈
何
、
魚
爛
而
亡
也
。
〔
注
〕
百
姓
一
旦
相
率
倶
去
、

状
若
―
―
魚
爛
云
魚
爛
従
L

内
登
。
〔
新
書
、
春
秋
〕
晉
文
公

出
敗
、
前
謳
還
白
、
前
有
1

一
大
蛇
↓
高
若
わ
堤
、
横
レ
道
而

慮
‘
云
云
、
文
公
、
云
云
、
乃
退
而
修
レ
政
、
居
三
日
、
而

夢
天
誅
ー
一
大
蛇
一
日
、
爾
何
敢
営
二
明
君
之
路
i

文
公
覺
‘

使
-
l

人
視
ワ
之
‘
蛇
已
魚
爛
矢
゜
〔
皇
甫
松
、
大
隠
賦
〕
藉
―
―

魚
爛
之
勢
盃
興
―
―
髪
化
之
機
↓

〖
魚
爛
而
亡
〗2

8
5
”
カ
ン
シ
テ
國
家
が
内
部
か
ら
崩
壌
し

て
亡
び
る
。
〔
公
羊
、
僭
、
十
九
〕
此
未
レ
有
,
,
伐
者
＃
其
言
,
,

梁
亡
ー
何
、
自
亡
也
、
其
自
亡
奈
何
、
魚
爛
而
亡
也
。
〔
注
〕

梁
君
隆
刑
峻
法
、
云
云
、
百
姓
一
旦
相
率
倶
去
、
状
若
"

魚
爛
ぶ
ぷ
爛
従
レ
内
登
゜

〖
魚
爛
土
崩
〗2
8
6
"
”
ン
魚
が
内
部
か
ら
く
さ
り
、
積

み
あ
げ
た
土
が
上
か
ら
く
づ
れ
る
。
國
家
の
乱
れ
る
こ

と
を
い
ふ
。
〔
荀
悦
漢
紀
、
列
侯
博
〕
百
姓
一
乱
、
則
魚
爛

土
崩
‘
莫
―
―
之
匡
救
↓
〔
陳
琳
、
為
1
1

曹
洪
l

興
―
―
魏
文
帝
1

書
〕
若
乃
距
陽
平
こ
竺
石
門
五
撼
―
―
八
陣
之
列
五
騎
―
―
奔

牛
之
櫂
1

焉
、
土
崩
魚
爛
哉
。

〖
魚
爛
不
レ
可
―
―
復
全

-
]
2
8
7

召
”
”
”
と
”
ラ
ズ
魚
が
く
さ
っ

た
な
ら
ば
‘
又
、
も
と
の
や
う
に
全
く
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇
紀
論
賛
〕
河
決
不
レ
可
―
―
復
甕
一

魚
爛
不
レ
可
1

ー
復
全
↓

【
魚
利
】
288

”
ョ
●
魚
か
ら
と
る
利
益
。
〔
後
漢
書
、
百
官

志
五
、
其
郡
有
直
官
鐵
官
エ
官
都
水
官
者
—
云
云
、
本

注
〕
有
レ
エ
多
者
、
置
土
官
ご
ぎ
エ
税
物
二
有
―
―
水
池
及

魚
利
一
多
者
、
置
永
官
玉
す
平
な
盆
竺
漁
税
↓
〔
皮
日

休
、
奉
―
―
和
魯
望
漁
具
十
五
詠
五
種
魚
詩
〕
借
問
雨
綬
人
、

誰
知
1

一
種
魚
利
↓
●
魚
が
利
と
す
る
と
こ
ろ
。
〔
淮
南
子
、

主
術
訓
〕
修
―
―
其
提
防
五
補
1

一
其
鋏
漏
面
則
魚
得
而
利
レ
之
。

〔
邪
碓
、
漁
樵
射
問
〕
魚
利
1

一
乎
水

T
A利
1
1

乎
陸
一
水
興
＞

陸
異
‘
其
利
l

也
、
魚
害
1

一
乎
餌

T
A害
1

一
乎
財
盃
餌
興
レ
財

異
、
其
害
一
也
。

【
魚
里
】
289

バ
ョ
●
魚
と
里
と
の
文
字
。
鯉
を
い
ふ
。
ま
た

鯉
の
鱗
は
一
行
に
三
十
六
枚
あ
り
、
そ
の
鱗
に
は
十
の

字
に
似
た
黒
文
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
三
百
六
十
の
散

を
表
は
す
。
井
田
の
法
三
百
歩
を
一
里
と
す
る
の
と
類

す
。
〔
夢
埃
筆
談
、
書
壷
〕
鯉
魚
嘗
レ
脇
一
行
、
三
十
六
鱗
、

鱗
有
―
―
黒
文
一
如
―
―
十
字
盃
故
謂
1
1

之
鯉
ギ
文
従
―
―
魚
里
一
者
、

三
百
六
十
也
‘
然
井
田
法
、
即
以
乞
一
百
歩
―
為
こ
里
一

恐
四
代
之
法
、
容
レ
有
T

不
11

相
襲
―
者

3
0地
名
。
〔
左
氏
、

襄
、
二
十
八
〕
士
皆
繹
涵
＇
束
レ
馬
而
飲
レ
酒
、
且
観

J

優、

至
―
―
子
魚
里
↓
〔
注
〕
魚
里
‘
里
名
‘
優
在
ー
玉
雀
弐
就
観
な
之
。

【
魚
離
】
290g
ョ
陣
法
の
名
。
魚
麗
に
同
じ
。

【
魚
麗
】
291

”
ョ
〇
陣
法
の
名
。
隊
形
が
圃
く
て
少
し
長

い
陣
。
霊
魚
が
相
つ
づ
い
て
進
む
意
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕

鶉
鶴
魚
麗
‘
箕
張
翼
舒
。
〔
注
〕
綜
日
‘
鶉
鶴
・
魚
麗
‘
並
陣

名
也
。
〔
播
岳
‘
籍
田
賦
〕
前
騒
魚
麗
‘
麗
車
鱗
莱
゜
〔
謝
璽

運
、
撰
征
賦
〕
迅
-
1

三
翼
1

以
魚
麗
、
襄
―
―
雨
服
ー
以
雁
逝
‘

陣
未
レ
列
1

一
於
都
旬
云
威
已
振
―
―
於
秦
前
↓
〔
虞
養
、
詠
―
―
雹

将
軍
北
伐
詩
〕
雲
屯
七
幸
士
、
魚
麗
六
郡
兵
。
〔
張
巡
‘

守
―
―
唯
陽
1

作
詩
〕
分
守
若
11

魚
麗
↓
〔
韓
愈
、
喜
レ
雪
猷
ニ

袈
尚
書
玉
詩
〕
陣
勢
魚
麗
遠
、
書
文
鳥
豪
奇
。
●
魚
が
か

か
る
。
〔
詩
、
小
雅
、
魚
麗
〕
魚
麗
,
,
子
醤
U

鰭
窯
。
〔
博
〕
麗
‘

歴
也
。
●
詩
経
‘
小
雅
、
鹿
鳴
之
什
の
篇
名
。
諸
夏
・
夷

秋
共
に
治
ま
り
‘
萬
物
盛
多
に
し
て
紳
明
に
告
ぐ
べ
き

を
ほ
め
た
詩
。
一
説
に
、
燕
饗
に
薦
進
す
る
所
の
も
の

が
美
に
し
て
多
く
、
主
人
が
賓
客
を
優
遇
す
る
を
あ
ら

は
し
た
詩
。
〔
詩
、
小
雅
‘
魚
麗
序
〕
魚
麗
‘
美
,
,
萬
物
盛

多
‘
能
備
ヮ
證
也
、
文
武
以
―
―
天
保
以
上
1

治
レ
内
、
以
1

一采

薇
以
下
1

治
レ
外
、
始
―
―
於
憂
勤
こ
序
於
逸
槃
盆
翌
ぞ
萬

物
盛
多
、
可
1

ー
以
告
-
l

於
紳
明
―
癸
。
〔
集
傭
〕
此
燕
饗
通
用

之
築
歌
‘
即
燕
饗
所
レ
薦
之
羞
‘
而
極
道
,
,
其
美
且
多
一

見
1

一
主
人
證
意
之
勤
‘
以
優
ヮ
賓
也
。

〖
魚
麗
之
陣
〗g
”
リ
ノ
陣
法
の
名
。
隊
形
は
圃
く
し

て
、
す
こ
し
長
く
、
群
魚
が
相
並
ん
で
進
む
義
に
取
る
。

〔
左
氏
、
桓
、
五
〕
為
1

一
魚
麗
之
陣
涵
炉
偏
後
レ
伍
‘
伍
承

禰
縫
。
〔
輯
繹
〕
魚
麗
之
陣
‘
圃
而
微
長
｀
如
1

露
魚
相
附

麗
進
ご
位
承
蒲
縫
‘
即
其
状
也
。
〔
後
漢
書
‘
蓋
動
博
〕

動
牧
,
,
餘
衆
百
餘
人
盃
為
―
―
魚
麗
之
陣
↓
〔
李
衛
公
問
封
‘

中
〕
春
秋
魚
麗
之
陳
。

【
魚
敲
】
293

屯
陣
法
の
名
。
魚
麗
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
敲
‘

魚
敲
‘
陣
名
、
通
作
レ
麗
。

【
魚
梁
】
294

心
炉
●
水
を
せ
い
て
魚
を
捕
る
や
な
。
〔
詩
、

邸
風
‘
谷
風
、
母
レ
逝
,
,
我
梁
五
博
〕
梁
、
魚
梁
也
。
〔
晉
書
‘
烈

女
‘
陶
侃
母
湛
氏
博
〕
侃
少
為
―
―
尋
陽
縣
吏
函
嘗
監
1

一
魚
梁
一

以
"
一
堪
峠
遺
レ
母
、
湛
氏
封
―
―
詐
及
書
—
責
レ
侃
日
、
爾

為
レ
吏
、
以
肴
物
渾
g

レ
我
、
非
1

一
唯
不
比
胆
益
レ
吾
‘
乃
以

墳
吾
憂
戻
゜
〔
陸
亀
蒙
‘
和
襲
美
釣
侶
裔
〕
雨
後
沙

虚
古
岸
崩
‘
魚
梁
移
入
乱
雲
層
゜
〔
柳
宗
元
‘
鈷
鎌
渾
西

小
丘
記
〕
嘗
レ
淵
而
浚
者
為
―
―
魚
梁
↓
〔
徐
絃
‘
賦
―
―
得
秋

江
晩
照
―
詩
〕
詈
網
魚
梁
静
、
置
登
稲
穂
牧
。

O
城
の
名
。

江
西
省
萬
安
縣
の
南
。
梁
の
末
、
李
遷
仕
‘
其
の
将
を

遣
は
し
て
籟
石
魚
梁
に
入
っ
て
城
を
作
ら
し
む
。
●

山
名
。
湖
南
省
臨
湘
縣
の
南
。

〖
魚
梁
瀬
〗2
9
5
t
ナ
土
佐
國
の
地
名
。

【
魚
糧
】
蕊

g
炉
白
露
晶
（
8
-
2
2
6
7
8
:
 1
2
0
7
)
の
俗
名
。

〔
事
物
異
名
録
、
昆
贔
、
朝
菌
〕
正
字
通
、
草
母
白
露
節
後

生
‘
謂
―
―
之
白
露
晶
函
品
"
,, 魚
糧
↓

【
魚
龍
】
297

砕
＇
ウ
●
魚
と
龍
゜
〔
周
證
、
地
官
、
大
司
徒
‘

二
日
川
澤
其
動
物
宜
1

一
鱗
物
ぶ
巴
鱗
物
、
魚
龍
之
麗
o

〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
〕
草
木
之
遇
―
―
陽
春
一
魚
龍
之
逢
,
,

七
了
八|
 

風
雨
↓
〔
岱
康
‘
贈
1

一
秀
才
入
ヮ
軍
詩
〕
魚
龍
漫
溜
、
山

14

鳥
露
飛
。
〔
宋
之
問
、
夜
渡
臭
松
江
懐
古
詩
〕
櫂
獲

33

魚
龍
氣
‘
舟
衝
鴻
雁
露
。
〔
杜
甫
‘
秋
興
詩
〕
魚
龍
寂
真
秋
ー

江
冷
‘
故
國
平
居
有
レ
所
レ
思
。
●
髪
幻
の
戯
術
。
〔
漢
書
‘

西
域
傭
贄
〕
作
1

一
巴
愈
都
虞
‘
海
中
楊
極
‘
漫
術
魚
龍
角
艇

之
戯
以
観
―
―
覗
之
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
魚
龍
者
、
為
11

含
利

黙
先
戯
―
於
庭
極
一
畢
乃
人
,
,
殿
前
激
水
石
化
成
,
,
比
目

魚
一
跳
躍
漱
レ
水
、
作
レ
霧
障
レ
日
畢
、
化
成
―
―
黄
龍
八
丈
一

出
レ
水
赦
―
―
戯
於
庭
i

絃,,
耀
日
光
↓
〔
唐
玄
宗
、
春
中
興
慶

宮
醐
宴
詩
〕
伐
レ
鼓
魚
龍
雑
‘
撞
レ
鍾
角
艇
陳
゜
〔
元
横
‘
代
―
―

曲
江
老
人
1

詩
〕
魚
龍
華
外
戯
‘
歌
舞
洛
中
蹟
゜
〔
李
商
隠
‘

宮
妓
詩
〕
不
レ
須
看
壺
魚
龍
戯
‘
終
遣
―
―
君
王
正
空
僅
師
↓

〖
魚
龍
水
】2
乃
り
，
ヨ
，
ゥ
川
の
名
。
開
水
の
別
名
。
龍
魚
水

を
い
ふ
。
〔
水
経
、
渭
水
注
〕
（

iff
）
水
有
1

ー
ニ
源
二
水
出
11

縣
西
山
盃
巴
謂
1

一
之
小
随
山
三
ム
云
、
其
水
東
北
流
、
歴
レ

澗
注
以
成
涵
呵
‘
渾
派
不
レ
測
、
出
1

一
五
色
魚
一
俗
以
為
レ

霊
、
而
哀
敢
採
捷
因
謂
亙
水
―
衷
龍
魚
杢
自
レ
下

亦
通
謂
1

一
之
龍
魚
川
↓
〔
雀
｛
是
、
大
漢
行
〕
陣
雲
不
レ
散
魚

龍
水
、
雨
雪
猶
飛
鴻
雁
山
。

〖
魚
龍
夜]
2
9
9
t

ョ
l

ョ
ゥ
魚
龍
水
の
夜
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘

秦
州
雑
詩
〕
水
落
魚
龍
夜
、
山
空
鳥
鼠
秋
゜
〔
元
好
問
、

横
波
亭
為
,
,
青
口
師
一
賦
詩
〕
疎
星
灌
月
魚
龍
夜
‘
老
木

清
霜
鴻
雁
秋
。

〖
魚
龍
将
レ
化
〗
3
0
0
砕
坪
げtサ

-
l

鯉
魚
が
龍
に
化
す
る

こ
と
。
試
瞼
に
及
第
し
て
立
身
出
世
す
る
こ
と
。
〔
琵
琶

記
、
高
堂
稽
レ
慶
〕
風
雲
太
平
日
、
正
騨
諧
欲
レ
騎
‘
魚
龍

将

it化‘
沈
吟
一
和
、
窓
離
,
,
雙
親
膝
下
↓
「
●
を
見
よ
。

〖
魚
龍
漫
術
]
3
0
1

祝
訊
名
髪
幻
の
戯
術
を
い
ふ
。
魚
龍
の

【
魚
鱗
】
8

代
祖
●
魚
の
う
ろ
こ
。
〔
這
異
記
、
下
〕
鯉
魚
涌
1
-

三
百
六
十
鱗
五
蚊
龍
輛
率
而
飛
去
。
〔
呉
均
‘
檄
社
神
1

責
雨
穆
王
皇
文
〕
乃
把
,
,
昆
吾
之
銅
・
純
鈎
之
鐵
玉
被
,
,

魚
鱗
之
衣
五
答
螺
蛙
之
穴
↓
〔
葉
顛
‘
鷺
立
,
,
寒
江
―
詩
〕

青
苔
白
石
魚
鱗
胆
‘
盛
日
獨
拳
寒
雨
汀
。
●
雲
の
形
容
。

〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
山
雲
草
非
、
水
雲
魚
鱗
‘
旱
雲
姻

火
‘
潜
雲
波
水
、
各
象
真
形
ご
四
以
感
ヮ
之
。
〔
王
箔
‘

春
日
詩
〕
風
生
似
1

一
羊
角
一
雲
上
若
―
―
魚
鱗
↓
〔
子
季
子
、

詠
レ
雲
詩
〕
随
レ
風
~
.

一
鳥
翅
五
炉
水
結
1

一
魚
鱗
↓
●
魚
の

う
ろ
こ
の
や
う
に
相
次
い
で
並
ぶ
。
〔
漢
書
、
刷
通
博
〕

天
下
之
士
、
雲
合
霧
集
、
魚
鱗
雑
襲
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈

欽
韓
日
、
魚
鱗
‘
謂
レ
若
1

一
鱗
之
相
比
次
↓
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
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青
紫
紹
蝉
‘
充
t

一
盈
幅
内
五
竪
鱗
左
右
↓
〔
獣
陽
脩
‘
依
レ
韻
之
丈
尺
ご
編
レ
類
為
レ
冊
、
状
如
,
,
魚
鱗
-
霊
日
二
魚
鱗
圏

奉
―
―
酬
聖
愈
一
十
五
兄
見
レ
贈
之
作
詩
〕
朝
罷
二
三
公
、
冊
↓
〔
沈
文
、
初
政
記
〕
洪
武
十
三
年
、
戸
部
敷
,
,
賓
天
下

随
レ
我
如
1
1

魚
鱗
↓
●
家
屋
が
立
ち
並
ぶ
形
容
。
〔
黄
公
度
、
土
田
五
惟
雨
浙
富
民
畏
-
1

避
稲
役
な
仕
往
以
―
―
田
産
五
空

春
日
宴
―
―
共
業
畳
一
詩
〕
間
閣
高
下
魚
鱗
比
‘
田
畝
縦
横
碁
託
親
部
佃
僕
一
奸
弊
百
出
、
上
遣
ら
各
虞
査
,
,
定
細
底
i

局
平
。
〔
許
謙
、
西
山
萬
象
亭
詩
〕
百
里
江
流
榮
饂
涵
ぷ
涌
編
レ
類
為
レ
冊
‘
其
法
甚
備
、
謂
,
,
之
魚
鱗
圏
冊
↓

城
居
室
比
―
―
魚
鱗
↓
●
さ
ざ
な
み
の
形
容
。
〔
白
居
易
、
早
【
魚
類
】
307

”
魚
の
た
ぐ
ひ
。
水
中
に
棲
息
す
る
冷
血

春
西
湖
間
遊
云
云
詩
〕
小
橋
装
―
―
雁
歯
面
軽
浪
梵
―
―
魚
鱗
↓
動
物
。
慢
形
は
概
ね
扁
平
紡
錘
状
で
、
角
質
の
鱗
を
被

●
魚
の
鱗
の
瓦
。
又
、
瓦
の
形
容
。
〔
庚
信
、
温
湯
碑
〕
秦
り
、
鰭
と
橿
筋
と
で
運
行
し
‘
鯉
で
呼
吸
を
螢
み
‘
鰈
で

王
餘
石
、
伯
為
1

一
雁
歯
之
堵
涵
漢
武
藷
陶
‘
即
用
t

一
魚
鱗
之
慢
重
を
加
減
し
て
浮
沈
す
る
。
魚
族
。

瓦
↓
〔
李
学
、
安
南
即
事
詩
〕
魚
鱗
楕
粂
瓦
‘
散
尾
海
浮
桂
。
【
魚
僅
i

】308
心
位
う
ろ
こ
の
や
う
に
相
次
い
で
な
ら
ぶ
。

〔
李
商
隠
、
残
雪
詩
〕
摺
氷
滴
―
―
鵞
管
函
屋
瓦
錢
,
,
魚
鱗
↓
●
〔
後
漢
書
、
哀
紹
博
賛
〕
魚
偏
漢
軸
‘
雲
屯
翼
馬
。
〔
注
〕
魚

陣
だ
て
の
形
の
一
。
中
央
を
出
し
て
左
右
に
梯
形
状
に
傷
、
猶
1

一
相
次
比
1

也。

排
列
し
た
陣
形
。
〔
漢
書
‘
陳
湯
博
〕
歩
兵
百
餘
人
、
央
レ
門
【
魚
魯
】
g

丑
ョ
文
字
の
誤
。
魯
魚
(
1
1
1
1
1
4
6
0
1
3
 :
 1
5
)
に

袋
魚
鱗
陳
↓
〔
注
〕
師
古
曰
、
言
A

相
接
次
、
形
若
―
―
魚
鱗
↓
同
じ
。
〔
梁
元
帝
、
玄
覧
賦
〕
先
鉛
擁
―
―
於
魚
魯
五
乃
紛
え
疋

〖
魚
鱗
冊
〗3
0
3
”
り
ン
魚
鱗
圏
冊
を
見
よ
。
〔
六
部
成
語
、
於
陶
陰
→
〔
元
横
、
酬
―
―
翰
林
白
學
士

1詩
〕
魚
魯
非
レ
難
レ

戸
部
、
魚
鱗
冊
、
注
解
〕
民
間
田
地
之
縄
冊
也
‘
依
-
1

多
識
、
鉛
黄
自
瀬
持
。
〔
董
迪
、
除
,
,
正
字
―
謝
啓
〕
烏
焉
混

少
為
,
,
次

序

↓

清

、

魚

魯

雑

鞣

。

〖
魚
鱗
鶴
翼
〗30
4
”
g

魚
の
鱗
を
比
ぺ
、
鶴
の
翼
を
【
魚
窯
】

3
1
0
巧
棄
の
名
。
廣
西
省
馬
平
縣
の
西
南
。
〔
讀

張
っ
た
や
う
な
陣
形
。
〔
唐
太
宗
‘
―
帝
範
序
〕
射
撲
1

一
甲
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
、
柳
州
府
、
馬
平
縣
〕
魚
窯
棄
、
在
―
―

胄
盃
親
賞
ふ
会
只
夕
封
,
,
魚
鱗
之
陣
面
朝
臨
二
鶴
翼
之
園
↓
府
西
南
涵
箪
霜
9

、
経
略
志
、
馬
平
五
都
諸
賊
‘
縞
預
不
レ

〖
魚
鱗
裸
還
冨
巧
蒻
魚
の
う
ろ
こ
の
や
う
に
な
ら
時
、
宏
治
中
、
魚
峯
賊
周
嬰
、
復
相
煽
乱
、
官
兵
討
ら
之
、

ぶ
。
或
は
魚
が
あ
つ
ま
る
や
う
に
多
く
み
だ
れ
あ
つ
ま
為
レ
所
レ
敗
‘
賊
勢
盆
張
、
嘉
靖
間
、
賊
首
章
金
田
等
、
占
1

一

る
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
劉
通
日
、
天
下
初
獲
レ
難
也
、
撼
水
陸
二
路
面
村
落
悉
被
―
―
荼
毒
ご
一
十
四
年
、
督
臣
張

俊
雄
豪
傑
、
建
饒
壼
呼
、
天
下
之
士
、
雲
合
霧
集
、
魚
鱗
岳
等
、
會
レ
兵
征
レ
之
、
分
き
一
哨
―
並
進
、
破
-
1

雷
巖
同
銀

雑
還
‘
煤
至
風
起
、
嘗
―
此
之
時
£
憂
在
に
亡
』
秦
而
已
。
平
田
落
涌
都
博
等
巣
一
遂
園
,
,
魚
高
巣
一
魚
窯
石
壁
蛸

〖
魚
鱗
圏
冊
〗3

0
6
心
[
”
ン
土
地
畳
帳
。
宋
代
に
始
ま
り
、
立
、
抜
征
地
高
敦
千
丈
。

明
の
太
祗
の
時
に
備
は
る
。
其
の
法
は
、
土
地
の
測
量
【
亨
-
レ
角
~
】

5
芍
’
魚
を
烹
る
。
亨
レ
魚
煩
砕
を
見
よ
。

を
為
し
‘
其
の
種
類
面
積
形
状
四
方
の
境
界
及
び
所
有
〖
亨
‘
レ
魚
煩
砕
〗

3
1
2
”
”
”
"
い
た
？
魚
を
烹
る
に
散
:
之

者
の
姓
名
等
を
明
か
に
し
、
其
の
書
類
を
編
彙
し
て
冊
を
箸
な
ど
で
か
き
ま
ぜ
れ
ば
砕
け
る
を
い
ふ
。
民
を
治

と
為
し
‘
之
を
魚
鱗
冊
と
稽
し
た
の
に
始
ま
る
。
魚
鱗
め
る
の
に
、
煩
砕
な
れ
ば
却
て
民
を
そ
こ
な
ふ
に
喩
ヘ

と
は
‘
圏
中
の
田
地
が
境
界
線
に
よ
っ
て
園
ま
れ
、
そ
る
。
〔
詩
、
檜
風
‘
匪
風
、
誰
能
亨
レ
魚
、
博
〕
亨
レ
魚
煩
則

の
綿
々
と
連
な
る
さ
ま
が
、
あ
た
か
も
魚
鱗
の
や
う
で
砕
、
治
レ
民
煩
則
散
、
知
な
亨
レ
魚
、
則
知
レ
治
レ
民
芙
°

あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
上
一
〕
知
姿
州
趙
暴
【
祭
レ
魚
】
匹
窃
”
魚
を
祭
る
。
顛
が
魚
を
食
ぺ
る
前
に
、

夫
、
行
,
,
経
界
於
其
州
云
整
有
1

伍
醤
竺
云
云
、
魏
豹
文
代
―
―
先
づ
之
を
祭
る
の
を
い
ふ
。
本
に
報
い
始
に
反
る
を
知

師
伶
云
為
レ
守
、
行
な
之
益
力
、
於
レ
是
向
之
上
戸
析
為
1

一
貧
る
意
。
顛
祭
レ
魚
(
7
-
2
0
7
8
2
:
 5
)
を
見
よ
。
〔
幡
‘
王
制
〕

下
之
戸
云
賓
田
隠
為
,
,
逃
絶
之
田
一
者
、
梁
然
可
レ
考
‘
凡
顛
祭
な
魚
、
然
後
虞
人
入
―
―
澤
梁
一
財
祭
レ
獣
‘
然
後
田
撒
‘

結
甲
冊
戸
産
簿
丁
口
簿
、
魚
鱗
圏
類
姓
簿
、
二
十
三
萬
鳩
化
為
レ
鷹
、
然
後
設
1

一
厨
羅
↓

九
千
有
奇
、
規
孟
墜
皿
以
蔵
レ
之
。
〔
明
史
、
食
貨
志
一
〕
【
魚
又
元
】
313
ば
g

ゲ
ン
唐
‘
華
陽
の
人
。
械
は
華
山
道
士
。

洪
武
二
十
年
、
命
―
―
國
子
生
武
淳
等
了
分
1

一
行
州
縣
ご
云
道
士
。
行
書
に
巧
で
、
王
轍
之
の
筆
意
を
得
た
と
い
ふ
。

云
、
量
1

一
度
田
畝
方
鳳
次
以
1

一
字
雙
悉
書
11

主
名
及
田
〔
宣
和
書
譜
〕
。

|
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魚

部

魚

【
魚
有
鳳
】
314
ば

ĝ’朝鮮
李
朝
‘
咸
従
の
人
。
字
は
舜
〔
尚
友
録
、
二
〕
．
〔
全
唐
文
‘
八
百
四
〕
。

瑞
。
學
者
稽
し
て
杞
園
先
生
と
い
ふ
。
金
昌
協
に
従
學
【
魚
周
詢
】

3
2
4
ィ
”
ジ
•
ユ
ン
宋
‘
殖
丘
の
人
。
字
は
裕
之
。
進

す
。
官
は
戸
曹
参
議
・
承
旨
。
著
に
五
子
梓
言
・
論
語
詳
士
。
仁
宗
の
時
、
右
諫
議
大
夫
・
櫂
御
史
中
丞
に
累
官
。

説
・
語
類
要
略
・
射
越
帖
・
風
雅
閾
誦
が
あ
る
。
〔
梅
山
聞
見
眩
治
に
し
て
‘
吏
事
に
明
習
す
。
安
州
の
長
官
た

集

〕

。

り

し

時

、

園

吏

が

大

蛇

の

闇

楯

に

垂

れ

て

ゐ

る

の

を

【
魚
雲
海
】
315

巧
カ
イ
朝
鮮
李
朝
‘
咸
従
の
人
。
字
は
景
見
、
よ
く
之
を
厩
れ
ば
、
周
詢
が
酔
ひ
て
候
痣
し
て
ゐ

遊
蒻
は
荷
渾
。
官
は
郡
守
。
〔
人
物
考
〕
。
た
と
い
ふ
。
世
、
其
の
異
を
傭
ふ
。
〔
宋
史
‘
三
百
二
〕
．

【
魚
翁
叔
】
316

砕
…
ユ
ク
漢
、
長
安
の
人
。
買
を
業
と
し
富
〔
宋
史
新
編
、
九
十
四
〕
。

を
致
す
。
張
湯
、
小
吏
の
時
、
翁
叔
と
交
遊
す
。
〔
漢
書
、
【
魚
床
子
】
325

活
2

ch'ua
品
2

日
i

魚
屋
。

五

十

九

〕

。

「

し

た

油

。

繁

魚

肝

油

。

【

魚

上

レ

氷

】

3
2
6
t
”ル
n
●り一
l

新
春
に
な
つ
て
‘
萬
物
が
生

【
魚
肝
油
】
317

活
2

百

n
;己
2

肝
油
゜
鱈
の
肝
臓
よ
り
製
氣
を
呈
す
る
を
い
ふ
。
〔
證
、
月
令
〕
東
風
解
レ
凍
‘
蟄
贔

【
魚
倶
羅
】
318

乃
隋
‘
下
邦
の
人
。
贅
力
絶
倫
‘
瞥
散
百
始
振
、
魚
上
レ
氷
。

歩
に
聞
ゆ
。
晉
王
廣
に
従
ひ
陳
を
平
げ
、
功
に
よ
り
柱
【
魚
乗
レ
水
】
327

衿
も
ヅ
―
ー
魚
は
水
に
乗
っ
て
行
く
も
の

國
を
拝
す
。
楊
素
に
従
ひ
突
蕨
を
征
し
、
嘗
る
所
皆
披
で
、
物
に
は
各
；
侍
む
慮
あ
る
を
い
ふ
。
〔
説
苑
、
建

靡
す
。
後
、
弟
の
賛
が
罪
せ
ら
れ
た
の
で
、
錫
帝
其
の
異
本
〕
故
魚
乗
忌
心
水
玉
鳥
乗
森
伝
風
云
草
木
乗
―
―
於
時
↓

志
有
る
を
慮
り
、
将
兵
に
命
じ
て
會
稽
に
捕
へ
し
む
。
【
魚
津
草
】
328

”
”
ン
ン
草
の
名
。
水
英
(
6
-
1
7
0
8
3
:
 3
8
)
 

倶
羅
乃
ち
将
を
し
て
京
洛
に
米
を
賣
ら
し
め
、
潜
か
に
の

O
の
異
名
。
〔
本
草
‘
水
英
〕
繹
名
、
魚
津
草
‘
頌
曰
‘
亦

諸
子
を
迎
へ
ん
と
し
た
が
、
事
獲
覺
し
、
東
都
に
斬
ら
名
二
魚
津
草
↓

る
。
〔
隋
書
、
六
十
四
〕
・
〔
北
史
｀
七
十
八
〕
°
[
魚
崇
遠
】
329

砕
？
宋
の
人
。
魚
崇
諒
を
見
よ
。

【
魚
化
レ
龍
】
3
1
9””
[
ョ
ウ
ニ
●
魚
が
龍
と
な
る
。
〔
三
秦
記
〕
[
魚
崇
諒
】

3
3
0
芯
—
今
宋
、
陳
州
の
人o

字
は
仲
益

o

初

河
津
、
一
名
龍
門
、
桃
花
浪
起
、
魚
躍
而
上
ら
之
、
躍
過
者
名
は
崇
遠
。
幼
に
し
て
能
く
文
を
罵
す
。
後
、
唐
に
仕

為
』
龍
、
否
則
皆
貼
額
而
還
。
●
轄
じ
て
、
試
瞼
に
及
第
へ
て
陳
州
司
馬
を
拝
す
。
晉
を
歴
て
漢
に
入
り
、
翰
林

し
て
‘
立
身
出
世
す
る
こ
と
。
〔
琵
琶
記
、
南
浦
嘱
別
〕
核
學
士
を
拝
す
。
周
祗
践
咋
す
る
や
‘
書
詔
繁
委
、
皆
崇

兒
出
去
在
1
1

今
日
中
ご
参
参
娼
娼
来
相
送
、
但
願
得
<
1

魚
諒
之
を
為
す
。
尋
い
で
、
母
が
老
衰
し
た
理
由
を
以
て

化

細

龍

、

青

雲

得

＂

路

。

解

官

し

、

太

宗

の

時

、

金

紫

光

禄

大

夫

・

兵

部

侍

郎

を

授

【
魚
元
博
】
320

巧
7

清
の
人
。
翼
の
子
。
字
は
虞
巖
。
琥
は
け
ら
る
。
〔
宋
史
、
二
百
六
十
九
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
七
十
五
〕
。

破
山
樵
人
。
尤
も
金
石
文
を
好
み
‘
窮
巖
絶
堅
に
‘
恒
に
【
魚
世
謙
】
331

”
ケ
ノ
朝
鮮
李
朝
‘
咸
従
の
人
。
字
は
子

手

づ

か

ら

事

捐

す

。

盆

゜

琥

は

西

川

。

溢

は

文

貞

。

官

は

左

議

政

。

〔

人

物

考

〕

。

【
魚
玄
機
】
321

巧
そ
唐
、
長
安
の
女
子
。
字
は
幼
微
。
又
、
【
魚
挑
子
】
332

活
2

t
'
i
a
o
'
t
z
i
i

魚
籠
を
に
な
ひ
魚
を

恵
蘭
。
喜
ん
で
書
を
讀
み
、
オ
思
あ
り
、
補
闘
李
億
納
賣
り
あ
る
＜
者
。

の
妾
と
な
り
、
後
、
愛
衰
ふ
る
に
及
ん
で
‘
咸
宜
観
に
入
【
魚
朝
恩
】
333

砕
オ
ン
唐
‘
濾
州
の
人
。
宦
官
。
性
‘
誌
慧
。

り
て
道
士
と
な
る
。
後
、
女
憧
緑
耀
を
笞
殺
す
る
事
に
【
至
徳
中
、
屡
；
軍
事
を
監
し
、
開
府
儀
同
三
司
を
授
け

よ
り
て
京
兆
手
に
数
せ
ら
る
。
詩
一
倦
が
あ
る
。
〔
全
唐
ら
る
。
代
宗
吐
蕃
を
避
け
て
東
幸
す
る
や
、
朝
恩
、
軍
を

詩

、

二

十

九

〕

。

悉

し

て

迎

へ

、

天

下

観

軍

容

宣

尉

虞

置

使

と

稽

す

。

動

【
魚
琢
惑
】
322

召
□
文
字
の
誤
あ
る
を
い
ふ
。
魯
魚
之
を
侍
ん
で
恣
横
、
求
取
厭
く
無
し
。
尋
い
で
元
載
と
仲

謬
(
1
1
0
1
4
6
0
1
3
 :
 1
7
)
に
同
じ
。
〔
陳
殷
、
十
八
史
略
序
〕
が
悪
く
な
り
、
載
其
の
陰
謀
を
偵
し
て
上
聞
す
。
會
；
寒

惜
乎
近
之
學
者
、
莫
レ
究
11

其
源
云
い
無
蕉
琢
之
惑
也
。
食
の
賜
宴
に
、
帝
其
の
異
圏
を
責
め
、
左
右
を
し
て
溢
殺

5
 

【
魚
思
賢
】
323

サ
唐
の
人
。
官
は
開
元
の
初
、
任
丘
令
。
さ
せ
た
。
〔
唐
書
‘
二
百
七
〕
．
〔
藷
唐
書
、
二
日
八
十
四
〕
。

利
渠
を
開
通
し
て
滝
水
を
入
れ
、
堰
い
て
水
を
蓄
へ
‘
地
【
魚
得
江
】
334

心
”
今
朝
鮮
李
朝
‘
咸
従
の
人
。
字
は
子

31

二
百
餘
頃
を
得
、
百
姓
之
を
利
と
し
、
魚
君
跛
と
琥
す
。
源
。
琥
は
灌
園
・
渾
沌
山
人
。
官
は
中
宗
の
時
、
大
司
諫
。

13

|
 

七
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九



(45956・ ·335)— (45961) 

著
に
東
洲
集
が
あ
る
。
〔
燃
黎
室
記
述
〕
。
「
名
。
魚
指
レ
天
而
欲
五
5

レ
之
喘
只
舜
馬
猶
苦
困
‘
而
況
俗
主
乎
。
【
i

右
＝
一
魚
滸
l

-

―
釜
中
・
-
】
蕊
⑫
名
吐
燐
ー
一
生
き
て
ゐ
て
も
先

【
魚
唆
堂
】
335

店
パ
ク
清
、
宋
榮
(
8
|
7
0
7
8
 :
 2
0
8
)

の
室
【
受
レ
魚
失
レ
祗
】
碑
”
”
竺
認
賄
賂
を
受
け
て
禄
を
失
が
短
い
意
。
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
順
帝
‘
漢
安
元
年
）
遂

【
魚
螢
子
】
336

ペ
ョ
パ
／
漁
人
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
、
魚
蜜
子
詩
〕
は
ん
こ
と
を
恐
れ
る
。
人
の
消
廉
な
喩
。
鄭
の
宰
相
の
復
相
緊
楡
レ
生
、
若

Lg涵
空
釜
中
↓
知
-
―
其
不
孟
可
5

久。

人
間
行
路
難
‘
踏
レ
地
出
二
賦
租
⇒
不
レ
如
魚
蜜
子
、
駕
レ
浪
故
事
。
〔
新
序
‘
節
士
〕
或
謂
,
,
鄭
相
一
日
、
子
嗜
レ
魚
、
何
故
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
魚
遊
,,it,
釜
中
盃
雖
レ
生
不
レ
久
。

荏

空

虚

↓

不

レ

受

‘

封

日

、

吾

以

レ

嗜

レ

魚

、

故

不

レ

受

レ

魚

‘

受

レ

魚

失

レ

【

魚

相

二

忘

乎

江

湖

―

】

356gぢ
5

っ
―
ー
魚
は
水
の
多
い
川

【
魚
媚
子
】
3
3
7
5
↓
宋
の
淳
化
年
間
に
都
の
婦
女
が
魚
聴
誅
‘
無
<I

以
食
;
魚
‘
不
孟
予
得
禄
↓
終
身
食
レ
魚
。
や
湖
の
中
で
水
を
求
め
る
こ
と
を
忘
れ
て
渦
足
し
て

骨
を
装
飾
し
て
顔
の
飾
に
用
ひ
た
の
を
い
ふ
。
〔
粧
憂
【
如
<
I

魚
失
＞
水
]349

”
り
5
”
ゴ
ト
/
魚
が
水
を
離
れ
る
と
居
る
。
大
道
を
知
る
人
は
小
さ
な
仁
義
を
忘
れ
て
悠
々

記
〕
宋
淳
化
間
、
京
師
婦
女
‘
装
↓
―
棲
魚
臆
骨
ー
以
飾
レ
面
‘
暫
時
も
生
き
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
困
窮
の
人
が
よ
と
し
て
ゐ
る
の
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
孔
子
日
、
云

絨
1

魚

媚

子

↓

る

べ

な

く

苦

し

む

喩

。

〔

荘

子

、

庚

桑

楚

〕

呑

舟

之

魚

、

楊

云

‘

魚

相

一

忘

乎

江

湖

r八
相
1

忘
乎
道
術
↓

【
魚
渚
津
】
蕊
ぺ
五
7
'

，
渡
場
の
名
。
四
川
省
央
江
縣
の
西
。
而
失
レ
水
、
則
蟻
能
苦
レ
之
、
故
鳥
獣
不
レ
厭
＞
高
、
魚
鼈
【
魚
不
レ
可
レ
脱
―
―
於
淵
-]357

”
ぢ
”
”
t

魚
は
水
を
離

〔
後
漢
書
、
郡
國
志
五
〕
南
安
縣
有
―
―
魚
渚
津
↓
不
レ
厭
レ
深
。
〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
窮
人
無
レ
蹄
‘
曰
レ
れ
る
と
死
ぬ
。
離
れ
る
こ
と
の
出
来
な
い
喩
゜
〔
老
子
、

【
魚
髪
甲
】
339

心
げ
フ
朝
鮮
李
朝
‘
咸
従
の
人
。
字
は
子
如
―
魚
失
t

水

。

三

十

六

〕

柔

弱

勝

1

一
剛
強
↓
魚
不
レ
可
レ
脱
1

一
於
淵
面
國
之
利

先
。
琥
は
綿
谷
。
官
は
直
提
學
。
〔
人
物
考
〕
。
【
如
1

一
魚
得
ア
水
】
350

芹
い
か
が
ゾ
困
窮
し
た
人
が
所
を
得
器
、
不
レ
可
―
―
以
示
1

人。

【
魚
孟
威
】
340
召

09

ヰ
唐
の
人
。
官
は
咸
通
中
、
棉
州
刺
史
。
た
喩
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
、
如
―
―
魚
得
：
水
〕
三
國
志
、
諸
葛
【
魚
見
食
兒
不
見
鉤
】
358yii'chien• 

ssu• 

e
r
h
 
pu• 

霊
渠
を
修
め
、
石
を
以
て
鎌
提
を
造
る
。
長
さ
四
十
里
‘
亮
傭
‘
先
主
日
‘
孤
有
―
―
孔
明
涵
竺
魚
之
有
な
水
也
、
唐
書
、

c
h
i
e
n
•kou'

魚
は
餌
を
見
て
鉤
を
見
な
い
か
ら
人

大
木
を
植
ゑ
‘
斗
門
十
八
重
と
な
す
。
船
路
の
便
が
よ
契
芯
何
力
博
‘
帝
曰
‘
何
力
入
1

一
延
陀
↓
如
1

涸
涸
魚
得
ア
水
。
に
釣
ら
れ
る
。

く
な
り
、
大
い
に
民
利
と
な
る
。
〔
尚
友
録
‘
―
-
〕
。
【
食
レ
魚
無
レ
反
】
351

芍
昇
昇
パ
魚
を
食
べ
る
時
に
は
、
【
魚
不
レ
可
ー
和
ぞ
無
レ
餌
釣
―
】

359g芦
[
U
キ
ヲ
モ
9

テ
魚
を

【
魚
無
レ
耳
】
3
4
1
g
9
ゲ
魚
に
は
耳
が
な
い
。
〔
淮
南
子
、
説
其
の
一
面
だ
け
に
し
て
半
分
を
残
し
て
置
く
。
轄
じ
釣
る
に
は
必
ず
香
餌
を
要
す
る
。
資
本
が
な
く
て
は
何

林
訓
〕
魚
無
レ
耳
而
聴
。
て
、
民
力
に
餘
裕
あ
ら
し
め
る
こ
と
。
〔
晏
子
、
雑
‘
上
〕
事
を
も
為
す
こ
と
の
出
来
な
い
喩
。
〔
淮
南
子
、
説
山

【
魚
夢
麟
】
342

心
ゾ
朝
鮮
李
朝
‘
咸
従
の
人
。
字
は
瑞
仲
。
公
遊
1

一
於
紀
伍
竺
金
壺
一
乃
猜
視
レ
之
、
中
有
1

一
丹
書
五
曰
、
訓
〕
魚
不
レ
可
一
白
ぞ
無
レ
餌
釣
一
也
、
獣
不
レ
可
い
以
―
―
虚
器
一

成
渾
の
門
下
に
遊
び
、
士
望
甚
だ
重
く
‘
晩
歳
‘
童
蒙
教
食
レ
魚
無
レ
反
‘
勿
レ
乗
1

一
鷲
馬
↓
公
日
、
善
哉
知
名
古
言
一
召
上
也
。

官
に
除
せ
ら
れ
、
學
徒
を
訓
誨
し
て
倦
ま
ず
。
食
レ
魚
無
レ
反
‘
則
悪
―
―
其
鰊
一
也
、
勿
レ
乗
―
―
鷲
馬
二
悪
ニ
其
【
魚
之
爛
也
其
腸
先
敗
】
360

匁り”
ryr
”
芸
ャ
プ
ル
魚
が
く

【
魚
質
龍
文
]
3
4
3

乃
ち
／
外
貌
は
龍
の
や
う
に
い
か
め
取
レ
道
不
＞
遠
也
‘
晏
子
射
日
‘
不
レ
然
、
食
レ
缶
~
無
レ
反
、
母
レ
さ
る
場
合
に
は
、
先
づ
第
一
に
は
ら
わ
た
か
ら
腐
る
。

し
い
が
、
｛
貫
質
は
魚
で
あ
る
。
轄
じ
て
、
事
の
是
に
似
て
圭
笠
民
カ
一
乎
‘
勿
レ
乗
―
―
鷺
馬
面
切
無
レ
置
―
―
不
肖
於
側
一
乎
゜
〔
日
本
政
記
‘
朱
雀
天
皇
論
〕
天
下
之
乱
、
猶
二
魚
之
爛
―

圏

非
な
る
喩
゜
〔
抱
朴
子
、
呉
失
〕
魚
質
龍
文
‘
似
レ
是
而
非
、
【
得
レ
魚
忘
レ
答
一
】
352

竺
昇

y
魚
を
得
て
仕
舞
へ
ば
最
也
‘
魚
之
爛
也
‘
其
腸
先
敗
。

tao' 

這

水

而

喜

、

見

爾

即

悲

。

早

葵

ゃ

な

）

に

用

は

な

い

。

本

望

を

逹

す

る

と

、

そ

れ

[

投

魚

於

淵

虞

猿

於

木

]361i”"
5
江
乃
魚
は
[
仰
印
】
蜘

【
魚
羊
田
斗
】
344

”
屯
鮮
卑
を
い
ふ
隠
語
。
〔
晉
書
、
五
に
役
立
っ
た
も
の
を
忘
れ
て
し
ま
ふ
こ
と
。
韓
じ
て
‘
淵
中
に
住
み
‘
猿
は
樹
木
に
住
ん
で
自
由
で
あ
る
こ
と

行
志
中
〕
符
堅
初
‘
云
云
‘
復
謡
歌
云
‘
魚
羊
田
斗
常
レ
恩
を
受
け
て
報
い
な
い
喩
。
又
、
學
問
を
修
め
る
の
に
か
ら
、
轄
じ
て
、
各
；
其
の
自
由
を
得
る
を
い
ふ
。
〔
文
ぇ
つ
。
だ
っ
°
刀
形
を
し
た
魚
の
名
!
'
〔
玉
篇
〕
幼
‘

感
秦
、
識
者
以
為
、
魚
羊
、
鮮
也
、
田
斗
‘
卑
也
‘
堅
自
言
語
に
拘
泥
せ
ず
‘
其
の
慎
意
を
得
る
喩
゜
〔
荘
子
、
外
中
子
、
周
公
〕
衣
裳
罹
如
、
剣
颯
躇
如
‘
皆
所
"
'
以
防
―
―
其
設
靭
魚
也
。
〔
集
韻
〕
籾
‘
魚
名
‘
飲
而
不
レ
食
。
〔
正

字
通
〕
釧
‘
幼
魚
‘
按
‘
本
作
レ
刀
、
言
二
魚
形
似
＞
刀

琥
レ
秦
、
言
―
―
翌
之
者
鮮
卑
也
。
物
〕
杢
者
所
二
以
在
＞
魚
、
得
レ
魚
而
忘
レ
杢
。
〔
博
燈
録
〕
躁
也
、
故
日
、
懺
然
人
望
而
畏
レ
之
、
以
レ
此
防
レ
民
‘
猶

也
。
腰
た
ち
う
を
。
太
刀
魚
。

【
以
レ
魚
謳
レ
蠅
]
3
4
5
t
7
”g
勺
騒
逐
す
る
に
其
の
方
法
得
レ
意
而
忘
レ
言
‘
悟
レ
理
而
遺
レ
教
、
亦
猶
―
―
得
レ
魚
而
u
炉

有

T

疾
―
―
駆
於
道
上
合
い
今
捨
レ
之
曰
レ
不
レ
便
、
是
投
二
魚
於

を
誤
つ
て
ゐ
る
喩
゜
〔
韓
非
子
‘
外
儲
説
左
下
〕
以
な
肉
答
‘
得
レ
免
而
忘
＞
蹄
。
〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
受
レ
恩
不
レ
淵
ぶ
翌
猿
於
木
一
也
、
天
下
庸
得
レ
不
―
―
馳
駒
而
狂
—
乎
‘

吉

蟻

愈

多

、

以

レ

魚

謳

レ

蠅

‘

蠅

愈

至

。

報

‘

旦

得

レ

魚

忘

ら

全

。

引

レ

之

者

非

真

道

↓

也

。

【

籾

魚

】

1

昇
魚
の
名
。
え
つ
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
勲
蜆
刀
。

[
争
レ
魚
者
濡
】
碑
笠
ァ
月
利
盆
を
得
よ
う
と
し
て
【
魚
懸
由
二
甘
餌
―
】
353

”
ぢ
昇
人
が
利
の
た
め
に
生
【
魚
我
所
レ
欲
也
熊
掌
亦
我
所
レ
欲
也
】
3
6
2
[
H

ぃ
詮
打
〔
庄
〕
今
之
紫
魚
也
、
亦
呼
総
勧
魚
↓
〔
本
草
‘
鯖
魚
〕
秤

肇
ふ
者
は
苦
し
み
を
避
け
な
い
喩
゜
〔
列
子
、
説
符
〕
争
レ
命
を
失
ふ
に
喩
へ
る
。
〔
晉
書
、
段
灼
偶
〕
臣
聞
、
魚
懸
丑
2

ぢ
戸
芯
”
”
ホ
魚
と
熊
の
掌
と
は
何
れ
も
美
味
で
、
人
名
‘
靭
魚
‘
時
珍
曰
‘
魚
形
如
函
炉
物
裂
蔑
之
刀
正
故
有
―
―

魚

者

濡

、

逐

レ

獣

者

趨

、

非

レ

築

レ

之

也

。

餌

面

勇

夫

死

二

於

重

報

↓

の

望

む

も

の

で

あ

る

。

因

つ

て

二

つ

の

善

い

こ

と

を

全

計

名

↓

【
射
レ
魚
指
レ
天
】
347

”
勾
竺
魚
を
取
る
に
は
水
面
に
【
猶
1

一
魚
之
有
1

水
】
354

六

L
”
"
ト
ン
相
離
れ
る
こ
と
の
く
し
た
い
と
の
意
。
〔
孟
子
、
告
子
上
〕
魚
我
所
レ
欲
也
、

俯
し
て
之
を
求
む
べ
き
に
‘
仰
い
で
天
を
指
せ
ば
得
ら
出
来
な
い
親
密
な
交
際
の
喩
゜
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
〕
先
熊
掌
亦
我
所
レ
欲
也
、
二
者
不
レ
可
レ
得
レ
兼
、
含
レ
魚
而

れ
る
道
理
が
な
い
。
〔
呂
寛
、
知
度
〕
非
―
―
其
人
一
而
欲
レ
主
解
レ
之
曰
‘
孤
之
有
―
―
孔
明
こ

g
―
魚
之
有
＂
水
也
‘
願
取
―
―
熊
掌
―
者
也
、
生
亦
我
所
レ
欲
也
、
義
亦
我
所
レ
欲
也
、

有
レ
功
‘
嘩

9
之
若
l

―
―
夏
至
之
日
而
欲
1

一

夜

之

長

一

也

、

射

レ

諸

君

勿

二

復

言

↓

―

一

者

不

レ

可

レ

得

レ

兼

‘

含

レ

生

而

取

レ

義

者

也

。

【
釘
】
蜘

日
レ
ヴ

ロ
七
ウ

タ
ヴ
ト
ヴ

〔
集
韻
〕
朗
鳥
切

〔
集
韻
〕
先
了
切

〔
集
韻
〕
都
努
切
カ
名

蒻顧

璽
●
i

――

【

飢

】

年

〔

集

韻

〕

乙

＿

惰

ỳ

鮫
飢
は
‘
魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
ぎ
ば
ち
。
〔
集
韻
〕
飢
‘

鮫
飢
、
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
飢
‘
鮫
飢
‘
無
レ
鱗
魚
也
、

身
尾
似
レ
鮎
‘
腹
黄
背
宵
‘
聰
下
二
横
骨
‘
雨
須

似
レ
胄
‘
塁
涌
作
レ
磐
‘
軋
軋
然
、
一
名
黄
鰭
魚
。

ァ
ッ
エ
チ

＇鼠

冨】翠
平
架
府
作
レ
負
。 ギ，ヨ

魚
(
1
2
-
4
5
9
5
6
)

の
俗
字
。
〔
宋
元

以
来
俗
字
譜
〕
魚
、
古
今
雑
劇
大

富
〈
】
年

ギ，ヨ

魚
(
1
1
0
ー

4
5
9
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
魚
‘
或
作
レ
襲
。

魚

部

魚

襲

奥

〔
―
|
二
驚
〕

飢

釧

釘

七
二

O

13316 



(45962)一ー(45976)

【釧】蜘
国】寧

魚

部

〔
集
韻
〕
雙
雛
切

小

E
]
0魚
を
料
理
す
る
。
〔
説
文
〕
糾

負
策
楚
人
謂
訟
炉
魚
也
、
込
刀
應
讀
若
レ

楔。

O
さ
く
。
き
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
二
〕
釧
‘
割
也
。

□
と
く
。
〔
集
韻
〕
釧
‘
解
也
。
曰
さ
く
。
〔
集
韻
〕

釧
‘
割
也
。
歴
さ
こ
。
魚
の
一
。
〔
字
鏡
集
〕
。

靡
由
會
意
。
魚
と
刀
と
の
合
字
。
本
義
は
刀
に
よ
つ
て

魚
を
料
理
す
る
義
。
故
に
刀
と
魚
と
を
合
す
。

圏

一

に

剣

(
2
|
2
2
3
1
)

に
作
る
。〔

ニ
―
―
一
驚
〕

軌

臥

釧

蚊

訛

飩

像

臥

虹

鈍

鮪

約

鮪

卦

鯰

七

【釣】
5

〔
集
韻
〕
丁
歴
切

テ
キ
チ
，
ヤ
ク

日□
テ
ヴ
〔
集
韻
〕
多
囁
切

日
魚
を
網
に
か
け
る
。
或
は
芍
(
9
-
2
8
2
1
9
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
約
‘
繋
レ
魚
也
‘
或
作
レ
芍
。

g
つ
る
。

園賤

国口日
シスケケケ
＇ ユ イチッ

歯國圏

園屈

日
●
魚
の
名
。
④
鼈
に
似
た
魚
。
〔
集
韻
〕
虹
‘
魚

名
、
似
レ
鼈
゜
＠
蝙
蝠
に
似
て
鱗
の
無
い
魚
。
〔
六

書
故
〕
虹
‘
海
魚
、
無
レ
鱗
‘
状
如
蝙
蝠
エ
大
者
如
ニ

車
輪
↓
◎
白
虹
は
‘
み
ご
ひ
。
〔
集
韻
〕
虹
‘
白
虹
‘

魚
名
。
◎
か
ぶ
と
が
に
に
似
た
魚
。
鯰
(
1
2
-
4
5
9

8
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鯰
‘
鯰
鮨
‘
魚
名
、
似
レ
綴
‘

【
虹
】
向

コ，ウ

日
ク
□
ヵ
，
ウ

〔
集
韻
〕
呼
公
切

〔
集
韻
〕
古
雙
切

【邑』タ

蜻゚

〔
集
韻
〕
吉
詣
切

集
韻
〕
吉
屑
切

〔
字
彙
補
〕
像
、
音
義
未
詳

人
名
、
弘
農
王
悦
像
。

ジ
ン
ニ
ン

国
】
釦
乃

函

（成集書圏今古）魚虹

□
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
釘
‘
魚
名
。
口
魚
の
名
。
鱗

(
1
2
-
4
6
4
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鱗
、
魚
名
‘
或

八
レ
了
。

〔
五
昔
集
韻
〕
巨
鳩
切

〇
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
軌
‘
魚
名
。
●
鯨
(
1
2
-
4
6

175)に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
軌
、
同
レ
鯨
。

〔
玉
篇
〕
而
箕
切

〇
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
臥
‘
魚
也
。
〔
南
齊
書
‘
張

融
傭
〕
鰈
臥
蝶
鯖
。
●
人
魚
。
〔
正
字
通
〕
臥
‘
按
‘

鍛
魚
‘
郎
海
中
人
魚
、
眉
耳
口
鼻
手
爪
頭
皆
具
‘

皮
肉
白
如
レ
玉
、
無
レ
鱗
有
―
―
細
毛
「
五
色
‘
髭
如
ニ

馬
尾
ご
反
五
六
尺
‘
謄
亦
長
五
六
尺
、
臨
海
人
取

養
泄
沼
史
牝
牡
交
合
、
典
レ
人
無
レ
異
‘
亦
不
レ

傷
レ
人
‘
郭
環
有
二
人
魚
賛
了
八
魚
加
レ
人
作
レ
臥
‘

猶
元
＇
魚
加
レ
牛
作
＞
針
也
。

尤

霰

】

向

【
像
】
向

冗】年

璽■―
i

――

昔
義
未
詳

え
り
。
水
中
に
細
竹
を
袋
状
に
並

譴
べ
て
魚
を
捕
へ
る
し
か
け
。
魚
箔
。

シ
ッ

【
飩
】
寧
賃 ギ，ヨ

蛯
(
1
2
ー

4
6
4
2
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鰈
‘
或
炊
レ
七
。

〇
簗
(
8
ー

2
6
7
5
0
)

に
同
じ
。
〔
集

貧

】

向

韻

〕

簸

‘

或

作

位

。

0
漁
(
7ー

IOO

1
0
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
卸
‘
漁
同
。

〔
字
彙
〕
呼
跨
切

小
●
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鈍
‘
魚
名
、
八
レ

＂ 策
魚
ヒ
瞥
。

O
訛
(
1
2
-
4
5
9
8
2
)

に
同

厨
じ
。
〔
正
字
通
〕
此
訛
同
。

罰

虻

(
1
2
|
 4
5
9
6
7
)

は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
琲
似
‘
二

字
相
似
〕
此
‘
昔
化
、
魚
名
。
虻
、
同
レ
膝
。

雪

貧】釦タク

或
炊
レ
エ
。
●
魚
が
肥
え
る
。
〔
集
韻
〕
虹
‘
一
曰
‘

魚
肥
。
●
又
、
鋲
(
1
2
ー

4
6
1
1
4
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
虹
‘
又
作
レ
鋲
。
□
虹
斯
は
、
水
晶
の
名
。
〔
集

韻
〕
虹
‘
虹
鮨
、
水
晶
名
。

【
虹
魚
】
1

閤
魚
の
名
。
〔
三
オ
圏
會
、
鳥
獣
五
、
鍋
蓋

魚
〕
釘
魚
、
一
名

鋲
魚
‘
俗
名
鍋
蓋

魚
、
形
如
閣
扇
一

ロ
在
腹
下
ぢ
旦

省
志
書
‘
瑞
安

縣
〕
虹
魚
、
身
園

無
レ
鱗
、
鼠
尾
、

有
黄
虹
・
錦
虹
．

燕
虹
↓

〔
集
韻
〕
闊
各
切
寧
琴

小
た
ら
。
黄
頬
魚
。
〔
説
文
〕
鈍
‘
移
口
魚

簾
＾
豪
也
、
八
レ
魚
毛
臀
。
〔
玉
篇
〕
鈍
‘
黄
頬

魚
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
蝸
館
鰊
鈍
。
〔
注
〕
善

日
‘
鈍
‘
蟻
、
一
名
、
黄
頬
゜
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博

上
‘
鱗
館
鰊
飩
‘
注
〕
郭
瑛
日
‘
飩
‘
鰍
也
‘
一
名
黄

頬゚

蛇
(
1
2
-
4
6
0
3
9
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

鈍
‘
輿
レ
蛇
同
。
閲
さ
ば
。
魚
の
一
。

キ
ッ
コ
チ

岳
ウ
〔
集
韻
〕
思
兆
切
固
g

4

日
ジ
ン

祠

】

蜘

□

久

ウ

昼

釣
(
1
1
|
 4
0
1
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
釣
‘
説
文
、
鉤
レ

魚
也
‘
或
作
レ
約
。
〔
荘
子
、
刻
意
〕
釣
レ
魚
間
慮
゜

〔
秤
文
〕
釣
、
本
亦
作
レ
釣
゜

【
約
魚
】
1

悶
う
を
を
つ
る
。
〔
荘
子
、
刻
意
〕
約
な
魚
間

虞
〔
秤
文
〕
約
‘
本
亦
作
釣
°

【
約
者
】
2

砕
魚
を
釣
る
人
。
釣
者
(
1
1
|
 4
0
1
7
2
 :
 3
5
)
 

に
同
じ
。
淮
南
子
‘
説
山
訓
に
は
釣
者
に
作
る
。
〔
墨
子
、

魯
問
〕
約
者
之
恭
‘
非
レ
為
,
,
魚
賜
一
也
、
餌
レ
鼠
以
レ
品
、
非
レ

愛
レ
之
也
。
〔
間
詰
〕
畢
云
‘
釣
字
‘
俗
窺
炊
レ
魚
‘
藝
文
類

緊
引
作
レ
釣
‘
案
‘
玉
篇
有
,
,
約
字
―
云
‘
丁
叫
切
‘
亦
作
レ

勺。§
 

[訃]年
冤
】
[

〔
篇
海
〕
＿
音
刃

El魚
の
名
。
〔
篇
海
〕
靭
‘
魚
名
。
口
幼
(
1
2
-
4
5
9
6

O
)

の
謡
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
鮪
‘
幼
字
之
謳
゜

〇
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
訃
‘
魚
名
。

0
小
魚
の
名
。

〔
字
槃
〕
訃
‘
小
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
帥
‘
細
魚
。
●

ひ
を
。
ひ
う
を
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚

類
、
卦
〕
考
臀
切
韻
云
‘
卦
、
白
小
魚
名
也
‘
似
1

一舶

魚
芦
K

―
二
寸
者
也
。
〔
注
〕
今
案
、
俗
云
五
が
魚
一

是
也
。

〔
集
韻
〕
居
乙
切

●
魚
が
お
よ
ぐ
。
〔
集
韻
〕
鯰
‘
魚
消
也
。

O
魚

を
き
る
。
〔
玉
篇
〕
鯰
‘
断
レ
魚
。

O
魚
の
名
。
〔
集

韻
〕
鯰
‘
一
日
‘
魚
名
。
●
こ
つ
を
。
鮫
の
類
。
〔
倭
名

類
緊
抄
‘
龍
魚
郡
‘
龍
魚
類
‘
鯰
魚
‘
注
〕
古
都
乎
゜

13317 



細
【
紀
】
年

4
 

う
を
。
〔
玉
篇
〕
鮒
‘
魚
也
。

(
 

）
 
7
 
7
 
⑲
官
】
向
＿
音
未
詳
い
い
。
間
い
い
[
[
い
゜

烏
魚
―
而
小
‘
昔
未
詳
。

El魚
の
名
。
魏
(
1
2
|
 4
6
3
6
9
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

鰊
‘
魚
名
絆
、
同
レ
魏
。
口
魚
の
名
。
鮪
の
類
。
牛

魚
。
〔
正
字
通
〕
併
‘
按
‘
通
雅
日
‘
牛
魚
、
北
方
之

鮪
類
也
、
契
丹
上
達
―
―
魯
河

5
牙
牛
魚
百
ぞ
其
得

否
玉
竺
歳
占
↓

〔
集
韻
〕
吾
禾
切

〔
集
韻
〕
火
跨
切

日
口
●
魚
の
名
。
或
は
蛎
(
1
2
-
4
5
9
8
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
訛
、
魚
名
‘
或
炊
レ
厄
。
●
能
(
1
2—

4
5
9
6
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
訛
、
同
レ
鈍
゜

2

□
グ
，
ワ

【
訛
】
総
ク
，
ワ
ヶロ

聾抵

【
紆
】
螂
‘
ン
，
ヨ

嶼
(
1
2
-
4
6
5
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
嶼
‘
或
作
レ
紆
゜

口
ヰ
〔
玉
篇
〕
於
鬼
切
卿

ギ
ヴ
〔
Ji-
音

集

韻

〕

困

ク

語

求

切

[
鮮
]
螂
口

―-

E

Y

I

――
 

冠】釦

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
世
、

昔
鼈
‘
又
昔
魚
。

ベ
ッ
・
ギ
ヨ

ジ シ

〔
玉
篇
〕
疾
里
切

細

E
 

魚

立
n

〔
―
―
―
ー
四
董
〕

【
紗
】
年

サ
〔
集
韻
〕
師
加
切
繭

、
X
ャ

戸

Y

s
h
a
'
 

日口
サ
〔
集
韻
〕
蘇
禾
切
配
〗

国
七
ウ
〔
集
韻
〕
失
照
切
直
〔

ガ
，
7
ゴブ

日
ヶ
9
7

ロ

国】晒

コ、フ

冨】釦
□
グ
，
ワ

□
グ
，
ワ

〔
集
韻
〕
郡
合
切

〔
集
韻
〕
乞
業
切

日
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
級
、
魚
名
。
口
ひ
も
の
。

ほ
し
う
を
。
魚
を
竹
に
貫
い
て
乾
し
た
も
の
。

〔
集
韻
〕
級
‘
枯
魚
。
〔
字
彙
〕
級
、
以
レ
竹
貫
レ
魚
為
レ

乾
゜
謄
●
こ
が
め
。

O
こ
ち
。

~
小
日
●
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
紗
‘
紗
魚
也
、

策
出
―
―
築
浪
播
國
ず
炉
魚
沙
省
瞥
゜
〔
段

衡
注
〕
詩
小
雅
有
レ
窯
‘
則
為
―
―
中
夏
之
魚
盃
竺
遠
方

外
國
之
魚
一
明
甚
‘
蓋
詩
自
作
ー
油
伝
ム
吹
沙
小
魚

也
‘
栗
浪
播
國
之
魚
、
必
出
二
於
海
芦
口
作
二
紗
字
一

其
状
不
レ
可
,
,
得
而
言
一
也
、
或
云
、
即
鮫
魚
、
然
紗

鮫
二
字
、
不
―
―
相
連
陽
一
也
。
●
さ
め
。
ふ
か
ざ
め
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
紗
‘
或
云
‘
郎
鮫
也
。
〔
字
棠
〕

紗
‘
鮫
魚
。

O
す
な
ふ
き
。
蕉
(
1
2
-
4
6
1
8
6
)

に

通
ず
。
〔
集
韻
〕
紗
‘
或
八
レ
沙
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融

博
〕
銀
鯉
鰭
紗
。
〔
注
〕
紗
‘
或
作
レ
駕
‘
郭
義
恭
廣

志
日
、
吹
沙
魚
、
大
如
レ
指
‘
沙
中
行
。
〔
左
思
、
蜀

都
賦
〕
蝉
鰻
紗
鰭
゜
〔
注
〕
善
日
‘
紗
‘
似
レ
鮒
。
ロ

塞函

〔
集
韻
〕
五
果
切
臨
幽

〔
集
韻
〕
吾
禾
切
函

曰
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蛎
‘
魚
名
。
口
魚
の
名
。
訛

(
1
2
-
4
5
9
8
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
訛
‘
魚
名
‘
或

炊
レ
厄
。

霰

】

向

日力，
7

〔
集
韻
〕
黒
盈
切
函

口
サ
ブ
〔
集
韻
〕
作
答
切
国
i

日
訥
飲
は
‘
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
欽
‘
訥
欽
‘
魚
名
。

口
魚
の
口
の
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
欽
‘
魚
口
動

兒。【
鮮
】
〗

●
お
ほ
は
ま
ぐ
り
。
蛙
(
1
0
|
 3
2
8
5
1
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
蛙
‘
説
文
‘
蜃
圏
‘
或
作
レ
鮭
。

O
魚
の
名
。

〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
又

西
七
十
里
‘
日
―
―
英
山
一

異
水
出
焉
、
北
流
注
―
―
子

招
水
一
其
中
多
二
鮭
魚
一

其
状
如
レ
鼈
‘
其
昔
如
レ

羊
゜
〔
注
〕
昔
同
―
―
蛙
蛤
之

蛙↓
□
□
●
鯰
斯
は
、
か
ぶ
と
が
に
に
似
た
魚
。
〔
集

韻
〕
鯰
‘
鯰
斯
‘
魚
名
、
似
レ
燦
。
〔
字
彙
〕
鯰
‘
鯰
斯
‘

江
晶
、
形
似
レ
蟹
可
レ
食
。
●
或
は
虹
(
1
2
|
 
4
5
9
7
 

霰

】

年

紀

紆

魃

併

紆

訛

蛎

級

紗

蕉

欽

鮭

鯰

戟

航

航

純

口日
ット，クコ，
ゥゥ

ハ，ウ
．‘_ウ＇ 

〔
集
韻
〕
油
紅
切

〔
集
韻
〕
部
項
切

〔
集
韻
〕
憩
公
切

困函
闊

（圃経海山）絆

冤

】

疇

サ

い

戸

三

[
7い
[
[
゜
じ
。
〔
正
字

国
魚
の
名
。
或
は
峻
(
1
2
-
4
6
1
5
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
紗
、
魚
名
、
或
作
レ
峻
。
陸
ち
ち
ふ
。
淡
水
魚

の
一
。
い
さ
ざ
。
〔
字
鏡
集
〕
。

【
純
】
向

河
純
は
‘
ふ
ぐ
。
河
豚
。
豚
(
1
0
|
 3
6
3
5
2
)
に
通

ず
。
〔
玉
篇
〕
鈍
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
純
、
河
純
‘
状

貧】三
小
□
口
●
大
き
い
貝
゜
〔
説
文
〕
航
‘
大

令
H
負
策
貝
也
、
八
レ
魚
充
臀
‘
讀
若
レ
剛
゜
〔
爾

雅
‘
秤
魚
〕
貝
、
大
者
航
。
〔
注
〕
書
大
博
曰
‘
大
貝

如
車
渠
車
渠
謂
二
車
輌
匝
航
圏
。

O
魚
の
あ

ぶ
ら
。
〔
説
文
〕
航
、
一
日
‘
魚
膏
。

O
た
ら
。
〔
廣

雅
‘
繹
魚
〕
航
‘
鈍
也
。
働
魚
の
骨
゜
〔
集
韻
〕
航
‘

一
曰
‘
魚
骨
゜
R
航
(
1
0
ー

3
2
8
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
銃
‘
海
貝
也
、
或
八
レ
魚
。
〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
航

魚
〕
航
魚
‘
即
瀬
婦
魚
也
、
多
レ
膏
以
為
レ
燈
‘
照
ニ

酒
食
函
刑
明
、
照
―
―
紡
績
帥
叫
暗
‘
佛
経
謂
二
之
饒

熾
云
‘
説
文
‘
鮪
魚
出
稟
浪
播
國
「
有
雨
乳
一

葉
子
奇
日
‘
奔
鮮
也
、
名
レ
濁
、
非
レ
魚
非
レ
鮫
‘
色

如
レ
鮎
、
有
―
―
雨
乳
云
竺
腹
下
玉
雌
雄
陰
陽
類
レ
人
‘

相
博
、
瀬
婦
所
レ
化
‘
佛
書
謂
二
之
餞
燈
「
鳴
墳
没

騨
則
明
、
披
糀
辟
櫨
則
暗
゜

【航】呻
霰】細

ドト
ンン

〔
五
昔
集
韻
〕
徒
渾
切
国

／
 

大

x
.f 
t'uen' 

航（
1
2
-
4
5
9
9
1
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
統
‘
航
字
之
識
。

カ
，
ウ ヵ

ヴ
ガ
ヴ

日
カ
ウ
ガ
，
ウ

□] 

〔
集
韻
〕
寒
剛
切‘ヽr尤

圏引陽
咤

繊
(110
-
4
6
5
3
1
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
諷
或
省
作
虹
゜

ソ
ク

O
J

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯰
、
或
炊
レ
エ
。

七ニニ
〔
集
韻
〕
下
朗
切
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＂ 
魚

音

〔
四
聾
〕

鮮

般

絢

猷

鉢

斬

鮪

斯

鮫

飲

杜

航

飯

鉄

航

蒸

批

既

蛤

魯

冨

】

細

キ

[

丘

ぃ

一

ー

"

翌

同

ビ

〔

旦

か
れ
ひ
。
蛉
(
1
2
-
4
6
0
0
0
)

の
別
名
。
〔
字
彙
〕
鮎

魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鉢
‘
蛉
一
名
鉢
゜

窮
】
醗
汀
〔
字
彙
〕
莫
卜
切
閾
『

魚
の
名
。
〔
廣
韻
〕
歓
‘
魚
名
。

霰

】

蜘

〔
廣
韻
〕
符
限
切
駆
g

ィ
ヽ＇ 
ィ
ゞ
＇ 

魚
の
尾
。
〔
集
韻
〕
劾
、
魚
尾
。

冨

】

細

ゞノ
ッ
〔
集
韻
〕
莫
葛
切
隅
f

マ
チ

冨

】

螂

鍛
(
1
2
ー

4
6
1
4
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鍛
‘
或
省
。

エ
キ

0
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮮
‘
魚
名
。

O
漬
け
な
い
魚

の
き
り
み
。
〔
集
韻
〕
邸
一
曰
‘
魚
臀
未
レ
成
レ
嵯
゜

【鮮】蜘

ハ
イ

〔
集
韻
〕
鋪
枚
切
歯
〗

如
科
斗
ぶ
八
者
尺
餘
、
無
饂
霜
竺
背
青
白
有
二
黄

線
「
目
能
開
閾
‘
躙
レ
物
即
嘆
‘
腹
脹
如
二
氣
毬
ぶ
げ

起
‘
瀬
及
大
魚
‘
皆
不
―
―
敢
近
「
本
作
レ
豚
、
純
為
―
―

俗
増
↓

宣

】

細

シ
ン

眈
(
1
2
-
4
6
0
0
 3)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
航
、
同
レ
飲
。

魚
の
あ
た
ま
の
骨
。
〔
集
韻
〕
杜
‘
魚
首
骨
゜

冠

】

細

シ
ン

集
韻
〕
章
荏
切
戸
g

□
□

]
0魚
の
子
。
〔
集
韻
〕
紘
魚
子
。
●
魚
の
頭

の
骨
。
枕
骨
。
枕
(
6ー

1
4
5
4
6
)

に
通
ず
。
〔
正
字

通
〕
眈
‘
魚
脳
骨
曰
レ
枕
、
爾
雅
、
魚
枕
謂
1

一
之
丁
「

俗
作
レ
飲
。

【
飲
燈
]
1

記
魚
の
頭
骨
で
作
っ
た
燈
゜
〔
明
史
‘
儀
衛

志
〕
親
王
儀
伎
‘
云
云
‘
眈
燈
二
。
〔
西
湖
志
餘
〕
外
有
二

飲
燈
↓
則
刻
―
―
錢
犀
珀
盃
沿
項
以
飾
レ
之
。

F——• 

銑
............ 
46003 

口日
ヂチシ
ンンン

〔
集
韻
〕
式
荏
切
匿

〔
集
韻
〕
持
林
切
陣
[

霰
】
〗
咤
ヨ

温
欲
敗
蚊

漁
(
7
|
1
8
1
0
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
蚊
、
同
レ
漁
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕

蛉
(
1
2
-
4
6
0
0
0
)

の
調
字
。
〔
字

国
】
蜘
カ
イ
彙
〕
斯
‘
絣
字
之
謳
゜

[

銃

】

[

〔

集

韻

〕

居

□

□

9e
h
'
 

か
れ
ひ
。
比
目
魚
。
〔
集
韻
〕
蛉
‘
魚
名
、
比
目
也
。

〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
翠
―
―
雨
蛉
↓
〔
注
〕
劉
曰
‘
蛉
‘
左

右
銃
、
所
謂
比
目
魚
也
、
云
狛
少
雨
魚
拉
合
孔
ダ

能
消
証
ハ
陽
呉
會
有
レ
之
。

カ
イ

図面

小
日
魚
の
名
。
或
は
競
(
1
2
|
 4
6
3
7
9
)

に

億
豪
作
る
。
〔
説
文
新
附
〕
砒
、
文
批
‘
魚
名
、

炊
レ
魚
比
贅
。
〔
集
韻
〕
砒
、
魚
名
‘
或
作
レ
鱚
゜
〔
山

【
批
】
〗
口 El
ヒビヒ

〔
集
韻
〕
頻
脂
切

〔
集
韻
〕
補
履
切

冨
~
〗iゲ
ン

銃
(
1
2
-
4
6
0
 0
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
煮
、
同
レ
銃
。

Elお
ほ
う
み
が
め
。
一
眼
(
1
2
|
 4
8
2
6
1
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
籠
‘
説
文
、
大
鼈
也
、
或
作
レ
銃
。
口
□
虻

断
は
‘
圭
角
の
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
銃
‘
玩
断
‘

無
土
角
克
゜
〔
荘
子
、
天
下
〕
常
反
＞
人
不
元
永

塁
而
不
レ
免
二
於
銃
断
↓
〔
注
〕
航
断
、
無
二
圭
角
―

也。

曰
グ
，
ワ
ン

霰
】
〗
□
グ
ヴ
ン

ゲ
ン
グ，ワン

ロ

集
韻
〕
愚
哀
切
字
西

／
 

u
 
J:f'ytian2 

集
韻
〕
五
管
⑰
墜

x
 
J
:
f
'
w
a
n
'
 

〔
集
韻
〕
五
換
切
匹
四

小
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鉄
‘
鰈
魚
、
出
東

鯨
豪
菜
愁
レ
魚
夫
臀
゜

霰

】

細

フ

〔
集
韻
〕
風
無
切
ば
-

魚
の
名
。
一
説
に
‘
か
れ
ひ
。
版
(
7
|
1
9
8
1
7
)

に

通
ず
。
〔
集
韻
〕
飯
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
飯
‘
比
目
魚

名
版
應
俗
改
作
レ
飯
。

霰
】
〗9ゞハ
ンン

〔
集
韻
〕
部
版
切
渾
幽

＞
 

亡
J:f'fan3

【魯】岬
Iレ口

七
二
三

集
韻
J

籠

五

切

圏

＞
 

ヵ
x
]
u
3
 

小

□

□

国

0
つ
け
う
を
。
〔
説
文
〕
蛤
‘

層
豪
蒸
也
、
炊
レ
魚
今
瞥
。

O
絆
(
1
2
|
 4
6
1
 

6
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰐
‘
或
作
レ
鈴
。
同

0
魚
の

名
。
〔
集
韻
〕
飴
‘
魚
名
。
●
小
魚
の
つ
け
も
の
。

或
は
鰐
(
1
2
|
 4
6
1
6
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鈴
‘
小

魚
蒸
也
‘
或
炊
レ
本
9

。
国
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蛤
、

魚
名
。
因
連
行
迂
行
す
る
晶
の
名
。
或
は
蛤

(10

|
 3
2
8
7
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飴
‘
晶
連
行
紆
行

者
‘
或
炊
レ
虫
。
団
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
飴
‘
魚
名
、

似
レ
鼈
゜

冨
】
〗田因国固回ロビl

ギギキザサシギザサジシ
ンンンンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
渠
巾
切

〔
集
韻
〕
魚
音
切

〔
集
韻
〕
オ
咸
切

〔
集
韻
〕
牛
錦
切

〔
集
韻
〕
式
荏
切

〔
集
韻
〕
祖
感
切

〔
集
韻
〕
オ
淫
切

餞囮國鯉襄圏闘

冠
】
蜘
キ
"
”
'
彗
い
い
い
゜
〔
集
韻
〕

海
経
‘
西
山
経
〕
濫
水
出
二

f
其
西
盃
西
流
注
二
子

漢
水
；
多
如
点
砒
之
魚
工
其
状
如
如
復
銚
ご
鳥
首
而

魚
翼
魚
尾
、
昔
如
唇
石
之
瞥
ご
竺
珠
玉
↓
〔
郭

環
、
江
賦
〕
文
砒
磐
鳴
以
牢
レ
塔
。
口
魚
の
名
。

〔
集
韻
〕
批
‘
魚
名
‘
尾
有
レ
毒
。
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〇
お
ろ
か
。
に
ぶ
い
。
も
と
魯
に
作
る
。

〔
中
華
大
字
典
〕
魯
‘
本
作
レ
魯
゜
〔
説
文
〕

魯
、
鈍
詈
也
、
炊
レ
白
魚
瞥
゜
〔
論
語
、
先
進
〕
参
也

魯
゜
〔
集
解
〕
孔
安
國
日
‘
魯
、
鈍
也
。
〔
皇
疏
〕
魯
‘
遅

鈍
也
。

O
國
の
名
。
周
と
同
姓
（
姜
）
の
國
。
周
公

政
を
蹄
す
や
、
成
玉
‘
其
の
元
子
伯
禽
を
魯
に
封

ず
。
今
、
山
東
省
曲
阜
縣
の
曲
阜
に
都
す
。
頃
公

に
至
っ
て
楚
に
滅
さ
る
。
其
の
張
域
の
最
大
時
は

今
の
山
東
省
滋
陽
縣
の
東
南
よ
り
、
江
蘇
省
の
浦

縣
・
安
徽
省
の
洒
縣
に
至
る
一
帯
の
地
を
領
す
。

〔
詩
‘
魯
頌
譜
‘
箋
〕
周
公
蹄
レ
政
、
成
王
封
1

一
其
元

子
伯
禽
於
魯
石
〖
封
域
在
―
―
馬
貢
徐
州
大
野
蒙
羽

之
野
↓
〔
秤
名
、
繹
州
國
〕
魯
‘
魯
鈍
也
‘
國
多
―
―
山

水
亘
民
性
撲
魯
也
。
参
み
ち
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕

魯
‘
道
也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
魯
‘
按
‘
経
傭
無
二

訓
レ
道
者
ぶ
豆
詩
魯
道
有
レ
蕩
之
道
耶
、
抑
論
語
‘

魯
一
妻
至
二
於
道
之
道
也
。
R
歯
(
1
2
ー

4
7
5
2
8
)

に
通
ず
。
〔
劉
梢
‘
贈
五
官
中
郎
将
―
詩
、
小
臣
信

頑
歯
‘
注
〕
善
日
‘
魯
‘
卑
ハ
レ
歯
同
。

O
古
‘
炊

(
a
-

1
6
2
7
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
魯
‘
古
作
レ
炊
。

O
姓
。

〔
廣
韻
〕
魯
‘
伯
禽
之
後
、
以
レ
國
為
レ
姓
‘
出
二
扶

風↓

【
魯
案
】
1

l
u
3
 

an'

山
東
事
件
。
青
島
還
附
事
件
。

【
魯
i

奄
]
2
7
0

／
字
琥
。

O
宋
‘
黄
師
参
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :

1

 

1
2
0
)

の
琥
゜
〇
清
‘
程
詰
(
8
|
2
5
0
8
1
 :
 2
2
)
の
0
の
字
。

0
岡
元
鳳
の
琥
。
岡
白
洲
(
4
-
7
9
6
2
:
 3
9
)
を
見
よ
。

【
魯
一
】
3

ザ
字
望
〇
清
‘
秦
大
士
(
8
-
2
4
9
9
5
:
 2
4
 

6
)

の
字
。

O
消
、
劉
鴻
儒
(
2
ー

2
2
2
4
:
 9
2
2
)

の
字
。

【
魯
淵
】
4

戸
元
‘
墜
女
の
人
。
字
は
道
源
。
楊
簡
・
錢
時

の
學
に
私
淑
す
。
至
誠
の
進
士
。
官
は
華
亭
丞
。
新
安
守

り
を
失
ひ
賊
に
執
へ
ら
れ
た
か
‘
吟
詠
自
若
‘
豫
め
自

祭
文
を
作
り
‘
必
死
を
誓
ふ
p

賊
平
ぎ
て
の
が
れ
‘
浙
江

儒
學
提
攀
と
な
り
‘
つ
い
で
岐
山
下
に
蹄
隠
し
‘
春
秋

を
以
て
學
者
に
博
ふ
。
洪
武
の
初
‘
累
り
に
徴
さ
れ
た

か
起
た
す
。
學
者
‘
岐
山
先
生
と
梢
す
。
著
に
春
秋
節
傭

ヽ

暑
い

＂ 
缶
~
音

〔
四
書
〕

魯

が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
四
〕
。

[
魯
媛
]

5

i

ノ
清
、
江
西
新
城
の
人
。
字
は
建
玉
。
康
熙

の
進
士
。
官
は
右
通
政
。
致
仕
し
て
豫
章
書
院
の
主
教

と
な
る
。
學
ぶ
者
、
西
村
先
生
と
い
ふ
。

【
魯
翁
】
6

炉
宋
、
王
壽
卿
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
6
5
3
)

の
字
。

【
魯
介
】
7

ザ
清
、
金
陵
の
人
。
字
は
南
宮
。
蘭
竹
花
井

書
に
巧
。
〔
國
朝
驚
識
、
三
〕
。

【
魯
開
】
8

戸
’
金
、
劉
彦
宗
(
2
-
2
2
2
4
:
 8
9
9
)

の
字
。

【
魯
港
】
，
炉
川
の
名
。
上
源
は
安
徽
省
宣
城
縣
の
小

淮
河
。
江
に
注
ぐ
。
江
口
に
魯
港
市
が
あ
る
。
宋
の
徳
祐

元
年
、
元
兵
‘
池
州
に
克
つ
。
質
似
道
‘
師
を
率
ゐ
て
此

虞
に
次
し
、
元
人
の
た
め
に
敗
ら
る
。

【
魯
縞
]
1
0

炉
魯
の
國
に
産
す
る
薄
く
細
か
な
し
ろ

絹
゜
〔
史
記
、
韓
長
襦
博
〕
彊
弩
之
極
矢
、
不
レ
能
レ
穿
―
―
魯

紐
衝
風
之
未
力
、
不
レ
能
レ
漂
―
―
鴻
毛
韮

g
初
不
＞
勁
‘
末

カ
衰
也
。
〔
注
〕
許
恨
日
‘
魯
之
縞
尤
薄
。
〔
漢
書
、
韓
安
國

博
〕
彊
弩
之
末
力
、
不
レ
能
レ
入
―
―
魯
縞
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘

縞
‘
素
也
‘
曲
阜
之
地
‘
俗
善
作
レ
之
‘
尤
為
罷
細
五
故
以

取
レ
喩
也
。
〔
淮
南
子
‘
説
山
訓
〕
於
―
―
三
百
歩
禾
＇
レ
能
レ
入
―
―

魯
縞
一
〔
新
序
、
善
謀
下
〕
夫
衝
風
之
衰
也
、
不
レ
能
レ
起
―
―
毛

利
↓
彊
弩
之
末
力
、
不
レ
能
レ
入
二
魯
縞
↓
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮

博
〕
此
所
謂
彊
弩
之
末
勢
、
不
レ
能
レ
穿
―
魯
縞
一
者
也
。
〔
陳

琳
総
曹
洪
臭
世
予
書
〕
漢
中
地
形
、
｛
貫
有
瞼
固
一

四
嶽
三
塗
‘
皆
不
レ
及
也
‘
云
云
‘
而
我
軍
過
レ
之
、
若
下
駿

鯨
之
決
―
―
細
網
盃
奔
児
之
躙
．
魯
縞
午
杏
足
n

―
以
喩
1

一
其
易
↓

〔
梁
書
、
元
帝
紀
〕
捧
n
l
昆
本
四
而
堅
レ
卵
‘
傾
1

一
渤
海
一
而

灌
レ
焚
‘
如
砧
馬
之
戴
鴻
毛
石
炉
奔
牛
之
躙
魯
縞
↓

【
魯
學
】
11

が
穀
梁
な
ど
の
や
う
に
魯
に
偲
っ
た
學

統
。
齊
學
と
並
ぶ
。
〔
漢
書
、
儒
林
‘
瑕
丘
江
公
博
〕
穀
梁

子
本
魯
學
、
公
羊
氏
酒
齋
學
也
‘
宜
レ
興
五
翌
杢
〔
櫂
徳

輿
、
明
経
策
問
〕
穀
梁
名
経
、
興
―
-
f
魯
學
面
劉
向
博
習
、

稲
―
―
干
漢
朝
↓

【
魯
幹
】
U

[

／
宋
、
清
江
の
人
。
字
は
子
明
。
博
學
強
記
、

最
も
易
に
精
し
く
‘
又
‘
吟
詠
を
好
み
‘
嘗
て
向
子
湮
と

詩
社
を
結
ぷ
。
林
園
―
-
＋
畝
を
有
し
、
潟
内
に
含
笑
花

散
十
株
を
植
ゑ
、
自
ら
笑
埠
老
人
と
琥
し
た
。

【
魯
鑑
】
1
2
i

／
明
の
人
。
其
の
先
は
大
同
の
人
。
官
は
荘

浪
衛
指
揮
同
知
。
都
指
揮
餃
事
。
後
、
甘
熾
綿
兵
と
な

り
、
延
緩
を
鎮
す
。
〔
明
史
‘
一
百
七
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明

史
‘
―
一
百
三
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
五
十
八
〕
．
〔
明
名

人
博
、
二
十
四
〕
。

【
魯
軌
】
1
3
i

南
朝
宋
の
人
。
宗
之
の
子
。
一
名
‘
象
歯
゜

弓
馬
に
巧
で
、
筋
力
、
人
に
絶
し
た
。
官
は
意
陵
太
守
。

武
帝
の
時
‘
荊
州
刺
史
。
長
社
を
鎮
す
。
〔
宋
書
、
七
十

四〕。

【
魯
匡
】
14

炉
’
漢
、
平
陵
の
人
。
官
は
王
祥
の
時
、
義

和
。
櫂
敷
あ
り
、
六
莞
を
設
け
て
工
商
を
窮
せ
し
む
。

後
、
公
孫
誅
に
弾
劾
さ
れ
、
左
遷
せ
ら
る
。
〔
後
漢
書
、

五
十
五
〕
。

【
魯
魚
】
1
5
5
ョ
文
字
の
誤
。
魯
と
魚
と
の
字
證
が
互
に

似
て
ゐ
て
誤
り
易
い
こ
と
か
ら
い
ふ
。
焉
馬
。
亥
禾
°

〔
抱
朴
子
‘
退
覧
〕
諺
曰
‘
書
三
窺
‘
魚
成
レ
魯
‘
帝
成
レ
虎
。

〔
王
維
‘
苑
含
人
能
書
―
―
梵
字
―
兼
達
―
―
梵
音
皆
曲
i
i

蓋
其

妙
戯
為
レ
之
贈
詩
〕
梵
字
何
人
琲
―
―
魯
魚
↓

〖
魯
魚
亥
琢
]
1
6
t
”
魯
と
魚
、
亥
と
琢
と
は
字
形
相

似
て
誤
り
易
い
こ
と
か
ら
、
文
字
を
書
き
誤
る
を
い

ふ
。
文
字
博
窺
の
誤
゜
〔
呂
覧
‘
察
博
〕
子
夏
之
レ
晉
過
レ

衛
、
有
T

讀
―
―
史
記
玉
只
日
‘
晉
師
一
―
森
ふ
ダ
河
‘
子
夏
日
、

非
也
、
是
己
亥
也
‘
夫
己
卑
ハ
レ
三
相
近
‘
琢
卑
ぞ
亥
相
似
、

至
於
雇
而
凹
之
、
則
日
‘
晉
師
己
亥
渉
レ
河
也
、
辞

多

,,¥We,非
而
是
面
ご
類
レ
是
而
非
↓
是
非
之
経
、
不
レ
可
レ

不
レ
分
‘
此
聖
人
之
所
レ
恨
也
。
〔
孔
子
家
語
、
七
十
二
弟
子

解
〕
卜
商
反
レ
衛
‘
見
T

讀
"
史
志
玉
只
云
‘
晉
師
伐
レ
秦
、

三
琢
渡
レ
河
、
子
夏
日
、
非
也
‘
己
亥
耳
‘
云
云
‘
問
―
―
之
晉

師
盃
木
日
‘
己
亥
耳
、
子
レ
是
衛
以
二
子
夏
[

7
聖
。
〔
新

論
審
名
〕
掘
屏
得
入
、
言
自
圧
而
出
、
三
琢
渡
レ
河
‘

云
就
行
―
―
水
上
「
凡
斯
之
類
、
不
レ
可
―
―
勝
―
―
―
―
只
〔
意
林
‘
―
-
〕

呂
氏
春
秋
、
子
夏
過
レ
衛
、
有
T

讀
-
1

史
記
玉
只
日
、
晉
師

三
琢
渡
レ
河
、
子
夏
曰
、
非
也
‘
是
己
亥
゜

〖
魯
魚
之
謬
〗17
砕
咋
い
魯
と
魚
と
の
窯
し
ち
が
ひ
。

凡
て
形
の
似
た
文
字
を
書
き
誤
る
を
い
ふ
。
焉
馬
之

誤
゜
亥
琢
之
誤
。
魯
魚
に
同
じ
。
〔
事
文
類
集
別
集
‘
儒

學
部
、
蔵
書
、
字
董
之
訛
〕
魯
之
卑
ハ
レ
魚
‘
渦
溺
莫
レ
辮
゜

〖
魯
魚
陶
陰
〗1
8
芯
夕
文
字
を
博
寓
す
る
と
き
魯
を

魚
に
‘
陶
を
陰
に
書
き
誤
る
を
い
ふ
。
魯
魚
之
謬
。
〔
噌

績
韻
府
‘
紙
〕
簡
贖
磨
滅
‘
以
レ
陶
為
レ
陰
‘
以
レ
魯
為
レ
魚
。

〔
朱
子
語
類
‘
陳
偉
蚊
〕
魚
陰
之
病
、
誤
不
レ
可
レ
讀
゜

〖
魯
魚
帝
虎
〗19
五
代
立
文
字
博
葛
の
折
‘
魯
を
魚
に
、

帝
を
虎
す
な
は
ち
府
に
書
き
誤
る
を
い
ふ
。
魯
魚
之

謬
゜
〔
意
林
、
四
〕
抱
朴
子
、
諺
曰
‘
書
三
葛
、
魚
為
レ
魯
‘
―
帝

為
レ
虎
。
〔
乗
燭
諜
〕
書
窺
以
レ
魚
為
レ
魯
、
以
レ
ー
帝
為
レ
虎
゜

【
魯
恭
】
20

炉
ョ
’
後
漢
、
平
陵
の
人
。
匡
の
孫
。
字
は
仲

康
。
年
十
五
に
し
て
弟
王
と
魯
詩
を
習
得
す
。
官
は
章

帝
の
時
、
中
牟
の
宰
と
な
り
‘
徳
政
あ
り
。
其
の
化
‘
禽

獣
に
及
ぶ
と
稽
せ
ら
る
。
後
、
司
徒
と
な
る
。
性
‘
謙
退

に
し
て
剛
直
、
奏
議
は
必
ず
経
に
依
る
。
〔
後
漢
書
、
五

十
五
〕
。

〖
魯
恭
馴
雉
〗21
芯
位
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
魯
恭
‘

中
牟
令
と
な
り
、
徳
政
を
行
っ
た
の
で
、
雛
を
育
て
る

雉
は
‘
童
兒
も
捕
へ
な
か
っ
た
故
事
。
〔
後
漢
書
、
魯
恭

博
〕
建
初
七
年
、
郡
國
瞑
傷
レ
稼
‘
犬
牙
縁
レ
界
、
不
レ
入
二

中
牟
盃
5

南
手
哀
安
聞
レ
之
‘
疑
1

一
其
不
巳
貫
‘
使
―
―
仁
恕
撮

肥
親
往
廉
ジ
之
、
恭
随
行
1

一
肝
陪
面
倶
坐
二
桑
下
云
有
レ
雉
過

止
―
―
其
傍
ご
傍
有
"
童
兒
↓
親
日
‘
兒
何
不
レ
捕
レ
之
、
兒
言

雉
方
将
レ
雛
、
親
襲
然
而
起
‘
興
レ
恭
訣
曰
‘
所
"
以
来
一

者
‘
欲
レ
察
―
―
君
之
政
迩
1

耳
、
今
晶
不
レ
犯
レ
境
‘
此
一
異

也
‘
化
及
―
―
鳥
獣
孟
些
一
異
也
‘
竪
子
有
二
仁
心
証
此
三
異

也
、
久
留
徒
擾
1
1

賢
者
1

耳
、
還
レ
府
具
以
レ
状
白
に
女
。

【
魯
旭
】
23

炉
ヨ
ク
後
漢
の
人
。
恭
の
孫
。
官
は
太
僕
。
獣

帝
に
従
つ
て
長
安
に
入
り
、
司
徒
の
王
允
と
謀
り
、
董

卓
、
及
ぴ
李
催
を
誅
す
。
後
‘
害
に
遇
ふ
。
〔
後
漢
書
、
五

十
五
〕
。

【
魯
玉
】
24

炉
ヨ
ク
清
‘
悦
瑶
(
1
ー

7
9
2
:
 2
8
)

の
字
。

【
魯
欽
】
2
5
5
/

明
‘
長
清
の
人
。
拭
暦
中
、
川
・
責
・
湖
・

廣
・
漢
の
土
軍
を
継
ぷ
。
群
苗
蜂
起
す
る
に
會
ひ
‘
王

三
善
を
佐
け
て
防
動
す
。
後
、
安
邦
彦
の
再
攀
入
寇
を

河
上
に
製
ぎ
、
連
戦
散
日
、
遂
に
自
例
し
た
。
〔
明
史
‘
二

百
七
十
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
＋
―
―
-
〕
。

【
魯
中
言
】
2
6
5
/

｛
木
‘
嘉
興
の
人
。
字
は
季
欽
。
琥
は
冷
齋
゜

紹
興
の
進
士
。
官
は
緬
建
提
貼
刑
獄
公
事
。
著
に
杜
詩

注
・
杜
工
部
詩
年
譜
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
五
十
七
〕
。

【
魯
闊
】
27

が
？
隅
の
名
。
魯
陽
の

0
を
見
よ
。
〔
史
記
‘

趙
世
家
〕
（
恵
文
王
）
九
年
‘
趙
梁
将
1

一
興
レ
齊
合
レ
軍
攻
＂

韓
‘
至
1

一
魯
覇
下
言
注
〕
正
義
日
、
蓋
在
,
,
南
陽
魯
陽
覇
↓

【
魯
展
】
2
8
i
ィ
唐
‘
莉
の
人
。
身
長
七
尺
餘
。
略
：
書
史

に
通
ず
。
安
禄
山
の
乱
の
時
、
山
南
節
度
使
と
し
て
戦

っ
た
が
、
兵
敗
れ
て
南
陽
を
保
つ
も
、
包
園
さ
れ
る
こ

と
凡
そ
一
年
。
賓
夜
戦
つ
て
糧
食
盛
き
‘
園
を
突
破
し
、

襄
陽
に
走
る
。
乾
元
の
初
‘
九
節
度
と
安
慶
緒
を
相
州

に
園
み
‘
流
矢
に
中
つ
て
奔
り
、
諸
節
度
も
潰
走
し
た

七
二
四

13320 
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魚

部

〔
四
蓋
〕

魯

七
二
五

の
で
、
尋
い
で
毒
築
を
飲
ん
で
死
ん
だ
。
〔
唐
書
、
一
百

四
十
七
〕
・
〔
藷
唐
書
、
一
百
十
四
〕
。

【
魯
奎
】
29

戸
山
名
。
雲
南
省
新
平
縣
の
東
南
。
明
の
天

啓
の
時
、
土
賊
魯
奎
．
魯
克
兄
弟
此
慮
に
撮
り
、
商
旅
を

劫
掠
し
、
村
荘
を
窺
ふ
。
遠
近
之
を
疾
み
‘
其
の
山
を
魯

奎
山
と
い
ふ
。

【
魯
卿
】
3
0
t
ィ
｛
木
‘
葛
勝
仲
(
9
ー

3
1
4
2
0
:
 1
3
0
)

の
字
。

【
魯
渓
】
31

？
山
名
。
廣
西
省
平
架
縣
の
東
北
界
。
上

に
分
水
塘
あ
り
、
平
楽
に
出
で
て
魯
渓
江
と
い
ふ
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
廣
西
、
平
築
府
、
平
栗
縣
〕
魯
渓
江
、
在
ニ

府
東
↓
源
出
1

一
魯
渓
山
之
分
水
塘
「
流
経
一
平
栗
縣
東
郷
↓

旦
魯
渓
江
↓

【
魯
経
】
3
2
7
0
1
0
春
秋
を
い
ふ
。
〔
蘇
頌
、
暦
賦
〕
魯
経

比
事
、
學
三
中
い
5

歳
成
、
義
易
窮
神
、
合
二
五
位
―
而
象

布。

O
論
語
を
い
ふ
。
〔
上
官
遜
‘
松
栢
有
レ
心
賦
〕
後

凋
之
義
、
久
不
レ
flj
ニ
於
魯
経
エ
有
心
之
言
‘
永
招
―
―
著
於

戴
栂
↓
〔
鄭
堂
札
記
〕
宋
端
平
元
年
、
侍
講
徐
僑
奏
‘
論
語

一
書
、
先
聖
格
言
‘
乞
以
魯
経
〖
〖
レ
名
、
升
為
,
,

早
講
一

従
レ
之
、
後
王
氏
柏
有
―
―
魯
経
章
句
一
参
明
の
人
°
麟
の

子
。
武
宗
の
時
、
指
揮
と
な
り
、
世
宗
の
時
‘
挟
西
縛
兵

と
な
る
。
荘
浪
を
守
る
こ
と
二
十
餘
載
‘
饒
勇
敢
載
、
職

を
奉
じ
て
過
失
寡
く
‘
良
将
と
捨
せ
ら
る
。
〔
明
史
、
一

百
七
十
四
〕
．
〔
祗
斯
同
明
史
、
二
百
―
二
十
二
〕
・
〔
明
史

稿
‘
二
日
五
十
八
〕
。

[
魯
難
】
33

戸
維
の
一
種
。
し
や
も
。
大
難
。
軍
難
。
〔
荘

子
‘
庚
桑
楚
〕
越
維
不
レ
能
レ
伏
―
―
鵠
卵
一
魯
維
固
能
矢
゜

〔
繹
文
〕
越
維
、
司
馬
・
向
云
‘
小
維
也
‘
或
云
、
制
維
也
‘

魯
維
‘
向
云
、
大
維
也
、
今
蜀
維
也
。
〔
韓
愈
‘
守
戒
〕
魯

維
之
不
レ
期
、
蜀
難
之
不
レ
支
゜

【
魯
橋
】
34

炉
鎮
の
名
。

O
山
束
省
清
寧
縣
の
南
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
山
束
、
兌
州
府
、
清
寧
州
〕
魯
橋
鎮
‘
州
南

五
十
四
里
‘
唐
咸
通
十
年
、
徐
州
叛
卒
瀧
通
等
作
レ
胤
、

尭
州
狙
一
兵
戌
―
守
一
忍
品
塁
竺
以
備
,
,
侵
軟
云
品
竺
運
道

所
＞
経
。

O
映
西
省
涅
陽
縣
の
東
北
。

【
魯
縣
】
35

？
縣
名
。

O
漢
‘
渥
く
。
周
代
‘
魯
國
の
藷

都
。
山
東
省
曲
阜
縣
゜
〔
左
氏
‘
定
‘
四
〕
因
―
―
商
奄
之
民
一

命
以
伯
禽
面
封
1

一
於
少
暉
之
墟
↓
〔
注
〕
少
暉
墟
‘
曲
阜

也
‘
在
―
―
魯
城
内
↓
〔
史
記
、
周
紀
〕
武
王
封
,
,
弟
周
公
於
曲

阜
五
]
レ
魯
゜
〔
注
〕
正
義
日
‘
括
地
志
云
‘
兌
州
曲
阜
縣
外

城
‘
即
周
公
旦
子
伯
禽
所
レ
築
古
魯
城
也
。
〔
漢
書
‘
地
理

志
下
〕
魯
國
‘
縣
六
‘
魯
。
〔
注
〕
伯
禽
所
レ
封
。

O
南
朝
宋
、
義
一
輿
計
レ
事
而
説
レ
之
、
因
以
為
二
上
将
軍
一
羽
為
―
―
魯

置
く
。
江
蘇
省
の
境
。
参
後
魏
‘
置
く
。
安
徽
省
の
境
。
公
盃
〖
―
一
次
将
芦
氾
噌
為
一
士
函
夜
云
云
‘
漢
王
廼
以
―
―
魯
公

R
後
漢
‘
置
く
。
河
南
省
商
城
縣
の
東
。

O
後
魏
‘
置
琥
玉
空
羽
於
穀
城
五
諸
項
支
屡
、
皆
不
レ
誅
‘
封
1
1

項
伯
等

く
。
安
徽
省
肝
胎
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
四
人
云
竺
列
侯
↓
賜
姓
劉
氏
ぶ
●
字
琥
。
の
唐
‘
顔
箕
卿

南
、
鳳
陽
府
、
洒
州
、
肝
胎
縣
〕
魯
城
縣
東
南
十
里
、
後

(
1
2
ー

4
3
5
9
1
:
 1
6
9
)

の
封
琥
°
◎
藩
g
呉
賓
(
2
|
3
3
6
5
 

魏
嘗
僑
1

一
置
魯
縣

t戸
淮
陰
郡
な
仮
齋
際
‘
卸
此
城
也
。
：
3
6
1
)
の
字
。
◎
清
、
成
兌
(
6
ー

1
1
5
4
4
:
 1
6
)

の
字
。
＠

0
古
の
魯
縣
゜
魯
陽
(
1
3
2
)

の

〇

を

見

よ

。

清

、

王

鎌

(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
1
0
3
)

の
字
。

【
魯
源
】
3
6
t

ノ
字
琥
。

O
明
、
徐
用
桧
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 6
4

【
魯
功
】
43

炉
魯
の
て
が
ら
。
〔
左
氏
、
襄
‘
十
九
〕
季
武

6
)

の
字
。
●
清
‘
圧
宗
沫
(
6
ー

1
7
1
5
4
:
 2
8
3
)

の

字

。

子

以

T

所
レ
得
於
齊
之
兵
上
作
丘
狂
鎮
而
銘
魯
悶
焉
。

【
魯
壺
】
3
7
E

魯
よ
り
猷
じ
た
壺
゜
〔
左
氏
、
昭
‘
十
五
〕
【
魯
興
】
44

炉
北
朝
魏
（
元
魏
）
孝
明
帝
の
時
‘
鮮
子
修

晉
荀
礫
如
レ
周
葬
―
穆
后
二
籍
談
為
レ
介
、
既
葬
‘
除
レ
喪
‘
橙
の
僭
年
琥
。
(
5
2
6
)

一
に
普
輿
に
作
る
。

以
文
伯
宴
、
樽
以
魯
壺
〔
注
〕
文
伯
‘
荀
礫
也
、
魯
【
魯
國
】
知
戸
國
の
名
。
●
周
の
國
。
姓
は
姫
、
爵
は
侯
゜

壺

‘

魯

脈

猷

壺

樽

。

文

王

の

第

四

子

、

周

公

旦

の

封

ぜ

ら

れ

た

所

。

周

公

は

【
魯
鼓
]

3

8

E

魯
の
つ
づ
み
。
魯
鼓
蒔
鼓
を
見
よ
。
留
つ
て
天
子
を
た
す
け
‘
其
の
長
子
伯
禽
を
封
じ
て
魯

〖
魯
鼓
梓
鼓
〗39
拷
n

古
の
築
器
の
名
。
證
記
投
壺
篇
侯
と
し
、
曲
阜
に
都
し
た
。
今
の
山
東
省
曲
阜
縣
。
頃
公

に
、
魯
砕
撃
鼓
の
節
を
記
す
。
方
園
二
種
の
符
琥
が
あ
に
至
つ
て
楚
に
滅
ぽ
さ
る
。
山
東
省
滋
陽
縣
よ
り
東

り
、
園
い
も
の
は
輩
を
撃
ち
、
四
方
な
も
の
は
鼓
を
撃
南
‘
及
ぴ
江
蘇
省
浦
縣
、
安
徽
省
洒
縣
等
の
地
。
字
解
の

ち
‘
燕
射
の
證
に
は
其
の
節
の
全
部
を
用
ひ
、
投
壺
の
〇
を
見
よ
。

O
露
國
。
露
西
亜
國
゜
〔
聾
谷
苛
山
‘
守
重

證
に
は
其
の
半
以
下
を
用
ひ
る
。
〔
幡
‘
投
壺
〕
魯
鼓
砕
巡
―
―
視
蝦
夷
―
〕
其
後
魯
國
駿
騒
南
下
。

鼓
。
〔
注
〕
此
魯
蒔
撃
レ
鼓
之
節
也
、
園
者
撃
レ
競
‘
方
者
〖
魯
國
公
〗

4
6
が
督
後
周
、
安
審
暉

(
3
-
7
0
7
2
:
 5
5
3
)
 

撃
レ
鼓
、
古
者
學
レ
事
‘
鼓
各
有
レ
節
、
聞
―
―
其
節
盆
叫
知
二
其
の
封
琥
゜

事
戻
°
〖
魯
國
男
〗

4
7
Y
o
予
清
‘
大
興
の
人
。
順
治
の
初
、
阿
清

【
魯
語
】
40

五
〇
魯
の
言
葉
。
〔
墨
子
、
公
孟
〕
子
亦
聞
二
格
‘
李
自
成
を
山
西
に
討
つ
や
‘
國
男
詣
つ
て
降
る
。
賊

夫
魯
語
一
乎
。

O
蜀
で
京
洛
の
音
を
い
ふ
。
〔
苑
成
大
‘
窯
高
一
功
を
保
徳
・
寧
武
に
破
り
、
つ
い
で
挟
西
を
征

丙
申
元
日
安
輻
寺
幡
塔
詩
〕
耳
畔
逢
レ
人
無
二
魯
語
一
〔
自
し
‘
楡
林
・
延
安
を
回
復
し
、
正
定
穂
兵
・
都
督
叙
事
に

注
〕
蜀
人
郷
昔
最
難
レ
解
‘
其
為
―
―
京
洛
―
茸
者
‘
謂
―
―
之
魯
累
遷
す
。
曹
縣
土
賊
李
化
鯨
・
山
西
土
賊
張
五
桂
・
王
天

語

↓

〇

國

語

の

篇

名

。

上

下

あ

る

。

平

等

を

平

定

し

た

。

後

‘

貪

淫

残

縦

を

以

て

職

を

奪

は

【
魯
l

口
】
41

炉
城
の
名
。
河
北
省
饒
陽
縣
の
南
。
晉
の
永
れ
、
病
死
し
た
。
〔
消
史
列
博
‘
七
十
九
〕
。

和
六
年
‘
慕
容
謁
後
趙
を
撃
ち
、
無
終
に
至
る
。
趙
の
将
〖
魯
國
先
生
〗

4
8
竺
戸
宋
‘
唐
庚

(
2
|3
7
0
9
 :
 3
1
)

の

王

午

部

恒

‘

前

城

を

棄

て

て

走

り

‘

魯

口

を

保

つ

。

〔

魏

尊

捨

。

「

琥

゜

書
、
地
形
志
中
〕
饒
陽
‘
云
云
、
有
―
―
魯
口
城
さ
冗
和
志
〕
饒
〖
魯
國
唐
生
〗

4
9
g戸
明
‘
唐
寅
（

2
ー
3
7
0
9:
 7
)

の

陽
西
南
至
,
,
深
州
二
ニ
十
里
縣
理
城
、
晉
魯
口
城
也
、
公
〖
魯
國
雨
生
〗

5
0
認
5
セ
イ
叔
孫
通
が
漢
の
朝
儀
を
起

孫
宜
叛
、
司
馬
宣
王
征
レ
之
、
竪
濾
江
也
入
二
派
水
i

以
運
レ
さ
う
と
し
て
徴
し
た
時
に
、
そ
の
徴
に
應
じ
な
か
っ
た

糧
‘
因
翌
此
城
涵
藷
淀
有
―
―
魯
沌
之
査
因
琥
魯
口
↓
魯
の
剛
直
な
二
人
の
學
生
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通

【
魯
公
]
4
2

炉
〇
魯
の
君
‘
伯
禽
を
い
ふ
。
〔
論
語
、
微
博
〕
通
説
レ
上
曰
‘
起
―
―
朝
儀
ご
伎
レ
徴
,
,
魯
諸
生
三
十
餘

子
〕
周
公
謂
↓
―
魯
公
1

日
。
〔
集
解
〕
孔
安
國
曰
‘
魯
公
、
周
人
盃
魯
有
―
―
雨
生
禾
’
―
―
肯
行
一
日
、
公
所
レ
事
者
且
―
―
十
王
一

公
之
子
伯
禽
也
、
封
1

一
於
魯
ニ
●
項
籍
を
い
ふ
。
義
帝
初
皆
面
諫
、
以
得
盃
翌
尺
云
云
‘
吾
不
レ
刃
炉
為
入
ム
所
＞
為
、

め
項
籍
を
封
じ
て
魯
公
と
為
す
。
籍
死
す
る
に
及
ぴ
‘
云
云
‘
公
往
芙
、
無
レ
汗
レ
我
゜

魯
最
も
後
に
漢
に
降
る
。
漢
の
高
祖
乃
ち
魯
公
の
幡
を
【
魯
齋
】
51

ヤ
字
琥
。

O
宋
‘
趙
輿
東
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 9
1
 

以
て
之
を
穀
城
に
葬
る
。
〔
漢
書
、
項
籍
博
〕
王
召
え
木

9
)

の
琥
。

0
宋
‘
王
柏
(
7
-
2
0
8
2
3
・

・
8
8
8
)

の
琥
。

O
明‘

顧
謙
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 6
7
)

の
鑓
R
明
‘
孔
貞
時
(
3
-
6
9

3
3
 :
 3
5
3
)

の
琥
。

O
清
‘
陳
士
瑶
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 8
9
2
)
 

の
琥
。

O
清‘

T
博
(
1
-
2
:
 1
5
2
)

の
琥
゜
〇
河
野
通
綸

の
琥
゜
河
野
魯
齋
(
6
ー

1
7
2
4
5
:
 3
1
3
)
を
見
よ
。
R
川
崎

履
の
琥
。
川
崎
魯
齋
(
4
-
8
6
7
3
:
 1
8
2
)
を
見
よ
。

〖
魯
齋
集
〗52
弁
ィ
書
名
。
二
十
巻
。
宋
、
王
柏
撰
。
柏

は
好
ん
で
高
論
を
為
し
‘
敢
て
六
経
を
改
窺
す
る
に
至

り
‘
殊
に
忌
憚
す
る
無
し
。
其
の
詩
は
乃
ち
豪
邁
雄
律
‘

宋
末
諸
作
者
の
間
に
在
つ
て
最
も
挺
出
す
。
〔
四
庫
提

要
‘
集
、
別
集
類
〕
。

〖
魯
齋
郎
〗5
3
認
ィ
元
曲
選
百
種
中
の
一
。
元
、
闊
漢
卿

撰
゜
其
の
題
目
は
一
二
不
知
同
會
雲
畳
観
。
正
名
は
包
待

制
智
斬
魯
齋
郎
。

〖
魯
齋
遺
書
〗5
4
4
0
t
3
1

書
名
。
八
巻
、
附
録
二
巻
。
元
、

許
衡
撰
。
首
の
二
巻
は
語
録
‘
三
巻
は
小
學
大
義
直

説
・
大
學
要
略
・
大
學
直
解
、
四
巻
は
中
庸
直
解
・
讀
易

私
―
―
ロ
・
讀
文
献
公
操
著
説
及
ぴ
陰
陽
消
長
一
篇
‘
五
巻

は
奏
疏
‘
六
巻
は
雑
著
書
状
‘
七
・
八
巻
は
詩
栗
府
‘
附

録
二
巻
は
詰
救
像
賛
の
陽
。
〔
四
嘩
提
要
、
集
、
別
集

類〕。

〖
魯
齋
心
法
〗5
5

岱
炉
書
名
。
一
巻
。
元
、
許
衡
撰
。

此
の
書
は
魯
齋
全
書
中
、
語
録
の
下
巻
に
其
の
語
録
の

上
巻
の
三
＋
―
-
條
を
摘
み
‘
其
の
次
第
を
乱
し
て
其
の

中
に
馘
入
し
、
心
法
と
名
づ
け
た
者
で
、
極
め
て
蕪
蔓

な
も
の
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
‘
儒
家
類
存
目
〕
。

〖
魯
齋
先
生
〗56
弐
ア
，
元
‘
許
衡
(
1
0| 3
5
2
9
8
 :
 3
6
)
 

の
尊
梢
。

【
魯
桑
】
57

炉
桑
の
一
種
。
〔
農
書
、
農
桑
通
訣
五
、
種

植
〕
荊
桑
多
レ
堪
‘
魯
桑
少
レ
椛
‘
云
云
‘
葉
園
厚
而
多
レ
津

者
魯
桑
也
‘
凡
枝
幹
條
葉
翌
映
者
、
魯
之
類
也
。

【
魯
爽
】
58

炉
南
朝
宋
の
人
。
軌
の
子
。
少
く
し
て
オ

藝
あ
り
、
常
に
魏
の
太
武
帝
の
左
右
に
侍
す
。
後
、
南
欝

し
、
官
は
司
州
刺
史
。
南
詭
王
の
義
宣
と
兵
を
攀
げ
、

兵
敗
れ
て
死
ん
だ
。
〔
宋
書
、
七
十
四
〕
．
〔
南
史
‘
四
十
〕
。

【
魯
荘
】
59

が
宋
‘
杭
の
人
。
乾
道
間
‘
應
備
内
司
に
祇

候
す
。
人
物
を
書
く
に
巧
。
〔
圏
綺
賓
鑑
〕
。

【
魯
削
]
6
0
i
ク
〇
魯
國
に
産
す
る
よ
く
き
れ
る
小
刀
。

削
は
書
刀
。
古
‘
ま
だ
紙
の
な
か
っ
た
時
‘
小
刀
で
木
を

削
つ
て
書
い
た
。
〔
周
幡
‘
考
工
記
、
綿
目
〕
鄭
之
刀
・
宋

之
斤
．
魯
之
削
・
呉
越
之
剣
‘
遷
-
1

乎
其
地
↓
而
弗
レ
能
レ

13321 



魚

部

〔

四

聾

〕

魯

|

|

 

）
為
レ
良
、
地
氣
然
也
。

O
魯
の
國
が
侵
奪
さ
れ
る
。
〔
孟
【
魯
史
】
68

ん
〇
魯
の
國
の
歴
史
。
〔
杜
預
、
春
秋
左
氏
其
れ
が
た
め
に
郡
郭
城
を
園
ま
れ
る
に
至
る
。
意
外
の

4
 
9

子
、
告
子
下
〕
魯
謬
公
之
時
、
公
儀
子
為
レ
政
、
子
柳
子
博
序
〕
春
秋
者
、
魯
史
記
之
名
也
‘
云
云
‘
仲
尼
因
―
―
魯
史
禍
を
被
る
喩
゜
〔
荘
子
、
朕
億
〕
魯
酒
薄
而
郎
郡
園
、
聖

思
岱
臣
、
魯
之
削
也
滋
甚
。
〔
集
注
〕
削
、
地
見
1

侵

奪

―

策

書

成

文
1

考
二
其
漠
偽
ご
叩
志
,
,
其
曲
證
了
上
以
遵
1

一
周
人
生
而
大
盗
起
。
〔
繹
文
〕
那
郡
‘
趙
國
都
也
、
楚
宣
王

3
 
ー60

也
。
〔
韓
非
子
、
五
索
〕
故
櫃
王
仁
義
而
徐
亡
、
子
貢
翔
智
公
之
遺
制
で
＇
以
明

1

一
将
来
之
法
↓
〇
鎮
の
名
。
雲
南
省
朝
二
諸
侯
｛
魯
恭
王
後
至
‘
而
酒
薄
‘
宣
王
怒
‘
欲
レ
辱
レ

而

魯

削

。

順

寧

縣

の

北

。

阿

魯

史

呪

山

の

麓

゜

之

、

恭

王

不

レ

受

レ

命

‘

乃

日

、

我

周

公

之

胤

、

長

二

於

諸

4
 
（
 
一
【
魯
山
】

6
1
i
/
0
山
名
。
①
河
南
省
魯
山
縣
の
東
北
。
【
魯
芝
】
6
9
t

晉
、
郡
の
人
。
字
は
世
英
。
溢
は
貞
。
孝
侯
ご
0
―
天
子
證
築
ゴ
動
在
1

一
周
室
盃
奴
送
レ
酒
已
失
レ
證
‘

り
―
名
、
露
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
南
陽
府
‘
汝
州
、
廉
に
學
げ
ら
る
。
官
は
魏
に
仕
へ
て
、
天
水
太
守
。
司
方
責
"
其
薄
一
無
―
―
乃
太
甚
云
遂
不
レ
辟
而
還
‘
宣
王
怒
、
乃

6
 
，
魯
山
縣
〕
魯
山
‘
在
1

一
縣
東
北
十
八
里

m山
高
番
逍
‘
出
1

一
馬
。
後
、
光
誅
大
夫
に
至
る
。
〔
晉
書
、
九
十
〕
。
検
レ
兵
卑
ハ
レ
齊
攻
レ
魯
‘
梁
悪
王
常
欲
レ
撃
レ
趙
‘
而
畏
―
―
楚

13

塁
山
面
『
こ
邑
巨
鑓
縣
以
レ
此
名
、
一
名
露
山
。
＠
湖
【
魯
斯
】
70

屈
字
琥
。
●
清
‘
挑
之
駆
(
8
|
6
2
0
2
 :
 1
6
3
)

救
涵
疋
以
レ
魯
為
レ
事
、
故
梁
得
レ
園
―
―
祁
郡
盆

g
事
相
由
―

北
省
漢
陽
縣
の
北
。
大
別
山
の
こ
と
。
〔
讀
史
方
輿
紀
の
字
。

O
清
、
錢
伯
壻
(
1
1
-
4
0
5
6
3
:
 4
2
1
)

の
字
。
也
、
亦
是
感
應
‘
宜
王
名
熊
良
夫
‘
悼
王
之
子
、
恭
王
名

。
6
 
4
 

（
要
、
湖
廣
、
名
山
〕
大
別
、
大
別
山
在

1一
漢
陽
府
城
東
北
百
【
魯
詩
】
7
1
厄
漢
の
時
‘
魯
の
申
公
培
の
博
へ
た
詩
経
を
奮
‘
穆
公
之
子
‘
許
慎
注
二
淮
南
—
云
‘
楚
會
二
諸
侯
盃
魯
趙

歩
漢
江
雨
岸
ず
江
水
遥
1

一
其
南
↓
漢
水
従
"
西
北
一
来
、
會
"
い
ふ
。
三
家
詩
の
一
。
―
―
一
家
詩
(
1
ー

1
2
:
 1
1
7
)
を
見
よ
。
倶
獣
"
酒
於
楚
王
一
魯
酒
薄
而
趙
酒
厚
‘
楚
之
主
酒
吏

子
大
別
之
東
南
ご
広
云
、
山
亦
名
1

一
翼
際
山
↓
又
名
―
―
魯
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
魯
申
公
為
"
詩
訓
故
下
而
齋
輯
固
燕
求
"
酒
於
趙
一
趙
不
レ
興
‘
吏
怒
‘
乃
以
"
趙
厚
酒
百
竺
魯

山
＾
〇
縣
名
。
北
周
、
置
く
。
河
南
省
臨
汝
縣
の
南
。
沙
河
韓
生
‘
皆
為
1

一
之
博
一
或
取
―
―
春
秋
み
杢
雑
説
二
咸
非
―
―
其
薄
酒
玉
奏
レ
之
‘
楚
王
以
1

一
趙
酒
薄
ぶ
瓜
園
面
叩
郡
一
也
。

の
北
岸
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
河
南
‘
汝
州
直
隷
州
‘
縣
本
義
→
興
不
レ
得
已
、
魯
最
為
レ
近
レ
之
。
〔
漢
書
、
楚
元
王
【
~
叔
】

7
9
翌
ク
明
‘
砕
三
省(
9
|3
2
1
2
3
 :
 1
8
3
)

の
字
。

四
‘
魯
山
。

O
字
琥
°
④
明
、
普
泰
(
5
ー

1
3
9
8
2
:
 5
4
)

の
劉
交
博
〕
申
公
始
為
―
―
詩
博
涵
5
-

―
魯
詩
↓
〔
後
漢
書
‘
儒
林
[
魯
淑
】
80

翌
ク
ニ
面
I

ヽ
呉
の
人
o
粛
の
子
心
g
は
永
安
中
ヽ

0
の
字
。
＠
清
‘
裕
謙
(
1
0
ー

3
4
3
0
5
:
 9
)

の
字
。
◎
拉
河
博
下
〕
前
書
魯
人
申
公
受
t

一
詩
於
浮
丘
伯
涵
竺
詰
訓
五
是
武
昌
を
督
す
。
建
衡
中
、
夏
口
に
遷
る
。
到
る
慮
、
巌
整

健
の
琥
。
拉
河
魯
山
(
8
-
2
5
7
5
2
:
 7
1
)

を

見

よ

。

為

,

,

魯
詩
↓
〔
経
典
繹
文
序
録
〕
魯
人
申
公
受
二
詩
於
浮
丘
に
し
て
方
幹
あ
り
。
〔
三
國
志
、
五
十
四
〕
。

〖
魯
山
子
〗6
2名
ノ
明
‘
宗
周
（
間
縣
の
人
）
（8
ー
7
1
0
6

伯
百
ぞ
詩
饂
為
訓
故
以
教
、
無
レ
博
‘
疑
者
則
闘
不
レ
【
魯
粛
】

8
1

翌
ク
三
國
‘
呉
の
東
城
の
人
。
字
は
子
敬
。
家

:
 1
2
4
)

の
0
の

鷺

博

硫

旦

魯

詩

↓

財

に

富

み

‘

好

ん

で

施

典

し

、

郷

邑

の

歓

心

を

得

。

周

喩

〖
魯
山
先
生
〗g
5
9
}ィ
元
、
威
夢
解

(
9
-
3
0
0
8
3

:
7

〖
魯
詩
世
學
〗72
ぢ
ク
書
名
。
―
―
-
+
―
一
巻
。
明
の
豊
坊
の
薦
に
よ
つ
て
孫
櫂
に
會
ひ
‘
甚
だ
親
重
せ
ら
る
。
喩
を

8
)

の

尊

稽

。

撰

。

世

學

と

い

ふ

も

｛

貫

は

坊

一

人

の

撰

‘

妄

誕

を

極

め

佐

け

て

曹

操

の

軍

を

赤

壁

に

破

り

‘

贄

軍

校

尉

を

授

け

【
魯
子
】
64

屈
宋
‘
顔
度
(
1
2
|
 4
3
5
9
1
 :
 8
4
)

の
字
。
た
も
の
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
経
‘
詩
類
存
目
〕
。
ら
れ
‘
喩
の
死
後
、
代
つ
て
‘
奮
武
校
尉
と
な
る
。
陸
口

【
魯
之
】
65

圧
清
畷
敏
本
(
5
-
1
4
2
4
5
:
 1
0
1
)

の
字
。
【
魯
賜
】
73

心
漢
‘
陽
の
人
。
申
公
の
弟
子
。
詩
を
治
む
。
に
屯
し
‘
恩
威
大
い
に
行
ふ
。
院
城
を
破
り
、
横
江
将
軍

〖
魯
之
男
子
〗6
6
r
e
／
人
の
行
為
を
學
ぶ
に
は
‘
其
の
東
海
太
守
と
な
り
‘
廉
節
の
楢
あ
り
。
〔
前
漢
書
、
八
十
と
な
る
。
人
と
な
り
方
骰
、
軍
陣
に
あ
っ
て
巻
を
秤
て

外

形

を

學

ば

ず

し

て

‘

其

の

心

意

を

學

ぶ

べ

き

を

い

ふ

。

八

〕

。

ず

。

又

‘

善

＜

談

論

し

、

文

を

能

く

す

。

思

度

弘

遠

に

し

〔
詩
‘
小
雅
‘
巷
伯
、
成
―
―
是
南
箕
面
博
〕
魯
人
有
男
子
る
回
【
魯
秀
】
74

翠
南
朝
‘
宋
の
人
。
爽
の
弟
。
オ
略
あ
り
。
司
て
人
に
過
ぐ
る
明
が
あ
っ
た
。
〔
三
國
志
、
五
十
四
〕
．

塵
子
室
砿
之
接
婦
‘
又
獨
虞
手
室
↓
夜
暴
風
雨
至
‘
而
州
刺
史
と
な
る
。
後
、
義
宣
に
従
つ
て
謀
叛
し
、
兵
敗
れ
〔
英
雄
記
紗
〕
。

室
壊
、
婦
人
趨
而
託
レ
之
、
男
子
閉
レ
戸
而
不
レ
納
‘
婦
人
て
死
す
。
〔
宋
書
、
七
十
四
〕
。
【
魯
峻
】
82

翌
／
後
漢
‘
昌
邑
の
人
。
字
は
仲
巖
゜
魯
詩
・

§

山

東

省

の

別

稽

。

顔

氏

春

秋

を

治

む

。

初

め

孝

廉

に

攣

げ

ら

れ

‘

屯

田

校

自
レ
瞳
輿
レ
之
言
日
、
子
何
為
不
レ
納
レ
我
乎
、
男
子
日
五
a

[
極
I

省
I
]
7
5
D

聞
レ
之
也
‘
男
子
否
六
十
示
'
―
―
間
居
父
7

子
幼
‘
吾
亦
幼
、
【
魯
章
】
76

凸
翌
清
‘
陳
士
瑶
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 8
9
2
)
の
字
。
尉
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
五
〕
。

不
レ
可
1一
以
納
＞
子
‘
婦
人
日
、
子
何
不
T若
1一
柳
下
車
竺
然
い
【
~
管
酒
】

7
7
翌
魯
國
の
酒
。
薄
い
酒
゜
魯
酒
薄
祁
祁
園
を
【
魯
勝
】
8
3
屈
ョ
ウ
晉
、
代
郡
の
人
。
字
は
叔
時
。
少
く
し

饂
不
逮
門
之
女
↓
國
人
不
レ
梢
二
其
胤
盃
ヵ
子
曰
‘
柳
下
見
よ
。
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
序
〕
楚
歌
非
1

一
取
レ
築
之
方
云
魯
て
オ
操
あ
り
。
官
は
佐
著
作
郎
。
元
康
の
初
‘
建
康
令
。

恵
固
可
‘
吾
固
不
可
‘
吾
将
T以
1
1吾
不
可
1學
•
柳
下
患
酒
無

1一
忘
レ
憂
之
用
→
〔
稗
史
彙
編
〕
中
山
人
善
醸
‘
魯
人
正
天
論
を
著
は
す
。
其
の
著
述
多
く
は
遺
失
し
‘
惟
；

之
可
ビ
孔
子
曰
‘
欲
レ
學
1

一
柳
下
直
竺
者
、
未
レ
有
レ
似
二
於
仕
1

一
於
中
山
―
者
、
取
-
―
其
糟
1

蹄
‘
以
,
,
魯
酒
一
漬
レ
之
、
謂
レ
墨
辮
の
み
な
ほ
存
す
。
〔
晉
書
、
九
十
四
〕
。

起

也

。

人

日

1

一
中
山
置
後
中
山
人
索
飲
レ
之
、
笑
日
‘
斯
予
之
糟
【
魯
頌
】
84

翌
ゥ
詩
経
の
三
頌
の
一
。
四
篇
あ
る
。
〔
詩
、

〖
魯
之
＋
―
-
公
〗
6
7
翌
吟
春
秋
時
代
の
魯
の
十
二
人
液
‘
笑
其
酒
‘
故
譴
之
薄
者
名
魯
酒
→
〔
書
言
故
事
‘
酒
魯
頌
‘
集
博
〕
魯
少
陣
之
墟
、
在
謡
貢
徐
州
蒙
利
之
野
→

の
公
。
隠
公
・
桓
公
・
荘
公
•
閲
公
・
倍
公
・
文
公
・
宣
公
・
類
〕
言
,
,

薄
酒
百
1
―

魯

酒

↓

成

王

以

封

↓

一

周

公

長

子

伯

禽

享

竺

広

、

成

王

以

日

周

公

有

n-

成
公
・
襄
公
・
昭
公
・
定
公
・
哀
公
を
い
ふ
。
〔
新
語
‘
術
〖
魯
酒
薄
那
郡
園
〗

7
8
竺
ゲ
贄
だ
テ
魯
國
の
酒
の
薄
大
―
―
動
芳
於
天
下
丁
故
賜

1一
伯
禽
石
ぞ
天
子
之
幡
築
ご
魯

事

〕

魯

之

十

二

公

之

為

レ

政

。

い

の

は

‘

趙

の

祁

郡

に

何

の

隅

係

も

な

い

筈

な

の

に

、

於

レ

是

乎

有

レ

頌

、

以

為
1

一
廟
架
二
其
後
又
自
作
レ
詩
、
以

七_
 

美
其
君
ぶ
謂
之
頌
一

【
魯
人
】
85

ク

O
魯
の
人
。
〔
磯
檀
弓
下
〕
魯
人
有
1

一周

豊
也
者
一
哀
公
執
レ
摯
請
レ
見
＞
之
。
〔
謝
震
運
‘
述
―
―
龍

臨
詩
〕
段
生
藩
11

魏
國
ご
展
季
救
―
―
魯
人
↓
●
魯
鈍
の

人
。
愚
な
人
。
〔
饒
‘
檀
弓
上
〕
容
居
‘
魯
人
也
、
不
ー
ニ
敢

忘
五
祗
↓
〔
注
〕
魯
‘
魯
鈍
也
。

〖
魯
人
之
泉
〗86
”
し
い
渥
緩
を
謝
す
語
。
〔
書
言
故

事
、
古
今
喩
類
〕
謝
1
1

遅
緩
↓
魯
人
之
皐
‘
左
哀
公
二
十
一

年
‘
及
1

一
齊
侯

5
茫
子
顧
↓
齊
人
責
1

一
稽
首
ご
因
歌
日
‘
魯

人
之
皐
‘
敦
年
不
レ
覺
‘
使
―
―
我
高
踏
↓

【
魯
迅
]
8
7

グ
民
國
‘
浙
江
省
紹
興
縣
の
人
。
本
名
は
周

樹
人
。
字
は
豫
オ
。
魯
迅
は
其
の
琥
。
我
が
國
の
仙
憂
瞥

専
等
に
學
ぴ
、
蹄
國
し
て
身
を
文
學
運
動
に
投
じ
た
。

後
、
學
生
運
動
に
隅
係
し
て
北
京
を
脱
出
し
、
南
下
し

て
廣
州
國
立
中
山
大
學
主
任
教
授
と
な
る
。
辞
し
て
後

は
上
海
に
在
つ
て
専
ら
著
述
に
従
事
し
‘
民
國
一
一
十
五

年
(
-
九
三
六
年
）
歿
、
五
十
六
オ
。
著
に
阿
Q
正
博
・
咽

滅
等
の
小
説
多
敷
と
、
中
國
小
説
史
略
等
の
論
文
が
あ

る。

冨
生
】

8
8
F
字

鷺

O
元
、
邊
魯
(
1
1
-
3
9
2
1
6
:
 1
7
 

5
)

の
琥
。
〇
明
‘
陳
孔
教
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 8
5
3
)

の
字
。

【
魯
籍
】
8
9
i
キ
六
経
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
‘
臣
職
、
五

監
〕
殷
文
圭
啓
云
‘
鉛
筆
オ
、
刊
1

一
於
魯
籍
字
注
云
‘
魏
曹

褻
為
↓
―
秘
書
郎
↓
鉛
粉
之
筆
、
刊
1

一
正
魯
籍
面
呼
北
聖
六
籍

之
書
也
。

【
魯
川
】
9
0
t

ノ
字
琥
。

O
明
‘
曹
允
儒
(
6
|
1
4
2
9
7
 :
 1
9
 

7
)

の
字
。

O
清
‘
渇
志
祈
(
1
2
ー

4
4
5
7
9
:
 2
2
6
)

の
字
。

【
魯
瞭
】
9
1
5

／
字
琥
。
●
唐
‘
路
巖
(
1
0
|
 3
7
5
2
4
 :
 1
2
)
 

の
字
。

O
明
‘
買
巖
(
1
0
-
3
6
7
5
5
:
 2
3
)

の
字
。
●
明
‘

高
岱
（
會
稽
の
人
）
（
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 6
0
0
)

の
O
の
字
。

【
魯
曳
]
9
2

炉
孔
子
を
い
ふ
。
魯
中
愛
。
〔
陶
潜
‘
飲
酒

詩
〕
義
農
去
レ
我
久
‘
學
世
少
二
復
慎
ぶ
似
汲
魯
中
斐
‘
禰

縫
使
―
―
其
淳
↓
〔
蘇
献
‘
六
月
二
十
日
夜
渡
レ
海
詩
〕
空
餘

魯
斐
乗
レ
枠
意
、
粗
識
軒
輯
奏
レ
架
臀
゜
〔
朱
窯
‘
齋
居
感

興
詩
〕
魯
愛
何
常
師
‘
剛
述
存
聖
軌
一

【
魯
堂
】
93

炉
那
翌
督
の
琥
。
那
波
魯
堂
(
1
1
|
 3
9
3
 

0
5
 :
 8
3
)
を
見
よ
。

【
魯
鐸
】
94

”
ク
明
‘
景
陵
の
人
。
字
は
振
之
。
盆
は
文

洛
。
弘
治
中
‘
進
士
第
一
に
學
げ
ら
る
。
官
は
編
修
。
武

宗
の
時
、
安
南
に
使
す
。
後
、
雨
京
國
子
祭
酒
に
至
る
。

Iヽ

13322 



士
を
教
ふ
る
に
｛
貫
學
に
務
め
た
。
〔
明
史
、
一
百
六
十

三
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
十
五
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
六

十
八
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
二
、
九
、
十
二
、
十
三
、
十
四
、

―
-
+
〕
．
〔
今
獣
備
遺
‘
二
十
八
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
四

十
九
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
一
百
五

十
九
、
一
百
六
十
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人
物
考
‘
四
〕
．
〔
明
人

小
博
‘
二
〕
．
〔
明
儒
言
行
録
績
編
‘
一
〕
・
〔
本
朝
分
省
人

物
孜
、
三
、
七
十
七
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
-
―
十
八
〕
．
〔
明
史
騒
‘

六
十
一
〕
．
〔
明
書
、
一
百
二
十
一
〕
・
〔
績
蔵
書
‘
-
―
十
〕
・

〔
明
詩
紀
事
、

T
、
九
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丙
〕
．
〔
静
志

居

詩

話

‘

九

〕

。

「

っ

た

。

【
魯
治
】
9
5
5

明
‘
呉
縣
の
人
。
琥
は
岐
雲
。
蓋
に
巧
で
あ

【
魯
直
】
96
伍
ヨ
ク

O
馬
鹿
正
唐
。
愚
直
゜
〔
宋
史
‘
魯
宗
道

偉
〕
―
帝
撫
諭
良
久
、
他
日
書
↓
―
殿
壁
「
日
1

一
魯
直
ニ
0
宋
の

黄
庭
堅
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
2
6
0
)

の
字
。
〔
宋
史
、
文
苑
六
‘

黄
庭
堅
博
〕
庭
堅
‘
字
魯
直
゜

【
魯
陳
】
97

ザ
清
‘
馬
宗
漣
(
1
2
|
 4
4
5
7
2
・
 
・
8
6
5
)

の
字
。

【
魯
亭
】
9
8
T
O
イ
字
琥
。

O
清
、
余
省
(
1
ー

5
1
5
:
 3
8
)

の

舅
●
清
、
陸
愚
卿
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 2
9
6
)

の
琥
。

【
魯
貞
】
9
9
1
戸
元
、
開
化
の
人
。
字
は
起
元
。
琥
は
桐

山
老
農
。
元
統
の
攀
人
。
隠
居
し
て
仕
へ
ず
。
理
學
に
深

＜
窮
行
賓
錢
し
た
。
著
に
春
秋
按
断
・
中
庸
解
・
易
注
・

桐
山
老
農
文
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
・
ニ
百
六
十
八
〕
。

【
魯
認
】

100F
晉
‘
葉
子
詔
(
9
-
3
1
3
8
7
:
 1
9
6
)

の
字
。

[
魯
超
】
101

炉
清
、
會
稽
の
人
。
字
は
文
遠
。
琥
は
謙
番
。

監
生
。
官
は
廣
東
布
政
使
。
著
に
謙
番
詞
が
あ
る
。

[
魯
貼
】
102

ゲ
明
、
南
華
の
人
。
字
は
子
輿
。
萬
暦
の

進
士
。
官
は
休
寧
縣
の
知
。
著
に
齋
雲
山
志
・
黄
棲
集

が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
七
十
六
〕
。

り
【
魯
田
】
10370

ノ
清
‘
劉
没
(
2
-
2
2
2
4
:
 5
8
4
)
の

O
の
字
。

ぶ
【
魯
旬
】
1
0
4
7
0
/
O
魯
の
郊
野
。
〔
史
記
、
項
利
紀
‘
索
隠
述

3

賛
〕
動
開
―
―
魯
旬
正
勢
合
―
―
楊
兵
言
馬
定
國
‘
登
1

一
歴
下
亭
―

01

詩
〕
富
國
桑
麻
連
1

一
魯
包
用
兵
形
勢
接
登
丘
↓
〇
縣

6
 
“
、
名
。
清
、
置
く
。
雲
南
省
昭
通
縣
の
西
。
金
沙
江
の
東
。

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
、
昭
通
府
、
麗
二
、
魯
旬
顧
゜

）
【
魯
殿
】
10570

ノ
漢
の
景
帝
の
子
‘
魯
の
共
王
の
建
て
た

5
 
9

震
光
殿
を
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
登
二
充
州
城
棲
―
詩
〕
孤
障
秦

3

碑
在
‘
荒
城
魯
殿
餘
。

ー6
0
〖
魯
殿
震
光
〗1
0
6
V
O

”
ワ
ウ
漢
の
震
光
殿
が
乱
後
ひ
と
り

残
っ
た
の
で
、
同
じ
目
に
あ
っ
て
生
残
っ
た
大
家
に
喩

4
 
（
 

|

|

 

魚

部

〔

四

豊

〕

魯

へ

て

い

ふ

゜

子

、

脩

務

訓

〕

無

―

―

準

蠅

孟

竺

魯

般

↓

不

レ

能

"

以

定

"

曲

【

魯

夫

】

12270

明
‘
呉
偉
（
2
-
3
3
6
5
:
 4
)
の
琥
o

【
魯
鈍
]
1
0
7
[
/
0

ぉ
ろ
か
で
に
ぶ
い
。
愚
鈍
。
疑
鈍
。
直
↓
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
〕
魯
般
為
―
―
将
作
苫
注
〕
師
古
曰
‘
【
魯
壁
】
123

勺
キ
孔
子
の
故
宅
。
魯
の
恭
五
の
時
‘
そ
の
壁

〔
秤
名
、
繹
州
國
〕
魯
‘
魯
鈍
也
‘
國
多
二
山
水
五
民
性
撲
魯
以
1

一
其
巧
一
也
‘
般
興
レ
班
同
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
‘
命
―
一
般
爾
中
か
ら
多
く
の
古
文
の
経
傭
を
得
た
と
い
ふ
。
山
束
省

也
。
〔
論
語
、
先
進
‘
参
也
魯
‘
集
解
〕
孔
安
國
日
‘
魯
、
鈍
之
巧
匠
ご
巴
粽
日
‘
般
‘
魯
般
、
一
云
、
公
輪
之
子
‘
魯
哀
曲
阜
縣
の
聖
廟
の
東
、
詩
聘
堂
の
後
。
後
世
、
廟
と
し

也

‘

曾

子

性

遅

鈍

゜

〔

晉

書

‘

皇

甫

謡

傭

〕

登

我

居

不

レ

揮

レ

公

時

巧

人

。

た

。

宋

の

時

‘

其

の

故

址

に

金

絲

堂

を

建

つ

。

明

の

弘

治

鄭
、
教
有
レ
所
レ
闘
、
何
爾
魯
鈍
之
甚
也
。
●
明
、
馬
碗
〖
魯
般
尺
〗

1
1
7芯ク
エ
匠
人
の
用
ひ
る
曲
尺
。
一
名
、
木
の
間
‘
改
め
て
新
廟
を
建
て
‘
遂
に
金
絲
堂
を
廟
の
西

(
1
2ー

4
4
5
7
2
:
 3
9
)

の
臨
。
「
字
°
尺
。
〔
績
文
獣
涌
考
‘
柴
考
八
‘
度
量
衡
〕
商
尺
者
、
卸
「
今
木
に
移
し
た
。
〔
漢
書
‘
景
十
三
王
‘
魯
恭
王
博
〕
恭
王

【
魯
I

南
】
1
0
8
t
/

明
‘
陳
祈
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
3
9
)

の
0
の
匠
所
レ
用
曲
尺
‘
蓋
自
―
―
魯
般
心
塁
許
唐
‘
唐
人
謂
1

一
之
大
初
好
レ
治
え
呂
室
一
壌
二
孔
子
藷
宅
一
以
廣
二
其
宮
一
聞
ニ

【
魯
難
】
109

ザ
明
‘
孟
習
孔
(
8
ー

6

器
O
:
3
1
3
)

の

字

。

尺

ぶ

E

レ
唐
至
レ
今
用
レ
之
、
名
日
―
―
今
尺
ず
令
ぎ
螢
造
尺
一
鍾
磐
琴
唸
之
臀
↓
遂
不
1

一
敢
復
壊
云
空
其
壁
中
1

得,,
古

【
魯
農
】
110

炉
清
‘
陳
亮
疇
(
1
1ー

4
1
6
9
8
:
 1
3
0
5
)
の

琥

。

古

所

謂

車

工

尺

。

文

経

傭

↓

〔

宇

文

連

、

庚

信

集

序

〕

名

山

海

上

、

金

櫃

【
魯g
l
l
l
g
'

ウ
晉
、
南
陽
の
人
。
字
は
元
道
。
好
學
に
し
〖
魯
般
雲
梯
〗

1
1
8袂わ
蒙
求
の
標
題
。
魯
般
の
作
つ
玉
版
之
書
、
魯
壁
魏
墳
、
繰
峡
細
薇
之
記
。
〔
唐
玄
宗
、

て
多
聞
。
元
康
の
後
、
綱
紀
大
壊
し
、
世
を
拳
げ
て
貪
た
雲
梯
゜
魯
般
は
魯
の
哀
公
の
時
の
有
名
な
工
匠
。
雲
春
晩
宴
,
,
}
l
f
相
及
幡
官
麗
正
殿
學
±
{
校
得
風
字
―
詩

郎
と
な
る
や
‘
姓
名
を
隠
し
て
‘
錢
紳
論
を
作
り
‘
之
を
梯
は
空
ま
で
も
逹
す
る
梯
子
で
、
攻
城
の
具
。
〔
淮
南
序
〕
乃
命
1

一
學
者
ぢ
炉
落
簡
盆
ぎ
遺
編
云
密
魯
壁
之
文

そ
し
る
。
官
に
仕
へ
ず
‘
其
の
終
る
所
を
知
ら
ず
。
〔
晉
子
‘
脩
務
訓
〕
昔
者
楚
欲
レ
攻
レ
宋
‘
墨
子
聞
而
悼
レ
之
‘
云
章
ぶ
竺
秦
坑
之
熾
儘
涵

m和
以
修
1

一
文
教
一
也
。
〔
顧
況
‘
戴

書

、

九

十

四

〕

゜

云

‘

見

,

,

楚
王
三
云
云
‘
墨
子
日
‘
臣
見
天
王
之
必
傷
レ
義
氏
廣
異
記
序
〕
幸
品
四
魯
辟
弐
形
錢
夏
鼎
↓

〖
魯
褻
錢
神
〗1

1
2只
ク
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
魯
襄
‘
世
而
不
＞
得
レ
宋
‘
王
曰
‘
公
輪
天
下
之
巧
士
、
作
―
―
雲
梯
之
【
魯
歩

]
1
2
4
m
o

複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
誼
為
レ
氏
〕
魯

の

貪

部

を

傷

み

‘

姓

名

を

隠

し

て

錢

誹

論

を

作

っ

て

‘

械

面

立

以

攻

レ

｛

木

‘

昂

為

弗

レ

取

レ

宋

、

墨

子

日

、

令

二

公

輪

歩

氏

。

「

字

。

之
を
そ
し
っ
た
故
事
。
〔
晉
書
、
隠
逸
‘
魯
褒
博
〕
元
康
之
設
＞
攻
、
臣
請
守
レ
之
‘
於
レ
是
公
輪
般
設
,
,
攻
に
木
之
械
一
墨
【
魯
峯
.]125

炉
消
‘
楊
景
行
(
6
ー

1
5
1
1
2
:
 4
9
8
)
の
O
の

後
綱
紀
大
壊
‘
褻
良
時
之
貪
祁
五
益
匹
姓
名
盃
皿
著
―
―
子
設
守
に
木
之
備
ず
盆
久
而
墨
子
九
卸
レ
之
、
弗
レ
能
レ
入
、
【
魯
朴
】
126

デ
お
ろ
か
で
飾
が
な
い
。
朴
は
撲
゜
〔
杜
陽

錢

紳

論

以

刺

レ

之

。

於

レ

是

乃

恨

レ

兵

‘

綴

不

レ

攻

レ

宋

゜

〔

注

〕

公

輪

‘

魯

般

琥

。

雑

編

、

中

〕

元

解

魯

朴

、

未

n

一
嘗
躙
,
,
人
臣
幡
↓

冨

望

】
113

ゃ
’
字
琥
゜
〇
唐
、
陸
饂
蒙
(
1
1
ー

4
1
7
0
8
:
 2
8

〖
魯
般
之
巧
]
1
1
9
梵
；
魯
般
が
機
械
を
作
る
に
巧
で
【
魯
穆
]
1
2
7
F
明
‘
天
台
の
人
。
字
は
希
文
。
永
栗
の
進

3
)
の
字
。

0
宋
輝
没
(
7
|
1
7
7
9
2
 :
 2
9
0
)

の
字
。
参
明
‘
あ
っ
た
こ
と
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
班
輪
之
雲
梯
‘
墨
饗
之
士
。
官
は
御
史
。
後
、
輻
建
危
事
。
魯
鐵
面
と
呼
ば
る
。

哀
尊
尼
(
1
0
-
3
4
1
5
2
:
 2
2
9
)

の
字
。
幽
明
‘
喩
希
連
(
2

飛
鳶
、
自
謂
二
能
之
極
ふ
3

゜
〔
墨
子
、
公
輪
〕
公
輪
盤
為
レ
正
統
の
初
‘
右
餃
都
御
史
。
著
に
絶
経
或
問
・
證
記
B
抄

ー

3
9
7
9
:
 2
1
)

の

字

。

楚

造

1

一
雲
梯
之
械
一
成
、
将
―
―
以
攻
＞
宋
、
子
墨
子
聞
レ
之
、
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
日
五
十
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百

【
魯
伯
】
114

芦
漢
‘
蛾
邪
の
人
。
河
内
の
張
馬
と
倶
に
云
云
‘
於
レ
是
見
―
―
公
輪
盤
字
丁
墨
子
解
レ
帯
為
レ
城
‘
以
レ
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
四
十
八
〕
．
〔
皇
朝
通
紀
直
解
、

浦
國
の
施
讐
に
従
っ
て
易
を
學
ぷ
。
官
は
會
稽
太
守
。
牒
為
レ
械
、
云
云
、
子
墨
子
之
守
園
有
レ
餘
。
〔
戦
國
、
宋
六
〕
．
〔
國
朝
獣
微
録
‘
五
十
六
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
ニ
・

〔
前
漢
書
、
八
十
八
〕
。
策
〕
公
輪
般
為
レ
楚
設
レ
機
‘
将
二
以
攻
ぇ
｛
木
‘
云
云
‘
墨
子
五
・
十
・
三
十
•
四
十
三
〕
．
〔
今
獣
備
遺
‘
十
四
〕
．
〔
明
名

【
魯
班
】
115

？
●
公
楡
班
を
い
ふ
。
魯
般
に
同
じ
。
〔
孟
曰
‘
聞
公
為
―
―
雲
梯
涵
四
以
攻
＞
宋
、
宋
何
罪
之
有
。
〔
淮
臣
言
行
録
‘
―
-
＋
八
〕
・
〔
皇
明
名
臣
碗
球
録
‘
二
十
三
〕
．

子
、
離
婁
上
〕
公
輪
子
之
巧
゜
〔
注
〕
公
輪
子
、
魯
班
‘
魯
之
南
子
、
泰
族
訓
〕
梁
仲
不
レ
能
レ
旅
、
魯
般
不
レ
能
レ
造
‘
此
〔
王
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
―
-
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
略
‘

巧
人
也
‘
或
以
為
―
―
魯
昭
公
之
子
↓
〔
漢
書
‘
叙
傭
上
〕
班
輪
之
謂
1

一
大
巧
↓
〔
論
衡
‘
胤
龍
〕
魯
般
墨
子
、
刻
レ
木
為
レ
鳶
、
一
〕
・
〔
沈
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
、
四
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘

権
巧
於
斧
斤
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
班
‘
魯
班
也
‘
云
云
‘
古
柴
輩
な
之
三
B
而
不
レ
集
、
為
―
―
之
巧
一
也
。
十
〕
・
〔
皇
明
人
物
考
、
五
〕
．
〔
皇
明
應
盆
名
臣
備
攻
録
‘

府
云
、
誰
能
為
一
此
器i公
輪
輿
―
―
魯
班
一
〔
廣
陽
雑
記
〕
世
【
~
不
一
】

1
2
0
t
o
後
漢
の
人
。
恭
の
弟
。
字
は
叔
陵
。
學
を
五
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
七
十
九
〕
·
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

虚
以
公
楡
魯
班
為
二
人
面
竺
太
平
廣
記
載
‘
魯
班
好
み
、
五
経
に
兼
ね
通
ず
。
建
初
の
初
‘
賢
良
方
正
に
五
十
四
〕
．
〔
明
史
穎
‘
六
十
五
〕
・
〔
皇
朝
名
臣
言
行
録
‘

徴
燻
人
‘
莫
レ
狂
年
代
討
伴
磁
化
「
又
六
國
時
有
―
―
公
學
げ
ら
る
。
官
は
青
州
刺
史
。
趙
相
に
遷
る
。
就
學
す
―
―
〕
・
〔
明
書
、
二
日
十
九
〕
．
〔
績
蔵
書
、
十
九
〕
。

輪
痙
為
―
―
木
鳶
以
窺
え
木
城
似
―
―
雨
人
又
古
築
府
、
誰
る
者
、
常
に
百
餘
人
。
五
経
復
興
魯
叔
陵
と
稽
せ
ら
る
。
【
魯
蜜
]
1
2
8
i

’
羅
栂
を
い
ふ
f

ト
ル
コ
の
藷
都
。
〔
天
方

能
刻
,
,
錢
此
ズ
ム
輪
卑
な
魯
班
「

nlJ
明
係
諏
W
公
芙
。

O
明
後
、
侍
中
よ
り
左
中
郎
将
に
至
り
、
再
ぴ
三
老
と
な
る
。
典
證
繹
要
解
〕
天
方
梢
,
,
大
國
一
者
九
十
有
四
‘
梢
レ
王
者

の

香

山

の

木

工

、

剃

祥

、

エ

部

侍

郎

と

な

り

‘

造

螢

に

巧

〔

後

漢

書

、

五

十

五

〕

。

五

十

餘

‘

稽

に

帝

者

七

‘

而

後

統

,

,屡
於
魯
蜜
之
一
君
盃
~

3
 

に

し

て

削

魯

班

と

稲

せ

ら

れ

た

。

【

魯

瑣

】

121;／
清
‘
懐
寧
の
人
。
字
は
星
村
。
琥
は
星
村
謂
帝
之
帝
‘
君
之
君
也
。

【
魯
般
】
116

竺
魯
‘
哀
公
の
時
の
有
名
な
工
匠
。
公
輪
班
居
士
。
貢
生
。
書
書
に
巧
。
著
に
星
村
詩
紗
・
管
窺
集
・
瑣
【
魯
民
】
1
2
9
i

／
山
東
省
の
住
民
。

32

を
い
ふ
。
後
世
、
工
匠
の
祭
神
と
な
る
。
魯
班
。
〔
淮
南
事
合
編
が
あ
る
。
〔
清
輩
家
詩
史
‘
丁
、
下
〕
。
【
魯
門
】
1
3
0
5

ノ
魯
國
の
門
。
〔
國
語
、
魯
語
上
〕
海
鳥
曰
全
反

13

|
 

七
二
七



魚

部

〔

四

驚

〕

魯

|

|

 

）
居
↓
止
―
―
於
魯
束
門
外
―
―
一
日
、
威
文
仲
使
,
,
國
人
祭
＞
之
。
揮
。
甘
粛
副
穂
兵
。
豪
健
は
父
に
似
た
る
も
、
恭
順
は
に
因
つ
て
之
を
劫
脅
し
よ
う
と
し
た
か
‘
却
つ
て
三
桓

15

〔
郭
環
‘
遊
仙
詩
〕
雑
縣
寓
―
―
魯
門
面
風
媛
将
レ
為
如
火
。
父
に
及
ば
な
い
。
〔
明
史
‘
一
百
七
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
に
攻
め
ら
れ
‘
衛
に
奔
る
。
去
つ
て
郡
に
如
き
、
遂
に
越

5

【
魯
問
】
1
3
1
5
ノ
墨
子
の
篇
名
。
史
‘
二
百
一
―
-
+
―
-
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
五
十
八
〕
・
〔
本
朝
に
如
き
、
有
山
氏
に
卒
す
。
在
位
二
十
七
年
。
〔
史
記
、
三

0

【
魯
陽
】
132

炉

〇

郡

名

。

後

魏

、

罹

く

。

河

南

省

魯

山

分

省

人

物

孜

‘

九

十

八

〕

。

＋

＝

―

-

〕

。

縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河
南
、
南
陽
府
〕
汝
州
‘
萬
貢
像
【
魯
韓
】
137

戸
〇
魯
の
國
の
幡
儀
。
〔
礎
‘
檀
弓
上
〕
小
【
魯
捻
公
】
142

”
ウ
周
‘
魯
の
君
。
武
公
の
少
子
。
名
は

6
 
4
 

州
之
域
‘
周
為
―
―
王
畿
地
ご
云
云
‘
漢
為
―
―
穎
川
河
南
南
陽
敏
之
冥
在
l

―
西
方
五
魯
幡
之
末
失
也
。
〔
左
氏
、
昭
、
五
〕
戯
。
盆
は
捻
。
在
位
九
年
に
し
て
‘
兄
‘
括
の
子
‘
伯
御

）
郡
地
↓
云
云
、
後
魏
闊
ii

汝
北
魯
陽
一
一
郡
二
〇
縣
名
。
漢
‘
杜
洩
日
‘
卿
喪
自
レ
朝
、
魯
證
也
。
〔
穀
梁
、
哀
、
十
三
〕
に
拭
せ
ら
る
。
〔
史
記
、
三
十
―
二
〕
。

置
く
。
古
の
魯
縣
。
春
秋
の
時
、
楚
の
邑
と
な
る
。
河
呉
夷
秋
之
國
也
‘
祝
製
文
身
、
欲
下
因
―
―
魯
之
幡
一
因
―
-
【
魯
I

右
函
E

】143
炉
カ
イ
宋
の
人
。
宗
道
の
従
子
。
字
は
元

~
南
省
魯
山
縣
゜
〔
左
氏
、
昭
‘
―
―
十
九
〕
夏
后
饗
レ
之
‘
既
而
晉
之
櫂
二
而
請
―
―
冠
端
而
襲
ご
其
藉
二
子
成
周
「
以
尊
•
天
翰
゜
栂
學
を
好
み
‘
左
氏
春
秋
に
精
通
す
。
官
は
拿
城
・

、
亀
膜
求
レ
之
‘
濯
遷
―
―
千
魯
縣
↓
〔
注
〕
魯
縣
‘
今
魯
陽
也
。
〔
史
王
宕
天
進
芙
。

O
春
秋
を
い
ふ
。
〔
周
褪
、
春
官
、
大
宗
確
山
の
知
。
尋
い
で
南
康
軍
の
知
。
熙
寧
の
時
‘
王
安
石

゜
46

記
‘
楚
世
家
〕
楚
粛
王
‘
云
云
‘
十
年
、
魏
取
―
―
魯
陽
↓
〔
漢
伯
、
以
1

一
律
獣
課
1

享
―
―
先
王
―
云
云
‘
疏
〕
左
氏
傭
云
、
周
の
問
に
乖
異
し
、
出
で
て
杭
州
通
判
と
な
る
。
歴
る
所

書
、
地
理
志
上
〕
南
陽
郡
、
縣
一
二
十
六
‘
魯
陽
゜
〔
注
〕
師
古
證
盛
在
レ
魯
‘
即
以
,
,
春
秋
[
『
-
―
魯
幡
公
ユ
―
―
―
豆
魯
随
―
者
、
皆
政
績
あ
り
。
中
大
夫
に
至
る
。
〔
宋
史
、
四
百
―
-
+

曰
‘
即
淮
南
所
呈
‘
魯
陽
公
輿
レ
韓
戦
、
日
反
三
含
者
指
1

一
春
秋
一
而
言
也
。
〔
張
漬
嗣
足
不
良
判
〕
仲
子
立
術
、
六
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
了
日
六
十
八
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
一
百

也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河
南
、
南
陽
府
‘
汝
州
〕
魯
山
縣
‘
循
1

知
品
空
而
知
レ
蹄
‘
章
家
封
成
、
鏡
1

一
班
書
一
而
有
レ
序
。
十
二
〕
．
〔
蘇
祠
従
祀
議
〕
。

夏
時
劉
累
所
レ
遷
之
邑
也
、
春
秋
時
陽
レ
鄭
‘
戦
國
時
鷹
レ
【
魯
連
】
1
3
8
[
／
載
國
‘
齊
の
高
士
、
魯
仲
連
を
い
ふ
。
〔
史
【
魯
一
同
】
144

位
’
凡
ウ
清
、
江
蘇
山
陽
の
人
。
字
は
通
甫
゜

楚
、
漢
筏
魯
陽
縣
属
耐
陽
郡
↓

0
関
の
名
。
三
鵜
鎮
記
、
魯
仲
連
博
論
賛
〕
魯
連
其
指
意
雖
レ
不
公
F
大
義
一
又
、
蘭
太
r
。
道
光
の
攀
人
。
性
‘
粗
奇
に
し
て
、
経
世
の
言

の
こ
と
。
戦
國
の
時
‘
魯
覇
と
い
ふ
。
河
南
省
召
縣
の
然
余
多
T

其
在
―
―
布
衣
之
位
一
蕩
然
諄
レ
志
、
不
レ
拙
二
於
諸
を
好
む
。
洪
楊
の
難
に
、
清
河
令
呉
棠
を
佐
け
‘
城
守
し

東
北
‘
魯
山
縣
の
西
南
。
三
鵜
(
1
|
1
2
 :
 5
)
を
見
よ
。
侯
五
竺
説
於
常
世
正
印
卿
相
之
櫂
い
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
て
功
有
り
。
其
の
文
は
昌
明
洞
逹
‘
事
情
に
切
。
箸
に
通

〔
水
経
‘
清
水
注
〕
魯
陽
闊
、
左
右
連
山
括
レ
漢
‘
秀
木
干
レ
是
故
魯
連
飛
二
矢
一
而
蹂
―
―
千
金
「
虞
卿
以
―
―
顧
柄
1

而
甫
類
稿
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
九
十
一
〕
．
〔
清
史
列

雲
〔
張
協
、
雑
詩
〕
朝
登
1

一
魯
陽
闊
ぶ
否
g
隙
且
深
。
〔
注
〕
捐
1

一

相

印

↓

博

‘

七

十

―

―

―

〕

・

〔

績

碑

博

集

、

七

十

九

〕

。

善
日
、
庚
仲
碓
荊
州
記
曰
‘
其
北
有
―
―
四
闊
ぶ
芦
陽
伊
間
【
魯
論
]
1
3
9
[

／

0
今
文
論
語
の
一
本
。
今
の
論
語
は
‘
主
【
魯
隠
公
]145

”
コ
ウ
春
秋
‘
魯
の
君
゜
恵
公
の
長
庶
子
。

之
圏
也
、
鄭
道
元
水
経
注
曰
‘
魯
陽
闊
水
出
―
―
魯
陽
襴
分
と
し
て
魯
論
を
博
へ
た
も
の
で
あ
る
。
漢
代
、
論
語
に
名
は
息
姑
゜
溢
は
隠
゜
恵
公
卒
し
、
太
子
軌
‘
幼
く
‘
立

頭
山
砿
⑲
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
族
為
レ
氏
〕
魯
陽
蒋
論
・
古
論
・
魯
論
の
三
種
が
あ
り
‘
魯
論
は
魯
人
の
博
て
ら
れ
て
振
政
と
な
り
、
君
の
事
を
行
ふ
こ
と
＋
一

氏
、
潜
夫
論
、
半
姓
‘
楚
公
族
有
―
―
魯
陽
氏
↓
へ
た
も
の
で
、
後
世
論
語
の
異
名
と
な
る
。
〔
漢
書
‘
藝
年
。
後
、
公
子
輩
の
た
め
に
譜
毀
さ
れ
‘
遂
に
拭
せ
ら
る
。

〖
魯
陽
徳
〗1

3
3ば
？
魯
陽
公
が
太
陽
を
招
ぎ
返
し
た
文
志
〕
博

i
i魯
論
語
一
者
、
常
山
都
尉
襲
奮
・
長
信
少
府
夏
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

徳
゜
魯
陽
之
文
を
見
よ
。
〔
郭
環
‘
遊
仙
詩
〕
愧
無
―
―
―
魯
陽
侯
勝
・
丞
相
拿
賢
・
魯
扶
卿
前
将
軍
籠
望
之
ふ
女
昌
侯
張
【
魯

I謁
~
】1

4
6ザ免
ヨ
漢
、
河
東
の
人
。
張
湯
の
史
。
李
文
、

徳
‘
廻
レ
日
向
l
-

―
二
含
↓
〔
注
〕
善
日
‘
魯
陽
磨
レ
日
‘
見
―
―
淮
馬
、
皆
名
家
‘
張
氏
最
後
而
行
二
於
世
↓
〔
何
晏
‘
論
語
集
湯
と
隙
あ
り
、
謁
居
之
を
知
り
、
人
を
し
て
文
の
姦
事

南

子

↓

解

序

〕

安

昌

侯

張

馬

、

本

受

―

―

魯

論

玉

兼

講

,

,

齊
説
「
善
者
を
告
げ
し
む
。
事
、
湯
に
下
し
、
文
を
論
殺
す
。
湯
‘
心

〖
魯
陽
之
文
〗1

3
4芸
？
太
陽
を
招
き
返
し
た
故
事
で
、
従
レ
之
‘
琥
曰
1一
張
侯
論
面
竺
世
所
＞
責
゜
〔
経
典
繹
文
‘
序
中
、
謁
居
の
之
を
為
す
を
知
る
。
他
日
‘
謁
居
病
む
。
湯
‘

勢
力
の
盛
な
喩
。
〔
淮
南
子
‘
覧
冥
訓
〕
魯
陽
公
輿
レ
韓
録
〕
漢
興
‘
傭
者
則
有
さ
一
家
云
魯
論
者
魯
人
所
レ
偲
‘
即
往
い
て
之
を
視
‘
為
に
足
を
摩
す
。
趙
王
、
湯
大
臣
‘
史

捧
レ
難
、
戦
蔀
H
暮
‘
援
レ
文
而
摘
レ
之
、

H
為
レ
之
反
三
今
所
レ
行
篇
次
是
也
。
〔
宇
文
虚
中
、
時
習
齋
詩
〕
魯
論
―
一
の
た
め
足
を
摩
す
る
を
告
げ
‘
輿
に
大
姦
事
を
な
す
を

含
゜
〔
注
〕
魯
陽
‘
楚
之
縣
公
也
‘
楚
平
王
之
孫
、
司
馬
子
萬
―
一
千
字
‘
悟
入
従
二
初
一
句
中
一
〇
明
‘
江
西
新
城
の
疑
ひ
‘
湯
つ
ひ
に
此
を
以
て
敗
る
。
〔
前
漢
書
、
五
十
九
〕
。

期
之
子
‘
國
語
所
レ
謂
魯
陽
文
子
‘
楚
僭
琥
梢
レ
王
‘
其
守
人
。
字
は
孔
壁
゜
琥
は
西
麓
。
貢
生
。
官
は
穎
州
州
同
。
【
魯
I

翁
羽

11】147
”
?
{
ュ
漢
‘
太
原
の
人
。
史
記
は
歯
公
儒

縣
大
夫
皆
梢
レ
公
‘
故
日
魯
陽
公
↓
〔
司
空
園
、
有
レ
贈
縞
州
同
知
に
終
る
。
著
に
四
書
通
義
・
仕
學
全
書
が
あ
に
作
る
。
任
侠
を
以
て
聞
え
た
。
洵
洵
と
し
て
退
譲
し
、

詩
〕
試
問
義
和
能
駐
否
‘
不
レ
芳n一
頻
借
→
—
魯
陽
文
→
〔
呉
る
。
〔
四
庫
提
要
、
三
十
七
〕
。
君
子
の
風
が
あ
っ
た
。
〔
史
記
、
一
百
二
十
四
〕
．
〔
前
漢

融
‘
紅
白
牡
丹
詩
〕
看
久
願
成
1

一
荘
斐
夢
五
惜
留
須
レ
倍
―
―
魯
【
魯
玉
】
140

炉
封
琥
。

O
明
‘
朱
以
海
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 6
2

書
、
九
十
一
―
〕
゜

陽
文
↓
〔
風
騒
旨
格
〕
詩
有
l
-

＋
橙
工
七
日
是
非
、
須
レ
知
,
,

8
)

の
封
琥
。
●
明
‘
朱
檀
(
6ー

1
4
4
2
4
:
 4
5
0
)の
封
琥
。
【
~
家
曲
幽
】

1
4
8が
戸
地
名
。
江
蘇
省
南
雁
縣
の
西
。
明
時
‘

項
材
剣
不
后
竺
魯
陽
文
→
【
~
笛
哀
公
】

1
4
1”
コ
，
ウ
春
秋
‘
魯
の
君
。
定
公
の
子
。
名
は
學
人
魯
道
昆
‘
此
虞
に
居
る
。
因
つ
て
名
づ
く
。

【
魯
嶼
】
135aP

明
‘
朱
之
喩
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 8
1
3
)

の
字
。
蒋
。
溢
は
哀
。
時
に
孔
子
‘
其
の
君
を
拭
し
た
齊
の
田
常
【
魯
孝
公
】
149

炉
ダ
＇
ウ
周
‘
魯
の
梵
公
の
弟
。
名
は
稽
‘
溢

【
魯
麟
】
136

び
明
の
人
。
鑑
の
子
。
官
は
孝
宗
の
時
、
指
を
伐
つ
こ
と
を
請
う
た
か
聴
か
ず
。
三
桓
を
患
へ
‘
諸
侯
は
孝
。
伯
御
が
宣
王
に
殺
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
即
位
す
。

七
二
八

— 

4
 
2
 

明
神
を
窟
恭
し
、
誓
老
に
敬
事
し
て
、
事
を
賦
し
、
刑
を

行
ふ
時
は
必
ず
遺
訓
に
問
ひ
‘
故
賓
に
杏
る
。
在
位
―

-
3
3

十
七
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

1

【
魯
瑣
光
】1
5
0
~
ク
ワ
•
ウ
清
、
南
豊
の
人
。
字
は
芝
友
。
同

治
の
進
士
。
官
は
清
南
知
府
。

【
魯
倍
公
】
151

翌
＇
ウ
春
秋
‘
魯
の
君
゜
閃
公
の
弟
。
名
は

申
。
溢
は
偕
。
閲
公
拭
さ
れ
、
季
友
に
奉
ぜ
ら
れ
、
陳

よ
り
入
り
て
公
と
な
る
。
後
‘
哀
姜
の
屍
を
齊
の
桓
公

よ
り
蹄
ら
れ
之
を
葬
り
‘
季
友
を
改
陽
・
費
の
二
邑
に

封
ず
。
在
位
三
十
三
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十

三〕。

【
魯
九
泉
]152

炉
…
清
、
江
西
新
城
の
人
。
原
名
は
仕

駿
。
字
は
紫
非
°
琥
は
山
木
。
乾
隆
の
進
士
。
夏
縣
知

を
授
け
ら
る
。
恵
政
有
り
、
積
労
を
以
て
官
に
卒
す
。

嘗
て
建
寧
に
至
り
、
古
文
の
法
を
朱
仕
透
に
學
ぴ
‘
復
‘

桐
城
の
桃
扉
と
交
は
る
。
其
の
文
は
沖
夷
和
易
‘
持
論
尤

も
中
正
。
著
に
山
木
居
士
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百

九
十
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
七
＋
―
-
〕
＇
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二

百
四
十
一
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
四
十
二
〕
・
〔
國
朝
詩
人

徴
略
初
編
‘
四
十
三
〕
。

【
魯
恭
王
】1

5
3切＇
ウ
ワ
•
ウ
漢
‘
劉
餘

(
1
0
ー

2
2
2
4:
 6
2
8
)
の
封

溢
琥
゜

【
魯
果
能
】
154

衿
草
の
名
。
た
が
ら
し
。
石
龍
丙
の
異

名
。
〔
本
草
‘
石
龍
丙
〕
繹
名
、
魯
果
能
。

【
魯
廣
逹
】
155

炉
ウ
タ
’
陳
の
人
。
悉
達
の
弟
。
字
は
遍
覧
。

心
を
虚
し
く
し
て
士
を
愛
し
‘
賓
客
遠
方
よ
り
至
る
。

侯
景
の
胤
の
功
を
以
て
官
を
授
け
ら
る
。
陳
に
入
り
、

戦
功
あ
り
、
後
主
の
時
、
中
領
軍
に
入
り
‘
散
；
隋
の

将
‘
賀
若
弼
を
破
る
。
後
‘
若
弼
に
執
へ
ら
れ
、
禎
明
中
‘

隋
に
入
る
。
〔
陳
書
、
―
―
-
+
-
〕
'
〔
南
史
‘
六
十
七
〕
。

【
魯
桓
公
】
156

的
;
’
春
秋
‘
魯
の
君
。
悪
公
の
嫡
子
。
名

は
軌
゜
溢
は
桓
。
時
に
公
子
聾
‘
隠
公
を
拭
し
、
立
て

ら
れ
て
公
と
な
る
。
後
、
夫
人
姜
氏
と
齊
に
ゆ
き
、
公
子

彰
生
に
拭
せ
ら
る
。
在
位
十
八
年
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

[
魯
頃
公
】1

5
7
ぢ
コ
•
ウ
戦
國
‘
魯
の
君
。
平
公
の
孫
。
名
は

鰈
。
盆
は
頃
。
在
位
一
―
十
四
年
に
し
て
楚
の
考
烈
王
に

滅
さ
れ
、
下
邑
に
遷
り
、
家
人
と
為
る
。
魯
祀
を
絶
し
‘

祠
に
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

【
魯
恵
公
】
15870
い
コ
ウ
周
‘
魯
の
孝
公
の
子
。
名
は
弗
渥
。

溢
は
悪
゜
嫡
夫
人
子
無
し
、
庶
子
‘
息
姑
の
妻
を
奪
つ



(46013・・159)一 (46013・・191)

て
夫
人
と
し
、
軌
を
生
ま
せ
、
太
子
と
し
た
。
在
位
四
十

六
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。
「
琥
。

【
魯
稽
齋
】
159t
ィ
？
清
、
邪
防

(11ー
3
9
3
0
1
:
 4
8
)

の

【
魯
憲
學
】
160

？
ガ
ク
明
‘
南
潅
の
人
。
字
は
爾
章
。
崇
禎

中
、
郷
薦
を
領
す
。
博
學
、
書
書
を
善
く
し
、
詩
文
に
巧
゜

【
魯
猷
公
】
函
ぢ
n'
ウ
西
周
‘
魯
の
第
七
代
の
主
。
名
は

具
。
在
位
三
十
二
年
。

【
魯
貢
拉
】
161

か
裕
山
名
。
西
康
省
碩
督
縣
の
丹
逹
山
の

西
。
西
康
第
一
の
陰
阻
。

【
魯
克
沿
】
g

匁
ク
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
新
彊
省
吐
魯

番
縣
の
東
。
漢
の
柳
中
の
地
。
宋
以
後
‘
訛
つ
て
柳
棟
城

と
い
ふ
。
元
史
は
魯
古
塵
に
作
る
。
清
一
統
志
は
改
め

て
魯
克
察
克
と
す
、
回
部
札
薩
克
郡
王
の
居
地
。

【
急
I

荘
公
】
163
炉
ダ
＇
ウ
春
秋
‘
魯
の
君
。
桓
公
の
子
。
名
は

同
。
詮
は
荘
。
初
、
公
、
憂
を
築
き
、
黛
氏
に
臨
み
‘
孟
任

を
見
て
悦
び
愛
し
、
立
て
て
夫
人
と
し
、
子
、
般
を
生

む
。
又
‘
齊
の
女
を
取
つ
て
夫
人
と
し
、
哀
姜
と
日
ひ
‘

子
無
し
。
其
の
梯
叔
姜
、
子
‘
啓
を
生
む
。
公
、
適
嗣
な

し
。
孟
任
を
愛
し
、
其
の
子
、
般
を
立
て
ん
と
欲
す
。
公

病
む
。
嗣
を
弟
叔
牙
に
問
へ
ば
、
慶
父
を
以
て
す
べ
し

と
云
ふ
。
公
之
を
息
へ
‘
其
の
弟
季
友
に
問
ふ
。
曰
く
‘

臣
、
死
を
以
て
般
を
奉
ぜ
ん
と
。
鍼
季
を
し
て
叔
牙

を
鳩
せ
し
む
。
在
位
三
十
二
年
。
季
友
遂
に
子
般
を
立

て
て
君
と
す
。
〔
春
秋
‘
閲
、
元
・
ニ
〕
．
〔
左
氏
、
閲
、
元
・

二〕。

【
魯
之
茂
】
164

ぐ
宋
、
海
堕
の
人
。
琥
は
雪
村
。
寧
宗
の

時
仕
へ
て
郎
と
な
る
。
萱
を
善
く
す
る
を
以
て
名
が
あ

っ
た
。
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。

【
魯
之
裕
】
165

匹f
ゥ
清
‘
廠
城
の
人
。
字
は
亮
債
。
康
熙
の

攀
人
。
官
は
直
隷
消
河
道
署
布
政
使
。
氣
概
豪
邁
、
世

俗
に
随
は
ず
。
在
官
中
、
政
績
多
く
‘
尤
も
水
利
に
精
通

し
、
畿
南
河
道
を
清
す
る
こ
と
七
百
餘
。
著
に
長
鷹
墜

法
志
・
詩
古
文
・
及
び
纂
輯
経
史
源
流
諸
書
共
二
百
餘

巻
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
二
百
十
一
〕
。

【
魯
仕
能
】
166

匹A
ウ
宋
、
平
江
の
人
。
又
、
士
龍
に
作
る
。

字
は
時
攀
。
淳
祐
の
進
士
。
饒
魯
に
従
つ
て
學
び
、
監
利

令
と
な
り
、
辟
さ
れ
て
玩
州
録
事
に
充
て
ら
れ
、
鉤
事

を
兼
ぬ
。
事
を
以
て
帥
の
意
を
失
ひ
‘
玩
州
に
鵜
流
す
。

帥
死
し
、
事
を
白
す
を
得
。
始
終
、
憂
喜
の
色
が
な
か
つ

た
。
欝
つ
て
道
を
賓
澤
に
講
じ
、
時
人
‘
賓
渾
先
生
と
稽

|

|

_

 

魚

部

〔

四

萱

魯

し

た

。

〔

宋

元

學

案

、

八

十

三

〕

。

【

魯

昭

公

】

1765
が
＇
ウ
春
秋
、
魯
の
君
。
襄
公
の
庶
子
。
名

【
魯
悉
逹
】
167

匹
ッ
タ
ッ
陳
、
郡
の
人
。
字
は
志
通
。
詮
は
は
襴
。
溢
は
昭
。
年
十
九
、
な
ほ
童
心
あ
り
、
喪
に
居

孝
。
官
は
梁
に
事
へ
て
南
平
嗣
王
の
中
兵
参
軍
。
侯
景
て
喜
色
あ
り
、
葬
む
る
に
及
ん
で
三
度
衰
を
易
ふ
。
立

の
胤
に
、
郷
人
を
糾
合
し
て
新
禁
を
保
ち
、
晉
煕
等
の
つ
て
二
十
五
年
、
三
家
に
伐
た
れ
、
出
で
て
齊
に
奔
る
。

五
郡
を
招
集
し
、
盤
＜
其
の
地
を
有
す
。
元
帝
の
時
‘
外
に
在
る
こ
と
八
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

北
江
州
刺
史
。
敬
帝
の
時
‘
鎮
北
将
軍
。
武
帝
の
時
、
【
魯
I

宣
公
】
177

努
n'
ウ
春
秋
、
魯
の
君
。
文
公
の
庶
子
。
名

征
西
将
軍
•
江
州
刺
史
。
性
、
使
氣
任
侠
に
し
て
詞
賦
は
倭
。
誼
は
宣
。
時
に
公
私
と
も
に
襄
仲
に
事
ふ
。
襄

を
雅
好
し
た
。
〔
陳
書
、
十
三
〕
．
〔
南
史
、
六
十
七
〕
。
仲
‘
齊
の
恵
公
に
請
う
て
文
公
の
摘
子
悪
と
視
を
殺
す

【
魯
象
歯
】
168
地
F
ゥ
・
，
南
朝
宋
の
人
。
魯
軌
(
1
3
)

を
見
よ
。
に
及
ん
で
、
立
て
ら
れ
て
公
と
な
る
。
此
よ
り
公
室
卑

【
魯
I

襄
穴
ム
】
169

名
ウ
コ
，
ウ
春
秋
、
魯
の
成
公
の
子
。
名
は
午
。
し
く
、
三
桓
強
し
。
在
位
十
八
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史

誼
は
襄
。
即
位
の
時
、
年
僅
に
一
1

一
歳
。
立
つ
て
九
年
、
記
、
三
十
三
〕
。

晉
と
鄭
を
伐
つ
。
時
に
季
武
子
、
公
室
を
専
ら
に
せ
ん
【
魯
I

宗
．
貴

q178
炉
＊
宋
‘
錢
塘
の
人
。
官
は
紹
定
の
間
、
書
一

と
す
。
乃
ち
三
桓
氏
分
け
て
三
軍
と
し
、
公
室
遂
に
削
院
待
詔
。
萱
に
巧
で
‘
尤
も
寓
生
に
長
じ
た
。
〔
南
宋
院

弱
さ
る
。
後
、
隈
；
晉
に
朝
し
、
在
位
三
十
一
年
に
し
て
壷
録
、
八
〕
。

卒

す

。

〔

史

記

、

三

十

三

〕

。

【

魯

宗

之

】

179

炉
’
南
朝
宋
、
郡
の
人
。
字
は
彦
仁
。
官

【
魯
春
秋
】
170

翌
ン
ぇ
ゥ
魯
の
國
の
春
秋
゜
孔
子
は
‘
こ
れ
は
晉
、
太
元
の
末
、
南
郡
太
守
。
恭
帝
の
時
、
輔
國
牌

を
も
と
に
し
て
春
秋
を
制
作
し
た
と
い
ふ
。
〔
稜
、
坊
軍
。
封
は
南
陽
郡
公
。
〔
宋
書
、
七
十
四
〕
。

記
〕
魯
春
秋
猶
去
二
夫
人
之
姓
―
曰
レ
呉
゜
〔
左
氏
、
昭
、
二
〕
【
魯
宗
道
】
180

炉
”
ゥ
宋
、
礁
の
人
。
字
は
貫
之
。
琥
は
退

（
韓
宣
子
）
観
二
書
於
大
史
氏
一
見
t

易
象
興
1

一
魯
春
秋
一
思
巖
。
溢
は
窟
簡
。
進
士
。
官
は
天
頑
中
、
右
正
言
。
仁
宗

日
、
周
幡
盛
在
レ
魯
癸
。
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
王
者
之
迩
熔
の
時
、
参
知
政
事
。
後
‘
隈
；
櫃
密
使
の
曹
利
用
を
帝
前

而
詩
亡
、
詩
亡
然
後
春
秋
作
、
晉
之
乗
．
楚
之
橋
机
・
魯
に
論
難
し
‘
貴
戚
に
般
憚
さ
れ
、
魚
頭
参
政
と
稽
せ
ら

之

春

秋

一

也

。

る

。

〔

宋

史

‘

二

百

八

十

六

〕

．

〔

宋

史

新

編

‘

八

十

七

〕

．

【
魯
仁
垢
】
171

匹
ン
＊
清
、
會
稽
の
人
。
琥
は
元
長
。
讀
経
を
〔
東
都
事
略
‘
五
十
三
〕
．
〔
隆
平
集
‘
六
〕
．
〔
名
臣
碑
博
碗

好
み
、
春
秋
の
學
に
精
通
し
、
馬
上
左
右
射
に
巧
で
あ
球
集
、
下
八
〕
．
〔
五
朝
名
臣
言
行
録
、
五
〕
。

っ
た
。
博
士
弟
子
員
に
補
せ
ら
れ
、
順
治
中
、
千
縛
を
授
【
魯
I

曾
燈
】
181

炉
イ
ク
清
、
會
稽
の
人
。
字
は
啓
人
。
琥

け
ら
る
。
著
に
春
秋
評
解
が
あ
る
。
〔
國
朝
著
猷
類
徴
、
は
秋
腟
。
康
煕
の
進
士
。
庶
吉
士
を
授
け
ら
る
。
著
に
秋

三
百
三
十
九
〕
・
〔
碑
傭
集
、
一
百
十
八
〕
。
腟
文
紗
が
あ
る
。
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
二
十
二
〕
。

【
魯
世
任
】
g
5
イ
ジ
ン
明
、
垣
曲
の
人
。
字
は
魏
手
。
性
、
【
魯
多
克
】
182-
”
城
の
名
。
西
蔵
阿
里
西
部
の
邊
境
。

端
方
に
し
て
、
母
に
事
へ
て
至
孝
。
天
啓
の
攀
人
。
官
又
、
路
多
克
．
羅
多
克
に
作
る
。
交
通
の
要
衝
。

は
崇
禎
中
、
郡
州
の
知
。
流
賊
と
戦
つ
て
敗
績
し
、
自
【
魯
I

悼
入
ム
】
UB

約
n'
ウ
戦
國
‘
魯
の
君
゜
哀
公
の
子
。
名
は

制
し
て
死
ん
だ
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
寧
゜
盆
は
悼
。
時
に
三
桓
強
く
‘
魯
は
小
侯
の
如
く
‘

史
、
三
百
七
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
．
〔
崇
禎
三
桓
の
家
よ
り
も
卑
し
。
在
位
三
十
七
年
に
し
て
卒

忠
節
録
‘
二
十
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
三
〕
。
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

【
魯
世
逹
】
173

デ
’
ッ
隋
‘
餘
杭
の
人
。
官
は
錫
帝
の
時
、
【
魯
仲
連
】
184
ぜ
ウ
レ
ン
戦
國
‘
齊
の
人
。
高
踏
に
し
て

國
子
助
教
。
著
に
毛
詩
章
句
義
疏
が
あ
る
。
〔
隋
書
、
七
仕
へ
ず
。
喜
ん
で
人
の
た
め
に
難
を
排
し
紛
を
解
く
。

十

五

〕

。

「

の

昔

繹

。

趙

に

遊

ぶ

。

秦

‘

趙

を

園

む

こ

と

急

に

し

て

‘

魏

‘

新

【
魯
西
亜
】
174

匹
ア
國
の
名
。
漢
繹
は
俄
羅
斯
。

R
u
s
s
i
a

垣
術
に
秦
を
一
帝
と
せ
ん
と
請
は
し
む
。
仲
連
、
義
と
し

【
魯
成
公
】
175

朽
n'
ウ
春
秋
、
魯
の
君
。
宣
公
の
子
。
名
は
て
許
さ
ず
。
術
を
見
て
曰
く
、
彼
、
緯
然
と
し
て
―
帝
と
な

黒
肱
。
誼
は
成
。
齊
師
を
鞍
に
破
る
。
在
位
十
八
年
に
ら
ば
、
連
、
東
海
を
踏
み
て
死
せ
ん
の
み
と
。
秦
軍
た
め

し

て

卒

す

。

〔

史

記

、

三

十

三

〕

。

に

却

く

。

後

、

田

畢

‘

齊

王

に

言

ひ

て

之

を

爵

せ

ん

と

七
二
九

す
る
や
、
海
上
に
隠
れ
て
終
る
。
〔
史
記
、
八
十
三
〕
。

【
魯
女
生
】
185
が
ヨ
セ
イ
後
漢
、
長
築
の
人
。
穀
を
絶
つ
こ

と
八
十
餘
年
。
日
に
日
に
少
牡
に
し
て
、
顔
色
は
桃
花

に
似
、
日
に
三
百
里
を
行
く
。
道
術
成
り
、
華
山
に
入
り

仙
去
し
た
。
〔
後
漢
書
、
一
百
十
二
下
〕
．
〔
紳
仙
偉
‘
十
〕
。

【
魯
定
公
】
186

”1ウ春
秋
、
魯
の
君
。
昭
公
の
弟
。
名
は

宋
。
誼
は
定
。
十
年
夏
、
齊
の
景
公
と
央
谷
に
會
す
。
時

に
孔
子
こ
れ
を
助
け
、
齊
侯
を
濯
れ
て
、
其
の
野
望
を

棄
て
さ
す
。
後
、
齊
よ
り
女
築
を
お
く
ら
れ
‘
君
臣
相
興

に
之
を
観
‘
三
日
朝
證
を
畷
し
た
。
在
位
十
五
年
に
し

て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

【
魯
涵
平
】
187

西
＊
？
民
國
‘
湖
南
省
寧
郷
縣
の
人
。
字

は
詠
安
。
湖
南
牌
雛
學
堂
卒
業
。
武
昌
革
命
起
る
や
革

命
軍
に
投
じ
、
湖
南
に
在
り
、
一
九
二
六
年
以
来
北
伐

軍
に
従
ひ
第
二
軍
長
と
な
り
、
累
進
し
て
湖
南
省
主

席
・
武
漢
衛
戌
司
令
等
と
な
っ
た
が
、
所
謂
湖
南
事
件

を
惹
起
す
。
後
、
江
西
省
主
席
‘
浙
江
省
立
席
等
に
攀
げ

ら
れ
、
軍
事
参
議
院
副
院
長
と
な
る
。

【
魯
鐵
面
】
188

和
ッ
メ
ン
明
、
魯
穆
(
1
2
7
)

の
綽
琥
°

【
魯
得
之
】
189fO
ク
’
清
、
錢
塘
の
人
。
嘉
興
に
僑
居
す
。
字

は
孔
孫
。
琥
は
千
岩
。
書
・
墨
竹
董
に
巧
で
あ
っ
た
。
晩

年
右
手
不
自
由
と
な
り
、
左
手
で
風
竹
を
書
き
‘
尤
も

お
も
む
き
が
あ
っ
た
。
〔
國
朝
香
獣
類
徴
‘
四
百
二
十

三
〕
・
〔
清
壷
家
詩
史
、
甲
、
下
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
、

一〕。

【
魯
徳
照
]190

ザ
苫
葡
萄
牙
の
耶
蘇
會
士

Sernedo,

A
l
v
a
r
e
 
d
e

セ
メ
ド
の
漢
名
。
西
紀
一
千
八
年
印
度

に
来
り
、
ゴ
ア
に
學
ん
だ
後
、
萬
暦
十
一
年
南
京
に
来

る
。
一
度
マ
カ
オ
に
送
ら
れ
た
が
、
泰
昌
元
年
、
ま
た
浙

江
省
に
来
り
、
杭
州
・
江
西
・
江
南
・
嘉
定
・
上
海
等
に
布

教
し
、
西
安
府
に
行
っ
て
は
大
秦
景
教
流
行
中
國
碑
を

視
察
し
て
天
下
に
紹
介
し
、
崇
繭
二
年
一
度
饉
國
し
た
。

順
治
元
年
再
び
渡
支
し
、
専
ら
廣
東
に
住
ん
で
布
教
に

従
ふ
。
順
治
十
五
年
同
地
に
歿
し
た
。
著
に
R
e
l
a
c
a
o

d
e
 
p
r
o
p
a
g
a
c
a
o
 
d
e
 
fe 
n
o
 
r
e
g
n
o
 
d
a
 
C
 hinae・ 

outros, 
a
d
a
c
e
n
t
e
s
,
 
M
a
d
r
i
d
 1
6
4
1

が
あ
る
。

【
魯
邦
彦
】
191

や
ウ
ゲ
ン
明
、
唯
州
の
人
。
字
は
鄭
卿
。
嘉

5
 

靖
の
進
士
。
官
は
行
人
。
後
、
門
を
杜
し
、
経
術
に
潜

心
し
、
名
行
を
以
て
推
重
せ
ら
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
ニ

323
 

百
八
十
七
〕
。

1



(46013・ ・192)一 (46020)

【
魯
伯
能
】
100t
ク
A
’
宋
、
安
吉
の
人
。
博
學
彊
記
、
九
歳
、
【
魯
陽
公
】
翌
唸
戦
國
の
人
。
韓
と
戦
ひ
、
戦
た
け
な

五
経
に
通
じ
、
日
t
萬
言
を
讀
む
。
家
‘
貧
し
く
、
夜
、
月
は
に
し
て
、
日
暮
れ
ん
と
す
。
文
を
取
っ
て
磨
き
、
日
、

光
に
乗
じ
て
誦
讀
し
、
旦
に
達
す
。
官
は
慮
州
太
守
。
生
為
に
反
る
こ
と
三
含
な
り
と
い
ふ
。
〔
尚
友
録
‘
十
五
〕
。

平
‘
嗜
好
な
く
‘
惟
；
翰
墨
を
以
て
自
ら
娯
し
む
。
文
集
‘
【
魯
雨
生
】
204

炉
ヤ
ウ
セ
イ
叔
孫
通
が
魯
の
諸
生
三
十
餘
人

三
百
餘
倦
が
あ
る
。
〔
南
宋
書
、
六
十
三
〕
。
を
徴
し
た
時
に
應
じ
な
か
っ
た
二
人
。
魯
國
雨
生
(
5
0
)

【
魯
比
康
】
193

芥
川
の
名
。
伊
太
利
の
一
小
河
。
ア
ド
を
見
よ
。

リ
ヤ
海
に
注
ぐ
。

R
u
b
i
c
o
n
の

昔

繹

。

【

魯

璽

光

】

205

が
窃
魯
の
霊
光
殿
を
い
ふ
。
漢
の
景
帝
の

【
魯
問
公
】
194
努
n
．
ウ
春
秋
、
魯
の
君
。
荘
公
の
子
。
名
は
程
姫
の
子
、
魯
の
恭
王
、
宮
殿
を
多
く
作
り
、
皆
毀
壌
し

啓
゜
謡
は
問
。
一
に
景
帝
の
緯
を
避
け
て
名
を
開
に
作
た
が
、
璽
光
殿
だ
け
が
後
ま
で
残
っ
て
ゐ
た
。
轄
じ
て
‘

り
、
又
、
問
公
を
滑
公
に
作
る
。
在
位
二
年
に
し
て
、
哀
學
問
あ
る
老
成
の
人
物
を
い
ふ
。
〔
王
延
壽
、
魯
璽
光

姜
と
弟
、
慶
父
に
殺
さ
る
。
〔
史
記
‘
三
十
三
〕
。
殿
賦
〕
自
1
1

西
京
未
央
建
章
之
殿
玉
皆
見
,
,
!
!
$
壊
エ
而
璽
光

【
魯
武
公
】
195

ぢ
ゥ
周
、
魯
の
君
。
名
は
敷
。
盆
は
武
。
藉
然
獨
存
。

奨
仲
山
甫
の
諫
言
を
巖
か
ず
、
少
子
戯
を
立
て
て
太
子
〖
魯

I露
寧
牛
殿
賦]
2
0
6

戌
バ
戎
ゥ
文
章
の
名
。
後
漢
‘
王

と
し
た
。
在
位
十
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。
延
壽
作
。
文
選
巻
十
一
に
載
す
。
〔
王
延
壽
、
魯
璽
光

【
魯
風
畦
】
19670
匁
唐
の
宣
宗
が
孔
子
の
履
に
倣
つ
て
殿
賦
序
〕
魯
璽
光
殿
者
、
蓋
景
帝
程
姫
之
子
、
恭
王
餘
之

作
っ
た
桂
。
〔
清
異
録
〕
唐
宣
宗
令
L

倣
―
―
孔
子
履
玉
ぞ
魯
所
d

立
也
、
初
恭
王
始
都
―
―
下
國
五
好
治
1

一
宮
室
i

遂
因
-
l

魯

風
畦
盆
十
相
諸
王
‘
微
殺
真
式
盆
ば
竺
違
王
履
↓
僭
基
兆
―
而
螢
焉
、
遭
11

漢
中
微
、
盗
賊
奔
突
ご
ぎ
西
京

【
魯
文
公
】
197

ぢ
n
，
ウ
春
秋
｀
魯
の
君
。
僭
公
の
子
。
名
は
未
央
建
章
之
殿
ご
官
見
二
窟
壌
一
而
璽
光
籍
然
獨
存
、
意

興
。
誼
は
文
。
即
位
し
て
三
年
、
晉
に
朝
し
た
。
嘗
て
誓
者
登
非
』
紳
明
依
憑
支
持
、
以
保
-
l

漢
室
1

者
土
也
、
然
其

を
鍼
に
破
り
、
長
秋
喬
如
を
捕
虜
に
し
た
。
在
位
十
八
規
矩
制
度
、
上
應
―
―
星
宿
｛
亦
所
ー
ー
以
永
安
一
也
、
予
客
レ

年

に

し

て

卒

す

。

〔

史

記

、

三

十

三

〕

。

自

11

南
鄭
二
訊
―
―
藝
於
魯
三
観
如
斯
而
胎
日
、
嵯
乎
詩
人
之

【
魯
平
公
】1
9
8
F
り
コ
，
ウ
戦
國
‘
魯
の
君
。
穆
公
四
世
の
孫
。
興
、
感
レ
物
而
作
、
故
冥
斯
頌
レ
僭
、
歌
→
—
其
路
寝
盃
而
功
績

名
は
叔
。
又
、
旅
に
作
る
。
誼
は
平
。
孟
子
を
引
見
せ
存
11

乎
酔
ご
墨
音
昭
―
―
乎
臀
云
物
以
レ
賦
願
、
事
以
レ
頌
宣
、

ん
と
し
て
‘
嬰
人
威
倉
に
祖
ま
れ
て
果
さ
ず
。
在
位
三
匪
レ
賦
匪
レ
頌
、
牌
何
遠
焉
。

十
二
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。
〖
教
品
更
讀
魯
霊
光
殿
賦
J
2
0
7
咋
窃
桜
荘
勺
；
劉

【
魯
穆
公
】
199

”,
・
ウ
戦
國
‘
魯
の
悼
公
の
孫
。
名
は
顧
。
威
碩
が
侍
妾
に
魯
璽
光
殿
賦
を
誦
せ
し
め
た
故
事
。

又
、
不
術
に
作
る
。
誼
は
穆
。
又
、
謬
に
作
る
。
公
儀
休
〔
世
説
新
語
補
、
汰
修
〕
劉
威
碩
在
J

蜀
、
車
服
飲
食
、
琥

に
政
を
任
じ
、
子
思
を
尊
證
し
た
。
在
位
三
十
三
年
に
為
二
修
靡
玉
侍
妾
散
十
‘
能
為
―
―
臀
築
玉
悉
教
泊
叩
1

一
讀
魯
璽

し

て

卒

す

。

〔

史

記

、

三

十

三

〕

。

光

殿

賦

-

【
魯
謬
公
】
200

ぢ
n
，
ウ
魯
穆
公
(
1
9
9
)
を

見

よ

。

【

魯

寮

子

】

208
匹

K
ゥ
繹
元
皓
の
統
。
繹
大
潮
(
1
1
-
4
0
1
2
9

【
魯
漫
漢
】
201

竺
ン
も
と
、
人
名
。
輯
じ
て
、
馬
鹿
者
。
〔
北
：
9
8
)
を
見
よ
。

史
‘
楊
惜
傭
〕
憎
聞
不
,
,
以
為
ヮ
意
‘
其
聰
記
強
識
、
半
面
【
去
レ
魯
歌
】
209

ぢ
サ
ル
，
孔
子
が
魯
の
宰
相
の
時
、
齊
よ

不
レ
忘
、
云
云
、
有
1

一
選
人
魯
漫
漢
ご
自
言
、
猥
賤
獨
不
レ
り
女
築
を
送
っ
て
来
た
。
季
桓
子
が
こ
れ
を
受
け
て
政

見
レ
識
‘
惜
日
‘
卿
前
在
1

一
元
子
思
坊
玉
騎
11

禿
尾
草
纏
盃
経
を
聰
か
ず
‘
郊
の
祭
を
行
つ
て
謄
俎
を
大
夫
に
致
さ
な

見
レ
我
不
レ
下
、
以
1

一
方
麹
郭
面
盃
色
何
不
レ
識
レ
卿
、
漫
漢
か
っ
た
の
で
‘
孔
子
は
魯
を
去
り
‘
其
の
時
‘
歌
っ
た
歌
。

驚
服
、
又
調
ら
之
曰
、
名
以
定
レ
糧
、
漫
漢
果
自
不
レ
虚
。
〔
史
記
、
孔
子
世
家
〕
孔
子
年
五
十
六
‘
由
1

一
大
司
寇
1

行二

【
魯
明
善
】
202

”
イ
ゼ
ン
元
、
畏
吾
兒
の
人
。
魯
氏
に
養
は
れ
撮
相
事
コ
右
云
、
桓
子
卒
受
,
,
齊
女
築
さ
一
日
不
レ
麗
レ
政
、

て
魯
を
姓
と
す
。
名
は
鐵
柱
。
字
を
以
て
行
は
る
。
官
は
郊
又
不
レ
致
―
―
膳
俎
於
大
夫
一
孔
子
遂
行
、
宿
1

一
乎
屯
「
而

壽
州
の
監
。
著
に
農
桑
衣
食
撮
要
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
師
已
送
曰
、
夫
子
則
非
レ
罪
‘
孔
子
日
、
吾
歌
可
夫
、
歌

要

‘

一

百

二

〕

。

日

、

彼

婦

之

口

、

可

―

―

以

出

走

な

仮

婦

之

謁

、

可

ー

ー

以

死

敗

一

魚

部

〔
四
董
〕

魯

鮫

糾

鉦

飩

鰐

炉

師

【鉦】
i

ヮ
ヴ
〔
集
韻
〕
雨
方
切
即
i

【斜】』
魚
の
名
。
〔
篇
海
〕
糾
‘
斗
魚
。

コ
ク
ゴ
ク

〔
篇
海
〕
胡
谷
切
園
i

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮫
、
魚
名
。

O
文
魚
。
一
誼

に
、
と
び
の
う
を
。
〔
正
字
通
〕
鮫
‘
按
‘
埠
雅
廣
要
、

依
鰻
鱗
細
有
花
文
―
―
名
文
魚
、
撼
社
窯
虫
文

魚
之
改
為
レ
鮫
、
猶
ー
一
人
魚
之
改
為
＞
臥
也
、
一
説
、

即
文
鮨
魚
。

【
蚊
書
棲
】1
席
s
•

室
名
。

清
、
迂
啓
淑
(
8
-
1
7
1
5
4
:
 2
0
8
)

の

【
蚊
】
如
竺
〔
集
韻
〕
無
分
切

E
{

蓋
優
哉
遊
哉
、
維
以
卒
レ
歳
。

【
魯
衛
之
政
】
210

芸
"
”
卜
魯
國
は
周
公
の
後
、
衝
國
は

康
叔
の
後
で
、
元
来
が
兄
弟
の
國
の
上
に
共
に
國
衰
ヘ

胤
れ
、
政
も
ま
た
相
似
て
ゐ
た
の
で
、
物
の
相
似
て
甲

乙
の
な
い
こ
と
を
い
ふ
。
魯
衛
之
政
兄
弟
也
を
見
よ
。

〖
魯
衛
之
政
兄
弟
也
冒
”
“
”
#
”
リ
ゴ
ょ
魯
と
衛
と

の
政
事
は
兄
弟
で
あ
る
。
共
に
、
よ
く
相
似
て
ゐ
た
か

ら
い
ふ
。
〔
論
語
、
子
路
〕
子
日
、
魯
衛
之
政
兄
弟
也
。

〔
集
解
〕
包
咸
曰
、
魯
周
公
之
封
‘
衝
康
叔
之
封
、
周
公
康

叔
既
為
―
―
兄
弟
ご
康
叔
睦
於
周
公
ご
共
國
之
政
‘
亦
如
＝

兄
弟
↓

【
魯
公
子
般
】
212

窃
ン
ハ
ノ
春
秋
、
魯
の
人
。
荘
公
の
子
。

長
じ
て
梁
氏
の
女
を
悦
ぶ
。
薗
人
榮
｀
瞳
外
よ
り
梁
氏

の
女
と
戯
れ
る
を
見
、
怒
つ
て
榮
を
鞭
つ
。
荘
公
卒
す

る
に
及
ん
で
、
季
友
に
立
て
ら
れ
て
公
と
な
る
。
尋
い

で
黛
氏
に
次
し
、
兄
、
慶
父
の
命
を
受
け
た
榮
に
試
せ

ら
る
。
〔
史
記
、
三
十
三
〕
。

〔
集
韻
〕
作
答
切
固
i

p
.
Y
 
tsa' 

〔
集
韻
〕
霜
夷
切
甲
-

日
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
師
‘
魚
名
。
口
魚
の
名
。
老

魚
。
一
説
に
、
毒
の
あ
る
魚
。
鰤
（
1

2
ー

4

8

8
1
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
老
魚
、
一
説
、
出
↓
1

歴
水
云
食
レ

之
殺
;
人
‘
或
省
。
謄
か
ま
す
。
海
魚
の
一
。

冨】一
口シ
日
サ
ブ

厨
】
如
ロ

鑢
(
U
!
-
4
6

go)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
炉
‘
俗
鑢
字
。

窮
】
〗コ
鯖
(
1
8
-
4
6
0
1
7
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鰐
、
同
ふ
咤

日
嘗
鮪
は
、
海
魚
の
名
。
ひ
ら
こ
の
し
ろ
。
ひ
ら
。

〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
絡
‘
嘗
顛
。
〔
注
〕
海
魚
也
、
似
レ
蝙

而
大
鱗
‘
肥
美
、
多
レ
鰊
。
〔
集
韻
〕
鯉
、
一
曰
、
出

有
レ
時
‘
呉
人
以
為
レ
珍
、
卸
今
時
魚
。
口
魚
の

名
。
鰻
(
1
2
ー

4
6
5
7
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰻
‘
魚

名
、
似
レ
鮎
、
或
作
レ
顛
。

【
鮨
絡
】
1

ゲ
魚
の
名
。
ひ
ら
こ
の
し
ろ
。
ひ
ら
。
嘗
簸
。

〔
爾
雅
‘
繹
魚
、
鰭
嘗
顛
、
注
〕
海
魚
也
、
似
＞
鱚
而
大
、
鱗

肥
美
、
多
レ
鰊
、
今
江
東
呼
"
其
最
大
長
三
尺
者
―
為
―
―
嘗

壁
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
郭
以
レ
此
為
ー
ー
海
魚
面
即
今
登
莱
人

呼
紅
絡
魚
露
祠
洛
急
云
云
‘
鯉
絡
．
鰤
魚
、
賓
一

類
、
出
―
―
於
江
海
l

為
レ
異
耳
。

且旦

冨】如

〔
集
韻
〕
洪
孤
切
回
i

／
 
r
x
 h
u
2
 

〔
集
韻
〕
胡
故
切
暉
1-

し
ぴ
。
王
(
7
ー

2
0
8
2
3
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
妊
‘
魚

名
、
鮪
也
。
〔
正
字
通
〕
虹
‘
王
鮪
、
本
作
レ
王
、
王

作
レ
虹
誤
。

七
三
〇

13326 



(46021)一 (46034・・1)

＂ 
魚
立
口

〔
四
ー
|
五
蓋
〕

鮪

紡

筋

納

鮫

鮒

餅

舷

鮫

統

鮒

飼

訥

鯉

小

揃

〇

お

し

き

う

を

。

淡

水

魚

の

勤

豪

鰭

文

一

。

身

廣

＜

薄

く

‘

鱗

細

か

く
‘
色
宵
白
‘
味
美
。
膀
(
1
2
|

4

g

 

71)
に
同
じ
。

〔
説
文
〕
紡
、
赤
尾
魚
也
、
炊
レ
魚
方
瞥
、
膀
、
箱
文

勧
八
レ
帝
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
紡
、
経
。
〔
注
〕
江
東
呼
ニ

紡
魚
1

為
レ
蝙
。
〔
義
疏
〕
蝙
・
紡
・
経
、
倶
臀
相
轄
。

〔
正
字
通
〕
紡
、
紡
魚
、
小
頭
縮
項
‘
濶
腹
弯
脊
、
細

鱗
色
青
白
‘
腹
内
肪
甚
腔
゜
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶

魚
疏
〕
紡
今
伊
洛
清
穎
紡
魚
也
、
廣
而
薄
肥
、
括

而
少
レ
カ
、
細
鱗
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
采
緑
〕
維
紡
及
レ

嶼
。
●
姓
。
〔
姓
氏
急
就
篇
〕
漢
有
二
紡
山
涵
四
か
が

み
だ
ひ
。
か
が
み
う
を
。
又
‘
ま
と
う
だ
ひ
。
ま
と

う
を
。
共
に
海
魚
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
魚
部
‘
紡
〕
。

【
紡
魚
】
1

り
;

0
魚
の
名
。
和
名
、
お
し
き
う
を
。
淡
水

に
住
む
。
〔
爾
雅
、
秤
魚
〕
紡
、
胚
。
〔
注
〕
江
東
呼
―
―
紡
魚
1

為
レ
蝙
、
一
名
経
。
〔
正
字
通
〕
紡
魚
、
小
頭
縮
項
、
濶
腹
弯

脊
、
細
鱗
色
腎
白
、
腹
内
肪
甚
朕
。

O
海
魚
の
名
。
え
ひ
。

憂
濁
に
産
す
。

〖
紡
魚
柏
尾
〗2
＿
砕5
,
紡
の
尾
は
白
い
が
、
今
其
の

赤
い
の
は
努
す
る
こ
と
の
甚
し
い
故
で
あ
る
。
人
の

芳
苦
の
甚
し
い
喩
゜
〔
詩
、
周
南
‘
汝
墳
〕
紡
魚
柏
尾
、
王

室
如
レ
熾
‘
雖
―
-RiJ
如
p

熾
、
父
母
孔
邁
。
〔
傭
〕
頼
、
赤
也
、

魚
努
則
尾
赤
‘
熾
、
火
也
。
〔
集
傭
〕
紡
尾
本
白
‘
而
今
赤

〔
集
韻
〕
撫
吻
切
戸
〗

〔
集
韻
〕
符
分
切
中
{

〔
集
韻
〕
芳
問
切
呻

U
 .f 

fen' 

小
日
口
え
び
。
〔
説
文
〕
紛
‘
餅
魚
也
、
出
ニ

豪
蔽
邪
頭
國
ず
爪
レ
魚
分
瞥
゜
〔
爾
雅
、
繹

動
魚
〕
餅
‘
蝦
゜
〔
疏
〕
紛
魚
、
一
名
蝦
゜
〔
祁
鈴
行
義

疏
〕
説
文
‘
紛
‘
魚
名
、
出
二
蔽
邪
頭
國
盃
御
覧
引
ニ

廣
志
一
云
、
斑
文
魚
出
二
激
國
一
猷
―
―
其
皮
五
魏
略

云
‘
激
國
出
1

一
斑
魚
皮
「
漢
時
恒
猷
レ
之
‘
然
則
斑

魚
即
紛
魚
、
紛
・
斑
臀
近
。
国
小
さ
い
魚
。
又
‘
魚

の
名
。
鯰
(
1
2
-
4
6
2
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
総
、
魚

小
曰
レ
鯰
‘
一
日
‘
魚
名
‘
或
省
。

窮
】
〗国口日

フプフプフ
ンンンンン

則
努
甚
癸
°

【
紡
鰈
】
3

か
四
大
魚
を
い
ふ
。
一
説
に
、
鰈
は
魚
の
子

で
、
紡
鰈
共
に
魚
の
制
し
易
き
も
の
を
い
ふ
と
。
〔
詩
‘

齊
風
、
散
筍
〕
敵
筍
在
レ
梁
‘
其
魚
紡
鰈
゜
〔
博
〕
鰈
、
大

ふ
ぐ
。
河
豚
。
も
と
蛛
に
作
る
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鮪
‘
本
作
レ
蛛
゜
〔
説
文
〕
鯨
‘
魚
。
〔
箋
〕
鰈
魚
子
也
、
紡
也
、
鰈
也
、
魚
之
易
レ
制
者
。

髄
ぃ

蛛
魚
也
、
出
1

一
柴
浪
濡
國

wハ
レ
魚
宋
臀
゜
〔
山
海
経
、
【
紡
嶼
】
4

芥
大
魚
を
い
ふ
。
一
説
に
、
嶼
は
紡
に
似
て

北
山
経
〕
敦
水
出
焉
、
東
流
注
二

f
雁
門
之
水
石
其
弱
鱗
な
り
と
い
ひ
‘
小
さ
い
魚
。
〔
詩
‘
齊
風
、
散
筍
〕
載

筍
在
レ
梁
‘
其
魚
勧
嶼
。
〔
傭
〕
紡
嶼
‘
大
魚
。
〔
箋
〕
嶼
‘
似
レ

紡
而
弱
鱗
゜
〔
幡
、
内
則
〕
紡
嶼
柔
‘
雛
燒
、
雉
競
無
レ
蓼
゜

中
多
師
鮪
之
應
食
レ
之
殺
な
人
。
〔
箋
疏
〕
鮪
‘
一

〔
疏
〕
紡
嶼
柔
者
、
紡
・
鱗
一
魚
‘
皆
丞
"
熟
之
一
〔
古
栗
府
、

曰
鱈
魚
‘
一
名
鱒
鰈
一
名
江
豚
゜

枯
魚
過
河
泣
〕
作
レ
書
興
一
砺
云
竺
相
教
慎
二
出
入
一
〔
孫

池
、
宰
相
及
百
官
定
二
昆
明
池
旬
宴
―
序
〕
紡
嶼
甫
甫
、

鳥
＃
鷲
翼
翼
゜

【
鮪
駄
i

】5
ぢ
魚
の
名
。
紡
魚
に
同
じ
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕

紡
‘
経
。
〔
注
〕
江
東
呼
二
紡
魚

g曰
レ
蝙
‘
一
名
胚
゜

【
紡
錦
】
6

ぢ
魚
の
名
。
背
部
は
淡
黒
色
、
腹
部
は
白

v
、
罷
側
に
班
貼
が
あ
る
。
肉
は
白
色
で
味
淡
泊
。
こ
と

ひ
き
。
竹
変
魚
。

【
紡
鰻
】
7

店
魚
の
名
。
お
し
き
う
を
や
う
な
ぎ
。
〔
詩
‘

小
雅
、
魚
麗
〕
魚
麗
l
f
囮
紡
鰻
‘
君
子
有
レ
酒
多
且
旨
゜

〔
博
〕
鰻
‘
銅
也
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
然
後
釣
動
譴
息

【
勤
鮪
】
8

席
魚
の
名
。
紡
錦
(

6

)

に
同
じ
。

L

銀
紬
一

冨
】
〗ハーウバ，ウ
〔
集
韻
〕
符
方
切／ 
亡
尤

門

冨
t
】
岬

ハ
イ

集
韻
〕
博
蓋
切
康
g

吐
鮫
は
‘
だ
ぼ
は
ぜ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鮫
‘
吐
鮫
‘

魚
名
、
一
名
、
杜
父
‘
詳
Ii

拗
字
↓

霰
]
〗7
〔
中
華
大
字
典
〕
讀
若
レ
父

霰
】
〗シ
抵
(
1
2
-
4
6
0
5
0
)

に
同
じ
。
〔
五
音
篇

海
〕
舷
、
同
レ
抵
。

冨
t
]
岬

救
御
史
劉
光
復 音未
詳

人
名
。
〔
字
彙
補
〕
餅
、
音
未
詳
‘

人
名
‘
萬
暦
時
、
宗
人
克
妍
‘
疏

魚
の
名
。
鑢
(
1
2
ー

4
6
6
0
0
)

の
別
種
。
〔
間
中
海
錯

疏
〕
鮒
魚
‘
鑢
之
別
種
‘
圃
厚
短
盛
‘
味
豊
、
滝
泉

有
レ
之
。

【
鮒
】
〗
ゴ

字
彙
補
〕
昔
午

ゥ

日

憔

(
7ー

1
9
4
1
0
)
に
同
じ
。
〔
字

霰
】
〗
ニ
パ
r
i

ゥ
彙
補
〕
鰍
、
懇
憔
同
。
口
鰍

(
1
2

|
 4
6
3
3
1
)

の
調
字
。
〔
康
煕
字
典
〕
鰍
‘
鰍
字
之
識
。

冨
i】
[
”
7バ
0゜
い
託
[
〗
[

鋭
也
。
〔
集
韻
〕
納
‘
魚
名
‘
貌
也
‘
似
レ
鮎
四
足
‘
臀
如
二
嬰

兒
↓
郭
環
説
、
或
作
レ
鯖
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
傭
〕
黒
畠
触

納
〔
注
〕
集
解
曰
‘
徐
廣
日
‘
納
‘
昔
納
‘
一
作
レ
嶋
〔
漢
書
‘

司
馬
相
如
偲
上
‘
昂
昂
鯰
鰤
‘
注
〕
郭
環
曰
‘
鯖
‘
鋭
魚
也
‘

似
レ
鮎
有
二
四
尺
涵
臀
如
―
嬰
兒
＾
●
鰤
(
1
2
-
4
6
3
8
9
)

に
通

ず
。
〔
廣
韻
〕
鮎
‘
魚
名
、
似
レ
鼈
‘
無
レ
甲
有
レ
尾
、
口
在
―
―
腹

下
面
勝
＜
ぢ
ら
。
鯨
(
1
2
-
4
6
2
5
7
)

に
同
じ
。
〔
和
玉
篇
〕
。

ダ
4
7

【
紛
穴
】
1

荏

越
後
國
の
地
名
。

七
三
一

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯉
‘
魚
名
。

0
か
さ
な
り
な

ら
ぶ
さ
ま
。
鯉
鰈(
2
)
•
鯉
餘
(

1

)

を
見
よ
。

【
鯉
鰊
】
1

誘
装
飾
の
重
な
る
さ
ま
。
〔
濡
岳
、
笙
賦
〕
駈

田
撒
擢
‘
鯉
妹
参
差
。
〔
注
〕
善
日
‘
鯉
峠
‘
装
飾
衆
貌
。

【

鯉

】

岬

[
7
7

〔
集
韻
〕
轄
甲
切
臨
i

／
 

T
-
y
 h
s
i
a
'
 

日
ど
ぶ
が
ひ
゜
〔
説
文
〕
鮒
‘
蛙
也
、
少

’

魚

丙

賛

〔

段

注

〕

蛙

者

蜃

属

亦

名

レ

鮒
。
口
贔
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮒
‘
品
名
。

ィ
〔
集
韻
〕
補
永
切
躊

ヘ

3

日
ヒ
ャ
ヴ

〔
集
韻
〕
白
猛
切
躍
g

，ヽウ
ピ
ぷ
｀
，
ウ

□ノ

冨
i
]
螂

〔
集
韻
〕
寒
歌
切
卿
g

〔
集
韻
〕
買
我
切
芦
⑱

日
ふ
ぐ
。
〔
廣
雅
、
秤
魚
〕
鰍
緻
飼
也
。
〔
疏
證
〕

河
豚
善
怒
‘
故
謂
―
―
之
鮭
ガ
念
庄
之
飼
ぶ
注
之
言
‘

悪
、
飼
之
言
‘
詞
。
ロ
―
つ
け
う
を
。
す
ざ
か
な
。
〔
集

韻
〕
飼
、
鮮
也
、
南
越
日
レ
飼
。

冨
[
】
[
□ 日
カガカ 冒

I
鼠

国】蜘
諷

な

ま

づ

柔
魚
(

6

|
1
4
6
2
2
 :
 2
3
)

を
見
よ
。

冨
一
】
[
ふ
〔
辟
海
〕
讀
匿
尤
°

一又

yu'

13327 
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小
●
お
ほ
な
ま
づ
。
〔
説
文
〕
胚
、
大
護

＇
豪
也
、
其
小
者
多
銚
、
ハ
レ
魚
杢
臀
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
経
、
今
饒
魚
之
大
者
。
〔
爾
雅
‘
繹

魚
〕
経
、
大
鰻
。
〔
注
〕
鰻
似
レ
鮎
而
大
、
白
色
。
●
お

し
き
う
を
。
或
は
鮮
(
1
2
|
 4
6
1
0
6
)
に
作
る
。
〔
爾

冤
】
〗
ク

窮

】

岬

虹

〔
集
韻
〕
貧
悲
切
図

／
 

父
I

p
'
i
2
 

【
鉗
】
〗

あ
か
が
ひ
゜
鉗
(
1
0
ー

3
2
9
2
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鉗
‘
蛤
也
、
或
ハ
レ
虫
。
〔
集
韻
〕
鉗
、
蛙
圏
‘
魁
陸
也
、

横
函
寄
盆
竺
五
味
自
充
、
泡
則
羞
‘
或
ハ
レ
魚
。

カ
ン
ガ
ン

〔
集
韻
〕
胡
甘
切
園
i

舵（
1
2

|
 4
6
0
3
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
一
【
鮮
】
i

ひ
ら
め
。
版
魚
。
〔
玉
篇
〕
鮮
、
魚
名
。

舵
、
或
作
レ
鮪
゜

ヘ
イ
ビ
ャ
，
ウ

〔
字
彙
〕
符
兵
切

圏

シ
•
ウ

ジ
•
ユ

日

小
●
な
ま
づ
。
〔
説
文
〕
舵
、
鮎
也
、
ハ
漁

骰
豪
宅
繋
。
●
す
な
ふ
き
。
は
ぜ
。
〔
爾
雅
‘
【
細
】
i

口
イ
ヴ

秤
魚
〕
紫
、
蛇
。
〔
正
字
通
〕
舵
、
即
小
沙
魚
別
名
。

●
或
住
醗
(
1
2
|
 4
6
0
4
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蛇
‘
日
.
は
や
。
は
え
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鮒
‘
黒
錨
゜
〔
注
〕

或

作

レ

範

。

即

白

篠

魚

、

江

東

呼

為

レ

鮒

。

●

い

か

。

〔

集

韻

〕

【
鮭
】
〗

【
蛇
魚
】
1

ヤ

●

羅

(UI

,gg)の
異
名
。
〔
本
草
‘
罷
鮒
‘
魚
名
、
烏
賊
也
。
口
紬
(
1
2
|
 4
6
0
6
6
)
に
同

龍
〕
繹
名
、
舵
魚
、
土
龍
、
蔵
器
日
、
本
経
舵
魚
合
―
―
改
作
＞
じ
。
〔
玉
篇
〕
鮒
‘
魚
也
、
或
作
レ
紬
゜

量
勇
叩
如
レ
龍
、
臀
甚
可
レ
畏
、
長
一
丈
者
、
能
吐
レ
氣
【
鮒
魚
】
1

杉
魚
の
名
。
は
や
。
は
え
。
〔
本
草
‘
鰊
魚
〕
繹

序
雲
致
レ
雨
、
既
是
龍
類
、
宜
レ
去
―
―
其
魚
↓
〇
魚
の
名
。
名
、
白
脩
‘
黛
魚
‘
鯛
魚
、
時
珍
日
‘
鱗
條
也
、
繁
梁
也
‘
鮒
‘

す
な
ふ
き
。
〔
本
草
‘
黛
魚
〕
糟
名
、
舵
魚
、
吹
沙
‘
沙
溝
囚
也
、
條
、
其
状
也
‘
菜
‘
其
色
也
‘
囚
‘
其
性
也
‘
集
解
、
時

魚
‘
沙
蝠
、
時
珍
曰
‘
此
囲
海
中
沙
魚
五
乃
南
方
埃
澗
中
珍
曰
‘
鰈
生
,
,
江
湖
中
ぶ
伍
祉
｝
、
長
僅
散
寸
、
形
狭
而
扁
‘

小
魚
也
、
居
t

―
沙
溝
中
盃
入
レ
沙
而
溜
‘
云
云
‘
舵
者
肉
多
状
如
-
l

柳
葉
五
鱗
細
而
整
‘
潔
白
可
レ
愛
‘
性
好
ー
一
軍
涌
↓

形
圃
‘
陀
陀
然
也
。

【
鰊
】
〗

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鰊
、
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鰊
、
按
‘

雑
俎
、
南
海
有
―
―
水
族
「
前
左
卿
長
、
右
卿
短
‘
ロ

在
11

脅
労
背
上
本
吊
以
二
左
脚
捉
レ
物
、
虞
―
於
右

脚
一
右
脚
中
有
レ
歯
、
哨
レ
之
内
1
1

於
ロ
一
大
三
尺

餘
‘
其
臀
北
北
、
南
人
呼
為
1
1

海
戒
一
撮
1
1

此
説
正
鰊

キ
4
n
コ
日

ヶブ

【
触
〗[
9プコ，7
国

〔
集
韻
〕
丘
於
切
固
i

〔
集
韻
〕
託
盆
切
函

〔
集
韻
〕
迄
業
切
串
g

【
鮮
鰈
】
2
"
7
7

鱗
の
多
く
拉
ん
だ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
鰐

鰈
‘
鱗
次
衆
多
也
。 魚

部

〔
五
畳
〕

チ
ユ
ッ

ヂ
．
ユ
チ

〔
字
彙
〕
直
律
切

聞

短
(
1
2
-
4
6
1
4
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鮒
、
魚
名
、
或
ハ
レ
主
。

ト
ヴ

〔
集
韻
〕
徐
由
切
甲
3)

／
 

く
一
又

ch'iu'

小
日
●
か
れ
ひ
゜
〔
説
文
〕
鮭
‘
鮎
魚
也
、

賣
・
豪
ハ
レ
魚
去
臀
゜
〔
集
韻
〕
鮭
‘
一
日
、
比
目
。

●
或
は
鑢
(1110
-
4
6
4
7
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鮭
‘
或

作
レ
鑢
。
口
か
れ
ひ
。
鰈
(1110
ー

4
6
3
2
2
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鰈
‘
説
文
、
比
目
魚
也
、
或
作
レ
舷
。
曰
ぇ

ら
。
〔
集
韻
〕
鮎
‘
魚
脅
也
。
〔
山
海
経
、
南
山
経
〕
其

利
在
,
,
鮭
下
↓
〔
注
〕
亦
作
レ
脅
。

【
鮭
鱗
】
1

＾
力
か
れ
ひ
と
、
さ
ん
せ
う
う
を
。
〔
漢
書
、
司

馬
相
如
傭
上
〕
昂
昂
鮭
鯛
゜
〔
注
〕
郭
環
日
、
鮎
、
比
目
魚

也
吠
似
牛
屁
細
鱗
紫
色
雨
相
合
乃
得
レ
行
、
鯛
、
銃
【
i
証
]
-

魚
也
、
似
レ
鮎
、
有
1

一
四
足
云
臀
如
面
百
翌

夕
〔
集
韻
〕
唐
何
切
」
駆

ダ

古

X
ビ

tu0
2
 

圏屈圏

小
日
口
〇
足
が
な
く
て
う
ね
り
は
ふ
轟

賣
豪
魚
。
鰻
•
蛇
な
ど
の
類
。
〔
説
文
〕
鈴
、
晶

連
行
紆
行
者
、
ハ
レ
魚
令
臀
。
●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕

蛉
、
一
日
、
魚
名
。
国
う
ろ
こ
。
鱗
(
1
2ー

4
6
5
0
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鱗
、
説
文
、
魚
甲
也
、
或
炊
レ
令
。

【蛉】一
国□日
リリ，レリレ
' ンヤイャイ

ゥゥ

〔
集
韻
〕
離
貞
切

〔
集
韻
〕
離
珍
切

〔
集
韻
〕
郎
丁
切

、ッチ

日
3

ィイ
ロ〉
小
日
●
魚
の
躍
る
さ
ま
。
尾
を
ふ
る
ふ

賣
豪
さ
ま
。
或
は
狽
(
7ー2
2
6
6
9
)
•

綴
(
1
2

|
 
4
6
4
8
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鮫
‘
鎧
鮪
鮫
鮫
‘
炊
レ
【
秘
】
岬

魚
友
臀
。
〔
集
韻
〕
鮫
‘
或
作
レ
登
‘
亦
炊
レ
魚
。
●
魚

の
お
よ
ぐ
さ
ま
。
綴
(
1
2
-
4
6
4
8
5
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鱗
、
魚
涌
兒
、
亦
作
レ
鮫
。

O
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕

鰍
魚
名
、
似
レ
鯉
而
赤
。
口
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮫
‘

魚
名
。

聞pi'
 

小
●
ま
す
。
〔
説
文
〕
鯰
、
魚
名
、

A
レ魚

戴
豪
必
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鯰
、
鱒
。
〔
注
〕

似
1

一
蝉
子
云
盆
血
°
●
石
鯰
は
、
む
つ
。
〔
正
字
通
〕

秘
、
石
鯰
魚
、
長
一
寸
、
背
裏
腹
下
赤
、
南
人
以

作
レ
腋
。
●
お
し
き
う
を
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
、
繹
文
〕

鯰
‘
字
林
云
‘
紡
也
。

【
鯰
魚
]
1

知
5

魚
の
名
。
ま
す
。
〔
本
草
、
鱒
魚
〕
繹
名
、
鯨

魚
、
赤
眼
魚
、
時
珍
日
、
説
文
云
、
鱒
鯨
赤
目
魚
也
、
孫
炎

云
、
鱒
好
1

一
獨
行
云
尊
而
必
者
、
故
字
従
レ
尊
従
レ
必
゜

ヒ
ッ
ピ
チ

〔
集
韻
〕
簿
必
切ヽ
勺
一

貧】
i

圏

〔
集
韻
〕
房
畷
切
醐
〗

〔
集
韻
〕
蒲
撥
切

海
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鰊
、
海
魚
。
〔
字
彙
〕
鰊
、
海

魚
。
謄
●
紡
鰊
は
‘
魚
の
名
。
は
う
ぽ
う
。
●
さ
ば
。

青
魚
に
同
じ
。
鯖
゜
〔
和
玉
篇
〕
。

【
錦
】
〗
[
十
〔
字
彙
〕
符
勿
切
祝

雅
‘
秤
魚
〕
紡
、
経
。
〔
注
〕
江
東
呼
勤
魯
為
レ
蝙
‘

一
名
経
〔
祁
認
行
義
疏
〕
蝙
・
紡
・
経
、
倶
臀
相

轄
‘
紡
、
古
讀
如
レ
労
也
。
〔
集
韻
〕
蛭
‘
魚
名
‘
紡

也
‘
或
作
レ
鮮
。

【鉄】
i

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮫
、
魚
名
、
善
醒
レ
酒
。

【
鮫

iL
】1
悶
魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
〔
本
草
、
黄
穎
魚
〕
繹

名
、
黄
鰭
魚
、
黄
頬
魚
、
鮫
tL
、黄
iLo

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
紆
、
魚
名
。

ャ，ウ
了
ウ

〔
集
韻
〕
於
良
切

圃

【
貯
】
〖
チ
ョ
ヂ
ョ

〔
字
彙
〕
直
呂
切
錮
〗

鯉

鯨

鉗

経

蛉

蛇

範

鮫

鮫

鮒

鮮

紆

鰊

鯰

鮭

鰊

七
三
二

13328 
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【
鋤
】
〗

魚

部

〔
五
蓋
〕

抵

蛉

拗

紫

鰍

鉄

鉄

狐

蛛

妹

舒

鮪

飾

鮒

鮒

〔
集
韻
〕
於
九
切
宥

〔
集
韻
〕
於
軋
切

OO

〔
集
韻
〕
乙
六
切
園
『

〔
集
韻
〕
伊
尭
切
圏

小

El□
]
曰
だ
ば
は
ぜ
。
口
ひ
ろ
く
、
頭
が

蛉
策
大
き
く
、
尾
は
岐
れ
、
黄
黒
色
で
斑
貼

が
あ
る
。
〔
説
文
〕
拗
、
拗
魚
也
、
炊
レ
魚
幼
臀
‘
讀

若
レ
幽
゜
〔
段
注
〕
鱚
之
類
也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

拗
‘
字
亦
作
レ
襖
‘
幼
・
奥
一
瞥
之
轄
‘
玉
篇
‘
襖
‘
小

蛸
也
。
〔
正
字
通
〕
拗
為
二
鮒
陽
エ
ぎ
淡
澗
中
五
状

似
1

一
吹
沙
魚
而
短
‘
濶
口
大
頭
、
岐
尾
、
色
黄
黒

有
レ
斑
、
背
上
特
刺
蔽
杏
人
。
國
た
な
こ
。
〔
玉
篇
〕

曰
賃
ロ
賃
国
ヰ
ク

國
ェ
ヴ

●
み
こ
ひ
。
〔
字
彙
〕
鮮
、
魚
名
、
一
名
陽
喬
。
●
鰻

(
1
2
-
4
6
5
4
2
)

の
誤
字
。
〔
荀
子
‘
榮
辱
、
傾
鮮
者

浮
陽
之
魚
也
、
注
〕
脩
鯨
、
魚
名
、
浮
陽
、
謂
下
此
魚

好

5
g於
水
上
吟
炉
陽
也
。
〔
集
解
〕
祁
稔
行
日
、

絆
不
レ
成
レ
字
‘
疑
営
レ
為
レ
鰐
、
俗
書
、
陸
或
作
レ

体
‘
然
則
脩
鮮
郎
條
鰐
矢
。

O
胚
(
1
2
-
4
6
0
3
7
)

の
誤
字
。
〔
荀
子
、
榮
辱
、
集
解
〕
王
念
孫
日
、
騒
疑

鮮
為
二
蛭
字
之
誤
ぶ
祁
書
不
＿
字
或
作
レ
平
、
本
字
或

作
レ
本
、
二
形
相
似
、
故
軽
誤
為
レ
絆
典
。

窮】螂

〔
字
彙
〕
祈
眺
切
薦

ヶ
，
ウ
ゲ，ウ

た
ら
。
蛭
(
1
2
ー

4
6
1
0
9
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
秤
魚
〕

抵
、
鈍
也
。
〔
集
韻
〕
抵
、
魚
名
、
或
炊
レ
至
。

冠
】
[
シ

〔
集
韻
〕
稲
脂
切
甲
]

即
海
加
、
亦
魚
怪
也
。

具

パ

麗

□
シ
〔
集
韻
〕
蒋
氏
切
卿
g

日
魚
の
名
。
鯖
（1
2
~
4
6
5
7
0
)

・
紫
(
1
2| 4
6
0
5
3
)
 

に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
鰍
‘
魚
名
‘
常
以
―
―
春
時
一
出
二
九

江
一
鯖
‘
上
同
。
〔
篇
海
〕
熊
‘
亦
作
レ
鰍
°
□
魚
の

名
。
〔
集
韻
〕
餓
‘
山
海
純
‘
扮
水
多
1

一
蛾
魚
五
い
如
レ

條
而
赤
鱗
゜

冨

】

岬

〔
廣
韻
〕
祖
橙
切

己シ
國
シ国

小
日
●
え
つ
。
身
が
狭
く
薄
く
し
て
頭

董
豪
は
長
く
、
刀
形
の
海
魚
。
〔
説
文
〕
紫
、

刀
魚
也
、
欽
而
不
レ
食
、
九
江
有
レ
之
、
炊
レ
魚
此

瞥
゜
〔
爾
雅
‘
秤
魚
、
椒
鰈
刀
‘
注
〕
今
之
紫
魚
也
。

●
み
じ
か
い
。
此
n
n
(
2
ー

3
8
2
8
)
・

疵
(
7
ー

2
2
0
8
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
紫
、
段
借
為
レ
揺
、
｛
貫

伶
疵
゜
〔
方
言
、
十
〕
江
湖
之
會
、
凡
物
生
而
不
1

一長

大
「
亦
謂
1

一
之
紫
一
〔
廣
雅
‘
秤
詰
二
〕
紫
、
短
也
。

O

つ
け
う
を
。
す
ざ
か
な
。
蒸
(
1
1
0
-
4
6
1
5
6
)

に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
紫
、
段
借
為
レ
蒸
゜
〔
廣
雅
、

繹
器
〕
紫
蒸
也
。
R
或
は
鱗
(
1
1
0
-
4
6
5
7
0
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
紫
‘
或
炊
レ
齊
゜
□
口
固
国
●
魚
の
名
。

〔
集
韻
〕
紫
‘
魚
名
。

0
え
つ
。
或
は
鱗
(
1
2
-
4
6
5
7

0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紫
‘
刀
魚
也
。
〔
集
韻
〕
紫
‘
字

林
‘
刀
魚
也
‘
或
作
レ
鱗
゜

【
紫
魚
】
1

ん
ョ
魚
の
名
。
え
つ
。
〔
本
草
‘
鱗
魚
〕
秤
名
、

紫
魚
。

冤
】
〖

セ
イ
サ
イ

曰□シ

〔
集
韻
〕
将
支
切uヽ-

〔
集
韻
〕
凌
氏
切

〔
集
韻
〕
子
智
切

圏函chi' 
眠閣

集
韻
〕
自
爾
切
詞
血

〔
集
韻
〕
在
幡
切

拗
、
嶼
魚
也
。

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
舒
、
魚
名
。

冨

】

[

クコ

五
昔
集
韻
〕
荒
烏
切
頑
-

魚
の
名
。
い
は
な
。
襄
(
8
ー

2
5
6
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
窯
‘
魚
名
、
山
海
経
‘
諸
鈎
山
多
―
―
襄
魚
↓
或

作
レ
蛛
゜

【
妹
魚
】
1

が
魚
の
名
。
山
海
純
東
山
純
に
昧
魚
に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
妹
、
嘉
魚
也
、
長
身
細
鱗
、
肉
白
如
レ
玉
、

出
―
―
漢
洒
丙
穴
中
―
二
三
月
、
随
レ
水
出
レ
穴
、
八
九
月
、

逆
レ
水
入
レ
穴
、
味
頗
佳
。
〔
通
雅
、
動
物
〕
妹
魚
、
嘉
魚
也
、

蜀
人
呼
為
1

一
拙
魚
「
河
陽
呼
為
―
―
妹
魚
口
本
草
‘
嘉
魚
〕
繹

名
、
蛛
魚
、
時
珍
曰
‘
河
陽
呼
為
―
―
妹
魚
玉
豆
味
美
一
也
。

【
鰊
】
亨
辻
〔
集
韻
〕
無
沸
切
困

□
口
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
妹
、
海
中
魚
、
似
レ
飽
゜

〔
集
韻
〕
妹
、
魚
名
。

,-・・・-

鯨
........... 
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メベマバ
チッチツ

〔
玉
篇
〕
莫
結
切

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

闇⑲

冨
t
】

亨

カ

イ

い

戸

[
7冠
識
字
。
〔
正
字

大
き
い
魚
。
〔
集
韻
〕
飲
、
大
魚
。

霰
】
〗シ
ン

〔
集
韻
〕
式
荏
切
芦
ユ

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鉄
、
魚
名
。

【
鉄
】
年
[
い

〔
集
韻
〕
直
質
切
卿
5

七
三
三

A)
小
□
口
●
海
魚
の
名
。
鱗
無
く
、
尾
は
分

豪
れ
、
肉
は
ま
づ
い
。
〔
説
文
〕
鮒
、
海
魚

負
也
、
八
レ
魚
白
瞥
‘
讀
若
二
書
白
不
＞
黒
。
〔
義
證
〕
此

魚
無
レ
鱗
、
燕
尾
、
大
者
長
七
八
尺
、
肉
不
レ
美
。
●

み
こ
ひ
゜
〔
廣
雅
、
繹
魚
〕
鮒
‘
嬌
也
。
〔
疏
證
〕
今

白
魚
生
―
江
湖
中
正
鱗
細
而
白
、
首
尾
倶
昂
、
大
者

長
六
七
尺
。
参
或
は
鰍
(
1
2
ー

4
6
3
4
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鮒
‘
或
炊
レ
犬
。
茜
●
し
ろ
う
を
。
〔
和
名

類
衆
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鮒
魚
、
注
〕
之
侶
乎
。

●
が
ん
ぎ
。
か
す
べ
。
あ
か
え
ひ
の
一
種
。

、
ク
〔
集
韻
〕
薄
陪
切
声
i

ロ

ノ

／

ピ

ャ

ク

勺

こ

po'

□
)
〔
集
韻
〕
歩
化
切
謳
]

【
鮒
】
[

国
】
〗
’

鯛

(110ー

4
6
2
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鯛
‘
或
凡
レ
召
゜

テ
ウ 且

困

□
7

〔
集
韻
〕
普
故
切
頭
〗

日
い
る
か
。
鯖
(
1
2
|
 4
6
1
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

飾
‘
魚
名
、
江
豚
也
。
〔
字
彙
〕
飾
、
同
レ
鮪
゜
口
魚

の
名
。
〔
集
韻
〕
飾
、
魚
名
。

【
鮪
】
年

〔
集
韻
〕
奔
膜
切

口
鮪
鰈
は
、
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
鮪
鰈
‘
魚
名
。

□
人
名
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
闘
、
人
名
、
漢
有
1

一
鮒
鮪
↓

〔
史
記
、
五
宗
世
家
〕
子
鮒
鮪
立
。
国
鰈
鮪
は
‘
魚

の
名
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
鰈
鮪
、
魚
名
。

日
ク昂コ

ヴ
ロク

〔
集
韻
〕
學
后
切

【
鮪
】
岬

〔
集
韻
〕
恭
f
切

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

面豆固

13329 
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小
魚
の
名
。

O
鮨
魚
。
〔
説
文
〕
跛
、
簸
魚

賃
豪
也
、
炊
レ
魚
皮
贅
。
〔
玉
篇
〕
鐵
鰯
魚

也
。

O
破
魚
。
〔
集
韻
〕
跛
‘
一
日
‘
破
魚
。

O
或
は

鰍
(
1
2
-
4
6
2
5
2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紬
‘
或
凡
い
披
゜

陸
か
は
は
ぎ
。
〔
日
東
魚
譜
〕
。

書
盃
聖
其
妻
弓
氏
日
‘
吾
之
修
レ
書
、
可
レ
謂
n

一
糊
麻
入

布
袋
戻
‘
づ
氏
封
日
‘
君
於
―
―
仕
宦
面
亦
何
異
―
―
―
鮎
魚
上

竹
主
耶
、
聞
者
皆
以
為
釜
品
到
↓

占
小
な
ま
づ
。
淡
水
魚
の
一
。
〔
説
文
〕
鮎
、
【
鮎
上
】
5
1
7
ユ
姓
氏
。
〔
姓
名
録
抄
〕
。

賣
策
鰈
也
、
私
魚
占
臀
゜
〔
爾
雅
‘
秤
魚
、
鮎
、
【
鮎
並
】
6

竺
全
身
淡
黒
色
に
濃
黒
色
の
斑
貼
あ
る

魚
。
肉
甚
だ
美
味
。

[
鮎
鯰
｝
打
な
ま
づ
゜

疏
〕
孫
炎
曰
‘
鰻
、
一
名
鮎
゜
〔
六
書
故
〕
鮎
、
魚
無
レ

鱗
、
移
口
琢
頬
‘
長
須
多
レ
次
。
腫
あ
ゆ
。
淡
水
魚

の
一
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
、
鮎
、

ー
日
訂
＇
ウ
〔
集
韻
〕
桑
経
切
圏

7
 

注
〕
鮎
、
阿
由
。

ロ
名
，
ャ
ゥ
〔
集
韻
〕
函
埜
切
圏

日
●
は
え
。
は
や
。
姻
(
1
2
|
 4
6
0
4
3
)

鰍
(
1
2
ー
【
鮎
魚
】
1

サ

5

0魚
の
名
。
な
ま
づ
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
、
鮎
‘

L
糾

m」
460

サ
ヴ

4
6
1
8
0
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
鮒
‘
魚
也
‘
或
作
レ
紬
。
注
〕
別
名
鰈
、
江
東
通
呼
レ
鮎
為
レ
鰊
。
〔
疏
〕
郭
氏
云
、
別

名
鰈
江
東
通
呼
レ
鮎
為
レ
鰊
‘
案
―
―
此
経
鯉
鯖
銀
鮎
丁
含

小

Elな
ま
ぐ
さ
。
な
ま
ぐ
さ
い
。
或
は
鯉

〔
集
韻
〕
紬
‘
小
魚
‘
或
炊
レ
飲
。
●
木
に
ゐ
る
魚
。

人
曰
‘
鯉
一
名
鰻
、
孫
炎
曰
、
鱚
一
名
鮎
、
則
是
含
人
以
"
~

鯉
饂
為
二
魚
i

孫
炎
以
鱚
鮎
露
"
一
魚
面
郭
氏
以
為
,
,

iii 
(
1
2
-
4
6
2
9
3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
紐
‘

〔
通
雅
、
動
物
〕
孟
子
磯
―
―
緑
レ
木
求
＞
魚
、
以
二
其

四
魚
奢
、
如
陸
機
之
言
父
以
今
語
硫
レ
之
、
則
鯉
蜻
魚
臭
也
、
八
レ
魚
生
臀
。
〔
集
韻
〕
姓
‘
或
炊
レ
星
。
ロ
―

無
＂
有
也
、
而
苑
蜀
公
言
‘
蜀
中
賓
有

1'1

一
種
魚

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮭
、
魚
名
。
國
さ
け
。
鮭
。
〔
和
名

在
樹
上

9

如
―
女
兒
暗
;
名
日
紬
魚
芦
〗
国
魚
鰻
鮎
、
皆
異
魚
也
、
故
郭
氏
云
、
先
儒
及
毛
詩
訓
傭
、
皆

類
緊
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
、
鮭
魚
‘
注
〕
鮭
、
佐
介
。

の

名

。

〔

集

韻

〕

紬

‘

魚

名

。

謂

此

魚

有

雨

名

公

7

此
魚
種
類
形
状
有
レ
殊
、
無
レ
緑

【
紬
蝦
】
1

パ
ウ
は
や
と
え
ぴ
。
小
魚
を
い
ふ
。
〔
抱
朴
子
、
強
合
レ
之
為
―
ご
咳
是
郭
氏
所
以
異
也
。
〔
王
棋
雑
纂
、

明
本
〕
侶
細
蝦
於
跡
水
之
庄
者
、
不
レ
識
四
海
之
浩
難
奈
何
〕
破
活
鮎
魚
。
●
峡
の
名
。
責
州
省
思
南
縣
の
西

鱒
(
1
2
-
4
6
4
9
6
)

に
同
じ
。
〔
字

干
g

南
。
〔
思
南
府
志
〕
雨
崖
壁
立
、
下
有
二
孔
玉
若
鮎
魚
口
↓

長
十
餘
里
§
且
此
濶
流
膨
洋
‘
陰
不
レ
門
言
。
【

5叫
〗i
セ
ン
彙
〕
鯉
、
息
鰐
同
。
〔
山
海
経
‘
北

山
経
〕
姑
灌
之
山
、
湖
灌
之
水
出
焉
、
其
中
多
レ
鮨
。
〔
注
〕

〖
鮎
魚
口
〗2
ザ5
咤
ョ
〇
川
の
名
。
江
蘇
省
呉
江
縣
の
西

鮪
亦
鱒
魚
字
。
〔
祁
焚
行
箋
疏
〕
李
善
注
ー
王
褻
四
子
講

北
。
上
は
太
湖
を
承
け
、
北
流
し
て
呉
縣
の
界
に
入

徳
論
面
5

二
郭
氏
此
経
注
一
日
、
鱒
魚
似
レ
蛇
、
時
闇
切
‘
疑

る
。
婁
江
の
上
源
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
蘇
州
府
、

郎
今
本
注
下
脱
文
、
玉
篇
云
‘
鮪
魚
似
レ
蛇
、
同
レ
鱒
、
集

呉
江
縣
〕
鮎
魚
口
、
縣
北
十
八
里
‘
自
1

一
太
湖
1

分
流
出
レ

韻
云
、
鮨
、
上
演
切
、
昔
善
。

地。

O
地
名
。
湖
北
省
武
昌
縣
の
西
南
。
裏
河
の
江
に
入

る
虞
。
武
漢
附
近
の
要
地
。

O
n
i
e
n
'
y
i
i
'
k
'
o
u
3

相

術
家
で
口
角
の
下
に
向
つ
て
ゐ
る
も
の
を
い
ふ
。

〖
鮎
魚
淫
市
〗
こ
バ
ョ
地
名
。
湖
北
省
華
陽
縣
の
西

〖
い
:
□
[
い
[
ぇ
註
／
な
ま
ず
は
鱗
が
な
く
‘
滑
【
糾
一
】
[

ら
か
な
竹
に
は
登
り
に
く
い
が
、
薬
を
術
み
な
が
ら

善
く
高
い
と
こ
ろ
ま
で
登
る
。
困
難
を
克
復
し
て
目
的

を
達
す
る
喩
゜
〔
爾
雅
翼
、
繹
魚
‘
鰊
〕
鋏
魚
‘
云
云
‘
身
滑

無
レ
鱗
、
謂
―
―
之
鮎
魚
一
言
二
其
貼
滑
↓
也
、
一
名
鰈
魚
‘
云

云
、
今
鰊
魚
善
登
レ
竹
、
以
レ
ロ
街
レ
葉
‘
而
躍
1

一
於
竹
上
一

大
抵
能
登
な
向
‘
其
有
―
―
水
堰
虞
↓
親
自
レ
下
騰
レ
上
‘
愈
高

遠
而
未
レ
止
‘
諺
日
、
鮎
魚
上
レ
竹
‘
謂
1

一
是
故
一
也
。
〔
蹄
田

録
、
二
〕
梅
聖
禽
以
レ
詩
知
レ
名
‘
云
云
‘
其
初
受
レ
勅
修
―
―
唐

【
跛
】
岬

ヒ

〔
集
韻
〕
攀
棄
切

固

固t'ai' 
面

小
日
□
●
ふ
ぐ
。
〔
説
文
〕
飴
、
海
魚
也
、

/¥DD 

急
（
豪
炊
レ
魚
台
督
。
〔
段
注
〕
飴
亦
名
ー
侯
飴
一

即
今
之
河
豚
也
。
〔
史
記
、
貨
殖
傭
〕
飴
紫
千
斤
゜

●
お
い
る
。
と
し
よ
り
。
〔
方
言
‘
一
〕
飴
‘
老
也
。

〇
通
じ
て
台
(
2
|
3
2
4
6
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
飴
‘

通
作
レ
台
、
詩
雅
頌
皆
作
二
台
背
↓

口ィ

【
鮮
】
藝

日
タ
イ

〔
集
韻
〕
湯
来
切／ 
右
万

〔
集
韻
〕
盈
之
切

ヨ，ウ

蠅
（
1
2
|
 4
6
5
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蠅
、
或
炊
レ
年
。

縣
(
1
2
-
4
6
1
6
8
)
に
同
じ
。
〔
正
字

【
舷
】
年
通
〕
舷
、
同
レ
縣
゜
〔
國
語
、
呉
語
〕
今

王
既
畏
舷
馬
之
功
一

コ
ン

曰口日
ヂチ9 ジシュィ
'' ユウユウ ウ＇ 

〔
集
韻
〕
陳
留
切

【
紬
】
岬

〔
集
韻
〕
時
流
切

〔
集
韻
〕
夷
周
切

因困因

冤】亨
ク
，
ワ
ン

鰈
(
1
2
|
 4
6
3
8
2
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
鰈
、
古
作
レ
罵
゜

【

鮎

】

[

デ
ン
ネ
ン

〔
集
韻
〕
奴
兼
切
願

9
 
I~nien' 

＂ 
魚

音

〔
五
驚
〕

蕉

紬

舷

鮮

跛

鮎

駐

鮪

飴

飽

小

日

0
し
ほ
づ
け
。
し
ほ
び
き
。
魚
を

夏

豪

ひ

ら

い

て

墜

に

漬

け

た

も

の

。

〔

説

文
〕
飽
‘
饉
魚
也
、
炊
レ
魚
包
瞥
。
〔
段
注
〕
饒
‘
飯
傷
レ

湮
也
、
故
雖
魚
湮
者
為
―
―
鐙
魚
↓
〔
句
讀
〕
繹
名
曰
、

飽
魚
‘
飽
‘
腐
也
‘
埋
蔵
滝
使
面
臭
也
‘
云
云
‘
論

語
識
‘
漸
―
―
於
蘭
ー
則
芳
‘
漸
二
於
飽
即
叫
臭
。
〔
義
證
〕

、
ヴ
〔
集
韻
〕
部
巧
切
詞

日

寄

，

ゥ

勺

公

pao'

【

飽

】

[

‘

9

ウ
〔
集
韻
〕
披
交
切
固

ロ

～

，

ゥ

勺

名

p
a0
4
 

【
飴
魚
】
1

昇
ふ
ぐ
。
河
豚
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
‘
黄
髭
・
航

歯
．
飴
背
・
祐
老
壽
也
、
注
〕
飴
背
、
背
皮
如
,
,
飴
魚
一

[
飴
紫
】
2

”
ふ
ぐ
と
刀
魚
。
〔
史
記
、
貨
殖
傭
〕
飴
紫

千
斤
。
〔
注
〕
集
解
曰
‘
漢
書
昔
義
曰
‘
昔
如
―
―
楚
人
言
"

齊
紫
魚
典
飴
魚
一
也
、
正
義
日
‘
飴
‘
音
憂
、
又
1
音
胎

説
文
云
‘
飴
、
海
魚
也
‘
紫
、
昔
齊
幡
反
‘
刀
魚
也
。
〔
周

邦
彦
、
沐
都
賦
〕
飴
紫
鰍
飽
‘
醸
堕
醍
妓
。

【
飴
稚
】
3

勺
老
人
と
少
年
。
老
弱
。
〔
宋
書
‘
謝
霊
運

傭
〕
襲
飴
稚
於
淮
曲
↓

【
飴
背
】
4

ヅ
い
老
人
の
梢
。
老
人
に
な
る
と
、
背
に
飴
の

や
う
な
し
み
を
生
ず
る
か
ら
い
ふ
。
詩
経
、
大
雅
行
葦
に

台
背
に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
黄
髭
・
観
臨
・
飴
背
・
祐
老
、

壽
也
。
〔
注
〕
飴
背
‘
背
皮
如
1

一
飴
魚
↓
〔
疏
〕
老
人
氣
衰
、
皮

膚
消
脊
、
背
若
二
飴
魚
一
也
。
〔
祁
琵
行
義
疏
〕
飴
魚
、
背
有
1

一

黒
文
五
老
人
背
亦
寝
レ
斑
似
↓
―
此
魚
↓
〔
秤
名
、
繹
長
幼
〕
九

十
日
飴
背
玉
背
有
飴
文
一
也
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
貌
歯

眉
壽
‘
飴
背
之
曳
ぺ
曹
植
、
魏
徳
論
〕
茨
吻
之
訛
‘
含
レ
哺

而
恰
‘
飴
背
之
老
‘
撃
レ
壌
而
嬉
゜
〔
李
東
陽
‘
燒
丹
寵
賦
〕

鶴
等
亀
齢
‘
寵
着
飴
背
。

【
飴
文
】
5

カ
パ
飴
の
や
う
な
し
み
。
〔
繹
名
‘
秤
長
幼
〕

九
十
曰
1

一
飴
背
一
背
有
二
飴
文
一
也
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
行
葦
‘
黄

荀
台
背
、
箋
〕
台
之
言
、
飴
也
、
大
老
則
背
有
二
飴
文
↓

〔
疏
〕
繹
名
云
‘
九
十
曰
1

一
飴
背
「
背
有
二
飴
文
↓

【
飴
老
】
6

訂
老
人
。
〔
鄭
嶋
津
陽
門
詩
〕
主
翁
移
客

挑
砿
燈
ニ
雙
肩
隠
膝
烏
帽
欽
‘
笑
云
飴
老
不
レ
為
レ
礎
、

諷
篇
雪
賢
雙
垂
レ
願
。

七
三
四

13330 
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＂ 
缶
~
音

〔
五
鵞
〕

飽

乾
魚
亦
為
レ
飽
、
周
龍
邊
人
、
撫
飽
魚
鱚
、
注
云
‘
[
飽
翌
】
3

し

7
0
0後
漢
、
高
城
の
人
。
永
の
子
。
字
は
文

飽
者
、
於
―
―
燿
室
中
如
竺
乾
之
盃
庄
於
江
淮
一
也
。
泉
。
智
略
あ
り
。
高
都
長
に
署
守
し
、
劇
賊
を
平
げ
て

名
を
知
ら
る
。
枇
陽
長
と
な
り
、
仁
愛
を
施
し
‘
境
内
よ

く
治
ま
る
。
中
元
の
初
、
司
隷
校
尉
を
授
け
ら
る
。
法
を

〔
繹
名
‘
秤
飲
食
〕
飽
魚
、
飽
、
腐
也
、
埋
蔵
奄
使
二

腐
臭
也
。
〔
急
就
篇
‘
三
‘
注
〕
飽
亦
海
魚
、
加
レ
之
奉
じ
正
を
守
り
、
父
の
風
あ
り
。
司
徒
に
累
遷
し
、
太
尉

以
レ
聾
而
不
レ
乾
者
也
。
〔
史
記
、
貨
殖
傭
〕
鰍
千
を
授
け
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
五
十
九
〕
゜

0
宋
、
浮
梁
の
人
。

石
、
鯰
千
釣
゜
〔
注
〕
正
義
曰
‘
謂
下
破
11

開
中
一
頭
尾
字
は
季
明
。
政
和
の
進
士
。
官
は
融
州
通
判
。
後
、
江
南

不
中
相
饂
為
レ
飽
。

O
か
は
つ
く
り
。
鞄
(
1
2
-
4
2

安
撫
制
置
使
に
至
る
。

【
飽
永
】
4
i
1
1

後
漢
の
人
。
官
一
の
子
。
字
は
君
長
。
幼

よ
り
志
操
有
り
、
後
母
に
事
へ
て
至
孝
。
初
、
郡
功
曹

7
8
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
飽
、
段
借
為
レ

鞄
゜
〔
周
譴
考
工
記
、
総
目
〕
攻
皮
之
エ
、
函
飽
騨
を
拝
す
。
更
始
の
時
、
尚
書
僕
射
に
韓
じ
、
徴
さ
れ
て

草
衷
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
飽
、
讀
塁
飽
魚
之
飽
「
大
将
軍
事
を
行
ふ
、
節
を
持
し
河
束
•
井
州
・
朔
部
を
安

飽
、
書
或
為
レ
鞄
゜
〔
孫
飴
譲
正
義
〕
段
玉
裁
云
‘
鞄
集
し
、
中
賜
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
光
武
即
位
す
る
や
、
諫

正
字
‘
飽
同
昔
仮
借
字
、
説
文
革
部
日
、
鞄
、
柔
革
議
大
夫
を
授
け
ら
れ
、
功
を
以
て
闘
内
侯
に
累
封
さ

る
。
司
隷
校
尉
に
韓
じ
、
事
を
以
て
趙
王
良
を
劾
し
、
朝

廷
粛
然
た
り
。
尋
い
で
東
海
相
を
授
け
ら
れ
、
兌
州
牧

工
也
、
従
レ
革
包
臀
゜
〇
あ
は
び
。
〔
中
華
大
字
典
〕

に
終
る
。
〔
後
漢
書
、
五
十
九
〕
。

飽

、

若

吝

俗

所

祠

飽

應

讀

若

如

‘

即

属

腹

【
鮒
檻
】
5

笞
清
‘
餘
杭
の
人
。
字
は
覺
庭
。
康
熙
の
學

足
類
一
之
石
決
明
也
。
R
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘

以
レ
邑
岱
氏
〕
飽
氏
、
船
姓
、
不
レ
知
レ
所
レ
出
、
或
人
。
官
は
知
縣
゜
胄
埃
先
生
詩
集
を
編
輯
す
。
〔
國
朝

云
、
夏
馬
之
後
、
有
二
飽
叔
ご
仕
レ
齊
食
孟
木
於
飽
一
書
藍
家
筆
録
‘
一
〕
。

因
以
為
レ
氏
‘
又
侯
力
氏
‘
改
為
レ
飽
‘
魏
姓
也
、
望
【
飽
楷
】
6

勾

O
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
笥
i

奄
。
琥
は
仙

出
―
―
上
蕪
東
海
→
□
●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
飽
飼
~
根
。
其
の
花
十
汁
山
水
董
は
疎
朗
秀
潤
、
詩
・
書
に
巧
で
あ

っ
た
。
〔
清
藍
家
詩
史
‘
丙
、
下
〕
．
〔
國
朝
書
蟄
家
筆
録
‘

二
〕
．
〔
國
朝
虚
識
、
十
一
〕
。
〇
清
、
嘉
興
の
人
。
字
は
端

名
。
●
人
名
。
通
じ
て
包
（
2

|
2
5
0
6
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
飽
‘
闘
、
人
名
‘
楚
有
―
―
申
飽
牢
只
通
作
レ
包
。
人
。
琥
は
去
邪
子
（
天
都
去
邪
子
）
。
揚
州
に
僑
居
す
。
書
一

【
飽
晏
】
1

ぢ
春
秋
、
齊
の
人
。
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
以
教
―
ー
に
巧
で
あ
っ
た
。

高
國
飽
晏
二
間
詰
〕
史
記
‘
孔
子
弟
子
列
博
載
‘
田
常
[
飽
昂
}
硲
後
漢
の
人
o

徳
の
子
o

字
は
叔
雅
o

徳

欲
レ
作
1
1

乱
於
齊
面
g
高
國
飽
晏
ご
奴
移
―
―
其
兵
ご
欲
,
,
以
病
む
こ
と
散
年
、
昂
左
右
に
俯
伏
し
、
衣
帯
を
緩
め
ず
‘

伐
＞
魯
、
孔
子
聞
レ
之
‘
使
ち
丁
貢
至
レ
齋
説
一
田
常
1

伐
占
喪
に
居
る
に
及
ぴ
、
毀
脊
三
年
‘
抱
負
し
て
行
き
‘
服
関

呉
‘
又
説
レ
呉
救
レ
魯
伐
レ
齊
、
臭
齊
人
血
守
於
交
陵
工
大
り
て
遂
に
墓
次
に
潜
居
し
、
時
務
に
開
せ
ず
。
孝
廉
に

壁
齊
師
一
越
王
聞
レ
之
、
襲
破
レ
呉
‘
越
絶
書
陳
成
悟
内
學
げ
ら
れ
、
公
府
に
召
さ
れ
、
連
り
に
徴
さ
れ
る
も
至

博
阿
載
尤
詳
‘
云
、
子
貢
一
出
、
存
レ
魯
乱
レ
齊
破
レ
呉
‘
ら
ず
、
家
に
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
五
十
九
〕
。

聾

晉

覇

レ

越

‘

郎

其

事

。

【

飽

泉

】

8

5
砂
清
、
丹
徒
の
人
。
字
は
歩
江
゜
琥
は
海

【
飽
由
】
2

い
心
宋
、
慮
州
龍
泉
の
人
。
字
は
欽
止
。
進
門
。
禽
魚
花
竹
藍
を
善
く
し
、
尤
も
詩
賦
を
以
て
名

士
。
嘗
て
王
安
石
に
従
學
し
、
又
蘇
拭
に
親
灸
す
。
其
あ
り
。

F
會
一
揚
州
に
守
た
る
や
、
甚
だ
之
を
敬
幌

の
文
は
注
洋
閑
律
‘
詩
尤
も
高
妙
。
高
宗
召
封
し
、
工
す
。
乾
隆
の
初
、
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
て
就
か
ず
‘
晩
年

部
貝
外
郎
に
任
ず
、
後
、
海
州
知
に
韓
ず
。
奉
祠
し
て
益
；
頷
放
、
或
は
茶
寮
酒
律
に
詩
を
吟
じ
‘
或
は
道
上

卒
す
。
嘗
て
杜
甫
の
詩
に
注
す
。
著
に
文
集
五
十
巻
が
に
謳
吟
す
。
〔
清
史
列
傭
、
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類

あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
七
徴
、
四
百
三
十
六
〕
・
〔
清
書
家
詩
史
、
丙
、
上
〕
・
〔
墨
香
居

十

〕

．

〔

東

都

事

略

‘

一

百

十

六

〕

。

書

識

、

七

〕

。

七
三
五

[
飽
康
】
，
幻
清
の
人
。
桂
星
の
従
子
。
字
は
子
年
。
琥
飽
魚
載
秒
丘
一
鹿
馬
猷
二
阿
房
↓
●
あ
は
ぴ
。
腹
魚
。

は
臆
園
曳
。
道
光
の
學
人
。
官
は
曖
州
知
府
。
上
官
に
石
決
明
。
〔
札
撲
〕
登
州
以
1

一
飽
魚
云
竺
珍
品
↓

杵
ひ
て
里
に
蹄
る
。
古
泉
を
考
蔵
し
、
海
内
推
し
て
専
〖
飽
魚
昔
〗

1
5ぢ
咤
ヨ
あ
は
ぴ
の
昔
゜
〔
貴
耳
集
〕
徳
壽

家
と
な
す
。
書
室
を
観
古
閣
と
い
ふ
。
著
に
清
朝
盆
法
孝
宗
在
御
時
、
閤
間
、
多
取
一
而
T
が
充
l

―
賛
喝
五
臀
雄
如
レ

考

・

泉

注

・

泉

録

が

あ

る

。

鐘

‘

殿

陛

間

、

頗

戸

京

洛

氣

隻

自

嘉

定

以

来

、

多

是

【
飽
剛
】
10

約
宋
、
括
蒼
の
人
。
字
は
弱
翁
。
少
よ
り
大
明
台
温
越
人
在
二
閤
門
石
其
臀
皆
飽
魚
昔
矢
゜

節
を
負
ひ
‘
善
く
文
を
風
し
、
尤
も
詩
に
長
ず
。
進
士
〖
飽
魚
化
〗

1
6
雰
巧
悪
徳
に
化
せ
ら
れ
る
こ
と
。
飽

に
攀
げ
ら
れ
た
が
第
せ
ず
‘
郎
ち
毅
然
と
し
て
日
く
、
魚
之
騨
を
見
よ
。

こ
れ
吾
が
學
ぶ
所
に
あ
ら
ず
と
。
遂
に
東
南
山
水
の
間
〖
飽
魚
之
律
〗
＂
富
ベ
ョ
ひ
も
の
を
賣
る
み
せ
。
小
人

に
逍
遥
し
、
俗
事
は
闘
せ
ず
。
〔
尚
友
鋒
‘
十
六
〕
。
な
ど
の
集
ま
れ
る
所
の
喩
゜
〔
説
苑
‘
雑
言
〕
輿
↓
1

善
人
一

[
飽
鑑
】
11

り
消
、
鍾
詳
の
人
。
字
は
泳
士
。
梅
及
ぴ
窺
居
、
如
レ
入
―
―
蘭
t

止
之
室
：
久
而
不
レ
聞
―
―
其
香
ご
則
興
レ
之

生
藍
を
善
く
し
、
策
刻
に
巧
で
あ
っ
た
。
〔
國
朝
書
識
、
化
矢
、
輿
1

一
悪
人
1

居
‘
如
レ
入
1

一
飽
魚
之
律
↓
久
而
不
レ
聞
―
―

十

〕

。

其

臭

亦

界

之

化

牟

。

〔

孔

子

家

語

、

六

本

〕

輿

↓

一

善

人

一

【
飽
丘
】
12

芦
川
の
名
。
河
北
省
に
あ
り
。
古
時
の
上
流
居
、
如
レ
入
―
―
芝
蘭
之
室
:
人
而
不
レ
聞
―
―
其
香
盃
ば
否
之

は
今
の
潮
河
、
下
流
は
今
の
飽
丘
河
・
窓
頭
河
・
荊
運
河
。
化
失
、
興
―
―
不
善
人
一
居
、
如
レ
入
"
飽
魚
之
騨
ア
久
而
不
レ

明
よ
り
以
来
河
道
中
絶
す
。
北
運
河
と
前
運
河
は
各
聞
↓
―
其
臭
一
亦
輿
レ
之
化
芙
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘
慕
賢
〕
輿
―
―
悪

各
其
の
故
道
の
半
に
撮
る
。
飽
丘
河
は
三
河
・
賓
祗
の
人
1

居
‘
如
レ
入
―
―
飽
魚
之
律
ず
へ
而
自
臭
也
。
〔
蒔
士
龍
‘

間
に
在
り
、
南
流
し
て
窯
頭
河
と
合
し
、
前
運
河
に
注
方
情
賦
〕
彼
飽
魚
之
隷
分
、
君
子
曾
是
之
遊
。
〔
故
事
成

ぐ
。
平
時
は
常
に
涸
れ
、
雨
ふ
れ
ば
奔
注
す
。
俗
に
潟
語
考
、
朋
友
賓
主
〕
輿
西
心
人
一
交
、
如
レ
入
―
―
飽
魚
之
律
一

肝
河
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
疸
隷
‘
順
天
府
、
通
久
而
不
レ
聞
,
,
其
臭
↓

州
、
三
河
縣
〕
飽
丘
河
、
在
縣
西
南
一
即
白
河
之
別
名
〖
飽
魚
蘭
詔
不
一
面
炉
隈
而
蔵
―
〗

1
8
5乃
竺
な
ウ
苔
飽

也
、
自
―
―
密
雲
縣
ご
流
経
―
―
通
州
東
境
米
荘
村
ご
又
流
経
＝
魚
不
’
卑
ハ
―
―
蘭
宦
面
炉
笥
而
蔵
上
に
同
じ
。
〔
説
苑
、
指
武
〕

縣
界
云
ぎ
賓
抵
縣
境
公
口
ニ
子
洵
河
↓
飽
魚
蘭
花
、
不
一
面
同
レ
密
而
蔵
玉
尭
舜
架
討
、
不
1

一
同
レ
國
而

【
飽
理
】
13

芯
宋
の
人
。
字
は
徳
彰
。
進
士
。
官
は
安
仁
治
↓

の
令
。
輻
建
勤
王
の
兵
、
乱
を
な
す
。
瑕
‘
諭
し
て
止
〖
飽
魚
不
下
卑
ハ
―
―
蘭
宦
ー
同
レ
笥
而
蔵
上
〗

1
9

衿
”
”
ぢ
”

む
。
軍
器
監
に
除
し
、
東
南
の
財
賦
を
鉤
考
せ
し
む
。
翌
堕
づ
け
の
臭
い
魚
は
‘
香
草
と
同
じ
箱
に
蔵
し
な

裾
、
閻
兵
を
分
牧
し
‘
入
っ
て
宿
衛
せ
し
む
。
後
、
直
州
い
。
善
人
と
悪
人
と
は
一
緒
に
居
ら
れ
ぬ
喩
゜
〔
韓
詩
外

に
知
と
な
り
、
淮
西
安
撫
使
を
兼
ぬ
。
〔
南
宋
制
撫
年
傭
、
九
〕
飽
魚
不
下
輿
―
―
蘭
宦
芦
凹
レ
笥
而
蔵
杜
示
討
不
，
輿
―
―

表

‘

―

一

十

六

〕

。

発

舜

盆

炉

時

而

治

3

旦
魚
】
1
4
5
E
O
し
ほ
う
を
。
臨
埒
づ
け
に
し
た
臭
い
魚
。
【
飽
旭
】
20

い
む
ク
明
‘
池
州
の
人
。
字
は
景
升
。
官
は
正
統

〔
秤
名
‘
繹
飲
食
〕
飽
魚
、
飽
、
腐
也
‘
埋
蔵
奄
使
盃
肉
臭
ー
中
‘
興
國
州
知
。
朝
天
提
の
壊
れ
た
る
を
修
め
、
時
人
‘

也
。
〔
周
謄
、
天
官
、
蕩
人
〕
朝
事
之
蕩
、
其
貰
鰐
、
資
、
飽
公
橋
と
い
ふ
。

白
、
黒
、
形
墜
‘
撫
‘
飽
魚
。
〔
注
〕
飽
者
、
於
1

一
福
室
中
―
【
飽
恢
】
21

が
や
後
漢
、
扶
風
の
人
。
建
武
中
、
都
官
従

塁
乾
之
面
松
江
進
也
。
〔
本
草
‘
飽
魚
〕
繹
名
、
斃
事
を
拝
す
。
―
帝
常
に
日
＜
、
貴
戚
も
且
に
｛
且
し
く
手
を

魚
、
爾
折
魚
‘
乾
魚
、
集
解
、
弘
景
日
、
俗
人
以
レ
壁
蛇
成
‘
敏
め
て
以
て
二
飽
を
避
く
べ
し
と
。
飽
永
と
共
に
憚

名
梵
魚
玉
絶
字
似
レ
飽
也
。
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
會
レ
暑
、
ら
れ
た
こ
と
此
の
如
し
。
〔
後
漢
書
、
五
十
九
〕
。

上
輯
車
臭
、
乃
詔
二
従
官
公
"
,
車
載
二
石
飽
魚
一
以
乱
中
【
飽
宏
】
22

か
炉
隋
‘
郊
の
人
。
字
は
潤
身
。
文
章
に
巧
で

其
臭
只
新
書
‘
證
〕
橙
‘
飽
魚
不
レ
登
於
俎
二
劉
峻
、
耕
あ
っ
た
。
嘗
て
梁
湘
東
王
繹
の
詩
に
和
し
、
繹
、
嵯
賞
し

命
論
〕
是
以
索
絲
無
レ
桓
‘
玄
黄
代
起
、
飽
魚
芳
蘭
、
入
而
て
已
ま
ず
。
中
記
室
に
起
用
さ
る
。
後
、
周
に
仕
へ
、
甚

自
嬰
゜
〔
庄
〕
向
日
、
鮒
魚
、
臭
也
。
〔
陸
涌
‘
寓
懐
詩
〕
だ
明
帝
に
謁
遇
さ
れ
、
伐
齊
策
を
陳
ず
。
文
帝
受
祠
す

13331 



(46074・ ・23) (46074・ ・54) 

る
や
、
公
に
進
爵
し
、
利
・
印
二
州
刺
史
に
歴
任
す
。
著
【
飽
山
】
32

ぢ
明
、
姿
源
の
人
。
字
は
元
則
。
琥
は
在
齋
。
中
、
三
輔
乱
れ
、
母
、
賊
に
掠
め
ら
る
。
出
、
摺
り
追
ひ
て
飽
人
之
事
。
〔
注
〕
飽
、
故
書
或
作
レ
鞄
。

に
遺
集
が
あ
る
。
〔
隋
書
、
六
十
六
〕
．
〔
北
史
、
七
十
七
〕
。
黄
山
に
入
り
、
白
龍
渾
上
に
室
を
築
く
。
著
に
野
菜
博
賊
を
祈
つ
て
母
を
救
ふ
。
州
郡
に
薦
め
ら
れ
た
が
辞
【
飽
生
】
48

ぢ
漢
の
人
。
漢
、
項
利
を
京
索
の
間
に
距
つ
。

漢
王
散
：
使
者
を
し
て
丞
相
蒲
何
を
芳
苦
せ
し
む
。

【
飽
観
】
23

か
が
元
の
人
。
元
康
の
従
子
。
字
は
以
仁
。
弟
録
が
あ
る
。

偕
と
鄭
玉
に
師
事
す
。
玉
死
す
る
や
、
観
‘
螢
救
最
も
力
【
飽
祗
】
33

雰
宋
の
人
。
官
は
紹
興
中
、
建
州
の
知
。
明
【
飽
駿
】
41

的
／

0
後
漢
、
九
江
の
人
。
丁
鴻
と
同
じ
く
生
、
何
に
謂
つ
て
日
＜
、
王
、
暴
衣
露
蓋
し
、
散
；
君
を

む
。
〔
宋
元
學
案
、
九
十
四
〕
。
決
神
の
如
く
、
吏
民
畏
服
す
。
去
つ
て
、
民
‘
其
像
を
圃
桓
榮
に
事
へ
、
甚
だ
相
友
と
し
善
し
。
鴻
、
爵
を
譲
っ
努
苦
す
る
者
は
‘
君
を
疑
ふ
の
心
有
れ
ば
な
り
。
君
の

【
飽
助
]
2
4

ぢ
三
國
、
魏
の
人
。
信
の
子
。
字
は
叔
業
。
建
し
て
祠
祀
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
六
〕
。
て
出
亡
し
‘
駿
と
東
海
に
遭
ふ
。
駿
止
め
て
之
に
譲
る
。
子
孫
昆
弟
能
く
兵
に
勝
ふ
る
者
を
し
て
、
悉
く
軍
所
に

安
中
、
官
は
中
庶
子
。
文
帝
太
子
た
り
し
時
、
已
に
之
と
【
飽
律
】
34

雰
飽
魚
を
賣
る
店
。
轄
じ
て
、
臭
い
慮
。
飽
鴻
感
悟
し
、
乃
ち
蹄
國
し
て
開
門
教
授
す
。
駿
、
又
上
詣
ら
し
む
る
に
若
か
ず
と
。
何
其
の
計
に
従
ひ
‘
漢
王

杵
ひ
‘
受
祠
す
る
に
及
ぴ
‘
諫
評
を
以
て
盆
：
帝
意
を
魚
之
騨
(

1

7

)

の
略
。
〔
抱
朴
子
‘
良
規
〕
俗
儒
沈
訟
呻
飽
書
し
て
鴻
の
経
學
至
行
を
言
ひ
、
明
帝
甚
だ
之
を
賢
と
大
い
に
悦
ぶ
。
〔
前
漢
書
、
三
十
九
〕
。

失
し
‘
尋
い
で
事
に
よ
り
誅
せ
ら
る
。
〔
三
國
志
、
十
二
〕
。
律
↓
困
ふ
心
詭
辮
↓
〔
東
方
朔
‘
七
諫
‘
沈
江
〕
聯
―
蜜
字
竺
す
。
〔
後
漢
書
、
六
十
七
〕
゜
●
清
、
平
湖
の
人
。
字
は
臀
【
飽
親
】
49

ぢ
晉
、
東
海
の
人
。
字
は
太
玄
。
年
五
歳
、

【
飽
敬
】
25

ぢ
元
、
紹
興
山
陰
の
人
。
字
は
元
謁
。
善
く
以
為
レ
侃
分
、
過
緬
ぢ
庁
而
失
レ
香
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
来
。
琥
は
桐
石
。
諸
生
。
著
に
台
消
集
が
あ
る
。
父
母
に
語
っ
て
曰
く
、
本
こ
れ
洛
賜
李
家
の
兒
、
九
歳

人
物
を
書
き
‘
姿
態
天
然
。
牛
を
書
く
に
李
迪
の
法
を
飽
律
不
レ
知
―
―
其
臭
正
翌
其
所
―
―
以
先
入
一
【
飽
拘
】
42

が
デ
明
、
崇
徳
の
人
。
字
は
仲
学
。
元
の
至
井
に
拐
ち
て
死
す
と
。
其
の
父
母
尋
訪
し
て
李
氏
を

得

。

〔

山

陰

志

〕

。

【

飽

詩

]
3
5

ぢ
清
、
平
湖
の
人
。
字
は
令
暉
。
張
錦
雲
（
雲
元
の
進
士
。
琥
は
環
中
老
人
。
易
を
呉
澄
に
受
く
、
官
得
、
推
問
皆
符
瞼
す
。
長
ず
る
に
及
ぴ
‘
學
内
外
を
兼

【
飽
穎
]
2
6

ぢ
明
の
人
。
深
の
次
子
。
字
は
尚
網
。
洪
武
錦
）
の
妻
。
花
丼
驚
は
白
陽
を
宗
と
し
、
詩
に
巧
で
あ
つ
は
文
華
殿
大
學
士
。
學
者
、
西
埃
先
生
と
梢
す
。
書
室
を
ね
、
天
文
‘
河
洛
書
に
明
通
す
。
南
海
大
守
を
授
け
ら

の
初
、
尚
賓
館
に
入
り
、
元
史
を
修
む
。
官
は
翰
林
修
た
。
書
室
を
吾
亦
愛
吾
庸
と
い
ふ
。
著
に
舞
鶴
堂
・
吾
亦
玩
易
齋
と
い
ふ
。
著
に
易
傭
大
義
・
西
埃
漫
稿
が
あ
る
。
れ
‘
百
餘
歳
に
し
て
卒
す
。
〔
晉
書
、
九
十
五
〕
。

撰
・
同
知
制
詰
。
兼
國
史
院
編
修
官
。
事
に
坐
し
て
獄
に
愛
吾
薩
等
の
詩
紗
が
あ
る
。
〔
清
書
一
家
詩
史
、
癸
、
上
〕
•
[
飽
洵

]
]
4
3
が
戸
宋
、
京
西
の
人
。
肇
に
巧
で
あ
っ
た
。
〖
飽
親
記
井
[
〗

5
0
芯
令
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
飽
親
、
年

死

ん

だ

。

〔

清

代

閾

閣

詩

人

徴

略

‘

三

〕

．

〔

國

朝

蓋

識

、

十

七

〕

。

〔

書

＿

緞

〕

。

五

歳

の

時

‘

父

母

に

語

っ

て

、

も

と

こ

れ

曲

陽

李

家

の

【
飽
親
】
27

ぢ
宋
‘
括
蒼
の
人
。
字
は
以
行
。
性
、
酒
を
【
飽
謝
】
3
6
{‘i

飽
照
と
謝
玄
暉
と
の
併
稲
。
又
、
唐
の
【
飽
申
】
44

が
バ
楚
の
相
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
文
王
汚
兒
、
九
歳
、
井
に
墜
ち
て
死
す
と
い
っ
た
故
事
。
〔
晉
書
‘

嗜
む
。
教
授
し
て
錢
を
得
、
悉
く
酒
家
に
送
り
、
客
に
飽
防
と
謝
良
弼
と
の
併
梢
゜
〔
咳
餘
叢
考
‘
二
飽
謝
〕
西
贋
、
飽
申
低
背
、
以
成
二
楚
國
之
治
↓
〔
注
〕
飽
申
、
楚
相
‘
藝
術
‘
飽
蜆
傭
〕
年
五
歳
、
語
二
父
母
―
云
、
本
是
曲
陽
李

遇
へ
ば
盛
く
飲
ん
で
乃
ち
去
る
。
晩
年
盆
；
傲
誕
。
納
淫
叢
語
又
謂
‘
南
史
梢
二
飽
照
・
謝
玄
暉
云
竺
飽
謝
一
唐
偏
背
悽
‘
成
レ
治
‘
―
―

-F賢
也

。

家

兒

、

九

歳

墜

レ

井

死

‘

其

父

母

尋

訪

得

-

―

李

氏

五

推

問

皆

衣
璧
結
、
青
城
に
消
ん
で
蹄
ら
ず
。
〔
宋
季
忠
義
録
‘
十
書
‘
飽
防
卑
ハ
ニ
謝
良
弼
一
友
善
、
人
亦
謂
―
―
之
飽
謝
一
是
古
【
飽
信
】
45

盆
後
漢
‘
泰
山
陽
平
の
人
。
字
は
允
誠
。
少
符
瞼
゜

三

〕

。

来

共

有

鮪

謝

↓

く

し

て

大

節

有

り

‘

沈

毅

に

し

て

謀

有

り

、

大

牌

軍

何

【

飽

清

】

51

ぢ
清
‘
秀
水
の
人
。
字
は
汝
舟
゜
其
の
花
鳥

【
飽
牽
】
28

戸
春
秋
、
府
の
人
。
叔
牙
の
曾
孫
。
盆
は
荘
【
飽
叔
】
37

か
が
飽
叔
牙
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
〕
進
、
徴
し
て
騎
都
尉
に
任
命
す
。
董
卓
始
め
て
至
り
、
山
水
驚
は
隅
秀
霊
髪
の
致
を
極
む
。
早
く
卒
す
。
〔
國

子
。
仕
へ
て
大
夫
と
為
る
。
慶
克
、
臀
孟
子
に
通
じ
、
婦
廉
若
二
飽
叔
面
信
若
尾
生
↓
哀
紹
に
之
を
襲
は
ん
こ
と
を
勧
め
て
従
は
れ
ず
。
乃
朝
書
書
家
筆
録
‘
一
〕
．
〔
國
朝
蓋
識
、
八
〕
。

人
と
衣
を
蒙
り
、
輩
に
乗
っ
て
閑
に
入
る
。
飽
牽
‘
國
〖
飽
叔
牙
〗

3
8
笠
ク
ガ
春
秋
‘
齊
の
大
夫
。
管
仲
の
親
友
。
ち
蹄
郷
し
て
徒
衆
を
牧
め
、
弟
鞘
と
兵
を
以
て
曹
操
に
【
飽
昭
】

5
2
的
南
朝
宋
の
人
。
飽
照

(
5
4
)
を
見
よ
。

佐
に
告
げ
、
佐
将
に
之
を
責
め
ん
と
す
。
然
る
に
慶
克
、
公
子
糾
死
し
、
管
仲
を
軒
の
桓
公
に
薦
む
。
管
仲
曰
く
‘
應
じ
‘
表
し
て
清
北
相
と
為
り
、
黄
巾
賊
と
戦
ひ
、
陣
中
【
飽
焦
】
53

芦
周
の
隠
士
。
行
を
飾
て
世
を
非
と
し
、

夫
人
に
告
げ
、
夫
人
怒
り
之
を
霰
公
に
議
し
‘
牽
を
肘
我
を
生
む
者
は
父
母
、
我
を
知
る
者
は
飽
子
と
。
故
に
に
歿
す
。
〔
後
漢
書
、
二
日
四
上
〕
．
〔
三
國
志
、
一
•
十
廉
潔
に
し
て
守
り
、
天
子
に
臣
た
ら
ず
。
子
貢
之
を
磯

す

。

孔

子

曰

く

‘

飽

荘

子

の

知

は

葵

に

如

か

ず

‘

葵

な

後

世

友

誼

を

言

へ

ば

必

ず

管

飽

を

梢

す

。

〔

左

氏

、

荘

、

二

〕

゜

る

。

因

つ

て

木

を

抱

い

て

死

す

。

〔

荘

子

、

盗

拓

〕

飽

焦

ほ
能
＜
其
の
足
を
衛
る
と
。
〔
左
氏
‘
成
‘
十
七
〕
。
八
・
九
。
昭
‘
十
三
〕
．
〔
史
記
、
三
十
二
〕
．
〔
列
子
、
力
命
〕
。
【
飽
深
】
46

笠
元
の
人
。
元
康
の
従
子
。
字
は
伯
原
。
官
飾
り
打
非
レ
世
、
抱
レ
木
而
死
。
〔
疏
〕
姓
飽
名
焦
、
周
時
隠

【
飽
元
】29
ぢ
晉
、
上
窯
の
人
。
官
は
南
海
の
太
守
。
内
〖
飽
叔
善
レ
交
〗

3
9
ぢ
芦
”3ク
ス
管
飽
交
(
8
-
2
6
1
6
2

：
は
會
昌
同
知
。
鄭
玉
に
師
事
す
。
玉
‘
構
へ
ら
れ
る
や
、
者
也
。
〔
韓
非
子
、
八
説
〕
飽
焦
華
角
、
天
下
之
所
レ
賢
也
、

學
あ
り
、
将
来
を
逆
占
す
。
葛
洪
之
に
師
事
す
。
〔
晉

1
4
8
)
を
見
よ
。
〔
列
子
、
力
命
〕
管
仲
嘗
歎
曰
、
吾
少
窮
困
元
康
た
め
に
財
を
行
り
、
深
、
死
を
冒
し
て
入
城
し
、
自
飽
焦
木
枯
‘
華
角
赴
レ
河
、
雖
レ
賢
不
レ
可
-1

一
以
為
―
―
耕
戦
之

書
、
七
十
二
〕
。
時
、
嘗
輿
―
―
飽
叔
盃
只
、
分
レ
財
多
自
輿
、
飽
叔
不
届
炉
我
ら
其
の
事
に
任
じ
‘
遂
に
免
る
る
を
得
。
元
兵
新
安
に
士
↓
〔
韓
詩
外
傭
、
一
〕
飽
焦
、
衣
弊
膚
見
、
摯
レ
香
持
レ
祓
、

【
飽
姑
】
30

ぢ
飽
親
の
女
。
葛
洪
の
妻
。
〔
太
平
廣
記
〕
為
＞
貪
、
知
―
我
貧
一
也
、
吾
嘗
為
二
飽
叔
1

謀
レ
事
而
大
窮
復
す
る
や
、
深
、
元
康
と
義
兵
を
以
て
之
に
應
ず
。
郡
遇
二
子
貢
於
道
ご
ナ
貢
曰
‘
吾
子
何
以
至
"
於
此
一
也
‘
飽

飽
姑
‘
飽
観
女
‘
葛
洪
妻
也
、
多
行
―
―
灸
於
南
海
↓
〔
南
海
困
、
飽
叔
不
1

日
ぞ
我
為
＞
愚
、
知
三
時
有
二
利
不
利
1

也
、
吾
愈
復
た
王
を
議
構
し
、
深
‘
玉
を
し
て
遁
去
せ
し
め
‘
己
焦
曰
、
天
下
之
遺
＝
細
は
5
者
衆
癸
、
吾
何
以
不
レ
至
―
―
於

古
蹟
記
〕
越
井
尚
在
―
―
南
海
南
―
―
日
趙
佗
井
、
一
曰
飽
嘗
三
仕
、
見
レ
逐
―
―
於
君
ぶ
飽
叔
不

-Eぞ
我
為
―
―
不
肖
ぶ
竺
が
子
穎
を
し
て
代
つ
て
入
獄
せ
し
む
。
玉
挺
身
し
て
出
此
一
也
。
〔
風
俗
通
‘
忍
證
〕
飽
焦
耕
レ
田
而
食
‘
穿
レ
井
而

姑

井

。

我

不

A
戸
時
也
、
吾
背
三
戦
三
北
、
飽
叔
不
品
炉
我
為
＞
で
、
獄
中
に
死
す
。
深
‘
琥
哭
蹄
踊
し
、
以
て
其
の
師
を
飲
‘
非
―
―
妻
所
＞
織
不
レ
衣
‘
餓
1

一
於
山
中
《
K

レ
棗
‘
或
問
レ

【
飽
虎
】
31

ぢ
清
‘
應
州
の
人
。
順
治
の
初
、
行
伍
を
以
怯
‘
知
＝
一
我
有
―
―
老
母
一
也
、
公
子
糾
敗
、
召
忽
死
レ
之
、
吾
救
ふ
無
き
を
痛
傷
す
。
至
正
の
末
、
師
山
書
院
山
長
を
之
‘
此
棗
子
所
レ
種
耶
‘
遂
嘔
吐
立
枯
而
死
。

て
江
南
江
西
に
従
征
し
、
遊
撃
に
累
擢
さ
る
。
李
成
棟
・
幽
囚
為
レ
辱
、
飽
叔
不
ー
和
ぞ
我
為
J
密
恥
、
知
下
我
不
レ
拝
す
。
卒
す
る
や
、
郷
人
之
を
祀
る
。
〔
宋
元
學
案
、
九
【
飽
照
】
54

芯
南
朝
宋
、
東
海
の
人
。
唐
人
、
武
后
の
嫌

臥
精
忠
と
戦
ひ
‘
屡
t
功
有
り
、
黄
巖
総
兵
に
至
り
、
右
羞
l
l

小

節

―

而

恥

中

名

不

ね

呼

於

天

下

一

也

、

生

レ

我

者

父

十

四

〕

。

名

を

避

け

照

を

昭

に

作

る

。

字

は

明

遠

。

文

辟

贈

逸

。

文

都
督
を
授
け
ら
る
。
努
を
以
て
官
に
卒
す
。
〔
國
朝
者
猷
母
、
知
レ
我
者
飽
叔
也
、
此
世
稲
"
管
飽
善
な
交
者
↓
【
飽
人
】
47

ぢ
周
官
の
名
。
冬
官
の
隔
。
皮
を
製
す
る
帝
の
時
‘
中
書
含
人
を
授
け
ら
る
。
―
帝
、
文
章
を
好
み
‘

類
徴
‘
二
百
七
十
〕
・
〔
漢
名
臣
偶
、
十
五
〕
。
【
飽
出
】
40

が
デ
後
漢
、
新
豊
の
人
。
字
は
文
オ
。
興
平
職
工
。
革
細
工
人
。
鞄
人
。
〔
周
幡
、
考
エ
記
、
飽
人
〕
自
ら
謂
ふ
、
人
及
ぶ
な
し
と
。
照
其
の
9

日
を
悟
り
、
文
を

魚

部

〔
五
驚
〕

飽

七
三
六

13332 
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魚

部

〔
五
蜜
〕

飽

七
三
七

為
る
や
郎
言
累
句
多
く
、
成
、
照
の
オ
盛
く
と
謂
ふ
。
臨
て
定
海
學
訓
導
を
授
け
ら
る
。
官
は
監
察
御
史
・
廣
東
【
飽
弼
】
69

砕
明
、
歓
の
人
。
字
は
以
忠
。
詩
を
能
く
し
、
之
下
レ
車
。

海
王
子
項
荊
州
を
治
む
る
や
、
其
の
前
軍
参
軍
を
授
け
巡
按
。
李
夢
陽
等
と
社
を
結
ぶ
。
時
人
、
梅
山
先
生
と
い
ふ
。
著
【
飽
雲
~
】

7
8吟
l
ョ
ヴ
宋
、
歓
の
人
。
字
は
景
翔
。
易
學

ら
る
。
子
項
敗
れ
、
照
、
乱
軍
に
殺
さ
る
。
詩
文
集
に
飽
【
飽
鈴
】
63

ぢ

清

‘

應

州

の

人

。

漢

軍

に

隷

す

。

字

は

冠

に

梅

山

集

が

あ

る

。

に

精

通

す

。

景

定

の

進

士

。

元

に

入

り

、

仕

へ

ず

し

て

参
軍
集
が
あ
る
。
〔
宋
書
、
五
十
一
〕
．
〔
南
史
、
十
三
〕
。
亭
。
又
、
西
岡
゜
琥
は
辛
圃
。
自
ら
夢
崎
居
士
と
琥
す
。
晩
【
飽
楳
】
70

勺
元
の
人
。
深
の
子
。
鄭
玉
に
師
事
す
。
玉
終
る
。
著
に
天
元
獲
微
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
九
〕
．

〖
飽
照
篇
翰
]
5
5芯焚
蒙
求
の
標
題
。
南
朝
宋
の
飽
琥
は
待
翁
。
乾
隆
中
、
貢
生
よ
り
嘉
興
府
海
防
同
知
に
囚
へ
ら
る
る
や
、
日
に
側
に
侍
し
、
一
日
謂
つ
て
曰
く
、
〔
四
庫
提
要
、
一
百
八
〕
。

照
が
、
文
章
の
オ
が
あ
っ
た
故
事
。
〔
蒙
求
、
下
、
飽
照
篇
歴
官
す
。
書
室
を
道
朕
堂
と
い
ふ
。
著
に
道
朕
堂
全
集
先
生
素
よ
り
璽
山
の
秀
を
愛
す
。
近
く
西
山
釣
石
の
極
【
飽
應
函
こ
79

諒
名
明
、
歓
の
人
。
字
は
山
父
。
萬
暦
の

翰
〕
南
史
、
飽
照
‘
字
明
遠
、
東
海
人
、
文
酔
贈
逸
‘
云
云
‘
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
九
十
〕
・
〔
清
史
列
博
、
七
十
佳
を
得
ん
。
嘗
に
先
生
事
定
の
後
に
侯
ち
、
草
堂
を
築
進
士
。
官
は
證
部
郎
中
。
著
に
明
臣
溢
彙
考
が
あ
る
。

嘗
賦
,
,
擬
古
諒
云
、
十
五
諷
詩
書
云
篇
翰
靡
レ
不
迄
遥
°
一
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
二
百
五
十
四
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
い
て
以
て
講
學
す
ぺ
し
と
。
玉
歎
じ
て
日
＜
、
吾
且
に
【
飽
嘉
賓
】
8
0
5
戸
清
‘
杭
州
の
人
。
揚
州
に
僑
居
す
。
字

【
飽
灌
】
56

約
宋
、
永
嘉
の
人
。
字
は
清
卿
。
乾
道
の
進
略
初
編
、
二
十
五
〕
。
死
せ
ん
と
す
、
子
好
く
之
を
為
せ
と
。
〔
宋
元
學
案
、
九
は
鹿
門
。
琥
は
芋
野
（
洋
野
）
。
花
丼
禽
鳥
醐
蝶
壷
に
巧

士

。

新

昌

に

知

た

る

時

、

中

貴

人

衛

士

求

索

紛

雑

す

。

【

飽

超

】

“

ね

清

、

奉

節

の

人

。

字

は

春

霞

。

謡

は

忠

十

四

〕

。

で

あ

っ

た

。

〔

墨

香

居

書

識

、

五

〕

。

灌
、
小
背
の
執
れ
る
縛
鐵
を
取
っ
て
削
り
、
運
河
に
瀕
壮
。
初
‘
塔
齊
布
に
事
へ
、
後
、
哨
官
を
以
て
曾
國
藩
に
【
飽
木
】
7
1
5
パ
鮪
魚
と
木
。
〔
史
記
、
貨
殖
傭
〕
而
合
肥
【
飽
行
卿
】
81

約
ケ
イ
梁
、
東
海
の
人
。
博
學
に
し
て
オ

し
立
つ
て
日
＜
、
大
行
、
道
に
在
り
、
李
土
悲
隕
す
。
小
従
ひ
、
湖
北
•
江
西
・
安
徽
各
省
に
轄
戦
す
。
戦
克
た
ざ
受
玉

E
北
潮
ご
皮
革
飽
木
輪
會
也
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
有
り
、
官
は
歩
兵
校
尉
。
玉
璧
銘
を
上
り
、
武
帝
之
を

縣
の
排
設
一
々
法
に
應
ず
、
し
か
も
誅
責
已
ま
ず
。
吾
る
無
く
、
世
に
霞
軍
と
琥
す
。
宿
松
•
太
湖
の
戦
に
多
皮
革
飽
木
之
楡
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
飽
‘
飽
魚
也
、
木
‘
楓
栴
寝
賞
す
。
著
に
文
集
、
及
び
皇
室
儀
・
乗
輿
龍
飛
記
が
あ

雨
目
を
槍
い
て
此
の
水
を
踏
み
、
百
姓
の
た
め
命
を
隆
阿
と
名
を
齊
し
く
し
、
兵
を
領
す
る
こ
と
十
餘
年
、
豫
章
之
層
。
「
〔
壷
搬
〕
。
る
。
〔
南
史
、
六
十
二
〕
。

請
は
ん
と
。
衆
、
大
い
に
驚
き
過
を
謝
し
、
民
、
横
敏
を
大
小
七
百
餘
戦
、
斬
首
三
十
餘
萬
級
、
二
十
餘
萬
衆
を
【
飽
洋
】
72

約
宋
、
京
西
の
人
。
洵
の
弟
。
亦
、
驚
に
巧
。
【
飽
季
詳
】

a
gィ
ヴ
北
齊
‘
渤
海
の
人
。
證
・
左
氏
春
秋

免

る

。

〔

尚

友

録

‘

十

六

〕

。

降

す

。

官

、

提

督

に

至

り

、

子

爵

に

封

ぜ

ら

る

。

〔

清

史

【

飽

溶

】
73

約
唐
の
人
。
字
は
徳
源
。
元
和
の
進
士
。
詩
に
精
通
す
。
少
く
し
て
李
賓
鼎
の
都
講
た
り
。
後
亦
自

【
飽
宣
】
57

ぢ
漢
、
高
城
の
人
。
字
は
子
都
。
學
を
好
み
稿
、
四
百
十
五
〕
・
〔
清
史
列
傭
、
五
十
六
〕
．
〔
績
碑
傭
集
、
に
巧
。
著
に
飽
溶
詩
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
五
ら
徒
衆
有
り
。
天
統
中
、
太
學
博
士
と
な
る
。
〔
北
齊
書
、

経

に

明

通

す

。

哀

帝

の

初

‘

諫

大

夫

を

授

け

ら

る

。

後

、

五

十

二

〕

．

〔

中

興

牌

帥

列

信

、

十

一

下

〕

。

十

一

〕

。

四

十

四

〕

．

〔

北

史

、

八

十

一

〕

。

司
隷
を
授
け
ら
れ
、
尋
い
で
罪
を
以
て
廷
尉
に
下
さ
【
飽
徳
】

6
5
い
”
後
漢
の
人
。
翌
の
子
。
南
陽
太
守
に
累
〖
飽
溶
詩]
7
4
．
が
ヴ
ヨ
，
ウ
書
名
。
六
巻
。
外
集
一
巻
。
唐
、
【
飽
起
豹
】

8
3
g
•
ウ
清
、
六
安
の
人
。
咸
豊
の
初
、
守
備

れ
、
太
學
諸
生
千
餘
人
闘
を
守
つ
て
上
書
し
、
死
一
等
官
す
。
時
に
荒
旱
多
く
、
惟
i

南
陽
の
み
豊
穣
‘
吏
民
飽
溶
撰
。
溶
は
即
ち
、
主
客
圏
に
謂
ふ
所
の
博
解
宏
抜
よ
り
湖
南
提
督
に
累
官
す
。
洪
楊
の
軍
起
る
や
、
起
豹

を
減
ぜ
ら
る
。
王
非
政
を
乗
り
、
忠
直
の
臣
を
除
く
や
、
紳
父
と
琥
す
。
郡
學
久
際
せ
る
を
以
て
横
含
を
修
起
の
主
で
、
其
の
集
、
藷
訛
つ
て
飽
防
と
為
す
。
曾
牽
始
湖
南
に
轄
戦
し
功
有
り
。
後
、
洪
楊
の
勢
日
に
盛
と
な

害
に
遇
ふ
。
〔
前
漢
書
、
七
十
二
〕
．
〔
後
漢
書
、
五
十
九
〕
。
し
‘
俎
豆
戴
晃
を
備
へ
、
櫓
築
を
行
奏
す
。
又
、
國
老
を
め
て
之
を
考
正
す
。
章
、
編
す
る
所
の
本
は
凡
て
二
百
り
、
坐
し
て
擬
職
さ
る
。
〔
清
史
列
博
、
五
十
〕
。

〖
飽
宣
妻
〗58ハ
ヴ
勾
桓
少
君
(
6
-
1
4
7
7
4

:
 7
9
)

を
見
尊
饗
し
、
諸
儒
を
宴
會
す
。
在
職
九
年
、
大
司
に
徴
さ
首
、
集
の
散
、
牽
本
と
同
じ
。
正
集
は
牽
本
に
比
す
る
【
飽
貴
卿
】
糾

g
ィ
民
國
、
奉
天
省
海
城
縣
の
人
。
字

れ
、
官
に
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
五
十
九
〕
。
に
一
巻
多
く
、
詩
は
一
百
四
十
五
首
、
蓋
し
残
闘
の
餘
、
は
霞
九
。
開
平
武
備
學
堂
卒
業
。
段
棋
瑞
の
殊
遇
を
受

よ
【
飽
泉
】
59

均
梁
、
東
海
の
人
。
字
は
潤
岳
。
史
傭
に
博
【
飽
寧
】
66

ね
明
‘
歓
の
人
。
雲
龍
の
族
人
。
字
は
廷
誼
。
重
ね
て
編
次
を
為
し
、
已
に
牽
本
の
藷
に
非
ず
。
〔
四
け
て
累
進
し
、
安
徽
省
大
通
司
令
・
全
國
陸
軍
講
堂
長

渉
し
、
文
筆
に
巧
、
儀
證
に
明
通
す
。
少
く
し
て
元
帝
経
史
百
家
に
通
ぜ
ざ
る
な
く
、
景
泰
中
、
郡
志
を
纂
修
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
等
に
歴
任
、
後
、
張
作
鞣
の
推
薦
に
依
り
、
黒
龍
江
省
長

に
事
へ
常
侍
を
授
け
ら
れ
、
信
州
刺
史
に
累
遷
す
。
元
す
。
晩
年
‘
趙
坊
の
説
に
本
づ
い
て
雲
龍
の
天
元
獲
微
【
飽
老
】
75

わ
戯
劇
の
配
役
の
名
。
又
、
抱
鐵
に
作
る
。
と
な
る
。
厭
洲
大
戦
後
、
吉
林
省
長
と
な
り
、
後
、
大
元

帝
、
長
子
方
諸
を
那
州
刺
史
に
任
じ
‘
泉
を
長
史
と
す
。
に
琲
正
百
餘
條
を
附
入
す
。
〔
書
言
故
事
、
雑
戯
類
、
飽
老
〕
后
山
語
録
曰
、
楊
文
公
愧
帥
張
作
蹂
の
顧
問
と
な
る
。
張
と
姻
戚
闘
係
で
あ
る
。

侯
景
密
か
に
牌
を
遣
は
し
て
那
を
襲
ひ
、
城
陥
つ
ヱ
泉
【
飽
防
】
67

ね
唐
、
襄
陽
の
人
。
字
は
子
慣
。
盆
は
宣
。
進
儡
詩
、
語
浬
而
意
近
、
相
傭
以
為
レ
笑
、
其
詩
曰
、
飽
老
【
飽
観
澄
】
85

約
ン
チ
，
ヨ
‘
ウ
涌
洲
江
蘇
省
鎮
江
縣
の
人
。
字

は
景
の
も
と
に
送
ら
れ
害
に
遇
ふ
。
著
に
新
儀
三
十
巻
士
。
代
宗
の
時
、
太
原
手
兼
節
度
使
を
授
け
ら
る
。
詔
し
嘗
レ
筵
笑
,
,
郭
郎
な
杢
他
舞
袖
大
郎
嘗
玉
若
教
―
―
飽
老
営
レ
は
冠
春
。
北
洋
大
學
卒
業
。
夙
に
張
作
蹂
に
認
め
ら
れ
、

が
あ
る
。
〔
梁
書
、
三
十
〕
・
〔
南
史
、
六
十
二
〕
。
て
別
殿
を
圏
形
せ
し
む
。
徳
宗
の
時
、
穂
部
侍
郎
に
陸
筵
舞
五
韓
更
郎
営
舞
袖
長
。
〔
水
滸
偲
、
三
十
三
回
〕
宋
江
張
の
顧
問
よ
り
白
崇
藉
秘
書
長
・
宗
徽
省
長
祁
書
な
ど

【
~
零
こ6
0か
四
宋
の
人
。
官
は
景
徳
中
、
河
南
法
橡
。
時
り
、
賢
良
方
正
を
策
し
‘
穆
質
・
装
復
•
柳
公
綽
等
を
得
、
看
時
、
却
是
一
孵
舞
―
―
飽
老
ー
的
、
宋
江
矮
雉
人
、
背
後
看
に
歴
任
、
涌
洲
事
髪
後
、
新
國
家
の
建
設
に
努
力
し
、
吟

に
砕
映
‘
郡
に
知
た
り
。
事
に
因
つ
て
嘗
を
怒
る
。
嘗
、
世
、
防
の
人
を
知
る
を
稲
揚
す
。
知
雑
御
史
賓
参
に
件
不
レ
見
。
〔
王
國
維
、
古
劇
獅
色
考
〕
飽
老
之
名
、
分
化
而
爾
濱
市
長
と
な
り
、
次
い
で
最
初
の
涌
洲
駐
日
代
表
と

孤
雁
詩
を
猷
ず
。
映
大
い
に
稲
賞
す
。
時
人
、
目
し
て
ひ
、
参
、
相
と
為
る
に
及
び
、
防
、
京
兆
手
た
り
、
迫
ら
れ
為
に
二
、
其
扮
―
―
盗
賊
―
者
謂
,
,
之
邦
老
函
g
老
人
一
者
謂
-
l

し
て
来
朝
す
。

飽
孤
雁
と
な
す
。
〔
宋
人
軟
事
彙
編
、
三
百
六
十
八
〕
。
て
致
仕
す
。
詩
に
巧
、
常
に
時
弊
を
磯
切
し
、
中
書
含
之
字
老
一
扮
,
,
老
婦
―
者
謂
,
,
之
卜
兒
一
皆
飽
老
一
瞥
之
【
飽
君
徽
】
86
か
砂
キ
唐
の
人
。
字
は
文
姫
。
詩
賦
に
巧
で

【
飽
琢
】
61

か

バ

宋

、

施

徳

の

人

。

宣

和

中

、

方

騰

‘

施

徳

人

謝

良

弼

と

交

遊

あ

り

。

時

に

飽

謝

と

琥

す

。

〔

唐

書

、

轄

。

あ

っ

た

。

宋

若

昭

妹

妹

と

名

を

齊

し

く

す

。

徳

宗

、

禁

中

に
寇
す
。
琢
、
義
兵
を
糾
し
て
撃
破
し
、
功
を
以
て
承
一
百
五
十
九
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
四
十
六
〕
。
【
飽
蘭
】
76

衿
清
の
人
。
清
の
従
子
。
字
は
楚
来
。
其
の
に
召
入
し
て
文
章
を
試
し
、
留
め
て
侍
臣
と
廣
和
せ
し

信
郎
に
補
す
。
翌
年
‘
涅
に
寇
す
。
復
、
兵
を
率
ゐ
て
【
飽
彪
】
68

協
宋
、
綴
雲
の
人
。
字
は
文
虎
。
官
は
尚
書
蜜
、
詩
意
有
り
。
〔
國
朝
萱
識
、
八
〕
。
め
、
賞
資
甚
だ
厚
し
。
〔
全
唐
詩
、
一
〕
・
〔
全
唐
文
、
九
百

カ
戦
し
‘
流
矢
に
中
つ
て
死
す
。
〔
宋
史
翼
、
三
十
〕
。
郎
。
著
に
飽
氏
戦
國
策
注
が
あ
る
。
〔
四
康
提
要
、
五
＋
【
飽
龍
】
17

ゎ
炉
古
人
の
名
。
〔
新
論
、
知
人
〕
苑
藪
吠
,
,
於
四
十
五
〕
。

【
飽
忠
】
62

か

が

明

、

郭

の

人

。

字

は

克

膿

。

明

経

に

よ

つ

一

〕

。

犬

賓

ぶ

全

恒

聞

而

拝

レ

之

、

鮪

龍

跳

レ

石

而

吟

、

孔

子

為

レ

【

飽

君

縣

】

87

か召ク

五
代
、
呉
越
‘
餘
挑
の
人
。
溢
は
忠

13333 
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武
。
性
、
純
厚
、
庸
氣
あ
り
。
能
く
馬
上
に
雙
剣
を
舞
城
信
云
辞
大
嵯
賞
‘
云
云
‘
時
人
謂
―
―
之
飽
孤
雁
↓
【
飽
清
風
】
103

衿
7

ヴ
宋
‘
飽
嘗
(
6
0
)

の
綽
琥
。
其
の
詩
集
海
堕
縣
〕
飽
郎
市
、
縣
西
南
二
十
里
‘
晉
隆
安
中
、
孫
恩

は
す
。
錢
謬
の
征
伐
に
従
っ
て
功
あ
り
。
官
は
桧
校
太
【
飽
作
雨
】

94gゥ
清
、
瑞
安
の
人
。
字
は
雲
棲
゜
琥
は
六
を
清
風
集
と
い
ふ
か
ら
い
は
る
。
〔
泊
宅
編
〕
飽
嘗
郎
中
作
レ
乱
、
縣
令
飽
陪
遣
-
1

其
子
嗣
之
1

禦
レ
之
、
追
レ
賊
被
レ

尉
兼
領
侍
中
。
〔
尚
友
録
‘
十
六
〕
。
吉
齋
。
道
光
の
攀
人
。
著
に
周
易
揮
言
•
六
吉
齋
詩
紗
が
有

1一
詩
編
石
名
日
―
―
清
風
集
五
時
琥
―
―
飽
清
風
→
殺
虞
‘
其
地
菖
有

,
1鮪
郎
浦
了
今
激
浦
西
門
外
曰
―
―
飽
郎

【
飽
桂
星
】
88
ね

セ

イ

清

、

歓

の

人

。

字

は

雙

五

。

又

、

覺

あ

る

。

【

飽

蘇

妻

】

104

ね
t

周
の
人
。
宋
‘
飽
蘇
に
嫁
し
‘
姑
を
養
堕
場
涵
翌
堕
課
司
於
此
云
蓋
宋
元
時
藷
制
也
。

生
。
嘉
慶
の
進
士
。
エ
部
右
侍
郎
に
累
官
し
、
輩
語
に
【
飽
参
軍
】
95
ぢ
グ
＇
南
朝
、
宋
の
詩
人
飽
照
を
い
ふ
。
臨
ふ
こ
と
甚
だ
謹
敬
。
蘇
、
衛
に
仕
ふ
る
こ
と
三
年
、
外
【
飽
令
暉
】

Ul

衿
与
南
朝
宋
の
人
。
飽
照
の
妹
。
文
詞

中
り
落
職
す
。
宣
宗
即
位
す
る
や
、
編
修
を
以
て
召
射
海
王
の
子
瑣
が
荊
州
を
治
め
た
時
、
照
、
其
の
参
軍
で
妻
を
癸
る
も
、
姑
を
養
ふ
こ
と
愈
；
敬
し
、
其
の
捜
去
に
巧
。
〔
小
名
録
〕
。

さ
れ
、
階
事
に
歴
任
し
、
官
に
卒
す
。
性
、
質
直
。
文
學
に
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
詩
は
謝
震
運
と
名
を
齊
し
う
し
鮪
ら
ん
こ
と
を
勧
む
。
女
日
＜
、
亡
去
の
道
、
炉
正
を
首
【
飽
氏
戦
國
策
注
】

112g芯
吃
ク
書
名
。
戦
國
策
の
参

遼
し
。
初
、
詩
古
文
を
呉
定
に
學
び
、
後
、
挑
疏
に
師
事
謝
と
拉
稽
す
。
〔
杜
甫
、
憶
―
―
李
白
一
詩
〕
清
新
庚
開
府
、
俊
と
為
す
。
吾
が
捜
、
吾
に
教
ふ
る
に
居
室
の
道
を
以
て
考
書
。

す

。

其

の

詩

能

＜

唐

宋

の

長

を

合

す

。

著

に

進

奉

文

逸

飽

参

軍

。

せ

ず

‘

反

つ

て

吾

棄

て

ら

る

る

の

行

を

為

す

を

欲

す

る

紗
・
覺
生
詩
紗
・
詠
史
懐
入
詩
が
あ
る
。
又
、
司
空
圏
の
説
〖
飽
参
軍
集

]
9
6
劣
t九
書
名
。
十
巻
。
宋
、
飽
照
撰
。
か
と
。
醐
か
ず
。
宋
公
之
を
聞
き
‘
其
の
間
に
表
し
、
女

フ
〔
集
韻
〕
符
遇
切
頭
〗

を
用
ひ
唐
詩
品
八
十
五
巻
を
編
輯
す
。
〔
清
史
稿
、
三
百
唐
人
、
武
后
の
諌
を
避
け
て
、
照
或
は
昭
に
作
る
。
其
の
宗
と
琥
す
。
〔
列
女
博
、
賢
明
傭
〕
。

【

鮒

】

[

ブ

E

：4

八
十
三
〕
．
〔
清
史
列
億
、
三
十
二
〕
・
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
一
集
、
隋
志
に
十
巻
に
作
る
。
此
の
本
、
都
穆
家
よ
り
出
で
、
【
飽
宗
巖
】
105

が

対

ガ

ン

宋

‘

歓

の

人

。

字

は

博

叔

。

宋

末

、

日

百
十
一
〕
・
〔
績
碑
信
集
、
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
、
四
隋
志
と
巻
散
相
合
す
る
も
、
既
に
築
府
を
以
て
一
巻
と
盗
起
る
や
、
山
谷
間
に
逃
れ
、
賊
に
捕
へ
ら
れ
、
牌
に
殺

十
四
〕
．
〔
清
代
學
者
象
博
、
四
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
為
す
。
其
の
目
は
賦
―
―
倦
・
歌
行
一
春
・
詩
五
巻
・
表
•
さ
れ
ん
と
す
。
子
壽
孫
前
に
拝
し
、
父
に
代
つ
て
死
せ
口
が
〔
集
韻
〕
蓬
逍
切
直

i

編
、
五
十
四
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
二
編
、
五
十
一
〕
。
啓
・
疏
書
等
共
一
巻
・
頌
．
銘
・
掲
文
共
一
巻
°
〔
四
庫
提
ん
と
請
ふ
。
宗
巖
日
＜
、
吾
老
い
た
り
、
僅
に
一
子
奉

【
飽
桂
孫
】
89

ね

ソ

ン

清

、

醇

の

人

。

字

は

古

香

。

策

隷

要

、

集

、

別

集

類

、

一

〕

。

祠

す

る

の

み

、

登

に

之

を

殺

す

ぺ

け

ん

や

、

吾

願

は

く

小

日

口

●

ふ

な

。

〔

説

文

〕

鮒

‘

鮒

魚

也

、

を
善
く
し
、
八
分
尤
も
入
妙
。
家
貧
な
る
も
仕
進
を
築
【
飽
之
鍾
】
97

．
悶
＇
ヨ
ヴ
清
の
人
。
皐
の
子
。
字
は
論
山
。
琥
ば
自
ら
死
せ
ん
と
。
盗
、
父
子
を
繹
放
す
。
〔
宋
史
、
四
爾
”
豪
ハ
レ
魚
付
臀
゜
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
鮒
‘
績

し
ま
ず
、
隠
居
し
て
以
て
終
る
。
著
に
石
鼓
文
考
・
佑
漢
は
雅
堂
。
乾
隆
の
進
士
。
戸
部
郎
中
を
授
け
ら
る
。
少
き
百
五
十
六
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
七
十
六
〕
。
也
。
〔
呂
覧
、
貴
直
〕
鮒
入
而
銃
居
。
〔
注
〕
鮒
、
小

魚
。
●
が
ま
。
〔
易
、
井
〕
井
谷
射
レ
鮒
。
〔
秤
文
〕

印
譜
が
あ
る
。
〔
國
朝
書
萱
家
筆
録
‘
三
〕
。
よ
り
俊
オ
を
負
ひ
、
文
采
秀
逸
。
官
に
居
り
、
風
骨
を
以
【
飽
廷
博
】
106

か
け
ハ
ク
清
、
歓
の
人
。
字
は
以
文
。
琥
は
濠

飲
・
通
介
曳
・
得
間
居
士
。
諸
生
。
桐
郷
の
郎
鎮
に
流
寓

子
夏
博
謂
,
,
蝦
墓
二
〇
或
は
鯛
(
1
2
ー

4
91
2
)

に

【
飽
元
康
】
OO

ぢ
＄
元
、
歓
の
人
。
字
は
仲
安
。
少
き
て
著
は
る
。
和
坤
に
抑
へ
ら
れ
、
郎
署
に
浮
沈
し
、
詩
酒

よ
り
學
を
好
み
、
経
・
子
・
史
・
百
家
の
書
に
博
渉
し
、
尤
に
流
連
し
て
終
る
。
著
に
論
山
詩
紗
が
あ
る
。
〔
清
史
列
す
。
蔵
書
極
め
て
富
み
、
四
庫
館
開
く
や
、
書
六
百
餘
種

も
易
に
深
し
。
至
正
中
、
郡
中
寇
せ
ら
る
る
や
、
義
兵
博
、
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
嗜
猷
類
徴
、
一
百
四
十
六
〕
．
〔
國
を
進
め
、
又
、
知
不
足
齋
叢
書
三
十
集
を
校
刊
す
。
嘉
慶
作
る
。
〔
~
韻
〕
鮒
、
或
ハ
レ
附
゜

を
偶
へ
、
官
軍
に
従
つ
て
之
を
克
復
し
‘
努
を
以
て
卒
朝
詩
人
徴
略
初
編
、
四
十
〕
。
中
、
進
士
を
欽
賜
さ
る
。
年
已
に
八
十
六
。
明
年
卒
す
。
【
鮒
魚
】
1

ヤ
〇
ふ
な
。
螂
゜
〔
本
草
‘
鰤
魚
〕
繹
名
‘
鮒

す

。

〔

宋

元

學

案

、

九

十

四

〕

。

【

飽

象

賢

】

98.
か
む
＇
ウ
ケ
ン
明
、
歓
の
人
。
字
は
復
之
。
嘉
靖
の
夕
陽
の
詩
を
作
つ
て
甚
だ
巧
。
世
に
飽
夕
陽
と
い
は
魚
、
時
珍
日
‘
按
‘
陸
佃
埠
雅
云
、
螂
魚
旅
行
以
―
―
相
郎

1

【
飽
原
弘
】
91

砂
ヴ
明
の
人
。
名
は
仁
清
。
字
を
以
て
行
進
士
。
官
は
右
副
都
御
史
。
雲
南
を
巡
撫
す
。
後
、
兵
部
る
。
書
室
を
賜
書
堂
・
知
不
足
齋
と
い
ふ
。
著
に
花
韻
軒
也
、
故
謂
―
―
之
螂
百
竺
相
附
1

也
、
故
謂
-
1

之
鮒
↓
〔
戦
國
、

は

る

。

官

は

洪

武

中

、

築

清

訓

導

。

永

築

の

初

、

伊

府

紀

左

侍

郎

に

至

る

。

味

物

詩

存

が

あ

る

。

〔

清

史

列

博

、

七

十

二

〕

．

〔

國

朝

者

宋

策

〕

宋

所

謂

無
1

一
雉
免
鮒
魚
―
者
也
。
〔
説
苑
、
復
恩
〕

善
に
陸
る
0

[
飽
若
雨
】
99
衿

ク

ウ

宋

、

永

嘉

の

人

。

字

は

商

鞣

。

琥

は

獣

類

徴

、

四

百

四

十

一

〕

。

以

n

―
蛮
飯
興
こ
鮒
魚
―
其
祝
日
‘
云
云
。
●
山
名
。
鮒
鯖

【
飽
源
深
】

92gン
ン
清
、
和
州
の
人
。
字
は
華
渾
。
琥
は
敬
亭
゜
學
者
、
敬
亭
先
生
と
稽
す
。
程
願
に
従
學
す
。
宣
【
飽
同
仁
】
107

ぬ
ジ
’
元
、
歓
の
人
。
字
は
國
良
。
泰
定
の
（
3
)

に
同
じ
。
〔
山
海
経
、
海
内
東
経
〕
漢
水
出
―
―
鮒
魚
之

穆
堂
。
晩
琥
は
灌
奄
。
道
光
の
進
士
。
咸
豊
中
、
編
輯
和
中
、
方
脹
の
乱
に
郷
人
を
率
ゐ
て
拝
禦
す
。
有
司
、
功
初
、
蒙
古
翰
林
院
に
試
し
、
全
州
學
正
を
授
け
ら
る
。
山
玉
帝
顕
項
葬
―
―
子
陽
エ
九
嬢
葬
1

一
子
陰
↓

を
以
て
貴
州
に
覗
學
た
り
。
時
に
苗
乱
甚
だ
熾
盛
、
王
第
一
に
奏
す
る
も
‘
賞
擢
を
受
け
ず
。
著
に
伊
川
問
答
會
・
昌
州
同
知
に
歴
任
し
、
至
る
所
治
績
有
り
、
労
ら
鍼
〖
鮒
魚
困
,
,

涸
轍
一
難
レ
待
,
,
西
江
水
,
]2
””・・`
，
5
{
炉

安
國
の
難
を
登
し
て
以
て
違
義
を
全
う
し
、
丁
賓
禎
に
録
・
敬
亭
集
が
あ
る
。
〔
伊
維
淵
源
録
‘
十
四
〕
．
〔
宋
元
學
貶
の
術
に
通
ず
。
著
に
通
玄
至
要
賦
注
・
経
瞼
鍼
貶
法

5

チ
が
”
”
ふ
な
が
車
の
輪
跡
の
溜
り
水
に
困
窮
し
て
ゐ

援

を

乞

う

て

以

て

責

陽

を

救

ふ

。

同

治

中

、

山

西

巡

撫

案

、

三

十

二

〕

。

が

あ

る

。

〔

宋

元

學

案

、

九

十

四

〕

。

る

時

に

は

、

西

江

の

水

を

持

ち

来

る

如

き

悠

長

な

こ

と

を
拝
す
。
淫
靡
を
掃
除
し
、
風
俗
大
い
に
雙
り
、
尋
で
【
飽
若
虚
】
100

約
’
令
ヨ
宋
、
涅
縣
の
人
。
字
は
仲
賓
。
國
子
【
飽
婆
嶺
】
血
ね
パ
山
名
。
浙
江
省
建
徳
縣
の
東
北
。
〔
讀
は
し
て
居
ら
れ
ぬ
。
人
嘗
に
緩
急
宜
し
き
に
従
ふ
ペ

疾
を
以
て
欝
郷
す
。
書
室
を
補
竹
軒
と
い
ふ
。
著
に
補
生
。
靖
康
の
初
、
金
に
使
す
。
官
は
武
翼
郎
。
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
穀
州
府
、
建
徳
縣
〕
飽
婆
嶺
、
在
―
―
き
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
周
昨
来
、
有
1

一
中
道
而
呼

竹
軒
文
集
が
あ
る
。
〔
績
碑
博
集
、
二
十
八
〕
。
【
飽
承
先
】
101

約
＇
ウ
セ
ン
清
‘
應
州
の
人
。
明
の
副
将
。
天
府
東
北
面
明
初
、
張
士
誠
寇
1
1

巌
州
二
李
文
忠
禦
―
―
之
子
東
者
云
周
顧
覗
、
車
轍
中
有
五
翌
庶
焉
、
周
問
な
＃
日
、
鮒
魚

【
~
菰
雁
】9
3巧
飽
嘗
が
河
南
府
の
法
曹
で
あ
っ
た
命
中
、
清
軍
廣
寧
に
入
り
、
承
先
の
兵
敗
れ
て
降
を
乞
門
外
面
や
別
牌
出

1一
小
花
門
石
間
道
過
―
―
飽
婆
嶺
ぶ

B
―
―
碧
来
、
子
何
為
者
邪
、
封
日
、
我
東
海
之
波
臣
也
、
君
登
有

1一

時
の
故
事
。
〔
温
公
績
詩
話
〕
飽
嘗
、
善
為
乙
詩
‘
景
徳
三
ふ
。
副
将
を
拝
す
。
天
聰
中
、
永
平
・
遷
安
・
礫
州
・
大
難
塙
一
遠
出
＊
陣
後
5

大
破
レ
之
、
是
也
。
「
よ
。
斗
升
之
水
―
而
活
レ
我
哉
、
周
日
、
諾
、
我
且
下
南
遊
二
呉
越

年
、
進
士
及
第
、
為
1

一
河
南
府
法
曹
工
辞
尚
書
映
知
レ
府
‘
浚
河
に
従
征
し
、
秘
書
院
大
學
士
に
累
官
す
。
〔
清
史
【
飽
明
遠
】
109

ね
エ
ン
南
朝
、
宋
の
人
。
飽
照
(
5
4
)
を
見
之
王
一
激
―
―
西
江
之
水
―
而
迎
占
子
‘
可
乎
‘
鮒
魚
念
然
作
レ

嘗
失

1一
其
意
ぶ
初
甚
怒
と
之
、
嘗
獣
"
孤
雁
詩
—
云
、
天
寒
稲
稿
、
二
百
三
十
八
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
八
〕
。
【
飽
郎
場
】

1
1
0
鈴
＇
吟
堕
場
の
名
。
浙
江
省
海
璧
縣
の
西
色
曰
‘
吾
失
―
―
我
常
興
面
我
無
＞
所
レ
虞
‘
吾
得

1一
斗
升
之
水
一

梁
少
‘
萬
里
孤
難
泣
進
、
不
レ
惜
レ
充
―
―
君
庖
云
曰
レ
帯
―
―
邊
【
飽
仁
清
】
102

災
？
明
の
人
。
飽
原
弘
(
9
1
)

を
見
よ
。
南
。
海
墜
の
産
地
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
、
嘉
興
府
、
然
活
耳
、
君
乃
言
伍
此
、
曾
不
レ
如
白
早
索
―
―
我
於
枯
魚
之

魚

部

〔

五

董

〕

飽

鮒

七
三
八

13334 
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魚

部

〔
五l
—
上
ハ
書
〕
鮒

詐

師

鯛

鮨

鮨

筋

鯖

距

航

鮒

鯛

鮎

鉢

妬

鯰

終

鮪

鮎

鰍

日
●
つ
け
う
を
。
す
づ
け
の
う
を
。
堕
米
な
ど

に
潰
け
た
魚
。
〔
繹
名
、
秤
飲
食
〕
鮮
、
殖
也
、
以
ニ

堕
未
醸
レ
魚
、
以
為
レ
薙
、
熟
而
食
レ
之
也
。
〔
晉
書
、

烈
女
‘
陶
侃
母
湛
氏
博
〕
侃
少
為
―
―
尋
陽
縣
吏
函
嘗

監
蕉
衷
以
二
-
琳
鯰
隠
母
。
●
薫
(
1
2
-
4
6
1

5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
薫
‘
説
文
‘
誡
魚
也
‘
或
作
レ

絆
。
口
く
ら
げ
。
或
は
炸

(10ー
3
2
9
1
9
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
詐
、
海
魚
名
、
或
作
レ
炸
。
〔
博
物
志
、
異
魚
〕

東
海
有
レ
物
、
状
如
Ii

凝
血
工
ヵ
員
、
名
日
1
1

鮮
魚
↓

無
頭
目
慮
痰
内
無
レ
蔵
‘
衆
蝦
附
レ
之
‘
随
其
東

西

T
へ
霙
食
レ
之
。
〔
絣
雅
‘
繹
贔
魚
‘
訓
纂
〕
絆
、
亦

作
レ
蛇
、
水
母
也
、
今
俗
呼
為
二
海
狐
蘊
四
す
し
。
鮨
。

【
詐
魚
]

1

”
ョ
く
ら
げ
。
水
母
。
海
月
。
〔
博
物
志
、
異
魚
〕

東
海
有
レ
物
、
状
如
痘
廣
エ
n
員
、
名
日
二
詐
魚
五
無
―
―
頭

目
虞
所
ご
内
無
レ
誡
‘
衆
蝦
附
レ
之
‘
隧
,
,
其
東
西
T
八
霙

【
鮮
滓
】
2

t

か
す
漬
の
魚
。
す
し
。

L

食
レ
之
。

【
鮮
苔
】
3

ゲ
蒙
古
人
が
雨
を
躊
る
に
用
ひ
る
走
獣
の

腹
中
よ
り
出
た
石
。
大
な
る
も
の
は
‘
雛
卵
の
如
し
。

牛
黄
・
狗
賓
の
類
。
〔
本
草
‘
詐
苔
〕
集
解
、
時
珍
日
、
炸

苔
生
11

走
獣
及
牛
馬
諸
畜
肝
騰
之
間
一
有
―
―
肉
嚢

H
衣レ

之
、
多
至
1

一
升
許
T

大
者
如
―
―
難
子
下
小
者
如
レ
栗
如
レ
榛
‘

其
状
白
色
、
似
レ
石
非
レ
石
、
似
レ
骨
非
レ
骨
゜
〔
綴
耕
録
‘

躊
雨
〕
往
往
見
―
―
蒙
古
人
之
躊
レ
雨
者
一
非
T

若
1

一
方
士
1

然
5

至
一
於
印
令
旗
剣
符
圏
氣
訣
之
類
―
―
無
レ
所
レ
用
、

【
鮮
】
[
サシ，ヤ

日
サ
□
,
〔
集
韻
〕
助
駕
切

ジ
ャ

〔
集
韻
〕
側
下
切
園

出

Y

c
h
a
'
 

國

緯
↓
〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
鮒
魚
困
―
―
涸
轍
五
難
レ
待
―
―
西

江
水
ぶ
~
I
\
人
之
甚
窪
→

【
鮒
鯖
】
3

炉
・
ウ
山
名
。
河
北
省
清
豊
縣
の
西
南
。
頓
丘

故
城
の
西
北
。
又
‘
務
隅
・
附
馬
・
鮒
魚
に
作
る
。
今
の

廣
陽
山
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
頓
丘
縣
‘
鮒
蝸
山
、
在
1
1

縣
西

北
三
十
里
↓

【
鮒
祀
】
4

汀
春
秋
、
宋
属
公
(
8
1
7
0
7
8
 :
 4
3
0
)

の
名
。

鯖
遺
は
‘
魚
の
名
。
寺
(
2
ー

1
5
1
4
)

に
通
ず
。
〔
元

覧
〕
脩
魚
鯖
遺
飴
蛤
皆
六
足
。
〔
康
煕
字
典
〕
鯖
、

魚
名
、
山
海
経
作
―
―
寺
遺
之
魚
↓

【終】蜘

讀
こ
の
し
ろ
。

【

鯖

】

年

げ

〔
字
彙
補
〕
而
球
切
芦
g

【
鯨
】
〖
直
ぃ
さ
ざ
。
淡
水
魚
の
一
。

琶

二

か

じ

か

。

か

じ

こ

。

笞

】

螂

ガ

ク

＂

店

；

i
[註
識
字
。
〔
字
彙
一
【
妬
谷
】
1

勺
越
後
國
の
地
名
。

魚
の
名
。
蝉
の
陽
゜
〔
山
海
経
、
海
外
西
経
〕
戚
操
1-

魚
鮨
↓
〔
注
〕
鰐
魚
屡
。
勝
う
な
ぎ
。
鰻
(
1
2
-
4
6
4
4

3
)

に
同
じ
。
〔
和
玉
篇
〕
。

窮

】

一

諷
ひ
を
。

【
鮪
】
〖
シ
，
ヨ
〔
中
華
大
字
典
〕

ソ

子

魚

切

圏

【鮎】』
コ

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鮎
‘
昔
油
°

【

鯖

】

-

髄
(
1
2
-
4
8
6
1
5
)

の
謡
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鮨
‘
麒
謳
字
。

シ
ッ

【
鯛
】
一
ク
，
ワ
イ
豆
戸
出
―
"
い
註
O
゜
〔
中
華

【
鯛
】
[

誨
(
1
2
-
4
6
1
8
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
誨
、
或
省
。

ポ
，
ウ

魚
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
鮒
、
魚
名
。

踪

】

i

キ
け
い
丘
O
)

の
古
字
。
〔
玉
篇
〕

【
鮒
】
一
ボ
ク
〔
篇
海
類
編
〕
昔
目

＂
＂
口F：
し
ぽ
因
且

i
i
"
i彗ー[
m【
距
】
〗

玩
弄
、
如
レ
此
良
久
、
諏
有
レ
雨
、
登
其
静
定
之
功
已
成
‘

特
息
此
以
愚
仄
耳
、
抑
果
異
物
耶
、
石
子
名
日
五
叶
魚
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
距
、
魚
名
。

登
乃
走
獣
腹
中
所
レ
産
‘
獨
牛
馬
者
最
妙
、
恐
亦
是
牛

黄
狗
賓
之
闇
耳
。
〔
朱
有
熾
元
宮
詞
〕
祈
雨
番
僧
詐
苔

【
い
い
ユ
4
丸

7
[ふ
°
高
麗
の
方
言
。
〔
事
物
【
航
】
i

異
名
録
‘
樹
木
、
松
〕
難
林
類
事
、
高
麗
方
言
、
松
曰
1

一
詐
子

南↓

日
□
魚
の
名
。
〔
川
篇
〕
航
、
魚
名
。

日
ヵ
ヴ

口バ

〔
川
篇
〕
昔
航

〔
川
篇
〕
昔
罵

キ，ヨ

〔
篇
海
類
編
〕
昔
巨

腫

七
三
九

小

日

曰
l

し
ぴ
°
或
は
鰭
（
1
2ー

4gu)に

負
豪
作
る
。
〔
説
文
〕
鰍
‘
傾
鰍
也
、
ハ
な
魚
胤

日
昇
〔
集
韻
〕
禰
登
切
函

晶
g
〔
集
韻
〕
母
亙
切
瞑

【鰍】
i 小

日
口
●
ど
ぶ
が
ひ
。
は
ま
ぐ
り
。
〔
説

賣
豪
文
〕
鮎
、
蛙
也
、

A
レ
魚
吉
臀
、
漢
律
、
會

稽
郡
猷
1

一
鮎
醤
二
斗
↓
●
或
は
結
(
1
0
-
3
3
0
2
0
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鮭
‘
或
作
レ
結
。
国
魚
の
名
。

錨
(
1
2
-
4
6
2
1
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
魚
名
、

或
省
。

【
鮎
埼
】
1

勾
H

亭
の
名
。
浙
江
省
奉
化
縣
の
東
南
。
一
名

結
埼
亭
。
清
、
全
祗
望
は
郎
縣
の
人
。
因
つ
て
著
す
所
の

詩
文
を
結
埼
亭
集
と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
會
稽

郡
‘
云
云
‘
郎
有
1

一
鮎
埼
亭
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
鮎
‘
蛙
也
、
長

一
寸
、
廣
二
分
、
有
1

こ
小
蟹
在
,
,
其
腹
中
函
『
‘
曲
岸
也
、

其
中
多
レ
埼
、
故
以
名
レ
亭
゜

【
結
埼
亭
集
】
2

パ
”
キ
テ
イ
書
名
。
三
十
八
巻
。
清
、
全
祗

望
撰
。
経
史
問
答
十
巻
・
外
編
五
十
倦
よ
り
成
る
。

,......, 
倍士ヽ
II、ロ......... 
46093 

国口日
ケカケケギキ
チッチツチツ

〔
集
韻
〕
其
吉
切
圏

り
一
せ

c
h
i
e
h
'

〔
集
韻
〕
吉
屑
切
隈闊

〔
集
韻
〕
丘
八
切

祠
】
-
"
戸
]
"
□
O

鱈
豆
戸
[

(
7ー

1
8
9
9
8
:
 2
0
3
)

に
同
じ
。
〔
和
玉
篇
〕
。

ダブ ー

13335 



(46095)一 (46114)

魚
の
名
。
は
も
。
〔
集
韻
〕
鮨
‘
魚
名
、
鰈
也
。

国】岬

〔
集
韻
〕
下
遇
切
府

コ，ウ
ク

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
銑
、
魚
名
。

【

銑

】

亨

セ
ン

〔
集
韻
〕
蘇
典
切
卿
〗

〇
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
名
、
山
海
経
、
英
礎
之

山
‘
碗
水
出
焉
、
是
多
―
―
鮪
魚
↓
●
鯛
(
1
2
-
4
6
2
2

6
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
鯖
‘
俗
鯛
字
。

【

鮪

】

岬

芦

〔

集

韻

〕

之

由

切

因

し
び
。
鮪
の
小
さ
い
も
の
。
或
は
鰍
(
1
2
|
 4
6
2
1
5
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯨
‘
魚
名
、
王
鮪
也
、
小
者
日
レ

鯨
‘
或
不
レ
省
。

【
鮎
鮪
】
1

竺
ク
ま
ぐ
ろ
。
こ
し
び
。
鮪
の
小
さ
い
も
の
。

〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
略
、
鯨
鮪
゜
〔
注
〕
鮪
、
鰻
陽
也
、
大
者
名
1
-

王
鮪
ェ
小
者
名
蘇
鮪
↓
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘
有
レ

鰻
有
レ
鮪
〕
鮪
、
魚
形
似
レ
鰯
而
胄
熙
、
頭
小
而
尖
、
似
鐵

兜
登
口
亦
在
―
―
頷
下
二
益
州
人
謂
―
―
之
鰻
鮪
了
大
者
為
―

王
鮪
工
小
者
総
蘇
鮪
↓

【
鯨
】
〗
シ
，
ユ
ク
〔
集
韻
〕
式
竹
切
閾

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鉾
、
魚
也
。

貧
】
年

ポ，ウ
ム

〔
玉
篇
〕
莫
侯
切
下
〗

臀
゜
〔
集
韻
〕
鰍
、
或
払
覺
”
 

缶
~
音

〔
六
書
〕

小
日
口
●
は
ら
こ
。
魚
の
卵
。
〔
説
文
〕

K

り"
景
＾
策
鰯
、
魚
子
也
、
炊
レ
魚
而
臀
゜
〔
國
語
、
魯

語
上
〕
魚
禁
云
翌
烹
〔
注
〕
蝙
、
未
レ
成
レ
魚
也
。

O

魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鱈
、
一
日
、
魚
之
美
者
、
東
海

之
鰯
。
〔
呂
覧
、
本
味
〕
魚
之
美
者
、
洞
庭
之
鱒
‘

東
海
之
鱈
゜
〔
注
〕
鱚
、
魚
名
也
。

「一—→

緬.......... 
46105 

口Bニジニジ
クク

~ ~ 

集集
韻韻、、
而人
六 Jレ之
切切

~) 

圏可図

国
】
[
先
ウ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
漁
、
昔
舅
゜

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮒
、
魚
名
。
●
絡
(
1
2
|
 4
6
2
5
 

4
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
釦
‘
俗
鮪
字
。
歴
か
ま
す
。

冨】呻
[
ヴ
〔
集
韻
〕
巨
九
切
洵

【
鮪
】
』

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鮒
、
魚
名
。

ク
ヴ
ィ

ヶ

〔
字
彙
〕
古
壊
切

判

【

触

】

血

尾
の
赤
い
み
こ
ひ
。
又
、
み
こ
ひ
の
雄
。
〔
玉
篇
〕

蝕
、
魚
也
。
〔
古
今
注
‘
魚
品
〕
白
魚
赤
尾
者
曰
レ

触
、
一
曰
レ
航
、
或
云
、
雌
者
曰
―
―
白
魚
五
雄
者
曰
二

蝕
魚
一

キ

〔
玉
篇
〕
旺
鬼
切
濶
-

冤】”
シぶ`
，ウ

蒸
(
1
1
0
-
4
6
2
1
1
)

の
俗
字
。
〔
正

字
通
〕
驚
‘
俗
蒸
字
。

●
は
ら
こ
。
魚
の
卵
。
〔
集
韻
〕
鯨
‘
一
曰
、
魚
子
。

〔
古
今
注
、
魚
晶
〕
魚
子
日
レ
蠅
、
亦
曰
レ
鯨
、
言
レ
如
レ

散
二
稲
恭
也
。
●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯨
、
魚
名
。

【
鯨
蟻
】
1

勺
魚
子
。
う
を
の
子
。
〔
正
字
通
〕
南
海
諸

郡
、
八
九
月
受
漁
天
著
―
―
草
中
函
全
縣
寵
煙
上
已
月

雷
猜
‘
取
レ
草
浸
泄
塘
一
旬
日
出
如
―
―
科
斗
二
謂
l

一
之
鯨

【
鯨
】
[

マペ
イイ

〔
集
韻
〕
母
碍
切
圏

【
蛭
】
〗
シ

抵
(
1
2
|
 4
6
 05
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

紙
、
或
炊
レ
至
゜

●
な
ま
づ
゜
鰈
(
1
2
-
4
6
1
5
9
)

の
謡
字
。
〔
集
韻
〕

鞍
‘
魚
名
。
〔
康
熙
字
典
〕
鞍
鰈
字
之
謡
。
●
鞍
鰊

は
‘
魚
の
名
。
あ
ん
か
う
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鞍
‘
鮫

鰊
者
、
尾
硬
鱈
類
‘
罷
似
琵
紐
無
レ
鱗
、
口
頗

大
、
生

g
盆
幽
一
甚
多
、
常
住
1

一
海
底
盃
空
胸
鰭
腹

鰭
―
徐
徐
約
行
。

【
鞍
】
〗
ァ
ン

〔
集
韻
〕
於
肝
切
癖
i

●
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鯖
、
魚
名
。
●
鮎
(
1
2
|
 4
6
0
2
 

4
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
鯖
、
鮒
字
之
識
。

【
鯖
】
年
戸
〔
王
篇
〕
莫
六
切
闊
『

宿
】
〗
ヒ
吐
丘
m
]
"
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

【
鱈
魚
】
1

が
魚
の
名
。
〔
李
賀
‘
書
ご
角
東
城
―
詩
〕
淡

菜
生
,
,
寒
日
云
緬
魚
澳
-
―
白
濤
↓

【
鰯
哺
】
2

～
か
ら
す
み
。
ぽ
ら
・
さ
は
ら
等
の
子
を
胞

袋
の
ま
ま
乾
し
て
製
し
た
も
の
。

鉾

鯨

鯖

銑

鮨

黛

触

鰍

鮒

漁

鰤

舒

鯖

鞍

蛭

鯨

鐘

詭

銚

鋲

日
は
ら
ご
。
魚
の
卵
。
〔
廣
雅
‘
秤
魚
〕
鋲
‘
鱚
也

【
鋲
】
叫

〔
集
韻
〕
古
勇
切
麗

キ，ヨ，ウ

ク
日□
コ
ヴ

虐
口
〖
国
國
も
だ
ま
。
な

小
説

触

藪

ぱ

饒

ぷ

ま

づ

に

似

て

大

。

〔

説

文
〕
銚
‘
魚
名
、
八
レ
魚
兆
臀
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
経
‘
大

護
小
者
銚
。
〔
廣
韻
〕
銚
、
魚
名
、
似
レ
鮎
而
大
。

〔
集
韻
〕
銚
、
似
レ
鮎
白
色
。

【
銚
】
[
固国口日
ドタ干デテデテ
'''' ゥ’ヴゥゥゥゥゥ

涯圏

〔
集
韻
〕
餘
招
切
國
[

〔
集
韻
〕
杜
皓
切
飼

〔
集
韻
〕
田
聯
切

〔
集
韻
〕
直
紹
切

こ
な
ま
づ
。
口
小
さ
く
‘
脊
は
黄
色
‘
腹
は
白
く
、

背
に
肉
の
替
が
あ
る
。
〔
集
韻
〕
詭
、
魚
名
、
鰈
之

小
者
。
〔
本
草
‘
鰊
魚
〕
集
解
、
保
昇
日
、
口
腹
倶

大
者
名
レ
護
、
背
青
口
小
者
名
レ
鮎
、
口
小
背
黄
腹

白
者
名
レ
範
゜
〔
正
字
通
〕
詭
、
似
レ
鮎
而
大
、
白
色
、

背
有
―
―
肉
替
↓
陸
は
え
。
脩
゜
〔
和
名
類
緊
抄
‘

龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
詭
〕
四
臀
字
苑
云
‘
詭
‘
魚
似
レ

鮎
白
色
。
〔
注
〕
波
江
゜

冦
】
[

【
鰭
】
岬

蟻―)

〔
集
韻
〕
吾
回
切
菌
一

グ

ヴ

ィ

／

x
¥
 wei' 

緬
(
1
2
-
4
6
1
0
5
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
鰭
、
緬
字
之
謡
。

ジ
ク

七
四
〇

13336 



貧】如
魚

部

〔
六
蜜
〕

七
四

〔
集
韻
〕
力
菓
切
、
圏

ヵ
一
せ

l
i
e
h
•

〔
集
韻
〕
力
制
切
圏

曰
口
え
つ
。
釧
魚
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
駕
、
蛾
刀
。

〔
注
〕
今
之
紫
魚
也
、
亦
呼
為
,
,
~

魚
↓
〔
雷
浚
、
説

文
外
編
〕
説
文
無

1
1
i
i
l
i
€

字
云
案
、
周
證
鼈
人
疏
引
1
1

り
爾
雅
‘
刀
魚
鰈
刀
五
是
猥
者
、
刀
魚
二
字
之
謡
。

~
【
駕
魚
】1知
5

魚
の
名
。
刀
魚
。
鱗
魚
の
異
名
。
〔
本
草
、

3
 

鱗
魚
〕
繹
名
、
紫
魚
、
駕
魚
‘
巖
刀
、
勧
魚
‘
鱈
魚
、
望
魚
、

2
 
ー6
 
⑭
時
珍
日
、
魚
形
如
痢
レ
物
裂
蔑
之
刀
五
故
有
藷
名
↓

‘.＇ノ5
 
g
【
鮒
】
叩

レ
ッ

勲
(
1
2
-
4
6
1
1
7
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
劉
、
同
レ
勲
。

【
銅
】
呻

蛛

鯛

駕

劉

鮭

絡

銅

鰊

鮨

ト
ヴ
〔
集
韻
〕
徒
東
切
＇
面

日

ヅ

大

X
L

t
'
u
n
g
2
 

且
旦
，
ゥ
〔
集
韻
〕
柱
勇
切
國

昂
五
，
ゥ
〔
集
韻
〕
博
容
切
圏

口日
レレレ
イチッ

日
イ

2

口
打

／
 

【
鰊
】
血

ジ
国‘

図圏図

祠

】

四

ィ

ン

□
魚
の
名
。
虹
(
1
2
,
 4
5
9
7
0
)
に
同
じ
。
〔
六
書

故
〕
虹
、
又
作
レ
鋲
、
興
一
部
易
魚
1

相
類
、
不
レ
鱗
゜

〔
集
韻
〕
鍾
輪
切

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蛛
、
魚
名
、
山
海
経
、
蛛
鱈
似
レ

蝦
、
無
レ
足
。
茜
か
ま
つ
か
。
は
ぜ
に
似
た
小
魚
。

水
底
に
居
り
、
口
を
開
い
て
沙
を
吹
く
。
〔
和
玉

篇〕。

〔
集
韻
〕
伊
刃
切
醐
写

魚
の
名
。
印
魚
。
〔
集
韻
〕
抑
、
鯛
鱗
、
魚
名
、
如
レ

策
、
一
曰
、
首
象
レ
印
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
卸
亀
鱚

錯
。
〔
注
〕
劉
日
、
鯛
魚
、
長
三
尺
許
、
無
レ
鱗
、
身
中

正
、
四
方
如
レ
印
、
扶
南
俗
云
、
諸
大
魚
欲
レ
死
、
卸

魚
皆
先
封
レ
之
。

【
絡
】
〗

國国口
キ，カカグク，
ヤククワワ
ク ィィ

【
蛛
】
叩
‘
ン
，
ユ

國

日
ラ
ク

〔
集
韻
〕
歴
各
切
嘩

ヵ
x
己

l
u
o
•

〔
集
韻
〕
戸
賄
切
醐
〗

〔
集
韻
〕
躙
鶴
切
嘩
苧

〔
集
韻
〕
各
頷
切
詞
i

小

日

□
l

し
び
。
鮪
の
小
さ
い
も
の
。
〔
説

負
策
文
〕
絡
、
叔
鮪
也
、
ハ
氣
各
臀
。
〔
段

注
〕
叔
鮪
者
、
鮪
之
小
者
也
、
封
,
,
王
鮪
1

為
レ
辞
。

〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
絡
、
鮎
鮪
゜
〔
注
〕
鮪
‘
鐙
凰
也
、
云

云
、
有
二
魚
五
状
似
レ
鎧
而
小
、
建
平
人
呼
―
―
絡

子
面
ば
此
魚
也
。
国
か
め
の
名
。
〔
集
韻
〕
絡
、
魚

名
、
如
レ
罷
‘
喉
長
三
尺
、
利
歯
‘
虎
鹿
度
レ
河
‘
撃
レ

之
断
‘
卵
如
レ
鴨
。
國
魚
の
名
。
鯖
(
1
2
ー

4
6
3
9
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
綿
、
魚
名
、
或
省
。

で
酪
子
】
1

カ
ク
鯖
の
名
。
し
び
。
ま
ぐ
ろ
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
‘

絡
‘
鯨
鮪
‘
注
〕
鮪
‘
鰻
圏
也
、
大
者
名
―
―
王
鮪
示
上
者
名
―
―
鯨

随
今
宜
都
郡
、
自
"
京
門
ー
以
上
江
中
、
通
出
1

一
鱚
鰭
之

魚
云
有
1

一
魚
祓
似
レ
鐙
而
小
、
建
平
人
呼
―
―
絡
子
盃
即
此

魚
也
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
詩
疏
引
陸
機
云
‘
鮪
‘
魚
形
似
レ
鰻

而
青
黒
‘
頭
小
而
尖
、
似
1

一
鐵
兜
萎
百
I

亦
在
,
,
頷
下
弁
其
甲

可
二
以
序
蓋
、
大
者
否
過
一
七
八
尺
盃
州
人
謂
,
,
之
鰻

鮪
天
者
為
元
伍
ネ
小
者
為
―
―
鯨
鮪
二
名
絡
、
肉
色
白
、

味
不
レ
如
レ
鰻
也
、
今
東
莱
遼
東
人
謂
,
,
之
尉
魚
盃
或
謂
―
―
之

仲
明
面
仲
明
者
、
築
浪
尉
也
、
溺
,
,
死
海
中
石
化
為
1

一
此
魚
↓

〔
集
韻
〕
丈
九
切
涸
q

〔
集
韻
〕
鰊
魚
名
、
鮎
也
、
江
東
語
。

h

鰊
魚
】
1

打
山
魚
の
名
。
な
ま
づ
゜
鯰
゜
〔
爾
雅
翼
‘
繹
魚
、

日
口
国
.
魚
の
名
。
鰹
の
大
き
い
も
鰊
〕
鰊
魚
‘
慨
額
雨
目
上
陳
、
頭
大
尾
小
、
身
滑
無
レ
鱗
、

謂
乏
鮎
魚
一
言
1

一
其
貼
遣
也
。
〔
本
草
、
鰊
魚
〕
繹
名
、

鰻
魚
‘
鰻
魚
‘
鮎
魚
、
時
珍
曰
‘
魚
額
平
夷
低
櫃
‘
其
誕
貼

の
。
〔
説
文
〕
銅
、
銅
魚
、
一
日
、
蟻
也
、

払
魚
同
臀
、
讀
若
袴
豊
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
鰹
、
大
滑
、
鰊
‘
夷
也
。

銅
、
小
者
統
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
此
申
1

秤
鰻
大
小
【
鰊
駕
】
2

t

魚
の
名
。
鰈
広
の
異
名
。

之
異
名
一
也
、
大
者
名
レ
鰹
、
小
者
名
レ
鋭
、
然
則
中

者
名
レ
鰻
、
郭
注
上
文
鰻
銅
、
撮
中
＇
者
一
而
言
也
。

●
或
は
鐘
(
1
2
|
 4
6
4
9
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
銅
、

或
八
レ
童
。
國
銅
陽
は
‘
縣
名
。
〔
集
韻
〕
銅
‘
銅
陽

縣
層
1
1

汝
南
↓

【
銅
陽
】
1

誘
縣
名
。
漢
、
置
き
、
唐
‘
畷
す
。
今
の
河

南
省
新
禁
縣
の
東
北
。
漢
の
明
帝
、
陰
慶
を
封
じ
て
銅

陽
侯
と
す
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
汝
南
郡
、
縣
三
十
七
、

銅
陽
゜
〔
注
〕
孟
康
曰
、
銅
、
＿
音
討
、
應
肋
曰
、
在
ー
↓
銅
水

之
陽
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
‘
汝
寧
府
、
新
禁

縣
〕
銅
陽
城
、
在
1

一
縣
北
五
十
里
ご
漢
縣
、
屡
1

一
汝
南
郡
一

銅
、
水
名
也
、
漢
明
帝
封
蔭
慶
為
辰
邑
云
晉
麗
姦
陰

郡
な
仮
属
一
新
禁
郡
;
釧
宋
及
後
魏
因
レ
之
、
東
魏
嘗
移

11

禁
州
治
此
ギ
北
齊
縣
畷
、
隋
復
置
、
屠
q

陳
州
盃
唐
初
層
―
―

沈
州
下
貝
観
初
畷
、
今
為
1

一
銅
陽
村
-
哀
宇
記
、
銅
陽
城

在
―
―
沈
邸
北
縣
西
北
三
十
五
里
盃
誤
。

〔
集
韻
〕
延
知
切

〔
集
韻
〕
田
黎
切

〔
集
韻
〕
オ
資
切

日
●
謎
鋏
は
‘
魚
の
名
。
又
、
し
ほ
か
ら
。
〔
集
韻
〕

鱗
謎
鰊
、
魚
名
、
一
日
、
甕
蔵
魚
腸
、
宋
明
帝
密

漬
謎
良
一
食
敷
升
。
●
鰍
鋏
は
、
ふ
ぐ
。
飴
(
1
2

|
 4
6
0
7
3
)
に
同
じ
。
〔
本
草
、
河
豚
〕
繹
名
、
鰍
鋏
、

醐
鰊
‘
蜆
魚
、
噸
魚
‘
吹
肛
魚
‘
氣
包
魚
。
口
お
ほ

な
ま
づ
゜
鮮
(
1
2
|
 4
6
1
5
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鮮
‘

魚
名
、
説
文
、
大
鮎
也
、
或
作
レ
鰊
。
国
な
ま
づ
゜

【
鮭
】
[

シ

鰤
(110
-
4
6
3
7
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鰤
、
或
省
。

駒
い

チ
ヴ
チ
ュ

國
°
'

〔
集
韻
蒸
夷
切
図

v
 
I
 

c
h
'
i
'
 

〔
集
韻
〕
渠
伊
切
甲
3

〔
集
韻
〕
研
計
切
薗

小
巳
□
軍
》
う
を
ぴ
し
ほ
。
魚
の
し
ほ
か

≪
e
 

負
豪
ら
。
〔
説
文
〕
鮨
、
魚
賠
醤
也
、
出
―
―
蜀

中

T
八
レ
魚
旨
聾
。
〔
爾
雅
、
繹
器
〕
肉
謂

I
)之
羹
面
~

謂
乏
鮨
↓
〔
注
〕
鮨
、
絆
陽
也
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
郭

以
レ
鮨
為
,
,
詐
陽
工
非
也
、
詐
乃
以
レ
堕
蔵
レ
魚
、
鮨

是
以
レ
魚
作
レ
醤
゜
●
し
ぴ
゜
〔
説
文
〕
鮨
、
一
日
、
鮪

魚
名
。
〔
集
韻
〕
鮨
、
一
日
、
魚
名
‘
鮪
也
。

O
鰯（
1
2

|
 4
6
2
2
8
)

・転
(
1
2
-
4
6
0
7
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鮨
‘
或
炊
レ
祁
‘
ハ
J
ホ
。
国
魚
の
名
。
鮨
魚
(

2

)

を

見
よ
。
〔
集
韻
〕
鮨
‘
魚
名
。
勝
す
し
。

【
鮨
詰
】
1

冗
ぎ
つ
し
り
つ
め
る
こ
と
。
又
、
つ
ま
る

こ
と
。

【
鮨
魚
】
2

紗
5

魚
の
名
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
又
北
ニ

鮨

百
里
、
日
―
―
北
嶽闘
て
ど

兒
T

食
レ
之
已
に
狂
。
〔
箋
疏
〕
然
則
推
二
尋
郭
義
T

此
経

鮨
魚
、
蓋
魚
身
魚
尾
而
狗
頭
、
極
似
1

一
今
海
狗
一
登
州

海
中
有
レ
之
‘
其
状
非
レ
狗
非
レ
魚
、
本
草
家
謂
1

一
之
骨

訥
獣
す
是
也
。

【
鮨
】
〗
日
砂凡国ゲ

イ
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、

ヴ

の

名

。

鮪

水

（

3
)
を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
一
日
、
水
直
入
虎
狼
窟
、
一
ヒ
深
探
鮫
鰐
淵
゜

名
、
翠
縣
西
北
臨
河
有
周
武
山
口
武
王
伐
レ
討
、
〖
麿
―
鮫
鰐

1
〗4
砂
心
ク
ニ
さ
め
や
わ
に
の
え
じ
き
に

□
5
ャ
ヴ

な
る
。
〔
陸
滞
‘
入
蜀
記
〕
頃
刻
緊
1

鮫
鰐
一

【
鮫
函
】
5

梵
さ
め
の
皮
の
よ
ろ
ひ
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

亡

＿

ピ

吋

ウ

匹

膠

革

禦

―

―

之

鮪

水

上

；

蓋

其

虞

也

、

相

傭

、

山

下
有
矢
屈
江
‘
穴
有
廣
魚
ご
登
則
赴
二
龍
門
一
屋
帯
鮫
函
五
炉
楡
隔
隻
〔
注
〕
劉
曰
‘
楚
人
謂
レ
被
為
レ

ピ
チ

国

故
旦
鮪
袖
公
品
戸
河
所
＂
侵
‘
不
レ
知
天
之
所
＂
隠
‘
鮫
魚
甲
可
レ
貸
鎧
、
淮
南
子
日
、
鮫
革
犀
兇
為
由
＇

日
魚
の
名
。
鮭
(
1
2
|
 4
6
2
9
7
)

に

同

じ

。

〔

集

韻

〕

在

。

臼

也

。

〔

陸

亀

蒙

、

奥

友

生

話

レ

別

詩

〕

杖

誠

為

虎

鱗
魚
名
、
或
炊
袢
。
口
に
こ
ひ
。
〔
集
韻
〕
鱗
白
【
鮪
魚
】
1

が
魚
の
名
。
し
ぴ
。
し
ぴ
ま
ぐ
ろ
。
鱒
魚
の
簡
披
信
作
二
鮫
函
↓

魚
。
国
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
餅
、
魚
名
。
茜
あ
み
。
蝦
異
名
。
〔
本
草
、
鱒
魚
〕
繹
名
、
鰈
魚
、
鮪
魚
、
王
鮪
、
碧
【
鮫
肌
]
6

万
鮫
の
や
う
に
ざ
ら
ざ
ら
し
た
皮
膚
。

【
鮫
魚
】
1

翌
魚
の
名
。
さ
め
。
〔
本
草
‘
鮫
魚
〕
秤
名
、
沙

魚
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘
有
レ
鎧
有
レ
鮪
〕
鮪
‘
魚
形

魚
‘
鯖
魚
‘
鰻
魚
、
溜
魚
、
集
解
‘
時
珍
日
、
古
日
レ
鮫
‘
今

の
一
種
。
海
糠
゜

似
レ
鎧
而
青
照
、
頭
小
而
尖
、
似
―
―
鐵
兜
茎
言
口
亦
在
―
―
頷

下
盃
州
人
謂
乏
鱚
蜆
大
者
筏
王
紐
小
者
為
鯨
曰
レ
沙
、
是
一
類
而
有
'1

散
種
一
也
、
東
南
近
海
諸
郡
皆

紐

一

名

絡

。

有

レ

之

、

形

並

似

魚

、

青

目

赤

頬

、

背

上

有

レ

振

、

腹

下

一

種

の

料

理

の

名

。

有

レ

翅

‘

味

並

肥

美

。

川
の
名
。
清
水
。
渭
水
(
7
-
1
7
7
8
1
:
 2
4
)

【
鮫
樵
】
8

焚
鮫
の
形
を
藍
い
て
馬
の
腋
に
か
け
る

冨
】
〗
イ
〔
集
韻
〕
盈
之
切
図
【
鮪
鍋

]
2そ

革
゜
鮫
と
鮫
、
古
相
通
用
す
。
〔
史
記
、
證
書
〕
寝
児
持

【
鮪
水
】
3

戸

●
鰍
姫
は
、
ふ
ぐ
。
〔
廣
雅
、
繹
魚
〕
鰈
鮒
、
飼
也
。
に
同
じ
。
〔
呂
寛
、
貴
因
〕
武
王
至
1
1

鮪
水
一
殷
使
"
一
膠
一
絹

虎
‘
鮫
懇
禰
龍
‘
所
―
―
以
養
＞
威
也
。
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣

日
‘
鮫
魚
皮
‘
可
和
5
飾
1

一
服
器
玉
郷
者
、
西
戸
匡
磁
元
之
革
゜

〔
集
韻
〕
錨
魚
名
、
博
雅
‘
鰍
鮒
‘
鈍
也
、
背
胄
腹
候
1

一
周
師
釜
呈
見
レ
之
。

【
鮫
絲
】
，
洛
端
午
に
腕
に
巻
く
絲
。
病
を
避
け
る
と

白
‘
襴
レ
物
即
怒
‘
其
肝
殺
レ
人
。
〇
い
し
ぶ
し
。

〔

倭

名

類

緊

抄

‘

龍

魚

部

‘

龍

魚

類

‘

鮒

〕

雀

昂

食

い

ふ

。

鮫

絲

。

〔

曹

唐

‘

小

遊

仙

詩

〕

蚊

絲

玉

線

難

裁

経
云
‘
鰯
‘
性
伏
沈
在
石
間
着
也
。
〔
注
〕
伊
之
【
卸
{
】
如
[
臼
玉
韻
居
パ
玉
公
伺
[
h
図

割

頑

佃

王

妃

金

剪

刀

二

燕

子

箋

慮

奔

〕

鋏

符

鳳

布

之

。

口

卿

‘

釧

腎

絲

館

小
●
さ
め
。
其
の
皮
は
刀
を
飾
る
に
用
【
鮫
室
】
10

烙
鮫
人
の
室
。
南
海
水
中
に
居
る
と
い
ふ

鮫
人
の
ゐ
る
と
こ
ろ
。
〔
述
異
記
、
下
〕
南
海
中
有
1

一鮫

【
鰯
魚
】
1

が
ヨ
魚
の
名
。
ふ
ぐ
。
河
豚
の
異
名
。
〔
事
物
異
令

n

名
録
、
水
族
、
河
豚
〕
酉
陽
雑
俎
鰯
魚
肝
呉
レ
子
倶
毒
、
各
天
豪
ひ
る
。
〔
説
文
〕
鮫
、
海
魚
也
、
皮
可
レ

人
窒
水
居
如
レ
魚
‘
不
レ
限
一
機
織
五
沃
眼
‘
泣
削
出
レ
珠
゜

〔
眺
康
賦
1

得
臣
魚
腔
大
竪
詩
〕
龍
門
應
可
レ
度
‘
鮫

文
能
已
―
―
其
毒
二
按
‘
鰯
魚
即
河
豚
也
。
飾
レ
刀
、
八
レ
魚
交
瞥
。
〔
段
注
〕
今
所
謂
沙
魚
、
所

謂
沙
魚
皮
也
。
〔
通
雅
、
動
物
〕
鮫
、
海
駕
之
最
大
室
登
常
居
。
〔
李
俊
民
、
中
秋
詩
〕
鮫
室
影
寒
珠
有
レ
涙

者
也
。

O
み
づ
ち
。
鮫
(
1
0
|
 3
3
0
0
9
)
に
通
ず
。
媚
宮
風
散
桂
闊
香
。

日

ヰ

〔

集

韻

〕

材

軌

⑰

細

〔

褪

中

庸

〕

譴

罷

蚊

龍

゜

〔

繹

文

〕

鮫

‘

本

又

作

レ

【

鮫

珠

】
11

吟
慎
珠
を
い
ふ
。
〔
本
草
、
慎
珠
〕
集
解
、
時

珍
日
、
陸
佃
云
‘
蛙
蛤
無
1

一
陰
陽
牝
牡
盃
生
雀
蛤
化
成
一

鮫
。
参
取
(
1
2
-
4
4
5
7
6
)

の
誤
字
。
〔
説
文
通
訓
定

xヽ

6
 
2
 

wet 

戸

〔

集

韻

〕

云

九

切

陶

i

故
能
生
レ
珠
‘
専
二
於
陰
精
ふ
3

‘
龍
珠
在
レ
頷
‘
蛇
珠
在
レ

【鮪】
461

イ
ヴ

口
‘
魚
珠
在
レ
眼
‘
鮫
珠
在
レ
皮
‘
鼈
珠
在
レ
足
‘
蛛
珠
在
レ

瞥
〕
鮫
‘
為
政
之
誤
字
ぶ
年
昭
一
―
十
傭
‘
舟
鮫
守
レ

月

小

日

口

●

し

び

。

ま

ぐ

ろ

。

大

な

る

も

之

‘

疏

‘

大

魚

之

名

‘

失

レ

之

。

腹

‘

皆

不

レ

皮

蛙

珠

也

。

〔

梅

発

臣

‘

詩

〕

霧

集

紋

鮫

珠

↓

覆

策

の

を

王

鮪

、

小

な

る

も

の

を

鯨

鮪

と

【

鮫

革

】
1

昇
鮫
の
皮
を
な
め
し
た
も
の
。
さ
め
が
は
。
【
鮫
人
】
12

努
水
中
に
居
る
と
い
ふ
怪
し
い
人
魚
。
海

い
ふ
。
〔
説
文
〕
鮪
、
絡
也
、
少
魚
有
臀
。
〔
爾
雅
、
蚊
革
゜
〔
荀
子
、
議
兵
〕
楚
人
鮫
革
犀
児
以
為
レ
甲
゜
〔
注
〕
人
の
類
。
又
、
蚊
人
に
作
る
。
〔
述
異
記
、
下
〕
南
海
中
有
二

以

鮫

魚

皮

及

犀

鬼

為

争

。

鮫

人

室

「

水

居

如

レ

魚

‘

不

レ

磨

一

機

應

其

眼

‘

泣

則

出

レ

【
鮫
鰐
】
2

悶
鮫
や
鰐
゜
鮫
鰐
淵
を
見
よ
。
珠
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
採
―
―
菱
花
云
聾
水
籟
涵
k
-
1

珠
蜂
ぶ
aln

繹
魚
〕
絡
‘
鮎
鮪
゜
〔
注
〕
鮪
、
鰻
贋
也
、
大
者
名
ニ

〖
鮫
鰐
淵
〗3認
ガ
ク
ノ
鮫
や
鰐
の
棲
む
淵
。
兇
悪
な
賊
鮫
人
芦
郭
環
‘
江
賦
〕
淵
客
築
玉
土
千
巖
底
云
鮫
人
構
―
―
館

王
紐
小
者
名
蘇
鮪
一
〔
詩
、
衛
風
、
碩
人
〕
蜆
鮪

登
預
°
〔
傭
〕
鮪
、
酪
也
。
〔
周
鵡
、
天
官
、
敷
人
〕
春
の
陣
屋
の
喩
゜
〔
齋
藤
監
物
、
題
下
兒
島
高
徳
書
櫻
樹
一
干
懸
流
一
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
想
1

窟
賓
之
復
尼
訪
霰
襲

獣
―
―
王
鮪
↓
〔
磯
月
令
〕
薦
1
1

鮪
於
寝
廟
↓
●
川
圏
話
詩
〕
距
破
千
山
萬
岳
煙
‘
鸞
輿
今
日
到
↓
―
何
邊
面
箪
蓑
於
鮫
人
言
注
〕
劉
曰
‘
鮫
人
居
二
水
中
↓
〔
火
「
参
‘
送
―
―
―
張
子

【餅】呻

〔
集
韻
〕
蒲
幸
切
躍
年

〔
集
韻
〕
部
逍
切
躙

〔
集
韻
〕
簿
必
切
圏

六
鵞
〕

餅

鮒

鮪

七
四|
 

尉
1

一
南
海
詞
〕
悽
憂
重
蜃
氣
百
巴
里
雑
ふ
予
公
〔
宋
充
、

38

沙
門
島
詩
〕
鮫
人
依
蜃
唄
魚
女
祭
龍
祠
↓

33ー

〖
鮫
人
之
室
〗13
伐
ノ
ぅ
鮫
人
の
ゐ
る
と
こ
ろ
。
又
、

漁
夫
の
居
る
へ
や
を
い
ふ
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
其
堰
則
有
―
―

天
深
水
怪
‘
鮫
人
之
室
↓
〔
注
〕
銑
日
、
鮫
人
、
龍
闇
‘
人

状
‘
居
於
水
竪
〔
陶
弘
景
、
水
仙
賦
〕
弄
珠
於
淵
客

之
庭
涵
芸
納
乎
鮫
人
之
室
一
〔
李
夷
亮
、
魚
在
藻
賦
〕
或

在
1
1

鮫
人
之
室
盆
盟
空
陵
鯉
之
居
↓

〖
鮫
人
之
含
〗14
焚
～
ノ
鮫
人
之
室
に
同
じ
。
〔
洞
冥

記
、
二
〕
吠
勒
國
‘
云
云
‘
此
國
去
二
長
安
一
九
千
里
、
在
1

一

日
南
ご
云
云
‘
乗
"
犀
象
之
車
〖
ヂ
象
‘
入1玉
だ
底
取
レ

賓
‘
宿
―
―
於
鮫
人
之
含
盃
四
涙
珠
盃
叫
鮫
所
レ
泣
之
珠
也
。

【
鮫
組
】
15

誘
人
魚
の
う
す
ぎ
ぬ
。
衣
服
に
す
る
と
水

に
入
れ
て
も
濡
れ
な
い
と
い
ふ
°
]
名
‘
龍
紗
。
〔
博
物
志
〕

鮫
人
水
居
、
出
寓
↓
一
人
家
盃
只
レ
納
‘
臨
レ
去
‘
従
―
―
主
人
一
索
レ

器
‘
泣
而
出
レ
珠
‘
涌
レ
盤
‘
以
卑
ハ
1

一
主
人
↓
〔
逃
異
記
‘
上
〕

南
海
出
ふ
翌
喪
一
名
龍
紗
、
以
為
レ
服
、
入
レ
水
不
レ
濡
゜

〔
北
夢
瑣
言
〕
張
建
章
為
二
幽
州
司
馬
谷
曰
以
,
,
府
命
社
竺

勃
海
五
竺
水
仙
↓
遺
―
―
鮫
納
ご
軸
レ
之
如
レ
箸
、
以
,
,
紅
線
一

纏
レ
之
、
夏
天
渇
暑
展
レ
之
、
涌
堂
凜
然
゜
〔
李
嬌
、
素
詩
〕

妙
奪
鮫
鞘
色
函
よ
騰
1

一
月
扇
輝
↓

〖
鮫
納
記
〗16
”
ウ
七
ゥ
戯
曲
の
名
。
明
‘
沈
鯨
撰
゜
魏
必
簡

と
沈
墳
英
と
の
姻
縁
の
事
を
演
ず
。

〖
鮫
納
枕
頭
〗17
焚
諒
涼
し
い
枕
。
〔
西
廂
記
、
雀
鶯

鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
我
則
索
搭
二
伏
定
鮫
納
枕
頭
兒
上
1

純。

【
鮫
鞘
】
18

ぢ
鮫
の
皮
で
巻
い
た
刀
の
さ
や
。

【
鮫
石
】
19

げ
グ
化
石
の
一
種
。

【
鮫
柏
】
20

匁
人
魚
が
う
す
ぎ
ぬ
を
返
證
し
た
と
い
ふ

故
事
か
ら
、
手
巾
な
ど
、
き
れ
地
の
形
容
を
い
ふ
。
〔
紅

棲
夢
、
三
十
二
回
〕
成
玉
環
金
颯
或
鮫
粕
鸞
繰
゜

【
鮫
皮
】
21

カ
鮫
の
皮
を
乾
し
て
製
し
た
も
の
。
刀
の

櫂
＂
に
巻
く
の
に
用
ひ
る
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
詢
度
部
‘
弓

剣
具
‘
鮫
皮
〕
本
草
昔
義
云
‘
鮫
魚
皮
‘
装
1

一
刀
橘
―
者
也
。

【
鮫
泳
】
2
2
t
が
う
ば
鮫
の
軟
骨
を
薄
く
削
つ
て
乾
か
し

た
一
種
の
食
品
。

[
鮫
柄
】
23

ぢ
鮫
の
皮
で
巻
い
た
刀
の
つ
か
。

【
鮫
涙
】
24

悶

龍

眼

(
1
2
|

4
器
1
8
:
 7
5
)

の
異
名
。
〔
本

草
、
龍
眼
〕
繹
名
、
龍
目
、
園
眼
、
益
智
、
亜
茄
枝
、
蒻
枝

奴
、
耀
珠
、
燕
卵
、
蜜
牌
‘
鮫
涙
、
川
弾
子
。
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魚

部

〔
六
畳
〕

鮫

鮭

鰈

跨

鮪

鮭

鮮

日
ふ
ぐ
。
〔
集
韻
〕
鮭
、
魚
名
。
〔
山
海
経
、
北
山

経
〕
敦
斃
之
山
、
敦
斃
之
水
出
焉
、
其
中
多
二
赤

鮭
↓
〔
注
〕
今
名
二
鰍
飴
1

為
―
―
鮭
魚
↓
□
さ
か
な
。

惣
菜
。
調
理
し
た
魚
菜
の
縛
稽
゜
〔
集
韻
〕
鮭
、

呉
人
謂
漁
菜
穂
聾
〔
張
籍
、
祭
韓
退
之
―
詩
〕

新
果
及
異
鮭
、
無
レ
不
―
―
相
待
嘗
↓
国
鮭
聾
は
、
紳

の
名
。
〔
集
韻
〕
鮭
、
鮭
蟹
、
軸
名
。
國
楚
の
冠
の

名
。
〔
集
韻
〕
鮭
、
楚
冠
名
。
朦
さ
け
。
し
や
け
。

淡
水
魚
の
一
。

【
鮭
延
】
1

パ
t

姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
、
二
〕
。

【
鮭
肝
】
2

切
ふ
ぐ
の
き
も
。
鮭
は
河
豚
。
〔
論
衡
、
言

毒
〕
故
人
食
蛙
肝
而
死
、
為
―
―
鯵
鰍
蟄
有
p

毒
‘
魚
興
レ

鳥
同
類
。

【
鮭
魚
】
3

印
魚
の
名
。
ふ
ぐ
。
河
豚
。
〔
本
草
、
河
豚
〕

秤
名
、
蜆
魚
、
一
作
レ
鮭
、
集
解
、
時
珍
曰
、
又
案
、
雷
公
泡

灸
論
云
、
鮭
魚
括
レ
樹
、
立
使
レ
乾
。

【
鮭
菜
】
4

t
バ
調
理
し
た
魚
菜
の
縛
稽
。
さ
か
な
。
〔
南

史
‘
庚
果
之
傭
〕
清
貧
自
業
、
食
唯
有
―
―
韮
俎
漏
韮
生
韮
雑

菜
五
任
防
嘗
戯
レ
之
日
、
誰
謂
―
―
庚
郎
貧
云
食
鮭
嘗
有
―
―
二
十

七
種
↓
〔
杜
甫
、
王
覚
携
レ
酒
高
亦
同
過
詩
〕
携
レ
酒
重
相

日
□
国
国
国
鰯
跨
は
、
鮒
に
似
た
小
魚
。
た
な
看
、
自
愧
無
蛙
菜
↓
〔
集
注
〕
趙
日
‘
鮭
‘
戸
皆
切
‘
晉
人

以
レ
魚
為
―
―
鮭
菜
一
也
。
〔
陸
消
、
詩
〕
盤
箸
無
1

ー
一
時
闘
―
鮭
菜
↓

【
鮭
陽
】
5

席
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
〕
漢
有
1

一
少
府
鮭

ご
。
に
が
ふ
な
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
蝠
跨
、
蠍
鱗
゜

〔
注
〕
小
魚
也
、
似
―
―
鮒
子
一
而
黒
、
俗
呼
為
蕉
婢
一
陽
鴻
な
生
孟
氏
易
↓

江
東
呼
岱
妾
魚
↓
因
魚
の
卵
の
し
ほ
か
ら
。
〔
集
【
鮭
蟹
】
6

祁
神
の
名
。
〔
荘
子
、
逹
生
〕
東
北
方
之
下

韻
〕
鰐
、
蔵
1

魚
子
一
也
。
腰
せ
い
こ
。
者
、
倍
阿
鮭
蟹
躍
レ
之
。
〔
繹
文
〕
鮭
、
本
亦
作
レ
蛙
、
聾
、
昔

【
跨
】
[

因国國国□日
クコケクピヒククコプホ
ヮ＇

〔
集
韻
〕
蒲
故
切
頭
〗

ヽ

勺

Xpu• 

〔
集
韻
〕
空
胡
切
ぽ
i

〔
集
韻
〕
蛎
子
切
國

〔
集
韻
〕
貧
悲
切
甲
-

〔
集
韻
〕
枯
瓜
切
固
[

〔
集
韻
〕
苦
故
切
躙
―
―

□
国
国
鮪
鰈
・
鰈
鉤
は
‘
魚
の
名
。
或
は
鮨
(
1
2
—

4
6
1
7
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
鮪
鰈
‘
魚
名
。
〔
集

韻
〕
鰈
‘
鰈
鉤
、
魚
名
、
或
ハ
レ
吾
゜

霰
】
〗日
グ
日ゴ
国
グ

〔
集
韻
〕
元
倶
切

〔
集
韻
〕
訛
胡
切

〔
集
韻
〕
五
矩
切

圏困固

国
】
〗
’

籍

(
1
1
0
1
4
g
C
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
雌
、
魚
名
、
或
省
。

コ
ウ

【
鮫
錯
魚
】
2
5
5
[

サ
ク
鮫
の
一
種
。
鮫
鯖
魚
。
〔
博
物
志
、
異

魚
〕
東
海
鮫
錯
魚
生
レ
子
、
子
驚
‘
還
入
1

一
母
腹
二
尋
復
出
。

【
鮫
小
紋
】
26Sン
鮫
の
皮
の
表
面
に
あ
る
白
貼
の
か

た
を
一
面
に
染
め
だ
し
た
模
様
。
徳
川
時
代
、
士
分
以

下
の
枠
に
用
ひ
た
も
の
。

【
鮫
鮪
帖
】
27

窃
ぅ
’
粕
は
手
巾
。
鮫
鮪
は
鮫
納
に
同

じ
。
粕
手
巾
の
形
容
。
〔
漢
宮
秋
、
楔
子
〕
我
特
来
填
―
―

還
徐
這
涙
撞
瀑
鮫
鮪
粕
↓

ケ
イ
〔
集
韻
〕
涌
畦
切
』
四

ヶ

≪
x
¥

kuei 

E-具
ィ
〔
集
韻
〕
戸
佳
切
陶

国
N
ィ
〔
集
韻
〕
烏
蝸
切
眸

【鮭】』

昂
ヮ
〔
集
韻
〕
戸
瓦
切
圏

【鮪】呻
コ

跨
(U!-,
 
4
6
1
3
0
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鯨
、
俗
跨
字
。

榮
↓
〔
注
〕
善
曰
、
鮮
榮
、
華
也
。

O
魚
の
名
。
〔
説

文
〕
鮮
、
鮮
魚
也
、
出
,
,
絡
國
ず
炉
魚
尊
省
臀
。
〔
段

注
〕
按
‘
此
乃
魚
名
。
●
物
の
さ
ま
。
鮮
扁
(
1
1
0
)

を

見
よ
。
口
●
す
く
な
い
。
匙
(
4ー

7
5
2
2
)

に
通
ず
。

〔
集
韻
〕
相
然
切
囮
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鮮
、
段
借
為
レ
匙
゜
〔
集
韻
〕
匙
、

T
 11
1
'
h
s
i
e
n
1

説
文
、
是
少
也
、
或
作
レ
鮮
。
〔
詩
‘
大
雅
、
蕩
〕
鮮
―
―

克
有
p
終
。
〔
箋
〕
鮮
、
寡
也
。
〔
左
氏
、
昭
、
元
〕
鮮

〔
集
韻
〕
息
浅
湿
嗣

T
五、

hsien'

〔

集

韻

〕

私

箭

切

霰

不

,

,
五
稔
↓
〔
注
〕
鮮
‘
少
也
。
〔
論
語
‘
學
而
〕
而
好
レ

犯
レ
上
者
鮮
芙
゜
〔
集
解
〕
何
晏
日
‘
鮮
‘
少
也
。
●
と

ぽ
し
い
。
〔
書
‘
無
逸
〕
悪
―
―
鮮
鰈
寡
↓
〔
博
〕
又
加
恵

小
日
●
な
ま
う
を
。
な
ま
ざ
か
な
。
贔

＇豪
(
1
2
|
 4
6
6
3
2
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
鮮
乏
鰈
寡
之
人
↓
●
ま
れ
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
鮮
‘
平

也
。
〔
稽
、
大
學
〕
天
下
鮮
矢
゜
〔
注
〕
鮮
‘
〖
千
也
。
®

定
瞥
〕
鮮
、
段
借
為
レ
磁
゜
〔
證
、
内
則
〕
冬
宜
t
i

鮮

つ
き
る
。
〔
易
‘
繋
辞
上
〕
故
君
子
之
道
鮮
矢
。
〔
繹

利
↓
〔
注
〕
鮮
、
生
魚
也
。
〔
老
子
、
六
十
〕
治
二
大
國
一

文
〕
鮮
‘
師
説
云
‘
盛
也
。
〇
わ
か
じ
に
。
〔
左
氏
、

若
レ
烹
t
i

小
鮮
↓
〔
河
上
公
注
〕
鮮
、
魚
也
。
●
な
ま

昭
、
五
〕
雙
鮮
渚
自t

i西
門
→
〔
注
〕
不
,
,
~
,
.

壽

に
く
。
鳥
獣
の
新
鮮
な
肉
。
〔
集
韻
〕
鮮
、
一
日
、
鳥

鰺
為
レ
鮮
。
●
た
て
ま
つ
る
。
猷
(
7ー

2
0
7
8
3
)
に

獣
新
殺
日
レ
鮮
゜
〔
書
、
益
稜
〕
璧
レ
｛
盆
奏
―
―
庶
鮮
食
↓

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鮮
、
段
借
為
レ
猷
。
〔
證
、

〔
傭
〕
鳥
獣
新
殺
曰
レ
鮮
゜
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
以

月
令
〕
天
子
乃
鮮
レ
恙
開
レ
泳
。
〔
注
〕
鮮
‘
嘗
レ
為
レ

奉
素
廟
鮮
僑
之
具
↓
〔
注
〕
生
肉
為
レ
鮮
゜
〔
左
思
、

献。

O
は
な
れ
や
ま
。
大
山
か
ら
別
れ
た
小
山
。

蜀
都
賦
〕
割
,
,
芳
鮮
↓
〔
注
〕
善
日
、
鮮
、
新
殺
者
也
。

蠍
(
4
|
8
6
5
1
)

・甑
(
7ー

2
1
6
2
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文

●
魚
の
な
ま
す
。
〔
詩
、
大
雅
、
韓
突
〕
魚
鼈
鮮
魚
。

通
訓
定
臀
〕
鮮
、
段
借
為
レ
蠍
、
賓
為
レ
甑
゜
〔
爾
雅
、

〔
箋
〕
鮮
魚
、
中
レ
鮪
者
也
。
〔
左
思
、
蜀
都
賦
〕
鮮

繹
山
〕
小
山
別
,
,
大
山
涵
鮮
゜
〔
疏
〕
李
巡
日
、
大
山

似
紫
鱗
↓
〔
注
〕
劉
日
、
鮮
、
魚
鰭
也
。

O
野
獣
。

少
、
故
日
レ
鮮
。
〔
詩
、
大
雅
、
皇
矢
〕
度
―
―
其
鮮
原
↓

〔
左
氏
、
襄
、
三
十
〕
唯
君
用
レ
鮮
゜
〔
注
〕
鮮
、
野
獣
。

〔
偲
〕
小
山
別
,
,
大
山
一
日
レ
鮮
。
国
姓
。
〔
集
韻
〕
鮮
、

参
あ
た
ら
し
い
。
〔
漢
書
、
景
十
三
王
、
廣
川
恵
王

越
傭
〕
衣
服
常
鮮
於
我
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
鮮
、
謂
―
―
姓
也
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
邑
為
レ
氏
〕
鮮
子
氏

新
菫
也
。
〇
あ
き
ら
か
。
あ
ざ
や
か
。
〔
易
、
説
後
、
亦
袋
鮮
氏
面
出
面
安
一

卦
〕
為
蕃
鮮
↓
〔
疏
〕
鮮
、
明
也
。
〔
淮
南
子
、
倣
慎
困
圏
キ
。

訓
〕
華
藻
鋪
鮮
゜
〔
注
〕
鮮
、
明
好
也
。

O
い
さ
ぎ
よ
【
鮮
奄
】
1

t

グ
清
‘
黄
紹
箕
(
u
a
-
4
1
9
2
&
:
 1
1
9
0
)
の琥。

い
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
鮮
,
,
願
氣
之
清
英
↓
〔
注
〕
善
【
鮮
衣
】
2

門
あ
ざ
や
か
な
き
も
の
。
美
服
。
明
衣
。

日
、
鮮
、
潔
也
。
●
よ
い
。
〔
爾
雅
、
繹
詰
〕
鮮
、
善
〔
史
記
、
劉
敬
偶
〕
虞
将
軍
欲
五
興
乏
鮮
衣
↓
〔
梁
昭
明

太
子
、
七
契
〕
光
形
飾
レ
骰
、
莫
レ
過
,
,
鮮
衣
↓

〖
鮮
衣
凶
服
]
3梵
が
7
ク
美
服
と
危
険
の
服
。
〔
漢
書
、

也
。
〔
詩
、
大
雅
、
皇
矢
〕
度
,
,
其
鮮
原
↓
〔
箋
〕
鮮
、
善

手
賞
傭
〕
雑
下
攀
長
安
中
軽
薄
少
年
悪
子
、
無
―
―
市
籍
涵
商

也。

O
み
め
よ
い
。
う
る
は
し
い
。
〔
方
言
、
十
〕

鮮
、
好
也
、
南
楚
之
外
通
語
也
。

O
は
な
や
か
。
販
作
レ
務
、
而
鮮
衣
凶
服
、
被
二
鎧
抒
五
持
―
―
刀
兵
著
莱
心

〔
宋
玉
、
登
徒
子
好
色
賦
〕
痛
1

一
春
風
1

令
獲
,
,
鮮
籍
,
,
記
之
↓
〔
注
〕
師
古
曰
、
凶
服
、
危
険
之
服
。

【鮮】
i

国
セ
ン

口
セ
ン

日
セ
ン

龍
、
司
馬
云
、
鮭
蟄
、
状
如
,
,
小
兒
ゴ
長
一
尺
四
寸
、
黒
衣

赤
帳
大
冠
、
帯
レ
創
持
レ
戟
゜

七
四
三

13339 
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魚

部

ハ

蓋

〕

鮮

|

|

 

【
鮮
矢
】
4

ぢ
〇
物
の
少
い
こ
と
を
断
言
す
る
言
葉
。

〔
論
語
‘
學
而
〕
子
日
‘
巧
言
令
色
‘
鮮
英
仁
。

O
ぢ
十
分

に
至
り
つ
く
す
。
〔
易
‘
繋
辞
上
〕
故
君
子
之
道
‘
鮮
芙
゜

〔
繹
文
〕
鮮
‘
師
説
云
‘
虚
也
。

【
鮮
有
]
5

h
s
i
e
n
2
 
y
u
3

稀
有
な
。
珍
し
い
。

【
鮮
子
】
6

穴
ン
複
姓
。
〔
尚
友
録
〕
鮮
子
、
子
姓
、
殷
後
、
周

武
王
酎
一
箕
子
千
朝
鮮
二
又
子
仲
食
二
采
於
干
↓
子
孫
因

以
鮮
子
露
レ
氏
。

〖
鮮
千
奨
〗7
勾
鰤
の
羹
。
ふ
な
の
あ
つ
も
の
。
〔
水

族
加
恩
簿
〕
鮮
子
羹
‘
研
謄
清
妙
、
見
レ
梢
―
―
杜
陵
↓

〖
鮮f
向
〗8
梵
砂
唐
の
人
。
鮮
子
仲
通
(
1
8
)
を
見
よ
。

〖
鮮
子
公
〗
，
五
咋
鰤
の
謄
。
ふ
な
の
な
ま
す
。
〔
事
物

異
名
録
‘
飲
食
鮮
〕
水
族
加
恩
簿
、
鮮
子
公
、
研
謄
清

妙
、
見
レ
紐
杜
陵
盃

9
授
罷
薄
使
、
銀
絲
省
餐
徳
郎
一

按
‘
謂
蜘
魚
緯
也
。

〖
鮮
子
悦
〗g
ペ
ク
ゥ
宋
、
闇
州
の
人
。
叔
明
の
裔
孫
。
字

は
子
駿
。
進
士
に
學
げ
ら
れ
、
紳
宗
の
時
、
利
州
路
韓

運
判
官
に
累
官
す
。
上
書
し
て
時
政
を
論
じ
、
専
ら
王

安
石
を
指
摘
す
。
副
使
兼
提
琴
常
平
に
陸
る
。
蘇
拭
、

其
の
上
は
法
を
害
は
ず
、
中
は
親
を
限
せ
ず
、
下
は
民

を
傷
は
ざ
る
を
梢
し
て
三
難
と
為
す
。
後
、
集
賢
殿
修

撰
に
韓
じ
‘
陳
州
知
を
以
て
卒
す
。
佐
、
経
術
に
刻
意

し
、
其
の
詩
は
平
淮
淵
粋
、
尤
も
楚
辞
に
巧
。
〔
宋
史
、

三
百
四
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
二
日
十
七
〕
．
〔
東
都
事

略
、
九
十
二
〕
．
〔
名
臣
碑
博
碗
球
集
、
中
二
十
四
・
五
十

三
〕
．
〔
慶
元
窯
禁
‘
-
―
〕
・
〔
宋
元
學
案
、
九
十
六
〕
。

〖
鮮
子
櫃
〗10
琵
元
、
漁
陽
の
人
。
字
は
伯
機
。
自
ら

困
學
民
と
琥
す
。
別
琥
は
直
寄
老
人
・
虎
林
隠
史
。
至
元

中
、
材
選
さ
れ
、
江
浙
行
省
都
事
を
授
け
ら
れ
、
尋
い
で

太
常
寺
典
簿
に
縛
ず
。
櫃
、
意
氣
雄
豪
、
詞
賦
を
善
＜

し
、
行
書
及
ぴ
書
に
巧
。
又
、
名
聾
・
古
器
物
の
閤
定
を

善
く
し
、
其
の
文
望
は
趙
孟
顔
と
相
伯
仲
す
。
晩
年
、
門

を
杜
ぢ
て
客
を
謝
し
、
困
學
齋
を
築
造
す
。
著
に
困
學

齋
集
・
困
學
齋
雑
録
が
あ
る
。
〔
新
元
史
‘
―
一
百
一
―
-
＋
七
〕
。

〖
鮮f
決
〗
1
1
5ぢ朝
鮮
李
朝
、
泰
川
の
人
。
箕
子
の

遠
裔
と
梢
す
。
字
は
仲
潤
゜
琥
は
逐
奄
先
生
。
官
は
成

均
司
業
。
著
に
太
極
辮
解
•
太
極
問
答
・
性
理
等
が
あ

る
。
〔
人
物
考
〕
。

〖
鮮
子
天
〗13
五
名
宋
、
普
城
の
人
。
四
川
通
志
、
鮮
f

天
一
、
剣
州
人
に
作
る
。
嘉
定
の
郷
薦
に
登
る
。
幼
時
‘

七
四
四|
 

日
に
散
千
言
を
誦
す
。
天
文
暦
散
地
理
方
術
に
通
じ
、
【
鮮
耀
】
23

梵
あ
ざ
や
か
に
か
が
や
く
。
〔
謝
悪
連
、
雪
う
を
。
〔
詩
、
大
雅
、
韓
突
〕
其
般
維
何
、
焦
瞳
鮮
魚
。
〔
箋
〕

40

學
ぶ
所
甚
だ
博
く
、
身
を
守
る
こ
と
和
雅
。
一
時
の
名
賦
〕
君
寧
見
階
上
之
白
雪
一
〗
品
ぎ
耀
於
陽
春
→
〔
陳
鮮
魚
、
中
レ
謄
者
也
。
〔
儀
證
、
聘
謁
〕
膚
鮮
魚
鮮
膳
‘
設

-
1
3
3

ー

儒
皆
之
に
師
事
す
。
〔
四
川
穂
志
〕
。
書
‘
高
祗
武
帝
紀
上
〕
有
レ
龍
見

l-f
水
濱
ぶ
向
五
丈
許
‘
扁
罪
三
郵
腫
暁
‘
蓋
陪
―
―
牛
羊
系
↓
〔
證
、
曲
證
下
〕
凡
祭
1

一

〖
鮮
干
輔
〗1
4
5
/
ゥ
後
漢
、
漁
陽
の
人
。
劉
虞
の
従
事
五
采
鮮
耀
、
軍
民
観
者
散
萬
人
。
宗
廟
一
之
穂
、
牛
日
こ
元
大
武
云
琢
曰
―
―
剛
振
三
云
云
、
鮮

と
な
り
、
公
孫
環
、
虞
を
破
る
や
、
輔
、
州
兵
を
率
ゐ
て
【
鮮
蟄
】
2
4
[
ク
あ
ざ
や
か
に
う
つ
く
し
い
。
〔
瑯
環
記
〕
魚
曰
1

一
梃
祭
↓
〔
應
暖
‘
輿
己
呼
谷
坪
書
〕
故
使
T

鮮
魚
出
l
-

虞
子
和
を
迎
へ
、
哀
紹
の
将
麹
義
と
共
に
環
を
撃
破
天
賓
十
五
年
、
宮
中
下
―
―
紅
雨
一
色
若
1

一
桃
花
了
太
慎
喜
干
潜
淵
な
方
旨
狽
も
里
幽
巷
↓

す
。
衆
を
将
ゐ
て
曹
操
に
蹄
服
し
、
度
遼
将
軍
を
授
け
甚
‘
命
え
呂
人
一
各
以
―
―
椀
杓
五
示
レ
之
、
用
染
―
―
衣
拮
→
天
然
〖
~
魚
行
〗

3
8h
s
i
e
n
'
y
U
2
 
h
a
n
g
'

魚
屋
。

ら

れ

、

都

亭

侯

に

封

ぜ

ら

る

。

〔

後

漢

書

、

二

旦

二

〕

．

〔

三

鮮

開

。

【

鮮

禽

[

】

39

竺
禽
獣
の
肉
。
〔
張
華
、
女
史
蔵
〕
奨
姫
感
レ

國

志

、

三

十

〕

。

【

鮮

海

】

8

忙
胄
海
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
王
井
傭
上
〕
兜
豪
荘
、
不
レ
食
―
―
鮮
禽
↓
〔
注
〕
善
曰
、
列
女
博
日
、
楚
荘
奥
姫

〖
鮮f
修
幡
〗1
5
翌
イ
後
魏
、
五
原
の
降
戸
。
孝
昌
願
レ
為
,
,

内
臣
ぶ
ぃ
―
―
鮮
水
海
允
谷
膳
池
↓
者
、
楚
荘
王
之
夫
人
、
荘
王
初
即
レ
位
、
好
1

一
狩
撒
畢

t
「

中
、
定
州
に
反
し
、
魯
興
元
年
と
琥
し
た
が
、
賊
帥
元
洪
【
鮮
好
]
2
6

梵
あ
ざ
や
か
で
美
し
い
。
〔
風
俗
通
、
正
失
〕
奥
姫
諫
不
レ
止
、
乃
不
レ
食
―
―
禽
獣
之
肉
二
ニ
年
、
王
改
°

業
、
修
證
を
斬
つ
て
降
る
。
〔
魏
書
、
九
〕
。
衣
服
極
為
―
鮮
好
盃
皿
無
―
―
金
銀
文
繍
之
物
一
〔
曹
植
、
飛
〔
謝
悪
連
‘
白
鷺
賦
〕
有
丘
は
杢
而
見
レ
獣
、
｛
是
土
諏
鷺
之

〖
鮮
干
叔
明
〗1
6

笠
”
メ
イ
李
叔
明
(
6ー
1
4
4
5
9:
 1
4
4

龍

篇

〕

忽

逢

―

―

―

一

童

玉

顔

色

鮮

好

。

鮮

禽

玉

竺

弗

細

之

素

質

↓

2
)

を

見

よ

【

鮮

肴

]
2
7

梵
あ
た
ら
し
い
さ
か
な
。
な
ま
ざ
か
な
。
【
鮮
緊
]40

竺
あ
ざ
や
か
で
且
つ
手
堅
い
こ
と
。
〔
後
書

〖
鮮
子
世
榮
〗1
7
杓
戸
北
齊
、
漁
陽
の
人
。
沈
敏
に
し
〔
南
史
‘
孝
義
上
‘
何
子
平
博
〕
毎
有
T
贈
―
―
鮮
肴
上
只
品
〕
蘭
生
正
書
、
甚
為
"
鮮
緊
→
亦
有

1一
規
則
→

て
器
幹
有
り
、
鄭
州
刺
史
に
累
官
す
。
武
平
中
、
信
州
【
~
羊

~
]
2
8
梵
恙
を
献
ず
る
。
獣
恙

(
7ー
2
0
7
8
3:
 1
2
)

【
鮮
銀
】
41

竺
朝
鮮
銀
行
の
略
梢
゜

の
賊
を
平
定
し
、
太
子
太
博
に
陸
り
、
義
陽
王
に
封
ぜ
に
同
じ
。
詩
、
醐
風
七
月
に
獣
恙
に
作
る
。
〔
弱
、
月
令
〕
【
~
虞
】

4
2
ヘ
／
0
春
秋
の
國
名
。
白
秋
の
別
種
。
今
の

ら
る
。
周
の
武
帝
、
代
に
入
る
や
、
璃
瑞
酒
鍾
を
贈
る
も
、
天
子
乃
鮮
レ
恙
開
レ
泳
‘
先
薦
―
―
寝
廟
↓
〔
庄
〕
鮮
‘
浩
デ
作
レ
河
北
省
新
架
縣
に
新
市
の
故
城
あ
り
。
〔
左
氏
、
昭
、
十

世

榮

之

を

砕

く

。

周

兵

郡

に

入

る

や

諸

将

皆

降

服

せ

し

駄

‘

臀

之

誤

也

。

二

〕

俄

孟

逗

於

鮮

虞

涵

字

仝

昔

陽

↓

〔

注

〕

鮮

虞

‘

白

秋

別

も
‘
世
榮
獨
り
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
北
齊
書
、
四
十
一
〕
。
【
鮮
耗
】
29

梵
す
く
な
い
。
へ
る
。
〔
漢
書
、
王
袢
博
下
〕
種
、
在
―
―
中
山
新
市
縣
↓
〇
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ

〖
鮮
子
仲
通
〗18
笠
が
＇
ウ
唐
、
新
政
の
人
。
字
は
向
。
散
遇
枯
見
蛙
録
為
レ
災
‘
穀
稼
鮮
耗
‘
百
姓
苦
飢
。
名
為
レ
氏
〕
鮮
虞
氏
、
楚
申
鮮
虞
之
後
也
‘
本
齊
人
。

弟
叔
明
と
皆
渉
學
明
経
、
財
を
軽
ん
じ
て
施
を
務
む
。
【
鮮
縞
】

3
0
梵
あ
ざ
や
か
な
色
の
ね
り
ぎ
ぬ
。
〔
元
横
、
【
~
瓜
】

4
3
バ
の
北
京
で
甜
瓜
窃
の
一
種
を
い
ふ
。
又
、

仲
通
、
進
士
に
琴
げ
ら
れ
、
天
賓
の
末
、
京
兆
手
を
拝
和
―
,
,
紐
委
天
贈
―
―
呉
丹
―
詩
〕
獨
有
二
沐
雪
容
「
織
華
奮
紅
滋
E

香
瓜
と
い
ふ
。

す
。
御
史
中
丞
・
剣
南
節
度
使
に
歴
任
し
、
楊
國
忠
に
【
鮮
甲
】
31

パ
[
O父
を
い
ふ
。
〔
梢
謂
録
、
方
言
楢
レ
父
、
【
鮮
花
】
44

約
〇
あ
ざ
や
か
に
う
つ
く
し
い
は
な
。
〔
陳

杵
つ
て
貶
せ
ら
る
。
著
に
鮮
子
向
集
が
あ
る
。
〔
唐
書
、
鮮
甲
〕
北
史
、
名
レ
父
為
―
―
鮮
甲
ニ
〇
美
し
い
鎧
。
綺
麗
な
子
昂
、
魏
氏
園
林
人
賦
二
物
蘊
竺
秋
亭
萱
草
―
詩
〕
細

二
百
二
十
二
上
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
九
十
七
〕
。
鎧
。
〔
日
本
外
史
、
源
氏
後
記
、
北
條
氏
〕
被
―
―
鮮
甲
土
挺
景
猶
含
レ
緑
、
鮮
花
未
レ
吐
レ
紅
。
●
生
花
。
「
は
果
物
。

〖
鮮
子
文
宗
〗19
ぢ
炉
漢
、
漁
陽
の
人
。
七
歳
の
時
、
前
、
中
レ
箭
死
。
【
鮮
貨
】

4
5hsien'huo• 

e新
し
い
商
品
。
●
野
菜
又

其
の
父
、
種
芋
の
時
を
以
て
逝
く
。
文
宗
、
毎
歳
芋
時
に
【
~
鮮
希
】

3
2
~／
す
く
な
い
。
ま
れ
。
〔
保
邑
、
青
衣
賦
〕
【
鮮
華
】
心
約
あ
ざ
や
か
で
は
な
や
か
な
こ
と
。
〔
隋

至
れ
ば
芋
に
射
し
て
嗚
咽
し
た
と
い
ふ
。
〔
南
史
、
七
十
闘
雖
之
潔
、
不
レ
踏
―
―
邪
非
｛
察
―
―
其
所
ヮ
履
、
世
之
鮮
希
。
書
、
陸
瑣
傭
〕
性
謙
倹
‘
云
云
‘
車
馬
衣
服
、
不
レ
尚
二
鮮
華
↓

三
〕
°
[
鮮
規

]
3
3
~
ノ
小
晶
小
獣
の
類
。
一
説
に
、
明
か
な
さ
【
鮮
過
】
4
7
梵
あ
や
ま
ち
が
少
い
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
十

【
鮮
利
】
20

竺

〇

美

し

い

利

。

美

し

い

鳥

。

〔

應

場

、

鶴

ま

。

鮮

規

之

獣

を

見

よ

。

一

〕

夫

謀

而

鮮

レ

過

‘

恵

訓

不

レ

倦

者

‘

叔

向

有

焉

。

鵡
賦
〕
被
元
耀
之
鮮
刃
五
塑
玄
黄
之
華
飾
→
●
魚
と
〖
鮮
規
之
獣
〗
3
4

的
キ
ノ
小
品
小
獣
の
類
。
一
説
に
、
鮮
【
鮮
謄
】

4
8お
イ
あ
た
ら
し
い
な
ま
す
。
〔
杜
甫
、
王
十

鳥
。
〔
褪
、
内
則
〕
冬
宜
―
―
鮮
羽
面
空
膏
門
〔
注
〕
鮮
、
生
規
は
明
か
な
さ
ま
。
〔
荘
子
、
天
運
〕
鮮
規
之
獣
、
莫
T

五
前
閣
會
詩
〕
情
人
来
1

一
石
上
盃
鮮
腋
出
1

一
江
中
↓
〔
梅
発

魚
也
、
蒻
騰
也
。
得
に
女
―
―
其
性
命
之
情
土
只
〔
疏
〕
鮮
規
、
小
貌
。
〔
秤
文
〕
臣
‘
詩
〕
魚
穿
―
―
楊
柳
玉
竺
鮮
腋
T
公
杢
芙
容
五
ナ
―
細
腰
↓

【
鮮
雲
】
21

竺
あ
ざ
や
か
な
く
も
。
〔
築
府
詩
集
‘
予
夜
李
云
、
鮮
規
、
明
貌
、
一
云
、
小
晶
也
、
一
云
、
小
獣
也
。
【
鮮
綸
】
49

梵
イ
あ
ざ
や
か
な
彩
色
。
〔
梁
簡
文
―
帝
、
七

四
時
歌
‘
春
歌
〕
鮮
雲
媚
元
不
景
↓
芳
風
散
杯
花
↓
〔
陸
【
鮮
暉
】
3
5
"
ノ
あ
き
ら
か
な
ひ
か
り
。
〔
文
同
‘
林
居
詩
〕
動
〕
景
似
―
知
砿
竺
切
均
,
,
鮮
綺
↓

機

‘

悲

哉

行

〕

和

風

飛

清

響

一

鮮

雲

垂

薄

陰

↓

鮮

暉

散

乙

旧

滴

-

[

鮮

光

】

50

約
'
’
あ
き
ら
か
な
光
。
顧
光
。
書
、
立
政
に

【
鮮
榮
】8
忙
榮
華
。
美
し
い
花
。
〔
宋
玉
、
登
徒
子
好
【
鮮
輝
】
3
6
[／
あ
ざ
や
か
に
輝
く
。
〔
謝
瞭
、
於
え
女
城
—
臥
光
に
作
る
。
〔
儀
證
経
博
通
解
‘
績
二
十
九
‘
祭
義
〕
尚

色
賦
〕
藷
―
―
―
春
風
分
競
―
鮮
榮
一
紫
齋
侯
乞
7
恵―

-l音瞥
一

答
1

一
霊
運
―
詩
〕
比
レ
景
後
―
―
鮮
輝
苓
ル
レ
年
一
日
長
。
書
大
博
日
‘
以
勤
―
―
文
王
之
鮮
光
百
以
揚
―
―
武
王
之
大
訓
↓

〔
注
〕
善
日
、
鮮
榮
、
華
也
。
【
鮮
魚

]
3
7
忙
あ
た
ら
し
い
う
を
。
新
鮮
な
魚
。
な
ま
[
~
活
】
5
1
パ
か
う
つ

V

し

v

い
き
い
き
し
て
ゐ
る
こ
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と
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
天
賓
上
〕
檻
前
盆
池
中
、
新
養
1

一
民
兵
を
率
ゐ
て
寇
を
禦
ぎ
‘
奮
撃
し
て
死
す
。
〔
本
朝
人
吏
富
賓
‘
橡
史
家
貨
、
多
至
―
―
千
萬
一
皆
鮮
車
怒
馬
、
【
鮮
i

盛
i
]
8
8

忙
あ
ざ
や
か
で
盛
な
さ
ま
。
〔
詩
‘
郡
風
、

魚

散

頭

五

鮮

活

可

レ

愛

。

分

省

人

物

孜

、

二

日

八

〕

。

以

―

―

財

貨

1

自
逹
。
〔
庄
〕
怒
馬
‘
謂
―
―
馬
之
肥
牡
‘
其
氣
憤
綴
蝋
、
綴
練
在
レ
東
‘
疏
〕
鮮
盛
者
為
レ
雄
、
雄
曰
レ
虹
、
闇

【
鮮
完
】
52

が
の
／
立
派
な
冠
。
鮮
冠
に
同
じ
。
〔
論
衡
、
齊
【
鮮
紅
】
64
北

5

0
ぁ
ざ
や
か
な
赤
。
慎
紅
。

O
桃

花

。

怒

一

也

。

者

為

レ

雌

、

雌

日

レ

蜆

゜

世
〕
讐
猶
1一
衣
食
之
於
＞
人
也
、
初
成
二
鮮
完
↓
始
熟
11
香
【
鮮
哉
】
65

忙
す
く
な
い
か
な
と
、
嘆
息
す
る
の
辞
。
【
鮮
晶
】
18

バ
炉
あ
ざ
や
か
に
ひ
か
る
。
〔
梁
治
、
金
翡
【
鮮
腟
】
89

杓
あ
た
ら
し
く
て
な
ま
ぐ
さ
い
こ
と
。
〔
論

潔

ぶ

ノ

久

穿

敗

、

連

日

臭

茄

矢

゜

〔

播

岳

、

籍

田

賦

〕

昔

者

明

王

以

レ

孝

治

二

天

下
i

其

或

繕

レ

刀

賦

〕

表

裏

洞

激

、

上

下

鮮

晶

゜

衡

、

道

虚

〕

鮮

腟

猶

―

―

少

壮

面

憔

熟

猶
1

一
衰
老
一
也
。

【
鮮
『
冠
】
53

戸

立

派

な

冠

。

〔

墨

子

、

公

孟

〕

昔

者

楚

荘

之

者

、

鮮

哉

希

芙

。

【

鮮

浮

]
1
9

卒
炉
あ
ざ
や
か
で
き
よ
い
。
〔
書
、
益
稜
、
鮮
【
鮮
少
】
90

梵
す
く
な
い
。
わ
づ
か
。
僅
少
。
些
少
。
〔
國

王
‘
鮮
冠
組
棲
、
綽
衣
博
抱
、
以
治
―
―
其
國
；
其
國
治
。
【
鮮
彩
】
66

花
あ
ざ
や
か
な
色
。
〔
王
5

均
、
五
日
望
―
―
採
食
‘
疏
〕
以
―
―
其
新
殺
鮮
浮
↓
故
名
為
レ
鮮
。
語
、
楚
語
上
〕
私
欲
弘
修
‘
則
徳
義
鮮
少
。
〔
韓
愈
、
送
―
―
―

〔
論
衡
、
程
材
〕
一
旦
在
レ
位
、
鮮
冠
利
剣
。
拾
―
詩
〕
折
レ
花
競
―
―
鮮
彩
正
炉
露
染
社
方
津
↓
〔
韓
愈
・
孟
【
鮮
錫
i
]
8
0

ぢ
ク
お
し
ろ
い
。
白
粉
。
李
瞑
砥
炉
盤
谷
一
序
〕
草
木
薬
茂
、
居
民
鮮
少
。
〔
韓
愈
、

【
鮮
蜻
】
54

げ
い
き
い
き
し
て
潔
白
な
大
編
。
〔
楚
辟
、
郊
、
閾
難
聯
句
〕
呼
蝶
顛
―
―
盛
氣
涵
協
翌
竺
鮮
彩
↓
【
鮮
筍
】
81

人
シ
新
鮮
な
る
筍
。
〔
方
回
‘
二
月
十
五
晩
呉
繹
言
〕
愈
之
族
親
鮮
少
、
無
―
―
板
聯
之
勢
於
今
↓

大
招
〕
鮮
端
廿
鶴
、
和
―
―
楚
酪
只
゜
〔
注
〕
取
1一
鮮
潔
大
饂
一
【
鮮
菜
】
67

h
s
i
e
n
'
t
s
'
a
i
4

あ
た
ら
し
い
野
菜
。
江
二
親
槻
レ
酒
詩
〕
鮮
筍
紫
泥
開
―
―
玉
版
五
嘉
魚
碧
柳
貫
,1

【
鮮
膳
】
9
1
5
や
あ
た
ら
し
く
清
潔
な
ほ
じ
し
。
〔
儀
證
、

烹

レ

之

作

レ

簗

。

【

鮮

版

】

68

だ
美
し
い
よ
そ
ほ
ひ
。
〔
杜
甫
、
寄
1

一

彰

州

金

鱗

↓

公

食

大

夫

證

、

魚

膳

皆

二

俎

‘

注

〕

俎

加

1

一
鮮
魚
鮮
膳
―
―
―
-

【
鮮
僑
】55
的
生
肉
と
乾
肉
。
〔
淮
南
子
、
泰
族
訓
〕
湯
高
一
二
十
五
使
君
適
•
琥
州
本
一
―
十
七
長
史
参

1
詩
〕
徒
然
【
鮮
伍
]
】
8
2
ぷ
5
ク
あ
ざ
や
か
な
色
。
〔
夏
侯
湛
‘
玄
鳥
賦
〕
―
二
為
レ
列
、
無
レ
特
。

之
初
作
レ
圃
也
、
以
奉1一
宗
廟
鮮
橋
之
具
→
〔
注
〕
生
肉
為
レ
潜
―
―
隙
地
一
有
レ
載
雇

8鮮
版
→
〔
秦
観
‘
詩
〕
鮮
放
耀
―
―
緑
挺

,
1参
差
之
羞
尾
ぶ
竺
細
素
之
鮮
色
→
〔
謝
震
運
、
長
歌
【
~
鮮
澤
】

9
2
パ
ル
美
し
い
澤
゜
〔
陸
機
、
園
葵
詩
〕
零
露
垂
1一

鮮

‘

乾

肉

為

檎

。

酒

ぶ

木

獅

生

風

瀾

一

行

〕

朽

貌

改

二

鮮

色

祓

E

容

嬰

―

―

柔

顔

↓

鮮

澤

面

朗

月

耀

1

一
其
輝
一

【
鮮
血
]
5
6

だ
な
ま
な
ま
し
い
ち
し
ほ
。
新
し
い
ち
。
い
【
鮮
藻
】
69

茫
う
つ
く
し
い
水
草
。
〔
陸
機
、
従
軍
行
〕
【
鮮
食
】
83

冗ク

0
新
に
殺
し
た
鳥
獣
の
肉
。
又
、
之
を
【
鮮
稜
】
9
3
[
5

’
ぁ
ざ
や
か
に
し
げ
く
盛
な
さ
ま
。
〔
楊

き
ち
。
〔
杜
牧
‘
池
州
送
五
血
遁
先
輩
一
詩
〕
千
帆
美
1

一
渦
夏
條
集
二
鮮
藻
面
寒
沐
結
"
衝
波
↓
食
す
る
こ
と
。
〔
書
‘
益
稜
〕
賢
公
盃
奏
盃
似
鮮
食
↓
〔
偉
〕
載
、
寄
―
―
沈
少
微
金
華
山
隠
居
一
詩
〕
衡
蘭
争
1

一
酷
烈
ぶ
仇

鳳

暁

日

殷

鮮

血

↓

【

鮮

札

】

70

だ
衷
が
や
ぶ
れ
る
こ
と
。
〔
太
平
御
壼
、
人
鳥
獣
新
殺
曰
レ
鮮
゜
〔
疎
〕
證
有
1

一
鮮
魚
膳
霊
緊
其
新
殺
李
角
l

―
鮮
穣
↓

【
鮮
紫
】
57

だ
あ
た
ら
し
く
き
よ
ら
か
な
こ
と
。
鮮
潔
事
部
、
貧
下
〕
淮
南
子
日
、
貧
人
‘
云
云
‘
冬
則
羊
装
鮮
鮮
浮
：
故
名
為
レ
鮮
‘
是
鳥
獣
新
殺
日
レ
鮮
‘
魚
鼈
新
殺
【
鮮
顛
】
94

ピ
よ
い
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
一
〕
鮮
顛
、
好
也
。

に
同
じ
。
〔
荀
子
‘
宥
坐
〕
以
出
以
入
‘
以
就
蛭
幼
杢
似
―
―
札
‘
短
褐
不
レ
掩
レ
形
‘
而
楊
云
鳴
口

1
頁
。
亦
曰
レ
鮮
也
。
〔
孫
星
術
‘
尚
書
今
古
文
注
疏
〕
馬
融
曰
、
【
~
~
】9
5
竺
自
ら
善
厚
に
す
る
。
自
ら
尊
大
に
す
る
。

善
化
↓
〔
班
昭
‘
怨
歌
行
〕
新
製
1

一
齊
執
素
五
鮮
紫
如
1

一
霜
雪
↓
【
鮮
殺
]
1
1
i
し
あ
た
ら
し
い
い
け
に
へ
゜
〔
宋
史
‘
幡
志
鮮
、
生
也
、
鄭
康
成
日
、
授
以
―
―
水
之
衆
盃
麟
食
謂
―
―
魚
鼈
1

え
ら
さ
う
に
か
ま
へ
る
。
鮮
は
善
、
膜
は
厚
゜
〔
蘇
拭
、

【
鮮
潔
】5
8
巧
あ
た
ら
し
く
き
よ
ら
か
な
こ
と
。
〔
説
二
十
四
、
軍
鐙
〕
取
―
―
鮮
殺
二
而
登
―
廟
俎
「
所
―
―
―
以
昭
差
~
也
。
〔
史
記
、
夏
紀
〕
輿
公
盆
予
―
―
衆
庶
稲
鮮
食
→
〔
張
南
史
、
留
侯
論
〕
偕
傲
鮮
膜
、
而
深
折
レ
之
。

苑

、

雑

言

〕

蒙

不

清

以

入

、

鮮

潔

以

出

、

似

―

―

善

化

↓

〔

後

認

也

。

春

山

道

中

寄

―

―

孟

侍

御

―

詩

〕

誰

家

魚

網

求

11
鮮
食
面
ぶ
g

【
鮮
肉
】
96

h
s
i
e
n
1
 jou• 

あ
た
ら
し
い
に
く
。

漢
書
、
列
女
‘
曹
世
叔
博
〕
細
央
浣
塵
械
面
四
飾
鮮
潔
↓
【
鮮
支
]
1
2

竺
●
穀
絹
の
こ
と
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
繁
徳
人
煙
事
ー
火
耕

-
0食
物
を
少
な
く
す
る
こ
と
。
〔
左
氏
、
【
鮮
方
】
97

芯
西
方
を
い
ふ
。
白
虎
通
五
行
篇
は
遷
方

【
鮮
妍
】
59

竺
あ
ざ
や
か
で
う
る
は
し
い
こ
と
。
〔
元
鮮
支
、
穀
絹
也
。
〔
疏
證
〕
鮮
支
、
一
作
―
―
鮮
厄
盆
訊
文
‘
縛
襄
、
二
十
一
〕
重
レ
繭
衣
レ
衷
、
鮮
食
而
寝
。
に
作
る
。
〔
太
平
御
寛
、
時
序
部
、
秋
上
〕
尚
書
大
傭
日
、

楓
寺
院
新
竹
詩
〕
佳
色
有
鮮
妍
「
修
埜
無
二
擁
腫
↓
〔
晏
白
鮮
厄
也
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
‘
楡
乙
打
縞
ご
注
〕
師
【
鮮
『
飾
[
】
84

バ
が
／
あ
ざ
や
か
な
か
ざ
り
。
美
し
い
服
飾
°
云
云
‘
西
方
者
何
也
‘
鮮
方
也
。

殊
、
海
棠
詩
〕
杏
諜
何
驚
レ
目
‘
鮮
妍
欲
レ
蕩
レ
魂
。
古
曰
‘
縞
‘
鮮
支
也
。
〔
一
切
経
音
義
‘
―
―
十
二
〕
鮮
支
‘
纂
〔
魏
武
帝
‘
禁
↓
―
鮮
飾
1

令
〕
孤
不
レ
好
二
鮮
飾
；
巌
具
用
"
【
鮮
白
】
98

ぢ
あ
ざ
や
か
で
白
い
。
ま
つ
し
ろ
。
純
白
。

【
鮮
健
】
60

竺
す
ぐ
れ
て
す
こ
や
か
な
こ
と
。
〔
博
燈
文
云
‘
白
鮮
支
‘
絹
也
‘
亦
名
レ
縞
也
。

O
香
草
の
名
。
尼
新
皮
葦
笥
↓
〔
令
孤
楚
‘
謝
レ
賜
―
―
冬
衣
―
状
〕
木
石
之
姿
‘
〔
唐
書
、
南
蟹
上
‘
南
詔
博
上
〕
南
詔
覧
瞼
井
産
レ
堕
‘
最

録
〕
寵
翁
鮮
健
、
且
勝
1

阿

師

↓

子

の

異

名

。

〔

本

草

、

尼

子

〕

繹

名

、

木

丹

‘

越

桃

‘

鮮

支

‘

過

蒙

―

鮮

飾

五

溢

祖

之

氣

‘

頓

減

五

竪

翌

鮮

白

。

〔

黄

汝

良

‘

玉

壺

沐

賦

〕

絞

精

明

而

澄

赦

‘

皓

鮮

【
鮮
原
】
61

竺

O
毛
博
は
鮮
と
原
と
を
分
け
て
一
―
と
花
名
甚
涵
竺
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
鮮
支
黄
礫
。
〔
注
〕
[
鮮
新
[
】
お
竺
ぁ
ざ
や
か
で
ぁ
た
ら
し

i
〔
韓
愈
ヽ
酬
下
白
而
含
章
o

し
、
鄭
箋
は
鮮
を
善
と
解
し
、
善
い
原
野
の
地
と
す
る
。
善
曰
‘
司
馬
彪
曰
‘
鮮
支
、
支
子
也
‘
張
揖
日
‘
皆
香
草
装
十
六
功
曹
巡
―
―
府
西
騨
1

塗
中
見
乙
寄
詩
〕
是
時
山
水
【
鮮
ヰ
博
】
99

心
ル
す
く
な
い
こ
と
。
鮮
少
。
〔
證
、
王
制
、
春

〔
詩
、
大
雅
、
皇
癸
〕
度
箕
鮮
塵
居
―
―
岐
之
陽
二
傭
〕
小
也
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
、
鮮
支
黄
礫
‘
庄
〕
師
古
日
、
秋
、
光
景
何
鮮
新
。
〔
杜
甫
、
雀
氏
東
山
草
堂
詩
〕
愛
"
汝
曰
レ
約
、
疏
〕
皇
氏
云
、
豹
、
薄
也
、
春
物
未
レ
成
、
其
祭
品

山
別
―
―
大
山
一
日
レ
鮮
゜
〔
箋
〕
鮮
、
善
也
。
〔
馬
瑞
辰
博
箋
通
鮮
支
、
即
今
支
子
樹
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓
日
、
玉
山
草
堂
静
一
高
秋
爽
氣
多
―
―
鮮
新
一
甚
鮮
薄
也
。
〔
後
漢
書
‘
章
帝
八
王
‘
千
乖
貞
王
侃
博
〕

繹
〕
度
―
其
鮮
原
ぶ
即
公
劉
詩
、
陣
則
在
レ
蠍
、
復
降
在
レ
鮮
支
非
1

一
栃
子
一
也
‘
即
燕
支
耳
。
「
文
〕
縞
‘
鮮
尼
也
。
【
鮮
仁
]
8
6

竺
仁
の
徳
が
す
く
な
い
こ
と
。
〔
論
語
‘
學
以
玉
杢
女
國
土
卑
湮
‘
租
委
鮮
薄
↓
改
レ
鴻
封
"
勃
海
王
↓

原
、
特
彼
分
"
言
之
→
此
合
"
言
之1耳
、
公
劉
詩
傭
、
蠍
、
【
鮮
尼
】

1
3
ペ
／
穀
絹
を
い
ふ
。
鮮
支
のO
に
同
じ
。
〔
説
而
〕
子
曰
‘
巧
言
令
色
‘
鮮
芙
仁
。
【
~
卑
'
】

1
0
0
5
/
0
東
夷
の
帯
の
鉤
゜
〔
楚
辞
、
大
招
〕
小

小
山
別
於
大
い
也
、
輿

Jtt此博
、
小
山
別
一
大
山
一
日
占
【
鮮
獣
】
15

的
新
に
殺
し
た
獣
肉
。
〔
俄
栂
、
既
夕
證
〕
【
鮮
水
】
87

パ
(
O育
海
の
異
名
。
又
、
卑
禾
兜
海
、
又
は
腰
秀
頸
、
若
1

鮮
卑
一
只
゜
〔
注
〕
鮮
卑
‘
哀
帯
頭
也
。
〔
補

鮮
、
正
合
。

O
明
、
馬
湖
府
の
人
。
國
子
生
。
官
は
永
柴
の
魚
膳
鮮
獣
、
皆
如
レ
初
。
〔
注
〕
鮮
、
新
殺
者
。
西
海
・
仙
海
と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
趙
充
國
傭
〕
分
レ
兵
並
出
―
―
注
〕
孟
康
日
‘
要
中
大
帯
也
‘
張
晏
曰
‘
鮮
卑
‘
郭
洛

初
、
階
州
の
知
。
善
政
あ
り
。
後
、
山
東
都
韓
堕
運
使
同
【
鮮
車
]
1
6

パ
ゃ
美
し
い
車
。
〔
徐
俳
、
古
意
酬
n

―
劉
長
史
張
被
酒
泉
公
口
撃
下
g
千

ff在
―
―
鮮
水
上
1

者

3
0川
の
名
。
帯
‘
瑞
獣
名
也
、
東
胡
好
服
レ
之
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
傭
上
〕

知

。

〔

本

朝

分

省

人

物

孜

、

一

百

九

〕

。

漑

登

頭

邪

城

1

詩
〕
鮮
車
驚
華
．
穀
↓
汗
馬
躍
猿
鞍
↓
〔
山
海
経
‘
北
山
経
〕
北
鮮
之
山
‘
是
多
レ
馬
‘
鮮
水
出
焉
‘
黄
金
犀
砒
゜
〔
庄
〕
孟
康
日
‘
腰
中
大
帯
也
‘
張
晏
日
、

冨

戸

】
62hsien'hu• 

魚
屋
。
魚
戸
。
〖
鮮
車
怒
馬
〗

1
1
r
k
名
ャ
美
し
い
車
と
肥
え
た
馬
。
服
而
西
北
流
‘
注
二
千
徐
吾
之
水
二
畢
況
注
〕
括
地
志
云
‘
鮮
卑
‘
郭
洛
帯
‘
瑞
獣
名
也
、
東
胡
好
服
レ
之
、
師
古
3
4

[
鮮
弘
】
63

究
明
、
闇
中
の
人
。
醤
學
正
科
。
天
順
中
、
御
の
豪
修
な
形
容
。
〔
後
漢
書
、
第
五
倫
傭
〕
蜀
地
肥
饒
、
合
黎
水
‘
一
名
‘
鮮
水
‘
見
一
史
記
正
義
↓
曰
‘
犀
砒
‘
胡
帯
之
鉤
也
‘
亦
日
二
鮮
卑
一
亦
謂
―
―
師
比
「

13

|
 

|

|

 

魚

部

ハ

藍

〕

鮮

七

四

五



(46133・ ·101)— (46138) 

穂
一
物
也
、
語
有
"
軽
重
一
耳
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓

曰
、
郭
洛
帯
、
一
名
鮮
卑
帯
。

0
種
族
の
名
。
黄
帝
の
子
。

昌
意
の
少
子
。
封
を
北
土
に
受
く
。
國
に
大
鮮
卑
山
あ

り
、
因
つ
て
琥
と
す
。
興
安
嶺
の
東
に
起
り
、
後
、
匈
奴

の
故
地
に
移
り
、
後
漢
の
末
、
最
も
盛
で
あ
っ
た
。
晉
の

初
、
散
部
に
分
れ
、
慕
容
・
拓
抜
二
氏
を
以
て
最
も
著

し
き
も
の
と
す
。
拓
抜
氏
は
後
、
國
を
建
て
魏
と
琥
し
、

是
を
北
朝
と
い
ひ
、
隋
唐
以
来
、
其
の
遺
裔
は
途
に
漢

族
と
同
化
す
。
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
興
"
鮮
卑
ユ
寸
レ
燎
。
〔
注
〕

鮮
卑
‘
東
夷
國
゜
〔
後
漢
書
‘
鮮
卑
博
〕
鮮
卑
‘
亦
東
胡
之
支

也
、
別
依
―
―
鮮
卑
山
五
故
因
琥
焉
。
〔
魏
志
‘
鮮
卑
傭
‘
注
〕
魏

書
日
、
鮮
卑
亦
東
胡
之
餘
也
、
別
保
"
鮮
卑
山
面
猛
砒
焉
、

其
言
語
習
俗
、
呉
鳥
丸
一
同
‘
其
地
東
接
涼
天
土
四
嘗
l
-

西
域
「
常
以
l

―
季
春
一
大
會
、
作
―
―
築
水
上
↓
〔
北
史
‘
魏
紀
〕

魏
之
先
出
レ
自
―
―
黄
帝
軒
戟
氏
五
黄
帝
子
曰
↓
―
昌
意
百
亘
意
之

少
子
、
乎
多
封
北
國
云
有
1

一
大
鮮
卑
山
面
四
以
為
レ
琥
゜
〔
朔
方

備
乗
〕
東
漢
・
魏
・
晉
之
鮮
卑
‘
其
庭
幕
在
1

一
喀
爾
喀
二
而
封

珍
則
遠
及
↓
1

北
海
公
7

俄
羅
斯
東
偏
之
錫
伯
利
部
地
‘
咸

為
レ
所
藝
盆
以
云
云
‘
鮮
卑
昔
轄
為
一
錫
伯
谷
＇
無
龍
江
南

吉
林
西
北
境
有
二
錫
伯
部
落
盃
郎
鮮
卑
遺
民
。
〔
丁
謙
、
後

漢
書
鮮
卑
博
地
理
考
證
〕
大
鮮
卑
山
、
在
―
―
俄
屡
伊
爾
古

斯
克
省
北
、
通
古
斯
河
南
公
7

外
蒙
古
以
北
之
地
、
西
人

皆
梢
為
,
,
悉
比
利
亜
玉
悉
比
‘
郎
鮮
卑
輯
者
、
以
―
―
―
其
地
皆

鮮
卑
人
種
所
―
―
分
布
―
故
也
。
参
複
姓
。
〔
永
平
府
志
〕
鮮

卑
姓
出
1

一
鮮
卑
「
漬
有
―
―
北
平
太
守
射
太
博
捧
整
西
皆
以
レ

姓
顕
。
R
山
名
。
内
蒙
古
科
爾
沿
右
翼
の
西
。
土
名
は
蒙

格
。
鮮
卑
の
●
を
見
よ
。

〖
鮮
卑
仲
吉
〗l

O
l芯
ぞ
＇
元
、
中
山
の
人
。
礫
に
徒
居

す
。
元
兵
中
原
を
定
む
る
や
、
仲
吉
、
平
凍
路
の
軍
民

を
率
ゐ
、
軍
門
に
詣
つ
て
蹄
服
す
。
太
祗
、
濃
州
節
度
使

に
任
ず
。
信
安
州
の
諸
城
を
攻
取
し
、
功
を
以
て
虎
符

を
賜
は
り
、
河
北
等
路
漢
軍
兵
馬
都
元
帥
を
授
け
ら

る
。
禁
を
平
ら
げ
て
功
有
り
、
開
國
侯
に
封
ぜ
ら
る
。

〔
元
史
、
二
日
六
十
五
〕
．
〔
新
元
史
、
一
百
四
十
四
〕
。

【
鮮
肥
】
1
0
2
5
/

あ
た
ら
し
く
て
こ
え
た
肉
。
新
鮮
な
肥

肉
。
〔
白
居
易
、
和
三
月
三
十
日
四
十
韻
―
詩
〕
水
陸
鮮

肥
妖
、
魚
鰭
芥
醤
調
。

〖
鮮
肥
滋
味
之
享
〗1

0
3
竺
心
免
ヤ
ウ
う
ま
い
料
理
。
又
、
御

馳
走
を
出
し
て
も
て
な
す
こ
と
。
〔
宋
漏
‘
送
,
,
東
陽
馬

隼
序
〕
日
再
食
、
無
―
―
鮮
肥
滋
味
之
享
↓

魚

部

〔
六
驚
〕

鮮

鯰

駕

鯵

蛇

鍼
【
鮮
美
】
104

丘
／
あ
ざ
や
か
で
美
し
い
。
〔
晉
書
、
荀
時
博
〕
秤
言
、
斯
、
離
也
、
説
文
、
斯
、
析
也
、
斯
民
嘗
レ
謂
―
―
離
析

毎
得
―
―
珍
物
面
脳
庄
部
下
親
貴
ご
兌
州
去
レ
洛
五
百
里
‘
之
民
五
民
人
離
析
、
不
レ
得
↓
―
終
養
↓
故
言
―
―
生
不

L
抄
死
。

翌
不
↓
―
鮮
美
五
募
得
<I

千
里
牛
一
毎
遣
レ
信
、
日
＿
猜
暮
還
°
[
鮮
明
】
m
だ
美
し
く
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
こ
と
。
あ

〔
陶
潜
、
桃
花
源
記
〕
芳
草
鮮
美
、
落
英
籟
紛
。
ざ
や
か
に
は
つ
き
り
し
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
漢
書
、
王
吉

【
鮮
媚
】
105

パ
／
●
筆
力
が
あ
ざ
や
か
で
う
つ
く
し
い
こ
博
〕
皆
好
<I

車
馬
衣
服
石
其
自
奉
養
、
極
為
,
,
鮮
明
↓
〔
後
漢

と
。
〔
法
書
要
鋒
‘
二
‘
智
永
題
右
軍
架
毅
論
〕
翔
隠
居
書
‘
皇
后
上
‘
和
悪
那
皇
后
紀
〕
替
珂
光
采
‘
桂
裳
鮮
明
。

云
‘
大
雅
吟
・
架
毅
論
・
太
師
蔵
等
‘
筆
力
鮮
媚
‘
紙
墨
精
〔
白
虎
通
‘
五
行
〕
萬
物
皆
去
レ
故
就
―
―
其
新
五
莫
レ
不
―
―
鮮

新
。
●
景
色
が
あ
ざ
や
か
で
お
だ
や
か
に
美
し
い
こ
明
一
也
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
侍
者
壺
媚
‘
巾
構
鮮
明
。
〔
資

と
。
〔
劉
長
卿
‘
洛
陽
主
簿
叔
知
和
騨
承
レ
恩
赴
レ
選
伏
治
通
鑑
‘
漢
紀
〕
（
平
帝
‘
元
始
五
年
）
不
レ
有
1

一
鮮
明
固

絆

詩

〕

此

行

季

春

月

、

時

物

正

鮮

媚

。

守

三

笠

以

居

P

位
。
〔
注
〕
鮮
明
、
猶
レ
―
―
―
□
精
明
1

也。

【
鮮
膚
]106

九
／
美
し
い
皮
膚
。
〔
陸
機
、
日
出
東
南
隅
行
〕
【
鮮
茂
】
n
s
↑
／
草
木
の
い
き
い
き
と
茂
っ
た
さ
ま
。
〔
夏

鮮
膚
一
何
潤
、
秀
色
若
レ
可
レ
餐
。
侯
湛
、
石
櫂
賦
〕
藷
要
萎
以
鮮
茂
合
‘
紛
扶
輿
以
葎
鬱
゜

【
鮮
服
】
107

だ
う
つ
く
し
い
き
も
の
。
鮮
衣
゜
〔
劉
子
輩
、
【
鮮
陽
】
llB
五

[

O
鮮
水
の
北
。
〔
揚
雄
‘
趙
充
國
頌
〕
天

陳
詩
〕
脆
景
明
1

一
新
版
五
旧
波
映
―
―
鮮
服
↓
〔
劉
基
‘
雑
詩
子
命
レ
我
‘
従
―
―
之
鮮
陽
↓
〔
庄
〕
善
日
‘
應
勒
日
‘
宣
帝
使
三

四
十
一
首
詩
〕
郭
北
有
↑
厚
文
鮮
服
明
1

一
春
閏
↓
充
國
共
討
空
＇
汗
於
鮮
水
陽
↓
〇
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕

【
鮮
文
】
108

竺
あ
ざ
や
か
な
模
様
。
美
し
い
模
様
。
〔
魏
漢
鮮
陽
沿
‘
武
騎
常
侍
。

文
帝
‘
良
群
臣
論
―
―
被
服
書
〕
夏
削
練
穂
納
穂
、
其
【
鮮
落
】
117

花
少
し
く
堕
落
す
る
こ
と
。
又
、
鮮
紫
の
ま

白
如
レ
雪
‘
冬
則
羅
執
綺
穀
‘
衣
昼
―
―
鮮
文
↓
ま
責
が
落
ち
る
こ
と
。
〔
幡
、
月
令
〕
季
夏
行
<I

春
令
盃
刑

【
鮮
馳
】
109

訪
涼
し
い
風
。
〔
謝
眺
‘
夏
始
和
―
―
劉
話
陵
1

穀
賓
鮮
落
‘
國
多
ー
同
＃
竺
民
乃
遷
徒
。
〔
疎
〕
穀
賓
鮮
落
、

詩
〕
射
レ
窓
斜
日
過
‘
洞
悦
鮮
聰
入
。
〔
江
滝
‘
雑
憫
‘
許
謂
1

一
鮮
少
堕
落
ぶ
8
,
―
風
多
一
也
‘
或
云
、
以
レ
夏
召
1

↓
春
氣
一

徴
君
自
序
詩
〕
曲
猛
激
鮮
幽
｛
二
石
室
有
1

一
幽
響
↓
〔
注
〕
初
鮮
紫
‘
而
逢
―
―
秋
氣
粛
殺
五
故
穀
鮮
紫
而
堕
落
也
。

向

日

‘

鮮

誕

鮮

潔

之

風

。

【

鮮

鯉

】

llB

心
/
新
鮮
な
こ
ひ
。
〔
枚
乗
、
七
検
〕
薄
苦
之

【
鮮
扁
】
llO

竺
つ
ら
な
る
さ
ま
。
一
説
に
、
車
の
つ
ら
な
炎
‘
鮮
鯉
之
鰭
。

つ
て
ゐ
る
さ
ま
。
又
‘
軽
く
疾
い
さ
ま
。
〔
揚
雄
‘
材
撒
賦
〕
【
鮮
麗
】
119

忙
あ
ざ
や
か
で
う
る
は
し
い
。
目
の
さ
め

鮮
扁
陸
離
‘
駈
術
秘
レ
路
。
〔
注
〕
善
曰
‘
服
虔
日
‘
鮮
扁
‘
る
や
う
に
美
し
い
。
甚
だ
麗
し
い
こ
と
。
〔
南
史
、
何
敬

戦
闘
軍
陣
貌
也
‘
良
日
‘
鮮
扁
・
陸
離
‘
陳
列
貌
。
〔
漢
書
‘
容
博
〕
白
哲
美
蹟
眉
‘
性
衿
荘
、
衣
冠
鮮
脆
。
〔
梁
昭
明
太

揚
雄
博
上
‘
鮮
扁
陸
離
‘
注
〕
師
古
日
‘
鮮
扁
‘
軽
疾
貌
゜
子
、
七
契
〕
鮮
麗
綺
靡
、
未
二
之
或
従
↓
〔
北
史
‘
隋
文
帝

〔
王
先
謙
補
注
〕
扁
興
レ
煽
同
‘
鮮
扁
、
言
,
,
鮮
明
而
湯
爛
↓
紀
〕
此
間
人
物
、
衣
服
鮮
麗
、
容
止
閑
雅
゜

【
鮮
毛
】
lll

茫
あ
ざ
や
か
な
毛
。
〔
列
女
傭
‘
賢
明
‘
楚
【
鮮
備
i
]
1
2
0

パ
し
た
ぐ
ひ
少
い
。
〔
法
言
‘
君
子
〕
顔
淵
以
レ

老
莱
妻
博
〕
鳥
獣
之
鮮
毛
‘
可
―
―
績
而
衣
：
之
。
〔
南
齋
書
‘
退
為
レ
進
、
天
下
鮮
レ
備
焉
。
〔
東
観
餘
論
〕
五
季
道
衰
文

庚
易
博
〕
民
樵
―
―
採
棄
鹿
之
伍
五
空
歳
鮮
毛
之
衣
↓
喪
‘
常
時
操
,
,
筆
讀
一
士
、
卒
皆
畦
浬
液
下
‘
乱
雑
無
レ
章
‘

【
鮮
味
】
g

:
／
新
し
い
魚
。
又
、
新
し
い
料
理
。
よ
い
味
。
若
熊
嗽
1

者
、
蓋
鮮
レ
備
焉
。

【
鮮
民
】
m
文
孤
獨
で
寡
財
の
人
。
一
説
‘
鮮
は
斯
、
斯
【
割
レ
鮮
】
121t
勺
新
鮮
な
肉
を
調
理
す
る
。
〔
班
固
‘
西

民
を
い
ふ
。
一
説
、
鮮
は
離
、
離
析
の
民
を
い
ふ
。
〔
詩
、
都
賦
〕
割
レ
鮮
野
食
、
攀
＞
峰
命
レ
爵
。
〔
注
〕
善
日
‘
孔
安

小
雅
、
蓼
我
〕
鮮
民
之
生
不
レ
如
レ
死
之
久
癸
゜
〔
博
〕
鮮
、
國
尚
書
博
日
、
鳥
獣
新
殺
曰
レ
鮮
。

寡
也
。
〔
集
博
〕
鮮
‘
寡
‘
云
云
‘
所
1

一
以
窮
獨
之
民
‘
生
不
▽
【
鮮
可
レ
食
】
122
狂
5
7

ぺ
/
新
鮮
で
食
ふ
に
足
り
る
。
〔
韓

如
レ
死
也
。
〔
馬
瑞
辰
博
箋
通
秤
〕
廣
韻
‘
腔
‘
寡
也
‘
傭
愈
、
送
忌
声
蕊
蹄
二
盤
谷
1

序
〕
釣
二
於
水
盃
鮮
可
レ
食
。

似
鮮
総
甦
之
段
懺
故
訓
為
レ
寡
、
孤
寡
―
瞥
之
轄
、
〖
鮮
菓
子
〗

1
2
3
h
s
i
e
n
'
k
u
o
3
 
t
z
u

果
物
。

寡
民
猶
レ
言
1

一
孤
子
二
院
元
日
、
古
鮮
臀
近
レ
斯
、
遂
相
通
【
鮮
大
年
】
1
2
4
n
t
/

｛
木
‘
灌
縣
の
人
。
官
は
棉
竹
の
令
。

借
、
鮮
民
嘗
五
盟
塾
斯
民
ぶ
汝
讀
レ
鮮
為
レ
斯
是
也
、
爾
雅
豪
滑
に
撓
せ
ら
れ
ず
。
〔
尚
友
録
‘
六
〕
。

貧】虹
窟】呻

貸】吋

【

imL][
レ
イ

〔
龍
寵
手
鑑
〕
昔
證

蛇
(
1
0
-
3
3
0
2
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
純
輿
レ
蛇
同
。

夕

（國経海山）魚批窯

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
飴
、
博
雅
、

東
方
有
レ
魚
‘
如
レ
鯉
‘
六
足
鳥

尾
、
名
日
レ
蛉
。

【
蛉
蛉
】
1

吟
魚
の
名
。
〔
山
海

鰈
東
山
経
〕
深
澤
‘
云
云
‘
有
レ

魚
焉
‘
其
状
如
レ
鯉
‘
而
六
足
烏

尾
、
名
旦
鯰
鯰
之
應
其
鳴
自
叫
゜

ジ，ヨ-「ョ
昔
未
詳

カ
，
7
コ，
7

〔
字
彙
補
〕
人
慮
切

窯
砒
は
‘
魚
の
名
。
〔
山

海
経
、
西
山
経
〕
濫

水
出
―
―
子
其
西
盃
5

流

注

手

漢

水

｛

多

窯

砒
之
魚
石
其
状
如
覆

銚
ご
烏
首
而
魚
翼
魚
尾
、
昔
如
二
磐
石
之
臀
一
是

生
珠
玉
↓

【
鯵
】
〗
い*
[
O
[
弘
,
"
こ
パ
戸

萬
物
、
含
太
陽
氣
而
生
者
、
皆
有
蓋
蔽
竺
毒
蟄
渥
者
、

云
云
、
在
レ
魚
則
為
n1

鮭
興
1

一
鯵
鰍
一
故
人
食
蛙
肝
而

死
、
為
1

一
移
椒
蟄
有
＞
毒
。

圏

（會園オ三）魚蛉

集
韻
〕
葛
合
切
忍

／
 

≪
さ

K
咆

七
四
六
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＂ 
魚

音

〔六
I

七
霊
〕

鮨

簸

銅

飼

鰯

蛯

鰍

鋭

鮪

短

鮫

鰍

鯉

鮮

娩

鮪

鯛

蒸

峻

七
四
七

【
鋭
】
〗
[
ぃ
‘
え
戸
贋
足

,
〗
一

【
鰍
】
虹

諷
ま
て
。
鰹
。
一
説
に
、
こ
ち
。
蛹
°

貧】叫

ぼ
ら
。
お
ほ
ぽ
ら
。
饂
臼
の
十
分
に

麟
成
長
し
た
も
の
。

【鰯】叩

ケ
プ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鰯
、
昔
叶
゜

盲

】

如

7

月
c3
↓[口叶
I

峠

賦
〕
鮭
鰭
漸
離
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
傭
〕
傾
鰭
漸
離
。

コ，ウ

魚
の
名
。
〔
六
書
故
〕
銅
、
銅
魚
不
レ
鱗
、
状
似
レ
就

生
二
大
江
中
一

【
銅
】
仰
戸
ロ
〔
六
書
故
〕
戸
恢
切
菌
〗

冠
】
〗
’

鰻

(110ー

4
6
3
7
2
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鮭
、
同
レ
鰻
。

サ
ウ

し
づ
か
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鮨
、
寂
也
。

【
鮨
】
〗
シ
，
ユ
ク

〔
捜
慎
玉
鏡
〕
夭
六
切
圏
『

魚
の
名
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鯛
、
魚
名
。

馬
鰍
は
、
海
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰍
、
馬
鰍
、
魚
名

出
―
―
東
海
↓
〔
六
書
故
〕
鰍
、
海
魚
、
頬
肉
髭
美
。

【
鰍
】
[

[

9

[

ク
〔
集
韻
〕
亭
歴
切
穀

さ
ん
せ
う
う
を
。
或
は
鮫
(
1
2
|
 4
5
9
9
5
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鮫
‘
魚
名
、
有
記
四
足
ぶ
如
レ
亀
而
行

疾
‘
或
省
。
〔
正
字
通
〕
鮫
、
状
如
レ
鮎
‘
四
足
長

尾
‘
臀
似
―
―
小
兒
h

善
登
レ
竹
゜

【
鮫
】
〗〔
集
韻
〕
螢
隻
切
園

エ
キ
ヤ
ク

小
日
口
国
魚
の
名
。
或
は
鮭
(
1
2
-
4
6
0
4

一団隻
豪

O
O
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鮒
‘
鮒
魚
也
‘
炊
レ

魚
豆
臀
゜
〔
集
韻
〕
鮒
‘
説
文
‘
魚
名
‘
或
炊
レ
主
。

,.......... 
角百
mill. 
........... 
46148 

国□ 日
ットヅト，ット，
ゥ＇ゥゥ

〔
集
韻
〕
他
侯
切
甲
3 洵

集
韻
〕
大
透
切
醐
q

〔
集
韻
〕
他
口
切

水
鮨
は
‘
晶
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
水
鮨
、
晶
名
、
似
レ

魚。
【
鮪
】
如
ク
ン

集
韻
〕
拘
云
切
文

魚
の
名
。
鰻
の
小
さ
い
も
の
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕

鰹
‘
大
銅
、
小
者
簸
〔
注
〕
今
一
Pl
州
呼
ふ
饂
為
レ

鮒
゜
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
此
申
二
繹
鰻
大
小
之
異
P

名

也
、
大
者
名
レ
鰹
、
小
者
名
レ
鮒
、
然
則
中
者
名
レ

鰻
、
郭
引
ー
一
時
語
一
者
、
以
―
―
鱚
即
鰻
一
也
。

小

E]口
に
べ
。
い
し
も
ち
。
う
き
ぶ
く

展賃策
ろ
は
膠
と
な
る
。
〔
説
文
〕
娩
、
娩
魚

也
、
出
―
―
蔽
邪
頭
國
ず
ハ
レ
魚
免
臀
。
〔
正
字
通
〕
娩
、

石
首
魚
、
一
名
娩
、
生
東
南
海
中
玉
形
如
一
白
魚
一

扁
身
弱
骨
、
細
鱗
、
黄
色
、
出
レ
水
能
鳴
、
夜
視
有
レ

光
、
頭
中
白
石
二
枚
、
登
潔
如
レ
玉
、
云
云
、
腹
内

白
鰈
‘
可
レ
作
レ
膠
゜

【
娩
姑
】
1

{

／
娩
魚
の
小
さ
い
も
の
を
い
ふ
。
〔
事
物

ベ
ン
メ
ン

3
E
l
 

5
 

ゞ
ン
マ
ン

口，

冤】
461

〔
集
韻
〕
武
遠
切

〔
集
韻
〕
美
琲
切

玩園

袷
ェ
、
日
口
〇
お
ほ
な
ま
づ
゜
〔
説
文
〕
鱗
大

負
豪
鮎
也
、
炊
レ
魚
弟
臀
。
〔
廣
雅
、
秤
魚
〕
鱗

鮎
也
。
〔
左
思
、
蜀
都
賦
〕
梯
鰻
紗
鰭
゜
〔
注
〕
善

曰
、
鱗
似
レ
蛸
。

0
或
は
鋏
(
1
2
-
4
6
1
2
2
)
・

鰈

(
1
2
-
4
6
2
9
0
)

・締
(
1
2
-
4
6
3
3
3
)

に
作
り
る
。
〔
説

文
‘
鮮
‘
段
注
〕
此
字
、
詩
爾
雅
秤
文
・
廣
韻
作
レ

級
文
選
蜀
都
賦
及
玉
篇
作
レ
鮮
‘
以
二
夷
弟
策
糧

易
＞
認
也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鮮
‘
字
亦
作
-
―
鰊
・

鰈
・
締
↓
〔
集
韻
〕
鮮
‘
或
作
二
鋏
・
鰈
↓

テ
イ
ダ
イ

口
テ
イ

ロ

冨

】

]

ダ
イ

圏

〔
集
韻
〕
大
計
切
霞
i

〔
集
韻
〕
田
黎
切

小
日
□
お
し
き
う
を
。
〔
説
文
〕
鰈
鯉
魚

蕉
工負
豪
也
‘
炊
レ
魚
m＝
賛
〔
埠
雅
‘
廣
要
〕
紡
‘

一
名
鯉
。
陸
う
こ
ひ
。
う
ぐ
ひ
。
淡
水
魚
の
一
。

【鰹】呻

□ 日
ギケギケ
そイサイ
ゥゥ

〔
集
韻
〕
下
頂
切

〔
集
韻
〕
渠
成
切

図圏

【
鮫
】
年

【
鮫
批
】
1
e
a
t

魚
の
名
。
石
首
魚
(
8
|
2
4
0
2
4
 :
 4
0
3
)

の

紗
(
1
2
-
4
5
9
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

紗
魚
名
、
或
作
レ
鮫
゜

サ

小
●
つ
け
う
を
。
或
は
嵯
(
1
2
-
4
6
3
9

鷹
豪
1
)

・翻
(
1
2
-
4
6
5
7
5
)
・

鮮
(
1
2
-
4
6
0
7

6
)

に
作
る
。
も
と
濫
(
1
2
-
4
6
4
9
8
)

に
作
る
。
〔
康

熙
字
典
〕
蒸
、
説
文
、
本
作
レ
蒸
゜
〔
説
文
〕
蕪
、
威
魚

也
、
南
方
謂
う
江
只
北
方
謂
1

一
之
蒸
冗
ハ
レ
魚
蓋
省

臀
゜
〔
集
韻
〕
蒸
、
或
作

A
呼
錯
・
鮮
↓
●
大
き
い

魚
。
〔
説
文
〕
巌
一
曰
‘
大
魚
為
属
、
小
魚
為
レ
飴
゜

画
団
蓋
(
1
2
-
4
6
2
1
1
)

は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
蝉
似
‘
―
―

字
相
似
〕
蒸
、
昔
鮮
、
本
作
レ
像
‘
蔵
魚
也
。
煮
、
昔
想
、
魚

膳゚
冨
】
年
パ
’
ャ
〔
集
韻
〕
側
下
切
圃

冨
『
】
[

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
魚
名
。

寺
ヨ
ク

ゴ
ク

〔
集
韻
〕
衛
六
切

凶 賓直

□
口
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
海
魚
名
、
形
如
二
鞭

旋
↓
〔
本
草
‘
鮪
魚
〕
集
解
、
蔵
器
曰
‘
出
―
―
江
湖
一

形
似
―
―
馬
鞭
「
尾
有
二
雨
岐
盆
如
↓
1

鞭
鞘
正
瓜
名
。
同

た
こ
。
蛸
゜
章
魚
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
藝
才
‘
倭

字
〕
鮪
、
昔
梢
、
形
似
―
―
鞭
鞘
1

海
魚
、
而
倭
以
為
二

章
魚
―
者
非
。

【
鮪
】
]

昌
[
□
セ
ウ

〔
集
韻
〕
師
交
切

〔
集
韻
〕
思
激
切

異
名
録
‘
水
族
、
娩
〕
寧
波
府
志
‘
娩
魚
似
レ
鑢
而
粗
、
小

者
曰
―
―
娩
姑
↓

13343 



(46158)—(46171 ・・ 11)

【鮮】呻

シ
ン

鮮
(
1
2
|
 4
6
4
3
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鮮
、
或
省
作
レ
絆
゜

【
鯰
】
[
ダ
ィ
＂
[
“
戸
o

に
同
じ
o

〔集

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
餘
、
魚
也
。

【
餘
】
〗
ョ

〔
玉
篇
〕
興
魚
切

oo

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鯰
、
魚
名
。

【鯰】呻

シ

〔
玉
篇
〕
之
利
切
甲
i

【鰐】伍

シ
ン

蛤
(
1
2
-
4
6
0
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鰐
、
或
作
レ
蛤
°

な
ま
づ
。
或
は
銀
（
1
2
ー

4
g

骰
ご
罷
[
2
6
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鰈
‘
舵

也
、
ハ
レ
魚
晏
臀
、
鰻
‘
鰈
或
ハ
レ
匡
゜
〔
段
注
〕
謂
二

之
鰈
1

者
、
以
―
―
其
恨
網
也
、
慨
者
、
仰
也
、
玉
裁

按
‘
蛇
也
、
乃
鮎
也
之
誤
。

【
鰈
】
[
オエ
ンン

〔
集
韻
〕
隠
纏
切
戸
i

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鰻
、
魚
名
。

【
鰻
】
]
シ
ン

〔
玉
篇
〕
七
尋
切
臨
i

異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
水
族
、
石
首
〕
博
物
志
、
峻
砒
‘
郎

石
首
魚
。

魚

部

〔
七
書
＿
〕

鮫
鮨
は
‘
魚
の
名
。
或
は
晰
(
1
0
|
 3
3
0
9
7
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鮨
、
訟
鮨
、
魚
名
、
似
二
蛸
蛙
ず
ぎ
海

中
工
或
炊
レ
晶
゜

【
鮨
】
呻
勾
〔
集
韻
〕
似
絶
切
園
f

●
婢
鰈
魚
は
、
た
な
ご
。
〔
廣
韻
〕
鰈
、
婢
観
魚
、
郎

青
衣
魚
。
●
ほ
し
う
を
。
甕
に
漬
け
な
い
で
乾

し
た
魚
。
鯛
飽
(

1

)

を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
膊
魚
、

不
レ
堕
也
、
漢
書
、
観
飽
千
鉤
、
顔
師
古
讀
。

【
餌
飽
】
1

衿
ほ
し
う
を
。
ひ
ら
い
た
う
を
。
史
記
、
鰍

飽
に
作
る
。
〔
漢
書
‘
貨
殖
‘
巴
寡
婦
清
博
〕
蝿
飽
千
鉤
。

〔
注
〕
師
古
日
、
鯛
、
膊
魚
也
、
即
今
不
レ
著
レ
甕
而
乾
者

也
‘
飽
‘
今
之
絶
魚
也
。
〔
周
邦
彦
、
沐
都
賦
〕
飴
紫
鯛

飽
‘
醸
聾
酷
鼓
°

【
鰈
】
〗
ア
フ

〔
集
韻
〕
捗
渉
切
園

出
ご

che2

日
鷹
鮮
は
、
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮮
、
置
鮮
、
魚
名
、

似
面
鯰
而
細
文
。
口
国
い
る
か
。
〔
廣
雅
、
繹

魚
〕
鱒
鮮
‘
鮪
也
。
〔
玉
篇
〕
鱒
、
鮮
魚
、
一
名
江

豚
‘
欲
レ
風
則
踊
。
〔
集
韻
〕
鮮
‘
舗
鮮
、
魚
名
。

【
鮮
飾
】
1

t

ィ
い
る
か
。
海
豚
の
異
名
。
〔
本
草
、
海
豚

魚
〕
繹
名
、
海
稀
、
生
―
―
江
中
―
者
、
名
―
―
江
豚
•
江
猪
·
水

猪
・
繁
魚
・
饉
魚
・
鮮
鮪
云
時
珍
日
、
魏
武
食
制
‘
謂
t

一
之
鮮

鮪
↓
〔
太
平
御
寛
‘
鱗
介
部
十
一
‘
鮮
鮪
魚
〕
魏
武
四
時

食
制
云
‘
鮮
鮪
魚
黒
色
、
大
如
↓
1

百
斤
猪
な
頁
肥
不
レ
可
レ

食
‘
敷
枚
相
随
‘
一
浮
一
沈
‘
一
名
散
常
見
首
、
出
―
―
淮
及

五
湖
↓

日
7

【
鮮
】
〗
月

7
，ウ

国
プ

〔
集
韻
〕
房
尤
切

〔
集
韻
〕
芳
無
切

〔
集
韻
〕
普
溝
切

因因固

綬

鰈

鮮

鯰

餘

鯰

絆

鮮

蜆

鮨

縣

絶

鰍

鰊

漢
書
‘
来
歓
博
〕
骨
鰊
可
と
任
。
〔
注
〕
鰊
‘
魚
骨

也
、
食
レ
骨
留1一
喉
中
〖
〖
レ
鰊
。
〇
わ
ざ
は
ひ
。
わ

づ
ら
ひ
゜
梗
(
6
-
1
4
8
4
9
)

に
通
ず
。
〔
國
語
、
晉

語
六
〕
除
レ
鰊
而
避
レ
強
。
〔
注
〕
鰊
‘
害
也
。
〔
後

漢
書
‘
段
穎
傭
〕
至
レ
今
為
レ
鰊
゜
〔
注
〕
鰊
、
輿
レ

梗
同
‘
梗
‘
病
也
、
大
雅
云
‘
至
レ
今
為
レ
梗
。
●

か
た
い
。
な
ほ
い
。
た
だ
し
い
。
骰
(
1
2
-
4
5
1

9
5
)

に
通
ず
。
〔
説
文
‘
師
、
段
注
〕
骨
硬
字
‘
亦

多
借
レ
鰊
為
レ
之
。
〔
唐
書
‘
慮
景
亮
偉
〕
鰊
毅
無
レ

所
レ
回
。

O
又
、
硬
（
2
ー

3
6
8
0
)

に
作
る
。
〔
證
、
内

則
、
注
、
食
レ
之
鰻
レ
人
‘
繹
文
〕
鰊
、
本
又
作
レ
硬
゜

【
鰊
慰
】
1

”
ヴ
悲
し
み
を
含
ん
で
慰
め
る
。
〔
梁
元
―
帝
、

報
砿
之
儀
獣
砕
洲
頌
書
〕
枚
乗
二
葉
、
倶
得
レ
溜
レ

梁
‘
應
貞
雨
世
、
拉
租
文
曼
我
求
ー
ー
オ
子
面
鰊
慰
良
深
。

【
鰊
唖
]
2

吟
悲
し
み
に
ふ
さ
が
る
。
硬
喧
(
2ー

3
6
8
0
:
 

2
)

に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
庚
亮
博
〕
亮
得
二
進
見
云
稽
類
鰊
喧
。

【
鰊
誇
】
3

”
”
は
ば
か
ら
ず
に
堂
々
と
議
論
す
る
こ

と
。
〔
唐
書
、
本
虞
博
賛
〕
文
本
オ
猷
、
世
南
鰊
誇
。

【
鰊
毅
】
4

”
ゥ
剛
直
で
つ
よ
い
。
〔
唐
書
、
虞
景
亮
博
〕

書
敷
上
、
鰊
毅
無
レ
所
レ
回
。

【
鰊
言
】

5
g
0正
し
い
言
論
。
諜
言
。
〔
後
漢
書
、
任

陳
博
〕
鰻
言
直
議
、
無
レ
所
1

一
回
隠
↓
●
は
ば
か
ら
な
い

鰍
鎧
は
‘
蟹
の
雄
。
〔
集
韻
〕
鮫
、
蟹
‘
其
雄
曰
11

鰍

璽
腰
あ
ぢ
。
竹
爽
魚
。
鰺
。
で
正
し
く
い
ふ
。
又
、
其
の
言
。
直
言
。
〔
晉
書
、
王
恭

【
鰍
鎧
】
1

”
け
を
が
に
。
雄
蟹
。
〔
玉
篇
〕
鰍
、
娘
鎧
、
雄
偉
論
〕
王
恭
鰻
11

言
時
政
面
有
1

一
昔
賢
之
風
↓
〔
唐
書
、
韓
愈

鎧

也

。

傭

〕

操

行

堅

正

、

鰊

言

鉦

か

所

レ

忌

。
【
鰊
固
】
6

戎
ゥ
正
直
で
堅
執
す
る
。
〔
韓
非
子
、
難
言
〕

敦
祗
恭
厚
‘
鰊
固
慎
完
、
則
見
わ
笞
竺
掘
而
不
広
倫
゜

カ
，
ウ
〔
集
韻
〕
古
杏
切
睛
【
鰊
骨
】
7

焚
剛
直
な
人
。
硬
骨
(
8ー

2
4
2
3
0
:
 1
7
)
の

0
に
同
じ
。

ー
日
キ
，
ャ
ゥ

≪

L

K
翌
咤

カ，ウ
9、
'
ャ
ゥ
〔
集
韻
〕
居
孟
切
醐
g

【
鰊
将
】
8

抄
手
強
い
大
牌
。
鰊
毅
の
牌
。
〔
日
本
外

【鰊】如

史
、
徳
川
氏
正
記
、
徳
川
氏
三
〕
焉
知
レ
無
―
―
鰊
牌
距
レ
我

小
日
ロ
―

0
魚
の
ほ
ね
。
も
と
鰈
(
1
2
ー

4
6

着
乎
。

唇層（
豪

3
4
8
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鰊
、
本
作
レ
【
鰊
臣
】
，
9
バ
宋
、
馬
持
國
(
1
2
-
4
4
5
7
2
:
 8
8
4
)

の
字
。

綬
゜
〔
説
文
〕
峠
‘
魚
骨
也
‘
炊
レ
魚
要
臀
。
〔
儀
譜
、
【
鰊
正
】
10

跨
剛
直
で
た
だ
し
い
。
強
く
て
邪
で
な
い
。

鰻
直
゜
〔
北
史
、
周
宗
室
‘
廣
川
公
測
弟
深
博
〕
深
‘
字
奴

子
、
性
鰊
正
‘
有
―
―
器
局
↓
〔
唐
書
‘
爾
倣
傭
〕
倣
以
二
鰊

公
食
大
夫
證
‘
魚
七
‘
縮
レ
俎
寝
レ
右
‘
注
〕
乾
魚

近
レ
朕
多
骨
雙
●
ほ
ね
が
の
ど
に
さ
さ
る
。
正
璽
櫂
近
所
品
。

〔
祠
、
内
則
、
魚
去
レ
乙
‘
注
〕
食
レ
之
鰊
レ
人
。
〔
後
【
鰊
切
】
11

務
剛
直
で
誠
賓
。
〔
唐
書
、
文
藝
下
‘
辞
逢

【鮫】
5

ラ
ヴ

〔
集
韻
〕
虐
嘗
切

闘

冤
】
〗
＂
F
[口
い
が
い
い
[
集

巴
寡
婦
清
傭
‘
鯛
飽
千
鉤
‘
注
〕
師
古
日
‘
飽
‘
今
之
絶
魚

也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓
曰
‘
玉
篇
‘
絶
‘
堕
漬
魚
也
、

鎖
亦
堕
潰
魚
‘
飽
‘
漬
魚
也
、
今
謂
二
裏
魚
云
褻
即
絶
也
。

勝
す
ず
き
。
〔
字
鏡
集
〕
絶
、
同
レ
鑢
゜

エ，
7

小
●
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
絲
、
縣
魚
也
、
八
レ

負

豪

魚

系

臀

。

0
大
き
い
魚
。
〔
玉
篇
〕
縣
、

大
魚
。

0
人
名
。
馬
の
父
で
四
凶
の
一
人
。
舜
に

利
山
で
極
せ
ら
る
。
縣
(
1
2ー

4
5
1
9
1
)

に
通
ず
。

〔
集
韻
〕
縣
、
闘
、
人
名
、
馬
父
也
、
通
作
レ
縣
。
〔
書
、

発
典
〕
於
絲
哉
。
〔
傭
〕
縣
、
崇
伯
之
名
。
〔
繹
文
〕
馬

云
‘
馬
父
也
。

【
縣
】
〗
コ
ン

〔
集
韻
〕
古
本
切
＞
屁

≪
x
 .f 
k
u
e
n
3
 

七
四
八
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＂ 
魚

音

〔
七
書
〕

鰊

艇

鮪

鮨

鯨

艇

鮪

銃

脩

鰍

鮭

七
四
九

□
ぎ
ぎ
。
魚
の
名
。
鮪
(
1
2
|
 4
6
3
2
0
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鰐
、
魚
名
、
飢
也
、
或
炊
レ
廷
。
口
ま
る
ざ

か
な
の
し
ほ
か
ら
。
〔
集
韻
〕
艇
‘
全
魚
醤
。

テ
イ
ヂ
ぶ
zウ

日昌
炉

冨早

〔
集
韻
〕
他
頂
切

〔
集
韻
〕
唐
丁
切

週圏

博
〕
持
論
鰊
切
‘
以
―
―
謀
略
1

高
自
標
顧
。

【
鰊
恨
】
1
2
5
炉
胸
が
ふ
さ
が
り
心
い
た
む
。
〔
唐
書
‘
十

一
宗
諸
子
‘
恭
鈴
太
子
侶
博
〕
帝
鰊
恨
‘
故
冊
―
―
賄
皇
太

子↓

【
鰊
直
】
13

”
炉
つ
よ
く
た
だ
し
い
。
梗
直
。
剛
直
゜
〔
後

漢
書
‘
黄
碗
博
〕
在
レ
朝
有
二
鰊
直
節
一
出
為
―
―
魯
東
海
一
―

郡
相
一
〔
北
史
‘
文
苑
‘
李
文
博
傭
〕
性
貞
介
鰊
直
‘
好
レ

學
不
レ
倦
゜

【
鰊
治
】
14

悶
つ
よ
く
涌
を
出
し
て
泣
く
。
む
せ
び
泣

く
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
下
‘
何
皇
后
紀
〕
扶
二
弘
農
王
玉
J

殴
北
面
屈
臣
‘
太
后
鰊

it
、
墾
臣
含
レ
悲
区
敢
言
一

〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
、
震
帝
中
平
六
年
‘
注
〕
言
不
1

一
敢
臀
一

但
鰊
咽
而
流
悌
也
。

【
鰊
輔
】
15

畷
剛
直
な
輔
佐
の
人
。
〔
魏
志
、
高
堂
隆
傭
〕

従
爺
奔
走
‘
惟
恐
レ
不
レ
勝
‘
是
則
具
臣
非
―
―
硬
輔
和
也
。

【
鰊
亮
】
16

戸
剛
直
で
誠
賓
゜
〔
陳
書
、
周
鐵
虎
博
〕
鐵

虎
誠
切
鰊
亮
、
力
用
雄
敢
。
〔
蘇
拭
‘
議
―
―
學
校
貢
攀
一
状
〕

使
―
―
楊
億
尚
在
面
叫
忠
消
梗
亮
之
士
也
。

【
硬
烈
】
＂
悶
剛
直
で
は
げ
し
い
。
〔
魏
書
‘
李
順
博
〕

性
鰊
烈
‘
敢
直
言
。

【
鰊
患
】
18

謬
甚
し
く
患
ひ
慕
ふ
。
〔
南
齋
書
‘
庚
呆
之

博
〕
呆
之
上
表
日
‘
臣
年
躁
―
―
知
命
↓
志
事
二
榮
顕
五
修
夭

有
レ
分
｀
無
レ
所
1
1

暦
言
｛
云
云
‘
仰
違
二
庭
闘
ぶ
伏
レ
枕
鰊

患
。
〔
上
官
儀
‘
為
―
―
趙
元
楷
韮
空
致
仕
一
表
〕
望
1

一
軒
屏
―

而
徘
徊
‘
仰
―
―
姻
雪
―
而
鰊
患
。

[
硬
論
】
19

翌
剛
直
な
議
論
。
頑
固
な
議
論
。
謹
論
。

〔
宋
史
、
危
純
仁
博
〕
庶
幾
鰊
論
嘉
謀
、
日
聞
―
―
忠
告
↓

[
除
レ
梗
而
避
レ
強
】
20

悶
[
“
[
1

プ
害
を
除
い
て
強
力
な

悪
者
を
さ
け
る
。
〔
國
語
‘
晉
語
六
〕
今
治
政
而
内
乱
、

不
レ
可
レ
謂
レ
徳
‘
除
レ
鰊
而
避
レ
強
‘
不
レ
可
レ
謂
レ
刑
。
〔
注
〕

鰊
‘
害
也
。

日
●
い
る
か
。
開
(
1
2
|
 4
6
3
6
1
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
縛
‘
魚
名
、
博
雅
‘
鱒
鮮
‘
鮪
也
、
一
日
、
江
豚
‘

或
炊
レ
甫
。
●
魚
の
名
。
尾
に
毒
が
あ
る
。
或
は
鱚

(
1
2
-
4
6
4
6
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鮪
‘
魚
名
、
尾

有
レ
毒
‘
或
炊
レ
逍
°
〇
飾
(
1
2
-
4
6
0
6
2
)
に
同
じ
。

〔
字
彙
〕
鮪
、
同
レ
舗
。
□
大
き
い
魚
。
〔
集
韻
〕
鯖
‘

大
魚
也
。
国
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯖
‘
魚
名
。
圃
さ

ば
。
〔
和
玉
篇
〕
。

閂 g 日
T,T, ヂ，ナユイ，
ウウユウ ウ

〔
集
韻
〕
田
聯
切

冨】呻パ
字
彙
〕
簿
故
切

OO

[111】
[

〔
集
韻
〕
陳
留
切／ 
＇ヽ又

〔
集
韻
〕
夷
周
切

園 t困困
兄

【
鰍
】[
[
[
1

・
~
戸

-
4
6
4
3
2
)
・
 
紬（
1
2
-
4
6
0
6
6
)
に
同
じ
。
〔
隼
示
韻
〕
底
g

‘
或
書

作
レ
鰍
゜
〔
集
韻
〕
鱗
‘
亦
作
レ
蠍
。
〔
集
韻
〕
紬
‘
或
炊
レ
依
゜

イ
ウ
・
チ
ウ
•
免
ウ
・
セ
＇
ウ

【鯖】如
国口日
7 ホ 7 7 ホ

〔
集
韻
〕
匪
父
切

〔
集
韻
〕
彼
吾
切

〔
集
韻
〕
滞
模
切

圏圏困

日
口
曰
魚
の
ひ
し
ほ
。
し
ほ
か
ら
。
〔
集
韻
〕
艇

魚
醤
゜

,........., 

艇.......... 
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曰□ 日
シテセ
ンンン

〔
集
韻
〕
戸
連
切
囲

〔
集
韻
〕
抽
延
切

oo

〔
集
韻
〕
矢
忍
切
極

冦
】
[
固国国日
ククグクゴコゲク
'''''  ワワワワンンンワ
ンンンン ン

濶

〔
集
韻
〕
戸
哀
切
紀圏箇

〔
集
韻
〕
戸
管
切

【鯨】叩
魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鯨
、
魚
名
。

キ
ヴ
グ

〔
字
彙
〕
巨
鳩
切

尤

〔
集
韻
〕
戸
版
切

【鮪】血
コさ

鰈
(110ー

4
6
1
2
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鰈
‘
或
炊
レ
吾
゜

【
鯖
魚
】
1
"
ヨ
魚
の
名
。
な
は
さ
ば
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘

冨
i

]

[

龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鯖
魚
〕
唐
約
云
‘
鯖
‘
琲
色
立
成
云
‘

奈
波
佐
波
‘
大
魚
名
也
。

【
鮪
批
】
2

"

海
縞
魚
の
異
名
。
〔
本
草
、
海
鵠
魚
〕
繹

よ
み
が
へ
る
。
蘇
(
8
-
2
5
2
6
3
)

に
通
ず
。
或
は
甦

(

7

|

 2
1
6
9
1
)

に
作
る
。
〔
篇
海
〕
蛸
‘
鮪
息
也
、
死
名
、
郡
陽
魚
‘
荷
魚
‘
餓
魚
‘
鯖
批
魚
、
蕃
躁
魚
、
石
蠣
゜

而
更
生
。
〔
正
字
通
〕
鯖
、
魚
将
レ
死
、
更
生
‘
別
作
レ
【
鯖
鮮
】
3

パ
い
る
か
。
江
豚
を
い
ふ
。
又
‘
鯖
魚
・
鮮
鮪
・

甦

、

古

愚

蘇

通

。

鮪

鮪

に

作

る

。

説

文

は

博

浮

に

作

る

。

〔

晉

書

、

隠

逸

‘

夏
統
博
〕
初
作
二
鮨
鮪
躍
□
後
作
凸
烹
野
引
↓
〔
何
超
昔

義
〕
婢
蒼
云
‘
鯖
鮮
‘
魚
名
。
〔
皮
日
休
‘
奉
1

一
和
魯
望
漁

具
十
五
詠
盃
屈
遼
詩
〕
濤
頭
條
爾
過
‘
敷
頃
跳
乙
呻
鮮
↓

ソ

〔
篇
海
〕
孫
租
切

図

小
日
●
は
え
。
は
や
。
〔
説
文
〕
甑
條
魚

賃ー
策
也
、
ハ
レ
魚
飲
瞥
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
、
鮒

黒
紐
、
注
〕
即
白
篠
魚
。
〔
正
字
通
〕
蔭
‘
小
白
魚
、

俗
梢
餐
~
魚
こ
小
日
蓼
條
應
小
而
長
時
浮
1一
水

面
正
性
好
レ
消
‘
故
名
。

O
は
ら
f

)

。
魚
の
卵
。
〔
集

韻
〕
脩
‘
一
曰
‘
魚
子
。

O
地
名
。
春
秋
‘
晉
鄭
の
境

の
地
。
〔
左
氏
、
文
、
十
七
〕
将
下
悉
二
敗
賦
ー
以
待
中

於
傾
Lo
〔
注
〕
篠
‘
晉
鄭
之
尭
。
口
●
は
や
。
〔
集
韻
〕

甑
説
文
、
魚
名
。

0
は
ら
こ
。
〔
集
韻
〕
條
、
一
日
、

魚
子
。

O
怪
魚
の
名
。
億
(
1
-
1
2
9
9
)
に
通
ず
。
〔
山

海
経
、
北
山
経
〕
帯
山
‘
影
水
出
焉
‘
云
云
‘
其
中

多
疏
魚
二
云
云
‘
食
乏
可
1

一
以
已
忌
憂
。
〔
畢
況
注
〕

依
義
嘗
レ
為
レ

111、
111、
借
―
音
字
。
働
或
は
鰍
(
1
2

|
 
4
6
1
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
條
‘
或
書
作
レ
蠍
。
国

●
は
や
。
鏃
(
1
2
-
4
6
4
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘

白
鏃
‘
魚
名
‘
或
作
レ
脩
。

O
或
は
紬
(
1
2
-
4
6
0
6
6
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
‘
秤
文
〕
條
‘
本
亦
作
レ
紬
゜

小
日
口
国
國
●
あ
め
。
あ
め
の
う
を
。
【

111魚
]
1
豆

3
0
0小
さ
い
魚
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
荘
子
日
、

肉屡（
策
〔
説
文
〕
銃
‘
銃
魚
也
、
八
レ
魚
完
臀
。
脩
魚
出
涌
従
容
‘
是
魚
築
也
。
〔
繹
文
〕
傾
魚
‘
即
白
脩

也
。
〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
不
レ
得
―
―
其
道
「
若
レ
観
―
―
篠
魚
一

〔
注
〕
條
魚
、
小
魚
也
。
〔
張
華
‘
答
和
m
g
h
l
詩
〕
隔
レ
耳
聰
ニ

〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
銃
。
〔
注
〕
今
蝉
魚
‘
似
レ
鱒
而
大
。

嬰
鳴
盆
侵
目
翫
,
i
l
l
魚
↓
〇
怪
魚
の
一
種
。
〔
山
海
経
、

〇

緩
(
1
2
ー

4
6
3
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
緩
、
或
作
レ

銃
。
参
或
は
蝉
(
1
2
-
4
6
2
8
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
北
山
経
〕
帯
山
、
彰
水
出
焉
‘
而
西
流
注
＝
千
茄
湖
之
水
↓

銃

‘

或

作

レ

輝

。

其

中

多

窪

魚

一

其

状

如

レ

難

而

赤

毛

‘

三

尾

六

足

四

首

‘

【
銃
魚
】
1

砂
魚
の
名
。
あ
め
の
う
を
。
〔
本
草
‘
銃
魚
〕
其
昔
如
レ
鵠
、
食
レ
之
可
―
―
以
已
＂
憂
゜

繹
名
‘
緩
魚
、
草
魚
‘
集
解
、
時
珍
曰
‘
其
形
長
‘
身
園
‘
肉
【
脩
鯨
】
2

琴
魚
の
名
。
好
ん
で
水
上
に
浮
ぴ
、
陽
に
就

厚
而
椋
‘
状
類
両
應
有
青
銃
・
白
銃
二
色
云
梓
名
、
時

v゚
〔
荀
子
‘
榮
辱
〕
脩
絆
者
、
浮
陽
之
魚
也
。
〔
注
〕
脩

珍
日
‘
銃
又
昔
混
‘
郭
環
作
レ
蝉
‘
其
性
舒
緩
、
故
曰
レ
銃
絆
‘
魚
名
、
浮
陽
‘
謂
下
此
魚
好
浮
1

一
於
水
上

5
炉
陽
也
。

曰
レ
簸
゜

〔
集
韻
〕
胡
玩
切

13345 
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小

0
こ
ひ
゜
〔
説
文
〕
鯉
‘
蜆
也
、
炊
レ
魚
里

翌隻
策
贅
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鯉
゜
〔
注
〕
今
赤
鯉

魚
。
〔
詩
‘
陳
風
‘
衡
門
〕
登
其
食
レ
魚
、
必
河
之
鯉
゜

●
て
が
み
。
た
よ
り
。
書
札
。
〔
正
字
通
〕
鯉
‘
書
札

旦
雙
鯉
↓
〔
古
栗
府
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
客
翌
遠

方
―
来
、
遣
我
雙
鯉
魚
面
呼
レ
兒
烹
二
鯉
魚
面
去
E

ニ

尺
素
書
↓
〔
李
商
隠
‘
寄
二
令
狐
郎
中
1

詩
〕
雙
鯉
追

逗
一
紙
書
。
〔
注
〕
唐
人
翌
書
、
常
以
二
尺
声
結

成
雙
鯉
之
形
↓
〔
程
倶
、
和
江
仲
嘉
見
＞
寄
詩
〕

千
里
博
レ
情
望
二
雙
鯉
一
〇
或
は
鱚
(
1
2
-
4
6
5
3
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯉
‘
或
炊
レ
裏
゜

【
鯉
魚
】

1

F

O
魚
の
名
。
こ
ひ
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鯉
。

〔
注
〕
今
赤
鯉
魚
。
〔
本
草
‘
鯉
魚
〕
繹
名
、
時
珍
日
‘
鯉
鱗

有
十
字
文
嗅
故
名
レ
鯉
‘
雖
"
困
瓦
鱗
不
1

一
反
白
↓
〔
孔

子
家
語
、
本
姓
解
〕
（
孔
子
）
姿
,
,
於
宋
之
汗
官
氏
「
一
歳
而

生,,
伯
魚
一
魚
之
生
也
、
魯
昭
公
以
―
―
鯉
魚
正
竺
孔
子
「

榮
君
之
瞑
故
因
以
名
伊
鯉
‘
而
字
―
―
伯
魚
↓
〔
誹
農

経
〕
鯉
為
1

一
魚
王
「
無
ー
大
小
盃
春
妾
鱗
皆
三
十
有
六
‘
鱗

上
有
ー
小
黒
鮎
文
肴
―
―
赤
白
黄
二
種

U
O古
‘
人
あ
り
、
遠

地
か
ら
雙
鯉
魚
を
送
り
寄
し
‘
其
の
腹
の
中
に
書
翰
が

あ
っ
た
と
い
ふ
こ
と
に
本
づ
き
、
書
信
の
意
に
用
ふ
。

〔
古
築
府
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
客
従
1

沿
遠
方
1

来
、
遺
―
―
我

雙
鯉
魚
涵
”
レ
兒
烹
―
細
蓄
5
中
有
―
―
尺
素
書
↓
〔
孟
浩
然
、

送
―
―
王
大
校
書
―
詩
〕
尺
書
能
不
レ
怯
、
時
望
鯉
魚
博
。
●

川
の
名
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕
河
水
又
南
得
1

一
鯉
魚
涵
歴
ニ

澗
東
了
今
窮
漢
首
面
便
其
源
也
。

〖
鯉
魚
風
]
2カ
巧
秋
風
を
い
ふ
。
〔
提
要
鋒
〕
九
月
鯉
魚

風
。
〔
梁
簡
文
帝
、
蟄
歌
篇
〕
燈
生
-
1

陽
隧
火
↓
塵
散
―
―
鯉
魚

風
↓
〔
陸
亀
蒙
、
江
行
詩
〕
酔
帆
張
―
―
敷
幅
盃
惟
待
二
鯉
魚
風
↓

【
鯉
口
】
3

C
五
刀
の
鞘
の
口
と
鍔
と
の
合
ふ
と
こ
ろ
。

【
鯉
洪
】
4

炉
淫
の
名
。
安
徽
省
廣
徳
縣
の
東
南
。
桐
川

に
合
す
。
〔
明
一
統
志
〕
鯉
洪
漢
名
、
在
―
―
廣
徳
州
城
東

【
鯉
】
畔

〔
集
韻
〕
雨
耳
切＞ 
力
＿

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鯵
、
魚
名
。
＂ 
魚

音

可国

〔
七
書
一
〕

日
い
し
も
ち
に
似
た
小
魚
。
或
は
鱚
（
1
2
-
4
6
0
7

8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
魚
名
、
或
省
。
〔
六
書
故
〕

誨
‘
似
レ
巌
而
小
、
云
云
、
首
亦
有
レ
石
。
口
魚
の

名
。
〔
集
韻
〕
誨
、
魚
名
。

【
誨
】
[

口日
マパムポ
イイ ウ

〔
集
韻
〕
誤
杯
切

〔
集
韻
〕
迷
浮
切

屎因

南
一
十
里
↓
其
源
有
レ
―
-
‘
會
1
1

流
於
此
面
笠
田
一
―
萬
畝
↓

【
鯉
書
】
5

が
手
紙
を
い
ふ
。
鯉
素
を
見
よ
。

【
鯉
素
】
6

刈
手
紙
を
い
ふ
。
鯉
魚
尺
素
の
略
。
雙
魚
。

雙
鯉
゜
〔
古
梨
府
‘
飲
馬
長
城
窟
行
〕
客
従
―
―
遠
方
示
へ
、

遺
我
雙
鯉
魚
「
呼
レ
兒
烹
鯉
魚
面
右
"
., 尺
素
書
ご
長
跳

讀
―
―
素
書
玉
書
中
意
何
如
‘
上
有
レ
加
.
,
餐
食
玉
下
有
―
―
長
相

憶
↓
〔
孔
範
‘
築
府
〕
雁
封
蹄
飛
断
、
鯉
素
還
流
絶
。

【
鯉
庭
】
1

か
子
が
父
の
訓
を
承
け
る
所
。
〔
論
語
、
季

氏
〕
嘗
獨
立
‘
鯉
趨
而
過
レ
庭
‘
曰
‘
學
レ
詩
乎
‘
射
日
、
未

也
、
不
レ
學
レ
詩
、
無
―
―
以
言
五
鯉
退
而
學
レ
詩
、
他
H
又
獨

立
‘
鯉
趨
而
過
レ
庭
、
學
レ
證
乎
、
射
曰
、
未
也
、
不
レ
學
レ

證
‘
無
以
立
↓
鯉
退
而
學
レ
幡
゜
〔
劉
馬
錫
、
酬
鄭
州

櫂
含
人
見
＂
寄
詩
〕
鯉
庭
傭
1

一
事
業
盃
維
樹
途
―
―
闘
翔
↓
〔
楊

汝
士
、
宴
―
―
楊
僕
射
新
昌
里
第
一
詩
〕
文
章
藷
債
留
.
,
鸞

摘
↓
桃
李
新
陰
在
,
1

鯉
庭
↓
〔
李
端
‘
慈
恩
寺
懐
藷
詩
〕
鯉

庭
埋
―
―
玉
樹
一
那
刃
炉
見
―
―
門
人
↓
〔
李
中
、
獣
―
―
湯
含
人
一

詩
〕
盤
殿
封
時
親
―
―
舜
日
↓
鯉
庭
過
虞
著
栞
衣
↓

【
鯉
鰻
】
8

び
こ
ひ
と
し
ぴ
。
一
説
に
‘
鯉
鰻
で
一
魚
と

い
ふ
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
、
鮎
‘
疏
〕
案
―
―
此
経
五
鯉
・
鰯
・
鰻
．

鮎
、
含
人
曰
‘
鯉
一
名
蜆
‘
孫
炎
曰
‘
鰻
一
名
鮎
、
則
是
含

人
以
鯉
鐵
為
二
缶
g
孫
炎
以
蘊
鮎
露
―
―
―
應
郭

氏
以
為
II

四

魚

↓

「

料

理

。

【
鯉
濃
】
，
昇
鯉
を
筒
切
に
し
て
濃
い
味
噌
汁
で
霙
た

【
鯉
背
】
10

戸
こ
ひ
の
せ
な
か
。
〔
祁
経
、
石
櫂
詩
〕
衝
レ

風
倒
レ
影
鯉
背
描
、
金
瀾
滉
湊
青
環
偏
゜

【
鯉
鮒
】
"
[
こ
ひ
と
ふ
な
。
〔
急
就
篇
〕
鯉
鮒
蟹
鰐
飴

飽
蝦
゜
〔
注
〕
鯉
‘
即
今
之
鯉
魚
也
‘
鮒
、
今
之
鰊
魚
也
‘

亦
呼
為
レ
螂
゜

【
鯉
瀧
登
】
1
2
[
狂
り
ポ
リ
鯉
が
龍
門
の
瀧
を
登
つ
て
龍
と

な
る
と
い
ふ
故
事
か
ら
、
人
の
立
身
出
世
に
喩
ふ
。

鯉

誨

鰊

然

駕

節

餅

黛

鍍

鮨

製

貯

□
□
●
す
な
ふ
き
。
は
ぜ
゜
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
駕
‘

蛇
。
〔
注
〕
今
吹
レ
沙
小
魚
、
腔
圃
而
有
二
貼
文
↓
〔
通

雅
、
動
物
〕
裟
、
吹
和
小
魚
、
黄
皮
黒
斑
‘
正
月
先

至
、
身
前
半
間
而
扁
‘
後
方
而
狭
。
〔
詩
、
小
雅
、
魚

麗
〕
魚
麗
手
聾
鰭
裟
。
〔
博
〕
駕
‘
蛇
也
。
〔
繹
文
〕

燦
、
今
吹
沙
小
魚
也
、
橙
圃
而
有
―
―
黒
貼
文
芦
疏
〕

魚
狭
而
小
、
常
張
レ
ロ
吹
レ
沙
‘
故
日
吹
沙
↓
●
さ

め
。
ふ
か
ざ
め
。
紗
(
1
2
-
4
5
9
8
5
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
紗
‘
説
文
、
魚
名
、
出
―
―
築
浪
播
國
盆
抒
八
レ
沙
゜

〔
正
字
通
〕
駕
、
海
駕
、
青
目
赤
頬
、
背
上
有
レ
翫
、

腹
下
有
レ
翅
、
味
肥
美
、
六
書
故
日
、
海
中
所
レ
産
‘

以
其
皮
如
＞
沙
得
レ
名
、
移
口
無
レ
鱗
、
胎
生
‘
其

類
尤
多
、
大
者
伐
レ
之
盈
レ
舟
゜

【
紫
魚
】1
~ヨ
魚
の
名
。

O
す
な
ふ
き
。
は
ぜ
。
〔
本
草
、

燦
魚
〕
繹
名
‘
蛇
魚
、
吹
沙
、
沙
溝
魚
、
沙
蝠
、
時
珍
曰
‘
此

非
泣
中
沙
魚
五
乃
南
方
漢
澗
中
小
魚
也
‘
居
沙
溝
中
一

吹
レ
沙
而
涌
‘
咽
レ
沙
而
食
、
集
解
、
時
珍
日
‘
紫
魚
、
大
者

長
四
五
寸
‘
其
頭
尾
一
般
、
大
頭
状
似
レ
鱒
‘
罷
圃
似
レ

サ
〔
集
韻
〕
師
加
切
面
[

シ

，

ャ

戸

y
s
h
a
'
 

日ロ
げ
〔
集
韻
〕
所
嫁
切
事
tl

冨

】

[

シ
ャ

冤】鱈
【
煮
鱗
]
1

だ
魚
の
名
。
は
や
。
〔
本
草
‘
鏃
魚
〕
繹
名
、
白

簸
‘
煮
魚
、
時
珍
日
‘
鏃
‘
條
也
‘
黛
‘
菜
也
‘
云
云
‘
條
‘

其
状
也
‘
菜
、
其
色
也
。

サ
ン

畷
(
1
2
-
4
6
6
0
5
)

の
略
字
。
〔
集

韻
〕
毀
‘
魚
名
、
或
省
。

冨

】

紐

魚
の
名
。
鱈
(
1
2
|
 4
6
3
7
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰊
‘

魚
名
、
或
八
レ
留
。

リ
ウ
レー

〔
集
韻
〕
力
求
切

尤

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
酵
‘
魚
名
。

霰
】
呻
[
[
〔
字
彙
補
〕
蒲
没
切
同
i
)

【
和
魚
】
〗
窯
(
1
2ー

4
6
2
6
4
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

）
 
ー
補
〕
梨
、
同
レ
窯
゜

祠
】
呻
ハ
ウ
[
]
旦
旦
い
戸
丑

鮭
奇
字
韻
一
二
講
‘
鯰
．
鮭
・
魏
並
同
。

【
鮪
魚
】
1

印
魚
の
名
。
す
み
燒
鯛
。
黒
鯛
。
ち
ぬ
鯛
。

〔
成
陽
震
壷
碑
〕
鮪
魚
復
生
。
〔
隷
繹
〕
淮
南
墜
形
訓
‘

載
泣
外
―
二
十
六
國
西
北
方
有
1

一
無
繕
民
五
魏
魚
在
―
―
其

南
お
竺
ム
‘
魏
魚
如
レ
鯉
‘
所
謂
魏
魚
‘
疑
即
此
耳
。

【邑[

魚
が
お
ほ
い
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
魚
衆
也
。

ギブ
ゴ
9
7

〔
集
韻
〕
逆
及
切

圃

冤
】
〗
キ
ャ
ウ
[
[
:
□

f
tぃ。
し
。
〔
集

冠
】
[

大
き
い
魚
。
或
は
黛
(
1
2
|
 
4
6
1
8
9
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
班
、
大
魚
‘
或
書
作
レ
黛
。

キ＇ヤウ

グ
召
ハ
ウ

〔
集
韻
〕
渠
王
切

駒

冨

】

阿

サ

[

[

[

パ

1
8
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

輝
厚
肉
重
唇
‘
細
鱗
黄
白
色
、
有
↓
―
黒
斑
貼
文
五
背
有
1
1

響
刺
石
甚
硬
‘
其
尾
不
レ
岐
‘
小
時
即
有
生
子
、
味
頗
美
‘
俗

呼
為
1一
阿
浪
魚
↓

4
l
s
h
a
1
 
y
i
i
2

ふ
か
。
鱚
゜

七
五
〇

13346 



(46194) — (46214) 

貧
】
〗

【

MiJ
浦
】
1
0
0

”ヒ

＂ 
魚

音

〔
七
ー
|
八
書
〕

鮭

虻

鮒

鯨

鮫

鰐

絨

鮒

鮭

鮪

蛹

窯

鮪

鯨

鰭

鰈

蜻

蒸

鮒

鮪

矮

七
五

す
ば
し
り
。
ぽ
ら
の
初
生
か
ら

麟
三
寸
許
に
至
る
ま
で
の
匝

尾
張
國
の
地
名
。

祠
]
〗譴
〇
あ
さ
り
。
悧
。

O
ぅ
ぐ
ひ

【
絨
川
】
1

吟
t

北
海
道
渡
島
國
の
地
名

【
絨
】
〗
諷

う
ぐ
ひ

祠
】
〗
ガ
ク
[
戸
二
□
旦
[
謳
四
、

冦
】
〗
ボ
ウ
尺
~
“
戸
咋
字
。
〔
康
臨

窓
197

鮫
(
1
2
ー

4
6
0
9
4
)

の
調
字
。
〔
康
熙

[倍
]
4
6

ポ
，
ウ
字
典
〕
鯨
‘
鯰
字
之
邁

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鮒
、
魚
名
。

冨

】

岬

ト

ン

〔
字
彙
補
〕
昔
呑

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
蛎
、
魚
名
。

冤
】
年
[
〔
字
彙
補
〕
乃
果
切
碑
幽

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鮭
‘
魚
名
。

【
鯰
】
[
昇
〔
字
彙
補
〕
口
到
切
麗

ぱ
ら
。
な
よ
し
。
〔
集
韻
〕
蝠
‘
魚
名
。
〔
本
草
‘
蝠

魚
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
生
―
―
東
海
五
状
如
二
肖
魚
ご
長

者
尺
餘
‘
其
子
渦
レ
腹
、
有
―
―
黄
脂
工
美
味
、
掘
喜

食
レ
之
。

【
蝠
鮪
躍
】
1
E
1
0

水
中
遊
戯
の
状
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
隠

逸
‘
夏
統
博
〕
統
乃
操
―
―
施
正
櫓
ご
折
―
―
旋
中
流
こ
初
作
二

蝠
鯖
躍
な
後
作
二
鯖
鮮
引
―
)

盲
】
〗シ
〔
集
韻
〕
荘
持
切
甲
〗

p.. 
tzu' 

日
ふ
し
づ
け
か
こ
。
水
中
に
漬
け
置

い
て
中
に
入
る
魚
を
捕
へ
る
か
ご
。

箪
(
9
ー

2
8
2
8
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
鯨
蒸
然
鯨

鯨
仄
レ
魚
卓
臀
゜
〔
段
注
〕
詩
南
有
嘉
魚
｀
魚
然
填

箪
、
傭
日
‘
箪
‘
鑑
也
゜

g
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯨
‘
魚

名。

ヽ

鼠
4

負
豪

冨
t】
亨

昌
7

〔
説
文
正
教
切
咽

口
タ
ク
〔
集
韻
〕
竹
角
切
圏
〗

[
鮪
]
〗
"
 
ヴ

紡
(
1
2
|
 4
6
 
0
 2
2
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
溺
、
同
レ
紡
゜

冤
〗
i
:
[
←
い
パ
註
禰
文
。
〔
正

,i―― 
【
蛹
】
〗
譴

【
鰭
】
〗
譴

こ
ち
。
海
魚
の

か
ず
の

魚
が
く
さ
る
。
あ
ざ
る
。
或
は
鯰
(
1
2
-
4
6
1
6
3
)
・

朕
(
9
ー

2
9
5
4
2
)

に
作
り
、
通
じ
て
銹
(
1
2
-
4
4
2
3

6
)

に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
矮
‘
敗
也
。
〔
廣
雅
‘

秤
器
〕
鯰
‘
臭
也
。
〔
集
韻
〕
鯰
‘
魚
敗
也
‘
或
作
二

鯰
．
朕
遥
四
作
レ
蹂
。

冤
写
●
ひ
も
の
。
ほ
し
う
を
。
或
は
鰈
(
1
2
-
4
6
5
9
2
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
蒸
、
魚
膳
‘
或
炊
レ
養
。

O
い
し
も
ち

の
ひ
も
の
。
〔
正
字
通
〕
蒸
、
石
首
魚
乾
者
名
レ
蒸
、

羅
願
日
‘
諸
魚
乾
者
‘
皆
為
レ
蒸
、
美
不
レ
及
―
―
石
首
一

故
獨
楓
白
之
名
盆
四
白
蒸
涵
四
ふ
か
。

問
綴
(
1
2
ー

4
6
1
5
6
)

は
別
字
。
〔
康
熙
字
典
‘
維
似
‘
-
―

字
相
似
〕
蒸
｀
＿
音
鮮
、
本
作
レ
巌
、
祓
魚
也
。
蒸
‘
昔
想
‘
魚

膳。

。
【
蒸
鶴
】
1
9
9
な
ひ
う
を
の
鶴
の
喉
形
を
な
し
た
も
の
。

清
の
呉
偉
業
・
尤
個
に
蒸
鶴
の
詩
が
あ
る
。
〔
本
草
、
勒

日

0
魚
・
肉
類
を
ま
ぜ
て
煮
又
は
煎
っ
た
料
理

魚
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
頭
上
有
レ
骨
‘
合
5

之
如
一
鶴
喉
形
↓

証
(
9
-
2
9
3
5
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
証
‘
煮
レ
魚
煎
レ

肉
曰
レ
証
‘
或
作
レ
鯖
。
〔
西
京
雑
記
、
二
〕
五
侯
不
＝
乾
者
謂
乏
勒
蒸
函
父
嗜
レ
之
。

相
能
ぶ
文
客
不
レ
得
二
宋
往
ご
婁
護
豊
翔
‘
偉
二
食
五
【
蒸
魚
】
2

し
玩
ゥ
●
い
し
も
ち
の
ひ
も
の
。
〔
本
草
、
石
首

侯
皿
各
得
―
―
其
灌
心
こ
競
致
1

一
奇
膳
一
護
乃
合
以
魚
〕
繹
名
‘
乾
者
名
1

蓋
魚
↓
●
ほ
し
う
を
。
〔
日
本
外

史
、
新
田
氏
前
記
、
楠
氏
、
兒
島
氏
〕
舟
人
伏
t
帝
輿
―
―
忠

顧
於
船
庶
覆
以
煮
應
而
生
其
上
↓

為
レ
鯖
、
世
稲
一
五
侯
鯖
百
娑
局
―
―
奇
味
―
焉
。
●
魚

の
名
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
名
。
口
に
し
ん
。
淡
水
魚
の

一
。
〔
集
韻
〕
鯖
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鯖
、
形
似
鯰
、

青
色
、
食
蛤
蛙
雑
應
頭
中
社
蒸
令
氣
通
【
輛
】
〗

暴
乾
状
如
琥
珀
ご
本
云
‘
即
胄
魚
‘
俗
呼
―
―
烏
鵡

南
人
以
作
レ
鮮
。
国
口
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鯖
‘
魚

名
、
青
色
肴
社
骨
↓
腫
さ
ば
。
〔
和
名
類
緊
抄
‘

龍
魚
部
、
龍
魚
類
、
鯖
‘
注
〕
阿
乎
佐
波
。

【
鯖
鰐
】
1

弁
鯖
と
鰐
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
烏
賊
擁
剣
、

砥
鼈
蜻
鰐
‘
涵
1

一
泳
乎
其
中
↓

【
鯖
魚
】
2

翌
魚
の
名
。
に
し
ん
。
〔
南
史
‘
梁
宗
室
上
‘

臨
川
静
悪
王
宏
傭
〕
好
食
二
鯖
魚
頭
「
常
日
進
1

一
三
百
五
其

佗
珍
膳
‘
盈
1

一
溢
後
房
よ
艮
レ
之
不
レ
圭
寧
。

【
鯖
車
】
3

砕
喪
車
を
い
ふ
。
〔
詞
林
海
錯
〕
鯖
車
‘
喪

車
也
、
濱
則
謂
―
―
之
鯖
車
五
葬
則
謂
1

一
之
柳
車
↓

【
鯖
讀
】
4

[

パ
己
の
利
盆
に
な
る
や
う
敦
を
い
つ
は
り

敷
へ
る
こ
と

冨
f

]
如

ナダ
イイ

〔
集
韻
〕
弩
罪
切
醐
蝉

冨
品
フ

鮒（
1
2
-
4
6
0
 7
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鮪
‘
俗
鮒
字
。

フ

鮒
(
1
2—
4
6
0
7
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鮒
‘
或
炊
レ
附
゜

【
鯖
】
[

セ
イ
シ
，
ヤ
ウ

日
セ
イ
シ
や
ウ

□l
 

ェ
イ
ャ
ヴ

国

〔
集
韻
〕
諸
盈
切
甲
四

vi L
 
c
h
'
i
n
g
'
 

〔
集
韻
〕
倉
経
切
圏
i圃

〔
集
韻
〕
於
丁
切

曾

n
小
〇
魚
の
名
。
鉄
鰈
。
〔
説
文
〕
鰈
、
魚
名
、

賣
豪
ハ
レ
魚
其
臀
。
〔
段
注
〕
其
訓
嘗
ビ
デ
鉄

麒
也
。
●
お
し
き
う
を
。
〔
廣
韻
〕
鰈
‘
蝙
魚
。
参

鮨
(
1
2
-
4
5
9
9
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
紐
‘
或
炊
レ
元
。

シぶ`
，ウ

サ
ウ

〔
集
韻
〕
葛
巫
切
＞
圏

T
―尤

h
s
i
a
n
g
'

【
鰈
】
―
[
〔
集
韻
〕
渠
之
切
図

【
蜻
鑑
節
]
5
H

パカメ

を
い
ふ
。

鯖
を
鰹
節
の
や
う
に
製
し
た
も
の

13347 



／
，
ヤ
ク
〔
集
韻
〕
七
約
切
写
〖

サ
ク

，
曰

曾

】

螂

□

サ

ク

〔

集

韻

〕

倉

各

切

國

日
□
さ
め
。
〔
廣
韻
〕
錯
‘
魚
名
、
出
二
東
海
↓
〔
集

韻
〕
鮨
‘
魚
名
、
鼻
前
有
レ
骨
如
1

一
斧
斤
二
説
、
生
レ

子
在
レ
腹
‘
朝
出
食
‘
暮
還
入
。
〔
字
彙
〕
鯖
‘
鮫
也
。

【
錯
魚
】
1

”
魚
の
名
。
さ
め
。
鮫
魚
の
異
名
。
〔
本
草
、

鮫
魚
〕
秤
名
、
沙
魚
‘
鮨
魚
‘
腹
魚
、
溜
魚
、
時
珍
曰
‘
鮫
皮

【
鰤
】
[
[
[
〔
集
韻
〕
丘
八
切
醸

魚
の
名
。
或
は
鮭
(
1
2
ー

4
6
0
9
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鰤
‘
魚
名
‘
或
省
。

曰
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鍼
‘
魚
名
。
口
鍛
（
1
2
-
4
6

1
4
9
)

に
同
じ
。
〔
六
書
故
〕
鰍
‘
魚
類
‘
似
レ
鮎
而
四

足
‘
別
作
レ
絨
。

キ
，
ヨ
ク

7
 

コ
ク

口

【
鍼
】
幽
□
エ
キ

〔
集
韻
〕
忽
域
切
願
一

【
鰈
】
]

0

万
〔
集
韻
〕
龍
玉
切
因
―
)

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰊
、
魚
名
。

〗
【
鰍
】
』
、
ン
ー
ユ
ク
〔
集
韻
〕
式
竹
切
圏

4
 
（
 

●
し
び
。
鯨
(
1
2
ー

4
6
0
9
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鮎
、

魚
名
、
王
鮪
也
、
小
者
曰
レ
鯨
‘
或
不
レ
省
。

O
鯵
鰍

）
 
5
 
21

は
‘
毒
魚
の
名
。
〔
論
衡
、
言
毒
〕
天
下
萬
物
、
含
ニ

6
 
⑭
太
陽
氣
而
生
者
‘
皆
有
羞
涵
央
云
云
‘
在
レ
魚
則

為ー
1

一
鮭
輿
鯵
墨

＂ 
魚

音

〔
八
書
―

【
鯨
】
〗
〔
集
韻
〕
乃
帯
切
圏

鯨
鯨
は
‘
こ
の
し
ろ
。
〔
集
韻
〕
鯨
、
鯨
鯨
、
魚
名
。

ダ
イ
ナ
イ

【
鰯
】
〗
夕
且
い
~
;
)
の
俗
字
。
〔
正
字

鮨（
1
2
|

4

2

 
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鮨
、
或
炊
レ
祁
゜

【
鱈
】
〗
キ
〔
字
彙
〕
吉
器
切
甲
g

魚
の
名
。
〔
字
棠
〕
鰐
、
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鯰
、
魚

鋭
喉
細
鱗
‘
俗
呼
,
,
鮮
魚
↓

且
パ
〔
集
韻
〕
蒲
街
切
囮

口
ヒ
〔
集
韻
〕
匹
麻
切
甲
g

回
ヒ
〔
集
韻
〕
班
廉
切
甲
3

日
口
ま
f
K

ひ
゜
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
黒
鯉
謂
二
之
鯉
↓

口
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮮
、
魚
也
。

【
鱒
】
〗

〔
集
韻
〕
七
接
切
、
国

く
一
せ

c
h
'
i
e
h
•

テ
ヴ
鯛
（
110
-
4
6
2
2
6
)

に
同
じ

貧
】
〗
〔
集
韻
〕
殊
倫
切

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮮
、
魚
名
。

置

冨
】
〗戸
ゥ
〔
玉
篇
〕
時
正
切
蒻

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鯨
‘
魚
名
。
圃
さ
は
ら
。
〔
和
玉

篇〕。

【
鰯
】
〗
キ

セブ

小
た
な
こ
。
或
は
鰈
(
1
2
-
4
6
3
2
2
)

に
作

＿翠負
豪
る
。
〔
説
文
〕
接
‘
接
魚
也
、
出
11

架
浪
濡

國
T
八
レ
魚
妾
臀
゜
〔
集
韻
〕
接
、
或
作
レ
鰈
。
〔
正
字

通
〕
簸
、
即
妾
魚
‘
云
云
‘
其
行
以
レ
三
為
レ
卒
‘
一

前
二
後
、
若
1

細
婢
妾
1

然
、
故
名
。

冨
】
〗

【
鯛
】
』

テ
ヴ

小
〇
魚
の
骨
の
端
が
や
は
ら
か
い
。
〔
説

鎖
薮
文
〕
鯛
‘
骨
捐
脆
也
、
八
レ
魚
周
瞥
。

O

た
ひ
゜
棘
鼠
魚
。
〔
集
韻
〕
鯛
、
一
日
、
小
魚
名
。
〔
和

名
類
緊
抄
、
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鯛
〕
崖
馬
食
経

云
‘
鯛
昧
甘
冷
烏
毒
‘
貌
似
レ
卿
而
紅
鰭
者
也
。

〔
注
〕
多
比
。

0
或
は
鮒
(
1
2
-
4
6
0
6
3
)

に
作
る
。

冨
】
〗
夕
9
7

篇
海
〕
昔
塔
〔
集
韻
〕
鯛
‘
或
炊
レ
召
゜

【
鯛
麺
】
1

勾
蓑
た
鯛
と
其
の
汁
と
ゆ
で
た
素
麺
と
を

O
さ
め
。
〔
篇
海
〕
踏
‘
鰭
魚
。
〇
錯
(
1
2
-
4
6
2
1
9
)

一
盛
り
あ
わ
せ
た
料
理
。

の
識
字
。
〔
正
字
通
〕
鮪
‘
鮨
字
之
謳
。
【
鯛
煎
絣
】
2

冗
ペ
イ
鯛
の
肉
を
す
り
く
だ
い
て
煎
鉗
の

や
う
に
し
た
も
の
。

【
鯛
釣
草
】
3

”t，
り
草
の
名
。
藤
牡
丹
を
い
ふ
。

【
鯛
味
噌
】
4

j

心
鯛
の
肉
を
味
噌
に
す
り
ま
ぜ
た
も
の
。

乞
ユ
ン

ジ，ユン

鰍

鰊

鰊

鮨

鯖

鯨

踏

鮮

鮮

鮮

鯨

鯛

鯛

接

鰯

鰯

緊

鰯

鋸

鮪

錢

有
レ
沙
‘
其
文
交
錯
鵠
駿
、
故
有
二
諸
名

【
鯛
】
〗〔
集
韻
〕
丁
聯
切
薩
g-

カ
ー
名

tiao1

【
錢
】
〗
竺
〔
集
韻
〕
仕
限
切
涸
g

【
鯛
】
〗
{
[
〔
集
韻
〕
必
結
切
園

魚
の
泳
ぎ
行
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鯛
、
魚
行
兒
。

日
に
べ
の
＿
種
。
形
、
石
首
魚
に
似
て
左
右
に

鐵
鋸
に
似
た
三
本
の
牙
が
あ
る
。
一
説
に
、
石
首

魚
の
雌
。
〔
集
韻
〕
鋸
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鋸
、

形
似
二
石
首
魚
工
左
右
三
牙
如
1

一
鐵
鋸
二
或
曰
、
石

首
雄
、
鋸
雌
也
、
見
―
―
函
史
物
性
志
↓
口
鋸
緒
は
‘

晶
の
名
。
鋸
(
1
0
-
3
3
1
4
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鋸
‘

鋸
蜻
、
晶
名
、
一
頭
尾
有
藪
條
こ
生

9
脚
‘
状

如
レ
露
‘
可
レ
食
‘
或
炊
レ
魚
。

【
鋸
】
〗毛ヨ
日コ
＇ 
キ
ヨ
ロコ

〔
集
韻
〕
居
御
切
呵
g

〔
集
韻
〕
斤
於
切
圃
i

冨

号

ホ

ウ

〔

字

彙

〕

匹

亙

切

瞬

-l

●
大
き
い
魚
。
〔
字
彙
〕
鰯
、
大
魚
也
。
●
す
ず
め

う
を
。
河
豚
に
似
て
小
。
棚
(
8
ー

2
7
5
7
8
)

に
通

ず
。
〔
篇
海
〕
硼
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鰯
‘
按
‘
食
物
本

草
‘
棚
魚
‘
形
似
―
―
河
鈍
―
而
小
、
背
青
有
二
斑
文
一

無
レ
鱗
、
尾
不
レ
岐
‘
腹
白
有
レ
刺
、
亦
善
噴
‘
噴
則

腹
脹
大
、
圃
緊
如
レ
鞠
‘
仰
―
―
浮
水
面
面
叫
此
‘
俗
改

作
レ
鰯
゜

鰯
(
1
2
-
4
6
2
2
9
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
＿

48

冤
】
[
;
編
〕
緊
、
同
属
。

133

七
五
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魚

音

〔
八
蟄
〕

錮

鯰

鯨

鰊

娩

鰈

鉤

蛛

緋

飩

鋭

錫

七
五
三

【
鰊
】
〗
バ

9

ウ

〔
集
韻
〕
都
籠
切
甲
g

蠍
鯨
は
‘
た
な
ご
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
蝠
跨
‘
蠍
鯖
゜

〔
注
〕
小
魚
也
、
似
砧
四
丁
而
黒
‘
俗
呼
為
―
―
魚
婢
一

江
束
呼
為
1

一
妾
魚
↓

【鯨】』

シ
ヴ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
止
酉
切＞ 
出
又

冑

日

7
7〗薔

旦
7

ン

暉

曰

ホ

ン

暉

日
毒
魚
の
名
。
鰊
(
1
2
-
4
6
5
1
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
餓
‘
魚
名
、
大
紬
也
‘
形
園
‘
有
レ
毒
‘
或
炊
レ
念
。

□

0
こ
ざ
か
な
。
〔
集
韻
〕
総
、
魚
小
日
レ
鯰
。

O
魚

の
名
。
〔
集
韻
〕
総
、
一
曰
‘
魚
名
。
参
或
は
紛
(
1
2

1
 4
6
0
2
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
総
、
或
省
。
曰
こ
ざ

か
な
。
〔
集
韻
〕
総
、
小
魚
。

【
鯰
】
〗
〔
集
韻
〕
芳
問
切

〔
集
韻
〕
普
悶
切

〔
集
韻
〕
父
吻
切

【
鯛
】
〗

〇
魚
の
は
ら
わ
た
。
〔
集
韻
〕
錮
、
魚
腸
、
一
日
、
杭

越
之
間
、
謂
二
魚
胃
盃
〖
レ
錮
。
O
黄
錮
は
‘
魚
の

名
。
わ
た
こ
。
〔
正
字
通
〕
錮
、
黄
錮
、
状
似
―
―
白

魚
ご
長
不
レ
近
レ
尺
‘
濶
不
レ
躁
レ
寸
‘
扁
身
細
鱗
、
腸

腹
多
レ
脂
、
南
人
謡
名
二
黄
姑
了
北
人
識
名
―
―
黄
骨

魚↓

クコ

〔
集
韻
〕
古
熊
切

園

魚
の
名
。
或
は
鰯
(
1
2
-
4
6
3
1
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
錢
、
魚
名
、
或
炊
レ
弄
゜

お
ほ
な
ま
づ
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
窯
．
蛛
、
胚
也
。

貧】虹

〔
集
韻
〕
郎
オ
切
囮

ヵ芳
l
a
i
2

ラ
イ

日
□
い
る
か
。
或
は
藝
1
2
|
 4
6
5
6
4
)
 

蛉
い
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鉤
‘
鮪
魚
也
、
出
羹

浪
濡
國
↓
八
レ
魚
約
臀
‘
一
日
、
鉤
魚
出
11

九
江
「

有
雨
乳
―
―
日
‘
博
浮
゜
〔
段
注
〕
郎
今
之
江
猪
‘

亦
日
江
豚
↓
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鯰
‘
晉
書
音
義

引
説
文
‘
鮪
、
一
名
江
豚
、
多
レ
膏
少
レ
肉
。
〔
廣
雅
‘

繹
魚
〕
鱒
鮮
‘
鮪
也
。
〔
集
韻
〕
鉤
、
魚
名
、
鱒
也
、
或

作
レ
面
。

貧】蜘

〔
集
韻
〕
固
王
切

毛
ヨ
ク

コ
ク

口 日
キ
ク

〔
集
韻
〕
丘
六
切

因薗

は
も
。
な
ま
づ
に
似
た
魚
。
〔
説
文
〕

鰈
‘
鰻
也
、
八
レ
魚
果
瞥
゜
〔
廣
韻
〕
鰈
‘

魚
似
レ
鮎
也
。

鰈
姦小

【

鰈

]

蜘

ぢ

〔

集

韻

〕

戸

瓦

切

圃

曰
魚
の
名
。
〔
字
槃
〕
娩
、
魚
名
。
□
娩
(
1
2
|
 4
6
1
5
 

3
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
娩
、
或
日
、
娩
字
之
識
。

r-, 

娩
~ 

46239 

ロビl
ベット
ン

〔
字
彙
〕
湯
故
切
頭
1-

鯉
に
似
た
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰊
、
魚
名
、
似
レ
鯉
°
-
【
緋
】
〗

困
観
歯
．
飴
背
、
壽
也
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
銃
歯
眉

國
壽
、
飴
背
之
斐
゜
〔
注
〕
善
日
爾
雅
曰
、
銃
歯
・
飴

背
‘
祐
老
壽
也
。

□
●
は
ら
こ
。
魚
の
卵
。
〔
集
韻
〕
緋
‘
魚
子
。
●

【
蜆
魚
】
1

訂
さ
ん
せ
う
う
を
。
山
椒
魚
。
〔
本
草
‘
鋭

魚
〕
秤
名
、
人
魚
‘
訥
魚
、
聞
魚
‘
大
者
名
レ
蝦
‘
時
珍
日
、

海
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
緋
‘
一
日
、
海
魚
名
。
口
魚

蜆
瞥
如
二
小
翌
故
名
、
即
締
魚
之
能
上
レ
樹
者
‘
俗
云
二

の
名
。
鰈
(
1
2
-
4
6
3
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蝋
、
魚

名
‘
似
レ
鮒
、
出
祠
水
咸
炊
レ
非
゜
帳
に
し
ん
。
宵
鮎
魚
上
＞
竿
、
乃
此
也
、
集
解
、
蔵
器
日
、
鋭
生
二
山
埃
中
一

魚

。

似

レ

鮎

有

二

四

足

一

長

尾

能

上

レ

樹

、

天

旱

則

含

レ

水

上

レ

山
、
以
1

一
草
菜
覆
レ
身
張
レ
ロ
‘
鳥
宋
飲
レ
水
‘
因
吸
二
食

之
「
瞥
如
1

小
兒
暗
↓
〔
説
苑
‘
雑
言
〕
昔
者
南
瑕
子
過
l-

程
太
子
玉
子
為
烹
貌
魚
↓

【

鈍

】

蜘

戸

〔

集

韻

〕

乙

業

切

函

【

鋭

歯

】

2

バ
ィ
と
し
よ
り
の
歯
。
轄
し
て
‘
老
人
を
い

ふ
。
兒
歯
。
観
歯
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
於
レ
是
乎
蜆
歯
眉

〇
魚
の
名
。
ふ
ぐ
。
〔
集
韻
〕
鈍
、
魚
名
、
一
日
、
河
壽
‘
飴
背
之
斐
‘
幡
幡
然
被
二
黄
髪
者
、
噌
然
相
呉
歌
。

豚。

0
し
ほ
づ
け
う
を
。
〔
集
韻
〕
饒
‘
一
曰
‘
漬
魚
〔
注
〕
善
日
、
爾
雅
曰
、
鋭
歯
・
飴
背
‘
壽
也
。
〔
柳
宗
元
、

也。

O
或
は
絶
(
1
2
|
 4
6
1
6
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
終
南
山
祠
堂
碑
〕
邑
吏
薔
夫
、
飴
背
蜆
歯
°

純

、

或

八

レ

邑

。

【

銃

蛸

]
3

吝
小
さ
い
魚
。
〔
荘
子
‘
庚
桑
楚
〕
尋
常
之

溝
、
巨
魚
無
倫
レ
塁
其
問
而
鋭
蛸
岱
之
制
↓
〔
繹
文
〕

制
‘
折
也
‘
謂
不
魚
雙
曲
祈
也
。

【
鋭
鮒
】
'
[
ィ
小
さ
い
魚
の
類
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
夫
掲
ニ

冤
】
螂
ゲ
イ
〔
集
韻
〕
研

7疇
填
□
い
パ
[
~
"
一
貌
絨
其
松
得
天
色
難
袋

【
鋭
桓
之
審
]
5

汀
/
？
鯨
が
盤
桓
し
て
う
ろ
つ
く
所

小

O
さ
ん
せ
う
う
を
。
〔
説
文
〕
鋭
、
剌

骰

恢

の

淵

を

い

ふ

。

審

は

溜

に

同

じ

く

‘

淵

゜

〔

荘

子

、

應

帝

王
〕
銃
桓
之
審
為
レ
淵
‘
止
水
之
審
為
レ
淵
、
流
水
之
審

魚
也
、
八
レ
魚
兒
臀
。
〔
段
注
〕
剌
魚
者
、

乖
剌
之
魚
、
謂
下
其
如
小
兒
一
能
縁
：
木
、
史
漢
為
贔
。
〔
秤
文
〕
簡
文
云
‘
蜆
‘
鯨
魚
也
、
桓
‘
盤
桓
也
。

訊
之
人
魚
↓
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
蜆
、
大
者
謂
―
―
之
蝦
↓
【
銃
旋
之
濡
】
6

芍
ぺ
／
大
魚
が
う
ろ
つ
い
て
水
の
渦

〔
注
〕
今
銃
魚
似
レ
鮎
、
四
闘
、
前
似
涵
需
咬
後
似
レ
巻
き
流
れ
る
所
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
鋭
旋
之
播
為
レ
淵
、

狗
‘
臀
如
小
兒
筑
大
者
長
八
九
尺
。
●
め
く
ぢ
止
水
之
播
為
レ
淵
、
流
水
之
溢
貸
淵
‘
濫
水
之
濡
為
レ

淵゚

ら
。
又
、
大
魚
の
名
。
〔
左
氏
、
宣
、
十
二
〕
取
1

一
其
鯨

銃
而
封
足
。
〔
注
〕
鯨
銃
、
大
魚
名
。
〔
疏
〕
装

露
】
〗
[
[
〔
篇
海
〕
夷
益
切
園

淵
廣
州
記
云
、
鯨
銃
百
尺
、
雄
曰
レ
鯨
、
雌
日
レ
貌
、

俗
説
、
出
二
入
穴
ご
即
為
1

一
潮
水
『
参
こ
ざ
か
な
。

緬
(
1
2
-
4
6
1
0
5
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
う
な
ぎ
。
〔
篇
海
〕
錫
‘
耀
錫
。
腫
す
る
め
。
烏
賊
を

鋭
、
段
借
為
貨
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
守
一
醗
鮒
↓
〔
秤
努
い
て
乾
し
た
食
品
。

文
〕
李
云
‘
蜆
鮒
‘
皆
小
魚
也
。
R
と
し
よ
り
の
【
錫
烏
賊
】
1

"

勺
烏
賊
の
一
種
。
割
い
て
す
る
め
と
す

歯
゜
載
(
1
2
-
4
8
7
0
2
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
る
も
の
。

日
ヒ口ヒ

〔
集
韻
〕
方
未
切

〔
集
韻
〕
匪
微
切

13349 
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コ
ン
コ
ン
口

日

□

O
は
ら
こ
。
魚
の
卵
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鯉
、
魚

子
。
〔
祁
捻
行
義
疏
〕
錨
．
鰈
古
通
用
、
詩
敵
笥
箋
、

鰈
‘
魚
子
也
、
魯
語
云
、
魚
禁
二
鰈
鰯
↓

0
大
魚
の

名
。
〔
集
韻
〕
蝿
、
大
魚
名
。
〔
荘
子
‘
逍
遥
遊
〕
北
冥

有
レ
魚
、
其
名
為
レ
蜆
、
蜆
之
大
、
不
レ
知
↓
―
其
幾
千

叫
也
。
〔
繹
文
〕
蜆
、
大
魚
名
也
。
〔
列
子
、
湯
問
〕

有
レ
魚
焉
‘
其
廣
散
千
里
‘
其
長
捨
レ
焉
‘
其
名
為
レ

鮨
。
●
卵
（
2

|
2
8
5
7
)

に
通
ず
。
〔
鵡
、
内
則
‘
濡
魚

卵
璧
貫
蓼
‘
注
〕
卵
‘
讀
為
レ
蜆
。
®
或
は
鰈
(
1
2—

46613)• 

鰈
(
1
2
-
4
6
3
8
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
錨
‘

或
作
鱈
．
鰈
↓
〔
詩
、
齊
風
、
散
筍
箋
‘
鰈
魚
子

也
、
疏
〕
雖
．
鰈
‘
字
異
、
蓋
古
字
通
用
、
或
鄭
本

作
レ
能
也
。
陸
ぎ
ぎ
。
黄
願
魚
。

【
能
鰊
】
1

だ
鮫
龍
か
ら
生
ず
る
と
こ
ろ
の
も
の
。
〔
淮

南
子
‘
墜
形
訓
〕
介
鱗
生
―
―
鮫
龍
£
鮫
龍
生
―
―
蜆
鰊
一
鱚
鰊

生
建
邪
五
建
邪
生
活
雀
m
凡
鱗
者
生
1

一
於
庶
魚
↓

【
鮨
魚
]
2
知
5

大
魚
の
名
。
〔
宋
玉
、
酎
楚
王
問
―
〕
鰈

魚
朝
狙
紐
～
裔
之
墟
一
暴
疇
於
謁
石
↓
〔
捜
神
記
、
十
九
〕

子
路
引
な
之
、
カ
lx
レ
手
什
,
,
於
地
↓
乃
是
大
鰈
魚
也
、
長
九

尺
餘
。

【
錨
化
】
3

詑
鱚
が
化
し
て
鵬
と
な
る
こ
と
。
〔
荘
子
、

逍
遥
遊
〕
北
冥
有
レ
魚
‘
其
名
為
レ
蜆
‘
鮨
之
大
、
不
レ
知
二

其
幾
千
里
一
也
、
化
而
為
レ
鳥
‘
其
名
為
レ
鵬
‘
鵬
之
背
、

不
レ
知
貨
幾
千
里
他
。
〔
錢
起
、
巨
魚
縦
天
緊
詩
〕
龍

攘
回
1

一
地
軸
五
蜆
化
想
夫
池
↓
〔
皇
甫
松
、
大
隠
賦
〕
龍

章
鳳
姿
之
異
‘
鰈
化
鵬
立
之
姿
。

【
能
鰯
】
4

竺
魚
の
卵
。
〔
國
語
‘
魯
語
上
〕
魚
禁
醗
皐

獣
長
覺
疫
一
〔
注
〕
饂
魚
子
也
‘
蝙
‘
未
祓
レ
魚
也
。
〔
張

衡
、
西
京
賦
〕
操
正
喪
雙
珍
1

一
水
族
↓
〔
注
〕
綜
日
、
蜆
、
魚

子

、

蝙

‘

細

魚

、

族

、

類

也

。

「

字

。

[
鰈
庭
】
5

だ
明
、
陸
培
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 2
1
0
)

の
O
の

【
蜆
飽
】
6

心
＇
～
魚
の
名
。
〔
臨
海
水
土
記
〕
蜆
飽
魚
、
似
二

海
印
魚
↓

冠】蜘
日
コ
ン

〔
集
韻
〕
公
渾
切

m

万

xJ
'
k
'
u
e
n
1
 

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
甲
心

V
 

佳
~
音

〔
八
驚
〕

冨
[
】
〗
戸

【陸】虹
根睦牛下翼居其祗海翼魚
嫌又―ヽ一ヽ ヽ
-o , 其甚其蛇如‘

‘状山経而の

茜死 日利尾レ有南
‘陸名

名 居゜む而 如在、牛漁山。-
っ夏曰ニニ

渾坦
レ匪鯨F陵蔦門冨字

、一

］羹：

リ
ク
ロ
ク

カ
ン
ガ
ン

鮨

餘

睦

鮮

辞

鰍

餡

絡

鮨

錦

鯨

〔
字
彙
〕
侯
幹
切

〔
集
韻
〕
力
竹
切

〔
集
韻
〕
箱
埜
切

圏
圏 闘

【
蜆
鵬
】
7
3
'
5

荘
子
が
瑕
託
し
た
大
魚
と
大
鳥
。
至
大

の
物
の
喩
゜
〔
荘
子
‘
逍
造
遊
〕
北
冥
有
レ
魚
‘
其
名
為
レ

趾
‘
蜆
之
大
、
不
レ
知
其
幾
干
里
一
也
、
化
而
為
レ
鳥
‘
其

名
為
レ
鵬
‘
鵬
之
背
、
不
レ
知
1

一
其
幾
干
里
一
也
。
〔
梁
武
帝
、

孝
思
賦
〕
察
1

一
礁
嵌
於
蚊
睫
一
観
1

一
鱚
鵬
於
北
渓
↓
〔
杜

甫
、
泊
―
―
岳
陽
城
下
―
詩
〕
圏
南
未
レ
可
レ
料
‘
斐
化
有
―
―
蜆

鵬
↓
〔
林
逍
‘
贈
二
蝦
薬
秀
才
一
詩
〕
蜆
鵬
憎
撃
三
千
水
、

龍
虎
間
封
六
一
泥
゜
〔
陸
涌
、
詩
〕
猶
喜
眼
中
多
―
―
牡
観
一

時
看
雲
海
化
"
鱚
鵬
一

【
年
砒
浜
】
8

だ
清
、
陸
憲
曾
(
1
1
ー

4170
8
:
 31
5
)

の
琥
゜

届
】
〗

●
錢
鯰
は
‘
ど
ぶ
が
ひ
の
一
種
。
〔
字
彙
〕
絵
‘
鰭

絵
‘
蛙
屡
°
〇
蛤
(
1
2
|
 4
6
3
4
9
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
絵
‘
蛤
字
之
識
。

魚
の
名
。
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
竹
頭
‘
鮮
也
。
〔
集
韻
〕
絆
、

魚
名
。
〔
異
魚
岡
賛
〕
鮮
演
池
所
レ
饒
‘
亦
名
二
竹
丁
↓

冨
】
』

は
や
。
又
、
ま
ぐ
ろ
。
〔
集
韻
〕
辞
、
魚
名
、
脩
也
、

一
曰
‘
鮪
別
名
。

冨
】
[

〔
集
韻
〕
乎
絲
切
認

〔
集
韻
〕
吉
念
切
謳
幽

日
口
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
餡
‘
餡
魚
也
、

陥
い
炊
レ
魚
畠
°
〔
異
苑
〕
諸
魚
欲
盗
、

餡
魚
輔
以
レ
頭
衝
二
其
腹
二
餡
欲
―
―
自
生
工
亦
更
相

撞
隅
‘
俗
謂
1

一
欲
魚
之
生
母
↓
〔
正
字
通
〕
餡
‘
鍼

魚
別
名
。

闘
い

〔
集
韻
〕
巨
九
切

洵

〔
集
韻
〕
巨
救
切
晉

り
＿
又

c
h
i
u
4

〔
集
韻
〕
徐
由
切
甲
{

〔
集
韻
〕
椅
亥
切
師
幽

□
口
回
ひ
ら
。
ひ
ら
こ
の
し
ろ
。
或
は

鰭
(
1
2
|
 4
6
4
4
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

絡
‘
嘗
互
也
、
炊
レ
魚
咎
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
賂
‘
常

鮪
゜
〔
注
〕
海
魚
也
、
似
レ
蝙
而
大
鱗
‘
肥
美
、
多
レ

梗
、
今
江
東
呼
二
其
最
大
長
三
尺
者
〖
〖
湿
靡
竺

〔
集
韻
〕
路
、
魚
名
、
似
レ
蝙
而
大
鱗
、
肥
美
多
レ
鰊
‘

冨
】
〗國国

アジシ
'' イユウ
芍
ウ
ク
ロや
毛
ウ

Elグ
□ 日
ケゲカ
ンンン

奮
】
〗
ヒ
＂
ロ
バ
?
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

シ
，
ュ
ッ
〔
集
韻
〕
郎
幸
切
聞

シ
エ
チ

日

g
●
く
ぢ
ら
。
蝠
(
1
2
-
4
6
5
4
0
)

に
同
じ
。
〔
説

文
〕
鰻
、
海
大
魚
也
、
鯨
‘
鰻
或
炊
レ
京
。
〔
玉
篇
〕

鯨
、
魚
之
王
。

0
を
く
ぢ
ら
。
〔
左
氏
、
宣
、
十
二
〕

巫
其
鯨
鯨
而
封
乏
。
〔
疏
〕
雄
曰
レ
鯨
、
雌
曰
レ

蜆
゜
〇
あ
げ
る
。
撃
(
5
-
1
2
8
0
8
)

に
通
ず
。
〔
播

岳
‘
射
雉
賦
〕
鯨
レ
牙
低
レ
鏃
‘
心
平
望
審
゜
〔
注
〕
妥

【鯨】』
貧
】
〗

云
‘
錦
即
鮒
゜

〔
集
韻
〕
渠
良
切

キ
ヤ
ウ

ガ
ヴ

口l園
ゲ
イ

ハ
ク

【
鮨
】
]

ま
な
が
つ
を
。
鯖
鰍
。
〔
集
韻
〕
鮨
、
鮨
鰍
‘
魚
名
。

〔
正
字
通
〕
鮨
、
生
―
―
南
海
面
5

レ
蝙
‘
頭
上
突
起
連
レ

背
、
身
圃
肉
淳
‘
止
一
脊
骨
‘
骨
奨
可
レ
食
、
一
名

鮨
誤
魚
。

【
鱗
魚
】
1

兵
，
ゥ
魚
の
名
。
鰹
の
一
種
。
ま
な
が
つ
を
。

〔
本
草
、
鮨
魚
〕
繹
名
‘
鮪
魚
‘
鱗
鰍
魚
‘
昌
鼠
、
時
珍
日
、

昌
、
美
也
、
以
レ
味
名
、
或
―
広
、
魚
湘
二
於
水
石
塁
魚
随
レ
之
‘

食
共
涎
使
有
レ
頸
於
娼
五
瓜
名
、
集
解
、
時
珍
日
‘
間

浙
廣
南
海
中
、
四
五
月
出
レ
之
‘
嶺
南
表
録
云
‘
形
似
二
蝙

魚
面
暉
上
突
起
連
レ
背
、
身
園
肉
厚
白
‘
如
―
―
蠍
肉
五
ハ
有
1-

一
脊
骨
ぶ
炉
之
以
,
,
葱
置
五
炉
之
以
―
―
梗
米
石
其
骨
亦
軟

而
可
レ
食
。

鮒
(
1
2—
4
6
0
6
4
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
綿
、
同
レ
舶
‘
見
1

一
石
妓
文
面
如

ケ
イ

日
咤
ヤ
ヴ

〔
集
韻
〕
渠
京
切
ー
医

H
-
L
 
c
h
m
g
'
 

／
 

<＿
L
 
c
h
'
i
n
g
2
 

襄

,
'
〔
集
韻
〕
蛍
良
切

シ

ャ

ゥ

―

1
尤

圏
c
h
'
a
n
g
'
 

或
作
レ
鰭
。
圏
ま
ぐ
ろ
。
〔
集
韻
〕
絡
‘
魚
名
、
叔
鮪

也。

七
五
四

13350 
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魚

部

〔
八
蟄
〕

鯨

鯰

綾

七
五
五

日
、
鯨
‘
弾
デ
作
如
手
‘
拳
也
。

【
鯨
油
]
1

汀
[
,
鯨
か
ら
採
る
油
゜

【
鯨
飲
】
2

臼
パ
大
飲
す
る
こ
と
。
鯨
の
水
を
飲
む
に
似

て
ゐ
る
こ
と
か
ら
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
飲
中
八
仙
歌
〕
左
相

日
興
費
1

一
萬
錢
↓
飲
如
長
鯨
吸
1

一
百
川
↓
〔
陳
造
‘
贈
罪

養
正
詩
〕
幾
時
躍
譴
散
訪
レ
我
‘
為
レ
君
快
作
鯨
飲
河
。

【
鯨
音
】
3

竺
梵
鐘
の
音
。
鯨
魚
（
8
)

の
O
を
見
よ
。
〔
宋

翌
霜
鐘
琴
詩
〕
不
レ
似
琵
琶
不
レ
但
筆
鯨
音
歴

歴
似
秋
清
↓
〔
張
経
‘
煙
寺
晩
鐘
詩
〕
鯨
昔
送
―
―
残
照
一

敲
落
楚
天
霜
゜
〔
書
言
故
事
、
柴
器
類
〕
鐘
臀
日
―
―
鯨
音
↓

【
鯨
牙
】
4

勺
〇
弩
牙
を
高
く
あ
げ
る
。
〔
渦
岳
、
射
雉

賦
〕
鯨
レ
牙
低
レ
鏃
‘
心
平
望
審
゜
〔
注
〕
妥
曰
‘
鯨
‘
営
レ
作
レ

摯
‘
學
也
、
欅
―
弩
牙
爺
炉
矢
鏑
一
以
射
レ
之
。

O
鯨
の
牙
゜

〔
郭
翼
‘
行
路
難
〕
馳
名
逐
世
死
不
レ
畏
、
赤
手
生
抜
―
―
鯨

魚
牙
↓
〔
韓
愈
‘
調
張
籍
詩
〕
刺
レ
手
抜
鯨
牙
↓
泉
レ
瓢

酌
天
漿
一

【
鯨
海
】
5

打
海
の
名
。
大
海
を
い
ふ
。
〔
李
綱
、
蒻
支

賦
〕
汎
―
―
鯨
海
之
巨
航
丁
仝
金
張
之
要
室
↓
〔
玉
海
、
地

理
‘
州
鎮
〕
静
江
西
控
龍
編
「
東
連
鯨
翌
〔
馬
戴
｀

贈
別
北
客
詩
〕
雁
隅
飛
霰
雪
↓
鯨
海
藷
雲
濤
二
文

同
‘
大
雨
詩
〕
鯨
海
起
立
星
漢
翻
。
〔
王
安
石
‘
寄
二
石
鼓

寺
陳
伯
庸
―
詩
〕
鯨
海
無
レ
風
白
日
閑
、
天
門
常
レ
面
陰
難

攀゚
【
鯨
蟻
】
6

が
パ
く
ぢ
ら
と
わ
に
。
〔
鄭
侠
、
再
到
英
子

野
歳
寒
堂
一
詩
〕
高
論
葛
―
―
胸
懐
三
千
弩
射
―
―
鯨
蝠
↓
〔
陳

造
、
次
-
1

韻
程
安
撫
蟹
詩
一
詩
〕
平
生
―
窟
不
1

一
自
鼎
ぶ
敢

羨
鯨
鰭
遊
天
池
↓
〔
洪
希
文
‘
題
聖
嗽
兄
宮
淵
洲

嶼
詩
〕
帝
憐
氾
諏
維
鯨
鰭
一
柄
授
尿
府
司
入

襄↓

【
鯨
吸
】
7

訂
鯨
の
や
う
に
吸
ふ
。
鯨
飲
゜
〔
杜
甫
‘
飲
中

八
仙
歌
〕
左
相
日
興
費
↓
―
萬
錢
ぶ
臥
如
-i

―
長
鯨
吸
缶
口
川
一

〔
蘇
献
、
贈
―
―
秋
崇
班
季
子
―
詩
〕
指
呼
索
レ
酒
脊
‘
快
作
―
―

長
鯨
吸
↓

【
鯨
魚
】
8

釘
〇
＜
ぢ
ら
。
〔
淮
南
子
‘
覧
冥
訓
〕
鯨
魚

死
‘
而
彗
星
出
。
〔
新
序
‘
雑
事
一
〕
鯨
魚
朝
猜
―
-
]
昆
裔
之

墟
↓
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
海
若
消
1

病
矛
淫
虫
鯨
魚
失
レ
流

而
嵯
路
。
〔
注
〕
綜
日
、
海
若
‘
海
誹
‘
鯨
、
大
魚
。
〔
古
今

庄
‘
魚
贔
〕
鯨
海
魚
也
、
雌
曰
レ
鋭
‘
大
者
亦
長
千
里
‘
眼

為
―
―
明
月
珠
言
杜
甫
、
短
歌
行
贈
l

一
王
郎
司
虹
―
詩
〕
豫
章

鰈
レ
風
白
日
動
‘
鯨
魚
践
邸
収
清
渓
開
。
●
し
ゅ
も
く
。
木

魚
や
鐘
な
ど
を
打
ち
な
ら
す
棒
。
〔
後
漢
書
‘
班
固
博
‘

於
レ
是
獲
―
―
鯨
魚
年
吐
―
-

i

華
鍾
「
注
〕
鯨
魚
‘
謂
一
如
炉
杵
作
二

鯨
魚
形
一
也
‘
云
云
‘
砕
綜
注
―
―
西
京
賦
一
云
、
海
中
有
↓
一
大

應
名
レ
鯨
‘
又
有
レ
獣
、
名
-
―
蒲
牢
一
蒲
牢
素
畏
1

一
鯨
京
↓
鯨

魚
撃
―
―
蒲
牢
云
蒲
牢
親
大
鳴
呼
‘
凡
鍾
欲
区
翌
其
瞥
大
一

者
‘
故
作
,
,
蒲
牢
於
其
上
云
聾
鍾
者
、
名
為
,
,
鯨
魚
↓

【
鯨
猾
】
，
芥
’
大
き
な
悪
者
。
〔
郭
環
、
平
刑
疏
〕
且
濱
―
―

接
鯨
猾
函
庄
週
姦
藪
一

【
鯨
蜆
】
10

汀

0
を
く
ぢ
ら
と
め
く
ぢ
ら
。
皆
小
魚
を

捕
へ
食
ふ
も
の
故
‘
悪
人
の
か
し
ら
の
喩
゜
〔
左
氏
‘
宣
‘

十
二
〕
古
者
明
王
伐
―
―
不
敬
面
竺
其
鯨
蜆
1

而
封
レ
之
‘
以

為
天
数
二
注
〕
鯨
蜆
、
大
魚
名
、
以
喩
床
＇
義
之
人
呑
―
―

食
小
國
言
疏
〕
装
淵
廣
州
記
云
‘
鯨
蜆
長
百
尺
‘
雄
日
レ

鯨
‘
雌
日
レ
蜆
゜
〔
漢
書
‘
叙
傭
下
〕
進
不
二
娃
歩
一
宗
為
―
―

鯨
貌
↓
〔
曹
植
‘
洛
神
賦
〕
鯨
貌
踊
而
央
レ
穀
、
水
禽
翔
而

為
レ
衛
。
〔
曹
岡
‘
六
代
論
〕
掃
―
―
除
兇
逆
面
E
―
滅
鯨
蜆
一

〔
徐
陵
、
陳
公
九
錫
文
〕
屠
二
楔
楡
T
中
原
「
斯
―
―
鯨
貌
子

濠
氾
↓
〔
柳
宗
元
‘
招
海
西
只
一
文
〕
鯨
鋭
疑
畏
‘
淫
淫
疑
疑
゜

●
殺
さ
れ
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
李
陵
、
答
1

一
蘇
武
一
書
〕
妻

子
無
レ
翠
｀
拉
為
―
鯨
餃
↓

〖
鯨
鋭
目
〗I
I
H
"
ゲ
イ
明
月
珠
を
い
ふ
。
〔
装
氏
廣
州
記
〕

鯨
鋭
目
‘
即
明
月
珠
‘
故
死
不
届
炉
有
,
1

目
睛
↓

【
鯨
吼
]
1
2

ザ
[

0
＜
ぢ
ら
が
ほ
え
る
。
〔
林
寛
‘
送
"
一
人

蹄
1

一
日
東
一
詩
〕
波
翻
夜
作
レ
電
‘
鯨
吼
書
一
為
レ
雷
。

O
っ

り
が
ね
の
音
。
鯨
昔
（
3
)

を
見
よ
。
〔
陸
浦
、
泰
州
報
恩
光

孝
轟
寺
最
吉
詳
殿
碑
銘
〕
劫
火
不
盆
呼
壊
-
1

鴻
鐘
一
雷

震
鯨
吼
臀
隆
隆
。
〔
丁
鶴
年
‘
題
二
建
昌
王
子
中
橋
亭
八

景
詩
〕
疎
鐘
鯨
吼
霜
華
重
‘
長
笛
龍
吟
月
色
虚
゜

【
鯨
能
】
13

万
鯨
・
能
は
共
に
海
中
の
大
き
な
動
物
。

〔
楊
炎
‘
杜
公
碑
〕
鯨
蜆
躍
レ
波
、
数
而
為
レ
臨
。
〔
韓
愈
．
孟

郊
‘
征
蜀
聯
句
〕
江
倒
沸
―
―
鯨
鮨
m山
椛
潰
,
,
~楔↓

[
鯨
差
】
14

”1
鯨
尺
(

1

6

)

に
同
じ
。

【
鯨
汁
】
15

グ
牙
7

鯨
の
脂
肪
層
を
賓
と
し
た
味
噌

ito

〔
文
誅
四
年
御
成
記
〕
鯨
汁
。

【
鯨
尺
]
1
6

各
77

も
の
さ
し
の
一
種
。
布
吊
を
計
る
に

用
ふ
。
其
の
一
尺
は
曲
尺
パ
戸
の
一
尺
二
寸
五
分
に
嘗

る
。
〔
和
漢
ニ
オ
圃
會
‘
百
工
具
、
竹
尺
〕
今
俗
云
鯨
尺
、

鯨
尺
以
1

一
曲
尺
一
均
成
―
―
四
段
面
竺
一
段
1

尻
レ
尺
、
即
裳
1
-

一
尺
二
寸
五
分
面
（
八
寸
乃
曲
尺
一
尺
也
、
其
二
丈
四

尺
痒
庄
曲
尺
三
丈
↓

【
鯨
蹟
】
17

翌
く
ぢ
ら
の
ひ
げ
。
織
維
性
の
角
質
か
ら
熱
行
一
詩
〕
鯨
波
沸
レ
海
泣
1

一
陽
侯
盆
但
盛
泉
源
一
礫
1

一金

成
り
、
形
は
櫛
の
歯
の
如
く
、
上
顎
か
ら
生
じ
て
長
い
石
↓
〔
顧
瑛
‘
舟
中
作
〕
近
聞
海
上
鯨
波
静
‘
爛
酔
草
堂
松

者
は
丈
餘
に
至
る
。
色
黒
く
‘
柔
軟
で
折
れ
難
い
。
種
々
菊
前
。
●
く
ぢ
ら
が
五
月
頃
岸
に
就
て
多
散
の
子
を
生

の
エ
藝
品
と
す
る
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
江
海
無
鱗
魚
、
み
‘
八
月
に
至
り
其
の
子
を
引
い
て
還
る
と
き
に
な
み

鯨
〕
鼠
、
出
石
中
雨
邊
ザ
其
敦
有
三
百
六
埜
五
純
黒
色
、
を
あ
げ
て
大
き
な
臀
を
獲
す
る
こ
と
。
轄
じ
て
‘
衆
人

名
レ
嵌
‘
削
磨
則
美
潤
、
長
自
―
―
三
四
尺
云
主
丈
餘
玉
廣
五
一
齊
に
あ
げ
る
臀
。
と
き
の
こ
ゑ
の
喩
゜
〔
祗
庭
事
苑
‘

六
寸
‘
厚
五
六
分
‘
工
匠
用
レ
之
作
孟
弁
桶
及
尺
秤
之
類
↓
四
〕
鯨
常
以
1

一
五
月
函
炉
岸
、
生
二
散
萬
子
ご
全
1

一
八
月
一

【
鯨
鐘
】
18

げ
っ
ぎ
が
ね
。
つ
り
が
ね
。
鯨
音
(

3

)

を
見
鼓
レ
波
成
レ
雷
‘
噴
レ
水
成
レ
雨
。
〔
太
平
記
‘
-
〕
狼
姻
競
レ

よ
。
〔
陸
漉
薙
熙
請
↓
ー
機
考
疏
〕
鯨
鐘
羅
鼓
、
無
レ
非
1

一
天
‘
蜆
波
動
レ
地
。

塗
毒
家
風
直
月
硲
雲
、
虚
是
放
翁
供
贅
〔
王
起
、
寅
【
鯨
背
】
26

汀
鯨
の
背
。
〔
劉
萬
錫
、
有
n

一
僧
言
―
―
羅
浮
事
1

月
彎
編
賦
〕
登
比
夫
楚
軍
罷
鼓
、
虐
執
1

一
躁
由
盃
齊
國
鯨
因
為
レ
詩
以
窺
レ
之
詩
〕
日
光
吐
―
―
鯨
背
公
即
影
開
1

一
龍
鱗
↓

鐘

‘

仁

聾

孟

子

↓

〔

元

槙

‘

侠

客

行

〕

海

鯨

露

レ

背

横

碕

疫

海

波

分

作

,

,

【
鯨
船
】
19

竺
く
ぢ
ら
を
捕
へ
る
船
。
捕
鯨
船
。
所
慮
一
生
。

【
鯨
鰐
】20
汀
く
ぢ
ら
。
又
、
一
種
の
大
魚
。
〔
楚
辞
‘
九
〖
鯨
背
吟
集
〗
2
7竺
劣
書
名
。
一
巻
。
元
‘
朱
暗
顔
撰
゜

懐
、
通
路
〕
鯨
鱒
分
幽
潜
‘
従
レ
蝦
分
遊
レ
賭
。
〔
補
注
〕
鯨
〔
四
唐
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

昔
勅
‘
海
大
魚
也
‘
云
云
‘
蝉
音
善
‘
皮
可
レ
為
レ
鼓
。
【
鯨
伏
]
2
8

汀
壼
岐
國
の
地
名
。

【
鯨
濤
】
21

訂
お
ほ
な
み
。
〔
王
非
‘
送
え
女
南
使
還
』
國
【
鯨
鵬
】
29

訂
大
き
な
形
容
。
〔
韓
愈
‘
祭
蝙
魚
文
〕
潮

詩
〕
五
絃
曲
奏
鯨
濤
息
、
重
諜
人
還
鳥
道
通
。
〔
行
端
‘
之
州
‘
大
海
在
―
―
其
南
一
鯨
鵬
之
大
‘
蝦
蟹
之
細
‘
無
レ

北
固
山
詩
〕
三
面
鯨
濤
連
一
血
辛
公
金
湯
形
勢
尚
依
然
。
不
え
谷
蹄
百
炉
工
以
食
‘
蟻
魚
朝
猜
而
夕
至
也
。
〔
韓
愈
‘

【
鯨
堂
】
22

訂

潰

曾

錆

(
5
ー

1
4
2
器
：
1
4
9
)

の

字

。

翌

無

本

師

蹄

為

陽

詩

〕

鯨

鵬

相

虎

翠

雨

學

快

こ

【
鯨
蛸
】
23

ザ
ィ
く
ぢ
ら
と
み
づ
ち
。
〔
砕
道
衡
‘
従
駕
天
嗽
↓

池
應
詔
詩
〕
曲
浦
騰
茄
澁
使
深
浪
駿
―
―
鯨
蛸
↓
【
鯨
幕
】
30

打
黒
と
白
の
だ
ん
だ
ら
幕
。

【
鯨
呑
】
24

万
鯨
の
呑
む
や
う
に
呑
む
。
強
い
も
の
が
【
鯨
面
】
31

竺
顔
に
刺
青
勺
す
る
。
〔
魏
志
‘
東
夷
‘
倭
人

弱
い
者
を
併
呑
す
る
喩
゜
〔
左
氏
‘
宣
、
十
二
〕
古
者
明
王
偶
〕
男
子
無
1

一
大
小
一
皆
鯨
面
文
身
。

伐
示
＇
敬
面
竺
其
鯨
蜆
―
而
封
レ
之
、
以
為
1

一
大
数
一
〔
注
〕
【
鯨
類
]
3
2

打
鯨
の
た
ぐ
ひ
。
哺
乳
類
の
一
。
露
脊
鯨
、

鯨
鋭
、
大
魚
名
、
以
喩
示
義
之
人
呑
1

一
食
小
國
一
也
。
〔
左
海
豚
等
。

思
‘
呉
都
賦
〕
長
鯨
呑
レ
航
‘
脩
貌
吐
レ
浪
゜
〔
晉
書
、
孝
懐
[
鯨
櫛
~
】

3
3
苔
鯨
を
捕
獲
す
る
こ
と

o

孝
愁
帝
紀
賛
〕
鼈
墜
三
山
涵
宰
竺
九
服
↓
〔
悟
唐
書
‘
【
鯨
鼠
】
34

訂
く
ぢ
ら
の
ひ
げ
。
鯨
蹟
(

1

7

)

に
同
じ
。

爾
銑
等
博
論
〕
自
―
―
隋
朝
維
絶
「
宇
縣
瓜
分
、
小
則
鼠
紘

狗
楡
‘
大
則
鯨
呑
虎
振
。
〔
徐
彦
伯
‘
登
1

一
長
城
賦
〕
鯨
呑

[[7い
甘

↓

[

[

□

]

に

□

閂

い

【

紐

項

】

[

:

〔

集

韻

〕

龍

春

切

園

[

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
綸
、
魚
名
。
〔
山
海
経
‘
中
山

併
者
曰
1

一
鯨
呑
↓

経
〕
来
需
之
水
‘
其
中
多
―
―
綸
魚
石
黒
文
‘
其
状
如
レ

【
鯨
波
]

2

5

}

ィ
〇
お
ほ
な
み
。
＜
ぢ
ら
が
お
よ
ぐ
た
め

に
起
る
な
み
。
鯨
濤
。
〔
杜
甫
‘
舟
出
―
―
江
陵
南
浦
桑
千
l
-

寄
鄭
少
戸
詩
〕
漢
浪
鯨
波
動
‘
衡
陽
雁
影
祖
。
〔
陸
滞
、
鮒
‘
食
者
不
レ
睡
゜
〔
郭
瑛
‘
江
賦
〕
綾
鰭
鯰
鍵
゜

建
安
陳
希
周
官
1

一
海
南
一
為
レ
予
致
二
雨
桂
杖
一
其
一
促
節

竹
其
一
杭
榔
也
詩
〕
取
従
萬
里
鯨
波
路
‘
来
伴
三
山

鶴
炭
翁
゜
〔
宋
元
、
僧
日
観
書
l

蒲
萄
詩
〕
天
魔
摯
宋
帝

胄
賓
‘
鯨
波
湧
出
珊
瑚
枝
゜
〔
周
櫂
、
次
二
韻
猪
仲
明
苦

【
崚
】
〗ゥ
リ
ヨ

〔
集
韻
〕
間
承
切
／
國

カ
一
L

ling' 
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尼

郡
吏
獲
二
異
獣
1

獣
レ
之
、
京
師
時
人
咸
無
―
―
識
者
一
詔

以
問
レ
祐
‘
祐
日
‘
此
是
三
呉
所
レ
出
‘
蕨
名
崚
鯉
‘
餘
域

率
無
‘
今
我
狙
之
‘
呉
楚
之
地
‘
其
布
欝
レ
國
賓
乎
。

【
竣
睦
]
3

バ
”
ゥ
綾
魚
と
、
す
ず
き
に
類
す
る
海
魚
。
一

説
に
‘
綾
鯉
に
同
じ
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
綾
睦
踏
1

一
躇
於
堰

鼠
猿
揃
眼
―
―
蝙
乎
蔽
空
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
王
逸
日
‘
綾
魚
‘

綾
鯉
也
‘
向
日
、
綾
陸
‘
二
魚
名
、
有
レ
足
。

（會園オ三）鯉綾

〇

せ

ん

ざ

ん

か

ふ
。
綾
魚
（
1

)

を
見

よ
。
〔
集
韻
〕
綾
‘
綾

鯉
、
魚
名
、
一
日
、

獣
名
。

0
大
魚
の

名
。
〔
臨
海
異
魚
園

賛
〕
呑
舟
之
魚
‘
其
名
日
レ
綾
、
背
腹
有
レ
刺
‘
如
二

三
角
菱
盃
筈
師
畏
レ
之
、
網
羅
莫
レ
贋
゜

【
綾
魚
】
1

切
ゥ
せ
ん
ざ
ん
か
ふ
。
〔
楚
辞
、
天
問
〕
崚
魚
何

所
‘
魁
堆
為
虞
。
〔
注
〕
綾
魚
‘
鯉
也
‘
一
云
‘
崚
魚
‘
綾
鯉

也
、
有
―
―
四
足
↓
出
―
―
南
方
↓
〔
集
注
〕
崚
‘
ん
じ
陵
。
〔
補
注
〕

山
海
経
、
西
海
中
近
―
―
姑
射
山
↓
有
二
陵
魚
「
人
面
人
手
魚

身
‘
見
則
風
濤
起
‘
天
封
云
‘
綾
魚
人
貌
‘
邁
1

一
列
姑
射
一
是

也
。
〔
太
平
御
覧
‘
鱗
介
部
十
‘
崚
魚
〕
山
海
経
曰
‘
崚
魚
呑
レ

舟
‘
臨
海
水
土
記
日
‘
綾
魚
背
腹
皆
有
レ
刺
‘
如
二
三
角
菱
↓

【
崚
鯉
】
2

⑲
ヨ
，
せ
ん
ざ
ん
か
ふ
。
綾
魚
に
同
じ
。
穿
山

甲
。
〔
本
草
‘
綾
鯉
〕
繹
名
‘
龍
鯉
‘
穿
山
甲
、
石
綾
魚
、
時

珍
曰
‘
其
形
肖
レ
鯉
‘
穴
レ
陵
而
居
‘
故
日
―
―
崚
魚
盃
皿
俗
稽
―
―

穿
山
甲
盃
孔
環
賦
謂
l

一
之
龍
鯉
盃
臨
海
記
云
、
尾
刺
如
―
―
―
―
-

角
菱
盆
双
謂
1

一
石
綾
↓
〔
水
経
‘
洒
水
注
〕
汚
水
、
又
南
卑
ハ
―
―

疎
水
一
合
‘
云
云
、
水
中
有
レ
物
‘
如
―
―
三
四
歳
小
兒
ぶ
否
T

如
綾
鯉
ぶ
炉
之
不
レ
可
レ
入
‘
七
八
月
中
好
在
碩
上
「

自
曝
1

一
莉
頭
硲
:L
一
虎
掌
爪
ぶ
吊
没
―
―
水
中
一
出
―
―
膝
頭
一
小

兒
不
レ
知
‘
欲
1

一
取
弄
戯
盃
院
双
レ
人
。
〔
魏
書
、
高
祐
傭
〕
東

／
 

ぅり
ai

ーー
／
化
f

/11”ー`“i で

（園経海山）魚綾

＂ 
魚

音

〔
八
豊
〕

【
鰍
】
亨

因国固曰口日
テ，ズソ，ジシセスシスソ

'' 7 ウユウン ユウ

綾

鰍

閣

鯛

劉

窯

鮒

猛

維

競

鮒

煮

鯨

筋
〔
字
彙
〕
七
演
切

〔
集
韻
〕
士
九
切

〔
集
韻
〕
仕
垢
切

〔
類
篇
〕
捗
渉
切

因tsou' 
國固固面隕

小
日
●
み
こ
ひ
。
〔
説
文
〕
鰍
、
白
魚
也
、

伝夏
豪
炊
レ
魚
取
臀
゜
〇
ざ
こ
。
〔
集
韻
〕
鰍

小
魚
也
。
〔
史
記
‘
貨
殖
博
〕
諏
千
石
。
〔
注
〕
正

義
日
‘
鰍
‘
謂
二
雑
小
魚
一
也
。
口
回
い
や
し
い
。
小

さ
い
こ
と
の
喩
゜
〔
集
韻
〕
鰍
、
漫
鰊
‘
小
人
兒
゜

〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
鰍
生
説
レ
我
。
〔
注
〕
集
解
日
、

鰍
小
人
貌
也
。
画
国
●
み
こ
ひ
゜
〔
集
韻
〕
鰍

説
文
曰
、
白
魚
也
。

O
ち
ひ
さ
い
。
〔
集
韻
〕
鰍
‘

一
曰
‘
小
也
。
〔
史
記
‘
高
祗
紀
‘
或
説
―
―
浦
公
ー
曰
‘

注
〕
索
隠
日
‘
楚
漢
春
秋
云
、
解
先
生
云
‘
遺
え
寸

函
谷
こ
戸
内
項
王
盃
認
京
良
世
家
云
‘
鰍
生
説
レ

我
‘
言
砿
小
一
也
。

O
姓
。
〔
史
記
‘
項
莉
紀
‘
注
〕
集

解
曰
‘
環
日
‘
楚
漢
春
秋
‘
鰍
‘
姓
也
。
因
ひ
ら
き

う
を
。
〔
類
篇
〕
鰍
‘
膊
魚
不
レ
憩
也
‘
漢
書
、
鯨
飽

千
鉤
‘
顔
師
古
讀
゜

【
鰍
生
]
1

鈴
苔

O
鰍
は
小
魚
昇
。
故
に
つ
ま
ら
な
い

人
の
形
容
。
小
人
。
一
説
に
、
諏
は
姓
。
〔
史
記
‘
項
利

紀
〕
浦
公
日
‘
鰍
生
説
レ
我
曰
‘
距
レ
闊
母
レ
内
―
―
諸
侯
云
秦

地
可
―
―
圭
笠
干
也
。
〔
注
〕
集
解
曰
、
徐
廣
日
‘
鰊
‘
昔
士
垢

反
‘
魚
名
‘
駆
案
‘
服
虔
日
‘
鰍
‘
昔
液
‘
小
人
貌
也
、
環
日
‘

楚
漢
春
秋
‘
鰍
‘
姓
也
。
〔
新
方
言
、
繹
言
〕
古
人
凡
言
―
―
短

失
義
兼
愚
防
↓
高
龍
罵
レ
人
、
一
曰
二
鰍
生
二
曰
竪

雙
三
曰
―
―
腐
儒
西
日
同
意
。
〔
燕
子
箋
、
入
幕
〕
鯨
生
久

仰
威
名
玉
未
レ
更
展
謁
＾
〇
己
の
身
を
卑
下
し
て
い
ふ

語
。
小
生
と
い
ふ
に
同
じ
。
〔
趙
孟
頷
、
詩
〕
鰍
生
小
枝
慎

榮
遇
。
〔
西
廂
記
‘
草
橋
店
夢
1

一
鶯
鶯
ー
雑
劇
〕
歎
―
―
鰍
生
不

才
↓
謝
―
―
多
嬌
錯
愛
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
人
事
〕
不
倭
‘
鰍
生
、

〔
集
韻
〕
将
侯
切
p
．又

〔
集
韻
〕
浚
須
切

冤

】

亨
【
鯛
】
〗

【
鯛
】
亨

窟

】

』

製
(
1
2
ー

4
6
2
6
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
劉
、
同
レ
駕
゜

セ
イ

製
(
1
2
|
 4
6
2
6
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鰯
、
同
レ
製
。

セ
イ

セ
イ

皆
自
謙
之
語
。

【
鰍
飽
】
2

器
ひ
ら
き
魚
。
素
乾
魚
。
漢
書
は
餌
飽
に

作
る
。
〔
史
記
‘
貨
殖
博
〕
鰍
千
石
‘
飽
千
鉤
゜
〔
注
〕
正
義

曰
‘
鰍
‘
昔
族
荀
反
‘
謂
二
雑
小
魚
一
也
‘
飽
‘
白
也
‘
然
鮎
紫

以
レ
斤
論
‘
飽
鰍
以
午
鉤
一
論
‘
乃
其
九
倍
多
‘
故
知
飴

是
大
好
者
‘
鰍
飽
是
雑
者
一
也
徐
云
‘
鰍
‘
膊
魚
也
、
膊
並

各
反
‘
謂
‘
破
血
堕
文
頭
尾
不
二
相
饂
為
レ
飽
‘
謂
―
―
之
膊

闊
者
也
、
此
亦
大
魚
為
乏
也
。

〔
集
韻
〕
子
例
切

0
魚
の
名
。
ひ
し
ほ
を
作
る
に
適
す
。
〔
集
韻
〕

鷲
魚
名
。
〔
字
彙
〕
駕
、
古
諺
本
‘
寧
去
隅
世
宅
一

不
レ
去
煎
魚
額
↓
〔
臨
海
異
魚
圃
賛
〕
繋
魚
之

味
‘
其
美
在
額
。

O
こ
の
し
ろ
。
魚
の
名
。
鯨

(
1
2
-
4
6
4
3
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鯨
、
魚
名
、
或

作
レ
駕
゜

口日
リラレ
イイ

〔
集
韻
〕
憐
題
切‘ヽ
カ
ー

〔
集
韻
〕
良
脂
切

圃
I

i

'

 図

日

□

O
う
な
ぎ
。
お
ほ
な
ま
づ
゜
〔
集
韻
〕
窯
‘
魚

名
、
婢
倉
‘
窯
蛛
、
経
也
。
●
ひ
ら
こ
の
し
ろ
。
〔
六

書
故
〕
窯
、
海
魚
、
似
レ
蝙
而
小
、
肥
美
。
〔
正
字

通
〕
窯
‘
鰤
別
名
‘
廣
州
謂
乏
三
窯
之
魚
↓

【
窯
蛛
】
1

打
う
な
ぎ
。
お
は
な
ま
づ
。
字
解
日
□
l

の

〇
を
見
よ
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
窯
蛛
、
経
也
。

菌

窮

]

』

サ

い

戸

:[[7)に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

【
鰍
】
亨

冠
】
〗

水
蛇
゜
〔
字
彙
〕
競
、
水
蛇
別
名
。

□
魚
の
名
。
燦
(
1
2
-
4
6
2
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

煮
‘
魚
名
‘
如
レ
蛇
‘
或
書
作
レ
鯰
。
口
鰻
跛
は
‘

ぎ
ぎ
。
〔
字
彙
補
〕
製
‘
統
人
以-1小
鍼
魚
g
〖
二
鰻

跛
↓

【

鯨

]

祠

冤

】

[
冤
】
〗ソ

ヴ

鯰
(
1
2
-
4
6
2
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
黒
‘
或
書
作
レ
鰻
゜

ア
ク

□ア
日
ア
ク

ア
ク

鰻
(
1
2
ー

4
6
3
0
3
)
に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
鯨
‘
卑
ハ
レ
峻
同
。

〔
集
韻
〕
逼
郡
切
圏

靡

切

國

〔
字
彙
補
〕

〔
字
彙
〕
過
郡
切

七
五
六

匿

窯
(
1
2
|
 4
6
2
6
4
)

の
調
字
。
〔
康
熙
字

典
〕
鰍
、
窯
字
之
諮
゜

錐
鰭
は
‘
魚
の
名
。
大
ふ
ぐ
。

【
錐
]
』
歪
日
未
詳
〔
康
煕
字
典
〕
維
‘
昔
未
詳
。
〔
臨

海
記
〕
維
緒
‘
卸
河
豚
之
大
者
。

冦
】
〗
マ
ウ
い
戸
：
彗
い

0 に
同
し
。
〔
集

13352 
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魚

部

〔
八
ー
九
蜜
〕

蛉

錠

鰈

餓

能

鰍

鮭

鯖

館

銃

鷺

鯰

鯰

鮪

鮒

振

蝉

鯉

鰍

鱚

鯉

鰐

鰊

鮨

七
五
七

【
館
】
螂
ギ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
誼
‘
昔
宜
゜

【
鯖
】
-
シ
，
ヨ

鰯（
1
2
-
4

g
 
0
1
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鯖
、
同
レ
鰯
゜

祠

】

iTヴ＂
梵
豆
ぃ
。
同
じ
。
〔
龍
寵

魚
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
蛛
、
魚
名
。

籍

】

[

ビ

〔

篇

海

類

巴

ヽ

鰭
（
1
2
|
 4
6
怠
）
に
同
じ
。
〔
戦

【
蛯
】

5

國
‘
楚
策
〕
俯
喪
鱚
鯉
↓
〔
注
〕
鱚
‘

元
作
レ
斃
‘
字
書
無
―
―
純
字
↓

セ
ン

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
餓
、
魚
名
。

冤

】

[

[

ゥ

〔

字

彙

補

〕

乃

侯

切

困

【
鰈
】
』

鰈（
1
2
-
4
6
3
2
2
)
の
調
字
。
〔
字
彙

補
〕
鰈
‘
鰈
字
之
謡
。

タブ

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
錠
‘
魚
名
。

【錠】
i

テ
イ
〔
字
彙
補
〕
昔
定

魚
の
名
。
ぐ
ち
の
類
。
〔
康
熙

冨

写

字

典

〕

蛉

‘

昔

未

詳

。

〔

間

中

海

錯
疏
〕
綸
魚
、
形
如
右
首
而
差
大
、
鱗
細
中
紅
゜

昔
未
詳

日

gあ
め
の
う
を
。
銃
(
1
2
ー

4
6
1
7
8
)
・緩（
1
2
ー

4
6
3
0
7
)
に
同
じ
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
、
銃
、
注
〕
今
蝉

，
日
ぢクヴ
ン

ロ
グ
，
ワ
ン

【蝉】
g

〔
集
韻
〕
戸
管
切

〔
集
韻
〕
戸
哀
切
＞
菌

r
x
 .f 
h
u
e
n
3
 

圏

ふ
ぐ
。
〔
説
文
〕
鰍
魚
名
、
八
な
魚
侯

難
5

臀
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
巖
按
‘
鏃
飴

也
、
今
俗
謂
―
―
之
河
豚
↓

【
鰍
鋏
】
1

匁
魚
の
名
。
ふ
ぐ
。
河
豚
の
異
名
。
〔
本
草
、

河
豚
〕
繹
名
、
鰍
鰊
‘
醐
躾
‘
蜆
魚
、
噴
魚
‘
吹
吐
魚
‘
氣

包
魚
。

【
鰍
】
呻

〔
集
韻
〕
胡
溝
切
由
]

コ，ウ
グ

【
鰭
】
〗

〇
維
鰭
は
、
お
ほ
ふ
ぐ
。
〔
臨
海
記
〕
維
鰭
、
即
河

豚
之
大
者
。
●
鋸
鰭
は
‘
品
の
名
。
〔
字
彙
〕
鰭
、
鋸

鰭
、
一
頭
散
尾
、
長
二
三
尺
、
左
右
有
枷
、
状
如
レ

露
、
可
レ
食
。
●
蟷
（
1
0
ー

3
3
8
3
1
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蟷
‘
鋸
継
、
晶
名
、
一
日
‘
蝦
嶼
‘
或
作
レ
鰭
゜

シ，ヨ

〔
集
韻
〕
専
於
切

漁

"‘-』-

【
銀
】
一

在國

藷
】
年

鰭
鯰
は
‘
蛙
の
一
種
。
〔
篇
海
〕
鰊
、
簸
給
、
蛙
陽
゜

ソ
，
ウ
ス

〔
篇
海
〕
干
候
切

園

【
鰯
】
呻

陀國

ど
ぢ
や
う
。
蛸
゜

【琶
i

鱚
(
1
2
ー

4
6
4
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鱗
、
或
省
。

、ッ＇ 

【
鯖
】
一

密

【鯰】年
な
ま
づ
。
〔
和
名
類
衆
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鯰
〕

雀
馬
食
経
云
‘
鯰
‘
貌
似
レ
姫
而
大
頭
者
也
。
〔
注
〕

奴
霜
反
、
奈
末
豆
。

日
口
国
國
な
ま
づ
。
お
ほ
な
ま
づ
゜
鋏
(
1
2
ー

4
6
1

2
2
)
・
 
蝉
(
1
2
|
 4
6
1
5
2
)
に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕

鱗
鮎
也
。
〔
集
韻
〕
鱗
魚
名
、
説
文
、
大
鮎
也
、
或

作
―
―
鋏
．
鰻
↓
〔
正
字
通
〕
鋏
・
鰻
並
同
。
〔
戦
國
‘
趙

策
〕
鱚
冠
稀
縫
゜
〔
注
〕
鰈
、
大
鮎
‘
以
二
其
皮
1

為
レ

冠
。
歴
ひ
し
こ
。
鰯
に
似
て
小
さ
い
魚
。

【
鰈
海
】
1

竹
鯉
人
の
住
む
海
外
の
國
゜
〔
謝
眺
、
永
明

築
〕
化
治
蜆
海
君
、
恩
轡
龍
庭
長
。
〔
沈
約
、
従
軍
行
〕
浮
レ

天
出
1
1

鰈
海
盃
含
馬
渡
1
1

交
河
↓

【
紐
魚
】
2
紆
5

魚
の
名
。
大
な
ま
づ
。
〔
本
草
‘
鰊
魚
〕
繹

名
‘
鰻
魚
、
集
解
、
弘
景
曰
‘
鰻
即
鮎
也
。

【
鎚
鉤
】
3

切
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鉤
‘
鰈
鉤
、
魚
名
。

は
も
。
三
尺
餘
の
圃
筒
形
の
魚
。
性
‘
-
【
鱚
冠
杭
縫
】
4

翌
砂
ル
女
工
の
拙
い
も
の
を
い
ふ
。

猛
烈
、
物
を
咬
む
。
〔
字
鏡
集
〕
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
照
歯
離
題
‘
鰈
冠
杭
縫
、
大
呉
之
國
也
。

し
や
ち
，
し
や
ち
ほ

【

鯉

】

一

セ

イ

5
臼
月
戸
。
に
同
じ
。
〔
集

【
銃
】
一

在國

琶一
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鰯
、
魚
名
、
似
レ
蛇
、
長
一
丈
゜

ヤ

〔
五
昔
集
韻
〕
以
遮
切

國

【
鮫
】

i

ケ
イ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鰈
‘
昔
焚
。

冤
】
-
デ
イ
義
悉
貯
。
〔
篇
海
類
編
〕
鶯
‘
昔
泥
。

國国口日
ジシダテジシダテ
イイ イイ

〔
集
韻
〕
上
紙
切
餌
g 麗

〔
集
韻
〕
是
義
切
閣

〔
集
韻
〕
大
計
切
嘩
i
-

〔
集
韻
〕
田
黎
切

シ

デ
ン
ネ
ン

〔
和
名
類
緊
抄
〕

奴
霜
反

麗

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
銃
、
徐
筋
切
。

【
鰈
】
一

魚
‘
似
レ
鱒
而
大
。
〔
集
韻
〕
銃
、
或
作
レ
蝉
。
〔
集
韻
〕
―
[
厳
鰯
】
2

伍
ゥ
魚
の
名
。
ふ
ぐ
。
鰍
飴
に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘

緩
、
魚
名
、
或
作
レ
鰈
゜
〔
正
字
通
〕
蝉
‘
銑
別
名
。
繹
魚
〕
鰍
鰯
‘
飼
也
。
〔
疏
證
〕
簸
一
作
レ
飴
‘
云
云
‘
集
韻

鰯
字
引
博
雅
‘
嫉
鰊
‘
統
也
。

【
鰍
飴
】
3
n
砂
り
ィ
魚
の
名
。
ふ
ぐ
。
河
豚
の
異
名
。
鰍
鋏

を
見
よ
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
敦
斃
之
山
‘
其
中
多
1

一赤

鮭
↓
〔
注
〕
今
名
1

一
嫉
飴
[
『
-
―
鮭
魚
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
王

鮪
鰍
飴
‘
鯛
亀
鰭
錯
゜
〔
注
〕
劉
日
、
鏃
飴
魚
、
状
如
科

斗
工
入
者
尺
餘
‘
腹
下
白
‘
背
上
青
黒
、
有
二
黄
文
盃
性
有
レ

毒
‘
云
云
‘
蒸
煮
者
談
レ
之
肥
美
。

13353 



(46297)-―(46310) 

〔
集
韻
〕
居
曾
切
函

〔
集
韻
〕
居
郡
切
醐
g-

□
国
し
び
。
ま
ぐ
ろ
。
鮭
(
1
2
|
 
4
6
1
2
 

8
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
簸
、
雌
鯰
‘
鮪
也
、

周
維
謂
1

一
之
鮪
一
蜀
謂
二
之
鰍
鯰
↓
炊
レ
魚
恒
臀
゜

鰻
い
冨
出
日
コ
ウ

□
コ
ヴ

潟
｀
小
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
蛸
、
鰭
魚
也
、
炊
レ
魚

負
蔽
牢
円
贅
゜

【

鯖

】

螂

乞

ヨ

〔
集
韻
〕
新
於
切
圏

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯖
‘
魚
名
、
如
―
蛇
文
↓
〔
太
平
御

覧
‘
鱗
介
部
‘
蛸
魚
〕
山
海
経
曰
‘
栗
遊
之
山
、
桃

水
出
焉
‘
其
中
多
二
蛸
魚
二
其
状
如
レ
蛇
而
四
足
。

。

冨
『
】
蜘
ヰ
〔
集
韻
〕
f
貴

切

困

ラ

ッ

園

ラ
チ

日□

ラ

ィ

圏

日
口
魚
の
名
。
翌
1
2
|
 4
6
2
9
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
劉
‘
説
文
‘
魚
名
。
〔
集
韻
〕
煎
、
魚
名
‘
或
書

作
レ
IlJo

【
鯛
】
〗
〔
集
韻
〕
郎
達
切

〔
集
韻
〕
落
蓋
切

冠
~
】
疇
劉（
1
2
-
4
6
2
9
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
劉
、
同
レ
閤
゜

ラ
ッ

魚
の
名
。
或
は
餅
(
1
2
-
4
6
1
2
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鱚
‘
魚
名
、
或
凡
レ
井
゜

【
鮭
】
三

[
[
ゥ
〔
集
韻
〕
蒲
幸
切
蹟

7
p
 

魚
立
口

〔
九
蓋
〕

日
□
ふ
な
。
鮪
(
1
2
|
 4
6
3
9
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

【
鰤
】
[

国□ 曰
ゾ'/ソシ，シ，セ
クククヨヤキ

クク

〔
集
韻
〕
疾
則
切

〔
集
韻
〕
節
力
切

〔
集
韻
〕
資
昔
切uヽ
＿
 圏隠角園

お
し
き
う
を
。
蝙
(
1
2
|
 4
6
3
 

9
9
 

0
6
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
巖
鞭

魚
也
、
八
レ
魚
便
臀
、
蝙
、
鰊
或
炊
レ
扁
゜
〔
玉
篇
〕

鰻
‘
紡
魚
。
〔
集
韻
〕
廉
、
魚
名
、
似
レ
紡
而
大
。
〔
山

海
経
、
海
内
北
経
〕
大
鰻
居
海
中
↓
〔
注
〕
鞭
、
即

紡
魚
也
。

縞
楔
は
、
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
躾
‘
蝸
楔
‘
魚
名
‘
皮

有
レ
文
。

冨
〈
】
[
[
[
ク
〔
集
韻
〕
郡
格
切
厩

【
鞭
】
年

ペへ
ンン

〔
集
韻
〕
砒
連
切
囲

勺
一
ヰ

p
i
e
n
'

或
〇
烏
銅
は
‘
い
か
。
或
は
鰤

9(12~46304)· 

鰍
(
1
2
-
4
6

5
3
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鯛
‘
烏
鯛
魚
也
‘
炊
レ
魚

則
瞥
‘
卸
‘
鯖
或
炊
レ
即
゜
〔
集
韻
〕
銅
‘
或
炊
レ
賊
‘

炊
レ
郎
。
●
通
じ
て
賊
(
1
0
-
3
6
7
5
9
)

に
作
る
。

〔
説
文
‘
鯛
‘
段
注
〕
呉
都
賦
作
レ
賊
。

鮪

、

説

文

、

魚

名

‘

或

払

即

゜

〔

本

草

‘

螂

魚

〕

秤

鰊

(
1
2
-
4
6
3
0
5
)
・

鰈
(
1
2
—
4
6
5
6

名
‘
鮒
魚
、
集
解
、
保
昇
曰
‘
鰤
‘
所
在
池
澤
有
レ
【
年

n

[

3

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蝙
‘
魚
名
、

之
、
形
似
1

小
鯉
ご
巴
黒
而
橙
促
、
牡
大
而
脊
隆
、
似
勧
‘
或
炊
レ
賓
。
〔
正
字
通
〕
蝙
‘
同
レ
鰻
゜

大
者
至
三
四
斤
↓
〔
庚
信
、
謝
＝
＝
一
趙
王
資
二
乾
魚
―
【
蝙
魚
舟
]
1
〈

i

ギ
ョ
幅
ひ
ろ
く
短
い
舟
の
名
。
〔
梁
書
、

啓
〕
洞
庭
鮮
鮒
‘
温
湖
美
卿
。
国
い
か
。
鯛
(
1
2
ー
陸
雲
公
博
〕
是
時
天
淵
池
、
新
製
饂
魚
舟
杉
形
間
而
短
。

4
6
3
0
9
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鯛
‘
烏
鯛
魚
也
‘
卿
、
鯛

貧

】

応

[
7
/

〔
集
韻
〕
戸
管
切
圏

或
八
レ
即
゜

【
卿
魚
】
;
[
魚
の
名
。
鮒
を
い
ふ
。
〔
本
草
、
鯛
魚
〕
秤

名
‘
鮒
魚
。

あ
め
の
う
を
。
或
は
銃
(
1
2
|
 4
6
1
7
8
)
・
 
蝉（
1
2
|
 

〖
鯛
魚
謄
〗2
な
り
鮒
の
な
ま
す
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、

河
湖
有
鱗
魚
‘
鮒
〕
按
‘
鮒
‘
江
州
湖
中
者
為
第
一
エ
大

4
6
2
8
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
緩
、
魚
名
‘
或
作
二
銃
・

者
一
尺
許
‘
世
稲
源
五
郎
鼠
作
謄
及
鮮
↓
罪
一
〔
正
字
通
〕
緩
、
銃
別
名
‘
銃
・
騨
・
緩
、
一
魚
三

〖
鮨
魚
片
]
3
}パ
桁
ヨ
片
速
香
の
俗
名
。
〔
香
箋
〕
片
速
名
‘
昔
亦
相
近
。

【
緩
目
】
1

バ
，
能
登
國
の
地
名
。

香
‘
俗
名
鰤
魚
片
↓

□
口
〇
い
し
も
ち
。
に
べ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
魚
〕
石
首
‘
〖
釦
魚
浮
頭
鯉
魚
損
水
天
必
下
雨
〗

4

c
h
i
'
y
u
2
 

峻
也
。
〔
疏
證
〕
字
林
云
‘
峻
魚
出
―
―
南
海
盃
頭
中
有
レ

fu2

t
'
o
u
2
 
li3 

y
i
P
 
k
a
n
g
'
s
h
u
e
i
3
 
t
'
i
e
n
'
p
i
'
 

hsia• 

y
u
3

鮒
が
頭
を
出
し
鯉
が
水
を
逐
つ
て
戯
れ

る
と
必
ず
雨
が
降
る
。
蘇
崇
明
江
地
方
の
時
令
歌
【
碑
邸
】

~
5
/〔集
韻
〕
従
緑
切

石
、
一
名
1

一
石
首
ぶ
9

石
首
供
レ
食
者
有
三
種
T

小

諺゚

者
名
二
黄
花
魚
ご
長
尺
許
、
大
者
名
二
同
羅
魚
ご
民

二
三
尺
‘
皆
生
海
中
蒻
骨
細
鱗
、
首
函
三
石
「
【
鰤
跳
】
5

ば
侑
字
の
反
切
語
。
美
し
い
意
。
〔
西
湖
涌
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
線
、
魚
名
。

鱗
黄
如
レ
金
、
石
白
如
レ
玉
也
。
〔
本
草
‘
炭
魚
〕
繹
賣
志
餘
〕
杭
人
以
レ
侑
総
卿
跳
↓

名
、
時
珍
曰
‘
峻
性
咲
レ
魚
‘
其
目
眼
視
‘
故
謂
一
之
【
鯛
溜
】
6

芯
秀
字
の
反
切
語
。
敏
捷
の
意
〔
西
湖
遊

寛
志
餘
〕
杭
人
有
下
以
己
一
字
反
切
「
一
字
以
成
レ
臀
者
い

如
＝
抄
秀
為
1

蜘
溜
是
也
。

雙
〔
郭
環
、
江
賦
〕
鰻
紫
順
レ
時
而
往
還
。
〔
注
〕
善

【
鯛
令
】
1

パ
い
精
字
の
反
切
語
。
〔
宋
祁
筆
記
〕
孫
炎
作
―
―

日
‘
峻
魚
、
出
二
南
海
ニ
頭
中
有
レ
石
、
一
名
石
首
。

〇
魚
の
名
。
〔
正
字
通
〕
鰻
殿
魚
、
橙
員
厚
而
長
‘
反
切
語
一
田
咽
レ
精
曰
"
卿
令
一

似
鍼
魚
↓
腹
梢
起
‘
扁
額
長
喉
細
鱗
‘
腹
白
‘
背

微
黄
色
、
性
好
嗽
レ
魚
、
説
文
・
爾
雅
翼
・
異
物
志
、

皆
以
為
―
―
石
首
魚
ヰ
皿
非
゜

【
峻
】
[

集
韻
〕
祗
叢
切
園
i

p
x
L
 t
s
u
n
g
'
 

集
韻
〕
作
弄
切
率
竿

〔
段
注
〕
鰍
字
、
漫
人
剛
レ
之
、
今
補
‘
鮪
字
、
各
本

無
、
今
悠
全
書
通
例
補
、
周
維
以
下
十
字
‘

各
本
謳
作
下
周
栂
謂
1

一
之
鰍
ー
五
字
5

今
補
正
。

〔
集
韻
〕
傾
、
魚
名
、
或
省
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博

上
〕
雌
鰭
漸
離
。
〔
注
〕
李
奇
日
、
周
洛
日
レ
鮪
‘

蜀
曰
二
傾
鰭
盃
山
孟
革
山
穴
中
↓
〔
沈
欽
韓
漢
書
疏

證
〕
魏
武
四
時
食
制
曰
‘
雌
鰭
、
一
名
黄
魚
、
大

散
百
斤
‘
骨
帳
可
レ
食
。

勁
い

【
鯛
】
〗
ゾ
ク
ゾ
ク

〔
集
韻
〕
疾
則
切／ 
p．ナ
l

"展
囲

□ 曰スソスソ
’’  ゥゥ

ヘ
ン

鱚

煎

劉

鯖

鯖

簸

炭

卿

鰊

蝙

鮫

鯨

鯛

躾

七
五
八

13354 
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＂ 
魚
立
口

〔
九
書
＿
〕

銘

鰯

観

鍼

蝸

鰈

鯖

鰯

蹂

鮪

鰍

鰈

鱚

驚

鰊

鰍

鰈

鮒

鍾

鰯

七
五
九

□
魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鰈
魚
名
。
口
鉄
(
1
2
-
4
6
0
4

I

)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
鰈
‘
鋏
字
之
識
。

【
鰈
】
年

口巳
ャャエ
ウウイ

〔
字
彙
〕
於
京
切
甲
i

圏

〔
集
韻
〕
元
倶
切
閾
〖

小

日

□

O
ぎ
ぎ
。
班
魚
。
〔
説
文
〕
蝸
‘
鯖

＇
豪
魚
也
、
皮
有
及
、
出

11

架
浪
東
囃
神

爵
四
年
初
、
捕
牧
輪
二
考
工
ご
周
成
王
時
‘
楊
州

獣
レ
鯖
‘
炊
レ
魚
馬
瞥
。
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
鯖
‘
飢
也
。

〇
い
さ
こ
む
し
。
鯖
罐
(

1

)

を
見
よ
。

【
蝸
鱚
】
1

社
匁
〇
い
さ
ご
む
し
の
類
。
〔
楚
辞
‘
大
招
〕

蝸
鱚
短
狐
。
〔
注
〕
鯖
蝙
‘
短
狐
類
。
〔
補
注
〕
状
如
二
黎

牛
↓
●
魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
鰈
蜆
蝸
罐
‘

誼
蝸
鮫
蠅
゜
〔
注
〕
清
日
‘
鱈
蜆
．
蝸
蝙
、
皆
魚
名
。

冨
i】
〗
ギ
ョ
ー
ウ

日
グ
□グ

〔
集
韻
〕
魚
容
切

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鍼
‘
魚
名
。
腔
か
い
ら
ぎ
。

4
 

冨

日

ヰ

〔

集

韻

〕

於

非

切

薇

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰻
、
魚
名
。

冨

】

』

ワ
イ
〔
集
韻
〕
烏
回
切
岡
i

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰯
、
魚
名
。

冨
】
』
カ
イ
〔
集
韻
〕
虚
文
切
圏

霰

品

ガ

ク

[

〕

（

[

バ

[
O
こ
同
し
二
字

競
薮小

冨
】
〗
テブ
デ
フ
ロ国セ
フ
サ
プ
ゼ
フ

國
夕
二
／

免
7

国
日
口
か
れ
ひ
。
海
魚
の
一
。
或
は
鯖

(
1
2
 |
 4
6
3
8
8
)
・
 
鈷
女
]
1
2
-
4
6
0
3
5
)

に

日
タ
ブ

〔
集
韻
〕
託
盛
切
函
＇ 

ヵ
―
せ

tieh2

〔
集
韻
〕
逹
協
切
涸
『

〔
集
韻
〕
七
接
切
国
{

〔
集
韻
〕
賓
治
切
臨

集
韻
〕
腹
甲
切
臨
〗

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
緻
、
魚
名
。

[
緻
】
〗
[
〔
集
韻
〕
直
利
切
園

冨
[
】
[

艇
(
1
2
-
4
6
1
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
絆
‘
或
炊
レ
廷
゜

テ
イ

い
か
の
一
種
。
柔
(
6ー

1
4
6
2
2
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

蹂
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
蹂
‘
柔
魚
、
似
二
烏
鯛
無
レ

骨
、
生
―
―
海
中
五
越
人
重
レ
之
、
本
作
レ
柔
゜

【
蹂
】
]

ジ，ウ
ニ，ユ

〔
集
韻
〕
而
由
切
由
{

冨
】
〗
サ
ン
餞（
1
2ー

4
6
2
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
錢
‘
魚
名
、
或
炊
レ
呑
°

O
海
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鱚
、
海
魚
名
。
●
峻
(
1
2
-

4
6
3
0
3
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
紐
‘
按
‘
峻
‘
俗
名
二
春

来
五
後
人
遂
立
二
鱚
字
↓
歴
さ
は
ら
。
海
魚
の
一
。

馬
鮫
魚
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏
會
‘
藝
オ
、
倭
字
〕
鱚
、
倭

以
為
二
馬
鮫
丁
此
魚
春
日
盛
出
、
故
俗
用
レ
之
名
。

【
鱚
】
如
‘
X
ユン

〔
集
韻
〕
櫃
倫
切
園

大
魚
の
名
。
鱗
(
1
2
-
4
6
4
9
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

績
魚
名
、
或
私
皇
。
〔
正
字
通
〕
鱚
‘
鰻
也
。
囮
ひ

が
ひ
。
琵
琶
湖
に
産
す
る
は
ぜ
に
似
た
魚
。
明
治

天
皇
が
殊
に
此
の
魚
を
好
ま
れ
た
故
に
皇
魚
の

意
を
以
て
此
の
字
を
用
ひ
る
。

籍

】

』

ク
，
ワ
ウ
〔
集
韻
〕
胡
光
切
幽
i

ヮゥ

r
X尤
h
u
a
n
g
'

作
る
。
〔
説
文
新
附
〕
鰈
‘
比
目
魚
也
、
八
レ
魚
業

瞥
゜
〔
爾
雅
‘
秤
地
〕
東
方
有
二
比
目
魚
―
焉
、
不
レ
比

不
レ
行
‘
其
名
謂
11

之
鰈
↓
〔
繹
文
〕
鰈
、
本
或
作
レ

鯖
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
説
文
‘
比
目
魚
也
、
或
作
レ
鯨
。
国

た
な
こ
。
鮫
(
1
2
|
 4
6
2
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
接
‘

説
文
、
魚
名
、
出
―
―
架
浪
播
國
二
或
作
レ
鰈
。
固
鯉

鰈
は
、
か
さ
な
り
つ
ら
な
る
さ
ま
。
又
‘
装
飾
の

多
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
鯉
鰈
‘
鱗
次
衆
多
也
‘
-

旦
装
飾
衆
兒
。
国

0
画
に
同
じ
。
●
魚
の
名
。

〔
集
韻
〕
鰈
‘
魚
名
。

【
鰈
域
】
1

ぢ
朝
鮮
の
別
名
。
東
海
に
鰈
魚
を
生
ず
る

か
ら
名
づ
く
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
上
〕
管
仲
曰
‘
古
之
封
祠
、

部
上
黍
、
北
里
禾
、
所
11

以
為
＞
盛
、
江
淮
間
、
一
茅
三
脊
‘

所
―
―
以
為
＞
藉
也
、
東
海
致
―
―
比
目
之
魚
一
西
海
致
1

一
比
翼

之
鳥
一
然
後
物
有
11

不
レ
召
而
至
者
＋
有
五
一
焉
。
〔
注
〕

師
古
曰
‘
紺
雅
云
‘
東
方
有
―
―
比
目
魚
―
焉
‘
不
レ
比
不
レ

行
‘
其
名
謂
l

一
之
鰈
丁
比
翼
鳥
‘
其
名
謂
1

一
之
鵜
↓
〔
文
心

離
龍
‘
封
祠
〕
然
則
西
鵜
東
鰈
‘
南
茅
北
黍
‘
空
談
非
レ

徴
‘
動
徳
而
已
。

【
鰈
海
】
2

特
朝
鮮
近
海
の
稲
。
鰈
域
を
見
よ
。

[
鰈
観
】
3

[
グ

O
比
目
魚
と
比
翼
の
烏
°
鰈
域
を
見
よ
。

〔
爾
雅
‘
秤
地
〕
東
方
有
,
,
比
目
魚
一
焉
、
不
レ
比
不
レ
行
‘
其

名
謂

1一
之
鰈
二
南
方
有1一
比
翼
鳥
—
焉
、
不
レ
比
不
レ
飛
‘
其

名
謂
―
―
之
鵜
鵜
↓
〔
上
官
儀
、
勧
1

一
封
碍
一
表
〕
東
鰈
西
鵜
、

日
月
波
腸
。
.
t
i
e
h
2

c
h
i
e
n
1

夫
婦
仲
の
睦
し
い
喩
゜

【
鰈
硯
薩
】
1Or、7
ケ
／
清
‘
沈
乗
成
(
6ー

1
7
1
8
9
:
 6
3
7
)

の

室
名
。

【
鰍
】
[

/

9

[

〔
集
韻
〕
雌
由
切
]
囚

く
一
又

ch'iu1

【
鍾
】
〗
銅（
1
2
-
4
6
1
2
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鍾
‘
銅
同
。

ト
ー
ウ

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鰯
、
魚
名
。

曾
】
[
ユイ，
ゥ

玉
篇
〕
以
周
切
因

●
魚
の
名
。
或
は
緋
(
1
2
|
 
4
6
2
4
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鰈
‘
魚
名
、
似
レ
鮒
‘
出
1

一
滑
水
面
抒
八
レ
非
。

O
と

び
う
を
。
も
と
飛
(
1
2
-
4
4
0
0
0
)
に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
鰈
‘
魚
之
飛
者
、
云
、
本
作
レ
飛
‘
俗
作
レ
鰊
゜

【
鰈
】
〗
ヒ
〔
集
韻
〕
匪
微
切
陶
g

【
鰍
】
〗
[
;
韻
〕
隠

1
[戸

な
ま
づ
゜
鰈
(
1
2
-
4
6
1
5
9
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鰈
、

蛇
也
、
払
魚
晏
瞥
‘
鰻
‘
鰈
或
炊
レ
医
。
〔
詩
‘
小

雅
、
魚
麗
〕
魚
麗
子
璽
蜆
鯉
゜
〔
博
〕
蜆
‘
鮎
也
。

小
魚
の
名
。
〔
廣
韻
〕
鰊
‘
魚
名
、
似
レ
蠅
゜
〔
集
韻
〕

鰊
‘
魚
名
、
如
蘊
゜
〔
郭
環
江
賦
〕
鯖
鰊
蝶
紬
゜

〔
注
〕
善
曰
‘
鰊
似
レ
蠅
。
陸
に
し
ん
。
緋
。
青
魚
。

冨
】
〗レ
ン

〔
集
韻
〕
郎
旬
切
霰

貧】
i

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
蒸
‘
魚
名
。

モポ

〔
字
彙
〕
莫
胡
切

國

13355 
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小
〇
ど
ぢ
や
う
。
〔
説
文
〕
蛸
、
鰭
也
、
炊
レ
講
徳
論
〕
鱈
蝉
拉
逃
、
九
晟
不
1

一以為＂虚。

簸
豪
魚
酋
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鰭
‘
蛸
。
〔
注
〕
【
蛸
蛉
】
，
席
巨
蟹
を
い
ふ
。
〔
嶺
表
録
異
、
下
〕
蛸
鉾
乃

蟹
之
巨
而
異
者
、
蟹
蟄
上
有
―
―
細
毛
ぶ
炉
苔
‘
身
上
八
足
。

[
鱚
蟄
】
10

誘
巨
蟹
を
い
ふ
。
鯛
鉾
に
同
じ
。
〔
太
平
御

今
泥
鯖
゜
〔
六
書
故
〕
蛸
、
小
魚
、
生
,
,
下
田
漫
津

覧
‘
鱗
介
部
十
二
、
薩
鮮
魚
〕
異
物
志
日
、
直
鮮
魚
、
似
ニ

中
↓
〔
正
字
通
〕
鎗
、
似
レ
鱒
而
短
‘
首
鋭
‘
色
黄
黒
‘

有
レ
漿
濡
滑
‘
難
レ
握
。
●
海
蛸
は
、
せ
み
く
ぢ
ら
。
蛸
証
而
有
細
文
る
多
膏
‘
肥
美
。

〔
爾
雅
翼
‘
繹
魚
‘
蛸
〕
海
中
蛸
‘
乃
有
―
―
大
者
ぶ
盆
紐

日
、
海
中
蛸
、
長
散
千
里
‘
穴
―
―
居
海
底
了
入
レ
穴
則

海
溢
為
禰
、
出
矢
則
潮
退
、
出
入
有
レ
節
‘
故
潮
【

ifk】
畑

、
X

ウ
＂
止

9[7い
]
5
i

い五

杢
9
期
。
〔
正
字
通
〕
蛸
、
別
有
海
鯛
形
長
者
、

2

ふ
り
の
幼
期
の
稽
゜
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
藝
オ
、
倭
字
〕

牡
蠣
翌
族
其
背
一
崇
十
許
丈
‘
蛸
負
以
遊
。
●
ふ
鰍
、
京
師
名
1

一
眼
白
面
闘
東
名
―
―
以
奈
太
一
共
正
字
未
レ
考
。

む
。
し
の
ぐ
。
道(
1
1
-
3
9
0
0
8
)
•

踏
(
1
0
-
3
7
7
0
7
)

●
か
じ
か
。
淡
流
の
水
底
に
棲
む
小
魚
。
●
う
な
ぎ
。

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鱚
‘
段
借
為
レ
邁
゜
〔
荘
〔
和
玉
篇
〕
。

子
、
秋
水
〕
鱚
坂
亦
勝
レ
我
。
〔
繹
文
〕
蛸
‘
李
云
、
【
鰍
澤
】
1

t

弓
甲
斐
國
の
地
名
。

藉
也
、
本
又
作
レ
踏
゜
〔
荀
子
、
議
兵
〕
蛸
レ
之
以
ニ作

【

鍵

】

i

言

〔

集

韻

〕

紀

慨

切

屁

刑
罰
↓
〔
注
〕
以
―
―
刑
罰
玉
竺
藉
之
↓
〔
荀
子
、
張
國
〕

大
燕
鰤
ー
吾
後
↓
R
或
は
鰍
(
1
2
-
4
6
3
3
1
)

に

0
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鍵
、
魚
名
。
●
ひ
と
し
ほ
゜

る
。
〔
集
韻
〕
蛸
‘
或
炊
レ
秋
゜

墜
を
少
し
く
用
ひ
た
つ
け
う
を
。
〔
正
字
通
〕
鍵
、

【
鱚
魚
】
1

知
5

●
ど
ぢ
や
う
。
〔
本
草
‘
鱚
魚
〕
繹
名
、
泥

絶
魚
微
用
レ
堕
日
レ
鍵
。

鰍
鰭
魚
、
時
珍
日
‘
按
、
陸
佃
云
鰤
性
酋
健
好
動
善
優
、

故
名
、
小
者
名
,
,
蛸
魚
↓
〇
く
ぢ
ら
。
〔
水
滸
傭
、
九
回
〕

大
撮
棒
是
蛸
魚
穴
内
噴
来
。

【
鱚
鍋
】
2

ザ
勺
苫
一
種
の
料
理
。
脊
開
き
に
し
て
骨
を

【締】
i

去
っ
た
蛸
と
、
さ
さ
が
き
牛
芳
を
漫
い
土
鍋
に
盛
り
、

難
卵
を
か
け
て
蒸
煮
に
し
た
も
の
。
や
な
が
は
。

【
蛸
玩
】
3

玲
鎗
と
鮨
鳩
゜
鰍
玩
。
〔
蘇
試
蓄
1

一
材
阻

策
〕
鍬
玩
之
所
レ
蝠
‘
祥
豚
之
所
レ
伏
。

【
鰯
之
】
4

グ
ゥ
こ
れ
に
せ
ま
る
。
〔
荀
子
、
議
兵
〕
性
レ
之

以
慶
賞
箪
レ
之
似
刑
罰
↓
〔
注
〕
蛸
、
藉
也
、
不
レ
勝
則

以
"
刑
罰
1

陵,,
藉
之
↓

【
鱚
汁
】
5

バ
万
蛸
を
入
れ
て
煮
た
味
噌
汁
。

【
蛸
駿
】
6

迂
て
苫
‘
蛸
の
や
う
に
少
し
ば
か
り
の
口
ひ

げ
。
う
す
ひ
げ
。

【
蛸
鰻
】
7

拷
ど
ぢ
や
う
と
う
な
ぎ
。
〔
荀
子
、
王
制
〕

籠
最
魚
鼈
鱚
鱚
卒
別
之
時
。
〔
説
苑
、
雑
言
〕
然
則
暮

託
―
―
宿
於
蛸
鰻
之
空
所
1

一
以
然
者
何
也
。

【
鮒
鱒
】
8

務
ど
ぢ
や
う
と
う
み
へ
び
。
〔
王
褻
、
四
子

ワ`μ

魚

音

〔
九
董
〕

日
●
さ
ん
せ
う
う
を
。
或
は
蝉
(
1
2ー

4
6
1
5
2
)
に

作
る
。
〔
玉
篇
〕
締
、
魚
四
足
、
昔
如
二
嬰
兒
ぶ
食
レ
之

無
レ
疾
゜
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
休
水
出
焉
‘
其
中

多
締
魚
涵
盆
空
塾
雄
而
長
‘
距
足
白
而
酎
、
食

者
無
嘉
疾
一
団
以
禦
＞
兵
。
〔
畢
玩
注
〕
即
兒

魚
‘
字
亦
作
レ
蝉
‘
此
作
レ
締
‘
俗
也
。
●
魚
の
名
。

〔
集
韻
〕
締
、
一
日
、
魚
黒
色
。
●
な
ま
づ
゜
〔
正

字
通
〕
締
、
鮎
別
名
。
口
魚
の
名
。
大
き
い
鰻
。

〔
集
韻
〕
締
、
魚
名
、
大
鰻
也
。

口日
タテダテ
イイイイ

圏

〔
集
韻
〕
T
計

切

軍
i

鮒

鰍

鍵

締

蝉

鰈

蝠

鰐

鋒

鱚

鰻

〔
集
韻
〕
田
黎
切

〔
集
韻
〕
逆
各
切
嘩
『

疇`亡

6
4

ガ
ク

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
蝠
‘
魚
名
。

ヒ
，
ヨ
ク

ヒ
キ

隧

【
鰈
】
』

【
蝠
】
[

【
鰐
】
』

〔
玉
篇
〕
彼
力
切

わ
に
。
蝉
(
1
0
|
 
33025)• 

鰐
(
1
0
ー

3
3
2
8
6
)
•

蝙

(
1
2
-
4
6
5
9
7
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鰐
‘
一
作
レ

蝉
。
〔
説
文
〕
蝉
‘
侶
二
斯
易
古
長
一
丈
、
水
潜
‘
呑
レ

人
即
浮
、
出
Ii

日
南
一
也
、
ハ
レ
虫
泊
臀
。
〔
段
注
〕
俗

作,,
鰐
・
鰐
・
墨
〔
集
韻
〕
蝉
‘
魚
名
、
或
作
レ
鰐
。

〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
亀
鼈
鯖
鰐
゜
〔
注
〕
劉
曰
‘
鰐
魚
、

長
二
丈
餘
肴
西
足
砧
炉
罷
‘
嗽
長
三
尺
、
甚
利

歯
‘
虎
及
大
鹿
渡
尿
、
鰐
撃
之
‘
皆
中
断
、
廣
州

>[
ク
，
ワ
ン

鰈
(
1
1
0ー

4
6
3
8
2
)

の
調
字
。
〔
正

字
通
〕
鰈
、
鰈
字
之
誠
゜

籍】
i

締
(
1
2
-
4
6
3
3
3
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
蝉
‘
俗
締
字
。

テ
イ

日ぢ

【鯉

7芦国□7
7

〔
集
韻
〕
房
六
切ヽ
E
X
 圏閲弓圏

【鱚】
i

ャゥ

【
鯨
】

g

ェ
ン

〔
集
韻
〕
余
専
切

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
絲
、
魚
名
。

〔
集
韻
〕
余
章
切

う
な
ぎ
。
〔
廣
雅
、
繹
魚
〕
鱚
．
錫
‘
銅
也
。
〔
疏
證
〕

鐵
一
作
レ
鰻
‘
鱚
‘
赤
鐵
也
。
〔
集
韻
〕
錫
‘
魚
名
‘
鐵

也
。
勝
す
る
め
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
藝
オ
、
倭

字
〕
鱚
‘
昔
陽
‘
錫
‘
昔
六
、
共
耀
也
、
倭
以
レ
鱗
為
,
,

黛
鍼
者
誤
也
。

〔
集
韻
〕
弼
角
切

〔
集
韻
〕
歩
木
切

小
日
口
国
●
と
こ
ぶ
し
。
あ
は
ぴ
に
似

言
9
、

負
豪
て
小
。
〔
説
文
〕
鰻
、
海
魚
也
‘
ハ
レ
魚
夏

臀
。
〔
本
草
‘
鮫
魚
〕
繹
名
、
蔵
器
日
、
腹
爽
石
決

唄
一
種
二
類
。
〔
後
漢
書
、
伏
隆
傭
〕
猷
―
―
鰻
魚
↓

〔
注
〕
郭
環
注
己
二
蒼
―
云
‘
鰻
‘
似
レ
蛤
偏
、
著
レ
石
、

廣
志
曰
‘
腹
、
無
レ
鱗
有
レ
殻
‘
一
面
附
レ
石
、
細
孔

雑
雑
‘
或
七
或
九
。
●
あ
は
び
。
〔
六
書
故
〕
腹
‘

石
決
明
也
‘
肉
似
,dill肉
盆
四
ふ
ぐ
。
河
豚
。

【
鰻
魚
】
1

名
●
あ
は
び
の
類
。
と
こ
ぶ
し
。
俗
に
鮪
魚

に
作
る
。
〔
漢
書
‘
王
非
偉
下
〕
直
飲
レ
酒
‘
陥
―
―
腹
魚
↓
〔
注
〕

師
古
曰
‘
腹
、
海
魚
也
。
〔
後
漢
書
‘
伏
隆
博
〕
張
歩
遣
A

使

随
レ
隆
詣
レ
闘
上
書
‘
猷
―
―
腹
魚
↓
〔
注
〕
腹
‘
似
レ
蛤
偏
、
著
レ

石
。
〔
廣
志
〕
腹
無
レ
鱗
、
有
レ
殻
‘
一
面
附
レ
石
、
細
孔
雑

雑
、
或
七
或
九
、
案
‘
其
孔
至
1

一
十
ニ
―
而
止
、
即
本
草
之

石
決
明
。
●
さ
め
。
鮫
魚
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鮫
魚
〕
繹

名
、
沙
魚
‘
錯
魚
‘
腹
魚
、
溜
魚
、
時
珍
日
‘
鮫
皮
有
レ
沙
、

七
六
〇

騒 医

13356 



(46340··2)— (46354) 

魚

部

〔
九
書
＿
〕

腹

鮫

鱚

鰊

鯉

誠

蝦

鮪

鰈

餘

醐

勲

鯉

蝸

鰈

七
六

日
●
あ
ぎ
と
。
え
ら
。
〔
集
韻
〕
鰐
、
魚
頬
中
骨
゜

〔
宋
史
、
五
行
志
三
〕
淳
化
三
年
、
京
師
里
巷
婦

人
、
競
剪
蕉
光
紙
圃
醗
又
装
鐸
魚
鰐
中
骨
一

琥
―
―
魚
媚
子
一
以
飾
レ
面
。
●
栖
(
6
|
1
6
8
1
2
)

に

通
ず
。
〔
集
韻
〕
毯
、
通
作
レ
鯰
。
口
お
そ
れ
る
さ

力
〔
集
韻
〕
何
加
切
固
[

ゲ

T
-
Y
・
h
s
i
a
'

日
ヵ
ロ

〔

集

韻

〕

攣

下

切

園

【
蝦
】
〗ヶ

【
鯉
】

i

団
シ
日
サ
イ

〔
集
韻
〕
桑
才
切
図

ム
万

sai'

〔
中
華
大
字
典
〕
想
止
切
芦
g

＞
 

T
 
I
 

h
s
i
3
 

日
た
ら
。
鍼
(
1
2ー

4
6
5
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
誡
‘

魚
名
、
託
也
、
一
日
、
黄
頬
、
或
省
。
口
か
れ
ひ
。
鎌

(
1
2ー

4
g5
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鎌
、
魚
名
、
或

八
レ
咸
。
回
同
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
誡
、
魚
名
。

カ
ン
コ
ン

日
カ
ン
ゲ
ン

5

ロカ
ン

国
ケ
ン

【鍼】紐

カ
ン
ケ
ン

國

〔
集
韻
〕
古
瞬
切
國
3國國國

〔
集
韻
〕
古
斬
切

日
魚
の
名
。
舶
(
1
2ー

4
6
0
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鮒
、
魚
名
、
或
八
レ
犬
°
□
]
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰍
‘
魚

名。

〔
集
韻
〕
居
咸
切

〔
集
韻
〕
胡
議
切

【
鰍
】
[
口日
ペハペハ

〔
集
韻
〕
蒲
巴
切
國
i

〔
集
韻
〕
歩
化
切
顧
-

其
文
交
錯
鵠
駿
‘
故
堕
諸
名
五
日
レ
鮫
‘
今
日
レ
沙
‘
其
ー
ま
。
鰊
鯉
（

4
)

を
見
よ
。

責
一
也
、
或
曰
、
本
名
レ
駁
、
訛
伶
鮫
。
【
鰐
蓋
】
1

”
バ
魚
類
の
鯉
の
外
に
お
ほ
ひ
か
ぶ
さ
つ
て

【
腹
結
】
2

伍
鰻
の
形
に
似
せ
た
紐
の
結
び
方
。
檜
ゐ
る
薄
い
骨
片
。
え
ら
ぶ
た
。

扇

の

絲

は

此

の

結

方

を

す

る

。

【

鰐

葉

】

2

吋
え
ら
。

【
鰻
珠
】
3

な

ピ

鰻

の

中

に

あ

る

珠

。

【

鯉

草

】

3

訂
水
藻
の
一
種
。
葉
細
く
、
節
節
が
連
生

【
腹
焚
斗
】
4

危
の
し
あ
は
び
を
い
ふ
。
す
る
も
の
。
水
蘊
。
牛
尾
蘊
。
〔
本
草
、
水
藻
〕
集
解
、
時
珍

【
鯉
白
玉
】
5

社

が

腹

珠

に

同

じ

。

日

‘

藻

有

＝

一

種

i

水
中
甚
多
、
水
藻
葉
長
二
三
寸
‘
雨
雨

射
生
、
即
馬
藻
也
、
衆
藻
葉
細
‘
如
―
―
絲
及
魚
鯉
状
盃
節
節

連
生
、
即
水
蘊
也
‘
俗
名
"
鯉
草
す
又
名
―
―
牛
尾
蘊
す
是
矢
゜

【
鯉
鰐
】
4

ク
お
そ
れ
る
さ
ま
。
惹
葱
゜
〔
漢
書
、
刑
法

志
〕
鰈
鰐
常
恐
1

一
天
下
之
一
合
、
而
共
軋
＂
己
也
。
〔
注
〕

蘇
林
日
、
鯰
‘
昔
‘
慎
而
無
レ
證
則
惹
之
惹
‘
鯰
‘
濯
貌

也
、
師
古
日
、
鰐
、
＿
音
先
祀
反
。

【
暴
鯉
龍
門
1

】5

舒
社
ン
一
ー
サ
ラ
ス
困
じ
疲
れ
る
喩
。
轄

じ
て
、
試
瞼
に
應
じ
て
落
第
す
る
者
を
い
ふ
。
〔
太
平
御

覧
、
鱗
介
部
二
‘
龍
下
〕
三
秦
記
日
‘
河
津
、
一
名
龍
門
‘
巨

震
跡
猶
存
云
、
長
安
九
百
里
、
水
懸
レ
船
而
行
、
労
有
レ
山
‘

水
陸
不
レ
通
、
亀
魚
之
腸
‘
莫
"
能
上
ご
江
海
大
魚
、
集
1

一門

下
―
散
千
、
不
・
レ
得
レ
上
、
上
即
為
レ
龍
、
故
―
ぞ
曝
鰐
龍

門
盃
垂
申
耳
輯
下
ぃ

【

鮪

】

[

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鱚
‘
魚
名
。

エア
ンン

〔
字
彙
〕
於
陥
切

塵

【鮫】蜘
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮫
、
魚
名
。

ギキ

〔
集
韻
〕
渠
惟
切

図

小

日

0
ぇ
び
。
蝦
(
1
0
ー

3
3
2
9
9
)

に
同

貨
豪
じ
。
〔
説
文
〕
蝦
、
蝦
魚
也
、
払
魚
段

臀
゜
〔
段
注
〕
各
本
作
面
也
ぶ
正
‘
蝦
者
、
今
之
蝦

字
、
古
謂
,
,
之
蝦
魚
↓
〔
字
彙
〕
蝦
、
長
須
贔
也
、
亦

作
レ
蝦
。

O
さ
ん
せ
う
う
を
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
紛
、

蝦
゜
〔
注
〕
出
乙
懺
邪
頭
國
ぶ
●
め
く
ぢ
ら
。
〔
爾
雅
‘

繹
魚
〕
銃
大
者
謂
1
1

之
蝦
↓
〔
疏
〕
銃
、
雌
鯨
也
、
大

者
長
八
九
尺
、
別
名
蝦
゜
□
え
ぴ
゜
〔
集
韻
〕
蝦
‘

魚
名
、
爾
雅
‘
蝸
、
大
蝦
°

画
圏
熟
語
は
蝦
(
1
0ー

3
3
2
9
9
)
を
併
せ
見
よ
。

【
蝦
虎
】
1

”
魚
の
名
。
黛
(
1
2ー

4
6
1
8
6
)

の
異
名
。

[
蝦
菜
】
2

ヤ
蝦
の
料
理
。
〔
杜
甫
、
贈
―
―
草
七
賛
善
―
詩
〕

洞
庭
春
色
悲
ー
入
笠
ム
蝦
菜
忘
レ
欝
苑
藪
船
。

【
蝦
醤
】
3

炉
＇
，
蝦
の
ひ
し
ほ
゜
蝦
醤
゜
〔
齋
民
要
術
、
作
醤

法
‘
注
〕
作
』
諏
醤
1

法
‘
蝦
一
斗
‘
飯
三
升
‘
為
レ
惨
、
堕
一

升
、
水
五
升
和
調
、
日
中
曝
レ
之
、
経
―
―
春
夏
1

不
砿
敗
。
〔
劉

潜
‘
謝
届
安
王
資
―
―
蝦
讐
啓
〕
龍
醤
傭
レ
甘
‘
退
誠
可
レ

阻゚
【
蝦
験
】
4

翌
簾
の
異
名
。
蝦
蹟
。
〔
廣
韻
〕
縞
‘
爾
雅
云
‘

大
蝦
也
、
出
―
―
海
中
ぶ
臥
レ
蜻
、
長
二
三
尺
、
青
州
有
レ
之
。

〔
唐
無
名
氏
、
小
蘇
家
詩
〕
椅
加
門
腸
断
蝦
蹟
隔
゜

【
蝦
春
】
5

パ
づ
蝦
の
一
種
。
水
蝦
゜
〔
本
草
〕
舅
語
日
―
―
蝦

春
孟
ざ
蝦
子
一
也
、
江
中
有
―
―
水
蝦
下
大
僅
如
レ
豆
‘
其
卵

散
布
、
取
ら
之
不
レ
窮
。

【
蝦
米
】
6

ア
イ
大
蝦
を
蒸
曝
し
て
殻
を
取
り
去
っ
た
も

の
。
蝦
米
。
〔
本
草
‘
蝦
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
凡
蝦
之
大
者
、

蒸
曝
去
＞
殻
‘
謂
―
―
之
蝦
米
工
食
以
二
菫
酷
三
鑽
品
所
レ
珍
゜

【
蝦
鮒
篇
】
7

匁
築
府
、
相
和
歌
辞
の
篇
名
。
魏
の
曹

植
が
長
歌
行
に
擬
し
て
つ
く
っ
た
も
の
。
〔
築
府
詩
集
、

相
和
歌
辟
、
四
弦
曲
‘
蝦
雌
篇
〕
二
旦
蝦
嵯
篇
盃
築
府
解

題
曰
‘
曹
植
擬
―
―
長
歌
行
盃
竺
蝦
紐
↓
〔
曹
植
、
蝦
雌
篇
〕

蝦
鮨
漉
1

漬
濠
二
小
レ
知
―
江
海
流
二
燕
雀
戯
―
藩
柴
二
女

識
鴎
鵠
渡
世
事
誠
明
‘
大
徳
固
無
レ
儲
、
駕
言
登
―
―
―
五

愚
然
後
小
―
―
陵
丘
こ
附
観
上
路
人
、
勢
利
惟
是
謀
、
鑓

高
念
1

一
皇
家
ご
還
懐
柔
―
―
九
州
こ
撫
レ
剣
而
雷
昔
、
猛
氣
縦

横
浮
‘
汎
泊
徒
嗽
嗽
、
誰
知
壮
士
憂
。

【
蝦
頭
盃
】
8

7
几
ゥ
盃
の
一
種
。
蝦
で
作
っ
た
も
の
。
〔
南

越
志
〕
南
海
以
土
諏
頭
―
為
レ
盃
、
須
長
散
尺
、
以
釜
銀

【
颯
】
呻
ヰ
義
未
詳
。
〔
捜
虞
玉
鏡
〕
諷
、
昔
威
。

【蝸】』

ケ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
蝸
、
昔
京
。

【
鯉
】
i

テ
ン

纏
(
1
1
0
-
4
6
5
8
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鯉
、
同
レ
纏
。

窟
】
』

勲
(
U
i
l
-
4
6
1
1
7
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
勲
‘
興
レ
勲
同
。

レ
イ

【
醐
】
呻

醐
鰊
は
‘
ふ
ぐ
。
〔
本
草
、
河
豚
〕
輝
名
‘
鰈
鰊
‘
醐

鰊
、
蜆
魚
、
噴
魚
、
吹
肛
魚
‘
氣
包
魚
‘
集
解
、
蔵
器

日
、
腹
白
‘
背
有
1

一
赤
道
丘
炉
印
‘
目
能
開
閻
‘
躙
レ

物
即
噴
怒
、
腹
脹
如
1
1

氣
毬
浮
起
正
故
人
以
レ
物
撹

而
取
レ
之
。

コ

〔
中
華
大
字
典
〕
昔
胡

【
餘
】
〗

躾
絵
は
‘
ど
ぶ
が
ひ
の
類
。
〔
篇
海
〕
絵
‘
錢
鯰
、

蛙
闊
゜

カ
ン
ガ
ン

〔
篇
海
〕
侯
幹
切
瞬

【
鰈
】
i

カ
ウ
丑
[
[
月
に
O
本
字
。
〔
正
字

【

鮪

】

年

夕

”

]

江

戸

百

靡

゜

〔

正

字

錢
レ
之
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【
鱒
】
年

【
鰭
】
[

7ホ

〔
集
韻
〕
浩
模
切
戯

圏圏

日
□
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰭
‘
魚
名
、
出
11

梁
州
↓

Elチ
ク

口
キ
ク

〔
集
韻
〕
勅
六
切

〔
字
彙
〕
許
竹
切

小
日
口
国
●
に
し
ん
。
お
ほ
に
し
ん
。

蟻
豪
〔
説
文
〕
謙
患
魚
也
‘
八
レ
魚
棗
°

〔
段
注
〕
按
ぶ
長
作
―
―
鰈
魚
也
玉
古
篇
曰
‘
鰈
‘
大
青

魚
。
〔
集
韻
〕
鎌
、
魚
名
、
大
而
青
。

O
か
れ
ひ
。
ひ

ら
め
。
〔
廣
韻
〕
謙
比
目
魚
。

0
或
は
鍼
(
1
2
-
4
6

3
4
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
嫌
、
或
八
レ
咸
゜

【鎌】三
口に
ゲカケ
ンンン

日
ヶ
ン

〔
集
韻
〕
堅
嫌
切
一
輯

H
-
口，

c
h
i
e
n
1

〔
集
韻
〕
詰
念
切
醐
一

〔
集
韻
〕
胡
護
切
國

IIIii-

冦
】
[
暉

ぎ

ぎ

【
館
】
年

譴
〗
い[
/
0
魚
の
一
。
鱒
の
異
名

冨

】

岬

暉

●

は

ゃ

O
ゎ
か
さ
ぎ
。
公
魚
。

貧
】
亨

譴
む
ろ
あ
ぢ ＂ 
魚
立
口

〔
九
ー
＋
聾
〕

【
螂
】
年
ー
豆
□
[
_
い
戸
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字

鮪
鯛
．
鮪
鰊
は
‘
い
か
。
烏
(
7
-
1
8
9
9
8
)

に
通
ず
。

〔
集
韻
〕
鮪
‘
鮪
織
‘
魚
名
、
九
月
寒
烏
入
レ
水
化
為
レ

之
。
〔
正
字
通
〕
鮪
‘
鮪
鯛
‘
按
‘
烏
賊
、
本
作
レ
烏
。

冨

】

却

ウヲ

〔
集
韻
〕
正
胡
切
軍
i

小
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鮪
‘
鯖
魚
也
、
八
レ
魚

豪
翁
臀
゜
〔
正
字
通
〕
鯖
‘
滝
州
海
中
有
二

蒻
海
鱚
魚
面
ざ
其
糞
＃
序
之
盛
レ
器
‘
可
レ
辟
レ
蠅
。

3
 

【
鮪
】
繹

[
9
ゥ
〔
集
韻
〕
烏
公
切
菌

〔
集
韻
〕
下
老
切
臨
g

〔
集
韻
〕
黒
各
切
薦

小
日
国
お
ほ
え
ぴ
゜
〔
説
文
〕
蝸
、
大
蝦

麟
豪
也
、
払
魚
高
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
蝸
‘

大
蝦
゜
〔
注
〕
蝦
大
者
、
出
二
海
中
百
k

二
三
丈
、
蹟

長
敷
尺
、
今
青
州
呼
11
蝦
魚
[
?
蝸
゜
〔
祁
捻
行
義

疏
〕
北
戸
録
云
、
海
中
大
紅
蝦
、
長
二
丈
餘
‘
頭

可
レ
作
レ
盃
、
蹟
可
レ
作
二
栢
杖
↓

【
縞
楔
】
1

窃
皮
に
文
の
あ
る
魚
。
〔
集
韻
〕
艘
‘
縞
殷
‘

魚
名
、
皮
有
レ
文
。

【
蝸
】
〗ヵヴ
ロ
ゴ
ウ

旦
カ
ク

い
る
か
。
或
は
鯖
(
1
2
-
4
6
1
7
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鱒
‘
魚
名
、
博
雅
‘
鯖
鮮
‘
鮪
也
、
一
日
、
江
豚
‘

或
八
レ
甫
゜

【
鱒
鮮
】
1

m

い
る
か
。
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
鱒
鮮
‘
鉤
也

〔
玉
篇
〕
鱒
‘
鮮
魚
‘
一
名
江
豚
‘
欲
レ
風
削
踊
。

窮】罰
[
伊
功
砒
】
1

ぢ
樹
木
の
名
。
烏
葵
(
7
-
1
8
9
9
8
:
 3
3
3
)

の

異
名
。
〔
本
草
‘
烏
架
〕
繹
名
、
芳
其
‘
謗
批
、
時
珍
日
‘
烏

、，ウ

9. 

紡
(
1
2ー

4
6
0
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
紡
‘
或
炊
レ
労
°

〇
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
頬
、
魚
名
。

O
蟻
(
1
2
-
4
6
5
3

4
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
顛
‘
俗
誡
字
。

【鰍】
5

カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
古
繹
切
國
i-

は
り
せ
ん
ば
ん
。
鬼
頭
魚
。
鬼
(
1
2
|
 4
5
7
5
8
)

に

同
じ
。
〔
玉
篇
〕
魏
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
醜
‘
鬼
頭

魚
、
出
11

廣
東
詔
州
府
築
昌
榮
渓
中
二
味
美
、
状
檸

悪
、
故
名
‘
俗
加
レ
魚
作
レ
鰊
゜

冨
f
】
一
ヰ
〔
玉
篇
〕
於
鬼
切
躙

ぎ
ぎ
。
〔
廣
雅
‘
秤
魚
〕
鯖
、
鈍
也
。

【鮪】亨

戸
〔
集
韻
〕
徒
郎
切
犀

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮨
‘
魚
名
。

冨

】

年

昇

〔

集

韻

〕

他

刀

切

圏

●
魚
の
名
。
或
は
蝶
(
1
2
|

4

口
5
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
餓
‘
魚
名
‘
或
作
レ
鰊
。
●
蝦
(
1
0
-
3
3
3
9
4
)

に

同
じ
。
〔
正
字
通
〕
蛾
、
同
レ
蝦
。

霰
】
〗
サ
〔
集
韻
〕
損
果
切
蘭

鯉

鮨

鮨

鱚

鰍

鮨

鱒

蝸

鮪

鮪

螂

鮫

餡

鯖

鰊

顛

膀

簸

鰻

鮨

鰭

鰯

曰
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蝸
魚
名
。
口
ぎ
ぎ
。
或
は
鰻

(
1
2
-
4
6
6
0
3
)
・
 
蝶
(
1
2
-
4
6
5
8
9
)

に
ftる
。
〔
宰
g

雅
‘
繹
魚
〕
鰯
‘
鯖
也
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
名
、
或
炊
レ

歴
‘
炊
レ
築
。

~ 

炉＂潤.........., 
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□ 日
リ，レ k-,カ
ヤキャク
クク

〔
集
韻
〕
狼
秋
切

〔
集
韻
〕
各
核
切

鴎屋

【鰭
]
g

"
，
ウ

蟷
(
1
2
-
4
6
3
7
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鰭
、
同
レ
蟷
。

冨『】
i

，

蛹

(
1
2ー

4
6
1
8
4
)

に
同
じ
。
〔
集

ー
~

韻
〕
鰊
‘
或
炊
レ
留
。

ー
ウ

【
鰻
】
[

顔
(
1
2
-
4
6
5
7
2
)

の
謳
字
。
〔
正

字
通
〕
鰻
‘
護
字
之
識
。

ク
，
ワ
ク

魚
の
名
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
渭
水
、
東
流
注
―
―

子
河
石
其
中
多
鰭
魚
；
其
状
如
鰻
魚
ご
動
則
其

邑
有
二
大
兵
↓
〔
郭
環
、
山
海
経
圏
贄
〕
壮
士
挺
レ

剣
‘
氣
激
百
虹
五
鰻
魚
潜
レ
淵
、
出
則
邑
煉
゜
腫
み

t

)

ひ
°
鯉
に
似
て
肉
に
細
刺
あ
り
。
味
劣
る
。
〔
和

名
類
緊
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鰻
‘
注
〕
漢
語
抄

云
、
美
。

冨

】

[

[
9
[

〔
集
韻
〕
蘇
遭
切
圏

但
色
名
‘
其
葉
状
似
1

一
謗
鰍
鰤
魚
な
瓜
俗
呼
為
1

一
鰯
砒
樹
↓

【
膀
砒
鰤
】
2

芯
ヒ
魚
の
名
。
一
名
、
労
皮
魚
。
卿
に
似

て
小
。
た
な
ご
。
〔
本
草
‘
卿
魚
〕
附
録
‘
鰯
魚
、
時
珍
日
、

鰯
魚
‘
即
爾
雅
所
謂
蠍
鰻
‘
郭
環
所
謂
妾
魚
・
婢
魚
、
雀

豹
所
謂
表
衣
魚
‘
世
俗
所
謂
謗
鰍
螂
也
。

七
六
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＂ 
魚

音

〔
十
董
〕

鯛

鯖

錐

敷

鰤

鰈

七
六

〇
老
魚
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
老
魚
。
●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕

鰤
‘
一
説
、
出
＝
歴
杢
食
足
殺
仄
。
参
或
は
師

(
1
2
-
4
6
0
2
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰤
‘
或
省
。
聰

冨】蜘
シ

〔
集
韻
〕
霜
夷
切
甲
{

[
敷
】
[
ギ
ヨ
い
戸

1
"
[
[
[

：
←Iパ
~
~

2
)

に
同
じ
。
〔
築
韻
〕
激
策
省
‘
或
作
二
敷
・
蚊
↓
〔
正
字
通
〕

敷
‘
漁
・
激
・
蚊
同
。

冨
i
]
[

砒
(
1
2ー

4
6
0
5
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

砒
或
作
レ
競
゜

ヒ

ひ
ら
こ
の
し
ろ
。
時
魚
。
鮭
(
1
2
|
 4
6
1
1
9
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
名
、
魚
之
美
者
、
或
省
。
〔
正

韻
〕
鰤
、
魚
名
、
似
レ
紡
肥
美
、
江
東
四
月
有
レ
之
。

記
字
通
〕
鰤
、
橙
長
色
白
‘
腹
下
有
―
―
三
角
鱗
1

如
レ
甲
、
肪
在
二
甲
中
面
益
叉
時
至
、
餘
月
則
無
‘
故

名
レ
鰤
゜
〔
本
草
‘
鯖
魚
〕
集
解
、
時
珍
日
‘
鰤
魚
‘
形

秀
而
扁
‘
微
似
レ
紡
而
長
、
白
色
如
レ
銀
、
肉
中
多
二

細
刺
如
＞
毛
‘
云
云
、
大
者
不
レ
過
己
二
尺
面
雫
去
口
1

一

三
角
硬
鱗
如
＞
甲
゜
謄
は
す
。
は
そ
。
淡
水
魚
の
一
。

〔
倭
名
類
衆
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鯖
‘
注
〕
波
曾
。

冨[][
ジシ

〔
集
韻
〕
市
之
切
図

/
 戸

s
h
i
h
'

う
み
え
ぴ
゜
〔
集
韻
〕
鯛
‘
魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鱚
‘

按
‘
此
卸
海
蝦
名
11

水
属
者
、
俗
作
レ
鱚
。
囲
つ

く
ら
。
す
ば
し
り
。
ぽ
ら
の
子
。
〔
倭
名
類
緊
抄
、

龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鱚
‘
注
〕
都
久
良
。

冨『】
5

メバ

〔
集
韻
〕
母
下
切

oo

鰈
〔
孝
経
‘
孝
治
章
〕
不
蔽
侮
於
蝶
寡
二
繹
【
鰈
寡
】
3

翌
鰈
と
寡
。
老
い
て
妻
の
無
い
も
の
を
鰈

文
〕
無
レ
妻
日
レ
鰈
。
参
や
む
。
な
や
む
。
或
は
療
と
い
ひ
‘
老
い
て
夫
の
無
い
も
の
を
寡
と
い
ふ
。
引
伸
し

て
凡
て
孤
獨
の
梢
と
す
。
〔
書
、
大
詰
〕
嗚
呼
‘
允
套
‘
鰈
寡

哀
哉
。
〔
孝
経
‘
孝
治
章
〕
治
レ
國
者
、
不
l

――敢侮
1

一
於
鰈
寡
↓

(
7
-
2
2
3
9
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鰈
、

〔
疏
〕
老
而
鉦
炉
妻
者
謂
二
之
鰈
↓
老
而
無
レ
夫
者
謂
―
―
之

字
亦
作
レ
旅
゜
〔
爾
雅
、
繹
詰
〕
鰈
、
病
也
。
〔
都
稔
行

義
疏
〕
鰈
者
、
亦
段
借
字
也
、
経
典
通
作
レ
衿
、
別
寡
↓
〔
管
子
、
五
輔
〕
懺
鰈
寡
面
型
疾
病
一
〔
B
知
録
‘
考

作
レ
旅
゜
R
目
が
さ
え
て
ね
む
れ
ぬ
さ
ま
。
〔
繹
證
‘
鰈
寡
〕
鰈
者
無
レ
妻
之
稽
‘
但
有
レ
妻
而
子
役
者
、
則

名
、
繹
親
陽
〕
焦
妻
目
鰈
、
鰈
、
昆
也
、
昆
、
明
亦
可
レ
匝
之
鰈
詩
、
何
草
不
レ
元
、
何
人
不
レ
衿
‘
衿
讀

為
レ
蝶
‘
是
也
‘
寡
者
無
レ
夫
之
稲
、
但
有
レ
夫
而
獨
守
者
、

削
亦
可
レ
謂
―
―
之
寡
五
越
絶
書
‘
掲
婦
山
者
、
句
践
将
レ
伐
レ

也
、
愁
悟
不
レ
痣
‘
目
恒
鰈
鰈
然
也
、
故
其
字
炊
レ

呉
、
徒
寡
婦
獨
山
占
以
為
―
―
死
士
一
示
レ
得
尊
二
陳

魚
、
魚
目
恒
不
レ
閉
者
也
。

O
膝
(
1
0
|
 3
5
1
5
1
)

に

通
ず
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鰈
、
亦
作
レ
鰈
‘
曹
全
碑
、
琳
詩
、
邊
城
多
―
―
健
少
ぶ
門
含
多
寡
婦
「
是
也
‘
飽
照
行

担
育
膝
寡
↓
〇
又
、
鰻
(
1
2
|
 4
6
5
2
0
)

に
作
る
。
路
難
、
来
時
聞
君
婦
闇
中
‘
霜
居
獨
宿
有
頁
名
面
”
是

〔
詩
、
周
南
‘
桃
夭
序
‘
繹
文
〕
鰈
‘
本
亦
作
レ
蛾
。

O

此
義
、
婦
人
以
―
―
夫
亡
為
レ
寡
‘
夫
亦
以
婦
亡
鷲
レ
寡
‘

左
博
襄
一
十
七
年
、
齊
雀
抒
生
一
成
及
弧
―
而
寡
、
小
爾

雅
日
、
凡
無
レ
夫
無
レ
妻
、
通
謂
―
―
之
寡
面
応
氏
易
林
、
久
鰈

古
、
蕉
(
1
2
-
4
6
0
6
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
古

‘
、
小

E
J
O大
魚
の
名
。
又
‘
能
(
1
2
-
4
6
2
4
7
)

作
位
。
口
魚
の
子
。
鮨
(
1
2
-
4
6
2
4
7
)

・卵
(
2ー

2

烏
偶
、
思
レ
配
織
女
釜
含
其
非
累
自
食
寡
慮
↓

T
 

食
策
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鰈
‘
鰈
魚
也
‘
炊
レ
魚

8
5
7
)に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
磐
〕
鰈
、
段
借
為
レ
〖
鰈
寡
孤
獨
〗

4
立
認
久
ヮ
鰈
と
寡
と
孤
と
獨
を
と

や

の

。

幼

茶
賛
〔
正
字
通
〕
鰈
‘
鍼
魚
之
別
名
。
〔
説
文
通
訓

卵
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鮨
、
魚
子
也
。
〔
集
韻
〕
錐
‘
或
こ
も
め
と
後
家
と
み
な
し
ご
と
ひ
と
り
も

作
蘇
゜
〔
詩
‘
齊
風
、
敵
筍
〕
其
魚
紡
鰈
゜
〔
箋
〕
鰈
、
年
に
し
て
父
の
無
い
も
の
を
孤
、
年
老
い
て
子
の
無
い

定
瞥
〕
鰈
‘
字
亦
作
レ
錨
゜
〔
詩
‘
齊
風
‘
散
筍
〕
其
魚

紡

鰈

゜

〔

儘

〕

鰈

、

大

魚

。

〔

孔

叢

子

、

抗

志

〕

衛

人

釣

一

も

の

を

獨

と

い

ふ

。

皆

困

窮

の

者

、

孟

子

は

之

を

天

下

の
窮
民
、
無
告
の
民
と
日
っ
た
。
〔
孟
子
、
梁
悪
王
下
〕

魚
子
也
。
国
親
る
さ
ま
。
或
は
昧
(
8
ー

2
3
5
7
1
)

に

於
河
五
得
二
鰈
魚
↓
其
大
盈
レ
車
‘
曰
、
吾
垂
こ
紡
之

雙
鰈
過
而
不
祗
、
更
以
家
之
生
則
呑
レ
之
。
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
視
兒
、
或
炊
レ
目
。
固
人
名
。
縣
老
而
態
妻
日
レ
鰈
‘
老
而
無
レ
夫
日
レ
寡
‘
老
而
無
レ
子

〔
集
曰
レ
獨
‘
幼
而
無
反
日
レ
孤
‘
此
四
者
天
下
之
窮
民
而
無
レ

゜

(
1
2
ー

4
5
1
9
1
)
・

舷
(
1
0
ー

3
5
0
4
6
)

に
同
じ

〇
や
も
を
。
長
じ
て
妻
な
き
男
子
。
衿
(
8
|
2
3
8
5
 

韻
〕
縣
闘
、
人
名
、
馬
父
也
‘
或
作
レ
舷
‘
亦
作
レ
鰈
、
告
者
‘
文
王
猪
レ
政
施
レ
仁
、
必
先
―
―
斯
四
者
一
〔
史
記
‘
司

馬
相
如
偉
〕
憧
-
―
鰈
寡
ェ

g
孤
獨
↓
〔
漢
書
‘
循
吏
‘
黄
覇

2
)
・
 

憐
(
4
ー

1
1
2
0
6
)

・｛息
(
4
-
1
0
7
3
4
)

に
通
ず
。

傭
〕
鰈
寡
孤
獨
、
有
下
死
無
―
―
以
葬
上
衷
郷
部
書
言
‘
覇
具

通
作
二
縣
・
骸
↓

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鰈
、
段
借
為
レ
衿
、
｛
貫
為
レ
憐
、

按
‘
常
レ
為
に
息
。
〔
書
、
発
典
〕
有
レ
鰈
在
レ
下
‘
曰
虞
【
鰈
居
】
1

豆
り
男
子
が
老
い
て
妻
な
く
し
て
獨
り
ず
ま
総
臨
虞
↓
〔
孔
子
家
語
、
王
言
解
〕
進
ー
ー
用
賢
良
玉
翌
貶

ゐ
す
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
西
淫
叢
語
、
上
〕
毛
詩
伯
合
篇
広
‘
不
肖
面
叩
賢
者
悦
、
而
不
肖
者
濯
、
哀
蝶
寡
玉
養
―
―
孤
獨
{

焉
得
"
緩
草
盆
―
口
樹
―
―
之
背
丁
注
云
、
設
草
令
,
1

人
忘
＞
憂
、

舜
↓
〔
博
〕
無
レ
妻
曰
レ
鰈
゜
〔
疏
〕
王
制
云
、
老
而
無
レ

慎
貧
窮
云
誘
"
孝
悌
「
選
―
―
才
能
訟
i

七
者
修
‘
則
四
海
之

背
北
堂
也
、
今
人
多
用
二
北
堂
萱
堂
於
鰈
居
之
人
一
然
、
内
、
無
刑
民
五
へ
。
「
蝶
瞭
多
感
↓
欲
レ
求
l

一新匹↓

妻
日
レ
鰈
、
舜
於
レ
時
年
未
乞
一
十
一
而
謂
一
之
鰈
―

者
、
書
博
懇
孔
子
葬
子
張
一
日
、
舜
父
頑
母
儲
‘
伯
之
暫
出
、
未
嘗
死
也
、
但
其
花
未
嘗
雙
閉
故
有
―
-
【
鰈
噸
】
5

玲
が
男
や
も
め
。
〔
李
朝
威
、
柳
毅
博
〕
常
以

l-

無
窒
家
之
端
五
故
謂
之
鰈
玉
鰈
者
無
レ
妻
之
名
、
北
堂
之
義
↓
〔
北
里
志
〕
余
頃
年
往
長
安
中
「
蝶
居
僑
【
鰈
鰈
】
6

？
空
目
が
さ
め
て
昧
ら
れ
な
い
さ
ま
。
〔
李

不
レ
虹
老
少
ぶ
ノ
者
撫
妻
、
四
以
更
緊
五
老
者
寓
゜
〔
故
事
成
語
考
、
夫
婦
〕
男
子
無
レ
偶
曰

1一
鰈
居
→
一
商
隠
‘
宿
1一
晉
昌
亭
—
聞
驚
禽
一
詩
〕
覇
緒
蝶
鰈
夜
景
侵
、

雙
不
復
更
緊
詩
云
、
何
草
不
レ
玄
、
何
人
不
レ
【
鰈
魚
】
2

砂
一
種
の
大
魚
。
〔
繹
名
、
繹
親
闊
〕
鰈
昆
高
窓
不
籍
見
焉
禽
一

也
‘
昆
、
明
也
‘
愁
悟
不
森
、
目
恒
鰈
鰈
然
也
‘
故
其
字
〖
鰈
鰈
然
〗

7
努
ノ
ク
ワ
／
愁
悟
し
て
寝
に
就
い
て
も
目
を

隣
魚
、
魚
目
恒
不
レ
閉
者
也
。
〔
本
草
‘
鍼
魚
〕
繹
名
‘
鰈
閉
ぢ
て
眠
る
こ
と
が
出
来
な
い
さ
ま
。
〔
繹
名
、
繹
親

鰈
暫
星
室
家
尚
謂
二
之
鰈
不
獨
老
而
無
レ

魚
、
時
珍
日
‘
其
性
獨
行
、
故
日
レ
蝶
゜
〔
孔
叢
子
‘
抗
志
〕
隔
〕
蝶
‘
昆
也
‘
昆
、
明
也
‘
愁
氾
不
レ
痣
、
目
恒
鰈
鰈
然
也
。

妻
始
稲
＞
鰈
英
、
書
傭
以1一
舜
年
尚
少g
〖
"
之
説
一

耳
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
鴻
雁
〕
哀
二
此
鰈
寡
↓
〔
傭
〕
老
無
レ
衛
人
釣
―
―
於
河
盃
匹
蝶
魚
一
焉
。
〔
陸
涼
‘
晩
登
望
雲
【
鰈
惇
】
8

げ
／
ひ
と
り
も
の
。
〔
白
居
易
、
初
領
レ
郡
政

妻
日
レ
鰈
゜
〔
孟
子
、
梁
恵
王
下
〕
老
而
無
レ
妻
日
レ
詩
〕
愁
似
1

鰈
魚
一
夜
不
レ
眠
。
街
退
登
東
棲
一
作
詩
〕
鰈
惇
心
所
レ
念
、
簡
讀
手
自
操
゜

貧】亨
固回□曰
コケク，コケク，
ンンワンンワ
ンン

〔
集
韻
〕
姑
頑
切
醐
i

≪
x
 
i
:
f
'
k
u
a
n
'
 

〔
集
韻
〕
公
渾
切
字
氾圏飼

〔
集
韻
〕
古
本
切

〔
集
韻
〕
古
幻
切

●
ぶ
り
。
海
魚
の
一
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
‘
藝
才
‘

倭
字
〕
鰤
‘
―
音
師
‘
老
魚
有
レ
毒
者
、
倭
為
―
―
鮪
之

隔
盃
四
武
利
↓
●
か
ま
す
。

【
鰤
鮭
】
1

炉
鰤
に
似
て
平
た
＜
赤
味
あ
る
魚
。
〔
和
漢

―
ニ
オ
圏
會
、
江
海
有
鱗
魚
‘
鰤
鮭
〕
按
‘
鰤
虹
‘
状
似
レ
鰤

而
略
扁
‘
帯
―
―
淡
赤
色
一
細
鱗
白
腹
‘
夏
秋
西
海
多
出
。

13359 



(46382 00  9) (46396" 1) 

【艘】亨

シ，ウ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
疎
鳩
切

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
翰
‘
魚
名
。

【翰】岬
国】蜘

カ
ン
ガ
ン

は
え
。
は
や
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鮒
‘
黒
紐
。
〔
注
〕

即
白
脩
魚
。
〔
六
書
故
〕
磁
‘
今
生
二
鍼
淡
水
中
―

者
、
長
不
レ
諭
レ
尺
、
博
身
椎
首
而
肥
‘
俗
謂
一
之

嶼
海
亦
有
レ
之
。
〔
正
字
通
〕
磁
‘
紐
魚
、
身
貝
頭

扁
骨
胞
‘
子
涌
レ
腹
‘
有
二
黄
脂
砿
心
喜
食
レ
之
。

シ

〔
集
韻
〕
津
之
切
図

P-
t
z
u
'
 

冨
】
[

【
鰈
椛
】
，
竺
男
や
も
め
。
や
も
を
。

【
鰈
虞
】
10

翌
妻
な
く
し
て
獨
り
を
る
。
鰈
居
。
〔
司

馬
相
如
、
美
人
賦
〕
鰈
虞
獨
居
、
室
宇
遼
郭
。

【
鰈
憫
】
11

翌
狐
獨
で
い
た
み
ま
ど
ふ
も
の
。
〔
劉
基
、

詩
〕
仁
者
自
是
哀
鰈
悧
↓
〔
陳
基
、
詩
〕
佳
世
苦
―
―
不
偶
↓

何

由

筐

鰈

憫

↓

【

騰

】

年

【
鰈
夫
】
12

戸
男
や
も
め
。
〔
白
居
易
‘
答
1

一騎レ馬入――

窟
霊
詩
〕
鰈
夫
伯
繋
レ
職
‘
稚
女
未
レ
勝
レ
哀
。

【
鰈
民
】
13

汐
／
老
い
て
妻
の
無
い
民
。
や
も
を
の
民
。

〔
詩
、
周
南
‘
桃
夭
序
〕
桃
夭
‘
后
妃
之
所
レ
致
也
、
不
品
w

晟
削
男
女
以
レ
正
‘
婚
姻
以
レ
時
‘
國
無
―
―
鰈
民
一
也
。

【
鰈
接
】
14

り
？
や
も
を
と
や
も
め
。
老
い
て
妻
の
な

い
男
と
夫
の
な
い
女
。
蝶
寡
。
〔
韻
府
引
‘
柳
宗
元
‘
文
〕

用
二
重
典
冨
以
威
姦
暴
五
鋪
1
令
列
以
患
鰈
陵
↓

〔
集
韻
〕
侯
肝
切
醐
g

＂ 
魚

音

〔十書―〕

因 鰈

紐

翰

艘

鰈

謄

鯖

鮨

鮨

嵯

煮

鎧

鯖

錦

鮭

日
口
を
こ
ぜ
。
海
魚
の
一
。
或
は
鰊
(
1
2
|
 4
6
4
1
8
)
 

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
騰
‘
魚
名
‘
蒼
身
、
赤
尾
。
〔
集
韻
〕

騰
‘
魚
名
、
似
レ
蠍
゜
〔
集
韻
〕
謄
‘
魚
名
‘
或
作
レ
鰊
。

〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
合
水
、
多
己
暉
魚
五
状
如
レ
蠍
‘

居
レ
達
‘
蒼
文
赤
尾
‘
食
者
不
レ
蓮
‘
可
―
―
以
為
＞
瘍
゜

【
鯖
】
[
国□
六ダテ：テ，
7 7 7 7 

曰
久
フ

鱚
(
1
2

ー
4
6
3
2
6
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
鰍
‘
魚
名
‘
鰈
‘
同
レ
上
。

〔
集
韻
〕
徒
登
切

〔
集
韻
〕
諾
盆
切

小

El□
ひ
ら
め
。
か
れ
ひ
゜
或
は
鰈
（
1

2

g
蒻＂
夏

豪

ー

4
g2
2
)
・
 

緯
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鯖
‘

虚
鯖
也
‘
八
レ
魚
〗
翠
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
鰤
‘
按
‘

比
目
魚
也
、
一
名
、
舷
‘
鮭
即
史
記
鑢
鯖
之
鯖
也
、

許
君
謂
虚
鯖
一
物
芦
子
亦
作
レ
鰈
、
作
レ
鯖
。
〔
爾

雅
‘
繹
地
〕
東
方
有
比
目
魚
1

焉
、
不
レ
比
不
レ
行
、

其
名
謂
之
鰈
↓
〔
秤
文
〕
鰈
‘
本
或
作
レ
鯖
。
□
さ
ん

せ
う
う
を
。
訥
(
1
2
|
 4
6
0
2
4
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

納
魚
名
醗
也
、
似
レ
鮎
四
足
、
臀
如
嬰
翌
郭

環
説
、
或
作
レ
絹
゜
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
偶
晶

触
鯖
。
〔
注
〕
晉
灼
日
、
鮭
、
比
目
魚
也
、
鯖
、
鋭
魚

也。

0
し
り
が
い
。
楢
(
8

ー
2
7
6
6
1
)

に
通
ず
。
〔
周
證
‘

【
鯖
魚
】
1

昇
魚
の
名
。
蜆
魚
(
1
1
0
|
4
6
2
4
5
 :
 1
)

の
異

考
工
記
‘
統
人
、
必
楢
其
牛
後
「
注
〕
故
書
、
楢
作
レ

名
。
秦
の
地
方
の
語
。
〔
本
草
‘
蜆
魚
〕
秤
名
、
鯖
魚
、
時
珍

艘
‘
鄭
司
農
云
‘
艘
‘
讀
為
箱
‘
隅
東
謂
レ
討
為
レ

樽
〇
姓
。
〔
集
韻
〕
艘
‘
闘
、
人
名
、
韓
将
有
鰻
申
日
‘
蜆
瞥
如
―
―
小
兄
故
名
‘
云
云
‘
秦
人
名
レ
蜆
。

差

↓

〔

字

彙

〕

艘

‘

姓

也

。

【

鯖

薄

】

2

芦
魚
の
名
。
山
椒
魚
。
さ
ん
せ
う
う
を
。
蜆

〔
集
韻
〕
託
盛
切ヽ
右

Y

〔
集
韻
〕
逹
協
切

忍園が総

ト
ヴ
ド
ゥ

日
チ
ン
チ
ン

口4

圏

〔
集
韻
〕
直
稔
切
芦
g-

エ
ン

冨
】
〗

小
魚
の
名
。
鼈
に
似
て
甲
無
く
、
尾
有
つ

餞
豪
て
足
無
く
‘
口
は
腹
下
に
あ
り
。
〔
説

文
〕
蝋
‘
鮒
魚
、
侶
レ
鼈
無
レ
甲
、
有
レ
尾
無
レ
足
、
ロ

在
腹
下
ず
爪
レ
魚
納
瞥
゜
國
あ
ゆ
。
鮎
(
1
2
-
4
6
0
7

0
)

に
同
じ
。
〔
和
玉
篇
〕
。

小

0
文
鰭
は
‘
魚
の
名
。
と
ぴ
う
を
。
〔
説

クも貧
策
文
新
附
〕
鰭
、
文
鰭
、
魚
名
、
八
レ
魚
名

瞥
゜
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
観
水
出
焉
、
西
流
注
ニ

子
流
沙
ご
走
多
二
文
鮨
魚
ご
仄
如
1

一
鯉
魚
丁
魚
身
而

鳥
翼
‘
蒼
文
而
白
首
赤
喉
‘
常
行
二
西
海
ご
遊
1

秘於

東
海
一
以
＞
夜
飛
、
其
昔
如
鸞
難
一
其
味
酸
甘
‘

食
レ
之
已
レ
狂
゜
〔
爾
雅
翼
‘
繹
魚
‘
鮨
〕
文
鮨
魚
‘

出
二
南
海
工
大
者
長
尺
許
、
有
レ
翅
輿
レ
尾
齊
‘
一
名

飛
魚
、
翠
―
飛
水
上
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
文
鮨
夜

飛
而
隈
レ
綸
。
●
園
ぇ
ひ
。
海
魚
の
一
。
海
縞
゜

【
嵯
】
細

冤
】
〗

【
鰭
】
〗

【

蜀

】

[

口曰
ガガカ
イイイ

サ

蒸
(
1
2
-
4
6
1
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

蒸
‘
或
作
レ
嵯
゜

サ
'
〔
集
韻
〕
餘
招
切＇ 
一
公

ェ
ウ

ダ
フ
+
4
7
 

蝶
〔
正
字
通
〕
鱗
‘
薄
魚
‘
弱
レ
土
而
行
者
‘
今
謂
―
―
之
鱚

鰻
↓
鯖
即
今
輻
州
銅
盆
魚
。

〔
集
韻
〕
諾
答
切

底脚

嵯
(
1
2
-
4
6
3
9
1
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字

典
〕
紫
‘
集
韻
輿
レ
嵯
同
。

〔
集
韻
〕
何
開
切

〔
集
韻
〕
魚
開
切

］圏 函

日
魚
の
名
。
翼
あ
り
、
出
入
に
光
を
猜
す
る
。
〔
山

海
経
、
東
山
経
〕
子
桐
之
山
、
子
桐
之
水
出
焉
、

昌
竺

〔
注
〕
善
日
‘
郭
環
曰
‘
鯖
‘
昔
滑
。
口
魚
の
名
。
蛇

に
似
て
四
足
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
名
。
〔
山
海
経
、
西

山
経
〕
架
遊
之
山
‘
桃
水
出
焉
、
西
流
注
二
子
稜

澤
石
其
中
多
二
鯖
魚
谷
其
状
如
レ
蛇
而
四
足
‘
是
食
レ

魚。魚
の
名
。
或
は
絡
(
1
2
-
4
6
1
2
0
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鯖
、
魚
名
、
或
省
。
〔
字
彙
〕
酪
、
海
魚
、
似
レ
鰻

肥
美
。

【
鯰
】
年

冨
】
亨
い
〗
ク

祠】蜘
日
ヵ
ブ

□
ア
ブ

□ 日
ココゲク，
チツチワ
ッ

〔
集
韻
〕
戸
八
切

〔
集
韻
〕
吉
忽
切

〔
集
韻
〕
各
頷
切

〔
集
韻
〕
谷
益
切

〔
集
韻
〕
乙
盈
切

函圏

日
口
ま
な
が
つ
を
。
績
に
似
て
小
さ
い
。
〔
集

韻
〕
蛙
、
魚
名
、
似
レ
鰊
而
小
。
〔
集
韻
〕
鯰
、
魚
名
。

【
鮭
澗
】
1

巧
北
海
道
函
館
市
の
町
名
。

國
⑪ 醒

日
口
鰍
鎧
は
‘
を
が
に
。
〔
集
韻
〕
鎧
‘
鮫
鎧
‘
牡

蟹゚

七
六
四
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魚

部

〔
十
|
+
―
書
―
〕

蛙

館

鮪

鰊

鱈

鋸

薫

饂

鱗

緊

鯖

捺

鱚

鮪

蛯

携

鰯

鰍

鰤

鮪

緊

鰈

鰊

七
六
五

冨
t】
〗

●
は
も
。
〔
廣
雅
‘
秤
魚
〕
大
鰈
謂
1

一
之
鰊
↓
〔
漢
書

ゲケ

ンン

〔
集
韻
〕
渠
焉
切

囲

【
鱗
】
[

鱗
即
廉
字
。

ヘ
ン

廉
(
1
2ー

4
6
3
0
5
)

に
同
じ
。
〔
石
鼓

文
〕
黄
吊
其
鱗
。
〔
秤
昔
〕
鄭
氏
云
‘

ト
ふ
な
。
も
と
鯖
(
1
2
-
4
6
5
9
3
)

に
作
り
、

塗

Q

’

臭
豪
或
は
鱚

(
1
2
-
4
6
4
5
0
)
•

鰤
(
1
2
-
4
6
3

0
 4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鯖
‘
鮪
魚
也
、
ハ
レ
魚
脅
瞥
゜

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鮪
、
形
似
二
小
鯉
盆
己
黒
而
謄

促
‘
腹
大
而
脊
高
、
所
在
有
レ
之
、
字
亦
作
レ
鯖
゜

〔
玉
篇
〕
鮪
‘
鮒
也
。
〔
集
韻
〕
鮪
、
或
炊
レ

gno

【
饂
】
〗
い
[
[
□
-
[

未
詳
、
問
書
、
蝠
‘
似
―
―
馬
鮫
―
而
小
。
腫
い
わ
し
。
沙
汀

魚
。
鰯
゜

ヲ
ン

x
 
.f 
w
e
n
 

【
綴
】
〗
／
ヤ
ウ
昇
:
｛
い
戸

0本
字
。
〔
正

【
鮪
】
螂

〔
集
韻
〕
資
昔
切
芦
i

セ
キ
、
X
ヤ
ク

ヨ，ウュ
ロヨ，ウュ
g
 

員

心

冨

●

ひ

れ

。

〔

集

韻

〕

績

魚

脊

上

骨

゜

〔

證

、

少

儀

〕

夏
右
レ
蜻
。
〔
疏
〕
蜻
、
謂
11

魚
脊
↓
〔
史
記
、
司
馬

相
如
博
〕
捷
レ
鰭
擢
レ
尾
。
〔
注
〕
正
義
日
、
鰭
者
、

小

El□
]
●
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鮨
館
魚

§
策
也
、
炊
レ
魚
容
瞥
。
〔
證
、
内
則
‘
魚
去
レ
魚
背
上
翫
也
。

O
魚
の
名
。
鮨
(
1
2ー

4
6
1
2
3
)

に

同
じ
。
〔
玉
篇
〕
鮨
‘
魚
名
、
鰭
、
同
レ
鮨
。

乙
‘
注
〕
乙
‘
魚
腔
中
害
レ
人
者
名
也
、
今
東
海
館

[
蜻
闘
類
】
1

5

？
ヤ
ク
哺
乳
類
中
の
一
種
。
其
の
特
徴
は
‘

魚
有
レ
骨
名
レ
乙
、
在

h
品
久
状
如
―
策
乙
云
食
レ
之

息
人
、
不
向
屈
。
●
怪
魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
館
‘
罷
の
形
、
紡
錘
状
を
為
し
、
四
肢
は
短
く
し
て
間
く
、
各

魚
名
‘
似
レ
牛
‘
-H

日
如
レ
系
。
参
こ
の
し
ろ
。
蝙
(
1
2

五
趾
あ
り
‘
趾
間
に
躁
あ
り
、
鰭
に
類
す
。
涌
泳
に
便

|
 4
6
4
6
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鯰
‘
段
借
捷
‘
腿
訥
獣
海
豹
な
ど
之
に
隔
す
。

為
レ
鱚
。
〔
字
槃
〕
館
‘
郭
景
純
云
‘
館
‘
似
レ
鮭
而

、
【
鋸
】
如

黙
。
〔
正
字
通
〕
鯰
‘
卑
ハ
レ
鱚
同
、
今
池
沼
皆
畜
゜
〔
漢

書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
蝸
館
鰊
鈍
。
〔
注
〕
如
淳
曰

館
‘
似
レ
蛙
而
黒
。
国
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
館
‘
魚
名
。

日
テ
ン
〔
正
字
通
〕
知
演
切
圏
〗

ロ
万
ン
〔
正
字
通
〕
昔
戦

日
口
魚
の
名
。
〔
正
字
通
〕
鱗
臨
海
異
物
志
‘
鰻

魚
如
レ
指
、
長
七
八
寸
‘
但
有
―
―
脊
骨
苓
畏
作
レ
羮
、

滑
美
似
レ
餅
、
大
者
如
レ
竹
‘
曝
作
レ
燭
有
レ
光
。

〔
集
韻
〕
常
容
切

冨】五

〔
集
韻
〕
手
疎
切

〔
集
韻
〕
餘
封
切

圏藷困

【
鱚
鱚
】
2

ダ
t

ゥ
ま
な
が
つ
を
。
〔
王
篇
〕
鱚
‘
蛯
鯖
、
魚

也
。
〔
集
韻
〕
蝠
、
蛯
鰯
‘
魚
名
。

【
鰭
】
[
ギキ

〔
集
韻
〕
渠
伊
切／ 
く
一

喜図

司
馬
相
如
博
上
〕
鯖
館
鰊
鈍
。
〔
注
〕
如
淳
日
、
鰊
、

似
レ
蝉
。

0
大
魚
の
名
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
傭
上
、

昔
義
〕
鰊
‘
似
レ
鯉
而
大
。

【鰤】
i

譴
は
た
は
た
。
い
な
。
雷
魚
。

謄
(
1
2ー

4
6
3
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集

冨
】
叫
韻
〕
謄
‘
或
作
藉
゜
〔
郭
環
‘
江
賦
〕

鯖
鰊
蝶
紬
゜
〔
注
〕
善
曰
、
山
海
経
曰
‘
鰈
‘
其
状
如
レ
鰤
゜

ト
ロ
ウ

【鰯】
i

い
わ
し
っ
蝠
〔
和
名
類
緊
抄
‘
龍
魚

譴
部
‘
龍
魚
類
‘
鮨
‘
注
〕
伊
和
之
。

亘】
5

シ

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鰯
、
音
思
゜

【
鯖
】
岬

ケ
イ

義
未
詳
。
〔
字
菓
補
〕
雖
‘
弦
維
切

昔
機
。

祠
]
[
サ
[
し
い
f
い
。
い
冒
子
。
〔
干
禄

尤國

貫
；
~
日
口
●
に
し
ん
。
〔
説
文
〕
鰈
‘
鰈
魚

§
策
也
‘
一
名
鯉
‘
一
名
嫌
、
炊
レ
魚
婁
臀
。

〔
段
注
〕
一
名
、
酋
常
レ
作
―
二
只
此
一
名
鯉
耳
‘

非
面
三
十
六
鱗
之
鯉
也
。
〔
玉
篇
〕
鰈
‘
大
青

魚。

0
こ
ひ
。
●
を
見
よ
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鰈
‘

按
‘
鯉
醸
雙
贅
疑
‘
古
亦
贋
鰈
岱
鯉
也
。
歴

せ
い
こ
。

【
鰈
】
如

ロヴ

日
ル口ル

〔
集
韻
〕
龍
珠
切

〔
集
韻
〕
郎
侯
切

〇
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
繁
、
魚
名
。

O
籠
(
1
2
-
4
8
3
0

I
 

1
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
緊
‘
俗
鼈
字
。

鮨
(
1
2
-
4
6
2
5
5
)

に
同
じ
。
〔
正

【
鮪
】
〗
字
通
〕
鮨
、
問
人
謡
贄
鮪
魚
→

〔

本

草

‘

鮨

魚

〕

繹

名

、

鮨

魚

。

【

繁

峯

】

1

謗
清
、
戴
咸
弼
(
6
|
1
1
6
8
5
 :
 1
5
7
)

の
鑢

シぶ
Z
ウ

【鱚】』

’

嬌

(
1
2
-
4
6
4
8
7
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
縞
、
同
レ
嬌
゜

ヶ
ゥ

ガ
ウ
〔
集
韻
〕
牛
勺
切
圏

ゴ

ー

ウ

名

ao2

冨
】
如
ダ
イ
＂
戸
〗
い

[
7に同
し
。
〔
字
彙

【
鯖
】
〗
シ

鮨
(
1
2
-
4
6
2
0
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鰭
、
同
レ
蝠
゜

た
な
こ
。
〔
説
文
〕
謎
、
鮭
魚
也
‘
八
な
魚

籟
荼
連
臀
。
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
謎
、
嶼
也
。
〔
本

草
‘
嶼
魚
〕
繹
名
、
蛙
魚
。
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
綾
鯉
鮨

鮭。

魚
の
す
い
り
。
魚
を
醗
で
煮
た
も
の
。
〔
篇
海
〕

啜
、
以
レ
醗
煮
レ
魚
為
レ
緊
。

冨
~
】
〗
セ
イ
[
篇
海
〕
ヰ
兒
他

冨
】
〗

冦
】
[
レ
ン

〔
集
韻
〕
陵
延
切
／

oo

カ
ー
~
l
i
e
n
'

n11"

“
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ギ
ョ

冨

芦

豆

〔
集
韻
〕
訛
胡
切

〔
集
韻
〕
牛
居
切

蒻風l

つ
よ
い
魚
。
或
は
蠍
(
1
2ー

4
6
6
0
9
)

に
作
る
。
〔
爾

雅
‘
繹
魚
〕
魚
有
レ
カ
者
、
徽
。
〔
疏
〕
凡
魚
之
強
大

多
力
、
異
於
撃
輩
誓
名
レ
徽
。
〔
集
韻
〕
徽
‘
或

作
レ
蠍
。

【
徽
鯨
】
1

？
鯨
の
力
強
い
も
の
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
徽

鯨
背
中
―
―
於
蔓
棺
五
援
槍
暴
出
而
相
層
゜
〔
注
〕
劉
曰
‘
徽
、

鯨
魚
之
有
レ
カ
者
也
、
魚
大
者
莫
レ
若
レ
鯨
也
、
故
曰
,
,
徽

鯨
一
也
、
徽
昔
輝
゜

【
徽
】
i

キ
〔
集
韻
〕
Pf
章

切

圏

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
驚
、
魚
名
。

【
綴
】
如
ぢ
〔
集
韻
〕
昨
木
切
圏

【
鋤
】
〗
〔
篇
海
〕
歴
[
[

●
ひ
ら
。
ひ
ら
こ
の
し
ろ
。
又
、
其
の
ひ
も
の
。

勒
魚
。
〔
篇
海
〕
働
‘
鋤
黛
。
〔
正
字
通
〕
鋤
‘
鋤
魚
、

以,,
四
月
至
,
,
海
上
砿
人
蔓
水
贅
取
乏
、
状

如
鰤
魚
示
首
細
鱗
、
腹
下
有
硬
剋
乾
日
―
―
鋤

集
頭
上
有
レ
骨
、
食
之
如
一
鶴
嗽
尼
蓋
鰻
魚
之

一
種
也
。
●
閥
魚
の
卵
巣
。

ロ
ク

引璽

【
簾
】
3

蝶
(
1
9
-
4
6
5
8
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蝶
‘
或
ハ
レ
鹿
。

ロ
ク

＂ 
魚

音

〔
十
一
書
〕

【膝】
g

〔
集
韻
〕
戚
悉
切

oo

シ
ッ
シ
チ

【
鰍
】
如
ビ
ン

繁
(110
-
4
6
4
2
6
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鰍
、
同
レ
繁
。

O
海
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
繁
、
海
魚
名
。
●
い
し
も

ち
。
娩
(
1
2ー

4
6
1
5
3
)

に
同
じ
。
〔
正
字
涌
〕
繁
、

卑
¢
娩
同
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
、
娩
〕
雨
航
雑

録
・
娩
築
清
志
、
所
謂
繁
魚
、
是
也
。
●
甥
た
ら
。

鱈。
【
繁
魚
肝
油
】
1

竺
T

ョ
鱈
の
肝
油
。
精
製
し
た
も
の

は
薬
に
入
れ
、
劣
等
な
も
の
は
塗
革
、
及
び
貼
火
の
用

と
す
る
。

【
繁
】
〗
ピ
ン
ミ
ン

〔
集
韻
〕
美
隕
切
＞
極

n
＿r
且
屯

【
鰯
】
〗

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蝠
、
魚
名
、
似
レ
銃
而
小
。

ヂ
ヨ
ク

ニ
ゴ
コ
ク

〔
集
韻
〕
配
力
切

薦

冦
】
如
セ
ン
・
ソ

小
日
魚
が
つ
ら
な
り
ゆ
く
。
〔
説
文
〕
幾

喜
｛
豪
二
魚
也
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
綴
、
盗

連
行
之
貌
。
□
大
き
い
魚
。
〔
集
韻
〕
綴
、
魚
之

大
者
。

踊
由
會
意
。
二
魚
を
合
す
。
本
義
は
魚
の
つ
ら
な
つ
て

行
く
貌
。
故
に
魚
を
二
つ
合
し
て
そ
の
義
を
あ
ら
は

す。

テ
，
ウ
〔
集
韻
〕
田
聯
切
／
圏

曰

翌

ウ

右

l

公

t
^

iao' 

ロ
七
ウ
〔
集
韻
〕
先
了
切
晒
g

日

g●
は
え
。
は
や
。
或
は
脩
(
1
2
|
 
46179)• 

鰍
(
1
2ー

4
6
1
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鏃
、
白
鱗
、

魚
名
、
或
作
,
,
篠
・
鰍
↓
〔
正
字
通
〕
鱗
、
白
鱗
、
形

狭
而
長
、
若
レ
條
然
。
〔
詩
、
周
頌
、
潜
〕
鏃
鰭
鰻
鯉
。

〔
箋
〕
鱗
、
白
鱗
也
。
〔
本
草
、
鱗
魚
〕
集
解
、
時
珍

日
、
鱗
生
,
,
江
湖
中
1

小
魚
也
、
長
僅
散
寸
、
形
狭

而
扁
‘
状
如
柳
葉
一
鱗
細
而
整
、
潔
白
可
レ
愛
、
性

好
―
―
墓
遊
↓
●
或
は
釘
(
1
2ー

4
5
9
6
1
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鰊
、
或
八
レ
了
。

【
鱗
】
〗

0
こ
の
し
ろ
。
海
魚
の
一
。
或
は
駕
(
1
2ー

4
6
2
6

I
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰈
魚
名
、
或
作
レ
駕
。
●
鱗

(
1
2ー

4
6
5
7
0
)
の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
鰈
‘
鯖
字
之

識。
【
鯨
鯨
】
1

行

鯨
、
魚
名
。

魚
の
名
。
こ
の
し
ろ
。
〔
集
韻
〕
鯨
‘
鯨

【
鯨
】
如
打
〔
集
韻
〕
子
例
切
圏

義
未
詳
。
〔
龍
翁
手
鑑
〕
触
‘
―
音
一
紗
(110
-
4
5
9
8
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

仙

、

又

昔

蘇

。

【

鉱

】

[

サ

邑

筋

俗

塁

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鰯
‘
魚
名
。

【
鰤
】
g

[

[

〔
玉
篇
〕
初
陥
切
麿

魚
の
名
。
或
は
虻
(
1
2
-
4
5
9
6
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
膝
‘
魚
名
‘
或
ハ
レ
七
。

饒

働

驚

徽

綴

触

鱚

繁

鰍

膝

鯖

筋

鯨

鰊

繁

繁

鯖

謳

鰹

う
な
ぎ
。
お
ほ
う
な
ぎ
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鰹
、
大

銅
、
小
者
統
。
勝
か
つ
を
。
海
魚
の
一
。
〔
倭
名

類
棗
抄
‘
龍
魚
部
、
龍
魚
類
、
鰹
魚
〕
唐
韻
云
‘
鰹
‘

漢
語
抄
云
、
大
銅
也
、
大
日
レ
鰹
‘
小
日
レ
鋭
゜
〔
注
〕

加
豆
乎
゜

【
鰹
鯨
】
1

仔
魚
の
名
。
い
わ
し
く
ぢ
ら
。

【
鰹
節
】
2

カ
り
ヲ
鰹
の
肉
を
湯
霙
に
し
て
乾
か
し
た
も

の
。
木
魚
。
鰹
干
。
〔
倭
漢
三
才
圏
會
、
江
海
無
鱗
魚
、
堅

魚
〕
鰹
節
‘
鰹
肉
乾
捕
者
也
、
漁
人
造
レ
之
、
鮮
魚
去
1

一頭

【
鰹
】
如

ケ

ン

〔
集
韻
〕
経
天
切
』
B

り＿コ
chien'

小
日
口
閂
國
魚
の
名
。
蝦
に
似
て
足
無

屡負豪
し
。
〔
説
文
〕
謳
‘
謳
魚
也
、
状
侶
レ
蝦

無
レ
足
、
長
寸
、
大
如
及
股
盆
3
-
―
遼
東

r八
レ
魚
謳

臀。

,......., 
謳.......... 
46436 

國国口日
ウオウ
＇ 
ウク

ゥ

〔
集
韻
〕
烏
侯
切

〔
集
韻
〕
栃
子
切
國

〔
集
韻
返
倶
切
直
{

〔
集
韻
〕
委
利
切
圏因

【錨】
i

パ

ン

鰻（
1
1
1
-
4
6
4
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鰻
、
或
八
レ
両
。

黛】四
シ

繁
(
1
2
-
4
6
4
3
3
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
繁
、
同
レ
鷲
。

冤】
i

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
繁
、
魚
名
。
〔
山
海
経
、
中
山

経
〕
裾
山
、
江
水
出
焉
、
其
中
多
11

繁
魚
↓

シ

〔
集
韻
〕
脂
利
切
面
-

七
六
六

13362 



(46437 .. 3)― (46450) 
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獄
tr..........l 
46441 

魚
の
尾
が
な
が
い
。
或
は
鮮
(
1
2
-
4
6
1
6
4
)

に
作

り
、
通
じ
て
幸
(
9ー

3
1
0
5
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鮮
‘

魚
長
尾
兒
‘
或
省
作
レ
鮮
‘
通
作
レ
i

辛。

【
鰍
】
〗

冨
】
〗

【
鮮
】
〗

＂ 
魚
立
口

尾

5
ザ
腸
‘
為
祠
片
工
ぞ
中
笠
復
割
雨
片
肉
作
l
-

面
二
條
盆
以
爽
熟
取
出
曝
乾
‘
則
堅
硬
而
色
赤
、
如
一
松

節
丁
故
名
―
―
鰹
節
一
本
邦
B
用
之
佳
肴
、
調
-
1

和
五
味
之

偏―

-
B
不
レ
可
レ
欠
者
也
、
土
佐
之
産
為
レ
上
、
紀
州
熊

野
次
レ
之
、
阿
州
勢
州
又
次
レ
之
。

【
鰹
晶
]
3

万

0
水
馬
の
異
名
。
〔
和
漢
三
才
岡
會
、

湿
生
類
、
水
馬
〕
俗
云
1

一
鰹
晶
↓
按
‘
水
馬
‘
慮
虞
池
川
皆

有
、
頭
尾
尖
厨
髭
曲
、
高
脚
長
身
‘
其
色
赤
黒
‘
而
似
"

鰹
捕
正
故
日
鰹
品
↓
●
み
づ
ま
は
し
の
異
名
。

【
鰹
木
]

4

5
；
神
社
宮
殿
な
ど
の
棟
木
の
上
に
、
並
列

し
た
園
形
の
材
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
家
宅
之
用
、
干
木
〕

鰹
木
、
横
一
短
木
於
屋
脊
上
石
空
編
連
鰹
捕
状
互
瓜
名
ニ

之
鰹
木
ぶ
盆
皿
八
本
、
中
社
六
本
、
小
社
四
本
。

【
鰹
色
利
】
5

り5
り
食
物
の
調
味
に
用
ひ
る
も
の
。
鰹
を

霙
出
し
た
汁
。

ク
ヴ
ン

ヰ シ
ン

〔
集
韻
〕
疏
珠
切

鰍（
1
2
-
4
6
4
9
5
)
の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
蠍
‘
俗
鰍
字
。

〔
集
韻
〕
紆
胃
切

困

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鮒
、
魚
名
。
●
ま
ぐ
ろ
。
し

ぴ
。
も
と
尉
(
4
-
7
4
4
0
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鮒
、

鮪
別
名
、
東
莱
遼
束
人
呼
レ
鮪
為
―
―
尉
魚
工
ヵ
言
‘

讀
若
レ
鬱
、
義
同
、
本
作
レ
尉
‘
俗
加
レ
魚
。

〔
十
一
聾
〕

七
六
七

鮒
(
1
2ー

4
6
4
4
0
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
盟
、
同
レ
鮒
゜

ヰ

ヘ
ヴ
〔
集
韻
〕
婢
小
切
、
蒻

ベ
，
ゥ
勺
＿
公

p
i
a
o
•

囮

ロロ
マバマパ
ンンンン

〔
集
韻
〕
膜
官
切
囲

/
 

n
コ
man'

〔
集
韻
〕
無
販
切
顛

鰊
(
1
2
-
4
6
5
3
2
)

の
調
字
。
〔
字

【

鰺

]
i

彙
〕
鰺
、
鰊
字
之
謳
゜
腫
あ
ぢ
。
海

魚
の
一
。
竹
爽
魚
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
藝
オ
、
倭
字
〕
鯵
、

鰊
同
、
魚
胆
也
、
而
倭
以
為
1
1

小
魚
名
↓

【
鰻
】
如小

□
□
う
な
ぎ
。
或
は
鯖
(
1
2
-
4
6
4
3
5
)

臨
ヨ
魯
策
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鰻
‘
鰻
魚
也
、
ハ
レ
魚

曼
臀
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
即
爾
雅
之
窯
蛛
‘
今
俗

日
鰻
躍
五
是
也
。
〔
六
書
故
〕
鰻
‘
魚
無
レ
鱗
而
樽

長
‘
腹
白
‘
決
吻
如
蛇
。
〔
集
韻
〕
鰻
‘
或
八
レ
南
。

【
鰻
井
】
1

朽
井
の
名
。

O
江
蘇
省
鎮
江
縣
の
北
。
固
山

廿
露
寺
の
内
。
昔
、
僧
妙
機
と
い
ふ
も
の
‘
此
慮
に
棲

み
、
水
乏
し
い
た
め
に
井
を
浚
ひ
‘
鰻
を
得
た
故
事
に

よ
り
名
づ
く
。
〔
明
一
統
志
〕
鰻
井
、
在
―
―
鎖
江
府
甘
露
寺

堕
昔
有
信
妙
機
者
↓
棲
扉
子
此
ご
竺
水
浚
一
井
子

山
盃
匹
鰻
二
「
因
名
。

O
浙
江
省
紹
興
縣
の
編
山
。
井
に

鼈
鰻
あ
り
、
時
に
見
え
る
と
い
ふ
。
〔
夢
淫
筆
談
、
神
奇
〕

越
州
應
天
寺
有
―
―
鰻
井
工
在
二
-
大
磐
石
上
石
其
高
散
丈
、

井
棧
方
敷
寸
‘
乃
一
石
窮
也
‘
云
云
‘
唐
徐
浩
詩
云
‘
深

泉
鰻
井
開
‘
卸
此
也
‘
云
云
‘
相
博
云
‘
黄
巣
曾
以
レ
剣

f
l
j
レ
之
‘
凡
鰻
出
遊
‘
越
中
必
有
―
―
水
旱
疫
塙
之
災
ぶ
呼
八

常
以
レ
此
候
レ
之
。
〔
明
一
統
志
〕
鰻
井
、
在
―
―
紹
興
府
亀

世
井
有
二
震
鰻
時
出
見
。

【
鰻
蛛
】
2

和
い
う
な
ぎ
。
〔
廣
韻
〕
鰻
‘
鰻
鰊
‘
魚
也
。

【
鰻
鰈
】
3

り
う
な
ぎ
。
鰻
饂
に
同
じ
。

【
鰻
窯
】
4

切
う
な
ぎ
。
鰻
鰈
。
〔
稽
紳
録
‘
三
、
漁
人
妻
〕

因
取
置
1

一
漁
含
中
「
多
得
-
―
鰻
窯
魚
一
以
食
レ
之
。

【
鰻
耀
]
5

℃
う
な
ぎ
。
〔
本
草
‘
鰻
罐
魚
〕
繹
名
、
白
鰐
、

蛇
魚
‘
乾
者
名
1

一
風
鰻
五
時
珍
曰
‘
鰻
蟻
‘
藷
注
昔
漫
黎
‘

按
‘
許
慎
説
文
‘
躍
輿
レ
鰻
同
‘
趙
辟
公
雑
録
亦
云
‘
此
魚

有
レ
雄
焦
雌
以
レ
影
漫
於
鰻
應
則
其
子
皆
附
1

一
子
鰻

競
而
生
‘
故
謂
乏
鰻
諷
集
解
、
時
珍
曰
‘
鰻
耀
‘
其
状

如
レ
蛇
‘
背
有
二
肉
馘
五
連
レ
尾
無
レ
鱗
有
レ
舌
‘
腹
白
、
大
者

鰹

膵

緻

鮒

盟

鰺

鰻

鰭

鰭

蝉

鰊

驚

縦

績

サ
ヴ

【
鰈
】
如

【
蝉
】
〗
り
い
豆
計
戸
。
に
同
じ
。
〔
集

,...., 
州河鰭可在其河揺の孫 A
省に水ニニ
攘合ヤ、以羽

状―‘水名炎紺鰐

1 しス’’禦端レ
如其出べ云§酋、。豪小

縣てけ，，ー 中焉山
の長 火ー、鵜多‘海鰭-
北江● ‘其而二而経者本

魚●
習ど
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鰭O晶憚‘ -り推ベ
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後物品 魚可ヽ
國甚字地、製は邑白胞レフ
に周翌門示丈秤罪也 Fき
在角,,:.、 ぶ

る 位門
草は名中° 膠

円 岱通謎悶算畠記° ぅ
＜ 
,....... 

州懇ヵ入 レ字集
膠戸樗ら i包通韻魚
俗名製 0~ ~ 辟
謂ェ、す ● 鰈鰈°
と戸‘鰈る に煎、角：魚
鰈猿け闘 べ辟膠聰

【
鰭
】
如

シ
ヴ
ジ，ユ

〔
集
韻
〕
徐
由
切

〇
魚
の
名
。
絡
(
1
2
|
 4
6
2
5
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

絡
、
魚
名
、
但
蝙
而
大
鱗
、
肥
美
多
レ
鰊
、
或
作
レ

鰭
゜
〔
異
物
志
〕
鰭
魚
、
初
夏
従
海
中
涵
g
レ
流
而

上
、
長
尺
餘
‘
腹
下
如
レ
刀
、
肉
中
細
骨
如
レ
毛
。

O

え
つ
。
〔
正
字
通
〕
鰭
‘
紫
別
名
。

尤

【

鱚

】

[

日
口
●
ふ
な
。
又
‘
鮪
(
1
2
-
4
6
3
9
8
)
に
作
る
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
鰊
‘
字
亦
作
レ
鮪
゜
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕

績
鮒
也
。
〔
類
篇
〕
鱗
‘
小
魚
也
‘
今
螂
魚
。
〔
楚
軒
‘

大
招
〕
i

佃
鯖
腟
レ
雀
゜
〔
注
〕
鯖
‘
鮒
。
●
小
さ
い
貝
゜

績
(
1
0
-
3
3
5
3
2
)
に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
貝
、
大

者
航
、
小
者
鯖
゜
〔
注
〕
今
細
貝
、
亦
有
―
―
紫
色
1

者、

出
1

一
日
南
↓
〔
祁
焚
行
義
疏
〕
鰭
者
、
小
貝
之
名
、
本

草
名
頁
子
↓
〔
爾
雅
‘
秤
魚
、
蛾
、
小
而
楠
、
秤
文
〕

績
、
本
或
作
レ
鰊
。 セ

キ
〔
集
韻
〕
資
昔
切
戸
〗
）

日

シ

，

ヤ

ク

り

1

c
h
i
'
 

具
'
[
ク
〔
集
韻
〕
士
革
切
闘

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鍛
、
魚
名
、
出
二
梁
州
↓

【

鰭

】

岬

シブジプ

〔
集
韻
〕
席
入
切/ 
T

＿
 匂圃

長
散
尺
‘
脂
膏
最
多
、
背
有
―
―
黄
脈
一
者
、
名
1

一
金
絲
鰻
躍
↓

【
毀
】
如

セ
ン

1) 

〔
集
韻
〕
旬
宣
切

囲

紫
(
1
2
-
4
6
1
9
2
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鷲
、
紫
並
同
。
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●
さ
め
の
＿
種
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
緊
‘
是
謎
。
●

謎
鋏
は
‘
魚
の
名
。
又
、
し
ほ
か
ら
。
〔
集
韻
〕
鋏
‘

謎
鰊
‘
魚
名
、
一
日
璽
蔵
魚
腸
゜

【
謎
鋏
】
1

勺
魚
腸
の
し
ほ
か
ら
。
一
説
に
、
魚
の
名
。

〔
集
韻
〕
鋏
‘
謎
鰊
‘
魚
名
、
一
日
‘
璧
蔵
魚
腸
、
宋
明
帝
密
ニ

漬
謎
鰊
―
―
食
藪
升
↓
〔
本
草
‘
謎
鰊
〕
繹
名
‘
鰈
‘
作
レ
膠

名
↓
―
鰈
襄
時
珍
曰
‘
沈
括
筆
談
云
、
謎
級
烏
賊
魚
腸

也
‘
孫
価
唐
韻
云
、
璧
蔵
魚
腸
也
、
南
史
云
‘
齊
明
帝
嗜
―
―

冦

】

的

[

?

〔

集

韻

〕

荏

ハ

切

願

冠】[キ
i
[五
い
さ
蘭
ビ
鳳

吋
【
鰊
】
岬
心
月
日
戸
い
且

云
、
今
作
レ
鮒
、
昔
附
。

4
 
（
 

‘.
j
 
ー5
 
4
 
6
 
4
 （【繁】応

□
□
●
さ
め
の
一
種
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
繁
、
是
駆
゜

〔
注
〕
繁
、
錯
隔
也
、
開
似
レ
鰈
‘
尾
如
仰
魚
工
入

腹
壕
小
鋭
而
長
、
歯
羅
生
上
下
相
街
、
鼻
在
二
額

上
二
能
作
レ
臀
、
少
レ
肉
多
レ
膏
‘
胎
生
、
健
映
―
―
細

魚
工
大
者
長
丈
餘
、
江
中
多
有
レ
之
。
〇
い
る
か
。

〔
正
字
通
〕
緊
、
李
時
珍
日
、
大
如
レ
猪
、
色
宵
黒
‘

似
レ
鮎
有
面
柑
灰
雌
雄
類
仄
‘
敷
枚
同
行
、
一
浮

一
没
‘
謂
乏
拝
風
郭
環
賦
海
稀
江
豚
是
也
。

O

或
は
既
(
1
2
ー

4
6
0
 11)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
繁
、
或

ハ
レ
光
。

□ 日
ギキゲキ

7 

〔
集
韻
〕
其
既
切
国
g

Hヽ
 
I
 

chi' 

〔
集
韻
〕
巨
至
切

oo

＂ 
魚

音

〔
十
一
書
一
〕

冦

】

吋

●
蛙
鱚
は
‘
魚
の
名
。
ま
な
が
つ
を
。
〔
集
韻
〕
鰯
、

鯰
鰈
、
魚
名
。
●
鮨
(
1
2
|
 4
6
2
5
5
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
鮨
、
亦
作
レ
鰯
゜

【
鯖
魚
】
1

知
ば
魚
の
名
。
ま
な
が
つ
を
。
〔
事
物
異
名
録
‘

水
族
、
鮨
〕
寧
波
府
志
‘
鯖
魚
、
一
名
鯖
魚
、
身
扁
而
鋭
、

状
若
藉
刀
↓

〇
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
嵯
、
魚
名
。
〔
山
海
経
、
東

山
経
〕
蒼
橙
之
水
、
多
1

一
鱚
魚
石
其
状
如
レ
鯉
而
大

首
、
食
者
不
レ
税
。
〔
注
〕
今
蝦
蛸
字
‘
亦
或
作
レ

嵯
、
音
秋
。

O
ど
ぢ
や
う
。
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
鱚
‘

蛸
也
。

【鯖】臼
【鰭]臼

シ
ヴ
シ，ユ

カ，
7

〔
集
韻
〕
資
良
切

〔
集
韻
〕
雌
由
切

シぶ‘
9

ウ

サ
ヴ

因
闘

鮭
(
1
2
|
 4
6
3
9
6
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鰭
‘
俗
鮭
字
。

鰊

繁

鍛

鯰

鰭

鰯

鱚

鰊

鱒

端

鱚

謎
臭
以
レ
蜜
漬
レ
之
、
一
食
敷
升
、
観
レ
此
則
鰈
卑
ハ
レ
腸
‘

皆
得
レ
稲
―
―
謎
鰊
玉
大
、
今
人
以
レ
鰈
霙
凍
作
涵
膏
、
切
片

以
置
醐
食
レ
之
‘
呼
為
二
魚
膏
―
者
是
也
、
故
宋
齋
丘
化

書
云
、
駆
鋏
爽
足
垢
蕪
レ
殊
‘
鰈
即
諸
魚
之
白
辟
、
其

中
空
如
レ
泡
、
故
日
レ
鰈
‘
可
1

一
治
為
＞
膠
、
亦
名
二
鏃
膠
五
諸

鰈
皆
可
レ
為
レ
膠
、
而
海
漁
多
以
"
石
首
鰈
正
ぴ
之
、
名
―
―

江
鰈
;
ザ
江
魚
之
鰈
也
、
鮎
レ
物
甚
固
‘
此
乃
工
匠
H

用
之
物
、
而
記
籍
多
略
レ
之
。
〔
齊
民
要
術
、
作
醤
法
〕

作
虹
鱗
法
、
取
1

一
石
首
魚
・
紗
魚
・
蝠
魚
―
―
一
種
腸
吐
胞

齋
浮
洗
、
空
著
1

一
白
臨
央
令
下
小
倍
二
臨
震
只
器
中
密
封
い

置
一
日
中
「
云
云
‘
熟
時
、
下
―
―
置
酢
等
一
〔
注
〕
漢
武
帝

逐
レ
夷
至
―
―
海
濱
一
聞
二
香
氣
五
乃
是
漁
父
造
1

一
魚
腸
於
坑

中
一
以
レ
土
覆
レ
之
‘
取
食
以
為
―
―
滋
味
一
逐
レ
夷
得
―
―
此

物
面
ば
名
レ
之
。

【
鰊
】
[

□
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蝶
、

魚
名
、
難
足
也
。
〔
山
海

経
、
北
山
経
〕
浪
澤
之

水
、
東
北
流
注
二
子
泰

遷
其
中
多
二
鰊
魚
工
其

状
如
レ
鯉
而
難
足
‘
食
レ
之
已
レ
梵
゜
□
魚
の
名
。
餓

(
1
2
-
4
6
3
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
餓
、
魚
名
、
或

作
レ
鰊
。
口
魚
の
子
。
〔
集
韻
〕
蝶
、
魚
子
。

〔
集
韻
〕
朱
追
切

OO

出

X

コ
c
h
u
a
n
'

〔
集
韻
〕
竪
尭
切
卿

〔
集
韻
〕
徒
官
切
圏

〔
集
韻
〕
龍
脊
切
霰

曼

『

小

□

国

O
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鱒
、
鱒
魚

屋
豪
也
、
炊
レ
魚
専
臀
゜
〔
廣
韻
〕
鱒
‘
魚
名
、

美
也
、
出
―
―
洞
庭
湖
言
集
韻
〕
鱒
‘
魚
之
美
者
。
〔
儀

證
‘
士
喪
帳
〕
鱒
鮒
九
膳
。
〔
呂
覧
、
本
味
〕
魚
之
美

者
、
洞
庭
之
鱒
。
●
大
き
い
魚
。
鰻
(
1
2
-
4
6
5
3
3
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鱒
‘
段
借
為
レ
鰻
。

O

姓
。
〔
正
字
通
〕
鱚
‘
姓
、
春
秋
呉
勇
士
鱚
諸
。
曰

魚
の
名
。
或
は
蜻

(
1
0
-
3
3
5
5
1
)

に

]
]
]
l
]
[
[

」"

詞
誓
讐

【
鱒
】
[
囲国口
レダタゼセ
ンンンンン

□
セ
ン

日
昇
〔
集
韻
〕
子
皓
切
踪

□
サ
〔
集
韻
〕
損
果
切
声
⑱

国
昇
〔
集
韻
〕
鋤
交
切
屠

（園経海山）魚鰈

【鑓】如

鯖
(
1
2
1
 46
1
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

舗
‘
或
凡
レ
逍
。

フ

下
大
旱
。
〔
集
韻
〕
鱒
、
或
炊
レ
虫
。
國
人
名
。
〔
集

韻
〕
鱒
‘
闘
、
人
名
、
春
秋
偉
有
-
―
衛
侯
弟
鱒
↓

【
鱒
諸
】
1

や
5

春
秋
‘
呉
の
勇
士
。
呉
王
僚
を
刺
し
た

贅
又
、
専
諸
に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
鯖
、
専
諸
‘
呉
剌
客
‘
或

作
レ
鱒
。
〔
左
氏
‘
昭
、
二
十
〕
乃
見
鰐
設
謡
焉
、
而
耕
―

於

邸

↓

〔

注

〕

鱒

諸

‘

勇

士

。

「

よ

。

【
鱒
設
諸
】
2

バ
＇
ピ
，
春
秋
呉
‘
専
諸
の
一
名
。
鱒
諸
を
見

、

日

□

0
こ
の
し
ろ
。
〔
説
文
〕
蝙
、
蝙

蟻
い
魚
也
、
長
魚
庸
臀
。
〔
正
字
通
〕
譴

似
レ
鍵
、
大
頭
細
鱗
‘
目
妾
有
レ
骨
゜
〔
史
記
、
司
馬

相
如
傭
〕
鯖
罐
鰊
鉦
゜
〔
注
〕
集
解
曰
‘
郭
環
日
、

罐
、
似
レ
鑓
而
黒
。
〔
本
草
〕
罐
魚
‘
似
レ
鮭
而
色
黒
‘

其
頭
至
大
、
味
亜
二
於
鍵
ご
謎
之
美
在
レ
腹
、
罐
之

美
在
レ
頭
。

O
怪
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鱚
‘
魚
名
‘
如
レ

就
牛
音
。

0
或
は
鮪
(
1
2
|
 4
6
3
9
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
蝙
‘
一
作
レ
縮
謄
ち
ち
か
ぶ
り
。
〔
倭
名
類
緊

抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鯛
〕
雀
品
食
経
云
‘
罐
‘

似
紐
魚
而
有
二
熙
翌
〔
注
〕
知
知
加
布
利
。

【
鱚
蝙
】
1

琴
魚
の
名
。
偶
毘
。
魚
牛
゜
〔
山
海
経
、
東
山

[
〗
虞
―

シ
，
ヨ
，
ウ
〔
集
韻
〕
常
容
切
ぬ
〗

＇ 

シ，ュ

U
L

y
u
n
g
'
 

日
ョヴ

ロ

ュ

〔

集

韻

〕

餘

封

切

圏

冨[]臼

七
六
八
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魚

部

〔
十
一
—
|
＋
二
董
〕

【

鰈

】

[

鰻

蜆

鱒

繁

鱈

鰈

鰊

鰈

鱈

齋

繁

鰯

鑢

鯛

鰯

撫

鰤

鯛

鯖

鱚

繋

餓

鯨

鱚

七
六
九

【
鱈
】5
諷

h
s
u
e
h
3
~
~
!
'
:
$
'
~
~

〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
藝
オ
、
倭
字
〕
鱈
、
大
口
魚
之
俗
字
。

＞
 

T
U
せ

諷
は
や
。
は
え
。
饒
。

【
鰊
】
〗
カ
，
ゥ
暉
鮫
鰊
は
、
海
魚
の
一
。

【
鰈
】
如

コ
ン

錨
(
1
2
-
4
6
2
4
7
)
に
同
じ
。
〔
康
煕

字
典
〕
鰈
、
集
韻
、
同
レ
鯉
。

魚
の
名
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
鱚
‘
魚
名
。

【
鱚
】
〖
エ
ン
〔
捜
員
玉
鏡
〕
昔
恨

【
繁
】
〗
リ
ン

緊
(
1
2
-
4
6
4
8
2
)

の
謡
字
。
〔
字
彙

補
〕
繋
、
繋
字
之
謡
。

た
こ
。
章
魚
。
〔
字
彙
補
〕
鱒
‘
間
書
‘
鱒
魚
、
一
名

望
潮
魚
。

【
鱒
】
〗
シ
，
ヤ
，
ウ
〔
字
彙
補
〕
照
昌
切

ふ
ぐ
。
〔
六
書
故
〕
鏃
範
亦
謂
二
之
鯛
↓
〔
本
草

河
豚
〕
繹
名
、
蜆
魚
。

【
蜆
】
〗
キ
〔
六
書
故
〕
均
規
切
甲
-

【
鰻
】
』

腹
(
1
2
-
4
6
3
4
0
)
に
同
じ
。
〔
康
煕

字
典
〕
鰻
、
興
レ
鯉
同
。

フ
ク

【
鑢
】
5

キ，ヨ

鮭
(
1
2
-
4
6
0
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鮎
‘
或
作
レ
鑢
。
〔
史
記
、
司
馬

□
□
国
國

0
細
魚
の
名
。
蝠
魚
（
1

)

を
見
よ
。

O

鰯
跨
は
、
た
な
ご
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
鰯
誇
‘
蠍
鯨
゜

〔
集
韻
〕
蝠
鰯
跨
、
魚
名
。

【
鰯
魚
】
1

和
5

魚
の
名
。
〔
通
雅
、
動
物
〕
鰯
魚
、
一
名
、
春

魚
、
春
時
有
レ
之
。
〔
本
草
、
鰯
魚
〕
繹
名
、
春
魚
、
作
レ
膳

名
"
鶉
毛
甦
集
解
、
時
珍
曰
‘
北
戸
録
云
‘
云
云
‘
其
細

杷
毛
‘
其
味
絶
美
、
郭
義
泰
所
謂
武
陽
小
魚
、
大
如
レ

鍼
、
一
斤
干
頭
、
蜀
人
以
為
レ
醤
者
也
。

【
鰯
鰐
】
2

叱
，
魚
の
名
。
ふ
な
に
似
て
小
さ
く
黒
い
。
た

な
ご
。
に
が
ぷ
な
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
鰯
跨
、
籟
鯨
゜
〔
注
〕

小
魚
也
、
似
,
,
鮒
子
1

而
黒
‘
俗
呼
為
―
―
魚
婢
一
江
東
呼

為
―
―
妾
魚
↓

日
パ
＋
シ
，
ユ
ツ

ジ
，
ユ
チ

口
ク
，
ワ
ッ

国
ケ
チ

【
鯖
】

5

國

[

[

〔
集
韻
〕
允
律
切
闇
{

ヽ

u
m
4
 

〔
集
韻
〕
食
律
切
岡
i闘圏

〔
集
韻
〕
古
穴
切

〔
集
韻
〕
古
滑
切

冤】
5

．

鼈

（

1
2
1
4
g
 
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鼈
、
或
ハ
レ
魚
。

ヘッ

〇
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
齋
、
魚
名
、
出
二
漢
水
面
炉
鯉

而
小
。
●
鯖
(
1
2
-1
 4
6
5
7
0
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕

齋
、
鯖
字
之
謡
。

【
齋
】
5

[

バ
〔
集
韻
〕
前
西
切
圏

＇三

籍
日
□
国
●
魚
の
子
。
卵
か
ら

欝

：

瓜

文

か

へ

つ

た

ば

か

り

の

魚

の

子
。
〔
説
文
〕
鰯
、
魚
子
已
生
者
也
、
ハ
レ
魚
隋
臀
゜

〔
段
注
〕
謂
L

魚
卵
生
―
―
於
水
舛
間
一
初
学
有
1

一魚

形
上
丸
●
蟹
の
子
。
〔
廣
韻
〕
鯖
、
蟹
子
。
●
或
は

紫
(
1
2
ー

4
6
2
0
5
)

・
隔
(
1
2
|
 4
6
5
4
9
)

に作＂る。

〔
集
韻
〕
鯖
、
或
作
二
窯
・
陳
↓
●
摘
文
、
脆
(
1
2
ー

4
6

【
鯖
】
5

口
[ュィ

国國
タ

日
タ

〔
集
韻
〕
吐
火
切
」
闘

右

X
こ

t'uo3

〔
集
韻
〕
翻
規
切
甲
-

〔
集
韻
〕
愈
水
切
醐
g

〔
集
韻
〕
吐
臥
切
園
幽

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
魚
名
。
●
ふ
な
。
〔
集
韻
〕

鰤
一
曰
、
鮒
。

O
ま
ぐ
ろ
。
〔
字
彙
〕
鰤
、
一
曰
‘
鮪

別
名
。

【
鰤
】

5

シ

〔
集
韻
〕
相
支
切
甲
{

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鱚
、
魚
名
。

【
鯉
】

5

臼
〔
字
彙
〕
武
夫
切
國

【
鰯
】

5

ガ
ク
＂
咋

[H:り俗
字
。
〔
正
字

魚
の
名
。
〔
篇
海
〕
鯛
、
魚
名
。

【
鯛
】

5

竺
〔
篇
海
〕
居
晏
切
回
g

相
如
傭
〕
馬
異
鑢
納
゜
〔
注
〕
集
解
日
‘
徐
廣
日
‘
鑢
‘

作
レ
鯨
‘
納
‘
一
作
レ
鯖
。

【
鰍
】
〗
"" チツ

〔
集
韻
〕
普
活
切
園
『

勺
ビ

p
o
'

籐】細
み
t
J

ひ
゜
〔
廣
韻
〕
鰊
、
魚
名
、
似
レ
虹
白
‘
鼻
長
也
。

〔
集
韻
〕
鰊
、
魚
名
、
白
虹
也
。

シ
，
ャ
ゥ

ザ，ウ

〔
集
韻
〕
似
雨
切
醐
{

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
魚
名
、
無
レ
骨
゜

【
鰈
】

i

ゼセ
ンン

〔
集
韻
〕
縞
免
切
芦
血

小
●
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
繋
‘
緊
魚
也
、
ハ
レ

策
魚
献
臀
。
●
う
ろ
こ
。
鱗
(
1
2ー

4
6
5
0
2
)

賢
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
鱗
‘
説
文
‘
魚
甲
也
、
通
作
レ
緊
゜

冤
】
〗リ
ン

〔
集
韻
〕
離
珍
切
園
i

【
鱚
】
畑

シ
ン

鱚
(
1
2
_
4
2
8
0
)

の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
鱚
、
俗
鱈
字
。

小

日

口
l

●
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
鯖
‘
鯖
魚

煕
豪
也
‘
払
魚
替
臀
゜
〔
韓
詩
外
博
、
六
〕
昔

者
、
幌
巴
鼓
レ
琴
、
而
鱚
魚
出
聴
。
●
つ
け
う
を
。

〔
集
韻
〕
鱚
‘
一
説
‘
南
方
謂
レ
薫
日
レ
鱚
。

80

日
ン
ン
／
ン
シ
ン

【
鱚
】
464

目

〔
集
韻
〕
時
任
切

〔
集
韻
〕
杏
林
切

陳厩

5
5
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
擁
作
レ
臆
。
國
●
魚
の

子
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
初
化
日
レ
鯖
。
●
魚
の
鱗
を
去

る
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
魚
去
レ
鱗
日
レ
鯖
。
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小

日

口

10か
ぢ
き
。
か
ぢ
き
と
ほ
し
。
し

幽
e甲
§
豪
ぴ
。
ま
ぐ
ろ
。
も
と
鰊
(
1
2
-
4
6
6
3
0
)

に
作
り
‘
俗
に
鱒
(
1
2
-
4
6
5
0
4
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
鱒
‘
説
文
、
本
作
レ
鰊
。
〔
説
文
〕
鰊
、
鰈
魚
也
、

シ
ン
シ
ン

日・口
ィ
ン

【
鱈
】
畑

〔
集
韻
〕
徐
心
切
／
卿

T
U
 .f 
h
s
見

〔
集
韻
〕
夷
針
切
卿
凸

口
ヶ
ヴ
〔
集
韻
〕
攀
夭
切
回
[

□
ヶ
，
ウ
〔
集
韻
〕
居
妖
切
薩
0)

曰
ゲ
ヴ
〔
集
韻
〕
魚
小
切
詞

日
口
口
み
こ
ひ
゜
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
鮒
‘
蝸
也
。
〔
集

韻
〕
矯
‘
白
魚
。

【
蝠
魚
]
1
5
5

魚
の
名
。
に
ご
ひ
。
み
ご
ひ
。
白
魚
。
〔
本

草
、
白
魚
〕
糟
名
、
矯
魚
‘
時
珍
日
、
白
亦
作
レ
鮒
‘
白
者
色

也
‘
矯
者
頭
尾
向
レ
上
也
、
集
解
‘
劉
翰
曰
、
生
↓
―
江
湖
中
「

色
白
頭
昂
、
大
者
長
六
七
尺
‘
時
珍
日
‘
鮒
形
窄
腹
扁
鱗

細
‘
頭
尾
倶
向
レ
上
‘
肉
中
有
細
刺
瓦
王
白
魚
入
レ
舟
‘

即
此
゜

【
蝸
】
畑

【
鰯
】
〗
ジ，ユ

嬬
(
1
2
|
 4
6
5
6
6
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鱗
、
同
レ
鱈
。

図図

日
●
あ
か
え
ひ
。
黄
虹
゜
〔
集
韻
〕
鰯
、
魚
名
。
〔
正

字
通
〕
鰯
‘
鰤
魚
‘
俗
名
―
―
蒲
魚
盃
E

州
有
レ
之
。

O

大
き
い
魚
。
〔
廣
韻
〕
鰯
、
大
魚
。
□
大
き
い
魚
。

冨

】

畑

巳
キ
□ヰ

〔
集
韻
〕
呼
為
切

〔
集
韻
〕
子
娯
切

【
鱗
】
〗
久
ワ
ウ
＂
一
[
[
月
い
い

0゚
〔
集

日
●
う
み
へ
ぴ
゜
鱚
(
1
2
ー

4
6
4
9
9
)

に

同
じ
。
〔
説
文
〕
鱒
、
鱒
魚
也
、
八
レ
魚
限

臀
゜
〔
段
注
〕
今
人
所
レ
食
之
黄
鱚
也
、
黄
質
黒
文
‘

ヽ
一

匹平，．
夏
策

セ
ン

9
6
日
ゼ
ン
凡

【琶
464

〔
集
韻
〕
上
演
切
臨

ヽ

戸
i
:
f
'
s
h
a
n
4

〔
集
韻
〕
唐
何
切
祇
l

日

g
●
ほ
し
う
を
。
〔
字
彙
〕
蟻
‘
乾
魚
。
〔
周
栂
、

天
官
、
庖
人
〕
夏
行
二
眠
蟻
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
、
据
、

【
鱚
】
細

乾
雉
‘
蟻
‘
乾
魚
也
‘
玄
謂
‘
眠
蟻
‘
嘆
熱
而
乾
゜
〔
孫

話
譲
正
義
〕
云
二
眠
繍
曝
熱
而
乾
―
者
、
秤
下
夏
行
1

一

眠
鑓
之
義
3

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
繍
、
魚
名
、
蛇

母
也
。

O
魚
の
あ
ぶ
ら
。
〔
集
韻
〕
繍
、
一
日
、
魚

脂
。
R
臆
(
9
-

婆
8
8
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
朧
‘
或
【
鰍
】
畑

炊
レ
魚
。
陸
し
や
ち
ほ
こ
。
鰭

圃幅

日
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰍
、
魚
名
。
国
魚
が
網
に

か
か
る
。
〔
集
韻
〕
蠍
、
魚
獨
レ
岡
也
。

日
ク
，
ワ
ン

匡
ク
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
苦
緩
切

〔
集
韻
〕
苦
玩
切

銅
（
1
2
-
4
6
1
2
1
)

に
同
じ
。
〔
集

ト
ヴ

韻
〕
銅
‘
或
炊
レ
童
。

シ
，
ユ
ク

ス
ク

日ロ

【
蟻
】
〗
、
ン
，
ウ

シ，ユ

〔
集
韻
〕
思
留
切
中
心

〔
集
韻
〕
息
六
切
腰
〗

●
魚
の
尾
の
長
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
鱚
、
尾
長
兒
。
炊
レ
魚
皐
臀
、
傭
日
、
伯
牙
鼓
レ
琴
、
鰈
魚
出
聰
。

0
魚
の
お
よ
ぐ
さ
ま
。
又
‘
魚
の
躍
る
さ
ま
。
或
〔
玉
篇
〕
鱚
、
鮪
也
。
●
え
ひ
。
〔
倭
名
類
緊
抄
、
龍

は
鱚
(
1
2
-46294)• 

鮫
(
1
2
-
4
6
0
4
2
)

に
作
る
。
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鰈
魚
〕
文
字
集
略
云
‘
鱒
‘
似
レ
蜻

〔
集
韻
〕
鰍
‘
魚
滞
兒
‘
或
省
、
亦
作
レ
鮫
。
〔
集
韻
〕
而
青
、
長
鼻
骨
者
也
。
〔
注
〕
衣
比
゜

絨
説
文
‘
脩
鮪
鮫
鮫
、
或
作
レ
猜
‘
亦
炊
レ
魚
。

O
【
鰈
魚
】
1

知
5

魚
の
名
。
か
ぢ
き
。
一
説
に
、
深
い
淵
に

魚
が
尾
を
ふ
る
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
鰍
、
魚
掠
レ
尾
也
。
ひ
そ
ん
で
ゐ
る
魚
。
鰈
は
澤
の
仮
。
〔
説
文
〕
鱈
、
鰈
魚

也
、
博
日
、
伯
牙
鼓
レ
琴
、
鰈
魚
出
聴
。
〔
本
草
、
鱒
魚
〕
繹

名
、
鱈
魚
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
鱈
魚
唱
―
―
於
水
裔
↓
仰
二
閉

【鱗
8
畷】
1

ぢ
魚
の
元
氣
よ
く
消
ぐ
さ
ま
，
澄
澄
。
登
狽
゜

島
而
舞
"
玄
鶴
↓
〔
注
〕
善
日
、
韓
詩
外
偲
曰
‘
昔
伯
牙

〔
詩
‘
衛
風
‘
碩
人
‘
鰭
鮪
登
猜
‘
博
‘
猜
検
盛
貌
‘
秤
文
〕

鼓
レ
琴
而
消
魚
出
聰
、
銑
曰
、
鱈
、
魚
名
。
〔
左
思
、
蜀
都

棧
、
韓
詩
作
レ
鱚
゜
〔
白
居
易
‘
昆
明
春
水
涌
詩
〕
今
来
浮

賦
〕
感
1

一
鱒
魚
云
呼
陽
侯
↓
〔
注
〕
劉
日
、
鱈
魚
出
―
―
江
中
一

禄
水
照
レ
天
‘
涌
魚
鱗
鱗
蓮
田
田
。
〔
部
説
‘
河
南
府
試
答

頭
興
レ
身
正
半
、
口
在
二
腹
下
↓

蹄
賦
〕
魚
蛾
鐙
以
随
レ
波
架
只
‘
免
妥
妥
而
得
レ
性
恰
然
。

＂ 
魚

音

〔
十
二
書
＿
〕

小
日
□
回
回
ま
す
。
〔
説
文
〕
鱒
赤
目

貧良豪
魚
也
、
ハ
レ
魚
尊
臀
゜
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕

鯰
、
鱒
゜
〔
詩
‘
詣
風
、
九
晟
〕
九
晟
之
魚
鱒
紡
゜

〔
疏
〕
鱒
‘
似
レ
蝉
、
而
鱗
細
1

秘
緬
文
赤
眼
。
国
l

●
魚

が
泥
中
に
入
る
。
〔
廣
韻
〕
鱒
‘
魚
入
レ
泥
。

O
魚
の

名
。
〔
集
韻
〕
鱒
、
魚
名
。

ソ
ン

日
ゾ
ン長

【
鱒
】
〗
具
[
/

異
]
ノ
ン

固
f
ン

〔
集
韻
〕
粗
本
切
、
玩

p
x
 .f tsuen• 

〔
集
韻
〕
鵜
免
切
卿
]固霰麗

〔
集
韻
〕
祖
悶
切

〔
集
韻
〕
雛
患
切

〔
集
韻
〕
柱
兌
切

〔
集
韻
〕
鰯
‘
魚
大
者
日
レ
鰤
゜

撥

鯉

蝸

鱚

鰭

鱗

鰯

鱒

鐘

鰈

鰐

艦

蒸

鱚

【
鱚
鯉
】
1

只

魚
の
名
。
〔
戦
國
‘
楚
策
〕
黄
鵠
因
レ
是
‘
以

【
鱚
】
〗
ゼ
ン

鰐
(
1
2ー

4
6
4
9
6
)

の
俗
字
。
〔
六
書

正
謡
〕
鰐
‘
俗
作
レ
鱚
。

冨
】
〗
サ
“
□3
7
[
[

午
字
。
〔
正
字

【
艦
】
細

’

謄

(
1
2
|
 4
6
3
8
7
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
籠
、
同
レ
謄
、
本
作
レ
謄
゜

ト
ウ

似
レ
蛇
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
罫
‘
字
亦
作
レ
鱚
。
〔
爾

雅
翼
、
繹
魚
〕
鰐
‘
似
レ
蛇
無
レ
鱗
‘
黄
質
黒
文
‘
橙

有
誕
使
云
云
‘
夏
月
於
―
―
漫
水
中
ぶ
げ
窟
如
レ

蛇
‘
冬
蟄
而
夏
出
‘
故
亦
名
1

一
蛇
蝉
↓
〔
本
草
‘
鱒

魚
〕
秤
名
、
黄
鯉
、
集
解
、
韓
保
昇
日
、
蝉
魚
、
生
1

一

水
岸
泥
窟
中
ご
似
二
鰻
罐
1

而
細
長
、
亦
似
レ
蛇
而

紐
鱗
、
有
1

一
胄
黄
二
色
↓
〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
蛇

蝉
芦
泥
百
切
之
中
↓
●
或
は
鎧
(
1
2
|
 4
6
5
3
3
)
・
 

鯉
(
1
2
|
 4
6
0
7
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鱒
‘
或
作
二
鰻
・

鮨
己
水
晶
の
名
。
と
か
げ
に
似
て
長
大
。
罷
(
1
2

|
 4
8
3
0
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
罷
、
説
文
、
水
晶
、

似
砒
長
長
大
、
或
作
レ
鱒
。
〔
史
記
、
太
史
公
自

序
〕
鼈
鰐
輿
虞
。
〔
李
斯
、
上
1

一
秦
始
皇
一
書
〕
樹
―
―
霰

蝉
之
鼓
↓
〔
注
〕
善
日
‘
鄭
玄
證
記
庄
曰
‘
其
皮
可
―
―

以
冒
＞
鼓
也
。
腫
こ
ま
め
。
た
つ
く
り
。
こ
と
の

ば
ら
。
す
ぽ
し
に
し
た
ひ
し
こ
の
捨
゜

【
鱒
更
】
1

梵
鰐
は
罷
、
罷
は
蝙
の
闇
‘
晰
錫
に
似
て

大
、
更
に
應
じ
て
鳴
き
、
初
更
に
一
鳴
、
二
更
に
再
鳴
す

る
。
羅
更
(
1
1
0
—

4
8
3
0
6:
 2
)
を
見
よ
。
〔
婢
雅
‘
秤
魚
‘

羅
〕
今
羅
象
寵
形
二
名
蝉
‘
夜
鳴
應
レ
更
‘
呉
越
謂
一
之

鱒
夏
蓋
如
初
更
‘
頼
一
鳴
而
止
‘
二
即
再
鳴
也
。

【
鰐
羹
】
2

梵
う
な
ぎ
の
あ
つ
も
の
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
蹄

心
〕
江
陵
劉
氏
、
以
レ
賣
1一
鰐
羮
〖
『
レ
業
、
後
生
二
兒
盃
頭

是
鰐
、
自
レ
頸
已
下
方
為
レ
人
耳
。

七
七
〇
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【

蠍

】

年

魚

部

〔
十
二
蜜
〕

鱚

蠍

鱗

七
七

小
●
う
ろ
こ
。
も
と
鱗
(
1
2
-
4
6
5
7
3
)
に

§
豪
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鱗
、
本
作
レ
鱗
。
〔
説

文
〕
鱗
、
魚
甲
也
、
ハ
レ
魚
舜
臀
。
●
さ
か
な
。
〔
周

書
、
簾
大
園
傭
〕
俯
―
―
泳
鱗
子
千
尋
ぷ

O
う
ろ
こ
の

あ
る
動
物
。
魚
龍
の
縛
稽
。
〔
周
證
、
地
官
、
大
司

徒
〕
其
動
物
宜
―
―
鱗
物
↓
〔
注
〕
鱗
物
、
魚
龍
之
麗
。

〔
證
、
月
令
〕
其
晶
鱗
゜
〔
注
〕
龍
蛇
之
麗
゜
〔
淮
南

子
、
墜
形
訓
〕
介
鱗
者
夏
食
而
冬
蟄
゜
〔
注
〕
鱗
、
魚

小
日
魚
の
名
。
或
は
織
(
1
2
ー

4
6
5
3
6
)
に
龍
之
罵
。
●
こ
け
。
〔
蘇
献
、
李
氏
園
詩
〕
林
中
百

薗
豪
作
る
。
〔
説
文
〕
厩
、
蠍
魚
也
、
八
レ
魚
蕨
尺
松
、
歳
久
蒼
鱗
覺
。

O
つ
づ
く
。
な
ら
ぶ
。
か
さ

臀
。
〔
玉
篇
〕
蠍
、
魚
大
口
細
鱗
斑
彩
。
〔
集
韻
〕
鰍
、
な
る
。
比
次
排
列
す
る
。
〔
司
馬
相
如
、
難
蜀
父

或
作
レ
織
。
□
国
蠍
鰈
は
、
た
な
ご
。
〔
爾
雅
、
繹
老
ー
文
〕
鱗
集
仰
流
。
〔
揚
雄
、
羽
撒
賦
〕
鱗
羅
布

魚
〕
鱗
跨
、
蠍
鮪
。
國
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蠍
、
魚
名
。
列
。

O
或
は
蛉
(
1
2
ー

4
6
0
3
8
)
に
作
り
、
通
じ
て

腫
●
あ
さ
ぢ
。
淡
水
魚
の
一
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
龍
繋
(
1
2
ー

4
6
4
8
2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鱗
、
或
ハ
レ

魚
部
‘
龍
魚
類
‘
蠍
‘
注
〕
阿
散
知
。
●
さ
け
。
鮭
令
、
通
作
レ
緊
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鱗
、
宋
桓
公

(
1
2
ー

4
6
1
3
2
)
に

同

じ

。

〔

牛

馬

問

〕

。

生

二

子

鱗

五

故

曰

,

,
鱗
氏
↓

【
蠍
魚
】
1

が
5

魚
の
名
。
＿
巨
口
細
鱗
、
せ
び
れ
に
刺
が
あ
【
鱗
彙
】
1

”
魚
族
を
い
ふ
。
〔
孫
綽
、
望
海
賦
〕
鱗
彙

り
、
色
は
微
黄
で
熙
斑
が
あ
る
。
〔
本
草
、
廠
魚
〕
繹
名
、
闊
萬
殊
、
甲
産
鉦
炉
方
。

ケ
イ

巳
ヶ且戸ナ

ヱ
ツ
ヲ
チ

国國
キ

〔
集
韻
〕
姑
衛
切
、
圏

≪
x
ヽ
k
u
e
i
'

〔
集
韻
〕
居
月
切
同
『

／
 

H
u
せ
c
h
i
i
e
h
2

囲図

〔
集
韻
〕
於
月
切

〔
集
韻
〕
居
達
切

を
の
ざ
め
。
〔
集
韻
〕
鱗
、
魚
名
。
〔
南
越
志
〕
鰯

魚
、
鼻
有
積
骨
面
か
レ
錯
、
海
船
逢
レ
之
必
断
。
〔
左

思
、
呉
都
賦
〕
鯛
亀
鰭
錯
。

【
鰭
魚
】
1

劣
魚
の
名
。
を
の
ざ
め
。
〔
南
越
志
〕
鰭
魚
、

鼻
有
―
―
横
骨
石
如
レ
錯
、
海
船
逢
レ
之
必
断
。

【
鰭
鯖
】
2

祁
ク
魚
の
名
。
を
の
ざ
め
。
鼻
に
横
骨
が
あ

つ
て
斧
に
似
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
本
草
‘
鮫
魚
〕
集
解
、

時
珍
日
、
鼻
前
有
レ
骨
如
―
斧
斤
一
能
撃
レ
物
壊
レ
舟
者
、

旦
鋸
沙
ガ
合
1
,
,

挺
頷
魚
エ
亦
日
,
,
鱚
鯖
↓
〔
左
思
、
呉
都

賦
〕
鮒
編
鰭
鯖
。
〔
注
〕
劉
曰
‘
鰭
鮨
有
,
,
横
骨
な
竺
鼻
前
i

如
―
斤
尼
東
人
謂
―
―
斧
斤
之
斤
1

為
レ
錯
、
故
謂
1

一
之
鰻

錯
魚
二
十
餘
種
‘
此
其
尤
異
者
、
此
魚
所
レ
撃
、
無
レ
不
二

中
断
1

也。

【
鱗
】
〖
リ
ン

〔
集
韻
〕
離
珍
切
躙

／
 

カ
I

.f 
!in' 

【

幡

】

i

ホハ
ンン

〔
集
韻
〕
学
哀
切
国

海
―
乎
江
海
工
逸
1

乎
大
沼
盃
俯
喝
1

一
鱚
鯉
盃
凹
嘔
―
―
蔭
衡

魚
、
石
桂
魚
、
水
豚
、
時
珍
日
、
蠍
、
瞭
也
、
其
糧
不
レ
能
11

屈
曲
ぶ
翌
優
賑
一
也
、
集
解
、
時
珍
日
、
厩
生
1

一
江
湖
中
一

扁
形
閻
腹
、
大
口
細
鱗
、
有
―
―
黒
斑
采
斑
ご
色
明
者
為
レ

雄
、
梢
晦
者
伶
雌
、
皆
有
奢
輩
刺
入
。
〔
張
志
和
、

漁
父
歌
〕
西
塞
山
前
白
鷺
飛
、
桃
花
流
水
蠍
魚
肥
。
〔
陸

漉
詩
〕
買
得
釣
船
雙
鰍
魚
。

【
鰍
鯨
】
2

切
小
魚
の
名
。
た
な
ご
。
謗
砒
螂
。
〔
爾
雅
‘
繹

魚
〕
蝠
跨
、
蠍
鯖
。
〔
注
〕
小
魚
也
‘
似
1

一
鮒
子
1

而
黒
‘
俗
呼

為
―
―
魚
婢
「
江
東
呼
為
一
妾
魚
言
爾
雅
翼
、
繹
魚
〕
鱚
鰈
‘

似
レ
卸
而
小
、
黒
色
而
揚
レ
赤
、
今
人
謂
―
―
之
労
皮
蜘
↓
又

謂
乏
婢
妾
魚
一
蓋
其
行
以
レ
三
為
レ
率
‘
一
頭
在
レ
前
‘

雨
頭
従
レ
之
、
若
―
―
腰
妾
之
状
盆
匹
以
為
レ
名
。

【
蠍
豚
】
3

昇
魚
の
名
。
鎌
魚
の
異
名
。
水
豚
。
〔
本
草
、

鍼
魚
〕
秤
名
、
大
明
日
、
其
味
如
レ
豚
‘
故
名
二
水
豚
ゴ
又

名
嶽
豚
↓

【
鱗
材
】
2

t

．
ノ
魚
類
と
鳥
類
。
〔
南
史
、
隠
逸
上
、
宗
測

博
〕
性
同
―
―
鱗
材
盃
愛
レ
止
―
―
山
叡
弐
〔
王
融
‘
為
孟
兄
陵
王
―

輿
二
隠
士
劃
軋
一
書
〕
置
網
有
レ
節
、
鱗
羽
偕
翔
゜
〔
隋
書
‘

昔
築
志
下
〕
鱗
羽
咸
致
。

【
鱗
雨
】
3

”
ン
清
、
洪
朦
鮫
(
6
-
1
7
4
0
2
:
 2
6
6
)
の
字
。

【
鱗
芽
】
•
勺
梅
桃
等
の
新
芽
。
表
面
に
鱗
状
の
小
片

が
あ
つ
て
之
を
蔽
ひ
‘
霜
雪
を
禦
ぎ
、
翌
春
、
芽
の
登
生

の
時
に
至
れ
ば
脱
落
す
る
。
之
を
鱗
芭
と
い
ふ
。
其
の

中
の
芽
を
鱗
芽
と
い
ふ
。

【
鱗
介
】
5

杞
〇
魚
類
と
貝
類
。
水
族
の
線
稽
。
介
鱗
゜

〔
淮
南
子
‘
墜
形
訓
〕
介
鱗
者
‘
夏
食
而
冬
蟄
。
〔
注
〕
介
‘
甲

編
鼈
之
層
也
‘
鱗
、
魚
龍
之
層
゜
〔
曹
植
、
薙
露
行
〕
鱗
介

尊
扁
龍
二
走
獣
宗
二
麒
麟
↓
〔
蜀
志
、
部
正
博
〕
方
今
朝
士

山
積
、
髭
俊
成
レ
群
、
猶
T

鱗
介
之
潜
―
―
乎
巨
海
ご
毛
羽
之

集
＊
乎
那
林
公
左
思
‘
魏
都
賦
〕
利
翻
頷
顔
、
鱗
介
沈
浮
゜

〔
杜
甫
、
朝
猷
太
消
宮
賦
〕
鱗
介
以
レ
之
鳴
虞
゜
〔
柳
宗
元
‘

閲
生
賦
〕
鱗
介
稿
以
横
陸
令
。
〔
白
居
易
‘
題
―
―
海
圏
屏
風
一

詩
〕
鱗
介
無
,
1

小
大
盃
遂
レ
性
各
浮
沈
。
●
酉
陽
雑
俎
の
篇

【
鱗
界
】
6

牝
魚
類
。
鱗
物
(
4
7
)
に
同
じ
。
鱗
族
。
L

名。

【
鱗
條
】
1

勾
う
ろ
こ
と
骨
゜
〔
播
岳
、
西
征
賦
〕
奔
鯨

浪
而
失
レ
水
、
曝
,
1

鱗
陥
干
漫
沙
↓

【
鱗
甲
】
8

籾
●
う
ろ
こ
と
か
ふ
ら
。
鱗
と
甲
羅
。
魚
類

と
甲
殻
類
を
い
ふ
。
〔
左
氏
、
隠
‘
五
‘
凡
物
不
レ
足
1'1

以講――

大
事
工
疏
〕
捕
魚
不
レ
足
―
―
―
以
教
ー
ー
戦
陳
こ
鱗
甲
不
レ
足
S

以

為
1

一
器
用
↓
〔
曹
植
、
七
啓
〕
飛
翻
陵
な
高
‘
鱗
甲
隠
レ
深
。
●

鱗
状
の
堅
い
甲
羅
。
〔
水
経
‘
洒
水
注
〕
洒
水
中
有
レ
物
、

如
三
四
歳
小
翌
鱗
甲
如
鰻
鯉
面
r

レ
之
不
レ
可
久
‘
七

八
月
中
、
好
在
―
―
碩
中
ー
自
曝
―
―
却
頭
↓
〇
心
に
圭
角
の
あ

る
こ
と
。
腹
中
の
針
。
〔
蜀
志
、
陳
震
傭
〕
諸
葛
亮
輿
―
―
長
史

蒋
碗
侍
中
董
允
書
ら
曰
‘
孝
起
前
臨
至
レ
呉
‘
為
レ
吾
説
、
正

方
腹
中
有

A
百
人
郷
黛
以
為
レ
不
レ
可
レ
近
。
〔
江
表
偉
〕
李

穀
用
性
深
剋
‘
郷
里
謡
日
、
難
レ
可
レ
押
‘
李
鱗
甲
。

【
鱗
翰
】
，
勾
魚
と
鳥
。
〔
顔
延
之
、
車
駕
幸
―
―
京
口
l

三

月
三
日
侍
1

一
遊
曲
阿
後
湖
1

作
詩
〕
民
震
饗
1

知
都
野
王
鱗
翰

幾
淵
丘
↓
〔
注
〕
翰
日
、
鱗
翰
、
魚
鳥
也
。

【
鱗
鰭
】
10

”
う
ろ
こ
と
ひ
れ
。
〔
水
経
‘
漣
水
注
〕
鱗

鰭
首
尾
、
宛
若
l

一
刻
董
↓
〔
韓
愈
、
贈
―
―
侯
喜
―
詩
〕
攀
レ
竿

引
線
忽
有
レ
得
、
一
寸
綾
分
鱗
輿
レ
着
。
〔
輯
注
〕
署
‘
或

作

レ

鰭

。

「

露

競

赴

。

【
鱗
霊
】

11g
魚
の
む
れ
。
〔
箕
詰
〕
玄
淵
浩
汗
、
則
鱗

[
鱗
蔀
】
12

勾
百
合
な
ど
の
や
う
に
、
地
下
埜
の
短
縮

し
て
鱗
状
を
し
た
も
の
。

【
鱗
構
】
13

競
魚
の
う
ろ
こ
の
や
う
に
か
ま
へ
拉
ぶ
。

〔
庚
聞
、
孫
登
賛
〕
震
巖
霞
蔚
、
石
室
鱗
構
。

【
鱗
鴻
】
14

初
て
が
み
を
い
ふ
。
鱗
は
魚
、
鴻
は
雁
゜
雁

魚
。
〔
韻
府
引
‘
李
甲
‘
詞
〕
又
還
問
―
―
鱗
鴻
二
試
重
尋
孟
旧

息↓

【
鱗
爪
】
15

祝
浅
薄
な
末
節
。
龍
頷
を
探
つ
て
珠
を
得

る
の
が
第
一
の
功
で
あ
り
、
鱗
爪
を
取
る
の
は
末
節
だ

か
ら
い
ふ
。
膚
末
。
〔
全
唐
詩
話
‘
-
―
-
‘
劉
馬
錫
〕
長
慶
中
‘

元
微
之
•
夢
得
・
章
楚
客
、
同
會
二
築
天
含
五
論

1一
南
朝
興

畷
;
合
賦
↓
一
金
陵
懐
古
詩
土
劉
涌
―
―
引
一
杯
五
飲
已
即
成
‘

云
云
‘
白
公
覧
レ
詩
日
、
四
人
探
―
―
朧
龍
ご
ナ
先
獲
レ
珠
‘

所
＞
餘
鱗
爪
何
用
耶
‘
於
レ
是
罷
レ
唱
。

【
鱗
雑
】
16

”
鱗
の
や
う
に
雑
り
合
ふ
。
〔
漢
書
、
天
文

志
〕
故
其
占
瞼
鱗
雑
、
米
璧
亡
―
―
可
レ
録
者
↓

【
鱗
施
】
17

バ
ン
含
欽
の
一
。
玉
を
死
者
の
罷
に
鱗
の
や

う
に
嵌
め
る
こ
と
。
〔
呂
覧
、
節
喪
〕
家
禰
富
葬
禰
厚
‘

含
珠
鱗
施
。
〔
注
〕
含
珠
、
口
賓
也
、
鱗
施
、
施
―
―
玉
於
死

者
之
橙
丘
翌
魚
鱗
1

也
。
〔
淮
南
子
、
齊
俗
訓
〕
含
珠
鱗

施
‘
綸
組
節
束
。
〔
注
〕
鱗
施
、
玉
田
也
。

【
鱗
祭
】
18

匁
龍
の
沫
。
龍
祭
。
〔
漢
書
‘
絞
傭
上
〕
震
鱗

麟
子
夏
庭
1

合
、
巾
ニ
一
三
生
而
滅
レ
周
゜
〔
注
〕
應
勒
曰
‘

易
、
震
為
レ
龍
、
鱗
‘
晶
之
長
也
、
祭
‘
沫
也
。

【
鱗
次
】
19

四
ン
う
ろ
こ
の
や
う
に
つ
づ
き
な
ら
ぶ
。
鱗

比
゜
〔
涸
岳
、
射
雉
賦
〕
緑
柏
参
差
、
文
翻
鱗
次
。
〔
注
〕

翰
日
、
又
似
―
―
魚
鱗
之
相
次
↓
〔
張
華
、
動
志
詩
〕
四
氣
鱗

次
、
寒
暑
環
周
。
〔
注
〕
良
日
、
四
時
寒
暑
、
如
―
―
魚
鱗
之

相
次
一
循
環
而
無
レ
極
。
〔
飽
照
‘
詠
史
詩
〕
京
城
十
二

衝
、
飛
甍
各
鱗
次
。
〔
注
〕
翰
曰
、
若
t

一
魚
鱗
之
相
次
↓
〔
殷

仲
文
、
南
州
桓
公
九
井
作
詩
〕
四
運
雖
1

一
鱗
次
盃
理
化
各

有
レ
準
。

【
鱗
集
】
20

約
う
ろ
こ
の
や
う
に
多
く
列
り
あ
つ
ま

る
。
群
集
す
る
喩
。
鱗
幸
。
〔
漢
書
、
劉
向
億
〕
乗
レ
櫂

藉
レ
勢
之
人
、
子
弟
鱗
―
―
集
於
朝
↓
〔
王
延
壽
‘
魯
震
光
殿

賦
〕
捷
撒
鱗
集
‘
支
離
分
赴
゜
〔
皇
甫
譴
、
三
都
賦
序
〕
燦

乎
有
レ
文
、
蔚
爾
鱗
集
。

[
鱗
集
仰
レ
流
〗
2
1
”g
”t切
魚
が
集
つ
て
流
れ
に
仰

ぎ
唱
す
る
。
四
方
の
民
が
徳
を
慕
つ
て
集
る
喩
。
〔
漢

書
、
司
馬
相
如
傭
下
〕
二
方
之
君
‘
鱗
集
仰
レ
流
‘
願
レ
得
レ

13367 
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受
レ
琥
者
‘
以
レ
億
計
。
〔
庄
〕
師
古
日
、
二
方
‘
謂
↓
―
西
夷
及
謂
1

一

之

鱗

屡

↓

【

鱗

翼

】

51

的
〇
龍
鱗
と
鳳
翼
。
龍
と
鳳
゜
〔
法
言
‘
淵
而
↓
〔
注
〕
之
而
、
頬
頷
也
。
〔
疏
〕
又
作
"
其
鱗
之
而
“
{

南
夷
也
、
若
蕉
鱗
之
相
次
、
而
仰
向
承
乙
流
也
。
【
鱗
蛇
】
3
7
[

ノ
蛇
の
一
種
。
う
は
ば
み
。
大
蛇
。
巨
絣
。
憲
〕
攀
,
,
龍
鱗
血
型
鳳
翼
↓
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
攀
二
其
之
而
、
謂
レ
動
―
―
頬
頷
↓
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
戴
震
云
、
類
側

【
鱗
傷
】
22

む
ウ
傷
痕
が
魚
鱗
の
や
う
な
も
の
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
鱗
蛇
〕
集
解
、
時
珍
日
、
按
‘
方
輿
勝
覧
云
、
鱗
蛇
鱗
翼
玉
J
1

一
其
餘
論
↓
〔
注
〕
翰
日
‘
鱗
‘
龍
也
‘
翼
‘
鳳
也
。
上
出
者
曰
レ
之
、
下
垂
者
曰
レ
而
、
須
斐
隔
也
、
王
引
之

負
傷
。
〔
幅
恵
全
書
、
流
任
部
、
稟
帖
贅
説
〕
遍
陸
鱗
傷
。
出
え
女
南
・
雲
南
・
鎖
康
州
・
臨
安
・
1

況
江
・
孟
養
諸
虞
合
二

O
事
を
成
す
助
け
と
な
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
桓
云
、
説
文
、
頷
、
禿
也
、
禿
為
レ
無
レ
嬰
、
則
不
レ
可
―
―
以
言
＞

【
鱗
跛
]
2
3

バ
テ
鱗
の
や
う
な
あ
か
ぎ
れ
や
し
わ
。
〔
白
絣
也
、
長
丈
餘
、
有
―
―
四
足
云
有
二
黄
鱗
黒
鱗
二
色
「
能
食
―
―
謙
博
〕
亦
不
孟
竪
君
為
―
―
鱗
翼
苓
ザ
自
求
1

一
多
脇
↓
作
英
、
鄭
説
非
也
、
案
、
而
、
頬
毛
也
、
之
、
猶
レ
輿
也
、
作
1

一

居
易
、
有
木
詩
〕
彩
翠
色
如
レ
柏
‘
鱗
妓
皮
似
レ
松
゜
棄
鹿
「
春
冬
居
レ
山
、
夏
秋
居
レ
水
、
能
傷
レ
人
、
土
人
殺
而
〖
攀
―
―
鱗
翼
―
〗

5
2
”
ョ
：
事
を
成
す
に
責
顧
櫂
要
の
其
鱗
之
＞
而
、
謂
レ
起
n一
其
鱗
卑
ハ

1
1頬
毛
一
也
。

【
鱗
詢
】2
4
バ
テ
涯
が
な
い
。
殿
階
の
高
峻
な
さ
ま
。
〔
張
食
レ
之
、
取
レ
謄
治
レ
疾
、
以
一
黄
鱗
者
〖

E
レ
上
、
甚
貴
二
重
力
を
瑕
る
こ
と
。
鱗
翼
を
見
よ
。
〔
魏
徴
‘
賞

1一
藷
左
右
―
【
鱗
翅
類
】
6
2
い
ピ
昆
晶
類
の
一
。
蝶
蛾
の
や
う
に
、
雨

衡
、
西
京
賦
〕
砥
鍔
鱗
詢
‘
棧
鮪
峻
峨
。
〔
注
〕
善
日
‘
鱗
之
一
時
珍
按
‘
此
亦
蛸
蛇
類
‘
但
多
レ
足
耳
‘
陶
氏
注
1

一
蜻
議
〕
左
右
等
攀
二
附
鱗
翼
五
多
歴
―
―
歳
年
ア
八
参
二
社
稜
之
封
の
翅
を
有
し
、
謄
艇
に
粉
の
や
う
な
細
鱗
を
つ
け
た

詢

、

無

徊

也

、

向

日

、

皆

殿

階

高

峻

之

貌

。

蛇

ぷ

ク

直

面

g
其

亦

此

類

輿

。

守

「

出

為

覇

桟

之

僕

↓

も

の

。

【
鱗
身
】2
5
又
鱗
の
や
う
な
あ
や
の
あ
る
か
ら
だ
。
〔
王
【
鱗
苔
】

3
8”
し
苔
の
陽
゜
滉
地
に
生
じ
‘
莱
橙
は
扁
平
〖
奮

i
i鱗
翼
―
〗5
3
7いB；
龍
鱗
鳳
翼
を
奮
ふ
。
思
ふ
ま
[
鱗
獣
之
火
】6
3
ぃ
各
;
東
方
の
青
龍
の
登
す
る
火

o

延
壽
‘
魯
霰
光
殿
賦
〕
伏
薇
鱗
身
、
女
禍
蛇
謳
。
〔
注
〕
で
、
蛇
鱗
の
や
う
な
紋
が
あ
り
、
甚
だ
密
。
雌
雄
を
異
ま
活
躍
す
る
喩
゜
〔
宋
書
‘
孫
虔
剃
恩
博
論
〕
徒
以
レ
心
〔
管
子
、
幼
官
〕
飲
,
,
於
黒
后
之
井
百
~
.一
鱗
獣
之
火
―
羹
゜

向
曰
‘
伏
義
太
臭
氏
‘
鱗
身
人
首
‘
女
蝸
‘
蛇
身
人
首
‘
並
に
し
、
子
嚢
橙
に
柄
が
あ
る
。
嚢
内
に
弾
絲
が
あ
っ
て
一
―
―
乎
主
↓
故
能
奮
―
―
其
鱗
翼
↓
〔
北
史
‘
文
苑
博
序
〕
蘇
〔
纂
詰
〕
手
知
章
云
‘
鱗
獣
、
東
方
宵
龍
゜

有
1

一

聖

徳

↓

熟

す

れ

ば

‘

其

の

撰

は

四

裂

し

て

胞

子

を

散

出

す

る

。

亮

・

蘇

綽

．

慮

柔

・

唐

瑾

・

元

偉

・

李

絆

之

徒

‘

咸

奮

1

一
鱗
【
敗
レ
鱗
潜
レ
翼
】
64

的

g
幻
志
を
抱
い
て
時
を
待
っ

【
鱗
悴
】
26

乃
う
ろ
こ
の
や
う
に
多
く
あ
つ
ま
る
。
〔
司
【
鱗
品
】
3
9
5
か
う
ろ
こ
の
あ
る
動
物
。
鱗
物
。
〔
大
戴
翼
一
自
致
―
―
肖
紫
↓
〔
庚
肩
吾
‘
書
品
後
序
〕
終
能
振
―
―
此
を
魚
鳥
の
静
止
す
る
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
宣
帝

馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
珍
怪
鳥
獣
‘
萬
端
鱗
悴
゜
〔
注
〕
善
綾
、
曾
子
天
園
〕
介
晶
之
精
者
曰
レ
編
、
鱗
晶
之
精
者
日
レ
鱗
翼
↓
倶
上
二
龍
門
一
紀
論
〕
戦
レ
鱗
潜
レ
翼
‘
思
凰
―
―
風
雲
↓

曰
、
張
輯
日
、
悴
‘
輿
レ
i

卒

同

‘

集

也

。

龍

゜

〔

漢

書

‘

揚

雄

博

上

〕

乃

使

n

一
文
身
之
枝
、
水
格
"
鱗
晶
↓
【
鱗
羅
】
5
4
,

／
う
ろ
こ
の
や
う
に
つ
づ
き
な
ら
ぶ
。
鱗
【
濯
1

一
鱗
清
流
―
】
65

切
昇
イ
り
ヴ
高
貴
の
位
と
名
臀
を
得

【
鱗
莱
]
2
7げ群
り
集
る
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
珍
怪
〖
鱗
晶
之
長
〗

4
0
バ
年
吟
龍
の
異
名
。
〔
大
載
幡
‘
易
本
列
(
5
8
)
に
同
じ
。
〔
揚
雄
、
莉
撒
賦
〕
飛
廉
雲
師
‘
吸
曝
漕
る
喩
゜
〔
玩
瑶
‘
為
―
―
曹
公
一
作
レ
書
輿
ん
愈
庫
詩
〕
濯
二
鱗

鳥
獣
‘
萬
端
鱗
莱
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
壊
貨
方
至
、
鳥
集
命
〕
有
鱗
之
晶
三
百
六
十
‘
而
蚊
龍
為
1

一
之
長
↓
〔
孔
子
家
率
‘
鱗
羅
布
列
、
楕
以
龍
翰
。
清
流
盃
翌
翼
天
衝
↓
〔
注
〕
良
日
、
言
‘
若
去
レ
逆
欝
レ
順
、

鱗
翠
゜
〔
播
岳
‘
藉
田
賦
〕
闇
車
鱗
幸
‘
閻
闇
洞
啓
゜
〔
劉
語
、
執
轡
〕
鱗
晶
三
百
有
六
十
、
而
龍
為
―
―
之
長
↓
【
鱗
溢
】
55

い
ク
う
ろ
こ
の
や
う
な
さ
ざ
な
み
の
さ
ま
。
宴
―
―
滞
明
時
玉
爵
誅
榮
美
、
亦
如
n

―
龍
魚
濯
1

一
鱗
於
清
流
之

峻
、
廣
絶
交
論
〕
魚
貫
覺
躍
‘
颯
沓
鱗
莱
。
〔
華
陽
國
志
〕
【
鱗
包
】
41

切

鱗

芽
(

4

)

を
見
よ
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
波
瀾
鱗
溢
、
窓
隆
詭
戻
゜
〔
注
〕
善
曰
、
水
ぶ
如
三
鳥
飛
―
―
翼
於
高
天
之
衛
路
一

文

翁

為

―

蜀

｛

文

學

徒

鱗

翠

。

【

鱗

薄

】

42

勾
魚
の
氣
゜
〔
淮
南
子
、
墜
形
訓
〕
煉
介
生
―
鱗
冶
、
相
次
貌
°

【
鱗
糊
】
28

杓

う

ろ

こ

の

や

う

な

い

し

だ

た

み

。

〔

束

京

鱗

薄

↓

鱗

薄

生

函

双

介

↓

【

鱗

鱗

】

5
6
9
0侍
従
す
る
さ
ま
。
隣
隣
。
〔
楚
辟
、
九

夢
華
録
‘
十
‘
郊
畢
駕
回
〕
華
採
鱗
硼
‘
略
無
―
―
空
閑
去
虐
↓
【
鱗
比
】
4
3
5

／
魚
の
う
ろ
こ
の
や
う
に
拉
ぶ
。
鱗
次
。
歌
‘
河
伯
〕
魚
隣
隣
分
膝
レ
予
゜
〔
庄
〕
河
伯
遣
1

一

魚

鱗

鱗

鯖

(
1
2
|
 4
6
3
1
8
)

に
同
じ
。
〔
六
書

【
鱗
接
】
29

初
う
ろ
こ
の
や
う
に
つ
づ
き
な
ら
ぶ
。
鱗
〔
何
晏
‘
景
輻
殿
賦
〕
星
居
宿
陳
‘
綺
錯
鱗
比
。
侍
従
而
送
＞
我
也
。
〔
集
庄
〕
隣
‘
一
作
鱗
。
●
物
の
麓
は
【
年
呻
】
蜘
サ
ン
故
〕
鰯
、
同
レ
鰯
。

次
(

1

9

)

に
同
じ
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
輪
菌
軋
蝠
、
活
堤
鱗
【
鱗
被
]
“
ぃ
／
う
ろ
こ
の
や
う
に
多
い
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
し
く
鮮
か
な
さ
ま
。
〔
黄
沿
‘
甫
山
震
巖
寺
碑
銘
〕
其
宇

シ
ン
〔
集
韻
〕
徐
心
切
／
膠

接
。
〔
周
邦
彦
、
沐
都
賦
〕
高
城
萬
雉
、
埠
現
鱗
接
。
鱗
被
菱
荷
‘
楕
布
水
菰
。
〔
注
〕
善
日
、
鱗
被
、
如
―
鱗
之
鱗
鱗
。
〔
飽
照
‘
還
レ
都
道
中
詩
〕
鱗
鱗
夕
雲
起
‘
撒
撒
晩

冨

先

】
30

門
清
‘
注
援
甲
(
6
ー

1
7
1
5
4
:
 1
7
2
)

の

字

。

被

一

言

レ

多

也

。

風

道

〔

注

〕

滑

曰

‘

鱗

鱗

‘

雲

兒

゜

〔

張

誇

‘

九

日

宴

詩

〕

秋

〇

饂

ハ

】

蜘

ジ

ン

T
U
 
J
'
h
s
i
m
2
 

【
鱗
潜
】

3
1
9
魚
が
水
中
を
く
ぐ
る
。
〔
干
字
文
〕
鱗
潜
【
鱗
布
】
45

グ
う
ろ
こ
の
や
う
に
し
き
な
ら
ぶ
。
〔
胡
葉
風
吹
黄
颯
颯
‘
睛
雲
日
照
白
鱗
鱗
゜
〔
蘇
拭
‘
和
↓
一
文
輿

悶

翔

゜

瑣

、

大

閲

賦

〕

玄

甲

鱗

布

、

長

文

岳

立

。

可

洋

州

園

嗅

穀

亭

詩

〕

曲

池

流

水

細

鱗

鱗

。

O
て
ふ
ざ
め
。
鱒
魚
(

1

)

を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
鱒
、
魚

名
。

0
か
ぢ
き
。
鱈
(
1
2
|
 4
6
4
8
8
)

の
俗
字
。
〔
晩

【
鱗
然
】
32

竺
う
ろ
こ
の
や
う
な
形
を
し
た
も
の
。
〔
劉
【
鱗
部
】
46

lin2 
p
u
4

魚

類

。

【

鱗

類

】

57

lin2 
lei'

魚
類
。
「
次
。
鱗
比
。
鱗
布
。

馬
錫
‘
砥
石
賦
序
〕
始
余
有
二
侃
刀
一
甚
良
、
本
炉
是
湿
不
レ
【
鱗
物
】
"
[
ル
う
ろ
こ
あ
る
も
の
。
魚
類
を
い
ふ
。
〔
周
【
鱗
列
】
58

切
う
ろ
こ
の
や
う
に
つ
づ
き
な
ら
ぶ
。
鱗

可
伍
‘
剖
五
蓋
乃
能
出
‘
遡
陽
砂
眠
博
‘
刃
鵞
背
鱗
楼
、
地
官
、
大
司
徒
〕
―
-
日
、
川
澤
‘
其
動
物
宜

i
i鱗

物
→
【
鱗
翫
】5
9切
う
ろ
こ
と
ひ
れ
。
〔
顧
雲
、
謝
二
存
問
—
啓
〕
讀
書
齋
初
鋒
‘
上
〕
鱈
魚
、
今
俗
作
レ
鱒
‘
字
書
無
二

然

‘

如

紺

薦

如

嘉

子

↓

〔

注

〕

鱗

物

、

魚

龍

之

闇

。

龍

門

阻

レ

浪

‘

鷺

谷

描

レ

枝

、

鱗

蹴

傷

残

、

利

翰

零

落

。

〔

後

鱒

字

公

7
江
束
人
又
呼
為
二
鱒
黄
魚
一

【
鱗
鼠
】
33

勺
身
に
鱗
甲
あ
る
鼠
。
〔
瀬
南
雑
志
〕
鱗
鼠
、
【
鱗
文
】
4
8
[

／

龍

の

う

ろ

こ

の

や

う

な

あ

や

。

〔

南

史

、

山

叢

談

〕

盤

龍

鱗

鼠

悉

具

焉

。

【

鱒

魚

】

1

知
5

魚
の
名
。
か
ぢ
き
。
し
ぴ
゜
〔
本
草
、
鱒
魚
〕

聾
順
寧
州
こ
喪
之
雲
州
ご
身
有
―
―
鱗
甲
ご
干
百
為
レ
墨
、
齊
高
帝
紀
〕
高
帝
‘
云
云
‘
姿
表
英
異
‘
龍
穎
鐘
普
‘
長
【
臨

gレ
~
】60い
わ
明
を
蔽
し
て
あ
ら
は
さ
な
い
。
〔
岱
集
解
、
時
珍
曰
、
出

1一
江
淮
黄
河
遼
海
深
水
虞
ご
広
云
‘

衷
食
田
苗
薮
年
一
出
。
七
尺
五
寸
‘
鱗
文
傷
レ
腔
。
「
又
‘
片
鱗
。
康
‘
卜
疑
集
〕
隠
レ
鱗
蔵
レ
彩
‘
若
二
淵
中
之
龍
―
乎
゜
〔
任
防
‘
其
状
如
レ
鱚
而
背
上
無
レ
甲
‘
其
色
宵
碧
‘
腹
下
色
白
、
其

【
鱗
族
】
＂
り
鱗
の
あ
る
動
物
。
魚
類
を
い
ふ
。
鱗
隔
。
【
鱗
片
】

49

竺
鱗
の
一
片
。
又
、
其
の
状
を
し
た
細
片
゜
宜
徳
皇
后
敦
勧
l
l

梁
王
一
令
〕
在
昔
晦
明
‘
隠
レ
鱗
敗
レ
翼
。
鼻
長
輿
レ
身
等
‘
口
在
―
―
頷
下
こ
食
而
不
レ
飲
‘
頬
下
有
―
―

【
鱗
餃
】
35

幻

鱗

の

や

う

に

む

ら

が

る

。

【

鱗

毛

】

50

初
魚
鱗
と
獣
毛
。
魚
類
と
獣
類
を
い
ふ
。
【
鱗
之
而
】
61

バ
’
≫
頬
旗
を
動
か
す
。
一
説
に
、
鱗
と
頬
毛
青
斑
紋
こ
如
―
―
梅
花
状
一
尾
岐
如
レ
丙
‘
云
云
‘
皆
骨
不
レ

【
鱗
隔
】
36

勾
鱗
あ
る
動
物
。
魚
類
を
い
ふ
。
鱗
族
。
〔
周
〔
宋
史
‘
五
行
志
一
下
〕
紹
興
三
年
、
建
康
府
桐
林
瀾
‘
と
を
起
す
。
而
は
ほ
ほ
の
毛
。
之
は
輿
の
字
。
〔
周
證
‘
脆
‘
云
云
‘
其
鰈
亦
可
レ
作
レ
膠
゜
〔
陸
消
‘
入
蜀
記
〕
過
ニ

幡
、
考
工
記
‘
梓
人
〕
小
首
而
長
、
拷
身
而
鴻
、
若
レ
是
者
‘
婦
産
レ
子
‘
肉
角
有
レ
蜘
‘
是
歳
人
多
産
―
―
鱗
毛
↓
考
工
記
、
梓
人
〕
必
深
―
―
其
爪
「
出
11

其
目
丁
作
―
―
其
鱗
之
謝
家
磯
公
金
難
炊
磯
不
―
―
甚
高
ご
広
云
‘
有
玉
永
落
一
如
ニ

ヮ

魚

音

〔
十
二
驚
〕

鱗

鰯

鱒

七
七
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魚
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
鰐
、
魚
名
。

ラ
ヴ

シ

鰭
(
1
2
-
4
6
2
0
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鰭
、
同
し
鰭
。

魚
の
名
。
〔
南
齊
書
‘
張
熙
傭
〕
鰈
臥
蝶
鯖
。

【

鰊

】

岬

久

ワ
ペ，ウ

冨
云

繰
(
1
1
0
1
4
a3
2
)

の
謡
字
。
〔
篇

海
〕
鰺
、
繰
字
之
謳
゜

サ
ヴ

【
鰻
】
蜘

ケ
ン

小
縣
盆
山
―
―
鱒
魚
面
居
民
率
以
レ
賣
レ
詐
為
レ
業
。

【
鱒
鱚
】
2

”
炉
魚
の
名
。
一
名
、
鐙
。
江
河
及
び
近
海
深

水
の
中
に
産
し
、
鱗
無
く
、
状
は
鱒
魚
に
似
、
長
い
も
の

は
―
二
丈
に
至
り
、
背
に
骨
甲
が
あ
る
。
鼻
長
く
口
は

頷
下
に
近
い
。
〔
黄
佐
‘
鶏
會
賦
〕
鱒
鯉
龍
壕
‘
黛
巖
虎
質
。

〔
集
韻
〕
迄
得
切

鍵（
1
2
-
4

g
 
3
2
)
に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
鰻
、
卑
¢
鍵
同
。

苗
(
9ー

3
0
7
8
1
)
に
同
じ
。
〔
中
華

【
饒
】
〗
大
字
典
〕
饒
、
同
レ
苗
、
楊
慣
外
集
、

三
苗
‘
路
史
作
t
l

三
饒
↓

〔
字
彙
補
〕
昔
果

〔
篇
海
類
編
〕
昔
努

〔
十
ニ
ー
＋
三
畳
〕

【

鰍

】

亨

タ

イ

g
戸

i"i鱈字。
〔
中
華

冠

】

年

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鯉
、
魚
名
、
鎌
也
。

コ
ク

闊

●
魚
の
名
。
〔
廣
輿
記
〕
廣
東
憑
州
府
、
土
産
二
鯛

魚
工
入
如
レ
指
、
長
八
寸
‘
脊
骨
美
滑
、
宜
レ
羹
。
●

や
も
を
。
鰈
(
1
2
|
 4
6
3
8
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
巖
、

鱒

鯉

鰍

鰻

鰺

饒

鰊

鰭

鰐

鮨

鰭

鰈

鱚

鱚

鰍

餓

鰈

鱚

鰍

鱚

鰻

蟻

鰻

鰤

蟹

燦

軍

】

g

ク
，
ワ
ン
〔
中
華
大
訂
牝
圏

【
鰊
】
[

魚
の
名
。
或
は
鯰
(
1
2
-
4
6
2
3
6
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
餓
、
魚
名
、
大
紬
也
、
形
園
、
有
レ
毒
‘
或
ハ
レ
念
。

【
鰊
魚
】
1

翌
魚
の
名
。
え
ひ
。
〔
本
草
、
海
縞
魚
〕
繹
名
、

邪
陽
魚
、
荷
魚
、
餓
魚
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
‘
虹
〕
雨

航
雑
録
‘
虹
‘
或
作
レ
鋲
‘
文
選
所
謂
鰊
魚
也
。

晉
】
[

【
鱚
】
蜘

【
鱚
】
年

プフ
ンン 璽璽一"――

暉

〔
集
韻
〕
父
吻
切
芦
8

uヽ
 .r fen• 

え
そ
。
海
魚
の
一
。
狗
母
魚
。

讀
さ
ば
。
あ
を
さ
ば
。
鯖
。

荏

き
す
。
海
魚
の
一
。
鼠
頭
魚
。
鶏
魚
。

【
鰈
】
年

ク
，
ワ
ン

鰈
(
1
2
-
4

g
 
8
2
)
の
俗
字
。
〔
字

學
攀
隅
〕
鰈
‘
鰈
俗
字
。

鰈（
1
2
-
4

g
 
8
2
)
に
同
じ
。
〔
龍

寵
手
鑑
〕
鰭
、
同
レ
鰈

【
鰭
】
〗

【
鮪
】
血

ク
，
ワ
ン

錯
(
1
1
0
1
4
6
2
1
9
)

の
本
字
。
〔
篇

海
類
編
〕
鰭
‘
錯
本
字
。

シ
，
ヤ
ク

【
鰤
】
〗
〔
集
韻
〕
下
買
切
臨
il

0
か
に
。
蜻
(
1
0
|
 3
3
6
6
9
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
螺
、

【
鰻
】
一

ゲ？ バ
ン

鰻
（
1
2ー

4

2
4
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鰻
、
同
レ
鰻
。

魚
の
子
。
〔
集
韻
〕
蟻
、
魚
子
。
謄
あ
み
。

【
蟻
】
-
ギ

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
羅
、
魚
名
。

冨】
i

万

好
ぃ

〔
集
韻
〕
魚
鵜
切

【鯖】
g

冤
】
〗魚

の
名
。
〔
説
文
〕
鯖
、
鱚
魚
也
、
出
―
―

築
浪
播
國
ず
八
レ
魚
虜
聾
゜

Jレ口 ケ
イ
ギぶ‘
9

ウ

魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鱚
、
魚
名
。

く
ぢ
ら
。
鯨
(
1
2
ー

4
6
2
5
7
)

の
俗
字
。
〔
字
彙
〕
鰍
、

魚
名
。
〔
正
字
通
〕
鰍
‘
俗
鯨
字
。

〔
集
韻
〕
籠
五
切

【

鱚

】

』

／

図

〔
五
―
音
集
韻
〕
居
刈
切
醐
g

圏

〔
字
彙
〕
巨
京
切

圏

同
レ
鰈
゜
〔
楚
辟
、
天
問
〕
舜
問
在
レ
家
、
父
何
以
鱗
。

〔
注
〕
無
レ
妻
日
レ
譲
。
〔
補
注
〕
鰈
、
経
博
多
作
レ
鰈
゜

〔
字
彙
〕
以
水
切
菌

日万

冤】口
7
7

ポ
ウ
モ
國
‘

【

蟹

】

』

カ

イ

"
5
-
i
f
"
[
O
同
じ
。
〔
説
文

有
三
赦
八
足
盆
方
行
、
非
-
―
宅
鮮
之
空
無
レ
所
レ

庇
、
鰐
、
蜻
或
八
レ
魚
。
●
う
な
ぎ
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
魚

名
、
銅
也
。

〔
集
韻
〕
下
邁
切
間

ヽ

9
又

h
o
u
•

〔
集
韻
〕
烏
酷
切

oo

〔
集
韻
〕
乙
角
切
晒
{

〔
集
韻
〕
莫
候
切
可
t-

十之南色乗八有似在埜登廣及状解草し背は日

亙賓人腹凪団三蘊脅虹滑i翠如‘‘て上背口
、人リ有而如稜‘上月羊、十二時景行に上国
子べ其午漉宕―、在ー、眼扁其 ご胃邑く骨 iミ●
如交肉 如直口 よあ

—如俗珊ニ
9 関~;~乎瑚オ昆雨在

眼色甲危冠驀集本り口蛮

討景‘酢粟景ー、 下
状墾愛直

。はと
風腹が

翡罰疇汀似編食云血 忍だ二 （會圏オ三）景 とーで
レ‘レ、碧代、足 な主眼
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●
魚
の
名
。
鰭
残
(

1

)

を
見
よ
。
●
な
ま
す
。
腋
(
9

-
2
9
9
3
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腋
、
説
文
、
細
切
肉

也
、
或
八
レ
魚
。

【
鰭
残
】
1

”
ィ
魚
の
名
。
状
銀
魚
に
似
‘
橙
長
は
三
四

寸
。
蘇
松
浙
江
に
産
す
。
白
魚
の
類
。
〔
本
草
‘
鰭
残
魚
〕

繹
名
、
王
餘
魚
‘
銀
魚
、
集
解
、
時
珍
曰
‘
鰭
残
出
二
i

蘇
松

浙
江
工
入
者
長
四
五
寸
、
身
園
如
レ
筋
‘
潔
白
如
レ
銀
、
無
レ

冤
】
[
賃
イ
〔
畠
讀
い
直
面
i

・

さ
め
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
飴
魚
也
。

【
鰈
】
〗
〔
集
韻
〕
而
用
切
国
g

ジ
，
ヨ
ヴ

ニ，ユ

蟹
在
レ
腹
‘
雌
負
レ
雄
而
行
‘
南
方
作
レ
灸
嗽
レ
之
。

〔
爾
雅
翼
‘
繹
魚
‘
燦
〕
大
卒
娠
善
候
レ
風
、
故
其
―
ヰ
日

如
レ
候
也
。
●
虹
の
俗
構
゜
〔
農
政
全
書
、
農
事
‘
占

候
〕
論
虹
‘
俗
呼
日
レ
燥
‘
諺
云
、
東
燦
睛
‘
西
景

雨
。
囲
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
微
魚
名
、
出
二
日
南
↓

[
傑
樽
]

1

焚
詞
陵
樽
。
燦
殻
で
作
っ
た
樽
゜
〔
陸
涌
、

詩
〕
綴
樽
恰
受
三
升
譴
‘
亀
屋
新
裁
二
寸
冠
。
〔
自
注
〕

盪
樽
卸
皮
襲
美
所
レ
云
詞
陵
樽
也
‘
予
近
以
―
―
編
殻
正

y

冠
‘
高
一
―
寸
許
。

【
燦
帆
】
2

芦
綴
魚
の
背
の
骨
。
風
が
あ
る
と
帆
の
や

う
に
あ
が
る
か
ら
い
ふ
。
〔
廣
志
〕
燦
魚
‘
状
如
1

一
便
面
一

鶴
眼
眼
在
―
―
背
上
ご
旦
庄
腹
下
i

其
血
碧
色
、
背
上
有
レ

骨
、
高
七
八
尺
、
烏
風
則
恨
、
有
レ
風
即
攀
乗
レ
風
而

行
‘
俗
呼
為
1

一
景
帆
面
藷
云
‘
視
レ
鵠
制
レ
柁
、
観
レ
綴
制
レ
帆
。

【
綴
媚
】
3

嗜
綴
魚
の
異
名
。
燦
魚
は
雌
雄
各
獨
立
し

て
は
活
き
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
い
ふ
。
〔
南
越
筆

記
〕
繁
性
喜

E
函
生
雌
常
負
1

一
雄
於
背
ご
背
有
レ
骨
如
レ

扇
、
作
―
―
雨
載
「
常
張
以
為
レ
帆
、
乗
レ
風
而
行
、
雌
雄
相

積
、
雖
レ
遇
驚
濤
示
＇
レ
解
、
名
日
一
盪
帆
盃
漁
者
毎
望
―
其

帆
取
レ
之
、
持
1

一
其
雄
1

則
雌
者
不
レ
去
‘
如
持
―
―
其
雌
如
血

雄
去
矢
、
然
失
5

雌
亦
不
レ
能
1

一
獨
活
正
故
曰
1

一
綴
媚
↓

＂ 
魚

音

〔
十
三
書
〕

小

揃

□

0
こ
ひ
の
＿
種
。
〔
説
文
〕

館

豪

鱈

文

鰻

‘

鯉

也

、

松

魚

査

臀

。

〔

段

注
〕
蓋
鯉
輿
レ
鎧
‘
同
類
而
別
異
。
●
大
魚
の
名
。

曾】

7
竺
タ
ン
ダ
ン

回

〔
集
韻
〕
唐
干
切

□
テ
ン

〔
集
韻
〕
張
連
切
出
ヰ
．

〔
集
韻
〕
上
演
切

圏園町困
§ 

小
な
ま
ぐ
さ
い
。
腺
(
9
|
2
9
9
5
5
)

に
同

蝕
蒙
じ
。
〔
説
文
〕
繰
、
鮭
臭
也
、
炊
レ
魚
柴

臀
、
周
爬
日
‘
膳
膏
躁
↓
〔
正
字
通
〕
鰊
、
同
レ
膜
゜

陸
あ
ぢ
。
鰺
゜
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
龍
魚
部
‘
龍
魚
類
、

鰊
‘
注
〕
阿
知
。

【
鰊
】
〗
昇
〔
集
韻
〕
蘇
遭
切
藁
i

冨
】
細
；
＂
戸
[
[
汀
い
。
に
同
じ
。
〔
集

亨
―
-
[
-
―
〗

怠
之
甚
美
、
り
』
二
[
。
―
_
°
・
｛
ニ

戸
□
[
-
―
-
[
-
―
一
塁

0
l
-
_
-

〗[
-
0
0
L
$
-

。
-
-
]

鮮
胆
耳
‘
繹
名
、
時
珍
曰
‘
按
‘
博
物
志
云
‘
呉
王
闇
間
‘

江
行
食
―
―
魚
鰭
涵
示
―
―
其
残
餘
於
水
「
化
為
1

此
ば
央
故
名
。

〔
皮
日
休
、
松
江
早
春
詩
〕
穏
児
船
舷
無
"
―
事
丁
分
明
散

【
鰭
刀
】
2

”
勺
謄
刀
。
さ
し
み
庖
丁
。

L

得
鮪
残
魚
。

【
鰭
鯉
】
3

”
'
？
鯉
を
瞼
に
す
る
。
〔
菖
唐
書
、
李
綱
傭
〕

飛
レ
刀
鰭
レ
鯉
、
調
和
鼎
食
↓

（成集書圃今古）魚残鰭

景

鰻

鮪

蝋

鰊

鱚

絨

鯰

鱚

鰈

か
ぢ
き
に
似
て
短
く
‘
肉
は
黄
色
。
〔
説
文
通
訓
定
【
蜆
序
】
5
9
5

學
校
を
い
ふ
。
蜻
堂
。
〔
易
略
例
序
〕
舞

臀
〕
鰭
、
大
魚
、
似
レ
鱚
而
短
、
鼻
口
在
―
―
額
下
云
瞑
象
之
年
、
鼓
懐
鰻
序
↓
〔
注
〕
學
校
也
‘
鰻
堂
之
類
也
。

[
鎧
堂
】
6
9
5

講
堂
。
教
室
。
後
漢
の
楊
震
の
故
事
に

本
づ
く
。
鰻
序
゜
〔
後
漢
書
‘
楊
震
博
〕
後
有
n

一
冠
雀
街
,

,

1

1

1

有
邪
行
玉
甲
無
レ
鱗
、
肉
黄
、
大
者
長
二
三
丈
、
江

東

呼

貸

黄

魚

公
7

所
謂
鱒
鱚
魚
也
、
詩
碩
人
、
鰻
鎧
魚
面
飛
集
―
―
講
堂
煎
都
講
取
レ
魚
進
日
、
蛇
鰻
者
卿
大

鮪
獲
餐
、
四
月
、
匪
レ
鰻
匪
レ
鮪
‘
潜
、
有
レ
鎧
有
レ
夫
服
之
象
也
、
藪
三
者
、
法
乞
一
食
也
、
先
生
自
レ
此
升

鮪
博
箋
皆
閂
鯉
‘
此
古
説
、
不
レ
可
レ
従
。

O
漢
矢
゜
〔
朱
窯
‘
喪
和
公
清
兄
留
1

一
周
賓
之
一
句
上
詩
〕
鰻
堂

偶
林
間
‘
維
黍
聯
従
容
。

【
鰭
似
レ
蛇
露
似
レ
燭
】
1

"
孟
戸
ク
―
-
_
＿
ル
う
な
ぎ
は
蛇

の
侯
國
の
名
。
今
、
山
東
省
蘭
山
縣
の
西
南
。
〔
漢

に
似
、
露
は
い
も
む
し
に
似
る
。
其
の
形
は
悪
む
べ
き

書
、
王
子
侯
表
〕
鎧
侯
應
襄
責
゜
＠
揃
文
‘
鰻
(
1
2

|
 4
6
6
2
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鎧
‘
鱚
‘
籍
文
鰻
。
口
も
、
利
が
あ
る
か
ら
人
が
執
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
韓
非

う
み
へ
ぴ
゜
蝉
(
1
2
|
 
4
6
4
9
6
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
子
、
説
林
下
〕
鰭
似
レ
蛇
、
露
似
レ
燭
、
人
見
レ
蛇
則
驚
駿
、

見
レ
燭
則
毛
起
‘
漁
者
持
レ
鰻
‘
婦
人
拾
レ
置
、
利
之
所
レ
在
、

皆
総
責
諸
↓
〔
韓
非
子
、
内
儲
説
上
〕
鯖
似
レ
蛇
、
露
似
レ

鱒
‘
説
文
‘
魚
名
、
皮
可
レ
岱
鼓
、
一
日
‘
蛇
蝉
‘
黄

燭
、
人
展
蛇
則
驚
駿
、
見
涵
則
毛
起
‘
然
而
婦
人
拾
レ

質
黒
文
‘
或
作
レ
鰹
゜
〔
後
漢
書
‘
楊
震
博
〕
後
有
,
,
,
冠

雀
胴
三
鰻
魚
↓
〔
注
〕
鱚
鱒
、
古
字
通
也
。
国
魚
露
‘
漁
者
握
レ
鰻
、
利
之
所
な
在
、
則
忘
二
其
所
＞
悪
、
皆
為
ニ

の
名
。
〔
集
韻
〕
鰭
‘
魚
名
。
孟
責
↓
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
今
鱒
之
卑
ハ
レ
蛇
、
露
之
興
レ

【
鰻
鮪
】
1

ザ
／
魚
の
名
。
鰻
と
鮪
゜
鱚
は
か
ぢ
き
‘
鮪
は
燭
‘
状
相
類
、
而
愛
憎
異
゜
〔
説
苑
、
談
叢
〕
燭
欲
レ
類
レ
露
、

鰻
に
似
て
小
さ
い
も
の
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
衛
風
、
碩
人
〕
鱒
欲
レ
類
レ
蛇
、
人
見
―
―
蛇
燭
云
莫
レ
不
↓
―
身
濯
然
ぶ
久
工
修
レ

施
レ
〖
瓜
激
激
‘
鰻
鮪
検
獲
。
〔
傭
〕
鏡
鯉
也
、
鮪
絡
也
。
〔
繹
塁
、
漁
者
持
レ
鱒
、
不
レ
悪
、
何
也
、
欲
レ
得
レ
錢
也
。

文
〕
鎧
、
大
魚
、
口
在
―
―
頷
下
；
長
二
三
丈
、
江
南
呼
＝
黄

魚
一
〔
集
傭
〕
鰻
魚
‘
似
レ
龍
黄
色
鋭
頭
、
口
在
1

一
頷
下
五
背

上
腹
下
、
皆
有
レ
甲
、
大
者
千
餘
斤
‘
鮪
似
碩
而
小
、
色
〖
鴫
】
岬
戸
〔
集
韻
〕
古
繹
切
錮

青
黒
。
〔
白
居
易
‘
黒
龍
飲
1

一
渭
水
―
賦
〕
警
↓
―
水
府
入
互
諏

た
ら
。
黄
頬
魚
。
或
は
誠
(
1
2
-
4
6
3
4
5
)

に
作
る
。

鮪
奔
走
‘
駿
―
―
泉
室
一
分
鮫
罷
伏
蔵
。

〔
集
韻
〕
誡
、
魚
名
、
鉦
也
‘
一
日
‘
黄
頬
‘
或
省
。

【
鎧
魚
]
2

梵
う
み
へ
ぴ
。
鐸
魚
。
〔
本
草
‘
鰭
魚
〕
繹
名
、

黄
魚
‘
蟻
魚
、
王
版
魚
。
〔
後
漢
書
‘
楊
震
傭
〕
後
有
―
―
―
冠
雀

術
三
二
鰻
魚
一
飛
集
講
堂
前
二
都
講
取
レ
魚
進
曰
‘
蛇
鱚
〔
山
海
経
‘
東
山
経
〕
姑
兒
之
山
‘
姑
兒
之
水
出

者
卿
大
夫
服
之
象
也
。
〔
注
〕
臣
賢
案
‘
績
漢
及
謝
承
書
‘
焉
‘
北
流
注
―
―
於
海
な
氏
中
有
1

一
蟻
魚
↓

鰭
字
‘
皆
作
レ
鱒
‘
然
則
鎧
•
蝉
古
字
通
也
‘
鎧
魚
‘
長
者

否
過
三
二
尺
黄
地
黒
文
‘
故
都
講
云
‘
蛇
蜆
卿
大
夫
之

服
象
也
。
【
鰈
】
〗

【
鰻
鯨
】
3

だ
ふ
か
に
似
た
大
魚
と
鯨
゜
〔
文
中
子
、
祠

架
〕
江
湖
罐
鯨
、
非
溝
漬
所
＞
容
也
。
〔
買
誼
‘
弔
―
―
屈
原
―

【

織

】

[

文
〕
横
―
―
江
瑚
之
蜆
鯨
分
、
固
将
レ
制
,
,
於
蝶
鎧
一
〔
朱

注
〕
鎧
‘
大
魚
、
鉦
か
鱗
、
口
在
腹
下
↓
鯨
魚
、
長
者
敦
里
。

〔
左
九
頓
、
離
思
賦
〕
蜆
鯨
裁
1

子
蝶
蟻
み
フ
‘
虎
豹
吼
1

一而

嘗
道
↓
〔
李
徳
裕
、
批
絆
賦
〕
乖
1

一
其
便
1

也
、
雖
1

一
罐
鯨
1

而
可
レ
制
、
無
1

一
其
勢
也
、
雖
蛭
蛾
而
不
レ
傷
。

【
鱚
詳
】
4

ぺ
茅
前
蜀
、
王
錯
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
2
0
)

の
字
。

【
鰈
】
岬

サ
ン

繁
(
1
2
-
4
6
1
8
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鰈
‘
俗
緊
字
。

ケ
イ

蠍
(
1
2
-
4
6
5
0
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
籟
‘
或
作
レ
織
。

1) 

鯉
(
1
2
|
 4
6
1
8
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鯉
、
或
炊
レ
裏
゜

七
七
四

13370 



ヽ
.
“
 

-0-0-

，
 

負

豪

魚

部

七
七
五

シ
，
司
ウ

ジ，ヨ，ウ

日
く
ヨ
，
ウ

シ，ヨ，ウ

口い`国
ョ
ヴ

函

〔
集
韻
〕
石
證
切
瞬

〔
集
韻
〕
以
證
切
瞬
戸

〔
集
韻
〕
魚
桧
切
臨
[
-

〔
集
韻
〕
牛
廉
切
錮
年
）

日
瞼
鯖
は
‘
魚
の
名
。
〔
廣
韻
〕
瞼
、
瞼
鯖
、
魚
名
、

出
―
―
築
浪
↓
〔
集
韻
〕
瞼
、
魚
名
。
口
魚
の
口
の
動

く
さ
ま
。
鯨
唱
。
瞼
(
2
-
4
3
5
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

喰
、
瞼
唱
、
魚
口
動
兒
、
或
八
レ
魚
。

〔
集
韻
〕
渠
京
切

〔
集
韻
〕
渠
良
切

〔
集
韻
〕
紳
陵
切

或
□
口
＜
ぢ
ら
。
或
は
鯨
(
1
2

餘
橙
ー
4
6
2
5
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

鰻
、
海
大
魚
也
‘
炊
レ
魚
葺
臀
‘
春
秋
博
日
、
取
―
―
其

鰻
槃
鯨
‘
蝠
或
炊
レ
京
。
〔
集
韻
〕
鰻
、
一
説
‘
雄
日
レ

鰻
‘
雌
日
レ
鋭
‘
常
以
二
五
月

L
ぎ
子
於
岸
ゴ
八
月

導
而
還
レ
海
、
鼓
レ
浪
成
レ
雷
‘
噴
レ
沫
成
レ
雨
、
水
族

畏
レ
之
、
或
炊
レ
京
。

【
鰻
蜆
】
よ
パ
大
魚
の
害
を
為
す
も
の
。
悪
人
の
喩
゜

〔
漢
書
‘
誓
方
進
博
〕
蓋
聞
、
古
者
伐
一
不
敬
面
ざ
其
鰻
鋭
↓

〔
注
〕
師
古
日
‘
鰭
銃
、
大
魚
為
レ
害
者
也
‘
鰻
‘
古
鯨
字
。

m
【
鰻
濤
】
2

”
芍
清
、
江
臀
(
6
-
1
7
1
4
0
:
 2
5
3
)

の
O
の
字
。

5
 
65 
4
 
（
 

ヽ`＇‘8
 
g
【
蠅
】
蜘

〔
十
三
蜜
〕

ケ
イ

日
咤
ヤ
，
ウ

キ，ヤ，ウ

ロ
ガ
ウ

【
鱚
】
蜘

闘圏

【給

qi
日
ゲ
ン

□
ゲ
ン

小
●
お
ほ
な
ま
づ
。
な
ま
づ
の
一
種
。

負
豪
〔
説
文
〕
鰻
、
護
也
、
ハ
レ
魚
豊
瞥
゜
〔
爾

雅
、
繹
魚
〕
鰻
、
銅
也
。
〔
一
切
経
音
義
、
十
九
〕
鰻
、

鰈
也
。
〇
や
つ
め
う
な
ぎ
。
〔
爾
雅
翼
‘
繹
魚
‘
鰻
〕

鰻
魚
、
圃
長
而
斑
貼
有

-Lぷ
竺
作
二
北
斗
之
象
↓

●
蝠
(
1
2
-
4
6
6
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰻
‘
或
八
レ

麗
。
勝
は
も
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
藝
オ
、
倭
字
〕

鰻
‘
俗
云
八
目
鰻
也
‘
倭
以
袋
海
鰻
名
者
誤
゜

【
鰻
魚
】
1
知
5

魚
の
名
。
う
な
ぎ
。
〔
本
草
‘
鰻
魚
〕
秤
名
、

象
魚
、
黒
鰻
‘
玄
鰻
、
烏
鰻
‘
銅
魚
、
文
魚
、
時
珍
日
‘
鰻
首

有
玉
星
盃
夜
熊
北
斗
云
有
二
自
然
之
栂
盃
故
謂
1

一
之
鰻
す
又

興
乙
蛇
通
レ
氣
‘
色
黒
北
方
之
魚
也
‘
故
有
―
―
玄
黒
諸
名
↓

【
鰻
腸
】
2

が
が
●
烏
魚
の
腸
。
薬
と
し
て
用
ひ
る
。
〔
本

草
‘
鰻
腸
〕
繹
名
、
時
珍
曰
‘
鰻
‘
烏
魚
也
‘
其
腸
亦
烏
゜

●
路
傍
・
畦
畔
等
の
阻
地
に
自
生
す
る
一
年
生
草
本
。

た
か
さ
ぷ
ら
う
•
い
た
ち
ぐ
さ
う
な
ぎ
こ
ろ
し
・
う
ま

き
た
し
等
の
諸
名
あ
り
、
菊
科
に
陽
す
。
高
さ
は
五
寸

乃
至
一
尺
、
全
株
に
短
い
剛
毛
を
密
布
す
。
花
は
梢
頭

枝
端
に
散
箇
を
篠
生
し
、
小
花
は
全
部
筒
状
花
。
種
子

は
四
箇
の
歯
頭
を
持
ち
、
花
色
は
白
色
、
八
九
月
頃
開

瓢
｀
[

【
鰻
】
〗
レ
イ
〔
集
韻
〕
里
弟
切
障
]

＞
 

ラ

イ

カ

一

Ii'

厨
】
〗
ヰ
”
~
"
心
）
に
同
じ
。
〔
集
韻

【

鱚

】

蜘

[

パ

【
鰈
】
〗

●
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
魚
名
。
●
餞
(
1
2
-
4
6
6
3

3
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
鰈
、
興
11

四
息
同
呼
゜

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
緻
、
魚
名
。

〔
集
韻
〕
直
例
切
醐
g

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰻
、
魚
名
。

音
未
詳

【
鰤
】i

闘
〗
註i
"”

肉
二
片
な
序
之
名
査
絲
鰤
↓

躾

瞼

鰻

蠅

鰻

蟷

轟

鰈

綴

鰊

鰯

隕

臆

鰭

艇

鰭

鍼

鰻

繁

鱚

【
蠍
】
〗
冦
〔
玉
篇
〕
無
非
切
廠

ゲ，
7
ゴ，
7

〔
集
韻
〕
逆
怯
切

園
姻図

日
口
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
畠
、
魚
名
、
有
レ
翼
、
見
則

大
水
。

日
ラ
□
ル
イ

〔
集
韻
〕
虞
文
切

〔
集
韻
〕
倫
為
切

〔
集
韻
〕
於
九
切

曰
ど
ぢ
や
う
。
〔
廣
雅
‘
秤
魚
〕
躾
、
鱚
也
。
〔
集

韻
〕
襖
、
魚
名
。
□
う
を
。
〔
集
韻
〕
躾
、
魚
也
。

アウ
ォ
ヴ

日
イ，ウ
ゥ
曰

【
襖
】
〗
〔
集
韻
〕
於
到
切
醐洵

〔
集
韻
〕
母
耽
切
躍
g

日
口
国
小
さ
い
魚
。
魚
の
子
。
〔
爾
雅
、
秤
魚
〕

蠅
、
小
魚
。
〔
注
〕
家
語
日
、
其
小
者
蠅
魚
也
、
今

江
東
亦
呼
二
魚
子
未
レ
成
者
云
〖
レ
蠅
。
國
ふ
ぐ
の

一
種
。
〔
廣
韻
〕
蠅
、
鮭
麗
。
〔
集
韻
〕
蠅
、
魚
名
。

【
嵐
】
岬

日
口
魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
蟷
、
魚
也
。

マウ
‘、r
ヤ
ヴ

同
l

一
種
苗
似
1

丑
旋
覆
一
而
花
白
細
者
是
鰻
腸
‘
一
種
花
黄

紫
、
而
結
レ
房
如
―
―
蓮
房
一
者
、
乃
是
小
蓮
懸
也
。

【
鱚
】
i

日
夕
，
ウ

口
夕
，
ウ

〔
玉
篇
〕
都
郎
切
醐
i

〔
玉
篇
〕
都
浪
切
虚
幽

【
鰭
】
』

此
作
。

シ
，
ャ
ゥ

ー

嘗
(
2
-
4
2
0
5
)

に
同
じ
。
〔
中
華

7
 
3
 

大
字
典
〕
鱚
、
同
レ
嘗
、
集
韻
如
レ

3
 
一ー

冤】
i

繁
(
1
2
-
4
6
4
1
6
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
繁
、
興
レ
繁
同
。

ガ
ウ

【
鰻
】
年

鯉
(
1
1
0
1
4
6
1
8
2
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
類

J
 
ー
編
〕
鰻
、
興
レ
鯉
同
。

【
鐵
】
蜘

シ
ン

蟻
(
1
2
|
 4
6
5
9
1
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
繊
、
同
レ
蟻
。

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鰭
、
魚
名
。
〔
間
中
海
錯
疏
〕

黄
鰭
、
鼠
黄
也
。

【鱗】
i

シ
，
ャ
ゥ

〔
字
彙
補
〕
昔
睛

【簸】一
シ

紐
(
1
2
-
4
6
3
8
3
)

の
謳
字
。
〔
字
彙

補
〕
鋸
、
紐
字
之
謡
。

【
賭
】
年

〔
史
記
正
義
〕
普
姑
切
圏
〖

【
鰭
】
岬

い
る
か
。
〔
史
記
‘
伍
子
背
博
‘
袂
五
品
呼
縣
t

―呉

東
門
之
上
ご
注
〕
正
義
日
、
東
門
‘
鰭
門
‘
謂
―
―
鮮

門
1

也
‘
今
名
二
蔚
門
ご
鰭
、
昔
普
姑
反
‘
顧
野
王

云
‘
鰭
魚
、
一
名
江
豚
‘
欲
レ
風
則
涌
也
。

【
鰭
門
】
1

ザ
地
名
。
江
蘇
省
蘇
州
城
の
東
門
。
〔
史
記
、

伍
子
脅
傭
‘
袂
↓
―
吾
眼
一
縣
―
―
呉
東
門
之
上
ぶ
巴
正
義
日
‘

東
門
‘
鰭
門
‘
謂
1

一
鮮
門
一
也
、
今
名
二
封
門
↓

フホ

蝋
(
1
2
|
 
4
6
4
7
9
)

の
緬
文
。
〔
集

韻
〕
蠣
籠
作
レ
臆
。

タ
・
キ
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小
ぎ
ぎ
。
〔
説
文
〕
鰭
、
揚
也
、
八
レ
魚
嘗

織隻
豪
臀
。
〔
玉
篇
〕
鰭
、
黄
鱚
魚
。
〔
詩
、
小
雅
、

魚
麗
〕
魚
麗
手
旦
鰭
駕
。
〔
精
文
〕
峰
今
江
東

呼
責
鰭
魚
一
魚
微
黄
、
大
者
長
尺
七
八
寸
許
。

〔
疏
〕
鰭
、
一
名
黄
頬
魚
、
似
謡
韮
宍
魚
身
、
形
厚

而
長
大
、
頬
骨
正
黄
、
魚
之
大
而
有
レ
カ
、
解
レ
飛

者
、
徐
州
人
謂
,
,
之
揚
↓

【
鰭
黛
】
1

な
ヴ
魚
の
名
。
鰭
と
蕉
。
黛
は
は
ぜ
。
〔
詩
、
小

雅
、
魚
麗
〕
魚
麗
ネ
血
〗
正
鰭
黛
、
君
子
有
涵
酒
‘
旨
且
多
。

〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
礁
最
巨
鼈
、
鎧
鯉
嶼
銅
、
鮪
鋭
鰭
黛
‘

修
額
短
項
。
〔
劉
邪
、
趙
都
賦
〕
鰻
鯉
鱚
鮪
、
比
目
鰭
黛
。

【
擬
】
-

魚
の
名
。
〔
篇
海
〕
誕
、
魚
名
。

ギ

〔
篇
海
〕
昔
疑

大
き
い
魚
。
〔
集
韻
〕
鱗
、
魚
之
大
者
。
〔
孔
子
家

語
、
屈
節
解
〕
魚
之
大
者
、
名
為
緬
゜

【
鰭
】
岬

〔
集
韻
〕
陳
留
切

m

チ
ヴ
ヂ，ユ

【
鰭
】
-

シ，ャゥ

ジ，ャゥ

〔
集
韻
〕
辰
羊
切
醐
i

／
 

イ
尤

c
h
'
a
n
g
'

,Eaa―― 

因園

日
魚
の
名
。
蝙
（
1
2
-
4
6
3
0
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

蝙
、
魚
名
、
似
レ
紡
、
或
ハ
レ
賓
。
口
魚
の
名
。
〔
集

韻
〕
鰈
、
魚
名
。

【
餓
】
年

巳
ヘ
ン

口
ヒ
ン

〔
集
韻
〕
卑
眠
切

〔
集
韻
〕
卑
民
切

【
鰻
】
〖

子
持
鮎
の
璧
漬 ア
イ

●
む
つ
。
睦
。
●
鰻
鱚
は

譴
鮎
の
年
を
経
た
も
の
。
又

【
鰐
】
岬

璧
漬
。

鰻
鱚
は
鮎
の
年
を
経
た

キ
，
ャ
ゥ
謬
も
の
。
又
、
子
持
鮎
の

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鱈
、
魚
名
。
〔
山
海
経
、
南
山

経
〕
英
水
南
流
注
,
,
於
即
翼
之
澤
一
其
中
多
,
,
赤

鰻
其
状
如
漁
而
人
面
、
其
昔
如
鶯
衷
食
レ
之

不
レ
柑
。

【
鱚
醐
】
1

翌
魚
の
名
。
〔
太
平
御
曹
‘
鱗
介
部
十
二
‘
鱈

醐
魚
〕
臨
海
水
土
記
曰
‘
蟷
醐
魚
、
状
如
1

一
鳶
魚
形
↓

【
鱈
】
年

ジ，ユニ，ユ

〔
集
韻
〕
汝
朱
切

H
-

【
艤
】
〖
譴
し
び
ら
。
海
魚
の
一
。

み
t
k

ひ
゜
〔
玉
篇
〕
鰈
、
白
魚
。

【
鱈
】
〗
諷
は
た
は
た
。
海
魚
の
一
。

【
鰈
】
年

ソ
ヴ
ジ，ユ

〔
玉
篇
〕
徐
垢
切
陶
i

【
鰯
】
[
/
，
ヨ
ク
＂
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
蠣
、
昔
＿
【
絢
】
岬
キ
ク

"
F
”
i
o
に
同
じ
。
〔
集

＂ 
魚

音

〔
十
三
ー
ー
十
四
書
＿
〕

小

日

□
l

国
お
ほ
な
ま
づ
。
な
ま
づ
の
一

§
＾
豪
種
。
或
は
顛
(
1
2ー

4
6
0
1
7
)

に
作
る
。

〔
説
文
〕
護
‘
護
魚
也
、
ハ
レ
魚
蔓
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕

胚
大
鰻
、
小
者
銚
。
〔
注
〕
護
、
似
レ
鮎
而
大
、
白
色
。

〔
祁
鈴
行
義
疏
〕
御
覧
引
―
―
廣
志
1

云
、
護
魚
似
レ
鮎

大
口
、
大
口
故
名
為
レ
緩
、
然
則
護
是
大
口
之
名
、

今
南
方
人
呼
レ
護
為
レ
脆
‘
脆
・
護
亦
臀
轄
也
‘
廣
雅

疏
證
云
、
今
揚
州
人
謂
I¥

大
鮎
1

為
1
1

鰻
子
「
臀
如
レ

獲
、
古
方
言
之
存
者
也
。
〔
集
韻
〕
鰻
、
魚
名
、
似
レ

鮎
、
或
作
レ
鉦
゜
〔
本
草
、
鰊
魚
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
倶

是
大
口
大
腹
、
並
無
レ
ロ
、
小
者
鰻
゜

【
護
眼
】
1

守
魚
の
名
。
な
ま
づ
に
似
て
大
、
白
色
。
〔
山

【
鰻
】
〖
昂

〔

集

韻

〕

胡

故

切

諷

〔
集
韻
〕
胡
化
切
鵬
[
-

ク
ヴ
ゲロク
，
ワ
ク
〔
集
韻
〕
胡
栢
切
、
声

国
ワ
ク

r
xこ
huo4

〔
集
韻
〕
象
呂
切
罰

T
u
 h
s
i
i
'
 

〔
集
韻
〕
羊
諸
切
圏

小
日
た
な
t
J

。
紆
(
1
2ー

4
5
9
8
1
)

に
同

箇
豪
じ
。
〔
説
文
〕
嶼
、
鱗
魚
也
、
ハ
レ
魚
興

臀
。
〔
集
韻
〕
嶼
、
説
文
、
魚
名
、
或
作
レ
紆
。
〔
詩
、
齊

風
蔽
筍
〕
散
筍
伊
梁
、
其
魚
紡
嶼
。
〔
箋
〕
嶼
、

似
レ
紡
而
弱
鱗
゜
〔
本
草
、
嶼
魚
〕
繹
名
、
鮭
魚
、
時

珍
曰
、
酒
之
美
者
日
レ
醸
、
魚
之
美
者
日
レ
嶼
、
陸

佃
云
‘
鱗
好
,
1

霊
行
相
興
一
也
、
故
日
レ
嶼
、
相
連

也
、
故
日
レ
鍵
、
傭
云
、
魚
屡
連
行
是
芙
。
口
鱗
嶼

は
‘
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鱗
、
鱗
嶼
、
魚
名
。

【嶼】呻

ノーヨ
ジーヨ

日`‘口ョ

【
鱗
】
5

セ
イ
・
シ

紫
(110
-
4
6
0
5
3
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
紫
、
或
ハ
レ
齊
゜

鰯

鮨

蝸

郷

鰻

鰭

藉

鰈

鱈

鱚

鰭

擬

鯖

嶼

錘

鱗

漁

鮨

鱒

景

蛎

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鰯
、
魚
也
。

【
鰯
】
[
汀
〔
玉
篇
〕
戸
巖
切
國

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
緊
、
魚
名
。

冨

】

年

レ
プ
〔
集
韻
〕
力
協
切
声
g)

【
鱒
】
[

鱒

(
1
2
_
4
g
1
0
)

に
同
じ
。
〔
集

，
韻
〕
鱚
、
魚
名
、
或
省
。

、ク

【
錯
】
〖
サ
＂
豆
バ
琵
い
い
い
邑
韻
〕

豪
す
な
ど
る
。
漁
(
7ー

1
8
1
0

籟
:
韻
文
1
)

・
敷
(
1
2

ー
＄ 380)• 

鮫

(
1
2
-
4
6
0
0
2
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
瀑
‘
樽
魚
也
、

が
魯
水
面
、
策
文
澤
双
レ
魚
。
〔
集
韻
〕
瀑
‘
策

省
、
或
作
敷
・
蚊
↓

蘭
由
會
意
。
水
と
幾
と
の
合
字
。
綴
は
魚
の
つ
ら
な
る

義
。
そ
れ
に
水
を
加
へ
て
、
水
中
の
魚
を
と
ら
へ
る
義

と
す
。

【激】
i

〔
集
韻
〕
語
居
切
固
i

ギ，ヨ
ゴ

【
鱗
】
5

リ
ン

鱗
(110
-
4
6
5
0
2
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
鱗
、
鱗
本
字
。

海
経
‘
北
山
経
〕
消
水
‘
云
云
、
東
流
注
11

子
河
石
其
中
有
―
―

鰻
唱
↓

七
七
六

13372 
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冨
t
]
亨

＂ 
魚

音

〔
十
四
ー
＋
六
書
＿
〕

顧

錢

歴

鰐

籍

鰯

鰐

蠣

鰈

鎌

蝶

鰈

簸

鰈

鯖

鱚

鱚

鱚

蝠

蝠

七
七
七

窯
(
1
2
-
4
6
2
6
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
蝶
‘
俗
窯
字
。

魚
の
名
。
或
は
廣
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蠣
‘
魚
名
‘
或

書
作
レ
廣
゜

【蠣】亨

レ
イ
〔
集
韻
〕
力
制
切
霙
g

【鱚】年

テ
ン

蜆
(
1
2ー

4
6
5
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鰻
、
或
炊
レ
塵
゜

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰯
、
魚
名
。

冨

二

螂

戸

[

〔

集

9
妍
胤

[
鰭
]
蜘
サ
"
[
い

[
~
5
6
)

の
揃
文
。
〔
玉
篇
〕

,胃-

【鱚】三

諷
し
い
ら
。
し
ぴ
ら
。

冠
】
蜘

エ
ン

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
隊
‘
昔
峨
゜

冠
】
”

鰻
(
1
2ー

4
6
4
6
2
)

の
調
字
。
〔
字
彙

補
〕
鰻
鰻
字
之
謡
。

フ
ク

冨
i
]
[

サ
い
[
[
臼
[
O
)

の
揃
文
。
〔
篇
海
〕

さ
よ
り
。
海
魚
の
一
。
〔
集
韻
〕
織
、
魚
名
。
〔
本

【織】郷

シ
ン

集
韻
〕
諸
深
切
出
J

訂甕

日
え
つ
。
〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
勲
磯
刀
。
〔
注
〕
今
之
紫

魚
也
。
〔
疏
〕
窯
名
―
―
蜆
刀
芦
〗
妹

(
1
2| 4
6

 
0
5
0
0
)

に

同
じ
。
〔
玉
篇
〕
妹
、
海
中
魚
、
似
レ
飽
也
、
蛾
、
同
レ

妹
。

【
蛾
刀
】
1

がt

.
 
は
ま
ぐ
り
の
一
種
。
〔
閲
礎
、
天
官
、

鼈
人
‘
狸
物
、
注
〕
玄
謂
、
狸
物
‘
亦
謂
碩
弁
公
含
漿
之

鳳
0
魚
の
名
。
た
ち
う
を
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
勲
‘
磯

刀
。
〔
注
〕
今
之
紫
魚
也
、
亦
呼
贄
翻
魚
↓
〔
疏
〕
窯
‘
一

名
蜆
刀
。
〔
本
草
‘
鱗
魚
〕
繹
名
‘
蜆
刀
。

【
蛾
靭
】
2

が
い
魚
の
名
。
た
ち
う
を
。
〔
正
韻
〕
朗
、
鰈
靭
、

今
紫
魚
。

冨
云

ベ
ッ
〔
集
韻
〕
莫
結
切
呻
g

メ

チ

ロ

＿

せ

m
i
e
h
'

日ロ
[
[
〔
玉
篇
〕
莫
括
切
圏

小
日
口
魚
の
名
。
或
は
鏡
(
1
2
|
 4
6
4
1
9
)
 

競
蔽
に
作
る
。
〔
説
文
〕
蝶
蝶
魚
也
‘
出
薬

浪
溢
國
ず
瓜
レ
魚
架
臀
゜
〔
集
韻
〕
蝶
‘
或
炊
レ
鹿
。
国

ぎ
ぎ
。
蝠
(
1
2
|
 4
6
3
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蛹
、
魚

名
、
博
雅
‘
飢
也
、
或
八
レ
柴
゜

【鰈】年

巳
ラ
ク

□
ロ
ク

国
い
戸

〔
集
韻
〕
狼
秋
切

〔
集
韻
〕
歴
各
切

〔
集
韻
〕
虚
谷
切

践圏墨

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蠍
、
魚
名
。
菌
か
ら
す
み
。

亘】尋
レブ

〔
集
韻
〕
力
渉
切
函

【罐】岬
蟻゚
【
鰻
鮫
】
1

t

↑
鰈
の
異
名
。
又
‘
鰐
の
異
名
。

【
蝙
魚
]
2

グ
釘
わ
に
。
鰐
魚
。
〔
捜
紳
記
、
二
〕
扶
南
王
苑

尋
‘
云
云
‘
又
養
―
―
罐
魚
十
頭
一
若
犯
レ
罪
者
投
二
典
鰭
魚
一

不
レ
嘩
乃
赦
レ
之
、
無
レ
罪
者
皆
不
レ
嘆
‘
故
有
―
―
蝿
魚
池
↓

〔
唐
書
‘
韓
愈
博
〕
初
愈
至
レ
潮
、
問
―
―
民
疾
苦
函
曰
曰
‘
悪

蘊
】
亨

口日
ラタタ
イチッ

〔
廣
韻
〕
落
蓋
切

集
韻
〕
他
逹
切

圏陵

ガ
ク

古ヽ

6• 

n闘
饗
i

――

【
鱚
】
-
諷

は
え
。
は
や
。
鮪
°

魚
の
名
。
〔
黄
省
曾
、
魚
経
〕
鱚
、
魚
秩
也
、
昔
標
、

梢
長
魚
苗
曰
簡
鱚
↓

【鱚】年

ヘ
ヴ

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鱚
、
魚
也
。

【鱚】蜘

シ
ヴ

【
鯖
】
蜘
セ
キ

【
琶
三

シ
，
ャ
ヴ

草
、
織
魚
〕
繹
名
、
姜
公
魚
、
銅
晩
魚
、
時
珍
日
、
此

魚
‘
喉
有
―
―
鍼
五
双
有
一
諸
名
五
集
解
、
時
珍
日
‘

生
1

一
江
湖
中
了
大
小
形
状
‘
井
同

-g雰
突
但
喉
尖

有
こ
細
黒
骨
如
届
雰
戸
異
耳
。

渓
有
鑓
魚
ぶ
竺
民
畜
産
—
且
盛
‘
民
以
レ
是
窮
゜
〔
宋
史
、

陳
亮
佐
博
〕
通
―
判
潮
州
三
云
云
‘
民
張
氏
子
、
卑
ぐ
其
母
―

濯
"
干
江
こ
蝙
魚
尾
而
食
レ
之
‘
母
弗
レ
能
レ
救
゜

〖
蟻
魚
文
〗3
カ
グ
弔
9
)

文
章
の
名
。
唐
、
韓
愈
が
潮
州

の
刺
史
と
な
っ
た
時
、
悪
硲
の
蟻
魚
、
人
畜
を
食
ひ
、
民

之
を
苦
ん
で
ゐ
た
か
ら
‘
之
を
去
ら
ん
が
た
め
に
撰
し

て
硲
水
に
投
じ
た
も
の
。
蟻
魚
盛
＜
去
つ
て
、
復
た
患

害
が
無
か
っ
た
と
い
ふ
。
〔
韓
愈
、
蝙
魚
文
〕
維
年
月
日
、

潮
州
刺
史
韓
愈
‘
使
下
軍
事
術
推
秦
清
、
以
―
―
羊
―
猪
―
―

投
謳
硲
之
濯
杢
以
輿
饂
魚
食
い
而
告
レ
之
曰
。
〔
沈

徳
潜
、
韓
愈
蟻
魚
文
継
評
〕
相
博
、
明
初
蟻
魚
復
宋
二
潮

州
面
夏
侍
郎
原
吉
、
令
h

―
魚
舟
五
百
雙
、
各
載
―
―
破
灰
百
ぞ

撃
鼓
四
i

レ
令
‘
聞
二
鼓
臀
ご
凋
人
齊
覆
↓
―
其
舟
一
奔
窺
遠

避
、
少
頃
、
如
l
m

山
崩
龍
戦
云
許
暮
、
寂
然
無
レ
臀
‘
蝠
魚

種
類
‘
皆
死
1

一
於
海
濱
玉
大
。
〔
獣
陽
脩
‘
太
子
太
師
致
仕

謄
司
空
兼
侍
中
文
恵
陳
公
神
道
碑
銘
〕
潮
州
悪
硲
蝙

魚
‘
食
レ
人
不
レ
可
レ
進
、
公
命
捕
得
‘
鳴
―
―
鼓
子
市
百
ク
文

告
而
数
レ
之
‘
蝙
患
屏
息
。
〔
蘇
拭
‘
韓
文
公
廟
碑
〕
公
之

精
誠
‘
能
開
―
―
衡
山
之
雲
一
而
不
レ
能
レ
回
―
―
憲
宗
之
惑
涵
此

馴
蝙
魚
之
曼
而
不
レ
能
レ
祖
1

一
皇
甫
縛
・
李
逢
吉
之
謗
↓

【
蟻
渓
】
4

げ
地
名
。
廣
東
省
潮
安
縣
の
東
北
。
一
名
、

悪
渓
。
唐
代
、
蝙
魚
が
ゐ
て
民
を
害
し
た
の
で
、
韓
愈

が
文
を
作
っ
て
之
を
謳
っ
た
虞
。
是
よ
り
潮
州
に
又
蝙

魚
の
害
が
無
か
っ
た
と
い
ふ
。
罐
魚
文
を
見
よ
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
廣
束
、
潮
州
府
、
海
陽
縣
〕
悪
淡
、
在
"
城

束
北
「
一
名
蝙
渓
、
亦
名
,
,
意
埃
玉
唐
元
和
中
、
渓
有
1

一鱗

應
刺
史
韓
愈
作
レ
文
謳
レ
之
、
｛
木
咸
平
中
、
通
判
陳
尭
佐

斬
蘊
魚
於
此
盃
有
憂
互
名
日
轡
洲
墜
韓
江
経
レ

此
、
合
流
而
南
‘
蓋
即
韓
江
之
別
名
矢
°

【
緬
口
]
5

立
9

0酋
佛
堂
の
前
階
に
か
け
つ
る
す
銅
製

の
具
。
扁
園
中
空
で
下
方
に
横
に
長
い
口
が
あ
り
‘
其

の
前
に
布
製
の
縄
を
吊
し
、
参
詣
人
が
其
の
縄
を
引
い

蝉
(
1
0 ー

3
3
0
2
5
)

に
同
一
て
鳴
ら
す
も
の
。

0
人
の
口
の
横
に
ひ
ろ
い
の
を
い

じ
。
〔
集
韻
〕
蝉
、
或
作
レ
ふ
。

【
蟻
水
】
6

げ
江
木
戦
の
琥
。
江
木
蝙
水
(
6ー

1
7
1
4
0
:
 

5
2
6
)
を
見
よ
。

〔
魚
経
〕
昔
標

玉
篇
〕
音
鰈

鮪
(
1
2
|
 4
6
3
9
8
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
鮪
‘
説
文
作
レ
鯖
゜

蒸
(
1
2
-
4
6
2
1
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蒸
、
或
炊
涵
養
。
謄
ふ
か
。

13373 
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●
魚
の
名
。
は
ぜ
に
似
て
大
。
長
さ
敷
寸
、
巨

口
細
鱗
、
松
江
産
は
四
鯉
あ
り
。
〔
集
韻
〕
鑢
、

魚
名
。
〔
本
草
、
鑢
魚
〕
繹
名
、
四
鯉
魚
、
集
解
、
時

珍
日
、
鑢
出
二
呉
中
ぶ
浙
江
尤
盛
、
四
五
月
方
出
、

長
僅
散
寸
、
状
微
似
レ
蠍
、
而
色
白
有
―
―
黒
貼
「
巨

口
細
鱗
、
有
四
鰐
↓
〔
正
字
通
〕
鑢
、
巨
口
細
鱗
、

似
レ
蠍
、
長
敷
寸
、
有
二
四
腿
硲
謡
竺
四
聰
魚
百
ぞ

七
八
月
ー
出
、
呉
江
松
江
尤
盛
、
天
下
之
鑢
皆
雨

聰
、
惟
松
江
四
聰
。

O
す
ず
き
。
〔
倭
名
類
漿
抄
、

龍
魚
部
‘
龍
魚
類
‘
鑢
〕
雀
馬
食
経
云
‘
鑢
‘
貌
似
レ

鯉
而
鰊
大
開
者
也
。
〔
注
〕
須
須
岐
。

【
鑢
江
】
1

炉
清
‘
張
士
元
(
4
-
9
8
1
2
:
 1
0
8
3
)

の
琥
゜

【
鑢
魚
】
2

知
ヨ
魚
の
名
。
は
ぜ
に
似
て
大
き
い
も
の
。
〔
後

漢
書
‘
方
術
下
‘
左
慈
博
〕
今
日
高
會
‘
珍
羞
略
備
、
所
レ
少

呉
松
江
鑢
魚
耳
゜
〔
杜
甫
‘
洗
兵
馬
行
〕
東
走
無
1
1

復
憶
,
,
鑢

魚
エ
南
飛
覺
レ
有
-
1

安
巣
鳥
言
李
嘉
祐
‘
贈
―
―
籠
兵
曹
―
詩
〕

楚
澤
病
時
無
醸
烏
五
越
郷
蹄
去
有
―
―
鑢
魚
↓
〔
趙
蝦
‘
長
安

晩
秋
詩
〕
鑢
魚
正
美
不
二
飩
去
「
安
戴
―
―
南
冠
正
了
楚
囚
↓

〖
鑢
魚
謄
〗3
7
0戎
り
鑢
の
な
ま
す
。
鑢
は
巨
口
細
鱗

の
淡
水
魚
。
は
ぜ
に
似
て
大
き
い
も
の
。
謄
、
一
に
鰭

に
作
る
。
〔
晉
書
、
文
苑
‘
張
翰
偶
〕
（
張
）
翰
謂
―
―
同
郡
顧

榮
日
‘
云
云
‘
翰
因
艮
秋
風
起
分
思
↓
1

呉
中
菰
菜
・
尊

羹
．
鑢
魚
謄
一
日
、
人
生
責
レ
得
レ
適
レ
意
、
何
為
覇
―
―
宦
散

千
黒
以
要
―
―
名
爵
―
乎
‘
遂
命
レ
駕
蹄
゜
〔
捜
神
記
‘
一
〕
左

慈
‘
字
元
放
直
江
人
也
、
少
有
軸
通
嘗
在
曹
公
座
一

公
笑
顧
1

一
衆
賓
一
曰
‘
今
H
高
會
‘
珍
羞
略
備
‘
所
レ
少
者

【
鑢
】
螂

）レロ

〔
集
韻
〕
龍
都
切
函

／
 

カ
X

lu' 

【

繋

】

年

タ

ノ

"

”

,-50)に
同
じ
。
〔
字
彙

小
日
口
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
蛹
籟
魚
也
‘

鍋
姦
人
レ
魚
頼
瞥
。
〔
本
草
醗
魚
〕
秤
名
‘
蝠

魚
時
珍
日
、
秦
人
謂
―
―
其
猿
癖
涵
誌
翌
瀬
魚
↓

B
 

角
~
音

〔

十

六

十

八

憲

〕

【

鰭

】

螂

ボ

ウ

冨
i

]

[

鯰
(
1
2
-
4
6
0
9
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鯰
、
或
八
レ
臀
゜

鯖
(
1
2
|
 4
6
3
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鰯
、
或
炊
レ
歴
゜

レ
キ

魚
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鑓
、
魚
名
。

【
鑓
】
-
ヰ
〔
玉
篇
〕
昔
唯

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鱚
、
魚
名
。

【

鰭

】

螂

臼

〔

集

韻

〕

下

介

切

囲

呉
松
江
鑢
魚
為
レ
謄
‘
放
云
‘
此
易
レ
得
耳
‘
因
求
―
―
銅
盤

貯
ユ
水
、
以
-
l

竹
竿
―
餌
釣
二
子
盤
中
ご
狽
央
引
1

一
―
鑢
魚
―

出
‘
公
大
柑
レ
掌
‘
會
者
皆
驚
゜
〔
李
白
‘
秋
下
1

一
荊
門
一
詩
〕

此
行
不
レ
為
,
,
鑢
魚
謄
盃
口
愛
1

一
名
山
コ
仝
刹
中
↓

【
鑢
謄
】
4

[

？
鑢
魚
の
関
肉
。
贖
一
に
鰭
に
作
る
。
鑢

魚
腋
を
見
よ
。
〔
李
中
、
寄
二
贈
致
仕
沈
彬
郎
中
―
詩
〕
尊

羹
呉
細
冨
央
秋
興
最
宜
レ
長
。
〔
孔
武
仲
、
蛤
悧
詩
〕
適
―
―

意
四
方
一
鉦
~
レ
不
レ
可
、
若
思
,
,

鑢
腋
玉
否
應
レ
賢
゜

[
鑢
鯉
】
5

丘
魚
の
名
。
土
附
魚
。
〔
演
繁
露
〕
呉
興
人
名
―
―

土
附
魚
為
1

一
鑢
鯉
「
以
下
其
質
圃
而
長
、
輿
豆
公
翠
相

似
‘
而
其
鱗
斑
駁
又
似
．
鑢
魚
お
竪
閉
喩
而
簾
言
之
一

[
鑢
松
江
】
6

バ
舷
カ
ウ
鈴
木
松
江

(11ー
4
0
2
6
7
:
 3
3
)

を

見
よ
。

【
鑢
松
塘
】
7

森
咋
久
ウ
安
房
の
人
。
本
姓
は
鈴
木
。
名
は

元
邦
。
字
は
彦
之
゜
琥
は
松
塘
・
東
洋
釣
史
・
十
髯
斐
堂
。

明
治
一
二
十
一
年
十
二
月
二
十
四
日
歿
す
。
年
七
十
六
°

梁
川
星
巖
に
師
事
す
。
詩
に
巧
。
著
に
快
説
績
々
記
・
松

塘
詩
紗
•
松
塘
小
稿
•
松
塘
文
集
・
七
曲
吟
社
詩
・
超
海

集
・
北
源
存
稿
・
芳
雲
消
草
房
山
棲
集
が
あ
る
。
〔
國
書

解

題

〕

。

「

の

琥

゜

【
鑢
郷
老
人
】
8

戸
焚
ク
清
、
挑
培
謙
(
8
|
6
2
 0
2
:
 1
9
8
)
 

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蜆
、
魚
名
。

【

鑓

】

蜘

ヶ

ン

〔
集
韻
〕
九
件
切
陶
i-

魚
の
名
。
鱒
(
1
2
|
 4
6
5
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鱒

魚
名
、
如
レ
鯉
、
一
目
‘
或
省
。

【
鱚
】
〗
芦

〔

集

韻

〕

白

各

切

圏

【
鰍
】
〗徽
(
1
2
-
4
6
4
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

徽
‘
或
作
レ
蠍
゜

キ ”
騨
闘
“

魚
の
名
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鰻
、
魚
名
。

【
鰻
】
螂

ゴコ

〔
龍
罷
手
鑑
〕
胡
誤
切
国
g-

祠

】

岬

キ

ク

[F7"[O同じ
。
〔
篇
海

お
ほ
が
め
。
鱚
(
1
2
|
 4
6
6
1
9
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
蝸
、
大
編
‘
又
同
レ
鱚
。

冨】[
ィ
〔
篇
海
類
編
〕
戸
圭
切
園

ヶヱ

【
瞬
退
】
〗
〔
集
韻
〕

7
[ロ

魚
の
名
。
煮
(
1
2
-
4
6
1
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
毀

魚
名
、
或
省
。

サ
ン

繋

鑢

鱚

鑓

鰐

鰭

毀

鯛

箱

鰻

蠍

鱚

鰻

鱚

鱚

鰭

鐵

繹

蜆

鰻

鱚

端
(
1
0
|
 3
3
器
7
)

に
同
じ
。
〔
集

【

鱚

】

[

ヶ

;

蘊

永

贔

名

或

ハ

逗

【
鰻
】
[

海
魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰻
、
海
魚
名
。

サ
ヴ

〔
集
韻
〕
疎
江
切

屈

,“
 
貸
】
如

子

蜆

(
1
2
|
 4
6
5
9
0
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

ソ‘
類
編
〕
蜆
、
同
レ
鰈
。

ヘ

魚
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
繹
、
魚
名
。

冨
t
】
[
ケ
イ
〔
篇
海
類
編
写
日
摯

【
識
】
叩
;
[
ぃ
"
-
'
叶
誌
江
翌
゜
〔
康
血

【
鯖
】
如
サ

鮮
(
1
2
|
 4
6
 0
 7
6
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
随
、
同
レ
鮮
゜

【
鰈
】
]
コ
ン

鰈
(
1
2ー

4
6
2
4
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鱚
、
或
作
レ
蝿
。

日
口
魚
の
名
。
〔
字
彙
〕
鰻
、
魚
名
。

【
鰻
】
』

口日
ゲカゼサ
ンンンン

國

〔
字
彙
〕
戸
緒
切
認

〔
字
彙
〕
鋤
咸
切

七
七
八

13374 
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”
 

魚

音

〔
十
八
I

三
十
三
董
〕

罐

耀

蝸

翻

鰻

鯛

耀

鰻

饒

鱚

鱚

鰯

錨

鯰

鳥

部

鳥

七
七
九

魚
の
名
。
〔
集
韻
〕
蝠
、
魚
名
、
一
身
＋
首
。

冨
t
】
螂

ラ

〔
集
韻
〕
良
何
切
細
l

.'
i—— 

魚
の
名
。
〔
篇
海
〕
鰻
、
魚
名
。

【鰻】如

ロ

〔
篇
海
〕
昔
直

【
麒
】
年
サ
”
戸
こ
戸
t
に
同
じ
。
〔
字
彙

【

鯖

】

如

叶

い

丁
[
A
鱈

江
東
呼
"
青
衣
魚

[i-1
婢
蟻
↓

音
未
詳

帽
い

【耀】』

圏圏園

日
□
国
魚
の
名
。
〔
説
文
〕
耀
、
魚
名
、

八
レ
魚
褪
瞥
゜

昌口ク国ク
〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

〔
集
韻
〕
果
羽
切

〔
集
韻
〕
倶
遇
切

人
名
。
通
じ
て
曜
(
8
|
2
3
8
2
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

耀
‘
闘
、
人
名
、
宋
有
―
―
鱗
罐
五
通
作
レ
曜
。

【
耀
】
〗
久
ワ
ン

〔
集
韻
〕
古
玩
切
瞬
〗

小
う
な
ぎ
。
や
つ
め
う
な
ぎ
。
鰻
(
1
2
|

4

 

賜

豪

6
5
4
2
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
蟻
、
銅
也
、

炊
レ
魚
敷
臀
゜
〔
玉
篇
〕
蟻
、
銅
也
、
鰻
、
同
レ
蟻
。

【
蟻
】
〗
〔
集
韻
〕
里
弟
切
渾
[

レ
イ
ラ
イ II
”II
”――
 

魚
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
蝶
、
魚
名
。
〔
南
越
志
〕
蝶

魚
似
餌
砿
文
尾
上
有
レ
刺
、
如
―
―
檬
樹
刺
1

也。

【蟷[】[
タ
ヴ
〔
字
彙
補
〕
昔
黛

＇鼠

【鱚】年

テ
ン

蜆
(
1
2
|
 4
6
5
3
3
)

の
禰
文
。
〔
正
字

通
〕
鱚
‘
禰
文
鰻
゜

〔
集
韻
〕
憐
題
切
圏

力
＿

l
i
2

〔
集
韻
〕
里
弟
切
麗

〔
集
韻
〕
部
知
切
図

小
日
□
□
お
ほ
な
ま
づ
゜
鰻
(
1
2
|
 4
6
5
 

寵
菜
4
2
)

に
同
じ
。
通
じ
て
窯
(
1
2
|
 4
6
2
6
 

4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
蝠
‘
蟷
魚
也
‘
炊
レ
魚
麓
臀
゜

〔
段
庄
〕
此
即
今
人
謂
レ
鰻
為
孟
雰
躍
一
之
字
也
。

〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
蟻
‘
鮒
也
。
〔
王
念
孫
疏
證
〕
耀
‘
一

作
レ
鰐
゜
〔
集
韻
〕
蜆
‘
魚
名
‘
小
鮒
也
。
〔
集
韻
〕
耀
‘

通
作
レ
窯
゜
〔
集
韻
〕
鰻
‘
或
炊
ピ
麓
。
〔
韓
詩
外
傭
‘

七
〕
南
仮
子
曰
‘
聞
1

一
君
子
不
＞
食
1

一
鰈
魚
工
全
十

日
‘
此
乃
君
子
食
也
。
國
す
る
め
。

冨
[
]
〗 レイライ
日
レ
イ
ラ
イ

口□リ

〔
集
韻
〕
相
然
切

E
g

T
一
ヰ

h
s
i
e
n
'

〔
集
韻
〕
息
浅
切
＞
願

T
―
巧

h
s
i
e
n
3

曰
あ
た
ら
し
い
。
又
‘
な
ま
う
を
。
な

贔

：

ま

に

く

。

鮮
(
1
2
-
4
6
1
3
3
)

に
同
じ
。

〔
説
文
〕
錨
、
新
魚
精
也
‘
炊
三
二
魚
デ
不
レ
麦
魚
也
。

〔
段
注
〕
自
二
漢
人
一
始
以
レ
鮮
代
レ
贔
゜
〔
周
膿
‘
天

官
‘
庖
人
〕
凡
其
死
生
‘
贔
斃
之
物
。
〔
注
〕
鄭
司
農

云
‘
磁
‘
謂
五
肉
嘉
、
開
乾
肉
苫
〗
す
く
な
い
。

匙
(
4
-
7
5
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
卸
‘
説
文
‘
是

少
也
‘
匙
倶
存
也
‘
ハ
レ
是
炊
レ
少
‘
買
侍
中
説
‘
或

作
レ
姦
。

蘭
咀
會
意
。
本
義
は
新
鮮
な
魚
。
魚
を
三
つ
合
は
せ
て

そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。

【
磁
利
】
1

巧
魚
と
腐
〔
周
證
、
天
官
、
庖
人
〕
冬
行
,
,

贔
羽
五
空
膏
糟
二
注
〕
鮮
‘
魚
也
、
利
、
雁
也
。

【
贔
斃
】
2

梵
生
肉
と
乾
肉
。
〔
周
證
、
天
官
、
庖
人
〕
凡

其
死
生
、
磁
斃
之
物
、
以
共
二
玉
之
膳
一
〔
注
〕
鄭
司
農

云
‘
綸
‘
謂
,
,
生
肉
P
冗
‘
謂
―
―
乾
肉
↓

【
磁
餐
】
3
t
"

鮮
魚
の
食
事
。
〔
焦
氏
説
梧
〕
海
濱
以
レ
魚

為
レ
飯
‘
曰
―
―
磁
餐
↓

【
贔
食
】
4

ぢ
ク
魚
鼈
を
い
ふ
。
鮮
食
。
〔
劉
萬
錫
、
楚
望

賦
〕
渚
居
―
―
鮮
食
工
大
掩
1
1

水
物
↓

冨】三
口
セ
ン

日
セ
ン

曰
瓢
璽
g
i
-

嫉
鰯
は
‘
魚
の
名
。
〔
中
華
大
字
典
〕
嫉
鰯
‘
魚
名
、

播
岳
賦
‘
絡
魚
嫉
鰯
゜

【鰯】如

〔
中
華
大
字
典
〕
＿
音
覇

【
鱚
】
[
シ
ン

鱚（
1
2
|

4

2

 8
8
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
鰈
‘
鰈
本
字
。

／
，
ヤ
ク

サ
ク
口国昇

小

日

0
と
り
。
州
翼
一
足
を
も
つ
動
物

豪
の
穂
梢
゜
〔
説
文
〕
鳥
、
長
尾
禽
継
名

景
也
、
象
形
、
鳥
之
足
侶
レ
ヒ
、
八
レ
ヒ
゜
〔
段
注
〕
繹
鳥

昔
義
引
、
長
尾
利
‘
衆
禽
惚
名
也
、
按
‘
九
ム
部
云
‘

禽
、
走
獣
抱
名
、
此
不
レ
同
者
、
此
依
下
繹
鳥
二
足

而
利
、
謂
―
―
之
禽
一
也
、
短
尾
名
レ
佳
、
長
尾
名
な
鳥
、

析
言
則
然
、
渾
言
則
不
レ
別
也
、
鳥
足
以
こ
該
レ

二
、
能
鹿
足
以
レ
ニ
該
レ
四
。

O
鳳
凰
。
〔
周
謄
、
春

官
、
司
尊
非
〕
課
用
二
難
昇
鳥
葬
↓
〔
注
〕
難
非
鳥
葬
、

謂
1

＝
刻
而
董
乏
総
難
・
鳳
凰
之
形
↓
●
星
の
名
。

朱
鳥
。
〔
書
、
発
典
〕
日
中
星
鳥
。
〔
博
〕
鳥
、
南
方
朱

鳥
七
宿
。
R
古
の
官
名
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
七
〕
我
高

祗
少
腺
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
、
故
紀
―
―
於
鳥
涵
翌

鳥
師
―
而
鳥
名
。

0
と
り
へ
ん
。
漢
字
の
偏
の
名
。

〇
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鳥
‘
見
―
―
姓
苑
芦
〗
鸞
鳥
は
‘

【鳥】
i

日
テ
ヴ

〔
集
韻
〕
丁
了
切
」
認

万
＿
名

niao3

〔
字
彙
心
削
切
醍

〔
集
韻
〕
親
老
切
飼

鳥

部

魚
が
さ
か
ん
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鑓
、
魚
盛
兒
。

冦
】
〗
五
，
7
7〔
集
韻
〕
逆
怯
切
圏

雪
●
昌
璽

13375 



(46634 ・・ 1)—(46634·・39) 

鳥

部

鳥

|— 

縣
名
。
今
、
甘
粛
省
武
威
縣
の
南
。
〔
後
漢
書
、
段

穎
博
〕
穎
復
追
1
1

撃
於
鸞
鳥
↓
〔
注
〕
鳥
、
昔
爵
、
縣

名
、
属
1

武
威
郡
了
故
城
在
二
今
涼
州
昌
松
縣
北
1

也
。
国
し
ま
。
又
、
海
の
く
ま
。
古
、
島
(
4
ー

8
1
0

8
)

・鳥
3
(
4
ー

8
4
3
3
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
鳥
‘
説
文
、

海
中
往
往
有
レ
山
可
11

依
止
1

曰
レ
愚
‘
古
作
レ
鳥
。

〔
露
経
音
辮
〕
鳥
、
海
曲
也
‘
書
、
鳥
夷
。
〔
書
‘
馬

貢
〕
島
夷
皮
服
。
〔
疏
〕
孔
讀
レ
鳥
為
レ
島
‘
島
是
海

中
之
山
‘
云
云
‘
鄭
玄
云
‘
鳥
夷
、
東
方
之
民
、
樽
ニ

食
鳥
獣
―
者
也
‘
玉
篇
云
‘
鳥
夷
、
東
北
夷
國
名

也
‘
興
レ
孔
不
レ
同
。

園
由
象
形
。
長
尾
禽
の
縛
名
。
字
形
、
そ
の
と
り
の
形
に

か
た
ど
る
。

【
鳥
夷
】
1

屯
善
く
鳥
を
捕
へ
る
東
北
の
夷
。
書
、
馬

貢
に
は
島
夷
に
作
る
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
南
撫
―
―
交
趾
・

北
登
盃
四
‘
戎
・
折
枝
・
渠
庚
・
氏
・
先
、
北
、
山
戎
・
登
・
息

慎
、
東
‘
長
・
鳥
夷
、
四
海
之
内
‘
咸
戴
―
―
—
帝
舜
之
功
→
〔
漢

書
、
地
理
志
序
〕
鳥
夷
皮
服
。
〔
注
〕
師
古
日
、
此
東
北
之

夷
、
樽
I

―
取
鳥
獣
「
食
―
―
其
肉
1

而
衣
"
其
皮
―
一
説
‘
居
二

住
海
曲
な
叙
服
容
止
‘
皆
象
レ
鳥
也
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
序
〕

鳥
夷
丼
服
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鳥
夷
、
東
南
之
夷
‘
善
捕
レ

鳥
者
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
大
戴
幡
・
五
帝
紀
・
説
苑
並

作
レ
鳥
‘
唐
石
経
誤
レ
密
、
後
人
遂
併
,
,
夏
紀
1

改
レ
之
。

【
鳥
洟
]
2

屯
晶
の
名
。
螺
礁
の
異
名
。
螺
(
1
0
-
3
3
5
0
 

5
)
を
見
よ
。
〔
廣
雅
、
繹
贔
〕
鳥
洟
、
螺
礁
也
。

鳥

【
鳥
葬
】
3

屯
鳥
の
模
様鶯
唇

【
鳥
威
】

4""’
●
作
物
を
害
す
る
鳥
を
威
す
た
め
に

設
け
た
案
山
子
・
鳴
子
の
類
。
鳥
劫
。
●
形
だ
け
堂
々

と
し
て
賓
力
の
な
い
者
。
か
か
し
。

【
鳥
遊
】
5

”
バ
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

【
鳥
引
】
6

n
i
a
o
'
y
i
n
3

を
と
り
。
囮
。
鳥
媒
(
1
4
9
)

に

同
じ
。

【
鳥
羽
】
7

匁
●
と
り
の
は
ね
。
〔
繹
名
、
秤
天
〕
雨
‘
利

也
、
如
蔦
羽
動
則
飲
也
。
〔
後
漢
書
‘
南
匈
奴
博
賛
‘
匈

奴
既
分
羽
書
稀
聞
、
注
〕
檄
書
有
レ
急
‘
郎
括
―
―
鳥
羽
其

上
一
也
。
〔
唐
書
‘
回
鶴
下
、
都
播
博
〕
其
俗
無
―
―
歳
時
ご
Z

云
‘
衣
,
,
紹
鹿
皮
ニ
貧
者
絹
ー
と
裳
空
為
レ
服
。
●
パ
第
七

十
四
代
の
帝
誼
。

【
鳥
烏
】
8

吐
ゥ
か
ら
す
。
鳥
。
〔
國
語
、
晉
語
二
〕
暇
豫
之

吾
吾
、
不
レ
如
蔦
烏
ア
人
皆
集
於
苑
五
」
獨
集
1

一
於
枯
↓

〔
白
居
易
、
喜
睛
詩
〕
氣
収
雲
物
畏
、
臀
築
鳥
烏
知
。

〖
鳥
烏
之
贅
架
〗
，
”
バ
5り
ば
か
ら
す
の
な
き
ご
ゑ
が

な
ご
や
か
で
あ
る
。
〔
左
氏
、
襄
、
十
八
〕
師
瞭
告
二
晉

候
日
、
鳥
烏
之
瞥
築
、
齊
師
其
遁
。

【
鳥
雲
】
10

努
鳥
の
や
う
に
集
り
、
雲
の
や
う
に
散
る
。

〔
六
餡
、
豹
紹
‘
鳥
雲
山
兵
〕
既
以
被
レ
山
而
慮
、
必
為
―
―
鳥

雲
之
陳
↓

〖
鳥
雲
山
兵
〗1
1

焚
唸
六
紹
‘
豹
紹
の
篇
名
。

〖
鳥
雲
之
陳
〗12
焚
ゥ
ぅ
鳥
が
散
じ
、
雲
が
合
ふ
や
う

に
、
衆
散
常
な
く
、
轡
化
窮
り
な
い
陳
法
。
〔
六
餡
、
豹

餡
、
鳥
雲
山
兵
〕
鳥
雲
之
陳
‘
陰
陽
皆
備
、
或
屯
"
其
陰
一

或
屯
1

一
其
陽
↓

〖
鳥
雲
澤
兵
〗1
3

”
”
花
六
餡
‘
豹
餡
の
篇
名
。

【
鳥
歌
】
14

匁
●
烏
が
鳴
く
。
又
、
鳥
の
臀
。
〔
趙
冬
噛
、

陪
燕
公
遵
―
―
湛
湖
上
考
詩
〕
琴
牌
天
籟
合
、
酒
共
鳥

歌
催
。
〔
朱
煮
、
五
禽
言
和
二
王
仲
衡
尚
書
―
詩
〕
不
レ
用

沙
頭
雙
玉
瓶
‘
鳥
歌
蝶
舞
為
1

一
君
壽
↓
●
唐
、
則
天
武
后

の
作
っ
た
築
曲
の
名
。
〔
藷
唐
書
‘
昔
築
志
二
〕
鳥
歌
萬

歳
柴
、
武
太
后
所
レ
造
也
、
武
太
后
時
、
宮
中
養
鳥
能
ニ

人
言
ず
又
常
稽
,
,
萬
歳
玉
為
レ
築
以
象
レ
之
。

〖
鳥
歌
花
舞
太
守
酔
〗15”g
翌
翌
’
’
春
の
長
閑
な
景

を
詠
ん
だ
詩
の
句
。
〔
厭
陽
脩
、
豊
築
亭
遊
春
詩
〕
緑

樹
交
加
山
鳥
暗
、
睛
風
蕩
漂
落
花
飛
、
鳥
歌
花
舞
太
守

酔
、
明
日
酒
醒
春
已
欝
゜

【
鳥
駕
】
16

咋
星
宿
の
名
。
診
宿
(
1
0
-
3
8
2
4
3
:
 5
)

の

異
名
。
〔
事
物
異
名
鋒
‘
乾
象
‘
星
〕
博
雅
‘
斡
謂
1

一
之
鳥
駕
↓

【
鳥
喉
】
17

衿
●
鳥
の
く
ち
ば
し
。
人
相
上
‘
貪
慾
の
性

質
を
い
ふ
。
烏
嗽
。
〔
太
平
御
覧
、
人
事
部
六
‘
面
〕
戸
子

日
‘
云
云
、
馬
長
頸
鳥
喉
‘
面
貌
亦
悪
‘
天
下
従
而
賢
レ
之

者
‘
學
也
。
〔
呉
越
春
秋
、
句
践
伐
呉
外
偉
〕
越
王
長
頸
鳥

喉
、
鷹
視
狼
歩
‘
可
1

真
ぎ
患
見
而
不
面
四
以
共
虞
＞

築
。
〔
白
虎
通
、
聖
人
〕
奉
陶
鳥
嗽
‘
是
謂
至
誠
↓
●
星
宿

の
名
。
柳
宿
。
〔
詩
‘
召
南
、
小
星
、
三
五
在
レ
東
‘
疏
〕
天
文

志
日
、
柳
謂
1

一
鳥
嗽
盃
則
壕
者
柳
星
也
‘
以
n

―
其
為
―
―
鳥
星

之
只
故
謂
―
―
之
喉
↓
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
柳
為
1

一
鳥
啄
工
主
,
,

【
鳥
臨
】
1
8
5
砂
ホ
鳥
肉
で
製
し
た
ひ
し
ほ
。

L

木
草
↓

【
鳥
衡
】
19

誘
星
の
名
。
柳
星
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
呉
楚

之
彊
、
候
在
二
焚
惑
下
占
―
―
於
鳥
衡
↓
〔
注
〕
正
義
曰
、
焚

惑
・
鳥
衡
、
皆
南
方
之
星
、
故
呉
楚
之
占
候
也
、
鳥
衡
、
柳

星
也
、
一
本
作
―
―
注
張
一
也
。

【
鳥
嚇
】

20g
く
そ
お
ど
し
。
お
ど
し
。
烏
は
罵
辟
。
〔
水

滸
傭
、
三
十
五
回
〕
没
レ
可
レ
得
溢
竺
嚇
他
↓

【
鳥
蛤
】

21g
完
靭
帯
目
ざ
る
が
ひ
科
の
二
枚
貝
。
鳥

貝
゜
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
介
貝
部
、
鳥
蛤
〕
按
、
鳥
蛤
、
形
色

似
硲
岨
而
園
肥
、
大
三
寸
許
、
殻
薄
灰
白
色
、
有
11

樅

細
理
盃
而
略
似
レ
鉗
、
而
白
色
帯
―
―
淡
紫
↓

【
鳥
合
】

22nセ
難
を
閾
は
せ
て
勝
負
を
争
ふ
遊
戯
。
難

の
け
あ
ひ
。
難
合
。
鯛
難
。

【
鳥
漢
】
23

焚
人
を
罵
る
語
。
野
呂
間
。
〔
還
魂
記
、
寇

間
〕
明
知
二
山
有
＞
虎
、
故
向
1
1

虎
邊
一
行
、
鳥
漢
那
裏
去
。

【
鳥
繭
f

】24
努
上
空
か
ら
下
界
を
俯
敵
す
る
こ
と
。

〖
鳥
嗽
圏
〗25
匁
カ
ン
透
覗
圏
の
一
。
上
空
か
ら
下
界
を

俯
嗽
し
て
董
い
た
圏
。

【
鳥
危
】
26

匁
山
名
。
又
、
川
の
名
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕

西
南
二
百
里
曰
―
―
鳥
危
之
山
ゴ
云
云
‘
鳥
危
之
水
出
焉
、

西
流
注
11

於
赤
水
↓

【
鳥
肌
】
27

芦
さ
め
は
だ
。
粟
膚
。
鳥
膚
(
1
5
3
)

に
同
じ
。

【
鳥
紀
】
28

”
ゥ
少
暉
の
時
、
鳥
を
以
て
官
を
紀
し
た
こ

と
を
い
ふ
。
〔
張
協
、
七
命
〕
教
清
1
1

於
雲
官
之
世
一
治

穆
平
鳥
紀
之
時
↓
〔
注
〕
善
曰
、
左
氏
偉
日
、
郊
氏
来

朝
、
公
興
レ
之
宴
、
昭
子
問
焉
曰
、
少
陣
氏
鳥
名
何
故
也
、

郎
氏
日
、
昔
者
黄
帝
氏
以
レ
雲
紀
、
故
為
―
―
雲
師
1

而
雲

名
、
我
高
祗
少
暉
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
、
故
以
L

鳥
紀

為
―
―
鳥
師
盃
而
鳥
名
也
。

で
鳥
氣
】
29

”
ゥ
癌
に
障
る
。
糞
い
ま
い
ま
し
い
。
〔
水
滸

博
、
十
一
回
〕
因
―
―
鳥
氣
1

合
奢
杜
遷
盃
含
這
里
露
草
。

【
鳥
旗
】
30

匁
鳥
を
ゑ
が
い
た
は
た
。
〔
墨
子
、
旗
織
〕

守
城
之
法
、
木
為
二
蒼
旗
ェ
火
為
11

赤
旗
写
竺
Z
、
車
為
1

一龍

旗
云
騎
為
鳥
旗
↓

【
鳥
葵
】
31

”
ゥ
槃
草
の
名
。
馬
蘭
(
1
2
-
4
4
5
7
2
:
 6
0
7
)
 

七
八
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の
別
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
秦
材
、
草
類
〕
名
瞥
別
録
、
相

76

鳥
、
一
多
鳥
衷
如
蘭
査
或
呑
馬
蘭
別
名
↓

33ー

【
鳥
戯
】
32

な
華
佗
の
五
禽
戯
の
一
。
〔
雲
笈
七
鐵
〕
鳥

戯
者
、
雙
立
手
、
憩
二
足
涵

g
雨
腎
五
揚
レ
眉
鼓
レ
カ
、
右

二
七
、
坐
伸
レ
卿
、
手
挽
二
足
距
1

各
七
、
伸
―
―
縮
二
腎
ー
各

七
也
。

【
鳥
郷
】
33

嘉
ウ
郡
州
崇
陽
縣
の
雷
家
洞
・
石
門
洞
の
民

の
住
ん
で
居
る
郷
。
〔
岳
陽
風
土
記
〕
那
州
崇
陽
縣
雷

家
洞
・
石
門
洞
、
山
極
深
遠
、
其
間
居
レ
民
、
謂
,
,
之
鳥
郷
一

語
言
保
儒
、
以
―
―
耕
貪
一
為
レ
業
、
非
レ
市
,
,
堕
茶
示
＇
レ
入
,
,

城
市
↓

【
鳥
居
】
34

衿
●
鳥
が
す
む
。
鳥
の
す
み
か
。
〔
詩
、
薗

風
‘
鵠
鵜
、
無
レ
罠
我
室
涵
疏
〕
人
居
謂
ユ
全
竺
鳥
居
謂
―
―

之
巣
了
故
云
、
室
猶
レ
巣
也
。
●
い
り
鶏
を
栖
ま
す
べ
き

義
。
古
、
幣
の
一
種
と
し
て
、
紳
に
供
へ
た
難
を
栖
ま

す
た
め
、
丸
木
二
本
の
上
に
横
丸
木
を
渡
し
、
更
に
中

に
一
本
横
木
を
添
へ
た
も
の
。
一
説
に
、
印
度
の
外
門

で

torana
の
轄
訛
と
も
い
ふ
。
轄
じ
て
、
紳
前
の
門
。

と
り
ゐ
。
〔
倭
名
類
棗
抄
、
居
慮
部
、
門
戸
類
、
難
栖
〕
考

臀
切
韻
云
、
櫂
、
今
之
門
難
栖
也
、
耕
色
立
成
云
、
難
栖
、

鳥
居
也
。
〔
箋
注
〕
按
‘
櫂
門
櫃
横
木
、
可
,
,
以
栖
＆
咤
門

戸
具
載
訓
1

一
度
賀
美
、
又
鼠
走
す
是
也
、
無
レ
屋
之
門
、
則

可
レ
謂
,
,
之
鳥
居
一
故
耕
色
立
成
楊
氏
訓
レ
之
為
―
―
鳥
居
一

又
紳
祠
衡
門
、
謂
1

一
之
鳥
居
涵
儀
式
帳
所
謂
於
不
葺
御
門

是
也
。
〔
倭
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
家
宅
之
用
〕
桓
、
鳥
居
、
華
表
、

郎
紳
社
之
外
門
、
一
名
桓
、
其
名
―
―
難
栖
―
者
、
即
是
蓋
木

也。
〖
鳥
居
旋
毛
〗35
バ
い
パ
ニ
つ
並
ん
で
居
る
つ
む
じ
。

【
鳥
攀
】
36

衿
鳥
の
飛
び
立
つ
こ
と
。
〔
史
記
、
韓
長
濡

博
〕
今
匈
奴
‘
云
云
‘
懐
1

一
禽
獣
之
心
n

遷
徒
鳥
攀
‘
難
1

一

得
而
制
也
。
〔
漢
書
、
主
父
慨
傭
〕
夫
匈
奴
無
,
,
城
郭
之

居
‘
委
積
之
｛
丈
遷
徒
鳥
攀
‘
難
―
―
得
而
制
↓

【
鳥
会
】

373
大
棟
又
は
隅
棟
の
鬼
瓦
の
上
に
突
出

し
た
丸
瓦
。
く
つ
が
た
。
鵠
尾
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
家

宅
之
用
‘
瓦
〕
鳥
会
瓦
、
郎
鵡
尾
也
、
牡
瓦
之
長
彎
者
似
―
―

沓
形
エ
在
,
,
棟
頭
る
鳶
鴇
毎
休
二
子
此
五
故
有
―
―
履
形
・
鳥
会

【
鳥
囮
】
38

衿
を
と
り
。
媒
鳥
。
鳥
媒
。

L

等
之
名
↓

【
鳥
窯
】
39

認
鳥
の
巣
゜
〔
顔
箕
卿
、
詩
〕
焚
焚
遠
火
分
,
,

漁
浦
ニ
歴
歴
寒
枝
露
-
1

鳥
案
↓
〔
韻
府
引
‘
苗
成
大
‘
詩
〕

一
寵
窄
似
―
―
鳥
稟
祠
↓
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〖
鳥
稟
祠
師
】40
努
劣
唐
、
高
僧
の
名
。
名
は
道
林
。

俗
姓
は
播
。
〔
博
燈
録
‘
四
〕
。
〔
西
湖
志
〕
鳳
林
祠
寺
‘
唐

鳥
稟
祠
師
道
場
也
、
師
幼
出
家
、
詣
,
,
長
安
1

得
レ
法
‘
饒
1

一

南
孤
山
永
福
寺
云
後
抵
秦
亭
山
云
ま
大
松
樹
盤
屈
如
ワ

蓋
、
乃
止
,
,
其
上
二
復
有
―
―
鵡
馴
擾
五
杢
於
雙
時
人
因

以
―
―
鳥
稟
ー
名
レ
之
。

【
鳥
窯
】
41

niao3 

wo'
鳥
の
巣
。

【
鳥
官
】
42

れ
汐
官
名
。
少
長
氏
が
鳥
を
以
て
官
に
名
づ

け
た
。
鳥
師
。
〔
漢
書
、
百
官
公
卿
表
序
〕
少
癸
鳥
師
鳥

名
。
〔
注
〕
張
晏
日
、
少
癸
之
立
‘
鳳
鳥
適
至
‘
因
以
名
レ

官
‘
鳳
鳥
氏
為
二
暦
正
ご
そ
鳥
司
レ
分
‘
伯
趙
司
レ
至
、
青

鳥
司
レ
開
‘
丹
鳥
司
レ
閉
。

【
鳥
冠
】
43

が
難
・
雉
等
の
頭
部
に
露
出
し
て
ゐ
る
冠

状
之
肉
。
と
り
さ
か
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
鳥
之
用
、
鳥

冠
〕
按
‘
難
雉
有
肉
冠
涵
冨
蠣
有
毛
冠
干
木
免
有
—
毛
角
一

但
獨
立
謂
,
,
之
毛
冠
こ
俗
云
,
,
連
雀
-
定
立
謂
,
,
之
毛
角
一

蓋
毛
角
之
本
字
紫
也
、
而
以
レ
紫
為
1

一
味
策
之
字
―
者
非

也。

【
鳥
径
】
“
苔
鳥
の
通
る
こ
み
ち
。
〔
杜
荀
鶴
‘
遊
1

一茅

止
詩
〕
歩
歩
入
か
は
只
仙
家
鳥
径
分
。
〔
辞
能
‘
褒
斜

道
中
詩
〕
鳥
径
悪
時
應
レ
立
レ
虎
‘
會
田
閑
日
自
燒
レ
松
。

【
鳥
頸
】
45

悶
星
の
名
。
〔
史
記
、
天
官
書
‘
七
星
頸
為
1

一員

寛
注
〕
索
隠
日
‘
案
、
宋
均
云
‘
頸
‘
朱
鳥
頸
也
、
員
官
、

噸
喉
也
。

【
鳥
劫
】
4
6
"
夕
，
案
山
子
凸
ヵ
°
鳥
威
゜
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、

農
具
類
、
案
山
子
〕
鳥
劫
‘
俗
止
利
乎
止
之
。

【
鳥
言
】
47

焚
と
り
の
な
き
ご
ゑ
。
鳥
語
(
5
0
)

に
同
じ
。

〔
周
證
、
秋
官
、
夷
隷
〕
掌
恥
竪
牧
人
一
養
―
―
牛
馬
五
ハ
乙
鳥

言
●
〔
韓
愈
‘
送
―
―
謳
冊
―
序
〕
陽
山
天
下
之
窮
虞
也
‘
云

云
、
小
吏
十
餘
家
‘
皆
鳥
言
夷
面
。

【
鳥
戸
】
48

nia 03

臣
鳥
屋
。

【
鳥
筈
】
49

五
ゥ
鳥
を
捕
へ
る
あ
み
。
鳥
羅
。
鳥
網
゜
〔
爾

雅
、
繹
器
〕
鳥
筈
謂
↓
1

之
羅
↓

【
鳥
語
】
50
介

9
,
0と
り
の
鳴
き
ご
ゑ
。
鳥
臀
゜
禽
臀
゜
〔
後

漢
書
‘
禁
邑
偉
〕
昔
伯
腎
綜
n
臀
於
鳥
語
る
葛
虞
辮
一
＿
音
於

鳴
牛
↓
〔
蒲
子
範
‘
春
望
古
意
詩
〕
春
情
寄
―
―
柳
色
ご
鳥
語

出
1

一
梅
中
↓
〔
白
居
易
、
秦
吉
了
詩
〕
耳
聰
心
慧
舌
端
巧
‘

鳥
語
人
言
無
レ
不
臼
通
。
〔
瀧
躊
、
喜
夏
詩
〕
鳥
語
竹
陰
密
、

雨
贅
荷
葉
香
。
〔
題
雨
紀
談
〕
王
喬
有
下
解
,
,
鳥
語
三
只
●

夷
秋
の
言
語
。
又
、
夷
秋
。
鳥
の
さ
へ
づ
る
に
似
て
ゐ
る

|

_

 

鳥

部

鳥

か
ら
い
ふ
。
訣
舌
。
〔
後
漢
書
、
南
蜜
西
南
夷
博
論
〕
緩
耳

唯
脚
之
倫
、
獣
居
鳥
語
之
類
。

〖
解1
1鳥
語
―
〗
剥
衿
巧
鳥
の
鳴
き
瞥
を
聞
き
と
り
さ

と
る
。
〔
論
語
、
公
冶
長
、
公
冶
長
可
レ
妻
也
‘
皇
疏
〕
別

有
二
患
名
総
論
秤
ご
石
公
冶
長
従
レ
衛
還
レ
魯
、
行

至
三
堺
上
一
凹
鳥
相
呼
‘
往
―
―
清
浚
食
•
死
人
肉
i

須
曳
見
こ
老
謳
営
レ
道
而
哭
公
g
長
問
レ
之
、
蝠
日
、
兒

前
日
出
行
、
子
レ
今
不
レ
反
‘
帯
ぎ
是
已
死
亡
二
不
レ
知
ー
所

在
二
云
云
、
問
↓
1

冶
長
五
何
以
殺
レ
人
‘
冶
長
日
、
解
,
1

鳥
語
一

不
レ
殺
な
人
、
主
日
、
嘗
レ
試
レ
之
、
若
必
解
―
―
鳥
語
五
便
相

放
也
‘
云
云
‘
後
又
解
一
猪
及
燕
語
一
屡
験
‘
於
レ
是
得
レ
放
。

【
鳥
口
】
51
祝

oo

鳥
の
口
。
〔
詩
‘
曹
風
‘
侯
人
、
不
レ
濡
―
―
其

咲
博
、
味
味
也
‘
繹
文
〕
嗽
‘
鳥
口
也
。

【
鳥
エ
】
52

謗
鳥
飛
の
功
に
習
ふ
こ
と
。
〔
竹
書
紀
年
、

帝
舜
有
虞
氏
、
注
〕
舜
父
母
憎
レ
舜
、
使
'1

其
塗
ヮ
凜
、
自
レ

下
焚
レ
之
、
舜
服
―
―
鳥
工
衣
―
飛
去
。
〔
曾
悔
、
類
説
〕
―
-
女

日
、
往
哉
、
鵠
1

一
汝
衣
裳
云
鳥
エ
往
。
〔
注
〕
習
11

鳥
飛
之
功
1

以
往
、
鵠
、
錯
也
。

【
鳥
鉤
】
53

niao3 
kou1

鳶
口
の
類
。

【
鳥
穀
】
“
誘
鳥
の
ひ
な
ど
り
。
〔
説
苑
、
貴
徳
〕
臣
聞
、

鳥
殻
之
卵
不
レ
毀
、
而
後
鳳
皇
集
。

【
鳥
柴
】
55

が
鷹
狩
で
獲
た
鳥
を
人
に
贈
る
時
な
ど
に

結
び
付
け
て
添
へ
た
木
。
梅
•
松
・
櫻
・
楓
な
ど
四
季
に

よ
つ
て
様
々
の
も
の
を
用
ひ
る
。

【
鳥
爪
】
56

誘
手
の
爪
が
細
く
長
い
喩
。
〔
紳
仙
博
、
麻

姑
〕
又
麻
姑
鳥
爪
、
禁
経
見
レ
之
‘
心
中
念
言
、
背
大
壕

時
‘
得
―
―
此
爪
以
爬
レ
背
嘗
レ
佳
。
〔
南
唐
書
、
十
七
〕
取
先

生
‘
云
云
‘
臥
少
為
1

―
女
道
士
ご
玉
貌
鳥
爪
‘
常
着
1

一
碧
霞

岐
自
紐
―
比
邸
先
生
↓

〖
鳥
爪
仙
人
〗57
努
焚
北
京
人
の
愛
養
す
る
菊
花
の

一
種
。
〔
燕
京
歳
時
記
、
九
花
山
子
〕
謹
按
、
日
下
藷
聞

考
、
云
云
、
京
師
菊
種
函
繁
、
云
云
、
烏
爪
仙
人
。

【
鳥
巣
]
5
8

誘
鳥
の
巣
。
〔
章
八
元
、
新
安
江
行
〕
古
戌

懸
漁
網
云
空
林
露
属
巣
↓
〔
孟
郊
、
寄
―
―
洛
州
李
大
夫
一

詩
〕
鳥
巣
憂
11

避
射
盃
鹿
耳
駿
1

一
驚
聞
↓

【
鳥
葬
】
59

誘
死
者
を
野
原
に
棄
て
て
鳥
の
啄
む
に
任

せ
る
葬
。
〔
南
史
‘
夷
舶
上
、
海
南
諸
國
‘
扶
南
國
博
〕
國

俗
‘
云
云
、
死
者
有
1
1

四
葬
ぶ
小
葬
則
投
一
之
江
流
ぶ
へ
葬
則

焚
為
1

一
灰
儘
工
土
葬
則
痙
-
1

埋
之
i

鳥
葬
則
棄
-
―
之
中
野
↓

【
鳥
槍
】
61

誘
鳥
銃
。
藷
式
の
火
縄
銃
。
〔
清
會
典
事
例
、

八
旗
都
統
、
兵
制
、
操
-
1

演
火
器
1

〕
康
熙
十
二
年
議
奏
、

八
旗
漢
軍
鳥
槍
兵
、
毎
佐
領
下
増
―
―
十
八
名
ご
頂
―
―
習
鳥

槍↓

【
鳥
帯
】
62

請
キ
鳥
の
翅
又
は
利
毛
で
作
っ
た
審
。
は
ね

ば
う
き
。
材
待
。

【
鳥
策
】
63

悶
鳥
を
策
に
書
い
た
も
の
。
又
‘
鳥
迩
の
書
。

〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
鳥
競
豪
素
‘
玉
牒
石
記
。
〔
注
〕
善
日
、
鳥

策
‘
鳥
書
―
―
於
策
也
、
春
秋
運
斗
櫃
日
、
黄
龍
負
レ
圏
出
、

置
希
煎
鳥
文
、
漢
書
―
音
義
日
、
大
策
‘
贔
書
鳥
書
是
也
、

銑
日
、
鳥
‘
謂
-
1

鳥
跡
書
一
也
‘
策
‘
竹
簡
也
。
「
出
焉
。

【
鳥
山
】
64

焚
山
名
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
鳥
山
、
辱
水

〖
鳥
山
香
軒
〗65
吠
芸
京
都
の
人
。
芝
軒
の
子
。
名

は
輔
門
。
字
は
通
徳
。
通
稽
は
孫
平
次
。
又
、
岡
之
助
。

琥
は
香
軒
。
又
、
細
香
軒
。
家
學
を
受
け
、
業
を
織
ぎ
‘

詩
を
以
て
名
高
い
。
享
保
十
四
年
歿
、
年
四
十
三
。
著

に
香
軒
略
稿
・
香
軒
吟
稿
・
香
軒
遺
稿
が
あ
る
。
〔
先
哲

叢
談
、
績
、
三
〕
．
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。

〖
鳥
山
鶴
山
〗6
6
"”
ぢ
伏
見
の
人
。
芝
軒
の
父
。
名

は
輔
忠
。
字
は
巽
甫
。
琥
は
鶴
仙
。
又
入
齋
。
通
稽
は

孫
兵
衛
。
〔
先
哲
叢
談
、
績
、
三
〕
。

〖
鳥
山
芝
軒
〗6
7
g
t

伏
見
の
人
。
名
は
輔
寛
。
字

は
碩
夫
。
通
稽
は
左
太
夫
。
又
、
五
郎
太
夫
。
琥
は
芝

軒
。
又
、
入
齋
・
鳴
春
・
逃
祠
居
士
。
専
ら
唐
詩
を
以
て

子
弟
に
教
授
す
。
後
、
大
阪
に
塾
を
開
く
。
亦
書
法
を

善
く
す
。
正
徳
五
年
歿
、
年
六
十
一
。
著
に
寒
山
小
詩

草
•
芝
軒
略
稿
・
芝
軒
吟
稿
・
稗
官
字
苑
・
鳴
春
筆
記
・
和

山
居
詩
が
あ
る
。
〔
先
哲
叢
談
、
績
‘
—
二
〕
．
〔
近
代
著
逃
目

録
後
篇
〕
・
〔
大
阪
名
家
著
述
目
録
〕
。

〖
鳥
山
根
岳
〗6
8
討
ぢ
越
前
の
人
。
名
は
宗
成
。
字
は

世
章
。
通
稽
は
宇
内
。
琥
は
絃
岳
。
安
永
五
年
三
月
二

十
五
日
歿
す
。
年
七
十
餘
。
宇
野
士
昂
に
師
事
す
。
瞥

を
業
と
し
、
詩
を
よ
く
す
。
後
、
大
阪
に
徒
り
混
沌
社

に
加
盟
す
。
著
に
詩
式
・
垂
霞
館
詩
稿
・
水
滸
博
抄
繹
・

松
岳
先
生
文
集
・
笑
明
詩
選
・
批
評
唐
詩
絶
句
選
•
名
流

春
遊
編
が
あ
る
。
〔
近
代
著
遮
目
録
後
篇
〕
。

【
鳥
散
】
69

焚
鳥
の
飛
ぶ
や
う
に
ち
り
ぢ
り
に
な
る
こ

と
。
〔
漢
書
、
主
父
値
博
〕
夫
匈
奴
獣
棗
而
鳥
散
、
従
レ
之

如
レ
樽
レ
景
。
〔
蜀
志
‘
張
庭
博
〕
疑
度
1

玉
其
鳥
散
難
―
―
以
レ

戦
禽
↓

[
鳥
馘
】
70

タ
と
り
の
飛
ぶ
や
う
に
ち
り
ぢ
り
に
の
が

れ
か
く
れ
る
。
〔
呉
志
、
陸
遜
博
〕
蟹
夷
猾
レ
夏
、
未
レ
染
―
―

王
化
五
鳥
11馘
荒
裔
函
g
逆
王
師
↓
〔
謝
震
運
‘
撰
征
賦
〕

墨
斥
遷
而
風
靡
、
誠
玩
貧
而
鳥
馘
゜

【
鳥
子
】
71

喝
〇
卵
。
雛
鳥
。
〔
急
就
篇
‘
蝦
積
狡
犬
野
難

雛
‘
注
〕
凡
鳥
子
生
而
啄
レ
食
者
皆
日
レ
雛
゜
〔
馬
祗
常
、

禁
州
妓
趙
氏
墜
レ
崖
以
死
自
誓
詩
〕
紅
蘭
紫
桂
媚
長
萱
、

鈎
精
鳥
子
回
銀
塘
゜

o
g鳥
子
紙
の
略
。

〖
鳥
子
紙
〗72いgノ

n

雁
皮
と
椿
と
を
合
は
せ
漉
い
た

紙
。
質
が
厚
く
て
堅
く
一
種
の
光
澤
あ
り
、
越
前
産
を

最
と
す
る
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
藝
オ
、
紙
〕
鳥
子
紙
、
淡

黄
色
似
1

一
鳥
卵
―
而
柔
滑
、
故
名
レ
之
、
其
堅
而
滑
者
稲
―
―

生
漉
玉
俗
云
、
厚
葉
中
葉
薄
葉
之
三
品
有
。

〖
鳥
子
色
]
7
3
討
,
n

難
卵
の
外
殻
に
似
た
色
。
淡
黄

色
。
難
卵
色
。

〖
鳥
子
鉗
〗74り
”
ノ
，
扁
き
卵
形
の
餅
。
紅
白
を
常
と

し
、
祝
儀
に
用
ひ
る
。

【
鳥
氏
】
75

匁
鳥
夷
の
こ
と
。
〔
山
海
経
、
海
内
経
〕
南

海
之
内
有
1

一
墜
長
之
國
云
有
レ
人
焉
、
鳥
首
、
名
日
―
―
鳥
氏
↓

〔
注
〕
今
佛
書
中
有
―
―
此
人
面
宮
咸
夷
也
。

【
鳥
司
】
76

喝
●
鳥
を
司
る
官
名
。
〔
庚
信
、
三
月
三
日

華
林
園
馬
射
賦
序
〕
雲
紀
御
レ
官
‘
鳥
司
従
レ
職
。
●
"
”
”

④
古
昔
、
時
刻
を
奏
上
し
た
役
人
。
＠
難
の
異
名
。

【
鳥
師
】
77

各
古
の
官
名
。
鳥
紀
(
2
8
)
を
見
よ
。
〔
左
氏
、

昭
、
十
七
〕
我
高
祗
少
暉
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
、
故
紀
1

一

於
鳥
涵
〖1

1鳥
師
1
而
鳥
名
。
〔
漢
書
、
百
官
公
卿
表
序
〕
少

癸
鳥
師
鳥
名
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
博
〕
人
各
有
レ
能
、
困
レ

藝
授
レ
任
、
鳥
師
別
る
名
。

【
鳥
紫
】
78

匁
●
鳥
の
く
ち
ば
し
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
、

尻
盆
高
者
鶴
挽
啄
也
、
注
〕
師
古
日
、
啄
、
鳥
紫
也
。
〔
白

居
易
、
感
春
詩
〕
花
房
紅
鳥
背
、
池
浪
碧
魚
鱗
。
●
茶
の

異
稽
゜
〔
辞
能
‘
蜀
州
鄭
使
君
寄
11

鳥
紫
茶
一
因
以
贈
答

詩
〕
鳥
皆
振
―
渾
牙
云
精
霊
勝
ー
五
盃
翌
〔
鄭
谷
‘
峡
中
嘗
レ

茶
詩
〕
呉
僧
護
説
鶉
山
好
‘
蜀
曳
休
レ
誇
l
1

鳥
紫
香
↓

【
鳥
兒
】
79

niao3 
e
r
h

鳥。

【
鳥
舟
]80

衿
亮
の
形
に
造
つ
た
舟
。
ま
た
覺
船
。
覺

紡
と
い
ふ
。
〔
穆
天
子
偲
、
五
〕
天
子
乗
11

鳥
舟
龍
卒
一

浮
手
大
沼
↓

7
 

【
鳥
獣
】
81

器
と
り
と
け
も
の
。
と
り
や
け
も
の
。
禽

獣
。
〔
書
、
舜
典
〕
疇
若
二
予
上
下
草
木
鳥
獣
↓
〔
書
、
盆

373
 

稜
〕
鳥
獣
踏
踏
‘
篇
詔
゜
〔
書
、
伊
訓
〕
聟
11

鳥
獣
魚
鼈
―
咸

1

— 

七
八
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若
。
〔
左
氏
、
隠
、
五
〕
鳥
獣
之
肉
、
不
レ
登
秘
俎
↓
〔
論

語
、
陽
貨
〕
多
識
平
鳥
獣
草
木
之
名
↓

〖
鳥
獣
行
〗82
"対
各
鳥
獣
の
や
う
な
行
。
乱
倫
の
行
。

〔
周
證
、
夏
官
、
大
司
馬
〕
外
内
乱
、
鳥
獣
行
則
滅
レ
之
。

〔
注
〕
王
覇
記
日
、
悸
1

一
人
倫
五
外
内
無
n

一
以
異
―
―
子
禽
獣
一

不
レ
可
レ
親
ー
ー
百
姓
面
は
誅
滅
去
レ
之
。

〖
鳥
獣
散
〗83焚
る
鳥
獣
の
散
り
去
る
や
う
な
さ
ま
。

〔
漢
書
、
李
陵
博
〕
今
無
―
―
兵
復
戦
玉
天
明
坐
受
レ
縛
芙
、
各

鳥
獣
散
、
猶
有
伍
E

レ
脱
欝
報
―
―
天
子
1

者
3

〖
鳥
獣
心
〗g
許
方
と
り
け
だ
も
の
の
や
う
な
心
。

〔
漢
書
、
韓
安
國
偶
〕
今
匈
奴
負
―
―
戎
馬
足
涵
｛
―
-
鳥
獣
心
↓

〖
鳥
獣
之
文
〗85
カ
介
ジ
ヴ
／
鳥
や
獣
の
あ
や
。
〔
易
、
繋
辟

下
〕
古
者
包
犠
氏
之
王
―
―
天
下
一
也
、
仰
則
観
―
―
象
於
天
一

俯
則
観
ー
一
法
於
地
二
観
と
鳥
獣
之
文
興
1

ー
地
之
宜
ご
近
取
1

一

諸
身
云
遠
取
"
諸
物
一
〔
注
〕
聖
人
之
作
レ
易
、
元
ー
ー
大
不
ヮ

極
、
元
―
―
微
不
＂
究
、
大
則
取
-
1

象
天
地
五
細
則
観
n

―
鳥
獣
之

文
興
1

地
之
宜
一
也
。

〖
鳥
獣
不
レ
厭
レ
高
〗
8
6
”
”
戌tハ9
ヵ
；
鳥
や
獣
は
高
い

所
を
い
と
は
な
い
。
〔
荘
子
、
庚
桑
楚
〕
鳥
獣
不
レ
厭
レ
高
、

魚
鼈
不
』
厭
レ
深
。

〖
鳥
獣
猶
不
レ
失
レ
偏]8
7
％
努
ぢ
芍
夫
婦
は
鳥
獣
で

さ
へ
も
常
に
離
れ
ず
‘
連
れ
そ
つ
て
ゐ
る
。
夫
婦
の
契

を
全
う
す
ぺ
き
喩
。
〔
左
氏
、
成
、
十
一
〕
聾
伯
奪
,
1

施
氏

鑓
以
興
レ
之
、
婦
人
日
、
鳥
獣
猶
不
な
失
レ
儒
、
子
将
若

何
、
日
、
吾
不
レ
能
二
死
亡
涵
婦
人
遂
行
。

〖
鳥
獣
不
レ
可
直
＾
同
る
こ88
g岱
芯
←
”8
9
人
は
鳥

や
獣
と
一
所
に
住
む
こ
と
は
で
き
な
い
。
〔
論
語
‘
微

子
〕
夫
子
憮
然
日
、
鳥
獣
不
レ
可
↓
一
興
同

B
、
吾
非
1
1

斯
人

之
徒
興
1

而
誰
興
。

【
鳥
集
】
89

衿
鳥
の
群
る
や
う
に
多
く
集
る
。
鳥
攀
゜

鳥
茉
゜
〔
漢
書
、
韓
安
國
博
〕
今
匈
奴
負
1

一
戎
馬
足
と
竺
鳥

獣
心
一
遷
徒
鳥
集
、
難
褥
而
制
↓
〔
曹
植
、
七
啓
〕
鳥
集

獣
屯
、
然
後
會
園
。

〖
鳥
集
鱗
苓
〗9
0
％
衿
鳥
や
魚
の
集
ま
る
や
う
に
群

が
り
集
ま
る
こ
と
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
環
貨
方
至
、
鳥

集
鱗
翠
。

【
鳥
省
】
91

砂
ウ
鳥
の
省
含
。
渇
衰
が
鳥
類
を
愛
養
し
た

故
事
。
〔
南
部
新
書
‘
戊
〕
凋
哀
給
事
、
親
仁
坊
有
レ
宅
‘

南
有
レ
山
‘
庭
院
多
養
t

一
鵞
鴨
及
雑
禽
之
類
ぶ
吊
一
家
人

掌
レ
之
、
時
人
謂
―
―
之
鳥
省
↓

【
鳥
章
】
8

●
旗
に
描
い
た
鳥
隼
の
模
様
。
〔
詩
、
小

雅
、
六
月
文
鳥
章
、
白
柿
央
央
。
〔
箋
〕
鳥
章
、
鳥
隼
之

鳥

名物

章

償

：
 

臣

．

．

 

文
章
、
牌
帥
以
下
、
衣
皆
著
焉
。
〔
管
子
、
兵
法
〕
五
曰
、

攀
為
章
厠
行
レ
陵
、
六
日
、
學
蛇
章
厠
行
レ
澤
。
〔
左

思
、
呉
都
賦
〕
具
胄
象
頭
、
織
文
鳥
章
。

O
螢
夷
を
い
ふ
。

〔
宣
和
蜜
譜
‘
道
繹
一
、
閻
立
徳
〕
顔
師
古
奏
言
‘
云
云
‘

今
井
服
鳥
章
、
倶
集
1

一
饗
邸
-
塁
竺
圏
寓
↓
〔
呂
温
、
皇

帝
親
庶
政
頌
〕
鳥
章
之
長
‘
椎
昏
之
君
。

【
鳥
樟
】
93

勺
樹
木
の
名
。
礫
(
8
-
1
5
8
2
3
)

に
同
じ
。

〔
倭
名
類
衆
抄
、
草
木
部
、
木
類
、
釣
樟
〕
本
草
云
、
釣
樟
、

一
名
鳥
樟
、
昔
章
、
久
奴
妓
。

【
鳥
雀
】
”
器
ク
と
り
と
す
ず
め
。
又
、
す
ず
め
等
の
小

鳥
。
〔
左
氏
、
文
、
十
八
〕
見
し
f

レ
護
―
―
於
其
君
土
只
誅
レ
之

如
n

―
鷹
鶴
之
逐
1
1

鳥
雀
一
也
。
〔
拾
遺
記
‘
七
‘
魏
〕
魏
祠
レ

晉
之
歳
‘
北
闘
下
有
n

白
光
ぶ
空
鳥
雀
之
状
三
云
云
‘
羅
レ

之
得
1

一
7
日
燕
↓
〔
謝
霊
運
‘
齋
中
讀
書
詩
〕
虚
館
絶
―
―
評

訟
一
空
庭
来
1

一
鳥
雀
↓

〖
鳥
雀
緊
―
―
枝
深
-
]
竺
砂
認
な
存
／
徳
を
積
め
ば
衆

人
自
ら
欝
服
す
る
喩
゜
〔
杜
甫
‘
瞑
詩
〕
牛
羊
欝
―
―
径
陰
一

鳥
雀
緊
1

一
枝
深
↓
〔
貞
観
政
要
、
論
仁
義
〕
貞
観
十
二
年
、

太
宗
謂
―
―
侍
臣
一
日
、
林
深
則
鳥
棲
、
水
廣
則
魚
涌
、
仁

義
積
則
物
自
欝
レ
之
。

【
鳥
首
】
96

的
と
り
の
く
び
。
〔
山
海
経
、
南
山
経
〕
南

次
二
経
之
首
、
自
―
―
拒
山
云
ぎ
子
漆
呉
之
山
ず
心
十
七
山

七
千
二
百
里
‘
其
紳
状
皆
龍
身
而
鳥
首
。

【
鳥
銃
】
97

玲
＇
ウ
鳥
な
ど
を
う
つ
に
用
ひ
る
鐵
砲
。
小

銃
。
〔
武
傭
要
略
〕
皆
以
―
―
此
銃
一
穿
レ
林
打
レ
鳥
、
故
名
日
―
―

]
|
＼
ー
•
ー~
i

鳥
銃
↓
〔
通
典
、
兵
‘
火
攻
〕
鳥
銃
、
凡
鳥
銃
長
約
三
尺
。

〔
三
オ
圏
會
‘
器
用
、
鳥
銃
〕
鳥
銃
、
惟
噌
密
最
遠
最
毒
、

又
機
昂
起
―
―
倭
銃
玉
機
雖
レ
伏
―
―
筒
労
す
又
在
二
床
外
二
不
レ

便
―
―
牧
拾
公
↓
置
ー
ー
機
床
内
五
撥
1
1

出
之
1

則
前
火
然
自
回
、

如
遇
-
―
陰
雨
面
用
―
―
銅
片

L
げ
瓦
覆
レ
之
、
此
中
書
趙
士
禎

得
乏
桑
思
麻
而
潤
11

色
之
一
者
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
兵

器
‘
鐵
砲
〕
鳥
嘴
銃
‘
鳥
銃
‘
今
云
11

鐵
砲
写
ム
云
、
天
正
十

四
年
、
宗
義
智
（
封
馬
國
主
）
、
渡
―
―
鳥
銃
於
朝
鮮
盃
翌
証

有
蔦
銃
也
、
始
於
此
↓

【
鳥
宿
]
9
8

吟
ク
鳥
が
や
ど
る
。
〔
枚
乗
、
七
獲
〕
朝
則
鵬

黄
鴇
鴎
鳴
焉
‘
暮
則
覇
雌
迷
鳥
宿
焉
。
〔
梁
昭
明
太
子
、

七
契
〕
墓
門
鳥
宿
、
圭
賓
狐
潜
。
〔
買
島
、
題
,
,
李
凝
幽

屈
詩
〕
鳥
宿
池
邊
樹
、
僧
敲
月
下
門
。

【
鳥
書
】
9
9
-
5
5

書
橙
の
名
。
〔
海
録
砕
事
、
文
學
、
書
札
、

鳥
書
〕
文
王
因
―
―
赤
雁
衡
P

書
、
武
王
丹
鳥
入
レ
室
‘
作
,
,
鳥

書
↓
〔
珊
瑚
鉤
詩
話
、
一
〕
或
云
‘
贔
書
即
贔
鳥
之
書
‘
余

疑
、
鳥
書
自
団
雀
鳥
之
詳
士
専
作
―
―
禽
鳥
之
象
涵
嘗
品
別

有
嘉
象
如
•
孫
膜
斬

1
1瀧
滑
子
古
木
之
下
五
作
1一
贔
書
―

以
掲
d

之
、
今
人
博
―
―
寓
贔
蛾
之
状
五
殆
其
遺
法
耶
゜

【
鳥
食
】
IOo

計
大
饗
の
料
理
の
残
物
。

〖
鳥
食
野]
I
O
I
#

／
下
野
國
の
地
名
。

【
鳥
申
】
102

焚
鳥
の
や
う
に
頸
を
の
ば
す
。
〔
荘
子
、
刻

意
〕
吹
殉
呼
吸
、
吐
レ
故
納
知
新
、
熊
経
鳥
申
、
為
レ
壽
而
已

袋
此
道
引
之
士
、
養
形
之
人
、
彰
祗
壽
考
者
之
所
レ
好

也
。
〔
秤
文
〕
司
馬
云
、
若
―
―
鳥
之
噸
呻
1

也。

【
鳥
伸
】
103

パ
カ
鳥
の
や
う
に
頸
を
の
ば
す
。
鳥
申
に
同

じ
。
〔
馬
融
、
長
笛
賦
〕
熊
経
鳥
伸
、
鵡
覗
狼
顧
゜
〔
注
〕
清

曰
、
鳥
伸
、
謂
レ
引
レ
頸
也
。

【
鳥
信
】
四
姦
陰
暦
三
月
に
吹
く
東
北
風
。
〔
國
史
補
〕

揚
子
錢
塘
二
江
、
乗
n
雨
潮

E
8レ
櫂
、
云
云
、
自
―
―
白
沙
一

訴
レ
流
而
上
、
常
待
1

一
東
北
風
ニ
謂
-
l

之
潮
信
エ
七
月
八
月

有
正
信
三
月
有
,
,
鳥
信
五
月
有
要
信
↓

【
鳥
人
】
105

niao3 
jen2 
0
人
を
罵
る
語
。
糞
野
郎
。
馬

鹿
野
郎
。

O
焚
巧
妙
な
飛
行
家
を
鳥
に
比
し
て
い
ふ
。

【
鳥
性
】
106

楼
鳥
の
心
。
〔
常
建
、
破
山
寺
後
祠
院
詩
〕

山
光
悦
,
,
鳥
性
面
渾
影
空
1

一
人
心
↓

[
鳥
栖
】
107

務
鳥
の
ね
ぐ
ら
。
又
、
鳥
の
す
む
や
う
に
獨

宿
す
る
こ
と
。
と
ぐ
ら
。
〔
晏
子
、
重
而
異
者
〕
若
レ
此
而

不
レ
得
、
則
臣
請
‘
較
,,IL
車
―
而
寄
1

一
之
於
國
門
外
‘
宇
溜

之
下
五
身
不
―
―
敢
飲
食
n

擁
レ
輯
執
レ
絡
、
木
乾
鳥
栖
、
祖
レ

肉
暴
底
骸
、
以
望
-
1

君
慇
巳
之
。

【
鳥
誓
】
108

存
鳥
の
名
。
昔
炎
帝
の
女
が
東
海
に
溺
死

し
、
化
し
て
鳥
と
な
っ
た
故
事
。
精
衛
(
8
-
2
6
9
9
7

:
1
 

0
)

の
●
に
同
じ
。
〔
述
異
記
、
上
〕
昔
炎
帝
女
溺
1
1

死
東

海
中
石
化
為
-
1

精
衛
谷
其
名
自
呼
‘
毎
街
,
,
西
山
木
石
1

填
n

東
海
二
云
云
‘
一
名
鳥
誓
、
一
名
冤
禽
、
又
名
―
―
志
鳥
↓

【
鳥
臀
】
109

衿
と
り
の
鳴
き
ご
ゑ
。
禽
臀
。
〔
後
漢
書
、

783
 

劉
陶
傭
〕
鳥
繋
獣
心
。
〔
庚
信
、
春
賦
〕
新
年
鳥
臀
千
種

3ー

囀
、
二
月
楊
花
涌
路
飛
。
〔
慮
照
部
、
秋
諜
賦
〕
巷
無
＿
一
人

既
林
無
―
―
鳥
臀
↓

【
鳥
紗
】
110

誘
鳥
が
つ
い
ば
み
取
る
や
う
に
か
す
め
と

る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
劉
陶
博
〕
伏
念
‘
営
今
地
廣
而
不
レ

得
レ
耕
、
民
衆
而
無
征
所
レ
食
、
睾
小
競
起
、
進
乗
二
國
之

位
面
空
揚
天
下
五
鳥
紗
求
レ
飽
、
呑
品
肌
及
＞
骨
、
並
喧
無
レ

獣
。
〔
王
先
謙
集
解
〕
恵
棟
曰
、
鳥
嘗
レ
作
レ
烏
、
周
帳
射
鳥

氏
、
以
―
―
弓
矢
[
〖
—
―
烏
鳶
盃
鄭
玄
云
、
烏
鳶
善
―
―
紗
盗
硲
故

云
―
―
烏
紗
↓

[
鳥
迩
】
111
豆
5

●
鳥
の
あ
し
あ
と
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕

獣
蹄
鳥
迩
之
道
、
交
1

一
於
中
國
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
名
賓
〕

蝉
殻
蜻
皮
、
獣
逃
鳥
迩
。
〔
司
馬
光
、
夏
日
西
齋
即
事

詩
〕
小
院
地
偏
人
不
レ
到
、
涌
庭
鳥
迩
印
―
―
蒼
苔
↓
●
軒

輯
氏
の
臣
蒼
頷
が
鳥
の
あ
し
あ
と
を
見
て
始
め
て
文

字
を
造
る
こ
と
を
思
ひ
つ
い
た
と
い
ふ
故
事
か
ら
、
文

字
の
意
味
に
用
ひ
る
。
〔
許
慎
‘
説
文
解
字
絞
〕
古
者
庖

犠
氏
之
王
二
天
下
一
也
、
仰
則
観
―
―
象
於
天
一
俯
則
観
―
―
法

於
地
云
g
n
一
鳥
獣
之
文
興
―
―
地
之
宜
享
竺
石
黄
帝
之
史
蒼

頷
‘
見
―
―
鳥
獣
朧
逃
之
迩
ぶ
知
n

一
分
理
之
可
＝
相
別
異
一
也
、

初
造
1

一
書
契
芸
口
工
以
又
‘
萬
品
以
察
。
〔
白
居
易
‘
難
距

筆
賦
〕
挫
萬
物
而
人
文
成
‘
草
1

一
八
行
一
而
鳥
迩
落
。

【
鳥
跡
】
112

％
と
り
の
あ
し
あ
と
。
鳥
迩
に
同
じ
。
〔
呂

覧
‘
君
守
〕
蒼
頷
作
レ
書
。
〔
注
〕
蒼
頷
生
而
知
レ
書
、
寓
l
-

倣
鳥
跡
百
以
造
1

一
文
章
↓

【
鳥
占
】
113

努
占
術
の
名
。
〔
唐
書
‘
李
靖
等
博
贄
〕
世
言

靖
精
―
―
風
角
鳥
占
雲
設
孤
虚
之
術
↓

【
鳥
箭
】
114

努
鳥
を
射
る
に
用
ひ
る
矢
。
〔
梁
簡
文
―
帝
、

九
日
侍
―
―
皇
太
子
築
遊
苑
―
詩
〕
横
飛
鳥
箭
、
半
韓
蜻
弓
゜

【
鳥
味
】
115

匁
星
の
名
。
〔
史
記
、
天
官
書
‘
張
素
為
レ
附

主
.
,
~客五
注
〕
索
隠
日
、
素
‘
喋
也
、
爾
雅
云
、
鳥
張
喉
‘

郭
環
云
、
嗜
‘
鳥
受
レ
食
之
虞
也
。
〔
瀬
慎
子
〕
柳
為
―
―
鳥

咬
星
為
ー
玉
は
天
張
為
t
1

鳥
晴
云
翼
為
―
―
鳥
翼
↓

【
鳥
鼠
】
116

匁
●
山
名
。
甘
粛
省
渭
源
縣
の
西
。
瑣
那
代

酔
編
、
登
二
十
九
に
見
え
る
。
〔
書
、
馬
貢
〕
導
レ
渭
自
―
―
鳥

鼠
同
穴
↓
〔
博
〕
鳥
鼠
共
為
―
―
雌
雄
面
炉
穴
虞
―
―
此
山
五
遂

名
レ
山
日
―
―
鳥
鼠
逼
渭
水
出
焉
。
〔
疏
〕
繹
鳥
云
、
鳥
鼠
同

穴
‘
其
鳥
為
レ
鵠
、
其
鼠
為
レ
峡
、
李
巡
日
、
鶉
麒
、
鳥
鼠
之

名
、
共
慮
こ
穴
玉
天
性
然
也
、
郭
環
日
、
峡
如
-
l

人
家
鼠
1

七
八
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鳥

部

鳥

而
短
尾
、
禍
似
レ
鵜
而
小
、
黄
黒
色
、
穴
入
レ
地
三
四
尺
、

鼠
在
レ
内
、
鳥
在
レ
外
、
今
在
―
―
隅
西
首
陽
縣
丑
E

二
鳥
鼠
同

穴
山
↓
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
鳥
鼠
同
穴
‘
其
鳥
名
レ
餘
‘
其
鼠

名
レ
踪
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
闊
西
‘
云
云
‘
首
陽
‘
昂
貢

鳥
鼠
同
穴
、
在
元
四
南
溢
旧
水
所
レ
出
。

O
蝙
蝠
の
異
名
。

鳥
鼠
僧
を
見
よ
。

〖
鳥
鼠
僧
〗1

1
7
げ
河
雁
0
鳥
鼠
は
蝙
蝠
の
異
名
。
破
戒

の
比
丘
の
喩
゜
〔
佛
蔵
経
、
上
〕
誓
如
1

蝙
蝠
ぶ
欲
レ
捕
レ
鳥

時
則
入
レ
穴
為
レ
鼠
、
欲
レ
捕
レ
鼠
時
則
飛
レ
空
為
レ
鳥
、
而

賓
無
レ
有
1

一
鳥
鼠
之
用
ぢ
天
身
臭
複
、
倶
血
杢
闇
冥
ぶ
白
利

弗
、
破
戒
比
丘
、
亦
復
如
レ
是
、
既
不
レ
入
1

一
於
布
薩
自
恣
一

亦
復
不
レ
入
―
―
王
者
使
役
云
＇
レ
名
"
白
衣
⇒
不
レ
名
―
―
出
家
一

〇
鼠
の
噸
卿
の
臀
、
鳥
の
空
空
の
臀
の
や
う
に
無
意
味

の
語
を
談
ず
る
も
の
。
〔
四
教
儀
〕
我
等
愚
輩
、
幾
聞
1

一郎

空
面
ば
空
修
行
二
小
レ
知
―
―
即
之
所
由
ご
鼠
卿
鳥
空
、
廣

在
―
―
経
論
云
戸
之
思
レ
之
。
〔
蓮
如
上
人
遺
徳
記
〕
列
―
―
鳥

鼠

之

疎

詞

↓

「

3
)

の
琥
゜

〖
鳥
鼠
山
人
]
1
1
8

焚
グ
明
、
胡
讚
宗

(
9
-
2
9
4
0
0

:
 4
7
 

〖
鳥
鼠
同
穴
〗1

1
9
昇
デ
山
名
。
略
し
て
鳥
鼠
と
い
ふ
。

鳥
鼠
山
。
鳥
鼠
の

O
を
見
よ
。

【
鳥
族
】

120g
鳥
類
を
い
ふ
。

【
鳥
賊
】

121g
唐
‘
李
靖
の
弟
の
客
師
の
綽
名
。
〔
唐
書
、

李
靖
傭
〕
弟
客
師
‘
云
云
‘
累
5
戦
功
1

封
―
―
丹
陽
郡
公
一

致
仕
居
1

一
昆
明
池
南
二
善
1

一
騎
射
一
喜
―
―
馳
撒
「
雖
レ
老
猶

未
レ
衰
‘
自
―
―
京
南
』
閲
―
―
山
西
一
際
―
―
澄
水
一
鳥
鵜
皆
識
レ

之
‘
毎
出
従
レ
之
翔
喚
‘
人
謂
―
―
之
鳥
賊
↓

【
鳥
打
】

122"iO弓
づ
か
。
附
。

0
小
銃
で
鳥
を
う
つ

こ
と
。

O
鳥
打
帽
子
の
略
。

〖
鳥
打
帽
子
〗1

2
3
芯
名
簡
箪
な
つ
く
り
の
帽
子
。
狩

撒
な
ど
に
用
ひ
る
。

【
鳥
道
】

124t770鳥
で
な
け
れ
ば
通
は
れ
な
い
程
峨
し

い
道
路
。
山
路
。
〔
華
陽
國
志
〕
鳥
道
四
百
里
、
以
1

一
其
陰

絶
面
盆
g
無
レ
践
、
特
上
有
―
―
飛
鳥
之
道
一
耳
゜
〔
庚
信
、
秦

州
天
水
郡
褒
積
崖
佛
寵
銘
〕
鳥
道
乍
窮
‘
羊
腸
或
断
。

〔
唐
玄
宗
‘
早
登
1

一
太
行
山
一
中
言
レ
志
詩
〕
火
龍
明
―
―
鳥

填
鐵
騎
饒
羊
腸
一
〔
李
白
‘
蜀
道
難
〕
西
営
1

一
太
白
五
里

鳥
道
石
7
-
n

以
横
姦
杷
峨
媚
崩
↓
〔
王
維
‘
送
n
―
楊
長
史
赴
二

果
州
―
詩
〕
鳥
道
一
千
里
‘
猿
普
十
二
時
。

O
祠
道
の
至

難
を
鳥
道
の
瞼
に
誓
へ
て
い
ふ
。
〔
洞
山
輝
師
語
録
〕

師
示
レ
衆
日
‘
我
有
三
二
路
l

接
レ
人
‘
鳥
道
玄
路
展
手
。

【
鳥
啄
]125

悶
鳥
の
や
う
な
く
ち
ば
し
。
鳥
味
(
1
7
)

に

同
じ
。
〔
太
平
御
覧
‘
皇
王
部
‘
夏
帝
昂
〕
戸
子
曰
‘
馬
長

頸
鳥
啄
‘
面
兒
亦
悪
‘
天
下
従
而
賢
レ
之
、
好
レ
學
也
。

【
鳥
蛋
】
126

niao3 
t
a
n
•小
鳥
の
卵
。

【
鳥
魏
】
127

昇

y
も
ち
。
多
く
は
冬
肖
樹
べ
社
の
皮
の
約

性
の
物
橙
で
製
す
。
鳥
又
は
蠅
を
捕
へ
る
に
用
ひ
る
。

【
鳥
味
】
128

昇
星
の
名
。
柳
星
の
異
名
。
又
‘
鳥
嗽
に
作

る
。
鳥
注
(
1
3
1
)

に
同
じ
。

【
鳥
喝
】
129

誘

鳥

啄

(
1
2
5
)

に
同
じ
。
〔
史
記
、
趙
世
家
〕

中
術
人
面
鳥
喝
‘
降
佐
殷
帝
大
戊
及
周
天
子
↓

【
鳥
揃
】

130g
古
の
鳥
跡
に
似
た
豪
謄
。
鳥
豪
。
〔
文
心

離
龍
、
練
字
〕
蒼
頷
者
、
李
斯
之
所
レ
輯
、
而
鳥
揃
之
遺
罷

也。

【
鳥
注
】
131

豆
炉
星
の
名
。
柳
星
の
異
名
。
鳥
味
。
鳥
喉
゜

〔
史
記
、
天
官
書
〕
柳
為
"
鳥
注
干
土
木
草
一
〔
注
〕
索
隠

曰
‘
案
、
漢
書
天
文
志
‘
注
作
レ
味
‘
爾
雅
云
‘
鳥
壕
謂
―
―
之

柳
五
孫
炎
云
‘
喉
、
朱
鳥
之
口
‘
柳
‘
其
星
緊
也
、
正
義
日
、

壕‘

T
救
反
‘
一
作
レ
注
、
柳
八
星
‘
星
七
星
張
六
星
為
二

鶉
火
ぶ
於
レ
辰
在
レ
午
‘
皆
周
之
分
野
、
柳
為
l

―
朱
鳥
味
↓

【
鳥
品
】
132

琴
'
’
鳥
や
晶
゜
〔
春
秋
繁
露
‘
治
乱
五
行
〕
土

干
な
木
、
胎
夭
卵
鍛
‘
鳥
品
多
傷
。
〔
新
論
‘
類
感
〕
巣
居

知
レ
風
‘
穴
虞
識
レ
雨
‘
風
雨
方
至
‘
而
鳥
品
應
レ
之
。

〖
鳥
晶
書
〗1

3
3
衿
千
f

ゥ
王
非
の
定
め
た
六
橙
書
の
一
。

鳥
や
晶
の
状
に
か
た
ど
る
。
旗
轍
及
符
信
を
書
く
に
用

ひ
る
。
〔
許
恨
‘
説
文
解
字
叙
〕
六
曰
‘
鳥
晶
書
、
所
―
―
ー
以

書
籍
信
一
也
。
〔
段
注
〕
幡
‘
常
レ
作
レ
痛
、
書
ね
信
‘
謂
レ
書
ニ

符
節
云
秦
八
罷
有
ー
玉

M-只
此
日
―
―
鳥
晶
書
一
謂
‘
其
或
像
レ

鳥
‘
或
像
レ
晶
‘
烏
亦
僧
―
―
利
品
一
也
。

【
鳥
陳
】
134

”
鳥
の
行
列
。
〔
墨
子
、
明
鬼
下
〕
湯
以
二
車

九
輛
石
鳥
陳
騰
行
。

【
鳥
追
】
1
3
5
"
ぃ
江
戸
時
代
、
年
の
始
め
に
編
笠
を
か
ぶ

り
、
三
絃
を
ひ
き
祝
歌
を
う
た
ひ
錢
を
乞
ふ
婦
人
。

【
鳥
庭

]
1
3
6
g
0額
角
の
堀
起
し
た
さ
ま
。
〔
帝
王
世

紀
〕
尭
名
日
,
,
放
動
石
鳥
庭
荷
勝
、
眉
有
―
―
八
采
↓
〇
鳥
夷

の
庭
゜
〔
哀
朗
‘
賦
飲
馬
長
城
窟
〕
鳥
庭
已
向
レ
内
‘
龍
荒

更
竪
レ
空
゜

[
鳥
暗
]137

悶
鳥
が
鳴
く
。
〔
梁
武
帝
‘
子
夜
四
時
歌
‘
冬

歌
〕
別
時
鳥
暗
レ
戸
、
今
晨
雲
涌
レ
埠
゜
〔
趙
冬
壕
‘
奉
―
―
答

燕
公
詩
〕
藷
館
逢
一
元
ぷ
灰
他
山
値
―
―
鳥
暗
↓
〔
李
頻
‘
送
―
―
―

徐
虞
士
蹄
一
江
南
一
詩
〕
遊
飩
花
落
渦
‘
睡
起
鳥
喘
新
。

〖
鳥
暗
山
客
猶
眠
〗1

3
8
糾
ザ
[
y
t／
山
客
の
悠
悠
自
適

の
さ
ま
を
詠
じ
た
句
。
〔
王
維
、
田
園
架
詩
〕
桃
紅
復

含
祠
雨
↓
柳
緑
更
蜃
春
爛
花
落
家
憧
未
レ
掃
、
鳥
喘

山
客
猶
眠
゜

〖
鳥
暗
花
落
水
空
流
〗1

3
9砂
ふ
芸
江
が
レ
／
鳥
は
鳴
き

花
は
散
り
、
水
は
見
る
人
も
な
く
徒
ら
に
流
れ
る
で
あ

ら
う
。
友
人
に
別
れ
た
後
の
寂
し
い
心
境
を
歌
っ
た
句
。

〔
劉
商
‘
送
士
永
―
詩
〕
君
去
春
山
誰
共
遊
‘
鳥
鳴
花
落

水
空
流
、
如
今
送
レ
別
臨
森
決
水
一
他
日
相
思
来
―
―
水
頭
↓

【
鳥
渫
]140

隷
鳥
の
と
ま
る
ひ
め
が
き
。
〔
酪
賓
王
、
四

月
八

B
題
―
―
七
級
1

詩
〕
化
城
分
1

一
鳥
渫
云
香
閣
俯
1

一
龍
川
↓

【
鳥
築
】
141

焚
〇
古
文
の
豪
書
。
鳥
の
足
跡
に
似
て
居

る
か
ら
い
ふ
。
鳥
捕
。
〔
後
漢
書
、
係
邑
博
〕
諸
為
l

―
尺
讀
一

及
工
書
"
鳥
簗
者
‘
皆
加
引
召
盆
必
至
藪
十
人
一
〔
索

靖
‘
草
書
状
〕
蒼
頷
既
匹
書
契
是
為
1

蛸
斗
鳥
豪
↓
〔
黄

表
卿
｀
九
疑
山
賦
〕
鳥
策
弯
碑
‘
刺
史
元
公
之
筆

C
O鳥

の
あ
し
あ
と
。
策
文
に
似
て
居
る
か
ら
い
ふ
。
〔
陸
滞
‘

新
涼
書
事
詩
〕
臥
看
鳥
蔽
印
―
―
蒼
苔
云
肉
戸
涼
生
亦
架

哉
。
〔
張
未
‘
和
石
兆
應
之
大
暑
書
事
―
詩
〕
胄
引
檄
苔
団
ニ

鳥
策
一
緑
垂
歿
葉
帯
"
晶
書
↓

【
鳥
囀
】
142

悶
鳥
が
さ
へ
づ
る
。
〔
陳
後
主
、
上
巳
玄
圃

宣
猷
嘉
辰
戟
酌
各
賦
ユ
ハ
韻
い
ぞ
次
成
レ
篇
詩
〕
峰
幽

来
焉
囀
一
洲
横
擁
涵
翌
〔
悲
迪
‘
遊
惑
化
寺
曇
興

上
人
山
院
詩
〕
鳥
囀
深
林
裏
‘
心
間
落
照
前
。
〔
沈
姐
‘

六
甲
詩
〕
庚
庚
聞
1

一
烏
囀
↓
開
濡
望
―
―
晃
征
↓

【
鳥
奴
子
】
1
4
3
"
ゥ
星
の
名
。
移
宿
(
1
0
-
3
8
2
4
3
:
 5
)

を
い

ふ
。
鳥
努
に
同
じ
。
〔
廣
雅
、
繹
天
〕
修
謂
二
之
鳥
奴
子
↓

【
鳥
奴
m
】144
ぽ
星
の
名
。
斡
宿
(
1
0
|
 3
8
2
4
3
 :
 5
)

を
い

ふ
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
八
〕
歳
棄
二
其
次
盃
皿
旅
1

一
於
明
年

之
次
百
公
戸
鳥
奴
只
周
楚
悪
レ
之
。
〔
疏
〕
奴
巾
者
、
細
弱
之

名
、
於
レ
人
則
妻
子
為
レ
努
、
於
レ
鳥
則
鳥
尾
為
レ
努
゜

【
鳥
兜
】
1
4
5
"
び

O
舞
築
に
伶
人
の
冠
る
一
種
の
か
ぶ

り
も
の
。
●
草
の
名
。
兜
菊
の
一
名
。
根
を
烏
頭
？
と
梢

し
、
有
蒋
な
れ
ど
鎮
痛
剖
と
す
る
。

【
鳥
頭
】
146
げ

7
7
0鳥
の
頭
。
〔
異
苑
〕
或
鳥
頭
人
身
‘
琴
面

是
毛
、
引
レ
弓
射
レ
之
、
應
レ
弦
而
滅
、
並
有
姦
呼
汀
染
レ

箭

o.，ーフ
柄
頭
に
銀
の
鴛
鵞
の
頭
の
形
を
作
り
つ
け

た
太
刀
。
中
古
、
鷹
飼
が
侃
用
し
た
。

【
鳥
肉
]147

昇
と
り
の
に
く
。

【
鳥
馬
】
148

悶

O
鳥
と
馬
。
〔
哀
翻
、
思
婦
賦
〕
彼
鳥
馬

七
八
一
ニ

之
無
知
、
尚
有
―
―
情
子
南
北
一
雖
玉
E

人
之
固
郎
孟
苦
笠

懐

f
上
國
二
●
鳥
の
名
。
つ
ぐ
み
の
異
名
。
鶉
。
〔
和
漢

―
ニ
オ
圏
會
‘
林
禽
類
、
百
舌
鳥
〕
倭
名
抄
、
用
―
―
鶉
字
ガ
人

一
名
馬
鳥
、
然
其
馬
鳥
又
誤
今
梢
―
―
鳥
馬
↓

【
鳥
媒
】
149

存
〇
を
と
り
。
つ
な
い
で
置
い
て
他
の
鳥

を
誘
ひ
捕
へ
る
に
用
ひ
る
鳥
。
〔
説
文
〕
囮
、
卒
レ
鳥
者

繋
産
烏
以
来
レ
之
、
名
日
レ
囮
゜
〔
繋
博
〕
囮
者
誘
禽

鳥
也
、
即
今
之
鳥
媒
也
。
〔
陸
亀
蒙
、
自
和
次
-
1

江
野
土
言
レ

懐
韻
1

詩
〕
鳥
媒
呈
不
こ
、
魚
塞
下
俯
重
。

O
鳥
が
花

粉
な
ど
を
媒
介
す
る
こ
と
。

〖
鳥
媒
花
〗1

5
0
翌
ィ
鳥
に
よ
っ
て
花
粉
を
媒
介
せ
ら

れ
る
花
。

【
鳥
飛
】
1
5
1
"
，
と
り
が
と
ぶ
。
〔
管
子
、
宙
合
〕
不
レ
用
其

謳
‘
謳
鳥
飛
准
縄
゜
〔
史
記
‘
老
子
傭
〕
鳥
吾
知
―
―
其
能
飛
一

魚
吾
知
其
能
愧
〔
楚
辞
‘
劉
向
、
九
歎
‘
憂
苦
〕
三
鳥
飛

以
自
レ
南
合
‘
覧
―
―
其
志
—
而
欲
レ
北
。
〔
呉
均
‘
至
―
―
湘
州
―

望
向
嶽
詩
〕
鳥
飛
不
復
見
五
風
臀
猶
可
レ
問
〔
李
華
‘

弔
l

一
古
戦
場
ー
文
〕
蓬
断
草
枯
‘
凜
若
―
―
霜
晨
「
飛
烏
不
レ

下
‘
獣
挺
亡
レ
繋
゜

〖
鳥
飛
谷
〗1

5
2
悶
ヒ
漢
代
西
域
の
地
名
。
〔
漢
書
‘
西
域

上
、
休
循
國
博
〕
休
循
國
王
‘
治
1

一
鳥
飛
谷
広
圧
葱
嶺
西
一

去
―
―
長
安
五
竺
一
百
一
＋
里
。

【
鳥
膚
】
153

以

O
寒
さ
の
た
め
毛
孔
の
よ
だ
っ
こ
と
。

●
生
来
き
め
の
荒
い
は
だ
。

【
鳥
封
】
154

互
[
て
が
そ
書
翰
を
い
今
〔
海
録
砕
事
ヽ

人
事
、
書
問
〕
王
瑳
長
相
思
云
、
鳥
封
蹄
飛
断
、
鯉
素
還

【
鳥
砂
】
155

n
i
a
o
'
s
h
a
o
3
小
鳥
が
囀
る
。

L

流
絶
。

【
鳥
卜
】
157

悶
女
國
で
鳥
を
以
て
年
の
吉
凶
を
卜
す
る

こ
と
。
鳥
占
。
〔
隋
書
、
西
域
女
國
博
〕
女
國
在
―
―
葱
嶺
之

南
字
竺
左
俗
事
祠
修
羅
神
ガ
ヘ
有
ー
一
樹
紳
↓
歳
初
以
レ
人

祭
、
或
用
蘊
躯
祭
、
畢
入
レ
山
祝
レ
之
、
有
こ
鳥
如
雌

雉
釆
長
掌
上
涵
竺
其
腹
而
良
之
、
有
レ
粟
則
年
豊
、

沙
石
則
有
品
火
‘
謂
乏
烏
卜
↓
〔
唐
書
、
西
域
上
‘
束
女

傭
〕
風
俗
‘
大
抵
輿
―
―
天
竺
一
同
‘
云
云
‘
巫
者
以
一
十
月
一

詣
山
更
布
籍
翌
呪
呼
ー
一
塁
履
俄
有
レ
鳥
来
如
難

状
盃
盟
感
之
、
有
レ
穀
者
豊
歳
‘
否
即
有
レ
災
‘
名
曰
―
―
鳥

ト
ニ
唐
書
‘
李
靖
等
傭
賛
〕
世
言
‘
靖
精
1

一
風
角
・
烏
占
・

雲
較
・
孤
虚
之
術
↓

【
烏
網
】

158苓
鳥
を
捕
へ
る
あ
み
。
と
り
あ
み
。
鳥
筈
(
4

9
)

に
同
じ
。
〔
詩
、
玉
風
、
免
愛
雉
離
子
羅
↓
博
〕
鳥
網

13379 



(46634・ ・159) (46634・ ・204) 

為
レ
羅
。
〔
疏
〕
繹
器
云
、
鳥
筈
謂
―
―
之
羅
云
李
巡
日
、
鳥
飛
【
鳥
浴
】
1661五

[

O鳥
が
水
を
あ
び
る
。
〔
庚
信
、
和
涵
1

悪

網

以

羅

レ

之

。

文

1

詩
〕
人
戯
上
レ
橋
分
、
鳥
浴
留
レ
池
涌
゜
〔
許
渾
、
彼
↓
―
霊

【
鳥
鳴
】
159

は
鳥
の
鳴
き
瞥
゜
〔
詩
、
小
雅
、
伐
木
〕
伐
木
埃
館
―
詩
〕
鳥
浴
寒
澤
雨
、
猿
吟
暮
嶺
風
。
●
複
姓
。
〔
通

丁
丁
‘
鳥
鳴
喫
喫
゜
〔
後
漢
書
‘
朱
穆
傭
〕
斯
蓋
谷
風
有
―
―
棄
志
、
氏
族
略
〕
伯
盆
佐
レ
発
、
有
極
杢
鳥
獣
一
之
功
紺

g
―氏

予
之
歎
五
伐
木
有
―
―
鳥
鳴
之
悲
戸
禿
〔
風
俗
通
‘
窮
通
〕
伐
鳥
浴
↓

木
有
―
―
烏
鳴
之
刺
ズ
谷
風
有
二
存
予
之
怨
↓
〔
謝
霊
運
、
夜
【
鳥
羅
】
167

”
ウ
と
り
を
と
る
あ
み
。
か
す
み
。
烏
晋
。
〔
爾

餌
石
門
詩
〕
鳥
鳴
識
夜
棲
ぶ
小
落
知
風
競
↓
雅
、
秤
器
〕
鳥
苦
謂
,
,
之
羅
↓
〔
孟
郊
、
空
城
雀
架
府
〕
魚
網

〖
鳥
鳴
山
更
幽
〗1
6
0
5
7
t

い
釘
i
マ
山
の
評
寂
を
破
つ
て
不
レ
在
レ
天
、
鳥
羅
不
レ
張
レ
水
。

鳴
く
鳥
の
臀
を
聞
け
ば
‘
山
は
一
段
と
静
け
さ
を
加
へ
【
自
g
~囃
】1

6
8
匁
宋
る
こ
と
。
〔
難
林
類
事
〕
方
言
、
来
日l
­

る
心
地
が
す
る
さ
ま
を
詠
じ
た
句
。
〔
王
籍
、
入
一
ヰ
右
邪
鳥
囁
下
去
日
二
匿
家
入
囁
元
客
至
曰
―
―
孫
鳥
囁
↓

送
詩
〕
餘
鰹
何
没
没
‘
空
水
共
悠
悠
‘
陰
霞
生
遠
袖
-
[
鳥
卵
】
169

悶
鳥
の
た
ま
ご
。
〔
史
記
‘
大
宛
債
〕
條
枝
‘

陽
景
逐
―
―
廻
流
—
蝉
喚
林
違
孵
、
鳥
暗
山
更
幽
‘
此
地
動

1

云
云
‘
臨
-
1西
海
→
云
云
‘
有
→
一
大
鳥
卵
如
又
食
。
〔
北
史
‘

蹄
念
ご
長
年
悲
二
倦
遊
一
〔
消
暑
閑
談
〕
古
人
詩
有
1

一
風
定
西
域
博
論
〕
求
―
―
大
秦
之
明
珠
五
竺
條
支
之
鳥
卵
↓

花
猶
落
之
句
王
よ
荊
公
以
射
1

一
鳥
鳴
山
更
幽
ぶ
企
ー
｛
木
王
【
鳥
胤
]110

翌
鳥
が
乱
れ
さ
わ
ぐ
。
〔
荘
子
、
肱
陳
〕
夫

籍
詩
二
元
射
―
―
蝉
躁
林
愈
絆
、
鳥
鳴
山
更
幽
一
〔
南
史
‘
王
弓
弩
畢

t
機
喪
之
知
多
、
則
鳥
乱
―
―
於
上
1

芙
、
鉤
餌
網

籍
傭
〕
若
邪
淫
賦
詞
云
‘
蝉
喚
林
違
静
‘
鳥
鳴
山
更
幽
‘
筈
腎
筍
之
知
多
、
則
魚
乱
二
於
水
↑
K

〔゚太
9

参
、
佐
郡
思
1

一

劉

揺

見

レ

之

‘

撃

レ

節

不

レ

能

レ

已

已

゜

藷

遊

1

詩
〕
庭
愧
宿
鳥
乱
、
階
草
夜
晶
悲
゜

【
鳥
面
】
161

匁
烏
の
や
う
な
顔
。
〔
神
異
経
‘
東
荒
経
〕
東
【
鳥
瀾
】
171

焚
水
鳥
の
波
瀾
に
浮
ぶ
さ
ま
。
〔
陸
機
、
文

荒
山
中
有
—
ー
大
石
去
夫
東
王
公
居
焉
‘
長
一
丈
‘
頭
髭
皓
賦
〕
或
龍
見
鳥
瀾
‘
或
妥
帖
而
易
レ
施
。

白
‘
人
形
鳥
面
而
虎
尾
。
〔
新
書
‘
脩
政
語
上
〕
訓
及
"
'
大
夏
【
鳥
里
】
172

nia 02
弓
地
圏
上
で
直
線
で
計
っ
た
里
敷
。

渠
斐
北
中
幽
都
‘
及
狗
國
輿
―
一
人
身
而
鳥
面
及
焦
燒
『
【
~
類
】

1
7
3
％
脊
椎
動
物
の
一
。
と
り
る
ゐ
。
と
り
。

〖
鳥
面
鵠
形
〗1

6
2ぢ化
飢
ゑ
て
甚
だ
し
く
衰
へ
や
せ
【
鳥
了
】1

7
4
芯
鳥
了
帥
に
同
じ
。

た
さ
ま
。
鵠
形
は
雨
顕
が
削
ら
れ
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。
〖
自
字

J

帥
叩
〗17
5
琴
レ
ウ
隋
代
、
流
求
國
で
一
村
を
統
帥
す

〔
資
治
通
鑑
‘
梁
紀
〕
（
簡
文
帝
‘
大
賓
元
年
時
）
江
南
、
連
る
官
名
。
〔
隋
書
‘
東
夷
‘
流
求
國
債
〕
國
有
二
四
五
涵
叩
1

一

年
旱
蛭
、
江
揚
尤
甚
‘
百
姓
流
亡
、
相
輿
入
―
―
山
谷
江
湖
「
統
諸
洞
ご
洞
有
―
―
小
王
二
往
往
有
レ
村
、
村
有
―
―
鳥
了
帥
↓

采
冦
根
木
葉
菱
翠
而
食
レ
之
、
所
在
皆
盛
、
死
者
蔽
レ
並
以
一
善
戦
者
歪
t

レ之。

野
‘
富
室
無
レ
食
‘
皆
鳥
面
鵜
形
。
〔
海
鋒
砕
事
、
農
田
部
、
【
鳥
暦
】
1
7
6
[
5

暦
の
名
。
〔
牛
弘
‘
五
郊
青
帝
歌
〕
龍
精

飢
荒
門
‘
鳥
面
鵠
形
〕
侯
景
之
乱
‘
所
在
荒
飢
‘
其
絶
レ
粒
戒
旦
‘
鳥
暦
司
春
。
〔
白
居
易
‘
禽
晶
十
―
一
章
詩
〕
疑
有
ー
1

一

久

者

‘

鳥

面

鵠

形

。

鳳

王

頒

―

―

鳥

暦

二

時

一

日

不

二

参

差

↓

【
鳥
目

]163g
●
鳥
の
目
。
〔
白
居
易
‘
河
陽
石
尚
書
云
云
[
鳥
路
]
1
7
7
[
ウ
と
り
の
飛
ぶ
み
ち
o

一
直
線
の
み
ち
す

射
1

一
鷺
駕
一
綸
甍
為
レ
圏
云
云
以
レ
詩
美
レ
之
詩
〕
須
レ
知
鳥
ぢ
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
部
説
等
傭
賛
〕
鳥
路
層
飛
‘
龍
津
派

目
猶
難
レ
漏
‘
縦
有
―
―
天
狼
ふ
昔
炉
憂
。

O
①
青
錢
の
異
泳
゜
〔
謝
眺
、
夜
径
,
,
新
林
一
至
1

一
京
邑
血
竺
西
府
同
僚
一

名
。
中
に
孔
が
あ
っ
て
‘
其
の
形
‘
鵞
鳥
の
目
に
似
て
ゐ
る
詩
〕
風
雲
有
二
烏
路
芹
江
漢
恨
レ
無
レ
梁
。

か
ら
い
ふ
。
ぜ
に
。
か
ね
。
＠
勺
一
種
の
眼
病
。
書
＿
は
見
【
阜
掌
井
】
178

琴
鳥
の
な
き
ご
ゑ
。
鳥
哨
。
〔
梁
昭
明
太
子
、

え
な
が
ら
夕
刻
に
な
る
と
見
え
な
い
か
ら
い
ふ
。
雀
盲
。
林
下
作
レ
妓
詩
〕
管
臀
如
二
鳥
弄
↓
舞
袖
葛
1

一
風
枝
↓
〔
蘇

【
鳥
膜
】
164

匁
鳥
の
し
る
し
の
あ
る
は
た
。
〔
周
證
、
考
類
‘
奉
"
和
春
日
幸
―
―
望
春
宮
―
應
制
詩
〕
｛
辰
遊
封
レ
此
歓

工
記
、
精
人
〕
鳥
顔
七
詐
、
以
象
―
鶉
火
一
也
。
〔
後
漢
書
、
無
レ
極
‘
鳥
弄
歌
臀
雑
↓
―
管
絃
↓

輿

服

志

上

〕

鳥

旗

七

辟

、

五

切

齊

較

。

【

鳥

時

】

179

琴
鳥
の
な
き
ご
ゑ
。
〔
李
端
‘
題
二
従
叔
流

【
鳥
踊
】
165

認
鳥
の
や
う
に
踊
る
。
〔
何
晏
、
景
輻
殿
賦
〕
林
園
一
詩
〕
鳥
睛
花
間
曲
、
人
弾
竹
裏
琴
。
〔
道
潜
、
送
11

飛

柳

鳥

踊

‘

雙

輯

是

荷

。

子

瞭

赴

え

了

湖

州

―

詩

〕

雲

姿

既

容

裔

‘

鳥

睛

更

清

絶

。

鳥

部

鳥

【
鳥
籠
】
180-07
心
と
り
か

ご
。
〔
説
文
〕
妓
、
鳥
籠

也
。
〔
元
横
、
別
二
李
十

ご
詩
〕
鳥
籠
猿
檻
君

應
レ
會
、
十
歩
向
前
非
―
―

我
州
↓

〖
鳥
籠
山
〗1

8
1
日
勺
近
江
國
に
在
る
山
。

〖
鳥
籠
子
〗1

9
2
niao3 
l
u
n
g
'
t
z
u
鳥
籠
゜

【
鳥
王
】
183

琴
金
翅
鳥
王
の
略
。
鳳
凰
の
こ
と
。
〔
埠
雅
‘

繹
鳥
‘
鳳
〕
鳳
‘
紳
鳥
也
‘
俗
呼
蔦
玉
〔
南
史
、
隠
逸
上
‘

顧
歓
博
〕
歓
以
佛
道
一
家
‘
互
相
非
毀
玉
『
著
―
―
夷
夏

論
略
―
云
‘
在
レ
名
則
返
、
在
レ
賓
則
合
‘
鳥
王
獣
長
‘
往

往
是
佛
゜
〔
趙
乗
文
‘
鴻
溝
詩
〕
金
翅
鳥

I
分
レ
海
立
‘
徘

應
莞
爾
笑
英
雄
一

【
鳥
欅
]
1
8
4
n
い
織
模
様
の
一
種
。
縦
横
の
波
線
の
中
に

尾
の
長
い
二
れ
の
鳥
の
相
封
す
る
状
を
織
り
出
し
た

模
様
。

[
唾
レ
鳥
】
185

バ
刈
↑
ス
鳥
に
つ
ば
き
を
吹
き
か
け
る
。
〔
論

衡
、
言
毒
〕
祝
レ
樹
樹
枯
、
唾
レ
鳥
鳥
墜
゜

【
烏
叫
喚
]186

niao3 chiao• 

huan• 

鳥
が
鳴
く
。

【
鳥
頬
魚
】
187

紆
乃
す
み
や
き
鯛
。
黒
鯛
。
〔
和
漢
三
オ

圏
會
、
江
海
有
鱗
魚
、
鳥
頬
魚
〕
按
、
鳥
頬
魚
、
形
鱗
共

似
舌
伊
知
應
而
微
需
赤
裳
頬
有
―
―
黒
紋
一
如
嘉

乳
大
者
七
八
寸
‘
肉
白
脆
淡
甘
美
、
夏
秋
多
出
。

才

【
鳥
嘴
銃
】
188

吟

＇

～

鳥

―

-

―

銃
の
名
。
明
時
に
三
土
―
―
―
＿
ー
”
苧
―
―
-
(
S五
膠
鵡
9

嘴

圏會

銃

用
ひ
た
。
〔
明
史
、

兵
志
四
〕
無
敵
手
銃
‘
鳥
嘴
銃
‘
七
眼
銅
銃
。
〔
倭
漢
三

才
圏
會
‘
兵
器
‘
鐵
砲
〕
鳥
嘴
銃
‘
鳥
銃
、
今
云
1

一
鐵
砲
一

【
鳥
神
山
】
189

ヰ
ミ
‘
姓
氏
。
〔
下
學
集
〕
。

【
鳥
俗
氏
】
190-
匁
；
秦
の
先
祗
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
大
費

生
子
一
人
{
-
日
天
廉
頁
鳥
俗
氏
。

【
鳥
大
漢
】
191

”
り
？
く
そ
大
男
。
鳥
は
罵
辞
。
〔
水
滸
博
‘

四
回
〕
備
這
箇
鳥
大
漢
、
不
.
,
替
レ
俺
敲
＞
門
。

【
鳥
待
月
】
192

“
マ
チ
陰
暦
四
月
の
異
梢
゜

【
鳥
不
止
】
193

昇
ラ
ズ
植
物
の
名
。
〇
あ
り
ど
ほ
し
の
異

名
。
●
た
ら
の
き
の
異
名
。
●
め
ぎ
の
異
名
。
R
く
ろ
う

め
も
ど
き
の
異
名
。
〇
く
す
ど
い
け
の
異
名
。

O
は
り

ぶ
さ
の
異
名
。

【
鳥
覆
子
】
194-
勾
7

ク

あ
け
ぴ
の
｛
貫
の
異
名
。
〔
本
草
、
通

籠鳥玉古

（譜園玉古）

草
〕
集
解
‘
恭
曰
‘
此
物
大
者
径
一
―
―
寸
‘
毎
節
有
―
―
二
三

伎
枝
頭
有
五
葉
王
J

長
三
四
寸
‘
核
黒
瓢
白
、
食
レ
之

廿
美
、
南
人
謂
為
―
―
燕
覆
子
「
或
名
―
―
鳥
覆
子
↓

【
鳥
糞
石
】
195

豆
[
:
鳥
糞
の
化
石
。

【
鳥
為
レ
食
死
】
1
9
6
"
り
乙
豆
ク
ノ
古
向
く
飛
ぶ
鳥
も
美
食
を

得
よ
う
と
す
る
た
め
に
時
に
命
を
失
ふ
。
欲
望
の
た
め

に
身
を
亡
ぼ
す
喩
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
、
鳥
為
レ
食
死
〕
英

越
春
秋
句
賤
陰
謀
博
‘
大
夫
種
曰
‘
臣
聞
、
高
飛
之
鳥
‘

死
手
美
食
↓

【
鳥
海
松
亭
】
197

砂
空
イ
出
利
の
人
。
名
は
恭
。
字
は

仲
獣
。
琥
は
松
亭
。
文
政
二
年
四
月
十
八
日
歿
す
、
年

四
十
八
。
市
川
寛
齋
に
師
事
す
。
江
戸
に
住
居
し
、
博

治
を
以
て
著
は
る
。
又
、
書
輩
を
善
く
し
、
物
産
に
精

通
す
。
著
に
昔
韻
啓
蒙
・
松
亭
小
言
が
あ
る
。
〔
慶
長
以

来
諸
家
著
述
目
録
‘
漢
學
家
之
部
〕
。

【
鳥
革
輩
飛
】

198gカ
ク
鳥
が
翼
を
張
っ
た
如
く
‘
雉
の

飛
ぶ
が
如
く
、
宮
室
の
美
し
く
立
派
な
さ
ま
。
革
は
翼
、

輩
は
雉
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
斯
干
〕
如
―
―
鳥
斯
革
面
牙
輩
斯
飛
↓

〔
集
博
〕
其
棟
宇
峻
起
、
如
―
―
鳥
之
警
而
革
一
也
‘
其
智
阿

華
采
而
軒
翔
‘
如
―
―
輩
之
飛
而
矯
二
其
翼
一
也
‘
蓋
其
堂
之

美
如
レ
此
。
〔
故
事
成
語
考
、
宮
室
〕
鳥
革
輩
飛
‘
謂
i
i

創
造

之
圭
空
善
。

【
鳥
窮
則
啄
】
1
9
9
"
”
芯
筏
芯
鳥
は
進
退
き
は
ま
る
と
、

相
手
に
襲
ひ
か
か
つ
て
之
を
つ
い
ば
む
。
窮
鼠
噛
レ
猫

(
8
-
2
5
5
9
3
 :
 1
6
7
)

と
同
意
。
〔
荀
子
、
哀
公
〕
鳥
窮
則

啄
‘
獣
窮
則
櫻
゜

【
鳥
銃
換
砲
】
200

niao3 ch'iang'huan•P• 

a
o
•

鳥

銃
が
大
砲
に
換
る
。
事
物
が
後
に
至
っ
て
嬰
じ
て
善
＜

な
る
喩
゜

【
鳥
鵠
之
智
]
2
0
1
I
T
ウ
兄
ク
か
さ
さ
ぎ
の
智
慧
。
つ
ま
ら

な
い
智
慧
の
喩
゜
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
知
レ
備
1

一
遠
難
↓

而
忘
―
―
近
患
五
故
秦
之
設
レ
備
也
、
鳥
鵠
之
智
也
。

【
鳥
壺
弓
蔵
】
202

甘
衣
臼
ラ
ル
鳥
が
捕
り
盛
さ
れ
る
と
弓

は
倉
嘩
な
ど
に
し
ま
は
れ
る
。
不
用
に
な
る
と
棄
て
ら

れ
る
意
。
狡
免
死
良
狗
烹
(
7
|
2
0
3
6
5
 :
 3
8
)
と
同
意
。

〔
史
記
‘
越
世
家
〕
輩
鳥
盛
、
良
弓
蔵
、
狡
免
死
‘
走
狗
烹
゜

[
鳥
焚
―
―
其
巣
―
】
2
0
4
"
列
砂
が
高
位
に
居
た
り
傲
慢
で
あ

っ
た
り
す
る
と
、
他
人
に
嫉
ま
れ
傷
つ
け
ら
れ
が
ち
で

あ
る
と
い
ふ
喩
゜
〔
易
、
旅
〕
上
九
、
鳥
焚
1

一
其
巣
↓
旅
人
先

笑
、
後
琥
嗚
〔
注
〕
居
嵩
危
而
以
貸
宅
巣
之
謂
也
、

七
八
四

13380 
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烏

部

鳥

〔―|―-棗〕
絋

蔦

鳩

町

即

鳴

航

鳩

発

七
八
五

客
旅
得
1

一
上
位
正
故
先
笑
也
、
以
レ
旅
而
虞
1

一f
上
極
盃
衆

之
所
レ
嫉
也
、
以
二
不
レ
親
之
身
↓
而
常
―
―
被
レ
害
之
地
芹
3

凶
之
道
也
。
〔
漢
書
‘
外
戚
下
‘
孝
成
許
皇
后
傭
〕
鳥
焚
―
―
其

巣
太
山
之
域
言
日
知
鋒
‘
一
‘
鳥
焚
二
其
巣
―
〕
人
生
之
徳
‘

莫
レ
大
↓
―
乎
下
＞
人
‘
楚
荘
王
之
園
レ
鄭
也
‘
而
曰
‘
其
君
能

下
仄
‘
必
能
信
―
―
用
其
民
一
矢
、
云
云
‘
其
此
交
之
占
乎
゜

【
如
―
―
鳥
過
＞
目
】
2
0
5
"
が
い
も
ゾ
鳥
が
目
前
を
飛
ぴ
過
ぎ

る
や
う
で
あ
る
。
疾
く
過
ぎ
去
る
喩
。
〔
張
協
、
雑
詩
〕

人
生
温
海
夜
忽
如
蔦
過
＞
目
。

【
鳥
起
者
伏
也
】
206

闘
TJ

”
ソ
ハ
鳥
が
下
ら
う
と
し
て
忽

ち
高
く
飛
ぴ
立
つ
の
は
‘
其
の
下
に
伏
勢
あ
る
兆
で
あ

る
。
鳥
胤
者
伏
也
(
2
0
7

ヽ
）
と
も
い
ふ
。
〔
孫
子
、
行
軍
〕
鳥

起
者
、
伏
也
、
獣
駿
者
、
覆
也
。

【
鳥
中
之
曾
参
】
207

続
丸
？
烏
を
い
ふ
。
曾
参
は
孝
行

者
と
し
て
有
名
な
人
。
烏
は
親
に
反
哺
の
孝
を
盛
す
と

博
へ
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
、
鳥
類
中
の
曾
参
で
あ
る
と
誉

め
て
言
っ
た
語
。
〔
白
居
易
、
慈
烏
夜
暗
詩
〕
慈
烏
復
慈

烏
‘
鳥
中
之
曾
参
。

【
鳥
胤
者
伏
也
】
細
7

バ
切
咋
ダ
ル
ル
ハ
鳥
起
者
伏
也
(
2
0
6
)

に

同
じ
。
〔
日
本
外
史
‘
源
氏
記
上
〕
義
家
大
怒
‘
寛
治
元

年
九
月
、
自
将
―
―
敦
萬
騎
―
攻
レ
之
、
去
レ
柵
散
里
、
望
二

見
雁
行
風
日
‘
是
有
レ
伏
也
‘
縦
レ
兵
捜
索
、
果
獲
睾
レ

之
、
謂
レ
衆
日
‘
兵
法
言
、
烏
乱
者
伏
也
、
我
不
レ
學
‘
則
殆

芙。

【
以1一
鳥
養
辛
〖
レ
鳥
】

2
0
8
昇
認
ク
ザ
九
ヲ
モ
9
1
T

適
営
な
方
法

に
よ
っ
て
物
を
養
ふ
こ
と
。
自
然
に
任
せ
る
こ
と
。

〔
荘
子
‘
至
築
〕
以
属
養
養
レ
鳥
者
‘
宜
レ
栖
,
,
之
深
林
↓

【
人
レ
鳥
不
レ

ILレ
行
】
209

就
合
が
t
な
烏
の
群
に
入
っ
て

も
、
行
列
を
胤
さ
な
い
。
人
と
よ
く
折
合
ふ
喩
゜
〔
荘

子
、
山
木
〕
入
レ
獣
不
レ

ILレ
繋
、
入
レ
鳥
不
レ

ILレ
行
‘
鳥
獣

不
レ
悪
‘
而
況
人
乎
゜

【
鳥
倦
レ
飛
而
矧
レ
還
】
210

が
認
店
唸
`
‘
-T

鳥
は
飛
ぴ
あ
き

て
ね
ぐ
ら
に
蹄
つ
て
来
る
（
行
く
）
。
原
文
の
前
後
の
隅

聯
か
ら
す
れ
ば
か
う
解
秤
す
る
の
が
自
然
で
あ
る
が
、

「
知
」
の
字
（
思
ふ
・
考
へ
る
の
意
）
を
重
く
見
れ
ば
‘
此

の
旬
は
‘
鳥
は
飛
ぴ
あ
き
れ
ば
自
然
と
蹄
り
た
く
な

り
、
蹄
つ
て
来
る
意
と
な
り
、
自
然
に
従
っ
て
行
動
す

る
境
地
を
梢
轡
思
慕
す
る
意
を
含
ん
で
ゐ
る
。
〔
陶
潜
、

欝
去
束
辞
〕
雲
無
心
而
出
レ
袖
‘
鳥
倦
レ
飛
而
知
レ
還
。

【
鳥
下
1

一
緑
蕪
―
秦
苑
夕
】
211

バ
芦
沿
5
7
7
}

ク
ダ
ル
咸
陽
城

の
東
棲
に
登
つ
て
下
を
眺
め
、
夕
景
色
を
詠
じ
た
詩
の

一
句
。
緑
蕪
は
茂
っ
た
寄
草
。
秦
苑
は
秦
代
に
造
ら
れ

た
園
。
〔
許
渾
‘
咸
陽
城
東
棲
詩
〕
一
上
,
,
高
城
一
萬
里
愁
‘

兼
段
楊
柳
似
1

一
汀
洲
↓
埃
雲
初
起
日
沈
レ
閣
、
山
雨
欲
レ
宋

風
涌
レ
棲
‘
鳥
下
二
緑
蕪
一
秦
苑
夕
、
蝉
鳴
―
―
黄
葉
1

漢
宮

秋
‘
行
人
莫
佃
常
年
事
、
故
國
東
来
渭
水
流
。

【
鳥
之
問
死
其
嗚
也
哀
】
212

バ
バ
認
江
ぢ
／
ト
ス
ル
鳥
は
【
糾
旱
】
年

死
期
が
近
づ
く
と
、
死
を
畏
れ
て
、
悲
痛
な
臀
で
鳴
く
。

〔
論
語
‘
泰
伯
〕
曾
子
有
レ
疾
‘
孟
敬
子
問
レ
之
、
曾
子

言

日

、

鳥

之

問

死

‘

其

鳴

也

哀

、

人

之

将

レ

死

‘

其

言

也

小

或

日

□
l

つ
ば
め
。
玄
鳥
。
乙
鳥
。

‘
 

善
。
~
策
嚢
ぶ
骰
乙
（

1
-
1
6
2
)

に
同
じ
。
〔
説

文
〕
乙
‘
燕
燕
、
乙
鳥
也
‘
齊
魯
謂
二
之
乙
一
取
二
其

【
鳥
高
飛
以
避
1

一噌

t
之
害
―
】
213

菰
ぢ

g
"だ
サ
パ
ど
ァ
無

知
の
鳥
で
も
害
を
避
け
る
こ
と
を
知
る
を
い
ふ
。
噌

t

は
鳥
を
射
る
具
。
〔
荘
子
‘
應
帝
王
〕
且
鳥
高
飛
以
避
二
噌
鳴
自
諄
盃
冬
形
也
‘
鯰
‘
乙
或
八
レ
鳥
。
〔
爾
雅
‘
繹

t
之
害
筵
鼠
深
容
乎
神
丘
之
団
以
避
董
蔽
竪
之
患
i

鳥
〕
燕
燕
、
鯰
。
〔
注
〕
詩
云
‘
燕
燕
子
飛
、
一
名
1

一
玄

而

曾

二

晶

之

罵

知

。

鳥

涵

閃

呼

レ

砒

゜

〔

疏

〕

燕

燕

、

又

名

レ

鯰

、

此

燕

燕
、
郎
今
之
燕
、
古
人
應
言
之
↓
〔
詩
、
邸
風
、
燕

[
鳥
則
澤
レ
木
木
登
能
樗
レ
鳥
]
2
1
4
"
り
芦
叶
か
は
g
7
7
t
／ヤ

燕
‘
博
〕
燕
燕
‘
砒
也
。
〔
秤
文
〕
鯰
、
本
又
作
レ
乙
゜

鳥
は
木
を
掃
ん
で
棲
む
が
、
木
は
己
に
棲
ま
は
せ
る
べ

き
鳥
を
摺
ぶ
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
人
は
居
住
す
べ
き

地
を
摺
ぶ
こ
と
が
で
ぎ
る
が
、
地
は
人
を
摺
ん
で
居
住
國
固
]
會
意
。
鳥
と
乙
と
の
合
字
。
本
義
は
乙
鳥
‘
即
ち

せ
し
め
る
こ
と
は
出
来
ず
‘
又
、
臣
は
仕
へ
る
べ
き
君
っ
ば
め
を
い
ふ
。
乙
に
も
と
そ
の
字
義
あ
り
、
後
更
に

を
澤
ぶ
こ
と
は
で
き
る
が
、
君
は
使
ふ
べ
き
臣
を
勝
手
鳥
を
加
へ
て
そ
の
義
と
す
。

に
揮
ん
で
連
れ
て
来
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
い
ふ
喩
。
【
紘
子
】
1

パ
，
燕
の
子
。
〔
史
記
‘
秦
紀
‘
玄
鳥
隕
レ
卵
‘
女

〔
左
氏
、
哀
、
十
一
〕
孔
文
子
之
牌
レ
攻
天
叔
也
、
訪
私
｝
脩
呑
レ
之
、
注
〕
索
隠
曰
、
女
脩
‘
頴
項
之
裔
女
‘
呑
紐

仲
尼
一
仲
尼
日
、
胡
蓋
之
事
、
則
嘗
學
レ
之
矢
‘
甲
兵
之
子
1

而
生
l

一
大
業
↓

事
‘
未
ぢ
餌
也
、
退
命
徊
而
行
、
日
、
鳥
則
捧
和
、
木
[
絋
鳥
】
2

が7

つ
ば
め
o

〔
蘇
洵
ヽ
魯
妃
論
〕
天
命
砧
雷
喪

登
能
揮
為
。
〔
孔
子
家
語
、
正
論
解
〕
孔
子
曰
‘
霊
蓋
之
降
而
生
レ
商
。

事
、
則
嘗
聞
學
5

之
矢
、
兵
甲
之
事
‘
未
1

一
之
聞
一
也
、
退
而

命
檎
而
行
‘
日
、
鳥
則
捧
レ
木
、
木
登
能
澤
レ
鳥
乎
゜

【
阿
鳥
削
千
金
不
屎
丸
泥
―
】
215

且
三
ら
苔
0
烏

】

[

烏
を
射
つ
目
的
の
た
め
に
は
、
ど
ろ
丸
の
方
が
千
金
よ

り
も
造
か
に
役
立
つ
。
物
に
は
各
t

其
の
用
ひ
る
べ
き

所
が
あ
る
と
い
ふ
喩
゜
〔
抱
朴
子
‘
備
閥
〕
弾
5

鳥
‘
則
千
金

不
レ
及
―
―
丸
泥
之
用
ぶ
茫
絹
、
則
長
剣
不
レ
及
1

一
散
寸
之
針
一

【
得
レ
鳥
者
羅
之
一
目
也
然
張
二
目
之
羅
―
終
不
レ

得
レ
鳥
英
】
216

いが"”ル天只

5
4苔
昇
’
}
竺
ー
ァ
鳥
の
か

か
る
の
は
と
り
あ
み
の
一
目
で
あ
る
が
、
一
目
だ
け
張

つ
て
お
い
て
も
鳥
は
得
ら
れ
な
い
。
事
を
成
す
に
は
衆

力
を
必
要
と
す
る
と
い
ふ
喩
。
〔
魏
略
〕
得
レ
鳥
者
羅
之

一
目
也
、
然
張
二
目
之
羅
B

終
不
レ
得
レ
鳥
芙
°

,i―― 
窟】三
テ
ヴ

鳥（
1
2
-
4
6
6
3
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鳩
、
烏
字
‘
見
二
漢
碑
↓

エ
ン

焉
(
7
|
1
9
0
7
6
)

に
同
じ
。
〔
類
篇

蔦
、
典
レ
焉
同
。

に日
エアイイ
チツチッ

〔
集
韻
〕
乙
貼
切

集
韻
〕
億
姑
切

●

Ii―― 

顕闊

小
〇
舒
鳥
ば
は
‘
あ
ひ
る
。
家
鴨
゜
〔
説
文
〕

姦
発
‘
舒
鳥
、
鵞
也
‘
八
―
―
几
鳥
冗
亦
臀
゜

墨
〔
段
注
〕
舒
者
、
謂
―
―
其
行
舒
遅
不
ア
畏
レ
人
也
。

O

か
も
。
野
鴨
゜
〔
説
文
、
鵞
‘
段
注
〕
几
部
曰
‘
舒

覺
、
鷲
也
、
卑
ハ
―
―
秤
鳥
ー
同
‘
含
人
・
李
巡
云
‘
亮
、
野

鴨
名
、
鵞
、
家
鴨
名
、
許
於11
~
下

咄

9
云
―
―
鞄
‘
水

鳥
也
‘
舒
斃
、
鵞
也
「
文
乃
備
。
〔
詩
、
大
雅
‘
鞄

冤

】

如

[

属

韻

面

C
[

町固

鳥
の
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
鳩
、
鳥
瞥
゜

【鳴】
i

〔
集
韻
〕
尺
栗
切
岡
i

シ
ッ
シ
チ

阿】蜘

ヒ
鳥
。
〔
康
熙
字
典
〕
航
‘
-
]
日
未

詳
。
〔
禽
経
〕
ヒ
鳥
日
レ
航
。

昔
未
詳

鳥
の
名
。
堆

(11|
 4
1
9
3
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鳴
‘

鳥
名
‘
或
ハ
レ
佳
。

【
鳴
】
〗
シ

〔
集
韻
〕
七
四
切
閣

【
即
】
〗
ケ
ウ
□
戸
口

~
8
)

に
同
じ
。
〔
字

薦

〔
篇
海
〕
丁
聯
切
圏

日

□

0
ふ
く
ろ
ふ
。
〔
篇
海
〕
釘
、
不
孝
鳥
、
食
交

栂

也

。

●

巣
(
6
-
1
4
8
6
1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
射
‘
俗
巣
字
。

町】[
□
テ
，
ウ

□
ヶ
ヴ

〔
篇
海
〕
古
玄
切

13381 



(46643・ ・1) (46643・ ・30) 

鷲
〕
覺
鷲
在
レ
湮
゜
〔
博
〕
亮
、
水
鳥
也
。

O
山
名
。
僧
襦
‘
朱
鷺
詩
〕
猶
レ
持
レ
畏
1

一
羅
檄
五
未
レ
得
レ
異
―
―
亮
鵞
一

〔
詩
‘
魯
頌
‘
悶
宮
〕
保
―
―
有
亮
繹
二
博
〕
烏
～
、
山

O
詩
経
、
大
雅
生
民
之
什
の
篇
名
。
君
子
が
よ
く
守
成

の
功
を
完
く
す
れ
ば
、
神
祇
祗
考
が
安
ん
じ
栗
し
む
を

歌
っ
た
も
の
。
〔
詩
、
大
雅
‘
鞄
鵞
序
〕
覺
鷲
、
守
レ
成
也
‘

也
。
R
俗
に
児
(
1
2
|
 
4
6
6
4
4
)

に
作
る
。
〔
正
字

太
平
之
君
子
‘
能
持
レ
盈
守
レ
成
、
神
祇
祗
考
、
安
1
1

築
之
―

通
〕
亮
‘
俗
省
作
レ
児
。
陸
け
り
。
①
鳥
の
名
。
形
‘

鴫
ん
に
似
‘
頸
背
は
灰
色
、
胸
腹
は
白
い
。
湖
澤
也
。

の
水
邊
に
棲
み
‘
魚
を
捕
へ
食
ふ
。
＠
過
去
の
意
【
亮
繹
】
5

[

キ
ニ
山
の
名
。
見
繹
に
同
じ
。
〔
水
経
‘
洒
水

を
示
す
助
動
詞
の
「
け
り
」
に
あ
て
て
用
ひ
る
。
注
〕
繹
山
在
郷
縣
北
云
繹
邑
之
所
1

一
依
以
為
＞
名
也
‘
云

‘
云
‘
詩
所
謂
保
二
有
烏
溢
呼
者
也
。

【
鳥
繹
】
6

5

キ
ニ
山
の
名
。
覺
山
と
繹
山
。
鳥
山
(
2
3
)
及

〇
和
歌
な
ど
に
「
け
り
」
で
終
る
も
の
が
多
く

ぴ
繹
(
8
-
2
7
9
7
5
)

の
字
解
の
口
〇
を
見
よ
。
〔
詩
‘
魯

且
つ
鳥
六
の
字
を
あ
て
る
こ
と
が
多
い
と
こ
ろ
か

頌
、
関
宮
〕
保
有
亮
繹
釜
荒
1

一
徐
宅
↓
〔
傭
〕
屍
、
山
也
、

ら
、
き
ま
り
•
か
た
・
終
止
・
決
著
の
意
に
用
ひ

る

繹

、

山

也

。

〔

繹

文

〕

繹

‘

字

又

作

レ

蠅

‘

同

、

山

名

也

。

蘭
由
會
意
形
臀
゜
鳥
と
几
と
の
合
字
。
本
義
は
野
鴨
゜
几
〖
息
～
繹
虚
～
士
〗

7

芦
A

宋
、
顔
太
初
(
1
2
-
4
3
5
9
1

:
 1
7
 

は
鳥
の
短
材
の
飛
ぶ
時
の
形
を
表
は
し
、
鳥
と
合
し
て

4
)

の
琥
。

そ

の

義

を

あ

ら

は

す

。

几

は

又

昔

符

。

【

鳥

韮

n8が
か
も
と
か
も
め
。
〔
杜
牧
、
鴛
裔
詩
〕
烏
～

【
鳥
盆
醗
[
】
1

n

7

0

野
生
の
か
も
と
家
畜
の
か
も
。
轄
じ
鵡
皆
爾
類
、
惟
羨
獨
含
レ
情
。
〔
林
逍
‘
朕
渭
口
舟
行
詩
〕

て
‘
鴨
。
あ
ひ
る
。
水
禽
の
総
稽
゜
〔
蘇
轍
‘
趙
少
師
自
＝
老
レ
霜
蒲
葦
交
"
千
刃
面
炉
雨
鞄
鴎
著
こ
損
↓

南
郎
訪
二
獣
陽
少
師
伝
空
穎
州
盃
庄
西
湖
み
企
之
作
レ
[
鳥
翁
】
，
炉

O
雄
か
も
べ
北
史
、
齊
宗
室
諸
王
上
ヽ
上

詩
獣
一
厳
欧
陽
公
詩
〕
悼
進
亮
鴨
胤
‘
築
作
品
魚
驚
゜
〔
孔
洛
王
思
宗
子
元
海
傭
〕
童
謡
云
‘
中
興
寺
内
百
亮
翁
゜

武
仲
‘
沐
河
詩
〕
時
登
罷
遥
正
竺
楡
柳
ぶ
器
型
荒
跛
〔
黄
庭
堅
、
再
答
勉
仲
一
詩
〕
小
桃
源
口
雨
1

一
繁
紅
一
春

看
菟
鴨
↓
●
諸
曹
の
走
使
を
い
ふ
。
〔
通
典
‘
職
官
〕
魏
埃
蒲
稗
没
溢
氾
翁
ニ
●
か
も
の
く
ぴ
に
生
え
た
毛
。
〔
急

道
武
制
官
、
諸
曹
走
使
‘
謂
二
之
鞄
鴨
「
取
―
―
飛
之
迅
速
—
就
篇
〕
春
草
‘
維
懸
‘
覺
翁
濯
゜
〔
注
〕
春
草
‘
象
―
―
其
初
生

也

。

織

麗

之

状

1

也
‘
難
懸
‘
維
尾
之
曲
垂
也
‘
鳥
土
者
水
中
之

【
鳥
ゲ
乙
】
2
n
'

晃
と
燕
。
天
空
高
く
飛
ぶ
鴻
を
見
て
或
鳥
‘
今
所
謂
水
鴨
者
也
‘
翁
‘
頸
上
毛
也
‘
既
為
―
―
春
草

る
者
は
見
で
あ
る
と
言
ひ
‘
或
る
者
は
乙
で
あ
る
と
言
維
憩
之
状
「
又
象
下
亮
在
1

一
水
中
1

引
．
濯
其
心

P
也
‘
一

っ
た
故
事
か
ら
、
同
一
の
事
物
も
見
る
人
に
よ
っ
て
理
曰
‘
春
草
・
維
懸
•
鳥
～
翁
‘
皆
謂
二
染
彩
而
色
似
＞
之
、
若
三

解
が
異
り
‘
其
の
慎
を
明
か
に
し
難
い
こ
と
の
喩
。
発
今
染
家
言
↓
―
鴨
頭
緑
翠
毛
碧
1

云゚

燕
難
レ
明
(
5
6
)

を
見
よ
。
〔
南
齋
書
‘
高
逸
‘
顧
歓
傭
〕
昔
【
鳥
蔽
血
】
10

か
か
も
と
か
り
。
覺
偶
゜
〔
詩
‘
鄭
風
、
女

有
1
1

鴻
飛
天
寛
積
遠
難
に
売
‘
越
人
以
為
レ
廃
、
楚
人
曰
難
鳴
〕
将
闘
将
翔
‘
文
二
晃
輿
＞
雁
゜
〔
箋
〕
言
L

無
レ
事
則

以
為
レ
乙
‘
人
自
楚
越
‘
鴻
常
一
耳
。
〔
張
融
‘
答
,
,周
顕
1

往
t
―
―
射
晃
雁
百
以
待
1
1賓
客
〖
『
中
燕
具
公
晏
子
、
重
而
異

書
井
答
レ
所
伽
回
〕
亮
乙
之
交
‘
定
者
鴻
乎
‘
吾
所
-1

一
以
直
―
―
者
〕
文
繍
被
"
覺
樹
五
萩
粟
食
二
亮
雁
↓
〔
荀
子
、
富
國
〕
然

其
蠅
芙
‘
云
云
‘
道
佛
雨
殊
、
非
レ
亮
削
乙
。
後
飛
鳥
晃
雁
若
―
―
姻
海
一
〔
史
記
、
楚
世
家
〕
其
築
非
"
特

【
鳥
鋲
影
】
3

デ
’
飛
ぶ
か
も
の
か
げ
。
又
、
飛
ぶ
か
も
の
朝
夕
之
築
一
也
‘
其
獲
非
1

一
特
鳥
鉦
雁
之
｛
貫
也
。
〔
楚
酔
‘
宋

姿
。
亮
蔦
(
3
6
)
を
見
よ
。
〔
杜
甫
、
橋
陵
詩
〕
太
史
候
―
―
鳥
～
王
｀
九
僻
〕
見
雁
皆
暖
―
―
梁
藻
一
分
‘
鳳
愈
瓢
翔
而
嵩
畢
゜

髪

王

喬

随

鶴

翔

↓

〔

新

序

、

刺

奢

〕

食

亮

雁

―

必

以

レ

枇

゜

〔

沈

栓

期

‘

龍

池

【
鳥
ょ
郎
】
4

8

ィ
〇
か
も
と
か
も
め
。
〔
詩
、
大
雅
‘
晃
鵞
〕
篇
〕
邸
第
棲
景
多
二
氣
色
「
君
王
烏
鉦
雁
有
二
光
輝
↓
〔
温

鞄
鷲
在
レ
泡
、
公
戸
宋
燕
宋
寧
。
〔
博
〕
亮
、
水
鳥
也
、
鷲
‘
庭
笥
、
南
山
早
行
詩
〕
因
思
杜
陵
夢
、
発
雁
涌
"
回
塘
↓

亮
隔
‘
太
平
則
萬
物
衆
多
。
〔
疏
〕
蒼
頷
解
詰
云
‘
鵞
、
【
斃
葵
】
1
1
5

草
の
名
。
じ
ゅ
ん
さ
い
。
尊
菜
の
異
名
。
水

鵡
也
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
鶴
鵡
鴇
穆
、
見
鷲
鴻
雁
゜
〔
王
葵
。
〔
本
草
‘
サ
杏
菜
〕
繹
名
、
鞄
葵
、
時
珍
日
、
或
云
‘
覺
喜

鳥

部

〔
―
―
蓋
〕

鳥

食
レ
之
‘
故
稽
芦
冗
葵
↓
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕
桂
荏
見
葵
。

〔
庄
〕
葉
圃
似
レ
尊
‘
生
永
中
↓
今
俗
名
―
―
水
葵
□
〔
錢
現
‘

江
行
無
題
詩
〕
自
憐
レ
非
1

一
博
物
涵
m
未
レ
識
―
―
亮
葵
↓

【
鳥
盆
郷
】
1
2
}
ャ
ウ
清
‘
陶
梁
(
1
1
|
 4
1
7
0
5
 :
 1
5
9
)

の
琥
゜

【
鳥
牛
花
】
13

炉
酒
の
名
。
〔
皮
日
休
、
奉
二
和
添
酒
中
六

詠
云
酒
池
詩
〕
竹
葉
島
紆
徐
‘
鳥
牛
化
波
蕩
濠
゜
〔
自
注
〕
鳥
～

花
、
酒
名
。

【
覺
鶴
]
1
4

ヵ
？
水
鳥
の
名
。
か
り
の
一
種
。
〔
柳
宗
元
‘

閉
生
賦
〕
戯
廃
鶴
乎
中
庭
入
り
‘
兼
戟
生
―
―
於
堂
筵
↓

【
晃
胚
】
15

ア
覺
の
胚
゜
〔
羅
隠
、
投
丘
恒
部
鄭
員
外
一
啓
〕

道
薄
而
魚
聰
易
レ
曝
、
計
疎
而
亮
胚
難
レ
加
。

〖
覺
胚
雖
レ
短
績
レ
之
則
憂
〗
1
6
吋
”
公
む
だ
が
り
ぃ
丸

か
も
の
足
が
短
く
と
も
‘
つ
ぎ
足
し
て
や
れ
ば
か
へ
つ

て
迷
惑
す
る
。
物
に
は
各
；
相
應
し
た
自
然
の
特
長

が
あ
る
か
ら
妄
り
に
損
益
加
減
せ
ず
‘
其
の
性
分
の
ま

ま
に
安
ん
ず
べ
し
と
い
ふ
喩
。
〔
荘
子
、
絣
拇
〕
長
者
不
レ

為
レ
有
レ
餘
‘
短
者
不
レ
為
レ
不
レ
足
、
是
故
亮
胚
雖
レ
短
‘

績
レ
之
則
憂
‘
鶴
腟
雖
レ
長
、
断
レ
之
則
悲
‘
故
性
長
非
レ

所
レ
断
‘
性
短
非
レ
所
レ
績
、
無
レ
所
レ
去
レ
憂
也
。

【
鳥
な
決
】

"
T
鳥
の
名
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
鹿
畳
之
山
‘

有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如

11雄
難
一
而
人
面
、
名
曰

1¢
径
只
其
名

自
叫
也
‘
見
則
有
レ
兵
。

【
亮
鵠
】
1
8
n
？
水
鳥
の
名
。
〔
飽
照
‘
代
白
頭
吟
〕
亮
鵠
遠

成
レ
美
‘
薪
協
前
見
レ
陵
。
〔
陸
蕨
、
奉
―
―
答
内
兄
希
叔
一

詩
〕
鞄
鵠
噛
―
―
倍
侶
五
荷
斐
始
参
差
。

【
鞄
濱
】
19

炉
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
。
亮
藻
に
同
じ
。
〔
後
漢

書
、
杜
詩
博
〕
陛
下
起
レ
兵
十
有
二
年
、
将
帥
和
睦
‘
士
卒

晃
鳴
〔
注
〕
言
四
其
和
睦
歓
悦
‘
如
麗
之
戯
於
水
運

也。

【
鳥
牛
藻
】
20

が
よ
ろ
こ
ぴ
騒
ぐ
。
よ
ろ
こ
ぴ
は
し
や
ぐ
。

薮
諫
。
紺
躁
。
〔
楚
辟
、
天
問
、
拉
謳
撃
翼
何
以
照
~
レ
之
、

注
〕
言
』
武
王
三
軍
、
人
人
柴
載
‘
拉
載
駆
載
馳
‘
赴
レ
敵

争
レ
先
、
前
歌
後
舞
、
発
藻
謹
呼
‘
奮
1

一
撃
其
翼
ご
獨
何
以

将
•
卒
之
上
也
、
発
藻
罐
呼
、
一
云
‘
如
蔦
柴
呼
→
〔
後
漢

書
、
劉
陶
博
〕
武
旅
有
二
発
藻
之
士
↓
〔
注
〕
晃
得
―
―
ー
水
藻
一

言
―
―
喜
悦
一
也
。
〔
王
先
謙
集
解
〕
悪
棟
日
‘
鄭
氏
太
誓
云
‘

惟
丙
午
王
逮
師
、
前
師
乃
鼓
丘
醤
竺
師
乃
恰
、
前
歌
後

舞
‘
魏
大
饗
碑
云
、
七
有
―
―
附
躁
之
歓
一
民
懐
一
恵
懐
之

徳
面
昇
謀
興
紅
含
繹
同
‘
漢
人
讀
為
土
熙
喪
言
レ
如
1

一
覺
之

喚
呼
↓
此
又
作
1

一
晃
藻
云
梓
云
‘
如
-l

一
亮
之
戯
―
―
於
藻
面
竺

尚
書
之
義
一
也
。
〔
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕
捨
レ
車
遵
二
往
路
↓

鞄
藻
馳
目
成
。

〖
亮
藻
集
〗9
な
書
名
。
明
‘
高
啓
撰
。
五
巻
。
〔
四

庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
〕
。

〖
晃
藻
堂
〗
芝
ハ
な
明
‘
侯
尭
封
(
1
|6
3
3
 :
 1
1
0
)

の
室

名。

【
覺
山
】
2
3
[
/
0
山
名
。
山
東
省
郡
縣
の
西
南
。
〔
詩
、

魯
頌
‘
閾
宮
〕
保
―
有
亮
繹
ぶ
翌
匹
徐
宅
↓
〔
博
〕
亮
‘
山

也
‘
繹
、
山
也
。
〔
輿
地
志
〕
烏
↑
山
在
二
鄭
縣
谷
竺
魚
壼
界
一

形
如
―
―
甍
飛
盃
世
博
‘
伏
義
鵞
―
―
卦
於
此
U
0
字
琥
゜
④
明
‘

梅
鶉
(
6
ー

1
4
8
3
0
:
 2
8
)

の
琥
゜
＠
清
‘
涌
保
(
7
ー

1
8
0
9
9

:
 1
9
8
)

の
字
。

【
鳥
牛
氏
】
24

ク
周
橙
の
官
名
。
冬
官
の
隔
。
昔
築
を
掌
る
。

又
‘
鐘
を
躊
る
匠
を
い
ふ
。
〔
周
幡
‘
考
工
記
‘
鳥
生
氏
〕
鳥
～

氏
為
レ
鍾
‘
南
喋
謂
↓
―
之
銑
↓
〔
王
勃
‘
七
夕
詩
〕
鳥
土
氏
鳴
レ

秋
‘
鶉
人
唱
レ
現
。
〔
書
言
故
事
‘
人
品
類
〕
躊
レ
鐘
匠
曰
二

鳥～氏↓

【
唇
此
】
25

グ
草
の
名
。
く
ろ
く
わ
ゐ
。
芍
の
異
名
。
〔
爾

雅
‘
繹
草
〕
芍
、
発
蒋
〔
注
〕
生
―
―
下
田
「
苗
似
龍
須
而

細
‘
根
如
指
頭
烹
色
‘
可
養
。
〔
本
草
‘
烏
芋
〕
秤
名
、

鳥
此
、
発
茨
‘
苺
蒋
、
黒
三
稜
‘
芍
、
地
栗
、
時
珍
曰
‘
烏

芋
‘
其
根
如
レ
芋
而
色
烏
也
、
発
喜
食
レ
之
、
故
爾
雅
名
ニ

鳥
＃
些
後
遂
訛
為
~
二
発
茨
一
又
訛
為
五
孟
齊
一
〔
後
漢
書
、

劉
玄
博
〕
王
痒
末
、
南
方
饒
饉
、
人
庶
霊
入
―
―
野
澤
盃
掘
1

一

烏
年
些
而
食
レ
之
、
更
相
侵
奪
。

【
晃
茨
】

28グ
草
の
名
。
く
ろ
く
わ
ゐ
。
晃
此
に
同
じ
。

〔
本
草
‘
烏
芋
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
爾
雅
名
土
翌
些
後
遂
訛

為
廃
茨
↓

【
鳥
～
舟
】
27

炉
か
も
の
形
を
し
た
舟
。
又
‘
亮
の
形
を

刻
ん
だ
舟
。
覺
船
。
亮
紡
゜
〔
張
協
‘
七
命
〕
乗
―
―
亮
舟
―

合
岱
水
嬉
盃
デ
芳
洲
1

分
抜
-
1

雲
芝
-
〔
注
〕
善
曰
‘
郭

環
日
‘
舟
為
1

一
亮
形
制
一
今
呉
之
青
雀
紡
‘
此
其
遺
象
也
。

〔
謝
眺
‘
三

B
侍
↓
―
宴
曲
本
代
レ
人
應
レ
詔
詩
〕
既
停
―
―
龍

薦
亦
迄
麗
舟
↓

【
鳥
＃

n28忍
清
、
楊
士
聰
(
8
-
1
5
1
1
2
:
 5
5
5
)

の
琥
゜

【
覺
車
】
29

ざ
渡
船
。
〔
章
簡
公
、
端
午
帖
子
〕
瑶
津
亭

下
競
↓
一
発
車
↓

【
覺
渚
】
30

ざ
か
も
の
あ
そ
ぶ
な
苔
さ
。
又
、
漢
代
‘
梁

の
孝
王
の
園
中
に
在
っ
た
渚
の
名
。
〔
西
京
雑
記
‘
―
-
〕

梁
孝
王
好
T
d
臣
宮
室
苑
圏
一
之
栗
い
作
1

一
躍
華
之
宮
涵
杢

七
八
六

13382 



鳥

部

免
園
園
中
云
云
‘
又
有
―
―
雁
池
面
9

間
有
二
鶴
洲
・
覺
渚
↓

〔
王
勃
‘
腺
王
閣
詩
序
〕
鶴
汀
烏
盆
渚
‘
窮
ー
ー
島
嶼
之
榮
廻
↓

【
覺
鐘
】
31
グ
ョ
9

ウ
〇
鐘
の
異
稽
。
周
代
、
鐘
は
覺
氏
(
2
4
)

が
作
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
正
字
通
〕
覺
入
レ
水
不
レ
溺
‘
以

名
鐘
工
取
譴
浮
之
義
〔
周
幡
‘
考
工
記
‘
琵
氏
〕
亮
氏

為
レ
鍾
‘
雨
槃
謂
↓
一
之
銑
↓
〔
藉
唐
書
、
昔
架
志
一
―
-
〕
鷺
披
鳥
～

鐘
展
蒔
豫
↓
〇
雅
築
十
二
調
子
の
一
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏

會
‘
藝
能
‘
伶
人
舞
〕
十
二
律
‘
堂
越
調
・
云
云
•
発
鐘
調
。

【
覺
趨
】
3
3
[
＇
ウ
か
も
が
足
ば
や
に
歩
く
。
又
、
か
も
が
足

ば
や
に
歩
く
や
う
に
歩
く
。

O
速
力
の
遅
い
こ
と
。
ゆ

つ
く
り
し
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
王
馬
俯
‘
尺
護
賦
〕
寧
点
盆
趨

以
鴻
漸
、
不
―
―
磨
驚
而
鶴
起
U

〇
か
も
が
足
ば
や
に
歩
く

時
に
は
身
怜
が
動
揺
し
て
踊
る
や
う
に
見
え
る
こ
と

か
ら
踊
る
や
う
な
さ
ま
を
い
ふ
。
覺
趨
雀
躍
・
覺
躍

(
4
7
)
を
見
よ
。

〖
亮
趨
雀
躍
〗3
4
ぷ
”
ヤ
ク
喜
ん
で
こ
を
ど
り
す
る
こ

と
。
晃
趨
の

O
及
ぴ
雀
躍
(
1
1
-
4
1
9
5
4
:
 5
5
)
を
見
よ
。

〔
慮
照
鄭
‘
窮
魚
賦
〕
覺
趨
雀
躍
‘
風
馳
電
往
。
〔
梁
渉
‘

長
竿
賦
〕
聞
レ
之
者
見
趨
雀
躍
‘
見
レ
之
者
手
舞
足
踏
゜

【
亮
雛
】
3
5
[
ウ
か
も
の
ひ
な
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
太
液
池

邊
‘
云
云
‘
其
間
鳥
盆
雛
雁
子
‘
布
渦
充
積
。
〔
木
華
‘
海
賦
〕

亮
雛
離
樅
‘
鶴
子
淋
滲
゜
〔
飽
照
‘
三
日
詩
〕
覺
雛
援
,
,
苦

良
黄
鳥
街
二
棲
梅
一
〔
杜
甫
、
漫
興
詩
〕
筍
根
稚
子
無
二

人
見
↓
沙
上
晃
雛
傍
レ
母
眠
。

【
晃
謁
】
3
6
5
キ
後
漢
の
王
喬
が
葉
縣
の
令
と
な
り
、
毎

月
の
朔
望
に
都
に
来
た
が
、
遠
路
を
頻
繁
に
来
る
こ
と
‘

車
騎
の
な
い
こ
と
‘
並
に
来
る
時
に
は
常
に
二
材
の
鳥
[

が
飛
ん
で
来
る
こ
と
を
‘
顕
宗
が
怪
し
み
‘
人
に
命
じ
て

網
を
張
つ
て
亮
を
捕
へ
さ
せ
た
と
こ
ろ
‘
網
の
中
に
一

足
の
焉
（
く
つ
）
を
得
た
故
事
か
ら
‘
縣
令
の
故
賓
と
な

る
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
上
‘
王
喬
博
〕
王
喬
者
河
東
人
也
‘
顕

別
宗
世
為
.
,
莱
令
涵
E

有
―
―
神
術
↓
毎
月
朔
望
、
常
自
レ
縣
詣
レ

蜃
朝
、
—
帝
怪
其
宋
散
而
不
＞
見
.
,

車
騎
密
令
n

一
太
史
伺
―
―

4
 
6
 
6
 
⑭
望
之
コ
戸
其
臨
レ
至
輻
有
↓
―
雙
鳥
～
盆
笠
東
南
飛
来
ぶ
炉

是
候
蔦
芸
夫
攀
レ
羅
張
レ
之
‘
但
得
,
,
―
隻
鷺
―
焉
。
〔
酪
賓

）
王
、
餞
鄭
安
陽
入
＂
蜀
詩
〕
惟
有
雙
覺
焉
盃
飛
去
復
飛

ー3

来。

⑬
【
覺
船
】
3
7
5

／
覺
舟
(
2
7
)
に
同
じ
。
〔
梁
簡
文
帝
、
大
同

66

哀
辞
〕
終
無
逐
浪
廃
船
反
↓

⑯
【
見
宗
】
38

ウ
ウ
清
、
方
登
繹
(
5
ー

1
3
6
2
0
:
 5
9
9
)

の
字
。

〔
二
驚
〕

【
覺
尊
】
39

ク

鳥
だ
の
形
に

躊
た
酒
樽
゜

漢
代
‘
此
の

器
が
あ
る
。

〔
古
器
評
〕

漢
亮
尊
‘
晃

之

為

レ

物

、

啜

出
1

一
入
於
水
而
不
レ
溺
‘
飲
酒
者
、
荀
能
以
レ
幡
自
防
‘
登

有
祝
涌
敗
徳
之
息
乎
‘
晃
尊
之
設
‘
其
意
如
レ
此
゜

【
覺
塘
]
4
0
n
ウ
消
、
李
績
元
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 
1
0
0
4
)

の

字。

【
亮
亭
】
41

朽
ィ
字
琥
。
●
清
、
陶
元
藻
(
1
1
-
4
1
7
0
5
:
 1
8
 

7
)

の
琥
。
●
清
、
王
紹
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 6
7
1
)

の
琥
゜

【
覺
頭
】
42

炉
か
も
の
あ
た
ま
。
〔
呉
録
〕
婁
縣
有
1

一石

首
魚
云
ぎ
秋
化
為
1

一
冠
覺
五
氾
頭
中
、
猶
有
レ
石
也
。

[
烏
生
紡
]
4
3

宍

亮

舟

(
2
7
)
に
同
じ
。
〔
隋
楊
帝
、
江
都
夏

詩
〕
菱
渾
落
日
雙
廃
紡
。

【
亮
漂
】
44

勺
ウ
か
も
が
水
に
た
だ
よ
ふ
。
又
、
斃
の
や
う

に
水
に
漂
ふ
。

【
発
鵞
】

45F
か
も
。
か
も
と
あ
ひ
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
‘

舒
鞄
鵞
‘
疎
〕
鵞
‘
鴨
也
、
一
名
舒
見
、
李
巡
曰
、
野
日
レ

斃
‘
家
曰
レ
鷲
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
亮
鷺
魯
也
。
〔
李
尤
‘
弾

銘
〕
丸
弾
之
利
、
以

t
"鳥袋鳥↓

【
晃
盟
】
46

ク
清
‘
申
涵
光
(
7
|
2
1
7
2
6
 :
 1
6
7
)

の

舅

【
覺
躍
】
4
7
E
ク
か
も
の
や
う
に
を
ど
る
。
鳥
趨
(
3
3
)

の

●
を
見
よ
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
撫
凌
波
而
晃
躍
‘
吸
翠

霞
而
夭
矯
。
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
魚
貫
亮
躍
‘
腿
沓
鱗

架。

【
覺
央
]
4
8
E

複
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
諸
方
複
姓
〕
晃

央
氏
‘
百
清
之
夫
餘
‘
昔
轄
為
面
寅
氏
↓

【
鳥
紫
浴
】
49

ク
か
も
の
や
う
に
浴
す
る
。
〔
淮
南
子
、
精

紳
訓
〕
是
故
慎
人
之
所
―
―
以
消
玉
ぎ
吹
詢
呼
吸
‘
吐
レ
故

内
レ
新
‘
熊
経
鳥
伸
‘
鳥
袋
浴
緩
痩
‘
鵠
視
虎
顧
五
是
養
レ
形
之

人
也
、
不
―
―
以
滑
只
心
。

【
鳥
盆
麗
】
51

戸
山
名
。
〔
山
海
経
、
東
山
経
〕
覺
麗
之
山
‘

其
上
多
釜
玉
正
其
下
多
―
―
蔵
石
↓

【
甍
顧
】
5207

か
も
の
あ
た
ま
。
晃
虚
c

〔
篇
子
顧
、
日
出

東
南
隅
行
詩
〕
肇
嚢
虎
頭
綬
‘
左
瑣
烏
土
虚
紹
°

【
鳥
大
公
英
]
5
3
1
7

ほ
草
の
名
。
蒲
公
英
(
9
-
3
1
6
1
1
:
 1
6
 

鞄

児

弱

助

駒

鳩

七
八
七

（鑑績清西）尊亮漢

【
鳥
乃
】
[

冤】蜘
フ 7 

烏
～
（12
~
4
6
6
4
3
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

製
‘
同
レ
烏
呪

鳥竺
(
1
2
ー

4
6
6
4
3
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鳥
~
‘
俗
省
作
レ
見
。

9
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
蒲
公
英
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
名

義
未
レ
詳
‘
遜
思
逸
千
金
方
作
―
―
亮
公
英
｛
云
云
‘
庚

辛
玉
冊
作
―
―
鶉
鵠
英
一
俗
呼
―
―
蒲
公

T
一
又
呼
"
黄
花
地

丁↓

[
覧
食
レ
枇
】
54
”
ラ
方
都
の
穆
公
が
晃
雁
に
枇
を
食
は

せ
て
粟
米
を
食
は
な
か
っ
た
故
事
。
〔
瑣
耶
代
酔
編
‘
鞄

食
レ
枇
〕
劉
向
新
序
‘
部
穆
公
有
レ
令
、
食
―
―
発
雁
―
必
以
レ

枇
、
無
レ
得
以
レ
粟
‘
於
レ
是
倉
無
レ
枇
‘
而
求
T

易
―
―
於
民
一

石
粟
盃
匹
得
中
一
石
枇
苗
奇
以
為
レ
費
‘
請
1

一
以
レ
粟
食
＞
之
、

穆
公
曰
‘
去
、
非
―
―
汝
所
＞
知
也
‘
夫
百
姓
飽
レ
牛
而
耕
‘

暴
レ
背
而
転
‘
登
為
二
鳥
獣
一
哉
‘
粟
米
人
之
上
食
‘
奈
何

其
以
養
レ
鳥
‘
夫
取
1

一
倉
之
粟
盃
匹
移
―
―
之
於
民
証
此
非
l
l

吾

之
粟
―
乎
‘
鳥
荀
食
↓
―
郡
之
枇
禾
＇
レ
害
1

一
部
之
粟
一
也
、
栗

之
在
レ
倉
‘
卑
ハ
レ
民
於
レ
我
何
揮
。

【
覺
鷺
水
】
5
5
1
7

勺
亮
や
鷺
の
遊
ん
で
ゐ
る
流
れ
、
又
は

池
沼
゜
〔
張
喬
‘
曲
江
濱
詩
〕
一
片
発
鷺
水
、
千
秋
贅
椴

塵゚
【
烏
盆
燕
難
扁
明
】
5
6
n

紅：
i/
鴻
が
空
高
く
飛
ん
で

ゐ
る
の
を
見
て
‘
或
る
人
は
亮
と
い
ひ
‘
或
る
人
は
燕

と
い
っ
た
故
事
か
ら
‘
其
の
慎
を
明
か
に
し
難
い
こ
と

の
喩
。
見
乙
(

2

)

を
見
よ
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
‘
覺
燕
難
レ

明
〕
戸
子
、
鴻
飛
1

一
天
首
否
向
遠
難
細
明
、
楚
人
以
為
レ
亮
‘

越
人
以
為
レ
乙
、
鴻
常
一
耳
‘
按
‘
乙
‘
燕
也
、
繋
以
―
―
鞄

恙
妄
度
、
而
莫
レ
明
―
―
其
為
ヮ
鴻
也
、
今
俗
有
1

一
此
言
↓
或

書
作
―
―
評
冤
難
p

明
、
非
゜

【
斬
心
レ
斃
企
レ
鶴
】
57

切
ぢ
ハ
ダ
’
己
の
素
質
を
か
へ
り
み

ず
‘
徒
ら
に
己
の
短
を
は
ぢ
て
人
の
長
を
箕
似
よ
う
と

す
る
こ
と
。
覺
胚
雖
レ
短
績
レ
之
則
憂
(
1
6
)
を
見
よ
。
〔
文

心
離
龍
‘
養
氣
〕
若
―
―
夫
氣
分
―
有
レ
限
‘
智
用
無
レ
涯
‘
或

葱
レ
鳥
や
へ
侠
鶴
‘
憑
i

レ
辟
鍋
他
。
〔
注
〕
荘
子
、
島
腟
雖
レ
短

績
レ
之
則
憂
‘
鶴
腟
雖
レ
長
断
レ
之
則
悲
゜

〔
集
韻
〕
丈
入
小
切

〔
集
韻
〕
渠
尤
切

小
日
0
は
と
。
五
鳩
の
縛
名
。
〔
説
文
〕

億介
ハ
豪
鳩
、
鶴
饒
也
、
八
レ
鳥
九
臀
。
〔
段
注
〕

按
‘
今
本
説
文
奪
謡
‘
鳩
卑
ハ
―
―
雉
雇
西
日
本
-
―
左
傭
一

鳩
為
二
五
鳩
之
穂
名
一
猶
下
雉
為
二
十
四
雉
之
穂

名
一
雇
為
中
九
雇
之
穂
名
上
也
、
嘗
L

先
出
―
―
鳩
策
一

繹
云
中
五
鳩
‘
鳩
レ
民
者
也
盆
リ
後
云
‘
鵬
鳩
‘
鶴
競

也
、
誰
‘
祝
鳩
也
、
桔
籠
‘
戸
鳩
也
‘
鴎
、
王
賜
、
助

鳩
也
、
助
鳩
‘
鷲
鳥
‘
故
別
為
レ
類
厠
レ
之
、
而
雁

謬
爽
鳩
ご
巳
見
―
―
於
佳
部
一
矢
、
度
二
説
文
古
本
一

営
レ
如
レ
是
、
今
本
以
鳩
名
―
専
系
諸
競
鮪
面
叫

不
レ
可
レ
通
癸
‘
毛
詩
召
南
傭
曰
‘
鳩
‘
戸
鳩
‘
桔
鞠

也
‘
衛
風
傭
曰
‘
鳩
‘
鶴
鳩
也
‘
月
令
注
日
‘
鳩
‘
博

穀
也
、
経
文
皆
箪
―
―
言
鳩
ご
得
注
乃
別
為
―
―
某
鳩
一

此
可
レ
霞
鳩
為
-
―
五
鳩
之
穂
名
↓
●
あ
つ
め
る
。

あ
つ
ま
る
。
逮
(
1
1
|
 3
8
8
7
8
)

・
知
(
2
-
2
4
9
8
)

に

通
ず
。
〔
説
文
、
鳩
‘
段
注
〕
経
博
多
瑕
レ
鳩
為
レ
逮

キ
ヴ
戸

【
鳩
】
[
昌具ヴ
〔
集
韻
〕
居
尤
切
因

H
一又

chiu'

面尤

冨】蜘
’

助

(
1
2
|
 4
6
6
4
6
)

に
同
じ
。
〔
篇

リ
ヨ
ク

海
類
編
〕
豹
‘
卑
ハ
レ
助
同
。

【
助
】
i

0
こ
が
も
。
〔
集
韻
〕
助
、
鳥
名
、
小
亮
也
。
●
鵡

(
1
2
-
4
6
7
2
7
)

の
別
名
。
〔
類
篇
〕
助
、
鵡
別
名
。
●

鳩
（
1

2
|
 4
6
6
4
8
)

の
別
名
。
〔
集
韻
〕
助
、
一
曰
‘
鳩

別
名
。
R
剪
(
1
2
-
4
6
6
4
7
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
昴
、

同
レ
助
。

リ
ゴ
ク

リ
キ

〔
集
韻
〕
六
直
切

國

13383 



(46648・ ・1) (46648・ ・37) 

為
レ
勾
‘
足
部
曰
‘
逮
‘
敏
緊
也
、
勺
部
日
、
勾
‘
緊

也
。
〔
爾
雅
‘
繹
詰
〕
鳩
‘
緊
也
。
〔
書
‘
尭
典
〕
共
工

方
鳩
侶
レ
功
。
〔
博
〕
鳩
‘
緊
也
。
〔
左
氏
、
隠
‘
八
〕
君

繹

三

國

之

鳳

以

鳩
1

一
其
民
↓
〔
注
〕
鳩
‘
集
也
。

O

や
す
ん
ず
る
。
〔
國
語
‘
晉
語
九
〕
曰
レ
可
n

一
以
鑑
而

鳩
扇
宗
乎
゜
〔
注
〕
鳩
、
安
也
。
R
九
夫
の
地
。

〔
左
氏
、
襄
‘
二
十
五
〕
鳩
―
―
藪
澤
↓
〔
買
注
〕
藪
澤
之

地
、
九
夫
為
レ
鳩
‘
八
鳩
而
常
二
井
一
也
。

O
姓
。

〔
萬
姓
統
譜
〕
鳩
、
見
二
姓
苑
↓

g
騨
獣
の
名
。
含

(
1
0
-
3
6
4
9
6
)

に
通
ず
。
〔
左
氏
、
宣
‘
十
七
〕
庶

有
レ
含
乎
゜
〔
秤
文
〕
含
、
本
又
作
レ
鳩
。
国
中
鳩
は
‘

く
さ
ぴ
ら
。
旭
(
1
2
|
 4
4
4
9
2
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘

秤
草
〕
中
旭
‘
菌
。
〔
繹
文
〕
中
旭
‘
含
人
本
作
1

一中

鳩
↓
〔
集
韻
〕
旭
‘
或
作
レ
鳩
。

【
鳩
閲
】
1
T
m

あ
つ
め
て
し
ら
べ
る
。
〔
魏
書
、
孫
恵
蔚

傭
〕
魏
晉
之
世
、
尤
重
典
墳
硲
5

レ
亡
集
レ
逸
、
九
流
咸

備
、
観
下
其
鳩
閲
史
篇
五
岱
購
経
論
証
芯
り
所
レ
載
、
略

盛
紐
遺
゜

【
鳩
縞
】
2

翌
鳩
と
鴻
雛
。
鴻
雛
は
鳳
の
闇
で
最
も
鳳

に
似
る
と
い
は
れ
る
。
〔
玩
籍
、
答
和
公
痒
書
〕
鸞
鳳
凌
1
-

雲
漢
1

以
舞
翼
‘
鳩
鴻
悦
―
―
蓬
林
一
以
翻
翔
゜

【
鳩
江
】
3

悶

蕪

湖

(
9
ー

3
2
0
0
4
:
 1
3
)

の
異
名
。

【
鳩
鵠
】
4

れ
方
は
と
。
鵠
も
ま
た
鳩
の
一
種
。
〔
虚
仝
、

廣
男
抱
＂
孫
詩
〕
莫
レ
學
捕
＿
一
鳩
鵠
一
莫
レ
學
打
二
難
狗
↓

〖
鳩
鵠
類
〗5
苔
ぢ
鳥
類
分
類
上
の
一
目
。
嘴
短
小
‘

足
短
く
て
赤
く
‘
翼
は
長
大
で
、
多
く
群
棲
す
る
。
か
は

ら
ば
と
•
き
じ
ば
と
の
類
。

【
鳩
合
】
6

勾
あ
つ
め
あ
は
せ
る
。
又
、
あ
つ
ま
り
あ

ふ
。
糾
合
。
〔
呉
志
‘
朱
桓
博
〕
鳩
―
―
合
遺
散
面
期
年
之

間
、
得
11

萬
餘
人
ぶ
竺
合
典
籍
二
沙
11

汰
衆
學
↓
〔
陸
機
、

五
等
諸
侯
論
〕
鳩
―
―
合
同
志
百
埒
吐
主
室
↓

【
鳩
居
】
7

誘
〇
鳩
居
鵠
巣
に
同
じ
。
〇
尾
崎
修
の
琥
。

尾
崎
稽
齋
(
4
|
7
6
5
 0

:

 6
9
)
を
見
よ
。

O
c
h
i
u
'
c
h
t
i
1
 

拙
宅
。
弊
屋
。
茅
屋
。

〖
鳩
居
鵜
巣
〗8
岱
砕
ウ
鳩
は
自
ら
巣
を
造
ら
な
い

で
鶴
の
巣
に
棲
む
こ
と
か
ら
‘
婦
人
が
夫
の
家
に
入
っ

て
一
家
を
な
す
喩
。
ま
た
借
屋
住
ひ
。
〔
詩
‘
召
南
、
鵜

鳥

部

〔
―
一
書
〕

鳩

巣
〕
維
鶴
有
レ
巣
‘
維
鳩
居
レ
之
。
〔
集
傭
〕
鶴
・
鳩
‘
皆
鳥
名
、

鵡
善
為
レ
巣
‘
其
巣
最
為
,
,
完
固
ご
鳩
性
拙
、
不
レ
能
レ
為
レ

巣
、
或
有
下
居
鶴
之
成
巣
者
i

〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕

鳩
居
鵡
巣
、
安
享
其
成
一

【
鳩
胸
】
，
i

＂
O
高
く
出
た
胸
。
人
の
胸
が
鳩
の
胸
の

や
う
に
高
く
は
つ
て
ゐ
る
も
の
。

O
鎧
の
胸
の
高
く
ふ

く
ら
み
に
な
つ
て
ゐ
る
部
分
。
●
鐙
の
前
方
の
鳩
の
胸

の
や
う
に
圃
み
の
つ
い
た
部
分
。

【
鳩
喚
】
10

？
炉
は
と
が
よ
ぶ
。
又
‘
鳩
の
呼
ぴ
臀
。
〔
罪

補
之
、
同
,
,
魯
直
和
ご
普
安
院
壁
上
蘇
公
詩
1

詩
〕
雨
園

鳩
喚
レ
婦
、
風
径
燕
将
レ
兒
゜
〔
薩
都
剌
、
過
示
深
竺
詩
〕

苦
レ
雨
最
嫌
,
,
鳩
喚
急
盃
愛
レ
山
不
レ
厭
1

一
馬
行
遅
↓

〖
鳩
喚
レ
雨
〗
I
I
ぢ
ヲ
ヨ
プ
鳩
が
雨
が
降
る
や
う
に
と
呼

ぴ
嗚
く
。
鳩
が
或
る
鳴
き
方
を
す
る
と
雨
が
降
る
と
い

ふ
言
博
へ
が
あ
る
。
鳩
呼
(
1
4
)
を
も
見
よ
。
〔
元
好
問
、

寄,,
趙
宜
之
—
詩
〕
幸
川
三
月
春
事
忙
‘
布
穀
勧
レ
耕
鳩

喚
レ
雨
。

【
鳩
形
】
1
2
"，

1
0
0は
と
の
か
た
ち
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
贔

魚
疏
〕
績
證
儀
志
日
‘
仲
秋
‘
按
レ
戸
校
l

一
年
老
者
盆
び
之

以
レ
杖
‘
其
端
刻
1

一
鳩
形
『
〔
李
頻
‘
賦
―
―
得
長
城
斑
竹
杖
一

詩
〕
莫
レ
作
鳩
形
並
‘
允
森
四
鶴
製
一
期
。

O
ゃ
つ
れ
た
す

が
た
。
鳩
形
鵠
面
を
見
よ
。
〔
隠
恵
全
書
、
疱
位
部
‘
稟
帖

贅
説
〕
鳩
形
菜
色
。

〖
鳩
形
鵠
面
〗n
焚
匁
飢
ゑ
て
や
つ
れ
た
さ
ま
。
鳩

の
形
は
腹
が
陥
つ
て
胸
が
つ
き
出
て
を
り
、
鵠
の
面
は

面
顧
が
や
せ
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。
鳥
面
鵠
形
(
1
2
-
4
6

6
3
4
 :
 1
6
2
)

に
同
じ
。

【
鳩
呼
】
14

↓
ゥ
鳩
が
よ
ぷ
。
又
‘
鳩
の
呼
ぴ
臀
。
鳩
は
雨

が
降
る
前
に
は
婦
を
逐
ひ
し
り
ぞ
け
‘
晴
れ
る
と
婦
を

招
く
か
ら
‘
其
の
臀
に
よ
っ
て
睛
雨
を
占
ふ
こ
と
が
で

き
る
と
い
ふ
。
鳩
喚
(
1
0
)

・
鳩
喚
レ
雨
(
1
1
)
を
見
よ
。
〔
埠

雅
‘
秤
鳥
‘
鵬
鳩
〕
蓋
斑
鳩
似
―
―
鶉
鳩
―
而
大
‘
鶉
鳩
灰
色
‘

無
砿
項
云
阻
則
屏
遂
其
匹
こ
睛
則
呼
レ
之
、
語
曰
‘
天

将
レ
雨
‘
鳩
逐
レ
婦
者
、
是
也
。
〔
欺
陽
脩
‘
鳴
鳩
詩
〕
天
雨

止
‘
鳩
呼
レ
婦
‘
蹄
鳴
且
喜
‘
婦
不
―
―
函
蹄
盆
吋
不
レ
已
゜

[
鳩
口
】
15chiu'k'ou3~ 

骨゚

【
鳩
エ
】
16

誘
エ
人
を
あ
つ
め
る
。
〔
川
田
甕
江
、
高
山

仲
縄
祠
堂
記
〕
捐
レ
財
鳩
レ
エ
。
「
3
:
1
1
)

を
見
よ
。

【
鳩
谷
】
17

悶
萩
野
信
敏
の
琥
。
萩
野
鳩
谷
(
9
ー

3
1
3
3

【
鳩
巣
]
1
8

誘
〇
は
と
の
す
。
鳩
は
巣
を
つ
く
る
こ
と
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鳥

部

〔
―
-
—
|
三
書
―
〕
鳩

鳩

鳶

鳴

嗚

陽

鳩

属

鳩

鳳

潟

愧

七
八
九

【
鳩
尾
】
3
8
5
'
ゥ
〇
み
づ
お
ち
。
胸
と
腹
と
の
間
の
く
ぽ

ん
だ
部
分
。
心
窯
。

O
鎧
の
附
畷
品
の
一
。
左
の
高
紐
の

上
を
覆
ふ
鐵
板
。
鳩
尾
の
板
。

【
鳩
婦
】
ぇ
ぼ
は
と
の
め
す
。
〔
婢
雅
‘
秤
鳥
‘
鵬
鳩
〕
蓋

斑
鳩
似
―
―
鶉
鳩
―
而
大
、
蒻
鳩
灰
色
‘
無
―
―
繍
項
五
陰
削
屏
1
-

逐
其
匹
五
晴
則
呼
レ
之
、
語
日
、
天
将
レ
雨
‘
鳩
逐
レ
婦
者
、

是
也
。
〔
林
光
朝
‘
乞
―
―
竹
鶏
1

詩
〕
疎
緬
短
短
花
枝
蘭
‘
鳩

婦
不
レ
鳴
天
雨
寒
。

【
鳩
兵
】
40

c
h
i
u
'
p
i
n
g
'

兵
を
あ
つ
め
る
。

[
鳩
摩
】
"
[
力
複
姓
。
句
磨
゜
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
鳩
摩
羅
什

傭
〕
鳩
摩
羅
什
、
天
竺
人
也
‘
世
為
―
―
國
相
↓
〔
通
志
‘
氏

族
略
‘
諸
方
複
姓
〕
鳩
摩
氏
‘
晉
西
域
天
竺
人
‘
鳩
摩
炎

世
為
―
―
國
相
広
ぎ
羅
什
一
為
レ
僧
入
1

一
中
国
↓

〖
鳩
序
羅
什
〗42
”
界
西
域
亀
荘
國
の
僧
。
後
秦
の

時
、
長
安
に
来
り
、
経
論
三
百
八
十
餘
巻
を
諜
す
。
又
、

究
摩
羅
什
・
鳩
摩
羅
什
婆
・
鳩
摩
羅
時
婆
・
拘
摩
羅
者

婆
・
鳩
摩
羅
若
婆
に
作
る
。
〔
梁
高
僧
偉
‘
二
〕
・
〔
晉
書
‘

九
十
五
〕
．
〔
浪
堺
代
酔
編
‘
三
十
一
〕
。

【
鳩
民
]
4
3

疫
民
を
安
ん
ず
る
。
又
‘
民
を
集
め
る
。
〔
左

氏
‘
隠
‘
八
〕
君
輝
一
三
國
之
園
冨
以
鳩
―
―
其
民
五
君
之
恵

也
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
〕
五
鳩
‘
鳩
レ
民
者
也
。

【
鳩
目
】

4
4
"
[
Oは
と
の
目
。
〔
本
草
‘
鳴
鳩
〕
集
解
、
時

珍
曰
‘
仲
春
、
鷹
化
為
レ
鳩
‘
仲
秋
‘
鳩
復
化
為
レ
鷹
‘
故
鳩

之
目
猶
如
一
鷹
之
目

U
O勺
煙
草
入
や
靴
な
ど
の
ひ
も

を
通
す
環
状
の
金
具
。
鳩
の
目
に
似
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。

【
鳩
里
】
4
5
g
ゥ
〇
里
の
名
。
〔
藷
唐
書
‘
昔
築
志
四
〕
道

閂

鶴

闊

運

躊

鳩

里

O
g
播
磨
国
の
地
名
。

【
鳩
陵
]
4
6

翌
衣
笠
延
壽
の
琥
。
衣
笠
鳩
陵
(
1
0
-
3
4
0

9
1
 :
 1
8
1
)
を
見
よ
。

【
鳩
敏
]
4
7
[
パ

O
租
税
を
と
り
た
て
る
。
〔
唐
書
、
巖
震

博
〕
梁
漢
間
‘
云
云
‘
自
え
女
史
後
『
山
賊
創
掠
‘
戸
口
流

散
‘
震
随
に
且
勧
レ
課
‘
鳩
敏
有
レ
法
。
●
租
税
を
き
ぴ
し

く
と
り
た
て
る
。
〔
箔
梓
、
間
州
歌
〕
官
平
2
戸
克
常
十

人
五
況
以
―
―
鳩
敏
奪
耕
転
一

【
鳩
利
色
】
48

じ
吐
濃
い
紫
を
帯
ぴ
た
鼠
色
。
は
と
ば

ね

ず

み

。

「

あ

る

性

質

。

【
鳩
根
性
】
49

ぢ
・/5
事
毎
に
不
満
を
い
だ
く
傾
向
の

[
鳩
酸
草
】
50

琴
？
草
の
名
。
か
た
ば
み
。
酸
漿
草
。
三

葉
酸
。
〔
本
草
‘
酢
漿
草
〕
秤
名
、
酸
漿
、
三
築
酸
‘
―
二
角

酸
‘
酸
母
‘
甜
母
‘
酸
箕
‘
鳩
酸
‘
雀
兒
酸
‘
雀
林
草
｀
小
酸

【

鳶

】

亨

[

ウ

〔
字
彙
補
〕
居
求
切
由
〗

冦
】
〗
’

鳩

(110
ー

4
6
6
4
8
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鳩
鳩
字
、
見
漠
碑
一

キ
ウ

茅
‘
赤
孫
施
。

【
鳩
七
咤
】
51

な
/
チ
難
の
異
名
。
梵
書
に
稽
す
。
〔
本

草
‘
鶉
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
梵
書
名
レ
難
日
―
鳩
七
咤
↓

[
鳩
槃
荼
】
5
2
[

ハ
／
圃
鬼
の
名
。
人
の
精
氣
を
嗽
ふ
鬼
。
増

長
天
の
屡
紳
と
い
ふ
。
韓
じ
て
‘
醜
婦
の
喩
。
弓
槃
荼
゜

究
槃
荼
゜
倶
槃
荼
゜
鳩
涌
摯
。
鳩
盤
荼
゜
〔
探
玄
記
‘
二
〕
鳩

槃
荼
‘
依
―
―
正
法
華
経
一
名
二
厭
眉
鬼
「
嗽
t

一
人
精
氣
等
一
亦

名
"
冬
瓜
鬼
王
名
11

毘
棲
勒
面
些
ぞ
増
長
王
ご
走
南
方

天
王
、
領
己
一
部
鬼
―
―
名
―
―
鳩
槃
茶
↓
二
名
二
辞
茄
多
一

従
1

一
所
領
―
為
レ
名
。
〔
圃
覺
経
〕
鳩
繁
荼
、
食
,
,
人
精
血
↓
其

疾
如
レ
風
‘
嬰
化
梢
多
。
〔
本
事
詩
、
嘲
戯
〕
中
宗
朝
、
御
史

大
夫
装
談
、
崇
―
―
奉
秤
氏
盃
妻
悸
妬
、
談
畏
レ
之
如
11

巌
君
↓

嘗
謂
、
人
妻
有
孟
り
レ
畏
者
三
で
少
妙
之
時
‘
覗
レ
之
如
l
-

生
菩
薩
一
安
有
1

一
人
不
＞
畏
1

一
生
菩
薩
1

耶
、
及
11

男
女
涌
＞

前
、
視
レ
之
如
1

一
九
子
魔
母
一
安
有
1

一
人
不
＞
畏
11

九
子
魔

屈
耶
、
及
二
五
十
六
十
面
薄
施
粧
粉
二
取
宵
或
無
‘
視
レ

之
如
―
―
鳩
盤
荼
一
安
有
l

一
人
不
＞
畏
―
―
鳩
盤
荼
↓
〔
故
事

成
語
考
、
女
子
〕
自
レ
古
貞
淫
各
異
、
人
生
妍
醜
不
レ
同
‘

是
故
生
菩
蔭
・
九
子
母
・
鳩
盤
荼
‘
謂
―
―
婦
態
之
斐
更
可
＞

畏。

【
鳩
翁
道
話
】
5
3
r
g
な
書
名
。
―
二
巻
。
柴
田
鳩
翁
の
心

學
に
闊
す
る
講
話
を
‘
其
の
子
武
修
が
筆
記
し
た
も
の
。

【
鳩
化
為
レ
鷹

]54g卜
認
<
-
ァ
秋
に
な
る
と
は
と
が
化

し
て
た
か
と
な
る
と
言
ひ
博
へ
ら
れ
て
ゐ
た
。
〔
褪
‘
王

制
〕
鳩
化
為
レ
鷹
‘
然
後
設
蔚
羅
↓
〔
疏
〕
謂
二
八
月
時
届
g

鳩
化
有
レ
漸
‘
故
月
令
季
夏
云
‘
鷹
乃
學
習
、
孟
秋
云
‘
鷹

乃
祭
レ
鳥
‘
其
鳩
化
為
レ
鷹
‘
則
八
月
時
也
。
〔
説
苑
‘
脩

文
〕
鳩
化
為
レ
鷹
‘
然
後
設
―
―
蔚
羅
面
ヤ
木
零
落
、
然
後
入
―
―

山
林
↓

【
鳩
僭
鵠
巣
】
おch
i
u
'
c
h
'
i
e
n
'
c
h
'
U
e
h
•

c
h
'
a
o
2
 

外
か
ら
来
て
人
の
家
を
襲
ぐ
こ
と
。
鳩
居
鵠
巣
(

8

)

を

参
看
せ
よ
。

〇
嗚
鶉
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
〔
集
韻
〕
鳩
‘

嗚
餞
‘
黄
鳥
。
〇
鳩
鶉
は
‘
よ
し
き
り
。
〔
説
文
、

鶉
‘
刀
鶉
‘
剖
葦
段
注
〕
秤
鳥
、
嗚
鵜
、
剖
葦
‘
嗚
【
溝
海
】
1

勺

者
、
刀
之
俗
字
‘
郭
云
、
好
剖
二
葦
皮
「
食
二
其
中
【
潟
湖
】
2

写ノ

桑
因
名
云
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
嗚
鶉
‘
剖
葦
゜
〔
注
〕

好
閥
葦
皮
面
真
中
晶
一
因
名
云
。

O
或
は
刀

(
2
ー

1
8
4
5
)
に
作
り
‘
饂
し
て
鳴
(
1
2
-
4
6
6
5
1
)
・

鴎
(
1
2
|
 4
6
7
9
0
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鳴
‘
藷
註

昔
づ
、
鳴
鶉
似
レ
雀
‘
云
云
、
本
作
レ
鳴
‘
説
文
無
―
―

騰
奎
鶴
註
作
一
刀
鱚
正
韻
・
韻
會
‘
鶉
註
謳
作
レ

鴻
‘
炊
レ
鳴
為
レ
正
‘
俗
作
嗚
・
鴎
拉
非
゜

【
鳴
競
】
1

な
鳥
の
名
。
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
〔
廣
韻
〕

騰
‘
騰
鶉
‘
黄
鳥
。

曾
】
[
國国□日
ガカガゲガカ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
居
寒
切
圏

〔
集
韻
〕
魚
澗
切
國

〔
集
韻
〕
魚
肝
切
瞬

〔
集
韻
〕
侯
肝
切
瞬

,i―― 
琵
琶
湖
の
異
梢
゜

琵
琶
湖
の
異
稲
゜

冨】向

に
は
。
〇
水
鳥
の
一
。
か
い
つ
ぶ
り

譴
醗
鵬
。
●
姓
氏
。

富
】
〖
[
[
〔
集
韻
〕
防
交
切
圏

宜】年
ホ

ヴ

鳳

(
1
2
|
 4
6
6
7
1
)
の
俗
字
。

日
●
鳴
鶴
は
、
よ
し
き
り
。
よ
し
わ
り
す
ず
め
。

好
ん
で
葦
の
皮
を
わ
っ
て
其
の
中
の
品
を
食
ふ
【
姐

5
】
岬

小
鳥
。
剖
葦
゜
或
は
鵠
(
1
2
-
4
6
7
9
0
)

・
雅

(11|
4

 

1
9
4
2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鳴
‘
鳥
名
、
爾
雅
‘
鳴
鶉
、

剖
葦
‘
謂
下
好
剖
二
葦
皮
こ
食
中
其
晶
い
或
炊
レ
召
‘

八
レ
佳
。

O
騰
(
1
2
-
4
6
6
5
2
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕

雅
、
雅
・
鳴
‘
並
謳
字
、
本
作
レ
嗚
゜
□
鳴
卿
は
‘
み

そ
さ
ざ
い
。
雌
(
1
2
-
4
7
3
1
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

雌
‘
説
文
‘
聰
獅
、
桃
晶
也
‘
或
炊
レ
弓
゜

窟

】

亨

鶏（
1
2
-
4
7
2
0
9
)
の
俗
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
瑞
‘
鶉
俗
字
。

ケ
イ

貧
】
〖ガ
ン

雁
(
1
1
-
4
1
9
6
0
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
属
‘
輿
レ
雁
同
。

鴻
(
1
2
-
4
6
8
4
7
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

ガ
イ

篇
海
〕
構
、
同
レ
鴻
゜

【
鳴
】
蜘

□
セ
ヴ

日
テ
ヴ

〔
集
韻
〕
丁
醐
切
醐
呻
-

力
＿
名

tiao

集

韻

瓦

消

切

圏

曰
口
Oき
じ
。
或
は
惟

(11|
 4
1
9
4
4
)

に
作
る
。

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鳩
‘
雉
゜
〔
注
〕
黄
色
‘
鳴
自
呼
゜
〔
集

韻
〕
鳩
‘
雉
名
、
黄
色
‘
鳴
自
呼
‘
或
炊
レ
佳
。
●
矯

鴻
は
‘
鼠
の
名
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鴻
‘
矯
鳩
‘
鼠
名
。

●
ふ
な
し
う
づ
ら
。
〔
字
槃
補
〕
鳶
‘
頷
也
。
〇
鳩

(
1
2
-
4
6
6
4
8
)
の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
駕
‘
俗
鳩
一
【
逗
直
】
蜘

字
。

□
ハ
ク

日
ホ
ク

〔
集
韻
〕
博
木
切＞
 

r5̂
 

〔
集
韻
〕
北
角
切

圏同圏

13385 



(46659・ ・1)一 (46671)

El□
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
駄
‘
鳥
名
。
〔
山
海
経
‘
中

61

ヨ
[
4

ロ
ダ
イ

原】
466

タ
イ

宿】-カン

甕

〔
集
韻
〕
徒
蓋
切
塞
5-

〔
集
韻
〕
大
計
切

鴇
(
1
2
-
4
6
6
5
9
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
肝
、
褐
同
。

日
口
国
●
鴇
鵠
は
‘
か
さ
さ
ぎ
。
惟
(
1
1
-
4
1
9
4

9
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鴇
鵜
‘
雅
也
。
〔
疏
證
〕

鄭
注
大
射
儀
引
淮
南
子
日
‘
鴇
鵠
知
レ
来
‘
鴇
輿
レ

惟
同
‘
惟
鵠
為
1

一
山
鵠
一
卑
ハ
レ
鵜
相
似
‘
非
二
郎
是

鵜
面
門
種
而
小
異
‘
梢
名
可
二
以
互
通
一
耳
。
〔
集

韻
〕
惟
‘
惟
鵠
、
鵜
也
‘
知
二
未
来
事
面
5

炊
レ
鳥
。

O

か
り
。
雁
(
1
1
|
 4
1
9
6
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
鴇
‘
甕

鐵
論
引
詩
‘
薙
碓
鳴
携
‘
以
レ
雁
為
レ
鴇
‘
注
云
‘
雁

常
ニ
一
音
岸
二
師
瞭
禽
経
‘
鴇
‘
以
レ
水
言
‘
自
レ
北
而

南
‘
張
華
注
‘
鴇
‘
昔
雁
‘
随
レ
陽
鳥
也
‘
冬
適
―
―
南

夜
集
―
―
於
江
干
之
上
五
故
字
炊
レ
干
、
開
元
文
字
‘

騰
又
昔
岸
、
則
偽
即
雁
字
無
疑
芙
。
国
鴇
鶏
は
‘

瞭
を
告
げ
る
鳥
。
或
は
開
(
1
2
|
 4
6
9
6
0
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鴇
‘
鴇
鴎
‘
鳥
名
‘
或
八
レ
旱
゜
〔
淮
南

子
、
時
則
訓
〕
仲
冬
之
月
‘
鴇
鴻
不
レ
鳴
゜
〔
注
〕
鳴

鴎
‘
山
鳥
‘
是
月
陰
盛
‘
故
不
レ
鳴
也
。

【
鴇
鵠
】
1

詑
鳥
の
名
。
か
さ
さ
ぎ
。
字
解
の
日
口
回
の

0
を
見
よ
。
〔
儀
證
‘
大
射
儀
‘
大
侯
之
崇
見
t

―
鵠
於
参
一

注
〕
淮
南
子
日
、
鴇
鵠
知
レ
来
。

【
鴇
鵠
】
2

笠
ク
鳥
の
名
。
か
さ
さ
ぎ
。
鴇
鵠
に
同
じ
。

〔
論
衡
‘
賓
知
〕
牲
牲
知
レ
往
‘
鴇
鵠
知
レ
来
、
直
空
之
天
性

自
然
一
者
也
。

【
鴇
鴎
】
3

”
ク
鳥
の
名
。
字
解
の
同
を
見
よ
。
〔
枚
乗
、
七

猜
〕
朝
則
鵬
黄
鴇
鴎
鳴
焉
‘
暮
則
翡
鵡
迷
鳥
宿
焉
。

鳥

部

〔――一聾〕

国
】
〗

鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
鴻
、
鳥
名
。

キ

~ 

寄
E

】年乃

薦

鳩
鶉
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鳩
、
鳩
鶉
、
鳥
名
、
鳥

啄
蛇
尾
↓

冦
】
岬
ク
ヴ
ン

グ
，
ワ
ン

圏

ヅト

〔
集
韻
〕
動
五
切

【
鳩
】
〖

鳩
臆
は
‘
ほ
と
と
ぎ
す
。
通
じ
て
杜
(
6
-
1
4
4
7
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鳩
、
鳩
隅
、
鳥
名
、
通
作
レ
杜
。

〔
集
韻
〕
胡
官
切

〔
集
韻
〕
即
約
切

す
ず
め
。
雀
(
1
1
-
4
1
9
5
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雀
、

説
文
‘
依
レ
人
小
鳥
也
‘
或
炊
レ
鳥
。

〔
字
彙
〕
居
里
切

還

露】亨
と
り
。
〔
玉
篇
〕
鴻
‘
鳥
也
。

キ

鳩

射

駄

鳩

鳩

鳩

編

鳴

鳴

属

鳩

豹

鳳

山
経
〕
首
山
‘
其
陰
有
レ

谷
日
机
登
多
駅
鳥
「

其
状
如
レ
巣
‘
而
三
目
有
レ

耳
‘
其
昔
如
レ
録
、
食
レ
之

已
レ
塾
。

〔
玉
篇
〕
呼
利
切

園

（圏経海山）鳥駄

【属】岬
●
鳴
鳩
は
‘
ふ
ふ
ど
り
。
或
は
雁
(
1
1
ー

4
1
9
4
6
)
・

属
(
1
2
|
 
4
6
6
6
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鳴
‘
鳴
鳩
‘
鳥

名
、
布
穀
也
、
或
炊
レ
佳
‘
亦
書
作
レ
鷹
。

O
ま
た
戸

(
4
ー

7
6
2
9
)

に
作
る
。
〔
詩
‘
曹
風
、
鳴
鳩
序
‘
繹

文
〕
鳴
‘
本
亦
作
レ
戸
。二/[[[／ニ

Ill

【鳴】岬
シ シ

鳴
(
1
2
-
4
6
6
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

鳴
‘
亦
書
作
レ
属
。

〔
集
韻
〕
升
脂
切
甲
｛

戸

s
h
i
h
1

古

占

〇

ほ

う

わ

う

。

聖

鶯

い

易

文

紐

文

人

が

世

に

出

れ

ば

こ
れ
に
應
じ
て
現
は
れ
る
と
い
ふ
瑞
鳥
。
梧
桐

に
棲
み
‘
竹
の
賓
を
食
ひ
‘
證
泉
を
飲
む
。
利
毛

は
五
色
で
‘
臀
は
五
昔
に
中
り
‘
飛
べ
ば
群
鳥
こ

れ
に
従
ふ
と
い
ふ
。
雄
を
鳳
‘
雌
を
凰
と
い
ふ
。

〔
説
文
〕
鳳
‘
紳
鳥
也
、
天
老
日
‘
鳳
之
像
也
‘
塵
前

鹿
後
‘
蛇
頸
魚
尾
、
龍
文
亀
背
、
燕
頷
維
喉
‘
五
色

備
學
、
出
1

一
於
東
方
君
子
之
國
一
靱
1

一
翔
四
海
之

外
五
翌
寵
太
竺
飲
砥
柱
玉
濯
―
―
材
弱
水
云
莫
宿
1

一風

穴
五
見
則
天
下
大
安
寧
‘
炊
レ
鳥
凡
臀
。

O
古
‘
冊

(
2
-
2
5
6
6
)
・
 
誦
・
鶏
・
鵬
(
1
2
|
 4
7
5
1
7
)
•

香
竺1
2

|
 4
6
7
4
3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鳳
、
誦
‘
古
文
鳳
‘
象

【
鳳
】
呻
[
ウ
冨
韻
属
[
[

【
約
】
[
芦

【璃】一

〔
集
韻
〕
胡
公
切

日
鳥
が
ふ
と
っ
て
大
き
い
。
鳩
鳩
。
堆
(
1
1
|
 4
1
 

9
5
2
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
堆
‘
鳥
肥
大
堆
堆
然
也
、

鳩
‘
或
炊
レ
鳥
。
〔
集
韻
〕
堆
‘
堆
堆
‘
鳥
肥
大
也
‘
或

炊
レ
烏
°
□
お
ほ
と
り
。
鴻
(
1
2
-
4
6
8
7
4
)
の
古

字
。
〔
集
韻
〕
鴻
‘
説
文
、
鴻
‘
鵠
也
、
古
省
。
〔
漢
書
、

司
馬
相
如
博
上
〕
鴻
鶴
鵠
鴇
゜
〔
注
〕
張
揖
日
‘
鳩
‘

大
鳥
也
、
師
古
曰
‘
鳩
、
古
鴻
字
。

〔
篇
海
〕
布
炊
切

0
鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
駒
、
鳥
名
。

O
鴇
(
1
2
-
4
6
7
3

0
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
鴇
、
一
名
掲
豹
、
後
人
妄

立
妬
字
面
ぴ
是
゜

口日
グコグコ
''  ゥゥ

ド圏 呟

〔
集
韻
〕
戸
孔
切

菌面

七
九
〇

13386 



(46671・ ・1)一 (46671・・40) 

鳥

部

雪
一
蓋
〕

鳳

七
九

形
‘
鳳
飛
‘
霊
鳥
従
目
レ
萬
敷
‘
故
目
為
二
朋
鴬
字
一

嶋
‘
亦
古
文
鳳
。
〔
康
熙
字
典
〕
鳳
、
古
文
冊
・
剛
・

鴛
゜
＠
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鳳
‘
望
出
一
平
＇
陽
部
陽
↓

＠
圏
皇
后
。

【
鳳
阿
】
1
5
'
ゥ
明
‘
姜
賓
(
8
ー

6
2
0
5
:
 6
6
)

の
琥
゜

【
鳳
桂
】
2

丸
げ
婦
人
の
穿
＜
飾
り
ぐ
つ
。
鳳
を
以
て
飾

と
す
る
。
〔
太
ふ
女
卿
、
美
人
行
〕
露
暗
香
径
苔
蘇
肥
、
鳳

桂
涅
翠
行
遅
遅
。
〔
長
生
殿
‘
喫
消
〕
一
雙
鳳
畦
套
兒
゜

【
鳳
襖
】
3

誘
綺
麗
に
飾
り
つ
け
た
花
嫁
の
上
衣
゜
〔
紅

棲
夢
‘
五
回
〕
只
這
戴
―
―
珠
冠
五
披
―
―
鳳
襖
ぶ
埒
杷
不
レ
了

無
常
性
命
↓

【
鳳
展
】
4

屯
綺
麗
に
飾
っ
た
衝
立
又
は
屏
風
。
又
、
帝

座
を
い
ふ
。
〔
山
堂
律
考
〕
鳳
展
、
帝
坐
也
。
〔
徐
陵
‘
勤
―
―

進
梁
元
1

産
表
〕
揚
龍
旅
ー
以
饗
に
帝
、
御
鳳
展
一
以
承
レ

天
。
〔
張
説
‘
舞
馬
詞
〕
萬
玉
朝
孟
示
鳳
展
玉
＇
金
卒
1

一
領
龍

媒
二
錢
起
、
装
僕
射
東
亭
詩
〕
鳳
展
任
―
―
匡
清
一
雲
漢

難
退
還
↓

【
鳳
韓
】
5

臼
闇
門
中
に
張
る
幕
。
轄
じ
て
、
ね
や
。
〔
琵

琶
記
‘
萩
公
逼
↓
ー
伯
嗜
五
茫
試
〕
休
貪
二
鴛
侶
ユ
寸
―
―
著
鳳

韓一

【
鳳
友
]
6

昇
孔
雀
の
異
名
。
〔
韓
愈
‘
奉
―
―
―
和
武
相
公

鎖
レ
蜀
時
詠
1

一
使
宅
幸
太
尉
所
レ
養
孔
雀
―
詩
〕
穆
穆
鸞

鳳
友
、
何
年
来
止
レ
絃
゜

〖
鳳
友
鸞
諧
〗7
焚
％
鳳
友
鸞
交
に
同
じ
。
〔
蝠
恵
全

書
、
刑
各
部
、
姦
情
、
強
姦
〕
曲
樹
幽
廊
‘
皆
鳳
友
鸞
諧
之

所
也
。

〖
鳳
友
鸞
交
〗8
焚
続
男
女
間
の
情
交
・
房
事
を
い

ふ
。
鳳
友
鸞
諧
に
同
じ
。
〔
長
生
殿
‘
紫
閣
〕
可
芯
生
般
鳳

友
鸞
交
、
到

h
―
二
竿
↓
猶
不
レ
臨
レ
朝
。

【
鳳
引
】
，
＂
グ
明
‘
安
世
鳳

(
3
-
7
0
7
2
:
 5
5
8
)

の
字
。

【
鳳
宇
】10
芍
消
‘
沈
爾
憬

(
6—
1
7
1
8
9:
 5
2
8
)

の
琥
゜

【
鳳
利
】
11

芍
鳳
凰
の
は
ね
。
〔
孫
綽
‘
太
尉
庚
亮
碑
〕

鳳
材
籠
―
―
千
華
哭
云
麟
趾
緊
,
,
子
椒
房
↓
〔
梁
簡
文
帝
、
七

夕
詩
〕
紫
姻
凌
面
店
文
紅
光
随
,
,
玉
耕
↓
〔
柳
宗
元
、
送
ニ

簡
師
―
序
〕
鳳
利
而
麟
毛
‘
鳥
卑
ハ
レ
獣
也
。

〖
鳳
利
山
〗12
焚
ゥ
山
名
。
雲
南
省
河
源
縣
の
西
南
。

〔
後
漢
書
、
郡
國
志
五
‘
裸
楡
‘
注
〕
廣
志
日
、
有
二
鳥
弔

世
云
云
‘
俗
言
‘
鳳
皇
死
l

―
於
此
山
「
故
衆
鳥
来
弔
。

【
鳳
櫓
】
13

琵
鳳
凰
の
彫
刻
の
あ
る
柱
。
〔
飽
照
‘
擬
l
-

宵
冑
陵
上
柏
詩
〕
学
愉
鸞
閣
上
、
窃
究
鳳
楢
前
。

【
鳳
披
]
1
4

衿
太
子
の
宮
庭
。
被
は
宮
闘
の
左
右
の
被

門
。
蘭
被
。
〔
元
萬
頃
‘
奉
,
,
和
太
子
納
レ
妃
太
平
公
上
出

降
詩
〕
和
レ
臀
蹟
面
盆
摂
交
レ
影
歩
―
―
鸞
埠
一
〔
錢
起
‘
送
n-

王
諫
議
任
―
―
束
都
居
｛
す
詩
〕
車
徒
鳳
被
東
‘
去
去
洛
陽

宮。

【
鳳
苑
】
15

芸
宮
中
の
花
園
を
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
百
官
志

二
〕
武
后
萬
歳
通
天
元
年
、
置
1

一
伎
内
六
閑
一
云
云
‘
三

旦
鳳
苑
↓
〔
陳
靖
‘
龍
池
春
草
詩
〕
青
春
光
1

一
鳳
苑
盃
細

草
編
ー
龍
池
↓

【
鳳
園
】
16

翌
鳳
凰
の
卵
。
〔
山
海
経
‘
侠
文
〕
丹
山
之

陽
有
鳳
之
圃
二
緯
略
〕
圃
‘
古
卵
字
。

【
鳳
音
】
1
7
"
ぷ
〇
鳳
凰
の
な
き
ご
ゑ
。
又
、
笙
や
笛
な
ど

の
妙
5

な
る
昔
を
い
ふ
。
〔
新
論
、
崇
學
〕
i

昆
竹
未
レ
断
、
則

鳳
昔
不
レ
彰
。
〔
江
滝
‘
燈
賦
〕
命
―
―
採
女
入
弓
‘
餌
―
―
丹
砂
―

而

學
1

鳳
昔
↓
●
昔
臀
‘
又
は
昔
信
の
敬
稽
゜
鳳
贅
。

【
鳳
河
】
18

な
川
の
名
。
源
は
北
京
南
苑
の
東
海
子
泉
。

其
の
西
海
子
泉
は
龍
河
と
な
る
。
今
合
し
て
一
と
な

り
、
圃
河
‘
又
は
鳳
河
と
い
ふ
。

【
鳳
駕
】
19

な

O
天
子
の
乗
物
。
〔
揚
雄
‘
河
東
賦
〕
酒
撫
―

翠
鳳
之
駕
↓
〔
賓
希
玲
‘
奉
下
和
九

B
幸
―
―
臨
渭
亭
一
登
高
上

應
制
詩
〕
竪
輿
巡

1
士
竺
鳳
駕
敵
1

一
層
城
H
O
仙
人
の
乗

る
車
。
〔
王
音
、
七
夕
詩
〕
天
河
横
欲
レ
現
‘
鳳
駕
徽
應
レ
飛
゜

【
鳳
嗜
】
2
0
5
げ
清
‘
王
鳴
盛
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
1
2
6
)

の
字
。

【
鳳
蓋
】
21

ぢ
天
子
の
用
ひ
る
蓋
。
車
蓋
な
ど
。
縛
じ

て
、
天
子
の
栞
輿
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
登
―
―
龍
舟
盃
呼
鳳

蓋
↓
〔
注
〕
善
日
、
桓
子
新
論
日
、
乗
車
‘
玉
瓜
華
芝
及
鳳

凰
三
蓋
之
層
゜
〔
顔
延
之
、
『
一
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
鳳
蓋

俄
レ
診
‘
虹
旗
委
レ
柿
゜
〔
江
総
‘
秋

H
侍
―
―
宴
婁
苑
湖
一
應

詔
詩
〕
鳳
蓋
饒
―
―
林
塘
↓
〔
韓
偲
‘
辛
酉
歳
冬
十
一
月
随
"
'

駕
幸
―
―
岐
下
―
詩
〕
鳳
蓋
行
時
移
1

一
紫
氣
↓

[
鳳
岡
】
22

誘

O
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
元
の
初
、
大
保
龍

泉
長
官
司
を
置
く
。
責
州
省
消
渾
縣
の
東
北
。
伶
底
河

の
源
の
南
岸
。

O
地
名
。
④
江
西
省
崇
仁
縣
の
南
。
相
山

水
と
西
寧
水
と
會
す
る
所
。
＠
祗
建
省
間
侯
縣
の
西
。

西
峡
江
の
左
岸
。

0
字
琥
゜
④
明
‘
沈
良
オ
(
6
ー

1
7
1
8

9

:

 6
5
9
)

の
字
。
＠
清
、
高
翔
(
1
2
-
4
5
3
1
3
:
 4
3
9
)

の

字
。
◎
清
‘
張
絞
(
4
|
9
8
1
2
 :
 4
2
4
)

の
字
。
◎
清
、
劉

鳴
玉
(
2
ー

2
2
2
4
:
 1
3
3
5
)

の
琥
°
R
林
憩
の
琥
。
林
鳳
岡

(
6
-
1
4
5
5
1
 :
 4
3
1
)
を
見
よ
。

〖
鳳
岡
墟
〗2
3
[
5
ヵ
？
地
名
。
0
江
西
省
南
康
縣
の
東

北
。
章
水
の
濱
。

0
江
西
省
臨
川
縣
の
南
。
連
焚
水
の

束
岸
。
参
廣
東
省
南
海
縣
の
東
北
、
石
門
水
の
東
。

〖
鳳
岡
先
生
〗2
4
努
翌
宋
‘
陳
発
學

(
1
1ー
4
1
6
9
8:
8

 

0
5
)

の
尊
稽
。

【
鳳
綱
】
25

悶
後
漢
、
漁
陽
の
人
。
常
に
‘
百
草
の
花
を

採
つ
て
、
水
漬
け
に
し
‘
之
を
泥
に
て
封
じ
、
百
日
間
埋

め
、
九
火
に
て
煎
じ
た
る
を
服
す
。
た
め
に
散
百
歳
に

至
る
も
老
い
ず
。
後
‘
仙
去
す
。
〔
神
仙
傭
〕
。

[
鳳
閣
】
26
五

'
[
O唐
代
、
中
書
省
の
異
名
。
〔
唐
書
‘
百
官

志
〕
中
書
省
。
〔
注
〕
光
宅
元
年
‘
改
1

一
中
書
省
石
i
-

―
鳳
閣
↓

●
立
派
な
棲
閣
を
い
ふ
。
〔
江
滝
‘
為
二
齊
王
―
謝
二
冤
旋

諸
法
物
一
表
〕
鳳
閣
因
レ
此
而
神
‘
環
都
由
レ
サ
絃
而
麗
゜
〔
謝

震
運
‘
擬
1

一
魏
太
子
鄭
中
集
寄
T

原
侯
植
詩
〕
朝
遊
登
二

鳳
閣
百
1

暮
集
"
華
沼
↓
鬱
高
官
を
い
ふ
。
〔
琵
琶
記
‘
孝

婦
題
レ
僕
〕
我
那
相
公
‘
雖
レ
居
―
―
鳳
閣
鸞
声
烹
常
在
―
―
螢

窟
雪
案
↓
R
中
務
省
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕
中
務
省
、
産
fil.,

唐
中
書
省
一
又
琥
―
―
鳳
閣
一

〖
鳳
閣
王
氏
〗2
7
誘
り
ク
唐
の
王
繹
の
従
昆
弟
四
人
が

鳳
閣
含
人
と
な
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
賓
賓
録
〕
鳳
閣
王

氏
、
唐
王
繹
従
毘
弟
四
人
‘
皆
擢
進
士
云
手
鳳
閣
含

人
蒔
絨
鳳
閣
王
氏
↓

【
鳳
轄
】
28

焚
車
轄
上
の
鳳
凧
。
〔
嘉
話
鋒
〕
傭
記
所
レ

博
‘
漢
宣
帝
以
一
正
＇
蓋
車
一
乗
如
竺
大
将
軍
霰
光
一
云

云
‘
至
レ
夜
、
車
轄
上
金
鳳
皇
輻
亡
去
、
莫
レ
知
レ
所
レ
之
‘

至
レ
瞭
乃
還
‘
云
云
‘
後
南
郡
黄
君
仲
‘
北
山
羅
レ
鳥
‘
得
二

鳳
皇
子
丁
入
レ
手
化
帥
成
―
―
紫
金
ご
広
云
、
後
藪
日
‘
君
仲

詣
レ
闘
‘
上
1

一
金
鳳
皇
子
―
云
‘
云
云
‘
帝
聞
而
疑
レ
之
、
以

置
承
露
盤
上
工
俄
而
飛
去
‘
帝
使
レ
尋
レ
之
‘
直
入
―
―
光

家
工
丑
直
轄
上
五
品
竺
信
然
↓
帝
取
"
其
車
芦
匹
遊
行
一

輻
采
御
之
ご
ぎ
＿
帝
崩
一
鳳
皇
飛
去
‘
莫
袖
レ
所
レ
在
‘
岱

康
詩
云
‘
翻
翻
鳳
翻
逢
―
―
此
網
羅
↓
正
謂
盆
此
也
。

【
鳳
眼
】
四
努
〇
鳳
凰
の
眼
。

0
人
相
學
上
‘
或
る
相
を

備
へ
た
眼
の
名
°
〔
一
―
-
オ
圏
會
、
身
罷
、
人
相
類
‘
眼
岡
‘

鳳
眼
〕
鳳
眼
‘
波
長
貰
自
成
‘
影
光
秀
氣
又
紳
清
‘
聰
明
智

慧
功
名
遂
‘
抜
莱
超
群
堅
―
―
衆
英
異
ぷ

O
琵
琶
の
腹
板
の

表
の
半
月
状
の
穴
。
我
が
國
で
は
半
月
と
呼
ぷ
゜
〔
明
會

典
〕
琵
琶
一
把
‘
毎
把
以
―
―
徴
刀
木
〖

t
レ
質
‘
梓
木
面
板
‘

鳳

眼

二

。

「

ん

ご

。

頻

婆

。

〖
鳳
眼
果
〗3
0芯
n
g
'
y
e
n
'
k
u
o
3

廣
東
産
の
ぺ
に
り

〖
鳳
眼
草
〗31
誘
ガ
ノ
椿
樹
の
上
に
叢
生
す
る
と
い
ふ

英
の
名
。
〔
本
草
‘
椿
樗
〕
英
‘
繹
名
‘
鳳
眼
草
‘
附
方
‘
洗
レ

頭
明
レ
目
、
用
1

一
鳳
眼
草
一
郎
椿
樹
上
叢
生
英
也
。

〖
鳳
眼
窟
〗32誘
ガ
／
鳳
眼
の
形
を
し
た
ま
ど
。
〔
寄
箱

雑
記
〕
龍
道
千
築
―
―
室
於
積
土
坊
↓
編
レ
藤
作
―
―
鳳
眼
窟
↓

【
鳳
街
】
33

努
〇
鳳
凰
が
口
に
く
は
へ
る
。
〔
戎
竪
‘
贈
ニ

草
況
徴
茸
詩
〕
身
欲
レ
逃
レ
名
名
自
瀦
‘
鳳
街
1
1

丹
詔
―

降
茅
茨
↓
〔
羅
隠
、
送
汲
州
使
君
一
詩
〕
鳳
街
泥
詔
―

辟
1

一
丹
闘
五
鴫
椅
1

霜
風

L
士
霊
旗
↓
〇
鳳
凰
の
く
は
ヘ

て
ゐ
る
も
の
。
み
こ
と
の
り
。
詔
勅
。
古
‘
詔
書
を
木
製

の
鳳
凰
の
口
に
街
へ
さ
せ
た
故
事
に
よ
る
。
鳳
詔
。
〔
東

鑑
〕
文
治
四
年
四
月
九
日
、
紆
訴
之
趣
‘
責
而
有
レ
餘
‘

加
レ
之
如
1

一
風
聞
一
書
、
前
民
部
小
輔
甚
成
、
井
秀
衡
法
師

子
息
泰
衡
等
、
卑
ハ
―
―
彼
巣
悪
盃
既
背
二
鳳
衡
ぶ
,
.
,
掠
陸
奥

出
利
之
雨
州
ぶ
翌
出
國
街
庄
家
之
使
者
↓

【
鳳
巖
】
34

努

明

、

黄

甲
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
5
2
)

の
琥
゜

【
鳳
紀
】
35

狂
ヴ
ー
帝
王
に
開
す
る
記
録
。
―
帝
紀
。
〔
梁
簡
文

帝
‘
大
愛
敬
寺
刹
下
銘
〕
功
昭
二
鳳
紀
五
徳
契
―
―
雲
名
一
〔
杜

甫
、
千
秋
節
有
レ
感
詩
〕
鳳
紀
編
1

圧
古
只
龍
池
堕
―
―
劫
灰
↓

[
鳳
起
】
36

↓
O
鳳
凰
の
や
う
に
飛
ぴ
た
つ
。
〔
張
華
‘

籠
史
曲
〕
龍
飛
逸
1

一
天
路
面
宍
起
出
―
―
秦
脳
一
〔
劉
峻
‘
緋

命
論
〕
敬
通
鳳
起
‘
播
二
迅
闘
於
風
穴

-
0北
周
‘
蒋
昇

(
9
ー

3
1
8
2
0

:

 6
0
)

の
字
。

【
鳳
葵
】
37

”
草
の
名
。
〔
洞
冥
記
‘
-
―
-
〕
有
1

一
鳳
葵
草
五
i
]

丹
‘
莱
長
四
寸
‘
味
甘
‘
久
服
令
ー
一
人
身
軽
‘
肌
滑
-

【
鳳
旗
】
3
8
i
ゥ
鳳
凰
の
飾
り
の
あ
る
は
た
。
〔
史
記
‘
李

斯
傭
〕
建
1

一
翠
鳳
之
旗
ぶ
E
-
―
震
罷
之
鼓
↓
〔
唐
書
‘
儀
衛

志
上
〕
第
一
鳳
旗
除
、
第
二
飛
黄
旗
除
。

【
鳳
儀
】
39

丸
〇
鳳
凰
の
儀
容
。
鳳
凰
に
儀
容
あ
る
は

太
平
の
し
る
し
と
さ
れ
た
。
〔
書
‘
盆
稜
〕
籟
詔
九
成
、

鳳
皇
来
儀
。
〔
傭
〕
儀
‘
有
"
容
儀
↓
〔
説
苑
‘
琲
物
〕
於
レ

是
乃
問
"
天
老
一
日
、
鳳
儀
何
如
、
天
老
日
、
云
云
、
延
レ
頸

奮
レ
翼
、
五
光
備
拳
、
光
興
"
八
風
一
氣
降
―
一
時
雨
↓
此
謂
1-

鳳
像
＾
〇
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
大
理
縣
の
東
南
。

河
海
の
東
南
岸
。

0
山
名
。
雲
南
省
鳳
俄
縣
の
西
。
働
字

舅
④
明
‘
胡
九
詔
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 4
3
4
)

の
字
。
＠
明
‘
爾

詔
(
9
ー

3
2
0
 1
2
 :
 1
9
5
)

の
字
。
《
）
明
‘
張
翻
(
4
ー

9
8
1
2
:
 

1
3
0
)

の
字
。
＠
明
、
丁
鍾
(
1
ー

2

:

1
9
7
)

の
字
。
⑮
明
、
彰

詔
(
4
ー

1
0
0
0
3
:
 7
8
)

の
字
。

【
鳳
丘
】
40

認
明
‘
尤
求
(
4
ー

7
5
4
3
:
 1
6
)

の
琥
。

13387 
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〖
鳳
丘
山
〗4
1ぢ
キ
ウ
山
名
。
蝠
建
省
間
侯
縣
の
東
。
〔
輻
【
鳳
丸
】

4
8な
四
鳳
凰
の
卵
。
鳳
卵

(
1
8
8
)

に
同
じ
。
〔
呂

州
府
志
〕
宋
初
影
栢
修
二
慎
於
此
玉
在
塾
鶴
林
↓
朱
子
嘗
覧
、
本
味
〕
流
沙
之
西
‘
丹
山
之
南
‘
有
1

一
鳳
之
丸
↓
〔
注
〕

責

鳳

丘

鶴

林

四

大

完

刻

応

巖

壁

↓

丸

、

古

卵

字

。

【
鳳
學
]
4
2

悶
〇
使
臣
が
命
を
受
け
て
遠
行
す
る
の
【
鳳
誓
】
49

袴
高
い
ま
げ
。
〔
炎
穀
子
〕
文
王
時
名
―
―
鳳

を
‘
鳳
凰
の
飛
翔
す
る
の
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
班
固
‘
功
誓
五
始
皇
時
名
―
―
望
仙
↓
〔
錢
惟
善
、
消
,
,
光
明
寺
1

詩
〕
左

徳
論
〕
朱
軒
之
使
‘
鳳
攣
F

子
龍
堆
之
表
↓
〔
飽
照
、
河
清
瞭
,
,
剣
戟
龍
門
並
下
幸
匹
冠
巾
―
鳳
髯
雙
゜

頌
序
〕
無
レ
辱
,
,
鳳
學
之
使
ニ
震
怪
不
レ
召
而
自
彰
。
〔
陸
【
鳳
懃
】
50

雰
婦
人
の
冠
の
名
。
又
‘
鳳
頭
畦
(
1
4
9
)

を

機
、
演
連
珠
〕
金
碧
之
巖
、
必
辱
―
―
鳳
摯
之
使
↓

0
高
く
い
ふ
。
〔
元
史
‘
請
築
志
五
函
禾
隊
〕
壽
星
除
‘
云
云
‘
次

あ
が
り
遠
く
行
く
こ
と
。
又
‘
退
隠
し
て
遠
方
に
避
け
八
除
‘
婦
女
一
―
十
人
‘
冠
,
,
鳳
憩
冠
・
翠
花
細
↓

る
こ
と
。
〔
劉
款
‘
甘
泉
宮
賦
〕
廻
1

一
天
門
1

而
鳳
欅
‘
躁
―
―
黄
【
鳳
穴
】
51

雰
詩
文
の
オ
の
あ
る
者
の
集
ま
つ
て
ゐ
る

帝
之
明
庭
↓
〔
曹
植
、
王
仲
宣
誅
〕
倉
然
鳳
學
、
遠
馘
1

一
荊
所
を
い
ふ
。
〔
庚
信
‘
謝
―
―
膝
王
集
序
―
啓
〕
鳳
穴
歌
臀
‘
鸞

翌
0
四
邊
に
勢
威
を
振
ふ
こ
と
。
雄
飛
す
る
こ
と
。
林
舞
曲
。
〔
北
史
、
文
苑
博
序
〕
曹
王
陳
玩
、
負
―
―
宏
術
之

〔
堕
鐵
論
‘
國
病
〕
高
皇
帝
龍
二
飛
鳳
箪
於
宋
楚
之
間
〇
思
一
挺
棟
幹
於
郡
林
涵
呻
陸
張
左
、
檀
移
麓
之
オ
玉
飾
―
―

昇
進
す
る
こ
と
。
出
世
。
〔
顔
延
之
、
五
君
詠
詩
‘
向
常
利
儀
於
鳳
穴
↓
〔
杜
甫
よ
奉
二
贈
鮮
千
京
兆
―
詩
〕
鳳
穴
雛

侍
〕
交
呂
既
鴻
軒
‘
攀
岱
亦
鳳
摯
。

O
舞
の
さ
ま
の
形
皆
好
‘
龍
門
客
又
新
。

容
。
〔
庚
信
‘
看
レ
舞
詩
〕
鸞
廻
不
レ
仮
レ
學
‘
鳳
學
自
相
隅
。
【
鳳
頷
】
52

焚
清
‘
ザ
氾
永
棋
（
9
ー

3
0
8
3
4
:
 1
4
3
)

の
字
。

0
明
‘
張
利
（
泰
輿
の
人
）
（
4
ー

9
8
1
2
:
 4
1
)

の

字

。

【

鳳

閥

】
5
3
"
”
〇
宮
城
の
御
門
。
雨
観
の
上
に
銅
製
の

【
鳳
吟
】
43

焚
鳳
凰
が
う
た
ふ
。
又
、
鳳
凰
の
如
き
臀
調
鳳
凰
を
飾
り
つ
け
て
あ
る
か
ら
い
ふ
。
鳳
門
。
〔
史
記
‘

で
歌
ふ
。
竹
の
臀
を
喩
へ
て
い
ふ
。
武
帝
紀
〕
其
東
則
鳳
闘
‘
高
二
十
餘
丈
゜
〔
漢
書
‘
郊
祀
志

【
鳳
冠
】
44

注
戸
〇
鳳
凰
の
頭
上
に
突
出
し
て
ゐ
る
毛
。
下
〕
鳳
閥
‘
高
二
十
餘
丈
゜
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
建
章
鳳

〔
拾
遺
記
‘
六
‘
前
漢
下
〕
宣
帝
地
節
元
年
‘
架
浪
之
東
‘
関
‘
紳
明
駁
娑
。
〔
漢
書
‘
束
方
朔
博
〕
今
陛
下
以
1

一
城
中
一

有
脅
明
之
國
ご
来
貢
―
―
其
方
物
ご
言
‘
其
郷
在
―
―
扶
桑
之
為
レ
小
、
圏
下
起

1一
建
章
工
左
―
―
鳳
闘
工
右

1一
神
明
涵
品E
•千

稟
云
云
‘
有
二
鳳
冠
粟
ぶ
竪
鳳
鳥
之
冠
「
食
者
多
レ
カ
。
門
拭
戸
LO

〔
注
〕
師
古
日
‘
鳳
闘
‘
醐
名
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕

●
婦
人
の
用
ひ
た
冠
の
名
。
漢
代
以
後
、
太
皇
大
后
以
設
―
―
璧
門
之
鳳
闘
ェ
上
狐
稜
而
棲
1

一
金
爵
↓
〔
顔
延
之
、
三

下
皇
妃
等
が
之
を
用
ひ
‘
随
装
用
と
平
服
用
と
の
別
を
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
方
且
下
排
-
―
鳳
闘
ー
以
高
滞
、
開
―
―
爵

生
じ
た
。
又
、
身
分
あ
る
家
の
婦
人
が
用
ひ
る
こ
と
や
、
園
一
而
廣
宴
3

〔
闊
中
記
〕
建
章
宮
圃
闘
臨
,
,
北
道
工
有
公
立

平
民
が
嫁
姿
の
時
に
用
ひ
る
こ
と
も
、
相
常
古
く
か
ら
鳳
在
―
―
闘
上
ぶ
瓜
琥
―
―
鳳
闘
ふ
3

。
O
輯
じ
て
、
宮
城
を
い

行
は
れ
た
。
其
の
制
式
が
時
代
に
よ
り
用
ひ
る
階
級
に
ふ
。
〔
李
白
‘
成
と
時
留
―
―
別
従
兄
徐
王
延
年
・
従
弟
延
陵
1

よ
っ
て
異
な
る
の
は
勿
論
で
あ
る
。
〔
拾
遺
記
‘
九
‘
晉
詩
〕
冠
剣
朝
二
鳳
関
占
懐
船
侍
―
―
龍
池
一

時
事
〕
使
T

翔
風
調
レ
玉
以
付
二
玉
人
云
竺
倒
龍
之
颯
一
【
鳳
縣
】
54

焚
縣
名
。
明
、
置
く
。
陳
西
省
朋
墳
縣
の
西

榮
レ
金
為
・
鳳
冠
之
叙
い
〔
明
會
典
〕
皇
妃
常
服
1

一
云
云
‘
或
北
。
白
水
江
の
支
派
の
東
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘

花

叙

鳳

冠

↓

漢

中

府

〕

鳳

縣

、

漢

武

都

郡

之

故

道

縣

、

云

云

、

後

周

際

レ

【
鳳
管
】
46

読
ノ
笙
を
い
ふ
。
〔
鮒
照
‘
登
―
―
瞳
山
一
望
―
―
石
郡
改
レ
州
日
,
,
鳳
州
ご
ム
云
‘
宋
復
日
―
鳳
州
一
元
以
附
郭

門
詩
〕
傾
聰
鳳
管
賓
‘
緬
望
釣
龍
子
。
〔
沈
約
‘
侍
―
―
宴
梁
泉
縣
一
省
入
、
明
初
改
レ
州
為
レ
縣
゜
〔
清
史
稿
、
地
理

築
湘
苑
餞
―
―
徐
州
刺
史
應
詔
詩
〕
沃
若
動
,
,
龍
駿
「
参
志
〕
挟
西
‘
漢
中
府
‘
縣
八
、
鳳
゜

差
凝
1

一
鳳
管
↓
〔
皇
甫
寺
‘
捷
好
怨
詩
〕
花
枝
出
↓
一
建
章
i

【
鳳
語
】
5
5
t
ヴ
た
へ
な
る
昔
築
、
高
尚
な
會
話
を
い
ふ
。

鳳
管
登
1

一

朝

陽

↓

〔

飽

溶

、

會

仙

歌

〕

軽

軽

渫

澤

‘

龍

言

鳳

語

何

従

容

。

〔

齋

〖
鳳
管
鸞
笙
〗4
7
焚
ク
切
北
京
人
の
愛
養
す
る
菊
花
の
己
‘
風
琴
引
〕
―
一
宮
商
在
―
素
空
｀
ば
鳴
鳳
語
細
―
梧
桐
一

一
種
。
〔
燕
京
歳
時
記
、
九
花
山
子
〕
謹
按
、
日
下
藷
聞
【
鳳
口
】
56

読
〇
鳳
凰
の
口
。
又
、
木
製
の
鳳
凧
‘
或
は

考
‘
云
云
‘
蓋
京
師
之
菊
種
極
繁
‘
云
云
‘
鳳
管
鸞
笙
゜
鳳
毀
(
5
8
)

な
ど
の
口
。
〔
鄭
中
記
〕
石
虎
詔
書
著
二
鳳
口

鳥

部

雪
一
聾
〕

鳳

中
-
〔
燕
子
箋
、
思
奔
〕
叙
符
鳳
口
卿
、
釧
腎
鮫
絲
舘
。

O

地
名
。
〔
白
居
易
‘
汎
―
―
小
綸
ニ
―
首
詩
〕
亜
竹
胤
藤
多
照
レ

岸
‘
如
紐
竺
鳳
口
両
属
州
Jco

【
鳳
谷
】
57

焚
字
琥
。

O
林
信
言
の
琥
。
林
鳳
谷
(
6ー

1
4

5
5
1
 :
 4
3
2
)
を
見
よ
。

0
小
野
寺
謙
篤
の
琥
。
小
野
寺
鳳

谷
(
4
1
7
4
7
3
 :
 1
6
0
7
)
を
見
よ
。

【
鳳
毀
】
58

悶
鳳
凰
の
飾
あ
る
か
ん
ざ
し
。
〔
中
華
古

今
注
‘
欽
子
〕
蓋
古
箱
之
遺
像
也
‘
至
―
―
秦
穆
公
冨
竺
象

牙
為
レ
之
‘
敬
王
以
取
瑣
為
レ
之
‘
始
皇
又
以
―
―
金
銀
一

作
鳳
題
以
取
糧
為
緬
‘
琥
旦
鳳
奴
↓
〔
李
洞
‘
贈
―
―

入
内
供
奉
偏
詩
〕
因
逢
夏
日
西
明
講
‘
不
レ
覺
宮
人
抜
1
1

鳳

毀

↓

「

9
)

を
見
よ
。

【
鳳
齋
】
59

袴
蒔
田
貞
の
琥
。
蒔
田
鳳
齋
(
9
-
3
1
5
4
6
:
 

[
鳳
巣
】
60

誘
鳳
凰
が
す
く
ふ
。
又
‘
鳳
凰
の
巣
。
又
、
鳳

池
(
1
3
1
)

に
由
来
し
て
、
中
書
省
ま
た
は
禁
中
を
い
ふ
。

〔
包
倍
‘
奉
―
―
和
柳
相
公
中
書
ニ
―

-9懐
詩
〕
鳳
巣
方
得
レ

地
、
牛
喘
最
隅
レ
心
。
〔
劉
馬
錫
‘
闘
下
待
l

―
博
貼
白
ぎ
諸

同
合
詩
〕
殿
含
"
佳
氣
魯
竺
龍
首
面
四
四
晴
天
一
見
1

一鳳

巣
↓
〔
李
商
隠
贈
―
―
劉
司
戸
貨
詩
〕
萬
里
相
逢
歓
復
泣
‘

鳳

巣

西

隔

九

重

門

。

「

2
)

の
琥
゜

〖
鳳
巣
山
樵
]
6
1
焚
苓
清
、
呉
慈
鶴

(
2
|3
3
6
5
 :
 6
3
 

【
鳳
路
】
62

誘
鳳
の
や
う
に
ま
ふ
°
〔
鮒
照
‘
舞
鶴
賦
〕
始

連
軒
以
鳳
踏
‘
終
宛
輯
而
龍
躍
。

【
鳳
藻
】
63

誘
立
派
な
文
章
を
い
ふ
。
〔
慮
照
部
‘
秤
疾

文
‘
聰
若
〕
謁
―
―
龍
旅
於
武
帳
面
竺
鳳
藻
於
文
昌
↓
〔
李

白
‘
夏

H
諸
従
弟
登
―
―
汝
州
龍
興
閣
―
序
〕
営
』
揮
―
―
爾
鳳

藻
ぶ
炉
予
霞
腸
lco

〔
楊
菱
、
詩
〕
援
レ
奄
飛
―
―
鳳
藻
↓

【
鳳
山
】
64

焚
〇
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
も
と
鳳
山
土
州
。

廣
西
省
凌
雲
縣
の
東
。
酔
江
の
支
流
な
る
豪
淫
の
東

岸。

0
山
名
。
④
河
北
省
井
阿
縣
。
石
炭
の
産
地
。
＠
山

東
省
束
平
縣
゜
〔
廣
輿
記
〕
山
東
尭
州
府
東
平
州
有
二
鳳

山
「
林
木
希
蔽
‘
菜
若
會
錦
↓
◎
浙
江
省
寧
海
縣
の
南
。

明
、
山
上
に
城
を
建
つ
。
舎
幅
建
省
晉
江
縣
の
東
北
。
一

名
‘
皇
績
山
。
明
の
嘉
靖
三
十
七
年
、
倭
寇
‘
鳳
山
・
清
源

山
を
掠
め
、
南
安
を
侵
す
。
R
湖
北
省
那
城
縣
の
東
。
大

冶
縣
と
界
を
接
す
。
一
名
、
鳳
棲
山
。
〔
太
平
衰
宇
記
〕
呉

建
興
中
、
鳳
凰
降
レ
此
、
因
名
、
山
有
―
―
石
鼓
「
鳴
則
雨
降
。

8
湖
北
省
通
城
縣
の
東
。
R
四
川
省
井
研
縣
゜
〔
廣
輿

記
〕
四
川
成
都
府
井
研
縣
、
有
―
―
鳳
山
云
峯
轡
起
伏
‘
状

如
レ
鳳
。
R
四
川
省
巫
淫
縣
。
又
、
東
山
と
い
ふ
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
四
川
‘
曖
州
府
、
大
寧
縣
〕
鳳
山
‘
縣
治
東
‘

一
名
東
山
、
木
石
蒼
翠
、
景
物
幽
絶
。
⑨
廣
西
省
東
蘭
縣

の
西
。
R
貴
州
省
違
儀
縣
。
参
清
‘
渦
洲
の
人
。
琥
は
馬

門
。
光
緒
中
。
四
鎮
新
軍
を
穂
統
す
。
宣
統
中
、
廣
州
将

軍
に
至
り
‘
國
民
窯
に
炸
斃
せ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百

七
十
五
〕
゜
R
明
‘
朱
應
詳
(
6
ー

1
4
4
2
4

：
 
6
8
1
)

の
琥
゜

〖
鳳
山
先
生
〗6
5
焚
iし
宋
、
呂
人
龍

(
2
|3
3
8
6
 :
 2
I
 

8
)

の

尊

梢

。

「

O
)

の
室
名
。

〖
鳳
山
別
壁
〗6
6
焚
召
宋
‘
曾
宏
父

(
6ー
1
4
2
9
9:
 1
8
 

〖
鳳
山
設
治
局
〗6
7
迂
衿
ャ
ヨ
ク
民
國
‘
置
く
。
渦
洲
黒
龍

江
省
通
河
縣
の
北
。
大
通
河
の
西
岸
。

【
鳳
子
】
68

ベ
ゥ
●
玄
鳥
の
卵
。
〔
請
‘
月
令
‘
至
之
日
以
1-

太
手
祠
年
1

子
高
媒
五
疏
〕
絨
簡
狭
呑
二
鳳
子
一
之
後
、
後
王

貸
謀
官
石
嘉
祥
祀
レ
之
、
以
配
に
帝
‘
謂
―
―
之
高
謀
↓

0
大

ぎ
い
峡
蝶
。
あ
げ
は
て
ふ
。
・
鳳
車
。
鳳
蝶
。
瑣
堺
代
酔

編
怒
―
―
―
十
九
に
見
ゆ
。
〔
古
今
注
‘
魚
品
〕
鋏
蝶
‘
云
云
‘

大
如
↓
―
蝙
蝠
―
者
‘
或
黒
色
‘
或
肖
斑
、
名
為
―
―
鳳
子
―
―

名
鳳
車
。
〔
沈
約
‘
十
詠
‘
領
邊
繍
詩
〕
榮
絲
飛
―
―
鳳
子
一

結
棲
坐
二
花
兒
↓
〔
韓
但
‘
深
院
詩
〕
鶉
兒
暖
暁
梧
黄
紫
‘

鳳
子
軽
盈
腺
粉
腰
。

【
鳳
史
】
69

屯
道
士
の
籠
史
(
8
ー

2
6
5
6
0
:
 8
)

を
い
ふ
。

籠
を
善
く
し
鳳
嗚
を
な
し
た
か
ら
い
ふ
。
〔
略
賓
王
‘

代
―
―
女
道
士
王
璽
妃

g竺
道
士
李
榮
―
詩
〕
壼
前
鏡
影

住
仙
蛾
↓
棲
上
籠
臀
譴
一
鳳
史
↓
〔
本
朝
文
梓
‘
七
、
小
野

直
奉
治
大
臣
ー
〕
身
非
―
―
鳳
史
五
吹
レ
篇
猶
拙
゜

〖
鳳
史
吹
レ
籠
〗
7
0
誘
む
フ
ク
秦
の
穆
公
の
時
、
蒲
史
と

い
ふ
者
が
善
＜
籠
を
吹
き
‘
鳳
凰
の
鳴
き
臀
を
な
し
た

と
い
ふ
故
事
。
鳳
女
祠
(
2
4
2
)

を
見
よ
。

【
鳳
至
】
71

位
〇
鳳
凰
が
来
る
。
〔
曹
植
、
雨
儀
篇
〕
―
帝
者

化
入
総
贅
属
物
和
,
,
陰
陽
「
鳳
至
―
―
河
箪
翔
。
●

名
能
登
國
の
郡
名
。

【
鳳
枝
】
72

岱
〇
鳳
凰
の
棲
む
枝
゜
〔
杜
甫
、
秋
興
詩
〕
香

稲
啄
餘
魏
鵡
粒
、
碧
梧
棲
老
鳳
凰
枝
゜
〇
清
‘
章
宗
源
(
8

-
2
5
7
6
1
 :
 2
1
6
)

の
琥
°

【
鳳
姿
】
73

ベ
，
氣
高
い
姿
。
〔
晉
書
‘
岱
康
傭
〕
（
康
）
土
二
木

形
骸
云
丁
自
藻
飾
↓
人
以
為
,
,
龍
章
鳳
姿
、
天
質
自
然
↓

【
鳳
紙
】
＂
岱
詔
勅
な
ど
を
書
く
紙
。
〔
藷
唐
書
、
雀
胤

博
〕
観
綸
言
於
鳳
紙
↓
若
レ
面
丼
涵
空
〔
李
商
隠
、
碧
城

詩
〕
検
輿
―
―
神
方
嘉
が
駐
景
硲
収
将
1

一
鳳
紙

5
竺
相
思
↓

【
鳳
嘴
】
75

岱
に
か
は
。
古
は
鳳
の
嘴
を
煮
て
作
っ
た

七
九

13388 



(46671・ ・76)一 (46671・・100)

鳥

部

〔
三
董
〕

鳳

と
い
ふ
。
鳳
喉
゜
〔
海
内
十
洲
記
〕
鳳
麟
洲
‘
云
云
‘
亦
多
n

仙
家
て
上
多
1

一
鳳
麟
る
杢
鳳
喉
及
麟
角
公
口
煎
作
レ
膏
゜

〖
鳳
嘴
刀
〗7
6
5弯鳳
の
嘴
に
似
た
形
の
刀
。
〔
武
備

志
、
刀
、
鳳
嘴
刀
圏
〕
右
手
刀
、
一
菊
刀
、
柄
如
レ
剣
、
悼
刀
‘

刃
首
上
闊
、
長
柄
施
レ
鎗
‘
屈
刀
、
刃
前
銃
、
後
斜
間
、
長

[
5
 

柄
施
レ
鎗
‘
其
小

"
ビ
ー
圏
ぽ

間
健
躙
者
、
競
為
1

一
異
製
百
笞
日
表
。

【
鳳
字
】
77

岱
〇
凡
鳥
の
隠
語
。
．
鳳
字
を
分
折
す
れ
ば

凡
鳥
と
な
る
。
凡
庸
な
る
人
を
嘲
る
語
。
〔
世
説
新
語
、

簡
傲
〕
岱
康
興
石
只
女
善
、
毎
二
相
思
一
千
里
命
涵
t

、

安
後
来
、
値
,
,
康
不
；
在
、
喜
出
レ
戸
延
レ
之
、
不
レ
入
‘
題
―
―

門
上
1

作
―
―
鳳
字
1

而
去
、
喜
不
レ
覺
、
猶
以
為
n

―
欣
故
作
―
―

鳳
字
ず
凡
鳥
也
。
●
鳳
凰
の
牝
を
い
ふ
。
皇
太
后
・
皇
后

な
ど
を
之
に
比
す
。
字
は
め
す
。
〔
宋
史
、
築
志
十
三
‘
煕

寧
皇
太
后
冊
賓
築
章
〕
燻
煙
鳳
字
‘
玉
氣
宛
延
。

〖
鳳
字
牌
〗7
8
f
勺
牌
の
名
。
〔
夢
遊
録
〕
王
生
西
施
挽

詞
云
、
西
望
羹
王
隅
一
雲
書
鳳
字
牌
↓

〖
題
凪
字

IJi!(;.~ 

ヲ
他
人
の
門
な
ど
に
鳳
の
字
を

書
き
つ
け
る
こ
と
。
人
を
愚
弄
す
る
意
。
鳳
字
の

O
を

見
よ
。

〖
鳳
字
是
凡
鳥
〗79
努
紗
がn
レ
鳳
字
の
●
を
見
よ
。

【
鳳
兒
】
80

吟
鳳
凰
の
子
。
非
常
に
優
れ
て
賢
い
小
兒
。

鳳
雛
゜
〔
指
月
録
〕
龍
生
二
龍
子
面

gぎ
鳳
兒
↓
〔
庚
信
‘

楊
柳
歌
〕
可
ゐ
憐
巣
裏
鳳
凰
兒
、
無
レ
故
営
年
生
別
離
。

【
鳳
州
】
81

衿
州
名
。
●
北
周
、
置
く
。
峡
西
省
鳳
縣
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
陳
西
、
漢
中
府
〕
鳳
縣
、
漢
武
都
郡
之

故
道
縣
、
東
晉
時
為
―
―
仇
池
氏
所
猛
憚
、
後
魏
置
―
―
梁
泉
縣

及
固
道
郡
於
此
一
又
置
11

南
岐
州
一
西
魏
改
レ
郡
曰
二
饒

慎
五
後
周
際
品
郡
改
レ
州
、
為
―
―
鳳
州
↓
●
遼
‘
置
く
。
涌
洲

遼
寧
省
境
内
の
科
爾
沿
部
の
左
翼
後
旗
の
治
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
山
東
、
遼
東
都
指
揮
使
司
、
三
萬
衛
〕
畷
鳳

州
、
在
,
,
故
韓
州
北
二
百
里
る
遼
置
。

〖
鳳
州
柳
〗
門
窃
枯
蜀
主
が
江
南
と
結
婚
す
る
時
得

た
柳
の
名
。
〔
宋
詩
紀
事
引
、
方
輿
勝
覧
〕
曾
極
金
陵
百

詠
鳳
州
柳
詩
、
蜀
主
函
封
遣
使
時
‘
芳
根
元
自
,
,
鳳
州
1

移
、
柔
夷
蘊
酪
今
安
在
、
唯
有
―
―
青
絲
一
掃
レ
地
垂
‘
注
云
‘

鳳
州
柳
、
蜀
主
興
―
―
江
南
ー
結
婚
時
‘
求
得
二
其
種
ゴ
属
州

出
,
,
手
柳
酒
↓

【
鳳
洲
】
83

衿
字
琥
。
●
明
、
王
世
貞
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
7
6
 

3
)

の
琥
。
●
清
、
孫
齊
砦
(
8
1
6
9
8
7
 :
 4
6
2
)

の
字
。

【
鳳
敗
】
85

吟
鳳
凰
が
翼
を
を
さ
め
る
。
縛
じ
て
、
優
れ

た
人
が
己
の
優
秀
さ
を
人
目
に
つ
か
ぬ
や
う
に
か
く

す
喩
゜
〔
晉
書
、
慕
容
超
載
記
〕
龍
潜
鳳
敗
、
和
光
同
塵
。

〔
陸
機
、
漢
高
祖
功
臣
頌
〕
恰
＂
顔
高
覧
、
弾
レ
翼
鳳
賎
。

〔
陵
雲
、
逸
民
賦
〕
遵
レ
渚
龍
見
、
在
レ
林
鳳
敗
。

【
鳳
車
】
86

吟
●
天
子
の
み
く
る
ま
。
〔
漢
官
菌
簿
圏
〕

鳳llll 典會清大）車

乗
輿
大
駕
‘
則
御
鳳
凰
車
百
竺
金
根
一
為
レ
列
。
●
仙
人

の
乗
る
車
。
五
鳳
車
。
〔
張
籍
、
同
T

巖
給
事
聞
n

一
唐
昌
観

玉
蕊
近
有
,
,
仙
過
一
因
成
＊
絶
句
上
詩
〕
九
色
雲
中
紫
鳳

車
、
尋
レ
仙
来
到
洞
仙
家
。
●
大
き
い
峡
蝶
の
異
名
。
鳳

子
。
〔
古
今
注
、
魚
晶
〕
鋏
蝶
、
一
名
鳳
車
。

【
鳳
笙
】
87

扮
ゥ
笙
の
美
稽
。
笙
は
鳳
凰
の
形
に
象
つ
て

作
ら
れ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
風
俗
通
‘
笙
〕
笙
、
長
四
寸
‘
十
二

貰
像
鳳
之
身
面
月
之
昔
也
。
〔
梁
簡
文
帝
、
祠
11

伍
貝

廓
詩
〕
行
濠
承
―
―
椒
霙
一
按
歌
雑
―
―
鳳
笙
↓
〔
李
白
‘
鳳

吹
笙
曲
〕
玉
京
追
逗
幾
千
里
‘
鳳
笙
去
去
無
,
,
窮
已
↓
〔
韓

愈
、
誰
氏
子
詩
〕
或
云
欲
レ
學
レ
吹
―
―
鳳
笙
一
所
レ
慕
霊
妃

漉
t

―
蒲
史
↓
〔
宋
史
、
業
志
四
〕
列
―
―
其
管
―
為
レ
籠
‘
棗
―
―
其

管
A
局
レ
笙
‘
鳳
皇
子
飛
‘
篇
則
象
レ
之
、
鳳
皇
戻
止
‘
笙
則

象

レ

之

。

「

の

室

名

。

〖
鳳
笙
閣
〗88”t
,
'
ヤ
ヴ
明
、
凌
約
言
(
2ー
1
6
6
9:
 1
5
3
)
 

〖
鳳
笙
曲
〗89衿
裕
が
築
府
江
南
弄
の
曲
。
梁
、
武
帝
の

作
。
〔
築
府
詩
集
、
清
商
曲
辞
、
江
南
弄
‘
鳳
笙
曲
〕
古
今

築
録
曰
‘
鳳
笙
曲
和
云
‘
弦
吹
レ
席
、
長
袖
善
留
レ
客
。
〔
梁

武
帝
‘
鳳
笙
曲
‘
和
レ
云
n
弦
吹
席
長
袖
善
留
ら
客
〕
緑
耀

剋
碧
彫
1

一
理
笙
工
朱
臀
玉
指
學
1

一
鳳
鳴
ご
流
連
参
差
飛
且

停
、
飛
且
停
在
1
1

鳳
棲
云
空
嬌
響

f
炉
清
謳
↓

【
鳳
翔
】
90

袷
ウ
●
鳳
凰
が
か
け
り
と
ぶ
。
又
‘
鳳
凰
の
如

く
か
け
り
と
ぶ
。
勢
威
を
振
ふ
の
喩
゜
〔
易
林
‘
節
之
第
六

+
、
大
畜
〕
景
星
照
レ
堂
、
麟
遊
鳳
翔
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
龍

飛
1

一
白
水
盃
鳳
堕
参
墟
↓
〔
曹
問
‘
六
代
論
〕
龍
飛
誰
浦
一

墨
翔
尭
豫
↓
〔
孔
子
家
語
‘
好
生
〕
鳳
翔
麟
至
‘
鳥
獣
馴
レ

徳
。
●
東
晉
の
時
、
五
胡
十
六
國
の
一
‘
夏
の
世
祗
武
烈

帝
（
赫
連
勃
勃
）
の
年
琥
。
(
4
1
3
ー

4
1
8
)
●
縣
名
。
唐
、
置

"
'
'
砥
西
省

iff陽
縣
の
東
南
。
岐
山
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
映
西
‘
鳳
翔
府
〕
鳳
翔
縣
、
本
召
穆
公
采
邑
、
春
秋
時

之
故
確
也
、
秦
置
琉
縣
涵
E

初
曹
参
攻
レ
雉
‘
即
此
、
後
漢

亦
曰
五
芹
縣
一
属
一
右
扶
風
三
云
云
‘
唐
至
徳
二
載
‘
改
1

一今

名
面
品
型
置
天
興
縣
る
賓
應
元
年
、
省
t

一
鳳
翔
‘
入
―
―
天
興
i

宋
因
レ
之
、
金
大
定
十
九
年
、
復
為
1

一
鳳
翔
縣
公
7

編
戸
四

十
里
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
映
西
‘
鳳
翔
府
、
縣
七
‘
鳳
翔
゜

R
府
名
。
唐
‘
置
く
°
険
西
省
鳳
瑕
縣
。
周
の
王
畿
の
地
。

漢
は
右
扶
風
に
罵
す
。
清
は
闇
州
及
び
鳳
翔
・
岐
山
・
賓

難
・
扶
風
・
郡
・
麟
遊
．
j
f
f
陽
の
七
縣
を
管
轄
す
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
‘
陳
西
〕
鳳
翔
府
、
馬
貢
殖
州
地
、
周
曰
―
―
岐

州
玉
春
秋
時
為
．
1
-

秦
地
五
習
羊
井
11

天
下
涵
為
1

一
内
史
地
面
漢

初
為
1

一
痕
國
コ
一
年
、
更
↓
1

名
中
地
郡
一
九
年
、
復
為
11

内

史
云
景
帝
二
年
、
分
為
二
主
爵
中
尉
工
ハ
年
、
更
11

名
都
尉
一

武
帝
太
初
元
年
、
改
為
1

一
右
扶
風
云
後
漢
因
レ
之
、
云
云
‘

唐
至
徳
初
、
改
為
11

鳳
翔
郡
面
明
年
、
又
升
為
に
府
‘
尋
復

為
―
―
鳳
翔
節
度
使
ビ
五
代
因
レ
之
、
宋
俯
日
-
1

鳳
翔
府
:
笹

皇
統
二
年
、
改
J

軍
、
名
日
二
天
興
云
尋
復
レ
故
、
元
日
―
―
鳳

翔
路
二
明
初
復
為
11

鳳
凰
府
ご
領
1

一
州
一
縣
七
公
品
り
日
1

↓

鳳
翔
府
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
険
西
‘
鳳
翔
府
、
領
―
―
縣

七
、
州
一
盃
鳳
翔
‘
岐
山
‘
賓
難
‘
扶
風
、
郡
、
麟
遊
、

iff陽‘

随
州
。

O
郡
名
。
渇
翔
(
1
2
ー

4
4
5
7
9
:
 1
4
8
)

に
同
じ
。

〔
呂
覧
、
有
始
‘
秦
之
陽
華
‘
注
〕
陽
華
在
1

一
鳳
翔
↓
●
唐

代
の
四
京
の
一
。
鳳
翔
縣
治
を
西
京
と
い
ふ
。
〔
小
學

紺
珠
‘
地
理
類
、
四
京
〕
中
京
京
兆
•
東
京
河
南
•
北
京

太
厭
•
西
京
鳳
覇
°
●
字
琥
°
④
後
魏
、
檀
霧
（

8
-
1
5
6
3
2

:
 3
3
)

の
字
。
＠
明
、
沙
瑞
(
6
ー

1
7
2
1
2
:
 1
1
4
'
)

の
字
。

〖
鳳
翔
軍]
9
1
焚
屯
ゥ
行
政
涯
劃
の
名
。
唐
‘
置
く
。
今

の
陳
西
省
鳳
翔
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
険
西
〕
鳳
瑕

府
、
馬
貢
苑
州
地
、
云
云
、
唐
伯
日
―
―
岐
州
至
へ
賓
初
‘
亦

日
―
―
扶
風
郡
云
土
徳
初
、
改
為
―
―
鳳
翔
軍
盃
匹
千
又
升
為
レ

府
、
尋
復
為
→
—
鳳
翔
節
度
使
ぞ
＃

2
因
レ
之
、
唐
末
為1一
李

茂
貞
所
ヮ
撮
‘
五
代
唐
同
光
初
‘
始
内
附
‘
俯
為
"
鳳
翔
軍
↓

〖
鳳
翔
舞
〗9
2ヘ
ゥ
・
屯
ゥ
魏
の
築
舞
の
名
。
〔
通
典
、
築
典

一
〕
（
魏
）
文
帝
受
レ
祠
後
、
改
―
―
漢
巴
漁
舞
1

曰
―
―
昭
武
舞
一

云
云
‘
雲
懸
舞
曰
―
―
鳳
翔
舞
↓

【
鳳
城
]93

吟
＇
ウ
●
長
安
を
い
ふ
。
丹
鳳
城
。
又
、
帝
都

を
い
ふ
。
〔
沈
伶
期
、
奉
―
―
和
立
春
遊
レ
苑
迎
d

春
詩
〕
歌

吹
街
J

恩
欝
路
晩
‘
棲
烏
半
下
鳳
城
来
。
〔
杜
甫
、
夜

詩
〕
歩
嬬
椅
レ
杖
看
―
―
牛
斗
涵
巫
漢
遥
應
接
,
1

鳳
城
-
〔
趙

次
公
杜
詩
注
〕
秦
謬
公
女
吹
レ
籠
‘
鳳
降
,
,
其
城
一
因

琥
―
―
丹
鳳
城
一
其
後
言
―
―
京
都
之
城
1

日
1

一
鳳
城
↓
●
縣

名
。
民
國
‘
置
く
。
涌
洲
遼
寧
省
安
東
縣
の
西
北
。
讀

河
の
西
南
岸
。
日
清
日
露
雨
役
の
古
戦
場
。
清
の
光

緒
三
十
一
年
の
日
支
新
條
約
の
通
商
場
。
安
奉
鐵
路
に

【
鳳
種
]
9
4

玲
鳳
凰
の
た
ね
。
鳳
凰
の
卵
。

L

沿
ふ
。

【
鳳
叔
】
95
丸
8

ク
宋
、
鄭
温

(11ー
3
9
5
6
2
:
 4
7
)

の
字
。

【
鳳
霜
】
96

ふ
●
●
鳳
凰
が
高
く
飛
ぶ
。
鳳
翔
。
〔
禽
経
〕

鳳
霜
鸞
攀
、
百
利
従
レ
之
。
●
人
品
な
ど
の
極
め
て
す
ぐ

れ
た
さ
ま
の
喩
。
〔
田
畳
、
祭
―
―
王
和
甫
ー
文
〕
龍
賽
鳳
霜
‘

始
見
1

一
偉
人
↓

〖
鳳
霜
鸞
週
]
9
7
9
咳
Eィ
鳳
霜
鸞
翔
に
同
じ
。
〔
唐
會

要
、
三
十
五
〕
龍
朔
二
年
四
月
、
上
自
為
レ
書
、
興
―
―
遼
東

諸
将
一
請
レ
降
、
敬
宗
日
、
許
園
師
自
愛
書
、
可
年
J
,
1

朝

掌
開
示
5

園
師
見
而
驚
喜
、
私
謂
1
1

朝
宜
曰
、
閏
師
見
ニ

古
迩
1

多
央
、
魏
晉
已
後
惟
絃
二
王
、
然
逸
少
少
な
力
而

妍
、
子
敬
妍
而
少
レ
カ
、
今
見
―
―
聖
迩
云
杢
絶
二
王
面
鳳
霜

鸞
選
、
責
古
今
聖
書
。

〖
鳳
霜
鸞
翔
〗98
焚
ク
炉
用
筆
の
す
ぐ
れ
た
さ
ま
の

喩
。
〔
韓
愈
、
石
鼓
歌
〕
鸞
翔
鳳
霜
衆
仙
下
‘
珊
瑚
碧
樹

哀
枝
翌

【
鳳
鯵
】
99

玲
鳳
凰
の
飾
り
の
あ
る
車
。
立
派
な
車
輿
゜

〔
陣
後
主
、
楊
叛
兒
曲
〕
龍
媒
玉
珂
馬
、
鳳
斡
繍
香
車
。

〔
雀
鎮
‘
尚
書
省
桐
梧
賦
〕
龍
章
鳳
診
、
金
符
玉
瑞
。

[
鳳
吹
】
100

玲
笙
籠
の
類
の
昔
築
を
い
ふ
。
〔
丘
遅
‘
侍
,
,

七
九
三

13389 



(46671・・101) (46671・・128)

宴
栗
消
苑
涵
竺
張
徐
州
面
笠
詔
詩
〕
詰
旦
閻
闇
開
‘
馳

道
聞
↓
―
鳳
吹
言
孔
稚
珪
‘
北
山
移
文
〕
聞
1

一
鳳
吹
於
洛
浦
一

値
1

一
薪
歌
於
延
瀬
一
〔
梁
武
帝
‘
長
安
有
狭
邪
行
〕
丈
人

少
徘
徊
‘
鳳
吹
方
参
差
。
〔
李
白
‘
宮
中
行
築
詞
〕
鶯
歌

聞

11令
匹
鳳
吹
撓
―
―
温
洲
↓

【
鳳
髄
】
101

悶
〇
鳳
凰
の
髄
。
珍
味
と
す
る
。
髄
は
骨

中
の
脂
。
〔
李
咸
用
、
富
貴
曲
〕
雪
媛
瑶
杯
鳳
髄
融
、
紅

施
象
筋
狸
辱
細
。
●
書
名
。
＋
巻
。
唐
‘
張
文
成
撰
。

〔
唐
書
‘
藝
文
志
四
〕
張
文
成
‘
龍
筋
鳳
髄
十
巻
。

【
鳳
雛
】
102

誘
〇
鳳
凰
の
ひ
な
。
〔
拾
遺
記
‘
二
、
周
〕
成

王
四
年
‘
栴
塗
國
獣
鳳
雌
載
以
―
―
瑶
華
之
車
面
飾
以
二
五

色
之
玉
云
手
千
京
師
云
育
↓
―
於
震
禽
之
苑
一
〔
洞
冥
記
‘
一
〕

（
東
方
）
朔
再
弄
於
帝
前
曰
‘
臣
東
遊
―
―
拭
林
之
野
盃
匹

九
色
鳳
雛

^
0将
来
大
人
物
と
な
る
素
質
を
有
す
る
英

俊
な
少
年
の
喩
。
麒
麟
兒
。
鳳
兒
゜
〔
蜀
志
‘
諸
葛
亮
傭
‘

注
〕
（
司
馬
）
徳
操
日
‘
云
云
‘
此
間
自
有
―
―
伏
龍
・
鳳
雛
一

（
劉
）
備
問
溢
向
レ
誰
‘
曰
‘
諸
葛
孔
明
・
瀧
士
元
也
。
〔
晉
書
‘

陸
雲
偵
〕
六
歳
能
隔
な
文
‘
云
云
‘
呉
尚
書
閑
鴻
‘
見
而
奇
レ

之
曰
‘
此
兒
若
非
―
―
龍
駒
ぶ
国
1

一
是
鳳
雛
一
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交

論
〕
顔
再
龍
翰
鳳
雛
‘
曾
史
蘭
薫
雪
白
。
〔
故
事
成
語
考
、

鳥
獣
〕
伏
龍
・
鳳
雛
、
司
馬
徽
捨
二
孔
明
・
寵
士
元
之
奇
一

【
鳳
棲
】
103

袴
鳳
凰
が
棲
む
。
〔
李
伯
魚
‘
桐
竹
贈
―
―
張
燕

全
詩
〕
鳳
棲
レ
桐
不
レ
嫌
‘
鳳
食
レ
竹
何
態
。
〔
魏
彦
深
、
孤

桐
詩
〕
願
寄
華
庭
裏
‘
枝
横
待
―
―
鳳
棲
↓

〖
鳳
棲
梧
〗1

0
4
芍
セ
イ
詞
牌
の
名
。
蝶
患
花
調
を
い
ふ
。

〔
調
苑
叢
談
〕
蜀
路
泥
汲
騨
‘
天
聖
中
、
有
↓
―
女
郎
慮
氏

者
云
随
レ
父
往
―
―
漢
州
面

g
縣
令

4
蹄
‘
題
二
子
騨
含
之
壁
｛

其
序
略
云
、
登
レ
山
臨
レ
水
、
不
レ
限
―
―
謳
吟
:
笏
レ
利
移
レ

商
‘
聯
紆
―
―
覇
思
二
因
成
―
―
鳳
棲
梧
一
曲
;
亨
之
騨
壁
↓

〖
鳳
棲
山
〗
四
”
セ
イ
山
名
。
湖
北
省
漢
陽
縣
治
の
後
。

〔
輿
地
紀
勝
〕
昔
有
1

一
鳳
凰
棲
＂
此
‘
故
名
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
湖
廣
‘
漢
陽
府
‘
漢
陽
縣
〕
鳳
棲
山
、
在
1
1

郡
治
後
一

今
郡
城
環
1

一
其
上
↓

【
鳳
臀
】
105

悶

O
鳳
凰
の
な
き
ご
ゑ
゜
〔
杜
甫
、
鳳
皇
嚢

詩
〕
西
伯
今
寂
寛
‘
鳳
臀
亦
悠
悠
。

O
傭
言
又
は
昔
信

の
敬
捨
。
手
紙
に
用
ひ
る
こ
と
ば
。
鶴
臀
。

【
鳳
沼
]106

誘
〇
禁
苑
中
に
在
る
池
。
縛
じ
て
、
中
書
省

を
い
ふ
。
鳳
池
(
1
3
1
)

に
同
じ
。
鳳
凰
池
。
〔
高
適
‘
奉
和

鶴
賦
〕
望
鳳
饂
而
軽
摯
紛
―
―
利
族
以
驚
猜
。
〔
杜

甫
‘
贈
面
左
丞
詩
〕
鵠
原
荒
宿
草
瓜
沼
接
1

一
亨
衝
↓

鳥

部

〔＝一蟄〕

鳳

〇
琴
の
底
の
あ
な
。
鳳
池
。
〔
洞
天
清
録
〕
雷
張
製
―
―
槽

腹
有
妙
訣
手
琴
底
悉
窪
‘
微
令
レ
如
1

一
仰
瓦
玉
蓋
謂

於
"
龍
池
鳳
沼
之
弦
一
微
令
レ
有
レ
唇
‘
餘
虞
悉
窪
レ
之
。

【
鳳
詔
】
107

誘
み
こ
と
の
り
。
天
子
の
詔
書
。
い
に
し

へ
、
木
製
の
鳳
凰
の
口
に
詔
書
を
く
は
へ
持
た
せ
た
故

事
に
本
づ
く
。
〔
郡
中
記
〕
石
季
龍
輿
二
皇
后
五
i

二
観
上
↓

為
―
―
詔
書
五
色
紙
玉
著
↓
―
鳳
口
中
面
盆
知
釘
レ
詔
、
侍
人
放
,
,

敦
百
丈
緋
縄
三
輔
輸
回
轄
、
鳳
凰
飛
下
、
謂
乏
鳳
詔
面
5

凰
以
レ
木
作
レ
之
、
五
色
漆
監
、
味
梱
皆
用
レ
金
。
〔
梁
元

帝
‘
太
常
卿
陸
佳
墓
誌
銘
〕
雨
升
―
―
鳳
詔
ご
一
侍
―
―
龍
棲
↓

〔
李
＿
商
隠
‘
夢
苓
狐
學
土
詩
〕
右
銀
昼
路
雪
三
尺
‘
鳳

詔
裁
成
常
＝
直
蹄
言
事
物
紀
原
、
公
式
姓
講
部
‘
鳳
詔
〕

後
趙
石
季
龍
置
↓
―
戯
馬
観
一
観
上
安
―
―
詔
書
一
用
1

一
五
色

紙
ぶ
了
於
木
鳳
口
1

而
頒
レ
之
、
今
大
譜
御
レ
棲
‘
律
赦

亦
用
―
―
其
事
ご
旦
石
季
龍
―
始
也
。
〔
書
言
故
事
、
人
君

類
〕
天
子
詔
書
‘
謂
―
―
之
鳳
詔
↓

【
鳳
詔
]108

誘
虞
舜
の
築
。
〔
丁
鶴
年
、
自
味
詩
〕
鳳
詔

九
奏
黄
金
殿
、
鶴
駕
一
二
朝
白
玉
憂
°

[
鳳
篇
】
109

誘
籠
の
美
稽
゜
其
の
形
‘
鳳
凰
の
翼
に
象
る

か
ら
い
ふ
。
〔
劉
長
卿
、
九
日
題

,,Ws國
公
主
悽
一
詩
〕
水

餘
龍
鏡
色
‘
雲
罷
鳳
籠
―
音
。
〔
皇
甫
寺
‘
玄
元
観
送
n

一
李
深

李
風
還
二
奉
先
華
陰
1

詩
〕
乍
唱
1

一
離
歌
一
和
―
―
鳳
籠
↓
〔
王

海
〕
舜
架
‘
謂
‘
籠
詔
九
成
‘
鳳
皇
来
儀
‘
故
制
―
―
鳳
籠
洞

籟
百
以
彰
レ
徳
也
。
〔
遊
仙
窟
〕
吹
"
鳳
管
於
秦
棲
玉
熟
看
二

弄
玉
↓
〔
注
〕
籠
之
為
レ
形
‘
像
面
F

之
翻
五
心
日
一
面
盆
皿
也
。

【
鳳
石
】
110

衿
字
琥
。

O
清
、
鍾
啓

ii(11|
 4
0
6
7
2
 :
 1
4
 

4
)

の
字
。

O
清
‘
李
中
緩
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
7
3
0
)

の
字
。

【
鳳
昂
】
111

ぢ
鳳
凰
の
刺
繍
の
あ
る
婦
人
の
靴
゜
〔
草
渠

岸
、
歩
虚
詞
〕
月
墓
丹
鳳
艮
風
送
―
―
紫
鸞
車
↓
〔
楊
萬

里
、
誰
國
公
迎
請
太
后
闘
詩
〕
輩
中
似
-
1

是
瑶
池
母
一

鳳
昂
霞
裳
戟
―
―
雲
霧
一

[
鳳
仙
】
112

弐
〇
草
花
の
名
。
鳳
仙
花
に
同
じ
。
〔
本
草
‘

鳳
仙
〕
秤
名
、
急
性
子
、
旱
珍
珠
、
金
鳳
花
‘
小
桃
紅
、
ホ

竹
桃
、
海
納
‘
染
指
甲
草
‘
菊
婢
‘
集
解
、
時
珍
曰
‘
鳳
仙
‘

人
家
多
種
レ
之
‘
云
云
‘
苗
高
二
三
尺
‘
葉
有
―
―
紅
白
二

堡
其
大
如
レ
指
‘
中
空
而
脆
‘
葉
長
而
尖
‘
似
1

一
桃
柳
葉
―

而
有
―
―
鋸
歯
一
栢
間
開
花
‘
状
如
―
―
飛
禽
五
自
―
―
夏
初
云
ぎ

秋
圭
虫
開
謝
相
績
、
結
賓
景
然
。
〔
限
芳
譜
〕
鳳
仙
開
レ
花
‘

頭
翅
羽
足
‘
倶
閻
然
如
レ
鳳
‘
故
又
有
"
金
鳳
之
名
↓
●

橋
の
名
。
〔
海
鋒
砕
事
、
地
部
下
‘
橋
道
門
〕
鶯
仙
橋
在
"

洒
城
縣
ガ
人
有
―
―
鳳
仙
橋
↓

〖
鳳
仙
花
〗m
読
セ
/
草
の
名
。
つ
ま
く
れ
な
ゐ
·
ほ
ね

ぬ
き
・
つ
ま
べ
に
等
と
い
ひ
、
外
束
の
一
年
生
草
本
。
葉

は
高
さ
二
尺
餘
に
逹
し
‘
圃
柱
形
。
葉
は
狭
披
針
形
。
夏

日
、
有
柄
・
不
齊
の
義
花
を
一
乃
至
散
箇
腋
出
し
、
色
は

白
・
紅
・
淡
黄
・
濃
赤
・
紫
色
等
あ
り
、
又
‘
絞
り
・
八
重
喚

等
が
あ
る
。
果
賓
は
廣
楠
園
形
の
萌
果
で
先
端
が
尖

り
、
短
毛
が
密
生
し
て
ゐ
る
。
鳳
仙
゜
〔
花
史
〕
李
玉
英
‘

秋
日
采
1

一
鳳
仙
花
迅
禾
―
―
指
甲
一
後
於
1

一
月
中
―
調
レ
絃
‘
或

比
之
落
花
流
水
↓
〔
薩
都
剌
‘
題
1

一
呂
城
葛
観
―
詩
〕
過
客

不
レ
知
天
畔
月
、
小
風
吹
落
鳳
仙
花
。

〖
鳳
仙
子
〗1

1
4
匁
ぅ
鳳
仙
花
の
賓
。
堅
い
も
の
を
軟
＜

す
る
炊
力
を
有
す
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
鳳
仙
〕
子
、
預
明
、

時
珍
日
、
鳳
仙
子
、
其
性
急
速
、
故
能
透
レ
骨
軟
レ
堅
‘
庖

人
烹
蕉
肉
硬
煮
投
藪
粒
面
皆
勿
―
―
軟
爛
↓
是
其
瞼
也
。

【
鳳
占
】
115

焚
妻
を
め
と
る
に
つ
い
て
占
ふ
こ
と
。
〔
左

氏
、
荘
、
二
十
二
〕
初
膝
氏
ト
レ
妻
二
敬
仲
ザ
其
妻
占
レ
之
、

日
、
吉
‘
是
謂
二
鳳
皇
子
飛
‘
和
鳴
辮
錆
云
温
空
伝
後
、
将
レ

育
―
―
子
姜
ご
上
世
其
昌
、
拉
1

一
子
正
卿
丁
八
世
之
後
、
莫
二

之
輿
京
↓
〔
注
〕
膝
氏
‘
陳
大
夫
‘
云
云
‘
雄
曰
レ
鳳
、
雌
曰
レ

皇
‘
雄
雌
倶
飛
、
相
和
而
鳴
錆
錆
然
‘
猶
一
1

一
敬
仲
夫
妻
、
相

随
適
レ
齊
有
腎
讐
二
云
云
‘
嬌
‘
陳
姓
‘
姜
‘
齊
姓
。
〔
書
言

故
事
、
婚
姻
類
〕
婚
成
言
1

一
鳳
占
協
吉
↓
〔
故
事
成
語
考
‘

婚
姻
〕
ト
レ
妻
曰
二
鳳
占
↓

【
鳳
泉
】
116

焚
縣
名
。

O
隋
、
置
く
。
映
西
省
椰
縣
の

東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
鳳
翔
府
、
郡
縣
〕
鳳
泉

城
、
在
嘉
東
南
三
十
里
五
隋
義
寧
二
年
、
析
―
―
郡
縣
地
―

置
、
属
郡
城
郡
面
武
徳
元
年
、
属
郁
州
三
年
改
晨

稜
州
ぶ
只
観
八
年
、
縣
際
‘
藷
有
―
―
鳳
泉
宮
二
仕
城
内
な
か

隋
開
皇
中
置
。
O
民
國
、
置
く
。
明
•
清
の
龍
泉
縣
。
貴
州

省
鳳
岡
縣
゜

【
鳳
扇
】
117

焚
鳳
凰
を
ゑ
が
い
た
う
ち
は
。
〔
李
賀
‘
嘲

雪
詩
〕
龍
沙
温
―
漢
旗
盃
鳳
扇
迎
―
―
秦
素
↓
〔
陳
造
、
七
夕

詩
〕
龍
施
鳳
扇
一
相
迎
、
知
費
一
青
琴
幾
寄
レ
瞥
゜

【
鳳
全
】
118

弁
清
‘
涌
洲
の
人
。
琥
は
一
輻
堂
。
溢
は
威
慾
゜

官
は
光
諸
中
、
駐
蔵
大
臣
。
蕃
人
‘
乱
を
起
し
て
殺
さ

る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
五
十
九
〕
。

【
鳳
足
】
119

店

O
鳳
凰
の
足
。

0
琴
の
名
所
の
一
。
胴

の
裏
面
の
頭
部
に
近
く
相
拉
ん
だ
二
箇
の
突
起
し
た

も
の
。
絃
の
端
を
之
に
結
ぴ
置
く
た
め
に
あ
る
。
雁
足

と
も
い
ふ
。
〔
倭
名
類
緊
抄
、
調
度
部
、
音
架
具
、
琴
、
箋

注
〕
今
案
‘
俗
説
‘
琴
橙
有
1

一
龍
池
・
鳳
池
・
龍
尾
・
蜂
腰
・

鳳
足
・
弦
門
・
絃
納
・
古
人
・
肩
等
名
↓

【
鳳
村
】
120

焚
地
名
。

O
福
建
省
寧
洋
縣
の
西
南
。
●

四
川
省
屏
山
縣
の
西
北
。
鐵
の
産
地
。

O
廿
粛
省
成
縣

の
東
南
‘
鳳
胤
山
の
下
。

【
鳳
孫
】
121

匁
民
國
‘
栢
肋
恣
(
6
-
1
4
6
5
8
:
 5
0
)

の
字
。

〖
鳳
孫
棲
〗1

2
2
盟
ソ
，
清
、
管
縄
莱
(
8
-
2
6
1
6
2

:
 1
9
1
)
 

の
室
名
。

【
鳳
林
】
123

焚
民
國
‘
栢
肋
恣
(
6
-
1
4
6
5
8
:
 5
0
)

の
字
。

[
鳳
胎
】
124

悶
鳳
凰
の
卒
み
子
。
〔
玉
壺
清
話
〕
太
宗

問
謀
易
簡
日
、
食
何
品
何
物
最
珍
‘
封
曰
、
物
無
↓
一
定

味
適
レ
ロ
者
珍
‘
臣
止
知
齊
汁
為
＞
美
、
自
謂
、
上
界
仙

明
、
鸞
膊
鳳
胎
、
殆
恐
不
レ
及
。

【
鳳
除
】
125

”
げ
唐
代
、
宮
中
で
遊
戯
の
た
め
に
設
け
た

女
隊
の
名
。
〔
元
氏
椛
庭
記
〕
武
宗
輿
二
諸
蹟
妃
1
~
'
1
於

禁
苑
太
液
池
↓
舟
中
各
設
女
軍
面
炉
左
者
、
冠
1

一
赤
利

窟
服

'
1班
文
甲
五
竺
鳳
尾
旗
函
〖1一
泥
金
董
戟
一
琥
日
ニ

鳳
翠
居
立
右
者
、
冠
―
―
漆
朱
帽
↓
衣
1

一
雪
喧
装
ぶ
竺
鶴
翼

旗
執
遠
粉
離
ぎ
琥
日
鶴
開

【
鳳
蛋
】
126

”
●
秦
の
穆
公
の
時
、
篇
史
と
い
ふ
者
、
善

＜
篇
を
吹
く
。
穆
公
の
女
を
緊
り
‘
之
に
籠
を
吹
く
を

教
へ
‘
鳳
鳴
を
な
さ
し
む
。
鳳
凰
束
つ
て
其
の
屋
に
止

る
を
以
て
‘
穆
公
‘
鳳
憂
を
造
つ
て
二
人
を
住
は
し
め

し
に
、
後
B
‘
共
に
鳳
凰
に
乗
っ
て
去
る
。
鳳
女
壼
。
〔
飽

照
、
升
天
行
〕
鳳
憂
無
―
―
還
駕
盃
呻
管
有
―
―
遺
贅
↓
〔
注
〕
善

曰
、
列
仙
博
日
、
籠
史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
、
善
吹
レ
篇
、

謬
公
有
レ
女
‘
琥
1

一
弄
玉
石
灯
レ
之
、
公
途
以
妻
焉
‘
遂
教
三

弄
玉
作
↓
―
鳳
鳴
こ
居
散
十
年
、
吹
似
―
―
鳳
磐
面
鳳
皇
来
止
ニ

其
屋
涵
『
作
↓
―
鳳
憂
玉
へ
婦
止
―
―
其
上
二
小
レ
下
敦
年
、
一
旦

皆
随
―
―
鳳
皇
ー
飛
去
‘
故
秦
氏
作
1

一
鳳
女
祠
「
有
1

一
篇
聾
↓

〇
縣
名
。
④
清
、
謹
く
。
安
徽
省
鳳
陽
縣
の
西
。
淮
河
の

北
岸
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
安
徽
、
鳳
陽
府
‘
縣
五
‘
鳳

景
。
◎
清
、
置
く
。
故
治
は
山
西
省
晉
城
縣
゜
〔
清
史
稿
‘

地
理
志
〕
山
西
‘
澤
州
府
‘
縣
五
‘
鳳
壷
。

0
山
名
。
江
蘇

省
江
寧
縣
゜
劉
宋
の
時
‘
畳
を
此
の
山
に
置
い
た
。
鬱
平

賀
義
憲
の
琥
。
平
賀
鳳
憂
(
4
|
9
1
6
7
 :
 7
5
7
)

を
見
よ
。

〖
鳳
畳
曲
〗1
2
7
g
”
ィ
築
府
上
雲
柴
七
曲
の
一
。
梁
の
武

帝

の

作

。

「

の

琥

°

〖
鳳
憂
子
〗1

2
8
ベ
ウ
ダ
ィ
宋
、
王
得
臣(
7ー
2
0
8
2
3:
 1
9
8
5
)
 

七
九
四

13390 



(46671・ ・129)-(46671・ ・164) 

鳥

部

〔――一書〕

鳳

七
九
五

【
鳳
楊
】
129

焚
天
子
の
御
座
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
、
製
譜
〕

正
一
棲
涼
生
―
―
鳳
楊
↓

【
鳳
圃
】

1309
上
等
の
茶
を
粉
末
に
し
て
練
り
固
め
た

も
の
。
鳳
鉗
(
1
6
6
)

・
園
茶
(
3
ー

4
8
3
4
:
 5
1
)

を
見
よ
。

〔
石
林
燕
語
〕
建
州
歳
貢
―
一
大
龍
鳳
圃
茶
↓
仁
宗
時
‘
禁
君

護
繹
一
茶
之
精
者
云
竺
小
龍
園
＋
斤
「
以
獣
。
〔
周
邦
彦
‘

浣
埃
沙
詞
〕
間
緑
―
鳳
閣
函
li,

一
短
夢
ぶ
吐
有
燕
子
曼
―
一
新

巣
↓

【
鳳
池
】
131

力

0
禁
中
に
在
る
池
の
名
。
鳳
凰
池
(
2
2
1
)

の
略
。
中
書
省
が
其
の
滸
に
在
る
の
で
、
韓
じ
て
、
中
書

省
を
い
ふ
。
又
‘
宰
相
を
い
ふ
。
〔
謝
眺
、
直
"
中
書
省
―

詩
〕
絃
言
翔
鳳
池
ぶ
翌
颯
多
清
響
↓
〔
杜
甫
、
紫
｛
辰
殿
退

朝
口
琥
詩
〕
宮
中
毎
出
蹄
1

一
東
省
ら
會
送
雙
龍
集
―
鳳
池
↓

〔
李
白
‘
流
,
,
夜
郎
g
呼
江
夏
阜
太
守
—
詩
〕
君
登
―
―
鳳
池
―

去
‘
忽
棄
1

一
買
生
オ
言
事
物
紀
原
‘
會
府
憂
司
部
‘
鳳
池
〕

世
謂
―
―
中
書
1

曰
"
鳳
池
―
者
、
按
‘
晉
荀
勘
為
一
山
＇
書
監
一

遷
尚
書
令
ぶ
即
久
在
中
＇
書
↓
失
レ
之
甚
患
、
有
賀
レ
之

者
一
怒
曰
‘
奪
―
―
我
鳳
凰
池
―
何
賀
‘
故
今
以
為
レ
梢
。

O

禁
中
を
い
ふ
。
〔
琵
琶
記
、
オ
俊
登
レ
程
〕
行
看
取
、
朝
l
-

紫
｛
辰
鳳
池
繁
禁
聴
,
,
絲
綸
↓
〇
琴
の
底
の
孔
゜
底
に

二
孔
が
あ
り
、
上
の
孔
を
龍
池
と
い
ひ
、
下
の
孔
を
鳳

池
と
い
ふ
。
鳳
沼
゜
〔
世
本
〕
伏
義
氏
削
レ
桐
為
レ
琴
‘
面
園

法
レ
天
‘
底
平
象
レ
地
、
龍
池
八
寸
通
"
八
風
面
鳳
池
四
寸

象

西

時

五

絃

象

五

行

O
字
琥
゜
①
明
‘
葛
壕
(
9
-
3

1
4
2
0
 :
 1
0
)

の
臨
。
＠
林
愈
の
琥
。
林
鳳
池
(
6
ー

1
4
5
5
1

:
 4
3
3
)

を

見

よ

。

「

名

。

〖
鳳
池
園
〗1
3
2
t

、
名
消
‘
顧
四
1
2
-
4
3
6
8
9:
 6
2
)

の
室

〖
鳳
池
硯
〗1

3
3
焚
チ
硯
の
一
種
。
〔
遵
生
八
賤
‘
裔
似
孫

硯
箋
諸
式
〕
鳳
池
硯
．
玉
堂
硯
・
玉
畳
硯
゜

〖
鳳
池
吟
稿
〗1

3
4
焚
が
書
名
。
十
巻
。
明
、
江
廣
洋
撰
。

〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

〖
鳳
池
之
失
〗1
3
5
^
”
ぅ
荀
勘
が
中
書
監
か
ら
尚
書
令

と
な
っ
た
故
事
。
鳳
池
(
1
3
1
)
を
見
よ
。
〔
任
防
‘
王
文
憲

集
序
〕
長
輿
追
1

一
専
車
之
恨
ズ
ム
曾
甘
1

一
鳳
池
之
失
↓

【
鳳
埠
】
1
3
6
[
，
宮
殿
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
‘
紫
閣
〕
乍
心
負
二

他
鳳
堺
前
鵠
立
繋
僚
↓

【
鳳
峙
】
137

乃
鳳
凰
の
や
う
に
毅
然
と
‘
又
、
窺
然
と
立

つ
て
ゐ
る
こ
と
。
又
、
勢
威
の
牡
ん
な
こ
と
。
〔
梁
元
帝
、

謝
n

―
東
宮
賜
暉
某
局
啓
〕
鳳
峙
鷹
揚
‘
信
難
議
擬
↓

〔
菖
唐
書
、
王
徽
傭
〕
端
門
鳳
峙
、
鎮
1

一一輻地
1

而
掲
存
、

王
氣
龍
蝠
‘
鬱
畔
茄
竺
而
不
レ
散
。
〔
晉
書
、
赫
連
勃
勃

戴
記
〕
龍
飛
漢
南
面
竺
峙
朔
北
↓

【
鳳
味
】
138

琴
〇
鳳
凰
の
く
ち
ば
し
。
〔
張
雨
‘
玉
笙
謡

為
二
鐵
門
笙
伶
周
奇
―
賦
〕
鳳
味
術
l

―
明
珠
面
孟
翼
排
―
―
素

湖

-0硯
石
の
名
。
又
‘
硯
の
名
。
〔
蘇
拭
‘
鳳
味
硯
銘
序
〕

北
苑
龍
焙
山
、
如
1

一
翔
鳳
飲
下
之
状
盆
晶
―
―
其
味
ー
有
レ
石
‘

蒼
無
‘
緻
如
レ
玉
‘
煕
寧
中
‘
太
原
王
願
、
以
為
レ
硯
‘
余

名
レ
之
日
―
―
鳳
味
↓
〔
硯
譜
‘
鳳
味
石
〕
蘇
子
瞭
云
‘
僕
好
l
-

鳳
味
石
ぶ
ノ
得
―
―
慎
者
一

【
鳳
竹
]139

ぢ
竹
の
一
種
。
鳳
尾
竹
。
〔
武
三
思
‘
奉
T

和

墓
梁
王
宅
如
皆

F
應
制
詩
〕
鳳
竹
初
垂
レ
揮
‘
亀
河
未
レ

吐
レ
蓮
゜
〔
徐
羮
、
和
―
―
尚
書
詠
p

煙
詩
〕
玲
瀧
簿
展
鮫
鞘

片
‘
幕
歴
軽
含
鳳
竹
叢
゜

【
鳳
邸
】
140

悶
天
子
の
即
位
前
の
藷
居
を
い
ふ
。
〔
徐

陵
‘
輿
土
僧
紐
書
〕
聘
寵
皿
以
律
國
、
御
凪
邸

以
承
レ
家
。
〔
藷
唐
書
、
昔
築
志
三
〕
西
京
鳳
邸
躍
一
龍
泉
一

〔
許
敬
宗
‘
唐
井
州
都
督
那
國
公
尉
渥
恭
碑
〕
太
宗
俯

離
鳳
邸
親
御
龍
餡
↓
〔
上
官
儀
、
奉
―
―
―
和
過
負
宅
―

應
制
詩
〕
翠
梧
臨
二
鳳
邸
ぶ
g
蘭
叫
四
鶴
舟
↓

【
鳳
鳥
】
141

誘

鳳

凰

(
2
1
I

)

を
い
ふ
。
〔
楚
辟
‘
離
騒
〕
吾

令
鳳
鳥
飛
騰
合
、
又
継
レ
之
以
―
―
日
夜
↓
〔
墨
子
、
備
城

門
〕
由
,
,
聖
人
之
言
盃
鳳
鳥
之
不
レ
出
、
諸
侯
畔
―
―
殷
周
之

國
↓
〔
陶
潜
‘
飲
酒
詩
〕
鳳
鳥
雖
レ
不
レ
至
‘
證
築
暫
得
レ
新
。

〖
鳳
鳥
氏]
1
4
2
:
F

ゥ
古
の
官
名
。
暦
正
(
5ー
1
4
1
7
1:
2

 

5
)

に
同
じ
。
〔
左
氏
、
昭
、
十
七
〕
郊
子
曰
‘
云
云
、
我
高

組
少
晦
摯
之
立
也
、
鳳
鳥
適
至
‘
故
紀
―
―
於
鳥
二
為
1

一鳥

師
而
鳥
名
、
鳳
鳥
氏
、
歴
正
也
。
〔
注
〕
鳳
鳥
知
天
時
一

故
以
名
歴
正
之
官
一
〔
疏
〕
諸
書
皆
―
―
―
U

、
君
有
聖
徳
一

鳳
皇
乃
来
、
是
鳳
皇
知
―
―
天
時
一
也
、
歴
正
、
主
T

治,,
歴

歎
正
•
天
時
上
之
官
。

〖
鳳
鳥
不
レ
至
〗14
3
g
g聖
主
が
出
れ
ば
‘
鳳
鳥
が
至

る
‘
故
に
世
に
聖
上
の
な
い
の
を
嘆
じ
て
い
ふ
。
〔
論
語
、

子
字
〕
子
曰
、
鳳
鳥
不
レ
至
、
河
不
レ
出
レ
園
‘
吾
已
英
夫
。

【
鳳
超
】
144

誘
明
‘
華
允
誠
(
9ー

3
1
2
1
4
:
 4
7
6
)

の
琥
°

【
鳳
條
】
145

誘
梧
桐
の
枝
゜
梧
桐
に
は
鳳
が
棲
む
。
〔
陸

機
、
呉
王
郎
中
時
従
二
梁
陳
1

作
詩
〕
仮
レ
翼
鳴
―
―
鳳
條
↓

憚
足
升
―
―
龍
淵
↓
〔
任
防
‘
答
n

―
陸
催
成
竺
知
己
―
賦
〕
過
ニ

龍
律
而
一
息
‘
望
鳳
條
而
載
翔
゜

【
鳳
笛
】
146

五
ゎ
〇
笛
の
美
梢
゜
〔
虚
照
部
、
贈
1

一
許
左
丞

従
1

一
駕
萬
年
宮
1

詩
〕
黄
山
聞
―
―
鳳
笛
一
清
躇
侍
1
1

龍
媒
↓

0
横
笛
の
異
名
。
〔
績
教
訓
抄
‘
十
一
〕
横
笛
者
‘
云
云
‘

又
名
鳳
笛
一

[
鳳
頭
】
148

認
〇
鳳
凰
の
あ
た
ま
。
又
‘
鳳
凰
の
頭
上
に

突
出
す
る
毛
。
鳳
冠
。
又
、
頭
上
の
さ
う
い
ふ
形
の
毛
‘

或
は
飾
り
。
〔
紅
棲
夢
、
四
十
一
回
〕
那
籠
子
裡
黙
老
鶴

子
、
乍
心
麿
又
長
,
,
出
鳳
頭
ー
来
‘
也
會
1

一
説
話
血

~
O
O牡

丹
花
の
名
。
〔
繋
芳
譜
〕
牡
丹
花
名
、
有
―
―
桃
花
・
鳳
頭
↓

〖
鳳
頭
畦
〗1
4
9
n
f

ト
ウ
先
端
に
鳳
凰
の
飾
を
つ
け
た
＜

つ
。
女
子
が
穿
く
。
〔
蘇
拭
謝
ll

一
人
悪
雲
巾
方
昌
詩
〕

妙
手
不
レ
芳
盤
作
レ
鳳
‘
軽
身
ロ
ハ
欲
―
―
化
為
；
鳥
～
。
〔
自
注
〕

晉
永
嘉
中
、
有
二
鳳
頭
桂
↓
〔
王
珪
、
宮
詞
〕
侍
レ
輩
蹄
来

歩

主

階

ぢ
5

穿
金
棲
鳳
頭
畦
゜

〖
鳳
頭
白
〗1

5
0
芸
ト
ゥ
鳥
の
名
。
鳩
の
一
種
。
〔
燕
京
歳
時

記
、
花
兒
市
〕
按
‘
居
易
録
‘
京
師
花
兒
市
霰
二
黄
鵠

n
-

毛
利
作
―
―
黄
金
色
石
索
債
甚
高
、
云
云
‘
蓋
京
師
多
好
蓄
レ

鵠
、
種
類
丞
穂
‘
其
尋
常
者
、
有

l-it子
玉
翅
・
鳳
頭
白
・

云
云
・
倒
括
兒
等
名
色
↓

〖
鳳
頭
履
〗15
1
g
ゥ
ゎ
鳳
頭
粍

(
1
4
9
)
に
同
じ
。
〔
中
華

古
今
注
‘
桂
子
〕
至
―
―
東
晉
百
ぞ
草
木
一
織
成
、
即
有
1

一鳳

頭
之
履
・
緊
雲
履
・
五
桑
履
↓

〖
鳳
頭
鞘
記
〗1

5
2”
ト
ヴ
ァ
ィ
戯
曲
の
名
。
清
、
郁
志
膜
の

作
。
五
局
博
奇
の
一
。

【
鳳
徳
】
153

均
立
派
な
徳
の
喩
゜
〔
論
語
、
微
子
〕
楚
狂
接

輿
歌
而
負
孔
子
曰
‘
鳳
分
鳳
合
、
何
徳
之
衰
゜
〔
晉
書
‘

周
顕
博
〕
初
、
額
以
雅
望
猿
海
内
盛
名
云
後
頗
以
レ
酒

失
‘
云
云
‘
庚
亮
曰
、
周
侯
末
年
、
所
謂
鳳
徳
之
衰
也
。

【
鳳
芭
】
154
丸
g

明
、
毛
晉
(
6
-
1
6
7
7
2
:
 1
1
7
)

の
原
名
。

【
鳳
抱
】
155

雰
架
器
の
名
。
篇
を
い
ふ
。
〔
虞
集
‘
賦
二

茅
山
道
士
雲
松
巣
―
詩
〕
飛
歩
脱
1

一
烏
古
竺
長
吟
吹
二
鳳

抱
二
楊
維
禎
、
小
遊
仙
詩
〕
日
落
海
門
吹
面
H
四
須
央

海
水
沸
如
和
唸

【
鳳
尾
】
157

屯
〇
鳳
凰
の
尾
。
又
、
鳳
凰
の
尾
の
利
は
幾

條
も
分
出
し
て
ゐ
る
の
で
、
そ
の
や
う
な
形
を
し
た
も

の
を
い
ふ
。
又
、
秀
美
な
る
も
の
の
餘
香
・
餘
波
を
い

ふ
。
〔
皮

H
休
、
以
二
紫
石
硯
玉
？
魯
望
ー
兼
訓
レ
見
レ
贈

詩
〕
石
墨
一
研
為
血
霞
宍
寒
泉
半
勺
是
龍
睛
゜
〔
後
主

規
‘
書
豆
琶
背
詞
〕
天
香
留
二
鳳
尾
五
餘
暖
在
―
―
檀
槽
↓

〇
蘇
鐵
の
異
名
。
鳳
尾
蕉
を
見
よ
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
鳳
尾

草
記
〕
祗
中
庭
植
―
鳳
尾
一
株
る
」
百
年
、
生
吟
二
噛
其

側
↓
●
竹
の
一
種
。
筏
竹
の
類
。
鳳
尾
竹
(
1
6
2
)
を
見
よ
。

〔
紅
棲
夢
‘
二
十
六
回
〕
只
見
鳳
尾
森
森
、
龍
吟
細
細
゜

〖
鳳
尾
草
〗1

5
8
弁
ピ
0
山
そ
て
つ
。
貫
衆
の
異
名
。
〔
本

草
‘
貫
衆
〕
繹
名
、
貫
節
、
貫
渠
‘
百
頭
‘
草
鵠
頭
、
黒
狗

脊
‘
鳳
尾
草
‘
時
珍
日
‘
此
草
葉
茜
如
面
営
竺
其
根
一
本

而
衆
枝
貫
レ
之
‘
故
草
名
,
,
鳳
尾
盃
根
名
二
貫
衆
・
貰
節
・
貫

渠
“
〇
草
の
名
。
金
星
草
(
1
1
-
4
0
1
5
2
:
 6
4
2
)

の
異
名
。

〔
本
草
‘
金
星
草
〕
繹
名
、
鳳
尾
草
。

〖
鳳
尾
松
〗15

9
吟
咋
鳳
尾
蕉
に
同
じ
。

〖
鳳
尾
蕉
]
1
6
0

琴
ピ
蘇
鐵
の
異
名
。
〔
本
草
‘
無
漏
子
〕

秤
名
、
鳳
尾
蕉
゜
〔
五
雑
組
、
物
部
二
〕
鳳
尾
蕉
‘
其
本
翁
‘

巨
菓
、
四
五
尺
‘
密
比
如
―
―
魚
刺
1

然
‘
裔
者
亦
丈
餘
。
〔
綴

耕
録
、
金
果
〕
成
都
府
江
漬
廟
前
有
二
樹
六
株
一
世
博
‘

自
漢
庫
以
来
、
即
有
レ
之
、
其
樹
高
可
1

一
五
六
十
丈
面
g

約
三
四
尋
‘
挺
直
如
レ
矢
、
無
―
他
朽
餘
「
頂
上
綾
生
1

一枝

葉
五
竺
椋
欄
状
ぶ
皮
如
―
―
龍
鱗
盃
葉
如
―
―
鳳
尾
盃
｛
貫
如
レ
棗

而
大
‘
云
云
‘
番
中
名
為
―
―
苦
魯
麻
棗
こ
蓋
鳳
尾
蕉
也
。

〔
植
物
名
賓
圏
考
〕
鳳
尾
蕉
、
南
方
有
レ
之
、
安
南
尤
多
‘

樹
如
鱗
甲
盃
葉
如
覆
欄
↓
堅
硬
光
滑
、
経
レ
冬
不
レ
凋
゜

〖
鳳
尾
諾
〗1
6
1
[
惰
古
の
署
諾
、
即
ち
今
の
盪
行
。
諾

の
字
を
鳳
尾
の
や
う
な
形
に
書
い
て
自
署
す
る
。
〔
南

史
、
齊
古
向
帝
諸
子
下
、
江
夏
王
鋒
博
〕
年
五
歳
、
高
帝
使
レ

學
瓜
尾
諾
―
―
學
即
工
。

〖
鳳
尾
竹
〗1

6
2
悶
ピ
鳳
凰
竹
。
筏
竹
の
類
。
又
‘
俗
に
孟

宗
竹
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
竹
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
鳳
尾
竹
、
葉

細
三
分
。
〔
竹
譜
〕
鳳
尾
竹
、
産
海
南
崖
州
伍
梢
如
鳳

尾
盃
葉
類
―
―
鳳
毛
↓
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
芍
巳
木
竹
之
類
、
鳳

尾
竹
〕
按
‘
此
俗
云
,
,
鳳
凰
竹
1

也
、
筏
竹
之
類
‘
而
高
不
レ

翌
五
六
尺
五
云
‘
其
掌
冬
月
生
‘
故
俗
呼
曰
―
―
孟
宗

竹
面
六
孟
宗
之
母
‘
冬
好
レ
筍
、
天
感
レ
孝
也
、
雪
中
生
レ

筍
、
取
會
吃
レ
之
、
此
竹
雖
レ
非
其
種
面
成
1

一
冬
生
↓
好

事
者
名
レ
之
。

〖
鳳
尾
抱
〗1

6
3
芯
ピ
や
ぶ
れ
て
ぽ
ろ
の
さ
が
つ
て
ゐ
る

抱
。
ぼ
ろ
綿
入
。
〔
清
異
鋒
〕
鳳
尾
抱
者
、
相
國
桑
維
翰

未
レ
仕
時
編
衣
也
、
謂
1
↓1

其
橙
棲
穿
結
‘
類
,
,
乎
鳳
尾
↓

[
鳳
舞
】
164

九
’
’
鳳
凰
が
ま
ひ
遊
ぷ
。
又
、
鳳
凰
の
舞
の
や

う
な
立
派
な
舞
。
鳳
凰
が
来
り
舞
ふ
の
は
太
平
の
象
徴

と
い
ふ
。
〔
易
林
‘
解
之
第
四
十
、
革
〕
龍
湘
鳳
舞
‘
歳
築

民
喜
゜
〔
飽
照
、
代
―
―
淮
南
王
―
詩
〕
紫
房
採
女
弄
,
,
明
瑞
一

鸞
歌
鳳
舞
断
―
―
君
腸
↓
〔
宋
之
問
、
太
平
公
主
山
池
賦
〕

鳳
舞
鸞
歌
合
懺
欲
レ
飛
゜

13391 



鳥

部

〔
三
驚
〕

）
【
鳳
綽
】
165

匁
詔
勅
を
い
ふ
。
〔
陳
子
昂
、
秋
日
遇
―
荊
府

3
 
19

在
兵
曹
使
1

諮
序
〕
皇
華
昭
¢
國
‘
懐
面

g旺
而
高
尋
‘

~
白
桂
追
源
墨
免
買
面
下
顧
‘
大
矢
哉
。

ー67

【
鳳
餌
】
166

芯
上
等
の
茶
を
粉
末
に
し
て
練
り
固
め
た

も
の
。
圃
茶
(
8
ー

4
8
3
4
.. 5
1
)

を
見
よ
。
〔
大
観
茶
論
、

6
 
4
 
（
 

序
〕
建
淡
貢
鳳
絣
・
龍
閣
石
名
魁
↓
―
天
下
ぶ
汝
‘
龍
鳳
者
、

）

餌

上

印

以

龍

鳳

吝

也

。

【
鳳
浦
】
168

紅
＇
ゥ
清
、
孫
凋
翼

(
8
|
6
9
8
7
 :
 5
2
8
)

の
字
。

5
 
6
 

ー~
【
鳳
峯
】1

6
9
琴
明
‘
沈
惜
(
6
|1
7
1
8
9
 :
 6
4
)

の
琥
゜

【
鳳
卜
】
170

唸

鳳

占

(
1
1
5
)

に
同
じ
。
〔
琵
琶
記
、
強
就
二

ー7
 
6
 
46

鸞
鳳
〕
漫
説
道
‘
姻
縁
果
詣
鳳
卜
↓

【
鳳
毛
】
171

誘
鳳
凰
の
毛
。
子
が
父
祖
に
劣
ら
ぬ
素
質

（
 

を
有
し
て
ゐ
る
こ
と
に
い
ふ
。

O
秀
れ
た
風
采
の
喩
。

〔
世
説
新
語
、
容
止
〕
王
敬
倫
、
風
姿
似
レ
父
、
作
↓
―
侍
中
一

加
授
桓
公
ズ
ム
服
従
天
門
入
、
桓
公
望
レ
之
曰
、
大
奴

固
自
有
瓜
毛
↓
〔
李
白
‘
咸
芦
時
留
二
別
従
弟
延
陵
―
詩
〕

令
弟
字
延
陵
‘
鳳
毛
出
―
―
天
姿
↓
〇
秀
れ
た
文
オ
の
喩
゜

〔
南
齊
書
、
謝
超
宗
博
〕
王
母
殷
淑
儀
卒
‘
超
宗
作
レ
誅

奏
レ
之
‘
帝
大
嵯
賞
曰
、
超
宗
殊
有
二
鳳
毛
「
恐
震
運
復

出

。

「

の

室

名

。

〖
鳳
毛
館
〗1

7
2
九
吋t’
明
‘
盛
以
弘

(
8
-
2
3
0
0
5

:
 2
0
5
)
 

〖
鳳
毛
漕
レ
美
〗17

3
粋
苔
人
の
子
孫
が
官
界
で
立
身

出
世
し
た
の
を
誉
め
て
い
ふ
語
。
〔
故
事
成
語
考
、
祗
孫

父
子
〕
梢
ー
1

宦
有
―
―
賢
郎
一
日
鳳
毛
清
＂
美
。

〖
鳳
毛
麟
角
〗1

7
4
カ
認
責
重
で
稀
有
な
人
を
轡
め
て

い
ふ
語
。
鳳
毛
・
麟
角
(
1
2
|
 4
7
6
9
0
 :
 3
)

を
見
よ
。

【
鳳
嗚
】
175

伶
〇
鳳
凰
が
な
く
。
又
、
鳳
凰
の
な
き
臀
゜

鳳
凰
の
臀
の
や
う
な
雅
美
な
架
音
。
〔
漢
書
、
律
歴
志

上
〕
黄
帝
制
―
―
十
二
笛
冨
盆
~
.

一
鳳
之
鳴
↓
〔
列
仙
偉
‘
蒲

史
〕
爾
史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
‘
善
吹
レ
篇
‘
能
致
―
―
孔
雀

白
鶴
於
庭
五
穆
公
有
レ
女
‘
字
弄
王
、
好
レ
之
、
公
遂
以
レ
女

妻
焉
、
日
教
―
―
―
弄
王
作
-
―
鳳
鳴
面
心
敷
年
‘
吹
似
"
鳳
臀
面
t

凰
来
止
―
―
其
屋
一
公
為
作
―
―
鳳
景
↓
〇
立
派
な
こ
と
を
言

ふ
こ
と
。
鳳
鳴
而
鷲
翰
を
見
よ
。

O
隋
末
•
唐
初
に
亙

り
、
梁
の
蒲
銑
の
僭
年
琥
‘
鳴
鳳
の
一
梢
。
(
6
1
7
ー

6
2
0
)

R
字
麗
④
消
‘
呉
翌
鳳
(
2
|
3
3
6
5
 :
 8
8
5
)

の
琥
°
@

武
田
龍
の
競
武
田
鳳
鳴
(
6
ー

1
6
2
7
3
:
 4
7
6
)
を
見
よ
。

◎
岡
患
徳
の
琥
。
岡
鳳
鳴
(
4
ー

7
9
6
2
:
 4
0
)
を
見
よ
。
◎

荻
生
天
祐
の
琥
゜
荻
生
鳳
鳴
(
9
ー

3
1
0
0
5
:
 3
4
)
を
見
よ
。

〖
鳳
鳴
祠
陽
―
〗1

7
6
悶
は

O
鳳
凰
が
山
の
束
に
な

鳳

く
。
天
下
太
平
の
瑞
祥
。
〔
詩
、
大
雅
‘
巻
阿
〕
鳳
凰
鳴

袋
丁
彼
高
岡
五
梧
桐
生
分
‘
干
二
彼
朝
陽
↓
〔
博
〕
山
東

旦
朝
陽
↓
梧
桐
不
レ
生
二
山
四
太
平
而
生
―
―
朝
陽
↓
●
秀

れ
た
性
行
・
オ
能
の
形
容
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
堵
陶
偉
〕
英

平
‘
召
補
―
―
尚
書
郎
「
張
華
見
レ
之
‘
謂
―
―
陸
機
一
日
、
君
兄

弟
龍
躍
雲
津
盃
顧
彦
先
鳳
鳴
朝
限
謂
、
東
南
之
賓
已

盈
、
不
レ
意
復
見
五
珀
生
↓
〇
珍
し
く
且
つ
秀
れ
た
行
為

の
形
容
。
〔
唐
書
、
韓
暖
博
〕
御
史
李
善
感
‘
始
上
疏
極

言
、
時
人
喜
レ
之
、
為
h

―
鳳
鳴
二
朝
陽
二
岳
5

事
成
語
考
‘
文

臣
〕
李
善
感
直
言
不
レ
講
‘
競
梢
―
鳴
鳳
朝
陽
↓

〖
鳳
鳴
而
鷲
翰
〗m
ぷ
げ
ガ
イ
テ
孔
子
の
道
を
稽
へ
て
‘
蘇

秦
・
張
儀
の
行
を
為
す
を
い
ふ
。
〔
法
言
‘
淵
賽
〕
或
問
‘

儀
秦
學
―
乎
鬼
谷
術
一
而
習
―
―
乎
縦
横
言
一
安
二
中
國
―
者

各
十
餘
年
‘
是
夫
‘
日
、
詐
人
也
、
聖
人
悪
レ
諸
、
日
、
孔
子

讀
而
儀
秦
行
、
何
如
也
、
日
、
甚
芙
‘
鳳
鳴
而
鷲
翰
也
、

曰
‘
然
則
子
貢
不
レ
為
敗
、
曰
‘
乱
而
不
レ
解
、
子
貢
恥
レ

諸
‘
設
而
杢
富
只
儀
秦
恥
藷
゜

【
鳳
門
】

178g
宮
城
の
御
門
。
鳳
閥
(
5
3
)

に
同
じ
。
〔
洛

陽
記
〕
鳳
凰
門
‘
五
暦
棲
、
去
レ
地
三
十
丈
‘
安
二
金
鳳
皇

二
頭
↓
〔
絞
然
、
送
↓
一
徳
清
衛
明
府
赴
＞
選
詩
〕
鳳
門
多
士

會
‘
擁
侃
入
―
―
墨
―
ぢ

【
鳳
陽
]179

誘

O
府
名
。
明
‘
置
く
。
治
は
今
の
安
徽
省

鳳
賜
縣
。
清
は
壽
•
宿
の
二
州
、
及
ぴ
鳳
陽
・
懐
遠
・
安

遠
・
鳳
壼
．
震
壁
の
五
縣
を
管
轄
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
南
〕
鳳
陽
府
‘
萬
貢
揚
州
之
域
、
古
霰
塗
山
氏

國
五
春
秋
時
為
二
鍾
離
子
國
面
載
國
陽
レ
楚
、
秦
陽
二
九
江

郡
一
漢
初
為
,
1

淮
南
國
↓
武
帝
時
復
闇
二
九
江
郡
↓
後
漢

因
レ
之
、
云
云
、
元
至
元
十
三
年
、
置
濠
州
安
撫
司
↓
十

五
年
‘
改
為
―
―
臨
濠
府
三
十
八
年
、
復
総
濠
州
面
空
安

翌
路
面
”
初
改
臨
濠
府
涵
為
,
,
中
立
府
洪
武
五
年
、
改
―

中
立
府
基
定
為
―
―
中
都
工
J

年
、
改
為
,
,
鳳
陽
府
「
直
―
―
隷
京

師
五
註
伍
後
、
隷
―
―
南
京
一
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
安
徽
‘
鳳

陽
府
、
領
↓
―
州
―
-
‘
縣
五
↓
鳳
陽
‘
懐
遠
、
定
遠
‘
鳳
憂
、
壽

州
‘
宿
州
、
霊
壁
。

O
縣
名
。
明
、
置
く
。
安
徽
省
懐
遠
縣

の
東
南
。
津
浦
鐵
路
に
沿
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘

鳳
陽
府
〕
鳳
陽
縣
、
本
鍾
離
縣
地
、
明
初
為
―
―
臨
淮
縣
地
↓

洪
武
七
年
、
折

,
1臨
淮
之
太
平
•
清
栗
・
廣
徳
・
永
豊
四

郷
置
厩
、
以
レ
在
鳳
凰
山
之
賜
薗
名
。
〔
清
史
稿
、
地

理
志
〕
安
徽
‘
鳳
陽
府
、
縣
五
‘
鳳
陽
゜
〇
伊
藤
絹
の
琥
°

伊
藤
錦
里
(
1
|
4
3
2
 :
 2
1
2
)

を
見
よ
。

花
鼓
戯
(
9
ー

3
0
7
3
4
 :
 
1
7
4
)
 

〖
鳳
陽
弓
者
〗1

8
0
”
笠
砂
鳳
陽
地
方
か
ら
来
る
こ
じ

き
。
毎
年
冬
に
江
蘇
諸
郡
に
来
り
、
凶
年
の
た
め
と
梢

し
、
歌
つ
て
食
を
乞
ふ
。
〔
咳
餘
叢
考
‘
鳳
陽
弔
者
〕
江
蘇

諸
郡
、
毎
歳
冬
、
必
有
11

鳳
陽
人
宋
玉
老
幼
男
婦
、
成
レ
行

逐
レ
除
、
散
入
二
村
落
間
云
J

レ
食
、
至
―
―
明
春
二
三
月
間
一

始
回
‘
其
唱
歌
則
日
、
家
住
二
薩
州
井
鳳
陽
面
鳳
陽
原
是

好
地
方
‘
自
従
出
了
朱
皇
帝
、
十
年
到
有
―
―
九
年
荒
百
5

為
―
―
被
レ
荒
而
逐
ア
食
也
、
然
年
不
レ
荒
‘
亦
束
行
乞
如
レ

故。
〖
鳳
陽
花
鼓
〗1
8
1
5
認
ゥ

を
見
よ
。

【
鳳
輿
】
g

五ゥ

天
子
の
御
く
る
ま
。
鳳
輩
(
2
0
0
)

に
同

鳳圏典會消大）輿

じ
。
〔
杜
甫
、
贈
李
八
秘
書
ー
別
詩
〕
通
籍
蝠
1

一
蛾
印
「
差

肩
列
鳳
輿
-

【
鳳
翼
】
g

悶

O
鳳
凰
の
つ
ば
さ
。
又
、
立
派
な
人
や
物

の
喩
。
〔
魏
志
‘
祁
原
博
〕
所
謂
龍
翰
鳳
翼
‘
國
之
重
賓
゜

〔
陳
琳
、
柳
賦
〕
龍
鱗
鳳
翼
、
綺
錯
交
施
。
●
草
の
名
。
射

干
の
異
名
。
ひ
あ
ふ
ぎ
。
か
ら
す
あ
ふ
ぎ
。
〔
本
草
‘
射

干
〕
秤
名
、
烏
扇
‘
烏
婁
、
鳥
吹
、
烏
蒲
‘
鳳
翼
、
鬼
扇
‘
扁

竹
‘
仙
人
掌
‘
紫
金
牛
、
野
菅
花
‘
草
置
、
黄
遠
。

〖
鳳
翼
笙
〗1

8
4
苓
E
ク
鳳
翼
に
か
た
ど
っ
た
笙
゜
笙
を
い

ふ
。
〔
文
献
通
考
、
架
考
‘
抱
之
隔
‘
俗
部
〕
鳳
翼
笙
‘
昔

王
子
晉
之
笙
‘
其
制
象
―
―
鳳
翼
一
亦
名
二
参
差
竹
二
雷
於
二

緞
山
月
下
―
吹
レ
之
、
唐
太
和
中
、
有
―
―
尉
運
章
一
尤
妙
―
―

於
些
〔
栗
府
雑
録
〕
笙
者
女
蝸
造
也
‘
仙
人
王
子
晉
‘

於
緞
氏
山
月
下
―
吹
レ
之
‘
象
鳳
翠
亦
名
―
―
参
差
一
）

〖
附
鳳
翼
-
]
函
店
ョ
ク

1

一
鳳
凰
の
は
ね
に
つ
か
ま
る
。

有
力
な
人
に
附
随
す
る
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀

上
〕
攀
籠
鱗
附
鳳
翼
↓
以
成
1

一
其
所
＞
志
耳
゜
〔
法
言
‘

淵
蕎
〕
攀
龍
鱗
附
―
―
鳳
翼
↓

【
鳳
宋
】

1
8
6
%
O鳳
凰
が
来
る
。
〔
三
墳
〕
伏
犠
因
鳳

束
而
作
レ
築
。

O
築
歌
の
名
。
扶
棟
゜
〔
琴
疏
〕
祝
融
取
1-

椛
山
之
檄
1

作
レ
琴
‘
弾
レ
之
‘
能
致
一
五
色
鳥
―
―
曰
皇

来
、
二
曰
鸞
来
、
三
曰
鳳
宋
。

【
鳳
蛾
】
187

誘
鳳
凰
の
模
様
を
聾
い
た
蛾
燭
゜
〔
琵
琶

記
‘
寺
中
遺
篠
〕
鳳
蟻
吐
午
枝
綽
経
面
竺
佛
天
一
登
夜

常
明
。
〔
無
名
氏
、
詞
〕
涙
花
消
面
竺
烹
風
幕
巻
―
―
金
泥
↓

[
鳳
卵
】
188

焚
鳳
の
卵
。
〔
論
衡
‘
説

H
〕
星
著
1

一
於
天
ご
云

云
‘
人
望
二
見
之
玉
若
―
―
鳳
卵
之
状
ぶ
遠
失
―
―
其
賓
↓
也
。

[
鳳
鸞
】
189

焚
鳳
凧
と
鸞
。
鸞
は
神
鳥
‘
鳳
凰
の
佐
。

一
説
に
、
赤
色
が
多
い
の
は
鳳
、
青
色
が
多
い
の
は
鸞

と
い
ふ
。
〔
唐
詩
紀
事
、
陸
暢
〕
十
二
層
棲
椅
―
―
翠
空
面
5

鸞
相
射
1

差
梧
桐
言
令
狐
楚
‘
遊
,
,
義
興
寺
↑
四
上
李
逢

吉
相
公
1

詩
〕
鳳
鸞
飛
去
仙
巣
在
、
龍
象
潜
束
講
席
空
゜

〖
鳳
鸞
偽
〗1

9
0
誘
？
戯
曲
の
名
。
清
、
沈
名
抹
の
作
。
華

登
が
棲
月
迎
・
王
弱
冑
の
二
女
を
姿
つ
て
妻
妾
と
す
る

こ
と
を
演
ず
。

【
鳳
梨
】
191

f
e
n
g
•
l
i
2

熱
幣
地
方
に
栽
培
せ
ら
れ
る
宿

根
草
。
あ
な
な
す
。
波
羅
。
バ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
。

【
鳳
律
】
192

焚
律
を
い
ふ
。
十
二
律
。
〔
漢
書
‘
律
歴
志
上
〕

制
一
＋
―
-
笠
以
膠
鳳
之
嗅
其
雄
鳴
為
沃
、
雌
鳴
亦

六
、
比
―
―
黄
鐘
之
宮
盃
皿
皆
可
1

一
以
生
已
之
、
是
為
↓
一
律
本
↓

〔
黄
帝
外
紀
〕
制
二
十
二
律
百
盆
ぎ
鳳
皇
之
鳴
「
隔
六
為
レ

律
‘
陰
六
為
レ
呂
゜
〔
隋
書
‘
律
歴
志
上
〕
女
蝸
笙
黄
‘
俯

照
鳳
律
之
首
↓

【
鳳
侶
】
193

盟
善
い
同
伴
者
。
良
人
或
は
妻
を
い
ふ
。

〔
高
嬌
‘
晦
日
重
宴
詩
〕
駕
言
尋
1

一
鳳
侶
盃
ポ
レ
歓
俯
1

一雁池↓

〔
琵
琶
記
‘
宦
邸
憂
思
〕
鳳
侶
添
レ
愁
‘
魚
書
絶
レ
奇
、
空

努
―
―
雨
慮
相
望
↓
．

七
九
六

13392 
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鳳

七
九
七

【
鳳
林
】
194

唸
〇
縣
名
。
唐
‘
置
く
。
本
、
漢
の
白
石
縣

の
地
。
故
城
は
廿
痛
省
臨
夏
縣
の
西
南
。
〔
杜
甫
、
秦
州

雑
詩
〕
鳳
林
文
未
レ
息
‘
魚
海
路
常
難
。

O
山
名
。
甘
粛

省
臨
夏
縣
の
南
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
河
水
東
歴
二
鳳
林

北
↓
鳳
林
、
山
名
也
、
五
悟
倶
峙
‘
者
彦
云
‘
昔
有
鳳
鳥
一

墾
遊
五
箪
故
山
有
斯
目
戻
。

O
明
‘
王
従
善
(
7
-
2

0
8
2
3
 :
 1
6
6
7
)

の
琥
゜

〖
鳳
林
寺
]
1
9
5

バ
ウ
リ
ン
寺
の
名
。
湖
北
省
襄
陽
縣
の
東
南
。

〔
名
勝
志
〕
鳳
皇
山
‘
藷
有
―
―
梁
武
帝
寺
一
宋
之
問
使
過
―

襄
陽
一
登
鳳
林
山
閣
「
有
レ
詩
、
即
此
虞
也
。

【
鳳
麟
】
196

焚
ほ
う
わ
う
と
‘
き
り
ん
。
轄
じ
て
‘
才
能

の
秀
れ
た
青
少
年
の
喩
に
用
ひ
る
。
〔
法
言
、
問
明
〕
或

問
、
鳥
有
凪
、
獣
有
レ
麟
、
鳥
獣
皆
可
鳳
麟
乎
゜
〔
顧

況
‘
歩
虚
詞
〕
残
薬
泊
―
―
維
犬
一
震
香
出
―
―
鳳
麟
↓

〖
鳳
麟
洲
〗1

9
7
ペ0
9リ
ン
洲
の
名
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
鳳
麟
洲

在
1

一
西
海
之
中
央
ゴ
広
云
‘
洲
上
多
"
鳳
麟
ぶ
叙
萬
各
為
レ

禁
‘
云
云
‘
亦
多
1

一
仙
家
苓
竺
五
竺
鳳
啄
及
麟
角
一
合
煎

作
レ
膏
、
名
レ
之
為
1

一
績
弦
膠
ぶ
5

名
一
渾
太
沿
央
此
膠
能
績
―
―

弓
弩
已
断
之
弦
‘
刀
剣
断
折
之
金
一
更
以
レ
膠
連
―
績
之
i

使
ガ
士
伊
之
、
｛
ヒ
虞
乃
断
‘
所
レ
績
之
際
‘
終
無
レ
断
也
。

【
鳳
嶺
】
1
9
8
"
1
0

山
名
。
湖
南
省
牧
縣
の
東
。

【
鳳
暦
】
199

悶
〇
こ
よ
み
。
鳳
は
能
＜
天
時
を
知
る
か

ら
鳳
字
を
暦
に
冠
し
た
。
〔
左
氏
‘
昭
、
十
七
〕
我
高
祗
少

睛
撃
之
立
也
‘
鳳
鳥
適
至
、
故
紀1一
於
鳥
ぶ
〖
―
―
鳥
師
1
而

鳥
名
、
鳳
鳥
氏
、
歴
正
也
。
〔
注
〕
鳳
鳥
知
―
―
天
時
正
故
以
名
,
,

歴
正
之
官
↓
〔
庚
信
、
周
宗
廟
歌
‘
昭
夏
〕
龍
圏
革
レ
命
、

鳳
暦
蹄
レ
昌
。

0
年
琥
°
④
五
代
、
後
梁
の
郡
王
（
朱
友

珪
）
梢
す
。
(
9
1
2
)

◎
南
宗
の
寧
宗
の
時
、
後
理
（
南
詔
）

の
享
天
帝
（
段
智
連
）
梢
す
。
(
1
2
0
0
ー

1
2
0
4
)

16

【
鳳
輩
】
200

琴
〇
天
子
の
御
車
。
其
の
車
の
屋
根
の
上
に

~
黄
金
造
り
の
鳳
凰
の
飾
を
つ
け
る
か
ら
い
ふ
。
鳳
車
。
鳳

2
 

71

駕
。
鳳
輿
。
鸞
輿
゜
〔
藷
唐
書
、
音
架
志
四
〕
車
移
二
鳳
輩
一

柿
韓
紅
旗
↓
〔
張
説
、
味
塵
詩
〕
夕
伴
龍
媒
合
、
朝
随
―
―

6
 
6
 
4
 
（
鳳
輩
蹄
゜
〔
錢
起
、
和
李
貝
外
慮
レ
駕
幸
温
泉
宜
詩
〕

一
未
央
月
晩
度
疎
鎮
鳳
輩
時
巡
出
五
重
↓
〔
宋
史
‘
輿
服

い
き
〕
鳳
輩
赤
質
‘
頂
輪
下
有
三
柱
↓
緋
羅
輪
衣
絡
ー
一
帯

，
 

●
門
簾
↓
皆
繍
雲
鳳
頂
有
釜
鳳
一
玉
而
壁
刻
書
編
文
｛

l

金
鳳
翅
前
、
有
釈
頂
香
遣
香
賓
結
帯
一
下
有
勾
闇

7
 
66

二
重
丙
設
紅
錦
輝
長
竿
三
、
銀
飾
梯
行
馬
、
主
競
八

十
人
。
〔
事
物
紀
原
‘
輿
駕
材
衛
部
、
贋
輩
〕
通
典
曰
‘
唐

4
 
（
 

輩
有
レ
七
、
一
日
,
,
大
鳳
輩
↓
前
世
無
レ
文
‘
疑
唐
所
レ
造
也
‘

今
止
日
鳳
摯
〇
乗
用
せ
ら
れ
て
ゐ
る
鳳
凰
を
い
ふ
。

仙
人
な
ど
が
乗
る
。
〔
仙
偶
拾
遺
〕
西
母
乗
11

翠
鳳
之
贅
―

而
来
、
興
穆
王
翫
會
。
〔
隋
楊
帝
、
歩
虚
詞
〕
翠
霞
承
1

一

鳳
輩
玉
碧
霧
翼
龍
輿
一

【
鳳
棲
】
201

誘
〇
美
し
い
棲
°
①
禁
中
の
棲
閣
を
い
ふ
。

〔
飽
照
、
代
陳
思
王
京
洛
篇
〕
鳳
棲
十
二
重
‘
四
戸
八
綺

窟
。
＠
籟
史
(
8
-
2
6
5
6
0
:
 8
)

の
故
事
か
ら
、
婦
女
の
居

る
棲
閣
を
い
ふ
。
〔
王
融
‘
采
菱
曲
〕
炎
光
銅
―
―
玉
殿
（
涼

風
吹
鳳
棲
二
江
穂
、
籠
史
曲
〕
来
時
免
月
渦
、
去
後
鳳

棲
空
。

O
明
、
秦
嘉
揖
(
8
-
2
4
9
9
5
:
 1
9
8
)

の
琥
゜

〖
鳳
棲
山
房
〗2

0
2
焚
雰
清
、
金
式
珪

(
1
1ー
4
0
1
5
2:
1

 

2
8
1
)

の
室
名
。

【
鳳
麓
】
203

焚
明
、
錢
献
卿
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 2
9
2
)

の
字
。

【
鳳
和
】
204

唸
清
‘
眺
昌
(
8
ー

6
2
0
2
:
 6
3
)

の
字
。

【
鳳
皇
】

2
0
5
%
O鳥
の
名
。
鳳
凰
(
2
1
1
)

に
同
じ
。
〔
左
氏
、

韮
―
―
十
二
〕
是
謂
―
―
鳳
皇
子
飛
、
和
鳴
辮
錆
一
〔
荀
子
、

賦
〕
蛾
龍
為
西
密
翠
鵠
巣
為
11

鳳
皇
↓
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
鳳

皇
既
受
レ
始
分
、
恐
―
―
高
辛
之
先
p

我
゜
〔
山
海
経
、
南
山

経
〕
五
采
而
文
、
名
目
面
宵
烹
〔
管
子
、
封
祠
〕
今
鳳
皇
・

麒
麟
不
な
来
、
嘉
穀
不
レ
生
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
於
レ
是
馬

乃
興
―
―
九
招
之
栗
致
―
―
異
物
―
鳳
皇
来
翔
゜
〔
史
記
、
日
者

博
〕
子
掲
不
レ
見
下
鵡
稟
之
卑
ハ
ニ
鳳
皇

5
炉
乎
゜
〔
漢
書
、

昭
帝
紀
〕
冬
十
月
、
鳳
皇
集
東
海
二
〇
後
宮
の
宮
殿
の

名
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
後
宮
削
云
云
・
蘭
林
・
披
香
・
鳳

皇
・
鴛
鸞
。
参
車
の
名
。
鳳
凰
車
。
鳳
車
。
〔
揚
雄
‘
甘
泉

賦
〕
於
レ
是
乗
輿
酒
登
11

夫
鳳
皇
ふ
フ
、
競
11

華
芝
↓
〔
注
〕
清

日
‘
乗
輿
‘
天
子
也
‘
鳳
皇
、
車
名
。

〖
鳳
皇
池
〗2
0
6
5

や
鳳
凰
池

(
2
2
1
)
に
同
じ
。
〔
危
雲
、
古

意
贈
一
王
中
書
1

詩
〕
播
二
官
胄
瑣
闊
石
遥
望
―
―
鳳
皇
池
↓

〖
鳳
皇
子
飛
〗2

0
7
吠
窃
炉
雌
雄
の
鳳
凰
が
相
伴
つ
て

飛
ぶ
意
で
‘
夫
婦
相
和
す
る
喩
。
後
世
、
人
の
婚
褪
を
祝

ふ
辞
に
用
ふ
。
〔
左
氏
、
荘
、
二
十
二
〕
初
焚
氏
ト
レ
妻
1

一敬

仲
↓
其
妻
占
レ
之
、
日
‘
吉
‘
是
謂
―
鳳
皇
干
飛
‘
和
鳴
繕
錆
↓

〔
注
〕
雄
曰
レ
鳳
‘
雌
日
レ
皇
、
雄
雌
倶
飛
、
相
和
而
鳴
辮
辮

然
、
猶
蔽
仲
夫
妻
相
随
饂
齋
、
有
臀
誉
二
史
記
‘
陳

杞
世
家
〕
齊
稔
仲
欲
レ
妻
―
―
陳
敬
仲
て
＇
レ
之
、
占
日
、
是

詞
鳳
皇
干
飛
‘
和
鳴
辮
辮
↓

〖
鳳
皇
阜
隷
〗2

0
8
誘
腐
鳳
凰
阜
隷

(
2
2
7
)
に
同
じ
。

〖
鳳
皇
束
儀
〗2

0
9
焚
匁
〇
め
で
た
い
太
平
の
御
代
の

し
る
し
。
束
儀
は
来
り
舞
つ
て
、
容
儀
の
あ
る
こ
と
。

〔
書
、
益
稜
〕
篇
詔
九
成
‘
鳳
皇
来
儀
。
〔
博
〕
雄
旦
鳳
‘
雌

曰
レ
皇
‘
震
鳥
也
‘
儀
、
有
容
儀
↓
〔
疏
〕
篇
詔
之
築
、
作
レ
之

九
成
、
以
致
"
'
鳳
皇
来
而
有
1

一
容
儀
一
也
。

O
琴
曲
の
名
。

紳
鳳
操
を
い
ふ
。
〔
築
府
詩
歌
‘
琴
曲
歌
辞
‘
紳
鳳
操
〕
一

曰
‘
鳳
皇
宋
儀
‘
古
今
築
録
曰
、
周
成
王
時
‘
鳳
皇
翔
舞
、

成
王
作
↓
―
此
歌
｛
謝
希
逸
琴
論
曰
、
成
王
作
二
神
鳳
操
一

言
1

一
徳
化
之
感
一
也
‘
琴
集
曰
‘
鳳
皇
宋
儀
、
成
王
所
レ
作
。

〖
鳳
皇
不
下
卑
ぐ
燕
雀
盃
iむ
墾
〗2

1
0
バ
埒
笠
梵
．
4

ヤ
ク
ト
鳳

皇
は
燕
や
雀
と
は
同
じ
む
れ
を
つ
く
ら
な
い
。
賢
者
の

不
賢
者
と
同
列
し
な
い
喩
。
〔
史
記
、
日
者
博
〕
鳳
皇
不
下

輿
燕
雀
為
ら
墾
、
而
賢
者
亦
不
下
卑
ハ
ニ
不
肖
者
同
品
列
。

【
鳳
凰
】
5

誘
〇
鳥
の
名
。
聖
王
が
出
る
と
現
れ
る
と

い
ふ
瑞
鳥
。
雄
を
鳳
と
い
ひ
‘
雌
を
凰
と
い
ふ
。
身
に
五

色
の
文
彩
が
あ
り
‘
鳥
類
の
首
長
で
あ
る
と
い
ふ
。
鳳

皇
。
〔
韻
會
〕
雄
日
レ
鳳
、
雌
日
レ
凰
‘
古
詩
‘
鳳
分
鳳
分
求
1

一

洒

其
凰
↓
〔
詩
‘
大
雅
‘
巻
阿
〕
鳳
凰
千
飛
゜
〔
傭
〕
鳳
凰
‘
霊
鳥
‘

仁
瑞
也
、
雄
日
レ
鳳
‘
雌
日
レ
凰
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
上
〕
麒

麟
之
於
↓
―
走
獣
面
隅
凰
之
於
―
―
飛
鳥
言
呂
覧
、
名
類
〕
巣
覆

毀
レ
卵
‘
則
鳳
凰
不
レ
至
゜
〔
史
記
、
田
敬
仲
完
世
家
〕
鳳
凰

子
輩
、
和
鳴
辮
路
。
〔
孔
子
家
語
、
困
誓
〕
覆
レ
巣
破
レ
卵
‘

則
鳳
凰
不
レ
翔
―
―
其
邑
↓
●
年
琥
゜
④
三
國
呉
‘
蹄
命
侯

（
烏
程
侯
孫
皓
）
稲
す
。
(
2
7
2
-
2
7
4
)

＠
東
晉
の
時
、
五

胡
十
六
國
の
一
、
前
秦
の
世
祗
宣
昭
帝
の
代
、
李
宏
の
僭

年
琥
。
(
3
7
0
)

◎
東
晉
の
時
、
五
胡
十
六
國
の
一
、
後
涼

の
太
祗
稔
武
帝
の
代
‘
張
大
豫
の
僭
年
琥
。
(
8
3
6
)
〇
縣

名
。
民
國
、
置
く
。
湖
南
省
麻
陽
縣
の
北
。
R
城
の
名
。
④

涌
洲
遼
寧
省
鳳
城
縣
゜
◎
廣
西
省
扶
南
縣
の
南
。

O
西

燕
‘
慕
容
沖
(
4
|
1
1
0
8
8
 :
 6
6
)

の
字
。

〖
鳳
凰
弓
〗2

1
2
悶
窃
宋
、
徽
宗
の
時
の
弓
の
名
。
〔
宋

史
‘
和
斌
偉
〕
説
上
制
―
―
勝
強
遠
弓
式
↓
能
破
,
,
堅
於
一
三
日

歩
外
↓
邊
人
琥
為
1

一
鳳
凰
弓
↓
〔
程
史
〕
宋
徽
宗
時
弩
名
、

（成集書圃今古）凰鳳

本
名
"
制
勝
彊
遠
弓
↓
邊
人
謂
,
,
之
鳳
凰
弓
↓

〖
鳳
凰
丸
〗
翌
畷
ゥ
鳳
凰
を
正
面
か
ら
見
た
形
を
描

い
た
一
種
の
紋
所
。

〖
鳳
凰
叫
〗2

1
4
焚
唸
ノ
玉
や
笛
な
ど
の
響
の
喩
゜
〔
李

賀
‘
笙
筏
引
〕
罷
山
玉
砕
鳳
凰
叫
‘
芙
蓉
泣
露
香
蘭
笑
。

〖
鳳
凰
憩
〗2

1
5
誘
ヮ
'
?
鳳
凰
の
は
ね
。
〔
剪
燈
新
話
‘
龍

堂
震
會
録
〕
麻
姑
砕
撃
麒
麟
哺
‘
洛
妃
斜
掃
鳳
凰
憩
。

〖
鳳
凰
山
〗2
1
6
t

パ
5

山
名
。
O
唐
山
の
一
名
。
●
涌
洲

遼
寧
省
鳳
城
縣
の
東
南
。
山
顛
に
石
孔
が
あ
つ
て
箭
眼

と
い
ふ
。
俗
に
蒔
仁
貴
が
高
麓
を
征
す
る
時
射
た
も
の

と
博
ふ
。
山
内
に
は
寺
院
が
多
い
。
〔
明
一
統
志
〕
上
有
"

畳
石
古
城
面
~
な
全
十
萬
衆
面
唐
太
宗
征
一
嵩
蒻
六
嘗
駐
二

躇
於
此
↓
参
山
東
省
臨
祈
縣
。
石
炭
産
地
。
R
江
蘇
省
江

寧
縣
の
南
‘
株
陵
隅
附
近
。
鐵
鑽
産
地
。

O
鳳
畳
山
。
鳳

登
(
1
2
6
)

の
〇
を
見
よ
。

O
江
蘇
省
武
進
縣
の
南
。

O

江
蘇
省
江
陰
縣
の
西
南
。

O
江
蘇
省
宵
浦
縣
の
東
南
。

下
に
鎮
あ
り
。

O
安
徽
省
除
縣
゜
鉗
の
産
地
。

O
江
西
省

石
城
縣
の
南
。

O
江
西
省
翌
城
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
西
、
南
昌
府
、
翌
城
縣
〕
鳳
凰
山
、
在
縣
東
九
十

里
盃
百
書
、
穆
帝
升
平
四
年
‘
鳳
凰
膝
孔
雛
一
見
於
翌

城
山
一
因
名
。
＠
江
西
省
修
水
縣
の
北
。

O
一
名
、
碧
落

山
。
江
西
省
高
安
縣
治
。
◎
浙
江
省
杭
州
市
の
南
。
宋
、

行
宮
を
建
つ
。
山
に
聖
果
寺
が
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
浙
江
‘
杭
州
府
、
錢
塘
縣
〕
鳳
凰
山
‘
府
治
西
南
二

里
、
卑
ハ
ニ
呉
山
岡
脈
1

相
接
。
R
浙
江
省
海
堕
縣
の
西
南
。

塞
が
あ
る
。
南
は
海
に
臨
む
。

O
浙
江
省
長
興
縣
の
西

北
。
◎
浙
江
省
瑞
安
縣
の
東
の
海
中
。
其
の
西
の
江
横

山
と
相
封
峙
し
‘
鳳
凰
門
と
稽
せ
ら
る
。
鍮
幅
建
省
龍

埃
縣
の
東
。
元
末
‘
陳
友
定
が
彰
人
を
此
慮
に
破
る
。

O

蝠
建
省
建
甑
縣
の
東
北
。
一
名
、
茶
山
。
五
代
‘
晉
の
天

輻
三
年
‘
王
延
政
‘
建
州
に
撮
り
‘
副
州
の
兵
‘
来
攻
す

る
や
、
延
政
‘
之
を
茶
山
に
敗
る
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
茶
山

在
―
―
郡
東
北
「
民
多
植
"
茶
於
此
本
木
紹
興
二
年
‘
韓
世
忠

聞,,,
賊
帥
箔
汝
為
入
＝
建
州
一
水
陸
井
進
、
直
抵
―
―
鳳
凰

世
大
破
レ
之
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
一
輻
建
、
建
寧
府
、
建
安

縣
〕
鳳
凰
山
‘
府
東
北
二
十
五
里
‘
一
名
茶
山
‘
石
晉
天

輻
三
年
‘
王
延
政
撮
二
建
州
玉
輻
州
兵
束
攻
‘
延
政
敗
,
,
之

於
茶
山
一
〇
蝠
建
省
沙
縣
の
南
淫
の
南
。
鬱
湖
北
省
武

昌
縣
の
北
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
呉
黄
龍
元
年
、
夏
口
言
1

一
鳳
凰

現
云
因
以
名
レ
山
。
轡
湖
北
省
京
山
縣
。
石
炭
を
産
す
。

13393 



(46671・ ・217)一 (46671-・249)

O
湖
北
省
大
冶
縣
。
石
炭
の
産
地
。
鬱
湖
北
省
薪
春
縣

の
北
。
上
に
鳳
凰
壷
が
あ
る
。
R
湖
南
省
常
寧
縣
。
銅
錫

の
産
地
。
魯
湖
南
省
鳳
城
縣
の
西
南
。
◎
湖
南
省
辰
漢

縣
の
南
。
鬱
陳
西
省
興
安
縣
の
西
。
〔
太
平
賽
字
記
〕
漢

陰
縣
鳳
凰
山
、
周
地
園
記
謂
為
―
―
龍
子
山
一
日
翌
障
有
二
十

二
暦
五
按
‘
道
書
云
‘
鳳
凰
山
二
十
層
、
上
有
―
―
仙
人
栗

園
＾
鬱
廿
粛
省
成
縣
の
東
南
。
山
に
鳳
凰
壼
が
あ
る
。
鳳

凰
景
の

O
を
見
よ
。

O
四
川
省
南
淫
縣
の
北
。

O
貴
州

省
鳳
泉
縣
の
西
北
。

〖
鳳
凰
子
〗2

1
7
ぷ
•
ウ
ワ
ヴ
硯
石
の
名
。
山
東
省
渦
川
縣
の
東

北
‘
仙
巖
洞
か
ら
出
る
最
上
等
の
硯
石
。
石
の
形
が
卵

に
似
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。
紅
絲
石
。
〔
渦
硯
鋒
〕
形
如
レ

卵
‘
俗
名
―
―
鳳
凰
子
1

者
、
為
レ
最
、
猶
靖
埃
之
子
石
一
也
。

〖
鳳
凰
城
〗
血
苓
喝O
滴
洲
遼
寧
省
奉
天
城
の
一
名
。

〇
廣
西
省
扶
南
縣
の
西
。

〖
鳳
凰
蜆
〗2
1
8
5
,
C

ヮ
ヴ
卵
殻
の
俗
梢
゜
〔
本
草
‘
難
〕
抱
出

卵
殻
、
時
珍
曰
‘
俗
名
二
混
沌
池
・
鳳
凰
蜆
面
”
―
―
抱
出
者
一

駆
其
蜆
脱
之
義
也
。

〖
鳳
凰
籠
〗2

1
9
誘
ヮ
•
ウ
排
篇
を
い
ふ
。
古
は
竹
を
な
ら
ベ

て
つ
く
り
‘
其
の
状
が
鳳
凰
の
翼
に
似
て
ゐ
る
か
ら
い

ふ
。
又
、
篇
に
鳳
女
壷
の
故
事
あ
る
こ
と
か
ら
名
づ
け

た
と
も
い
ふ
。
〔
風
俗
通
、
＿
音
築
‘
籠
〕
謹
按
‘
尚
書
、
舜

作
‘
篇
詔
九
成
、
鳳
凰
来
儀
‘
其
形
参
差
‘
像
1

一
鳳
之
翼
一

十
管
、
長
一
尺
。

〖
鳳
凰
景
〗2

2
0
”
吝

i壼
の
名
。
0
山
東
省
泰
安
縣
の

北
。
漢
の
宣
帝
の
時
‘
鳳
凰
‘
泰
山
に
集
る
。
故
に
名
づ

く
と
。

O
河
南
省
温
縣
西
の
王
羊
店
。

0
河
南
省
温
縣

北
の
渠
河
。
R
江
蘇
省
南
京
市
の
南
。
唐
の
李
白
に

鳳
凰
昼
詩
が
あ
る
。
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
中
〕
文
帝
元
嘉

十
四
年
一
二
月
丙
申
、
大
鳥
一
―
集
二
抹
稜
民
王
顕
園
中
李

樹
上
一
云
云
‘
揚
州
刺
史
彰
城
王
義
康
以
聞
、
改
二
鳥

所
レ
集
永
昌
里
ご
ロ
―
―
鳳
凰
里
↓
〔
李
白
、
登
―
―
金
陵
鳳
凰

量
詩
〕
鳳
凰
景
上
鳳
凰
遊
‘
鳳
去
景
空
江
自
流
。

O

湖
北
省
那
城
縣
の
東
。
〔
明
一
統
志
〕
在
―
―
虎
頭
山

h
天

王
因
鳳
凰
見
一
築
憂
於
此
「
詔
1

一
周
喩
・
魯
扇
定
二

建
都
之
計
↓
〇
湖
北
省
薪
春
縣
の
東
北
。
〔
輿
地
紀
勝
〕

在
1
-
i

斬
春
縣
北
鳳
凰
山
芸
口
鳥
無
下
棲
正
其
上
土

g
o

甘
粛
省
成
縣
の
東
南
の
鳳
凰
山
。
杜
甫
に
鳳
凰
憂
詩
が

あ
る
。
〔
清
一
統
志
〕
水
経
注
‘
廣
業
郡
南
鳳
埃
中
有
―
―
二

石
石
其
形
若
レ
闘
、
漢
世
有
1

一
鳳
凧
一
至
、
故
謂
―
―
之
鳳
凰

鳥

部

雪
一
書
一
〕

鳳

宰
烹
杜
甫
詩
‘
亭
亭
鳳
凰
憂
、
北
封
二
西
康
州
苫
水
経
‘
潔

水
注
〕
漢
世
有
二
鳳
凰
一
止
焉
‘
故
謂
1

一
之
鳳
凰
嚢
一
〔
杜

甫
‘
鳳
凰
蜃
詩
〕
亭
亭
鳳
凰
蛋
、
北
封
―
―
西
康
州
↓
R
雲
南

消
源
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
雲
南
、
大
理
府
‘
郎
川

州
‘
浪
弯
縣
〕
鳳
凰
景
‘
縣
治
北
、
藷
博
‘
施
望
欠
詔
所
レ

築
‘
壷
下
有
百
沙
井
｛
泉
味
甘
冽
‘
亦
施
望
欠
所
レ
竪
也
。

〖
鳳
凰
池
〗2
2
1
”
ワ
，
ゥ
禁
苑
中
に
あ
る
池
の
名
。
傍
に
中

書
省
が
あ
る
の
で
、
韓
じ
て
、
中
書
省
、
又
は
宰
相
を
い

ふ
。
鳳
池
。
〔
晉
書
、
荀
動
博
〕
勘
久
在
缶
＇
書
↓
専
管
1

一機

患
及
レ
失
レ
之
‘
甚
憫
憫
恨
恨
‘
或
有
―
―
賀
レ
之
者
ぶ
即
日
、

奪
我
鳳
凰
池
諸
君
賀
レ
我
邪
゜
〔
通
典
‘
職
官
典
、
中
書

令
〕
以
―
―
其
地
在
二
櫃
近
；
多
承
龍
任
石
疋
以
人
固
―
―
其

筐

謂
1

一
之
鳳
凰
池
焉
。
〔
李
防
‘
賀
―
―
呂
蒙
正
―
詩
〕
一

學
レ
首
登
―
―
龍
虎
榜
一
十
年
身
到
鳳
凰
池
。
〔
書
言
故
事
、

三
省
類
〕
中
書
謂
鳳
凰
池
↓

〖
鳳
凰
竹
〗2

2
2
バ
噂
ゥ
竹
の
一
種
。
鳳
尾
竹
(
1
6
2
)
に
同

じ。
〖
鳳
凰
嶺
〗2

2
3
均
ヮ
‘
ゥ
山
名
。
廣
西
省
境
の
中
部
、
南
嶺

の
支
脈
の
一
。

〖
鳳
凰
街
レ
書
〗22

5
吟
五7
0ク
ム
天
子
の
使
が
勅
書
を
持

つ
て
ゐ
る
喩
。
鳳
街
(
3
3
)

を
見
よ
。
〔
春
秋
元
命
包
〕
火

離
為
二
鳳
凰
盆
炉
書
遊
二
文
王
之
都
一
故
武
王
受
―
―
鳳
書

之
瑞
↓
〔
易
林
‘
泰
之
第
十
一
、
益
〕
鳳
凰
街
レ
書
、
元
圭

賜
レ
我
‘
封
為
二
晉
侯
↓

〖
鳳
凰
在
レ
心
奴
〗
2
2
6
焚

7
7
9
四
鳳
凰
が
鳥
籠
に
捕
へ
ら
れ

て
ゐ
る
。
賢
人
が
位
を
失
っ
て
民
間
に
在
る
喩
゜
絞
は

鳥
籠
゜
〔
楚
辞
‘
九
章
、
懐
沙
〕
轡
レ
白
以
為
レ
黒
分
‘
倒
レ
上

以
為
レ
下
‘
鳳
凧
在
レ
妓
分
‘
難
雉
翔
舞
。

〖
鳳
凰
阜
隷
〗2
2
7
5
窃
勺
〇
伯
努

(
1
-
4
6
6
:
 4
4
7
)

の

0
を
い
ふ
。
〔
丹
鉛
穂
録
〕
賜
性
亦
能
博
撃
‘
鷹
集
―
―
於

林
面
叫
盤
旋
鳴
話
‘
侯
,
,
鷹
飛
―
輔
繋
レ
之
‘
俗
呼
為
―
―
鳳
凰

早
隷
盆
戸
ー
百
鳥
畏
＂
之
也
。
●
帷
鵡

(
1
2

1
 4
7
 
0
 10 :
 
4
)
 

を
い
ふ
。
甥
鳩
゜
〔
本
草
‘
伯
芳
〕
附
録
、
蛸
鳩
、
時
珍
日
‘

戴
勝
也
‘
一
曰
‘
帷
鴎
‘
訛
作
,
,
批
焙
鳥
ご
云
云
‘
羅
願
曰
‘

乃
隼
隔
也
、
南
人
呼
為
―
―
鳳
凰
早
隷
↓

〖
鳳
凰
囃
翅
〗2

2
8
岱
ヮ
ゥ
唐
の
武
后
の
時
、
周
興
・
束
俊

臣
等
の
設
け
た
酷
刑
。
手
足
を
丸
太
に
く
く
り
つ
け

る
。
〔
朝
野
魚
載
〕
李
嵩
・
李
全
・
交
王
旭
‘
琥
1

一
三
豹
芦
母
レ

訊
レ
囚
‘
遣
レ
作
―
―
仙
人
獣
果
・
玉
女
登
梯
・
鳳
凰
曜
翅
・
禰

朕
鑽
火
↓

〖
鳳
凰
術
書
伎
〗2

2
9
焚
忍3
7ギ
散
架
の
名
。
〔
隋
書
、
昔
築
〔
還
魂
記
‘
淮
泊
〕
相
,
,

逢
浣
紗
鳳
尖
頭
面
r

首
三
千
下
。

志
上
〕
自
え
木
齋
―
已
来
、
三
朝
有
鳳
凰
街
書
伎
↓
[
鳳
女
祠
]
匹
岱
f
ヲ
秦
の
穆
公
の
女
の
弄
玉
夫
妻
が
鳳

〖
鳳
凰
景
上
憶
吹
籠
〗2
3
0
g
務
芍
．4ヤ
ゥ
詞
牌
の
名
。
凰
に
乗
っ
て
去
っ
た
後
、
秦
人
が
碓
宮
に
つ
く
つ
た

鳳
女
祠
(
2
4
2
)

を

見

よ

。

祠

。

故

址

は

映

西

省

賓

難

縣

の

東

南

。

〔

列

仙

博

‘

葡

史

〕

〖
鳳
凰
曇
上
鳳
凰
遊
〗2

3
1
誘
器
サ
パ
ウ
ギ
ヴ
李
白
が
金
陵
蒲
史
者
、
秦
穆
公
時
人
也
‘
善
吹
レ
篇
、
能
致
―
―
孔
雀
白
鶴

（
今
の
南
京
）
の
鳳
凰
壼
に
登
つ
て
詠
じ
た
詩
の
一
句
。
於
庭
↓
穆
公
有
レ
女
‘
字
弄
玉
‘
好
レ
之
、
公
遂
以
レ
女
妻

昔
‘
此
の
鳳
凰
憂
に
は
鳳
凰
が
来
り
遊
ん
だ
と
い
ふ
こ
焉
‘
日
教
—n弄
玉
作
―
―
鳳
鳴
五
居
敷
年
‘
吹
似
→
―
鳳
臀
盃
鳳
凰

と
で
あ
る
の
意
。
〔
李
白
‘
登
釜
陵
鳳
凰
畳
―
詩
〕
鳳
凰
憂
来
止
―
―
其
屋
ズ
ム
為
作
一
面
霊
冥
夫
婦
止
l

―
其
上
コ
小
レ
下
数

上
鳳
凰
遊
‘
鳳
去
憂
空
江
自
流
、
呉
宮
花
丼
埋
―
―
幽
径
↓
年
‘
一
旦
皆
随
二
鳳
凰
ー
飛
去
、
故
秦
人
為
作
―
―
鳳
女
祠
於

晉
代
衣
冠
成
―
―
古
丘
ご
一
山
半
落
青
天
外
、
一
水
中
分
白
薙
宮
中
一
時
有
↓
笛
函
9

而
已
゜

鷺
洲
、
継
為
1

浮
雲
能
蔽
＞
日
、
長
安
不
レ
見
使
ー
一
人
愁
↓
【
鳳
女
景
】
243t't
ヂ
ヨ
憂
の
名
。
鳳
憂
(
1
2
6
)

に
同
じ
。
鳳

【
得
レ
鳳
】
233

吠
ゥ
ヲ
鳳
を
得
る
。
俊
れ
た
子
を
持
つ
喩
。
女
祠
を
見
よ
。
〔
水
経
‘
渭
水
注
〕
又
有
,
,
鳳
憂
鳳
女
祠
一

〔
崖
蝦
‘
斐
誌
土
界
人
制
〕
威
孫
有
複
‘
旦
聞
褥
鳳
之
秦
穆
公
時
有
―
―
蒲
史
者
一
善
吹
レ
篇
‘
能
致
二
白
鵠
孔
雀
一

覧
枚
乗
多
オ
‘
雅
畜
―
―
離
龍
之
妙
↓
〔
蘇
拭
、
次
―
―
前
韻
―
穆
公
女
弄
玉
好
レ
之
、
公
為
作
,
,
鳳
畳
1

以
居
レ
之
、
積
散

答
焉
忠
玉
詞
〕
震
運
子
孫
倶
得
レ
鳳
‘
慈
明
兄
弟
執
十
年
、
一
旦
翔
レ
鳳
去
。
〔
清
一
統
志
〕
鳳
女
憂
、
在
二
険
西

非

レ

龍

゜

賓

維

縣

東

南

↓

【
鳳
求
凰
】
2
3
4
5
g
キ
ゥ
琴
曲
の
名
。
〔
琴
集
〕
司
馬
相
如
客
＿
―
[
鳳
亭
子
】
244

バ
ウ
テ
ィ
宋
、
王
得
臣
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
9
8
5
)
 

臨
雙
富
人
卓
王
孫
有
女
文
君
盃
新
寡
‘
窺
於
↓
1

壁
間
一
見
レ
の
琥
。

之
、
相
如
以
二
琴
心
挑
レ
之
、
為
―
―
琴
歌
二
章
↓
〔
司
馬
相
如
、
【
鳳
狂
龍
躁
】
245

誘
砕
5

鳳
凰
が
狂
ひ
‘
龍
が
さ
わ
ぐ
。

琴
歌
〕
鳳
今
鳳
分
蹄
―
―
故
郷
一
遂
―
―
遊
四
海
1

求
―
―
其
凰
↓
〔
韓
偲
‘
喜
レ
涼
詩
〕
壇
炭
燒
レ
人
百
疾
生
‘
鳳
狂
龍
躁
滅
―
―

【
鳳
倉
如
】
235
誘ノ
3

明
、
呉
縣
の
人
。
字
は
部
凡
。
官
は
心
情
↓

崇
禎
の
末
、
漢
陽
通
判
。
張
献
忠
の
来
攻
の
時
‘
城
を
死
【
鳳
去
二
~
奈
棲

1
】2
4
6
勾
5
/ロ
ゥ
秦
の
穆
公
の
時
‘
蒲
史
と

守

す

。

後

、

衡

州

知

府

に

至

る

。

弄

玉

と

が

夫

婦

と

な

つ

て

鳳

憂

に

住

み

‘

遂

に

鳳

に

乗

[
鳳
頸
草
】
臨
誘
ヶ
ィ
草
の
名
。
馬
鞭
草
(
1
2
ー

4
4
5
7
2

：
つ
て
去
っ
た
と
い
ふ
故
事
。
鳳
女
祠
(
2
4
2
)

を
見
よ
。

5
5
1
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
馬
鞭
草
〕
秤
名
‘
龍
牙
草
‘
鳳
頸
〔
西
廂
記
、
張
君
瑞
害
―
―
相
思
1

雑
劇
〕
月
暗
―
―
西
廂
面
鳳

草
‘
時
珍
曰
‘
龍
牙
・
鳳
頸
‘
皆
阻
穂
取
レ
名
。
去
秦
模
雲
敏
巫
山
祈
也
趣
、
我
也
趣
゜

[
鳳
五
郎
]237

吟
舵
鳥
の
異
名
。
〔
和
漢
ニ
オ
園
會
、
山
【
鳳
去
憂
空
】
2
4
7
[
g
が
鳳
凰
が
去
つ
て
、
そ
の
名
の

禽
類
、
鳳
五
郎
〕
食
鑑
云
‘
往
年
貢
,
,
於
阿
蘭
陀
國
一
状
鳳
凰
憂
の
み
が
空
し
く
残
っ
て
ゐ
る
。
韓
じ
て
、
人
を

類
天
鶴
而
大
、
高
六
七
尺
、
灰
白
色
幣
レ
黄
‘
頬
及
皆
訪
ね
て
そ
の
人
が
已
に
去
つ
て
ゐ
た
時
や
‘
妓
女
を
藷

黒
‘
脚
掌
類
レ
維
而
肥
大
‘
能
食
―
―
鐵
石
竹
木
「
彼
國
人
館
に
訪
ね
て
、
そ
の
妓
女
が
他
に
縛
籍
し
た
場
合
な
ど

代
レ
馬
‘
令
レ
負
―
―
柴
薪
貨
物
ゴ
本
云
。
に
い
ふ
。
〔
李
白
、
登
―
―
金
陵
鳳
凰
憂
一
詩
〕
鳳
凰
登
上
鳳

【
鳳
之
丸
】
238

な
努
鳳
の
卵
。
〔
呂
寛
‘
本
味
〕
流
沙
之
西
‘
凰
遊
‘
鳳
去
憂
空
江
自
流
。

丹
山
之
南
、
有
―
―
鳳
之
丸
↓
沃
民
所
レ
食
。
【
鳳
窯
睾
女
】
248

ぢ
翌
姑
威
太
守
の
張
憲
が
自
家
で

【
鳳
将
雛
】
239

誘
，
＇
ャ
ヴ
古
曲
の
名
。
〔
晉
書
、
築
志
下
〕
鳳
使
っ
て
ゐ
る
諸
娼
を
呼
ん
だ
名
。
〔
雲
仙
雑
記
、
鳳
窯
塁

将
雛
歌
者
、
藷
曲
也
‘
應
琥
百
一
詩
云
‘
言
是
鳳
将
雛
、
女
〕
姑
威
太
守
張
憲
‘
使
し
娼
妓
戴
二
彿
壺
ぶ
こ
帥
仙
裳
‘

然
則
其
来
久
芙
゜
〔
古
架
府
‘
瀧
西
行
〕
鳳
凰
鳴
嗽
嗽
‘
一
密
粉
淡
粧
に
使
レ
侍
＿
＿
閣
下
ご
奏
レ
書
者
琥
―
―
傭
芳
妓
己
酌
レ

母
将
,
,
九
雛
↓
〔
築
府
詩
集
、
清
商
曲
辟
、
呉
臀
歌
曲
〕
古
酒
者
琥
二
龍
津
女
石
向
レ
食
者
琥
―
―
仙
盤
使
ゴ
ぞ
H
、
諸
借

今
栗
録
曰
‘
云
云
‘
呉
臀
十
曲
‘
云
云
‘
三
日
鳳
将
雛
一
曰
―
―
鳳
棄
窒
女
ガ
又
曰
―
―
園
雲
除
曳
雲
仙
一

云
云
、
古
有
レ
歌
‘
自
レ
漢
至
レ
梁
不
レ
改
‘
今
不
レ
傭
。
【
鳳
巣
同
巣
】
2
4
9
f
翌
g4

h
s
i
a
o
'
t
'
u
n
g
'
c
h
'
a
o
2

鳳

[
鳳
尖
頭
】
241

誘
セ
’
婦
女
の
、
頭
の
尖
っ
た
桂
を
い
ふ
。
風
と
悪
鳥
の
鵠
巣
と
が
巣
を
と
も
に
す
る
。
玉
石
混
清

七
九
八

13394 



(46671 .. 250)— (46672 .. 31) 

鳥

部

〔
三
畳
〕

鳳

鳴

七
九
九

小
日
0
な
き
ご
ゑ
。
鳥
獣
の
な
き
ご
ゑ
。

豪
〔
説
文
〕
鳴
、
鳥
臀
也
、
ハ
1
1

鳥
口
↓
〔
管

鳴
格
別
博
〕
鳥
獣
之
昔
日
レ
鳴
。

O
な
く
。
鳥
獣
が

瞥
を
出
す
。
〔
易
‘
説
卦
〕
其
於
レ
馬
也
、
為
1

一
善
鳴
↓

〔
詩
、
大
雅
‘
巻
阿
〕
鳳
皇
鳴
矢
。
●
な
る
。
④
物
が

昔
を
獲
す
る
。
〔
穂
‘
學
記
〕
叩
レ
之
以
レ
小
者
則
小

鳴
‘
叩
レ
之
以
矢
者
則
大
鳴
。
〔
韓
愈
、
送
孟
東

野
序
〕
大
凡
物
不
レ
得
真
平
一
則
鳴
。
＠
ひ
ぴ

く
。
き
こ
え
わ
た
る
。
名
臀
が
と
ほ
る
。
〔
易
、
謙
〕

鳴
謙
゜
〔
注
〕
鳴
者
、
臀
名
聞
之
謂
也
。
〔
韓
愈
‘
送
ニ

,--疇`

鳴.......... 
46672 

口日
ミ，メミ，メ
ャィヤイ
ゥゥ

〔
集
韻
〕
眉
病
切

〔
集
韻
〕
眉
兵
切
圏

＇ 
n
-
L
 
ming' 

國

の
意
。

【
鳳
梧
添
棧
】
250

”
”
ザ
北
京
で
栽
培
す
る
菊
花
の
一

種
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
九
花
山
子
〕
謹
按
、
日
下
藷
聞
考
、

云
云
‘
蓋
京
師
菊
種
函
繁
‘
云
云
‘
鳳
梧
添
棧
。

【
鳳
堅
逸
客
】
251

岱
砕
宋
、
曾
宏
父
(
1
5
-
1
4
2
9
9
:
 1
8
 

0
)

の
琥
。

【
鳳
水
漁
長
】
2
5
2
5
5
が
炉
清
、
那
石
如

(11ー
3

器
3
0
:

1

 

7
3
)

の
琥
。

【
鳳
度
三
橋
】
253

焚
が
齊
の
東
昏
侯
が
制
し
た
帽
子
の

名
。
〔
南
史
‘
齊
和
帝
紀
〕
東
昏
又
興
＝
霊
小
1

別
立
レ
帽
‘

賽
"
其
ロ
一
而
舒
―
―
雨
翅
す
名
日
―
―
鳳
度
三
橋
二
云
云
、
梁
武

帝
藷
宅
在
1

一
三
橋
盃
而
鳳
度
レ
之
、
名
1

一
鳳
翔
之
瞼
一
也
。

【
鳳
靡
鸞
吼
】
254

焚
伊
鳳
の
死
を
靡
と
い
ひ
‘
鸞
の
死

を
吼
と
い
ふ
こ
と
か
ら
、
哀
晩
の
辞
に
用
ひ
る
。
〔
禽

経
〕
鳳
靡
鸞
吼
‘
百
鳥
痙
レ
之
。
〔
注
〕
鳳
死
日
レ
靡
、
鸞
死

日
レ
咄
。

【
鳳
六
山
人
】
255

焚
匁
清
、
黄
呂
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 9
2
2
)
 

の
琥
゜

【
鳳
生
而
五
色
]256

焚
か
菜
井
ガ
ラ
お
ほ
と
り
は
生
れ
つ

き
五
色
の
文
采
を
具
へ
て
ゐ
る
。
天
性
の
勝
れ
て
ゐ
る

こ
と
。
〔
蜀
志
、
秦
底
博
〕
虎
生
而
文
柄
‘
鳳
生
而
五
色
‘

登
以
―
―
五
采
ー
自
飾
萱
哉
。

孟
東
野
1

序
〕
孟
飼
・
荀
卿
、
以
レ
道
鳴
者
也
。
〔
元

史
、
楊
載
偶
〕
以
レ
文
鳴
1

一
江
東
↓
●
な
ら
す
。
築
器

な
ど
を
な
ら
す
。
〔
論
語
、
先
進
〕
小
子
鳴
レ
鼓
而

攻
レ
之
可
也
。

O
明
（
1
5
-
1
3
8
0
5
)

に
通
ず
。
〔
李

康
、
運
命
論
‘
里
計
鳴
而
聖
人
出
‘
注
〕
善
曰
、
春

秋
潜
渾
巴
日
、
里
社
明
、
此
里
有
二
聖
人
ー
出
‘
云

云
、
明
輿
レ
鳴
、
古
字
通
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鳴
‘

見
社
苑
二
ロ
よ
び
あ
ふ
。
鳥
が
鳴
い
て
呼
び
あ

ふ
。
〔
集
韻
〕
鳴
‘
相
呼
也
。

蘭
由
會
意
。
本
義
は
鳥
が
な
く
。
故
に
鳥
と
口
と
を
合

し
て
そ
の
義
を
あ
ら
わ
す
。

【
鳴
蛙
】
1

”
ィ
鳴
く
蛙
。
〔
齊
春
秋
〕
宅
前
有
レ
池
‘
春
月

多
鳴
蛙
↓

【
鳴
鶉
】
2

”
ィ
鳴
く
か
ら
す
。
〔
韓
偲
、
自
―
―
沙
縣
丘
茫
龍

淫
縣
値
"
泉
州
軍
過
緩
村
落
皆
空
因
有
こ
紀
詩
〕

水
自
漑
渡
日
自
斜
‘
盛
無
1

一
難
犬
玉
里
鳴
鶉
↓

【
鳴
喫
】
3

名
な
く
。
喫
鳴
゜
〔
韓
愈
．
孟
郊
‘
城
南
聯
句
〕

惟
惜
集
嘉
詠
五
げ
芳
類
二
鳴
喫
↓

【
鳴
鶯
】
4
カ

m

鳴
く
う
ぐ
ひ
す
。
〔
陳
樵
‘
悦
心
亭
詩
〕
深

池
躍
―
―
湘
饉
云
喬
木
遷
―
―
鳴
鶯
↓

【
鳴
軋
】
6

召
鳴
り
軋
る
。
〔
李
俊
民
‘
聞
レ
角
詩
〕
無
レ
端

遇
著
傷
心
事
、
鳴
軋
江
棲
角
一
臀
。

【
鳴
殷
】
7

％
明
、
築
護
(
8
-
1
5
3
9
9
:
 9
6
)

の
字
。

【
鳴
竿
】
8

”
ィ
竿
を
な
ら
す
。
又
‘
竿
を
い
ふ
。
竿
は
笛

の
一
種
で
、
笙
よ
り
大
き
い
も
の
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕
代
・

秦
・
鄭
・
衛
、
鳴
レ
竿
張
只
。
〔
注
〕
吹
ュ
鳴
竿
饒
↓
〔
淮
南
子
、

詮
言
訓
〕
菰
飯
犠
牛
‘
弗
レ
能
レ
甘
也
‘
琴
甚
鳴
竿
、
弗
レ

能
レ
築
也
。

【
鳴
鳶
】
10

召
鴎
を
ゑ
が
い
た
施
旗
。
行
軍
の
時
、
前
謳

j
日
祠
叶
川

3

に
掲
げ
て
衆
を
警
め
る
。
〔
橙
‘
曲
證
上
〕
前
有
-
1

塵
埃
一

則
載
嗚
鳶
↓
〔
疏
〕
前
有
塵
埃
ー
則
載
鴫
鳶
者
、
鳶
‘

今
時
鴎
也
、
鵠
鳴
則
風
生
‘
風
生
則
膜
埃
起
、
前
有
二

塵
埃
起
面
溢
央
鴎
於
施
首
一
而
載
レ
之
、
衆
見
咸
知
1
1

以

為
＂
備
也
、
不
―
―
直
言
る
鳶
而
云
レ
鳴
者
、
鳶
不
レ
鳴
則
風

不
レ
生
、
故
萱
作
1

繭
開
口
如
-
―
鳴
時
一
也
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕

棲
1

一
鳴
鳶
曳
二
雲
梢
↓
〔
注
〕
清
日
、
鳴
鳶
、
鵠
也
、
言
下
萱
1

一

於
施
旗
之
上
百
盆
炉
象
焉
。

【
鳴
冤
】
11

召
無
賓
を
訴
へ
る
。
不
平
を
い
ふ
。
〔
蝠
恵

全
書
、
刑
名
部
、
詞
訟
〕
欲
,
,
鳴
冤
赴
訴
↓

【
鳴
遠
】
12

召
明
‘
苑
鑓
(
9
ー

3
0
8
3
4
:
 1
2
5
)

の
字
。

【
鳴
應
】
13

切
な
つ
て
こ
た
へ
る
。
〔
洛
陽
伽
藍
記
、
上
〕

若
吉
者
金
鈴
鳴
應
。

【
鳴
珂
】
14

勺
珂
を
鳴
ら
す
。
又
‘
珂
を
い
ふ
。
珂
は
貴

人
の
用
ひ
る
馬
勒
の
飾
。
玉
や
貝
で
作
る
。
鳴
珂
里
を

見
よ
。
〔
梁
元
帝
、
看1一
騎
馬
—
詩
〕
鳴
珂
随
―
―
胴
馳
云
軽
塵

逐
-
l

影
移
↓
〔
徐
陵
‘
洛
陽
道
詩
〕
華
軒
翼
―
―
楳
吹
云
飛
蓋

響
―
―
鳴
珂
↓
〔
海
鋒
砕
事
、
人
事
部
、
志
節
〕
李
泌
少
為
レ
詩

曰
‘
天
覆
レ
吾
‘
地
載
レ
吾
、
天
地
生
レ
吾
有
レ
意
無
、
不
レ
然

絶
4

粒
升
1

一
天
衝
一
不
レ
然
鳴
丘
珂
遊
n'
帝
都
i

安
能
不
レ
貴

復
不
レ
富
‘
空
作
二
昂
蔵
一
丈
夫
↓

〖
鳴
珂
里
〗15
”
"
貴
人
の
居
る
里
。
珂
は
責
人
の
用

ひ
る
馬
具
飾
の
玉
。
今
、
人
の
郷
里
を
尊
稲
し
て
‘
珂
里

又
は
珂
郷
と
い
ふ
は
之
に
本
づ
く
。
〔
唐
書
、
張
嘉
貞

傭
〕
嘉
貞
為
レ
相
時
、
（
弟
嘉
佑
）
任
1

一
右
金
吾
衛
将
軍
一

昆
弟
毎
レ
上
レ
朝
、
軒
蓋
蒻
導
盈
―
―
間
巷
「
時
琥
1

一
所
レ
居

坊
五
I

―
―
鳴
珂
里
↓

【
鳴
茄
】
16

勺
茄
を
な
ら
す
。
鳴
萩
に
同
じ
。
又
‘
茄
を

い
ふ
。
〔
六
鞘
‘
虎
餡
、
軍
略
〕
振
石
寧
鐸
盃
竺
鳴
茄
↓
〔
魏

文
帝
‘
興
1

一
呉
質
書
〕
時
駕
而
遊
、
北
違
―
―
河
曲
盆
芭
者
鳴
レ

茄
以
啓
レ
路
、
文
學
託
―
―
乗
子
後
車
↓
〔
謝
璽
運
、
従
二
涌
京

口
北
固
玉
炉
詔
詩
〕
鳴
た
加
登
―
―
春
渚
云
序
饗
登
―
―
山
椒
↓

【
鳴
戟
】
17

勺
萩
を
鳴
ら
す
。
貴
人
出
行
の
時
、
前
導
の

者
が
阪
を
吹
い
て
路
を
啓
く
。
i

限
は
、
茄
に
同
じ
。
〔
謝

霊
運
、
九
日
従
―
―
宋
公
戯
馬
畳
集
至
竺
孔
令
一
詩
〕
鳴
頑

戻
朱
衷
蘭
墨
息
時
哲
↓
〔
謝
霊
運
‘
擬
―
―
玩
扇
詩
〕

今
復
河
曲
滞
、
鳴
レ
i

限
汎
―
―
蘭
氾
↓

【
鳴
海
】
18

迂
ル
尾
張
國
の
地
名
。

〖
鳴
海
絞
〗19盆
只
尾
張
國
鳴
海
か
ら
賣
出
す
願
顧
砂
ポ

染
。
あ
り
ま
つ
し
ぽ
り
。

【
鳴
岡
】
20

切
清
、
酪
騰
鳳
(
1
2
ー

4
4
7
3
4

：
 
3
0
)

の
字
。

【
鳴
皐
】
21

％
山
名
。
河
南
省
嵩
縣
の
東
北
。
陸
渾
山

の
東
。
山
下
に
鳴
皐
鎮
が
あ
り
、
一
に
九
奉
山
と
い
ふ
。

昔
、
白
鶴
が
居
て
鳴
い
た
か
ら
名
づ
く
と
い
ふ
。
〔
李

白
‘
鳴
皐
歌
〕
若
レ
有
レ
人
号
思
―
―
鳴
奉
一
阻
n
積
雪
る
分
心

煩
努
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
河
南
府
、
嵩
縣
〕
鳴
泉

山
、
在
縣
東
北
四
十
里
玉
宋
建
興
三
年
、
誓
興
破
11

賊
楊

進
子
此
ぶ
山
接
1

一

汝

州

界

↓

「

琥

。

〖
鳴
泉
子
】22”
イ
カ
，
ゥ
唐
、
賣
爽
(
1
0ー
3
3
呂
：

8
6
)

の

【
鳴
琥
】
23

窃
な
き
さ
け
ぷ
。
琥
叫
°
叫
琥
。
〔
證
、
三

年
問
〕
差
其
故
郷
云
翔
回
焉
、
鳴
琥
焉
。
〔
孫
楚
、
雁
賦
〕

垢
長
川
1

以
鳴
誠
翌
洪
波
而
阻
翼
゜
〔
億
燈
録
〕

遠
法
師
過
―
―
虎
埃
ご
虎
輔
鳴
琥
。
〔
韓
愈
、
應
―
―
科
目
一
時

興
り
人
書
〕
聯
試
仰
レ
首
一
鳴
琥
焉
。

【
鳴
鶴
】
公
が
バ
〇
な
く
つ
る
。
〔
易
、
中
学
〕
鳴
鶴
在
レ
陰
、

其
子
和
レ
之
。
〔
張
協
、
雑
詩
〕
咆
虎
響
1

一
窮
山
盃
鳴
鶴
話
ニ

空
林
↓
●
字
琥
゜
④
晉
、
荀
隠
(
9
-
3
0
9
2
9
:
 7
)

の
字
。
＠

唐
、
王
仁
絞
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
7
4
0
)

の
字
。
「
室
名
。

〖
鳴
鶴
堂
]
乞
召
ク
清
、
任
源
詳(
1
-
4
1
6
:
 2
1
5
)

の

〖
鳴
鶴
日
下
]
硲
祝
”
ク
蒙
求
の
標
題
。
晉
の
荀
隠
（
字

は
鳴
鶴
）
と
陸
雲
（
字
は
士
龍
）
と
、
張
華
の
坐
に
於
て

初
め
て
會
す
。
華
‘
今
日
、
常
談
を
な
す
勿
れ
と
い
ふ
。

因
つ
て
雲
が
雲
間
の
陸
士
龍
と
名
乗
る
と
、
隠
が
日
下

の
荀
鳴
鶴
と
名
乗
っ
た
故
事
。
〔
晉
書
、
陸
雲
傭
〕
雲
、
字

七
龍
‘
云
云
‘
雲
興
1
1

荀
隠
玉
王
今
相
識
一
嘗
會
―
―
華
坐
一

華
日
、
今
日
相
遇
、
可
レ
勿
レ
為
―
―
常
談
一
雲
因
抗
レ
手
日
、

雲
間
陸
士
龍
、
隠
日
、
日
下
荀
鳴
鶴
、
鳴
鶴
、
隠
字
也
。

〖
鳴
鶴
陳A
]
2
7召努
日
下
文
雄
の
琥
。
日
下
生
駒

(
6
|
 1
3
7
3
3
 :
 6
0
)
を
見
よ
。

〖
鳴
鶴
在
レ
陰
其
子
和
レ
之]2
8
”
バ
→
ク
nバ
孟
勺
親
鶴

が
幽
陰
の
所
に
鳴
け
ば
、
子
鶴
も
之
に
和
し
て
鳴
く

徳
あ
る
者
は
自
然
に
現
れ
て
、
お
の
づ
か
ら
他
を
感
ぜ

し
め
る
と
の
喩
。
〔
易
、
中
学
〕
九
二
、
鳴
鶴
在
レ
陰
‘
其
子

和
レ
之
、
我
有
二
好
爵
一
吾
興
臼
爾
靡
レ
之
。

【
鳴
竿
】
g

芸
鳴
子
を
吊
し
た
竿
。

【
鳴
雁
】
30

”
パ
●
な
く
か
り
が
ね
。
〔
詩
、
邸
風
、
抱
有
苦

葉
〕
誰
誰
鳴
雁
‘
旭
日
始
旦
。
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
鳴
雁
飛
南

征
‘
趙
矯
競
―
哀
昔
↓
〔
密
康
‘
幽
墳
詩
〕
喝
嘔
鳴
雁
‘
奮
レ

翼
北
遊
。
〔
楊
煩
‘
彰
城
公
夫
人
誌
銘
〕
三
星
照
レ
夜
‘
仲

稽
―
―
鳴
雁
之
期
↓
●
雁
の
相
和
鳴
す
る
を
、
嫁
姿
の
適
切

な
の
に
喩
へ
る
。
●
地
名
。
河
南
省
杞
縣
の
北
。
〔
左
氏
、

成
、
十
六
〕
衛
侯
伐
レ
鄭
‘
ち
ぎ
子
鳴
雁
↓
〔
注
〕
鳴
雁
‘
在
ニ

碓
丘
縣
西
北
↓
〔
後
漢
書
、
郡
國
志
三
〕
陳
留
有
―
―
鳴
雁
亭
↓

〖
鳴
雁
行]
3
1
”
”
ガ
ン
築
府
雑
曲
の
歌
辞
。
〔
築
府
詩
集
‘

雑
曲
歌
辟
、
鳴
雁
行
〕
衛
抱
有
苦
葉
詩
日
、
誰
誰
鳴

雁
‘
旭
日
始
旦
‘
鄭
康
成
云
‘
雁
者
随
レ
陽
而
慮
‘
似
―
―
婦

13395 
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人
従
＞
夫
‘
故
昏
種
用
焉
‘
誰
誰
臀
和
也
‘
鳴
雁
行
蓋
出
l
-

於
此
↓
〔
飽
照
‘
代
鳴
雁
行
〕
雄
誰
嗚
雁
鳴
―
始
旦
五
齊
行
命

侶
入
―
―
雲
漢
↓
〔
李
元
操
‘
鳴
雁
行
〕
馳
琴
旋
1

一
保
子
面
諏

羅
避
"
智
公
一

【
鳴
雁
】
利
5

パ
鳴
雁
に
同
じ
。

[
鳴
岐
】
32

”

0
岐
山
に
鳴
く
。
〔
博
亮
‘
文
〕
周
道
方

遠
則
鸞
鵞
鳴
レ
岐
‘
二
南
播
徊
厠
麟
翡
呈
レ
瑞
。

O
字

琥
゜
④
明
‘
曹
鳳
(
6
-
1
4
2
9
7
:
 1
7
6
)

の
字
。
◎
）
明
‘
孫
鳳

(
8
|
 6
9
8
7
 :
 2
7
4
)

の
字
°
◎
清
‘
徐
階
鳳
(
4ー

1
0
1
1
0
:
 

3
5
1
)

の
字
。

【
鳴
喜
]33

門
清
‘
原
良
(
2
ー

2
9
7
3
:
 2
3
6
)

の
字
。

【
鳴
磯
】
34

”
鳴
る
玉
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
連
理
樹
記
〕
響

如
―
―
蒼
玉
筐
鳴
磯
瓜
鑓
錦
袖
紅
馳
衣
↓

【
鳴
駿
】
35

門
鳴
く
千
里
の
馬
。
〔
顔
延
之
‘
陽
給
事
誅
〕

鳴
類
横
属
‘
霜
鏑
高
輩
。

【
嗚
九
]
3
6
ヤ
5

字
琥
。

O
清
‘
何
人
鶴
(
1
ー

5
1
1
:
 3
0
9
)
 

の
字
。

O
清
‘
陳
鶴
齢
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 7
0
3
)

の
字
。

【
鳴
球
】

37¥
玉
磐
の
名
。
又
‘
よ
く
鳴
る
玉
磐
゜
〔
書
、

益
稜
〕
雙
日
、
裏
l

撃
鳴
球
面
翌
柑
琴
幸
必
「
以
詠
―
―
祗
考
来

格
↓
〔
博
〕
球
‘
玉
磐
゜
〔
疏
〕
秤
器
云
、
球
、
玉
也
、
鳴
球
、

謂
撃
レ
球
使
品
鳴
‘
架
器
惟
磐
用
レ
玉
、
故
球
為
1

一
玉
磐
↓

〔
察
博
〕
鳴
球
‘
玉
磐
名
也
。
〔
博
説
彙
纂
〕
陳
氏
大
猷
曰
‘

球
撃
能
鳴
‘
故
聾
鳴
球
↓
〔
揚
雄
、
長
楊
賦
〕
建
謁
硝
之

璽
夏
撃
鳴
球
↓
〔
後
漢
書
、
馬
融
博
〕
故
塁
撃
嗚
球
一

載
於
虞
雙

【
鳴
旭
】
3
8
ヤ
5

鳥
の
名
。
斑
鳩
の
異
名
。
い
か
る
が
。
布

穀
゜
鵠
鵬
。
獲
穀
。
郭
公
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
小
宛
〕
宛
彼
嗚
鳩
‘

翰
飛
戻
レ
天
。
〔
傭
〕
鳴
鳩
‘
髄
鶴
也
。
〔
秤
文
〕
鴫
‘
字
林

作
レ
航
‘
云
‘
骨
競
‘
小
種
鳩
也
‘
草
木
疎
云
‘
鳴
鳩
‘
班
鳩

也
。
〔
集
偵
〕
鳴
鳩
‘
斑
鳩
也
。
〔
本
草
‘
鳴
鳩
〕
秤
名
、
布

栽
‘
鵠
鴫
‘
穫
穀
‘
郭
公
‘
蔵
器
日
‘
布
穀
‘
鳴
鳩
也
‘
云

云
、
時
珍
曰
‘
或
云
‘
鳴
鳩
‘
即
月
令
鳴
鳩
也
。
〔
陸
機
‘

悲
哉
行
〕
翻
翻
鳴
鳩
利
、
暗
嗜
倉
庚
吟
゜

【
嗚
響
】

39¥ゥ
〇
ひ
び
き
。
昔
響
。

O
閲
ク
④
鳴
る

昔
か
あ
た
り
に
ひ
ぴ
ぎ
聞
え
る
。
＠
名
臀
か
あ
ま
ね

く
聞
え
渡
る
。

【
嗚
蛋
]
4
0
V
が
こ
ほ
ろ
ぎ
。
〔
錢
起
‘
晩
次
―
宿
預
館
1

詩
〕
逍
雲
随
二
去
雁
盃
寒
露
滴
―
―
鳴
殺
『

【
鳴
玉
】
41

や
が
〇
な
る
玉
。
侃
玉
。
〔
新
書
、
容
経
〕
嗚

王
以
行
、
侃
王
也
。
〔
陸
機
‘
文
賦
〕
憫
五
家
レ
塵
於
叩
r

＂ 
鳥
立
口

〔
三
聾
〕

鳴

缶
、
顧
取
芙
乎
鳴
玉
↓
〔
陸
機
招
隠
詩
〕
山
溜
何
冷
相
待
。

治
‘
飛
泉
漱
鴫
玉
〇
王
を
鳴
ら
す
。
〔
國
語
‘
楚
語
下
〕
【
鳴
管
】
53

”が

O
管
を
な
ら
す
。
〔
岱
康
‘
臀
無
1

哀

王
孫
園
聘
―
―
於
晉
二
疋
公
饗
レ
之
‘
趙
簡
子
鳴
レ
玉
以
相
。
蜘
木
1

論
〕
亦
骨
甲
復
操
レ
律
鳴
管
以
考
―
―
其
昔
盃
知
―
―
南
風
之

参
字
琥
°
④
明
‘
黄
珂
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 8
3
)の
字
。
＠
清
‘
盛
衰
面
加
•
雅
鄭
之
淫
正
上
也
。
O
鳥
類
の
氣
管
の
下
部

襲
元
玲
(
1
2
ー

4
8
8
3
7
:
 6
6
)

の

字

。

に

在

つ

て

‘

美

し

い

臀

を

検

す

る

器

官

。

〖
嗚
玉
淡
]
4
2
"
“
ギ9
ク
川
の
名
。
四
川
省
忠
縣
の
西
。
【
鳴
磐
】
”
召
鳴
る
磐
。
又
‘
磐
を
鳴
ら
す
。
〔
王
維
‘

〔
太
平
賽
宇
記
〕
鳴
玉
液
‘
上
有
―
―
懸
巖
瀑
布
一
澤
洞
幽
過
1

一
乗
如
醐
師
蒲
居
士
嵩
丘
蘭
若
一
詩
〕
食
随
二
鳴
磐
饂
木

濫
古
木
蒼
然
‘
前
剌
史
房
式
‘
嘉
,
,
其
幽
絶
ぶ
醤
翌
蘭
烏
下
‘
行
踏
-
―
空
林
ー
落
葉
瞥
°

惹

凡

置

五

橋

以

渡

恥

水
i

今
際
。
「
の
室
名
。
【
鳴
難
】
5
5
"
“
鳴
く
に
は
と
り
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
岐
梁

〖
鳴
玉
軒
〗
“
"
パ
生
；
明
‘
陳
信
(
1
1|
 4
1
6
9
8
 :
 3
7
4
)

洲
碓
‘
陳
賓
鳴
難
在
篤
゜
〔
注
〕
善
日
‘
野
難
夜
鳴
‘
以
こ

【
嗚
金
】
44

り
パ
銅
鑽
を
な
ら
す
。
〔
孔
叢
子
‘
問
軍
聘
〕
太
｛
生
祠
レ
之
。

加
刑
罰
薮
芹
社
主
之
煎
然
後
鳴
釜
担
旅
゜
〖
嗚
難
吠
狗
姻
火
萬
里
〗

5
6
ヌ
祁
心
パ
ぼ
難
の
鳴
く

【
鳴
琴
】
4
5
"
パ
〇
こ
と
を
か
な
で
る
。
又
‘
琴
の
な
る
臀
や
狗
の
吠
え
る
臀
が
聞
え
て
、
人
家
が
萬
里
も
績

こ
と
。
〔
説
苑
‘
政
理
〕
底
子
賤
治
孟
早
父
嘉
g
鳴
琴
一
身
く
。
太
平
の
世
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
律
書
〕
孝
文
即
レ
位
‘

不
レ
下
地
堂
‘
而
箪
父
治
‘
巫
馬
期
亦
治
,
,
箪
父
一
以
レ
星
云
云
‘
故
百
姓
無
"
内
外
之
絲
盃
げ
息
1

一
肩
於
田
畝
二
大

出
‘
以
レ
星
入
‘

H
夜
不
レ
慮
‘
以
レ
身
親
レ
之
‘
而
箪
父
亦
下
殷
富
‘
粟
至
二
十
餘
錢
盃
向
維
吠
狗
‘
姻
火
拭
里
‘
可
レ

治
。
〔
紐
品
康
‘
贈
1

一
秀
才
入
＂
軍
詩
〕
鳴
琴
在
レ
御
‘
誰
輿
鼓
謂
―
―
和
築
者
―
乎
。

弾
。
〔
左
思
‘
招
隠
詩
〕
巖
穴
無
―
―
結
構
言
工
中
有
二
鳴
琴
↓
【
鳴
警
】
57

m
i
n
g
'
c
h
i
n
g
3

警
察
官
を
よ
ぶ
。

〔
謝
震
運
晩
出
二
西
射
掌
詩
〕
安
排
徒
空
言
‘
幽
獨
頼
二
【
鳴
教
】
58

”
が
明
‘
錢
拌
(
1
1
-
4
0
5
6
3
:
 1
8
0
)

の
字
。

鳴
琴
『
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
夜
中
不
レ
能
レ
麻
‘
起
坐
弾
―
-
鳴
[
鳴
果
】
59

右
ふ
く
ろ
ふ
。
鵠
稟
(
1
2
-
4
6
8
0
5
:
 1
4
)

の

琴
↓
●
瀑
布
な
ど
の
昔
の
喩
゜
〔
王
勃
‘
郊
園
即
事
詩
〕
〇
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
循
吏
‘
仇
覧
偉
〕
郷
邑
為
レ
之
諺

断
山
疑
玉
需
喪
懸
溜
潟
―
―
鳴
琴
↓
＠
琴
。
〔
韓
非
子
‘
説
日
、
父
母
何
在
、
在
―
我
庭
□
化
,
,
我
鳴
渠
一
哺
-
―
所
生
↓

林
下
〕
吾
嘗
好
レ
＿
音
‘
此
人
遺
我
鳴
琴
一
R
元
‘
陳
天
錦
〔
注
〕
鳴
巣
、
卸
鵠
桑
也
。

(
1
1
 |
 4
1
6
9
8
 :
 1
1
5
8
)

の

琥

。

【

鳴

賜

]
6
0
"
＂
鳴
く
も
ず
。
〔
詩
‘
臨
風
‘
七
月
〕
七
月
鳴

〖
嗚
琴
川
〗46
尻
キ
／
呉
王
夫
差
の
藷
園
の
名
。
梧
桐
賜
‘
八
月
載
績
。
〔
博
〕
鴎
‘
伯
努
也
。
「
字
。

園
。
〔
述
異
記
、
下
〕
梧
桐
園
在
一
迅
念
竺
本
呉
王
夫
差
菌
【
嗚
軒
】
61

召

明

‘

陳

鶴
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 9
9
)

の

0
の

園
也
‘
一
名
JI

嗚

琴

川

↓

【

嗚

謙

】

6
2
"
パ

0
中
位
に
ゐ
て
恭
し
い
こ
と
。
謙
徳
の

【
鳴
禽
147
い
パ
鳴
く
鳥
。
囀
つ
る
鳥
。
〔
謝
混
‘
沿
ー
西
外
に
表
は
れ
る
も
の
。
〔
易
‘
謙
〕
六
二
‘
鳴
謙
‘
貞
吉
。

池
詩
〕
景
侠
鳴
禽
集
‘
水
木
聾
消
華
『
〔
注
〕
鳴
者
‘
臀
名
聞
之
謂
也
‘
得
レ
位
居
な
中
‘
謙
而
正

〖
鳴
禽
類
〗4
8
冗
キ
/
鳥
族
分
類
の
一
。
概
し
て
形
は
小
焉
。
〔
疏
〕
鳴
謙
者
‘
謂1一
臀
名
一
也
‘
虞
レ
正
得
レ
中
‘
行
謙

さ
く
‘
脚
は
歩
行
又
は
攀
木
に
適
し
、
多
く
は
鳴
管
を
廣
遠
‘
故
日
1

一
鳴
謙
下
止
而
得
レ
吉
也
。
〔
沈
約
‘
齊
故
安
陸

有
し
て
よ
く
さ
へ
づ
る
。
燕
雀
類
。
昭
王
碑
文
〕
至
公
以
奉
レ
上
‘
鳴
謙
以
接
レ
下
。
〔
注
〕
善

【
嗚
駒
】
49

”
ィ
な
く
こ
ま
。
〔
播
岳
‘
馬
洲
督
誅
〕
橿
有
1

一
曰
‘
周
易
曰
‘
鳴
謙
貞
吉
‘
中
心
得
也
‘
尚
書
日
‘
奉
レ
先

鳴

駒

苓

衣

哀

建

威

゜

思

レ

孝

‘

接

レ

下

思

レ

恭

。

O
鎮
の
名
。
山
西
省
楡
次
縣
の

【
鳴
虞
】
50

勺
清
‘
石
球
(
8ー

2
4
0
2
4
:
 1
3
5
)

の
字
。
西
北
。
明
の
景
泰
中
‘
城
を
築
く
。

O
明
‘
魚
敏
徳
(
1
ー

1

【
鳴
簑
】
51

”
宏
嗚
る
笙
。
又
‘
笙
を
鳴
ら
す
。
〔
陸
雲
‘

4
3
7
:
 1
3
3
)

の
字
。

岱
顧
彦
先

E
ザ
婦
詩
〕
鳴
黄
狙
―
丹
臀
一
朱
絃
饒
↓
素
【
鳴
弦
】
63

召
〇
な
る
ゆ
み
づ
る
。
又
‘
弓
づ
る
を
鳴

腕
↓
〔
注
〕
良
曰
‘
簑
｀
笙
也
°
ら
す
。
〔
楊
師
道
‘
奉
―
―
和
詠
弓
―
詩
〕
烏
飛
随
三
帝
輩
五
雁

【
嗚
喚
】
52

”
が
替
を
登
す
e

鳥
な
ど
の
暗
く
を
い
ふ
。
落
逐
1

一
鳴
弦
↓
〔
張
喬
‘
塞
上
詩
〕
雲
晴
週
―
―
探
騎
一
月
落

〔
劉
希
夷
、
代
ユ
国
人
春
日
↓
詩
〕
林
開
鳥
鳴
喚
‘
戸
外
花
控
二
鳴
弦
↓
〇
物
の
け
を
彿
ふ
た
め
に
‘
弓
の
つ
る
を

ひ
き
な
ら
す
こ
と
。
又
‘
其
の
式
。
つ
る
う
ち
。

【
鳴
絃
】
64

召
琴
を
な
ら
す
。
又
、
な
る
琴
。
〔
陸
雲
‘
榮

啓
期
賛
〕
鳴
絃
清
没
、
撫
節
高
徽
。
〔
陶
潜
、
閑
情
賦
〕
仰

聡
天
路
盃
毘
庄
鳴
絃
↓

【
鳴
呼
】
65

弓
な
ぎ
さ
け
ぶ
。
鳴
諄
(
6
8
)

に
同
じ
。
〔
史

記
‘
陳
渉
世
家
〕
夜
籍
火
‘
狐
鳴
呼
日
、
大
楚
興
‘
陳
勝

王
。
〔
後
漢
書
、
劉
陶
博
〕
鳥
磐
獣
心
、
私
共
鳴
呼
゜

【
鳴
鼓
】
67
ツ
イ

0
っ
づ
み
を
い
ふ
。
〔
墨
子
、
非
築
上
〕
是

故
子
墨
子
之
所
―
―
以
非
＂
築
者
、
非
下
以
1

大
鍾
鳴
鼓
‘
琴

琴
竿
笙
之
賛
以
為
と
不
レ
築
也
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
撃
鳴

鼓
吹
笙
竿
↓
〔
楚
辞
、
宋
玉
‘
招
魂
〕
竿
認
狂
會
、
損
1

一鳴

鼓
些
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
潜
龍
蝠
於
咀
漫
應
嗚
鼓

而
輿
レ
雨
。

om↑
ヲ
つ
づ
み
を
う
ち
な
ら
す
。
韓
じ
て
、

罪
を
な
ら
し
て
責
め
立
て
る
に
い
ふ
。
〔
論
語
、
先
進
〕

子
日
、
非
1

一
吾
徒
一
也
、
小
子
鳴
レ
鼓
攻
レ
之
可
也
。
〔
集
解
〕

鄭
玄
曰
、
小
子
、
門
人
也
、
鳴
レ
鼓
‘
臀
―
―
其
罪
一
以
責
レ
之
。

【
嗚
諄
】
68

乃
な
き
さ
け
ぶ
。
〔
漢
書
‘
息
夫
射
博
〕
痛

入
レ
天
分
鳴
諄
‘
冤
際
絶
分
誰
語
。

【
鳴
吾
】
69

召
明
‘
磨
道
南
(
4
-
9
4
6
4
:
 5
9
)

の
字
。

【
鳴
吼
】
70

計
な
き
ほ
え
る
。
〔
後
漢
書
‘
童
恢
博
〕
其

一
視
恢
鳴
吼
‘
踊
躍
自
奮
゜

【
鳴
控
】
71

況
官
に
赴
い
て
申
し
立
て
る
。
〔
祗
恵
全

書
、
疱
任
部
、
孜
代
書
〕
不
レ
得
レ
不
卦
ご
官
鳴
控
↓

【
鳴
谷
】
72

芦

明

黄

淳

(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 4
8
0
)

の
字
。

【
鳴
穀
】
73

只
車
穀
が
軋
つ
て
昔
を
獲
す
る
こ
と
。
薙

門
子
秋
が
齋
王
と
國
事
に
死
す
る
を
論
じ
た
故
事
。

〔
説
苑
‘
立
節
〕
薙
門
子
秋
封
日
、
臣
聞
レ
之
、
昔
者
王
田
―
―

於
園
工
左
殺
鳴
、
車
右
請
レ
死
レ
之
‘
而
王
曰
、
子
何
為
死
、

車
右
射
曰
‘
為
"
'
其
鳴
―
―
我
君
一
也
、
王
日
、
左
毅
鳴
者
、
エ

師
之
罪
也
、
子
何
事
之
有
焉
‘
車
右
曰
‘
臣
不
レ
見
ニ
エ
師

之
乗
盃
匹
見
"
'
其
鳴
―
―
吾
君
一
也
、
遂
例
レ
頸
而
死
、
知
レ
有
レ

之
乎
゜
〔
曹
植
‘
求
二
自
試
一
表
〕
車
右
伏
―
―
剣
千
鳴
穀
盃
年

門
例
首
於
齊
境
↓

【
鳴
梱
】
74

召
ま
こ
と
を
い
た
す
。
〔
福
悪
全
書
、
堕
仕

部
、
稟
啓
式
〕
敢
先
具
レ
稟
鳴
レ
梱
‘
伏
祈
二
慈
閤
↓

【
鳴
沙
】
75

”
ィ
●
縣
名
。
北
周
、
置
く
。
甘
粛
省
敦
煙

縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
沙
州
衛
〕
敦
煙
際
縣
、
今

衛
治
、
漢
縣
為
―
―
敦
燻
郡
治
「
云
云
、
後
周
改
レ
縣
為
1

一鳴

沙
縣
盃
隋
大
業
中
‘
復
曰
1

一
敦
煙
↓
●
山
名
。
甘
粛
省
敦

煙
縣
の
南
。
〔
元
和
志
〕
一
名
紳
沙
山
‘
其
山
積
沙
為
レ

八

0
0

13396 



鳥

部

之
‘
峯
轡
危
蛸
‘
躁
―
―
於
石
山
T

人
登
レ
之
即
鳴
‘
随
レ
足
碩
西
漢
之
金
丸
一

落
罷
1

一
宿
風
吹
正
側
復
如
レ
藷
゜
〔
太
平
賓
宇
記
〕
一
名
沙
【
鳴
謝
】
89

名
深
く
謝
す
る
こ
と
。
お
種
を
い
ふ
。

角

山

。

【

鳴

牌

】

90

ク
炉
雄
難
が
と
き
を
つ
く
り
衆
を
卒
ゐ
る

【
鳴
喚
】
76
が
t

な
き
さ
わ
ぐ
。
〔
高
適
、
奉
和
髄
賦
〕
奔
走
こ
と
。
輯
じ
て
‘
雄
難
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
上
〕

者
折
レ
脇
而
絶
レ
脱
‘
鳴
喋
者
血
濯
而
毛
紛
。
丞
相
府
史
家
、
雌
難
伏
レ
子
、
漸
化
為
レ
雄
、
冠
距
鳴
将
。

【
鳴
鞘
】77
店
鳴
り
ふ
る
ふ
む
ち
。
〔
李
白
‘
行
行
且
遊
〖
鳴
将
レ
駿
レ
人
〗

9
1
サ
認
江
戸
バ
ヲ
将
来
、
鳴
い
た
な
ら

撒
篇
〕
金
鞭
彿
レ
雪
揮
嗚
鞘
ぶ
す
酌
呼
レ
鷹
出
,
,
遠
郊
↓
ば
人
を
お
ど
ろ
か
す
で
あ
ら
う
。
自
重
し
て
大
い
に
為

【
鳴
賛
】
78

い
パ
官
名
。
明
‘
置
く
。
鴻
腿
寺
に
屡
し
‘
傾
導
す
あ
ら
ん
と
す
る
喩
。
〔
呂
覧
、
重
言
〕
荊
荘
王
立
三
年
、

及
ぴ
行
龍
唱
賛
の
事
を
掌
る
。
清
‘
ま
た
こ
れ
ら
に
因
不
レ
聴
而
好
レ
謎
‘
成
公
賣
入
諫
‘
王
曰
‘
不
穀
禁
―
―
諫
者
一

今
子
諫
何
故
‘
酎
日
‘
臣
非
―
―
敢
諫
1

也
‘
願
奥
一
君
王
玉
畷

る
【
鳴
子
】
79

叶
ル
板
に
竹
の
管
を
散
多
く
結
び
付
け
‘
縄
也
、
王
曰
‘
胡
不
レ
設
二
不
穀
玉
大
‘
封
曰
、
有
レ
鳥
止
1

一f
南

を
つ
け
て
遠
く
か
ら
引
き
鳴
ら
す
具
。
田
畠
に
設
け
方
之
阜
ご
一
年
不
レ
動
不
レ
飛
不
レ
鳴
‘
是
何
鳥
也
‘
王
射
レ

て
鳥
を
追
ひ
‘
又
は
門
戸
に
備
へ
て
警
戒
に
用
ひ
る
。
之
日
、
有
レ
鳥
止
―
―
於
南
方
之
阜
石
其
三
年
不
レ
動
‘
将
一
和
以

鳴
子
板
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
農
具
類
‘
鳴
子
〕
按
‘
鳴
子
‘
定
―
―
志
意
一
也
‘
其
不
レ
飛
‘
将
応
以
長
1

一
利
翼
一
也
‘
其
不
レ

以
1

一
方
尺
許
板
「
小
竹
管
列
二
桂
板
雨
面
ご
釣
―
―
之
圃
中
一
鳴
‘
将
"
'
以
覧
,
,
民
則
一
也
‘
是
鳥
雖
レ
無
レ
飛
、
飛
将
レ
沖
レ

墾
縄
於
四
方
エ
如
烏
雀
来
時
‘
以
レ
縄
引
な
之
則
鳴
‘
而
天
‘
雖
レ
無
レ
鳴
‘
鳴
牌
レ
駿
レ
人
。

鳥
驚
去
‘
故
名
,
1

引

板

る

ぎ

鳴

子

↓

【

鳴

叔

】

92

ィ
が
明
‘
錢
鉾
(
1
1
|
 4
0
5
6
3
 :
 1
2
3
)

の
字
。

〖
嗚
子
田
〗80
勺
鳴
子
を
設
け
て
あ
る
田
圃
。
【
鳴
春
】

g

名
ン
字
琥
。
O
明
‘
張
一
元
(
4
|9
8
1
2
 :
 7
8
 

〖
鳴
子
百
合
〗8
1
tぃ
’
百
合
科
に
闇
す
る
一
種
の
草
。

3
)の
字
。
●
鳥
山
輔
寛
の
琥
。
鳥
山
芝
軒
(
1
2| 4
6
6
3
 

ゑ
み
ぐ
さ
。
黄
精
。

4
:
6
7
)

を
見
よ
。

【
鳴
之
】
82

弓
清
‘
夏
鸞
(
8
|
5
7
2
0
 :
 2
6
5
)

の

字

。

【

鳴

鶉

】
94

グ
が
鳥
の
名
。
う
づ
ら
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
謄
1

一

【
鳴
矢
】8
3
tリ
鳴
箭

(
1
1
2
)
・
鳴
鏑
(
1
3
4
)
に
同
じ
。
江
東
之
潜
罷
面
~
.
一
漢
南
之
鳴
鶉
↓

【
鳴
指
】
84

グ
ィ
ゆ
ぴ
を
な
ら
す
。
つ
ま
は
じ
き
。
弾
指
0

[
鳴
書
】
95

后
清
‘
曹
錫
賓
(
6
|
1
4
2
9
7
 :
 2
7
5
)

の
字
。

〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
僭
宗
、
中
和
二
年
）
但
潜
撫
レ
隋
鳴
レ
【
鳴
鍾
】
96

ク
が
つ
り
が
ね
を
な
ら
す
。
鳴
鐘
。
〔
後
漢

指
゜
〔
注
〕
鳴
レ
指
‘
即
弾
レ
指
也
。
〔
五
燈
會
元
〕
世
尊
昔
書
‘
證
儀
志
上
〕
皆
鳴
レ
鍾
、
皆
作
レ
築
。

因
女
殊
云
ぎ
諸
佛
集
慮
こ
雙
諸
佛
各
還
土
慮
ご
惟
【
鳴
鐘
】
9
7
4
が
な
る
鐘
。
か
ね
の
昔
。
〔
謝
眺
‘
奉
T

和音～

有
二
女
人
玉
翌
彼
佛
堂
文
殊
邊
―
―
女
人
ニ
ニ
市
、
鳴
レ
陵
王
同
1

一
沈
右
李
五
炉
劉
先
生
墓
上
詩
〕
善
誘
宗
-
1

學
原
一

指

一

下

‘

乃

托

至

兌

天

↓

鳴

鐘

齊

幽

抱

↓

〔

任

防

‘

齊

党

陵

文

宣

王

行

状

〕

閾

1

一玄

【
鳴
絲
】
85

名
琴
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘
郡
郡
南
亭
観
レ
妓
闇

b
盆
炉
化
‘
寝
―
―
鳴
鐘
ー
以
罷
レ
國
゜
〔
酪
賓
王
‘
帝
京

幻
詩
〕
歌
鼓
燕
趙
兒
‘
魏
妹
弄

1一
鳴
絲
→
「
字
。
篇
〕
平
憂
戚
里
帯

1一
崇
瞳
涵
~
レ
金
鋲
レ
玉
待
―
―
鳴
鐘
→

【
鳴
周
】
86

祈
明
‘
黄
鳳
翔
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
3
2
0
)

の
【
嗚
紳
】
98

⑰
●
か
み
な
り
。
雷
鳴
。

O
紆
戸
お
と
の

2
 

2

【
鳴
秋
】
87

名
秋
に
な
く
。
秋
に
鳴
る
。
〔
謝
眺
‘
七
夕
枕
詞
。

賦
〕
素
鍾
登
御
‘
夷
律
鳴
レ
秋
゜
〔
王
勃
‘
七
夕
賦
〕
覺
氏
鳴
レ
〖
嗚
神
月
〗

9
9乃
い
？
陰
暦
六
月
の
異
稽
゜

7
 
6
 
6
 
⑭
秋
‘
難
人
唱
』
瞭
。
〔
李
白
‘
謝
公
亭
詩
〕
池
花
春
映
レ
日
、
【
鳴
水
]IOO

訂
川
の
名
。
江
西
省
高
安
縣
の
西
北
。
源
は

窓
竹
夜
鳴
レ
秋
゜
〔
韓
愈
‘
送
1

一
孟
東
野
1

序
〕
以
レ
晶
鳴
レ
山
谷
の
中
。
下
流
は
奉
新
江
と
な
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀

秋

‘

以

レ

風

雙

冬

。

要

‘

江

西

‘

瑞

州

府

‘

高

安

縣

〕

鳴

水

、

府

西

北

六

十

里

‘

6
 
7

【
嗚
認
】

9
パ
な
る
琴
。
又
‘
琴
を
か
き
な
ら
す
。
鳴
琴
。
楼
―
―
源
山
谷
中
な
匹
伊
此
‘
北
流
入
1

一
奉
新
縣
界
云
g
龍

，2

〔
史
記
、
貨
殖
博
〕
為
"
偶
優
ぶ
久
子
則
鼓
二
鳴
闊
妊
~
レ
履
。
淫
諸
水
盃
皿
為

1一
奉
新
江
→

66

〔
江
滝
、
麗
色
賦
〕
女
乃
耀
―
那
祁
之
麓
歩
↓
媚
1

一
北
里
之
【
嗚
翡
】
101

況
と
も
ま
は
り
の
馬
が
い
な
な
く
。
翡
は

鳴
竺
〔
梁
簡
文
帝
、
金
鉾
賦
〕
塵
南
斗
之
鳴
五
受
雑
一
馬
。
貴
人
の
車
馬
の
出
行
の
瞥
を
い
ふ
。
〔
南
史
、
到
漑

4
 

〔
三
書
〕

鳴

八
〇

傭
〕
恒
鳴
レ
翡
柾
レ
道
、
以
相
存
問
。
〔
孔
稚
珪
、
北
山
移
文
〕

鳴
翡
入
レ
谷
、
鶴
書
赴
レ
闊
゜
〔
注
〕
善
曰
、
如
淳
漢
書
注

日
、
騎
馬
以
給
レ
翡
使
レ
乗
5

之。

【
鳴
硼
】
102

＂
バ
〇
み
み
ず
の
異
名
。
〔
古
今
注
‘
魚
贔
〕
飯

矧
云
云
‘
善
長
吟
於
地
中
互
江
東
謂
-
―
之
歌
女
↓
或
謂
―
―

之
鳴
糊
↓
●
ぃ
し
だ
た
み
に
あ
た
つ
て
な
る
。
〔
陸
滞
、

詩
〕
浙
浙
雨
鳴
レ
糊
゜

【
嗚
盛
】
1
0
3
"
パ
字
琥
。

O
明
‘
祝
詠
(
8
|
2
4
6
7
2
 :
 5
)

の

字。

O
明
‘
趙
昌
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 1
9
9
)

の
字
。

〖
嗚
盛
集
〗1

0
4
名
セ
ィ
書
名
。
四
巻
。
明
‘
林
鴻
撰
。
鴻

は
晉
安
詩
派
間
中
十
子
の
冠
と
い
は
れ
‘
詩
は
唐
音
に

防
つ
て
自
ら
清
韻
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類

五〕。

【
鳴
噺
】
105

～
パ
鳴
き
む
せ
ぶ
。
〔
呉
淑
‘
蝉
賦
〕
乗
11

涼
風
1

以
罰
莉
‘
應
―
―
白
露
―
而
鳴
唖
゜

[
鳴
臀
】
106

宕
な
き
ご
ゑ
。
〔
岱
康
‘
輿
―
―
山
巨
源
鉱
炉
交

書
〕
或
賓
客
盈
レ
坐
‘
鳴
臀
話
レ
耳
゜
〔
王
褒
‘
四
子
講
徳

論
〕
鳴
臀
相
應
‘
仇
偶
相
従
゜

【
鳴
棺
】
107

彩
木
椰
子
。
〔
琵
琶
記
‘
丹
陛
陳
レ
情
〕
一
瞥

轟
轟
劃
劃
‘
如
レ
雷
如
レ
霞
‘
震
レ
耳
的
鳴
梢
響
。

【
嗚
喩
】
108

忠
鳴
き
叫
ぶ
。
暗
き
囀
ず
る
。
〔
法
苑
珠
林
〕

譴
心
放
蕩
‘
飲
啄
自
在
‘
鳴
噛
無
為
。

【
鳴
石
】
109

杉
昔
を
検
す
る
石
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕

共
谷
多
レ
竹
‘
共
水
出
焉
‘
西
南
流
‘
注
―
―
子
洛
石
其
中
多
―
―

鳴
石
↓
〔
注
〕
晉
永
康
元
年
‘
襄
陽
郡
上
二
鳴
石
面
5

レ
玉
色

青
‘
撞
レ
之
瞥
聞
-
―
七
八
里
公
7

零
陵
泉
陵
縣
永
正
郷
有
11

鳴
石
―
一
所
石
其
―
状
如
レ
鼓
‘
俗
因
名
為
―
―
石
鼓
面
ば
此
類

也
。
〔
都
焚
行
箋
疏
〕
初
學
記
引
1

一
王
詔
之
始
興
記
―
云
‘

縣
下
流
有
1一
石
室
エ
内
有
―
―
懸
石
面
~
レ
之
臀
若
レ
磐
‘
響
―
-
+

餘
里
盃
パ
此
類
也
。
〔
水
経
‘
汚
水
注
〕
洒
水
又
東
偏
液
‘

冬
月
可
―
―
渉
渡
ご
広
云
‘
晉
太
康
中
、
得
1
1

鳴
石

f
此
水
一

撞
レ
之
、
臀
聞
薮
里
↓

【
鳴
舌
】
llO

況
舌
を
鳴
ら
す
。
〔
東
鑑
‘
十
三
〕
建
久
四
年

五
月
一
―
十
九

H
‘
聞
者
莫
レ
不
―
―
鳴
舌
一
）

【
鳴
泉
】

lllg
泉
の
鳴
る
昔
。
音
を
た
て
て
湧
き
出
る

泉
。
〔
李
蝠
‘
楚
望
賦
〕
風
烈
烈
而
鳴
泉
。
〔
朱
驀
‘
観
,
,

康
王
谷
簾
夜
飲
山
月
軒
一
分
韻
得
1

一
生
字
―
詩
〕
把
レ

酒
聴
-
1

鳴
泉
ぶ
m
看
涙
如
レ
雨
。

【
嗚
箭
】
112

召
か
ぶ
ら
や
。
な
り
か
ぶ
ら
。
鳴
鏑
(
1
3
4
)

に

同
じ
。
〔
史
記
‘
匈
奴
博
、
鳴
鏑
、
注
〕
集
解
日
、
漢
書
昔
義

戸,-, ,-, ,-, F"S F"S ,-, ,-, ,-, ,-, 
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(46672・・124)一 (46672.. 165) 

舌
が
動
い
て
鳴
り
‘
其
の
た
め
に
自
ら
磨
滅
す
る
。
人

も
自
ら
の
オ
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
禍
を
招
く
喩
。
〔
文
子
、

上
徳
〕
老
子
曰
‘
鳴
鐸
以
レ
瞥
自
毀
‘
膏
燭
以
レ
明
自
煎
。

【
鳴
鵜
】
124

”
パ
鳴
く
鵜
。
鵠
は
鳥
の
名
。
〔
唐
書
‘
五
行

志
一
〕
調
露
元
年
‘
鳴
鵠
塁
飛
入
レ
塞
、
相
縦
蔽
レ
野
‘
至
ニ

二
年
正
月
還
‘
復
北
飛
‘
至
―
―
憲
夏
北
↓
悉
堕
レ
地
而
死
。

【
鳴
淵
】
125

”
パ
は
や
せ
。
〔
孔
稚
珪
‘
北
山
移
文
〕
扁
―
―
袖

紐
掩
"
雲
隅
五
芭
軽
霧
蔵
嗚
瑞
↓

[
嗚
治
】
126

勺
字
琥
。

O
明
‘
査
志
隆
(
6
ー

1
4
6
4
3
:
 9
6
)
 

の
字
。

O
明
‘
謝
鐸
(
1
0
-
3
5
8
2
7
:
 1
6
2
)
の
字
。

【
嗚
僑
】
127

”5

友
を
呼
ぶ
こ
と
。
鳴
は
よ
ぶ
‘
偽
は
友
。

命
偉
゜
〔
曹
植
、
名
都
篇
〕
鳴
僑
嗜
―
―
匹
侶
面
盆
孟
翌
長

筵
↓
〔
曹
植
、
贈
一
元
哀
悉
詩
〕
中
有
二
孤
鴛
鵞
ご
登
嗚
求
二

匹
雙

【
鳴
仲
】
128

”
が
明
‘
陳
珊
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 2
7
7
)

の
字
。

【
嗚
品
】
129

り
が
な
く
む
し
。

【
鳴
鳥
】
130

認

O
鳳
を
い
ふ
。
〔
書
‘
君
庚
〕
考
造
徳
不
レ

降
‘
我
則
鳴
鳥
不
レ
聞
‘
矧
曰
其
有
―
―
能
格
↓
〔
偶
〕
我
周

則
鳴
鳳
不
レ
得
』
聞
‘
況
曰
其
有
―
―
ー
能
格
1

一
子
皇
天
一
乎
。

〔
禁
博
〕
在
レ
郊
之
鳳
、
将
レ
不
1

一
復
得
J
即
其
鳴

L
K
。

〔
王
融
―
―
一
月
＿
―
-
日
曲
水
詩
序
〕
召
―
ー
鳴
鳥

f
倉
州
ぶ
空

伶
倫
於
廂
谷
一
〔
注
〕
善
日
‘
山
海
経
曰
‘
含
州
之
山
‘
五

采
之
鳥
‘
名
日
二
鳴
鳥
↓
〔
任
坊
‘
天
監
三
年
策
―
―
秀
才
一

文
〕
鳴
鳥
蔑
レ
聞
‘
子
衿
不
レ
作
。
●
鳥
の
名
。
〔
山
海
経
‘

大
荒
西
経
〕
有
二
倉
州
之
山
百
＃
杉
之
鳥
‘
仰
レ
天
、
名
日
,
,

鳴
鳥
↓

【
鳴
蝋
】
131

訂
鳴
く
ひ
ぐ
ら
し
。
〔
詩
‘
脚
風
‘
七
月
〕
四

月
秀
嬰
‘
五
月
鳴
蠣
゜
〔
博
〕
鯛
‘
蜻
也
。
〔
集
側
〕
蜆
‘
蝉

也。

【
鳴
條
】
132

”
”
〇
風
に
鳴
る
枝
゜
〔
陸
機
‘
猛
虎
行
〕
崇

雲
臨
レ
岸
駿
‘
鳴
條
随
レ
風
吟
。

0
古
の
地
名
。
今
‘
山
西

省
安
邑
縣
の
北
。
〔
書
‘
伊
訓
〕
造
攻
自
↓
―
鳴
條
一
〔
書
‘
湯

誓
序
〕
伊
手
相
レ
湯
伐
レ
傑
‘
升
自
レ
隕
‘
遂
輿
レ
栞
載
一
子

鳴
條
之
野
一

【
鳴
笛
】
133

“
ふ
え
を
ふ
く
。
又
、
ふ
え
。
鳴
蓋
〔
向

秀
‘
思
藷
賦
〕
聴
1

一
鳴
笛
之
憬
慨
1

分
‘
妙
臀
絶
而
復
尋
゜

〔
杜
甫
‘
遺
悶
詩
〕
哀
挙
猶
潟
炉
几
‘
鳴
笛
覚
争
炉
裳
゜

【
鳴
鏑
】
134

じ
な
り
か
ぶ
ら
。
矢
の
さ
き
に
木
で
作
っ

た
中
空
の
蕪
胄
砂
形
の
節
を
つ
け
た
箭
。
射
れ
ば
風

に
激
し
て
自
ら
ひ
び
ぎ
を
生
ず
る
。
響
箭
。
鳴
箭
゜
〔
史

鳥

部

〔
三
盪
〕

鳥p, 

記
‘
匈
奴
博
〕
冒
頓
作
面
鳴
鏑
二
後
漢
書
‘
文
苑
上
、

杜
篤
博
〕
椎
二
鳴
鏑
言
曹
植
、
名
都
篇
〕
攪
レ
弓
捷
―
―
鳴
鏑
一

長
謳
上
1

一
南
山
↓

【
鳴
動
]135

”
四
山
岳
な
ど
が
鳴
り
う
ご
く
。
〔
國
史
略
‘

四
後
宇
多
天
皇
〕
建
治
元
年
‘
皇
祗
軸
廟
鳴
動
‘
世
博

是
歳
、
意
太
人
始
至
―
―
宋
國
玉
審
↓
―
其
風
土
一

【
鳴
禎
】
136

昇
春
秋
‘
晉
の
人
。
賓
鳴
禎
(
8
ー

2
5
6
9
5
:
 

8
3
)
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
孔
子
世
家
〕
孔
子
既
不
レ
得
レ
用
ニ

於
衛
五
四
西
見
,
,
趙
簡
子
云
ぎ
於
河
二
而
聞
―
―
賓
鳴
積
・

舜
華
之
死
一
也
‘
臨
レ
河
而
嘆
曰
‘
美
哉
水
‘
洋
洋
乎
‘
丘

之
不
レ
清
レ
此
‘
命
也
夫
。
〔
注
〕
集
解
日
‘
徐
廣
曰
‘
或
作
二

鳴
鐸
・
寅
聾
一
又
作
―
―
賓
鳴
積
・
舜
華
一
也
‘
索
隠
曰
‘
家
語

云
‘
聞
―
n

趙
簡
子
殺
1

一
賓
梵
鳴
情
及
舜
華
盃
国
語
云
‘
鳴
禎

賓
聾
‘
則
寅
翠
字
鳴
禎
‘
臀
輯
字
異
‘
或
作
-
―
鳴
鐸
↓
〔
漢

書
‘
劉
輔
傭
〕
昔
趙
簡
子
殺
―
―
其
大
夫
鳴
禎
ず
孔
子
臨
レ
河

而
反
。
〔
注
〕
張
晏
曰
‘
趙
簡
子
欲
五
分
五
品
喫
故
先
殺
1

一

鳴
積
万
又
聘
―
―
孔
子
丁
孔
子
聞
1

一
其
死
云
ぎ
河
而
還
也
。

〖
鳴
禎
河
〗1

3
7
が
イ
ト
ク
川
の
名
。
按
ず
る
に
‘
鳴
禎
河
の

故
道
は
山
東
省
の
博
平
高
唐
よ
り
河
北
省
景
縣
に
至

る
地
方
に
在
り
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
河
水
別
出
為
二
鳴

憤
河
云
東
北
至
レ
脩
入
屯
氏
河
↓

【
鳴
南
】
138

召
明
‘
張
鵬
(
4
ー

9
8
1
2
:
 6
7
6
)

の
字
。

【
鳴
吠
】
139

召
〇
難
が
な
き
‘
犬
が
ほ
え
る
。
〔
陶
潜
‘

桃
花
源
記
井
詩
〕
荒
路
曖
交
通
、
維
犬
互
鳴
吠
。
●
つ
ま

ら
な
い
技
能
の
喩
。
〔
柳
宗
元
、
上
―
―
江
陵
巌
司
空

5
5ニ

所
レ
著
竺
啓
〕
鳴
吠
之
能
‘
猶
希
1

一
炊
用
云
〇
反
乱
の
喩
。

〔
陳
琳
、
檄
卓
へ
将
校
部
曲
ー
文
〕
是
後
大
軍
所
1

一
以
臨
レ
江

而
不
A

清
者
、
以
下
韓
約
馬
超
逍
逸
遊
脱
、
走
1

一
還
涼
州
一

復
欲
•
鳴
吠
い
〔
注
〕
翰
日
‘
鳴
吠
‘
猶
乙
砕
皿
也
。

【
鳴
侃
]140

カ
清
‘
曹
耀
桁
(
5
ー

1
4
2
9
7
:
 2
0
2
)

の
字
。

[
鳴
城
】
141

ヅ
バ
侃
ぴ
て
ゐ
る
玉
。
〔
謝
眺
‘
直
↓
ー
中
書
省
―

詩〕
i

絃
言
翔
,
,
鳳
池
「
鳴
颯
多
一
清
響
一
〔
注
〕
翰
日
‘
鳴

凰
取
侃
玉
也
。

【
鳴
咆
】
142

ヅ
心
な
き
ほ
え
る
。
〔
林
邑
記
〕
鳴
咆
命
レ
偽
゜

[
鳴
板
】
143

げ
ハ
古
‘
清
涼
殿
中
に
在
り
‘
距
め
ば
鳴
る
や

う
に
張
っ
た
板
敷
。
見
参
の
板
。
〔
名
目
抄
〕
。

【
嗚
弾
】
144

芍
弓
を
射
る
と
き
‘
殊
に
昔
高
く
頭
の
鳴

る
弓
。
又
一
説
に
‘
弦
打
し
て
弓
絃
の
鳴
り
響
く
こ
と
。

【
鳴
枠
】
145

”
ィ
数
を
撃
つ
ば
ち
。
ば
ち
で
鼓
を
鳴
ら
す
。

〔
王
融
‘
三
月
一
―
―
日
曲
水
詩
序
〕
稀
1

一
鳴
枠
於
砥
路
云
鞠
↓
1

茂
草
於
厠
扉
↓
〔
注
〕
向
日
‘
枠
‘
撃
レ
鼓
杖
也
。
〔
蘇
類
‘
鄭

瑶
河
南
縣
手
制
〕
宜
下
週
―
―
起
草
之
能
一

fr＊
息
鳴
枠
之

聴
い

【
嗚
物
】
148

打
昔
架
に
用
ひ
る
鐘
。
太
鼓
・
絃
器
な
ど

の
総
梢
。
架
器
。

〖
鳴
物
停
止
〗1

4
7
訊
＇
努
天
子
・
三
后
の
崩
御
又
は
皇

族
の
斃
去
等
に
際
し
、
歌
舞
昔
曲
を
さ
し
と
め
る
こ

と
。
古
昔
は
牌
軍
・
大
名
等
に
も
行
っ
た
。

【
鳴
牌
】
148

吝
小
鼓
の
な
る
こ
と
。
稗
は
小
披
。
〔
丘

遅
‘
旦
競
漁
油
逗
詩
〕
櫂
歌
翌
中
四
鳴
稗
覧
沓

障一)

【
鳴
腿
】
1
4
9
>
”
風
に
鳴
る
昔
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
咄
＿
一
三
春

之
溢
露
涵
翌
九
秋
之
鳴
聰
↓
〔
注
〕
銑
日
‘
腱
‘
風
也
‘
謂
二

桐
木
之
葉
‘
春
露
既
乾
‘
向
レ
秋
鳴
＂
風
。

【
鳴
鞭
】
150

ヌ
〇
む
ち
を
ふ
る
ふ
。
〔
劉
長
卿
‘
少
年
行
〕

薦
レ
枕
青
蛾
諧
‘
鳴
レ
鞭
白
馬
騒
゜
〔
儲
光
薇
‘
長
安
道
〕
鳴

鞭
過
酒
隷
一

才

鳥p, 

g
_

―
―
-
_
—
-
―
-
―
_
＿
—
＿
＿
＿
一
~
＇
／
＇
＼

枝
服
遊
,
,
侶

門

U
0古
‘

儀

鞭

輝

伎
中
に
用
ひ

る
器
。
之
を
振
つ
て
臀
を
検
し
、
人
を
し
て
静
篇
な
ら

し
め
る
。
又
、
静
鞭
と
も
い
ふ
。
〔
宋
史
、
儀
衛
志
二
〕
上
皇

日
常
朝
殿
‘
差
御
龍
直
四
十
一
―
一
人
‘
執
レ
伎
排
立
‘
井
設
ニ

撒
扇
鳴
鞭
↓
〔
事
物
紀
原
‘
旗
旅
采
章
部
‘
鳴
鞭
〕
宋
朝
會

要
曰
‘
唐
及
五
代
有
レ
之
、
周
官
條
狼
氏
執
レ
鞭
超
辟
之

遺
法
也
‘
然
則
鳴
鞭
雖
レ
始
1

一
於
唐
ギ
外
本
周
事
也
。

【
鳴
鳳
】
151ヤ;::

.
 
鳳
凰
が
鳴
く
。
〔
孫
綽
‘
天
台
山
賦
〕

観
―
―
翔
鸞
之
裔
裔
面
i
-

―
鳴
鳳
之
咆
咆

=
0古
‘
鳳
を
震
鳥

と
し
‘
世
に
g

千
な
も
の
と
す
る
。
よ
っ
て
鳳
の
鳴
く
こ

と
を
珍
貴
な
喩
と
す
る
。
④
オ
藻
典
雅
な
喩
゜
〔
文
心
離

龍
風
骨
〕
若
風
骨
乏
レ
采
、
則
鷲
集
翰
林
↓
采
乏
風
骨
一

則
雉
窺
1

一
文
園
盃
唯
藻
耀
而
高
翔
‘
固
文
筆
鳴
鳳
也
。
◎
太

子
に
喩
ふ
。
〔
陸
機
‘
呉
王
郎
中
時
従
―
↓
梁
陳
1

作
詩
〕
瑕
二

翼
鳴
鳳
條
ご
笠
足
升
龍
淵
↓
〔
注
〕
向
日
‘
鳳
鳴
―
―
於
梧
i

龍
升
二
於
淵
一
然
龍
鳳
‘
皆
喩
1

一
東
宮
一
也
。
◎
賢
士
の
喩
°

〔
詩
‘
大
雅
‘
巻
阿
〕
鳳
皇
鳴
癸
‘
子
1

一
彼
高
岡
一
〔
箋
〕
鳳
皇

鳴
手
山
脊
之
上
一
者
‘
居
レ
高
視
レ
下
‘
観
レ
可
,
,
集
止
一

墜
賢
者
待
レ
證
乃
行
‘
翔
而
後
集
ズ
D
盛
世
の
喩
゜
〔
略

賓
王
‘
挑
州
破
レ
賊
露
布
〕
文
林
鳴
鳳
‘
韻
―
―
欝
昌
於
帝

聾
0
曲
の
名
。
賊
嵩
の
こ
と
を
仕
組
ん
だ
も
の
。
明
の

王
世
貞
撰
と
稲
す
。
世
貞
の
父
‘
嵩
の
殺
す
所
と
為
る
‘

故
に
此
の
曲
を
作
っ
て
‘
悪
罵
を
極
め
た
と
い
ふ
。
〔
桃

花
扇
‘
罵
筵
〕
醜
腔
悪
態
‘
演
1

一
出
慎
鳴
鳳
↓
鬱
隋
末
‘
唐

初
に
亙
り
梁
の
箇
銑
の
僭
年
琥
。
一
に
鳳
鳴
に
作
る
。

(
6
1
7
ー

6
2
0
)
1
1
明
‘
章
律
(
8
|
2
5
7
6
1
 :
 1
6
9
)

の
字
。

〖
鳴
鳳
記
〗1

5
2
”
ホ
ゥ
戯
曲
の
名
。
明
の
王
世
貞
の
作
と

傭
ふ
。
嘉
靖
中
‘
丞
相
巌
嵩
及
ぴ
其
の
子
世
蕃
が
櫂
を

弄
し
て
横
暴
を
極
め
た
時
の
事
を
記
す
。
「
見
よ
。

〖
鳴
鳳
卿
〗1
5
3
"
“
ホ
’
成
嶋
錦
江
(
6
|1
1
5
4
4
 :
 3
7
4
)
を

〖
鳴
鳳
條
〗1

5
4
召
9

ウ
梧
桐
を
い
ふ
。
〔
陸
機
‘
呉
王
郎
中

時
従
―
―
梁
陳
作
詩
〕
椴
1

翼
鳴
鳳
條
;
四
足
升
龍
淵
↓

【
鳴
門
】
1
5
5
"
パ
字
琥
。

O
田
中
章
の
琥
°
田
中
鳴
門
(
7
-

2
1
7
2
3
 :
 2
3
0
)
を
見
よ
。
●
荒
井
公
廉
の
琥
。
荒
井
鳴
門
「字。

(
9
ー

3

g
5
3
 :
 2
4
5
)
を
見
よ

【
鳴
野
】
156

～
ィ
明
‘
陳
鶴
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 9
9
)

の

0
の

【
嗚
陽
】
157

況
宋
‘
郡
三
鳳
(
1
1
-
3
9
6
3
0
:
 1
4
9
)

の
字
。

【
鳴
篇
】
158

召
ふ
え
。
〔
韓
愈
・
李
正
封
‘
晩
秋
郡
城
夜

會
聯
句
〕
青
蛾
蒻
―
―
長
袖
ぶ
虹
頼
吹
―
―
鳴
篇
↓

【
鳴

t
】159
召
な
く
と
り
。
〔
大
戴
證
‘
夏
小
正
〕
＋
有

二
月
鳴

t
‘
t
也
者
禽
也
、
先
言
レ
鳴
而
後
言
レ

t
者
何

也
‘
嗚
而
後
知
―
―
其

t
一也。

【
鳴
鍾
】
1
6
0
"
ィ
銅
鎌
を
打
ち
鳴
ら
す
。
〔
六
部
成
語
‘
刑

部
‘
鳴
鐸
撃
鼓
‘
注
解
〕
巫
者
作
レ
築
以
降
レ
神
也
。

【
鳴
瀬
】
161

丸
水
昔
の
高
い
瀬
゜

[
鳴
頼
】
162

召
篇
笛
を
い
ふ
。
〔
司
馬
相
如
‘
子
虚
賦
〕

網
藷
絹
ぶ
牙
紫
貝
一
樅
↓
一
金
鼓
ぶ
竺
鳴
籟
↓
〔
注
〕
良

曰
‘
籟
‘
籠
也
‘
云
云
‘
言
‘
撃
レ
鼓
吹
レ
籠
‘
卑
ぐ
船
人
歌
―

合
‘
故
其
瞥
流
列
。

【
鳴
根
】
g

””

O
船
板
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
舟
車

部
‘
船
板
〕
韻
會
船
板
多
鳴
屈
以
驚
レ
魚
。

O
根
を

な
ら
し
て
魚
が
其
の
臀
に
憫
れ
て
動
か
な
い
と
こ
ろ

を
捕
へ
る
こ
と
。
根
は
‘
舵
に
近
い
船
後
の
横
木
。
〔
播

岳
西
征
賦
〕
織
経
隅
白
‘
鳴
レ
根
属
響
。
〔
注
〕
善
日
‘

説
文
曰
‘
根
、
高
木
也
、
以
,
,
長
木
一
叩
レ
船
為
レ
瞥
‘
言
‘

曳
織
経
於
前
一
鳴
長
根
於
後
盃
竺
以
驚
レ
魚
令
巳
入
レ

網
也
。

【
鳴
榔
】
164

忍
鳴
根
に
同
じ
。
〔
李
白
‘
送
,
,
殷
淑
一
詩
〕

惜
レ
別
耐
レ
取
レ
酔
‘
鳴
レ
榔
且
長
謡
。
〔
王
埼
注
〕
撃
知
円
以

為
歌
臀
之
節
五
守
叩
レ
舷
而
歌
之
義
↓

【
鳴
盤
】
函
召
天
子
の
車
に
つ
け
る
鈴
。
天
子
の
出
行

八
〇

13398 



(46672・ ・166)一 (46677)

鳥

部

〔
三
董
〕

鳴

鴻

鳶

鴻

嵐

埠

に
い
ふ
。
又
、
天
子
の
車
駕
を
指
し
て
い
ふ
。
饗
は
和

鈴
゜
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
大
絡
鳴
豊
‘
容
興
徘
徊
゜
〔
注
〕
清

曰
‘
饗
‘
車
上
鈴
也
。
〔
宋
書
‘
哀
淑
傭
〕
今
嘗
4

鳴
―
―
饗
中

岳
ぶ
席
＊
巻
趙
魏
Lo

〔
王
勃
‘
膝
王
閣
詩
〕
膝
王
高
閣
臨
―
江

渚
五
g

玉
鳴
璧
罷
歌
舞
↓
〔
李
嬌
、
侍
↓
1

宴
長
寧
公
主
東

韮
應
制
詩
〕
別
業
臨
―
―
青
旬
盃
鳴
饗
降
―
―
紫
零
↓
〔
劉
憲
‘

奉
n

―
和
幸
"
章
嗣
立
山
荘
1

侍
宴
應
制
詩
〕
東
山
有
―
―
謝

安
云
i

レ
道
降
,
,
鳴
鸞
↓
〔
雀
櫓
、
華
清
宮
〕
草
遮
1

一
回
證
1

絶
1

一
鳴
鸞
一
雲
樹
深
深
碧
殿
寒
。

【
鳴
律
】
166

切
鄭
術
が
律
を
吹
い
た
故
事
。
鄭
術
が
燕

に
在
っ
た
と
き
‘
谷
が
あ
つ
て
寒
く
て
五
穀
が
生
じ
な

か
っ
た
が
‘
鄭
子
が
律
を
吹
く
と
‘
温
氣
が
至
つ
て
黍

を
生
じ
た
と
い
ふ
。
〔
顔
延
之
、
秋
胡
詩
〕
椅
梧
傾
-
l

高

鳳
玉
寒
谷
待
―
―
鳴
律
↓
〔
注
〕
善
日
、
劉
向
別
録
日
、
鄭
術

在
レ
燕
、
有
レ
谷
寒
不
レ
生
-
l

五
穀
一
鄭
子
吹
と
律
而
温
至

生
レ
黍
也
。

【
鳴
鈴
】
167

り
“
鈴
を
な
ら
す
。
〔
周
證
‘
春
官
‘
巾
車
〕
大

祭
祀
‘
鳴
レ
鈴
以
應
―
―
難
人
↓

【
鳴
廉
】
168

％
昔
が
清
涼
な
こ
と
。
又
‘
琴
の
名
。
明

廉
゜
〔
廣
雅
‘
繹
築
〕
鳴
廉
‘
琴
名
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕

山
桐
之
琴
‘
澗
梓
之
腹
‘
雖
,
,
鳴
廉
脩
螢
二
唐
牙
莫
―
―
之

漿
通
人
則
不
レ
然
也
。
〔
注
〕
昔
臀
有
1

一
廉
隅
脩
螢
一
昔
清

涼
‘
臀
和
調
。

【
鳴
鹿
】
1695
パ
地
名
。
春
秋
‘
陳
の
地
。
河
南
省
鹿
邑
縣

の
西
。
〔
左
氏
、
成
、
十
六
〕
知
武
子
佐
"
下
軍
冨
竪
諸
侯

之
師
侵
レ
陳
、
至
―
―
干
鳴
鹿
↓
〔
注
〕
陳
國
武
平
縣
西
南

有
麗
邑
↓

[
鳴
和
】
170

”
ィ
●
す
ず
。
鈴
。
〔
陸
機
、
前
緩
臀
歌
〕
利
旗

棲
覆
璧
玉
衡
吐
―
―
鳴
和
↓
〔
注
〕
善
日
、
周
幡
注
日
、
璧
．

和
、
皆
以
釜
為
レ
鈴
也
。
●
清
、
李
榮
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 5
6
)
 

の
0
の
琥
。

【
鳴
牙
鉗
】
171

吝
ガ
か
き
も
ち
の
類
。
〔
退
耕
録
〕
許
康

年
贈
『
l

劉
遜
鳴
牙
餅
干
枚
面
型
附
中
雨
日
之
費
↓

【
鳴
賛
官
】
112

m
i
n
g
2
 tsan• 

k
u
a
n
1

儀
式
の
時
祭
文

を

讀

む

役

人

。

「

室

名

。

【
鳴
山
堂
】
173

”
”
ザ
ン
明
‘
黄
淳
(
1
2
1
 47
9
2
6
 :
 4
8
0
)

の

【
鳴
嘗
レ
律
】17

4
”
”
リ
ッ
—
―
鳴
い
て
自
然
の
調
に
営
る
。
聖

人
の
言
行
が
規
範
に
合
致
す
る
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
寓

言
〕
鳴
而
嘗
レ
律
‘
言
而
嘗
に
法
。
〔
疏
〕
鳴
‘
臀
也
‘
嘗
‘

中
也
‘
尼
父
聖
人
興
,
,
陰
陽
ー
合
レ
徳
‘
故
風
韻
中
二
於
鍾

紐
言
教
考
↓
l

於
模
範
1

也

哉

。

肩

‘

上

辣

也

。

【
鳴
天
鼓
】
175

”
パ
’
道
家
修
養
の
一
法
。
雨
掌
を
以
て
雨
【
鳶
口
】
4

孔
棒
の
端
に
鳶
の
嘴
に
似
た
鐵
の
鉤
を
つ

耳
を
掩
ひ
、
食
指
と
中
指
と
で
脳
の
後
を
撃
つ
て
臀
を
け
た
も
の
で
、
消
防
夫
等
が
物
を
引
き
か
け
る
に
用
ひ

作
ら
し
め
る
。
〔
類
説
〕
學
レ
道
須
一
面
鳴
天
鼓
以
召
1
1

衆
釉
↓
る
具
。

〔

注

〕

歯

上

下

相

叩

。

【

鳶

鵠

】

5

咤
鳶
と
ふ
く
ろ
ふ
。
〔
昭
明
太
子
、
掏
靖
節

【
鳴
瀧
砥
】
176

”
ル
ク
＊
山
城
國
葛
野
郡
鳴
瀧
山
か
ら
出
る
集
序
〕
誓
彼
鴛
雛
、
登
競
1

一
鳶
鵠
之
肉
↓

砥

石

。

合

砥

。

慎

砥

に

用

ひ

る

。

「

琥

。

【

鳶

者

】
6

5
戊
ノ
消
防
夫
。
鳶
口
を
持
つ
か
ら
い
ふ
。

【
鳴
巖
山
人
】
m
召
努
明
、
周
暉
(10
-
3
4
4
1
 :
 8
9
)
の
【
鳶
鵡
】
7

が
E

ク
鳥
の
名
。
鳶
と
鵠
。
〔
急
就
篇
〕
鳶
鵠

【
鳴
秋
山
人
】
178

召
捻
明
‘
趙
迪
(
1
0
-
3
7
1
7
1
 :
 2
9
5
)

鵠
巣
驚
相
覗
。
〔
注
〕
鳶
即
今
俗
所
レ
呼
老
鴎
者
也
‘
鵡
者

の

琥

゜

亦

因

鳴

贅

以

為

レ

名

也

。

【
鳶
色
】
8

品
鳶
の
形
の
色
。
茶
褐
色
。

【
鳶
貼
】
，
努
鳶
が
空
の
毒
氣
に
ふ
れ
て
落
ち
る
。
鳶

堕
。
〔
後
漢
書
‘
馬
援
傭
〕
下
濠
上
霧
‘
毒
氣
重
蒸
‘
仰

,
〔
玉
篇
〕
布
老
切
餌
〗
良
飛
鳶
貼
貼
堕

1
1水
中
→
〔
高
適
‘
餞
一
在
宋
八
充
彰
中
丞

3

，ヽウ

7
 

判
官
冬
嶺
庫
詩
〕
猿
暗
山
不
レ
断
‘
鳶
貼
路
難
レ
登
゜

冠】
466

ホ
，
ウ

●
鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鴎
、
性
不
レ
止
レ
樹
。
●
鴇
(
1
2

【
鳶
尾
】
1
0
e
i
ン
草
の
名
。
い
ち
は
つ
。
又
は
こ
や
す
ぐ
さ

と
い
ひ
、
高
さ
一
尺
五
六
寸
許
の
宿
根
草
。
あ
や
め
科

に
麗
す
。
葉
は
短
廣
創
状
‘
淡
緑
色
を
呈
す
。
春
日
葉
よ

1
 4
6
7
3
0
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鳩
、
同
レ
鴇
゜

り
高
く
花
埜
を
抽
き
‘
上
部
は
分
岐
し
、
各
枝
に
一
乃

至
三
花
を
著
け
る
。
花
色
は
白
色
・
淡
碧
紫
色
。
〔
本
草
‘

【鳶】
5

エ

ン

〔

集

韻

〕

叶

疇

n

'

:
尾
」
＂
パ
□
ー
"

11
鳶
應
時
珍
日
、
並
以
レ
形
命

●
と
ぴ
。
鵡
の
屡
。
駕
(
1
2
ー

4
6
8
5
3
)
に
同
じ
。
【
鳶
鳴
】

11g
と
び
が
な
く
。
〔
證
‘
曲
橙
上
‘
前
有
二
塵

埃
則
載
鳴
鳶
‘
注
〕
鳶
鳴
則
将
レ
風
。

【
鳶
目
】
12

梵
よ
く
見
え
る
目
。

〔
集
韻
〕
鴬
‘
説
文
‘
鵞
鳥
也
‘
或
ハ
レ

t゚
〔
詩
‘
小

〖
鳶
目
免
耳
〗13
2砂
モ
ク
鳶
目
と
よ
く
き
こ
え
る
耳
゜

雅
‘
四
月
〕
匪
レ
鶉
匪
レ
鳶
。
〔
秤
文
〕
鳶
‘
鴎
也
。
●

圏
と
ぴ
の
利
に
に
た
色
。
と
ぴ
色
。
茶
褐
色
。
新
聞
の
探
訪
記
者
な
ど
を
い
ふ
。
飛
耳
鳥
目
。

【
鳶
魚
】
1

や
5

と
び
と
う
を
。
〔
中
庸
〕
詩
日
‘
鳶
飛
戻
レ
【
鳶
喋
】
1
4
i
り
と
び
の
な
き
ご
ゑ
。
と
び
が
な
く
こ
と
。

天
、
魚
躍
―
―
子
淵
↓
〔
陸
海
‘
謝
-1

梁
右
相
1
啓
〕
一
氣
鳶
〔
賓
息
‘
逃
書
賦
〕
越
―
―
恒
規
1
而
渉
往
、
出
1
一
衆
格
一
而
靡
レ

魚

‘

咸

途

飛

潜

之

性

↓

繕

‘

如

塞

レ

路

蓬

轄

‘

摩

J

零
鳶
暇
↓

【
鳶
肩
】
2

乞
肩
が
あ
が
り
そ
ば
だ
っ
て
鳶
に
似
た
さ
[
鳶
堕
二
腐
鼠

JIS
れ
比
ス
7

ソ
，
飛
鳶
が
ヽ
た
ま
た
ま
腐
つ

ま
。
い
か
り
が
た
。
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
叔
魚
生
‘
其
母
た
ね
ず
み
を
堕
し
て
、
下
に
通
り
か
か
っ
た
溜
侠
に
中

視
レ
之
日
‘
是
虎
目
琢
壕
‘
鳶
肩
而
牛
腹
。
〔
注
〕
鳶
肩
‘
肩
て
た
事
か
ら
‘
そ
の
傍
の
富
豪
の
家
に
怨
み
が
向
け
ら

井
升
出
。
〔
列
女
偉
‘
仁
智
晉
羊
叔
姫
博
〕
是
虎
目
而
琢
啄
、
れ
‘
遂
に
滅
さ
れ
る
と
い
ふ
故
事
。
〔
淮
南
子
‘
人
間
訓
〕

鳶
肩
而
牛
腹
。
〔
唐
書
、
馬
周
傭
〕
本
文
本
謂
レ
所
レ
親
日
、
諺
曰
‘
鳶
堕
斎
四
墨
而
虞
氏
以
亡
、
何
謂
也
、
日
、
虞
氏
、

馬
君
‘
云
云
‘
鳶
肩
火
色
、
謄
上
必
速
‘
恐
不
レ
能
レ
久
‘
云
梁
之
大
富
人
也
‘
家
充
盈
殷
富
‘
金
錢
無
レ
量
‘
財
貨
無
レ

云

、

四

十

八

歳

果

卒

。

貨

‘

升

1

一
高
棲
如
竺
大
路
云
吠
レ
築
陳
レ
酒
、
積
一
博
其
上
一

〖
鳶
肩
財
目
〗3
花
梵
い
か
り
が
た
で
財
に
似
た
目
。
滞
侠
相
随
而
行
葎
雫
＇
面
博
レ
上
者
‘
射
―
―
朋
張
ー
中
‘
反
レ
雨

奸
悪
な
さ
ま
。
〔
後
漢
書
‘
梁
翼
傭
〕
翼
‘
字
伯
卓
‘
為
レ
人
而
笑
、
飛
鳶
適
堕
―
―
其
腐
鼠
一
而
中
孟
曲
侠
涵
佃
侠
相
興
言

鳶
肩
財
目
‘
洞
精
睛
阿
‘
口
吟
舌
言
。
〔
注
〕
鳶
‘
鵠
也
‘
鵡
日
、
虞
氏
富
築
之
日
久
失
‘
而
常
有
T

軽
11

易
人
1

之志ぃ―

【鵠】
5

八
0
三

鵠
(
U
l
-
4
7
1
9
8
)
・埠
(
1
1
0
-
4
6
6
7
 

8
)
に
同
じ
。
〔
篇
韻
〕
埠
‘
臭
碩
・

コ
ッ

●
ふ
く
ろ
ふ
。
釘
(
1
2ー

4
6
6
3
8
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
篤
‘
不
孝
鳥
‘
興
レ
釘
同
。
●
巣
(
6ー

1

も
6
1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
篤
‘
俗
巣
字
。

冨】[
ヶ
，
ウ
〔
字
彙
補
〕
古
消
切
薩
-

日
鳥
の
名
。
惟

(11ー
4
1
9
5
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鴻
‘
鳥
名
。
〔
正
字
通
〕
鴻
‘
或
云
‘
興
福
同
。
口
鳶

(
1
2
-
4
6
6
7
4
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鴻
、
同
レ
鳶
。

冦】血
日
□
い
〔
集
韻
〕
逸
織
切
職

口
ェ
ン

吾
不
-
l

敢
侵
犯
二
血
乃
辱
レ
我
以
二
腐
鼠
一
如
レ
此
不
』
報
‘

無
三
以
立
11

務
於
天
下
一
請
興
久
ム
修
と
カ
一
レ
志
、
悉

喪
徒
層
而
必
以
撼
其
家
面
所
謂
紐
之
而
非
者
也
。

【

嚢

長

天

魚

躍

手

淵

】

16"ggィ9
リ

詩

経
の
原
義
は
‘
魚
鳥
が
自
得
す
る
さ
ま
‘
又
‘
君
の
徳
化

の
よ
く
及
ん
だ
さ
ま
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
中
庸

の
引
用
に
於
て
は
‘
道
の
行
は
れ
る
こ
と
は
上
に
も
下

に
も
明
か
な
も
の
で
、
す
べ
て
道
の
作
用
で
な
い
も
の

は
な
い
こ
と
を
明
か
に
す
る
意
に
用
ひ
た
。
鳶
が
天
に

飛
ぶ
の
も
‘
魚
が
淵
に
躍
る
の
も
‘
道
の
作
用
で
あ
る
‘

物
は
自
然
の
性
に
従
っ
て
動
き
、
お
の
づ
か
ら
其
の
築

し
み
を
得
る
。
道
の
天
地
開
に
在
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
き

を
い
ふ
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
旱
麓
〕
鳶
飛
戻
J

天
‘
魚
躍
1
1

子
淵
↓

〔
傭
〕
言
↓
―
上
下
察
一
也
。
〔
箋
〕
鳶
鴎
之
類
、
鳥
之
貪
悪
者

也
、
飛
而
至
レ
天
‘
喩
―
―
悪
人
遠
去
不
P

為
―
―
民
害
一
也
、
魚

跳
1
一
躍
子
淵
中
ぶ
嗽
11
民
喜
築
得
P

所
。
〔
中
庸
、
十
二
章
〕

詩
云
‘
鳶
飛
戻
レ
天
、
魚
躍
―
―
子
淵
ご
百
―
―
其
上
下
察
一
也
。

〔
章
句
〕
子
思
引
11

此
詩
百
以
明
11

化
育
流
行
、
上
下
昭
著
‘

莫
ヮ
非
二
此
理
之
用
↓

13399 



(46678)一 (46696)

冨

】

i

昇
〔
集
韻
〕
胡
江
切
屈

【鵡】螂
鴎
鶴
は
‘
は
い
た
か
。
題
(
1
2ー

4
7
0
9
5
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
題
‘
題
鵬
‘
鴎
也
‘
亦
炊
レ
氏
。

ジ シ

〔
集
韻
〕
常
支
切

図
玄

キ
日
〔
集
韻
〕
憩
移
切

ギ
□
シ
〔
集
韻
〕
章
移
切
国
]

巳

g
oき
じ
。
〔
玉
篇
〕
紙
‘
雉
別
名
。
●
が
ん
。

〔
廣
韻
〕
紙
‘
又
云
レ
雁
。

O
開
紙
は
‘
に
は
と
り
。

或
は
雌
(
1
1
-
4
1
9
7
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紙
‘
方

言
‘
維
‘
陳
楚
宋
魏
之
間
‘
謂
孟
孟
密
躯
或
炊
レ
佳
°

霰
】
〖

＇量

冦】螂

鳩（
1
2
|
 4
6
6
4
8
)

の
謡
字
。
〔
康
煕

字
典
〕
題
‘
鳩
字
之
謡
。

キ
ヴ

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
馴
‘
鳥
名
。

【馴】蜘クン
〔
字
彙
補
〕
昔
訓

冨

】

[

ガ

ン

雁
(
1
2
|
 

46734)
の
古
字
。
〔
字

彙
補
〕
属
、
古
文
雁
字
。

窟
】
〖

鴻
1

拉
同

鶴
(
1
2ー

4
7
1
9
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

韻
〕
鵠
‘
同
レ
髄
゜

コッ 鳥

部

〔
―
-
―
|
四
聾
〕

【鴎】螂
コ

雇
(
1
1
-
4
1
9
7
6
)
の
葎
文
。
鷹
(
1
2
ー

4
6
6
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雇
、
亦
書

●
ふ
な
し
う
づ
ら
。
鵠
雀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
属
‘

鵠
〔
注
〕
今
鵠
雀
。

O
雇
(
1
1
ー

4
1
9
7
6
)

に
同
じ
。

又
‘
鴎
(
1
2
|
 4
6
6
8
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
雇
‘
亦
書

作
鴻
・
鷹
＾
〇
屋
（
6

|

1
1
7
4
6
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘

秤
鳥
〕
春
属
、
膳
鵜
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
、
九
屋
為
―
―

九
農
正
平
止
〕
隠
有
二
九
種
ご
春
題
‘
膳
鵠
゜

【属】螂
コ＇コ

〔
集
韻
〕
後
五
切
圏

r
x
 h
u
4
 

冨

】

岬

コ
ッ

鶴
(
1
2
|
 4
7
1
9
8
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
蒻
、
同
レ
鶴
゜

□
□
鳥
の
名
。
雄
(
1
1
ー

4
1
9
6
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
雄
‘
説
文
、
鳥
也
、
一
日
、
雄
度
、
或
八
レ
鳥
。

【
鵠
鶴
】
1

．
タ
ヤ
ク
●
鳥
の
名
。
〔
拾
遣
記
、
六
、
後
漢
〕
章
帝

永
寧
元
年
‘
條
支
國
来
貢
,
,
異
瑞
工
仔
レ
鳥
名
二
鵠
鶴
一
形

裔
七
尺
、
解
↓
一
人
語
石
其
國
太
平
、
則
鵠
鶴
塁
翔
。

O
棲
観

の
名
。
漢
の
武
帝
築
き
‘
廿
泉
苑
中
に
在
り
。
〔
史
記
、
司

馬
相
如
傭
〕
過
二
鵠
鵜
ぶ
ぎ
露
塞
二
注
〕
集
解
曰
‘
徐
廣

日
‘
鵠
、
音
支
、
漢
書
音
義
日
‘
皆
甘
泉
宮
左
右
観
名
也
。

〔
三
輔
黄
圏
、
四
‘
苑
匝
甘
泉
苑
、
武
帝
置
‘
云
云
‘
苑
中

起
宮
殿
憂
閣
百
餘
阪
有
―
―
仙
人
観
云
云
‘
鵠
競
観
一

〔
謝
眺
‘
暫
使
二
下
都
夜
競
新
林
至
双
星
贈
西
府

同
僚
―
詩
〕
金
波
麗
鶏
鵜
互
よ
縄
低
建
章
↓

冨】螂
□
キ
□
シ

〔
集
韻
〕
章
移
切
図

出

c
h
i
h
'

〔
集
韻
〕
居
企
切
甲
g

鳥
の
名
。
駈
(
1
2
-
4
6
8
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
虹

鳥
名
‘
或
作
レ
帥
。

巳

g
0鳥
の
名
。
く
ち
ば
し
の
曲
っ
た
鳥
。
或

は
錆
(
1
2
-
4
7
0
0
8
)

・雑
(
1
1
ー

4
1
9
6
3
)

に
作
る
。

冨】一

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
‘
槌
鵡
老
‘
注
‘
鵠
槌
也
‘
秤
文
〕
領
‘

字
林
云
‘
句
喉
鳥
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
句
喉
鳥
‘
或
八
レ

金
、
八
レ
佳
。

O
つ
い
ば
む
。
鳥
か
食
を
啄
む
。
〔
玉

篇
〕
鵠
‘
鳥
啄
レ
食
。
匡
鳥
の
名
。
維
(
1
1
-
4
1
9
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雑
‘
鳥
名
‘
或
作
レ
鵠
゜

ヽ
ー
＿’
 

豪

貧

巳
□
●
鳥
が
あ
つ
ま
る
さ
ま
。
〔
説

文
〕
鴛
、
鳥
棗
兒
也
、
ハ
レ
鳥
分
臀
。
●

□ 日
プ7 7 
ンンン

集
韻
〕
符
分
切

〔
集
韻
〕
敷
文
切

困図

〔
集
韻
〕
姑
南
切

[領]螂

国□ 日
コカゴキゲケ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
渠
金
切

〔
集
韻
〕
其
滝
切

圏屈圏

わ
し
。
鷲
(
1
2
-
4
7
3
4
5
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
鷲
‘
鳥

名
‘
籾
、
同
レ
鷲
゜

□
口
頒
鵜
は
、
春
さ
き
の
ふ
な
し
う
づ
ら
。
春
属
。

〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
春
属
‘
鶉
鶴
゜
〔
疏
〕
昭
十
七
年
左

傭
買
達
注
云
‘
春
鷹
‘
鶉
鶴
、
相
二
五
土
之
宜
五
趣
レ

民
耕
種
者
也
。
国
悌
鳩
は
‘
大
き
な
鳩
。
大
ば
と
。

班
(
7ー

2
0
9
7
6
)

に
通
ず
。
〔
方
言
‘
八
〕
鳩
‘
自
レ
開

而
西
‘
秦
漢
之
間
、
謂
二
之
槌
鳩
石
天
大
者
謂
1

一之

鶉
鳩
↓
〔
箋
疏
〕
字
又
作
レ
班
。
固
鳥
の
名
。
鵡
(
1
2

1
 4
7
0
9
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
鳥
名
、
博
雅
‘
髄

鵠
‘
鵡
鳩
也
‘
或
省
。

冠

】

』

シ
ヴ
ジ，ユ

〔
玉
篇
〕
似
又
切
国
g

冨】年
園国口
ポホハプ 7
ンンンンン

〔
集
韻
〕
歩
奔
切

〔
集
韻
〕
逍
還
切

小
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
艤
條
雀
也
‘
侶
レ
鶉

鑓
策
而
宵
‘
出
元
吏
払
鳥
介
臀
゜

□
7
ン

〔
集
韻
〕
敷
文
切ノ．
仁

r

〔
集
韻
〕
符
分
切

国圏図句図

冠

】

岬

カ

イ

〔

集

韻

〕

居

拝

切

圏

臆
1
2
-
4
6
6
9
1
)
に
同
じ
。
〔
中
華

冨
5
】
[
大
字
典
〕
雌
按
‘
字
彙
引
説
文
‘

膳
義
訓
レ
之
、
是
航
．
艤
一
字
也
。

カ
イ

冨]―ヒ
7

鵡
(
1
2
-
4
6
7
7
3
)

の
謡
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
駒
‘
鵠
脳
字
。

作
1一
鴻
•
鷹
→
〔
字
彙
補
〕
鴻
‘
禰
文
雇
字
。

〔
集
韻
〕
風
無
切
瓦
-

E
X
 ful 

□
キ
〔
集
韻
〕
均
窺
切
甲
]

日
鵠
祖
は
‘
じ
ゆ
ず
か
け
ば
と
。
ふ
ふ
ど
り
。
鵠

鳩
゜
雉
(
1
1
ー

4
1
9
6
9
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
佳

其
‘
鵠
梢
°
〔
注
〕
今
鶉
鳩
゜
〔
玉
篇
〕
鶏
‘
鵠
鳩
゜
〔
集

韻
〕
鵠
‘
規
格
‘
鳥
名
‘
或
八
レ
佳
。
口
子
鵠
は
‘
ほ

と
と
ぎ
す
。
雉
(
1
1
-
4
1
9
6
9
)

に
同
じ
く
‘
或
は

規
(
1
0
|
 3
4
8
1
0
)

に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
覇
鶏
・

鵬
鵡
‘
子
鵠
也
。
〔
疏
證
〕
矯
‘
或
作
レ
規
゜
〔
集
韻
〕

雉
‘
子
雉
‘
鳥
名
‘
或
作
レ
鵠
゜

冨
丑
□
7
 

鴎

鷹

馴

題

紙

鵡

帥

鵠

鶉

属

鴻

射

帥

艤

桟

鴇

規

鶉

鴛

八

0
四

13400 
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鳥

部

〔
四
甕
〕

唇

鴻

鳶

鵡

鴎

級

逍

鴎

貨

雅

賎

鶉

棧

鴻

腸

師

恥

肪

鵜

鴻

鴻

璃

八
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(46719)一 (46727・・3) 

小
日
●
鶉
訣
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
〔
説
文
〕

豪
鳩
‘
寧
鳩
也
‘
ハ
レ
鳥
夫
臀
。
〔
説
文
通

罹 冨】』
ケ
イ
ヶ
ロl

ケ
ッ
ケ
チ

日

〔
集
韻
〕
古
穴
切
園
g

＇ 
ULI 
c
h
t
i
2
 

＇ 

ULI
せ

c
h
t
i
e
h
'

〔
集
韻
〕
涌
憑
切
圏

鵡
鵡
は
‘
く
じ
ゃ
く
。
或
は
雉

(11
ー
4
1
9
7
8
)
・

鏑
(
1
2
ー
4
7
1
器
）
に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
鶏
、
鵡
鴻
‘
越

鳥
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
‘
越
父
也
‘
或
作
―
―
雉
・
錢
↓

冠

】

呻

77

〔
集
韻
〕
奉
甫
切
滅

圏懃固

日
鶏
條
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鳩
‘
鳩
鵠
鳥
名
、

三
首
六
目
‘
六
翼
六
足
。
口
鳥
の
名
。
鶏
（
1
2
-
4

6
9
9
2
)
・維

(11
ー
4
1
9
6
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘

説
文
、
鳥
也
、
或
省
、
亦
炊
レ
佳
。
国
水
鳥
。
鶯
（
1
2

ー
4
6
9
3
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
矯
‘
水
鳥
、
或
八
レ

夭゚ 冦
】
[
日
ェ
，
ウ
アウ
ォ，ウ

口l国
ョ
ク

〔
集
韻
〕
於
喬
切

〔
集
韻
〕
烏
浩
切

〔
集
韻
〕
烏
酷
切

日
口
矯
積
は
‘
じ
ゆ
ず
か
け
ば
と
。
ま
た
不
(
1

ー

1
9
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
佳
其
‘
矯
積
。
〔
注
〕

今
鶉
鳩
。
〔
繹
文
〕
積
、
本
亦
作
レ
不
゜
〔
集
韻
〕
禎
‘

鳥
名
、
鶉
鳩
也
。
〔
集
韻
〕
不
、
鳥
名
、
夫
不
佳
也
、

或
凡
―
鳥
不
↓

忍
〔
集
韻
〕
方
鳩
切
甲
四

ヽ

7

E

又

fou2

日旦／
9

ゥ
〔
集
韻
〕
俯
九
切
椀

【
積
】
[
フ 鳥

部

〔
四
驚
〕

【鴫】
i

〔
集
韻
〕
僻
吉
切
閾

父
I

p
'
i
'
 

●
あ
ひ
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鴫
‘
盤
也
。
●
通
じ
て

匹
(
2
ー
2
6
7
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
通
作
レ
匹
゜

ヒ
ッ
ヒ
チ

、
も
ず
。
伯
芳
。
伯
趙
。
姑
悪
゜
百
舌
。
〔
孟
子
、

膝
文
公
上
〕
南
蟹
訣
舌
之
人
。
〔
注
〕
訣
、
博
努
也
、

詩
云
‘
七
月
鳴
訣
‘
應
レ
陰
而
殺
レ
物
者
也
。
●
鶏

(
1
2
 |
 4
7
1
4
4
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
亦
作
レ
訣
゜

0
鳩
(
1
2

ー
4
6
7
2
2
)

に
通
ず
。
〔
正
韻
〕
鳩
‘
或
作
レ

訣
。
口
o
]
~に
同
じ
。
或
は
鵠
(
1
2
-
4
6
8
7
0
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
峡
、
鳥
名
、
伯
努
也
、
或
作
レ
鶏
゜

【
訣
舌
】
1

芥
蟹
夷
人
の
言
葉
を
い
ふ
。
も
ず
の
臀
に

似
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。
鳩
舌
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
上
〕
今

也
南
蜜
訣
舌
之
人
、
非
1

一
先
王
之
道
↓
〔
柳
宗
元
、
興
1

一蕎

翰
林
挽
一
書
〕
鳩
舌
陣
躁
゜

ケ
ッ

ロ―

簸
】
[
ケ
チ

圃
ゲ
キ

ケ
キ
キ
．
ヤ
ク

日

〔
集
韻
〕
扁
閻
切
躙
『

＇ 
ULI 
c
h
i
i
2
 

＇ 

ULI
せ

c
h
i
i
e
h
2

〔
集
韻
〕
古
穴
切
園
f

訓
定
瞥
〕
鳩
、
爾
雅
、
鵠
鵠
‘
鶉
鳩
‘
云
云
、
詩
‘
鵠

鵠
偉
‘
繹
文
‘
鶉
鳩
、
似
―
―
黄
雀
―
而
小
‘
俗
呼
―
―
巧

婦
面
比
詩
之
桃
贔
、
荘
子
之
鵠
鶴
也
‘
蓋
小
鳥
‘
禁

邑
弔
1
1

屈
原
文
、
鶉
鳩
軒
霜
、
鸞
鳳
挫
翻
、
則
誤

雙

爾

雅

以
I
I

鵠
鵠
総
鵡
巣
戻
。
●
も
ず
。
百

鶴
。
或
は
訣
(
1
2
ー
4
6
7
2
3
)

に
作
る
。
〔
正
韻
〕
鳩
、

或
作
レ
訣
゜
〔
大
戴
穂
‘
夏
小
正
〕
訣
則
鳴
‘
鳩
者
、

百
鶴
也
。
.
或
は
雉(
1
1ー
4
1
9
6
4
)
•

~
(
1
2ー
4
6

9
6
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鳩
‘
或

A
レ
佳
、
亦
作
レ
瀾
。

口
鵬
鳩
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
。
鶏
(
1
2
ー
4
6
8
7
0
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
鵬
鶏
‘
鳥
名
、
或
ハ
レ
夫
。

積

鳩

鵡

鳩

訣

鴎

鵠

膳

鳩

日
●
裏
鳥
の
名
。
其
の
利
を
ひ
た
し

た
酒
は
よ
く
人
を
殺
す
。
雄
を
運
日
、

雌
を
陰
諧
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
縞
‘
毒
鳥
也
、
ハ
レ
鳥

尤
繋
‘
一
曰
‘
運
日
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鳩
鳥
‘
其
雄

謂
乏
運
旦
其
雌
謂
之
陰
諧
↓
〔
爾
雅
翼
‘
繹
鳥
‘

鳩
〕
鵡
‘
毒
鳥
也
、
似
属
而
大
如
レ
鶉
也
‘
紫
黒
色
、

長
頸
赤
喉
‘
雄
名
11

運
日
玉
雌
名
1
1

陰
諧
三
云
云
‘
古

人
以
―
―
其
利
翻
涵
茫
酒
、
則
能
殺
り
人
‘
云
云
‘
凡
鵡

飲
レ
水
虞
‘
百
晶
吸
レ
之
皆
死
‘
或
得
1

犀
牛
1

蕪
1

一角

其
中
面
翌
公
悪
毒
゜
〔
國
語
、
晉
語
二
〕
乃
寓
石
向
子

酒
↓
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
女
冗
之
山
、
其
上
多
レ
鳩
。

〔
注
〕
鵡
、
大
如
レ
鵬
、
紫
緑
色
、
長
頸
赤
啄
、
食
―
―
媛

蛇
類
↓
●
鳩
現
を
浸
し
た
酒
。
又
‘
其
の
酒
を
用
ひ

て
人
を
毒
殺
す
る
。
毒
酒
。
耽

(11
ー
3
9
7
9
2
)

に

同
じ
。
〔
春
秋
、
荘
、
三
十
二
、
公
子
牙
卒
、
杜
注
‘

飲
レ
耽
而
死
、
繹
文
〕
耽
‘
本
亦
作
レ
鳩
゜
〔
國
語
、
魯

語
上
〕
使
1

一
瞥
鳩
1

之
。
〔
注
〕
煽
、
鳥
名
也
、
一
名
運

日
、
其
利
有
レ
毒
、
漬
―
―
之
酒
1

而
飲
レ
之
、
立
死
。

O

あ
ぶ
ら
贔
を
食
ふ
鳥
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
瑶
碧

之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
雉
、
恒
食
レ
輩
、
名
日
レ

鳩
〔
注
〕
輩
、
負
盤
也
、
此
更
一
種
鳥
、
非
食
レ
蛇

之
鳩
也
。
R
或
は
雄

(11
ー
4
1
9
7
0
)
に
作
る
。
〔
集

【

臆

】

[

韻

逼

或

心

こ

鳥

の

条

〔

且

:

鳥
の
名
。
〔
類
篇
〕
膳
‘
鳥
名
、
人
面
鳥
嗽
。
名
。
国
鳥
の
名
。
或
は
鵠
(
1
2
ー
4
6
8
1
7
)

・賎
(
1
2

【
膳
吸
】
1

砂
耀
兜
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
・
孟
郊
・
李
醐
‘
ー
4
6
7
0
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鳥
名
‘
或
ハ
レ

遠
遊
聯
句
〕
繋
に
石
沈
,
,
斬
尚
王
開
レ
弓
射
―
―
膳
吸
一
冬
、

A
レ井。

圏
圏
字
形
、
集
韻
は
謳
し
て
腸
(
1
1
0
1
4
6
7
4
2
)
に
作
る
。
【
鵡
殺
】
1

＃
毒
殺
す
る
。
鳩
の
血
液
に
毒
あ
り
（
一
説

に
刃
に
毒
あ
り
）
、
古
‘
之
を
用
ひ
て
人
を
毒
殺
し
た
。

〔
漢
書
、
高
五
王
‘
趙
隠
王
博
〕
趙
隠
王
如
意
、
九
年
立
、

四
年
高
祖
崩
‘
呂
太
后
徴
レ
王
‘
到
ー
長
安

8
『-―殺之↓

〔
漢
書
、
王
非
博
下
〕
又
聞
・
漢
兵
言
孟
非
鳩
―
―
殺
孝
平
帝
↓

〔
後
漢
書
、
皇
后
下
、
間
皇
后
紀
〕
遂
鳩
1

一
殺
李
氏
↓
〔
六

部
成
語
訂
正
、
刑
部
、
鳩
殺
、
注
解
〕
嬬
、
鳥
也
‘
其
血
有
レ

毒
、
飲
レ
之
殺
り
人
、
古
人
恒
有
孟
炉
之
者
ぶ
此
言
レ
嬌
者
、

乃
用
―
―
毒
秦
一
之
借
稽
也
。

【
鵡
拭
】
2

”
ン
毒
殺
。
〔
後
漢
書
‘
質
帝
紀
〕
閏
月
甲
申
、

大
将
軍
梁
翼
、
潜
行
二
鵡
拭
↓

【
鳩
酒
】
3

笠
鳩
毒
を
入
れ
た
酒
。
毒
酒
。
〔
國
語
、
晉
語

二
〕
申
生
許
諾
‘
乃
祭
1
1

子
曲
沃
五
竺
輻
子
綽
ズ
公
田
‘
朧

姫
受
に
輻
‘
乃
賓
―
―
鳩
子
酒
一
置
―
―
菫
子
肉
ズ
ム
至
、
召
-
1

申

生
l

猷
、
公
祭
"
之
地
ぶ
心
墳
‘
申
生
恐
而
出
。
〔
注
〕
鳩
、
運

日
也
。
〔
漢
書
‘
高
五
王
‘
齊
悼
恵
王
肥
博
〕
孝
恵
二
年
、
入

朝、
1

帝
興
―
―
齊
王
玉
穿
飲
太
后
i

艘
置
―
―
齊
王
上
坐
i

如
1

家

人
謄
ギ
ヘ
后
怒
‘
廼
令
1
八
酌
雨
庖
鳩
酒
置
d

前
、
令
,
,
齊

王
為
P

壽
‘
齊
王
起
‘
ー
帝
亦
起
‘
欲
ー
ー
倶
為
＞
壽
‘
太
后
恐
‘

自
起
反
レ
尼
゜
〔
注
〕
應
勒
日
、
鳩
鳥
‘
黒
身
赤
目
、
食
"
蟻
蛇

野
葛
百
以
士
＃
竺
董
一
酒
中
一
飲
レ
之
立
死
。
〔
陸
溜
南
唐

書
‘
雑
藝
傭
〕
申
漸
高
、
優
人
‘
昇
元
中
為
1

一
軟
坊
部
長
i

云

云
、
周
本
自
―
―
呉
時
l

有
蔵
望
面
烈
祗
慮
―
其
難
ヮ
制
、
因
二

内
裏
引
砿
酒
属
レ
本
、
本
覺
5

之
‘
蠅
取
1
1

御
杯
云
均
―
―

酒
之
生
以
進
日
、
願
以
レ
此
上
1

一
千
萬
壽
ご
煕
翌
君
臣

一
心
二
烈
祖
失
と
色
、
左
右
莫
レ
知
玉
所
な
為
‘
漸
高
託
―
―
俳

敷
舞
レ
袂
升
レ
殿
曰
‘
勅
賜
伝
臣
‘
漸
高
併
飲
レ
之
‘
納
1
1

杯

懐
中
盃
而
出
‘
烈
祗
密
遣
ー
ー
中
人
五
持
レ
藁
解
レ
之
、
不
レ
及
‘

脹
裂
而
卒
。

ヽ

愚
4

れ

nn
豪

冦】
E

国口日
トタドタヂチ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
丁
紺
切

〔
集
韻
〕
直
禁
切

｀
 

出

r

〔
集
韻
〕
徒
南
切

國圏岳囮
"・ 

ク
，
ワ
ン

〔
類
篇
〕
呼
官
切

圏

【
鴎
写
本
、
鴫
‘
謡
作
レ
鵠
゜
ヒ
ッ

鴫
（
110
-
4
6
7
2
4
)

の
謳
字
。
〔
廣

雅
、
繹
鳥
‘
鴫
‘
曇
也
、
疏
證
〕
各

八

0
六

13402 



鳥

部

[
鵡
鳥
】
4

討
毒
鳥
の
名
。
其
の
利
を
浸
し
た
酒
を
飲

三
量
i

立
死
。
〔
郭
環
‘
中
山
経
圃
賛
‘
嬬
鳥
〕
媛
維
毒
魁
、
鳩
鳥

是
嗽
゜
〔
晉
書
‘
石
崇
傭
〕
崇
在
二
南
中
ゐ
匹
鵡
鳥
雛
冨
以

輿
―
―
後
軍
将
軍
王
惜
ご
時
制
、
鵡
鳥
不
レ
得
レ
過
レ
江
、
為
二

司
隷
校
尉
博
祗
所
＞
乱
‘
詔
原
レ
之
‘
燒
五
硝
子
都
街
↓

[
嬬
毒
】
5

だ

O
鵡
の
利
を
酒
に
浸
し
た
毒
。
〔
韓
非

子
‘
備
内
〕
唯
母
為
レ
后
而
子
為
レ
主
‘
則
令
無
レ
不
レ
行
‘

禁
無
レ
不
レ
止
‘
男
女
之
架
、
不
レ
滅
―
―
於
先
君
二
而
檀
二
萬

棄
不
レ
疑
‘
此
鵡
毒
拒
昧
之
所
―
―
以
用
一
也
。
〔
荀
悦
阿

保
乳
母
論
〕
甘
醜
有
―
―
鵡
毒
云
薬
酒
有
レ
治
レ
病
‘
是
以
君

子
以
レ
道
折
中
‘
惟
義
而
後
已
°
●
毒
の
甚
し
い
者
の
喩
゜

耽
毒
゜
〔
左
氏
、
問
‘
元
〕
管
敬
仲
言
二
於
齊
侯
ー
曰
‘
云
云
‘

宴
安
鵡
毒
、
不
レ
可
レ
懐
也
。
〔
注
〕
以
―
宴
安
五
竺
之
鵡
毒
―

也
。
〔
漢
書
、
景
十
三
王
傭
賛
〕
是
故
古
人
以
―
―
宴
安
1

為
l
-

鵡
毒
一
〔
陸
機
‘
君
子
有
所
思
行
〕
宴
安
消
―
―
震
根
一
鵡
毒

不
レ
可
レ
格
。

O
毒
酒
で
人
を
殺
す
。
鳩
殺
。
〔
後
漢
書
‘
箪

超
傭
〕
皇
后
乗
レ
勢
忌
恣
‘
多
レ
所
1

一
鵡
毒
了
上
下
鉗
口
‘

莫
レ
有
己
言
者
↓

〖
鵡
詣
鳥
〗6
梵
ド
ク
毒
を
有
す
る
鳥
。
南
海
に
産
す
。

昔
死
罪
者
に
鵡
毒
を
入
れ
た
酒
を
賜
つ
て
死
せ
し
め

た
。
〔
輻
恵
全
書
‘
刑
名
部
、
人
命
下
〕
南
海
有
1

一
鵡
毒
鳥
一

似
レ
鷹
而
大
‘
欣
如
レ
鶉
紫
黒
色
。

【
鵡
肉
】
7

訂
鵡
鳥
の
肉
。
鵡
肉
在
レ
俎
餓
徒
不
レ
食
を

）

見

よ

。

〖
鵡
肉
在
姐
餓
徒
不
レ
食
〗
8

忙
ぢ
晨
レ
パ
毒
鳥
の

4
 
3
 
7
 

肉
が
俎
の
上
に
あ
れ
ば
‘
た
と
ひ
飢
渇
に
苦
し
み
居
る

6
 
4
 
（
 

人
で
も
食
は
ぬ
。
〔
太
平
御
覧
、
飲
食
部
七
、
食
下
〕
孫
子

一
日
‘
礫
金
洪
鍾
‘
盗
隷
否
探
‘
雄
肉
在
レ
俎
‘
餓
徒
不
レ
食
。

）
 
4

[
鵡
媒
】
，
力
議
言
を
い
ふ
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
吾
令
―
―
鵡

7

為
＞
媒
分
、
鵡
告
粂
以
レ
不
レ
好
。
〔
注
〕
鵡
、
運
日
也
、
利

2
 
67

有
レ
毒
‘
可
レ
殺
レ
人
、
以
喩
＝
聘
倭
賊
害
人
一
也
。

4
 
（
【
飲
レ
鵡
止
レ
渇
~
】
1
0
”
”
ぃ
口
毒
酒
を
の
ん
で
渇
を
癒

〔
四
董
〕

八

0
七

す
は
‘
一
時
は
よ
く
て
も
必
ず
大
患
を
残
す
。
一
時
の

が
れ
を
し
て
牌
来
に
大
患
を
残
す
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
霜
語

傭
〕
登
有
下
躙
ー
冒
死
禍
百
以
解
•
細
微
益
言
猶
下
療

1一
飢
於

附
子
了
止
．
渇
於
鵡
毒
か
否
入
―
―
腸
胃
百
h
炉
咽
喉
云
旦

可
レ
為
哉
。

窮
】
〗

魏
暢
は
‘
む
さ
さ
ぴ
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
魏
暢
‘
飛
勘

也
。

【鵡]年

【

鴇

]

[

カ
，
ウ
ガ
ヴ

ハ，ウ
ホ
ヴ

鵡

鴨

鳩

鴇

駄

鵡

鵠

雁

〔
集
韻
〕
寒
剛
切

〔
集
韻
〕
補
抱
切＞
 

勺
名

羅

と
ぴ
く
だ
る
。
附
(
9
|
2
8
6
2
9
)

に
同
じ
。
〔
集
額
〕

閾
鳥
飛
上
曰
レ
胡
‘
下
日
レ
附
‘
或
作
レ
鵡
゜

〔
字
彙
補
〕
昔
系

(
1
2
-
4
6
8
1
2
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鴇
‘
飽
‘
鴇
或

凡
レ
包
。
〔
集
韻
〕
鴇
、
或
作
二
鵜
．
胞
・
推
ぶ
か
書
作
レ

鵡
。
謄
と
き
碕
(
1
2
-
4
6
9
0
4
)
を
見
よ
。

冨
利
】
1

吟
〇
鴇
は
鳥
の
名
。
雁
の
一
種
。
鴇
鳥
の

利
。
鴇
刃
之
嵯
を
見
よ
。
●
詩
経
‘
唐
風
の
篇
名
。
君
子

が
征
役
に
従
ひ
‘
其
の
父
母
を
養
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
の

で
時
を
刺
っ
た
詩
。
〔
詩
‘
唐
風
‘
鴇
利
序
〕
鴇
利
、
刺
レ
時

也
‘
昭
公
之
後
‘
大
乱
五
世
‘
君
子
下
従
―
―
征
役
二
不
レ
得
レ

養
箕
父
應
而
作
1
1

是
諒
也
。

〖
鴇
利
之
嵯
〗2
お
ゥ
臣
民
か
征
役
に
努
し
て
‘
其
の

父
母
を
養
ふ
こ
と
が
出
来
ぬ
な
げ
き
。
〔
詩
‘
唐
風
‘
鴇

堕
粛
齋
鴇
利
、
集
,
,
r
J
-
,
W
]
~
,
H
-
1
事
靡
レ
監
‘
不
レ
能
レ
薮

1一

稜
黍
な
人
母
何
佑
‘
悠
悠
蒼
天
‘
昂
其
有
レ
所
。

【
鴇
行
]
3

盆
鴇
鳥
の
列
ぴ
飛
ぶ
こ
と
を
い
ふ
。
〔
詩
‘

唐
風
‘
鴇
利
〕
粛
粛
鴇
行
‘
集
二

f
包
桑
一

【
鴇
妓
】
4

ぢ
老
妓
を
い
ふ
。
〔
桃
花
扇
‘
偶
歌
〕
小
旦
‘

云
云
‘
李
貞
麓
親
版
‘
扮
二
鴇
妓
ー
上
。

【
鴇
谷
】

5
t
,
0上
綿
國
の
地
名
。

0
7
姓
氏
。

【
鴇
子
】
6

唸
や
り
て
婆
。
又
‘
娼
妓
を
い
ふ
。
〔
桃
花

蘇
扇
‘
媚
座
〕
莫
レ
賛
他
鴇
子
肯
不
＞
肯
゜

p
臣

【

鴇

兒

】

7

匁
娼
妓
。
又
、
や
り
て
婆
。
〔
梢
謂
録
‘
侶
‘

鴇
兒
〕
庶
物
異
名
疏
‘
陸
佃
云
‘
鴇
性
最
淫
‘
逢
レ
鳥
則

或

O
の
が
ん
。
が
ん
の
一
種
。
衷
之
交
‘
今
俗
げ
妓
旦
鴇
兒
涵
;
,
,
侶
母
一
旦
老
鴇
一

罹
ぃ
駒
糧
〔
説
文
〕
鴇
‘
鳥
也
‘
肉
出

1

一
尺
取
レ
此
゜

載
丁
爪
レ
鳥
羊
臀
゜
〔
段
注
〕
此
云
レ
出
二
尺
哉
一
者
、
【
鴇
鳥
】
8

認
鳥
の
名
。
の
か
ん
。
〔
詩
‘
唐
風
、
鴇
狙

粛
粛
鴇
利
‘
疎
〕
鴇
鳥
連
蹄
‘
性
不
1

一
樹
止
一
樹
止
則
為
レ

翌

蓋
謂
T

去
此
尺
裁
示
＇
レ
食
‘
其
餘
可
な
食
。
〔
詩
、

【
鴇
波
】
，
打
陸
前
國
の
地
名
。

唐
風
、
鴇
利
序
‘
繹
文
〕
鴇
‘
似
レ
雁
而
大
、
無
―
―
後

桐
0
く
ろ
あ
し
げ
の
馬
。
く
ろ
あ
を
げ
。
鴇
(
1
2

[
鴇
婦
】
10

p
a
o
3
 
fu'

や
り
て
。
鴇
母
に
同
じ
。

|
 4
4
6
2
3
)
に
通
ず
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
大
叔
干
田
〕
乗
11

【
鴇
母
】
11

pao3 
m
u
3

や
り
て
。
遊
女
屋
で
女
郎
の
世

乗
鴇
↓
〔
傭
〕
騎
白
雑
毛
日
レ
鴇
゜
〔
秤
文
〕
鴇
、
依
レ
話
を
す
る
女
。
偶
母
。
な
か
ゐ
。
花
車
衿
。
香
車

g
。

字
作
レ
鴇
゜
〇
や
り
て
。
侶
婦
。
妓
女
の
老
い
た
も

の
。
鴇
は
多
淫
の
鳥
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
ふ
。
〔
通

俗
編
〕
威
晉
叔
元
曲
選
引
丹
邸
先
生
言
1

日
、
妓

t回
5
】
五

女
之
老
者
日
レ
鴇
、
鴇
似
レ
雁
而
大
、
喜
レ
淫
無
レ
厭
‘

諸
鳥
求
レ
之
即
就
゜
〔
海
上
冶
遊
備
覧
〕
開
-
―
妓
館
一

者
‘
男
曰
レ
亀
‘
女
日
レ
鴇
。
R
或
は
鵜
(
1
2
-
4
7

1
0
4
)・飽
(
1
2
-
4
6
8
1
1
)

・
推
(
1
1ー
4
1
9
6
8
)
•

碑
5

チ
ヴ
ヂユ

〔
集
韻
〕
直
衆
切

認

冨】
C

ケ
イ

テ
イ

臥
(
1
2
-
4
6
6
6
1
)
の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
駄
‘
駄
字
之
諮
゜

ゲガ
ンン

〔
集
韻
〕
魚
澗
切
藷

＿
ヰ
y
e
n
•

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵡
‘
鳥
名
。

【鵠】
i

〔
集
韻
〕
莫
報
切

鳥
の
う
ぶ
毛
。
或
は
毯
(
6
|
1
6
8
6
6
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鵠
‘
軽
毛
‘
或
炊
レ
佳
。

冠
羊

小
〇
あ
ひ
る
。
〔
説
文
〕
厖
‘
餓
也
‘
が

黒
豪
鳥
人
~
臀
。
〔
段
注
〕
雁
懇
雁
各
字
‘

蛾
輿
二
馴
蛾
1

各
物
‘
許
意
‘
佳
部
雁
為
孟
控
應
鳥

部
雁
為
レ
餓
‘
馴
餓
為
二
野
餓
面
箪
呼
レ
蛾
総
入
家

所
レ
畜
之
餓
公7
字
雁
•
雁
不
レ
分
久
矢
‘
證
経
箪

言
レ
雁
者
‘
皆
鴻
雁
也
‘
言
―
―
舒
雁
一
者
‘
則
餓
也
‘

爾
雅
‘
舒
雁
‘
鵜
‘
是
也
‘
李
巡
日
、
野
曰
レ
雁
‘
家

日
レ
鶉
‘
鵜
謂
二
之
舒
雁
一
者
‘
家
養
馴
不
レ
畏
レ
人
‘

飛
行
舒
渥
也
‘
是
則
常
レ
作
舒
應
謂
雁
之
舒

査
也
‘
雁
在
レ
野
‘
餓
為
1

一
家
雁
一
也
‘
餓
固
有
二
箪

呼
レ
雁
者
面
苓
荘
子
命
竪
子
ー
殺
レ
雁
而
享
丸
之
、

謂
レ
蛾
也
‘
許
嘗
ヒ
ぞ
雁
‘
舒
雁
也
‘
舒
雁
‘
餓
也
一

文
乃
備
。

O
が
ん
。
雁
(
1
1
-
4
1
9
60
)

に
同
じ
。

〔
中
華
大
字
典
〕
雁
‘
同
レ
雁
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鴻
雁
‘

鴻
雁

f
飛
、
博
〕
大
日
レ
鴻
‘
小
曰
レ
雁
。

0
に
せ
。

贋
(
1
0
|
 3
6
9
7
2
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
暉
‘
物
之

偽
者
曰
レ
雁
‘
一
作
レ
贋
゜
〔
韓
非
子
‘
説
林
〕
齊
伐
レ

魯
索
―
―
議
鼎
;
笞
整
其
雁
―
往
‘
齊
人
曰
‘
雁
也
‘

魯
人
曰
‘
慎
也
。
＠
古
‘
庫
(
1
2
|
 4
6
6
7
9
)

に
作

る
。
〔
康
熙
字
典
〕
雁
‘
古
文
脳
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕

腐
姓
‘
見
―
―
姓
苑
↓

鳳

熟

語

は

雁

(
1
1
-
4
1
9
6
0
)
を
見
よ
。

パウ
モ＇ウ

圏

13403 



(46735)一 (46738・・25) 

El
□
O
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。
烏
の
一
種
。
形
は

烏
よ
り
小
さ
く
、
背
か
太
く
‘
腹
が
白
い
。
烏
は

反
哺
す
る
が
鶉
は
反
哺
し
な
い
。
〔
廣
韻
〕
鶉
‘

烏
別
名
。
〔
康
熙
字
典
〕
鴇
‘
廣
雅
‘
純
黒
反
哺
者

謂
Ii

之
烏
示
而
腹
下
白
、
不
―
―
反
哺
―
者
‘
謂
二
之

穏
烏
工
古
有
秘
鰈
占
二
吉
凶
二
南
人
喜
レ
鶴
悪
レ

鵠
北
人
長
之
‘
師
贖
以
二
白
項
者
露
―
―
不
詳
↓

●

或

は

魏
(
1
2
-
4
7
0
2
2
)
に
作
る
。
〔
荘
子
‘
齊
物

論
調
鶉
者
鼠
‘
秤
文
〕
鶉
‘
本
亦
作
レ
競
。
参
雅

(11 |
 4
1
9
7
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雅
‘
或
作
レ
鶉
゜

【
鶉
軋
】

1
t
,
0輔
饉
oO

ク
の
す
れ
あ
ふ
昔
゜
鵜
軋
゜
〔
元

横
、
表
夏
詩
〕
憧
兒
彿
,
,
巾
箱
「
競
軋
深
林
井
。

O
舟
の
櫓

の
音
。
〔
蘇
献
、
新
灘
阻
レ
風
詩
〕
孤
舟
倦
―
―
鵜
軋
盃
3

攪

困
牽
揉
こ
0
門
戸
を
開
閉
す
る
昔
゜
〔
陸
亀
蒙
、
連
昌

宮
詞
、
門
〕
日
暮
鳥
蹄
宮
樹
緑
‘
不
レ
聞
鶉
軋
閉
1

一
春
風
↓

〔
注
逢
‘
詩
〕
竹
門
鶉
軋
為
レ
風
開
。

【
鶉
】
[
口
ゲガ
日
ア

〔
集
韻
〕
於
加
切
圏

＿Y
 
• 

y
a
'
 

〔
集
韻
〕
語
下
切
圃
〗

鳥
獣
の
食
物
を
求
め
る
こ
ゑ
゜
膳
(
7
-
1
9
7
9
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
賄
‘
説
文
‘
鳥
獣
来
食
臀
也
‘
或

八
レ
鳥
。

【

鳩

】

阿

乃

〔

集

韻

〕

千

羊

切

閾

鶴
(
1
1
0
-
4
7
4
7
0
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

宿

丑

カ

ク

手

鑑

〕

駒

‘

同

レ

鶴

゜

【鳴】己
鴇
鶴
は
、
小
鳥
の
名
。
又
、
嶋
(
1
2
-
4
6
8
6
5
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鴇
‘
鴇
鶴
‘
小
鳥
‘
亦

IAレ
旬
。

キ
ン

〔
集
韻
〕
呼
鄭
切

鳥

部

〔
四
書
〕

題

【
鶉
烏
】

2
O
T
Oゎ
し
。
み
さ
ご
。
鵬
゜
〔
書
‘
泰
誓
‘
流
之
鶉
賢
゜
＠
女
子
を
指
し
て
い
ふ
。
〔
李
紳
‘
鶯
鶯
歌
〕
金
嘉
‘
鶉
衡
茶
子
生
‘
遂
同
レ
山
名
レ
鵠
。

0
山
名
。
安
徽
省

岱
鵡
‘
鄭
注
〕
鵡
‘
鶴
烏
也
。

O
烏
の
一
種
。
は
し
ぶ
と
雀
匝
賛
年
十
七
゜
〔
陸
亀
蒙
‘
館
娃
宮
詩
〕
一
宮
花
渚
潔
1

一
郎
埃
縣
の
南
。
茶
の
産
地
。
〔
明
一
統
志
〕
籾
山
‘
在
―
―
廣

が
ら
す
。
烏
鶉
(
7
-
1
8
9
9
8
:
 1
)
の
0
の
異
名
。
字
解
の
漣
椅
涵
ぼ
堕
鶉
襲
出
―
―
繭
眉
ニ
〇
婢
女
を
い
ふ
。
こ
し
も
徳
州
建
平
縣
南
九
十
里
下
上
一
石
嵩
二
丈
許
‘
有
―
―
弾
迩

0
を
併
せ
見
よ
。
〔
本
草
‘
慈
烏
〕
集
解
、
時
珍
日
、
烏
有
―
―
と
。
〔
宋
人
異
聞
雑
録
〕
建
康
楊
一
一
郎
‘
遇
ご
婦
人
云
稽
百
餘
硲
巾
呼
為
三
呼
子
石
i

又
有
1

一
釣
憂
面
日
傭
有
1

一
仙
人
一

四
種
「
小
而
純
黒
、
小
紫
反
哺
者
、
慈
烏
也
、
似
1

一
慈
烏
―
為
―
―
鬼
母
一
遣
―
―
小
鶉
賢
出
探
ご
各
分
―
―
付
鶉
賢
ご
為
置
l

―

釣

I
I

於
此
工
其
山
産
レ
茶
‘
宋
梅
詢
詩
‘
茶
霙
―
―
籾
山
一
雪

而
大
紫
‘
腹
下
白
、
不
―
―
反
哺
―
者
、
鶉
烏
也
、
似
II

鶉
烏
1

一
室
↓
〔
成
彦
雄
、
夕
詩
〕
離
籠
魏
鵡
将
レ
棲
レ
宿
‘
不
レ
許
渦
レ
甑
゜

而
大
、
白
項
者
、
燕
烏
也
、
似
II

鶉
鳥
1

而
小
、
赤
紫
穴
居
籾
襲
轄
二
輔
纏
二
梢
謂
録
、
婢
、
鵜
賢
〕
王
炎
詩
‘
捧
レ
顆
【
鶉
紫
】
”
ク
烏
の
く
ち
ば
し
の
形
に
似
た
鋭
利
な
鋤
゜

者
、
山
烏
也
。
〔
本
草
‘
烏
雅
〕
秤
名
、
鶉
烏
、
老
雅
‘
縣
‘
戟
部
立
鵜
賢
奴
。
参
黒
ぃ
髭
の
毛
。
〔
子
潰
‘
擬
古
意
詩
〕
〔
歓
硯
譜
〕
攻
器
‘
箕
香
・
銃
鐵
・
大
小
鎚
・
長
短
竪
．
鋼

鴎
‘
楚
烏
‘
大
嘴
烏
゜
鴇
賢
未
レ
成
饂
‘
鸞
鏡
徒
相
知
。
屑
錦
頭
・
秘
紫
鋤
•
木
撤
。
〔
陸
涸
‘
南
堂
雑
興
詩
〕
題
レ

【
鶉
霞
】
3

”
服
の
名
。
鵠
霞
。
〔
東
京
夢
華
録
、
九
‘
宰
【
籾
墾
】
10

グ
烏
の
む
ら
が
り
居
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
韓
詩
又
涌
牛
腰
束
‘
采
レ
薬
常
槻
稿
紫
鋤
。

執
親
王
宗
室
百
官
入
内
上
壽
〕
女
童
除
入
場
‘
女
童
皆
捌
‘
寄
二
班
舒
僕
射1
詩
〕
歩
人
抽
レ
箭
大
如
レ
笛
‘
前
把

I
I

〖
鶉
紫
金
〗18竺
製
錬
し
て
得
ら
れ
た
黒
色
の
粗
金
。

選
祠
軍
妙
齢
‘
容
蟄
過
レ
人
者
四
百
餘
人
「
或
戴
花
雨
矛
後
雙
戟
‘
左
盤
右
射
紅
塵
中
‘
髄
入
五
醤
ヂ
有
―
老
鍛
工
‘
畢
升
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
約
百
餘
柄
を
一
鉗

冠

或

仙

人

髯

‘

鵜

霞

之

服

。

誰

敵

↓

〔

李

咸

用

‘

早

行

詩

〕

馬

首

揺

―

―

残

月

五

鶉

塁

起
1

一
と
し
‘
一
鉗
を
八
片
に
分
つ
。
〔
夢
埃
筆
談
‘
紳
奇
〕
能
作
―
―

【
鶉
磯
】
4
"

籾
の
群
れ
る
磯
゜
鵜
磯
゜
〔
楊
萬
里
‘
夜
泊
↓
―
古
城
↓
〔
虞
集
‘
送
↓
―
易
用
昭
―
詩
〕
莫
下
向
1
1

墨
池
五
炉
久
黄
金
玉
有
1

一
老
鍛
工
畢
升
盃
曾
在
"
禁
中
涵
竺
捷
鍛
金
五
升

競
繊
詩
〕
峡
中
圭
呼
口
m
竺
人
煙
「
船
泊
1

一
鵜
磯
一
也
有
レ
別
お
g
墾
還
欲
レ
謝
一
崇
虚
一
〔
錢
文
薦
‘
寒
籾
賦
〕
其
時
云
‘
其
法
為
―
―
遣
寵
面
竪
人
隔
レ
稲
鼓
乙
輪
‘
蓋
不
レ
欲
"
'
人

村

。

天

語

未

レ

畢

‘

籾

慧

已

散

‘

朔

吹

捲

レ

沙

‘

荒

煙

幕

レ

岸

。

硯

1

一
其
啓
閉
一
也
‘
其
金
鐵
為
レ
之
‘
初
自
訟
5
中
1

出
色
尚

【
稿
臼
】
5

げ
ウ
は
ぜ
の
木
。
烏
臼
。
鴇
舅
゜
鵜
臼
。
〔
本
草
‘
[
鶉
髯
】
11

戸
女
の
も
と
ど
り
。
〔
潜
居
鋒
〕
巴
陵
俗
‘
黒
‘
凡
百
餘
雨
為
ニ
ニ
凹
毎
糾
輻
解
竪
為
"
八
片
ニ
謂
1

一

烏

臼

木

〕

繹

名

、

競

臼

。

元

旦

枕

レ

頭

‘

先

以

レ

櫛

理

―

―

穏

之

材

毛

二

釈

曰

‘

願

我

婦

之

鶉

紫

金

1

者
、
是
也
。

【
籾
柏
】
6

が
は
ぜ
の
木
。
鶉
臼
に
同
じ
。
〔
事
物
異
名
女
‘
馴
製
彩
影
‘
惟
百
斯
年
‘
似
―
―
其
利
毛
ア
故
楚
人
謂
―
-
【
鶉
兒
】

1
9
n
O唐
の
李
克
用
の
幼
名
。
鵠
兒
゜
鶉
兒
軍

録
、
樹
木
‘
柏
〕
塁
芳
譜
‘
烏
柏
‘
一
名
鶉
柏
‘
或
作
二
鶉
舅
↓
女
告
云
『
―
―
鵜
僣
↓
〔
張
燦
‘
詩
〕
櫻
脊
朱
滴
滴
‘
鶉
警
黙
を
見
よ
。

0
か
ら
す
。
兒
は
愛
捨
。
〔
元
積
、
閑
詩
〕
艇
子

【
鶉
舅
】
7

}
ゥ

O
は

ぜ

の

木

。

即

ち

烏

柏

。

其

の

賓

よ

嵌

義

。

牧

二

魚

市

石

鴇

兒

喋

―

―

荻

叢

↓

り
蠍
を
製
す
。
〔
陸
亀
蒙
‘
偶
扱
軒
社
序
寄
1一
襲
美
ー
有
レ
【
鶉
虎
】

1
2
t
鷹
の
類
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
土
魯
番
國
回
王
‘
〖
鶉
兒
軍
〗

2
0
7
7
グ
唐
の
李
克
用
の
軍
を
い
ふ
。
鵜
兒

作
詩
〕
行
歎
毎
依
鶉
舅
影
‘
挑
頻
時
見
鼠
姑
心
。

O
鳥
の
遣
レ
使
進
―
―
貢
鶉
虎
一
聯
•
黒
鷹
一
聯
→
軍
。
〔
五
代
史
‘
唐
‘
荘
宗
紀
上
〕
克
用
、
少
験
勇
、
軍
中

名
。
一
名
‘
鴇
競
。
鵜
舅
。
〔
廣
博
物
志
〕
鶉
舅
‘
似
レ
鴇
而
【
籾
輝
[
】

1
3
E
,
0賓
石
の
名
。
〔
詢
蒻
録
〕
古
之
戸
腫
‘
琥
日
l

―
李
競
兒
二
云
云
‘
（
中
和
）
―
一
年
十
一
月
、
景
思
．

小
、
黒
色
紫
邊
有
レ
毛
、
産
勁
‘
能
逐
レ
鶉
‘
鶉
見
避
レ
之
、
飾
―
―
賓
石
鶉
鶴
ず
紐
墨
界
八
以
二
青
賓
正

g
帽
頂
言
炉
鶉
克
用
、
復
以
二
歩
騎
萬
七
千
↓
赴
―
―
京
師
ご
云
云
‘
（
黄
）
巣

一
名
鶉
競
゜
〔
梅
発
臣
‘
宿
州
河
亭
書
レ
事
詩
〕
林
中
競
舅
瑚
H
O
闊
の
名
。
渦
洲
遼
寧
省
遼
陽
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
窯
驚
日
、
鵜
兒
軍
至
矢
゜

檸

‘

席

上

蠅

虎

捜

。

方

輿

紀

要

、

山

東

‘

遼

東

都

指

揮

使

司

‘

定

遼

中

衛

〕

鴇

【

鶉

臭

】

21

が
腋
臭
。
わ
き
か
。
〔
外
科
正
宗
‘
箪
方
〕

【
鶉
黄
】
8

か
ワ
ウ
黄
色
の
化
粧
粉
。
額
上
に
塗
る
。
〔
慮
鶴
覇
‘
在
―
―
司
東
南
―
二
百
―
二
十
里
石
其
東
有
―
―
喜
昌
口
五
乃
治
↓
1

陰
汗
籾
臭
至
m腋
下
臭
不
レ
可
,
,
輿
り
人
同
行
一

照
郎
長
安
古
意
〕
片
片
行
雲
着
―
―
蝉
賢
ご
織
織
初
月
上
1

一
中
外
分
界
虞
0

[
籾
鶴
】
22

グ
ヤ
ク
烏
と
か
さ
さ
ぎ
。
烏
鶴
。
競
鶴
。
〔
王

鵠
翌
〔
隋
遺
録
〕
哀
賓
兒
年
十
五
‘
腰
肢
織
堕
‘
駿
愁
【
鶉
叉
】

"t
さ
す
ま
た
。
＂
ー
叉
を
い
ふ
。
〔
李
商
隠
‘
病
建
‘
宮
詞
〕
供
御
櫻
桃
看
守
別
‘
直
無
ー
1

一
鶉
鶴
到
―
―
園
中
―
)

多
如
態
‘
帝
寵
二
愛
之
ー
特
厚
‘
時
洛
陽
進
―
―
合
帝
迎
輩
花
一
中
聞
1

一
河
東
公
築
螢
置
酒
一
口
占
寄
上
詩
〕
鎌
門
金
了
〔
蘇
献
‘
雪
後
到
-
―
乾
明
寺
一
遂
宿
詩
〕
未
レ
許
牛
羊
傷
至

帝
令
―
―
賓
兒
持
ヮ
之
‘
琥
曰
1
1

司

花

女

一

時

詔

―

―

虞

世

南

一

鳥

‘

展

障

玉

鶉

叉

゜

潔

‘

且
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〖鶉飛不到〗3577が山名。四川省江安縣の西相忌1一其功E炉困レ之‘乃請以レ郁調――所江一而移レ【鶉龍】43炉…江の名。一名は雅瀧江。古名は若南。宋の林廣‘烏蜜の叛酋を追つてここを過ぐ。公為1一蒻督公叩下余伍レ之‘初計祖‘公亦知ー事未p水。源は青海省の巴顔喀剛山。四川省に入って

【籾賢】365／女の賢の毛の慎黒なのをいふ。〔韻易レ立兒‘巌勧＿一義律—具結‘嗣有一面炉煙来レ聴者五貨打沖河となり、南流して金沙江に入る。鵜聾江゜府引、古詩〕箪杉杏子紅‘鴇賢青雛色。卸入1一官人一即正レ法‘義律諾1一其半盃皿正レ法一事【鶉餅】“りイ烏の利。輯じて‘悪製の喩。鵜餅゚

[鶉兵】37ア陣法の名。〔黒龍事略〕其馳突也‘難レ之‘蓋西洋行律即重レ譴無――殊死者玉相持藪月〔李賀‘野歌〕鵜翔利箭山桑弓‘仰J天射落衡レ薦

或遠或近‘或多或少‘或緊或散‘或出或没‘来如――鉦竺要領面炉例封レ航停11貿易王副――水穀玉騒逐出1一鴻゚〔李夢陽‘奉三送大司馬劉公欝11東山草堂1

天拐五去如――電逝云謂,,之鶉兵撒星陣→澳門ぶ義律遷11延海外冨竪兵船―嘗試‘公典1一提督歌〕白金之艇紅票記‘賓紗生硬鶉餅黒。〔剪燈餘

【鶉片】38ア墾粟グの責の汁から製した麻酔性間天培一密布11水師兵弁一―轟――之於九龍山一再話‘鸞鸞傭〕擾擾香雲滉未レ乾‘籾餅蝉翼脈光寒。
| 

在禁城埴、多撓重棲複殿傍゜〔李賀‘豊角東城詩〕互市‘惟廣東―口、為"'鶉片煙所――従来n専責レ公煙〖〖中不――必禁一之理ぢ照霰レ職赴1一定海軍盆双レカ河轄曙蒲蒲‘鶉飛牌呪高。〔王安石‘和二呉沖卿競以清1五涵竺也‘云云‘公乃馳レ檄宜乏ホ英國王二詞以→ー必剰1為レ期‘得レ旨革職‘以レ埼署二雨廣穂督一

鳴樹石見詩〕競飛歴乱止且鳴‘林葉惨惨風面意劃状‘外國争偲―其文一就――省城外ぶぽ11大池ぶ火公隷函雫＇面野差遣云埼悉反1一公所ヮ為‘許T償――兵

生。蝦散月始盛‘掬文毅卒‘旋奉レ旨胴諏迂穂督盃g費一百萬百ぞ香港地一由び之。
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【鶉飛】34ロ烏がとぷ゚鵜飛゚〔王涯‘宮詞〕鶉飛深に道光二十二年。〔金安清‘林文忠公傭〕蓋西洋天下萬世計盃叫天下萬世之人‘断鉦炉有T以1一雅片erhteひつそりとしづか。

行詩〕蝶餅朝粉盗籾背夕陽多。廣東の五港を開くことを約するに至った。時上、不レ能レ不レ為――駆除一大聖人執レ法懲レ姦‘為―-【鶉没雀静兒的】出ya'mei'ch'iao3ching• 〖鶉頭俄〗32ダ信先の割れた女の足袋゜〔李白‘長江を泊り、南京も亦危陰に瀕したので、清廷密陳――撫議孟息在レ楕レ公‘所レ為櫃臣内助レ之、上【鶉雀無臀】53H3代クひつそりと静かで臀の無越女詞〕展上足如レ霜‘不レ著1一鶉頭俄一遂に和を請ひ、英國に賠償金二千百萬雨を出意動批レ公‘他摺責斥甚属‘公具レ摺請レ治レ罪‘而ぃこと。静寂の形容。〔紅棲夢‘二十五回〕見三人冨背】33"イ烏のせなをいふ。〔温庭笥‘春日野し‘且つ香港を割譲し‘上海・寧波•履門・緬州．附片云‘雅片煙之害如1一洪水猛獣一雖ユ元舜在▽雅雀無レ臀‘各自哭各自的。 とであることから、事の成功し難い喩゜鵠頭将臥烏古万ゥは‘後援の軍を卒ゐて印度より来埼玉即寃抑ぶ呵前督――所江一時‘公為1一之屡ご後時【~恥庄商麻]52託炉烏の巣で鳳凰が生れる。鳶白。〔野客叢書〕今人喩,,事之難＂清、有老鵜頭り、先づ廣東を占領し‘しきりに北進して寧波．望出――其上互深噴レ之‘遇n―公保1一定議五時事不レ合‘が鷹を生む。〔五燈會元〕僧問如何是異類‘顕端白之翌乍油等の地を陥れ‘更に呉松・鎮江等を取つて論――直隷屯田水利ご人憾――公越俎二至レ是得J間遂曰‘籾巣生レ鳳゚ 〖鶉頭白〗31グ翌鶉の頭の白いのは世にないこるに至った。これを鵠片戦学といふ。次いで英起‘而英酋亦狡甚‘遠赴1一天津海ロ一投1一書直督若水。 繍面誰家婢‘鵠頭幾歳奴。波等の各港を封舘した。此より雨國は兵を交へ縣ご浙撫烏爾恭額張皇入告‘京師大震‘皆議漸【~鶴聾江]51筑ゥ川の名。鶉龍(43)に同じ。古の ふ。鶉賛。鵜頭。〔白居易、東南行二日韻云云詩〕て‘終に舟山群島を占領し、更に廣東•履門・寧入犯ぶ空浙江俯1一於防五j亥七月径餡――寧波定海烏は凶事を知らすといふ。
【鶉頭]30炉あげまきをいふ。縛じて‘婢女をぃ商の復藷を強請せしめ‘則徐の許さざるによっ公之在乙号也‘兵船過――老萬山る望レ洋悲縮不――敢【鶉報凶】50ya'pao• hsiung'凶事のしらせ。

【鶉陣】28クからすがならぴ飛ぶをいふ。〔陸うとした。よって林則徐‘廣東の英商に令して、長風怒濤中‘萬衆呼琥‘不――復相救一義律容迫甚‘【鶉洪橋】49汀唸鎮の名。河北省豊潤縣の西。又、

浙‘湖中莫錦詩〕乍起鷺行横レ野去‘欲レ棲籾陣所蔵の阿片を出させ‘衆に示して之を燒き棄て乃請1一命於英王一集己叩が公議‘乾隆朝平レ準‘一名、鶉鴻橋。還郷河‘此虞に至って梨河と合

暗天飛°たか‘なほ密賣する者かあったので‘終に英人平伝回平,,雨金川盆十二緬旬ご午え女南「威稜震1海す。〔讀史方輿紀要、直隷‘順天府、前州、豊潤縣〕

【梯鳥】29和ウからす。〔梁簡文帝‘晩春詩〕水曲の通商を禁止した。英國‘之を見て大いに怒外ぶ和ー中國勢盛こ完敢以用＂兵‘請惟英商晴陀鴇洪橋、在→―縣西ご哭二玉田縣丘夜界、一統志‘還

文魚緊‘林瞑鶉鳥飛。り、将軍布冷墨爾打ーをして軍艦を卒ゐて‘通失二煙土―最鉗‘願磐11己資千萬五5レ軍‘而伯幅――郷河‘至11鶉洪橋一合――於梨河→

伊南陽府一の嗜好に投じたか‘其の毒に罹る者‘歳と共に酋駿為――紳助ぶ水師大小兵弁亦畏――公琥令石巌無レ【鶉九剣】48"ペゥ剣の名。莫邪剣。鵜九剣。〔白居

冨娘]27了巫女。みこ。〔温庭筍‘燒歌〕仰面増加するに至ったので‘宣宗の道光以後‘林nlJ不レ致1一死カ一無二載不丘捷‘中國機巧之士、公皆易‘鵜九剣詩〕鵜九躊レ剣呉山中、天輿――日時1紳

呻復咆‘鶉娘呪豊歳一徐を學げて雨廣穂督とし‘輪入を杜絶せしめよ羅致之函主製1一火攻器具黒衣盃ポレ潮焚1一其巨艦一借レ功。 引によって道を得たことから‘鶉を飼つて鶉登〖鶉片吸戸〗41Eも鶉片を常に吸ふ人々。道里風土兵民習尚虚賓強弱一人無一函炉之者：ハム【籾街草】47託ノ草の名。紫草(8-27337: 198) を設けた。〔瑣堺代酔編‘鴇壼〕光武北超1一河朔―〖鶉片載竿〗42竺がウ英國は印度征服以後、清朝獨設レ間得――其新聞紙‘及外洋紀載ご迪以一重繹一の異名。〔本草‘紫草〕繹名‘紫丹‘紫芙‘i此戻‘税‘夜路、得伍引,,干馬前後一因飼レ鶉建→―飼鶉壷「の特許を経て‘公然と穏片姻を輪入し‘清國人能中11其嵌要盃皿洋人旦夕所レ為織悉必獲レ聞‘西地血‘鴇衡草。
【鶉景]26tィ鶉を飼ふ畳。南陽府にある。後漢の博〕惟廣東一口‘為n―鶉片煙所1一従来→官以芦空久懲1一創之一者が有レ之自レ公始、西洋瞥瑞害1一相思遥和劇〕他是箇嬌滴滴美玉鉦か瑕‘粉瞼

光武‘嘗て河朔に於て路を失ったとき‘籾の手〖鶉片精〗40ya'p'ien• ching'モルヒネ。教素不レ通――中国一其貿易主二於洋行ご全,,其國之生レ春、雲賢堆レ鶉゚ 蓮荷花木水禽之類い貼綴精巧‘云云‘謂――之倭扇→片‘時珍日‘俗作――稿片ぢ名義未レ詳。嘉慶己巳;天熊光任‘道光癸巳慮坤任‘皆侍二蝦【堆レ~】46”"ス黒髭をいふ。〔程倶‘詩〕笑引――壺本出1一於倭國也。〖鶉片煙〗39竺ノ阿片煙草。〔金安清‘林文忠公火工庄省河-確レ兵悧喝‘常局遷就竣レ事‘鉦や敢膳云竪―酔一歌筵造想鵠堆レ鶉゜〔西廂記‘張君 國豪責盃雑以下婦人鞍馬、或臨レ水為――金砂灘正墜の薬品。阿片。雅片゜〔本草‘阿芙蓉〕秤名、阿撃―一之於央沙紫一凡三挫二其鋒五英人自1一通市涵生【鶉~】4507黒い烏と白い鷺。黙白。烏鷺。
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膳
(
1
2
-
4
6
7
2
6
)

の
臓
字
。
〔
集
韻
〕
臆
、
鳥
名
、
人

面
鳥
嗽
。
〔
康
煕
字
典
〕
騰
‘
疑
此
為
11

膳
字
之
調
↓

●
耀
(
1
2
ー

4
5
0
8
6
)

に
通
ず
。
〔
字
彙
補
〕
臆
‘
臆

兜
、
興
1

一
耀
頭
ー
同
、
人
面
鳥
喉
有
レ
翼
゜

【
俎
】
呻

キ，ヨ・カ，ウ

義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
鳩
‘

昔
巨
‘
又
昔
交
。

冠

】

[

シ

鵠
(
U
!
-
4
6
8
0
5
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鴎
‘
興
k

鵠
同
。

【

豫

】

[

ア

[

戸

出

戸

届

じ

o

｀

【
腸
】
[
ク
，
ワ
ン
〔
集
韻
〕
呼
官
切
牢
g

冠

】

却

チ

ン

鵡
(
1
1
0
_

＄
7
2
7
)

に
同
じ
。
〔
海

篇
〕
鳩
、
同
レ
鵡
。

〔
字
彙
補
〕
射
‘
昔
豹
°

鳥

部

〔
四
|
—
五
鵞
〕

僑
(
4ー

1
1
2
0
1
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

冠
】
[
;
〕
鳩
、
藷
蔵
作
―
―
僑
生
俗
昔
無
。

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鴻
‘
鳥
名
。

冠
】
[
[
ョ
〔
集
韻
〕
臼
許
切
錮

あ
ひ
る
の
島
。
〔
集
韻
〕
航
‘
鴨
麗
。

宿
a[
い
[
〔
集
韻
〕
敵
徳
切
繭

日

竺

囮

口

エ

ン

陶

日
口
つ
ば
め
。
玄
(
7
ー

2
0
8
1
4
)

・鶯
(
1
2
ー

4
7
4
7

8
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
〕
鵠
‘
鵠
鳥
‘
鷲
名
‘
或
作
レ

鶯
゜
〔
正
字
通
〕
鵠
‘
玄
鳥
‘
本
作
レ
玄
‘
俗
加
レ
鳥
。

【
鵠
】
[

〔
篇
海
〕
胡
渦
切

〔
篇
海
〕
悦
全
切

【
鴬
】
年

フ
ン

嶋
(
U
l
-
4
7
3
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
嶋
‘
亦
省
。

【
睛
】
[

鳥
の
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
睛
‘
鳥
瞥
。

カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
古
暗
切
暉
匹

冦】五

鵠
(110
-
4
6
7
5
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

ヒ

補
〕
胚
‘
興
レ
鴎
同
。

日
口
●
み
さ
こ
。
〔
廣
韻
〕
鵠
‘
鶉
也
。
●
欽
碩

は
‘
紳
の
名
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
鍾
山
‘
其
子

巨
鼓
‘
其
状
如
入
面
而
龍
身
、
是
興
五
吟
竺

殺
菰
江
子
昆
命
之
陽
一
云
云
‘
欽
硝
化
為
天

襲
其
状
如
レ
離
而
無
文
、
白
首
赤
啄
而
虎
爪
‘
其

昔
如
晨
鵠
百
元
則
有
,
,
大
兵
↓

鳩

腸

鴛

靭

鳶

鵡

射

鳩

預

鴎

鳩

鶯

鴎

鵠

胚

睛

鳶

鵠

航

鵡

駈

鴇

駕

艤

鵞

黛

【
鷲
】
[

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵞
、
鳥
名
。
〔
字
彙
〕
鷲
、
鳥
名
。

ヌド

〔
字
彙
〕
農
都
切

國

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
黛
‘
鳥
名
。

冨
】
[
[
，
ヨ
〔
集
韻
〕
丘
撼
切
暉
l

駕
(
1
1
0
1
4
6
7
6
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

【
幽
】
[
;
編
〕
鰤
‘
息
駕
同
。

●
駕
鶉
は
‘
雁
の
一
種
。
野
鶉
゜
鴫
(
1
2
ー

4

3
9
2
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鴫
‘
鳥
名
‘
廣
雅
‘
鳴
鵞
‘
雁
也
‘

或
作
レ
駕
。
〔
本
草
‘
雁
〕
集
解
‘
弘
景
曰
‘
野
鶉
大
,
,

於
厖
一
猶
似
ー
一
家
蒼
綱
謂
,
,
之
駕
雙
〔
楚
酔
‘
東

方
朔
‘
七
諫
‘
謬
諫
〕
畜
,
,
覺
駕
鶉
ニ
難
鷺
涵
1

堂

攘
令
。
〔
注
〕
駕
鶉
‘
野
鶉
也
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕

鵞
鶉
鴻
鵬
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
駕
鶉
、
野
鶉
。
●
通
じ

て
駕
(
1
2
|
 4
4
6
6
7
)

に
作
る
。
〔
左
氏
、
定
、
元
〕

榮
駕
鶉
。
〔
漢
書
‘
古
今
人
表
〕
榮
駕
鶉
。

O
嗣
(
1
2

ー

4
6
7
9
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
嗣
、
醜
．
駕
、
並
同
レ

上
。
鬱
又
‘
幽
(
1
2
ー

4
6
7
6
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鳴
‘
或
作
11

鵡
・
駕
本
亦
書
作
レ
幽
゜

【
駕
】
[
[
〔
集
韻
〕
居
琵

9

穏
鴇
は
、
あ
ひ
る
。
〔
集
韻
〕
鴇
、
鳥
名
、
博
雅
‘
穣

鴇
‘
馳
也
。

【
鴇
】

[
gク
〔
集
韻
〕
側
格
切
園

国

】

呻

キ，ヨ

鴎
(
U
l
-
4
6
7
登
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
篇
〕
駈
‘
興
レ
鵡
同
。

八
一
〇

13406 
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鳥

部

〔
五
書
〕

鵠

絨

船

鵠

鵠

鵠

為

舵

践

鳩

焉

璃

鴎

穏

鴻

八

窃

[

】

[

●
鶴
鵠
は
‘
せ
き
れ
い
。
鶴
鵠
(
1
2
ー

4
7
1
9
7
:
 1
)
 

を
見
よ
。
〔
正
字
通
〕
鵠
‘
鶴
鵠
‘
大
如
鶴
雀
西
背

上
青
灰
色
‘
難
脚
長
尾
‘
尖
啄
‘
頷
下
黒
如
二
錢

吝
杜
陽
人
謂
二
之
連
錢
↓
●
或
は
鶴
(
1
2
|
 4
7
5
2
 

4
)

に
作
り
‘
通
じ
て
令
(
1
|
3
8
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鵠
‘
或
炊
レ
憲
、
通
作
レ
令
。

【
鵠
魏
】
1

苫
鳥
の
名
。
せ
き
れ
い
。
〔
山
海
経
‘
中
山

経
〕
魔
山
、
有
レ
鳥
蔦
‘
状
如
"
山
難
―
而
長
尾
、
赤
如
―
―
丹

空
青
喉
、
名
曰
1

一
鵠
魏
五
其
鳴
自
呼
‘
服
レ
之
不
レ
脱
。
〔
畢

況
庄
〕
卸
脊
令
也
‘
詩
博
云
‘
飛
則
鳴
‘
行
則
揺
‘
魏
臀

相
近
‘
俗
葛
為
,
,
此
字
↓

【
鵠
原
]
2
n
パ
兄
弟
相
憧
む
を
い
ふ
。
鵠
原
之
情
を
見

よ
。
〔
杜
甫
‘
贈
1

一
章
左
丞
丈
汽
詩
〕
鵠
原
偲
宿
草
瓜

沼
懇
亨
衝
↓
〔
王
馬
俯
‘
詩
〕
鶴
原
任
レ
説
朝
賢
貴
。

〖
鵠
原
之
情
]
3が
認
；
兄
弟
の
情
愛
を
い
ふ
。
〔
詩
‘

小
雅
、
常
様
〕
脊
令
在
レ
原
‘
兄
弟
急
レ
難
。
〔
博
〕
脊
令
、
誰

レ
イ
l
ャーウ

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
圏

カ
一
L

l
i
n
g
'
 

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
飴
‘
鳥
名
。

【

飴

】

五

訂

〔

集

韻

〕

堂

来

切

医

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
賊
‘
鳥
名
。

【
賊
】
年

〔
集
韻
〕
王
伐
切
同
i

ヱ
ツ
ヲ
チ

【
鵠
】
年
パ
[
_
ウ

●
鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵠
‘
鳥
也
。
●
い
た
ち
。
甦

(
1
2
-
4
8
4
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
距
‘
江
東
呼
鼠

詭
歪
『
レ
槌
‘
或
八
レ
鳥
。

〔
集
韻
〕
師
庚
切

屈

日
琴
77

冠
】
』
乳
77

具
7

〔
集
韻
〕
房
六
切

〔
集
韻
〕
釦
急
切‘、
E
X
 

〔
集
韻
〕
詑
立
切

圏圃弓圃

日
め
じ
ろ
。
或
は
鴎
(
1
2ー

4
7
0
0
2
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鵜
‘
鳥
名
‘
紺
英
也
‘
或
凡
レ
i

必
。
口
鶴
に
似
た

鳥
の
名
。
眺
(
1
2
-
4
6
9
8
2
)

に
同
じ
。
〔
王
篇
〕
競
‘

鳥
名
、
鴎
、
同
レ
上
、
鳥
如
レ
鵠
゜
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
、

如
レ
鵠
゜
曰
鵠
鵜
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鵠
鵜
、

鳥
名
。

□ □日
ビヒミビメペ
チッチッチッ

〔
集
韻
〕
薄
底
切

祠
芦

〔
集
韻
〕
莫
筆
切

〔
集
韻
〕
莫
結
切

図闊圏

小
曰
□
く
ろ
か
も
。
甍
に
似
て
黒
色
の

翌

豪

水

鳥

。

或

は

推

(11|
 4
1
9
9
4
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
鵡
‘
鵡
鳥
也
‘
炊
レ
鳥
主
臀
。
〔
王
注
〕

玉
篇
‘
水
鳥
‘
黒
色
‘
集
韻
‘
似
レ
覺
。
〔
集
韻
〕
鵠
、

或
八
レ
佳
。

【鵡】
E

□ 日
ヅト，ツト，
ゥゥ

〔
集
韻
〕
徒
口
切

〔
集
韻
〕
他
口
切

面洵

渠
也
、
飛
則
鳴
‘
行
則
揺
、
不
レ
能
-
―
自
含
―
耳
、
急
難
、
言
n-

兄
弟
之
相
―
―
救
於
急
難
一
也
。
〔
箋
〕
誰
渠
水
鳥
‘
而
今
在
レ

原
‘
失
1

一
其
常
虞
一
則
飛
則
鳴
‘
求
―
―
其
類
二
天
性
也
‘
猶
ー
1

一

兄
弟
之
於
―
―
急
難
↓
〔
陳
葵
傭
疏
〕
脊
令
‘
俗
作
―
―
鴫
鵠
五
脊

令
喩
―
―
兄
弟
五
ロ
―
―
飛
行
不
＞
含
゜

曰
鳥
の
名
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
符
黒
之
山
‘
其

鳥
多
レ
践
‘
其
状
如
レ
翠
而
赤
喉
‘
可
1

一
以
禦
＞
火
。

□
鵡
母
は
‘
鳥
の
名
。
か
す
ひ
ど
り
。
蚊
母
。
塁

(
1
0
ー

3
3
5
3
3
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
‘
鵜
‘
誌

母
‘
秤
文
〕
贔
‘
本
或
作
レ
鵡
゜
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鴎
母
‘

鳥
名
。

冨
[

]

E

口日
モプミビ
ンンンン

〔
集
韻
〕
無
分
切

〔
字
彙
〕
禰
隣
切

図図

だ
て
う
。
大
馬
爵
。
或
は
賊
(
1
2
ー

4
7
0
3
7
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
舵
‘
鳥
名
‘
似
レ
雉
‘
或
炊
5

陀
゜
〔
正
字

通
〕
舵
‘
大
鳥
駐
蹄
‘
如
下
漢
元
帝
時
有
レ
鳥
‘
如
二

馬
駒
｛
故
名
中
駐
鳥
苗
四
1

一
鳥
族
五
げ
舵
‘
諧
―
-
｛
ヒ

臀
↓
〔
漢
書
、
西
域
博
上
〕
安
息
國
‘
云
云
、
有
―
一
大

馬
爵
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
廣
志
云
、
大
爵
‘
頸
及
贋

身
蹄
似
誓
霞
天
色
蒼
‘
攣
レ
頭
高
八
九
尺
‘
張
レ
翅

丈
餘
、
食
土
盆
究

【
舵
鳥
】
1

が
鳥
の
名
。
駐
鳥
(
1
2
|
 4
4
6
8
1
 :
 1
6
)

に
同

じ 窮
】
[
夕
〔
集
韻
〕
唐
何
切
」
圏

ダ

右

X
亡
t
'
u
o
'

小

日

□
l

国
●
鶉
鵠
は
‘
鳥
の
名
。
燕
に

閉侭豪
似
て
黒
色
長
尾
、
頭
上
に
勝
芥
リ
を

戴
く
。
き
く
い
た
だ
き
。
や
つ
が
し
ら
。
ま
ぐ
そ
と

ぴ
゜
鵠
鵡
。
〔
説
文
〕
貶
‘
貶
鴎
也
‘
炊
レ
鳥
乏
瞥
。
〔
爾

雅
繹
鳥
〕
鶉
鵠
‘
戴
賃
〔
注
〕
鴛
即
頭
上
勝
‘
今

亦
呼
為
―
―
戴
勝
面
鶉
鵠
猶
細
勾
喪
語
瞥
轄
耳
。
〔
集

韻
〕
鵠
‘
鶉
鵡
‘
鳥
名
、
戴
勝
也
。
〇
或
は
鵡
(
1
2
-

4
7
1
0
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
嶋
‘
或
作
レ
鶴
゜

雷
字
形
‘
説
文
は
貶
に
作
る
。

小
か
は
せ
み
。
天
狗
゜
〔
説
文
〕
鴻
、
天
狗

曝
策
也
、
炊
鳥
立
臀
。
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
靖
、
天

狗
゜
〔
庄
〕
小
烏
也
、
青
似
レ
翠
、
食
レ
魚
‘
江
東
呼
為
二

【
靖
】
年

リプ

〔
集
韻
〕
力
入
切
躍

冦

】

五

槌
鴎
は
‘
あ
ひ
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
穏
鴫
‘
盤
也
。

バ
ッ
マ
チ

〔
集
韻
〕
莫
葛
切

圏

冠】[
ジ

蘭
(
1
2
|
 4
7
2
0
3
)

に
同
じ
。
〔
五
音
類

緊
〕
践
‘
同
レ
鷲
゜

露
g
】
[

焉
(
1
2ー

4
6
7
7
7
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
咽
‘
同
レ
焉
。

カ，ウ

鴛
婦
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
巧
(
4
-
8
7
2
1
)

に
通
ず
。

〔
廣
韻
〕
駕
‘
焉
婦
鳥
、
案
‘
爾
雅
注
云
‘
鵡
鷲
‘
桃

雀
也
‘
俗
呼
為
1

一
巧
婦
苓
ナ
俗
従
レ
鳥
。
〔
集
韻
〕
焉
‘

鵠
鷲
‘
鳥
名
‘
巧
婦
也
。

[
巧
鳥
】
五

[
9
[

〔
集
韻
〕
苦
絞
切
四

〔
集
韻
〕
硯
老
切
飼

〔
集
韻
〕
丁
了
切
詞
q

日
せ
き
れ
い
。
石
(
8
-
2
4
0
2
4
)

に
通
ず
。
〔
廣
雅
‘

秤
鳥
〕
砥
鳥
‘
精
列
‘
鵬
鵜
‘
雅
也
。
〔
疏
證
〕
説
文
‘

珊
石
鳥
‘
石
、
息
硝
同
。
〔
廣
韻
〕
礁
‘
鳥
名
。
ロ

曰
繕
鳩
は
、
石
を
か
け
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鳩
‘
碁

礁
‘
縣
レ
石
兒
゜

冨】[
日
f
キ
シ
，
ヤ
ク

タ，ウ
ト
7

ウ

□l
 

□
テ
，
ウ

〔
集
韻
〕
常
隻
切
声
i)
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イ
ツ

日
イ
チ

旦

[

[

霰
】
[ 2

□
ヘ
ン

7

ヘ
ン

鳥
8

ホ
ン

【弁】
46

ロ

水
狗
↓
〔
爾

雅
翼
‘
繹

鳥
‘
鶉
〕
今

人
謂
―
―
之

翠
碧
鳥
一

又
謂
―
―
之

魚
狗
二
取
日
‘
小
者
為
―
―
魚
狗
一
大
者
名
二
翠
奴
一

腫
そ
に
ど
り
。
そ
に
。
そ
び
。
青
の
枕
詞
。

〔
集
韻
〕
披
免
切

〔
集
韻
〕
翻
玩
切

〔
集
韻
〕
t
質
切

〔
集
韻
〕
徒
結
切

小
曰
口
●
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
躾
鋪
妓

梢層
C

豪
也
‘
炊
レ
鳥
失
磐
°
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

鉄
、
爾
雅
‘
鵠
、
鋪
妓
、
注
‘
未
レ
詳
‘
按
‘
卑
ハ
ニ
鋪
穀

郎
布
穀
示
＇
レ
同
、
舗
妓
、
亦
状
二
其
磐
一
也
。
〔
爾

雅
‘
繹
鳥
〕
鵠
、
鋪
技
。
〔
祁
箆
行
義
疏
〕
説
文
作
レ

鉄
、
鋪
妓
也
、
鋪
．
鋪
音
同
‘
鋪
妓
、
蓋
以
二
鳥
臀
―

園鷹

日
□
●
わ
か
た
か
。
た
か
か
へ
り
。
二
歳
の
鷹
゜

又
、
そ
の
色
。
〔
集
韻
輝
g

‘
鷹
隼
二
歳
、
色
赤
。
〔
禽

経
〕
賎
曰
レ
錢
゜
〔
注
〕
鷹
色
蒼
黄
、
謂

f
丘
雙
廣
雅

日
、
鶴
‘
鷹
二
歳
色
也
。
●
姓
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
亦
姓
。

【
艘
赤
】
1
E
唐
代
‘
京
兆
の
萬
年
・
長
安
の
柄
赤
縣
以

外
の
多
く
の
赤
縣
を
い
ふ
。
〔
唐
書
、
食
貨
志
五
〕
唐
世

百
官
俸
錢
‘
云
云
‘
臆
赤
縣
令
四
萬
五
千
‘
云
云
‘
腸
赤

縣
承
工
閉
赤
縣
主
簿
尉
‘
三
萬
‘
云
云
‘
膝
赤
縣
土
簿
尉
‘

二
萬
五
千
゜

【
鶴
鷹
】
2

院
二
歳
の
鷹
゜
〔
廣
志
〕
一
歳
日
―
―
黄
鷹
i

ニ

歳
日
二
鶴
鷹
さ
―
歳
日
―
―
育
鷹
―
)

飼圏

（會圏オ三） 鴎

鳥

部

〔
五
書
〕

【鵠】五
同。日

き
じ
。
雉

(11|
 4
1
9
8
7
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
秤

鳥
〕
野
鶏
‘
鵠
也
。
〔
疏
證
〕
鶏
‘
卑
ハ
レ
雉
同
。
〔
集
韻
〕

雉
‘
或
作
レ
矯
。
口
は
や
ぶ
さ
。
鶴
(
1
2
-
4
7
1
9
8
)

の
古
字
。
〔
字
彙
〕
鳩
‘
古
髄
字
。
〔
漢
書
‘
五
行
志

下
之
上
‘
魯
哀
公
時
有
レ
隼
‘
集
1

一
子
陳
廷
ぶ
止
〕
師

古
日
‘
隼
‘
鷲
鳥
‘
郎
今
之
矯
也
‘
矯
‘
胡
骨
反
。

貧
】
五

●
鳥
の
ま
じ
り
毛
の
色
。
〔
廣
韻
〕
菌
、
鳥
雑
蒼

色
。
●
も
ず
に
似
た
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵞
‘
鳥

名
‘
似
二
百
舌
盆
啄
長
。

祠】五
【
絨
】
[
骰
い

【鶏]五
●
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
駿
‘
駿
鳥
也
‘
炊
レ

鳥
友
臀
‘
讀
若
レ
撥
。

0
大
き
い
鳥
。

ノゞノ‘

チツ

〔
集
韻
〕
蒲
撥
切

圏

鵬（
1
2
-
4
7
4
2
7
)

に
同
じ
。
〔
五
音

ビ

類
禁
〕
禍
、
輿
レ
鵬
同
。

サ
ッ
〔
集
韻
〕
側
八
切／ 

セ

チ

出

Y

＂鳳

口日
ゴコヂチ
チッ

~ ~ 

漢集
書韻
'~、

胡己直
骨几
切切

⑭ 祗

イ
ツ
・
テ
ッ

鉄
(
1
2
-
4
6
7
8
3
)

に
同
じ
。

〔
篇
海
類
編
〕
鵠
‘
興
レ
鉄

鶴

鉄

鵠

矯

鴛

鵜

跛

鴎

鴎

飼

鴨

身

庖

鴛

為
レ
名
、
倉
頷
篇
云
、
鋪
穀
鳥
、
郎
布
穀
、
非
レ
此
゜

●
水
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鉄
、
水
鳥
名
。
〇
或
は
蛭

(
1
2
-
4
6
8
3
2
)
・
 
雉

(11ー
4
1
9
8
8
)

に
作
E

る
。
〔
集

韻
〕
鉄
‘
或
作
レ
蛭
、
亦
炊
レ
佳
。
R
又
、
鵠
(
1
2
-
4
6

7
8
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鉄
‘
或
書
作
レ
鵠
゜

祠】五
ロヵ 日ヵ

層薗直

日
●
鳥
の
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
礁
‘
鳥
臀
。

0
鳥
の
名
。

鳴
(
1
2
|
 4
6
6
5
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鳴
‘
鳥
名
‘
或

炊
沼
。
口
鵠
軽
は
‘
あ
げ
は
。
鳥
尾
の
憩
毛
。
既

(
6
|
 1
6
7
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
廂
‘
麻
託
‘
鳥
尾

憩
毛
‘
或
炊
レ
鳥
。
国
鵡
競
は
‘
利
の
さ
ま
。
附
(
9

ー

2
8
6
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
附
‘
附
託
‘
利
兒
‘
或

炊
レ
鳥
。

小

日

口

O
が
ん
の
一
種
。
〔
説
文
〕
嗣

愚
豪
馴
蛾
也
‘
八
レ
鳥
可
臀
゜
〔
段
注
〕
方
言
‘

狐
自
レ
隅
而
東
謂
二
之
飼
蛾
二
南
楚
之
外
謂
之

賑
或
闘
之
鶴
阻
廣
雅
‘
馴
鵞
倉
馴
‘
雁
也
‘

本
レ
此
‘
按
‘
楊
張
所
レ
云
雁
者
‘
鴻
雁
也
‘
此
不
レ

―
ぞ
馴
蛾
‘
雁
一
也
‘
知
許
意
不
レ
為
二
鴻
雁
二
馴
字

亦
作
レ
駕
‘
張
揖
注
―
―
上
林
賦
ー
曰
‘
駕
鷺
、
野
鷺

也
‘
然
則
非
る
念
摂
亦
非
二
鴻
雁
盃
匹
雁
屡
也
‘
許

意
営
レ
同
。

O
が
て
う
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
‘
舒
雁
鶉
‘

注
〕
祠
記
日
、
出
如
舒
雁
云
了
江
東
呼
レ
馴
。

O
聰

同】臼
冠】亨

日
テ
ヴ
昌
[

国
ヶ
ヴ

〔
集
韻
〕
居
何
切
卿
-
k
咆

≪
亡

〔
集
韻
〕
居
牙
切
圏

〔
集
韻
〕
馨
名
切

〔
集
韻
〕
丁
聯
切

〔
集
韻
〕
田
聯
切

"
 ッ

絨
(
1
2
-
4
6
7
8
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
輝
r
同
レ
駄
゜

〔
玉
篇
〕
絨
、
大
鳥
。

0
か
も
に
似
た
鳥
。
〔
廣
韻
〕

賦
鳥
名
、
似
レ
馳
。
働
雉
に
似
た
鳥
。
〔
集
韻
〕

絨
、
鳥
名
、
似
レ
雉
゜
＠
或
は
雄

(11|
 4
1
9
9
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
絨
‘
或
八
レ
佳
。

(
1
2
-
4
7
1
7
6
)

・
駕
(
1
2
-
4
6
7
6
3
)
•

鮨
(
1
2
|
 4
6
7
 

6
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
覗
‘
或
作
二
戦
・
駕
エ
亦
書

作
レ
馴
゜

冨】五

〔
集
韻
〕
委
遠
切

●
人
名
。
〔
集
韻
〕
舜
‘
闘
‘
山
海
経
‘
文
和
月
母
之

國
有
レ
人
‘
名
日
レ
焼
。
●
鳥
宛
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

燒
‘
同
レ
晃
‘
省
。

〔
集
韻
〕
於
哀
切
記

U

コ
y
gn' 

〔
集
韻
〕
烏
昆
切
苧
i

小
日
□
―

0
を
し
ど
り
。
雄
を
鴛
と
い

鶯
姦
ひ
‘
雌
を
鴛
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
鴛
‘
鴛

喬
也
‘
炊
レ
鳥
児
臀
゜
〔
正
字
通
〕
鴛
‘
鴛
鵞
‘
木
鳥
‘

一
名
‘
匹
鳥
‘
雄
曰
レ
鴛
‘
雌
曰
レ
鴛
。
●
姓
。
〔
萬

姓
統
譜
〕
鴛
‘
見
二
姓
苑
↓

【
鴛
喬
】
1

梵
〇
鳥
の
名
。
を
し
。
を
し
ど
り
。
鴛
は
雄
‘

鵞
は
雌
‘
其
の
仲
極
め
て
睦
じ
。
〔
埠
雅
‘
繹
鳥
〕
鴛

鵞
‘
匹
鳥
‘
有
レ
思
者
也
、
云
云
‘
俗
云
‘
雄
鳴
曰
レ
鴛
、

”
〗
`
畢

【鴛]五
冠】五

口 B
ヲヲヱ
ンンン

ヱ
ン

ヲヱ
ンン

縞
(
1
2
|
 4
7
0
2
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
應
‘
同
レ
鶏
。

恥

【
愚
五
カ

[
Fパ戸
い
゜
同
じ
。
〔
篇
海

八
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鳥

部

〔
五
饗
〕

鴛

之
羅
レ
之
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
傭
〕
水
禽
鴻
鵠
‘
鴛
鵞
鵡
鷲
゜

〔
岱
康
‘
酒
會
詩
〕
婉
彼
鴛
翡
敗
レ
翼
而
遊
。
〔
古
今
注
‘
鳥

獣
〕
鴛
鵞
‘
水
鳥
覺
類
也
‘
雌
雄
未
―
―
嘗
相
離
了
人
得
↓
1

其

二
則
一
思
而
至
レ
死
‘
故
日
1

一
疋
鳥
言
虞
照
部
、
長
安
古

意
〕
得
レ
成
―
―
比
目
1

何
辞
レ
死
、
願
レ
作
,
,
鴛
鳶
1

不
レ
羨
レ

仙
。
●
詩
経
‘
小
雅
‘
甫
田
之
什
の
篇
名
。
古
の
明
王
萬

物
に
交
は
る
に
道
あ
り
、
自
ら
奉
養
す
る
に
節
あ
る

こ
と
を
翠
げ
て
‘
幽
王
を
刺
っ
た
詩
。
一
説
に
、
諸
侯
が

桑
慮
の
詩
に
答
へ
て
、
天
子
の
縣
壽
を
頌
繭
す
る
詩
。

〔
詩
、
小
雅
‘
鴛
喬
序
〕
鴛
鵞
‘
刺
1

一
幽
王
一
也
、
思
下
古
明

王
‘
交
―
―
於
萬
物
玉
び
道
、
自
奉
養
有
広
即
焉
。
〔
集
博
〕
此

諸
侯
所
h

一
以
答
―
―
桑
思
ふ
3

‘
云
云
‘
亦
頌
蒻
之
詞
也
。

O

川
の
名
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
其
中
則
有
1

一
鴛
驚
・
交
谷
‘
虎

澗
・
龍
山
‘
掘
鯉
之
淀
、
蓋
節
之
淵
↓
〔
注
〕
劉
日
‘
鴛
鵞

水
、
在
―
―
南
和
縣
西
↓
R
湖
の
名
。
浙
江
省
嘉
興
縣
の
南
。

一
名
、
南
湖
。
〔
名
勝
志
〕
湖
中
多
一
紐
2
衷
或
云
、
東
南
雨

湖
相
接
如
鴛
鵞
然
‘
故
名
。
〔
明
一
統
志
〕
鴛
鵞
湖
‘

在
嘉
興
府
城
南
三
里
二
名
酎
湖
こ
湖
中
多
―
―
鴛
鳶
一

或
云
、
以
"
一
其
東
西
雨
湖
相
接
如
位
涵
竺
故
名
。

O
宮
殿

の
名
。
〔
―
二
輔
黄
圃
、
三
‘
未
央
宮
〕
武
帝
時
、
後
宮
八
厖
‘

有
去
云
‘
鳳
皐
鴛
喬
等
殿
↓

〖
鴛
病
祈
〗2
i
/
Fゥ
地
名
。
四
川
省
南
埃
縣
の
西
‘
大

江
の
濱
。
漢
の
烈
婦
黄
吊
自
ら
沈
ん
で
後
‘
夫
の
手
を

持
つ
て
此
慮
に
浮
ぴ
出
づ
°
故
に
名
づ
く
。
盆
部
者
藷
偉

に
見
ゆ
。
又
‘
鷺
鳶
碩
と
い
ふ
。
〔
明
一
統
志
〕
鴛
鴛
折
‘

在
叙
州
府
、
南
埃
縣
一
郎
黄
氏
女
沈
レ
水
‘
尋
1

一
其
夫
屍
―

虞
晉
永
租
二
年
‘
桓
温
軍
戸
青
空
漢
主
李
勢
大
狽
レ

兵
以
拒
レ
之
‘
其
将
咎
竪
引
レ
兵
‘
自
11

江
北
鴛
熊
垢
一
渡

向
1

一
健
為
面
血
是
晉
時
已
有
1

一
此
折
玉
大
。

〖
鴛
鵞
綺
〗
グ
”
て
，
夫
婦
用
の
美
し
い
織
物
。
鴛
綺
゜

〔
陳
子
昂
‘
鴛
鴛
篇
〕
聞
有
二
鴛
菊
綺
盆
ぼ
有
玉
塁
受
空

〖
鴛
喬
菊
]
3だ
て
ウ
草
の
名
。
と
り
か
ぶ
と
。
草
烏
頭

の
異
名
。
〔
本
草
‘
烏
頭
〕
繹
名
、
鴛
鳶
菊
゜
〔
曲
消
藷
聞
〕
草

烏
頭
、
近
畿
諸
山
多
有
レ
之
‘
花
開
九
月
‘
色
青
可
レ
玩
‘

人
多
移
1

一
植
園
圃
涵
炉
鴛
裔
菊
玉
蓋
取
1

一
其
近
似
―
耳
。

〖
鴛
喬
鏡
〗4
杞
匁
戯
曲
の
名
。
清
‘
黄
愛
清
の
作
。

〖
鴛
熊
会
〗5
7
1
u
t
?
0男女
と
も
ね
の
夜
具
。
鴛

食
。
〔
陳
子
昂
‘
鴛
鵞
篇
〕
聞
有
,
,
鴛
鵞
良
復
有
一
鴛
鵞

食
↓
持
為
11

美
人
一
贈
、
勘
一
此
故
交
心
↓
〇
を
し
ど
り
の

模
様
の
あ
る
ふ
す
ま
。
〔
長
生
殿
、
春
睡
〕
愛
下
他
紅
玉
一

園
墾
著
鴛
鵞
念
側
臥
i
-

〖
鴛
鷲
偶
〗6
が
写
？
を
し
ど
り
の
つ
か
ひ
。
睦
ま
じ

い
夫
婦
の
喩
゜
〔
李
白
‘
去
婦
詞
〕
常
嫌
斌
瑣
孤
‘
猶
羨

鴛
鵞
偶
゜

〖
鴛
鵞
瓦
〗7
な
写
ゥ
瓦
の
射
偶
す
る
も
の
を
い
ふ
。
鴛

瓦
゜
〔
鄭
中
記
〕
郡
中
銅
雀
憂
‘
皆
鴛
喬
瓦
゜
〔
白
居
易
‘

長
恨
歌
〕
鴛
猜
瓦
冷
霜
華
重
‘
翡
翠
会
寒
誰
輿
共
。
〔
王

建
‘
宮
詞
〕
鴛
鵞
瓦
上
瞥
然
瞥
‘
輩
寝
宮
蛾
夢
裏
驚
゜
〔
和

ほ
宮
詞
〕
龍
棲
露
著
鴛
熊
瓦
‘
誰
近
蛾
頭
榔
―
―
玉
飯
↓

〔
温
庭
笥
‘
悽
惜
曲
〕
野
土
千
年
怨
不
レ
平
‘
H

許
今
燒
作
二

鴛
病
瓦
一

〖
鴛
鳶
會
〗8
7
1叫匁
男
女
か
坐
に
列
る
宴
會
を
い
ふ
。

〔
元
史
‘
燕
鐵
木
兒
傭
〕
一
日
宴
―
―
趙
世
延
家
―
男
女
列

坐

‘

名

鶯

熊

會

一

「

1

)

を
見
よ
。

〖
鴛
喬
謙
〗lO
努
ア
ウ
戯
曲
の
名
。
凰
求
鳳(
2
-
1
7
8
4
:
 

〖
鴛
惹
草
〗l
l
梵
F

ゥ
草
の
名
。
〔
蜀
中
方
物
記
〕
鴛
喬

草
‘
春
晩
葉
生
‘
其
稚
砥
在
―
―
葉
中
一
両
雨
相
向
‘
如
1

一飛

鳥
射
翔
↓

〖
鴛
鵞
蓋
〗12
だ
ヵt

―
封
の
さ
か
づ
き
。
〔
難
妬
集
〕

張
易
之
輿
―
―
李
遥
秀
1

以
―
―
鴛
癒
蓋
一
雙
一
共
飲
‘
取
―
―
其

常
相
鑑
也
。

〖
鴛
熊
桃
〗13
梵
否
桃
の
一
種
。
〔
塁
芳
譜
〕
鴛
鴛
桃
‘

千
葉
‘
深
紅
‘
開
最
後
‘
結
賓
必
雙
゜

〖
鴛
喬
塚
〗14
梵
匁
鴛
鴛
は
雌
雄
常
に
相
離
れ
ず
、

因
つ
て
男
女
相
患
慕
し
て
死
ん
だ
者
を
合
葬
し
た
と

こ
ろ
を
い
ふ
。
比
翼
塚
。
〔
李
斗
、
揚
州
書
＿
紡
録
〕
周
叔
球

年
不
逼
三
二
十
「
編
心
.
,
―
女
伎
涵
立
情
而
死
、
時
比
―
―
之
鴛

箭
塚
云
。

〖
鴛
喬
牒
〗15
琵
ア
ウ
夫
婦
の
名
簿
゜
〔
長
生
殿
‘
重
園
〕

添
,
1

注
個
鴛
攪
牒
―
紫
嘗
邊
‘
千
秋
萬
古
證
―
―
奇
縁
↓

〖
鴛
喬
殿
〗1
6
五
＂
ァ
ゥ
後
宮
を
い
ふ
。
皇
后
の
居
る
所
。

〔
賣
島
‘
上
社
紐
詩
〕
鴛
煮
殿
裏
皇
皇
屋
龍
鳳
堂
前

駕
歪
尊
↓

〖
鴛
鷲
藤
〗17
屁
了
ゥ
葵
草
の
名
。
忍
冬
(
4
-
10 3
1
2
 :
6
 

5
)

の
別
名
。
〔
本
草
‘
忍
冬
〕
繹
名
、
金
銀
藤
‘
鴛
病
藤
‘
鷺

鷺
藤
‘
老
翁
蹟
‘
左
纏
藤
‘
金
叙
股
‘
通
震
草
‘
蜜
桶
藤
。

〖
鴛
熊
梅
〗18
心
し
ア
ウ
梅
の
一
種
。
〔
本
草
‘
梅
〕
集
解
‘

時
珍
曰
‘
箔
成
大
梅
譜
云
‘
云
云
‘
鴛
鵞
梅
即
多
葉
紅
梅

也
‘
一
帝
雙
賓
゜
〔
花
木
考
〕
梅
‘
二
帝
雙
賓
、
名
―
―
鴛
鷲
梅
↓

〖
鴛
病
泊
〗19
芦
ア
ウ
湖
の
名
。
一
名
‘
鴛
鵞
渫
。
察
吟

爾
省
油
源
縣
の
西
境
。
明
の
時
‘
集
寧
海
子
と
い
ふ
。

土
名
は
昂
古
里
洋
爾
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
直
隷
‘
寓
全

都
指
揮
使
司
‘
雲
州
堡
〕
鴛
惹
泊
‘
堡
西
北
百
餘
里
‘
周

八
十
里
‘
其
水
停
積
不
レ
流
‘
自
二
遼
金
ー
以
来
‘
為
―
―
飛
放

之
所
二
木
宣
和
四
年
、
金
人
自
1

一
澤
州
｛
襲
―
―
遼
主
於
鴛

病
渫
る
空
土
走
―
―
雲
中
下
五
年
‘
女
慎
完
顔
畏
至
1

一
儒
州
一

尋
至
―
―
鴛
鵞
渫
面
卸
此
澤
州
‘
今
大
寧
窮
恵
州
也
。

〖
鴛
鳶
被
〗2
0
]ノ
ア
ウ
〇
被
の
一
射
の
も
の
を
い
ふ
。
鴛

被
゜
鴛
食
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
趙
飛
燕
為
―
―
皇
后
石
其
女

弟
‘
云
云
‘
謹
上
"
~一二
十
五
條
盆
以
陳
1
1

踊
躍
之
心
さ
云

云
‘
鴛
焦
襦
‘
鴛
鵞
被
‘
鴛
熊
褥
。
〔
古
詩
十
九
首
‘
其
十

八
〕
文
採
雙
鴛
鵞
‘
裁
為
―
―
合
歓
被
↓
〔
注
〕
清
日
‘
綺
上
文

採
為
1

一
鴛
箭
文
公
口
歓
被
以
取
―
―
同
歓
之
意
↓
〔
李
義
府
‘

堂
堂
詞
〕
噸
レ
整
鴛
鵞
被
‘
羞
レ
泰
砥
用
林
。
〔
劉
希
夷
‘
晩

春
詩
〕
寒
盛
鴛
喬
被
‘
春
生
斌
増
林
。
〇
戯
曲
の
名
。
元

人
の
作
。
正
名
は
玉
清
奄
錯
送
鴛
鵞
被
と
い
ふ
。
李
玉

英
と
張
瑞
卿
と
が
‘
始
め
は
誤
つ
て
合
し
た
が
、
後
に

夫
婦
と
な
る
こ
と
を
演
ず
。

〖
鴛
焦
棒
〗21
ゃ
芍
ゥ
戯
曲
の
名
。
清
‘
箔
文
若
の
作
。

秀
才
砕
李
衡
と
錢
蓋
の
女
惜
惜
と
の
闘
係
を
叙
し
た

も
の
。

〖
鴛
喬
帳
〗22
ぢ
ア
ウ
を
し
ど
り
の
模
様
の
ぬ
ひ
と
り

し
て
あ
る
と
ば
り
。
〔
王
勃
‘
春
思
賦
〕
水
精
却
掛
鴛
喬

帳
‘
雲
母
斜
開
翡
翠
韓
゜
〔
温
庭
笥
‘
池
塘
七
夕
詩
〕
楊

家
繍
作
二
鴛
煮
帳
一
張
氏
金
為
1

一
翡
翠
鉤
一

〖
鴛
熊
夢
〗
況
竺
ア
ウ
戯
曲
の
名
。
明
‘
葉
小
納
撰
。
秦
璧

と
雀
嬌
蓮
と
の
姻
縁
の
事
を
演
ず
。

〖
鴛
鳶
渫
]
2
4
”
”
ア
ゥ
湖
の
名
。
鴛
喬
泊
に
同
じ
。
〔
周
伯

埼
‘
鴛
喬
渫
詩
〕
宿
止
有
孟
吊
程
五
晩
次
鴛
焦
渫
゜

〖
鴛
焦
履
]
2
5
i
;
‘
履
物
の
名
。
〔
中
華
古
今
注
‘
中
、

桂
子
〕
漢
有
-
―
繍
鴛
鵞
履
「
昭
帝
令
ー
1

一
冬
至
日
上
"
舅
姑
↓

〔
令
狐
楚
、
遠
別
離
詩
〕
敢
織
1

一
鴛
鵞
履
ズ
品
ぎ
翡
翠
簾
一

〖
鴛
鵞
棲
〗26
だ
ア
ウ
悽
殿
の
名
。
〔
孫
逸
‘
奉T
和
御
製

登
鷺
鵞
棲
加
目
上
應
制
詩
〕
玉
輩
下
1

離
宮
函
亥
棲
上
1

一

牛
空
↓

〖
鴛
鳶
交
頸
〗
呵
梵
ぢ
鴛
喬
は
仲
睦
じ
く
、
樹
上
に

於
て
は
朝
夕
頸
を
交
へ
て
親
し
み
合
ふ
と
い
ふ
。
縛
じ

て
‘
夫
妻
の
相
親
し
む
喩
゜
〔
列
異
博
〕
有
玉
翌
茂
雌
雄

各
一
、
恒
棲
―
一
樹
上
五
晨
夕
交
頸
‘
昔
瞥
感
レ
人
。
「
の
琥
゜

〖
鴛
鵞
亭
長
〗27
だ
紅
炉
清
‘
姜
瞳

(
8ー
6
2
0
5:
 2
4
)
 

八
一
三

〖
鴛
鵞
椴
傭
奇
〗2
8
ク
立
ウ
ク
ゥ
戯
曲
の
名
。
清
‘
路
恵

期
の
作
。
楊
直
方
と
張
淑
兒
と
の
情
事
を
叙
す
。

〖
鴛
鳶
逐1一
野
鴨
―
〗
2
9
芸
窃
オ
フ
夫
婦
の
釣
合
の
悪
い

喩
゜
〔
架
録
‘
夜
黄
辞
〕
鴛
病
巽
野
鴨
一
恐
畏
不
レ
成
レ
雙
゜

〖
鴛
鵞
繍
出
従
―
―
君
看
―
〗

3
0
忙
笞
踪
～
約
を
し
ど
り

を
ぬ
ひ
と
り
す
る
妙
技
は
人
の
看
る
に
ま
か
す
も
‘
其

の
秘
訣
は
容
易
に
其
の
人
に
授
け
る
を
惜
し
む
。
〔
元

好
問
‘
論
レ
詩
詩
〕
鴛
鵞
繍
了
従
1

一
君
看
五
莫
袖
些
金
鍼
1

度
な
央
人
i

【
鴛
行
】
31

梵
朝
官
を
い
ふ
。
鴛
は
鴻
‘
行
は
班
行
。
〔
杜

甫
‘
秦
州
雑
詩
〕
為
報
鴛
行
藷
‘
鵡
鶉
在
こ
枝
↓
〔
劉
馬

錫
、
和
匂
空
装
相
公
中
書
卸
事
通
簡
藷
障
之
作
上

詩
〕
仔
聞
戎
馬
息
‘
入
賀
領
―
―
鴛
行
↓

【
鴛
厘
]
3
2

努
鴛
の
形
を
し
た
箱
゜
〔
何
撮
‘
鏡
花
賦
〕
手

捧
―
―
鴛
匝
盃
臨
―
―
乎
鳳
埠
↓

【
鴛
綺
】
33

紅
／
美
麗
の
織
物
を
い
ふ
。
〔
劉
孝
威
‘
謝
レ

度
錦
被
一
啓
〕
帝
賜
鶴
綾
‘
客
贈
鴛
綺
゜
〔
車
應
物
‘
擬

古
詩
〕
別
時
雙
鴛
綺
‘
留
1

一
此
千
恨
情
↓
〔
李
＿
商
隠
‘
自
1
-

桂
林
玉
ぎ
使
江
陵
一
途
中
感
懐
寄
函
陀
尚
書
—
詩
〕
良
訊

封
1

一
鴛
綺
ぶ
餘
光
借
―
―
眠
鯰
E

↓

【
鴛
機
】
3
4
i
ン
刺
繍
昇
の
具
。
〔
上
官
儀
‘
八
詠
應
制
詩
〕

且
學
鳥
贅
調
―
―
鳳
管
エ
方
移
1

一
花
影
―
入
1

一
鴛
機
↓
〔
錢
起
‘

奴
一
古
秋
夜
長
詩
〕
誰
家
少
婦
事
鶯
楓
錦
幕
雲
屏
深

掩
涵
咤
〔
李
商
隠
‘
郎
H
詩
〕
幾
家
緑
―
―
錦
字
ぷ
ロ
レ
涙
坐
―
―

鴛
機
↓

【
鴛
会
】
35

竺
男
女
と
も
ね
の
ふ
す
ま
。
夫
婦
の
寝
具
。

鴛
驚
会
。
〔
綴
耕
録
‘
鴛
食
〕
孟
蜀
主
一
錦
被
‘
其
濶
猶
"

今
之
三
幅
吊
盃
皿
一
稜
織
成
‘
被
頭
作
11

―
一
穴
五
竺
雲
版

紐
蓋
以
叩
―
―
子
項
下
一
如
,
,
盤
領
状
二
閉
側
餘
錦
則
擁
ニ

覆
子
肩
一
此
之
謂
―
―
鴛
袋
一
也
‘
楊
元
誠
太
史
言
‘
兒
時

聞
―
―
尊
人
櫃
密
公
云
一
嘗
於
―
―
宋
官
庫

h
炉
之
。
〔
許
渾
‘

贈
―
―
爾
錬
師
―
詩
〕
雲
車
齢
―
鳳
輩
云
は
閉
嬰
鴛
念
一
〔
司

空
圏
‘
白
菊
雑
書
詩
〕
却
笑
誰
家
扁
11

繍
戸
一
正
薫
龍
爵

暖
鷺
き
〔
杜
牧
‘
為
入
題
贈
詩
〕
和
レ
替
撮
瓜
髯
一

将
レ
涙
入
―
―
鴛
食
↓

【
鴛
瓦
】
36

梵
鴛
鵞
瓦
（
7
)

の
略
。
〔
王
涯
‘
望
l

―
禁
門
松

零
詩
〕
依
稀
鴛
瓦
出
、
隠
映
鳳
棲
重
。
〔
元
積
‘
茅
含
詩
〕

旗
亭
紅
粉
泥
‘
佛
廟
青
鴛
瓦
゜
〔
李
商
隠
‘
嘗
レ
句
有
レ
射

詩
〕
密
邁
平
陽
接
王
蘭
五
秦
棲
鴛
瓦
漢
宮
盤
。
〔
李
庚
‘

東
都
賦
〕
鴛
瓦
鱗
翠
‘
虹
梁
昼
壮
゜

13409 



鳥

部

〔
五
豊
〕

鴛

鷲

鵡

駅

鴻

鵠

鵠

い
【
鴛
思
】
3
7
{

，
鴛
鵞
の
思
ひ
。
鴛
驚
は
‘
常
に
射
を
な
す

~
鳥
で
、
相
思
ふ
も
の
で
あ
る
。
〔
婢
雅
廣
要
〕
鴛
鵞
‘
匹

•
鳥
‘
有
他
者
也
、
説
文
梢
―
―
鳳
言
鴛
思
五
是
已
゜

8
 
46

【
鴛
色
】
38

翌
ク
を
し
ど
り
の
や
う
に
美
し
い
い
ろ
あ

（
 

ひ
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
嬰
童
詩
〕
翠
被
含
―
―
鴛
色
こ
離
林
鐸
ニ

象
牙
↓

‘ー／37

【
鴛
雛
】
39

梵
を
し
ど
り
の
ひ
な
。
〔
岱
康
、
興
―
―
山
巨
源
一

~
良
交
書
〕
已
嗜
羹
腐
五
農
鴛
雛
以
―
―
死
鼠
也
。
〔
郭

5
 
79

瑛
‘
江
賦
〕
曖
栃
懸
餘
千
子
夕
陽
玉
鴛
雛
弄
1

一
翻
乎
山
東
↓

【
鴛
抒
】
40

お
天
上
の
織
女
の
用
ひ
る
機
織
具
。
〔
王

6
 
4
 
（
 

勃
‘
七
夕
賦
〕
停
至
悛
合
巻
滋
翠
引
―
―
鴛
抒
分
割
1

一

氷
納
↓

【
鴛
被
】
4
1
c
i
，
夫
婦
相
射
の
夜
具
。
〔
本
事
詩
‘
情
感
〕
慣

従
1

五
鴛
被
暖
涵
盆
型
雁
門
寒
↓
〔
酪
賓
王
‘
従
軍
中
行
路

難
詩
〕
雁
門
逼
遁
尺
書
稀
‘
鴛
被
相
思
雙
帯
緩
゜

【
鴛
盟
】
42

だ
を
し
ど
り
の
ち
ぎ
り
。
夫
婦
約
束
。
〔
輻

患
全
書
‘
刑
名
部
‘
姦
情
‘
縄
論
〕
鴛
盟
如
レ
此
者
謂
1

一之

和
姦
↓

【
鴛
翼
】
心
琵
を
し
ど
り
の
つ
ば
さ
。
〔
王
勃
‘
宇
文
徳

陽
宅
秋
夜
山
亭
宴
序
〕
魚
鱗
積
礎
‘
還
昇
二
蘭
桂
之
峰
一

鴛
麗
分
レ
橋
‘
即
映
1
-
t

夫
蓉
之
水
一
〔
略
賓
王
‘
悼
歌
行
〕
鳳

媒
羞
―
―
自
託
云
鴛
翼
恨
レ
難
レ
窮
゜

【
鴛
鸞
】
44

竺
〇
鴛
鵞
と
鸞
゜
〔
洛
陽
伽
藍
記
‘
四
〕
追
光

寺
‘
侍
中
尚
書
令
、
東
平
王
略
之
宅
也
‘
云
云
‘
略
兄
弟
四

人
‘
並
置
塗
炭
面
略
一
身
逃
盃
江
右
畜
術
素
凹
略

名
石
竺
其
器
度
寛
雅
‘
文
學
優
腑
ぶ
甚
敬
1

一
重
之
石
謂
曰
‘

洛
中
如
レ
王
者
幾
人
‘
略
酎
曰
‘
臣
在
11

本
朝
1

之
日
‘
承
二

乏
撮
官
云
ぎ
於
宗
廟
之
美
‘
百
官
之
｛
曼
鴛
鸞
接
レ
翼
‘

杞
梓
成
レ
陰
‘
如
一
臣
之
比
二
趙
杏
所
レ
云
‘
車
載
斗
量
‘

不
レ
可
1

動
敷
塁
術
大
笑
‘
乃
封
レ
略
為
ー
ー
中
山
王
↓
〔
徐
絃
‘

寒
食
成
判
官
垂
レ
訪
因
贈
詩
〕
鴛
鸞
得
路
音
塵
間
‘
鴻
雁

分
飛
道
里
除
。

O
漢
の
宮
殿
の
名
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕

蘭
林
。
披
香
‘
鳳
凰
・
鴛
鸞
゜
〔
注
〕
綜
曰
‘
皆
後
宮
之
別

名
、
善
日
、
皆
殿
名
。
〔
徐
排
‘
酬
"
'
到
漑
登
二
浪
邪
城
―
詩
〕

金
溝
朝
渾
溢
咲
角
道
入
二
鴛
鸞
↓
〔
小
學
紺
珠
‘
制
度
類
‘

後
宮
八
逼
〕
昭
陽
・
飛
翔
・
増
成
・
合
耀
・
蘭
林
・
披
香
・
鳳

凰
・
鴛
鸞
゜

[
鴛
侶
】
45

跨
鴛
は
鴻
‘
仕
宦
の
同
僚
の
喩
。
又
‘
匹
偶

を
い
ふ
。
〔
劉
得
仁
‘
太
常
房
博
士
啓
〕
某
則
困
1

一
蹟
於
龍

津
面
博
士
削
徊
翔
於
鴛
侶
↓

冠】五
シ

飯
(
1
2
-
4
6
7
9
8
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鴻
、
同
レ
駅
。

日
口
駅
餘
は
‘
鳥

の
名
。
〔
集
韻
〕
駅
‘

駅
餘
‘
鳥
名
‘
赤

足
、
善
禦
レ
焚
。
〔
山

海
経
、
中
山
経
〕
丑

陽
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘

其
状
如
レ
烏
而
赤
足
、
名
―
―
駅
餘
二
町
↓
一
以
禦
＞
火
。

匡
鳥
の
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
躯
‘
鳥
瞥
o

[
鴛
列
】
46

梵
を
し
ど
り
の
列
。
〔
本
参
‘
西
被
省
即
事
鴛
帳
↓

詩
〕
平
明
端
レ
笏
陪
―
―
鴛
列
涵
薄
暮
垂
レ
鞭
信
レ
馬
蹄
。
【
鴛
湖
外
史
】
52

梵
げ

【
罫
鷺
】

4
7
0
1
/
0を
し
ど
り
と
さ
ぎ
。
〔
李
白
‘
遊
―
―
敬
琥
°

亨
寄
―
―
雀
侍
御
一
詩
〕
俯
視
鴛
鷺
墾
‘
飲
啄
自
鳴
躍
。
〔
雀

元
明
‘
紅
紫
烏
賦
〕
衷
鴛
鷺
而
為
レ
伍
‘
登
凡
鳥
之
能

匹
。
●
朝
官
の
班
次
を
い
ふ
。
鴛
は
鶏
。
〔
劉
萬
錫
‘
【
砦

q
[
曰
ン
〔
集
韻
〕
将
支
切
図

翌

朗

州

温

右

史

曹

長

詩

〕

暫

別

瑶

珊

鴛

鷺

行

‘

彩

旗

□

シ

〔

集

韻

〕

漫

氏

切

菌

g

小

日

g●
は
は
ど
り
。
か
は
せ
み
に
似
て

雙
引
到
―
―
玩
湘
一
〔
沈
亜
之
、
勤
政
棲
下
観
ー
ー
百
官
猷
已
壽

詩
〕
息
壽
皆
鴛
鷺
‘
瞭
矢
在
箋
旋
二
和
凝
‘
宮
詞
〕
蟄
患

金
殿
香
高
初
喚
レ
使
‘
敦
行
鴛
鷺
各
趨
レ
班
。
策
蒼
黒
色
。
〔
説
文
〕
駕
‘
臓
鷲
也
、
炊
レ
鳥

[
鴛
籠
】
4
8
i
'
[

を
し
ど
り
の
入
っ
て
ゐ
る
か
ご
。
〔
楊
維
此
臀
。
〔
玉
篇
〕
臓
‘
臓
鷲
‘
水
鳥
‘
似
―
―
魚
虎
―
而

槙
闘
橙
詩
〕
銀
甲
撃
レ
絃
斜
雇
桂
薫
花
撲
レ
花
熱
鶯
黒
色
。

O
通
じ
て
疵
(
7
-
2
2
0
8
9
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
菖
通
作
レ
疵
。
参
鳶
(
1
2
-
4
7
2
0
3
)
に
同
じ
。

熊

〔
集
韻
〕
鷺
‘
或
作
レ
鷲
。
＠
又
、
鵡
(
1
2
-
4
6
7
9
7
)

【
鴛
湖
曲
】
49

↑5
”
清
の
呉
偉
業
が
作
っ
た
七
言
築
府
。

〔
呉
偉
業
‘
鴛
湖
曲
〕
鴛
喬
湖
畔
草
粘
レ
天
‘
二
月
春
深
好

放
知
‘
柳
紫
乱
瓢
干
尺
雨
‘
桃
花
斜
飛
一
渓
煙
‘
熔
雨
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
或
書
作
レ
鶯
゜

迷
離
不
レ
知
レ
虞
‘
藷
隈
却
認
門
前
樹
‘
樹
上
流
鶯
三
柄

臀
十
年
此
地
扁
舟
往
‘
主
人
愛
レ
客
錦
筵
開
‘
水
閣
風

吹
笑
語
来
‘
驚
鼓
除
催
桃
葉
伎
‘
玉
篇
瞥
出
柘
枝
壷
‘
軽
「
阻
屯
1
叩

シ

〇

鷲

(
1
2
-
4
6
7
9
6
)
に
同
じ
。
〔
正
字

靴
窄
袖
嬌
粧
束
‘
脆
管
繁
絃
競
追
逐
‘
雲
賛
子
弟
按
な
兄
通
〕
鵡
‘
同
レ
鷲
゜
●
雌

(11ー
4
1
9
9
8
)

裳
零
面
参
軍
舞
螂
姦
喪
酒
盛
移
レ
船
曲
樹
西
‘
涌
湖
燈
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雌
‘
或
炊
レ
鳥
。

火
酔
人
飩
、
朝
来
別
奏
新
饒
曲
、
更
出
二
紅
粧
1

向
1

一柳

堤
云
歓
築
朝
朝
兼
↓
―
暮
暮
工
よ
貴
三
公
何
足
レ
散
‘
十
幅
蒲

厨】亨

帆
幾
尺
風
‘
吹
レ
君
直
上
長
安
路
‘
長
安
富
責
玉
聴
嬌
‘

侍
女
薫
レ
香
護
亘
＇
朝
一
分
付
南
湖
藷
花
柳
‘
好
留
―
―
姻

月
五

g
餘
撓
盃
加
知
輯
眼
浮
世
夢
‘
蒲
爾
日
影
悲
風
動
‘

中
散
弾
レ
琴
竜
未
レ
終
‘
山
公
啓
レ
事
成
1

一
何
用
面
東
市
朝
衣

一
旦
休
‘
北
邸
杯
土
亦
難
レ
留
‘
白
楊
尚
作
他
人
樹
、
紅

粉
知
非
―
―
藷
日
棲
一
蜂
火
名
園
馘
,
,
狐
兒
二
四
閣
楡
窺
老

兵
怒
‘
寧
使
n

―
嘗
時
”
竺
縣
官
二
不
レ
堪
朝
市
都
非
レ
故
‘
我

来
椅
レ
悼
向
,
,
湖
邊
ご
畑
雨
憂
空
倍
憫
然
‘
芳
草
忽
疑
歌

扇
緑
‘
落
英
錯
認
舞
衣
鮮
‘
人
生
苦
築
皆
陳
迩
‘
年
去
年

来
堪
1

一
痛
惜
玉
押
笛
休
レ
嵯
石
季
倫
‘
衡
レ
杯
且
炊
陶
彰

澤
‘
君
不
レ
見
白
浪
抵
レ
天
一
葉
危
‘
牧
レ
竿
還
伯
轄
レ
船

遅
‘
世
人
無
限
風
波
苦
‘
輪
頁
江
湖
釣
曳
知
↓

【
鴛
翠
眉
】
50ei.
／
ス
ィ
美
人
の
眉
。
唐
の
玄
宗
の
所
謂
十

眉
の
一
。
〔
海
録
砕
事
〕
唐
明
皇
令
1

玉
豊
エ
書
,
,
十
眉
ご

曰
‘
鴛
翠
眉
。

【
同
,
,
鴛
帳
―
】
51

ビ
片
夫
婦
と
な
る
こ
と
。
〔
西
廂

記
‘
張
君
瑞
間
道
場
確
劇
〕
若
共
1

―
他
多
情
小
姐
同
ニ

日
シ
□キ
国
シ

〔
集
韻
〕
掌
氏
切

〔
集
韻
〕
頸
入
小
切

〔
集
韻
写
念
衰
切

国面囮

（會闘オ三）餘駅

清
‘
張
熊
(
4
|
9
8
1
2
 :
 7
0
2
)
の

昂

冨
】
蜘
口
冒コヴク
国

〔
集
韻
〕
居
候
切

小
曰
〇
頷
鵠
は
‘
鳥
の
名
。
は
は
つ
て

榛
豪
｀
う
。
〔
説
文
〕
鵠
‘
嶋
鵠
也
‘
八
為
句

臀
。
〔
段
注
〕
今
之
八
班
也
。

O
或
は
覇
(
1
2
-
4
7

5
0
2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鎚
‘
或
炊
レ
襲
。

O
古
‘
鶉

(
1
2
 |
 4
6
9
3
7
)
・
 
暉『
(
1
2
-
4
6
8
1
5
)
に

ftる
。
〔
隼
示

韻
〕
鶉
‘
古
作
レ
穏
。
〔
康
熙
字
典
〕
鴻
、
古
文
鴎
°
口

嶋
縞
は
‘
鳥
の
名
。
み
み
づ
く
。
〔
集
韻
〕
嶋
‘
鳴

繍
鳥
名
、
偶
鵜
也
。
曰
雉
が
鳴
く
。
雅

(11ー
4
1

9
9
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雅
、
雉
鳴
‘
或
作
レ
嗚
°

【
鵠
鵠
】
1

が
鳥
の
名
。
こ
の
は
づ
く
°
み
み
づ
く
。
〔
爾

雅
‘
糟
鳥
〕
縞
‘
鵠
鵡
。
〔
注
〕
今
江
東
呼
1

一
閥
鵬
云
翌
鵠

鵡
盃
パ
謂
―
―
之
鵠
紐

【
鵜
眼
】
2

わ
/
鯖
鵠
眼
(

5

)

に
同
じ
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
武
平

鐙
怪
録
〕
嘗
檀
1

一
文
房
四
賓
稽
云
寧
誇
鵠
眼
勝
1

一
金
星
↓

[
鵠
扱
】
3

”
’
品
の
名
。
〔
列
子
‘
天
瑞
〕
胡
蝶
‘
宵
也
‘
化

而
為
レ
贔
、
生
云
雫
よ
其
状
若
レ
脱
‘
其
名
日
1
1

駒
援
ぶ
的

扱
千
日
化
而
為
レ
鳥
‘
其
名
日
―
―
乾
餘
骨
一
〔
荘
子
‘
至
架
〕

胡
蝶
、
脊
也
‘
化
而
為
レ
晶
、
生
―
―
於
寵
下
石
其
状
若
レ
脱
‘

其
名
為
―
―
鵠
援
云
嗚
扱
千
日
為
レ
鳥
‘
其
名
為
―
―
乾
餘
骨
↓

〔
疏
〕
鵠
援
‘
晶
名
也
‘
云
云
‘
状
如
↓
一
新
脱
皮
毛
↓
形
容

雅
浮
也
。

【
鵠
鵠
】
4

"

ク
鳥
の
名
。
は
は
つ
て
う
。
全
橙
く
ろ
く
雨

翼
に
白
貼
あ
り
‘
其
の
舌
端
を
ま
る
＜
す
れ
ば
人
語
を

な
ら
ふ
。
又
‘
鵬
鵠
に
作
る
。
俗
名
、
八
班
。
瑣
耶
代

酔
編
‘
巻
三
十
八
に
見
ゆ
。
〔
説
文
〕
鵠
‘
鵠
鵠
也
、

A
レ鳥

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切＇ 
<
L
J
 

〔
集
韻
〕
居
侯
切

濯~~圏
‘’ 

冨
】
螂

鵠
鶴
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
字
林
‘
鵠
鶴
‘
鳥

名
‘
似
レ
鵡
‘
出
―
―
懸
薙
山
↓

ハ
ク
ピ
ャ
ク

〔
集
韻
〕
薄
栢
切

鼠

八
―
四

13410 



(46801 .. 5) (46805 .. 4) 

烏

部

〔
五
聾
〕

鳴

駒

鵜

隅

鴎

八
一
五

小
●
鵡
鵜
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
〔
説
文
〕
鴻
‘

豪
鵡
鵜
‘
寧
鳩
也
‘
八
レ
鳥
号
瞥
゜
〔
段
注
〕

應
鵡
嘗
レ
作
レ
雄
‘
雄
‘
雖
也
‘
雄
鵜
則
為
1

一
寧
鳩
一
雄

藷
則
篇
盆
昴
更
不
レ
得
下
琴
,
,
一
誰
字
二
謂
為
中
同

物
ぢ
入
不
レ
得
下
因
蒻
典
レ
皐
音
近
玉
謂
為
中
一
物
i

冨
[
]
〗
隈
ヶ
ヴ

ェ
ヴ
〔
集
韻
〕
子
嬌
切
薦

T
一名

h
s
i
a
o
1

鱚
1
2
—

4
6
8
0
1
)
に
同
じ
。
〔
康
煕
字

冨
】
三
ク
典
〕
駒
‘
嗚
駒
‘
同
一
字
也
。

句
臀
゜
〔
爾
雅
翼
、
繹
鳥
、
鶴
鴎
〕
鶴
鵠
、
似
レ
賜
而
有
レ
帳
‘

飛
籠
成
レ
塁
多
レ
臀
‘
字
書
謂
1

一
之
剛
捌
鳥
二
作
―
―
鶉
賎
↓

〔
正
字
通
〕
嶋
‘
又
名
l

―
八
班
五
幽
明
録
云
、
五
月
五
日
翡
二

其
舌
端
1

使
レ
圃
‘
教
令
レ
學
レ
語
能
-
―
人
言
↓
〔
新
語
、
明

誡
〕
至
―
―
於
鵠
鵠
来
冬
多
＞
稟
、
言
―
―
鳥
獣
之
類
↓

〖
鵜
鵠
眼
〗5
C
1

端
渓
硯
の
石
上
に
あ
る
園
い
斑
貼
゜

大
き
な
の
は
五
鉄
錢
の
如
く
、
小
さ
い
の
は
芥
子
の
如

し
。
外
‘
筆
あ
つ
て
千
餘
重
に
至
る
も
の
を
い
ふ
。
〔
文

房
四
譜
〕
端
淫
石
為
レ
硯
至
妙
、
山
絶
頂
者
尤
潤
‘
如
二

猪
肝
色
者
佳
‘
其
貯
レ
水
虞
有
1

一
白
・
赤
・
黄
色
貼
1

者、

世
謂
1
1

之
嶋
鵠
眼
↓
〔
硯
譜
〕
端
淡
中
之
硯
石
、
有
二
鳴
鵠

眼
「
黄
黒
相
間
、
晶
埜
可
レ
愛
‘
謂
,
1

之
活
眼
↓
〔
硯
林
〕
石

之
青
脈
者
、
必
有
レ
眼
‘
漱
則
眼
多
‘
老
則
眼
少
‘
嗽
者
細

潤
猪
墨
‘
所
―
―
以
貴
＞
有
レ
眼
。

〖
鵠
鵠
舞
〗6
ウ
ヨ
ク
舞
築
の
名
。
〔
晉
書
‘
謝
尚
傭
〕
善
―
―

音
築
「
博
II

綜
衆
藝
王
土
導
深
器
レ
之
、
比
l

―
之
王
戎
｛
常
呼

総
九
年
品
烹
辟
為
レ
橡
‘
襲
―
―
父
爵
咸
亭
侯
□
始
到
レ
府

通
レ
謁
‘
導
以
1

―
―
其
有
―
―
勝
會
二
謂
日
、
聞
君
能
作
-
―
鵠
鵠

舞
―
―
坐
傾
想
‘
寧
有
二
此
理
ー
不
‘
尚
曰
‘
佳
‘
便
著
↓
―
衣

帳
而
舞
‘
導
會
坐
者
撫
レ
掌
撃
＞
節
‘
尚
俯
仰
在
レ
中
、

傍
若
レ
無
レ
人
、
其
率
詣
如
レ
此
゜
〔
杜
審
言
‘
贈
1

一
雀
融
一

詩
〕
興
甜
鵠
鵠
舞
‘
言
治
鳳
皇
翔
゜

〖
鵠
鵠
不
レ
過
レ
清
〗
7
3但
”5ギ
ズ
は
は
つ
て
う
は
清
水

を
渡
ら
な
い
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
鳴
鵠
不
レ
過
レ
清
、
猜

渡
レ
没
而
死
。

又
不
レ
得
丙
因
下
雄
鶉
臭
輝
冨
竺
音
近
5

謂
為
こ

物
疇
也
‘
雄
藷
不
レ
可
孟
早
―
―
言
雄
「
雄
鵜
不
レ
可
―
―
―

皐
一
言
雙
凡
物
以
二
雨
字
云
〖
レ
名
者
、
不
レ
可
丙

因
こ
字
輿
―
―
他
物
面
沢
謂
為
乙
一
物
●
繹
鳥
‘
鵡

鵠
雑
鳩
‘
脚
風
毛
博
同
‘
方
言
曰
‘
桑
飛
有
ー
エ

爵
・
過
嶽
・
女
匠
・
鶉
鳩
・
帳
爵
諸
名
五
陸
磯
日
‘
鵠

鵜

似

賣

雀

而

小

‘

取
Ii

茅
秀
1

為
レ
稟
以
レ
麻

秩
レ
之
‘
按
‘
郭
氏
因
二
-
誰
字
一
謂
‘
寧
鳩
必
誰
陽
‘

後
人
深
信
レ
之
者
謂
‘
此
鳥
呼
下
既
取
―
―
我
子
一
之

鳥
上
而
告
レ
之
耳
‘
不
レ
知
―
―
鳥
名
多
自
評
盃
囲
端
一

句
‘
正
是
鳥
瞥
。
●
ふ
く
ろ
ふ
。
鵠
鶉
゜
〔
爾
雅
‘

秤
鳥
〕
鵠
鵠
鶉
鳩
゜
〔
注
〕
鵠
類
。
〔
詩
‘
陳
風
‘
墓

門
〕
有
蒻
莱
止
。
〔
傭
蒻
、
悪
臀
之
鳥
也
。
〔
集
傭
〕

誓
謡
臀
之
鳥
也
。
〔
楚
辟
、
劉
向
、
九
歎
‘
憂
苦
〕

誓
集
於
木
蘭
↓
〔
注
〕
鵠
鵠
貪
鳥
也
。
参
魚
の

'`鵠

名
。
騰
鶉
(

7

)

を
見

叩
〗
〗
〗
[
5

腋
下
了
虎
蜘
‘
人
爪
、
其
音
如
―
―
嬰
兒
；
名
日
犯

鵠
↓
是
食
レ
人
。
〔
注
〕
為
レ
物
貪
淋
‘
食
レ
人
未
レ

霊
‘
還
害
其
象
像
在
夏
鼎
ェ
左
博
所
謂
贄
養
、

是
也
。

【
鵜
昔
]
1

焚
凶
暴
の
人
を
い
ふ
。
〔
唐
諭
―
―
慈
州
一
檄
〕

禾
心
莫
丘
悛
‘
鵠
音
不
レ
革
゜

【
鵜
炎
】
2

芯
ふ
く
ろ
ふ
の
肉
の
あ
ぶ
り
も
の
。
最
も

美
味
と
い
ふ
。
贅
澤
な
食
物
の
喩
。
〔
荘
子
‘
齊
物
論
〕

且
汝
亦
大
早
計
‘
見
レ
卵
而
求
＿
一
時
夜
ご
兒
レ
弾
而
求
―
―
鵜

ぎ
〔
淮
南
子
‘
説
山
訓
〕
見
レ
弾
而
求
11
鵜
灸
百
炉
卵
而

墨
晨
夜
↓
〔
孔
平
仲
‘
子
明
碁
戦
柄
敗
云
云
詩
〕
彎
弓

既
有
レ
獲
‘
登
不
レ
願
蒻
炎
一
）

【
鵜
首
】
3

h
s
i
a
o
'
s
h
o
u
3

斬
ら
れ
た
首
。
果
首
(
6
|
1

4
8
6
1
 :
 2
5
)

に
同
じ
。

●
と
び
。
〔
説
文
〕
誰
‘
雖
也
、
鵡
‘
揃
文
雄
‘
炊
レ

鳥
。
〔
段
注
〕
今
江
蘇
俗
呼
―
―
鶴
鷹
五
竺
旋
空
中
一

捜
―
―
難
子
食
レ
之
、
大
雅
云
、
粽
蕨
哲
婦
‘
為
レ
泉

為
レ
鵠
‘
荘
周
云
‘
鵠
得
二
腐
鼠
五
疋
也
‘
爾
雅
有
二

鵡
鶉
・
怪
鵠
匡
白
輿
11gHIJ-1J

―9
鵡
者
一
別
物
。
〔
王
篇
〕

鵠
‘
鳶
隔
゜
〔
正
字
通
〕
鵠
‘
似
レ
鷹
梢
小
、
尾
如
―
―
舟

熊
善
高
翔
‘
禽
経
‘
鵡
‘
以
レ
貪
顧
、
以
レ
愁
噛
、
陸

佃
曰
‘
古
人
観
―
―
魚
翼
1

創
レ
櫓
、
視
1

一
鵠
尾
1

制
レ

舵
。
●
み
み
づ
く
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
上
〕
鵠
渠
墨

翔
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
鵠
‘
蓋
今
所
謂
角
鵡
也
。

O

祠
】
〗シ
〔
集
韻
〕
稽
脂
切
図

f
 c
h
'
i
h
1
 

【鵡】如
鵬
鳩
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
椎

(11|
 4
1
9
9
9
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
隅
‘
鳥
名
‘
或
八
レ
佳
。
〔
山
海
経
‘
南

山
経
〕
基
山
‘
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
維
‘
而
三
首
六

目
‘
六
足
＿
二
翼
‘
其
名
日
鶴
贋
食
区
郷
臥
゜

7 

〔
集
韻
〕
風
無
切

國

【
鵜
臀
】
4

蹂
ふ
く
ろ
ふ
の
瞥
。
〔
晏
子
‘
雑
‘
下
〕
明
H

問
伝
日
、
今
昔
聞
―
―
鵜
臀
1

乎゚

【
鵜
鳥
】
5

認
鳥
の
名
。
ふ
く
ろ
ふ
。
悪
鳥
。
〔
詩
‘
陳
風
‘

墓
門
‘
有
レ
鶉
莱
止
‘
疏
〕
言
、
墓
道
之
門
有
1

一
此
梅
樹
涵
i

梅
善
悪
自
耳
、
本
未
二
必
悪
一
徒
有
下
鵠
鳥
来
集
―
―
子
其

上
一
而
鳴
お
話
齊
臀
悪
‘
梅
亦
従
而
悪
矢
゜
〔
文
心
離
龍
‘

諸
子
〕
公
孫
之
白
馬
孤
積
‘
辟
巧
理
拙
‘
魏
牟
比
1

一
之
鵜

鳥
↓
非
"
妄
貶
也
。
〔
劉
長
卿
‘
酬
,
1

包
諫
議
見
レ
寄
之
作
一

詩
〕
落
日
棲
五
翌
竺
行
人
遺
―
―
鯉
魚
↓

[
鶉
胸
】
6

砕
悪
鳥
を
い
ふ
。
〔
周
聘
‘
秋
官
‘
哲
簑
氏
‘

掌
レ
覆
―
―
夭
鳥
之
巣
ず
注
〕
夭
鳥
‘
悪
鳴
之
鳥
‘
若
1

一
鶉
腑
―
)

【
鵜
鵡
】7
ヶ
•
ウ
た
な
ご
。
嶼
゜
鶉
は
昔
未
詳
。
〔
詩
‘
齊

風
蔽
筍
‘
其
魚
紡
嶼
‘
疏
〕
陸
棲
疏
云
‘
嶼
似
勧
、
厚
而

頭
大
、
云
云
‘
其
頭
尤
大
而
肥
者
、
徐
州
人
謂
,
,
之
鍵
一

或
謂
1

一
之
蝙
面
E

州
人
謂
―
―
之
鴇
鶉
ぶ
或
謂
1

一
之
胡
鯖
↓

【
鵡
鵠
】
1

8

鳶
と
鶉
゜
〔
韓
愈
、
故
幽
州
節
度
判
官
賄

給
事
中
清
河
張
君
墓
誌
銘
〕
肉
蹂
,
,
狗
鼠
鵜
鵜
↓
汝
何

敢
反
。

【
鵡
夷
】
2

し
〇
馬
の
革
で
作
っ
た
ふ
く
ろ
。
酒
を
い
れ

る
に
用
ゐ
る
も
の
。
鵠
鶉
。
形
‘
鵠
の
腹
の
や
う
に
‘
鶴

誇
あ
胡
り
の
や
う
に
ふ
く
れ
て
ゐ
る
故
に
い
ふ
。
夷

は
鶴
゜
〔
呂
覧
‘
賛
能
〕
乃
使
下
吏
郁
―
―
其
拳
匹
咋
中
其
目
5

盛
レ
之
以
1

一
鵠
夷
-
〔
史
記
‘
伍
子
脅
偉
〕
盛
以
"
鵠
夷
革
一

浮
-
―
之
江
中
↓
〔
揚
雄
‘
酒
賦
〕
鵠
夷
滑
稽
‘
腹
如
1

一大壺↓

盛
日
盛
レ
酒
‘
入
復
借
酷
゜
〔
漢
書
‘
浦
侠
、
陳
遵
偲
〕
揚
雄

作
―
―
酒
蔵
ご
ぞ
広
、
日
‘
云
云
‘
鵠
夷
滑
稽
‘
腹
如
ー
ー
大
壺
↓

證
日
盛
レ
酒
‘
人
復
借
配
、
常
為
―
―
國
器
一
託
,
,
子
陽
車
一

出
―
―
入
雨
宮
ニ
伊
営
公
家
五
認
レ
是
言
レ
之
、
酒
何
過
乎
゜

〔
注
〕
師
古
曰
‘
鵠
夷
‘
章
嚢
以
盛
レ
酒
‘
即
今
鴎
夷
膳
也
。

〔
寅
華
‘
酒
譜
〕
漢
世
多
以
―
―
鵠
夷
成
皿
レ
酒
。
〔
黎
士
宏
筆

記
〕
秦
輩
間
人
、
割
1

牛
羊
去
―
―
其
首
二
瑚
レ
肉
空
レ
中
‘

為
―
―
皮
袋
工
大
者
受
二
石
下
小
者
受
ニ
ー
一
三
斗
「
俗
曰
↓
―
混

沌
↓
郎
古
之
鵠
夷
。
●
苑
戴
を
い
ふ
。
鵠
夷
子
皮
を
見

よ
。
〔
陸
涌
‘
梅
子
慎
泉
銘
〕
梅
公
之
去
レ
漢
、
猶
訊
夷
子

之
去
＞
越
也
。
〔
杜
牧
‘
杜
秋
娘
詩
〕
西
子
下
1
1

姑
蘇
□

飼
経
鴎
衷
〔
趙
蝦
‘
贈
二
曹
慮
士
幽
届
詩
〕
何
須
更

學
―
―
鵠
夷
子
砿
白
江
湖
一
短
船
。
〔
陳
陶
‘
避
世
翁
詩
〕

嘗
聞
仙
老
言
‘
云
是
古
鵜
夷
。

O
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族

略
‘
以
レ
事
為
レ
氏
〕
鵠
夷
氏
‘
潜
夫
論
、
子
姓
‘
宋
微
子
之

後
詞
苑
‘
鵡
夷
子
皮
齊
人
、
風
俗
通
云
‘
本
,
,
苑
録
ふ
9

。

〖
鵠
夷
子
皮
〗4
g

春
秋
‘
越
の
謀
臣
‘
苑
録
が
齊
に

行
っ
て
‘
鵠
夷
子
皮
と
嬰
名
す
。
こ
れ
は
‘
伍
子
定
日
か
呉

王
の
た
め
に
鵠
夷
に
衰
ま
れ
、
江
中
に
投
ぜ
ら
れ
た
に

比
し
て
、
自
ら
の
罪
を
示
さ
ん
と
し
た
も
の
。
〔
史
記
‘

越
王
句
践
世
家
〕
サ
氾
藪
浮
ぬ
海
出
レ
齋
‘
斐
―
―
姓
名
盃
E

謂
1

一

鴎
夷
子
皮
五
耕
,,fr
海
畔
↓
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
苑
録
自
謂
也
、

鵠
騰
は
‘
ふ
く
ろ
ふ
。
鵡
騰
(
1
6
)

を
見
よ
。
働
怪

鳥
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
三
危
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
一

首
而
三
身
‘
其
状
如
レ
顆
‘
其
名
曰
レ
鵡
。

O
酒
器
。

さ
か
つ
ぼ
゜
鵡
夷
(

2

)

を
見
よ
。
〔
蘇
献
‘
詩
〕
金
錢

百
萬
酒
千
鵡
。

0
か
ろ
ん
ず
る
。
〔
書
‘
呂
刑
〕

鵡
義
姦
究
。
〔
秤
文
〕
鵡
‘
軽
也
。

0
誰

(11-4

1
9
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雌
‘
或
作
レ
鴎
゜

13411 
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五
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‘姓、以
名生レ

>[[

鵠

孔
穎
逹
日
‘
鴇
‘
悪
臀
之
鳥
‘
一
名
鵬
‘
卑
ハ
レ
巣
一
名
レ
鵠
‘

詩
‘
瞭
印
云
‘
為
レ
鵠
為
レ
果
、
是
也
‘
俗
説
以
為
―
―
土
梨
1

非
也
‘
陸
機
疏
云
‘
鴇
大
如
―
―
班
鳩
五
緑
色
悪
瞥
之
鳥
也
‘

入
二
人
家
1

凶
‘
買
誼
所
謂
服
鳥
是
也
‘
其
肉
甚
美
、
可
レ

総
蕊
H
匹
又
可
レ
為
レ
灸
、
漢
供
御
物
各
隧
1

一
其
時
一
唯

鶉
冬
夏
常
施
レ
之
、
以
―
―
其
美
一
故
也
。

O
後
唐
‘
李
振
の

綽
琥
゜
〔
五
代
史
、
雑
三
十
一
‘
李
振
偉
〕
昭
宗
遷
レ
洛
‘
振

往
采
京
師
五
朝
臣
皆
仄
レ
目
‘
振
視
レ
之
若
レ
無
レ
人
、
有
レ

所
示
怒
分
必
加
譴
綱
故
振
一
至
原
師
↓
朝
廷
必
有
―
―

貶
降
五
時
人
目
レ
振
為
五
芦
采
↓

〖
放
紐
皐
囚
鸞
鳳
〗

1
5
和
＂5
[
E
[
悪
人
を
放

つ
て
お
い
て
君
子
を
網
に
す
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
、
劉

陶
博
〕
時
太
尉
許
馘
・
司
空
張
清
‘
承
―
―
望
内
官
涵
多
取

貨
賂
ぶ
六
宦
者
子
弟
賓
客
雖
―
―
貪
汚
稜
濁
匡
曰
不
―
―
敢
問
一

而
虚

llL下
邊
遠
小
郡
清
脩
有
―
―
悪
化
―
者
二
十
六
人
い
吏

人
詣
レ
闘
陳
訴
、
耽
卑
デ
議
郎
曹
操
1

上
言
‘
公
卿
所
レ
琴
‘

率
叢
―
其
私
↓
所
謂
放
―
―
鵠
巣
―
而
囚
,
,
鸞
鳳
↓

【
鵡
鵜
】
16

炉
●
鳥
の
名
。
ふ
く
ろ
ふ
。
悪
鳥
。
鵡
桑
゜

〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
鴎
鵠
鶉
鳩
゜
〔
書
、
金
膝
〕
公
乃
為
レ
詩

以
栢
王
‘
多
之罰

t
-

窒
恩
斯
勤
斯
‘

震
レ
子
之
閉
斯
゜
〔
傭
〕
鵜
強
‘
鶉
鳩
也
。
〔
疏
〕
陸
壊
疏
云
‘

鵠
鶉
似
黄
貧
而
小
‘
其
喉
尖
如
レ
錐
‘
取
―
―
茅
秀
〖
び

棄
、
以
羞
息
之
‘
如
レ
刺
籍
然
‘
縣
奢
樹
使
幽
州
人

謂
乏
鶉
邑
〔
風
俗
通
‘
過
巻
〕
由
l

―
―
鵠
騰
之
愛
↓
―
其
子
「

適
下
所
1

一
以
害
＞
之
者
LO

〔
張
悛
‘
求
下
為
―
―
諸
孫
一
置
●
｛
寸
家

人
上
表
〕
鵡
鵠
憔
レ
功
‘
愛
レ
子
及
レ
室
。
〔
任
防
‘
為
1

一
苑
始

興
作
求
レ
立
1

一
太
宰
碑
ー
表
〕
鵠
鴇
東
徒
、
松
損
成
レ
行
。

〇
み
そ
さ
ざ
い
。
鶉
(
1
2
ー

4
6
8
0
3
)

の
字
解
を
見
よ
。

O

詩
経
‘
幽
風
の
篇
名
。
成
玉
が
周
公
の
志
を
知
ら
ぬ
の

で
、
公
‘
此
の
詩
を
作
っ
て
王
に
送
る
。
〔
詩
‘
薗
風
‘
鵠

鴇
序
〕
鵠
鵠
‘
周
公
救
レ

IL也
、
成
王
未
レ
知
↓
一
周
公
之
志
↓

公
乃
為
レ
詩
以
遺
レ
王
、
名
な
之
日
一
丘
益
四
焉
。

【
鵡
肩
】
1
7
[
/

肩
を
そ
ば
だ
っ
゜
〔
後
漢
書
、
梁
翼
博
〕

為
レ
人
鳶
肩
財

H
。
〔
注
〕
鳶
‘
鵠
也
‘
鵠
肩
、
上
辣
也
。

【
鵡
顧
】
1
8
3

身
罷
を
動
か
さ
ず
に
首
だ
け
で
か
へ
り

み
る
。
導
引
の
法
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘
華
佗
傭
〕
古
之

仙
者
、
為
二
導
引
之
事
云
熊
頸
鵡
顧
‘
引
―
―
挽
腰
橙
五
動
1

一諸

開
節
以
求
レ
難
レ
老
。
〔
注
〕
鴎
顧
‘
身
不
レ
動
而
回
顧
也
。

〔
魏
志
、
方
技
‘
華
佗
偉
〕
古
之
仙
者
、
為
二
導
引
之
事
盆
熊

頸
鵠
顧
、
引
較
腰
輝
動
―
ー
諸
順
簡
以
求
レ
難
レ
老
。

【
鴎
祀
】
19

ク
祠
祀
(
8
|
2
4
6
7
6
 :
 1
7
)

に
同
じ
。
〔
顔
氏

家
訓
‘
書
證
〕
或
問
日
‘
東
宮
藷
事
、
何
以
呼
―
―
鵠
尾
[
竪

祠
尾
↓
答
日
‘
張
敵
者
、
呉
人
、
云
云
‘
呉
人
呼
―
―
祠
祀
一

為
五
翌
熙
故
以
レ
詞
代
レ
鵠
゜

【
鵡
視
】
20

ク

O
貪
慾
な
さ
ま
。
〔
馬
融
‘
長
笛
賦
〕
鵠
視

狼
顧
‘
柑
躁
踊
躍
。
〔
晉
書
、
劉
聰
載
記
〕
石
勒
鵡
―
―
視
趙

魏
一
曹
疑
狼
―
―
顧
東
齊
↓
●
導
引
の
術
。
〔
淮
南
子
、
精

誹
訓
〕
渓
人
之
所
―
―
以
消
五
竺
吹
向
呼
吸
‘
吐
故
内
新
‘

熊
経
鳥
伸
‘
覺
浴
媛
踵
‘
鵠
覗
虎
顧
「
是
養
レ
形
之
人
也
。

〔
魏
文
帝
‘
典
論
‘
論
―
一
部
倹
等
事
―
〕
欧
人
無
レ
不
―
―
鵡
親

狼
顧
‘
呼
吸
吐
納
↓

[
鴎
鮨
】
21

心
匁
鳥
の
名
。
み
み
づ
く
の
一
種
。
木
葉
角
鵠
゜

【
鴎
躇
】
2
2
7

鵠
の
や
う
に
躇
く
ま
る
。
〔
陰
陽
脩
‘
討

雪
十
韻
詩
〕
兒
吟
蜘
百
鳳
語
ぶ
亨
竺
凍
鴎
躇
↓
〔
李
之
儀
‘

詞
〕
酒
量
恣
レ
君
如
1

五
臨
竺
寒
郷
憐
レ
我
似
二
鵠
躇
↓

【
鵠
峙
】
23

ん
凶
残
の
人
が
土
地
を
占
領
し
て
尊
大
に

人
と
封
峙
す
る
こ
と
。
〔
晉
書
‘
呂
光
載
記
〕
光
下
レ
書

日
‘
乾
蹄
狼
子
野
心
‘
前
後
反
覆
‘
朕
方
東
清
1

一
秦
趙
一

勁
銘
會
雙
登
令
n

一
竪
子
鵡
峠
湘
南
↓

[
鴎
時
】
24

ん
鵠
峙
に
同
じ
。
〔
北
史
‘
魏
紀
論
〕
明
元
承
レ

運
之
初
‘
属
―
廓
定
之
始
エ
J

レ
時
狼
顧
鵡
踪
‘
猶
有
―
―
窺

腿
〔
魏
牧
‘
冊
面
齊
王
九
錫
文
〕
腸
胃
之
地
‘
岳
立
鵠

跨°

【
鵡
張
】
25

：
ウ
ふ
く
ろ
ふ
か
利
を
張
っ
た
や
う
に
勢

強
く
我
儘
な
こ
と
。
〔
呉
志
‘
孫
堅
傭
〕
卓
不
レ
怖
レ
罪
‘
而

鵡
張
大
語
。
〔
晉
書
‘
慕
容
睛
載
記
賛
〕
乗
レ
危
蛸
起
‘
括
レ

陰
鵠
張
。
〔
魏
牧
‘
冊
―
―
命
齊
王
九
錫
1

文
〕
狼
顧
鵠
張
‘

岡
レ
不
二
弾
射
→
〔
白
居
易
、
奥
—
師
道
—
詔
〕
果
昔
不
レ
悛
‘

鵠
張
盆
熾
゜

【
揺
雰
臼
】
26

か
晉
の
張
軌
が
涼
州
刺
史
と
な
り
、
劉
聰

を
平
げ
た
と
き
、
京
師
の
人
の
歌
に
張
軌
を
か
く
し
っ

た
。
〔
晉
書
‘
張
軌
債
〕
永
嘉
初
‘
敗
,
,
劉
聰
千
河
東
面
小

師
歌
レ
之
曰
‘
涼
州
大
馬
、
横
ー
一
行
天
下
ご
涼
州
鵠
苔
寇

賊
消
‘
鵠
苔
翻
翻
怖
レ
殺
レ
人
。

【
鵡
甍
】
27

炉
屋
根
の
棟
に
飾
っ
た
し
や
ち
ほ
こ
。
鴎

八
一
六

13412 



鳥

部

吻
。
鬼
瓦
゜
〔
茅
亭
客
話
、
五
‘
避
雷
〕
世
傭
‘
乖
龍
者
苦
1

一

於
行
雨
盃
血
多
方
窺
匿
‘
誠
1

一
人
身
中
盆
翌
庄
古
木
檻
柱

之
内
‘
及
棲
閣
鵠
甍
中
↓

【
鵠
尾
】

2
8
5
0し
や
ち
ほ
こ
。
宮
殿
城
棲
な
ど
の
上
に

の
せ
る
も
の
。
天
上
の
魚
尾
星
と
い
ふ
星
に
象
っ
た
も

の
で
、
火
災
を
防
ぐ
意
に
本
づ
く
。
一
説
に
‘
鵠
は
蛍
（
海

獣
の
名
）
の
誤
゜
蛍
尾
。
〔
駅
雅
‘
秤
宮
〕
鵠
尾
‘
瓦
獣
也
。

〔
通
雅
、
宮
室
類
〕
蛍
尾
‘
或
作
―
―
鵠
尾
・
祠
尾
・
鵠
吻
言
北

史
、
高
恭
之
博
〕
高
恭
之
‘
字
道
穆
‘
云
云
、
出
使
相
州
一

前
刺
史
李
世
哲
‘
云
云
‘
逼
買
―
一
人
宅
ぶ
竺
興
屋
宇
面
白

置
蒻
尾
言
職
官
分
紀
〕
陳
藷
制
‘
三
公
黄
閣
聴
事
置
鵜

尾
後
主
時
、
賭
摩
詞
以
レ
功
授
侍
中
五
蝶
騎
大
将
軍
開
―
―

閤
門

L
匹
行
馬
五
寵
事
寝
堂
並
置
"
鵠
尾
↓
〔
倦
涌
鋒
〕
漢

以
1

一
宮
殿
多
后
火
‘
術
者
言
、
天
上
有
―
―
魚
尾
星
↓
宜
下
為
,
,

其
象
ら
翌
於
屋
一
以
醸
丸
之
‘
唐
以
来
寺
観
殿
宇
‘
尚
有
下

為
11

飛
魚
形
尾
指
レ
上
者
ぃ
不
レ
知
―
―
何
時
易
レ
名
曰
↓
―
鵠

尾
↓
〔
蘇
氏
演
義
〕
蛋
、
海
獣
也
‘
漢
武
作
1

一
栢
梁
殿
土
有
―
―

蛋
尾
工
水
之
精
也
‘
能
卸
及
災
一
因
置
箕
象
於
上
公
r-

謂
乏
鵠
尾
非
也
。
●
鵠
鳥
の
尾
。
〔
本
草
‘
鴎
〕
集
解
‘

時
珍
曰
‘
鵠
似
レ
鷹
而
梢
小
‘
其
尾
如
レ
舵
‘
極
善
高
翔
‘

専
捉
1

一
難
雀
ぷ
》
ハ
五
牛
車
の
後
に
な
が
え
の
や
う
に
つ

き
出
た
か
ざ
り
。
〔
古
今
著
聞
集
‘
十
二
‘
武
勇
〕
。

〖
鵠
尾
琴
〗2
9
孔
ノ
ヲ
和
琴
の
一
種
。
其
の
一
端
が
上

方
へ
曲
っ
た
も
の
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
調
度
部
、
音
架

具
‘
日
本
琴
〕
萬
莱
集
云
、
日
本
琴
‘
云
云
‘
大
歌
所
有
―
―

鵠
尾
琴
ユ
止
比
乃
乎
古
止
‘
倭
琴
首
造
―
―
鵠
尾
之
形
一
也
。

【
鵡
靡
】
3
0
5

ほ
し
い
ま
ま
で
お
ご
る
。
修
靡
。
〔
魏
収
‘

岱
東
魏
檄
レ
梁
文
〕
内
恣
―
―
鵠
靡
五
外
涅
1

一
残
賊
↓

【
鵡
吻
】
31

ジ
鬼
瓦
。
宮
殿
屋
角
上
の
飾
゜
鰊
鉾
の
類
。

鵠
尾
。
〔
茜
唐
書
‘
玄
宗
紀
上
〕
開
元
十
四
年
‘
六
月
戊
午
‘

大
風
抜
レ
木
検
レ
屋
‘
毀
,
,
端
門
鵡
吻
、
都
城
門
等
及
寺
観

ぃ
鵠
咳
落
者
殆
半
。
〔
書
断
〕
王
義
之
告
誓
文
、
開
元
初
‘

ー8

潤
州
江
寧
縣
瓦
官
寺
修
講
堂
盆
牙
八

f
―
―
鴎
吻
内
竹
筒

6
 
⑭
庄
得
レ
之
‘
輿
こ
沙
門
云
ぎ
八
年
↓
縣
丞
李
延
業
求
得

土
岐
王
ご
王
以
献
‘
便
留
レ
内
不
レ
出
。
〔
張
憲
‘
題
需

）
紳
廟
詩
〕
巻
魚
鵠
吻
高
括
レ
空
‘
飛
甍
列
棟
紛
1

一
青
紅
一

8
 
2

【
鵠
鵜
】
32

炉
烏
の
名
。
＜
そ
と
ぴ
。
〔
玉
篇
〕
鶴
‘
鵠
魏

也。

5
 。
68

【
鵠
目
】
33

し
ク
ふ
く
ろ
ふ
の
目
。
奸
悪
の
相
の
喩
゜
〔
山

海
経
、
東
山
経
〕
餘
義
之
山
、
有
レ
獣
焉
‘
其
状
如
レ
菟
而

4
 
（
 

〔
五
董
〕

鵡

紙

鴎

鴎

賜

鵜

飽

餓

煽

鵠

八
一
七

【鵡】螂
冦】”

シ シ

鵠
(
1
2
-
4
6
8
0
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鴎
、
同
レ
鵠
゜

〔
集
韻
〕
章
移
切

辟
紙
は
‘
に
は
と
り
。
〔
集
韻
〕
紙
‘
方
言
‘
難
‘
陳

宋
謂
1

一
之
辟
紙
↓

曰
□
あ
う
む
。
或
は
鵡
(
1
2
|
 4
6
9
6
 

謄
：

3)• 

母（
6

|
1
6
7
2
3
)
・
 
誰
(
1
1
-
4
1
9
9
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鵜
‘
鶴
鵜
也
‘
炊
レ
鳥
母
臀
。
〔
集

韻
〕
鵜
‘
鳥
名
‘
或
炊
レ
武
‘
亦
省
。
〔
集
韻
〕
鵜
‘
或

炊
レ
佳
。

図

【
鵜
】
[
日
〗
〔
集
韻
〕
岡
甫
切
圏

ロ
豆
ゥ
〔
集
韻
〕
莫
後
切
固

鳥
喉
‘
鵠
目
蛇
尾
‘
見
レ
人
削
眠
、
名
日
二
仇
徐
↓

〖
鵠
目
虎
吻
〗34
ジ
五
グ
ふ
く
ろ
ふ
の
や
う
な
目
‘
と
ら

の
や
う
な
口
゜
む
さ
ぽ
り
も
と
る
容
貌
。
猥
戻
の
さ
ま
。

〔
漢
書
、
王
非
博
中
〕
是
時
有
』
用
二
方
技
1

待
1

一
詔
黄
門
1

者
ぃ
或
問
以
弄
形
屈
待
詔
日
、
祥
所
謂
鵠
目
虎
吻
‘

財
狼
之
臀
者
也
‘
故
能
食
レ
人
、
亦
常
レ
為
1

一
人
所
＞
食
。

〖
鵠
目
有
レ
所
レ
適
〗
3
5
其
0
7
Y
f

い
ス
ル
ふ
く
ろ
ふ
の
目
は

豊
丘
山
を
見
る
こ
と
は
出
来
ぬ
が
‘
夜
は
能
く
婿
末
を

皐
る
。
も
の
に
は
‘
そ
れ
ぞ
れ
特
性
が
あ
る
と
い
ふ

喩
。
鴎
閥
夜
撮
レ
蚤
(
1
2
)
を
見
よ
。
〔
荘
子
‘
徐
無
鬼
〕
鵡

目
有
レ
所
レ
適
‘
鶴
腟
有
レ
所
レ
節
。

〖
鵠
目
大
而
視
不
レ
若
レ
鼠
〗
3
6
し
5
9汀
乞
ァ
ミ
ル
コ
ト
鴎

の
目
は
大
き
く
と
も
視
る
こ
と
が
鼠
に
及
ば
な
い
。

大
も
小
に
若
か
ず
‘
衆
も
少
に
及
ば
ぬ
所
あ
る
喩
゜
〔
淮
南

子
‘
氾
論
訓
〕
鵠
目
大
、
而
豚
不
レ
若
レ
鼠
‘
妍
足
衆
‘
而
走

否
若
レ
蛇
‘
物
固
有
天
不
レ
若
レ
小
‘
衆
不
レ
若
レ
少
者
↓

【
鵡
脚
t

沙】
3
7
[
キ
ヤ
ク
涅
草
の
名
。
蓋
草
の
異
名
。
〔
本

草
‘
蓋
草
〕
繹
名
‘
鵠
脚
t

沙
‘
馬
錫
曰
‘
爾
雅
‘
薮
、
王
棉
、

孫
炎
注
云
‘
即
妓
葬
草
也
‘
今
呼
為
―
―
鴎
脚
t

沙一

【
鵡
脳
酒
】
38

託
ゥ
飲
め
ば
健
忘
す
る
酒
゜
〔
酉
陽
雑

俎
‘
廣
動
植
‘
羽
篇
〕
粛
宗
張
皇
后
専
レ
櫂
‘
毎
レ
進
レ
酒
‘

常
虞
臆
脳
酒
一
鵡
脹
酒
令
入
久
酔
健
忘
↓

【
鵠
鶉
考

9
鼠
】
g

店
丑
り
で
｀
ヲ
と
び
と
か
ら
す
は
ね
ず

み
を
こ
の
む
。
物
各
；
其
の
好
む
所
を
異
に
す
る
喩
゜

〔
荘
子
‘
齊
物
論
〕
民
食
1

如
裟
矢
稟
鹿
食
レ
薦
‘
卿
且
廿
レ

帯
‘
鴎
鶉
者
レ
鼠
‘
四
者
執
知
二
正
味
↓

【
化
レ
邸
為
レ
鳳
】
40

祐
昇
苔
ふ
く
ろ
ふ
を
化
し
て
鳳

凰
と
す
る
。
出
来
な
い
喩
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
反
レ
風

滅
レ
火
‘
化
レ
鴎
為
レ
鳳
也
。

【
鵡
】
[
曝
策小

0
み
さ
こ
。
〔
説
文
〕
助
、
王
賜
也
‘
炊
レ

鳥
且
臀
゜
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
賜
鳩
‘
王
鵡
。

〔
注
〕
鵬
類
‘
今
江
東
呼
レ
之
為
レ
鶉
‘
好
在
1

一
江
渚

山
邊
一
食
レ
魚
‘
毛
詩
傭
日
‘
鳥
鷲
而
有
レ
別
。

O
鴎

鳩
氏
は
、
古
の
官
名
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
〕
賂
鳩
氏
‘

司
馬
也
。
〔
注
〕
鴎
鳩
‘
王
鵡
也
‘
鵞
而
有
レ
別
、
故

鱗
司
馬
ユ
土
二
法
制
↓
〇
或
は
雖
(
1
1
|
 4
2
0
0
1
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
賜
‘
或
八
レ
佳
°

シ， 

〔
集
韻
〕
得
案
切
瞬
〗

〔
集
韻
〕
窯
旱
切
圏

小
日
□
鴨
鴎
は
‘
鳥
の
名
。
や
ま
ど
り
。

息O一
豪
難
に
似
、
鳴
い
て
旦
を
求
め
る
。
〔
説

文
〕
鴎
‘
渇
鶉
也
‘
八
レ
鳥
旦
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
鴎
‘
廣
雅
‘
城
旦
・
倒
縣
・
定
甲
・
獨
春
・
鴨
鵠

也
‘
租
記
月
令
作
二
肌
旦
ご
坊
記
作
孟
晉
芸
疑
此

字
後
出
、
ロ
ハ
宜
レ
作
レ
旦
也
‘
廣
志
作
―
―
侃
旦
ご
本
‘

冬
毛
希
‘
夏
毛
盛
‘
後
世
則
謂
1

一
之
寒
琥
晶
玉
嘉
祐

本
草
云
‘
寒
琥
晶
、
四
足
有
レ
肉
‘
翅
不
レ
能
11

遠

飛
盃
弁
注
方
言
謂
‘
似
レ
難
五
色
‘
冬
無
レ
毛
。

【
鴎
】
[
日
タ
ン

□
タ
ン

〔
集
韻
〕
千
余
切
岡
i

<
u
 ch'iJI 

〔
集
韻
〕
伊
鳥
切
蒻

-gV 
yao3 

〔
集
韻
〕
於
絞
切
同
一

〔
集
韻
〕
於
交
切
圏

〔
集
韻
〕
伊
謬
切
薗

□
□
l

□
E5-0ぁ
を

さ
ぎ
。
魚
鮫
゜
〔
爾

雅
‘
繹
鳥
〕
煽
‘
頭

効
。
〔
注
〕
似
レ
息
、

揺
近
レ
尾
‘
略
不
レ

能
レ
行
、
江
東
謂
―

之
魚
煽
↓
●
或
は

鋤
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
塘
‘
或
書
作
レ
拗
゜

小
●
鵡
鵠
は
‘
し
や
こ
。
〔
説
文
新
附
〕

古
蔽
鵠
‘
鵡
鵠
也
‘
炊
レ
鳥
古
臀
゜
〔
埠
雅
‘
秤

烏
、
鵡
鵠
〕
鵡
鵠
自
雙
其
名
ぶ
吊
向
届

H
飛
、
云

云
‘
畏
―
―
霜
露
ご
蚤
晩
稀
出
、
有
レ
時
夜
飛
‘
飛
則

以
禾
葉
自
覆
二
其
背
一
云
云
‘
臆
前
有
―
―
白
圃

貼
文
面
は
翌
喘
‘
志
常
南
向
、
不
レ
思
証
詣
摂
南
越

志
所
謂
‘
鵡
鵠
雖
―
―
東
西
回
翔
ぶ
益
即
翅
之
始
‘

必
先
南
霜
、
亦
胡
馬
噺
レ
北
之
義
也
。
●
鴻
覇
は
、

冨】如
クコ

〔
集
韻
〕
攻
乎
切
囮

≪
x
 k
u
1
 

（會圏オ三）鵜

冨】如
固ロロ
ウイ，エアエア
'''' ウウウウウ

□
ェ
ヴ

冨
況

、
，
飽
(
1
2ー

4
6
8
1
1
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鵬
、
同
レ
飽
。

，
ゥ

[胞】細
ノ‘

ゥ＇

鴇（
1
2
-
4
6
7
3
0
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鴇
‘
或
作
レ
飽
゜

13413 



(46815) (46823・ ・3) 

膳
鵜
は
‘
ふ
な
し
う
づ
ら
。
或
は
斥
(
5ー

1
3
5
3
5
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
膳
、
小
雀
‘
或
省
作
レ
斥
‘
荘

子
逍
遥
遊
‘
斥
鵜
笑
レ
之
。

冠

]

如

咋

戸

〔

等

韻

〕

昂

石

切

園

日
か
ひ
つ
ぶ
り
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
鳥
名
似
レ
晃
。
□
鳥

の
名
。
鵡
(
1
2
|
 
4
6
7
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鳩
、
鳥

名
、
或
炊
な
冬
゜

祠】加
□ 日
トタット

＇ ンン ウ

因

〔
集
韻
〕
T
紺
切
国
四

〔
集
韻
〕
都
宗
切

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
船
‘
鳥
名
。

冨
】
〗
[
/
1
1
9

ゥ
〔
集
韻
〕
之
戎
切
園

日
鵡
鳩
は
‘
鳥
の
名
。
鵜
(
1
2ー

4
7
0
3
5
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鵜
‘
鵜
鳩
‘
鳥
名
‘
或
炊
レ
出
。
口
鵜
(
1
2
-

4
g
 
0
1
)

の
古
字
。
〔
玉
篇
〕
鵡
、
古
文
鳴
。

祠】叩
日
□
〗
〔
集
韻
〕
都
括
切
圏

□l
ク

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵠
、
鵠
隅
゜
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕

小
侯
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
烏
而
白
文
、
名

曰
鵠
隅
食
レ
之
否
哨
。

O
或
は
維

(11|
 4
1
9
8
 

9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
或
炊
レ
佳
。

鳥

部

〔
五
豊
〕

芦

日

口

曰

〇

鳥

の

疾

＜

小
説

納
姦
こ

9（
と
ぶ
さ
ま
。
鵡
(
1
2
-
4

6
8
2
0
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
繕
‘
鶴
飛
兒
‘
ハ
レ
鳥
穴

瞥
、
詩
曰
、
鵡
彼
晨
風
。
〔
段
注
〕
各
本
策
作
レ
航
‘

陸
云
‘
航
‘
説
文
作
レ
鴎
‘
今
従
乏
゜
〔
廣
韻
〕
鵡
‘
飛

快
゜
〔
集
韻
〕
鵡
、
鳥
飛
兒
゜
〔
詩
‘
秦
風
‘
晨
風
〕
鵡

彼
晨
風
。
〔
傭
〕
航
‘
疾
飛
貌
。
〔
疏
〕
航
者
、
鳥
飛

之
状
‘
故
為
二
疾
貌
↓
●
通
じ
て
術
(
8
ー

2
3
8
6
3
)

に
作
る
。
〔
六
書
故
〕
航
‘
亦
通
作
レ
協
‘
記
日
‘
鳳

以
為
レ
畜
‘
故
鳥
不
レ
而
‘
鄭
氏
曰
‘
飛
走
之
貌
゜
●

或
は
猜
(
9
-
2
8
8
1
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
或

作
レ
楯
°
⑲
鵡
(
1
2
-
4
7
3
5
9
)

に
通
ず
。
〔
詩
‘
秦

風
‘
晨
風
〕
航
彼
晨
風
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
八
〕
鵡
彼
晨

風
。
固
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
鳥
名
。

【
航
彼
飛
隼
】
1

昴
↓
氾
？
疾
く
飛
ぶ
隼
は
‘
天
に
も
飛

び
入
る
勢
で
あ
る
。
そ
れ
が
亦
来
つ
て
止
る
べ
き
所
に
集

ま
る
こ
と
か
ら
、
軍
勢
が
盛
で
進
退
の
度
に
適
し
た
喩
。

〔
詩
‘
小
雅
‘
采
芭
嵌
彼
飛
隼
‘
其
飛
戻
レ
天
‘
亦
集
愛
止
↓

〔
箋
〕
喩
―
―
士
卒
勁
勇
、
能
深
攻
入
＂
敵
也
。

【
航
彼
晨
風
鬱
彼
北
林
】
2

呪

a”
牝
笈
人
君
が
賢

人
を
招
け
ば
恰
も
と
ぴ
や
た
か
が
飛
ん
で
北
林
に
入

る
や
う
に
‘
賢
人
は
之
に
欝
往
す
る
。
一
説
に
‘
婦
人

が
、
外
に
出
で
て
久
し
く
鯨
ら
な
い
夫
を
思
ふ
の
詩
。

〔
詩
‘
秦
風
‘
晨
風
〕
航
彼
晨
風
‘
鬱
彼
北
林
‘
未
レ
見
1

一君

天
憂
心
欽
欽
‘
如
何
如
何
‘
U
炉
我
賓
多
。
〔
博
〕
航
‘
疾

飛
貌
‘
晨
風
‘
鶴
也
‘
鬱
‘
積
也
‘
北
林
‘
林
名
也
、
先
君

招
面
一
賢
人
3

賢
人
欝
―
―
往
之

i
吠
疾
如
n

―
晨
風
之
飛
入
1

一北

林
一
〔
集
傭
〕
君
子
、
指
1

一
其
夫
一
也
‘
欽
欽
‘
憂
而
不
レ
忘
之

貌
‘
婦
人
以
1

一
夫
不
ワ
在
而
言
‘
航
彼
晨
風
、
則
蹄
1

キ
子
鬱

然
之
北
林
丘
〈
、
故
我
未
レ
見
玉
E

子
↓
而
憂
心
欽
欽
也
。

霰]蜘
固国□日
ゲケウウヰイイ
チッチックチツ

〔
集
韻
〕
胡
決
切

〔
集
韻
〕
允
律
切
闇
i

ヽu
 
yii• 

〔
集
韻
〕
子
六
切
凰両圏

〔
集
韻
〕
王
勿
切

鵡

終

錢

腹

航

鴎

鴎

裔

鴨

を
し
ど
り
。
を
し
ど
り
の
め
す
。
鴛

黛
i

(

1

2
|
 4
6
7
9
5
)
を
見
よ
。
〔
説
文
〕
脊
‘

鴛
鷲
也
‘
八
レ
鳥
央
臀
゜

【
熊
編
]

1

5

ゥ
亀
の
一
種
。
能
＜
犬
を
噛
む
と
い
ふ
。

〔
本
草
‘
撮
編
〕
繹
名
、
鵞
亀
‘
恭
日
、
鵞
亀
腹
折
‘
見
レ
蛇

則
呻
而
食
レ
之
。
〔
南
越
志
〕
初
寧
縣
多
1

一
鵞
編
一
頭
似
レ

鶉
‘
不
伍
ハ
1

一
常
亀
面
収
能
噛
レ
犬
。

【
鵞
錦
】
2

昇
美
し
い
錦
゜
〔
西
京
雑
記
‘
六
〕
魯
恭
王

得
支
木
一
枚
ご
云
云
‘
中
山
王
為
レ
賦
日
、
云
云
‘
燭
繍

鵞
錦
‘
蓮
藻
妾
文
。

【
鵞
漿
】
3

盆
＇
ウ
泉
の
名
。
山
西
省
虞
城
縣
の
南
。
〔
水

経
‘
凍
水
注
〕
堕
道
山
‘
云
云
‘
清
泉
灌
頂
‘
郭
景
純
云
‘

世
所
謂
喬
漿
也
。

[
喬
掘
摩
羅
]
4
7
7

勺
，
印
度
古
代
の
人
。
佛
陀
在
世
の

時
‘
含
衝
城
に
住
し
、
人
を
殺
す
の
は
‘
涅
繁
を
得
る
因

で
あ
る
と
の
邪
説
を
信
奉
し
、
市
に
で
て
九
百
九
十
九

人
を
殺
し
‘
其
の
指
を
切
り
取
り
、
首
に
か
け
て
茎
と

し
、
千
人
目
に
自
分
の
母
を
殺
さ
ん
と
し
た
が
‘
佛
が

之
を
あ
は
れ
み
、
正
法
を
説
き
聞
か
せ
た
の
で
‘
改
過

懺
愧
し
て
佛
門
に
入
り
、
後
‘
羅
漢
果
を
得
た
。
も
と
央

掘
摩
羅
・
央
仇
魔
羅
・
央
堀
茎
等
と
書
き
‘
新
し
く
は
‘
喬

冤
】
〗ヤ，ウァ9ウ
〔
集
韻
〕
於
良
切
幽

元

yang1

日
は
や
ぶ
さ
の
疾
く
飛
ぶ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
鶴

飛
兒
゜
□
航
(
1
2
-
4
6
8
1
9
)

の
謡
字
。
参
考
を
見

よ
。
〔
正
字
通
〕
鴎
航
字
之
識
。

函
矯
(
1
2
|
 
4
6
8
2
0
)
と
は
別
字
。
但
し
康
熙
｛
子
典
は

正
字
通
を
引
き
‘
或
は
駅
（
鵡
）
字
の
調
字
か
と
し
て
い

る
。
〔
康
煕
字
典
〕
按
‘
字
彙
‘
鴎
‘
炊
レ

{
J
L
‘
輿
—
几
匂
穴
者
―

不
レ
同
‘
正
字
通
云
‘
航
字
之
謡
‘
存
レ
考
。

ジ↓
n'
ウ

冠
】
蜘
〗
1
/

冠
】
〗
イ
ツ〔

集
韻
〕
戎
用
切
牢
ぶ
l

航
(
1
2
-
4
6
8
1
9
)
に
同
じ

小
●
あ
ひ
る
。
か
も
。
馳
(
1
2
-
4
6
9
3
8
)

豪
に
同
じ
。
〔
説
文
新
附
〕
鴨
‘
鷺
也
‘
炊
レ

鴨
鳥
甲
瞥
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
鳥
名
、
博
雅
‘
覺
鵞
‘
馳
也
‘

或
作
レ
鴨
。

O
水
鳥
の
纏
稽
。
鵡
(
1
2
ー

4
7
0
4
6
)

の

俗
字
。
〔
説
文
新
附
考
〕
鴨
‘
疑
鵡
之
俗
字
‘
玉
篇
．

廣
韻
‘
鴨
並
訓
II

水
鳥
ニ
要
春
秋
倍
十
六
年
工
ハ

鵠
退
飛
、
過
ユ
木
都
丁
杜
注
云
‘
鵠
‘
水
鳥
‘
繹
文
‘

五
歴
反
‘
本
或
作
レ
鶉
‘
説
文
鶉
亦
引
レ
此
‘
則
貌

義
同
レ
鴨
‘
故
疑
為
―
―
貌
之
俗
字
五
蓋
貌
常
レ
為
一
水

鳥
之
抱
名
五
故
孟
子
亦
呼
レ
鵞
為
―
―
鵡
鵡
↓
鬱
は
し

た
め
。
〔
中
呉
紀
聞
〕
俗
貸
レ
鶉
賤
レ
鴨
‘
故
呼
レ
婢

停
鴨
°
⑲
ま
た
朗
(
1
2ー

4
6
8
2
4
)

に
作
る
。
〔
正

字
通
〕
鴨
‘
別
作
枷
゜
＠
古
‘
鶉
(
1
2
-
4
7
0
0
0
)
・

魯
(
1
2
-
4
6
9
3
9
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
鴨
‘
古

文
鶉
・
嚢
゜

畠
マ
サ
。

[
鴨
由
】
1

仇

n

砦
の
名
。
湖
南
省
氷
緩
縣
の
東
南
。

【
鴨
涯
】
2

窃
頼
醇
の
琥
゜
頼
鴨
厘
(
1
0ー

3
6
8
6
1
:
 2
9
)
 

を
見
よ
。

【
鴨
腫
】
3

鍔
鴨
の
あ
つ
も
の
。
〔
齊
民
要
術
‘
羮
腋
法
〕

作
―
―
鴨
腫
1

法
、
用
―
―
小
鴨
六
頭
‘
羊
肉
一
一
斤
‘
大
鴨
五
頭
‘

葱
三
升
‘
芋
二
十
株
‘
橘
皮
三
葉
‘
木
蘭
五
寸
‘
生
置
十

雨
鼓
汁
五
合
、
米
一
吐
口
祠
其
味
得
耀
一
斗
涵
先

以
入
升
酒
煮
レ
鴨
也
。
〔
南
史
‘
皇
妃
上
‘
齊
宣
孝
陳

皇
后
博
〕
永
明
九
年
詔
‘
太
廟
四
時
祭
孟
旦
皇
帝
;
四

起
麺
絣
鴨
腫
一
孝
皇
后
薦
二
竿
鴨
卵
膊
醤
灸
白
肉
｛
云

【
鴨
】
〗
点

7
7〔
集
韻
〕
乙
甲
切
臨
〗

-
Y
 
• 

ya' 

堀
利
摩
羅
‘
鵞
蜜
利
摩
羅
と
書
く
。
こ
れ
等
は
A
n
g
,
 

u
l
i
m
a
l
y
a
を
昔
葛
し
た
も
の
で
、
指
唸
と
繹
す
。
〔
大

唐
西
域
記
、
六
〕
宅
側
有
,
,
大
家
堵
波
五
是
鵞
堀
利
摩
羅

（
唐
言
指
翠
藷
旦
央
堀
摩
凪
訛
也
）
捨
レ
邪
之
虞
‘

鵞
寝
利
摩
羅
者
、
室
羅
伐
悉
底
之
凶
人
也
、
作
―
―
害
生

震
涵
竺
暴
城
國
↓
殺
レ
人
取
レ
指
‘
冠
レ
首
為
レ
娼
゜

八
一
八

13414 
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云
‘
並
生
平
所
レ
嗜
也
。
〔
趙
崇
絢
‘
難
肋
編
〕
齊
宣
帝
嗜
二

起
麺
附
鴨
腫
↓

【
鴨
闘
】

4
gク

O
樹
木
の
名
。
い
て
ふ
。
銀
杏
。
公
孫

樹
。
葉
の
形
が
鴨
の
足
に
似
た
の
に
よ
っ
て
名
づ
く
。

鴨
脚
子
。
〔
本
草
‘
銀
杏
〕
繹
名
、
白
果
‘
鴨
闘
子
、
時
珍

曰
‘
原
生
1

一
江
南
「
葉
似
1

鴨
掌
面
因
名
鴨
梱
工
宋
初
始
入

貢
‘
改
呼
二
銀
杏
ご
因
T

其
形
似
一
小
杏
―
而
核
色
白
上
也
。

〔
酢
花
暦
〕
九
月
鴨
醐
黄
゜
〔
黄
庭
堅
‘
送
―
―
―
舅
氏
野
夫
之
―
―

宣
城
詩
〕
霜
林
牧
畔
ば
竺
春
網
薦
―
―
琴
高
↓
〔
梅
尭
臣
‘

永
叔
内
翰
遺
,
,
李
太
博
家
新
生
鴨
脚
1

詩
〕
北
人
見
二
鴨

見
南
人
見
二
胡
桃
↓
〔
陸
滞
、
十
月
旦

B
至
―
―
近
村
―
詩
〕

鴨
闘
菓
黄
鳥
臼
丹
‘
舛
煙
小
店
風
雨
寒
。

O
草
の
名
。
難

頭

(11ー
4
2
1
2
4
:
 1
3
9
)

の
0
の
異
名
。
〔
洛
陽
伽
藍
記
‘

一
〕
牛
筋
狗
骨
之
本
‘
難
頭
鴨
脚
之
草
‘
亦
悉
備
焉
。
〔
皮

日
休
‘
題
―
―
支
山
南
峰
僧
一
詩
〕
難
頭
竹
上
開
―
―
危
径
砿
鴨

脚
花
中
樋
―
―
際
泉
↓
「
の
。
〔
山
家
清
供
〕
。

〖
鴨
脚
羮
〗s
心0
7キ
ヤ
ク
鴨
揺
葵
の
花
で
作
っ
た
あ
つ
も

〖
鴨
脚
葵
〗6
5
7キ
ヤ
ク
草
の
名
。
葵
の
一
種
。
〔
本
草
‘

葵
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
葵
菜
‘
古
人
種
為
―
常
食
否
‘
之
種
者

頗
鮮
、
有
―
―
紫
埜
白
埜
二
種
冨
竪
白
埜
云
局
レ
勝
、
大
葉
小

花
‘
花
紫
黄
色
‘
其
最
小
者
名
1

一
鴨
脚
葵
石
其
賓
大
如
―
―
指

雙
皮
薄
而
扁
‘
賓
内
子
軽
虚
‘
如
,
,
楡
英
仁
↓

【
鴨
居
】
7

5

モ
障
子
・
引
戸
な
ど
を
た
て
る
所
の
上
に

あ
る
横
木
。
鴨
柄
(
3
3
)

を
見
よ
。

【
鴨
黄
】
8

界
ウ
か
も
の
雛
。
毛
の
黄
色
な
と
こ
ろ
よ

り
い
ふ
。
〔
圏
綸
賓
鑑
‘
宋
〕
曾
宗
貴
‘
錢
唐
人
、
善
壼
―
―

花
竹
鳥
獣
棄
石
石
描
染
極
佳
‘
尤
長

5
ご
天
難
雛
鴨
黄
‘

最
有
庄
意
一

〖
鴨
黄
廣
〗
，
達
h
u
a
n
g
'
k
u
a
n
g
'

北
京
で
重
陽
節

に
食
べ
る
梨
の
類
。
鴨
兒
廣
(
1
6
)

に
同
じ
。

【
鴨
態
】
10

冥
鳥
の
名
。
四
十
雀
を
い
ふ
。
〔
陸
溜
‘
村
居

詩
〕
鴨
鴎
穿
レ
林
語
、
鵡
鵞
並
レ
水
鳴
゜

【鴨――
-E

】11
ぢ
人
言
を
善
く
す
る
と
い
ふ
鴨
゜
〔
中
呉

紀
聞
〕
陸
魯
望
有
闘
鴨
玉
極
馴
養
、
有
―
―
騨
使
↓
過
而
挟
レ

弾
、
斃
其
善
鳴
査
魯
望
日
‘
此
鴨
善
入
言
百
兄
欲
―
―
上

襖
奈
何
斃
レ
之
‘
使
擢
‘
證
以
1

寧
苓
竺
償
レ
之
‘
徐
問
入

語
之
朕
魯
望
日
‘
能
自
呼
―
―
其
名
爾
‘
使
者
憤
且
笑
‘

彿
レ
袖
上
レ
馬
‘
復
召
レ
之
‘
還
―
―
其
金
↓

[
鴨
子
】
12

匁
〇
あ
ひ
る
の
卵
。
〔
鄭
中
記
〕
寒
食
俗
多

驚
1

一
鴨
子
ー
以
相
鉤
。
●
河
の
名
。
混
同
江
を
い
ふ
。
〔
遼

|

|

 

鳥

部

〔

五

蓋

〕

鴨

史
‘
聖
宗
紀
七
〕
太
平
四
年
春
正
月
庚
寅
朔
‘
云
云
‘
如
一
の
毛
の
色
に
た
と
へ
て
い
ふ
。
〔
格
物
論
〕
鴨
雄
者
‘
緑
之
所
‘
輿
1

一
白
螺
山
1

相

望

。

「

O
)

を
見
よ
。

鴨
子
呵
―
―
月
己
未
朔
‘
撒
―
―
撻
魯
河
ェ
詔
改
,
,
鴨
子
河
―
頭
文
翅
‘
雌
者
黄
斑
色
。
〔
李
白
‘
襄
陽
歌
〕
逢
看
漢
水
鴨
【
鴨
冨
土
】
39

匂
岡
田
僑
の
琥
゜
岡
田
鴨
里
（
4
-
7
9
6
2

:
5
 

旦
混
同
江
↓
〔
遼
史
、
地
理
志
一
〕
上
京
臨
漬
府
、
云
云
‘
頭
緑
‘
恰
似
葡
萄
初
撥
酷
゜
〔
温
庭
笥
‘
箪
魚
歌
〕
悠
溶
【
鴨
梨
]
4
0
丘
11

梨
の
一
種
。
い
ば
ら
科
に
闊
す
。
樹
性

又
有
―
―
云
云
‘
鴨
子
河
云
D
y
a
'
t
z
u

あ
ひ
る
。
杏
若
去
鉦
炉
窮
‘
五
色
澄
渾
鴨
頭
緑
。
〔
蘇
献
‘
次
1

一
韻
王
は
強
く
‘
果
賓
は
中
等
大
で
、
梢
壕
状
を
な
し
、
果
面
に

【
鴨
嘴
】
1
3
7
弓
鳥
に
近
い
獣
。
か
は
う
そ
に
似
て
小
‘
翠
獨
眠
1

詩
〕
何
人
吹
断
参
差
竹
‘
洒
水
茫
茫
鴨
頭
緑
。
多
く
の
凹
凸
が
あ
る
。
果
皮
は
淡
緑
黄
色
で
‘
鮮
明
な

顎
は
長
く
し
て
角
鞘
を
被
り
‘
鴨
の
嘴
の
状
を
な
す
よ
〖
輯
謡
忠
早
〗
四
窃
ト
ゥ
草
の
名
。
つ
き
ぐ
さ
。
つ
ゆ
ぐ
さ
。
掲
色
の
小
斑
を
散
布
し
‘
梗
窪
の
周
縁
に
は
銹
を
生

り

云

ふ

。

〔

倭

名

類

緊

抄

‘

調

度

部

、

染

色

具

‘

鴨

頭

草

〕

楊

氏

漢

語

ず

。

果

肉

は

白

色

で

‘

廿

味

の

あ

る

優

良

品

。

【
鴨
面
~
]
1
4

匁
あ
ひ
る
の
雛
。
〔
孫
光
憲
‘
采
蓮
詩
〕
晩
抄
云
‘
鴨
頭
草
‘
都
岐
久
佐
‘
辮
色
立
成
云
‘
押
赤
草
。
【
鴨
海
5

】4
1
"
3
7
ク

0
府
名
。
鴨
緑
の

O
に
同
じ
。
〔
唐
書
、

来
弄
レ
水
船
頭
涅
‘
更
脱
"
紅
拮
―
衰
二
鴨
兒
↓
〔
李
翠
玉
‘
〔
箋
注
〕
巧
匠
採
1

一
其
花
盃
少
汁
作
"
書
色
五
岱
杉
↓
至
＇
皮
北
秋
‘
渤
海
傭
〕
以
1

高
麓
故
地
歪
竺
西
京
石
1
,
,

鴨
禄
府
一

釣
魚
詩
〕
幾
回
琴
レ
手
掬
ヰ
方
餌
玉
驚
起
―
―
沙
灘
ー
水
鴨
兒
゜
燈
一
宵
碧
如
レ
黛
也
‘
即
嘉
祐
本
草
所
に
言
鴨
妬
草
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
山
束
‘
外
國
附
考
、
朝
鮮
〕
勃
海
‘
誠
栢

〖
鴨
兒
芹
〗1
5
”
ン
草
の
名
。
み
つ
ば
。
み
つ
ば
ぜ
り
。
〖
鴨
頭
船
〗

3
0竺
ト
ゥ
三
國
の
時
‘
諸
葛
格
の
制
し
た
故
地
、
為
一
東
京
龍
原
府
一
沃
祖
故
地
‘
為
―
―
南
京
南
海

三
葉
芹
。
野
蜀
葵
。
さ
ん
け
い
科
に
闊
し
、
元
来
は
山
野
船
。
〔
風
土
記
〕
晨
晃
、
即
青
桐
大
船
名
、
諸
葛
格
所
レ
造
府
ぶ
向
麗
故
地
、
為
―
―
西
京
鴨
濠
府

^
0川
の
名
。
鴨
緑
の

に
自
生
す
る
も
の
。
本
種
の
花
は
白
色
で
あ
る
か
、
稀
鴨
頭
船
也
。
〔
故
事
成
語
考
、
器
用
〕
鵠
首
鴨
頭
、
別
為
―
―
〇
に
同
じ
。

に
淡
紅
色
。
夏
日
開
花
す
。
食
用
に
供
す
。
船
琥
→
【
~
切
緑
】

4
2砂
ク

0
府
名
。
唐
時
の
渤
海
國
‘
西
京
鴨
緑

〖
鴨
兒
廣
〗16汀7
7が
北
京
で
重
陽
節
に
食
す
る
梨
の
〖
鴨
頭
緑

]
3
1
窮
匁
〇
鴨
の
頭
の
や
う
な
緑
色
。
鴨
頭
府
を
置
く
。
遼
寧
省
藷
興
京
鹿
‘
長
白
府
‘
及
ぴ
朝

類
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
鴨
兒
廣
〕
鴨
兒
廣
‘
梨
鷹
‘
形
如
↓
―
木
の

0
を
見
よ
。
〇
顔
料
の
名
。
〔
急
就
篇
‘
春
草
誰
憩
鮮
平
壌
西
境
の
地
を
領
す
。
遼
寧
省
臨
江
縣
の
附
近
。

瓜
｛
色
如
鴨
黄
ぶ
g
者
‘
黄
之
轄
音
也
。
鳥
～
翁
濯
、
注
〕
春
草
・
維
憩
・
亮
翁
、
皆
謂
―
―
染
彩
ご
叩
色
―
説
に
‘
平
壌
の
西
の
渫
州
城
の
こ
と
。

0
江
の
名
。
遼

〖
鴨
兒
梨
〗17
y
a
'
e
r
h
 Ii'

北
京
に
あ
る
梨
の
一
種
。
似
レ
之
、
若
"
'
今
染
家
言
↓
1

鴨
頭
・
緑
翌
・
毛
碧
―
云
°
〇
煙
寧
省
の
東
南
邊
。
古
名
は
浪
水
。
漢
時
は
馬
皆
水
と
い

抒

兒

梨

に

同

じ

。

草

の

一

種

。

緑

色

の

も

の

。

〔

勇

虞

間

詰

〕

上

品

曰

1

一
飛
ふ
。
水
の
色
が
緑
な
る
こ
と
鴨
の
頭
に
似
る
か
ら
名
づ

【
~
臼
腎
】
1
8ya'shen• 

あ
ひ
る
の
腎
臓
部
。
煙
ぶ
玲
即
鴨
頭
緑
色
‘
蕨
味
微
酸
‘
謂
1

一
之
豆
煙
面
藷
説
‘
鼻
け
ら
る
。
後
‘
盆
州
江
と
い
ひ
‘
又
‘
鴨
淑
に
作
る
。
渦
洲

【
鴨
雛
】
19

琴
か
も
の
ひ
な
。
あ
ひ
る
の
ひ
な
。
鴨
鵜
。
煙
色
深
緑
為
レ
上
‘
鴨
頭
緑
者
次
‘
深
歴
1

ー
百
年
玉
嬰
而
深
と
朝
鮮
の
界
水
を
な
す
。
源
は
長
白
山
の
北
、
長
白
山

〔
白
居
易
、
和
―
―
微
之
春
日
投
―
―
簡
陽
明
洞
天
一
五
十
韻
紫
‘
有
T

近
"
墨
色
玉
れ
承
二
日
光
1

斜
瑛
レ
之
、
隠
隠
類
ー
ー
の
南
麓
。
歴
源
の
虞
を
白
山
派
子
と
い
ふ
。
土
名
は
江

詩
〕
産
業
論
1

一
塁
蟻
£
子
生
計
1

一

鴨

鵜

↓

璃

納

斯

石

―

耳

‘

鴨

頭

緑

久

則

微

黄

‘

亦

有

1

一
成
レ
紫
者
↓
掌
。
韓
人
は
張
弓
棒
と
い
ふ
。
黄
海
に
注
ぐ
。
〔
北
史
、
干

【
鴨
践
】
20

y
a
'
c
h
u
a
i
3

鵞
の
や
う
に
ひ
よ
ろ
ひ
よ
ろ
【
鴨
糞
】
3
2
7
7
9
グ
あ
ひ
る
の
糞
゜
〔
嶺
南
異
物
志
〕
廣
州
含
涯
仲
文
博
〕
仲
文
‘
云
云
‘
率
レ
衆
、
東
過
二
高
麗
盃
ザ
兵
掩
l
-

【
鴨
足
】
21

が
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
゜

L

歩
く
。
縣
、
金
池
王
家
、
有
T

養
1

一
鷺
鴨
珈
豆
冒
於
―
―
鴨
糞
中
口
竺
襲
輻
重
五
仲
文
回
撃
大
破
レ
之
‘
至
―
―
鴨
緑
水
ご
云
云
‘
仲

【
鴨
桃
】
22

”07

霰
樹
の
名
。
〔
王
績
‘
涌
仙
詩
〕
鴨
桃
聞
―
―
魅
金
盃
遂
多
牧
淘
レ
之
、

H
得,,
ニ
団
縁
レ
此
致
―
―
富
責
↓
文
選
レ
騎
‘
度
レ
水
追
レ
之
。
〔
明
一
統
志
〕
鴨
緑
江
在
1

一都

已
槙
龍
竹
未
-
1

経

騎

一

【

鴨

柄

】

33

芍
鴨
居
（
7
)

に
同
じ
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
居
慮
司
城
東
五
百
六
十
里
硲
汝
‘
唐
書
有
―
―
馬
皆
水
冨
空
誅
稿

【
鴨
蛍
】

2
3
g
oぁ
ひ
る
の
卵
。
〔
物
類
相
感
志
〕
鴨
蛋
部
、
屋
宅
具
‘
鴨
柄
〕
巧
程
式
云
‘
鴨
柄
‘
賀
毛
江
、
今
案
‘
之
白
山
一
色
若
―
―
鴨
頭
五
故
名
1

一
鴨
緑
面
i

南
流
至
え
女
市
―

墾
綱
砂
一
聾
,
1

花
及
葛
字
一
候
レ
乾
以
1

一
頭
製
灰
汁
盃
伊
本
文
未
レ
詳
。
〔
箋
注
〕
按
‘
春

H
瞼
記
云
、
加
毛
為
‘
恐
入
レ
海
、
唐
太
宗
征
"
嵩
麗
ぶ
生
兵
於
鴨
緑
水
面
邸
庄
所

之
‘
則
黄
直
透
レ
内
。

O
物
の
白
い
形
容
。
〔
紅
棲
夢
‘
三
非
T

俗
呼
―
―
鴨
居
1

者

い

謂

白

山

‘

卸

今

之

長

白

山

也

。

回
〕
削
肩
細
腰
‘
長
挑
身
材
‘
鴨
蛋
瞼
面
‘
俊
眼
脩
眉
。

U
霞
苗
】
34

y
a
'
m
i
a
o
2

あ

ひ

る

の

雛

。

【

鴨

は

g
】43
四
か
も
の
形
に
作
っ
た
香
遣
。
〔
香
譜
〕
香

〖
鴨
蛋
魚
〗2
4
ya'tan• 

yi.i2

脊
鰭
の
無
い
金
魚
。
【
鴨
片
】
35ya'p'ien• 

あ
ひ
る
の
さ
さ
肉
。
獣
以
塗
レ
金
為
盃
攻
祝
・
麒
麟
・
晃
鴨
之
状
i

空
1

一
其
中
一
以

【
鴨
池
】
2
5
H
7

川
の
名
。
貴
州
省
清
鎮
織
金
二
縣
の
間
。
【
鴨
保
】
36

豆
塞
の
名
。
湖
南
省
水
緩
縣
の
西
南
。
鶉
保
然
レ
香
‘
使
二
香
自
レ
ロ
出
↓
以
為
二
玩
好
↓
〔
李
＿
商
隠
‘
保
漏

下

流

は

陸

廣

河

と

な

る

。

烏

江

の

南

源

。

山

の

中

。

詩

〕

舞

鸞

鏡

匝

牧

―

―

残

黛

i

睡
鴨
香
遣
換
ー
ー
タ
黒
↓
〔
苑
成

【
鴨
通
】
26

席
か
も
の
く
そ
。
〔
本
草
‘
鵞
〕
白
鴨
通
‘
即
【
鴨
欄
】
37

”
り
―
二
國
‘
呉
の
建
昌
侯
の
た
て
た
麒
鴨
欄
。
大
、
西
棲
秋
晩
詩
〕
睛
日
涌
窓
亮
鵞
散
‘
巴
童
来
按
鴨
櫨

鴨
屎
也
‘
輿
正
滋
四
同
義
。
「
だ
も
の
。
〔
呉
志
、
陸
遜
博
〕
時
建
呂
侯
慮
於
1

一
堂
前
1

作
<
I

醐
鴨
欄
一
灰
。
〔
陸
消
、
詩
〕
香
残
冷
1

一
鴨
遣
↓

【
鴨
條
】
27

y
a
'
t
'
i
a
o
2

あ

ひ

る

の

肉

を

細

長

く

刻

ん

頗

施

小

巧

↓

【

鴨

材

色

】

4
4
7
お
光
澤
の
あ
る
緑
色
を
い
ふ
。

5
 

【
鴨
頭
】
門
□07
0
ぁ
ひ
る
の
あ
た
ま
。
〔
唐
書
、
五
行
志
〖
鴨
欄
磯
〗
3
8
[
7
ラ
，
地
名
。
湖
南
省
臨
湘
縣
の
東
北
。
【
鴨
能
飩
】

4
5げ
グ
コ
/
食
品
の
名
。
鴨
卵
の
半
ば
孵
化
成

一
〕
齊
王
祐
為
貪
州
刺
史
五
好
畜
レ
鴨
‘
有
レ
狸
、
嘔
レ
鴨
‘
鴨
蘭
磯
゜
〔
水
経
、
江
水
注
〕
江
水
、
云
云
‘
右
歴
1

一
鴨
蘭
形
し
、
殻
を
脱
す
る
こ
と
能
は
ず
し
て
死
ん
だ
も
の
。

413
 

頭
断
者
四
十
餘
。
●
緑
色
を
い
ふ
。
水
の
緑
色
を
鴨
の
首
磯
北
↓
〔
岳
陽
風
土
記
〕
鴨
欄
磯
‘
建
昌
侯
孫
慮
闊
レ
鴨
〔
南
村
随
筆
〕
鴨
餓
飩
‘
其
名
莫
レ
考
知
m
レ
自
‘
乃
哺
坊
中

1

_
 
八
一
九
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娯
卵
出
レ
鴨
‘
有
企
’
已
成
乙
形
、
不
レ
能
レ
脱
レ
毅
‘
混
沌
而

死
者
、
在
―
―
他
慮
1

為
―
―
棄
物
盃
皿
秀
洲
獨
以
為
1

一
方
物
一
〔
楊

萬
里
‘
詩
〕
跳
上
岸
来
須
,
,
記
取
云
秀
州
門
外
鴨
龍
飩
゜

【
鴨
爪
稗
】
烹
げ
サ
ウ
稲
に
似
た
穀
類
。
稔
子
の
異
名
。

〔
本
草
‘
穆
子
〕
秤
名
‘
龍
爪
粟
‘
鴨
爪
稗
‘
時
珍
曰
‘
稜
乃

不
レ
粘
之
稲
也
‘
亦
不
レ
賓
之
貌
也
‘
龍
爪
鴨
爪
‘
象
―
―
其

穂
岐
之
形
↓

【
鴨
距
草
】

47gセ
キ
草
の
名
。
つ
ゆ
く
さ
。
或
は
ば
う
し

ば
な
•
あ
を
ば
な
•
あ
ゐ
ば
な
•
は
な
だ
ぐ
さ
等
と
い

ひ
‘
つ
ゆ
く
さ
科
に
隔
し
‘
路
傍
・
畑
地
等
に
自
生
す
る

一
年
草
で
あ
る
。
埜
の
裔
さ
は
一
尺
許
‘
梢
；
伏
臥
生
で

あ
る
。
葉
は
卵
状
披
針
形
‘
又
は
廣
披
針
形
を
呈
し
、
先

端
尖
り
‘
基
部
は
鞘
状
を
し
て
埜
を
抱
い
て
ゐ
る
。
夏

日
大
形
の
編
笠
状
を
し
た
包
の
中
に
‘
碧
色
の
不
整
齋

花
を
開
く
。
〔
本
草
‘
鴨
妬
草
〕
秤
名
‘
蔽
器
曰
‘
鴨
妬
生
二

江
東
淮
南
平
地
ご
某
如
レ
竹
‘
裔
―
二
尺
‘
花
深
碧
‘
好

為
レ
色
、
有
レ
角
如
烏
喉
↓

[
鴨
舌
草
】
48

誘
ゼ
，
草
の
名
。
こ
な
ぎ
‘
又
は
み
づ
な

ぎ
・
さ
さ
な
ぎ
と
い
ひ
、
水
田
・
沼
澤
等
に
篠
生
す
る
一

年
生
草
で
‘
み
づ
あ
ふ
ひ
科
に
麗
し
て
ゐ
る
。
葉
は
長

柄
を
有
し
て
叢
生
し
‘
卵
園
形
又
は
卵
形
で
、
先
端
が

尖
つ
て
ゐ
る
。
花
は
紫
色
で
、
少
藪
を
総
花
序
に
排
列

し
‘
花
期
は
夏
か
ら
秋
で
あ
る
。
水
葱
。
蔀
草
。
〔
本
草
‘

地
膚
〕
秤
名
、
地
葵
‘
地
唆
‘
落
帝
‘
獨
帯
‘
王
藝
‘
王
帯
‘

掃
帯
‘
益
明
‘
涎
衣
草
‘
白
地
草
‘
鴨
舌
草
‘
千
心
妓
女
‘

時
珍
日
‘
鴨
舌
‘
因
―
―
其
形
似
一
也
。

【
鴨
祈
小
隠
】
49

誘
？
梁
川
孟
緯
の
琥
。
梁
川
星
巖
(
6

ー

1
4
8
2
5
:
 3
4
7
)
を
見
よ
。

【
鴨
井
熊
山
】
50

”g[
’
肥
前
の
人
。
名
は
西
銘
。
字
は

東
仲
。
通
梢
は
耕
太
郎
。
琥
は
熊
山
。
安
政
四
年
歿

す
、
年
五
十
五
゜
昌
平
覺
に
學
ぶ
。
著
に
嘉
政
博
聞
録
・

熊
山
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃
目
鋒
〕
。

【
打
レ
鴨
驚
二
鴛
鴛
-
]
5
1
"
臼

g”
テ
ェ
9

ア
ウ
，
鴨
を
撃
て
ば

同
じ
池
中
に
浮
ぴ
居
る
鴛
鵞
を
驚
か
す
に
至
る
。
一
人

を
罰
し
た
た
め
に
、
他
の
衆
人
を
も
驚
動
さ
せ
る
喩
゜

〔
魏
秦
詩
話
〕
呂
士
隆
知
―
―
宣
州
ご
叶
笞
―
―
官
妓
一
適
―
―
杭

州
―
―
妓
到
‘
士
隆
喜
5

之
‘
一
日
郡
妓
小
過
‘
士
隆
欲
レ

笞
レ
之
‘
妓
曰
‘
不
一
約
溢
竺
但
杭
妓
不
に
女
、
士
隆
捨
レ
之
‘

梅
聖
愈
作
―
―
打
レ
鴨
詩
ご
臭
レ
打
レ
鴨
‘
驚
―
―
鴛
驚
↓
鴛
癒
新

向
泄
中
窟
‘
不
レ
比
孤
洲
老
鵡
鶴
゜

鳥

部

〔
五
ー
上
ハ
書
〕

日
鳥
の
名
。
歎
（
1
2
|
 4
6
7
8
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鉄
‘
鳥
名
‘
説
文
‘
鋪
鼓
也
‘
或
作
レ
蛭
゜
口
と
び
。

〔
集
韻
〕
徒
結
切
卿
g

テ
ッ
テ
チ

日や

【
蛭
】
〗
り＇昌

【
鴫
】
蜘

し
ぎ
。
鵡
。
夏
秋
‘
田
澤
に
居
る
，
＜

譴
ひ
な
に
似
て
小
さ
い
。

国
】
[
ス

鵜

(
1
2
-
4
7
1
8
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
翡
、
同
レ
雛
゜

冠
】
〗
ケ
イ
い
戸
口
疇
同
じ
。
〔
字
彙

む
さ
さ
び
。
〔
玉
篇
〕
鵡
‘
腿
鼠
゜
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鴎

夷
、
鳥
名
。

冨『】螂

〔
集
韻
〕
夷
周
切
因

ィ9
ウ
ュ

屑】尋ガン

輿
レ
祁
別
。

鴇
(
1
2ー

4
6
6
5
9
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
臆
‘
雁
‘
鴇
同
‘
鴇
即
臆
之
省
‘

【
動
】
〗
ァ
9
7

鴨（
1
2
|
 
4
6
8
2
3
)
に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
鳥
、
同
レ
鴨
゜

[
岬
]
蜘
ア
ブ

鴨（
1
1
0
1
4
6
8
2
3
)
に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
肝
‘
同
レ
鴨
゜

日
鵠
渠
は
、
鳥
の
名
。
或
は
帷
(
1
0
-
3
3
2
0
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
或
ハ
レ
佳
゜
〔
山
海
経
、
西
山

経
〕
松
果
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
名
日
―
―
鵠
渠
石
其
状

冨『】岬

且ヴチ＇ュヴ
旦ナーユ
□
ヶ
ヴ

〔
集
韻
〕
堅
発
切

〔
集
韻
〕
直
衆
切

〔
集
韻
〕
徒
冬
切

層図圏

鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
騎
‘
鳥
名
。

冨][
シ

〔
字
彙
〕
書
之
切
国
{

窮
]
[

鳥
の
名
。
鳩
(
1
2
-
4
6
7
2
7
)
・
瓶
(
1
2
-
4
6
7
0
7
)
に

同
じ
。
〔
五
昔
集
韻
〕
鶉
‘
鳥
名
、
本
作
レ
鵡
‘
或

作
レ
賎
゜

タ
ン
ト
ン

〔
五
音
集
韻
〕
丁
紺
切

園

0
鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
船
‘
鳥
名
。
●
鳥
の
纏
名
。

〔
五
昔
集
韻
〕
船
‘
衆
鳥
継
名
。

露
】
〗
イ
〔
字
彙
〕
文
支
切
図

【
鶉
尾
】
1

勾
ガ
タ
尾
根
の
雨
端
博
風
の
上
に
あ
る
大

瓦
。
と
り
ぶ
す
ま
。
鳥
食
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
家
宅
之
用
‘

瓦
〕
鴇
尾
‘
和
名
久
都
加
太
、
今
云
鳥
会
瓦
。

祠
】
〗シ
誰

(11|
 
4
1
9
9
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

誰
、
或
作
レ
鶏
゜

鵠
(
1
2
-
4
6
8
0
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
蛭
‘
鵡
同
。

鴨

朗

鳥

臆

鴎

鴇

蒻

鴫

蛭

鵠

船

鶉

峙

蛾

鵡

鴎

棧

鵡

鴎

女
鴎
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
女
鴎
‘
工

雀
也
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
女
鴎
‘
鳥
名
‘
巧
婦
也
。

祠
]
〗シぶ‘
9

ウ

ザ
ウ

集
韻
〕
疾
亮
切
瀾

面面

日
鵬
鴎
は
‘
は
と
と
ぎ
す
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鵬

鶴
、
子
鵠
也
。

gく
わ
っ
こ
う
ど
り
。
或
は
維

(11ー
4
2
0
2
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
紐
‘
鳥
名
、
鳴
鳩

也
、
郎
今
布
穀
‘
或
炊
レ
佳
。

【
鶉
】
蜘

日
キ
□
ギ

〔
集
韻
〕
古
委
切

〔
集
韻
〕
五
委
切

或
う
。
し
ま
つ
ど
り
。
或
は
鵞

趙
：
紐
愚
骰
(
1
2
ー

4
7
0
9
4
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
鵜
‘
禿
鵠
也
‘
炊
レ
鳥
未
臀
‘
鶯
‘
鵠
或
炊
レ
秋
。

冠

]

[

〕

亨

〔

集

韻

〕

雌

由

切

困

【
鵠
】
[

す
ず
め
の
島
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
雀
圏
。

タ
イ
ツ
ィ

〔
集
韻
〕
都
回
切

図

冠

】

曇

む
さ
さ
び
。
〔
集
韻
輝
t

、
鳥
名
、
飛
生
也
。

エ
イ

〔
集
韻
〕
以
制
切
圏

如
一
山
雙
黒
身
赤
足
、
四
以
已
臼
膜
。
□
鳥
の

名
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
。
国
か
は
う
そ
の
＿
種
。
蜆

(
1
0
ー

3
3
5
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蝶
‘
獅
陽
‘
害
レ

魚
者
、
或
作
レ
鵠
。

八
二

O
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鳥

部

〔六書一〕

鶉

鵡

鶴

鵡

鴎

餓

絨

鴎

鶯

鵠

駕

稲

八

□
ま
な
づ
る
。
も
と
鵠
(
1
2
|
 4
6
9
5
1
)
 

'
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
稿
‘
説
文
、
本
作
レ

閾
〔
説
文
〕
鵠
‘
棄
鵠
也
‘
枯
鳥
昏
瞥
゜
〔
爾
雅
‘

繹
鳥
〕
鶴
‘
棄
鵠
゜
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
雙
鶴

ク
ヴ
ッ

ク
ヴ
チ

口
ク
ヴ
ッ

ロ

冨
】
[
ケ
チ

〔
集
韻
〕
古
刹
切

集
韻
〕
古
活
切
園
『

≪
x
y
 k
u
a
 

暦

冠
】
〗
鵠
(
1
2
-
4
6
9
2
6
)

に
同
じ
。
〔
集

ヨ
ク

韻
〕
鵠
‘
或
作
レ
賎
゜

〇
鶉
鵡
は
‘
つ
ば
め
。
或
は
離
(
U
-
4
2
0
 2
8
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鳥
名
‘
燕
也
‘
或
八
レ
佳
。
〔
荘

子
、
山
木
〕
鳥
莫
レ
知
1

一
於
鶉
鵡
↓
〔
秤
文
〕
或
云
‘
鶉

鵡
燕
也
。

O
或
は
怠
(
4
-
1
0
 4
6
9
)

に
作
る
。
〔
韻

會
〕
鵡
‘
或
作
レ
怠
‘
東
海
有
レ
鳥
‘
其
名
曰
孟
息
怠
↓

〇
園
醜
鵜
は
‘
舵
鳥
の
隔
。
高
さ
一
二
四
尺
。
頭
頸

に
利
毛
あ
り
‘
橙
‘
褐
色
を
帯
ぴ
、
嘴
‘
扁
平
。
濠

洲
に
産
す
。

冨[]蜘
ニジ

〔
集
韻
〕
人
之
切
図

日
口
鶉
覇
は
‘
が
ら
ん
て
う
。
淘
河
。
鵜
鵬
゜
或

は
雑

(11|
 4
2
0
2
1
)

に
作
り
、
通
じ
て
湾
(
6ー

1
7

4
2
9
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
鵜
‘
鶉
澤
。
〔
注
〕

今
之
鵜
概
也
‘
好
墾
飛
沈
レ
水
食
レ
魚
‘
故
名
二
港

夜
俗
呼
レ
之
為
―
―
淘
河
一
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶉
鶴
‘
鳥

名
‘
或
八
レ
佳
、
通
作
レ
袴
。

ロヲ

3

ウク
□l
 

【
鶉
】
蜘
コ
〔
集
韻
〕
荒
故
切

〔
集
韻
〕
注
胡
切

園図

爵
餓
は
‘
え
つ
さ
い
。
或
は
鴻
(
1
2
-
4
6
7
1
7
)

・鷲

(
1
2
 |
 4
6
9
9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
賊
‘
爵
絨
‘
隼

，
 

貧

】

蜘

竺

9
]
'

ゥ
〔
集
韻
〕
思
融
切
菌

【
鵡
】
[
ケ
ン

腸
(
1
2
-
4
6
9
2
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鶴
‘
俗
鵠
字
。

日
口
●
み
そ
さ
ざ
い
。
巧
婦
鳥
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕

桃
晶
‘
鵡
‘
其
雌
苅
゜
〔
疏
〕
桃
晶
名
レ
鵡
‘
其
雌
名
レ

鴎
゜
〔
玉
篇
〕
鴎
巧
婦
也
。
●
或
は
雉

(11|
 4
2
0
 

3
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
姐
‘
鳥
名
‘
或
炊
レ
佳
。

O

或
は
鳩
(
1
2ー

4
6
6
5
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
或

八
レ
又
゜

冠]蜘
にl
ゲガ
ィ

□
ガ
イ

〔
集
韻
〕
牛
蓋
切
圏

ーガ

ai4

〔
集
韻
〕
魚
刈
切
曖

下
。
〔
注
〕
善
日
、
鶴
、
棄
鵠
也
。
口

0
鳥
の
名
。
一
身

九
尾
。
〔
廣
韻
〕
鵠
‘
鶴
鵡
‘
鳥
毛
逆
‘
九
尾
。
〔
衝
波

傭
〕
有
鳥
九
尾
孔
子
息
子
夏
見
レ
之
‘
人
以

問
孔
子
日
、
鶴
也
‘
子
夏
曰
、
何
以
知
レ
之
‘
孔
子

曰
‘
河
上
之
歌
云
‘
鶴
分
鵡
分
‘
逆
毛
衰
分
‘
一
身

九
尾
長
分
。

O
口
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
爾
雅
‘

鶴
、
槃
鵡
。

【
鵡
笛
】
1

砂
ソ
鳳
凰
の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鵠
笛
‘

鳳
皇
層
也
。

【
鵠
持
】
2

昇
，
鳥
の
名
。
鵡
鹿
に
同
じ
。

【
鵠
鹿
]

3

O
竺
鳥
の
名
。
鶴
の
別
名
。
ま
な
づ
る
。
其
の

鳴
臀
に
象
つ
て
名
づ
く
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
偉
上
‘
雙

鵠
下
‘
注
〕
師
古
日
、
鵠
、
鵡
也
‘
今
隅
西
呼
為
二
鵡
鹿
一

山
東
通
謂
一
之
鵠
盃
叩
俗
名
藉
堕
云
云
‘
又
謂
1

一鵡持↓

鵡
鹿
・
鵡
持
‘
皆
象
―
―
其
鳴
瞥
一
也
。

〔
集
韻
〕
於
諫
切
藷

-
『
y
e
n
•

〔
集
韻
〕
於
寒
切
圏

小

日

0
ふ
な
し
う
づ
ら
。
〔
説
文
〕
鵠

象
荼
雇
也
‘
枯
鳥
安
臀
゜
〔
國
語
、
晉
語

八
〕
晉
平
公
射
レ
鵠
不
レ
死
。
〔
注
〕
鵠
‘
鷹
小
鳥
也
。

●
幽
鵠
は
‘
獣
の
名
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
邊
春

之
山
、
有
レ
獣
焉
‘
其
状
如
レ
黒
而
文
身
‘
善
笑
‘

見
レ
人
則
臥
、
名
日
幽
鰭
其
鳴
自
呼
。
参
ま
た

鵜
(
1
2
-
4
7
2
0
8
)

に
作
る
。
〔
荘
子
、
逍
逢
遊
、
斥

鵜
笑
レ
之
、
秤
文
〕
鵠
‘
字
亦
作
レ
鵜
゜
R
或
は
雑

(11 |
 4
2
0
1
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
或
凡
レ
佳
°

□
鳥
の
こ
ゑ
゜
〔
集
韻
〕
娘
、
鳥
臀
゜

【
鵠
雀
】
1

グ
や
ク
鳥
の
名
。
ふ
な
し
う
づ
ら
。
鵜
雀
゜
〔
爾

雅
‘
秤
鳥
‘
属
鵜
‘
注
〕
今
鵠
雀
゜
〔
楚
辟
、
王
逸
‘
九
思
‘

冦】』
□ 日
アエア
ンンン

水
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
水
鳥
名
。

穴
鳥
】
郷
ロ
ー
ウ
〔
集
韻
〕
渠
容
切
径

〔
集
韻
〕
蒸
夷
切
図

〔
集
韻
〕
脂
利
切

oo

小
曰
●
し
め
。
し
と
ど
。
〔
説
文
〕
鵠
‘
瞑

景SD
策
鵠
也
‘
炊
レ
鳥
旨
臀
゜
〔
段
注
〕
廣
鉤
曰
‘

小
青
雀
也
、
按
、
廣
約
蓋
謂
―
―
即
騒
脂

U
0ま
だ
毛

の
は
え
な
い
ひ
な
。
〔
集
韻
〕
鴇
‘
一
曰
、
小
鳥
未
レ

翰
者
。
〔
篇
海
〕
鵠
、
鳥
穀
未
レ
生
レ
毛
。
口
●
す
ず

め
の
こ
ゑ
゜
〔
類
篇
〕
鵠
、
雀
瞥
也
。

O
し
め
。
し
と

ど
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
一
曰
‘
冥
鵠
‘
鳥
名
、
一
日
‘
胄

雀。

O
す
ず
め
の
ひ
な
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
雀
穀
。

【鴎】”

日
シ口シ

圏
‘
或
炊
久
ム
‘
炊
レ
松
。

巳
□
す
ず
め
。
〔
玉
篇
〕
稲
‘
荒
鳥
。
閻
ち
ど
り
。

小
鳥
の
一
。
頭
嘴
蒼
黒
‘
背
胄
黒
‘
頬
白
く
‘
翅

は
黒
い
。
河
海
の
水
邊
に
墾
棲
す
る
。
千
鳥
。

衡
゜
〔
和
漢
ニ
オ
圏
會
、
水
禽
類
‘
稲
〕
千
鳥
‘
萬

菓
集
為
二
乳
鳥
す
念
竺
智
鳥
五
按
‘
禰
在
―
―
江
海
水

邊
云
口
千
成
レ
禁
‘
俯
紐
示
＇
鳥
玉
密
鵬
似
一
鶴
鵠
―

而
小
‘
其
頭
蒼
黒
‘
頼
白
‘
眼
後
有
―
―
黒
條
盃
目
＿
Pl

黒
‘
翅
黒
‘
腹
白
、
胸
黒
‘
嘴
亦
蒼
累
‘
尾
短
‘
胚
黄

蒼
而
細
長
‘
冬
月
最
多
、
飛
二
嗚
子
水
上
盆
町
レ
侶
‘

祠】蜘
曰
カ
ウギぶ`
，ウ

ロ
カ
ウ
ギーヤ，ウ

玉
篇
〕
戸
孟
切

〔
玉
篇
〕
戸
庚
切

國圏

曰
と
び
。
或
は
鳶
(
1
2—
4
6
6
7
4
)

に

作
り
、
ま
た
載
(
1
2
-

4
6
8
8
7
)

に
作

薫
い

る
。
〔
集
韻
〕
駕
、
説
文
‘
鷲
鳥
也
、
或
八
レ

t
‘

亦
作
レ
戴
°
□
み
さ
こ
。
魏
(
1
2
-
4
7
1
0
5
)

に
同

じ
。
〔
説
文
〕
駕
‘
鷲
鳥
也
、
炊
レ
鳥
泊
臀
゜
〔
段
注
〕

此
今
之
鴨
字
也
‘
号
‘
説
文
作
レ
罪
、
鶉
‘
廣
雅
作
レ

鵜
、
古
昔
泊
臀
・
罪
臀
‘
皆
在
'11-tj'ij喪
五
各
切
‘
作
レ

鶉
者
隷
髪
耳
、
詩
匪
レ
敏
匪
レ
鳶
、
正
義
‘
鳶
作
レ

鴨
‘
引
孟
康
日
鶉
大
離
也
一
又
引
説
文
鴬
鷲

鳥
也
ご
走
孔
沖
遠
固
知
―
駕
即
鶉
字
ご
陸
徳
明
本

乃
作
レ
究
‘
云
、
以
専
反
‘
今
毛
詩
本
因
レ
之
‘
又

以
―
―
輿
専
反
改
説
文
鳶
字
之
―
H

日
一
誤
之
甚
尖
°

〔
集
韻
〕
鴨
‘
鴫
陽
‘
或
炊
レ
加
。

宮
】
蜘
戸
〔
集
韻
〕
余
専
切

oo

〔
集
韻
〕
逆
各
切
圏

疾
世
〕
鵠
雀
列
分
諄
誰
。
〔
注
〕
鵠
雀
、
小
鳥
也
、
云
云

鵠
‘
一
作
レ
鵜
。

13417 



貧
】
曇

【鵠】岬

レ
ッ
〔
集
韻
〕
力
蛯
切
園

ヽ

レ
チ
カ
＿
せ

l
i
e
h
•

屑
】
曇
昇
い キ

ッ
キ
チ

□l
 

カ
ッ
ケ
チ

日

）
 ，
 

6
 
8
 
6
 
4
 
（
 二
鵡
】
岬

5
 
5
 
8
 
6
 ⑭【
鵡
】
年

す
ず
め
。
〔
玉
篇
〕
鶴
‘
雀
也
。

ク
，
ワ
ウ

〔
玉
篇
〕
呼
光
切

〔
字
彙
〕
胡
隈
切

ケ
9

ウ

肉
美
味
‘
歌
人
詠
1

一
賞
之
↓

鳥

部

〔
六
畳
〕

屈 題

口
ゲ
ン

冠
】
〖
長
ク

固
[
9

デ

国
セ
ン

日
ヶ
ン

~ ~ 

集集
韻韻、、
悦経
堅一天
切ヰ‘切

'< 

囮圏園加糾囲

【嶋】三

一【嶋】亨

鳩
に
似
た
鳥
。
〔
廣
韻
〕
鴻
、
鳥
名
、
似
レ
鳩
、
有
レ
冠
。

キ
ヴ
グ

洵

雉
に
似
た
鳥
。
〔
集
韻
〕
鵠
鳥
名
‘
似
レ
雉
‘
喘
自

乎。
n"＂ 
【
旭
】
螂
乃

9

ウ

貧
]
[

梨
(
6ー

1

ぢ
6
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
一

縞
‘
同
レ
巣
゜

火
老
鶉
↓

鵡

鵡

鵠

鴎

駕

樟

鵠

鳴

鴻

駒

鵠

翔

鴛

健

猥

〔
集
韻
〕
詑
琵
切
闘

旦
chi'

＇ 

H
-
Y
'
c
h
i
a
2
 

〔
集
韻
〕
激
質
切
躙
i

日
口
鵠
鵬
は
‘
ふ
ふ
ど
り
。
通
じ
て
桔
(
8
-
2
5
0

3
9
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鳴
鳩
‘
鵠
鵬
゜
〔
注
〕

今
之
布
穀
也
。
〔
疏
〕
布
穀
類
也
‘
一
名
撃
穀
‘
一

名
桑
鳩
゜
〔
集
韻
〕
鵠
‘
鵠
鵬
‘
鳥
名
、
鳴
鳩
也
、
通

作
レ
桔
。

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵡
‘
鳥
長
一
尺
‘
五
色
文
。

き
つ
つ
き
。
或
は
龍
(
1
1
|
 4
2
0
1
9
)

に
作
る
。
〔
爾

雅
‘
繹
鳥
〕
駕
‘
断
木
。
〔
注
〕
口
如
レ
錐
‘
長
敦
寸
‘

常
断
レ
樹
食
レ
晶
‘
因
名
云
゜
〔
集
韻
〕
駕
‘
鳥
名
、

或
炊
レ
佳
。
〔
巽
物
志
〕
此
鳥
有
レ
大
有
レ
小
、
有
レ
褐

有
レ
斑
‘
褐
者
雌
‘
斑
者
雄
‘
又
山
中
有
ニ
一
種
青

黙
色
一
頭
上
有
紅
毛
王
人
呼
―
―
山
新
木
ぶ
か
名
―

.--, .--, 

梢籾
鳴客レ
曰昔如有南炊韻日

館'i"'槙凹訊｀山
レ

佳精
'-J~ 

... g:;: 其‘痺閃焉雙二、鳥
み';: 名 、 山鳥の

": 洒自其手、其拒海名名口曰
陳琥名其状

山経 1-, ン

明、廷也
、、或稚ユゴ

＾ 禽會。

ii~ い
〔
集
韻
〕
居
容
切

〔
廣
韻
〕
其
九
切

〔
集
韻
〕
逆
革
切

〔
集
韻
〕
丘
耕
切

〔
集
韻
〕
諸
延
切

〔
集
韻
〕
鐘
輪
切

〔
集
韻
〕
追
輪
切

困

日
ャ
ヴ
〔
集
韻
〕
余
章
切
顕

【
鶏
】
岬
□
芦
9

ウ
〔
集
韻
〕
徐
羊
切
騨

●
駒
競
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
〔
集
韻
〕
駒
‘
駒
競
‘

小
鳥
名
。

O
勢
(
1
2
|
 4
6
8
6
5
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
嶋
‘
同
レ
駒
。

日
キ
ン
〔
集
韻
〕
呼
部
切
圏

口
シ
，
ュ
ン
〔
集
韻
〕
須
倫
切
面
i

曰
嶋
鵬
は
‘
小
鳥
の
名
。
鴇
(
1
2
-
4
6
7
3
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
鴇
‘
鴇
鶴
‘
小
鳥
‘
或
炊
レ
旬
。
口
駒

(
1
2
-
4
6
8
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嶋
、
嶋
謡
、
鳥

名
、
鵡
鶉
也
。
〔
篇
海
類
編
〕
鵠
、
同
レ
駒
。

屑
】
[
シ，ユン

芝
ユ
ン

〔
集
韻
〕
松
倫
切

囮

小
日
口
〇
こ
ゐ
さ
ぎ
。
〔
説
文
〕
瓶
‘
舷

愚廿
＂
荻
鯖
也
‘
艮
鳥

ff臀
。
〔
段
注
〕
雅
者
古

名

‘

餃

鯖

者

今

名

、

此

融

5

日ーい物：
A
／

[
[
n
u
[
[

き
れ
い
。
雅
(
1
1
-
4
2

0
1
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雅
‘
説
文
、
石
鳥
‘
一
名
誰

蝶
、
一
曰
‘
精
列
‘
或
炊
レ
鳥
。
国
ご
ゐ
さ
ぎ
。
或
は

碓
(
1
1
|
 4
2
0
1
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
膳
‘
鳥
名
‘
爾

雅
、
膳
‘
煽
鵠
‘
似
レ
亮
、
高
足
毛
冠
‘
或
炊
レ
佳
。
圏

鳥
の
名
。
碓
(
1
1
-
4
2
0
1
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
膳
‘

鳥
名
‘
或
炊
レ
佳
。
国
は
や
ぶ
さ
。
鶴
（
1
2
-
4
7
4
1

I
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵬
、
鳥
名
、
説
文
、
鶴
風
也
、

古
作
レ
膳
。

冨
g

】曇

に日
グコ，グク
ゥ

困図

0
鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鴎
‘
鳥
名
。
●
鵬
(
1
2
-
4
6
9
9

9
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
健
‘
俗
鵬
字
。

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

〔
集
韻
〕
胡
溝
切

□
左
足
の
白
い
鳥
。
或
は
鵬
(
1
2
-
4
7
2
1
4
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
猥
、
鳥
左
足
白
‘
或
炊
レ
朋
゜
口
羽
の

つ
け
ね
。
又
、
現
の
初
め
て
生
え
た
さ
ま
。
樅
(
9

ー

2
8
7
4
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
扉
‘
説
文
‘
利
本
也
‘

一
日
、
利
初
生
兒
、
或
八
レ
鳥
。

冠
】
〗1
7
7〔玉
篇
〕
房
六
切
圏

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鴛
‘
鳥
名
。

【鴛】年

リ
ギ
｀
ク

八ニニ
〔
集
韻
〕
力
灼
切

圏

日
敵
鶉
は
‘
鳥
の
名
。
通
じ
て
羊
(
9
|
2
8
4
2
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
翔
、
雌
翔
、
鳥
名
、
舞
則
将
レ
雨
、
通

作
レ
羊
゜
〔
正
字
通
〕
翔
、
家
語
作
王
商
羊
ぶ
ナ
統
云
‘

一
足
鳥
、
本
草
綱
目
、
一
名
山
篇
鳥
、
臨
海
志
云
‘

獨
足
、
鳥
文
赤
口
‘
萱
伏
夜
飛
‘
瞥
如
1

一
人
囁
涵
び

雨
轄
鳴
、
明
永
架
中
、
西
域
進
二
獨
闘
異
鳥
て
上
以

問
―
―
解
緒

i
円
日
、
此
名
王
商
羊
「
左
肋
有
―
―
肉
鼓
一

右
肋
有
―
―
肉
鐘
ご
伐
レ
鼓
則
舞
‘
考
レ
鐘
則
鳴
‘
試
レ

之
果
然
。
口
か
け
る
。
翔
(
9ー

2
8
6
8
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
翔
‘
説
文
‘
回
飛
也
‘
或
八
レ
鳥
。
〔
漢
害
、

饒
架
志
〕
臀
氣
遠
條
‘
鳳
鳥
鶉
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘

鶉
‘
古
翔
字
。
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(46870)一 (46874・・21) 

鳥

部

〔
六
驚
〕

鶏

殻

鵜

駈

鴻

鵠
鵜
は
‘
ふ
ふ
ど
り
。
槌
(
1
2
-
4
7
0
1
7
)

に
同
じ
。

〔
廣
韻
〕
罷
‘
鵠
醸
‘
鳴
鳩
‘
鵜
‘
上
同
。

冨】』
[
7
7

〔
廣
韻
〕
渠
竹
切
圏

囲図

或

日

O
競
胡
は
、
か
ら
ん
て

罷

‘

7
。
鵜
(
1
2
-
4
6
9
5
2
)

に
同

頬
い
柊

じ
。
〔
説
文
〕
競
、
競
胡
‘
汚
澤
也
‘
炊
レ
鳥
夷
臀
‘
鵜
、

競
或
炊
レ
弟
。

O
鷲
懸
は
‘
や
ま
ど
り
。
〔
玉
篇
〕
焙
、

驚
競
、
山
難
也
。

O
通
じ
て
夷
(
8
|
5
8
5
2
)

に
作

る
。
〔
國
語
、
呉
語
、
盛
以
証
ば
竺
而
投
乏
於
江
「

孜
異
〕
藷
昔
、
競
作
レ
夷
°
□
競
鵡
は
‘
む
さ
さ
び
。

通
じ
て
夷
(
3
-
5
8
5
2
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
競
‘
態

鴎
、
一
名
飛
生
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鵡
鵡
‘
鳥
名
‘
飛
生

也
、
通
作
レ
夷
゜

冦】
5

□ 日
イダテ
イイ

〔
集
韻
〕
延
知
切

〔
集
韻
〕
田
黎
切

日
口
国
鵬
鵠
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
。
或
は
鳩
(
1
2
-

4
6
7
2
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
雄
、
戦
鵠
、
鳥
名
‘
或

炊
レ
夫
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
恐
瓢
鵠
之
将
＞
鳴

分
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
鶏
‘
鳩
字
也
、
鴨
鳩
、
鳥
‘
一

名
、
買
鍍
、
一
名
子
規
‘
一
名
杜
随
‘
常
以
立

夏
鳴
‘
鳴
則
衆
芳
皆
歌
。
固
も
ず
。
鋏
(
1
2
ー

4
6

7
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
峡
‘
鳥
名
‘
伯
努
也
、
孟

子
、
南
饗
峡
舌
‘
或
作
レ
鵠
゜

,......., 
鶏
~ 
46870 

囲国□日
ケケキケケケ

チツ ンイ

集
韻
〕
古
穴
切

〔
集
韻
〕
渦
悪
切

〔
集
韻
〕
吉
典
切

〔
集
韻
〕
居
悸
切

圏図園圏

小

日

0
は
く
て
う
。
〔
説
文
〕
鴻
‘
鴻
鵠

嗚≫瓜
豪
也
‘
炊
レ
鳥
江
臀
゜
〔
句
讀
〕
鴻
鵠
二
字

為
レ
名
、
奥
ー
黄
鵠
ー
別
‘
此
鳥
色
白
‘
異
―
―
於
黄
鵠

之
蒼
黄
一
也
、
陸
磯
詩
疏
‘
鴻
鵠
‘
竹
毛
光
澤
純
白
‘

似
レ
鶴
而
大
、
長
頸
肉
美
‘
如
レ
雁
‘
又
有
二
小
鴻
i

大
小
如
レ
覺
‘
色
亦
白
、
今
人
直
謂
レ
鴻
也
‘
案
‘
直

謂
レ
鴻
者
、
言
レ
不
レ
連
、
言
―
―
鴻
鵠
且
亦
箪
梢
為
＞

鵠
‘
荘
子
、
鵠
不
1

一
日
綺
而
白
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕

鵜
鴻
塁
晨
゜
〔
注
〕
鴻
‘
鴻
鶴
也
。

O
ひ
し
く
ひ
゜

大
雁
゜
頸
と
背
が
灰
色
を
呈
し
、
翅
は
黒
く
腹
は

白
い
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鴻
雁
〕
鴻
雁
子
飛
゜
〔
博
〕
大
曰
レ

鴻
‘
小
曰
レ
雁
゜
〔
詩
‘
醐
風
、
九
晟
〕
鴻
飛
遵
レ
渚
゜

〔
箋
〕
鴻
、
大
鳥
也
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
煎
―
―
鴻

鶴
些
゜
〔
注
〕
鴻
‘
鴻
雁
也
。

0
か
は
る
。
〔
爾
雅
‘

秤
詰
〕
鴻
‘
代
也
。
〔
注
〕
鴻
雁
知
Ii

運
代
一
R
大
き

い
。
〔
楚
辟
‘
劉
向
‘
九
歎
‘
逢
紛
〕
鴻
永
路
有
嘉

名
↓
〔
太
玄
経
‘
文
〕
鴻
文
無
レ
サ
氾
。
〔
注
〕
鴻
‘
大
也
。

R
さ
か
ん
。
〔
呂
覧
、
執
一
〕
紳
農
以
鴻
゜
〔
注
〕
鴻
‘

盛
也
。

0
大
水
。
〔
荀
子
、
成
相
〕
馬
有
レ
功
11

一
抑
二
下

鴻
↓
〔
注
〕
鴻
‘

gn洪
水
也
。

O
っ
よ
い
。
〔
周
謁
‘
考

工
記
、
矢
人
〕
撓
レ
之
以
抵
―
―
其
鴻
殺
之
稲
一
也
。

〔
疏
〕
此
言
レ
鴻
‘
即
上
文
強
‘
是
也
‘
此
言
レ
殺
、
即

コヴ

日
グ

【鴻
]
5

□万コ，ウグ
ロ

集
韻
〕
胡
貢
切

集
韻
〕
戸
孔
切

図面

〔
集
韻
〕
胡
公
切
」
雨

r
x
L
 h
u
n
g
'
 

鳥
の
名
。
或
は
帥
(
1
2
ー

4
6
6
8
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
虹
‘
鳥
名
‘
或
作
レ
帥
。

阿
】
[

〔
集
韻
〕
胡
江
切

5
年
)

ヵ，ウ
ガ
ヴ

八
二
三

上
文
弱
‘
是
也
。
R
ひ
と
し
い
。
ひ
と
し
く
す
る
。
【
鴻
淵
】
10

芸
大
き
な
ふ
ち
。
〔
博
巽
‘
七
誨
〕
廣
河
潜

〔
周
證
‘
考
工
記
‘
梓
人
〕
樽
身
而
鴻
。
〔
注
〕
鴻
‘
傭
紡
‘
洪
淵
巨
鯉
゜

【
鴻
遠
】
II

翌
後
魏
‘
毛
遅
(
6ー

1

3
7
2
 :
 1
2
)

の
字
。

〖
鴻
遠
堂
〗12な
ぅ
清
‘
慮
宜

(
8
|2
3
0
5
0
 :
 3
1
)

の
室

也
。

O
洪
(
6
ー

1
7
4
0
 2
)
に
通
ず
。
〔
王
褻
‘
四
子
講

徳
論
‘
夫
鴻
均
之
世
‘
注
〕
善
日
‘
鴻
卑
ハ
レ
洪
、
古
字
名
。

通。

O
古
‘
瑞
(
1
2
-
4
6
6
6
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴻
‘
【
鴻
―
ヰ
日
】
13

只
〇
鴻
の
こ
ゑ
。
〔
章
應
物
‘
奴
何
水
部
一

古
省
。
〔
漢
書
‘
司
馬
相
如
傭
上
〕
鳩
鶴
鵠
鴇
゜
〔
注
〕
詩
‘
其
二
〕
夕
漏
起
滋
恨
盃
鴻
昔
胤
萩
陰
↓
●
音
信
。

【
鴻
恩
】
14

只
大
き
な
め
ぐ
み
。
鴻
大
な
恩
悪
。
大
恩
°

洪
恩
゜
〔
呉
越
春
秋
‘
句
践
入
臣
外
博
〕
蒙
―
―
大
王
鴻
恩
一

師
古
日
‘
鳩
‘
古
鴻
字
。
◎
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘

得
君
臣
相
條
願
得
下
入
備
―
―
掃
除
面
山
給
•
趨
走
盆
止
之

以
レ
名
為
レ
氏
〕
鴻
氏
‘
大
鴻
氏
之
後
也
‘
大
鴻
‘
即

黄
帝
‘
亦
謂
嘉
鴻
氏
閂
〗
〇
深
鴻
は
、
大
水
。
〔
集
願
也
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
傭
下
〕
大
化
紳
明
‘
鴻
恩
博
治
。
〔
江

韻
〕
鴻
‘
濠
鴻
‘
大
水
。
●
物
の
さ
ま
。
鴻
嗣
(
1
3

滝
、
雑
橙
‘
劉
文
學
禎
感
懐
詩
〕
微
臣
固
受
レ
賜
‘
鴻
恩
良

0
)

・
鴻
濠
(
1
5
9
)

・
鴻
溶
(
1
6
6
)
を
見
よ
。
●
通
じ
未
レ
測
。
〔
獣
陽
脩
‘
謝
令
―
召
入
1

一
翰
林
丘
巫
〕
庶
伸
薄

て
派
(
7
ー

1
8
3
3
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴻
、
通
作
レ
効
少
答
鴎
墨

:

。

【

鴻

嘉

】

15

裕
漢
の
成
帝
（
劉
鵞
）
の
年
舅
(B.
C
.
2
0
-

源
。
国
鴻
銅
は
、
奥
ふ
か
い
さ
ま
。
つ
つ
く
さ
ま

1
7
)
 

【
鴻
涯
】
16

存
仙
人
の
名
。
洪
涯
゜
〔
保
邑
‘
郭
有
道
碑

〔
集
韻
〕
鴻
‘
鴻
網
‘
深
遠
、
一
日
、
相
連
次
兒
゜

量

ヒ

ロ

。

文

序

〕

将

下

節

鴻

涯

之

退

跡

ぶ

が

巣

許

之

絶

軌

Lo

〔注〕

[
鴻
案
】
1

豆
パ
後
漢
の
梁
鴻
の
妻
が
夫
に
食
を
進
め
る
善
曰
、
西
京
賦
日
、
洪
涯
立
而
指
磨
‘
肺
仙
博
日
‘
衛
叔

に
、
常
に
案
を
眉
の
高
さ
に
學
げ
て
‘
敬
を
盛
し
た
故
卿
奥
1

散
人
一
博
‘
其
子
交
日
‘
向
興
博
者
為
レ
誰
‘
叔
卿

事
。
〔
後
漢
書
‘
梁
鴻
傭
〕
遂
至
レ
呉
‘
依
"
大
家
泉
伯
通
一
曰
‘
是
洪
涯
先
生
。

居
照
下
ぶ
I

仄
賃
呑
、
毎
レ
蹄
‘
妻
為
具
レ
食
、
不
下
敢
【
鴻
校
】
17

続
軍
中
に
特
別
に
設
け
た
大
き
な
し
き

松
鴻
前
1

仰
良
攀
レ
案
齊
レ
眉
‘
伯
通
察
而
異
レ
之
日
‘
り
。
〔
班
固
‘
賓
車
騎
北
征
頌
〕
行
1

一
戎
醜
い
竺
證
教
五
か

彼
傭
能
使
―
―
其
妻
敬
＞
之
如
レ
此
、
非
—

h
T
が
也
。
鴻
校

1而
昭
仁
゜

【
鴻
稔
】
2

ぼ
お
く
ふ
か
く
う
る
は
し
い
。
〔
論
衡
‘
超
【
鴻
琥
】
18
わ
5

大
き
な
名
琥
。
天
子
の
御
名
を
い
ふ
。
〔
韓

奇
〕
連
結
篇
章
‘
必
大
智
鴻
焚
之
俊
也
。
愈
、
竿
臣
論
〕
致
―
―
吾
君
於
発
舜
盃
空
鴻
琥
於
無
窮
一
也
。

【
鴻
猷
】
3

は
お
ほ
き
い
み
ち
。
大
き
な
は
か
り
ご
と
。
【
鴻
敷
】
19

競
災
民
が
食
を
求
め
る
喩
。
鴻
の
哀
鳴
を

鴻
圏
。
洪
圏
〔
史
記
、
儒
林
博
‘
索
隠
述
賛
〕
興
レ
化
致
レ
以
て
比
し
た
も
の
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鴻
雁
〕
鴻
雁
子
飛
‘
哀

埋

鴻

猷

克

賛

。

鳴

粋

贅

〔

集

偉

〕

流

民

整

鴻

贋

哀

嗚

自

比

、

而

作

此

【
鴻
―
]
4

位
唐
‘
慮
鴻
(
8ー

2
3
0
5
0
:
 6
6
)

の

一

名

。

歌

ふ
3

。

【
鴻
乙
】
5

昇
お
ほ
と
り
と
つ
ば
め
。
乙
は
鯰
‘
即
ち
【
鴻
翻
】
20

ぢ
鴻
の
鳥
の
利
。
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕

燕
゜
〔
南
史
、
隠
逸
上
、
顧
歓
偉
〕
足
下
所
レ
宗
之
本
、
一
夫
蚊
品
終
日
経
螢
、
不
レ
能
レ
越
―
―
階
序
一
附
1一
駿
尾
1Rlj

物
為
―
―
鴻
乙
一
耳
‘
謳
,
,馳
佛
道
五
~
レ
免
乞
一
末
→
渉

1一
千
里
ぶ
デ
鴻
翻1則
翔
1―
四
海
―
)

【
鴻
逸
】
6

は
世
を
避
け
て
の
が
れ
る
こ
と
。
〔
柳
識
、
【
鴻
鶴
]
2
1

ぢ
鵠
。
白
鳥
。
〔
拾
遺
記
、
三
、
周
震
王
〕
老
耶

弔
夷
齊
文
〕
先
生
鴻

t―
逸
中
州
面
炉
伏
西
山
盆
醐
栖
~
在
一
周
之
末
五
庄
反
景
日
室
之
山
盃
央

1一
世
人1
絶
レ
跡
、

蕨
之
離
離
五
歌
11
唐

虞

之

不

＞

還

。

惟

有

1

一
黄
髪
老
斐
五
人
↓
或
乗
盃
ば
摂
或
衣
1利
毛
―
耳
‘

〖
鴻
逸
堂
]
7
か00イ
，
清
、
王
艮
(
7ー
2
0
8
2
3:
 4
0
8
)

の
云
云
‘
手
握
―
―
青
笥
之
杖
↓
輿
レ
耶
共
談
ー
天
地
之
散
↓
〔
石

⑲

の

室

名

。

崇

、

思

欝

引

〕

恨

―

―

余

翼

1

鴻
鶴
高
飛
翔
、
経
―
―
芭
阜

gg-

【
鴻
耀
】
8

ヰ
77

河
梁
二
呉
莱
、
海
東
洲
磐
陀
石
上
観
レ
日
賦
〕
鮫
訛
揚
レ

【

鴻

益

】

，

芦

馨

撥

レ

製

以

悠

渫

令

‘

鴻

鶴

刷

レ

毛

‘

挟

レ

翅

而

陵

薄

゜

明
‘
黄
鴻
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 3
7
5
)

の
字
。

大
き
な
と
く
。
非
常
な
利
益
。

13419 
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鳥

部

ハ

聾

〕

鴻

|

|

 

【
鴻
學
】
竺
[
[
學
問
に
深
く
逹
し
た
る
人
。
請
封
輝
表
〕
鴻
徽
治
子
海
表
盆
成
稜
震
―
乎
沙
外
↓

【
鴻
雁
】
23

努

鴻

雁

に

同

じ

。

【

鴻

蹄

】

3
2
3
ゥ
鴻
雁
が
か
へ
り
来
る
。
〔
飽
照
、
飛
白
書

【
鴻
雁
】
24

ぢ
鴻
雁
。

O
秋
に
来
る
候
鳥
の
名
。
鴻
と
雁
。
勢
銘
〕
差
池
燕
起
‘
振
迅
鴻
飩
゜
〔
飽
令
暉
‘
題
―
一
書
後
―

鴻
は
大
き
い
か
り
。
ひ
し
（
ひ
。
一
に
、
大
き
い
か
り
を
ぃ
寄
テ
打
人
―
詩
〕
楊
枯
識
1

一
節
異
盃
鴻
蹄
知
―
―
客
寒
↓

ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鴻
雁
〕
鴻
雁
子
飛
‘
粛
粛
其
利
。
〔
博
〕
大
【
鴻
藉
】

3
3
g
0大
き
な
さ
い
は
ひ
。
大
輻
。
景
輻
。
鴻

旦
鴻
、
小
日
枷
唸
〔
疏
〕
鴻
雁
‘
倶
是
水
鳥
‘
故
連
1

一
言
之
一
硫
。
洪
輻
゜
〔
宋
史
‘
架
志
十
四
‘
嘉
泰
三
年
皇
后
冊
賓
〕

其
形
‘
鴻
大
而
雁
小
。
〔
證
‘
月
令
〕
（
季
秋
之
月
）
鴻
腐
来
鴻
藉
累
輻
‘
駅
費
翁
珠
。
●
観
の
名
。
浙
江
省
紹
興
縣

賓
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
王
雖
馴
闊
鴻
雁
喫
啜
〔
後
漢
の
東
北
。
も
と
唐
の
賀
知
章
の
宅
。
〔
明
一
統
志
〕
鴻
蒻

書
‘
班
固
博
上
〕
鶴
鵡
鴻
鵡
鳥
袋
鷲
鴻
腐
〔
毛
詩
陸
疏
廣
観
‘
在
―
―
紹
興
府
會
稽
縣
治
東
北
三
里
↓
卸
賀
知
章
宅
‘

要
〕
雁
乃
雨
来
‘
仲
秋
鴻
雁
来
‘
季
秋
候
贋
来
‘
候
騰
比
二
骰
為
レ
観
名
―
―
千
秋
↓

子
鴻
臆
而
小
白
‘
秋
深
乃
来
‘
来
則
霜
降
‘
河
北
謂
―
―
之
【
鴻
五
暉
】
34

惚
大
い
な
る
さ
い
は
ひ
。
鴻
藉
゜
〔
徐
彦

霜
信
↓
〔
石
崇
‘
思
蹄
歎
〕
秋
風
属
分
鴻
雁
征
‘
蛛
蝉
噌
噌
伯
、
南
郊
賦
〕
近
―
―
鴻
掻
之
無
算
一
〔
楊
基
‘
八
月
九
日

分
晨
夜
鳴
゜
〔
顔
延
之
‘
蹄
鴻
詩
〕
萬
有
二
皆
同
春
盃
需
開
祀
計
蘊
竺
進
事
詩
〕
衣
冠
陳
1

盛
典
一
拒
壱
降
―
―
鴻
騒
一

獨
辟
蹄
。

O
詩
鰈
小
雅
‘
鴻
雁
之
什
の
篇
名
。
周
の
[
鴻
義
】
35

知
ゥ
大
な
る
忠
義
o

〔
芳
野
金
陵
ヽ
新
建
正
利

宣
王
の
徳
を
褻
め
た
詩
‘
離
散
し
た
民
を
努
束
し
安
集
田
公
祠
堂
1

記
〕
其
精
忠
鴻
義
之
茉
二
子
一
門
↓

し
た
事
を
述
ぶ
。
因
つ
て
災
乱
で
流
離
し
た
民
を
鴻
【
鴻
儀
】
36

豆

0
人
の
風
采
の
美
稲
。
又
‘
人
の
贈
物
を

腐
又
は
哀
鴻
と
い
ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鴻
雁
序
〕
鴻
雁
‘
謝
す
る
語
。
〔
易
‘
漸
〕
上
九
‘
鴻
漸
二
子
陸
石
芸
れ
可
―
―
用

美
會
匡
也
‘
萬
民
離
散
‘
不
に
竺
其
居
↓
而
能
努
―
―
来
為
＞
儀
‘
吉
。
〔
注
〕
進
虞
―
―
高
紫
「
不
レ
累
1

一
於
位
ご
本
云
‘
峨

還
羞
安
四
集
之
「
至
一
子
衿
寡
一
無
に
不
レ
得
"
其
所
―
濡
゜
峨
清
遠
‘
儀
可
レ
責
也
。
〔
疏
〕
虞
な
向
而
能
不
―
―
以
レ
位
自

〖
鴻
雁
哀
鳴
〗2
5
7
0
,
[

ば
し
民
が
災
乱
流
離
に
遭
ふ
状
を
累
｛
則
其
利
可
―
―
→
用
為
―
―
物
之
儀
表
一
可
レ
貴
可
レ
法
也
。

い
ふ
。
哀
鴻
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
鴻
雁
〕
鴻
雁
子
飛
‘
哀
鳴
瞥
●
官
位
を
い
ふ
。
〔
隋
書
、
隠
逸
‘
雀
蹟
博
〕
願
答
曰
‘
謬

柊
°
〔
博
〕
未
レ
履
所
え
女
集
↓
削
柊
柊
然
゜
〔
集
博
〕
比
也
‘
蜘
鴻
儀
ぶ
碑
班
輝
卑
．
-

流
民
以
1一
鴻
騰
哀
鳴
ご
自
比
而
作
1一
此
歌
一
也
。
【
~
鴻
麻
】
3
7認
書
翰
用
語
。
御
高
庇
゜
〔
輻
悪
全
書
‘
稟

〖
鴻
雁
愛
レ
カ
〗
ぉg”5ア
イ
ス
鴻
雁
は
自
己
の
力
を
愛
啓
附
、
候

1
1張
三
府
―
〕
望
切
―
―
鴻
麻
→
情
深
―
―
斗
仰
→

し
て
、
風
に
遇
へ
ば
速
に
飛
ぴ
畢
か
る
。
〔
婢
雅
‘
繹
鳥
、
【
鴻
宮
I
]
3
8

ゃ
炉
大
き
な
宮
殿
。
〔
謝
眺
‘
三
日
侍
1

一
宴
曲

雁
〕
禽
経
日
‘
鴻
雁
愛
レ
カ
‘
遇
レ
風
迅
摯
。
水
ん
い
人
應
レ
詔
詩
〕
遣
―
―
情
扮
水
一
垂
―
―
冤
鴻
宮
一

【
鴻
基
】
27

氾

O
王
者
の
大
事
業
の
ど
だ
い
。
洪
基
。
不
一
【
鴻
魚
]
3
9

は
大
き
な
魚
。
〔
易
林
、
同
人
之
第
十
三
、

基
。
杢
緒
。
〔
晉
書
‘
劉
―
冗
海
載
記
〕
世
祗
光
武
皇
帝
‘
誕
資
屯
〕
鴻
魚
逆
流
、
主
人
潜
去
。

聖
武
‘
恢
盃
ぽ
鴻
基
五
祀
レ
漢
配
レ
天
。
〔
隋
書
‘
地
理
志
上
〕
【
~
均
】

4
0
や
グ
昇
平
を
い
ふ
。
鴻
は
大
、
均
は
平
。
大
平
。

＋
國
為
レ
連
‘
連
有
レ
帥
‘
倍
連
為
レ
卒
‘
卒
有
レ
正
‘
皆
所
―
―
-
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕
夫
鴻
均
之
世
、
何
物
不
レ
架
゜

以
式
固
―
―
鴻
基
↓
〔
李
百
薬
‘
賛
道
賦
〕
頼
1

一
昌
殺
之
百
爪
｛
〔
注
〕
善
曰
‘
洪
、
大
也
‘
鴻
輿
レ
洪
‘
古
字
通
‘
毛
喪
詩
傭

登
七
百
之
鴻
基
↓
●
明
‘
劉
光
詐
(
2
ー

2
2
2
4

：
 
8
3
5
)

日
‘
均
、
平
也
。

の

字

。

【

鴻

襟

】

41

や
パ
お
ほ
き
な
え
り
。
〔
幅
恵
全
書
‘
稟
啓
附
‘

【
鴻
規
】
28

豆
大
き
な
は
か
り
ご
と
。
洪
規
゜
〔
陸
催
‘
候
―
―
某
協
院
―
〕
抜
―
-
松
高
之
蒼
秀
岳
憲
五
竺
轡
峨
干
鴻

石
闘
銘
〕
鴻
規
盛
烈
‘
湮
没
g

千

レ

梢

゜

襟

↓

【
鴻
逹
】
29

や
ゥ
字
琥
。

O
明
‘
趙
漢
(
1
0ー

37171
:
 
7
8
)
 

[
鴻
化
】
42
炉
5

廣
大
な
治
化
。
天
子
の
政
教
徳
澤
に
い

の
字
。
〇
清
‘
頼
用
賢
(
1
0
ー

3

g
6
1
 :
 4
3
)

の
字
。
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
章
帝
紀
〕
朕
聞
、
明
君
之
徳
‘
啓
忌
辿
鴻

【
鴻
輝
】
30

豆
盛
な
光
り
。
〔
劉
峻
‘
耕
命
論
〕
砕
二
結
緑
化
五
型
熙
康
又
↓
〔
顔
延
之
‘
宋
文
皇
帝
元
皇
后
哀
策

文
〕
伊
昔
不
レ
造
‘
鴻
化
中
微
゜

之
鴻
輝
五
竺
懸
黎
之
夜
色
―

【
鴻
徽
】
3
1
i
ウ
大
き
な
善
。
〔
謝
荘
‘
為
二
八
座
江
夏
王
―
【
鴻
荒
】
4
4
7
0
炉
お
ほ
む
か
し
。
鴻
は
大
‘
荒
は
蒙
‘
大
い

に
く
ら
い
意
。
太
古
。
太
昔
。
荒
古
。
洪
荒
。
〔
法
言
‘
問

道
〕
鴻
荒
之
世
‘
聖
人
亜
炉
之
。
〔
王
延
壽
‘
魯
鐙
光
殿
賦
〕

鴻
荒
朴
略
‘
蕨
状
雅
肝
。
〔
蜀
志
、
部
正
傭
〕
昔
在
鴻
荒
‘

朦
昧
肇
初
。

【
鴻
黄
】
45
が
97

ウ
黄
帝
を
い
ふ
。
〔
干
賓
‘
晉
紀
論
晉
武

帝
革
命
―
〕
鴻
黄
世
及
‘
以
一
レ
民
也
。
〔
注
〕
善
日
、
左
氏

博
‘
史
克
曰
‘
昔
帝
鴻
氏
有
―
―
不
材
子
「
杜
預
日
‘
帝
鴻
‘

黄
帝
也
。

【
鴻
隅
】
4
6
E
'
戸
川
の
名
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕
門
水
‘
云
云
‘

又
束
北
歴
レ
峡
‘
謂
―
―
之
鴻
脳
水
：
水
東
有
レ
城
‘
即
開
亭

也
‘
水
西
有
レ
堡
‘
謂
↓
一
之
鴻
賜
堡
「
世
亦
謂
↓
一
之
劉
項
裂

地
慮
五
非
也
‘
余
按
‘
上
洛
有
―
―
鴻
腫
園
池
む
疋
水
津
渠
沿

庄
‘
故
謂
斯
川
―
葛
鴻
臆
澗
鴻
開
之
名
‘
乃
起
レ
是
芙
゜

【
鴻
動
]
4
7
7
0
9

バ
清
‘
張
棟
(
4
-
9
8
1
2
:
 5
8
8
)

の
字
。

【
鴻
滓
】
4
8
E
い
廣
大
な
さ
ま
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
大
道
鴻
滓
゜

【
鴻
卿
】
49

ぢ
後
漢
‘
喝
縦
(
1
2
|
 4
4
5
7
9
 :
 7
4
)

の
字
。

【
鴻
埃
】
5
0
[
f
O

進
漸
の
琥
。
進
鴻
淡
(
1
1
|
 3
8
9
4
3
 :
 
1
7
 

2
)
を
見
よ
。

【
鴻
経
】
51

戸
大
き
な
聖
人
の
書
。
〔
魏
書
、
雀
光
偵
〕

聖
典
鴻
経
‘
柄
勒
,
,
金
石
盃
理
篇
向
犀
只
義
成
家
範
↓

【
鴻
慶
】
5
2
[
5

大
き
な
よ
ろ
こ
ぴ
。
〔
謝
荘
‘
為
-
1

北
中

郎
新
安
王
五
ぴ
司
彼
章
〕
不
―
―
惟
震
施
岡
＞
直
‘
鴻
慶
方

棚
゜
〔
宋
章
廟
靡
成
架
舞
歌
〕
鴻
慶
遅
壱
‘
嘉
塵
令
芳
゜

〖
鴻
慶
外
史
〗5
3盆
賃
宋
‘
朱
煮

(
6ー
1
4
4
2
4:
 1
0
8
)
 

の
琥
゜

〖
鴻
慶
居
士
〗5
4
5バ
ケ
イ
宋
‘
孫
観
(
8ー
6
9
8
7:
 2
3
1
)
 

の
琥
゜

〖
鴻
慶
居
士
集
〗5
5
nパ
祁
書
名
。
四
十
二
巻
。
宋
‘
孫

観
撰
゜
〔
四
庵
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

【
鴻
教
】
5
6
[
,
7
0

大
き
な
を
し
へ
。
〔
文
心
離
龍
‘
宗
経
〕
経

也
者
、
栢
久
之
至
道
、
不
刊
之
鴻
教
也
。

【
鴻
蒻
】
5
7
7
0
,

〔
草
の
名
。
紅
草
(
9
|
3
1
4
0
2
 :
 2
)

の
異

名
。
〔
本
草
‘
藉
草
〕
繹
名
‘
鴻
語
‘
時
珍
曰
‘
此
蓼
甚
大
‘

而
花
亦
繁
紅
‘
故
曰
レ
紅
曰
レ
鴻
‘
鴻
亦
大
也
。

【
鴻
業
】
58

雰
大
き
な
事
業
。
―
帝
王
の
業
。
大
業
。
〔
漢

書
、
成
帝
紀
〕
朕
承
↓
一
太
祗
鴻
業
i

奉
え
示
廟
ニ
―
十
五
年
。

〔
班
固
‘
雨
都
賦
序
〕
内
設
―
―
金
馬
石
渠
之
署
ぶ
か
興
盃
木

府
協
律
之
事
盆
以
興
レ
限
絹
レ
絶
‘
潤
―
一
色
鴻
業
↓
〔
後
漢

書
‘
瘍
帝
紀
〕
皇
帝
幼
沖
‘
承
二
統
鴻
業
↓
〔
晉
書
‘
何
充

博
〕
康
帝
立
臨
レ
軒
‘
庚
沐
何
充
侍
坐
‘
帝
日
‘
朕
嗣
―
―
鴻

八
二
四
|
.
 

翠
―
一
君
之
力
也
。
〔
白
居
易
、
法
曲
歌
〕
中
宗
粛
宗
復
―

-
2
04
 

鴻
業
両
詐
中
典
萬
萬
葉
。

3ー

【
鴻
軒
】
59

焚
鴻
の
や
う
に
高
く
飛
ぷ
。
〔
顔
延
之
‘
五

君
詠
‘
向
常
侍
〕
交
レ
呂
既
鴻
軒
‘
攀
レ
岱
亦
鳳
學
゜
〔
注
〕

善
曰
‘
詩
曰
‘
飩
雁
載
軒
‘
軒
飛
貌
。
〔
菌
唐
書
‘
娩
南
仲

等
傭
賛
〕
寛
夫
雀
躍
‘
廷
老
鴻
軒
。

【
鴻
寮
】
60

焚
鴻
の
や
う
に
自
由
に
飛
ぴ
ま
は
る
。
〔
沈

約
‘
齊
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕
乃
鴻
―
零
益
僭
翠
作
に
寸
1

一東

隻
〔
注
〕
向
日
‘
賽
‘
飛
也
。

【
鴻
源
】
61

芦
五
代
呉
‘
楊
隆
演
(
6
|
1
5
1
1
2
 :
 8
0
6
)
 

の
字
。

【
鴻
口
】
62

芯
春
秋
の
地
名
。
今
の
河
南
―
商
丘
・
虞
城
二

縣
の
界
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
―
-
+
-
〕
齊
師
宋
師
‘
敗
1

一
呉
師
於

鴻
口
言
注
〕
梁
國
唯
陽
縣
東
有
↓
―
鴻
口
亭
↓
〔
水
経
‘
渠
水

注
〕
梁
國
唯
賜
縣
東
有
―
―
鴻
口
吉
宝
先
後
談
者
、
亦
指
レ
此

以
食
楚
・
漢
之
分
圭
非
也
‘
蓋
春
秋
之
所
謂
紅
澤
者

英
。
〔
明
一
統
志
〕
鴻
口
亭
‘
在
―
―
蹄
徳
府
‘
虞
城
縣
‘
應
善

南
郷
昭
公
二
十
一
年
‘
齊
師
宋
師
‘
敗
1

一
呉
師
子
鴻
口

亭
一
郎
此
゜

【
鴻
溝
】
63

芦
川
の
名
。
〇
河
南
省
榮
腸
縣
゜
楚
と
漢
の

分
界
の
慮
゜
〔
史
記
、
項
材
紀
〕
項
王
乃
輿
レ
漢
約
‘
中
二

分
天
下
ご
割
1

一
鴻
溝
以
西
者
云
炉
漢
‘
鴻
溝
而
東
者
為
レ

楚
。
〔
注
〕
正
義
日
‘
應
励
―
Z
、
在
1

榮
陽
東
二
十
里
ご
張

華
云
‘
大
梁
城
在
二
浚
儀
縣
北
五
縣
西
北
渠
水
東
経
1

一此

城
南
ず
人
北
屈
分
為
王
一
渠
石
其
一
渠
東
南
流
‘
始
皇
竪
1
-

引
河
水
一
以
灌
1

一
大
梁
一
謂
―
―
之
鴻
溝
云
楚
漢
會
―
―
此
虞
―

也
。
〔
明
一
統
志
〕
鴻
溝
、
在
一
開
封
府
河
陰
縣
束
面
は
楚

漢
分
レ
界
虞
‘
北
接
―
―
廣
武
山
一
輿
―
―
榮
澤
一
連
‘
宋
呂
蒙

正
詩
、
溝
中
流
水
已
成
レ
塵
‘
溝
畔
荒
涼
起
↓
―
暮
雲
工
大
抵

華
夷
有
二
統
盃
”
1

一
能
天
地
更
平
分
↓
〇
秦
の
始
皇
が

河
水
を
引
い
て
大
梁
に
灌
い
だ
も
の
。
即
ち
今
の
賣
魯

河
。
古
‘
"
汗
水
の
分
流
。

〖
割
鴎
溝
―
〗
紺
焚
翌
’
物
事
に
一
大
逼
分
を
定
め

る
こ
と
。
項
利
が
漢
と
約
し
て
鴻
溝
以
西
を
漢
と
し
、

以
東
を
楚
と
し
た
故
事
に
本
づ
く
。
〔
史
記
‘
項
乃
紀
〕

項
王
乃
卑
ハ
レ
漢
約
‘
中
―
―
分
天
下
面
型
鴻
溝
以
西
者
云
『
レ

漢
‘
鴻
溝
而
東
者
為
レ
楚
。
〔
林
浩
卿
‘
詩
経
研
究
序
〕
及
,
,

朱
博
出
云
皿
鴻
溝
大
劃
。

【
鴻
鵠
】
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芦
お
ほ
と
り
や
く
ぐ
ひ
等
の
大
鳥
。
大
人

物
又
は
英
雄
豪
傑
の
喩
゜
〔
管
子
、
形
執
〕
鴻
鵠
錆
錆
‘
唯



民
歌
レ
之
‘
清
漬
多
士
‘
殷
民
化
レ
之
‘
討
之
失
也
。
〔
淮
南
曰
‘
終
不
レ
使

l―
ー
不
肖
子
居
1一
愛
子
之
上
一
明
乎
‘
其
代
1一
太
〖
~
鵠
之
螂
吋
〗
6
7
翠
コ
ク
ノ
鴻
や
鵠
の
や
う
な
長
命
。
【
鴻
塞
】15砕
地
名
。
河
北
省
唐
縣
の
西
北
。
〔
史
記
、

子
、
人
間
訓
〕
夫
鴻
鵠
之
未
レ
字
―
―
於
卵
ふ
3

、
一
指
蔑
レ
子
位
1

必
矢
‘
君
何
不
下
急
請
―
―
呂
后
1

承
レ
間
為
レ
上
泣
〔
楊
子
〕
危
龍
鴻
鵠
不
―
―
亦
壽
1

乎

。

趙

世
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〕

攻
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取
丹
丘
華
陽
鵠
之
塞
↓
〔
注
〕
正
義
曰
‘
徐

之
‘
則
靡
而
無
レ
形
癸
‘
及
レ
至1一
其
筋
骨
之
已
就
‘
而
羽
言
ぃ
鯨
布
天
下
猛
将
也
、
善
用
レ
兵
‘
今
諸
将
皆
陛
下
故
〖
~
~
~
レ
至
〗
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和
芦
勺
物
を
教
は
り
な
が
ら
‘
廣
日
‘
鵠
‘
一
作
レ
鴻
‘
鴻
上
故
順
‘
今
名
―
―
汝
城
ぶ
狂
定

闘
之
已
成
也
‘
則
奮
レ
翼
揮
レ
罷
‘
凌
―
―
乎
浮
雲
玉
背
負
1

一
等
夷
‘
乃
令
ー
1

一
太
子
将
―
―
此
陽
一
無
レ
異
レ
使
―
―
羊
将
＞
狼
‘
鳥
を
射
る
こ
と
等
を
考
へ
る
。
心
が
う
は
の
そ
ら
に
州
唐
縣
東
北
六
十
里
「
本
晉
鴻
上
脳
城
也
‘
又
有
↓
1

鴻
上

胄
天
玉
贋
亨
赤
臀
盃
雙
翔
乎
忽
荒
之
上
ぶ
四
祥
乎
虹
莫
―
―
肯
為
＞
用
、
且
使
―
―
布
聞
＞
之
‘
則
鼓
行
而
西
耳
、
上
ぁ
っ
て
物
事
が
身
に
し
ま
ぬ
喩
゜
〔
孟
子
、
告
子
上
〕
一
水
芦
謀
出
,
,
唐
縣
北
葛
洪
山
五
竺
北
岳
恒
山
ご
ム
云
、
一

蜆
之
門
雖
着
―
―
勁
弩
利
嬢
微
檄
‘
蒲
且
子
巧
工
亦
弗
レ
雖
レ
病
‘
彊
載
二
輻
車
百
臥
而
護
5

之
‘
諸
将
不
―
―
敢
不
＞
證
レ
人
雖
レ
聴
レ
之
‘
-
‘
心
以
為
、
有
―
―
鴻
鵠
将
＞
至
、
思
4

援
―
―
弓
本
作
二
鳴
字
―
誤
也
。
〔
清
一
統
志
〕
鴻
城
在
―
唐
縣
西
北
一

態
加
也
。
〔
孟
浩
然
‘
送
及
氏
甥
兼
諸
昆
弟
従
―
―
韓
司
力
、
上
雖
レ
苦
‘
為
二
妻
子
一
自
彊
‘
於
レ
是
呂
澤
立
夜
見
1

一
呂
轍
―
而
射
九
之
、
雖
乙
ぞ
之
倶
學
玉
弗
レ
若
レ
之
矢
゜
〔
書
言
水
経
庄
、
世
謂
是
慮
為
渾
涵
宍
賽
宇
記
‘
俗
―
―
鴻
郎
城
一

馬
：
ぐ
西
軍
迄
町
〕
牡
志
呑
鴻
鵠
→
遥
｀
心
伴
二
鶴
鵠
→
〔

v
l
J

后
百
E
后
承
レ
間
為
レ
上
泣
悌
而
言
‘
如11四
人
意
~
上
曰
、
故
事
‘
禽
獣
比
喩
類
〕
心
有
―
―
他
慕
→
鴻
鵠
将
レ
至
。
―
帝
発
時
‘
丹
朱
所
レ
居
。

長
卿
‘
贈
別
子
慧
投
レ
筆
赴
え
女
酉
詩
〕
知
君
志
不
＞
吾
惟
竪
子
固
不
レ
足
品
追
‘
而
公
自
行
耳
‘
於
レ
是
上
自
〖
鴻
鵠
高
飛
不
レ
集
―
―
汚
池
―
〗
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小
‘
一
學
翌
鴻
鴇
↓
翡
兵
而
東
、
聾
臣
居
守
‘
皆
送
至
―
―
濡
上
盃
田
侯
病
、
自
と
り
は
高
く
飛
ん
で
、
汗
れ
た
池
に
は
止
ら
な
い
。
〔
列
【
鴻
齊
[
】
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苔
年
琥
。
鴻
清
を
見
よ
。

〖
鴻
鵠
歌
〗65
バ
”
勺
漢
の
高
祗
の
作
。
高
祗
‘
太
子
を
彊
起
至

1一
曲
郵
石
炉
上
日
‘
臣
宜
レ
従
、
病
甚
‘
楚
人
剰
子
、
楊
朱
〕
臣
聞
レ
之
‘
呑
舟
之
魚
、
不
レ
涌
―
―
枝
流
盃
鴻
鵠
【
鴻
清
】

1
8存
南
北
朝
時
代
‘
新
羅
の
〗
懸
興
王
（
一
に
法

畷
し
‘
戚
夫
人
の
子
‘
趙
王
如
意
を
立
て
ん
と
し
て
果
疾
‘
願
上
無
L

卑ハ――楚人
1

半
む
坪
‘
因
説
レ
上
日
‘
令
下
太
子
高
飛
、
不
レ
集
―
―
汚
池
石
何
則
其
極
遠
也
。
雲
王
。
多
褒
夫
‘
一
に
深
変
夫
・
凌
興
）
．
慎
替
王
（
金
金

さ
ず
‘
こ
の
歌
を
作
っ
て
、
太
子
が
四
皓
を
得
て
輔
と
為

1一
将
軍
ー
監
•
関
中
兵
午
土
日
、
子
房
雖
レ
病
‘
彊
臥
而
博
二
〖
斥
·
―
―
逐
鴻
葎
竺
近
二
習
鵠
函
{
』

-
1
0
ぢ
ぢ
只
弁
”
ノ
テ
鴻
輪
‘
一
に
金
車
輪
）
こ
県
平
王
（
白
浮
‘
一
に
伯
浮
）
の
三

し
材
翼
す
で
に
成
り
、
易
ふ
べ
か
ら
ざ
る
を
寓
し
、
以
太
子
五
心
時
叔
孫
通
為
土
盆
灰
留
侯
行
,
,
小
博
事
涵
漢
十
鵠
の
大
鳥
を
逐
ひ
斥
け
て
‘
鵠
巣
の
悪
鳥
を
近
づ
け
習
代
に
互
る
年
琥
。
一
に
鴻
齊
に
作
る
。
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て
戚
夫
人
に
舞
は
し
め
て
自
ら
歌
っ
た
も
の
。
〔
史
二
年
、
上
従
蔽
手,

1破
布
軍
A
芦
‘
疾
盆
甚
‘
愈
欲
レ
易1一
太
は
せ
る
。
忠
良
を
斥
け
て
小
人
を
近
づ
け
る
喩
゜
〔
束
【
~
齋
】
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石
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琥
。
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記
、
留
侯
世
家
〕
留
侯
性
多
病
‘
郎
道
引
不
レ
食
レ
穀
‘
杜
レ
子
一
留
侯
諫
不
レ
聴
‘
因
レ
疾
不
白
視
レ
事
‘
叔
孫
太
博
稲
説
方
朔
、
七
諫
〕
斥
―
―
逐
鴻
鵠
ー
合
、
近
―
―
習
鵠
巣
五
斬
―
―
伐
橘

4
7
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を
見
よ
。

門
不
レ
出
歳
餘
‘
上
欲
下
際
―
―
太
子
ご
必
．
戚
夫
人
子
趙
王
引
―
―
古
今
一
以
レ
死
争
二
太
子
了
上
伴
許
レ
之
、
猶
欲
レ
易
レ
柚
1

分
、
列
,
1

樹

苦

桃

↓

【

鴻

爪

】

80

苓
蹄
雁
が
再
来
の
時
の
目
標
に
雪
や
泥
の

如
意
ギ
＾
臣
多
諫
半
‘
未
レ
能
レ
得
―
―
堅
決
者
一
也
‘
呂
后
恐
之
‘
及
―
―
燕
置
酒
了
太
子
侍
‘
四
人
従

1一
太
子
互
年
皆
八
十
〖
鴻
鵠
一
學
千
里
所
レ
侍
者
六
翻
耳
〗
7
1
3
g”
幻
昇
上
に
印
し
た
足
跡
が
‘
忽
ち
消
滅
し
て
あ
と
か
た
の
残

否
知
レ
所
レ
為
、
人
或
謂
1

一
呂
后
―
曰
‘
留
侯
善
書
＿
1
-

計
爽
一
有
餘
、
蹟
眉
皓
白
‘
衣
冠
甚
偉
‘
上
怪
レ
之
‘
問
曰
、
彼
何
丘
”
”
仁
鴻
鵠
の
一
攀
し
て
千
里
を
飛
ぶ
も
、
た
の
ら
ぬ
こ
と
。
人
の
世
の
旅
路
の
あ
と
。
雪
泥
鴻
爪
。
又
‘

上
信
用
之
一
呂
后
乃
使
"
'
建
成
侯
呂
澤
劫
稲
侯
1

日
‘
為
者
、
四
人
前
射
、
各
言
l

一
名
姓
言
口
、
東
園
公
‘
用
里
先
む
所
は
僅
に
六
枚
の
利
の
み
で
あ
る
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
頼
襄
の
鴻
雪
虞
記
に
は
‘
人
の
遊
歴
の
跡
が
な
い
喩
と

君
常
為
,
,
上
謀
艮
今
上
慾
易
太
子
五
君
安
得
古
炉
枕
生
‘
綺
里
季
、
夏
黄
公
、
上
乃
大
驚
日
、
吾
求
久
ム
散
歳
‘
六
〕
晉
平
公
遊
―
―
子
河
二
而
築
曰
、
安
得
1

一
賢
士
血
ハ
レ
之
い
ふ
。
〔
柳
貫
‘
大
雪
戯
詠
〕
践
迩
噸
1

一
鴻
爪
云
土
生
魏
一
馬

而
臥
乎
‘
留
侯
日
、
始
上
敷
在
1

困
急
之
中
云
孟
空
臣
公
辟
―
逃
我
下
今
公
何
自
従
―
―
吾
兒
年
曲
乎
、
四
人
皆
曰
‘
築
レ
此
也
、
船
人
盆
背
跳
而
封
曰
‘
云
云
、
主
君
無
―
―
好
レ
蹄
↓
〔
蘇
献
‘
和
1

子
由
渇
池
懐
＞
藷
詩
〕
人
生
到
慮
知
―
―
何

衷
今
天
下
安
定
、
以
レ
愛
欲
レ
易
土
全
ム
骨
肉
之
間
‘
陛
下
軽
レ
士
善
罵
‘
臣
等
義
不
レ
受
レ
辱
‘
故
恐
而
亡
匿
‘
士
之
意
五
r
、
無
レ
患
,
,
乎
無
＞
士
也
、
平
公
日
‘
吾
食
客
似
玉
應
レ
似
"
一
飛
鴻
踏
l

一
雪
泥
芦
叱
上
偶
然
酉
↓
―
指
爪
盃
鴻
飛

雖
臣
等
百
餘
人
面
益
‘
呂
澤
張
要
日
‘
為
レ
我
蓋
計
‘
穎
聞
、
太
子
為
レ
人
仁
孝
恭
敬
愛
レ
士
、
天
下
莫
乙
不
下
延
レ
門
左
千
人
‘
門
右
千
人
、
朝
食
不
レ
足
、
夕
牧
―
―
市
賦
云
呑
那
復
計
1

一
束
西
↓
〔
戴
良
‘
春
雪
詩
〕
世
事
已
如
1

一
鴻
印
＞

留
侯
曰
‘
此
難
ぶ
~
,
,

口
舌
1

半
上
也
‘
顧
上
有
―
―
不
レ
能
レ
致
頸
欲
ぶ
竺
太
子
一
死
上
者
●
故
臣
等
来
耳
、
上
日
、
煩
久
ム
‘
食
不
レ
足
、
朝
収
―
―
市
賦
一
吾
可
レ
謂
レ
不
レ
好
レ
士
乎
‘
席
晋
爪
‘
我
生
方
類
―
―
鹿
行
＞
瞳
。

賃
天
下
直
四
人
四
人
者
、
年
老
芙
‘
皆
以
為
、
上
慢
一
幸
卒
調
1

一
護
太
子
ぶ
四
人
為
レ
壽
‘
已
畢
趨
去
、
上
目
1

一
送
射
曰
‘
夫
鴻
鵠
一
翠
千
里
‘
所
レ
侍
六
翻
爾
、
背
上
之
毛
、
【
鴻
藻
】
81

認
大
文
章
。
〔
班
固
‘
東
都
賦
〕
鋪
1

一鴻藻―

侮
人
i

故
差
匿
山
中
ぶ
我
不
レ
為
―
―
漢
臣
然
上
高
1

一

此

四

之

ぢ

g
戚
夫
人
ー
指
,
,
示
四
人
者
一
日
、
我
欲
レ
易
レ
之
、
彼
腹
下
之
詭
、
｛
竺
一
把
ご
飛
不
―
―
為
加
＞
高
、
損
二
把
涵
心
信
―
―
景
礫
ぶ
抄
世
廟
一
正
雅
函
杢
〔
注
〕
銑
曰
‘
鴻
‘
大
也
‘

人
今
公
誠
能
息
愛
1

一
金
玉
璧
息
令
―
―
太
子
為
＞
書
‘
卑
四
人
輔
レ
之
、
乃
翼
已
成
‘
難
レ
動
芙
‘
呂
后
慎
而
主
芙
‘
戚
不
二
為
加
＞
下
。
藻
‘
文
章
也
。
〔
常
衰
‘
授
―
―
張
謂
謁
部
侍
郎
ー
制
〕
博
―
―
渉

酔
安
車
‘
因
使
―
―
翔
士
固
鵡
宜
レ
来
、
来
以
為
レ
客
‘
時
時
夫
人
泣
‘
上
曰
‘
為
レ
我
楚
舞
‘
吾
為
レ
若
楚
歌
‘
歌
日
‘
鴻
【
鴻
オ
】
72

悶
偉
大
な
才
能
。
大
オ
。
甕
籍
盆
空
其
源
流
「
振
―
―
起
鴻
藻
「
正
―
―
其
臀
律
一
〔
夏
辣
‘

）

従

入

朝

‘

令
1

一
上
見
＞
之
‘
則
必
異
而
問
レ
之
‘
問
レ
之
、
上
鵠
高
飛
、
一
學
千
里
、
利
翻
巳
就
‘
横
,
,
絶
四
海
ぶ
伊
絶
【
鴻
妻
】
1
3
i
5

後
漢
の
梁
鴻
の
妻
。
轄
じ
て
‘
賢
婦
の
謝
―
―
直
集
賢
院
一
表
〕
流
二
鴻
藻
子
絶
堰
五
竺
景
炎
子
往

知
此
四
人
賢
面
一
助
也
‘
於
レ
是
呂
后
全
呂
澤
使

1—
—
四
遅
常
可
奈
何
盃
呼
有
―
―
噌
檄
盃
回
安
所
レ
施
‘
歌
散
喩
。
〔
任
防
‘
劉
先
生
夫
人
墓
誌
〕
既
稲

1一
莱
婦
一
亦
日
―
鴻
琥
→

4

人
奉
1

一
太
子
霞
卑
酔
原
證
‘
巽
此
四
人
四
人
至
‘
客
―
―
閤
‘
戚
夫
人
嘘
哺
流
悌
‘
上
起
去
‘
罷
レ
酒
、
意
不
レ
易
一
太
妻
一
〔
注
〕
銑
日
‘
老
莱
子
婦
・
梁
鴻
妻
、
並
古
之
賢
婦
人
【
鴻
鶴
】
82

席
ひ
し
く
ひ
と
ま
な
づ
る
。
〔
楚
辞
‘
宋
王
‘

68

建
成
侯
所
「
漢
十
一
年
‘
鯨
布
反
‘
上
病
‘
欲
レ
使
,
,
太

子

子

1

者
、
留
侯
本
招
―
―
此
四
人
一
之
力
也
。
也
、
言
下
夫
人
復
有
1

一
善
徳
ご
輿
己
一
婦
人
忍
g
徳
也
。
招
魂
〕
鵠
酸
騰
レ
見
、
煎
―
―
鴻
鵠
一
些
゜
〔
注
〕
鴻
‘
鴻
雁
也
、

⑭
将
往
繋
之
、
四
人
相
謂
日
‘
凡
来
者
、
将n一
以
存
―
―
太
子
一
〖
鴻
鵠
之
志
〗

6
6
O
O
認
ク
英
雄
豪
傑
の
志
を
い
ふ
。
【
鴻
殺
]
吋
謬
強
弱
を
い
ふ
。
〔
周
栂
‘
考
工
記
‘
矢
人
〕
鵠
‘
鵠
鶴
也
。

太
子
将
レ
兵
‘
事
危
矢
‘
乃
説
ー
建
成
侯
―
曰
、
太
子
将
レ
兵
又
‘
偉
大
な
志
を
い
ふ
。
〔
呂
覧
‘
士
容
〕
夫
譲
驚
之
氣
‘
撓
レ
之
以
抵
1

一
其
鴻
殺
之
稽
一
也
。
〔
疏
〕
此
言
レ
鴻
‘
即
上
【
鴻
蔵
】
83

窃
胡
廠
の
異
名
〔
駅
雅
‘
繹
草
〕
鴻
蔵
‘
胡

）
伊
功
‘
則
位
不
レ
｛
益
‘
太
子
無
レ
功
還
‘
則
従
レ
此
受
レ
禍
鴻
鵜
之
志
、
有
レ
論
―
―
乎
人
、
少
者
誠
也
。
〔
史
記
‘
陳
渉
文
強
‘
是
也
、
此
言
レ
殺
‘
即
上
文
弱
‘
是
也
。
〔
論
衡
‘
商
麻
也
。

．
矢
‘
且
太
子
屈
輿
飢
諸
将
‘
皆
嘗
卑
ハ
レ
上
定
―
―
天
下
―
果
世
家
〕
陳
渉
少
時
‘
嘗
輿
り
人
傭
耕
、
綴
レ
耕
之
二
態
上
↓
晶
〕
或
白
或
黒
‘
或
長
或
短
‘
大
小
鴻
殺
、
不
―
―
相
似
類
↓
【
鴻
山
】
85

焚
〇
覇
の
名
。
河
北
省
唐
縣
の
西
北
。
鴻
城

74

将
也
、
今
使
玉
子
枡
之
、
此
無
レ
異
レ
他
羊
将
＞
狼
也
‘
恨
恨
久
之
、
曰
‘
荀
富
貴
‘
鉦
穿
相
忘
溢
呻
者
笑
而
應
日
、
【
鴻
裁
】
14

ぢ
大
き
な
黎
識
。
す
ぐ
れ
た
橙
制
。
〔
文
心
村
。
〔
水
経
‘
易
水
注
〕
滝
水
又
東
流
歴
一
面
冒
虫
世
謂
‘
是

68

皆
不
柑
為
享
ヵ
‘
其
無
レ
功
必
芙
‘
臣
聞
‘
母
愛
者
子
若
総
傭
耕
祈
富
貴
也
‘
陳
渉
太
息
曰
‘
嵯
乎
‘
燕
雀
安
離
龍
‘
琲
騒
〕
オ
高
者
翠
其
鴻
粟
中
巧
者
狐
其
酷
慮
総
鴻
頭
庭
即
晉
書
地
道
記
所
謂
鴻
上
覇
也
。
〔
太
平

423
 

（

抱

‘

今

戚

夫

人

H
夜
侍
御
‘
趙
王
如
意
‘
常
抱
居
レ
前
、
上
知
1

一

鴻

鵠

之

志

一

哉

。

酔

盃

吟

諷

者

街

1

一
其
山
川
云
童
蒙
者
拾
1

一
其
香
草
-
賽
宇
記
〕
九
州
要
記
―
本
‘
昔
項
利
於
,
,
此
山
石
杢
墾
鴻
「

1

— 

|

|

 

鳥

部

六

蜜

〕

鴻

八

二

五
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六
鵞
〕
鴻|
 

乃
誓
レ
衆
日
‘
我
嘩
豆
南
面
―
而
中
―
―
其
二
引
レ
渦
射
レ
之
、
【
鴻
序
】
97

ぢ
仕
進
の
次
第
を
い
ふ
。
鴻
漸
(
1
0
7
)

を
見

莫
レ
有
―
―
中
者

:n折
レ
弓
投
レ
地
而
去
‘
一
名
1

一
洪
城
工
亦
よ
。
〔
梁
書
‘
爾
子
顕
博
〕
子
顧
好
レ
學
工
圏
レ
文
‘
嘗
著
1

一

曰
二
鴻
城
社

U
0明
‘
華
察
(
9
-
3
1
2
1
4
:
 1
7
0
)

の
琥
。
鴻
序
賦
太
向
書
令
沈
約
‘
見
而
梢
日
‘
可
レ
謂
レ
得
1

一
明
道

【
鴻
志
]
8
6

考
お
ほ
き
い
こ
こ
ろ
ざ
し
。
〔
戴
叔
倫
‘
孤
之
高
致
↓
〔
李
墾
玉
‘
登
え
且
春
か
芦
堕
景
星
寺
玉
？
鄭

鴻
篇
〕
鴻
志
不
1

一

汝

較

玉

奮

レ

翼

起

高

飛

゜

判

官

兼

簡

空

上

人

1

詩
〕
碧
霜
有
l

―
鴻
序
字
不
己
竺
聯
行

【
鴻
私
】
87

考
鴻
大
な
私
恩
゜
〔
唐
章
懐
太
子
、
請
―
修
翅
↓

貰
表
〕
伏
乞
俯
従
‘
微
願
祢
降
1

一
鴻
私
↓
〔
沈
既
清
‘
枕
【
鴻
篭
】
98

ぢ
ウ
大
き
な
あ
み
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
楡
二
文

中
記
〕
過
蒙
殊
奨
五
特
秩
1

一
鴻
私
面
山
擁
二
節
施
丁
入
昇
二
竿
五
ザ
比
目
正
撫
―
―
鴻
篭
五
御
―
―
噌
檄
↓
〔
注
〕
清
曰
‘
鴻
‘

台
輔
↓
〔
虞
世
南
‘
奉
n

和
幸
―
―
江
都
―
應
詔
詩
〕
鴻
私
決
一
大
‘
詈
‘
網
゜

幽

摸

厚

澤

瀾

―

―

凋

枯

↓

「

め

ぐ

み

。

【

鴻

鐘

】

99

芥
ウ
大
き
な
つ
り
が
ね
。
洪
鐘
゜
〔
揚
雄
‘
利

【
鴻
施
】
88

岱
大
き
な
悪
輿
。
大
恩
。
施
は
ほ
ど
こ
し
‘
撒
賦
〕
撞
―
―
鴻
鐘
五
竺
九
権
↓

【
鴻
慈
]
即
匁
大
き
な
め
ぐ
み
。
鴻
恩
(
1
4
)

に
同
じ
。
大
【
鴻
臣
】
100

袋
官
名
。
大
鴻
腫
を
い
ふ
。
〔
揚
雄
‘
大
鴻
腫

恩
。
〔
梁
元
帝
‘
謝
-
―
―
束
宮
賜
一
白
牙
錢
管
筆
蔽
口
〕
登
若
下
巌
〕
鴻
臣
司
爵
‘
敢
告
―
―
在
鄭
↓

遠
降
碩
醍
曲
票
む
四
g
]

【
鴻
水
】
lOl

琵
お
ほ
み
づ
。
で
み
づ
。
洪
水
。
涌
水
。
〔
呂

[
鴻
章
]
9
0

忍
炉
清
‘
丘
庭
溶
(
1
ー

3
3
:
 1
5
8
)

の
字
。
覧
‘
愛
類
〕
昔
上
古
龍
門
未
レ
開
‘
呂
梁
未
レ
猜
‘
河
出
二
孟

【
鴻
上
】
91

が
川
の
名
。
河
北
省
唐
縣
の
西
北
。
源
は
門
一
大
溢
逆
流
、
無
レ
有
―
―
丘
陵
沃
術
‘
平
原
高
阜
こ
盛
皆

葛
洪
山
。
〔
水
経
‘
滝
水
注
〕
鴻
上
水
、
水
出
l
-

（
唐
縣
）
西
滅
レ
之
、
名
曰
1

一
鴻
水
↓
〔
韓
非
子
‘
飾
邪
〕
昔
者
舜
使
―
―
―
吏

北
近
埃
盃
盆
E

流
庄
二
子
涵
水
一
也
。
決
―
―
鴻
水
広
匹
令
有
レ
功
‘
而
舜
殺
レ
之
。
〔
史
記
‘
夏
紀
〕

【
鴻
鵜
】
92

岱
’
お
ほ
と
り
と
か
さ
さ
ぎ
。
〔
易
林
‘
貢
之
尭
之
時
、
鴻
水
洛
レ
天
。
〔
注
〕
索
隠
日
‘
鴻
‘
一
作
レ
洪
‘

第
二
十
二
‘
願
〕
鴻
鵠
高
飛
、
鳴
求
二
其
雌
↓
鴻
、
大
也
、
以
二
鳥
大
曰
レ
鴻
、
小
日
レ
雁
‘
故
近
代
文
字
‘

【
鴻
儒
】9
3
翌
大
學
者
。
大
儒
。
釦
儒
゜
碩
儒
゜
〔
論
衡
‘
超
大
義
者
‘
皆
作
レ
鴻
也
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
舜
乃
使
伍
〖

奇
〕
故
夫
能
説
―
こ
碑
者
、
為
二
儒
生
点
空
覧
古
今
1

者
、
疏
乞
一
江
五
湖
ぶ
呻
二
伊
闘

EF-―
渥
澗
玉
＇
"
通
溝
陸
五
流
．

為
逼
人
ぶ
含
柊
博
貴
以
上
書
奏
記
者
、
為
1

一
文
人
能
注
東
海
い
鴻
水
漏
、
九
州
乾
‘
萬
民
皆
寧
二
其
性
↓

精
レ
思
著
レ
文
、
連
結
篇
章
1

者
、
総
ー
鴻
儒
一
〔
晉
書
、
儒
【
鴻
瑞
】
102

ぢ
大
き
な
め
で
た
い
し
る
し
。
〔
文
心
離

林
偉
序
〕
主
好
1

一
斯
文
盃
閉
ぎ
君
子
「
鴻
儒
碩
學
、
無
レ
龍
‘
封
祠
〕
昔
黄
帝
紳
霊
‘
克
隋
―
―
鴻
瑞
↓

乏
1

一
子
時
↓
〔
劉
馬
錫
‘
晒
室
銘
〕
談
笑
有
―
―
鴻
儒
五
往
来
【
鴻
生
】
103

特
博
學
の
士
。
大
先
生
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
偉

無

石

丁

↓

上

〕

於

レ

蘇

淳

鴻

生

距

儒

‘

俄

―

―

軒

墨

雑

衣

裳

↓

〔

隋

書

、

【
鴻
宿
】
94

舒
洲
の
名
。
湖
北
省
砺
春
縣
の
南
。
一
名
、
牛
弘
博
〕
鴻
生
距
儒
‘
紺
レ
踵
而
集
‘
懐
レ
経
負
レ
峡
‘
不
レ

金
沙
洲
。
〔
黄
州
府
志
〕
宋
繋
定
四
年
、
元
兵
撮
―
―
白
雲
遠
斯
至
゜

山

印

こ

威

‘

守

者

憫

‘

走

俣

鴻

宿

洲

↓

【

鴻

臀

】

1043
け
〇
雁
の
鳴
く
臀
。
鴻
は
雁
の
大
い
な
る

【
鴻
術
】
95

戸
す
ぐ
れ
た
わ
ざ
。
え
ら
い
方
術
。
〔
郭
も
の
。
〔
楊
師
道
‘
侍
宴
賦
得
起
坐
弾
鳴
琴
詩
〕
斐
作
―
―
離

環
巫
咸
山
賦
〕
賓
以
函
瓶
為
孫
尭
賢
生
為
1

一
上
鴻
賛
還
入
―
―
思
蹄
引
一
〔
李
嘉
祐
、
和
"
'
都
官
苗
員
外
秋

全

死

為

孟

貝

紳

一

夜

省

頂

射

レ

雨

簡

―

―

諸

知

己

―

詩

〕

螢

影

侵

レ

堵

乱

‘

鴻

臀

【
鴻
緒
】
96

孟
王
者
の
國
家
を
統
治
す
る
大
業
。
又
、
大
出
レ
苑
遅
゜
〔
武
元
衡
、
長
安
秋
夜
懐
―
―
陳
京
昆
季
一
詩
〕

き
な
ち
す
ぢ
。
帝
王
の
系
統
。
大
統
。
〔
後
漢
書
‘
順
螢
影
疎
簾
外
‘
鴻
臀
暗
雨
中
。
〔
張
仲
素
‘
秋
思
詩
〕
秋

帝
紀
〕
陛
下
践
昨
‘
奉
違
鴻
緒
ぶ
竺
郊
廟
主
「
承
二
績
祁
天
一
夜
静
無
レ
雲
‘
断
績
鴻
臀
到
レ
瞭
聞
。
〔
羅
隠
‘
送
,
,

宗
無
窮
之
烈
↓
〔
梁
簡
文
帝
‘
改
元
大
賓
大
赦
詔
〕
俺
挽
鄭
州
骰
員
外
―
詩
〕
尚
書
碩
冷
鴻
臀
晩
‘
僕
射
跛
寒
樹

視
レ
陰
‘
企
1

一
承
鴻
紐
〔
周
書
‘
宣
帝
紀
〕
朕
以
1

一
寡
薄
一
影
秋
。

0
名
臀
の
大
き
な
喩
。
〔
韓
愈
‘
嘲
↓
―
魯
連
子
―
詩
〕

祗
承
↓
―
鴻
緒
↓
〔
唐
書
‘
劉
貴
博
〕
紹
,
,
祖
宗
之
鴻
緒
↓
〔
上
高
挟
祠
二
鴻
臀
玉
炉
啜
二
-
盃
水
↓

官
儀
‘
詔
冊
文
〕
本
枝
増
蔚
‘
鴻
緒
滋
繁
。
【
~
績
】

1
0
5
5
い
大
き
な
事
業
。
〔
文
心
離
龍
、
原
道
〕
夏

鳥

部

后
氏
興
‘
業
峻
鴻
績
‘
九
序
惟
歌
‘
動
徳
禰
褥
゜

[
鴻
節
】
106

院
大
き
な
節
操
゜
〔
劉
向
‘
九
歎
‘
震
懐
〕
余

幼
既
有
―
―
此
鴻
節
1

分
、
長
愈
固
而
禰
純
゜

【
鴻
漸
】
107

努
〇
鴻
が
下
か
ら
次
第
に
上
昇
す
る
を
い

ふ
。
順
序
を
以
て
仕
進
す
る
喩
°
鴻
漸
之
翼
を
見
よ
。

〔
易
‘
漸
〕
初
六
‘
鴻
漸
l-f
干
↓
〔
疏
〕
鴻
、
水
鳥
也
‘
干
、
水

涯
也
、
漸
進
之
道
、
自
レ
下
升
な
高
‘
故
取
1

一
替
鴻
飛
自
レ
下

而
上
一
也
‘
初
之
始
進
‘
未
レ
得
―
―
腺
位
一
上
元
―
―
應
援
-
暉

又
窮
下
、
若
T

鴻
之
進
二
子
河
之
干
一
不
わ
竺
安
寧
一
也
。

〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
皇
＋
紀
而
鴻
漸
分
、
有
一
わ
翌
儀
於
上

京
一
〔
劉
峻
‘
辮
命
論
〕
君
山
鴻
漸
‘
鍛
二
利
儀
子
高
雲
五
敬

通
鳳
起
‘
描
,
,
迅
翻
於
風
穴
↓
〔
注
〕
向
日
、
言
‘
鴻
飛
レ
自
レ

陸
漸
レ
高
‘
以
喩
↓
1

仕
子
一
也
。
〔
張
説
‘
譲
,
,
右
丞
相
一
表
〕

才
非
属
格
盃
官
不
レ
因
入
彼
以
命
保
龍
興
、
位
階
鴻

漸。

O
字
琥
゜
④
唐
、
陸
材
(
1
1
|
 
4
1
7
0
8
・
 
・
1
1
)

の
O
の

字
。
＠
宋
‘
陳
漸
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 4
2
3
)

の
●
の
字
。
◎

明
、
王
磐
（
高
郵
の
人
）
（
7
-
2
0
8
2
3
:
 9
0
0
)

の
O
の
字
。

〖
鴻
漸
之
翼
〗1

0
8
位
沢
，
次
第
に
顧
位
に
昇
る
才
能
が

あ
る
喩
。
又
、
大
事
業
を
成
就
す
る
器
量
が
あ
る
喩
。

〔
漢
書
、
公
孫
弘
傭
賛
〕
公
孫
弘
・
ト
式
・
兒
寛
‘
皆
以
二

鴻
漸
之
翼
玉
困
於
燕
爵
ぶ
遠
述
羊
琢
之
間
↓

【
鴻
楚
】
109

ば
後
梁
の
高
僧
。
永
嘉
唐
氏
の
子
。
字
は

方
外
。
温
州
大
雲
寺
に
住
す
。
太
祗
の
時
‘
紫
衣
を

賜
は
る
。
嘗
て
血
を
以
て
法
華
経
一
部
を
窺
し
、
異
賓

と
梢
せ
ら
る
。
著
に
上
生
経
紗
が
あ
る
。
〔
宋
高
僧
傭
‘

二
十
五
〕
。

【
鴻
大
】
llO

存
お
ほ
き
い
。
洪
大
。
巨
大
。
碩
大
。
〔
漢

書
‘
王
商
傭
〕
身
罷
鴻
大
‘
容
貌
甚
過
細

T
公

【
鴻
喜
i

】
Illg
曇
の
名
。
秦
の
始
皇
築
く
。
〔
三
輔
黄
圏
‘

三
、
長
栗
宮
〕
鴻
憂
‘
秦
始
皇
二
十
七
年
築
、
高
四
十
丈
、

上
起
―
―
観
宇
ご
帝
嘗
射
―
―
飛
鴻
干
直
モ
土
故
琥
二
鴻
憂
心
洟

書
悪
帝
四
年
、
長
築
宮
鴻
壼
災
。

〖
鴻
壼
岡
〗l

l
z
砕
グ
イ
岡
の
名
。
河
南
省
消
川
縣
の
西
。

上
に
鴻
畳
が
二
つ
あ
る
。
〔
戦
國
‘
韓
策
〕
（
張
儀
）
説
―
―
韓

王
口
‘
云
云
‘
鴻
嚢
之
宮
‘
云
云
‘
非
ー
ー
王
之
有
↓

〖
鴻
憂
外
史
〗1

1
3
琴
げ
パ
宋
‘
朱
煮
(
6
-
1
4
4
2
4

:
 1
0
8
)
 

の
琥
゜

【
鴻
道
】
m
か
t

後
魏
‘
李
志
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 3
8
5
)

の
字
。

【
鴻
卓
]lls

昇
大
い
に
優
れ
た
こ
と
。
〔
論
衡
‘
定
賢
〕
鴻

卓
之
義
、
競
―
於
顛
油
之
朝
「
清
高
之
行
、
顕
二
於
衰
乱
之

八

ハ_’ 

世↓

22

【
鴻
澤
】

116g
大
き
な
め
ぐ
み
。
大
き
な
恩
悪
゜
〔
藷
唐

34

書
、
玄
宗
紀
上
〕
綿
一
軍
國
之
大
猷
五
空
雲
雨
之
鴻
澤
↓

1

〔
柳
宗
元
、
唐
鏡
歌
敦
吹
曲
‘
河
右
平
〕
萬
室
蒙
―
―
其
仁
□

夫
則
病
‘
濡
以
鴻
澤
ぶ
主
之
聖
。
「
す
決
算
報
告
。

【
鴻
箪
】
117

h
u
n
g
'
t
a
n
'
—
商
家
で
番
頭
が
主
人
に
差
出

【
鴻
灘
】
118

焚
明
‘
陳
盟
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 5
6
5
)

の
琥
゜

【
鴻
池
】
119

ぢ
池
の
名
。
河
南
省
洛
賜
縣
の
東
。
〔
水
経
‘

穀
水
注
〕
穀
水
又
東
注
↓
―
鴻
池
跛
五
口
官
志
日
‘
鴻
池
、
池

名
也
、
在
―
―
洛
陽
東
二
十
里
ご
本
云
‘
東
西
千
歩
、
南
北
千

ご
日
歩
。
〔
明
一
統
志
〕
鴻
池
、
在
―
―
河
南
府
洛
陽
縣
東
一
＿
一

十
里
一
晉
張
衡
東
京
賦
、
東
州
鴻
池
清
簗
‘
渫
水
漁
淮
゜

【
鴻
偉
】
120

認
お
ほ
と
り
の
仲
間
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕

其
中
則
有
―
―
鴻
僑
鵠
侶
‘
鵞
鷺
鵜
鵬
↓

【
鴻
暢
】
121

ね
ウ
大
い
に
の
ぴ
る
こ
と
。
洪
暢
゜
〔
金
史
、

文
藝
下
‘
李
扮
傭
〕
昔
吐
洪
暢
‘
労
若
レ
無
レ
人
。

【
鴻
重
】
122

炉
炉
お
ほ
き
く
重
い
。
〔
論
衡
‘
自
紀
〕
経
藝

之
文
‘
賢
聖
之
言
‘
鴻
重
優
雅
‘
難
―
―
卒
瞭
賭
↓

【
鴻
家
】
123

炉
炉
山
名
。
映
西
省
鳳
翔
縣
の
東
。
黄
帝
の

相
、
鬼
央
屈
（
琥
は
大
鴻
）
を
葬
っ
た
と
こ
ろ
。
〔
史
記
‘

封
祁
書
〕
自
レ
華
以
西
名
山
七
、
名
川
四
‘
云
云
‘
曰
鴻

家
。
〔
注
〕
索
隠
日
‘
黄
帝
臣
大
鴻
葬
レ
苑
‘
鴻
家
‘
因
二
大

鴻
葬
品
捻
局
レ
名
也
。

【
鴻
鳥
】
124

認
お
ほ
と
り
。
又
‘
は
く
て
う
。
又
‘
ひ
し
く

ひ
。
〔
道
徳
指
蹄
論
‘
上
士
聞
道
篇
〕
高
山
大
邸
‘
深
林
巨

堅
‘
茂
木
暢
枝
‘
鴻
鳥
虎
豹
之
所
レ
喜
‘
而
難
狗
之
所
レ
悪
゜

【
鴻
鶴
】
125

認
鴻
と
く
ま
だ
か
。
〔
王
菜
‘
贈
―
―
保
子
篤
―

詩
〕
荀
非
1

一
鴻
鵡
｛
執
能
飛
翻
。

【
鴻
條
】
126

琴
大
き
な
枝
゜
〔
應
場
、
楊
柳
賦
〕
振
―
鴻
條
―

而
遠
壽
‘
週
1

一
雲
蓋
於
中
唐
↓

【
鴻
都
】
127

匁
漢
代
、
門
の
名
。
其
の
内
に
學
を
置
き
‘

書
を
蔵
す
。
〔
後
漢
書
‘
震
帝
紀
〕
（
光
和
元
年
）
始
謹
1

一鴻

都
門
學
生
言
注
〕
鴻
都
、
門
名
也
、
干
レ
内
置
レ
學
‘
時
其

中
諸
生
‘
皆
勅
ー
ー
州
郡
三
公
ぶ
平
下
召
能
爵
―
―
尺
讀
辞
賦
一

及
工
書
1

一
鳥
策
1

者
お
m
課
試
至
一
元
＇
人
一
焉
。
〔
後
漢
書
、

儒
林
博
序
〕
自

1一
辟
碓
・
東
観
・
蘭
嚢
•
石
室
・
宣
明
・
鴻

都
諸
祓
典
策
文
章
盃
既
共
剖
散
。
〔
徐
陵
‘
王
景
新
詠
序
〕

分
―
―
諸
麟
閣
↓
散
1

一
在
鴻
都
二
小
レ
藉
―
―
篇
章
↓
無
レ
由
1

一披

覧
↓
〔
韓
愈
、
石
披
歌
〕
諸
生
講
解
得
―
一
切
嵯
玉
観
-
―
経
鴻

都
云
回
填
咽
。
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
臨
叩
道
士
鴻
都
客
‘



(46874··128)—(46874 ・・ 161)

能
以
,
,
精
誠
1

致
―
―
魂
塊
↓

〖
鴻
都
石
経]
1
2
8
5
"

が
漢
の
煮
平
石
経
の
別
稽
。
黄
伯

思
の
東
観
餘
論
・
董
迪
の
廣
川
書
践
・
張
懐
瑶
の
書
断
・

韓
愈
の
石
鼓
歌
・
見
公
武
の
石
経
考
等
に
、
皆
鴻
都
石

経
と
い
ふ
。
〔
韓
愈
、
石
鼓
歌
〕
諸
生
講
解
得
ー
一
切
磋
盃
竺

経
鴻
都
1

尚
壌
咽
゜
〔
注
〕
漢
震
帝
元
和
元
年
、
始
置
―
―
鴻

都
門
學
一
正
―
―
五
経
↓

【
鴻

Ill
】129
埼
●
王
者
の
大
き
な
は
か
り
ご
と
。
王
圏
。

大
計
。
猷
膜
。
鴻
猷
。
〔
買
曾
、
孝
和
帝
較
歌
〕
新
命
1

一
干
齢

墜
鴻
圏
累
廟
餘
↓
●
大
き
な
版
圏
。
大
き
い
領
土
。

〔
晉
書
‘
劉
波
博
〕
宣
帝
開
柘
鴻
圏
五
g
基
成
命
↓

【
鴻
網
】
g
厄”

O
奥
深
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鴻
‘
鴻
綱
、
深

遠
●
相
つ
ら
な
る
さ
ま
。
う
ち
つ
づ
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕

鴻
鴻
絹
、
一
曰
、
相
連
次
兒
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
徽
車
軽

武
、
鴻
網
捷
撒
。
〔
注
〕
善
日
、
鴻
嗣
、
相
連
貌
也
。
●
ま
つ

す
ぐ
に
は
せ
る
さ
ま
。
〔
漢
書
、
揚
雄
偉
上
、
鴻
絹
縫
撒
‘

注
〕
師
古
曰
‘
鴻
絹
、
直
馳
貌
。

【
鴻
楠
】
131
誘
樹
木
の
名
。
矢
を
作
る
。
〔
集
韻
〕
楯
‘
鴻

撼
木
名
、
可
レ
為
レ
矢
。

【
鴻
頭
】
132

誘
哭
賓
の
異
名
。
哭
賓
は
‘
お
に
ば
す
の
賓
゜

〔
韓
愈
・
孟
郊
‘
城
南
聯
句
〕
鴻
頭
排
-
1

刺
芙
一
鵠
鶴
損
1

一環

橙
↓
〔
苑
成
大
、
初
秋
間
記
1

一
園
池
草
木
一
詩
〕
馬
歯
任
蔵
ニ

禾
冷
孟
鴻
頭
自
勝
―
硫
温
↓
〔
自
注
〕
鴻
頭
、
英
賓
也
、
突

性
暖
‘
琥
―
―
水
硫
黄
↓

【
鴻
洞
】1

3
3
厄~
0

大
い
に
同
じ
い
こ
と
。
〔
淮
南
子
、
原

道
訓
〕
無
知
炉
私
‘
而
無
レ
所
久
ム
‘
靡
濫
振
蓋
‘
輿
―
―
天

雄
鴻
洞
。
〔
注
〕
鴻
、
大
也
、
洞
、
通
也
、
讀
同
異
之
同
也
。

●
つ
ら
な
る
さ
ま
。
相
連
な
つ
て
際
涯
の
な
い
さ
ま
。

笙
褻
‘
洞
篇
賦
〕
風
鴻
洞
而
不
レ
絶
分
、
優
饒
饒
以
婆

娑
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
鴻
洞
、
相
連
貌
。
〔
築
府
解
題
〕
海
水
鴻

洞
、
山
林
杏
冥
゜

【
鴻
徳
】
134

昇
大
き
な
徳
。
大
徳
。
〔
論
衡
‘
須
頌
〕
古
之

帝
王
建
鴻
徳
奢
、
必
墾
鴻
筆
之
臣
ご
褻
頌
紀
載
‘
鴻

徳
乃
彰
。
〔
鮪
照
、
河
清
頌
序
〕
澤
浸
―
―
箪
生
面
國
富
刑
清
、

鴻
徳
也
。

【
鴻
賓
】
135

芯
●
大
い
な
る
た
か
ら
。
認
書
を
い
ふ
。

〔
漢
書
‘
劉
向
博
〕
淮
南
有
―
―
枕
中
鴻
賓
苑
認
書
云
書
言
ニ

神
遷
使
レ
鬼
為
公
金
之
術
‘
及
鄭
術
重
道
延
命
方
ご
世
人

莫
レ
見
‘
而
更
生
父
徳
‘
武
帝
時
治
-
l

淮
南
獄
云
空
其
書
一

更
生
幼
而
讀
誦
‘
以
為
A

奇
‘
猷
レ
之
、
言
―
―
黄
金
可
＞
成
。

|

_

 

鳥

部

六

螢

〕

鴻

〔
列
仙
博
〕
漢
淮
南
王
劉
安
、
言
二
紳
仙
黄
白
之
事
一
名

為,,
鴻
賓
萬
畢
三
巻
一
論
,
,
轡
化
之
道
ご
丁
L

是
八
公
乃

詣
レ
王
‘
授
―
―
丹
経
及
三
十
六
水
方
i

俗
博
‘
安
之
臨
二
仙

去
i

餘
槃
器
在
二
庭
中
玉
難
犬
祗
5

之
、
皆
得
1

一
飛
升
↓
●

明
‘
悦
元
葛
(
1
-
7
9
2
:
4
4
)

の
琥
。

【
鴻
博
】
136

芦
學
識
に
富
ん
で
ゐ
る
こ
と
。
博
學
多
識
。

〔
丁
晉
公
談
録
〕
杜
鏑
尚
書
、
鴻
博
之
士
也
。

【
鴻
範
】
137

焚
書
の
洪
範
を
い
ふ
。
箕
子
が
九
疇
を
以

て
武
王
に
告
げ
た
も
の
。
洪
範
(
6
-
1
7
4
0
2
:
 1
6
7
)

の

0
を
見
ょ
゜
〔
呂
覧
‘
貴
公
〕
鴻
範
曰
、
無
レ
偏
無
レ
黛
‘
王

道
蕩
蕩
、
無
わ
偏
無
レ
頗
‘
遵
1

ー
王
之
義
一
〔
史
記
‘
宋
微
子

世
家
〕
武
王
既
克
レ
殷
‘
訪
,
,
問
箕
子
i

云
云
‘
箕
子
射
日
‘

在
昔
縣
陛
―
鴻
水
ご
旧
レ
陳
↓
1

其
五
行
了
帝
乃
震
怒
、
不
レ

従
↓
ー
鴻
範
九
等
ぶ
吊
倫
所
レ
敦
‘
絲
則
極
死
、
馬
乃
嗣
興
、

天
乃
錫
―
―
馬
鴻
範
九
等
ぶ
常
倫
所
レ
序
。

【
鴻
飛
】
138

芳
〇
お
ほ
と
り
が
飛
ぶ
。
〔
詩
、
醐
風
、
九

晟
〕
鴻
飛
違
レ
渚
‘
公
蹄
無
知
所
‘
於
レ
女
信
慮
。
〔
管
子
、

覇
形
〕
桓
公
在
レ
位
‘
管
仲
阻
朋
見
‘
立
有
レ
間
、
有
―
―
二
鴻

飛
而
過
1

之
‘
桓
公
歎
日
、
云
云
‘
寡
人
之
有
-
1

仲
父
1

也、

算
飛
鴻
之
有
l

利
翼
也
。
〔
張
融
‘
海
賦
〕
雉
霜
成
レ

霞
‘
鴻
飛
起
レ
雪
。
〔
張
説
‘
蜀
路
詩
〕
葉
落
清
江
岸
‘
鴻

飛
白
露
天
。
●
世
外
に
超
然
た
る
喩
。
患
害
に
遠
ざ
か

る
意
。
〔
後
漢
書
‘
逸
民
博
序
〕
揚
雄
曰
‘
鴻
飛
冥
冥
‘

t

者
何
纂
焉
‘
言
―
―
其
違
レ
患
之
遠
一
也
。
〔
法
言
、
問
明
〕
鴻

飛
哀
冥
ギ
犬
何
慕
焉
。
〔
注
〕
君
子
讚
1

紳
重
玄
之
域
一

世
網
不
レ
能
己
即
禦
之
↓
〔
孟
浩
然
、
同
,
,
曹
三
御
史
五
炉

湖
欝
』
越
詩
〕
杏
冥
雲
外
去
、
誰
不
レ
羨
―
―
鴻
飛
↓

【
鴻
筆
】
139

認
大
文
章
を
か
く
こ
と
。
又
、
す
ぐ
れ
た

文
章
。
橡
大
之
筆
。
大
手
筆
。
〔
論
衡
‘
須
頌
〕
古
之
帝

王
建
鴻
鶴
者
、
須
1

一
鴻
筆
之
臣
云
褒
頌
紀
載
‘
鴻
徳
乃

彰
‘
萬
世
乃
聞
、
問
説
レ
書
者
、
欽
明
文
思
以
下
、
誰
所
レ

言
也
、
日
‘
篇
家
也
、
篇
家
誰
也
‘
孔
子
也
、
然
則
孔
子

鴻
筆
之
人
也
。
〔
晉
書
、
文
苑
博
序
〕
今
撰
―
―
鴻
筆
之
彦

者
る
了
之
文
苑
1

云
。
〔
張
少
博
、
石
硯
詩
〕
光
―
―
鳥
跡
子

青
簡
玉
杢
亀
文
子
鴻
筆
↓

【
鴻
品
】
140

焚
立
派
な
品
。
〔
江
滝
‘
為
1

一
爾
太
尉
子
姪
―

狂
領
軍
江
州
衰
州
豫
州
淮
南
黄
門
1

謝
啓
〕
鴻
品
清

飾
‘
已
狂
金
匪
秀
鼎
統
銘
‘
共
茂
迄
苫
烹

【
鴻
鵞
】
141

な
鴻
の
飛
ぷ
や
う
に
疾
く
走
る
こ
と
。
〔
郭

環
、
山
海
経
圏
贄
下
、
海
内
北
経
、
吉
良
〕
拾
節
鴻
鵞
、

塵

不

レ

及

レ

起

。

「

箆

采

、

短

筆

敢

陳

。

【
鴻
風
】
142"
対
大
き
な
風
格
。
〔
文
心
離
龍
、
時
序
〕
鴻
風

【
鴻
紛
】
143

焚
大
き
く
多
い
こ
と
。
〔
王
延
壽
‘
魯
震
光

殿
賦
〕
遂
希
レ
世
而
特
出
、
先
環
脇
而
鴻
紛
。

【
鴻
文
】
144

努
〇
雁
の
列
が
文
字
の
形
を
し
て
ゐ
る
こ

と
。
又
‘
大
文
章
を
い
ふ
。
〔
太
玄
経
‘
文
〕
次
六
‘
鴻
文

無
レ
箔
‘
恣
"
於
川
↓
〔
司
馬
光
注
〕
鴻
雁
之
飛
、
偶
成
―
―
文

字
之
象
而
亡
レ
法
、
遇
レ
川
則
自
恣
而
已
。
●
明
、
陳
燻

圏
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 7
6
9
)

の
字
。

【
鴻
豹
】
145

誘
鳥
の
名
。
鴇
の
異
名
。
の
が
ん
。
善
＜
鴻

を
食
ふ
か
ら
名
づ
く
。
〔
易
林
‘
漸
之
五
十
三
、
比
〕
文
山

鴻
豹
‘
肥
脈
多
レ
脂
。
〔
丁
晏
繹
文
〕
白
孔
六
帖
云
‘
獨
豹
鴇

也
、
陸
佃
婢
雅
、
引
『
一
郭
瑛
ー
曰
‘
鴇
似
レ
雁
無

-1後指
盆
七

有
"
豹
文
二
名
獨
豹
‘
易
林
、
文
山
鴻
豹
‘
蓋
言
レ
此
也
。

〔
丹
鉛
録
〕
鴇
名
1
1

鴻
豹
百
笞
鴇
善
食
ワ
鴻
‘
為
1
1

鴻
之
豹
一

猶
レ
言
1

一
魚
鷹
一
也
。

【
鴻
抄
】
146

ャ
”
大
き
く
て
遠
い
。
非
常
に
高
く
ぬ
き
ん

で
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
論
衡
、
超
奇
〕
彼
子
長
子
雲
、
説
論
之

徒
、
君
山
伶
甲
、
自
―
―
君
山
以
来
、
皆
岱
鴻
砂
之
オ
一

故
有
嘉
令
之
文
↓

【
鴻
篇
】
147

焚
大
部
な
書
物
。
大
き
な
著
作
。
〔
経
學
歴

史
‘
経
學
復
盛
時
代
〕
今
鴻
篇
矩
製
‘
照
-
l

耀
賓
逼
涵
頌
"

行
學
官
盃
野
示
蒙
昧
云
翌
周
孔
之
蘊
五
空
漢
宋
之
平
↓

【
鴻
便
】
148

h
u
n
g
'
p
i
e
n
'
恩
信
。
書
面
。

【
鴻
甫
】
149

匂
字
琥
。

O
宋
‘
曾
漸
(
1
5
-
1
4
2
9
9
:
 1
0
4
)
 

の
字
。

9‘
毛
遇
順
(
8
-
1
6
7
7
2
:
 2
6
6
ヽ
）
の
字
。

【
鴻
膊
】
150i
ゥ
鴻
の
異
名
。
一
名
、
月
鷺
。
月
の
精
を
受

け
て
生
じ
た
鳥
と
し
て
名
づ
く
。
〔
雲
笈
七
鐵
〕
竹
萌
‘

此
日
華
之
胎
也
、
一
名
大
明
、
鴻
膊
者
、
月
胎
之
利
鳥

也
‘
一
名
月
鷺
‘
欲
レ
服
1

一
日
月
一
嘗
レ
食
―
―
此
物
↓

【
鴻
朴
】
151

ぢ
太
古
の
質
撲
さ
。
鴻
荒
朴
略
。
〔
韓
愈
・

孟
郊
‘
納
涼
聯
句
〕
今
来
沐
ー
一
新
恩
盃
庶
見
レ
返
―
―
鴻
朴
↓

【
鴻
毛
】
152

祁
お
ほ
と
り
の
け
。
物
の
極
め
て
軽
い
喩
。

〔
戦
國
、
楚
策
〕
是
以
國
櫂
軽
―
―
於
鴻
毛
盃
四
積
禍
重
1

一於

丘
山
↓
〔
史
記
‘
韓
安
國
傭
〕
彊
弩
之
極
矢
、
不
レ
能
レ
穿
1
-

魯
鰻
衝
風
之
末
力
、
不
レ
能
レ
漂
1

一
鴻
毛
盃
竺
初
不
＂
勁
‘

末
力
衰
也
。
〔
司
馬
遷
、
報
1

一
任
少
卿
一
書
〕
死
或
重
―
―
於
太

世
或
軽
二
於
鴻
毛
↓
〔
漢
書
、
景
十
三
王
、
中
山
靖
王
勝

博
〕
今
蓋
臣
非
レ
有
,
,
l

限
竿
之
親
、
鴻
毛
之
重
↓
〔
梁
元
帝
‘

討
1

一
侯
景
―
檄
〕
如
下
閉
馬
之
載
1

一
鴻
毛
一
奔
牛
之
隅
＊
魯

八
二
七

縞
3

〔
李
白
‘
梁
父
吟
〕
智
者
可
レ
巻
愚
者
豪
、
世
人
見
レ

我
軽
,
,
鴻
毛
↓
〔
韓
愈
、
貞
女
峡
詩
〕
漂
船
撮
石
萬
瓦
裂
‘

怠
尺
性
命
軽
―
―
鴻
毛
↓

〖
以
,
,
鴻
毛
1燎

1
1墟
炭
上
―
〗1
5
3
O
O
'

”
焚
芍
序
／
鴻
毛
を

遣
火
に
投
ず
る
。
事
の
極
め
て
易
い
喩
゜
〔
史
記
‘
刺
客
‘

荊
阿
博
〕
夫
以
1

一
鴻
毛
―
燎
11

於
櫨
炭
之
上
す
必
無
レ
事
芙
゜

【
鴻
名
】

154g
大
き
な
名
琥
。
又
、
大
き
な
名
誉
。
大

名
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
傭
〕
前
聖
之
所
T

以
永
保
―
―
鴻

名
一
而
常
為
＊
稽
首
上
者
用
也
此
。
〔
江
滝
‘
為
―
―
爾
太
尉
―

上
11

便
宜
ー
表
〕
故
大
徳
立
而
五
路
誼
‘
鴻
名
建
而
四
民

寧
者
也
。
〔
虞
世
南
‘
賦
―
―
得
慎
罰
1

詩
〕
帯
圏
光
,
,
往
冊
一

上
徳
表
潤
名
↓
〔
李
白
、
春
日
行
〕
小
臣
拝
猷
南
山
壽
、

陛
萬
古
垂
鴻
名
↓
〔
張
説
‘
奉
三
和
聖
製
途
経
―
―
華
獄
1

詩
〕
蓋
臣
願
n

一
封
レ
岱
‘
還
レ
駕
勒
ー
鴻
名
↓

【
鴻
明
】
155

店
大
い
に
明
か
な
こ
と
。
〔
漢
書
、
幡
業
志
、

安
世
房
中
歌
〕
皇
皇
鴻
明
‘
蕩
1

一
侯
休
徳
古
嘉
承
忌
＾
和
i

伊
築
11

歴
輻
↓

【
鴻
涙
】
156

伐
大
海
を
い
ふ
。
〔
虞
肇
、
海
潮
賦
〕
作
1

一重

陰
之
膠
固
古
口
,
,
堅
泳
1

以
馴
致
‘
固
可
下
以
乗
1
1

鴻
浜
1

以

自
安
‘
受
―
―
萬
有
―
而
不
レ
妃
者
上
也
。

【
鴻
茂
】
1
5
7
5
ゥ
大
い
に
さ
か
ん
な
こ
と
。
〔
論
衡
‘
超
奇
〕

孔
子
作
ー
一
春
秋
ご
一
子
作
孟
ぷ
竺
所
謂
卓
爾
踏
―
―
孔
子
之

険
鴻
茂
参
戴
‘
聖
之
オ
者
也
。

【
鴻
蒙
】
158

誘
天
地
の
元
氣
。
一
に
海
上
の
氣
。
蒙
ま
た

壕
に
作
る
。
源
瀬
。
〔
荘
子
、
在
宥
〕
雲
牌
東
遊
、
過
11

扶
揺

之
枝
一
而
適
遭
-
1

鴻
蒙
↓
鴻
蒙
方
膊
1

油
炉
牌
雀
躍
而
遊
一

雲
膊
見
レ
之
‘
倫
然
止
‘
贄
然
立
。
〔
繹
文
〕
鴻
蒙
‘
如
レ
字
、

司
馬
云
‘
自
然
元
氣
也
、
一
云
、
海
上
氣
也
。

【
鴻
瀬
】
159

誘
●
天
地
自
然
の
元
氣
。
鴻
蒙
に
同
じ
。
●

東
方
の
野
。
日
い
づ
る
所
。
〔
淮
南
子
、
倣
僕
訓
〕
以
11

鴻

凜

為
11

景
柱
↓
〔
注
〕
鴻
瀬
、
東
方
之
野
、
日
之
所
5

出。

〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
西
窮
―
―
冥
冥
之
窯
士
東
開
―
―
鴻
凛
之

先
↓
●
廣
大
な
さ
ま
。
天
地
の
ま
だ
分
れ
ぬ
状
態
。
混

沌
。
鴻
蒙
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
傭
上
〕
鴻
濠
坑
茫
゜
〔
注
〕
師
古

曰
‘
鴻
濠
流
茫
、
廣
大
貌
。
〔
書
言
故
事
、
天
文
類
〕
天
地

未
5

判

日

―

―

鴻

瀬

↓

「

の

琥

。

〖
鴻
潔
子
〗1

6
0
臼
ゥtゥ
宋
‘
張
無
夢
(
4
-
9
8
1
2

:
 1
5
3
6
)
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【
鴻
門
】
161

焚
〇
古
の
地
名
。
今
、
映
西
省
臨
潅
縣
の

東
。
漢
の
高
祗
と
楚
の
項
利
と
が
會
し
た
慮
゜
〔
史
記
、
項

4

羽
紀
〕
裳
是
時
頑
羽
兵
四
十
萬
‘
在
11

新
豊
鴻
門
ご
叩

13



(46874・・162) (46874・・185) 

鳥

部

ハ

書

鴻

|1

— 

公
兵
十
萬
‘
在
l

―
覇
上
一
浦
公
従
―
―
百
餘
騎
如
含
茫
項
王
「

至
鴻
門
謝
。
〔
後
漢
書
、
郡
國
志
一
〕
新
豊
有
蝙
也
東

有
,
1

鴻
門
亭
↓
〔
注
〕
古
向
帝
見
―
―
項
れ
虞
〔
晉
書
‘
輿
服

志
〕
昔
楚
漢
會
―
―
干
鴻
門
ご
Z
云
‘
奥
噌
裂
レ
裳
芭
レ
楯
、
戴

以
為
に
社
‘
排
入
二
羽
螢
ゴ
云
云
、
後
人
牡
土
な
竺
乃
制
ニ

冠
象
丘
焉
。
〔
溢
岳
、
西
征
賦
〕
籍
含
二
怒

f
鴻
門
ご
叩
銅
跨

而
来
王
。
〔
謝
聰
‘
張
子
房
詩
〕
鴻
門
消
―
―
薄
蝕
ぶ
戌
下
隕
―
―

棧
槍
↓
〔
李
白
‘
贈
―
―
張
相
鏑
―
詩
〕
佐
レ
漢
解
―
―
鴻
門
ぶ
エ
レ

唐
為
ー
後
身
↓
〇
縣
名
。
④
漢
、
置
く
。
故
治
は
挟
西
省

紳
木
縣
の
西
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
西
河
郡
、
縣
三
十

六
‘
鴻
門
。
＠
唐
、
置
く
。
故
治
は
挟
西
省
臨
滝
縣
の
界
。

〖
鴻
門
坂
〗1

6
2
心
パ
モ
／
地
名
。
映
西
省
臨
滝
縣
の
東
。
今

名
、
項
王
螢
。
漢
の
高
軌
‘
項
利
と
會
見
し
た
所
。
鴻
門
。

〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
嘗
―
―
是
時
盃
項
利
兵
四
十
萬
‘
在
二
新
豊

鴻
門
ご
而
公
兵
十
萬
‘
在
―
―
覇
上
一
云
云
‘
項
王
即
日
因

留
面
公
真
飲
゜
〔
清
一
統
志
〕
鴻
門
阪
‘
在
二
臨
滝
縣

衷
後
漢
書
郡
國
志
‘
於
新
塁
有
鴻
門
亭
卒
皿
康
曰
‘

在
l

一
新
豊
東
十
七
里
二
藷
大
道
北
下
‘
阪
口
名
也
、
水
経

注
、
今
新
豊
縣
故
城
東
三
里
‘
有
レ
阪
長
二
里
餘
‘
節
レ
原

通
レ
道
、
南
北
洞
開
、
有
1

一
洞
門
状
五
謂
―
―
鴻
門
写
血
康
言
レ

在
新
豊
東
十
七
塵
無
レ
之
‘
蓋
指
―
―
縣
治
―
而
言
‘
非
レ

謂
レ
地
也
、
銚
察
曰
‘
新
豊
‘
在
1

一
城
東
ご
杏
至
―
―
戯
亭
ぶ
垣

南
有
レ
断
レ
原
‘
南
北
洞
開
、
即
鴻
門
也
‘
嚢
宇
記
、
按
1

一闘

中
記
盃
匹
門
、
在
―
―
始
皇
陵
北
十
里
ご
碓
録
‘
鴻
門
在
―
―
騒

山
北
十
里
五
縣
志
、
縣
東
十
五
里
‘
有
二
項
王
笹
面
ば
鴻
門

也。
〖
鴻
門
之
會
〗
國
昇
区
／
ノ
漢
の
高
載
劉
邦
と
、
楚
王
項

利
と
が
‘
鴻
門
に
會
し
た
こ
と
を
い
ふ
。
乃
は
苑
増
の

勧
に
よ
っ
て
邦
を
殺
さ
う
と
し
た
が
‘
邦
は
張
良
の
計

に
従
つ
て
無
事
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
利
の
従
弟
項

旺
の
剣
舞
と
奥
噌
の
豪
勇
と
は
ま
さ
に
劇
的
の
一
語

に
盛
き
る
。
こ
の
會
で
古
向
祗
を
逃
が
し
た
こ
と
が
‘
項

利
敗
亡
の
一
韓
期
と
な
っ
た
。

〖
鴻
門
玉
斗
〗1

6
3
翌
パ
り
鴻
門
で
漢
の
高
祖
と
楚
の

項
材
の
會
見
に
、
漢
王
が
項
材
の
臣
箔
増
に
玉
の
ひ
し

や
く
一
雙
を
贈
っ
た
が
、
壻
が
剣
を
抜
い
て
之
を
撞
き

砕
い
た
故
事
。
〔
曾
輩
‘
虞
美
人
草
詩
〕
鴻
門
玉
斗
紛
如
レ

雪
‘
十
萬
降
兵
夜
流
レ
血
゜

【
鴻
豫
】
164

悶
〇
後
漢
、
山
陽
の
人
。
経
學
に
通
ず
。
〔
後

漢
書
、
二
臼
〕
゜
●
後
漢
、
都
慮
(
1
1
-
3
9
4
1
3
:
 1
5

)

の
字
。

[
鴻
涌
】
165

琴
大
い
に
踊
る
。
涌
は
踊
の
瑕
借
゜
〔
史
記
、
名
。
鴻
烈
訓
の
略
。
鴻
は
大
‘
烈
は
明
、
大
い
に
道
を
明
か
―
一
年
復
置
‘
領
―
―
典
客
・
司
儀
・
崇
元
三
署
一
至
―
血
匹
帝

1
2
44
 

司
馬
相
如
傭
〕
瞼
侵
滑
而
高
縦
合
、
紛
鴻
涌
而
上
属
。
に
す
る
意
に
取
っ
て
名
づ
く
。
〔
淮
南
子
、
要
略
〕
此
鴻
置
―
―
少
卿
二
人
一
大
唐
龍
朔
二
年
改
―
―
鴻
腫
盃
竺
司
文
一

3

【
鴻
溶
】
166

店
●
橙
を
そ
ぴ
や
か
し
て
踊
る
こ
と
。
〔
漢
烈
之
泰
族
也
。
〔
注
〕
凡
鴻
烈
之
書
二
十
篇
‘
略
敷
―
―
其
咸
享
初
復
レ
藷
‘
光
宅
初
改
為
1

一
司
賓
□
秤
龍
初
復
レ
藷
‘

書
、
司
馬
相
如
偉
下
〕
紛
鴻
溶
而
上
属
。
〔
注
〕
張
揖
日
、
要
面
り
―
―
其
所
に
項
字
―
―
其
微
妙
一
論
l

―
其
大
罷
二
高
誘
、
卿
一
人
‘
掌
―
―
賓
客
凶
儀
之
事
及
冊
ー
ー
諸
蕃
「
少
卿
本
一

鴻
溶
‘
疎
踊
也
。

O
廣
大
な
こ
と
。
又
‘
水
の
盛
な
こ
と
。
淮
南
鴻
烈
解
叙
〕
琥
日
渾
靡
只
鴻
、
大
也
、
烈
、
明
也
‘
員
‘
景
雲
二
年
加
―
―
一
員
一
領
―
―
典
客
司
儀
二
署
一
署
各

韓
じ
て
‘
恩
澤
等
の
廣
大
な
喩
゜
〔
楚
酔
‘
劉
向
、
九
歎
、
以
為
↓
一
大
明
道
之
言
一
也
。
「
：
3
6
)

の
略
。
有
レ
令
。

遠
逝
〕
波
淫
淫
而
周
流
合
、
鴻
溶
溢
而
沼
蕩
゜
〔
注
〕
鴻
〖
鴻
烈
解
〗
国

g
レ
，
書
名
。
淮
南
鴻
烈
解
（
7
|
1
7
6
8
2

〖
鴻
腫
館
〗1

7
8
界
t

王
朝
時
代
、
京
都
・
大
宰
府
・
難
波

溶
、
廣
大
。
〔
補
注
〕
隕
鴻
並
乎
孔
切
、
溶
昔
勇
‘
水
盛
也
。
【
鴻
腫
】
177

呼
官
名
。
周
官
大
行
人
の
職
。
秦
に
典
客
に
設
け
ら
れ
、
外
國
の
来
賓
を
接
待
し
た
館
。
〔
大
江
朝

〔
劉
峻
‘
登
1

一
郁
洲
山
一
望
レ
海
詩
〕
演
柄
非
レ
可
レ
耕
‘
鴻
あ
り
‘
蜜
夷
の
欝
義
す
る
者
を
掌
る
。
漢
の
景
帝
の
時
‘
綱
‘
夏
夜
於
―
―
鴻
腫
館
圧
庄
北
客
―
〕
嵯
呼
前
途
程
遠
、

溶
信
難
レ
測
。
〔
李
白
、
明
堂
賦
〕
恩
鴻
溶
分
澤
注
激
、
四
大
行
令
と
改
め
‘
武
帝
の
時
‘
大
鴻
腫
と
改
め
‘
賛
導
相
馳
1

一
思
於
雁
山
之
暮
雲
丁
後
會
期
造
‘
霜
二
櫻
於
鴻
腫
之

海

蹄

分

八

荒

會

゜

證

及

ぴ

諸

侯

王

の

斃

‘

列

侯

の

初

封

に

溢

誅

策

を

奏

す

る

饒

涙

↓

【
~
匹
翼
】
1
6
1悶お
ほ
と
り
の
つ
ば
さ
。
手
腕
の
大
き
な
こ
と
を
掌
る
。
鴻
は
臀
、
腫
は
傭
‘
博
臀
贄
導
の
意
に
取
〖
鴻
“
腫
~
四
〗

1
7
9
[
"
D
O

官
名
。
鴻
腫
寺
の
長
官
。
〔
唐
六

喩
゜
〔
北
史
、
文
苑
傭
序
〕
彫
―
―
琢
壊
瑶
盃
空
削
杞
梓
石
江
つ
て
名
づ
く
。
成
帝
の
時
、
典
圏
國
を
併
合
し
‘
蜜
夷
の
降
典
‘
鴻
腿
寺
〕
鴻
臆
卿
之
職
‘
掌
↓
―
賓
客
及
凶
儀
之
事
↓

為

龍

光

砿

稲

―

―

鴻

翼

↓

者

を

併

せ

掌

る

。

後

、

歴

代

有

り

、

北

齊

に

至

り

‘

鴻

腫

寺

O
玄
蕃
頭
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕
玄
蕃
寮
‘
頭
一
人
‘
唐

【
鴻
来
】
168

存
消
、
呉
應
達
(
2
-
3
3
6
5
:
 4
4
9
)

の
字
。
と
改
め
、
清
末
に
至
っ
て
限
す
。
鴻
腫
寺
(

1

8

1

)

を
見
よ
。
名
‘
鴻
腫
卿
。

【
鴻
瀬
】1
6
9
7
"
大
き
い
急
淵
。
鴻
は
洪
゜
〔
班
固
‘
覧
海
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
典
客
‘
秦
官
‘
掌
ー
ー
諸
蹄
レ
義
惧
〖
鴻
腫
史
〗

1
8
0
匁
D

玄
蕃
陽
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕
玄
蕃

賦
〕
馳
鴻
淵
以
漂
鷲
翼
―
飛
風
而
廻
翔
。
衷
有
裕
、
懇
帝
中
六
年
‘
更
名
大
行
倉
武
帝
太
初
元
寮
‘
屡
‘
唐
名
‘
鴻
腫
史
。

【
鴻
朗
】1

7
0葬大
き
く
ほ
が
ら
か
。
〔
論
衡
‘
氣
壽
〕
兒
年
‘
更
二
名
大
鴻
腫
面
闇
官
有
―
―
行
人
・
繹
官
・
別
火
三
令
丞
〖
鴻
臆
寺

]
1
8
1

匁
口
官
名
。
O
北
齊
‘
大
鴻
腫
を
改
め
梢

生
琥
暗
之
瞥
‘
鴻
朗
‘
高
暢
者
壽
‘
噺
喝
温
下
者
夭
。
及
郡
邸
長
承
―
↓
〔
庄
〕
應
勒
日
‘
郊
廟
行
稽
讚
―
―
九
賓
盃
鴻
、
し
、
歴
代
之
を
置
く
。
外
國
に
隅
す
る
事
項
、
朝
貢
来
聘

【
鴻
鸞
】
1
1
1
9
パ
お
ほ
と
り
と
鸞
鳥
。
賢
人
の
喩
。
〔
揚
臀
、
腫
‘
傭
レ
之
也
。
〔
漢
書
、
百
官
公
卿
表
上
〕
典
罵
國
、
の
事
‘
及
ぴ
凶
儀
・
祠
廟
の
事
な
ど
を
掌
る
。
鴻
腫
(
1
7
7
)

雄
‘
劇
秦
美
新
〕
振
鷺
之
臀
充
レ
庭
‘
鴻
鸞
之
窯
漸
レ
階
。
秦
官
‘
掌
二
蟹
夷
降
者
ご
云
云
、
成
帝
河
平
元
年
、
省
井
ー
ー
を
見
よ
。
〔
宋
史
‘
職
官
志
五
〕
鴻
腫
寺
‘
云
云
‘
卿
掌
―
―
四

〔
注
〕
銑
日
、
振
鷺
•
鴻
鸞
‘
皆
喩
―
―
賢
人
一
也
。
〔
魏
文
帝
、
大
鴻
腫
→
〔
通
典
‘
職
官
典
八
、
諸
卿
中
‘
鴻
腫
卿
〕
周
官
夷
朝
貢
宴
努
‘
給
賜
送
迎
之
事
‘
及
國
之
凶
儀
‘
中
都
祠

清
川
賦
〕
亀
龍
神
姻
‘
鴻
鸞
塁
翔
゜
〔
謝
眺
‘
詠
―
―
瀾
鵬
1

大
行
人
掌
二
大
賓
客
之
穐
云
秦
官
有
1

一
典
客
一
掌
1

一
諸
侯
及
廟
‘
道
秤
籍
帳
‘
除
附
之
禁
令
↓
〔
消
會
典
‘
鴻
腫
寺
〕
兼

詩
〕
得
レ
厠
1
1

鴻
鸞
影
ぶ
叩
光
弄
↓
―
羽
翼
↓
〔
李
白
、
秋
日
煉
欝
義
轡
夷
涵
漢
改
為
1

一
鴻
腫
涵
公
帝
二
年
、
令
＝
ー
諸
侯
王
斃
‘
管
事
務
大
臣
一
人
‘
卿
‘
涌
洲
一
人
‘
漢
一
人
‘
少
卿
‘
涌

槃
院
鍼
ー
白
髪
贈
1

一
元
林
宗
―
詩
〕
弱
齢
接
二
光
景
ご
矯
列
侯
初
封
及
之
レ
國
、
大
鴻
腫
奏
二
詮
昧
策
二
列
侯
苑
及
洲
一
人
‘
漢
一
人
‘
掌
レ
襄
1

一
朝
會
燕
饗
之
謄
玉
率
二
其
闊
―

翼
攀
1

鴻

鸞

↓

諸

侯

太

博

初

除

之

官

、

大

行

奏

―

―

盆

昧

策

一

中

六

年

改

1

一
而
賛
導
‘
陪
祀
則
引
l
l

其
儀
↓
〇
玄
蕃
寮
の
唐
名
。
〔
職
原

【
鴻
陸
】
g

戸
大
陸
。
〔
庚
信
‘
小
園
賦
〕
不
レ
雪
雁
門
大
鴻
腫
為
II

大
行
令
盆
氏
帝
太
初
元
年
、
更
1

一
名
大
鴻
腫
一
抄
〕
玄
蕃
寮
‘
唐
名
‘
鴻
腫
寺
。

之
既
先
念

1一
鴻
陸
之
遠
→
又
更
ー
ー
名
其
闇
官
行
人
云
竺
大
行
令
云
秦
時
又
有

1一
典
闇
〖
鴻
腫
承
―]
1
8
2

岱
t

玄
蓄
允
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕
玄
蕃

【
鴻
鱗
】
113

焚
書
翰
。
鴻
稀
鱗
絶
(
1
9
3
)
を
見
よ
。
國
官
云
掌
―
―
蜜
夷
降
者
玉
漢
因
レ
之
、
成
―
帝
河
平
元
年
‘
省
レ
寮
‘
允
‘
唐
名
‘
鴻
臆
丞
゜

【
鴻
診
】1

1
4
ぢ
大
き
な
悪
氣
。
大
き
な
悪
を
い
ふ
。
〔
謝
之
井
二
大
鴻
腫
五
後
漢
大
鴻
臆
卿
一
人
‘
諸
王
入
朝
嘗1一
郊
〖
鴻
臆
寺
卿
〗1

8
3
互
芹
鴻
腫
寺
の
長
官
。
鴻
腫
及
ぴ
鴻

荘
‘
泰
始
元
年
改
元
大
赦
詔
〕
頼
1

一
七
廟
之
璽
↓
藉
―
―
八
迎
盃
空
其
租
儀
及
郡
國
上
計
ぶ
転
職
輿
レ
漢
同
‘
凡
皇
子
腫
寺
を
見
よ
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
三
〕
鴻
臆
寺
卿
、
一
人
‘

百
之
慶
五
品
m
斯
珍
‘
鴻
診
時
寃
。
拝
レ
王
賛
レ
授
二
印
綬
ご
反
拝
↓
ー
諸
侯
二
誼
侯
嗣
子
及
四
方
従
三
品
‘
少
卿
、
二
人
‘
従
四
品
上
‘
云
云
‘
掌
1

一
賓
客
及

【
鴻
麗
】
175

戸
大
き
く
う
る
は
し
い
。
〔
論
衡
‘
自
紀
〕
夷
秋
封
者
、
憂
下
鴻
臆
召
拝
レ
之
‘
王
甍
則
使
レ
弔
レ
之
‘
凶
儀
之
事
一
云
云
、
諸
蕃
朝
賀
‘
進
貢
使
貢
‘
云
云
、
所
レ

故
鴻
麗
深
捻
之
言
‘
闘
↓
―
於
大
命
咄
小
レ
通
―
於
小
↓
及
秤
一
王
嗣
五
魏
及
晉
初
皆
有
レ
之
、
自
1

一
東
晉
云
ぎ
於
宋
獄
之
物
、
先
上
↓
―
其
敷
於
鴻
臆
↓

【
鴻
烈
】1
7
6
i

‘

[
O

大
い
な
る
て
が
ら
。
偉
功
。
〔
揚
雄
‘
齊
石
＂
な
事
則
櫂
置
―
兼
官
一
畢
則
省
‘
梁
除
ー
一
大
字
—
但
曰

I
I

〖
鴻
腫
少
卿
〗1

8
4
忠
7
0イ
玄
蕃
助
の
唐
名
。
〔
職
原
抄
〕

解
難
〕
不
レ
足
下
以
揚
―
―
鴻
烈
―
而
章
4
絹
熙
い
〔
後
漢
書
‘
鴻
腫
卿
一
位
視
―
―
尚
書
左
承
―
一
常
導
1

一
護
賛
拝
↓
後
魏
曰
1

一
玄
蕃
寮
‘
助
一
人
‘
唐
名
‘
鴻
腫
少
卿
。

和
帝
紀
〕
詔
日
、
云
云
、
西
域
諸
國
納
レ
質
内
附
‘
登
非
II

大
鴻
腫
丁
北
齊
曰
,
,
鴻
臆
寺
工
有
1

一
卿
ふ
ノ
卿
各
一
人
「
亦
【
鴻
鷺
】
g
i
'
C
O
ひ
し
く
ひ
と
さ
ぎ
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
太

祗
宗
迪
哲
重
光
之
鴻
烈

d
究
〔
後
漢
書
、
渇
術
傭
下
〕
掌
1

一
蕃
客
朝
及
吉
凶
弔
祭
一
後
周
司
寇
有
二
藩
部
中
大
虚
慎
人
曰
‘
鴻
者
利
族
之
縛
名
也
‘
其
鵠
雁
鵞
鵡
皆
日
ニ

著
盛
徳
子
前
一
重
―
鴻
烈
子
隻
〔
苑
嘩
、
後
漢
書
二
十
八
夫
一
掌
諸
侯
朝
観
之
叙
二

9
賓
部
中
大
夫
涵
テ
ー
大
賓
鴻
鷺
也
‘
古
歌
日
‘
鴻
鷺
千
年
鳥
‘
為
レ
肴
致
和
へ
箕
百
1

牌
傭
論
〕
寇
郡
之
高
動
‘
取
買
之
鴻
烈
。

O
淮
南
子
の
異
客
之
儀
ご
隋
文
帝
開
皇
三
年
際
‘
鴻
腿
寺
入
―
―
太
常
一
十
帝
衡
l

一
月
華
盃
刀
坐
空
中
賓
。
〔
高
似
孫
‘
松
江
蟹
含
賦
〕

八
二
八
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鳥

部

〔
六
畿
〕

鴻

鳶

祖

鵡

賦

鶴

賂

紐

駕

鶉

鵠

八
二
九

鴻
路
八
弓
為
レ
郡
、
鵡
鵜
分
為
レ
徒
。

O
官
僚
に
喩
へ
る
。

〔
劉
孝
綽
‘
侍
―
―
宴
集
賢
堂
一
應
令
詩
〕
官
隔
引
,
,
鴻
鷺
一

朝
行
命
歪
碧
↓
参
地
名
。
〔
穆
天
子
博
‘
二
〕
天
子
北
征

東
還
‘
甲
申
至
二
子
黒
水
西
膜
之
所
謂
鴻
鷺
↓
於
レ
是
降

雨
七
日
、
云
云
‘
乃
封
二
長
肱

f
黒
水
之
西
河
；
是
惟
鴻

鷺
之
上
、
以
為
1

一
周
室
主
↓

【
鴻
瀧
】
186

砕
玉
の
お
と
。
〔
李
賀
‘
昌
谷
詩
〕
鴻
瀧
散

鈴
響
‘
覇
臣
競
―
涼
思
↓

【
鴻
蒼
】
函
特
輩
菜
の
名
。
fc

碓

(
9
-
3
2
1
4
1
)

の
異
名
。

〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
饉
、
鴻
蒼
゜
〔
疏
〕
籠
‘
葉
似
レ
非
之
菜
也
、

一
名
鴻
蒼
‘
本
草
謂
二
之
莱
芝
↓

【
鴻
隠
棲
】
187009
勺
／
清
、
王
曇
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 8
6
6
)

の

室

名

。

「

名

。

【
鴻
梢
堂
】
188
炉
0
0

カ
ク
清
‘
胡
方
(
9
|
2
9
4
0
0
 :
 3
0
1
)

の
室

【
鴻
懐
焼
】
189
豆
7
0

ク
ワ
，
寛
明
の
さ
ま
。
〔
王
延
壽
‘
魯
霊

光
殿
賦
〕
罹
穿
窮
以
岬
蝶
‘
鴻
燐
規
以
燻
間
。

【
鴻
郎
陵
】
loo

号
ケ
キ
池
の
名
。
河
南
省
汝
南
縣
の
東
。

又
‘
鴻
隙
跛
·
鴻
池
跛
•
洪
池
跛
に
作
る
。
淮
北
の
諸
水

を
受
く
。
〔
漢
書
、
習
義
博
〕
汝
南
藷
有
二
鴻
隙
大
跛
面
叩

以
為
レ
饒
、
成
帝
時
韻
東
敷
水
‘
跛
溢
為
レ
害
。
〔
後
漢
書
、

郎
晨
側
〕
興
1

鴻
郎
跛
散
千
頃
田
ご
汝
土
以
殷
。

【
鴻
雪
齋
】
191

苔
セ
ッ
清
‘
黄
丹
書
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
2
3
5
)
 

の
琥
゜

【
鴻
泥
堂
】
図
わ
00
テ
ィ
明
‘
砕
章
憲
(
9
|
3
2
1
2
3
 :
 1
9
7
)

の

室
名
。

【
鴻
稀
鱗
絶
】
lSl

悶
5

，
書
信
の
絶
え
る
こ
と
。
〔
西
廂

記
‘
張
君
瑞
害
―
―
相
思
1

雑
劇
〕
鴻
稀
鱗
絶
‘
悲
愴
不
レ
勝
。

【
鴻
洲
先
生
】
194

努
芹
明
‘
徐
三
重
(
4
-
l
O
l
l
O
:
 4
3
 

4
)
尊
稲
゜

【
鴻
商
富
賣
】
195

容
で
大
き
な
商
人
。
豪
商
。
〔
梢
謂

録
‘
商
賃
‘
鴻
商
富
買
〕
裟
子
野
略
‘
鴻
商
富
買
‘
舞
女

成
レ
塁
。

【
鴻
髭
沈
レ
舟
】
196

互
い
だ
パ
ゾ
ム
騰
の
利
毛
が
舟
を
沈
め

る
。
軽
微
も
多
く
積
め
ば
多
力
と
な
る
喩
゜
〔
新
論
‘
恨

陳
〕
鴻
荏
性
軽
‘
積
レ
之
沈
レ
舟
‘
魯
縞
質
薄
‘
登
レ
之
折
レ

軸
、
以

Z
縞
之
轄
微
能
敗
悔
車
者
、
積
多
之
所
レ
致

也。

【
鴻
雪
因
縁
圃
記
】
197¢

り
芍
ィ
／
？
書
名
。
六
冊
。
清
‘

長
白
麟
撰
。
自
序
博
を
編
年
史
橙
に
記
述
し
、
二
百
四

十
の
括
圏
を
挟
ん
で
其
の
賓
歴
を
叙
す
。

日
□
し
ら
き
じ
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鳥
名
、
似
レ
雉
゜

〔
山
海
経
‘
北
山
経
〕
縣
薙
之
山
‘
其
鳥
多
1

一
白
餓
↓

9

日
ヰ
ク

冨
】
蜘
汀
〔
集
韻
〕
云
九
切

〔
集
韻
〕
乙
六
切

面圏

【
賦
】
[
’

鵡

(
1
2
-
4
6
8
7
7
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
類
編
〕
試
同
レ
鵡
。

チ
ョ
ク

小
訟
鵡
は
‘
む
ら
さ
き
を
し
ど
り
c

鴛

鴛

層！豪
の

大

き

い

も

の

。

鷲

(
1
2
|
 4
7
2
7
3
)
・
 

式
(
4
|
9
6
6
3
)

に
通
ず
。
〔
説
文
新
附
〕
鵡
‘
硲
鵡
‘

水
鳥
也
‘
炊
レ
鳥
式
臀
゜
〔
説
文
新
附
孜
〕
玉
篇
‘

鵡
‘
淫
鵡
也
、
重
文
作
レ
鷲
‘
按
、
陸
佃
婢
雅
‘
引
―
―

陳
昭
裕
建
州
圏
経
一
日
、
埃
鵡
於
二
水
渚
―
宿
‘
慧

伍
皆
有
式
度
五
笠
此
則
義
営
レ
作
レ
式
。
〔
集
韻
〕

鷲
‘
或
作
レ
鵡
゜

【

鵡

】

年

[

[

ク

〔

集

韻

〕

蓄

賃
c
h

遭

筏
鴇
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
筏
‘
祖
鴇
‘
鳥
名
、
錦

文
也
。

酋

]

[

[

：

〔

集

韻

〕

直

格

切

凰

曰
ン
〔
集
韻
〕
七
四
切
閣

□
シ
〔
集
韻
〕
津
私
切
国
3

El□
み
み
づ
く
。
〔
集
韻
〕
鳶
‘
鳥
名
、
人
面
如
レ

巣
。
〔
山
海
経
、
海
外
西
経
〕
女
祭
女
戚
‘
云
云
‘

裔
鳥
‘
節
鳥
‘
其
色
胄
黄
、
所
レ
経
國
亡
。
〔
畢
注
〕

鳶
麒
二
字
‘
説
文
所
レ
無
、
見
1

一
玉
篇
三
云
‘
鳥
青
黄

色
、
卸
鶴
蒻
也
。

宮
E

]
年

ふ
な
し
う
づ
ら
。
鶉
母
。
荏
(
1
1
ー

4
2
0
1
4
)

に
同

じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
駕
‘
鴇
母
。
〔
注
〕
鵠
也
、
青
州

呼
稿
母
二
義
疏
〕
呂
覧
季
春
紀
注
‘
鴛
‘
鵠
也
‘

青
州
謂
二
之
稿
鴇
ご
周
維
謂
二
之
駕
一
幽
州
謂
―
―
之

鵠
面
鶉
・
鶴
二
鳥
、
本
非
向
類
一
今
鶉
、
黄
黒
雑
文
、

大
如
二
秋
難
正
i

炉
尾
、
鶴
‘
較
長
大
、
黄
色
無
レ
文
、

又
長
頸
長
紫
‘
鶴
之
言
‘
闇
也
、
鶉
之
言
‘
純
也
‘

純
亦
文
也
。
〔
集
韻
〕
組
‘
鳥
名
‘
説
文
‘
牟
母
也
、

或
八
レ
鳥
。
〔
騰
月
令
〕
田
鼠
化
為
レ
駕
゜
〔
注
〕
鶉

鶴
之
腸
゜

国】蜘
ジーヨ
二ーヨ

〔
集
韻
〕
人
余
切／ 
曰

x
互’屈l

小
日
水
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
縞
‘
烏
蝶
也
‘

払
鳥
各
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
紐
‘
烏

霜
豪

嶋
〔
注
〕
水
鳥
也
、
似
畑
而
短
頸
‘
腹
翅
紫
白
‘

背
上
緑
色
。
口
鳴
雑
は
‘
み
み
づ
く
。
〔
爾
雅
‘
秤

鳥
〕
鵠
弱
賤
。
〔
注
〕
今
江
東
呼
底
向
鶴
―
為
―
―
蒻

賜
盃
か
謂
乏
鳴
雙
〔
集
韻
〕
綿
‘
鵜
鵠
鳥
名
、

偶
鍋
也
。

祠
】
細

カ
ク
キ
ぶ
｀
ク

口 □
ラ
ク

〔
集
韻
〕
歴
各
切
蘊

カ
メ

E
luo• 

〔
集
韻
〕
各
頷
切
願

〔
集
韻
〕
魯
故
切
、
週

ヵ
x

こ

l
u
o
•

さ
ぎ
。
鷺
(
1
2
|
 4
7
3
6
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鷺
‘
鳥

名
、
説
文
、
白
鷺
也
、
或
省
。
〔
穆
天
子
偉
、
五
〕
有
二

絞
者
賂
一
〔
注
〕
賂
、
鳥
名
‘
絞
‘
白
貌
、
昔
路
。

露】曇
｝レ口

〔
注
〕
即
白
鵠
也
。
〔
畢
注
〕
即
説
文
之
卓
鳩
゜

い
へ
ば
と
。
或
は
維
(
1
1
-
4
2
0
1
0
)

に

頌
い
作
る
。
〔
説
文
〕
鵠
‘
鳩
隔
也
‘
炊
レ
鳥
合

臀
゜
〔
段
注
〕
鳩
之
可
レ
畜
―
―
於
家
―
者
、
状
全
輿
1

一勃

姑
同
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
鳥
名
‘
或
炊
レ
焦
〔
本
草
‘

鵠
〕
集
解
‘
時
珍
日
、
慮
虞
人
家
畜
レ
之
‘
亦
有
二
野

領
名
品
雖
レ
多
、
大
要
毛
利
不
レ
過
壽
2

白
早
緑

鵜
斑
藪
色
一
眼
目
有
ー
一
大
小
黄
赤
緑
色
―
而
已
゜

【
鵠
口
】
1
9
0
7

口
の
ど
も
る
こ
と
。

【
鵠
子
】
2

k
e
1
 

t
z
u

家
鳩
。

【
鵠
含
】
3

吟
い
へ
ば
と
の
小
屋
。

【
鵠
舌
】
4

唸
口
の
ど
も
る
こ
と
。
鵠
口
(

l

)

に
同
じ
。

【
鵠
炭
】
5

”
グ
鵠
の
利
の
や
う
に
暗
罠
色
の
す
み
。
〔
哀

栴
‘
翰
林
故
事
詩
〕
盤
鵡
撮
錦
是
冬
衣
‘
鵠
炭
初
生
酒
力

微
【
鵠
刑
】
6

[

[

鳩
の
ぬ
け
た
利
。
〔
桃
花
扇
‘
餘
韻
〕
鵠

鉗
蝠
糞
涌
堂
掬
‘
枯
枝
敗
葉
嘩
9
階
箪
。

【
鵠
投
レ
書
】
こ
空
，
；
鳩
が
よ
く
書
状
を
傭
達
し
た

故
事
。
唐
の
張
九
齢
及
ぴ
郭
仲
賢
が
、
こ
の
鵠
を
飼
養
し

た
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
開
元
〕
張
九
齢
少
年
時
、
家
養
,
,
群

堕
毎
輿
1

戦
知
書
信
一
往
往
只
以
レ
書
繋
―
―
鵠
足
下
五
依
ニ

所
＂
教
之
慮
ぶ
心
往
投
レ
之
、
九
齢
目
レ
之
為
―
―
飛
奴
↓
〔
綴

耕
録
‘
鶉
鵠
傭
書
〕
顔
清
甫
曲
阜
人
‘
顔
子
四
十
八
代
孫
‘

嘗
臥
レ
病
‘
其
幼
子
偶
弾
―
―
得
一
鶉
鵠
t

蹄
以
供
レ
膳
‘
於
ニ

梢
笥
間
ぶ
竺
書
一
鍼
;
声
上
題
云
、
家
書
付
二
男
郭
馬
「

開
折
‘
昂
乃
曲
阜
縣
手
郭
仲
賢
也
‘
益
其
父
自
―
―
慎
定
1

寄

【鵠】細
カ，
7
コ，
7

〔
集
韻
〕
葛
合
切
≪
亡

町忍

鵜
母
・
梯
鱚
は
‘
ふ
な
し
う
づ
ら
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕

駕
、
鴇
母
。
〔
注
〕
鶴
也
、
青
州
呼
稿
母
↓
〔
廣
韻
〕

鶉
‘
鶉
之
別
名
。
〔
集
韻
〕
稿
、
鳥
名
、
鶴
也
。
〔
幡
‘

月
令
〕
田
鼠
化
為
レ
駕
゜
〔
疏
〕
鴛
‘
鵜
母
。
菌
と
き
。

鴇
。
朱
鷺
゜

【
鶉
色
】
1

い[

う
す
も
も
色
。

祠】蜘
ポ
ヴ
〔
集
韻
〕
迷
浮
切
困

／
 

ム

n
又

m
o
u
2

13425 



(46885)— (46898) 

と
び
。
府
(
1
2
-
4
6
6
7
4
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
‘

鳶
烏
醜
‘
秤
文
〕
鳶
‘
字
亦
作
レ
戴
。
〔
集
韻
〕
席
‘
亦

【戴】郷

ェ
ン

〔
集
韻
〕
余
専
切

OO

屑】疇
ジ
ン

鴛
(
1
2
|
 4
6
8
8
5
)

に
同
じ
。
〔
川

篇
〕
雌
‘
同
レ
鴛
‘
見
1
1

集
韻
一

El口
戴
鴛
は
‘
や
つ
が
し
ら
。
き
く
い
た
だ
き
。
又
‘

頭
上
の
か
ざ
り
。
は
な
か
づ
ら
。
或
は
雅

(11
|
 4
2
 

0
3
1
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鶉
鵠
‘
戴
鴛
゜
〔
注
〕

鴛
‘
郎
頭
上
勝
、
今
亦
呼
為
二
戴
勝
↓
〔
義
疏
〕
方
言

云
‘
鷹
鳩
、
自
レ
隅
而
東
謂
―
―
之
戴
鷺
「
東
齊
海
岱

之
間
謂
―
―
之
戴
南
盃
南
猶
レ
鴛
也
‘
或
謂
↓
一
之
戴
鶉
「

或
謂
二
之
戴
勝
盃
木
齊
呉
揚
之
間
謂
1

み
な
竺
然
則

篤
即
勝
也
‘
瞥
近
字
通
、
然
鳴
鳩
巣
居
、
戴
勝
乃

生
1

一
樹
穴
中
ぶ
ば
在
同
物
ギ
月
言
失
レ
之
、
戴
鷺
即

今
之
棲
棲
穀
、
小
―
―
於
鶉
鳩
ぢ
頁
白
斑
文
、
頭
上
毛

冠
‘
如
レ
戴
菰
勝
一
戴
臀
之
名
以
レ
此
、
常
以
ニ
―
―
―

月
中
―
鳴
‘
鳴
自
呼
也
。
〔
集
韻
〕
鴛
‘
或
八
レ
佳
。

ジ
ン
ニ
ン

日
ジ
ン

ロ

貧】螂

ニ
ン

〔
集
韻
〕
如
林
切
暉
吟

／
 

日
.f

jen2 

〔
集
韻
〕
如
鵡
切
囲

至
者
、
時
仲
賢
改
授
ふ
逗
平
縣
手
―
去
‘
鵠
未
レ
及
レ
知
‘
盤

桓
尋
冤
‘
遂
遇
レ
害
‘
清
甫
見
レ
之
‘
責
石
空
ム
便
取
―
―
木

匝
函
レ
鵠
‘
候
―
―
病
梢
愈
直
抵
―
―
仲
賢
官
所
盃
獄
書
卑
ハ
マ

鵠
且
飢
其
故
ぶ
け
賢
戚
然
日
、
畜
此
鵠
五
J

十
七
年

癸
‘
凡
有
家
鷹
雖
レ
隔
藪
千
璽
亦
能
博
致
‘
誠
異
禽

也
‘
命
―
―
左
右
麗
レ
之
、
以
清
甫
長
厚
君
子
ご
留
レ
之
累

日
、
商
及
子
弟
出
塵
仲
賢
告
言
、
長
子
國
詳
頗
習
二
儒

業
ご
竺
仲
賢
知
震
州
；
召
補
函
7

史
一
貢
,
,
山
東
廉
訪
一

奏
差
陸
―
―
書
吏
五
後
官
至
漠
中
廉
訪
使
↓

鳥

部

〔
六
驚
〕

小
〇
煽
鵠
は
‘
ご
ゐ
さ
ぎ
。
も
と
餃
(
1
2

介^
＂
嚢

策

ー

4
6
8
8
9
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
鮫
‘

説
文
本
字
。
〔
説
文
〕
鮫
‘
鮫
鯖
也
‘
炊
レ
鳥
交
臀
‘

一
日
‘
餃
鑢
也
。

O
鳥
の
名
。
か
も
に
似
て
‘
脚
は

尾
に
近
く
‘
歩
行
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
鳥
。
魚

煽
゜
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
煽
、
頭
煽
゜
〔
注
〕
似
レ
覺
、
闘

近
レ
尾
‘
略
不
レ
能
レ
行
‘
江
東
謂
二
之
魚
煽
↓
〔
本

草
‘
鵬
鵜
〕
集
解
‘
時
珍
日
‘
似
―
鵬
鵜
―
而
蛇
頭
長

項
‘
冬
月
利
煽
毛
落
盛
‘
栖
息
淫
岸
石
見
レ
人
不
レ

熊
行
‘
即
柊
入
水
著
爾
雅
所
謂
煽
頭
‘
魚
煽

也
。
●
或
は
鴻
(
1
2
|
 4
6
7
1
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

煽
‘
或
炊
反
父
。

【
燭
鶴
】
1

”
四
ご
ゐ
さ
ぎ
と
こ
ふ
の
と
り
。
〔
班
固
‘

西
都
賦
〕
白
鷺
黄
鵠
‘
嬉
鶴
鶴
鵡
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
爾
雅
日
、

煽
頭
煽
‘
郭
環
曰
‘
似
レ
覺
‘
云
云
‘
毛
襄
詩
博
曰
‘
鶴
、
水

鳥
也
。

[
嫡
鵡
】
2

蹂
鳥
の
名
。
鷺
の
一
種
。
ご
ゐ
さ
ぎ
。
脚
長

く
‘
毛
冠
が
あ
る
。
又
‘
一
説
に
‘
丹
頂
で
紅
色
の
毛
冠

の
あ
る
美
し
い
鳥
。
交
精
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
雌
‘
煽
鵠
°

〔
注
〕
似
レ
覺
‘
脚
高
毛
冠
‘
江
東
人
家
養
均
之
、
以
厭
―
―
火

炎
↓
〔
義
疏
〕
説
文
‘
雅
‘
煽
鵡
也
、
白
帖
引
禽
経
―
云
‘
交

目
‘
其
名
雌
是
煽
醜
以
―
―
交
目
得
レ
名
、
故
又
呂
睛
交

而
？
也
、
云
云
‘
今
按
、
此
鳥
紅
毛
為
レ
冠
‘
翠
鼠
紫
櫻
、

駿
利
朱
披
、
文
彩
爛
然
゜
〔
本
草
‘
煽
鵠
〕
秤
名
、
交
瞳
‘
交

難
叫
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
虞
機
登
‘
留
涵
コ
鵠
一
〔
枚
乗
、
七

登
〕
孔
鳥
鶴
鵠
‘
縞
鵬
煽
鵠
゜
〔
李
墾
玉
‘
池
塘
晩
影
詩
〕

風
荷
珠
露
傾
‘
驚
―
―
起
睡
燭
鶴
↓

[
燭
鵬
】
3

匁
鳥
の
名
。
煽
鵠
の
異
名
。
〔
説
文
〕
餃
、
鮫

冤】螂
ヵ
ヴ
〔
集
韻
〕
居
肴
切
圏

ヶ
ヴ

H
一名

c
h
i
a
o
1

作
レ
載
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
下
〕
河
平
元
年
‘

泰
山
山
桑
谷
有
レ
載
‘
焚
土
苔
果
一
〔
注
〕
師
古
曰
‘

戴
‘
鵠
也
。
〔
漢
書
‘
梅
福
傭
〕
夫
戴
鵠
遭
レ
害
‘
則

仁
鳥
増
逝
。
〔
注
〕
師
古
日
‘
戴
‘
鵡
也
。

鴛

雌

戴

燭

鮫

傾

鳶

般

鴛

鴇

熾

鵠

随

隅

チ
ヴ
ヂ
ユ
ロロ七
ウ

国
琴
[

冠

】

三

囲
テ
，
ウ

〔
集
韻
〕
丁
聯
切

〔
集
韻
〕
捗
交
切

〔
集
韻
〕
張
流
切
出
又

〔
集
韻
〕
之
遥
切

圏面圏糾困
" 

宿】細

’

傾

(
1
2ー

4
g
9
0
)
に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
鷺
、
同
レ
鵠

キ
ウ

日
口
傾
鵜
は
‘
み
み
づ
く
。
藷
(
9
-
3
0
2
4
9
)

に

同
じ
。
〔
説
文
〕
藷
、
誰
藷
‘
藷
留
也
‘
膳
、
藷
或
炊
レ

鳥
休
臀
゜
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鵠
傾
‘
怪
鵠
也
。
〔
一
切

鰹
音
義
、
十
九
〕
傾
鵬
纂
文
云
‘
夜
即
拾
入
爪
―

也。

【
偶
狐
】
1

9
ゥ
こ
の
は
づ
く
。
〔
中
阿
含
経
〕
傾
狐
在
ニ

燥
樵
積
間
↓

[
傾
鳥
】
2

琴
鳥
の
名
。
み
み
づ
く
。
〔
隋
書
、
五
行
志

下
〕
開
皇
初
、
梁
主
蒲
踪
新
起
、
後
有
A
潤
鳥
集
-
1

其
帳

隈
丁
否
幾
踪
入
朝
、
被
レ
留
―
―
子
長
安
一

【
鶴
鵬
】
3

認
鳥
の
名
。
み
み
づ
く
。
角
鵠
。
猫
頭
‘
鷹
゜

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
‘
鵠
鵠
鵜
‘
注
〕
今
江
東
呼
l

―
餞
鵡
云
曼
鵠

鵡
盃
“
謂
乏
鵠
聾
〔
博
物
志
〕
僻
覇
、
豊
目
無
レ
所
レ
見
、

夜
則
至
明
。

キ
ヴ
ク
日具

9

ウ

徊】”

〔
集
韻
〕
虚
尤
切
中
3

T
一又

hsiu'

圏

〔
集
韻
〕
巨
救
切

霰】螂

煽
(
1
2
-
4
6
8
8
8
)

の
本
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
舷
‘
説
文
‘
餃
本
字
。

カ，ウ

鯖
也
、
云
云
‘
一
曰
‘
紋
纏
也
。

爾
】
〗ト
ヴ
〔
字
彙
補
〕
昔
童

鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
鴎
‘
鳥
名
。

冠
】
岬
久
ワ
イ
〔
篇
海
〕
昔
灰

国
】
一
ス
ヴ
□
咋
□
戸

~
l
)

に
同
じ
。
〔
海

祠

】

亨

ア

[

]

戸

日

臼

[
0
に
同
じ
。
〔
字
彙

う
。
し
ま
つ
ど
り
。
〔
字
彙
補
〕
鵜
‘
頗
鴛
也
。

冠]』
-07,[

〔
字
彙
補
〕
力
倒
切
翔

う
。
し
ま
つ
ど
り
。
〔
本
草
‘
魏
鶯
〕
秤
名
‘
扶
老
‘

鷲
鴛
、
集
解
、
時
珍
日
‘
飲
膳
正
要
云
‘
鷲
鴛
有
二

三
種
エ

9
白
者
・
黒
者
・
花
者
石
名
為
―
―
胡
蹂
鵞
一

其
肉
色
亦
不
レ
同
也
。

【鴛】岬

ラ
ヴ

〔
正
昔
棧
〕
昔
老

小

El[宕
匡
固
鶴
航
は
‘
い
か
る
が
。
〔
説

鳥り豪
文
〕
鶴
‘
鶴
航
也
‘
八
レ
鳥
舟
臀
゜
〔
左

氏
、
昭
‘
十
七
〕
鶴
鳩
氏
司
な
事
也
。
〔
疏
〕
繹
鳥
云
‘

鵬
鳩
‘
鶴
船
‘
含
人
曰
‘
鵬
鳩
‘
一
名
髄
般
‘
今
之

班
鳩
也
。

鳳

舟

部

の

餓

(
9
|
3
0
5
3
5
)
と
は
同
形
で
あ
る
が
、
そ

の
義
は
異
な
る
。

八
三
〇
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鳥

部

〔
六
_
|
七
萱
〕

鴎

精

駿

鶉

飯

鴇

鶏

駕

鴎

鴎

餘

禍

鶯

鳴

鵡

鴎

鵜

鷲

鶏

鴎

鶴

舗

精

日
口
●
ほ
と
と
ぎ
す
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
、
杜
鵜

也
。
●
鶉
鶏
は
‘
催
明
鳥
。
〔
獣
陽
脩
‘
鴨
競
詞
〕

緑
窟
鶉
焙
催
―
―
天
明
↓
〔
注
〕
催
明
鳥
‘
京
師
謂
二
之

夏
難
↓

,......... 

鵠
.......... 
46905 

口日
'J-;7,'7, カ，
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
檄
頬
切

〔
集
韻
〕
詑
治
切

國姻

霞眉饂＿

【鴇】
i

直
い
え
：

a且
に
い
°
"

花
鳥
。
●
と
き
い
ろ
。
と
き
の
利
の
裏
の
色
。
や
や
灰

色
を
帯
び
た
淡
桃
色
。

厨

】

一

諷
ち
ど
り
。
千
鳥
。

【
鶉
】
一
ィ
ッ

義
未
詳
。
〔
海
篇
〕
精
‘
昔
幸
。

【
駿
】
如

フ
ヴ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
駿
‘
昔
婦
。

【
鶉
】
[

ベ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
精
‘
昔
米
。

【
鴎
】
一
／
，
司
ウ
＂
い
"
[
い
戸
俗
字
。
〔
字

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鴫
‘
鳥
名
。

國
t
^
 u' 
囮

日
鳥
の
名
。
鼠
と
同
じ
穴
に
す
む
。
或
は
縞
(
1
2

|
 4
7
2
3
7
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鳥
鼠
同
レ
穴
、

其
鳥
為
レ
餘
‘
其
鼠
為
レ
峡
。
〔
注
〕
餘
、
似
レ
鵜
而
小
、

黄
黒
色
‘
穴
入
レ
地
三
四
尺
‘
鼠
在
レ
内
‘
鳥
在
レ
外
‘

今
在
―
―
随
西
首
陽
縣
鳥
鼠
同
穴
山
中
i

孔
氏
尚
書

傭
云
‘
共
為
ー
一
雄
雌
盃
張
氏
地
理
記
云
、
不
レ
為
1
1

牝

牡
↓
〔
集
韻
〕
餘
‘
或
作
レ
鵠
。
口
鶉
餘
は
‘
鳥
の
名
。

鵜
(
1
2
|
 4
6
9
1
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
縞
、
編
縞
、
鳥

名
‘
或
書
作
レ
餘
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
翼
望
之

山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
烏
‘
三
首
六
尾
而
善
笑
‘

名
日

,11'絹
面
炉
之
使
11

人
不
p
厭
‘
又
可
―
―
以
禦
p

凶゚ 【
餘
】
[
口ョ 且
〔
集
韻
〕
同
都
切＇ 
右

X

〔
集
韻
〕
羊
諸
切

禍
鵡
は
‘
み
み
づ
く
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
維
‘
禍
鵜
゜

〔
注
〕
今
江
東
呼
,
,
鵜
鵡
云
翌
鵡
賜
本
盆
餌
,
,
之
鶉

堕
〔
韻
會
〕
鴎
‘
蒻
鶏
‘
傾
鶴
鳥
‘
今
之
角
維
‘
一

名
鵠
゜
〔
本
草
‘
鵠
傾
〕
繹
名
‘
鴎
賜
゜

露

】

[

[

〔

集

韻

〕

渠

彗

ロ

鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
鴎
‘
鳥
名
。

冠
】
螂
訂
＇
ゥ
〔
字
彙
〕
是
征
切
底

鳥
が
う
つ
。
或
は
鷲
(
1
2
ー

4
7
2
7
5
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鴛
‘
鳥
撃
也
、
或
作
レ
鷲
゜

【
駕
】
螂

芦
〔
集
韻
〕
之
列
切
圏

【

鵜

】

年

ゲ

キ

”

y,"7) に同じ。
〔
正
字

【
鶉
】
如

ク
ヴ
ン

鵠
(
1
2
-
4
怠
1
3
)

の
識
字
。
〔
字

彙
補
〕
鴎
‘
鵡
字
之
認
。

冤

〔
集
韻
〕
呼
官
切
園
i

日
□
●
鶴
鵡
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鶉
鵠
、
鳥

名
。
●
嘘
(
1
2
-
4
7
5
0
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
罐
、
説

文
‘
耀
専
、
吉
田
蹂
、
如
レ
鵠
短
尾
、
射
レ
之
街
レ
矢
射
レ

人
、
或
ハ
レ
完
。

冠

】

i

口日
ク，ダク，
ヮヮヮ
ンンン

〔
集
韻
〕
胡
官
切

冨】』

鷺
(
1
2
-
4
6
9
1
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
罵
‘
亦
書
作
レ
鴫
゜

キ，ウ

小
日
口
●
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
鴬
‘
鷺
鳥

豪
也
‘
ハ
レ
鳥
臼
臀
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
鳥
名
。

薩
●
或
は
崖
(
1
1
-
4
2
0
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
罵
、

或
ハ
レ
佳
。
国
●
も
ず
。
百
舌
鳥
。
〔
集
韻
〕
鴬
‘
鳥

名
、
百
舌
也
。
●
烏
鷺
は
‘
ぎ
ふ
く
。
〔
集
韻
〕
駕
、

一
日
、
烏
鴛
、
鳥
也
。
●
或
は
雌
(
1
1
|
 421120)• 

嶋
(
1
2
ー

4
6
9
1
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴛
、
或
ハ
レ

佳
、
亦
書
作
レ
嶋
゜

〔
集
韻
〕
巨
九
切

冨】蜘
キ
A
n
ク

コ
ク

日□
キ
ク
キ＂ウ

国
グ

〔
集
韻
〕
拘
玉
切

〔
集
韻
〕
居
六
切

園圏因

冨
】
[
ヨ

餘
(
1
2ー

4
6
9
0
9
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
縞
、
同
レ
餘
。

八
三
一

屑】』
こ
と
り
。
〔
字
彙
〕
蒻
‘
小
鳥
。

シ
ン
ジ
ン

〔
字
彙
〕
鋤
管
切

歴

【
舗
】
〗
ホ
＂
が
打
□

5。
に
同
じ
。
〔
篇
海

日
●
ほ
と
と
ぎ
す
。
〔
廣
韻
〕
鶴
、
鶴
叔
、
鳥
名
。

〔
字
彙
〕
鶴
‘
鵡
鵜
也
。

O
く
わ
つ
こ
う
。
〔
字
彙
〕

鵡
一
曰
、
鶴
穀
。
●
が
て
う
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
、

鶉
也
。
R
鳥
の
む
な
さ
き
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
膚
前
。

〇
或
は
誰
(
1
1
-
4
2
0
3
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘

或
炊
レ
佳
。
口
鶴
妓
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
。
通
じ
て

鋪
（
1
2
-
4
4
1
7
3
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
鶴
‘
鶴
鼓
‘

鳥
名
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鶴
叔
、
鳥
名
、
通
作
レ
鋪
。

【
鶴
】
[
口日
プホフホ

〔
集
韻
〕
蒲
故
切

〔
集
韻
〕
奔
膜
切

園函

祠】[
鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
鶴
‘
鳥
名
。

セ
ヴ

〔
字
彙
〕
先
彫
切

圏

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
。

酋
】
如
夕
〔
集
韻
〕
吐
火
切
濡

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘
鳥
名
。

冨
t
】
[
力
，
7

〔
集
韻
〕
居
盆
切
圏

13427 
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〇
杜
鵜
は
‘
ほ
と
と
ぎ
す
。
た
を
さ
ど
り
。
し
で

の
た
を
さ
。
た
う
ゑ
ど
り
。
戟
店
よ
り
梢
：
大

き
く
‘
怜
は
や
せ
て
尾
が
長
く
、
背
部
淡
黒
色
‘

腹
部
は
白
色
に
黒
い
筋
を
帯
ぴ
る
。
口
は
大
き

く
て
内
が
赤
い
。
晩
春
か
ら
秋
末
に
鳴
き
‘
其

の
臀
凄
絶
で
、
不
如
蹄
去
と
聞
え
る
と
い
ふ
。

詞
に
、
蜀
の
望
帝
の
化
身
と
い
ふ
。
或
は
碓

(
1
1
-
4
2
0
4
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
埠
鵜
、
鳥

名
‘
或
凡
レ
佳
。
〔
本
草
‘
杜
鵠
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘

杜
隅
出
1

一
蜀
中
一
今
南
方
亦
有
レ
之
、
状
如
―
―
雀

屑

】

蜘

ヶ

ン

集
韻
〕
圭
玄
切
[
匹

Hu~chuan1 

〇
鷲
黄
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘

鷲
黄
‘
鳥
名
。

O
鳥
の
名
。
〔
山
海
経
‘
大
荒
西

経
〕
西
有
二
王
母
之
山
一
云
云
‘
是
謂
二
沃
之
野
一

有
三
青
鳥
一
赤
首
黒
目
‘
一
名
大
鵞
一
名
小

葛
一
名
日
両
鳥
↓
〔
注
〕
皆
西
王
母
所
レ
使
也
。

〇
鵞
(
1
2
~
4
7
0
2
9
)
·

鵬
(
1
2
|
 
4
7
5
0
7
)

に
同
じ
。

〔
康
熙
字
典
〕
鷲
‘
輿
―
―
駕
．
鵬
同
。
働
或
は
縞
(
1
2

|
 
4
7
4
6
4
)
・

囃
(
1
1
|
 
4
2
1
8
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鷲
‘
或
作
紘
t

．難↓

[
和
鳥
】
〗

）
 

〔
集
韻
〕
良
脂
切
甲
{

ふ
な
し
う
づ
ら
。
し
と
と
。
鱚
(
1
2
-
4
7
3
0
2
)

・雅

(
1
1
-
4
2
0
4
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鱚
‘
鶉
鮪
、
鳥

名
、
鴛
也
、
或
作
1

一
鵜
．
帷
↓

【
鵜
目
】
1

行
ド
洋
刀
。
和
琴
等
の
紐
通
の
穴
に
嵌
め
る

金
。
其
の
形
し
と
ど
の
眼
に
似
る
か
ら
名
づ
く
。

祠
】
』
〗
〔
集
韻
〕
微
夫
切
劉

鳥

部

〔
七
蓋
〕

小
水
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
鵡
鵡
鳥
也
‘
炊
レ

隕
豪
鳥
兌
臀
゜
〔
段
注
〕
玉
篇
‘
水
鳥
也
。

冠】年
ェ
ッ
〔
集
韻
〕
欲
雪
切
園

エ
チ

鵠
―
而
色
惨
黒
、
赤
口
、
有
1

一
小
冠
一
春
暮
郎
鳴
‘

夜
暗
逹
レ
旦
‘
嗚
必
北
向
‘
至
レ
夏
尤
甚
‘
書
＿
夜
不
レ

止
‘
其
臀
哀
切
‘
田
家
候
レ
之
以
興
二
農
事
盃
惟
食
二

晶
崖
不
レ
能
レ
為
レ
巣
‘
居
二
他
巣
一
生
レ
子
、
冬
月

則
蔵
蟄
゜
〔
華
陽
國
志
〕
杜
宇
稲
レ
―
帝
‘
會
有
―
―
水

侠
其
相
開
明
‘
決
二
玉
堡
山
一
以
除
レ
害
‘
帝
遂
委

以
レ
政
、
升
―
―
西
山
―
隠
焉
‘
時
適
三
月
、
子
眺
鳥

鳴
‘
故
蜀
人
毎
レ
聞
二
子
腸
五
輻
悲
息
之
↓
〔
太
平

賽
宇
記
〕
蜀
之
後
主
、
名
杜
宇
‘
琥
二
望
帝
こ
譲
二

位
鼈
寄
竺
望
帝
自
逃
、
後
欲
レ
復
レ
位
不
レ
得
死
‘
化

為
レ
腸
‘
毎
―
―
春
月
開
一
書
＿
夜
悲
鳴
‘
蜀
人
聞
レ
之

日
、
我
望
帝
魂
也
。
●
杜
鵜
は
‘
さ
つ
き
。
や
ま
つ

つ
じ
。
蹄
間
ク
，
の
一
種
。
山
野
に
自
生
し
、
初
夏

の
こ
ろ
五
辮
の
紅
花
を
ひ
ら
く
。
山
石
櫂
。
映
山

紅
゜
〔
本
草
‘
羊
蹄
間
〕
附
録
‘
山
蹄
間
‘
時
珍
曰
‘

慮
虞
山
谷
有
レ
之
‘
嵩
者
四
五
尺
‘
低
者
―
二
尺
‘

春
生
社
田
葉
一
没
緑
色
‘
枝
少
而
花
繁
‘
一
枝
散

蒋
‘
二
月
始
開
レ
花
如
辛
蹄
瓜
而
蒔
如
右
耀

花
有
紅
者
・
紫
者
・
五
出
者
・
千
葉
者
工
小
兒
食
―
―

其
花
一
味
酸
無
レ
謝
‘
一
名
紅
蹄
籾
‘
一
名
山
石

櫂
‘
一
名
映
山
紅
‘
一
名
杜
腸
花
‘
其
黄
色
者
卸

有
レ
毒
‘
羊
臨
躇
也
。

【
腸
花
】
1

祝
つ
つ
じ
露
躇
゜
杜
腿
花
(
6
-
1
4
4
7
7
:
1
 

0
0
)
を
見
よ
。

【
鵜
震
閣
】2
梵
レ
イ
消
、
楊
綽
子
(
6—
1
5
1
1
2:
 4
5
4
)

の

室
名
。

【
腸
血
涌
胸
】
3

t

n

↑
が
杜
脱
が
血
を
吐
い
て
胸
に
渦

ち
る
を
い
ふ
。
情
思
の
極
め
て
切
な
る
に
い
ふ
。
〔
桃

花
扇
‘
罵
筵
〕
吐
不
レ
盛
鵜
血
涌
胸
。

鴎

駕

腸

鵡

鵠

鶉

眈

胡
鶉
は
‘
い
へ
ば
と
。
務
鵠
(

2

)

及
び
鶉
鵠
(

9

)

を

見
よ
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶉
鶉
‘
鳥
名
。

[
鶉
角
】
1

バ
い
宋
代
‘
童
髪
を
そ
る
に
‘
頂
前
の
毛
を
残

し
て
採
紺
で
く
く
っ
た
も
の
。
〔
宋
史
‘
五
行
志
二
〕
理

宗
朝
‘
云
云
‘
剃
1

一
削
童
髭
詞
心
留
l

一
大
錢
許
於
頂
左
な
U

レ

偏
‘
或
筐
之
頂
煎
束
以
粽
織
宛
若
博
焦
之
吠
或

日
鶉
角
一

【
鶉
鵠
】
2

炉

[
O鳥
の
名
。
い
へ
ば
と
。
其
の
鳴
臀
に
象

つ
て
名
づ
く
。
〔
本
草
‘
鴻
〕
秤
名
、
勃
鵠
‘
時
珍
日
、
精

者
其
臀
也
。
〔
磨
大
亨
‘
佛
現
鳥
賦
〕
巖
撲
1

和
盆
虫
眉

掃

蔚

藍

-
0井
の
名
。
河
北
省
臨
城
縣
の
西
北
。
鶉
鵠

が
あ
つ
ま
つ
て
井
中
の
油
公
を
た
す
け
た
と
こ
ろ
。
〔
明

一
統
志
〕
鶉
鵠
井
、
在
―
―
臨
城
縣
西
北
二
十
里
ぶ
叩
公
避
"

難
井
中
五
口
,
,
雙
鵠
し
杢
井
上
ぶ
逗
者
不
レ
疑
‘
遂
得
レ
免
。

〖
鶉
鵠
青
〗3
5い
ヵ97

い
へ
ば
と
の
利
の
や
う
な
色
。
灰

色
。
〔
老
學
庵
筆
記
‘
五
〕
故
都
時
御
遣
炭
‘
卒
断
ふ
今
様

胡
桃
紋
鶉
鵠
宵
↓

〖
鶉
鵠
旋
〗4
竺
今
正
月
十
四
日
に
天
子
が
泰
山
に

至
り
‘
迎
詳
池
を
観
て
一
周
し
た
後
、
倒
行
し
て
燈
山

を
見
る
こ
と
。
踏
五
花
(
1
0ー

3
7
6
0
2
:
 6
5
)

に
同
じ
。

〔
東
京
夢
華
録
‘
六
‘
十
四
日
車
駕
幸
1

一
五
嶽
観
―
〕
御
賛

閣
轄
一
遭
‘
倒
行
観
―
―
燈
山
一
謂
二
之
精
縞
旋
ご
又
謂
―
―
之

踏
五
花
兒
↓

ホ
ッ
〔
集
韻
〕
薄
没
切
同
i)

ヽ

ポ
チ
勺
こ
p
o
•

薗
ポ
ツ

翁】年

鵜
鵠
は
‘
は
は
つ
て
う
。
九

,
'
官
鳥
。
或
は
鶴
（
甥
）
（

1
2
~

4
6
8
4
5
H
r
i
!
!
(

雉
）
（
1
1
-
4
2
0
1
2
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
鵠
‘
鵠
鵠
也
‘
八
レ
鳥
谷
臀
‘
雉
‘
鵠
或
ハ
ニ
佳

央
『
〔
集
韻
〕
鵠
‘
或
作
己
呻
・
雌
↓

【
鵠
之
】
1

カ
は
は
つ
て
う
。
九
官
鳥
を
呼
び
か
け
る

語
。
之
は
語
酔
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
―
一
十
五
〕
童
謡
有
5

之‘

日
‘
覇
之
鵠
之
、
公
出
辱
レ
之
。

【鵠】亨

〔
集
韻
〕
徹
玉
切

OO

ヨ

ク

ヽ

u
活
4

,.......... 
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〔
集
韻
〕
莫
江
切

集
韻
〕
母
朗
切

集
韻
〕
母
潅
切

集
韻
〕
母
項
切

屈圏麗薗

〖
鶉
鵠
票
〗5
苫
t
7

賭
博
の
一
。
本
、
廣
東
の
放
鵠
會
か

ら
起
る
。
飼
養
し
た
鵠
を
放
ち
‘
其
の
飛
ぴ
行
く
距
離
の

遠
近
‘
及
ぴ
蹄
来
鵠
の
多
少
に
よ
っ
て
勝
負
を
定
め
る
。

今
、
各
種
の
彩
票
に
其
の
名
を
襲
用
す
。
〔
廣
束
新
語
〕
。

【
鶉
鳩
】
6

訂
鳥
の
名
。
鳩
の
一
種
。
灰
色
で
繍
項
な

く
‘
天
曇
れ
ば
其
の
匹
を
逐
ひ
‘
晴
れ
れ
ば
之
を
呼
ぴ
も

ど
す
と
い
ふ
。
と
し
よ
り
こ
ひ
。
〔
本
草
‘
斑
鳩
〕
秤
名
、

斑
佳
‘
錦
鳩
‘
我
鳩
‘
祝
鳩
゜
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
品
魚
疏
〕

鶉
鳩
‘
灰
色
無
1

一
繍
項
↓
陰
則
屏
,
,
逐
其
匹
五
睛
則
呼
レ
之
、

語
曰
‘
天
牌
レ
雨
‘
鳩
逐
レ
婦
‘
是
也
。
〔
苑
成
大
‘
陳
侍
御

園
坐
上
詩
〕
花
梢
醐
蝶
作
レ
圃
去
、
竹
裏
鶉
鳩
相
射
鳴
゜

〖
鶉
鳩
色
〗7
パ
＂
バ
ゥ
い
へ
ば
と
の
利
の
や
う
な
色
。
灰

色
。
鶉
鵠
青
。
〔
宋
史
‘
食
貨
志
下
八
〕
紹
興
四
年
‘
雨
浙
鰭

運
司
檄
萎
州
市
盃
御
墟
炭
‘
須
―
―
胡
桃
紋
銹
鵠
色
ぶ
晶
比

正
居
正
以
為
レ
言
‘
上
日
‘
隆
冬
附
レ
火
取
逗
芦
竺
而
已
、

登
問
1

一
炭
之
紋
色
―
乎
‘
命
罷
レ
之
。

【
鶉
姑
】
8

芍
筏
の
一
種
。
い
へ
ば
と
。
〔
六
書
故
〕
斑
鳩

差
小
者
、
頸
有
―
―
白
貼
斑
玉
共
竺
布
穀
百
又
謂
1

一
勃
姑
↓
又

謂
歩
姑
云
李
時
珍
曰
‘
鵠
性
易
レ
合
故
名
‘
鶉
者
其
臀
也
。

【
鶉
鳩
】
9

}

，
鳥
の
名
。
は
と
。
鳩
゜
勃
姑
べ
餌
雅
‘
繹

鳥
‘
佳
其
矯
倍
‘
祁
鈴
行
義
疏
〕
鴇
鳩
臀
縛
葛
籾
鳩
百
又

輯
為
玉
阻
鳩
言
以
"
'
其
棲
有
1

一
定
所
ぶ
双
南
方
有
1

一
鶉
鵠
定

之
語
冨
緊
其
巣
不
に
元
‘
而
卵
易
＞
堕
、
故
北
方
有
二
鵠
鳩

堕
レ
卵
之
諺
―
一
種
形
小
而
善
鳴
‘
俗
謂
1

一
之
水
競
鵠
一

因
其
臀
以
為
レ
名
也
。
〔
陳
造
、
次
韻
趙
子
野
贈
別

詩
〕
丹
山
阿
閣
久
榛
蕪
‘
跳
梁
餓
鵠
暗
鵠
゜
〔
陸
涌
、
小
園

詩
〕
村
南
村
北
鶉
鵠
臀
、
水
剌
-
1

新
秩
ー
漫
漫
平
。

〖
蒻
鵠
英
〗
竺
乃
草
の
名
。
た
ん
ぽ
ぽ
。
蒲
公
英
(
9
-

3
1
6
1
1
 :
 1
6
9
)
に
同
じ
。
〔
本
草
‘
蒲
公
英
〕
秤
名
‘
時
珍

曰
‘
庚
辛
玉
冊
、
作
函
切
鵠
英
↓
「
鶉
、
烏
名
。

【
鶉
鶉
】
＂
冗
鳩
の
一
種
。
い
へ
ば
と
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶉

八
三
二

13428 
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鳥

部

〔
七
畳
〕

鵜

駿

鶏

鶉

鵡

鶉

鶉

僑

鶉

馳

盤

鷺

鵠

槌

鴬

鵜

腹

小
●
駿
艤
は
‘
ぎ
ん
け
い
て
う
。
〔
説
文
〕

策
駿
‘
駿
艤
‘
驚
也
、
長
鳥
袋
臀
。
●
或

殿
は
維
(
1
1
-
4
2
0
4
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
或
凡
レ

佳。

O
鶉
(
1
2
|
 4
6
9
3
1
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鶉
‘

同
レ
駿
゜

【
駿
艤
】
1

だ
／
鳥
の
名
。
き
ん
け
い
。
雉
の
文
彩
あ
る

も
の
。
亦
驚
雉
と
名
づ
く
、
や
ま
ど
り
に
似
て
小
冠
が

あ
る
。
背
毛
は
黄
‘
腹
は
赤
い
。
錦
難
。
〔
説
文
〕
駿
‘
駿

艤
鵞
也
‘
炊
鳥
袋
臀
。
〔
段
注
〕
師
古
佳
上
林
賦
日
‘
駿

鵜
驚
也
‘
似
国
難
而
小
冠
、
背
毛
黄
‘
腹
赤
‘
項
緑
‘
尾

紅
‘
按
‘
許
左
赤
雄
者
、
不
忍
全
赤
盃
庄
赤
多
也
。

〔
集
韻
〕
駿
‘
鳥
名
‘
或
炊
レ
佳
。
〔
正
字
通
〕
駿
‘
卸
錦
難

也
。
〔
本
草
‘
緊
雉
〕
繹
名
‘
鶉
鶴
゜
〔
太
平
御
覧
、
利
族
部

二
鶏
馳
〕
倉
頷
解
詰
曰
‘
駿
艤
‘
神
鳥
‘
飛
光
立
界
天
。
〔
楚

絲
劉
向
、
九
歎
‘
怨
思
〕
撫
1

朱
爵
奥
競
鵜
言
注
〕
競
鶴
、

皆
神
俊
之
鳥
也
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
掠
―
―
翡
翠
ふ
印

貧

]

蜘

シ

，

ユ

ン

〔
集
韻
〕
須
閏
切
菌

T
U
 .f 
h
s
u
n
'
 

口
口
は
ち
く
ま
。
鷹
に
似
て
白
い
鳥
。
或
は
眈

(
1
2
-
4
6
9
2
8
)

・雄
(
1
1
|
 4
2
0
5
4
)

に
作
げ
る
。
〔
印
E

雅
、
繹
鳥
、
狂
茅
鴎
‘
注
〕
今
鵡
鵡
也
、
似
レ
鷹
而

白
。
〔
繹
文
〕
鶴
‘
字
又
作
レ
栽
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
或
書

作
レ
眈
゜
〔
集
韻
〕
鵡
‘
或
炊
レ
佳
。

ゞ
，
ウ

29

日
？
ヴ

，
 ロノ

【鵜】
46

ゞ
，
ウマウ

〔
集
韻
〕
母
項
切

〔
集
韻
〕
莫
江
切

園屈

□
□
国
は
ち
く
ま
。
鷹
に
似
て
白
い
鳥
。
鵜
(
1
2

1
 4
6
9
2
9
)

・雄
(
1
1
|
 4
2
0
5
4
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘

繹
鳥
‘
狂
‘
茅
鵠
‘
注
〕
今
鶴
鵡
也
、
似
レ
鷹
而
白
。

〔
秤
文
〕
鵡
‘
字
又
作
レ
眈
゜
〔
集
韻
〕
鵜
、
鵜
鵡
‘
鳥

名
、
似
レ
鷹
而
白
、
或
八
レ
佳
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵜
鵠
、

鳥
名
。

【
鶉
】
岬

〔
集
韻
〕
房
尤
切

oo

〔
集
韻
〕
芳
無
切
軍

日
口
●
矯
稽
は
ふ
ふ
ど
り
。
じ
ゅ
ず
か
け
ば

フ
ヴ

日
プロ7

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵠
、
鳥
名
。

【
鵡
】
〗
シ

玉
篇
〕
之
餌
切
閣

〔
集
韻
〕
北
及
切
卿
『

〔
集
韻
〕
戟
葉
切
蛋

H
―
せ

c
h
i
e
h
2

〔
集
韻
〕
貶
軋
切
園

小

日

□
l

曰l
貶
鶉
は
‘
き
く
い
た
だ
き
。

億9
豪
〔
説
文
〕
鶉
、
貶
鶉
也
、
八
レ
鳥
琶
臀
゜

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鴎
貶
、
戴
鴛
゜
〔
注
〕
黛
即
頭
上
勝
、

今
亦
呼
為
二
戴
勝
↓

口
ヘ
ブ

【
鶉
】
〗
且
977

□
ヶ
ブ

【
鶉
】
蜘
‘
Z
ユ
ン

駿
(
1
2
|
 4
6
9
3
0
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
鶏
、
同
レ
駿
゜

駿
艤
↓
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
、
推
二
翡
翠
ぃ
塑
駿
艤
―

注
〕
師
古
日
、
駿
艤
‘
驚
鳥
也
‘
似
1

一
山
難
―
而
小
冠
‘
背
毛

黄
腹
下
赤
、
項
緑
色
‘
其
尾
毛
紅
赤
‘
光
采
鮮
明
、
今
俗

呼
総
ふ
姦
竺
非
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
説
文
‘
駿
艤
‘
驚
也
‘

驚
、
赤
雉
也
。
〔
説
苑
‘
耕
物
〕
猾
食
1

駿
鶴
云
駿
艤
食
レ
豹
゜

〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
仰
攀
鶏
鵜
↓
俯
蹴
1

財
摸
↓

〖
駿
鶴
冠
〗2
裟
ク
ギ
や
ま
ど
り
の
毛
利
で
飾
っ
た
冠
。

漢
代
、
郎
侍
中
の
用
ひ
た
も
の
。
〔
史
記
‘
侯
幸
傭
序
〕
故

孝
悪
時
‘
郎
侍
中
‘
皆
冠
二
鶏
艤
百
〖
帯
。
〔
注
〕
集
解
曰
‘

漢
書
音
義
日
‘
鶉
艤
‘
鳥
名
、
以
―
毛
狙
飾
レ
冠
。

【
駿
鵡
】
3

お
／
鳥
の
名
。
轄
じ
て
‘
鶉
鵬
の
飾
を
加
へ
た

胡
服
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
趙
武
震
王
‘
貝
帯
駿
鵡
而

朝
‘
趙
國
化
レ
之
。
〔
注
〕
駿
鵠
‘
讀
日
,
,
私
砒
頭
五
只
郭
洛

帯
位
銚
鏑
也
。

き
じ
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
雉
名
‘
其
鳴
自
呼
。

【
鶯
】
〗
ぼ
〔
集
韻
〕
烏
光
切
闘

冨
】
〗
ア7
[臼
い
"
"
ぃ
団
し
。
〔
集

祠
】
疇
ァ
フ
□
戸
い
門
い
ら

同
レ
鴨
゜
籍】』ク
嶋
(
1
2
-
4
6
8
0
1
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
鳴
‘
古
作
レ
穏
゜

因圏

□
水
鳥
。
或
は
鶏
(
1
2
-
4
6
7
2
0
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
矯
、
水
鳥
‘
或
八
レ
夭
°
□
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕

鶯
、
鳥
名
。

冤
】
〗□
ョ
ク

□
ワ
ク

〔
集
韻
〕
烏
酷
切

〔
集
韻
〕
屋
郭
切

毯
鴇
は
‘
利
に
錦
文
が
あ
る
鳥
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鴨

鴇
、
鳥
名
、
錦
文
。

祠】亨
昇
〔
集
韻
〕
郎
刀
切
薔

と
。
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
佳
其
‘
鵠
禎
゜
〔
注
〕
今
鴇
鳩
゜

〔
集
韻
〕
鶉
、
鶉
鳩
、
鳥
名
、
鵠
務
也
。
●
一
に
褐

(
1
2
ー

4
6
7
1
9
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
鶉
、
一
作
レ

硝。

O
或
は
澤
(
1
2
-
4
7
1
7
4
)
・

雅
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鴇
‘
或
八
レ
浮
、
八
レ
佳
。

【
鴇
鳩
】
1

炉
鳥
の
名
。
ふ
ふ
ど
り
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣

晶
魚
疏
‘
翻
翻
者
維
〕
雌
其
‘
今
小
鳩
也
、
一
名
鴇
鳩
‘
幽

州
人
或
謂
二
之
鵜
鵠
一

八
三
三

●
鳥
の
と
ぶ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顔
‘
鳥
飛
兒
。
●
鳥

の
名
。
〔
集
韻
〕
蜆
、
一
日
、
鳥
名
。

冨

】

鰤

戸

77

〔
集
韻
〕
呪
輔
切
圏

日
□
尾
の
な
い
難
。
〔
集
韻
〕
鵜
‘
維
無
レ
尾
。

ク
ン

4

日
グ
ン
キ
ン
ギ
ン

ロ―

祠】螂

〔
集
韻
〕
具
運
切
瞑
〖

極

〔
集
韻
〕
巨
隕
切

冨
]
〗

烏
が
な
く
。
〔
玉
篇
〕
鶯
‘
烏
鳴
゜

イ

〔
玉
篇
〕
烏
而
切

困
脳hsi
'
 

歯

日
□
●
雉
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
雉
、
北
方
曰
レ
鵠
。
〔
雷

浚
、
説
文
外
編
〕
説
文
、
無
二
鵠
字
ぶ
佳
部
‘
雉
‘
北

方
日
レ
稀
‘
仮
→
1禾
部
稀
疏
字
盃
〖
レ
之
。
●
古
の
官

名
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
〕
五
雉
為
二
五
エ
正
↓
〔
疏
〕

買
逸
云
、
北
方
曰
↓
紐
鵠
雉
盃
否
皮
之
エ
也
。
参
通

じ
て
希
(
4
|
8
8
1
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
通
作
レ

希
。
働
或
は
維
(
1
1
ー

4
2
0
4
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鵜
‘
或
炊
レ
佳
。

【
鶴
】
〗
□
チ 昌
〔
集
韻
〕
香
依
切
T
-

〔
集
韻
〕
展
几
切

む
さ
さ
び
。
腿
(
1
2
-
4
8
4
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

腿
‘
鼠
名
、
状
如
ふ
狐
面
竪
蝙
蝠
肉
翅
‘
亦
謂
―
―

之
飛
生
ぶ
或
作
レ
鵠
゜

祠】蜘
ゴ
〔
集
韻
〕
訛
胡
切
國

13429 
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●
頸
雀
は
‘
怪
鳥
の
名
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
頸
雀
‘
怪

鳥
隔
也
。

O
鳥
の
名
。
或
は
雅
(
1
1
-
4
2
0
3
6
)
に
作

る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
輿
鶉
‘
鵠
゜
〔
祁
稔
行
義
疏
〕
秤

文
‘
輿
‘
奥
・
孫
本
作
レ
驀
‘
玉
篇
云
‘
驀
鶉
‘
鵠
‘
又

云
‘
鞘
‘
鶉
鳩
也
‘
鵜
鳩
烏
啄
蛇
尾
也
‘
廣
雅
云
‘
鶏

雀
、
怪
鳥
陽
也
。
〔
集
韻
〕
鶏
、
鳥
名
、
爾
雅
‘
輿
鶏
‘

【
鶉
】
蜘

ケ
イ
〔
集
韻
〕
堅
震
切
―
圏

毛
ヤ
ヴ

H
-
L
c
h
i
n
g
'
 

冠
】
〗
〔
集
韻
〕
他
[
[

魏
鴛
は
‘
う
。
し
ま
つ
ど
り
。
或
は
稚
(
1
1
|
 4
2
 

0
5
 0)

に
作
り
、
通
じ
て
禿
(
8
-
2
4
9
1
0
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
魏
‘
桟
鶯
‘
鳥
名
、
或
炊
レ
佳
、
通
作
レ
禿
゜

〔
本
草
、
魏
鶯
〕
繹
名
‘
扶
老
、
背
鴇
、
時
珍
曰
‘
凡

鳥
至
レ
秋
毛
脱
禿
‘
鴛
頭
禿
如
―
―
秋
毯
ご
又
如
二
老

人
頭
童
及
扶
杖
之
状
五
器
匹
諸
名
↓

ト
ク

匂圏

●
も
ず
。
伯
芳
鳥
。
伯
鶴
。
伯
趙
゜
姑
悪
。
苦
吻
鳥
。

〔
詩
、
臨
風
、
七
月
〕
七
月
鳴
賜
゜
〔
博
〕
賜
‘
伯
芳

也
。
●
鶏
(
1
2
-
4
7
1
4
4
)
の
謡
字
。
〔
詩
、
脂
風
、
七

月
‘
校
勘
記
〕
唐
石
経
‘
賜
作
レ
鵠
、
案
‘
唐
石
経
是

也
‘
五
経
文
字
云
‘
卑
な
説
文
ー
合
、
可
レ
證
也
。

【
鴎
】
蜘
[
[
ク
〔
韻
會
〕
扁

7
[

＂鳳

冠
】
〗

こ
ば
と
。
小
鳩
゜
或
は
雑
(
1
1
-
4
2
0
4
4
)
に
作
る
。

〔
方
言
‘
八
〕
鳩
、
自
徊
而
酉
秦
漢
之
間
‘
謂
乏

網
鳩
「
其
大
者
開
之
頒
鳩
其
小
者
訊
之
頷
鳩
↓

〔
注
〕
今
荊
鳩
也
。
〔
集
韻
〕
鍍
‘
或
炊
レ
佳
。

エ
キ
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
鶯
隻
切

園

鳥

部

〔
七
驚
〕

が
ら
ん
て
う
。
伽
藍
鳥
。
ペ

頬

い

懸

い

リ

カ

ン

。

水

鳥

の

一

。

形

は

朗
に
似
て
大
き
く
‘
材
毛
灰
白
‘
喉
は
長
さ
尺
餘

に
達
し
、
あ
ご
の
下
に
大
き
な
嚢
が
あ
る
。
淘

河
。
鵜
鵬
。
焙
(
1
1
0
-
4
6
8
7
1
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕

競
、
殻
胡
、
汚
澤
也
、
炊
レ
鳥
夷
臀
‘
鵜
、
競
或
炊
レ

弟
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
鵜
、
鶉
鵜
゜
〔
注
〕
今
之
鵜
鵠

也
、
好
墓
飛
‘
沈
レ
水
食
レ
魚
‘
故
名
二
浩
澤
函
晶
り
レ

之

為
1

一
淘
河
↓
〔
詩
、
曹
風
、
候
人
〕
維
鵜
在
レ
梁
。

〔
傭
〕
鵜
澄
澤
鳥
也
。
〔
繹
文
〕
鵜
‘
一
日
両
河
↓

隈
う
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
藝
才
‘
倭
字
〕
鵜
、
鵜

鵬
俗
以
為
己
嗣
鵜
之
訓
↓

【
鵜
鴨
】
1

[

モ
鴨
の
一
種
。
橙
色
は
赤
ば
み
‘
足
赤
く
嘴

は

尖

つ

て

細

い

。

う

み

が

も

。

「

川

。

【
鵜
河
]

2

[

＂
鵜
を
使
っ
て
鮎
な
ど
を
捕
へ
る
河
。
鵜

【
鵜
巻
】
3

t

キ
多
く
の
鵜
が
魚
を
取
巻
い
て
次
第
に
陸

の
方
へ
お
し
よ
せ
る
こ
と
。

【
鵜
鳩
】
4

[

バ
鳥
の
名
。
ほ
と
と
ぎ
す
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕

恐
鵜
鳩
之
先
鳴
分
‘
使
l

一
夫
百
草
為
レ
之
不
＞
芳
゜
〔
注
〕
鵜

鵠
‘
一
名
買
餞
、
常
以
春
分
且
鳴
也
。
〔
集
注
〕
鵜
、
一

冨

】

三

[
1

〔
集
韻
〕
田
彗

i圏

’

鵠

(
1
2
-
4
6
8
4
6
)
の
本
字
。
〔
正

酋
】
螂
ク
ワ
ッ
字
通
〕
鵠
‘
説
文
、
本
作
徊
゜

鴎
鶉
は
‘
は
と
。
〔
方
言
‘
八
〕
鳩
、
自
レ
隅
而
束
、
周

鄭
之
郊
、
韓
魏
之
都
‘
謂
二
之
鴎
鶉
↓
〔
箋
疏
〕
廣

雅
‘
鴎
鶉
‘
鳩
也
‘
是
鴎
鶉
‘
為
―
―
鳩
之
穂
名
↓

祠

】

蜘

ラ
ヴ
〔
集
韻
〕
虚
営
切
麗

鵠
‘
或
炊
レ
佳
。

随

賜

桟

鶏

鵡

鵠

鵜

作
レ
鵜
゜
〔
補
注
〕
顔
師
古
云
‘
鵬
鵠
‘
一
名
買
鍍
‘
一
名

子
規
、
一
名
杜
腸
‘
常
以
二
立
夏
―
鳴
‘
嗚
則
衆
芳
皆
歎
、

鵠
輿
レ
鳩
同
。

【
鵜
鵬
】
5

咋
ィ
鳥
の
名
。
が
ら
ん
て
う
。
ペ
リ
カ
ン
。
g

早

に
鵜
と
も
い
ふ
。
〔
詩
、
曹
風
‘
候
人
‘
維
鵜
在
レ
梁
‘
博
｀

鵜
深
澤
鳥
也
‘
疏
〕
郭
瑛
曰
、
今
之
鵜
鵬
也
‘
好
塁
飛

人
レ
水
食
レ
魚
、
故
名
,
,
~

澤
ご
俗
呼
レ
之
為
―
―
淘
河
↓
〔
本

草
‘
鵜
鶉
〕
繹
名
‘
黎
鵬
、
鶉
鶴
‘
逃
河
、
淘
餞
、
集
解
‘
萬

錫
曰
、
鵜
鵬
‘
大
如
贅
鵞
証
下
有
皮
袋
玉
容
1

―
二
升
物
一

展
縮
由
レ
之
‘
袋
中
盛
レ
水
、
以
養
レ
魚
云
、
身
是
水
沫
‘
惟

胸
前
有
―
―
雨
塊
肉
面
列
如
レ
拳
、
詩
云
‘
惟
鵜
在
レ
梁
、
不
レ

濡
箕
味
森
‘
味
也
、
言
レ
愛
其
嘴
也
。
〔
荘
子
、
外
物
〕

魚
不
レ
畏
レ
網
而
畏
↓
―
鵜
鵬
↓
〔
漢
書
‘
五
行
志
中
之
下
〕

昭
帝
時
有
鵜
壊
盆
以
日
1

一
禿
鶯
砿
杢
昌
邑
王
殿
下
↓
〔
魏

志
、
文
帝
紀
〕
夏
五
月
有
鵜
鵬
鳥
砿
k
-

―
震
芝
池
二
楊

綽
‘
過
―
―
睦
州
青
淫
渡
詩
〕
川
谷
留
雲
氣
「
鵜
鵬
傍
釣

【
鵜
使
】
6

バ
ヵ
ヒ
鵜
匠
。
鵜
飼
に
同
じ
。

L

磯一

【
鵜
飼
】
1

炉
鵜
を
使
っ
て
魚
を
捕
へ
る
こ
と
。
鳥
鬼
。

〔
倭
訓
栞
、
前
編
四
宇
〕
。

〖
鵜
飼
梢
齋
〗8
霧
咋
？
京
都
の
人
。
石
庵
の
第
四

子
。
錬
齋
の
弟
。
名
は
漠
泰
。
字
は
子
櫂
。
通
楢
は
灌

平
。
琥
は
琺
淋
。
又
、
松
嶺
゜
鵜
飼
錬
齋
に
師
事
す
。

官
は
水
戸
藩
儒
゜
彰
考
館
編
輯
゜
其
の
學
‘
間
洛
を
主
と

す
れ
ど
も
敢
て
拘
泥
せ
ず
、
最
も
史
學
に
長
ず
。
享
保

五
年
歿
、
年
六
十
九
。
著
に
華
夷
通
信
録
・
維
肋
集
・
元

應
元
至
中
九
年
琥
忽
•
楢
齋
竹
馬
紗
•
新
撰
姓
氏
録
校

刊
、
宋
名
臣
言
行
録
貼
・
法
曹
至
要
紗
校
刊
が
あ
る
。

〔
先
哲
叢
談
‘
績
一
〕
．
〔
近
代
名
家
苦
述
目
録
〕
．
〔
水
戸

文
籍
考
〕
。

〖
鵜
飼
石
庵
〗
，t”
ぴ
江
戸
の
人
。
名
は
信
之
。
字

は
子
酒
。
通
梢
は
石
齋
゜
琥
は
石
庵
。
又
、
心
耕
子
。

貞
節
と
私
盆
す
。
那
波
活
所
に
師
事
す
。
尼
崎
侯
に
遊

事
す
。
帷
を
京
都
油
小
路
に
下
し
て
教
授
す
。
経
學
は

程
朱
を
宗
と
す
。
五
経
に
精
し
く
、
後
、
史
學
を
以
て

著
は
る
。
寛
文
四
年
歿
、
年
五
十
。
著
に
淮
南
鴻
烈
解

貼
・
運
氣
論
句
解
・
韓
文
貼
・
皇
元
風
雅
貼
・
古
文
後
集

諺
解
大
成
・
草
書
韻
會
噌
補
貼
・
四
書
漫
説
校
刊
・
四
書

存
疑
貼
•
四
書
大
全
校
訂
官
版
•
自
省
録
・
氏
族
博
孜

貼
・
柴
田
戦
記
・
詩
林
廣
記
後
集
貼
・
朱
子
學
的
貼
・
朱

子
語
類
大
全
貼
．
證
治
準
縄
貼
・
性
理
字
義
貼
・
素
問
類

経
貼
・
治
世
亀
鑑
貼
・
帝
王
世
系
貼
．
杜
詩
集
注
粘
・
法

曹
至
要
抄
貼
•
白
虎
通
貼
·
篤
姓
統
譜
貼
・
風
俗
通
貼
．

武
経
七
書
直
解
貼
・
武
備
志
貼
•
本
朝
編
年
小
史
．
明
清

闘
記
・
柳
文
貼
・
類
経
貼
・
歴
史
綱
鑑
補
貼
・
和
漢
珍
書

考
が
あ
る
。
〔
先
哲
叢
談
‘
績
一
〕
・
〔
近
代
名
家
著
述
目

録
〕
．
〔
國
書
解
題
〕
。

〖
鵜
飼
錬
齋
〗10
苓
戸
京
都
の
人
。
名
は
箕
昌
。
字

は
子
欽
。
通
稽
は
金
平
。
琥
は
錬
齋
。
鵜
飼
石
庵
ふ
山

崎
闇
齋
に
師
事
す
。
官
は
水
戸
藩
儒
゜
彰
考
館
穂
裁
。

石
庵
の
第
二
子
。
贈
従
五
位
。
元
録
六
年
歿
、
年
六
十

一
。
著
に
資
治
通
鑑
綱
目
貼
・
詩
林
廣
記
後
集
訓
貼
．

ニ
鵜
詩
集
・
梁
丘
遅
硯
術
・
錬
齊
遺
稿
・
魯
齋
全
書
貼
が

あ
る
。
〔
先
哲
叢
談
‘
績
一
〕
・
〔
近
代
名
家
著
述
目
録
〕
・

〔

水

戸

文

籍

考

〕

。

「

2
5
)

を
見
よ
。

【
鵜
洲
】
11

礼
内
田
升
の
琥
。
内
田
頑
石
(
1
|
1
4
1
8
 :
6
 

【
鵜
匠
】
12

炉
ウ
鵜
を
養
つ
て
魚
を
と
る
人
。

【
鵜
食
】
1
3
[
ヒ
魚
の
一
種
。
あ
か
は
ら
。
石
班
魚
。

【
鵜
顛
】
1
4
n
パ
が
ら
ん
て
う
と
か
わ
う
そ
。
共
に
魚
を

捕
へ
食
ふ
も
の
。
〔
陳
陶
‘
南
昌
道
中
詩
〕
村
翁
莫
レ
椅

横
浦
詈
‘
一
半
魚
蝦
隔
↓
―
鵜
瀬
↓

【
鵜
呑
】
15

ク
●
鵜
が
魚
を
呑
む
や
う
に
、
食
物
を
丸

呑
み
に
す
る
こ
と
。
ま
る
の
み
。
●
意
味
を
十
分
解
し

な
い
で
早
合
貼
を
す
る
こ
と
。

O
他
人
を
軽
設
し
て

傍
若
無
人
に
振
舞
ふ
こ
と
。

【
鵜
翼
]
1
6

只
小
人
の
朝
に
在
る
喩
゜
鵜
不
レ
濡
レ
翼
(
2

3
)

を
見
よ
。
〔
謝
眺
、
侍
―
―
宴
華
光
殿
曲
水
奉
レ
勅
為
―
―
皇

太
子
ー
作
詩
〕
麟
趾
方
定
‘
鵜
翼
誰
濡
゜
〔
北
史
‘
虞
惜
債
〕

時
染
工
王
神
歓
者
、
以
レ
賂
自
進
宝
五
土
字
文
護
擢
為
l
-

計
部
下
大
夫
ぶ
児
諫
日
‘
云
云
‘
今
誹
歓
出
レ
自
l

―
染
エ
一

更
無
1

一
殊
異
ご
徒
以
1

一
家
富
ー
自
通
‘
遂
輿
1

一
措
紳
ー
並
列
、

賓
恐
鵜
翼
之
刺
、
聞
"
之
外
境
玉
翌
児
寝
―
―
其
事
↓
〔
李
嬌
、

為
1

一
武
嗣
宗
1

譲
二
映
州
刺
史
ー
表
〕
上
訣
―
―
麟
趾
之
風
一

下
招
―
―
鵜
翼
之
刺
↓

【
鵜
梱
貝
】
17

ぢ
ァ
/
よ
め
が
さ
ら
類
の
貝
の
名
。
形
、

鵜
の
瞑
に
似
る
。

【
鵜
士
寧
】
18

パ
？
鵜
殿
本
荘
(
2
2
)
を
見
よ
。

【
鵜
秋
沙
】
19

デ
サ
嘴
が
甚
だ
長
い
こ
が
も
。
「
造
る
。

【
鵜
松
明
】
2
0
t
ウ
ィ
鵜
飼
に
用
ひ
る
松
明
、
樺
の
皮
で

【
鵜
殿
砲
】
21

芹
ノ
撮
津
鵜
殿
に
産
す
る
祇
‘
箪
策
に
適

す
る
の
で
名
高
い
。

八
三
四

13430 



(46952・・22) (46954・・19)

鳥

部

〔
七
霰
〕

鵜

騨

鵜

小

●

が

て

う

。

雁

に

似

て

大

き

く

、

身

欝

豪

は

白

く

て

頸

が

長

い

。

背

は

大

き

く

て
黄
色
を
帯
ぴ
る
。
橙
が
肥
え
て
尾
も
脚
も
み

な
短
い
。
翼
の
力
が
弱
く
て
飛
ぶ
こ
と
が
出
来

な
い
。
毛
の
黙
い
も
の
を
蒼
鶴
と
い
ふ
。
家
雁
。

舒
雁
゜
蛾
(
1
2
|
 4
6
9
5
5
)

・
難

(11|
 4
2
0
3
8
)

に
同

じ
。
〔
正
字
通
〕
蛾
、
同
レ
鵜
゜
〔
説
文
〕
餓
‘
馴
蛾

也
、
ハ
レ
鳥
我
臀
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
‘
或
ハ
レ
佳
。

〔
本
草
‘
裔
〕
集
解
、
時
珍
日
、
鵜
有
―
―
蒼
白
二
色
、

及
大
而
垂
胡
者
ご
虹
緑
眼
黄
喉
‘
紅
掌
善
嗣
‘
其

夜
鳴
應
レ
更
。
●
軍
陣
の
名
。
〔
左
氏
、
昭
、
二
十

こ
鄭
翻
願
レ
筏
鶴
、
其
御
願
祠
緬
゜
〔
注
〕
饂

鵞
皆
陳
名
。
参
古
、
義
(
1
2
|
 4
6
9
5
7
)

に
作
る
。

〔
康
熙
字
典
〕
鵜
、
古
文
義
。
R
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕

冨

】

蜘

ガ

〔

集

韻

〕

牛

汀

6

饗

祠

】

蜘

チ

[

[

尺

戸

[

0
古
字
。
〔
字
彙

[
鵜
殿
本
荘
】
2
2
5
9
ク
ャ
ウ
江
戸
の
人
。
名
は
孟
一
。
字

は
子
寧
。
通
梢
は
左
膳
゜
琥
は
本
荘
。
又
、
桃
花
園
。

別
稽
は
鵜
士
寧
。
服
部
南
郭
に
師
事
す
。
官
は
幕
府
儒

員
。
経
學
は
初
‘
性
理
學
を
修
む
。
後
、
祖
彼
の
學
を
修

め
‘
遂
に
一
家
を
な
す
。
安
永
三
年
歿
、
年
六
十
五
。
著

に
‘
難
肋
集
・
桃
花
園
稿
・
悽
居
放
言
が
あ
る
。
〔
先
哲
叢

談
、
後
‘
六
〕
・
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。

[
鵜
不
レ
滞
レ
翼
】
23

幻
昇
巧
鵜
の
翼
を
濡
さ
ぬ
は
其
の

常
で
な
い
の
に
取
っ
て
、
小
人
が
朝
に
在
る
こ
と
の

常
に
非
ざ
る
を
い
ふ
。
小
人
を
任
用
す
る
を
剌
る
語
。

〔
詩
‘
曹
風
、
候
人
〕
維
鵜
在
レ
梁
、
不
レ
濡
―
―
其
翼
↓
〔
箋
〕
鵜

在
レ
梁
‘
常
レ
濡
―
―
其
翼
云
皿
不
レ
濡
者
、
非
二
其
常
一
也
、
以

喩
l
l

小
人
伊
朝
｀
亦
非
其
常
↓

【
鵜
目
鷹
目
】
24

訂
グ
メ
鵜
や
鷹
の
餌
を
あ
さ
る
に
喩

へ
て
、
人
の
熱
心
に
物
を
探
り
出
さ
ん
と
す
る
に
い
ふ
。

明
河
南
南
鄭
縣
有
鶴
姓
↓

【
鶏
盆
】1
空
徳
利
。
〔
劉
誅
‘
哭
,
,
~従
義
詩
〕
夜
詩

涸

縞

楓

朝

酒

衷

鵞

空

【
鶉
鴨
】
2

5

7

O

水
鳥
。
が
て
う
と
か
も
。
〔
杜
甫
、
含

弟
占
蹄
草
堂
検
校
詩
〕
鶉
鴨
宜
―
―
長
敷
一
柴
荊
莫
1

一浪開一）

〔
蘇
拭
、
九

H
黄
棲
作
詩
〕
詩
人
猛
士
雑
―
―
龍
虎
ぶ
疋
舞
呉

歌
~
'
一
鶉
鴨
一
〔
曹
伯
啓
‘
初
到
江
陰
玉

E
二
徐
路
教
仲
詳
―

詩
〕
鵠
鴨
喧
1

一
池
水
鉦
難
豚
憩
-
―
竹
林
一
〇
相
術
家
の
語
。

右
頬
に
在
つ
て
運
氣
を
判
断
す
る
と
こ
ろ
。
流
年
運

氣
(
6
|
1
7
4
3
1
 :
 3
0
7
)
を
見
よ
。

〖
聰
鴨
諫
議
〗3
翌
石
宋
の
胡
致
堂
が
‘
諫
議
大
夫
趙

需
の
雨
を
躊
る
に
‘
鶴
鴨
を
も
禁
ぜ
ん
こ
と
を
請
ふ
を

嘲
っ
た
語
。
〔
委
巷
叢
談
〕
宋
紹
興
乙
卯
‘
因
レ
旱
祠
レ
雨
‘

諫
議
大
夫
趙
需
上
言
、
自
来
祈
蒻
断
屠
‘
止
―
―
禁
猪
羊
↓

今
後
請
井
禁
五
盟
更
時
胡
致
堂
在
―
―
雨
披
「
笑
曰
‘
可
レ

謂
緬
鴨
諫
議
戻
゜

【
鶉
眼
】
4

グ
孔
の
あ
い
て
ゐ
る
錢
。
あ
な
せ
ん
。
鳥

閲
索
文
潔
（

乱
敗
‘
一
千
錢
長
‘
不
レ
盈
そ
一
寸
工
大
小
稲
レ
此
‘
謂
-
1

之

鶉
眼
錢
ぶ
空
於
此
者
、
謂
乏
誕
環
錢
入
レ
水
不
レ
況
‘

随
レ
手
破
砕
‘
云
云
‘
太
宗
初
唯
禁
二
鶴
眼
誕
環
ご
共
餘

皆
通
用
。
〔
唐
書
、
食
貨
志
四
〕
雨
京
錢
有
―
―
鵜
眼
一
古
文
、

環
線
之
別
、
毎
貫
金
不
レ
過
―
―
＿
二
四
斤
云
ぎ
翡
鐵
1

而
栂
レ

之
。
〔
呉
莱
‘
題
―
―
砒
陵
承
氏
家
祓
古
錢
―
詩
〕
五
鉄
半
雨

日
以
髪
‘
楡
英
鶉
眼
竿
相
緑
。
〔
故
事
成
語
考
‘
珍
賓
〕

日
―
―
羊
円
鉄
一
曰
1

一
鵞
眼
ギ
亦
是
錢
名
。

【
鶏
黄
】
5

”
吹
匁
鶉
毛
の
黄
色
な
る
を
い
ふ
。
黄
色
、

又
、
黄
色
で
嬌
美
な
も
の
の
形
容
。

O
酒
を
い
ふ
。
〔
杜

甫
‘
舟
前
小
裔
兒
詩
〕
鷺
兒
黄
似
レ
酒
、
射
レ
酒
愛
↓
一
新
鵞
↓

〔
仇
兆
緊
注
〕
方
輿
勝
覧
‘
鶉
黄
乃
漢
州
酒
名
‘
蜀
中
無
二

能
及
者
「
杜
詩
言
―
―
酒
色
一
〔
陸
消
、
出
1

一
行
湖
山
間
如
和
賦

詩
〕
新
醸
學
1

蜘
字
衷
幽
花
作
二
蜜
香
↓
●
柳
を
い
ふ
。
〔
王

安
石
、
南
浦
詩
〕
含
レ
風
鴨
緑
鄭
起
‘
弄
レ
日
鶉
黄
畏
畏

垂
゜
〔
趙
孟
頴
、
早
春
詩
〕
間
椅
―
―
闇
干
ら
竺
新
柳
「
不
レ

知
誰
為
染
―
―
鶉
黄
言
成
彦
雄
、
柳
枝
詞
〕
鵜
黄
剪
出
小
花

細
‘
綴
上
芳
枝
色
精
鮮
。

O
菊
を
い
ふ
。
〔
菊
譜
〕
都
勝

四
陳
州
開
以
九
月
末
盃
匹
黄
千
葉
。
R
袂
(
8
|
2
4
9
 

9
6
)
を
い
ふ
。
〔
林
浦
「
初
夏
詩
〕
秩
Ell
百
畝
鶉
黄
大
、
横

策
淡
村
属
1

老
農
↓
参
蜀
葵
(
1
0
-
3
3
0
 8
6
 :
 9
)
を
い
ふ
。

〔
虞
集
‘
蜀
葵
詩
〕
花
酵
立
清
晨
冨
黄
向
レ
日
新
。

〖
鶉
黄
酒
〗6
翌
ヮ
，
黄
色
を
帯
び
た
‘
よ
い
さ
け
。
〔
蘇

拭
‘
暴
雨
初
睛
悽
上
晩
景
詩
〕
應
レ
傾
半
熟
鶉
黄
酒
、
照

見
新
睛
水
碧
天
。

【
鶉
鶴
】
7

紅
／
ノ
軍
陣
の
名
。
〔
左
氏
、
昭
、
二
十
一
〕
鄭

偏
願
レ
為
レ
鶴
‘
其
御
願
レ
為
レ
鵠
゜
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
火

烈
具
琴
、
武
士
星
敷
‘
鵠
鶴
魚
麗
‘
箕
張
翼
舒
゜
〔
注
〕
綜

日
‘
鵠
鶴
・
魚
麓
‘
並
陣
名
也
。
〔
北
堂
書
紗
〕
蒋
子
萬
機

論
云
‘
魚
麗
鶉
鶴
之
陣
‘
進
退
有
レ
節
、
案
、
古
有
11

破
陣

築
舞
圏
ご
缶
回
右
方
、
先
偏
後
整
‘
魚
麗
鵠
跳
‘
箕
張
翼

舒
‘
交
錯
屈
伸
、
首
尾
逍
顧
、
以
象
1

一
戦
陣
之
形
一
〔
陳
造
‘

謝
冦
計
使
詩
〕
聴
公
談
奮
社
、
文
陣
鶉
鶴
整
。

【
緯
淫
~
】
8

グ
'
O
絹
の
名
。
〔
唐
書
、
地
理
志
六
〕
陵
州
仁

壽
郡
‘
云
云
‘
土
貢
‘
魅
金
‘
鶉
埃
絹
、
細
葛
、
績
髄
苦
槃
。

〔
蘇
献
‘
文
輿
可
有
レ
詩
見
レ
寄
云
待
下
将
,
,
一
段
鵜
浴
絹
一

掃
•
取
寒
梢
萬
尺
長
上
次
韻
答
レ
之
詩
〕
為
盃
客
鵜
淫
白
蜃

翌
掃
残
維
距
紫
奄
芭
゜
〔
陳
泰
‘
梅
花
五
友
詩
〕
五
祓
雖
レ

小
物
色
多
‘
不
レ
待
更
買
1

鵜
埃
絹
↓
〇
地
名
。
四
川
省
堕

亭
縣
の
西
北
。
明
一
統
志
は
其
の
地
‘
絹
を
産
す
と
載

す
。
按
ず
る
に
‘
鶴
浴
絹
は
唐
時
は
以
て
貢
品
に
充
て
、

宋
時
は
書
豊
に
尤
も
重
ん
じ
ら
れ
た
。
〔
明
一
統
志
〕
鵜

渓
在
渾
川
州
、
歴
亭
縣
西
北
八
十
里
石
其
地
産
レ
絹
。

【
~
匹
闘]
,
tソ
食
品
の
名
。
魚
と
胡
瓜
椒
穀
の
な
ま
す
。

〔
唐
書
、
南
轡
上
、
南
詔
傭
上
〕
謄
魚
寸
、
以
,
,
胡
瓜
椒
殺
1

和
レ
之
‘
琥
―
―
鶉
闘
↓

【
鶴
湖
】
10

立
〇
山
名
。
江
西
省
鉛
山
縣
の
北
。
宋
代
‘
鵜

湖
寺
あ
り
、
朱
窯
、
陸
九
淵
兄
弟
と
學
を
此
虞
に
講
ず
。

〔
宋
史
‘
儒
林
四
、
陸
九
淵
博
〕
九
淵
嘗
輿
―
―
朱
窯
1

會
―
―
鶴

湖
「
論
,
,
辮
所
＞
學
多
不
レ
合
。
〔
郡
陽
記
〕
山
有
1

一
上
湖
五
多

伊
荷
、
藷
名
荷
湖
山
「
晉
末
有
一
腿
氏
云
畜
証
霰
於
共
更

名
蘊
湖
山
面
有
鶴
湖
寺
玉
宋
朱
子
興
呂
服
謙
・
陸
九

淵
兄
弟
五
E
-
1

學
於
此
エ
後
建
為
1
一
書
院
ご
浮
熙
中
賜
,
,
額

文
宗
書
院
＾
〇
信
濃
國
諏
訪
湖
の
雅
楢
。
参
字
琥
°
④
吉

田
清
の
琥
。
吉
田
鵞
湖
(
2
|
3
2
8
9
 :
 2
2
7
)
を
見
よ
。

〖
鶉
湖
集
〗II
笞
書
名
。
六
巻
。
明
、
襲
穀
撰
。
其
の
詩

は
元
季
の
餘
波
に
沿
つ
て
未
だ
特
出
せ
ず
‘
其
の
文
は

結
構
謹
巌
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
〕
。

八
三
五

〖
鶉
湖
之
會
〗12
心
存
宋
の
淳
熙
一
年
、
陸
象
山
は
呂

東
莱
の
勧
め
に
よ
り
‘
朱
窯
と
信
州
鶉
湖
寺
に
會
し
、
互

に
其
の
所
信
を
語
り
合
っ
た
。
席
に
列
し
た
も
の
は

呂
束
莱
・
朱
子
・
陸
悛
山
・
陸
復
齋
・
陸
象
山
の
外
散
名
。

朱
陸
雨
子
は
専
ら
學
風
の
相
違
に
就
い
て
論
じ
合
っ

た
が
、
復
齋
が
張
欽
夫
に
輿
へ
た
書
に
依
れ
ば
、
語
る

こ
と
三
日
‘
覚
に
議
論
の
一
致
貼
を
見
出
す
に
至
ら
な

か
っ
た
。
朱
子
が
博
覧
し
て
後
之
を
約
さ
し
め
よ
う
と

し
た
の
に
射
し
、
象
山
は
先
づ
人
の
本
心
を
間
明
し
よ

う
と
し
、
朱
子
は
象
山
の
教
を
太
簡
空
疏
と
い
ひ
‘
象

山
は
朱
子
の
教
を
支
離
だ
と
い
っ
た
。

【
鶉
口
】
13

戸
楕
の
名
。
〔
巣
氏
病
源
〕
小
兒
初
生
‘
口

裏
白
屑
起
、
乃
至
,
,
舌
上
一
生
レ
痔
‘
如
1

一
鶴
口
裏
ご
世
謂
―
―

之
鶉
口
→
此
由
下
在
1一
胎
時
一
受
穀
氣
盛
、
心
牌
熱
氣
重
~

獲
•
於
口
上
故
也
。

【
掏
鴻
】
14

吋
ウ
鳥
の
名
。
鴻
鵜
゜
〔
拾
遺
記
｀
諸
名
山
‘
蓬

莱
山
〕
蓬
莱
山
‘
云
云
、
有
レ
鳥
、
名
品
口
匹
色
似
レ
鴻
‘

形
如
l

―
禿
鶯
二
腹
内
無
レ
腸
‘
羽
翻
附
レ
骨
而
生
、
無
―
―
皮

肉
也
‘
雄
雌
相
柄
則
生
産
。

[
鵜
車
】
15

召
鶴
烏
の
形
を
し
た
車
。
攻
城
の
具
。
〔
唐

書
、
南
蜜
中
、
南
詔
傭
下
〕
酋
龍
進
攻
一
成
都
デ
云
云
‘
二
月

聾
以
雲
梁
鶏
車
匹
面
攻
。
〔
避
戎
嘉
話
〕
攻
城
之
具
‘
又

有
火
梯
・
雲
梯
・
編
橋
・
鶉
車
・
洞
子
・
撞
竿
．
兜
竿
之
圏
↓

[
鵜
掌
】
16

位
ャ
ウ
裔
鳥
の
掌
。
美
味
と
し
て
賞
用
さ
れ

る
。
〔
黄
庭
堅
、
次
,
,
韻
子
瞭
春
菜
―
詩
〕
驚
雷
菌
子
出
,
,

萬
釘
ぢ
口
鶉
載
レ
掌
繁
解
レ
甲
゜
〔
孫
作
‘
謝
1

一
馬
善
卿
送
＞

菜
詩
〕
鶉
掌
推
不
レ
受
‘
鼈
拮
空
欲
レ
蜆
。
〔
葛
長
庚
、
燈

夕
詞
〕
翠
握
張
天
見
二
未
曾
玉
舵
峰
鶉
掌
出
―
―
庖
烹
↓

〖
鶉
掌
風
〗17翌
ャ
ゥ
皮
膚
病
の
名
。
掌
心
に
生
ず
。

初
、
紫
白
斑
貼
を
起
し
‘
漸
く
白
皮
を
生
ず
。
堅
硬
で
且

厚
い
。
乾
い
て
裂
け
‘
偏
く
手
に
及
ぷ
゜
〔
外
科
正
宗
‘

鶉
掌
風
〕
鶉
掌
風
由
下
手
陽
明
胃
経
‘
火
熱
血
燥
、
外
受
l
-

寒
涼
丘
快
致
―
―
皮
枯
稿
ご
仝
或
時
堵
餘
毒
未
レ
盛
、
亦
能

致
レ
此
、
初
起
―
―
紫
斑
白
貼
[
久
則
皮
膚
枯
厚
ヽ
破
裂
不
レ

已
、
二
暮
湯
黒
洗
即
愈
゜
〔
臀
宗
金
鑑
〕
鶉
掌
風
主
―
―
於
掌

心
一
多
巴
楊
梅
餘
毒
未
＞
盛
而
起
、
初
起
,
,
紫
白
斑
貼
一

僅
起
白
皮
↓
堅
硬
且
厚
‘
乾
枯
燥
裂
、
延
及
饂
手
↓

【
鶉
絨
】
18

咆

jung'

天
鵞
絨
。
ビ
ロ
ー
ド
。

【
鶉
雛
】
19

心
ウ
酒
の
名
。
〔
陸
滞
、
晩
春
感
レ
事
詩
〕
醸
―
―

成
西
蜀
鶴
雛
酒
五
空
就
東
波
玉
栂
羹
↓

13431 
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【
鶉
毬
】
20

戸
鶉
鳥
の
細
毛
。
〔
南
史
‘
夷
狛
上
、
海
南
諸

國
‘
林
邑
限
博
〕
又
出
1

一
堵
増
・
貝
歯
・
古
貝
・
沈
木
香
工
古

貝
者
、
樹
名
也
、
其
華
成
時
如
1

血
芸
焦
抽
土
ぢ
炉
紡
レ

之
、
以
作
レ
布
。
「
表
〕
染
松
姻
王
匹
鵜
素
↓

[
娘
素
】
21

”
黄
絹
を
い
ふ
。
〔
蘇
顧
‘
謝
レ
賜
1

一
筆
墨
紙

【
鶉
腿
】
22

グ
詩
病
の
一
。
鶴
膝
を
い
ふ
。
〔
類
説
〕
畢

人
以
底
詩
謁
幸
叩
帥
王
智
興
べ
智
興
日
、
莫
レ
犯
―
―
競
腿
子
一

否
。
〔
陳
造
‘
詩
〕
流
博
縦
レ
使
―
―
難
林
佳
只
指
摘
防
レ
遭
―
―

鶉
腿
噛
↓

【
鶴
池
】
23

”

O
池
の
名
。
浙
江
省
紹
興
縣
治
の
東
北
。

蔽
山
戒
珠
寺
の
前
。
王
義
之
が
鷺
を
養
っ
た
虞
。
寺
は

即
ち
義
之
の
藷
宅
。
〔
朱
無
‘
謝
"
張
彦
輔
留
別
之
作
―

詩
〕
迎
レ
君
紫
寄
峰
。
畢
レ
膳
白
鵠
池
。
〔
明
一
統
志
〕
裁

池
、
在
二
慶
陽
府
治
東
一
宋
馳
暦
中
、
経
略
安
撫
使
施
昌

言
浚
゜
〔
清
一
統
志
〕
藷
傭
、
王
鞭
之
故
宅
前
有
―
―
競
池
一

云
―
―
是
義
之
養
レ
競
之
所
U

●
清
、
王
廷
周
(
7
ー

2
0
8
2
3
 :
 

1
9
4
0
)

の

琥

。

「

琥

゜

〖
鶉
池
生
〗24灯
げ
明
、
宋
登
春
(
8
|
7
0
7
8
 :
 3
7
9
)

の

【
鵜
腸
】
25

”
ャ
＂
草
の
名
。
食
用
と
な
る
。
〔
野
妖
品
〕
鵜

腸
草
、
采
可
1

一
悼
熟
正
拌
料
食
レ
之
。

〖
鵜
腸
菜
〗2
6
t
伍
ヤ
‘
ゥ
草
の
名
。
繁
棲
の
異
名
。
は
こ
ぺ
。

〔
本
草
‘
繁
棲
〕
繹
名
‘
鶉
腸
菜
、
時
珍
日
‘
俗
呼
―
―
鶉
兒
腸

笑

象

レ

形

也

。

「

な

水

禽

゜

【
競
鳥
】
27

戸
形
雁
よ
り
大
き
く
‘
頸
長
く
‘
嘴
の
大
き

〖
鶉
鳥
頸
〗2
8”
匁
鶴
鳥
の
や
う
に
長
い
頸
゜

【
鶉
梅
】
29

？
梅
の
一
種
。
豊
後
梅
。
重
榊
で
淡
黄
色

の
小
形
の
花
、
｛
貫
の
大
な
る
に
よ
っ
て
賞
せ
ら
る
。

【
鶉
抱
】
30

”
草
の
名
。
〔
本
草
‘
鶉
抱
〕
集
解
‘
頌
曰
‘

生
え
且
州
山
林
下
盆
炉
石
而
生
、
作
レ
蔓
似
1

一
大
豆
ず
其
根

形似↓―
t

杢
服
工
大
者
如
三
升
器
↓
小
者
如
レ
拳
。

【
鵜
肪
】
31

勺
ウ
が
て
う
の
あ
ぶ
ら
。
〔
韓
愈
．
孟
郊
、
城
南

聯
句
〕
縞
毬
翔
―
―
衣
帯
五
鶴
肪
載
1

個
墳
↓

【
鶉
尾
】
32

心
が
て
う
の
し
り
。
〔
證
‘
内
則
‘
舒
雁
翠
、

疎
〕
言
二
鶉
尾
之
肉
不
趾
堪
レ
食
也
。

【
鶉
籠
】
33

戸
が
て
う
の
利
毛
で
作
っ
た
軟
。
獣
は
‘
車

の
と
じ
き
み
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
‘
草
篇
〕
成
式
修
二
竹

里
私
弟
一
書
齋
前
有
-
枯
紫
剌
敷
枚
嚢
折
示
因
伐
レ
之
‘
餘
―
―

尺
許
ご
手
―
二
年
秋
了
柘
根
上
生
二
菌
了
大
如
レ
斗
、
下

布

-F桔
宍
頂
黄
白
‘
所
輩
緑
‘
垂
措
如
鶴
翰
↓
高
尺
餘
。

〔
蘇
轍
‘
用
―
―
林
妖
韻
1

賦
レ
雪
詩
〕
煽
鵜
吹
二
勁
輻
云
秀
葦

＂ 
鳥

音

〔
七
驚
〕

鵬

彿
社
墨

【
鶉
屏
】
3
4
}
ィ
金
鵞
の
屏
風
。
〔
李
賀
‘
洛
妹
僕
珠
詩
〕

金
鶉
屏
風
蜀
山
夢
‘
鸞
裾
鳳
帯
行
姻
重
。
「
を
見
よ
。

【
鵜
峰
】
35

”
林
恕
の
琥
。
林
鵞
峰
(
6
-
1
4
5
5
1
:
 2
7
7
)
 

【
鵠
鵞
】
36

戸
が
て
う
と
あ
ひ
る
。
〔
周
褪
、
夏
官
‘
掌

畜
‘
掌
四
養
レ
鳥
而
阜
―
―
蕃
教
↓
―
―
擾
之
ご
注
〕
烏
之
可
―
―
―
養
使
"

盛
大
蕃
息
1

者
‘
謂
二
鶉
鵞
之
屡
↓
〔
管
子
、
軽
重
甲
〕
鵠

鵞
之
含
近
‘
鵜
維
鵠
飽
之
通
遠
。
〔
劉
克
荘
、
宿
1

一
荘
家
―

詩
〕
牛
羊
晴
臥
レ
野
、
鵜
鵞
晩
蹄
レ
池
。

〖
撃
鶴
鵞
池
―
〗37
”
”
→
ヅ
唐
の
淮
西
の
乱
に
‘
李
懇

が
零
夜
に
保
の
城
を
襲
ふ
と
き
‘
鶉
鵞
の
群
れ
る
池
を

撃
ち
、
鳥
の
利
昔
で
軍
瞥
を
乱
し
た
故
事
。
〔
唐
書
‘
李

懇
博
〕
元
和
十
一
年
十
月
已
卯
‘
師
夜
起
‘
云
云
‘
會
大

雨
レ
雪
‘
云
云
‘
吏
請
レ
所
レ
向
、
惣
日
、
入
玉
盆
少
取
1

一呉

元
清
ご
広
云
、
夜
半
至
1

一
懸
菰
城
↓
雪
甚
‘
城
帝
皆
鶉
鵞

池
、
懇
令

-
5
9之
以
胤
1

一
軍
臀
ゴ
本
云
‘
晏
然
無
二
知
者
一

云
云
‘
黎
明
雪
止
、
懇
入
駐
1

一
元
清
外
宅
五
禁
使
驚
曰
‘
城

陥
芙
、
元
清
‘
云
云
五
炉
罪
‘
檻
送
京
師
↓

【
鵜
毛
】
38

汐

O
が
て
う
の
利
毛
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
‘

天
賓
下
〕
利
林
将
劉
洪
喜
l

一
騎
射
涵
巾
射
1

一
御
使
人
ぶ
生

風
中
螂
t
-

―
鶉
毛
「
洪
連
箭
射
レ
之
、
無
レ
有
レ
不
な
中
‘
帝
賞

歎
厚
賜
レ
之
。
〔
遼
史
‘
螢
衛
志
中
〕
皇
帝
得
l
1

頭
鵜
細
向
レ

廟
、
塁
臣
各
駄
1

一
酒
果
正
宇
レ
築
‘
更
相
酬
酢
致
―
―
賀
語
西
日

括
1

一
鶉
毛
於
首
ー
以
為
レ
架
。
●
雪
の
喩
。
白
く
軽
い
か

ら
い
ふ
。
鶴
毛
零
を
見
よ
。
〔
白
居
易
、
酬
1

一
令
公
雪
中

見
レ
贈
財
＞
不
伍
ハ
―
―
夢
得
1

同
相
訪
上
詩
〕
雪
似
1

一
鶴
毛
―

飛
散
乱
、
人
披
―
―
鶴
鼈
―
立
徘
徊
‘
鄭
生
枚
愛
非
レ
無
レ
興
‘

唯
待
―
―
梁
王
召
一
郎
来
。
〔
司
空
曙
‘
雪
詩
〕
柴
遊
春
苑
望
二

鵞
毛
石
宮
殿
如
レ
星
樹
似
レ
奄
゜
〇
柳
紫
の
形
容
。
〔
庚
信
‘

楊
柳
歌
〕
獨
憶
飛
架
鶉
毛
下
、
非
―
一
復
青
絲
馬
尾
垂
↓
⑲

軽
少
の
意
に
用
ひ
る
。
〔
韻
府
引
‘
黄
庭
堅
、
詩
〕
鶉
毛

千
里
贈
、
所
レ
重
以
―
―
其
人
↓

〖
猿
毛
雪
〗3
9
}
~
＇

?
0

白
零
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
、
雪

夜
喜
―
―
李
郎
中
見
＞
訪
詩
〕
可
レ
憐
今
夜
鶉
毛
雲
‘
引
得
高

情
鶴
鼈
人
。

O
柳
紫
の
飛
ぶ
形
容
。
〔
門
式
紐
新
話
‘
八
、
謝

庭
詠
雪
詩
〕
撤
甕
空
中
面
竿
炉
雪
也
、
柳
紫
因
レ
風
起
‘

此
鶉
毛
雪
也
‘
然
嘩
国
時
以
這
饂
之
語
〖
？
エ
。

〖
鶉
毛
梃
〗40”
匁
蝠
魚
兒
の
甕
蔵
。
し
ら
す
ぼ
し
。

た
た
み
い
わ
し
。
ち
り
め
ん
ざ
こ
。
〔
本
草
‘
蝠
魚
〕
秤

名
、
作
レ
膳
名
二
鵜
毛
梃
↓
〔
北
戸
鋒
、
下
〕
恩
州
出
―
―
鶉
毛

殿
乃
臨
竺
蔽
蝠
魚
h

其
味
絶
美
、
細
如
』
翌
硬
郭
義
恭

云
、
小
魚
一
斤
‘
干
頭
未
―
―
之
過
一
也
。

〖
鶉
毛
被
〗41ロ
マ
•
ウ
が
て
う
の
羽
毛
を
入
れ
た
ふ
と

ん
。
〔
山
堂
律
考
〕
邑
管
深
岨
風
俗
‘
以
二
十
月
面
全
鶉

子
軟
毛

g『
レ
被
以
禦
レ
寒
。
〔
嶺
表
鎌
異
記
〕
鶉
毛
被
‘

南
蟹
之
酋
豪
‘
多
選
―
―
鶉
之
細
毛
一
央
以
1

一
布
吊
ぶ
糸
而

為
レ
被
‘
復
縦
横
納
レ
之
‘
其
温
柔
不
レ
下
二
於
挟
績
一
也
、

俗
云
‘
鵜
毛
被
柔
暖
‘
而
性
不
―
―
偏
冷
否
丹
覆
―
―
嬰
兒
玉
兼

辟
誓
品
匹
〔
北
戸
鋒
、
上
〕
邑
之
南
有
,
,
酋
豪
「
多
熟
紐
[

毛
[
E
レ
被
、
如
稲
畦
納
レ
之
、
其
温
軟
不
レ
下
1

一
綿
紫
ふ
9

。

〖
鵠
毛
筆
〗42
”
各
鶉
毛
で
作
っ
た
筆
。
〔
白
居
易
、
渭

祁
退
居
寄
―
―
幡
部
雀
侍
郎
・
翰
林
錢
含
人
一
詩
ご
日
韻
〕

封
乗
鶉
毛
筆
、
倶
含
難
舌
香
。

〖
鵜
毛
玉
鳳
花
〗
4
3
”3
7
,
[

ホ
ウ
久
ワ
さ
ぎ
さ
う
。
山
野
の
湛

地
に
自
生
す
る
宿
根
草
。
埜
は
一
尺
に
逹
し
、
葉
は
披

針
形
で
、
先
端
尖
り
、
花
は
夏
日
梢
上
に
花
穂
を
な
し

て
、
二
三
花
を
着
生
す
る
。
花
色
は
白
色
。

【
鵬
黎
】
44

げ
梨
の
一
種
。
皮
薄
く
漿
多
い
。
〔
本
草
‘
梨
〕

集
解
、
頌
日
‘
瞥
方
相
承
用
,
1

乳
黎
鶉
黎
↓
乳
黎
出
―
―
宣

城
盃
倫
盃
叩
肉
賓
‘
其
味
極
長
‘
鵜
黎
、
河
之
南
北
州
郡

皆
有
レ
之
、
皮
薄
而
漿
多
‘
味
差
短
‘
其
香
削
過
レ
之
。
〔
箔

成
大
、
内
丘
黎
園
詩
〕
汗
後
鶉
梨
爽
似
レ
泳
、
花
身
耐
久

老
猶
榮
゜

【
鶉
囲
】
45

戸
〇
が
て
う
の
は
ね
。
〔
通
鑑
長
編
〕
取
↓
―
鶉

紐
代
輪
‘
騨
1

奏
其
事
↓
●
白
い
腕
の
形
容
。
〔
唐
寅
‘

矯
女
賦
〕
罷
修
長
而
酵
凝
脂
結
‘
祇
微
傾
而
鶉
餅
半
撃
。

〖
鶉
窃
管
〗46吋
巧
北
京
で
菊
花
の
名
。
〔
燕
京
歳
時

記
、
九
花
山
子
〕
謹
按
‘
日
下
藷
聞
考
、
蓋
京
師
之
菊
函

繁
‘
云
云
鶏
囲
管
。

〖
鶉
翔
筆
〗47”
勺
鶉
毛
筆
(
4
2
)
に
同
じ
。

【
朗
王
]
4
8

”
°
圏
佛
の
一
二
十
二
相
の
一
。
手
足
鰻
網
相
。

手
指
足
指
の
中
間
に
緩
網
が
あ
っ
て
‘
其
の
形
‘
鶉
鳥

の
足
に
似
る
を
い
ふ
。
一
説
に
‘
佛
の
行
歩
が
鶉
鳥
に

似
る
を
い
ふ
。
〔
涅
槃
経
‘
二
十
八
〕
若
菩
蔭
摩
詞
藷
‘

修
面
撮
法
玉
撮
取
衆
生
以
是
業
緑
得
網
鰻
指
↓

如
一
白
鵜
王
↓

【
換
レ
鶉
】
49

竺
晉
の
王
報
之
が
鶉
を
愛
し
‘
其
の
書
を

以
て
鵜
と
交
換
し
た
故
事
。
〔
晉
書
‘
王
糖
之
傭
〕
義
之

性
愛
レ
鵜
‘
云
云
‘
山
隆
有
こ
道
士
〗
四
紅
函
空
義
之
往

観
為
、
意
甚
悦
‘
因
求
レ
市
レ
之
、
道
士
云
‘
為
窺
,
,
道
徳

経
ぶ
豆
攀
レ
塁
相
誼
耳
、
義
之
欣
然
葛
畢
‘
籠
レ
鶉
而

蹄
甚
以
裕
築
‘
其
任
率
如
函
此
゜

【
鶴
膏
競
】
50

匁
，
ウ
輩
の
一
種
。
山
中
に
生
じ
‘
性
子
に

似
て
ゐ
る
と
い
ふ
。
〔
本
草
、
香
笠
〕
集
解
、
時
珍
日
、
九

日
‘
裔
膏
輩
、
生
―
―
高
山
中
涵
沿
竺
鵞
子
:
へ
而
轍
開
、
味

殊
廿
滑
、
不
レ
滅
祠
膏
一
然
卑
か
杜
輩
和
相
乱
、
不
レ
可
レ

不
レ
慎
‘
杜
輩
、
土
菌
也
。

【
鶉
管
石
】
5
1
E
豆
；
石
の
名
。
石
鍾
乳
(
8
|
2
4
0
2
4
 :
 4
2
 

5
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
石
鍾
乳
〕
繹
名
、
留
公
乳
、
虚
中
‘
鷹

石
、
鵞
管
石
、
時
珍
日
、
石
之
律
氣
鍾
緊
成
レ
乳
、
滴
溜

成
レ
石
、
故
名
二
石
鍾
乳
こ
鷹
興
二
裔
管
：
象
―
―
其
空
中
之

肱
也
。
〔
明
一
統
志
〕
雲
母
石
‘
陽
起
石
、
白
囁
石
、
鶉
管

石
‘
倶
歴
城
縣
゜

【
鵜
観
草
】
52

””，ワン

t

沙
草
科
の
草
の
名
。
〔
農
政
全
書
、

鶉
観
草
考
〕
正
一
月
如
婆
育
｛
炊
食
。

【
鶴
露
帖
】

g吃
法
帖
の
名
。
宋
以
後
の
人
が
王
獣

之
の
書
に
倣
つ
て
作
っ
た
も
の
。
〔
法
帖
刊
誤
〕
鶏
塁

帖
、
前
輩
謂
此
墨
帖
元
大
令
箕
筆
此
非
―
―
―
僕
之
所
―

敢
知
也
‘
此
帖
詞
天
崇
虚
劉
道
士
鶏
登
拉
復
飩
也
、
按
、

崇
虚
館
、
乃
宋
明
帝
泰
始
四
年
建
‘
其
偽
無
レ
疑
゜
〔
東

観
餘
論
〕
鶉
墓
帖
、
非
"
常
時
尺
贖
證
二
蓋
以
下
逸
少
嘗

書
道
徳
鯉
換
緬
故
事
伍
會
作
1

一
是
帖
耳
゜

【
鶴
兒
菜
】
3

訂
草
の
名
。
苦
菜
の
異
名
。
に
が
な
。
〔
事

物
異
名
録
‘
薙
穀
‘
荼
〕
升
庵
外
集
、
苦
菜
‘
俗
作
1

一
鷺
兒

笑
又
名
野
苦
貿
伝
、
李
時
珍
謂
‘
苦
菜
郎
苦
貿
‘
未
レ

知
執
是
↓

【
競
蛋
瞼
】
竺
沼ta
n
•
lien'

卵
に
目
鼻
の
顔
立
。

【
鶴
卵
石
】
56
咆

luan3
s
h
i
h
2

岩
石
が
風
雨
寒
暑
の

作
用
を
う
け
て
細
塊
と
な
り
、
埃
谷
に
落
ち
、
水
流
に

よ
っ
て
角
を
失
っ
て
卵
の
や
う
に
な
っ
た
も
の
。

【
鶏
籠
館
】
57

泣
匁
明
、
王
輿
攻
(
7
ー

2

呂
2
3
:
 2
1
5
0
)

の

室
名
。

【
鵜
籠
生
】
58

蹂
ゥ
清
‘
呉
悼
(
2
-
3
器
5

:
2
1
9
)

の
琥
゜

[
好
レ
鵜
賓
】
涸
心
ヲ
〗

1

晉
の
王
幾
之
を
い
ふ
。
籠
レ
鶴
去

を
見
よ
。

【
籠
レ
賠
去
】
巳
"
[
竺
晉
の
王
幾
之
が
親
を
愛
し
、
道

徳
経
を
窺
し
、
鵠
と
交
換
し
て
持
蹄
つ
た
故
事
。
換
レ
賠

(
4
9
)
を
見
よ
。
〔
李
白
、
王
右
軍
詩
〕
右
軍
本
清
慎
、
灌
洒

在
風
塵
山
陰
遇
窮
客
憂
此
好
レ
鵜
客
五
掃
レ
素
窺
ニ

道
経
↓
筆
精
妙
入
レ
神
、
書
罷
籠
レ
鵜
去
、
何
曾
別
―
―
主
人
一

八
三
六
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鳥

部

【
鵠
行
鴨
歩
】
59

”70
5

が
て
う
や
あ
ひ
る
の
や
う
に
あ

る
＜
゜
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
‘
鶴
行
鴨
歩
〕
御
史
憂
記
‘
載
1

一石

抱
忠
諧
詩
―
―
翌
縣
尉
墟
蝶
暇
‘
藪
箇
参
軍
鶉
鴨
行
‘

按
‘
鶴
鴨
行
‘
即
秦
簡
夫
東
堂
老
曲
所
レ
云
‘
鴨
歩
鶴
行

也

。

「

菜

(
2
6
)

を
見
よ
。

【
裁
兒
腸
菜
】
60

巧
チ
ャ
‘
’
草
の
名
。
繁
纏
の
俗
捨
。
賎
腸

【
鶉
不
食
草
】
61

誇
，
ヨ
ク
草
の
名
。
は
な
ひ
り
ぐ
さ
。
い

は
ぎ
。
〔
本
草
、
石
胡
姿
〕
秤
名
‘
裔
不
食
草
。

【
鶉
籠
書
生
】
62
心
aO

戸
許
彦
が
書
生
の
請
に
よ
っ
て

之
を
鶴
籠
中
に
入
れ
、
樹
下
に
息
う
て
之
と
飲
宴
し
た

故
事
。
〔
績
齊
諧
記
〕
陽
羨
許
彦
遇
二
書
生
三
云
足
痛
‘

求
レ
寄
―
―
競
籠
中
一
彦
戯
許
レ
之
‘
書
生
更
入
レ
籠
、
卑
ハ
ニ
雨

鶉
井
坐
‘
負
レ
之
不
レ
覺
レ
重
、
前
息
―
一
樹
下
玉
書
生
吐
-
1

出

器
皿
肴
餞
合
井
―
―
女
子
一
共
飲
‘
書
生
酔
臥
‘
女
子
吐
二

男
子
ア
女
子
臥
‘
男
子
復
吐
二
女
子
一
共
酌
‘
書
生
欲
レ

覺
‘
乃
逸
呑
レ
所
レ
吐
、
唯
女
子
在
、
書
生
復
呑
レ
之
、
以
二

銅
盤
一
―
贈
レ
彦
而
去
。

〔
集
韻
〕
呼
頂
切

【鶉】蜘
鶴
鶉
は
、
水
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶴
鶉
‘
烏
名
、

似
レ
鷺
色
蒼
゜
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶴
甥
‘
水
鳥
。

〔
集
韻
〕
渠
王
切

よ
た
か
。
鵠
の
屡
゜
或
は
紐

(11
|
 4
2
0
5
1
)

に
作

り
、
通
じ
て
狂
(
7
-
2
0
2
8
7
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
鳥

〔
七
驚
〕

有
に
冠
。
〔
集
韻
〕
鷺
‘
鳥
名
‘
鵠
凰
‘
五
色
有
レ
冠
者
、

或
八
レ
佳
、
通
作
レ
狂
。
腫
く
そ
と
び
。
鳶
の
一
種
。

形
、
鳶
よ
り
小
さ
く
‘
性
猛
鷲
、
好
ん
で
野
鼠
を

捕
食
す
る
。

【鴨]螂

圏圏

〔
集
韻
〕
墟
肝
切
認

〔
集
韻
〕
丘
蓋
切
寒

日
口
国
國
O
鴇
鴎
は
‘
さ
よ
つ
き
ど
り
。
あ
し
ご

ゐ
さ
ぎ
。
〔
方
言
、
八
〕
鴇
鴎
、
周
魏
齊
宋
楚
之

開
‘
謂
乏
定
門
或
聾
之
獨
登
自
レ
闘
而
東
、

謂
之
城
具
或
謂
二
之
倒
縣
面
謂
乏
鴨
聰
自
レ

韻
而
西
‘
秦
瀧
之
内
、
謂
乏
鵜
鶏
一
〔
玉
篇
〕
鴇
、

鴨
鴎
、
似
蘭
‘
冬
烏
毛
‘
賓
夜
常
嗚
、
名
倒
懸
↓

●
鵜
(
1
2
-
4
7
1
2
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
、

説
文
‘
似
レ
雉
、
出
二
上
蕉
↓
或
炊
レ
旱
。

O
鳩
(
1
2
-

4
6
6
5
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鴇
、
鴇
鴎
‘
鳥
名
、
或

八
レ
旱
゜
幽
或
は
誰

(11ー
4
2
0
4
3
)

・盆
(
8
|
2
2
9
8
 

0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴨
‘
或
炊
レ
佳
、
亦
作
レ
去
皿
。

【鵠】螂

〔
集
韻
〕
胡
沃
切
甲
〗

r
x
 h
u
2
 

〔
集
韻
〕
姑
沃
切
甲
〗

≪
x
 k
u
3
 

戸

老

切

籾

〔
中
華
大
字
典
〕

〔
集
韻
〕
昆
各
切
国
〖

日
0
＜
ぐ
ひ
。
は
く
て
う
。
こ
ふ
の
と

り
。
雁
よ
り
大
き
く
‘
材
毛
白
く
し
て

光
澤
あ
り
、
其
の
翔
る
こ
と
極
め
て
高
い
と
い

ふ
水
鳥
。
〔
説
文
〕
鵠
、
黄
鵠
也
、
炊
レ
鳥
告
啓
゜
〔
段

注
〕
黄
‘
各
本
作
レ
鴻
‘
今
依
二
玄
應
書
李
善
西
都
賦

娘

蛾

裔

義

鴨

鷺

鴨

鵠

【
鷺
】
[
[
戸

麗

ケ
イ
キ
ヤ
，
ウ

園

鵠
(
1
2
|
 4
6
9
5
4
)

の
古
字
。
〔
字
彙

【
義
】
三
ガ
補
〕
義
、
古
文
鶉
字
。

冨

】

亨

ガ

[
[
f
p
l
"4
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇

曾

】

亨

ガ

□

戸

バ

[
O
)
に
同
じ
。
〔
正
字

躁
い

国
琴
臼

國
ヵ
ク

コ
ク
コ
ク

日令□
コ
ク

日
カ
ン
昌
[

国
カ
ン

固
ヵ
ィ

〔
集
韻
〕
可
旱
切

〔
集
韻
〕
丘
葛
切

竺又雅尺設廣日、大鵡□風作元耳字酷之 S し-高解義鴻鵠也皆言園學奮注
に左賓日真竺謡 侯也● e' る ゜拍。伍＠古廣乃。

‘牛~0 ろ巴而‘‘- r-. 亜
、 n目、

作鵜之鵠鵠侯。射之° 惟之-髪白無雅 ぃめ師善時——或或二鴻ーヽ
二方兌五正

:::.: 
る者初゜―。 参義果・鵠 r-. tn 中 '---''弓は水集、い。正作義呂る古党胃藷切箪肌黄紐凡知ハ戦
面覺、 ｛主者四検見 '---'韻白 憫征疏 g薮日- 圭=

ニ肛1國
筵働ぐ‘
ぁ'---'i胃尺而藷的力： 1足鵠髪五ー、ヽ

の '---' 、 ‘形‘讐ロロ鵠者経山
牙鵠漢鵠、日レレー 、史川而策

韻虚大き鄭二四
藷虹侯ら司之方子於の

さ子、虚漢人人エ藷闊を、書、大但 之罠黄
、者水

、也既力、農りりの失参づ
さ子或⑲ 書蘊堕‘ず磨鳥司子鶴 紆清鵠

或° 抗 ―゚ 9まぎ鵠い或笑炊象繹;<。也馬雁色 典恩倣

&< I箋己濯f玉日"ii;:出晶伍牙羹塁いい： ゞ再賣於
佳は 'tご 證侯―鵠伍雅牛 ... ,. 

摯生江

學し十 ‘中者 、口息地... ~ 各 、白‘也 、5鳴博毛。 分惜海
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【
鵠
鵜
】
10

ぢ
橙
を
い
ふ
。
一
に
金
毬
と
も
い
ふ
。
鵠

殻
゜
〔
韓
愈
・
孟
郊
、
城
南
聯
句
〕
鴻
頭
排
二
刺
英
五
鵠
鍋

攘
痕
橙
↓
〔
注
〕
諷
苦
角
切
。

【
鵠
塞
】
1
1
3
げ
雁
門
闊
を
い
ふ
。
雁
塞

(11
|
 4
1
9
6
0
 :
2
 

0
)

に
同
じ
。
〔
徐
陵
‘
陳
公
九
錫
文
〕
鵠
塞
非
レ
虞
‘
鴻
門

是
會
。
〔
梁
元
帝
‘
玄
覧
賦
〕
訴
1

一
蚊
川
於
雁
澤
五
ぎ
鵠
塞

於
渇
陽
↓

【
鵠
蒼
]
1
2

誇
趙
の
蜀
孤
母
の
犬
の
名
。
又
‘
鵠
倉
に

作
る
。
〔
博
物
志
、
異
聞
〕
徐
恨
王
志
云
‘
徐
君
宮
人
、
娠

而
生
レ
卵
、
以
為
―
―
不
詳
一
棄
1

一
之
水
濱
↓
獨
孤
母
有
レ
犬

名
鵠
蒼
戚
応
水
遠
得
―
―
所
レ
棄
卵
ご
切
以
東
蹄
、
蜀

孤
母
以
為
涵
異
、
覆
―
―
媛
之
↓
遂
婦
成
レ
兒
、
生
時
正
恨
‘

故
以
為
レ
名
、
徐
君
宮
中
聞
レ
之
、
乃
更
録
取
‘
長
而
仁
智
‘

襲
君
徐
國
後
鵠
蒼
臨
レ
死
生
レ
角
而
九
尾
、
｛
貫
黄
龍
也
。

【
鵠
酸
】
13

ぢ
酢
醤
を
以
て
が
ん
を
烹
て
あ
つ
も
の
と

す
る
こ
と
。
〔
楚
酔
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
鵠
酸
騰
レ
亮
‘
煎
―
―
鴻

鶴
些
。
〔
注
〕
以
酢
閏
喜
鵠
岱
羹
゜

【
鵠
子
】
14

k
u
3
 
t
z
u

標
的
の
づ
ぼ
し
。

【
鵠
志
】
15

匁
高
遠
の
こ
こ
ろ
ざ
し
を
い
ふ
。
鴻
鵠
の

志
゜
〔
仇
遠
、
書
輿
"
士
瞭
上
人
一
詩
〕
衆
雀
登
能
知
二
訊

志
二
維
何
足
レ
用
王
＇
刀
↓

【
鵠
挨
】
16ku'ssu• 

首
を
延
ば
し
て
待
っ
゜

【
鵠
侍
】
17

匁
鵠
の
立
つ
や
う
に
側
に
直
立
す
る
。
〔
董
一

越
、
朝
鮮
賦
〕
従
官
皆
鵠
侍
於
中
外
↓

【
鵠
潟
】

18g
水
草
の
名
。
さ
じ
お
も
だ
か
。
〔
爾
雅
‘

繹
草
‘
藩
菖
‘
疏
〕
藩
‘
一
名
葛
‘
云
云
‘
一
名
鵠
潟
゜
〔
本

草
、
澤
潟
〕
秤
名
‘
鵠
潟
。

【
鵠
逝
】
19

ぢ
白
鳥
の
空
を
翅
け
る
や
う
に
、
遠
く
去
る

こ
と
。
〔
揚
雄
、
逐
レ
貧
賦
〕
是
用
鵠
逝
‘
不
レ
践
1

一
其
朝
↓

【
鵠
沼

]20"g”
マ
相
模
國
の
地
名
。

【
鵠
澤
】
21

ぢ
縣
名
。
漢
、
置
く
。
山
西
省
の
境
に
常

る
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
西
河
郡
‘
縣
三
十
六
‘
鵠
澤
゜

【
鵠
亭
]
2
2

ぢ

岡

崎

元

軌

の

鷺

岡

崎

鵠

亭
(

4

|
7
9
6
 

2
:
 43
)

を
見
よ
。

〖
鵠
亭
之
鬼
〗23
勺
い
ィ
交
州
刺
史
周
敗
が
、
鵠
奔
亭

で
會
っ
た
と
い
ふ
亡
霊
。
鵠
奔
亭
(
4
3
)

を
見
よ
。
〔
江

滝
‘
詣
建
平
エ
上
書
〕
鵠
亭
之
鬼
、
無
レ
恨
於
灰
p

骨°

【
鵠
鼎
】
24

げ
鵠
鳥
を
烹
る
鼎
゜
〔
楚
辞
、
天
問
〕
縁
二
鵠

飾
p
玉
‘
后
帝
是
饗
゜
〔
注
〕
后
帝
‘
謂
―
―
殷
湯
1

也
、
言
、
伊

手
始
仕
‘
因
下
縁
烹
訊
鳥
之
羹
五
が
飾
玉
鼎
い
以
事
―
―
於

鳥

部

〔
七
蟄
〕

湯
五
湯
賢
レ
之
‘
遂
以
為
レ
相
也
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
卦
名
詩
〕

翌
壺
要
―
―
上
客
五
鵠
鼎
命
―
―
嘉
賓
↓

【
鵠
鳥
】
25

お
鳥
の
名
。
＜
ぐ
ひ
゜
〔
楚
辞
、
天
問
‘
縁
―
―
鵠

飾
牛
王
、
注
〕
因
n

一
緑
烹
―
―
鵠
鳥
之
羹
云
庄
飾
玉
鼎
↓

【
鵠
的
】
匹
[
2

弓
の
ま
と
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
今
夫
鵠
的
、

非
レ
咎
"
罪
於
人
一
也
。
「
傍
低
‘
鵠
頭
仰
立
。

【
鵠
頭
]
2
7

昇
書
罷
の
名
。
〔
庚
肩
吾
‘
書
品
序
〕
蚊
闘

〖
鵠
頭
板
〗28匁
ゥ
鵠
頭
書
橙
で
書
い
た
詔
板
を
い

ふ
。
詔
書
。
〔
法
苑
珠
林
〕
晉
王
文
度
鎮
―
―
廣
陵
石
忽
見
ニ

二
翡
1

持
鵠
頭
板
告
召
、
王
大
驚
、
翡
云
、
今
所
レ
作
是

天
上
官
也
。

【
鵠
抱
】
29

容
白
い
綿
入
れ
。
宋
代
‘
科
翠
の
試
に
應

ず
る
も
の
が
着
用
し
た
も
の
。
白
抱
゜
〔
程
史
〕
欧
陽

公
知
臼
盆
竺
省
闇
故
事
、
士
子
有
レ
疑
‘
許
―
―
上
請
五
I

戻

猶
喋
喋
弗
レ
休
、
過
哺
梢
間
芙
‘
方
酌
酒
賦
詩
‘
又
有
1

一拍

簾
工
梅
聖
蔽
怒
日
‘
帯
炉
弗
レ
應
‘
文
忠
不
レ
可
‘
立
児
出
應
‘

鵠
抱
環
立
‘
聰
レ
所
レ
問
。

【
鵠
鴎
】
30

芥
一
＿
鳥
の
名
。
鵠
は
雁
よ
り
も
大
き
く
‘
羽

毛
白
く
、
光
澤
あ
る
も
の
。
鴎
は
鴇
‘
雁
に
似
て
大
、
後

趾
な
く
‘
毛
に
豹
文
が
あ
る
。
鵠
飽
゜
〔
管
子
‘
軽
重
甲
〕

鶉
鵞
之
含
近
‘
鴎
維
鵠
飽
之
通
遠
。

【
鵠
望
】
31

宕
つ
ま
だ
つ
て
の
ぞ
む
。
鵠
企
゜
鶴
望
。
〔
晉

書
‘
乞
伏
乾
蹄
載
記
〕
陛
下
應
レ
運
再
興
、
四
海
鵠
望
。

〔
成
公
緩
‘
蛭
娘
賦
〕
敗
翼
鷹
持
、
延
頸
鵠
望
。

【
鵠
髭
】
32

”
”
冗
し
ら
が
。
白
製
。
霜
製
。
鶴
製
。
〔
後
漢

書
‘
呉
良
傭
賛
〕
大
儀
鵠
製
‘
見
レ
表
―
―
憲
王
↓
〔
注
〕
鵠
製
‘

白
髭
也
。
〔
王
先
謙
集
解
〕
悪
棟
日
、
高
誘
呂
覧
注
云
‘
鵜
‘

讀
如
消
浩
長
天
之
浩
一
浩
猶
レ
願
、
頭
白
貌
。

【
鵠
板
】
33

匁
詔
書
。
鵠
頭
板
(
2
8
)

に
同
じ
。
〔
梁
周
翰
、

五
鳳
棲
賦
〕
虎
皮
包
刃
‘
鵠
板
捜
儒
゜

【
鵠
粉
】
月
ガ
爪
立
て
て
待
つ
を
い
ふ
。
〔
曹
毘
、
鶴
鵡

賦
〕
其
形
則
雉
顧
鵠
粉
、
鷹
持
雁
息
、
丹
喉
含
映
、
細
絶

燦
翼
゜

【
鵠
面
】

35g
飢
ゑ
や
せ
て
面
貌
の
鵠
に
似
る
を
い

ふ
。
鵠
面
烏
形
を
見
よ
。
〔
輻
恵
全
書
、
罹
任
部
‘
詳
文
贅

説
〕
鳩
形
鵠
面
之
小
民
。

〖
鵠
面
鳩
形
〗3
6
g”
い
鵠
面
鳥
形
に
同
じ
。
〔
六
部
成

語
訂
正
‘
戸
部
‘
鵠
面
鳩
形
、
注
解
〕
言
―
―
飢
寒
之
民
‘
面

如
レ
鵠
形
如
p
鳩
也
。

〖
鵠
面
鳥
形
〗3
7
f
a
”
”
し
饒
ゑ
疲
れ
て
痩
せ
衰
へ
る
さ

鵠

鴎

鵡

鵠

踏

鵜

ま
。
〔
王
憚
‘
入
秦
行
〕
扶
嶽
載
脊
穂
南
逍
‘
鵠
面
鳥
形

猶
努
力
。

【
鵠
鎗
】
38

ぢ
禁
門
を
と
ざ
す
ぢ
や
う
。
〔
正
字
通
〕
北

史
、
禁
門
鐘
日
―
―
鵠
鎗
↓
〔
鄭
錫
、
長
築
鐘
賦
〕
難
人
未
レ

唱
‘
鵠
鋪
猶
封
。

【
鵠
卵
】
39

努
は
く
て
う
の
た
ま
ご
。
大
き
い
喩
゜
〔
荘

子
、
庚
桑
楚
〕
越
難
不
レ
能
レ
伏
―
―
鵠
卵
↓
〔
淮
南
子
‘
氾
論

訓
〕
牛
蹄
之
溶
、
不
レ
能
レ
生
』
翌
呻
而
蜂
房
不
に
谷
―
―
鵠

卵
工
小
形
不
レ
足
―
―
―
以
包
―
―
大
謄
一
也
。
〔
新
論
‘
妄
瑕
〕
巣

幕
之
窯
、
不
レ
容
―
―
鵠
卵
↓

【
鵠
立
】
40

謬
〇
は
く
て
う
の
や
う
に
頸
を
長
く
し
て

た
つ
こ
と
。
ま
つ
て
ゐ
る
態
度
。
鶴
企
°
鵠
企
。
鵠

望
。
〔
後
漢
書
、
哀
讀
偶
〕
今
整
1

勒
士
馬
函
『
望
鵠
立
。

〔
晉
書
‘
孫
恵
博
〕
控
馬
鵠
立
‘
計
レ
日
侯
レ
命
。
●
順
序

よ
く
拉
び
立
つ
に
い
ふ
。
〔
蘇
献
、
上
元
侍
―
―
飲
棲
上
二
二

首
呈
"
同
列
―
詩
〕
侍
臣
鵠
立
通
明
殿
‘
一
菜
紅
雲
捧
1

一玉

皇
↓
〔
郡
浩
、
和
レ
雪
詩
〕
夜
半
回
瞭
光
、
木
秒
森
鵠
立
。

〔
長
生
殿
‘
紫
閣
〕
芯
負
―
―
他
鳳
埠
前
‘
訊
立
繋
僚
↓

【
鵠
漏
】
41

ぢ
白
い
水
時
計
。
〔
楊
億
、
詩
〕
蘭
夜
沈
沈

鵠
漏
移
。

【
鵠
嘴
靴
】
4
2
"
ク
鳥
の
嘴
形
の
靴
。
〔
楊
維
禎
‘
呉
下
竹

枝
歌
七
首
‘
其
六
〕
騎
馬
嘗
レ
軒
隷
紫
靴
、
西
風
馬
上
鼓
二

琵
琶
↓

[
鵠
奔
亭
】

gり
？
亭
の
名
。
廣
東
省
高
要
縣
の
南
。

〔
捜
神
記
、
十
六
〕
漢
九
江
何
敵
為
忌
父
州
刺
史
五
じ
部

至
二
蒼
梧
高
要
縣
五
暮
宿
二
鵠
奔
亭
五
夜
猶
未
レ
半
‘
有
こ

女
盆
他
棲
下
1

出
呼
曰
‘
妾
姓
蘇
名
蛾
‘
字
始
珠
‘
本
居

廣
信
縣
修
理
人
、
早
失
―
―
父
母
ぢ
人
無
―
―
兄
弟
ぶ
竺
輿
同

縣
施
氏
ご
云
云
゜

【
縁
訊
飾
＞
玉
】
“
五
且
伊
手
が
鵠
鳥
の
奨
を
烹

る
玉
鼎
を
修
め
て
‘
湯
に
用
ひ
ら
れ
た
故
事
。
〔
楚
辞
‘

天
問
〕
縁
―
―
鵠
飾
＞
玉
‘
后
帝
是
饗
。
〔
注
〕
后
帝
‘
謂
―
―
殷

謁
也
、
言
、
伊
手
始
仕
‘
因
T

緑
烹
紐
鳥
之
羮
五
修
．
飾

玉
鼎
打
以
事
1

於
湯
↓
湯
賢
レ
之
‘
遂
以
為
レ
相
也
。

【
貴
レ
鵠
賤
レ
維
】
4
5
"
り
"g註
人
情
の
遠
き
を
貴
ぴ
近

き
を
賤
む
喩
。
〔
論
衡
‘
齋
世
〕
驚
エ
好
藍
1

一
上
代
之
人
「

秦
漢
之
士
‘
功
行
論
奇
‘
不
―
―
―
肯
圏
―
―
今
世
之
士
―
者
、
尊
レ

古
卑
レ
今
也
‘
貴
レ
鵠
賤
レ
難
‘
鵠
遠
而
維
近
也
。

【
鵠
不
レ
浴
而
白
】
46

ぢ
ぢ
各
ズ
白
鳥
は
毎
日
水
を
浴

ぴ
て
洗
は
な
く
と
も
白
い
。
自
然
の
本
質
は
甦
へ
が

鳥
の
名
。
〔
廣
韻
〕
鵜
、
鳥
名
。

【
鵜
】
〗
ラ
イ
〔
廣
韻
〕
落
蓋
切
索

露
】
〗

鳥
の
名
。
〔
天
禄
閣
外
史
〕
狐
竹
之
荒
、
有
レ
鳥
日
レ

踏
‘
翼
生
二
於
股
ぶ
焚
惑
見
則
卒
。

シ
，
ヨ
ク

ソ
ク

〔
等
韻
〕
即
玉
切

誘

祠
】
螂
ァ
ン
鶴
(
1
2
-
4
7
2
6
6
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
繕
‘
俗
鶴
字
。

【鵡】螂
鶴
鵡
は
、
あ
う
む
。
鵜
(
1
2
|
 4
6
8
1
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鵠
‘
鳥
名
、
説
文
、
鶴
鵜
也
、
或
炊
レ
武
。

ムプ

〔
集
韻
〕
岡
哺
切
圏

x
 wu' 

覺
に
似
た
鳥
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
鳥
名
‘
似
レ
覺
゜

【
鴎
】
〗
ハ

9

ウ

〔
集
韻
〕
徒
侯
切
甲
〗

た
い
。
天
質
美
な
る
も
の
は
‘
學
ば
な
い
で
善
良
な
喩
゜

〔
荘
子
、
天
運
〕
鵠
不
右
口
浴
―
而
白
‘
鳥
不
―
-
H四
T

―
而
黒
。

【
刻
レ
鵠
不
レ
成
尚
類
レ
鵞
】
47

ぢ

55i`
げ
豆
ラ
ザ
；
鵠
を

刻
ん
で
出
来
そ
こ
な
っ
て
も
、
な
ほ
あ
ひ
る
に
似
る
。

謹
教
の
人
を
學
ん
で
、
及
ば
ず
と
も
な
ほ
善
人
と
な
る

喩
。
後
漢
の
馬
援
が
兄
の
子
を
誡
め
た
語
。
輯
じ
て
‘
學

業
の
幾
分
の
成
績
あ
る
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
馬
援
偵
〕

龍
伯
高
敦
厚
周
恨
、
口
無
二
揮
言
玉
謙
約
節
倹
、
廉
公
有
レ

威
‘
吾
愛
乏
黒
之
、
願
汝
曹
炊
レ
之
、
云
云
‘
炊
栢
高
一

不
レ
得
‘
猶
為
1

一
謹
勅
之
士
五
所
謂
刻
レ
鵠
不
レ
成
‘
尚
類
レ

鵞
者
也
。
〔
書
言
故
事
‘
禽
獣
此
喩
類
〕
學
近
二
庶
幾
[
ザ

刻
レ
鵠
不
レ
成
尚
類
＞
鵞
゜
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
刻
レ
鵠

類
レ
鵞
、
為
レ
學
粗
成
。

八
三
八
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【
鶉
】
[

鳥

部

シ
ン

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鴎
、
鳥
名
。

〔
海
篇
〕
申
人
切

）
鳥
の
名
。
〔
海
篇
〕
鶉
、
鳥
名
。

3
 
【
鶉
崎
】
1

ぢ
陸
中
國
の
地
名
。

，
 
，
 

6
 
4
 
（
 

5
【
闘
】

7バ
〔
字
彙
補
〕
他
分
切

，
 

6
 
⑭
た
か
。
〔
字
彙
補
〕
鯛
‘
鷹
騨
也
。

〔七
l

八
畳
〕

暦
囮

【

鵡

】

[

巧

〔
字
彙
補
〕
其
語
切
芦
血

大
鳥
。
〔
字
彙
補
〕
鵜
、
大
鳥
也
。

【
鵜
】
如

ハ9
ウ
ホ
ヴ
'

圏

ふ
な
し
う
づ
ら
。
鵜
(
1
2
ー

4
7
2
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鶴
、
駕
陽
、
或
作
レ
鵜
。

〔
字
彙
補
〕
博
稿
切

【
鵜
】
[

エア
ンン

〔
集
韻
〕
於
諫
切

國

【
隅
】
〗
ハ，ウ

鵜
(
1
2
-
4
6
7
1
5
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
隅
‘
輿
涵
四
同
。

お
ほ
と
り
。
＜
ぐ
ひ
゜
〔
字
彙
補
〕
鵜
、
鴻
也
。

【

鶉

】

一

竺

冨

】

』

ケ

ッ

亦
作
レ
鵠
゜

國

鳩
(
1
1
0
1
4
6
7
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵠
、
鳥
名
‘
説
文
‘
鶉
鳩
也
、

〔
字
彙
補
〕
五
諫
切

日
鷺
が
む
ら
が
り
と
ぶ
。
鸞
(
1
2
ー

4
7
1
7
2
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
鵞
、
鷺
霊
飛
也
、
或
省
。
口
は
し
た

か
。
鵜
(
1
2
ー

4
7
2
3
9
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
鴎
、
鵞
風

鳥
。
〔
康
熙
字
典
〕
鴎
‘
輿
レ
鵜
同
。

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鵠
‘
昔
秀
。

〔
本
草
和
名
〕
胡
岳
反

【
鵠
】
一

[
1
1

圏

い
か
る
が
。
鳥
の
名
。
大
き
さ
は
‘
む
く
ど
り
位
。

罷
は
灰
色
で
、
頭
・
風
切
利
・
尾
は
黒
色
。
い
か
る
。

ま
め
ま
は
し
。
斑
鳩
゜
〔
本
草
和
名
〕
貌
似
レ
領
‘
有
11

白
壕
三
云
云
‘
出
二
雀
馬
面
和
名
、
以
加
留
賀
。
陸
い

か
る
が
。
④
奈
良
縣
生
駒
郡
の
地
名
。
＠
姓
名
。

罰
倭
名
類
緊
抄
に
、
斑
鳩
（
し
ら
こ
ば
と
・
じ
ゅ
ず

か
け
ば
と
）
を
嶋
と
同
じ
と
し
て
い
る
の
は
誤
り
と
い

ふ
（
狩
谷
腋
齋
箋
注
）
。

国
】
螂
コ
い
い
け
パ
心
り
い
形
ii

ま
だ
ら
で
翅
は
紫
黒
色
を
呈
し
‘
毛
冠
が
あ
る
。
性
檸

猛
で
小
鳥
を
捕
へ
食
ふ
。
よ
く
諸
鳥
の
な
き
ご
ゑ
‘
又

は
人
語
を
ま
ね
る
。
か
し
ど
り
。

涎

蒻

隅

鵜

鴇

鵜

鵠

饂

鴎

鷺

鵠

駕

鵠

鵠

鷲

脇

統

鰊

緋

鵞

賤

鵠

鴛

鵠

鶉

鶏

鵞

【
鵠
】

iン，ウ

【
鴛
】
[
‘
ン
，
ヨ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
駕
‘
昔
初

【

鶉

】

』

チ

雉

(11ー
4
1
9
8
7
)

に
同
じ
。
〔
海

篇
滋
匹
、
同
レ
雉
゜

曾

】

印

セ

キ

"

”

[
[
i
o
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

5

日
ン
ン
／
ン
シ
ン

【
鴎
】
蜘
目

〔
集
韻
〕
之
刃
切
園

〔
玉
篇
〕
時
異
切
圏
i

【
鵡
】
亨
‘
ン
，
ヤ
，
ウ

〔
集
韻
〕
歯
雨
切

圏

窮
】
亨
ヒ
"
[
"
＂
"
[
]
"
゜
〔
集
韻
〕

【
誹
】
-

国】一
ヒ ヒ ロ

ク

冦

】

一

昇

9

ウ

【
眺
】
〗
咋
[

〔
集
韻
〕
莫
筆
切

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
躾
、
鳥
名
。

冨
t】
i

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
緑
、
鳥
名
。

〔
玉
篇
渾
蕊
1

切

〔
集
韻
〕
方
未
切

鳥
の
名
。
或
は
賤
(
1
2
ー

4
6
9
8
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鴛
、
鳥
名
、
或
書
作
レ
鵜
。 ＇E-ー困

〇
脇
肌
は
‘
鳥
の
名
。
鵡
(
1
2
ー

4
7
2
9
7
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵡
肌
‘
鳥
名
、
亦
作
レ
脇
。
●
或
は
鴎

(
1
2
-
4
6
7
7
2
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
脇
、
鳥
名
‘
鵠
‘

同
レ
上
。

〔
玉
篇
〕
去
羊
切

鷺
(
1
2
-
4
6
9
8
6
)
に
同
じ
。
〔
康
煕
字

典
〕
緋
、
集
韻
、
鳥
名
、
或
書
作
レ
鴛
。

圏
園

図

【

鶯

】

一

唸

／

小
鳥
の
名
。
或
は
鶏
(
1
2
-
4
6
7
2
0
)

・維

憑

筆

（

11|
 4
1
9
6
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鶏
、

鶏
鳥
也
、
炊
レ
鳥
芙
臀
゜
〔
段
注
〕
疑
即
繹
鳥
之
煽

頭
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
或
省
、
亦
炊
レ
佳
。

冠

】

』

昇

鶉
鴇
は
‘
鳥
の
名
。
は
と
の
類
。
鶉
(
1
2
ー

4
7
2
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鶉
、
鶉
鴇
、
鳥
名
、
或
炊
レ
李
゜

冨
】
螂
[
[

鵠

は

、

鳥

の

名
。
〔
山
海
経
、

南
山
経
〕
基
山
、

有
レ
鳥
焉
‘
其
状

如
レ
難
、
而
三
首

六
目
、
六
足
三

翼
‘
其
名
日
二
鵡
鳩
谷
食
レ
之
無
レ
臥
゜

〔
篇
海
〕
之
利
切
閣

猛
き
鳥
。
〔
篇
海
〕
駕
、
猛
鳥
。

〔
篇
海
〕
莫
堅
切

〔
集
韻
〕
蘇
骨
切

〔
集
韻
〕
烏
皓
切
踪
B

〔
集
韻
〕
思
融
切

八
三
九

屎
囲

う
ぐ
ひ
す
の
さ
へ
づ
り
。
〔
篇
海
〕
鵠
、
鶯
語
。

【
鵠
】
一

メペ
ンン

医

【
駕
】
一

シ

（會圏オ三）鳩鵠

13435 



窮
】
一
[

爾】螂
日
●
雀
の
名
。
或
は
誰
(
1
1
ー

4
2
0
6
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鵠
、
雀
名
‘
或
炊
レ
佳
。
●
国
に
同
じ
。
ロ

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
鳥
名
。
国
鵠
鴎
は
、
鳥
の

名
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
鵠
鴎
‘
鳥
名
。

(46994) (47005・・1)
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曰
ヘ
イ
ピ
ぶ
zウ

因国國国口
ペハハハバハヒヘビヒ
イイイサイ

ゥ

〔
集
韻
〕
頻
脂
切

〔
集
韻
亜
＇
盈
切

〔
集
韻
〕
蒲
街
切

〔
集
韻
〕
補
買
切

〔
集
韻
〕
蒲
巴
切

日
□
国
國
国
因
膳
鵠
は
‘
鳥
の
名
。
も
ず
。
〔
爾

雅
‘
秤
鳥
〕
鶏
鳩
‘
捕
鵠
。
〔
注
〕
小
黒
鳥
、
鳴
自
呼
、

江
東
名
為
11

烏
鳴
↓
〔
義
疏
〕
按
‘
膳
鵜
瞥
轄
為
二
批

頬
面
臨
皿
頬
鳥
也
、
荊
楚
歳
時
記
云
、
春
分
有
レ
鳥

如
レ
烏
、
先
レ
難
而
鳴
、
臀
如
二
加
格
加
格
芦
氏
候
,
,

此
鳥
鳴
ー
則
入
レ
田
、
以
為
ー
1

一
催
レ
人
駕
―
―
摯
格
一
也
、

今
瞼
―
―
此
鳥
三
黒
身
長
尾
、
其
夜
鳴
之
臀
、
正
如
11

歳
時
記
所
＞
説
。

〔
字
彙
〕
斐
古
切

ホ
ヴ

日
7ロ7ホ

ヴ

国
プ

圏

〔
集
韻
〕
労
経
切
」
圏

父
＿
L
P
•
i
n
g
2
 

図圏底薗画
前園

〔
集
韻
〕
蒲
候
切
国
t

〔
八
驚
〕

え
つ
さ
い
。
絨
(
1
2
|
 4
6
8
4
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

絨
‘
爵
絨
‘
隼
層
、
或
炊
レ
松
゜

〔
集
韻
〕
普
后
切

〔
集
韻
〕
斐
父
切

鳥

部

日
ふ
な
し
う
づ
ら
。
鶴
(
1
2
-
4
7
2
6
6
)

に
同
じ
。

〔
正
字
通
〕
蝸
、
同
レ
鶴
゜
〔
大
戴
證
、
夏
小
正
〕
田
鼠

化
為
レ
駕
、
鴛
‘
鵠
也
。
口
あ
ひ
る
。
絶
(
1
2
ー

4
6
9
3

8
)

・鴨
(
1
2
ー

4
6
8
2
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
馳
、
鳥

祠
】
〗

あ
ひ
る
。
鷲
(
1
2
-
4
7
3
0
9
)

・維
(
1
1
ー

4
2
0
6
6
)

に
名
、
博
雅
‘
亮
鵞
‘
絶
也
、
或
作
二
鴨
．
鵠
↓

同
じ
。
〔
集
韻
〕
鴛
、
鳥
名
、
似
レ
覺
‘
或
作
二
錢
・
維
二
【
鵠
鶉
】
1

ダ
i

ノ
も
と
二
鳥
の
名
。
今
合
し
て
一
と
す
。
ふ

な
し
う
づ
ら
。
鵜
、
一
に
駕
に
作
る
。
〔
本
草
‘
鵜
〕
集
解
、

時
珍
曰
、
春
秋
運
斗
櫃
云
‘
立
春
雨
水
鶉
鵜
鳴
‘
是
矢
、

蝸
興
レ
鶉
雨
物
也
、
形
状
相
似
、
倶
黒
色
、
但
鉦
炉
斑
者

為
レ
駕
也
、
今
人
縛
以
―
―
嶋
鶉
る
ヂ
之
。

み
み
づ
く
。
鵜
に
似
た
不
吉
な
鳥
。
〔
集
韻
〕
鵬
、

匹
芦
[

口

＼

平

不

詳

鳥
也
。
〔
注
〕
善
日
、
晉
灼
日
、
巴
蜀
異
物
志
日
、

有
レ
鳥
、
小
如
籍
、
罷
有
二
文
色
玉
俗
因
レ
形
名
レ
ー
【
碑
巴
〖

l
d
B
芦
年
＂
巧
い
戸
口
心
[
ぃ

省
。
口
鵠
(
1
2
1
 46
7
7
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
鳥
名
、
繕

之
日
レ
朧
、
不
レ
能
―
―
遠
飛
芦
打
不
レ
出
レ
域
。

【
膳
賦
】
1

匁
鵬
鳥
賦
の
略
。
鵬
鳥
賦
を
見
よ
。
〔
張
説
、
英
也
、
或
八
に
必
。

贈
1

一
趙
侍
御
―
詩
〕
長
沙
鵬
作
レ
賦
、
任
道
可
L

知
A

漫
゜
〔
載

叔
倫
、
過
―
―
賣
誼
藷
居
―
詩
〕
楚
郷
卑
混
歎
1

一
殊
方
t

鵬
賦

人
非
宅
已
荒
。

【
鵬
鳥
賦
】
2
7
7
ク
？
ウ
文
章
の
名
。
前
漢
の
買
誼
が
長
沙

に
貶
さ
れ
た
時
、
自
ら
其
の
不
遇
を
悲
し
ん
で
作
っ
た

文
。
文
選
第
十
三
巻
に
載
す
。
〔
買
誼
‘
騰
鳥
賦
序
〕
誼

為
1

一
長
沙
王
博
ご
二
年
有
―
―
鵬
鳥
一
飛
入
―
―
誼
含
一
止
二
於

坐
隅
t鵬
似
レ
鵜
、
不
祥
鳥
也
、
誼
既
以
訟
~
.

一
居
長
沙
百
長

沙
卑
湛
‘
誼
自
傷
悼
‘
以
為
、
壽
不
レ
得
レ
長
‘
乃
為
レ
賦
以

自
廣
。

【朧】亘
祠】年

7
ク
プ
ク ，

 

シ
ョ

7 

〔
集
韻
〕
房
六
切＇ 
u
x
 

鵠

膳

緋

腸

鎖

購

鵜

鶉

鴎

鵠

輯

鵬

鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
誹
、
鳥
名
。

〔
集
韻
〕
商
居
切

弓圏 圏

絣
(
1
1
1
-
4
6
9
9
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
鵜
、
同
レ
駿
゜

冨】
g

口日
ダタテ，ク，
ククウウ

〔
集
韻
〕
蒲
蝶
切

〔
集
韻
〕
直
角
切

日
白
き
じ
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
翰
雉
‘
鵠
雉
。
〔
注
〕

今
白
輯
也
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
、
白
雉
也
。
口
●

白
き
じ
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
鳥
名
、
爾
雅
‘
翰
雉
、
鵜
雉
゜

〔
集
韻
〕
防
教
切ヽ
出
公

魔岳殴
。上

日
□
鳥
が
み
だ
れ
と
ぶ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鶉
、
鳥
乱

飛
兒
。

【
鶉
】
如

ホ
ヴ

日
7ホ
ヴ
ロプ

〔
集
韻
〕
補
孔
切

圏面

ア
ン
オ
ン

日昂
点
77

【
鶉
】
[

〔
中
華
大
字
典
〕
烏
含
切
園
i

I
f
'
a
n
'
 

〔
集
韻
〕
乙
甲
切
臨
i

●
や
ま
ど
り
。
鵡
(

1

:

7
4
3
8
)

・帷
(
1
1
-
4
2
0
6
1

436 

4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
、
爾
雅
、
鵬
、
山
雉
‘

3.

或
作
誓
輯
・
維
↓

【
鶉
】

g

【
鵬
】
〖
7
，ウ
プロ

日
お
ほ
と
り
。
想
像
上
の
大
鳥
の
名
。
背
の
大

き
さ
敷
干
里
、
翼
は
垂
天
の
雲
の
如
く
、
一
度
に

九
萬
里
を
飛
ぶ
と
い
ふ
。
〔
集
韻
〕
鵬
、
鳥
名
。
〔
荘

亭
こ
i

幾
千
里
也
、
化
而
為
レ
鳥
、
其
名
為
レ
鵬
‘
鵬
之
背
、

不
レ
知
l

其
幾
千
皐
也
、
怒
而
飛
‘
其
翼
若
垂
天

之
雲
ご
是
鳥
也
、
海
運
則
将
レ
徒
二
於
南
冥
工
南
冥

者
天
池
也
‘
齊
諧
者
志
レ
怪
者
也
、
諧
之
言
日
‘
鵬

之
徒
―
―
於
南
冥
也
、
水
撃
三
千
里
、
博
1
1

扶
揺
1

而

上
者
九
萬
里
。
口
お
ほ
と
り
。
鳳
(
1
2
|
 4
6
6
7
1
)
 

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鳳
‘
鵬
、
亦
古
文
鳳
゜
〔
段
注
〕
既

象
1

一
其
形
戻
、
又
加
11

鳥
労
一
蓋
朋
者
、
坂
初
古

文
‘
鵬
者
‘
踵
為
レ
之
者
也
。

【
鵬
鵜
】
1

焚
大
鵬
が
九
萬
里
も
飛
ば
ん
と
し
た
の
を

斥
鶴
＂
匁
が
笑
っ
た
と
い
ふ
‘
荘
子
、
逍
這
遊
に
あ
る

寓
言
。
大
小
に
甚
だ
し
く
懸
隔
が
あ
っ
て
、
物
情
の
齊

し
く
な
い
喩
。
〔
荘
子
‘
逍
這
遊
〕
有
レ
鳥
焉
‘
其
名
為
レ

鵬
、
背
戸
太
山
ニ
翼
若
垂
天
之
雲
こ
竺
扶
揺
羊
角
―

日
ホ
ヴ

カ
ン

〔
集
韻
〕
悲
朋
切
菌
-

＇ 
父
L
P

ê
n
g
2
 

〔
中
華
大
字
典
〕
圏

喝
貢
切

幅
(HIー
4
7
2
0
2
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鶉
、
同
レ
輯
‘
俗
省
。

八
四
〇



(47005・ ・2) (47010) 

鳥

部

〔
八
驚
〕

鵬

鵬

鷺

鶏

鵠

戟

八
四

而
上
者
九
萬
里
、
絶
―
―
雲
氣
ご
只
-
―
胄
天
一
然
後
圏
レ
南
‘

且
レ
適
―
―
南
冥
也
、
斥
鶴
笑
レ
之
日
、
彼
且
法
大
適
一
也
、
我

騰
躍
而
上
、
不
レ
過
砒
柑
~
一
而
下
、
闘
―
―
翔
蓬
嵩
之
間
「
此

亦
飛
之
至
也
‘
而
彼
且
―
―
羹
適
也
‘
此
小
大
之
琲
也
。
〔
孫

綽
、
三
月
三
日
蘭
亭
詩
序
〕
子
レ
是
和
以
醇
饂
齊
以
1

一

逹
観
↓
快
然
凡
癸
‘
焉
復
覺
―
―
鵬
鶴
之
―
一
物
一
哉
。
〔
楊
悧
‘

従
弟
誌
銘
〕
鵬
鵜
齋
致
‘
江
湖
雨
忘
。
〔
高
適
‘
奉
和
鶴
賦
〕

未
レ
知
1

一
鴛
鷺
之
所
＞
適
、
執
,
,
典
夫
鵬
鵜
之
逍
遥
云
爾
―

哉
。
〔
沈
爛
獨
酌
謡
〕
龍
護
非
レ
不
レ
屈
、
鵬
鵜
但
逍
逢
゜

【
鵬
雲
】
2

焚
〇
鵬
の
つ
ば
さ
の
や
う
に
大
き
く
盛
な

雲
。
大
き
な
む
ら
が
る
雲
。
〔
李
嬌
‘
宣
州
大
雲
寺
碑
〕

内
則
香
殿
蜆
起
、
若
＝
一
朱
烏
舒
レ
翼
‘
冠
―
―
南
海
之
鵬
雲
一

〔
春
夢
録
〕
鵠
風
孤
退
、
鵬
雲
自
垂
。

O
梁
、
胡
翼
(
9
-

2
9
4
 0
0
:
 35
1
)

の
字
。

【
鵬
海
】
3

パ9”
〇
大
鵬
の
す
む
海
。
南
漢
。
〔
韓
邦
靖
‘

詩
〕
南
天
鵬
海
飛
難
レ
盛
、
北
極
鼈
峯
鎮
不
レ
揺
゜
〇
明
、

郭
宗
磐
(
1
1
-
3
9
4
7
4
:
 3
7
0
)

の
琥
°

【
鵬
學
】
4
5
5

●
鵬
の
や
う
に
遠
く
高
く
飛
ぴ
あ
が
る
。

〔
曹
植
‘
玄
暢
賦
〕
希
二
鵬
學

b
論
げ
天
、
蹴
玉
品
戸
而

奮
レ
材
。
〔
何
遜
‘
初
競
一
新
林
1

詩
〕
舟
蹄
屡
1

一
海
運
一
風
積

如

鵬

雙

0
字
麗
④
後
魏
‘
温
子
昇
(
7ー

1
7
9
6
8
:
 2
6
 

4
)

の
字
。
〔
魏
書
、
文
苑
‘
温
子
昇
博
〕
子
昇
‘
字
麒
學
。
＠

宋
‘
岳
飛
(
4
-
8
0
0
1
:
 4
2
)

の
字
。
〔
宋
史
、
岳
飛
傭
〕
飛
‘

字
鵬
學
。

8
宋
、
宋
博
(
3
-
7
0
 7
8
 :
 1
6
7
)

の
字
゜
c
元
｀

張
雄
飛
(
4
ー

9
8
1
2
:
 1
5
5
9
)

の
字
。
命
）
元
、
鄭
汝
翼
(
1
1

ー

3
9
6
4
7
:
 4
5
1
)

の
字
。

8
明
、
謝
審
(
1
0
|
 3
5
8
2
7
 :
 7
0
)
 

の
字
。
R
明
、
誦
榊
(
9
-
3
2
0
 1
2
 :
 2
2
0
)

の
字
。

O
杜
相
、

鴻
漸
の
父
の
名
。
〔
嘉
話
録
〕
杜
相
鴻
漸
之
父
、
名
―
―
鵬
學
一

父
子
而
似
二
兄
弟
之
名
↓
蓋
有
レ
由
也
。

【
鵬
鰈
】
5

吠
四
想
像
上
の
大
鳥
と
大
魚
。
荘
子
逍
遥
遊

に
出
づ
。
す
ぺ
て
甚
だ
大
き
い
事
物
の
喩
。
又
、
英
雄

豪
傑
の
喩
゜
〔
荘
子
、
逍
遥
遊
〕
北
冥
有
レ
魚
‘
其
名
為
レ

蝿
、
鰈
之
大
、
不
レ
知
真
幾
千
里
一
也
、
化
而
為
レ
鳥
‘
其

名
為
レ
鵬
、
鵬
之
背
、
不
レ
知
―
―
其
幾
千
里
一
也
、
怒
而
飛
、

其
翼
若
垂
天
之
雲
一
〔
李
白
‘
贈
孟
旦
城
趙
太
守
悦
―
詩
〕

漢
海
不
振
蕩
一
何
由
縦
―
―
鵬
鱚
↓

【
鵬
鵜
】
6

焚
鵬
鮨
に
同
じ
。
〔
南
史
‘
隠
逸
上
、
顧
歓
博
〕

鵬
鵜
適
天
摂
蠣
鳩
之
―
―
桑
柘
↓
〔
蘇
拭
、
再
送
,
,
蒋
穎
叔

帥
煕
何
一
詩
〕
使
君
九
萬
撃
―
―
鵬
鵜
盃
肯
為
陽
間
一
断
魂
。

〔
陸
源
‘
詩
〕
鵬
鵜
九
萬
里
、
此
登
汝
所
レ
及
。

【
鵬
砂
】
7

乃

砂
、
盆
砂
゜

【
鵬
際
】
8

i
げ
鵬
の
翔
け
る
空
。
遠
く
際
限
の
な
い
所
。

〔
宋
之
問
、
早
検
二
始
興
江
口
云
ぎ
虚
氏
村
―
詩
〕
宿
雲
鵬

際

落

、

残

月

蛙

中

開

。

「

7

:

1
6
9
)

を
見
よ
。

【
鵬
齋
】
，
特
亀
田
長
興
の
琥
。
亀
田
鵬
齋
(
1
1
0
-
4
8
8
4
 

【
鵬
翡
】
10

が
E

O
ぉ
ほ
と
り
が
と
ぴ
あ
が
る
。
〔
梁
元

帝
‘
黄
門
侍
郎
劉
孝
綽
墓
誌
銘
〕
日
風
日
雅
‘
文
章
動
レ

紳
‘
鶴
開
玩
璃
、
鵬
霜
楊
循
゜
〔
儲
光
義
、
胎
―
―
王
侍
御
1

出
レ
憂
橡
,
,
丹
陽
―
詩
〕
融
泄
長
維
鳴
‘
績
紛
大
鵬
霜
。
●

清
、
黎
由
高
(
1
1
0
1
4
7
9
9
4
 :
 8
6
)

の
字
。

【
鵬
雛
】
11

誘
お
ほ
と
り
の
ひ
な
。
〔
孔
氏
志
怪
〕
時
有
―

博
物
君
子
一
日
‘
此
鵬
雛
也
‘
始
飛
焉
‘
故
為
面
器
切
制
。

〔
浪
堺
代
酔
編
‘
鵬
雛
〕
楚
文
王
撒
、
有
レ
人
献
―
,
,
鷹
得
1

一異

朦

時

有
ii

博
物
君
子
五
曰
‘
此
鵬
雛
也
、
文
王
厚
賞
レ
之
。

[
鵬
香
】
12

誘
遠
い
お
ほ
ぞ
ら
。
〔
李
嬌
‘
奉
―
―
―
和
九
月
九

日
登
慈
恩
寺
浮
圏
應
制
詩
〕
御
レ
氣
鵬
将
近
、
升
な
高

鳳
野
開
。

【
鵬
程
】
14

悶
鵬
の
飛
ん
で
行
く
み
ち
の
り
。
遠
い
み

ち
す
ぢ
の
喩
゜
〔
呂
定
‘
登
古
砿
竺
詩
〕
鵬
程
九
萬
扶
揺

近
、
世
界
三
千
指
顧
低
゜
〔
道
潜
、
次
1

韻
孔
天
端
秀
才

見
p

寄
詩
〕
宋
歳
如
＞
今
好
ii

時
節
五
看
レ
君
高
歩
蹟
二
鵬
程
一

〖
鵬
程
萬
里
〗1
5

焚
乃
海
上
の
極
め
て
廣
い
こ
と
の

形
容
。
又
、
人
が
海
外
に
趣
く
に
、
前
程
の
遼
遠
な
る

喩
゜
〔
荘
子
‘
逍
遥
遊
〕
鵬
之
徒
―
―
於
南
冥
一
也
、
水
撃
三

千
里
‘
樽
―
―
扶
揺
1

而
上
者
九
萬
里
。
〔
齋
藤
拙
堂
‘
観
―
―

曳
布
瀑
迅
翌
摩
耶
山
1

記
〕
鵬
程
萬
里
、
杏
治
無
レ
際
゜

【
鵬
圏
]
1
6
[
ゥ
鵬
が
北
か
ら
南
へ
、
一
學
に
九
拭
里
も

飛
ぴ
行
か
う
と
す
る
は
か
り
ご
と
。
す
べ
て
大
き
な
事

業
‘
又
は
牡
志
の
喩
゜
〔
荘
子
、
逍
遥
遊
〕
化
而
為
レ
鳥
‘
其

名
為
レ
鵬
‘
云
云
‘
背
負
―
―
胄
天
↓
而
莫
二
之
夭
問
者
「
而
後

乃
今
将
レ
圃
レ
南
。
〔
皇
甫
瑣
‘
討
策
〕
掩
二
鵬
圃
1

而
該
―
―
魏

網
漆
園
無
―
―
控
地
之
詞
玉
生
鶴
板
―
而
徽
濡
笞
六
九
泉

有
ii

聞
天
之
悶
〔
杜
甫
‘
奉
1

一
贈
雛
十
一
一
使
茸
詩
〕
鵬
圏

俯
矯
レ
翼
‘
熊
拭
且
移
レ
輪
゜

【
鵬
南
]
1
7
i
バ
金
、
劉
著
(
1
0
|
2
2
2
4
 :
 4
9
8
)

の
字
。

【
鵬
背
]
1
8

袴
鵬
の
せ
な
か
。
〔
荘
子
、
逍
造
遊
〕
化
而

為
レ
鳥
‘
其
名
為
レ
鵬
‘
鵬
之
背
、
不
レ
知
―
―
其
幾
千
里
一
也
、

怒
而
飛
‘
其
翼
若
二
垂
天
之
雲
↓
〔
白
居
易
‘
奉
下
和
投
令

公
三
月
上
巳
H
遊
1

一
大
原
龍
泉
福
竺
去
歳
楔
兵
ぽ
見
レ
示

蓬
砂
の
異
名
。
〔
本
草
‘
蓬
砂
〕
繹
名
、
鵬

之
作
L

詩
〕
鵬
背
負
レ
天
編
曳
レ
尾
、
雲
泥
不
レ
可
レ
得
'1

同
信
‘
周
大
将
軍
臨
國
公
趙
廣
墓
誌
銘
〕
鵬
路
忽
播
‘
龍

塵
〔
蘇
拭
‘
次
―
―
韻
孫
職
方
蒼
梧
山
―
詩
〕
遠
託
―
―
籠
頭
―
津
遂
甕
゜
〔
駄
陽
元
‘
羅
浮
鳳
賦
〕
庶
飛
1

一
博
子
鵬
路
五
終

轄

涵

遷

来

依

―

―

鵬

背

頁

―

―

青

山

一

飲

啄

子

龍

池

↓

〔

杜

甫

‘

入
,
1

衡
州
詞
〕
柴
剌
寄
―
―
築
土
一

【
鵬
博
】
19

芯
鵬
が
は
ば
た
き
す
る
こ
と
。
奮
猜
し
て
鵬
路
観
面
ば
翌
〔
陳
造
‘
次
↓
迪
韻
漕
使
張
｛
す
詩
〕
鵬
路

事
を
し
よ
う
と
す
る
喩
゜
〔
荘
子
、
逍
造
遊
〕
諧
之
言
曰
‘
天
性
忠
‘
鰍
生
骨
未
レ
埋
。
「
の
尊
稲
゜

鵬
之
徒
於
南
冥
也
、
水
撃
三
千
里
、
博

'
1扶
揺
1而
上
者
[
鵬
池
先
生
]
⑯
焚
~
イ
明
李
開
芳
（
6
ー

1
4
4
5
9
·・9
2
8
)
 

九
萬
里
。
〔
秤
文
〕
樽
、
司
馬
云
、
博
、
飛
而
上
也
。
〔
郭
慶

藩
集
繹
〕
博
‘
説
文
、
博
、
以
レ
手
園
レ
之
也
、
集
韻
、
博
‘
緊

也
、
襲
扶
脳
而
上
、
言
ふ
竺
風
力
而
高
摯
上
也
、
繹
文
〇
鴨
】
畑
〗
炉
〔
集
韻
〕
眉
兵
切
圏

所
レ
引
‘
未
レ
得
1

一
博
字
之
義
↓
〔
李
白
‘
獨
漉
篇
〕
神
鷹
夢

鵡
鵬
は
、
鳳
に
似
た
南
方
の
神
鳥
。
或
は
鵬
（
1

2

澤
、
不
レ
顧
―
―
鴎
鳶
云
為
レ
君
一
撃
‘
鵬
拇
一
九
天
↓
〔
高
適
、

贈
別
王
十
七
管
記
詩
〕
條
若
異
―
―
鵬
博
一
吾
常
レ
學
蝉

|
 4
7
2
9
6
)
・
 
鷺
(
1
2
|
 4
7
0
0
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

翌
〔
徐
絃
‘
送
'1

黄
秀
才
姑
執
辟
命
一
詩
〕
何
時
王
道
泰
‘

拭
里
看
鵬
樽
↓
〔
沈
邁
、
和
孫
少
述
潤
州
望
海
棲
―
詩
〕
鴨
、
博
雅
、
鶴
鴨
、
鳳
也
、
或
炊
レ
朝
、
亦
書
作
レ
鷺
。

鵬
博
羊
角
末
天
外
玉
鼈
載
方
壺
猷
几
前
一

【
鵬
飛
】
20

吟
〇
鵬
の
飛
ぶ
や
う
に
高
く
飛
ぶ
。
〔
張

[
9
□

応

い

い

r
□闘
[
[
L
/〕
〔
"
[
【
鷺
】
如
；
＂
〕
（
し
＇
い
い
豆
同
し
。
〔
集

青
雲
高
、
鵬
飛
終
背
負
。

O
字
琥
°
④
宋
、
程
九
萬
(
8

ー

2
5
0
8
1
:
 1
7
3
)

の
字
。
◎
清
、
余
鵬
年
(
1
ー

5
1
5
:

1

 

2
4
)の
初
名
。
「
琥
。
【
碑
幻
】
〖
汀
〔
集
韻
〕
渠
金
切
願

〖
鵬
飛
慮
人
〗21
パ
悶
明
、
徐
渭
（
4
-
l
O
l
l
O:
 5
)

の

【
鵬
父
】
22

吟
明
‘
彰
天
翔
(
4ー

1
0
0
0
3
:
 1
9
6
)

の

字

。

喚

の

ま

が

っ

た

鳥

。

鵠
(
1
2
|
 4
6
6
9
3
)

に
同
じ
。

【
鵬
漢
】
23

バ
げ
菊
池
武
雅
の
麗
菊
池
半
隠
(
9ー

3
1
1
5

〔
集
韻
〕
領
、
句
啄
鳥
‘
或
炊
レ
金
。

3
:
 98
)

を
見
よ
。

【
鵬
翼
】
24

悶
鵬
の
つ
ば
さ
。
大
事
業
を
な
す
計
蓋
の

喩
゜
〔
荘
子
、
趙
遥
遊
〕
鵬
之
背
、
不
レ
伊
其
幾
千
星
也
、

怒
而
飛
‘
其
翼
若
垂
天
之
竺
〔
庚
信
‘
秦
州
天
水
郡
衷
酋
】
〖

積
崖
佛
寵
銘
序
〕
雲
如
鵬
翼
忍
已
垂
レ
天
‘
樹
如
桂

顛
翻
能
彿
レ
日
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
屠
―
―
巴
蝿

5
空
象

殿
斬
鵬
翼
掩
廣
澤
↓
〔
注
〕
翰
日
‘
鵬
、
大
鵬
鳥
‘
其
翼

垂
レ
天
、
今
斬
レ
之
‘
故
掩
'1

蔽
廣
澤
ふ
3
゜
〔
謝
霊
運
‘
撰
征

賦
〕
惜
―
―
圏
南
之
啓
運
面
竪
鵬
翼
之
未
5

學
。
〔
高
啓
‘
登
―
―

海
昌
城
棲
一
望
レ
海
詩
〕
安
得
撃
レ
水
遊
「
圏
南
附
1

一
鵬
翼
↓

〔
伊
逹
正
宗
、
偶
成
詩
〕
邪
法
迷
レ
國
唱
不
レ
終
‘
欲
レ
征
―
―
蟹

國
生
成
＞
功
圏
南
鵬
翼
何
時
奮
‘
久
待
扶
揺
萬
里
風
。

【
鵬
力
]
2
5

衿
ク
鵬
鳥
の
や
う
な
力
。
大
き
い
力
を
い

ふ
。
〔
酪
賓
王
‘
桃
州
道
破
レ
賊
露
布
〕
攀
―
―
鵬
カ
一
以
揚
レ

威
耀
犀
渠
而
買
勇
°

【
鵬
路
】
26

吟
鵬
の
飛
ぶ
路
。
仕
官
の
途
の
喩
゜
〔
庚

祠】[
□ 日
ヒヒヒ
チッ

〔
集
韻
〕
僻
吉
切ヽ
父一

〔
集
韻
〕
賓
禰
切

図百閲

日
口
鳥
が
も
の
を
つ
い
ば
む
。
或
は
跛
(
5
-
1
3
2
5

7
)

・
勧
(
5
-
1
3
3
2
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
繕
‘
鳥
啄
レ

物
也
‘
或
作
.
,
~
・
駁
言
元
横
‘
送
如
匡
侍
御
之
―
―

嶺
南
ニ
―
十
韻
詩
〕
菓
籠
鳥
先
鴎
。

ロロ
テタケカ
ンンンン

〔
集
韻
〕
丘
咸
切
醐

く
一
口

ch'ien1

〔
集
韻
〕
知
咸
切
醐
i
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【
鴫
】
叩

（會岡オ三）鵬

〔
集
韻
〕
丁
聯
切
一
圏

テ
ヴ

刀
一
名

tiao'

【

婢

】

叩

ヒ

[

[

口

豆

）

に

同

じ

。

〔

正

字

鳥

部

〔
八
書
＿
〕

鴨

婢

鵡

鶉

鵜

□
□
O
鴨
鴎
は
‘
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。
み
や
ま
が

ら
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
縣
斯
‘
鶉
鴎
。
〔
注
〕
雅
烏

也
、
小
而
多
塁
‘
腹
下
白
、
江
東
亦
呼
為
二
鶉
烏
↓

〔
祁
鈴
行
義
疎
〕
此
鳥
大
如
レ
舗
、
百
千
為
レ
塁
、
其

形
如
レ
烏
‘
其
臀
雅
雅
‘
故
名
↓
咋
雅
烏
ニ
O
或
は
帷

(
1
1
-
4
2
0
8
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
戟
、
或
炊
レ
佳
。

腫
ひ
よ
ど
り
。
ひ
え
ど
り
。
つ
ぐ
み
に
似
た
鳥
。

尾
長
く
脚
細
く
、
背
部
は
蒼
灰
色
、
胸
腹
部
は
灰

青
色
で
黒
色
の
斑
貼
が
あ
る
。
〔
倭
名
類
緊
抄
、

材
族
部
、
鳥
名
‘
鶉
、
注
〕
比
衣
止
利
。

【
鶉
越
】
1

ヰ
了
撮
津
武
庫
郡
の
西
方
、
鐵
拐
ヶ
峰
北

面
の
中
腹
か
ら
‘
一
の
谷
に
出
る
難
所
。
源
義
経
に
よ
っ

【
戟
鴎
】
2

梵
鳥
の
名
。
字
解
を
見
よ
。

L

て
名
高
い
。

【
帷
花
】
3

心
臼
ド
リ
埜
は
圏
柱
形
で
、
高
さ
三
四
尺
、
葉
は

長
く
て
射
生
し
、
花
は
白
色
、
及
ぴ
淡
紫
色
の
一
一
種
が

あ
る
。

【
鶉
鵠
】
4

炉
夜
の
明
け
る
の
を
催
す
鳥
。
批
頬
゜
栂

鴻
。
催
明
鳥
。
夏
難
。
〔
韓
偲
、
春
恨
詩
〕
残
夢
依
依
酒
力

餘
‘
城
頭
精
競
伴
面
烏
二
獣
陽
脩
、
戟
鶏
詞
〕
紅
紗
蟻

燭
愁
ー
一
夜
領
緑
窟
鶉
焙
催
―
―
天
明
↓
〔
注
〕
催
明
鳥
‘
京
師

謂
乏
夏
難
↓

わ
し
。
猛
鳥
の
一
。
陸
長
三
四
尺
‘
亜
翼
を
張
つ

た
長
さ
は
丈
餘

に
達
す
る
。
全

身
の
材
毛
は
暗

褐
色
、
頸
の
後

部
は
暗
赤
色
、

尾
は
白
色
。
嘴

は
強
大
で
鉤
状

に
曲
り
、
よ
く
犬
羊
を
捕
食
す
る
。
離
(
1
1
-
4
2

0
8
0
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
離
、
徹
也
、
鶴
‘
籠
文
離

炊
レ
鳥
。
〔
本
草
、
鴫
〕
繹
名
、
鷲
、
驚
、
集
解
、
時
珍

日
、
鴫
、
似
属
而
大
、
尾
長
翅
短
、
土
黄
色
、
鷲
悼

多
力
、
盤
筵
空
中
一
無
―
―
細
不
乙
飢
。

【
鴫
鶉
】
1

鍔
〇
猛
鳥
の
名
。
わ
し
。
人
の
オ
カ
の
雄

健
な
喩
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
鴫
鴨
鷹
鵠
‘
飛
揚
伏
馘
。
〔
後

漢
書
‘
張
衡
偲
〕
鵬
鶉
競
二
於
貪
埜
一
分
、
我
脩
紫
以
盆
レ

榮
。
〔
杜
甫
‘
奉
贈
巌
八
閣
考
詩
〕
蚊
龍
得
―
―
雲
雨
「
鶴

鶉
在
秋
天
↓
〇
谷
の
名
。
河
北
省
龍
闘
縣
の
東
。
交
通

の
要
地
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、

龍
門
守
禦
千
戸
所
〕
鴫
鶉
堡
、
司
東
百
七
十
里
‘
元
雲
州

之
離
棄
姑
、
明
初
置
↓
一
浩
嶺
騨
エ
永
築
中
増
置
↓
―
鵬
鴨
堡
一

云
云
‘
為
―
―
往
来
要
道
↓

【
鴫
悸
】
2

焚
く
ま
た
か
の
や
う
に
目
を
怒
ら
す
こ

と
。
離
律
゜
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
料
―
其
琥
勇
面
叫
鵬
悴
狼

戻
。
〔
注
〕
清
日
憚
、
怒
届
口
也
‘
言
レ
如
疇
鴨
之
怒
レ
目
、

狼
財
之
悪
戻
一
也
。

【
鴫
難
】
3

特
猛
鳥
の
名
。
鶉
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鶉
〕
秤

名
、
魚
鷹
‘
鵡
鶏
、
雌
鳩
‘
王
雖
‘
沸
波
、
下
窟
鳥
。

【
鴫
眈
】
4

勾
わ
し
の
や
う
に
に
ら
む
こ
と
。
〔
王
延
壽
、

魯
蚕
光
殿
賦
〕
化
欺
偲
以
鴫
眈
‘
顧
顔
類
而
瞑
唯
゜
〔
注
〕

善
曰
‘
鵬
眈
‘
如
鴫
之
属
也
‘
瞥
類
日
‘
睛
、
驚
視
也
、

眈
‘
卑
ハ
レ
晦
同
。

【
鵡
鷲
]
5

喝
猛
鳥
の
名
。
わ
し
。
〔
史
記
‘
刺
客
‘
荊

飼
傭
〕
且
以
鵬
鷲
之
秦
↓
行
"
怨
暴
之
怒
盆
吾
炉
道
哉
。

【
鴫
隼
】
6

玲
/
た
か
の
一
種
。
は
や
ぶ
さ
。
〔
張
融
、
海

賦
〕
鴎
隼
飛
而
未
レ
半
‘
鮨
龍
超
而
不
レ
逮
゜

【
鴫
鳥
】
7

認
病
名
。
鶴
瘍
。
〔
巣
氏
病
源
論
〕
鵬
鳥
鶴
痩

者
、
初
腫
即
覆
レ
手
‘
疼
痛
‘
一
年
生
孔
道
敷
＋
塵

黄
水
出
、
二
年
化
生
レ
鶴
‘
水
鳥
首
而
生
1

一
口
紫
1

者

也。

【
鵬
坊
]
8

苓
唐
代
、
閑
殷
使
の
管
す
る
五
坊
の
一
。
狩

に
用
ひ
る
鵬
を
飼
養
す
る
所
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
二
〕
閑
厩

使
‘
押
ー
玉
井
竺
以
供
1

一
時
狩
―
―
曰
鴫
坊
、
二
曰
鶴
坊
、
三

曰
鵠
坊
、
四
日
鷹
坊
、
五
曰
狗
坊
。

【
鵡
翔
】
，
ぢ
鷹
の
利
。
又
、
鷲
の
利
。
〔
元
横
‘
店
臥

聞
ー
ニ
幕
中
諸
公
徴
栗
會
飲
一
因
有
レ
戯
詩
〕
蛇
盤
迷
弓

影
玉
鴫
翔
落
,
,
箭
靱
↓

（成集書圏今古）鵠

●
か
さ
さ
ぎ
。
て
う
せ
ん
が
ら
す
。
烏
に
似
た

鳥
。
尾
に
赤
色
及
ぴ
緑
色
の
光
彩
が
あ
り
、
肩

及
び
胸
背
の
下
部
‘
翼
の
下
利
は
白
色
を
帯
ぴ

る
。
為
(
9
-
3
0
2
0
6
)

・
雅
(
1
1
|
 4
2
0
7
0
)
に
同
じ
。

〔
説
文
〕
為
‘
雅
也
、
象
形
、
誰
‘
策
文
昂
八
二
佳
咎
↓

〔
段
注
〕
難
‘
隷
愛
心
性
鳥
。
〔
本
草
、
鵜
〕
集
解
‘
時

珍
曰
‘
鶴
、
烏
隔
也
、
大
如
レ
鶉
而
長
尾
‘
尖
皆
黒

爪
、
緑
背
白
腹
‘
尾
翻
黒
白
駁
雑
、
上
下
飛
鳴
‘

以
に
音
感
而
竿
‘
以
レ
覗
而
抱
、
季
冬
始
巣
‘
開
戸

背
天
歳
向
天
乙
ご
知
来
歳
多
＞
風
‘
巣
必
卑

下
、
故
曰
、
乾
鵜
知
レ
来
。
〇
捉
(
7
|
2
0
4
1
1
)
に
通

ず
。
〔
證
‘
少
儀
‘
乃
問
1

一
犬
名
ヰ
巴
謂
レ
若
―
―
韓
虞
宋

園
ジ
，
ヤ
ク

シ
，
ヤ
ク
〔
集
韻
〕
七
約
切
墜

鳥
14

サ
ク

v
―
公

c
h
'
i
a
0
3
 

【
翡
】
4
7
0
<
u

ぜ
c
h
'
U
e
h
•

小
の
が
ん
。
或
は
睦
・
雑
(
1
1
-
4
2
0
7
9
)

'
豪
に
作
る
。
〔
説
文
〕
睦
‘
菓
鶉
也
、
炊
レ
鳥

室
瞥
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
雄
鶴
‘
鶉
゜
〔
注
〕
今
之
野

鵠
〔
集
韻
〕
鵠
或
於
佳
‘
亦
書
作
レ
睦
゜
〔
沈
濤
、

説
文
古
本
考
〕
鶉
敷
二
字
連
讀
‘
故
郭
云
二
野
鵜
「

以
別
Ii

於
舒
雁
之
鶉
一
今
學
者
乃
以
レ
競
為
1
1

字

句
云
雙
感
一
字
連
讀
‘
誤
芙
。

貧
】
[
リ
ク
〔
集
韻
〕
力
竹
切
闊
『

ヽ

ロ

ク

カ

X
Ju• 

鵜
之
隔
↓
〔
疏
〕
桓
犀
新
論
云
‘
犬
道
ii

韓
慮
・
宋
捉
一

又
魏
文
帝
説
―
―
諸
方
物
一
亦
云
‘
狗
於
レ
古
則
韓
虚
・

宋
鵠
‘
則
捉
・
鵡
音
同
字
異
耳
‘
故
鄭
亦
為
1

一
鶴
字
↓

【
鵠
印
】
1

5
勺
漢
の
常
山
の
張
願
が
梁
の
相
で
あ
っ

た
時
‘
山
鵠
に
似
た
鳥
が
飛
翔
し
来
り
、
人
を
し
て
捕

へ
さ
せ
た
慮
、
山
鵜
が
化
し
て
石
と
な
り
、
其
の
中
か

ら
金
印
を
得
た
。
漢
の
常
山
の
張
願
の
故
事
。
〔
捜
神

記
‘
九
〕
（
漢
）
常
山
張
願
為
―
―
梁
州
牧
「
天
新
雨
後
、
有
レ

鳥
如
―
―
山
鵠
玉
飛
翔
入
レ
市
、
忽
然
墜
レ
地
、
人
半
取
レ
之
、

化
為
―
―
園
石
盃
願
椎
―
―
破
之
五
得
-
1

一
金
印
「
文
曰
-
1

中
心
孝
侯

朋
願
以
上
聞
、
蔵
一
之
秘
府
↓
〔
王
勃
、
上
―
―
綽
州
高
長

史
書
〕
鵠
印
蝉
替
、
金
社
検
―
―
公
侯
之
始
芸
韻
府
引
‘
王

昌
齢
、
詩
〕
大
夫
鵠
印
揺
―
邊
月
「
上
将
龍
旗
製
1

海
雪
↓

[
鵡
昔
】
2

し
づ
喜
ぴ
の
消
息
。
良
い
便
り
。
〔
陳
造
、
次
―

韻
解
櫃
斡
詩
〕
鵠
昔
瞭
見
誌
、
撃
玉
紛
墜
前
。

【
鵠
岸
】
3

％
ク
古
の
地
名
。
安
徽
省
銅
陵
縣
に
鵠
頭
山

あ
り
、
江
に
沿
つ
て
下
れ
ば
鵠
尾
洲
が
あ
る
。
故
に
鵠
江

と
い
ひ
‘
岸
を
鵠
岸
と
い
ふ
。
〔
左
氏
、
昭
、
五
〕
遠
不
如
夜

備
‘
呉
人
敗
諸
鵠
岸
↓
〔
注
〕
薩
江
舒
縣
有
訊
尾
渚
↓
〔
春

秋
地
理
考
賓
〕
彙
纂
云
‘
繁
口
届
祢
西
南
大
江
中
有
二
鵠
州
i

蓋
銅
陵
鵜
頭
山
至
乞
一
山
〖
竺
鵠
尾
「
故
江
日
餌
江
一

岸
日
―
―
鵠
岸
↓
〔
圏
経
〕
鵜
岸
、
在
―
―
南
直
薩
洲
府
舒
城
縣
↓

【
鵡
起
]

4

し
ヤ
ク
機
を
見
て
動
く
こ
と
を
い
ふ
。
又
、
時

に
乗
じ
て
奮
起
す
る
こ
と
に
い
ふ
。
〔
謝
眺
‘
和
―
"
伏
武

昌
登
孫
櫂
故
城
詩
〕
鵠
起
登
羹
山
面
盆
切
陵
―
―
楚
旬
↓

〔
庄
〕
善
日
‘
荘
子
曰
‘
鵜
上
-
l

城
之
塊
霊
果
二
於
高
楡
之

腿
城
壊
巣
折
‘
陵
レ
風
而
起
‘
故
君
子
之
居
‘
時
也
、
得
レ

時
則
義
行
‘
失
レ
時
則
鵠
起
。
〔
晉
書
、
孫
悪
傭
〕
不
レ
能
ー
1

一

鵠
―
―
起
於
慶
命
之
會
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
荘
生
有
二
乗

時
鶴
起
之
説
面
岱
面
眺
詩
日
‘
鵡
起
登
孟
呑
壼
五
口
有
二

親
盃
表
作
―
―
七
夕
詩
云
‘
今
夜
呉
畳
鵠
‘
亦
共
往
填
レ
河
。

【
鵠
喜
】
5

}

ャ
ク
鵠
が
さ
わ
ぐ
と
喜
が
生
ず
る
と
い
ふ
。

即
ち
吉
事
の
前
兆
゜
〔
禽
経
〕
霊
鵠
兆
喜
゜
〔
注
〕
鵡
喚
則
喜

生
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
天
賓
下
〕
時
人
之
家
‘
聞
1

一
鵠
臀
1

皆
為
―
―
喜
兆
五
故
謂
1

一
霊
鵠
報
乙
号
。
〔
宋
之
問
‘
登
―
―
端
州
―

初
入
1

一
西
江
詩
〕
破
顔
看
二
訊
喜
正
拭
レ
涙
聴
―
―
猿
暗
↓
〔
杜

甫
、
得
含
弟
消
息
詩
〕
浪
博
烏
鶴
喜
、
深
負
鶴
鵠
詩
。

[
鵡
鏡
】
6

>

宕
古
の
か
が
み
。
神
異
経
に
‘
鏡
が
鵠
に

化
し
た
故
事
に
本
づ
い
て
、
古
鏡
の
背
に
多
く
鵡
の
形

八
四
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鳥

部

〔
八
書
〕

鵠

を
躊
た
か
ら
い
ふ
。
〔
神
異
経
〕
昔
有
1

一
夫
婦
石
E

レ
別
、
鵜
巣
〕
防
有
1

一
鵠
巣
百
叩
有
―
―
旨
苔
↓
〔
集
博
〕
此
男
女
之
【
訊
平
J

]

1

8

.

＂
，
ヤ
ク
か
さ
さ
ぎ
の
こ
。
〔
世
説
新
語
‘
簡
傲
〕

破
レ
鏡
、
人
執
レ
半
以
為
レ
信
‘
其
妻
忽
卑
ハ
レ
人
通
、
鏡
化
レ
有
レ
私
‘
而
憂
レ
或
レ
間
レ
之
之
詞
‘
故
曰
‘
防
則
有
二
鵠
巣
1

王
平
子
出
為
―
―
制
州
下
王
太
尉
及
時
賢
送
者
傾
レ
路
‘
時

鵠
飛
至
―
一
夫
前
石
六
夫
乃
知
レ
之
、
後
人
因
鑓
レ
鏡
為
レ
鵠
、
矢
、
耶
則
有
1

一
旨
菩
一
芙
、
今
此
何
人
而
愧
1

一
張
予
之
所
＞
庭
中
有
―
―
大
樹
一
上
有
―
―
鵡
巣
二
午
子
脱
―
―
衣
巾
こ
裡
上
レ

宏
背
上
一
也
。
〔
王
勃
‘
上
"
皇
甫
常
伯
啓
〕
鵠
鏡
臨
レ
美
‘
使
―
―
―
我
憂
レ
之
而
至
二
於
切
初
―
乎
゜
〔
易
林
‘
節
之
第
樹
取
―
―
鵠
子
面
お
公
四
閏
樹
枝
面
盆
汲
脱
去
、
得
―
―
鵠
子
1

春
‘
妍
雖
自
遠
。
〔
呉
均
‘
閾
怨
詩
〕
願
為
祁
五
盟
要
翻
翻
六
十
、
貢
〕
鵡
巣
百
雨
‘
以
成
―
―
嘉
輻
f

●
詩
経
‘
召
南
の
還
下
弄
、
神
色
自
若
、
傍
若
レ
無
レ
人
。
〔
賣
岱
宗
‘
大
狗

應

離

別

↓

篇

名

。

園

君

が

行

を

積

み

、

徳

を

累

ね

て

爵

位

を

致

せ

賦

〕

昔

宋

人

有

―

―

鵠

子

之

誉

五

韓

國

珍

,

,

其
大
慮
↓

【
鵠
華
】
7

”
空
橋
の
名
。
山
東
省
歴
城
縣
の
大
明
湖
の
ば
、
夫
人
は
之
に
嫁
し
て
其
の
室
に
居
り
、
鳩
の
均
一
【
訊
亡
矢
】
1
9
.
ク
ヤ
ク
か
さ
さ
ぎ
の
く
そ
。
〔
淮
南
子
、
説
山

南
岸
。
古
名
は
百
花
橋
、
元
、
今
名
に
易
ふ
。
遂
に
百
の
徳
あ
る
や
う
に
‘
夫
人
も
亦
均
一
の
徳
あ
っ
て
、
後
訓
〕
鵡
矢
中
レ
蛸
‘
爛
灰
生
レ
蠅
゜

花
を
以
て
其
の
南
橋
に
名
づ
け
、
雨
橋
相
望
む
。
中
に
に
國
君
に
配
す
べ
き
を
詠
じ
た
詩
。
鶴
巣
鳩
居
を
見
【
~
鵡
鵡

1
2
0
.
＂
，
ヤ
ク
か
さ
さ
ぎ
と
ふ
く
ろ
ふ
。
〔
易
林
‘
復
之

百
花
洲
あ
り
。
湖
を
環
つ
て
七
橋
が
あ
っ
た
が
、
今
は
よ
。
〔
詩
‘
召
南
‘
鵠
巣
序
〕
鵜
巣
‘
夫
人
之
徳
也
‘
國
君
第
二
十
四
、
換
〕
而
呼
一
五
悶
翌
自
令
レ
失
レ
餌
゜

百
花
渫
源
の
二
橋
の
み
存
す
。
〔
曾
輩
、
離
―
―
齋
州
ー
後
積
レ
行
累
レ
功
‘
以
致
1

一
爵
位
一
夫
人
起
レ
家
而
居
-
―
有
之
一
【
雑
証
皿
】
21

ダ
芍
洲
の
名
。
安
徽
省
繁
昌
縣
の
東
北
。
大

詩
〕
従
レ
此
七
橋
風
輿
5

月
‘
夢
魂
長
到
木
蘭
舟
。
徳
如
二
鳴
鳩
五
篇
？
以
配
1

焉

。

江

の

中

。

〔

嘗

塗

縣

志

〕

鵠

江

在

1

一
縣
北
五
十
里
云
逸
出
ニ

【
鵡
官
】8
託
グ
大
臣
宰
相
た
る
官
位
。
〔
後
漢
書
‘
震
帝
〖
鵠
巣
鳩
居
〗

1
3

託
”
勺
夫
人
が
嫁
い
で
来
て
君
子
蕪
湖
ご
啓
日
―
―
銅
陵
鵜
頭
山
盃
竺
鵠
頭
→
至
乞
一
山
ぢ
曼

紀
、
太
常
常
山
張
願
岱
太
尉
「
注
〕
捜
紳
記
曰
‘
願
為
二
梁
と
居
を
一
に
す
る
喩
゜
〔
詩
‘
召
南
‘
鵠
巣
〕
維
鵜
有
レ
巣
‘
鵡
尾
盆
双
江
日
1

一
鵠
江
ご
岸
曰
二
鵠
岸
一
繁
昌
諸
水
皆
注
‘

組
新
雨
後
、
有
訊
飛
翔
但
地
‘
令
入
樋
p

之
‘
堕
レ
地
維
鳩
居
レ
之
。
〔
集
博
〕
鵜
鳩
‘
皆
鳥
名
、
鵠
善
為
レ
巣
‘
其
西
封
―
―
無
為
州
面
心
江
流
瞼
要
慮
゜

化為,,!!ll.J;l;
顧
命
椎
破
‘
得
l
-―
金
印
「
文
曰
二
忠
孝
侯
巣
最
為
二
完
固
五
鳩
性
拙
い
不
レ
能
レ
為
レ
巣
‘
或
有
下
居
五
回
【
~
章
'
】

2
2
．
パ
芍
か
さ
さ
ぎ
の
し
る
し
。
〔
管
子
、
兵
法
〕

印
↓
〔
本
朝
文
梓
、
五
、
大
江
朝
綱
、
為
,
,
清

慎

公

丘

E

―

右

大

之

成

巣

上

只

六

日

‘

琴

―

―

蛇

章

一

則

行

レ

澤

‘

七

曰

‘

學

1

一
鵡
章
-HIJ
行
レ
陸
。

巨
第
一
―
表
〕
停
鴻
名
於
愚
質
五
竺
鵡
官
於
賢
材
→
〖
鵠
冨
杢
大
理
之
庭
―
〗

1
4芯
芯
”7
1
1ノ
鵠
が
獄
屋
の
庭
【
鵡
瞥
】2
3
3勺
か
さ
さ
ぎ
の
瞥
。
吉
事
の
前
兆
。
鶴

【
鵠
橋
】
，
召

0
天
の
河
。
七
夕
の
夜
、
織
女
が
か
さ
樹
に
巣
を
作
る
。
天
下
が
平
治
し
て
、
刑
を
罹
い
て
用
語
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
天
賓
下
〕
時
人
之
家
‘
聞
―
―
鵜
臀
↓

さ
ぎ
に
の
つ
て
、
天
の
河
を
渡
る
と
い
ふ
こ
と
か
ら
起
ひ
な
い
徽
。
〔
唐
書
‘
刑
法
志
〕
玄
宗
自
1

和
面

g
位
‘
云
云
‘
皆
為
―
―
喜
兆
五
お
叩
―
霊
鵠
報
ア
喜
゜
〔
劉
因
、
山
家
詩
〕
怪

っ
た
語
。
〔
李
白
‘
擬
古
詩
〕
銀
河
無
1

鵠
橋
ぶ

g
時
将
二
二
十
年
間
‘
琥
捨
訟
g
平
「
是
歳
刑
部
断
レ
獄
、
天
下
死
罪
見
淡
童
出
レ
門
望
‘
鵠
臀
先
レ
我
到
1

一
山
家
↓

安
應
〔
白
孔
六
帖
‘
鵠
部
〕
淮
南
子
、
烏
鵠
填
レ
河
成
レ
五
十
八
人
、
往
時
大
理
獄
相
債
‘
鳥
雀
不
レ
栖
‘
至
レ
是
【
~
枕
】

2
4和
づ
端
午
の

H

に
鵠
の
巣
か
ら
得
た
小
石
。

橋
、
渡
織
女
↓
〔
歳
華
紀
麓
、
七
夕
〕
七
夕
鵠
橋
已
成
‘
織
有
レ
鵠
‘
巣
―
―
其
庭
樹
五
睾
臣
梢
レ
賀
｀
以
為
h

―
幾
致
―
―
刑
錯
↓
〔
投
荒
雑
録
〕
番
馬
人
逢
l

一
端
午

H
↓採,,
鵜
巣
盃
＇
獲
雨

女
将
レ
渡
。
〔
注
〕
風
俗
通
云
、
織
女
七
夕
営
レ
渡
レ
河
‘
使
-
―
〖
鵠
瓜
盆
竺
一
風
之
所
已
起
〗

1
5
昇
り
諜
焚
／
ル
鵜
の
巣
に
小
石
こ
笠
鵠
枕
盆
吐
口
得
レ
之
者
佳
、
婦
人
遇
レ
之
、
有
下

鵠
為
＞
橋
。
〔
何
景
明
‘
詩
〕
鵠
橘
雀
蒐
河
宛
轄
、
織
女
牽
よ
っ
て
風
の
起
る
を
知
る
。
風
あ
る
年
は
‘
巣
を
下
に
抽
ー
み
澁
虹
解
―
―
耳
瑞
↓
而
償
1

一
其
値
1

者
3

牛
夜
相
見
。

O
m
tパ
ギ
禁
中
を
天
上
に
擬
へ
て
其
の
御
造
る
と
い
ふ
。
〔
淮
南
子
‘
謬
稲
訓
〕
鵜
巣
知
―
―
風
之
所
v

【
鵠
百
i

】25
芯
ク
豆
の
一
種
。
ふ
ぢ
ま
め
。
又
、
せ
ん
ご

階

を

い

ふ

。

起

‘

鋪

穴

知

―

―

水

之

高

下

五

量

目

知

レ

晏

‘

陰

諧

知

レ

雨

。

く

ま

め

、

あ

ぢ

ま

め

、

て

ん

ぢ

く

ま

め

、

し

や

く

ぢ

や

〖
鵠
橋
仙
〗10
芸
クt
ゥ
詞
牌
の
名
。
〔
詞
譜
〕
有
雨
橙
一
【
鵡
喚
】

1
6
認
ク
か
さ
さ
ぎ
が
な
い
て
さ
わ
ぐ
。
吉
事
の
前
う
ま
め
。
園
圃
に
培
養
せ
ら
れ
る
蔓
性
の
一
年
草
。

五
十
六
字
者
‘
始
レ
自
↓
―
欧
陽
脩
面
1

下
詞
中
有
．
鵠
迎
橋
路
兆
゜
〔
宋
史
、
方
技
下
‘
孫
守
榮
傭
〕
丞
相
一
見
頗
喜
レ
之
、
ま
め
科
に
陽
す
。
葉
は
三
箇
の
小
葉
か
ら
な
り
、
各
小

接

天

訊

句

盆
5

良
調
名
扁
邦
彦
詞
名
訊
橋
仙
令
一
自
レ
是
散
出
入
相
府
二
日
庭
鶴
喚
‘
令
レ
占
レ
之
‘
曰
‘
来
葉
は
廣
卵
形
銃
頭
を
な
し
て
ゐ
る
。
蝶
形
花
は
‘
紫
色

梅
苑
詞
名
1

一
憶
人
人
「
韓
洗
詞
取
,
,
秦
観
詞
句
↓
名
1

一
金
風

B
哺
時
‘
骨
炉
有
1

一
賓
物
至
討
今
期
明
日
杢
李
全
果
以
1

一
玉
桂
又
は
白
色
、
綿
状
花
序
に
綴
り
、
花
期
は
夏
で
あ
る
。

玉
露
相
逢
曲
↓
張
輯
詞
有
―
―
天
風
吹
送
廣
寒
秋
句
；
ぎ
斧
―
為
レ
貢
。
〔
西
京
雑
記
、
三
〕
乾
鵠
喚
而
行
人
至
‘
蜘
蛛
〔
本
草
、
編
豆
〕
集
解
、
頌
日
‘
蔓
延
而
上
、
大
葉
細
花
、

廣
寒
秋
ご
冗
高
拭
詞
注
仙
呂
調
八
十
八
字
者
、
始
レ
自
—
—
集
而
百
事
喜
゜
〔
田
家
雑
占
〕
鵠
喚
早
報
‘
晴
明
日
二
乾
鵠
→
花
有
―
―
紅
白
二
色
「
英
生
二
花
下
工
兵
賓
有
―
―
黙
白
一
一
種
一

柳

永

稟

章

集

注

歎

指

調

。

【

鵠

山

】

17

芸ク

0
山
名
。
山
東
省
歴
城
縣
の
北
‘
凍
口
白
者
温
、
而
黒
者
小
冷
、
入
レ
築
用
、
白
者
黒
者
名
二
鵠

【
鵠
語
】
11

和
ク
か
さ
さ
ぎ
の
臀
。
喜
事
の
前
兆
゜
〔
櫂
鎮
。
一
名
、
暗
山
。
〔
魏
書
、
地
形
志
中
〕
臨
邑
‘
云
云
‘
有
,
,

一
豆
↓
蓋
以
f

其
黒
間
有
"
―
白
道
如
,
,
鵠
利
一
也
。

徳
輿
‘
長
相
思
詩
〕
鵡
語
臨
販
鏡
五
花
飛
落
1

一
繍
林
一
〔
賓
鵠
山
↓
〔
齋
乗
〕
王
綸
李
白
詩
注
云
‘
扁
鶴
煉
1

一
丹
於
此
一
【
鵠
頭
】
2
6
2
芍
山
名
。
安
徽
省
銅
陵
縣
の
北
、
長
江
の

翠
早
春
松
江
野
望
詩
〕
耕
地
人
来
早
‘
螢
巣
鵠
語
頻
。
故
名
。

O
湖
の
名
。
山
東
省
歴
城
縣
の
北
。
湖
の
北
岸
南
岸
。
劉
宋
の
元
嘉
の
末
、
武
陵
王
駿
、
尋
陽
よ
り
東
し

〔
陳
造
‘
贈
周
教
授
一
詩
〕
鵜
語
燈
著
レ
花
‘
妙
契
数
有
レ
博
゜
に
鵜
山
あ
り
‘
故
に
名
づ
く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
束
‘
て
元
凶
曲
を
討
ち
‘
鵠
頭
に
軍
す
。
〔
元
和
志
〕
鵠
頭
鎮
、

【
鵠
巣
】
12

月
〇
か
さ
さ
ぎ
の
巣
。
妻
が
夫
の
家
を
吾
清
南
府
、
歴
城
縣
〕
鵠
山
湖
‘
府
北
一
―
十
里
‘
湖
北
岸
有
1

一
郎
春
秋
時
鵠
岸
‘
沿
流
八
十
里
有
―
―
鵠
尾
洲
エ
呉
時
屯
レ

が

家

と

し

て

居

る

喩

。

●

を

見

よ

。

〔

詩

‘

陳

風

‘

防

有

鵡

山

ぶ

因

名

。

兵

虞

。

〔

明

一

統

志

〕

鵠

頭

山

、

在

―

―

池

洲

府

銅

陵

縣

北

一

八
四
三

十
應
其
山
高
揖
宛
若
訊
頭
丁
今
薩
江
西
岸
有
1

一
鵠
尾

遵
息
此
岱
匹
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
池
州
府
、

銅
陵
縣
〕
鶴
頭
山
‘
縣
北
十
里
、
高
禅
‘
臨
レ
江
‘
宛
如
二
鵡

頭
一
左
博
昭
五
年
、
楚
以
諸
候
伐
レ
呉
‘
呉
敗
諸
鵡

雙
〔
清
一
統
志
〕
胡
三
省
通
鑑
注
‘
鵜
頭
在
―
―
銅
陵
云
鵠

尾
在
―
―
舒
城
五
鵡
尾
洲
者
、
江
中
之
洲
也
。

【
鵡
脳
】
27

芥
ク
か
さ
さ
ぎ
の
腿
〔
本
草
‘
鵡
〕
脳
、
主

治
、
弘
景
日
、
五
月
五
日
取
l

―
鵠
脹
:
仝
術
家
一
用
、
時
珍

日
、
按
‘
淮
南
萬
畢
術
云
‘
丙
寅
鵠
脹
令
―
一
人
相
思
云
高
誘

註
云
、
取
鶴
脹
雌
雄
各
二
道
中
燒
レ
之
‘
丙
寅
日
人
二

酒
中
1

飲
‘
令
二
人
相
思
↓
〔
黄
鎮
成
、
西
窃
査
雨
詩
〕
鵠

脹
添
レ
遣
註
‘
春
鳩
隔
レ
樹
暗
゜

【
鵠
報
】
28

芥
ク
鵠
が
喜
を
報
ず
る
こ
と
。
鵠
報
レ
喜
を

見
よ
。
〔
元
積
‘
送
n

一
雀
侍
御
之
1

一
嶺
南
1

二
十
韻
詩
〕
竃

懸
絲
燎
撓
、
鵠
報
語
詰
舗
。

〖
鵠
報
レ
喜
〗
2
9
"
t
勺
臼
ズ
か
さ
さ
ぎ
の
鳴
く
時
は
‘
目
出

度
い
こ
と
が
あ
る
と
い
ふ
俗
説
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、

天
賓
下
〕
時
人
之
家
、
聞
1

一
鵠
臀
西
曰
為
1

声
品
宍
故
謂
―
―
震

鵠
報
＞
喜
゜
〔
歌
陽
脩
、
野
鵜
詩
〕
日
暖
風
軽
言
語
軟
‘
應
下

将
レ
喜
報
―
―
主
人
一
知
い

【
鵜
尾
】
30

巽
ク
か
さ
さ
ぎ
の
尾
。
〔
本
草
、
鵜
〕
集
解
、

時
珍
日
、
鶴
、
鳥
隠
也
、
大
如
レ
鶉
而
長
尾
。

【
鵠
王
】
巴
ぢ
古
の
名
賢
扁
鵡
を
い
ふ
。
〔
名
勝
志
〕

逢
鵜
山
、
在
―
―
唐
山
縣
西
南
ご
扁
鵡
将
―
―
琥
太
子
一
採
―
―
薬

於
此
む
卒

r有,,
鶴
王
廟
↓

-
【
鵠
上
レ
梁
】

3
2ぢ
，
—
ャ
ウ
ヲ
鵠
が
巣
を
つ
く
る
梁
を
口
に

街
ん
で
上
げ
る
。
俗
に
こ
れ
を
見
た
者
は
必
ず
貴
く
な

る
と
い
ふ
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
、
利
篇
〕
鵡
巣
中
必

有
レ
梁
、
雀
圃
相
公
妻
在
レ
家
時
‘
輿
1

一
妍
妹
函
竺
於
後

四
見
三
一
鵠
構
＂
巣
、
共
街
二
木
品
空
筆
管
石

k
尺
餘
‘

安
巣
史
衆
悉
び
見
‘
俗
言
‘
見
―
―
鵠
上
＞
梁
必
貴
。

【
鵠
填
レ
河
】
33

芸
り
ヵ
ヲ
か
さ
さ
ぎ
が
か
は
を
う
づ
め

る
。
〔
通
俗
編
、
禽
魚
、
鵠
填
河
〕
椅
覺
寮
雑
紗
‘
鵡
埴
河
‘

俗
語
也
、
白
架
天
詩
用
レ
之
‘
云
1
1

禿
似
1

一
鵠
填
＂
河
。

【
鵠
尾
冠
】
34

各
グ
ピ
漢
の
高
龍
の
製
し
た
竹
皮
の
冠
。

劉
氏
冠
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
上
、
以
二
竹
皮
[
E
レ
冠
‘
注
〕
應

勒
曰
‘
今
鵠
尾
冠
‘
是
也
。

【
鶴
尾
杓
】
35

吝
勺
酒
杓
の
名
。
〔
海
録
砕
事
、
飲
食
、

飲
器
〕
陳
思
王
有
訊
尾
杓
店
柄
直
長
‘
置
―
―
之
酒
樽
玉
'
-

欲
レ
勧
者
‘
呼
レ
之
削
尾
指
其
人
↓

13439 
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〇
鵠
嶋
は
、
ふ
ふ
ど
り
。
く
わ
つ
こ
う
。
籠
(
1
2
-

【

鵬

】

如

キ

ク

〔

集

韻

〕

居

六

切

園

祠
】
~

小
ば
と
。
〔
集
韻
〕
僻
‘
鳥
名
、
小
鳩
也
。

イ

〔
集
韻
〕

t
睡

切

筍
g

鵠
鵬
は
‘
縞
の
陽
。
は
や
ぶ
さ
。
或
は
誰
(
1
1
-
4
2
0

7
8
)
に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鵜
鵬
‘
縞
也
。
〔
疏
證
〕

毛
詩
義
疏
云
‘
隼
‘
縞
闊
也
‘
齊
人
謂
―
―
之
撃
征
盃
或

謂
―
―
之
題
雙
或
謂
乏
雀
墨
春
化
為
―
―
布
穀
者

是
也
、
題
肩
‘
興
礁
孤
[
-
同
。
〔
集
韻
漏
[
‘
鵜
鵡
‘

鳥
名
、
縞
也
、
或
ハ
レ
佳
。

【
鵬
】
呻

ケ
ン
〔
集
韻
〕
経
天
切

oo

【
鵠
尾
渚
】
36

忍
叶
ク
ビ
地
名
。
安
徽
省
無
為
縣
の
界
。
も

と
鵠
亭
が
あ
っ
た
。
〔
左
氏
、
昭
、
五
〕
違
不
レ
設
レ
備
、
呉

人
敗
藷
鵠
雙
〔
注
〕
直
江
舒
縣
有
鶴
尾
渚
↓

【
鵠
尾
遣
】
3
7
i
ヤ
ク
ピ
長
柄
の
香
遣
。
僧
が
人
や
佛
を
謁

す
る
時
に
執
る
。
〔
冥
詳
記
〕
費
崇
先
少
信
―
―
佛
法
函
常

以
―
―
鵠
尾
櫨
置
膝
前
↓

[
鵡
不
踏
】
38

芸ク
7

樹
木
の
名
。
た
ら
の
き
。
〔
本
草
‘
惚

木
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
辛
山
中
亦
有
―
―
之
樹
盃
ば
伊
葉
‘
山

人
采
食
‘
謂
乏
鵠
不
蹟
以
1

一
其
多
レ
刺
而
無
丘
枝
故
也
。

【
鵠
不
停
】
39

砕ク
7

樹
木
の
名
。
雲
南
に
あ
り
、
鵜
が

交
接
す
る
時
だ
け
止
る
と
い
ふ
。
〔
演
南
雑
志
〕
演
南

有
レ
樹
、
名
―
―
鵠
不
停
1

者
、
根
棘
桂
枡
、
露
鳥
皆
避
去
、

不
―
―
敢
下
こ
惟
鵠
之
交
也
、
則
棲
止
而
幸
1

一
其
上
こ
精
溢
―
―

於
樹
五
乃
生
レ
瘤
、
土
人
断
＞
瘤
成
な
丸
、
如
―
―
鳥
卵
五
近
1

一人

肌
膚
五
蝋
自
跳
躍
就
―
―
私
慮
云
益
習
習
然
、
人
或
骨
節
間
‘

作,,
酸
楚
互
含
舒
展
↓

【
鵠
笑
鳩
舞
】
40

託
力
七
ウ
喜
慶
の
詞
。
〔
易
林
‘
嘆
暖
之

第
二
十
一
、
離
〕
鵠
笑
鳩
舞
‘
来
遺
―
―
我
酒
↓

鳥

部

〔
八
驚
〕

【
鵡
】

g

シ
，
ャ
ゥ
〔
集
韻
〕
掛
良
切
獨

小
か
は
せ
み
に
似
て
く
ち
ば
し
の
赤
い

豪
鳥
。
或
は
雌
雄

(
1
1ー
4
1
9
9
3
)
•
賎

鵠
(
1
2
ー

4
7
1
4
5
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鶴
‘
鵠
鳥
也
、

ハ
レ
鳥
昏
臀
゜
〔
段
注
〕
廣
韻
、
鳥
似
レ
翠
而
赤
啄
。

〔
集
韻
〕
鵠
‘
或
作
二
誰
・
誰
・
鵡
↓

【鶴】
g

ピ
ン
ミ
ン

〔
集
韻
〕
眉
貧
切
囮

卜ツ
日

卜ヅ
国

目
●
老
籟
は
‘
み
み
づ
く
。
こ
の
は
づ
く
。
〔
爾

雅
‘
繹
鳥
〕
佳
‘
老
銭
。
〔
注
〕
木
免
也
、
似
1

社
ぢ
四

而
小
、
免
頭
有
レ
角
‘
毛
脚
、
夜
飛
、
好
食
レ
難
。
●

鵜
籟
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
魃
(
1
1
-
4
2
0
7
4
)

に
作

る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鵬
籟
、
軌
。
〔
注
〕
未
レ
詳
。
〔
集

韻
〕
籟
、
鳥
名
、
或
ハ
レ
佳
。

冦
】
[

〔
玉
篇
〕
大
胡
切

隧

〔
集
韻
〕
土
故
切
暉
1-

＿
足
の
鳥
。
〔
集
韻
〕
鵞
、
土
精
、
如
レ
雁
、
黄
色

足
‘
謂
―
―
之
鶯
一

【
鶯
】
[
シ

〔
集
韻
〕
章
移
切
甲
-

4
7
4
7
2
)
・雛
(
1
1
-
4
2
0
6
2
)
に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹

鳥
〕
鳴
鳩
‘
鵠
鶴
゜
〔
注
〕
今
之
布
穀
也
。
〔
集
韻
〕

甑
、
或
依
菊
。
〔
集
韻
〕
籠
‘
或
省
、
亦
炊
レ
佳
。
●

鵜
(
1
2
,
 4
6
8
7
2
)
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
鵬
‘
鵜
、
上
同
。

【
嶋
鳩
】
1

”
鳩
を
い
ふ
。
〔
方
言
‘
八
〕
鳩
、
自
畑
闊
而

西
、
秦
・
漢
之
間
、
謂
―
―
之
嶋
鳩
↓

鵜

鵬

愧

鵬

鶯

鯖

鶴

鵡

蕩

鴻

【
鶏
雛
】
6

琴
●
鳥
の
名
。
鳳
凰
の
類
。
宛
雛
。
〔
荘
子
‘

秋
水
〕
南
方
有
レ
鳥
‘
其
名
為
―
―
鶏
雛
王
子
知
レ
之
乎
‘
夫
鶏

雛
競
一
於
南
海
盃
匹
飛
"
於
北
海
涵
i

レ
是
鵠
得
二
腐
鼠
五
鶏

雛
過
レ
之
‘
仰
而
厩
レ
之
日
、
嚇
。
葎
+
文
〕
李
云
、
鶏
縞
、
乃

鸞
凰
之
陽
也
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
鶏
雛
孔
鸞
‘
騰
遠

射
干
。
〔
司
馬
相
如
‘
上
林
賦
〕
捷
―
―
鶏
雛
五
笠
焦
明
↓
〔
甕

鐵
論
、
毀
學
〕
南
方
有
レ
鳥
、
名
"
鶏
雛
工
ぎ
竹
賓
云
い

食
。
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
禁
衡
討
―
―
光
武
面
蔽
鳳
有
―
―
五
色
一

か
ら
す
。
雅
(
1
1
ー

4
1
9
7
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雅
、

多
赤
色
着
乃
鳳
、
多
責
色
奢
鴻
雛
、
多
1

一
青
色
玉
者

説
文
、
楚
鳥
也
、
一
名
驀
、
一
名
卑
居
、
秦
謂
一
之

摸

或

作

レ

蕩

。

鸞

、

多

―

紫

危

者

鸞

鷺

、

多

1
1

白
色
肴
鵠
。
●
唐
‘
辞
元

廟
圏
熟
語
は
鶉
(
U
l
-
4
6
7
3
8
)
を

見

よ

。

敬

(
9
ー

3
2
1
2
3
:
 1
7
1
)
の
綽
琥
。
〔
唐
書
、
辞
牧
債
〕
元

敬
、
隋
選
部
郎
邁
之
子
、
輿
"
牧
及
牧
族
兄
徳
昔
1

齊レ

名
、
世
歴
河
東
三
鳳
一
牧
岱
長
雛
ご
偲
昔
為
鸞
鷹

【
鶏
】
―
[
ク
〔
集
韻
〕
於

LIロ
這

臣

【

』

月

[

[

”

ら

ぶ

高

い

官

吏

の

行

列

。

鶏

〇
鳳
凰
の
一
種
。
鶏
雛
(

6

)

を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
行
(

1

)

に
同
じ
。
〔
長
生
殿
、
罵
賊
〕
只
這
血
性
中
、
胸
膊

内
、
倒
堕
些
忠
肝
義
騰
↓

〖
鶏
班
鷺
序
】8O
i砂
か
ン
行
列
を
い
ふ
。
〔
桃
花
扇
、
同

鳳
陽
‘
荘
子
、
南
方
有
レ
鳥
、
名
曰
レ
鶏
。

0
通
じ
て

丁
〕
北
面
拉
―
―
臣
肩
盃
＾
レ
事
春
丁
榮
典
、
趨
踏
環
鳳
‘
鶏

宛
(
3
-
7
1
1
0
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
縞
、
漢
書
、

箪

作

宛

。

班

鷺

序

旋

韓

゜

【
鶏
行
】
1

梵
朝
廷
に
な
ら
ぶ
官
吏
の
行
列
。
縞
は
尊
【
鶏
扶
】
，
t

ン
免
の
異
名
。
〔
雲
窟
私
志
〕
后
奔
艤
‘
獲
ニ

い
鳥
。
朝
班
。
〔
趙
彦
昭
、
奉
,
,和
幸
-
1章
嗣
立
山
荘
—
侍
燕
ご
竺
置
二
押
中
ー
失
去
、
夜
夢
一
人
謂
日
、
我
鶏
扶
君
‘

應
制
詩
〕
縦
然
慎
―
―
豹
隠
盃
＝
愧
蹟
―
―
鶏
行
↓
〔
杜
甫
、
至
日
而
何
辱
レ
我
、
我
牌
レ
個
二
手
於
逢
蒙
五
是
日
逢
蒙
拭
レ
奔
‘

遣
レ
興
奉
1
1

寄
北
省
藷
閣
老
雨
院
故
人
一
詩
〕
去
歳
絃
辰
免
日
1

一
鶏
扶
百
ロ
レ
此
始
。

聾
御
胚
五
更
三
貼
入
―
―
鶏
行
↓
〔
書
言
故
事
、
百
官
類
〕
【
鶏
鸞
】
1
0
i
≫

●
鶏
と
鸞
。
轄
じ
て
、
朝
官
の
行
列
を
い

百
官
班
列
日
1
1

鶏

行

一

ふ

。

〔

高

適

、

東

平

旅

遊

奉

-
l

贈
辞
太
｛
寸
詩
〕
鶏
鸞
粉
署

【
鶏
鸞
】
2

i
”
鶏
も
鸞
も
、
と
も
に
鳳
凰
の
一
種
。
〔
唐
起
‘
鷹
隼
柏
畳
秋
。
〔
李
掻
、
退
レ
朝
望
"
終
南
山
1

詩
〕
紫

宣
宗
‘
授
―
―
鄭
涯
山
南
東
道
節
度
使
ー
制
〕
鶏
鸞
瑞
時
‘
嶼
哀
朝
罷
綴
―
―
鶏
鸞
ご
丹
鳳
棲
前
駐
レ
馬
看
。
●
漢
代
、
宮

瑶

希

代

。

殿

の

名

。

鴛

鸞

(
1
2
-
4
6
7
9
5
:
 4
4
)
の
●
を
見
よ
。

【
鶏
閤
】
3

梵
中
書
省
の
異
名
。
鳳
閣
(
1
2ー

4
6
6
7
1
:

2

【
鶏
鷺
】
11

咤
●
鶏
雛
と
さ
ぎ
。
其
の
儀
容
が
閑
雅
で

6
)

に
同
じ
。
〔
全
唐
詩
話
、
徐
彦
伯
〕
彦
伯
為
な
文
、
多
畏
あ
る
こ
と
か
ら
‘
百
官
が
朝
廷
に
居
並
ぶ
さ
ま
を
い
ふ
。

易
求
レ
新
‘
以
-
―
鳳
閣
[
〖
"
鶏
閤
盃
龍
門
為

1面
苫
，
→
〔
隋
書
、
昔
築
志
中
〕
懐
レ
黄
舘
レ
白
‘
鶏
鷺
成
レ
行
。
〔
韓
愈
‘

【
鶏
頸
】
4

存
頸
を
ま
げ
る
。
宛
頸
゜
〔
列
女
博
‘
貞
順
‘
晉
公
破
レ
賊
回
重
秤
一
台
司
h
ぞ
詩
示
―
―
幕
中
賓
客
―
愈
奉

魯
寡
陶
嬰
博
〕
鴻
頸
獨
宿
令
、
不
1

一
興
レ
衆
同
↓
和
詩
〕
鶏
鷺
欲
レ
饉
仙
使
裏
‘
熊
罷
還
入
禁
螢
中
。
〔
李
嬌
、

【
鶏
鴻
】
5

装
鶏
雛
と
お
ほ
と
り
。
百
官
が
朝
廷
に
居
為
二
水
濠
災
異
陳
レ
情
表
〕
啓
ね
虞
漸
憧
‘
寝
興
誡
悽
‘
思
レ

並
ぶ
さ
ま
を
い
ふ
。
鶏
鷺
(
1
1
)
に
同
じ
。
〔
庚
肩
吾
、
九
解
1
1

鵜
鵬
之
服
盃
願
レ
辟
-
1

縞
鷺
之
行
↓
●
文
官
を
い
ふ
。

日
侍
―
―
宴
築
遊
苑
—
應
令
詩
〕
彫
材
濫
―
―
杞
梓

H花
綬
接
―
-
〔
長
生
殿
、
罵
賊
〕
瑶
池
下
、
熊
罷
鶏
鷺
、
拝
送
酒
如
レ
泉
。

鶏
鴻
→
〔
高
適
‘
陪
―
―
賓
侍
御
迄
一
霊
雲
池

1
詩
〕
誰
憐
レ
持
"
〖
鶏
鷺
之
羽
儀
】

1
2
労
t
¥

百
官
が
朝
廷
に
出
仕
し
て

弱
羽
五
猶
欲
レ
伴
1

一
鶏
鴻
↓
〔
張
九
齢
、
出
為
"
豫
章
郡
一
途
儀
式
に
列
す
る
こ
と
。
〔
白
居
易
、
薦
1

一
李
晏
章
楚
正
爪
〕

次
虞
山
東
巖
下
―
詩
〕
登
匪
縞
鴻
列
祗
如
泉
堅
臨
f

降
―
―
恙
雁
之
幡
命
面
空
鶏
鷺
之
羽
儀
↓

【
鵜
写

ア

〔
集
韻
〕
於
加
切-
Y
 翌國

鵬
鴎
は
‘
鳳
凰
の
た
ぐ
ひ
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
廣
鵡
‘
鳳

皇
圏
。
〔
集
韻
〕
鵬
、
鵬
鵡
‘
鳳
類
。

八
四
四
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(47024) (47035) 

【
鶉
】
[

鳥

部

八
四
五

〔
集
韻
〕
穫
北
切

不彩経鶉奇輿箋笑烏有西或繕或日

枷而北は幹枇色名＝、五翡い鳥‘は口
。赤
文
山烏即同北日ー

ニ首
焉呂佳名雙・

、経に嶋名山鵠六‘翼~= ... 鶉
名'-'似緯或秤
日需て盆日孟鵜尾

其望山畜 7r: 
二山五＃ 市~ 戚而 状之海善お、
鶉、采ヵ周山レ盆如』鰈笑目鳥
鵜有 即書有之

ロレ ヽ o の

ー、レの ;-: 名
是鳥赤
自焉文
塁t悶位
縞人

念作烏O
ゃ＇ るに

袋箕t鼠胃良 ;f ~ うi 。似
牝状 ‘二自厭 て

牡如鳥非奇為 o/
,,,::;/属＝賛いr~!~-=~

【鶉】
g

【
鶉
早

〔
集
韻
〕
越
逼
切

〔
集
韻
〕
忽
城
切

ヨ
ク
ヰ
キ

日
キ＂ヨク

コ
ク

口
コ
ク
ワ
ク

国

日
□
国
鵡
鵡
は
‘
ぎ
く
い
た
だ
き
。
や
つ
が
し

ら
。
鳴
鳩
゜
〔
方
言
、
八
〕
戸
鳩
‘
云
云
‘
燕
之
東
北
、

朝
鮮
冽
水
之
間
‘
謂
二
之
鵡
↓
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鵡

鵡
、
戴
勝
也
。

〔
八
書
〕

國圏圏

Elて
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
離
(
1
1
-
4
2
1
4
0
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
離
‘
説
文
、
離
黄
、
倉
庚
也
、
或
作
レ

鴛
゜
□
●
が
ら
ん
て
う
。
鴛
親
(

2

)

を
見
よ
。

O
て

う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
摺
(
1
1
-
4
2
1
8
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
雑
、
鳥
名
‘
説
文
‘
欝
黄
也
、
一
曰
、
楚
雀
、

其
色
黎
黒
而
黄
、
或
作
レ
鷲
゜

【
駕
黄
】
1

”
ワ
ウ
鳥
の
名
。
楚
雀
の
異
名
。
黄
鶯
を
い
ふ
。

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鷲
黄
‘
楚
雀
゜
〔
注
〕
即
倉
庚
也
。
〔
祁
焚
行

義
疏
〕
説
文
、
雑
‘
雛
黄
也
‘
一
曰
二
楚
雀
＃
其
色
黎
黒
而

黄
‘
云
云
‘
駕
輿
レ
黎
同
‘
晉
書
郭
環
博
‘
客
傲
云
‘
欣
―
―
黎

黄
之
―
茸
者
、
不
レ
緊
―
―
蜆
姑
之
吟
↓

【
駕
壊
】
2

訓
鳥
の
名
。
鵜
胡
を
い
ふ
。
が
ら
ん
て
う
。

〔
山
海
経
、
東
山
経
〕
慮
其
之
山
、
無
庫
木
函
シ
―
―
沙
石
↓

沙
水
出
焉
、
南
流
注
,
,
於
溶
水
↓
其
中
多
―
―
駕
鵬
こ
其
状

如
鴛
葛
而
人
足
‘
其
名
自
糾
゜
〔
祁
捻
行
箋
疏
〕
御
寛

引
-
―
此
鰈
作
二
鵜
塵
駕
．
鵜
‘
瞥
相
近
也
。

鵠

鵡

鵡

鵞

鵠

鴛

鶴

維

鵠

鶯

鵠

鵜

【鴛】
g

レ
イ
―フィ
ロ

圏

日
リ

〔
集
韻
〕
部
知
切乞

口［ヨ
イギキ

〔
集
韻
〕
渠
覇
切

〔
集
韻
〕
於
宜
切

瓦図

冨
逗
国口日
ヂズスズス
ュィイイイ

図

〔
集
韻
〕
樹
偽
切
閣

〔
集
韻
〕
株
遇
切
国
1-

〔
集
韻
〕
千
廉
切

鵠
離
は
、
怪
鳥
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鶏
離
、
怪
鳥
陽
゜

〔
玉
篇
〕
鶏
‘
鶏
離
‘
自
為
ー
牝
牡
↓

〔
集
韻
〕
是
為
切

曰
口
と
び
。
又
‘
み
や
ま
が
ら
す
。
雖
(
1
1
ー

4
2
0
5

7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雖
‘
鳥
名
、
説
文
‘
鵠
也
、
一

曰
‘
雅
鳥
、
或
炊
レ
鳥
。
曰
鳥
が
と
ば
な
い
。
〔
集

韻
〕
鵠
、
不
レ
飛
也
。

〔
集
韻
〕
憐
題
切

鳥
の
名
。
〔
川
篇
〕
鵞
、
鳥
名
。

ェ
ン

圏

冨】年
ヨ
ク
〔
川
篇
〕
昔
域

司図

【雌】如

日
ス
イ

タ
ッ
〔
集
韻
〕
都
括
切
園

タ
チ
カ
メ
こ

t
u
o
•

日g
[

[

〔
集
韻
〕
張
滑
切
翻

【
鶉
芦

【
鷺
】
〖

コヴ
ク エ，ウ

原l

窟
(
1
2
-
4
7
2
6
3
)
の
率
文
字
。
〔
字
彙

補
〕
鴛
‘
閤
字
之
識
。

r —’~ 
文鶴 i哀を
章文

似可首其之経或鶴に白

を章罷
‘凶 t、二白 i犬山 'h人‘作態
-以 北レ鳥

し、.....は と鳥 翼如‘ るは
已仕レ 山佳名。、ふ:,虎 すでァ頁 有雉レ経°、、-雉

0 ;~、る書制足、 ~,..., 似
／尾゜一゜‘而鳥箪山レ集に

首
は源は謄名文薦張海雄門似
蛇ェ
＝隠

尾 i→位れ Q 曰 た
兄
二

門似頼夜。白
／鳥

政に想鶴
,- 『企゚

ド冑箪19i 
塁はは輩鳥旦 』 ； 
ぅれ首く 鳩゚ 喚
なる。はのに瓶 （會圃オ三）餞 旦
,.. ...... ...... ...... 
I鶴 鳴幡力島佳之鳩，雄日,...,ま通通之~w 入爾開巴鶉ー其、集竺作じ芙
呂 47032 合雅日 2 雙詩 1

-..__、鶉韻→ レ
~ 'ぃ 疏キス子-し佳て。
に 者謂而イイ ヽィ 、雖作。佳-っ同ロロ ‘二 雌亦り□ S づ
じアス

鴻之服鳥 其小作鳥
鳥婢於の ぶ鳩レ名

‘日 ... 
。、 I ら
~/イ 皆笠雌名 9 の鶉＝、 又〇心°
集 小
円戸ョ 農秦‘鑓鴻。 鳩異

。成‘● :0 ,..., 

＂雌 贄贋鳩也紅
文草島にぃ廣
、S 同さ雅

＾ ゜... 
-~ 祝 10 • ,-、

亦鵠° 之脩面 名事 鳩 I 。作
し-秤

炊 'I
同心iレ .... 祀 短南鴇物 也ミ或る邑

。雌 g 祝ー子 鳩異
0 ... 柑1也、、名或 o

‘笞は゜雌

~ -、。説幽録作-隼
,-、

口に 露-木＊州
、 レ rへ集鶉

鵜同 時注訓
- :::: 韻也

ヽ
人禽 隼作 I~ 。

~to 晨雖蔦匝鳥 一‘る。と雌参

□
シ
ー
ユ
ン

〔
集
韻
〕
朱
惟
切
甲
{

出

x
ヽ
chuei1

〔
集
韻
〕
搭
手
切
極

小

或

日

0
こ
ば
と
。
じ
ゅ
ず
か
け

橙
ば
と
。
〔
説
文
〕
雌
、
祝
鳩
也
、

9
直

炊
レ
鳥
佳
臀
゜
〔
嬰
通
訓
定
臀
〕
維
、
爾
雅
‘
佳

言

[
冨】
g小

日

□

O
え
び
す
す
ず
め
。
中
國
北
方

愚介豪
の
沙
漠
地
に
群
棲
し
、
鵠
の
大
き
さ

で
雉
に
似
た
鳥
。
〔
説
文
〕
鵠
‘
鵜
鳩
也
‘
炊
レ
鳥
歿

臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鵜
鳩
、
冦
雉
゜
〔
注
〕
鵜
、
大
如
レ

冨
涵
ヤ

〔
集
韻
〕
羮
謝
切
一ヽせ

屡圏

〔
廣
韻
〕
苦
紅
切

怪
鳥
の
名
。
〔
廣
韻
〕
鶉
‘
怪
鳥
、
出
二
字
統
↓
隈
ぬ

え
。
碑
に
同
じ
く
用
ひ
る
。

涵
団
字
形
‘
集
韻
は
駐
に
作
る
。
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【鵜】[

〔
集
韻
〕
公
渾
切

]
R

万

x
.r 
k'uen' 

コ
ン

多

二

鵜

鵠
‘
似
―
―
雌
雉
鼠
醐
、

無

後

詣

岐

尾

、

岱

鳥

多

矢

旬

愁
急
霊
飛
、
出

1
1

北

方

沙

／

5

漠

地

↓

〔

義

疏

〕

藷

唐

書

／

素

5成

謂

乏

突

蕨

雀

谷

此

鳥

琴

ご

漫
黄
色
、
文
如
雌
雉
ご
形
似
Ii

鶉
鳩
立
叫
兼
1
1

鳩

雉
之
名
谷
〖
肉
又
美
、
故
南
都
賦
以1

1欝
厖
鳴
鵜
一

拉
標
―
―
珍
味
↓
〇
鴎
(
1
2
-
4
6
8
1
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵜
、
或
凡
レ
出
。

鳥

部

〔
八
董
〕

鵜

饒

峰

鶴

絣

鵠

麒

鶏

鵞

鵡

賎

貌

鵡

【
鵜
弦
絶
レ
響
】
5

認
｝
ゎ
’
ッ
琴
の
弦
が
断
ち
切
れ
て
昔

を
検
し
な
い
。
夫
婦
別
れ
す
る
喩
。
〔
長
生
殿
‘
復
召
〕

知
昔
人
逝
‘
他
鵜
弦
絶
レ
響
‘
我
玉
笛
羞
レ
吹
。

【
鵠
】
叩

鳥
の
名
。

冠

】

叩

【
鶴
】
一

呂 日キ ギキ クブ
ト
9
7

〔
集
韻
〕
丘
其
切
<
l
 

〔
集
韻
〕
渠
之
切

図引図-.. 
反l

函

蜂
(
l
S
-
4
7
0
3
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鶴
、
同
レ
鰭
。

7
_
ゥ

み
そ
さ
ざ
い
。
〔
字
彙
〕
騎
‘
巧
婦
鳥
名
。

籍】
[
7
7
9ウ

【琥】徊タ
舵
(
1
8
-
4
6
7
7
4
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

舵
、
鳥
名
、
似
レ
雉
‘
或
八
品
陀
゜

〔
字
彙
〕
房
缶
切
固
i

【
餅
】
〖

あ
が
る
。
〔
篇
海
〕
絣
‘
騰
也
。

〔
篇
海
〕
昔
升

〔
集
韻
〕
託
合
切

〔
集
韻
〕
鵠
‘
鳥
名
。

〔
韻
會
〕
渠
之
切

●
た
う
ま
る
。
大
き
な
難
。
鵬
(
1
r
oー

4
7
1
3
0
)
に

同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
畜
‘
難
三
尺
為
レ
鵬
、
繹
文
〕
鵬
、

字
或
作
レ
鵜
、
同
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
鳥
名
‘
説
文
、
鵬
難

也
‘
爾
雅
、
難
三
尺
為
レ
鵬
、
或

A
レ
昆
。
●
或
は

昆
(
6
ー

1
3
7
9
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鴎
‘
或
作
レ

昆
、
相
如
賦
息
昆
雙

【
鵜
難
】
1

だ
鳥
の
名
。
大
き
な
難
。
唐
丸
。
鶴
に
似
て

黄
白
色
、
長
頸
赤
喉
。
昆
難
。
〔
管
子
、
軽
重
甲
〕
鶉
鵞
之

含
近
、
鵜
難
鵠
飽
之
通
遠
。
〔
纂
詰
〕
鵜
難
、
似
レ
難
而
大
。

〔
楚
辟
、
宋
玉
、
九
辮
〕
鴎
難
嘴
晰
而
悲
鳴
。
〔
補
注
〕
鵜

難
、
似
と
鶴
‘
黄
白
色
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
寡
婦
悲
吟
‘
鵜

難
哀
鳴
。
〔
播
岳
、
笙
賦
〕
爾
乃
引
二
飛
龍
盃
空
鴎
難
↓

〖
鵜
曲
】
2

ゃ
牝
ィ
ノ
古
、
相
和
す
る
の
歌
。
〔
岱
康
、

琴
賦
〕
飛
龍
鹿
鳴
‘
鴎
難
遊
絃
。
〔
注
〕
善
日
、
古
相
和
歌
、
小
さ
い
雁
。
〔
正
字
通
〕
麒
、
小
厖
。

夜

鴎

難

曲

↓

【

麒

属

】

1

が
小
さ
い
雁
。
〔
戦
國
、
楚
策
〕
小
臣
之
好

【
鴎
絃
】
3

g

ク
琴
絃
を
い
ふ
。
絃
‘
一
に
弦
に
作
る
。
鵜
射
1
1

麒
雁
羅
鷲
↓
小
矢
之
登
也
、
何
足
4

為
＿
一
大
王
1

道
上

難
は
哀
鳴
す
る
こ
と
か
ら
、
借
り
て
絲
贅
の
哀
し
き
を
也
。
〔
史
記
、
楚
世
家
〕
小
臣
之
好
射
―
―
躾
雁
羅
鶯
↓
〔
注
〕

形
容
す
。
哀
絃
に
同
じ
。
〔
劉
孝
綽
、
烏
夜
暗
詩
〕
鴎
弦
且
索
隠
日
、
躾
、
小
雁
也
。

綴
五
弄
、
鶴
操
暫
停
レ
徽
。

【
鵜
鴻
】
4

装
鵜
難
と
鴻
鶴
。
〔
楚
酔
、
大
招
〕
鴎
鴻
露

"
”
”
に
い
に
"
"
"
＂
＂
に
【
賜
】
[

之
際
工
或
託
二
絶
堰
之
外
↓

シ，ヨ，ウ

ゲ
キ
〔
集
韻
〕
悦
歴
切
躙
『

日

、
咤

ヤ

ク

さ

咆

冠
】
〖
□
ゲ
イ
〔
集
韻
〕
研
冥
切
圏

国
〗
〕
ク
〔
集
韻
〕
逆
革
切
願

ケ
イ
キ
ャ
，
ウ

【鷲】[

●
と
ぴ
゜
〔
字
彙
〕
鵞
‘
鴎
也
。
●
と
ぶ
。
か
け
る
。

〔
字
彙
〕
鵞
‘
飛
也
‘
翔
也
。
●
鳶
(
1
2ー

4
6
6
7
4
)

の

俗
字
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鷲
‘
俗
鳶
字
。

ェ
ン

日
●
鴎
鶏
は
‘
み
み
づ
く
。
随
(
1
2ー

4
7
3
3
9
)

に

同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鵠
、
蒻
賜
也
。
〔
注
〕
今
江
東

呼
鵠
鵬
為
涵
堕
〔
集
韻
〕
閾
、
或
作
レ
賜
。
●

鶏
老
は
‘
嗽
の
ま
が
っ
た
鳥
の
名
。
〔
爾
雅
、
繹

鳥
〕
鵜
、
賜
老
。
〔
注
〕
俗
呼
為
―
―
疑
鳥
↓
〔
秤
文
〕
字

林
云
、
句
喉
鳥
。
□
●
鵜
賜
は
、
鳥
の
名
。
又
、
小

さ
ぃ
雁
。
或
は
雌

(11ー
4
2
0
6
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

賜
、
騒
賤
、
鳥
名
、
一
日
、
小
雁
‘
或
ハ
レ
佳
。
●
躾

(
1
2
ー

4
7
0
4
2
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鵡
、
同
レ
躾
゜

〔
字
彙
〕
夷
然
切

〔
集
韻
〕
居
卿
切

【
鶉
】
〖

兜
鴎
は
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
先
鵡
、
鳥
名
、
南

方
有
レ
之
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
弾
―
―
鸞
鵡
↓
〔
注
〕
劉

曰
、
師
晴
日
、
南
方
有
―
―
鳥
兜
鵡
五
黄
頭
赤
目
、
五

色
備
也
。

）

日

口

●

水

鳥

の

限
5

腿
5

趨
5

負
貌
(
1
2
-
4
7
0
4
 

7
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
貌
、
同
レ
鵡
。
〔
説
文
〕
貌
‘

貌
鳥
也
、
ハ
レ
鳥
兒
臀
、
春
秋
博
日
、
六
貌
退
飛
。

〔
公
羊
、
僭
、
十
六
、
六
鵠
退
飛
過
―
―
宋
都
こ
繹
文
〕

屈
厖

セ
イ
〔
集
韻
〕
杏
盈
切
一
圏

シ
，
ヤ
，
ウ
り
＿
L

c
h
i
n
g
'
 

日ロ
亨
，
〔
集
韻
〕
倉
経
切
圏

【
鶴
】
[

シ
ャ
ウ

【
貌
】
叩
ゲ
キ
丑
訂
口
~
)
に
同
じ
。
〔
正
字

賤
、
水
鳥
。

〔
白
孔
六

帖
〕
践
鳥

高
飛
、
似
レ

雁
、
自
相

撃
而
卒
、

吐
而
生
レ
子
、
其
色
蒼
白
。
●
鳥
の
子
。
〔
荘
子
、
天

運
〕
夫
白
践
之
相
視
‘
眸
子
不
レ
運
而
風
化
。
〔
繹

文
〕
餞
、
鳥
子
也
。
●
貌
貌
は
、
鶉
鳥
の
鳴
き
瞥
。

〔
孟
子
、
膝
文
公
下
〕
悪
用
―
―
是
貌
貌
者
1

為
哉
。

〔
注
〕
貌
貌
‘
鵜
鳴
之
臀
。
●
或
は
鵠
(
1
2
-
4
7
2
0

6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
銭
‘
或
ハ
レ
益
。
参
或
は
融

(
1
2
-
4
7
2
2
1
)
・
雄
g
(
1
2
-
4
6
9
1
5
)
に
作
止
る
。
〔
説

文
〕
貌
‘
隣
‘
貌
或
炊
レ
＿
商
‘
鵜
‘
司
馬
相
如
‘
貌
炊
レ

赤
。
国
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
践
‘
鳥
名
。

小
日
f
Jゐ
さ
ぎ
。
鯖
(
1
2
ー

4
7
0
4
9
)
•

帷

青E
C
豪

(11ー
4
2
0
7
2
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鯖
、

煽
鯖
也
、
八
レ
鳥
青
贅
。
〔
段
注
〕
辞
章
家
有
―
―
箪

呼
レ
鵠
者
:
夫
都
賦
、
鵡
鶴
践
鵠
‘
謂
,
,
四
鳥
一
也
。

〔
集
韻
〕
鯖
‘
或
ハ
レ
佳
。
口
鵡
鶴
は
、
鳥
の
名
。
〔
集

韻
〕
鴫
鵜
鶴
、
鳥
名
、
畜
レ
之
以
厭
レ
火
。

【
鴫
煽
】
1

砕
五
位
鷺
。
煽
鵡
(
1
2
-
4
6
8
8
8
:
 2
)
に
同

じ
【
鵠
鶴
】
2

バ
バ
鳥
の
名
。
南
方
中
國
か
ら
出
る
。
〔
集
韻
〕

鵠
鵠
鶴
、
鳥
名
、
畜
乏
以
厭
レ
火
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕

隅
鶴
闊
鵠
‘
鶴
鵬
鵠
鵬
、
没
1

一
濫
乎
其
上
↓
〔
注
〕
劉
日
、

ク

（會llllオ三）鵡

八
四
六

13442 
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鵜
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困
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47053 47052 

冨
i】
〖

冨
忌

鳥

部

〔
八
聾
〕

鯖

鵡

鵡

鵞

鵜

鶉

嶺

鵜

鶉

八
四
七

鵜
鳩
は
、
た
か
。
熟
(
1
2
|
 4
7
2
8
8
)
の
謡
字
。
〔
爾

雅
‘
秤
鳥
〕
鷹
‘
鶉
鳩
゜
〔
注
〕
鵜
‘
嘗
檎
レ
懇
、
字
之

誤
耳
、
左
博
作
↓
1

鶉
鳩
五
是
也
。
〔
集
韻
〕
鵜
‘
鳥
名
、

日
0
ぅ
づ
ら
。
野
鳥
の
一
。
全
橙
肥
涌
、
頭
が
小

〔
集
韻
〕
郎
オ
切
圏

ヵ芳

lai'

ラ
イ

鵬（
1
2
-
4
7
0
5
1
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

ゾ｀
類
編
〕
鵞
、
同
レ
鵡
。

ヘ

【
鶴
】
螂
0
み
み
づ
く
。
〔
集

韻
〕
鴎
‘
一
曰
‘
閥

鵜
別
名
。
●
載
鵡

は
‘
鳥
の
名
。
〔
山

海
経
‘
南
山
経
〕

基
山
、
云
云
‘

有
レ
鳥
焉
‘
其
状

炉
難
‘
而
一
＿
＿
首
六
目
‘
六
足
三
翼
‘
其
名
日
丘
呻

鵡
「
食
レ
之
無
レ
臥
。

へへ
チッ

〔
集
韻
〕
必
列
切

日
シ
□シ

〔
集
韻
〕
荘
持
切

〔
集
韻
〕
側
吏
切

セ
イ

鵠
鶴
‘
出
,
,
南
海
桂
陽
諸
郡

圏

（國経海山）鳴鵬

鵡（
1
2
-
4
7
0
 48
)

の
本
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
鯖
‘
説
文
‘
鵠
本
字
。

図面

曰
□
●
東
方
の
雉
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
雉
、
東
方
日
レ

鵡

0.鳥の名
〔
爾
雅
、
樗
烏
〕
鵡
触
軌
゜
〔
注
〕

未
レ
詳
。

O
或
は
誰

(11ー
4
2
0
8
2
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鵜
‘
或
炊
レ
佳
。

【
鶉
】
叩

□ □ 日
ダタトジ，之
ンンンユユ

ンン 〔
集
韻
〕
都
籠
切

0
鶏
鳥
。
〔
玉
篇
〕
鶉
‘
鶏
名
。
●
鶉
鵡
は
、
鳥
の

名
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶉
鵡
‘
鳥
名
。

O
美
形
の
さ
ま
。

〔
集
韻
〕
鶉
、
美
形
兒
。
働
或
は
曼
(
1
2
|
 4
7
0
5
5
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
或
書
作
レ
棗
。
茜
つ
ぐ
み
。

小
鳥
の
一
。
形
は
も
ず
に
似
て
全
身
紫
灰
色
、
腹

部
は
黄
白
色
で
紫
黄
色
の
斑
貼
が
あ
り
、
山
中

の
穴
な
ど
に
棲
息
す
。
て
う
ま
。
國
字
、
鵜
(
1
2

-
4
7
1
6
1
)

の
省
略
形
。

【
鶉
巣
】
1

バ
[
-
―
一
河
國
の
地
名
。

〔
集
韻
〕
千
西
切

0
鵜
閥
は
‘
怪
鳥
の
隔
。
或
は
難

(11|
 4
2
0
6
7
)
に

作
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鵜
鵞
、
怪
鳥
隔
也
。
〔
集
韻
〕

蒻
、
博
雅
‘
翡
鵬
‘
怪
鳥
属
或
八
枷
。

O
東
夷
の

鳥
。
〔
玉
篇
〕
蒻
、
東
夷
鳥
名
。

【
翡
雖
】
1

特
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶉
、
蒻
競
‘
鳥
名
。

〔
集
韻
〕
殊
倫
切／
 

f
X
r
 

〔
集
韻
〕
都
昆
切

〔
集
韻
〕
徒
官
切

函国角囮

周

【
鵜
】
〖
[
1

圏

冨】亨

鶉
（
1
2
-
4
7
0
5
4
)

に
同
じ
。
〔
集

ト
ゥ

韻
〕
鶉
、
或
書
作
レ
嶺
゜

【
鶉
早
バ
，
ウ

函

字
林
‘
鶉
鳩
‘
鷹
也
‘
郭
環
讀
二
爾
雅
百
笞
竺
鶉
字

之
誤
↓

さ
く
て
尾
が
短
く
ち
び
て
ゐ
る
。
背
は
茶
褐
色
‘
知
-
1

狐
白
温
↓
〔
書
言
故
事
、
衣
服
類
〕
貧
人
ロ
―
鶉
衣
百

腹
部
は
赤
色
で
灰
色
の
斑
貼
が
あ
る
。
〔
本
草
‘
結
↓
〔
故
事
成
語
考
、
衣
服
〕
卜
子
夏
甚
貧
‘
鶉
衣
百
結
。

【
鶉
陰
】
3

区
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
甘
粛
省
靖

遠
縣
の
西
北
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
安
定
郡
、
縣
二
十

鶉
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
鶉
大
如
―
―
難
雛
盃
頭
細
而
無
レ

-
‘
鶉
陰
゜
〔
庚
信
、
周
柱
國
大
将
軍
乾
子
弘
神
道
碑
〕

尾
‘
毛
有
斑
貼
面
肥
、
雄
者
足
高
、
雌
者
足
卑
、

其
性
畏
レ
寒
‘
其
在
二
田
野
エ
夜
則
露
飛
、
萱
則
草
永
熙
中
‘
奉
迎
魏
武
裔
人
レ
間
、
封
軌
陰
縣
開
園
子

伏
、
人
能
以
レ
瞥
呼
取
レ
之
、
畜
令
』
問
玄
萬
畢
術
邑
五
百
戸
一

云
‘
蝦
墓
得
レ
瓜
、
化
為
レ
鶉
、
交
州
記
云
、
南
海
【
鶉
居
】

4
¥
/
0ぅ
づ
ら
の
住
所
の
定
ま
ら
な
い
や

う
に
、
住
所
の
一
定
し
な
い
こ
と
。
野
虞
す
る
こ
と
。

〔
荘
子
、
天
地
〕
夫
聖
人
鶉
居
而
飯
食
。
〔
繹
文
〕
鶉
居
、

直
黄
應
九
月
愛
貸
鶉
。
●
美
し
い
。
酵

(11-

3
9
9
0
1
)

に
通
ず
。
〔
康
熙
字
典
〕
鶉
、
輿
レ
醇
同
。
研
無
孟
吊
虞
也
、
又
云
‘
如
鶉
之
居
ぶ

9
―
口
野
虞
↓

〔
法
言
‘
寡
見
〕
春
木
之
竜
分
、
援
我
手
之
鶉
1

〔
疏
〕
鶉
‘
鶴
鶉
也
、
野
居
而
無
常
慮
焉
著
、
烏
之
子
、

分
。
〔
注
〕
李
軌
日
、
春
木
竜
然
而
生
‘
璧
若
―
―
孔
氏
食
必
仰
証
而
足
‘
聖
人
寝
虞
倹
薄
‘
讐
彼
鶴
鶉
祇
膳

息
導
人
、
生
有
レ
似
援
レ
手
而
進
盆
―
里
其
純
美
一
裁
充
‘
方
五
穀
鳥
五
既
無
レ
、
少
於
移
靡
登
有
レ
聾
於

滋
味
―
乎
゜
〔
隋
書
｀
辞
道
衡
傭
〕
道
衡
既
至
‘
上
古
向
祗
文

皇
帝
頌
石
其
詞
日
‘
云
云
‘
至
―
―
於
入
に
八
登
レ
巣
‘
鶉
居
散

也
。

O
星
の
名
。
鶉
火
。
〔
左
氏
、
倍
、
五
〕
鶉
之
責

責
゜
〔
注
〕
鶉
、
鶉
火
也
。
働
雑

(11ー
4
2
0
5
8
)
に
同
鯰
不
レ
殊
於
材
炭
取
類
於
毛
塁
二
〇
天
文
で
井
宿

じ
。
〔
集
韻
〕
雅
、
或
八
レ
鳥
。
口
●
常
虞
が
な
い
。
か
ら
柳
宿
に
至
る
を
い
ふ
。
秦
の
分
野
に
常
る
‘
故
に

野
虞
す
る
こ
と
。
鶉
居
(

4

)

を
見
よ
。
●
う
づ
ら
。
馴
中
を
鶉
居
と
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
自
―
―
井
十

〔
集
韻
〕
鶉
、
鳥
名
、
荘
子
‘
鶉
居
而
穀
食
。
国
●
度
至
柳
三
度
詞
之
鶉
首
之
内
秦
之
分
也
。

【
鶉
火
】
5

竺

O
星
次
杓
い
の
名
。
南
方
に
井
・
鬼
・
柳
・

皐
張
・
翼
修
の
七
宿
あ
り
、
朱
鳥
七
宿
と
い
ひ
‘
此
の

わ
し
。
〔
詩
‘
小
雅
、
四
月
〕
匪
レ
鶉
匪
レ
鳶
。
〔
傭
〕

鶉
、
鴫
也
。

O
敏
(
1
2
-
4
7
3
6
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
七
宿
の
首
部
に
相
嘗
す
る
次
を
鶉
首
と
い
ひ
、
中
部
に

敏
、
鳥
名
、
説
文
、
離
也
、
或
省
。
囮
う
づ
ら
。
④
相
嘗
す
る
次
を
躾
火
と
い
ひ
‘
末
部
に
相
常
す
る
次
を

東
京
の
芝
居
の
下
棧
敷
。
＠
桜
欄
の
毛
と
加
賀
鶉
尾
と
い
ふ
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
味
謂
1

一
之
柳
面
匹
‘
競
火
也
。

〔
義
疏
〕
鶉
火
者
、
精
人
云
‘
鳥
旗
七
詐
、
以
象
―
―
鶉
火
一
也
、

苧
と
を
合
は
せ
て
絢
つ
て
つ
く
っ
た
船
舶
用
の

鄭
注
‘
鶉
火
‘
朱
鳥
宿
之
柳
‘
左
襄
九
年
傭
―
石
古
之
火
正
‘

或
食
於
味
「
是
故
味
為
l

鶉
衣
杜
預
注
、
建
辰
之
月
、

綱。

【
鶉
鵜
】
1

互
／
鳥
の
名
。
か
や
く
き
。
ふ
な
し
う
づ
ら
。
鶉
火
星
昏
在
t

一
南
方
公
ル
野
略
例
云
、
自
,
,
束
井
中
六
度
↓

鶉
鵠
〔
急
就
篇
‘
四
〕
鳩
鵠
鶉
鵠
中
レ
綱
死
。
〔
橙
‘
内
則
〕
至
二
柳
八
度
↓
於
レ
辰
在
レ
未
、
為
―
―
鶉
首
「
南
方
七
宿
‘
其

芥
醤
魚
謄
‘
雉
免
鶉
鵜
゜
〔
璧
鐵
論
‘
散
不
足
〕
牒
鼈
謄
腟
‘
形
象
レ
鳥
‘
以
レ
井
為
レ
冠
、
以
如
柳
為
レ
ロ
、
鶉
鳥
也
、
首
頭

覺
卵
鶉
鵠
゜
〔
王
褒
‘
九
懐
〕
鳳
皇
不
レ
翔
分
、
鶉
鵜
飛
揚
゜
也
‘
故
曰
1

一
鶉
首
ご
旦
柳
九
度
云
ぎ
張
十
七
度
ぶ
炉
辰

【
鶉
衣
】
2

5

ぅ
う
づ
ら
衣
。
つ
ぎ
は
ぎ
し
た
や
ぷ
れ
在
レ
牛
‘
為
―
―
鶉
火
「
南
方
為
レ
火
‘
言
‘
五
月
之
時
‘
陽
氣
始

ご
ろ
も
。
み
す
ぽ
ら
し
い
つ
づ
れ
衣
゜
弊
衣
。
鶉
服
。
隆
、
火
星
昏
中
‘
在
1

一
朱
鳥
之
慮
五
故
曰
―
―
鶉
火
谷
汝
‘
埠
雅

〔
荀
子
、
大
略
〕
子
夏
貧
‘
衣
若
1

一
縣
鶉
「
人
日
、
子
何
不
レ
八
、
引
二
師
嘱
禽
経
1

日
、
赤
鳳
謂
1

一
之
鶉
一
然
則
鶉
為
二
朱

仕
、
日
、
諸
侯
之
騒
レ
我
者
、
吾
不
レ
為
レ
臣
、
大
夫
之
騒
レ
鳥
1

呻
ザ
此
芙
、
南
方
三
次
日
‘
鶉
首
鶉
火
鶉
尾
‘
鶉
尾
亦

我
者
‘
吾
不
1

一
復
見
言
杜
甫
‘
風
疾
舟
中
伏
レ
枕
書
レ
懐
三
曰
―
―
鳥
奴
央
爾
雅
獨
言
―
―
鶉
火
一
亦
琴
な
中
以
包
レ
之
、
柳

十
六
韻
奉
呈
湖
南
親
友
一
詩
〕
烏
几
重
重
縛
、
競
衣
寸
寸
居
―
―
鶉
火
之
首
一
故
攀
以
為
レ
識
。
〔
周
穐
、
考
工
記
、
精

針
。
〔
劉
長
卿
‘
行
螢
酬
1

一
呂
侍
御
一
云
云
詩
〕
井
税
鶉
衣
人
〕
鳥
膜
七
杵
、
以
象
―
―
鶉
火
一
也
。
〔
注
〕
鶉
火
、
朱
鳥
宿

架
‘
壺
漿
鶴
髭
迎
。
〔
櫂
徳
輿
‘
詩
〕
穀
霜
被
―
―
鶉
衣
玉
ー
レ
之
柳
‘
其
圏
有
レ
星
、
星
七
星
。
〔
國
語
、
周
語
下
〕
昔
武

13443 



鳥

部

〔
八
董
〕

鶉

騨

賎

鴎

鵬

鵜

鵠

）
王
伐
蔽
、
歳
在
鶉
火
↓
〔
史
記
、
天
官
書
〕
柳
為
1

鳥

3
 
06

注
ギ
子
草
木
↓
〔
注
〕
正
義
曰
‘
柳
八
星
‘
星
七
星
‘
張

⑭
六
星
葛
鶉
火
ぶ
右
辰
在
レ
午
‘
皆
周
之
分
野
。
〔
晉
書
、

7
 

天
文
志
上
〕
自
二
柳
九
度
云
ぎ
張
十
六
度
歪
t
-

―
鶉
火
一
於
レ

斤
辰
在
午
、
周
之
分
野
‘
属
―
二
河
↓
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
是

・
時
鶉
火
中
、
日
月
正
相
望
。

O
星
の
名
。
心
宿
(
4ー

1
0
2

6
 

57 

9
5
 :
 1
9
2
)

と
柳
宿
(
6
-
1
4
6
6
2
 :
 1
3
4
)

の
別
梢
゜

【
鶉
月
】
6

り
陰
暦
五
月
の
異
名
。

。
7
 
4
 
（
【
鶉
狐
】
7

立
ぅ
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
甘
粛
省
震

壷
縣
゜
鶉
孤
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
北
地
郡
、
縣
十
九
、

鶉
孤
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
快
西
‘
平
涼
府
‘
泄
州
〕
震
憂

縣
、
古
密
須
國
、
漢
為
"
鶉
狐
縣
ご
g
―
北
地
郡
五
後
漢
陽
,
,

安
定
郡
「
晉
因
レ
之
、
後
魏
罹
二
趙
平
郡
治
此
五
後
周
郡
際

縣
陽
―
―
涅
州
盃
隋
初
因
レ
之
、
大
業
初
、
析
l

―
置
震
景
縣
盆
乎

文
王
伐
レ
密
、
作
拿
詈
寧
之
義
公
明
年
限
‘
入
1

一
鶉
狐
玉
唐

天
賓
元
年
、
改
品
翌
竺
為
―
―
震
壷
縣
一
伯
属
―
沌
州
本
木

因
レ
之
、
元
省
入
―
―
涅
川
玉
尋
復
置
。
〔
清
一
統
志
〕
鶉
狐
縣

者
、
秦
使
―
―
―
太
子
扶
蘇
及
蒙
括
築
,
,
長
城
百
杢
此
地
原
高

水
漫
「
因
欲
レ
築
レ
城
‘
遂
以
二
限
爵
―
霙
祭
‘
乃
有
―
―
鶉
鳥
1

飛
升
1

一
狐
上
百
孟
為

U
醤
交
因
以
名
如
称
。

【
鶉
級
】
8

芦
ぅ
づ
ら
の
ひ
よ
こ
。
幼
稚
な
も
の
の
た

と
へ
。
〔
杜
甫
、
有
レ
事
於
南
郊
1

賦
〕
聖
以
百
年
為
二

鶉
設
ぶ
道
以
萬
物
鷺
―
―
蜀
狗
一

【
鶉
首
】
，
．
乏

O
星
次
の
名
。
古
‘
秦
の
分
野
と
す
。
鶉

火
(

5

)

を
見
よ
。
〔
埠
雅
‘
秤
鳥
‘
鶉
〕
天
文
家
‘
朱
鳥
乃

取
―
―
象
於
門
故
南
方
朱
鳥
七
宿
、
日
1

訊
首
・
鶉
火
・
鶉

尾
百
疋
也
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
南
宮
朱
烏
‘
櫂
衡
‘
云
云
‘
東

井
為
一
水
事
ず
其
西
曲
星
日
レ
絨
。
〔
注
〕
正
義
曰
‘
東
井
八

星
‘
絨
一
星
‘
輿
鬼
四
星
為
レ
質
、
一
星
為
1

一
猜
首
ぶ
炉
辰

在
レ
未
‘
皆
秦
之
分
野
。
〔
漢
書
｀
地
理
志
下
〕
自
l

―
井
十

度
至
柳
三
度
謂
"
之
鶉
首
之
次
玉
秦
之
分
。
〔
張
衡
‘

西
京
賦
〕
昔
者
大
帝
悦
―
―
秦
謬
公
一
而
観
レ
之
‘
饗
以
―
―
釣

天
廣
架
「
帝
有
レ
酔
焉
、
乃
為
,
,
金
策
盃
錫
用
―
―
此
土
二
皿

翡
-
1

諸
鶉
首
↓
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
自
―
―
東
井
十
六
度
一

至
柳
八
度
貪
鶉
首
裕
レ
辰
在
レ
未
、
秦
之
分
野
‘
属
―

碓
州
↓
●
星
の
名
。
井
宿
(
1
ー

2
5
8
:
 6
6
)

を
い
ふ
。

【
鶉
燒
】
10

り
食
物
を
油
で
い
り
つ
け
‘
鶉
色
と
す
る

こ
と
。
又
‘
其
の
食
物
。

【
鶉
石
】
11

乃
園
い
小
さ
い
瑞
喝
つ
が
る
め
な
う
。

【
鶉
鳥
】
12

芦
う
づ
ら
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
昆
裔
之

【鴎】枷

丘
‘
有
枷
焉
‘
其
名
日
鶉
鳥
正
是
司
帝
之
百
服
。
〔
中
論
〕

K
病
格
子
】
2
2
5
努
鶉
籠
に
似
た
格
子
で
‘
遊
女
屋
な
ど

夫
俗
士
之
牽
―
―
達
人
一
也
、
猶
一
1

一
鶉
鳥
之
欺
二
濡
子
一
也
、
鶉
の
格
子
の
一
種
。

鳥
之
性
‘
善
近
レ
人
、
飛
不
レ
峻
也
、
不
レ
速
也
、
躇
躇
然
【
鶉
揺
如
租
】
23

ば
ノ
ケ
イ
鳥
類
分
類
上
の
一
。
特
徽
は
嘴

似
レ
若
レ
将
レ
可
レ
獲
也
‘
卒
至
t

一
乎
不
＞
可
レ
獲
‘
是
儒
子
之
短
く
、
翼
は
短
小
‘
爪
は
よ
く
狙
逹
し
、
穀
物
品
類
を

所
-
―
ー
以
囲
膝
椀
足
而
不
―
―
以
為
＞
弊
也
。
食
ふ
。

【
鶉
豆
】
13

乃
豆
の
一
種
。
黒
色
で
白
文
の
あ
る
も
【
鶉
廼
含
】
24

万
7

ノ
上
田
秋
成
の
琥
゜

の
。
〔
和
漢
＿
―
-
オ
圏
會
‘
蔽
豆
類
、
大
豆
〕
鶉
豆
‘
宇
都
良
【
鶉
之
奔
奔
】
25

竺炉グ

0
鶉
の
雌
雄
相
随
つ
て
飛
ぷ

末
女
、
黒
色
有
―
―
白
文
ぶ
四
茄
翌
翌
炒
食
。
こ
と
。
淫
乱
を
剌
る
語
。
〔
詩
‘
郡
風
‘
鶉
之
奔
奔
〕
鶉
之

【
鶉
貝
】
1
4
H
o
"
ラ
鶉
の
毛
の
や
う
な
斑
あ
る
具
。
奔
奔
‘
鵜
之
彊
彊
‘
人
之
無
レ
良
、
我
以
為
レ
兄
。
〔
箋
〕
奔

ロ
声
斑
】
1
5
7
0
／
ぅ
鶉
の
利
の
ま
だ
ら
。
茶
色
に
黒
白
の
斑
奔
彊
彊
‘
言
下
其
居
有
泣
吊
匹
ぶ
瓜
則
相
随
之
貌
い
刺
琴
旦
姜

文

あ

る

も

の

。

卑

ハ

レ

頑

非

l

―
匹
規
一
〇
詩
経
、
郡
風
の
篇
名
。
衛
の
宣
姜
‘

【
鶉
尾
】
16

豆
ぅ
〇
星
次
の
名
。
古
‘
楚
の
分
野
と
な
す
。
匹
精
で
な
い
公
子
頑
と
淫
乱
の
行
を
為
し
‘
鶉
鵠
に
も

鶉
火
(

5

)

を
見
よ
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
翼
為
二
利
翻
王
4
-
1

遠
及
ば
な
い
こ
と
を
剌
っ
た
詩
。
〔
詩
‘
郡
風
‘
鶉
之
奔
奔

客
↓
〔
注
〕
正
義
曰
‘
翼
二
十
二
星
、
診
四
星
、
長
沙
一
星
‘
序
〕
刺
―
―
衛
宣
姜
一
也
、
衛
人
以
為
"
宣
姜
鶉
鵡
之
不
＞
若

轄
二
星
、
合
二
斡
七
星
正
品
竺
鶉
尾
云
炉
辰
在
レ
巳
、
楚
也
。
〔
集
博
〕
衛
人
刺
下
宣
姜
卑
ハ
レ
頑
非
―
―
匹
椙
1

而
相
従
上

之
分
野
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
自
―
―
張
十
七
度
云
ぎ
診
十
也
。

一
度
—
尊
鶉
尾
ぶ
ル
レ
辰
在
レ
巳
、
楚
之
分
野
、
属
―
荊
州
→
【
鶉
生
―
恥
年
本
】

2
6
．
名
が
ズ
ェ
ウ
ニ
う
づ
ら
が
室
の
東
北
隅

〔
地
理
通
秤
〕
自
1

一
張
十
八
度
云
夫
診
十
一
度
五
ピ
鶉
尾
（
一
に
東
南
隅
）
に
生
ず
る
。
〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
鶉
生
1

一於

之
哭
今
楚
分
野
。

O
星
の
名
。
張
宿
(
4
ー

9
8
1
2
:
 3
9
1
)

実
i

若
勿
レ
怪
何
邪
゜
〔
秤
文
〕
｛
夭
、
司
馬
云
、
東
北
隅
也
、

の
●
を
い
ふ
。
〇
矢
の
名
。
〔
駅
雅
‘
秤
器
〕
鶉
尾
‘
矢
也
。
一
云
、
東
南
隅
也
。

〔
太
平
御
覧
‘
兵
部
八
十
一
‘
箭
下
〕
魏
百
官
名
日
‘
三
公
【
不
レ
如
二
鶉
鵠
】
27

芦
C
．
ノ
ヤ
ク
ニ
非
倫
を
以
て
通
じ
る
こ

狂

賜

鶉

尾

競

尾

鶴

箭

十

二

枚

↓

と

。

鶉

之

奔

奔

(
2
5
)

を
見
よ
，
〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕
非

【
鶉
服
】
17

戸
や
ぶ
れ
ご
ろ
も
。
鶉
衣
(

2

)

に
同
じ
。
類
相
従
、
不
レ
如
二
鶉
鵠
↓

〔
酪
賓
王
、
寒
夜
蜀
坐
詩
〕
鶉
服
長
悲
砕
‘
蝸
薩
未
レ
ト
レ

鶉（
1
2
|
 4
7
 0
 5
7
)

に
同
じ
。
〔
字

安
。
〔
櫂
徳
輿
‘
寄
厨
詩
〕
鶉
服
我
久
安
、
荊
毀
君
所
レ

【

い

ご
1
8
5
,
1
フ
屋
久
杉
に
同
じ
。
節
多
く
木
理
「
い
【
年
瞬
1
[

キ
イ
ユ
／

i
[

果
補
〕
騨
‘
懇
鶉
同
。

【
鶉
奔
】
19

竺
詩
経
郡
風
の
鶉
之
奔
奔
篇
の
略
。
〔
埠

冦

】

呻

カ

ウ

〔

集

韻

〕

居

は

圏

雅
‘
繹
鳥
‘
鶉
〕
鶉
無
孟
登
店
而
有
1

一
常
匹
五
翌
！
子
曰
‘

共
ヤ
ヴ

≪
L
k
e
品
l

発
鶉
居
、
荘
子
曰
‘
聖
人
鶉
居
而
級
食
‘
詩
曰
‘
鶉
之
奔

奔
‘
鵜
之
彊
彊
‘
奔
奔
‘
騎
也
‘
彊
彊
‘
剛
也
‘
言
下
鶉
能

4

不
レ
凰
其
匹
云
昭
能
不
品
庄
其
匹
i

故
序
云
‘
衛
人
以
鶴
鴎
は
、
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
或
は
難

(11|
4

 

為
洒
一
姜
鶉
鵜
之
不
＞
若
也
。
〔
庚
信
‘
柱
國
大
将
軍
乾
子

2
0
8
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鶴
鶴
‘
鳥
名
‘
鴛
黄

也
、
或
炊
レ
佳
。

弘
神
道
碑
〕
二
十
五
王
‘
靡
レ
旗
乱
レ
轍
‘
七
十
六
柵
‘
鶉

奔
雉
窺
゜

【
鶉
野
】
20

望
ノ
鶉
首
星
の
分
野
。
〔
酪
賓
王
、
帝
京
篇
〕

皇
居
帝
里
崎
函
谷
‘
鶉
野
龍
山
侯
旬
服
。
〔
李
子
卿
‘
望
1-

終
南
春
雪
詩
〕
色
揺
鶉
野
醤
、
影
落
鳳
城
春
。

【
鶉
籠
】
2
1
}
i

ノ
鶉
を
飼
ひ
置
く
か
ご
。
〔
楚
酔
‘
蔽
忌
‘

哀
時
命
〕
為
l

―
鳳
皇
加
竺
鶉
籠
全
J

‘
雖
な
罪
レ
翅
其
不
な
容
。

●
鶉
鴎
は
｀
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
＿
【
碑
均
】
〖

キ，ヨ
コ

〔
集
韻
〕
斤
於
切uu
 む剣

か
も
。
或
は
鶴
(
1
2
ー

4
7
1
5
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鵜
‘
烏
名
‘
鳥
は
也
‘
或
炊
レ
奥
゜

【
鵜
早

【鵬】畑履い

鵜（
1
2ー

4
6
9
2
2
)

に
同
じ
。
〔
部
客
輝
手

鑑
〕
鵠
、
同
レ
鴎
゜

プ ケ
イ

ク
ッ
ク
チ

縣
斯
‘
軌
鵠
゜
〔
注
〕
雅
烏
也
‘
小
而
多
塁
‘
腹
下

白
、
江
東
亦
呼
為
1

一
鴨
烏
↓
●
通
じ
て
居
(
4
-
7
6

6
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
通
作
レ
居
。

〔
集
韻
〕
九
勿
切

鵬
鳩
は
‘
い
か
る
が
。
〔
説
文
〕
鵬
‘
鵬

鳩
‘
鶴
鶴
也
‘
炊
レ
鳥
屈
普
゜
〔
説
文
通

]
〗
J
~門[

短
尾
胄
黒
色
、
多
レ
臀
‘
按
‘
骨
舟
、
即
鳩
臀
‘
後
人

所
レ
云
鉤
輯
格
媒
也
、
以
―
―
其
善
鳴
一
故
又
謂
二
之

鳴
鳩
↓
〔
山
海
経
‘
北
山
経
〕
馬
成
之
山
‘
有
レ
鳥

焉
‘
其
状
如
為
、
首
白
而
身
肖
足
黄
‘
是
名
日
鵬

凰
其
鳴
自
紋
、
食
之
否
飢
゜
〔
祁
稔
行
箋
疏
〕

案
溺
雅
云
‘
鵬
鳩
‘
鶴
鵡
此
鵬
鴎
疑
即
鵬
鳩
也
。

[
鵬
競
】
1

グ
＇
デ
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵠
鵬
鵠
鳥
名
。

【
鵬
般
】
2

界
鳥
の
名
。
〔
王
炎
、
詩
〕
草
頭
鋏
蝶
自
由

舞
‘
林
下
鵬
般
相
封
鳴
゜〔

集
韻
〕
古
證
切
諏

八
四
八

祝

13444 
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鳥

部

〔
八
ー
ー
九
鵞
〕

鵠

鷺

鵡

腿

鵬

濁

鵡

鵡

蒻

鵜

鵞

銚

鵜

雑

鶏

鶴

鴎

馳

鴎

躾

鴎

娯

鶉

蒻

鷺

鵜

鶉

鵠

鶴

鵜

八
四
九
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【鶯】
[

5

(47093)— (47105··7) 
,........, 

鶴
し—..... 
47093 

鳩
也
。

プ7

〔
集
韻
〕
雌
由
切
甲
〗

く
＿
又

c
h
'
i
u

鶴

鶯

題

鱗

魏

鵬

鷺

臨

鵜

艤

燐

禍

鶉

〔
五
昔
集
韻
〕
扶
雨
切
寧
g

た
か
の
た
ぐ
ひ
゜
〔
五
昔
集
韻
〕
餞
‘
縞
屡
゜

う
。
し
ま
つ
ど
り
。
水
鳥
の
名
。
青
黄
色
で
鶴
に

似
、
高
さ
五
尺
。
中
國
南
方
の
湖
水
に
棲
み
‘
魚

を
常
食
に
し
て
‘
性
貪
欲
と
い
は
れ
る
。
桟
鵞
゜

鵠

(
1
2ー

4
6
8
4
0
)

鵞

ぃ
：
｀
｀
[
↓
[

秋
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
白

華
〕
有
レ
鶯
在
レ
梁
。
〔
博
〕
鶯
、
禿
鶯
也
。
〔
本
草
‘
鵡

鶯
〕
集
解
、
時
珍
日
、
禿
鶯
、
水
鳥
之
大
者
也
‘
出
二

南
方
二
庄
大
湖
泊
慮
工
兵
状
如
レ
鶴
而
大
、
宵
蒼

色
、
張
レ
翼
廣
五
六
尺
、
學
レ
頭
高
六
七
尺
、
長
頸

赤
目
、
頭
項
皆
無
レ
毛
‘
其
頂
皮
方
一
―
寸
許
‘
紅

色
、
如
鶴
頂
；
其
嗽
深
黄
色
而
扁
直
‘
長
尺
餘
‘

其
味
下
亦
有
下
胡
袋
如
―
鵜
鵬
丘
恰
其
足
爪
如
レ

維
、
黒
色
、
性
極
貪
悪
゜

【
鶯
鶴
】
1

姦
水
鳥
の
名
。
〔
楚
辟
、
大
招
〕
鵜
鴻
翠
晨
、

雙
鴛
鶴
只
。
〔
注
〕
鶯
鶴
‘
桟
鶯
也
。

【
鶯
子
】
2

グ
ゥ
人
名
。
S
a
r
i
p
u
t
r
a

含
利
弗
の
諜
。
含
利

の
子
の
義
。
鵞
鷺
子
。
秋
露
子
。
〔
法
華
玄
贄
‘
-
〕
梵
云
ニ

含
利
弗
咀
羅
↓
言
―
―
含
利
弗
一
者
訛
也
、
含
利
云
レ
鶯
、
郎

百
舌
鳥
‘
亦
日
玉
晶
竺
弗
咀
羅
言
レ
子
、
以
n

一
母
才
翔
喩

如
鶯
喪
此
是
彼
子
、
以
レ
母
顕
レ
子
‘
故
云
"
鵞
子
↓
〔
蘇

試
、
次
韻
張
甥
棠
美
述
歩
詩
〕
我
今
已
習
鵞
子
定
‘
猶

復
晨
朝
怖
レ
頭
走
。 鳥

部

〔
九
聾
〕

〔
集
韻
〕
常
支
切

Elg●
題
鳩
は
、
ほ
と
と
ぎ
す
。
戦
(
1
2
|
 4
7
3
0
 

7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
覇
、
鳥
名
、
博
雅
、
戦
鳩
、
子

矯
也
、
或
作
レ
睦
。

O
遇
鵬
は
‘
た
か
。
鵜
(
1
2
|
 4
7
 

1
0
1
)

に
通
ず
。
〔
玉
篇
〕
鵠
l

‘
鵠
鶴
‘
鷹
‘
仲
春
化

岱
鳩
゜
〔
集
韻
〕
鵜
、
通
作
レ
題
。
国
題
鶴
は
、
は
い

た
か
。
ま
た
鵡
(
1
2
-
4
6
6
8
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

遇
、
題
鶴
‘
鴎
也
、
亦
炊
レ
氏
。

【
陸
鳩
】
1

打
〇
鳥
の
名
。
は
と
と
ぎ
す
。
杜
鵜
。
子
規
。

一
説
に
、
も
ず
。
鴎
。
又
、
ふ
ふ
ど
り
。
布
穀
゜
〔
廣
韻
〕
醍
‘

駿
鳩
鳥
、
春
三
月
鳴
也
。
〔
本
草
‘
杜
腸
〕
秤
名
、
睦
鳩
゜
〔
張

衡
‘
思
玄
賦
〕
特
已
知
而
華
レ
予
分
‘
趙
鳩
鳴
而
不
レ
芳
゜

〔
注
〕
善
日
、
臨
海
異
物
志
日
、
題
鳩
、
一
名
杜
鵜
、
至
乞
一

刀
鳴
、
宣
夜
不
レ
止
‘
服
虔
日
、
題
鳩
、
一
名
鴎
、
伯
努
。

〔
苑
成
大
、
代
―
―
聖
集

g炉
別
詩
〕
草
色
粘
レ
天
題
矯
恨
、

雨
瞥
連
レ
瞭
鵡
鵠
愁
゜
●
邪
臣
の
議
倭
な
る
喩
゜
〔
玩
籍
、

詠
懐
詩
〕
鳴
雁
飛
南
征
、
題
鳩
接
―
―
哀
昔
↓
〔
注
〕
向
日
、
鶉

鳩
・
哀
昔
、
喩
邪
臣
護
医
「
化
為
レ
鳩
゜

【
鵠
肩
】
2

打
た
か
。
鷹
。
〔
玉
篇
〕
鵜
‘
趨
肩
‘
鷹
‘
仲
春

【
鰈
】
[

【
魏
】
畑

鵠
魏
は
‘
鳥
の
名
。
せ
き
れ
い
。
或
は
雅
(
1
1
ー

4

2
0
9
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
魏
、
山
海
経
‘
云
云
‘
或

八
レ
佳
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
魔
山
、
有
レ
鳥
焉
、
状

如
山
難
而
長
尾
、
赤
如
杵
ふ
↑
而
青
喉
‘
名

日
五
ぶ
茨
其
鳴
自
呼
‘
服
レ
之
不
レ
昧
。
〔
畢
注
〕

即
脊
令
也
。

ェ
ヴ
〔
集
韻
〕
伊
消
切
圏

題
(
1
2
|
 4
7
0
9
5
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鰻
、
同
レ
題
。

テ
イ 旦

冒

【
題
】
〖
戸

／
 
シ
国バ

〔
集
韻
〕
田
黎
切
忍
i

‘ヽ

大
―

t'i'

〔
集
韻
〕
大
計
切
唇図

【
艤
早

祠】呻
ク，ワ

Id El 
タテダテ
イイイイ

祗

日
セ
ン

口
タ
ン

〔
字
彙
〕
職
縁
切

〔
字
彙
〕
他
官
切

ゴコ

栞l
圏別 函囲

鵜
鵬
は
、
が
ら
ん
て
う
。
〔
集
韻
〕
鵬
、
鵜
鵬
‘
鳥

名
、
好
禁
飛
‘
沈
5

水
食
レ
魚
。
〔
荘
子
、
外
物
〕
魚

不
レ
畏
レ
網
、
而
畏
二
鵜
鵬
↓

【
鷺
】
〖

鶏
鶯
は
、
鳥
の
名
。
雉
に
似
て
胄
身
白
頭
。
或
は

塑
(
1
1
-
4
2
0
9
8
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鶏
‘

鷺
鳥
。
〔
注
〕
似
レ
雉
゜
〔
集
韻
〕
鷺
‘
鵠
鷺
、
鳥
名
、

似
レ
雉
‘
羊
円
身
白
頭
、
或
炊
レ
佳
。

【
鵡
】
[

日
□
鳥
の
名
。
〔
字
槃
〕
鶴
、
鳥
名
。

日
□
●
鵜
鶴
は
、
は
い
た
か
。
〔
廣
雅
、
繹
鳥
〕
鵜

鵬
‘
縞
也
。
〇
通
じ
て
題
(
1
2
-
4
7
0
9
5
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鵜
‘
通
作
レ
題
。

み
さ
こ
。
猛
禽
の
名
。
鷹
”
の
隔
。
嘴
甚
だ
短
く
‘

水
際
に
棲
息
し
て
魚
を
捕
食
す
る
。
唯
鳩
。
魚

鷹
。
鶴
難
。
下
窟
鳥
。
沸
波
。
顎
(
1
1
|
 4
2
0
9
6
)
・
 
鴬

(
1
2
 |
 4
6
8
5
3
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
、
繹
鳥
〕
鶉
‘
鴫

也
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鴫
隔
‘
或
炊
レ
佳
‘
炊
レ
祐
゜
〔
本
草
‘

顎
〕
集
解
、
時
珍
日
‘
鶉
‘
鵡
類
也
、
似
レ
鷹
而
土
黄

色
、
深
目
好
峙
、
雄
雌
相
得
、
鴛
而
有
レ
別
、
交
則

雙
翔
、
別
則
異
レ
慮
、
能
紐
―
翔
水
上
五
捕
レ
魚
食
。

【
鴨
編
】
1

[

？
鴨
に
似
た
編
の
名
。
〔
本
草
‘
顎
亀
〕
集

解
、
蔵
器
日
、
生
-
l

南
海
ご
吠
如
レ
亀
、
長
二
三
尺
、
雨
目

在
側
如
レ
鴨
‘
亦
呼
永
亀
↓

【
鶉
殻
】
2

蒋
み
さ
ご
の
ひ
な
。
〔
抱
朴
子
、
清
蓉
〕
駿

子
有
―
―
呑
牛
之
容
五
鶉
穀
有
―
―
凌
鷲
之
貌
↓

【
鶉
谷
】
3

9

弓
越
中
國
の
地
名
。

【
鴨
荘
】
4

訂
清
‘
孔
幽
塞
(
Sー

6
9
3
3
:
 2
8
9
)

の
琥
゜

【
鶉
視
】
5

で
ク
み
さ
ご
の
や
う
に
鋭
い
目
つ
き
で
見
る

こ
と
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
援
腎
絣
脅
‘
狂
趣
擬
揆
、
鷹
瞬
鴨

視
。
〔
梁
武
帝
、
移
―
―
京
邑
檄
〕
鴨
視
弔
如
‘
龍
騒
拉
墨

【
鶉
書
】
6

冴
＂
人
を
推
薦
す
る
書
。
〔
陳
造
、
次
l
l

韻
T

判
院
詩
〕
會
看
―
―
鶉
書
薦
姦
庄
此
錦
雲
篇
↓

【
鴨
薦
】
7

竺
秀
れ
た
人
物
と
し
て
推
鷹
す
る
こ
と
。

鳥
の
名
。
た
く
み
ど
り
。
鶏
（
1
2
|
 
4
7
4
0
5
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
鵬
鳥
名
、
廣
雅
‘
勘
嶽
、
エ
雀
也
、
或
推
薦
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
下
‘
禰
衡
博
〕
禰
衡
少
有
ニ
オ
辮
「

省

。

云

云

‘

衡

始

弱

冠

‘

而

融

年

四

十

‘

遂

輿

為

1

交
友
下
上
疏

冨
】
〖

〔
集
韻
〕
洪
孤
切

〔
集
韻
〕
田
黎
切

〔
集
韻
〕
他
計
切

〔
集
韻
〕
古
禾
切

コ・コ

〔
集
韻
〕
洪
孤
切
ほ
[

／
 
r
x
 h
u
2
 

【

鴨

】

畑

ガ

ク

〔

集

韻

〕

逆

戸

筐

ハヴ
ホ
ヴ

0
鳥
の
名
。
の
が
ん
。
〔
字
彙
〕
鷹
、
大
鳥
。
●
鴇

(
1
2
-
4
6
7
3
0
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
矯
‘
鴇
俗
字
。

【
鵜
】
[

鳥
の
名
。
の
が
ん
。
鴇
(
1
2
ー

4
6
7
3
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鴇
‘
説
文
、
鳥
也
‘
或
作
レ
鵜
゜

冨早
ハヴ
ホ
ヴ

〔
字
彙
〕
補
抱
切
峙

〔
集
韻
〕
補
抱
切

八
五
〇

蘇

13446 
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鳥

部

〔
九
董
〕

鶉

鴎

鶏

鶉

鷲

躾

鵠

鵡

鶉

穆

鴫

鵡

魏

鶏

鵜

鶴

薙

八
五

8
 

【
鵜
】
叩
サ
イ
〔
集
韻
〕
桑
才
切
胴

ま
ぐ
そ
だ
か
。
通
じ
て
茅
(
9
-
3
0
8
3
6
)

に
作
る
。

〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
狂
、
茅
鵡
。
〔
秤
文
〕
茅
、
本
或
作
レ

務
。
〔
集
韻
〕
罪
、
鳥
名
、
鵜
鵡
也
、
通
作
レ
茅
゜

0
こ
ば
と
。
小
鳩
゜
剋
(
1
2
-
4
7
3
9
2
)

に
同
じ
。

〔
方
言
‘
八
〕
鳩
‘
云
云
‘
自
レ
闘
而
西
‘
秦
漢
之
間
、

謂
乏
鵬
鳩
其
大
者
謂
二
之
悌
鳩
石
氏
小
者
謂
ニ

之
隅
鳩
面
拿
萌
―
―
之
鵠
鳩
↓
〔
集
韻
〕
適
‘
或
作
レ
鵠
゜

●
こ
と
り
。
〔
集
韻
〕
憩
、
小
烏
゜

曾】叫
,
〔
集
韻
〕
誤
交
切
匿
〗

.、ヴ
メ
ヴ

鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
鵜
、
靱
鳥
。

冨

]

叩

[

〔

集

韻

〕

渠

惟

切

支

【
鵜
】
叩

〔
篇
海
〕
五
狭
切
厩

ゲ
キ
ギ
や
ク

日
口
鶉
鵡
は
‘
き
く
い
た
だ
き
。
や
つ
が
し
ら
。

鵠
(
1
2
-
4
6
7
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵠
‘
鶉
鵠
、
鳥

名
、
戴
勝
也
‘
或
作
レ
鵡
°
曰
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
【
碑
向
】
[

鳥
名
。

島
の
島
。
〔
篇
海
〕
鵡
、
鳥
磁
風
。

〔
篇
海
〕
古
屑
切
醐

ケ
ッ
ケ
チ

~ ~ 日
ピヒ，バハプフ
キヨクククク
ク

〔
集
韻
〕
弼
力
切

【
鶉
】
徊

〔
集
韻
〕
弼
角
切

〔
集
韻
〕
房
六
切ヽ
仁

X

薦魔弓閾

□
う
づ
ら
の
を
す
。
或
は
雅
(
1
1
ー

4
2
0
9
9
)

に
作

る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鶴
鶉
‘
其
雄
雅
‘
牝
痺
゜
〔
祁
焚

行
義
疏
〕
按
‘
雅
之
言
‘
介
也
‘
雄
者
足
高
‘
介
然

特
立
也
。
〔
集
韻
〕
雅
‘
鳥
名
‘
或
机
レ
佳
。
□
烏
の

名
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
雅
‘
劉
疾
゜

薦
レ
之
曰
‘
云
云
、
鷲
烏
累
レ
百
、
不
レ
如
二
鴨
ご
使
1

一衡

立
＞
朝
、
必
有
レ
可
レ
観
。
〔
鞠
志
元
‘
蒲
輪
車
賦
〕
山
中
雖
二

龍
臥
以
肥
遜
云
措
紳
特
顎
薦
以
推
崇
゜
〔
蘇
杖
‘
次
n

一
韻
王

定
國
謝
韓
子
華
過
鯰
詩
〕
親
嫌
妨
―
―
鴨
薦
↓
相
封
鼓
一

微
池
↓
〔
書
言
故
事
‘
科
第
類
〕
賀
五
孟
竺
榮
贋
―
―
鴨
薦
↓

【
鶉
胎
】
8

”
ク
顎
が
驚
く
。
胎
は
、
驚
い
て
目
を
見
張
る

こ
と
。
〔
賓
息
‘
進
書
賦
〕
如
立
夜
銅
刃
「
虎
駿
鶉
胎
゜

【
鴨
鳥
】
，
誇
み
さ
ご
。
魚
鷹
゜
〔
逸
周
書
、
時
訓
解
〕
大

雪
之
日
、
鴨
鳥
不
レ
鳴
゜

【
顎
表
】
10

苫
人
を
推
薦
す
る
上
書
。
〔
書
言
故
事
、
科

第
類
〕
鶉
表
横
飛
、
古
詩
‘
鶉
表
薦
時
来
―
―
衆
彦
↓

【
鴨
立
】
ll

げ
ヴ
ぢ
つ
と
立
ち
つ
く
す
こ
と
。
〔
本
草
‘
鴨
〕

集
解
、
時
珍
曰
‘
鴨
‘
鵬
類
也
‘
似
レ
鷹
而
土
黄
色
‘
深
目

好
レ
峙
゜

【
鵠
】
如

□
カ
イ
〔
集
韻
〕
居
諧
切
叩
〗

□
カ
イ
〔
集
韻
〕
居
拝
切
割

鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
躾
、
鳥
名
。

【
躾
早

〔
字
彙
〕
側
候
切
可
g

ソ
ヴ
ス

【
鷲
】
徊

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
駕
、
鳥
名
。

シ
，
ヤ
ク

サ
ク

〔
集
韻
〕
息
約
切

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶉
、
鳥
名
。

圏

冠】吋
ロロ
ケカケケ

チッチッ

〔
集
韻
〕
詑
畦
切

〔
集
韻
〕
吉
屑
切

阿圏

口
〇
や
つ
が
し
ら
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鵡
鵡
‘
戴
勝
。

〔
廣
韻
〕
鵡
‘
戴
勝
別
名
。

O
し
り
く
ろ
。
鵡
鵡
゜

〔
爾
雅
‘
繹
烏
〕
鶴
梯
‘
鵡
鵡
‘
如
レ
鶴
短
尾
‘
射
レ
之
‘

街
レ
矢
射
レ
人
。
〔
疏
〕
秤
日
‘
鶴
馳
‘
一
名
鵡
謁
、
郭

云
‘
或
曰
‘
観
馳
、
践
鵜
、
一
名
嬰
界
‘
按
‘
字
書

云
‘
唆
、
古
以
為
二
解
惰
字
一
弄
‘
古
之
善
射
者
、
此

言
下
鳥
捷
勁
、
雖
1

一
葬
之
善
射
工
亦
解
惰
不
中
敢
射
上

也
、
故
以
名
云
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鳥
名
、
爾
雅
‘
鶴
鶴
、

鵡
鵜
‘
如
レ
鶴
短
尾
‘
射
レ
之
、
街
レ
矢
射
レ
人
。
口
鳥

の
名
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
鳥
名
、
似
レ
鵜
゜

【
鵡
鵡
】
1

汀
鳥
の
名
。
鳴
鳩
(
1
2ー

4
6
6
6
7
:
 1
)

の
異

名
。
〔
方
言
、
八
〕
属
鳩
、
燕
之
東
北
、
朝
鮮
冽
水
之
間
、

謂
乏
鵡
綺
自
レ
闊
而
東
、
謂
之
戴
賃
東
齊
海
岱
之

間
、
謂
乏
戴
南
↓
南
猶
レ
鴛
也
‘
或
謂
乏
鷲
鶴
二
或
謂
―
―

之
戴
鶉
一
或
謂
二
之
戴
勝
一
束
齊
呉
揚
之
間
謂
ー
一
之
鴛
一

自
レ
関
而
西
‘
謂
乏
服
鵡
面
益
謂
―
―
之
鶏
鵡
字
熙
之
束
北
‘

朝
鮮
冽
水
之
間
‘
謂
二
之
鶴
一
》

冨

】

[

ヒ
，
ヨ
ク

ヒ
キ

ロl 日
フ
ク

〔
集
韻
〕
方
六
切
圏

に

x
fu2 

〔
集
韻
〕
筆
力
切
謳
『

□
口
●
鵠
鵠
は
、
せ
き
れ
い
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鴎

鵠
、
誰
渠
゜
〔
注
〕
雀
圏
也
、
飛
則
鳴
、
行
則
揺
。
〔
漢

書
、
東
方
朔
博
〕
辟
若
鴎
雙
飛
且
鳴
矢
。
●
或

は
鶴
(
1
2
-
4
7
1
9
7
)
・

駕
(
1
2
-
4
6
9
7
6
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鶉
、
或
炊
レ
脊
、
亦
書
作
レ
駕
゜

冨
g
]
[

□ 日
ソシシ，セ

＇ クヨヤキ
クク

〔
集
韻
〕
節
力
切

〔
集
韻
〕
資
昔
切

隅凰

鳥
の
名
。
雉
に
似
て
青
身
白
頭
。
或
は
雑
(
1
1
ー

4
2

0
9
5
)
に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
難
‘
鷺
烏
゜
〔
注
〕
似
レ

雉
青
身
白
頭
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
繹
文
‘
鶏
‘
本
亦

作
レ
突
‘
是
古
本
作
レ
突
‘
俗
加
レ
鳥
也
‘
御
覧
引
二
孫

翠
日
、
郊
鷲
‘
水
鳥
‘
按
‘
即
白
頭
鳥
也
。
〔
集
韻
〕

【
競
】
g

[

[

〔
集
韻
〕
陥
闘
冨

〇
足
を
を
さ
め
る
。
凌
(
3
-
5
7
1
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
凌
‘
説
文
、
敏
レ
足
也
‘
閥
賜
醜
、
其
飛
也
凌
、

或
八
レ
鳥
。

O
翻
(
9
|
2
8
7
6
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
開
、
同
レ
翻
゜

冨

】

[

ソ
ヴ
ス

〔
集
韻
〕
献
叢
切
園

爾
】
[

礁
鶴
は
、
春
さ
き
の
ふ
な
し
う
づ
ら
。
或
は
雅

(
1
1
 |
 4
2
1
0
7
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
春
属
、
饒

鵠
゜
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
、
或
八
レ
佳
。

夭
ユ
ン

〔
集
韻
〕
赦
倫
切
[
脚

f
X
 .f 
c
h
'
u
e
n
'
 

□
□
鳥
の
名
。
や
ま
ど
り
。
薙
(
1
1
-
4
2
1
0
1
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
難
‘
鳥
名
、
罰
難
也
‘
或
炊
レ
鳥
。

【
鶏
早

□ 日
ニジネゼ

＇ ンユンン
ン

〔
集
韻
〕
滞
純
切
躙
[

〔
集
韻
〕
儒
轄
切
霰

億
小
日
口
類
孵
は
‘
覺
の
風
。
或
は
覇
（
1
2

癸

豪

ー

4
7
3
2
9
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
類
‘
類

職
覺
闇
、
八
レ
鳥
契
臀
゜
〔
集
韻
〕
類
、
鳥
名
、
或

炊
レ
却
糸
。

13447 



冨】[
冠】
g

(47122)一 (47127)

,.......... 

鵜
~ 

47122 

具十
□
7
ン

曰
ヵ
ィ

囲
ヵ
ク

日
セ
ン

□
ヶ
ン

エ
ン
オ
ン

競
‘
鵠
鷺
‘
鳥
名
‘
似
レ
雉
‘
胄
身
白
首
‘
或
炊
レ
佳
。

〔
集
韻
〕
隠
幅
切
詞

二
:r
yen3 

小
●
鳳
の
別
名
。
一
説
に
‘
鳳
と
は
別
鳥

屈
蔽
な
り
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
鵜
‘
隅
鳥
也
‘

其
雌
皇
‘
炊
レ
鳥
匿
臀
‘
鵜
、
一
曰
‘
鳳
皇
也
。
〔
段

注
〕
樗
鳥
‘
隅
‘
鳳
‘
其
雌
皇
‘
説
者
便
以
二
鳳
皇
―

繹
レ
之
‘
撮
レ
許
‘
則
有
111

鳥
名
二
隅
鳳
五
非
レ
可
1

一以レ

鳳
繹
＞
鵜
、
鳥
字
‘
蓋
鳳
之
誤
、
三
字
一
句
。
〔
爾

雅
‘
繹
鳥
〕
鵜
‘
鳳
‘
其
雌
皇
。
〔
疏
〕
鳳
‘
一
名
隅
°

〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
龍
乗
レ
雲
‘
鳳
乗
レ
風
、
故
謂
―

之
隅
隅
、
個
也
‘
隈
鳥
櫃
服
也
。

O
或
は
雖
(
1
1

|
 4
2
0
8
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
臨
、
或
凡
レ
佳
。
参

姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
隅
、
見
―
―
姓
苑
↓

〔
集
韻
〕
諸
延
切

oo

〔
集
韻
〕
稽
延
切

oo

曰
●
鶉
鳥
は
、
山
の
名
。
〔
集
韻
〕
魏
銭
鳥
‘
山
名
。

〔
穆
天
子
博
、
二
〕
妥
有
二
競
鳥
之
山
↓
〇
翡
韓
は
‘

國
の
名
。
〔
穆
天
子
傭
、
二
〕
丙
午
‘
至
二
子
鶉
韓

氏
→
◎
は
や
ぶ
さ
。
鶴
(
1
2
~
4
7
4
1
1
)

に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
鶴
‘
銚
圏
‘
競
・
鴇
‘
並
同
レ
上
。
口
□
●
に

同
じ
。

〔
集
韻
〕
何
葛
切／ r亡

〔
韻
會
〕
敷
文
切

〔
中
華
大
字
典
〕

居
拝
切

〔
集
韻
〕
昂
各
切

圏h咆函割圏

息
Z

小
日
や
ま
ど
り
。
雉
に
似
た
野
鳥
。
陸
は

&
’
豪
帯
黄
黒
褐
色
。
尾
が
長
い
。
性
質
は
猛

鳥

部

〔
九
藍
〕

鵜

翡

鶉

鵜

鶏

鵡烈
で
た
た
か
ひ
を
好
み
、
死
ん
で
も
退
か
ぬ
。
故

に
其
の
利
毛
は
‘
古
‘
武
人
の
冠
の
装
飾
に
用
ひ
ら

れ
‘
又
‘
勇
退
の
義
を
以
て
隠
士
の
冠
に
用
ひ
ら
れ

た
。
或
は
鶉
(
1
2ー

4
6
9
6
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鵜
、

侶
レ
雉
、
出
二
上
窯
ず
ハ
5

鳥
昆
臀
゜
〔
集
韻
〕
開
、
鳥

名
、
或
八
レ
旱
。
〔
正
字
通
〕
鵜
、
鳥
状
似
レ
雉
、
色
黄

黒
而
褐
、
首
有
毛
角
茄
炉
冠
‘
性
愛
店
砿
玄
有
二

被
レ
侵
者
二
直
往
赴
闘
、
雖
レ
死
不
レ
置
、
云
云
、
又

隠
士
鵜
冠
‘
亦
取
―
―
勇
退
義
↓
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕

憚
諸
之
山
、
其
鳥
多
レ
鶉
。
〔
注
〕
似
レ
雉
而
大
、
胄

色
、
有
毛
角
面
勇
健
‘
門
死
乃
止
。
口
国
鳥
の
名
。

航
(
1
2
-
4
6
6
9
0
)
・
陣
四

(
1
2
|
 4
6
6
9
5
)
に
宝
皿
ず
7
o
血
5

雀
(

4

)

を
見
よ
。
〔
漢
書
、
循
吏
、
黄
覇
偉
、
鞘
雀
、

注
〕
師
古
曰
‘
此
鶉
‘
音
芥
‘
字
本
作
レ
鶉
‘
此
通
用

耳
゜
〔
宋
祁
注
〕
注
文
‘
鶉
‘
音
芥
‘
字
本
作
レ
航
。
同

つ
る
。
鶴
(
1
2
-
4
7
1
8
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鳥

名
、
或
作
レ
鶉
。

【
鵜
冠
】
1

誇
ノ
鵜
の
利
で
飾
っ
た
冠
。
漢
代
‘
武
官
が

用
ひ
た
。
又
、
隠
士
や
賤
者
が
之
を
用
ひ
た
と
い
ふ
。

〔
漢
書
‘
藝
文
志
、
鵜
冠
子
一
篇
‘
注
〕
楚
人
、
居
二
深
山
一

以
レ
鶉
為
レ
冠
。
〔
漢
官
儀
〕
孝
武
皇
帝
初
置
―
―
期
門
「
平
帝

更
名
虎
貰
中
郎
将
面
戴
↓
饂
鵜
冠
芦
後
漢
書
、
輿
服
志
下
〕

武
官
‘
俗
謂
―
―
之
大
冠
ご
環
櫻
無
レ
範
‘
以
育
絲
為
レ
織

加
雙
鶉
尾
↓
翌
左
右
「
為
覇
冠
1
云
‘
五
官
・
左
・
右
．
虎

貨
・
材
林
五
中
郎
将
‘
羽
林
左
右
監
‘
皆
冠
l

―
鶉
冠
一
〔
劉

峻
‘
辮
命
論
〕
至
伝
鶉
冠
甕
園
、
必
以
懸
レ
天
有
レ
期
、
鼎

貴
高
門
、
則
日
-
1

唯
人
所
＞
召
゜
〔
注
〕
鶉
‘
五
臣
本
作
レ
褐
‘

善
日
‘
七
略
‘
鶉
冠
子
者
‘
蓋
楚
人
也
、
常
居
―
―
深
山
百
5

レ

褐
冠
、
故
日
―
―
鵜
冠
ぶ
四
曰
‘
掲
冠
‘
貧
賤
之
服
也
。

〖
鵜
冠
子
〗2
パ9
ク
‘

?
0

周
、
楚
の
人
。
姓
氏
を
詳
か
に

せ
ず
。
深
山
に
居
り
、
鵜
冠
を
冠
る
。
故
に
名
づ
く
。
鶉

冠
子
の
著
者
と
稲
せ
ら
る
。

O
書
名
。
三
巻
。
十
九
篇
゜

撰
者
未
詳
。
或
は
鶉
冠
子
と
梢
せ
ら
れ
た
楚
の
隠
士
の

著
と
い
ふ
。
其
の
異
個
・
沿
革
も
亦
詳
で
な
い
。
其
の
説

く
所
の
大
旨
は
黄
老
道
徳
に
本
づ
き
、
や
や
刑
名
を
雑

ヘ
‘
且
又
、
兵
を
論
ず
。
其
の
目
は
博
選
・
著
希
・
夜
行
・

天
則
・
環
流
・
道
端
・
近
迭
・
度
萬
・
王
鉄
・
泰
鴻
・
泰
録
・

世
兵
・
備
知
・
兵
政
・
學
問
•
世
賢
・
天
櫂
・
能
天
・
武
憲

王
。
宋
の
陸
佃
‘
之
に
注
し
、
韓
昌
黎
は
‘
鶉
冠
子
十
六

篇
‘
其
の
詞
、
黄
老
刑
名
を
雑
ふ
と
い
ひ
‘
柳
宗
元
は
盛

く
漫
陪
の
言
な
り
と
之
を
卑
み
‘
劉
認
は
‘
縣
縣
涵
深
‘

言
を
検
す
と
之
を
賛
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
‘
維
家
類
〕
。

[
鵜
難
】
3

げ
や
ま
ど
り
。
雉
の
風
。
雉
よ
り
梢
；
大
き

く
、
黄
黒
褐
色
。
頭
に
毛
冠
あ
り
。
性
猛
＜
繭
を
好
む
、

死
に
至
る
も
却
か
ず
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
鶉
難
〕
繹
名
、

時
珍
日
、
其
利
色
黒
黄
而
掲
、
故
日
レ
鵜
、
集
解
、
時
珍

日
、
鵜
、
状
類
レ
雉
而
大
、
黄
黒
色
、
首
有
1

一
毛
角
ふ
炉
冠
‘

性
愛
―
―
債
窯
二
有
1

一
被
レ
侵
者
二
直
往
赴
醐
、
雖
レ
死
猶
不
レ

置
‘
故
古
者
虎
貨
戴
覇
冠
↓
〔
陳
子
昂
‘
遇
刑
州
雀
兵

曹
使
詩
〕
輸
軒
鳳
凰
使
‘
林
藪
鵜
維
冠
。
〔
龍
沙
紀
略
〕

鶉
維
‘
産
女
渾
深
山
中
及
札
頼
特
地
i

俗
訛
呼
蕉
雙

【
鵜
雀
】
4

”
パ
忍
ぢ
鳥
の
名
。
随
雀
。
〔
漢
書
‘
循
吏
、
黄
覇

偉
〕
京
兆
手
張
敵
含
、
鶉
雀
飛
―
―
集
丞
相
府
↓
〔
注
〕
師
古

曰
‘
此
鵜
‘
昔
芥
‘
字
本
作
レ
饒
‘
此
通
用
耳
、
饒
雀
‘
大
而

色
轡
、
出
―
―
先
中
↓
〔
宋
祁
注
〕
注
文
、
鵠
、
音
芥
、
字
本
作
レ

雌
今
本
誤
作
l

―
芥
拉
鶉
字
↓
〔
獣
閣
元
‘
羅
浮
鳳
賦
〕
祠
二

妥
犀
而
眩
惑
、
奏
跳
i

紅
以
笑
侮
°

[
鶉
蘇
】
5

勺
や
ま
ど
り
の
尾
を
用
ひ
て
作
っ
た
、
冠

の
流
蘇
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
蒙
―
―
鵜
蘇
正
竺
白
虎
一

被
―
―
斑
文
1

跨
―
―
歴
馬
↓
〔
注
〕
善
日
、
孟
康
曰
、
覇
、
鶉
尾

也
、
蘇
‘
析
羽
也
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
、
蒙
二
鵜
蘇
字
注
〕

索
隠
曰
、
決
疑
注
云
、
鳥
尾
為
レ
蘇
也
。

【
鵜
旦
】
6
"
>

鳥
の
名
。
夜
鳴
い
て
旦
を
求
め
る
鳥
。
今

の
寒
琥
品
。
鵜
鴎
。
〔
證
‘
月
令
〕
（
仲
冬
之
月
）
鶉
旦
不
レ

鳴
゜
〔
注
〕
鵬
旦
‘
求
レ
旦
之
鳥
也
。
〔
魏
書
、
律
歴
志
上
〕

大
雪
‘
沐
益
牡
‘
地
始
垢
‘
鵜
旦
不
レ
鳴
゜

【
鶉
鴎
】
7

ク
鳥
の
名
。
鶉
旦
に
同
じ
。
〔
本
草
‘
寒
琥

晶
〕
秤
名
、
鵜
鶉
、
時
珍
曰
‘
楊
氏
丹
鉛
録
‘
謂
―
―
寒
琥
品
一

郎
鵜
鴻
、
今
従
レ
之
、
鵜
鴻
、
詩
作
―
―
去
皿
日
一
三
聘
作
―
―
昂
旦
↓

説
文
作

5
函

面

志

作
1

一
侃
旦
面
唐
詩
作
渇
旦
五
皆
随
レ

義
借
レ
名
耳
、
揚
雄
方
言
云
、
自
レ
闘
而
西
‘
謂
二
之
鵜
鴎
一

自
レ
闊
而
東
‘
謂
―
―
之
城
旦
享
云
云
、
郭
環
云
‘
鵜
鴻
‘
夜
鳴

求
5

日
乏
鳥
、
夏
月
毛
盛
、
冬
月
裸
陸
‘
萱
夜
鳴
叫
‘
故

旦
寒
琥
五
口
1

一
鵜
旦
↓
〔
臨
品
鐵
論
、
利
議
〕
鵜
鴎
夜
鳴
‘
無
レ

盆
―
―
於
明
↓

【
鶉
尾
】
8

勺
や
ま
ど
り
の
尾
。
又
、
や
ま
ど
り
の
尾
で

作
っ
た
‘
冠
の
飾
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
‘
蒙
鴫
蘇

紗
白
虎
一
注
〕
孟
康
曰
‘
鞘
、
臨
尾
也
、
郭
環
日
、
慧
其

尾
為
レ
帽
也
。
〔
後
漢
書
‘
雀
姻
博
〕
服
武
弁
一
戴
覇

尾
狼
狽
而
走
。
〔
張
竪
‘
昔
遊
詩
〕
冠
憩
"
鵜
尾
一
朱
抱

盛
、
馬
頓
↓
一
金
謡
ー
玉
面
斜
。

祠】
g

日
ャ
ヴ
エ
イ
ャ
ヴ

口―

日
□
鳥
の
名
。
鸞
(
1
2
-
4
7
4
1
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鷺
、
鳥
名
、
或
作
レ
鵠
゜

【鶴】四
冨】吋
回□日
ビヒベヘペヘ
ンンンンンン

囮

〔
集
韻
〕
婢
典
切
知
叩籾

ヲヱ
ンン

〔
集
韻
〕
子
元
切‘‘
 
U

コ
面
y
i
i
a
n
2
 

鶴
鴎
は
、
鳥
の
名
。
通
じ
て
妥
(
7
ー

1
9
6
7
2
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鶏
、
鶏
鴎
、
鳥
名
、
通
作
レ
妥
゜
〔
剪
燈

餘
話
‘
洞
天
花
燭
記
〕
飲
レ
河
鰻
鼠
愧
レ
盈
レ
腹
、

止
レ
魯
頗
鴎
感
―
厚
享
↓

〔
集
韻
〕
枇
延
切

〔
集
韻
〕
婢
忍
切

口
鵡
魏
は
‘
軽
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
鵡
瓢
、
軽

兒
。
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
鵡
鵡
燕
居
。
〔
注
〕
善
日
、
鵡

瓢
、
軽
貌
。
口
回
姓
。
扁
(
5
-
1
1
7
2
4
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
余
章
切

〔
類
篇
〕
恰
成
切

八
五

圏闘

13448 



(47128)一 (47142)

鳥

部

〔
九
董
〕

小

日

0
た
う
ま
る
。
大
き
な
鶏
゜
〔
説

輯
豪
文
〕
鵬
鵬
難
也
、
炊
レ
鳥
軍
臀
、
讀
若
レ

運
゜
〔
爾
雅
、
繹
畜
〕
難
三
尺
日
レ
鵬
゜
〔
注
〕
陽
溝
巨

鵬
古
之
良
難
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
駕
鶉
鴻
鵬
。

〔
注
〕
善
日
‘
鵬
難
、
黄
白
色
、
長
領
赤
嗽

0.鵜(12

|
 4
7
0
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵬
、
同
レ
鵜
°
□
]
●
鵬

難
は
、
鳳
凰
の
別
名
。
〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
秩
Ii

鵬

難
於
姑
餘
↓
〔
注
〕
鵬
難
、
鳳
凰
別
名
也
。
●
た
う

ま
る
。
或
は
鵜
(
1
2
|
 4
7
0
3
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

【
鵜
】
[

【鶴】
g

鵡

鵡

鵬

鵬

鵜

騎

醜

鷲

鵡

鵜

鵡

鷺

鵜

鵡

鵞

口
コ
ン

国
ヰ
Elウ
ン

〔
集
韻
〕
王
問
切
暉
〗

uヽ
 .f yiin• 

〔
集
韻
〕
公
渾
切
苧
i

〔
集
韻
〕
pf
章

切

圏
g

ユ

腐l

【鵡】
g

グ

〔
集
韻
〕
元
倶
切

状之経作韻旱有似巴鳥

色n山雨蘊'----'__:レ涵額の
巣其山．鵜 耳人＾名
‘南経堕蔦

作... 0 

レ

人有'----',..-,.名
顛見面？或

令山、べ則四心は

閂斧丘海或集大目月雙
目薦 "' ... 

>~ii閲箕 ：互

〔
五
昔
集
韻
〕
羊
朱
切

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵡
、
鳥
名
。

腐l

〔
集
韻
〕
扁
‘
姓
也
、
古
有
1

一
扁
鵠
云
或
作
レ
鵡
。

祠
】
呻

景
い

*

’

鋤
(
1
2
-
4
7
1
3
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
輯
、
同
レ
騎
゜

ヘ
ウ

祠芦
を
と
り
。
禽
を
誘
ひ
取
る
に
用
ひ
る
鳥
。
〔
集

韻
〕
鵠
、
誘
取
禽
奢
゜

べ，ウ
メ，ウ

巳
べ，ウ
メ，ウ

口
日
口
み
そ
さ
ざ
い
。
礁
船
。
或
は
鷲

(
1
2ー
4
7
1
3
5
)
•
晦
(
1
2
-
4
7
1
3
4
)
に

作
る
。
〔
説
文
〕
膨
‘
虹
卿
也
、
ハ
レ
鳥
砂
瞥
。
〔
集

韻
〕
帥
、
一
日
二
桃
雀
面
即
巧
婦
、
或
書
作
レ
鷲
゜
〔
集

韻
〕
鷲
‘
或
書
作
レ
鵬
。

【鵬】
t

【卿】
g

マバ

イイ
ビ‘̀‘ 

〔
集
韻
〕
頭
沼
切
固
g圏

〔
集
韻
〕
畏
悲
切

〔
集
韻
〕
膜
杯
切

〔
集
韻
〕
禰
這
切

限

鵜
鵡
は
、
ま
な
づ
る
。
通
じ
て
棄
(
1
2
-
4
7
6
2
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鵜
鵠
、
鳥
名
、
通
作
レ
棄
。

図

鵬
鳥
名
、
説
文
‘
鵬
難
也
、
或
炊
レ
昆
。
国
日

0

に
同
じ
。

【
鵬
維
】
1

t

い
●
大
き
い
難
。
唐
丸
。
し
や
も
。
〔
本
草
、

難
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
難
類
甚
多
、
五
方
所
レ
産
、
大
小
形

色
、
往
往
亦
異
‘
云
云
‘
蜀
中
一
種
鵬
難
。
●
存
④
鳳
凰

の
異
名
。
字
解
の
口
●
を
見
よ
。
＠
大
鳥
の
名
。
〔
張
衡
、

西
京
賦
、
翔
鵬
仰
而
不
レ
逮
況
青
鳥
興
1

一
黄
雀
了
庄
〕
綜

曰
‘
鵬
、
大
鳥
、
育
鳥
・
黄
雀
、
皆
小
鳥
‘
善
日
、
穆
天
子
傭
‘

鵬
難
飛
八
百
里
、
郭
環
日
‘
鵬
、
即
鴎
鶏
也
、
鵜
興
レ
鵬
同
。

【
鵬
鵠
】
2

お
鳥
の
名
。
〔
枚
乗
、
七
登
〕
瀾
章
白
鷺
‘
孔

鳥
鵬
鵠
。

【鶯】呵

.、ク
‘̀
r
ヤ
ク

□’ ペ
キ
‘、r
ヤ
ク

□l
 

【鵡】四

〔
集
韻
〕
莫
報
切
醐
i-

鷲
鴎
は
、
鳥
の
名
。
み
み
づ
く
の
屡
。
〔
山
海
経
、

北
山
経
〕
北
楓
之
山
‘
有
レ
鳥
焉
、
其
状
如
レ
烏
人

面
、
名
曰
二
鵞
鵡
二
宵
飛
而
書
＿
伏
、
食
レ
之
已
レ
喝
。

〔
注
〕
鵡
鶴
之
陽
゜

〔
集
韻
〕
於
驚
切

織
鵜
は
、
鳥
の
名
。
鵡
肌
。
密
肌
。
通
じ
て
英
(
9
-

3
0
8
0
8
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
密
肌
、
繋
英
。

〔
義
疏
〕
玉
篇
、
鵡
肌
、
織
賤
、
鳥
名
。
〔
集
韻
〕
鵜
、

緞
鵜
、
鳥
名
、
通
作
レ
英
。

〔
篇
海
〕
逹
各
切

〔
集
韻
〕
莫
獲
切

〔
集
韻
〕
莫
秋
切

日

O
鳥
が
お
ど
ろ
き
み
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鷺
‘
鳥

驚
視
。
〔
播
岳
、
射
雉
賦
〕
靡
レ
聞
而
驚
、
無
レ
見
自

鷺
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
鷺
‘
猶
レ
疑
也
、
此
多
驚
疑
之

雉
也
。
●
鷺(
1
2ー
4
7
1
6
8
)
•

鷺
(
1
2
-
4
7
2
9
9
)

に

同
じ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鷺
‘
按
、
集
韻
、
二
十
一

唆
、
字
作
レ
鷺
、
同
。
〔
播
岳
、
射
雉
賦
、
無
レ
見
自

鶯
、
注
〕
妥
日
、
鷺
‘
亦
従
レ
脈
。
口
日
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鷺
、
鳥
驚
視
。

國願

競
鵬
は
、
鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
鵡
、
緩
鵬
、
鳥
名
。

【鵡】
g

[

7

圏

【
鵜
】
呻
芦

圏

バ，ウ
モ＇ウ

【鷺】
g

*

’

鰤

(
1
2
-
4
7
1
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
齢
、
或
書
作
レ
鷲
゜

ヘ
ウ

小
日
●
あ
ひ
る
。
家
禽
の
一
。
ま
が
も
の

豪
畏
種
。
形
色
鴨
に
似
、
利
翼
は
飛
翔
に

繁
堪
へ
ぬ
。
古
‘
庶
人
の
進
物
と
し
て
用
ひ
た
。
舒

覺
。
家
鴨
゜
〔
説
文
〕
鵞
‘
舒
覺
也
、
少
鳥
孜
瞥
゜

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鵞
、
飛
行
舒
遅
‘
馴
擾
不
レ
畏
レ

人
、
今
之
家
鴨
也
。
●
鵞
鵞
は
‘
も
っ
ぱ
ら
。
純
＿
血

一
。
鵞
鵞
(

5

)

を
見
よ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鵞
、
鵞

1

貧】叫
日
口
は
い
た
か
の
罵
。
通
じ
て
負
(
1
0
-
3
6
6
6
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
鳥
名
、
縞
圏
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘

餓
雀
、
鴎
也
、
通
作
レ
負
。

爾】如
id 
ムプ ポ

ク
モ
ク

巳 □ 日
プフプフ，
ゥ

チヂ
國

小
日
口
国
あ
ほ
う
ど
り
。
或
は
雑
(
1
1
|
 

豪
4
2
0
9
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鵜
、
欺
老

蝶
也
、
八
レ
鳥
象
臀
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
鵜
、
賤
老
。
〔
注
〕

鵠
鵜
也
‘
俗
呼
為
―
―
擬
鳥
↓
〔
疏
〕
鵜
、
一
名
賜
老
‘

字
林
云
、
句
嗽
鳥
。
〔
集
韻
〕
槌
、
鳥
名
、
或
八
レ
佳
。

國
き
じ
。
雉
(
1
1
-
4
1
9
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雉
、

鳥
名
、
或
作
レ
鵜
゜

日
テ
ン

。
日
5

【
鵜
】
血
国
タ
ン

〔
集
韻
〕
莫
卜
切
圏

n
x
 mu• 

ヽx
 
wu• 

〔
集
韻
〕
亡
遇
切
暉
〗

〔
集
韻
〕
扶
缶
切
固
5-

圏

〔
集
韻
〕
寵
患
切
霰

〔
集
韻
〕
徒
困
切
願

〔
集
韻
〕
吐
玩
切
、
瞬

イ・
Xi:I'ch'uan• 

〔
集
韻
〕
直
几
切
錮
g

〔
集
韻
〕
奉
甫
切

八
五
三



【
鶏
】
叫

ケ
キ
〔
集
韻
〕
扁
関
切
暉

日
免
ヤ
ク

4LY
c
h
t
i
2
 

ケ
キ
〔
集
韻
〕
エ
役
切
詞
i

キ
，
ヤ
ク

口
チ，ヨ，ウ

日
ヂ
ユ/，ヨ，ウ

シ，ユ

口‘、

【
鶴
】
匹

薗圏
（圏器糧）鵞

鳥

部

〔
九
—
ー
十
驚
〕

的

鵞

、

純

一

也

□

●

鵞

(
1
2
ー

6
 
71 

4
4
8
4
5
)
に
通
用
す
。
〔
中
華

4
 
（
大
字
典
〕
鵞
、
借
為
レ
驚
。
●

斤

ひ

な

。

蟄

(
1
1
ー

4
2
0
9
1
)
に

~
同
じ
。
〔
集
韻
〕
稼
‘
稼
穀
、
雛

ー42

也
、
或
作
レ
鵞
゜

ー7
 
⑭
【
鵞
翁
】
1

店
清
、
王
鵬
運
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 2
1
0
7
)
の
琥
。

【
鵞
贄
】
2

ペ
ク
鵞
の
に
へ
。
庶
人
の
進
物
。
鵞
鵞
(

5

)

を

見
よ
。

【
鵞
悼
】
3

誘
小
舟
を
い
ふ
。
鵞
蛉
(

6

)

に
同
じ
。
鵞
悼
゜

〔
謝
璽
運
、
登
"
臨
海
嬌
1

初
獲
1

一
彊
中
正
ば
ぞ
従
弟
恵

埠
可
し
見
1

一
羊
何
一
共
和
d

之
詩
〕
隠
汀
絶
―
―
望
舟
玉
鷲
悼

巽
驚
波
↓

【
鵞
馳
】
4

”
ク
疾
く
は
し
る
。
鵞
は
鵞
の
候
借
。
〔
漢
書
、

買
山
博
〕
四
馬
鵞
馳
、
施
旗
不
レ
撓
。

【
鵞
鵞
】
5

ぢ
純
一
な
こ
と
。
字
解
の
日
の
●
を
見
よ
。

〔
説
苑
‘
脩
文
〕
庶
人
以
レ
鵞
為
レ
贄
‘
鵞
者
、
鵞
鵞
也
、
鵞
鵞

無
治
心
盃
故
庶
人
以
レ
鵞
為
レ
贄
‘
贄
者
、
所
1

一
以
質
也
。

【
鵞
蛉
】
6

”
小
舟
を
い
ふ
。
水
鳥
を
書
い
て
飾
と
す

る
か
ら
い
ふ
。
〔
飽
照
‘
採
菱
歌
〕
鷲
蛉
馳
―
―
桂
浦
石
息
レ

悼
慨
椒
濯
↓

【
鵞
列
】
7

[

”
ぁ
ひ
る
の
や
う
に
な
ら
ぶ
。
鴛
列
。
〔
周

邦
彦
、
沐
都
賦
〕
干
官
鵞
列
以
就
レ
次
。

〔
集
韻
〕
傭
容
切

〔
集
韻
〕
奎
勇
切

日
鵡
鶴
は
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶏
、
鶏
鶴
、
鳥
名
。

口
雛
の
と
ぶ
さ
ま
。
又
、
雀
。
難
(
1
1
ー

4
2
0
8
7
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
難
、
雛
飛
兒
、
一
日
、
雀
也
、
或
ハ
レ

鳥
。

【
鵜
】
[

鶴
鵠
は
、
鳥
の
名
。
鴎
鵠
。
〔
中

華
大
字
典
〕
蒻
‘
昔
未
詳
。
〔
禽

昔
未
詳

【
鷲
】
[
エ
ン

鳶
(
1
2
_
S6
7
4
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鷲
、
同
レ
鳶
。

鵜（
1
2
-
4
7
0
6
8
)
の
謳
字
。
此
の
字

【
鵜
】
叩
は
康
熙
字
典
鳥
の
部
の
九
萱
に
見

え
て
ゐ
る
が
、
集
韻
を
引
い
て
の
昔
義
の
説
明
を
案
ず

る
に
‘
鴎
(
-
音
キ
）
の
誤
と
思
は
れ
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
集

韻
、
懸
移
切
、
昔
祗
、
鳥
似
レ
翠
赤
嗽
。

シ

【

瀾

】

匹

カ

ク

伯
芳
也
、
八
レ
鳥
臭
臀
‘
難
‘
鶏
或
炊
＂
佳
。
〔
説
文

通
訓
定
瞥
〕
鵠
‘
或
炊
L

佳
‘
字
亦
作
レ
鵠
‘
或
誤

作
レ
賜
、
夏
小
正
、
五
月
、
鳩
則
鳴
‘
以
レ
鳩
為
レ
之
。

〔
集
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
、
説
文
、
伯
努
也
、
或
八
レ
佳
‘
亦

作
レ
訣
゜

【
鵡
】
叫

鵠
(
1
2
-
4
7
0
2
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵠
、
説
文
鳥
也
、
或
作
レ
鵜
°

賂
(
l
l
i
!
-
4
6
8
8
0
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鵜
、
同
レ
絡
。

ピ
ン

（成集書圏今古）鶏

日
か
も
。
鵜
(
1
2
ー

4
7
0
6
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵜
、

鳥
名
、
覺
也
、
或
炊
レ
奥
。
口
鵜
鵬
は
、
か
も
の
陽
゜

鶉
(
1
2
ー

4
7
1
1
7
)
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
類
‘
鶏
踊
‘
覺

闊
‘
鶉
、
同
レ
上
。

【
鶴
】
徊

小

或

日

口

も

ず

。

或

は

難

(
1
1
ー

4

題
豪
雑
糧

2
1
0
5
)
•

鶏
(
1
2
ー4
6
8
7
0
)
·醤
芦

鳩
（
1
2
-
4
6
7
2
2
)
・

鋏
(
1
2
|
 4
6
7
2
3
)
に
作
り
、
或

は
誤
つ
て
賜
(
1
2
|
 4
6
9
4
7
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鵜
‘

口日
ヶヶヶ
チッィ

シ
，
ユ
ツ

ジ
，
ユ
チ

シ

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵠
、
鳥
名
。

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵡
、
鳥
名
。

【
鴎
】
〖

鳥
の
名
。
〔
五
昔
類
衆
〕
鶉
、
鳥
名
。

【
隅
】

g

鳥
の
名
。
〔
五
昔
類
衆
〕
鵜
、
鳥
名
。

冨

】

叩

〔
五
昔
類
緊
〕
昔
詩

か
は
せ
み
。
鵡
(
1
2
|
 4
7
3
5
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鵡
‘
翠
刃
鳥
也
、
或
作
レ
邊
。

カ
ッ
ゲ
チ

【

鵡

】

呻

カ

ン
シ
，
ュ
ッ

シ
，
ユ
チ

〔
集
韻
〕
古
藉
切
躙園

〔
集
韻
〕
吉
屑
切

〔
集
韻
〕
食
律
切

園

〔
五
昔
類
棗
〕
胡
瞑
切

翻

〔
字
彙
補
〕
昔
諫

〔
字
彙
補
〕
心
律
切
闇
i

経
〕
鵠
鵠
別
レ
舌
而
語
。
〔
注
〕
山
海
経
謂
―
―
之
鵜
鵠
↓

鵞

鵡

鶏

鵡

禍

鵜

鵞

鵜

鵠

鵡

鵠

犠

鴻

鶴

鵜

鶴

頸

鵜

稿

鵜

鷺

鷺

"
'
ウ
レ)
 

困

【
驚
】

g

ボ

ク

ロ

戸

峠

Oの
俗
字
。
〔
正
字

•
1
昌

【

鶴

】

[

ヵ

ク

【
鵜
】
呻

〔
字
彙
補
〕
鵬
、
1音
義
倶
無
、

見
1

一
西
儒
耳
目
資
↓

【
鶉
】
[

名。

鵜
鶉
は
、
魚
の
名
。
〔
中
華
大

字
典
〕
鶉
、
昔
未
詳
、
鶉
鶉
、
魚

昔
未
詳

〔
集
韻
〕
眉
貧
切

鳥
の
名
。
或
は
誰
(
1
1ー
4
2
0
9
2
)
•

誰
(
1
1
ー

4
1
9
9

3
)
・鵡
(
1
2
-
4
7
1
4
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
説

文
、
鳥
也
、
山
海
経
、
其
状
如
レ
翠
而
赤
嗽
、
可
二
以

禦
＂
火
、
或
作

Ii

誰
・
誰
・
鵡
↓

〔
玉
篇
〕
昔
員

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鶴
、
鳥
名
。

【
鵜
】
呻

【鶯】
g

昔
義
未
詳義

未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鶉
、
昔
客
。

諷
っ
ぐ
み
。
鶉
。

〔
集
韻
〕
力
求
切

水
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鷺
、
水
鳥
。

【
鶴
】
吋

ヱ
ン

ビ
ン

6
 

【

鵜

】

四

ミ

ン

圏

八
五
四

13450 



【鶴】叩

鳥

部 或
日
●
ま
な
づ
る
。
鶴
に
似

餞

二

錐

罷

て

、

橙

謳

は

青

蒼

色

、

又

は

灰
色
。
雨
頬
は
紅
色
を
お
ぴ
る
。
鶴
鵠
°
棄
稿
。

〔
説
文
〕
鶴
、
棄
鵡
也
、
炊
レ
鳥
倉
臀
゜
〔
爾
雅
‘
秤

鳥
〕
鶴
、
稟
鵡
。
〔
注
〕
今
呼
砧
寄
翌
〔
疏
〕
一
名
粟

鵡
。
●
九
頭
九
尾
の
鳥
。
鶴
鵠
〔
廣
韻
〕
鵠
、
鶴

鵡
、
鳥
毛
逆
九
尾
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
奇
鶴
九
頭
。

〔
酉
陽
雑
俎
、
廣
動
植
、
羽
篇
〕
鶴
‘
棄
鵠
、
是
九
頭

鳥
也
。
参
水
鳥
の
名
。
鴎
。
〔
荘
子
、
天
運
、
白
鶉
之

相
視
‘
秤
文
〕
三
蒼
云
、
鶴
‘
鶴
也
。
⑲
倉
(
1
-
7
5
6
)

に
通
ず
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
、
倉
庚
商
庚
‘
繹
文
〕
本
或

作
皆
加
レ
鳥
。

O
或
は
維
(
1
1
-
4
2
1
1
9
)
に
作
る
。

〔
説
文
〕
鶴
、
維
、
鶴
或
炊
レ
佳
。
口
●
鳥
の
名
。
〔
集

韻
〕
鶴
、
鳥
名
。

O
金
飾
の
さ
ま
。
〔
詩
、
周
頌
、
載

見
〕
條
革
有
レ
鶴
。
〔
箋
〕
鶴
、
金
飾
貌
。
●
の
り
。
方

式
。
〔
詩
、
周
頌
、
載
見
、
條
革
有
レ
鶴
、
博
〕
條
革
有
レ

鶴
、
言
レ
堕
法
度
也
。
R
鶴
鶴
は
、
文
徳
あ
る
さ

ま
。
又
、
和
ら
ぐ
こ
ゑ
の
さ
ま
。
鶴
鶴
(

9

)

を
見

よ。

O
鎗
(
1
1
-
4
0
7
0
9
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
周
頌
、
載

見
、
秤
文
〕
鶴
、
本
亦
作
レ
籍
。

O
錆
(
1
1
|
 4
0
8
0
2
)
 

に
通
ず
。
〔
詩
、
商
頌
‘
烈
姐
、
八
鸞
饒
鶴
‘
繹
文
〕

鶴
‘
本
亦
作
籍
。

【
鶴
覇
】
1

悶
う
ぐ
ひ
す
。
鵠
鶏
°
〔
左
氏
、
昭
、
十
七
‘

）
青
鳥
氏
‘
注
〕
青
鳥
‘
鵠
鶴
也
、
以
,
,
立
春
―
鳴
‘
立
夏
止
。

~
【
饒
朗
】2
勺
隠
〔
方
言
、
八
〕
騰
、
自
レ
闘
而
東
謂
,
,

之

2
 

飼
蜆
南
楚
之
外
‘
謂
乏
懇
或
謂
乏
鶴
阻
〔
注
〕
今

，
 

6
 
ー4
7
江
東
通
呼
為
レ
射
。

（
【
鶴
鶏
]
3

認
鳥
の
名
。
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
倉
庚
゜

一
〔
方
言
‘
八
〕
鵬
黄
、
自
徊
而
東
謂
之
鶴
雙
〔
宋
玉
、
登

4
徒
子
好
色
賦
〕
鶴
鶴
暗
哨
、
塁
女
出
桑
。
〔
注
〕
良
曰
、
鶴

6
 
71

鵡
鳥
名
。
〔
楚
酔
、
王
逸
、
九
思
‘
悼
乱
〕
鶴
鶴
分
哨
嘴

〔
注
〕
鶴
鶴
、
動
黄
也
。
〔
王
環
雑
詩
〕
昔
往
鶴
競
鳴
、
今

4
 

〔
十
豊
〕

来
蛛
婢
吟
゜
〔
楊
慢
‘
止
炉
論
〕
梁
武
帝
部
后
性
炉
‘
或

言
―
―
鶴
鵡
為
レ
膳
療
伝
”
‘
遂
令
レ
茄
レ
之
、
炉
果
減
レ
半
。

【
鶴
鶴
】
4

ぢ
鳥
の
名
。
鶴
難
（
8
)

に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、

覧
冥
訓
〕
鴻
鴇
・
鵠
鶴
‘
莫
元
―
―
憚
驚
伏
馘
‘
注
戌
江
裔
-

【
鶴
金
】
5

”
器
物
に
金
で
飾
を
つ
け
る
こ
と
。
餓
金
。

〔
詩
、
周
頌
、
載
見
‘
條
革
有
レ
鵠
箋
鶴
金
飾
貌
、
疏
〕

轡
用
二
皮
革
二
而
云
レ
有
レ
鎗
、
故
知
―
―
鎗
為
l

一
金
飾
貌
「
即

韓
突
所
レ
云
‘
條
革
金
厄
‘
是
也
。
〔
表
異
録
〕
詩
‘
條
革
有
レ

饒
、
注
、
金
飾
貌
、
今
之
金
工
有
し
名
鶴
金
者
が
本
レ
此
。

【
鶴
稿
】
6

t

g

,

0
焉
の
名
。
慧
鶴
。
又
、
頬
が
赤
く
‘

背
部
が
宵
蒼
色
‘
或
は
灰
色
の
つ
る
。
慎
名
鶴
。
灰
鶴
゜

と」

9/[」

鶴

鷺

稿

鵡

鷺

鶯

八
五
五

/，ヤゥ

サ
ウ

口‘、 日サ
ヴ

〔
集
韻
〕
千
剛
切
犀

古
尤

t
s
'
a
n
g
'

〔
集
韻
〕
千
羊
切
顕
i

商
頌
‘
烈
祗
〕
八
鸞
鵠
鶴
。
〔
博
〕
言
―
―
文
徳
之
有
＂
臀
也
。

〔
箋
〕
其
鸞
鵠
鶴
然
臀
和
。

【
鶴
山
】

105
リ
紀
伊
國
に
在
る
得
生
寺
の
山
琥
。

【
鶴
塵
】
11

吋
鳥
の
名
。
ま
な
づ
る
。
鶴
鵠
(

6

)

に
同
じ
。

〔
本
草
‘
鶴
鶏
〕
秤
名
‘
云
云
、
時
珍
曰
‘
按
‘
羅
願
云
‘
鶴

棄
‘
其
色
蒼
如
レ
緊
也
‘
鵠
鹿
‘
其
臀
也
‘
隅
西
呼
日
二
鵡

鹿

m塩
盆
＂
曰
↓
―
鶴
鵡
盃
叫
為
"
錯
落
玉
南
人
呼
為
―
―
鶴
鶏
一

江
人
呼
為
1

一
委
鵡
一

【鷲】徊

ハヴ

〔
集
韻
〕
甫
雨
切＞ 
ヒ
尤

戸

お
す
め
ど
り
。
ひ
の
く
ち
ま
も
り
。
或
は
紡
（
1
2

|
 4
6
7
1
4
)
・
 
揺
(
1
2
-
4
6
7
1
5
)
に

ftる
。
〔
頭
E

雅、

繹
鳥
〕
鷲
、
澤
虞
゜
〔
注
〕
今
姻
澤
鳥
、
似
二
水
騰
五
蒼

黒
色
、
常
在
澤
中
百
炉
人
輔
鳴
‘
喚
不
レ
去
、
俗

呼
為
二
護
田
鳥
↓
〔
秤
文
〕
鷲
、
本
或
作
レ
鵜
。
〔
集

韻
〕
助
、
鳥
名
、
説
文
、
澤
虞
也
、
或
八
レ
紡
゜

[
鷺
鶏
】
1

ぢ
鳥
の
名
。
ふ
ふ
ど
り
。
〔
方
言
、
八
〕
屑
鳩
、

云
云
、
東
齊
海
岱
之
間
‘
或
謂
1

一
之
鷲
鶴
↓

【鞘】臼
鵜
鵠
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
稿
、
罷
鵠
、
鳥
名
。

冨
】
叩

コ，ウ
ク具

77

□
カ
ク

〔
集
韻
〕
居
候
切
固
q

国圏

日
地
名
。
一
に
鶉
(
1
1
0
1
4
7
1
2
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鵡
‘
邑
名
、
在
レ
韓
゜
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
卒

屯
留
・
蒲
鵡
反
。
〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
、
鵡
‘
一

作
レ
鶉
‘
屯
留
・
蒲
鵜
‘
皆
地
名
。
□
つ
る
。
鶴
(
1
1
0

1
 4
7
1
8
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
、
或
作
レ

鵡。

〔
集
韻
〕
胡
沃
切

〔
集
韻
〕
昂
各
切

【鶯】徊小
〇
鳥
の
羽
の
美
し
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕

鶯
策
鶯
、
鳥
有
二
文
章
克
、
八
レ
鳥
箆
省
臀
、

詩
日
、
有
鶯
其
利
↓
〔
詩
、
小
雅
、
桑
思
〕
交
交
桑

屈
、
有
鶯
其
利
↓
〔
億
〕
鶯
然
有
ー
文
章
↓
●
か

う
ら
い
う
ぐ
ひ
す
。
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
小

鳥
の
名
。
形
は
普
通
の
う
ぐ
ひ
す
よ
り
も
大
き

く
‘
橙
は
黄
色
で
利
及
ぴ
尾
は
黄
黒
相
ま
じ
る
。

雌
雄
な
ら
ぴ
飛
ん
で
、
機
を
織
る
や
う
な
聾
を

出
し
て
鳴
く
。
黄
麒
・
倉
庚
・
商
倉
・
鴛
黄
・
鵬
鶴
°

麒
鶴
・
楚
雀
・
黄
抱
・
博
黍
・
黄
鳥
・
春
鳥
・
吉
鳥
・

黄
飛
・
金
利
・
報
春
鳥
・
含
櫻
鳥
・
黄
伯
鳥
・
金
公

子
・
金
衣
公
子
等
は
皆
其
の
別
名
で
あ
る
。
〔
禽

経
〕
倉
鵡
鷲
黄
、
黄
鳥
也
。
〔
注
〕
今
謂
二
之
黄
鶯
・

黄
鵬
石
疋
也
。

O
或
は
鷺
(
1
2
-
4
7
4
2
9
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鶯
‘
或
作
レ
鷺
。
歴
う
ぐ
ひ
す
。
小
鳥
の

名
。
形
は
め
じ
ろ
に
似
て
、
背
は
緑
褐
色
、
腹
は

灰
色
で
、
眉
に
灰
色
の
三
毛
が
あ
る
。
早
春
愛
ら

し
い
瞥
で
鳴
く
。
は
る
つ
げ
ど
り
。
は
な
み
ど

り
。
報
春
鳥
。

【
鶯
鶯
】
1

誘

O
鶯
を
い
ふ
。
〔
杜
牧
‘
為
レ
人
題
贈
詩
〕

緑
樹
鶯
鶯
語
、
平
江
燕
燕
飛
。
●
唐
の
雀
氏
の
女
の

名
。
會
箕
記
・
西
廂
記
な
ど
の
ヒ
ロ
イ
ン
。
美
色
を
以
て

聞
ゆ
。
〔
元
横
‘
會
慎
記
〕
張
生
遊
1

一
於
蒲
云
有
―
―
雀
氏
嬬

雙
命
―
―
女
鶯
鶯
盃
山
拝
‘
顔
色
髄
異
‘
光
輝
動
レ
人
。
〔
李

紳
‘
鶯
鶯
歌
〕
緑
窟
嬌
女
字
鶯
鶯
、
金
雀
姫
賢
年
十
七
。

〖
鶯
鶯
燕
燕
〗2
焚
翌
●
う
ぐ
ひ
す
と
つ
ば
め
。
●

鶯
と
燕
‘
又
、
鶯
鶯
・
燕
燕
の
二
美
女
の
こ
と
か
ら
、
姫

妾
た
ち
を
い
ふ
。
鶯
鶯
は
、
鶯
鶯
の
●
を
見
よ
。
燕
燕

は
‘
漢
書
の
五
行
志
に
見
え
る
童
謡
「
燕
燕
尾
涎
涎
‘
張

公
子
時
相
見
」
に
本
づ
く
。
燕
燕
は
張
祐
の
愛
妾
の
名
。

：
ウ
〔
集
韻
〕
於
痙
切
屈

ャ_ゥ

-
L

y
i
n
g
'
 

【
鷺
】
[

鷺
(
1
2
|
 4
7
1
3
9
)

に
同
じ
。
〔
字

.、ク

彙
〕
鶯
、
同
レ
鷺
。

ノ
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鳥

部

〔
十
藍
〕

）
〔
蘇
献
、
張
子
野
年
八
十
五
尚
聞
レ
買
レ
妾
述
古
令
レ
作
レ
瑾
‘
晦
日
宴
嵩
氏
林
亭
1

詩
〕
鶯
吟
上
"
喬
木
涵
雁
往
悉
一

5
 
3

詩
詩
〕
詩
人
老
去
閤
鷺
在
、
公
子
蹄
来
燕
燕
忙
。
平
沙
↓

⑲
【
鶯
衣
】
3

匁
う
ぐ
ひ
す
の
利
毛
。
〔
陸
消
、
小
園
獨
立
【
鶯
花
】
12

認
〇
鶯
と
花
。
春
の
景
を
い
ふ
。
〔
孫
迅
、

71

詩

〕

新

泥

添

"

燕

戸

｛

細

雨

滉

―

―

鶯

衣

一

同

l

―
洛
陽
李
少
府
呻
5
-
f

氷
栗
公
主
入
＞
蕃
詩
〕
邊
地
鶯
花

し
【
鶯
友
】
4

認
う
ぐ
ひ
す
の
と
も
だ
ち
。
又
、
親
し
い
友
少
、
年
来
未
紐
兄
レ
新
。
〔
劉
長
卿
‘
送
n

―
朱
山
人
賊
退
後
蹄
l
-

―
達
を
い
ふ
。
詩
経
小
雅
伐
木
の
喫
其
鳴
矢
‘
求
1

一
其
友
山
陰
別
業
一
詩
〕
閻
里
相
逢
少
‘
鶯
花
共
寂
窄
。
〔
郎
士
元
‘

的
臀
に
本
づ
く
。
〔
李
＿
商
隠
‘
喜
レ
聞
―
―
太
原
同
院
雀
侍
御
曇
送
二
張
南
史
一
詩
〕
車
馬
雖
レ
嫌
レ
僻
‘
鶯
花
不
レ
厭
レ
貧
゜
〔
慮

＂
秤
兼
翌
在
憂
三
二
同
年
乏
什
詩
〕
若
向

1

一
南
景
一
見
―
―
仝
、
棲
上
女
兒
曲
〕
鶯
花
爛
慢
君
不
レ
来
、
及
レ
至
君
来

，
 

16

鷺
友
一
為
腐
垂
翅
度
魯
風
↓
〔
唐
庚
‘
懐
1

一
庭
玉
詩
〕
花
已
老
。
●
妓
女
の
群
の
喩
゜
〔
桃
花
扇
‘
訪
翠
〕
間
陪
紋

7
 
4

東

風

又

見

鶯

朋

友

、

北

信

難

レ

憑

雁

弟

兄

。

狡

鶯

花

除

。

【
鶯
遊
】
5

け
砂
山
名
。
鷹
遊
(
1
2
|
 4
7
3
7
7
 :
 1
)の
一
名
。
〖
鶯
花
海
〗1
3
5バク
，
ヮ
繁
盛
の
地
。
百
花
咲
き
乱
れ
‘
鶯

〔
山
東
通
志
〕
鶯
遊
山
、
自
―
―
江
南
海
州
安
東
界
コ
仝
山
が
あ
ち
こ
ち
に
暗
く
爛
漫
た
る
春
景
色
を
い
ふ
。
海
は

東
境
「
海
道
第
一
程
也
、
東
為
1

一
鶯
遊
山
一
西
尻
―
―
遊
家
百
川
の
集
る
所
、
故
に
物
の
一
虞
に
集
ま
つ
て
盛
な
さ

島
盃
E

山
射
峙
如
レ
門
、
船
所
―
―
必
由
「
又
謂
1

一
之
應
由
門
-
ま
に
い
ふ
。
〔
陸
湘
、
蒻
枝
棲
小
酌
詩
〕
邦
人
莫
レ
財
心
情

【
鶯
韻
】
6

i
パ
鶯
の
こ
ゑ
。
鶯
音
。
鶯
臀
゜
鶯
語
。
〔
顆
瀬
‘
新
出
二
鷺
花
海
裡
―
来
。

野
王
、
羅
敷
行
〕
風
軽
鶯
韻
緩
、
露
重
落
花
遅
。
〖
鶯
花
亭
〗
1
4
n
'

り
；
亭
の
名
。
宋
の
苑
成
大
建
つ
。
浙

【
鶯
燕
】
7

竺

0
ぅ
ぐ
ひ
す
と
つ
ば
め
。
共
に
春
の
鳥
。
江
省
江
衛
縣
の
南
。
〔
明
一
統
志
〕
鶯
花
亭
、
在
五
叩
州
府

〔
喬
知
之
、
定
情
篇
〕
覺
雁
将
レ
子
遊
‘
鶯
燕
従
レ
雙
栖
。
南
園
一
宋
苗
成
大
建
、
取
"
秦
観
花
影
鶯
臀
之
句
〖
戸

〔
鄭
起
、
晩
春
即
事
詩
〕
門
外
藪
枝
楊
柳
薄
、
一
春
鷲
燕
【
鶯
華
】
15

認

鶯

花

(
1
2
)

に
同
じ
。

L

名。

不
↓
―
曾
来
↓
〔
孫
観
、
長
築
寺
詩
〕
寂
寂
花
紫
胤
、
忽
忽
鶯
【
鶯
直
】
囚
ガ
炉
鶯
黄
に
同
じ
。
直
は
笛
゜
〔
歌
陽
脩
‘
奉
―
―

燕
忙
。
〔
陳
造
、
贈
,
,
陳
錢
―
―
別
乗
―
詩
〕
鶯
燕
聴
レ
歌
慣
、
酬
長
文
含
人
出
城
見
に
ホ
之
句
1

詩
〕
清
浮
酒
蟻
酷
初

風
煙
取
レ
酔
宜
。

O
妓
女
を
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
楊
維
梢
‘
撥
‘
暖
入
一
咽
誓
デ
舌
漸
調
。

西
湖
詩
〕
扇
底
魚
龍
吹
,
,
日
影
五
鏡
中
間
燕
老
―
―
年
華
↓
【
鶯
蓄
（
】
1
6
[
炉
鶯
の
臀
を
笛
の
昔
に
比
し
て
い
ふ
。

〖
鶯
燕
地
〗
互
ヴ5ノ
花
柳
の
巷
‘
消
冶
の
地
を
い
ふ
。
〔
温
庭
跨
、
舞
衣
曲
〕
蝉
杉
麟
帯
堅
―
―
愁
香
ご
佃
得
鶯
黄

鶯
燕
の

O
を
見
よ
。
〔
張
養
浩
‘
寒
食
遊
二
廉
園
1

詩
〕
花
鍍
広
澁
竺

柳

巧

為

鷺

燕

地

、

管

絃

造

邁

綺

羅

風

。

【

督

揺

E

】17
認
鶯
が
こ
ぴ
る
。
又
、
鶯
の
こ
ぴ
。
鶯
の
な

【
鶯
翁
】
8

認
う
ぐ
ひ
す
を
い
ふ
。
〔
温
庭
笥
、
黄
曇
子
ま
め
か
し
さ
。
〔
宋
之
問
、
春
日
芙
蓉
園
侍
レ
宴
應
制
詩
〕

歌
〕
紅
激
蕩
融
融
‘
鶯
翁
鵡
鵬
暖
。
飛
花
随
→
—
蝶
舞

t酷
曲
伴
玉
鳥
嬌
→

【
鶯
歌
】
，
t
ヴ
鶯
の
囀
る
臀
を
う
た
に
見
立
て
て
い
【
鶯
語
】
18

匁
鶯
が
囀
る
。
又
‘
鶯
の
鳴
瞥
。
〔
孫
綽
‘
蘭

ふ
。
鶯
韻
゜
〔
李
適
‘
奉
ー
1

一
和
春
日
幸
―
―
望
春
宮
1

應
制
詩
〕
亭
詩
〕
鶯
語
吟
"
脩
竹
「
遊
鱗
戯
―
―
瀾
濤
↓
〔
杜
甫
、
漫
興

舞
蝶
飛
行
諷
―
御
席
↓
鶯
歌
度
曲
饒
―
―
仙
杯
↓
〔
杜
甫
‘
憶
―
―
詩
〕
即
遣
―
―
花
開
深
造
次
盃
便
教
―
―
鶯
語
太
丁
寧
一
〔
王
涯
、

幼
子
―
詩
〕
駿
子
春
猶
隔
‘
鶯
歌
暖
正
繁
゜
〔
楊
巨
源
、
春
思
↓
一
君
恩
―
詩
〕
難
鳴
天
漢
晩
、
鶯
語
禁
林
春
。
〔
張
籍
、

日
奉
1

一
獣
聖
壽
無
張
―
詞
〕
人
酔
逢
甕
酒
涵
馬
歌
答
舜
晩
春
過
窪
鮒
馬
東
園
―
詩
〕
竹
香
新
雨
後
、
鶯
語
落
花

弦
↓
〔
令
狐
楚
‘
思
―
―
君
恩
―
詩
〕
小
苑
鶯
歌
駄
、
長
門
蝶
舞
中
。
〔
白
居
易
、
琵
琶
行
〕
間
闊
鶯
語
花
底
滑
、
幽
咽
泉

多
。
〔
陳
造
‘
贈
―
―
陳
錢
二
別
乗
―
詩
〕
花
氣
浮
一
直
甘
只
鶯
流
氷
下
灘
。

歌

佐

絞

見

[

鷺

口

】

19

葬

鶯

の

v
ち
o

鶯

肯

鶯

喉
o

〔
陸
編
蒙
、

【
鶯
坑
】
10

昇
う
ぐ
ひ
す
の
の
ど
。
〔
陸
浩
、
山
家
暮
春
寄
レ
遠
詩
〕
繰
黎
花
謝
鶯
口
吃
、
黄
積
少
年
牛
未
レ
蹄
。

詩
〕
晴
光
生
―
―
蝶
粉
盃
嘆
律
斐
―
―
鷺
坑
一
【
鶯
喉
】
20

認
〇
鶯
の
の
ど
。
〔
劉
萬
錫
、
架
天
是
月
長

【
鶯
吟
】
11

焚
う
ぐ
ひ
す
が
歌
ふ
。
又
●
鶯
の
な
き
ご
齋
部
夫
此
時
愁
臥
里
間
非
レ
遠
雲
霧
難
レ
披
因
以
寄
レ
懐

ゑ
。
〔
李
白
‘
瞭
睛
詩
〕
魚
躍
青
池
涌
、
鶯
吟
緑
樹
低
。
〔
高
遂
為
1

一
聯
句
盃
げ
期
解
レ
悶
焉
敢
驚
レ
碍
詩
〕
鶴
頂
迎
レ
秋

鶯

2
 
5
 

禿
、
開
喉
入
レ
夏
培
゜
〇
美
人
の
喉
の
喩
。
〔
桃
花
扇
‘
寄
【
鶯
臀
】
31

蹂
鶯
の
な
く
瞥
。
〔
陳
子
昂
、
居
延
海
樹
聞
レ

扇
〕
鶯
喉
駆
了
南
北
考
泳
絃
住
,
,
了
陳
隋
調
一
鶯
同
作
詩
〕
邊
地
無
―
―
芳
樹
「
鶯
瞥
忽
聴
レ
新
。
〔
火
ょ
参
、

34ー

【
鶯
谷
】

2
1
g
O鶯
の
住
ん
で
ゐ
る
幽
谷
。
詩
経
小
雅
陪
―
―
使
君
1

早
春
東
郊
遊
眺
詩
〕
鶯
臀
猜
孟
孟
嘱
一
柳
色

伐
木
篇
の
伐
木
丁
丁
‘
鳥
鳴
喝
喝
、
出
レ
自
,
,
幽

谷

ご

竺

喚

l

一
行
春
↓
〔
劉
長
卿
、
海
盟
官
含
早
春
詩
〕
柳
色
孤
城

子
喬
本
の
句
に
本
づ
く
語
。
轄
じ
て
、
不
遇
の
地
位
を
裏
、
鶯
瞥
細
雨
中
。
〔
臥
津
、
春
日
即
事
詩
〕
草
色
微
風

い
ふ
。
〔
略
賓
王
、
上
―
―
尭
州
雀
長
史
一
啓
〕
濯
1

一
悪
渥
子
長
‘
鶯
瞥
細
雨
和
。

羊
陵
隅
没
支
通
之
爽
竺
曲
崖
子
鶯
谷
一
時
遺
―
―
〖
鶯
臀
誘
引
来

1一
花
下
―
〗
3
2
g
g
"
i
い
/
鶯
の
臀
に

公
叔
之
冠
↓
〔
王
涯
‘
廣
宣
上
人
以
レ
詩
賀
一
放
榜
一
和
さ
そ
は
れ
て
花
の
下
に
来
る
。
〔
白
居
易
、
春
江
詩
〕
炎

謝
詩
〕
龍
門
愛
化
人
皆
望
‘
鶯
谷
飛
鳴
自
有
レ
時
。
〔
羅
涼
昏
暁
苦
推
還
、
不
レ
覺
忠
州
已
―
一
年
、
閉
レ
閣
只
聴
朝

隠
贈
令
狐
補
闘
詩
〕
花
迎
採
服
離
鶯
登
柳
傍
―
暮
鼓
、
上
籍
空
望
往
来
船
、
鶯
臀
誘
引
坐
花
下
「
草
色

束
風
螂
空
思
鞭
↓
●
字
琥
°
④
奥
田
永
業
の
琥
。
奥
田
句
留
坐
二
水
邊
二
唯
有
―
―
春
江
一
看
未
レ
厭
、
榮
レ
砂
逸
レ
石

鶯
谷
(
8
|
5
9
8
5
 :
 9
7
)

を
見
よ
。
◎
編
谷
行
の
琥
。
編
谷
緑
期
浚
。

省
軒
(
1
2
|
 4
8
8
4
7
 :
 1
6
4
)

を
見
よ
。

O
最
上
定
矩
の
【
鶯
舌
】
33

翌
鶯
の
し
た
。
鶯
の
臀
を
い
ふ
。
〔
徐
絃
、

麓
最
上
鶯
谷

(
6—
1
4
30
1
:
 3
7
)

を

見

よ

。

柳

枝

詞

〕

應

T

縁
一
鶯
舌
ー
多
・
情
頼
い
長
向
―
―
雙
成
正
翌
翠

【
鶯
悛
】
22

カ
鶯
が
林
の
間
に
あ
っ
て
飛
ぴ
遷
る
の
條
↓
〔
沈
輿
求
、
春
意
詩
〕
宿
露
園
林
鶯
舌
乱
‘
暖
風
庭

を
、
機
ご
り
悛
の
動
く
の
に
喩
へ
て
い
っ
た
語
。
〔
張
養
院
蜜
牌
香
。

浩
‘
遂
閑
堂
獨
坐
詩
〕
苔
垣
蝸
薮
斜
行
レ
玉
、
柳
岸
鶯
悛
【
鶯
遷
】
34

豆
パ
鶯
が
幽
谷
か
ら
出
て
喬
木
に
遷
る
意
。

[
鶯
菜
】
23

弓
ヒ
ス
野
菜
の
一
種
。

L

巧
織
レ
藍
。
進
士
の
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
。
又
、
人
の
昇
進
又
は

[
鶯
紫
】
24

匁
鶯
の
口
ば
し
。
〔
秦
観
、
如
夢
令
詞
〕
鶯
轄
居
を
祝
す
る
に
用
ひ
る
語
。
〔
王
馬
僻
、
送
＿
―
-
査
校
書

紫
啄
レ
花
紅
溜
、
燕
尾
貼
レ
波
緑
跛
。
従
事
彰
両
巴
詩
〕
姓
名
悟
在
―
―
鷲
遷
榜
「
詩
什
重
題
燕
子

【
鶯
兒
】
25

匁
鶯
の
ひ
な
。
鶯
雛
。
〔
曹
松
、
鮒
馬
宅
宴
棲
゜
〔
元
好
問
、
興
―
―
宗
秀
才
1

詩
〕
鶯
遷
二
高
樹
一
昔
容
改
、

罷
詩
〕
學
レ
語
鷺
兒
飛
未
レ
穏
、
放
レ
身
斜
堕
緑
楊
枝
。
〔
元
魚
得
―
―
明
珠
戸
涵
蹴
殊
゜
〔
陳
樵
、
詩
〕
幾
時
嵯
1

一
護
屈
「
後

好
問
、
楊
柳
詩
〕
楊
柳
青
青
溝
水
流
、
鶯
兒
調
レ
舌
弄
,
,
嬌
日
看
―
―
鶯
遷
-
〔
尚
書
故
官
〕
今
謂
二
進
士
登
第
一
為
二
遷

柔
↓
〔
馬
祁
常
、
楊
花
宛
轄
曲
〕
軽
薄
顛
狂
風
上
下
‘
燕
鶯
―
者
久
英
、
蓋
自
T

伐
木
詩
‘
伐
木
丁
丁
、
鳥
鳴
喫
喫
、

子
僑
兒
各
新
嫁
゜
〔
薩
都
剌
、
過
―
―
孫
園
一
詩
〕
鶯
兒
別
去
出
レ
自
―
―
幽
谷
占
竺
於
喬
木
ゴ
又
曰
‘
喫
其
鳴
芙
、
求
二
其

空
歌
間
燕
子
蹄
来
無
全
家
↓
〔
王
予
可
、
宮
橙
詩
〕
友
臀
い
拉
無
登
笙
ム
頃
歳
省
試
、
早
鶯
求
レ
友
詩
、
又
鶯

界
闇
山
色
春
風
裏
‘
喚
得
鶯
兒
燕
子
飛
。
出
レ
谷
詩
‘
別
書
固
無
五
醤
咬
登
非
レ
誤
賊
。
〔
随
園
離

【
鶯
時
]
2
6

匁
暮
春
の
時
を
い
ふ
。
〔
酪
賓
王
、
代
―
―
女
筆
‘
辮
訛
類
下
‘
鶯
遷
之
訛
〕
今
人
稲
二
遷
官
云
I

二
鶯
遷
一

道
士
王
震
妃

g匹
道
士
李
榮
―
詩
〕
鳳
棲
迅
遺
絶
二
塵
本
T

詩
経
遷
1

一
干
喬
木
一
之
義
い
按
‘
伐
木
章
‘
鳥
鳴
喝
喫
‘

埃
涵
鶯
時
物
色
正
疫
回
。
〔
劉
希
夷
‘
孤
松
篇
詩
〕
塁
月
桑
出
レ
自
1

一
幽
谷
云
竺
子
喬
木
一
是
喫
字
不
―
―
是
鶯
字
t

喫
乃

葉

翡

‘

鷺

時

柳

花

白

。

鳥

之

鳴

臀

耳

、

綿

蜜

黄

烏

‘

常

―

―

是

鶯

1

而
又
無
↓
―
遷
喬
字

【
鶯
春
】
27

グ
戸
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
く
春
。
〔
鄭
谷
、
多
情
揉
然
唐
人
有
―
―
鶯
出
レ
谷
詩
題
玉
虞
正
道
碑
‘
有
T

鴻漸――

詩
〕
鶯
春
雁
夜
長
如
レ
此
、
頼
是
幽
居
近
1

一
酒
家
↓
千
盤
玉
鶯
遷
王
上
↑
之
文
い
則
以
レ
喝
為
レ
鶯
‘
自
レ
唐
已

【
鶯
茸
】
28

”
て
ス
春
の
末
に
生
ず
る
紅
茸
。
竹
茄
茸
。
然
゜

[
鶯
腎
】
29

匁
鶯
の
く
ち
ぴ
る
。
〔
陸
編
蒙
、
子
夜
四
時
[
鶯
粟
】

35g
嬰

歌

〕

蘭

眼

掻

レ

路

斜

‘

鶯

唇

映

レ

花

老

。

粟

(
9
-
2
8
1
8
5
:
 

【
鶯
雛
】
30

昇
鶯
の
ひ
な
。
鶯
兒
゜
〔
馬
辣
‘
邦
中
書
レ
事

2
)

の
異
名
。
〔
種

詩
〕
鶯
雛
未
レ
省
1

一
逢
レ
人
避
畜
匡
向
―
―
路
傍
花
上
1

喘
゜
〔
周
樹
書
、
種
鶯
粟
〕

邦
彦
、
涌
庭
芳
詩
〕
風
老
査
雛
云
儡
炉
梅
、
子
午
陰
嘉
鶯
粟
‘
九
月
九
B
、

樹

清

園

。

及

中

秋

夜

種

レ

之

、

苓

（會闘オ三）花粟鶯

八
五
六
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鳥

部

〔
十
霰
〕

鶯

鶉

競

鸞

鵡

涌

繍

鵡

齋

鶉

八
五
七

花
必
大
、
子
必
渦
゜
〔
蘇
拭
‘
蹄
え
且
興
函
豆
題
竹
西
寺
―
燕
友
時
相
得
、
似
レ
識
"
東
城
帝
子
家
一

詩
〕
道
人
勧
飲
難
蘇
水
、
童
子
能
煎
鶯
粟
湯
。
【
鶯
夢
]
4
8

匁
う
ぐ
ひ
す
の
ゆ
め
。
〔
楊
基
、
無
題
和
,
1

唐

【
鶯
桃
】
36

認
櫻
桃
の
異
名
。
鷺
桃
(
1
2
|
 4
7
4
2
9
 :
 3
)

李
義
山
商
隠
—
詩
〕
羅
幕
有
レ
香
鶯
夢
媛
、
綺
窟
鉦5月

に

同

じ

。

夜

聾

寒

゜

【
鶯
暗
】
37

謬
鶯
が
な
く
。
鶯
鳴
。
〔
梁
簡
文
帝
、
春
情
【
鶯
鵜
】
49

匁

鶉

鵡

(
1
2ー

4
7
4
8
9
:
 1
5
)

に
同
じ
。
〔
海

詩
〕
鶯
暗
春
欲
レ
駿
、
無
為
空
掩
レ
扉
゜
〔
何
遜
、
贈
1

一
王
左
録
砕
事
、
鳥
獣
、
翡
鵡
〕
鶯
鵜
、
説
文
云
、
能
言
鳥
也
、
張

丞
詩
〕
憫
外
鶯
暗
罷
、
園
裏
日
光
斜
。
〔
江
線
、
南
還
昭
云
、
鳥
有
鶯
鵜
五
請
覚
鶯
父
↓

翌
草
市
宅
裔
〕
花
落
空
難
レ
遍
、
鶯
暗
静
易
レ
喧
゜
〔
陰
【
鶯
鳴
】

50g
鶯
が
鳴
く
。
又
、
鶯
の
鳴
き
瞥
゜
〔
禽
経
〕

鰹
、
侯
司
空
宅
詠
レ
妓
詩
〕
鶯
暗
歌
扇
後
、
花
落
舞
杉
前
。
鶯
鳴
喝
喝
゜
〔
張
華
‘
答
↓
和
何
助
1

詩
〕
圏
耳
聴
―
―
鷺
鳴
盆
皿

〖
鶯
暗
燕
語
〗3
8
y
i
n
g
'
t
'
i
2
 yen• 

yti3

美
人
の
こ
目
翫
脩
魚
一
〔
庚
肩
吾
‘
心
匹
皇
太
子
1

出
1

一
元
皿
應
令

と
ば
。
女
の
話
す
瞥
が
‘
鶯
が
な
ぎ
燕
が
語
る
や
う
で
詩
〕
閣
影
臨
"
飛
蓋
面
鷺
鳴
入
"
洞
籠
一
〔
張
九
齢
、
登
1

一築

あ

る

の

を

い

ふ

。

遊

原

春

望

書

レ

懐

詩

〕

豹

斐

焉

能

及

、

関

鳴

非

レ

可

レ

求

。

【
鶯
鳥
】
39

認
う
ぐ
ひ
す
。
鷺
鳥
。
〔
王
憚
妻
鍾
夫
人
、
〔
錢
起
‘
題
"
籠
丞
小
池
―
詩
〕
鶯
鳴
憩
草
緑
、
朝
卑
ハ
↓
―
情

鶯
賦
〕
嘉
一
京
都
之
鶯
鳥
五
翌
群
類
之
殊
形
↓
人
1

期。

【
鶯
囀
】
40

焚
鶯
が
さ
へ
づ
る
。
〔
慮
照
鄭
、
入
―
―
秦
川
【
鶯
柳
】
51

認
う
ぐ
ひ
す
と
や
な
ぎ
。
共
に
春
の
景
物
。

競
詩
〕
花
開
緑
野
霧
、
鶯
囀
紫
巖
風
。
〔
杜
甫
、
水
閣
朝
〔
張
行
簡
、
寒
食
詩
〕
錫
粥
嗣
難
留
―
―
故
事
「
風
光
鶯
柳

需
奉
面
雲
安
穀
明
阿
詩
〕
鈎
簾
宿
鷺
起
‘
丸
葵
流
鶯
間
―
―
春
城
↓

囀
゜
〔
耽
津
‘
翌
夏
侯
審
農
蜀
詩
〕
石
林
鶯
囀
饒
‘
板
【
鶯
弄
】
52

認
う
ぐ
ひ
す
の
な
き
ご
ゑ
゜
鶯
睛
に
同
じ
。

屋

月

明

春

。

〔

孟

郊

、

亮

歌

〕

鶯

弄

方

短

短

、

花

明

砕

撲

摺

゜

〖
鶯
囀I

I皇
州
1
春
色
蘭
〗4
1汀'
1
7
9
3
9

”
”
立
勾
ぽ
彼
方
【
鶯
時
】53
悶
鶯
の
な
き
ご
ゑ
。
〔
劉
克
荘
、
五
月
十
七

此
方
で
鶯
が
さ
へ
づ
り
‘
み
や
こ
の
春
の
景
色
は
今
た
日
涌
五
吃
囲
詩
〕
昨
遊
感
―
―
鶯
時
公
9

至
聞
―
―
蝉
吟
↓

け
な
は
で
あ
る
。
皇
州
は
帝
都
を
さ
す
。
〔
太
1
参‘奉,,,

【
鶯
班
雑
t

】54
立
ぢ
奇
南
香
(
8
|
5
8
9
2
 :
 3
0
6
)

の
最
佳

和
買
至
含
人
早
朝
一
大
明
宮
1

詩
〕
維
鳴
1

一
紫
陪
一
曙
光
な
も
の
を
い
ふ
。
〔
博
物
要
寛
〕
。

寒
‘
鶯
囀
塁
州
春
色
闇
、
金
闘
瞭
鐘
開
属
尺
玉
階
【
鶯
宿
梅
】
55

露
豆
ク
梅
の
一
種
。
花
は
白
色
箪
辮
、
又

仙
使
擁
王
よ
艮
花
迎
剣
偏
一
星
初
落
‘
柳
彿
五
猛
生
重
辮
で
、
香
氣
が
殊
に
高
い
。
一
説
に
、
紅
白
ま
じ
つ
て

露
未
レ
乾
‘
獨
有
―
―
鳳
凰
池
上
客
面
陽
春
一
曲
和
皆
難
。
咲
く
も
の
。
村
上
天
皇
の
時
、
紀
貫
之
の
女
、
其
の
愛

【
鶯
脱
】
42

昇
湖
の
名
。
江
蘇
省
呉
江
縣
の
南
。
北
、
太
し
て
ゐ
た
梅
樹
を
朝
廷
に
召
さ
れ
た
と
き
、
「
勅
な
れ

湖
に
接
す
。
〔
績
文
獣
通
考
〕
鶯
脱
湖
、
在
"
呉
江
縣
太
ば
い
と
も
か
し
こ
し
鶯
の
宿
は
と
と
は
ば
い
か
が
答

湖
之
南
涵
四
自
―
―
天
目
↓
東
流
至
―
―
荻
塘
↓
會
1

一
爛
埃
水
面
町
へ
ん
」
と
詠
じ
た
の
を
き
き
、
天
皇
痛
く
感
ぜ
ら
れ
た

出
示
望
↓
匪
子
此
↓
〔
明
一
統
志
〕
鶯
脱
湖
、
去
英
縣
一
と
言
ひ
偵
ふ
。
〔
和
漢
三
オ
圃
會
‘
五
果
類
‘
梅
〕
鶯
宿

四
十
五
里
、
以
―
―
―
湖
形
似
―
―
鶯
脱
―
故
名
。
梅
‘
中
花
、
白
‘
八
重
、
有
1

一
赤
貼
文
一
香
佳
‘
京
相
國
寺
塔

〖
鶯
脱
湖
荘
〗4
3

芦
5
ゥ
清
、
王
藻
(
7
|2
0
8
2
3
 :
 4
2
8
)

頭
林
光
院
‘
初
有
レ
之
、
於
レ
今
有
"
残
株
一

の

室

名

。

【

鶯

湖

漁

父

】

56%70
清
、
翁
廣
平
(
9
-
2
8
6
3
5
:
 6
9
)
 

[
鶯
貝
】

44gヒ
ス
あ
こ
や
が
ひ
の
一
種
。
殻
は
鳥
の
翅
の
琥
°

の

形

を

な

す

。

【

鶯

顛

燕

狂

】

57

”
}
苓
春
時
多
く
の
男
女
の
行
築
す

【
鶯
粉
]
4
5

翌
女
子
の
化
粧
品
。
黄
色
の
粉
。
〔
馬
祖
る
さ
ま
。
〔
桃
花
扇
‘
聰
稗
〕
暗
思
想
、
那
些
鶯
顛
燕
狂
‘

常
、
賦
主
叔
能
宅
芍
翠
詩
〕
鶯
粉
分
レ
奮
魏
有
レ
光
。
闊
嘉
l

興
亡
一

【
鶯
絣
】
4
6
"
”
ヒ
ス
鉗
に
餡
を
包
み
、
青
や
黄
の
き
な
こ
【
鶯
随
入
二
戸
樹
―
】
58

芹
芸
に
タ
ガ
9

テ
鶯
は
我
が
後
を

を

つ

け

た

も

の

。

慕

ひ

‘

戸

外

の

樹

林

に

来

て

鳴

く

。

〔

陰

鰹

、

開

善

寺

詩

〕

【
鶯
朋
】
47

界

鶯

友
(

4

)

に
同
じ
。
〔
朱
櫂
、
宮
詞
〕
鶯
朋
鶯
商
入
二
戸
樹
五
花
逐
下
―
―
山
風
↓

じ
ゅ
ず
か
け
ば
と
。
鶉
(
1
2
|
 4
6
9
3
4
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鶉
、
博
雅
‘
鶉
鳩
也
、
或
ハ
レ
浮
゜

4
 

【
鴻
】
血

779ゥ
〔
集
韻
〕
房
尤
切
因

【

鴫

】

[

鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
鵡
、
鳥
名
。

ヱ
ン

〔
字
彙
〕
干
櫂
切

囲

□
□
●
鷺
が
む
れ
と
ぶ
。
或
は
鵠
(
1
2
-
4
6
9
7
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鸞
、
鷺
塁
飛
也
、
或
省
。

O
し
ら

さ
ぎ
。
〔
玉
篇
〕
鸞
、
白
鷺
也
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
鷺

鷺
鵜
煽
゜

【
鵞
鷺
】
1

だ
水
鳥
の
名
。
さ
ぎ
の
異
名
。
〔
左
思
、
蜀
都

賦
〕
其
中
則
有
―
―
鴻
儲
鵠
侶
、
鸞
鷺
鵜
鵬
↓
〔
注
〕
劉
日
、
皆

水
鳥
名
、
善
日
、
毛
詩
曰
、
振
鷺
子
飛
。
〔
朱
珀
集
繹
〕
詩

振
鷺
、
毛
偉
、
振
、
墾
飛
貌
、
正
義
―
本
‘
此
鳥
名
レ
鷺
而
已
、

則
是
非
振
競
連
文
一
也
、
後
人
因
レ
振
加
レ
鳥
、
玉
篇
乃

有
―
―
鵞
字
詞
盆
竪
鷺
鳥
別
名
盃
皿
此
虞
劉
注
‘
亦
謂
鸞

鷺

為
1

一
鳥
名
戻
、
然
李
注
引
レ
詩
不
レ
言
―
―
鵞
輿
レ
振
通
｛

或
李
本
不
レ
作
レ
鸞
典
。

【鷺】
5

戸
〔
玉
篇
〕
之
鄭
切
圏

〔
集
韻
〕
之
刃
切
醐
辱

【
鶉
】E
:，
ヨ
ク
い
い
]
戸
〗

[
O
じ
。
〔
篇

つ
い
ば
む
。
又
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶉
、
鳥
食
。

〔
字
彙
〕
鶉
、
鳥
食
、
又
鳥
名
。

祠

】

〔

戸

ク

〔

集

韻

〕

悉

郎

切

國

小
〇
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
鵜
、
鳥
也
、
炊
レ
鳥

覇

豪

祟

瞥

。

O
怪
鳥
の
名
。
〔
正
字
通
〕
鶉
、

即
怪
鳥
。

園

8
 

【
鶉
】
血

[
[
9

一
十
〔
集
韻
〕
雪
律
切

小
●
と
ぶ
さ
ま
。
〔
説
文
〕
塞
、
飛
兒
也
、

鑓

藁

於

鳥

寒

省

臀

。

●

と

ぶ

。

と

び

あ

が

る
。
〔
沈
約
、
水
鳥
賦
〕
将
レ
寮
復
敏
レ
翻
。

O
通
じ

て
脊
(
1
2
-
4
4
8
9
4
)

に
作
る
。
〔
六
書
故
〕
鵞
、
通

作
レ
寃
゜

闊

賽

(
1
2
|
 4
4
8
9
4
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
琲
似
、
二
字
相

似
〕
賽
‘
昔
牽
‘
肪
也
。
齋
‘
昔
軒
‘
飛
也
。

【
齋
翡
】
1

笠
飛
ぴ
あ
が
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
鳳
齋
1

貨
於
甍
標
盆
唸
乎
風
而
欲
レ
翔
゜
〔
晉
書
、
哀
湛
傭
〕
苑
泰

贈
湛
及
混
詩
云
‘
亦
有
後
出
褐
↓
離
レ
露
頗
窯
看
゜

【
齋
騰
】
2

記
高
く
翔
け
あ
が
る
。
〔
鄭
惜
‘
貶
降
至
,
,

汝
州
廣
城
騨
1

詩
〕
疲
鴛
芳
垂
レ
耳
‘
鵞
騰
距
矯
レ
翰
゜
〔
杜

囀

贈
1

一
特
進
汝
陽
王
三
十
韻
詩
〕
筆
飛
鸞
循
立
‘
章

罷
鳳
鵞
騰
。

【
窯
飛
】
3

竺
鳥
が
翔
り
と
ぶ
こ
と
。
縛
じ
て
、
か
け
め

ぐ
り
奔
走
す
る
こ
と
。
〔
張
説
、
同
賀
―
―
―
八
送
充
公
赴
1

一

荊
州
詩
〕
疇
昔
同
臀
友
‘
鵞
飛
出
1

一
鳳
池
尺
杜
甫
‘
奉
l
-

賀
陽
城
郡
王
太
夫
人
恩
命
丘
匹
鄭
國
太
夫
人
一
詩
〕
委

曲
承
1

一
顔
腫
玉
憲
飛
報
―
―
主
身
↓

冨】
E

コケ
ンン

〔
集
韻
〕
虚
言
切
字

T
 
I
 

J:f 

h
s
i
e
n
'
 

爾
早
ヵ
い
だ
[
~
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

繍
鵬
は
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶉
、
韻
鵜
、
烏
名
。

【

鶉

】

[

〔
集
韻
〕
餘
封
切
図
〗

ヨ，ウュ

13453 



鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
賎
、
鳥
也
。

【
鶉
】
呻
パ

【
鰤
】
匹

シ

【

鵜

】

呻

ぢ

ン

●
【
鶴
】
[

5
 
8
 
ー7
 
4
 
、,＇、）

 ，
 

7
 
ー7
 
4
 
（
 

〔
玉
篇
〕
烏
紅
切

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鶴
‘
鳥
也
。
茜
ひ
た
き
。
鳥
の
名
。

〔
集
韻
〕
蒲
官
切

鷲
鵡
は
、
鳥
の
名
。
〔
山
海

経
、
北
山
経
〕
北
揖
之
山
、

有
レ
鳥
焉
、
其
状
如
レ
烏
人

面
、
名
曰
二
鵞
鵡
二
宵
飛
而

萱
伏
、
食
レ
之
已
レ
喝
。

【
鷲
】
E

バハ
ンン

ヲ，ウ
ヲ

図

〔
字
彙
〕
遇
哀
切

鳥
の
名
。
原
(

2

|
2
9
7
3
)

に
通
ず
。
〔
玉
篇
〕
鵜
、
鳥

也
。
〔
字
彙
〕
鵜
、
鳥
名
。
〔
正
字
通
〕
鵜
、
山
海
経
、

嘉
裔
之
丘
有
レ
鳥
、
状
如
レ
蜂
、
大
如
―
―
鴛
驚
一
名

日
11
欽
原
盃
鴎
‘
即
欽
原
之
原
‘
俗
加
レ
鳥
。

〔
集
韻
〕
霜
夷
切

鳥
の
名
。
或
は
師
(
1
2ー

4
6
7
1
2
)

・師
(
4
ー

8
9
1
6
)

に
作
り
、
俗
に
醜
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰤
、
鳥
名
、
或

省
。
〔
正
字
通
〕
鰤
、
藷
註
、
昔
師
、
鳥
名
、
博
物
志
、

條
支
國
西
海
有
師
子
大
蕉
本
作
レ
師
、
俗
作
レ

躙。

〔
玉
篇
〕
乎
馬
切
薗
[
-

鳥

部

〔
十
萱
〕

困
匪 原l

（圏経海山）躙鵞

鶴

鷲

鴎

鰤

鵜

鴇

鶴

〔
集
韻
〕
諸
延
切

は
や
ぶ
さ
。
鶴
(
1
2
-
4
7
4
1
1
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕

鶴
、
鳥
名
、
説
文
‘
鵬
風
也
、
古
作
レ
霜
゜

小
●
つ
る
。
渉
水
鳥
の
名
。
頸
・
闘
共

籍
豪
に
長
く
、
全
身
雪
白
で
翅
端
が
黒
く
‘

頭
の
頂
が
赤
く
、
長
い
紫
で
水
中
の
魚
を
捕
ヘ

て
食
ふ
。
其
の
鳴
臀
は
け
だ
か
く
、
千
年
の
壽
を

保
つ
と
い
ふ
。
た
づ
。
あ
し
た
づ
。
丹
頂
。
胎

仙
。
胎
禽
。
仙
禽
。
仙
客
。
赤
頬
。
陰
利
。
九
助
君
。

九
皐
君
。
〔
説
文
〕
鶴
、
鶴
鳴
-
l

九
皐
涵
品
空
子
天
一

ハ
レ
鳥
雀
臀
。
〔
段
注
〕
鶴
字
今
補
、
此
見
―
―
詩
小

雅
↓
〔
本
草
‘
鶴
〕
集
解
、
時
珍
日
、
鶴
大
―
―
於
鵠
i

長
三
尺
、
高
三
尺
餘
、
喉
長
四
寸
‘
丹
頂
赤
目
、
赤

頬
青
脚
‘
修
頸
凋
尾
、
粗
膝
織
指
、
白
利
無
朔
、
亦

有

灰

色

蒼

色

煮

嘗

以
I)

夜
半
1
鳴
‘
臀
喋
11

雲

寄
→
●
白
い
喩
。
〔
杜
甫
、
奉
―
―
呈
巖
公
—
詩
〕
清
秋

鶴
髪
翁
。
●
鋤
の
頭
。
〔
繹
名
、
繹
用
器
〕
鋤
、
齊

人
謂
―
―
其
柄
己
ザ
橿
、
頭
日
レ
鶴
、
似
11
鶴
頭
1
也
。

●

鷺
(
9
ー

2
8
7
7
8
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
大
雅
、
霊
壷
〕

白
鳥
嵩
需
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
上
〕
白
鳥
鶴
鶴
。

O

或
は
鵡
(
1
2
ー

4
7
1
6
7
)
•
鵜
(
1
2
ー

4
7
1
2
4
)
•

鵠

(
1
2ー

4
6
9
6
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
或
作
二
鵡
・

鵜
・
鵠
一
●
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鶴
壽
、
本
名
吾
都

不
、
五
院
部
人
。

【
鶴
奄
】
1

”
ク
清
、
錢
瑞
徴
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 3
6
2
)

の
琥
。

【
鶴
飲
】
2

り
ク
一
杯
飲
ん
で
は
樹
に
登
り
、
降
つ
て
は

又
飲
む
こ
と
。
〔
萱
漫
録
〕
蘇
舜
欽
・
石
延
年
輩
、
有
な
ぎ

鬼
飲
・
了
飲
・
囚
飲
・
鼈
飲
・
鶴
飲
五
鶴
飲
者
、
一
杯
復
登
レ

カ
ク
〔
集
韻
〕
昂
各
切
固
〖

／
 
r
2
 hao• 
ヽ

【
鶴
】
徊
ガ
ク

r亡
ho'

祠

】

叫

セ

ン

00 

清
、
徳
立
(
4
-
1
0
2
4
3
:
 3
2
3
)

の
字
。

樹

、

下

再

飲

耳

。

年

又

乎

葉

子

彩

、

名

,

,

紅
鶴
阜
鶴
士
ぶ
別
演
為
―
―
鶴
格
一

【鎚
E

影
】
3

”i

つ
る
の
か
げ
。
又
、
つ
る
の
す
が
た
。
〔
劉
云
云
、
余
少
時
亦
有
,
,
此
二
格
ぢ
格
杢
其
本
一
今
絶
無
,
,

清
‘
看
膀
日
詩
滋
竺
鳴
瞭
月
鶯
臀
遠
‘
雙
―
―
化
春
風
一
鶴
知
者
↓

影
回
。
〔
呉
師
道
‘
題
11
館
含
壁
―
詩
〕
池
姻
明
―
―
鶴
影
ヰ
杯
【
鶴
鶴
】
14

”
”
肥
え
て
光
澤
の
あ
る
さ
ま
。
又
、
利
毛
の

雨
断
―
―
蝉
臀
↓
〔
呪
允
明
、
山
窟
萱
睡
詩
〕
身
在
―
―
雲
房
ー
夢
白
い
さ
ま
。
〔
孟
子
、
梁
恵
王
上
〕
白
鳥
鶴
鶴
゜
〔
注
〕
鶴

亦
間
、
松
頭
鶴
影
枕
屏
間
。
「
琥
。
鶴
而
澤
好
而
已
゜
〔
疏
〕
其
於
二
白
鳥
ガ
〈
且
鶴
鶴
然
而
肥

〖
鶴
影
子
】4
バ
ク
エ
ィ
明
、
許
儀(
1
0
-
3
5
2
9
8

:
 4
4
)

の
澤
也
。
〔
集
注
〕
鶴
鶴
、
潔
白
貌
。

【
鶴
昔
】
5

"

＂
鶴
の
な
き
ご
ゑ
。
鶴
瞥
。
〔
孟
郊
、
投
"
贈
【
鶴
閑
】

15

”
ク
つ
る
が
し
づ
か
に
し
て
ゐ
る
意
。
〔
喩

張
端
全
詩
〕
鸞
歩
獨
無
レ
侶
‘
鶴
―
音
伯
寡
レ
僑
。
覺
、
遊
↓
1

北
山
寺
―
詩
〕
庭
静
衆
槃
在
、
鶴
閑
雙
檜
枯
。

【
鶴
駕
】
6

勺
●
太
子
の
み
く
る
ま
。
〔
列
仙
傭
、
上
〕
王
【
鶴
澗
】
16

”
ク
字
琥
。
●
明
‘
張
宏
(
4
ー

9
8
1
2
:
 2
3
2
)

の

子
喬
‘
周
霊
王
太
子
晉
也
、
好
吹
レ
笙
作
―
―
鳳
凰
鳴
孟
竺
琥
。

O
清
、
姜
責
節
(
8
ー

6

送
5

:
9
6
)

の
琥
。
●
清
、
張

伊
洛
之
間
ゴ
云
云
‘
果
乗
,
,
白
鶴
ー
駐
―
―
山
頭
る
ヂ
之
不
レ
鴻
(
4
ー

9
8
1
2
:
 3
1
4
)

の
琥
。

履
到
、
學
レ
手
謝
1

一
時
人
面
敦
日
而
去
、
俯
立
,
,
祠
於
緞
氏
【
鶴
企
】
17"ク
つ
る
の
や
う
に
首
を
の
ば
し
足
を
つ
ま

山
下
及
嵩
高
首
1

焉
。
〔
錦
字
箋
〕
周
霊
王
太
子
晉
‘
乗
ー
ー
だ
て
る
こ
と
。
又
、
さ
う
し
て
待
っ
て
ゐ
る
こ
と
。
鵠
企
。

白
鶴
1

仙
去
‘
故
太
子
駕
日
―
―
鶴
駕
盃
所
レ
居
宮
日
＿
一
鶴
禁
↓
〔
晉
書
、
隠
逸
‘
郭
璃
博
〕
故
遣
1

一
使
者
二
虚
レ
左
授
レ
緩
‘

〔
唐
享
1
一
太
廟
血
示
章
‘
承
光
舞
〕
龍
棲
正
啓
、
鶴
駕
斯
攀
。
鶴
久
止
先
生
乃
脊
士
＇
國
↓
「

5

:
1
1
8
)
を
見
よ
。

●
仙
人
の
の
り
も
の
。
〔
藉
道
衡
‘
老
氏
碑
〕
蜆
裳
鶴
駕
、
【
鶴
磯
】
18

”
ク
齋
藤
敬
夫
の
琥
。
齋
藤
鶴
磯
(Ulー
4
8
5
6

往
―
―
来
紫
府
↓
〔
耽
津
‘
遊
―
―
鍾
山
紫
芝
観
詩
〕
鶴
駕
何
時
【
鶴
九
】
19

”
清
、
唐
景
奉
(
l
i
l
-
3
7
0
9
:
 3
9
1
)

の
字
。

去
、
遊
人
自
否
逢
。
〔
羅
隠
、
送
1
一
程
尊
師
東
遊
1
有
玉
寄
【
鶴
丘
】
29

”
明
、
巌
賓
(
2
_
E
器
9

:
2
1
9
)

の
字
。

詩
〕
且
憑
―
―
鶴
駕
―
尋
五
忠
竺
必
恐
犀
軒
過
―
―
赤
城
↓
【
鶴
宮
】
21

”
が
皇
太
子
の
御
殿
。
韓
じ
て
、
皇
太
子
の

【
鶴
崖
】
と
り
明
、
李
應
奇
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 8
9
9
)

の
字
。
尊
稽
。
鶴
駕
(
6
)
を
見
よ
。
〔
漢
宮
闘
疏
〕
鶴
宮
、
皇
太
子

【
鶴
蓋
】
8

”
飛
鶴
の
や
う
な
車
蓋
。
〔
劉
峻
、
廣
絶
交
居
所
、
凡
人
不
レ
得
レ
入
。

論
〕
難
人
始
唱
、
鶴
蓋
成
レ
陰
゜
〔
注
〕
善
日
、
劉
禎
魯
都
【
鶴
取
】
22

”
●
仙
人
の
乗
物
。
仙
人
は
鶴
に
乗
る
と

賦
日
、
蓋
如
飛
鶴
面
馬
似
,
,
遊
魚
↓
〔
酪
賓
王
、
送
S

劉
少
い
ふ
。
他
人
の
乗
物
の
美
稽
。
又
、
皇
太
子
の
乗
物
。
〔
呉

府
遊
1
一
越
州
詩
〕
離
亭
分
1
一
鶴
蓋
盃
別
岸
指
龍
川
↓
融
‘
和
T

皮
博
士
赴
,
,
上
京
観
中
1
修
董
齋
1
瞳
威
儀
尊

【
鶴
江
】
，
衿
清
、
費
開
綬
(
1
0
-
3
6
7
1
7
:
 8
3
)

の

琥

。

師

兼

見
J

寄
詩
〕
鶴
取
已
従
1
一
煙
際
示
＇
。
〔
白
居
易
‘
寄
,
,

【
鶴
岡
】10
”
”
●
縣
名
。
清
、
置
く
。
涌
洲
黒
龍
江
省
湯
李
相
公
雀
侍
郎
錢
含
人
一
詩
〕
曾
陪

1一
鶴
駁
声
~
三
仙
、
親

原
縣
の
東
北
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
黒
龍
江
‘
附
志
、
鶴
侍
―
―
龍
輿
―
四
五
年
。
〔
趙
蝦
、
今
年
新
先
輩
以
二
逼
密
之

岡
縣
。
●
清
、
曾
盆
(
1
1
-
1
4
2
9
9
:
 1
3
)

の
字
。
際
云
茫
有
一
諮
集
ー
必
資
藩
涵
竺
書
ふ
此
奉
賀
詩
〕
鶴
取

【
鶴
奉
】
11

切
字
琥
。
●
明
、
周
之
屏
(
9
ー

3
4
4
1
:
 6
8
2
)
廻
瓢
雲
雨
外
、
蘭
亭
不
レ
在
管
絃
中
。
〔
劉
商
、
~
.

一
舒
城

の
字
。
●
清
、
祁
韻
士
(
8
-
2
4
6
3
4

：
 
2
8
)

の
字
。
●
清
、
南
埃
1
賦
ー
ー
得
沙
鶴
1
歌
云
云
〕
皇
華
地
仙
如
1
一
鶴
取
云
乗

戚
學
標
(
1
1
-
1
1
5
9
4
:
 5
0
)

の
統
。
●
清
、
陳
捷
(
1
1
-
4

駕
瓢
瓢
留
不
レ
住
。
●
死
者
の
乗
輿
を
い
ふ
。
〔
沈
括
‘

1
2
蕊
•
4
1
0
)

の
琥
。
●
清
、
雷
以
誠
(
l
l
i
l
-
4
2
2
4
5
:
 1
6

仙
都
詩
〕
苔
封
輩
路
上
1
一
青
山
ぢ
鴫
取
遼
天
去
不
レ
還
。

8
)

の
字
。
●
河
野
子
龍
の
琥
。
河
野
恕
齋
(
6
ー

1
7
2
4
5

:
【
鶴
禁
】
2
3
2
ク
皇
太
子
の
宮
を
い
ふ
。
鶴
駕
（
6
)
を
見

3
1
1
)
を

見

よ

。

よ

。

〔

李

徳

裕

、

遠

レ

夢

詩

〕

椅

梧

連

,

,

鶴
禁
盃
叫
現
接
龍

【
鶴
客
】
1
2
"
”
明
、
陳
三
島
(
1
1
ー

4
1
6
器
：
8
7
8
)

の
字
。
餡
↓
〔
殷
文
圭
、
初
秋
留
,
,
別
越
中
幕
客
1
詩
〕
鶴
禁
有
レ
知

【
鶴
格
】
13

”
”
唐
代
、
人
士
宴
集
の
際
、
詩
文
を
書
き
記
須
―
―
強
進
盃
稽
峰
無
レ
事
莫
,
,
相
留
↓
〔
白
孔
六
帖
、
漢
宮
闊

す
紙
の
様
式
。
〔
欝
田
録
〕
唐
世
士
人
宴
緊
、
盛
行
―
―
葉
子
疏
〕
白
鶴
太
子
所
レ
居
之
地
‘
凡
人
不
レ
得
,,li'
入
正
故
云
,
,

格
一
五
代
國
初
猶
然
、
後
漸
畷
不
ゎ
偉
、
今
其
格
、
世
或
鶴
禁
↓

有
レ
之
、
而
無
＿
「
八
知
者
盃
惟
昔
楊
大
年
好
レ
之
、
云
云
、
大
【
鶴
腫
i

】公”ク

八
五
八

13454 
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鳥

部

〔
十
書
一
〕

鶴

八
五
九

【
鶴
還
】
25

誇
／
鶴
が
か
へ
る
。
〔
慮
綸
、
送
1
1

菊
渾
王
明
戒
す
る
性
質
を
有
す
る
と
い
ふ
。
〔
風
土
記
〕
嗚
鶴
戒
レ

廂
詩
〕
行
レ
境
逢
1

一
花
猜
面
¢
琴
見
―
―
鶴
還
一
〔
趙
蝦
、
早
露
、
此
鳥
性
警
、
至
下
八
月
白
露
降
、
流
―
―
於
草
葉
之
上
↓

競
一
剣
中
石
城
寺1詩
〕
竹
戸
半
開
鐘
未
レ
絶
、
松
枝
静
齋
滴
滴
有
』
臀
、
則
高
嗚
相
警
、
徒•

I所
レ
宿
慮
→
慮
レ
有
―
―
患

鶴
初
還
。
〔
廼
賢
、
雨
夜
同
―
―
天
台
道
士
鄭
蒙
泉
社
伊
藷
害
一
也
。
〔
楊
濤
、
狐
認
レ
泳
賦
〕
晶
疑
之
理
有
レ
殊
、
鶴
警

井
懐
二
劉
子
葬
一
詩
〕
劉
郎
獨
愛
長
生
訣
、
日
日
天
台
望
―
―
之
聴
可
レ
比
゜

鶴

還

↓

「

の

室

名

。

【

鶴

底

こ

38

諺
鶴
の
飛
ぴ
通
ふ
高
い
や
ま
み
ち
。
〔
徐

〖
鶴
還
堂
〗26
悶
ク
？
清
、
張
道
浚
(
4ー
9
8
1
2:
 1
3
3
4
)

陵
、
山
齋
詩
〕
桃
源
驚
1

社
送
ユ
鶴
嬌
断
二
宋
賓
↓

【
鶴
観
】
27

翌
観
の
名
。
挟
西
省
西
安
縣
。
『
二
輔
黄
【
鶴
軒
】
40

”

0
鶴
が
大
夫
の
車
に
乗
つ
て
ゐ
る
こ
と
。

圏
‘
六
‘
陵
墓
〕
武
帝
茂
陵
在
―
―
長
安
城
西
北
八
十
里
三
云
〔
左
氏
、
問
‘
―
-
〕
衛
鈴
公
好
レ
鶴
、
鶴
有
証
水
レ
軒
者
↓
〔
注
〕

云

‘

茂

陵

園

有

百

鶴

観

↓

「

る

。

軒

、

大

夫

車

。

O
縛
じ
て
、
倖
に
し
て
誅
位
を
得
た
こ

【
鶴
字
凡
】
28

が
い
紋
所
の
名
。
鶴
の
翼
を
延
べ
た
形
に
象
と
に
い
ふ
。
自
謙
の
辟
゜
〔
白
居
易
‘
和
,
1

我
年
ニ
ニ
首

【
鶴
胚
】
29

”
"

O
つ
る
の
は
ぎ
。
〔
皮
日
休
、
小
松
詩
〕
詩
〕
一
勁
鶴
辞
レ
軒
‘
七
年
魚
在
レ
沼
゜

葉
健
似
1

一
糾
貿
五
枝
脆
如
鶴
胚
↓
〔
王
馬
偕
、
送
,
,
節
杖
―
【
鶴
語
】
42

勺
鶴
が
語
る
。
又
、
鶴
の
聾
゜
〔
李
端
‘
遊
―
―
終

輿
到
湛
然
道
土
詩
〕
有
レ
客
裏
竹
梵
九
節
共
二
南
山
因
寄
―
―
蘇
奉
碍
士
尊
師
苗
員
外
1

詩
〕
維
臀
博
レ
洞

柊
鶴
腟
老
更
長
、
龍
骨
乾
自
奇
。

O
む
衣
が
短
い
た
遠
‘
鶴
語
報
レ
家
遅
゜
〔
眺
合
‘
寄
二
孫
路
秀
才
一
詩
〕
潮
去
蝉

め
、
胚
が
長
く
あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
瞥
出
、
天
晴
鶴
語
多
。
〔
異
苑
〕
太
康
二
年
冬
、
大
雪
、
南

〖
鶴
胚
有
レ
所
レ
節
〗
3
0
”
り
”
酎
戸
長
い
鶴
の
は
ぎ
も
州
人
見
二
白
鶴
語
―
―
於
橋
下
頁I、
今
年
寒
不
レ
減
甕
崩

丁
度
用
ひ
る
に
宜
し
い
所
が
あ
る
。
物
に
は
夫
々
に
役
年
ぶ
炉
是
飛
去
。
〔
梁
昭
明
太
子
、
錦
帯
書
十
二
月
啓
‘

立
つ
場
所
が
あ
る
意
。
〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
鵠
目
有
レ
所
レ
黄
鍾
十
一
月
〕
虹
入
レ
漢
而
蔵
レ
形
‘
鶴
臨
レ
橋
而
送
レ
語
。

適
、
鶴
限

9
所

レ

節

。

【

鶴

骨

]
4
3

諄
鶴
の
ほ
ね
。
痩
艇
の
形
容
。
〔
孟
郊
、
石

〖
鶴
胚
雖
レ
長
断
レ
之
則
悲
〗
3
1

”
り
”
”
”
竺
科
芥
モ
カ
ナ
／
ム
涼
詩
〕
諷
諷
鶴
骨
仙
、
飛
動
鼈
背
庭
゜
〔
齊
己
、
戊
辰
歳

物
は
各
々
よ
ろ
し
き
所
が
あ
り
、
妄
り
に
損
盆
し
て
は
湘
中
寄
,
,
鄭
谷
郎
中
1

詩
〕
痩
應
レ
成
―
―
鶴
骨
盃
困
想
似
ユ
岬

な
ら
な
い
喩
゜
〔
荘
子
、
絣
拇
〕
鞄
胚
雖
レ
短
、
績
レ
之
削
心
↓
〔
蘇
献
、
贈
↓
―
嶺
上
老
人
1

詩
〕
鶴
骨
霜
髯
心
已
灰
、

憂
‘
鶴
胚
雖
レ
長
、
阿
之
則
悲
゜
宵
松
合
抱
手
親
栽
゜
〔
王
炎
、
病
中
書
細
懐
詩
〕
鶴
骨
維

【
鶴
澪
保
]32

げ
字
琥
。

0
宋
、
陳
汝
錫

(11|
 4
1
6
9
8
 :
 1
0

膚
不
レ
耐
レ
寒
、
那
堪
癬
芥
更
斑
爛
゜

0
 5
)

の
琥
。
●
明
、
荘
誨
(
9
|
3
1
0
3
5
 :
 5
)

の
字
。

O
清
、
【
碑
亨
沙
】
44

”
ク
地
名
。
江
蘇
省
沙
縣
゜
〔
明
一
統
志
〕
下

王
鳴
詔
(
7
|
2
呂
2
3
:
 2
1
2
7
)

の

字

。

沙

浦

在

,

,

上
海
縣
束
南
↓
―
名
,
,
鶴
沙
「
宋
宣
城
呉
潜
‘

〖
鶴
漢
子
〗33
1
ィ
清
、
王
鳴
紹
(
7
|2
0
8
2
3
 :
 2
1
2
7
)

侍
レ
父
下
―
―
沙
登
場

g史
書
、
後
魁
―
―
多
士
面
竺
開
慶
名

の

琥

。

「

琥

。

相

↓

〔

薩

都

剌

‘

呉

姫

曲

〕

郎

居

柳

浦

頭

‘

妾

住

鶴

沙

尾

。

〖
鶴
淫
道
人
〗3
4
”
”
賛
明
、
桑
悦(
6
|1
4
7
7
2
 :
 4
)

の
【
鶴
磋
】
45

咋
山
名
。
江
蘇
省
嘉
定
縣
の
南
。

【
鶴
慶
】
35

げ
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
消
、
鶴
慶
州
の
地
。
【
鶴
在
】
46

”
清
‘
張
祥
河
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
1
6
2
)

の
琥
°

雲
南
省
麓
江
縣
の
西
南
。
金
沙
江
の
西
。
〔
清
史
稿
、
地
【
~
草
】

4
7
訪
草
の
名
。
一
名
、
媚
草
。
〔
南
方
草
木
状
‘

理
志
〕
雲
南
、
麗
江
府
、
州
二
、
鶴
慶
州
。
草
類
〕
鶴
草
‘
蔓
生
‘
其
花
麹
塵
色
、
漫
紫
帝
‘
葉
如
レ
柳

H
声
頸
】
36

げ
〇
鶴
の
く
ぴ
゜
〔
宋
史
‘
五
行
志
二
下
〕
而
短
‘
常
レ
夏
開
レ
花
、
形
如
二
飛
鶴
盃
角
翅
尾
足
無
レ
所
レ

碓
熙
四
年
十
月
、
知
潤
州
程
文
慶
獣
レ
鶴
‘
頸
毛
如
1

一
垂
不
レ
備
、
出
―
―
南
海
写
ム
是
媚
草
‘
上
有
レ
品
、
老
蜆
為
レ
蝶
、

良

O
長
い
頸
。
又
、
長
い
首
の
人
。
〔
白
居
易
‘
歎
レ
老
赤
黄
色
、
女
子
蔽
レ
之
‘
謂
,
,
之
媚
蝶
涵
叱
致
―
―
其
夫
憐
愛
↓

三
首
詩
〕
鵜
頭
輿
―
―
鶴
頸
一
至
レ
老
長
如
レ
墨
。
参
花
瓶
・
【
鶴
巌
{
】
48

誇
●
鶴
の
す
。
〔
王
維
、
山
居
即
事
詩
〕
鶴

徳
利
等
の
細
長
い
頸
゜
〔
張
説
‘
詠
レ
瓢
詩
〕
蝸
房
巻
一
枷
~
巣
1一
松
樹
一
遍
、
人
訪
―
―
華
門
一
稀
゜
〔
楊
衡
‘
遊
―
―
陸
先
生
故

買
鶴
頸
抽
―
―
長
柄
↓
R
認
夕
顔
の
一
種
。
巖
居
五
巳
仰
窺
援
桂
レ
樹
‘
俯
封
鶴
巣
レ
石
。
〔
桃
合
、
採

【
鶴
警
】
37

げ
つ
る
が
警
戒
す
る
。
鶴
は
用
心
深
く
警
松
詩
〕
今
朝
試
上
1

一
高
枝
―
採
、
不
レ
覺
傾
翻
仙
鶴
巣
。
〔
劉

商
、
題
―
―
祠
居
際
圭
詩
〕
鶴
巣
松
影
薄
、
僧
少
磐
臀
稀
。

●
清
、
宋
有
元
(
8
ー

7
0
7
8
:
 2
2
1
)

の
琥
゜

【
鶴
山
】
49

ク

0
山
名
。
④
湖
南
省
靖
縣
城
内
の
東
北
。

本
名
は
純
祗
域
。
宋
の
魏
了
翁
、
誦
せ
ら
れ
て
此
虞
に

居
る
。
＠
四
川
省
耶
陳
縣
の
西
ぶ
木
の
魏
了
翁
兄
弟
、
此

虞
に
讀
書
す
。
故
に
世
に
了
翁
を
鶴
山
先
生
と
い
ふ
。

◎
廣
東
省
鶴
山
縣
城
内
。
●
縣
名
。
消
、
置
く
。
廣
東

省
新
會
縣
の
西
北
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
廣
東
、
肇
慶

府
、
縣
九
、
鶴
山
。

O
字
琥
。
④
清
、
王
含
光
（
7
-
2
0
8
2
3

:
 1
2
7
5
)

の
琥
。
＠
石
井
有
の
琥
。
石
井
鶴
山
(
8
-
2
4
0
2

4

:

 4
4
8
)

を
見
よ
。

〖
鶴
山
集
〗50吟
t

書
名
。
一
百
九
巻
。
宋
、
魏
了
翁

撰
。
了
翁
‘
経
術
を
研
思
し
、
其
の
文
は
根
抵
醇
正
に
し

て
紆
餘
宕
折
、
江
湖
涸
士
の
叫
楓
狂
躁
の
氣
な
く
、
又
、

講
字
の
諸
儒
の
空
疎
迂
腐
の
習
弊
が
な
い
。
〔
四
庵
提

要
、
集
、
別
集
類
〕
。

〖
鶴
山
先
生
〗51
”
汀
尊
稽
。
0
宋
、
魏
了
翁
(
1
2
-
4

5
8
7
2
 :
 3
0
6
)

の
尊
梢
。

O
宋
、
馬
大
同
(
1
2
|
 4
4
5
7
2
 :

8

 

7
8
)

の
尊
稲
゜
〇
清
、
植
敏
愧
(
6
-
1
5
0
2
3
:
 4
2
)

の
尊

梢゚〖
鶴
山
先
生
大
全
文
集
〗5
2
"り
タ
ク
特
書
名
。
一
百

十
巻
。
宋
、
魏
了
翁
撰
゜

【
鶴
算
】5
3
h笠

s
u
a
n
•
長
壽
゜

【
鶴
子
]
5
4

匁
〇
鶴
の
子
。
〔
木
華
、
海
賦
〕
児
雛
離
樅
、

鶴
子
淋
滲
゜
〔
杜
審
言
、
和
三
4

早
承
慶
過
l

一
義
陽
公
主
山

池
詩
〕
鹿
靡
衝
11

妓
席
一
鶴
子
曳
―
―
童
衣
↓
〇
鷺
の
一

種
。
〔
本
草
、
鷺
〕
集
解
、
穎
日
、
似
レ
鷺
而
頭
無
レ
絲
、
獅

黄
色
者
、
俗
名
11

白
鶴
子
「
又
有
11

紅
鶴
ー
相
類
、
色
紅
、
禽

経
所
謂
朱
鷺
是
也
。

O
草
の
名
。
さ
ぎ
草
。
〔
北
戸
録
‘

下
〕
鶴
子
草
‘
蔓
花
也
‘
其
花
麹
塵
色
、
漫
紫
帯
、
葉
如
レ

柳
而
小
短
‘
嘗
レ
夏
開
、
南
人
云
‘
是
媚
草
甚
紳
‘
可
レ
比
―
―

懐
草
夢
芝
ぶ
杢
之
曝
乾
‘
以
代
ー
一
面
裔
玉
形
如
―
―
飛
鶴
状
｛

翅
材
嘴
距
‘
無
レ
不
11

畢

備

↓

「

す

る

。

[
鶴
柿
】
55

肛
柿
の
一
種
。
果
責
が
細
長
く
、
早
く
熟

【
鶴
舟
】
56

吟
〇
鶴
の
飾
を
施
し
た
舟
。
美
し
い
舟
。

〔
上
官
儀
、
奉
1

ー
和
過
誓
窒
應
制
詩
〕
翠
梧
臨
鳳
邸
↓

滋
蘭
蜃
鶴
舟
↓
〇
字
舅
④
明
藩
突
鉤
(
7
-
1
8
2
3
6
:
 

1
2
3
)

の
琥
。
＠
清
、
王
玉
噴
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
3
2
4
)

の
字
。

【
鶴
洲
】
57

衿
〇
梁
の
孝
王
の
免
園
の
雁
池
中
に
あ
る

洲
。
〔
三
轄
黄
圏
〕
梁
孝
王
作
1

一
躍
華
宮
函
杢
免
園
面
園
中

有
雁
池
砿
間
有
鶴
洲
廃
渚
「
王
日
良
賓
客
釣
天

其
中
↓
〇
鶴
の
ゐ
る
洲
゜
〔
王
仲
男
、
南
都
賦
〕
鶴
洲
背
l
-

其
後
云
冗
渚
面
音
盆
翌
〇
清
、
丁
皐
(
1
ー

2

:
3
1
)

の
字
。

【
鶴
都
】
58

匁
鶴
膝
の
〇
を
見
よ
。

【
鶴
膝
】
59

弁
●
矛
の
一
種
。
〔
方
言
‘
九
〕
矛
、
骰
細
如
1

雁
罪
者
、
謂
乏
鶴
竺
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
鶴
之
膝
特

隆
、
故
呉
矛
骰
大
者
名
鶴
膝
↓
〔
左
思
羹
都
賦
〕
家
有
二

鶴
膝
一
戸
有
犀
渠
↓
〔
注
〕
劉
曰
‘
矛
骰
如
紐
笛
空
者
、

謂
乏
鶴
膝
↓
〇
作
詩
上
の
八
病
の
一
。
第
一
句
の
第

五
字
と
第
一
二
句
の
第
五
字
と
に
同
臀
昔
の
字
を
用
ひ

る
を
い
ふ
。
例
へ
ば
古
詩
の
客
従
二
遠
方
ー
来
、
遺
1

一我一

書
札
て
上
言
長
相
思
手
上
＿
―
-
口
＿
一
久
別
離
ー
は
来
と
思
と
共

に
平
臀
、
之
を
鶴
膝
と
い
ふ
。
一
説
に
、
一
句
五
字
の

中
、
一
字
の
み
が
濁
昔
で
、
他
の
四
字
が
清
昔
で
あ
る

も
の
を
い
ふ
と
。
〔
鍾
蝶
、
詩
品
、
下
〕
至
二
平
上
去
入
一

則
余
病
レ
未
レ
能
‘
蜂
腰
・
鶴
膝
、
間
里
已
具
。
〔
南
史
‘
陸

蕨
傭
〕
時
盛
為
↓
一
文
章
ご
天
興
沈
約
、
陳
郡
謝
眺
、
現
邪

王
融
‘
以
氣
類
和
推
穀
、
汝
南
周
顕
、
善
識
臀
韻
↓

約
等
文
皆
用
た
呂
商
ぶ
四
平
上
去
入
四
臀
「
以
レ
此
制
レ

韻
、
有
―
―
平
頭
・
上
尾
・
蜂
腰
・
鶴
膝
ご
止
字
之
中
、
音
韻

悉
異
、
雨
句
之
内
‘
角
徴
不
＞
同
、
不
レ
可
盃
諜
竺
世
呼

為
―
―
永
明
籠
一
〔
蘇
献
‘
和
二
孔
密
州
五
絶
一
和
1

一
流
杯

石
上
草
書
小
詩
―
詩
〕
蜂
腰
鶴
膝
嘲
―
―
希
逸
一
春
矧
秋

蛇
病
t
1

子
雲
↓
〔
呉
莱
‘
方
景
賢
宋
景
瀧
夜
坐
観
1

一
呉
中

雑
誌
1

遂
及
―
―
宣
和
博
古
圏
―
為
賦
レ
此
詩
〕
詩
宗
鶴
膝

蜂
腰
橙
、
證
象
龍
頭
禾
腹
圏
。
〔
詩
法
詳
論
、
律
詩
〕
詩

有
入
病
云
云
、
四
日
鶴
膝
、
第
五
字
不
レ
得
下
爽
第
十

五
字
一
同
瞥
忙
如
下
客
従
1

一
遠
方
一
来
、
遺
,
,
我
一
書
札
一
上

言
-
―
長
相
思
屯
＇
言
申
久
離
別
証
宋
・
思
皆
平
臀
。
〔
文
鏡
認

府
論
〕
五
言
詩
、
第
五
字
不
レ
得
証
ハ
―
―
第
十
五
字
面
炉

聾
、
言
祠
頭
細
、
中
央
粗
、
似
鶴
膝
也
。
〔
禁
寛
夫
詩

話
〕
所
謂
蜂
腰
•
鶴
膝
者
、
蓋
又
出
,
,

於
雙
瞥
之
愛
ぢ
右
五

字
首
尾
皆
濁
昔
、
而
中
一
字
清
、
即
為
―
―
蜂
腰
工
首
尾
皆

清
昔
、
而
中
一
字
濁
、
即
為
―
―
鶴
膝
↓
〇
肉
が
落
ち
て
鶴

の
胚
の
や
う
に
足
の
細
く
な
る
病
。
鶴
膝
風
を
見
よ
。

〖
鶴
膝
竹
〗60”
”
'
，
竹
の
名
。
〔
感
浮
臨
安
志
〕
出
二
霊

隠
山
盃
節
密
而
内
略
、
如
,
,
天
壇
籐
面
空
有
―
―
突
起
―
者
、
故

名
。
〔
震
隠
寺
志
〕
竹
出
二
蓋
山
二
名
―
―
唐
公
竹
ガ
ヘ
名
1

一

鶴
膝
竹
面
曲
突
如
鶴
膝
状
↓

〖
鶴
膝
風
〗6
1
"”
'
，
病
の
名
。
結
核
性
隅
節
炎
の
一
種
。
13455 
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鳥

部

〔
十
書
＿
〕

鶴

【
鶴
西
]
7
9
5
り
清
、
毛
翰
翌
(
6ー

1

3
7
2
 :
 2
6
3
)

の
字
。
【
鶴
倦
】
91

努

鶴

仙

(
8
7
)

に
同
じ
。

【
鶴
棲
】
80

拷
つ
る
が
す
む
。
鶴
栖
゜
〔
李
嬌
、
松
詩
〕
鶴
棲
【
鶴
瞭
】
82

竺
清
、
孔
継
泰
(
3
-
6
9
3
3
:
 2
8
9
)

の
字
。

君
子
樹
、
風
彿
大
夫
枝
゜
〔
李
紳
‘
望
―
―
鶴
林
寺
―
詩
〕
鶴
栖
【
鶴
涵
小
】
93

り
ク
鶴
の
餌
ぶ
く
ろ
。
味
は
、
鳥
の
咽
喉
に
あ

峰
下
青
蓮
宇
、
花
獲
江
城
世
界
春
。
〔
周
渭
、
贈
―
―
龍
興
る
食
物
を
受
け
る
所
。
〔
韓
偲
‘
紅
芭
蕉
賦
〕
梅
酸
生
,
1

観
主
呉
崇
届
詩
〕
百
尺
松
梢
幾
飛
歩
、
鶴
棲
板
上
證
―
―
鶴
味
之
津
↓

虚

皇

↓

【

鶴

申

k

】94
芯

明

、

錢

文
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
 :
 1
9
6
)

の

望

【
鶴
僚
】
8
1
5
り
消
、
喬
松
年
(
2
|
3
9
9
 0

:

 7
6
)

の

琥

。

【

鶴

痩

】
95

芯
つ
る
の
や
う
に
や
せ
る
。
〔
白
居
易
、
酬
1
-

【
鶴
丘
E

】8
2
5
り
つ
る
が
し
づ
か
な
こ
と
。
又
、
鶴
の
や
楊
九
弘
貞
長
安
病
中
見
＞
寄
詩
〕
龍
臥
心
有
レ
待
‘
鶴
痩

し
づ
か
な
こ
と
。
〔
錢
起
‘
陪
1

ー
王
貝
外
城
東
池
亭
貌
禰
清
。
〔
蘇
献
‘
仲
天
脱
・
王
元
直
自
二
眉
山
心
省
杢
予

宴
詩
〕
鶴
静
疎
奮
耳
蓮
開
界
衆
芳
↓
〔
喩
覺
、
書
レ
懐
錢
雌
留
半
歳
既
行
作
―
―
絶
句
五
首
全
炉
之
詩
〕
病
後
空

詩
〕
心
唯
務
二
鶴
紐
分
合
輿
レ
名
疎
。
〔
許
渾
、
題
濯
西
驚
鶴
痩
面
時
来
或
作
鵬
齋
↓

酪
隠
土
詩
〕
雀
喧
知
1

一

鶴

静

面

覺

戯

識

鶴

間

↓

【

鶴

贈

】
96

界
噌
参
と
い
ふ
孝
子
に
鶴
が
珠
を
く
は
ヘ

〖
鶴
静
堂
〗83訂
セ
ィ
清
、
周
茂
源
(
2
|3
4
4
1
 :
 8
7
0
)

の
て
行
っ
て
興
へ
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
王
捧
珪
、
明
珠
賦
〕

室

名

。

一

丸

則

鶴

贈

手

噌

参

ず

ぷ

曲

乃

蟻

穿

手

夫

子

↓

【
鶴
瞥
】
8
4
5
り
鶴
の
な
き
ご
ゑ
。
〔
聴
臀
考
詳
篇
〕
鶴
臀
【
鶴
村
]97

竺
金
子
有
斐
の
琥
。
金
子
鶴
村
(
1
1
|
 4
0
1
5
 

直
學
レ
仙
、
雉
臀
宜
レ
習
レ
武
‘
烏
臀
宜
レ
習
レ
竪
、
雁
瞥

2

:
4
8
3
)
を
見
よ
。

宜
レ
習
―
―
卜
箆
鵡
臀
｛
且
5

習
1

一
工
巧
盃
采
臀
宜
レ
習
―
―
符
g

几
↓
【
鶴
尊
】
98

匁
酒
器
の
名
。
〔
朝
野
餃
載
〕
韓
王
元
嘉
有
"

〔
慮
綸
‘
綸
良
吉
侍
郎
云
云
兼
寄
二
夏
侯
侍
御
審
侯
倉
銅
鶴
尊
玉
背
上
注
レ
酒
、
則
一
足
侍
、
涌
則
正
、
不
レ
涌
則

曹

即

詩

〕

晩

望

拮

雲

陣

盃

萩

心

驚

鶴

臀

言

顧

況

‘

従

二

傾

側

。

「

9
)

を
見
よ
。

剣
渓
至
赤
城
詩
〕
夜
半
鶴
臀
残
夢
裏
‘
猶
疑
琴
曲
洞
【
鶴
憂
]
9
9

”
り
瀧
長
惜
の
麓
瀧
鶴
畳
（
7
-
1
8
6
7
1
:

1

 

房
間
。
〔
李
紳
‘
華
頂
詩
〕
天
外
鶴
臀
翔
1
1

綽
節
↓
洞
中
雲
【
鶴
薮
{
】
100

”
鶴
の
な
げ
き
。
劉
馬
錫
に
鶴
歎
詩
が
あ

氣
隠
云
翌
「
↓
〔
許
渾
‘
贈
n
遷
客
―
詩
〕
微
雨
昏
↓
―
山
色
一
る
。
〔
劉
馬
錫
、
鶴
歎
詩
序
〕
友
人
白
築
天
、
去
年
罷
―
―
呉

疎
籠
閉
一
鶴
臀
一
〔
陳
羽
‘
夜
泊
函
四
硲
詩
〕
小
雪
已
晴
郡
云
手
―
―
雙
鶴
雛
ー
以
蹄
、
余
相
1

一
遇
子
揚
子
津
盆
旧
玩
終

鷹

菓

暗

、

長

波

乍

急

鶴

臀

噺

。

日

、

翔

舞

調

態

‘

一

符

―

―

相

書

五

信

華

亭

之

尤

物

也

、

今

年

【
鶴
樵
】
85

誘
清
、
程
國
仁
(
8ー

2
5
0
8
1
:
 2
0
9
)

の

舅

春

‘

栗

天

総

認

書

監

玉

T

二
以
レ
鶴
随
三
更
之
洛
陽
ぶ
竺

【
鶴
節
】
86

誘
病
名
。
〔
巣
氏
病
源
論
〕
小
兒
稟
生
血
氣
旦
、
余
入
レ
門
問
訊
其
家
人
玉
鶴
軒
然
来
呪
、
如
レ
記
1

一相

不
レ
足
‘
即
肌
肉
不
レ
充
‘
肢
謄
痩
‘
骨
節
背
露
、
如
―
―
鶴
識
盃
徘
徊
挽
仰
‘
似
―
―
含
レ
情
顧
慕
、
填
レ
贋
而
不
レ
能
レ
―
―
―
―
口

之

膝

節

也

。

査

因

作

1

鶴
歎
以
贈
棄
天
↓

【
鶴
仙
】
87

竺
明
、
韓
方
(
1
2ー

4
3
1
5
9
:
 1
8
2
)

の
琥
。
【
鶴
灘
】
101

”
明
‘
陳
盟
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 5
6
5
)

の
琥
゜

【
鶴
泉
】
88

竺
〇
鶴
の
あ
そ
ぶ
泉
。
〔
司
馬
朴
、
無
餘
居
【
鶴
圃
】
102

”
グ
唐
の
武
宗
が
禁
苑
で
舟
遊
を
し
、
女
官

士
齋
壁
有
下
沈
博
師
遊
"
道
山
岳
麓
―
詩
石
刻
上
穆
仲
等
を
二
除
に
分
け
て
各
々
舟
に
乗
せ
‘
軍
に
な
ぞ
ら
へ
た

和
レ
之
因
亦
次
韻
詩
〕
鶴
泉
一
麓
鵞
面
竺
屯
松
風
十
里
時
の
一
隊
の
名
。
〔
元
氏
椛
庭
記
〕
武
宗
卑
ハ
ニ
蹟
妃
五
竺

磁
祗
阿
0
字
琥
°
④
清
‘
戚
學
標
(
5
ー

1
1
5
9
4
:
 5
0
)

舟
於
禁
苑
一
舟
中
各
設
1

―
女
軍
↓
居
レ
左
者
建
―
―
鳳
尾
旗
一

の
琥
゜
◎
清
‘
張
世
法
(
4
ー

9
8
1
2
:
 1
2
4
1
)

の
琥
°
琥
曰
―
―
鳳
除
五
炉
右
者
建
1

一
鶴
翼
旗
五
琥
曰
↓
―
鶴
閣
―
)

[
鶴
扇
】
89

”
鶴
の
利
で
か
ざ
っ
た
白
い
扇
゜
〔
老
學
庵
[
鶴
時
]103

？
鶴
の
や
ぅ
に
立
ち
つ

vす
o

長
い
間
動

筆
記
、
九
〕
天
下
神
符
、
皆
賜
威
儀
盆
竪
於
殿
帳
座
外
一
か
ず
に
立
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
七
H

云
云
、
従
レ
東
第
二
架
六
物
、
曰
絲
彿
、
日
廂
‘
曰
鶴
扇
七
夜
‘
至
一
於
秦
庭
玉
鶴
持
而
不
レ
食
。

二
‘
曰
金
鍼
日
如
意
。
〔
温
庭
笥
‘
晩
仙
謡
〕
遥
造
珠
帳
【
鶴
頂
】
104

が
炉

O
草
の
名
。
揉
(
9
-
3
2
3
2
6
)

の
異
名
。

連
湘
閂
鶴
扇
如
レ
霜
金
骨
仙
。
〔
本
草
‘
褻
〕
繹
名
、
莱
、
紅
心
灰
蒻
‘
鶴
頂
草
、
腔
脂
菜
。

【
鶴
船
】
90

努
清
、
馬
壽
齢
(
1
2
-
4
4
5
7
2
:
 8
1
8
)

の
字
。
〔
事
物
異
名
録
、
百
草
、
揉
蒻
〕
曲
消
藷
聞
、
褻
有
,
1

紅
心
1

八
六
〇

13456 



(47185・ ・105) (47185・ ・141) 

鳥

部

〔
十
書
〕

鶴

八
六

者
、
俗
呼
為
,
,
紅
灰
菰
一
仙
方
用
レ
之
、
易
レ
名
為
,
,
鶴
頂

草
↓
●
鳥
の
名
。
鵜
鵡
(
1
2ー

4
7
4
3
3
:
 2
)

の
異
名
。
〔
本

草
、
鶴
鵡
〕
秤
名
、
越
王
鳥
、
鶴
頂
、
槌
鴫
゜
〔
事
物
異
名

録
、
禽
鳥
、
蒻
鵡
〕
丹
鉛
録
、
槌
鶴
‘
郎
鶴
頂
也
。
参
鶴
の

頭
頂
を
い
ふ
。
〔
墨
客
揮
犀
〕
睦
銅
山
、
廣
成
子
修
道
所
、

絶
壁
有
右
竺
謂
之
鬼
鶴
祠
玉
鶴
頂
如
レ
丹
、
毛
利
皆

黒。
〖
鶴
頂
紅
〗1

0
5
誇
チ
ャ
，
ウ0
鶴
の
丹
頂
。
有
毒
で
人
を
殺

す
と
博
ふ
。

O
鶴
魚
の
紅
い
頭
骨
で
作
っ
た
一
種
の
装

身
具
。
〔
格
古
要
論
‘
珍
賓
論
‘
鶴
頂
紅
〕
鶴
頂
出
―
―
南
蕃
一

大
海
中
有
レ
魚
‘
頂
中
眈
紅
如
レ
血
、
名
曰
二
鶴
魚
i

取
以

為
レ
帯
、
琥
日
―
―
鶴
頂
紅
↓
参
山
茶
の
異
名
。
〔
花
譜
〕
山

茶
‘
一
名
鶴
頂
紅
゜

〖
鶴
頂
鮮
〗1

0
6
”
t

ヤ
ゥ
草
の
名
。
坑
枝
(
9
|30
8
6
5
 :
 9
)
 

の
異
名
。
〔
韓
偲
蒻
枝
詩
〕
封
開
玉
籠
難
冠
濫
、
葉
慨
金

盤
鶴
頂
鮮
゜

【
鶴
鹿
】
107

認
＇
ウ
唐
代
、
考
功
員
外
郎
の
官
顧
゜
其
の
官

鹿
に
は
鶴
を
書
く
か
ら
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
、
宮
室
、

官
窟
‘
鶴
鹿
〕
西
京
維
記
、
唐
考
功
郎
中
鹿
事
、
有
1

一
砕
稜

衷
鶴
‘
故
名
為
鶴
塵
〔
梢
謂
録
、
考
功
司
‘
鶴
馳
〕
類

函
唐
考
功
員
外
郎
鹿
事
、
有
訂
稜
驚
レ
鶴
、
｛
木
之
問
為
＞

讚

、

故

名

。

「

名

。

【
鶴
榊
】
108

”
が
明
、
李
如
一
(
6
|
1
4
4
5
9
 :
 1
4
7
1
)

の
本

【
鶴
陣
】
109

”

鶴

翼

之

陣
(
1
4
4
)

に
同
じ
。

【
鶴
汀
】
110

げ
●
鶴
の
居
る
み
ぎ
は
。
汀
は
水
際
の
平

沙
゜
〔
王
勃
‘
膝
王
閣
詩
序
〕
鶴
汀
烏
盆
渚
‘
窮
二
島
嶼
之
榮

雙
O
字
琥
。
④
清
、
徐
泌
(
4
ー

1
0
1
1
0
:
 2
6
5
)

の
字
。
＠

清
、
王
平
方
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
1
7
2
)

の
字
。
◎
窪
井
惟
忠

の
琥
。
窪
井
鶴
汀
(
8
|
2
5
5
8
0
 :
 1
6
)
を
見
よ
。

〖
鶴
汀
内
史
〗l

l
l”り
→
清
、
賀
潔
(
1
0| 3
6
7
2
5
 :
 2
7
)
 

の
琥
。

【
鶴
亭
】
112

”
字
琥
。

O
清
、
郡
泰
衛
(
1
1
ー

3
9
3
4
3
:
 1
3
 

3
)

の
字
。
〇
清
、

T
阜
保
(
1
ー

2

:
2
5
5
)

の
琥
。
参
清
、
陸

鳴
泉
(
1
1
|
 4
1
7
0
8
 :
 4
2
9
)

の
琥
。
R
清
、
王
思
文
(
7
|
2

0
8
2
3
 :
 1
5
8
4
)

の

時

。

「

同

じ

。

【
鶴
鼎
】
llJ

げ
大
臣
の
位
。
請
鼎
(
1
2
|
 4
6
9
6
1
 :
 2
4
)

に

【
鶴
弔
】
114

誘
晉
の
陶
侃
が
母
を
失
っ
た
時
、
鶴
が
弔

っ
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
晉
書
‘
陶
侃
博
〕
後
以
,
,
母
憂
―

去
レ
職
‘
嘗
有
二
二
客
―
来
弔
、
不
レ
哭
而
退
、
化
為
―
―
雙
鶴
一

沖
レ
天
而
去
、
時
人
異
＞
之
。

【
鶴
田
】
115

”
字
琥
。
●
宋
、
李
丑
（
吉
水
の
人
）
（
6
-
1
4

隠
、
題
―
一
方
王
詩
〕
九
香
無
二
鶴
板
一
雙
賢
老
―
―
漁
舟
↓
詩
〕
月
出
渓
路
静
‘
鶴
鳴
雲
樹
深
。

O
賢
人
が
用
ひ
ら
れ

4
5
9
 :
 1
3
5
)

の
舅
●
清
、
車
萬
育
(
1
0
ー

3
8
1
7
2
:
 2
8
9
)

【
鶴
舞
]126

勺
〇
鶴
が
舞
ふ
。
〔
白
居
易
、
解
レ
印
出
1

ー
公
ず
、
野
に
在
る
喩
。
鶴
鳴
九
皐
芦
品
即
天
(
1
4
0
)

を
見

の
麓
〇
清
‘
端
木
國
瑚
(
8
-
2
5
8
0
6
:
 1
8
1
)

の
字
。
R
府
―
詩
〕
馬
噺
返
,
,
藷
樫
云
鶴
舞
還
―
―
故
池
一
〇
師
職
が
琴
よ
。
参
山
名
。
四
川
省
崇
慶
縣
の
西
北
。
三
國
志
は
鵠
鳴

消
、
張
鶴
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
3
3
)

の
字
。

O
清
、
陸
光
旭
(
1
1

を
弾
く
の
を
聞
い
て
、
鶴
が
舞
っ
た
故
事
。
昔
築
の
妙
山
に
作
る
。
〔
後
漢
書
、
劉
焉
博
〕
（
張
）
魯
‘
字
公
旗
、
初

|
 4
1
7
0
8
 :
 3
0
0
)

の
琥
。

O
清
、
呂
賢
基
(
2
|
3
3
8
6
 :
 1
9

を
得
た
喩
゜
〔
韓
非
子
、
十
過
〕
（
晉
）
平
公
日
‘
寡
人
之
祗
父
陵
‘
順
帝
時
客
二
於
蜀
二
學
1

一
道
鶴
鳴
山
中
↓
R
詩

6
)

の

字

。

「

O
)

の
室
名
。
所
レ
好
者
昔
也
、
願
試
聴
レ
之
、
師
晴
不
レ
得
レ
已
‘
援
レ
琴
経
、
小
雅
‘
鴻
雁
之
什
の
篇
名
。
宜
王
に
野
に
在
る
の
賢

〖
鶴
田
草
堂
〗1

1
6吟だ
明
、
保
雲
程
(
9ー
3
1
8
1
8:
 1
4

而
鼓
一
奏
レ
之
、
有
玄
鶴
一
八
逼
竺
南
方
1

来
、
集
於
を
求
む
る
を
牧
へ
た
詩
。
〔
詩
、
小
雅
‘
鶴
鳴
序
〕
鶴
鳴
‘

[
鶴
年
】
117

”
字
琥
。

O
清
、
何
在
田
(
1
|
5
1
1
 :
 2
7
5
)

郎
門
之
塊
ご
再
奏
レ
之
而
列
、
三
奏
レ
之
、
延
レ
頸
而
鳴
‘
誨
孟
旦
王
一
也
。
〔
鄭
注
〕
誨
‘
教
也
、
教
"
一
宣
玉
求
―
―
賢
人

の
字
。

O
清
、
金
徳
輿
(
1
1
ー

4
0
1
5
2
:
 1
3
5
4
)

の
字
。
舒
レ
翼
而
舞
‘
昔
中
否
巴
商
之
臀
丘
臀
聞
二
千
天
↓
〇
舞
曲
之
未
＞
仕
者
↓
〇
字
琥
゜
④
市
川
匡
の
琥
。
市
川
鶴
鳴

【
鶴
域
】
118

吟
明
、
荘
起
元
(
9ー

3
1
0
3
5
:
 1
5
8
)

の
字
。
の
名
。
〔
通
典
、
栗
曲
五
‘
雑
舞
曲
〕
鶴
舞
・
馬
舞
‘
竹
書
・

(
4
ー

8
7
7
5
:
 1
9
6
)

を
見
よ
°
◎
岡
田
泉
の
琥
。
岡
田
鶴

【
鶴
媒
】
119

芥
を
と
り
の
つ
る
。
野
鶴
を
誘
ひ
よ
せ
る
穆
天
子
博
‘
亦
有
レ
之
、
宋
飽
昭
又
有
―
―
舞
鶴
賦
涵
益
舞
或
鳴
(
4
|
7
9
6
2
 :
 5
1
)

を
見
よ
。

た
め
に
用
ひ
る
、
飼
ひ
馴
ら
し
た
鶴
。
〔
元
横
、
欲
レ
曙
時
而
有
、
非
二
架
府
所
＂
統
。
〖
鶴
鳴
難
樹
〗1

3
6
げ
名
杜
景
倹
の
綽
琥
。
文
章
知
識

詩
〕
鶴
媒
華
表
上
、
競
競
柳
枝
頭
。
〔
陸
亀
蒙
、
鶴
媒
歌
〕
【
鶴
歩
】
127

”
ク
鶴
が
歩
む
。
又
、
鶴
の
や
う
な
歩
み
。
ゆ
共
に
高
遠
な
る
よ
り
か
く
い
は
る
。
〔
雲
仙
雑
記
〕
鳳
閣

撃
空
野
鶴
忽
然
下
、
背
競
見
レ
媒
心
不
レ
疑
゜
〔
裔
啓
、
つ
く
り
し
た
歩
み
。
〔
喩
亮
、
懐
レ
郷
詩
〕
罷
鳴
積
雨
窟
、
侍
郎
杜
景
倹
、
文
章
知
識
並
高
遠
、
時
琥
1

一
鶴
鳴
碓
樹
↓

鶴
媒
歌
〕
鶴
媒
蜀
歩
荒
跛
水
‘
仰
望
雲
間1飛
不
レ
起
‘
鶴
歩
夕
陽
沙
゜
〖
鶴
鳴
之
士
〗

1
3
7
心
ク
メ
イ
，
用
ひ
ら
れ
ず
し
て
野
に
在

遠
看
遍
鳥
下
―
―
南
汀
盃
i

レ

翼

相

迎

似

相

喜

↓

【

鶴

俸

】

128

誇
唐
代
、
官
俸
を
い
ふ
。
鶴
料
。
〔
墨
荘
漫
録
〕
る
賢
人
。
〔
後
漢
書
、
楊
賜
博
〕
斥
孟
逸
倭
巧
之
臣
盃
竺
徴

【
鶴
紡
】
120

謬
清
、
穆
彰
阿
(
8ー

2
5
2
5
1
:
 8
7
)

の
字
。
皮
日
休
新
秋
即
事
詩
云
、
酒
坊
吏
到
常
先
見
、
鶴
俸
符
鶴
鳴
之
士
↓
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
震
帝
‘
光
和
元
年
）
唯

【
鶴
望
】
121

裳
＜
ぴ
を
長
く
延
ば
し
、
の
ぴ
あ
が
つ
て
来
毎
探
支
、
鶴
俸
之
説
、
曾
文
彦
和
有
↓
―
西
齋
自
遣
詩
―
陛
下
斥
―
―
遠
侯
巧
之
臣
↓
速
1

一
徴
鶴
鳴
之
士
苫
注
〕
易
日
、

見
る
こ
と
。
切
に
待
っ
こ
と
。
鵠
望
。
〔
魏
志
、
哀
紹
博
、
云
‘
寧
羨
―
嚢
供
↓
―
鶴
料
T

注
云
、
唐
幕
府
官
俸
、
謂
―
―
之
鶴
鳴
在
レ
陰
‘
其
子
和
レ
之
、
我
有
―
―
好
爵
↓
吾
卑
ハ
レ
爾
靡
レ

注
〕
魏
志
春
秋
載
―
―
劉
表
遺
レ
諜
書
一
日
‘
云
云
‘
二
君
初
鶴
料
云
彦
和
用
レ
事
、
必
有
レ
所
レ
撮
゜
之
、
繋
辞
日
‘
君
子
居
レ
室
、
言
善
削
千
里
之
外
應
レ
之
、

丞
洪
菜
纂
,
,椒
前
軌
云
云
、
常
―
―
抄
大
勺
炉
小
、
以
レ
【
鶴
峯
】

1
2
9
g
O縣
名
。
民
國
、
置
く
。
湖
北
省
宣
恩
縣
鶴
鳴
之
士
、
言
L

士
之
修
レ
身
賤
J
-
―
―
口
、
総
時
所
品
稽
者
上

優
容
＞
劣
‘
憤
躁
鶴
望
、
翼
聞
―
―
和
同
之
臀
一
〔
蜀
志
‘
張
の
東
。
縣
城
は
澳
水
の
上
流
に
撮
る
。

O
松

原

一

清

の

也

。

飛

博

〕

思

レ

漢

之

士

、

延

レ

頸

鶴

望

。

琥

。

松

原

鶴

峰

（

6
-
1
4
5
1
6
:
 3
6
5
)を
見
よ
。
〖
鶴
鳴
之
歎
〗

1
3
8
”
グ
メ
イ
ノ
用
ひ
ら
れ
ず
し
て
野
に
在

【
鶴
嬰
】12

2匁
つ
る
の
利
の
や
う
な
白
い
か
み
。
白
斐
。
〖
鶴
峯
先
生
〗

1
3
0
努
料
明
、
俵
烈

(
9
-
3
1
8
1
8

:
 1
2
9
)

る
歎
き
。
〔
後
漢
書
‘
楊
震
博
〕
令
―
―
―
野
無
,
,
鶴
鳴
之
歎
↓

〔
庚
肩
吾
‘
八
脳
齋
夜
賦
,
,
四

城

門

一

更

作

四

首

詩

、

第

三

の

尊

稲

゜

〔

庄

〕

詩

小

雅

序

曰

‘

鶴

鳴

‘

誨

,

,

宣
王
一
也
‘
鄭
玄
注
云
‘

南
城
門
老
詩
〕
鶴
髪
齢
一
軒
冤
正
飴
背
烹
―
―
葵
萩
→
〔
錢
起
‘
[
饂
字
七
】

1
3
1
t
”
つ
る
の
は
ね
。
又
、
雪
の
形
容
。
〔
庚
信
、
教
―
―
一
周
宣
王
求
l―
賢
人
之
未
レ
仕
者
五
氏
詩
曰
‘
鶴
鳴
左
~
~

省
中
封
レ
雪
詩
〕
境
枝
應
レ
比
レ
浮
‘
鶴
髪
敢
率
レ
先
。
〔
劉
上
茶
血
州
上
柱
國
趙
王
一
詩
、
其
一
一
〕
鶴
毛
諷
―

-
i
l
L

雪
盃
車
九
皐
涵
品
竺
子
野
盆
―
口
下
身
隠
而
名
著
‘
喩
•
賢
者
雖
,
,

隠

希
夷
‘
代
如
笠
白
頭
1

公
？
詩
〕
宛
韓
蛾
眉
能
幾
時
‘
須
央
穀
縛
二
飛
逢
↓
〔
薙
裕
之
、
四
色
詩
〕
何
意
瑶
池
雪
‘
欲
レ
居

r八
成
知
d

之

。

「

4
8
)

の
琥
゜

鶴
斐
乱
如
＞
絲
゜
奪
鶴
毛
鮮
゜
〔
慮
仝
‘
苦
雪
寄
―
―
退
之
一
詩
〕
雲
頑
月
壊
桂
〖
鶴
鳴
老
人
〗

1
3
9
”
”
グ
パ
元
、
李
悛
民(
6—
1
4
4
5
9:
 1
4
 

〖
鶴
製
翁
〗1

2
3
”
吠
，
し
ら
が
の
お
き
な
。
〔
杜
甫
‘
遣
レ
英
下
‘
鶴
毛
風
剪
乱
参
差
。
〖
鶴
鳴

i
仕
予
臀
聞
レ
天
〗1
4
0
"
i
"

改
昇
叶
イ
テ
鶴
は

悶
奉
亘
巌
公
三
十
韻
詩
〕
白
水
漁
竿
客
、
清
秋
鶴
製
【
鶴
民
】

1329
國
の
名
。
〔
窮
神
秘
苑
〕
鶴
民
國
、
人
長
深
遠
な
澤
邊
に
な
い
て
も
、
臀
は
遠
く
達
す
る
。
君
子

翁
。
〔
陸
編
蒙
、
自
遣
詩
〕
半
知
天
上
無
1

一
人
住
面
公
？
三
寸
、

H
行

千

里

。

は

世

か

ら

深

（

隠

れ

て

ゐ

て

も

、

そ

の

偉

さ

が

知

れ

渡

春

愁

鶴

製

翁

↓

【

鶴

眠

】

g

只
鶴
が
眠
る
。
又
‘
鶴
の
眠
。
〔
李
白
‘
尋
―
―
薙
る
喩
゜
〔
詩
‘
小
雅
‘
鶴
鳴
〕
鶴
鳴
―
―
子
九
皐
涵
贔
竺
子
野
↓

〖
鶴
髭
維
皮
〗1

2
4
げ
5，
白
い
髪
と
厳
の
多
い
皮
膚
。
老
尊
師
隠
居
—
詩
〕
花
暖
冑
牛
臥
‘
松
高
白
鶴
眠
゜
〔
李
視
‘
〔
博
〕
言

l一
身
隠
而
名
著
一
也
。
〔
箋
〕
皐
、
澤
中
水
溢
出
所
レ

人
の
形
容
。
〔
庚
信
、
竹
杖
賦
〕
鶴
嬰
難
皮
、
蓬
頭
歴
歯
。
鑑
湖
夜
没
詩
〕
酒
氣
薫
―
―
龍
戯
玉
歌
臀
弄
,
,
鶴
眠
↓
為
レ
炊
、
自
レ
外
藪
至
レ
九
‘
喩
1

一
深
遠
一
也
‘
鶴
在
二
澤
中
一

〔
注
〕
鶴
斐
‘
白
斐
也
、
難
皮
、
言
1

一

其

繕

一

也

。

【

鶴

盟

】

134

げ
清
、
申
涵
燈
(
7
ー

2
1
7
2
6
:
 1
6
6
)

の
琥
。
而
野
間
共
鳴
替
面
ハ
者
、
喩
下
賢
者
雖
―
―
隠
居
一
人
咸
知
上

【
鶴
板
】
125

匁
天
子
の
召
文
。
詔
板
。
鶴
書
。
〔
王
勃
、
【
鶴
鳴
】
135

げ
〇
鶴
が
鳴
く
。
又
、
鶴
の
鳴
き
瞥
。
〔
錢
之
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鶴
鳴
〕
鶴
鳴
―
―
子
九
皐
五
臀
聞
1

一
子
天
↓

上
―
―
綽
州
上
官
司
馬
書
〕
鸞
扁
停
逸
、
頻
虚
-
―
不
次
之
起
、
秋
諜
曲
〕
鶴
鳴
蛙
躍
正
其
時
、
豹
隠
蘭
凋
亦
可
レ
悲
。
〔
箋
〕
天
、
高
遠
也
。

隈
鶴
板
懲
賢
、
累
競
―
非
常
之
詔
↓
〔
顧
雲
、
題
―
―
武
賓
〔
劉
点
錫
‘
洲
血
杢
天
七
月
一

H
夜
即
事
見
＞
寄
詩
〕
故
苑

K
鵡
躍
】
141

謬
鶴
の
や
う
に
躍
る
。
〔
晏
子
、
諫
、
下
〕
左

客
嵩
山
藷
隠
―
詩
序
〕
遥
飛
,
,
鶴
板
↓
親
授
―
―
蒲
軒
一
〔
羅
多
―
―
露
草
ぶ
押
城
聞
,
,
鶴
鳴
↓
〔
張
籍
、
不
食
仙
姑
山
房
操
二
鰺
尾
工
右
摯
1

一
龍
頭
玉
鶴
躍
而
出
、
津
人
皆
日
―
―
河
伯
―

13457 



(47185・・142)一 (47185・・ 176)

也

。

仔

之

心

↓

推

す

。

其

の

宗

旨

は

文

章

・

道

學

の

二

者

に

あ

る

も

、

議

興

詩

〕

鶴

料

免

噺

戸

―

―

厚

誅

↓

茶

功

兼

擬

策

↓

一

元

勒

↓

〔

陸

【
鶴
篇
】1

4
2謬つ
る
の
飾
り
の
あ
る
ふ
え
。
篇
は
笛
に
〖
鶴
立

1一
~
畑
翌
―
〗

1
5
1”
ゅ
ケ
イ
グ
／
―
-
鶴
が
群
難
の
中
に
立
論
に
詳
に
し
て
考
證
に
疏
略
な
る
傾
あ
り
。
〔
四
庫
提
消
‘
酔
蹄
詩
〕
絶
レ
食
就
に
呂
分

1一
鶴
料
一
無
レ
車
免l1客
笑
―
―

似
た
架
器
。
〔
江
穂
‘
為
1

一
陳
六
宮
一
謝
表
〕
鶴
篇
晨
啓
‘
つ
。
豪
傑
の
衆
人
と
異
る
喩
゜
〔
晉
書
‘
忠
義
‘
岱
紹
博
〕
要
、
子
、
雑
家
類
〕
。
「
の
琥
。
維
栖
一

雀
叙
硯
映
。
〔
陳
子
良
、
為
―
―
王
季
卿

E
空
王
仁
壽
一
書
〕
或
謂
二
王
戎

1日
‘
昨
於
如E
人
中
一
始
見
和
山
紹
ぢ
印
昂
然
〖
鶴
圧
林
道
人
〗

1
6
2
g
竺
清
、
悦
稲
孫

(
1
|7
9
2
 :
 6
2
)

【
鶴
列
】
1
7
0
"
り
ぢ
ん
だ
て
の
名
。
陣
の
左
右
を
は
っ
た

倶
侍
1

一
龍
棲
云
預
陪
―
―
鶴
篇
一
如
軒
鶴
之
在
―
―
維
群
一
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
出
↓
一
人
【
鶴
喋
】
163

げ
鶴
が
鳴
く
。
又
、
鶴
の
鳴
き
臀
。
鶴
の
鳴
備
。
一
説
に
、
鐘
鼓
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
君
亦
必

【
鶴
翼
】
1
4
3
"
”

O
つ
る
の
つ
ば
さ
。

O
鶴

が

翼

を

張

つ

禁
1

而
獨
異
‘
如
―
―
―
鶴
立
二
維
塁
↓
き
臀
が
凄
鋭
で
清
ら
か
な
こ
と
か
ら
、
縛
じ
て
‘
悽
側
無
レ
盛
―
―
鶴
列
於
麗
誰
之
間
↓
〔
注
〕
鶴
列
、
陳
レ
兵
也
。

た
や
う
な
形
を
い
ふ
。
鶴
翼
之
圃
・
鶴
翼
之
陣
を
見
よ
。
〖
鶴
寺
立
尚
鐵
路
〗

1
5
2”。
ノ
カ
，
ゥ
鐵
道
の
名
。
涌
洲
黒
龍
な
文
章
や
言
葉
を
い
ふ
。
〔
論
衡
、
愛
動
〕
夜
及
な
半
而
鶴
〔
繹
文
〕
司
馬
云
、
鶴
列
、
鐘
鼓
也
。
〔
獨
孤
及
、
八
陣
圏

〖
鶴
翼
之
園
〗
国
”
”

g
ク
ノ
中
央
か
ら
左
右
に
長
く
陣
江
省
湯
原
縣
。
白
蓮
花
泡
よ
り
鶴
立
岡
炭
鑽
に
至
る
。
喋
‘
晨
将
レ
旦
而
維
鳴
‘
此
雖
レ
非
―
―
天
氣
動
；
物
、
物
應
→
一
記
〕
魏
之
鶴
列
‘
鄭
之
魚
麗
、
周
之
熊
罷
、
昆
陽
之
虎
豹
゜

翼
を
延
ば
し
た
、
包
園
の
陣
。
〔
唐
太
宗
、
帝
範
序
〕
夕
【
鶴
砿
木
】
153

認
＇
ウ
林
長
濡
の
琥
。
林
鶴
梁

(
6

ー
1
4
5
5
1
:

2

天
氣
一
之
瞼
也
。
〔
晉
書
‘
陸
機
博
〕
成
都
王
穎
‘
使
二
秀
〔
柳
宗
元
‘
唐
故
中
散
大
夫
検
校
國
子
祭
酒
云
云
食
邑

討
―
魚
鱗
之
陣
両
朝
臨
1

一
鶴
翼
之
園
↓
〔
沈
爛
、
邊
馬
有
靡

8
0
)

を

見

よ

。

密

牧

p
機
‘
云
云
、
機
輿
レ
秀
相
見
、
神
色
自
若
‘
云
云
‘
三
百
戸
張
公
墓
誌
銘
〕
践
レ
山
跨
レ
海
‘
堅
↓
―
其
鶴
列
↓
〔
櫂

少
詩
〕
已
慾
魚
麗
陣
五
炉
播
―
―
鶴
翼
園
↓
【
鶴
糧
】
154

”
字
仙
人
の
食
物
。
〔
皮
日
休
、
暇
日
獨
虞
因
輿
―
―
穎
賤
二
詞
甚
悽
側
‘
既
而
歎
曰
‘
華
亭
鶴
唄
‘
登
徳
輿
‘
和
―
―
劉
大
夫
出
師
一
詩
〕
行
師
齊
―
―
鶴
列
涵
四
馬
盛
'1

〖
鶴
翼
之
陣
〗1

4
4バ
ク
五
バ
中
央
か
ら
左
右
に
長
く
陣
翼
寄
―
―
魯
望
―
詩
〕
園
萩
預
遣
レ
分
二
僧
料
面
宋
粟
先
教
レ
算
―
―
可

-
l復
聞
一
乎
‘
遂
遇
―
害
於
軍
中
→
〔
晉
書
‘
謝
玄
博
〕
餘
龍
媒
→

を
延
し
て
構
へ
た
陣
。
鶴
陣
。
魚
鱗
鶴
翼
(
1
2

ー
4
5
9
5
6

鶴

糧

↓

衆

棄

レ

甲

宵

遁

‘

聞

1

一
風
臀
鶴
唄
↓
皆
以
為
キ
ェ
師
已
至
↓
【
鶴
練
】
171

乃
鶴
の
白
毛
。
〔
唐
書
‘
天
文
志
一
〕
乾
寧
一
―
-

:
 3
0
4
)

を

見

よ

。

【

鶴

原

i

】155"ゎ

0
つ
る
の
と
も
。
又
、
高
雅
な
友
人
。
〔
慮
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
序
〕
釣
壼
移
レ
柳
、
非
1

一
玉
闘
之
可
ア
年
六
月
、
天
暴
雨
雷
電
‘
有
レ
星
、
大
如
レ
椀
‘
起
―
―
西
南
一

【
鶴
卵
】
145

竺
鶴
の
卵
。
〔
元
横
‘
何
涌
子
歌
〕
翠
蛾
縛
綸
‘
洲
二
金
部
王
郎
中
省
中
春
日
見
ら
寄
詩
〕
鶴
侶
正
疑
望
、
華
亭
鶴
瞑
‘
登
河
橘
之
可
レ
聞
。
墜
―
―
子
東
北
面
J

如
1

一
鶴
練
涵
品
炉
群
鴻
飛
↓

粉
蒻
雀
双
碧
袖
歌
垂
翻
紐
卵
↓
〔
墨
客
揮
犀
〕
彰
淵
芳
景
引
‘
玉
人
那
為
簿
書
沈
。
〔
李
端
‘
奉
l
1

和
認
書
元
承
―
[
鶴
翔
】
164vn
り
鶴
の
は
ね
。
〔
陸
亀
蒙
、
華
陽
巾
詩
〕
蓮
【
鶴
露
】
172

咋
白
い
つ
ゆ
。
白
露
。
〔
庚
肩
吾
、
謝
1

一武

材
迂
間
、
嘗
畜
雨
鶴
ぶ
客
至
、
誇
曰
‘
此
鶴
胎
生
‘
語
未
レ
秒
秋
憶
―
―
終
南
藷
居
底
町
〕
鳳
雛
終
食
レ
竹
‘
鶴
侶
暫
巣
レ
花
峰
下
得
―
―
佳
名
一
雲
褐
相
兼
上
1

一
鶴
笥
↓
〔
元
損
、
冬
白
陵
王
資
品
絹
啓
〕
鶴
露
宵
凝
‘
軽
稀
立
際
゜

畢
、
園
丁
報
曰
、
鶴
夜
生
二
卵
む
彰
淵
材
呵
レ
之
、
未
レ
幾
松
。

O
清
、
渚
寅
亮
(
1
0
|
 3
4
4
5
7
 :
 3
9
)

の
琥
。
「
琥
。
貯
詩
〕
西
施
自
舞
王
自
管
、
雪
紆
翻
翻
鶴
翔
散
。
〔
白
居
【
鶴
這
】
173

謬
.
つ
る
の
す
む
た
か
ど
の
。
立
派
な
た

鶴
展
届
岱
地
、
復
誕
二
卵
こ
淵
材
歎
日
、
鶴
亦
敗
レ
〖
鶴
侶
齋
〗

1
5
6
”
り
リ
，
ヨ
清
、
孫
動(8
-
6
9
8
7
:
 1
5
0
)

の
易
、
池
上
清
晨
候
一
皇
甫
郎
中
―
詩
〕
玉
柄
鶴
翔
扇
、
銀
甍
か
ど
の
。
〔
白
居
易
、
行
次
一
夏
ロ
ー
先
寄
1

一
李
大
夫
一
詩
〕

道

、

吾

乃

為

属

錫

嘉

話

匝

誤

。

【

鶴

綾

】

157

”
が
絹
織
物
の
名
。
〔
王
隠
晉
書
〕
悪
帝
自
レ
雲
母
漿
゜
〔
王
建
、
子
―
―
主
簿
鵬
看
レ
花
詩
〕
小
葉
柵
枝
粉
曾
陪
函
如
履
五
ハ
＝
喪
殿
ぶ
密
謁
腔
帷
―
入
―
―
鶴
棲
↓
●
字

【
鶴
蘭
】
146

努
蘭
の
一
種
。
花
は
白
又
は
紫
で
琉
球
に
郡
還
1

一
洛
陽
一
賜
,
,
中
書
監
虞
志
鶴
綾
抱
一
領
↓
〔
劉
孝
堅
催
‘
暖
風
吹
動
鶴
笥
開
。
〔
劉
得
仁
、
宿
1

一
宣
義
池
亭
1

琥
。
④
清
、
黄
金
憂
(
1
2
1
 47
9
2
6
 :
 1
0
4
7
)

の
字
。
＠
盆

産
す
る
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圃
會
‘
芳
草
類
、
蘭
花
〕
木
蘭
、
去
レ
威
‘
謝
レ
賓
―
―
錦
被
—
啓
〕
復
帝
賜
―
―
鶴
綾
一
客
贈
二
鴛
綺
→
詩
〕
島
嶼
無

1一
人
跡
五
菰
蒲
有1一
鶴
翔
一
田
助
の
琥
゜
盆
田
鶴
棲

(
8ー
2
2
9
7
2:
 1
0
4
)

を
見
よ
。

皮
不
レ
死
、
又
有
鶴
蘭
・
米
蘭
・
朱
蘭
・
賽
蘭
・
玉
蘭
盃
即
〔
楊
億
、
君
可
涵
思
賦
〕
奄
残
―
維
管
云
香
消

1一
鶴
綾
→
〔
徐
〖
鶴
翔
紅
〗

1
6
5
諄
；
牡
丹
の
一
種
。
〔
欧
陽
脩
、
洛
陽
〖
鶴
棲
峻
〗

1
7
4
吟
考
築
府
、
鼓
吹
曲
辞
、
梁
鼓
吹
曲
の

各
種
也
、
徒
冒
二
其
名
1

耳
。
責
‘
賀
溢
旧
源
太
保
王
延
柳
↓
詩
〕
五
色
鶴
綾
花
上
救
、
九
牡
丹
記
‘
花
繹
名
〕
鶴
商
紅
‘
云
云
‘
其
末
白
而
本
肉
紅
、
名
。
梁
、
沈
約
作
。
鶴
棲
は
黄
鶴
悽
を
い
ふ
。
〔
築
府
詩

【
鶴
里
】
147

”
ク
清
、
王
璽
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 4
7
9
)

の

字

。

寄

龍

尾

道

邊

臣

。

如

―

―

鴻

鵠

羽

色

↓

集

、

鼓

吹

曲

酔

、

梁

鼓

吹

曲

〕

隋

書

築

志

曰

、

梁

高

祗

制

1

一

【
鶴
立
】
148

””

O
鶴
が
立
つ
。
又
、
鶴
の
や
う
に
長
く
立
【
鶴
林
】

158"/0寺
観
の
名
。
潤
州
に
鶴
林
寺
が
あ
る
。
【
鶴
涵
匹
】
166

り
り
鶴
の
す
む
み
ね
。
〔
梁
簡
文
帝
、
應
令
詩
〕
鼓
吹
新
歌
十
二
曲
二
日
木
紀
謝
、
二
日
賢
首
山
、
三
日

ち
つ
く
し
て
ゐ
る
こ
と
。
鶴
の
や
う
に
け
だ
か
い
姿
で
〔
績
仙
博
‘
殷
文
祥
〕
鶴
林
寺
杜
臆
‘
高
丈
餘
。

O
僧

寺

臨

二

清

波
1

分
望
,
,
石
鏡
一
瞭
1

一
鶴
嶺
一
分
梯
l

―
仙
荘
↓
〔
庚
桐
柏
山
、
四
日
道
亡
、
五
曰
枕
威
、
六
日
漢
東
流
、
七
曰

立
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
曹
植
、
洛
紳
賦
〕
疎
乙
翌
槌
ー
以
鶴
の
樹
林
。
一
説
に
、
僧
寺
。
〔
杜
甫
‘
望
,
,
牛
頭
寺
1

詩
〕
牛
信
、
奉
↓
ー
和
闇
弘
二
教
―
應
詔
詩
〕
魚
山
将
1

一
鶴
嶺
一
清
梵
鶴
棲
峻
、
八
曰
昏
主
恣
淫
悪
、
九
日
石
首
局
、
十
日
期
運

立
、
若
照
ら
レ
飛
而
未
p
翔
゜
〔
應
瞭
、
輿
ュ
廣
川
長
本
文
喩
一
頭
見
l

―
鶴
林
伍
梯
遥
得
,
,
幽
深
ろ
冗
横
、
大
雲
寺
詩
〕
鶴
林
雨
邊
来
。
〔
王
勃
、
乾
元
殿
頌
〕
鶴
嶺
雲
明
、
龍
壇
景
憑
。
集
、
十
一
日
於
穆
、
十
二
日
惟
大
梁
。
〔
架
府
詩
集
、
鼓
吹

害
〕
土
龍
矯
音
I

子
玄
寺
盆
叱
人
鶴
勺
手
闘
里
↓
〔
劉
馬
榮
1

一
古
道
砿
雁
塔
没
一
蹄
雲
↓
轡
雁
印
度
跛
提
河
畔
の
娑
〔
張
籍
、
登
レ
城
寄
↓
ー
王
認
書
建
↓
詩
〕
聞
君
鶴
嶺
住
、
西
望
曲
辞
‘
梁
鼓
吹
曲
‘
鶴
棲
唆
〕
晉
書
築
志
曰
、
漢
第
七
曲

錫
、
和
下
揚
侍
郎
初
至
正
伽
州

Q
炉

事

題

・

郡

齋

上

八

韻

羅

樹

林

。

樗

迦

の

入

滅

し

た

慮

。

佛

入

滅

の

時

‘

娑

羅

日

依

依

。

「

9
7
)

の
琥
。
巫
山
高
、
改
為
↓
一
鶴
棲
峻
二
lF
平
―
―
郡
城
↓
兵
威
無
ぶ
諏

詩
〕
城
頭
鶴
立
虞
‘
騨
樹
鳳
栖
来
。
〔
薙
裕
之
｀
農
家
望
樹
が
悉
く
白
く
勢
じ
‘
其
の
様
が
白
鶴
の
如
く
な
っ
た
〖
鶴
涵
匹
山
人
〗

1
6
7
”
投
パ
清
、
王
澤
宏
(
7ー
2
0
8
2
3:
 1
8

也
。
〔
沈
約
‘
梁
鼓
吹
曲
‘
鶴
棲
峻
〕
鶴
悽
峻
連
1

一
翠
微
玉
因
レ

晴
詩
〕
白
髭
老
農
如
レ
鶴
立
‘
褒
場
高
慮
望
レ
雲
開
。
〔
李
の
で
い
ふ
。
〔
止
観
‘
一
〕
始
鹿
苑
｀
中
鷲
嶺
．
後
鶴
林
。
【
鶴
齢
t

】166
げ
〇
鶴
の
よ
は
ひ
。
鶴
は
千
年
も
生
き
る
巖
設
1

瞼
盆
央
永
鰭
腎
込
歯
濯
‘
薄
言
震
―
―
耀
叢
威
ぶ
凶
衆

建
動
、
贈
返
致
仕
郎
由
詩
〕
鶴
立
痩
稜
稜
‘
髭
長
白
〖
鶴
林
集
〗

1
5
9
吟
り
／
書
名
。
四
十
巻
。
宋
、
呉
泳
撰
゜
奏
と
の
言
ひ
傭
へ
か
ら
、
人
の
長
壽
に
い
ふ
。
●
字
琥
゜
＠
稽
穎
、
天
不
レ
能
に
進
、
金
湯
無
レ
所
レ
用
‘
功
烈
長
楓
様
。

似
銀
。
●
企
望
の
意
。
鵠
立
(
1
2

ー
4
6
9
6
1
:
 4
0
)

の
O

疏
縛
書
は
蜀
事
に
襴
し
て
尤
も
詳
密
゜
〔
四
庫
提
要
‘
清
、
松
壽
（
6
-
1
4
5
1
6
:
 1
6
5
)の
字
。
＠
清
、
陳
鶴(1
1ー
〖
鶴
t違
9老
人
〗1

7
5”唸
盆
清
、
尤
個(
4
|7
5
4
3
 :
 3
4
)

の

と

同

じ

。

鶴

立

企

仔

を

見

よ

。

「

の

東

北

。

集

、

別

集

類

〕

。

「

4
)

の
琥
。

4
1
6
9
8
:
 9
9
)

の
字
。
◎
清
、
羅
黎
編
(
9

ー
2
8
3
9
7
:
 3
1
1
)

琥゚

〖
鶴
立
岡
〗1

4
9
”
勺
，
地
名
。
滴
洲
悪
龍
江
省
湯
原
縣
〖
鶴
林
高
士
〗

1
6
0
”
”
惚
元
、
周
元
箕
(
2
|3
4
4
1
 :
 6
4

の

字

。

【

鶴

籠

】

176

謬
つ
る
を
入
れ
た
か
ご
。
〔
元
横
、
酬
許

〖
鶴
立
企
仔
〗1
5
0
"
”5
，
つ
ま
だ
っ
て
立
ち
つ
く
す
こ
〖
鶴
林
玉
露
〗1

6
1
か
釘
バ5

書
名
。
十
六
巻
。
宋
、
羅
大
経
【
鶴
料
】

1
6
9
芥
唐
の
官
吏
の
俸
給
。
鶴
俸

(
1
2
8
)
を
見
五
康
佐
一
詩
〕
鶴
籠
間
警
レ
露
、
鷹
縛
悶1

1牽
韓
→
〔
白
居

と
。
人
や
事
物
を
待
こ
が
れ
て
望
む
意
。
〔
魏
志
、
陳
思
撰
。
天
地
人
の
三
集
に
分
ち
、
引
く
所
、
朱
子
・
張
拭
•
よ
。
〔
皮
日
休
‘
奉
―
―
和
魯
望
病
中
秋
懐
一
次
韻
詩
〕
因
分
―
―
易
、
不
レ
出
レ
門
詩
〕
鶴
籠
開
慮
見

1一
君
子
玉
書
巻
展
時
逢1一

王
植
偵
〕
是
臣
悽
悽
之
誠
‘
輌
所
石
空
丈
賓
懐
,
1

鶴
立
企
慎
徳
秀
・
魏
了
翁
・
楊
萬
里
の
語
多
く
、
又
、
陸
九
淵
を
鶴
科
一
家
資
減
‘
為
置
―
―
僧
餐
一
口
敷
添
゜
〔
林
逍
‘
深
居
雑
古
人
↓

鳥

部

〔
十
藍
〕

鶴

八
六

13458 



(47185・・177) (47194) 

鳥

部

〔
十
盟
〕

鶴

鵜

闘

聘

隅

鵠

競

稿

鎚

競

八
六

[
鶴
遊
坪
】
四
勺
ゥ
地
名
。
四
川
省
浩
陵
縣
の
北
。
清
三
斐
詞
〕
仁
宗
餌
,
,
意
儒
雅
↓
務
な
本
理
レ
道
‘
深
斥
1

一
浮
艶

の
嘉
平
七
年
、
城
を
作
り
、
保
和
城
と
い
ふ
。
虚
薄
之
文
ぶ
初
進
士
柳
三
奥
‘
好
為
二
淫
冶
謳
歌
之
曲
一

【
鶴
穴
口
]178

誇
ヶ
，
地
名
。
湖
北
省
江
陵
縣
の
東
南
。
偲
,
,
播
四
方
五
嘗
有
―
―
鶴
沖
天
詞
ご
べ
忍
把
忌
仔
名
五
換
ニ

大
江
が
此
慮
で
分
流
を
出
し
‘
紅
馬
湖
に
注
ぐ
。
〔
宋
書
、
了
液
梢
低
唱
ご
及
,
,
臨
レ
軒
放
榜
五
特
落
レ
之
‘
曰
‘
且
去
―
―

五
行
志
五
〕
桓
玄
之
レ
國
在
二
荊
州
一
詣
1

一
剌
史
殷
仲
堪
一
没
担
低
唱
五
何
要
―
―
浮
名
↓
景
祐
元
年
、
方
及
第
、
後
改
―
―

行
至
二
鶴
穴
溢
竺
一
老
公
謳
害
i

牛
「
形
色
環
異
‘
桓
玄
即
名
永
「
方
得
二
磨
勘
韓
官
↓

似
所
レ
乖
生
易
取
、
乗
至
零
陵
涅
墜
駿
訣
非
常
、
因
【
鶴
徴
録
]
1
8
9
O
n

”
チ
ョ
ゥ
書
名
。
前
鋒
八
巻
。
後
録
十
二
巻
。

息
レ
駕
飲
レ
牛
、
牛
遥
入
―
―
江
水
一
不
レ
出
。
「
名
。
清
‘
嘉
興
の
李
集
撰
。
後
‘
其
の
従
孫
た
ち
‘
之
を
讀

【
鶴
健
堂
】
179

”
ケ
ノ
清
、
張
1岡
(
4ー

9
8
1
2
:
 1
1
1
)

の
室
成
す
。
康
熙
己
未
・
乾
隆
丙
辰
雨
科
の
召
試
の
博
學
・
宏

【
鶴
上
人
】
180
バ
心
げ
ヴ
鶴
に
乗
っ
て
ゐ
る
人
。
仙
人
を
い
詞
の
こ
と
を
記
す
。
前
録
百
八
十
六
人
、
後
録
二
百
六

ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
道
繹
‘
仙
〕
徒
霜
鏡
中
斐
、
羞
―
―
彼
鶴
上
十
七
人
。
人
毎
に
其
の
履
歴
著
述
を
詳
記
し
、
並
ぴ
に

人

↓

筆

記

時

話

を

と

つ

て

附

す

。

【
鶴
上
仙
】1
8
1
"
ク
し
•
力
鶴
に
乖
つ
て
ゐ
る
仙
人
。
〔
李
白
、
【
鶴
頭
書
】

1
9
0
バ
釘
ト
ゥ
詔
書
を
い
ふ
。
鶴
書(
7
2
)
を
見
よ
。

古
風
詩
〕
客
有
―
―
鶴
上
仙
玉
飛
飛
浚
一
太
清
↓
【
鶴
頭
柾
】
191

”
勺
ゥ
刑
具
の
一
種
。
〔
隋
書
‘
刑
法
志
〕
其

【
鶴
松
堂
】
182

悶

i
，
清
、
朱
霞
（
南
匪
の
人
）
（
6
ー

1
4
4
2

鞭
有
制
鞭
・
法
鞭
・
常
鞭
、
凡
三
等
之
差
↓
制
鞭
、
生
革

4
:
 66
)

の

室

名

。

廉

成

、

法

鞭

、

生

革

去

レ

廉

、

常

鞭

‘

熟

靭

不

レ

去

レ

廉

、

皆

【
鶴
乗
レ
軒
】
183

バ
い
ケ
ン
一
一
鶴
が
大
夫
の
車
に
乗
っ
て
ゐ
作
―
―
鶴
頭
柾
「
長
一
尺
一
寸
、
梢
長
二
尺
七
寸
、
廣
三
分
、

る
。
つ
ま
ら
ぬ
人
間
が
高
位
に
ゐ
る
こ
と
。
又
、
つ
ま
ら
鞄
長
二
尺
五
寸
゜

ぬ
人
間
を
度
は
づ
れ
て
優
遇
す
る
こ
と
。
〔
左
氏
‘
閲
、
【
鶴
至
＇
単
{
】

192

匁
サ
ウ
清
‘
渇
培
(
1
2
-
4
4
5
7
9
:
 1
3
0
)

の

二
〕
秋
人
伐
レ
衛
、
衛
梵
公
、
好
レ
鶴
、
鶴
有
盃
ヂ
軒
者
一
室
名
。

閥
戦
、
國
人
受
レ
甲
者
皆
曰
、
使
レ
鶴
、
鶴
賓
有
,
,
~

位
一
【
鶴
欝
二
遼
汚

J
図
認
ル
レ
ウ
カ
イ
ニ
丁
令
威
の
故
事
。
丁
令

余
焉
能
載
。
〔
陸
湘
‘
讀
隠
逸
傭
―
詩
〕
終
南
慮
士
入
1

一
都
威
化
レ
鶴
(
1
|
2
:
3
1
 I
)

を
見
よ
。
〔
唐
子
西
‘
渡
洒
詩
〕

門
少
室
山
人
補
―
―
諫
垣
冨
畢
尭
只
供
-
―
千
載
笑
ご
勺
封
―
―
鶴
蹄
一
窯
涵
竺
悲
1

一
人
世
涵
尼
入
,
,
巴
山
1

叫
―
一
月
明
涵
惟
有
l
-

三

品

鶴

乗

レ

軒

。

「

名

。

沙

品

―

今

好

在

‘

往

来

休

品

翌

水

邊

一

行

い

【
鶴
栖
堂
】
184

”
セ
イ
清
、
尤
僧
(
4ー

7
5
4
3
:
 3
4
)

の
室
【
鶴
市
石
農
】
194

芍
が
清
‘
堵
人
穫
(
1
0
-
3
4
4
5
7
:

4

 

〖
鶴
栖
堂
文
集
〗1
8
5
9弁ダ
ウ
書
名
。
清
、
尤
桐
撰
。

6
)の
琥
°

【
鶴
千
年
]
1
8
6
3

ん
ネ
／
鶴
は
千
年
間
生
き
る
と
い
ふ
。
慶
【
鶴
知
二
夜
半
―
】
195

立
／
和
元
鶴
は
夜
半
に
な
っ
た
こ

賀
の
詞
に
用
ふ
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
鶴
壽
千
歳
、
以
と
を
知
る
。
鶴
は
夜
半
に
な
く
か
ら
い
ふ
。
〔
淮
南
子
‘

極

其

遵

説

山

訓

〕

難

知

レ

将

レ

旦

‘

鶴

知

夜

半

一

而

不

レ

免

於

鼎

【
鶴
道
人
】
187

悶
ノ
／
字
琥
。

O
清
、
楊
晉
(
6ー

1
5
1
1
2
:

2

雙

2
8
)

の
麓
〇
清
、
王
含
光
(
7ー

2
0
8
2
3
:
 1
2
7
5
)

の
琥
。
【
鶴
頭
蚊
闘
】
196

ヵ

g
ゃ
／
書
法
の
名
。
〔
海
録
砕
事
、
文

O
清
‘
王
昭
被
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
7
9
2
)

の
琥
。
學
、
書
札
〕
鶴
頭
・
蚊
靭
二
書
‘
皆
漢
詔
版
所
レ
用
、
各
象

【
鶴
沖
天
】1

8
8
”
チ
•
ユ
，
ゥ
詞
牌
の
名
。
初
め
‘
唐
人
よ
り
起
形
。

っ
た
喜
遷
鶯
を
‘
草
荘
の
作
品
に
ち
な
ん
で
鶴
沖
天
と
【
鶴
涌
叩
朝
服
】
197

認
ぢ
仙
鶴
を
刺
繍
し
た
朝
服
。
補

名
づ
け
た
が
、
後
に
柳
永
の
格
を
以
て
、
別
に
鶴
沖
天
は
舗
。
〔
桃
花
扇
‘
入
道
〕
九
梁
朝
冠
、
鶴
補
朝
服
‘
金
帯

を
定
む
。
〔
詞
譜
〕
喜
遷
鶯
‘
此
調
有
1

一
小
令
・
長
調
州
橙
一
朝
桂
‘
牙
笏
上
。

小
令
起
於
唐
人
了
太
和
正
昔
譜
注
―
―
黄
鍾
宮
一
因
II

葦
＇
【
羨
レ
鶴
焚
レ
琴
】

1
9
8
5
砂
＂
デ
無
風
流
な
行
為
を
い
ふ
。

荘
詞
有
-
1

手
看
鶴
沖
レ
天
句
｛
更
名
1

一
鶴
沖
天
↓
〔
詞
譜
〕
〔
李
商
隠
雑
纂
、
殺
風
景
〕
花
間
喝
レ
道
、
背
レ
山
起
レ
棲
‘

鶴
沖
天
、
調
見
二
柳
永
築
章
集
盃
ぞ
喜
遷
鶯
・
春
光
好
‘
霙
レ
鶴
焚
レ
琴
、
清
泉
濯
レ
足
。

別
名
1

一
鶴
沖
天
上

p
不
レ
同
。
〔
能
改
齋
漫
録
、
築
府
、
柳
【
騎
レ
鶴
上
二
揚
州
―
】
199
況
わ
[
げ
閉

多
く
の
願
望
を

戟
鵡
は
‘
わ
か
た
か
。
或
は
帷
(
1
1
-
4
2
1
1
5
)

に

作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
驚
‘
邸
鶴
。
〔
注
〕
似
レ
烏
‘
蒼

白
色
。
〔
集
韻
〕
蒻
、
鳥
名
、
或
八
レ
佳
。

【
鵡
早

〔
バ
〔
集
韻
〕
篇
迷
切
圏

【
鶴
】
[
タ
ヴ
〔
集
韻
〕
徒
郎
切
襄

／
 

ダ

ウ

右

尤

t
'
a
n
g
2

冨
】
徊
テ
ウ[
]
5
〗
戸
戸
〕
の
俗
字
。
〔
正
字

0
鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鶉
‘
鳥
名
。
●
樅
鵡
は
‘
鳥

が
と
ぶ
。
榔
(
9ー

2
8
7
8
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
榔
‘

博
雅
‘
搬
郷
、
飛
也
、
或
炊
レ
鳥
。

た
う
ま
る
。
難
の
一
種
°
性
質
が
猛
く
て
よ
く
闘

ふ
。
鵜
。
昆
鳥
。
〔
篇
海
〕
蹴
、
昆
鳥
。
圃
ひ
わ
。
小
鳥

の
一
。
形
は
す
ず
め
に
似
て
や
や
小
さ
く
‘
羽
毛

は
青
黄
色
を
帯
ぴ
、
頭
と
翅
と
は
黒
色
を
帯
ぴ
、

よ
く
囀
る
。

【
鏑
色
】
1

誌

【
鍋
茶
】
2

蒻

蹴
茶
に
同
じ
。

萌
黄
に
黄
の
か
か
っ
た
褐
色
。

冨

】

呻

〔
篇
海
〕
而
灼
切
圏

ジ
，
ヤ
ク

-
「
ヤ
ク

冠
芦
夕ゴ

7

ド
⇒
フ

〔
集
韻
〕
逹
合
切
広
i

冠
品

鵜
(
1
2
-
4
7
1
8
6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
賜
、
同
レ
鵜
゜

鳥
の
と
ぶ
こ
と
が
は
や
い
。
〔
集
韻
〕
繋
‘
鳥
飛

迅
疾
。

ス

冦

】

三

[

[

〔

集

韻

〕

山

屡

切

翡

El口
餞
鵡
は
、
つ
ぐ
み
。
反
舌
鳥
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
‘

賜
伯
努
也
、
庄
‘
似
1

一
鵡
鵡
―
而
大
、
繹
文
〕
字
林
云
‘

鶉
鵡
‘
似
―
―
伯
芳
而
小
。
〔
祁
稔
行
義
疏
〕
鵡
鵡
、

即
反
舌
烏
。
〔
本
草
‘
百
舌
〕
状
如
―
―
嗚
鵠
↓
而
小
身

略
長
‘
灰
黒
色
‘
微
有
二
斑
貼
盃
啄
亦
尖
黒
、
行
則

頭
俯
‘
好
食
と
叫
矧
「
立
春
後
則
鳴
囀
不
レ
已
‘
夏

〇
鴻
鵜
は
‘
鸞
鳳
の
風
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
南
方
有
レ
至
後
則
無
レ
臀
、
十
月
後
則
蔵
蟄
、
人
或
畜
レ
之
、

鳥
、
其
名
為
緬
雙
〔
繹
文
〕
李
云
‘
購
鵜
‘
乃
鸞
冬
月
則
死
、
月
令
‘
仲
夏
‘
反
舌
無
レ
臀
、
郎
此
゜

鳳
之
屡
也
。
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
凡
鳳
有
レ
五
、
多
11

【
隅
鵡
】
1

認
鳥
の
名
。
つ
ぐ
み
。
〔
謝
震
運
‘
山
居
賦
〕

黄
逸
者
鴻
鵜
。
●
ひ
な
。
雛
(
1
1
-
4
2
1
2
1
)

に
同
難
鵡
繍
質
‘
割
鵡
綬
章
。

じ
。
〔
集
韻
〕
雛
、
説
文
‘
難
子
也
、
或
作
レ
鵜
゜

【鵜】亨

スジ，ユ
園
ス
ウ

〔
集
韻
〕
崇
蜀
切

図

身
に
兼
ね
渦
た
す
こ
と
。
轄
じ
て
、
決
し
て
賓
現
し
得

な
い
妄
想
の
喩
。
揚
州
鶴
゜
〔
殷
芸
小
説
〕
有
レ
客
相
従
、

各
言
レ
所
レ
志
‘
或
願
レ
為
―
―
揚
州
刺
史
工
或
願
レ
多
1

一
貨
材
↓

或
願
一
息
鶴
上
昇
石
其
一
人
日
‘
腰
纏
午
萬
貫
玉
騎
＞
鶴

上
―
―
揚
州
↓
欲
レ
兼
三
者
↓
〔
書
言
故
事
‘
禽
獣
比
喩
類
〕

簾
入
所
＂
欲
、
騎
畑
上
―
―
揚
州
↓

カ
ッ
ゲ
チ

日ロ＇

冠

】

臼

カ

ッ

カ
チ

〔
集
韻
〕
何
葛
切

〔
集
韻
〕
下
誼
切

園闘

13459 



(47195) (47198・・17) 

0
く
じ
ゃ
く
。
鴎
(
1
2
-
4
6
7
2
1
)

に
同
じ
。
〔
集

貧】両
77

〔
集
韻
〕
奉
甫
切
圏

冨】徊
リ
ヴ
レJ
 

〔
集
韻
〕
力
求
切
因

／
 

カ
一
又

l
i
u
2

鵡
鴎
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵡
鵠
‘
鳥
名
。

鳥

部

〔
十
書
―
〕

【鶴】臼
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
、
越
父
也
、
或
作
レ
鎚

°
0負
錆
は
‘

し
り
く
ろ
。
釜
(
1
1
-
4
0
1
6
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鶴
、
一
名
負
釜
‘
俗
囚
作
レ
錆
゜

祠】呻

鵜

錆

鶴

鶴

コ
ッ
〔
集
韻
〕
吉
忽
切
同
i

日
コ
チ

≪
x
v
k
u
3
 

ロ
[
+
ッ
〔
集
韻
〕
戸
八
切
翻
「

具

十

〔

集

韻

〕

胡

骨

切

⑪

小
〇
鶴
鶉
は
‘
ひ
な
の
時
美
し
く
、
長
じ

覇

策

て

み

に

く

い

烏

。

一

説

に

、

ふ

く

ろ

ふ
。
鍋
離
。
餌
(
7
|
2
1
8
6
7
)
に
通
ず
。
も
と
鵡

(
1
2
 |
 4
7
3
1
6
)
に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鵜
、
本
日
□
競
鵠
は
‘
せ
き
れ
い
。
鴎
(
1
2
|
 4
7
1
1
5
)

に

作
レ
鵡
゜
〔
説
文
〕
鵡
鳥
少
美
長
醜
為
1

一
鵡
離
一
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
鳥
名
、
爾
雅
‘
鴫
鵠
、
誰
渠
、
雀

払
鳥
園
臀
゜
〔
段
注
〕
邸
風
、
瑣
分
尾
分
、
圃
離
之
圏
也
、
或
炊
レ
脊
゜

子
‘
毛
云
‘
酉
離
‘
鳥
也
‘
少
好
長
醜
、
繹
鳥
日
、
鳥
【
鶴
鵠
】
1

[

＂
0
小
鳥
の
名
。
形
は
燕
に
似
‘
灰
色
を
お

少
美
長
醜
為
己
盟
竺
鵡
卑
ハ
レ
餌
‘
魏
興
レ
離
‘
皆
同
ぴ
、
腹
部
白
く
‘
頸
下
に
黒
條
の
あ
る
鳥
。
脊
令
。
鵠
鵠
゜

也
‘
詩
字
本
作
レ
閥
‘
云
云
‘
按
‘
此
詩
以
少
好
長

虞

比

佃

臣

始

有

少

薦

終

無

益

感

功

、

陸

疏

ん

じ

乃
謂
、
流
離
‘
梨
也
、
絶
非
―
―
爾
雅
毛
鄭
諸
君
意
―

也
。
〔
詩
‘
邸
風
、
粍
丘
〕
流
離
之
子
。
〔
毛
詩
草

木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕
自
レ
闘
而
西
‘
謂
レ
梨
為
二
流
離
一

其
子
長
大
、
還
食
i
i

其
母
ニ
〇
み
み
づ
く
。
偶
鵜
゜

〔
正
字
通
〕
鵜
‘
偶
鵜
゜
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
饒
山
‘

其
鳥
多
レ
鵜
゜

【
鶴
鵡
】
1

九
ゥ
鳥
の
名
。
鵜
鶏
を
見
よ
。

【
鵬
鶉
]
2

い
'
[
鳥
の
名
。
ひ
な
の
時
美
し
く
、
長
じ
て
み

に
く
い
鳥
。
一
説
に
、
ふ
く
ろ
ふ
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
鳥
少

美
長
醜
為
―
―
鵬
鶉
↓
〔
注
〕
鵬
鶉
猶
―
―
留
離
五
詩
所
謂
留
離

之
子
。
〔
疏
〕
流
離
、
巣
也
、
云
云
‘
故
張
哭
云
‘
鵜
鶉
食
レ

母
。
〔
事
物
異
名
録
、
禽
鳥
‘
巣
〕
山
堂
律
考
‘
渠
‘
一
名

鵬
鶉
、
一
名
鵬
鵡
‘
呉
人
呼
為

5
笠
哭
按
‘
鵜
鵡
、
詩
作
―
―

流
離
ご
醒
魂
、
正
字
通
謂
―
―
鵜
別
名
ご
陳
蔵
器
曰
‘
張
即

簗
‘
蓋
合
二
稟
輿
＞
鴇
為
二
鳥
一
也
。

〗
二
[
[

ロ
馴
鵜
゜
〔
集
韻
〕
鶴
、
鶴
鵠
、
鳥
名
、
鰍
鵠
也
。
〔
東
方
朔
、

簑
客
難
〕
此
士
所
和
5

日
夜
草
梵
脩
レ
學
敏
に
fT
而
不
l
-

敢
怠
一
也
‘
讐
若
二
鶴
鵠
飛
且
鳴
―
芙
゜
〔
抱
朴
子
、
守
壻
〕

鶴
鵠
傲
―
―
蓬
林
和
孟
界
翼
。

O
兄
弟
に
喩
へ
る
。
脊
令

在
レ
原
(
9
-
2
9
4
7
2
:
 2
1
)
を
見
よ
。
〔
衷
宏
、
三
國
名
臣

序
贄
〕
翡
一
命
公
庭
↓
退
忘
―
―
私
位
一
登
無
祉
蹂
喪
固
慎
―
―

名
器
↓
〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
兄
弟
似
-
1

鶴
鵠
之
相
親
↓

〖
鶴
鵠
伊
原
〗
こ
式
が
脊
令
伊
原
(
9
-
2
9
4
7
2

:
 

2
1
)
を
見
よ
。

（成集書圃今古）鵠鶴

□ 日
シセシセ
ギキギキ
クク

〔
集
韻
〕
則
歴
切
磯

／
 

H
 
J
 

chi' 

〔
集
韻
〕
資
昔
切
嗣
『
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、本其鶴應'"、

r1隠聾叫□11; 麟冒
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
鵬
鳩
、
髄
競
。
〔
注
〕
似
一
山
鵜
1

而
小
、
短

尾
、
青
黒
色
、
多
臀
゜
〔
祁
焚
行
義
疏
〕
一
名
鶴
鶴
‘
云
云
‘

喜
以
レ
春
鳴
゜

【
鶴
跳
】
7

丘
い
競
鵬
に
同
じ
。
〔
方
言
、
八
〕
野
発
、
其
小

而
好
没
1

一
水
中
―
者
、
南
楚
之
外
、
謂
―
―
之
鷺
鵬
ギ
＾
者
謂
―
―

之
髄
蹴
↓

【
鶴
鵬
】
s
げ
鳥
の
名
。
野
覺
の
大
な
る
も
の
の
名
。
〔
廣

雅
‘
繹
鳥
〕
開
鵬
、
鶴
鵬
也
。

【
鶴
嘲
】
，
認
鳥
の
名
。
い
か
る
が
。
鶴
鳩
(

2

)

に
同
じ
。

〔
本
草
‘
鶴
嘲
〕
繹
名
、
鶴
鶴
‘
髄
鳩
、
鵬
鳩
、
鶯
鳩
、
阿
鳩
‘

翡
鶴
、
集
解
‘
馬
錫
日
、
鶴
嘲
、
南
北
穂
有
、
似
1
1

山
鵜
一
而

小
、
短
尾
、
有
1

一
青
毛
冠
ぶ
夕
磐
‘
宵
黒
色
、
在
―
深
林
開
玉
飛

翔
不
レ
遠
‘
北
人
呼
為
二
邸
馳
鳥
面
束
都
賦
云
‘
髄
嘲
春
鳴
‘

是
也
、
時
珍
日
、
此
鳥
春
来
秋
去
、
好
食
II

桑
棋
百
勿
レ
酔

而
性
淫
。

【
鶴
突
】
1
0
i
n

●
明
か
で
な
い
さ
ま
。
又
、
事
を
饒
ら
な

い
意
。
糊
塗
の
＂
瞥
゜
〔
呂
希
哲
、
家
塾
記
〕
呂
端
之
為
レ

人
糊
塗
゜
〔
注
〕
糊
塗
‘
讀
為
―
―
鶴
突
↓
〔
朱
子
全
書
、
論
語
、

子
8

千
〕
饒
得
底
、
却
知
1

一
得
櫂
也
是
常
理
函
匹
小
和
得
底
‘

卸
鶴
突
了

oe飼
果
を
い
ふ
。
脩
拙
゜
〔
通
雅
‘
飲
食
〕

輝
飩
‘
本
渾
沌
之
輯
‘
近
時
又
名
鶴
突

tt稗
日
‘
鶴
者

渾
之
人
、
突
者
嗽
之
入
‘
皆
臀
輯
也
。

【
鶴
坊
】
11

勾
唐
代
五
坊
の
一
。
狩
に
用
ひ
る
鶴
を
飼

養
す
る
と
こ
ろ
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
二
〕
閑
暇
使
‘
押
-
1

五

坊
以
供
時
狩
云
云
‘
二
日
鶴
坊
。

【
鶴
峯
】
12

窮
清
、
費
俊
(
1
0
-
3
6
7
1
7
:
 4
8
)

の
琥
゜

【
鶴
瀾
】
13

門
鶴
論
に
同
じ
。
〔
朱
子
文
集
〕
聖
人
之
言
、

自
有
條
理
工
非
レ
為
―
―
―
今
人
髄
固
籠
統
、
無
―
―
分
別
一
也
。

【
鶴
治
]
1
4

ゾ
物
の
氣
・
質
が
具
は
つ
て
ゐ
て
‘
而
も
未

だ
分
れ
な
い
さ
ま
。
圏
國
。
渾
溢
(
7ー

1
7
8
0
0

：
 
7
9
)
と

同
じ
。
〔
朱
子
語
録
〕
乾
是
鶴
溢
一
箇
大
底
物
事
。

【
鶴
嶺
】
15

ぢ
山
名
。
湖
北
省
郎
西
縣
の
西
北
。
〔
輿
地

紀
勝
〕
嶺
極
陰
峻
、
紹
興
十
六
年
、
和
好
成
、
割
―
―
鶴
嶺
隅

外
牟
駄
坪
云
E

レ界。

【
鶴
謀
琶
】16心
モ
•
ウ
金
、
吉
水
斜
卯
部
の
人
。
性
、
忠
直
に

し
て
戦
に
勇
。
穆
宗
の
時
に
内
附
し
‘
其
の
子
、
寧
吉
を

し
て
款
を
送
ら
し
む
。
遂
に
活
里
瞳
と
軍
を
合
せ
て
諸

部
を
攻
降
し
‘
其
の
衆
を
頒
つ
。
〔
金
史
、
八
十
一
〕

[
鶴
裔
呑
】
17

り
？
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
。
園
國
呑
。

〔
朱
窯
、
答
1

一
許
順
之
一
書
〕
今
動
不
レ
動
、
便
先
説
ー
＝
箇
本

八
六
四

13460 
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烏

部

〔
＋
藍
〕

鶴

鶴

鵜

蝉

翰

鷲

鵡

駿

鵠

縞

八
六
五

日
鵬
験
は
、
比
翼
鳥
の
異
名
。
〔
爾
雅
、
繹
地
〕
南

方
有
↓
1

比
翼
鳥
―
焉
、
不
レ
比
不
レ
飛
、
其
名
謂
―
―
之

髄
鵬
二
注
〕
似
レ
覺
、
青
赤
色
、
一
目
一
翼
、
相
得

乃
飛
゜
〔
集
韻
〕
鵬
、
鳥
名
、
比
翼
也
。
□
つ
い
ば

む
。
〔
類
篇
〕
鵬
、
鳥
啄
レ
物
。

【
鵬
州
】
1

祝
州
名
。
宋
史
に
‘
威
州
の
西
南
邊
地
に
鵬

州
あ
り
、
保
州
と
界
を
接
す
、
嘉
祐
中
常
に
馬
を
貢
す

と
見
ゆ
。
一
説
に
、
唐
末
に
吐
蕃
が
置
い
た
と
い
ふ
。
故

治
は
四
川
省
理
蕃
縣
。

【
鶴
鰈
】
2

梵
比
翼
鳥
と
比
目
魚
。
夫
婦
の
情
誼
が
篤

い
喩
゜
〔
爾
雅
‘
秤
地
〕
東
方
有
比
目
息
焉
、
不
レ
比
不
レ

行
‘
其
名
謂
之
鰈
「
南
方
有
比
翼
鳥
焉
、
不
レ
比
不
レ

飛
‘
其
名
謂
二
之
鶴
馳
↓

祠】[
カ
ン
ケ
ン

口l 日
ヶ
ン

〔
集
韻
〕
堅
嫌
切
』
瓢

u
＿口、

chien1

〔
類
篇
〕
丘
咸
切
醐
i

末
精
粗
無
己
一
致
下
止
是
鵜
裔
呑
レ
棗
゜
〔
得
樹
棲
雑
紗
〕

吾
郷
俗
語
、
凡
食
レ
物
入
レ
ロ
、
不
レ
加
1

一
咀
哨
1

便
下
咽

者

、

謂

―

―

之

鶴

盗

呑

一

「

名

。

【
鶴
魯
補
】
1
8
]
ソ
。
金
、
獨
吉
義
(
7
-
2
0
7
2
5
:
 4
2
)

の
本

【
鶴
街
綬
帯
】
19

ぢ
忙
唐
代
、
節
度
使
の
印
綬
゜
〔
唐

書
、
車
服
志
〕
抱
襖
之
制
、
三
品
以
上
、
服
レ
維
以
二
鶴
衡

瑞
草
厖
街
綬
帯
、
及
雙
孔
雀
―
)

【
鶴
入I

i鵠
銀
―
】2
0
ぢ
ア
グ
/
—
ー
は
や
ぶ
さ
が
烏
の
む
れ

に
入
る
。
容
易
に
平
定
す
る
喩
。
〔
北
史
、
齊
宗
室
上
、

上
洛
王
思
宗
弟
思
好
傭
〕
上
洛
王
思
宗
弟
思
好
‘
云
云
‘

本
名
思
孝
玉
へ
保
五
年
、
討
,
,
嬬
嬬
↓
文
宣
悦
其
燒
勇
↓

謂
日
、
爾
撃
レ
賊
‘
如
証
呟
入
二
鵜
塁
「
｛
且
思
好
レ
事
‘
故
改
レ

名
焉
。

【
鶴
伶
臀
嗽
]
2
1
3

賃
心
南
宋
に
流
行
し
た
劇
曲
。
永

嘉
雑
劇
の
一
名
。
〔
徐
渭
、
南
詞
叙
録
〕
南
戯
始
―
―
於
宋
一

光
宗
朝
、
永
嘉
人
所
レ
作
、
趙
貞
女
・
王
魁
二
種
‘
責
首
レ

之
、
或
云
、
宣
和
間
、
已
濫
膳
、
其
盛
行
則
自
1

一
南
渡
こ
訊

日
「
氷
嘉
雑
劇
又
曰
1

一
鶴
伶
瞥
嗽
石
其
曲
則
宋
人
詞
、
而

益
以
―
―
里
巷
歌
謡
一
不
レ
吐
二
宮
調
一
故
士
大
夫
〖
千
レ
有
―
―

留
レ
意
者
↓

小
日
□
●
難
の
肥
え
て
鳴
き
瞥
の
な
が

い
も
の
。
〔
説
文
〕
翰
、
難
肥
翰
音
者

怠
苫
岩
了
・
薮

也
、
ハ
レ
鳥
臥
瞥
、
魯
郊
目
1

一
丹
難
―
祝
日
、
目
-
1

斯

翰
音
赤
租
去
11

魯
侯
之
咎
↓
〔
段
注
〕
各
本
作
二
雉

肥
翰
音
者
也
一
今
正
、
曲
藉
注
、
翰
、
猶
レ
長
也
、
正

義
日
、
難
肥
、
則
其
鳴
臀
長
也
、
翰
音
之
難
、
謂
二

之
翰
丁
此
許
以
―
―
昼
韻
1

為
レ
訓
也
、
興
一
佳
部
翰
1

義
別
。
●
通
じ
て
翰
(
9
-
2
8
7
8
0
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
翰
、
通
作
レ
翰
。
参
き
ん
け
い
て
う
。
ま
た
翰

(
9
ー

2
8
7
8
0
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
臨
‘
天
鶏
゜

〔
注
〕
翰
維
、
赤
利
、
逸
周
書
日
、
文
翰
若
二
彩
難
「

成
王
時
‘
蜀
人
獣
レ
之
。
〔
秤
文
〕
輯
、
本
又
作
レ
翰
゜

〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
暢
‘
営
レ
作
レ
翰
、
説
文
、
翰
、
天

難
、
赤
材
也
‘
云
云
‘
説
文
‘
翰
輿
レ
翰
別
‘
云
云
‘
翰

カ
ン
ガ
ン

ロカ
ン

曰l

冨
】
[
ガ
ン

〔
集
韻
〕
侯
肝
切
臨

r
 
r
:
f
'
h
a
n
'
 

〔
集
韻
〕
河
干
切
面
i

冨】芦

國極

日
と
ぶ
。
〔
篇
海
類
編
〕
婢
、
飛
也
。
口
ひ
な
。
〔
篇

海
類
編
躍
E

‘
鵜
也
。

日
シ
，
ユ
ン

口
シ
，
ユ
ン

〔
篇
海
類
編
〕
私
潤
切

〔
篇
海
類
編
〕
思
手
切

0
じ
ゅ
ず
か
け
ば
と
。
又
‘
は
や
ぶ
さ
。
或
は
隼

(11 |
 4
1
9
4
3
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
鶉
‘
祝
鳩
也
‘

急
疾
之
鳥
也
‘
或
作
レ
隼
。
●
わ
し
。
鴫
。
〔
山
海

経
、
海
内
西
経
〕
開
明
南
有
レ
樹
‘
云
云
‘
鶉
。
〔
注
〕

鴫
也
‘
穆
天
子
傭
曰
‘
妥
有
―
―
白
鶉
青
鴫
↓
参
維

(
1
2
-
4
7
0
3
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
維
、
亦
作
レ
鶉
゜

[
鶴
]
畑
シ
，
ユ
ン

〔
集
韻
〕
番
手
切
＞
極

戸

x.f 
shun3 

●
水
鳥
の
名
。
形
は
鷺
に
似
て
大
、
利
は
蒼
白

色
。
善
く
風
に
耐
へ
る
。
故
に
船
首
に
其
の
形
を

附
け
、
或
は
驚
く
。
〔
方
言
、
九
、
或
謂
二
之
船
賠
一

【
鵡
】
〗
戸〔集
韻
〕
悦
歴
切
錮
[

ヽ

【條】畑
榛
、
出
,
,
繹
典
↓
セ
イ
・
ソ
ヴ

義
未
詳
。
〔
篇
海
〕
艤
、
自
経

切
、
昔
情
、
又
青
構
切
、
音

祠】[
鷺

(
1
2—
4
7
2
0
3
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鵜
、
同
レ
蘭
。

ジ シ
〔
集
韻
〕
賭
之
切
甲
{

ジ

古

tz'u'

う
。
し
ま
つ
ど
り
。
か
は
う
。
或
は
弱

環

:
(
1
2
-
4
7
4
3
1
)
•

駕
(
1
2
|
 4
6
7
9
6
)
に

作
り
、
ま
た
鵠
(
1
2
~
4
7
2
0
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

鵡
、
墟
鵠
也
、
ハ
レ
鳥
絃
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
蘭
‘

蒻
。
〔
注
〕
鶴
鵡
也
。
〔
爾
雅
翼
‘
秤
鳥
〕
鴎
‘
水
鳥
‘

色
深
黒
、
鉤
味
‘
善
没
―
―
水
中
る
炉
魚
、
又
名
1

一

戯
皿
云
云
‘
老
則
頭
翼
漸
白
。
〔
集
韻
〕
蘇
‘
鳥

名
、
説
文
、
墟
鶯
也
‘
或
作
1

一
鶉
・
鷲
二
中
華
大
字

典
〕
鷺
‘
説
文
作
レ
槻
。
〔
本
草
、
鵬
鵜
〕
集
解
、
時
珍

曰
、
鵬
鵜
、
虞
慮
水
郷
有
レ
之
、
云
云
、
亦
如
レ
鶉
而

長
味
微
曲
‘
善
没
レ
水
取
レ
魚
、
日
集
二
州
渚
「
夜

巣
二
林
木
万
へ
則
糞
毒
多
‘
令
―
―
木
枯
一
也
、
南
方
漁

舟
‘
往
往
緊
―
畜
散
十
公
翌
其
捕
p

魚。

【鷺】
g

是
丹
難
、
不
レ
名
云
盆
烹
此
段
借
耳
、
故
秤
文
、

籟
、
本
又
作
レ
翰
、
云
云
、
今
所
謂
天
難
出
―
―
蜀
中
―

者
、
背
文
揚
赤
‘
隋
文
五
彩
、
爛
如
二
舒
錦
―
―
名

錦
難
‘
又
未
レ
知
仰
爾
雅
所
レ
繹
不
一
也
。

〔
集
韻
〕

t
笑

切

國

一
名

y
a0
4
 

〔
集
韻
〕
餘
招
切
圏

日
は
し
た
か
。
鷹
の
一
種
。
鷹
よ
り

魏
い
も
小
さ
く
、
背
は
黒
＜
、
腹
に
赤
白
又

は
黄
黒
の
斑
貼
が
あ
る
。
は
い
た
か
。
め
だ
か
。

鵜
。
負
雀
。
〔
説
文
〕
縞
、
鷲
鳥
也
、
八
レ
鳥
名
臀
゜

〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
鵡
、
負
雀
。
〔
注
〕
魏
‘
縞
也
、
江
南

呼
レ
之
為
レ
鵡
‘
善
捉
レ
雀
、
因
名
云
°
□
い
ろ
き

冨
】
[
□
ェ
ヴ

日
ェ
ヴ

注
〕
鵠
、
鳥
名
也
、
今
江
東
貴
人
船
前
作
―
―
青
雀
一

是
其
像
也
。
〔
一
切
経
音
義
、
十
九
〕
鵠
、
水
鳥
善

高
飛
者
也
。
〔
春
秋
、
倍
、
十
六
〕
六
鵠
退
飛
、
過
ニ

宋
都
一
〔
杜
注
〕
鵠
、
水
鳥
。
●
鵡
鳥
を
離
萱
し
た

船
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
浮
土
な
翌

〔
注
〕
張
揖
日
、
鵠
、
水
鳥
也
‘
書
↓
―
其
象
於
船
頭
↓

〔
沈
栓
期
‘
奉
II

一
和
晦
日
駕
幸
昆
明
池
一
應
制
詩
〕

戦
鵠
逢
レ
時
去
。
参
践
(
1
2
-
4
7
0
4
6
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
践
‘
説
文
‘
鳥
也
‘
或
八
レ
益
゜
R
船
(
9ー

3
0
5
0

9
)

に
同
じ
。
〔
一
切
経
音
義
、
十
九
〕
鵠
、
作
レ
饂
‘
同
。

[
臨
飼
】
1

勺
雄
首
の
飾
の
あ
る
船
。
〔
庚
信
、
秋
戻
法

師
遊
―
―
昆
明
池
1

詩
〕
秋
光
麗
1

一
晩
天
↓
鵠
飼
没
-
―
中
川
一

【
鵠
舟
】
2

芥
鵠
首
の
飾
の
あ
る
舟
゜
〔
孟
浩
然
、
興
―
―
黄

侍
御
北
津
認
レ
舟
詩
〕
本
欲
レ
避
―
―
聴
馬
↓
何
如
同
1

一鵠舟一

【
鵠
首
】
3

芯
緯
の
頭
。
又
、
錐
の
形
を
船
首
に
附
け
、

或
は
藍
い
た
船
。
船
首
に
鵠
の
形
を
つ
け
る
の
は
、
水

紳
鎮
撫
の
た
め
と
も
い
ひ
‘
又
、
鵠
鳥
は
能
く
風
に
耐

へ
る
か
ら
之
に
あ
や
か
る
た
め
と
も
い
ふ
。
〔
淮
南
子
、

本
経
訓
〕
龍
舟
鵠
首
、
浮
吹
以
娯
。
〔
注
〕
鵠
、
大
鳥
也
、

藍
其
象
著
船
應
故
曰
―
―
鵠
貰
也
。
〔
晉
書
‘
束
哲

博
〕
憑
―
―
鵠
首
石
盆
竺
洪
流
↓
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
於
レ
是

命
―
―
舟
牧
〖
翌
水
嬉
盆
竺
鵠
首
[
”
一
雲
芝
→
〔
注
〕
綜
日
、

船
頭
象
臨
鳥
｛
厭
11

水
紳
五
故
天
子
乗
レ
之
。
〔
謝
震
運
‘

會
吟
行
〕
飛
燕
躍
―
廣
途
五
匹
首
戯
1

清
祉
↓
〔
故
事
成
語

考
‘
器
用
〕
錨
首
・
鴨
頭
、
別
為
ふ
忠
竺

13461 
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口日
エエア
ンンン

〔
集
韻
〕
於
諫
切
藷

ご
:r

yen• 

〔
集
韻
〕
伊
旬
切
醐
〗

じ
。
五
色
の
雉
゜
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
雉
、
江
淮
而
南
、

青
質
、
五
采
皆
備
成
盆
早
‘
曰
レ
縞
。

【
縞
魚
】
1

y
a
o
4
 
yli'

魚
の
名
。
あ
か
え
ひ
。
海
縞
魚
を

い
ふ
。

【
鵠
子
】
2

[
＇

,

O
鳥
の
名
。
は
い
た
か
。
〔
酉
陽
雑
俎
績

集
‘
支
諾
泉
、
上
〕
元
和
初
‘
上
都
東
市
悪
少
李
和
子
父

努
眼
‘
和
子
性
忍
‘
常
攘
二
狗
及
猫
一
食
レ
之
｀
為
―
―
坊
市
之

患
ぶ
吊
腎
レ
縞
立
二
於
衛
言
兄
―
―
―
一
人
紫
衣
盆
吋
日
‘
云
云
‘

又
曰
‘
我
郎
鬼
、
因
探
,
,
懐
中

53-―
―
牒
ご
印
菓
猶
混
、

見
共
姓
径
分
明
為
猫
犬
四
百
六
十
頭
論
訴
事
一
和

子
驚
濯
‘
乃
棄
―
―
縞
子
云
拝
祈
レ
之
‘
且
日
‘
我
分
死
爾
、
必

為
レ
我
暫
留
‘
具
―
―
少
酒
五
鬼
固
辞
不
レ
獲
レ
已
。
●
紙
鳶
゜

〔
七
修
類
稿
〕
紙
鳶
、
本
五
代
漠
隠
帝
典
―
―
李
業
面
炉
造
、

為
―
一
宮
中
之
戯
ご
広
云
‘
俗
日
↓
―
縞
子
一
者
、
以
下
縞
飛
不
,
,

甚
高
1

而
翅
挺
直
上
也
。

〖
鶴
子
桂
〗3
げ
，
わ
ら
ぢ
の
一
種
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
打

伎
不
レ
可
J

不
1

―
―
多
備
―
―
縞
子
桂
五
桂
須
レ
穿
4

過
ニ
―
―
二
E
l
-

者
芋
刀
妙
、
新
恐
輿
レ
足
不
l

―
相
得
一
也
。

〖
縞
子
翻
身
〗4
”
～
ン
立
て
た
竿
の
上
で
行
ふ
軽
業

芸
の
技
の
一
。
〔
西
湖
遊
覧
志
〕
是
日
観
中
有
1

一
雀
竿
之

戯
其
法
、
樹
展
竿
於
塵
高
可
―
―
三
丈
二
人
攀
縁
而

上
、
舞
踏
其
腿
盤
旋
上
下
、
有
,
,
縞
子
翻
身
・
金
難
獨

立
之
類
↓

〖
鵠
子
頭
上
安
レ
棄
〗
5

琴
5砂
稔
は
い
た
か
の
頭

上
に
巣
を
つ
く
る
。
甚
だ
危
瞼
な
喩
゜
〔
通
俗
編
、
禽
魚
、

縞
子
頭
上
安
レ
稟
〕
五
燈
會
元
、
智
門
竿
揖
レ
僧
近
上
レ

坐
、
僧
曰
、
鵠
子
頭
上
、
争
敢
安
レ
稟
゜

【
縞
坊
】
6

心
心
唐
代
、
閑
庖
使
の
管
す
る
五
坊
の
一
。

狩
撒
に
用
ひ
る
縞
を
飼
養
す
る
と
こ
ろ
。
〔
唐
書
、
百

官
志
一
〕
閑
厩
使
押
二
五
坊
百
以
供
-
l

時
狩
二
云
云
‘
三
曰

【
鵠
鷹
】
7yao• 

y
i
n
g
'

鳶
の
俗
稽
。

L

鵠
坊
。

【
縞
為
レ
鶴
】
8

”
力
＋
唸
た
か
が
化
し
て
と
び
に
な
る
。

〔
列
子
、
天
瑞
〕
縞
之
為
レ
鶉
、
鶴
之
為
孟
四
寮
布
穀
久
復

為
レ
縞
也
。

烏

部

〔
十
叢
〕

崎
い
巴

0
3
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鴛
層
‘
或
作
レ
鵜
、
亦

八
レ
佳
。

O
鵠
(
1
2
-
4
6
8
5
2
)
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕

鵠
・
鵜
、
上
同
。
陸
か
や
く
き
。
か
や
く
ぐ
り
。
〔
倭

名
類
緊
抄
、
羽
族
部
‘
鳥
名
、
鵜
‘
注
〕
加
夜
久
岐
。

【
鵜
鵜
】
1

竺
鳥
の
名
。
ふ
な
し
う
づ
ら
。
鶉
゜
〔
左
氏
、

昭
‘
十
七
、
九
屋
為
1

一
九
農
匝
注
〕
老
屋
、
鶴
鵜
。

【
鵜
鴻
]
2
7
7
,
5

鵜
は
小
鳥
、
鴻
は
大
鳥
。
識
量
の
大
小
の

同
じ
か
ら
ざ
る
喩
゜
鵜
鵬
゜
〔
周
伯
埼
‘
至
正
元
年
復
ニ

科
攀
1

取
レ
士
云
云
詩
〕
鐙
題
辮
,
,
鵜
鴻
↓

【
魏
雀
】
3

パ
E

ク
鶴
と
雀
。
共
に
小
鳥
。
小
人
物
の
多
言

な
る
に
喩
へ
る
。
鵠
雀
。
〔
禽
経
〕
鵜
雀
哨
暉
、
下
臀
衆

庶
゜
〔
楚
辟
、
王
逸
、
九
思
‘
疾
世
〕
鵜
雀
列
分
課
請
、
鶉

鵠
鳴
分
賭
余
゜
〔
注
〕
鵜
雀
小
鳥
‘
以
璧
小
人
列
品
位
也
。

【
鶴
歩
】
4

夕
う
づ
ら
の
あ
ゆ
み
。
〔
祗
悪
全
書
、
稟
啓

附
、
候
涵
守
憂
―
〕
撲
檄
庸
材
、
僅
槍
―
―
鵜
歩
ご
風
塵
賤

吏
‘
謬
詞
蝸
涎
↓

【
鵜
鵬
]
5

梵
識
量
の
大
小
同
じ
か
ら
ず
、
見
る
所
の

互
に
異
る
喩
゜
鵜
は
‘
斥
鵜
、
小
鳥
。
鵬
は
、
極
め
て
大
き

な
鳥
。
荘
子
、
逍
遥
遊
に
出
づ
゜
〔
荘
子
、
逍
遥
遊
〕
有
レ
鳥

焉
、
其
名
為
レ
鵬
、
背
若
l

ユ
令
只
翼
若
1

一
垂
天
之
雲
面
翌

扶
揺
羊
角
1

而
上
者
九
萬
里
、
絶
元
乞
墨
負
―
―
青
天
一
然

後
圏
レ
南
、
且
レ
適
―
―
南
冥
一
也
、
斥
鵜
笑
レ
之
日
、
彼
且
な
{

適
也
、
我
騰
躍
而
上
、
不
レ
屋
敷
雙
而
下
翻
翔
蓬
嵩

之
問
此
亦
飛
之
至
也
、
而
彼
且
―
―
冥
適
一
也
‘
此
小
大
之

耕

也

。

「

舅

【
鵜
滞
子
】
6
ク

i
、
元
‘
王
艮
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 4
0
8
)

の

【
鵜
濫
堆
】
み
し
？
鳥
の
名
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
、
属
鵠
‘
祁

捻
行
義
疏
〕
一
切
経
音
義
十
―
―
‘
引
―
―
纂
文
1

云
‘
闊
中

有
―
―
鵠
濫
堆
一
是
也
、
顔
師
古
急
就
篇
注
‘
亦
有
二
鵜
爛

應
今
鵜
爛
堆
如
レ
雀
而
大
、
東
脅
謂
―
―
之
阿
鵡
子
↓
〔
蘇

試
―
―
晶
詩
〕
君
不
レ
見
鵜
濫
堆
、
決
起
随
衝
恩

【
鵜
林
子
】
8

バ
／
り
／
明
、
趙
銭
(
1
0ー

3
7
1
7
1
:
 3
6
6
)
の

琥。

鵠

鵜

鶏

験

襲

鵜

鵡

鵬

鵜

鷲

鵠

穀

〔
集
韻
〕
亭
年
切
囲

右
一
コ
、

t'ien2

〔
集
韻
〕
之
人
切
囮

日
口
か
す
ひ
。
黄
白
の
雑
文
が
あ
つ
て
‘
瞥
は
鵠

に
似
た
鳥
。
蚊
母
。
吐
蚊
鳥
。
騒
母
。
〔
爾
雅
、

秤
鳥
〕
鵜
、
塁
母
。
〔
注
〕
似
―
―
鳥
鵜
1

而
大
、
黄
白

【
鵜
】

g

□ 日
シデテ
ンンン

鵬
鶉
は
‘
ひ
な
の
時
美
し
く
、
長
じ
て
醜
い
鳥
。

ふ
く
ろ
ふ
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鳥
少
美
長
醜
為
二

鵬
鶉
↓
〔
正
韻
〕
鶉
‘
鵬
鶉
、
果
也
。

【

鵜

早

リ
ッ
〔
集
韻
〕
力
質
切
醐
g

リ

チ

カ

＿

li4

国

】

如

せ
き
れ
い
。
雖
(
1
1
ー

4
2
1
2
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

誰
‘
説
文
、
誰
躾
也
、
或
炊
レ
鳥
。

ヨ，ウュ

〔
集
韻
〕
於
容
切

固

霰
]
[
ケ
イ
[
]
門
鱈
い
0
同
じ
。
〔
集

0
に
は
と
り
。
＜
た
か
け
。
朱
公
。
金
禽
。
家
禽
゜

兌
禽
。
徳
禽
。
罪
利
。
雪
利
。
丹
頸
。
勇
頸
。
緑
頸
゜

翰
音
。
花
冠
。
蜀
雉
。
司
農
。
知
時
畜
゜
戴
冠
郎
。
木

綿
着
鳥
。
難
(
1
1
-
4
2
1
2
4
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
難
、

伊
時
畜
也
、
ハ
レ
佳
羹
臀
、
鶏
‘
籠
文
維
八
レ
鳥
。

〇
姓
。
〔
奇
姓
通
〕
鶏
鳴
時
、
字
子
信
、
遷
安
人
、
正

統
中
、
映
西
苑
馬
寺
監
正
。

画
閉
一
熟
語
は
難
(
1
1
-
4
2
1
2
4
)
を
見
よ
。

【

鶏

早

ヶ

ィ

〔

集

韻

〕

堅

彗

疇

〔
集
韻
〕
丘
喉
切
声

万
丈
k
'
o
u
•

〔
集
韻
〕
墟
侯
切
困

〔
集
韻
〕
古
慕
切
暉

〔
集
韻
〕
克
角
切
圏
〗

〔
集
韻
〕
古
誅
切
闊
『

小
日
口
〇
ひ
な
。
鳥
の
子
。
ひ
よ
こ
。

策
燕
雀
類
の
子
の
や
う
に
親
の
哺
育
を

輯
仰
ぐ
ひ
よ
こ
。
難
雉
類
の
子
の
や
う
に
自
ら
っ

冠】叩

コヴ

日
クコヴ
ロク国[

國
ヵ
ク

国
コ
ク

鶴
(
1
2
|
 4
7
2
9
7
)
に
同
じ
。
廣
韻
•

【
鶴
】
如
集
韻
‘
鵡
に
作
り
、
康
熙
字
典
‘

鵠
に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
鵠
‘
廣
韻
、
美
畢
切
‘
集
韻
‘
莫

筆
切
‘
拉
昔
密
、
鵡
肌
‘
撒
英
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
鵡
‘
字
彙

補
、
眉
筆
切
、
音
密
、
鵡
肌
‘
紺
英
也
。

ピ
ッ

【
鷲
】
如

チ
，
ヨ
ク

儀
(
1
2
-
4
7
2
1
5
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
鷲
、
同
レ
蠣
゜

【
鵜
】
血

鳥
、
一
作
二
瀾
鵜
↓ チ，
ヨ
ク

鵡
(
1
2
-
4
6
8
7
7
)
に
同
じ
。
〔
韻

會
小
補
〕
鵜
、
同
レ
鵡
‘
硲
鵡
‘

左
足
の
白
い
鳥
。
猥
(
1
2
-
4
6
8
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
猥
、
鳥
左
足
白
、
或
ハ
レ
朋
。

【
鵬
】
血

71

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切
國

雑
文
、
鳴
如
鵠
臀
公
7
江
束
呼
為
11

蚊
母
函
m
説、

此
鳥
常
吐
レ
蚊
‘
因
以
名
云
゜
〔
嶺
南
異
物
志
〕
吐

蚊
鳥
、
大
如
青
鵡
工
大
背
食
レ
魚
。

八
六
六

13462 
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鳥

部

〔
十
|
+
―
聾
〕

級

職

腑

鵠

鵡

鵡

鵠

鯖

聘

鷲

魏

鵠

鶉

鶴

鵞

鵡

鵜

鶉

娯

鵜

八
六
七

い
ば
む
ひ
よ
こ
を
雛
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
穀
、
鳥

子
生
哺
者
、
八
レ
鳥
殷
臀
。
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
生
哺
‘

級
、
生
喝
雛
゜
〔
疏
〕
鳥
子
生
墾
母
哺
而
食
‘

名
レ
穀
‘
謂
11

燕
雀
之
圏
一
也
、
鳥
生
レ
子
而
能
自
喝

食
者
名
レ
雛
‘
謂
西
一
難
雉
之
属
也
。

O
或
は
鶴
(
1
2

-
4
7
4
1
9
)

・
醤
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
殻
‘
或
作
レ
釦
゜

〔
集
韻
〕
飯
‘
或
作
レ
醤
゜
曰
ひ
な
。
或
は
殻
(
6
ー

1
6

6
7
5
)

に
作
る
。
〔
方
言
、
八
〕
北
燕
朝
鮮
冽
水
之

間
‘
爵
子
及
難
雛
‘
皆
謂
二
之
飯
↓
〔
注
〕
闘
西
日
レ

散
。
〔
箋
疏
〕
欲
経
音
義
巻
十
‘
凡
物
皮
皆
曰
レ
殻
‘

尚
在
―
―
卵
中
盃
叩
之
穀
面
3

レ
祓
以
後
、
名
レ
之
日
レ

飯
‘
是
敢
本
兼
―
―
生
哺
自
食
之
名
↓
〔
集
韻
〕
飯
‘
或

作
レ
穀
゜
國
卵
か
ら
出
よ
う
と
す
る
ひ
な
。
〔
集

韻
〕
級
‘
鳥
子
欲
レ
出
者
。
〔
荘
子
‘
齊
物
論
〕
其
以

為
レ
異
1

一
於
穀
昔
↓
〔
繹
文
〕
殻
‘
司
馬
云
‘
鳥
子
欲
レ

出
者
也
。
国
ふ
ふ
ど
り
。
或
は
醤
に
作
り
、
通
じ

て
穀
(
8ー

2
5
2
2
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
散
‘
布
級
‘

鳥
名
‘
或
炊
レ
佳
‘
通
作
レ
穀
゜

【
級
音
】
1

豆
グ
ひ
な
鳥
の
鳴
き
臀
。
人
の
言
莱
の
是
非

の
定
め
が
た
い
喩
。
〔
荘
子
‘
齊
物
論
〕
其
以
為
レ
異
―
―
於

毅
音
一
亦
有
レ
辮
乎
‘
其
無
レ
辮
乎
゜
〔
疏
〕
鳥
子
欲
レ
出
二

卵
中
盃
皿
鳴
‘
謂
―
―
之
穀
―
音
一
言
亦
帯
殻
日
レ
殻
‘
夫
彼
此

偏
執
‘
不
レ
定
―
―
是
非
↓
亦
何
異
―
―
穀
嗚
之
昔
有
レ
臀
無
＞

辮゚
【
殻
飲
】
2

矮
穀
食
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
‘
仲
長
統
傭
論
〕

世
非
↓
―
脊
庭
犬
乖
1

一
穀
飲
↓
〔
注
〕
荘
子
曰
‘
云
云
‘
言
‘

鶉
居
無
孟
吊
居
云
駆
飲
不
レ
瑕
レ
物
、
並
淳
朴
時
也
。

【
穀
食
】

3
g
'
小
烏
が
母
鳥
の
哺
を
受
け
る
や
う
に
、

物
に
仰
い
で
足
り
る
喩
゜
〔
荘
子
、
天
地
〕
夫
聖
人
鶉
居

而
敢
食
。
〔
疏
〕
鶉
‘
鶴
競
也
、
野
居
而
無
孟
吊
虞
↓
級
者
、
鳥

之
子
、
食
必
仰
レ
母
而
足
。
〔
繹
文
〕
言
加
炉
物
而
足
一
也
。

【
穀
卵
】
4

焚
ひ
な
と
た
ま
ご
。
〔
國
語
、
魯
語
上
〕
鳥

翼
叙
卵
↓
品
含
二
砥
緑
↓
〔
注
〕
生
哺
日
レ
殻
、
未
レ
乳
曰
レ

卵
。
〔
陳
琳
‘
檄
声
天
将
校
部
曲
一
文
〕
敢
卵
始
生
1

一翰毛一

〔
注
〕
善
曰
‘
爾
雅
曰
‘
生
而
自
食
日
レ
雛
‘
待
レ
哺
日
レ
穀
‘

良
曰
‘
毅
卵
‘
鳥
子
也
。

国】
g

テ
ン

〔
字
彙
補
〕
通
堅
切

oo

鳥
が
食
物
を
ゆ
づ
る
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鳥
譲
レ
食
。

祠早
コ，ウ
ク

〔
集
韻
〕
古
送
切
国
幽

●
水
鳥
の
名
。
競
（
1
2
ー

4
7
0
4
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵡
‘
説
文
‘
鳥
也
、
或
八
J
開。

O
か
り
や
す
。

〔
詩
‘
陳
風
、
防
有
鵠
巣
〕
耶
有
11

旨
隅
↓
〔
注
〕
融
‘

綬
草
也
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕
鵬
、
五
色

為
衰
吝
故
日
二
綬
草

-
0七
面
鳥
。
綾
鳥
。
吐

綬
゜
錦
嚢
゜
辟
株
゜
渓
珠
雉
。
〔
婢
雅
‘
繹
鳥
‘
魏
鵡
〕

綬
鳥
‘
一
名
隅
‘
亦
或
謂
―
―
之
吐
綬
面
5

下
有
レ
嚢
‘

如
1

一
小
綬
五
色
彪
柄
‘
吐
有
時
風
玉
＇
レ
吐
雨
。

冨

写

□

／

〔

集

韻

〕

悦

予

賣

冨】
g

賑
(
1
2ー

4
7
2
1
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鵬
‘
同
レ
賑
゜

テ
イ

〔
集
韻
〕
天
黎
切
寧

巴

互

〔
集
韻
〕
相
支
切

oo

小
日
□
甑
跳
は
‘
に
ほ
ど
り
。
か
い
つ
ぶ

繰
策
り
。
む
ぐ
り
。
野
烏
～
。
或
は
鵬
(
1
2
-
4
7

2
2
0
)・
厩(
1
1
-
4
2
1
0
9
)

に
作
~
る
。
〔
説
文
〕
闊
‘
幽

峨
也
‘
炊
レ
鳥
虎
瞥
゜
〔
方
言
‘
八
〕
野
亮
其
小
而
好

浚
永
中
著
‘
南
楚
之
外
‘
謂
1

一
之
醗
鵬
下
大
者

謂
乏
髄
雙
〔
集
韻
〕
鵬
或
炊
レ
焦
〔
正
字
通
〕

鵬
、
同
レ
壊
。

冨】
g

□ 日
シタテ
イイ

【鶴】
g
/
,

；
＂
[
-
1
戸
戸
O
同
じ
〇
〔
字

ふ
く
ろ
ふ
。
不
孝
鳥
。
〔
字
彙
補
〕
鵜
‘
不
孝
鳥
。

【鵜】
g

ヶ
ヴ
〔
字
彙
補
〕
古
名
切
薩
〖

冨
]
g

セ
ン

鶴
(
1
2
-
4
7
4
1
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鵠
、
同
レ
鶴
゜

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
魏
‘
鳥
也
。

冨

]

[

セ

ン

〔
字
彙
補
〕
辞
延
切

OO

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鷺
、
鳥
名
。

冨
写
[
'
[
ク
〔
字
彙
補
〕
古
客
切
厩

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鶉
‘
鳥
名
。

【鶉】
g

ガ
ク
〔
字
彙
補
〕
五
各
切
薦

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵠
‘
鳥
名
。

冨】
g

メバ

〔
集
韻
〕
母
下
切
圃
E

冨

写

ヵ

ン

繕
(
1
2ー

4
7
0
0
9
)

の
謡
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
鵠
‘
即
鵠
字
之
謳
゜

あ
ひ
る
。
〔
字
彙
補
〕
鵡
‘
鴨
也
。

0
は
と
。
〔
玉
篇
〕
鶉
‘
鵠
鳩
。

O
鳥
の
名
。
餘
（
1
2

|
 4
6
9
0
9
)

に
同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
輿
頸
‘
鞘
。

〔
注
〕
未
レ
詳
。
〔
集
韻
〕
餘
‘
爾
雅
‘
鳥
鼠
同
に
八
‘
其

冨

芦

ハ

〔

集

韻

〕

同

[

[

重

n11冒――

宿
呈
ウ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鮨
、
音
烏
°

曰
口
鵠
鵡
は
、
の
が
も
。
〔
篇
海
醤
翡
、
野
鴨
゜

【鶉写
□ 日
クコクコ
''  ゥゥ

〔
篇
海
〕
許
后
切
洵

〔
篇
海
〕
許
候
切
帽

日
口
鴎
鶉
は
‘
は
と
。
誂
鵜
は
‘
こ
ば
と
。
〔
方
言
‘

八
〕
鳩
‘
自
佃
而
東
、
周
鄭
之
郊
、
韓
魏
之
都
‘

謂
之
鴎
雙
其
鯖
鳩
謂
乏
醗
雙

鳳
字
形
、
ま
た
鶴
(
1
2
-
4
7
3
4
4
)

に
作
る

日
琴
〔
集
韻
〕
居
労
切
嚢

ヵ
ヴ

口
〔
集
韻
〕
古
老
切
臨
ユ

【鶉芦

コ，ウ

【
鵡
】g乞
ウ

7炉
豆
~
:
同
し
。
〔
龍
寵

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
粛
、
鳥
名
、
輿
レ
鼠
同
レ
穴
。

冨

写

ヨ

字
彙
補
〕
移
渠
切
国
〗

13463 



2

且

4
 
2
 

烏

コク
ロ

【
雰
】
47

〔
集
韻
〕
後
五
切
醐
g

〔
集
韻
〕
古
慕
切
国
g

【
職
】
叩
／
ヨ
，
ウ

"ts兵
戸

戸

戸

゜

〔

中

シ，ヨ，ウ

ジ，ユ

〔
集
韻
深
―
]
県
切
躙

小
鵜
風
は
‘
は
や
ぶ
さ
。
或
は
難
(
1
1
-
4

愚
魯

閃

豪

2
1
4
1
)
に
作
り
、
通
じ
て
晨
(
5
-
1
3
9
6

2
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鵜
、
鵜
風
也
、
八
レ
鳥
晨
瞥
゜

〔
段
注
〕
一
名
翰
‘
毛
詩
作
レ
晨
‘
古
文
瑕
借
。
〔
集

韻
〕
鵬
‘
或
炊
レ
佳
、
通
作
レ
晨
。

〔
玉
篇
〕
在
容
切
ぽ
i

冨

】

[

0
に
は
と
り
。
縦
(
1
1
|
 4
2
1
3
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
媒
‘
方
言
‘
難
或
謂
二
之
縦
涵
m
作
レ
底
。

O
鳥

の
名
。
〔
玉
篇
〕
燥
‘
鳥
名
。

曰
ふ
な
し
う
づ
ら
。
雇
(
1
1
-
4
1
9
7
6
)

に
同
じ
。

〔
説
文
〕
雇
、
九
屈
、
農
桑
候
鳥
、
八
レ
佳
戸
臀
‘
蒻
‘

雇
或
炊
溢
―
方
。
口
か
へ
り
み
る
。
顧
(
1
2
|
 4
3
6
8
9
)
 

の
古
字
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
説
文
、
還
視
也
、
古
作
レ
蒻
゜

爾
芦
シ
ン
ジ
ン

(47238)一 (47251・・7)

~ 

鶉
し―•~
47238 小
鳥
の
名
。
〔
説
文
〕
鵜
‘
銚
鳥
也
、
炊
レ
鳥

億備
蔽
黍
臀
。

シ
ッ
シ
チ

〔
集
韻
〕
戚
悉
切
図

鳥
為
レ
餘
‘
或
作
レ
鶉
゜

＂ 
鳥

音

〔
十
一
書
一
〕

【
碑
】
如
シ
，
ヤ
ゥ

46

昌
戸
〔
集
韻
〕
丁
歴
切
磯

2
 

島

タ
ク

ロ
夭
ヤ
ク
〔
集
韻
〕
陣
革
切
閾

【
爵
】
47

冨早
ピ
ッ
ミ
チ

.‘
 
ノ
イ
メ

銚

鵜

厖

跛

鶉

競

鷹

鵡

韻

崩

鵬

捌

戟

鶉

〔
玉
篇
〕
古
随
切
甲
[

0
ほ
と
と
ぎ
す
。
規
(
1
0
-
3
4
8
1
0
)
の
俗
字
。
〔
正

字
通
〕
競
‘
按
、
子
規
‘
俗
作
レ
競
。

O
鳥
の
名
。
〔
玉

篇
〕
驚
‘
鳥
也
。

〔
字
彙
〕
莫
佳
切
岡
i

冨

】

叫

0
か
り
。
雁
゜
〔
禽
経
〕
雁
‘
一
名
鷺
。
●
鳥
の
名
。

〔
字
彙
〕
麿
‘
鳥
也
。

冨

】

如

キ

〔
集
韻
〕
覚
畢
切
直

0
鳥
の
名
。
〔
集
韻
甑
i

、
鳥
名
。
●
鶴
(
1
2
-
4
7
2
1

7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
銚
‘
同
レ
鶴
゜

小
日
口
雉
の
属
ぉ
ろ
か
な
鳥
。
も
と
饒

や蒸D
豪

(
1
2
-

4
7
3
7
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

鵡
本
作
属
。
〔
説
文
〕
饒
‘
雉
風
‘
憩
鳥
也
、
長

鳥
密
臀
゜

〔
集
韻
〕
戸
羊
切
皿
i

●
敵
鴇
は
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
蝸
‘
鵡
鴇
‘
鳥
名
。

〇
蝸
鶴
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
〔
爾
雅
‘
秤

鳥
〕
倉
庚
‘
＿
商
庚
゜
〔
秤
文
〕
本
或
作
皆
加
レ
鳥
。

〔
集
韻
〕
醜
、
一
日
、
鵡
趙
、
鴛
黄
゜

タ
ン
〔
集
韻
〕
徒
官
切
庫
〗

ダ
ン
大

x
~
t
'
u
a
n
2

日□
セ
ン
〔
集
韻
〕
朱
追
切

OO

日
口
鶴
軌
は
‘
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。
鵜
に
似
て

短
尾
。
〔
園
雅
‘
繹
鳥
〕
鶴
馳
‘
鵡
鵜
‘
如
レ
鶴
短
尾
‘

射
レ
之
‘
衡
レ
矢
射
レ
人
。

小
鵡
鵠
は
‘
鳥
の
名
。
し
や
こ
。
〔
説
文
新

腐
策
附
〕
鵡
‘
呉
都
賦
注
、
鵡
鵠
、
如
レ
鶏
黒

色
‘
其
鳴
自
呼
゜
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵡
鵠
、
鳥
名
。

【
鵡
鵠
】
1

芸
鳥
の
名
。
鶉
に
似
て
梢
；
大
、
背
部
は
灰

蒼
色
で
、
柿
色
の
斑
貼
が
有
り
‘
腹
部
は
灰
色
の
鳥
。
多

く
中
國
の
南
方
に
産
す
。
一
名
‘
越
雉
゜
〔
本
草
‘
鵡
鵠
〕

秤
名
、
越
雉
‘
集
解
‘
時
珍
曰
‘
鵡
鵠
性
畏
―
―
霜
霞
早
晩

稀
出
‘
夜
棲
以
禾
葉
蔽
レ
身
、
多
封
暗
、
今
俗
謂
其
鳴

旦
行
不
得
也
紆
阿
〔
古
今
注
‘
鳥
獣
〕
鵡
鳩
、
出
面
方
一

鳴
常
自
呼
‘
常
向
レ
B
而
飛
‘
畏
―
―
霜
露
面
早
晩
希
出
‘
有
レ

時
夜
飛
‘
夜
飛
則
以
―
一
樹
葉
一
覆
,
,
其
背
上
↓
〔
禽
経
〕
随
陽

【
鴫
】
如
シ
，
ヤ

冨

】

g

冨

】

畑
冨早
パ
ク
、、r
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
之
夜
切
國

出
古
c
h
e
•

〔
集
韻
〕
莫
獲
切
戸
i)

鳥
の
名
。
或
は
維
(
1
1
ー

4
2
1
2
9
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鶏
、
鳥
名
‘
或
炊
レ
佳
。

キ
ブ
〔
集
韻
〕
極
入
切
暉

日
ゴ
7

り
1

chi' 

ロ
—
フ
〔
集
韻
〕
力
入
切
繭i

□
口
鵜
鳩
は
‘
く
ろ
も
ず
。
或
は
鴎
(
1
2
-
4
6
7
0

I)• 

雖
(
1
1
|
 4
2
1
3
6
)

に
作
止
る
。
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
蜀

鳩
‘
朋
置
〔
注
〕
小
累
鳥
‘
鳴
自
呼
゜
〔
集
韻
〕
筑
‘

鵠
鳩
、
小
黒
鳥
、
或
炊
レ
及
‘

M
レ佳。

F'S F'S F'S F'S F'S F'S 
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鳥

部

〔
十
一
書
〕

鵡

驚

鷲

鴎

鵜

鵡

鵡

聡

騒

鵞

鶴

鵞

盟

隅

鵜

鵠

鷲

八
六
九

鶴
に
似
て
あ
を
い
ろ
の
鳥
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鳥
名

似
レ
鶴
碧
色
。

【
鵜
】

g

-
【
鵜
】

g

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鵠
‘
鳥
名
。

【
鵜
鋤
鳥
】
1

和
ヵ
，
，
ョ
鳥
の
名
。
し
ら
さ
ぎ
。
〔
廣
韻
〕
鋤
、

蒻
鋤
鳥
、
白
鷺
也
‘
爾
雅
作
―
―
春
鉗
一
字
。

コ
，
ウ
・
コ
ク

セ
ン

集
韻
〕
相
然
切

oo

冨

】

年

召

／

〔

玉

篇

〕

式

容

切

困

冨

】

g

ェ，ウ

鵠
覇
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
雛
(
1
1
-
4
2
1
3
2
)

に
作

る
。
〔
山
海
純
、
北
山
経
〕
小
侯
之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘

其
状
如
為
而
白
文
、
名
曰
二
鵠
鴎
一
食
レ
之
不
レ

消
。
〔
集
韻
〕
頸
、
或
八
レ
佳
~
。

【鵞】
a

馴
鸞
は
‘
鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵞
、
鵬
鵞
‘
鳥
。

シ
，
ョ
ヴ

シ，ユ

〔
字
彙
補
〕
書
容
切
圏
〗

【鵡】
g

戸
〔
集
韻
〕
席
入
切
園
『

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘
鳥
名
。

【
鷲
】
〗
ぃ
〔
集
韻
〕
巨
至
切
面

籠
写
騎
艤
は
‘
ふ
ふ
ど
り
。
通
じ
て
春
(
9
|
3
0
1
9
5
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
艤
‘
謁
賭
‘
鳥
名
、
布
穀
也
、
通
作
レ

春。

小
曰
□
な
く
。
雌
雉
が
嗚
く
。
又
‘
其
の

鳴

豪

さ

ま

。

或

は

鵬

(
1
2
-
4
7
2
6
4
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
鷹
、
雌
雉
鳴
也
、
炊
レ
鳥
唯
臀
、
詩
日
‘

有
二
鷺
雉
鳴
↓
〔
集
韻
〕
鵬
‘
或
書
作
レ
鷺
゜
□
き
じ
。

〔
集
韻
〕
鷺
‘
雉
也
。

シ
，
司
ウ

シ，ユ

〔
集
韻
〕
書
容
切
圏
〗

【鷺】
g

【
鷹
早
戸ヶヴゲ，ウ
国 口

ェ
ヴ

〔
集
韻
〕
以
紹
切
詞
〖

＞
 

一名

y
a0
3
 

〔
集
韻
〕
愈
水
切
餌
g

〔
集
韻
〕
胡
了
切
酉

み
さ
こ
。
鴇
。
〔
集
韻
〕
驚
‘
鳥
名
‘
鵜
也
。

【
鷺
鳥
】
1

梵
み
さ
ご
。
鵠
〔
廣
雅
、
秤
鳥
〕
鷲
鳥
‘
鶉

也。

●
え
び
す
す
ず
め
。
鵜
鳩
。
も
と
寇
(
8
|
7
2
0
9
)
 

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
馳
‘
爾
雅
寇
雉
‘
郎
鵜
鳩
、
本

作
レ
寇
‘
俗
作
レ
蛇
。

O
鴨
の
凰
゜
〔
集
韻
〕
蛇
‘
鳥

名
、
鴨
隔
゜

ピ
ン
ミ
ン

〔
集
韻
〕
美
隕
切
極

冨

】

g

コ，ウ
ク

〔
集
韻
〕
丘
候
切
国
q

日
凶
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
條
、
不
詳
鳥
也
、
白
身
赤

口
‘
似
レ
雁
、
所
レ
集
國
亡
。
〔
山
海
経
‘
大
荒
西
経
〕

玄
丹
之
山
‘
妥
有
孟
塁
喪
其
所
レ
集
者
、
其
國
亡
。

□

0
と
ぴ
の
う
を
。
〔
廣
韻
〕
鵞
、
鵞
鯰
魚
、
鳥
状

也。

O
鵞
夏
は
‘
築
章
の
名
。
驚
(
1
2
-
4
4
9
6
3
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
驚
‘
驚
夏
、
架
章
名
‘
或
八
レ
鳥
。
ロ

と
ぴ
の
う
を
。
或
は
沖
(
6
ー

1
7
1
7
6
)

に
作
り
、
通

じ
て
贅
(
9
-
2
9
1
5
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
條
、
魚
鳥

之
状
‘
或
作
レ
汁
、
通
作
レ
贅
゜

小

日

0
か
も
め
。
欝
倉
黒
色
。
群
つ
て

鵞
策
飛
鳴
し
、
潮
に
し
た
が
つ
て
往
来
す

る
。
故
に
信
亮
と
も
い
ふ
。
〔
説
文
〕
鷲
‘
烏
盆
閲

也
、
八
レ
鳥
殿
瞥
、
詩
曰
‘
鳥
ぷ
鷲
在
レ
梁
。
〔
詩
、
大

雅
、
覺
鷲
〕
鳥
藷
在
レ
泄
゜
〔
博
〕
鷲
‘
烏
繭
゜
〔
繹
文
〕

蒼
頷
篇
‘
鷲
‘
鵡
也
、
一
名
水
騰
。
〔
正
字
通
〕
鷲
‘
鵡

也
‘
蒼
黒
色
‘
禁
飛
鳴
‘
随
レ
潮
往
束
‘
日
信
鳥
～
―

伊
風
起
五
籠
飛
至
レ
岸
、
渡
レ
海
者
以
為
レ
候
。

O

凰
鳳
の
属
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
駆
玉
乱
以
乗
レ
鷲

分
。
〔
注
〕
鷲
‘
鳳
凰
別
名
也
、
山
海
経
―
ム
、
鷲
身

有
五
采
而
文
如
レ
鳳
、
鳳
類
也
。

g
青
黒
い
色
。

〔
集
韻
〕
鷲
、
青
黒
色
也
。
〔
周
栂
、
春
官
‘
巾
車
〕
彫

面
鷲
穂
。
〔
注
〕
鷲
穂
者
、
寄
黒
色
、
以
レ
稽
為
レ
之
。

〔
疏
〕
取
二
鳥
之
鷲
色
青
黒
盃
炉
義
。

【
鷲
穂
】
1

俎
あ
を
ぐ
ろ
い
色
。
き
ぬ
の
青
黒
色
を
い

ふ
。
〔
周
帳
、
春
官
‘
巾
車
〕
彫
面
鷲
継
。
〔
注
〕
鷲
継
者
、
背

黙
色
、
以
籍
為
レ
之
。
〔
疏
〕
取
鳥
之
鷲
色
宵
墨
為
レ

鷺
(
1
2
-

4
7
2
6
3
)

に
同
じ
。
〔
集
義
。

韻
〕
囃
‘
或
書
作
レ
鴛
。
【
鷲
禰
】
2

5

ィ
あ
か
ご
°
嬰
兒
。
〔
礎
、
雑
記
下
、
中
路
嬰

兒
失
レ
母
也
、
注
〕
嬰
、
猶
唸
品
控
也
。

【
鷲
絡
】
3

吋
柩
車
を
い
ふ
。
〔
謝
眺
、
齊
敬
皇
后
哀
策

鶴
(
1
2
1
 4
7
4
1
9
)

の
謳
字
。
文
〕
懐
蜃
衛
一
而
延
レ
首
、
想
―
―
鵞
酪
h

而
撫
レ
心
。
〔
注
〕

〔
中
華
大
字
典
〕
鵜
、
鶴
謳
銑
曰
‘
周
幡
云
、
安
車
彫
面
鵞
憩
‘
皆
載
二
棺
柩
1

車

也。

〖
鵡
鵠
先
生
〗8
芸
3ィ

2
0
7
)

の
尊
梢
゜

【
鵠
巴
]
,
[
ャ
し
や
こ
。
〔
老
學
庵
筆
記
‘
五
〕
曾
観
‘
字

純
甫
、
偶
蹄
‘
正
官
離
鵡
巴
来
謁
、
既
退
、
復
一
客
至
‘
其

所
レ
押
也
、
因
問
日
、
爾
鵡
巴
可
レ
酎
―
何
人
ぶ
合
曰
‘
正

可
レ
射
―
―
曾
鶉
膊
「
観
以
為
レ
慢
レ
已
、
大
怒
、
輿
レ
之
絶
‘
然

鵡
巴
、
北
人
官
謂
二
之
札
八
一

【
鵡
斑
】
IO

玲
し
や
こ
の
や
う
な
斑
鮎
の
あ
る
椀
゜
〔
楊

萬
里
、
詩
〕
鵡
斑
椀
面
雲
榮
に
子
‘
免
褐
甑
心
雪
作
レ
泣
。

〔
陶
説
〕
閤
中
造
-
―
茶
棧
な
化
紋
鵡
鳩
斑
貼
、
試
レ
茶
家
多

珍
レ
之
。

【

鷲

芦

□
ェ
イ

鶴
鶴
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
雑
(
1
1
|
 4
2
1
4
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
輝
E

、
鵡
鶴
‘
鳥
名
、
或
炊
レ
佳
。

曰
ェ
イ

〔
集
韻
〕
煙
霙
切
圏

-i-

〔
集
韻
〕
壼
計
切
醐
g

【懇
E

〔
集
韻
〕
辰
羊
切
馴
i

シ
ぶ
｀
，
ウ

ジ
ー
ヤ
ウ

清
、
黄
宗
炎
（

1
2
-
4
7
9
2
6

：
 

1
1
 

(
鶴
】
〗

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
。

0
ふ
な
し
う
づ
ら
。
錐
(
1
1
ー

4
2
1
4
4
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
錐
、
鳥
名
、
説
文
、
雅
陽
、
或

FAレ鳥。
O
錐

(
1
1
-
4
2
1
4
4
)

の
緬
文
。
〔
説
文
〕
維
、
鶴
‘
緬
文

維
、
八
レ
鳥
。

セ
キ
シ
，
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
則
歴
切
暉
[

日
琴
〔
集
韻
〕
牛
刀
切
圏

【
驚
】

g
[
〔
集
韻
〕
魚
到
切
麗

凡
ゥ
〔
集
韻
〕
悦
軋
切
因

冨
】
亨
[
/
〔
集
韻
〕
烏
7
こ

圏
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小
日
曰
曰
●
か
も
め
。
水
鳥
の
名
。
全

足屡豪
橙
灰
白
色
。
紫
は
鉤
曲
し
て
強
い
。
常

に
海
上
に
飛
翔
し
て
魚
介
類
を
捕
食
す
る
。
鷲
゜

信
覺
。
水
鵜
。
浮
鷲
゜
碧
海
含
人
。
も
と
謳
(
1
2
|

4

 

7
2
6
9
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
饂
‘
説
文
‘
鵡
本
字
。

〔
説
文
〕
蝙
、
水
鶉
也
、
八
レ
鳥
渥
磐
。
〔
集
韻
〕
鵡
、

鳥
名
、
水
鵜
也
、
山
海
経
‘
玄
股
國
人
、
衣
レ
魚
食
レ

鵡
゜
〔
本
草
‘
鴎
〕
集
解
、
時
珍
日
、
鵡
生
二
南
方
江

海
湖
淫
間
ご
形
色
如
百
鵠
及
小
白
難
ご
長
嗽
長

闘
霊
飛
耀
レ
月
。
〔
六
書
故
〕
鷲
・
鶴
一
督
之
轄
、
｛
貫

一
物
。

O
謳
(
7
ー

1
8
1
3
9
)

に
通
ず
。
〔
列
子
、
黄

帝
〕
海
上
之
人
有
下
好
―
―
濫
鳥
1

者
い
毎
旦
之
I
J

海

上
盆
些
涸
鳥
涵
曲
‘
謳
鳥
之
至
者
、
百
住
而
不
レ

止
。
〔
口
義
〕
謳
‘
卑
ハ
レ
鵡
通
用
。

O
姓
。
〔
善
化
縣

志
〕
鵬
清
歳
貢
生
。

【
鵡
競
】
1

”
ゥ
嬰
兒
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
玩
戯
‘
始

生
〕
陳
悔
詩
‘
寧
堪
再
攪
減
‘
又
抱
雨
鵡
鵜
、
自
註
、
淮
人

謂
甑
餓
葛
攪
減
↓
越
人
以
嬰
兒
云
翌
鴎
堕

【
鵡
尻
]
2

芥
’
毛
皮
の
太
刀
の
末
端
の
梢
゜

【
鵡
鶴
]
3

悶
か
も
め
と
つ
る
。
〔
白
居
易
、
朝
回
遊
―
―
城

南
一
詩
〕
旦
随
二
縞
鷺
末
石
暮
遊
―
―
鴎
鶴
傍
↓

【
鶴
押
】
4

匁
鶴
の
や
う
に
な
れ
親
し
む
こ
と
。
〔
張
九

齢
、
城
南
隅
山
池
春
中
田
哀
二
公
盛
稽
―
―
其
美
1

夏
首

獲
レ
賞
果
會
孟
竺
―
―
竺
故
有
,
,
此
詠
一
詩
〕
架
虞
将
1

一
鵡
押
一

諜
端
用
,
,
馬
齊
↓
〔
張
養
浩
、
休
日
郊
外
詩
〕
鶴
知
松
歳

月
、
鴎
押
海
風
波
。

【
鵡
沙
】
5

5

ゥ

O
か
も
め
の
あ
そ
ぷ
す
な
地
。
〔
方
岳
‘

簡
李
桐
國
詩
〕
鶴
沙
草
長
連
レ
江
暗
‘
蟹
含
潮
回
如
阿
雨

麗
〔
馬
祗
常
、
石
田
山
居
詩
〕
胄
天
雲
無
媚
、
相
射
坐
―

鵡
沙
↓

O
清
‘
陳
所
學

(11
1
 4
1
6
9
8
 :
 9
9
5
)

の
0
の
琥
゜

【
鵡
舟
】
6

砕
鵡
を
捕
る
舟
゜

ォ
ヴ
〔
集
韻
〕
烏
侯
切

m

ゥ

又

O
U

日

属
】
〗
□
ク
〔
集
韻
〕
栃
子
切
國

国
イ
ヴ
〔
集
韻
〕
於
求
切
甲

ゥ 鳥

部

〔
十
一
董
〕

【
鵡
洲
】
7

バ
t

か
も
め
の
居
る
す
。
〔
韓
椒
‘
送
l
1

客蹄――

江
州
詩
〕
客
含
不
レ
離
青
雀
紡
‘
人
家
藷
在
白
鵬
洲
。

[
鵡
塘
】
8

琴
消
、
周
璽
(
2
-
3
4
4
1
:
 1
2
5
)

の
字
。

【
鵡
堂
】
，
＂
70

字
琥
。

O
清
、
周
星
巻
(
2
-
3
4
4
1
:
 7
4
0
)
 

の
琥
。

O
清
、
馬
廣
良
(
1
2
-
4
4
5
7
2
:
 7
1
5
)

の
琥
゜

【
鵡
汀
】
1
0
"
け
か
も
め
の
居
る
み
ぎ
は
。
鴎
渚
゜
鵡
洲
゜

〔
殷
文
圭
‘
和
・
友
人
送
l
1

衡
尚
書
赴
1

一
池
陽
副
車
1

詩
〕
赤

鱗
柿
巻
鴎
汀
晩
‘
青
雀
船
横
雁
陣
秋
゜
〔
薩
都
剌
‘
蘭
埃

舟
中
詩
〕
水
底
霞
天
魚
尾
赤
、
春
波
緑
占
白
鵡
汀
゜

【
鵡
亭
】
1
1
"
い
字
琥
。

O
清
‘
呉
城
(
2
|
3
3
6
5
 :
 2
1
7
)

の

舅

0
消
‘
注
文
桂
(
6
ー

1
7
1
5
4
:
 3
3
1
)

の
字
。

【
鵡
鳥
】
12

琴
か
も
め
。
鴎
、
一
に
温
に
作
る
。
〔
列
子
‘

黄
帝
〕
海
上
之
人
有
4
好
"
~
鳥
土
只
毎
日
一
之
-
―
海
上
一

従
1

一
涸
鳥
1

涌
、
謳
鳥
之
至
者
、
百
住
而
不
レ
止
‘
其
父
曰
‘

吾
聞
謳
鳥
皆
従
レ
汝
涌
、
汝
取
来
、
吾
玩
レ
之
、
明
日
之
"

海
上
面
櫃
鳥
舞
而
不
レ
下
也
。
〔
口
義
〕
謳
‘
卑
ハ
レ
鵡
通
。
〔
魏

志
、
高
柔
傭
‘
注
〕
夫
貞
夫
之
一
、
則
天
地
可
レ
動
、
機
心

内
萌
、

RlJ
繭
鳥
不
令
下
。
〔
江
滝
‘
雑
糧
‘
孫
廷
尉
綽
雑
述

詩
〕
物
我
倶
忘
レ
懐
‘
可
-
l

以
押
1

一
鴎
鳥
↓
〔
孟
浩
然
‘
輿
―
―

雀
二
十
了
遊
二
鏡
湖
寄
冦
賀
二
全
詩
〕
不
レ
如
鑢
魚

味
但
識
悶
鳥
情
↓
〔
杜
甫
、
泊
1

一
松
滋
江
亭
詩
〕
紗
帽

随
鶴
鳥
篇
舟
繋
此
亭
↓

【
鵡
波
】
13

刃

0
か
も
め
は
水
中
に
涌
泳
し
て
悠
々
と

自
適
す
る
か
ら
‘
退
隠
の
地
に
喩
へ
る
。
〔
陸
涌
、
雑
興

詩
〕
得
レ
意
鵬
波
外
‘
忘
レ
蹄
雁
浦
邊
。
〔
方
岳
、
道
中
連

雨
詩
〕
自
知
機
事
凌
‘
或
可
レ
共
二
鴎
波

-
0
元
‘
趙
孟
頴

(
1
0
ー

3
7
1
7
1
:
 9
0
4
)

の
琥
。

【
鶴
紡
]
1
4

芯
清
‘
朱
葬
尊
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 6
3
1
)

の
舅

【
鵬
白
】
15

匁
清
、
王
詰
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 2
2
7
)

の
琥
゜

【
鵡
邊
】
16

匁
か
も
め
の
ゐ
る
あ
た
り
。
〔
杜
甫
、
春
日

江
村
詩
〕
燕
外
晴
絲
巻
、
鴎
邊
水
薬
開
。
〔
王
世
賞
‘
立

春
後
十
日
登
棲
詩
〕
雁
外
天
逢
碧
、
鵡
邊
水
自
春
。

【
鴎
浦
】
17

”
縣
名
。
渦
洲
焦
龍
江
省
漠
河
縣
の
東
。
黒

龍
江
の
西
岸
に
瀕
す
。

【
鵡
眠
】
18

均
か
も
め
が
眠
る
。
又
‘
眠
つ
て
ゐ
る
鴎
゜

〔
元
横
‘
遣
行
詩
〕
犬
吠
穿
レ
緬
出
‘
鵡
眠
起
レ
水
驚
゜
〔
趙

諷
郊
外
詩
〕
鶴
眠
沙
渚
静
‘
鳥
没
嶺
雲
長
。

【
鵡
盟
】

1
9
g
0隠
居
し
て
か
も
め
を
友
と
す
る
。
〔
黄

庭
堅
、
登
快
閣
詞
〕
萬
里
蹄
船
弄
↓
↓
長
笛
正
此
心
吾
卑
ハ
ニ

白
鵡
一
盟
。

O
浮
世
外
の
會
盟
。
風
流
の
交
を
‘
鴎
の

鵡

饂

鶴

蝸

鵜

鵞

鵜

鷲

日
口
●
鳥
の
名
。
或
は
難
(
1
1
-
4
2
1
4
5
)

に
作

り
、
も
と
鶴
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
蝸
‘
豪
作
レ
翡
゜

〔
説
文
〕
鶴
‘
嫡
鳥
也
、
八
レ
鳥
菫
瞥
、
難
、
鶴
或
炊
レ

佳
。
〔
段
注
〕
今
岱
難
易
宇
而
本
義
隠
芙
。
●

か
た
い
。
な
や
む
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
一
曰
‘
銀
也
。

O

姓
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
又
姓
。
曰
は
ば
む
。
へ
だ
て
る
。

難
(
1
1
ー

4
2
1
4
5
)

の
古
字
。
〔
集
韻
〕
難
、
阻
也
、
古

作
レ
鶴
。

ダ
ン
ナ
ン

国
ダ
ン
ナ
ン

日

【
鶴
早
ロ
ヵ
ン

集
韻
〕
那
肝
切
面
g

／
 

万
~
n
a
n
'

集
韻
〕
許
旱
切
涸
B

集
韻
〕
乃
旦
り
醐

万
~
n
a
n
•

【

謳

】

三

ォ

ゥ

門

｀

，

＂

｝

い

[
[
O
〔
康
即

沙
洲
に
群
れ
ゐ
て
閑
か
な
の
に
比
し
て
い
ふ
。
〔
陳
造
‘

ぎ
丁
嘉
會
韻
詩
〕
百
年
哀
衰
須
,
,
今
夕
「
歳
晩
鵡
盟

要
―
―
重
尋
↓
〔
葉
顛
、
沙
淫
清
隠
六
言
詩
〕
沙
路
鴎
盟
新

定
。
〔
朱
熙
、
過
―
―
蓋
竹
一
詩
〕
浩
蕩
鴎
盟
久
未
レ
寒
、
征
鰺

聯
此
駐
-
1

江
干
一

O
消
‘
穀
木
火
2

|

4
5
8
9
 :
 7
8
)

の
琥
゜

【
鵡
鷺
】
20

力
か
も
め
と
さ
ぎ
。
〔
白
居
易
、
間
居
自
題

詩
〕
波
間
戯
蕉
鼈
盃
U
静
下
,
,
鴎
鷺
↓
〔
眺
合
、
春
日
江
次

詩
〕
鵡
鷺
皆
飛
去
‘
帆
楢
何
慮
来
。
〔
温
庭
笥
、
西
江
上

迄
漁
父
一
詩
〕
不
レ
見
,
,
水
雲
面
炉
有
レ
夢
‘
偶
随
―
―
鶴
鷺
1

便
成
レ
家
。
〔
鄭
谷
、
曲
江
詩
〕
棲
曇
在
云
迂
竺
鴎
鷺
下
1

一

沙
中
一

〖
鵡
鷺
盟
〗2
1
"
gノ
浮
世
外
の
會
盟
。
鴎
盟
の
●
に
同

じ
。
〔
黄
庚
‘
漁
隠
詩
〕
不
レ
羨
1

一
魚
蝦
利
↓
惟
尋
―
―
鴎
鷺
盟
↓

〖
鵡
鷺
忘
機
〗2
2
5
t
~琴
曲
の
名
。
隠
居
自
適
、
人
生

の
治
乱
謡
陣
を
忘
れ
る
を
い
ふ
。
列
子
黄
帝
篇
の
、
海

上
の
人
が
鵡
と
伴
侶
た
り
し
故
事
に
本
づ
く
。
鵡
鳥
(

1

2
)

を
見
よ
。
〔
陳
輿
義
‘
蒙
J

生
渉
汝
詩
一
次
韻
詩
〕
知
公

已

忘

レ

機

‘

鶴

鷺

宛

停

峙

。

「

名

。

【
鵡
渚
亭
】
2
3
"
”4
ヨ
｛
木
‘
張
紐
(
4
|
9
8
1
2
 :
 3
6
1
)

の
室

小
日
〇
あ
ら
ど
り
。
猛
禽
。
鷹
鶴
の
陽
゜

〔
説
文
〕
鷲
、
撃
殺
鳥
也
、
炊
レ
鳥
炊
レ

慧
豪

執
゜
〔
段
注
〕
各
本
作
—
h
か
鳥
執
臀
面
介
也
、
許
説

會
意
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
鷲
鳥
之
不
レ
塁
分
。
〔
注
〕

鷲
、
執
也
‘
此
謂
基
叱
執
―
―
伏
衆
鳥
両
鷹
鶴
之
類

L.

と
ら
へ
る
。
〔
廣
雅
、
繹
言
〕
鷲
、
執
也
。

O
ぅ
つ
。

〔
後
漢
書
‘
杜
詩
博
〕
湯
武
善
御
レ
衆
、
故
無
委
心
鷲

之
師
↓
〔
注
〕
鷲
、
撃
也
。
働
も
と
る
。
〔
漢
書
、
匈

奴
傭
下
〕
天
性
念
鷲
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鷲
‘
狼
也
。

国固
セセチ
チッ
昌＋

【
鷲
早
国
チ
9
7

日
シ

〔
集
韻
〕
脂
利
切
国

出
c
h
i
h
•

〔
集
韻
〕
救
栗
切
聞

〔
集
韻
〕
隙
立
切
躍

〔
集
韻
〕
捗
利
切
面

〔
集
韻
〕
之
列
切
醐
g

鶉
渠
は
く
ひ
な
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鵜
渠
‘
水
難
也
。

4
 

【

鶉

】

如

｀

X
ヤ
，
ウ
〔
集
韻
〕
諸
良
切
騨

【鷲】
g

鴻
鷲
は
‘
を
し
ど
り
の
類
。
或
は
鵡
(
1
2
-
4
6
8
7

7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鷲
、
潰
鷲
、
水
鳥
、
毛
有
五

色
盆
功
作
レ
鵡
。 チ

ョ
ク

チ
キ

〔
集
韻
〕
蓄
力
切
圏

【鵜】
[

`

X

ュ
ッ

鶉
(
1
2
1
 4
7
1
7
8
)

の
調
字
。
〔
字

彙
〕
鵜
‘
鶉
字
之
謳
゜

【鶴】
5

ダ
ン

鶴
(
1
2—
4
7
2
7
0
)
の
論
字
。
〔
字

彙
〕
鶴
‘
鵜
字
之
謳
゜

八
七
〇

13466 



(47275・ ・1) (47278) 

鳥

部

〔
十
一
蓋
〕

鷲

鵡

鶉

聰

八
七

参
あ
ら
い
。
た
け
だ
け
し
い
。
〔
新
書
‘
道
術
〕
役
雙
則
疑
而
止
也
。
〔
纂
詰
〕
鷲
、
猛
也
‘
距
・
拒
通
。
〔
戴

欣
憔
可
に
女
‘
謂
1

一
之
燿
石
入
レ
燿
為
レ
鷲
。

O
う
た
望
校
正
〕
王
云
‘
鷲
‘
常
レ
為
レ
梵
‘
字
之
誤
也
、
梵
．
距
皆

止
也
‘
言
"
来
者
止
而
不
＞
前
也
‘
説
文
曰
‘
奨
‘
蟄
不
レ
前

也
‘
驚
‘
馬
重
貌
也
‘
史
記
秦
本
紀
日
、
晉
君
還
而
馬
驚
‘

が
ふ
。
〔
管
子
、
五
輔
〕
下
愈
覆
鷲
而
不
二
聴
従
↓

晉
世
家
日
‘
悪
公
馬
蟄
不
レ
行
‘
距
‘
本
作
レ
距
‘
説
文
日
、

〔
注
〕
鷲
‘
疑
也
。

O
摯
(
5
-
1
2
6
3
2
)

に
通
ず
。

〔
證
、
儒
行
、
鷲
晶
攪
博
、
秤
文
〕
鷲
、
息
摯
同
。
□
距
‘
止
也
‘
是
蟄
・
距
皆
止
也
‘
弔
氏
訓
レ
鷲
為
レ
疑
‘
既

国
卓
鵞
は
‘
ま
つ
す
ぐ
に
す
す
ま
ぬ
さ
ま
。
〔
集
不
レ
合
語
意
ぢ
合
炉
古
訓
無
レ
徴
、
斯
為
レ
謬
矢
゜

韻
〕
鷲
、
卓
鷲
、
行
不
レ
平
也
、
李
軌
説
。
〔
荘
子
、
在
【
鷲
禽
｝
し
ン
た
け
く
あ
ら
い
と
り
。
鷹
鶴
な
ど
の
類
。

鷲
鳥
。
猛
禽
゜
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
為
下
鷲
禽
猛
獣
之

害
徊
人
「
而
無
•
以
禁
御
上
也
、
作
―
―
為
之
躊
金
鍛
鐵
冨
以

宥
〕
於
レ
是
乎
天
下
始
喬
詰
卓
鷲
゜
〔
繹
文
〕
雀
云
‘

卓
鷲
‘
行
不
斥
也
。
國
●
い
た
る
。
あ
た
る
。
岱
兵
刃
一
猛
獣
不
レ
能
レ
為
レ
害
。
〔
劉
品
錫
、
放
院
公

〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
闇
拒
鷲
曼
゜
〔
繹
文
〕
李
云
‘
鷲
‘
鱈
詩
〕
朔
風
悲
―
―
老
績
五
秋
霜
動
―
―
鷲
禽
↓

抵
也
。
●
馬
の
重
い
さ
ま
。
鷲
(
1
2
-
4
4
9
4
5
)

に
【
鷲
睦
】
8

8

ィ
た
け
だ
け
し
く
目
を
怒
ら
す
こ
と
。
〔
新

書
、
證
〕
鷹
隼
不
玉
鳥
娃
―
而
不
レ
逮
、
不
レ
出
1

一
植
羅
↓
〔
注
〕

賄
‘
昔
羹
、
目
深
悪
貌
。

同
じ
。
〔
集
韻
〕
驚
‘
説
文
‘
馬
重
兒
‘
或
作
レ
鴛
。

【
鷲
稟
】
，
炉
親
を
と
り
食
ふ
や
う
な
わ
る
も
の
。
〔
輻

国
鳥
が
う
つ
。
駕
(
1
2
-
4
6
9
0
6
)
に
同
じ
。
〔
集

韻

〕

駕

‘

鳥

撃

也

‘

或

作

レ

鷲

°

悪

全

書

‘

刑

名

部

逃

人

‘

拉

撒

〕

防

範

惟

巌

、

則

鷲

巣

楔

冒
會
意
。
執
と
鳥
と
の
合
字
。
他
鳥
を
捕
へ
る
猛
鳥
大
何
従
而
入
乎
゜

を

い

ふ

。

【

鷲

獣

】

10

か
つ
よ
い
け
も
の
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
傭
〕
若

【
鷲
悪
】
1

[

ク

荒

く

て

慈

悲

の

な

い

こ

と

。

夫

鵞

獣

毅

品

‘

偲

牙

酔

口

。

【
鷲
害
]
2

れ
ィ
猛
い
鳥
が
物
を
そ
こ
な
ふ
。
よ
く
そ
こ
【
鷲
隼
】
11

ャ
う
っ
よ
い
は
や
ぷ
さ
。
〔
劉
孝
威
、
烏
生

な
ふ
こ
と
に
い
ふ
。
〔
唐
書
后
妃
上
‘
則
天
皇
后
博
〕
八
九
子
〕
虞
機
衡
網
不
レ
得
レ
施
‘
猜
鷹
鷲
隼
無
レ
蘇
レ
逐
゜

后
喜
‘
皆
班
1

示
天
下
一
圏
1

革
命
一
然
畏
n

一
人
心
不
孟
円
【
鷲
族
】
12

タ
猛
烈
な
鳥
の
族
。
鷲
鷹
の
類
。

堕
乃
陰
忍
鷲
害
‘
律
―
―
斬
殺
↓
怖
―
―
天
下
↓
【
鴛
品
】
13

ん
{
ウ
猛
烏
と
猛
獣
o

〔
譜
、
儒
行
〕
鵞
晶
捜

【
鷲
鶉
]
3

わ
ク
あ
ら
く
た
け
だ
け
し
い
み
さ
ご
鳥
。
〔
李
博
、
不
レ
程
-
―
勇
者
↓
〔
注
〕
鷲
品
、
猛
鳥
猛
獣
也
‘
程
‘
量

白
、
望
覇
鵡
洲
涵
ぼ
1

一
禰
衡
一
詩
〕
鵞
鴨
啄
―
―
狐
鳳
王
l

春
也
、
不
レ
量
―
勇
力
堪
レ
之
卑
ハ
＞
否
‘
尚
9
之
則
往
也
。
〔
疏
〕

傷

我

情

↓

晶

‘

是

鳥

獣

通

名

。

【
鷲
悴
】
4

が
つ
よ
く
あ
ら
い
こ
と
。
鵡
悼
゜
〔
宋
史
、
【
鷲
鳥
】
14

な
〇
た
け
だ
け
し
い
鳥
。
あ
ら
い
鳥
。
猛

夏
國
博
上
〕
先
人
鷲
悴
‘
但
鵜
緊
而
已
゜
〔
蘇
拭
‘
論
訟
叩
鳥
。
鷲
鷹
の
類
。
〔
孫
子
、
勢
〕
鷲
鳥
之
疾
‘
至
―
―
於
毀

皇
漢
宣
―
〕
二
人
之
不
―
―
敢
請
工
亦
知
―
―
始
皇
之
鷲
惇
‘
而
折
―
者
節
也
。
〔
史
記
、
越
世
家
〕
且
鷲
鳥
之
撃
也
、
必

不

＞

可

レ

回

也

。

匿

五

岳

竺

〔

淮

南

子

、

覧

冥

訓

〕

鷲

鳥

不

―

―

妄

博

↓

〔

後

漢

【
鷲
彊
】
5

知
ャ
ウ
た
け
く
つ
よ
い
。
〔
後
漢
書
、
呉
蓋
陳
書
、
安
帝
紀
〕
秋
節
既
立
、
鵞
鳥
将
レ
用
。
〔
枚
乗
、
七
骰
〕

威
傭
賛
〕
呉
公
鷲
彊
、
｛
貫
為
↓
―
龍
襲
↓
〔
注
〕
戦
國
策
日
‘
恐
―
―
虎
豹
ぶ
竺
鷲
鳥
↓
〔
李
華
‘
弔
―
―
古
戦
場
一
文
〕
鵞
鳥

廉
頗
為
レ
人
、
勇
鷲
而
愛
レ
士
、
白
起
視
瞭
不
レ
轄
者
、
執
レ
休
レ
巣
‘
征
馬
蜘
嗣
。
●
燕
の
異
名
。
〔
本
草
‘
燕
〕
繹
名
、

志

彊

也

。

鷲

鳥

、

時

珍

曰

‘

鷹

縞

食

レ

之

則

死

、

能

制

―

―

海

東

青

髄

「

【
鷲
距
】
6

知
’
疑
つ
て
止
ま
る
。
鷲
は
疑
。
距
は
止
。
一
故
有
1

一
鷲
鳥
之
稲
↓

説
に
‘
は
げ
し
く
ふ
せ
ぐ
。
鷲
は
猛
。
〔
管
子
、
小
問
〕
夫
〖
贄
芦
空
膚
〗

1
5
し
ぷ
ネ
鷹
鷲
の
や
う
な
猛
鳥
の
胸
。
胸
が

牧
レ
民
不
レ
知
―
―
其
疾
盃
耶
民
疾
、
不
―
―
憂
以
＞
徳
‘
削
民
多
レ
突
き
出
で
て
鵞
鳥
に
似
た
の
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
秦
始
皇

怨
、
濯
レ
之
以
レ
罪
‘
則
民
多
レ
詐
、
止
レ
之
以
レ
カ
、
往
者
紀
〕
秦
王
為
レ
人
‘
蜂
準
長
目
、
鷲
鳥
贋
、
財
瞥
少
レ
恩
゜

否
反
‘
来
者
鷲
距
゜
〔
注
〕
鷲
‘
疑
也
、
距
‘
止
也
‘
聞

1茸
其
〖
贄
芦
扁
不
レ
群
〗
1
6
ん
品
ズ
忠
正
の
士
が
世
俗
に
合
は

な
い
喩
゜
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
鷲
鳥
之
不
レ
塁
分
、
自
孟
削
世
一
志
、
曹
慎
傭
〕
射
レ
虎
‘
應
レ
贅
而
倒
‘
太
祗
壮
1

一
其
鷲
勇
↓

而
固
然
。
〔
注
〕
鷲
、
執
也
、
此
謂
下
能
執
1

一
服
衆
鳥
面
g

鶉
【
蟄
面
F
]
2
6

が
猛
き
鳥
の
む
ね
。
鷲
鳥
隋
を
見
よ
。
〔
論

之
類
訂
以
喩
―
―
忠
正
一
也
。
衡
‘
骨
相
〕
秦
王
為
レ
人
、
隆
準
長
目
‘
鵞
隋
財
瞥
、
少
レ
恩
゜

〖
鷲
鳥
不
レ
雙
〗
1
7
わ
戸
裳
た
け
き
と
り
は
な
ら
ば
な
[
鴛
戻
】
”
ヤ
粗
暴
で
道
理
に
も
と
る

o

〔
+
道
志
〕
渤

い
。
鵞
鳥
不
社
に
同
じ
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
猛
獣
不
レ
海
風
俗
鷲
戻
゜

翠

鷲

鳥

不

レ

雙

。

【

鷲

鷹

俊

狗

】

28

迄
戸
猛
き
鷹
や
俊
敏
な
大
。
〔
日
本

〖
鷲
鳥
将
レ
撃
卑
飛
敏
レ
翼
〗

1
8し
”
”
起
[
-
―
訂
だ
が

iム
鷹
外
史
‘
徳
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
論
〕
誓
一
之
鷲
鷹
俊
狗
石
其

な
ど
の
た
け
き
鳥
が
将
に
飛
禽
を
撃
た
ん
と
す
る
と
嘆
喘
博
撃
之
力
、
用
而
有
レ
餘
‘
則
必
至
に
逼
レ
人
。

き
は
、
先
づ
我
が
形
を
匿
し
て
目
立
た
な
い
や
う
に

す
る
。
〔
六
餡
、
武
餡
‘
猿
啓
〕
鷲
鳥
将
レ
撃
、
卑
飛
敏
レ
翼
‘

猛
獣
屈
博
、
張
レ
耳
俯
伏
。

6

□
へ
，
ウ
〔
玉
篇
〕
匹
沼
切
蒻

7
 
2
 

鳥

ヘヴ

〖
鷲
鳥
否
撃
必
底
其
首
―
〗1
9ル
n
g
”
訂
．
ハ
カ
ナ
ラ
ズ

4

ロ

ペ

ゥ

〔

集

韻

〕

枇

招

切

園

猛
【
面
―
ホ
｝

禽
は
他
の
動
物
を
捕
殺
す
る
時
の
外
は
‘
其
の
首
を

日
鳥
の
毛
色
が
か
は
る
。
〔
玉
篇
〕
鵜
‘
鳥
愛
也
。

挽
し
て
ゐ
る
。
能
力
あ
る
も
の
は
不
必
要
な
時
に
そ
れ

を
濫
用
せ
ず
に
、
や
す
め
か
く
し
て
ゐ
る
喩
。
能
あ
る

鷹
は
爪
を
か
く
す
。
〔
新
論
〕
鷲
鳥
不
レ
撃
、
必
挽
―
―
其
□
鵡
鵡
は
‘
か
る
く
と
ぶ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵡

首
五
伍
獣
不
＞
躍
、
必
匿
―
―
其
爪
で
虎
討
不
レ
外
,
,
其
牙
ぶ
咄
鵡
‘
飛
軽
兒
゜

犬
不
レ
見
1

一
其
歯
↓

〖
鷲
鳥
累
レ
百
不
塩
如
二
鴨
―
〗

2
0し
一
戸
箕
ヌ
”t，
ル
無

固

能
の
者
が
百
人
緊
つ
て
も
、
一
人
の
有
為
の
士
に
及

ば
な
い
喩
゜
〔
漢
書
、
鄭
陽
傭
〕
臣
聞
、
鷲
鳥
衆
届
、
不
レ
【
呻
祠
】

E

ソ
ヂ
〔
集
韻
〕
蘇
骨
切

鵞

は

‘

鳥

の

名

。

鶉

(
1
2
ー

4
6
9
9
1
)
に
同
じ
。

如
二
鶉
言
後
漢
書
‘
文
苑
下
禰
衡
博
〕
禰
衡
弱
冠
‘
而

融
四
十
‘
途
輿
為
―
―
交
友
↓
上
疏
薦
レ
之
曰
‘
云
云
‘
鷲
鳥

累
栢
‘
不
レ
如
一
鴨
↓
〔
呉
志
‘
呂
蒙
博
〕
鷲
鳥
累
レ
百
‘
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶉
鴇
‘
鳥
名
、
或
八
レ
李
゜

不
レ
如
二
鴨
一
〔
梢
註
雅
俗
故
事
讀
本
、
下
‘
科
第
〕
鵞
鳥

不

レ

如

二

鶉

↓

「

渤

海

風

俗

鷲

忍

。

【
鷲
忍
】

21一
ア
た
け
く
て
む
ご
た
ら
し
い
。
〔
十
道
志
〕

【
鷲
複
】
2
2
8
ク
歿
忍
剛
複
な
の
を
い
ふ
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕

段
規
諫
日
、
不
可
‘
夫
智
伯
之
為
レ
人
也
、
好
レ
利
而
鷲

複
‘
来
請
レ
地
不
禎
、
必
加
兵
於
韓
及
‘
君
其
卑
ハ
レ
之
。

【
鷲
猛
】
2
3
[
ウ
た
け
く
あ
ら
い
。
〔
劉
峻
‘
耕
命
論
〕
視
1-

【
蝉
勾
芦

彰
韓
之
豹
髪
盃
謂
土
一
鷲
猛
致
―
一
人
爵
一
》

U
扁
曼
】
2
4
[
／
馬
が
さ
か
ら
ひ
‘
つ
き
あ
ば
れ
る
こ
と
。

鷲
は
抵
、
曼
は
突
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
加
レ
之
以
五
翌
坦
齊
レ

之
以
1

一
月
題
ご
皿
馬
知
介
悦
‘
闇
レ
拒
鷲
曼
、
詭
レ
衡
窺
レ

轡
。
〔
秤
文
〕
鷲
、
抵
也
、
曼
、
突
也
、
雀
云
、
闇
拒
鷲
曼
‘
距

拒
頓
遅
也
、
一
云
‘
鷲
曼
‘
労
出
也
。
〔
郭
慶
藩
集
秤
〕
郭

嵩
懲
日
‘
鷲
曼
‘
猶
レ
言
―
―
渥
重
ご
―
m,,
馬
被
レ
介
而
氣
塞
行

滞
、
有
決
街
絶
轡
之
憂
↓

【
鷲
勇
】
25

が
あ
ら
く
て
つ
よ
い
。
惇
勇
。
猛
勇
。
〔
魏

〔
集
韻
〕
力
救
切
麿

カ
一
又

J
i
u
•

〔
集
韻
〕
力
求
切
尤

〔
集
韻
〕
迷
浮
切
甲

〔
集
韻
〕
亡
幽
切
市

〔
集
韻
〕
渠
幽
切
困

〔
集
韻
〕
憐
爾
切
圏

小

日

□

0
ひ
ば
り
。
或
は
謬
(
1
2
-
4
7
2

靭笏”心
策
7
9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
罰
‘
或
書
作
レ

謬
゜
〔
説
文
〕
謬
‘
天
禰
也
、
炊
レ
鳥
蓼
臀
。
〔
集
韻
〕

因国固□ 口巳
レ，グキ，ムビムポ，ルリルリ
ウウウウウウ
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曾】
g

リ
ャ
ク

宝
篇
〕
力
灼
切
圏

【
鶉
渠
】
1

昇
鳥
の
名
。
こ
が
も
。
水
難
。
〔
説
文
〕
糠
、
調

鳥
也
。
〔
繋
博
〕
臣
錯
按
‘
瞳
渠
似
レ
亮
‘
一
名
水
難
。

【
瞳
練
】
2

衿
鳥
の
名
。
鵬
渠
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
購
‘
睫

嶼
‘
鳥
名
、
似
レ
鴨
難
足
也
。

【
闘
写
ョ
ウ
ー
だ
彗
い
い
戸
゜
゜
〔
康
廊

小
鵬
鰊
は
‘
鴨
に
似
た
鳥
。
こ
が
も
。
た

饂
豪
か
べ
。
或
は
蝙
(
1
2
|
 4
7
2
8
1
ヽ
・
饂

(11

|
 4
2
1
3
9
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
譴
‘
譴
鳥
也
‘
は
レ
鳥

庸
臀
゜
〔
廣
韻
〕
職
‘
蒻
躾
、
鳥
名
、
似
レ
鴨
維
足
也
。

〔
集
韻
〕
嘘
‘
説
文
、
鳥
也
、
一
曰
、
庸
渠
‘
即
今
水

難
‘
或
凡
レ
佳
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
傭
〕
煩
鷺
鵬

練
゜
〔
注
〕
集
解
日
、
漢
書
音
義
日
、
鵬
鰊
‘
似
レ
鵞
、

灰
色
而
難
足
‘
索
隠
日
‘
郭
環
云
‘
鵬
渠
、
一
名
章

渠
也
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
淫
鷲
鵬
鵠
゜
〔
注
〕
劉
日
、

鵬
鵜
‘
似
レ
鴨
而
難
足
。

【鵬】
g

〔
集
韻
〕
餘
封
切
因
↑

ヨ，ウュ

曾】
5

’

鶉

(
1
2
|
 
4
7
2
7
8
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

）
 

類
編
〕
膠
、
同
レ
聰
゜

ー
ウ

鵬
鳥
名
‘
説
文
‘
天
倫
也
、
好
高
飛
作
レ
臀
。
●
雉

の
晩
生
の
子
。
又
‘
維
の
ひ
な
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
雉

之
暮
子
為
レ
聰
゜
〔
注
〕
晩
生
者
、
今
呼
応
名
難
為
レ

聰
。
国
固
国
因
ひ
ば
り
。
告
天
子
。
天
雀
。
雲
雀
。

〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
鶉
‘
天
鶴
゜
〔
注
〕
大
如
二
鶉
雀
五
i
]

似
レ
鶉
‘
好
高
飛
作
ら
1
今
江
東
名
レ
之
日
二
天
鶉
↓

鳥

部

〔
十
一
畿
〕

は
と
。
〔
字
彙
〕
鷺
‘
鶯
鳩
鳥
。

冨
】
[
昇
字
彙
〕
亡
亙
切
醐
〗

【鵜】徊
鞘
鵜
は
‘
鳥
の
名
。
又
、
水
澤
神
の
名
。
〔
集
韻
〕

鵜
‘
鵜
鵜
‘
鳥
名
、
青
色
白
面
、
一
曰
‘
水
澤
紳
゜

【
馳
紡
]
1

芯
鳥
の
名
。
又
‘
鵬
鵜
に
作
る
。
〔
字
林
〕
鵜

鵜
、
鳥
名
。
〔
廣
韻
〕
鶴
‘
鵜
鵜
‘
鳥
名
、
白
面
冑
色
。

ヒ
ッ
ヒ
チ

集
韻
〕
壁
吉
切
岡
i

〇
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
駕
(
1
2
-
4
7
0
2
9
)
•

鵬

(
1
2
-
4
7
5
0
7
)

に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕
鶴
‘
鵬
黄
、
鴛
‘

上
同
‘
鵡
、
上
同
。

O
鵠
離
は
‘
鳥
の
名
。
臨
(
9
-

3
2
6
3
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
韮
‘
鵠
屈
、
鳥
名
、
自

為
二
牝
牡
ぶ
以
作
レ
鵡
゜

冨
溢

〔
集
韻
〕
鄭
知
切
図

〔
集
韻
〕
郎
侯
切
困

カ
又

Jou'

〔
集
韻
〕
龍
珠
切
虞
[

国
ル
〔
集
韻
〕
瀧
主
切
躙
g

□
口
●
鶉
鶉
は
‘
か
り
。
鶉
。
野
鶉
゜
〔
爾
雅
‘
秤

鳥
〕
鶉
‘
鶴
朗
。
〔
注
〕
今
之
野
鶉
。

O
或
は
雛

(11

|
 4
2
1
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
或
炊
レ
佳
。
国

邸
鶉
は
‘
く
わ
く
こ
う
。
郭
公
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
践

鶴
、
鳥
名
‘
郭
公
也
。

【
鶉
】
畑

ロヴ

日
ル□ル

●
鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鷺
‘
鳥
也
。

O
も
と
鷲
(
1
2
-

4
6
8
6
7
)

に
作
る
。
〔
五
音
集
韻
〕
鷺
、
本
作
レ
鴛
゜

冠
[
]
三
[
[
〔
集
韻
〕
バ
X

己戸゚
2

日
鶴
熟
は
、
西
方
の
神
鳥
。
又
、
雁
に

似
て
長
頸
緑
色
の
鳥
。
或
は
鶴
（12
—

4
7
4
8
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
態
‘
鶴
態
也
、
ハ
レ
鳥
爽

臀
゜
〔
集
韻
〕
懇
‘
或
炊
レ
霜
。
口
態
鳩
は
‘
た
か
。

通
じ
て
爽
(
7
-
1
9
7
4
6
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕

鷹
‘
鵜
鳩
゜
〔
注
〕
鵜
‘
嘗
レ
為
レ
熟
‘
字
之
誤
耳
、
左

傭
作
二
鶴
鳩
百
疋
也
。
〔
集
韻
〕
競
、
態
鳩
、
鳥
名
、
鷹

也
、
通
作
レ
爽
。

【
魃
鳩
】

1

%

O
鳥
の
名
。
鷹
゜
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
鷹
‘
鵜

鳩
゜
〔
注
〕
鶉
‘
営
レ
為
レ
鶴
‘
字
之
誤
耳
、
左
債
作
五
序
鳩
一

是
也
。
〔
本
草
‘
鷹
〕
繹
名
、
競
鳩
、
時
珍
日
‘
其
性
爽
猛
、

故
日
―
―
懇
鳩
↓
〇
官
名
。
少
暉
氏
、
置
く
。
司
寇
の
職
を
い

ふ
。
又
‘
爽
鳩
に
作
る
。
〔
唐
律
、
名
例
〕
競
鳩
‘
箆
-
1

賓

於
少
暉
↓
〔
注
〕
左
傭
昭
公
十
七
年
、
郊
子
日
、
我
高
祖

少
暉
摯
之
立
也
‘
鳳
鳥
適
至
、
故
紀
―
於
鳥
為
1

鳥
師
一

而
鳥
名
、
下
文
爽
鳩
氏
司
寇
也
、
注
云
‘
鷹
也
、
鵞
故
為
―
―

司
寇
↓
主
-
―
盗
賊
ニ
―
9
笙
レ
賓
、
所
h

―
以
出
品
師
以
痙
1

賓

旅↓

ヽ

頬
い

冨
母

サ
ヴ
〔
集
韻
〕
師
荘
切
謳

日

シ

，

ャ

ゥ

戸

x尤

s
h
u
a
n
g
'

已
9
ウ
集
韻
〕
所
雨
切
苺

日

竺

園

詔

サ
ン
セ
ン

□
.
 
昇

[

/

葱

巳
□
回
●
わ
し
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鷲
‘
鵡
也
。

O
ゎ

し
に
似
て
斑
白
の
鳥
。
〔
廣
韻
〕
鷲
‘
似
レ
離
而
斑

白
、
出
―
―
-H

日
譜
↓
＠
或
は
暫

(11|
 4
2
1
3
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鷲
‘
或
炊
レ
佳
。

〔
集
韻
〕
在
敢
切

【鷲】年

集
韻
〕
仕
懺
切

集
韻
〕
財
甘
切

膠

職

嗚

鷺

鶉

鵡

鶴

鴬

鷲

鶴

鵞

鯖

魏

魏

隅

鶉

瀬

冨
】
畑
夭
ヨ
ク
"
[
〗
い
豆
）
に
同
じ
。
〔
韻

て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
鵬
(
1
2
|
 4
7
5
0
7
)

に
同

じ
。
〔
字
彙
補
〕
魏
‘
黄
鵬
鳥
也
。
〔
康
煕
字
典
〕
鶉
‘

卑
ハ
レ
麒
同
。

冨忘
）
 

〔
字
彙
補
〕
力
其
切
甲
3

【
閾
早

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
態
、
鳥
名
。

レ
イ
リ
4

ヨ，ウ

字
彙
補
〕
力
盈
切
固
i

冨
溢
チ
[
]
i
〗
卑
"
"
[
°
に
同
じ
。
〔
字
彙

鳥
が
行
か
な
い
。
〔
字
彙
補
〕
鶏
、
鳥
不
レ
行
也
。

祠】呻

〔
字
彙
補
〕
丑
凶
切
国
〗

チ
，
司
ウ

チ，ユ

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鱚
‘
鳥
名
。

冨】
E
e
f
9ヨ

〔
字
彙
補
〕
五
魚
切
固
i)

小
●
鵞
鵞
は
‘
紫
色
の
鳳
゜
或
は
術

(11

賃

豪

ー

4
2
1
3
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鵞
、
鷺
筵

也
、
炊
レ
鳥
族
臀
゜
〔
集
韻
〕
鵞
、
鳥
名
、
或
炊
レ
佳
。

〔
禽
経
〕
紫
鳳
曰
レ
筵
゜

e鸞
競
は
‘
見
に
似
て
そ

れ
よ
り
大
き
い
鳥
。
〔
韻
會
〕
鵞
、
江
中
有
二
鶯
筵
一

似
レ
亮
而
大
‘
此
別
一
種
。

八
七
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冨早
鳥

部

〔
十
―
|
＋
二
書
〕

鴻（
1
2
-
4
6
8
7
4
)

に
同
じ
。
〔
字

コ9
ウ

彙
〕
鵜
、
同
レ
鴻
゜

ふ
な
し
う
づ
ら
。
或
は
鵠
(
1
2
-
4
6
9
2
2
)
・

雖
(
1
1

-
4
2
0
4
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鱚
‘
鶉
鯉
、
鳥
名
、
駕

也
‘
或
作
1

一
鵡
・
雖
一

冨
】
g
〗
〔
集
韻
〕
微
夫
切
國

n
鵬
三
〖
璽
＿

冠
芦
ヶ
ッ

鶴
(
1
2ー

4
7
1
5
5
)

の
謳
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鶴
、
鶴
調
字
。

冨
丑
天
ウ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鵜
‘
昔
鳥
。

【鶯
]
E

□
―
尺
い
い
峠
い

韻
―
―
十
一
衷
、
字
作
レ
鷺
、
同
。

バ
ク
・
ベ
キ

【

鶴

】

亨

カ

ク

[

]

ヅ

彗

汀

ビ

〔

字

彙

随
肌
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
栂
(
1
2
-
4
7
0
0
2
)

に
作

り
、
ま
た
銘
(
1
2
-
4
6
9
8
2
)

に
作
り
、
通
じ
て
密

(
8
|
 7
2
0
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵡
肌
‘
鳥
名
、

或
省
、
亦
作
レ
闘
、
通
作
レ
密
。

国】
E

ビ
ッ
ミ
チ

〔
集
韻
〕
莫
筆
切
岡
f

【
鵬
】
[

鴨
(
1
2
ー

4
7
0
0
6
)

に
同
じ
。
〔
集

メ
イ

韻
〕
鴨
‘
或
八
レ
朝
。

鵬

鵡

鶴

鷺

鵜

鵜

鱚

鵡

競

麿

鵜

鵬

鷺

鴛

鵜

鶴

鵡

〔
集
韻
〕
夷
針
切
暉
i

〔
集
韻
〕

t
笑
切
直
[
-

日
口
は
し
た
か
。
は
い
た
か
。
鵠
負
雀
゜
或
は
帷

(
1
1
-
4
2
1
5
9
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
鵜
‘
負

雀
゜
〔
注
〕
鵜
‘
鵠
也
、
江
東
呼
レ
之
為
レ
鵜
‘
善
捉
レ

冨
】
〖巳
ィ
ン

□l
エ，ウ

小
鳥
の
名
。
た
か
の
一
種
。
尾
に
白
貼
が

屈

策

あ

る

。

或

は

歴
(
1
1
ー

4
2
1
6
0
)

に
作

る
。
〔
説
文
〕
鷹
、
白
鷹
、
王
唯
也
、
炊
レ
鳥
蕨
瞥
°

〔
段
注
〕
秤
鳥
日
、
鸞
、
白
麿
、
郭
云
、
似
レ
鷹
‘
尾
上

白
‘
按
‘
秤
鳥
云
‘
雖
鳩
、
王
雖
‘
卑
ハ
ニ
鷺
、
白
廣
1

劃

分
1

―
二
鳥
ぶ
許
乃
一
レ
之
‘
恐
係
二
轄
窺
認
誤
工
非
―
―

許
書
本
然
一
也
、
掌
云
空
炉
之
日
二
麿
者
、
白
麿
‘

楊
也
、
碓
者
、
雖
鳩
‘
王
雖
也
一
乃
合
。
〔
爾
雅
‘
繹

鳥
〕
鶯
‘
白
麿
゜
〔
注
〕
似
レ
鷹
、
尾
上
白
。
〔
義
疏
〕

廣
雅
、
白
鷹
‘
鷹
也
、
説
文
以
裕
玉
應
段
氏
注

謂
藉
窺
之
誤
夏
也
‘
按
‘
白
鷹
‘
郎
今
白
縞
子
、

似
雀
鷹
而
大
、
尾
上
一
貼
白
‘
因
名
焉
、
一
名

印
尾
鷹
‘
望
没
草
間
涵

g
地
而
飛
、
善
捕
11

鳥

雀
↓
亦
需
レ
風
揺
レ
翅
‘
故
又
名
二
風
縞
子
面
亨
鵠
・

鷺
‘
倶
臀
相
輯
也
。
〔
集
韻
〕
腎
‘
白
鷹
‘
鳥
名
、
似
レ

鷹
、
或
八
レ
佳
。

【
鷹
】
E

/

9

チ
〔
集
韻
〕
其
[
]
せ
鳳
h
t
i
e
h
2

〇
み
み
づ
く
。
〔
集
韻
〕
競
‘
鳥
名
、
傾
鍋
也
。

O

く
ひ
な
。
お
ほ
く
ひ
な
。
〔
本
草
、
秩
難
〕
集
解
‘

時
珍
日
、
競
亦
秩
難
之
類
也
、
大
如
レ
維
、
而
長
脚

紅
冠
、
雄
者
大
而
色
褐
、
雌
者
梢
小
而
色
斑
、
秋

月
即
無
‘
其
瞥
甚
大
。

曾
】
[
ト
ヴ
〔
集
韻
〕
都
騰
切
國

【
鷲
芦
、
ン
，
ヨ

集
韻
〕
商
居
切
固
i

【
鶯
】
[

白
さ
ぎ
。
〔
集
韻
〕
鷺
、
鷺
鷺
、
鳥
名
。
〔
正
字
通
〕

鷺
‘
藷
注
‘
鷺
鷲
‘
按
‘
鷺
頭
有
1

一
白
毛
似
P

絲
、
故

呼
為
―
―
鷺
絲
玉
贅
作
レ
鷲
゜

シ

〔
集
韻
〕
新
絃
切
甲
〗

ム

ssii1

日
●
雉
の
子
。
〔
集
韻
〕
鵬
雉
子
。
●
鶴
鵬
は
‘
鳥

の
名
。
こ
ふ
の
と
り
。
し
り
く
ろ
。
〔
廣
韻
〕
戦
‘
鶴

鵬
如
畑
、
短
尾
‘
射
レ
之
、
街
及
射
入
説
文
・

爾
雅
‘
並
作
細
k
翌
口
国
●
鵬
鵠
は
‘
ほ
と
と
ぎ

す
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鶉
鵠
．
鵬
鴎
‘
子
鵠
也
。
〔
漢

書
‘
揚
雄
傭
上
〕
徒
恐
-
1

戦
鶏
之
将
＞
鳴
分
‘
顧
先
1

一

百
草
為
レ
否
芳
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鴨
鶏
鳥
、
一
名

買
鍍
‘
一
名
子
規
、
一
名
杜
腸
‘
常
以
二
立
夏
一
鳴
‘

鳴
則
衆
芳
皆
歎
。
●
ふ
ふ
ど
り
。
〔
玉
篇
〕
鴨
‘
布

穀
也
。
参
或
は
睦
(
1
2
|
 4
7
0
9
5
)

・
鵡
・
醍
(
1
2
ー

4

7
g
 6)に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
或
作
〗
恵
・
禍
→
〔
集

韻
〕
戦
‘
或
八
レ
是
゜
〔
漢
書
、
揚
雄
博
上
、
徒
恐

i向

鵠
之
将
＞
鳴
分
‘
注
〕
師
古
曰
‘
戦
‘
字
或
作
レ
題
。

日
[
/
〔
集
韻
〕
唐
干
切
函

【
鵜
】
〖
昌
パ
〔
集
韻
〕
田
黎
切
圏

国
[
[
〔
集
韻
〕
大
計
切
圏

雀
‘
因
名
。
〔
義
疏
輝
是
雀
鷹
、
今
雀
鷹
小
二
於
青

履
大
者
名
鴎
天
皆
善
捉
沿
゜
〔
集
韻
〕
鵜
江

南
呼
レ
鶴
為
レ
鵜
、
或
炊
レ
佳
。

八
七
三

小
さ
ざ
き
。
み
そ
さ
ざ
い
。
た
く
み
ど

養~
豪
り
。
小
鳥
の
名
。
雀
に
似
て
小
さ
く
‘

叢
間
を
飛
翔
し
て
敏
捷
に
移
動
し
、
又
、
巧
に

巣
を
作
る
。
巧
雀
・
女
匠
・
椴
雀
・
桃
晶
・
黄
雀
・

黄
脱
雀
の
諸
名
が
あ
る
。
も
と
馳
(
1
2
-
4
7
3
1
3
)
 

に
作
り
‘
或
は
鳴
(
1
2
-
4
6
6
5
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

雌
‘
躾
卿
‘
桃
晶
也
、
炊
レ
鳥
焦
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕

桃
晶
‘
鵠
゜
〔
集
韻
〕
雌
‘
或
炊
レ
づ
゜
〔
婢
雅
‘
秤
鳥
‘

桃
晶
〕
鳩
性
拙
‘
鵠
性
巧
‘
故
鵠
俗
呼
―
―
巧
婦
ご
云

云
‘
其
喉
尖
利
如
レ
錐
、
取
―
茅
秀
歪
ジ
巣
‘
巣
至
精

密
゜
〔
詩
、
周
頌
‘
小
認
〕
肇
允
二
彼
桃
晶
↓
〔
毛
詩
草

木
烏
獣
晶
魚
疏
〕
今
鵠
鶉
是
也
‘
微
小
二
於
黄
雀
↓

[
鵠
闊
】
1

誇
鳥
の
名
。
鵠
鶴
(

1

1

)

に
同
じ
。
〔
方
言
、

八
、
桑
飛
、
注
〕
即
縞
鶴
也
、
又
名
鵡
鷺
↓

【
鵡
鳩
】
2

琴
鳥
の
名
。
鳩
の
一
種
。
祝
鳩
゜
〔
事
物
異
名

録
‘
禽
鳥
‘
鳩
〕
山
堂
律
考
‘
祝
鳩
‘
一
名
雌
、
登
宿
之
鳥
‘

謂
レ
堂
―
―
於
所
レ
宿
之
木
一
也
、
一
名
剌
鳩
、
一
名
楚
鳩
‘
一

名
鶉
鳩
‘
一
名
鴫
鳩
、
一
名
鴎
鳩
‘
一
名
鶏
鳩
‘
梁
宋
之

間
‘
謂
―
―
之
維
ガ
仝
任
博
註
、
祝
鳩
、
鵡
鳩
也
。
「
托
也
。

【
鵠
托
】
3

店
鳥
の
名
。
祝
鳩
゜
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
車
捐
、
鵠

【
鶴
】

g

七
ウ
〔
集
韻
〕
絃
彗

9ao1 

冨】如
鳥
の
名
。
〔
集
韻
醤
匹
‘
鳥
名
。

キ＂フコ
，
7

〔
集
韻
〕
迄
及
切
園
『

【
鵜
】
呻/i
[
[〗い[
[
O
)

に
同
じ
。
〔
字

あ
ひ
る
。
或
は
鶉
(
1
2
-
4
6
9
9
8
)

・維
(
1
1
|
 4
2
0
6
 

6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鴛
、
鳥
名
、
似
レ
覺
‘
或
作
11

鵠
．
應
〔
正
字
通
〕
鴛
‘
俗
字
‘
爾
雅
作
11

舒
覺
↓

13469 



（成集書圏今古）鶴鵬

幻
【
鵠
鷲
】
•
誇
鳥
の
名
。
鵡
鶴
(
1
1
)
に
同
じ
。
〔
爾
雅
、
繹

~
鳥
‘
桃
晶
鯖
‘
其
雌
‘
鴻
‘
注
〕
鶏
鷲
、
桃
雀
也
。
〔
祁
銹
行

以
義
疏
〕
陸
機
疏
云
‘
今
鵠
鶉
是
也
。
〔
禽
経
注
〕
鶏
鷲
‘
桃

3
 
47

雀
也
、
闘
東
人
呼
為
1

一
巧
雀
五
嘩
尖
‘
取
1

一
茅
秀
一
為
レ
巣
‘

剣
以
―
―
謙
麻
ー
若
二
紡
績
↓

）
【
鵠
朋
】
5

琴
鳥
の
名
。
縞
鵬
に
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
蒻

4

鳥
‘
鸞
鳥
‘
麟
鶏
鸞
齋
‘
鵡
笛
‘
鶏
嶋
廣
昌
‘
鯖
朋
‘
鳳
皇

層
也
。
〔
楚
辞
‘
劉
向
、
九
歎
‘
遠
逝
〕
駕
1

一
鸞
鳳
ー
以
上
遊

2
 
ー7

3
令
‘
従
d
玄
鶴
興
—
伍
鶏
朋
→
〔
注
〕
鶏
朋
‘
俊
鳥
也
。
〔
法
言
‘

⑭
寡
見
〕
鶏
朋
沖
レ
天
、
不
レ
在
―
―
六
翻
1

乎。

【
鵠
鵬
】
6

誘
南
方
の
神
鳥
。
鳳
凰
の
層
。
〔
廣
韻
〕
鵡
‘

麟
iヽ

賦
〕
鶏
鵬
振
而
不
レ
及
、
登
蹄
雁
之
能
翔
゜
〔
江
滝
、
雑
饉
‘

飽
参
軍
照
戎
行
詩
〕
鶏
鵬
不
レ
能
レ
飛
‘
玄
武
伏
―
―
川
梁
↓

【
鵠
鋲
】
7

ぺ
い
焦
蝶
(
7
-
1
9
1
1
9
:
 1
1
1
)

に
同
じ
。
〔
張

華
‘
鶏
鶴
賦
〕
鵠
鋲
巣
,
,
於
蚊
睫
↓
〔
注
〕
向
日
、
鵠
鋲
‘
微

贔
也
。

【
鶏
鴨
】
8

店
鳥
の
名
。
鵠
鵬
(

6

)

に
同
じ
。
焦
明
。
〔
埠

雅
‘
繹
鳥
‘
鳳
〕
一
説
、
東
方
日
1

一
獲
明
盃
南
方
日
―
―
焦
明
一

西
方
日
1

一
鶴
鶴
エ
北
方
日
1

一
幽
昌
公
エ
央
曰
,
,
鳳
皇
↓
〔
楚

辟
、
王
褒
、
九
懐
‘
株
昭
〕
鵠
鴨
開
＞
路
令
。
〔
注
〕
一
作
1

一焦

明
↓
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

t
罐
放
、
稽
―
―
鵡
鴨
↓

【
鵠
林
】
，
均
明
、
梁
以
樟
(
6
ー

1
4
8
2
5
:
 2
0
4
)

の
琥
。

〖
鯖
林
書
巣
〗10
袴
競
明
、
李
東
陽

(
eー
1
4
4
5
9:
 1
8
 

1
0
)

の
室
名
。

【
鵠
鶉
】
11

袴
●
鳥
の
名
。
み
そ
さ
ざ
い
。
巧
婦
鳥
。
〔
本

翡

鳥

部

〔
十
二
鵞
〕

冠
】
如
げ

【覇】叩

鵠

饂

鶏

請

鵡

鵠

類

鵬

鵡

鶉

鵡

鶯

鶉

鷲

驚

草
、
巧
婦
鳥
〕
繹
名
、
鵡
鶴
、
集
解
、
時
珍
日
、
鵬
鶴
、
慮
虞

有
レ
之
、
生
―
―
嵩
木
之
間
ご
匝
藩
簸
之
上
一
状
似
1

一
黄
雀
1

而
小
、
灰
色
有
レ
斑
、
臀
如
吹
嘘
↓
〔
呉
志
、
張
尚
博
‘
注
〕

大
者
有
禿
鵞
示
者
有
鵡
鶴
↓
〔
張
華
、
鱚
鶴
賦
属
鶴

小
鳥
也
、
生
11

於
嵩
莱
之
開
↓
〔
苗
雲
、
古
意
贈
ー
ー
王
中
書
―

詩
〕
登
知
鯖
鶴
者
、
一
粒
有
-
1

餘
貿

n.tザ姓氏。〔
和
爾

雅

〕

。

「

名

。

〖
鵡
鶴
香
〗12巧
，
ゥ
清
、
敦
誠
(
1
5
-
1
3
2
7
6

:
 6
8
)

の
室

〖
鵡
鶴
巣
二
深
林1不
レ
過
二
枝
-
]
1
3
特
衿
ル
ク
翌
名

み
そ
さ
ざ
い
は
林
に
巣
を
つ
く
る
が
、
た
だ
一
枝
に

過
ぎ
な
い
。
人
各
；
其
の
分
に
安
ん
ず
ぺ
き
喩
。
〔
荘

子
、
逍
這
遊
〕
鵡
鶴
巣
―
―
於
深
林
一
不
レ
過
11

一
枝
盃
慨
鼠

飲
レ
河
、
不
レ
過
レ
涌
レ
腹
。
〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
鵠
鶉

巣
レ
林
‘
不
レ
過
二
枝
↓

冦】
g

冠
】
[

祠
】
〖

鶴
(
1
2
-
4
7
1
9
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鵬
、
鶴
本
字
。

リ
，
ウ

口
ェ
イ

日
ィ
セウ 七

ウ

〔
集
韻
〕
乙
翼
切
面

-

i

傘

〔
集
韻
〕
堂
計
切
甕

鵡
(
1
1
0
1
4
7
3
1
2
)

の
本
字
。
〔
康
煕

字
典
〕
躾
‘
説
文
、
縞
本
字
。

鵠
(
1
1
0
|
4
7
3
1
2
)

に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
鶏
、
廣
韻
、
同
レ
鵡
゜

日
う
。
う
の
と
り
。
或
は
蜻
に
作
る
。

闘
：
〔
説
文
〕
譴
鵜
也
、
佐
鳥
壼
瞥
。
〔
繋

博
〕
麒
鵜
也
、
即
鵡
•
鷲
゜
〔
集
韻
〕
蜻
‘
或
書
作
レ

誰
。

E
日
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
誰
、
鳥
名
、
鶴
鶯
也
。

〔
集
韻
〕
如
延
切

oo

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵠
、
鳥
名
。

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶯
、
鳥
名
、
難
身
鼠
毛
。

【鶯】
g

シ

函

【魏】
g

【鵜】
g

日
口
ふ
ふ
ど
り
。
囃

(11ー
4
2
1
5
1
)

に
同
じ
。
〔
廣

韻
〕
鵜
、
鳥
名
、
似
レ
雉
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
山
雉
名
、
或

ハ
レ
佳
。
〔
康
熙
字
典
〕
鵜
、
廣
雅
‘
鵠
‘
血
極
、
鵬

布
穀
゜

【鵡】
g

【鵡】
g

〔
集
韻
〕
徒
東
切

oo

鵜
鵡
は
、
水
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
鶴
鵡
、
水
鳥
、

黄
嗽
、
長
尺
餘
、
南
人
以
為
-
l

酒
器
↓

〔
篇
海
〕
逼
各
切
襄

水
鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
鶉
、
水
鶉
鳥
。

〔
集
韻
〕
元
具
切
躍
〗

〔
集
韻
〕
元
倶
切
直
-

日
鼠
に
似
た
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
雄
、
鳥
名
、
状
如
レ

鼠
。
口
●
禿
鵜
に
似
た
鳥
。
〔
廣
韻
〕
鵡
、
鳥
、
似
Ii

禿
紅
↓
●
鳥
に
似
た
鳥
。
翡
(
1
2
|
 4
7
1
2
8
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
、
山
海
経
‘
云
云
‘
或
作
レ
鵡
。

〔
集
韻
〕
津
私
切

日
グ
口グ

【鶉】
g

ア
ク

ト
ヴ
ヅ

ク
，
ワ
〔
集
韻
〕
胡
瓜
切
／
廓

ゲ

r
x
Y
h
g
`
2

巳昂
ヴ
〔
集
韻
〕
胡
化
切
謳

ゼ
ン

鵠
(
1
9
ー

4
7
3
1
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鶏
、
同
ゐ
鵠
。

〔
集
韻
〕
必
列
切
園
f

勺
一

p
i
'

2

せ

p
i
e
h
•

〔
集
韻
〕
必
袂
切
薗

〔
集
韻
〕
必
至
切
甲
g

小
日
□
国
●
き
ん
け
い
て
う
。
や
ま
ど

閲
豪
り
に
似
た
野
鳥
。
頸
は
緑
、
腹
は
赤

v
、
黄
冠
が
あ
る
。
金
難
。
錦
難
。
赤
雉
。
山

難
。
鶴
鵜
。
〔
説
文
〕
鷲
‘
赤
雉
也
、
ハ
レ
鳥
散
贅
、

周
糧
日
、
孤
服
鷲
冤
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
鵞
‘
雉
。

〔
注
〕
似
ー
ー
山
難
而
小
冠
、
背
毛
黄
‘
腹
下
赤
、
項

緑
色
鮮
明
。
●
或
は
蟄

(11|
 4
2
1
6
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
驚
‘
或
炊
レ
佳
。

【
驚
衣
】
1

い
ッ
き
じ
を
萱
い
た
衣
。
天
子
が
饗
射
の
時

に
用
ひ
る
。
〔
隋
書
‘
稽
儀
志
六
〕
受
二
獣
繭
面
郎
服
二
驚

>:̀ [
雉
。
〔
注
〕
似
↓
ー
山
難
―
而
小
冠
、
背
毛
黄
‘
腹
下
赤
‘
項
緑

【鷲】
g

口
ヘ
イ

国
ヒ

日
へへ
チツ

冦】
g

シ
，
ヤ
，
ウ

鶉
鵬
は
‘
縁
腫
の
別
名
。
〔
集
韻
〕
籍
、
鳥
名
。
〔
本

草
‘
朦
臆
〕
繹
名
、
蒻
鵬
゜

祠】
g

乃
〔
集
韻
〕
似
洒
切
圏

〔
集
韻
〕
歯
雨
切
翠
q

し
ま
つ
ど
り
の
毛
。
鼈
(
6
-
1
6
9
7
3
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鼈
、
鵞
利
、
或
炊
レ
鳥
。

八
七
四

13470 



(47326・ ・3)一 (47341・・1)
,.......... 

鶴
........... 
47331 

鳥

部

小

駒

●

鶴

鶴

は

、

西

方

の

紳

鳥

の

麟

豪

瞭

｝

匂

或

は

鶉

(
1
2ー

4
7
0
8
2
)

に

作
る
。
〔
説
文
〕
鶴
‘
鵬
幾
也
‘
ハ
レ
鳥
齋
臀
、
五
方
神

〔
十
二
蜜
〕

八
七
五

【
鷺
】
g

【
艤
】
g

驚

鶯

鶉

鵡

駿

鵬

繍

鶴

囃

鶴

艤

鷹

鵬

随

餞

鵡

鵬
(111
ー

4
7
3
3
1
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
類
編
〕
繍
、
同
レ
鶴
゜

シ
，
ユ
ク

に
は
と
り
の
別
名
。
雛
(
1
1
ー

4
2
1
6
1
)

に
同
じ
。

シ
ン

〔
集
韻
〕
杏
林
切
廊
i

、X
ユ
ク
〔
集
韻
〕
息
六
切
園
i

ヽ

ス

ク

ム

x
SU• 

,... ,...., ,...., 
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凰青凰闘翡□叶翡
冨
】
〖

鷹
に
似
た
鳥
。
〔
集
韻
〕
鷹
‘
烏
名
、
似
レ
鷹
而
大
也
。

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
酉
t

、
鳥
名
。

【
暦
】
i

レ
キ
リ
，
ヤ
ク

【
戯
写
[

【
鵡
】
g

ケ
ツ

[
5」
豆
い
O

に
同
じ
。
〔
集

色
鮮
明
。
〔
本
草
‘
驚
雉
〕
繹
名
、
山
難
、
錦
難
、
金
難
、
采

難
‘
鶏
鶴
。

【
驚
鵜
】
3

ぢ
鳥
の
名
。
や
ま
ど
り
。
〔
玉
篇
〕
鶏
‘
驚
鶏
、

山
難
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
蜻
蛾
山
棲
‘
冦
亀
水
虞
。
〔
注
〕

（
鋪
嶼
）
五
臣
作
―
―
驚
鶏
一
昔
暗
。

【
驚
鳩
】
4

ぢ
南
方
に
居
る
鳥
の
名
。
〔
廣
雅
、
繹
地
〕
南

方
有
h

鳥
焉
、
三
首
六
目
‘
六
足
三
翼
、
其
名
日
"
鷲
鳩
↓

【
驚
冤
】
s
ぢ
古
、
天
子
が
先
公
を
享
し
て
‘
饗
射
す
る

暉
；
旦
[

則
哀
晃
、
享
1

一
先
公
一
饗
射
則
鷲
晃
゜
〔
注
〕
驚
‘
揮
衣
也
、

云
云
、
書
以
レ
雉
‘
謂
ユ
華
贔
一
也
、
其
衣
三
章
、
裳
四
章
‘
凡

七
也
。
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
鷲
冤
者
、
二
品
之
服
也
、
八
旋
゜

鶯
(
1
S

1
 4
7
1
6
9
)

の
調
字
。
〔
篇

海
〕
鶯
、
鶯
字
之
調
。

鵜
(
1
2
-
4
7
2
2
2
)
の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
鶉
、
鵜
字
之
謳
゜

〔
玉
篇
〕
居
希
切
陶
g-

【
鶴
】
〖

鵬
鶴
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
も
と
黄
（
1
2
|

4

 

7
9
2
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
冦
疇
‘
鵬
鶴
、
鳥
名
。
〔
正
字

通
蒻
、
本
作
レ
黄
゜

コ，ウ
ク

【
醜
】
〖

囀
鳥
は
‘
鶉
鳩
に
似
た
青
色
の
鳥
。
〔
廣
韻
〕
囃
‘

囃
鳥
、
青
色
、
似
―
―
鶉
鳩
一
也
。

【
鶴
】
〖
ポハ
ンン

鶴
鵜
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
難
(
1
1
-
4
2
1
5
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鶴
鵜
‘
鳥
名
、
似
レ
融
‘
或
炊
レ
佳
。

腰
ば
ん
。
鳥
の
名
。
〔
倭
漢
三
才
圏
會
、
水
禽
類
〕

按
‘
鶴
、
大
如
レ
鳩
、
黒
色
短
尾
、
尖
嘴
本
紅
末
黄
、

脚
長
而
正
青
、
鳴
,
,
子
田
澤
↓

【
艤
】
g

セ
イ
シぶ`
，ウ

【
鶉
】
〖
コ
，
ウ

ァ，ウ

き
く
い
た
だ
き
。
や
つ
が
し
ら
。
戴
勝
。
〔
字
彙
〕

艤
‘
鳥
名
、
其
頭
有
レ
冠
。

ク
ヴ
，
ウ

ヮ，ウ

〔
集
韻
〕
胡
光
切
園
i

〔
廣
韻
〕
呼
侯
切

m

〔
集
韻
洞
哀
切
字
心

〔
字
彙
〕
式
正
切
圏

〔
集
韻
〕
狼
秋
切
暉

小
日
曰
●
大
や
ま
ど
り
。
雉
の
一
種
。

怠
；
寧
尾
が
長
く
、
走
り
な
が
ら
よ
く
鳴
く
。

肉
は
美
味
。
〔
説
文
〕
鵡
、
長
尾
雉
、
走
且
鳴
、
乗

輿
、
尾
袋
防
屹
箸
属
頭
上
一
払
鳥
喬
臀
。

〔
詩
、
小
雅
、
車
嘩
〕
有
簾
維
鵡
〔
毛
詩
草
木
鳥

獣
晶
魚
疏
〕
鵡
、
微
ー
小
於
誓
一
走
而
且
鳴
曰
―
―
鵠

鵡
工
兵
尾
長
‘
肉
甚
美
。

O
喬（
2
ー

3

器
0
)

に
通

ず
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
清
人
、
二
矛
重
喬
、
繹
文
〕
喬
、
雉

名
、
韓
詩
作
レ
鵡
。

【
鵡
息
】
1

玲
古
、
方
士
導
引
の
法
の
一
。
〔
後
漢
書
、
方

術
下
‘
華
佗
博
〕
冷
壽
光
・
唐
虞
•
魯
女
生
三
人
者
‘
皆
輿
ー
→

華
位
同
レ
時
‘
壽
光
年
可
ー
ー
百
五
六
十
歳
ご
打
4

容
成
公

御
l

一
婦
人
年
に
常
囮
頸
鵡
息
‘
須
髪
盤
白
‘
而
色
理
如
一

【

鵡

忘

ヶ，ウ
ゲ，ウ
ロ

祠】[
日ヶ，ウ

〔
集
韻
〕
居
妖
¢
圏

り
＿
公

c
h
i
a
o
'

〔
集
韻
〕
渠
嬌
切
圏

冠】
g

昇 キ

〔
集
韻
〕
雛
、
漢
中
呼
レ
難
為
レ
雛
‘
或
八
レ
鳥
。

〔
集
韻
〕
丘
其
切
甲
-

禍
闘
は
‘
み
み
づ
く
。
鵡
(
1
2
|
 4
7
0
4
3
)

に
同
じ
。

〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
縞
‘
鵠
賤
゜
〔
繹
文
〕
鵜
、
本
今
作
レ

随
゜
〔
集
韻
〕
随
‘
鳥
名
、
今
江
東
呼
鶴
鵬
為
蒻

闘
面
或
作
レ
鶏
。

〔
集
韻
〕
尼
交
切

oo

●
鳴
鶴
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
〔
玉
篇
〕
雑
‘

騰
鵠
、
黄
鳥
。
●
騰
競
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す

の
な
き
ご
ゑ
゜
或
は
維
(
1
1
|
 4
2
1
5
4
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
競
‘
嗚
競
、
黄
鳥
臀
、
或
炊
レ
佳
。

13471 
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小
〇
わ
し
。
全
身
煕
く
、
中
國
地
方
の
砂

薮
漠
に
出
る
わ
し
。
又
‘
鵡
(
1
2
|
 4
7
3
4
 

覇
6
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鷲
、
本
亦
書
作
レ
鵡
。

〔
説
文
〕
鵡
、
鵡
鳥
、
黒
色
多
レ
子
、
師
喋
曰
、
南
方

有
レ
鳥
、
名
日
二
先
鵡
「
黄
頭
赤
目
、
五
色
皆
備
、

炊
レ
鳥
就
贅
。
〔
段
注
〕
廣
雅
‘
輯
．
鶉
・
鷲
・
鷲
‘
鴫

也
、
統
王
Jn
口
之
盃
m
鵡
驚
為
レ
一
、
鵜
為
こ
‘
顎
為
レ

-
‘
析
二
言
之
↓
〔
本
草
‘
鵡
〕
秤
名
‘
鷲
‘
驚
‘
集
解
、

時
珍
日
‘
鵡
‘
似
レ
鷹
而
大
‘
尾
長
翅
短
‘
土
黄
色
、

鷲
悴
多
力
‘
盤
旋
空
中
五
要
細
不
乙
観
‘
阜
鴫
‘
郎

鷲
也
‘
出
二
北
地
一
色
阜
肖
°
〇
或
は
蟄
(
1
1
ー

4
2

1
5
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
或
炊
レ
佳
‘
亦
書
レ
鷲
゜

参

一

に

就
(
4
-
7
5
9
9
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕

鷲
、
一
作
レ
就
゜

【
鷲
巖
】
1

竺
圏
震
鷲
山
を
い
ふ
。
〔
華
巌
玄
談
‘
一
〕
鷲

つ
ば
め
。
燕
(
7
|
1
9
4
2
9
)
に
同
じ
。
又
、
男
(
1
2—巖
西
峙
‘
象
駕
東
馳
゜
〔
王
融
‘
法
築
辞
‘
得
道
歌
〕
鷲
巖

4
7
4
8
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
燕
、
説
文
‘
玄
鳥
也
‘
或
標
遠
勝
盃
芦
芯
在
清
玄
↓

八

レ

鳥

‘

亦

書

作

レ

鵠

。

【

鷲

窟

]
2

ぉ
”
”
圏
秤
迦
の
居
住
し
た
所
。
繹
迦
が
震

鷲
山
中
の
精
含
で
佛
法
を
説
い
た
か
ら
い
ふ
。
〔
梁
簡

文
帝
‘
紳
山
寺
碑
〕
昔
有
一
鷲
窟
↓
不
レ
燒
浮
土
玉
邁
彼

高
菜
構
,
,
絃

法

宇

↓

「

に

つ

か

む

こ

と

。

【
鷲
掴
】
3

ご
｀
‘
｀
鷲
が
他
鳥
を
つ
か
む
や
う
に
無
造
作

ロ

昇

〔

集

韻

〕

居

努

切

嚢

【

鶉

】

叫

口

九

ウ

〔

集

韻

〕

古

老

切

飼

【

鷲

見

E
姓
氏
。
〔
日
用
重
賓
記
〕
。

コ

ヴ

【

鷲

山

]
5
s
”
〇
消
‘
張
紫
芝
(
4
-
9
8
1
2
 :
 1
1
3
0
)
の

日
口
〇
鴎
鶉
は
‘
鳥
の
名
。
鳩
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
字
。

O
圃
芸
震
鷲
山
の
略
。
印
度
に
あ
り
‘
説
法
の
地
。

山
頂
‘
鷲
に
似
た
る
を
以
て
名
付
く
。
鷲
嶺
。
震
山
。
〔
智

度
論
、
三
〕
是
山
頂
似
レ
鷲
、
王
含
城
人
見
↓
↓
其
似
4

鷲
故
‘

鶴
‘
鴎
鶴
‘
鳥
名
、
鳩
類
。
〇
或
は
維
(
1
1
-
4
2
1
5

共
偉
言
鷲
頭
山
二
因
名
レ
之
為
―
鷲
頭
山
ご
儀
次
、
王
含

5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
或
炊
レ
佳
。

O
鵜
(
1
2
-

4
7
2
3
4
)
は

同

字

。

城

南

‘

戸

陀

林

中

多

諸

死

人

五

諸

鷲

常

来

嗽

レ

之

、

還

【
鶴
鴎
】
1

翌
鳩
の
一
種
。
じ
ゅ
ず
か
け
ば
と
。
〔
毛
詩
在
―
―
山
頂
盃
時
人
便
名
1

鷲
頭
山
↓
〔
梁
簡
文
帝
、
上
―
―
菩
提

草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘
翻
翻
者
雑
〕
維
其
今
小
鳩
也
‘
一
樹
頌
一
啓
〕
弘
―
―
龍
窟
之
威
五
炉
鷲
山
之
法
↓

名
鴇
鳩
‘
幽
州
人
或
謂
1

一
之
鶉
鵠
涵
杢
木
之
間
謂
-
1

之
雖
一
【
鷲
室
】
6

孟
圃
佛
地
を
い
ふ
。
〔
沈
約
、
瑞
石
像
銘
〕

【鵞】
g

エ
ン

〔
集
韻
〕
伊
旬
切
霰

―
ヰ
y
e
n
•

小

El●
刀
鵜
は
‘
よ
し
き
り
。
よ
し
は

負
豪
ら
す
ず
め
。
〔
説
文
〕
鶉
‘
刀
鶉
、
剖
葦
‘

食
其
中
晶
五
い
鳥
寮
臀
。
●
鶉
鶉
は
‘
う
づ
ら
。

鶉
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鶉
鶉
‘
其
雄
‘
鵠
‘
牝
‘
痺
。
●
或

は
雑
(
1
1
-
4
2
1
5
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
或
炊
レ

佳
0

[
]
鱚
鶉
・
鳴
鶉
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
〔
集
韻
〕

鶉
‘
鳴
鶴
‘
鳥
名
‘
巧
婦
也
。
〔
本
草
‘
巧
婦
鳥
〕
繹

名
、
鶴
鶉
‘
桃
晶
‘
蒙
鳩
‘
女
匠
‘
黄
脱
雀
゜

【鶴】如
□
レ
ヴ

日
レ
，
ウ

集
韻
〕
憐
篇
切
置

‘、

カ
一
名

liao2

〔
集
韻
〕
力
照
切
醐

三
四
十
時
一

【
跳
雉
】
2

五
ゥ
鳥
の
名
。
や
ま
ど
り
。
尾
長
き
じ
。
〔
爾

雅
‘
秤
鳥
〕
鵡
、
雉
゜
〔
注
〕
卸
鵡
難
也
、
長
尾
、
走
且
鳴
゜

揚
州
人
亦
然
。

鳥

部

〔
十
二
驚
〕

【鷲】
E

芦
〔
集
韻
〕
疾
俄
切
宥

ヽ

H

一
又

c
h
i
u
•

鵡

鶉

鷺

蒻

鷲

鵡

鵬

隅

鍋

鷺

鶴

鷲

鵬

鷺

小

O
と
び
。
〔
説
文
〕
鵬
‘
誰
也
、
炊
レ
鳥

晨蘭
m

蔽
間
臀
。
●
し
ら
き
じ
。
雉
の
一
種
。

莉
毛
は
白
色
で
黒
貼
を
有
し
‘
尾
の
長
さ
は
二

三
尺
。
背
及
び
爪
は
皆
赤
い
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
一

日
、
白
隅
。
〔
本
草
、
白
問
〕
集
解
、
頌
曰
、
白
隅
出
11

江
南
盃
雉
類
也
、
白
色
而
背
有
二
細
黒
文
盃
？
畜
゜

O
或
は
鵬
(
1
2
-
4
7
3
4
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘

或
炊
レ
閑
゜

【

鵬

】

叩

言

〔
集
韻
〕
何
間
切
軍
i

／
 

T
 
I~hsien2 

祠

】

亨

5

[
が
豆
い
O
同
し
。
〔
篇
海

就
言
鷲
室
‘
棲
誠
梵
宮
↓
〔
剪
燈
餘
話
、
武
平
震
怪
録
〕

頻
依
1

一
鷲
室
云
品
び
腐
、
久
想
1

一
龍
門
一
去
未
レ
能
。

【
鷲
南
】
7

認
菅
開
元
祥
の
琥
。
菅
間
鷲
南
(
9ー

3
1
1
4

2

:

 29
)
を
見
よ
。

[
鷲
峯
】
8

誘

O
溝
‘
丁
景
鴻
(
1
ー

2

:
2
4
6
)

の
琥
。

O

圃
力
＇
ュ
印
度
の
震
鷲
山
。
鷲
山

(

5

)

に
同
じ
。
〔
大
唐
西

域
記
、
九
〕
東
北
行
十
四
五
里
‘
ち
ぎ
姑
栗
陀
羅
矩
叱
山
一

庸
―
―
豆
鷲
峯
↓

【
鷲
嶺
】
，
・
ク
ぢ
炉
雁
印
度
の
震
鷲
山
。
鷲
山
（
5
)
・

鷲
峯

(

8

)

に
同
じ
。
娘
堺
代
酔
編
‘
堡
二
十
―
一
に
見
ゆ
。
〔
大

祓
法
敷
〕
鷲
嶺
‘
山
名
也
‘
以
―
―
―
其
山
形
似
―
―
於
鷲
鳥
一
故

以
名
焉
、
中
為
五
愛
烹
佛
居
レ
此
而
説
レ
法
也
。
〔
徐
陵
‘

丹
陽
上
庸
路
碑
〕
雪
山
羅
漢
‘
竿
造
五
霊
只
鷲
嶺
名
僧
‘

倶
偉
函
芸
竺
〔
故
事
成
語
考
、
繹
道
鬼
神
〕
鷲
嶺
・
祇
園
‘

皆
属
一
佛
國
↓

【
鷲
津
毅
堂
】
lO

”
乞
尾
張
の
人
。
名
は
官
＿
光
。
字
は

重
光
。
又
‘
毅
堂
。
通
捨
は
九
誠
゜
琥
は
毅
堂
。
大
審

院
五
等
判
事
。
束
京
學
士
會
員
。
従
五
位
動
五
等
。
経

史
百
家
に
通
じ
、
最
も
一
一
＿
糧
に
精
通
す
。
ま
た
詩
文
を

善
く
す
。
東
京
下
谷
竹
町
に
住
す
。
明
治
十
五
年
歿
、

年
五
十
八
。
著
に
毅
堂
集
・
金
山
仙
史
私
記
・
親
燈
餘

影
遷
喬
書
屋
集
・
薄
遊
吟
草
が
あ
る
。
〔
下
谷
叢
話
〕
。

冨

】

[

シ

鵜
(
1
2—
4
7
3
5
3
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鷺
、
同
レ
願
。

驀
鵬
は
‘
み
や
ま
が
ら
す
。
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。

鶉
に
似
て
小
‘
腹
の
下
が
白
い
。
多
く
群
り
と

ぶ
。
〔
集
韻
臨
E

‘
難
願
‘
雅
烏
也
。

【
鵬
】
〖
シ

集
韻
〕
相
支
切
国
3

鵞
鳩
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵞
‘
鵞
鳩
、
鳥
名
。

曾

】

g

シ
，
ユ
ク
〔
集
韻
〕
之
六
切
圏

4
 

斡
鵜
は
‘
わ
か
た
か
。
驚
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
競
‘
邸

鵜
゜
〔
注
〕
但
烏
‘
蒼
白
色
。

【

鵡

】

畑

ハ

〔

集

韻

〕

同

汀

項

2

と
り
が
と
ぶ
。
或
は
嘘
(
1
1
|
 4
2
1
7
4
)

に
作
る

〔
集
韻
〕
蹟
‘
飛
也
‘
或
作
レ
鷺
゜

冨
】
〖
イ
〔
集
韻
〕
句
規
切
図

鵬
鵡
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鴎
‘
腿
鵡
‘
鳥
名
。

冦
】
[
‘
ン
，
ユ
ン

集
韻
〕
輪
閏
切
圏
写

【

鵬

】

呵

カ

ン

鵬（
1
2
-
4
7
3
4
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵬
、
或
ハ
レ
閑
゜

八
七
六
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鳥

部

〔
十
二
畳
〕

鵬

鵜

嶼

鵜

鵡

驚

徹

鷺

八
七
七

小

或

日

0
し
ぎ
。
水
鳥
の
名
。
形
‘

謡

豪

謳

糧

水

維

に

似

‘

堅

く

長

い

紫

と

脚
と
を
有
す
。
利
毛
は
背
部
は
灰
色
で
小
さ
い

冨
[

]

g

イ

ツ

〔

集

韻

〕

允

律

切

闊

ロ
イ
チ

::i
yu• 

〔
集
韻
〕
食
律
切

oo

シ
，
ユ
ツ

シ
，
ユ
チ

口．

日
口
西
方
の
雉
の
名
。
或
は
路
(
1
0
-
3
7
8
7
4
)
に

作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
烏
〕
雉
、
西
方
曰
レ
鵜
゜
〔
疏
〕
鵠

雉
至
二
西
方
己
炉
鵜
゜
〔
集
韻
〕
鵜
‘
或
作
レ
躇
。

【鵜】
g

ソ
ン
ゾ
ン

ロ 日
シ
ー
ユ
ン

〔
集
韻
巖
倫
切
一
直

p
.
X
 .f 
t
s
u
e
n
 

〔
集
韻
〕
祖
昆
切
苧
i

【躁】
E

キ，ヨ

鵜
(
1
2
-
4
7
3
5
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
蝶
、
同
レ
鵜
。

小
血
鵜
は
‘
せ
き
れ
い
。
或
は
躁
(
1
2
-
4

霞
豪
7
3
5
7
)
•

鶴
(
1
2
-
4
7
4
0
6
)

・
雌(
1
1
-
4

2
1
7
2
)

に
作
り
、
通
じ
て
渠
(
7
-
1
7
7
6
4
)
に

作

る
。
〔
説
文
〕
練
、
誰
陳
也
、
炊
レ
鳥
渠
贅
゜
〔
集
韻
〕

鵜
、
鳥
名
、
説
文
、
誰
鵜
也
、
飛
則
鳴
‘
行
則
揺
‘
或

作
1

一
鶴
・
雌
五
通
作
レ
渠
゜
〔
篇
海
類
編
〕
躾
、
同
レ
鵜
。

冨
】
位
パ
ー
ヨ

〔
集
韻
〕
求
於
切
圏

鵬
鵜
は
‘
ほ
と
と
ぎ
す
。
或
は
誰
(
1
1
|
 4
2
1
5
6
)

に

作
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
鵬
鵡
、
子
規
也
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘

鳥
名
、
博
雅
‘
鵬
鵡
‘
子
規
也
‘
或
八
レ
佳
。

【鵬】
E

ィ

薗

ゞ,
〔
集
韻
〕
母
蟹
切

マ
イ

,.....,,....、,...., ,...., ,...., 
鵡鵡鵡
蛙蛙鳥
梢鵡卸鵜鵡為衣冠使者鵡象こを衆-鵡韻は-、子蘭鳥~~ ~ ニ服レ下也‘つと掌“魯冠-せ廣払 I() ... 

三晨へ如生鵡み者贅将で白
K ニニ 0 0 仁→ ヽ C

相相ャ天ァ昔―瓜應圏鵡掌、水

持学
目 ‘二古鳥てか 、"i'鵡み雅通 I風 I驚鬱届-炉證雨似？

しー、しー、
討山/ィ之 術―

5 4 賦＇輯飾
伶-子及此天 A 、作ら、点竺邑糾翠゜繹□ ミ i~ 亮林-爾鵡記鳥晶有
、氏
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曰□ 日
ルロロリ，ルロ
ョ

集
韻
〕
魯
故
切
涸
g-

ヵ
穴
J
u
•

〔
集
韻
〕
良
撮
切
呵
g

集
韻
〕
龍
都
切
面
[

小

□

g
oゎ
し
。
驚
(
1
2
|
 4
7
3
6
0
)
・
雌
に

＂
豪
同
じ
。
も
と
鶴
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
驚
‘

本
作
レ
鯛
‘
策
作
レ
卯
‘
隷
省
作
レ
敵
。
〔
説
文
〕
輯
‘

鴫
也
‘
八
レ
鳥
敲
臀
‘
詩
曰
‘
匪
レ
微
匪
レ
駕
。
●
或

は
鶉
(
1
2ー

4
7
0
5
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
徴
‘
或
省
。

ロ

タ

ィ

集

韻

〕

徒

回

切

岡

ロ
ダ
ン
〔
集
韻
〕
徒
官
切
岡
g

厩】
g

?

／

【鷲】
g

●
わ
し
。
敏
(
1
2
-
4
7
3
6
1
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
、
繹

鳥
〕
驚
‘
鵬
也
。
〔
集
韻
〕
敬
、
烏
名
‘
説
文
、
離
也
、

引
―
―
詩
匪
レ
敏
匪
＞
鴬
、
或
省
、
亦
書
作
レ
驚
。
●
と

ぴ
゜
〔
廣
韻
〕
驚
‘
鳶
之
別
名
。

タ
ン
ダ
ン

〔
集
韻
〕
徒
官
切
面
5

持
。
〔
書
―
―
―
口
故
事
‘
禽
獣
比
喩
類
〕
雨
学
不
レ
解
‘
蝠
蛙
相
持
。

〔
故
事
成
語
考
‘
訟
獄
〕
雨
手
不
レ
放
‘
謂
二
之
蝠
蛙
相
持
↓

【
鵡
蛙
之
手
】
6

"

”
バ
り
し
ぎ
と
ど
ぷ
貝
と
の
半
。
雨

者
相
手
つ
て
下
ら
な
い
間
に
第
三
者
に
其
の
利
を
横

取
り
さ
れ
る
喩
゜
〔
戦
國
‘
燕
策
〕
趙
且
レ
伐
レ
燕
‘
蘇
代

為
レ
燕
謂
1

一
恵
王
一
日
、
今
H
臣
来
過
―
―
易
水
↓
蛙
方
出
曝
‘

而
鵡
啄
―
―
其
肉
↓
蛙
合
而
籍
百
笠
啄
↓
鵡
日
、
今
日
不
レ
雨
、

明
日
不
レ
雨
、
即
有
二
死
蛙
一
蛙
亦
謂
レ
鵡
日
、
今
日
不
レ

出
、
明
日
不
レ
出
、
郎
有
1

一
死
鵡
↓
所
者
不
レ
肯
二
相
含
盃
漁

者
得
井
檎
レ
之
、
今
趙
且
レ
伐
レ
燕
、
燕
・
趙
久
相
支
‘
以

鰍
大
衆
一
臣
恐
―
―
―
強
秦
之
為
五
央
冬
也
、
故
願
"
一
王
之

熟
計
之
一
也
‘
悪
王
日
‘
善
‘
乃
止
。

小
日
曰
国
さ
ぎ
。
水
鳥
の
名
。
全
身
雪

策
白
、
水
邊
に
棲
息
し
て
魚
類
を
捕
食

鷲
す
る
。
雪
客
。
白
鳥
。
雪
鷺
゜
絲
禽
。
圏
玉
。
春
鋤
°

或
は
蟄
(
1
1
-
4
2
1
6
4
)
・
 

鵬
(
1
2
|
 
4
7
4
6
0
)
・
 

絡

(
1
2
-
4
6
8
8
0
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鷺
‘
白
鷺
也
‘
炊
レ

鳥
路
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鷺
‘
春
鉗
゜
〔
集
韻
〕
鷺
‘
或

炊
レ
佳
‘
八
レ
慮
‘
亦
省
。
〔
本
草
‘
鷺
〕
集
解
、
時
珍

曰
、
撻
、
水
鳥
也
、
林
棲
水
食
、
墾
飛
成
レ
序
‘
潔
白

如
レ
雲
、
云
云
、
頂
有
長
毛
十
散
埜
五
耗
耗
然
如
レ

絲
‘
欲
レ
躯
魚
則
別
之
。

【
鷺
利
】
1
O
D

白
鷺
の
利
。
又
‘
之
を
以
て
作
っ
た
舞
に

持
つ
蒻
゜
〔
詩
、
陳
風
、
宛
丘
〕
無
レ
冬
無
レ
夏
、
値
,
,
其
鷺

羽
↓
〔
博
〕
鷺
鳥
之
利
、
可
―
―
以
為
＞
蒻
゜
〔
箋
〕
蒻
‘
舞
者
所
二

持
以
指
魔
↓
〔
南
史
、
張
融
博
〕
弱
冠
有
レ
名
、
道
士
同
郡

陸
修
静
‘
以
―
―
白
鷺
利
塵
毛
尾
扇
1

遺
レ
之
曰
‘
此
既
異

物
‘
以
奉
,
,
異
人
↓

〖
鷺
利
車
〗2
器
鷺
の
刃
で
か
ざ
っ
た
御
史
の
車
。
白

鷺
は
泉
中
の
魚
を
み
る
を
以
て
‘
御
史
が
隠
微
の
罪
を

察
す
る
に
象
つ
て
名
づ
く
。
〔
唐
畳
儀
藷
制
〕
御
史
以
ニ

鷺
材
1

飾
な
車
、
以
n

一
白
鷺
見
―
―
泉
中
魚
云
象
―
―
―
御
史
察
―
―
微

隠
之
罪
↓

【
鷺
影
】
3

i

ィ
さ
ぎ
の
か
げ
。
〔
元
好
問
、
山
居
雑
詩
〕
鷺

影
兼
―
―
秋
紐
蝉
臀
帯
1

一
晩
涼
↓

【
鷺
鵡
】
4

が
さ
ぎ
と
か
も
め
。
水
邊
の
閑
鳥
。
〔
韓
維
‘

登
城
桟
詩
〕
棲
上
清
風
簾
箔
静
、
田
間
白
水
鷺
鵡
軽
。

【
鷺
江
】
5

が
地
名
。
鷺
門
(
2
9
)

に
同
じ
。

【
鷺
吟
】
6

炉
さ
ぎ
の
な
き
ご
ゑ
。

【
鷺
鼓
】
こ
さ
ぎ
を
飾
っ
た
鼓
の
名
。
〔
隋
書
、
昔
架

志
下
〕
建
鼓
‘
云
云
‘
殷
所
レ
作
也
‘
又
棲
―
―
翔
鷺
於
其
上
↓

不
レ
知
,
,
何
代
所
P

加
‘
或
日
‘
鵠
也
‘
取
,
,
其
臀
揚
而
遠

聞
二
或
曰
‘
鷺
‘
鼓
梢
也
‘
越
王
句
践
撃
↓
一
大
鼓
於
雷
門
一

以
厭
レ
呉
‘
晉
時
移
於
建
康
云
E

二
雙
鷺
暁
レ
鼓
而
飛
入
＞

雲
或
曰
‘
皆
非
也
‘
詩
云
‘
振
振
鷺
‘
鷺
子
飛
‘
鼓
咽
咽
‘

酔
言
蹄
‘
古
之
君
子
悲
周
道
之
衰
‘
頌
臀
之
綴
玉
~
レ

鼓
以
レ
鷺
、
存
1

一
其
風
流
一
〔
唐
五
郊
築
章
〕
笙
歌
篇
舞
隔
二

年
詔
玉
鷺
鼓
亮
鐘
展
-
1

時
豫
↓

【
鷺
喉
]
8

炉
首
を
延
べ
て
遠
く
を
望
む
こ
と
。
又
、
物

見
憂
゜
〔
楊
惧
、
詩
〕
山
遮
延
鷺
朕
、
江
撓
宣
鳥
亭
゜

13473 



(47362・ ・9)一 (47376)

【
鷺
沙
】
，

t

Oさ
ぎ
の
ゐ
る
砂
地
。
〔
呉
莱
‘
吉
詳
寺

詩
〕
曲
潟
青
龍
樹
‘
長
灘
白
鷺
沙
。

O
明
‘
孫
偉
(
8
I

6
9
8
7
 :
 4
)

の
琥
°

【
鷺
草
】
10

ぢ
草
の
名
。
花
は
正
白
色
、
形
、
鷲
に
似
る

か
ら
名
づ
く
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
瀑
草
類
‘
鷺
草
〕
按
‘
鷺

草
‘
奥
州
虞
慮
有
レ
之
、
春
生
レ
苗
、
葉
如
玉
女
嗽
苗
否
向
尺

許
‘
六
月
抽
レ
埜
開
な
花
、
正
白
色
如
レ
雪
、
形
似
―
―
鷲
鳥
一

故
名
。

【
鷺
鷺
】
11

れ
鳥
の
名
。
さ
ぎ
。
し
ら
さ
ぎ
。
白
鷺
。
〔
本

草
‘
鷺
〕
繹
名
、
鷺
鶯
、
絲
禽
、
雪
客
、
春
鉗
‘
白
鳥
。
〔
李

紳
‘
姑
蘇
憂
詩
〕
江
浦
週
看
祗
鳥
畏
碧
峯
斜
見
―
―
鷺
鷺

飛
↓
〔
林
逍
、
秋
江
葛
望
詩
〕
蒼
茫
沙
紫
鷺
鷲
眠
‘
片
水

鉦
炉
痕
浸
,
1

碧
天
↓

〖
鷺
鷺
菊
〗1
2だ
菊
花
の
一
種
。
茸
毛
に
似
て
白
色
‘

中
心
に
一
叢
が
躾
起
す
る
。
〔
塁
芳
譜
〕
鷺
鷲
菊
、
花
如
―
―

茸
毛
↓
純
白
色
、
中
心
有
二
叢
ご
族
起
如
↓
―
鷺
鶯
頭
五
瓜

名。
〖
鷺
鷺
青
〗13
杓
筍
の
一
種
。
〔
秤
箕
一
‘
筍
譜
〕
三
月

間
生
諸
筍
皆
清
痩
‘
是
筍
更
痩
而
色
梢
青
、
其
味
清
新

而
有
1

一
激
趣
↓

〖
鷺
鶯
藤
〗14
認
草
の
名
。
忍
冬

(
4ー
1
0
3
1
2:
 6
5
)

の

異
名
。
〔
農
政
全
書
、
金
銀
花
考
〕
本
草
名
―
―
忍
冬
ご
名

鷺
鷲
藤
、
一
名
左
纏
藤
、
一
名
金
毀
股
‘
又
名
二
老
翁
験
一

亦
名
忍
冬
藤
↓

〖
鷺
鶯
白
〗15
悶
北
京
で
い
ふ
鳩
の
一
種
の
名
。
〔
燕

京
歳
時
記
‘
花
兒
市
〕
按
、
居
易
録
‘
云
云
‘
蓋
京
師
多
1

一好

蓄
え
四
、
種
類
巫
繁
‘
其
珍
貴
者
有
二
鷺
鷲
白
一

〖
鷺
鷲
跛
〗1
6
t
o
，
池
の
名
。
湖
北
省
崇
陽
縣
の
東
南
。

明
の
成
化
中
‘
邑
人
注
泰
築
く
。
六
百
餘
畝
の
田
に
漑

＜
 

【
鷺
鵬
】
17

ん
白
さ
ぎ
と
み
や
ま
が
ら
す
。
〔
馬
存
‘
岳
王

墓
詩
〕
落
―
―
盛
青
松
云
口
草
深
、
鷺
鵬
斜
日
叫
↓
―
寒
林
↓

【
鷺
鷺
]
1
8

心
烏
の
名
。
さ
ぎ
。
〔
圏
翰
賓
鑑
補
遺
‘
唐
〕

装
遼
善
―
―
鷺
鵞
井
牛
↓

【
鷺
洲
】
19

容
〇
地
名
。
白
鷺
州
の
略
。
〔
明
一
統
志
〕

鷲
洲
書
院
、
在
-
1

吉
安
府
白
鷲
洲
上
↓
宋
淳
祐
間
、
知
吉

州
江
萬
里
建
、
延
厭
陽
守
道
以
教
―
―
俊
秀
↓
守
道
作
レ

計。

O
字
琥
゜
④
清
‘
張
淵
(
4
|
9
8
1
2
 :
 6
2
8
)

の
字
。
＠

清
、
路
徳
(
1
0
-
3
7
5
2
4
:
 8
5
)

の

舅

【
鷺
車
】
20

ん
ヤ
隋
の
車
の
名
。
車
柱
の
秒
に
鷲
を
刻
ん

鳥

部

〔
十
二
書
―
〕

鷺

鵜

鵡

鶏

娩

鵡

鶴

鵜

鵬

骰

贅

鶏

鶉

鴎

鶉

で
飾
る
。
鼓
吹
車
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
一
〕
白
競
車
‘
隋

所
レ
制
也
‘
一
名
鼓
吹
車
。

【
鷺
序
】
21

な
ヨ
朝
官
の
班
次
。
官
僚
を
指
し
て
い
ふ
。
さ

ぎ
の
飛
ぶ
に
次
序
あ
る
に
象
る
。
〔
禽
経
〕
寮
菜
誰
誰
、

鳩
儀
鷺
序
。
〔
注
〕
鷺
‘
白
鷺
也
、
小
不
レ
躁
レ
大
、
飛
有
二

次
序
云
口
官
絹
紳
之
象
。
〔
｛
木
元
、
上
孟
僑
集
賢
1

詩
〕
玉
筍

瞭
班
聯
1

一
鷺
墜
紫
檀
春
殿
討
龍
頭
↓

〖
鷺
序
鶏
行
〗2
2
ぢ
が
官
吏
の
位
次
に
列
す
る
を
い

ふ
。
〔
琵
琶
記
‘
｛
臣
邸
憂
思
〕
悲
傷
鷺
序
鴻
行
、
忽
如
―
―
那

慈
烏
返
哺
能
終
t

養。

【
鷺
足
】
23

只

O
鷺
の
歩
む
や
う
な
あ
し
つ
き
。
ぬ
き

あ
し
。

O
た
け
う
ま
。
た
か
う
ま
。
〔
運
歩
色
葉
集
〕
鷺

足
、
小
兒
所
レ
乗
之
物
。
参
田
築
舞
の
一
。
竹
馬
に
乗
つ

て
行
ふ
。
田
架
舞
。
R
た
け
の
高
い
華
足
。

【
鷺
島
】
24

が
島
の
名
。
鷺
門
(
2
9
)

に
同
じ
。

【
鷺
濤
】
25

が
白
波
を
い
ふ
。
〔
枚
乗
、
七
登
〕
波
涌
而

濤
起
‘
其
始
起
也
、
洪
淋
淋
焉
、
若
―
―
白
鷺
之
下
翔
↓
〔
酪

賓
王
、
夏
日
遊
1

一
徳
州

g竺
高
四
一
詩
〕
鷺
濤
開
1

一
碧
海
一

鳳
彩
綴
詞
林
↓

【
鷺
翻
】
26

が
白
鷺
の
利
を
以
て
作
っ
た
舞
に
も
つ
蒻
゜

翻
は
競
。
〔
詩
‘
陳
風
‘
宛
丘
〕
無
レ
冬
無
レ
夏
、
値
―
―
其
鷺

翻
↓
〔
博
〕
翻
、
競
也
。

【
鷺
汀
】
27

ザ
さ
ぎ
の
立
つ
な
ぎ
さ
。
〔
呉
莱
‘
寄
―
―
張

子
長
詩
〕
故
里
青
桐
巷
‘
雙
渓
白
鷺
汀
。
〔
徳
詳
、
詩
〕

人
来
白
鷺
汀
゜

【
鷺
賓
】
28

ザ
清
‘
赫
徳
(
1
0
|
 3
7
0
1
0
 :
 4
2
)

の
字
。

【
鷺
門
】
29

ザ
島
の
名
。
腹
門
（
4
ー

9
4
3
5
:
 2
)

に
同
じ
。

鷺
江
。
鷺
島
。

【
鷺
約
】
30

デ
世
俗
の
外
の
風
流
の
ち
ぎ
り
。
鵡
盟
。

〔
高
観
國
‘
詞
〕
一
堤
風
月
、
六
橋
煙
水
‘
鷺
約
鵡
盟
在
。

【
鷺
来
】
31

和
ィ
清
、
博
雙
誰
(
1
ー

9
3
9
:
 1
8
7
)

の
字
。

【
鷺
鶴
毛
】
3270,
”
ク
北
京
で
菊
花
の
一
種
の
名
。
〔
燕
京

歳
時
記
元
花
山
子
〕
謹
按
、
日
下
藷
聞
考
‘
蓋
京
師
之
菊

種
函
＿
繁
‘
云
云
、
鶯
鶴
毛
。

【
鷺
飛
草
】
33

芥
草
の
名
。
鷺
草
の
異
名
。

【
鵜
】

g

冨
丑

日
□
鳥
の
名
。
或
は
難

(11 |
 4
2
1
4
9
)
•
音
烏(
1
2

-
4
6
7
5
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鴎
‘
鳥
名
‘
如
レ
鵠
‘
一
―
-

目
六
足
、
或
炊
レ
佳
‘
亦

省
。
〔
山
海
経
、
北
山
経
〕
太
行
之
山
‘
有
レ
鳥
焉
、

其
状
如
レ
鵠
、
白
身
、
赤
尾
‘
六
足
、
其
名
日
レ
鵠
‘

是
善
驚
、
其
鳴
自
設
。

【

鶏

早

函

〔
集
韻
〕
普
木
切
瞑
i)

日
鶏
躁
は
、
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鶏
繕
、
鳥
名
。

口
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鳥
名
、
善
占
。

冨】位
冨[】
8

【
鶴
温

鷺
(
1
2
-
4
7
3
6
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕

ロ

鵜

、

同

レ

鷺

。

【

鵜

】

g

音
未
詳

口日
ホポホ
ククク

ットチ＇ウコ，ウ
ク

〔
字
彙
補
〕
＿
音
未
詳
。
●
ひ
き
ぬ

く
。
坪
(
5
ー

1
2
9
0
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
蒲
沃
切

〔
字
彙
補
〕
通
路
切

oo

こ
の
は
づ
く
。
み
み
づ
く
。
〔
字
彙
補
〕
鶉
、
木

鶉
有
―
毛
角
也
。

ひ
な
。
〔
廣
雅
、
秤
鳥
〕
鶴
‘
雛
也
。

口日
プ 7 ホ
ンンン

鵜
(
1
1
!
ー

4
7
4
3
7
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
鵬
、
古
文
鶏
字
。

〔
字
彙
補
〕
苦
候
切
国
[
-

（羅経海山）嶋

〔
集
韻
〕
逍
昆
切
字
坦

〔
集
韻
〕
符
分
切
団
{

冨
】
〖
先
ヨ

冨
】
〖
フ
，
ウ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
鵡
、
昔
富
。

冨
i

】

[

【

鶏

】

[

"

叶

己

い

）

、

に

い

い

い

｀

●
鶉
(
1
2—
4
7
2
4
2
)
の
調
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
鶏
‘
疑
卸

鶉
字
之
謡
。

冦
早
コ
ウ
"
-
[
‘
—
」
[
"
)
に
同
し
。
〔
字
彙

鳥
の
名
。
〔
篇
海
類
編
〕
饒
‘
烏
名
。

【鶉】
5

n
昌
□
i
-

鵡
(
1
2
-
4
7
2
4
6
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
繭
‘
本
作
レ
鶉
゜

テ
キ

コ

〔
字
彙
補
〕
鵜
‘
義
呉
レ
掴
同
。
〔
江
暉
‘
i

置
妥
集
〕
鵜
"
甘

葉
於
屹
丘
↓
●
鵜
羅
は
‘
幣
の
名
。
〔
金
陵
志
〕
宋
淳
初
二

年
‘
賜
―
―
杜
果
香
荼
鵜
羅
等
↓

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鵡
、
昔
虚
°

パ

ヴ

〔

篇

海

類

編

〕

圏

｀
‘
[
ヤ
，
ウ
眉
庚
切

冨
】
〖
哀
"
]
□
戸
o古
字
。
〔
字
彙

八
七
八

13474 



(47377)一 (47377・・40) 

鳥

部

〔
十
三
蜜
〕

鷹

八
七
九

小

籠

●

た

か

。

猛

禽

の

名

。

蒼

鳥

・

厘

豪

姐

文

王

賜

・

撃

征

・

将

軍

・

決

雲

兒
．
凌
香
君
・
金
啄
鳥
の
諸
名
が
あ
る
。
も
と
曜
・

鸞
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鷹
、
本
作
レ
曜
‘
俗
作
レ
鷹
、

策
作
レ
鸞
゜
〔
説
文
〕
曜
‘
雅
鳥
也
、
ハ
レ
佳
ハ
レ
人
、

悟
省
替
‘
鸞
‘
猶
文
曜
ハ
レ
鳥
。
〔
段
注
〕
按
‘
雅
蓋

古
文
也
‘
揃
文
則
ハ
レ
鳥
而
應
省
臀
゜
〔
詩
、
大
雅
‘

大
明
〕
時
維
鷹
揚
゜
〔
箋
〕
鷹
、
鷲
鳥
也
。
●
或
は

雅
(
7
|
2
2
3
9
2
)
・
 
應
（
4
-
1
1
3
3
0
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
雅
‘
或
作
レ
鷹
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
‘
鷹
隼
醜
‘
秤

文
〕
鷹
‘
字
或
作
レ
應
゜

隔
缶
會
意
形
臀
゜
雁
と
鳥
と
の
合
字
。
本
義
は
た
か
と

い
ふ
鳥
の
名
。
雁
に
た
か
の
義
あ
り
、
更
に
鳥
を
加
ヘ

て
そ
の
義
を
あ
ら
は
す
。

【
鷹
遊
】
1

認
山
名
。
江
蘇
省
東
海
縣
の
東
北
の
海
中
。

又
、
鶯
遊
山
・
喝
遊
山
に
作
る
。
〔
太
平
衰
字
記
〕
山
去
レ

岸
二
十
里
、
周
回
浮
1

一
海
中
二
繋
鳥
翔
集
、
喫
喝
然
自
相

喧
話
‘
故
名
。
〔
山
東
通
志
〕
鶯
遊
山
、
自
1

一
江
南
海
州
安

東
海
コ
仝
山
東
境
ご
海
道
第
一
程
也
、
東
為
―
―
鶯
遊
山
一

西
為
1

一
孫
家
島
コ
閉
山
封
峙
如
レ
門
、
船
所
―
―
必
由
一
謂
ニ

之
應
由
門
↓

【
鷹
利
】
2
グ
7

●
鷹
の
尾
の
材
。
矢
利
に
用
ひ
る
。
●

鷹
利
を
描
い
た
紋
所
の
名
。
●
魚
の
名
。
棘
鰭
目
た
か

の
は
科
に
闊
す
る
硬
骨
魚
。
畳
濁
か
ら
南
日
本
の
近
海

の
岩
礁
の
間
に
棲
息
し
美
味
で
あ
る
。
〔
和
漢
一
1

一
才
圏

會
‘
江
海
有
鱗
魚
‘
鷹
利
魚
〕
按
、
形
略
似
レ
鯛
而
狭
扁
‘
大

―
二
尺
、
淡
黒
帯
レ
紫
、
細
鱗
有
レ
文
、
似
1

云
空
翌
故
名
レ

之
、
頭
不
レ
園
、
尾
似
レ
鯛
、
但
口
異
-
1

諸
魚
盃
四
肉
唇
重

出
、
秋
冬
有
レ
之
。

〖
鷹
利
芭
]
3”
”
"
ハ
草
の
名
。
芭
の
栽
培
髪
種
で
、
葉

に
白
色
の
横
斑
が
あ
る
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
山
草
類
、

芭
〕
鷹
材
芭
‘
太
加
乃
波
‘
葉
有
-
1

白
彪
エ
如
』
空
四
者
也
。

【
鷹
鵠
】
4

誘
た
か
と
は
し
た
か
。
轄
じ
て
、
勢
の
迅
疾

な
さ
ま
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
鵬
鴨
鷹
縞
、
飛
揚
伏
直
゜

〔
注
〕
善
日
、
説
文
日
、
縞
、
鷲
鳥
也
。
〔
博
玄
、
馳
射
馬
賦
〕

【鷹】
E

昇

〔

集

韻

〕

丑

切

y
“
―

往
来
若
鷹
縞
盃
g
騰
如
逸
虎
↓

【
鷹
架
】
5

乃
●
土
石
を
挽
い
て
上
下
す
る
高
架
憂
゜

〔
書
儀
〕
挽
―
―
重
物
ー
上
下
、
宜
T

用
二
革
車
盆
孟
炉
鷹
架
Lo

●
鷹
を
と
ま
ら
せ
る
横
木
。
た
か
ほ
こ
。
〔
買
島
、
老
将

詩
〕
燕
雀
来
―
―
鷹
架
占
塵
埃
涌
1

一
箭
靱
↓

【
鷹
契
】
6

焚
た
か
と
犬
。
た
け
だ
け
し
い
動
物
。
〔
岳

珂
、
詩
〕
巣
庖
繊
去
1

嘆
土
鷹
葵
業
―
―
使
令
↓

【
鷹
翻
】
7

焚
た
か
の
は
ね
。
〔
梅
発
臣
‘
還
―
―
呉
長
文
含

人
詩
筵
詩
〕
升
高
膳
11

嘉
賓
二
賦
筆
速
1

一
鷹
翻
↓
〔
鄭
希

良
、
詩
〕
塞
外
風
高
鷹
翻
健
‘
陣
前
雲
起
角
臀
寒
。

【
鷹
眼
】
8

焚
た
か
の
め
。
又
、
鋭
い
目
を
い
ふ
。
〔
王

維
、
観
孤
詩
〕
草
枯
鷹
眼
疾
、
雲
盛
馬
蹄
軽
。
〔
趙
蝦
、
華

清
宮
和
―
―
杜
含
人
一
詩
〕
馬
頭
開
11

夜
照
る
鷹
眼
利
1

一
星
芭
↓

【
鷹
鳩
】
，
誘
鷹
と
鳩
。
鷹
鳩
不
レ
髪
三
春
眼
を
見
よ
。

〖
鷹
鳩
不
レ
隻
三
春
眼
〗
1
0
焚
吟
食
芸
n

相
家
の
専

横
を
畿
っ
た
語
。
〔
國
史
略
〕
鷹
鳩
不
レ
髪
三
春
眼
、
鹿
馬

應

レ

迷

二

世

情

。

「

同

じ

。

【
鷹
銀
】
11

y
i
n
g
'
y
i
n
'

メ
キ
シ
コ
弗
。
鷹
洋
(
5
2
)

に

【
鷹
撃
]
1
2

”
”
●
鷹
が
羽
ば
た
き
す
る
。
〔
戦
國
‘
魏
策
〕

倉
鷹
撃
―
―
於
殿
上
↓
●
民
を
治
め
る
こ
と
の
穀
刻
な
喩
゜

〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
武
帝
、
元
狩
四
年
）
樅
専
以
,
,
鷹

撃
為
レ
治
。
〔
注
〕
師
古
日
、
言
レ
如
1

一
鷹
隼
之
撃
ふ
3

。

〖
鷹
撃
司
馬
]
1
3岱ゲ
今
漢
代
の
司
馬
の
名
。
〔
史
記
、

衝
将
軍
鰈
騎
傭
〕
鷹
撃
司
馬
破
レ
奴
、
再
従
二
騨
騎
将
軍
一

斬
砿
膿
王
五
捕
―
―
稽
且
王
・
干
騎
将
↓

〖
鷹
撃
毛
摯
〗14
祖g
ク
＊
た
か
が
利
を
う
ち
奮
つ
て
、

飛
鳥
を
と
ら
へ
る
。
政
治
の
般
し
い
喩
。
〔
史
記
、
義
縦

博
〕
義
縦
自
1

一
河
内
一
遷
↓
1

南
陽
太
守
云
縦
以
1

一
鷹
撃
毛
摯
1

為
レ
治
。
〔
注
〕
集
解
日
、
鷲
鳥
将
レ
撃
、
必
張
土
翌
圭
也
。

【
鷹
犬
】
15

焚
〇
た
か
と
い
ぬ
。
共
に
撒
に
用
ひ
る
。

〔
後
漢
書
、
楊
賜
傭
〕
観
―
―
鷹
犬
之
勢
一
極
1

一
嘘
遊
之
荒
↓

●
手
先
に
使
っ
て
、
己
に
異
な
る
者
を
排
撃
せ
し
め
る

者
の
喩
。
悪
事
の
手
先
。
〔
宋
史
‘
唐
壻
博
〕
李
定
為
n
安
石

爪
牙
;
室
官
張
商
英
‘
乃
安
石
鷹
犬
。
〔
野
客
叢
書
〕
後
漢

張
表
碑
石
仕
レ
郡
為
1

一
督
郵
る
鷹
撮
虞
撃
、
今
人
以
T

橡
曹

取
―
―
媚
上
宜
奔
走
為
レ
用
者
上
為
11

鷹
犬
盃
ダ
有
レ
自
云
゜

●
其
の
材
の
騒
使
に
供
す
ぺ
き
者
の
喩
。
鷹
犬
之
任
、

及
び
鷹
犬
之
オ
を
見
よ
。

〖
鷹
犬
之
オ
〗16
衿
ケ
ン
ノ
他
人
の
編
使
に
供
す
る
オ

能
。
〔
陣
琳
、
為
―
―
哀
紹
一
檄
11

豫
州
ー
文
〕
謂
其
鷹
犬
之
オ
、

爪
牙
可
レ
任
。
〔
礫
城
遺
言
〕
漢
武
帝
所
レ
得
人
オ
、
皆
鷹
〔
劉
馬
錫
、
西
山
蘭
若
試
レ
茶
歌
〕
宛
然
為
レ
客
振
レ
衣
起
、

犬

馳

謳

之

オ

。

自

傍

1

一
サ
方
叢
玉
把
鷹
紫
↓
〔
徐
絃
‘
和
1

一
門
下
殷
侍
郎
新

〖
鷹
犬
之
任
]
1
7
玲
ケ
ン
，
鷹
や
犬
の
や
う
に
人
の
謳
茶
三
十
韻
詩
〕
オ
教

1一
鷹
紫
折
ェ
否
放
雪
花
妍
。
●
峯

使
に
供
す
る
役
。
〔
後
漢
書
、
陽
球
傭
〕
臣
無
"
清
高
之
の
名
。
輻
建
省
崇
安
懸
の
武
夷
山
火
烙
峯
の
西
。
玉
柱

行
云
横
蒙
,
,
鷹

犬

之

任

↓

【

鷹

嘴

】

30

バ
，
鷹
貨
に
同
じ
。

L

巖
の
南
。

〖
鷹
犬
之
用]
1
8屯競
他
人
の
騒
使
に
用
ひ
ら
れ
る
【
鷹
鷲
】31
吟
た
か
と
わ
し
。
鷹
鷲
以
レ
山
為
レ
卑
而
墳
一

こ
と
。
〔
後
漢
書
、
陳
亀
傭
〕
謳
＿
一
騎
邊
垂
盃
呻
レ
展
―
―
鷹
犬
巣
其
上
ー
を
見
よ
。

之
用
涵
竺
斃
胡
虜
之
庭
五
魂
骸
不
ね
返
、
薦
1一
享
狐
狸
→
〖
鷹t鷲
E以
レ
山
為
レ
卑
而
増
―
―
巣
其
上
,
]

3
2
5
,
”5
昇
名

【
鷹
賣
】
19

立
，
ゥ
鳥
の
名
。
〔
山
海
経
‘
大
荒
南
経
〕
妥
有
,
,

n.~~ 
ソ
，
た
か
や
わ
し
は
山
を
な
ほ
低
い
と
し
て
巣

文
貝
・
離
愈
・
鴎
久
・
鷹
頁
・
延
維
・
覗
肉
・
熊
罷
・
虎
豹
一
を
其
の
上
に
つ
く
る
。
物
は
皆
其
の
居
慮
を
揮
ん
で
、

【
鷹
講
】
20

誘
た
か
だ
ぬ
き
。
鷹
を
使
ふ
に
用
ひ
る
手
他
の
害
に
遠
ざ
か
る
喩
゜
〔
説
苑
‘
談
叢
〕
曾
子
日
、
鷹

袋
。
今
の
弓
懸
の
や
う
な
も
の
。
〔
呂
次
儒
、
義
鷹
記
〕
鷲
以
レ
山
為
レ
卑
、
而
壻
1

巣
其
上
一
籠
畢
魚
鼈
‘
以
レ
淵

雙
高
隅
こ
翌
鷹
臼
鷹
后
空
下
畷
〔
和
漢
三
オ
圏
為
レ
漫
‘
而
穿
―
―
穴
其
中
↓

會
、
兵
器
、
被
〕
鷹
講
‘
和
名
、
太
加
太
沼
岐
‘
使
レ
鷹
人
【
鷹
沙
】
33

衿
川
の
名
。
新
謳
省
焉
者
縣
の
境
。
回
語
に

所

レ

用

、

以

使

二

臀

不

＞

傷

也

。

て

珠

勒

都

斯

、

或

は

裕

勒

都

斯

と

い

ふ

。

今

の

土

爾

恩

【
鷹
爪
】
21

誘
〇
た
か
の
つ
め
。
〔
六
鞘
、
虎
餡
、
軍
用
〕
特
部
の
牧
地
。
「
鷹
飼
゜
〔
村
越
筆
記
〕
。

鷹
爪
方
胃
鐵
把
゜
〔
揚
雄
、
執
金
吾
巌
〕
如
"
虎
有
＞
牙
、
【
鷹
震
止
】
“
名
ウ
鷹
狩
に
用
ひ
る
鷹
を
飼
ふ
人
。
鷹
師
・

如
i

―
鷹
有
＞
爪
。
〔
白
居
易
、
放
鷹
詩
〕
鷹
翅
疾
如
レ
風
‘
鷹
【
鷹
狩
】

35g
飼
ひ
馴
ら
し
た
鷹
を
放
つ
て
鳥
を
捕
ヘ

爪
利
如
レ
錐
。
●
茶
芽
の
異
名
。
其
の
形
が
似
る
か
ら
名
る
狩
撒
。
〔
夜
据
物
語
〕
。

づ
く
。
〔
負
誼
雑
録
〕
北
苑
茶
‘
凡
茶
芽
散
品
、
最
上
日
ー
ー
小
【
鷹
隼
】
36

祖
デ
●
た
か
と
は
や
ぶ
さ
。
離
隼
。
〔
爾
雅
‘
糟

芽
一
如
雀
舌
鷹
爪
（
以
1

一
其
勁
直
織
銃
了
故
琥
"
茶
芽
↓
鳥
〕
鷹
隼
醜
‘
其
飛
也
輩
。
〔
穂
‘
月
令
〕
（
季
夏
）
行
―
―
冬
令
一

〔
楊
萬
里
、
以
1

一
六
一
泉
一
霙
―
―
雙
井
茶
＿
詩
〕
鷹
爪
新
茶
蟹
則
風
寒
不
レ
時
、
鷹
隼
蚤
鷲
゜
〔
漢
書
、
五
行
志
上
〕
立
秋
而

眼
湯
、
松
風
鳴
雪
免
峯
霜
。
「
皮
。
鷹
隼
撃
、
秋
分
而
微
霜
降
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
鷹
隼
鷲
‘

〖
鷹
爪
毛
〗22
y
i
n
g
'
c
h
u
a
3
 
m
a
o
2

毛
の
短
小
な
羊
則
衆
鳥
散
。
〔
新
書
、
證
〕
鷹
隼
不
―
―
鵞
睦
―
而
不
レ
逮
、
不
レ

〖
鷹
爪
功
〗23祖g
ナ
ウ
技
撃
家
の
武
術
の
名
。
指
を
ま
げ
出
—
紅
植
羅
→
〔
盟
鐵
論
、
刺
復
〕
王
温
舒
之
徒
、
以
―
―
鷹
隼

1

て
鷹
の
爪
の
や
う
に
す
る
こ
と
。
「
所
。
●
姓
氏
。
撃
―
―
殺
顧
↓
●
筆
力
の
つ
よ
い
形
容
。
〔
法
書
要
録
‘
三
‘

【
鷹
司
】
25

”
が
●
昔
‘
兵
部
省
に
屡
し
、
鷹
を
飼
っ
た
唐
徐
浩
論
書
〕
夫
鷹
隼
乏
レ
彩
‘
而
翰
飛
戻
レ
天
‘
骨
勁
而

【
鷹
師
】
”
喝
鷹
を
使
っ
て
鳥
免
な
ど
を
捕
へ
る
も
氣
猛
也
、
云
云
‘
駄
・
虞
為
―
―
鷹
隼
云
g
．
辞
為
＝
輩
誓
―
焉
。

の
。
鷹
匠
。
〔
北
魏
書
‘
后
妃
、
文
成
文
明
皇
渇
氏
博
〕
【
鷹
T

人
】
37

焚
鷹
を
放
つ
て
小
鳥
を
捕
へ
る
こ
と
を
業

於
レ
是
罷
―
―
鷹
師
曹
↓
〔
隋
書
‘
揚
―
帝
紀
上
〕
（
四
年
）
九
月
と
す
る
者
。
鷹
飼
。
鷹
匠
。
鷹
師
。
〔
遼
史
、
穆
宗
紀
二
〕
應

辛
未
‘
徴
1一
天
下
鷹
師
玉
悉
集
二
東
京
云
至
者
萬
餘
人
。
暦
十
七
年
夏
四
月
戊
辰
‘
殺

1一
鷹
人
—
敵
レ
魯
゜

【
鷹
視
】
27

匁
た
か
の
や
う
に
す
る
ど
く
み
る
。
狼
戻
【
鷹
垂
】
38

琵
清
、
周
綸
(
9
ー

3441
:
 
5
1
7
)

の
字
。

な
さ
ま
。
鷹
視
狼
歩
を
見
よ
。
〔
五
代
史
‘
唐
明
宗
家
人
、
【
鷹
涵

n39均
た
か
と
は
や
ぶ
さ
。
物
を
害
す
る
力
ぁ

秦
王
従
榮
傭
〕
其
為
レ
人
、
軽
蘭
而
鷹
視
。
る
も
の
の
喩
゜
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
北
望
諸
砒
‘
愧
鬼
離

〖
鷹
視
狼
歩
〗28
弱
し
狼
戻
な
さ
ま
。
〔
呉
越
春
秋
、
句
命
居
ら
之
、
鷹
鶴
之
所
レ
宅
也
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
‘
陰
皇

践
伐
呉
外
傭
〕
（
苑
）
鑑
為
レ
書
遺
レ
種
日
、
云
云
‘
夫
越
后
紀
〕
宮
閤
之
内
‘
既
若
レ
見
―
―
鷹
鶴
盃
既
無
二
顧
雖
之
徳
一

王
為
レ
人
、
長
頸
烏
喉
‘
鷹
視
狼
歩
‘
可
n

一
興
共
,
,
患
難
一
而
有
,
,
呂
霞
之
風
二
訓
i

峻
‘
廣
絶
交
論
〕
比
―
―
酌
首
1

以――

而
不
レ
可
1

一
共
慮
＞
築
‘
可
―
―
興
履
＞
危
、
不
レ
可
↓
一
興
安
↓
鷹
鶴
↓

【
鷹
皆
]
2
9
匁
●
た
か
の
嘴
゜
〔
本
草
、
鷹
〕
鷹
皆
及
爪
、
〖
鷹
鶴
志
〗

4
0認
お
り
た
か
や
は
や
ぶ
さ
が
鳥
雀
を
博

主
治
、
五
痔
‘
狐
魅
、
燒
灰
水
服
、
誠
器
。
●
茶
の
異
名
。
つ
や
う
に
猛
威
を
振
ふ
志
゜
〔
後
漢
書
‘
循
吏
‘
仇
覧
博
〕

13475 
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主
簿
聞
,
,
陳
元
之
過
二
小
レ
罪
而
化
レ
之
、
得
レ
無
レ
少
―
―
鷹

鶉
志
邪
‘
覧
日
、
以
為
鷹
鶴
不
レ
若
鸞
鳳
一

〖
如
＝
＝
一
鷹
鶴
之
逐
二
鳥
雀
―
〗

4
1
”9
7
0
5

窃
匁
．
ン
•
ヤ
；
猛
烈

に
奸
邪
を
誅
伐
す
る
こ
と
の
喩
。
〔
左
氏
、
文
、
十
八
〕

見
下
無
レ
幡
―
―
於
其
君
玉
只
誅
レ
之
‘
如
n

―
鷹
鶉
之
逐
―
―
鳥
雀
一

也
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
五
〕
視
レ
民
如
レ
子
、
見
―
―
不
仁
者
―

誅
レ
之
‘
如
ー
1

一
鷹
鶴
之
逐
―
―
鳥
雀
一
也
。

【
鷹
場
】
42

勺
鷹
狩
の
場
所
。

【
鷹
楕
】
43

悶
富
家
が
出
遊
の
時
‘
餞
食
を
運
ぶ
た
め
人

に
昇
が
せ
る
い
れ
も
の
。
〔
清
異
録
‘
餞
羞
〕
富
家
出
湘
‘

星
致
傑
具
瓦
畠
生
楳
楕
一
蒙
以
―
―
紫
碧
重
蒋
翠
衣
工
印
八

昇
レ
之
‘
其
行
列
之
盛
‘
有
レ
若
雁
行
肴
観
琥
為
―
―
鷹
楕
↓

【
鷹
娑
】
“
[
ゥ
川
の
名
。
新
櫃
省
焉
昔
縣
北
の
小
裕
勒

都
斯
河
。
唐
‘
此
慮
に
鷹
娑
都
督
府
を
お
く
。

【
鷹
馬
】
45

匁
●
た
か
と
う
ま
。
〔
日
本
外
史
‘
徳
川
氏

前
記
、
織
田
氏
下
〕
以
二
東
國
鷹
馬
↓
贈
―
―
遺
西
國
百
竺
西

國
虎
豹
皮
盗
呻
1

一
遺
東
國
↓
〇
鷹
狩
や
馬
術
‘
即
ち
武
を

錬
成
す
る
こ
と
。
〔
晉
書
‘
呂
光
載
記
〕
不
レ
架
二
讀
書
↓

惟
好
↓
―
鷹
馬
↓

【
鷹
坊
】
ぉ
雰
唐
代
‘
閑
底
使
の
管
す
る
五
坊
の
一
。
狩

撒
に
用
ひ
る
た
か
を
飼
養
す
る
所
。
〔
唐
書
‘
百
官
志
二
〕

閑
厩
使
押
―
―
五
坊
一
以
供
二
時
狩
{
-
日
鵬
坊
、
二
曰
鶴

坊
‘
―
二
曰
縞
坊
、
四
日
鷹
坊
、
五
日
狗
坊
。
〔
黄
颯
‘
得
レ
鵞

應
制
詩
〕
黄
傘
軽
陰
随
面
一
鳳
輩
↓
緑
衣
小
除
出
↓
―
鷹
坊
↓

【
鷹
庇
】
4
7
[
ゥ
漢
代
、
西
域
の
人
名
。
〔
史
記
、
衛
将
軍
鰈

騎
傭
〕
鷹
庇
総
細
涵
盃
喪
禽
梨
総
油
五
盆
喪

【
鷹
風
】
48

認
秋
風
を
い
ふ
。
〔
王
勃
‘
餞
ー
草
兵
曹
詩
〕

鷹
風
凋
,
,
晩
菓
「
蝉
露
泣
二
秋
枝
↓
〔
唐
文
獣
、
秋
日
懸
二

清
光
―
賦
〕
蝉
露
乍
暗
‘
鷹
風
未
レ
競
。
〔
事
物
異
名
録
‘
乾

象
風
〕
卓
氏
藻
林
‘
鷹
風
、
秋
風
也
、
古
詩
‘
鷹
風
凋
晩

葉

↓

「

同

じ

。

【
鷹
餅
】
49

y
i
n
g
'
p
i
n
g
3

メ
キ
シ
コ
弗
。
鷹
洋
(
5
2
)

に

【
應
野
】
5
0
"
ヵ

鷹

狩

を

い

ふ

。

「

名

。

〖
鷹
野
鳥
〗5
1
"乃

O
鷹
狩
で
得
た
烏
。
O
雉
子
の
異

【
鷹
洋
】
52

y
i
n
g
1
 
y
a
n
g
'

メ
キ
シ
コ
弗
。
メ
キ
シ
コ
銀

貨
。
メ
キ
シ
コ
か
ら
輪
入
し
た
銀
貨
。
面
に
鷹
を
刻
す
。

英
洋
、
又
は
正
英
を
い
ふ
。
重
さ
庫
平
七
錢
二
分
ニ
ニ
。

【
鷹
霜
向
】
53

誘

O
た
か
が
空
に
飛
揚
す
る
や
う
に
ゆ
つ

た
り
と
し
て
武
勇
を
奮
ふ
こ
と
。
雄
威
を
示
す
さ
ま
。

又
、
特
出
す
る
に
い
ふ
。
〔
詩
‘
大
雅
、
大
明
〕
維
師
尚
父
、

鳥

部

〔
十
コ
一
驚
〕

鷹

饂

鴬

時
維
鷹
揚
。
〔
博
〕
鷹
揚
‘
如
"
鷹
之
飛
揚
ふ
曳
〔
馬
瑞
辰

偶
箋
通
繹
〕
鷹
揚
、
古
以
指
1

西
欧
帥
玉
蓋
謂
、
以
―
―
師
尚
父
―

為
―
―
欧
帥
之
長
盃
則
繋
帥
英
不
―
―
奮
猜
一
如
―
―
鷹
揚
一
也
、
孫

氏
星
術
日
‘
揚
‘
嘗
1

二
讀
如
―
―
爾
雅
鸞
白
麿
之
鸞
↓
謂
レ
如
,
,

鷹
輿
る
鸞
、
作
レ
揚
者
、
省
借
字
耳
‘
今
按
後
漢
書
高
彪
作
レ

蔵
曰
‘
尚
父
七
十
‘
氣
冠
壬
一
軍
二
詩
人
作
レ
歌
‘
如
レ
鷹

如
レ
鶴
‘
鶴
卑
ぐ
鸞
白
鷹
1

同
類
‘
似
T

亦
分
二
鷹
・
楊
1

為
．
ニ

物
垢
鷹
揚
猶
ビ
ぞ
鷹
鶉
1

耳
、
則
古
説
レ
詩
者
、
蓋
亦
有
T

抄
揚
為
―
―
鸞
之
段
債
者
5

異
―
―
―
毛
傭
之
以
為
1

飛
揚
―

笑
゜
〔
後
漢
書
、
儒
林
下
‘
謝
該
傭
〕
今
尚
父
鷹
揚
‘
方
叔

翰
飛
゜
〔
後
漢
書
‘
劉
陶
傭
〕
進
乗
二
國
之
位
二
薦
l

揚
天

下
↓
〔
曹
植
‘
輿
―
―
呉
季
重
一
書
〕
足
下
鷹
―
―
揚
其
陸
↓
〔
曹

植
‘
輿
1
1

楊
徳
mJl
一
書
〕
昔
仲
宣
燭
―
―
歩
於
漢
南
ご
孔
障
鷹
,
,

揚
於
河
朔
↓
〔
隋
書
、
文
學
博
序
〕
苑
陽
虞
思
道
‘
安
平
李

徳
林
・
河
東
蒔
・
道
衡
・
趙
郡
李
元
操
・
距
鹿
魏
激
．
會
稽

虞
世
甚
•
河
束
柳
誉
•
吉
向
陽
許
善
心
等
‘
或
鷹
―
―
揚
河
朔
一

或
獨
一
歩
漢
南
一
倶
騎
―
―
龍
光
↓
拉
謳
―
―
雲
路
↓
●
勇
猛

な
兵
士
に
い
ふ
。
董
1

一
統
鷹
揚
-
(
5
6
)

を
見
よ
。
〔
班
固
｀

封
―
―
燕
然
山
一
銘
〕
鷹
揚
之
校
‘
蝸
虎
之
士
。
〔
隋
書
‘
楊
帝

紀
上
〕
（
六
年
六
月
）
士
辰
‘
厖
門
賊
帥
尉
文
通
‘
正
竺
衆

三
千
二
胚
於
莫
壁
谷
一
遣
-
1

鷹
揚
楊
伯
泉
五
テ
破
之
↓

＠
魏
武
帝
の
置
い
た
将
軍
の
琥
゜
〔
通
典
‘
職
官
典
＋

一
、
武
官
下
‘
雑
琥
将
軍
〕
鷹
揚
‘
後
漢
建
安
中
‘
魏
武

以
曹
洪
[
?
之
。
R
茜
誘
こ
せ
つ
か
な
い
こ
と
。
慾

ば
り
争
は
な
い
こ
と
。
括
淡
。
寛
裕
。
大
様
の
訛
゜

〖
鷹
揚
宴
〗5
4
琴
ャ
•
ウ
明
清
で
武
瑯
試
登
表
の
翌
日
に

行
ふ
、
監
射
王
考
執
事
各
官
、
及
び
及
第
者
の
宴
゜
贋

揚
の

O
に
本
づ
く
。
〔
故
事
成
語
考
、
科
第
〕
鷹
揚
宴
待
―
―

武
科
之
士
↓
〔
清
會
典
事
例
‘
證
部
、
貢
學
、
賜
燕
〕
凡
會

試
出
闇
筵
燕
之
穂
、
掲
瞭
翼
日
、
本
部
司
官
朝
服
偕
集
‘

視
―
―
設
席
↓
堂
後
楯
‘
設
―
―
主
考
官
・
知
貢
琴
・
監
場
副
都

統
席
一
同
行
｀
前
楯
設
本
部
尚
書
・
侍
郎
席
芦
凹
行
‘

輿
―
―
王
考
官
等
席
上
下
相
闊
、
毎
員
上
席
一
‘
堂
左
右
‘

設
―
―
同
考
官
・
監
試
・
監
場
参
領
、
及
本
部
執
事
司
官
席
一

均
中
席
‘
牧
―
―
掌
外
簾
四
所
官
席
一
均
下
席
、
露
曇
左
右
‘

設
嗚
賛
馨
官
・
監
門
・
巡
綽
管
官
塵
均
下
席
、
均
重
行

相
闊
‘
設
香
案
露
畳
前
闊
、
主
考
以
下
官
‘
咸
朝
服

集
午
門
外
↓

〖
鷹
揚
之
任
〗5
5
厄
ヴ
焚
将
軍
の
任
を
い
ふ
。
〔
後
漢

書
‘
陳
編
博
〕
臣
無
-
1

文
武
之
オ
芦
皿
恭
1

一
鷹
揚
之
任
↓

〖
葦
―
―
統
鷹
揚
―
〗

5
6
昇
認
”
勇
猛
な
兵
士
を
た
だ
し

す
べ
る
。
〔
陳
琳
、
為
1

一
哀
紹
釦
5
-

―
豫
州
1

文
〕
董
"
統
喝

揚
ぢ
押
除
凶
逆
↓

【
鷹
桶
】
5733977

案
山
子
の
類
。
と
り
お
ど
し
。
〔
天
工
開

物
‘
乃
粒
、
稲
災
〕
立
レ
標
瓢
―
―
揚
鷹
桶
盃
耶
雀
可
レ
蔽
矢
゜

【
鷹
瞬
】
58

げ
た
か
の
や
う
に
み
る
。
鷹
瞬
鶉
視
を
見

ょ
〖
鷹
瞬
鴨
視
〗59
勾
匁
鷹
鴨
が
物
を
視
る
や
う
に
人

を
視
る
目
の
威
容
あ
る
さ
ま
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
狂
趣

振
揆
‘
鷹
瞬
鴨
視
。
〔
注
〕
翰
曰
‘
瞬
、
目
精
也
、
言
‘
壮
勇
之

士
如
鷹
鴨
之
且
以
視
レ
人
。

【
養
レ
鷹
】
60

力
が
鷹
を
飼
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
呂
布
博
〕
讐

如
レ
養
レ
鷹
‘
飢
即
為
レ
用
、
飽
則
磯
去
。

【
鷹
案
頂
】
6
1
"
パ
ク
ワ
山
名
。
浙
江
省
海
墜
縣
の
南
。
前

は
激
湖
に
臨
み
、
後
は
大
海
に
臨
む
。
「
手
袋
゜

【
鷹
手
貫
】
6
2
"
？
古
、
鷹
を
使
ふ
と
き
に
用
ひ
た
革
の

【
鷹
頭
蠅
】
63

厄
，
パ
勺
た
か
の
頭
に
と
ま
っ
た
は
へ
。
臣

が
君
の
威
を
か
り
て
下
民
を
お
ど
す
喩
゜
〔
唐
書
‘
魏
元

忠
博
〕
君
側
之
人
、
衆
所
1

一
畏
濯
盆
m
謂
鷹
頭
之
蠅
、
廟
垣

之
鼠
者
也
。

【
鷹
把
式
】
64
y
i
n
g
'
p
a
'
s
h
i
h

鷹
を
使
ふ
人
。
鷹
匠
。

【
鷹
背
狗
】
65

互
ウ
ハ
イ
犬
に
化
し
た
鷹
の
子
の
名
。
綴
耕

録
‘
巻
七
に
見
ゆ
。
〔
韻
府
引
、
西
域
記
〕
早
鶴
一
産
さ
―

卯
者
、
内
有
二
卵
化
＞
犬
‘
短
尾
灰
色
‘
輿
レ
犬
無
レ
異
‘

但
尾
背
有
羽
毛
散
臨
耳
‘
随
―
―
母
影
―
而
走
‘
所
レ
逐

無
示
＇
レ
獲
査
謂

1

一

之

鷹

背

狗

↓

「

0
)

の
琥
゜

【
鷹
阿
山
樵
】
66

焚
炉
清
‘
戴
本
孝
(
5
|
1
1
6
8
5
 :
 2
1
 

【
鷹
化
為
レ
鳩
】
67

↓
り
り
臼
し
テ
鷹
が
郭
公
に
妻
る
。
仲
春

の
節
を
い
ふ
。
〔
請
‘
月
令
〕
仲
春
之
月
、
云
云
‘
始
雨
水
、

桃
始
華
‘
倉
庚
鳴
‘
鷹
化
為
レ
鳩
゜
〔
注
〕
鳩
‘
博
穀
也
。

【
鷹
見
爽
鳩
】
68

”
”
が
三
河
の
人
。
本
姓
は
石
川
。
名

は
正
長
。
字
は
子
方
。
通
梢
は
三
郎
兵
衛
゜
琥
は
爽
鳩

子
、
荻
生
祖
棟
に
師
事
す
。
官
は
田
原
藩
儒
。
志
を
経

清
の
學
に
留
め
‘
和
漢
の
法
律
・
刑
名
・
政
書
・
儀
制
の

類
に
通
じ
、
最
も
詩
に
長
ず
。
享
保
―
一
十
年
歿
、
年
四
十

六
。
著
に
爽
鳩
遺
稿
・
爽
鳩
詩
稿
・
詩
笠
・
或
問
珍
が
あ

る
。
〔
先
哲
叢
談
、
後
、
三
〕
．
〔
近
代
名
家
著
進
目
録
〕
．

〔
國
書
解
題
〕
。

【
鷹
見
星
皐
】
6
9
"
り
が
江
戸
の
人
。
名
は
允
。
字
は
子

允
。
通
梢
は
市
郎
右
衛
門
。
琥
は
星
皐
・
翠
竹
園
。
文
化

小

或

日

O
尾
長
鳥
。
山
鵜
。
か
さ

糧
さ
ぎ
に
似
て
色
黒
く
、
文
采

緊
萩
魯

あ
り
、
賭
脚
が
赤
い
。
〔
説
文
涵
曲
‘
翰
鶯
、
山
鵜
、

知
来
事
鳥
也
、
松
鳥
學
省
臀
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕

鶯
‘
山
閥
。
〔
注
〕
似
レ
鵜
而
有
1

丑
念
整
長
尾
紫
髄

赤。

O
鶯
鳩
は
‘
こ
ば
と
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
一
曰
‘
鶯

鳩
‘
小
鳩
。
参
或
は
俎

(11|
 4
2
1
7
3
)

に
作
る
。

〔
説
文
〕
鶯
‘
傑
‘
鶯
或
八
レ
佳
。
口
鶯
鳩
は
‘
小
ば

と
。
或
は
學
(
3
-
7
0
3
3
)
・

嚢

(11|
 4
2
1
7
3
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
鶯
鳩
‘
小
鳩
也
‘
或
作
二
學
・
嚢
↓

〔
荘
子
‘
逍
遥
遊
〕
鯛
卑
ハ
―
―
學
鳩
―
笑
レ
之
。
〔
繹
文
〕

カ
ク
〔
集
韻
〕
轄
覺
切
圏
[

日
ガ
ク

T
u
ぜ

h
s
t
i
e
h
2

口

ア

ク

〔

集

韻

〕

乙

角

切

卿

ロ

オ

ク

〔

集

韻

〕

烏

臨

切

因

冤

早

ヨ

ク
國
[
[
／
集
韻
〕
戸
八
切
謡
一

冨
塁
デ
イ
[

5店
註

論

字

。

〔

正

字

八
年
十
月
三

H
歿
す
。
年
六
十
一
―
-
。
鷹
見
爽
鳩
に
師
事

す
。
三
河
田
原
藩
の
老
臣
。
爽
鳩
の
孫
。
著
に
月
泉
吟

社
稿
校
刊
•
四
慮
簡
明
目
録
経
部
校
刊
・
春
秋
五
論
校

刊
・
掌
中
詩
礎
・
掌
中
詩
語
・
翠
竹
園
吟
稿
・
有
明
館
経

史
説
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。

【
鷹
挙
―
燕
雀
-
]
7
0
"
”
勾
’
、
ヤ
ク
君
に
無
藉
を
は
た
ら
く

喩
。
又
、
猛
威
を
振
ふ
意
。
〔
通
俗
編
、
禽
魚
‘
鷹
摯
孟
燕

雀
〕
見
元
曲
漁
樵
阻
按
‘
左
博
威
文
仲
曰
‘
見

L
央

礎
f
君
ふ
只
如
鷹
鶴
之
経
鳥
雀
二
郎
斯
義
也
、
流
俗

訛
―
其
語
五
ピ
鷹
摯
雁
狐
義
不
レ
可
レ
解
。

【
鷹
捧
番
洋
】
n

y
i
n
g
'
p
'
e
n
g
3
 
f
a
n
'
y
a
n
g
'

メ
キ

シ
コ
弗
。
鷹
洋
(
5
2
)

に
同
じ
。

【
鷹
飽
不
拿
免
】
72

y
i
n
g
'
p
a
o
3
 pu• 

n
a
2
 t'u• 

も
飽
け
ば
免
を
捕
へ
な
い
。
足
る
を
知
る
喩
゜

鷹

八
八
〇

13476 



(47379・・1) (47389) 

r —~ 
鵬
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47380 

鳥

部

學
、
本
又
作
レ

鶯
。
口
尾
長

鳥
。
〔
集
韻
〕

鶯
‘
鳥
名
、
山

鵠
也
。
國
鳥

の
名
。
鶴
（
1
2

|
 
4
7
1
9
8
)
に

同
じ
。
〔
集

韻
〕
髄
‘
鶴
鳩
‘
鳥
名
、
似
レ
鵠
‘
或
作
レ
鶯
。
歴
う

そ
。
小
鳥
の
名
。
紫
は
短
黒
。
頭
と
尾
は
深
黒
‘

頸
は
深
紅
で
、
腔
は
赤
味
を
帯
び
た
灰
色
。
美
し

い
瞥
で
嗚
く
。
う
そ
ど
り
。

[
鸞
鳩
】
1

訂
烏
の
名
。
じ
ゆ
ず
か
け
ば
と
。
小
鳩
。
又
、

韓
じ
て
、
小
人
の
喩
。
鶯
鳩
笑
-
1

大
鵬
1

を
見
よ
。
〔
婢
雅
‘

秤
鳥
〕
腿
鳩
‘
云
云
‘
一
名
鶯
鳩
‘
荘
子
所
謂
‘
蠣
輿
―
―
鶯

蝸
笑
レ
之
者
、
是
也
‘
云
云
‘
又
其
短
尾
、
青
黒
色
、
多
レ

臀
故
‘
此
一
名
―
―
鳴
鳩
一
也
。
〔
晉
書
‘
玩
脩
傭
〕
志
存
―
―
天

地
↓
不
レ
屑
―
―
唐
庭
涵
烏
鳩
仰
笑
‘
尺
鵜
所
レ
軽
゜

〖
鶯
鳩
笑
レ
鵬
〗
2

誇
昇
ラ
7

鶯
鳩
笑
天
鵬
に
同
じ
。

〖
鶯
鳩
笑
二
大
鵬
―
〗
3

誇
砂
打
小
さ
い
鳩
が
大
き
い

鵬
を
笑
ふ
。
小
人
が
反
つ
て
偉
人
の
行
為
を
笑
ふ
喩
゜

〔
荘
子
、
逍
遥
遊
〕
鵬
之
徒
―
―
於
南
冥
一
也
、
水
撃
―
―
一
千
里
、

博
"
扶
揺
而
上
者
九
萬
里
、
去
以
天
月
1

息
者
也
、
云

云
‘
蜻
輿
―
―
鶯
鳩
笑
レ
之
日
、
我
決
起
而
飛
‘
槍
―
―
楡
枯
一

時
削
不
レ
至
‘
而
控
於
地
1

而
已
英
、
羹
以
之
―
―
九
萬
里
一

而
南
為
。
〔
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
賤
反
軽
レ
貴
‘
似
三
鶯

鳩
反
笑
1

一
大
鵬
↓

【
鶯
替
】
4

芍
新
年
に
筑
前
太
宰
府
及
び
東
京
編
戸
の

天
涌
宮
で
、
正
月
七
日
（
太
宰
府
）
・
ニ
十
四
日
・
ニ
十
五

日
（
亀
戸
）
に
行
ふ
紳
事
。
嘗
日
参
詣
人
が
互
に
木
造
の

鶯
を
と
り
替
へ
る
。ド

ヴ
ヌロダ
ウ

旦
「
ヤ
ヴ

日
口
ひ
し
く
ひ
が
ん
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
鳥
名
、
鴻
也
。

〔＋―-＿蜜〕

八
八

〔
玉
篇
〕
女
冬
切
困

〔
集
韻
〕
濃
江
切
戸
』

冨】[イ

魏
暢
は
、
む
さ
さ
び
。
〔
廣
雅
‘
秤
鳥
〕
蒻
鴨
‘
飛

鵜
也
。

ル以

窟
芦
0
鳥
の
名
。
鵠
の
小
さ
い
も
の
。
或
は
雛
(
1
1
|

4

 

2
1
7
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻

h
箔
‘
鳥
名
、
鵠
小
者
‘
鵜
、

或
炊
レ
佳
。
●
鶴
の
別
名
。
〔
廣
韻
〕
縞
‘
鴇
鳥
‘
鶴

別
名
也
。
参
脊
令
の
別
名
。
〔
字
彙
〕
鵡
‘
稿
鳥
、
脊

鵠
別
名
。
⑲
鵠
(
1
2
-
4
6
7
7
0
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鶴
俗
鵠
字
。

【
稿
鴻
】
1

秒
パ
鳥
の
名
。
識
鵬
の
異
名
。
〔
本
草
、
開
鶴
〕

秤
名
、
須
屎
、
水
駕
、
鵡
鳩
‘
可
鴨
、
油
鴨
゜

【
魏
】
〖
〔
集
韻
〕
力
求
切
甲
〗

〔
集
韻
〕
於
記
切
甲
q

鶉
鵡
は
‘
つ
ば
め
。
或
は
雌
(
1
1
-
4
2
1
6
9
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鶉
鵡
‘
鳥
名
、
或
八
レ
佳
゜
〔
荘
子
‘

山
木
〕
鳥
莫
レ
知
於
鵜
鵡
↓
〔
繹
文
〕
鶉
鵡
‘
燕
也
。

鶯

鵡

鵡

蒻

魏

鶉

魏

躾

鷺

誂

辮

〔
集
韻
〕
博
厄
切

レ
イ
リ
ャ
，
ウ

（會 llllオ三） 鶯

面】叫
国國口口日
カカカケカゲガエア
イチツチツチッチツ

〔
集
韻
〕
乙
轄
切

〔
集
韻
〕
牛
轄
切

〔
集
韻
〕
居
轄
切

〔
集
韻
〕
居
掲
切

麿闘醒園

〔
集
韻
〕
居
太
切
屠

曰
口
匡
固
固
競
鵡
は
、
も
ず
に
似
て
小
さ
い
鳥
。

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
‘
鶏
伯
芳
也
‘
注
〕
似
五
『
鵡
一
而
大
。

〔
繹
文
〕
字
林
云
‘
醸
鵡
‘
似
二
伯
努
―
而
小
。

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
閲
]

〔
本
草
‘
燕
〕
繹
名
、
鶉
鵡
゜

【
鶉
鵡
巾
】
1
"
グ
燕
の
形
を
し
た
巾
。
〔
劉
敵
‘
公
是
集
〕

鶉
鵡
巾
詩
自
注
、
余
卒
意
作
レ
之
、
以
便
レ
骨
9
暑
‘
其
形

製
如
レ
燕
也
。

冨】亨
鷹
の
凰
。
〔
玉
篇
〕
鶴
、
鳥
名
。
〔
山
海
経
‘
大
荒

南
経
〕
赤
水
之
東
有
二
蒼
梧
之
野
玉
妥
有
↓
應
鷹
賣
↓

〔
注
〕
賣
‘
亦
鷹
隔
゜

子
鍋
は
‘
ほ
と
と
ぎ
す
。
〔
字
彙
〕
鱗
‘
子
規
鳥
也
。

〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕
矩
秩
糖
嶼
子
蛾
呼
焉
。
〔
注
〕

躾
‘
郎
子
規
也
。

【
鷺
芦

〔
玉
篇
〕
昔
頁

〔
字
彙
〕
居
為
切
図

日
口
鷺
鵬
は
‘
か
い
つ
ぶ
り
。
鰤
(
1
2

~
4
7
3
8
9
)
•
開
(
1
2|
 
4
7
3
8
8
)

に
同

じ
。
〔
説
文
〕
辮
‘
辮
職
也
‘
炊
レ
鳥
辟
瞥
。
〔
集
韻
〕

辮
‘
亦
書
作
レ
鷺
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
僻
‘
按
‘
方
言

作
レ
鷺
‘
張
衡
南
都
賦
作
レ
臨
。

【
鷺
鵜
】
1

ぢ
水
鳥
の
名
。
鷺
鵬
(

3

)

に
同
じ
。
〔
張
望
‘

鷺
鵜
賦
〕
惟
鷺
鵜
之
小
鳥
‘
託
―
―
川
湖
1

以
繁
育
。

【
鷺
鶉
】
2

ぢ
[
鳥
の
径
講
鱗
鷺
鶴
に
同
じ
o

【
鷺
鵬
]
3
1
ぢ
•
水
鳥
の
名
。
か
い
つ
ぶ
り
。
に
は
ど
り
。
む

ぐ
り
。
巧
に
浦
泳
し
、
水
中
に
潜
没
す
る
。
〔
方
言
、
八
〕

野
鞄
‘
其
小
而
好
浚
一
水
中
一
者
、
南
楚
之
外
謂
―
―
之
鷺
鵬
↓

〖
鷺
鵬
膏
〗4
が
[
-
T
イ
か
い
つ
ぶ
り
の
あ
ぶ
ら
。
鵬
励
膏

厨
い

口日
ヒハビ，ヘ
＇ ヤクヤキ
クク

〔
集
韻
〕
蒲
歴
切
國

／
 

父
I

p'i• 

闘

冨】[キ ヵ

冨
丑
ヘ
キ
・
ハ
ク

ヘ
キ

日
ヒ
，
ヤ
ク

、
ク

ロ
い
，
ヤ
ク

ヘ
キ

冨
母

ヒ
ぶ
‘
ク

国囲
ヒ

〔
集
韻
〕
必
益
切

〔
集
韻
〕
博
厄
切

〔
集
韻
〕
匹
歴
切

〔
方
言
注
〕
＿
音
避

El隅
鶴
は
‘
こ
ば
と
。
〔
方
言
‘
八
〕
鳩
、
自
レ
闘
而

束
、
周
鄭
之
郊
、
韓
魏
之
都
‘
云
云
‘
其
鍍
鳩
謂
二

之
醗
戟
↓
□
曰
●
開
鵬
は
‘
か
い
つ
ぶ
り
。
〔
廣

雅
‘
繹
鳥
〕
開
鶴
、
鶴
鵬
也
。
●
辮
(
1
2
-
4
7
3
8
9
)

に
同
じ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
郡
、
説
文
作
レ
僻
゜
●
鷺

(
1
2
 |
 
4
7
3
8
7
)
に
同
じ
。
〔
中
華
華
大
字
典
〕
辮
‘
按
‘

方
言
作
レ
鷺
‘
張
衡
南
都
賦
作
レ
臨
。
國
議
紙
は
‘

に
は
と
り
。
〔
方
言
‘
八
〕
維
‘
陳
楚
宋
魏
之
間
、

訊
之
誂
岨
〔
注
〕
避
祗
雨
音
。

【
醗
鵜
】
1

[

＂
水
鳥
の
名
。
か
い
つ
ぶ
り
。
鷺
鶴

(
1
2
ー

4
7
3
8
7
 :
 3
)
に
同
じ
。
〔
禁
邑
‘
短
人
賦
〕
雄
刑
維
合
鵞
議

鵜
、
鶴
鳩
勘
分
猜
鵜
雌
゜
〔
杜
甫
‘
奉
1

一
贈
太
常
張
卿
均
一

二
十
韻
詩
〕
建
筆
凌
,
,
鶴
鵡
↓
鈷
鋒
廷
翌
議
鵜
↓

〖
誂
鵜
泉
〗2
穴
テ
ィ
泉
の
名
。
受
降
城
の
北
に
あ
り
。

〔
唐
書
‘
地
理
志
一
〕
翌
州
‘
云
云
‘
西
受
降
城
‘
云
云
‘

北
三
百
里
、
有
1

一
議
鵜
泉
↓

【
醗
鵠
]
3
1
□
"
鳥
の
名
。
鷺
礁
゜
鷺
鵬
(110
ー

4
7
3
8
7
:
 3
)
 

に
同
じ
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
鶏
開
議
鵜
‘
鶴
競
鵜
麒
°

【
叢
鵬
】
4

汀
水
鳥
の
名
。
か
い
つ
ぷ
り
。
鷺
鶴
゜
〔
本

摩
諮
鵬
〕
繹
名
、
須
屎
、
水
鴛
‘
鴇
鳩
‘
可
鴨
‘
油
鴨
゜

〖
醗
鶴
膏
〗5
がtテ
イ
か
い
つ
ぶ
り
の
あ
ぶ
ら
。
刀
剣

に
塗
つ
て
鑢
を
防
ぐ
。
鷺
鶴
膏
゜
〔
本
草
‘
議
鵬
〕
集
解
、

蔽
器
曰
‘
云
云
‘
其
膏
塗
―

h
紬
が
不
レ
繍
‘
績
英
華
詩
云
‘

馬
嘩
首
栢
葉
‘
剣
螢
開
鵬
膏
‘
是
也
。

7
 

議
(
1
2
-
4
7
3
8
8
)
に
同
じ
゜
＿

47

〔
篇
海
類
編
〕
鰯
、
同
レ
隅
。

1

蒻園闘

1
2
ー

4
7
3
8
8
:
 5
 J

に
同
じ
。
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國国口日
ソ之ドトダタゾシ
クヨクククククヨ'
ク ク

鳥

部

〔
十
三
藍
〕

〔
集
韻
〕
殊
玉
切
図

＞
 

戸

x
s
h
u
3
 

〔
集
韻
〕
直
角
切
卿
g

〔
集
韻
〕
徒
谷
切
闊
『

〔
集
韻
〕
朱
欲
切
図
砥

冠】
g

こ
ば
と
。
或
は
鶏
(
1
2
|
 
47107)• 

薙
(
1
1
ー

4
2
0
8

9
)

に
作
る
。
〔
方
言
‘
八
〕
鳩
‘
云
云
、
自
レ
隅
而
西
‘

秦
漢
之
間
、
謂
一
之
槌
鳩
↓
其
大
者
謂
―
―
之
雅
鳩
一

其
小
者
謂
二
之
弱
鳩
云
或
謂
二
鵠
鳩
↓
〔
集
韻
〕
剋
、

或
作
―
―
鶏
・
薙
↓

冨
i
】

a

〔
集
韻
〕
虞
曳
切
函

ヵ
x
こ

luo'

〔
集
韻
〕
魯
果
切
碑
幽

曰
口
●
過
嶽
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。
〔
方
言
‘
八
〕
桑

飛
、
自
レ
購
而
東
謂
―
う
之
工
爵
「
或
謂
1

一
之
過
厩
↓

〔
注
〕
即
鵡
鶉
也
。

O
須
鳳
は
‘
に
ほ
ど
り
。
か
い
つ

ぶ
り
。
〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
鶴
、
須
巖
゜
〔
注
〕
鵬
‘
鷺
鶴
゜

〔
集
韻
〕
嶽
‘
須
鼻
、
鳥
名
‘
鷺
鵬
也
、
似
レ
兒
而
小
。

ア，ウ
ォ
，
ウ

冠
写
鳥
の
名
。
〔
字
彙
〕
鵡
、
鳥
名
。

ケ
イ

冨

】

畑

滴
鵡
は
‘
を
し
ど
り
。
或
は
躾
(
1
2
ー

4
7
2
1
0
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鵡
‘
瀾

鵡
水
鳥
‘
或
作
涵
゜

【
灘
鵬
】
1

朽
＇
が
水
鳥
の

名
。
瀧
鷲
(

4

)

に
同
じ
。

〔
太
平
御
覧
‘
羽
族
部
十

二
、
瀾
鶴
〕
臨
海
異
物
志

日
‘
瀾
鵬
、
水
鳥
。 国

ラ
日
ラ

ギキ

（會園オ三）鶴瀾

鵡

隣

週

巖

閥

渇

艤

鵜

瀾

混

鶉

鵡

蝶

鵞

〔
集
韻
〕
渠
惟
切
甲
凶

〔
字
彙
〕
烏
老
切
饂
B

〔
集
韻
〕
牽
霙
切
く一

巳圏

鵬
(
1
2ー

4
7
3
9
0
)

に
同
じ
。
〔
篇

【

闊

】

呻

‘
X
ヨ
ク
海
類
編
〕
鱗
、
同
レ
鵬
゜

鵠
鵜
鳥
は
‘
し
ら
さ
ぎ
。
春
銀
(
9
ー

3
0
1
9
5
:

1

ー
【
驚
】
[

8
)
•春
鋤
(
9
-
3
0
1
9
5

:
 1
9
)

に
同
じ
。
通
じ
て
鉗

(
1
1
-
4
0
2
9
7
)
・
 
鋤
(
1
1
|
 4
0
4
8
0
)

に
作
る
。
〔
集

冨

】

[

げ

〔
集
韻
〕
林
魚
切
圏

冨

】

E

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鎚
‘
鳥
名
。

冨

】

E

サ
ン

〔
集
韻
〕
蒼
案
切
四
g

冨

】

a
チ
ョ
ク
"
[
[
い

][O)に同
し
。
〔
正

艤
(
1
2ー

4
7
3
9
6
)
に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
鵜
、
同
レ
艤
゜

ギ

【
艤
】
喧
ギ
〔
巣
韻
〕
魚
直

9
図

〖
灘
鶴
庖
〗2
勺

J

ペ
キ
さ
か
づ
き
の
名
。
〔
五
代
史
‘
唐
荘

宗
紀
〕
存
品
年
十
一
‘
従
―
―
克
用
証
5
-
1

王
行
喩
玉
遺
獣
―
―
捷

子
京
師
盃
昭
宗
異
1

一
其
状
貌
盃
賜
以
,
,
鴻
鶴
尼
翡
翠
盤
一

〖
瀬
鵬
木
〗3
訂
＋
ヨ
ク
西
蕃
に
産
す
る
木
の
名
。
〔
格
古

要
論
、
異
木
論
〕
瀾
鵬
木
、
出
―
―
西
蕃
石
其
木
‘
一
半
紫
褐
色
、

内
有
―
―
蟹
爪
紋
ご
半
純
黒
‘
色
如
レ
烏
‘
木
有
レ
距
者
償
高
。

【
鵡
鷲
】
4

"

が
水
鳥
の
名
。
を
し
ど
り
に
似
て
梢
；
大
‘

材
は
五
彩
交
つ
て
紫
色
が
多
い
。
漉
鷲
。
〔
本
草
‘
濁
驚
〕

秤
名
、
淫
鴨
‘
紫
鴛
鵞
、
時
珍
日
、
此
鳥
専
食
二
短
狐
ご
n

淫
中
赦
逐
―
―
害
物
1

者
、
云
云
、
其
形
大
二
千
鴛
鵞
一
而
色

多
レ
紫
‘
亦
好
並
遊
‘
故
謂
,
,
之
紫
鴛
驚
一
也
。
〔
左
思
‘
呉

都
賦
〕
瀾
鷲
鵬
鵜
。
〔
注
〕
劉
日
、
浪
鷲
、
水
鳥
也
。

小
駿
艤
は
‘
き
ん
け
い
て
う
。
〔
説
文
〕

豪
艤
‘
駿
艤
也
、
炊
レ
烏
義
督
、
秦
漢
之

闘
初
‘
侍
中
冠
駿
艤
↓

盲
】
[

韻
〕
鋤
、
春
鵜
、
鳥
名
‘
鷺
也
、
通
作
レ
鋤
゜
〔
中
華
大

辞
典
〕
按
、
爾
雅
繹
鳥
、
作
1

云
品
央
説
文
鷺
下
段

注
、
春
鉗
者
‘
謂
二
其
状
俯
仰
如
レ
春
如
＞
鋤
゜

冠】
5

国
ヶ
，
ウ

國
ヶ
ヴ

ロ
ケ
キ
キ
，
ヤ
ク

口
ヶ
，
ウ

口日
ゼセゲク，
ンンンワ

ン

〔
集
韻
〕
胡
闘
切
軍
i囲

〔
中
華
大
辞
典
〕

旬
宣
切

〔
集
韻
〕
胡
闘
切

□
●
饒
り
と
ぶ
。
〔
正
字
通
〕
鵡
、
饒
飛
也
。
●
通

じ
て
罰
(
9
ー

2
8
8
2
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鵡
、
通

作
レ
罰
。
口
国
鵡
目
は
、
水
鳥
の
名
。
通
じ
て
旋
(
5

ー

1
3
6
5
6
)
に
作
る
。
躁
（
1
2
ー

4
7
4
0
2
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
鵡
‘
鵡
且
‘
水
鳥
、
通
作
レ
旋
゜
〔
集
韻
〕
賑
‘

水
鳥
名
、
紅
白
深
目
、
目
傍
毛
長
‘
亦
書
作
レ
鵡
゜

日
口
水
鳥
の
名
。
又
‘
鵡
(
1
2
-
4
7
4
0
1
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鱗
、
水
鳥
名
、
紅
白
深
目
、
目
傍
毛
長
‘

亦
書
作
レ
鵡
゜

【
鰈
目
】
1

翌
し
乃
鳥
の
名
。
〔
史
記
‘
司
馬
相
如
博
〕
鮫

鯖
膿
目
。
〔
注
〕
集
解
日
‘
徐
廣
日
‘
膿
｀
＿
音
環
‘
索
隠
曰
‘

郭
環
云
‘
膿
目
‘
未
レ
詳
‘
小
顔
云
‘
荊
郡
間
有
二
水
鳥
一

大
;
四
葛
而
短
尾
、
色
紅
白
‘
深
目
、
目
妾
毛
皆
長
而

旋
‘
此
其
是
乎
‘
躁
‘
＿
音
旋
、
漢
書
亦
作
綻
目
↓

〔
集
韻
〕
吉
歴
切
躙

〔
集
韻
〕
吉
弔
切
直
[
-

〔
集
韻
〕
吉
了
切
回
g

〔
集
韻
〕
堅
尭
切
圏

国口口
ゲク，ゼセケ
ンワンンン
ン

〔
中
華
大
字
典
〕

察
縁
切

〔
集
韻
〕
旬
宣
切

厨固囲

八
八

13478 
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47408 

【鵜】
g

鳥

部

ク
ク
〔
集
韻
〕
直
格
切
声
f

ヂ

ャ

ク

出

色

c
h
e
2

日
セ
ン

□
タ
ン

【鶴】臼キ，ヨ

冨】
g

久
ワ

【瀧】叩

コ
ッ

鵜
(
1
2
1
 4
7
3
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵜
、
或
作
レ
鶴
。

日
口
国
國
わ
か
た
か
。
鵡
鵬
。
烏
に
似
て
蒼
白

色
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鷲
‘
鴎
鵬
゜
〔
注
〕
似
レ
烏
‘
蒼
白

色
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
酉
陽
雑
俎
云
‘
驚
‘
色
黄
、
一

髪
為
,
,
青
趙
帯
,
,
灰
色
す
又
日
、
白
唐
、
唐
者
黒
色

也
‘
謂
孟
1

斑
上
有
,
,
黒
色
二
髪
為
,
,
白
膳
面
竺
雑
俎

説
五
是
鷹
陽
也
‘
或
云
‘
郎
阿
濫
堆
‘
未
レ
知
二
其
審
↓

〔
集
韻
〕
古
禾
切
卿
i

議
巖
は
‘
た
く
み
ど
り
。
或
は
蝸
(
1
2
|
 4
7
1
0
2
)
 

に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
鵜
轟
、
エ
雀
也
。
〔
集

韻
〕
鶉
‘
或
省
。

〔
集
韻
〕
之
廉
切
闊

〔
集
韻
〕
観
敢
切
國
i-

日
口
鳥
の
名
。
或
は
雛

(11ー
4
2
1
7
7
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
、
利
青
黄
色
、
或
炊
レ
佳
。
〔
山
海

経
、
海
外
西
経
〕
女
祭
女
戚
‘
云
云
‘
鳶
鳥
鶴
鳥
‘

其
色
青
黄
、
所
レ
経
國
亡
。

●
鶉
鵬
は
‘
な
つ
て
う
。
が
ら
ん
て
う
。
或
は
帷

(11

|
 4
2
1
6
8
)

に
作
り
、
通
じ
て
澤
(
7
-
1
8
3
8
3
)

に
作

る
。
〔
爾
雅
、
繹
鳥
蘊
t

‘
鶉
鵜
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
、

鵜
煽
也
、
或
ハ
レ
佳
、
通
作
レ
澤
゜
●
鵜
鵡
は
、
み
ぞ

〔
十
三
蓋
〕

鶴
(
1
2
-
4
7
1
9
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
渾
、
同
レ
鵠
゜

1
7
0
)

に
作

る
。
揃
文

は
鵬
（
1
2

ー

4
7
4
4
8
)
、

古
文
は
膳

(
1
2
ー

4
6
8

瀧

鶏

鶴

鵬

鵜

鶴

鵡

鶴

鶉

鸞

鵜

鵜

鵡

鵞

鶴

鵠

鶴

-"""'7~ 

穏
い
騒
[

【鶴】血
【鵡】叩

口
ヶ
ン

日
セ
ン

ラ
イ

【
鵬
】
徊
グ
〔
集
韻
〕
元
倶
切

鼠l

鶴

ご
ゐ
さ
ぎ
。
ひ
の
く
ち
ま
も
り
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
鴨

鵡
、
烏
名
、
常
在
澤
中
五
含
主
守
之
官
↓
〇
鷲
鶴

は
‘
ふ
ふ
ど
り
。
〔
方
言
‘
八
〕
属
鳩
‘
云
云
‘
東
齋

海
岱
之
間
‘
謂
,
,
之
戴
南
盃
E

猶
レ
鴛
也
、
或
謂
二
之

鷲
鶏
↓
〔
箋
疏
〕
是
繹
ー
属
鳩
之
別
名
盃
ざ
郎
爾

雅
之
鷲
‘
一
名
澤
虞
者
↓

●
鵜
鶴
は
‘
み
ぞ
ご
ゐ
さ
ぎ
。
ひ
の
く
ち
ま
も

り
。
通
じ
て
虞
(
9
|
3
2
7
2
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鵬
、
鵜
鶴
、
鳥
名
‘
常
在
澤
中
一
象
主
守
之
官
「

通
作
レ
虞
。
●
蒼
鵬
は
‘
妖
鳥
の
名
。
う
ぶ
め
ど

り
。
め
の
と
ど
り
。
乳
母
鳥
。
〔
正
字
通
〕
鵬
、
蒼

鵡
妖
鳥
也
、
一
名
鬼
車
鳥
、
一
名
九
頭
鳥
、
状

如
鶴
璽
大
者
翼
廣
丈
許
‘
萱
盲
夜
瞭
‘
見
1
1

火

光
細
躍
手
。

鵜
(110
-
4
7
4
6
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鵡
‘
俗
鵜
字
。

〔
集
韻
〕
諸
延
切

oo

出
ヰ

c
h
a
n
'

〔
集
韻
〕
稽
延
切

oo

日
口
は
や
ぶ
さ
。
と
び
の

隔
。
鵜
風
。
或
は
難

(11-42

日
口
み
さ
こ
。
う
を
た
か
。
た
か
の
一
種
。
或
は

鵜
(
1
2
ー

4
7
1
2
5
)

に
作
る
。
0

〔
爾
雅
、
繹
鳥
〕
鸞
、
白

日
ャ
ヴ
〔
集
韻
〕
余
章
切
即

【鸞】
g

昌
＇
？
〔
集
韻
〕
恰
成
切
圏

吉
凶
を
し
る
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵜
、
鳥
名
、
知
ニ

人
吉
凶
↓

【
鶉
早
ゲ，

7
ゴ，
7

6
3
)
・
 
鴇
(
1
2
|
 4
7
1
8
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鶴
‘
鵬

風
也
、
炊
レ
鳥
豊
臀
、
鵬
、
擁
文
鶴
ハ
レ
塵
。
〔
爾
雅
‘

繹
鳥
〕
晨
風
、
鶴
゜
〔
注
〕
縞
闇
゜
〔
祁
焚
行
義
疏
〕

鶴
隼
瞥
相
縛
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
或
炊
レ
佳
‘
古
作
11

雅・

鴇
↓
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕
鶴
、
似
レ
縞
黄
色
‘

燕
頷
句
喉
‘
需
レ
風
揺
翻
‘
乃
因
レ
風
急
疾
‘
撃
ニ

鳩
鵠
燕
雀
一
食
レ
之
。

【
鶴
陰
】

1
g
地
名
。
●
鶉
陰
(
1
2
-
4
7
0
5
7
:
 3
)

に
同

じ
。
●
今
、
甘
粛
省
靖
遠
縣
の
西
南
。
一
名
、
正
陰
城
。

〔
太
平
賽
宇
記
〕
鶴
陰
城
‘
俗
名
、
正
陰
城
、
郎
此
゜

【
鶴
芋
】
2

符
芋
の
一
種
。
た
う
の
い
も
。
山
芋
゜
〔
盆

部
方
物
略
記
〕
芋
種
不
こ
、
鶴
芋
則
貴
、
民
儲
1

一於田一

可
レ
用
―
―
終
歳
↓
〔
注
〕
蜀
芋
多
種
、
鶴
芋
為
1

一
最
美
亡
俗

墓
赤
鶴
頭
芋
五
形
長
而
圃
‘
但
子
不
1

一
繁
術
↓

[
鶴
視
】
3

令
は
や
ぷ
さ
の
や
う
に
み
る
。
貪
欲
の
喩
。

〔
陳
琳
、
檄
臭
将
校
部
曲
る
文
〕
其
餘
鋒
拝
特
起
、
鶴
視

狼
顧
‘
争
算
稟
雄
者
、
不
レ
可
勝
散
↓

【
鶴
雀
】
4

な
ヂ
は
や
ぶ
さ
と
す
ず
め
。
奸
悪
な
も
の
を

誅
数
す
る
喩
゜
如
A

一
鷹
鶴
之
逐
二
鳥
雀
-
(
1
2
-
4
7
3
7
7
 :
 

4
1
)
を
見
よ
。
〔
後
漢
書
、
韓
稜
周
榮
債
賛
〕
楠
築
事
レ
君
‘

志
同
1
1

鶴
雀
↓

【
鶴
為
―
―
布
穀
―
】
5

"

店
；
と
び
が
ふ
ふ
ど
り
と
な
る
。

〔
列
子
、
天
瑞
〕
縞
之
為
レ
鶴
、
鶴
之
為
二
布
穀
工
布
穀
久
復

為
レ
縞
也
。

〔
集
韻
〕
逆
怯
切
涸
f

【鶴】
g

【鶴】
g

ケ
イ

義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
鵠
‘

昔
命
‘
又
昔
叙
。

鷹
。
〔
注
〕
似
レ
鷹
、
尾
上
白
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
鳥
名
、
白

麿
也
、
江
東
語
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
或
作
レ
鵜
。

【鶉】叩
【鶴】叩

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
鵡
‘
毛
相
鵬
也
。

【鵡】吋
鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵡
‘
鳥
名
。

冦
】
[

タ，ウ日
琴
口
コ
ク

〔
字
彙
補
〕
古
厖
切
回
i

〔
字
彙
補
〕
都
郎
切
園
-

〔
篇
海
〕
許
候
切
園

〔
集
韻
〕
丘
喉
切
醐

〔
集
韻
〕
空
谷
切
園
『

日
鳥
の
子
。
穀
(
1
2ー

4
7
2
1
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

穀
‘
鳥
子
生
哺
者
、
或
作
レ
餡
゜
□
卵
が
か
へ
る
。

穀
(
6
ー

1
6
6
9
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
毅
‘
卵
已
学
、

或
作
レ
鶴
。

【
鶴
】
~義

未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鶴
‘
昔
鶏
°

メ
イ
・
セ
ン八

八
三

鷲
鵜
は
、
か
も
。
野
鴨
゜
〔
篇
海
〕
驚
‘
繋
鵜
、
野
鴨
゜

コ，ウ
ク カ

ン
ケ
ン

シ
，
ユ
ン

鶉
（U
I
—

4
7
0
5
7
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
鵜
、
同
レ
鶉
。

13479 
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鶴
鵬
は
‘
妖
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鶴
鶉
‘
妖
鳥
。

冨】
g

ク
ン

〔
集
韻
〕
旺
運
切
暉

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
競
、
鳥
名
。

冦】
g

ゴコ

〔
集
韻
〕
胡
故
切
国
一

水
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鰻
、
水
鳥
。

【
鰻
鵡
】

1
g
鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
鰻
鳥
、
鳥
名
。

【
籐
】

g

乃

〔

集

韻

〕

屋

郭

切

薦

日
口
●
う
づ
ら
の
子
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鶉
子
鳩
‘

鴛
子
鶉
゜
〔
注
〕
別
―
―
鶴
鶉
雛
之
名
↓
●
ふ
く
ろ
ふ
。

〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鵠
鵜
‘
鶉
矯
゜
〔
疏
〕
幽
州
人
謂
11

之

鶉

廣

或

曰
11

巧
鑓
或
日
―
―
女
匠

-
0或
は
帷

(11

-
4
2
1
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
或
ハ
レ
佳
。

【
鶉
鳩
】
1

”
ふ
く
ろ
ふ
。
多
く
貪
悪
の
人
の
喩
に
用

ひ
る
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鵠
騰
‘
鴨
鳩
゜
〔
疏
〕
幽
州
人
謂
―
―

之
鶉
鳩
了
或
日
―
―
巧
婦
一
或
日
,
,
女
匠
↓
〔
禁
邑
‘
弔
1

一屈

原
文
〕
鶉
鳩
軒
霜
‘
鸞
鳳
挫
翻
゜
〔
陳
琳
‘
檄
1

一
呉
将
校

部
曲
一
文
〕
鶴
鳩
之
鳥
‘
巣
―
―
於
葦
苔
↓
〔
注
〕
翰
日
、
鶉

鳩
、
小
鳥
也
。

ネ
イ
〔
集
韻
〕
嚢
丁
切
醇
i

ニ

，

ヤ

ヴ

万

一

L

n
i
n
g
2
 

日
ネ
イ

□
W
ヤ
ヴ
〔
集
韻
〕
乃
定
切
圏

冨】
g

I
“
 

鳥

部

〔
十
四
鵞
〕

〔
集
韻
〕
於
埜
切
圏

-
L
 
y
i
n
g
'
 

●
黄
鷺
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
黄
鳥
。
〔
毛
詩

草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘
黄
鳥
子
飛
〕
黄
鳥
‘
鵬
鶴
也
、

幽
州
人
謂
,
,
之
黄
鷺
↓
●
鵠
鷺
は
‘
み
そ
さ
ざ
い
。

桑
飛
゜
〔
方
言
、
八
、
桑
飛
、
注
〕
又
名
―
―
鵠
鷺
↓
●

鶯
(
1
1
1
0
1
4
7
1
6
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
説
文
、
鳥

也
、
或
作
レ
閤
゜

【
鷺
花
】
1

認
う
ぐ
ひ
す
と
花
。
鶯
花
。
〔
孫
逸
、
同
―
―
洛

陽
李
小
府
五
i
-
1

永
築
公
主
入
＂
蕃
詩
〕
邊
地
鶯
花
少
、
年

【鷺】
g

ァ，ウ
ヤ，ウ

小
日
□

lo永
鳥
の
名
。
又
‘
朦
(
1
2
-
4
7
4
3

寵
豪
4
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
隷
‘
一
作
レ

ボ
ウ

日
ム

爾】
g

均．‘,ウマウ
国
，

〔
集
韻
〕
莫
江
切

〔
集
韻
〕
母
掬
切

〔
集
韻
〕
膜
蓬
切

屈圏図

●
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鶴
、
鳥
名
。
●
と
ぶ
さ
ま
。

或
は
罰
(
9ー

2
8
8
2
6
)
に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
鶴
、
飛

兒
、
或
作
』
熊
゜

【
鵬
】

g

〔

集

韻

〕

叶

註

鵜
鵬
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
翡
鵬
‘
鳥
名
、
東

夷
有
レ
之
。

【鶴】
g

戸
〔
集
韻
〕
枇
民
切
園
i

ア，ウ
ヤ，ウ

冠】
g

シ

鷹
(
1
2—
4
7
2
0
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鵞
‘
或
作
レ
鶉
゜

来
未
レ
覺
レ
新
。

【
鷺
巣
】
2

誘
う
ぐ
ひ
す
の
す
。
鶯
巣
゜
〔
輻
恵
全
書
‘

郵
政
部
、
逐
娼
妓
〕
遂
作
1
1

鷺
巣
燕
曼
一
頓
成
11

柳
市
花

街↓

【
鷺
桃
】
3

砕
果
樹
の
名
。
ゆ
す
ら
う
め
。
鶯
が
食
ふ
か

ら
い
ふ
。
櫻
桃
の
異
名
。
〔
本
草
‘
櫻
桃
〕
繹
名
‘
鷲
桃
、
含

桃
、
荊
桃
、
時
珍
日
、
其
顆
如
面
左
竺
故
謂
―
―
之
櫻
二
皿

許
慎
作
―
―
鷺
桃
1

云
‘
鷺
所
―
―
含
食
五
故
又
日
11

含
桃
↓

【
鷺
鳥
】
4

誘
う
ぐ
ひ
す
。
鶯
鳥
。
〔
呂
覧
‘
仲
夏
、
羞

以
-
1

含
桃
了
注
〕
含
桃
‘
鷺
桃
‘
鷺
鳥
所
ー
み
え
竺
故
言
11

含
桃
↓

旦
〗
●
た
か
べ
。
鴨
に
似
て
小
さ
い
鳥
。
尾
長
【
鷺
鳴
】

5
g

て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
の
な
き
ご
ゑ
。
〔
張

v
、
脊
に
文
が
あ
る
。
小
鴨
゜
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
鵬
‘
華
‘
答
―
―
何
llh
―
詩
〕
層
レ
耳
駿
鷹
鳴
涵
炉
目
翫
筐
魚
↓

沈
覺
゜
〔
注
〕
似
レ
鴨
而
小
、
長
尾
、
背
上
有
レ
文
、
今

【鶉】
g

江
東
亦
呼
為
レ
鵬
゜
〔
義
疏
〕
按
‘
此
郎
今
水
鴨
、
覺

善
沈
レ
水
、
故
日
二
沈
覺
U

●
鵡
鵬
は
‘
毒
鳥
の
名
。

〔
集
韻
〕
鵬
‘
一
日
、
鵡
鵬
‘
善
食
レ
蛇
。
●
或
は
繕

(
1
2
ー

4
6
7
8
7
)

・離

(11ー
4
2
1
8
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鵬
‘
或
作
二
棧
・
難
↓

く
そ
と
び
。
〔
集
韻
〕
鶉
‘
鳥
名
。
〔
正
字
通
〕
鶉

爾
雅
‘
狂
寝
鳥
。 ボ

ウ
ム

〔
集
韻
〕
莫
鳳
切

國

【
鵬
】

g

〔
集
韻
〕
商
支
切
図

戸

s
h
i
h
'

見
」
〔
集
韻
〕
民
卑
切
図

``f 
巳
シ

【
鵬
】

g

鵬
駕
は
‘
せ
き
れ
い
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
鵬
駕
、
鳥
名
、

槙
鵜
也
。

セ
イ
シ
，
ヤ
ウ

〔
集
韻
〕
杏
盈
切

圏

鶉

鰻

鶏

鶴

鵬

鵬

鵬

鵞

鶉

槻

鶴

鶴

朦

験

鷲

鵬

日
南
方
の
雉
の
名
。
或
は
鵡
（
1
2ー

4
7
3
6
7
)
・

膏

(
2
-
3
9
6
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵬
、
南
方
雉
名
‘
或

ハ
レ
蒋
‘
亦
作
レ
膏
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕
趙
武
震

王
貝
帯
鶏
鶏
而
朝
‘
趙
國
化
レ
之
。
口
鵬
河
は
‘

日
臼
i

ロ
昇

【
鵜
】
四

〔
集
韻
〕
徒
刀
切

〔
集
韻
〕
陳
留
切

蛋困

ふ
ふ
ど
り
。
も
と
穀
(
8
|
2
5
2
2
1
)
に
作
る
。
〔
字

彙
〕
鷲
‘
布
鷲
鳥
、
本
作
レ
穀
‘
俗
加
レ
鳥
。

【鷲】
g

コ
ク
〔
字
彙
〕
古
緑
切
闊
『

邸
鶴
は
‘
く
わ
つ
こ
う
ど
り
。
〔
集
韻
〕
邸
‘
駐
鶴
‘

鳥
名
‘
郭
公
也
。

霞
塁
ラ
ン

〔
集
韻
〕
虞
甘
切
園
i

籐

】

四

ボ

ウ

＊

戸

庄

月

:

:

・

〔

中

華

雙
〔
説
文
〕
縁
‘
水
鳥
也
、
ハ
レ
鳥
蒙
臀
。
〔
玉
篇
〕

難
、
水
鳥
。
●
未
だ
毛
の
生
え
ぬ
水
鳥
の
ひ
な
。

〔
康
煕
字
典
〕
鎚
‘
玉
篇
、
水
鳥
穀
未
レ
生
レ
毛
也
。

国
鳩
の
類
。
〔
集
韻
〕
鎚
‘
鳩
腸
。

【
鶉
鴫
]
1

な
t

鳥
の
名
。
鶉
鰭
に
同
じ
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣

動
植
、
利
篇
〕
鶴
鵬
‘
喉
大
而
句
‘
長
一
尺
‘
赤
黄
色
、
受
1
1

二
升
盃
南
人
以
為
―
―
酒
杯
1

也。

【
鶉
籠
】
2

閲
水
鳥
の
名
。
〔
本
草
‘
繊
臆
〕
繹
名
‘
越
王

鳥
、
鶴
頂
‘
籍
鴫
‘
集
解
、
時
珍
日
‘
案
‘
劉
欣
期
交
州
志

云
‘
籐
鵠
‘
即
越
王
鳥
、
水
鳥
也
、
出
1

一
九
箕
交
趾
工
大
如
,
,

孔
雀
ご
啄
長
尺
餘
‘
黄
白
黒
色
、
光
登
如
レ
漆
、
南
人
以

為,,
飲
器
↓

八
八
四

13480 
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が
ら
ん
て
う
。
通
じ
て
淘
(
7
|
1
7
6
4
2
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鵠
‘
鋤
河
、
鳥
名
、
通
作
レ
淘
゜

□
口
●
や
ま
ど
り
。
山
雉
。
尾
長
鳥
。
〔
爾
雅
‘

繹
鳥
〕
鵡
‘
山
雉
゜
〔
注
〕
長
尾
者
。
〔
疏
〕
山
雉
、
一

名
鵡
‘
今
俗
呼
二
山
難
↓
〔
本
草
‘
鵡
雉
〕
繹
名
‘
云

云
、
時
珍
日
‘
摺
、
美
朽
貌
‘
雉
居
二
原
野
ぶ
鵜
居
ニ

山
林
五
m
得
―
―
山
名
工
大
者
為
レ
鵡
゜
〇
青
鶴
は
‘
異

鳥
の
名
。
〔
拾
遺
記
、
唐
尭
〕
幽
州
之
墟
‘
材
山
之

北
、
有
1

一
善
鳴
之
禽
丁
八
面
鳥
啄
、
八
麗
一
足
‘
毛

色
如
レ
雉
‘
行
不
レ
践
レ
地
、
名
曰
1

土
品
匹
i

其
臀
似
ニ

鐘
磐
笙
竿
盃
』
語
曰
、
青
鵡
鳴
‘
時
太
平
。
●
或
は

智
(
9
-
2
8
7
2
7
)

・
鵜
(
1
2
-
4
7
0
0
3
)

・
雑
史
1
1
-
4
2

0
6
4
)に作
る
。
〔
集
韻
〕
覇
‘
或
作
如
匡
•
韓
・
帷
→

【
鵡
維
】
1

打
鳥
の
名
。
鵡
雉
を
見
よ
。

【
鵡
雉
】
2

勺
鳥
の
名
。
や
ま
ど
り
。
雉
に
似
‘
雌
雄
、
毛

色
を
異
に
し
‘
雄
は
全
身
紅
黄
‘
紅
黒
の
斑
貼
あ
り
、
雌

は
黒
色
微
赤
‘
尾
短
く
、
山
野
の
間
に
す
む
。
〔
本
草
‘

鵡
雉
〕
繹
名
‘
鵡
難
、
山
鶏
、
山
雉
‘
集
解
、
時
珍
日
、
山
鶏

有
四
雌
名
同
物
異
‘
似
レ
雉
而
尾
長
三
四
尺
者
閥
雉

也
‘
似
レ
鵡
而
尾
長
五
六
尺
‘
能
走
且
鳴
者
鵡
雉
也
‘
俗

通
呼
為
レ
蒻
矢
‘
其
二
削
鷲
雉
‘
錦
鶏
也
。

鸞
ぃ

鳥

部
〔
集
韻
〕
逆
角
切uヽせ

ぃ屈

〇
鵞
筵
は
‘
紳
鳥
の
名
。
鳳
凰
の
隔
゜

〔
説
文
〕
鶯
‘
鵞
筵
‘
鳳
闊
‘
神
鳥
也
、

炊
レ
鳥
獄
瞥
‘
春
秋
國
語
曰
‘
周
之
興
也
‘
鴛
媒

鳴

於

岐

山

-
O鴨
に
似
た
鳥
。
〔
説
文
〕
鵞
、
江
中

有
―
―
蝶
媒
面
炉
鞄
而
大
、
赤
目
。
〔
段
注
〕
此
言
二
江

〔
十
四
ー
＋
五
書
〕

八
八
五

〔
集
韻
〕
羊
諸
切
面

〔
集
韻
〕
羊
憚
切
暉

u
 y
U
'
 

日
口
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。
或
は
塁
(
1
1

9

|

 

4
2
1
8
2
)
・
 

鶏
(
1
2
-
4
7
4
4
1
)
に

作

る
。
〔
説
文
〕
鵡
‘
卑
居
也
、
八
レ
鳥
奥
瞥
゜
〔
集
韻
〕

鴎
鳥
名
、
説
文
‘
卑
居
也
、
或
炊
征
‘
亦
書
作
レ

難
。
〔
集
韻
〕
縣
驀
斯
、
鳥
名
。

【
縣
斯
】
1

臼
鳥
の
名
。
か
ら
す
の
一
種
。
驀
醸
に
同
じ
。

一
説
に
‘
斯
は
助
辟
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
小
弁
〕
弁
彼
鶯
斯
‘
蹄

飛
提
提
゜
〔
博
〕
縣
‘
卑
居
‘
卑
居
‘
雅
烏
也
。
〔
繹
文
〕
驀

斯
‘
帷
居
也
‘
云
云
‘
一
云
‘
斯
‘
語
辞
。
〔
江
滝
‘
雑
謄
‘
玩

瓢
瓢
髯
鼠

チ
9

ウ
ヂ
ユ

義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
競
‘
直
又

切。

曾

】

叫

ガ

ク

ョ

テ

キ

〔

集

韻

〕

亭

歴

切

鴎

ヂ

ヤ

ク

出

x
こ

c
h
u
o
2

ロタ
ク
〔
集
韻
〕
直
角
切
咽
〗

／
 

力＿

ロ

【
鵜
】

g

ダ
ク

t
i
'

冨

】

叩

曰
ョ□ョ

圏

蒻
鶉
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
錮
‘
蒻
鶉
‘
鳥
名
。

中
鴛
費
別
是
一
物
、
非
乙
岬
鳥
ぶ
翌
町
所
レ
記
、
或

後
人
所
レ
噌
、
不
レ
可
レ
｛
疋
也
。
轡
或
は
檻
（
1
1
|
 4
2
 

1
7
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鸞
‘
或
八
レ
佳
。

【
鵞
鵞
】
1

●
”

O
水
鳥
の
名
。
一
名
‘
鶏
璃
。
字
解
の

O

を
見
よ
。

O
誹
鳥
。
鳳
凰
の
履
〔
説
文
〕
鸞
‘
鵞
鵞
‘
鳳

噂
鸞

陽

、

神

鳥

也
、
八
レ
鳥

鷺

＂パ[
aヽ
エ＼□

`
[
J
i
 

有
鵞
鵞
面
炉
発
而
大
、
赤
目
。
〔
禽
経
〕
鳳
雄
鳳
雌
‘
亦

旦
瑞
隅
面
”
曰
―
―
鵞
鵞
↓
〔
注
〕
鳳
之
小
者
曰
1

一
鶯
鵞
「
五
彩

之
文
、
三
歳
始
備
也
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
周
之
輿
也
‘
際
鷺

鳴
応
岐
山
↓
〔
注
〕
鸞
鷺
‘
鸞
鳳
之
別
名
也
。
〔
唐
書
‘
張

薦
博
〕
薦
祗
鵞
‘
云
云
‘
兒
時
夢
1

一
紫
文
大
鳥
ご
五
色
成
レ

文
‘
止
二
其
庭
工
大
父
曰
‘
吾
聞
、
五
色
赤
文
鳳
也
‘
紫
文

鷺
鷺
也
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
蝶
鷺
食
l

―
其
賓
一
鶏
鵜
擾
,
,

其
開
↓
〔
魏
志
、
王
烈
傭
〕
是
以
鵞
鷺
嗚
レ
岐
‘
周
道
隆
興
。

0
山
名
。
甘
鼎
省
雨
嘗
縣
の
東
。
〔
九
域
志
〕
縣
有
,
,
鵞

鵞
山
「
闘
経
云
‘
昔
張
果
先
生
夏
居
―
―
豆
積
一
冬
居
―
―
此

山
↓
〔
翠
昌
府
志
〕
山
雨
峯
秀
掻
‘
一
名
―
―
南
岐
二
名
―
―
来

儀
盃
南
有
1

一
登
慎
洞
↓
相
傭
唐
張
果
老
登
慎
慮
゜

冨

】

[

7

7

勺

闊

【
鵬
】
叩

義
未
詳
。
鵡
に
同
じ
。
〔
字
彙
補

鵬
、
同
レ
鶴
。

ヨ，ウ

爾
】
叫

祠

】

四

【鷺】叫
冨
】
〗

鵡

鴛

縣

賜

鴎

鷺

鵬

幾

鵬

鷲

幾

戦

鵬

鵜

躾

鶉

〔
集
韻
〕
古
滑
切

冨】叫
鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鶉
‘
鳥
名
。

〔
字
彙
補
〕
以
渠
切

鸞（
l
l
!
-
4
7
4
1
3
)
に
同
じ
。
〔
五
昔

集
韻
〕
鶯
‘
輿
レ
鸞
同
。

ャゥ

義
未
詳
。
鶴
に
同
じ
。
〔
五
昔
集

韻
〕
磯
‘
卑
ハ
レ
鶴
同
。

キ
ク

ョ

縣
(
1
1
0ー

4
7
4
4
0
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
賜
、
同
レ
縣
゜

歩
兵
籍
詠
懐
詩
〕
青
鳥
海
上
遊
‘
縣
斯
嵩
下
飛
゜

【
驀
鵬
】
2

グ
鳥
の
名
。
鶉
に
似
て
小
‘
腹
の
下
白
く
、
多

＜
群
り
棲
む
。
み
や
ま
が
ら
す
。
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。

驀
斯
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
驀
斯
‘
鴨
鴎
。
〔
注
〕
雅
烏
也
、
小

而
多
輩
‘
腹
下
白
‘
江
束
亦
呼
為
―
―
戟
烏
↓
〔
祁
稔
行
義
疏
〕

説
文
‘
爵
、
卑
居
也
‘
又
云
‘
雅
‘
楚
烏
也
‘
一
名
縣
‘
一
名

卑
居
‘
秦
謂
,
,
之
雅
五
詩
小
弁
博
‘
縣
‘
卑
居
‘
卑
居
‘
雅
烏
°

【鶉】
g

〔
集
韻
〕
歴
各
切
嘩

ヽ

l

兜

ラ
ク

力
古

【
躁
】
四
ホ
ク
＂
炉
峠
~
:

同
じ
。
〔
篇
海

ヽ
一

贔
，
R
料
m

豪

【
鵜
】
呵

国國回口日
ポノ＼ホハハボホ

ウウククククク

〔
集
韻
〕
歩
木
切＇ 
勺
h-

〔
集
韻
〕
伯
各
切

〔
集
韻
〕
北
角
切

〔
集
韻
〕
逍
沃
切

〔
集
韻
〕
薄
報
切

ヨ
□
国
國
国

0
賎
に
似
た
水
鳥
。
繕

(
1
2
-
4
7
4
5
1
)

に
同
じ
。
も
と
鎚
（
1
2

|
 4
7
4
9
8
)
・
 

鴎
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鵜
、
本
作
レ

鵬
策
作
饂
゜
〔
説
文
〕
颯
‘
烏
鵜
也
、
ハ
レ
鳥
暴

臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
賂
、
烏
鵜
゜
〔
注
〕
水
鳥
也
、
似
レ

鵡
而
短
頸
‘
腹
翅
紫
白
、
背
上
緑
色
、
江
東
呼
為
二

烏
鵜
↓
●
或
は
難
(
1
1
-
4
2
1
9
0
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鵜
‘
或
炊
レ
佳
°

薗瓦圏圏同閾

あ
ひ
る
の
卵
。
〔
集
韻
〕
鶏
‘
鵞
卵
也
。

冨】叫
リ，ウ
レ)
 

尤

【戦】
g

セ
ン

【
鵜
】
叩

き
じ
ば
と
。
或
は
雑
(
1
1
-
4
2
1
器
）
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
槻
‘
鳩
陽
‘
或
炊
レ
佳
。

サ
イ

〔
集
韻
〕
力
求
切

鶴
（
1
2
ー

4
7
4
1
1
)
の
撞
文
。
〔
集

韻
〕
鶴
‘
禰
八
レ
塵
゜

〔
集
韻
〕
七
蓋
切

圏

13481 
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爾】位
冠

】

呻
凧
5

ペ
ッ
メ
チ

臓

鷺

は

、

か

は

せ

み

に

似

て

無

色

の

●

鷺

(110
-

4
7
3
6
2
)

に
同
じ
。
〔
集

水
鳥
。
又
、
鵡
(

1

:

7
4
5
5
)に
作
り
、
【
鵬
】
〗
韻
〕
鷺
‘
或
ハ
レ
慮
。
●
鵬

(
1
1
0
1

4
7
 

43)
の
論
字
。
〔
正
字
通
〕
鵬
‘
鵬
字
之
謡
‘
六
書
無
レ
鵬
。

通
じ
て
簸
(
8
ー

2
6
2
1
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
臓
‘
臓

鷲
也
、
ハ
レ
鳥
蔵
贅
゜
〔
玉
篇
〕
臓
‘
臓
鷲
、
水
鳥
似
Ii

魚
虚
而
黒
色
。
〔
集
韻
〕
鵡
、
通
作
畑
゜
〔
篇
海
類

U
鵬
】
5

ラ，
7

〔
集
韻
〕
力
盆
切
函

編
〕
鵬
、
同
レ
臓
゜

鵬
鵜
は
‘
と
び
た
つ
さ
ま
。
腫
(
9ー

2
8
8
3
2
)
に
同

じ
。
〔
玉
篇
〕
鵬
‘
鵬
鵜
、
飛
起
兒
。
〔
集
韻
〕
脹
、
飛

兒
‘
或
炊
レ
鳥
。

た
く
み
ど
り
。
み
そ
さ
ざ
い
。
或
は
雛

(11ー

4
2
1
8
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
鳥
名
、
エ
雀
也
、

一
日
‘
巧
婦
‘
或
八
レ
佳
。

【
臓
】
四

シ
ン

シ
ン

【
鶴
】
四

5

[

臓（
110
-
4
7
4
5
4
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鵡
、
同
レ
臓
。

〔
集
韻
〕
子
列
切

〔
集
韻
〕
諸
深
切

〔
集
韻
〕
莫
結
切

圏 願

ち
ゃ
ぽ
。
小
さ
い
鶏
゜
〔
説
文
〕
鶴
‘
鶴

愚
5

鳥
也
、
八
レ
鳥
戟
瞥
。
〔
段
注
〕
鶴
之
言

小
J

也
、
小
鳥
名
也
、
篇
韻
皆
云
―
―
小
難
↓
〔
玉
篇
〕

鶴
‘
小
難
。

園

首
の
赤
い
た
か
。

〔
集
韻
〕
鶉
、
鳥
名
、

一
日
、
鷹
赤
首
曰
レ

鶉
゜
〔
山
海
経
、
西

山
経
〕
三
危
之
山
‘

有
レ
鳥
焉
‘
一
首
而

三
身
、
其
状
如
レ
穀
゜
〔
注
〕
霜
‘
似
レ
鴫
、
黒
文
赤
頸
゜ （成集書圏古今）鳥鵜

鳥

部

〔
十
五
I

十
六
董
〕

ヽ

•• ：` 
国】
g

尉
豪小

【
辮
温
【瀾】
g

＂ 文籍 〔
集
韻
〕
魚
列
切

〔
集
韻
〕
居
轄
切

〔
集
韻
〕
牛
轄
切

ま
。
蝙
蝠
に
似
て
大
き
さ
は
鵠
に
似
て
ゐ
る
。
鶉

の
や
う
な
毛
で
紫
色
。
暗
夜
に
飛
行
す
る
。
或
は

娼
(
1
0
-
3
3
7
8
4
)

・温
(
7ー

2
0
7
7
1
)

・痘
(
7
-
2
0
6
3

3)• 

雛

(11ー
4
2
1
8
6
)
・鶯
(
1
2
|
 4
7
4
6
3
)
に
作
る
。

〔
説
文
〕
鶯
‘
鼠
形
、
飛
走
且
乳
之
鳥
也
‘
ハ
レ
鳥
晶

臀
゜
〔
段
注
〕
繹
鳥
‘
腿
鼠
‘
夷
由
‘
郭
云
‘
状
如
,
,
小

狐
面
竪
蝙
蝠
盃
四
翅
‘
飛
且
乳
、
劉
淵
林
・
陶
隠
居

説
略
同
‘
亦
名
二
飛
生
云
飛
而
生
レ
子
故
也
、
亦
名
ニ

飛
鵜
盃
パ
名
二
儡
鼠
石
其
字
惟
史
記
作
レ
翡
、
本
草
経

作
レ
饂
‘
賦
家
或
作
レ
蝙
、
或
作
レ
儡
、
以
1

一
其
似
レ
鳥

似
レ
獣
似
レ
晶
似
＞
鼠
。
〔
集
韻
〕
鶯
‘
或
作
二
蝙
・
儡
．

狐
鼠
亦
書
作
レ
鵡
。
●
鶴
に
似
た
鳥
。
〔
山
海

日
目
国
●
躾
辮
は
、
覺
の
類
。
〔
説
文
〕
経
、
西
山
経
〕
翠
山
‘
其
鳥
多
レ
鵡
‘
其
状
如
レ
鶴
、

職
躾
辮
也
、
炊
レ
鳥
辟
臀
。
●
謡
し
て
赤
黒
而
雨
首
四
足
‘
可
―
―
以
禦
＞
火
。
●
籠
文
‘
襲

癖
(
1
2
|
 4

7
4
9
1
)

に
作
り
、
又
‘
鵬
(
1
2
-
4
7
4
9
2
)
1

(
1
2 ー

4
7
5
2
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鶯
‘
璽
禰
文
鶯

に
作
る
。
〔
篇
海
類
編
〕
癖
‘
辮
字
之
識
。
〔
篇
海
類
[
鵜
鼠
｝
ル
ィ
獣
の
名
o

腿
鼠
に
似
ヽ
身
や
ゃ
小
ヽ
背
は

編

〕

鵜

‘

愚

癖

同

。

暗

褐

色

。

む

さ

さ

び

。

〔

本

草

‘

鵜

鼠

〕

繹

名

、

晶

鼠

‘

腿

鼠
‘
耳
鼠
‘
夷
由
‘
鶏
、
飛
生
鳥
‘
集
解
、
時
珍
日
、
案
、
郭
氏

註
爾
雅
云
‘
腿
鼠
状
如
1

小
狐
硲
堅
蝙
蜆
肉
翅
四
足
一

翅
尾
項
脇
毛
、
皆
紫
赤
色
、
背
上
蒼
文
色
‘
腹
下
黄
色
、

壕
頷
雑
1

一
白
色
ご
脚
短
爪
長
、
尾
長
三
尺
許
、
飛
而
乳
レ

子
、
子
即
随
↓
1

母
後
二
臀
如
1

一
人
呼
云
食
1

一
火
姻
ニ
能
従
レ
高

赴
レ
下
、
不
レ
能
―
―
従
レ
下
上
＂
高
‘
性
喜
夜
鳴
‘
山
海
経
云
‘

耳
鼠
状
如
レ
鼠
‘
免
首
棄
耳
、
以
"
其
尾
ー
飛
、
食
レ
之
不
レ

昧
、
可
レ
禦
ー
ー
百
毒
二
郎
此
也
、
其
形
翅
聯
二
四
足
及
尾
一

興
レ
蝠
同
、
故
日
、
以
レ
尾
飛
、
生
,
,
嶺
南
一
者
、
好
食
1

一龍

眼
→
〔
皮
日
休
・
張
責
•
陸
亀
蒙
‘
葵
名
聯
句
〕
鵜
鼠
暗
―
―

書
戸
五
蝸
牛
上
―
―
研
壷
↓

【
鵜
鴨
圏
】
2
九
イ
ア
,
7

む
さ
さ
び
と
あ
ひ
る
の
圏
。
〔
宣
和

書
譜
‘
花
鳥
二
‘
宋
〕
宗
室
仲
栓
‘
云
云
‘
葵
竹
晶
鴨
圏
一
。

巳
ル
イ
〔
集
韻
〕
魯
水
切

口
ル
イ
〔
集
韻
〕
倫
追
切

国
ラ
イ
〔
集
韻
〕
虞
回
切

ロ 国口巳
ゲガケカゲゲ
チッチッチッ

眠
l図函

日
□
国
●
む
さ
さ
ぴ
。
も

み
。
も
も
ん
ぐ
わ
。
の
ぶ
す

醒翻圏

セ＇ウ

鵠（
110
-
4
7
3
1
2
)
の
誠
字
。
〔
正
字

通
〕
瀾
‘
鵠
字
之
識
。

【
鵬
】
呻

鵬
鴎
は
‘
鳳
の
た
ぐ
ひ
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
鵬
鵡
‘
鳳
類
。

ク，ワ，ウ

〔
集
韻
〕
古
晃
切

圏

冨

】

四

鷲
(
1
2
-
4
6
9
2
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

J
 

鵞
‘
或
作
レ
鶏
。

【鶯】
g

鵡

臓

鵡

鵬

鵬

薦

辮

鵬

鵬

晶

鶯

縞

鵬

鵡

鵡

鵜
(
1
2
ー

4
7
4
6
2
)
に
同
じ
。

〔
中
華
大
字
典
〕
畠
‘
同
レ
鶯
。

ル
イ
・
ラ
イ

【
鶴
】
呵

爾】匹
【
鵬
】
畑小

日
鵬
鷺
は
‘
う
。
し
ま
つ
ど
り
。
纏
(
1
2

羅
豪
—
4
7
4
6
8
)

に
同
じ
。
或
は
雛
(
1
1
ー4

2

1
9
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
櫨
‘
鑢
鵜
也
、
炊
レ
鳥
虞

聾
。
〔
段
注
〕
今
江
蘇
人
謂
二
之
水
老
鶉
云
畜
以
捕
レ

魚
、
繭
者
、
謂1一
其
色
里~
1也
、
鵜
者
‘
謂
し
其
不
レ
卵

而
吐
生
、
多
者
生
↓

F
ぶ
欠
少
生
―
―
五
六
一
相
連
而

出
、
若
中
絲
緒
上
也
。
〔
集
韻
〕
鑢
、
鳥
名
、
説
文
、
鑢

鵜
也
、
或
作
レ
雌
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
鵬
、
説
文
作
レ

鑢
。
口
き
じ
の
名
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
〕
麒
、
諸
雉
゜

〔
注
〕
或
云
‘
即
今
雉
゜
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
説
文
、
雉

直
十
四
鑓
鵬
、
諸
雉
‘
其
一
也
。

【
鵬
飼
】
1

”
ヒ
鵜
飼
(
l
S
-
4
6
9
5
2
:
 7
)
に
同
じ
。
〔
齋
藤

拙
堂
、
下
,
,
岐
蘇
川
1

記
〕
舟
狭
長
‘
薄
板
為
レ
之
、
呼
為
ニ

麟
飼
↓

【
鵬
鵜
】
2

四
水
鳥
の
一
種
。
う
。
し
ま
つ
ど
り
。
鳥
鬼
。

水

老

鴇

゜

繭

蔦

。

一

躙
玉
ニ

鴎
〕
麟
鴎
‘
水
鳥
‘
似
レ
貌
而
黒
、
一
名
競
‘
嘴
曲
如
レ
鉤
、

口日
ロリ，ルロ
ョ

＇ 
シ，ウ
シ，ユ

ナ
ン

〔
集
韻
〕
凌
如
切

〔
集
韻
〕
龍
都
切，
 

ヵ
x
園司國

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鵡
‘
戸
呪

切。 難
(11|
 
4
2
1
4
5
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
鵬
、
同
レ
難
。

八
八
六

13482 
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鳥

部

〔
十
六
ー
＋
七
書
＿
〕

戯

埴

鵜

鶴

募

幅

競

競

鵬

鵞

鷺

鵞

謡

蒻

欝

鵡

鵠

鵡

鶴

蝕

鶴

鶴

魏

八
八
七

【
鶴
】
〖
カ
ク
"
[
門
註

f
)に同
じ
。
〔
正
字

く
わ
っ
こ
う
ど
り
。
〔
集
韻
〕
鵜
‘
鵜
公
‘
鳥
名
。

，
 

冨

丑

久

ワ

ク

〔

集

韻

〕

光

鎖

切

寧

蘊
】
[
ロ

鵬
(
1
2
-
4
7
4
6
7
)
に
同
じ
。
〔
中
華
工
八

字
典
〕
鵬
‘
説
文
作
レ
櫨
゜

食
レ
魚
入
レ
喉
則
爛
‘
其
熱
如
レ
湯
゜
〔
本
草
‘
鵬
鴎
〕
秤
名
、

鵡
水
老
鴇
。
〔
北
史
、
倭
國
博
〕
以
小
環
―
揺
鵬
鵠
項
一

令
入
レ
水
捕
P

魚
、
日
得
全
口
餘
頭
言
皮
B
休
‘
奉
―
―
相
魯

望
漁
具
1

十
五
詠
‘
漁
梁
詩
〕
斜
臨
―
―
楊
柳
津
一
静
下
二
麒

鴎
侶
↓

〖
鵬
鵜
堰
〗3
汀
ゐ
せ
き
の
名
。
〔
可
談
〕
呉
慮
厚
‘
善

隔
レ
辞
‘
知
漠
陽
璽
毎
謂
魏
鵡
州
洒
郡
佳
虞
‘
欲
レ
賦
レ

詩
未
レ
就
‘
一
日
視
レ
事
、
綱
吏
来
告
レ
覆
レ
舟
‘
哭
問
レ
所
レ

在
‘
吏
日
、
在
―
―
鵬
鵠
堰
芦
天
柑
レ
案
連
唱
1

一
大
奇
云
涼
日
‘

吾
一
年
為
―
―
魏
鵡
洲
一
尋
ー
こ
3
不
レ
得
‘
天
伴
レ
汝
也
‘

因
得
1

一
末
滅
↓
〔
絞
然
‘
買
槃
歌
送
―
―
楊
山
人
一
詩
〕
夜
驚

潮
没
鵬
鵠
堰
‘
朝
看
日
出
芙
蓉
棲
゜

〖
鵬
鵜
喜]
4”
鵬
鵜
は
色
黒
く
、
魚
を
え
て
喜
ぶ
。

轄
じ
て
、
黒
人
の
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
を
い
ふ
。
〔
朱
彦
時
‘

黒
兒
賦
〕
念
如
扇
鵠
繭
面
似
鵬
鵜
喜
↓

〖
麒
鵜
杓
〗5
約
ク
酒
器
の
名
。
〔
李
白
‘
襄
陽
歌
〕
鵬

鵜
杓
‘
鶴
鵡
杯
‘
百
年
三
萬
六
千
B
、
一
日
須
レ
傾
三
百

杯
゜
〔
謝
氏
詩
源
〕
金
母
召
―
一
塁
仙
石
宴
1

一
於
赤
水
盃
土
有
l
-

碧
金
鶉
鵡
杯
、
白
玉
鵬
鵜
杓
ご
杯
乾
則
杓
自
把
‘
欲
レ
飲

則
杯
自
學
‘
故
太
白
鵬
鵜
杓
‘
鶉
鵡
杯
、
非
レ
指
1

一
廣
南
海

螺
杯
杓
也
。

〖
麒
鵜
不
レ
打
函
四
下
塘
―
〗

6

訂
砕
”
勺
う
は
其
の

棲
宿
の
慮
の
魚
を
犯
さ
な
い
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
‘
鵬
鵜

不
レ
打
―
―
梱
下
塘
―
〕
全
唐
詩
‘
録
―
―
唐
諺
一
云
云
‘
謂
下
其
棲

宿
之
虞
‘
雖
,
,
水
深
魚
多
一
未
．
嘗
犯
L

也
、
按
、
時
諺
有
レ

云
‘
免
兒
不
レ
喫
二
棄
邊
草
「
義
興
レ
之
同
。

El□
●
か
も
。
〔
廣
雅
‘
繹
鳥
〕
驚
‘
能
也
。

0
野

鳥
。
〔
史
記
、
楚
世
家
〕
小
臣
之
好
レ
射
二
躾
雁
羅

鷲
二
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
‘
呂
静
曰
‘
鷲
、
野
鳥

也
。
参
小
鳥
。
〔
史
記
‘
楚
世
家
‘
注
〕
索
隠
曰
‘
鷲
‘

是
小
鳥
名
也
。
口

0
か
も
の
凰
゜
〔
集
韻
〕
鷲
‘
鳥
～

陽
。
●
ふ
く
ろ
ふ
。
〔
王
篇
〕
鷲
‘
泉
也
。

【
鷺
氏
】
1

9

ヨ
，
ゥ
演
酔
の
苗
族
。
其
の
先
は
周
に
在
つ
て

は
漢
上
の
諸
姫
た
り
。
楚
‘
宋
・
係
・
羅
・
鷲
四
國
を
滅
し
、

其
の
宗
室
を
伴
に
し
‘
之
を
南
傲
に
放
つ
。
遂
に
苗
夷

と
な
る
。
―
二
國
の
時
‘
鷲
氏
の
伯
仲
‘
諸
葛
武
侯
に
従
つ

て
南
蟹
を
平
げ
功
を
た
つ
。
兄
は
演
東
に
王
と
な
り
、

鳥
を
去
つ
て
龍
氏
と
な
る
。
弟
は
演
南
に
王
と
な
り
‘

几
を
加
へ
て
鳳
氏
と
な
り
、
世
；
諸
苗
の
長
と
な
る
。

〔
陳
鼎
‘
瀬
酔
土
司
婚
證
記
〕
。

ふ
な
し
う
づ
ら
。
〔
字
彙
補
〕
鵡
‘
鶉
也
。

【
鶴
】
g

[

]

字
彙
補
〕
烏
含
切
園
i

鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
欝
‘
鳥
名
。

【

鶯

】

畑

い

7

〔
篇
海
〕
徒
谷
切
薗

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
幅
‘
鳥
名
。

冦

】

畑

竺

〔
字
彙
補
〕
定
端
切
国
i

ロヴ

日
レ｝
 

冨
忌
乳
ゥリゴ
「
ウ

リ，ユ

国

集
韻
〕
力
鍾
切

鴎
謳
は
‘
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
瞑
‘
鵠
謡
‘
鳥
名
。

集
韻
〕
慮
動
切

困面園

，
 

冨
】5
言
ク
〔
集
韻
〕
下
革
切
醐
〗

〔
集
韻
〕
虞
東
切

鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
鷺
‘
鳥
名
。

冨

】

5

鴎
鶴
は
‘
く
そ
と
び
。
〔
玉
篇
〕
魏
‘
鵠
鵜
゜

ボ
ウモウ

エ
ン

〔
篇
海
祗
全
切

oo

〔
玉
篇
〕
亡
亙
切

翌

[
鷺
芦

ふ
ふ
ど
り
。
或
は
槌
(
1
2
-
4
7
0
1
7
)
・

藷
：
雛
(
1
1
-
4
2
0
6
2
)
に
作
り
、
も
と
鶴
に

【鷺】
5

作
る
。
〔
正
字
通
〕
籠
‘
策
作
レ
鶴
。
〔
説
文
〕
鵜
‘
桔

鵜
、
戸
鳩
也
、
八
レ
鳥
歓
臀
゜
〔
集
韻
〕
籠
‘
或
八
レ

菊
゜
〔
集
韻
〕
薦
或
省
‘
亦
八
レ
佳
。

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鷺
‘
鳥
名
。

ラ
イ

〔
字
彙
補
〕
力
賣
切
寒
g

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鷺
‘
鳥
名
。

2
 

冨

】

四

キ

ク

〔

集

韻

〕

居

六

切

閾

【
鵞
早

セ
ン

〔
玉
篇
〕
昔
錢

冨

】

5

ィ
ッ

鵡
(
1
1
0
ー

4
7
3
5
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵡
‘
或
八
レ
通
。

【麒】
5

ローウ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鵬
‘
昔
籠
‘

出
―
―
山
海
経
↓

小
〇
魏
鵜
は
‘
鳥
の
名
。
あ
う
む
。
或
は

悶

；

豪

魏

(
1
1
-
4
2
2
0
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕

鶉
、
鶴
鵜
‘
能
言
鳥
也
、
八
レ
鳥
嬰
臀
。
〔
集
韻
〕
鶉
、

或
炊
レ
佳
。

O
鶴
螺
は
‘
ま
き
貝
。
あ
う
む
貝
。

〔
郭
環
‘
江
賦
〕
鶴
螺
旋
蝸
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
南
州
異

祠

】

呵

ァ，ウ
ャ，ウ

集
韻
〕
於
葉
切
圏

-
L
 
y
i
n
g
'
 

【
鶴
]
[
〔
集
韻
〕
：

U
[`
h
•

ひ
ば
り
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
饒
‘
天
鶴
゜

ヤ
ク

【
鶴
】
畑

鶏
（
1
2
-
4
7
2
器
）
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
競
‘
或
八
レ
霜
゜

サ
ヴ

蒲
賠
は
‘
川
の
名
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
一
隔
山
‘
蒲

穀
之
水
出
焉
‘
東
流
注
―
―
子
江
↓

冠
】
[
ク
‘
ヮ
ヴ

〔
字
彙
〕
呼
宏
切
医

,““ 

【
鶴
】
呵

ク
，
ワ
イ
義
未
詳
。
〔
字
集
補
〕
鴎
‘
昔
灰
゜

4
 

[
鶴
】
四
ビ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
鶴
‘
音
禰

冨
】
[
[
戸
t
~
2
~
~
·
:
~
s
,
-
,
;
~
:

鳥
‘
亦
書
作
レ
塾
。
〔
晉
書
‘
慕
容
偶
載
記
〕
鵠
巣
,,rt,
偶
正

陽
殿
之
西
椒
↓

エ
ン

13483 



(47489・・ 1)一 (47490)

物
志
日
‘
魏
鵡
螺
‘
状
如
二
覆
杯
二
頭
如
焉
頭
一

向

箕

腹

視

‘

似

tご
翌
故
以
為
レ
名
也
。

【
鶴
班
】
1

匁

O
鶴
鵡
の
隠
。
イ
ン
コ
。
印
度
地
方
に

産
す
。
形
小
さ
く
亦
人
語
を
學
ぷ
。
利
の
色
に
赤
緑
紫

黒
等
あ
っ
て
最
も
美
麗
。
鶴
歌
。
〔
本
草
‘
鶴
鶉
〕
繹
名
、

魏
紆
‘
乾
皐
、
時
珍
日
‘
熊
太
古
云
、
大
者
為
1

一
魏
鵜
「
小

者
為
―
―
鶴
研
言
春
渚
紀
聞
、
雑
記
‘
瀧
州
魏
歌
〕
余
曰
‘
昔

唐
太
宗
時
、
林
邑
獣
―
―
五
色
鶴
歌
ご
莉
羅
獣
ー
一
美
女
二
人
[

魏
鄭
公
以
為
不
に
且
レ
受
‘
太
宗
喜
日
‘
林
邑
魏
歌
‘
猶

能
自
言
―
―
苦
寒
思
＂
蹄
‘
況
二
女
之
遠
別
―
―
親
戚
一
乎
‘
井
―
―

魏
歌
な
合
付
―
―
使
者

A
蹄
レ
之
。

O
膨
蝶
蟄
の
異
名
。
〔
綴

耕
録
‘
食
品
有
レ
名
〕
若
―
―
鯖
魚
子
一
名
二
蛭
螂
子
五
竺
松

江
之
上
海
‘
杭
州
之
海
寧
丁
八
皆
喜
食
―
―
膨
蝶
蟄
ぶ
口
曰
―
―

問
紆
ぶ
嘴
以
下
有
―
―
極
紅
者
如
炉
之
也
。

〖
魏
研
花
〗2
昇
ヵ
針
の
あ
る
桐
の
花
。
〔
彰
綱
、
詩
〕

露
出
幾
枝
紅
魏
鵜
。
〔
注
〕
刺
桐
花
、
雲
南
名
一
畔
翌
翌
化
↓

花
形
似
レ
之
。

〖
魏
紆
嬌
〗3
n
唸
草
書
を
書
く
に
直
行
を
雑
ぜ
て
書

く
こ
と
で
、
書
道
の
未
熟
を
そ
し
る
語
。
鶴
鵡
が
人
の

言
を
慎
似
て
未
だ
逹
せ
ざ
る
意
。
〔
東
波
文
集
〕
李
公
澤

初
學
箪
書
↓
所
レ
不
レ
能
者
、
輯
雑
以
箕
行
「
劉
貢
父

謂
乏
魏
紆
嬌
「
意
謂
魏
紆
之
於

i
公
―
只
止
能
道
1

一
此
散

包
耳
゜

〖
魏
紆
鼻
〗4
y
i
n
g
'
k
e
 
p
i
'

と
ん
が
り
鼻
。

〖
鶴
紆
緑
〗5
y
i
n
g
'
k
e
 
Iii'

濃
い
萌
黄
色
。

〖
魏
紆
抱
子
〗6
芯
パ
北
京
で
菊
花
の
一
種
に
名
づ
け

た
名
補
。
〔
燕
京
歳
時
記
、
九
花
山
子
〕
謹
按
‘

H
下
藷
聞

考
‘
云
云
、
鶴
紆
抱
子
‘
蜜
蜂
高
、
合
家
歓
架
等
、
皆
新
秩

中
之
祖
種
也
。

【
鶴
鵠
】
7

誇
鶉
鵡
と
鵠
゜
〔
雲
笈
七
蔽
〕
獲
鳥
鶴
鵠
不
―
―

相
畏
恐
面
梵
入
免
鼠
不
―
―
相
避
竹
↓

【
鶴
語
】
8

匁
鶴
鵡
の
こ
と
ば
。
〔
元
横
、
有
鳥
詩
〕
山

鶉
野
雀
怪
↓
―
鶉
語
盃
賦
喚
争
窺
無
已
時
↓

【
璧
貫
】
，
勾
果
樹
の
名
。
鶯
の
き
の
み
。
鷹
賓
゜
〔
倭

名
類
緊
抄
‘
果
藤
部
、
果
藷
類
‘
鷺
賣
、
漢
語
抄
云
‘
鷺

賣
、
宇
久
比
須
乃
岐
乃
美
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
山
果
類
‘

櫻
桃
〕
和
名
抄
云
‘
鶉
賓
、
宇
久
比
須
乃
岐
乃
美
。

【
魏
狸
】
10

豆
げ
ぁ
う
む
と
せ
う
じ
ゃ
う
。
共
に
人
言
を

ま
ね
る
も
の
。
〔
梁
武
帝
‘
孝
思
賦
〕
雖
―
―
拭
類
之
衆
多
一

鳥

部

〔
十
七
藍
〕

魏

腰

掲
在
り
人
而
最
霊
‘
謁
儀
別
―
―
於
飛
走
一
言
語
異
―
―
於
籾
狸
↓

【
鴨
舌
】
11

鍔
魏
鵡
の
舌
。
言
語
の
巧
な
こ
と
を
い
ふ
。

〔
元
横
‘
寄
―
―
贈
砕
濤
詩
〕
言
語
巧
楡

5
5鵡
舌
↓
文
章

竺
得
鳳
皇
毛
↓
〔
元
横
‘
哭
女
奥
四
十
韻
詩
〕
僚
風

妬
-
一
魏
舌
↓
凌
露
躙
蘭
英
↓
〔
和
凝
、
何
涌
子
詞
〕
桃
李

精
神
魏
鵡
舌
‘
可
―
―
堪
l

レ
虚
度
二
良
宵
↓

【
鶴
父
】
12

匁
鶉
鵡
を
一
に
鶴
母
と
書
く
‘
故
に
そ
れ

に
封
し
て
‘
覇
父
の
語
を
作
る
。
〔
呉
志
、
諸
葛
格
博
‘
注
〕

曾
有
百
頭
鳥
集
殿
前
玉
櫂
日
‘
此
何
鳥
也
‘
洛
日
‘
白

頭
翁
也
‘
張
昭
自
以
座
中
最
老
「
疑
格
戯
p

之
‘
因
曰
‘

格
欺
函
雫
'
-
生
嘗
聞
•
鳥
名
百
頭
翁
者
い
試
使
h―
格

復
求
1

一
白
頭
母
五
格
曰
‘
鳥
名
―
―
鶉
母
ご
杢
必
有
＞
射
、
試

他
輔
呉
復
求
二
鶴
竺
昭
不
レ
能
レ
答
。

【
鶴
母
】
13

匁
鳥
の
名
。
鶴
鵡
。
鶴
父
を
見
よ
。

【
魏
鵜
】
14

匁
烏
の
名
。
魏
鵡
を
い
ふ
。
〔
説
文
〕
魏
、
鶴

鴎
‘
能
言
鳥
也
、
炊
レ
鳥
嬰
臀
゜
〔
本
草
‘
魏
鵜
〕
集
解
、
時

珍
曰
‘
鶴
鵜
有
二
散
種
↓
緑
鶉
鴎
‘
出
,
,
瀧
蜀
二
而
演
南
交

廣
近
海
諸
地
尤
多
、
大
如
二
烏
鵠
ぶ
竪
曰
慧
飛
‘
南
人
以

為
―
―
鮮
食
ご
m
魏
鵜
‘
紫
赤
色
、
大
亦
如
レ
之
‘
白
魏
鵜
‘

出
―
―
西
洋
南
番
「
大
如
丘
品
竺
五
色
魏
鵠
‘
出
1

一
海
外
諸
國
一

大
―
―
於
白
一
而
小
1

一
於
緑
1

者
‘
性
尤
慧
利
‘
倶
丹
味
鉤
吻
‘

長
尾
赤
足
、
金
睛
深
目
、
上
下
目
瞼
皆
能
貶
、
動
レ
舌
如
,
,

嬰
兒
↓
其
趾
前
後
各
―
―
°

【
鶴
鵡
】
15

匁
〇
攀
木
類
の
鳥
。
怜
艦
は
小
鶏
の
大
き

さ
位
、
頭
園
く
短
く
、
上
嘴
は
曲
り
、
下
嘴
は
短
小
‘
利

毛
美
‘
巧
に
人
語
を
ま
ね
る
。
鶉
鵜
。
南
越
鳥
。
〔
本
草
‘

鶴
鵜
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
按
字
説
云
‘
鶴
鵜
如
―
―
―
嬰
兒

之
學

E
涵
央
故
字
匁
狂
嬰
母
↓
亦
作
―
―
鶴
鵡
↓
〔
後
漢
書
、

禰
衡
傭
〕
射
時
大
會
―
―
賓
客
一
人
有
下
獣
1

一
蒻
鵡
玉
れ
射

摯
―
庖
於
衛
曰
‘
願
先
生
賦
レ
之
、
以
娯
嘉
賓
↓
衡
攪
レ

筆
而
作
。
〔
後
漢
書
、
西
南
夷
博
〕
河
土
平
敗
‘
多
出
1

一魏

鵡
孔
雀
↓
〔
禽
経
〕
魏
鵡
磨
背
而
措
。
〔
注
〕
鶴
鵡
出
t

―
随
西
「

態
―
―
口
鳥
也
‘
人
以
レ
手
撫
拭
其
背
而
屠
痙
袋
函
参
、

赴
北
庭
如
径
瀧
思
淑
詩
〕
随
山
問
鵡
能
言
語
‘
為
報
ニ

家
人
敷
寄
レ
書
。
〔
白
居
易
、
部
女
詩
〕
何
虞
閑
教
魏
鵡

語
‘
碧
紗
窟
下
繍
林
軋
〇
洲
の
名
。
①
浙
江
省
平
湖
縣

の
嘗
湖
の
中
。
上
に
報
本
塔
院
あ
り
。
明
‘
嘉
靖
の
時
‘
縣

人
陸
呆
建
つ
。
◎
湖
北
省
漢
陽
縣
の
西
南
、
大
江
の
中
Q

漢
末
‘
黄
雌
、
江
夏
太
守
と
な
る
。
祗
の
長
子
射
‘
大
に

賓
客
を
會
す
。
鶴
鵡
を
獣
ず
る
も
の
あ
り
。
禰
衡
‘
賦
を

作
る
。
因
つ
て
洲
に
名
づ
く
。
後
、
衡
‘
黄
祖
に
殺
さ
れ
、

此
虞
に
葬
ら
る
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕
江
之
右
岸
‘
嘗
―
―
鶴

鵡
洲
南
云
有
二
江
水
右
逸
面
匹
之
騨
渚
一
〔
雀
願
‘
黄
鶴
棲

詩
〕
睛
川
歴
歴
漢
陽
樹
‘
芳
草
萎
萎
鶉
鵡
洲
。
〔
楚
小
志
〕

鶴
鵡
洲
‘
雖
レ
跨
,
,
漢
江
一
而
尾
連
―
―
黄
鶴
「
故
圏
経
圏
-
1

武

昌
郡
云
‘
李
白
詩
‘
鶴
鵡
洲
横
漢
陽
渡
‘
水
引
寒
姻
液
―
―

江
樹
一
風
景
依
稀
、
今
其
洲
在
―
―
秋
派
中
一
不
レ
可
レ
見
‘

至
永
路
乃
出
耳
。
参
魏
鵡
杯
を
い
ふ
。
〔
梁
簡
文
帝
‘

倍
張
讚
謝
示
集
一
書
〕
車
渠
陽
酌
‘
鶴
鵡
駿
傾
゜

〖
魏
鵡
紋
〗1
6
t匁
花
舒
の
一
種
。
〔
韓
偲
‘
忍
レ
笑
詩
〕

水
精
鶉
鵡
奴
頭
顕
‘
學
レ
袂
伴
羞
刃
炉
笑
時
。

〖
鶴
鵡
州
〗17
砕
ム
戯
曲
の
名
。
清
‘
陳
呉
郊
の
作
。
唐

の
侍
女
玉
籠
の
事
を
主
と
し
‘
妓
女
砕
濤
の
事
を
併
せ

て
作
る
。

〖
魏
鵡
車
〗18
元
唸
口
先
だ
け
上
手
で
賓
行
の
件
は
な

い
人
を
い
ふ
。
〔
瑣
邪
代
酔
編
‘
魏
鵡
車
〕
設
有
レ
人
道

得
言
語
尖
新
‘
語
中
旨
趣
都
穂
不
レ
知
、
必
無

,,j貫
行
↓
ロ
ハ

謂
之
鶴
鵡
車
可
也
、
古
祠
師
語
。

〖
鶴
鵡
摺
〗19
砕
i

鶴
鵡
の
背
に
陶
れ
て
起
る
病
氣
゜

〔
北
戸
録
‘
問
鵜
様
〕
廣
之
南
新
勤
春
十
州
‘
呼
為
↓
―
南

遠
多
―
罰
鵡
云
云
‘
凡
養
レ
之
‘
俗
忌
石
ぞ
手
頻
躙
―

其
背
面
立
者
卸
多
病
レ
顕
而
卒
‘
土
人
謂
為
―
―
屁
鵡
描
↓

〖
鶴
鵡
石
〗2
0
U竺
〇
薄
ぃ
黄
緑
色
を
お
ぴ
た
孔
雀
石

の
一
種
。
〔
雲
林
石
譜
〕
荊
南
府
有
レ
石
如
―
―
巨
碑
一
色
液

緑
、
不
石
器
竺
名
為
↓
1

鶴
鵡
石
-
〔
程
敏
政
‘
月
河
梵
苑

記
〕
愧
屋
南
為
↓
―
小
亭
↓
中
皮
鶴
鵡
石
‘
其
重
二
百
斤
‘
色

浮
緑
‘
蓋
石
之
似
レ
玉
者
。

O
①
物
―
音
を
反
響
す
る
石
。

◎
役
者
の
せ
り
ふ
を
ぬ
き
が
き
し
た
本
。

〖
魏
鵡
舌
〗21悶
ム
果
賓
の
一
種
。
〔
桂
海
虞
衡
志
‘
志

果
〕
問
鵡
舌
‘
卸
紅
臨
匹
草
、
果
之
珍
者
、
賓
始
結
‘
卸
頻

取
紅
闊
乾
レ
之
‘
綾
如
小
舌
↓

〖
魏
鵡
塔
〗22悶
ム
塔
の
名
。
草
南
康
、
魏
鵡
の
死
を

哀
れ
み
た
て
た
塔
。
〔
戒
庵
漫
筆
〕
専
南
康
鐵
レ
蜀
時
‘

有
二
鶴
鵡
ご
佳
慧
‘
馴
養
者
瞭
以
―
―
佛
理
―
―
日
不
レ
震

不
レ
什
‘
敏
レ
翼
委
レ
足
‘
奄
然
面
絶
‘
柘
否
之
‘
有
―
―
含
利
一

津
公
為
立
レ
塔
痙
レ
之
‘
琥
曰
二
魏
鵡
塔
↓

〖
魏
鵡
杯
〗2
3
[＇惚
酒
器
の
名
。
南
海
に
産
す
る
貝
で

製
す
。
杯
の
形
が
魏
鵡
に
似
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
い
ふ
。

〔
顧
齢
‘
海
桂
餘
録
〕
問
鵡
杯
‘
即
海
螺
産
二
子
文
昌
海
一

面
頭
淡
肖
色
、
身
白
色
、
周
遭
間
赤
色
‘
敦
稜
‘
好
事
者

冠
】
徊
ァ
ヴ
[
[
」
]
[
O
)
に
同
し
。
〔
字
彙

用
ス
翌
廂
飾
‘
凡
頭
腔
足
翅
倶
備
‘
置
―
―
之
几
案
ぶ
小
異

常
耳
。
〔
虚
照
部
、
長
安
古
意
〕
漢
代
金
吾
千
騎
来
‘
翡

苓
屠
蘇
鶴
鵡
杯
゜

〖
鶴
鵡
貝
〗24
乃
介
殻
螺
旋
状
で
、
外
表
に
赤
褐
色

の
斑
文
あ
り
、
内
面
は
漠
珠
質
。
花
瓶
‘
又
は
酒
杯
な
ど

を
製
す
る
に
用
ふ
。

〖
鴨
鵡
白
〗25芦
ム
牡
丹
の
一
種
。
〔
事
物
異
名
録
‘
花

丼
‘
牡
丹
〕
怪
州
牡
丹
史
‘
牡
丹
名
―
―
杜
腸
紅
鶉
鵡
白
↓

〖
鶴
鵡
賦
〗26
万
ノ
文
章
の
名
。
後
漢
‘
禰
衡
の
作
。

黄
祗
の
太
子
射
に
愛
せ
ら
れ
‘
其
の
求
め
に
應
じ
て
作

っ
た
も
の
。
文
選
十
二
巻
に
載
す
。

〖
魏
鵡
螺
〗27”
ウ
ム
軟
骰
動
物
、
四
鯉
あ
り
、
口
の
周
圃

に
絲
状
の
躙
手
多
く
、
介
殻
は
螺
旋
状
‘
其
の
先
囮
曲

し
て
醗
鵡
の
嘴
に
似
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
名
づ
く
。
〔
異

苑
〕
魏
鵡
螺
‘
形
似
レ
鳥
‘
故
以
為
レ
名
‘
常
脱
レ
殻
而
遊
、
朝

出
削
有
レ
晶
‘
頬
如
蜘
蛛
「
入
,
,
其
殻
中
ぶ
ぶ
夕
還
‘
則
此

品
出
‘
庚
闇
所
謂
鶴
鵡
内
遊
‘
寄
居
負
レ
殻
者
也
。
〔
桂
海

虞
衡
志
‘
志
晶
魚
〕
魏
鵡
螺
‘
状
如
―
―
蝸
牛
紐
竺
磨
治
出
―
―
精

笑
亦
離
琢
為
レ
杯
゜
〔
南
州
異
物
志
〕
魏
鵡
螺
‘
状
如
二
覆

狂
頭
如
1

↓
鳥
頭
盆
型
其
腹
声
匹
‘
似
↓
―
籾
鵡
五
故
以
為
レ
名
。

〖
鶴
鵡
粒
〗2
8
E
7
0

ム
栢
の
異
名
。
〔
杜
甫
、
秋
興
詩
〕
紅
稲

啄
残
魏
鵡
粒
‘
碧
梧
棲
老
鳳
凰
枝
゜

〖
闘
鵡
緑
〗29
五
翌
酒
を
い
ふ
。
〔
張
竪
‘
憫
恨
五
首
詩
〕

書
閣
小
杯
魏
鵡
緑
‘
玉
盤
織
手
蒻
枝
紅
゜

〖
鶴
鵡
能
―
―
―

E
〗3
0
江
炉
鶴
鵡
は
‘
能
く
人
の
言
語
を

ま
ね
て
い
ふ
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
魏
鵡
能
言
‘
而
不
レ

可
レ
使
レ
長
‘
是
何
‘
則
得
―
―
其
所
＞
言
‘
而
不
レ
得
,
,
,
其
所
-
l

以
言
↓

〖
鴨
鵡
能
言
不
レ
離
飛
鳥-
]
3
1
昇
心
げ
□
在
鶴
鵡
は
‘

能
く
人
の
言
語
を
ま
ね
て
も
、
や
は
り
鳥
で
あ
る
。
言

語
ば
か
り
で
行
の
之
に
伴
は
な
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
證
‘

曲
幡
上
〕
魏
鵡
能
言
、
不
レ
離
飛
鳥
ぶ
痒
狸
能
再
‘
不
レ

離
禽
獣
一
今
人
而
無
レ
褪
‘
雖
能
言
↓
不
―
―
亦
禽
獣
之

少
乎
゜

【
鶴
緑
】
32

は
ク
覇
鵡
の
利
毛
の
緑
色
な
こ
と
。
〔
陸
准
、

詩
〕
鶴
緑
捏
紅
極
―
―
天
巧
一 八

八
八

13484 



烏

部

〔
十
七
ー
~
十
八
鵞
〕
癖

覇

閥

鵬

鵡

鶴

鶯

鵜

鵬

鶴

八
八
九

ヽ
~

3
 

ー

。゚
5
 
7
 
4
 
（
 

向
【
鵜
】
徊

⑭
通
〕
鵜
‘
鵜
本
字
。 ホ
ク
・
ハ
ク
・
ハ
，
ウ

霞
鱈
閾
璽
―
―

冦】畑
コ，ウ

鵜（
1
2
|
 4
7
4
5
0
)
 

の
本
字
。
〔
正
字

穀
(
1
2
-
4
7
2
1
8
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鷲
‘
俗
穀
字
。

キ
ク

鴨
(
1
2
-
4
7
0
1
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鶴
、
同
レ
鵬
。

冨[]徊

鶴
(
1
2ー

4
7
5
2
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

レ
イ

補
〕
鵡
‘
同
レ
鶴
。

冨
】
[
Iレ

〔
廣
韻
〕
力
主
切

邸
鵬
鳥
は
‘
く
わ
っ
こ
う
ど
り
。
〔
廣
韻
〕
鵬
‘
践

鵜
鳥
、
今
ぞ
郭
公
一
也
。

霊
母
昌
按
ず
る
に
‘
鶴
は
‘
砥
の
誤
か
。
説
文
に
、
掘
あ
っ

て
禍
な
し
。

爾】畑
ベ
ッ

圏

鵬
(
1
2
|
 
4
7
4
5
6
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
閥
、
同
レ
鵡
゜

冨】畑
類
編
〕
踊
‘
卑
ハ
レ
癖
同
。

ゲ
ッ
・
カ
ツ
・
ガ
ッ

癖（
1
2
-
4
7
4
9
1
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

【
癖
】
呻

通
〕
癖
‘
辮
字
之
調
。

鳥
の
名
。
為
(
1
1
-
4
2
1
2
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嵩
、

鳥
名
、
説
文
、
周
燕
也
‘
或
作
レ
鵬
。

ゲ
ツ
・
カ
ッ
・
ガ
ッ

文
‘
小
爵
也
‘
或
八
レ
鳥
。
鬱
罐
(
1
2
-
4
7
5
0
1
)

に
同
【
鶴
井
】
7

5

位
群
鶴
が
め
ぐ
り
と
ぶ
こ
と
。
〔
酉
陽
雑

じ
。
〔
中
華
大
字
典
〕
鶴
‘
説
文
‘
書
作
レ
譴
國
●
鶴
俎
‘
廣
動
植
、
利
篇
〕
鶴
‘
江
淮
謂
夏
鶴
淀
飛
ぶ
号
鶴

庄
鶴
亦
好
旋
飛
‘
必
有
i
i

風
雨
↓

【
鶴
石
】

8
%／
鶴
が
水
を
せ
く
石
。
蒼
石
の
一
種
。
〔
毛

鵠
は
‘
は
は
つ
て
う
。
〔
公
羊
、
昭
‘
-
―
十
五
〕
有
二
鶴

鵠
来
愚
●
或
は
覇
(
1
2
-
4
7
5
0
2
)

に
作
る
。
〔
周
詩
陸
疏
廣
要
〕
埠
雅
云
‘
鶴
形
状
略
如
レ
鶴
、
毎
遇
亘

幡
考
工
記
、
鶴
鵠
不
レ
鍮
レ
潰
‘
繹
文
〕
鶴
‘
徐
劉
互
知
其
下
有
品
蛇
‘
即
於
1

一石
i

凹
如
衛
士
馬
歩
ご
其

石
防
然
而
韓
‘
又
泥
—
其
巣
→
―
傍
為
レ
池
、
以
レ
石
宿
レ

水
、
今
人
謂
乏
鶴
互
飛
則
問
之
、
取
レ
魚
置
池
中
一

昔
櫂
、
公
羊
博
同
‘
本
又
作
扇

O
鵬
1

2

-

4
7
5
 

梢
梢
以
飼
1

一
其
雛
硲
鵞
石
温
‘
鶴
石
涼
‘
故
能
卵
不
レ

2
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鵬
鵬
鵠
‘
鳥
名
‘
或
作
扇
゜

」丁パ[[[[』二
i
f
/
/
[

．繹しべ[/：陳：[避[／腐[蟻繹/に

t[-し[

【鶴]”
國曰□
ゲケグクク
''' ンンワワワ
ンンン

日
ク
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
古
玩
切
瞬
[
-

«
x

ヰ

k
u
a
n
•

〔
集
韻
〕
古
丸
切
困
i囲囲）

〔
集
韻
〕
造
員
切

〔
集
韻
〕
胡
官
切

聯
(
1
2
|
 4

7
4
5
9
)

―[岬塁

の
調
字
。
〔
正
字

ヱケ
ィ

〔
集
韻
〕
玄
圭
切

麿l

13485 



2

日
[
ロ

曾]徊ケンゲン

り【耀】畑

8
 。
5
 
7
 
4
 
（
 

ヽ`＇’ー

。
5
 
7
 
4
 
‘、¥

ク
ヴ
ン

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切
如
[

／
 

<
L
J
 
c
h
'
t
i
'
 

〔
十
八
—
ー
十
九
鵞
〕

〔
集
韻
〕
呼
官
切

小
こ
ふ
の
と
り
。
又
‘
は
し
ぶ
と
が
ら
す
。

頁

豪

鶴

(
1
2
-
4
7
5
0
0
)

に
同
じ
。
或
は
鵠
(
1
2

-
4
6
9
1
3
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
耀
‘
罐
専
‘
一
0

田
蹂
‘

如
レ
誰
短
尾
‘
射
レ
之
、
街
レ
矢
射
レ
人
‘
炊
レ
鳥
翡

臀
゜
〔
集
韻
〕
鶴
‘
或
炊
レ
完
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
鶴
‘

説
文
‘
書
作
レ
耀
゜

〔
集
韻
〕
造
員
切

B
口
覇
鵠
は
‘
鳥
の
名
。
は
は
つ
て
う
。
鵠
(
1
2

1
 4
6
8
0
1
)
・
 
鵬
(
1
2
-
4
7
5
2
1
)
に
同
じ
。
〔
部
瑛
‘

説
文
解
字
禁
経
正
字
〕
説
文
無
―
―
覇
字
百
正
字
営
レ

作
レ
鳴
゜
〔
集
韻
〕
鵠
‘
鳥
名
‘
説
文
‘
鵠
鵠
也
‘
或

炊
レ
嬰
゜
〔
集
韻
〕
鵬
鵬
鵠
、
鳥
名
、
或
作
レ
覇
。

〔
春
秋
、
昭
、
二
十
五
〕
有
二
鶴
鵠
宋
巣
↓
〔
繹
文
〕

覇
、
本
又
作
品
鳴
゜

【
鶴
鵠
】
1

5

ク
鳥
の
名
。
形
、
も
ず
に
似
‘
無
色
で
翼
の

下
に
白
貼
が
あ
る
。
其
の
舌
を
き
る
と
よ
く
人
語
を
ま

ね
る
と
い
ふ
。
は
は
つ
て
う
。
鳴
鵠
゜
〔
本
草
‘
覇
鵠
〕
秤

名
‘
鳴
鵠
‘
刷
哨
鳥
‘
八
紆
‘
寒
皐
‘
集
解
‘
恭
日
‘
覇
鵠
‘

似
レ
鶏
而
有
レ
帳
者
是
也
、
時
珍
日
‘
覇
鵠
巣
―
―
於
鵠
巣
樹

穴
及
人
家
屋
背
中
五
身
首
倶
黒
‘
雨
翼
下
各
有
,
,
白
貼
ザ
其

二
〗
[

鳥

部

厖 圏

か
も
。
〔
字
粟
補
〕
鵬
‘
覺
也
。

[
鵬
]
亨
ィ

耀

罰

勢

鵬

鵬

鵬

鵬

鸞

鶴
鵠
来
巣
‘
公
在
1

一
乾
侯
↓
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
鶴
鵠
来
巣

者
一
見
。
〔
爾
雅
翼
、
繹
鳥
‘
鶴
鵠
〕
覇
鵠
似
レ
鴎
而
有
レ

帳
‘
飛
輔
成
レ
塁
多
レ
臀
‘
字
書
謂
ー
一
之
明
捌
鳥
―
一
作
1-

鵠
憩
□
〔
格
物
論
〕
似
レ
賜
而
色
純
黒
、
金
眼
而
穴
居
‘
一

名
寒
皐
可
レ
使
―
―
断
レ
舌
言
t

鶴
‘
一
作
レ
鵠
‘
又
曰
―
―
慧
鳥
↓

〖
覇
鵠
眼
〗2
りgク
鶴
鵠
の
眼
の
や
う
な
文
様
あ
る

硯
〔
獣
陽
脩
‘
硯
譜
〕
端
石
也
端
送
云
云
‘
有
霞
鵠

眼
者
岱
貴
。
〔
陸
涌
、
無
レ
客
詩
〕
硯
涵
霞
鵠
眼
一
香

暫
鵡
鵠
斑
↓

〖
覇
鵠
入
虞
〗3
g
"
ヲ
ル
覇
鵠
は
北
方
の
鳥
で
、
南
の

か
た
清
水
を
躁
え
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
‘
魯
の
境
に

入
っ
て
巣
を
作
り
慮
る
。
異
髪
の
あ
る
前
兆
゜
〔
史
記
、

魯
周
公
世
家
〕
二
十
五
年
春
、
覇
鵠
来
巣
‘
師
己
曰
、
文

成
之
世
‘
童
謡
曰
‘
鶴
鵠
来
巣
‘
公
在
―
―
乾
侯
｛
覇
鵠
入

慮
、
公
在
,
,
外
野
一
〔
庄
〕
集
解
日
、
周
證
日
‘
鶴
鵠
不
レ

踊
レ
屑
、
公
羊
博
日
‘
非
,
,
中
國
之
禽
一
也
‘
宜
え
JL
而
巣
一

穀
梁
博
曰
‘
来
者
、
来
一
缶
＇
國
一
也
‘
賣
逸
日
‘
師
己
‘
魯

大
夫
也
、
文
成
‘
魯
文
公
•
成
公
。

〖
覇
鵠
夷
秋
穴
蔵
之
禽
〗4
芦
忍
パ
只
覇
鵠
は
夷
秋

の
鳥
で
‘
穴
の
中
に
蔵
れ
て
ゐ
る
鳥
で
あ
る
。
至
れ
ば
君

臣
の
異
畏
あ
る
を
示
す
c

〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
下
〕
覇

鵠
夷
秋
穴
誠
之
禽
‘
来
至
↓
中
國
「
不
レ
穴
而
巣
レ
陰
‘
居
ニ

陽
位
↓

【
覇
之
鵠
之
】
5

昇
ヤ
覇
鵠
（
I

)

に
同
じ
。
〔
左
氏
、
昭
‘

二
十
五
〕
文
武
之
世
‘
童
謡
有
レ
之
、
日
‘
鶴
之
鵠
之
‘
公

出
辱
レ
之
。

〔
字
彙
補
〕
許
運
切

〔
字
彙
補
〕
於
宜
切

支

鶴
壊
は
‘
怪
鳥
の
名
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鵬
鵬
‘
怪
鳥

也。

冨

】

如

ク

ン

冠
】
〖

圃

鵡
(
1
2
1
 47
4
6
2
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鱗
輿
レ
翡
同
。

ラ
イ

ヽ
一

鸞
:

【
鸞
】
〖

【鵬】可
【鵬】芦

〔
集
韻
〕
慮
丸
切
函

／
 

ヵ
xヰ

Juan'

●
鳳
凰
の
＿
種
。
形
‘
維
に
似
‘
材
毛

赤
色
に
五
彩
を
交
へ
、
臀
は
五
昔
に

か
な
ふ
と
い
ふ
。
一
説
に
、
鳳
の
青
色
の
多
い
も

の
。
〔
説
文
〕
鸞
‘
赤
神
霰
之
精
也
‘
赤
色
五
采
‘
難

形
、
鳴
中
二
五
―
H

只
頌
聾
作
則
至
、
ハ
レ
鳥
繍
臀
‘
周

成
王
時
‘
氏
先
猷
ii

鸞
鳥
二
段
注
〕
赤
、
各
本
作
レ

亦
、
誤
‘
今
依
1

一
藝
文
類
緊
・
埠
雅
・
集
約
・
類
篇
・
約

貪
正
。
〔
初
學
記
、
三
十
〕
雄
曰
レ
鳳
‘
雌
曰
レ
凰

其
鵜
為
レ
鸞
。
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
多
―
―
肖
色
―
者

鸞。

O
君
主
の
乗
る
馬
車
の
く
つ
わ
に
附
け
る

鈴
゜
或
は
衡
に
つ
け
る
と
も
言
ふ
。
〔
詩
、
小
雅
‘

日
□
●
黄
鶴
は
‘
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
黄
鶯
°
蓼
蒲
〕
和
鸞
誰
誰
。
〔
博
〕
在
レ
献
曰
レ
和
、
在
レ
鎮

倉
庚
゜
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
品
魚
疏
‘
黄
鳥
子
飛
〕
曰
レ
鸞
゜
〔
周
帳
‘
夏
官
‘
大
取
〕
以
二
鸞
和
1

為
レ
節
。

黄
鳥
、
黄
鵬
鵜
也
、
或
謂
―
―
之
黄
栗
留
一
幽
州
人
〔
注
〕
鸞
在
レ
衡
‘
和
在
レ
拭
、
皆
以
レ
金
為
レ
鈴
。
参

謂
乏
黄
置
或
謂
之
黄
鳥
□
名
倉
庚
‘
一
名
鸞
を
と
り
つ
け
た
車
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
下
〕
賜
―

商
庚
一
名
鷲
黄
‘
一
名
楚
雀
齊
人
謂
乏
博
爾
旅
鸞
舗
散
珊
翌
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鸞
‘
謂
二
有
レ

黍

呵

西

謂

乏

黄

息

常

以

痣

l

熟
時
如
来
、
在
1

一

鸞

之

車

也

。

R

嬰

(11|
 4
1
0
8
3
)
に
通
ず
。
〔
集

桑
凹
故
里
語
日
、
黄
栗
留
‘
看
我
褒
五
黄
甚
熟
‘
韻
〕
竪
‘
説
文
‘
人
君
乖
車
四
馬
‘
鑓
八
燈
‘
通
作
レ

亦
是
慮
節
患
時
之
鳥
‘
或
謂
ii

之

黄

抱

二

〇

離

鸞

。

O
姓
。
〔
呂
氏
春
秋
〕
趙
簡
子
汎
鸞
傲
子
河
―

(11 |
 4
2
1
4
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
離
、
説
文
‘
離
日
‘
吾
嘗
妊
誓
色
盆
皿
鸞
徹
致
レ
之
。

黄
‘
倉
庚
也
‘
或
作
鵬
。

O
囃

(11|
 
4
2
1
8
9
)
鵞
【
鸞
鷲
】
1

”
鸞
と
鵞
。
と
も
に
名
鳥
。
君
子
に
喩
ふ
。

(
1
2
 |
 
4
7
0
2
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蒻
‘
或
作
二
留
・
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
感
鸞
鷲
之
特
棲
一
分
‘
悲
淑
人
之

稀
＞
合
。
〔
注
〕
善
曰
‘
鸞
鷲
‘
喩
1

一
君
子
一
也
‘
云
云
‘
廣
雅

日
‘
鷲
‘
鳳
陽
也
。
〔
牛
鳳
及
‘
奉
l-

―
和
受
面
皿
温
洛
―
應
制

鴛
・
鵬
↓

詩
〕
微
臣
矯
↓
―
弱
翻
五
介
舞
接
鸞
鷲
↓

【
鵬
鶴
】
1

が
鶯
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
禽
鳥
‘
鶯
〕

【
鸞
摘
】
2

[

↑
門
下
省
の
異
稽
゜
鸞
壼
(
3
2
)
に
同
じ
。

格
物
縛
論
‘
鷺
‘
一
名
鵬
鵬
‘
一
名
鶴
鴎
゜

〔
揚
汝
士
、
宴
―
―
揚
僕
射
新
昌
里
第
1

詩
〕
文
章
藷
債
留
l
-

【
鵬
黄
】
2

9

ワ
ウ
鳥
の
名
。
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
黄
鶯
゜

鸞
被
↓
桃
李
新
陰
在
1

一
鯉
庭
↓
〔
李
商
隠
‘
和
↓
―
劉
評
事
永

倉
庚
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
王
唯
鵬
黄
、
正
冥
楚
鳩
゜
〔
注
〕

築
閑
居
見
ら
寄
詩
〕
看
封
↓
―
諫
草
1

蹄
―
―
鸞
液
↓
尚
買
―
衡

善
曰
‘
鵬
黄
、
郭
環
曰
‘
其
色
窯
黒
而
黄
‘
因
名
レ
之
。
〔
枚

門
廷
竺
鶴
書
↓

乗
‘
七
骰
〕
朝
則
鵬
黄
潟
鴎
鳴
焉
‘
暮
則
闊
雌
迷
鳥
宿

焉
〔
注
〕
善
日
‘
爾
雅
日
‘
鵠
鶴
‘
黎
黄
゜

【
鵬
鵡
】
3

か
ワ
’
鳥
の
名
。
鵬
黄
。
〔
集
韻
〕
鶴
‘
鵬
鵡
‘
鳥
名
。
【
鸞
駕
】
3

”
ン
天
子
の
み
く
る
ま
。
鸞
輿
。
豊
輿
゜
〔
陳

琳
、
総
哀
紹
檄
豫
州
文
〕
後
倉
鸞
駕
反
レ
肺
‘
塁
虜

寇
攻
↓
〔
注
〕
良
曰
‘
鸞
駕
‘
天
子
車
也
。
〔
晉
書
、
符
堅
載

記
下
〕
若
鸞
駕
必
欲
1

一
親
動
函
茉
＇
レ
願
―
n

遠
渉
↓
―
江
淮
面
J

下

暫
幸
l

―
洛
陽
盃
田
授
．
勝
略
3

〔
李
庚
、
東
都
賦
〕
鸞
駕
鶴

車
‘
往
―
―
来
於
中
天
―
)

[
鸞
膠
】
4

虎
●
鸞
鳥
の
あ
ぶ
ら
で
製
し
た
に
か
は
。

〔
漢
武
帝
外
博
〕
西
海
献
,
,
鸞
膠
盆
袋
巾
弦
断
‘
以
レ
膠
績
レ

ラ
ン レ

イ
ラ
イ

□- 日リ

〔
集
韻
〕
郡
知
切＇ 
力一

〔
集
韻
〕
部
題
切

圏弓図

,――― 

カ，ウ

鶉
(
1
2
-
4
7
2
3
4
)
の
識
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鵬
‘
鵜
函
字
。

八
九
〇

13486 



(47508・・5) (47508・・34) 

鳥

部

之
‘
弦
雨
頭
遂
相
著
‘
終
日
射
不
レ
断
‘
―
帝
大
悦
‘
名
1

一績

弦
膠
言
元
好
問
、
杏
花
落
後
分
レ
韻
得
こ
蹄
字
―
詩
〕
掘
髄

能
賢
一
病
頼
肥
占
鸞
膠
無
レ
那
―
―
片
紅
飛
↓
〔
孫
観
‘
蜀
婦
新

寡
従
―
―
何
純
中
云
讀
―
―
左
氏
―
戯
呈
乞
純
中
五
吋
〕
朱
絃
久
零

落
‘
鸞
膠
績
1

一
其
断
ニ
0
後
妻
を
婆
る
こ
と
。
〔
掬
穀
、
風

光
好
詞
〕
待
レ
得
1

一
鸞
膠
績
玉
断
絃
是
何
年
。

【
鸞
閣
】
5

翌
閣
を
い
ふ
。
鸞
鳥
の
形
を
閣
の
上
に
立

つ
る
故
に
い
ふ
。
〔
李
紳
‘
登
―
―
萬
廟
呻
空
降
雪
―
詩
〕
粉

凝
鸞
閣
下
‘
銀
結
鳳
池
隈
゜

【
鸞
翻
】
6

だ
鸞
の
翼
。
逹
人
の
喩
。
〔
顔
延
之
‘
五
君

詠
‘
岱
中
散
詩
〕
鸞
翻
有
1

一
時
鍛
一
龍
性
誰
能
馴
。
〔
李

白
‘
酬
1

一
王
補
闘
詩
〕
鸞
闘
我
先
鍛
‘
龍
性
君
莫
レ
馴
゜

【
鸞
鶴
】
7

”
い
鸞
は
神
鳥
、
鶴
は
仙
鳥
。
共
に
仙
人
の

乗
る
も
の
。
〔
江
滝
、
従
―
―
冠
軍
建
平
王
1

登
1

一
直
山
香
鑢

峯
詩
〕
此
峯
具
―
鸞
鶴
五
来
盛
仙
震
。
〔
湯
悪
休
、
明

妃
曲
〕
鰺
1
1

駕
鸞
鶴
な
竺
来
仙
壷
↓
〔
韓
瑚
‘
経
1

一
月
巖
山
―

詩
〕
瑶
池
何
情
惜
‘
鸞
鶴
煙
中
棲
゜

〖
鸞
鶴
輿
〗8
[
／
カ
ク
立
派
な
乗
物
。
〔
元
損
‘
冬
夜
懐
―
―

李
侍
御
王
太
祝
段
丞
―
詩
〕
諷
諷
魂
神
學
、
若
T

鰺
↓
―
鸞

鶴

輿
3

「
憑
免
穎
ぶ
虔
腹
鸞
誠
↓

【
鸞
絨
】
，
？
手
紙
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
洞
天
花
燭
記
〕
専

【
鸞
旗
】
10

”
ン
鸞
の
形
に
似
せ
て
作
っ
た
鈴
を
懸
け
て

天
子
の
車
上
に
た
て
る
大
柿
を
い
ふ
。
馬
が
動
け
ば
鈴

が
鳴
り
、
以
て
歩
調
を
合
す
。
〔
漢
書
、
買
捐
之
博
〕
鸞
旗

鸞旗三才

こ

圏會

三
在
前
‘
隅
車
在
レ
後
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘
鸞
旗
、
編
以
二
羽
毛
↓

列
繋
帷
夜
載
応
車
上
天
駕
出
‘
則
陳
―
―
於
道
而
先

行
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
沈
欽
韓
日
‘
宋
史
輿
服
志
‘
慧
旗

車
、
漢
為
前
騒
玉
赤
質
曲
壁
一
輯
、
上
載
涼
旗
五
繍
鸞

鳥
面
炉
四
馬
盃
駕
王
十
八
人
↓
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
鸞
旗
皮

軒
‘
通
吊
精
柿
゜
〔
注
〕
綜
曰
‘
鵞
旗
‘
謂
ー
1

一
以
象
―
鸞
鳥
1

也‘

善
曰
‘
祭
邑
車
服
志
日
‘
鸞
旗
‘
俗
人
名
曰
二
難
憩
↓
〔
後
漢

書
‘
輿
服
志
上
〕
屡
車
四
十
六
乗
、
前
謳
有
1一
九
狩
雲
〖
千
‘

鳳
凰
闇
戟
‘
皮
軒
鸞
旗
一
皆
大
夫
載
‘
鸞
旗
者
‘
編
―
―
利
鹿
―

列
繋
帷
夜
民
或
謂
乏
難
輝
非
也
。
〔
慮
照
部
、
中
和

架
章
〕
龍
駕
四
牡
‘
鸞
旗
九
栴
。
〔
事
物
紀
原
‘
輿
駕
利
衛

〔
十
九
驚
〕

鸞

八
九

部
鸞
旗
〕
通
典
日
‘
鸞
旗
車
‘
漢
制
編
材
鹿
一
列
緊
幡

傍
五
胡
廣
日
‘
以
レ
銅
作
1

一
鸞
鳥
於
車
衡
上
↓
宋
朝
會
要
曰
‘

漢
制
為
孟
削
駆
↓
上
載
赤
旗
繍
レ
鸞
也
‘
皇
祐
大
饗
明
堂
記

曰
‘
景
祐
五
年
、
重
制
―
―
此
旗
工
赤
質
繍
レ
聾
‘
載
以
レ
車
也
。

【
鸞
鏡
】
"
”
炉
か
が
み
。
鸞
鳥
は
夫
婦
仲
の
よ
い
鳥

で
、
番
ひ
を
離
れ
た
鸞
が
鏡
を
見
‘
己
が
姿
を
慕
つ
て

悲
鳴
し
て
死
ん
だ
故
事
に
本
づ
く
。
〔
異
苑
〕
罰
賓
王
一

鸞
三
年
不
レ
鳴
‘
夫
人
日
、
聞
見
レ
影
則
鳴
懸
レ
鏡
照
レ

之
‘
鸞
観
レ
影
悲
鳴
、
中
宵
一
奮
而
絶
。
〔
酪
賓
王
、
代
―
―
女

道
士
王
震
妃

g竺
道
士
李
榮
1

詩
〕
龍
聡
去
去
無
孟
旧

塵
鸞
鏡
朝
朝
包
容
色
↓
〔
戴
叔
倫
、
宮
詞
〕
春
風
鸞
鏡

愁
中
影
、
明
月
羊
車
夢
裏
臀
。
〔
櫂
徳
輿
、
雑
詩
〕
佳
人

掩
鸞
鏡
蒻
婉
凝
和
緬
竺
〔
白
居
易
、
太
行
路
詩
〕
何
況

如
今
鸞
鐘
中
‘
妾
顔
未
レ
改
君
心
改
゜
〔
李
商
隠
‘
李
衛

公
詩
〕
鋒
紗
弟
子
昔
塵
絶
‘
鸞
鏡
佳
人
藷
會
稀
。

【
鸞
吟
]
1
2

竺
鸞
の
鳴
き
磐
゜
〔
白
居
易
‘
王
子
晉
廟
詩
〕

鸞
吟
鳳
唱
聴
無
レ
拍
、
多
似
二
覚
裳
散
序
贅
↓

【
鸞
韓
】
13

的
美
人
の
飾
り
靴
。
〔
桃
花
扇
‘
寄
扇
〕
櫂

拮
裂
破
舞
レ
風
腰
‘
鸞
韓
剪
砕
凌
レ
波
拗
。

【
鸞
皇
]
"
”
炉
鸞
は
瑞
鳥
、
世
に
赤
神
の
精
と
い
ふ
。

皇
は
雌
鳳
‘
凰
と
同
じ
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕
鴛
皇
為
レ
余
先

戒
分
‘
雷
師
告
レ
余
以
レ
未
レ
具
。
〔
楚
辞
‘
大
招
〕
孔
雀
盈
レ

園
、
畜
鸞
皇
只
゜
〔
揚
雄
‘
反
離
騒
〕
鸞
皇
騰
而
不
属

分
、
翌
掲
飛
廉
卑
ハ
ニ
雲
師
↓
〔
禰
衡
‘
鶉
鵡
賦
〕
配
'1

鸞
皇
―

而
等
レ
美
‘
焉
比
1

一
徳
於
衆
禽
↓

【
鸞
維
】
15

杉
鳥
の
名
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
泰
器
之

山
、
多
文
鰭
魚
二
云
云
‘
常
行
―
―
西
海
涵
四
於
東
海
討
ぞ

夜
飛
‘
其
音
如
鸞
雙
云
云
‘
見
則
天
下
大
穣
゜

【
鸞
倣
】
16

翌
春
秋
‘
晉
の
人
。
趙
簡
子
に
服
事
す
。
簡

子
之
を
河
に
汎
め
て
曰
く
‘
吾
脊
て
瞥
色
を
好
む
‘
鸞

傲
之
を
致
す
。
吾
嘗
て
宮
室
憂
樹
を
好
む
‘
鸞
傲
之
を

為
す
。
吾
嘗
て
良
馬
善
御
を
好
む
‘
鸞
倣
之
を
来
す
。

今
吾
士
を
好
む
こ
と
六
年
‘
而
し
て
鸞
徹
未
だ
嘗
て
一

人
を
進
め
ず
。
こ
れ
吾
が
過
を
長
じ
善
を
拙
く
る
な
り

と
。
本
又
‘
嗅
激
に
作
る
。
〔
説
苑
‘
君
道
〕
。

【
鸞
帝
】
17

詑
鸞
鳥
の
尾
で
作
っ
た
審
゜
〔
張
雨
、
次
―
―
孫

大
方
仙
興
韻
一
詩
〕
花
雨
掃
レ
塵
鸞
帯
湿
、
島
雲
承
レ
椴
蜃

棲
昏
゜

【
鸞
鵞
】
18

だ
鳳
凰
の
雛
゜
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘

鳳
凰
子
飛
〕
鳳
雄
日
レ
鳳
、
雌
日
レ
皇
‘
其
雛
為
1

一
鸞
媒
↓

〔
司
馬
彪
、
贈
―
―
山
濤
―
詩
〕
昔
也
植
1

一
朝
陽
↓
傾
レ
枝
侯
二
鸞

鵞―)

【
鸞
山
】
1
9
[

ク
山
名
。
湖
南
省
牧
縣
の
東
。
司
空
山
と

相
封
す
。
元
‘
元
貞
の
初
‘
邑
人
諜
淵
‘
鸞
山
書
院
を
創

む
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
長
沙
府
、
仮
縣
、
司
空

山
〕
縣
束
有
鸞
山
一
輿
―
―
司
空
山
1

封
峙
゜

[
鸞
車
】
20

―
翌
帝
舜
の
乗
車
。
又
、
す
べ
て
帝
王
の
御

車
。
鳳
輩
。
〔
周
幡
、
春
官
‘
家
人
〕
及
レ
葬
‘
言
l

―
鸞
車
象

人
↓
〔
注
〕
鸞
車
‘
巾
車
所
レ
飾
遣
車
也
、
亦
設
,
,
鸞
旗
↓

〔
疏
〕
亦
迅
竺
鸞
旗
1

者
、
以
下
其
遣
車
有
,
,
鸞
和
之
鈴
こ
兼

有
中
施
旗
LO

〔
證
、
明
堂
位
〕
鸞
車
‘
有
虞
氏
之
路
也
。
〔
注
〕

鸞
、
有
属
和
也
。
〔
李
白
‘
草
創
大
還
誼
柳
官
辿
詩
〕

鸞
車
速
-
―
風
電
「
龍
騎
無
,
,
鞭
策
↓
〔
元
萬
頃
、
奉
「
一
和
春

H
詩
〕
鳳
輩
迎
楓
墾
紫
凹
鸞
車
農
日
轄
1

一
彫
闇
一

【
鸞
笙
】
21

忍
ウ
築
器
の
一
。
〔
李
白
‘
古
風
〕
雨
雨
白
玉

童
‘
雙
吹
紫
鸞
笙
。

【
鸞
膳
】
2
2
-
夕
炉
尊
い
杯
゜
〔
岱
康
‘
雑
詩
〕
鸞
傭
酌
レ
醒
、
神

鼎
烹
レ
魚
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
鸞
崩
‘
盃
也
‘
刻
為
―
―
鸞
鳥
之
文
↓

〔
酪
賓
王
‘
冬
日
宴
詩
〕
促
レ
豚
鸞
梯
渦
‘
嘗
レ
墟
獣
炭
然
゜

【
鸞
雀
】
23

包
ク
車
の
横
木
の
上
に
飾
っ
た
金
烏
。
〔
後

漢
書
‘
輿
服
志
上
〕
龍
首
街
範
‘
左
右
吉
陽
笛
‘
鸞
雀
立
レ

衡
。
〔
注
〕
徐
廣
曰
‘
置
全
烏
於
衡
上
↓

【
鸞
書
】
24

芯
手
紙
を
い
ふ
。
も
と
紙
の
名
。
〔
翡
燈
餘

話
、
田
沫
遇
砕
濤
聯
句
記
〕
鸞
書
寄
レ
恨
墓
封
レ
涙
‘
蝶

夢
驚
レ
愁
伯
レ
念
レ
郷
。

【
鸞
診
】
2
5
1
竺
天
子
の
車
。
〔
宋
書
、
武
帝
紀
〕
昔
周
王

穎
迩
‘
賓
窮
―
―
四
i

衷
漢
帝
鸞
修
‘
夙
偏
,
,
五
嶽
一
〔
晉
陽

秋
〕
鸞
診
弗
レ
禦
‘
禁
車
莫
レ
衛
。

【
鸞
吹
】
2
6
"
し
笙
籠
の
類
。
鳳
吹
(
1
2

1
 46
6
7
1
 :
 J
O
O
)
 

に
同
じ
。
〔
李
塁
玉
‘
昇
仙
操
〕
鳳
壷
開
1

一
姻
霧
ヽ
E

吹
瓢
1

一

天
風
↓

【
鸞
栖
】
27

杉
鸞
烏
が
棲
む
。
轄
じ
て
、
友
人
が
身
を
寄

す
る
地
の
喩
。
〔
晉
書
‘
符
堅
載
記
上
〕
腺
蘭
清
宴
‘
百
姓

豊
築
、
自
1

一
長
安
云
ぎ
於
諸
州
↓
皆
央
レ
路
樹
,
,
愧
柳
{
―
―

十
里
一
亭
、
四
十
里
一
騨
‘
旅
行
者
取
,
,
給
於
途
ご
士
商

貿
販
於
墨
百
姓
歌
レ
之
日
、
長
安
大
街
‘
央
樹
楊
愧
‘

下
走
↓
―
朱
輪
↓
上
有
―
―
鸞
栖
一
英
彦
雲
集
‘
誨
―
―
我
萌
黎
↓

〔
元
横
‘
紀
レ
懐
贈
1

一
李
六
戸
曹
雀
―
―
十
功
曹
―
詩
〕
鍛
レ
翻

鸞
栖
レ
棘
‘
祓
レ
鋒
箭
在
レ
硼
゜
〔
伍
喬
‘
送
1-

―
江
少
府
授
―
―

延
陵
一
後
寄
詩
〕
莫
ふ
竺
官
小
1

傭
i

之
レ
任
、
自
レ
古
鸞
栖

有
異
人
↓

【
鸞
腔
]
2
8

杉
天
子
の
大
柿
。
鸞
旗
(

1

0

)

に
同
じ
。
〔
司

空
曙
‘
迎
神
歌
〕
鸞
施
園
蓋
望
レ
欲
レ
宋
、
山
雨
罪
霜
江
浪

起
。
〔
宋

ii、
秋
夜
典
二
子
充
ー
論
な
文
退
而
賦
"
詩
一
首
1

因
簡
二
子
充
一
井
寄
―
―
胡
教
授
仲
申
1

詩
〕
艶
如
"
一
長
楊
校
―
―

利
楓
蒙
禍
負
レ
羽
駆
鸞
施
↓

【
鸞
瞥
】
29

兌
〇
鸞
鳥
の
瞥
。
又
‘
笙
篇
の
瞥
゜
〔
庚
信
‘

奉
和
同
泰
寺
浮
刷
詩
〕
輪
重
射
二
月
涌
q

鐸
韻
擬
1

一鸞

贅
口
劉
馬
錫
‘
賓
愛
州
見
な
寄
"
一
寒
食
日
憶
1

一
故
姫
小
紅

吹
＞
笙
因
和
レ
之
詩
〕
鸞
臀
窃
砂
管
参
差
‘
清
韻
初
調
衆

柴
随
。
〔
張
仲
素
‘
夜
聞
1

一
洛
濱
吹
な
生
詩
〕
鳳
管
聴
何
遠
‘

鸞
臀
若
レ
在
レ
繋
。

0
四
馬
に
つ
け
た
鈴
の
な
る
昔
゜
〔
詩
‘

小
雅
‘
庭
燎
〕
君
子
至
止
、
鸞
臀
将
将
。
〔
櫂
徳
輿
‘
酬
―
―
李

t
簿
馬
跡
山
見
＞
寄
詩
〕
鸞
臀
去
已
久
‘
馬
跡
空
依
然
。

【
鸞
箋
]30

竺
蜀
人
の
造
る
十
色
箋
を
い
ふ
。
花
木
麟

鸞
の
も
や
う
あ
る
故
に
い
ふ
。
韓
じ
て
、
廣
＜
彩
箋
を
い

ふ
。
鸞
賤
。
〔
墨
池
編
〕
蜀
人
造
二
十
色
箋
石
竺
幅
為
二

欄
逐
レ
幅
於
―
一
文
板
之
上
研
・
レ
之
、
則
隠
二
起
花
木
麟
鸞
↓

千
―
―
萬
其
態
↓
〔
長
生
殿
、
製
譜
〕
荷
氣
涌
孟
OO
紗
涵
烏
賤
漫

伸
。
〔
通
雅
‘
器
用
〕
濤
本
小
箋
‘
而
今
則
輿
―
一
連
四
一
同
レ

式
‘
但
加
ふ
竺
界
雲
母
粉
1

耳
‘
韓
浦
有
下
十
様
鸞
箋
出
1

一

盆
州
之
詩
ぢ
江
奄
引
作
二
十
様
螢
箋
ゴ
冗
瑞
哉
レ
之
、
不
レ

知
升
i

奄
乃
依
"
箋
譜
↓
亦
非
1

一
自
改
一
也
。

【
鸞
帯
】
31

luan2 
tai4

演
劇
で
用
ひ
る
帯
。
巾
四
寸
ば

か
り
、
州
端
に
排
蹟
あ
り
。
黄
白
の
一
一
種
あ
り
、
黄
は
老

人
‘
白
は
武
士
が
用
ひ
る
。

【
鸞
憂
】
3
2
[
し

O
路
邊
の
地
を
い
ふ
。
〔
曹
植
‘
應
枷
叩

詩
〕
朝
獲
面
霊
烹
夕
宿
二
蘭
渚
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
鸞
憂
・
蘭

渚
‘
並
路
邊
地
、
美
―

-9之
也
。

O
唐
代
‘
門
下
省
の
異

梢
゜
鸞
被
゜
〔
唐
書
‘
百
官
志
二
〕
垂
挟
元
年
‘
改
1

一
門
下
省

為
"
鸞
量
↓
〔
劉
馬
錫
‘
和
"
'
楊
師
皐
給
事
傷
-
1

小
姫
英
英
―

詩
〕
鸞
昼
夜
直
衣
食
冷
‘
雲
雨
無
狛
四
レ
入
―
―
禁
城
↓
〔
徐

絃
‘
早
春
左
省
寓
虹
詩
〕
旭
景
鸞
畳
上
、
微
雲
象
閥
間
。

〖
鸞
畳
侍
郎
〗33
召
巧
唐
代
‘
門
下
侍
郎
の
異
捨
゜

〔
梢
謂
録
‘
給
事
中
古
梢
‘
鸞
憂
侍
郎
苓
文
獣
通
孜
、
唐
龍

朔
一
年
、
改
1一
黄
門
侍
郎
云
〖
―
―
東
憂
侍
郎
ご
尤
宅
元
年
‘

改
為
―
―
鸞
畳
侍
郎
辛
八
賓
元
年
‘
改
為
―
一
門
下
侍
郎
↓

[
鸞
刀
】
34

”5

鸞
鳥
の
形
の
鈴
を
つ
け
た
刀
。
古
‘
祭
祀

の
時
‘
牲
を
割
く
に
用
ふ
。
〔
詩
、
小
雅
、
信
南
山
〕
執
―
―
其

鸞
刀
冨
以
啓
―
―
其
毛
↓
〔
偶
〕
鸞
刀
‘
刀
有
レ
鸞
者
、
言
―
―
割

13487 



(47508・ ・35) (47508・ ・61) 

鳥

部

〔
十
九
鵞
〕

中
ヮ
節
也
。
〔
集
韻
〕
鸞
刀
‘
刀
有
レ
鈴
也
。
〔
證
‘
褪
器
〕
割

刀
之
用
、
鸞
刀
之
貴
。
〔
公
羊
‘
宣
、
十
二
〕
左
執
―
―
茅
施
一

右
執
鸞
刀
↓
〔
豊
鐵
論
‘
毀
學
〕
太
宰
執
―
―
其
鸞
刀
冨
以

翌
其
毛
↓
〔
新
序
、
雑
事
〕
左
執
二
鹿
施
工
右
執
,
,
鸞
刀
↓

〔
岱
康
、
墾
山
巨
源
絶
レ
交
書
〕
手
薦
―
―
鸞
刀
五
竺
之
檀

胆↓

【
鸞
幡
】
35

”
ん
鸞
鳥
の
形
を
書
い
た
は
た
ぽ
こ
。
〔
顧

瑛
‘
天
賓
宮
詞
寓
感
詩
〕
龍
旅
翠
蓋
擁
―
―
鸞
憧
盃
少
輩
追

随
幸
-
1

曲
江
↓

【
鸞
諷
】
36

”5

天
子
の
用
ひ
る
大
き
な
旗
゜
〔
北
史
‘
張

晉
恵
博
〕
故
侍
中
司
徒
胡
公
‘
懐
レ
道
含
J

霊
、
責
誕
1

一聖

屋
功
餘
九
餞
褒
椴
鸞
讃
↓

【
鸞
躙
】
37

”
”
天
子
の
車
の
あ
と
。
〔
王
倹
‘
堵
淵
碑
文
〕

出
陪
―
―
鸞
躙
T

入
奉
―
―
帷
殿
↓
〔
注
〕
清
日
、
鸞
‘
天
子
法
駕

也
、
躙
、
跡
也
。

【
鸞
猪
】
38

”5

獣
の
名
。
や
ま
あ
ら
し
。
豪
瀦
の
異
名
。

〔
本
草
‘
豪
猪
〕
繹
名
、
嵩
猪
‘
山
瀦
‘
獅
楡
‘
桓
猪
‘
鸞
瀦
゜

【
鸞
鳥
】
39

虎
●
鳥
の
名
。
鳳
凰
の
類
。
〔
廣
雅
、
繹
鳥
〕

鸞
鳥
‘
鳳
皇
層
也
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
夫
鳳
凰
鸞
鳥
不
レ
降
、

鸞

而
鷹
隼
鴎
巣
豊
。

古

〔
後
漢
書
、
章
帝

Q

ふ
》
）圏

闘い

77-,11今

饗
悶
聾 鸞

（鑑古清西） 刀鸞周

と
い
ふ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
武
威
郡
‘
縣
十
‘
鸞
鳥
。

〔
後
漢
書
、
桓
帝
紀
〕
営
煎
先
寇
―
―
武
威
云
護
先
校
尉
段
穎

鶉
撃
子
鸞
鳥
天
破
レ
之
。
〔
注
〕
鸞
鳥
、
縣
名
、
屠
―
―
武
威

郡
↓
〔
十
六
國
春
秋
〕
永
和
三
年
、
秦
牌
王
擢
伐
レ
涼
‘
至
,
,

曲
柳
ご
張
重
華
使
1

一
謝
文
拒
＂
之
、
文
次

,,;ff!;
鳥
一
興
1

一前

鋒
戦
敗
‘
遁
還
1

一
河
南
↓
●
山
名
。
甘
粛
省
永
昌
縣
の

西
南
。
水
磨
川
の
源
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
陳
西
‘
永
昌

衛
〕
鸞
鳥
山
‘
在
―
―
衛
西
南
玉
漢
縣
以
-
1

此
山
1

名
、
睾
山
連

互
‘
輿
,
,
青
松
、
白
嶺
諸
山
―
皆
相
接
。

【
鸞
繰
】
40

梵
帯
を
い
ふ
。
鸞
は
雌
雄
仲
が
善
い
と
い
ふ

こ
と
か
ら
、
夫
婦
間
の
緑
起
を
祝
つ
て
い
ふ
。
〔
紅
棲

夢
‘
三
十
二
回
〕
或
玉
環
金
颯
‘
或
鮫
柏
鸞
繰
。

【
鸞
殿
】
41

竺
天
子
の
御
殿
。
〔
部
昇
‘
奉
n

―
和
初
春
幸
二

太
平
公
主
南
荘
—
應
制
詩
〕
二
聖
忽
従
鸞
殿
幸
‘
雙
仙
正

下
鳳
棲
迎
。
〔
李
懐
遠
、
凝
碧
池
侍
レ
宴
看
,
,
競
渡
―
應
制

詩
〕
舞
曲
依
,
,
鸞
殿
云
篇
贅
下
t

一
鳳
棲
↓
〔
費
泉
、
行
路
難
〕

朝
躁
,
,
金
梯
1

上
―
―
鳳
棲
一
暮
下
二
壌
鈎

C
竺
鸞
殿
↓
〔
張

仲
素
、
宮
中
築
詩
〕
月
彩
浮
―
―
鸞
殿
谷
g
臀
隔
1

一
鳳
棲
↓

【
鸞
坂
]
4
2

勺
ノ
翰
林
學
士
の
異
稽
゜
堡
破
。
〔
石
林
燕
語
‘

五
〕
俗
紐
―
翰
林
學
士
1

為
―
―
鸞
坂
云
蓋
唐
徳
宗
時
‘
嘗
移
n

學
士
院
於
金
竪
破
上
五
a
亦
捨
二
塁
坂
↓

〖
鸞
域
集]
4
3
芳
書
名
。
十
巻
。
明
‘
宋
瀧
撰
゜

【
鸞
鑑
】
“
勺
5

馬
の
く
つ
ば
み
の
雨
側
に
つ
け
た
鈴
を

い
ふ
。
嬰
鑑
゜
〔
詩
‘
秦
風
‘
閉
職
〕
輸
車
鸞
鑓
‘
載
広
微
駄

騒
↓
〔
集
博
〕
鸞
、
鈴
也
、
炊
―
―
鸞
鳥
之
瞥
こ
鑓
‘
馬
術
也
、
謳

逆
之
車
、
置
,
,
鸞
於
馬
街
之
雨
芳
↓
〔
庚
肩
吾
‘
味
玉
紐
圃

拿
詩
〕
北
堂
多
―
―
暇
豫
五
時
駕
縛
―
―
竪
鎮
↓
〔
章
嗣
立
‘
奉
三

和
初
春
幸
,
,
太
平
公
主
南
荘
―
應
制
詩
〕
主
第
巖
扁
架
11

鵠
橋
至
へ
門
閻
閾
降
,
,
鸞
鐘
↓

【
鸞
蜂
】
45

梵
蜂
の
一
種
。
竹
蜂
に
類
す
。
〔
杜
陽
雑
編
‘

上
〕
（
貞
元
）
八
年
‘
呉
明
國
貢
,
,
常
燃
鼎
．
鸞
蜂
蜜
ご
云

云
‘
其
蜂
之
瞥
、
有
レ
如
,
,
鸞
鳳
二
而
身
被
,
,
五
彩
ア
大
者

四
重
十
餘
斤
涵
〖
—
稟
於
深
巖
峻
嶺
間
工
入
者
占
レ
地
ニ

三
畝
‘
國
人
採
,
,
其
蜜
云
＇
レ
過
三
二
合
↓

【
鸞
鳳
】
4
6
E
5

●
至
徳
の
瑞
兆
と
し
て
現
は
れ
る
と
い

ふ
紳
鳥
。
英
俊
の
士
の
喩
。
〔
賃
誼
、
弔
1

一
屈
原
1

文
〕
鸞

鳳
伏
馘
令
‘
鴎
巣
闘
翔
。
〔
注
〕
翰
日
、
鸞
鳳
‘
喩
.
,
賢
人
一

也
。
〔
楚
辞
‘
厳
忌
‘
哀
時
命
〕
鸞
鳳
翔
―
―
於
蒼
雲
1

分
‘
故

噌
檄
而
不
レ
能
レ
加
。
〔
李
白
‘
贈
―
―
瑕
丘
王
少
府
―
詩
〕
絞

絞
鸞
鳳
姿
。
●
有
徳
の
君
子
に
た
と
へ
る
。
〔
王
逸
、
楚

辞
離
騒
章
句
序
文
〕
虻
龍
鸞
鳳
、
以
託
1

一
君
子
云
瓢
風
雲

覚
、
以
為
―
―
小
人
↓
●
同
志
の
友
。
又
は
夫
婦
の
契
等
の

喩
。
〔
虞
儲
‘
催
版
詩
〕
今
日
幸
総
秦
晉
會
百
早
敷
鸞
鳳

下
1

一

放

棲

↓

「

長

金

天

氏

作

"

鸞

鳳

書

↓

〖
鸞
鳳
書
〗47
”
nポ
ゥ
少
美
が
作
っ
た
書
。
〔
墨
藪
〕
少

〖
囚1

1鸞
鳳
1
〗
心
杉
屯
ヲ
清
修
の
良
吏
を
囚
へ
て
用
ひ

な
い
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
劉
陶
博
〕
時
司
徒
東
海
陳
耽
‘
云

云
‘
耽
亦
以
"
忠
直
玉
E

、
光
和
五
年
‘
召
,
,
公
卿
盆
竪
謡

言
1

攀
』
刺
史
二
千
石
為
1

一
民
葦
害
上
只
云
云
‘
其
宦
者

子
弟
賓
客
‘
雖
,
,
貪
汗
稜
濁
西
皆
不
n
敢
問
ご
皿
虚
乱
下
邊

遠
小
郡
清
脩
有
二
悪
化
―
者
二
十
六
人
ご
史
人
詣
レ
闘
陳

訴
‘
耽
興
―
―
議
郎
曹
操
ー
上
言
、
公
卿
所
レ
攀
‘
率
黛
1

一其

私
盃
所
謂
放
-
社
と
杢
而
囚
―
―
鸞
鳳
谷
六
言
忠
切
。

〖
成
―
―
鸞
鳳
J
4
9”nポ
ウ
，
夫
婦
の
契
を
結
ぷ
こ
と
。
又
、

同
志
の
友
と
成
る
こ
と
。
〔
唐
僭
宗
、
宮
人
韓
氏
詩
〕
今

日
已
看
成
―
―
鸞
鳳
玉
方
知
紅
葉
是
良
媒
。

〖
接1

1鸞
鳳
之
翅
―
〗50
→
丑
3
ッ
パ
サ
人
と
共
に
試
瞼
に

及
第
し
た
こ
と
を
謙
遜
し
て
い
ふ
。
〔
曹
鄭
‘
杏
園
郎
席

上
1

一
同
年
一
詩
〕
岐
路
不
な
在
レ
天
、
十
年
行
不
レ
至
、
一
旦

公
道
開
、
育
雲
在
ー
一
平
地
五
枕
上
散
臀
鼓
‘
衡
門
已
如
レ

市
、
白
日
探
1

一
得
珠
⇒
不
レ
待
―
―
羅
龍
睡
ゴ
Z
云
、
自
憐
孤
飛

鳥
、
得
レ
接
―
―
鸞
鳳
翅
で
氷
懐
共
清
レ
．
心
‘
莫
レ
起
↓
1

胡
越
意
↓

〖
鸞
鳳
不
レ
棲1

1根
棘
-
]
5
1
g
パ
奴
ス
マ
ズ
鸞
鳳
の
や
う

な
す
ぐ
れ
た
鳥
は
根
棘
の
や
う
な
つ
ま
ら
ぬ
樹
木
に

は
棲
ま
な
い
と
い
ふ
意
。
後
漢
の
仇
覧
が
主
簿
と
な

っ
た
の
を
羨
ん
だ
王
換
の
言
葉
。
〔
後
漢
書
‘
循
吏
‘
仇

覧
傭
〕
仇
覧
、
字
季
智
‘
一
名
香
、
陳
留
考
城
人
也
、
云

云
‘
時
考
城
令
河
内
王
換
、
政
尚
―
―
骰
猛
面
聞
1

一
覧
以
レ
徳
化
＞

人
、
署
為
―
―
主
簿
云
謂
レ
覧
日
、
主
簿
聞
―
―
陳
元
之
過
二
不
レ

罪
而
化
レ
之
、
得
レ
無
レ
少
1

一
鷹
鶴
之
志
―
邪
、
覧
日
、
以
為
二

鷹
鶴
不
＞
若
,
,
鸞
鳳
五
澳
謝
遣
日
、
根
棘
非
―
―
鸞
鳳
取
＞
棲
、

百
里
登
大
賢
之
路
。
〔
故
事
成
語
考
、
文
臣
〕
鸞
鳳
不
レ

栖
根
棘
函
ぞ
仇
香
之
為
-
1

主
簿
↓

〖
鸞
鳳
沖
レ
寄
必
仮
―
―
羽
翼
1
〗5
2
"”
苔
跨
た
公
”
ス
ル
ハ
鸞

鳳
の
天
に
上
る
は
翼
の
助
を
恨
る
。
即
ち
天
子
の
治
は

良
臣
の
輔
佐
に
頼
る
と
い
ふ
喩
。
〔
唐
書
、
馬
周
博
〕
帝

嘗
以
―
―
飛
白
書
—
賜
レ
周
日
、
鸞
鳳
沖
レ
符
、
必
恨
"
~

翼一

股
肱
之
寄
‘
要
在
―
―
忠
力
↓

【
鸞
鳴
】
53

”
い
鸞
の
鳴
く
こ
と
を
い
ふ
。
〔
孫
氏
瑞
應

圏
〕
鸞
鳥
‘
鳳
凰
之
佐
也
、
鳴
中
―
―
五
昔
一
喜
則
鳴
舞
。

〔
段
文
昌
、
古
柏
文
〕
上
承
―
―
翔
筈
玄
孤
鸞
時
鳴
。
〔
韓
踪
‘

詠
馬
詩
〕
早
晩
飛
黄
引
↓
1

同
毛
云
碧
雲
天
上
作
"
鸞
鳴
↓

【
鸞
門
】
54

琵
鸞
鳥
の
形
を
屋
根
に
立
て
た
門
。
〔
王

勃
‘
乾
元
殿
頌
序
〕
貞
明
啓
レ
運
‘
齊
,
,
玉
鏡
於
鸞
門
百
勿

簡
成
レ
功
‘
慨
―
―
銅
符
於
鶴
使
↓

【
鸞
輿
】
55

？
天
子
の
乗
輿
。
鸞
駕
゜
鬱
輿
。
〔
班
固
‘
西

都
賦
〕
於
レ
是
乗
二
鸞
輿
五
備
1

一
法
駕
↓
〔
杜
甫
‘
得
,
,
家
書
1

詩
〕
二
毛
趨
―
―
帳
殿
二
命
待
1

一
鸞
輿
↓
〔
王
維
‘
奉
下
和
聖

製
従
↓
1

蓬
莱
乙
四
興
慶
閣
一
道
中
留
レ
春
雨
中
春
望
之

作
A

應
制
詩
〕
鸞
輿
逍
出
仙
門
柳
‘
閣
道
廻
看
上
苑
花
。

〔
書
言
故
事
、
朝
制
類
〕
御
駕
曰
↓
―
鸞
輿
↓

【
鸞
鈴
】
5
6
[
し
天
子
の
車
に
つ
け
る
鈴
。
堂
鈴
。
〔
詩
‘
小

雅
‘
蓼
蕎
‘
和
鸞
誰
誰
、
疏
〕
在
箪
日
レ
鸞
‘
謂
』
鸞
鈴

置
於
馬
之
鑓
↓
〔
王
融
‘
永
明
築
十
首
〕
楚
望
傾
1

一瀧

煉
芹
口
館
仰
ー
一
塁
鈴
↓

【
鸞
輩
】

57g
天
子
の
車
。
鸞
輿
(
5
5
)

に
同
じ
。
〔
李
白
‘

駕
去
―
―
温
泉
1

後
贈
二
楊
山
人
一
詩
〕
幸
陪
1

一
鸞
輩

53-―鴻

都
五
身
騎
1

一
飛
龍
ー
天
馬
駒
。

【
鸞
路
】
58

”
ン
舜
の
車
。
天
子
の
車
。
路
は
格
。
〔
證
‘

月
令
〕
孟
春
之
月
、
云
云
、
天
子
乗
―
―
鸞
路
云
笠
倉
龍
↓

〔
注
〕
鸞
路
有
虞
氏
之
車
、
有
1

一
鸞
和
之
節
盃
皿
飾
レ
之
以
レ

育
、
取
,
,
其
名
五
耳
゜
〔
漢
書
‘
幡
築
志
、
郊
祀
歌
‘
惟
泰
元
〕

鸞
路
龍
鱗
、
岡
レ
不
―
―
膵
飾
二
湿
H

書
‘
郊
祀
志
下
〕
鸞
路

辟
駒
‘
龍
馬
石
壇
゜
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
上
‘
注
〕
賀
循
日
、

車
必
有
レ
鸞
‘
而
春
獨
鸞
路
著
‘
鸞
鳳
類
而
色
青
‘
故
以

名
春
紐
也
。

【
鸞
格
】
5
9
t
.
，
天
子
の
車
。
鸞
路
。
鸞
車
(
2
0
)

に
同
じ
。

格
は
車
。
〔
呂
覧
、
孟
春
〕
乗
1

一
鸞
絡
盃
駕
1

一
蒼
龍
↓
〔
後
漢

書
、
哀
紹
博
〕
郊
―
―
祀
天
地
―
藉
田
‘
理
レ
兵
乗
―
―
鸞
絡
ご
九

脱
粍
頭
利
騎
。
〔
李
翰
‘
漢
祗
呂
后
五
等
論
〕
鸞
格
龍
肺
‘

皆
王
室
昭
穆
‘
舗
衣
朱
戴
‘
郎
功
臣
子
孫
。

[
鸞
鷺
】
O
O
[
．
，
貴
顕
の
威
儀
を
二
鳥
に
比
し
て
い
ふ
。

〔
柳
宗
元
‘
為
-
1

桂
州
雀
中
丞
ー
上
―
―
中
書
門
下
と
ビ
朝

観

5
が
〕
企
ー
↓
鸞
鷺
於
紫
寄
こ
獨
無
石
3

翼
盃
聖
星
辰
於

黄
道
五
徒
渇
1
1

丹
誠
↓
〔
楊
衡
‘
贈
ー
↓
羅
浮
易
錬
師
―
詩
〕
鸞

鷺
振
―
―
利
儀
盃
飛
繰
掃
ー
施
施
↓

【
鸞
和
】
61

”
后
炉
天
子
の
車
に
つ
け
る
鈴
。
又
、
豊
和
に

作
る
。
鸞
は
衡
に
、
和
は
献
に
在
つ
て
、
黄
金
で
飾
つ

た
も
の
。
〔
周
證
、
夏
官
、
大
駁
〕
以
1

一
鸞
和
―
為
レ
節
。
〔
注
〕

鸞
在
レ
衡
‘
和
在
レ
試
‘
皆
以
レ
金
為
レ
鈴
゜
〔
譜
‘
玉
藻
〕

八
九

13488 



鳥

部

君
子
在
レ
車
、
則
聞
二
鸞
和
之
贅
ご
行
削
鳴
―
―
凧
玉
↓
〔
注
〕

鸞
在
レ
衡
‘
利
在
レ
拭
゜
〔
穐
‘
明
堂
位
、
競
車
有
虞
氏
之
路

也
‘
疏
〕
鸞
車
‘
車
有
1

一
鸞
和
一
也
。
〔
新
書
‘
保
博
〕
行
以
ニ

鸞
和
盃
ッ
中
元
杢
齊
盃
趨
中
1

一
律
夏
盆
り
以
明
＞
有
レ
度
也
。

【
鸞
毀
記
】
62

り
？
戯
曲
の
名
。
明
‘
鄭
國
軒
の
作
。
劉

翰
卿
が
其
の
妻
子
と
共
に
搬
母
張
氏
と
叔
父
と
に
虐

待
さ
れ
る
筋
゜

【
鸞
枝
花
】
63

”
だ
草
花
の
名
。
花
は
漫
紅
淡
白
。
〔
載

晦
藤
陰
雑
志
〕
飲
1

一
堂
前
鸞
枝
花
下
1

有
レ
感
‘
乙
未
語

集
‘
賦
レ
詩
云
‘
鸞
枝
織
放
臭
―
―
晴
空
丁
竹
石
参
差
謄
―
―
幾

累
綽
醇
依
然
開
爛
慢
‘
紅
牙
猶
憶
唱
五
ば
翌
「
琥
゜

【
鸞
噛
齋
】
6
4
[
t「
ウ
明
陳
煙
闘

(11
ー
4
1
6
9
8
:
 7
6
9
)

の

【
鸞
髭
女
】
尺
，
↑
[
美
し
い
斐
の
女
。
〔
杜
牧
‘
屏
風
詩
〕

斜
椅

F
函
匹
鸞
斐
女
‘
彿
レ
喉
猶
自
妬
1

一
嬌
焼
↓

【
鸞
錐
記
]
6
6
"
，
ヒ
戯
曲
の
名
。
明
、
葉
憲
祖
の
作
。
晩

唐
の
詩
人
温
庭
笥
と
女
道
士
で
詩
を
善
く
す
る
魚
玄

機
と
の
婚
姻
を
其
の
友
杜
恙
が
成
さ
せ
る
筋
゜
〔
曲
海

穂
目
提
要
〕
魚
元
機
乃
補
隅
李
億
之
妾
‘
雖
下
興
盃
芸
均
1

相
識
い
未
n

一
必
属
一
意
庭
5

翌
無
下
所
謂
嫁
―
―
庭
箔
玉
了
也
、

劇
中
以
両
ぷ
地
作
―
―
闊
目
丁
分
錐
合
錐
‘
以
1

一
元
機
1

配ニ

合
庭
5

夜
蓋
作
者
之
意
、
以
ふ
芸
均
有
レ
オ
而
論
落
‘
元
機

有
1

ー
オ
色
而
諷
零
い
以
為
三
人
相
偶
面
竺
幾
無
＞
憾
耳
゜

【
鸞
交
鳳
友
】
67

琵
認
男
女
の
情
盟
の
喩
゜
〔
西
廂
記
、

草
橋
店
夢
玉
鳥
鶯
遥
社
劇
〕
列
―
―
著
一
封
兒
鸞
交
鳳
友
↓

〔
漢
宮
秋
、
二
折
〕
柾
以
後
龍
半
虎
繭
‘
都
是
俺
鸞
交
鳳

友。

【
鸞
旅
朽
蓋
】
6
8
7
7
右
将
軍
の
儀
伎
を
い
ふ
。
〔
長
生

殿
、
動
寇
〕
擁
鸞
旅
羽
蓋
息
起
膜
埃
↓

【
鸞
鵠
停
峙
】
6
9
[
し
[
ク
鸞
や
鵠
が
と
ど
ま
り
立
つ
。
賢

士
の
位
に
在
る
さ
ま
。
〔
韓
愈
、
殿
中
少
監
馬
君
墓
誌

銘
〕
鸞
鵠
停
峙
‘
能
守
二
其
業
一
者
也
。

釘
【
鸞
翔
鳳
集
】
70

竺
な
賢
オ
の
あ
つ
ま
る
喩
゜
〔
博
咸
‘

申
懐
賦
〕
鸞
翔
鳳
集
打
儀
上
レ
京
。

2
 
5
 
7
 
⑭
【
鸞
翔
鳳
霜
】
71

勺
竺
ば
書
窺
用
筆
の
妙
の
形
容
。
〔
韓

一
愈
、
石
鼓
歌
〕
鸞
翔
鳳
翡
衆
仙
下
‘
珊
瑚
碧
樹
交
1

一
枝
村
一

）
【
鸞
翔
鳳
舞
】
72

竺
ャ
ウ
鸞
が
か
け
り
鳳
が
舞
ふ
。
山
や

2
 
6

雲
な
ど
の
形
容
。
〔
竹
添
井
井
、
棧
雲
峡
雨
日
記
、
下
〕

8

諸
峰
皆
秀
麗
明
媚
、
有
鸞
翔
鳳
舞
之
態
↓

。
7
5
[
鸞
諷
鳳
泊
】
73

記

{
[
O書
法
の
震
妙
な
喩
゜
〔
韓
愈
‘

⑭
絢
蝶
山
詩
〕
科
斗
拳
レ
身
薙
倒
披
‘
鸞
諷
鳳
泊
摯
1

一
虎
蝸
↓

〔
十
九
ー
|
—
―
一
十
五
藍
〕

冨】叩
キ
ヤ
ク

ク
ハ
ワ
ク

ハヴ
ホ
ヴ ＇
麟
鼠

冨
】
[
嘉

圏
飼

〔
楊
萬
里
、
正
月
十
二
日
浦
1

一
東
破
白
鶴
峯
故
居
一
其
北

思
無
邪
齋
員
蹟
猶
存
詩
〕
鸞
瓢
鳳
泊
蝠
銀
鈎
。
.
l
u
a
n
2

p'iao1 
f

翌
g
'
p
o
'
夫
婦
の
離
散
す
る
喩
゜

冨
】
[

冨】叩
鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵬
、
鳥
名
。

【
鵬
】
[

〔
字
槃
補
〕
力
何
切

〔
字
彙
補
〕
丘
縛
切

義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
螢
‘
昔
掻
。

〔
玉
篇
〕
布
老
切

鳥
の
名
。
〔
玉
篇
〕
鶴
、
鳥
也
。

〔
集
韻
〕
蕨
縛
切

冨】叩
鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
鳥
名
、
如
レ
難
白
身
‘
三
首

三
足
。
〔
篇
海
〕
鵬
‘
三
首
鳥
‘
似
1

一
白
煽
↓

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
鵬
鳥
、
有
―
―
三
角
↓

キ
‘
ヤ
ク

久
ワ
ク

姻

墜

【鵜】亨
ラ

鶴
（
1
2
-
4
7
1
8
5
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
瀾
、
同
レ
鶴
゜

カ
ク

バ

ン

鵬
(
1
2

ー
4
7
5
2
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵬
‘
或
省
。

冨】亨
[
櫛
芦
言

【
鵬
】
[

冨】両
デ
ウ
ネ
7

ウ II闘
璽
謳

シ
，
ヨ
ク

1) 

麒（
1
2
|
 
4
7
5
0
7
)

に
同
じ
。
〔
笑
韻

鵬
、
同
レ
鶴
゜

タ
ヴ
・
デ
ヴ鳳

（
1
2
|
 
4
6
6
7
1
)

の
古
字
。
〔
康

熙
字
典
〕
鳳
‘
古
文
鵬
。

〔
字
彙
補
〕
古
玩
切

鳥
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
瀾
‘
鳥
名
。

】̀醗
Ii[
＊い
0

戸
い
い
い

同
レ
屡
‘
陽
玉
、
水
鳥
也
、
揚
雄
賦
‘
蜀
竹
孤
饒
‘
注
‘
竹
‘

属
通
‘
陽
玉
‘
鵠
‘
皆
水
鳥
、
本
作
―
―
陽
玉
↓
俗
加
レ
鳥
。

〔
集
韻
〕
逸
員
切

鵬
鴇
は
‘
は
は
つ
て
う
°
或
は
覇
(
1
2
-
4
7
5
0
2
)
・

鶴
（
1
2
-
4
7
5
0
0
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鵬
‘
欄
鵠
、
鳥

名
‘
或
作
二
霞
・
鶴
↓

冨
】
国
久
ワ
ン

【
鵬
】
両
ホ
ウ

〔
篇
海
〕
奴
了
切

鳥
の
名
。
〔
篇
海
〕
贔
‘
烏
名
。

鸞

鵬

瀾

鵬

鵬

蟄

鶴

鵬

贔

鵬

瀬

鵬

鵬

欄

贔

骸

鵬

鵬

謁

11
塁
言
i

――

届 囲

箇

義
未
詳
。
〔
笑
韻
〕
贔
、
都
老

切
‘
又
尼
小
切
。

【謳】亨
冨
呈
冨写

ラ
イ

口日
モボマパ
ンンンン

●鱈国一―――
鵠
(
1
2
-
4
6
7
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鵠
‘
或
炊
レ
震
。

レ
イ ●
口
闘
謂
＿

因圏

〔
集
韻
〕
逹
協
切

鳥
の
名
。
〔
集
韻
〕

競
‘
烏
名
。
〔
中
華

大
字
典
〕
骸
‘
鳥

名
。
〔
山
海
経
‘
西

山
経
〕
翠
山
‘
其
鳥

多
レ
骰
‘
其
状
如
レ

鶴
、
赤
黒
而
雨
首
四
足
、
門
以
禦
炭
。

冦
】
〗
言

〔
集
韻
〕
諜
還
切

〔
集
韻
〕
膜
奔
切

□
口
鵬
鵬
は
‘
鳥
の
名
。
或
は
鵬
(
1
2
-
4
7
5
0
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
隅
‘
山
海
経
‘
有
レ
鳥
‘
如
レ
鞄
‘

一
翼
一
目
、
相
得
乃
飛
‘
名
日
―
―
鵬
覇
工
或
省
。

鴬（
1
2

ー
4
7
4
6
3
)

の
緬
文
。
〔
康
熙

字
典
〕
闘
‘
説
文
‘
揃
文
鵞
字
。

八
九
三

II
□
璽
a-

塞

13489 



(47527) (47528・・23) 

小
日

0
し
ほ
ち
。
し
ほ
っ
ち
。
〔
説
文
〕

唸
豪
歯
‘
西
方
鍼
地
也
‘
炊
臼
省
五
‘
象
―

璧
形
面
東
方
謂
み
需
久
西
方
謂
二
之
歯
↓
〔
漢
書
、

宣
帝
紀
〕
常
困
11

於
蓮
勺
歯
中
↓
〇
や
せ
ち
。
あ

れ
ち
。
〔
繹
名
、
繹
地
〕
地
不
レ
生
レ
物
日
レ
歯
‘
歯
‘

遣
也
、
如
―
―
遣
火
虞
一
也
。
〔
正
字
通
〕
歯
‘
凡
崩
薄

之
土
曰
二
沙
歯
↓
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
五
〕
表
↓
↓
淳
歯
↓

〔
注
〕
消
薄
之
地
。
〔
唐
書
、
李
景
略
博
〕
寒
地
脊

歯
。

O
し
ほ
。
天
然
の
盟
。
岩
甕
゜
〔
説
文
〕
聾
‘

歯
也
、
天
生
日
レ
歯
‘
人
生
曰
レ
膳
゜
〔
元
積
‘
佑

客
架
曲
〕
小
兒
販
臨
ば
烹
不
レ
入
戸
州
縣
征
↓
R

お
ろ
そ
か
。
か
ろ
が
ろ
し
い
。
か
り
そ
め
。
歯
非
゜

〔
正
字
通
〕
歯
‘
歯
非
‘
荀
且
也
。

O
お
ろ
か
。
〔
劉

梢
、
贈
五
官
中
郎
椅
詩
〕
小
臣
信
頑
歯
。

O
う

ば
ふ
。
か
す
め
る
。
虜
(
9
-
3
2
7
1
0
)
に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
歯
‘
段
借
為
レ
虜
゜
〔
方
言
‘
十
二
〕

歯
‘
奪
也
。
〔
史
記
‘
呉
王
瀑
博
〕
歯
1
1

御
物
↓
〔
注
〕

集
解
日
‘
歯
‘
抄
掠
也
。

O
た
て
。
櫓
(
6ー

1
5
7
9
8
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
歯
‘
段
借
為
レ
櫓
゜

〔
戦
國
‘
中
山
策
〕
流
血
漂
レ
菌
。
R
或
は
浦
(
7
-

1
8
0
8
8
)
・
 

哩
(
1
2
-
4
7
5
3
0
)
・
潅
償

(
7
|
1
8
5
7
4
)
に

□
i
 

ロレ

冨
I

】

g

o
‘,’ 

〔
集
韻
〕
籠
五
切
圏

＞
 

ヵ
x
]
u
3
 

〔
字
彙
〕
龍
都
切
閾
-

歯

部

【闘】誓

鶯
（
1
2
|
 
4
7
4
6
3
)

の
揃
文
。
〔
説

文
〕
鶯
‘
襲
‘
揃
文
鵞
゜

ラ
イ 鳥

部

〔
二
十
五
蓋
〕

作
る
。
〔
集
韻
〕
歯
‘
或
八
レ
水
、
炊
レ
土
‘
亦
作
レ
滑
゜

〇
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
歯
公
儒
‘
太
原
人
‘
任
侠
゜

□
ろ
。
ゐ
ろ
り
。
鑢

(11ー
4
1
0
3
8
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
歯
‘
輿
饂
同
、
道
櫃
‘
玄
和
子
日
、
鼎
歯
‘
天

地
之
象
也
。

雷
鷹
。
西
方
の
し
ほ
地
を
い
ふ
。
故
に
字
‘
西
の
揃

文
も
に
従
ひ
‘
瞳
の
形
を
・
さ
・
に
て
表
は
し
、
そ
の
地
を

指
事
す
。
▽
涵
竺
金
文
）
象
形
。
袋
に
詰
め
た
岩
臨
i

に
象
る
。

【
歯
臨
i

】1
i

ノ
天
生
の
甕
゜
〔
本
草
‘
歯
鍼
〕
繹
名
、
園
甕
‘

寒
石
、
石
鍼
‘
集
解
、
時
珍
日
、
山
西
諸
州
平
野
、
及
大
谷

楡
次
高
充
慮
、
秋
間
皆
生
レ
歯
‘
望
レ
之
如
レ
水
‘
近
レ
之

如
積
雪
玉
人
剖
而
倅
之
為
レ
甕
゜

【
歯
簡
】
2

ゲ
小
石
の
多
い
紺
せ
た
地
。

【
歯
鍼
】
3

炉
〇
聾
か
ら
い
味
。
〔
書
‘
洪
範
〕
潤
下
作
レ

鍼
゜
〔
疏
〕
水
姓
本
甘
、
久
浸
"
其
地
面
嬰
而
為
レ
歯
‘
歯
味

乃
鍼
。

0
に
が
り
の
凝
結
し
た
も
の
。
菌
水
（

11)
を
見

よ
。
鬱
干
潟
の
潮
゜

〖
歯
鍼
水
〗4
げ
盟
の
に
が
り
。

【
歯
器
]

5

i

奪
ひ
取
っ
た
賓
器
。
〔
史
記
、
田
敬
仲
完
世

家
〕
淮
歯
遂
殺
二
滑
王
一
而
輿
レ
燕
共
分
1

一
齋
之
侵
地
歯

翌
〔
注
〕
正
義
曰
‘
歯
掠
齊
賓
器
也
。

【
歯
獲
】
6

が
ワ
ク
敵
の
軍
用
品
等
を
う
ば
ひ
取
る
。
又
、

其
の
物
。
歯
は
虜
に
通
ず
。
う
ば
ふ
。
〔
史
記
‘
築
毅

博
〕
於
レ
是
燕
昭
王
牧
1
1

齊
歯
獲
一
以
蹄
。
〔
漢
書
‘
陳
湯

博
〕
諸
歯
獲
以
田
空
得
者
↓

【
歯
汁
】
7

翌
盟
の
に
が
り
。
歯
水
(
1
1
)
に
同
じ
。

【
歯
城
】
8

や

5

0
縣
名
。
漢
‘
僅
く
。
山
西
省
繁
時
縣

の
東
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
代
郡
‘
縣
十
八
‘
園
城
。

O

地
名
。
甘
瀧
省
天
水
縣
と
伏
兜
縣
と
の
間
。
三
國
蜀
の

諸
葛
亮
‘
魏
将
張
部
を
此
虐
に
斬
る
。

【
歯
研
】
，
子
大
き
い
鋤
゜
〔
廣
韻
〕
獲
‘
説
文
日
、
大

組
也
、
方
言
云
、
関
東
名
日
1

一
歯
研
一
也
。
〔
事
物
異
名
録
‘

耕
織
‘
鋤
〕
方
言
‘
闘
東
謂
1

一
大
鋤
1

日
―
―
歯
研
↓

【
歯
楯
】
10

翌
／
弓
矢
を
ふ
せ
ぐ
大
形
の
楯
。
〔
漢
書
、
陳

湯
傭
〕
漢
兵
四
面
推
―
―
歯
楯
↓
並
入
二
土
城
中
↓

【
歯
水
】
＂
戸
甕
の
に
が
り
。
苦
汁
。
〔
本
草
‘
歯
鍼
〕
集

解
、
時
珍
日
‘
凡
堕
未
レ
経
訟
型
去
苦
水
ぶ
則
不
レ
堪
レ
食
‘

闘

歯

部

歯

苦
水
郎
歯
水
也
、
園
水
之
下
澄
臨
混
蹂
結
如
レ
石
者
、
即
園

鍼
也
。

【
歯
奪
】
1
2
[
＇
か
す
め
と
る
。
奪
ふ
。
〔
南
齊
書
‘
柳
世

隆
博
〕
専
恣
歯
奪
、
岡
レ
顧
國
典
↓

【
歯
地
】1
3
~
璧
を
生
ず
る
土
地
。
〔
史
記
、
河
渠
書
〕
以

東
萬
餘
頃
‘
故
歯
地
‘
誠
得
レ
水
、
可
レ
令
―
―
畝
十
石
二
[
六

部
成
語
、
戸
部
、
歯
地
‘
注
解
〕
生
レ
盟
之
地
也
。

【
歯
中
】
＂
”
{
ゥ
地
名
。
険
西
省
蒲
城
縣
の
西
。
其
の
地

に
東
西
―
一
池
あ
り
。
束
を
東
歯
池
、
西
を
西
歯
池
と
い

ふ
。
〔
漢
書
‘
宣
帝
紀
〕
常
困
二
於
蓮
勺
歯
中
↓
〔
注
〕
如
淳

日
‘
蓮
勺
縣
有
二
鞭
池
↓
縦
廣
十
餘
里
‘
其
郷
人
名
為
―
―
歯

中
↓
〔
蒲
城
縣
志
〕
東
歯
池
‘
郎
安
豊
灘
‘
近
俯
出
レ
鎌
、

逸
レ
東
為
―
―
陳
荘
灘
一
産
レ
硝
、
土
人
以
-
―
利
薄
示
＇
レ
為
‘
其

西
歯
池
、
在
1

一
縣
西
南
四
十
里
面
哭
7

高
春
渚
地
、
遇
レ
旱

不
レ
涸
、
郷
人
取
レ
水
放
図
堕
‘
供
ニ
一
方
用
釜
澁
B

限。

【
歯
田
】
15

冠
’
臨
氣
の
あ
る
や
せ
地
。
〔
晉
書
、
楊
方
博
〕

如
レ
方
者
乃
荒
莱
之
特
苗
‘
歯
田
之
善
秀
。
〔
保
邑
、
京

兆
奥
悪
渠
頌
序
〕
翼
之
歯
田
‘
化
為
―
―
甘
壌
↓

【
歯
鈍
】
16

戸
お
ろ
か
。
愚
鈍
゜
〔
風
俗
通
、
過
誉
〕
遼

叔
大
子
名
藷
、
オ
操
歯
鈍
゜
〔
抱
朴
子
、
勘
學
〕
経
術
深
、

則
高
オ
者
洞
逸
、
歯
鈍
者
醒
悟
゜

【
歯
馬
】
17

心
奪
っ
た
馬
。
〔
漢
書
、
喝
奉
世
博
〕
斬
↓
一
捕

首
虜
；
へ
干
餘
級
‘
歯
馬
牛
羊
以
レ
萬
散
。

【
歯
部
】
1
8
7
0

大
駕
の
儀
使
。
歯
簿
゜
〔
避
暑
録
話
〕
大
駕

儀
伎
‘
通
琥
元
園
簿
工
或
以
レ
簿
為
レ
部
。

【
歯
刺
】
19

ヤ
ウ
物
を
掠
め
奪
ふ
。
歯
掠
。
〔
唐
書
、
南
蜜

中
、
南
詔
傭
〕
但
批
結
縄
螢
恨
‘
歯
,
,
剰
小
利
盃
g
慮
留
屯
゜

【
歯
簿
】
2
0
5

天
子
の
行
列
。
歯
は
櫓
と
通
ず
。
警
衛
に

用
ひ
る
大
盾
を
い
ふ
。
或
は
‘
罐
を
い
ひ
‘
香
遣
に
香

を
た
い
て
儀
衛
を
前
導
す
る
義
と
し
‘
或
は
儀
使
を
い

ふ
。
簿
は
行
列
の
順
序
を
し
る
す
帳
簿
。
一
説
に
、
簿
は

施
旗
c

〔
後
漢
書
‘
皇
后
下
‘
逗
皇
后
紀
〕
侍
御
史
護
ニ

大
駕
歯
簿
↓
〔
注
〕
漢
官
儀
曰
‘
天
子
車
駕
次
第
‘
謂
二

之
歯
簿
↓
〔
三
輔
黄
圏
‘
六
‘
雑
鋒
〕
歯
簿
、
天
子
出
‘
車

駕
次
第
‘
謂
二
之
歯
簿
一
有
天
駕
云
有
法
駕
£
有
小
駕
一

大
駕
則
公
卿
奉
引
、
大
将
軍
参
乗
、
太
僕
御
‘
屡
車
八

十
一
乗
、
作
三
行
一
尚
書
御
史
乗
レ
之
‘
備
二
千
乗
萬

騎
一
出
―
―
長
安
霊
出
祠
―
―
天
於
甘
泉
1

備
レ
之
。
〔
通
雅
‘
器

用
〕
詩
詰
日
‘
干
為
1

↓
小
盾
ぶ
器
『
1

一
大
盾
五
伐
‘
中
盾
也
‘
櫓

或
作
レ
歯
‘
歯
簿
以
レ
此
立
レ
名
。
〔
封
氏
聞
見
記
‘
歯
簿
〕

輿
駕
行
幸
‘
羽
儀
導
従
‘
謂
1

一
之
歯
簿
百
ロ
ニ
秦
漢
一
以
来
始

有
1

一
其
名
↓
禁
邑
獨
断
載
贔
I

簿
有
小
駕
大
駕
法
駕
之

異
ご
叩
不
レ
詳
―
―
歯
簿
之
義
↓
按
字
書
‘
歯
大
楯
也
、
字
亦

作
レ
櫓
‘
又
作
レ
植
‘
昔
義
皆
同
‘
歯
以
レ
甲
為
レ
之
、
所
―
―
以

抒
＞
敵
‘
買
誼
過
秦
論
云
‘
伏
戸
百
萬
‘
流
血
漂
レ
歯
‘
是

也
。
〔
事
物
紀
原
‘
輿
駕
材
衛
部
‘
歯
簿
〕
灸
穀
子
日
‘
車
駕

入
、
則
案
レ
次
導
従
‘
故
謂
―
―
之
歯
簿
―
耳
‘
儀
衛
具
―
―
五
兵
一

今
不
J
-
―
豆
他
兵
面
筒
緊
甲
楯
―
為
レ
名
者
、
行
レ
道
之
時
‘

甲
楯
居
レ
外
‘
餘
兵
在
レ
内
‘
但
言
二
歯
簿
;
疋
學
レ
凡
也
‘

南
朝
御
史
中
丞
建
康
令
‘
倶
有
二
幽
簿
r
A
臣
儀
衛
‘
亦

得
レ
同

nfr
君
上
「

niJ歯
簿
之
名
、
不
レ
容

n―
別
有
↓
―
他
義
―

鳴
〔
事
物
紀
原
‘
輿
駕
材
衛
部
‘
歯
簿
〕
炎
穀
子
日
、
車

駕
行
、
利
儀
導
獲
‘
謂
―
―
之
園
簿
五
竺
奏
漢
—
始
有
二
其
名
一

後
漢
胡
廣
作
―
―
天
子
出
行
:
園
大
楯
也
、
所
↓
一
以
抒
＞
敵
‘

部
伍
之
次
‘
皆
著
1

一
之
簿
儀
一
其
五
兵
獨
以
レ
楯
為
レ
名

者
、
行
レ
道
之
時
、
甲
楯
居
レ
外
‘
餘
兵
在
レ
内
‘
故
但
言
l
-

歯
簿
ご
ユ
硯
精
義
曰
‘
歯
大
盾
也
、
以
―
一
太
盾
玉
庄
一
部

之
人
五
磨
ヂ
歯
簿
↓
〔
升
庵
外
集
‘
器
用
部
‘
肉
簿
〕
天
子

儀
衛
梢
1

↓
歯
簿
五
謂
1

＝
埴
香
導
1

一
引
儀
衛
一
耳
‘
菌
‘
＿
音
罐
｀

義
同
‘
道
櫃
玄
和
子
日
、
鼎
歯
天
地
之
象
也
‘
注
‘
歯
‘
罐

也
。
〔
六
部
成
語
‘
證
部
‘
歯
簿
大
駕
‘
注
解
〕
歯
為
―
―
儀
使
一

簿
為
―
―
施
旗
エ
ヘ
駕
為
1

一
竪
絡
↓
平
日
皇
帝
遊
幸
不
伝
用
。

〖
歯
簿
使
〗21
名
行
列
奉
行
。
〔
文
獣
通
考
、
王
褪
考
‘

乗
輿
‘
車
騎
歯
簿
〕
宋
太
岨
皇
帝
建
隆
四
年
‘
腺
郊
祀
一

大
幡
使
苑
質
輿
―
―
歯
簿
使
張
昭
儀
使
使
劉
温
印
杢
同
詳

1-

定
大
駕
菌
簿
之
制
↓

【
歯
非
】
22

認
〇
粗
末
。
お
ろ
そ
か
。
租
漏
。
歯
非
滅
裂

を
見
よ
。
〔
鄭
樵
、
通
志
綿
序
〕
小
學
一
家
‘
皆
為
西
図
祥
↓

〔
王
守
仁
、
教
條
示
,
,
龍
場
諸
生
一
責
善
〕
某
於
レ
道
未
レ

有
レ
所
レ
得
‘
其
學
歯
痒
耳
。

O
誠
地
と
草
野
。
〔
揚
雄
‘

長
楊
賦
〕
夷
1

一
抗
谷
五
竺
歯
非
一
〔
注
〕
善
日
‘
歯
葬
、
中

生
云
翌
在
也
‘
説
文
日
‘
歯
‘
西
方
馘
地
也
。
●
不
分
明

な
こ
と
。
隠
約
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
物
異
‘
壁
影
〕
高
郵
縣
有
,
,

一
寺
五
小
レ
記
レ
名
、
講
堂
西
壁
愧
道
、
毎
―
-
B
晩
了
八
馬
車

蜃
影
‘
悉
透
―
壁
上
エ
衣
紅
紫
一
者
、
影
中
園
非
可
レ
耕
゜

〖
歯
祥
滅
裂
〗23
岱
5
'

事
を
な
す
に
祖
略
で
雑
駁
な

こ
と
。
〔
字
彙
〕
歯
‘
又
歯
非
‘
軽
脱
荀
且
也
。
〔
荘
子
、
則

陽
〕
長
梧
封
人
問
―
―
子
牢
ー
曰
‘
君
為
レ
政
焉
勿
二
歯
非
立
治
レ

民
焉
勿
―
―
滅
裂
一
昔
予
為
レ
禾
‘
耕
而
歯
―
―
非
之
盃
叫
其
賓

亦
歯
井
而
報
レ
予
‘
芸
而
滅
11

裂
之
ザ
其
賓
亦
滅
裂
而
報
レ

八
九
四

13490 
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歯

部

歯

固

〔三
I

八
書
一
〕

卓

奥

設

繭

齢

酋

こ

眠

甑

鮎

植

阜

齢

盟

甑

齢

鮪

豊

餡

鹸

餡

八
九
五

か
り
。
〔
字
彙
補
〕
奥
‘
狩
也
。

冨
】
如
ぺ
'
[
ク
〔
｛
子
彙
補
〕
川
隻
切
詞

O
西
方
の
し
ほ
地
。
歯
(
1
2
|
 4
7
5
2
8
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
歯
‘
説
文
、
西
方
鍼
地
也
‘
或
炊
レ
士
。

O

す
な
。
〔
玉
篇
〕
里
‘
沙
也
。

冨

】

g

1レ口

集
韻
〕
籠
五
切
圏

璽一・
i

――

冒
写
ロ

歯
(
1
2
ー

4
7
5
2
8
)

に
同
じ
。
〔
笑
韻
〕

虚
、
同
レ
歯
。

予
‘
予
宋
年
斐
レ
齊
、
深
二
其
耕
―
而
熟
―
―
擾
之
↓
其
禾
繁
以

荻
‘
予
終
年
厭
喰
゜
〔
注
〕
歯
祥
滅
裂
‘
軽
脱
末
略
‘
不
レ

圭
空
其
分
↓
〔
繹
文
〕
司
馬
云
‘
歯
祥
‘
猶
―
―
羅
粗
一
也
‘
謂
―
―

液
耕
稀
輝
也
、
滅
裂
‘
断
1

一
其
草
一
也
。
〔
書
言
故
事
、
悪

性
類
〕
作
レ
事
不
レ
精
日
滋
弄
滅
裂
↓
〔
故
事
成
語
考
、
人

事
〕
菌
袢
滅
裂
‘
言
―
―
其
不
精
↓

【
園
味
]

2

4

0

、
臨
i

地
の
味
。
又
‘
堕
氣
。
し
ほ
か
ら
い
あ

ぢ
。
〔
書
‘
洪
範
‘
潤
下
作
レ
鍼
‘
疏
〕
水
性
本
甘
‘
久
浸
1

一其

地
玉
虔
而
為
レ
歯
‘
歯
味
乃
鍼
゜

【
園
掠
】
2
5
g
ヤ
ク
か
す
め
と
る
。
う
ば
ふ
。
奪
掠
。
掠

奪
。
奪
略
。
略
奪
。
紗
奪
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
上
〕
所
レ
過
母
レ

得
祠
掠
↓
〔
後
漢
書
、
光
武
紀
上
〕
有
T

出
貞
掠
玉
れ
轍

撃
取
レ
之
。

【
漂
レ
歯
】

26gヨ
ハ
ス
戦
場
で
人
を
多
く
殺
し
て
其
の
流

血
が
盾
を
漂
は
す
。
歯
は
盾
。
〔
漢
書
、
項
籍
博
賛
〕
流
血

漂
レ
歯
。

冒
公
濡
】
27

炉
・
ヘ
ユ
漢
‘
太
原
の
人
。
魯
翁
儒
(
1
2
-
4
6
0

1
3
 :
 1
4
7
)
を
見
よ
。

冒
●
i

――

冨

-

]

芦

カ

ウ

い

戸

戸

[OW)
に
同
じ
。
〔
字
彙

冨

】

[

セ
'
7

接
(
6
|
1
2
2
8
0
)

に
同
じ
。
〔
龍
藷

手
鑑
〕
銑
‘
同
レ
接
。

宵
一
】
〖
タ
ン

票
(
1
0
ー

3
4
7
7
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
章
‘
或
省
、
古
作
レ
璽
゜

日
口
〇
あ
は
れ
む
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
齢
‘
哀

也。

0
に
が
い
。
〔
集
韻
〕
齢
‘
苦
也
。

キ
5

ヨ，ウ

34

日
豆
口令

【

齢

】

4
7
5
キ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
渠
金
切

〔
集
韻
〕
居
陵
切

肢國

し
ほ
さ
は
。
或
は
航
(
U
-
3
9
7
9
1
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
航
‘
臨
簿
澤
‘
或
凡
レ
酉
゜

冨

]

[

カ

ウ

〔

集

韻

〕

攀

朗

切

圏

し
ほ
ち
。
或
は
鹸
(
1
2
-
4
7
5
5
7
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
般
‘
歯
地
‘
或
作
レ
鹸
゜

2
 

霰

】

g

位

〔

集

韻

〕

徒

侯

切

尤

,i―― 

,i―― 
冨
i

】

畑

キ

ン

義
未
詳
。
〔
捜
直
~
玉
鏡
〕
蛉
‘
昔
衿
゜

罠
•
昌

冨

】

[

献
(
1
2
ー

4
7
5
3
3
)

に
同
じ
。
〔
川

篇
〕
銃
‘
同
レ
航
。

カ，ウ

富
忌
エ
ン

墜
(
1
1
0
1
4
7
5
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
堕
‘
或
省
。

し
ほ
゜
〔
集
韻
〕
齢
‘
甕
也
。

冨

】

畑

〔
集
韻
〕
郎
丁
切
面
i

レ
イ
リ
，
ヤ
，
ウ

【
画
早
】
[
タ
ン

票
(
1
0
-
3
4
7
7
8
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
翠
‘
或
省
、
古
作
レ
貞
゜

お
ほ
き
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
植
‘
大
也
。

【

植

】

亨

キ
＂
司
ウ

コ，ウ

〔
集
韻
〕
居
陵
切
痴
〗

日
□
国
し
ほ
か
ら
い
。
〔
廣
韻
〕
鮎
‘
鍼
多
。
〔
集

韻
〕
鮎
‘
鍼
也
。 口□ 日

テタテタテタ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
竹
減
切

冨
芦

〔
集
韻
〕
知
咸
切

〔
集
韻
〕
捗
陥
切

願國駆

し
ほ
づ
け
。
〔
玉
篇
〕
岨
‘
歯
漬
。
〔
字
彙
〕
幽
‘
歯

漬
也
。

冨
】
亨
シ
，
ャ
ゥ

〔
字
彙
〕
歯
良
切
麗

冨
i

]

[

タ
ン

鑑
(
1
2ー

4
7
5
8
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蝙
‘
鉛
鑑
‘
無
味
也
‘
或
炊
レ
炎
。

曰
し
ほ
け
。
〔
廣
韻
〕
餡
‘
鍼
味
。
口
●
齢
鑑
は
‘

味
が
無
い
。
〔
集
韻
〕
餡
‘
餡
艦
‘
無
レ
味
。

O
し
ほ

か
ら
き
に
過
ぎ
る
。
誡
(
1
2ー

4
7
5
7
1
)

に
通
ず
。

〔
集
韻
〕
鰍
味
過
レ
鍼
、
通
作
レ
餡
゜
□
し
ほ
け
°

〔
集
韻
〕
餡
‘
鍼
也
。
囲
し
ほ
け
。
鹸
(
1
2
-
4
7
5
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鹸
、
鍼
也
、
．
亦
作
レ
餡
°

〔
集
韻
〕
古
斬
切

冨

】

如

固曰□ El 
ケカケカカケカ
ンンンンンンン

〔
集
韻
〕
居
咸
切

〔
集
韻
〕
古
整
切

〔
廣
韻
〕
公
陥
切

麗國薗詔

,i―― 
豆
の
名
。
〔
集
韻
〕
慮
‘
豆
名
。

富
―
早
】
亨

）レ口

〔
集
韻
〕
籠
五
切
渾
〖

冨
i

】
国

〔
集
韻
〕
思
逸
切
鷹

〔
集
韻
〕
仙
妙
切
國
二

曰

□

O
煎
じ
て
作
っ
た
璽
〔
集
韻
〕
蛸
‘
煎
臨
i

也。

O
し
ほ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
館
‘
撫
也
。

□
セ
ウ

ロ
セ
ウ

13491 
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カ
ン
ゲ
ン

曰
カ
ン
ケ
ン

口

小
巳
●
し
ほ
み
。
し
ほ
け
。
〔
説
文
〕
鍼
‘

片贔5
豪
街
也
、
北
方
味
也
、
八
レ
歯
咸
臀
゜
〔
廣

韻
〕
鍼
‘
不
レ
淡
゜
〔
韻
會
〕
鍼
‘
聾
味
。
〔
書
‘
洪
範
〕

潤
下
作
レ
鍼
。
●
に
が
い
。
〔
爾
雅
‘
秤
言
〕
鍼
‘
苦

也
。
●
俗
に
誠

(11|
 3
9
9
2
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

鍼
俗
長
酉
゜
R
地
名
。
春
秋
‘
衛
の
地
、
河
北
省

撲
陽
縣
の
束
南
。
〔
春
秋
、
倍
、
十
三
〕
會
二
子
鍼
↓

〔
杜
注
〕
鍼
‘
衛
地
、
東
郡
牒
賜
縣
東
南
有
―
―
鍼
城
↓

□
し
ほ
ち
。
し
ほ
っ
ち
。
鹸
(
1
2ー

4
7
5
7
6
)

雌
(
1
2

|
 
4
7
5
6
4
)
に
同
じ
。
〔
本
草
‘
歯
鍼
〕
纏
名
、
時
珍

日
‘
鍼
有
三
一
昔
釜
日
咸
者
潤
下
之
味
、
音
減
者
聾

土
之
名
、
後
人
作
レ
瞼
‘
作
レ
謙
‘
是
芙
゜

[
誠
解
】
1

”
不
用
物
を
聾
水
で
分
解
し
其
の
精
な
る

も
の
を
用
ひ
る
。
〔
南
越
筆
記
〕
潮
諺
有
レ
日
、
水
潮
蛉
‘

食
磁
闘
鍼
解
者
、
以
1

一
毛
影
蝶
―
入
聾
水
中
ご
鰈
雨

月
;
放
~
レ
水
為
レ
液
‘
投
以
,
,

柑
橘
之
皮
一
其
味
佳
絶
‘
解
二

其
液
滓
示
＇
レ
用
、
用
―
―
其
精
華
一
故
日
レ
解
也
‘
蜆
者
蛤
之

陽
‘
惟
潮
州
人
食
レ
之
、
故
曰
1

一
水
潮
蜆
↓

【
鍼
魚
】
2

h
s
i
e
n
2
 
yi.i2

臨
濯
漬
の
魚
。
鍼
肉
。
鍼
水
魚
。

【鍼】
E

【
邑
〖ワ
イ ＂冑皇一

【蜂】向、
X
ヨ
ク

義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
蜂
‘
千

力
切
。

【
墳
皿
】
〖

炊
レ
土
。

エ
ン

【
鍼
苦
】
3

”
/
〇
か
ら
く
に
が
い
。
〔
魏
志
‘
牽
招
博
〕
廣

武
井
水
鍼
苦
‘
民
皆
櫓
レ
蟄
‘
遠
汲
1

一
流
水
言
北
史
、
房
豹

博
〕
瀕
海
水
味
多
―
―
鍼
苦
ぶ
切
命
竪
二
井
ぶ
帝
匹
甘
泉
一

退
邁
以
為
―
―
政
化
所
＞
致
。

O
に
が
い
苦
し
み
。
〔
爾
雅
‘

繹
言
〕
浦
衿
鍼
‘
苦
也
。
〔
疏
〕
鍼
殊
極
必
苦
‘
故
以
レ
鍼

【
鍼
貨
]
4hsien'huo• 

臨
償
物
。

L

為
レ
苦
也
。

【
鍼
湖
】
5

乃
／
し
ほ
水
を
含
ん
だ
湖
。
鍼
水
湖
。

【
鍼
嵯
】
6

[

／
祭
祀
に
用
ひ
る
堕
゜
〔
栂
‘
曲
幡
下
〕
凡

祭
宗
廟
之
幡
‘
云
云
‘
非
日
豊
本
一
堕
曰
鍼
鯰

〔
注
〕
大
鍼
日
レ
嵯
。
〔
陳
据
集
説
〕
鍼
錫
‘
聾
味
之
厚
也
。

【
鍼
菜
】
こ
し
臨
憤
に
し
た
疏
菜
類
。
つ
け
も
の
。

蛾

(
1
2
—

4
7
5
8
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
—
[
鍼
草

]
8梵
草
の
名
。
あ
し
た
ぐ
さ
。
あ
し
た
ば
。
は
ち

録
饂
餓
‘
戎
堕
也
、
或
作
レ
銀
。
ぢ
や
う
さ
う
。
海
濱
に
自
生
し
燭
活
に
似
た
築
を
つ
け
、

夏
‘
白
花
を
開
く
。
〔
南
史
‘
夷
舶
下
‘
扶
桑
國
博
〕
扶
桑
東

千
餘
里
、
有
1

―
女
國
ぶ
合
貌
端
正
‘
色
甚
潔
白
‘
云
云
‘
六
七

月
産
レ
子
、
食
鍼
草
如
1

一
禽
獣
↓
鍼
草
築
似
―
邪
閤
而
氣

【
鍼
汁
】
，

h
s
i
e
n
'
c
h
i
h

!
!
&
辛
い
液
。

L

香
味
鍼
゜

【
鍼
壌
】
10

芯
ウ
墜
氣
の
あ
る
土
地
。
鍼
土
。
鍼
地
。
〔
楊

侃
‘
皇
畿
賦
〕
鍼
壌
宜
-
1

北
郷
之
羊
「
野
蓑
美
"
東
邑
之
琢
↓

[
誠
水
】
11

げ
竪
水
。
海
水
。
淡
水
(
7
ー

1
7
6
6
0
:
 6
1
)
 

の
O
の
封
。
園
水
。

〖
鍼
水
魚
〗1
2
[旦
，
海
に
棲
む
魚
。
淡
水
魚
(
7
|1
7
6
6
 

o
:
 63
)

の
射
。
〔
曹
植
‘
説
疫
氣
文
〕
鍼
水
之
魚
‘
不
レ
消
ニ

子
江
立
淡
水
之
魚
、
不
レ
入

,,1-h
海↓

〖
鍼
水
泊
〗13
拉
／
ス
イ
臨
随
の
名
。
河
北
省
天
津
縣
の

束
南
。
占
の
豆
子
航
の
こ
と
。
隋
の
大
業
中
‘
厭
次
の

人
格
謙
が
謀
叛
し
、
豆
子
軌
中
に
至
り
、
王
世
充
‘
之
を

斬
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
虹
隷
‘
河
間
府
‘
静
海
縣
〕
鍼

水
油
‘
在
―
―
天
津
衛
東
六
十
里
ぶ
即
古
豆
子
航
也
、
括
地

志
、
自
―
―
勃
海
至
平
児
其
間
濱
悔
霙
レ
璧
之
虞
土

人
多
謂
1

一
之
豆
子
航
↓
隋
大
業
十
二
年
‘
河
間
賊
帥
格
謙

撮
豆
子
飢
梢
燕
王
玉
世
充
撃
斬
レ
之
‘
隋
書
、
平
原

東
有
―
―
豆
子
軌
ご
負
レ
海
需
レ
河
‘
地
形
深
阻
‘
自
1

一
高
齋
―

以
来
墓
盗
多
匿
1

一
其
中
了
大
業
七
年
、
劉
覇
道
緊
-
―
衆
於

此
五
既
而
格
謙
亦
撮
―
―
其
地
↓

〖
鍼
水
湖
〗14
巧
／
ス
イO
墜
水
を
含
ん
だ
湖
。
鍼
湖
(
5
)

に
同
じ
。

O
湖
の
名
。
福
建
省
上
杭
縣
の
南
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
幅
建
、
汀
州
府
、
上
杭
縣
〕
鍼
水
湖
、
在
―
縣
南

―
二
層
嶺
之
北
↓
有
レ
水
‘
一

iqL
、
味
鍼
不
如
直
°

〖
鍼
水
妹
〗15
だ
ス
イ
廣
東
香
港
邊
に
多
い
船
娼
妓
で
、

集
韻
〕
胡
議
切
國

T

一コ
h
s
i
e
n
2

韻
會
〕
古
斬
切
躙

臨
i(12-4
7
5
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
唖
‘
説
文
‘
鍼
也
‘
或
省
‘
亦

＂ 
歯
立
口

〔
八
I

九
蓋
〕

撻

蜂

銀

鍼

醤

鹸

雌

鹸

専
ら
外
人
を
客
と
す
る
。
〔
餘
墨
偶
談
〕
上
海
蛋
戸
之

為
二
海
娼
―
者
、
人
呼
レ
之
為
1

一
鍼
水
妹
↓

【
鍼
腟
]
1
6

兌
●
憩
か
ら
く
な
ま
ぐ
さ
い
。
〔
楊
拭
里
‘

新
安
江
水
自
,
1

績
淡
一
益
5

レ
源
詩
〕
金
陵
江
水
只
鍼
胆
‘
敢

望
新
安
江
水
清
。

O
墜
か
ら
い
も
の
と
な
ま
ぐ
さ
い
も

の
。
〔
虞
冗
輔
‘
省
山
銘
序
〕
有
レ
滑
有
レ
楯
‘
有
レ
鍼
有
レ

腟
‘
遥
賓
1

一
乎
下
庭
↓

【
鍼
潟
】
"
[
い
臨
平
潟
。
又
‘
臨
氣
の
あ
る
や
せ
地
。
〔
周

嘘
、
地
官
‘
草
人
〕
渇
澤
用
レ
鹿
‘
鍼
潟
用
に
担
。
〔
注
〕
潟
、

歯
也
。

【
鍼
泉
]
1
8

竺
墜
分
を
含
ん
だ
泉
。
〔
｛
木
史
‘
食
貨
志
下

五
‘
臨
雫
＇
〕
近
歳
鍼
泉
減
耗
、
多
雑
1

一
沙
土
↓
〔
録
異
記
〕

此
山
直
下
、
有
正
戚
泉
石
河

【
鍼
澤
】

1
9
9
海
濱
平
夷
の
地
で
、
渦
潮
の
時
は
殆
ん

ど
水
中
に
没
し
、
干
潮
の
時
は
一
面
滉
地
と
な
る
虞
゜

【
鍼
淡
】
20

ク

O
墜
辛
い
味
と
淡
い
味
。
〔
韓
非
子
、
八

説
〕
酸
甘
鍼
淡
、
不
和
炉
口
断
盃
四
決
,
,
於
宰
手
面
盟
叩
八

軽
レ
君
而
重
―
―
於
宰
手
1

芙
°
〇
戯
劇
の
女
形
を
い
ふ
。
馘

喝
〔
築
府
雑
録
〕
武
宗
朝
有
曹
叔
度
・
劉
泉
杢
誠
淡
最

妙
‘
咸
通
以
来
、
卸
有
二
池
博
康
・
上
官
唐
卿
・
呂
敬
遷
三

人
弄
瑕
婦
人
一
〔
王
國
維
、
古
劇
梱
色
考
〕
鍼
淡
為
孟
瞑
婦

人
之
始
百
旦
之
昔
嘗
下
由
↓
―
鍼
淡
之
淡
正
沢
若
作
―
―
―
一
事
一

解
‘
則
鍼
淡
亦
一
種
醐
色
。

【
鍼
蛋
】
21

h
s
i
e
n
2
 tan• 

臨
償
玉
子
。

【
鍼
地
】
22

”
／
臨
雰
を
含
ん
だ
土
。
鍼
土
に
同
じ
。
〔
説

文
〕
歯
、
西
方
鍼
地
也
、
云
云
、
東
方
謂
元
念
四
西
方
謂
,
,

之
歯
↓
〔
張
霜
‘
西
湖
水
詩
〕
風
吹
―
―
鍼
地
1

結
t

―
陰
歯
百
i

射
玉
田
生
暖
雙

【
鍼
杖
】
23

”
炉
草
の
名
。
〔
陳
師
道
‘
上
,
,
曾
櫃
密
一
書
〕

銀
州
草
惟
柴
胡
‘
難
間
之
外
、
有
土
洛
揉
輿
,
,
鍼
杖
盆
以
レ

此
知
―
―
其
不
p

宜
―
―
五
穀
一
也
。

【
鍼
土
】
24

乃
臨
雰
を
含
ん
だ
土
。
鍼
壌
゜
〔
後
漢
書
、

西
南
夷
博
〕
地
有
―
―
鍼
土
↓
霙
以
為
レ
璧
゜

【
鍼
肉
】
25

h
s
i
e
n
2
 jou• 

璧
漬
の
肉
。

【
鍼
蓬
】
26

梵
ま
つ
な
。
海
濱
に
自
生
す
る
一
年
草
で

あ
か
ざ
科
に
隔
す
。
葉
高
三
尺
餘
‘
葉
は
狭
長
で
線
形

を
な
し
て
ゐ
る
。
夏
日
小
花
を
枝
梢
上
に
穂
状
に
綴

る
。
花
は
花
梗
を
持
ち
、
花
冠
は
黄
緑
色
を
呈
し
、
鐘

形
で
五
裂
し
て
ゐ
る
。
嗽
葉
は
食
用
に
供
す
。

【
鍼
味
】
27

泣
／
盟
か
ら
い
味
。
歯
味
。
〔
管
子
‘
幼
官
〕
君

【
鹸
】
年
ト
ウ
い
戸
ご

[
iに
同
じ
。
〔
集

し
ほ
け
が
濃
い
。
〔
廣
韻
〕
臨
‘
鍼
味
厚
゜
〔
集
韻
〕

戯
‘
味
厚
也
。

冨】芦
カ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
苦
紺
切
国
巳

し
ほ
゜
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
鹸
‘
盟
也
。
〔
集
韻
〕
鹸
‘

曰
、
南
夷
謂
レ
堕
曰
レ
鹸
゜

【
鹸
】
E

冒

集
韻
〕
千
候
切
芦
互

冨】[ヵン
鍼
(
1
2ー

4
7
5
5
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
篇
〕
醤
、
同
レ
鍼
゜

服
蕉
痙
味
鍼
味
↓

【
鍼
歯
】
2
8
t

ノ
聾
分
を
含
ん
だ
土
地
。
荒
れ
地
。
〔
管
子
‘

軽
重
乙
〕
藩
菜
鍼
歯
斥
澤
゜
〔
史
記
‘
主
父
恨
傭
〕
地
固
澤

鍼
歯
‘
不
レ
生
1

一
五
穀
↓
〔
漢
書
‘
溝
瀧
志
‘
漑
,
,
鵞
歯
之

地
ぶ
巴
師
古
曰
‘
言
T

引―
-llt
濁
之
水
五
竺
鍼
歯
之
田
一

更
令
•
肥
美
い
〔
宋
史
‘
河
渠
志
五
〕
於
京
東
西
鍼
菌
之

地
‘
圭
平
成
膏
映
ぶ
デ
利
極
大
。

【
鍼
杭
子
】
29

パ
／
ゲ
ノ
臨
慣
に
し
た
鴨
の
卵
。
杭
木
の

It

に
唖
を
加
へ
た
も
の
に
鴨
の
卵
を
漬
け
て
作
る
。
〔
齊

民
要
術
‘
養
―
―
裔
鴨
「
作
税
子
一
法
〕
純
取
雌
鴨
一
無
レ

令
レ
雑
レ
雄
、
足
―
―
其
粟
豆
↓
常
令
,
,
肥
飽
―
―
鴨
便
生
ー
ー
百

卵
ぶ
生
杭
木
皮
盆
ぼ
―
洗
細
埜
↓
判
霙
取
レ

it‘
卒
二
斗
‘

及
レ
熱
下
二
臨
竺
升
知
~
レ
之
、
i
t極
冷
、
内
甕
中
浸
―
―
鴨

子
―
一
月
任
レ
食
、
霙
而
食
レ
之
‘
酒
食
倶
用
‘
鍼
徹
削
卵

浮
゜
〔
綴
耕
録
‘
鍼
杭
子
〕
今
人
以
来
追
和
久
臨
苔
草

限
以
園
鴨
朋
謂
日
鍼
杭
子
↓

【
鍼
主
レ
肺
】
30

パい

i
[，
嵯
か
ら
い
味
が
肺
臓
を
主

る
。
五
味
を
五
臓
に
配
し
て
い
ふ
。
〔
管
子
、
水
地
〕
五

味
者
何
、
日
五
臓
‘
酸
主
レ
牌
‘
鍼
主
レ
肺
‘
辛
主
レ
腎
‘
苦

主
レ
肝
‘
廿
主
レ
心
。

八
九
六

13492 
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歯
立
口

〔九
I

十
三
書
―
〕

編

鼠

醜

藍

皐

嵯

嫌

饂

譴

盪

岨

嫁

祠

鏃

鹸

麟

鑑

品

鹸

八
九
七

小

□

口

O
鍼
蛯
は
‘
し
は
。
孟
(
1
2
|
 4
7
 

5
6
6
)
に
同
じ
。
も
と
蘊
（
1
2
-
4
7
5
7
5
)

畠
姦

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
譴
‘
本
作
レ
晶
゜
〔
説
文
〕

昌
‘
鍼
偽
也
、
ハ
レ
歯
差
省
臀
‘
河
内
謂
―
―
之
醤
「
浦

人
言
若
レ
虐
゜
〔
王
笥
秤
例
〕
嵯
‘
営
底
竺
聾
之
別

名
↓
〔
集
韻
〕
孟
‘
説
文
、
鍼
也
‘
或
書
作
レ
銑
゜
〔
饒
‘

冨

】

亨

□ 日
ジシザサ

〔
集
韻
〕
才
何
切
面
一

古

X
亡

t
s
'
u
o
2

〔
集
韻
〕
仕
知
切
甲
]

冨

】

E

タ
ン

限
(
1
0
|
 
3
4
7
7
8
)
の
古
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
皐
‘
箪
古
字
‘
見
1

一
説
文
↓

し
ほ
゜
〔
字
彙
〕
藍
、
東
人
呼
レ
堕
゜

0
し
ほ
け
。
鹸
(
1
2
-
4
7
5
7
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鹸
‘
鍼
也
‘
或
八
レ
兼
。
参
か
た
し
ほ
。
こ
り
し
ほ
゜

〔
六
書
故
〕
鎌
‘
歯
之
凝
著
者
也
、
井
州
末
璧
‘
剖

嫌
煎
煉
‘
其
味
最
下
。

【
鎌
墜
】
1

竺
食
堕
の
一
種
。

【
緑
水
】
2

げ
盟
の
に
が
り
。
〔
蝠
悪
全
書
、
雑
課
部
、

撫
課
〕
地
方
有
下
鎌
水
並
鎌
土
、
皆
可
1

一
煎
然
成
己
盃
者
い

[
鎌
池
】
3

”
ノ
堕
池
の
名
。
内
蒙
古
多
倫
縣
の
西
北
。
白

鍼
の
産
地
。

【
蘇
土
】
4

り
ノ
臨
雰
を
含
ん
だ
土
地
。
〔
宋
史
、
食
貨
志

下
五
〕
民
之
有
―
―
鎌
土
―
者
、
為
こ
蹟
戸
ご
戸
歳
楡
面
空
J

｛
旦
謂
,
,
之
課
覧
〔
祗
悪
全
書
‘
保
甲
部
、
建
築
柵
濠
〕

北
方
鎌
土
、
毎
レ
遇
二
争
杯
雨
一
諏
易
,
,
壻
壻
↓

【
鎌
蓬
】
5

詑
滉
草
の
名
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
Iii會
、
湿
草
類
‘

鎌
蓬
〕
農
政
全
書
云
‘
緑
蓬
生
,
,
水
傍
下
湿
地
盃
主
有
―
―
線

榜
涵
木
似
レ
蓬
而
肥
壮
‘
比
,
,
蓬
菓
―
亦
稀
疎
‘
ザ
器
菓
間
結
ニ

青
子
一
極
細
小
‘
其
葉
味
微
鍼
微
寒
。

冨
忌
クコ

〔
字
彙
〕
公
土
切
圏

【

謙

】

也

[

/

〔
集
韻
〕
古
斬
＞
麗

り＿コ

c
h
i
e
n
3

【
醜
】
亨

戎
狭
之
臨
i

‘
或
作
レ
醜
゜

曲
證
下
〕
憩
‘
旦
鍼
嵯
ニ
〇
こ
い
し
ほ
け
。
〔
膿
‘

曲
幡
下
、
甕
曰
―
―
鍼
餞
注
〕
大
鍼
日
レ
嵯
。
参
益

し
ほ
゜
〔
玉
篇
〕
編
聾
也
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
蝙
‘
臨
i

に
同
じ
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
醤
‘
字
亦
作
レ
鹸
。

也

。

〔

集

韻

〕

蝙

‘

饂

編

‘

堕

也

。

【

嵯

院

】

1

H

／
堕
係
の
役
所
。
〔
一
懇
恵
全
書
、
雑
課
部
、
璧

課
〕
嵯
院
査
提
残
引
一

【
嵯
買
】
2

t

璧
商
人
。
〔
辞
登
‘
龍
女
偶
‘
鄭
徳
墳
傭
〕

雙

1
0
ー
3
4
7
7
8
)
の
古
字
。
〔
集
傍
有
二
嵯
買
葦
生
者
→
乗
~
二
巨
舟
字
か
抵
午
湘
澤
→

韻
面
‘
或
省
、
古
作
レ
鼠
。
【
嵯
使
】
3

パ
臨
蓮
使
の
異
梢
゜

【
嵯
戴
】
4

t

臨
蓮
副
使
を
い
ふ
。
〔
梢
謂
録
‘
璧
務
官
‘

都
運
・
大
嵯
侯
・
嵯
試
〕
歴
代
官
職
孜
‘
運
使
‘
一
名
都

運
‘
亦
懇
大
嵯
侯
↓
運
同
・
運
判
・
運
副
紐
競
戴
↓

【
嵯
書
】
5

パ
ヨ
聾
務
規
則
の
書
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
‘
嵯

書
、
注
解
〕
堕
務
規
則
之
書
也
、
如
柄
引
↓

【
鹸
丁
】
6

グ
堕
の
製
造
に
従
事
す
る
男
。
〔
弘
道
館
記

逃
義
、
下
〕
樵
夫
牧
竪
傾
戸
嵯
丁
之
所
レ
嘗
レ
然
、
樵
牧
螢

銀
(
1
2
-
4
7
5
8
4
)

に
同

嵯
不
下
牧
―
―
租
入
1

食
中
凜
米
5

じ
。
〔
集
韻
〕
雌
‘
饂
餓
‘

ク
ヴ
ィ
・
ワ
イ

II朧甕一

i-

【
璽
】
三

タ
ン

【
編
】
亭

ベヘ
ンン

〔
集
韻
〕
婢
典
切

匠

愈圃

口
緻
鯰
は
‘
に
が
み
。
〔
集
韻
〕
緻
‘
緻
酪
‘
苦
味
。

□
し
ほ
か
ら
す
ぎ
る
。
或
は
鑢
(
1
2
|
 4
7
5
7
8
)
に

作
り
、
通
じ
て
餡
(
1
2
-
4
7
5
4
7
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
繰
‘
味
過
レ
誠
‘
或
炊
レ
感
‘
通
作
レ
齢
。

冨
笞
日
ヵ
ン

□
カ
ン

〔
集
韻
〕
口
敢
切

〔
集
韻
〕
古
整
切

瓢
瓢

=-i――

【
藷
】
〖
セ
ン
[
"
゜
〔
字
彙
補
〕
藷
‘
此
先
切

誠
(
1
2
-
4
7
5
7
2
)
の
調
字
。
〔
字
彙

【
邑
亨
サ
イ
補
〕
鰊
‘
鹸
字
之
識
。

冨

】

[

サ

ン

縫
(
8
-
2
7
1
9
7
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

鹸
‘
同
レ
縫
。n,ロ-

【
盪
】
可

エ
ン

堕
(
1
2
ー

4
7
5
7
9
)

に
同
じ
。
〔
類

篇
〕
堕
‘
亦
八
レ
土
。

国

】

亨

サ

＂

戸

臼

]

：

旧

じ

。

〔

集

韻

【
饂
】
〖

饂
錬
は
‘
し
ほ
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
饂
銀
‘
聾
也
。
〔
玉

篇
〕
饂
‘
饂
銀
‘
戎
秋
之
堕
。

ヲ
ン

〔
集
韻
〕
烏
昆
切

国

小

日

□

0
し
ほ
け
。
地
質
内
に
含
有
す

嫁
策
る
墜
分
。
〔
説
文
〕
瞼
‘
歯
也
、
ハ
堕

省
姦
瞥
゜
〔
桂
注
〕
鍼
地
之
人
‘
於
1

一
日
未
＞
出
、

看
二
地
上
右
百
若
レ
霜
者
五
掃
而
煎
レ
之
‘
便
成
レ

鹸
芙
。

O
或
は
謙
(
1
2ー

4
7
5
6
4
)
・~(12-475 

4
7
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鹸
‘
或
八
レ
兼
‘
亦
作
レ
餡
。

〔
正
字
通
〕
鹸
、
同
レ
蜆
。
曰

0
し
ほ
み
づ
゜
〔
廣

韻
〕
瞼
‘
水
和
レ
聾
゜
〔
集
韻
〕
鹸
‘
璧
在
レ
水
日
レ
瞼
。

●
あ
く
。
灰
を
こ
し
た
水
。
〔
正
字
通
〕
鹸
‘
俗

カ
ン

Elケ
ン

口
ゲ
ン

国
セ
ン

冨

】

[

園
ヶ
ン

集
韻
〕
古
斬
悶
渥

4
一コ
c
h
i
e
n
3

〔
集
韻
〕
魚
窓
切
瓢

〔
集
韻
〕
千
簾
切
顕
』

,<
i——

譴
(
1
2
ー

4
7
5
6
6
)

の
本
字
。
〔
中
華
大

冨
芦
サ
字
典
〕
曇
‘
譴
本
字
‘
見
説
文
一

し
ほ
け
。
〔
川
篇
〕
餡
‘
鍼
也
。

冨

早

ヶ

ィ

〔

川

篇

〕

禾

桂

切

隣

l

醍

(11ー
4
0
0
2
1
)
に
同
じ
。
〔
集

【
麟
早
キ
ッ
韻
〕
菌
、
博
雅
‘
醤
也
‘
或
八
祠

0
し
ほ
゜
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
縁
‘
照
也
。
●
ひ
し
ほ
゜

〔
玉
篇
〕
緑
‘
南
方
呼
レ
醤
゜

冨
i
]〖
サ
イ
〔
集
韻
〕
楚
快
切
国

13493 
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冨
号

冨
i
]〖

口
ェ
ン

日
ェ
ン

図蒻

日
し
ほ
け
。
或
は
馘

(11ー
4
0
0
6
1
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鑢
‘
鍼
味
‘
或
秒
酉
。
口
●
味
が
無
い
。
〔
字

彙
〕
謎
‘
無
妹
。

0
し
ほ
か
ら
す
ぎ
る
。
緻
(
1
2

|
 4
7
5
7
1
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
緻
‘
味
過
レ
鍼
‘
或

八
レ
感
。

□ 日
カコカ
ンンン

〔
集
韻
〕
余
廉
切
錮

＿
ヰ
y
e
n
'

〔
集
韻
〕
以
贈
切
声
匹

集
韻
〕
古
覧
切

集
韻
〕
古
瞬
切

銀
(
1
2
-
4
7
5
5
2
)
に
同
じ
。
〔
字

冨『】
E

久
ワ
イ
彙
〕
醜
‘
同
贔
゜

以

寵

灰

滋

じ

汁

旦

鹸

水

玉

ゲ

垢

祓

-
0石
鹸
゜

〔
正
字
通
〕
鹸
‘
石
鹸
‘
方
書
日
、
出
―
―
山
東
清
寧
諸

塵
土
人
采
―
―
i

高
蓼
之
陽
砿
掘
レ
次
浸
レ
水
、
漉
起
曝

乾
‘
燒
J

灰
以
二
原
水
淋
汁

i
全
粉
筋

it内
ず
へ
則

凝
如
レ
石
、
可
レ
幹
レ
衣
‘
状
類
レ
鹸
‘
故
亦
得
二
鹸

名
↓

【
鹸
性
】
1

忙
ア
ル
カ
リ
性
。
聾
甚
性
。
酸
性
に
射
す

る
語
。

【
鹸
類
】
2

花
水
に
溶
け
る
堕
基
の
穂
稲
゜
苛
性
加
里
・

苛
性
ソ
ー
ダ
等
。

【
鍮
金
陽
】

3
9／
ク
ア
ル
カ
リ
金
層
。
リ
チ
ウ
ム
・
ナ
ト

リ
ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
・
ル
ピ
ヂ
ウ
ム
・
セ
シ
ウ
ム
の
練
総
゜

こ
れ
ら
金
陽
の
酸
化
物
は
強
ア
ル
カ
リ
性
を
呈
す
る

か
ら
い
ふ
。

【
鹸
土
金
陽
】
4

"

戸
ア
ル
カ
リ
土
類
金
陽
。
土
類
の

中
、
水
に
溶
け
て
ア
ル
カ
リ
性
反
應
を
呈
す
る
も
の
。

カ
ル
シ
ウ
ム
・
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
・
バ
リ
ウ
ム
の
継
捨
。

＂ 
歯

立
n

〔
＋
＝
一
鵞
〕

日
0
し
ほ
。
人
の
製
し
た
し
ほ
゜
〔
説
有

l―
一
定
之
敦
目
函
祖
昴
有
こ
定
之
地
方
→
如
出
外
〖
璧
基
性
硝
酸
銘
〗

1
6
定
ス
5
，
薬
品
の
名
。
蒼
鉛
の

文
〕
甕
‘
歯
也
、
天
生
日
レ
歯
‘
人
生
日
レ
之
路
引
然
、
此
引
戸
部
所
レ
造
‘
由
甕
務
綿
商
函
炉
税
硝
酸
聾
の
一
。
白
色
結
晶
性
の
粉
末
。
瞥
槃
に
用
ひ
ら

一
齊
領
去
旦
欝
綱
↓
綱
者
大
穂
也
、
然
後
分
二
授
各
商
一
る
。
次
硝
酸
蒼
鉛
゜

赴
二
嵯
揚
領
レ
臨
覇
害
旦
訴
引
一
〔
六
部
成
語
注
解
〕
商
〖
甕
基
性
炭
酸
鉛
〗
"
[
“
芹
マ
リ
薬
品
の
名
。
酷
酸
鉛

盟
、
八
レ
菌
監
瞥
‘
古
者
夙
沙
初
作
二
辮
レ
海
璧
↓

人
承
,
,
領
官
臆
鎮
費
‘
各
有
,
,
一
定
地
界
盃
炉
官
登
―
―
給
の
溶
液
に
炭
酸
ソ
ー
ダ
を
加
へ
る
時
生
ず
る
白
色
の

〔
字
彙
〕
臨
血
‘
笈
レ
海
為
レ
堕
゜
〔
周
證
、
天
官
‘
堕
人
〕

掌

直

之

政

笠

以

芸

百

事

之

臨

央

祭

祀

共

五

ハ

憑

箪

↓

謂

―

―

之

堕

引

↓

粉

末

。

顔

料

・

瞥

葵

等

に

用

ひ

ら

れ

る

。

鉛

白

。

苦
堕
散
臨
央
賓
客
共

I
i其
形
堕
散
臨
『
王
之
膳
羞
【
竪
院
】2
竺
清
代
、
堕
政
を
掌
っ
た
役
所
。
〔
清
會
典
【
臨
蓄
~
]
1
8
y
e
n
'
y
u
'
i
a
づ
け
の
魚
。

事
例
‘
吏
部
、
虞
分
例
〕
督
撫
及
穂
河
綿
漕
學
政
聾
院
書
【
臨
揉
叩
】
19

竺
盪
゜
〔
揺
悪
全
書
、
錢
穀
部
、
解
給
〕
恐
有
1

一

衷

其

飴

臨

i-0榮
曲
の
一
證
゜
〔
容
齋
讀
筆
、
昔

吏

、

責

令

―

―

ー

自

行

稽

査

↓

臨

前

罪

贖

1

【
臨
忠
潅
1

】3

竺
し
ほ
づ
け
に
す
る
こ
と
。
壁
潰
。
聾
蔽
。
【
臨
器
示
】
20

竺
民
間
で
私
に
堕
を
製
造
す
る
こ
と
を
禁

昔
璧
〕
蒔
道
衡
以
―
―
空
梁
落
雁
泥
之
句
盃
竺
隋
傷

帝
所
＞
嫉
、
笈
其
詩
↓
名
↓
―
昔
昔
塁
凡
十
韻
、
云
〔
菊
池
三
渓
本
朝
虞
初
新
誌
〕
瑞
賢
塵
滝
闊
所
レ
獲
瓜
ず
る
こ
と
。
〔
魏
書
、
頸
深
傭
〕
願
弛
l
-
i

絃
璧
禁
盃
炉
浦

云
策
苑
以
為
―
―
材
調
曲
ぶ
玄
怪
録
載
―
―
―
遁
篠
三
娘
、
【
臨
臨
g

】4
y
e
n
'
y
e
n
'

盟
漬
の
肉
。
璧
物
。

L

茄
↓
然
遠
及
一
依
ー
一
周
褪
向
空
川
衡
之
法
｛
使
之
監
導
1

而

工

唱

祠

鵠

皇

又

有
-
1

突
蕨
竪
・
黄
帝
譴
白
縞
【
堕
煙
】
5

竺
臨
籠
よ
り
立
つ
煙
。
〔
杜
甫
‘
堕
井
詩
〕
已
゜
〔
唐
書
、
王
承
元
博
〕
始
臨
繋
未
"
嘗
行
1

雨
河
↓
承

賑
誹
雀
職
疎
勒
聾
満
座
饂
蹄
國
塵
唐
詩
、
歯
中
草
木
白
‘
青
者
官
聾
煙
゜
〔
黄
庭
堅
‘
竹
枝
詞
〕
璧
元
請
レ
蹄
1

一
有
司
↓
〔
宋
史
‘
仁
宗
紀
一
〕
（
天
聖
八
年
）

煙

渓

痛

錯

―

ー

諸

蜜

↓

弛

云

一

京

河

中

府

穎

許

‘

云

云

等

二

十

八

州

軍

聾

禁

↓

【
臨
藷
醸
i

】6
y
e
n
'
y
e
n
―
璧
漬
け
に
す
る
0

[臨竺廊一】
21

巧
堕
務
行
政
の
匪
城
。
長
慨
・
東
三
省
・
山

媚
籟
呉
娘
唱
―
―
是
臨
弐
更
奏
1

一
新
臀
剖
骨
臨
央
然
則

歌
詩
謂
二
之
臨
乎
者
、
如
吟
行
曲
引
之
類
云
゜
●
【
臨
盆
買
】
こ
/
食
璧
の
債
額
。
膳
償
。
〔
漢
書
‘
直
帝
紀
〕
東
·
河
束
・
雨
淮
·
雨
浙
•
福
建
・
雨
廣
•
四
川
・
雲
南
•
花

或
は
盛
(
1
2
-
4
7
5
4
2
)
・

盪
(
1
2
-
4
7
5
6
7
)

に
作
（
地
節
四
年
）
九
月
詔
曰
‘
云
云
、
今
年
郡
國
頗
被
1

一
水
定
の
十
二
画
に
分
る
。

り
‘
俗
に
塩
(
8
|
5
3
8
2
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
憮
‘
或
袋
已
振
―
―
貸
堕
民
之
食
二
叩
買
咸
責
‘
衆
庶
重
困
‘
其
【
應
化
】
22

梵
璧
素
と
化
合
す
る
。

撼
天
下
臨
醤
え
〔
注
〕
師
古
日
‘
買
‘
讀
日
レ
憤
。
〖
甕
化
物
〗

2
3
だ
久
ワ
盪
素
と
他
の
元
素
と
の
化
合
物
。

【
聾
債
】8
門
甕
の
債
額
。
聾
買
゜
〖
堕
化
第
二
鐵
〗

2
4
[旦
グ
堕
素
ガ
ス
で
鐵
を
熱
し

省
、
亦
炊
レ
土
‘
俗
作
レ
塩
゜
⑩
ー
百
六
韻
の
一
。

下
平
第
十
四
。

O
姓
。
〔
廣
韻
〕
賑
姓
‘
魯
國
先
【
墜
尻
】
，
ね
墜
田
で
砂
を
圃
く
高
く
盛
り
上
げ
た
も
て
得
る
化
合
物
。
水
溶
液
は
止
血
剤
に
用
ひ
る
。
三
氣

賢
傭
、
有
北
海
相
堕
津
↓
□
●
し
ほ
に
ひ
た
の
。
之
に
海
水
を
注
ぎ
、
日
光
に
さ
ら
し
て
‘
濃
厚
な
堕
化
鐵
゜

す
。
し
ほ
に
つ
け
る
。
〔
集
韻
〕
堕
‘
以
レ
堕
漬
レ
物
。
分
を
砂
に
残
留
せ
し
め
る
。
〖
墜
化
第
一
水
銀
〗

2
5
だ
砂
ス
ィ
キ
/
堕
化
第
一
―
水
銀
に

【
臨
業
日
】
10

幻
圃
墜
に
香
が
な
い
こ
と
よ
り
、
あ
り
得
水
銀
を
加
へ
蒸
溜
し
て
得
る
白
色
粉
末
。
下
剌
・
利
尿

な
い
こ
と
に
喩
へ
て
い
ふ
。
膳
香
風
色
を
見
よ
。
剤
な
ど
に
用
ひ
る
。
甘
禾
。

〔
幡
‘
内
則
〕
屑
1

珪
桂
輿
＞
饂
‘
以
洒
諸
上
一
而
臨
皿
レ

〖
璧
香
風
色
〗1
1
7
1
9

藷
ク
圏
有
り
得
な
い
喩
。
亀
毛
免
〖
甕
化
第
二
水
銀
〗2
6
だ
苔
ィ
キ
／
水
銀
に
璧
素
を
作

之。

O
う
ら
や
む
。
艶
(
9
-
3
0
6
3
7
)

に
通
ず
。

〔

譴

郊

特

性

〕

而

流

示

乏

臼

而

饂

諸

利

百
5

角
。
〔
成
賓
論
、
二
〕
世
間
事
中
‘
免
角
編
毛
‘
蛇
足
璧
香
用
さ
せ
て
得
ら
れ
る
無
色
針
状
の
結
晶
。
昇
禾
゜

墾

其

不

＞

犯

久

叩

也

。

〔

注

〕

堕

‘

讀

為

レ

艶

‘

行

レ

田

風

色

等

‘

是

名

レ

無

。

【

堕

花

】

27

的
花
の
や
う
な
形
に
結
晶
し
た
甕
゜
〔
本

示
レ
之
桝
禽
‘
使
孟
笠
艶
之
云
観
↓
1

其
用
レ
命
不
―
【
臨
孟
綱
】
12

だ
唖
政
の
規
則
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
五
〕
草
‘
乳
穴
水
〕
集
解
‘
蔵
器
日
、
近
二
乳
穴
1

虞
、
流
出
之
泉

蓋
漕
司
則
籍
二
堕
綱
為
レ
壻
臨
盆
竺
州
縣
則
籍
―
―
堕
綱
一
也
、
人
多
取
レ
水
、
作
レ
飲
醸
涵
酒
、
大
有
レ
｛
盆
‘
其
水
濃
者

以
為
1

一

歳

計

↓

秤

レ

之

、

重

―

―

於

他

水

一

煎

レ

之

上

有

二

璧

花

一

此

慎

乳

液

也
。
●
曲
の
一
種
を
い
ふ
。
〔
通
雅
‘
柴
曲
〕
丹
鉛

【
懸
額
】
13

梵
堕
の
産
額
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
四
〕
以
―
―
也
。
〔
章
孝
標
‘
蹄
―
海
海
上
藷
居
一
詩
〕
人
衣
披
―
―
蜃
氣
面
t

餘
錬
曰
‘
堕
‘
曲
之
別
名
也
‘
智
按
‘
臨
血
卑
ハ
レ
諧
同
‘

如
―
―
吟
・
行
・
曲
・
引
之
類
正
是
曲
前
之
諧
。
璧
顧
患
之
‘
淮
東
之
藪
、
多
於
二
浙
五
之
一
。
跡
印
壁
花
↓

【
堕
引
】
1

げ
税
金
を
納
め
て
墜
の
販
賣
を
許
可
さ
れ
【
甕
汗
】
＂
竺
汗
゜
汗
は
鍼
い
の
で
い
ふ
。
〔
淮
南
子
、
【
堕
貨
】

28

梵
憩
と
貨
物
。
〔
宋
史
‘
叛
臣
下
‘
李
全
傭

た
者
に
輿
へ
る
鑑
札
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
―
―
-
〕
遣
―
―
市
易
精
神
訓
〕
今
夫
絲
者
掲
二
錢
苗
ぢ
竺
籠
土
云
墜
汗
交
流
、
下
〕
知
縣
陳
遇
鍮
レ
城
走
‘
公
私
墜
貨
‘
皆
没
―
―
於
全
↓

衷
行
―
―
四
路
ぢ
面
買
甕
引
面
火
翌
秦
鳳
永
興
臨
皿
紗
云
歳
喘
息
薄
レ
喉
゜
〔
注
〕
白
汗
鍼
如
レ
墜
‘
故
曰
二
堕
汗
一
【
堕
課
】
29

的
食
鞭
の
税
金
と
し
て
競
商
が
上
納
す
る

以
百
八
十
萬
露
枷
゜
〔
元
史
‘
世
龍
紀
九
〕
腿
解
臨
i

【
臨
#
空
]
1
5
i

ノ
ア
ル
カ
リ
を
い
ふ
。
酸
と
化
合
し
て
唖
課
税
。
堕
税
。
〔
宋
史
‘
食
貨
志
下
三
〕
父
老
遮
レ
道
泣
訴
‘

司
、
及
諸
臨
笥
司
令
運
司
官
「
親
行
二
調
度
堕
引
→
〔
六
部
成
を
生
ず
る
か
ら
墜
の
基
の
意
で
い
ふ
。
ア
ル
カ
リ
性
の
願
い
以
二
膳
課
伝
~
―
一
之
雨
税
→
而
弛
．
其
禁
お
町
レ
之
。

語
、
戸
部
、
盪
引
‘
注
解
〕
販
盟
之
券
票
也
、
毎
票
之
璽
こ
と
を
臨
誓
基
性
と
い
ふ
。
〖
聾
課
銀
〗

3
0
竺
久
ワ
臨
罷
(
9
7
)
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
、

璧
姦小

鹸

鰊

鏃

甕

八
九
八

13494 



(47579・・31) (47579・・69)

＂ 
歯
立
口

〔
十
三
聾
〕

甕

八
九
九

戸
部
、
懸
課
銀
‘
注
解
〕
璧
税
也
。

〖
堕
課
提
翠
司
〗3
1
1
"
“
ク
臨
箆
を
掌
る
官
。
〔
梢
謂

録
‘
臨
霧
官
甕
課
提
泉
司
〕
明
史
職
官
志
‘
甕
課
提
琴

司
‘
提
攀
一
人
‘
其
職
掌
如
郡
轄
運
司
↓

【
臨
録
】
32

y
e
n
'
k
'
e
4

臨
罷
の
上
納
に
用
ひ
る
銀
塊
。

重
さ
＋
雨
。

[臨
i

官
】
33

勾

/
O漢
代
‘
甕
を
産
す
る
郡
縣
に
置
い
て

璧
税
を
主
ら
せ
た
役
人
。
又
、
後
世
政
府
が
盟
を
賣
る

た
め
に
置
い
た
官
吏
゜
〔
漢
書
、
王
尊
博
〕
而
太
守
察
二
尊

廉
一
補
1

一
遼
西
墜
官
長
↓
〔
魏
書
、
長
孫
嵩
博
〕
昔
高
祖
昇

平
之
年
、
無
レ
所
"
乏
少
ご
猶
創
1

一
置
臨
答
官
↓
而
加
二
典
護
↓

0
縣
名
。
④
漢
‘
僅
く
。
挟
西
省
の
境
。
〔
漢
書
、
地
理

志
下
〕
西
河
郡
‘
縣
三
十
六
‘
堕
官
。
＠
三
國
呉
‘
僅
く
。

故
治
は
浙
江
省
海
寧
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
杭

州
府
〕
海
寧
縣
、
漢
海
堕
縣
地
、
属
會
稽
郡
：
天
王
瀑

f
レ
此
立
甕
官
↓
―
-
＿
國
呉
因
韻
璧
官
縣
盃
珊
二
呉
郡
万
人

置
混
昌
都
尉
子
此
ご
昔
亦
為
―
―
盟
官
縣
一
宋
齊
因
レ
之
‘

皆
属
―
呉
郡
五
隋
畷
―
―
杭
州
↓
唐
武
徳
四
年
‘
闇
―
―
東
武
州
「

七
年
紺
入
錢
塘
で
貝
観
四
年
、
復
置
‘
俯
隔
―
―
杭
州
ぶ
木

因
レ
之
、
元
元
貞
初
‘
升
為
n
堕
官
州
玉
へ
歴
三
年
‘
更
日
―
―

海
寧
函
り
初
改
レ
州
為
レ
縣
‘
縣
城
唐
宋
以
来
藷
址
、
明
洪

武
一
十
年
、
信
國
公
楊
和
重
築
‘
永
築
以
後
屡
経
―
―
修

治
二
0
地
名
。
唐
代
、
懸
官
城
を
置
く
。
今
‘
甘
扉
省
西

和
縣
の
東
北
。

〖
堕
官
棗
〗3
4
E写
？
棗
の
一
種
。
〔
事
物
異
名
録
‘
果

藤
棗
〕
萬
暦
杭
州
府
志
璽
官
棗
、
今
俗
呼
辛
冠
棗
-

〖
璧
官
水
〗35げ
久
？
川
の
名
。
廿
蒲
省
西
和
縣
の
東

北
。
〔
水
経
‘
漂
水
注
〕
聾
官
水
‘
云
云
‘
在
二
幡
家
西
五
十

許
里
相
承
螢
云
霙
不
レ
綴
‘
味
輿
,
,
海
臨
竺
同
‘
故
地
理
志

云
、
西
縣
有
璧
官
↓
是
也
‘
其
水
東
南
‘
云
云
‘
入
1

一漢

水↓

【
聾
軍
】
36

が
＂
宋
の
時
、
室
家
の
無
い
壮
士
を
以
て
甕
軍

と
し
、
元
の
初
、
江
浙
省
で
又
盤
徒
を
募
つ
て
軍
と
し
、

各
虞
の
鎮
守
に
備
へ
た
も
の
。
〔
績
文
献
通
考
‘
征
権
考

二
〕
（
中
統
）
四
年
正
月
、
設
1

一
束
平
等
路
巡
禁
私
臨
番
軍
↓

【
臨
五
紐
】
37

戸
甕
と
酢
゜
〔
韓
愈
‘
故
太
學
博
士
李
君
墓

誌
銘
〕
五
穀
三
牲
‘
堕
醍
果
疏
‘
人
所
孟
吊
御
↓

【
臨
醤
集
】
38

y
e
n
'
h
s
i
a
o
'

璧
の
密
輪
密
賣
を
す
る
者
。

【
堕
源
】
39

竺
縣
名
。
清
‘
置
く
。
四
川
省
西
昌
縣
の
西

南
。
鴇
龍
江
の
支
流
な
る
堕
井
河
の
上
流
に
瀕
す
。
〔
清

史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
、
寧
遠
府
、
縣
四
‘
堕
源
。

【
聾
戸
】
4
0
i

／
堕
製
造
を
業
と
す
る
家
。
〔
魏
書
、
山
佳
遊

博
〕
韓
―
―
河
東
大
守
→
郡
有
二
臨
苔
，
盆
吊
供
二
州
郡
云
〖
レ
兵
。

〔
宋
史
‘
食
貨
志
下
四
〕
産
レ
壁
固
藉
―
―
聾
戸
-
震
レ
盤
賓

顛
臨
竺
商
↓

【
臨
店
】
41

巧
臨
罷
゜
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
四
〕
天
栂
初
‘

嘗
以
荊
湖
臨
居
殴
詔
斤
撼
三
錢
‘
或
二
錢
↓

【
堕
虎
】
42

巧
〇
墜
を
虎
の
形
に
し
た
も
の
。
武
に
象

る
。
〔
左
氏
、
倍
‘
―
二
十
〕
王
使
二
周
公
閲
来
聘
↓
饗
有
―
―
昌

歌
白
黒
形
臨
央
辞
日
、
國
君
文
足
レ
昭
也
、
武
可
レ
畏
也
、

則
有
碕
物
之
饗
以
象
二
其
徳
;
鷹
五
味
ご
笠
嘉
穀
一

墜
虎
形
以
獣
―
―
其
功
｛
吾
何
以
堪
レ
之
。

O
雪
が
積
つ
て

堕
で
作
っ
た
虎
の
や
う
に
な
っ
た
も
の
。
又
、
雪
を
集

め
て
作
っ
た
虎
。
〔
李
商
隠
‘
残
雪
詩
〕
刻
レ
獣
描
二
堕
虎
{

為
レ
山
倒
1

一
玉
人
↓
〔
韓
埼
、
雪
詩
〕
危
石
蓋
深
鞭
虎
陥
、
老

枝
撃
重
玉
龍
寒
゜

【
臨
藤
】
“
i
'
5

縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
廣
通
縣
の

北
。
龍
川
河
に
臨
み
‘
瞼
山
に
園
饒
せ
ら
る
。

【
甕
根
】
44

竺
石
の
名
。
凝
水
石
の
異
名
。
璧
精
(
9
5
)
を

見
よ
。

【
璧
墾
】
45

y
e
n
2
 
k
'
e
n
3

製
壁
場
の
餘
地
を
利
用
し
て

開
墾
す
る
を
い
ふ
。

【
臨
堂
差
】
4
6
i

／
巡
聾
御
史
を
い
ふ
。
差
は
中
央
政
府
よ

り
差
遣
す
る
故
に
い
ふ
。
康
熙
以
後
‘
各
省
督
撫
に
蹄

す
。
〔
清
會
典
事
例
‘
戸
部
、
墜
法
、
直
省
臨
堂
差
〕
順
治
十

年
題
准
‘
聾
差
御
史
、
不
レ
拘
1

満
滋
芯
毎
虐
止
差
一
人
。

【
憩
菜
】
47

だ

0
堕
と
野
菜
。
〔
周
楼
、
天
官
‘
亨
人
‘
祭

祀
共
―
ー
大
羹
銅
羹
ぶ
止
〕
大
羹
不
レ
致
五
味
一
也
、
銅
羮

加
醗
菜
戻
゜
〔
楼
‘
築
記
、
大
羮
不
レ
和
‘
注
〕
大
羹
肉

消
、
不
"
一
調
以
二
堕
菜
↓
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
、
和
窯
郎
皇

后
紀
〕
后
輩
夜
琥
泣
‘
終
三
云
ザ
不
レ
食
A
盟
菜
一
憔
悴

毀
に
谷
、
親
人
不
レ
識
レ
之
。
〔
晉
書
、
皇
甫
謡
博
〕
吾
送
迎

不
レ
出
レ
門
、
食
不
レ
過
堕
菜
↓

0
y
e
n
2
 
t
s
'
a
i
•
①
聾
漬

の
野
菜
。
◎
兵
士
の
給
金
。

【
堕
炒
】
48

y
e
n
'
c
h
'
a
o
3

璧
で
い
る
。

【
堕
漕
】
49

記
盛
の
運
搬
゜
〔
巖
垣
東
園
國
史
略
‘
正
親

町
天
皇
〕
十
一
年
、
今
川
卑
ハ
ニ
北
條
合
レ
謀
‘
禁
面
只

絶
甲
斐
璧
漕
面
＇
人
大
窃
゜

【
臨
藷
】
50

だ
堕
ぶ
ね
の
中
に
あ
る
し
ほ
だ
め
。

【
聾
寵
】
51

記
堕
を
燒
＜
鼈
。
し
ほ
が
ま
。
〔
宋
史
、
食

貨
志
下
四
〕
浙
課
額
一
百
九
十
七
萬
餘
石
‘
去
年
雨
務

場
賣
,
,
浙
墜
二
十
萬
一
一
千
餘
袋
一
牧
錢
五
百
一
拭
二
干

餘
貫
｀
而
璧
鼈
乃
計
二
千
四
百
餘
所
。

〖
臨
血
寵
菊
〗
5
2
兵
ガ
マ
一
名
し
ほ
が
ま
さ
う
‘
の
こ
ぎ
り

さ
う
‘
は
な
よ
も
ぎ
等
と
い
ひ
、
山
地
の
渓
側
等
に
生

ず
る
宿
根
草
で
、
ご
ま
の
は
ぐ
さ
科
に
闊
す
。
埜
の
高

空
一
尺
か
ら
三
尺
。
葉
は
通
常
、
互
生
又
は
封
生
‘
聾

一
で
卵
形
又
は
披
針
形
を
星
す
。
花
は
継
状
花
序
を

な
し
、
花
色
は
白
色
で
淡
黄
緑
色
を
帯
び
、
花
期
は
夏

で
あ
る
。

【
臨
芸
寧
】
53

だ
盟
漬
に
し
て
貯
へ
る
。
〔
爾
雅
翼
‘
繹
木
、

棋
〕
棋
、
相
棋
也
‘
其
子
作
レ
房
‘
云
云
‘
其
味
甚
廿
‘
小
兒

食
レ
之
、
江
東
謂
―
―
之
木
蜜
一
云
云
‘
荊
楚
之
俗
‘
亦
臨
i

二蔽

荷
衰
↓
以
為
↓
―
冬
儲
↓

[
臨
栞
策
】
54

だ
盟
を
食
す
る
者
の
戸
口
帳
簿
。
臨
霙
°

[
臨
皿
英
】
55

だ
膳
を
食
す
る
者
の
戸
口
帳
簿
。
英
は
策
。

〔
管
子
、
海
王
〕
（
齊
）
桓
公
曰
‘
然
則
吾
何
以
為
レ
國
‘
云

云
‘
管
子
射
曰
、
海
王
之
國
‘
謹
正
二
臨
忠
哭

【臨
E

表
]
5
6

梵
甕
の
密
輪
を
防
ぐ
た
め
に
要
所
に
設
け

た
番
所
。
〔
清
會
典
事
例
‘
戸
部
、
墜
法
、
考
成
〕
該
墜
道

及
ヤ
貝
等
職
名
、
均
免
―
―
開
送
↓

[
臨
孟
酷
]
5
7

だ
堕
と
酢
。
〔
唐
國
史
補
、
上
〕
虚
相
邁
‘

不
レ
食
璧
酷
両
列
問
レ
之
‘
足
下
不
レ
食
堕
間
何
堪
‘

邁
笑
而
答
曰
‘
足
下
終
日
食
面
澁
烹
復
又
何
堪
癸
゜

【
堕
山
】
58

竺

0
山
名
。
＠
河
北
省
璧
山
縣
の
東
南
。

晉
の
段
匹
碍
、
石
勒
の
将
石
越
に
膳
山
に
激
へ
撃
た
れ

て
敗
る
。
〔
隋
書
‘
地
理
志
中
〕
甕
山
縣
、
有
↓
1

璧
山
↓
◎
）
新

張
省
温
宿
縣
の
東
北
。
〔
西
域
水
道
記
〕
自
レ
麓
至
レ
顧
‘

赤
土
壁
立
‘
草
木
不
レ
生
‘
土
中
産
1

一
水
臨
央
小
者
如
レ
拳
‘

大
者
如
5

盤
、
光
明
似
―
―
水
曰
只
已
目
疾
口
病
‘
故
亦
有
―
―

赤
沙
之
琥
ご
澳
時
烏
孫
治
―
―
赤
谷
城
ぶ
武
在
レ
此
。

O
縣

名
。
隋
‘
置
く
。
河
北
省
清
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
直
隷
、
河
間
府
、
清
州
〕
聾
山
縣
、
春
秋
時
齊
之
無
東

邑
、
漢
置
1
高
成
縣
面
守
勃
海
郡
盃
郡
都
尉
治
レ
焉
‘
後
漢

旦
高
城
縣
一
晉
因
レ
之
、
後
魏
属
一
浮
陽
郡
五
陪
開
皇
十

八
年
、
改
レ
縣
日
二
墜
山
面
~
,
,

東
州
一
大
業
中
風
1

一
勃
海

郡
「
唐
武
徳
四
年
、
置
二
東
墜
州
於
此
一
貞
観
初
‘
州
襄
‘

縣
属
溢
悧
門
宋
因
レ
之
、
今
編
戸
二
十
里
。
〔
清
史
稿
、
地

理
志
〕
直
隷
、
天
津
府
‘
縣
六
‘
璧
山
。

【
堕
蒜
】
59

竺
堕
に
ん
に
く
。
〔
南
齋
書
‘
張
融
傭
〕
融
食
レ

炎
始
畢
‘
行
炎
人
便
去
‘
融
欲
レ
求
1

一
堕
蒜
ぢ
口
終
不
J
-
―ーロ。

【
堕
酸
】
60

竺
薬
品
の
名
。
堕
化
水
素
の
水
溶
液
。
各

種
の
璧
化
物
の
製
造
・
冶
金
術
・
染
料
製
造
・
有
機
化
合

物
の
加
水
分
解
等
に
用
ひ
る
。

〖
堕
酸
氣
〗6
1
i
/
？
臨
繋
と
水
素
と
の
化
合
物
。
其
の

水
溶
液
を
璧
酸
と
い
ふ
。
緑
化
軽
゜

【
堕
氏
】
6
2
{

／
古
の
地
名
。
司
璧
城
。
今
の
山
西
省
安
邑

縣
の
西
南
の
運
城
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
（
昭
襄
王
）
十
一
年
、

腎
韓
魏
趙
宋
中
山
五
國
‘
共
攻
レ
秦
‘
至
↓
―
墜
氏
―
而
還
。

〔
注
〕
集
解
日
、
徐
廣
日
‘
聾
、
亦
作
レ
監
。
〔
括
地
志
〕
墜
氏

故
城
‘
一
名
司
甕
城
、
在
え
女
邑
縣
↓

【
堕
鼓
】
6
3
-
／
味
噌
納
―
豆
の
類
。
技
は
み
そ
。
〔
史
記
‘
貨

殖
傭
〕
競
麹
臨
蹂
技
千
苔
゜
〔
魏
志
‘
曹
爽
博
‘
注
〕
令
レ
致
,
,
米

二
日
射
‘
井
肉
哺
甕
妓
↓
〔
世
説
新
語
‘
言
語
〕
陸
機
詣
,
,

王
武
子
盃
翌
J

前
置
藪
料
羊
陥
「
指
以
示
レ
陸
日
、
卿
江

東
何
以
敵
レ
此
、
陸
云
‘
有
,
,
千
里
尊
羹
一
但
未
レ
下
―
―
堕

臨
耳
。
〔
事
物
紀
原
、
酒
證
飲
食
部
‘
璧
鼓
〕
史
記
貨
殖

博
曰
‘
頚
麺
聾
鼓
千
答
‘
蓋
四
物
也
、
今
京
俗
謂
レ
鼓
日
ニ

臨
謡
竺
或
因
レ
此
云
レ
然
‘
晉
世
已
鈴
―
―
此
名
一
世
説
‘
武
子

云
‘
千
里
尊
羮
‘
未
レ
下
面
諜
竺

【
撫
漬
】
64

ぢ
野
菜
や
肉
類
を
墜
で
漬
け
る
こ
と
。
又
、

其
の
物
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
山
草
類
、
利
子
伊
草
〕
材

子
伊
草
‘
形
祐
-
―
彿
小
兒
所
レ
翫
羽
子
面
竺
子
葉
―
渫
食
、

或
堕
漬
送
他
邦
↓

【
憩
州
】
65

芯
州
名
。

O
後
魏
‘
置
く
。
寧
夏
省
璧
池

縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
〕
宵
夏
後
衛
‘
古
先

戎
地
、
云
云
、
後
魏
置
ー
ー
大
興
郡
盃
西
魏
改
為
1

一
五
原
郡
一

兼
置
西
安
州
復
改
総
甕
州

-
0渤
海
、
置
く
。
朝
鮮

の
境
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
外
國
附
考
、
朝
鮮
〕
臨
t

州
城
‘
遼
志
、
州
去
―
―
開
州
一
百
四
十
里
、
本
渤
海
置
‘
云

云
‘
遼
初
皆
限
‘
而
堕
州
flJ
レ藷゚

【
甕
牧
】
66

お
し
ほ
づ
け
。
し
ほ
ぴ
き
。
〔
菊
池
三
淫
、

本
朝
虞
初
新
誌
〕
上
國
原
乏
,
,
璧
牧
鮭
魚
―
)

【
堕
汁
】
6
7
[
＇8

聾
の
汁
。
〔
晉
書
‘
后
妃
上
‘
胡
貴
籟
偵
〕

帝
多
丙
龍
↓
云
云
‘
常
乖
―
羊
車
云
炉
其
所
P

之
‘
云
云
‘

宮
人
乃
取
―
―
竹
葉
と
押
戸
‘
以
―
―
唖
汁

9
停
地
‘
而
引
l
-

帝
車
↓

【
臨
醤
車
】
68

記
壁
を
積
ん
だ
車
。
甕
車
憾
を
見
よ
。

〖
唖
車
憾]
6
9
梵
ジ
•
ヤ
ノ
良
馬
が
鷺
馬
と
同
じ
ゃ
う
に
堕

を
運
ぶ
車
を
曳
か
さ
れ
る
の
を
憾
む
。
賢
者
が
不
遇

13495 
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を
歎
＜
喩
。
〔
戦
國
‘
楚
策
〕
夫
講
之
歯
至
芙
‘
服
面
i

車
而
上
天
狂
蹄
申
膝
折
‘
尾
湛
附
潰
‘
漉
汁
渭
レ
地
、

白
汗
交
流
‘
中
阪
遷
延
、
負
レ
棘
而
不
レ
能
レ
上
‘
伯
築
遭
レ

之
、
下
レ
車
而
攀
哭
レ
之
、
解
紆
衣
1

以
幕
レ
之
。
〔
買
誼
‘

弔
屈
屈
文
〕
譲
垂
面
可
服
甕
車
入
文
章
甫
薦
レ
履

漸
不
レ
可
レ
久
合
。
〔
應
鐵
論
‘
頌
賢
〕
麒
猿
之
較
甕
車
「

垂
頭
於
太
行
二
説
苑
、
雑
言
〕
夫
類
厄
罷
堕
車
↓
非
レ

無
額
吠
也
。

【
隠
商
】
70

芯
ウ
食
璧
を
商
ふ
者
。
〔
堕
鐵
論
、
本
議
〕
燕

齊
之
魚
臨
i

、
云
云
‘
待
に
商
而
通
。
〔
韓
愈
‘
論
下
斐
―
―
堕
法
一

事
宜
上
状
〕
臆
商
利
蹄
ふ
心
己
一
無
1

一
物
不
品
取
。
〔
白
居

易
、
畿
商
婦
詩
〕
蟻
商
婦
多
1
1

金
吊
二
不
レ
事
自
農
輿
ニ

露
績
↓

【
璧
廠
】
71

芯
ウ
壁
の
製
造
所
。
〔
曹
學
伶
‘
桂
林
風
謡
〕

廣
南
商
販
到
堕
廠
ぶ
翌
堆
。

【
臨
禍
]
7
2

y
e
n
'
h
s
i
a
n
g
'

璧
の
専
賣
税
。

【
甕
城
】
73

ゲ
炉
縣
名
。
晉
‘
置
く
。
江
蘇
省
阜
寧
縣
の
東

南
。
新
洋
港
の
南
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
安

府
〕
堕
城
縣
‘
府
東
南
二
百
三
十
里
‘
云
云
‘
漢
璧
漬
縣
‘

属
―
器
准
郡
云
云
‘
晉
復
置
‘
俯
属
廣
陵
郡
一
義
熙
中
‘

改
曰
―
―
堕
城
縣
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
江
蘇
‘
淮
安
府
‘
縣

六
‘
璧
城
。

【
璧
樹
】
74

乞
樹
木
の
名
。
輻
建
省
霞
浦
輻
安
等
の
縣

の
海
濱
に
産
し
‘
此
か
ら
聾
を
採
る
こ
と
が
出
来
る
。

〔
間
雑
記
〕
。

【
臨
笛
出
]
7
5

ん
ん
甕
潰
の
璧
氣
を
ぬ
く
を
い
ふ
。
水
な
ど

に
浸
し
て
取
る
。

【
甕
霙
】
76

～
ホ
物
を
霙
て
調
味
す
る
時
、
謄
油
の
代
り

に
甕
で
す
る
を
い
ふ
。
又
‘
其
の
物
。

【
甕
心
】
77

竺
圃
璧
が
入
れ
ば
鍼
味
の
消
え
ぬ
如
く
‘

一
旦
思
念
せ
る
こ
と
は
容
易
に
消
え
ず
し
て
、
更
に
よ

り
思
念
を
増
す
こ
と
を
い
ふ
。
〔
大
日
経
‘
-
〕
云
何
甕

心
‘
謂
所
-
l

思
念
「
彼
復
壻
―
―
加
思
念
↓

【
穏
辛
】
78

行
魚
貝
の
肉
や
腸
な
ど
で
作
っ
た
ひ
し

ほ
。
〔
今
昔
物
語
、
二
十
八
〕
。

〖
堕
辛
臀
〗7
9孟
t

し
や
が
れ
臀
。

【
甕
津
】
80

竺
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
大
隅
縣
の

東
北
。
土
名
は
老
鶉
灘
。

【
臨
ユ
神
】
81

竺
堕
水
の
紳
女
。
〔
後
漢
書
‘
南
螢
‘
巴
郡
南

郡
蟹
博
〕
盤
水
有
一
紬
公
竺
謂
1

一
凜
君
1

曰
‘
此
地
廣
大
‘

＂ 
歯
立
口

〔
＋
―
―
一
書
―
〕

盪

魚
臨
揺
所
レ
出
‘
願
留
共
居
‘
凜
君
不
レ
許
‘
璧
紳
暮
諏
来

取
レ
宿
、
日
仰
化
為
な
品
‘
卑
ハ
一
ー
諸
品
一
塁
飛
‘
掩
,
,
蔽
日
光
一

天
地
晦
冥
‘
積
十
餘
日
。

〖
唖
誹
炭
神
〗8
2
”
ク
ク
ク
堕
の
神
と
炭
の
紳
。
〔
海
録
砕

事
、
道
繹
‘
鬼
神
〕
李
嗣
昭
守
1

一
上
粟
為
1

一
沐
人
所
＞
園
、

城
中
堕
炭
盛
、
嗣
昭
躊
―
―
天
地
一
俄
而
地
生
レ
鍼
、
取
以

煎
レ
璧
甚
羨
‘
又
復
掘
得
二
石
炭
↓
晉
王
自
将
解
レ
園
、
射

哀
其
地
↓
立
―
―
―
―
例
日
堕
紳
炭
神
一

【
甕
蜃
】
83

竺
甕
と
お
ほ
は
ま
ぐ
り
。
〔
左
氏
、
昭
‘
―
―

十
〕
山
林
之
木
、
衡
鹿
守
レ
之
、
澤
之
佳
蒲
、
舟
鮫
守
5

之、

藪
之
薪
蒸
‘
虞
侯
守
レ
之
、
海
之
墜
蜃
、
祈
望
守
レ
之
。

【
璧
人
】
84

庄
＂
周
官
の
名
。
天
官
の
喝
。
壁
の
政
令
を

掌
る
。
〔
周
幡
‘
天
官
‘
臨
デ
八
〕
掌
1

一
撫
之
政
令
百
盆
ぎ
百

事
之
臨
弐
祭
祀
共
二
其
苦
甕
散
臨
央
賓
客
共
―
―
其
形
璧
散

鷹
王
之
膳
羞
共
―
―
飴
臨
央
后
及
世
子
亦
如
レ
之
。

【
聾
水
】
85

琵
〇
川
の
名
。
別
名
、
白
沙
河
・
巫
咸
河
。
源

は
山
西
省
夏
邑
縣
の
東
北
。
五
姓
湖
に
注
ぐ
。
隋
の
都

水
監
挑
温
嘗
て
之
を
浚
ふ
。
遂
に
挑
逼
渠
と
い
ふ
。
眺

逼
(
8
|
6
2
0
2
 :
 8
2
)
を
見
よ
。
〇
縣
名
。
①
後
周
、
置
く
。

故
治
は
湖
北
省
恩
施
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖

廣
、
施
州
衛
軍
民
指
揮
使
司
〕
堕
水
限
縣
、
呉
沙
渠
縣

地
、
後
周
置
聾
水
縣
一
井
置
資
田
郡
及
亭
州
届
焉
‘

隋
初
郡
瞭
‘
縣
闇
,
,
亭
州
ギ
＾
業
初
‘
為
―
―
庸
州
治
玉
尋
為
二

清
江
郡
徳
唐
初
改
陽
一
汁
油
欠
武
徳
四
年
限
。
◎
唐
‘
置

く
。
四
川
省
の
境
。
◎
唐
‘
置
く
。
四
川
省
笥
連
縣
゜

〖
堕
水
侯
〗8
6
ゃ
賃
ィ
後
漢
‘
錫
光
(
1
1
ー

4
0
5
7
3:
 1
0
)
 

の
封
琥
。

〖
聰
水
佛
〗87だ
ス
ィ
西
蔵
に
於
て
達
頼
や
高
僧
の
死

屍
を
盛
水
に
浸
し
て
棺
に
欽
め
、
漏
れ
た
墜
水
に
黄
土

を
和
し
て
作
っ
た
佛
像
を
い
ふ
。
頗
る
貴
重
と
さ
れ

る
。
〔
西
蔵
新
志
〕
如
逹
頼
及
尊
貴
之
僧
圃
寂
‘
飲

,,rr.._棺

内
盃
塞
レ
之
以
レ
堕
‘
甕
水
漏
,
,
於
棺
底
面
閃
竺
黄
士
1

和
レ

之
、
作
ホ
佛
像
名
1

一
壁
水
佛
「
最
為
二
貴
重
↓
得
レ
之
甚

限
‘
若
得
レ
之
者
異
―
―
常
賓
一
重
、
永
博
,
,
於
家
↓

[
臨
屡
】
88

げ
草
の
名
。
こ
え
ん
ど
ろ
。
胡
萎
の
異
名
。

〔
事
物
異
名
鋒
‘
裁
穀
、
萎
〕
郡
中
記
、
石
勒
改
二
胡
姿
―

為
香
英
公
7

呼
腐
璽
姿
↓

[
憩
井
】
89

梵
〇
堕
水
を
出
す
井
戸
。
四
川
省
に
在
る

も
の
は
‘
堕
源
縣
の
黒
白
墜
井
が
最
も
有
名
で
、
雲
南

省
に
在
る
も
の
で
は
甕
豊
縣
の
白
璧
井
‘
堕
興
縣
の
黒

壁
井
が
最
も
著
れ
て
ゐ
る
。
〔
漢
書
‘
貨
殖
‘
程
鄭
博
〕
撞
1

一

墜
井
之
列
期
年
阿
得
自
倍
‘
遂
鱈
其
貨
↓
〔
顔
氏
家

訓
‘
治
家
〕
閉
レ
門
而
為
レ
生
之
具
以
足
‘
但
家
無
懸
井
1

耳
゜
〔
杜
甫
、
出
レ
郭
詩
〕
遠
姻
憩
井
上
‘
斜
景
雪
峰
西
。
〔
清

會
典
‘
戸
部
〕
凡
権
唖
之
法
‘
順
二
物
土
之
宜
二
皿
理
レ
之
、

或
府
海
以
牧
↓
―
其
利
工
或
産
―
―
於
池
五
或
汲
―
―
諸
井
一
而
成
レ

之
‘
云
云
‘
四
川
繹
堕
道
所
レ
圏
憮
井
七
千
七
百
有
三
‘
臨
i

井
大
使
十
有
二
人
‘
統
―
―
隷
於
四
川
総
督
↓
雲
南
騨
盤
道

阿
鷹
璧
課
提
學
司
‘
三
分
轄
函
罪
半
＇
有
六
｛
盟
井
大
使

十
有
一
人
、
統
―
―
隷
於
雲
南
巡
撫
↓
●
縣
名
。
清
末
、
置

く
。
西
康
省
寧
静
縣
の
南
。
瀾
清
江
に
瀕
す
。
〔
清
史
稿
‘

地
理
志
〕
四
川
‘
巴
安
府
‘
縣
二
、
甕
井
。

O
鎮
の
名
。
廿

痛
省
津
縣
の
西
南
。
〔
元
和
志
〕
潅
縣
堕
井
在
,
,
縣
南
一
―

贋
遠
近
百
姓
仰
レ
給
焉
。
R
辛
嶋
憲
の
琥
。
辛
鴫
唖
井

(
1
0
-
3
8
6
3
0
 :
 1
2
3
)
を
見
よ
。

【
臨
罪
政
]90

だ
應
に
闘
す
る
政
令
。
〔
清
會
典
事
例
‘
戸

部
、
膳
法
、
直
省
甕
差
〕
碓
正
十
二
年
題
准
、
福
建
甕
政

街
門
、
改
為
五
年
法
道
↓
専
管
一
甕
政
↓

〖
憩
政
志
〗9
1
{／
セ
ィ
書
名
。
＋
巻
。
明
‘
朱
廷
立
撰
。
出

産
・
建
立
・
制
詔
．
疏
議
墜
官
・
禁
令
の
六
門
に
分
る
。

〖
璧
政
慮
〗92
翌
セ
ィ
清
制
、
全
國
の
璧
務
を
慮
理
し
中

央
政
府
の
統
一
の
下
に
置
く
為
に
宣
統
二
年
正
月
、
上

論
を
下
し
て
新
設
し
た
街
門
。
長
官
は
‘
璧
務
度
支
部

尚
書
が
任
じ
督
辮
大
臣
と
い
ひ
、
各
省
の
督
撫
を
以
て

唖
務
會
塀
大
臣
に
任
ず
。

〖
甕
政
街
門
〗9
3
だ
づ
堕
故
を
掌
つ
た
官
署
。
天
津

に
在
っ
た
も
の
で
咸
豊
十
一
年
に
竪
せ
ら
る
。
〔
清
會

典
事
例
‘
戸
部
、
璧
法
、
長
鷹
〕
道
光
十
年
奏
准
、
長
薦
甕

政
街
門
‘
除
尋
常
事
件
該
堕
政
自
行
"
陳
奏
一
外
‘
其

有
1

二
闘
繋
錢
紐
者
、
倶
會
同
直
隷
穂
督
題
奏
。

〖
臨
謡
政
大
臣
〗
9
4
だ
芹
清
代
、
墜
政
を
掌
つ
た
長
官
。

長
鷹
‘
雨
淮
に
各
；
璧
政
一
人
を
置
き
地
方
甕
務
を
穂

轄
さ
せ
た
。
長
鷹
堕
政
は
、
直
隷
穂
督
が
兼
ね
‘
雨
淮

堕
政
は
雨
江
総
督
が
兼
ぬ
。
他
の
地
方
は
‘
其
の
巡
撫

の
兼
職
と
す
。
〔
清
會
典
事
例
‘
吏
部
、
官
制
〕
各
省
盟

政
等
官
・
直
隷
．
雨
江
・
閻
浙
・
映
廿
・
四
川
・
雨
廣
‘
穂
督

兼
甕
政
各
一
人
。

【
堕
精
】
95

梵
石
の
一
種
。
積
甕
の
下
に
生
ず
。
〔
本

草
‘
凝
水
石
〕
繹
名
‘
白
水
石
‘
寒
水
石
‘
凌
水
石
‘
墜
精

石
、
泥
精
‘
撫
枕
‘
憩
根
、
時
珍
日
、
生
―
―

f
積
盟
之
下
↓

故
有
1

一
堕
梢
以
下
諸
名
↓
〔
明
一
統
志
〕
臨
ユ
精
石
‘
淮
安

府
山
陽
盪
城
一
一
縣
倶
出
。

【
盪
蓋
】
96

忙
菜
を
細
か
に
切
っ
て
‘
聾
に
混
合
し
て

漬
け
た
も
の
。
粗
食
。
〔
欺
陽
脩
‘
寄
面
麦
郎
詩
〕
或
今

俸
誅
飽
,
,
餘
謄
一
念
子
朝
夕
勤
二
墜
葱
↓

【
臨
笛
3
]
9
7

だ
食
堕
の
税
。
臨
酋
賦
゜
〔
後
漢
書
、
史
弼
博
〕

遣
藷
生
窟
レ
書
請
p

之
‘
井
求
レ
限
五
罷
一
積
日
不
レ
得
レ

通
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
四
〕
聾
税
藷
額
五
分
者
、
増
為
ニ

七
分
盃
刑
臨
届
税
蓋
已
行
為
。

【
臨
忠
m
】98
梵
栗
の
名
。
朴
消
(
6
-
1
4
4
2
8
:
 2
1
)

の
異

名
。
〔
本
草
‘
朴
消
〕
秤
名
、
消
石
朴
‘
墜
消
、
皮
消
。

【
甕
紗
]
9
9

忠
宋
代
の
壁
販
賣
の
許
可
證
。
明
清
に
之

を
堕
引
と
い
ふ
。
〔
｛
木
史
‘
職
官
志
五
〕
歳
以
二
香
茶
臨
i

紗
募
入
、
人
豆
穀
責
涵
〗
゜
〔
宋
史
‘
食
貨
志
下
三
‘

甕
上
〕
七
年
中
書
議
、
映
西
臨
荏
紗
、
出
多
玉
密
立
而
盟
益

鰈
〔
事
物
紀
原
、
利
源
調
度
部
、
堕
紗
〕
兵
部
員
外
郎
苗

註

始

為
-
1

紗
法
了
＾
＂
し
商
人
就
邊
郡
こ
入
な
践
‘
至
,
,

解

嗅
請
任
"
私
賣
盃
丙
レ
錢
以
｛
貫
―
―
塞
下
ご
付
レ
之
既
久
‘
璧

憤
時
有
―
―
低
昂
分
合
匹
京
師
ぶ
巴
都
聾
院
一
也
。

【
臨
血
照
】
100yen'chao• 

璧
の
積
荷
目
録
。

【
臨
需
m
]
1
0
1

お

堕

消

(
9
8
)
に
同
じ
。

【
堕
燒
】1
0
2
E
~
O
海
水
を
煮
て
堕
を
製
造
す
る
こ
と
。

又
‘
其
の
人
。
〔
太
神
宮
式
、
九
月
紳
嘗
祭
〕
｛
呂
守
、
地
祭
、

璧
燒
、
物
忌
等
三
人
。

O
魚
類
に
墜
を
つ
け
て
燒
く
。

〔
江
戸
流
行
料
理
通
大
全
、
二
〕
夏
、
壁
燒
。

【
臨
平
石
】
1
0
3
3
い
〇
臨
苓
を
有
す
る
石
。
〔
華
陽
國
志
〕
波

山
有
甕
石
二
懇
之
得
レ
堕
。

O
石
風
呂
゜
〔
節
用
集
〕

墜
石
、
石
風
呂
也
。

【
聾
籍
】
104

む
壁
を
業
と
す
る
者
の
姓
名
を
載
せ
る
報

簿
゜
〔
東
観
奏
記
〕
畢
誠
本
佑
客
之
子
、
連
丑
甲
乙
科
一

紅
踪
為
1

淮
南
節
度
使
る
墾
幕
中
五
始
落
二
歴
籍
↓

【
甕
屑
】
105

努
聾
の
す
こ
し
ば
か
り
の
粉
末
。
〔
魏
書
‘

外
戚
上
‘
李
悪
博
〕
悪
令
9

人
置
―
―
羊
皮
膊
上
一
以
レ
杖

撃
：
之
‘
見
一
少
聾
屑
曰
‘
良
其
頁
弁
。

【
嵯
川
】
106

竺
城
の
名
。
廿
粛
省
滴
縣
の
西
北
。
〔
九
域

志
〕
熙
寧
六
年
置
聾
川
塞
な
仮
改
為
レ
鎖
、
開
藉
二
年
、

金
分
レ
道
来
伐
、
使
n

―
石
抹
仲
出
―
―
聾
川
ご
嘉
定
十
三
年
、

安
丙
分
遣
―
―
王
仕
信
等
在
炉
金
、
自
1

ユ
右
昌
一
進
克
二
盟
川

鎮↓

【
甕
泉
】
107

竺

〇
壁
分
を
含
ん
だ
泉
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦

九
0
0

13496 



(47579・・108) (47579・・141) 

＂ 
菌
立
口

〔
十
＝
一
書
一
〕

聾

九
〇

家
有
璧
泉
之
井
一
戸
有
橘
柚
之
圃
一
〔
廣
志
〕
湖
縣
【
臨
皿
道
】
120
が

[

O
清
代
‘
甕
政
を
掌
っ
た
道
員
。
〔
清
會

有
―
―
堕
泉
一
焚
則
為
レ
聾
。
●
縣
名
。
①
隋
‘
置
く
。
湖
典
事
例
、
戸
部
、
臨
年
法
、
考
成
〕
該
堕
道
及
ヤ
員
等
職
名
‘

南
省
の
境
。
＠
唐
‘
置
く
。
故
治
は
甘
粛
省
甘
谷
縣
の
掏
免
1

一
開
送
↓
〇
山
名
。
山
西
省
虞
郷
縣
の
西
南
。
一

西
の
壁
泉
鋪
゜
◎
唐
‘
置
く
。
故
治
は
四
川
省
鄭
水
縣
名
、
壇
道
山
。
〔
水
経
、
沫
水
注
〕
璧
道
山
、
其
西
則
石
壁

の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
順
慶
府
、
廣
安
州
、
郎
千
尋
、
東
則
幡
淫
萬
俯
、
云
云
、
路
出
1

一
北
峨
五
勢
多
―
―
懸

水
縣
〕
壁
泉
誘
縣
、
在
―
―
縣
南
「
本
部
水
縣
地
‘
唐
武
徳
絶
一
云
云
‘
於
な
東
則
連
木
乃
防
、
百
梯
方
降
、
云
云
‘
故

初
、
析
―
―
置
唖
泉
縣
こ
属
滋
ぬ
塁
八
年
、
州
懸
、
縣
省
,
,
入
亦
日
土
白
梯
山
一
也
。

涌
山
縣
↓
＠
唐
‘
置
く
。
故
治
は
四
川
省
慶
符
縣
の
西
。
【
聾
澤
1121
梵
澤
の
名
。
蒲
昌
海
の
こ
と
。
新
彊
省
吐
魯

R
唐
、
置
く
。
故
治
は
四
川
省
梓
滝
縣
の
西
。

8
唐
、
番
縣
の
西
南
に
羅
布
悼
爾
と
い
ふ
澤
あ
り
、
葱
嶺
の
東

置

く

。

雲

南

省

藷

楚

雄

府

の

境

。

北

の

水

皆

注

ぐ

。

蓋

し

古

の

壁

澤

な

ら

ん

。

藷

志

は

ま

【
臨
訳
船
】
108

竺
官
盟
を
積
む
船
。
〔
宋
史
、
河
渠
志
七
〕
楊
た
洛
普
池
と
い
ふ
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕
油
澤
云
‘
水
積
―
―

家
港
東
開
レ
河
置
レ
届
、
通
1

一
行
臨
品
船
↓
部
善
之
束
北
、
龍
城
之
西
南
↓
云
云
、
地
廣
千
里
‘
皆
為
レ

【
臨
羅
碑
~
】

1
0
9
y
e
n
'
c
h
u
a
n
 1
 
l¥'ll
を
か
た
め
て
煉
瓦
の
形
聾
而
剛
堅
也
、
云
云
‘
故
蒲
昌
亦
有
二
堕
澤
之
楢
一
也
。

に

し

た

も

の

。

【

堕

灘

】

122
y
e
n
'
t
'
a
n
1
 

l¥'ll
濱
。
臨
K

の
製
造
所
。

【
臨
茎
糸
】
110

竺
元
素
の
一
。
緑
黄
色
で
臭
氣
の
強
い
氣
【
臨
醤
町
】
123

な
神
佛
に
祈
願
す
る
事
が
あ
つ
て
‘
鞭
氣

罷
。
漂
白
・
殺
菌
・
軍
用
毒
瓦
斯
等
に
用
ひ
ら
る
。
の
食
物
を
と
ら
ぬ
を
い
ふ
。

〖
唖
素
酸
〗
翌
召
薬
品
の
名
。
碧
素
酸
バ
リ
ウ
ム
に
【
憩
池
】

1
2
4
だ
〇
璧
の
出
来
る
池
。
〔
周
橙
、
天
官
、
璧

硫
酸
を
作
用
さ
せ
て
作
る
。
通
常
水
溶
液
と
し
て
得
ら
人
‘
祭
祀
共
―
―
其
苦
甕
散
臨
弐
疏
〕
苦
、
常
レ
為
レ
監
‘
謂
レ

れ

る

。

酸

化

剤

と

し

て

用

ひ

ら

れ

る

。

出

ふ

心

盟

池

父

7

之
顆
盟
是
也
。
〔
漢
書
、
平
営
博
〕
勃
海

〖
聾
素
酸
加
里
〗1

1
2
忙
／
？
薬
品
の
名
。
熱
し
た
ア
ル
臨
謡
池
、
可
后
丑
夜
禁
、
以
救
一
民
急
→
〔
後
漢
書
、
西
先
、

カ
リ
に
堕
素
を
通
ず
る
時
生
ず
る
白
色
の
結
晶
。
燐
東
琥
子
麻
奴
博
〕
又
有
二
亀
荻
甕
池
↓
以
為
,
,
民
利
U

●
池

寸
•
火
槃
の
製
造
・
馨
薬
等
に
用
ひ
ら
る
。
墜
剥
。
緑
酸
の
名
。
©
山
西
省
解
縣
の
東
。
山
海
経
に
之
を
盟
販
の

紳

゜

澤

と

い

ふ

。

〔

左

氏

、

成

‘

六

〕

（

晉

）

諸

大

夫

曰

‘

必

居

1

一郎

【
唖
酢
】
113

心
／
酒
と
菩
゜
〔
南
史
‘
孝
義
上
‘
王
虚
之
博
〕
十
瑕
氏
之
地
五
沃
饒
而
近
レ
罹
。
〔
注
〕
監
‘
聾
也
‘
椅
氏
縣
堕

三
喪
レ
母
、
三
十
三
喪
浴
父
、
二
十
五
年
懸
酢
不
レ
入
レ
ロ
。
池
是
。
〔
水
経
‘
沫
水
注
〕
池
水
紫
色
澄
淳
‘
渾
而
不
レ
流
‘

【
臨
呼
俎
】
1
1
4
3

ノ
盛
漬
に
し
た
疏
菜
。
〔
北
戸
録
、
下
‘
睡
水
出
"
石
臨
弐
自
然
印
成
、
朝
取
夕
復
‘
終
無
二
減
損
五
惟

菜
〕
睡
菜
、
五
六
月
生
二
子
田
塘
中
玉
菓
類
二
茨
菰
「
根
如
―
―
山
水
暴
雨
謝
‘
漬
濠
奔
決
‘
則
聾
池
用
耗
‘
故
公
私
共

幕
闊
其
性
冷
、
土
人
採
レ
根
総
緬
需
竺
食
レ
之
。
喝
l

―
水
裡
ご
防
↓
―
其
猫
濫
↓
謂
1

一
之
璧
水
一
亦
謂
1

一
之
為
堪

【
堕
宗
】
115

名
宿
沙
氏
を
尊
ん
で
い
ふ
。
海
水
を
煮
て
杢
山
海
経
謂
―
―
之
膳
販
之
澤
也
。
◎
新
張
省
銀
西
縣
゜

璧
を
造
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
安
邑
縣
璧
―
一
あ
り
。
一
は
縣
の
西
北
の
巴
爾
廂
勒
泊
の
北
。
一
は
‘

宗
廟
、
在
1

一
後
東
南
十
里
↓
按
呂
沈
云
‘
宿
沙
氏
震
レ
海
、
西
膳
池
と
い
ひ
‘
縣
の
西
南
に
在
る
。
◎
逹
布
遜
諾
爾

闘
之
臨
繋
｛
尊
レ
之
也
、
以
―
―
ー
其
滋
"
潤
生
人
二
刈
レ
得
レ
の
こ
と
。

O
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
寧
夏
省
霊
武
縣
の
東
。

置

レ

祠

゜

R

堡

の

名

。

廿

粛

省

高

景

縣

の

西

北

。

堕

産

地

。

〔

元

和

【
憩
賊
】
116

だ
私
壁
を
販
賣
す
る
匪
賊
。
〔
六
部
成
語
、
志
〕
盟
池
在
二
幅
禄
縣
東
北
八
十
里
一
周
逍
百
姓
仰
レ
給

刑
部
、
盟
賊
、
注
解
〕
販
―
―
賣
私
臨
i

―
之
匪
徒
也
。
焉
。
〔
行
都
司
志
〕
有
,
,
白
堕
池
ぶ
庄
鎌
夷
所
西
南
四
十

【
璧
姥
】
117

y
e
n
'
c
h
'
a
'
l
¥
'
l
j
を

積

ん

で

お

く

虞

里

云

生

白

臨

弐

【
聾
湯
】
118

梵
壁
を
湯
に
と
か
し
た
も
の
。
〔
晉
書
‘
衛
【
堕
稀
】
1
2
5
i

ノ
盟
と
葛
布
。
〔
書
、
萬
貢
〕
蕨
貢
聾
稀
、
海

瑠
債
〕
瑶
肛
眩
疾
動
盃
詐
什
レ
地
‘
比
レ
出
レ
閤
藪
十
信
物
惟
錯
。

阻
之
、
灌
至
―
―
外
解
｛
服
―
―
璧
湯
ー
大
吐
。
【
聾
長
】
126

梵
ウ
古
の
國
の
名
。
〔
山
海
経
‘
海
内
経
〕
南

【
甕
塘
】
119

y
e
n
'
t
'
a
n
g
'
l
¥
'
l
j
田

。

璧

濱

。

海

之

内

‘

云

云

、

有

,dil!j
長
之
國
工
付
レ
人
焉
‘
鳥
首
、
名

旦
鳥
氏
↓

【
聾
杖
】
127

記
＇
ウ
歌
曲
の
憫
。
〔
全
唐
詩
話
‘
施
肩
吾
〕
隋

曲
有
疎
勒
臨
i

云
唐
曲
有
突
蕨
璧
・
阿
鵠
臨
央
或
云
‘
隅

中
人
謂
レ
好
為
レ
膳
‘
故
肩
吾
詩
云
‘
顛
狂
楚
客
歌
作
レ

雲
‘
媚
撫
英
娘
笑
是
應
‘
蓋
常
時
語
也
、
今
杖
鼓
譜
中
‘

尚
有
璧
杖
臀
↓

【
聾
場
】
128

記
ゥ
製
壁
場
。
〔
宋
史
‘
食
貨
志
下
一
―
-
〕
諸
路
憩

場
限
置
‘
皆
視
↓
―
其
利
之
厚
薄
‘
債
之
嵐
縮
↓
亦
未
-1

一
嘗
有
二

一
定
之
制
↓
〔
幅
恵
全
書
、
雑
課
部
‘
蓋
課
〕
隷
血
蘊
デ

則
名
和
場
↓
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
璧
場
、
注
解
〕
監
甕
之

所
也
、
設
天
使
宜
以
領
レ
之
。

〖
甕
場
公
署
〗1

2
9
定
砕
，
ゥ
官
署
の
名
。
民
國
、
罹
く
。
各

聾
場
謳
域
に
設
け
‘
甕
務
穂
局
に
閏
し
、
盟
務
管
理
局

の
指
揮
監
督
を
受
け
、
墜
税
の
徴
収
及
び
甕
質
の
検
査

等
を
掌
る
。

【
甕
枕
】
130

戸
ク
石
の
名
。
枯
水
石
の
異
名
。
堕
精
(
9
5
)

を

見
よ
。

【
聾
丁
】
131

だ
璧
田
で
使
役
さ
れ
る
人
夫
。
〔
宋
史
‘
食

貨
志
下
三
〕
其
繋
レ
堕
之
地
曰
え
苧
場
「
民
曰
―
―
吉
了
只
或

謂
之
鼈
戸
↓
戸
有
堕
丁
一

[臨皿亭I
〒
]132

だ
縣
名
。
南
朝
梁
、
置
く
。
四
川
省
梓
滝
縣

の
南
。
消
江
の
支
流
の
東
北
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四

川
‘
滝
川
州
〕
聾
亭
縣
、
漢
廣
漢
縣
地
、
梁
置
五
盆
亭
縣
↓

西
魏
置
n
甕
亭
郡
盃
隋
開
皇
初
郡
隕
‘
縣
隔
レ
州
、
尋
隔
―
―

梓
州
盃
唐
宋
因
レ
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
‘
滝
川

府
、
縣
八
、
甕
亭
゜

〖
歴
亭
水
〗1

3
3げテ
ィ
川
の
名
。
四
川
省
墜
亭
縣
の
東
。

一
名
沙
河
。
源
は
縣
の
東
北
。
梓
滝
水
に
注
ぐ
。
〔
元
和

志
〕
永
泰
縣
有
甕
亭
埃
水
↓

【
臨
晋
t

】134
だ
璧
を
晒
す
海
岸
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
應

埋
‘
注
解
〕
晒
堕
之
岸
也
。

【
臨
孟
艇
]135

忙
盟
を
つ
む
船
。

【
臨
磁
鐵
】
136

だ
璧
と
鐵
。
漢
の
武
帝
‘
璧
鐵
を
以
て
官
螢

と
す
。
壁
鐵
論
(

1

4

1

)

を
見
よ
。
〔
管
子
、
山
國
軌
〕
壁
鐵

之
英
、
足
和
公
竺
軌
官
↓
〔
史
記
、
平
準
書
〕
以
―
―
東
郭
咸

隔
孔
僅
「
為
1

一
大
農
丞
盆
四
堕
鐵
事
↓
〔
漢
書
、
昭
帝
紀
〕

（
始
元
六
年
）
―
一
月
、
詔
1

有
司
面
炉
郡
國
所
レ
學
賢
良
文

學
民
所
―
―
疾
苦
↓
議
罷
二
璧
鐵
権
酷
↓
〔
漢
書
、
西
域
傭
賛
〕

廼
権
1

一
酒
酷
↓
泣
空
堕
鐵
一
〔
璧
鐵
論
、
本
義
〕
今
郡
國
有
―
―

臨
薇
酒
権
均
楡
一
卑
ハ
レ
民
弔
レ
利
。

〖
憩
鐵
官
〗1

3
7
紀
勺
漢
の
武
帝
、
堕
鐵
を
官
螢
と
し
‘

専
官
を
お
き
‘
聾
鐵
官
と
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
食
貨
志
上
〕
瑣

邪
郡
人
相
食
、
在
位
諸
儒
多
言
‘
墜
鐵
官
及
北
瑕
田
官
‘

常
平
倉
可
レ
罷
‘
母
―
―
卑
ハ
レ
民
手
気
利
。
〔
後
漢
書
、
鄭
衆
傭
〕

是
時
粛
宗
議
レ
復
聾
鐵
｛
艮
衆
諫
以
為
―
―
不
可
一

〖
甕
鐵
使
]
1
3
8

勺
ぅ
官
名
。
唐
の
中
葉
‘
置
く
。
璧
鐵

の
税
を
掌
り
‘
或
は
雨
税
使
・
租
庸
使
を
兼
ね
る
。
〔
藷

唐
書
、
食
貨
志
上
〕
由
レ
是
有
―
―
韓
運
使
・
租
庸
使
・
膳
鐵

使
・
云
云
↓
随
レ
事
1

岳
名
、
沿
革
不
こ
。
〔
國
老
談
苑
〕

陳
恕
長
1

一
於
心
計
↓
玲
―
―
堕
鐵
使
↓
掻
1

一
宿
弊
「
大
興
―
―
利

竺
太
宗
深
器
レ
之
。
〔
績
通
志
‘
職
官
略
‘
唐
五
代
宋
官

制
上
、
三
司
〕
壁
鐵
使
‘
度
支
使
‘
戸
部
使
‘
副
使
‘
唐
末

以
董
臣
兼
領
穏
鐵
・
度
支
・
租
庸
五
代
分
1

置
堕
鐵

使
・
度
支
使
・
租
庸
使
↓
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
道
貝
‘
臨
t
i

法
道
〕
懸
法
道
、
管
11
掌
唖
課
一
切
事
務
ず
心
問
,
,
於
璧

務「

RiJ有
1

一
堕
政
一
其
下
則
有
―
―
―
都
韓
堕
運
使
興
―
―
堕
法

道
↓
均
助
―
―
聾
政
ぶ
夕
其
職
櫂
涵
日
1

一
理
照
務
↓

〖
臨
溢
鐵
丞
〗

1
3
9
芯
勺
官
名
。
漢
の
武
帝
‘
孔
僅
を
之
に

任
ず
。
〔
史
記
、
平
準
書
〕
大
農
上
,,!lllj
鐵
丞
孔
僅
成
陽

言
ぶ
忠
心
天
地
之
蔵
也
‘
皆
宜
レ
陽
1

一
少
府
↓

〖
堕
鐵
塘
〗1

4
0
梵
テ
，
川
の
名
。
江
蘇
省
太
倉
縣
城
内
。

〔
太
倉
州
志
〕
堕
鐵
塘
‘
純
―
―
州
城
中
二
名
内
河
、
在
1

一城

南
者
曰
,
,
南
墜
鐵
苓
狂
城
北
1

者
日
北
唖
鐵
↓
又
北
四

十
里
入
孟
吊
熟
界
白
茄
塘
云
ぎ
江
陰
注
竺
揚
子
江
↓

〖
甕
鐵
論
〗1

4
1
竺
テ
，
書
名
。
十
二
巻
。
漢
‘
桓
寛
撰
。

漢
の
武
帝
の
時
、
大
農
令
孔
僅
・
大
農
中
丞
桑
弘
羊
等

の
主
唱
に
よ
り
、
歴
鐵
権
面
と
い
つ
て
壁
鐵
等
の
利

盆
を
、
今
日
の
政
府
が
堕
・
煙
草
を
専
賣
に
す
る
や
う

に
、
政
府
に
収
め
る
法
を
施
行
し
た
た
め
、
人
民
大
い

に
こ
れ
に
苦
し
ん
だ
。
昭
帝
継
い
で
立
ち
、
郡
國
よ
り

賢
良
文
學
の
士
を
攀
げ
て
、
民
の
疾
苦
す
る
所
を
問
う

た
の
に
、
士
皆
照
鐵
権
酷
の
非
を
陳
べ
、
且
つ
桑
弘
羊

等
を
辮
難
す
る
こ
と
散
十
萬
言
に
及
ん
だ
。
桓
寛
は
こ

れ
を
集
輯
し
て
一
部
十
二
巻
、
本
議
・
カ
耕
・
通
有
・
錯

幣
・
禁
耕
・
復
古
・
非
軟
・
堤
錯
・
刺
櫂
・
刺
復
・
論
儒
・
憂

邊
•
園
池
・
軽
重
・
未
通
・
地
廣
．
貪
富
・
毀
學
．
褒
賢
・
相

刺
．
殊
路
・
頌
賢
・
違
道
・
論
誹
・
孝
養
・
刺
議
・
利
議
・
國

疾
•
散
不
足
•
救
匿
·
唖
鐵
鍼
石
・
除
狭
・
疾
貪
・
後
刑
·

授
時
・
水
旱
・
崇
證
・
備
胡
・
執
務
・
能
言
・
轡
鐵
取
下
・
撃

之
・
結
和
・
誅
秦
．
伐
功
・
西
域
·
世
務
•
和
親
・
絲
役
・
除

13497 
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固
・
論
勇
・
論
功
・
論
部
・
論
笛
・
刑
徳
・
申
韓
・
周
秦
・
詔

聖
・
大
論
・
雑
論
の
六
十
篇
(
-
本
六
十
九
篇
）
と
し
た
。

こ
れ
が
此
の
書
を
璧
鐵
論
と
名
づ
け
た
所
以
で
‘
而
も

其
の
論
旨
は
皆
経
世
賓
用
の
論
で
あ
り
、
先
王
の
道
を

述
ぺ
六
経
の
旨
を
梢
し
て
、
確
言
至
論
亦
多
い
と
評
せ

ら
れ
た
。
諸
史
に
は
儒
家
に
列
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
〔
四
嘩

提
要
、
子
、
儒
家
類
〕
。

〔
参
考
書
〕
【
堕
鐵
論
】
＋
慈
。
考
證
‘
三
巻
。
明
‘
張
之
象

注
、
清
‘
張
敦
仁
考
證
゜

〖
堕
鐵
之
利
〗1

4
2心四
ァ
，
堕
と
鐵
と
を
政
府
が
専
賣
し

て
を
さ
め
る
利
益
を
い
ふ
。
漢
の
武
帝
の
時
‘
此
の
二

品
の
専
賣
が
行
は
れ
た
。
〔
漢
書
‘
食
貨
志
上
〕
田
租
口

賦
璽
鐵
之
利
‘
一
ご
十
"
'
倍
於
古
↓

〖
甕
鐵
取
下
〗1

4
3乞勺
璧
鐵
論
の
篇
名
。

〖
甕
鐵
鍼
石
〗1

4
4匁芍
壁
鐵
論
の
篇
名
。

【
堕
店
】
145

竺
堕
の
専
賣
店
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
五
〕

（
楊
）
輔
又
請
レ
罷
n

一
利
州
東
路
安
撫
司
所
レ
置
甕
店
六
‘

及
津
渡
所
レ
牧
墜
錢
‘
輿
1
1

西
路
興
州
撫
店
↓

【
臨
血
田
]146

竺
〇
臨
雰
を
含
ん
だ
士
地
。
〔
逃
異
記
、
下
〕

堕
田
在
―
―
河
東
郡
云
有
二
大
澤
云
澤
中
産
レ
堕
‘
引
レ
水
沃
レ

之
、
則
自
成
‘
琥
日
正
寧
田
↓
取
レ
之
無
レ
壺
、
不
レ
沃
則
無

也
。
〔
｛
木
史
‘
食
貨
志
下
六
〕
輻
建
茶
園
如
臨
平
田
‘
量
,
,
土

地
産
茶
多
寡
五
依
等
1

一
均
税
↓
〔
酉
陽
雑
俎
‘
境
異
〕
部
郡

之
東
‘
龍
城
之
西
南
‘
地
廣
千
里
‘
皆
為
』
寧
田
↓
行
人

所
レ
経
、
牛
馬
皆
布
レ
競
臥
焉
。
〇
太
陽
熱
で
海
水
を
蒸

狽
さ
せ
て
聰
を
と
る
た
め
の
砂
田
。

【
轡
徒
】
1
4
7
i

／
私
堕
を
賣
る
仲
間
。
〔
六
部
成
語
、
刑
部
、

堕
徒
、
注
解
〕
販
叙
璽
之
徒
也
。

〖
墜
徒
私
販
〗1

4
8芯バ
無
頼
の
徒
が
堕
を
密
賣
す
る
を

い
ふ
。
〔
元
史
、
食
貨
志
五
‘
臨
年
法
〕
堕
徒
執
以
為
1

一
憑
興
一

販
五
皇
〔
六
部
成
語
注
解
〕
無
頼
之
徒
‘
不
レ
納
1

一税

課
五
私
販
―
―
墜
斤
五
駄
,
,
運
各
慮
一
轡
買
例
有
玉
政
禁
↓

【
甕
潰
】
149

ビ
縣
名
。
漢
、
置
く
。
江
蘇
省
璧
城
縣
の
西

北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
臨
淮
郡
、
縣
二
十
九
、
璧
漬
°

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
安
府
〕
璧
城
縣
、
漢
璧
漬

縣
、
属
臨
淮
郡
雀
漢
属
廣
陵
郡
三
國
時
廃
‘
晉
復

置
、
俯
晨
廣
陵
郡
履
熙
中
、
改
日
薔
城
縣
面
宋
属
―

山
陽
郡
五
齊
梁
因
レ
之
、
古
向
齊
置
射
陽
郡
面
陳
改
日
1

一膳

城
郡
五
後
周
因
レ
之
‘
隋
初
郡
際
‘
俯
日
―
―
盟
城
縣
ぶ
g
―楚

州
エ
大
業
初
、
改
闊
1

一
江
都
郡
面
唐
俯
圏
1

一
楚
州
↓
南
唐
腸
1

一

7
 

園
立
口

〔
十
三
蓋
〕

璧

泰
州
ギ
木
復
闇
1

一
楚
州
五
紹
興
初
隔
―
―
漣
水
軍
云
尋
復
レ
藷
‘

元
属
―
淮
安
路
公
7

城
周
七
里
、
編
戸
八
十
三
里
。

[
堕
貝
】

150g
堕
漬
に
し
た
貝
の
肉
。

【
懸
梅
】
151

竺
各
〇
味
を
よ
い
程
に
加
減
す
る
。
羹
を

作
る
に
‘
墜
過
ぐ
れ
ば
鍼
く
‘
梅
過
ぐ
れ
ば
酸
い
。
璧
梅

中
を
得
て
‘
然
し
て
後
始
め
て
旨
ぃ
゜
縛
じ
て
‘
臣
下

が
君
主
を
助
け
て
適
嘗
な
政
治
を
さ
せ
る
を
い
ふ
。
按

排
゜
〔
書
‘
説
命
下
〕
若
作
1

一
和
羹
盃
悶
惟
堕
梅
゜
〔
偲
〕
甕
鍼

梅
醗
‘
羹
墾
鍼
酷
ー
以
和
レ
之
。
〔
幡
‘
曲
證
上
、
母
レ
紫
レ

羮
‘
疏
〕
紫
‘
謂
T

就
1

一
食
器
中
ー
調
和
璧
梅
L

也
。
〔
王
融
‘
永

明
九
年
策
↓
―
秀
才
ー
文
〕
璧
梅
之
和
、
層
有
レ
望
焉
。
〔
沈
栓

期
、
和
芦
部
本
尚
書
参
途
櫃
揆
詩
〕
璧
梅
和
鼎
食

家
臀
衆
レ
所
レ
蹄
゜
〔
貫
休
、
酬
―
―
串
相
公
見
＞
寄
詩
〕
堕
梅

金
鼎
美
調
和
↓
〇
う
め
ぽ
し
。
〔
本
草
‘
梅
〕
白
梅
‘
秤

名
、
甕
梅
‘
霜
梅
、
修
治
、
取
二
大
胄
梅
一
以
,il!I
汁
涵
炉

之
、
日
曜
夜
潰
、
十
日
成
癸
、
久
乃
上
レ
霜
。
参
匁
物
事

を
程
よ
く
調
和
す
る
こ
と
。
又
‘
其
の
加
減
。
具
合
。

〖
堕
梅
子
〗1
5
2
i
ン
パ
ィ
樹
木
の
名
。
ぬ
る
で
。
璧
魅
子(
1
6

4
)
を
見
よ
。

【
甕
包
】
ISJ

定
し
ほ
俵
。
〔
清
會
典
事
例
‘
戸
部
、
堕
法
〕

薙
正
九
年
題
准
、
嗣
後
進
商
引
鞭
抵
所
‘
査
明
堕
引
璧

包

敦

目

↓

「

雅

〕

。

【
甕
飽
】
芦

O
地
名
。
〔
和
爾
雅
〕
。
〇
姓
氏
。
〔
和
爾

【
臨
前
】
155

y
e
n
'
p
o
'

緑
酸
岬
゜
璧
素
酸
カ
リ
。

【
聾
曝
】
158

乞
甕
に
漬
け
て
日
光
に
曝
す
こ
と
。
〔
齊

民
要
術
‘
五
槃
果
紘
菜
茄
非
,
,
中
國
物
産
1

者
、
盆
智
〕
五

六
月
熟
、
味
辛
雑
、
五
味
中
芥
芳
‘
亦
可
二
璧
曝
↓

【
甕
法
】
157

笠
堕
に
闘
す
る
法
令
。
〔
唐
書
、
食
貨
志
四
〕

乾
元
元
年
‘
甕
鐵
躊
錢
‘
使
n

―
第
五
埼
初
嬰
1

一
堕
法
↓
〔
宋

史
、
食
貨
志
下
三
〕
三
司
言
‘
盤
法
之
弊
‘
由
二
煕
河
紗

溢
額
丁
故
債
賤
而
蜀
糧
貴
。
〔
韓
愈
‘
論
’
髪
―
―
雖
法
ー
事

宜
上
状
〕
右
奉
レ
勅
将
レ
髪
,ii!!
法
↓
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、

堕
法
‘
注
解
〕
堕
務
之
規
則
‘
穂
名
日
直
法
↓

〖
憮
法
道
〗1

5
8
が
賃7

清
朝
で
堕
課
に
問
す
る
事
務
を

掌
っ
た
道
憂
゜
璧
運
使
を
設
け
な
い
省
に
分
設
す
る
。

〔
清
會
典
事
例
‘
吏
部
、
官
制
、
各
省
道
貝
〕
江
蘇
‘
蘇
松

太
道
、
常
鎮
通
海
道
、
淮
揚
海
道
、
徐
州
道
、
堕
法
道
‘
蘇

松
糧
道
、
江
安
糧
道
各
一
人
。

〖
璧
法
議
略
〗1

5
9
だ
雰
書
名
。
―
一
巻
。
清
、
王
守
基
撰
。

此
の
書
は
堕
法
に
隅
す
る
論
議
を
か
か
げ
、
古
今
の
史

籍
奏
贖
を
参
酌
し
、
又
、
聞
見
す
る
所
を
盆
し
‘
其
の
首

尾
を
摯
げ
、
其
の
利
害
を
櫂
り
‘
條
分
棲
析
し
た
る
者

で
、
長
直
•
山
東
•
河
東
・
雨
淮
・
浙
江
・
福
建
・
廣
東
・
四

川
・
雲
南
の
九
篇
に
分
つ
。
〔
浩
喜
齋
叢
書
‘
第
二
十
一

冊〕。

【
堕
販
】
160

ぢ
澤
の
名
。
今
、
堕
池
と
名
づ
く
。
山
西
省

解
縣
の
東
。
山
海
経
に
、
景
山
の
南
に
墜
販
の
澤
を
望
む

と
い
へ
る
は
即
ち
此
慮
゜
甕
池
(
1
2
4
)

の
●
＠
を
見
よ
。

【
鴎
器
5
]
1
6
1

迄
潮
水
で
堕
を
造
る
濱
邊
。
聾
田
(
1
4
6
)

の

0
に
同
じ
。
堕
池
。

【
堕
賦
】
162t

／
食
甕
の
税
。
臨
罷
゜
堕
鉤
゜
甕
課
。
〔
陳

書
‘
文
帝
紀
〕
（
天
嘉
二
年
）
以
國
用
不
后
足
‘
奏
立
"
霙
海

堕
賦
及
権
酪
科
言
元
史
‘
文
宗
紀
四
〕
天
暦
二
年
‘
嘗
以
l-

甕
賦
十
分
之
了
折
レ
銀
納
レ
之
。

【
堕
魅
]163

で
木
の
名
。
臨
皿
魅
子
を
見
よ
。

〖
璧
魅
子
〗1

6
4
竺
ふ
し
の
き
、
又
は
‘
ぬ
る
で
•
か
つ

の
き
．
の
で
ぼ
等
と
云
ひ
‘
う
る
し
科
に
鷹
す
る
落

葉
喬
木
。
山
野
に
生
ず
。
高
さ
は
二
丈
餘
、
菓
は
奇

敷
羽
状
復
葉
で
、
穂
葉
柄
は
小
葉
間
に
翅
を
有
し
、
通

常
三
乃
至
六
射
の
小
葉
か
ら
成
る
。
各
小
葉
は
‘
卵

形
又
は
卵
状
憫
圃
形
、
先
端
急
に
鋭
く
な
り
疎
歯
牙

縁
を
な
し
て
ゐ
る
。
花
は
小
形
で
、
多
散
慣
篠
し
圃

錐
‘
花
叢
に
着
い
て
、
雌
雄
異
株
で
あ
る
。
花
色
は
黄

白
色
、
花
期
は
夏
。
果
賓
は
扁
球
形
の
核
果
、
短
毛
を

密
生
し
、
熟
せ
ば
赤
色
を
呈
す
。
堕
膚
木
。
〔
本
草
‘
璧

魅
子
〕
秤
名
、
五
楠
‘
璧
膚
子
、
堕
梅
子
、
璧
椋
子
、
木
璧
、

天
璧
、
叛
奴
璧
‘
酸
桶
、
時
珍
日
、
其
味
酸
鍼
、
故
有
1
1

諸

名
盃
集
解
、
時
珍
日
、
膚
木
即
構
木
、
東
南
山
原
甚
多
、
木

状
如
レ
椿
‘
其
葉
雨
雨
封
生
、
長
而
有
レ
歯
‘
面
青
背
白
‘

有
細
長
味
酸
。

【
璧
物
】
165

を
璧
の
類
。
〔
魏
書
、
虞
祠
博
〕
海
利
甕
物
、

交
凹
常
貢
↓

【
堕
分
】
166

空
し
ほ
け
。
懸
氣
。
墜
味
。

【
聾
米
】
1
6
7
}

し
盪
と
米
。
〔
宋
書
、
自
序
〕
乃
修
―
―
城
曼
↓

浚
重
陸
面
芸
財
召
積
甕
米
↓
〔
魏
書
、
宋
縣
博
〕
書

散
千
巻
、
璧
米
敦
十
料
而
已
゜

【
甕
票
】
168

芯
璧
の
販
賣
を
許
可
し
た
者
に
輿
へ
る
鑑

札
。
清
制
、
山
東
浙
江
雨
淮
等
の
地
方
は
票
と
引
と
な

ら
ぴ
行
は
る
。
中
央
政
府
よ
り
給
す
る
を
堕
引
と
い

ひ
甕
政
等
よ
り
給
す
る
を
璧
票
と
い
ふ
。
〔
清
會
典
事

例
、
戸
部
、
堕
法
、
山
東
〕
薙
正
七
年
覆
准
、
東
省
行
―
―
甕

累
地
、
認
充
不
に
、
更
替
靡
レ
常
‘
豪
強
者
得
以
鑽
螢

謀
レ
奪
、
今
分
ユ
ニ
等
↓

【
堕
邊
】
169

竺
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
清
の
甕
邊
襄
の
地
。

四
川
省
甕
源
縣
の
南
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
、
寧
遠

府
‘
顧
―
-
‘
聾
邊
朧
。

【
聾
捕
】
1
1
0
g

ノ
墜
政
に
隅
す
る
警
察
事
務
を
掌
る
者
。

〔
稽
謂
鋒
‘
璧
、
墜
捕
〕
賦
役
全
書
‘
云
云
、
府
鞭
捕
諄
名
、

縣
鞭
捕
拾
名
。

【
臨
溢
浦
】
171g

／
海
濱
の
堕
を
出
す
虞
゜
〔
司
馬
相
如
、
子

虚
賦
〕
掩
レ
免
輯
レ
鹿
‘
射
レ
棄
脚
レ
麟
、
驚
二
於
璧
浦
一
割
レ

鮮
染
レ
輪
。
〔
庚
信
‘
謝
n

―
趙
王
資
―
―
絲
布
―
啓
〕
霰
似
穫

田
↓
凌
如
甕
浦
↓

【
甕
豊
】
172

梵
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
氷
北
縣
の

南
。
金
沙
江
の
南
に
瀕
す
。
清
時
、
白
堕
井
提
畢
司
の
あ

っ
た
所
。

【
臨
菜
】
173

ピ
堕
鼈
で
燃
く
木
。
〔
忠
太
「
集
〕
。

【
璧
務
】
174

竺
豊
尋
賣
の
事
務
。
〔
韓
愈
、
論
T

畏
聾
法
一

事
宜
上
状
〕
平
叔
稽
匹
停
l

―
―
減
堕
務
所
↓
―
由
牧
↓

〖
墜
務
署
〗
竺
丑
官
署
の
名
。
民
國
で
全
國
の
聾
務

を
監
督
す
る
官
署
。
財
政
縛
長
を
督
琲
と
し
別
に
署
長

を
置
く
。
縛
務
署
及
び
、
場
産
運
舘
の
二
顧
を
置
く
。

〖
墜
務
穂
局
〕1

7
6的弘
ョ
’
官
署
の
名
。
民
國
‘
二
十
五

年
置
く
。
財
政
部
に
直
隔
し
、
全
國
の
璧
税
の
徴
牧
及

ぴ
其
の
他
一
切
の
堕
務
を
塀
理
す
。

〖
甕
務
管
理
局
〗1

7
7
が
立
り
免
ヨ
ク
官
署
の
名
。
民
國
‘
置

く
。
堕
務
穂
局
に
隠
し
、
各
産
臨
謳
城
に
設
け
‘
謳
城
内

の
臨
罷
の
徴
牧
及
ぴ
其
の
他
の
事
務
を
掌
る
。

〖
懸
務
稽
核
所
〗1

7
8
忙
O
kクSヨ
官
署
の
名
。
民
國
一
一
年

に
設
け
ら
る
。
聾
務
署
内
に
置
き
、
署
長
兼
任
す
。
外

債
の
支
彿
を
確
賓
に
す
る
た
め
に
璧
税
な
ど
の
財
政

を
監
督
す
る
機
闘
。

【
璧
冶
】
179i
／
海
水
を
霙
て
鞭
を
製
す
る
こ
と
と
‘
鐵

山
を
採
掘
し
て
‘
冶
金
を
す
る
こ
と
。
〔
堕
鐵
論
、
禁
耕
〕

故
聾
冶
之
虞
、
大
校
皆
依
二
山
川
丘
翌
鐵
炭
↓

【
盟
陽
】
180

梵
堕
水
の
北
。
〔
後
漢
書
‘
南
蟹
‘
巴
郡
南
郡

蜜
債
〕
乃
乗
↓
―
土
舶
ぶ
匹
夷
水
1

至
↓
―
墜
陽
一
墜
水
有
乙
岬

女
五
謂
―
―
凜
君
[
]
、
此
地
廣
大
、
魚
臨
群
ぴ
出
‘
願
留
共

居
‘
凜
君
不
レ
許
。

【
臨
蘊
薬
】
181

梵
石
の
名
。
南
支
の
山
谷
中
に
生
じ
、
極

九
〇

13498 
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肉

部

〔
十
三
|
|
＋
五
書
一
〕

め
て
冷
た
い
も
の
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
墜
葵
〕
集
解
、
蔵

器
曰
、
生
―
―
海
西
南
雷
羅
諸
州
山
谷
一
似

1-iu消
ご
木
細

入
レ
ロ
極
冷
｀
南
人
少
レ
有
服
者
「
恐
"
極
冷
丁
令
腹
傷
レ

人
‘
宜
レ
憧
~
レ
之
。

【
甕
餘
】
182

y
e
n
2
 
yi.i'

臨
醤
況
の
剰
餘
金
。

【
竪
酪
】
図
だ
璧
と
乳
漿
゜
〔
橙
、
雑
記
下
〕
功
衰
、
食
―

菜
果
ご
訳
―
―
水
漿
ご
無
↓
―
璧
酪
↓
不
レ
能
レ
食
レ
食
、
臨
祓
酪
可

也
。
〔
宋
書
、
孝
義
、
劉
喩
偉
〕
三
年
不
レ
進
1

一
盟
酪
五
琥
泣

喪
夜
不
レ
絶
レ
臀
゜

【
璧
利
】
184

い
ノ
憩
を
賣
る
利
益
゜
〔
後
漢
書
‘
朱
暉
傭
〕
盟

利
蹄
レ
官
、
則
下
人
窮
怨
‘
布
吊
為
レ
租
、
則
吏
多
1

一姦盗一》

〔
宋
史
、
食
貨
志
下
三
〕
宋
自
孟
即
平
＇
諸
國
玉
へ
下
甕
利
‘

皆
蹄
―
―
縣
官
↓

【
堕
椅
】
185i

ノ
臨
麗
と
椅
金
鹿
又
‘
臨
盆
税
の
一
種
。

〔
清
會
典
事
例
‘
戸
部
、
椅
税
〕
光
緒
五
年
奏
准
、
四
川
省

南
部
縣
抽
1

一
牧
臨
荏
烹

【
堕
龍
】
186

む
’
鱗
甲
中
よ
り
雪
の
や
う
な
璧
を
出
す

龍
゜
〔
春
渚
紀
聞
、
雑
記
‘
甕
龍
〕
篇
注
従
―
―
―
秋
殿
前
之
破
二

報
洞
也
‘
牧
l

―
其
賓
貨
珍
異
盃
豆
一
龍
一
長
尺
餘
‘
云
‘

是
璧
龍
‘
蜜
人
所
レ
象
也
‘
藉
以
銀
盤
盃
宝
翌
玉
埃
以
1-

玉
筋
証
翌
海
聾
石
炉
之
、
毎
鱗
甲
中
出
レ
聾
如
レ
雪
。

【
堕
類
】
187

宕
酸
の
水
素
原
子
、
又
は
璧
基
の
水
酸
基

を
金
隔
で
置
換
し
た
も
の
を
い
ふ
。

【
盟
歯
】
1
8
8
0
1
/
0
山
堕
゜
〔
史
記
‘
貨
殖
博
〕
山
東
食
海

璧
山
西
食
直
歯
↓
〔
宋
史
‘
食
貨
志
下
―
―
-
〕
河
朔
土
多
―
―

臨
宝
限
小
民
税
レ
地
、
不
レ
生
五
穀
;
.
y
e
n
'
l
u
2
/l!j

田。

撫
池
。

【
璧
漏
】
18901,5

堕
を
澄
清
に
す
る
器
。
鐵
で
作
る
。
漏

子
。
〔
六
部
成
語
、
戸
部
、
唖
漏
‘
注
解
〕
使
1

一
墜
澄
清
一
之

器
、
以
械
製
乏
‘
俗
名
漏
子
一

【
臨
孟
緑
】
190

翌
薬
の
名
。
緑
壁
を
い
ふ
。
聖
渭
方
‘
聖
恵

方
皆
璧
緑
を
作
る
。
天
然
に
産
す
る
も
の
は
波
斯
に

出
で
、
石
上
に
産
す
る
。
之
を
石
緑
と
い
ふ
。
陰
雨
中

乾
い
て
濡
れ
ぬ
も
の
を
輿
と
す
る
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘

緑
聾
〕
繹
名
、
璧
緑
、
石
緑
。

【
憩
鰯
】
191

し
だ
璧
漬
に
し
た
鰍
。

[臨
i

運
司
】
匹
｛
／
？
唖
に
爛
す
る
事
務
を
掌
る
官
署
。

民
國
で
は
全
國
十
個
虞
の
産
堕
地
に
各
；
一
人
の
璧

運
使
を
置
き
‘
璧
務
の
行
政
を
掌
ら
せ
た
。
〔
績
文
猷
通

考
、
征
権
考
二
〕
至
元
―
一
年
、
立
―
―
興
元
四
川
墜
運
司
一

堕

麟

罐

鑑

鹸

[
臨
澁
運
使
】
100

庄
／
？
官
名
。
堕
務
行
政
事
務
を
司
る
。
也
。

元
、
初
め
て
都
韓
運
鞭
使
司
を
甫
淮
雨
浙
等
に
置
き
、
【
臨
醤
症
學
】
202

紅
咋
ィ
璧
政
を
取
扱
ふ
官
吏
゜
〔
績
文
献

明
・
清
、
こ
れ
に
よ
る
。
〔
明
史
、
職
官
志
四
〕
都
縛
運
憩
使
通
考
‘
征
権
考
、
二
〕
至
元
十
三
年
、
立
二
廣
東
廣
海
璧

司
‘
云
云
、
都
縛
運
使
‘
掌
―
―
堕
盤
之
事
「
同
知
・
副
判
分
l

一
課
提
畢
司
↓

司
之
↓
〔
績
文
獣
通
考
‘
征
権
考
二
〕
（
至
元
）
＋
四
年
‘
[
臨
品
難
水
】
203

琵
：

Ill
の
名
。
甕
水
。
今
の
涌
洲
の
侭

立
―
―
雨
淮
都
輯
堕
運
使
司
・
雨
浙
堕
運
司
‘
及
祗
建
市
舶
家
江
゜
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
馬
砦
水
、
西
北
入
,
,
璧
難

雙

兼

辮

二

堕

課

↓

水

二

唐

書

、

東

夷

、

高

麗

傭

〕

琥

―

―

鴨

禄

水

一

歴

1

一
國
内
城

【
臨
溢
漑
灘
】
194

竺
ガ
イ
灘
の
名
。
四
川
省
宜
賓
縣
。
一
説
西
盆
竺
聾
難
水
1

合。

に
、
青
神
縣
の
東
に
在
り
と
い
ふ
。
陳
一
津
の
蜀
水
考
[
甕
膚
手
J204
？
7

樹
木
の
名
o

ぬ
る
で
o

ふ
し
の
木
o

唖

疏
に
見
ゆ
。
〔
華
陽
國
志
〕
南
安
縣
下
有
レ
灘
‘
名
日
,
,
雷

魅

子

(

1

6

4

)

を
見
よ
。

奥
一
曰
1

一
盟
漑
玉
李
泳
所
レ
平
也
。
〔
陶
樹
‘
蜀
輸
日
記
〕
【
唖
谷
簑
山
]206

比
グ
ャ
江
戸
の
人
。
桃
践
の
子
。
宕
隠

牛
凍
場
五
里
紅
崖
寺
、
古
甕
漑
灘
也
。
の
弟
。
後
‘
宕
陰
の
嗣
と
な
る
。
名
は
誠
‘
字
は
誠
之
、
簑

[
臨
醤
角
兒
】
195

左
／
カ
ク
詞
牌
の
名
。
〔
碧
維
漫
志
〕
甕
角
兒
、
山
は
琥
。
又
‘
晩
翠
園
と
琥
し
、
通
梢
は
量
平
、
後
、
修

窟
祐
雑
志
云
‘
梅
聖
命
‘
始
教
坊
家
人
市
レ
壁
、
子
,
,
紙
輔
。
官
は
幕
府
儒
官
・
大
學
助
教
。
松
崎
廉
堂
に
師
事

角
中
五
豆
一
曲
譜
―
翻
レ
之
‘
遂
以
名
、
今
雙
調
堕
角
兒
し
、
経
學
は
程
朱
を
宗
と
す
。
明
治
七
年
歿
、
年
六
十

令
是
也
。
〔
詞
譜
〕
此
調
只
乳
補
之
一
詞
。

l

-

―
。
著
に
箕
山
詩
集
・
箕
山
文
集
・
箕
山
文
紗
．
妍
醜
一

〖
憩
角
兒
令
〗
函
ぢ
勺
架
曲
の
名
。
聾
角
兒
゜
〔
嘉
祐
覧
・
西
涸
簿
．
叢
語
・
通
史
・
避
暑
鋒
・
漂
民
録
話
が
あ

雑
志
〕
梅
聖
裔
説
曲
名
鞭
角
兒
令
者
、
始
教
坊
家
人
市
レ
る
。
〔
管
山
遺
稿
〕
。

璧
‘
於
1

一
紙
角
中
輝
二
曲
譴
翻
足
、
遂
以
名
焉
。
【
堕
谷
胄
山
】
2
0
7
3
勾
パ
江
戸
の
人
。
箕
山
の
子
。
名
は

【
甕
椋
子
】
196

そ
キ
ゥ
樹
木
の
名
。
ぬ
る
で
。
臨
罪
魅
子
(

1

6

時
敏
。
字
は
修
卿
。
寄
山
は
琥
゜
昌
平
霙
に
學
ぴ
、
後
‘

4
)
を

見

よ

。

芳

野

金

陵

・

島

田

窟

部

・

中

村

敬

宇

に

師

事

す

。

初

め

下

【
甕
垢
離
】
197

右
潮
を
浴
ぴ
て
身
心
を
消
浮
に
す
る
こ
谷
に
下
帷
教
授
し
‘
其
の
間
‘
内
閣
修
史
館
に
奉
職
す
。

と
。
〔
後
鳥
莉
院
熊
野
御
幸
記
〕
。
後
ま
た
修
史
局
出
仕
・
第
一
高
等
中
學
校
教
授
兼
束
京

【
堕
溝
水
】
198

打
’
川
の
名
。
河
北
省
良
郷
縣
の
南
。
古
帝
國
大
學
文
學
部
講
師
と
な
る
。
経
義
は
程
朱
を
宗

の
福
禄
水
。
一
に
閻
溝
河
に
作
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
と
す
。
最
も
詩
文
に
長
じ
、
ま
た
書
法
に
精
し
か
っ
た
。

直
隷
‘
順
天
府
‘
良
郷
縣
〕
閻
溝
河
、
在
―
―
縣
南
「
源
出
二
縣
大
正
十
四
年
歿
、
年
七
十
一
。
著
に
漢
文
類
別
・
胄
山
文

西
北
龍
門
関
口
云
東
南
流
合
1

一
於
廣
陽
水
一
云
云
‘
一
統
紗
・
文
章
裁
錦
が
あ
る
。
〔
博
〕
。

志

謂

乏

堕

溝

水

↓

【

唖

谷

宕

陰

】

208
ん
g
猛
江
戸
の
人
。
名
は
世
弘
。
字
は

【
堕
茶
道
】
199

り
官
名
。
唖
税
及
ぴ
茶
税
に
襴
す
る
毅
侯
゜
宕
陰
は
琥
。
又
、
九
里
香
園
・
悔
山
・
晩
香
直
と
も

事
務
を
掌
る
道
憂
。
清
は
た
だ
四
川
に
の
み
設
く
。
琥
し
、
通
稽
は
甲
蔵
。
松
崎
廉
堂
に
師
事
し
、
又
、
昌
平

〔
清
會
典
事
例
‘
吏
部
、
官
制
、
各
省
道
員
〕
四
川
‘
川
東
像
に
學
ぶ
。
官
は
幕
府
儒
官
。
其
の
學
は
経
を
経
と
し
‘

道
‘
川
北
道
、
川
南
永
宵
道
‘
建
昌
道
‘
成
縣
龍
茂
道
、
璧
史
を
緯
と
し
、
以
て
賓
用
を
為
す
。
其
の
経
を
治
め
る

茶
道
、
各
一
人
‘
唖
茶
道
庫
大
使
一
人
。
〔
清
國
行
政
法
や
、
宋
學
を
墨
守
せ
ず
‘
漢
注
唐
疏
を
参
し
、
必
ず
其
の

汎
論
、
道
員
‘
墜
法
道
及
懸
茶
道
〕
又
於
―
―
某
地
方
面
四
是
を
得
て
後
止
む
。
又
、
文
章
を
善
く
し
た
。
慶
應
三
年

合
聾
法
道
輿
―
―
茶
道
百
公
為
二
官
五
~
一
甕
茶
道
盃
専
掌
下
歿
、
年
五
十
九
。
著
に
阿
芙
蓉
彙
聞
·
學
制
彙
集
・
隔
繹

闊
緬
罷
及
茶
庶
之
事
務

5

論
·
享
保
叢
書
・
剛
定
古
今
文
致
•
視
志
緒
言
・
昭
代
記
・

【
臨
澁
鑽
梁
】
200

記
ガ
穀
の
名
。
〔
廣
志
〕
聾
鑽
梁
粒
如
大
統
歌
・
宕
陰
在
稿
・
宕
陰
謄
稿
・
壽
海
私
議
・
日
乖
・
晩

磯
子
「
魏
文
帝
以
為
レ
粥
。
香
堂
文
紗
・
不
一
揚
録
・
丙
丁
俎
戒
録
・
同
績
録
・
鞭
駒
録
・

【
堕
謄
水
】
201

だ
ク
／
甕
の
に
が
り
。
〔
本
草
‘
堕
謄
水
〕
朦
議
・
揚
光
録
が
あ
る
。
〔
行
述
〕
．
〔
慶
長
以
宋
諸
家
著

繹
名
、
歯
水
、
蔵
器
日
、
此
乃
墜
初
戟
~
二
槽
中
涵
血
下
黒
汁
述
目
録
、
漢
學
家
之
部
〕
。

【

饒

】

E

サ
"
[
ご
諄
。
）
の
本
字
。
〔
正
字

暉
瓢
皿
翡
＿

薗薗

日
し
ほ
か
ら
い
。
〔
玉
篇
〕
蝙
鍼
也
。
□
味
が
無

い
。
餡
鑑
゜
或
は
鹸
(
1
2
-
4
7
5
4
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鑑
‘
齢
鑑
、
無
レ
味
也
‘
或
炊
レ
炎
。

【

艦

】

E

日
ヵ
ン

口
タ
ン

九
0-

―-
〔
玉
篇
〕
工
暫
切

〔
集
韻
〕
吐
濫
切

【

耀

】

畑

し
ほ
か
ら
い
。
〔
集
韻
〕
耀
‘
鍼
也
。

テ
キ
ヂ
ぶ
｀
ク

〔
集
韻
〕
亭
歴
切

鴎

冨
i

】
畑

し
ほ
か
ら
い
。
〔
集
韻
〕
麟
、
鍼
也
。

セ
イ
ザ
イ

〔
集
韻
〕
才
詣
切

圏

瓢
”
儡
芦
＿

【
撮
レ
憩
入
レ
火
】
209

と
い
マ
｀
テ
堕
を
火
に
投
ず
れ
ば
パ

チ
パ
チ
と
は
ね
る
こ
と
か
ら
、
我
儘
で
怒
り
易
い
こ
と

を
い
ふ
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
害
,
,
相
思
1

雑
劇
〕
待
レ
去
呵
‘

小
姐
性
兒
撮
レ
壁
入
レ
火
、
消
息
兒
踏
―
―
著
認
五
待
レ
不
レ
去

呵゚
【
堕
食
肴
之
将
】
210

祐
ハ
玩
懸
は
料
理
の
将
帥
と
も

い
ふ
べ
き
も
の
。
璧
が
調
理
に
大
切
で
あ
る
喩
。
〔
漢

書
、
食
貨
志
下
〕
復
下
レ
詔
日
、
夫
懸
食
肴
之
将
、
酒
百

栗
之
長
‘
嘉
會
之
好
、
鐵
田
農
之
本
。

13499 



音
未
詳

小
〇
し
か
。
〔
説
文
〕
鹿
、
鹿
獣
也
、
象
頭

巖
豪
角
四
足
之
尼
鳥
鹿
足
相
比
‘
凡
レ
比
゜

〔
鴎
檀
弓
上
〕
鹿
衷
〔
疏
〕
大
者
曰
レ
鹿
、
小
者

日
レ
靡
。

O
帝
位
の
喩
゜
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
博
〕
秦

失
―
―
其
鹿
至
へ
下
共
逐
レ
之
。
〔
注
〕
集
解
日
‘
張
晏

日
、
以
レ
鹿
喩
三
帝
位
也
。

O
方
形
の
こ
め
ぐ
ら
。

施
(
8
|
2
6
4
5
8
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鹿
、

【
鹿
】
〖

【雌】畑
也。

(47584)一 (47586・・25)
,......, 
醜
し―..... 
47584 

〔
集
韻
〕
慮
谷
切
圏

ロ

ク

、

ヵ
x

Ju• 

鹿

部 し
は
。
〔
字
彙
補
〕
醸
‘
昔
未
詳
‘

酉
陽
雑
俎
‘
鮪
、
鹸
韻
、
編
‘
臨
i

＇闘m-

曰
口
饂
親
は
‘
え
び
す
の
鷹
醜
(
1
2
-
4
7
5
6
0
)
・
 

蜆
（
1

2
|
 4
7
5
5
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
錦
、
饂
麒
‘
戎

璧
、
或
作
二
醜
•
銀
一
）

□ 日
ヱワヱク

＇ イ ワ
ィ,m-

"
p
 

歯
立
口

〔
集
韻
〕
乎
乖
切

〔
集
韻
〕
烏
乖
切

卸鉗

〔
十
六
ー
＋
七
鵞
〕

段
借
為
レ
鹿
。
〔
國
語
‘
呉
語
〕
而
困
鹿
空
虚
゜
〔
注
〕

3

：
1
1
)
を
見
よ
。
●
も
さ
か
も
ぎ
。
鹿
砦
(
5
7
)
に
同

貝
曰
レ
困
、
方
日
レ
鹿
。
R
ふ
も
と
。
麓
(
1
2
ー

4
7
6
5

じ
。
鹿
角
砦
゜

【
鹿
苑
】
10

翌
〇
し
か
を
飼
ふ
園
固
。
〔
春
秋
‘
成
、
十

八
〕
築
麗
阿
〔
杜
注
〕
築
袖
⑮
鹿
苑
言
飽
照
‘
蒜
山

8
)
に
通
ず
゜
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鹿
‘
段
借
為
レ
麓
。

塾
始
興
王
命
作
詩
〕
鹿
苑
登
滝
聰
免
園
不
届
炉
留
。

〔
易
、
屯
〕
即
レ
鹿
舌
虞
。
〔
繹
文
〕
鹿
、
王
粛
作
レ
麓
‘

云
―
―
山
足
↓
〇
酒
器
の
＿
。
〔
正
字
通
〕
鹿
‘
酒
器
。
●
苑
の
名
。
山
西
省
大
同
縣
の
北
。
〔
魏
書
‘
太
祗
紀
〕

〔
魯
相
韓
赦
修
孔
廟
證
器
碑
〕
有
二
雷
洗
膳
狐
爵
（
天
興
二
年
二
月
）
以
所
レ
獲
高
車
衆
五
竺
鹿
苑
南
因

鹿

相

翌

〇

録

(
1
1
|
 4
0
5
1
9
)

に
通
ず
。
〔
漢
書
、
声
哀
墜
云
云
‘
廣
輪
敷
十
里
‘
竪
レ
渠
引
孟
瓜
川
水
五
ピ

之。

O
清
、
徐
迪
恵
(
4
-
1
0
1
1
0
 :
 5
9
4
)

の
琥
。
＠
圃
”

鹿
野
苑
の
略
。
繹
迦
が
最
初
に
説
法
し
た
所
。
仙
苑
。
多

蒲
何
曹
参
傭
賛
‘
営
時
録
録
‘
注
〕
師
古
日
‘
録
録
‘

く
の
鹿
の
住
す
る
虞
な
の
で
い
ふ
。
〔
翻
諜
名
義
集
‘
諸

猶

鹿

塵

〇

帷

(
1
0
-
3
8
5
0
2
)

に
通
ず
。
〔
方
言
‘

五
〕
縦
車
‘
趙
魏
之
間
謂
―
―
之
轄
輔
車
↓
〔
廣
雅
‘
秤
國
篇
‘
婆
羅
泥
斯
國
〕
婆
沙
云
‘
有
レ
河
名
1

波
羅
棄
去
レ

器
〕
縦
車
謂
二
之
歴
鹿
↓
〇
錢
(
1
1
-
4
0
8
2
0
)

に

通

其

不

レ

遠

、

造
01

立
玉
城
｛
或
翻
↓
―
江
逸
城
ぶ
咎
ぞ
鹿

ず

。

〔

荀

子

、

成

相

、

進

諫

不

レ

聴

到

而

獨

鹿

棄

―

―

之

苑

↓

「

砲

草

。

江
正
〕
獨
鹿
‘
卑
ハ1扇
錢
同
。
O
姓
。
〔
尚
友
録
〕
〖
鹿
苑
草
〗

l
l
"サ
羅
摩
科
の
草
。
山
野
に
生
ず
る
。
鐵

【
鹿
園
】
12

翌
●
鹿
苑
に
同
じ
。
〇
明
‘
萬
表
(
9
-
3
1
3
3

9

:

 4
8
2
)
の
琥
o

鹿
、
徴
昔
‘
趙
大
夫
食
采
五
鹿
一
因
氏
焉
。

闘
由
象
形
。
し
か
。
そ
の
頭
・
角
・
四
足
の
形
に
象
る
。
字
【
鹿
何
】
13

勺
草
の
名
。
〔
廣
雅
‘
繹
草
〕
鹿
何
‘
澤
籾
也
。

解

を

見

よ

。

【

鹿

臨

]
1
4

げ
鹿
肉
の
し
ほ
づ
け
。
〔
説
苑
‘
雑
言
〕
今

【
鹿
奄
】
1

咋
ク
清
、
林
蒋
(
6
ー

1
4
5
5
1
:
 2
5
2
)

の
琥
。
夫
蘭
本
三
年
、
湛
レ
之
以
二
鹿
臨
↓
〔
唐
書
‘
幡
築
志
―
-
〕

【
鹿
寵
】
2

竺

鹿

奄

を

見

よ

。

州

縣

祭

1

社
稜
先
聖

tぴ
葵
於
先
師
一
云
云
｀
豆
以
―
非

[
鹿
矮
】
3

竺
鹿
を
殺
し
て
土
中
に
埋
め
臭
氣
を
放
つ
疸
臨
臨
苛
蒲
鹿
臨
芹
疸
免
臨
筍
流
魚
臨
↓

に
至
る
も
の
。
盆
州
人
は
之
を
食
ふ
。
〔
聘
、
内
則
‘
或
【
鹿
崖
】
15

炉
り
明
、
那
詳
麟
(
1
1
-
3
9
6
3
0
:
 1
5
6
)

の
琥
゜

曰
緊
鹿
魚
為
レ
i

逗
注
〕
今
益
州
有
二
鹿
殊
者
↓
〔
疏
〕
将
↓
―
【
鹿
駿
】
1
6
5
り
鹿
の
や
う
に
お
ど
ろ
く
。
鹿
は
駿
き
や

鹿
肉
玉
畜
レ
之
殊
爛
‘
謂
↓
―
之
鹿
殊
二
秤
文
〕
鹿
殊
‘
盆
州
す
い
動
物
で
あ
る
か
ら
人
民
の
驚
き
騒
ぐ
喩
と
す
。

人
取
レ
鹿
‘
殺
而
埋
―
―
之
地
中
「
令
レ
臭
‘
乃
出
食
レ
之
、
名
二
〔
甕
鐵
論
‘
陰
固
〕
邊
境
無
―
―
鹿
駁
狼
顧
之
憂
―
芙
。
〔
馬

鹿

矮

百

疋

也

。

融

、

長

笛

賦

〕

聞

レ

之

者

莫

レ

不

―

―

張

耳

鹿

駿

、

熊

経

鳥

伸

‘

【
鹿
友
】
4

誘
明
、
呉
姓
(
2
-
3
3
6
5
:
 2
4
8
)

の
字
。
鵠
視
狼
顧
‘
招
躁
踊
躍
↓
〔
陸
惟
、
石
闘
銘
〕
忘
1

一i
絃
鹿
駿
一

【
鹿
固
】
5

誇
鹿
苑
。
鹿
園
。
〔
左
氏
、
成
、
十
八
〕
築
―
―
息
―
―
此
狼
顧
↓
〔
獨
孤
及
‘
函
谷
関
銘
序
〕
周
原
鹿
駿
、
戦

鹿
阿
書
レ
不
レ
時
也
。
〔
陸
惟
、
思
田
賦
〕
瞭
1

一鹿

OO
一
而
國
蜻
起
。

襄

高

‘

仰

蒻

量

而

慕

義

。

【

鹿

岡

]11

窮
清
、
注
後
来
(
6
-
1
7
1
5
4
:
 2
2
6
)
の
字
。

【
鹿
油
~
】
6

誘
清
、
童
昌
齢

(
8
12
5
7
7
5
 :
 1
1
7
)

の
字
。
【
鹿
耕
】
18

窃
消
、
邪
博
安
(
1
1
ー

3
9
6
3
0
:
 1
8
4
)

の
字

【
鹿
逸
】
7

位
鹿
が
の
が
れ
去
る
。
〔
揚
雄
‘
解
嘲
〕
往
者
【
鹿
桂
】
19

努
鹿
肉
の
小
片
敦
枚
を
載
せ
た
閣
子
。
九

周
網
解
レ
結
‘
慧
鹿
争
逸
、
離
為
―
―
十
二
「
合
為
ー
工
ハ
七
↓
月
九
日
に
食
ふ
。
鹿
紐
。
〔
湖
廣
志
書
、
荊
州
府
〕
九

【
鹿
邑
]
8
伊
77

縣
名
。
隋
‘
置
く
。
河
南
省
柘
城
縣
の
南
。
日
、
民
間
以
―
―
粉
鰐
蒸
粒
―
上
置
―
―
小
鹿
散
枚
一
馘
―
―
戸
鹿

渦
河
の
南
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
蹄
徳
府
〕
鹿
邑
桂
一

縣
‘
府
南
一
百
二
十
里
‘
漢
郡
縣
地
、
属
油
叫
云
云
、
【
鹿
怯
】
20

窮
鹿
桂
に
同
じ
。

隋
改
日
―
―
鹿
邑
縣
面
8
-

―
陳
州
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
河
【
鹿
角
】
21

鍔
〇
し
か
の
つ
の
。
〔
稚
‘
月
令
〕
仲
夏
之
月
、

南
‘
欝
徳
府
‘
縣
八
、
鹿
邑
。
云
云
‘
鹿
角
解
‘
蝉
始
鳴
゜
〔
本
草
、
鹿
〕
鹿
角
、
頌
日
‘
七
月

【
鹿
垣
】
，
竺
〇
臼
杵
辰
の
琥
。
臼
杵
鹿
垣
(
9
ー

3
0
1
7

采
レ
角
‘
穀
曰
、
鹿
角
要
―
―
黄
色
緊
重
尖
好
者
二
.
さ
か

餓

雌

鹿

部

鹿

行
馬
（
こ
ま
よ
け
）
を
い
ふ
。
馬

も
ぎ
。
鹿
角
木
。
咳
餘
叢
考
‘
巻

十
五
に
見
ゆ
。
〔
三
餘
贅
筆
〕
鹿

角
‘
今
官
府
街
門
列
―
―
木
於
外
一

謂
之
鹿
角
一
蓋
鹿
性
贅
墾
居

則
環
其
角
ご
卸
園
如
レ
陣
‘
以
防
―
―

人
物
之
害
ぶ
m
軍
中
塞
柵
‘
埋
1

一樹

木
外
向
、
亦
名
曰
二
鹿
角
↓
〔
魏
武
帝
、
軍
策
令
〕
今
月

賊
燒

l-in鹿
角
一
鹿
角
去
,
,
本
螢
1

十
五
里
‘
淵
将
盃
空
白

兵
云

g
鹿
角
ぶ
因
使
―
―
士
補
＞
之
。
〔
諸
葛
亮
、
軍
令
〕
敵

已
来
進
持
―
―
鹿
角
一
兵
悉
卸
在
―
一
連
衝
後
一
敵
已
附
―
―
鹿

角
裏
ご
兵
但
得
―
―
進
鋸
冨
緊
矛
戟
―
刺
レ
之
。
〔
南
史
‘
茸

叡
傭
〕
夜
掘
1

一
長
暫

i
印
鹿
角
ご
威
レ
洲
為
レ
城
。

O
物

を
懸
け
る
か
ぎ
。
〔
方
言
‘
五
‘
鉤
‘
宋
楚
陳
魏
之
間
謂
1

一

之
鹿
陥
ご
止
〕
（
鹿
賂
）
或
呼
,
,
鹿
角
↓
R
小
魚
の
名
。
〔
蘇

試
明
日
復
以
天
魚
露
レ
饒
重
一
―
十
斤
且
求
レ
詩
故
復

戯
レ
之
詩
〕
我
是
騎
鯨
手
‘
卿
堪
レ
充
1

一
鹿
角
二
0
海
草
の

名
。
ふ
の
り
。
候
葵
。
鹿
角
菜
。
〔
齋
民
要
術
‘
五
槃
果
菰

菜
茄
非
山
＇
國
物
産
者
‘
菜
茄
‘
庄
〕
南
越
志
曰
‘
候
葵
色

赤
、
生
1

一
石
上
盃
南
越
謂
↓
↓
之
鹿
角
一
〇
覇
の
名
。
山
東
省

臨
邑
縣
の
北
。
〔
元
和
志
〕
臨
邑
有
―
―
鹿
角
隅
盃
跨
1

一
大
河
一

以
鹿
角
津
名
‘
齋
乗
有
元
＇
原
應
在
―
―
徳
州
東
南
七

十
璽
嶺
上
有
,
,
鹿
角
津
↓
〇
鎮
の
名
。
湖
南
省
岳
陽
縣

の
南
‘
洞
庭
湖
の
濱
゜
〔
韓
愈
‘
祭
,
,
河
南
張
員
外
一
文
〕
避

1-

風
太
湖
「
七
日
鹿
角
。
〔
庄
〕
鹿
角
‘
洞
庭
湖
中
地
名
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
岳
州
府
‘
巴
陵
縣
、
白
田
縣
〕
鹿
角

鎖
、
在
1

一
府
南
五
十
凰
以
レ
山
為
レ
名
‘
朱
梁
開
平
初
‘
淮

南
将
冷
業
、
引
―
―
水
軍
且
竺
雷
彦
恭
於
朗
州
↓
自
一
ホ
＇
江

1

進
屯
1

一
朗
門
楚
将
許
徳
動
敗
レ
之
‘
追
至
―
―
鹿
角
鎮
伍
ダ

之
、
是
也
。
R
”
ノ
陸
中
の
國
の
郡
名
。

〖
鹿
角
膠
〗22炉0
7カ
ク
鹿
の
角
か
ら
製
し
た
に
か
は
。

〔
本
草
‘
鹿
〕
白
膠
、
一
名
鹿
角
膠
、
粉
名
,
,
鹿
角
霜
五
修

治
、
別
鋒
曰
‘
白
膠
生
1

一
雲
中
云
竺
鹿
角
ん
げ
之
‘
恭
曰
‘

鹿
角
棄
角
‘
但
霙
,
,
濃
汁
二
重
煎
即
為
レ
膠
芙
、
時
珍
曰
‘

今
人
呼
―
―
震
爛
成
レ
粉
者
一
為
↓
―
鹿
角
霜
↓
取
レ
粉
然
成
レ

膠
、
或
只
以
―
―
濃
汁
一
然
成
レ
膏
者
、
為
―
―
鹿
角
膠
↓

〖
鹿
角
巾
]
2
3
竺
カ
ク
巾
の
一
種
。
〔
海
鎌
砕
事
、
昔
築
‘

笙
籠
〕
羊
偏
有
弾
挙
人
一
善
着
―
―
鹿
角
巾
百
爪
長
七
寸
゜

〖
鹿
角
書
〗2
4
Y
o
,
7
7

カ
ク
書
の
筆
法
の
名
。
秋
の
林
の
樹
を

描
く
に
用
ふ
。

〖
鹿
角
叉
〗2
5
i
ク
カ
ク

九
0
四

（圏典會i肖大）角鹿
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旦
五
禽
戯
盃
鹿
戯
者
、
四
肢
距
レ
地
、
引
レ
項
反
顧
‘
左
―
二

右
一
、
左
右
伸
レ
獅
伸
縮
‘
六
三
六
二
也
。

【
鹿
非
】
39

席
草
の
名
。
は
つ
か
ぐ
さ
。
牡
丹
の
異
名
。

〔
本
草
‘
牡
丹
〕
繹
名
、
鼠
姑
‘
鹿
非
‘
百
雨
金
、
木
芍
槃
‘

花
王
。

【
鹿
裟
】
40

誇
し
か
の
か
は
ご
ろ
も
。
〔
聘
、
檀
弓
上
〕

鹿
裟
衡
長
怯
。
〔
列
子
、
天
瑞
〕
鹿
衷
符
索
‘
鼓
レ
琴
而

歌
。
〔
戦
國
‘
楚
策
〕
昔
令
手
子
文
‘
維
布
之
衣
以
朝
、
鹿

裟
以
虞
、
未
レ
明
而
立
1

一
於
朝
↓
日
晦
而
蹄
゜
〔
史
記
‘
李

斯
偉
〕
冬

H
鹿
衷
‘
夏
日
葛
衣
゜
〔
史
記
、
太
史
公
自
序
〕

夏
H
葛
衣
、
冬

H
鹿
衷
゜
〔
六
餡
、
文
餡
、
盈
虚
〕
鹿
衷
禦
レ

寒
‘
布
衣
掩
レ
形
。

【
鹿
玉
】
41
知

y
玉
の
名
。
鹿
の
角
の
堅
く
墳
の
や
う
な

も
の
。
〔
王
應
奎
、
柳
南
績
筆
〕
。

〖
鹿
玉
山
〗42ぢ
名
ヨ
ク
山
名
。
廿
齋
省
成
縣
の
東
。
朱

梁
の
貞
明
元
年
、
王
宗
翰
が
保
守
し
た
鹿
憂
山
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
陳
西
‘
輩
昌
府
、
成
縣
〕
鹿
玉
山
、
在
―
―
縣
東

十
里
云
践
洞
幽
絶
‘
或
謂
―
―
之
鹿
憂
山
ェ
朱
梁
貞
明
元
年
‘

蜀
将
王
宗
翰
克
固
レ
鎖
‘
趨
"
秦
州
涵
ナ
サ
必
貞
将
郭
守
謙
‘

輿
戦
―
―
於
泥
陽
州
盃
旬
兵
大
敗
‘
退
保
↓
―
鹿
登
山
百
疋
也
。

【
鹿
巾
】
43

”
鹿
の
皮
で
作
っ
た
手
巾
。
隠
者
の
用
ひ

る
も
の
。
〔
南
史
‘
何
鮎
傭
〕
梁
武
帝
輿
レ
貼
有
レ
藷
‘
及
"

践
詐
ご
T
詔
論
レ
藷
、
賜
以
鹿
皮
巾
等
二
井
召
レ
之
、
貼

以
而
謁
引
入
箪
林
園
↓
〔
上
官
昭
容
‘
遊
―
―
長
寧
公

主
流
杯
池
—
詩
〕
横
鋪
豹
皮
褥
‘
側
帯
鹿
胎
巾
。
〔
劉
商
‘

鹿
耳
巾
歌
〕
趙
侯
首
帯
鹿
耳
巾
、
規
模
出
レ
自
二
陶
弘
景
↓

〔
拿
荘
、
雨
孵
池
上
作
呈
―
侯
學
士
1

詩
〕
鹿
巾
装
杖
葛

衣
軽
、
雨
歌
池
邊
晩
吹
消
。

[
鹿
筋
】
44

”
鹿
の
筋
腱
。
肴
餞
中
の
珍
品
。
〔
本
草
‘

鹿
〕
鹿
筋
‘
主
治
‘
努
損
績
絶
、
塵
沙
昧
レ
目
者
、
哨
爛
按
―
―

人
目
中
ー
則
粘
出
。
〔
金
史
、
世
宗
紀
上
〕
（
大
定
八
年
）

詔
罷
復
州
歳
貢
鹿
筋
↓

【
鹿
蓄
]
4
5

祁ク

0
草
の
名
。
＜
ず
。
〔
爾
雅
翼
‘
繹
草
‘
鶏

齋
〕
鶏
齊
、
一
名
鹿
蓄
、
一
名
黄
斤
‘
云
云
‘
其
生
延
蔓
甚

者
、
其
蔓
首
至
レ
根
‘
可
―
―
―
―
十
歩

r八
皆
掘
食
レ
之
、
生
食

甜
脆
‘
亦
可
二
蒸
食
ギ
但
粉
゜
〔
本
草
‘
葛
〕
秤
名
、
難
齋
、
鹿

篠
、
黄
斤
。
〔
梁
簡
文
帝
、
勧
瞥
論
〕
胡
廠
、
鹿
蓉
‘
穐
救
1

一頭

痛
之
病
↓
●
菜
の
名
。
た
ん
き
り
ま
め
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕

薗
、
鹿
羞
其
｛
貫
杭
。
〔
注
〕
今
鹿
豆
也
、
葉
似
l

一
大
豆
五
根
黄

而
香
‘
蔓
延
生
。
〔
本
草
、
鹿
蓄
〕
繹
名
、
鹿
豆
‘
登
豆
、
野

緑
―
豆
、
時
珍
日
、
豆
葉
曰
レ
菅
、
鹿
喜
食
レ
之
、
故
名
‘
俗

呼
―
―
登
一
竺
登
・
鹿
音
相
近
也
。

【
鹿
活
】
46

誘
’
草
の
名
。
や
ぶ
た
ば
こ
。
天
名
精
。
〔
異

苑
〕
宋
元
嘉
中
、
胄
州
劉
儘
射
中
ニ
―
烹
既
剖
↓
―
五
蔵
一

以
―
―
此
草
塞
足
、
躍
然
而
起
、
去
レ
之
則
什
‘
是
以
知
"
'

其
治
正
澁
央
故
其
草
得
,
,
鹿
活
名
↓
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動

植
、
草
〕
天
名
精
‘
一
日
、
鹿
活
草
。

【
鹿
瑞
】
4
7
t
り
年
老
い
た
鹿
の
角
の
中
に
生
ず
る
玉
。

〔
字
彙
補
〕
老
鹿
年
久
、
角
中
生
レ
玉
、
名
日
鹿
瑞
↓

【
鹿
橋
]
4
8

容
騨
の
名
。
河
南
省
洛
寧
縣
の
東
。
史
朝
義

の
部
牌
、
史
思
明
を
鹿
橋
騨
に
執
へ
、
柳
泉
に
囚
へ
て

後
‘
殺
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
河
南
府
‘
永
寧

縣
〕
鹿
橋
騨
、
在
"
今
縣
城
東
｛
又
東
有
1

一
柳
泉
騨
「
唐
制

―
二
十
里
一
騨
‘
史
朝
義
部
将
執
"
史
思
明
於
鹿
騨
ぶ
巴

之
於
柳
泉
盃
芸
皿
殺
レ
之
、
即
此
゜

【
鹿
剣
】
49

ぢ
草
の
名
。
ひ
る
な
。
わ
す
れ
ぐ
さ
。
萱
草

の
異
名
。
〔
本
草
‘
萱
草
〕
繹
名
、
忘
憂
‘
療
愁
‘
丹
棘
、
鹿

葱
、
鹿
剣
、
妓
女
‘
宜
男
。

【
鹿
原
】
50

ぢ
字
琥
。

O
明
‘
戴
欽
(
6
ー

1
1
6
8
5
:
 4
1
)

の

琥。

O
清
、
林
偕
(
6
ー

1
4
5
5
1
:
 6
4
)

の
臨
。

【
鹿
渾
】
52

翌
海
の
名
。
〔
魏
書
、
太
祗
紀
〕
帝
西
征
次
―
―

鹿
渾
海
ニ
襲
舌
向
車
哀
乾
部
「
大
破
レ
之
。
〔
初
學
記
、
地

部
中
、
海
〕
按
、
西
海
大
海
之
東
、
小
水
名
レ
海
者
、
則
有
,
,

蒲
昌
海
・
蒲
類
海
・
青
海
・
鹿
渾
海
・
渾
禰
海
・
陽
池
海
↓

【
鹿
沙
】
5
3
t
ク
珠
文
の
あ
る
鮫
の
皮
。
〔
本
草
‘
鮫
魚
〕

集
解
、
時
珍
日
、
古
曰
レ
鮫
‘
云
云
‘
皮
皆
有
レ
沙
、
如
1

一漠

珠
斑
石
其
背
有
珠
文
ぶ
炉
鹿
而
堅
彊
者
、
曰
二
鹿
沙
↓

【
鹿
妻
】
M

姦
ノ
萩
の
異
名
。

【
鹿
柴
】
55

苔
〇
鹿
を
飼
ふ
園
の
柵
゜
〔
王
維
‘
鹿
柴
詩
〕

空
山
不
レ
見
レ
人
‘
但
聞
ー
大
語
響
↓
返
景
入
1

一
深
林
盆
ほ
照
ニ

青
苔
上
↓
〇
さ
か
も
ぎ
。
竹
木
を
樹
て
て
鹿
の
角
の
如

く
し
敵
の
進
入
を
防
ぐ
障
害
物
。
鹿
塞
。
鹿
砦
。
鹿
角
砦
。

〖
鹿
柴
鶴
径
〗56
努
t
バ
鹿
や
鶴
な
ど
の
住
む
仙
境
を

い
ふ
。
〔
桃
花
扇
、
棲
箕
〕
石
埴
羅
戸
‘
忙
尋
―
―
錬
翁
盃
鹿
柴

鶴
径
‘
急
呼
這
童
↓

【
鹿
砦
】
57

ぢ
さ
か
も
ぎ
。
鹿
柴
に
同
じ
。
〔
倭
漢
三
オ

圃
會
、
兵
器
、
鹿
角
木
〕
鹿
砦
゜
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
正

記
‘
徳
川
氏
二
〕
敵
環
―
―
鹿
砦
玉
年
-
―
地
道
百
ぢ
炉
井
泉
↓

【
鹿
塞
】
58

ぢ
さ
か
も
ぎ
。
鹿
柴
(
5
5
)

に
同
じ
。
〔
夷
堅

志
〕
江
同
祗
過
郎
州
京
山
盃
晩
抵
1

一
村
騨
↓
騨
人
言
、
鹿

在
レ
前
結
レ
塞
、
即
出
観
レ
之
、
巨
鹿
無
藪
、
四
環
成
レ
園
‘

以
レ
角
外
向
‘
凡
散
十
重
‘
雨
覺
塵
虐
レ
中
‘
勃
跳
嬉
戯
‘

民
間
相
近
者
、
悉
遭
―
蹂
賤
五
禾
苗
為
レ
之
一
空
゜

【
鹿
爪
】
59

謬
鹿
の
角
で
作
っ
た
琴
の
爪
。
〔
梁
書
、
羊

侃
偉
〕
侃
性
豪
奢
‘
姫
妾
侍
列
‘
窮
孟
憶
奢
靡
「
有
―
―
弾
挙

人
陸
太
喜
涵
合
1

一
鹿
角
爪
長
七
寸
↓
〔
築
録
〕
弾
レ
挙
者
、

以
麗
角
食
凧
弾
レ
之
‘
謂
―
―
之
繋
爪
↓
〔
楊
億
‘
詩
〕
窮

謄
煎
繍
被
‘
鹿
爪
試
銀
挙
。

【
鹿
帳
】
60

ぢ
鹿
の
皮
で
造
っ
た
頭
巾
。
〔
唐
書
、
隠
逸
‘

朱
桃
椎
博
〕
朱
桃
椎
‘
云
云
‘
被
レ
衷
曳
レ
索
‘
云
云
、
長
史

賓
軌
見
レ
之
‘
遺
以
―
衣
服
麗
帳
・
兜
韓
一
写
茫
署
―
―
郷
正
一

委
乏
地
示
―
―
肯
肌
更
結
直
山
中
石
夏
則
裸
‘
冬
絹
―

木
皮
葉
ー
自
蔽
゜
〔
陸
亀
蒙
‘
寄
―
―
茅
山
何
威
儀
―
詩
〕
身

軽
曳
羽
霞
傑
狭
‘
誓
憐
峨
姻
鹿
績
高
。

【
鹿
散
】
61

ぢ
鹿
が
散
る
や
う
に
散
る
。
〔
韓
非
子
、
内

儲
説
上
〕
敷
見
久
待
而
不
レ
任
‘
姦
則
鹿
散
。
〔
翼
毬
〕
敷

見
―
―
其
人
↓
良
久
墾
其
人
扁
不
"
復
任
1

一
其
人
面
娑
閃

則
鹿
散
、
鹿
善
散
善
緊
、
故
以
為
レ
喩
也
。

【
鹿
蒜
】
62

り
ル
越
前
國
の
地
名
。

【
鹿
子
】
63

匁
鹿
の
子
。
〔
論
語
、
郷
窯
‘
素
衣
覺
裟
、

集
注
〕
覺
、
鹿
子
‘
色
白
。
「
通
っ
た
模
様
。

〖
鹿
子
斑
〗6
4
t
g
鹿
の
毛
の
ま
だ
ら
。
又
、
そ
れ
に
似

〖
鹿
子
木
〗65”
"
ゃ
ギ
姓
氏
。
〔
姓
名
鋒
抄
〕
。

【
鹿
系
】
66

匁
し
か
と
ゐ
の
こ
。
〔
儀
櫓
、
郷
射
幡
〕
士

布
侯
、
整
以
1

一
鹿
禾
↓
〔
碍
‘
聘
器
〕
居
レ
山
以
―
―
魚
鼈
盃
『
レ

幡
‘
屑
澤
以
二
鹿
参
為
籍
、
君
子
謂
1
1

之
不
品
炉
幡
゜

〔
孟
子
、
虚
心
上
〕
舜
之
居
深
山
之
中
↓
卑
ハ
1

一
木
石
一
居
‘

興
麗
忍
遊
、
其
阿
以
異
二
於
深
山
之
野
人
一
者
幾
希
゜

〔
孔
叢
子
、
儒
服
〕
人
生
則
有
四
方
之
志
ぶ
豆
鹿
琢
也
哉
。

【
鹿
紆
】
61

匁
清
、
李
慶
束
(
8
-
1
4
4
5
9
:
 1
1
0
5
)

の
琥
゜

【
鹿
洲
】
68

凡
”
清
、
藍
鼎
元
(
0
-
3
2
2
5
8
:
 1
1
3
)

の
琥
゜

〖
鹿
洲
初
集
〗69
芥
岱
書
名
。
―
―
十
巻
。
清
‘
藍
鼎
元

撰
。
鼎
元
‘
喜
ん
で
経
世
の
學
を
講
ず
。
故
に
集
中
の

諸
文
は
多
く
諸
閲
歴
を
得
‘
徒
に
紙
上
の
談
の
み
に
非

ず
。
其
の
目
は
巻
一
ー
三
は
書
、
巻
四
ー
六
は
序
‘
巻

七
ー
九
は
博
‘
巻
＋
は
記
‘
巻
十
一
は
論
、
巻
十
ニ
・
十

三
は
説
‘
巻
十
四
は
考
‘
巻
十
五
は
賦
．
檄
・
銘
・
蔵
・
賛
．

略
・
事
録
‘
巻
十
六
は
讀
傭
・
書
後
・
践
‘
巻
十
七
は
壽

文
、
巻
十
八
は
告
文
・
祭
文
‘
巻
十
九
は
哀
辞
‘
巻
二
十

は
行
状
・
墓
誌
銘
・
墓
表
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。
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）
【
鹿
車
】
70

答
〇
僅
に
鹿
一
匹
を
容
れ
る
程
の
小
さ
い

7
 
9

車
。
〔
太
平
御
覧
、
車
部
四
、
鹿
車
〕
風
俗
通
日
、
鹿
車

6

窄
小
、
裁
容
1

ー
ニ
鹿
也
。
〔
後
漢
書
‘
儒
林
下
、
任
末
傭
〕

8
 
75

友
人
籠
奉
徳
於
―
―
洛
陽
病
亡
、
末
乃
射
推
"
鹿
車
ご
載
―
―

奉
徳
喪
五
竪
其
墓
所
一
由
レ
是
知
レ
名
。
〔
後
漢
書
‘
趙

4
 
（
 

一
煮
傭
〕
載
以
一
畔
窃
竺
身
自
紐
之
。
〔
注
〕
風
俗
通
日
‘

い
俗
説
、
鹿
車
窄
小
‘
裁
容
二
-
鹿
一
〔
後
漢
書
、
列
女
‘

＇
~
飽
宣
妻
傭
〕
勃
海
飽
宣
妻
者
、
桓
氏
之
女
也
、
字
少
君
‘

86

云
云
‘
卑
ハ
レ
宣
共
挽
―
―
鹿
車
』
t
-
―
郷
里
↓
〔
魏
志
、
司
馬

芝
傭
〕
招
鹿
車
紐
竺
載
母
五
位
南
方
十
餘
年
。
〔
晉

5
 
7
 
4
 

書
、
劉
伶
傭
〕
常
乗
二
鹿
車
;
四
一
壺
酒
一
使
1

一
人
荷
レ

（
 

錨
而
随
：
之
。

O
縦
車
を
い
ふ
。
〔
方
言
、
五
〕
縦
車
‘

趙
魏
之
間
謂
二
之
轡
輔
車
一
東
齊
海
岱
之
間
謂
―
―
之
道

軌
↓
〔
戴
震
疏
證
〕
案
説
文
云
‘
縦
、
箸
.
,
絲
於
竿
ー
車
也
、

竿
、
筵
也
、
筵
‘
縦
絲
究
也
、
鞭
饒
亦
通
作
"
麻
鹿
盃
廣
雅
‘

縦
車
謂
乏
麻
鹿
ぶ
坦
軌
謂
乏
鹿
車
↓
本
レ
此
、
玉
篇
云
‘

縦
車
亦
名
軌
車
↓
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
縦
車
謂
―
―
之
麻
鹿
玉
逍

軌
謂
1

一
之
鹿
車
云
〇
雁
法
華
の
三
車
の
一
。
一
二
乖
の
中
の

獨
覺
乗
に
喩
へ
る
。
獨
覺
は
、
獨
り
善
寂
を
築
し
ん
で
人

衆
に
近
づ
か
ぬ
こ
と
。
鹿
の
山
村
に
慮
る
に
似
る
。
〔
法

華
経
‘
讐
喩
品
〕
築
↓
―
獨
善
寂
1

深
知
1

一
諸
法
因
縁
五
是
名
―
―

辟
支
佛
乗
ぶ
押
彼
諸
子
為
レ
求
↓
―
鹿
車
正
ピ
於
火
宅
3

〖
鹿
車
輪
〗7
1
gグ9
ャ
獨
輪
の
小
車
。
〔
六
餡
、
虎
餡
、
軍

用
〕
以
―
―
鹿
車
輪
ぢ
炉
堅
陳
面
竺
強
敵
↓

〖
鹿
車
之
徳
〗
か
匁
昇
夫
人
の
徳
を
た
た
へ
て
い

ふ
。
後
漢
の
飽
宣
の
妻
が
夫
を
助
け
て
鹿
車
を
挽
い
た

故
事
に
本
づ
く
。
〔
後
漢
書
、
列
女
、
飽
宣
妻
博
〕
勃
海

飽
宣
妻
者
、
桓
氏
之
女
也
、
字
少
君
‘
云
云
‘
典
レ
宣
共

挽
麗
車
』
ザ
郷
里
一
》

【
鹿
林
]72

岱
〇
林
の
名
。
〔
梁
書
‘
虞
士
‘
玩
孝
緒
傭
〕

所
レ
居
室
唯
有
二
鹿
林
ぶ
リ
樹
環
饒
‘
天
監
初
、
御
史
中

丞
任
防
‘
尋
1

一
其
兄
履
之
ぶ
欲
レ
造
而
不
レ
敢
‘
望
而
歎
曰
‘

其
室
雖
レ
邁
‘
其
人
甚
遠
。
〔
南
史
、
劉
紆
博
〕
陳
留
玩
孝

緒
、
博
學
隠
居
、
不
レ
交
―
―
営
世
ぶ
g
居
二
-
鹿
林
云
環
植
―
―

竹
木
一
寝
↓
―
慮
其
中
↓
時
人
造
レ
之
、
未
―
―
嘗
見
一
也
、
紆
経

一
造
‘
孝
緒
卸
顧
以
―
―
神
交
↓
●
清
、
戴
熙
(
I
i
-
1
1
6
8
5
 

:
 2
9
)

の
字
。

【
鹿
上
]
7
3

翌
地
名
。
春
秋
、
宋
の
地
。
安
徽
省
阜
陽

縣
の
南
。
〔
春
秋
‘
倍
‘
-
―
十
一
〕
宋
人
齊
人
楚
人
、
盟
元
~

鹿
上
↓
〔
杜
注
〕
鹿
上
、
宋
地
、
汝
陰
有
―
―
原
鹿
縣
↓
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鹿

部

鹿

【
鹿
女
】
98

芍
〇
鹿
は
田
撒
の
得
る
と
こ
ろ
、
女
は
亡

國
の
女
。
と
も
に
戒
む
べ
き
も
の
。
〔
穐
‘
郊
特
牲
〕
羅

氏
致
―
―
鹿
輿
1

女
而
詔
レ
客
告
也
、
以
戒
二
諸
侯
ー
曰
、
好
レ

田
好
レ
女
者
亡
1
1

其
國
↓
〔
疏
〕
言
T

鹿
是
田
撒
所
レ
得
之
物
、

女
是
亡
國
之
女
‘
而
王
所
1

一
以
獲
―
者
上
也
、
故
輿
―
―
之
鹿
女
一

明
以
レ
此
為
レ
戒
也
。

0
脚
が
鹿
に
似
た
女
。
〔
雑
賓
蔽
経
〕

仙
人
所
レ
生
女
子
、
端
正
殊
妙
、
唯
髄
似
レ
鹿
‘
梵
志
取
レ

之
、
養
育
長
成
、
梵
志
事
レ
火
‘
使
1

一
火
不
訟
g

、
此
女
宿
レ

火
、
小
不
レ
用
レ
心
‘
便
令
二
火
滅
五
此
女
恐
怖
‘
畏
―
―
梵
志

曳
離
此
住
慮
此
女
往
祗
取
レ
火
、
梵
志
見
―
―
―
跡
跡

宥
蓮
匹
要
庇
女
言
、
遠
―
―
我
含
1

七
匝
‘
i

患
輿
,
,
汝

火
ぶ
即
如
―
―
其
言
ぶ
取
灰
而
去
。
〔
王
維
、
漉
愈
化
寺
1

詩
〕
雁
王
街
果
獣
、
鹿
女
踏
レ
花
行
。
参
鹿
の
生
ん
だ

女
。
〔
述
異
記
〕
貞
山
在
―
―
毘
陵
郡
砿
木
時
有
1

一
村
人
韓
文

秀
面
杢
一
鹿
産
二
女
子
硲
院
収
養
5

之
、
及
レ
長
、
典
,
,
凡

女
有
レ
異
‘
遂
為
,
,
女
冠
砿
禾
武
帝
為
別
立
こ
観
↓
琥

日
鹿
娘
↓

【
鹿
徴
】
99

知
炉
清
‘
張
恰
(
4

ー
9
8
1
2
:
 7
)

の
初
名
。

【
鹿
亭
】
10070
り
消
、
胡
徳
邁
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 5
9
1
)

の
字
。

【
鹿
蹄
】
101

げ
〇
い
ち
ゃ
く
さ
う
。
山
野
の
樹
蔭
に
生

ず
る
宿
根
草
で
、
二
榮
草
科
に
腸
す
。
高
さ
一
尺
許
、

葉
は
埜
頂
に
篠
生
し
、
圃
形
又
は
廣
卵
形
で
、
先
端
鈍

く
‘
基
脚
圃
形
を
な
す
。
花
は
散
箇
を
穂
状
花
亭
に
綴

る
。
花
色
は
黄
白
色
で
‘
花
期
は
五
•
六
月
で
あ
る
。

〔
本
草
‘
鹿
蹄
草
〕
繹
名
、
小
秦
王
草
‘
秦
王
試
剣
草
‘
集

解
‘
時
珍
日
、
按
‘
軒
輯
述
賓
蔵
論
云
、
鹿
蹄
多
生
,
,
江
廣

平
陸
及
寺
院
荒
慮
｛
云
云
‘
苗
似
面
芸
杢
而
葉
頗
大
、
背
紫

色
‘
春
生
紫
但
結
青
頁
如
1

天
茄
子

^
O草
の
名
。
山

慈
姑
(
4
-
7
8
6
9
・

・
1
1
7
2
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
山
慈
姑
〕
秤

名
、
金
燈
‘
云
云
、
鹿
蹄
草
、
無
義
草
。
参
山
名
。
〔
山
海

経
‘
中
山
経
〕
麓
山
之
首
曰
―
―
鹿
蹄
之
山
谷
K

上
多
レ
玉
‘

其
下
多
レ
金
、
甘
水
出
腐
、
而
北
流
注
,
,
干
洛
二
其
中
多
1-

冷
石
↓

【
鹿
開
】
102

西
り
鹿
の
肉
の
骨
の
あ
る
も
の
の
し
ほ
づ

け
。
〔
俄
随
‘
公
食
大
夫
栂
〕
西
―
―
著
箔
鹿
開
↓
〔
周
穂
、
天

官
‘
醸
人
〕
掌
―
四
豆
之
賓
涵
朝
事
之
豆
、
其
賓
非
落
・
酷

饂
昌
本
・
粟
開
、
著
流
•
鹿
開
‘
茄
疸
·
凜
開
。

【
鹿
笛
】
103

彩
ご
撒
人
の
鹿
を
呼
び
集
め
る
に
用
ひ
る

笛
。
鹿
の
角
で
造
り
‘
鹿
の
は
ら
ご
も
り
の
子
の
皮
を

は
っ
た
も
の
。

【
鹿
田
】
1
0
4
t
/

字
琥
。

O
清
‘
金
登
(
1
1
-
4
0
1
5
2
・

・
3
5
)

山
芙
゜
〔
劉
笥
、
大
誦
賦
〕
魚
龍
曼
術
、
鹿
馬
騰
襲
。
會
寧
郡
‘
云
云
‘
貢
―
―
鹿
舌
鹿
尾
一
〔
酉
陽
雑
俎
‘
酒
食
〕
梁

の
琥
。

O
清
‘
朱
樟
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 3
6
5
)の
字
。
〖
鹿
馬
山
人
〗

n
oぢ
グ
清
、
王
宏
撰

(
7
-
2
0
8
2
3

:
 1
3

劉
孝
儀
食
二
鯖
絆
曰
‘
五
侯
九
伯
‘
令
↓
―
盛
征
＞
之
‘
魏
使

【
鹿
豆
】
105

拷
豆
の
一
種
。
た
ん
き
り
ま
め
。
鹿
醤
の

5
1
)

の

琥

。

崖

劫

李

鵞

在

レ

坐

‘

劫

曰

、

中

丞

之

任

未

レ

應

‘

已

得

レ

分

レ

異
名
。
〔
本
草
‘
鹿
蓉
〕
秤
名
、
鹿
豆
‘
集
解
‘
恭
曰
‘
此
草
【
鹿
虻
】
lll

容
品
の
名
。
う
し
ば
へ
。
牛
蠅
。
鹿
妄
。
〔
本
挟
‘
賽
日
、
若
然
中
丞
四
履
‘
営
レ
至
二
穆
陵
↓
孝
儀
日
、

所
在
有
レ
之
、
苗
似
―
碗
―
豆
二
皿
引
レ
蔓
長
粗
、
人
采
為
レ
草
‘
輩
哀
〕
秤
名
、
哀
晶
、
集
解
‘
恭
日
、
木
妄
．
輩
妄
・
鹿
郡
中
鹿
尾
、
乃
酒
般
之
最
‘
劫
日
、
生
魚
熊
掌
、
孟
子
所
レ

菜

、

亦

微

有

豆

氣

面

人

名

為

麗

―

皇

也

。

妄

‘

倶

食

平

馬

血

↓

梢

、

難

柘

狸

屑

‘

呂

氏

所

レ

尚

、

鹿

尾

乃

有

奇

味

釜

采

＇

レ

【
鹿
頭
]106

拷
〇
鹿
の
頭
。
〔
後
漢
書
、
董
卓
博
‘
悉
取
―
【
鹿
皮
】
g
t
o
ク
鹿
の
か
は
。
〔
儀
幡
‘
士
冠
幡
‘
束
吊
隈
載
ー
一
書
籍
↓
毎
用
為
レ
怪
、
孝
儀
曰
、
｛
貫
自
如
レ
此
‘
或
是

洛
陽
及
長
安
銅
人
鍾
虞
飛
廉
銅
馬
之
屡
ず
止
〕
前
書
昔
皮
‘
注
〕
隈
皮
‘
雨
鹿
皮
也
。
〔
國
語
、
齊
語
〕
鹿
皮
四
古
今
好
尚
不
レ
同
、
梁
賀
季
白
‘
宵
州
蟹
黄
‘
乃
為
,
,
鄭
氏

義
日
‘
虞
‘
鹿
頭
龍
身
神
獣
也
。
●
開
の
名
。
唐
‘
置
く
。
入
ー
。
〔
本
草
、
鹿
〕
皮
、
主
治
‘
一
切
漏
痔
‘
燒
レ
灰
和
1

一
拷
脂
1

所
＞
記
‘
此
物
不
レ
書
‘
未
レ
解
↓
―
所
以
一
寄
日
‘
鄭
亦
稽
1

一盆

四
川
省
徳
陽
縣
の
北
。
鹿
頭
山
に
よ
っ
て
名
づ
く
。
憲
納
レ
之
、
日
五
六
易
‘
愈
乃
止
。
〔
管
子
、
大
匡
〕
諸
侯
之
褪
、
州
鹿
面
手
杢
是
珍
味
↓

宗
、
高
崇
文
を
し
て
劉
闘
を
討
た
し
め
、
鹿
頭
間
を
破
令
T

齊
以
,
,豹
皮
―
往
、
小
侯
以
函
茫
竺
報
‘
齊
以
レ
馬
往
‘
〖
商

i尾
~
木
〗
1
2
1
ぢ
ピ
岩
礁
上
に
叢
生
す
る
海
藻
で
、
ほ

り
‘
遂
に
成
都
に
入
る
。
〔
杜
甫
、
鹿
頭
山
詩
〕
乃
荻
険
阻
小
侯
以
レ
犬
報
3

ん
だ
わ
ら
科
に
陽
す
。
ひ
じ
き
。
又
、
ひ
じ
き
も
と
も
云

盛
、
始
喜
―
―
原
野
間
→
〔
王
士
横
、
秦
蜀
騨
程
後
記
、
上
〕
〖
鹿
皮
翁
〗

l
l
J
認
ヒ
漢
の
人
。
性
、
機
巧
。
手
を
學
ぐ
れ
ひ
、
古
‘
ひ
ず
き
も
と
云
ふ
。
葉
は
圃
柱
状
を
な
し
、
長

登
二
落
鳳
波
一
上
有
↓
↓
諸
葛
公
・
寵
靖
侯
祠
ご
広
云
、
東
鹿
ば
よ
く
器
械
を
為
る
。
鹿
皮
衣
を
著
け
、
山
に
入
っ
て
さ
は
五
寸
乃
至
一
尺
、
時
に
は
三
尺
餘
に
も
逹
す
。
雌

頭
闘
、
即
寵
士
元
墓
‘
杜
詩
所
謂
‘
鹿
頭
何
亭
亭
者
也
‘
居
る
。
後
、
百
餘
年
‘
槃
を
市
に
賣
る
。
〔
列
仙
博
〕
。
雄
異
株
で
、
生
時
黄
褐
色
ズ
あ
る
が
‘
乾
燥
後
黒
嬰
す

地
多
,
,
魏
鵡
→
〇
山
名
。
④
湖
南
省
桂
陽
縣
の
東
。
山
上
〖
廂
笛
ポ
巾
・
〗

m
和
グ
ヒ
鹿
皮
の
巾
。
〔
南
史
、
何
貼
博
〕
梁
武
る
。
食
用
と
な
る
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
菜
萩
部
、
藻
類
‘
鹿

に
浮
圏
あ
り
、
宋
の
時
、
建
つ
。
◎
四
川
省
徳
陽
縣
の
帝
卑
ハ
レ
貼
有
レ
藷
‘
及
1

一
践
昨
↓
手
詔
論
レ
藷
、
賜
以
二
鹿
皮
尾
菜
〕
楊
氏
漢
語
抄
云
‘
鹿
尾
菜
。
〔
注
〕
比
須
岐
毛
‘
琲

北
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
自
二
縣
州
盃
逗
遣
入
―
―
縣
界
工
古
老
巾
等
言
海
録
砕
事
、
人
事
、
隠
逸
〕
梁
武
帝
賜
,
,
陶
隠
居
色
立
成
云
‘
六
味
菜
。
〔
箋
注
〕
比
須
岐
毛
‘
或
云
‘
比
之

云

‘

昔

有

張

鹿

頭

ぶ

右

此

造

に

毛

‘

因

名

。

鹿

皮

巾

一

岐

毛

。

【
鹿
洞
】
匹

0
7
0白
鹿
洞
(
8

ー
2
2
6
7
8
:
 1
2
2
2
)
の
略
。
〖
鹿
皮
冠
〗

l
l
S蒋
心
隠
士
の
冠
。
〔
後
漢
書
‘
楊
震
傭
〕
【
鹿
布
】

1
2
2
7
0

ク
あ
ら
い
布
。
轟
布
。
〔
呂
覧
、
貴
生
〕
顔
闇

朱
魚
が
學
を
講
じ
た
所
。
〔
韓
補
‘
紫
陽
山
賦
〕
既
表
1

一
章
著
―
―
布
箪
位
鹿
皮
冠
↓
〔
魏
志
、
文
帝
紀
‘
注
〕
引
二
故
漢
太
守
如
問
、
鹿
布
之
衣
而
自
飯
レ
牛
。

於
鹿
洞
面
砒
吟
錫
乎
扮
楡
↓
〇
明
‘
朱
謀
鵜
(
6

ー
1
4
4
2

尉
楊
彪
五
待
以
玄
品
虫
云
云
‘
又
可
レ
使
レ
著
―
―
鹿
皮
冠
石
彪
【
鹿
坪
】
123

芹
字
琥
。

O
清
、
朱
乗
鑑
(
6

ー
1
4
4
2
4
:
 9
8
 

4

:

 9
9
7
)

の

琥

。

訟

譲

不

・

レ

聴

‘

尭

著

―

布

箪

衣

皮

弁

以

見

。

〔

南

史

、

何

尚

7
)

の
琥
。

O
清
‘
趙
成
穆
(
1
0

ー
3
7
1
7
1
:
 7
2
8
)

の
琥
。

【
鹿
蜀
]
閃
”
躍
鴎
(
1
0
-
3
7
9
6
3
:
 2
)

の

O
を
い
ふ
。
之
傭
〕
尚
之
在
レ
家
‘
常
著
麗
皮
帽
百
ぞ
秤
1

開
府
工
天
子
【
鹿
率
】
124

苔
字
琥
°
〇
清
、
沈
恩
嘉
(
6
-
1
7
1
8
9
:
 4
3
 

〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕
鹿
蜀
戎
馬
之
間
。
臨
レ
軒
‘
百
僚
陪
レ
位
‘
沈
慶
之
於
二
殿
庭
ぶ
夜
之
日
、
今
日

9
)

の
字
。

O
清
‘
李
鴻
賓
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
2
2
9
)

の
字
。

【
鹿
肉
】
108

謬
●
鹿
の
肉
。
〔
本
草
‘
鹿
〕
肉
‘
氣
味
‘
廿
温
何
不
レ
著
,
,
鹿
皮
冠
↓
〔
書
＿
史
〕
鹿
皮
冠
‘
弁
遺
制
也
、
更
【
鹿
靡
-
】
函
苔
し
か
と
か
の
こ
。
〔
後
漢
書
、
穂
俄
志
〕

烏
毒
、
説
日
、
九
月
已
後
正
月
已
前
堪
レ
食
、
他
月
不
レ
無
―
―
頭
巾
掠
子
ご
必
帯
レ
箆
、
所
1

一
以
衰
＞
帽
、
削
必
用
―
―
箆
其
儀
乗
輿
御
―
―
戎
路
五
白
馬
朱
鼠
‘
射
執
レ
弩
‘
射
レ
牲
‘
牲

可
レ
食
。
〔
呉
志
‘
趙
逹
博
〕
東
壁
下
直
美
酒
一
料
ず
人
有
,
,

子

約

レ

製

。

以

鹿

靡

↓

〔

慮

綸

、

山

中

一

絶

詩

〕

陽

破

軟

草

厚

如

レ

織

、

鹿
肉
三
斤
面
り
以
辞
レ
無
。O
魚
の
名
。
ふ
か
の
異
名
。
〖
鹿
皮
子
〗

I
l
B
勺
ヒ
元
、
陳
樵
(
1
1—
4
1
6
9
8:
 4
0
0
)

の
因
輿
―
―
鹿
靡
ー
相
伴
眠
。
〔
獣
陽
衰
‘
南
澗
寺
詩
〕
雲
蔵
―
―
古

【
鹿
馬
]109

匁
〇
指
レ
鹿
為
レ
馬
(
1
7
7
)
を

見

よ

。

〔

史

記

‘

琥

。

壁

五

還

―

―

龍

象

五

草

浚

采

巳

章

抱

函

醤

翌

秦
始
皇
紀
〕
趙
高
欲
レ
為
レ
乱
、
恐1一
塁
臣
不
＞
聴
‘
乃
先
〖
鹿
皮
子
集
〗

1
1
7翌
九
書
名
。
四
巻
。
元
‘
陳
樵
撰
゜
其
【
鹿
幣
】

1
2
6
芯
車
献
上
の
鹿
の
皮
で
作
っ
た
ち
り
よ
け
。

設
レ
喩
、
持
レ
鹿
献
二
於
一
一
世
一
日
、
馬
也
、
二
世
笑
日
‘
丞
の
詩
、
古
慢
の
五
言
は
七
言
に
勝
り
、
近
橙
の
七
言
〔
橙
、
王
藻
〕
君
恙
幣
虎
植
、
大
夫
齊
車
鹿
幣
豹
植
。
〔
注
〕

相
誤
耶
、
謂
レ
鹿
為
レ
馬
。
●
鹿
と
馬
。
〔
論
衡
、
非
韓
〕
故
は
五
言
に
勝
る
。
大
抵
七
言
の
古
橙
は
‘
温
庭
笥
に
學
幣
‘
覆
苓
也
。

其
論
レ
儒
也
‘
謂
―
―
之
不
レ
耕
而
食
ご
比
―
―
之
於
一
嚢
一
論
―
―
ぴ
‘
幽
竪
を
宗
と
す
。
七
言
の
近
橙
は
陸
編
蒙
に
學
ん
【
鹿
膊
】
127

勺
鹿
の
ほ
し
肉
。
〔
證
‘
内
則
〕
牛
脩
・
鹿
捕
・

有
レ
盆
輿
＞
無
レ
盆
也
‘
比
,
,
之
於
鹿
馬
一
馬
之
似
レ
鹿
者
で
珊
削
甚
だ
し
。
〔
四
嘩
提
要
、
集
、
別
集
類
四
〕
。
田
禾
膊
・
寮
膊
．
聾
膊
‘
緊
・
鹿
•
田
・
琢
．
齋
皆
有
レ
軒
‘
雉
·

千
金
、
天
下
有
―
―
千
金
之
馬
こ
空
千
金
之
鹿
盃
g

無
レ
盆
‘
【
鹿
非
】
llSeo
ク
鹿
の
皮
で
作
っ
た
草
履
゜
〔
堕
鐵
論
‘
散
免
皆
有
レ
茎
゜
〔
注
〕
皆
人
君
燕
食
庶
羞
也
。
〔
西
京
雑
記
、

馬
有
句
也
。

0
山
名
。
河
北
昌
平
縣
。
明
の
思
宗
‘
田
妃
不
足
〕
古
者
庶
人
鹿
非
草
斐
‘
縮
絲
尚
皐
而
已
。
四
〕
（
曹
）
元
理
嘗
従
l

―
其
友
人
陳
廣
漢
二
云
云
‘
廣
漢
為
レ

3
 

を
此
に
葬
る
。
後
、
思
宗
、
社
稜
に
殉
ず
。
縣
民
‘
之
を
墓
〖
鹿
非
子
〗

I
l
g
西
ク
ヒ
清
、
黄
景
仁(
1
1
0
-
4
7
9
2
6
 :
 1
0
6
3
)

之
取
一
酒
鹿
捕
散
片
↓
〔
捜
紳
記
、
三
〕
管
絡
至
孟
工
限
見
,
,

内

に

葬

る

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

直

隷

、

順

天

府

、

昌

平

の

琥

。

顔

超

貌

工

ぎ

夭

亡

云

眼

父

乃

求

二

絡

延

命

ご

絡

日

、

子

蹄

O5
 

州
〕
天
壽
山
、
在
州
北
十
八
里
ゴ
乙
云
‘
又
南
卸
鹿
馬
【
鹿
尾
]
1
2
0
5

ク
珍
し
い
食
品
。
〔
唐
書
、
地
理
志
一
〕
會
州
覚
二
清
酒
鹿
膊
一
斤
而
卯
H
刈
レ
爽
、
地
南
大
桑
樹
下
有
ー

13

|
 

九
0
七



(47586・ ・128) (47586・ ・157) 

二
人
向
レ
碁
‘
次
但
酌
レ
酒
置
レ
膊
‘
飲
盛
、
更
担
以
レ
盤

為
レ
度
、
若
問
レ
汝
‘
汝
但
拝
レ
之
勿
レ
言
、
必
合
一
右
~
レ
人

救
＞
汝
゜

【
鹿
毛
】
128

容
〇
鹿
の
毛
。
〔
嶺
表
鋒
異
記
〕
番
馬
地
無
二

狐
免
盆

m鹿
毛
・
野
狸
毛
云
び
筆
。
〔
王
隠
、
筆
銘
〕
登
其

作
レ
筆
必
免
之
奄
、
調
利
難
レ
禿
亦
鹿
毛
。

O
t
鹿
の
毛

の
や
う
な
茶
褐
色
の
馬
の
毛
色
。

〖
鹿
毛
筆
〗1
2
9
c
a

”
F

ゥ
鹿
の
毛
で
作
っ
た
筆
。
〔
唐
書
、

地
理
志
五
〕
i

斬
州
薪
春
郡
土
貢
、
白
紆
競
、
鹿
毛
筆
。

【
鹿
鳴
】

1
3
0
g
0鹿
が
な
く
。
〔
詩
、
小
雅
、
鹿
鳴
〕
拗
吻

鹿
鳴
、
食
野
之
芋
祓
有
↓
―
嘉
衷
鼓
レ
認
吹
レ
笙
、
吹
な
生

鼓
レ
資
、
承
レ
筐
是
将
、
人
之
好
レ
我
、
示
―
―
我
周
行
一
〔
孔

子
家
語
、
好
生
〕
鹿
鳴
興
子
獣
―
而
君
子
大
レ
之
、
取
"
其

得
レ
食
而
相
呼
U
0
雅
架
四
曲
の
一
。
〔
小
學
紺
珠
‘
藝
文

類
、
雅
築
四
曲
〕
鹿
鳴
・
認
虞
・
伐
檀
・
文
王
‘
魏
杜
襲
傭
‘

藷
雅
架
四
曲
。

O
郷
飲
築
の
一
。
〔
小
學
紺
珠
‘
藝
文
類
‘

郷
飲
築
十
七
章
〕
鹿
鳴
―
―
奏
、
南
咳
―
奏
、
南
有
嘉
魚
四

奏
崇
丘
一
奏
、
隅
唯
五
奏
、
競
巣
三
奏
、
唐
會
要
。
＠

古
琴
五
曲
の
一
。
〔
小
學
紺
珠
‘
藝
文
類
、
古
琴
五
曲
〕
鹿

嗚
伐
檀
・
翡
虞
．
鵠
巣
・
白
駒
。
＠
詩
経
‘
小
雅
‘
鹿
鳴

之
什
の
篇
名
。
鹿
が
拗
吻
と
鳴
い
て
、
食
を
輿
に
す
る

の
を
‘
君
が
旨
酒
佳
肴
あ
れ
ば
、
懇
誠
中
心
か
ら
猜
し

て
其
の
臣
を
召
し
て
響
應
す
る
に
喩
へ
た
詩
。
〔
詩
‘

小
雅
、
鹿
鳴
序
〕
鹿
鳴
‘
燕
―
―
繋
臣
嘉
賓
一
也
、
既
飲
―
―
食

之
↓
又
｛
貫
二
幣
吊
筐
箆
百
盆
四
其
厚
意
ぶ
然
後
忠
臣
嘉
賓

得
レ
塁
1

其
心
一
芙
。

O
唐
代
、
郡
縣
の
試
瞼
に
及
第
し

た
貢
士
は
郷
飲
酒
の
幡
に
此
の
詩
を
歌
つ
て
前
途
を

祝
さ
れ
た
。
鹿
鳴
之
宴
を
見
よ
。
〔
韓
愈
、
送
―
―
楊
少
弔
―

序
〕
楊
侯
始
冠
、
學
1

一
於
其
郷
盆
弘
一
鹿
鳴
1

而
束
也
。
〔
耽

津
、
送
1

一
郭
秀
才
赴
＞
學
詩
〕
郷
賦
鹿
鳴
篇
‘
君
為
―
―
貢
士

先
↓
〇
城
の
名
。
映
西
省
滑
縣
の
東
北
。
白
馬
津
の
こ

と
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
竹
書
紀
年
‘
梁
悪
成
王
十
一
年
、

云
云
‘
呉
―
鄭
鹿
面
邸
凡
城
也
、
今
城
内
有
1

一
故
憂
硲
回
謂
ニ

之
鹿
鳴
憂
ご
益
堕
之
鹿
鳴
城
一
王
玄
誤
自
―
―
滑
畳
玉
g
-
―

鹿
嗚
者
也
、
清
取
レ
名
焉
‘
故
亦
旦
鹿
鳴
津
＾
〇
土
肥
貫

雅
の
琥
。
土
肥
鹿
鳴
（
8

|

4
8
6
7
 :
 4
9
4
)

を
見
よ
。

〖
鹿
鳴
姫
〗1
3
1
7
0

ク
メ
ィ
地
名
。
四
川
省
萬
縣
の
南
。

〖
鹿
鳴
草
〗1

3
2
窃
メ
イ
萩
を
い
ふ
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
草

木
部
‘
草
類
、
鹿
鳴
草
〕
爾
雅
集
注
云
‘
萩
、
一
名
蒲
。

〔
箋
注
〕
蓋
是
草
以
麗
鳴
時
開
＞
花
、
國
俗
所
レ
名
、
非
―
―

鹿

部

鹿

漢
名
一
也
。

〖
鹿
鳴
之
宴
〗1
3
3
J
O
3
1
唐
代
、
州
縣
か
ら
學
げ
ら
れ

て
京
師
に
貢
せ
ら
れ
る
も
の
の
酷
會
。
鹿
鳴
の
詩
を
歌

ふ
か
ら
い
ふ
。
〔
唐
書
、
選
摯
志
上
〕
毎
歳
仲
冬
‘
州
縣
館

監
攀
一
其
成
者
云
苧
之
尚
書
省
盃
澁
宇
選
不
レ
絲
―
―
館
學
1

者
、
謂
乏
郷
＝
尺
皆
懐
藷
自
列
子
州
縣
試
↓
已
長
吏

以,,
郷
飲
酒
證
云
會
1

一
闊
僚
一
設
賓
主
面
陳
1

一
俎
豆
面
匹
管

絃
ぶ
苗
E
―
少
｛
生
歌
―
―
鹿
鳴
之
詩
一
因
輿
二
圭
昇
父
底
竺
少

長
焉
。
〔
随
園
随
筆
、
科
第
類
、
鹿
鳴
宴
〕
今
郷
試
放
榜

有
―
―
鹿
鳴
宴
二
不
レ
知
二
何
始
百
口
黎
送
二
楊
少
手
ー
序
日
、

楊
君
始
冠
學
―
―
於
郷
「
歌
,
,
鹿
鳴
―
而
来
、
是
唐
時
已
有
,
,

此
制
ご
嗅
何
武
以
―
―
童
子
玉
竺
鹿
鳴
―
入
レ
選
‘
則
是
替
レ

人
歌
耳
゜
〔
書
言
故
事
、
科
第
類
〕
郡
邑
燕
二
新
攀
人
玉
為
―
―

鹿
鳴
燕
↓
〔
故
事
成
語
考
、
科
第
〕
鹿
鳴
宴
歎
↓
1

文
榜
之

賢
↓
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
順
天
府
面
門
、
科
學
〕
郷
試
前

後
‘
府
手
饗
應
正
副
考
官
以
下
及
闘
孫
試
験
之
官

員
、
並
受
瞼
者
ぢ
竪
削
梢
―
―
上
馬
宴
一
試
後
捨
1
1

鹿
鳴
宴
↓

〖
鹿
嗚
君
臣
之
宴
〗1

3
4
翌
0
ィ
竺
君
臣
相
會
し
て
鹿
嗚

の
詩
を
歌
ふ
宴
゜
〔
魏
志
、
陳
思
王
植
博
〕
遠
慕
―
―
鹿
鳴

君
臣
之
宴
「
中
詠
―
―
常
棟
匪
他
之
誡
↓

【
鹿
門
]135

”
●
地
名
。
山
西
省
孟
縣
の
西
北
。
〔
史
記
‘

趙
世
家
〕
開
侯
十
六
年
、
云
云
‘
涌
二
大
陵
盃
ザ
鹿
門
-

〔
注
〕
正
義
日
‘
井
州
孟
縣
西
有
―
―
白
鹿
弘
盃
空
白
鹿
山

南
一
云
云
‘
蓋
鹿
門
在
1

一
此
山
水
之
側
一
也
。

O
春
秋
の

時
、
魯
の
城
門
の
名
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
三
〕
威
乾
斬
l
-

鹿
門
之
隅
百
盆
i
-
―
奔
邪
芸
注
〕
魯
南
城
東
門
。

O
山
名
。

湖
北
省
襄
陽
縣
の
東
南
。
漢
の
末
‘
寵
徳
公
、
鹿
門
山

に
人
つ
て
薬
を
取
っ
て
還
ら
ず
。
唐
‘
孟
浩
然
も
亦
此

慮
に
隠
居
す
。
〔
襄
陽
記
〕
鹿
門
山
‘
藷
名
蘇
嶺
山
、
建

武
中
襄
陽
侯
習
郁
立
二
紳
祠
於
山
一
刻
三
一
石
鹿
一
央
二

紳
道
旦
俗
因
謂
1

一
之
鹿
門
廟
硲
密
炉
廟
名
レ
山
也
。
⑲

字
琥
°
④
唐
、
唐
彦
謙
(
2
ー

3
7
0
9
:
 4
1
0
)

の
琥
゜
＠
明
、

茅
坤
(
9
ー

3
0
8
3
6
 :
 2
3
)

の
琥
。
◎
清
‘
飽
嘉
賓
(
1
2
-
4
6

0
 7
4
 :
 8
0
)

の
字
。
◎
清
、
皮
錫
瑞
(
8
ー

2
2
8
2
3
:
 1
4
8
)
 

の
琥
°
⑮
岡
千
初
の
琥
。
岡
鹿
門
(
4
|
7
9
6
2
 :
 4
2
)

を

見
よ
。

〖
鹿
門
子
〗1

3
6
考
そ
／
字
琥
。
O
五
代
呉
越
‘
皮
光
業
(
8

ー

2
2
8
2
3
:
 1
4
4
)

の
琥
。
●
清
、
曹
秀
先
(
6
ー

1
4
2
9
7
:

2

 

5
2
)

の

琥

。

「

琥

゜

〖
鹿
門
生
〗1
3
7
e
o
"

モ
／
明
‘
寵
憲
(
1
2-
4
8
8
2
4
 :
 1
7
)

の

〖
鹿
門
隠
士
〗1
3
8
1
0

グ
ベ
／
唐
‘
皮
日
休(
8
|2
2
8
2
3
 :
 1
4
 

7
)

の
異
名
。
〔
海
鋒
砕
事
、
人
事
、
隠
逸
〕
皮
日
休
総
鹿

門

隠

士

書

六

十

篇

↓

「

の

琥

。

〖
鹿
門
居
士
〗1

3
9
翌
モ
／
宋
、
米
市
(
8ー
2
6
8
3
2:
 8
4
)
 

〖
鹿
門
先
生
〗1

4
0
努
門
唐
‘
唐
彦
謙

(
2ー
3
7
0
9
·・
4
1
 

0
)

の
琥
゜
〔
宋
史
‘
陶
穀
傭
〕
穀
、
字
秀
賓
、
邪
州
新
平
人
‘

本
姓
唐
‘
避
―
―
晉
祀i呼
改
焉
、
歴
―
―
北
齊
隋
唐
〖
戸
名

族
「
祗
彦
謙
歴
一
慈
綽
澄
三
州
刺
史
一
有
,
,
詩
名
「
自
琥
1

一

鹿
門
先
生
↓

【
鹿
野
】
141

巧

鹿

野

園

(
1
7
0
)

を
見
よ
。
〔
高
允
、
鹿
苑

賦
〕
追
鹿
野
之
在
昔
一
興
三
韓
之
高
義
↓

[
鹿
念
】
142

竺
後
魏
の
人
。
生
の
子
。
字
は
永
吉
。
少

く
し
て
兵
書
陰
陽
秤
氏
の
學
を
好
む
。
永
安
中
、
黄
門

侍
郎
を
拝
し
、
定
郎
掬
侯
に
進
爵
さ
る
。
孝
荘
其
の
清

節
を
嘉
し
‘
錢
吊
を
賜
ふ
。
天
平
中
、
梁
州
刺
史
を
授
け

ら
る
。
鄭
榮
業
反
し
州
城
を
園
む
。
城
降
り
、
榮
業
｀
念

を
闊
西
に
送
る
。
〔
魏
書
‘
七
十
九
〕
．
〔
北
史
、
四
十
六
〕
。

【
鹿
嵐
】
143

努
清
、
李
鍾
璧
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
5
0
3
)

の
琥
゜

【
鹿
梨
】
145g
ク
果
貰
の
名
。
あ
り
の
み
。
山
梨
。
〔
本

草
、
鹿
梨
〕
繹
名
、
鼠
梨
、
山
梨
‘
陽
槌
‘
羅
。
〔
毛
詩
草
木

鳥
獣
晶
魚
疏
‘
阻
有
1

一
樹
槌
―
〕
槌
‘
-
名
赤
羅
‘
一
名
山

黎
‘
今
人
謂
―
―
之
楊
槌
↓
其
賓
如
レ
黎
‘
但
賓
甘
‘
小
異
耳
‘

一
名
鹿
黎
‘
一
名
鼠
梨
‘
齊
郡
廣
饒
縣
発
山
‘
魯
國
、
河

内
、
共
北
山
中
有
、
今
人
亦
種
レ
之
、
極
有
―
―
肥
美
者
ぶ
小

如
梨
之
美
者
↓

〖
鹿
梨
乾
〗1
4
6
0
0

勾
鹿
梨
の
賓
を
乾
し
た
も
の
。
〔
通

俗
編
‘
草
木
、
鹿
梨
乾
〕
蘇
頌
圏
経
本
草
‘
信
州
一
種
小

梨
名
二
鹿
梨
盃
T

人
多
採
二
其
｛
貫
五
げ
乾
‘
按
‘
偶
俗
或
以
l
-

鹿
梨
乾
[
?
戯
慢
語
盆
豆
知
n-

｛
貫
有
↓
―
鹿
梨
乾
―
耶
゜

【
鹿
騒
】
147

ぢ
草
の
名
。
は
ま
ゆ
ふ
。
〔
本
草
、
木
黎
鷹
〕

秤
名
、
黄
黎
鷹
、
鹿
朧
‘
集
解
、
時
珍
日
、
鹿
騒
‘
裡
人
呼

岱
黄
黎
蓋
↑
小
樹
也
‘
葉
如
櫻
桃
葉
涵
狭
而
長
、
多
霰

吝
四
月
開
―
―
細
黄
花
一
五
月
結
,
,
小
長
子
ぶ
如
一
小
豆
大
↓

【
鹿
列
】
148so
”

知

母
(
8
ー

2
3
9
3
5
:
 1
8
1
)

の
0
の
異
梢
゜

〔
駅
雅
、
繹
草
〕
鹿
列
、
知
母
也
。

【
鹿
慮
】
14900
ク

0
物
を
ひ
き
‘
又
は
つ
る
し
上
げ
る
に

用
ひ
る
滑
車
。
輔
鑢
。
〔
聘
‘
喪
大
記
‘
凡
封
用
レ
絆
去
レ
碑

負
レ
引
‘
注
〕
以
レ
綿
饒
II

碑
間
之
鹿
虞
↓
晩
レ
棺
而
下
レ
之
。

〔
晉
書
、
石
季
龍
載
記
上
〕
観
上
安
―
―
詔
書
五
色
紙
1

在ニ

木
鳳
之
口
盃
8

慮
廻
輯
、
状
若
―
―
飛
翔
―
焉
。
〔
高
啓
‘
題
ニ

>:［/／； [ : ［:［［［1[：: ][ ： [ ：：：：：： 
九
〇
八

13504 
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鹿

部

鹿

瓶

〔
―
一
書
〕

咆

九
0
九

【
鹿
久
徴
】
158

誇
チ
ョ
ウ
明
‘
定
興
の
人
。
字
は
子
徴
。
萬
暦

の
進
士
。
官
は
御
史
。
後
、
澤
州
判
官
に
誦
せ
ら
れ
‘
榮

澤
知
縣
に
遷
る
。

【
鹿
耳
巾
】
159
竺
/
巾
の
一
種
。
〔
劉
商
、
鹿
耳
巾
歌
〕
趙

侯
首
帯
鹿
耳
巾
、
規
模
出
レ
自
―
―
陶
弘
景
↓

【
鹿
耳
門
】
閃
う
地
名
。
嚢
濁
藷
畳
潤
縣
の
西
。
壼

潤
の
出
入
の
咽
喉
を
な
す
。

【
鹿
兒
島
】
161

弁
縣
名
。
九
州
の
南
端
に
在
り
。

【
鹿
心
柿
】

162?／
梯
の
一
種
。
や
ま
が
き
。
〔
倭
名
類

緊
抄
、
果
蔽
部
、
果
蔽
部
、
鹿
心
柿
〕
兼
名
苑
注
云
‘
鹿
心

椋
夜
末
加
岐
‘
柿
之
小
而
長
也
。

【
鹿
脊
山
】
163

翌
山
城
國
に
在
る
山
。

【
鹿
善
継
】
164

努
ケ
イ
明
の
人
。
久
徴
の
孫
。
字
は
百
順
。

琥
は
無
欲
齋
。
誼
は
忠
節
。
少
く
し
て
王
守
仁
の
書
を

讀
み
‘
俗
と
浮
沈
す
る
を
肯
ん
ぜ
ず
。
萬
暦
の
進
士
。
官

は
崇
韻
の
初
、
太
常
少
卿
。
告
饒
す
。
清
兵
‘
定
興
を
攻

む
る
や
、
善
繕
郷
よ
り
入
っ
て
城
を
打
ぎ
‘
城
陥
つ
て

死
す
。
著
に
四
書
説
約
・
無
欲
齋
詩
紗
が
あ
る
。

【
鹿
島
立
】
165
”
な
旅
立
つ
こ
と
。
鹿
島
・
香
取
の
祭
神

が
天
孫
降
臨
に
先
だ
ち
國
土
を
平
定
し
た
の
に
基
く
。

又
、
門
出
に
鹿
島
を
拝
む
こ
と
。
〔
弘
道
館
記
逃
義
、
下
、

注
〕
古
有
1

鹿
島
立
之
語
五
蓋
亦
謂
n

一
臨
に
打
秤
ー
鹿
島
↓

【
鹿
博
諜
】
166

”
リ
ノ
清
、
定
興
の
人
。
字
は
芝
軒
゜
盆

は
文
端
。
同
治
の
進
士
。
光
緒
中
‘
知
府
を
以
て
越
南

匪
徒
を
動
す
る
に
随
ひ
功
有
り
、
四
川
穂
督
に
累
擢
さ

れ
、
瞭
封
を
平
げ
、
疏
し
て
改
土
蹄
流
を
請
ふ
。
朝
議

之
を
許
さ
ず
。
偶
諜
之
を
持
し
て
甚
だ
力
め
‘
劾
せ
ら

れ
て
官
を
免
ぜ
ら
る
。
再
起
し
て
江
蘇
巡
撫
を
拝
す
。

拳
禍
作
り
、
博
蹂
‘
師
を
率
ゐ
て
勤
王
し
、
西
安
行
在
に

赴
き
、
軍
機
大
臣
を
拝
す
。
官
、
大
學
士
に
至
り
卒
す
。

〔
清
史
稿
、
四
百
四
十
四
〕
．
〔
碑
博
集
補
、
二
〕
．
〔
大
清
畿

輔
先
哲
博
‘
六
〕
。

【
鹿
伏
免
】
167"
プ
.
尾
張
國
の
地
名
。
●
勾
ぃ
姓
氏
。

〔
日
用
重
賓
記
〕
。
参
勺
／
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

【
鹿
眠
奄
】
168ro
グ
｀
｀
｀
／
清
、
林
佑
(
6
ー

1
4
5
5
1
:
 6
4
)

の
琥
゜

【
鹿
野
苑
】
169

和
冬
〇
圃
繹
迦
が
始
め
て
説
法
を
し
た

所
。
鹿
野
園
に
同
じ
。
〔
雑
阿
含
経
‘
二
十
三
〕
此
慮
仙
人

園
鹿
野
苑
‘
如
来
於
レ
中
為
1

一
五
比
丘
ニ
ニ
轄
二
十
二
行
法

輪
↓
●
姓
氏
。
〔
姓
名
録
抄
〕
。

【
鹿
野
園
】
170

”
t
圃
梵
語

M
r
g
a
d
a
v
a
の
諄
。
中
天

竺
波
羅
奈
國
に
在
り
‘
佛
成
道
の
後
‘
始
め
て
此
慮
に
来
母
者
是
毘
含
怯
夫
人
‘
毘
含
怯
是
二
月
星
名
、
従
レ
是

て
四
諦
の
法
を
説
き
‘
僑
陳
如
等
五
人
の
比
丘
を
度
す
。
為
レ
名
、
云
1

一
長
養
1

即
功
徳
生
長
也
、
是
禰
伽
羅
長
者

〔
大
唐
西
域
記
‘
七
〕
大
林
中
有
―
―
窓
堵
波
五
是
如
来
昔
輿
↓
―
兒
、
婦
有
レ
子
名
レ
鹿
、
故
一
ぞ
鹿
母
「
従
レ
子
為
レ
名
、
生
―
―

提
婆
逹
多
1

倶
為
"
鹿
王
1

断
レ
事
之
虞
、
昔
於
1
1

此
慮
大
―
二
十
二
卵
盃
卯
出
二
兒
↓

林
之
中
右
,
,
一
雨
塁
鹿
£
各
五
百
餘
‘
時
此
國
王
敗
―
―
遊
原
【
以
レ
鹿
為
レ
馬
】
176

～
存
丑
勺
馬
と
鹿
の
や
う
に
分
別

澤
一
菩
薩
鹿
王
前
請
レ
王
曰
、
大
王
狡
1

一
撒
中
原
↓
縦
レ
燎
明
か
な
も
の
を
分
別
し
な
い
。
無
理
強
ひ
す
る
喩
。
秦

懇
矢
‘
凡
我
徒
風
命
工
翌
絃
晨
禾
＇
レ
日
腐
臭
無
知
び
充
レ
の
趙
高
の
故
事
。
〔
陸
賣
新
語
、
辮
惑
〕
王
曰
‘
丞
相
誤

膳
‘
願
慾
次
差
日
輪
二
凰
王
有
割
鮮
之
膳
五
我
延
一
也
、
以
レ
鹿
馬
レ
馬
。

旦
夕
之
命
玉
善
―
―
其
言
「
廻
レ
駕
而
返
‘
雨
撃
之
鹿
‘
更
次
【
指
＞
鹿
為
レ
馬
】
177

ぢ
は
立
サ
ン
テ
秦
の
趙
高
が
鹿
を
馬

輪
倫
‘
提
婆
繋
中
有
懐
卒
鹿
一
次
営
レ
屈
死
、
白
―
―
其
と
い
っ
た
故
事
。
無
理
強
ひ
す
る
喩
。
馬
鹿
(
1
2
ー

4
4
5
7

土
日
、
身
雖
レ
應
レ
死
‘
子
未
レ
次
也
、
鹿
王
怒
日
、
誰
不
レ

2

:

6
6
4
)

の
〇
を
見
よ
。
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
趙
高
欲
レ

賓
レ
命
‘
雌
鹿
歎
曰
‘
吾
王
不
仁
、
死
鉦
~
レ
日
矢
、
乃
告
―
―
急
為
レ
乱
、
恐
―
―
聾
臣
不
ヮ
聴
‘
乃
先
設
レ
瞼
、
持
レ
鹿
猷
―
―
於
二

菩
薩
鹿
王
盃
鹿
王
日
、
悲
哉
、
慈
母
之
心
‘
恩
及
―
―
未
形
一
世
1

日
、
馬
也
、
二
世
笑
日
、
丞
相
誤
耶
、
謂
レ
鹿
為
レ
馬
、

吾
今
代
レ
汝
‘
遂
至
―
―
王
門
心
道
路
之
人
、
傭
レ
瞥
唱
日
、
彼
問
二
左
右
盃
或
獣
‘
或
言
レ
馬
、
以
阿
"
順
趙
裔
↓
或
言
レ
鹿

大
鹿
王
‘
今
来
入
レ
邑
、
都
人
士
庶
、
莫
レ
不
l

―
馳
観
⇒
士
之
者
、
高
因
陰
中
ー
ー
諸
言
レ
鹿
者
和
ぞ
法
、
後
墾
臣
皆
畏
レ
高
。

聞
也
、
以
為
レ
不
レ
誠
、
門
者
白
至
‘
王
乃
信
レ
然
、
日
、
鹿
王
〔
後
漢
書
、
賓
憲
博
〕
（
帝
）
召
レ
憲
切
責
日
、
深
思
T

前
過

何
遠
来
耶
‘
鹿
曰
、
有
―
―
雌
鹿
常
＞
死
‘
胎
子
未
レ
産
、
心
不
レ
奪
"
主
田
園
一
時
5

何
用
愈
1

一
趙
高
指
レ
鹿
為
＞
馬
、
久
念

能
レ
忍
、
敢
以
レ
身
代
、
王
聞
歎
日
、
我
人
身
鹿
也
、
爾
鹿
使
―
一
人
驚
怖
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
指
レ
鹿
為
レ
馬
‘
秦

身
人
也
、
於
レ
是
悉
放
―
―
諸
鹿
禾
’
―
―
復
輪
＞
命
‘
郎
以
二
其
趙
高
之
欺
レ
主
。

林
為
―
―
諸
鹿
藪
面
器
皿
謂
乏
施
鹿
柱
焉
、
鹿
野
之
琥
、
【
即
レ
鹿
尤
レ
虞
】
178

ん
竺
，
ク
1

一
鹿
を
逐
ふ
に
案
内
者
が

自

レ

此

而

興

。

な

い

。

虞

は

山

林

を

掌

る

官

。

踏

む

べ

き

道

を

踏

ま

ね

【
鹿
丘
之
歎
】
171fo
ク
キ
ヴ
ノ
鹿
丘
は
地
名
。
武
王
、
殷
に
克
ば
恨
辱
に
陥
る
喩
゜
〔
易
、
屯
〕
六
三
、
即
レ
鹿
元
レ
虞
、
惟

ち
、
将
に
都
邑
を
卜
せ
ん
と
し
て
鹿
丘
に
至
っ
て
歎
じ
入
―
―
子
林
中
↓
君
子
幾
不
レ
如
レ
含
‘
往
吝
。
〔
注
〕
雖
レ
見
―
―

た
。
蓋
し
臣
と
し
て
‘
君
を
伐
っ
た
の
を
恥
ぢ
た
の
で
其
禽
盃
皿
無
―
―
其
虞
一
徒
入
"
予
林
中
五
其
可
レ
獲
乎
‘
幾
辞

あ
ら
う
と
い
ふ
。
〔
王
融
‘
一
二
月
一
二
日
曲
水
詩
序
〕
度
レ
邑
也
‘
夫
君
子
之
動
‘
登
取
涵
澁
知
哉
、
故
不
レ
如
レ
含
‘
往
‘

静
麗
丘
之
歎
↓
〔
注
〕
清
日
、
言
下
武
王
克
レ
殷
、
将
レ
度
レ
吝
‘
窮
也
。

邑
、
自
―
―
鹿
丘
而
歎
恥
者
、
以
中
臣
伐
レ
君
之
名
上
也
。
【
鹿
六
月
而
生
】
179

一
ぢ
認
芯
ノ
鹿
は
六
箇
月
た
つ
と
生

【
鹿
冠
道
人
】
m
誘
焚
／
明
‘
杜
墳
(
6
-
1
4
4
7
7
:
 9
1
)

れ
る
。
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
律
主
レ
鹿
、
故
鹿
六
月
而
生
。

の
0
の

琥

。

【

鹿

死

不

レ

摺

レ

蔭

】

180

しク

2
”
ぞ
鹿
が
死
な
っ
と
す
る

【
鹿
死
―
―
誰
手
―
】
173

ぢ
む
レ
ガ
形
勢
混
沌
と
し
て
、
勝
時
は
庇
蔭
の
虞
を
摺
ぶ
暇
が
な
い
。
鹿
死
不
レ
揮
に
音

負
未
だ
決
ら
ざ
る
を
い
ふ
。
天
下
は
営
に
誰
の
手
に
を
見
よ
。

腸
す
べ
き
か
と
い
ふ
喩
。
逐
レ
鹿
(
1
5
4
)
を
併
せ
見
よ
。

E

鹿
死
不
レ
摺
至
日
】
181

ぢ
じ
五
符
鹿
は
臀
の
優
雅
な
も

〔
晉
書
、
石
勒
載
記
下
〕
勒
因
笑
日
、
云
云
‘
朕
若
逢
―
―
高
の
で
あ
る
が
、
死
に
迫
る
時
は
、
好
昔
を
揮
ぷ
暇
が
な

臭
常
"
北
面
而
事
＞
之
、
卑
全
韓
匂
形
競
鞭
而
率
レ
先
耳
‘
い
。
又
、
昔
は
蔭
の
瑕
借
で
庇
蔭
す
る
慮
と
い
ふ
。
危

脱
遇
一
光
武
盆
品
広
翌
聾
於
中
原
ご
未
レ
知
―
ー
鹿
死
―
―
誰
手
↓
急
に
迫
っ
た
時
節
度
を
失
ふ
喩
。
〔
左
氏
、
文
‘
十
七
〕

〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
勝
負
未
レ
分
、
不
レ
知
盃
荏
竺
誰
鹿
死
不
レ
摺
レ
—
音
、
小
國
之
事
―
一
大
國
一
也
、
徳
則
其
人
也
、

手

↓

不

レ

徳

則

其

鹿

也

‘

挺

而

走

レ

陰

‘

急

何

能

澤

。

〔

注

〕

昔

‘

【
鹿
石
山
房
】
174

ぢ

芯

所

1

一
抹
蔭
乏
虞
古
字
臀
同
皆
相
瑕
借
゜
〔
疏
〕
言
、
鹿
死

5
)

の

室

名

。

不

レ

繹

庇

蔭

之

虞

↓

喩

―

―

已

不

＞

繹

面

い

従

之

國

な

密

従

レ

【
鹿
母
夫
人
】
17570
オ

楚

也

。

〔

後

漢

書

‘

皇

甫

規

傭

〕

傭

稲

、

鹿

死

不

レ

揮

レ

―

音

‘

謹

鹿
子
の
母
。
〔
倶
含
光
記
‘
八
〕
鹿

明
‘
陳
士
京
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 8
8
 

〔
集
韻
〕
於
虻
切
困

叉

y
u
'

小

或

め

じ

か

。

或

は

塵

(
1
2
-
4
7
6

農
豪
鷹
憫
71)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
慶
牝

鹿
也
‘
炊
1

一
鹿
牝
省
ぶ
輝
‘
或
炊
―
―
幽
瞥
言
爾
雅
‘
繹

獣
〕
鹿
、
牝
隈
。
〔
集
韻
〕
隈
‘
或
炊
レ
幽
゜
〔
詩
、
小

雅
、
吉
日
〕
隈
鹿
霙
霙
゜
〔
傭
〕
鹿
牝
日
レ
隈
。

蘭
由
會
意
。
鹿
と
牝
の
省
と
の
合
字
。
め
す
鹿
の
意
。

【
隈
慶
】
1

昇
牝
鹿
と
棄
の
子
。
〔
蘇
轍
、
和
一
子
睫
鳳
翔

八
観
八
首
、
李
氏
園
詩
〕
置
レ

oo通
1

一
樵
蘇
「
養
レ
獣
譲
―
―

隈
塁

【
隈
慶
】
2

五
ゥ
鹿
の
牡
と
牝
。
〔
陳
師
道
、
送
レ
内
詩
〕
隈

霙
仰
其
子
面
雀
各
相
随
゜

【
咆
緊
】
3

紗
ウ
男
女
婚
姻
に
韓
な
き
を
い
ふ
。
正
径
”
隈

(

7

)

を
見
よ
。
〔
朱
．
窯
‘
齋
居
感
興
詩
〕
隈
緊
潰
1

天
倫
「

牝
晨
司
"
禍
凶
↓

【
隈
牡
】
4

読
鹿
の
牝
と
牡
。
め
じ
か
と
を
じ
か
。
〔
左

氏
、
襄
四
〕
と
翌
其
國
憧
面
思
丑
憾
牡
↓

【
隈
鹿
】
5

盟
め
じ
か
。
〔
詩
、
大
雅
‘
震
憂
〕
王
在
―
―
需

皿
咆
鹿
飲
レ
伏
。
〔
傭
〕
咆
鹿
‘
牝
也
。
〔
詩
‘
小
雅
、
吉
日
〕

獣
之
所
レ
同
‘
隈
鹿
霙
霙
。
〔
博
〕
鹿
牝
日
レ
庵
。
〔
孟
子
、
梁

悪
王
上
〕
王
在
―
―
霊
固
五
9

鹿
飲
レ
伏
‘
咆
鹿
濯
濯
、
白
鳥

鶴
鶴
゜
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
磨
鹿
霙
襄
‘
耕
田
偏
仄
。

〖
隈
鹿
口
〗6
弘g
ロ
ク
地
名
。
察
唸
爾
省
油
源
縣
の
東

南
。
俗
に
由
路
口
と
い
ふ
。

冨
i
]
亨

ユふ 昌
1
日
—

冠
芦

鹿（
1
2
ー

4
7
5
8
6
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
瓶
、
同
レ
鹿
。

ロ
ク

冒
昧
略
上
。

【
鹿
頂
耳
房
鑽
山
】
182

容
丑
岱
．
ク
ア
ー
チ
形
の
出
入
口

が
側
壁
に
開
け
て
あ
る
こ
と
。
〔
紅
悽
夢
‘
三
回
〕
雨
邊

廂
房
鹿
頂
耳
房
鑽
山
‘
四
通
八
逹
‘
軒
昂
荘
麓
‘
比
1
1

賣

母
慮
示
＇
レ
同
。

13505 



(47588・・7) (47606) 

【
龍
】
畑

【
凱
】
亨

羅（
1
2
|
 4
7
7
1
4
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
飩
‘
俗
羅
字
。

ソ

虎
(
1
2
-
4
7
5
8
9
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
〕

凱
、
同
レ
兜
゜

キ

お
ほ
の
ろ
。
齋
（
1
2

|
 4
7
6
2
1
)
に
同
じ
。

〔
説
文
〕
嘗
、
大
棄

也
、
狗
足
、
炊
レ
鹿

旨
臀
‘
兜
、
或
炊
レ

几
。
〔
段
注
〕
稟
、
各

本
誤
レ
棄
‘
今
正
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
女
几
之

山
‘
其
獣
多
―
―
間
稟
廉
廊
氏
〔
注
〕
兜
、
似
レ
塵
而
大
。

【
亮
眼
】
1

[／
垣
根
。
廃
の
眼
は
斜
方
形
で
、
垣
根
を

編
ん
だ
目
が
似
て
ゐ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
韻
府
引
、
陸
消
、

詩
〕
短
籠
園
虎
眼
↓
幽
径
線
―
―
羊
腸
↓

【
鹿
山
】
2

丑
／
清
、
錢
善
揚

(11ー
4
0
5
6
3
:
 3
7
1
)

の
琥
゜

〖
亮
山
老
屋
〗3
?
tむ
ク
清
‘
錢
世
錫
(
1
1
ー

4
0
5
6
3:
3

 

6
4
)

の
室
名
。

【
兜
目
】
；
ク
果
賓
の
名
。
〔
本
草
、
兜
目
〕
繹
名
、
鬼
目
、

蔵
器
日
、
此
出
―
―
嶺
南
↓
状
如
―
兜
目
1

故
名
。

【
虎
鹿
】
5

g
ク
獣
の
名
。
お
ほ
な
れ
し
か
。
〔
剪
燈
餘
話
‘

聴
経
猿
記
〕
等
閑
不
レ
遣
-
1

僧
童
掃
盃
ぎ
借
山
中
売
鹿
一

眠。

べブ
'-' 
（成集書圏今古）兜

窮

】

徊

キ

〔

集

韻

〕

攣

4
『
国

【
正
ぞ
磨
】
7

ほ
セ
禽
獣
が
無
智
で
證
な
く
、
父
子
が
其

の
牝
を
共
に
す
る
。
父
子
婚
姻
を
索
る
喩
。
〔
證
‘
曲
謄

上
〕
夫
惟
禽
獣
無
レ
證
、
故
父
子
緊
レ
咆
゜
〔
注
〕
緊
‘
猶
レ
共

也
、
鹿
牝
日
レ
慶
゜
〔
疏
〕
正
義
曰
‘
此
一
節
明
n

―
褪
為
"
諸

事
之
本
一
言
1

一
人
能
有
レ
幡
‘
然
可
＞
異
"
於
禽
獣
一
也
。
〔
故

事
成
語
考
、
人
事
〕
父
子
同
レ
牝
‘
謂
二
之
緊
ヮ
隈
°

鹿

部

〔
―
―
—
四
聾
〕

【

靡

】

呻

ヶ

ン

麓
(
1
2
|
 4
7
6
2
3
)
に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
扉
、
同
レ
麓
。

鹿
の
＿
種
。
〔
玉
篇
〕
廣
、
鹿
闇
。

【
塵
】
[

フ
〔
玉
篇
〕
＿
音
夫

冨

】

年

ァ

ヴ

[
5
i
戸
[

5
同
じ
。
〔
正
字

〔
集
韻
〕
烏
浩
切
臨
B

々
ao3

〔
集
韻
〕
於
兆
切
蒻

日
□
な
れ
し
か
の
子
。
〔
集
韻
〕
慶
獣
名
、
爾

雅
、
棄
‘
其
子
虔
゜
〔
國
語
、
魯
語
上
〕
獣
長
二
覺
虔
↓

〔
注
〕
鹿
子
日
レ
覺
‘
棄
子
曰
レ
慶
。

【
慶
】
〖
日
昇
口
ェ
ヴ

＇i-ー
●
＿
歳
の
鹿
。
〔
玉
篇
〕
費
、
鹿
―
歳
。

e=＝
歳
の

鹿
。
〔
集
韻
〕
甕
、
鹿
三
歳
也
。

寄

】

畑

バ

竺

〔

集

韻

〕

胡

官

切

囲

【
塵
】
[

〔
集
韻
〕
象
歯
切
茸

〔
集
韻
〕
攀
履
切
醐
g

日
口
二
歳
の
鹿
。
〔
集
韻
〕
塵
、
鹿
二
歳
曰
レ
唐
゜

〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕
塵
麿
不
レ
行
。

口日
キジシ

,“
 

小
日
な
れ
し
か
。
お
ほ
し
か
。
雹
(
1
2
-
4

【
慶
】
[

懲
豪
7
6
1
0
)

に
同
じ
。
云
呪
文
面
、
塵
隔
‘
炊
レ

鹿
喪
省
瞥
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
塵
、
大
熙
゜
〔
注
〕
熙
‘
卸

賢
゜
〔
繹
文
〕
嘩
‘
字
林
云
‘
際
屡
。
〔
集
韻
〕
熙
‘
或

冨
i
]〖

作
レ
雹
。
〔
史
記
、
武
帝
紀
〕
獲
二
角
獣
心
右
レ
熙
然
。

〔
注
〕
索
隠
曰
、
楚
人
謂
レ
粟
為
レ
熙
゜
〔
漢
書
、
郊
祀

志
上
〕
獲
一
角
獣
玉
若
レ
照
然
。
〔
注
〕
師
古
曰
‘

靡
鹿
陽
也
、
形
似
薔
、
牛
尾
、
一
角
。
□

9
B
【
鹿
】
叩

い
ち
ご
。
熊
(
9ー

3
2
3
4
4
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓

定
瞥
〕
靡
段
借
為
愴
゜
〔
爾
雅
、
繹
草
〕
熊
‘
熙
゜
鹿
に
似
た
獣
。
〔
康
熙
字
典
〕
鹿
‘
玉
篇
‘
似
レ
鹿
。

〔
注
〕
熙
、
即
苺
也
、
今
江
東
呼
為
二
熊
苺
王
J

似
二

覆
盆
而
大
、
赤
‘
酢
甜
可
レ
咲
。

O
く
さ
ぎ
る
。
穂

(
8
|
 2

5
3
7
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
磐
〕
熙
、
段
【
蜘
切
】
〖
コ
[
:
：
げ
戸
[
]
の
古
字
。
〔
字
彙
補
〕

借
為
レ
穂
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
縣
縣
、
熙
也
。
〔
詩
、
周

頌
‘
載
支
〕
縣
縣
其
麗
〔
博
〕
靡
転
也
。

O
熙
熙

は
‘
た
け
き
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
熙
、
熙
熙
、
武
兒
。
国
【
醗
手
】
[
[
[
〔
字
彙
補
〕
蒼
葛
切

鳥
の
毛
の
色
が
か
は
る
。
梱
(
7
|
2
0
2
0
3
)
・
/
1
1
(
8
 

-
2
2
8
0
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鹿
‘
段
借
鹿
の
さ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
摩
、
鹿
貌
゜

葛
梱
。
〔
集
韻
〕
晒
、
鳥
毛
愛
レ
色
‘
或
作
レ
熙
゜
〔
證
‘

内
削
、
鳥
瞳
色
而
沙
鳴
鬱
、
注
〕
瞳
‘
毛
嬰
レ
色

也
。
〔
繹
文
〕
熙
‘
本
又
作
鴫
固
〇
巳
に
同
じ
。
【
展
】
i

〔
集
韻
〕
熙
‘
棄
陽
゜
〇
毛
現
に
つ
や
が
な
い
。
礁

冨

】

徊

(
8
|
 2
2
8
0
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
暉
‘
毛
刀
不
レ
澤

也
‘
或
作
レ
熙
゜

【
應
揺
]
1

諒
さ
か
ん
に
か
け
る
さ
ま
。
〔
新
序
‘
雑
事

二
〕
陵
面
風
屈
揺
高
翔
、
一
學
千
里
。

【
熙
熙
】
2

苓
〇
武
々
し
い
形
容
。
武
勇
の
さ
ま
。
〔
詩
、

鄭
風
、
清
人
〕
清
人
在
レ
消
‘
閉
介
熙
熙
。
〔
博
〕
熙
熙
、
武

冨
】
〖ソ 音

義
未
詳

ヘ，ウ
羅（
1
2
ー

4
7
7
1
4
)

の
俗
字
。
〔
六
書

正
謳
〕
翁
‘
俗
轟
字
。

〔
字
彙
〕
膚
‘
見
下
劉
子
政
請
二

雨
華
山
―
賦
盆
口
義
無
レ
考
。

表
(
1
0
-
3
4
1
0
5
)

に
同
じ
。
〔
韻

會
〕
限
、
同
レ
表
。

圏

ビヒ

〔
玉
篇
〕
房
脂
切

図

キ

麒（
1
2
-
4
7
6
5
7
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
斬
、
同
レ
麒
゜

）
／
 

ー
、

磨
(
1
2
|
 4
7
6
4
3
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
慶
、
同
レ
磨
。

【
熙
】
亨

曰
ヘ
ヴ、ヴ

ホ
ウ

祠
ノ

圏

〔
集
韻
〕
悲
嬌
切
＿
圏

勺
＿
名

p
i
a
o

集
韻
〕
滴
表
切
詞
g陸

〔
集
韻
〕
滴
保
切

□
芦
口
へ
，
ウ

〔
集
韻
〕
蒲
交
切

貌。

O
盛
な
さ
ま
。
〔
荀
子
、
非
相
〕
詩
曰
‘
雨
雪
猜
猜
、
宴

然
車
消
。
〔
集
解
〕
漢
書
劉
向
博
、
引
―
―
詩
雨
雪
煎
熙
、
見
レ

呪
幸
瑣
云
云
‘
熙
‘
洒
省
文
。
〔
逸
周
書
‘
太
子
晉
解
〕
馬

亦
不
レ
剛
‘
轡
亦
不
レ
柔
、
志
氣
熙
熊
゜
〔
集
訓
校
繹
〕
鹿

熙
‘
盛
也
。
〔
漢
書
‘
劉
向
博
〕
詩
又
云
‘
雨
雪
熙
熙
‘
見
レ

眼
幸
消
。
〔
注
〕
師
古
日
、
鹿
鹿
‘
盛
也
‘
云
云
‘
言
―
―
雨
雪

之
盛
熙
熙
然
↓

咆

兜

凱

龍

塵

廃

慶

農

展

靡

熙

慶

断

鹿

勘

摩

展

膚

翁

九
一
〇

13506 
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鹿

部

九

囲国 id El ソゾソゾシ，ゾシ，
ョョ

〔
集
韻
〕
林
魚
切

〔
集
韻
〕
坐
五
切

〔
集
韻
〕
聰
祖
切

日
0
の
ろ
の
子
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
齋
‘
其
子
謄
゜

〔
集
韻
〕
慶
爾
雅
‘
塵
、
子
麿
。

O
或
は
腸
(
1
2
-
4
7
6

4
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鷹
或
八
レ
助
。
□

0
の
ろ
の

子
。
〔
集
韻
〕
鷹
豊
子
也
、
一
日
問
中
訊
小
兒
―

〔

四

五

蓋

〕

罷

酎

嵯

雹

塵

稟

塵

窟

稟

塵

〔
集
韻
〕
林
撮
切ヽ
出

X

國圏囲肛爾

冨】畑
冠】亨

ハ，ウ

口
ク
ン

2
 
ー

国
言

【稟】
476

國
ク
ン

’

隈

(
1
2
|
 4
7
5
8
8
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
務
、
同
レ
隈
。

イ
ウ

麓
(
1
2
-
4
7
6
6
3
)
の
俗
字
。
〔
宋
元

以
来
俗
字
譜
〕
麗
‘
列
女
傭
作
レ

〔
字
彙
〕
荒
胡
切

獣
の
名
。
〔
字
彙
〕
紆
‘
獣
名
。

【貯】”
冨】年
罷゚

クコ レ
イ

熙
(
1
2
|
 4
7
5
9
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
熙
‘
説
文
、
麿
隔
‘
或
作
レ
雹
゜

【
親
鹿
賞
】
1

盆
西
清
代
、
毎
年
十
二
月
に

I
大
臣
等

の
三
品
以
上
な
る
者
に
賞
賜
せ
ら
れ
る
賞
輿
を
い
ふ
。

〔
燕
京
歳
時
記
‘
雹
鹿
賞
〕
毎
至
二
十
二
月
ぶ
タ
ー
賞
王
大

臣
等
雹
鹿
↓
届
時
由
―
―
内
務
府
―
知
照
、
自
行
―
―
領
取
コ
ニ

品
以
下
不
レ
領
也
。 冒

●
昌

固

日
キ
ン

葛
謄
子
面
ざ
此
義
●
鹿
の
子
。
〔
集
韻
〕
贋
‘
鹿

子
曰
レ
塵
゜
□
〇
あ
ら
い
。
粗
(
8
|
2
6
8
9
8
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
粗
‘
説
文
、
疏
也
‘
或
作
レ
麿
。

0
大
き

い
。
醤
(
7
-
1
9
8
0
1
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
賢
、
大
也
、

通
作
―
―
馳
・
塵
二
回
と
ほ
ざ
か
る
。
轟
(
1
2
-
4
7
7
1

4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
轟
‘
説
文
、
行
超
遠
也
‘
或

作
レ
贋
゜

【
麿
流
】
1

％
馬
桐
を
い
ふ
。
蒙
古
時
代
‘
蒙
古
人
が

飲
用
に
供
し
た
酒
の
一
種
で
、
馬
乳
か
ら
製
す
。
〔
耶

律
躊
‘
雙
渓
酔
隠
集
、
行
帳
八
珍
詩
、
駐
蹄
羮
、
注
〕
康
居

南
郡
、
伊
遁
湿
西
‘
沙
碩
斥
歯
‘
往
為
レ
産
1
1

野
駐
贋
流
↓

鷹
汎
‘
馬
桐
也
、
麿
流
‘
奄
奈
語
、
國
朝
因
レ
之
。

〔
集
韻
〕
丘
粉
切

〔
集
韻
〕
倶
倫
切
面

H
u
}
 c
h
u
n
'
 

〔
集
韻
〕
拘
云
切
田
{

〔
集
韻
〕
衝
―
本
切
図薔

小

揃

E
]
0の
ろ
。
齋
(
1
2
|
 4
7
6
6
 

償
豪
暦
文
O
)

．
磨
(
1
2
ー

4
7
6
3
9
)
に
同

じ
。
〔
説
文
〕
稟
‘
墜
也
、
ハ
レ
鹿
固
省
臀
‘
唇
‘
揃
文

不
レ
省
。
〔
集
韻
〕
稟

或
八
レ
困
‘
払
君
。
一
〗
ハ
[

今

翌
r~

〔
左
氏
‘
哀
、
十
四
〕

園

逢
澤
有
介
稟
焉
。
つ
〗
エ
ピ
＂

〔
注
〕
慶
盪
也
。

O

'

f

、
{
』
成

周
の
國
の
名
。
祁

姓
。
子
爵
。
春
秋
、
楚
に
滅
さ
る
。
今
、
湖
南
省
岳

陽
縣
゜
〔
左
氏
、
文
、
十
一
〕
楚
子
伐
レ
緊
。
参
春
秋
‘

楚
の
地
名
。
今
、
湖
南
省
岳
陽
縣
の
東
南
。
〔
左

氏
、
定
、
五
〕
呉
師
居
レ
塵
。
口
の
ろ
。
磨
(
1
2
-
4
7

6
3
9
)
・
 
齋
(
1
2ー

4
7
6
6
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
磨
‘
響

也
‘
或
炊
レ
固
‘
亦
省
。
国
む
ら
が
る
。
墾
(
9
-
2
8

冠】叩
爾】呻

【
塵
】
[
シ，ユ

ホ
ン
ボ
ン

【
塵
早
言
，
ウ

〔
集
韻
〕
腫
庚
切
圏
-

＞
 

出

x
c
h
u
3
 

顧
(
1
2
-
4
7
6
7
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

罷
‘
或
作
レ
開
。

ヵ

4
9
7
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
塵
‘
墾
也
。
〔
正
字
通
〕
礫
、

輿
レ
繋
同
。
〔
左
氏
‘
昭
、
五
〕
求
―
―
諸
侯
一
而
稟
至
゜

〔
注
〕
礫
‘
露
也
。
國
●
む
ら
が
る
。
〔
集
韻
〕
緊
‘
墾

也
、
春
秋
傭
‘
求
―
―
諸
侯
1

而
梨
至
。
●
し
ば
る
。
＜

く
る
。
梱
(
S
-
2
5
0
7
3
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定

瞥
〕
凜
‘
段
借
為
レ
梱
。
〔
左
氏
‘
哀
、
二
〕
羅
無
レ
勇

稟
レ
之
。
〔
注
〕
稟
‘
束
縛
也
。

[
稟
至
】
1

グ
／
群
集
し
て
束
る
。
齋
至
。
〔
左
氏
、
昭
‘
五
〕

求
―
―
諸
侯
―
而
慶
至
゜
〔
注
〕
緊
、
慧
也
。
〔
會
箋
〕
説
文
、
稟
‘

性
善
緊
散
。

【
稟
集
】
2

託
群
り
集
る
。
齋
集
。

【
疫
城
】
3

グ
炉
地
名
。
湖
南
省
岳
陽
縣
の
東
南
。
〔
左

氏
、
定
‘
五
〕
秦
師
又
敗
―
―
呉
師
言
巷
帥
居
レ
稟
゜
〔
輿
地
紀

勝
〕
棄
有
二
東
西
二
城
云
楚
王
使
―
―
王
孫
由
干
1

所
レ
築
。
〔
春

秋
地
理
考
賓
〕
喘
9
是
楚
滅
レ
凜
後
、
遷
,
,
稟
人
於
此
↓

〔
集
韻
〕
師
庚
切

0
鹿
に
似
た
獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
塵
‘
獣
名
‘
似
レ

鹿
而
小
。

O
免
大
の
獣
の
名
。
〔
廣
韻
〕
塵
‘
獣

名
、
大
如
菟
也
。

0
二
歳
の
鹿
。
〔
字
彙
〕
塵
‘
鹿

二
歳
也
。

〔
集
韻
〕
部
本
切
戸
芦

め
す
の
な
れ
し
か
。
〔
集
韻
〕
慶
‘
牝
粟
° 圏

小
●
お
ほ
し
か
。
粟
の
鷹
。
其
の
尾
は
彿

岱
豪
子
を
作
る
に
用
ひ
る
。
〔
説
文
〕
塵
‘
棄

圏
‘
炊
麗
主
臀
。
〔
蔽
章
輻
、
説
文
校
議
議
〕
今

所
謂
塵
、
即
説
文
之
繋
、
今
所
謂
粟
、
即
説
文
之

塵
‘
梢
名
互
異
‘
相
沿
已
久
。
〔
竹
葉
亭
雑
記
〕
塵
‘

即
今
之
四
不
像
‘
名
二
駐
鹿
↓
〔
六
書
故
〕
塵
、
大
カ

一
角
‘
似
レ
鹿
而
大
、
尾
可
レ
為

4
炉
辟
塵
↓
〔
正
字

通
〕
塵
鹿
大
者

隈

旦

塵

、

墾

鹿

｀

／

）

今

亨

贔

ク

古

/
/
3
 

随

之

‘

墨

塵

且
い
□
蟻
ご
"
~

〔
司
馬
相
如
、
上

林
賦
〕
沈
牛
塵
棄
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
戟
1

一
鹿
塵
↓

●
ほ
つ
す
。
彿
子
。
〔
獣
陽
脩
‘
緊
蚊
詩
〕
抱
＞
琴

不
レ
暇
レ
撫
‘
揮
レ
塵
無
―
―
由
停
↓
〔
蘇
拭
、
次
韻
答
11

王
盆
詩
〕
聯
復
駆
襟
懐
一
清
談
酎
―
僧
塵
↓

欝
塵
(
3
-
5
3
8
8
)
・

磨
(
1
2
|
 4
7
6
2
0
)
は
別
字
。
〔
字

彙
‘
耕
似
‘
三
字
相
似
〕
塵
‘
塵
土
‘
八
圧
。
塵
‘
昔
主
‘
粟

闇
‘
炊
レ
主
。
塵
‘
昔
圭
‘
鹿
鵬
‘
U
ハレ土。

【
塵
遺
】
1

だ
清
‘
凌
霞
(
2
-
1
6
6
9
:
 1
9
)

の
字
。

【
塵
廉
】
2

ウ
区
塵
は
鹿
の
大
き
な
も
の
‘
際
は
鹿
の
小

さ
な
も
の
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
山
多
―
―
塵

慶
【
塵
史
】
3

名
書
名
。
三
巻
。
宋
、
王
得
臣
撰
。
朝
廷

の
掌
故
者
藷
軟
事
を
多
く
記
載
し
て
経
典
を
参
稽
し
、

異
同
を
琲
別
し
、
深
く
考
訂
に
資
す
。
〔
四
唐
提
要
、
子
、

雑
家
類
〕
。

【
塵
談
】
4

な
塵
尾
門
を
執
つ
て
話
を
す
る
。
〔
晉
書
、

王
術
傭
〕
唯
談
老
荘
為
レ
事
、
毎
捉
二
玉
柄
塵
尾
一
祖
ハ
レ

手
同
レ
色
。
〔
名
苑
〕
鹿
之
大
者
日
レ
歴
‘
塁
鹿
随
レ
之
‘
皆

視
―
―
塵
所
＞
往
‘
隈
尾
所
レ
縛
為
レ
準
‘
於
レ
文
主
鹿
為
レ
塵
、

古
之
談
者
揮
罵
゜
〔
林
景
煕
‘
訪
―
―
僧
鄭
奄
一
次
韻
詩
〕
寂

蓼
午
夜
松
風
響
‘
疑
是
肺
仙
接
,
1

塵
談
↓

【
塵
尾
】5
臼
•
ユ
ほ
つ
す
。
彿
子
。
塵
の
尾
は
よ
く
鹿
を

避
け
る
と
い
ひ
‘
又
、
群
鹿
が
塵
の
尾
の
轄
ず
る
を
見

13507 



(47616・ ・6)一 (47625・・5)

冨】呻ィン
〔
玉
篇
〕
胡
官
切

鹿
に
似
た
獣
の
名
。
〔
玉
篇
〕
磨
、
獣
似
レ
鹿
。

【琶
[
7
7
9

竺

【塵】叩

〔
篇
海
〕
於
箕
切 ,E―― 

シ
鹿

部

囮
圏

て
之
に
従
ひ
往
く
と
い
ふ
傭
説
に
よ
つ
て
‘
佛
老
の
徒

が
其
の
尾
で
彿
子
を
造
り
、
談
話
の
時
に
執
り
揮
ふ
。

〔
晉
書
、
王
術
博
〕
術
既
有
―
―
盛
才
美
貌
面
明
悟
若
レ
神
、
常

自
比
1

一
子
貢
玉
兼
贅
名
籍
甚
‘
傾
1

一
動
賞
世
互
妙
善
,
,
玄
言
一

唯
談
―
―
老
荘

g『
レ
事
、
毎
捉
―
―
玉
柄
塵
尾
面
ハ
レ
手
同
レ
色
。

〔
晉
書
‘
何
充
傭
〕
充
字
次
道
、
充
即
王
導
妻
之
筋
子
‘

云
云
‘
故
少
輿
レ
導
善
‘
云
云
‘
嘗
詣
レ
導
‘
導
以
二
塵
尾
一

指
レ
林
‘
呼
レ
充
共
坐
、
日
‘
此
是
君
坐
也
‘
云
云
‘
及
二
導

蕊
充
尋
遷
―
―
尚
書
令
↓
〔
白
居
易
‘
齋
居
偶
作
詩
〕
老
翁

持
―
―
塵
尾
↓
坐
彿
年
張
林
二
二
十
二
史
割
記
〕
六
朝
人

清
談
必
用
―
―
塵
尾
盃
百
書
‘
王
術
善
二
吝
―
―
―
只
毎
捉
1

一
白
玉

柄
塵
尾
ご
界
手
同
レ
色
、
孫
盛
輿
―
―
殷
浩
一
談
奮
―
―
塵
尾
一

虚
落
1

一
飯
中
玉
＾
書
、
王
僧
虔
戒
レ
子
謂
‘
其
好
捉
―
塵
尾
一

自
梢
1

一
談
士
ご
云
云
‘
此
皆
清
談
塵
尾
故
事
也
‘
亦
有
下

不,,
必
談
―
而
亦
用
レ
之
者
い
王
浚
以
―
―
塵
尾
A
担
石
勒
一

勒
偽
為
レ
不
1

一
敢
執
ご
懸
1

一
於
壁
―
而
拝
レ
之
、
何
充
詣
1

一王

遵
導
以
塵
尾
指
,
,
其
床
[
I
、
此
是
君
坐
也
‘
王
瀬

病
篤
‘
燈
下
視
―
―
塵
尾
1

而
嘆
‘
既
没
、
劉
悛
以
1

一
犀
塵
尾
一

納
―
―
之
棺
史
蓋
初
以
レ
談
レ
玄
用
レ
之
、
相
習
成
レ
俗
‘
遂

為
―
―
名
流
雅
器
盃
呻
レ
不
レ
談
‘
亦
常
執
持
耳
゜

【
塵
毛
】
6

芯
塵
尾
勺
の
毛
。
多
く
大
鹿
の
尾
毛
を
以

て
之
を
作
る
。
〔
法
苑
珠
林
〕
法
席
将
レ
畢
、
忽
見
―
―
塵
毛

紛
然
而
墜
↓

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
屡
‘
昔
矢
°

〔
五
ー
ー
六
書
一
〕

冨】
g

ケ
ン

齊
(
1
2
-
4
7
6
2
2
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
麓
‘
説
文
、
曙
作
レ
施
。

冨
】
〗
戸

國
言
＇
ウ

〔
集
韻
〕
詰
定
切

日
ヶ
ン

【塵】
g小

鹿
の
一
種
。
〔
説
文
〕
階
‘
鹿
隔
‘
八
レ
鹿

塵

策

圭

臀

。

冒
塵
（

3
-
5
3
8
8
)
•
塵
(
1
2
|
 4
7
6
1
6
)
は
別
字
。
〔
字

彙
、
推
似
、
三
字
相
似
〕
塵
‘
塵
土
‘
炊
レ
土
。
塵
‘
昔
主
‘
粟

閏
‘
ハ
レ
主
。
塵
、
昔
圭
、
鹿
陽
‘
八
レ
圭
゜

小

或

お

ほ

の

ろ

。

亮

(
1
2
|
 4
7
5
8
 

麿
豪
燃
糧
9
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
齋
、
大

稟
也
‘
狗
足
‘

tAレ
鹿
旨
瞥
‘
亮
‘
或

tAレ
几
゜
〔
段
注
〕

稟
各
本
誤
レ
粟
‘
今
正
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
齋
‘
大

齋
‘
粍
毛
狗
足
。

〔
集
韻
〕
軽
煙
切

OO

り＿口、

c
h
1
e
n
'

〔
集
韻
〕
保
堅
切

OO

〔
集
韻
〕
詰
戦
切
霰閻

l

小
日
□
国
國
力
の
卓
絶
し
た
鹿
。
麓
(
1
2

慧
蔽
ー
4
7
6
2
3
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
巌
説

文
畔
作
属
。
〔
説
文
〕
麓
‘
鹿
之
絶
有
レ
カ
者
、

炊
レ
鹿
秤
瞥
。
〔
爾
雅
、
秤
獣
〕
鹿
‘
其
跡
速
‘
絶
有
レ

カ
、
靡
゜

盲】
g

キ
〔
集
韻
〕
學

7
7
9

〔
集
韻
〕
消
畦
切
固
l

ケ
イ
ヶ

め
じ
か
。
〔
篇
海
〕
齋
‘
牝
鹿
也
。

塵

農

僭

鬱

磨

齋

靡

施

麗

粟

軍
】
〗

小

0
な
れ
し
か
。
お
ほ
し
か
。
〔
説
文
〕
棄
、

鹿
隔
‘
炊
レ
鹿
米
臀
、
冬
至
解
レ
角
。
〔
本

隧
萩〗

〗
加
[

襄
為
祝
目
↓
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
西
皇
之
山
‘
其

獣
多
レ
棄
。

O
く
だ
け
る
。
糠
(
8
-
2
7
2
0
6
)
に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
凜
‘
段
借
為
レ
糠
゜
〔
楚
辟
、

宋
王
‘
招
魂
〕
棄
散
而
不
レ
可
レ
止
些
゜
〔
注
〕
棄
‘
砕

也
。
参
た
だ
れ
る
。
曖
(
7
|
1
9
6
2
5
)
に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
渠
、
段
借
為
レ
襄
。
〔
素
問
‘
氣
蕨
論
〕

上
岱
口
稟
↓
〔
注
〕
粟
‘
謂
レ
爛
也
。
R
ま
ゆ
。
眉
(
8

ー

2
3
1
9
0
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
廓
‘
段
借

冨
】
[

ビ‘‘、

〔
集
韻
〕
斐
悲
切
甲
]

n「

mi'

コ日
ミ，ベミビ

忍イ

〔
集
韻
〕
民
卑
切

〔
集
韻
〕
忙
経
切

日
□
く
だ
け
米
。
又
、
麗
冷
は
‘
縣
名
。
疱
(
8
ー

2
6

8
9
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
疱
、
説
文
、
潰
米
也
、
交
趾

有

池

冷

縣

咸

作

碕

゜

【
麗
冷
】
1

戸
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
安
南
の
北
部
。
〔
漢

書
、
地
理
志
下
〕
交
趾
郡
、
縣
十
、
麓
冷
。
〔
注
〕
昔
緊
零
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
、
安
南
‘
太
原
府
〕
麗
冷
城
、
在
ニ

府
西
「
漢
縣
、
閏
二
交
趾
郡
玉
麗
冷
讀
日
二
棄
零
↓
後
漢
因
レ

之
、
建
武
中
‘
交
趾
女
子
徴
側
徴
訳
反
‘
掠
ニ
六
十
五
城
一

都
麗
冷
面
援
討
革
名
是
也
、
三
國
呉
属
薪
興
郡
↓

後
闊
―
一
新
昌
郡
「
梁
陳
間
窮
レ
縣
入
n

嘉
寧
↓

圏函

為
レ
眉
。
〔
荀
子
、
非
相
〕
伊
手
之
状
‘
面
無
―
知
須
稟
↓

〔
庄
〕
粟
‘
卑
ハ
レ
眉
同
。
⑮
お
い
る
。
〔
方
言
‘
十
二
〕

塵
‘
老
也
。

O
ほ
と
り
。
み
ぎ
は
。
溜
(
7
-
1
7
8
0
9
)
 

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
粟
‘
段
借
為
レ
消
。
〔
詩
‘

小
雅
‘
巧
言
〕
居
―
―
河
之
棄
↓
〔
博
〕
水
草
交
謂
之
棄
↓

〔
陳
奥
傭
疏
〕
爾
雅
秤
水
‘
水
草
交
為
レ
消
‘
博
所
レ
本

也
‘
渭
本
字
‘
粟
瑕
借
字
。
〔
左
氏
‘
倍
、
二
十
八
〕

余
賜
女
孟
諸
之
棄
↓
〔
注
〕
水
草
之
交
曰
レ
棄
。

O

せ
ん
き
う
。
舷
の
名
。
聰
(
9
ー

3
2
5
1
5
)
に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
稟
、
段
借
為
レ
饒
゜
〔
爾
雅
‘
繹

草
‘
薪
匝
睫
蕪
‘
秤
文
〕
粟
、
本
今
作
レ
艇
。
〔
太
玄

経
‘
去
〕
庭
有
レ
粟
゜
〔
注
〕
緊
‘
草
也
。
R
姓
。
〔
通

志
、
氏
族
略
、
以
レ
亭
為
レ
氏
〕
粟
氏
、
楚
大
夫
受
二

封
於
南
郡
槃
亭
面
凶
以
鈴
レ
氏
、
或
言
、
工
手
棄
之

後
‘
以
レ
名
り
氏
‘
望
出
東
海
南
陽
一

【
粟
倉
】
1

ザ
宋
の
人
。
芹
の
弟
。
字
は
仲
昭
。
郡
縣
に

歴
仕
し
、
至
る
と
こ
ろ
豪
右
屏
跡
す
。
後
、
度
支
郎
官

に
轄
じ
‘
尚
書
右
郎
中
に
遷
る
。
守
正
不
阿
を
以
て

丁
大
全
に
中
傷
さ
れ
て
罷
め
去
る
。
後
、
吉
州
の
知
、

兼
‘
提
欅
江
西
常
平
に
至
る
。
性
‘
孝
友
に
し
て
清
約
、

燕
遊
玩
好
の
奉
な
し
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
二
〕
。

【
棄
園
】
2

ザ
清
‘
毛
國
翰
(
6
|
1
6
7
7
2
 :
 2
7
4
)
の
琥
。

【
粟
臨
】
3

仔
と
な
か
ひ
の
臨
i

漬
。
〔
穐
、
内
削
、
棄
捏

醸
醤
‘
疏
〕
脂
謂
l

一
生
肉
苔
E

食
1

一
棄
生
肉
一
之
時
‘
還
以
二

棄
臨
―
配
レ
之
。
〔
太
平
御
覧
、
香
部
一
―
-
、
蘭
香
〕
晏
子
春

秋
曰
‘
云
云
‘
夫
蘭
本
一
＿
一
年
而
成
、
湛
―
―
之
苦
滴
一
則
君

子
不
レ
近
‘
庶
人
不
レ
侃
‘
湛
1

一
之
棄
臨
「
而
駕
"
征
馬
1

芙‘

非
砿
不
＞
美
也
、
願
子
必
求
レ
所
レ
湛
゜

【
凜
錯
】
4

咋
イ
宋
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
公
範
゜
其
の
先
は

胞
山
の
人
。
建
炎
中
始
め
て
平
江
に
来
り
、
政
和
進
士

に
登
り
‘
確
山
縣
市
易
務
と
な
る
。
博
士
よ
り
使
節
を

持
し
、
秦
檜
と
議
合
は
ず
、
官
を
棄
て
て
去
り
、
自
ら
知

止
居
士
と
琥
す
。
〔
尚
友
録
‘
-
―
〕
゜

【
塵
角
]
5

咋
，
／
な
れ
し
か
の
つ
の
。
〔
橙
、
月
令
〕
仲
冬

之
月
‘
云
云
‘
棄
角
解
。
〔
淮
南
子
、
時
則
訓
〕
槃
角
解
、

水
泉
動
。
〔
北
齊
書
‘
李
檜
傭
〕
拝
↓
一
平
南
将
軍
・
高
陽
内

史
↓
云
云
‘
河
間
守
雀
謀
‘
侍
―
―
其
弟
逼
勢
一
従
レ
箱
乞
二
棄

九

13508 



鹿

部

〔
六
董
〕

緊

角
鵠
利
↓

【
緊
衡
】
6

ザ
草
の
名
。
ち
ゃ
う
り
や
う
さ
う
。
〔
本
草
、

薇
街
〕
秤
名
、
凜
街
、
鹿
街
‘
呉
風
草
、
無
心
、
無
顛
‘
承

膏
‘
承
膿
゜

【
要
玉
】
7

咋
ヨ
ク
玉
の
名
。
珊
玉
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
大

菩
之
山
、
多
珂
坪
之
玉
｛
多
稟
玉
↓

【
棄
鵠
】
8

炉
’
鳥
の
名
。
鶴
(
1
2
ー

4
7
1
6
4
)

の
異
名
。

〔
爾
雅
、
秤
鳥
〕
鶴
、
粟
鵡
。
〔
注
〕
今
呼
1

五
ば
翌
〔
疏
〕
鶴
、

一
名
粟
鵠
゜

[
塵
丸
】
，
な
ワ
ン
墨
の
異
名
。
〔
西
京
雑
記
〕
尚
書
令
僕

丞
郎
、
月
給
障
緊
墨
大
小
一
枚
一
「
一
名
緊
丸
、
見
漢
東

観
記
↓

【
棄
骰
】
10

炉
大
棄
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
暴
↓
1

雄
鼈
面
雰

棄
慶
驀
―
―
六
駿
盆
喪
飛
生
一

【
粟
覺
】
11

咋
イ
と
な
か
い
と
鹿
の
子
。
〔
柳
宗
元
‘
―
二
戒
、

臨
江
之
粟
〕
臨
江
之
人
、
敗
得
―
―
棄
覺
云
田
レ
之
。

【
塵
筈
】
12

咋
な
れ
し
か
を
捕
へ
る
あ
み
。
〔
爾
雅
‘
繹

器
〕
棄
筈
謂
―
―
之
茅
↓
〔
注
〕
冒
―
―
其
頭
一
也
。

【
寮
公
】
13

茨
明
‘
陳
搬
儒
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 8
0
0
)

の
琥
゜

【
塵
侯
】
14

炉
廃
の
皮
で
作
っ
た
弓
の
的
。
〔
周
聘
、
天

6[//[／ 【
塵
峻
】
18

空
／
稟
が
群
れ
て
草
根
を
掘
り
、
食
つ
て

践
ん
だ
跡
が
泥
と
な
っ
た
慮
゜
〔
後
漢
書
、
郡
國
志
三
、
廣

陵
郡
東
陽
‘
注
〕
縣
多
レ
棄
、
博
物
記
曰
、
千
千
為
レ
翠
、
掘

食
箪
根
↓
其
慮
恩
泥
、
名
曰
1

一
棄
峻
五
民
人
随
此
唆
―

種
レ
稲
、
不
レ
耕
而
穫
‘
其
牧
百
倍
。

【
稟
茸
】
19

在
＇
ウ
棄
の
ふ
く
ろ
づ
の
。
鹿
茸

(
1
2
-
4
7
5
8

6
:
 75
)

に
同
じ
。
〔
本
草
‘
粟
〕
茸
‘
脩
治
、
奥
麗
茸
1

同。

【
礎
舌
】
20

汗
草
の
名
。
浩
(
9
ー

3
1
3
6
6
)

の
異
名
。
〔
爾

雅
‘
秤
草
〕
渚
、
渠
舌
。
〔
注
〕
今
寮
舌
草
、
春
生
、
葉
似
,
,
於

舌
↓
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
本
草
別
録
‘
督
舌
生
↓
―
水
中

rli
月

採
‘
齋
輿
レ
棄
同
。
〔
沈
約
‘
郊
居
賦
〕
雁
歯
槃
舌
‘
牛
辱
鈍

首。

【
緊
仙
】
21

咋
ノ
明
‘
呉
婿
婿
(
2
-
3
3
6
5
:
 4
4
6
)

の
琥
゜

[
粟
竺
】
22

炉
―
二
國
‘
蜀
の
東
海
の
人
。
字
は
子
仲
。
官
は

州
牧
陶
謙
別
駕
。
先
主
を
小
浦
よ
り
奉
迎
し
、
遂
に
相

款
治
す
。
盆
州
平
定
の
後
、
安
漢
将
軍
と
な
る
。
性
‘
薙

容
に
し
て
敦
雅
。
貨
産
は
巨
億
。
上
賓
の
證
を
以
て
先

主
に
待
遇
さ
る
。
後
、
噺
忠
‘
病
を
登
し
て
卒
す
。
〔
三
國

志
、
―
二
十
八
〕
。

〖
棄
竺
牧
資
〗23
翌
蒙
求
の
標
題
。
三
國
‘
蜀
の
棄

竺
、
嘗
て
洛
よ
り
蹄
る
途
中
‘
路
で
婦
人
に
あ
ひ
車
に

載
せ
た
。
婦
は
去
ら
う
と
す
る
時
竺
に
向
つ
て
‘
我
は

天
使
な
り
‘
嘗
に
往
き
て
東
海
の
繋
竺
の
家
を
燒
く
べ

し
、
君
に
載
せ
ら
る
に
感
ず
‘
故
に
告
ぐ
と
語
っ
た
の

で
、
竺
が
歎
願
す
る
と
、
婦
は
、
燒
か
ざ
る
を
得
ず
‘
君

馳
せ
て
去
る
ぺ
し
、
我
ま
さ
に
緩
行
す
べ
し
、
日
中
に

火
猜
す
べ
し
と
言
っ
た
。
竺
は
家
に
還
り
濾
か
に
資
物

を
出
し
た
と
こ
ろ
、
日
中
に
し
て
火
大
い
に
猜
し
た
と

い
ふ
。
〔
蒙
求
、
下
、
緊
竺
牧
資
〕
捜
神
記
日
、
竺
嘗
従
レ
洛

蹄
‘
未
レ
逹
レ
家
藪
十
里
、
路
見
,
,
婦
人
盆
此
な
云
杢
寄
載
↓

行
可
,
,
敦
里
一
婦
謝
去
‘
謂
レ
竺
曰
、
我
天
使
也
、
浩
ぎ
往

燒
東
海
槃
竺
家
↓
咸
竺
君
見
＂
載
、
故
以
相
語
、
竺
因
私

請
レ
之
、
婦
日
、
不
レ
可
レ
得
レ
不
レ
燒
、
君
可
1

一
馳
去
五
我
常
,
,

緩
行
「
日
中
火
常
複
、
竺
乃
農
家
、
遠
出
資
物
五
中

而
火
大
猜
゜

【
棄
開
】
24

仔
な
れ
し
か
の
骨
の
あ
る
肉
の
し
ほ
づ

け
。
〔
儀
膿
公
食
大
夫
幡
〕
昌
本
南
‘
棄
閉
゜
〔
注
〕
醸
有
レ

骨
謂
二
之
開
↓
云
云
‘
今
文
、
鴨
皆
作
レ
渠
。
〔
周
褪
、
天
官
‘

随
人
〕
掌
匹
豆
之
｛
貫
面
朝
事
之
豆
‘
其
賓
非
流
酷
蘊
昌

本
塵
開
、
著
藩
鹿
開
‘
茄
疸
棄
開
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
粟

開
、
緊
肝
髄
随
‘
或
日
‘
棄
開
醤
也
、
有
レ
骨
為
レ
開
、
無
レ

骨

為

レ

随

。

「

棄

田

、

若

―

―

象

耕

状

↓

【
棄
田
]
2
5

咋
あ
れ
田
。
廃
は
靡
゜
〔
論
衡
‘
書
虚
〕
海
陵

【
棄
葬
】
26

坪
宋
‘
呉
縣
の
人
。
湮
の
子
。
字
は
伯
升
゜

祗
蔭
を
以
て
官
に
入
り
、
無
為
軍
を
監
し
、
射
を
習
ひ

兵
を
訓
へ
、
士
氣
一
新
す
。
嘉
煕
の
初
、
兵
射
を
以
て
猜

策
、
昇
‘
閲
歴
せ
る
所
を
以
て
其
の
要
を
敷
陳
し
、
進
士

に
擢
第
。
北
兵
、
通
州
に
至
る
、
時
議
、
江
を
防
ぐ
を
急
と

す
。
葬
、
五
事
を
上
言
す
。
来
安
縣
・
安
慶
府
に
歴
知
し
、

循
績
あ
り
。
景
定
中
、
朝
議
太
夫
に
轄
じ
‘
呉
縣
開
國
男

に
封
ぜ
ら
る
。
〔
尚
友
録
‘
―
-
〕
。

【
粟
芳
】
27

笠
三
國
‘
蜀
の
人
。
竺
の
弟
。
官
は
初
、
影
城

相
。
兄
と
興
に
官
を
辞
し
、
先
主
に
従
つ
て
蜀
に
入

る
。
後
、
南
郡
太
守
。
叛
し
て
孫
櫂
を
迎
へ
ん
と
し
、

荊
州
に
て
敗
ら
る
。
〔
―
二
國
志
、
三
十
八
〕
。

【
棄
膚
】
28

元
鹿
の
切
肉
。
〔
證
、
内
則
〕
膊
羹
免
紐
‘
緊
膚

魚
蘊
。
〔
注
〕
皆
人
君
燕
所
レ
食
也
。

【
棄
蕪
】
29

元
を
ん
な
か
づ
ら
の
葉
。
簾
蕪
(
9
|
3
2
5
1
 

5
:
 
1

)

に
同
じ
。
〔
楚
辞
‘
九
歌
‘
少
司
命
〕
秋
蘭
分
粟
蕪
。

〔
集
注
〕
棄
、
或
従
レ
草
‘
棄
蕪
‘
弯
窮
葉
名
、
似
↓
―
蛇
床
一

而
香
。
〔
司
馬
相
如
‘
上
林
賦
〕
揉
以
二
簾
華
芯
難
以
"
留

夷
↓
〔
淮
南
子
、
氾
論
訓
〕
若
T

芍
窮
之
卑
ハ
ニ
藁
本
一
也
‘
蛇

林
之
卑
ハ
・
緊
益
岱
也
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
蛇
林
似
二
粟

蕪
盆
皿
不
レ
能
レ
芳
。

【
棄
沸
】
30

在
さ
わ
苔
乱
れ
る
。
擾
乱
。
凜
沸
。
〔
揚
雄
‘

長
楊
賦
〕
豪
俊
棄
沸
雲
擾
、
墾
黎
為
レ
之
不
レ
康
゜
〔
後
漢

書
、
楊
彪
博
〕
恐
百
姓
驚
動
、
必
有
棄
沸
之
胤
↓
〔
注
〕

如
棄
粥
之
輝
也
。

〖
棄
沸
鎧
動
〗31
在
認
紛
乱
の
さ
ま
。
〔
淮
南
子
、
兵

略
訓
〕
天
下
為
レ
之
粟
沸
鎧
動
、
雲
徹
席
巻
。

【
棄
弊
】
32

立
イ
ヘ
り
や
ぷ
れ
る
。
渠
は
靡
。
〔
唖
鐵
論
‘

刺
復
〕
軍
旅
相
望
、
甲
士
粟
弊
。

【
粟
墨
】
33

炉
面
目
の
く
ろ
い
こ
と
。
窯
黒
。
微
黒
。

〔
論
衡
、
感
類
〕
晉
文
反
レ
國
‘
命
徹
二
渠
墨
ご
舅
犯
‘
心
感
‘

辞
レ
位
饂
レ
家
‘
夫
文
公
之
徹
1

一
塵
墨
本
伊
欲
レ
去
―
―
舅
犯
i

舅
犯
感
態
、
自
同
―
―
於
緊
墨
一
也
。

【
棄
格
】
34

戸
な
れ
し
か
の
生
革
゜
〔
呂
覧
、
古
栗
〕
乃

以
藁
殿
置
レ
缶
而
翌
之
。

【
塵
胤
】
35

五
／
さ
わ
ぎ
み
だ
れ
る
。
〔
柳
宗
元
‘
罵

l-F

晶
一
文
〕
昨
牧
震
怒
、
将
T

勅
雷
露
涵
デ
―
―
汝
鄭
都
t

棄
吼

縦
横
i

【
秦
梨
】
36

咋
老
人
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
人
事
、
老
稚
〕

棄
梨
‘
又
曰
1

一
粟
梨
五
老
也
‘
注
‘
稟
‘
猶
レ
眉
也
‘
方
言
。

【
粟
湮
]
3
7

ザ
宋
、
呉
縣
の
人
。
師
且
の
子
。
字
は
子

長
。
慶
元
の
進
士
。
州
郡
を
散
歴
し
、
至
る
所
‘
恵
政
あ

り
。
廣
渭
に
知
た
る
日
、
民
‘
生
祠
を
立
つ
。
賓
慶
中
、

祁
閣
修
撰
に
累
遷
し
て
致
仕
す
。
學
問
充
責
、
操
守
清

介
。
諫
職
に
居
て
順
旨
を
肯
ぜ
ず
‘
慎
徳
秀
を
劾
し

て
、
名
常
世
に
重
し
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
二
〕
。

【
粟
黎
】
38

只
イ
老
い
る
。
年
寄
る
。
〔
方
言
、
十
二
〕
緊
黎
‘

老
也
。
〔
注
〕
寝
‘
猶
レ
眉
也
。
〔
戴
震
疏
證
〕
古
字
‘
眉
通
二

用
塵
↓

【
稟
鹿
】
39

ザ
〇
お
ほ
し
か
と
し
か
。
〔
穏
‘
内
則
〕
摺

珍
、
取
年
＇
羊
粟
鹿
齋
之
肉
必
底
〔
左
氏
、
鷹
三
十
三
〕

鄭
之
有
―
―
原
圃
盗
i
-
l

一
秦
之
有
↓
―
具
圃
一
也
‘
吾
子
取
1

一
其
礎

殷
以
間
―
―
散
邑
―
若
何
。
〔
孟
子
、
梁
惑
王
上
〕
築
n

―
其
有
二

寮
鹿
魚
鼈
一
〔
墨
子
、
非
栗
上
〕
今
人
固
輿
―
―
禽
獣
緊
鹿

輩
鳥
貞
晶
1

異
者
也
。
〔
荘
子
‘
齋
物
論
〕
民
食
1

一
協
祭
涵
k

鹿
食
レ
朦
。
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
西
皇
之
山
‘
其
獣
多
ニ

緊
鹿
作
牛
↓
〔
史
記
‘
淮
南
衡
山
博
〕
臣
聞
、
子
背
諫
1

一呉

王
「
呉
王
不
レ
用
‘
乃
曰
‘
臣
今
見
芦
来
鹿
遊
1

一
姑
蘇
之
憂
―

也
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
鋒
鏑
縦
横
、
化
爵
-
1

戦
場
ぶ
と
粟
鹿

寓
レ
城
也
。
〔
蘇
拭
、
前
赤
壁
賦
〕
漁
1

一
樵
於
江
渚
之
上
面
野

魚
蝦
而
友
―
―
稟
鹿
U

●
鄭
野
な
喩
。
稟
鹿
之
姿
を
見
よ
。

〖
渠
鹿
臣
〗40
岱
ぅ
隠
士
を
い
ふ
。
〔
表
異
鋒
〕
唐
右

補
闘
陸
誇
題
名
在
―
―
i

矛
山
否
口
稽
1

棄
鹿
臣
↓

〖
友
面
鹿
―
〗
佃
臼
且
ぉ
ほ
し
か
や
、
し
か
な
ど
を

友
逹
と
す
る
。
山
林
に
隠
栖
す
る
こ
と
の
形
容
。
〔
蘇

拭
、
前
赤
壁
賦
〕
況
吾
輿
レ
子
‘
漁
―
―
樵
於
江
渚
之
上
面
Q
,
,

魚
蝦
―
而
友
二
稟
鹿
ご
本
云
‘
勅
清
海
之
一
粟
。

〖
緊
鹿
之
姿
〗41
江
加
？
山
林
田
野
の
間
に
優
遊
す
る

を
自
ら
謙
遜
し
て
い
ふ
。
〔
朱
魚
、
送
t

―
窺
照
郭
挟
辰
一

序
〕
世
之
博
レ
神
審
レ
照
者
‘
能
梢
得
―
其
形
似

1已
‘
得
紐
~

為
―
―
良
工

:{7郭
君
挟
辰
叔
瞭
、
乃
能
井
―
―
輿
其
精
神
意

嬰
而
霊
得
レ
之
‘
斯
亦
奇
芙
‘
為
レ
予
作
,
,
大
小
二
象
盃
氾

然
棄
鹿
之
姿
‘
林
野
之
性
‘
持
以
示
レ
人
五
計
雖
下
相
聞
而

不
↓
―
相
識
1

者
い
亦
有
―
―
―
以
知
―
―
其
為
＞
予
也
。
〔
書
言
故
事
、

博
紳
類
〕
自
梢
日
1

一
緊
鹿
之
姿
西
翌
顆
1

一
叔
瞭
之
妙
筆
一

〖
槃
鹿
野
人
〗42
丑
匁
唐
‘
陶
蜆
(
1
1ー
4
1
7
0
5:
 5
7
)
 

の
琥
゜

九
一
三
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し
か
。
〔
五
昔
篇
海
〕
際
、
鹿
也
。

【際】呻

"
 ゥ

〔
五
昔
篇
海
〕
昔
抱

窟
】
亨
リ
ン

舷
(
1
2
|
 4
7
6
2
9
)

に
同
じ
。
〔
捜
置

玉
鏡
〕
緊
、
同
レ
魃
。

冦】
g

リ
ン

磨
(
1
2
|
 4
7
6
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
磨
、
或
作
レ
麒
。

冨
】
[
ヘ
ヴ

表
(
1
0
-
3
4
1
0
5
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
表
、
古
作
レ
襲
。

冨】亨ダン

【塵】亨[_ウ
廣
(
1
2
-
4
7
6
7
4
)

に
同
じ
。
〔
字
子
彙

補
〕
隔
、
同
レ
慶
゜

)
【
礎
師
旦
】
43

ぷ
？
宋
‘
呉
縣
の
人
。
錯
の
子
。
字
は
周

4
 
64

卿
。
年
十
七
に
し
て
紹
興
の
進
士
に
登
第
。
官
は
富

陽
・
秀
州
に
歴
知
し
、
荒
を
賑
は
し
災
を
郎
み
、
全
活
す

7
 
4
 
（
 

る
所
多
し
。
顕
膜
閣
學
士
に
至
り
、
咸
安
郡
開
國
侯
に

）
封
ぜ
ら
る
。
〔
慶
元
窯
禁
〕
．
〔
南
宋
館
閣
績
錬
‘
八
〕
．
〔
宋

43

元
學
案
、
九
十
七
〕
。

5

【
棄
道
人
】
“
な
’
ノ
’
清
‘
博
眉
(
1
ー

9
3
9
:
 1
0
7
)

の
琥
゜

62

【
塵
蒙
虎
皮
―
】
45

怨
店
諸
侯
が
天
子
の
名
器
を
牧

7
 
⑭
め
る
喩
゜
〔
史
記
、
楚
世
家
〕
若
使
,
,一
澤
中
緊
蒙
"
虎
之

皮

rへ
之
攻
レ
之
、
必
萬
―
―
之
於
虎
―
癸
゜

[
逐
レ
棄
之
狗
不
レ
顧
レ
免
】
46

咋
訂
召
芥
ざ
大
利
を
求

め
る
も
の
は
小
利
を
顧
み
な
い
喩
。
逐
レ
鹿
者
不
レ
顧
レ

免
(
1
2
|
 4
7
5
8
6
 :
 1
5
6
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
、
外
戚
上
、
孝

昭
上
官
皇
后
博
〕
逐
レ
棄
之
狗
‘
嘗
レ
顧
レ
菟
邪
゜
〔
注
〕
師

古
日
、
言
―
―
所
レ
求
者
大
、
不
品
転
レ
小
也
。

〔
｛
雀
〕
於
口
切
面

獣
の
名
。
〔
字
彙
〕
塵
‘
獣
名
。

鹿

部

〔
六

I

七
董
〕

冨
】
〖ルリ
ゥ＇ 

【慶】
g

サ
ン

【
襄
】
[

冨
品

棄

磨

闊

展

蘇

屠

際

廃

塵

霙

塵

際

塵

塵

磨

艇

酵

署

塵

酪

爾】年
□ゴ
国
グ
固
グ

日
グ

俊
(
7
|
2
0
4
3
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

俊
、
疫
晋
、
或
炊
レ
鹿
。

IIIEaa―― 
昔
義
未
詳

ヒ
ン

困

〔
字
彙
〕
塵
‘
見
下
劉
子
政
請
―
―

雨
華
山
1

賦
心
音
義
無
レ
考
。

〔
集
韻
〕
五
矩
切
寧
〖
一

u
 yiJ' 

〔
集
韻
〕
訛
胡
切
國

〔
集
韻
〕
元
倶
切
國
i

〔
集
韻
〕
元
具
切
暉
〗

□
□
国
國
●
を
の
ろ
。
を
す
の
く
じ
か
。
〔
爾
雅
‘

秤
獣
〕
齋
‘
牡
襄
‘
牝
巖
。
●
を
じ
か
。
〔
廣
韻
〕

羹
牡
鹿
。

O
霙
奨
は
‘
む
ら
が
る
さ
ま
。
嗅
(
2
I

4
4
0
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嘆
‘
説
文
、
槃
鹿
竪
口
相

衆
兄
、
引
祠
磨
鹿
曝
嗅
或
作
レ
霙
。
働
通
じ
て

寓
(
8
-
7
2
4
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
霙
‘
獣
名
、
通

作
品
寓
。
参
ー
百
六
韻
の
＿
。
上
瞥
第
七
゜

【
霙
霙
】
1

五
む
ら
が
り
あ
つ
ま
る
さ
ま
。
〔
詩
、
小
雅
‘

吉
日
〕
獣
之
所
レ
同
‘
隈
鹿
霙
霙
゜
〔
傭
〕
鹿
牝
日
レ
隈
‘
霙

羹
、
衆
多
也
。
〔
集
博
〕
霙
霙
、
衆
名
也
。
〔
陳
英
博
疏
〕

羹
‘
疑
虞
之
誤
‘
云
云
‘
虞
即
凛
之
古
文
。
〔
馬
瑞
辰
傭

箋
通
得
〕
羹
霙
、
即
嗅
喋
之
段
借
‘
故
傭
以
―
―
衆
多
[
F

之。

〔
字
嚢
〕
力
求
切

牝
(
7
ー

1
9
9
2
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
鹿
、
輿
レ
牝
同
。

鹿
の
は
し
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
艇
、
鹿
走
兒
。

【
艇
】
[
[
炉

匿

u
u
r
 

し
か
。
〔
篇
海
〕
塵
、
鹿
也
。

【
塵
】g
[〗
ゥ
〔
篇
海
〕
五
到
切
園

シ
ン
ジ
ン

日

冠
】
呻
□
．
ク
〗

／
 
シ
□い‘

鹿
の
一
種
。
〔
王
篇
〕
廃
、
鹿
隔
゜

〔
集
韻
〕
是
忍
切

〔
集
韻
〕
常
支
切

小
日
口
曰
め
す
の
な
れ
し
か
。
〔
説
文
〕

鷹
策
襄
、
牝
慶
也
、
八
徊
辰
臀
。
〔
爾
雅
‘

繹
獣
〕
棄
‘
牡
腎
、
牝
襄
゜

キ
ン
・
ク
ン

【臀】国

c
h
u
n

―
立
迂

1
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
礫
‘
説
文
‘
睾
也
‘
或
ハ
レ
君
゜

【
磨
帰
】
1

バ
／
獣
の
名
。
く
じ
か
。
極
め
て
柔
和
な
動

物
。
〔
柳
宗
元
、
懲
咎
賦
〕
憧
憧
乎
夜
痣
而
登
駿
合
‘
類
"

磨
帰
之
不
1

息。

【
磨
寵
】
2

”
ノ
獣
の
名
。
を
じ
か
。
〔
楚
辞
‘
淮
南
小
山

王
、
招
隠
士
〕
白
鹿
磨
隈
分
‘
或
騰
或
椅
。
〔
南
史
、
隠
逸

下
‘
玩
孝
緒
博
〕
南
平
元
襄
王
聞
―
―
其
名
一
致
レ
書
要
レ
之

不
レ
赴
、
日
、
非
n

一
志
騒
―
―
富
貴
五
但
性
畏
"
廟
堂
玉
若
使
二
磨

寵
可
b

駿
、
何
以
異
1

一
夫
譲
聰
一

【
磨
腿
]
3

ぺ
／
し
か
と
む
さ
さ
ぴ
の
類
。
〔
飽
照
‘
蕪
城

賦
〕
壇
羅
1

血
盆
竺
階
躙
1

一
磨
腿
↓
〔
蘇
試
、
黄
州
謝
表
〕

更
uJJ
ニ
善
地
五
空
界
磨
腿
之
野
↓

〔
集
韻
〕
他
頂
切

〔
集
韻
〕
丞
慎
切
ィ
｝

瓦寵ぎ囮
"~ 

【鮪】叫
リ
ン

塵
(
1
2
ー

4
7
6
4
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
酪
、
卑
ハ
レ
曝
同
。

〔
篇
海
〕
下
巧
切
同
〗

紳
獣
の
名
。
〔
篇
海
〕
酵
‘
瑞
獣
也
。

日
口
獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
應
‘
獣
名
、
如
レ
絡
八
目
。

〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
扶
拷
之
山
、
有
レ
獣
焉
‘
其
状

如
レ
絡
而
人
面
‘
其
名
曰
レ
層
。

清
、
謝
維
藩
(
1
0
-
3
5
8
2
7
:
 2
4
2
)

の
字
。

小
日
●
め
す
の
き
り
ん
。
〔
説
文
〕
磨
‘
牝

姦
麒
也
、
炊
レ
鹿
吝
臀
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕

麿

〗
疇

【
嗚
生
]
1

柁
清
、
濡
鍾
瑞
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 1
8
 0
)

の
字
。

【
暉
烹
徴
】
2

笠
＇
ウ
清
、
王
曾
詳

(
7
-
2
0
8
2
3

：
 
1
8
5
7
1
)

の

字。

【
曙
伯
】
3
呵^
ク

【
曙
】
[

曾】如
【酵】叩

□
リ
ン

□
リ
ン

□ 日
ギゴギ
ンンン

カ，ウ
ゲ
9

ウ

〔
集
韻
〕
離
珍
切
圏

力一
j
‘

!in'

〔
集
韻
〕
良
刃
切
圏
国

〔
集
韻
〕
魚
斤
切
閉
0

〔
集
韻
〕
魚
巾
切
園
i

九
―
四
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鹿

部

九
一
五

屈

シーユ

圏

＇且

【
塵
】
国
セ
ン

【
陛
】
呵
ボ
ウ

除
(
1
2
ー

4
4
7
7
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
餘
‘
輿
レ
除
同
。

〔
字
彙
補
〕
以
於
切

〔
龍
寵
手
鑑
〕
昔
迷

鹿
の
さ
ま
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
襄
、
鹿
貌
。

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
隆
、
音
牡
。

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
巖
、
昔
賤
。

〔
篇
海
〕
此
主
切

●
【
殷
】
叩

7
 
6
5
こ
じ
か
。
〔
篇
海
〕
霰
、
小
鹿
也
。

7
 
4
 
（
 

碑

【

斃

】

g

戸
〔
篇
海
〕
於
院
切

7
 
⑭
し
か
。
〔
篇
海
〕
罷
、
鹿
也
。

〔七
I

八
藍
〕

冠
】
[
ベ
イ

冠】叩
山
の
ろ
ば
。
〔
字
彙
補
〕
贋
、
山
墟
也
。

【
餘
早

ョ

富
】
[
シ
ゴ

囲

贋
(
1
2
ー

4
7
6
1
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
贋
‘
或
炊
レ
助
。

【
麗
】

g

〔
集
韻
〕
公
渾
切

鹿
の
＿
種
。
〔
集
韻
〕
麗
、
鹿
隔
゜

〔
集
韻
〕
邑
危
切

冨
i
]
亨

鹿
の
か
こ
ひ
じ
し
。
貯
蔵
し
た
鹿
の
肉
。
〔
玉

篇
〕
軽
‘
翔
穀
也
。
〔
廣
韻
〕
較
‘
鹿
肉
也
。
〔
集
韻
〕

麟
較
鹿
‘
鄭
康
成
日
、
今
盆
州
有
鹿
麟
一
日
、

鹿
之
美
者
。

〔
集
韻
〕
朱
惟
切

0
二
歳
の
鹿
。
〔
玉
篇
〕
塵
、
鹿
二
歳
。

O
―
歳
の

鹿
。
〔
集
韻
〕
寵
、
鹿
一
歳
為
レ
戦
。

小

E]●
俊
覺
は
‘
し
し
。
又
‘
視
(
7
|
2
0
4
 

磨
策
6
8
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
覺
疫
覺
‘
獣
也
‘

IA
レ
鹿
兒
瞥
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鹿
‘
字
亦
作
レ

麗
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
俊
覺
、
如
醗
闘
食
虎
豹
一

0
鹿
の
子
。
〔
集
韻
〕
甕
‘
一
曰
‘
鹿
子
。
参
或
は
貌

(
1
0
 |
 3
6
5
7
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
覺
‘
或
炊
レ
含
。
ロ

か
の
こ
。
鹿
の
子
。
隊
(
1
2
-
4
7
6
7
5
)

に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
覺
‘
段
借
為
レ
靡
゜
〔
集
韻
〕
靡
、
説

文
、
鹿
子
也
‘
或
八
レ
兒
。
〔
論
語
、
郷
窯
〕
素
衣
鹿

衷
〔
皇
疏
〕
覺
、
鹿
子
也
。

【
覺
衣
】
1

げ
ィ
鹿
の
子
の
皮
で
作
っ
た
か
は
ご
ろ
も
。

〔
韓
詩
外
博
、
三
〕
農
不
和
ぞ
力
獲
＞
罪
‘
覺
衣
而
監
領
‘

餘

腸

廣

腰

鹿

巖

巖

屍

麗

較

寵

覺

麒

【
覺
】
三

口
マベ
イイ

El
ゲ
イ

〔
集
韻
〕
研
霙
切／ 
万＿

〔
集
韻
〕
縣
批
切

圏封晋l

【
寵
】
呻

ス
イ

図

ヰ コ
ン

図
国

..... ~ 一'....,rー'rー'..... ..... ..... ..... 
ヽ

忍将大孫持-
韓
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郷 ...... 
行慶二夭女
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、レ逐至共、子へ t・ レ取贋l's'鶉 'a''T'をT面て日聘 i主窯 4 両g未's'l'o"f
且ぶ之求晶誼 f麗覺土鈴.~r 鵠，／了ポr} 許者誇葛烹証~ ~·r 子ーヽレ ~r -・ 誇以
塁召屑位レ林其

の為外‘文 。謳衣亦云細巨鳥夭 レ
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乎子召‘、孫「ち
‘博以余秦猟―去

衿乳二夫
で 弁雁其贄責 鳥母 麗臆と

との のー、子 翌胃素鹿曰―‘國の い法

故— 弗西［尋ぁ tい有疫、賛 の゜ 、衣のレ晶語そ 鹿

曰何二為レ 二古 卵レ
以 湯捕合 頁親覺皮慶食、 の心

忍巴覺るス 魯虔子レ
‘也其
闊‘子而弗使、 た其列得＝し -

。め 行謂以と °放 川覺の 非岨衷で 抵率
覺敢 は 由゚

卑レ
臨レ

ロ孟博こ‘忍二秦
ニ覺て 皿覺 洞→雛子、扁賣門 蜆巴粟~-

不 一ヽ
孫其而

秦西のの匝美鹿贈 鐵為 ~ ~ 五ヽ
如 B， 贔け、輿西巴、か ―ヽ
レ は君。草一っ論レ I 聾嚢是貸た置魯塁,:

ニ レ巴の
'j― ~ 也衷

拙夫曰 之載故
君ら 鳴今た 散,:::::-----, :::; 鐵 冬‘゜臭 雷籠二 四、レ易

、孟、レ事命預 相以も 不ご見ヨ 論 a其- —緬管
時為
、レ

翌}展孫孟之。にけ 吐忍の。 芭沼よ0~ 散 覺竺芭｀ 虚祇そ 紐均
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録麟似鳥寵年‘操物巳厄西‘麟不二凰ニー

疋

て殿興紳
必 走生デ虚角石ーふ、れる道がは‘た類麟は符慶礼、閣ご
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小
〇
き
り
ん
。
神
獣
の
名
。
〔
説
文
〕
麒
‘

巖
豪
麒
麟
‘
仁
獣
也
、
秦
身
‘
牛
尾
、
一
角
‘

八
レ
鹿
其
臀
。

0
を
す
の
き
り
ん
。
〔
説
文
通
訓

【
麒
】
年

ギキ

〔
集
韻
〕
渠
之
切

oo
＇ 
vi 
c
h
'
i
'
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~...., . 麟←心4
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。 ニー、既円ン、玉宮芦一ニー、延次該、、名 國の
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聾
に
朝
士
を
呼
ん
で
麒
麟
檀
と
し
た
故
事
。
棺
は
物
の

模
型
。
〔
朝
野
致
載
〕
今
弄
広
1

偽
麒
麟
一
者
、
修
-
1

飾
其
形
一

覆
二
之
墟
上
一
宛
然
異
物
、
及
レ
去
1

一
其
皮
云
還
是
櫨
耳
。

〔
桃
花
扇
‘
題
董
〕
熱
心
腸
早
把
―
―
泳
雪
―
燕
、
活
冤
業
現

撮
奢
麒
麟
棺
↓

〖
麒
麟
菜
〗14”
ン
む
か
で
の
り
。
り
う
き
う
つ
の
ま

た
と
も
言
ひ
、
と
さ
か
の
り
科
に
層
す
海
藻
。
液
海
の

岩
山
に
附
着
す
る
紅
色
又
は
紫
紅
色
を
呈
す
。
骰
は

圃
柱
状
で
不
規
則
に
利
状
に
岐
れ
‘
頂
部
に
向
つ
て
漸

く
細
く
な
り
、
往
々
互
に
附
着
し
て
ゐ
る
。
又
、
全
面
に

不
規
則
な
圃
錐
状
の
洸
状
突
起
が
あ
る
。
糊
料
食
料

と
な
る
。

〖
麒
麟
草
〗15
況
．
，
景
天
科
に
腸
す
る
草
。
葉
は
べ
ん

け
い
草
に
似
て
、
夏
‘
黄
花
を
開
く
。
費
菜
。

[
麒
麟
山
]
1
6

”
汎
ン
山
名
。

O
湖
北
省
薪
春
縣
。
鳳
凰

山
と
城
内
に
封
峙
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
黄
州

府
‘
薪
州
〕
麒
麟
山
‘
在
―
―
州
治
北
ず
又
有
鳳
凰
山
云
在
,
,

州
治
西
南
砿
倶
以
―
―
形
似
ー
名
。
●
涌
洲
熱
河
省
朝
陽
縣
。

〖
麒
麟
兒]
1
7
乃
リ
ン
す
ぐ
れ
て
賢
い
小
兒
。
龍
駒
。
鳳

雛
。
〔
金
璧
故
事
、
三
〕
昔
徐
陵
四
歳
‘
家
人
抱
見
二
賓
誌
上

人
℃
上
人
乃
以
レ
手
摩
1

一
其
頭
一
日
、
天
上
石
麒
麟
也
。
〔
杜

甫
、
徐
卿
二
子
歌
〕
君
不
レ
見
徐
卿
二
子
生
絶
奇
、
感
―
―

應
吉
夢
ー
相
追
翔
‘
孔
子
繹
氏
親
抱
送
、
拉
是
天
上
麒

麟
兒
゜
〔
杜
甫
、
和
下
江
陵
宋
大
少
府
暮
春
後
同
二
諸
公

及
含
弟
一
宴
・
書
齋
上
詩
〕
渥
桂
汗
血
種
、
天
上
麒
麟
兒
。

〖
麒
麟
書
〗18
沼
到
ン
孔
子
の
弟
子
が
作
っ
た
書
と
い

ふ
。
〔
墨
薮
〕
仲
尼
弟
子
作
―
―
麒
麟
書
↓

〖
麒
麟
殿]
1
9
”
ン
漢
代
宮
殿
の
名
。
〔
漢
書
‘
倭
幸
‘

董
賢
偉
〕
上
置
酒
麒
麟
殿
玉
賢
父
子
親
腸
宴
飲
。
〔
三

輔
黄
圏
‘
三
、
未
央
宮
〕
未
央
宮
有
二
麒
麟
殿
↓

〖
麒
麟
閾
]
2
0
関
ン
麒
麟
が
争
ひ
戦
ふ
、
政
経
行
は
れ

ず
、
道
義
襲
れ
て
世
の
困
乱
す
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
淮

南
子
、
天
文
訓
〕
麒
麟
嗣
而
日
月
食
、
鯨
魚
死
而
慧
星

出
。
〔
皮

H
休
、
魯
望
讀
1

一
襄
陽
著
藷
傭
一
見
レ
贈
―
―
五
百

言
一
云
云
詩
〕
始
将
二
棄
鹿
一
押
、
遂
輿

1一
麒
麟
—
閾
゜

〖
麒
麟
抱
〗21冴
ン
麒
麟
を
刺
繍
し
た
上
衣
゜
〔
白
居

易
、
酔
竺
李
二
十
常
侍
赴
鑽
浙
稟
詩
〕
今
日
洛
橋
還

酔

別

、

金

杯

翻

汗

麒

麟

抱

。

「

の

名

。

〖
麒
麟
斑
〗22
c
h
'
i
'
I
 i
n
'
p
a
n
'

北
京
で
鳩
の
一
種

〖
麒
麟
壷
閣
〗23
が
切
炉
ク
漢
の
宣
帝
、
功
臣
十
一
人
の

小

古

〇

や

ま

も

り

。

山

林

苑

圃

麗
豪
5
蜀
文
を
主
る
官
。
〔
説
文
〕
麓
‘

守
1
1

山
林
―
吏
也
、
炊
レ
林
鹿
臀
。
〔
國
語
、
晉
語
九
〕

主
牌
レ
適
レ
蝶
而
麓
不
レ
聞
。
〔
注
〕
麓
、
主
二
君
苑

皿
之
官
。
●
ふ
も
と
。
〔
説
文
〕
麓
、
一
日
、
林

属
於
山
食
レ
麓
、
春
秋
博
日
、
沙
麓
崩
。
〔
詩
‘

大
雅
、
旱
麓
〕
聰
1

一
彼
旱
麓
↓
〔
博
〕
麓
、
山
足
也
。

●
大
き
い
林
。
〔
水
経
‘
津
水
注
〕
麓
、
林
之
大
者

也
。
働
は
や
し
。
鹿
(
1
1
0
|
4
7
5
8
6
)
に
通
ず
。
〔
説

文
‘
麓
、
段
注
〕
段
借
作
レ
鹿
、
易
、
即
レ
鹿
無
レ
虞
‘

虞
翻
曰
、
山
足
稽
レ
鹿
、
鹿
、
林
也
。

O
録

(11ー
4

0

5
1
9
)
に
通
ず
°
〔
書
、
舜
典
〕
納
二
子
大
麓
↓
〔
博
〕

麓
‘
録
也
、
納
舞
使
矢
録
萬
機
之
政
↓
〔
疏
〕

麓
‘
臀
近
レ
録
。

O
古
‘
禁
(
6
ー

1
5
5
7
7
)
に
作
る
。

〔
説
文
〕
麓
、
禁
、
古
文
炊
レ
呆
。
菌
は
や
ま
。
姓

氏。
【
麓
縁
】
1

芸

清

、

許

揖
(
1
0
-
3
5
2
9
8
:
 1
0
9
)
の
●
の

舅
【
麓
嵩
】
2

約
清
、
曹
幾
曾
(
5
ー

1
4
2
9
7
:
 1
9
3
)

の
琥
゜

【
麓
】
〖
〔
集
韻
〕
慮
谷
切

ロ

ク

｀

ヵ
x
百圏

像
を
麒
麟
閣
上
に
董
い
た
故
事
。
麒
麟
閣
(

7

)

の
〇
を

見
よ
。
〔
桃
花
扇
、
設
朝
〕
先
設
―
―
牌
相
五
論
―
―
麒
麟
書
閣
功

努↓
〖
麒
麟
不
レ
至]
2
4
”
F

乱
世
に
は
麒
麟
が
現
れ
ぬ
。

〔
孔
子
家
語
、
困
誓
〕
丘
聞
レ
之
‘
剖
レ
胎
殺
レ
夭
‘
削
麒
麟

不
レ
至
-
―
其
郊
面
渇
レ
澤
而
漁
‘
則
鮫
龍
不
レ
虞
―
―
其
淵
涵
g

レ

巣
破
レ
卵
‘
則
鳳
皇
不
レ
翔
―
―
其
邑
↓

〖
麒
麟
鳳
皇
〗25
”
”
炉
●
共
に
霰
獣
瑞
鳥
の
名
。
●

漢
の
宮
殿
の
名
。
〔
漢
書
、
翼
奉
傭
〕
未
央
宮
又
無
1

一高

門
武
壼
‘
麒
麟
鳳
皇
白
虎
‘
玉
堂
金
華
之
殿
↓

〖
麒
麟
老
而
劣1

1鴛
馬
―
〗2
6
"裳
パ
げM
テ
ハ
若
年
の
時

は
衆
に
勝
れ
て
も
、
老
年
に
至
れ
ば
用
を
な
さ
な
い

喩
。
麒
騒
老
劣
,
,鴛
馬
1
(
1
2
-
4
4
8
1
8
:
 1
7
)
を
見
よ
。
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~ 集~集~集~集 ~ 集~集 ~ 集

躇ヽヘ... 
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古

記

籟

B
0
〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
麗
‘
段
借
為
レ
敲
。
〔
詩
、
大
雅
‘
略
委
麗
一
分
。
●
彰
麗
は
‘
澤
の
名
。
通
じ
て
藪

ニh
r

古
段注

-R 

文
ば
文
ば
文
つ
ら
文
王
〕
其
麗
不
レ
億
。
〔
傭
〕
麗
、
散
也
。
〔
陳
葵
債
疏
〕
（
1
0
-
3
3
7
9
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
麗
、
彰
麗
‘
澤
名
、

麗

:
-
n
n
-
f
l
-
n

な
り
ゆ
く
。
な
ら
ぴ
ゆ
く
。
〔
説
文
〕
麗
、
旅
行
也
、
麗
‘
讀
為
レ
散
、
方
言
‘
敲
‘
敷
也
‘
説
文
・
玉
篇
・
廣
通
作
レ
録
。

O
櫨
(
6

ー
1
5
9
7
0
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

鹿
之
性
‘
見
レ
食
急
則
必
旅
行
‘
八
二
鹿
胴
↓
●
す
雅
同
。
轡
お
も
ふ
。
慮
(
4

ー
1
1
1
3
2
)

に
通
ず
。
〔
説
橘
‘
説
文
、
江
中
大
船
名
、
通
作
レ
麗
。
国
う
つ
く

ぎ
る
。
〔
淮
南
子
‘
倣
慎
訓
〕
猶
條
風
之
時
麗
也
。
文
通
訓
定
臀
〕
麓
‘
段
借
為
レ
慮
‘
麗
・
慮
雙
瞥
。
〔
小
し
い
。
〔
集
韻
〕
麗
、
美
也
‘
荘
子
‘
麗
詭
之
間
。
因

届
〕
麓
、
過
也
°
●
う
る
は
し
い
。
あ
で
や
か
。
う
ら
爾
雅
‘
廣
言
〕
麗
、
思
也
。
鍮
屋
の
む
ね
。
阿
(
1
1

ー
く
だ
く
。
斯
(
6

ー
1
3
5
6
3
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
斯
‘

ら
か
。
麗
(
9
|
3
2
5
7
5
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

4
1
5
9
9
)

・橿
(
6
-
1
5
9
4
2
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
析
也
‘
亦
作
レ
麗
。
玉
地
名
。
鄭
(
1
1
|
 3
9
7
5
3
)

に

麗
‘
段
借
岱
麓
゜
④
美
し
い
。
〔
戦
國
‘
中
山
策
〕
佳
定
臀
〕
麗
‘
段
借
為
レ
阿
‘
亦
作
レ
櫂
゜
〔
荘
子
、
人
間
通
ず
。
〔
集
韻
〕
鄭
‘
説
文
、
南
陽
縣
‘
或
省
。

世
〕
求
ユ
晶
名
之
麗
―
者
。
〔
繹
文
〕
麗
、
屋
穏
也
。
◎
南
圏
ョ
リ
。
ヨ
シ
。
カ
ズ
。
ッ
グ
。
ツ
ラ
。
ア
ぎ
フ
。

麗
人
之
所
レ
出
也
。
〔
注
〕
麗
‘
美
也
゜
＠
ひ
か
り
。
か

し
か
。
〔
説
文
〕
麗
籠
‘
麓
皮
納
聘
‘
蓋
鹿
皮
也
。
闘
由
會
意
。
鹿
と
眼
と
の
合
字
。
胴
は
雨
々
相
附
す
る

が
や
き
。
〔
揚
雄
‘
利
撒
賦
〕
未
レ
遁
―
―
苑
固
之
麗
↓

鹿
皮
を
示
し
、
鹿
と
合
し
て
、
鹿
の
つ
ら
な
り
行
く
意

〔
段
注
〕
許
意
‘
麗
為
レ
鹿
。

O
麗
誰
は
‘
た
か
ど
の
。

〔
注
〕
善
曰
‘
麗
、
光
華
也
。
◎
み
め
よ
い
。
〔
廣
雅
‘

を
表
は
す
。
▽
怜
ハ
（
令
文
）
象
形
。
角
が
う
る
は
し

〔
康
熙
字
典
〕
麗
‘
麗
誰
、
高
棲
也
。

O
古
、
杯
(
2

繹
詰
一
〕
麗
、
好
也
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
既
跨
麓
而

紅

雙

分

。

◎

は

な

や

か

。

き

ら

ぴ

や

か

。

〔

玉

篇

〕

く

生

え

並

ん

だ

鹿

の

姿

に

象

る

。

ー
2
8
0
6
)
・
l
n
n
(
1
-
4
3
)

・
服
(
1—
1
0
4
)
・
麗
(
1
2
-[
麓
逸
】
1

位
う
る
は
し
く
す
ぐ
れ
る
。
〔
南
史
‘
王
答
博
〕

4
7
6
8
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
麗
、
胴
、
古
文
、
神
‘
策
奉
レ
赦
製
開
善
寺
賓
誌
法
師
碑
文
五
辞
甚
麓
逸
゜
〔
南
史
‘

麗
華
綺
也
。
〔
集
韻
〕
麗
華
也
。
〔
書
‘
畢
命
〕
散
レ
化

文
麗
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
麗
、
古
文
而
•
麗
。

O
姓
。
王
僧
襦
傭
〕
其
文
麓
逸
‘
多
用
,
,

新
庚
人
所
レ
未
レ
見
者
。

奢
麓
゜
⑮
き
よ
ら
か
。
あ
ざ
や
か
。
〔
後
漢
書
、
周
榮

【
麓
艶
】
2

芸
う
る
は
し
く
た
を
や
か
な
こ
と
。
艶
麓
。

【
麓
億
】
3

"

パ
散
の
多
い
こ
と
。
〔
詩
、
大
雅
‘
文
王
〕
商

〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
名
為
レ
氏
〕
麗
氏
、
晉
匠
麗

博
〕
清
麗
之
志
。
画
ふ
た
つ
。
そ
ろ
ひ
。
つ
ゐ
。
胴
(
1

之
子
孫
‘
其
麓
不
レ
億
゜
〔
博
〕
麓
、
散
也
。

之
後
。
口
●
ほ
ど
こ
す
。
〔
集
韻
〕
麗
、
施
也
。

O
は

|
 

104)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
麗
‘
段
借
為
レ

な
れ
る
。
〔
繹
名
、
秤
疾
病
〕
眸
子
明
而
不
レ
正
、
【
麗
佳
]
4

芍
う
る
は
し
く
よ
い
。
〔
揚
雄
‘
反
離
騒
〕

朋
゜
〔
小
爾
雅
‘
廣
言
〕
麗
‘
雨
也
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘
校

旦
通
恩
又
謂
二
之
麗
視
五
麗
‘
離
也
、
言
二
目
閏
中
容
競
悼
約
分
、
相
態
以
麗
佳
↓
〔
虞
義
巫
山

人
〕
麗
馬
一
園
。
〔
注
〕
麗
‘
椙
也
。
R
な
ら
べ
る
。

そ
ろ
へ
る
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
麗
1

一
鉤
芭
輿
畜
恩
天
、
一
目
視
レ
地
、
目
明
分
離
、
所
レ
視
不
＞
同
高
〕
雲
雨
麗
以
佳
‘
陽
畳
千
里
思
゜

【
麗
雅
】
5

乃
う
る
は
し
く
み
や
ぴ
や
か
な
こ
と
。
雅

麗
〔
文
心
離
龍
‘
耕
騒
〕
其
文
辞
麗
雅
‘
竺
詞
賦
之

陣
牧
号
。
〔
注
〕
師
古
日
、
麗
‘
拉
駕
也
。
●
つ
ら
な
也
。

O
麗
誰
は
、
た
か
ど
の
。
〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
君

る
。
〔
易
、
兌
〕
麗
澤
兌
゜
〔
注
〕
麗
饂
連
也
。

0
つ
亦
必
無
レ
塵
鶴
列
於
麗
誰
之
間
↓
〔
繹
文
〕
麗
、
力
甕

知
反
。
働
魚
麗
は
‘
陣
の
名
。
〔
左
氏
、
桓
、
五
〕
為
―
-
【
麗
江
】
6

店

O
府
名
。
明
、
置
く
。
雲
南
省
麓
江
縣
゜

く
。
つ
け
る
。
〔
集
韻
〕
麗
‘
一
曰
、
著
也
。
〔
易
、
離
〕

離
麗
也
。
〔
注
〕
麗
‘
猶
箸
也
。
〔
周
幡
、
秋
官
、
大
魚
麗
之
陳
↓
〇
鳥
の
名
。
麗
黄
(
2
0
)
を
見
よ
。
〇
清
は
中
旬
・
維
西
の
二
隠
‘
鶴
慶
剣
川
の
二
州
及
ぴ
麗

司
寇
〕
凡
萬
民
之
有
罪
過
而
未
レ
麗
於
澤
↓
〔
注
〕
高
句
麗
は
、
國
の
名
。
〔
集
韻
〕
麗
、
一
日
、
高
句
麗
、
江
縣
を
管
轄
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
雲
南
〕
麗
江
軍
民

府
‘
萬
貢
、
梁
州
南
徹
地
、
漢
為
―
―
越
巖
益
州
―
一
郡
地
五
後

漢
兼
属
―
永
昌
郡
一
隋
属
―
崩
州
一
唐
因
レ
之
、
後
没
―
―
於

麗
‘
附
也
。
〔
素
問
‘
五
運
行
大
論
〕
五
行
麗
レ
地
。
東
夷
國
名
。

O
離
(
1
1
|
 4
2
1
4
0
)

に
通
ず
。
〔
儀

〔
注
〕
麗
、
著
也
。

0
か
け
る
。
つ
な
ぐ
。
〔
糧
祭
義
〕
藉
、
郷
飲
酒
證
、
乃
間
歌
―
―
魚
麗
繹
文
〕
麗
、
本
或
虞
袋
越
析
詔
頁
元
以
後
、
属
於
南
詔
面
1

麗
水
節

既
入
二
廟
門
麗
1

一
子
碑
↓
〔
疏
〕
麗
‘
繋
也
。

O
ほ
ど
作
レ
離
。

O
朧
(
1
2
-
4
5
0
9
0
)

に
通
ず
。
〔
詩
、
秦
度
玉
蒔
磨
些
蜜
撮
レ
此
、
大
理
不
レ
能
レ
有
、
元
初
撃
降
レ

こ
す
。
〔
書
、
呂
刑
〕
越
荘
麗
レ
刑
。
〔
儀
證
‘
士
喪
證
〕
風
、
渭
陽
序
、
文
公
遭
二
麓
姫
之
難
五
繹
文
〕
麗
、
本
之
‘
慨
↓
一
茶
竿
章
管
民
官
云
土
元
八
年
‘
改
為
社
慰
司
一

十
三
年
‘
改
置
,
,
麗
江
路
軍
民
穂
管
府
「
二
十
―
一
年
‘
府

罷
更
立
1

否
旦
撫
司
面
明
朝
洪
武
十
五
年
‘
改
,
,
麓
江
府
面
既

設
レ
決
麗
二

f
摯
↓
〔
注
〕
麓
‘
施
也
。

O
か
か
る
。
羅
又
作
レ
麗
。
国
●
高
句
麓
は
‘
國
の
名
。
〔
集
韻
〕

又
改
為
軍
民
府
↓
領
1

一
州
四
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
雲

(
9

ー
2
8
3
9
7
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
麗
、
四
麗
、
高
句
麗
、
東
夷
國
名
。

0
山
名
。
麗
山
(
3
4
)
を

借
裕
羅
。
〔
詩
、
小
雅
‘
魚
麗
〕
魚
麗
子
囮
↓
〔
傭
〕
見
よ
。
國
●
つ
ら
な
り
ゆ
く
。
め
ぐ
り
ゆ
く
。
委
南
‘
麗
江
府
‘
頷
慶
二
、
州
―
-
‘
縣
―
↓
麗
江
、
鶴
慶
州
‘

麗
歴
也
。

0
か
ず
。
敲
(
6

ー
1
3
4
4
7
)

に
通
ず
。
麗
゜
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
偉
下
〕
駕
應
龍
象
輿
之
護
剣
JII
州
、
中
旬
鹿
、
維
西
慶
●
江
の
名
。
④
雲
南
省
の

|
 

九
一
七

13513 
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〔
八
董
〕
麗
|
 

金
沙
江
を
い
ふ
。
古
、
麗
水
と
い
ふ
。
＠
源
は
故
廣
源
死
す
。
其
の
妻
、
t

空
後
を
援
い
て
歌
ひ
‘
曲
終
り
‘
亦
河

州
。
東
南
廣
西
省
崇
善
縣
に
入
り
、
東
北
邑
寧
縣
に
至
に
投
じ
て
死
す
。
子
高
之
を
麗
玉
に
語
る
。
麗
玉
之

る
。
鬱
江
の
上
流
。
一
名
、
左
江
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
を
傷
み
‘
笙
後
を
吹
い
て
其
の
臀
を
葛
す
‘
聞
く
者
‘
堕

西
、
南
寧
府
、
新
寧
州
〕
麗
江
、
州
南
二
里
、
志
云
、
自
1

一
太
涙
せ
ざ
る
な
し
。
〔
古
今
注
、
昔
築
〕
。

平
陽
羅
陽
縣
1

流
入
レ
境
、
又
東
入
―
―
宣
化
縣
界
面
忠
吋
西
【
麗
句
'
】
16

勺
う
つ
く
し
い
句
。
麗
辟
。
〔
文
心
離
龍
‘
麗

南
境
之
左
江
也
。
●
縣
名
。
清
、
置
く
。
雲
南
省
鶴
慶
縣
酔
〕
如
二
宋
壷
呉
冶
刻
形
錢
法
盃
麗
句
興
1

一
深
采
五
虹
流
。

の
東
北
。
金
沙
江
の
西
岸
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
、
〔
武
元
衡
、
安
邑
里
中
秋
懐
寄
1

一
高
員
外
1

詩
〕
雄
詞
封
祠

麗
江
府
‘
縣
一
、
麗
江
。
●
清
、
朱
爾
漢
(
6ー

14424
:
 
8
2

草
‘
麗
句
陽
春
曲
。
〔
韓
愈
、
和
n

一
虞
部
虞
四
汀
酬
―
―
翰
林

4
)

の

字

。

錢

七

徽

赤

藤

杖

歌

1

詩
〕
妍
辞
麗
句
不
レ
可
レ
搬
、
見
レ
寄

〖
麗
江
浦
〗7
5ィ
3

廣
東
省
海
豊
縣
の
南
。
龍
津
蚊
鞠
且
慰

1一
分
司
→
「
麗
ー
化
枯
折
所
と
志
。

漢
の
諸
水
を
合
し
、
東
流
し
海
に
入
る
長
沙
の
海
口
。
【
麗
化
】
＂
ル
カ
う
る
は
し
く
化
す
る
。
〔
説
苑
‘
辮
物
〕

【
麗
亨
】
8

約
明
、
閻
應
元
(
1
1
-
4
1
3
7
9
:
 5
5
)
の
字
。
【
麗
華
】
18

””

0
う
る
は
し
く
は
な
や
か
。
〔
萬
楚
‘
五

【
麗
閑
】
，
”
バ
う
る
は
し
く
し
と
や
か
な
こ
と
。
麗
躙
日
観
レ
妓
詩
〕
西
施
護
道
浣
―
―
春
紗
一
碧
玉
今
時
繭
―
―
麗

に
同
じ
。
〔
太
平
御
覧
、
人
事
部
二
十
二
、
美
婦
人
下
〕
華
↓
●
陳
、
後
主
の
責
妃
。
姓
は
張
氏
。
陳
が
亡
び
て

雀
駆
、
七
依
曰
、
間
諏
之
卒
‘
郎
麗
且
閑
。
後
晉
王
廣
は
之
を
納
れ
よ
う
と
し
た
が
、
高
穎
の
言
に

【
麗
躙
】
10

い
パ
う
る
は
し
く
、
し
と
や
か
な
こ
と
。
麗
従
つ
て
斬
っ
た
。
〔
剪
燈
新
話
、
龍
堂
霰
會
録
〕
昔
太
公

閑
。
〔
魏
文
帝
、
登
壷
賦
〕
登
1

一
高
畳
1

以
騎
レ
望
、
好
1

一
震
蒙
レ
面
、
以
斬
,
,
姐
已
否
向
穎
違
レ
令
‘
而
誅
―
―
麗
華
↓
●
後

雀

之

麗

躙

↓

漢

‘

陰

后

(
1
1
-
4
1
6
9
1
:
 1
0
7
)
の

O
の
名
。

O
北
周
、

【
麗
顔
】
11

い
パ
う
る
は
し
い
か
ほ
。
〔
江
夏
王
義
恭
‘
遊
楊
后
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 1
5
1
)
の

O
の
名
。

O
前
趙
‘
劉
蛾

子
移
詩
〕
三
河
遊
蕩
子
、
麗
顔
邁
↓
面
荊
賓
↓

(
S
-
2
2
2
4
:
 7
9
)
の
字
。

【
麗
姫
】
12

い
美
人
の
名
。
晋
の
献
公
の
嬰
妾
。
朧
姫
(
1
2

【
麗
禍
】
19

約
わ
ざ
は
ひ
に
つ
な
が
る
。
〔
論
衡
‘
辮
祟
〕

1
 45
0
9
0
 :
 6
)に
同
じ
。
〔
詩
、
秦
風
、
渭
陽
序
〕
文
公
遭
—
—
不
レ
在
蘊

t
t日
避
己
時
‘
渉
レ
患
麗
レ
禍

麗
姫
之
難
↓
〔
左
氏
‘
宣
、
二
〕
初
麗
姫
之
乱
、
祖
レ
無
レ
畜
,
,

【
麗
黄
】
20

”
g
ぅ
ぐ
ひ
す
。
鵬
黄
(
1
2
-
4
7
5
0
7
:
 2
)
に

露
公
子
↓
〔
穀
梁
、
僭
、
十
〕
晉
猷
公
伐
レ
琥
得
,
,
麗
姫
↓
〔
鍾
同
じ
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
雖
鳩
麗
黄
‘
覇
闊
喫
喫
。
〔
注
〕
綜

文
蒸
補
注
〕
左
博
・
國
語
・
劉
向
列
女
偉
謂
下
伐
―
―
朧
戎
1

日
‘
郭
環
、
云
云
‘
又
曰
‘
鵠
鶴
、
鵞
黄
也
、
云
云
‘
鵞
・
麗

所
お
得
。
〔
荘
子
、
齊
物
論
〕
毛
婚
麗
姫
、
人
之
所
レ
美
也
、
古
字
通
、
昔
離
。

魚
見
ら
之
深
入
、
鳥
見
レ
之
高
飛
‘
棄
鹿
見
レ
之
決
課
。
〔
繹
【
麗
賽
【
】
21

”
”
ン
清
、
邪
昂
寄
(
1
1
-
3
9
3
4
3
:
 9
6
)

の
字
。

文
〕
麗
姫
‘
晉
獣
公
之
嬰
、
以
為
1

一
夫
人

B
声
本
作
―
―
西
施
↓
【
麗
観
】
22

”
”
ノ
う
る
は
し
い
な
が
め
。
〔
呉
志
、
張
温

〔
荘
子
、
齊
物
論
〕
麗
之
姫
‘
文
封
人
之
子
也
‘
晉
國
之
博
〕
固
―
―
明
朝
之
休
光
、
四
方
之
麗
観
1

也
。
〔
夏
侯
湛
‘

始

得

レ

之

也

、

沸

泣

油

レ

襟

。

芙

容

賦

〕

櫻

以

―

―

金

牙

五

貼

以

,

,

素
珠
面
竺
陵
池
之
麗
観
一

【
麗
亀
】
13

い
ィ
背
の
中
央
の
一
番
高
い
所
に
著
く
。
編
尊
―
―
終
世
之
特
殊
↓

は
背
の
高
い
所
。
〔
左
氏
、
宣
、
十
二
〕
棄
興
於
前
i

射
レ
【
麗
京
】
23

店
清
、
陸
祈
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 5
2
)

の
字
。

棄
麗
レ
亀
゜
〔
注
〕
麗
、
著
也
、
編
‘
背
之
隆
高
嘗
レ
心
者
也
。
【
麗
卿
】
24

”
"
清
‘
楊
瑞
雲
（
6
-
1
5
1
1
2
:
 6
3
4
)

の
字
。

【
麗
曲
】
14

”
ク
う
る
は
し
い
昔
曲
。
〔
晉
書
、
文
苑
偉
序
〕
【
麗
月
】
25

功
二
月
の
異
稽
゜
〔
梁
昭
明
太
子
、
錦
帯
書

窮
―
―
廣
内
之
青
編
玉
竺
平
畳
之
麗
曲
↓
〔
沈
約
、
宋
書
謝
十
二
月
啓
、
突
鍾
‘
二
月
〕
花
明
,
,
麗
月
一

震
運
博
論
〕
清
辟
麗
曲
、
時
登
―
―
乎
篇
↓
〔
白
居
易
、
酬
―
―
微
【
麗
娼
】
26

許
〇
う
る
は
し
い
。
●
漢
、
武
帝
に
仕
え

吝
詩
〕
臀
瞥
麗
曲
敲
寒
玉
盆
ヵ
句
妍
辞
綴
,
,
色
絲
↓
た
宮
人
。
年
十
四
に
し
て
、
玉
膚
柔
軟
‘
吐
く
氣
は
蘭

【
麗
玉
】
15

知
が
周
の
人
。
朝
鮮
の
津
卒
‘
霊
里
子
高
の
に
勝
る
。
歌
ふ
毎
に
、
李
延
年
之
に
和
す
。
廻
風
の
曲

妻
。
夫
、
晨
起
船
を
刺
す
。
狂
夫
、
流
を
渡
る
あ
り
、
其
の
を
唱
へ
し
に
、
庭
中
の
花
皆
翻
落
す
。
―
帝
嘗
て
衣
帯

妻
随
つ
て
呼
止
む
る
も
及
ば
ず
‘
狂
夫
、
河
に
墜
ち
て
を
以
て
麗
娼
の
袂
を
縛
し
、
重
幕
の
中
に
閉
づ
‘
其
の

鹿

部

風
に
随
つ
て
去
る
を
恐
れ
て
な
り
。
〔
洞
冥
記
、
四
〕

帝
所
レ
幸
宮
人
名
麗
娼
、
年
十
四
、
玉
膚
柔
軟
‘
吹
レ
氣

勝
レ
蘭
‘
不
レ
欲
,
,
衣
櫻
彿
＞
之
、
恐
―
―
骰
痕
一
也
、
毎
レ
歌
李
延

年
和
レ
之
、
於
―
―
芝
生
殿
一
唱
"
廻
風
之
曲
ご
庭
中
花
皆
翻

落
、
置
麗
娼
於
明
離
之
帳
恐

A
写
垢
汚
,
,
其
糧
1
也
、
—
帝

常
以
―
―
衣
帯
細
竺
麗
娼
之
袂
二
閉
―
―
於
重
幕
之
中
一
恐
二

随
レ
風
而
去
ふ
9

。

【
麗
縣
】
”
苔
縣
名
。
漢
、
置
く
。
故
城
は
山
東
省
諸

城
縣
の
西
南
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
浪
邪
郡
、
縣
五
十

一

、

麗

。

「

0
4
:
 6
4
)
に
同
じ
。

【
麗
狐
】
28

芍
う
つ
く
し
い
き
つ
ね
。
豊
狐
(
1
0
|
 
3
6
3
 

【
麗
采
】
2
9
5
バ
う
る
は
し
い
い
ろ
ど
り
。
〔
梁
簡
文
帝
、

謝
孟
空
賜
玉
侃
〖
E
〕
藍
田
麗
采
、
愧
水
纏
文
。

【
麗
哉
】
30

が
り
ヵ
＋
う
る
は
し
い
こ
と
を
感
歎
す
る
辞
。

〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
麗
哉
神
聖
、
虞
二
於
玄
宮
云
富
既
興
レ
地

乎
倅
レ
砦
‘
責
正
又
興
レ
天
乎
比
レ
崇
。

【
麗
草
】
31

討
●
う
る
は
し
い
草
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
麗

草
交
植
、
殊
品
詭
類
。
●
草
の
名
。
蔵
穏
の
異
名
。
ゆ
き

さ
さ
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
、
秦
材
、
草
類
、
萎
葵
〕
逃

異
記
、
蔵
穏
‘
一
名
,
,
麗
草
↓

【
麗
藻
】
32

芯
●
う
る
は
し
く
す
ぐ
れ
た
詩
文
。
〔
郭

環
爾
雅
序
〕
英
儒
贈
聞
之
士
、
洪
筆
麗
藻
之
客
。
〔
陸

機
、
文
賦
〕

i!i,, 一
文
章
之
林
府
る
嘉
二
麗
藻
之
彬
彬
↓
〔
播

岳
、
閑
居
賦
〕
梅
杏
郁
棟
之
層
‘
繁
榮
麗
藻
之
飾
。
〔
劉

峻
‘
廣
絶
交
論
〕
邁
文
麗
藻
‘
方
-
1

駕
曹
王
↓
●
書
名
。
八

巻
。
明
、
郷
志
膜
撰
。
も
と
楔
注
捷
録
と
い
ふ
。
金
石
絲

竹
抱
土
革
木
の
八
門
に
分
ち
、
典
故
詞
藻
に
類
記
す
。

〖
麗
藻
堂
〗33”
”
サ
ヴ
明
、
徐
蹂(
4
-
1
0
1
1
0

:
 3
1
3
)

の

●
の
室
名
。

【
麗
山
】
34

か
●
山
に
著
く
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
長
風

至
而
波
起
分
、
若
麗
山
之
孤
畝
↓
〇
複
姓
。
麗
山
氏
。

〔
欝
蔵
易
〕
麗
山
氏
之
子
鼓
。
●
田
中
允
澤
の
琥
。
田
中

麗
山
(
7
ー

2
1
7
2
3
:
 2
3
2
)
を
見
よ
。

【
麗
姿
】
35

”
ィ
う
る
は
し
い
す
が
た
。
〔
何
承
天
、
木
瓜

賦
〕
美
中
州
之
嘉
樹
、
表
―
―
閑
冶
之
麗
姿
↓

【
麗
視
】
36

バ
や
ぶ
に
ら
み
。
〔
繹
名
、
繹
疾
病
〕
眸
子
明
而

不
レ
正
日
,
,
通
視
二
云
云
‘
又
謂
―
―
之
麗
視
云
麗
、
離
也
‘
言
ニ

一
目
覗
レ
天
、
五
且
界
地
、
目
明
分
離
、
所
レ
視
不
＂
同
也
。

【
麗
爾
】
37

”
ィ
美
麗
。
靡
麗
゜
〔
説
文
〕
麗
、
麗
爾
、
猶
↓
1

靡

麗
1

也
。
〔
繋
博
〕
歴
歴
然
希
疎
貼
綴
見
レ
明
也
。
〔
段
注
〕

直
羅
麗
、
漢
人
語
。
〔
絣
雅
‘
繹
詰
下
〕
麗
爾
、
華
褥
也
。

14

【
麗
辟
】
38

勺
美
麗
な
文
酔
。
麗
句
。
〔
論
衡
‘
侠
文
〕

35

繁
文
麗
辟
、
無
王
書
文
徳
之
操
↓
〔
皇
甫
謡
‘
三
都
賦
ー

序
〕
引
而
申
レ
之
‘
故
文
必
極
レ
美
、
躙
畑
釜
匹
長
レ
之
、
故

辞
必
盛
レ
麗
。

【
麗
秋
】
39

祁
注
蟄
國
に
産
す
る
花
の
名
。
〔
文
獣
通

考
、
四
裔
考
、
注
贅
〕
花
有
―
―
白
芙
莉
・
散
絲
・
蛇
讀
．
佛

桑
麗
秋
・
青
黄
碧
婆
羅
・
瑶
連
・
蝉
紫
・
水
蕉
之
類
↓

【
麗
質
】
40

芍
●
う
る
は
し
い
う
ま
れ
つ
き
。
〔
越
絶

書
、
越
絶
外
博
計
悦
〕
麗
質
冶
容
‘
宜
ね
哭
監
於
前
史
↓

〔
魏
文
帝
‘
又
興
―
―
鍾
絲
一
書
〕
謹
奉
1

一
賦
一
篇
冨
5

讚――揚

麗
質
ー
王
白
。
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
天
生
麗
質
難
1

一
自
棄
一

一
朝
選
在
"
君
王
側
↓
〇
美
人
を
い
ふ
。
〔
梁
簡
文
―
帝
｀

妾
薄
命
築
府
〕
名
都
多
"
麗
質
工
本
自
侍
―
―
容
姿
↓

【
麗
日
】
41

が
パ
う
ら
ら
か
な

H
。
の
ど
か
な
日
。
〔
王

褻
‘
燕
歌
行
〕
初
春
麗
日
鷺
欲
レ
嬌
、
桃
花
流
水
液
―
―
河

橋
↓
〔
沈
約
、
三
月
三

B
率
爾
成
レ
篇
詩
〕
麗
B
陽
1

一
元
巳
一

年
芳
具
在
レ
斯
゜

[
麗
什
】
42

共
う
る
は
し
い
詩
篇
。
〔
曹
松
、
贈
,
,
鏡
湖
慮

士
方
干
―
詩
〕
祗
擬
應
星
眠
越
絶
、
唯
将
二
麗
什
玉
国
1

一高

動
↓
〔
剪
燈
新
話
‘
愛
卿
傭
〕
佳
篇
麗
什
。

【
麗
奢
】
43

劣
う
る
は
し
く
み
や
び
や
か
な
こ
と
。
麗

都
。
〔
急
就
篇
〕
邪
麗
奢
。
〔
注
〕
麗
奢
、
言
美
。
「
字
。

【
麗
上
】
“
が
炉
清
、
車
鼎
晉
(
1
0
-
3
8
1
7
2
:
2
g
)

の

【
麗
手
】
45

的
手
を
き
れ
い
に
す
る
。
又
、
き
れ
い
な

手
。
〔
論
衡
、
感
虚
〕
剪
―
―
其
髪
面
麗
,
,
其
手
↓

【
麗
妹
】
46

裟
う
る
は
し
い
女
。
株
は
美
好
。
名
妹
。

美
妹
。
艶
妹
。
麗
女
。
〔
唐
書
‘
宦
者
下
、
韓
全
誨
偉
〕
宦

人
更
求
1

↓
麗
妹
知
レ
書
者
散
十
人
↓

【
麗
竪
】
47

芍
美
し
い
童
子
。
美
童
。
〔
張
超
｀
誼
―
―
青
衣
―

賦
〕
乃
蘭
不
疑
‘
奉
レ
雹
不
五
受
‘
見
レ
尊
不
レ
迷
、
況
此
麗

竪。

【
麗
樹
】
48

劣
う
つ
く
し
い
木
。
〔
梁
簡
文
―
帝
、
等
賦
〕

如
浮
波
之
遠
鵞
五
竺
麗
樹
之
学
榮
↓

【
麗
春
】
49

ル
が
●
草
の
名
。
ひ
な
げ
し
。
虞
美
人
草
。
仙

女
嵩
゜
〔
本
草
‘
麗
春
草
〕
繹
名
、
仙
女
嵩
‘
定
参
草
、
頌

日
、
麗
春
草
生
―
―
檀
蝸
山
川
谷
ゴ
云
云
‘
河
南
淮
陽
郡
穎

州
及
詭
郡
汝
南
郡
等
郡
、
並
呼
為
1

一
龍
羊
草
↓
●
畳
の

名
。
〔
雨
京
記
〕
東
都
城
有
ー
一
流
杯
殿
本
竺
麗
春
畳
↓

〖
麗
春
堂
〗so”
”X
ユ
ン
元
曲
選
百
種
中
の
一
。
元
、
王
賓

九
一
八



(47663・ ・51) (47663・ ・89) 

甫
作
。
題
目
は
李
監
車
大
間
香
皆
、
正
名
は
四
丞
相
高

宴
麗
春
堂
。

【
麗
色
】
51

芥
ク
●
美
し
く
の
ど
か
な
色
。
〔
張
融
、
海

賦
〕
籠
―
―
麗
色
一
以
彿
レ
煙
‘
鏡
1

一
懸
暉
1

以
照
レ
雪
。
〔
梁
簡

文
帝
、
大
法
頌
序
〕
璧
日
揚
レ
精
、
景
雲
麗
色
。
〇
う
る
は

し
い
か
ほ
い
ろ
。
艶
麗
な
容
色
。
〔
沈
約
、
四
時
白
紆
歌
‘

冬
白
貯
〕
寒
閏
書
＿
寝
羅
幌
垂
‘
婉
容
麗
色
心
相
知
。

【
麗
飾
】

52gク
華
や
か
に
か
ざ
る
。
う
る
は
し
い
か
ざ

り
。
〔
後
漢
書
‘
班
固
傭
下
〕
去
1

一
後
宮
之
麗
飾
ぶ
祖
乗
輿

之
服
御
二
面
品
ほ
‘
詠
レ
席
詩
〕
羅
袖
少
1

云
孟
空
象
床
多
―
―

麗
飾
一
〔
江
滝
‘
翡
翠
賦
〕
備
―
―
賓
帳
之
光
儀
一
登
1

一
美
女
之

麗
飾
↓

【
麗
屡
】
53

苔
危
ク
つ
ら
な
り
つ
づ
く
。
〔
後
漢
書
‘
馬

融
傭
〕
星
布
麗
腸
‘
曹
伍
相
保
。

【
麗
賜
】
54

が
訂
ク
う
る
は
し
い
な
が
め
。
美
観
。
〔
南
史
、

隠
逸
博
論
〕
松
山
桂
渚
、
非
―
―
止
素
玩
玉
碧
澗
消
渾
、
翻
成
,
,

麓
暉
↓
〔
天
禄
識
餘
‘
麓
鵬
〕
南
史
隠
逸
博
‘
桂
山
菫
渚
‘

非
―
止
素
玩
↓
碧
澗
清
渾
、
翻
成
麗
謁
玉
宋
人
以
麗
鵬
1

名
に
苧
、
本
レ
此
゜

[
麗
紳
】
55

古
う
る
は
し
い
精
憲
。
〔
陳
誼
、
詩
〕
鎮
西

歌
藍
典
臨
渦
逢
麗
雙

【
麗
人
】
56

芦
う
る
は
し
い
人
。
き
り
や
う
の
よ
い
婦

女
。
美
人
。
佳
人
。
麗
女
。
〔
飽
照
‘
蕪
城
賦
〕
東
都
妙

姫
‘
南
國
麓
人
、
意
心
執
質
‘
玉
貌
綽
唇
。
〔
曹
植
‘
洛
紳

賦
〕
観
二
麗
人
於
岩
之
畔
↓
〔
杜
甫
‘
麗
人
行
〕
三
月
三

日
天
氣
新
、
長
安
水
邊
多
―
―
麓
人
↓

【
麗
水
】
57

竹
〇
河
の
名
。
⑦
浙
江
省
に
あ
り
、
金
を
産

す
。
〔
韓
非
子
、
内
儲
説
上
〕
剌
南
之
地
、
麗
水
之
中
、
生
レ

金
、
人
多
籟
采
釜
°
◎
甘
粛
省
の
荘
浪
河
を
い
ふ
。
古
名

は
、
逆
水
。
◎
雲
南
省
の
金
沙
江
を
い
ふ
。
〔
薔
唐
書
、
賣

耽
傭
〕
故
濾
南
貢
1

一
麗
水
之
金
一
〔
張
機
、
金
沙
江
源
流
考
〕

金
沙
源
出
―
―
吐
蕃
一
其
随
州
知
牛
石
下
謂
-
―
之
黎
牛
河
↓

即
古
麗
水
。
◎
縣
名
。
唐
、
置
く
。
浙
江
省
松
陽
縣
の
東
。

甑
江
の
北
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
、
慮
州
府
〕
麗
水

縣
、
本
漢
回
浦
縣
地
、
後
漢
為
孟
早
安
縣
地
「
三
國
呉
為
1-

松
陽
縣
地
ご
匹
臨
海
郡
一
晉
因
レ
之
、
宋
以
後
陽
"
永
嘉

郡
ご
隋
析
二
置
括
蒼
縣
ぶ
局
―
―
慮
州
治
;
疋
後
皆
為
"
州
郡

堕
唐
大
歴
十
四
年
‘
改
―
―
今
名
公
「
編
戸
一
百
十
五
里
。

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
浙
江
‘
虞
州
府
‘
縣
十
‘
麗
水
。

O

元
、
盤
谷
(
8
ー

2
3
0
3
6
:
 6
6
)

の
●
の
琥
゜

|

|

_

 

鹿

部

八

蓋

麗

九
一
九

〖
麗
水
生
レ
金
〗
5
8
芯
ぢ
キ
／
ヲ
麗
水
か
ら
金
を
産
す
。
の
語
を
蒐
輯
し
‘
喬
年
排
次
し
て
作
っ
た
書
。
凡
て
経
美
奢
"
乎
許
史
→

〔
韓
非
子
‘
内
儲
説
上
〕
荊
南
之
地
‘
麗
水
之
中
生
な
金
、
人
説
七
巻
・
史
記
―
一
巻
・
離
説
一
倦
。
〔
四
庫
提
要
、
子
‘
儒
[
麗
靡
]
8
0

巧

O
ぅ
る
は
し

v
は
で
o

〔
漢
書
ヽ
揚
雄
博

多

穎

采

レ

金

、

采

金

之

禁

、

得

而

輻

翠

二

媒

於

市

―

甚

衆

、

家

類

〕

。

下

〕

必

推

レ

類

而

言

、

極

―

―

麗

靡

之

辟

言

揚

雄

、

長

楊

賦

〕

應
墨
其
本
也
、
而
人
籟
レ
金
不
レ
止
。
〔
干
字
文
〕
金
【
麗
女
】
68

印
う
つ
く
し
い
婦
女
。
麗
人
(
5
6
)

に
同
じ
。
悪
―
―
麗
靡
―
而
不
レ
近
。
〔
説
苑
‘
反
質
〕
麗
靡
爛
漫
、
不
レ

生

麗

水

一

〔

察

邑

、

協

和

婚

賦

〕

麗

女

盛

飾

、

嘩

如

"

春

華

↓

〔

江

滝

‘

可

―

―

勝

極

↓

〔

後

漢

書

、

王

符

博

〕

金

銀

錯

錢

、

窮

―

―

極

【
麗
薬
]
5
9

か
り
う
つ
く
し
い
花
し
べ
。
〔
孟
郊
、
賞
薔
水
上
神
女
賦
〕
一
麗
女
分
‘
碧
渚
之
崖
。
麗
靡
一
〔
摯
虞
、
文
章
流
別
論
〕
麗
靡
過
美
、
則
卑
ハ
レ
情
相

廠
詩
〕
麗
築
惜
未
レ
掃
‘
苑
枝
長
更
紆
。
【
麗
天
】
随
竺
空
に
か
か
る
。
〔
易
、
離
〕
象
曰
‘
離
、
麗
悸
°
〇
連
な
り
延
る
さ
ま
。
麗
靡
゜
〔
史
記
、
司
馬
相
如

【
麗
生
】
60

苔
清
、
巌
學
治
(
2
ー

4
5
8
9
:
 2
7
4
)

の

字

。

也

、

日

月

麗
1

乎
天
五
口
穀
草
木
麗
―
―
乎
土
一
〔
晉
書
、
地
傭
〕
麗
靡
廣
術
‘
應
風
披
靡
。
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕

【
麗
訛
】
61

は
ペ
ゥ
美
し
い
棲
。
又
、
戦
棲
゜
〔
荘
子
、
徐
無
理
志
上
〕
星
象
麓
レ
天
、
山
河
紀
レ
地
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
衝
麗
1

一靡爛ー
1

一
漫
於
前
云
竺
曼
美
"
'
色
於
後
↓

鬼
〕
君
亦
必
無
レ
盛
1

一
鶴
列
於
麗
誰
之
間
↓
〔
繹
文
〕
麗
‘
瞼
獲
而
廻
レ
日
、
飛
礫
起
而
麗
レ
天
。
【
麗
風
】
81

砕
西
北
か
ら
吹
く
風
。
八
風
の
一
。
属
風
。

如
に
子
‘
又
力
知
反
。
〔
注
〕
高
棲
也
。
〔
疏
〕
言
―
―
其
華
麗
[
麗
都
】
70

い
イ
ぅ
る
は
し
V
み
ゃ
ぴ
や
か
な
こ
と
o

〔
戦
〔
淮
南
子
ヽ
咽
形
訓
〕
何
謂
二
八
風
盃
牢
古
]
二
炎
風
五
不
方

礁
嵯
一
也
。
〔
史
記
‘
陳
渉
世
家
‘
輿
載
1

一
訛
門
中
ぶ
江
〕
索
國
‘
齊
策
〕
且
顔
先
生
輿
1

一
寡
人
一
遊
、
食
必
太
牢
、
出
必
日
1

一
條
風
↓
束
南
曰
―
―
景
風
「
南
方
日
↓
―
巨
風
盃
西
南
日
―
―
涼

隠
日
‘
蓋
謂
↓
―
陳
縣
之
城
門
二
名
麗
誰
゜
〔
升
奄
外
集
‘
乗
車
、
妻
子
衣
服
麗
都
。
風
盃
西
方
曰
―
―
麗
風
盃
西
北
日
,
,
麗
風
平
心
方
曰
―
―
寒
風
↓

宮
室
‘
麗
誰
〕
荘
子
‘
云
云
、
前
漢
書
陳
勝
偲
、
戦
―
―
礁
門
【
麗
南
】
71

賃
明
‘
陳
象
明
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 9
5
6
)

の
字
。
【
麗
服
】
82

乃
う
つ
く
し
い
衣
服
。
き
ら
ぴ
や
か
な
き

史
注
‘
門
上
為
l

一
高
桟
以
望
‘
故
曰
訊
棲
涵
憧
按
、
漢
書
【
麗
農
】
72

芥
明
、
博
展
(
1
|
9
3
9
 :
 3
)

の
別
琥
。
も
の
。
華
服
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
偶
上
〕
素
初
貯
1

蕨
麗
服
一
分
‘

五
行
志
、
主
入
ム
車
大
誰
卒
ぶ
央
大
誰
主
レ
問1非
常
一
之
〖
麓
農
山
人
〗7
3
ぢ
玲
字
琥
。
O
清
、
蒋
敦
復(
9
-
3
1

何
文
律
而
質
饉
。
〔
後
漢
書
‘
渇
術
偲
下
〕
披
―
―
綺
季
之
麗

人
‘
云
―
―
姓
名
是
誰
何
也
、
誰
何
‘
一
作
玉
臨
呵
面
城
門
名
,
,

8
2
0
 :
 1
7
6
)

の
琥
。

0
清
、
郡
祇
膜
(
1
1
|
 3
9
5
6
2
 :
 7
8
)

服
入
弓
‘
揚
―
―
屈
原
之
震
存
↓
〔
密
康
‘
琴
賦
〕
若
夫
一
＿
一
春

麗

華

』

―

者

、

麗

如

蕉

麗

之

麗

一

カ

支

切

、

誰

即

誰

阿

之

の

琥

゜

之

初

、

麗

服

以

レ

時

。

〔

陸

機

‘

長

安

有

狭

邪

行

〕

烈

心

訛
、
今
都
門
出
入
者
、
守
レ
門
人
成
レ
列
而
呼
―
―
喝
之
工
亦
[
麓
馬
】
n
勺

二

頭

の

馬
o

麗
は
ヽ
な
ら
ぶ
o

〔
周
籍
ヽ
夏
属
l

一
勁
秋
面
窃
服
鮮
l

一
芳
春
↓
〔
北
史
ヽ
周
高
祁
紀
〕
金
銀

是
古
制
、
不
1

一
必
改
レ
誰
作
＞
礁
也
。
〔
書
言
故
事
、
都
邑
官
‘
校
人
〕
麗
馬
一
園
、
八
麗
一
師
。
〔
注
〕
麗
、
精
也
。
賓
器
、
珠
玉
麗
服
。

類
〕
稲
一
鼓
角
棲
百
,
,
麗

誰

一

【

麗

瀑

]15

芦
犯
罪
の
事
賓
を
審
査
し
て
‘
罪
と
法
と
【
麗
文
】
83

芦
う
る
は
し
い
あ
や
。
〔
論
衡
‘
自
紀
〕
辮

【
麗
泉
】
62

ぢ
清
、
魏
元
娘
(
1
2
|

4

器
7
2
:
 2
0
1
)

の
字
。
の
相
合
す
る
を
待
つ
て
法
刑
を
適
用
す
る
。
〔
周
證
、
言
無
レ
不
レ
聰
‘
麗
文
無
レ
不
レ
葛
゜
〔
梁
書
、
文
學
下
‘
謝

【
麗
則
】
63

片
う
る
は
し
く
て
法
則
が
あ
る
。
〔
漢
書
、
秋
官
、
郷
士
〕
司
寇
聴
レ
之
、
断
1

一
其
獄
ニ
弊
―
―
其
訟
玉
J

レ
幾
卿
傭
〕
濤
波
之
辮
‘
懸
河
不
レ
足
レ
讐
、
春
藻
之
辞
、
麗

藝
文
志
〕
詩
人
之
賦
麗
以
則
、
辟
人
之
賦
麗
以
淫
゜
〔
後
朝
、
塁
士
司
刑
皆
在
、
各
麗
―
―
其
瀑
冨
以
議
―
―
獄
訟
↓
〔
疏
〕
文
無
和
5

匹↓

漢
書
、
文
苑
偲
賛
〕
言
観
1

一
麗
則
エ
永
監
―
―
淫
費
↓
〔
注
〕
揚
各
麗
―
―
其
澤
一
者
、
罪
状
不
レ
同
‘
附
レ
法
有
レ
異
‘
嘗
L

如
―
【
麗
丙
】
84

訂
清
‘
顧
元
熙
(
1
2
|
 4
3
6
8
9
 :
 2
6
1
)

の
字
。

雄
日
、
詩
人
之
賦
麗
以
則
‘
辞
人
之
賦
麓
以
淫
゜
〔
沈
其
非
状
1

各
依
．
其
罪
い
不
レ
得
,
,
濫
出
濫
入
一
如
レ
此
以
【
麗
木
】
邸
ぢ
む
く
げ
。
木
植
（
6

|

1
4
4
1
5
 :
 1
1
2
)

の
●

約
、
報
壬
＃
臼
書
〕
覧
"
所
レ
示
詩
玉
塁
竺
麗
則
一
議
嶽
訟
1

也

。

の

異

名

。

〔

中

山

王

‘

文

木

賦

〕

麗

木

離

披

、

生

袖

笞

向

厘

一

〖
麗
則
遺
昔
〗64
れ
ク
ク
書
名
。
四
巻
。
元
、
楊
維
梢
【
麗
盤]
1
6
咋
う
つ
く
し
い
盆
。
〔
梁
簡
文
帝
、
封
燭
賦
〕
彿
天
河
一
而
布
レ
葉
、
横
一
日
路
―
而
擢
レ
枝
゜
〔
江
穂
‘
南

撰
゜
其
の
門
人
陳
存
穂
編
。
〔
四
庫
提
要
、
集
‘
別
集
類
〕
。
揺
二
同
心
之
明
燭
盃
呼
彫
金
之
麗
盤
一
越
木
権
賦
〕
此
則
京
華
之
麗
木
、
非
1

一
於
越
之
舜
英
↓

【
麗
澤
】
65

り
げ
が
相
連
な
る
一
―
つ
の
澤
が
互
に
相
潤
ほ
【
麗
皮
]
7
7

勺
―
一
枚
の
鹿
の
皮
。
婚
褪
の
時
‘
男
女
の
相
【
麗
密
]
8
6

古
美
し
く
こ
ま
や
か
。
〔
漢
書
‘
王
褻
博
〕

す
。
朋
友
が
相
資
け
て
學
を
講
じ
徳
を
修
め
る
喩
゜
契
る
し
る
し
と
し
て
用
ひ
る
。
憬
皮
(
1
-
1
3
1
1
:
 7
)

夫
荷
レ
栴
被
レ
雹
者
、
難
n

一
典
道
―
―
純
綿
之
麗
密
↓
〔
宋
史
、

〔
易
、
兌
〕
象
曰
‘
麗
澤
兌
、
君
子
以
朋
友
講
習
。
〔
注
〕
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
麗
旅
行
也
‘
云
云
‘
證
‘
麗
皮
‘
納
聘
‘
杜
呆
傭
〕
能
為
レ
文
麗
密
清
巖
゜

麗

‘

猶

逼

也

。

〔

故

事

成

語

考

‘

朋

友

賓

主

〕

朋

友

相

資

蓋

鹿

皮

也

。

【

麗

妙

】

87

芯
う
る
は
し
く
た
へ
な
こ
と
。
〔
水
経
‘
滝
水

日

麗

澤

↓

【

麗

妃

】

18

い
ィ
唐
代
‘
女
官
の
名
。
悪
妃
の
下
に
位
し
て
注
〕
平
道
縣
Z
、
有
狸
理
獣
形
若
黄
狗
↓
又
状
垣
純
人

〖
麗
澤
講
習
〗
紺
勾
弁
朋
友
な
ど
が
互
に
切
瑳
す
る
正
一
品
。
〔
唐
書
、
百
官
志
二
〕
内
官
‘
貴
妃
・
恵
妃
・
麗
面
頭
顔
端
正
‘
善
興
レ
人
言
‘
昔
瞥
麗
妙
如

1一
婦
人
好
女
→

こ
と
。
麗
澤
及
ぴ
講
習
(
1
0
-
3
5
8
2
4
:
 3
9
)
を
見
よ
。
妃
・
華
妃
、
各
一
人
、
正
一
品
‘
掌
下
佐
,
,
皇
后
云
躙
中
婦
幡
【
麗
陽
】
8

8

t

[

O

城
の
名
。
江
西
省
都
陽
縣
の
東
北
昌

〖
麗
澤
之
含
〗66
ルg
ク
鈴
木
之
徳
の
琥
。
鈴
木
石
橋
於
内
い
無
レ
所
レ
不
レ
統
。
江
の
西
岸
。
渡
場
あ
り
。
一
名
、
利
陽
城
。
＿
商
業
地
。

O
字

(
1
1
 1
 40
2
6
7
 :
 3
4
)
を

見

よ

。

【

麗

美

】

79

臼
う
つ
く
し
い
。
美
麗
。
〔
論
衡
‘
答
倭
〕
琥
。
④
明
、
金
忠
士
(
1
1
ー

4
0
1
5
2
 :
 1
3
4
1
)

の
字
。
◎
明
、

5
 

〖
麗
澤
論
説
集
録
〗6
7
5砂翌
書
名
。
十
巻
。
宋
‘
倭
人
材
高
‘
論
説
麗
美
。
〔
後
漢
書
、
王
符
傭
〕
窮
糎
麗
注
之
賓

(
6
|1
7
1
5
4
 :
 2
4
0
)

の
字
。

53
 

呂
喬
年
編
。
呂
祗
謙
の
没
後
祗
倹
が
、
其
の
門
人
記
録
美
五
轄
相
誇
咤
゜
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
彼
律
人
之
男
女
‘
麗
【
~
容

I
】8
9
数
う
る
は
し
い
す
が
た
。
よ
い
姿
。
美
容
。
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【酔】
B

【
魔
】
〖

【餅】呻

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
酔
‘
子
唯

切。

ス
イ

ク
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
醤
属
、
昔
果
。

瓶
(
7
-
2
1
5
3
7
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
繭
t
同
レ
瓶
。

ヘ
イ

獣
の
名
。
鹿
に
似
て
大
き
い
。
〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕

虜
廣
鹿
爵
。
〔
章
樵
注
〕
昔
預
‘
似
レ
鹿
而
大
。

【
塵
】
四

ヨ

〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
、
章
樵
注
〕
昔
預

〔
禰
衡
‘
魏
鵡
賦
〕
采
采
麗
容
‘
咬
咬
好
昔
゜

【
麗
利
】
OO

い
ィ
う
る
は
し
く
よ
ろ
し
い
。
〔
白
居
易
、
故

京
兆
元
少
手
文
集
序
〕
粋
震
均
者
、
其
文
蔚
温
雅
淵
、
疏

朗
麗
利
。

【
麗
麗
】
91

咋
●
獣
の
名
。
蛋
蛋
。
耶
耶
゜
〔
商
子
、
査
策
〕

麗
麗
巨
巨
、
日
走
1

一
千
里
云
有
元
必
走
之
勢
一
也
。
●
明
か

に
。
う
ら
ら
か
に
。
又
、
人
目
に
立
つ
や
う
に
。

【
麗
庫
】
8

が
漉
壁
や
窟
戸
の
疎
ら
な
孔
。
離
棲
゜
〔
説

文
〕
應
、
屋
麗
麿
也
。
〔
段
注
〕
麗
庫
‘
讀
如
離
婁
五
長
門

賦
・
霊
光
殿
賦
皆
在
離
雙
謂
―
―
伊
屋
在
レ
騰
窟
禰
穿

通
之
貌
↓

【
崇
レ
麗
】
93

”
ぢ
う
る
は
し
さ
を
ま
す
。
〔
班
固
、
西
都

賦

〕

世

増

如

飾

以

崇

レ

麗

。

「

名

。

【
麗
崎
軒
】g
バ
•
明
、
査
應
光(
6
-
1
4
6
4
3

:
 8
2
)

の
室

【
麗
正
門
】
95

”
セ
イ
元
代
、
京
師
内
城
の
正
南
門
の
稽
゜

〔
雙
愧
歳
抄
〕
元
時
四
方
進
士
来
試
1

一
南
宮
1

者
、
皆
餓

屑
麗
正
門
外
↓
〔
宋
顕
夫
、
詩
〕
麗
正
門
前
蝸
殻
居
。

【
麗
正
書
院
】
96

砕
い
パ
天
子
研
學
の
所
。
唐
、
太
宗
の

開
元
中
に
設
置
し
て
文
學
の
士
を
緊
め
、
或
は
書
を
修

め
或
は
侍
講
さ
せ
た
。
〔
玉
海
、
宮
室
、
院
上
〕
開
元
十
二

年
、
東
都
明
禰
門
外
‘
亦
置
―
―
麗
正
書
院
↓

鹿

部

〔
八
ー
＋
驚
〕

【
隈
】
〖
[
〔
集
韻
暦
げ

f
Y□
百

小

日

□
l

●
角
の
細
い
お
ほ
や
ぎ
。
〔
説

眉
豪
文
〕
塵
、
山
羊
而
大
者
、
細
角
、
八
レ
鹿

咸
臀
。
●
力
の
卓
絶
し
た
猛
獣
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕

熊
虎
醜
‘
其
子
狗
、
絶
有
レ
カ
、
塵
。
●
或
は
賊
(
9

ー

2
8
5
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
襲
‘
或
ハ
レ
羊
。
国
六

尺
の
羊
。
賊
(
9
ー

2
8
5
2
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
賊
、

羊
六
尺
為
レ
賊
、
或
凡
レ
鹿
。
國
力
の
卓
絶
し
た

羊
゜
〔
集
韻
〕
嚢
‘
羊
絶
有
レ
カ
。

【
塵
羊
】
1

梵
大
き
な
山
羊
。
力
の
強
い
羊
。
〔
本
草
‘
塵

羊
〕
繹
名
、
玲
羊
、
塵
羊
、
九
尾
羊
。
〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕
獣

則
襲
羊
野
棄
。

〔
集
韻
〕
虚
咸
切

【
襄
】
〖

國国ロロ
ケカゲケゲカゲガ

ンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
其
滝
切

〔
集
韻
〕
魚
咸
切＇ -r 

〔
集
韻
〕
胡
議
切

國聾菌訂國

冨

】

亨

〔

集

韻

〕

虚

Ttl

□

9n
g
'
 

爵
層
は
‘
獣
の
名
。
其
の
謄
か
ら
香
を
取
る
。
も

と
香
（
1
2
ー

4
4
5
1
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
屠
、
爵
層
、

獣
名
。
〔
字
彙
〕
層
、
爵
屠
、
獣
猜
‘
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鷹
俗
香
字
‘
因
,
,
爵
香
1

別
作
レ
屠
‘
誤
、
香
即

爵
謄
所
レ
出
。

キ
．
ヤ
，
ウ

ヵ9
ウ

＇昌

小
●
鹿
の
こ
。
〔
説
文
〕
靡
、
鹿
子
也
、
八
レ

廣
豪
鹿
唄
臀
゜
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
鹿
‘
其
子

謂
。
●
獣
の
子
。
〔
鵡
‘
曲
弱
下
〕
士
不
レ
取
扇

卵
↓
〔
疏
〕
靡
、
乃
是
鹿
子
之
稽
、
而
凡
獣
子
亦

獲
通
名
也
。

0
或
は
覺
(
1
2
-
4
7
6
5
6
)
・巖
(
1
2

ー

4
7
6
6
2
)
・

麟
(
1
2
ー

4
7
7
1
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

靡
‘
或
ハ
レ
兒
‘
八
レ
弥
、
ハ
レ
蕎
。

爾
】
〖ペ
イ
〔
集
韻
〕
縣
批
切
廓
i

／
 

マィ

n
＿
且
2

小
朧
の
こ
。
〔
説
文
〕
廣
、
靡
也
、

A
レ鹿

儀

豪

奨

贅

‘

讀

若
1
1

僕

弱

之

雙

【
農
】

E

汀
〔
廣
韻
〕
奴
乱
切
薗

【
麒
】

iン，ヨ
曙
(
1
1
0
1
4
7
6
7
2
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
麒
‘
興
レ
磨
同
。

鹿
の
一
種
。
〔
玉
篇
〕
屠
、
鹿
類
。

【
曙
】
〖
｀
ン
，
ヨ

〔
字
彙
〕
専
於
切
圏

【
塵
】

E

’

庵

(
1
2
1
 4
7
5
8
8
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
塵
、
同
レ
慶
。

イ
ウ

を
じ
か
。
又
、
開
(
1
2
|
 4
7
6
1
4
)
に
作

巖
：
る
。
〔
説
文
〕
覇
‘
牡
鹿
也
、
払
鹿
段
瞥
‘

目
1

一
夏
至
1

解
レ
角
。
〔
段
注
〕
俗
作
レ
膳
゜
〔
爾
雅
、
繹

獣
〕
鹿
、
牡
麗
。
〔
集
韻
〕
塵
、
或
作
レ
開
。
〔
馬
融
、
長

笛
賦
〕
寒
熊
振
レ
頷
、
特
麗
昏
レ
影
。

【
讀
角
】
1

が
を
じ
か
の
つ
の
。
〔
章
應
物
、
逃
面
鹿

詩
軍
孟
立
始
力
直
、
慶
角
已
蒼
然
。

麗

雇

餅

廣

齢

層

嚢

顧

塵

屠

麒

贋

靡

廣

麒

齋

藤

●
慶
の
あ
し
あ
と
。
〔
集
韻
〕
應
、
鹿
跡
。
●
を
と

り
の
し
か
。
〔
集
韻
〕
麗
、
一
日
、
鹿
媒
゜

【
磨
】
[
ィ
〔
集
韻
〕
縣
批
切
圏

ベマ
イ

•IEY
—— 廉

(
U
l
-
4
7
6
6
1
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
齋
】
〖
ケ
イ
補
〕
棗
、
同
レ
讚
゜

風
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
麟
‘
風
名
。

【麒】
E

ヘ
ヴ
〔
字
彙
補
〕
匪
妙
切
誼
{
-

【
躇
】
〖
コ

虎
(
9
-
3
2
6
7
5
)
に
同
じ
。
〔
説
文
長

箋
〕
廣
、
同
レ
虎
゜

【
靡
夭
】
1

芯
未
成
長
の
獣
の
子
。
〔
淮
南
子
、
主
術
訓
〕

先
生
之
法
、
敗
不
レ
掩
レ
霊
、
不
レ
取
,
,
靡
夭
↓
〔
注
〕
鹿
子

日
＞
靡
‘
棄
子
日
レ
夭
゜

【
靡
衷
】
2

芯
鹿
の
子
の
皮
で
製
し
た
毛
衣
。
〔
證
‘
玉

藻
〕
靡
衷
青
肝
褻
絞
衣
以
褐
レ
之
。
〔
呂
覧
、
築
成
〕
孔
子

始
用
―
―
於
魯
云
魯
人
鵞
誦
5

之
日
、
譜
装
而
稗
、
投
レ
之
無
レ

戻
、
稗
而
畷
衷
、
投
乏
紐
郵
゜
〔
孔
叢
子
、
陳
士
義
〕
謂

衷
而
苦
‘
投
レ
之
無
レ
戻
。
〔
温
庭
箱
‘
敬
答
,
,
李
先
生
玉
詩
〕

一
瓢
無
事
靡
衷
暖
、
手
弄
汲
波
―
坐
釣
船
↓

【
靡
犠
】
3

E

パ
鹿
の
子
と
子
牛
゜
〔
綴
耕
録
、
隠
趣
〕
唐

子
酉
云
‘
云
云
、
従
容
歩
,
,
山
径
玉
撫
ら
松
竹
興
扉
積
一
共

艇
一
息
子
長
林
豊
草
間
盆
舌
デ
流
泉
盃
漱
レ
歯
濯
レ
足
。

【
靡
卵
】
4

合
鹿
の
子
と
鳥
の
卵
。
〔
周
證
、
地
官
、
迩

人
〕
禁
n

一
譜
卵
者
、
興
―
―
其
毒
矢
射
者
↓
〔
注
〕
廉
、
棄
鹿

子
。
〔
帳
‘
曲
證
下
〕
國
君
春
田
不
』
回
レ
澤
、
大
夫
不
レ
掩
レ

霊
‘
士
不
レ
取
扇
卵
二
漢
書
‘
貨
殖
博
〕
緑
魚
屠
卵
‘
咸

有
―
―
常
雙
〔
説
苑
‘
脩
文
〕
取
A

禽
不
1

一
靡
卵
↓

【
靡
坂
王
】
ぶ
芍
ヵ
應
神
天
皇
の
庶
兄
。

九
二

O

13516 
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鹿

部

〔
十
|
+
―
蓋
〕
凜

麗

爵

塵

廃

麿

謹

鷹

鼈

九

小
日
口
じ
ゃ
°
じ
や
か
う
。
じ
や
か
う
じ

か
。
或
は
樹
(
7
|
2
0
1
3
7

、
)
に
作
る
。
も

登
萩

と
駿
(
1
2
ー

4
7
6
9
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
爵
‘
説
文

作
簾
゜
〔
説
文
〕
巖

如

か

稟

謄

有

レ

香

‘

ヽ

沿

爵

-
o
f
i

で
ふ
）才

ハ

レ

鹿

躾

贅

゜

〔

爾

雅

、

食

三

"
”
げ
讐
{

5

塵
直
香
。
〔
集
韻
〕

J

爵
‘
或
八
レ
牛
゜
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
翠
山
‘
其
陰

多
況
牛
麿
厄
〔
注
〕
爵
、
似
レ
樟
而
小
、
有
レ
香
。

【
爵
嚢
】
1

芸
爵
香
あ
る
ふ
み
づ
つ
み
。
〔
章
荘
、
和
―
―

鄭
拾
遺
秋
日
感
レ
事
二
日
韻
―
詩
〕
賓
装
軍
器
麗
‘
爵
裏

戦
抱
香
。

【
爵
牙
】
2

5
ャ
●
じ
や
か
う
じ
か
の
き
ば
。

O
米
の
異

稽
゜
聾
牙
。

【
爵
香
】
3

砕
爵
の
腹
に
あ
る
難
卵
大
の
塊
状
を
し
た

皮
線
。
強
い
香
氣
が
あ
り
、
香
料
又
は
葵
用
と
す
る
。

〔
本
草
、
爵
〕
繹
名
、
射
父
、
香
豊
、
時
珍
曰
‘
梵
書
謂
―
―
葬

香
臼
I

―
―
莫
詞
婆
伽
盃
集
解
、
別
録
日
、
爵
生
↓
ー
中
憂
山
谷

及
盆
州
・
碓
州
山
中
一
春
分
取
レ
香
、
生
者
盆
良
、
頌
曰
‘
其

香
有
三
等
盃
第
一
生
香
、
名
遣
香
五
磁
町
自
馴
出
者
、

冠
】
国
ロ
王
ー
キ
シ
ャ
ク

圃
ジ
，
ヤ

〔
集
韻
〕
食
亦
切

シぶ`シ，ヤ

日．

〔
集
韻
〕
誹
夜
切
國

ヽ

戸
古

s
h
e
•

厩

【麗】呻

麗
(
1
1
0
-
4
7
6
6
3
)

の
古
字
。
〔
篇

海
〕
麗
、
古
文
麓
字
。

レ
イ

め
す
の
の
ろ
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
齋
‘
牝
巖
。
〔
集
韻
〕

魔
、
牝
齋
也
。

【慶】亨

リ
ッ
〔
集
韻
〕
力
質
切ヽ

リ

チ

カ

一

ぞ闊

然
極
難
レ
得
‘
債
同
―
―
明
珠
ご
其
香
緊
虞
遠
近
‘
草
木
不
レ

生
、
或
焦
黄
也
‘
云
云
‘
其
次
謄
香
、
乃
捕
得
殺
取
レ
之
、

其
三
心
結
香
、
乃
爵
見
天
獣
こ
捕
逐
驚
畏
‘
失
心
狂
者

墜
死
、
人
有
下
得
レ
之
破
レ
心
見
"
血
流
五
聖
牌
上
正
ザ
乾

血
塊
上
只
不
レ
堪
レ
入
レ
槃
。
〔
後
漢
書
、
西
南
夷
‘
舟
騎
夷

債
〕
又
有
l

―
五
角
羊
・
爵
香
・
軽
毛
疑
難
・
牲
牲
二
恵
一
経
〕

魏
章
仲
将
用
1

一
慎
珠
僻
香
二
物
↓
〔
碓
陶
‘
寄
"
襄
陽
章
孝

扁
詩
〕
聞
説
小
齋
多
-
1

野
意
五
粗
花
陰
裏
僻
香
眠
゜
〔
字

彙
〕
窮
、
謄
有
レ
香
焉
、
為
,
,
人
所
＞
迫
、
卸
自
投
孟
向
巖
一

學
レ
爪
別
出
其
香
↓

〖
爵
香
鴨
〗4
訂
鳥
の
名
。
普
通
の
鵞
よ
り
も
大
き

v
、
南
亜
米
利
加
の
特
産
。

〖
爵
香
褐
]
5認
＄
顔
料
の
名
。
〔
綴
耕
録
‘
窟
像
訣
〕

采
綸
法
‘
云
云
‘
爵
香
褐
、
用
―
―
土
黄
檀
子
う
か
煙
墨
1

合。

〖
爵
香
草
〗6
認
力
，
ウ
草
の
名
。O
紫
述
香
(
8
|2
7
3
3
 

7

:

 4
9
7
)

の
異
名
。
鬱
金
香
。
〔
逸
異
記
、
下
〕
紫
北
香
一

名
紅
蘭
香
‘
一
名
金
桂
香
‘
亦
名
―
―
爵
香
草
ご
ム
云
‘
今
呉

中
有
1

一
爵
香
草
「
香
似
―
―
紅
藍
一
而
甚
芳
香
。

O
蒜
(
9
ー

3
1
5
6
2
)

の
異
名
。
〔
清
異
録
‘
荘
、
爵
香
草
〕
絲
、
五
代
宮

中
呼
為
↓
―
爵
香
草
↓

〖
爵
香
鼠
〗7
認
沼
爵
香
に
類
し
た
香
氣
を
有
す
る

一
種
の
鼠
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
鼠
類
、
爵
香
鼠
〕
按
、
肥

州
長
崎
有
―
―
異
鼠
ぶ
俗
呼
日
"
爵
香
鼠
↓

〖
爵
香
猫
〗8
昇
象
熱
帯
地
方
に
産
す
る
一
種
の
震

猫
。
爵
香
の
香
を
放
ち
肉
食
獣
。
爵
猫
。
〔
和
漢
三
オ

園
會
、
獣
類
、
蚕
猫
〕
按
、
震
猫
、
俗
一
子
爵
香
猫
↓

〖
爵
香
油
〗
，
？
匂
ゥ
に
ほ
ひ
油
゜

〖
爵
香
論
〗1
0玖
ャ
カ
ウ
良
馬
の
名
。
〔
清
異
録
‘
獣
、
爵
香

駿
〕
魏
王
繕
笈
奉
公
叩
伐
レ
蜀
、
王
術
苑
馬
散
百
‘
皆
逸
是

也
、
縦
笈
猶
比
二
選
之
歪
空
二
十
許
匹
一
格
債
不
レ
可
レ

言
、
爵
香
験
。

〖
爵
香
鹿
〗
＂
グ
5カ
ウ
爵
の
闇
の
和
名
。
中
央
亜
細
亜

の
産
。
喜
馬
拉
耶
誌
山
上
に
棲
ん
で
、
す
ば
や
く
し

て
善
く
跳
る
。
雌
雄
皆
角
あ
り
、
雄
の
謄
に
香
が
あ

る
【
爵
層
】
12

芸
爵
香
に
同
じ
。
〔
本
草
、
爵
〕
集
解
、
弘
景

日
、
爵
、
形
似
レ
壼
而
小
‘
黙
色
、
常
食
二
柏
莱
一
云
云
‘

五
月
得
レ
香
。
〔
字
彙
〕
層
、
爵
層
‘
獣
謄
。
「
る
。

【
爵
牛
】
13

昇
一
種
の
牛
゜
爵
香
の
や
う
な
香
を
有
す

【
爵
薫
】
14

芸

爵

香
(

3

)

に
同
じ
。
〔
李
商
隠
、
無
題
詩
〕

蟻
照
半
籠
金
翡
翠
、
爵
薫
微
度
繍
芙
蓉
゜
〔
章
荘
‘
丙
辰

年
鄭
州
過
―
―
寒
食
一
城
外
酔
吟
詩
〕
離
陰
寒
食
足
1

一
遊
人
一

金
鳳
羅
衣
温
爵
薫
↓

【
爵
月
】
15
咋
t

月
を
い
ふ
。
〔
徐
陵
‘
玉
壷
新
詠
序
〕
金

星
呉
1

一
姿
女
奎
；
華
、
爵
月
共
五
叩
蛾
競
レ
爽
。

【
爵
謄
】
16

ぢ
爵
の
へ
そ
。
香
氣
が
烈
し
い
。
〔
談
苑
〕
商

汝
山
中
多
レ
爵
、
絶
愛
茸
瞼
~
一
〔
林
週
、
梅
花
詩
〕
小
園

煙
景
正
凄
迷
‘
陣
陣
寒
香
堅
1
1

爵
開
↓

【
爵
鼠
]
1
7

ク
ャ
も
ぐ
ら
。
爵
香
鼠
(

7

)

に
同
じ
。

【
爵
男
】
18

ん
ぺ
甘
松
を
い
ふ
。
〔
薬
譜
〕
僻
男
‘
廿
松
也
。

【
爵
塵
】
19

昇
僻
を
摺
い
て
粉
末
に
し
た
香
。
そ
の
香

は
滅
し
な
い
と
い
ふ
。
〔
温
庭
箱
、
逹
摩
支
曲
詩
〕
摘
レ
爵

成
レ
墜
香
不
レ
滅
、
拗
レ
蓮
作
レ
付
絲
難
レ
絶
。
〔
柳
貫
‘
詩
〕

月
窟
青
錦
爵
塵
寒
。

[
爵
謄
】
20

砕
爵
香
を
入
れ
た
香
袋
゜
〔
資
治
通
鑑
‘
齊

紀
〕
（
和
帝
、
中
興
元
年
）
吏
於

g5勝
中
五
竺
其
事
↓
〔
注
〕

嚢
可
レ
帯
者
日
レ
謄
‘
山
沙
以
盛
窮
香
一
故
曰
1

一
群
謄
↓

猶
吝
之
香
袋
↓

【
爵
煤
]
2
1

各
墨
の
異
名
。
〔
韓
偲
、
横
塘
詩
〕
蜀
紙
爵

煤
添
―
―
筆
媚
一
越
甑
犀
液
猜
↓
―
茶
香
↓
〔
李
建
中
、
題
二
楊

少
師
大
字
壁
後
一
詩
〕
枯
杉
倒
檜
霜
天
老
、
松
姻
爵
煤

陰
雨
寒
°
〔
司
馬
光
‘
和
―
―
沖
卿
喜
雨
偶
成
一
詩
〕
簾
映
薄

寒
燈
有
レ
筆
、
窟
含
1

一
瀧
白
一
爵
成
レ
煤
゜
〔
徐
積
、
雙
樹
海

棠
詩
〕
恐
レ
淡
添
狸
血
↓
衿
レ
香
棄
窮
煤
↓
〔
黄
庭
堅
、

謝
租
文
恵
浩
然
所
レ
作
廷
珪
墨
1

詩
〕
廷
珪
贋
墨
出
二

蘇
家
五
爵
煤
添
レ
澤
紋
"
烏
碑
↓

[
爵
父
】
22

裕
獣
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
爵
父
‘
齋
足
。

【
爵
芥
】
23

玲

爵

香
(

3

)

に
同
じ
。
〔
飽
照
、
擬
行
路
難
〕

外
猿
龍
鱗
之
丹
採
面
い
含
爵
芽
之
紫
煙
↓

【
爵
墨
】
24

認
香
の
よ
い
墨
。
爵
煤
゜
〔
王
勃
、
秋
日
餞

別
序
〕
研
精
爵
墨
一
運
1

思
龍
章
↓
〔
陸
編
蒙
、
菜
約
賦
〕

姻
分
而
爵
墨
猶
涅
‘
綺
断
而
龍
刀
合
知
。
〔
張
弘
範
‘
墨

竹
詩
〕
爵
黒
芸
香
小
王
叢
‘
淡
姻
横
月
翠
玲
瀧
゜

【
爵
眠
】
25

え
林
忠
の
琥
。
林
羅
山
(
6
-
1
4
5
5
1
:
 4
4
4
)
 

を
見
よ
。

【
爵
嚢
花
】
26

各
琴
昴
瑞
香
花
の
別
名
。
〔
墾
芳
譜
、
瑞

香
〕
此
花
名
窮
嚢
涵
能
損
レ
花
‘
宜
易
種
↓

【
爵
毛
筆
】2
7
巽
マ
•
ウ
筆
の
名
。
〔
爾
雅
翼
‘
繹
獣
、
爵
〕
鄭

虔
云
‘
爵
毛
筆
一
管
、
直
行
窺
書
四
十
張
‘
狸
毛
筆
一

管
、
界
行
窺
書
八
百
張
。

小
の
ろ
。
＜
じ
か
。
或
は
樟
(
7
ー

2
0
6
4
3
)

麿
豪
に
作
る
。
〔
説
文
〕
墜
‘
粟
隔
‘
炊
レ
鹿
章

瞥
゜
〔
集
韻
〕
隈
、
或
炊
レ
犬
。
〔
婢
雅
‘
秤
獣
‘
嘔
〕
齊

人
謂
レ
嘔
為
レ
塵
、
齋
、
如
ー
小
鹿
而
美
、
故
ハ
レ

章
‘
章
、
美
也
‘
云
云
‘
或
曰
‘
墜
性
善
驚
‘
故
八
レ

章
。
〔
本
草
、
豊
〕
集
解
、
時
珍
日
、
豊
‘
云
云
‘
似
レ

【璧】国

,
＇
〔
集
韻
〕
諸
良
切
錮

i

出
尤
c
h
a
n
g
'

シ
ャ
ウ

冨】年
鹿
の
＿
種
。
〔
玉
篇
〕
塵
、
鹿
陽
゜

ヘヴべウ

〔
字
彙
〕
砒
招
切

薦l

小
鹿
の
あ
し
あ
と
。
〔
説
文
繋
博
〕
隠

嚢

豪

鹿

跡

也

、

従

麗

速

瞥

゜

祠
】
〖
ソ
ク
〔
集
韻
〕
蘇
谷
切
圏

【麿】国
鹿
の
こ
。
〔
字
彙
〕
贈
、
鹿
子
。

ヒ
ッ
ヒ
チ

〔
字
彙
〕
壁
吉
切

園
n,“
 

し
か
。
〔
字
彙
補
〕
廃
、
鹿
也
。

【廃】呻

〔
字
彙
補
〕
力
丁
切
圏
〗

レ
イ
リぶ`
，ウ

【塵】国

シ
ョ

恨
(
4
-
1
0
4
5
7
)

の
擁
文
。
〔
五
昔

集
韻
〕
職
、
禰
文
惧
字
。

13517 
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〔
集
韻
〕
離
珍
切

J
圏

ヵ一
.f

Jin' 

小
●
を
す
の
お
ほ
し
か
。
も
と
麟
に
作

納
豪
る
。
〔
説
文
〕
麟
、
大
牡
鹿
也
、
八
レ
鹿
舜

臀
。
〔
玉
篇
〕
麟
、
大
慶
也
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
解
レ

宋
放
レ
麟
。
〔
注
〕
綜
日
、
大
鹿
曰
レ
麟
゜
●
き
り
ん
。

め
す
の
き
り
ん
。
紳
獣
の
一
。
磨
(
1
2
ー

4
7
6
4
3
)

【麟】国
リ
ン 璽
璽
疇
E

――

【
鷹
】
〖
ケ
イ
ー
が
り

3
0同じ
。
〔
龍
寵

鹿
而
小
、
無
レ
角
、
黄
黒
色
、
大
者
不
レ
過
己
一
三
十

斤
一
雄
者
有
レ
牙
、
出
,
,
口
外
硲
四
珀
一
牙
聾
石
其
皮

細
軟
、
勝
―
―
於
鹿
皮
↓

【
豊
牙
】
1

が，ヤ，ウ

0
の
ろ
の
き
ば
。
〔
古
今
注
‘
鳥
獣
〕
豊

有
L

牙
而
不
レ
能
レ
嘆
、
鹿
有
レ
角
而
不
レ
能
レ
膚
゜
〔
本
草
‘

豊
〕
集
解
、
時
珍
日
、
雄
者
有
レ
牙
、
出
―
―
口
外
云
俗
稽
―
―
牙

聾
↓
●
栢
の
異
梢
゜
〔
白
居
易
、
官
含
閑
題
詩
〕
禄
米
壼

牙
栢
、
園
栽
鴨
脚
葵
゜

【
豊
雹
】2
砕
•
ウ
鹿
の
類
。
爵
香
獣
と
無
角
鹿
。
〔
董
越
、

朝
鮮
賦
〕
禽
多
,
,
雉
鳩
爵
鵜
面
獣
多
二
棄
鹿
豊
麿
↓

【
畳
嘗
馬
鹿
】
3

伐

o”
●
ン
動
作
に
落
付
き
の
無
い
も
の
。

杭
州
方
言
。
〔
西
湖
志
餘
〕
杭
州
言
11

攀
止
倉
皇
者
五
I

ニ

肇
蜃
馬
鹿
云
蓋
四
物
善
駿
、
見
レ
人
則
跳
躍
自
馘
、
故
以

為
レ
喩
゜

【
豊
頭
鼠
目
】
4

咋
i
”h
ゥ
田
夫
野
人
の
容
貌
の
部
し
い

こ
と
を
い
ふ
。
相
術
家
の
語
、
頭
削
げ
、
骨
露
は
れ
る

を
肇
頭
と
い
ひ
‘
眼
凹
ん
で
睛
の
圃
い
の
を
鼠
目
と
い

ふ
。
共
に
貧
賤
の
相
。
〔
唐
書
、
李
揆
博
〕
初
、
苗
晉
卿
散

薦
元
載
哀
鯉
載
地
寒
謂
―
―
晉
卿
日
‘
龍
章
鳳
姿
‘
士

不
レ
見
レ
用
、
豊
頭
鼠
目
、
子
乃
求
レ
官
邪
、
載
聞
術
レ
之
。

【
豊
頭
鹿
耳
】
5

豆焚
h
ゥ
田
夫
野
人
を
い
ふ
。
肇
頭
鼠

目
に
同
じ
。
〔
故
事
成
語
考
、
身
橙
〕
畳
頭
鹿
耳
草
野
之

夫。

鹿

部

〔
十
―
_
|
＋
二
董
〕

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
麟
‘
段
借
為
レ
曝
。

掴

b
[

馬
足
‘
黄
色
‘
員
蹄
一
角
‘
角
端
有
レ
肉
‘
＿
音
中
―
―
鐘

邑
行
中
五
笙
央
王
者
至
仁
則
出
。
〔
春
秋
‘
哀
、

十
四
〕
西
狩
獲
レ
麟
。
〔
杜
注
〕
麟
者
‘
仁
獣
‘
聖
王
之

嘉
瑞
也
。
〔
公
羊
‘
哀
、
十
四
〕
麟
者
仁
獣
也
。
〔
注
〕

状
如
レ
督
‘
一
角
而
戴
レ
肉
、
設
―
―
武
備
―
而
不
レ
為
レ

害
、
所
二
以
伶
仁
也
。
●
ひ
か
り
あ
き
ら
か
な
こ

と
。
燐
(

7

|
1
9
4
1
7
)
に
通
ず
。
麟
麟
(
6
8
)
を
見
よ
。

圏
困
説
文
に
は
‘
麟
‘
大
牡
鹿
也
と
あ
り
、
即
ち
を
す

の
大
鹿
を
い
ふ
。
段
玉
裁
は
‘
牝
を
牡
に
改
訂
す
。
今
、

暫
く
段
氏
に
従
ふ
。

【
麟
遊
】
1

い5

●
麒
麟
が
遊
ぶ
。
〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
昔

者
黄
帝
治
1

一
天
下
三
云
云
‘
鳳
凰
翔
"
於
庭
こ
麟
遊
二
於
郊
↓

〔
許
敬
宗
‘
奉
孟
和
宴
1
1

中
山
l

應
制
詩
〕
塞
門
朱
履
入
、
郊

藪
紫
麟
遊
。
●
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
険
西
省
鳳
翔
縣
の
東

北
。
縣
城
は
武
水
の
北
岸
に
瀕
す
。
隋
の
時
、
白
麟
を
得

た
の
で
名
づ
く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
鳳
翔
府
〕
麟

遊
縣
、
府
東
北
百
二
十
里
、
漢
杜
陽
縣
地
、
隋
義
寧
元
年
、

於
―
―
仁
壽
宦
置
鳳
棲
郡
及
麟
遊
縣
↓
〔
清
史
稿
、
地
理

志
〕
険
西
‘
鳳
辮
府
‘
縣
七
、
麟
遊
。

【
麟
嘉
】
2

勺
年
琥
。

0
東
晉
の
時
、
五
胡
十
六
國
の

一
、
北
漢
の
烈
宗
昭
武
帝
（
劉
聰
）
稽
す
。

(
3
1
6
ー

3
1
8
)

●
東
晉
の
時
、
五
胡
十
六
國
の
一
、
後
涼
の
太
祖
捻
武

帝
（
呂
光
）
稽
す
。
(
3
8
9
-
3
9
5
)

【
麟
角
】
3

釣
〇
麒
麟
の
角
。
轄
じ
て
‘
宗
藩
を
警
め
て

い
ふ
。
〔
詩
、
周
南
‘
麟
之
趾
〕
麟
之
角
‘
振
振
公
族
。
〔
拾

遺
記
、
三
、
周
霊
王
〕
夫
子
未
な
生
時
、
有
レ
麟
吐
―
―
玉
書
於

闘
里
人
家
ぶ
入
云
、
水
精
之
子
孫
、
衰
周
而
素
王
‘
云
云
‘

徴
在
賢
明
、
知
な
竺
紳
異
ご

n以
1

一
繍
絨
―
繋
1

一
麟
角
石
信

宿
而
麟
去
、
云
云
‘
至
―
―
敬
王
之
末
、
魯
定
公
二
十
四
年
一

魯
人
鋤
―
―
商
田
云
空
大
遷
得
レ
麟
、
以
示
1

一
夫
子
一
繋
レ
角

之
絨
‘
尚
猶
在
焉
｀
夫
子
知
"
命
之
将
＂
終
、
乃
抱
レ
麟
解
レ

豊

麿

麟

絨
、
沸
洒
榜
潅
。
〔
故
事
成
語
考
、
朝
廷
〕
龍
之
種
・
麟
之

角
‘
倶
饗
一
宗
藩
↓
●
學
業
に
志
す
者
は
牛
毛
の
や
う
に

多
く
あ
る
が
、
成
業
者
は
麒
麟
の
角
の
や
う
に
少
な
い
。

極
め
て
稀
に
有
る
も
の
の
喩
。
〔
北
史
、
文
苑
博
序
〕
學
者

如
1

牛
翌
成
者
如
麟
角
↓
〔
太
平
御
覧
、
人
事
部
一
百

三
十
七
‘
諺
下
〕
蒋
子
萬
機
論
日
‘
學
者
如
―
―
牛
毛
工
成
者

如
↓
一
麟
角
↓
●
陰
埜
の
喩
。

〖
麟
角
集
〗
ぶ
”
カ
ク
書
名
。
一
巻
。
唐
、
王
槃
撰
。
皆

場
屋
程
試
の
文
。
原
本
凡
て
賦
四
十
二
篇
。
其
の
八

代
の
孫
顔
は
、
又
詩
二
十
一
篇
を
補
採
省
題
し
て
後

に
附
す
。
麟
角
と
い
ふ
の
は
、
顔
氏
家
訓
に
‘
學
は
牛
毛

の
如
く
、
成
る
は
麟
角
の
如
し
と
あ
る
語
に
取
る
。
登

科
を
以
て
登
山
に
比
し
た
も
の
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別

集
類
〕
。

〖
麟
角
鳳
距
]
5ぃ
”
”
”
麒
麟
の
角
、
鳳
凰
の
蹴
爪
の

や
う
に
身
に
具
へ
る
だ
け
で
用
ふ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
。

〔
抱
朴
子
、
自
絞
〕
晩
又
學
―
―
七
尺
杖
術
一
可
ぶ
以
入
―
―
白

刃
取
＊
大
戟
な
然
亦
是
不
急
之
末
學
、
知
レ
之
警
如
―
―
麟

角
鳳
距
面
り
必
用
レ
之
。

〖
麟
角
鳳
背
〗6
"
5
tク
極
め
て
稀
に
あ
る
者
の
喩
゜

〔
杜
甫
、
病
後
過
1
1

王
椅
―
飲
贈
歌
詩
〕
麟
角
鳳
背
世
莫
レ

緋
、
煎
膠
績
弦
奇
自
見
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
仙
家
霙
―
―
鳳

喉
及
麟
角
公
口
煎
作
』
膠
、
名
レ
之
為
二
績
弦
膠
盃
労
ぎ
連

金
泥
ぶ
は
膠
能
績
,
,
弓
弩
已
断
之
弦
、
刀
剣
断
折
之
金
一

更
以
レ
膠
連
―
―
績
之
二
云
云
゜

【
麟
閣
】

7
g
●
麒
麟
閣
(
l
l
l
-
4
7

a
 
7
・
・
7
)
の
●
を
い

ふ
。
〔
虞
薇
‘
詠
―
―
霰
将
軍
北
伐
―
詩
〕
営
な
令
―
―
麟
閣
上
、
千

載
有
1

一
雄
名
↓
〔
李
白
‘
塞
下
曲
〕
功
成
董
1

一
麟
閣
る
獨
有
―
―

霰
螺
桃
↓
〔
李
徳
裕
、
春
日
獨
坐
思
＞
鰭
詩
〕
登
望
圏
―
―
麟

閣
盃
惟
思
臥
11

鹿
門
↓
〔
錢
起
‘
送
1

一
雀
校
書
従
軍
―
詩
〕
雁

門
大
守
能
愛
レ
賢
‘
麟
閣
書
生
亦
投
レ
筆
。
●
清
、
郡
穆
圏

(
1
1
-
3
9
5
2
0
 :
 5
2
)

の
字
。

〖
麟
閣
像]
8
5
5
ヵ
；
漢
‘
宣
帝
の
時
‘
麒
麟
閣
上
に
功

臣
の
像
を
董
か
せ
た
像
。
麒
麟
閣
（
1
1
0
-
4
7
6
5
7
 ：
 
7
)

の

●
を
見
よ
。
〔
高
適
、
信
安
王
幕
府
詩
哀
帝
思
二
麟
閣
像
一

臣
猷
―
―
栢
梁
篇
↓

〖
麟
閣
功
臣
]
,
祝
打
，
麒
麟
閣
に
其
の
壷
像
を
掲

げ
ら
る
程
の
功
臣
。
麒
麟
閣
(
U
i
l
-
4
7
6
5
7

：
 
7
)
の

9

見
よ
。

【
麟
喜
】
10

!
i
n
'
h
s
i
'
 

出
産
を
賀
す
る
こ
と
ば
。

【
麟
祗
】
11

lin2 
h
s
i
3

誕
生
祝
ひ
の
語
。

【
麟
獲
】
12

的
ク
麒
麟
を
獲
た
と
て
‘
孔
子
が
世
の
衰
ふ

る
を
悲
し
ん
だ
こ
と
。
獲
麟
。
〔
皇
甫
松
、
大
慧
賦
〕
文
亦

何
悲
,
1

乎
麟
獲
爺
”
何
嵯
1

一
乎
豹
蔵
↓

【
麟
分
】
13

勺
麒
麟
を
詠
嘆
し
た
語
。
〔
詩
、
周
南
‘
麟

之
趾
〕
子
嵯
麟
今
゜
〔
孔
子
、
獲
麟
歌
〕
唐
虞
世
分
‘

麟
鳳
遊
、
今
非
―
―
其
時
工
木
何
求
、
麟
令
麟
令
、
我
‘
心
憂
゜

【
麟
経
】
14

勾
春
秋
を
い
ふ
。
春
秋
は
西
狩
獲
レ
麟
の
一

句
に
終
る
か
ら
い
ふ
。
麟
史
。
〔
獨
醒
雑
志
〕
茉
京
嘗
レ

國
‘
瓢
春
秋
之
曼
爾
子
荊
謂
泊
源
日
、
莱
氏
畷
麟

経―
U
空
尊
王
之
義
一
英
‘
是
将
レ
為
―
―
宋
王
祥
↓
〔
馬
祖
常
、

都
門
一
百
韻
用
―
―
韓
文
公
會
合
聯
句
韻
一
詩
〕
露
儒
修
―
―

麟
経
玉
諸
牌
宣
―
―
豹
略
↓
〔
故
事
成
語
考
、
文
事
〕
孔
子
作
二

春
秋
涵
竺
獲
麟
1

而
絶
』
筆
、
故
日
―
―
麟
経
↓
〔
杜
預
、
春
秋

左
氏
経
博
集
解
序
〕
麟
鳳
五
雲
、
王
者
之
嘉
瑞
也
、
今
麟

出
非
1

一
其
時
一
虚
―
―
其
應
1

而
失
―
―
其
饒
一
此
聖
人
所
↓
―
以

為
＂
感
也
、
絶
―
―
筆
於
獲
麟
之
一
句
1

者
、
所
』
感
而
起
、
固

所
―
―
以
為
；
終
也
。

【
麟
慶
】
15

勾
清
、
涌
洲
の
人
。
字
は
見
亭
。
嘉
慶
の

進
士
。
中
書
を
拝
す
。
道
光
中
、
江
南
河
道
縛
督
に
累

官
す
。
在
任
十
年
、
功
最
も
多
し
。
後
、
四
品
京
堂
を
授

け
ら
る
。
書
室
を
凝
香
室
と
い
ふ
。
著
に
黄
運
河
口
古

今
圏
説
・
河
江
器
具
圏
説
・
凝
香
室
集
が
あ
る
。
〔
清
史

稿
、
三
百
八
十
九
〕
・
〔
國
朝
著
獣
類
徴
‘
二
百
三
〕
．
〔
績

碑
博
集
、
三
十
三
〕
。

【
麟
覺
】
16

勾
麒
麟
と
鹿
の
子
。
〔
易
林
〕
麟
覺
鳳
雛
、

安
業
無
レ
憂
、
捕
,
,
魚
河
海
云
利
躇
―
―
徒
居
↓

【
麟
哉
】
"
"
”
＋
ル
き
り
ん
を
深
く
嘆
美
し
た
辟
。
〔
黄

庭
堅
、
麟
趾
賛
〕
麟
有
レ
趾
而
不
丘
躁
‘
仁
哉
、
麟
哉
、
有
レ

定
而
不
レ
抵
‘
仁
哉
、
麟
哉
、
有
レ
角
而
不
レ
躙
‘
仁
哉
、
麟

哉。

【
麟
士
】
18

バ
ン
●
南
齊
、
沈
騎
士
(
6
|
1
7
1
8
9
 ：
 
6
6
2
)

の

一
名
。
〇
清
‘
顧
夢
麟
(
1
1
0
-
4
3
6
8
9
 ：
 
3
6
9
)

の
字
。

【
麟
之
】
19

”
ン
宋
、
諸
葛
廷
瑞
(
1
0
ー

3
5
7
4
3
:
 5
3
)

の
字
。

〖
麟
之
趾
】20匁
’
詩
経
、
周
南
の
篇
名
。
公
子
、
信
厚

あ
り
‘
證
と
相
應
ず
る
こ
と
麟
に
似
て
ゐ
る
の
を
詠
じ

た
も
の
。
麟
趾
(
2
4
)
を
見
よ
。
〔
詩
、
周
南
‘
麟
之
趾
序
〕

麟
之
趾
‘
隅
雖
之
應
也
‘
隅
唯
之
化
行
、
則
天
下
無
レ
犯
,
,

非
幡
五
雖
―
―
衰
世
之
公
子
五
皆
信
厚
如
―
―
麟
趾
之
時
一
也
。

【
麟
止
】
21

勺
漢
、
武
帝
が
殖
で
白
麟
を
獲
、
司
馬
遷
が

九ニニ
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鹿

部

〔
十
二
書
〕

麟

史
記
を
書
し
て
筆
を
此
慮
に
止
め
た
こ
と
。
〔
史
記
、
太

史
公
自
序
〕
故
述
―
―
往
事
ー
思
"
来
者
五
；
是
卒
速
―
―
陶
唐

以
来
云
ぎ
干
麟
止
百
旦
黄
1

商
始
。
〔
注
〕
集
解
日
、
武
帝

獲
』
麟
‘
遷
以
為
―
―
述
事
之
端
了
上
紀
二
黄
帝
ご
卜
至
二
麟

止
一
猶
n

―
春
秋
止
―
―
子
獲
麟
一
也
、
索
隠
曰
‘
武
帝
至
レ
碓

獲
―
―
白
麟
面
躊
レ
金
作
麟
足
形
盆
叫
―
ぞ
麟
止
↓
〔
蘇
洵
‘

史
論
下
〕
固
賛
下
漢
自
1

一
創
業
云
ぎ
麟
止
一
之
間
5

襲

5
m

遷
論
百
台
竺
其
書
上
者
過
半
。

【
麟
史
】
22

匁
春
秋
を
い
ふ
。
孔
子
春
秋
を
筆
削
し
て
‘

筆
を
獲
麟
に
絶
っ
た
か
ら
い
ふ
。
麟
経
(
1
4
)
を
見
よ
。

〔
元
横
、
易
家
有
―
―
蹄
蔵
一
判
〕
穆
姜
遇
レ
艮
、
足
レ
徴
―
―
麟
史

之
文
面
寄
父
得
レ
坤
、
亦
瞼
1

一
蹄
蔵
之
首
↓
〔
張
説
、
雀
司
業

挽
歌
詩
〕
鳳
池
傷
―
―
藷
草
云
麟
史
泣
―
―
遺
編
↓

【
麟
至
】
23

匁
麒
麟
が
や
つ
て
く
る
。
〔
孔
子
家
語
、
好

生
〕
鳳
翔
麟
至
、
鳥
獣
馴
征
徳
。

【
麟
趾
】
24

匁
公
子
の
信
厚
。
公
族
の
盛
な
の
を
い
ふ
。

〔
詩
、
周
南
、
闊
唯
序
〕
然
則
闊
雖
麟
趾
之
化
、
王
者
之
風
、

故
繋
1

一
之
周
公
↓
〔
詩
、
周
南
‘
麟
之
趾
序
〕
麟
之
趾
‘
隅
雖

之
應
也
‘
隅
雖
之
化
行
、
則
天
下
無
レ
犯
"
非
證
盃
雖
ユ
哀
世

之
公
子
涵
I

信
厚
如
1

一
麟
趾
之
時
一
也
。
〔
王
融
、
三
月
三

日
曲
水
詩
序
〕
族
茂
"
麟
趾
苫
ホ
固
1

一
磐
石
↓
〔
注
〕
銑
曰
、

麟
趾
、
詩
篇
名
、
美
↓
1

公
族
之
盛
一
也
。
〔
博
咸
‘
贈
―
―
何

助
王
汽
詩
〕
登
不
レ
企
五
燐
杢
麟
趾
邁
難
レ
追
。

〖
麟
趾
格]
2
5
"
だ
後
魏
の
律
令
格
の
名
。
〔
通
典
、
刑

法
中
〕
北
齊
文
宣
帝
、
受
祠
後
、
命
1

一
軍
官
五
竺
定
魏
朝

麟
趾
格
↓
〔
海
録
砕
事
、
政
事
‘
刑
法
〕
後
魏
有
―
―
麟
趾
格
一

蓋
律
令
格
。

〖
麟
趾
學]
2
6
的
，
學
校
の
名
。
〔
北
史
、
子
翼
博
〕
明

帝
雅
愛
1

一
文
史
ご
丑
麟
趾
學
二
在
朝
有
"
藝
業
―
者
、
不
レ

墨
責
賤
面
聰
検
焉
。

〖
麟
趾
殿]
2
7
切
宅
認
書
監
の
名
。
〔
周
書
、
藝
術
、
挑
最

偉
〕
挑
最
幼
而
聴
敏
、
及
t

長
博
通
1

一
経
史
ゴ
云
云
、
世
宗

盛
棗
―
學
徒
伍
竺
書
子
麟
趾
殿
云
最
亦
預
為
―
―
學
士
↓
〔
海

録
砕
事
、
臣
職
‘
秘
監
〕
北
齊
有
＿
一
文
林
館
學
士
ぢ
仮
周

有
麟
趾
殿
學
士
玉
皆
掌
,
,
著
述
↓

〖
麟
趾
之
化
]
潤
競
ン
ノ
公
子
の
信
厚
。
公
族
の
盛
な

の
を
稽
し
て
い
ふ
。
麟
趾
(
2
4
)
を
見
よ
。
〔
詩
、
周
南
‘
麟

之
趾
〕
麟
之
趾
‘
振
振
公
子
、
子
嵯
麟
分
‘
麟
之
定
‘
振
振

公
姓
、
子
嵯
麟
分
、
麟
之
角
、
振
振
公
族
‘
子
嵯
麟
分
。

〖
麟
趾
呈
レ
詳
〗
2
9包
が
テ
イ
ス
人
の
子
を
生
む
こ
と
を

祝
し
て
い
ふ
語
。
麟
趾
(
2
4
)
を
見
よ
。
〔
故
事
成
語
考
‘

岨
孫
父
子
〕
稽
n

一
人
有
―
―
令
子
る

g
麟
趾
呈
＂
詳
。

〖
麟
趾
褒
跳
〗30的
ヤ
黄
金
の
異
名
。
〔
漢
書
、
武
帝

紀
〕
泰
山
見
―
―
黄
金
谷
炉
改
―
―
故
名
公

7
更
1一
黄
金
〖
空
麟

趾
褒
躁
一
以
協
レ
瑞
焉
。

【
麟
寺
】
31

刃
宗
人
府
の
別
名
。
〔
鼠
環
〕
今
稽
―
↓
宗
寺
―

旦
麟
寺
玉
＃
牒
日
,
1

麟
牒
玉
蓋
本
'1

於
詩
序
↓

【
麟
兒
】
32

刃
麒
麟
兒
の
略
。
〔
杜
甫
、
和
下
江
陵
宋
大
少

府
暮
春
後
同
ー
ー
諸
公
及
含
弟
―
宴
申
書
齋
五
詩
〕
渥
桂
汗
血

種
、
天
上
麒
麟
兒
。

【
麟
州
】3
3
バ
[
州
名

o

・
唐
‘
置
.
_
,
,
"
~

西
省
紳
木
縣
の

北
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
漢
武
帝
徒
―
―
貧
人
於
闘
以
西
百
及

充
祠
方
以
南
新
秦
生
麟
州
蓋
其
地
也
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
映
西
‘
延
安
府
、
i

瞑
州
〕
軸
木
縣
、
奮
為
―
―
勝
州
地
一

唐
天
賓
初
‘
割
1

一
連
谷
銀
城
二
縣
地
ご
直
一
新
秦
縣
ぶ
為
―
―

麟
州
治
;
疋
年
改
レ
州
為
1

一
新
秦
郡
二
乾
元
初
、
復
為
'1

麟

州
↓
●
唐
‘
置
く
。
映
西
省
麟
遊
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
映
西
‘
鳳
翔
府
〕
麟
遊
縣
、
漢
杜
陽
縣
地
‘
隋
義
寧
元

年
‘
於
―
―
仁
壽
宮
玉
置
鳳
棲
郡
及
麟
遊
縣
｛
二
年
、
更
日
―
―

麟
遊
郡
面
唐
武
徳
初
‘
改
為
'1

麟
州
ぶ
貞
観
初
‘
州
限
、
以
レ

縣
層
―
―
岐
州
二
●
唐
、
鵜
緊
州
を
置
く
。
四
川
省
松
播
縣

の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
松
播
衛
‘
畷
裾
州
〕
顎

麟
州
、
在
―
―
衝
西
面
唐
貞
観
五
年
置
‘
以
慮
―
―
生
先
↓

【
麟
洲
】
“
4
;
 
.
 
＋
洲
記
に
あ
る
洲
名
。
西
海
の
中
央

に
在
る
。
〔
海
内
十
洲
記
〕
鳳
麟
洲
、
在
1

一
西
海
之
中
央
一

洲
上
多
―
―
鳳
麟
砿
ご
萬
各
為
レ
璽
゜
〔
庚
信
‘
道
士
歩
虚
詞
、

其
十
〕
麟
洲
一
海
間
、
玄
圃
半
天
高
。
〔
雀
仲
方
、
小
山

詩
〕
還
往
麟
洲
上
、
時
聴
鳳
凰
籠
゜
〔
蘇
献
、
次
'1

韻
章
子

厚
飛
英
留
題
―
詩
〕
款
段
曾
陪
馬
少
涌
‘
而
今
人
在
―
―
鳳

麟
洲
↓
●
字
琥
。
④
明
、
徳
詳
(
4
ー

1
0
2
4
3
:
 1
4
7
)

の
O

の
字
。
＠
清
、
沈
元
清
(
6ー

1
7
1
8
9
:
 4
9
9
)

の
字
。
◎

消
‘
陳
歩
温
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 1
2
4
7
)

の
字
。
R
清
、
圏
海

(
8
|
 48
3
2
:
 
• 

8
)

の
字
。
R
石
川
正
恒
の
琥
。
石
川
麟
洲

(
8
ー

2
4
0
2
4
:
 4
8
0
)

を
見
よ
。

〖
麟
洲
先
生
〗3
5
5藷
元
‘
龍
仁
夫
(
1
2| 4
8
8
1
8
 :

6

 

8
2
)

の
尊
稽
。

【
麟
傷
】
36

咽
炉
麒
麟
が
傷
つ
く
。
〔
楊
素
、
瞳
秤
播
州
―

詩
〕
麟
傷
世
已
季
‘
龍
戦
道
牌
レ
窮
゜
〔
杜
甫
、
愛
府
書
懐

詩
〕
財
邁
哀
云
品
翠
麟
傷
泣
―
―
象
尼
↓

【
麟
首
】
37

裟
●
麒
麟
の
首
。
〔
蒲
子
娘
、
車
旗
啓
〕
俣

為
―
―
麟
首
盃
翌
乎
馬
頭
盃
『
不
レ
師
レ
古
、
鮮
レ
或
レ
可
レ
施
。

●
ひ
の
し
。
火
炭
斗
゜
〔
事
物
異
名
録
、
器
用
‘
喪
斗
〕

女
紅
餘
志
‘
眺
月
華
炭
斗
名
―
―
麟
首
↓

【
麟
壽
】
38

包
麒
麟
の
壽
命
。
〔
抱
朴
子
、
討
俗
〕
麒
麟

壽
二
千
歳
。

[
麟
書
】
39

バ
む
●
書
名
。
〔
麟
書
〕
臣
騒
論
レ
之
、
麟
書
攀
―

天
下
之
猷
而
言
レ
之
也
、
論
以
二
網
ー
則
畢
,
,
其
議
―

矢
゜
〔
麟
書
〕
鴎
夷
子
也
麟
書
一
患
越
王
句
践
讀
乏

日
‘
寡
人
甚
羞
1

一
夫
彿
彿
者
五
鴎
夷
子
日
、
王
如
甚
羞
一
夫

彿
彿
面
則
請
授
以
1

一
秘
計
↓
●
清
、
努
史
(
2
|
2
4
1
0
 :
 5
7
)
 

の
字
。

【
麟
嶼
】
40

バ5

菅
原
正
朝
の
琥
。
菅
原
麟
嶼
(
9
-
3
1
1
4

2
:
 34
)

を
見
よ
。

【
麟
髄
】
41

杞
筆
の
軸
゜
〔
燕
子
箋
、
潟
箋
〕
麟
髄
調
‘
霜

奄
展
。
〔
陳
学
、
呉
宮
子
夜
歌
〕
緑
樽
濫
濫
麟
髄
泣
、
露

重
花
寒
秋
不
レ
温
゜

【
麟
昭
】
43

初
清
、
禁
之
定
(
9
|
3
1
8
1
8
 :
 1
8
5
)

の
字
。

【
麟
照
】
44

籾
清
、
王
圏
柄
(
7
ー

2
0
8
2
3

：
 
1
9
7
7
)

の
字
。

【
麟
族
】
45

勾
す
ぐ
れ
た
一
族
。
〔
麟
書
〕
果
在
,
,
麟
族
一

是
自
遺
レ
虎
。

【
麟
孫
】
4
8
9
5

他
人
の
子
孫
を
餐
め
て
い
ふ
。
〔
向
子

譴
臨
江
仙
詞
〕
麟
孫
鳳
女
‘
學
レ
語
正
哨
唖
。

【
麟
畳
】
47

”
し
●
秘
書
省
を
い
ふ
。
唐
、
武
后
が
詭
書

省
を
改
め
て
麟
畳
と
し
た
。
〔
通
典
、
職
官
典
八
、
諸
卿

中
、
認
書
監
〕
天
授
初
、
改1一
認
書
省
[
〖
―
―
麟
畳
→
〔
白
居

易
酬
1

一
慮
訛
書
二
十
韻
詩
〕
世
家
標
―
―
甲
第
谷
口
職
滞
,
,

麟
畳
↓
●
麒
麟
閣
(
1
2
-
4
7
6
5
7
:
 7
)

の
0
の
異
名
。
〔
顔

慎
卿
、
贈
1

一
翡
将
軍
―
詩
〕
功
成
報
1

一
天
子
面
J

"―以董
1

一麟

畳
↓
〔
李
九
齢
‘
代
↓
蕩
益
炉
詩
〕
撮
J

鞍
遥
指
長
安
路
、
須
レ

刻
麟
憂
第
一
功
。

〖
麟
蛋
故
事
]
4
8
切
ダ
イ
書
名
。
五
巻
。
宋
、
程
倶
撰
゜

述
べ
る
所
は
皆
北
宋
の
詞
林
典
故
、
凡
て
十
二
門
。

〔
四
庫
提
要
、
史
‘
職
官
類
〕
。

【
麟
蛾
】
49

勺
麒
麟
と
紳
獣
。
〔
砕
曜
、
馬
舞
篇
〕
奔
塵

飛
箭
若
―
―
麟
蝸
云
f

レ
景
追
レ
風
忽
見
知
。

【
麟
兆
】
51

的
清
、
劉
藻
(
2
-
2
2
2
4
:
 2
9
7
)

の
●
の
字
。

【
麟
牒
】
52

的
宗
人
府
の
牒
。
麟
寺
（
3
1
)
を
見
よ
。
〔
鼠

環
〕
今
稽
1

一
宗
寺
一
日
―
―
麟
寺
苫
示
譜
日
―
―
麟
牒
茎
ホ
英
日
,
,

麟
趾
之
秀
玉
蓋
本
,
,
詩
序
奎
F
公
子
信
厚
如
＞
麟
。

【
麟
度
】
53

勺

清

、

陸

師
(
1
1
ー

4
1
7
0
8
:
 1
2
8
)

の
字
。

九
二
三

【
麟
騰
】
5
4
"
5

麒
麟
の
と
ぴ
あ
が
る
こ
と
。
〔
李
白
‘
贅

賛
〕
鶴
矯
―

-OO風
扇
塁
玉
京
↓

【
麟
徳
】

5
5
g
O唐
‘
宮
殿
の
名
。
〔
韻
府
引
‘
藷
唐
書
、

寧
王
憲
傭
〕
明
皇
天
性
順
睦
‘
雖
l
1

議
説
乱
,
,
其
間
二
而

卒
無
レ
所
レ
揺
、
有
―
―
鶴
鵠
千
敦
一
集
,
,
麟
徳
殿
廷
木
一
魏

光
乗
作
レ
頌
、
帝
喜
亦
為
作
レ
頌
。

O
唐
、
高
宗
（
李
治
）

の
年
琥
。
(
6
6
4
1
 66
6
)
 

【
麟
伯
】
56

匁
字
琥
。
●
清
‘
謝
維
藩
(
1
0
ー

3
5
8
2
7
:
 2
4
 

2
)

の
字
。
●
清
、
趙
士
麟
(
1
0
-
3
7
1
7
1
 :
 5
9
0
)

の
字
。

【
麟
筆
】
57

別
史
官
の
筆
。
孔
子
の
春
秋
を
麟
経
と
い

ふ
に
基
づ
く
。
轄
じ
て
、
史
官
を
い
ふ
。
〔
王
勃
、
梓
州

謳
會
寺
碑
〕
撫
,
,
麟
筆
b

以
傷
レ
時
。
〔
慮
綸
、
和
,
,
常
含
人

晩
秋
集
賢
院
即
事

L
'二
韻
寄
,
,
贈
江
南
辞
侍
郎
―
詩
〕

麟
筆
剛
,
,
金
豪
盃
龍
鞘
薦
―
―
玉
編
ス
呉
融
‘
送
二
弟
東
欝
―

詩
〕
偶
持
―
―
麟
筆
圧
竺
金
闊
盃
夢
想
三
年
在
1

一
故
埃
↓

【
麟
符
】
58

カ
ン
儀
伎
を
い
ふ
。
〔
徐
絃
‘
還
過
―
―
東
都
―
留

守
周
公
筵
上
贈
―
―
座
客
―
詩
〕
麟
符
上
相
恩
偏
厚
。
〔
剪

燈
餘
話
、
至
正
妓
人
行
井
叙
〕
後
先
雉
扇
怯
辞
執
、
左

右
麟
符
火
赤
侃
。

【
麟
瓶
】
59

翌
漢
代
の
瓶
の
名
。
〔
博
古
圏
〕
漢
麟
瓶
‘
古

提
揚
供
給
之
器
也
、
走
趨
雖
溢
逗
‘
涌
而
不
レ
溢
、
口
兼
,
,

流
用
ぶ
坐
無
穂
飾
面
周
身
甲
錯
、
若
―
―
麒
麟
妖
~
゜

【
麟
膊
】
60

門
麒
麟
の
乾
肉
。
極
め
て
珍
味
。
〔
韻
府
引
‘

紳
仙
傭
〕
王
方
平
住
―
―
膏
門
禁
経
家
ガ
召
二
麻
姑
―
至
、
各

進
行
夏
撃
レ
膊
而
食
レ
之
、
戸
麟
膊
↓

【
麟
鳳
】
61
製
き
り
ん
と
ほ
う
わ
う
。
賢
聖
人
の
喩
゜

〔
杜
甫
‘
幽
人
詩
〕
麟
鳳
在
―
―
赤
需
石
何
営
二
来
儀
↓
〔
李

洞
、
寓
言
詩
〕
麟
鳳
隔
レ
雲
攀
不
レ
及
、
空
山
憫
恨
夕
陽

時
。
〔
李
繋
玉
‘
摘
仙
吟
贈
1

一
趙
道
士
―
詩
〕
三
元
麟
鳳
推
,
,

高
座
工
ハ
甲
風
雷
悶
―
―
小
壺
↓
〔
元
史
、
同
恕
偲
〕
自
に
凩

還
家
居
十
三
年
‘
籍
紳
望
レ
之
、
若
1

一
景
星
麟
鳳
砿
郷
里
稽

為
―
―
先
生
―
而
不
丘
姓
。

〖
麟
鳳
一
毛]
6
2
"
わ
吠
勺
麒
麟
や
鳳
凰
の
一
本
の
毛
。

非
常
に
僅
か
な
も
の
の
喩
。
〔
強
懐
壇
、
書
断
〕
麟
鳳
一

毛
、
亀
龍
片
甲
‘
亦
無
レ
所
レ
不
レ
録
。

〖
麟
鳳
編
龍
〗63
”
奴o
o麒
麟
・
鳳
凰
•
編
・
龍
。
四
つ
の

す
ぐ
れ
た
動
物
。
〔
證
‘
帳
運
〕
何
謂
二
四
璽
五
麟
鳳
亀
龍
‘

謂
乏
四
霊
↓

〖
麟
鳳
呈
詳
〗6
4
”
猛
炉
め
で
た
い
し
る
し
。
正
月
門

楷
な
ど
に
此
の
文
字
を
記
し
て
吉
詳
を
表
は
す
。
〔
通

13519 



(47690・ ・65)一 (47706)

俗
編
、
祝
誦
‘
麟
鳳
呈
詳
〕
孔
叢
子
、
天
子
布
レ
徳
‘
牌
レ

欲
―
―
太
平
面
叫
麟
鳳
亀
龍
、
先
為
レ
之
呈
レ
祥
。

〖
麟
鳳
在

1
1郊
藪
―
〗65
競
誘
ニ
ア
り
麒
麟
と
鳳
凰
と
が

郊
藪
に
在
る
、
聖
人
の
出
る
瑞
詳
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕

詔
賣
良
日
‘
云
云
、
周
之
成
康
、
刑
錯
不
レ
用
、
徳
及
JI

鳥
獣
五
教
通
―
―
四
海
ご
右
云
‘
星
辰
不
ら
字
、
日
月
不
レ
蝕
、

云
云
‘
麟
鳳
在
1

一
郊
藪
盃
氾
ぽ
出
,
,
圏
書
ぶ
嗚
虐
、
何
施
而

蹟
レ
此
興
。

【
麟
埜
】
66

勺
清
、
李
呈
詳
（
阻
州
の
人
）
（
8
-
1
4
4
5
9
:
 

1
7
6
7
)

の
●
の
字
。

【
麟
野
】
67

勺
麟
埜
を
見
よ
。

【
麟
麟
】
68"
ク
光
明
の
あ
る
さ
ま
。
〔
揚
雄
、
劇
秦
美
新
〕

柄
柄
麟
麟
‘
登
不
』
酸
哉
。
〔
注
〕
善
曰
‘
麟
麟
‘
光
明
也
、

麟
‘
興
レ
燐
古
字
同
用
。

【
麟
霊
】
69

悶
麟
゜
麟
は
震
妙
の
徳
を
具
有
し
た
獣
で

あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
獲
麟
解
〕
麟
之
為
』
震
昭
昭

也
‘
詠
t

叔
於
詩
一
書
1

一
於
春
秋
涵
空
出
於
博
記
百
家
之
書
一

雖
婦
人
小
天
皆
知
―
―
其
為
＞
詳
也
。

【
麟
鹿
】
70

切
麒
麟
と
鹿
。
〔
江
滝
、
空
青
賦
〕
雑
1

一
鮫
龍

之
文
章
云
空
麟
鹿
之
柄
絢
↓

【
麟
陽
橋
】
71

”
”
ャ
ゥ
橋
の
名
。
山
西
省
屯
留
縣
の
西
北
、

許
陽
棄
。
三
橋
が
あ
る
。

【
麟
章
之
弁
】
72

勺
≫
ヰ
ノ
鹿
の
皮
の
冠
。
〔
漢
書
‘
王
葬

傷
下
〕
霊
臣
始
冠
1

一
麟
章
之
弁
↓

【
麟
原
文
集
】
73

窃
究
書
名
。
前
後
集
各
：
十
二
巻
。

元
、
王
證
撰
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
麟
子
鳳
雛
】
74

”
”
が
麒
麟
の
子
、
鳳
凰
の
雛
。
俊
秀

な
子
の
喩
゜
〔
易
林
‘
比
之
第
八
‘
坤
〕
麟
子
鳳
鵬
、
生
―
―

長
嘉
國
↓
〔
李
咸
用
‘
軽
薄
怨
詩
〕
鳳
雛
麟
子
皆
至
交
‘

春
風
相
逐
垂
楊
橋
。

【
麟
之
儀
儀
】
75

む
ノ
麟
の
容
儀
の
法
あ
る
を
い
ふ
。

〔
法
言
、
孝
至
〕
麟
之
儀
儀
‘
鳳
之
師
師
‘
其
至
英
乎
‘
蛾

虎
桓
桓
、
鷹
隼
恨
歴
‘
未
レ
至
也
。

【
麟
超
龍
霜
】
76

砂
”
呼
麟
は
を
ど
り
、
龍
は
と
び
あ

が
る
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
糾
蛹
蝸
謄
、
麟
超
龍
霜
゜

【
麟
吐
1
1

玉

書
1

】77
印
’

-iハ
ク
聖
人
孔
子
の
出
生
の
前

兆
°
麟
が
玉
書
を
吐
い
た
祥
が
あ
っ
た
と
い
ふ
。
〔
拾
遺

記
、
三
、
周
璽
王
〕
夫
子
未
レ
生
時
、
有
レ
麟
吐
↓
l

玉
書
於
闘

里
人
家
ぶ
入
云
、
水
精
之
子
孫
、
衰
周
而
素
王
‘
云
云
‘
徴

在
賢
明
、
知
レ
為
1

一
紳
異
丁
乃
以
,
,
繍
絨
1

繋
―
―
麟
角
云
信
宿

鹿

部

〔
十
ニ
ー
＋
四
書
〕

【
麒
】
呻

朧
が
つ
れ
だ
つ
。
〔
字
彙
〕
麟
、
鹿
相
随
也
。

ゲ
9
7

ゴ，
7

〔
字
彙
〕
魚
怯
切

匿

冨
】
〖

八
レ
零
゜

塵
（
1
2
-
4
7
7
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
塵
‘
説
文
、
大
羊
而
細
角
、
或

レ
イ

＇ 

【
寵
】
畑
昔
義
未
詳
＂
□

N
5
o
〔
字
彙
補
〕
鵬
、

【
際
】
[

/

9

ヤ

＂

庄

i
[
[
[字
゜
〔
正
字

【
購
】
〖
ジ，ユ

庸
(
1
2
-
4
7
7
0
4
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
庸
‘
輿
レ
庸
同
。

し
か
。
〔
字
彙
補
〕
麗
、
鹿
也
。

爾
】
〖
咋
〔
字
彙
補
〕
門
皮
切
甲
{

鹿
が
つ
れ
だ
つ
。
〔
字
彙
〕
麒
、
鹿
相
随
也
。

【
麒
】
呻

[

7

〔
字
彙
〕
歩
木
切
圏

而
麟
去
、
云
云
、
至
薮
王
之
末
、
魯
定
公
二
十
四
年
と
魯

人
鋤
面
田
ぶ
宮
大
珊
得
レ
麟
、
以
示
二
夫
子
五
繋
レ
角
之

紋
‘
尚
猶
在
焉
‘
夫
子
知
―
―
命
之
将
乙
終
‘
乃
抱
レ
麟
解
レ

絨
、
沸
洒
榜
池
。
〔
故
事
成
語
考
、
老
壽
幼
誕
〕
麟
吐
"
玉

書
玉
企
き
孔
子
一
之
瑞
。

日
□
鹿
の
一
種
。
〔
集
韻
賣
、
獣
名
、
如
レ
棄
‘
角

前
俯
‘
入
レ
林
則
桂
、
常
在
Ii

平
野
↓

【
廣
狼
】
1

約
鹿
の
一
種
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
其
下
則

セ
イ
ザ
イ

日

7

且い

【
藤
】

4

〔
集
韻
〕
林
皆
切

〔
集
韻
〕
前
西
切

届圏

＇ 

【

麒

】

[

庫
(
1
1
0
1
4
7
6
9
6
)
に
同
じ
。
〔
捜
置

玉
鏡
〕
麒
、
同
レ
壽
゜

レ
イ

天
嚢
は
‘
震
獣
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
嚢
、
獣
名
。
〔
宋

史
、
符
瑞
志
〕
天
嚢
者
純
霊
之
獣
、
五
色
光
澤
洞

明
、
王
者
道
備
則
至
。

冠
】
[
ロ
ク
〔
字
彙
補
〕
力
谷
切
瞑
『

【
塵
】
[
グ
”
"
只
ぃ
＼
戸

慶゚

小

或

お

ほ

し

か

。

或

は

廉

（

1
2
ー

4

眉
策
僣
壼
7
6
6
1
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
塵
、

大
暖
也
、
牛
尾
一
角
、
炊
レ
鹿
＿
量
臀
、
廉
、
或
ハ
レ

京
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
塵
、
大
熙
‘
牛
尾
一
角
。
〔
注
〕

漢
武
帝
郊
レ
雅
‘
得
1
1

一
角
獣
な
右
レ
熙
然
、
謂
II

之

麟
1

者
、
此
是
也
、
熙
即
肇
。

【

鷹

】

亨

勾

ゥ

〔

集

韻

〕

居

4
戸
遣
ling'

麟

麒

覇

庸

巖

寵

廟

麒

塵

慶

嚢

欝

廣

廣

庸

雇

康

【
康
】
[

,Ea―― 
ゼセ
ンン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鷹
、
在
見

切。

鹿
に
似
た
獣
。
〔
字
彙
補
〕
麿
‘
獣
似
レ
鹿
。

【層】[シゴ
〔
字
彙
補
〕
昔
渚

日
口
国
か
の
こ
。
鹿
の
子
。
〔
集
韻
〕
庸
、
説
文
‘

鹿
靡
也
。

【
庸
鶏
】
1

砕
庸
は
鹿
の
子
、
鶉
は
雉
の
子
。
〔
左
思
‘

呉
都
賦
〕
腎
蒼
無
庸
鶏
↓

〔
集
韻
〕
奴
乱
切

【
庸
】
[
ジーユニ，ユ

日且ぃウヌ
ダ
ン
ナ
ン

国

〔
集
韻
〕
奴
侯
切

〔
集
韻
〕
汝
朱
切

幅困困

小
日
口
国
鹿
に
似
て
大
き
い
獣
。
〔
説

廣
豪
文
〕
廣
、
侶
レ
鹿
而
大
、
炊
麗
興
瞥
゜

〔
揚
雄
、
蜀
都
賦
〕
塵
廣
鹿
爵
。

日
ョ
〔
集
韻
〕
羊
茄
切
誠

【

廣

早

ロ

ョ

〔

集

韻

〕

羊

諸

切

圏

国
砂
，
33

〔
集
韻
〕
象
呂
切
謡

有
藁
羊
庸
狼
‘
楔
諭
謳
象
↓
〔
注
〕
劉
曰
‘
異
物
志
云
‘
廣

狼
、
大
如
レ
棄
、
角
前
向
、
有
レ
枝
、
下
出
反
向
レ
上
、
長
者

四
五
尺
、
廣
州
有
ら
之
、
常
居
1

一
平
地
云
＇
レ
得

f
今
山
林
↓

九
二
四

13520 
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鹿

部

〔
十
五
I

二
十
二
盪
〕

慶

襄

麿

麟

麟

賑

巖

羅

九
二
五

【
幽
翌
訂
ゥ
〔
集
韻
〕
郎
い
玉
し
這
ng'

か
も
し
か
。
或
は
磨
（
1
2
-
4
7
6
9
6
)
・

瑾
(
9ー

2
8
6
1
2
)
・

迄
(
9
|
2
8
6
0
5
)

・玲

塁
ぃ亨
[
口
[

角
園
鋭
、
好
在
―
―
山
崖
間
↓
〔
集
韻
〕
塵
‘
或
八
レ
零
、

亦
作
糧
躊
・
玲
↓
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
翠
山
‘
其

陰
多
孔
毛
塵
爵
↓

【
塵
羊
】
1

席
獣
の
名
。
か
も
し
か
。
山
羊
゜
〔
爾
雅
‘
繹

獣
〕
塵
‘
大
羊
゜
〔
注
〕
塵
羊
‘
似
レ
羊
而
大
。
〔
漢
書
、
司
馬
相

如
博
上
‘
手
熊
罷
足
竪
羊
‘
注
〕
張
揖
曰
‘
梵
羊
‘
麿
羊
也
‘

似
レ
羊
而
腎
‘
師
古
曰
、
歴
羊
、
今
之
所
謂
山
羊
也
‘
非
―
―
塵

芋
芙
゜
〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
大
次
之
山
‘
其
陽
多
レ
墾
‘

其
陰
多
レ
碧
‘
其
獣
多
二
作
牛
塵
羊
↓
〔
本
草
‘
塵
羊
〕
秤

名
玲
羊
‘
襲
羊
、
九
尾
羊
、
時
珍
曰
‘
按
、
王
安
石
字
説

云
、
鹿
則
比
類
、
而
環
角
外
向
、
以
自
防
‘
麿
則
獨
棲
、

塵
角
木
上
↓
以
遠
レ
害
‘
可
レ
謂
レ
霊
也
、
故
字
従
レ
鹿
従
―
―

憲
省
文
↓

n11

闘“

【
襄
】
[

ロ
ク
義
未
詳
。
〔
捜
漠
玉
鏡
〕
隧
、
昔
鹿

,“
 

【
囃
】
[

隔
(
1
2
-
4
7
6
8
4
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
囃
、
同
レ
降
。

レ
イ

小
●
は
な
れ
る
。
と
ほ
ざ
か
る
。
行
く
こ

と
が
は
る
か
に
遠
い
。
〔
説
文
〕
轟
‘
行

且
策
超
遠
也
、
炊
Ii

三
鹿
↓
〔
段
注
〕
三
鹿
齊
跳
、
有
二
超

遠
之
意
一
〔
繹
名
、
繹
言
語
〕
轟
‘
錯
也
‘
相
遠
之
言

也
。
〇
あ
ら
い
。
④
う
と
い
。
か
す
か
。
〔
説
文
通
訓

定
瞥
〕
羅
‘
凡
疏
略
之
義
‘
皆
常
レ
為
二
羅
之
韓
注
「

轟
卸
周
燈
之
疏
履
也
‘
證
記
儒
行
‘
羅
而
憩
レ
之
、

注
‘
猶
レ
疏
也
‘
微
也
‘
経
博
亦
以
レ
粗
為
レ
之
。
〔
藉
‘

冨

】

[

[

〔

集

韻

〕

聴

[

[

宣

曰疇璽＿―――

や
ぎ
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
巖
、
山
羊
也
。

【

巖

】

[

臼

/

五

感

切

涸

〔
捜
渓
玉
鏡
〕

や
ぎ
。
〔
篇
海
〕
脈
、
山
羊
也
。

冨
i
】

〔

パ

い

〔
篇
海
〕
五
咸
切
醐
[

曰目
i

――

【
麟
】
血
汀
註L
o且
~
パ
(
[
い
]
[

兒
‘
八
レ
弥
‘
或
炊
レ
樹
。

ベ
イ 墾馴
胃
―
―

【
麟
】
[

リ
ン

麟（
1
2
ー
4
7
6
9
0
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
麟
、
同
レ
麟
、
見
漢
孔
廟
碑
↓

儒
行
〕
轟
而
剋
レ
之
。
〔
注
〕
羅
、
猶
レ
疏
也
‘
微
也
。
◎
哭
泣
゜

く
は
し
く
な
い
。
こ
ま
や
か
で
な
い
。
〔
玉
篇
〕
羅
、
〖
儡
悪
言
〗

3

い
グ
ク
ノ
わ
る
ぐ
ち
。
悪
口(
4
-
1
0
8
2
4

:
5
 

6
)

の
O
に
同
じ
。
〔
華
般
経
〕
狙
羅
悪
言
｛
誹
謗
正
法
↓

〖
羅
悪
語
〗4
幻
ア
ク
圃
＋
悪
業
の
一
。
悪
意
を
以
て
他

不
レ
精
也
。
〔
哭
志
、
魯
謂
傭
〕
鼎
年
少
羅
疎
‘
未
レ

を
誹
謗
す
る
言
語
。
悪
口
。
〔
倶
含
論
、
十
六
〕
若
以
1

一染

可
レ
用
。
◎
ざ
つ
。
そ
ま
つ
。
〔
饂
王
制
〕
布
吊
精

塁
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
、
明
徳
馬
皇
后
紀
〕
望
見
咲
良
非
受
語
面
毀
薔
於
他
ず
ぎ
羅
悪
聾

后
抱
衣
疎
羅
↓
〔
宋
書
‘
宗
慇
博
〕
慣
レ
峨
加
軍
食
ぶ
｝
【
羅
衣
】
5

い
粗
末
な
着
物
。
〔
説
苑
‘
敬
恨
〕
有
こ
老

あ
ら
あ
ら
し
い
。
は
げ
し
い
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
轟
中
父
衣
羅
衣
五
翌
白
冠
↓
〔
魏
志
‘
司
馬
朗
博
〕
雖
な
在
―
―

軍
旅
↓
常
羅
衣
悪
食
‘
倹
以
率
レ
下
。

【
羅
豪
】
6

が
ウ
あ
ら
あ
ら
し
く
つ
よ
い
。
〔
呉
志
‘
孫
絞

少
レ
親
。
〔
晉
書
、
王
述
傭
〕
謝
突
性
轟
゜
R
き
め
が

博
〕
此
人
雖
下
儡
豪
有
・
不
レ
如
入
意
一
時
い
然
其
較
略
大

こ
ま
か
で
な
い
。
な
め
ら
か
で
な
い
。
〔
史
記
‘
倉

公
博
〕
上
膚
黄
轟
゜
〇
あ
ら
ぬ
の
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
十
丈
夫
也
。
〔
杜
甫
、
少
年
行
詩
〕
不
レ
通
姓
字
饂
豪
甚
、

七
〕
晏
嬰
轟
綾
斬
。
〔
疏
〕
羅
、
三
升
布
。
〔
荀
子
‘
祠
指
二
貼
銀
瓶
索
レ
酒
嘗
°

論
〕
資
塵
衰
姪
。
〔
注
〕
塁
‘
轟
布
也
。
R
ほ
ぼ
。
あ
【
羅
客
】
7

い
ク
枇
杷
(
6
ー
1
4
5
2
8
:
 1
)

の
0
の
異
名
。

〔
三
柳
軒
雑
識
〕
枇
杷
為
饂
客
↓

【
羅
褐
】
8

が
あ
ら
ぬ
の
の
衣
服
。
〔
晉
書
‘
藝
術
‘
箪
道

ら
ま
し
。
〔
史
記
、
陸
買
博
〕
饂
証
l

存
亡
之
徴
↓
〇

開
傭
〕
箪
道
開
‘
敦
煙
人
也
‘
常
衣
1

一
羅
褐
ェ
或
贈
以
1

一稽

お
ほ
き
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
一
〕
羅
‘
大
也
。
〔
儀
證
‘

喪
服
博
‘
冠
者
油
功
也
‘
注
〕
羅
功
‘
大
功
也
。

O
ゎ
服
皆
不
レ
著
。

ら
ぐ
つ
。
轟
(
9
ー
3
2
6
7
2
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
【
轟
狂
]
,
い
ヤ
，
ウ
あ
ら
あ
ら
し
く
く
る
ふ
。
〔
白
居
易
｀
贈
1-

臀
〕
羅
、
段
借
為
レ
轟
゜
〔
方
言
‘
四
〕
羅
、
履
也
、
南
夢
得
詞
〕
漸
覺
詠
詩
猶
老
醜
‘
登
宜
元
芦
酒
更
轟
狂
↓

【
羅
搬
]
1
0
9
ワ
ゥ
あ
ら
あ
ら
し
い
。
搬
は
悪
い
。
〔
南
史
‘

陳
宗
室
諸
王
‘
南
康
愁
王
曇
朗
子
方
泰
博
〕
方
泰
少
羅

楚
江
洒
之
間
、
穂
謂
1

一
之
儡
↓
〔
繹
名
、
繹
衣
服
〕

搬
‘
輿
藷
悪
少
年
塁
緊
‘
湘
逸
無
レ
度
。
〔
北
史
‘
耽
豪

履
、
荊
州
人
日
饂
‘
絲
麻
章
草
皆
同
名
也
。

O
<

ろ
こ
め
。
あ
ら
こ
め
。
粗
(
8
-
2
6
8
9
8
)

に
通
ず
。
博
〕
豪
少
羅
搬
‘
有
1

武
藝
好
以
レ
氣
陵
レ
人
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
羅
、
段
借
為
レ
粗
。
〔
左
氏
、
哀
、
【
羅
官
】
11

”
ウ
／
〇
武
官
。
〔
北
夢
瑣
言
‘
四
〕
砕
能
尚
書
、

+
―
―
-
〕
梁
則
無
芙
‘
羅
則
有
足
。
R
或
は
醤
(
8
ー
以
,
,
文
章
自
負
‘
累
也
戎
鎮
常
鬱
鬱
歎
惜
‘
因
有
四
詩

謝
礁
南
寄
戻
柱
差
其
落
句
云
‘
羅
官
乞
典
慎
掬
徘
、

頼
レ
有
1一
詩
名
合
レ
得
レ
嘗
、
意
以
節
将
〖
翌
羅
宜
也
。

5
6
3
6
)
・
 
塵
（
1
2
-
4
7
6
1
1
)
に
作
＂
り
、
俗
に
盆
（

1
2

〇
武
人
の
謙
辟
。
〔
朝
野
類
要
〕
羅
官
‘
武
臣
及
軍
官
之

|
 4
7
6
0
6
)
・
i
l
l
 (
1
2
-
4
7
5
9
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕

轟
‘
蔽
八
レ
土
‘
或
作
レ
贋
‘
俗
作
立
廓
・
範
↓
自
謙
‘
或
以
為
レ
峨
。

O
典
史
の
流
を
い
ふ
。
〔
清
波
雑

幅
由
會
意
。
三
つ
の
鹿
を
合
せ
て
、
鹿
の
群
れ
て
遠
く
志
〕
唐
之
名
臣
‘
由
尉
超
遷
‘
馴
至
二
公
卿
デ
不
＞
可
和
炉

に

‘

飛

ぴ

行

く

意

を

表

は

す

。

散

計

一

今

鐙

法

以

下

虞

1

一
試
吏
玉
只
類
以
西
皿
官
一
目
レ
之
。

【
儡
稜
】
1

壮
パ
き
た
な
い
。
〔
楚
辞
‘
遠
遊
〕
精
氣
入
而
[
轟
E
f
】1
2
"
ウ
粗
末
な
加
工
o

〔
儀
證
、
喪
服
博
ヽ
L

吐
者

羅
横
除
。
〔
注
〕
納
レ
新
吐
レ
故
、
垢
濁
清
也
。
〔
補
注
〕
油
功
也
‘
注
〕
饂
功
‘
大
功
也
。

羅
‘
聰
祖
切
、
物
不
レ
清
也
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
淫
侠
荒
【
轟
オ
】
1
3
i
ィ
あ
ら
く
て
精
密
で
な
い
は
た
ら
き
。
又
‘

怠

‘

羅

稜

暴

虐

゜

其

の

人

。

〔

北

夢

瑣

言

‘

十

四

〕

自

,

,

大
中
ー
以
来
‘
以
レ
兵

【
羅
悪
】
2

”
ク
あ
ら
く
て
わ
る
い
。
そ
ま
つ
な
こ
と
。
為
レ
戯
者
久
芙
、
廊
廟
之
上
‘
恥
J
-
―
―
豆
鞘
略
冨
竺
秦
糖
―

〔
周
謄
‘
夏
官
‘
司
兵
〕
各
辮
―
―
其
物
輿
-
―
其
等
→
〔
注
〕
等
‘
為
―
―
凶
物
一
以

1一
鈴
直
〖
竺
兇
言
→
就
有
下
如
―
―
慮
溢
・
辞

謂
―
―
功
油
上
下
芸
疏
〕
功
謂
一
善
薩
為
1

一
上
等
五
泊
謂

,,¢111!

能
者
ぢ
口
為
―
―
羅
オ
↓
〔
蘇
献
‘
和
-
1

文
輿
可
洋
州
園
池
一

悪
者
[
?
下
笥
也
。
〔
荀
子
、
糧
論
〕
文
飾
轟
悪
‘
臀
栗
竹
埠
詩
〕
羅
オ
杜
牧
渓
堪
レ
笑
‘
喚
作
軍
中
十
萬
夫
。

13521 



(47714・ ・14)一 (47714・・65) 

【
羅
衰
】
1
4
~
ィ
服
喪
の
飾
゜
〔
荀
子
、
護
論
〕
塵
衰
‘
哭
泣
‘

憂
戚
、
所
1

ー
以
持
レ
陰
奉
＞
凶
也
。
云
云
‘
立
二
凰
衰
1

也‘

不
レ
至
―
―
於
脊
弄
↓
〔
注
〕
立
"
羅
衰
1

以
為
―
―
居
喪
之
飾
↓

〔
孔
子
家
語
、
曲
謄
子
夏
問
〕
平
仲
羅
衰
‘
斬
茸
、
経
帯
。

【
量
細
】
15

”
イ
あ
ら
い
と
こ
ま
か
い
。
〔
韓
愈
、
臭
雇

旱
書
〕
精
羅
巨
細
、
出
入
明
晦
。
〔
白
居
易
、
紅
藤
杖

詩
〕
羅
細
棲
盈
と
手
、
高
低
僅
過
レ
身
。
「
而
起
―
―
塵
相
一

【
羅
相
】
16

炉
粗
野
な
観
相
。
〔
法
苑
珠
林
〕
但
依
1

一
報
土
―

【
轟
食
】
17

以
粗
末
な
食
事
。
羅
飯
(
4
2
)

に
同
じ
。
〔
宋

書
、
宗
鯰
博
〕
先
レ
是
郷
人
庚
業
家
甚
富
豪
、
方
丈
之
膳
‘

以
待
1

一
賓
客
一
而
捻
至
、
設
以
"
菜
薙
粟
飯

n印
レ
客
曰
、
宗

軍
人
、
慣
』
嗽
"
羅
食
云
慇
致
レ
飽
而
去
。

【
羅
醜
】
18

炉
み
に
く
い
。
〔
論
衡
、
超
奇
〕
言
事
塵
醜
、

文
不
"
美
潤
↓
〔
應
暖
、
雑
詩
〕
羅
醜
人
所
レ
悪
、
抜
白
自

洗
蘇
。
〔
岱
康
、
六
言
十
首
、
生
生
厚
招
咎
詩
〕
古
人
安
―
―

此
轟
醜
U

獨
以
―
―
道
徳
1

為
レ
友
。

【
羅
散
】
19

”
芍
木
皮
の
大
し
わ
。
〔
爾
雅
‘
繹
木
、
大

而
該
椒
‘
注
〕
老
乃
皮
轟
該
者
為
レ
椒
。

【
轟
遮
】
8

切
ュ
ッ
ほ
ぽ
の
ぺ
る
。
大
略
遮
ぺ
る
。
略
述
。

〔
史
記
、
鄭
生
陸
買
傭
〕
陸
生
廼
轟
＝
遠
存
亡
之
徴
ず
几

著
―
―
十
二
篇
↓
「
布
之
衣
、
羅
釧
之
履
゜

【
羅
釧
】
21

只
‘
ユ
’
あ
ら
い
う
ち
ひ
も
。
〔
荀
子
、
正
名
〕
轟

【
轟
且
】
22

炉
つ
ま
ら
な
い
も
の
。
凰
互
に
同
じ
。
〔
李

商
隠
、
剣
州
重
陽
亭
銘
〕
惟
是
亭
銘
、
得
↓
＿
其
轟
且
↓

【
羅
互
】
23

炉
極
く
つ
ま
ら
ぬ
も
の
。
互
は
草
の
枯
れ

た
も
の
。
〔
論
衡
、
量
知
〕
夫
竹
木
羅
茸
之
物
也
、
彫
琢

刻
削
、
乃
成
レ
為
―
―
器
用
↓

【
羅
色
】
公
双
ヨ
ク
下
等
の
種
類
。
細
色
(
8ー

2
7
3
4
4
:
 1
7
 

8
)

の
封
。
〔
大
學
術
義
補
、
制
,
,
國
用
エ
市
櫂
之
令
〕
元
因
,
,

宋
制
ご
母
歳
招
―
―
集
舶
商
於
蕃
邦
ご
博
1

一
易
珠
翠
香
貨
等

物
五
及
1

一
次
年
廻
帆
玉
瞼
レ
貨
抽
解
、
然
後
腿
"
其
貨
賣
む
其

袖
分
之
敦
、
細
色
於
,
,
二
十
五
分
中
1

取
こ
、
轟
色
於
＝

三
十
分
中
1

取
こ
‘
漏
レ
税
者
断
液
、
伯
禁
1

一
金
銀
銅
錢

男
女
⇒
不
レ
咋
溢
出
↓

【
凰
人
】
25

グ
ぶ
し
つ
け
な
ひ
と
。
無
作
法
な
ひ
と
。

〔
李
商
隠
雑
纂
、
不
可
過
〕
酎
塵
T
今
久
坐
。
〔
李
俊
民
、

飲
詩
〕
漫
掛
低
唱
境
‘
猶
道
是
羅
人
。

【
羅
屑
】
26

が
糠
敷
。
糠
は
ぬ
か
、
敷
は
褒
の
ぬ
か
の

中
の
破
れ
ぬ
粒
。
〔
史
記
、
陳
丞
相
世
家
、
亦
食
1

一
糠
敷
―

耳
‘
注
〕
集
解
日
、
晉
灼
日
、
殷
、
昔
乾
、
京
師
謂
-
l

鑑
屑
―

鹿

部

〔
二
十
二
畳
〕

羅

為
屁
頭
→
「
服
〕
方
展
轟
饗
‘
見
―
―
平
原
君
→
知
‘
則
其
禍
必
至
、
為
レ
之
奈
何
゜
〔
飽
彪
注
〕
轟
•
粗
同
‘

【
轟
婁
】
27

が
大
き
な
う
ち
は
。
麓
婁
゜
〔
孔
叢
子
、
儒
疏
也
‘
一
説
、
粗
属
少

i
」
愛
↓

【
轟
浅
】
2
8
5
.
’

粗

末

な

こ

と

。

「

布

被

早

霜

天

o
n鵬
陳
】
39

が
’
あ
ら
ま
し
を
の
べ
る
。
大
略
を
陳
遮
す

【
轟
耗
】
2
9
3
’
あ
ら
い
け
む
し
ろ
。
〔
陸
源
、
詩
〕
轟
耗
る
。
粗
陳
。
〔
史
記
、
司
馬
相
如
博
、
難
―
―
蜀
父
老
1

文
〕

【
轟
粗
】
30

”
ぁ
ら
い
。
〔
荘
子
、
則
陽
‘
歯
非
、
繹
文
〕
司
余
之
行
急
、
其
詳
不
祈
J

レ
得
レ
聞
已
、
請
為
1

一
大
夫
[
皿
ニ

馬
云
‘
歯
非
、
猶
―
―
羅
粗
匝
。
〔
論
衡
、
正
説
〕
略
正
―
―
題
陳
其
略
↓
「
清
、
為
レ
吏
塵
抱
蠣
食
。

目
轟
粗
之
説
百
盆
聖
篇
中
微
妙
之
文
→
【
轟
詢

1
]
4
0
り
•
ウ
粗
末
な
綿
入
。
〔
後
漢
書
、
哀
安
博
〕
行
至

【
轟
桶
】
31

”
あ
ら
ま
し
。
周
密
で
な
い
こ
と
。
粗
略
(
8

【
羅
暴
】
41

炉
あ
ら
あ
ら
し
い
。
〔
魏
志
、
武
文
世
王
公
‘

-
2
6
8
9
8
 :
 8
8
)
に
同
じ
。
轟
粗
。
〔
公
羊
‘
隠
、
元
、
所
『
一
博
東
海
定
王
蹂
偉
〕
蹂
性
凰
暴
、
閾
門
之
内
‘
婢
妾
之
間
、

問
異
レ
辟
‘
注
〕
於
品

g
博
聞
一
之
世
ぢ
ぞ
治
起
二
於
衰
多
在
所
,
,
残
害
↓
〔
呉
志
、
孫
皓
博
〕
皓
既
得
1

志
、
塵
暴
騒

乱
之
中
一
用
レ
心
尚
塵
桶
‘
故
内
,
,
其
國
一
而
外
ー
ー
諸
夏
↓
盈
、
多
1

一
忌
講
↓
〔
呉
志
、
呂
蒙
偉
〕
甘
寧
塵
暴
好
な
殺
。

〔
漢
書
‘
叙
傭
下
‘
楕
—
五
攀
僚
職
ご
注
〕
晉
灼
日
、
携
‘
昔
塵
【
羅
飯
】

4
2ダ
粗
末
な
食
事
。
粗
飯
。
疏
食
。
塵
食
。
又
‘

猜
之
栴
‘
師
古
曰
‘
携
‘
昔
才
戸
反
‘
謂
,
,
大
略
一
也
。
〔
漢
飯
を
人
に
進
め
る
時
の
謙
辟
。
〔
玉
畳
新
詠
‘
古
築
府
、

書
‘
藝
文
志
〕
漢
有
二
唐
都
盃
霜
匹
轟
猜
↓
〔
注
〕
師
古
日
、
相
和
歌
辟
、
瀧
西
行
〕
促
令
レ
辮
―
轟
飯
i

慎
莫
レ
使
1

一稽

柄

、

粗

略

也

。

留

↓

〔

南

史

、

朱

修

之

博

〕

往

―

―

筋

家

五

筋

為

設

『

一

菜

羹

鑑

【
羅
疏
】
烹
疏
‘
又
疎
に
作
る
。
〇
あ
ら
い
。
疏
量
。
〔
後
飯
ー
以
激
レ
之
‘
修
之
曰
‘
此
是
貧
家
好
食
‘
進
レ
之
致
レ

漢
書
‘
皇
后
上
、
明
徳
馬
皇
后
紀
〕
望
n
見
后
抱
疎
轟
一
飽
。
〔
北
史
、
劉
庫
仁
博
〕
仁
之
外
示
二
長
者
一
内
多
-
1

矯

返
以
為
レ
綺
。
●
そ
そ
つ
か
し
い
。
粗
漏
。
疎
忽
゜
〔
呉
志
‘
詐
石
其
射
1

一
賓
客
な
叡
林
弊
席
、
轟
飯
冷
菜
。

魯
粛
偉
〕
粛
年
少
曇
疎
‘
未
レ
可
L

用
。
〔
密
康
、
輿
―
―
山
巨
【
塵
靡
】
“
5

あ
ら
い
と
細
か
い
。
〔
韓
非
子
、
解
老
〕
凡

源
紐
～
レ
交
書
〕
足
下
藷
知
」
吾
潔
倒
轟
疏
、
不
比
竺
事
理
者
方
圃
長
短
‘
羅
靡
堅
脆
之
分
也
‘
故
理
定
而
後
可
レ

情
↓
〔
晉
書
‘
謝
鱚
博
〕
王
敦
遣
レ
兵
牧
―
―
周
戴
盃
皿
鰈
弗
レ
【
轟
筆
】
“
ザ
ヘ
た
な
文
字
。

L

得
レ
道
也
。

知
‘
敦
怒
日
、
君
轟
疎
耶
。
〔
北
史
、
文
苑
‘
虞
綽
博
〕
（
諸
【
塵
I

品
】
“
3
.
’
粗
品
。
粗
末
な
品
物
。

葛
）
穎
曰
‘
虞
綽
轟
踪
人
也
。
【
曇
布
】
“
力
あ
ら
い
布
。
〔
荀
子
、
正
名
〕
曇
布
之
衣
‘

【
塵
冨
一
】
33

”
荒
つ
ぼ
い
。
あ
ら
ま
か
。
〔
管
子
、
水
池
〕
轟
釧
之
履
‘
而
可
1

一
以
養
＞
證
。
〔
客
戚
‘
飯
牛
歌
〕
塵
布

心
之
所
レ
慮
、
非
A

特
知
二
於
羅
粗
一
也
。
〔
纂
詰
〕
儡
、
大
衣
令
編
縛
゜
〔
蘇
試
‘
薄
薄
酒
詩
〕
薄
薄
酒
勝
土
杏
喪
轟

也
、
粗
‘
略
也
、
諸
本
作
,
,
塵
曇
i

量
・
粗
通
用
。
〔
蘇
拭
‘
薄
量
布
勝
レ
無
＞
裳
゜

薄
酒
詩
〕
薄
薄
酒
勝
1

一
茶
湯
云
量
凰
布
勝
レ
無
レ
裳
。
【
轟
服
】
47

”
ク
粗
末
な
き
も
の
。
悪
衣
。
〔
後
漢
書
‘
穂

【
羅
縮
】
34

炉
あ
ら
お
り
の
か
と
り
。
〔
蘇
試
、
和
―
―
董
博
儀
志
下
〕
皇
帝
皇
后
以
下
‘
皆
去
1

一
轟
服
ぶ
呼
大
紅
↓

留
別
詩
〕
轟
籍
大
布
衰
1一
生
涯
一
腹
有
―
―
詩
書
―
氣
自
華
°
〖
塵

I限
菊
皿
頭
]
“
g
炉
粗
末
な
衣
服
を
纏
ひ
髪
の
毛

〔
陸
漉
詩
〕
未
;
午
春
炊
餘
説
粟
ぶ
乍
寒
包
衰
有
1

塵
籍
一
を
振
乱
し
て
ゐ
る
。
修
飾
せ
ぬ
さ
ま
。
瓶
衣
蓬
髪
。
〔
世

【
轟
大
】
35

”
イ
大
き
い
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
‘
夫
餘
國
億
〕
説
新
語
、
容
止
〕
装
令
公
有
―
―
偶
容
儀
玉
脱
忌
出
翠
轟
服

其
人
塵
大
彊
勇
゜
〔
魏
志
、
東
夷
‘
夫
餘
博
〕
其
人
塵
大
乱
頭
‘
皆
好
、
時
人
以
為
-
1

玉
人
↓

性

彊

勇

。

【

塵

I

文
】
49

力
’
注
解
に
射
し
て
本
文
を
い
ふ
。
本
文
。

【
塵
誕
】
36

グ
あ
ら
く
て
ま
こ
と
が
な
い
。
〔
朱
窯
‘
齋
原
文
。
〔
繹
日
本
紀
、
一
〕
今
見
n

此
書
五
所
レ
載
轟
文
者
、

居
感
興
詩
〕
庸
言
戒
1

一
量
誕
云
時
行
必
安
詳
。
全
是
藷
事
本
紀
之
文
也
。

【
轟
稀
】
37

が
あ
ら
い
葛
布
。
〔
陶
潜
‘
雑
詩
〕
御
レ
冬
足
―
-
【
轟
米
】
50

勺
イ
よ
く
し
ら
げ
な
い
こ
め
。
精
米
(
8
-
2
6
9

大
布
云
量
稀
以
應
丘
陽
。

9
7
:
 2
3
8
)

の
封
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
一
醸
用
二
轟
米
ニ

【
羅
中
】
38

”f
ゥ
心
中
が
疎
暴
な
こ
と
。
〔
韓
非
子
、
十
射
‘
麹
一
料
↓
〔
齊
民
要
術
、
作
酢
法
第
七
十
一
〕
水
苦

過
〕
雖
レ
然
智
伯
之
為
レ
人
也
‘
羅
中
而
少
レ
親
。
〔
戦
國
、
酒
法
、
取
n
麹
鑑
米
各
二
斗
、
清
水
一
石
云
漬
レ
之
一
宿
。

趙
策
〕
夫
智
伯
之
為
レ
人
‘
羅
中
少
レ
親
、
我
謀
未
レ
遂
而
【
塵
I

架
】
51

が
あ
ら
く
て
っ
た
な
い
。
武
骨
な
人
。
粗

竿
。
〔
宋
書
‘
王
微
博
〕
小
兒
時
‘
尤
羅
采
無
レ
好
。

【
轟
猛
】
52

が
ヴ
あ
ら
あ
ら
し
く
つ
よ
い
。
〔
後
漢
書
‘
董

卓
博
〕
性
轟
猛
有
ね
謀
。
〔
魏
志
、
母
丘
倹
博
〕
蜆
果
轟

猛
、
散
有
1

ー
戦
功
↓
〔
呉
志
、
甘
寧
博
〕
寧
雖
1

一
凰
猛
好
▽

殺
、
然
開
爽
有
―
―
計
略
一

【
羅
末
】
53

ヴ
ッ
精
巧
で
な
い
物
。
粗
末
。

【
羅
密
】
“
5

ッ
あ
ら
い
こ
と
と
こ
ま
か
い
こ
と
。
〔
班
固
、

雨
都
賦
序
〕
道
有
夷
隆
砿
玉
了
轟
密
↓

【
轟
野
】
5
5
t

品
の
な
い
い
や
し
き
こ
と
。
疎
野
。
〔
日
本

外
史
、
徳
川
氏
前
記
、
織
田
氏
上
〕
秀
龍
以
為
11

信
長
羅

野
云
竺
其
行
人
百
竺
草
具
供
レ
之
。
「
塞
戦
好
粗
雄
。

[
轟
雄
】
56

が
乱
暴
。
粗
雄
。
〔
還
魂
記
‘
淮
警
〕
休
夜
来

【
轟
理
】
57

い
粗
末
な
道
理
。
〔
荀
子
、
解
蔽
〕
其
正
外
易
、

其
心
内
傾
‘
則
不
厖
五
決
1

一
庶
狸
也
。
〔
集
解
〕
虐
文

招
日
‘
庶
理
、
宋
本
作
1

一
轟
理
↓

【
轟
良
】
59

”
ヤ
ウ
粗
末
と
善
良
。
〔
周
護
、
天
官
、
内
宰
〕

比
1

ヤ
其
小
大
興
塵
良
而
賞
―
―
罰
之
↓

【
塵
略
】
59

”
・
ヤ
ク
そ
そ
つ
か
し
い
。
周
密
で
な
い
。
〔
護
、

檀
弓
上
、
杜
橋
之
母
之
喪
宮
中
無
レ
相
君
子
以
為
レ
油

也
‘
疏
〕
油
‘
轟
略
也
。
〔
英
雄
記
〕
丁
原
、
為
レ
人
量
略

有
底
勇
函
豊
騎
射
↓
〔
宋
史
、
王
嗣
宗
博
〕
以
1

一
其
性
轟

略
一
不
1

一
之
責
↓
「
志
〕
羅
属
猛
奮
之
昔
作
。

【
轟
属
】
60

り
イ
あ
ら
あ
ら
し
い
。
粗
属
。
〔
漢
書
‘
幡
築

【
轟
嘱
】
6
1
"
イ
つ
き
し
ら
げ
ぬ
あ
ら
米
。
く
ろ
ご
め
。

玄
米
。
〔
戦
國
、
韓
策
〕
然
至
レ
齊
聞
,
1

足
下
義
甚
高
五
故

直
進
11

百
金
1

者
、
特
以
為
1

一
夫
人
儡
嘱
之
費
盆
以
交
二
足

下
之
耀
一
登
敢
以
有
レ
求
耶
。
〔
史
記
、
刺
客
‘
贔
政
傭
〕

故
進
11

百
金
土
者
、
将
T

用
為
1

一
夫
人
塵
嘱
之
費
一
得
＂
以

交
名
足
下
之
耀
い
〔
注
〕
正
義
日
、
嘱
‘
猶
11

塵
米
一
也
、
脱
粟

也
。
〔
後
漢
書
‘
伏
湛
博
〕
今
民
皆
飢
‘
奈
何
獨
飽
‘
乃
共

食
轟
蠣
↓

【
轟
言
細
語
】
6
2
5
認
粗
撲
な
言
と
些
細
な
語
。
〔
博
燈

鋒
〕
轟
言
及
細
語
‘
皆
欝
11

第
一
義
↓

【
轟
椙
限
棒
】
63

ぢ
が
笞
杖
の
刑
。
〔
宣
和
遺
事
、
前
集

下
〕
受
―
―
了
幾
頓
凰
樅
限
棒
↓

【
轟
槌
枇
薄
】
6
4
t
y
t
”
織
物
の
製
造
の
精
密
で
な
い
の

を
塵
槌
と
い
ひ
、
素
質
の
悪
い
の
を
枇
薄
と
い
ふ
。
〔
明

律
、
エ
律
、
織
造
、
造
作
不
如
法
〕
織
↓
1

造
段
疋
1

儡
槌
枇

薄
者
、
各
笞
五
十
。

【
轟
使
梅
香
】
65

努
ィ

雑
役
の
下
女
。
〔
西
廂
記
、
張
君

九
二
六

13522 
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鹿

部

〔
二
十
ニ
ー
ニ
十
五
贅
〕

羅

蘊

曇

変

部

姿

九
二
七

め
。
〔
呉
氏
本
草
〕
櫻
桃
、
一
名
朱
菜
、
一
名
褒
英
。

【
変
稼
】
4

ぢ
み
の
つ
た
姿
。
〔
漢
書
‘
元
帝
紀
〕
是
月

雨
雪
隕
霜
傷
玉
宏
稼
五
秋
罷
。

【
変
牙
】
5

ぢ
む
ぎ
も
や
し
。
萎
睫
(
3
3
)
を
見
よ
。

【
褒
芽
】
6

竺

O
褒
の
芽
。
〔
元
史
‘
儒
學
二
‘
胡
長
襦

博
〕
盗
レ
衣
者
行
散
周
委
嘗
レ
芽
。

O
む
ぎ
も
や
し
。
飴

の
原
料
。

〖
褒
芽
糖
〗7
が
芍
萎
芽
中
の
醸
酵
素
が
澱
粉
に
作
用

し
て
生
ず
る
一
種
の
砂
糖
゜

【
変
蛾
】
8

ぢ
穀
類
の
害
晶
゜
〔
道
潜
‘
束
園
詩
〕
斜
照

明
明
射
二
竹
羅
云
桑
陰
競
蒻
褻
蛾
飛
゜

【
姿
楷
】
，
が
17

泰
わ
ら
。
〔
元
史
‘
河
渠
志
―
―
-
〕
木
龍
‘
翼
橡

木
、
変
楷
‘
扶
椿
鐵
、
叉
鐵
‘
吊
枝
、
麻
搭
‘
火
鈎
‘
汲
水
、

小
ロ
ロ
0
む
ぎ
。
〔
説
文
涵
、
芭
穀
、
秋
貯
水
等
具
‘
皆
有
成
敷
↓

愛

豪

撞

厚

藉

‘

故

謂

之

衷

変

、

金

也

、

金

【

需

】

10

席
む
ぎ
か
け
。
む
ぎ
ほ
し
ざ
を
。
〔
和
漢
一
1

一

才
園
會
、
農
具
類
‘
萎
究
〕
三
オ
圃
會
云
‘
究
‘
架
也
‘
竹
竿

也
‘
以
竹
木
構
如
屋
摂
若
要
稲
翌
穫
而
束
レ
之
‘

王
而
生
‘
火
王
而
秋
、
八
レ
来
、
有
レ
穂
者
也
、
炊
レ

欠
。
〔
廣
雅
‘
繹
草
〕
大
泰
‘
葬
也
、
小
変
、
辮
也
。
悉
倒
其
穂
↓
控
応
其
上
父
雨
之
際
‘
不
レ
区
鬱
塵

〔
大
戴
證
‘
夏
小
正
〕
祈
二
変
賓
ぶ
杢
貫
者
五
穀
之
【
変
糠
】
11

ぢ
褒
の
栽
皮
。
ふ
す
ま
。
〔
聞
見
後
録
〕
油

先
見
者
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形
訓
〕
姿
秋
生
夏
死
。
絹
紙
、
石
灰
変
棟
、
馬
矢
糞
草
能
出
レ
火
。

【
変
糠
】
12

席
ふ
す
ま
。
委
糠
に
同
じ
。

【
要
藁
】
13

芥
変
の
賓
を
取
り
去
っ
た
埜
。
変
程
。

〔
注
〕
褒
、
金
也
。
●
小
さ
い
。
〔
説
文
通
訓
定
啓
〕

〖
愛
藁
箕
田
〗14
芸
咋
変
藁
で
編
ん
だ
慎
田
。

褒
登
韻
連
語
、
方
言
十
一
、
蝉
其
小
者
‘
謂
1

一之

変
座
按
、
＿
音
轄
如
禎
也
。

O
ぅ
づ
め
る
。
〔
廣
【
変
角
】
16mai'chiao3~ 

の
穂
の
嬰
じ
て
黒
色
と

雅
‘
繹
言
〕
変
、
藉
也
。
⑱
俗
に
麦
(
1
2
|
 4
7
7
1
8
)

な
り
角
の
や
う
に
堅
く
な
っ
た
も
の
。
変
の
く
ろ
ん
ぽ
゜

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
変
‘
俗
作
レ
麦
。

O
ば
く
ね
う
0

[~ 

秤
】
17

竺
む
ぎ
わ
ら
。
〔
春
渚
紀
聞
‘
四
膠
魏
取
レ

漢
字
の
偏
の
名
。

O
姓
。
〔
尚
友
録
〕
褒
、
高
要
始
虎
〕
祈
代
神
氏
子
弟
‘
云
云
、
翌
晨
集
庄
戸
一
散
置
膠

魏
云
ま
暮
得
―
―
斗
鯰
蓋
令
レ
竺
場
間
委
秤
上
五
井
繋
レ

羊
以
佃
レ
之
。

興
有
此
姓
「
今
望
出
ii

汝
南
↓

冒
會
意
。
来
と
欠
と
の
合
字
。
来
は
む
ぎ
の
の
ぎ
‘
〖
泰
稗
慎
田
〗
げ
芦
竺
口
”
褒
藁
箕
田

(
1
4
)

に
同
じ
。

欠
は
そ
の
欠
欠
と
し
て
往
還
す
る
状
を
表
は
し
、
合
し
【
変
氣
】
18

ぢ
褻
の
の
ぴ
る
頃
の
氣
候
。
泰
の
上
を
渡

る
風
の
香
。
〔
梁
昭
明
太
子
‘
錦
帯
書
十
二
月
啓
‘
中
呂

て
、
む
ぎ
の
意
と
す
。

小

禰

0
ち
り
。
ほ
こ
り
。
鹿
が
す
【
変
櫻
】
1

ぢ
樹
木
の
名
。
山
嬰
桃
の
異
名
。
に
は
ざ
四
月
〕
梅
花
掃
戸
憧
之
内
盃
女
氣
擁
え
呂
闘
之
前
↓
〔
何

畠

策

凸

随

文

な

け

む

り

を

揚

げ

る

。

鹿

(
8

く
ら
。
〔
本
草
、
山
嬰
桃
〕
繹
名
、
袈
櫻
゜
遜
‘
車
中
見
新
林
分
別
詩
〕
裕
時
春
未
蔽
要
氣
始

|
 5
3
8
8
)
に
同
じ
。
揃
文
、
轟
に
作
る
。
〔
説
文
〕
【
姿
雨
】
2

匁
変
の
熟
す
る
頃
に
降
る
雨
。
〔
梁
簡
文
清
和
。
〔
略
賓
王
‘
夏
日
遊
目
詩
〕
浦
夏
荷
香
涌
‘
田
秋
褒

帝
‘
餞
―
―
臨
海
太
守
劉
孝
俄
・
蜀
郡
太
守
劉
孝
勝
—
詩
〕
涼
氣
清
゜
〔
芥
隠
筆
記
〕
荊
公
晴
日
晩
風
生
―
―
俊
氣
玉
蓋
用
ニ

風
逸
鰐
幕
「
委
雨
交
↓
一
新
溜
言
王
勃
‘
採
蓮
賦
〕
萎
雨
微
何
遜
新
林
分
別
詩
↓
萎
氣
始
清
和
。
〔
王
安
石
‘
初
夏
卸

曇
‘
鹿
行
揚
圧
也
、
ハ
1

一
儡
士
轟
、
揃
文
。
〔
集

涼
‘
梅
鹿
液
煉
゜
〔
李
嬌
‘
和
紅
i侍
御
太
清
憂
宿
直
日
一
事
詩
〕
晴
日
暖
風
生
二
姿
氣
ぶ
林
陰
幽
草
勝
1

一花時一》

韻
〕
贔
‘
或
省
。
〔
正
字
通
〕
曇
‘
同
レ
塵
゜
●
俗
に
牛

(
4
|
 7
4
8
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
曇
‘
俗
作
レ
牛
、
非
レ
有
＞
懐
詩
〕
庭
虚
委
雨
潤
、
林
静
恵
風
薫
0

[~ 

丘
】
19

が
0
7
0地
名
。
戦
國
の
時
‘
齊
の
邑
。
山
東
省

是

。

【

変

英

]
3

ぢ
樹
木
の
名
。
櫻
桃
の
異
名
。
ゆ
す
ら
う
商
河
縣
の
西
北
。
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
（
悪
文
王
十
九
年
）

冨】〔
ヂチ
ンン

〔
集
韻
〕
地
部
切

贋l

m四
国
i

――

【塵】
C

E
ウ

義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
朧
‘
昔
孵
゜

n□
讐
霞
＿

瑞
慶
―
―
圃
臨
1

維
劇
〕
他
家
羅
使
梅
香
十
餘
人
。

【
羅
枝
大
莱
]
6
6
U

し
う
ぁ
ら
く
大
き
な
枝
と
葉
。
細
か

い
法
則
に
拘
泥
せ
ず
、
自
由
に
筆
力
を
揮
っ
た
文
章
の

喩
〔
朱
子
語
類
、
七
十
八
‘
尚
書
〕
書
序
恐
不
是
孔
安

國
倣
ぶ
澳
文
羅
枝
大
菓
、
今
書
序
細
脈
‘
只
似
ニ
六
朝
時

文
字
↓
〔
文
章
軌
範
‘
侯
字
集
‘
放
謄
文
〕
此
集
皆
儡
枝

大
葉
之
文
、
本
―
―
於
租
義
ご
宅
―
―
於
世
事
了
合
1

一
於
人
情
↓

初
學
熟
レ
之
、
開
―
―
廣
其
胸
襟
ご
夜
―
―
舒
其
志
氣
一
但
見
―
―

文
之
易
玉
T

レ
見
文
之
難
↓

【
由
レ
羅
入
レ
細
]
6
7

ぢ

[
i
ぁ
ら
ま
し
か
ら
精
細
に
入

る
。
作
文
は
初
は
あ
ま
り
規
則
な
ど
に
拘
泥
せ
ず
し
て

思
ふ
ま
ま
に
綴
り
‘
熟
す
る
に
従
つ
て
精
細
に
進
む
べ

き
を
い
ふ
。
〔
文
章
軌
範
‘
侯
字
集
‘
放
騰
文
〕
大
凡
學
レ

文
、
初
要
糖
大
「
終
要
二
‘
心
小
ぶ
E
レ
儡
入
レ
細
‘
由
レ
俗
人
レ

雅
‘
由
レ
穂
入
レ
簡
‘
由
豪
蕩
入
二
純
梓
↓

【
得
レ
儡
忘
レ
精
】
68

ぢ
昇
ス
ル
大
橙
を
解
し
得
て
は
居

る
が
精
髄
を
忘
れ
て
居
る
。
〔
孫
何
‘
文
蔵
〕
消
夏
之
徒
、

得
レ
羅
忘
レ
精
‘
空
博
1

一
其
道
「
無
レ
所
―
―
狽
明
―
)

冨】如

キ
ョ
ク

ロ
コ
ク

や、ク
‘、
r
ヤ
ク

日ノ

〔
集
韻
〕
莫
獲
切nヽ万nヽh-

〔
集
韻
〕
記
力
切

國~ ~ 願

爽タ

n
 

立
口

趙
奢
将
攻
―
―
齊
褒
丘
盃
炉
之
。

O
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕

委
丘
老
‘
齊
桓
公
時
賢
人
。

〖
委
丘
邑
人
〗20
紗
岱
褒
丘
の
邑
人
。
齊
の
桓
公
の

田
撒
に
見
え
て
壽
を
獣
ず
。
〔
新
序
‘
雑
事
〕
桓
公
田
‘

至
於
薔
邑
↓
見
羹
丘
邑
人
問
乞
、
子
何
為
者
也
、
射

曰
‘
袈
丘
邑
人
也
、
公
曰
‘
年
幾
何
‘
封
日
、
八
十
有
三

矢
、
公
日
、
美
哉
壽
乎
‘
子
其
以
↓
1

子
壽

B
炉
寡
人
盃
変
丘

邑
人
曰
‘
祝
-
―
主
君
盃
使
"
主
君
甚
壽
ぶ
也
玉
是
賤
‘
人
為
レ

賓゚
【
褒
麹
】
21

ぢ
俊
の
も
や
し
。
瀑
を
防
ぎ
‘
又
、
消
化
を

助
け
る
に
用
ひ
る
。
内
乱
を
去
る
方
法
を
指
し
た
隠

語
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
二
〕
申
公
巫
臣
日
、
師
人
多
寒
、
王

巡
乞
一
軍
面
m
而
勉
乏
、
三
軍
之
士
‘
皆
如
レ
挟
レ
績
‘
遂

博
1

一
於
蒲
↓
還
無
社
卑
ハ
↓
―
司
馬
卯
一
言
‘
琥
―
―
申
叔
展
五
叔
展

日
、
有
―
―
凌
麹
1

乎
、
日
無
、
有
11

山
鞠
窮
一
乎
‘
曰
無
。
〔
注
〕

姿
麹
、
鞠
窮
所
―
―
以
禦
＞
滉
‘
欲
レ
使
―
―
―
無
社
逃
,
,
泥
水
中
一

無
計
不
レ
解
、
故
日
レ
無
、
軍
中
不
―
―
敢
正
言
↓
故
謬
語
。

〔
會
箋
〕
褒
麹
‘
邦
語
毛
也
志
、
以
レ
委
浸
レ
水
‘
待
1

一
其
生
＞

芽
‘
乾
,
,
燥
之
畜
m
以
製
レ
飴
‘
能
消
レ
穀
、
利
1

一
小
水
↓
瞥
家

常
用
レ
之
。
「
舷
霙
.
,
~

飯↓

【
変
舷
】
22

ぢ
む
ぎ
め
し
。
萎
飯
。
〔
急
就
篇
〕
荀
子
唆

【
褒
魚
】
23

お
〇
褒
と
魚
。
〔
耀
王
制
〕
庶
人
春
薦
レ
非
、

夏
薦
レ
褒
‘
云
云
‘
委
以
レ
魚
。
〔
説
苑
‘
脩
文
〕
春
薦
―
―
非

朋
夏
薦
―
―
委
魚
正
秋
薦
漆
豚
冬
薦
―
栢
雁
↓
〔
宋
史
‘
碍

志
十
一
〕
太
廟
四
時
雖
レ
有
―
―
薦
新
ご
云
云
‘
夏
加
玉
ざ
翌

0
"ダ
魚
の
名
。

T
班

魚

。

目

高

。

「

委

翌

゜

【
変
菌
】
24

ぢ

松

露

(
6
-
1
4
5
1
6
:
 3
2
2
)

の
●
の
異
名
。

【
変
禾
】
25

劣
む
ぎ
と
い
ね
。
〔
春
秋
、
荘
‘
二
十
八
〕
大

無
丞
禾
玉
威
孫
辰
告
帽
子
秤
↓
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
夫

夏
乞
要
禾
↓

【
変
花
】
26

約
萎
の
花
。
〔
経
韻
棲
集
〕
江
以
北
‘
袈
以
レ

費
花
、
陽
物
也
、
故
食
レ
之
罷
健
、
江
以
南
、
変
夜
作
J

花、

陰
物
也
‘
故
多
食
損
な
人
。
〔
苑
成
大
、
初
夏
詩
〕
永
H
屋

頭
愧
影
暗
‘
微
風
扇
裏
褒
花
香
。

【
変
顆
】
27

お
〇
委
の
粒
゜
〔
ザ
氾
成
大
、
刈
変
詩
〕
袈
頭

熟
顆
已
如
レ
珠
、
小
泥
惟
憂
積
雨
餘
。
●
茶
芽
を
い
ふ
。

〔
夢
渓
筆
談
‘
雑
誌
一
〕
茶
牙
‘
古
人
謂
1

一
之
雀
舌
萎
顆
一

言
―
―
其
至
歎
一
也
。

【
変
光
】
28

が
炉
紙
の
名
。
〔
蘇
献
‘
和
"
一
人
求
筆
跡
詩
〕

変
光
鋪
レ
几
浮
無
レ
瑕
‘
入
レ
夜
青
燈
照
二
眼
花
↓
〔
注
〕
袈

13523 
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姿

部

袈
|

l

 

光
‘
紙
名
、
蓋
南
中
竹
紙
之
流
、
今
成
都
以
―
―
麻
屑
一
競

為
レ
之
。
〔
王
逢
‘
贈
如
列
浙
省
黒
左
丞
國
賓
向
孟
吊
州
―

移
・
鎮
徽
州
上
詩
〕
憂
君
尚
有
レ
疏
‘
儒
寄
変
光
棧
゜

【
変
黄
】
29

が
昇
喝
麹
の
一
種
。
黄
蒸
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 5
0
 

3
)

に
同
じ
。
〔
本
草
、
黄
蒸
〕
秤
名
、
黄
衣
、
委
黄
、
時
珍

日
‘
此
乃
以
来
袈
粉
和
隠
待
―
―
其
薫
蒸
成
＞
黄
、
故

有
諸
名
一

〖
凌
黄
水
〗3
0ぢ
合
ウ
陰
暦
五
月
の
、
黄
河
の
水
の
名
。

〔
事
物
異
名
鋒
‘
坤
輿
‘
水
〕
表
異
録
、
正
月
解
凍
水
‘
二
月

白
顔
水
、
三
月
桃
花
水
、
四
月
瓜
蔓
水
、
五
月
衷
黄
水
、

六
月
山
界
水
‘
七
月
登
花
水
、
八
月
荻
苗
水
、
九
月
霜
降

水
、
十
月
復
槽
水
、
十
一
月
走
凌
水
、
十
二
月
登
浚
水
。

【
変
畦
】
31

ぢ
む
ぎ
ば
た
け
。
〔
章
謁
‘
曲
江
詩
〕
無
窮

羅
綺
填
1

一
花
径
エ
大
半
笙
歌
占
―
―
泰
畦
↓

【
褒
鶏
]
3
2

ぢ
鳥
の
名
。
鶴
鵠
(
1
2
1
 4
7
1
6
4
 :
 6
)

の
異

名
。
〔
本
草
‘
鵠
鶏
〕
繹
名
、
鶴
鵠
‘
渠
鵡
‘
鵡
鹿
‘
委
難
‘

時
珍
日
‘
江
人
呼
為
二
委
鶏
一

[
唆
睫
】
33

ぢ
む
ぎ
も
や
し
。
〔
本
草
、
醍
米
〕
積
変
醍
、

一
名
、
唆
芽
‘
瑳
明
、
好
古
日
、
褒
芽
紳
麹
二
槃
、
胃
氣
虚

人
｛
且
レ
服
レ
之
。

【
褒
候
】
34

お
陰
暦
、
四
月
節
を
い
ふ
。
〔
謝
眺
‘
出
―
―
下

館
詩
〕
褒
候
始
清
和
‘
涼
雨
館
炎
楓
〔
邪
部
、
秤
津

道
遜
晩
春
宴
詩
〕
B
斜
賓
館
晩
‘
風
軽
褒
候
風
。
〔
事
物

異
名
録
‘
歳
時
‘
四
月
〕
山
堂
緯
考
、
変
候
、
四
月
節
也
。

【

信

】
35

ぢ
草
の
名
。
石
射
の
一
種
。
荊
襄
又
は
漢
中

江
左
に
生
ず
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
石
料
〕
集
解
‘
恭
曰
‘
今

荊
襄
及
漢
中
江
左
、
又
有
三
一
種
二
種
似
一
土
盆
杢
累
累

相
連
、
頭
生
―
―
二
翠
而
性
冷
、
名
―
―
委
料
↓

【
変
蛍
]
3
6

ぢ
品
の
名
。
小
蝉
。
〔
爾
雅
‘
秤
品
‘
笙
蛸
蛸
‘

疏
〕
案
‘
方
言
云
‘
蝉
‘
楚
謂
,
,
之
蝸
字
木
衛
之
間
謂
,
,
之
姻

綱
陳
鄭
之
間
謂
1

一
之
娘
叫
秦
晉
之
間
謂
1

一
之
蝉
「
海
岱

之
間
謂
之
崎
｛
其
小
者
団
之
衷
竺
〔
方
言
‘
十
一
〕

蝉
‘
楚
謂
1

一
之
鯛
ご
広
云
‘
其
大
者
謂
二
之
甥
二
或
謂
―
―
之
蝠

鳳
其
小
者
謂
1

一
之
褒
礼
虫
↓
〔
注
〕
如
レ
蝉
而
小
、
青
色
‘
今

闊
西
呼
玉
突
餞
↓
〔
錢
繹
箋
疏
〕
笙
．
餞
同
字
。

【
変
彩
】
31

ぢ
褒
を
刈
る
刃
。
〔
農
政
全
書
、
褒
彩
圃
説
〕

変

杉

‘

ぎ

羹

刃

え

[

也
‘
集
韻
曰
‘
彩
‘
ヘ
ロ
リ
リ
リ
リ
け
＼
’
/
／
全
§
書

長
鎌
也
、
状
如
レ

鎌
、
長
而
頗
直
‘
比
レ
鐙
薄
而
梢
軽
、
所
レ
用
研
而
llj
レ之‘

故
杉
用
如
レ
鐙
也
、
亦
日
、
鐙
其
刃
務
在
レ
剛
、
利
1

一
上
下
↓

嵌
緊
綽
柄
之
首
盆
以
麦
レ
褒
也
、
比
乏
刈
穫
功
一
過
累

【
変
子
】
38mai• 

t
z
u
~。

L倍
。

【
要
舟
】
39

名
む
ぎ
を
運
ぶ
舟
。
宋
、
t

氾
仲
滝
の
子
、
発

夫
が
、
石
曼
卿
に
舟
中
の
褒
を
贈
つ
て
其
の
喪
を
助
け

た
故
事
。
後
、
物
を
贈
つ
て
人
の
喪
を
助
け
る
喩
゜
〔
冷

齋
夜
話
‘
十
、
褒
舟
助
レ
喪
〕
苑
文
正
公
在
1

一
唯
陽
↓
遣
1

一発

夫
f
姑
蘇
一
取
二
泰
五
百
糾
一
発
夫
時
尚
少
‘
舟
次
―
―
丹

陽
五
茫
石
曼
卿
=
ム
云
‘
曼
卿
日
‘
雨
月
芙
、
三
喪
在
哀
戊

土
↓
欲
レ
葬
レ
之
、
西
北
蹄
、
無
T

可
<
I

輿
謀
上
只
尭
夫
以
<
I

所
レ
載
褒
舟
社
じ
之
‘
云
云
‘
到
レ
家
‘
云
云
‘
文
正
日
‘
束

呉
見
―
―
故
馘
乎
、
日
‘
曼
卿
為
1

一
三
喪
未
p

學
、
醤
濡
丹

陽
一
云
云
‘
文
正
公
曰
、
何
不
T

以
二
褒
舟
社
が
之
、
尭
夫

曰
‘
已
付
レ
之
芙
゜
〔
書
言
故
事
、
干
求
類
〕
以
―
―
喪
事
玉
J

人
‘
望
レ
罷
―
―
泰
舟
之
念
↓

【
褒
秀
】
40

．
名
〇
変
が
の
ぴ
る
。
〔
張
朝
、
江
風
行
〕
孟

夏
褒
始
秀
、
江
上
多
1

一
南
風
↓
〔
杜
甫
‘
行
次
1

一
古
城
店
―

iz
レ
江
作
詩
〕
白
屋
花
開
裏
‘
孤
城
褒
秀
邊
。
〔
劉
馬
錫
、

荊
門
道
懐
古
詩
〕
馬
噺
古
樹
行
人
歎
、
変
秀
空
城
澤
雉

飛
。
●
委
秀
歌
を
い
ふ
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
覧
土
変
秀

輿
黍
離
↓
〔
陸
機
‘
辮
亡
論
下
〕
褻
秀
無
咋
炉
殷
之
思
↓

〖
凌
秀
寒
〗41が
グ
ン
，
ウ
姿
の
の
び
る
頃
、
不
意
に
く
る
寒

さ
。
〔
氾
成
大
、
夏
日
田
園
雑
興
詩
〕
五
月
江
呉
褻
秀

寒
、
移
秩
披
緊
尚
衣
箪
゜

〖
泰
秀
之
歌
〗42
ぢ
月
？
殷
が
天
下
を
失
っ
て
後
、
其

の
宗
族
箕
子
が
周
に
朝
し
、
も
と
の
殷
の
都
の
墟
を
過

ぎ
‘
其
の
宮
室
の
や
ぶ
れ
て
禾
黍
の
生
じ
た
の
を
見
、

感
慨
の
餘
り
、
作
っ
た
歌
。
変
秀
漸
漸
分
禾
黍
油
油
彼

狡
憧
分
不
＿
一
卑
ハ
レ
我
好
入
弓
(
4
7
)

を
見
よ
。

〖
褒
秀
之
嘆
〗43
が
グ
名
ノ
故
國
の
顧
窮
す
る
さ
ま
を

見
て
起
る
嘆
息
感
慨
。
褒
秀
漸
漸
号
禾
黍
油
油
彼
狡

憧
分
不
―
―
輿
レ
我
奸
合
(
4
7
)

を
見
よ
。
〔
向
秀
、
思
藷
賦
〕

歎
黍
離
之
懲
周
合
‘
悲
変
秀
於
殷
應

〖
変
秀
黍
油
〗4
4
各
如
故
國
の
荒
限
す
る
さ
ま
。
唆

秀
漸
漸
合
禾
黍
油
油
彼
狡
憧
分
不
―
―
卑
ハ
レ
我
好
入
弓
(
4
7
)

を
見
よ
。

〖
変
秀
三
月
雨
〗45
且

ihsiu• 

s
a
n
―
苔
e
h
'
y
u
'

――-

月
に
雨
降
れ
ば
凌
が
豊
作
に
な
る
と
い
ふ
諺
。

〖
萎
秀
風
揺
稲
秀
雨
滉
〗46は
特
巧
芦
g
A

愛
の
穂

が
出
る
時
の
風
、
稲
の
穂
の
出
る
時
の
雨
は
宜
し
き
を

い
ふ
。
〔
通
俗
編
、
草
木
、
後
秀
風
揺
稲
秀
雨
滉
〕
紀
歴
撮

要
、
載
,
,
田
家
諺
五
謂
扁
5

月
内
｛
且
風
阻
也
。

〖
姿
秀
漸
漸
分
禾
黍
油
油
彼
狡
憧
分
不
―
―
卑
ハ
レ
我

好
1分
〗4
7
3バ
ヒ
昇
昇
此
り
が
認
ノ
ゴ
イ
ヴ
ィ
ヴ
ク
リ
殷
の
箕

子
の
作
っ
た
後
秀
歌
の
句
。
故
の
殷
の
城
跡
を
見
れ

ば
委
は
漸
漸
と
し
て
秀
で
長
じ
、
禾
黍
の
葉
は
油
油
と

し
て
光
澤
が
あ
る
。
昔
年
の
宮
殿
、
今
日
は
化
し
て
草

原
と
為
っ
た
。
是
れ
彼
の
狡
檜
な
小
童
討
王
が
、
我
と

親
睦
せ
ず
‘
我
が
言
を
用
ひ
な
か
っ
た
た
め
に
‘
終
に

此
に
至
っ
た
の
で
あ
る
と
。
〔
史
記
、
宋
微
子
世
家
〕
其

後
箕
子
朝
レ
周
‘
過
1

故
殷
虚
一
成
竺
宮
室
毀
壊
生
―
―
禾
黍
↓

箕
子
傷
レ
之
‘
欲
レ
哭
削
不
可
‘
欲
レ
泣
為
其
近
―
―
婦
人
面
リ

作
羹
秀
之
詩
一
以
歌
詠
之
石
其
詩
曰
‘
泰
秀
漸
漸
分
、

禾
黍
油
油
‘
彼
狡
憧
分
‘
不
土
ぞ
我
好
一
分
、
所
謂
狡
童

者
討
也
‘
殷
民
聞
レ
之
皆
為
流
沸
。

【
姿
秋
】
48

右
陰
暦
四
月
の
梢
。
秋
と
は
‘
褒
の
熟
す
る

時
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
む
ぎ
あ
き
。
〔
橙
‘
月
令
〕
（
孟
夏
之

月
）
是
月
也
‘
m竺
畜
百
槃
云
靡
舛
死
‘
委
秋
至
。
〔
陳
維
集

説
〕
秋
者
、
百
穀
成
熟
之
期
‘
此
於
レ
時
雖
レ
夏
‘
於
レ
委
則

秋
‘
故
云
二
突
秋
↓
〔
淮
南
子
、
時
則
訓
〕
靡
草
死
‘
衷
秋
至
゜

〔
初
學
記
‘
歳
時
部
上
‘
夏
〕
萎
秋
‘
梅
雨
。
〔
注
〕
禁
邑
月
令

章
句
日
‘
百
穀
各
以
1

一
其
初
生
[

9
春
‘
熟
為
レ
秋
‘
故
衷

以
孟
夏
為
レ
秋
゜
〔
羅
隠
寄
孤
士
慮
休
詩
〕
従
此

客
程
君
不
レ
見
、
委
秋
梅
雨
偏
1

一
江
東
↓
〔
蘇
拭
、
和
―
―
陶

詩
云
炉
飲
酒
―
詩
〕
暑
雨
避
二
委
秋
面
温
風
送
―
―
露
老
↓
〔
馬

蹟
春
日
幽
居
詩
〕
琴
潤
迎
二
梅
雨
ギ
企
早
近
二
泰
秋
言
野

客
叢
談
〕
梱
素
雑
記
載
‘
宋
子
京
有
下
皇
帝
幸
二
南
園
―

観
二
刈
姿
云
訊
曰
‘
農
隠
方
還
レ
夏
‘
官
田
首
告
レ
秋
‘
注

云
‘
臣
謹
按
‘
物
熟
謂
―
―
之
秋
盃
竺
秋
欽
之
義
ぶ
臥
謂
二
四

月
〖
[
,要
秋
一
百
穀
各
以
―
―
初
生
盃

9
春
‘
熟
為
レ
秋
‘
褒

以
初
夏
熟
‘
故
以
匹
月
露
丞
秋
五
説
見
察
邑

月
令
章
句
言
書
言
故
事
‘
四
月
〕
絞
二
四
月
時
令
缶
E
-

―褒

秋
届
＞
候
。
〔
故
事
成
語
考
‘
歳
時
〕
四
月
乃
泰
秋
°

[
変
城
】
49

ゲ
炉
城
の
名
。
湖
北
省
富
陽
縣
の
東
南
。
〔
水

経
‘
咀
水
注
〕
又
南
遥
-
―
褒
城
西
一
〔
太
平
賽
宇
記
〕
相

博
楚
昭
王
所
レ
築
。

【
変
酒
】
50

巧
〇
む
ぎ
で
造
っ
た
酒
。
〔
後
漢
書
‘
苑
再

博
〕
王
奥
逼
―
漢
陽
太
守
ぶ
E

レ
行
、
再
卑
な
弟
協
一
歩
‘
齋
l
-

袈
酒
子
道
側
盆
翌
壇
以
待
レ
之
。
〔
北
史
‘
鉢
和
國
博
〕
其

人
唯
食
餌
紗
ぞ
釈
―
―
褒
酒
↓
●
洋
酒
の
一
。
ピ
ー
ル
。

九
―
―
八|
 

【
変
種
】
51

名
む
ぎ
を
つ
く
る
。
〔
幅
恵
全
書
、
荒
政
部
、

42
 

賑
清
〕
為
下
修
茸
屋
宇
及
俊
種
之
費

3

3

5

冨
萩
】
52

が
デ
衷
と
豆
。
〔
蘇
拭
‘
賄
眼
磐
王
生
彦
若
ー

1

詩
〕
目
翡
芍
二
物
百
勿
レ
分
如
要
萩
↓

【
褒
熟
】
53

名
ク
衆
が
熟
す
る
。
〔
管
子
、
軽
重
己
〕
以
―
―

春
日
至
1

始
レ
散
‘
九
十
二
日
‘
謂
,
,
之
夏
至
二
而
褒
熟
。

〔
晉
書
‘
桓
温
博
〕
温
侍
二
褒
熟
一
取
以
為
↓
一
軍
資
↓
〔
唐

書
‘
吐
蕃
博
上
〕
其
四
時
以
―
―
褒
熟
〖
,
,
,

歳
首
言
孟
郊
‘
張

徐
州
席
送
1

一本
r

秀
才
一
詩
〕
雨
餘
山
川
浮
‘
委
熟
草
木
涼
。

〔
王
建
、
江
陵
使
至
二
汝
州
―
詩
〕
回
看
巴
路
在
元
号
間
盃
寒

食
離
レ
家
萎
熟
還
。

〖
変
熟
李
〗
“
り
；
ユ
ク
委
李

(
9
8
)
に
同
じ
。

【
褒
序
】
55

パ
印
陰
暦
四
月
を
い
ふ
。
袈
秋
。
変
候
。
〔
隋
湯

帝
‘
遣
レ
使
入
二
天
台
参
一
書
〕
凌
序
氣
清
｀
道
罷
和
適
゜

[
変
縄
】
56

芯
さ
う
め
ん
。

【
変
食
】
57

谷
’
む
ぎ
の
め
し
。
む
ぎ
め
し
。
〔
證
‘
内

削
〕
変
食
‘
捕
羹
維
羹
゜

【
姿
信
】
589
ぢ
江
淮
で
陰
暦
五
月
頃
に
吹
く
束
北
風
。

〔
唐
國
史
補
、
下
〕
凡
束
南
郡
邑
‘
細
~
レ
不
レ
通
レ
水
‘
云
云
‘

自
―
―
白
沙
玉
m
レ
流
而
上
、
常
待
二
東
北
風
玉
謂
1

一
之
信
風
「

七
八
月
有
1

一
上
信
「
三
月
有
―
―
鳥
信
i

五
月
有
―
―
褒
信
↓

〖
褒
信
風
〗59
芯
，
，
陰
暦
五
月
の
東
北
風
。
突
信
を
見

ょ
【
変
人
】
60

ぢ
む
ぎ
の
心
。
〔
蘇
献
、
過
―
―
湯
陰
市
l

得二

婉
豆
大
変
粥
玉
少
三
兒
子
―
詩
〕
秋
蹂
暗
三
豆
漆
ぢ
夏
旱

耀
婆
人
二
注
〕
変
之
心
日
レ
人
。

【
後
翌
】
61

バ
グ
菌
の
一
。
松
露
(
8
-
1
4
5
1
6
:
 3
2
2
)

の

O

の
異
名
。
〔
本
草
‘
香
笠
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
四
曰
‘
委
笠

生
―
―
渓
邊
沙
壌
中
ご
味
殊
美
絶
‘
類
孟
疇
菰
↓
〔
栢
譜
〕
萎

望
多
生
沿
邊
沙
壌
稔
土
史
俗
名
要
丹
輩
↓

【
変
穂
】
62

ぢ

O
褒
の
穂
゜
〔
張
謂
‘
別
碓
陽
故
人
↓
詩
〕

夏
雨
桑
條
緑
、
秋
風
菱
穂
黄
゜
〔
載
叔
倫
‘
崇
徳
道
中
詩
〕

暖
日
菜
心
桐
‘
晴
煙
委
穂
抽
。
●
古
の
兵
器
。
三
祓
椙
。

〔
六
部
成
語
‘
兵
部
、
後
穂
流
星
‘
注
解
〕
委
穂
者
‘
俗
名
ニ

三
載
椛
‘
堅
木
短
根
、
以
レ
鐵
練
l

一
成
一
虞
盃
流
星
乃
圃
形

鐵
球
、
繋
以
絲
縄
正
皆
古
器
。
参
m
a
i
'
s
u
e
i
'

羊
の
毛

皮
の
名
。

〖
変
穂
亜
岐
〗63
閤
ぢ
褒
の
穂
が
二
ま
た
に
な
つ
て

賓
る
。
豊
年
の
兆
゜
卸
ち
、
民
の
善
政
を
梢
し
た
語
。

〔
後
漢
書
‘
張
堪
傭
〕
堪
‘
字
君
滞
、
云
云
‘
拝
二
漁
陽
太



(47717・・64)一 (47717・・105) 

守
―
云
云
、
開
1

一
稲
田
八
干
餘
頃
云
勧
レ
民
耕
種
、
以
致
二
殷

富
斉
口
姓
歌
日
、
桑
無
―
―
附
枝
盃
女
穂
雨
岐
‘
張
君
為
レ
政
、

築
不
レ
可
レ
支
。
〔
故
事
成
語
考
‘
文
臣
〕
張
堪
守
二
漁
陽
一

泰
穂
雨
岐
。

【
夢
盆
g
】64
ぢ
養
の
穂
。
凌
穂
に
同
じ
。
〔
徐
陵
、
陳
公
九

錫
文
〕
宋
微
子
褒
槌
之
歌
、
周
大
夫
黍
離
之
歎
゜

U
変
西
】
8

が
ア
裏
海
の
南
方
イ
ラ
ン
高
原
の
西
北
隅
に

あ
っ
た
國
。
M
i
s
r
の
昔
繹
。
〔
川
田
甕
江
‘
國
史
嗜
要
序
〕

盛
秘
前
衰
秘
後
着
為
―
―
印
度
云
為
色
比
倫
盃
総
妻

酉

為
1

一
波
斯
ぶ
為
,
,
猶
太
盃
為
,
,
希
騰
盃
為
羅
馬
↓

【
萎
勉
】
66

お
む
ぎ
こ
が
し
。
大
萎
を
炒
つ
て
焦
し
た

も
の
を
硯
い
た
粉
。
〔
本
草
、
小
萎
〕
萎
懃
、
即
模
也
、
以
レ

褒
蒸
磨
成
レ
屑
。
〔
皮
日
休
、
開
元
寺
佛
鉢
詩
〕
乳
棄
味
断

中
天
覺
‘
褒
懃
香
消
大
劫
知
。
〔
戴
復
古
‘
望
『
一
花
山
張

老
家
1

詩
〕
褒
勉
朝
充
レ
食
、
松
明
夜
砦
9
燈。

【
萎
積
】
67

ぢ
山
名
。
甘
粛
省
天
水
縣
の
東
南
。
〔
方
輿

勝
覧
〕
萎
積
山
、
状
如
↓
1

積
褻
云
為
―
―
秦
地
林
泉
之
冠
ぶ
2

之
北
為
―
―
離
稟
裕
了
上
有
↓
1

陳
置
避
暑
宮
一
封
面
瀑
布
下

佳
蒼
崖
間
盃
か
勝
境
也
。

【
萎
屑
】
68

ぢ
ひ
き
わ
り
む
ぎ
。
〔
絣
雅
、
繹
服
食
〕
館

璽
褒
屑
也
。

【
萎
載
】
69

ぢ
小
蝉
。
〔
駅
雅
、
繹
贔
魚
〕
萎
載
、
小
蝉
也
。

【
変
餞
】
70

ぢ
小
蝉
。
〔
方
言
、
十
一
、
蝉
其
小
者
謂
,
,
之

褒
墜
注
〕
如
レ
蝉
而
小
‘
育
色
、
今
闊
西
呼
―
―
泰
饂
↓

【
褒
讀
】
71

ぢ
む
ぎ
の
か
ゆ
。
〔
方
言
、
一
〕
饗
作
、
食
也
‘

陳
楚
之
内
、
相
謁
而
食
二
褒
鐘
ご
謂
-
1

之
饗
↓
〔
皮
日
休
、

三
羞
詩
〕
朝
食
有
玉

g竺
晨
起
有
,
,
布
衣
↓

【
変
租
】
72

が
ク
む
ぎ
ね
ん
ぐ
。
小
作
料
と
し
て
の
褒
。

〔
南
史
‘
齊
明
帝
紀
〕
（
建
武
二
年
）
停
―
―
青
州
褒
租
一

【
変
宗
】
73

劣
元
、
通
安
州
磨
些
の
人
。
七
歳
‘
學
ば
ず

し
て
文
字
を
識
る
。
長
ず
る
に
及
び
‘
吐
番
百
蟹
諸
家

の
書
に
通
じ
、
禽
語
を
も
解
す
。
蜜
中
、
異
人
と
稽
す
。

〔
雲
南
通
志
〕
。

【
磁
五
葱
】
74

召
百
合
科
の
草
の
名
。
ね
ぎ
の
類
。
浅
葱
゜

胡

葱

。

「

た

も

の

。

冨

湯

】
7
5
1
ギ
大
萎
を
炒
り
焦
し
た
も
の
を
湯
に
煎
じ

【
褒
廷
】76
目

i
•t'ing'~ 

の
痙
。
褒
が
ら
。

【
要
笛
】
77

玲
愛
の
埜
を
切
っ
て
吹
く
笛
゜

【
要
田
】
78

ぢ
●
萎
ば
た
け
。
〔
温
庭
箔
、
會
昌
丙
寅
豊

歳
歌
〕
辛
茸
箪
衣
褒
田
路
、
村
南
緊
レ
婦
桃
花
紅
゜
〔
堤

|

_

 

褒

部

萎

補
之
‘
閻
子
常
撮
レ
琴
入
レ
村
詩
〕
芸
芸
褒
田
翻
二
黄
波
｛
食
―
―
白
飯
公
7

年
食
―
―
褒
魅
f

詩
〕
鵜
鳴
日
出
林
光
動
、
野
間
風
揺
爽
浪
寒
゜

鮪
贔
盤
レ
穂
如
蝸
螺
↓
●
城
の
名
。
甘
粛
省
靖
遠
縣
の
【
褒
孵
】
88

ぢ
ふ
す
ま
。
褒
魅
に
同
じ
。
〔
晉
書
、
五
行
【
後
李
】
98

ぢ
桃
の
一
種
。
な
つ
も
も
。
さ
も
も
。
褒

東
北
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕
河
水
、
云
云
、
経
玉
女
田
城
西
一
志
中
〕
昔
年
食
-
1

白
飯
公
7

年
食
玉
女
孵
一
と
同
時
に
熟
す
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
爾
雅
‘
繹
木
、
痙
接

又
北
臭
要
田
泉
水
合
。
〔
十
六
國
春
秋
〕
晉
咸
和
中
、
【
夢
国
t

】89
劣
愛
の
上
を
ふ
く
風
。
初
夏
の
風
。
〔
白
居
慮
李
‘
疏
〕
座
接
‘
慮
李
‘
郭
云
‘
今
之
褒
李
、
輿
レ
褒
同
熟
‘

乞
伏
偉
大
寒
自
―
―
苑
川

g
竺

於

褻

田

無

孤

山

↓

易

、

和

1

一
微
之
四
月
一
日
作
1

詩
〕
萎
風
低
再
寺
、
稲
水
平
因
名
云
。
〔
本
草
、
李
〕
集
解
‘
弘
景
日
、
李
類
甚
多
、
京

U
変
~
奴
】
7
9
ぢ
褒
の
病
。
穂
が
黒
い
徽
に
化
す
る
も
の
。
漠
漠
。
〔
李
嬌
、
四
月
奉
レ
教
作
詩
〕
潤
浮
梅
雨
夕
‘
涼
散
褒
口
有
―
―
褻
李
一
褒
秀
時
熟
、
小
而
肥
甜
、
核
不
レ
入
レ
薬
。

く
ろ
ん
ぽ
。
む
ぎ
の
く
ろ
み
。
〔
本
草
、
小
褒
〕
萎
奴
、
風
餘
。
〔
注
藻
、
過
―
―
臨
平
1

詩
〕
褒
風
能
起
レ
柁
‘
梅
雨
不
レ
〔
約
圃
〕
同
春
萎
李
、
色
粉
紅
、
花
亦
森
秀
微
香
。

蔽
器
日
、
萎
穂
牌
レ
熟
時
、
上
有
,,1111
徽
1

者

也

。

〔

陸

溜

、

鳴

レ

江

。

【

愛

里

】

99

勺
元
の
人
。
徹
冗
畳
氏
。
徹
里
畳
部
を
領

村
居
書
事
詩
〕
春
深
水
暖
多
―
―
魚
婢
盃
雨
足
年
豊
少
―
―
褻
【
~
粉
】

9
0
ぢ
褒
の
粉
。
〔
本
草
、
小
褒
〕
萎
粉
、
登
明
、
す
。
定
宗
の
欽
察
・
阿
速
・
斡
魯
思
の
諸
國
を
征
す
る
に

【
要
冬
】
80

扮

褒

門

冬
(
1
1
3
)

の
略
稽
。

L

奴
↓
時
珍
日
、
褒
粉
乃
是
魅
朽
、
鰐
洗
レ
肋
澄
出
1

一
漿
粉
一
今
人
従
ひ
、
憲
宗
の
宋
を
伐
つ
に
も
従
つ
て
功
あ
り
。
世
祗

【
萎
頭
】
81

芯
愛
の
穂
゜
〔
蘇
拭
、
五
禽
言
詩
〕
瀧
上
萎
頭
漿
衣
多
用
レ
之
、
古
方
鮮
レ
用
。
〔
何
中
、
眺
行
詩
〕
繊
尋
二
即
位
し
、
諸
王
霊
叛
せ
し
時
、
所
部
を
率
ゐ
て
之
を
撃

昂
、
林
間
桑
子
落
。
〔
苑
成
大
、
刈
レ
褒
詩
〕
爽
頭
熟
顆
已
萎
粉
塵
函
t
る

夕

嘗

レ

得

レ

粥

。

ち

‘

其

の

掠

め

た

る

諸

部

民

を

奪

つ

て

還

る

。

〔

元

史

‘

紐

珠

、

小

隠

惟

憂

積

雨

餘

。

【

爽

餅

】

91

吝
む
ぎ
の
だ
ん
ご
。
〔
黄
庭
堅
‘
謝
"
張
泰
伯
一
百
三
十
二
〕
．
〔
新
元
史
、
一
百
三
十
二
〕
。

【
要
撓
】82
約
漢
字
の
偏
の
名
。
麹
•
麺
等
の
字
の
左
恵

1一
黄
雀
酢
一
詩
〕
褒
餅
薄
1一
於
紙
云
含
漿
和
―
―
誠
酢
→
【
褒
粒
】

1
0
0
が
ウ
む
ぎ
の
つ
ぶ
。
〔
南
方
草
木
状
‘
草
類
〕
山

方

に

あ

る

愛

の

字

の

稽

。

【

褒

米

】

92

ぢ
褒
と
米
。
〔
韻
府
引
、
陸
滞
、
詩
〕
大
巣
初
菫
花
、
茜
葉
即
置
也
‘
根
不
レ
堪
ら
食
、
千
1

一
葉
間
丘
げ
花
‘

【
萎
芭
】
83

劣
褒
の
の
ぎ
。
〔
柳
宗
元
、
聞
,
,
黄

鵬

―

詩

〕

生

露

正

浴

、

小

巣

漸

老

萎

米

熟

。

作

丘

穂

如

n
褒
粒
ぶ
芥
紅
色
。
〔
苑
成
大
‘
致
一
齋
述
事
詩
〕

目
極
千
里

1無
―
―
山
河
一
褒
芭
際
レ
天
揺
―
―
青
波
→
〔
李
〖
泰
米
幽
~
〗

9
3劣
が
ィ
オ
ー
ト
ミ
ー
ル
。
今
朝
凌
粒
黄
堪
レ
鰐
、
幾
日
秩
田
緑
似
レ
針
。
〔
陸
涌
、
農

賀
‘
章
和
二
年
中
歌
〕
雲
篇
索
田
風
掃
彿
‘
褒
芭
如
レ
籍
黍

U
変
苗
】
94

芯
●
褒
と
五
穀
の
苗
。
夏
熟
す
る
褒
と
秋
含
詩
〕
雨
畏
―
―
禾
頭
蒸
耳
出
占
潤
憂
1

一
萎
粒
化
畑
蛾
飛
↓

紐
粟
。
〔
錢
惟
善
‘
述
懐
詩
〕
花
信
欲
レ
閾
鶯
百
縛
、
褒
み
の
る
五
穀
の
苗
。
〔
春
秋
、
荘
‘
七
〕
秋
大
水
無
1一
褒
【
~
態
一
】
I
O
I
劣
褒
畑
の
う
ね
。
萎
隈
に
同
じ
。
〔
王
僧
逹
‘

芭
初
長
雉
雙
飛
。
苗
→
〔
穀
梁
‘
荘
‘
七
〕
無

1一
褒
苗
盃
宏
苗
同
レ
時
也
。
〔
注
〕
答1一
顔
延
年
—
詩
〕
褒
聾
多
―
―
秀
色
五
楊
園
流
―
―
好
昔
→
〔
李

【
変
飯
】
糾
ぢ
む
ぎ
め
し
。
褒
飯
豆
羮
を
見
よ
。
〔
後
漢
褒
興
1

一
黍
稜
之
苗
盆
凹
時
死
。
〔
宋
史
‘
食
貨
志
上
四
〕
自
レ
白
‘
贈
―
―
徐
安
宣
―
詩
〕
川
光
浮
二
褒
墾
百
u
色
明
,
,
桑
枝
↓

書
鴻
異
博
〕
詔
曰
、
倉
卒
蕪
葉
亭
豆
粥
‘
淳
沌
河
萎
飯
、
冬
及
レ
春
‘
雨
雪
及
レ
時
、
褒
苗
滋
盛
。
●
褒
の
苗
。
〔
韓
【
褒
随
】
102

席
褒
の
畑
地
。
萎
畑
の
う
ね
。
奏
墾
゜
〔
庚

厚
意
久
不
レ
報
。
〔
後
漢
書
、
逸
民
、
井
丹
傭
〕
為
設
玉
臣
飯
愈
‘
賽
紳
詩
〕
褒
苗
含
レ
槌
桑
生
レ
植
‘
共
向
―
―
田
頭
血
杢
信
、
奉
三
報
窮
秋
寄
1

一
隠
士
1

詩
〕
猿
床
負
も
日
臥
、
愛
随

葱
葉
之
食
↓
〔
蘇
献
‘
和
王
子
由
送
―
―
将
官
梁
左
蔵
仲
通
一
社
紳
↓
〔
楊
萬
里
、
褒
田
詩
〕
入
ー
是
農
家
箕
富
貴
‘
雪
花
帯
レ
経
鋤
゜
〔
梁
昭
明
太
子
、
錦
帯
書
十
二
月
啓
‘
蒻
賓
五

詩
〕
城
西
忽
報
故
人
来
、
急
掃
1

一
風
軒
丘
竺
褒
飯
↓
鮪
盆
萎
苗
肥
゜
〔
田
家
五
行
〕
鼠
鮫
1

一
褒
苗
工
主
不
＂
見
レ
月
〕
褒
瀧
移
レ
秋
、
桑
律
漸
レ
暮
。
〔
絞
然
‘
微
雨
登
1

一
観
農

〖
変
飯
石
〗86
む
ハ
ン
石
の
名
。
萎
飯
の
如
き
形
状
を
呈
牧
‘
咬
―
―
稲
苗
—
亦
然
。
棲
知
穿
雀
使
君
―
詩
〕
雰
微
過

1褒
随
云
爾
琴
傍
―
―
沙
城
→

し
て
ゐ
る
か
ら
名
づ
く
と
い
ふ
。
〔
本
草
、
萎
飯
石
〕
繹
【
夢
鴻
-
】
的
吝
褒
の
生
え
て
ゐ
る
ほ
と
り
。
〔
楊
萬
里
、
【
雨
レ
委
】
岡
i

”t,7ル
萎
が
天
か
ら
ふ
つ
て
来
る
。
一

名
、
時
珍
日
‘
象
レ
形
｀
集
解
、
時
珍
日
‘
李
迅
云
‘
萎
飯
石
‘
寒
食
上
家
詩
〕
遠
山
楓
外
淡
‘
破
屋
萎
邊
孤
。
説
に
、
萎
畑
に
雨
が
降
る
。
〔
蘇
試
、
喜
雨
亭
記
〕
是
歳

虞
慮
山
淡
中
有
ら
之
、
其
石
大
小
不
五
等
、
或
如
レ
拳
、
或
【
~
鰐
】

9
6が
ク
む
ぎ
粉
に
て
製
し
た
麺
類
。
〔
後
漢
書
‘
之
春
、
雨
―
―
唆
於
岐
山
之
陽
む
兵
占
為
レ
有

L年
、
既
而
禰
レ

如
鶉
卵
砿
如
蓋
、
或
如
レ
餅
、
大
略
状
如
n

握
み
竺
西
南
夷
‘
夜
郎
博
、
句
町
縣
有
税
榔
木
な
8

〕
臨
海
異
物
月
不
レ
雨
、
民
方
以
為
レ
憂
゜

閣
爽
躯
云
云
‘
其
色
黄
白
‘
但
於
,
,
~

間
麻
石
中
云
尋
下
志
日
｀
云
云
‘
皮
中
有
レ
似
―
―
樟
稲
米
片
ず
又
似
1

砿
丘
以
中
【
流
レ
褒
】
lm

茄
”
後
漢
の
高
鳳
、
讀
書
に
耽
り
、
暴
雨

有
―
―
此
状
上

P
即

是

。

作

,

,

絣
餌
↓
〔
癸
辛
雑
識
前
集
‘
来
牟
〕
今
人
呼
↓
1

小
爽
窮
ー
来
つ
て
、
庭
上
に
暴
し
た
要
が
漂
流
さ
れ
た
の
を
知
ら

〖
褒
飯
豆
羹
】86
切
初
泰
飯
と
豆
の
あ
へ
も
の
。
野
為
―
―
来
牟
面
或
旦
牟
粉
西
口
非
也
。
〔
戴
復
古
‘
送
―
―
―
呉
伯
な
か
っ
た
故
事
。
〔
後
漢
書
、
逸
民
、
高
鳳
傭
〕
高
鳳
、
字

人
農
夫
の
食
。
〔
急
就
篇
〕
絣
餌
‘
萎
飯
、
甘
豆
羹
゜
〔
注
〕
成
蹄
―
―
建
昌
1

詩
〕
爽
飼
不
レ
療
レ
饒
‘
冬
衣
猶
未
レ
卸
゜
〔
元
文
通
、
南
陽
葉
人
也
、
少
為
1

一
書
生
玉
家
以
―
―
農
畝

t
デ
業
、

萎
飯
、
磨
レ
褒
合
レ
皮
而
然
之
也
、
甘
豆
羹
、
以
―
―
挑
米
史
、
百
官
志
三
〕
弘
州
種
田
提
攀
司
、
秩
正
六
品
、
掌
下
而
専
精
誦
‘
登
夜
不
レ
息
、
妻
嘗
之
レ
田
‘
曝
―
―
褒
於
庭
公
F

俎
和
→
一
小
豆
而
霙
レ
之
也
、
一
日
、
以
―
―
小
豆
〖
『
レ
羮
、
輪
納

.
,
~
l
/
1
;
'
,

之
事
5

以
供
―
―
内
府
↓
鳳
護
＞
難
、
時
天
暴
雨
‘
而
鳳
持
レ
竿
誦
レ
経
‘
不
レ
覺
1

一濠

不
＞
以
―
―
醍
麒
其
味
純
甘
‘
故
云
1

一
甘
豆
羹
一
也
、
爽
飯
豆
【
萎

il】97
お
青
い
褒
畑
が
風
で
波
の
や
う
に
揺
ぐ
さ
水
流
＞
泰
、
妻
還
怪
問
‘
鳳
方
悟
レ
之
、
其
後
遂
為
る
1

名
儒
↓

羹

皆

野

人

農

夫

之

食

耳

。

ま

。

〔

蘇

試

、

新

年

詩

〕

茶

槍

燒

後

有

、

褒

浪

水

前

空

。

【

褒

蓋

提

】

104

が
り
ガ
イ
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
新
彊
省
巴
楚

5
 
2
 
5
 

【
萎
魅
】
87

ぢ
ふ
す
ま
。
魅
。
褒
餘
子
。
〔
本
草
、
小
褒
〕
褒
〔
恵
洪
、
贈
二
胡
子
顕
―
詩
〕
弄
晴
雨
過
秩
針
出
、
花
信
風
縣
の
西
南
。
澤
普
勒
善
河
の
東
南
岸
。

藍
登
明
、
時
珍
曰
‘
魅
乃
萎
皮
也
。
〔
晉
京
口
謡
〕
昔
年
来
泰
浪
寒
。
〔
厭
陽
脩
‘
遊
,
,
太
清
宮
1

出
レ
城
馬
上
口
占
【
褒
丘
人
】
105

ぢ
免
ウ
老
人
を
い
ふ
。
〔
韓
詩
外
博
‘
+
〕

13

|
 

九
二
九



委

部

唆

麦

〔
ニ
ー
三
驚
〕

）
齊
桓
公
逐
二
白
鹿
五
遇
,
,
~
丘
之
邦
↓
遇
レ
人
曰
‘
何
謂
者

7
 
72

也
‘
射
日
、
臣
姿
丘
之
邦
人
‘
桓
公
日
‘
愛
年
幾
何
‘
射

日
‘
臣
年
八
十
有
三
芙
‘
桓
公
曰
、
美
哉
‘
輿
レ
之
飲
日
‘

7
 
4
 
（
 

愛
盆
下
為
―
―
寡
人
壽
上
也
‘
射
曰
、
野
人
不
レ
知
レ
為
―
―
君
王

斤
之
霞
桓
公
日
‘
去
乎
以
夏
之
壽
祝
•
寡
人
上
芙
、
云
云
‘

扶
而
載
レ
之
、
自
御
以
蹄
‘
薦
乏
於
廟
—
而
断
レ
政
焉
。

6
 ゜
ー~
【
凌
句
置
】1

0
6
芯
唸
草
の
名
。
〇
褪
褒

(
8
|2
3
7
4
7
 :

2

 

8
)

の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
、
大
菊
蓬
泰
‘
疏
〕
郭
云
、
一

7
 
ー7
 
47

名
、
変
句
置
、
則
嬰
爽
。
●
天
名
精
（
8
-
5
8
3
3
:
 1
5
8
3
)
 

の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
‘
t

列
親
琢
首
‘
疏
〕
郭
云
‘
一
名
褒

（
 

句
菫
゜
〔
本
草
‘
天
名
精
〕
繹
名
、
天
蔓
著
‘
云
云
‘
褒
句
置
。

【
変
争
場
】
107

松
'
”
な
―
二
月
種
を
下
し
六
月
に
熟
す
る

米
。
〔
曲
消
藷
聞
〕
椋
、
西
北
人
呼
為
,
,
~

子
玉
有
1

一
雨
種
一

早
熟
者
卑
ハ
レ
衆
相
先
後
、
五
月
間
熟
者
、
鄭
人
琥
為
二
爽

学
場
↓

【
変
策
花
】
108

が
”
サ
ク
蓄
雉
の
尾
を
飾
っ
た
冠
を
被
っ
た

舞
人
が
、
八
人
八
列
に
並
ん
だ
も
の
を
い
ふ
。
〔
張
衡
‘

東
京
賦
‘
冠
華
乗
賢
列
舞
八
侑
、
注
〕
綜
曰
‘
冠
華
以
レ
鐵

作
レ
之
、
上
間
下
狭
‘
以
―
―
整
雉
尾
一
飾
レ
之
、
舞
人
頭
戴
‘

一
行
羅
列
八
人
、
八
八
六
十
四
人
‘
謂
―
今
褒
策
花
也
。

【
変
而
妓
】
109

が
ク
明
、
高
明
の
人
。
字
は
章
闇
。
博
學
に

し
て
、
書
法
に
長
じ
、
詩
賦
を
善
く
す
。
崇
禎
の
進
士
。

官
は
安
粛
知
縣
。
唐
王
の
時
、
御
史
。
後
、
清
兵
に
執
ヘ

ら
れ
、
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
著
に
康
山
集
が
あ
る
。
〔
明

史
、
二
百
七
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
五
十
九
〕
．
〔
小
膜

紀
年
、
十
四
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
偲
、
二
十
五
〕
．
〔
崇
禎
忠

節
録
‘
二
十
九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
、
四
〕
・
〔
小
膜
紀

偉
、
二
十
九
〕
。

【
褒
埃
山
】
翌

1

山
名
。

O
甘
粛
省
伏
先
縣
の
西
南
。

●
緩
遠
省
烏
剛
特
部
の
北
。

【
要
鐵
杖
】
111

ぢ
予
苫
隋
‘
始
興
の
人
。
溢
は
武
烈
゜
魏

勇
に
し
て
贅
力
あ
り
、
日
に
行
く
こ
と
五
百
里
。
官
は

開
皇
中
、
車
騎
将
軍
。
後
、
柱
國
と
な
る
。
遼
東
の
役
に
、

前
鋒
と
な
り
、
力
載
し
て
死
す
。
〔
隋
書
‘
六
十
四
〕
．
〔
北

史
、
七
十
八
〕
。

【
褒
孟
オ
】
112

ぢ
サ
イ
隋
の
人
。
鐵
杖
の
子
。
字
は
智
稜
。

性
、
果
烈
に
し
て
父
の
風
あ
り
。
官
は
武
貨
郎
将
。
後
、

宇
文
化
及
に
害
せ
ら
る
。
〔
隋
書
、
六
十
四
〕
。

【
変
門
冬
】
113

切
ぅ
草
の
名
。
や
ま
す
げ
。
し
や
う
が
ひ

げ
。
や
ぶ
ら
ん
。
根
を
槃
用
と
す
る
。
〔
本
草
‘
萎
門
冬
〕

舵

朽

劾

釘

虻

戟

財

託

帥

秤
名
、
費
冬
‘
秦

名
烏
里
齋
名
"

*"三才

＂
｀
し
汀
ぞ
m

馬
非
‘
風
餘
糧
、

忍
冬
‘
忍
浚
、
不
死
草
‘
階
前
草
‘
弘
景
曰
‘
根
似
1

一
楯
唆
一

故
謂
―
―
之
褻
門
冬
一

[
変
紋
紙
】m
.〖
ク
ぅ
唐
代
、
翰
林
院
で
詔
を
書
く
に
用

ひ
た
紙
の
名
。
〔
元
横
‘
奉
1

一
和
浙
西
大
夫
李
徳
裕
述
溢
夢

四
十
韻
云
云
詩
‘
委
紙
侵
;
は
翌
注
〕
書
レ
詔
‘
皆
用
玉
女

紋
紙
↓

【
変
藍
菜
】
115

ぢ
ラ
／
菜
の
名
。
〔
農
政
全
書
‘
変
藍
菜
考
〕

生
ー
田
野
中
「
禁
葉
倶
深,
,
j
€
宦
色
ご
栗
似
-
1

大
藍
梢
葉
―

而
小
頗
尖
‘
其
葉
抱
レ
埜
封
生
、
毎
二
葉
間
1

概
二
生
―

叉
埜
ず
叉
梢
頭
開
ー
小
肉
紅
花
五
結
レ
萌
、
有
レ
子
似
二
小
桃

紅
子
云
苗
葉
味
微
苦
。

【
褒
麺
之
英
】
116

バ
汀
ク
酒
を
い
ふ
。
衷
麺
は
麹
‘
酒

は
麹
を
醸
し
て
作
る
か
ら
い
ふ
。
〔
白
居
易
、
酒
功
賛

井
序
〕
晉
建
威
将
軍
劉
伯
倫
‘
嗜
レ
酒
有
―
―
酒
徳
頌
佃
竺

於
世
玉
唐
太
子
賓
客
白
築
天
、
亦
嗜
レ
酒
作
二
酒
功
賛
一
以

鵬
之
‘
其
詞
云
‘
褒
麺
之
英
、
米
泉
之
精
、
作
合
為
涵
g

、

卒
レ
和
産
量
、
卒
~
レ
和
者
何
‘
濁
膠
一
樽
‘
霜
天
雪
夜
、

斐
レ
寒
為
レ
温
、
産
レ
震
者
何
、
清
賄
一
酌
‘
離
人
遷
客
、

縛
レ
憂
為
レ
栗
、
納
,
,
諸
喉
舌
之
内
ぶ
仔
淳
泄
泄
‘
醍
醐
流

湿
‘
沃
ー
ー
諸
心
胃
之
中
一

l
l
B
~

熙
融
融
‘
膏
澤
和
風
、
百
慮
齊

息
、
時
乃
之
徳
‘
萬
緑
皆
空
、
時
乃
之
功
‘
吾
嘗
終

H
不
レ

食
、
終
夜
不
複
、
以
思
無
レ
盆
、
不

iu如且
飲
。

【
変
著
黄
洞
】
117

が
筑
炉
土
司
の
名
。
明
、
長
官
司
を
置

く
。
土
官
黄
氏
の
世
襲
。
湖
南
省
永
順
縣
の
南
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
‘
湖
廣
、
永
順
縣
〕
褒
著
黄
洞
長
官
司
。

【
種
レ
愛
得
レ
凌
】
118

祐

g
エ
テ
因
果
應
報
の
喩
゜
〔
呂
覧
‘

用
民
〕
夫
種
レ
爽
而
得
レ
萎
、
種
レ
稜
而
得
レ
稜
‘
人
不
レ
怪

也
。
〔
正
法
念
経
〕
種
レ
穀
得
レ
穀
、
種
レ
褒
得
レ
褒
゜

【
破
レ
変
剖
レ
梨
】
1
1
9
i
パ
昇
勺
夫
や
子
に
再
會
す
る
こ

と
。
即
ち
破
レ
褒
と
は
寧
波
の
一
婦
人
が
其
の
夫
を
尋

ね
て
ゐ
る
中
‘
変
を
破
る
夢
を
見
た
の
を
不
吉
に
感
じ

て
ゐ
た
が
、
卜
者
が
、
褒
を
破
つ
て
魅
を
見
る
、
魅
は
夫

に
通
ず
る
か
ら
、
必
ず
夫
に
會
へ
る
だ
ら
う
と
説
い
た

が
、
後
其
の
言
葉
の
通
り
夫
に
再
會
し
得
た
。
剖
レ
梨
は

晉
の
庚
統
が
子
を
失
ひ
‘
梨
を
剖
＜
夢
を
見
た
‘
統
は

【

麦

】

〔

冤】両
行
】
[
罰】
E

"2司
ウ

メ
ン

〔
字
彙
補
〕
力
伯
切

圏

鰐
(
1
2
1
 47
7
4
2
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
朽
‘
鰐
字
之
識
。

麹
(
1
2
-
4
7
8
1
8
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
舵
、
藷
蔵
作
レ
麹
゜

キ
ク 璽
●
i

――
褒
(
1
2
|
 4
7
7
1
7
)

の
俗
字
。
〔
集

ノ
韻
〕
萎
‘
俗
作
レ
麦
。

V

ク

そ
れ
を
分
離
を
意
味
し
て
ゐ
る
と
心
中
憂
ひ
て
ゐ
た

が
、
支
道
林
は
梨
を
剖
け
ば
賓
郎
子
を
見
る
と
判
じ

た
。
果
し
て
支
道
林
の
言
の
如
く
子
に
會
へ
た
と
い
ふ

故
事
。
磨
レ
変
分
レ
梨
に
同
じ
。
〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕

破
レ
唆
剖
レ
梨
、
見
レ
子
見
レ
夫
之
奇
夢
。
〔
集
注
〕
昔
有
"
一

婦
人
「
尋
―
―
其
夫
示
＇
レ
見
‘
夢
レ
破
レ
変
、
卜
者
日
‘
破
レ
褒

見
レ
魅
、
魅
輿
レ
夫
同
、
後
果
然
、
庚
統
失
手
芸
文
夢
輿
レ

人
分
レ
梨
‘
庚
以
レ
應
1

一
分
離
「
心
甚
憂
‘
支
道
林
日
‘
分
レ

梨
見
レ
子
、
公
子
至
癸
、
果
然
゜

[
磨
レ
唆
分
レ
梨
】
1
2
0
i
バ
サ
打
褒
を
磨
り
粉
に
し
た
夢
を

見
て
‘
失
っ
た
夫
に
遇
ひ
‘
梨
を
剖
る
夢
を
み
て
、
失
っ

た
子
の
蹄
っ
た
故
事
。
破
レ
褒
剖
レ
梨
に
同
じ
。
〔
異
夢

録
〕
有
二
婦
至
ヘ
レ
夫
寄
二
食
於
尼
盃
夢
入
使
＞
磨
レ
褒
、

尼
解
レ
之
日
、
磨
レ
変
見
五
品
E

―
也
、
果
得
レ
緊
レ
首
、
又
一

人
登
レ
舟
失
レ
子
‘
夢
血
ハ
レ
人
分
＞
梨
、
心
甚
快
快
、
解
者

日
、
梨
開
見
レ
子
矢
、
未
レ
幾
子
果
至
゜

【
唆
牧
三
月
雨
】
121

ぢ
芦
／
ア
メ
＿
二
月
に
雨
多
け
れ
ば
泰

の
牧
獲
が
多
い
と
い
ふ
喩
。

【
褒
牧
八
十
三
場
雨
】
122

ぢ
各
召
け
河
南
南
陽
地
方

の
諺
。
変
は
た
だ
八
・
＋
・
三
月
の
三
度
に
雨
降
れ
ば
収

穫
が
あ
る
。

【

帥

】

[

か
う
ぢ
。
〔
集
韻
〕
釧
‘
麹
謂
二
之
紬
↓

貧
写
タ
ク

【

財

】

[

[

い

歯

【

戟

】

[

圏

〔
字
彙
〕
膜
郎
切
脚

／
 

n
尤

m
a
n
g
'

あ
ざ
む
く
。
〔
字
彙
補
〕
劾
‘
欺
劾
也
。

【

II】
[

【

虻

】

[

セサ
ンン

ヨ
ク
ィ
キ

九一―

1
0

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
訂
‘
昔
了
。

の
ぎ
。
芭
(
9
ー

3
0
6
8
2
)

の
俗
字
。
〔
字
彙
〕
虻
‘
褒

虻
゜
〔
正
字
通
〕
虻
‘
俗
芭
字
‘
凡
草
木
有
云
」
束
一

者
、
通
作
品
」
、
褒
亦
然
‘
俗
改
炊
レ
虻
、
非
゜

〔
集
韻
〕
逸
織
切

む
ぎ
の
か
す
。
褒
の
殻
の
破
れ
砕
け
た
も
の
。
或

は

代
(
8
-
2
4
9
2
8
)

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
戟
‘
褒
戟

也
。
〔
集
韻
〕
戟
‘
褒
絹
也
‘
或
炊
レ
禾
゜
〔
正
字
通
〕

戟
‘
委
骰
破
砕
者
。

ベウマ，ウ
レ，ウ

〔
集
韻
〕
騰
来
切

小
か
う
ぢ
。
〔
説
文
〕
鯰
餌
篇
也
、
炊
レ
袈

象
豪
才
瞥
゜
〔
方
言
、
十
三
〕
財
‘
麹
也
、
晉

之
藷
都
曰
レ
財
。
〔
注
〕
今
江
東
人
呼
レ
麹
為
レ
封
。

託
(
1
2
-
4
4
0
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
託
、
縛
託
、
餅
層
、
或
作
レ
託
。

〔
集
韻
〕
所
晏
切
声
年

＇i-ー
13526 



(47728)一 (47742・・17)

褒

部

〔
三
|
|
四
萱
〕

冦
】
〖
象
〔
集
韻
〕
歯
ば
直

a
0
3

み
の
ら
ぬ
夢
。
〔
字
彙
〕
叛
、
褻
不
レ
成
。

乾

舵

軒

納

飯

懃

屹

物

砒

料

般

魅

訣

鈍

鰐

【
販
】
〖
乃
〔
字
彙
〕
求
於
切
函

切
り
そ
ろ
へ
る
。
〔
篇
海
〕
納
、
納
剤
。

【納】〔

'
〔
篇
海
〕
奴
答
切
函

ダ
フ
ナ
フ

＇昌

【
軒
】
[
ケ
ツ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
肝
‘
昔
檄
。

【

IE】
[

ヒ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
舵
、
昔
比
。

＼

小

日

□

日

0
つ
ぶ
む
ぎ
。
つ
ぶ
れ
ぬ
萎

豪
粒
。
も
と
乾
(
1
2
-
4
7
7
3
4
)
に
作
る
。

賓
〔
正
字
通
〕
乾
‘
乾
本
字
。
〔
説
文
〕
屹
‘
堅
萎
也
、

払
要
代
贅
。
〔
玉
篇
〕
舵
‘
堅
泰
、
糠
中
否
破
者
。

〔
廣
韻
〕
乾
‘
乾
糎
‘
漢
書
云
、
食
糠
乾
↓
●
或
は

敷
(
1
0
ー

3
4
7
9
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
乾
‘
或
作
レ

殷
。
●
秩
(
8
ー

2
4
9
6
5
)
・

蛉
（
乾
8
ー

2
6
8
4
5
)

に

通
ず
。
〔
正
字
通
〕
乾
‘
興
11

汽
．
柁
一
通
。

【
乾
写

国国日
ゴコゲケゲケ

チッチツチッ

〔
集
韻
〕
下
没
切

〔
集
韻
〕
恨
渇
切／ rナ

〔
集
韻
〕
冥
結
切

囲隈酎囲

小

或

ふ

す

ま

。

小

凌

か

ら

変

粉

を

莉

豪

籟

骰

と

っ

た

か

す

。

輔

(
1
2ー

4
7
7

冦

】

[

7 

〔
集
韻
〕
芳
無
切
国
i

E
X
 fu• 

●
人
名
。
〔
集
韻
〕
般
‘
梁
四
公
子
名
。

O
姓
。
〔
萬

姓
統
譜
〕
穀
、
漢
梁
四
公
子
名
穀
之
後
。

霰
】
[
?
？
ク
〔
集
韻
〕
袖
蜀
切

oo

【料】
t

む
ぎ
。
〔
集
韻
〕
料
‘
褻
料
。

ト＂ウッ

〔
集
韻
〕
営
口
切

菌

●
む
ぎ
こ
が
し
。
〔
集
韻
〕
砒
‘
博
雅
‘
砒
寝
謂
Ii

之

翰
↓
●
醗
(
1
2ー

4
7
8
3
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
輝
、
韓

寝
‘
籟
也
‘
或
省
。

【
砒
】
[

5

〔
集
韻
〕
頻
禰
切

oo

【
物
】
[

餅
の
＿
種
。
或
は
惚
(
1
2
ー

4
7
8
1
3
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
物
、
附
属
‘
或
ハ
レ
忽
。

コ
ッ
コ
チ

〔
集
韻
〕
呼
骨
切

囲

【
屹
早

乾
(
1
2ー

4
7
7
2
8
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
屹
‘
屹
本
字
。

ケ
ッ

む
ぎ
こ
が
し
。
籍
(
1
2ー

4
7
8
2
9
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
籍
、
模
也
、
或
八
レ
少
。
〔
本
草
‘
勉
〕
集
解
、
恭

日
、
懃
蒸
釆
衷
黙
過
磨
作
レ
之
。

九
三
一

87)• 

孵
(
1
2ー

4
7
7
9
2
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
琺
、
小

変
屑
皮
也
、
ハ
レ
変
夫
臀
‘
輔
‘
魅
或
八
レ
甫
。
〔
段

小
む
ぎ
こ
。
或
は
麺
(
1
2
-
4
7
8
2
7
)
に
作

注
〕
魅
之
言
‘
膚
也
、
屑
元
泰
(

1

則
其
皮
可
レ
臥
レ

る
。
〔
説
文
〕
朽
、
褒
屑
末
也
‘
ハ
レ
褒
巧

豊
〔
集
韻
〕
藍
或
松
甫
、
少
年
。
勝
ふ
。
小
炭
虹
E
豪

臀
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
機
謂
,
,
之
鰐
↓
〔
集
韻
〕
朽
‘
或

粉
で
つ
く
る
食
品
。

炊
レ
面
。
〔
束
哲
、
絣
賦
〕
重
羅
之
朽
‘
塵
飛
雪
白
。

【
魅
金
】
1

5

’
砂
金
。
〔
本
草
、
金
〕
集
解
、
蔵
器
日
、
魅

〔
聞
見
後
録
〕
其
家
以
レ
磨
レ
鰐
為
レ
生
。
〔
宋
史
‘
杜

金
出
1

如
水
沙
中
西
虹
上
淘
取
‘
或
鶉
鴨
腹
中
得
レ
之
、
即
便

打
成
1

一
器
物
本
亦
不
レ
重
‘
錬
煎
取
1

一金

it
盃
便
堪
レ
鎮
レ
心
。

〔
許
尭
佐
、
章
畳
柳
博
〕
以
練
嚢
1

盛
庭
金
一
而
題
レ
之
。
術
博
〕
術
食
<I

於
家
盃
唯
一
朽
一
飯
。

【
魅
子
】
2

fu1 tzu~ 

の
ふ
す
ま
。
萎
粉
の
糠
。
【
鰐
案
】
1mien• 

a
n
•

う
ど
ん
粉
を
ね
る
板
。

【
魅
桃
】
3

炉
桃
の
形
を
し
た
魅
炭
。
〔
謝
翻
‘
子
静
寄
-
-
【
鰐
架
】
2mien• 

c
h
i
a
•素
麺
掛
け
。

端
午
葵
菰
詩
〕
魅
桃
弄
朝
姻
公
含
贔
錬
ー
百
杵
困
T
A

【
朽
酵
】
3mien• 

hsiao• 

酵
母
。

入
1

一
槃
蘇
掲
1

一

日

月

蓬

レ

午

。

【

鰐

乾

】

4mien• 

kan'

小
奏
粉
、
又
は
米
粉
で
長
く

【
鉄
炭
】
4

”
’
水
に
入
れ
て
浮
ぶ
す
み
。
け
し
ず
み
の
竹
管
の
や
う
に
作
っ
た
う
ど
ん
。
肉
湯
に
入
れ
て
食

類
。
絆
炭
。
浮
炭
。
拌
炭
。
〔
本
草
‘
炭
火
〕
附
方
‘
陰
嚢
‘
湿
す
。

瘍
、
絆
炭
紫
蘇
葉
末
撲
レ
之
。
〔
老
學
庵
筆
記
‘
六
〕
浮
炭
【
鰐
肋
】
5mien• 

chin

北
方
中
國
人
の
常
食
。
う
ど

者
、
謂
伍
空
之
水
中
1

而
浮
5

今
人
謂
1

一
之
拌
炭
一
恐
亦
ん
閣
子
の
一
。

以
伍
空
之
水
中
ー
則
浮
上
故
也
。
〔
白
居
易
、
和
-
1

自
勧
―
【
鰐
筋
】
6

い
ク
細
長
い
棒
状
と
な
っ
た
湯
葉
。
〔
通
俗

二
首
詩
〕
日
暮
半
墟
魅
炭
火
‘
夜
深
一
蓋
紗
籠
燭
。
〔
清
編
‘
飲
食
‘
麺
筋
〕
夢
漢
筆
談
‘
凡
鐵
之
有
レ
鋼
者
、
如
1

一麺

異
録
‘
器
具
‘
星
子
炭
〕
唐
宣
宗
、
命
l

一
方
士
正
作
レ
丹
餌
レ
中
有
＂
筋
‘
濯
―
―
壺
柔
麺
盆
則
麺
筋
乃
見
、
錬
鋼
亦
然
、
老

之
、
病
中
熱
、
不
―
―
敢
衣
レ
縣
擁
＂
燻
、
冬
月
冷
、
坐
,
,

殿
中
一
學
番
筆
記
、
仲
殊
性
嗜
―
―
蜜
豆
腐
麺
筋
函
I

用,,
蜜
漬
↓

宮
人
以
1一
金
盆

1置
<1魅
炭
火
少
許
一
進
御
‘
止
レ
媛
レ
手
而
【
朽
花
】
1

彩
木
植
花
の
異
名
。
〔
閻
雑
記
〕
阿
花
、
即
木

已
‘
禁
闊
因
呼
玉
g
*
[空
星
子
炭
↓
〔
硯
譜
〕
石
色
為
―
―
棧
花
、
汀
州
人
以
レ
之
拌
レ
鰐
煎
食
‘
因
呼
1

一
之
鰐
花
↓

墨
漬
汚
面
以
,
,
魅

炭

磨

洗

、

復

如

レ

新

矢

。

【

顧

灰

】
8mien• 

huei
―
石
灰
。
い
し
ば
い
。

【
魅
皮
】
5

5

ふ

す

ま

。

【

約

繭

】

，

”

汐

鰻

頭

の

一

種

。

〔

歳

時

雑

記

〕

鰐

繭

‘

以

―

―

〖
魅
皮
金
〗6
ャ
ペ
廣
西
の
諸
洞
に
産
す
る
瓜
子
金
の
集
肉
或
素
餡
〖
『
レ
賓
‘
厚
皮
餞
頭
也
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
‘

砕
片
。
萎
片
に
似
て
ゐ
る
か
ら
名
づ
く
。
天
賓
‘
探
官
〕
都
中
毎
レ
至
正
月
十
五
H
盆
坦
玉
笠
剛
以
―
―

【
魅
料
】
7

fu1 
liao
●
ふ
す
ま
と
藁
。
牛
馬
の
飼
養
料
。
官
位
帖
子
て
'
―
―
官
位
高
下
盃
孟
狂
筵
宴
百
5

為
1一
戯
咲
↓

【
鰐
糊
】
10mien• 

hu2

生
魅
糊
。
鰐
糊
圃
を
見
よ
。

〖
鰐
糊
刀
】
:
:
:

mien• 

hu2 
tao'

糊
付
用
の
へ
ら
。

懇
9
-
3
2
4
7
8
)
•
麟
(
1
1
0
1
4
7
8
8

〖
鉦E血E闇
g
]
1
2
”
名
愚
鈍
で
事
理
に
明
か
で
な
く
よ
い

霰
】
〖
ゲ
ッ

1
)に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
羹
牙
褒
也
‘
加
減
に
ご
ま
か
す
喩
゜
〔
詩
話
綿
亀
〕
穎
州
張
龍
圏
‘
嘗

或
作
ふ
釈
o

〔
字
彙
〕
訣
、
同
レ
醍
。
見
ー
ー
州
牒
押
｛
天
多
閣
下
桟
二
-
董
土
有
1

人
云
、
押
字
有
下

如
燕
鉗
丘
竺
張
應
槍
日
、
為
レ
官
恰
似
―
―
鰐
糊
閣
↓

【
鰐
細
】
13mien• 

h
s
i
•細
か
い
粉
。
「
稽
。

脆
(
9
ー
逗
3
0
3
)
に
同
じ
。
飩
(
1
2

【
鰐
子
】
14

m
i
e
n
●
 tzu

さ
う
め
ん
。
う
ど
ん
等
の
縛

L象
」
4
7
7トン
ー

4
4
0
4
7
)の

俗
字
。
〔
集
韻
〕
腕
‘
〖
鰐
子
薬

]
1
5

mien• 

tz
ご
a
o
●
粉
薬
を
い
ふ
。

脹
脆
‘
餌
也
、
或
払
食
、
八
涵
゜
〔
正
字
通
〕
飩
‘
俗
字
、
【
鰐
脊
】
16

名
小
萎
閣
子
。
〔
説
文
〕
餅
‘
鰐
脊
也
。

本

作

レ

飩

。

【

鰐

林

】

17

ダ
や
？
朽
類
を
製
す
る
板
。
鰐
床
。
〔
禁
忠
恵

窮
】
〖メペ
ンン

〔
集
韻
〕
睛
見
切
、
園

n
-
P、
mien'
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別
記
〕
一
輻
州
幽
巌
寺
千
人
鰐
林
、
君
膜
作
レ
帥
‘
因
1

一聖

節
遣
"
'
人
昇
置
使
夏
一
夕
墨
坐
便
齋
輝
語
而
不
レ

臭
其
形
一
神
封
幽
厳
毎
武
時
春
會
以
贈
レ
衆
、
願
請
―

朽
胚
以
蹄
、
公
頷
レ
之
、
夜
失
虹
江
竺
已
蹄
レ
院
。

【
約
醤
】
18

グ
ざ
駒
粉
で
造
つ
た
ひ
し
は
。
味
噌
の
類
。

〔
本
草
、
醤
〕
集
解
、
時
珍
日
、
鰐
醤
、
有
↓
1

大
褒
小
褒
甜
醤

魅
醤
之
屡
↓

【
窮
構
】
19

各
常
盤
木
の
名
。
材
白
く
、
球
竿
．
椛
棒
な

ど
を
製
す
る
に
用
ひ
る
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕

甜
櫨
俗
名
酌
璧

【
窮
食
】
20

彩
ク

0
泰
粉
で
造
っ
た
食
品
の
総
稽
゜
〔
談

緑
〕
兵
士
毎
日
口
食
米
‘
只
輿
己
一
升
半
エ
亦
須
レ
卑
ハ
―
―
他

些
筋
食
二
程
敏
政
‘
博
家
筋
食
行
詩
〕
博
家
朽
食
天
下

工
、
製
法
悉
自
↓
1

東
山
束
↓
〇
飯
の
代
り
に
饂
飩
を
用

ひ
る
こ
と
。

【
窮
酔
】
21

だ
鰐
を
食
べ
て
酔
ふ
。
人
を
罵
る
語
。
〔
通

俗
編
‘
飲
食
‘
鰐
酔
〕
教
坊
記
、
有
己
螂
五
奴
者
｛
其
妻
善
二

歌
舞
面
亦
有
1

一
姿
色
溢
空
激
近
者
ー
五
奴
諏
随
レ
之
前
、
人

欲
―
―
其
速
醗
多
勧
以
レ
酒
、
五
奴
日
、
但
多
興
我
錢
一

雙
喫
-
―
鎚
子
本
亦
酔
‘
不
レ
煩
レ
酒
也
‘
按
‘
邸
俗
以
下
喫
―
―
駒

食
致
枷
袋
詈
鼓
初
不
レ
蟹
何
義
観
枇
知
其
詈

殊
醜
1

芙。

【
鰐
牲
]
2
2

杞
犠
牲
の
代
用
と
し
た
朽
類
。
又
、
そ
れ

を
供
へ
る
こ
と
。
佛
数
の
旨
趣
は
脂
謄
を
食
は
な
い
か

ら
‘
其
の
教
旨
を
奉
ず
る
も
の
が
行
っ
た
。
〔
路
史
〕
梁

武
帝
宗
廟
‘
朽
牲
而
不
―
―
血
食
↓

【
鰐
湯
】
23mien• 

t
'
a
n
g
—
う
ど
ん
入
り
の
ス
ー
プ
。

【
鰐
茶
】
25mien• 

ch'a'

小
変
粉
を
湯
で
溶
き
胡
麻

璧
を
交
へ
た
飲
料
。

【
駒
根
】
26

”
子
あ
め
の
一
種
。
祭
祀
に
用
ひ
る
も
の
。

〔
封
氏
聞
見
記
、
道
祭
〕
玄
宗
朝
、
海
内
殷
贈
‘
送
レ
葬
者

或
常
レ
衝
設
レ
祭
‘
張
麗
帷
模
云
有
暇
花
・
瑕
果
・
粉
人
・

朽
根
之
腸
↓

【
窮
杖
】
27

”
ャ
’
鰐
類
を
打
つ
に
用
ひ
る
棒
。
め
ん
ぽ

う
。
〔
江
行
雑
録
〕
周
恭
宗
時
‘
宋
太
祖
総
前
殿
鮎
検
↓

及
レ
蒻
ー
北
征
ご
凩
師
喧
―
―
-F
嘗
レ
立
四
証
公
太
岨
擢
‘
密

告
1

一
家
人
一
太
訛
姉
方
在
レ
附
‘
引
1

一
鰐
杖
逐
"
太
祗
涵
-
レ

之
曰
、
大
丈
夫
臨
1

一
大
事
一
嘗
レ
決
,
,
胸
中
ご
月
来
レ
家
恐
t
-

怖
婦
女
何
為
。

[
師
～
條
】
28mien• 

t'iao3 

素
麺
の
一
種
。

変

部

〔
四
ー
五
讃
〕

祠
】
〖
メ
ン
鰐
(
1
2
-
4
7
7
4
2
)

の
俗
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鰐
、
鰐
俗
字
、
見
―
―
字
鑑
↓

〖
鰐
條
魚
〗29
が
万
魚
の
名
。
銀
魚
の
や
や
大
き
い
も

の
。
白
魚
。
〔
杜
甫
、
白
小
詩
‘
白
小
塁
分
レ
命
、
天
然
二

寸
魚
、
注
〕
常
―
―
是
今
所
謂
鰐
條
魚
者
↓

【
窮
包
】
30mien• 

p
a
o
―
パ
ン
。
小
凌
粉
で
製
す
る
。

朽
麹
゜

〖
鰐
包
樹
〗31mien• 

pao1 
shu4

パ
ン
の
木
。
「
ン
。

[
朽
麹
】
32mien• 

pao1

小
変
粉
で
製
し
た
食
品
。
パ

【
鰐
飯
]33

ぢ
小
爽
粉
で
作
っ
た
食
物
。
〔
消
波
雑
志
、

上
〕
高
宗
践
昨
之
初
‘
云
云
‘
一
日
語
―
―
宰
執
ー
曰
‘
朕
性

不
な
戸
輿
―
―
婦
人
久
虞
ぢ
早
晩
食
‘
只
鰐
飯
・
炊
餅
・
煎

肉
而
已
、
食
罷
多
在
盃
翠
芳
小
閣
釜
炉
簾
燭
坐
゜

【
鰐
板
】
34

ぢ
う
ど
ん
粉
を
ね
る
板
。
〔
和
漢
三
オ
圏

會
‘
庖
蔚
具
、
派
籠
〕
鰐
板
。
「
グ
パ
ウ
ダ
ー
。

【
朽
肥
】
35mien• 

fei'

パ
ン
だ
ね
。
酵
母
。
ベ
イ
キ
ン

【
筋
粉
】
36mien• 

fen'

小
泰
の
粉
。
饂
飩
粉
゜

【
鰐
餅
】
37mien• 

ping'

ピ
ス
ケ
ッ
ト
。

【
鰐
舗
】
38mien• 

p'u4

う
ど
ん
や
。
そ
ば
や
。

【
朽
棒
】
39

定
饂
飩
な
ど
を
押
し
の
ば
す
に
使
用
す
る

棒
。
朽
杖
。
〔
和
蕊
ニ
オ
圏
會
、
庖
尉
具
‘
庶
籠
〕
粁
麺

杖
‘
俗
云
二
粍
棒
一
也
。

【
約
盆
】
40mien• 

p'en'

饂
飩
を
捏
ね
る
鉢
。

【
鰐
類
】
41

牝
そ
ば
・
索
鰐
・
温
飩
の
類
。

【
鰐
紅
笑
】
32

況
丸
ウ
戯
曲
の
名
。
清
、
唐
英
の
作
。

【
鰐
起
餅
】
43

宕
キ
う
ど
ん
粉
を
醸
酵
さ
せ
、
蒸
し
て
造

っ
た
餅
°
麺
起
附
。
〔
初
學
記
‘
器
物
部
‘
餅
〕
麺
起
。
〔
注
〕

蕪
子
顕
齊
書
日
、
永
明
九
年
正
月
詔
‘
太
廟
四
時
祭
‘

薦
宜
皇
帝
麺
起
絣
↓

【
柄
幌
子
】
44mien• 

h
u
a
n
g
3
 
tzi:i

饂
飩
屋
の
看
板
。

う
ど
ん
を
す
く
ふ
宗
を
看
板
と
す
る
。

【
師
館
兒
]
4
5mien• 

kuan3 
e
r
h

饂
飩
屋
。

【
柄
球
硝
】
め
空
ド
ク
草
の
名
。
か
や
つ
り
草
。
〔
和
漢

三
才
圏
會
‘
芳
草
類
‘
荻
媛
〕
朽
緑
燐
‘
未
レ
考
―
―
何
草
一

按
宥
柑
名
二
蚊
帳
鉤
草
者
5

【
駒
市
璧
車
】
4
7
1
?
5

約
の
粉
を
布
い
た
市
（
ひ
ざ
か

け
）
と
‘
墜
を
載
せ
た
車
。
雪
の
降
っ
た
形
容
。
〔
李
商

隠
‘
喜
レ
雪
詩
〕
人
疑
ぬ
唄
虹
ェ
虫
馬
似
レ
困
1

一
璧
車
↓

冤
】
〖
夕
〔
集
韻
〕
湯
何
切
圏

冒
●
i

――

麻

】

E

サ
イ

5
戸
、
い
耳
紅
識
字
。
〔
字
彙

【
姓
】

[
7

冨

写

キ

ク

[

[

[

;
~
s
l

に
同
じ
。
〔
字

厨
】
[

霰

写

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鼓
、
昔

陵。

リ，ヨ，ウ

キ，ヨ

〔
集
韻
〕
他
口
切
痴
中

柘
(
8
ー

2
6
8
8
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻

拒
密
餌
也
‘
或
炊
レ
変
。

)
な
も
ち
。
〔
集
韻
〕
麹
‘
餌
也
。

【穀】
E

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
穀
、
苦
穀
一

切

。

【

知

翌

コ
ク

ハヴ
ヘ，ウ

集
韻
〕
披
教
切
郷
g

霰
】
〖

変
(
3
-
5
7
1
4
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
飲
、
同
レ
変
。

リ，ヨ，ウ

【数】吋

黙
(
7
ー

1
9
3
5
2
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
数
、
同
レ
熟
゜

ガ
ヴ

0
む
ぎ
こ
。
〔
玉
篇
〕
妹
‘
朽
也
。

O
こ
こ
め
。
米
の

粉
゜
〔
玉
篇
〕
妹
‘
今
呼
釆
屑
一
也
。

O
ふ
す
ま
。

機
(
8
-
2
7
1
8
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
機
‘
説
文
‘
琺

也
‘
或
作
レ
蛛
。 マバ

チッ

集
韻
〕
莫
葛
切
園
『

nヽ
亡

m
o
4

0
夢
の
皮
゜
〔
龍
窮
手
鑑
〕
紆
‘
変
皮
也
。
〇
幹
(
1
2

1
 4
7
7
9
2
)

の
謡
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
粁
、
按
、
即
孵

字
之
調
。

紅
写
冨

写

箱
(
1
2
|
 4
7
8
2
9
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
紹
‘
卑
ハ
レ
籍
同
。

セウ

【
紆
】
〖
7 

〔
龍
寵
手
鑑
〕
芳
無
切
閾
i

フ

魅
(
1
1
0
|
4
7
7
3
9
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
跛
‘
俗
魅
字
。

む
ぎ
も
ち
。
〔
字
彙
補
〕
新
、
変
悼
麒
゜

【
新
】
〖
ケ
イ

〔
字
彙
補
〕
堅
淫
切
廓
i

熱
(
7
ー

1
9
3
6
0
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

霰

】

t

ネ
ッ
鑑
〕
数
、
藷
患
作
レ
熱
。

【
跛
写

冨

写

セ

ッ

絹
(
1
2ー

4
7
8
3
6
)

の
謳
字
。
〔
正
字

通
〕
紺
‘
絹
字
之
謳
゜

こ
な
も
ち
。
或
は
柁
(

8

|
2
6
8
9
9
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
舵
、
餌
也
‘
或
炊
レ
米
。

鰐

飩

款

新

紆

数

飲

般

鼓

鉢

舵

朗

鼓

紹

誅

麹

距

蘇

駐

九
三
―
―
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委

部

〔五

I

七
蓋
〕

飲

粘

粒

絨

耕

節

旺

詐

餅

網

麺

絡

粕

鮭

抹

壊

桧

鮪

移

銚

桔

創

鋒

小
□
む
ぎ
が
ゆ
゜
〔
説
文
〕
蛙
、
泰
廿
需

棗
萩
也
、
炊
砿
去
瞥
。
〔
秤
名
、
繹
飲
食
〕
霙

褒
日
レ
舷
‘
舷
‘
亦
鯖
也
、
焚
熟
則
鯖
壌
也
。
〔
王
先

謙
疏
證
補
〕
今
本
、
舷
作
レ
粒
‘
訛
。
〔
廣
韻
〕
舷
‘
褒

汁
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
夏
H
則
卑
ハ
ニ
之
瓜
鮭
↓
〔
注
〕

舷
、
冤
レ
褒
飯
也
。

g
●
烏
舷
は
、
大
根
。
〔
廣
雅
、

キ，ヨ

El
コキーヨ
ロコ

【
舷
写

〔
集
韻
〕
口
學
切

〔
集
韻
〕
丘
撮
切

訓圃

日
0
こ
な
も
ち
の
＿
種
。
〔
集
韻
〕
粘
、
併
風
。

O

動
粘
は
、
西
南
夷
の
名
。
〔
後
漢
書
、
明
帝
紀
〕
西
南

夷
哀
牢
・
僧
耳
．
憔
燒
・
槃
木
・
白
狼
・
動
粘
諸
種
、

前
後
慕
レ
義
貢
猷
゜
□

O
青
粘
は
、
葉
草
の
名
。

〔
集
韻
〕
粘
、
胄
粘
、
薬
帥
、
地
節
也
、
華
佗
説
。
〔
後

漢
書
‘
方
術
下
‘
華
佗
博
〕
佗
授
以
漆
葉
胄
粘
散
↓

〔
注
〕
青
粘
者
、
一
名
地
節
、
一
名
黄
芝
°
〇
ま
た
粘

(
1
2
-
4
8
0
0
7
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
粘
‘
亦
作
レ
貼
゜

2

□
テ
，
7

ネ
ン

【粘】
E

□
デ
ン

〔
集
韻
〕
託
協
切
蜃

〔
集
韻
〕
尼
占
切
直

小
か
う
ぢ
。
〔
説
文
〕
飲
、
絣
篇
也
、
八
レ
褒

芍
蔽
穴
臀
。
〔
方
言
、
十
三
〕
飲
、
麹
也
、
齊

右
河
清
日
レ
飲
。

霰

】

E

戸

〔

集

韻

〕

戸

八

切

籠

〇
賠
粧
は
‘
こ
な
も
ち
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
粧
‘
賠

註
併
隅
。

O
或
は
楡
(
1
2
-
4
7
8
2
4
)

社
(
1
2
-
4

4
0
7
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
駐
‘
或
作
二
難
・
蝕
↓

こ
な
も
ち
の
＿
種
。
〔
集
韻
〕
網
、
餌
陽
。

【

銅

】

〔

賃

〔
集
韻
〕
吐
孔
切
淘
i

宥
芦
泰゚

餅（
1
2
-
4
4
1
3
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
餅
‘
説
文
、
鰐
脊
也
、
或
八
レ

ヘ
イ 墨
眉
鼠

[
葬
】
[
サ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
詐
、
昔
責
゜

小

或

〇

来

絆

は

、

お

ほ

む

ぎ

。

或

雑
豪
箪
骰
は
蔓
(
1
2
-
4
7
8
3
0
)
・

禁
(
9

-
3
0
9
0
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鉾
、
来
葬
、
変
也
、

炊
祗
牟
瞥
、
草
、
蛙
或
長
吐
〔
廣
韻
〕
姓
、
大

衷
゜
〔
集
韻
〕
絆
、
或
作
レ
黎
。
●
短
い
粒
の
審
゜
〔
廣

韻
〕
粒
‘
又
短
粒
袈
。
参
か
う
ぢ
。
〔
方
言
、
十
三
〕

蛙
、
麹
也
‘
云
云
‘
齊
右
河
清
曰
レ
歎
‘
或
日
レ
麹
゜

〔
注
〕
麹
、
大
姿
麹
゜
〔
錢
繹
箋
疏
〕
大
姿
謂
二
之
魅
一

大
姿
之
麹
亦
謂
―
―
之
麹
ぶ
式
相
因
也
。
働
通
じ
て

牟
(
7ー

1
9
9
2
8
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
絆
、
詩
周

頌
‘
胎
二
我
来
牟
五
十
・
魅
、
同
。

【
姓
唆
】
1

芯
大
褒
゜
〔
孟
子
‘
告
子
上
〕
今
夫
蛙
変
播

種
而
擾
レ
之
。
〔
集
注
〕
粒
、
大
泰
也
。

【託】
E

[

ィ

窮

】

[

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
旺
、
汝
佳
一

切。

【
魅
】
〔

煎
る
。
放
~
(
7
-
1
9
3
5
2
)

の
謳
字
。
〔
五
昔
篇
海
〕

扉
煎
也
。
〔
康
熙
字
典
〕
釉
、
按
、
即
黙
字
之
謡
。

冨
】
[
ガ
，
ウ

〔
五
昔
篇
海
〕
五
高
切
暦
i

窮】五

蛙
(
1
2
-
4
7
7
7
4
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
耕
、
麹
字
之
謡
。

ボ
，
ウ

姓
。
〔
奇
姓
通
〕
梁
芸
絨
脇
゜

霰

】

[

ゞ
ク
，
 

ポ
，
ウ
ム

〔
集
韻
〕
迷
浮
切／ n又

尤mou
2
 

鎚
(
1
2
-
4
4
3
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鎚
‘
丸
絣
也
、
或
作
レ
fgo

タ
イ

く
だ
け
む
ぎ
。
変
の
砕
け
た
も
の
。
〔
集
韻
〕
絡

唆
砕
曰
レ
絡
。

窮
】
[
[
〗
ク
〔
集
韻
〕
各
頷
切
犀

明
の
朱
國
禎
(
6
ー

1
4
4
2
4
:
7
 

〔
康
熙
字
典
〕
昔
褒

0
か
う
ぢ
。
箱
(
8
-
2
6
7
2
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

箱
、
説
文
、
酒
母
也
、
或
作
レ
麺
。

O
姓
。
〔
尚
友
鋒
〕

麺
、
西
平
徽
音
、
今
歴
陽
有
瓦
姓
↓

【
麹
信
陵
】
1

カ
リ
ヨ
ヴ
唐
、
麹
信
陵
(
1
2
ー

4
7
8
1
8
:
 3
4
)
 

の
一
名
。

【
麺
部
尚
書
】
2

パ認
9

ヨ

8
7
)
を
い
ふ
。

秤
草
〕
烏
粒
、
拭
也
。

O
む
ぎ
が
ゆ
゜
〔
集
韻
〕
舷

矮
変
。

【
麺
】
〔
キ
ク

〔
集
韻
〕
丘
六
切
闘
『

／
 v::J 
ch'i.i2 

九―――――-

〇
あ
め
ゆ
。
煮
た
麹
゜
〔
集
韻
〕
鋒
、
霙
麹
也
。
●
い

り
む
ぎ
。
〔
正
字
通
〕
鋒
、
熟
煎
之
衷
曰
レ
鋒
。
参
霞

【
鋒
写
五
ゥ
〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切
屎

【絹】
t

ケ
ン

租
(
8
ー

2
5
0
6
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

梢
、
説
文
、
褒
埜
也
、
或
作
レ
絹
。

•Ii
—— 

冨】
E

ケ
ノ
・
ク
ワ
ノ
ロ
い
汀

[f

【
銚
写

’
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
銚
、
他
弔

切
、
昔
跳
。

テ
ウ

官
】
[

戚
‘
又
昔
趨
‘
又
昔
苦
、
又
昔
穀
゜

セ
キ
・
シ
，
ユ
・
ク
・
コ
ク

義
未
詳
。
〔
捜
箕

玉
鏡
〕
移
、
昔

窮

】

〔

テ
ン

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
括
、
昔
甜
゜

【
松
〗i

門
い
は
竺
"
`
□

紐
影
宋
本
謳
作
レ
松
、
皇
甫
以
下
諸
本
、
又
謡
作
レ
詮
。

キゴ

阿
】
[

之
調
。

崚
(
4
|
8
1
8
4
)

の
調
字
。
〔
康
熙

リ
，
司
ウ

字
典
〕
隈
、
案
音
義
「
疑
崚
字

【

妹

】

〔

キ

ク

昇

い

峠

[

O
同
し
。
〔
龍
寵
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コ
ン
ゴ
ン

曰

【
院
】

t

昂呵ン
〔
集
韻
〕
戸
版
切

〔
集
韻
〕
胡
昆
切

圃国

【
婆
】
〖
キ
ク
[
[
口
“
註
註
[
"
。

む
ぎ
ざ
け
。
〔
集
韻
〕
痢
、
衷
酒
也
。

爾
】
[
）
 

〔
集
韻
〕
良
脂
切
甲
｛

む
ぎ
粉
゜
〔
集
韻
〕
親
、
変
屑
゜

【
親
写
竺
〔
集
韻
〕
侯
襴
切
国
[

【
輔
】
E

魅
(
1
1
0
|
4
7
7
3
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

魅
、
或
炊
レ
甫
。

7
 

む
ぎ
粉
゜
〔
集
韻
〕
酵
‘
屑
萎
也
。

【
静
】
[
[
[
〔
集
韻
〕
薄
没
切
団

【
鞘
写

糎
(
1
2
-
4
7
8
3
6
)

に
同
じ
。
〔
王

篇
〕
鞘
、
同
レ
絹
。

ソ
ッ

沙
の
や
う
に
砕
か
れ
た
審
゜
〔
集
韻
〕
懃
‘
砕
委
也
。

冨

】

[

[

ャ

〔

集

韻

〕

師

加

切

圏

(
1
2
-
4
7
8
8
3
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
鋒
‘
霞
同
。

袈

部

〔
七
ー
ー
八
鵞
〕

【
株
】
[
芯
義
貪
□
塁
艮
料
督
澤

祠
写

輔
(
1
2
|
 4
7
7
8
7
)

の
識
字
。
〔
字
彙

補
〕
踊
、
輔
字
之
謳
゜

7
 

宵
写

姓
(
1
2
|
 4
7
7
7
4
)

に
同
じ
。
〔
捜
置

玉
鏡
〕
群
、
同
レ
姓
。

ポ
ウ

爵
蝸
は
‘
変
又
は
あ
は
の
か
ゆ
。
〔
集
韻
〕
孵
、
幹

蝸
、
粟
粥
゜
〔
字
彙
〕
孵
、
爵
鍋
、
変
粥
゜

貧
写
ラ

〔
集
韻
〕
虚
臥
切
国
國

写

】

[

"

閂

彗

江

戸

i
T
[
7
]

百
姓
謡
云
‘
昔
年
食
―
―
白
飯
公
7

年
食
玉
玄
豆
云
云
‘
評

羅
稜
‘
其
精
已
去
。

フ

日
か
う
ぢ
°
又
‘
ま
る
む
ぎ
。
つ
ぶ
む
ぎ
。
辣
（
1
2

|
 
4
7
8
0
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
辣
‘
方
言
‘
麹
也
、
一

日
‘
褒
不
レ
破
也
、
或
炊
レ
完
゜
□
き
い
ろ
の
む
し

も
ち
。
又
‘
ま
る
む
ぎ
の
か
う
ぢ
。
鍔
(
1
2
-
4
7
8
7

3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鍔
‘
黄
魚
鰈
子
、
一
曰
、
全
褒

為
レ
麹
‘
或
炊
レ
完
。
国
國
ま
る
む
ぎ
の
か
う
ぢ
゜

〔
集
韻
〕
粒
‘
全
褒
籍
。
国
こ
む
ぎ
の
か
う
ぢ
。
〔
集

韻
〕
銃
‘
女
麹
也
‘
小
姿
為
レ
之
、
一
名
耽
子
。
〔
本

草
‘
女
麹
〕
秤
名
、
耽
子
‘
資
子
。

国固国
ズク'J;ク，ゴコ
ヮヮワワンン
ンンンン

匠

〔
集
韻
〕
胡
官
切
面
i

〔
集
韻
〕
戸
管
切
園
B

〔
集
韻
〕
戸
衰
切

こ
な
も
ち
。
或
は
餡
(
1
2
|
 4
4
3
2
5
)

に
作
り
、
通

じ
て
銅
(
1
2
ー

4
4
2
0
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
掏
、
餌

【
麹
】
三

〔
集
韻
〕
徒
刀
切
圏
i

タ
ヴ
ド，ウ

日
こ
な
も
ち
。
〔
廣
韻
〕
鰈
、
餅
辣
食
。
口
か
う

ぢ
。
〔
集
韻
〕
蝶
、
麹
也
。
国
む
ぎ
こ
。
〔
集
韻
〕

課
、
耗
也
。
國
●
か
う
ぢ
。
小
変
の
麹
゜
〔
方
言
‘

十
三
〕
蝶
、
麹
也
。
〔
注
〕
小
変
麹
為
レ
鰈
、
即
銃
也
。

0
ま
る
む
ぎ
。
つ
ぶ
む
ぎ
。
〔
集
韻
〕
蝶
、
一
曰
、
突

不
レ
破
也
。

O
或
は
銃
(
1
2
|
 4
7
7
9
1
)

・
観
(
1
2
ー

4
7
8
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蝶
‘
或
炊
に
元
‘
炊
レ
昆
゜

冨
忌
國巳口
ゴコフゲク，
ンン ワ

日
ク
，
ワ

〔
廣
韻
〕
古
火
切
＞
簡

≪
x
こ

k
u
0
3
 

〔
集
韻
〕
戸
瓦
切
国
旦

〔
集
韻
〕
魯
果
切
詞
図

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
＠

【
捗
】
[

【
籾
写

＇昌 義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
静
、
多
肯

トーウ

切。

【
稀
早
チ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
稀
、
昔
凝

貧
芦
ソ
ク
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
辣
、
昔
束
。

ベ
ツ
義
未
詳
。
〔
五
―
音
篇
海
〕
餌
、
昔
蔑
゜

紡

鞘

特

輔

親

痢

髪

銃

幹

爵

群

踊

戟

舘

辣

群

捗

辣

詢

競

粒

鯰

棋

糊

競

限lai' 
隔國

□

0
こ
む
ぎ
。
〔
廣
雅
、
繹
草
〕
小
唆
‘
鰊
也
。
●
む

ぎ
。
椋
(
8
|
2
5
1
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
株
‘
説
文
、

齊
謂
レ
褒
日
レ
稼
‘
或
作
レ
麻
。
口
棘
牟
は
‘
む
ぎ
。

来
(
1
|
5
8
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
来
、
来
牟
‘
泰
也
、

或
作
レ
数
。
口
む
ぎ
。
稔
(
8
-
2
5
1
0
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
株
、
衷
也
、
或
炊
レ
褒
゜

【
鰊
】
[

，
 

リ
ヨ
ク

リ
キ

口ロIJ

〔
集
韻
〕
陵
之
切

日
ラ
イ

〔
集
韻
〕
郎
オ
切／ 
ヵ万

〔
集
韻
〕
六
直
切

日
口
こ
な
も
ち
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
糊
、
餅
陽
。

キ
ン
ギ
ン

7

日
ケ
ン

ロ
グ
ワ
ン

国】畑

砂

〔
集
韻
〕
窯
遠
切
戸
〗

〔
集
韻
〕
巨
隕
切

【

棋

】

亨

キ

[

‘

戸

E,"」[Oじ。〔
集
韻

【
鯰
】
8

デプ

鯰
(
1
1
0
|
4
4
2
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鯰
、
鉗
也
、
或
炊
レ
褒
。

冨
】
[
ヒ
＂
戸
[
ぽ
？
？
王
芭

か
う
ぢ
。
又
、
ま
る
む
ぎ
。
つ
ぶ
む
ぎ
。
辣
(
1
2
|

4

 

7
8
0
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
方
言
、
麹
也
、
一
曰
、

変
不
レ
破
也
、
或
炊
レ
昆
゜

寵
】
〖ゴコ
ンン

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
戸
〗

也
、
或
作
レ
餡
、
通
作
レ
鉤
゜
九
三
四
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姿

部

〔
八
書
〕

冨

早

ャ

〔

集

韻

〕

羮

謝

切

國

l

腔

賠

蓼

糊

惚

録

熊

餞

稗

麹

闊
録
は
‘
煮
た
餅
゜
〔
字
焚
〕
緑
、
鰐
緑
、
霙
餌
。

貧
早
ロ
ク

〔
字
彙
〕
慮
谷
切
園
『

冦】
5

物
(
1
2
-
4
7
7
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集

コ
ッ

韻
〕
物
、
或
炊
レ
忽
゜

【
絢
早

箋
(
1
2
-
4
7
8
l
l
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

ー

'

補
〕
絢
、
卑
ハ
レ
寝
同
。

.Jlt黎は
‘
か
ゆ
。
或
は
梨
(
8
-
2
6
9
8
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
黎
‘
饒
也
‘
或
炊
レ
米
。
●
砒
寝
は
‘
む

ぎ
こ
が
し
。
香
煎
゜
〔
集
韻
〕
黎
‘
砒
媛
‘
箱
也
。
〔
正

字
通
〕
寝
‘
廣
雅
‘
砒
黎
‘
校
也
。

冤】叩
') 

集
韻
〕
良
脂
切
甲
《

日
口
賠
駐
は
‘
こ
な
も
ち
。
或
は
飴
(
1
2
-
4
4
2
2
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
賠
‘
賠
駐
‘
餅
也
‘
或
炊
レ
食
。
〔
三

水
小
隕
〕
陸
存
為
1

一
賊
所
＞
虜
‘
其
酋
問
日
‘
汝
何

等
人
也
‘
存
給
レ
之
曰
‘
某
庖
人
也
‘
乃
令
盃
g
レ
駒

煎
＞
油
、
作
如

5
立
者
、
移
レ
時
不
レ
成
。

窮】
g

ホ
ヴ
ロプホ
ッ
ボ
チ

□i
 

〔
集
韻
〕
薄
口
切
知
d且

〔
集
韻
〕
薄
没
切

む
ぎ
。
〔
集
韻
〕
腔
、
唆
也
。

窮
】
[
コ
ク
〔
集
韻
〕
呼
木
切
関
『

6
)
を
見
よ
。
鞠
衣
゜
〔
秤
名
、
繹
飲
食
〕
麹
、
朽
也
、
欝
レ
之
命
〕
若
作
ー
活
品
央
爾
惟
麹
競
。
〔
博
〕
酒
醒
須
―
―
麹
競
一
以

使

"

生

レ

衣

朽

敗

一

也

。

成

。

〔

弱

‘

月

令

〕

乃

命

二

大

酋

ぢ

仇

稲

必

齋

‘

麹

戟

必

時

。

【
麹
浦
】
2

昇
麹
氏
と
源
氏
。
共
に
晉
代
の
豪
族
。
〔
晉
〔
注
〕
古
者
穫
レ
栢
而
漬
孟
一
米
麹
云
ぎ
春
而
為
レ
酒
゜
〔
呂

書
‘
忠
義
‘
麹
允
博
〕
麹
允
‘
金
城
人
‘
輿
二
消
氏
五
翠
為
—
一
覧
‘
仲
冬
〕
棟
裕
必
齊
‘
麹
磁
必
時
。

O
酒
を
い
ふ
。
〔
晉

豪
族
西
州
為
1

一
之
語
日
‘
麹
卑
ハ
レ
滞
、
牛
羊
不
レ
散
レ
頭
‘
書
‘
會
稽
王
道
子
傭
論
〕
耽
荒
麹
競
↓
〔
柳
氏
家
訓
〕
崇
1

南

開

―

―

朱

門

ぶ

北

望

―

―

青

悽

↓

好

優

涌

面

翌

嗜

麹

拉

↓

【
麹
允
】
3

”
晉
、
金
城
の
人
。
世
々
源
氏
と
輿
に
豪
【
麹
子
】
13

ch'iF 
t
z
u

酵
母
。
酒
の
も
と
。

族
に
し
て
、
麹
と
消
は
牛
羊
其
の
頭
を
数
へ
ず
、
南
は
【
麹
技
】
14

パ
ク
味
噌
の
別
名
。
〔
潜
夫
論
、
徳
化
〕
善
者

朱
門
を
開
き
、
北
は
青
棲
を
望
む
と
梢
せ
ら
る
。
官
は
之
養
二
天
民
一
也
、
猶
＝
一
良
工
之
為
―
―
麹
鼓
一
也
、
起
居
以
―
―

永
嘉
中
、
左
僕
射
。
嘗
て
劉
曜
の
兵
を
破
り
、
殷
凱
を
其
時
玉
寒
温
得
―
其
適
面
~
一
蔭
之
麹
妓
‘
蓋
レ
美
而
多
量
。

陣
に
斬
る
。
後
、
曜
に
長
安
を
攻
め
ら
れ
、
慾
帝
出
で
【
麹
滓
】
15

パ
ク
ど
ぶ
ろ
く
の
中
の
糟
゜
〔
魏
武
帝
‘
奏
―
―
上

て
降
り
、
平
陽
に
至
り
、
劉
聰
に
幽
辱
せ
ら
る
る
や
、
允
、
九
譴
酒
法
―
〕
用
l
-

好
稲
米
溢
竺
去
麹
滓
↓

憤
を
獲
し
て
自
殺
す
。
〔
晉
書
、
八
十
九
〕
。
【
麹
室
】
16

合
か
う
ぢ
を
ね
か
す
室
。
か
う
ぢ
む
ろ
。

【
麹
院
】
4

”

0
酒
を
醸
す
場
所
。
酒
坊
。
〔
宋
史
‘
食
貨
〔
皮
日
休
、
酒
甕
詩
〕
移
束
近
―
―
麹
室
涵
E

慮
臨
一
正
認
唸

志
下
七
‘
酒
〕
在
1

一
京
麹
院
酒
戸
↓
〇
地
名
。
浙
江
省
杭
州
【
麹
車
】
17

ぢ
酒
を
積
ん
だ
車
。
〔
杜
甫
‘
飲
中
八
仙
歌
〕

縣
城
の
西
。
其
の
風
荷
は
西
湖
十
景
の
一
。
〔
剪
燈
新
話
‘
汝
陽
一
二
斗
始
朝
レ
天
、
道
逢
1

一
麹
車
一
口
流
レ
涎
。

腺
穆
酔
遊
元
水
景
図
記
〕
七
月
之
望
‘
於
―
―
麹
院
賞
レ
蓮
。
【
麹
詳
】
18

パ
デ
明
、
直
隷
永
平
の
人
。
字
は
漿
徳
。
官

【
麹
嘉
】
5

勺
隋
、
楡
中
の
人
。
字
は
震
鳳
。
初
、
高
昌
は
永
築
中
、
金
山
衛
百
戸
。
時
に
年
十
四
。
倭
に
掠
め

國
の
長
史
。
國
人
、
高
呂
の
主
、
馬
儒
を
殺
し
て
嘉
を
ら
る
。
名
を
元
責
と
改
め
、
遂
に
日
本
國
に
仕
ふ
。
宣

立
つ
。
既
に
立
つ
て
、
サ
如
茄
・
高
車
を
臣
と
す
。
焉
者
、
徳
中
、
貢
使
と
輿
に
宋
り
、
上
疏
し
て
蹄
つ
て
母
を
養

把
但
に
破
ら
る
る
や
、
第
二
子
を
焉
者
王
と
す
。
是
に
は
ん
こ
と
を
請
ふ
も
従
は
れ
ず
。
後
、
再
ぴ
入
貢
し
て

よ
り
益
：
國
人
に
敬
服
せ
ら
る
。
〔
惰
書
、
八
十
一
〕
•
前
請
を
重
ね
‘
乃
ち
許
さ
る
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
六
〕
．

〔

南

史

、

七

十

九

〕

。

〔

萬

斯

同

明

史

、

三

百

九

十

二

〕

．

〔

明

史

稿

‘

二

百

七

十

0
か
う
ぢ
。
箱
(
8
-
2
6
7
2
9
)
・

鞠
(
1
2
-
4
3
0
4
2
)

【
麹
菌
】
6

パ
t
n
も
/
か
う
ぢ
か
ぴ
。
嚢
子
菌
類
の
一
。
菌
一
八
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
録
、
一
百
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物

絲
は
無
色
。
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
を
含
み
‘
澱
粉
を
糖
分
に
孜
‘
-
―
-
〕
・
〔
明
書
、
一
百
三
十
七
〕
・
〔
績
蔵
書
、
二
十
四
〕
。

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
箱
、
酒
母
也
、
八
レ
米
節
省
臀
、

靭
、
箱
或
炊
涵
鞠
省
賛
〔
段
注
〕
作
レ
麹
、
或
以
レ
畏
へ
る
の
で
、
醸
造
に
、
又
、
タ
カ
ジ
ア
ス
タ
ー
ゼ
の
原
【
麹
城
】
19

パ
炉
城
の
名
。
甘
粛
省
眠
縣
の
東
南
。
〔
魏

米
、
或
以
レ
萎
、
故
其
字
、
或
凡
レ
米
、
或
炊
レ
委
。
料
と
し
て
、
訣
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
志
‘
陳
泰
傭
〕
蜀
大
将
軍
姜
維
‘
率
レ
衆
依
―
―
麹
山
涵
ヂ
三

〔
集
韻
〕
箱
、
説
文
、
酒
母
也
、
或
作
レ
麹
゜
〔
秤
名
‘
[
麹
課
】
7

勾
酒
を
醸
す
税
。
酒
造
税
。
〔
金
史
、
食
貨
城
ご
匹
牙
門
将
句
安
李
歓
等
守
＞
之
‘
云
云
‘
郡
文
等

繹
飲
食
〕
麹
、
朽
也
、
鬱
レ
之
使
↓
一
生
レ
衣
朽
敗
一
也
。
志
四
〕
改
牧
-
1

麹

課

盃

皿

馳

一

正

公

兜

進

レ

兵

圃

レ

之

、

斯

其

運

道

及

城

外

流

水

二

云

云

‘

維

果

【
麹
黄
】
8

”
”
匁
色
の
名
。
か
う
ぢ
い
ろ
。
少
し
赤
味
来
救
‘
泰
堅
レ
日
至
勿
レ
戦
‘
使
T

郭
淮
取
―
―
牛
頭

i
双
．
其
還

を
帯
ぴ
た
黄
色
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
麹
黄
‘
採
也
。
路
如
笠
ぎ
諸
軍
一
軍
―
―
洸
水
五
維
濯
遁
走
‘
安
等
皆
降
。

〔
列
子
、
楊
朱
〕
積
レ
麹
成
レ
封
。
〔
晉
書
、
劉
伶
博
〕

枕
レ
麹
藉
籍
。
〇
さ
け
。
〔
元
横
、
解
愁
詩
〕
親
烹
ii

【
麹
君
】
，
＂
グ
酒
の
異
名
。
〔
陳
師
道
、
再
次
韻
蘇
公
―
【
麹
粥
】

20

ペ
デ
麹
で
つ
く
っ
た
粥
゜
〔
晉
書
、
愁
帝
紀
〕

園
内
葵
一
憑
買
―
一
家
家
麹
↓
〇
え
び
ら
。
露
簿
゜
示
雨
獣
陽
詩
〕
府
中
顧
―
―
長
康
亘
風
味
如
虹
君
↓
劉
曜
逼
京
師
一
内
外
断
絶
‘
云
云
‘
冬
十
月
、
京
師
磯

〔
方
言
‘
五
〕
薄
、
宋
魏
陳
楚
江
淮
之
間
、
謂
1

一
之
韮
一
【
麹
明
】
lO

打

麹

競

に

同

じ

。

甚

‘

米

斗

金

二

雨

人

相

食

‘

死

者

大

半

‘

大

倉

有

麹

散

或
謂
乏
雙
⑲
姓
。
〔
尚
友
録
〕
麹
、
呉
西
宮
昔
、
【
麹
頸
】
図
”
麹
蚊
に
同
じ
。
〔
韓
愈
、
塁
王
秀
才
序
〕
十
餅
面
麹
允
屑
為
レ
粥
‘
以
供
レ
帝

尚
何
麹
聾
之
託
‘
而
昏
冥
之
逃
耶
゜
〔
論
衡
‘
率
性
〕
麹
頸
【
麹
神
】
21

パ
/
酒
の
神
。
又
、
極
め
て
酒
を
好
む
人
。

多

少

使

―

―

之

然

一

也

。

酒

仙

。

〔

白

居

易

、

典

ー

ー

諸

客

―

空

腹

飲

詩

〕

麹

紳

寅

日

漢
鞠
諜
生
レ
閣
、
避
レ
難
居
西
平
工
工
代
孫
嘉
、

【
麹
醍
】
Il

ぢ
麹
醍
に
同
じ
。
〔
列
女
偉
‘
紐
通
‘
齊
傷
愧
合
‘
酒
聖
卯
時
歓
゜

仕
―
―
消
渠
氏
↓
〔
蘇
州
府
志
、
氏
族
〕
麹
氏
、
本
鞠
氏

也

、

周

人

、

漢

固

書

鞠

諜

子

悶

、

避

レ

難

改

為

レ

麹

°

女

博

〕

不

レ

勝

輝

籠

之

味

↓

[

麹

生

】

22

”

酒

の

異

梢
o

酒
は
麹
を
醸
し
て
製
す
る

[
麹
衣
】

1
"ク
麹
に
生
ず
る
淡
黄
色
の
細
菌
゜
麹
塵
(
2

【
麹
競
】
12

打

0
か
う
ぢ
。
酒
を
か
も
す
酒
母
。
〔
書
、
説
か
ら
い
ふ
。
酒
を
人
に
擬
し
て
い
ふ
。
〔
酒
史
〕
世
稲
レ
酒

【
麹
早

キ
ク

〔
集
韻
〕
丘
六
切／ 
く
U

戸

〇
か
う
ぢ
。
〔
方
言
、
十
三
〕
馨
・
財
・
歎
・
姓
・
絆
‘

麹
也
‘
云
云
‘
北
部
曰
レ
粋
、
〔
錢
繹
箋
疏
〕
玉
篇
‘

葬
‘
細
餅
麹
‘
葬
之
言
‘
卑
也
‘
以
二
細
小
盃
〖
レ
義

也
。

O
か
う
ぢ
も
ち
。
〔
廣
韻
〕
葬
‘
麹
餌
゜

九
三
五

【葬】如
ビヒ

〔
集
韻
〕
頻
禰
切

図

日
口
む
ぎ
。
〔
集
韻
〕
餞
、
唆
也
。

【餞】
E

ロロ
セサセサ
ンンンン

〔
集
韻
〕
初
諫
切
薗園

〔
集
韻
〕
楚
限
切

躾
腋
は
‘
穀
の
皮
を
臼
で
す
り
む
く
。
〔
集
韻
〕
腋

膜
糀
、
聾
レ
皮
也
。

13531 



(4 7818・ ・23) (4 7833) 

旦
麹
生
本
小
曰
1
1

麹
秀
才
↓
〔
開
天
傭
信
記
〕
道
士
葉
法

善
、
精
1

一
於
符
篠
之
術
写
ム
云
、
法
善
居
二
玄
慎
館
云
嘗
有
11

朝
客
敷
十
人
咋
炉
之
、
解
レ
帯
滝
留
‘
涌
坐
思
レ
酒
‘
忽
有
レ

人
叩
レ
門
云
‘
麹
秀
才
‘
云
云
‘
法
善
密
以
―
―
小
剣
一
撃
レ
之
、

随
レ
手
失
―
―
墜
子
階
下
元
は
身
瓶
檻
二
坐
驚
掘
‘
逮
覗
1

一

其
所
記
り
盈
レ
瓶
醸
譴
也
、
咸
大
笑
飲
レ
之
、
其
味
甚
嘉
‘

坐
客
酔
而
揖
古
茫
那
日
、
麹
生
風
味
不
レ
可
レ
忘
也
。

【
麹
紹
】
23

”
北
齊
‘
榮
陽
の
人
。
占
を
善
く
す
。
〔
北

史
、
八
十
九
〕
。

【
麹
錢
】
2
4
3
グ
酒
税
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
七
‘
酒
〕
碓
熙

初
、
以
―
―
―
民
多
―
―
私
醸
ぶ
芸
空
其
禁
ぢ
氏
権
酷
歳
課
、
如
―
―

麹
錢
之
制
↓

【
麹
珍
】
25

”
ク
北
齊
、
酒
泉
の
人
。
字
は
含
洛
。
騎
射

を
善
く
す
。
高
歓
に
従
ふ
。
封
は
安
康
郡
王
。
武
平

中
、
豫
州
刺
史
。
〔
北
史
、
五
十
三
〕
。

【
麹
塵
】
26

”
グ
●
か
う
ぢ
の
か
ぴ
。
〔
周
糧
‘
天
官
、
内
司

服
、
鞠
衣
‘
注
〕
鞠
衣
、
黄
桑
服
也
‘
色
如
11

麹
塵
;
デ

桑
葉
始
生
↓
〔
疏
〕
麹
塵
不
レ
為
―
―
鞠
字
1

者
、
古
通
用
。

●
か
う
ぢ
の
か
び
の
や
う
な
色
を
い
ふ
。
青
に
黄
を
加

へ
た
色
。
山
鳩
色
。
き
ぢ
ん
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
麹
塵
、

採
也
。
〔
疏
證
〕
麹
塵
、
亦
染
黄
也
、
周
官
内
司
服
鞠
衣
鄭

注
云
‘
鞠
衣
、
黄
桑
服
也
‘
色
如
―
―
鞠
塵
玉
鞠
‘
興
レ
麹
通
。

〔
牛
嬌
、
楊
柳
枝
詩
〕
褒
翠
籠
煙
彿
二
暖
波
五
舞
拮
新
染
麹

塵
羅
。
〔
嶺
南
録
異
〕
鶴
子
草
‘
蔓
生
也
‘
其
花
麹
塵
。

〖
麹
塵
絲
〗
”
"
”
ヂ
ぅ
黄
緑
色
の
若
芽
を
つ
け
た
柳
の

枝
を
い
ふ
。
〔
劉
昂
錫
、
楊
柳
枝
詞
〕
鳳
闘
軽
遮
翡
翠
韓
‘

龍
池
逼
望
麹
塵
絲
゜
〔
白
居
易
‘
代
レ
書
詩
一
百
韻
寄
1
1

微

冬
詩
〕
峯
損
石
緑
貼
‘
柳
宛
麹
塵
絲
゜
〔
楊
巨
源
‘
折
楊

柳
詩
〕
水
邊
楊
柳
麹
塵
絲
゜

【
麹
徽
】
2
8
5
5
ヂ
麹
菌
（
6
)

に
同
じ
。

【
麹
王
】
29

刃
酒
の
神
。
麹
神
(
2
1
)

に
同
じ
。
〔
皮
日
休
、

臨
頓
為

1
1呉
中
偏
勝
之
地
—
云
云
奉

1
1題
屋
壁
―
詩
〕
盛

日
留
―
―
重
母
五
移
レ
時
祭
―
―
麹
王
↓

【
枕
レ
麹
】
30

悶
”
が
か
う
ぢ
を
枕
に
す
る
。
酒
を
飲
ん

で
陶
然
と
す
る
こ
と
。
〔
劉
伶
、
酒
徳
頌
〕
枕
レ
麹
藉
レ
糟
‘

無
涵
思
鉦
炉
慮
‘
其
築
陶
陶
゜

【
麹
引
錢
】
3
1
5
ク
イ
ン
酒
税
。
麹
は
又
‘
麺
に
作
る
。
〔
宋

史
、
食
貨
志
上
二
〕
湖
南
有

1
1土
戸
錢
•
折
施
錢
．
酷
息

錢
．
麹
引
錢
な
P

色
不
し
。

【
麹
居
士
】
32
”
酒
の
異
稽
゜
〔
海
録
砕
事
、
飲
食
‘
酒
〕

唆

部

〔
八
ー
九
蓋
〕

【難】呻

古
ウ
〔
字
彙
補
〕
尺
少
切
詞
g

審
の
ひ
こ
ば
え
。
〔
篇
海
〕
顛
、
再
生
唆
゜

【
頗
】
〖
バ
〔
篇
海
〕
房
故
切
頭

山
谷
詩
云
‘
萬
事
盛
還
―
―
麹
居
士
云
百
年
常
在
ー
大
棟
宮
↓

【
麹
秀
オ
】
33

衿
？
酒
の
異
名
。
麹
生
(
2
2
)
を
見
よ
。

【
麹
信
陵
】3
4
"”—
ヨ
，
ウ
唐
、
呉
の
人
。
尚
友
録
に
は
麺
信

陵
に
作
る
。
貞
元
中
、
望
江
の
令
と
な
り
、
恵
政
あ
り
。

大
旱
に
雨
を
祈
り
即
ち
應
あ
り
。
百
姓
た
め
に
祠
を
立

て
、
白
居
易
、
た
め
に
秦
中
吟
を
作
る
。
〔
長
慶
集
〕
。
【
砂
砂
】

g

【
麹
世
界
】
35

”
イ
酒
に
酔
っ
た
境
地
。
〔
清
異
録
‘
酒

漿
〕
秤
法
常
、
性
英
爽
、
酷
嗜
レ
酒
、
無
→

1寒
暑
風
雨
—
常

酔
、
酔
即
熟
寝
、
覺
即
朗
吟
日
、
優
蓬
麹
世
界
ニ
爛
慢

枕

軸

仙

↓

【

紘

】

g

[
麹
聖
卿
】
36

”
ケ
イ
後
漢
、
河
南
の
人
。
善
＜
丹
書
符
劾

を
為
し
て
鬼
誹
を
厭
殺
す
。
〔
後
漢
書
‘
ー
百
十
二
下
〕
。

【
麹
先
生
】
37

”
セ
イ
酒
の
異
稽
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
飲
食
、
【
結
呼
】

g

酒
〕
張
安
國
椰
子
酒
楼
詩
‘
道
傍
麹
先
生
‘
風
味
固
自
佳
。

【
麹
道
士
】
38

が
グ
酒
の
異
名
。
〔
陸
涸
、
初
夏
幽
居
詩
〕

瓶
渇
重
招
麹
道
士
、
林
空
新
聘
竹
夫
人
。

【
麹
伯
雅
】
3
9
t
グ
隋
、
高
昌
國
主
。
嘉
の
孫
。
大
業
中
、

使
を
遣
し
て
入
貢
し
、
帝
、
優
待
す
。
後
、
入
朝
し
、
高
麗

を
撃
つ
に
従
つ
て
還
り
、
宗
女
革
容
公
主
に
尚
す
。
蹄

藩
後
、
國
中
の
庶
人
以
上
、
皆
辮
を
解
き
托
を
削
ら
し

む。
1

帝
、
こ
れ
を
善
し
と
し
、
車
服
冠
帯
を
詔
賜
す
。
さ

れ
ど
、
鐵
勒
を
畏
れ
、
党
に
敢
へ
て
改
め
ず
。
〔
隋
書
、
八

十
一
〕
。

【
麹
文
泰
】
40

”
タ
イ
唐
、
嵩
昌
國
主
。
武
徳
中
、
嗣
立

す
。
累
り
に
使
を
遣
し
て
貢
猷
し
、
貞
観
中
、
入
朝
す
。

後
漸
く
不
馴
。
梢
も
す
れ
ば
西
戎
諸
國
の
朝
貢
に
来

る
者
を
堕
絶
す
。
西
突
蕨
と
焉
者
を
撃
つ
。
焉
者
、
来

訴
す
。
太
宗
徴
し
て
入
朝
せ
し
め
ん
と
せ
し
が
、
党
に

至
ら
ず
。
乃
ち
侯
君
集
等
に
命
じ
て
征
せ
し
む
。
碩
石

に
臨
む
に
及
び
、
文
泰
‘
憧
駿
、
計
無
く
、
登
病
し
て
死

す
。
〔
唐
書
‘
二
百
二
十
一
上
〕
．
〔
藷
唐
書
‘
二
日
九
十
八
〕
。

【
麹
部
尚
書
】
41

衿
07.x
ヨ
唐
の
汝
陽
王
堤
が
、
酒
を
好

む
を
以
て
‘
戯
れ
に
自
ら
稽
し
た
琥
。
〔
雲
仙
雑
記
、
没

春
渠
〕
汝
陽
王
礎
、
取
―
―
雲
夢
石
梵
五
竺
春
渠
1

以
蓄
レ

酒
、
作
1

一
金
銀
亀
魚
涵
竺
沈
其
中
云
為
酌
レ
酒
長
自
紐
―

醸
王
兼
麹
部
尚
書
↓

お
た
ま
じ
ゃ
く
し
の
形
に
作
っ
た
こ
な
も
ち
。

銅
(
1
2
ー

4
4
2
5
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
欝
、
親
斗
‘
餌

也
、
象
贔
形
盃
或
炊
レ
食
。

【朝】
g

ク
，
ワ
〔
集
韻
〕
苦
禾
切
賑
i

【
楡
早

駐
(
1
1
0
ー

4
7
7
6
0
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
鍮
、
同
レ
註
゜

ト
ヴ

爵
鍋
は
、
あ
は
が
ゆ
。
又
、
褻
が
ゆ
。
〔
集
韻
〕
鍋

孵
蝸
、
粟
粥
゜
〔
字
彙
〕
鍋
、
爵
蝸
、
変
粥
゜

【鍋】
g

サ

〔
集
韻
〕
蘇
臥
切
臨
暉
＇i-ー

’
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
綽
、
勅
教

切
、
昔
超
。

タ
ウ

代
(
l
S
-
4
7
7
2
4
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

ヨ
ク

手
鑑
〕
葬
‘
俗
戟
字
。

懃
(
1
2
-
4
7
7
3
3
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
歎
、
同
レ
勉
。

セウ

む
ぎ
こ
が
し
。
又
、
ほ
し
い
ひ
゜
〔
字
彙
補
〕
難

模
也
、
根
也
。

画
圏
佳
部
十
一
壷
の
維

(11ー
4
2
1
2
9
)

は
別
字
。

麹

維

寡

妙

葬

蝸

龍

絹

顛

麺

鰈

藉

褻

緻

韻

糊

【
糊
早

コ

鈷
(
1
2
-
4
8
0
0
9
)

の
俗
字
。
〔
玉
篇
〕

糊
、
俗
鈷
字
。

ほ
し
も
ち
。
〔
字
彙
補
〕
韻
、
乾
絣
也
。

【
穀
】

g

サ
ク

〔
字
彙
補
〕
心
作
切
画
『

【緻】
g

蔓
(
1
2
1
 47
8
3
0
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
轍
、
同
A

贅゚

ポ，ウ

日
来
黎
は
‘
む
ぎ
。
姓
(
1
2
ー

4
7
7
7
4
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
蛭
、
説
文
、
来
蛙
、
唆
也
、
或
作
レ
蔓
。
口
む

ぎ
。
〔
集
韻
〕
蕎
、
唆
也
。

ボ
ウ

日ム

【峻】
g

ボ
ウ

4

ロモ

困

〔
集
韻
〕
莫
後
切
陶
i

〔
集
韻
〕
迷
浮
切

む
ぎ
こ
が
し
。
懃
(
1
2
-
4
7
7
3
3
)

・模
(
8
-
2
7
0
7

I
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
砒
寝
謂
11

之
籍
↓
〔
王

念
孫
疏
證
〕
籍
・
模
臀
相
近
、
猶
―
―
今
人
言
ら
炒
也
。

〔
集
韻
〕
輸
、
模
也
、
或
八
レ
少
、
亦
作
レ
模
。
〔
易
林
〕

甘
―
―
築
籟
籍
↓

【
箱
】

g

芯
ウ
〔
集
韻
〕
歯
紹
切
詞
g

【
諜
】

g

セッ””

B4")に同じ
。
〔
字

【麺】
g

令

飼

(
1
2ー

4
7
7
4
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
朽
、
或
凡
レ
面
。

ヘ
ン

九
三
六
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変

部

〔
九
十
一
蓋
〕

〇
か
う
ぢ
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
縣
、
麹
也
。

O
ひ
め

か
う
ぢ
。
〔
玉
篇
〕
嫁
、
有
レ
衣
麹
也
、
女
麹
也
。
参

こ
こ
め
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
賑
、
楕
也
。

鞣

鍬

絹

嵯

親

塚

耀

粽

類

養

膊

羅

鰈

躾

緻

謎

襲

躁

覇

鰻

鏑

藝

檄

葬

襲

冨
】
国
〗
ゥ
〔
集
韻
〕
膜
逢
切
園

冨

】

国

砒
(
1
2
|
 4
7
7
3
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字

ヒ

通
〕
龍
、
同
レ
砒
゜

駆願

小

ロ

ロ

0
容
を
石
う
す
で
ひ
く
。
も
と

棗
策
魏
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
嵯
、
本
作
レ
魏
゜

〔
説
文
〕
魏
‘
磯
レ
爽
也
、
八
レ
褒
差
臀
。
●
つ
く
。

〔
説
文
〕
嵯
‘
一
日
、
摺
也
。
参
或
は
嵯
(
9
-
3
0
2
3

2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
嵯
‘
磨
レ
変
也
‘
或
炊
レ
臼
゜

【
嵯
】
徊

□ 日
シザサ

〔
集
韻
〕
阻
氏
切

〔
集
韻
〕
才
何
切

日
む
ぎ
こ
。
或
は
類
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
糎
‘
磨
凌

也
、
或
作
レ
類
。
□
つ
き
あ
ま
り
。
楕
(

8

|
2
7
0
6
1
)
 

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
楕
、
春
餘
也
、
或
炊
レ
唆
゜

曾

】

国

ロロセセソソ
チッチッ

〔
集
韻
〕
先
結
切

〔
集
韻
〕
蘇
骨
切

闇⑪

"1i―― 

冨
~
】
国
シ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
称
、
昔
秋
。

【

蹂

早

キ

ク

昇

』

只

誓

子

。

〔

龍

寵

【
鼈
】
畑

【
縛
】
〗精

(
8
-
2
7
0
6
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕

ヒ

蝠
‘
俗
精
字
。

、

縛

(
1
2
|
 4
4
3
0
5
)

に
同
じ
。
〔
集

ク
ノ
韻
〕
縛
‘
縛
飩
、
餅
也
、
亦
作
レ
縛
。

小
か
う
ぢ
。
〔
説
文
〕
馨
‘
餌
籍
也
、
炊
レ
変

殻
臀
、
讀
若
レ
庫
。
〔
方
言
、
十
三
〕
馨
‘

嬰
蔽

麹
也
、
自
レ
隅
而
西
‘
秦
晦
之
間
曰
レ
馨
゜

【
餐
】
〗
コ
ク
〔
集
韻
〕
空
谷
切
闊
『

樽
＂
小
日
□

0
小
審
粉
の
中
の
十
分
に
砕

棗
豪
け
て
ゐ
な
い
粒
゜
〔
説
文
〕
類
、
小
変

屑
之
霰
、
炊
レ
変
貨
臀
°
〇
あ
ら
い
む
ぎ
こ
。
〔
廣

雅
‘
繹
器
〕
類
、
絹
也
。
〔
集
韻
〕
類
‘
麺
不
レ
精
也
。

轡
或
は
課
(
1
2
ー

4
7
8
5
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
類
、

或
作
レ
躁
゜

【
頗
】
徊

□
サ
□
サ

〔
集
韻
〕
損
果
切
＞
寧
幽

ム
X
己

suo3

〔
集
韻
〕
蘇
臥
切
臨
回

ま
が
り
も
ち
。
〔
字
彙
〕
粽
、
蝶
辣
゜

冦
】
叩
サ
ク
〔
字
彙
〕
昔
各
切
寧

【
饂
】
[

か
う
ぢ
。
〔
集
韻
〕
耀
、
麹
也
。

ウ
ン

〔
集
韻
〕
紆
問
切

呵

【
鞘
】

g

戸
’
ゥ
〔
集
韻
〕
七
亮
切
國

【
課
】
徊
サ
[
[
戸
fpl][
↓2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

む
ぎ
。
〔
集
韻
〕
櫻
、
褒
也
。

【
礎
】
呻
戸

〔
集
韻
〕
随
患
切
霰

【
謎
】
〗

繕
謎
は
、
大
褒
の
新
穀
で
作
っ
た
も
ち
。
〔
廣
韻
〕

謎
、
大
褒
繕
謎
。 レ

ン

〔
廣
韻
〕
力
展
切

iE 

冨

】

[

贅
(
1
2
ー

4
7
8
4
3
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
〕
鐵
、
同
レ
馨
゜

コ
ク

【
躾
】
叩

模
腋
は
、
す
り
む
い
た
変
の
皮
。
〔
集
韻
〕
模
、
躾

煎
‘
聾
皮
也
。

マパ
クク

〔
集
韻
〕
末
各
切

圏

鱗
鰈
は
‘
ま
が
り
も
ち
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
鱗
魏
‘
限
絣

也
、
司
徒
儀
‘
吏
死
‘
祭
用
1

一
鱗
鰈
一
―
-
+
王
如
只
説
。

【
鰈
】
[

〔
集
韻
〕
朗
口
切
陶

ロ
ウ
レー

,ロ-

九
三
七

冦

】

g

沢
ウ

"
F
2臼
4
)

に
同
し
。
〔
集

憚
(
1
2
|
 4
4
3
5
0
)

に
同
じ
。
〔
集

【
舞
】
国
ヒ
ッ
韻
〕
輝
‘
鐸
漏
‘
餅
陽
‘
或
炊
祗
゜

●
煎
る
。
〔
篇
海
類
編
〕
簸
、
煎
也
。
●
熟
(
7
-
1
9
3

5
2
)

の
調
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
檄
、
按
―
―
幸
日
誨
公
疑
即

然
字
之
識
。

【
朦
】
〖〔
篇
海
類
編
〕
五
高
切
写
i

ガ，ウ
，＇ コウ

【
藝
]
徊
ガ
ウ
い
一
い
咋
[
9
[

に
同
し
。
〔
正
字

日
□
国
あ
ら
い
む
ぎ
こ
。
も
と
精
(
1
2

9

|

 

4
7
8
6
9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鏑
、
本

作
レ
精
°
〔
説
文
〕
難
、
袈
霰
屑
也
、
十
斤
為
三
二
斗
一

炊
レ
褒
営
臀
゜
〔
段
注
〕
魅
懇
籾
未
レ
分
、
是
為
レ

鏑
゜
〔
玉
篇
〕
鏑
、
褒
屑
也
。
〔
九
章
算
術
昔
義
〕
細

日
二
小
鏑
盆
祖
曰
―
―
大
鏑
↓

曰
汗
キ
チ
ャ
ク

【
鏑
】
[
昌
戸
昌
戸
〔
集
韻
〕
陣
革
切

〔
集
韻
〕
亭
歴
切

〔
集
韻
〕
直
炎
切

凰諷園

【鰻】
g

バ

ン

餞
（
1
2
-
4
4
3
4
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
餞
‘
餞
頭
‘
附
也
、
或
炊
レ
委
゜

む
ぎ
こ
が
く
さ
る
。
〔
集
韻
〕
覇
、
筋
敗
曰
レ
覇
。
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萎

部

〔
十
一
十
七
鵞
〕

糀

縁

親

純

魁

誦

鱗

鰐

繕

躾

賭

鍔

鑢

燭

霞

穀

躁

蟄

朦

籟

襲

靡

藝

九
三
八



(47882) (47887・ ・7) 

変

部

〔
十
七
ー
ニ
十
蜜
〕

癖

霞

罐

耀

馨

麻

部

麻

【
繋
】
亨
サ
ク
〔
集
韻
〕
即
各
切
圏

I
“
 

こ
な
も
ち
。
或
は
編
(
1
2
ー

4
4
4
8
5
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
耀
、
絣
也
‘
或
炊
レ
食
。

【
羅
】

g

ラ

〔
集
韻
〕
良
何
切
醐
0

＇口＿

【

諧

】

呻

ゲ

ッ

義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
罐
、
魚
列

切
‘
ー
音
切
。

小
日
口
回
・
い
り
む
ぎ
。
〔
説
文
〕
霞
‘
辮

糟
豪
褒
也
、
払
褒
豊
臀
‘
讀
若
檎
゜
〔
周
糧

天
官
、
蓬
人
〕
朝
事
之
邊
‘
其
賓
鐙
貨
。
〔
疏
〕
熟
褒

日
レ
霞
゜
〔
孫
胎
譲
正
義
〕
説
文
‘
熟
‘
乾
煎
也
、
古

所
謂
放
~
、
即
今
所
謂
炒
也
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
取
―
―
其

蒻
若
レ
恩
證
。
●
或
は
鬱
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
證
‘

或
書
作
レ
鬱
。

7
，ウ
フ
日

【
需
】

g

国
779ウ

ホ＇ウ
7
 

国

〔
集
韻
〕
撫
勇
切

〔
集
韻
〕
撫
鳳
切

〔
集
韻
〕
敷
渇
切
LI L
 

圃頷酎困
咤

＇ 

【
欝
】
〖躇
(
1
2
-
4
4
4
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
銅
、
餅
也
、
或
炊
レ
萎
゜

ハ
ク

小
●
あ
さ
皮
。
あ
さ
い
と
。
あ
さ
ぬ
の
。

鼠
豪
あ
さ
を
治
め
て
得
る
皮
．
絲
・
布
•
衣

を
い
ふ
。
〔
説
文
〕
麻
‘
某
也
、

A
レ
棘
ハ
レ
'
‘
棘
、

人
所
レ
治
也
、
在
屋
下
↓
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
菜

已
絹
績
日
レ
麻
、
古
無
,
,
木
棉
ご
ル
―
―
ロ
レ
布
、
皆
麻

為
レ
之
。
〔
詩
、
曹
風
、
絆
蛸
〕
麻
衣
如
レ
雪
。
〔
論
語
、

子
竿
〕
麻
晃
‘
證
也
。
●
あ
さ
。
を
。
大
麻
゜
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
麻
、
轄
注
為
―
―
凡
某
之
縛
名
↓
〔
爾

雅
、
繹
草
〕
某
、
麻
゜
〔
疏
〕
麻
、
一
名
菜
馬
貢
青
州

云
蕨
貢
岱
吠
絲
菓
‘
是
也
。
〔
周
證
、
地
官
‘
土
訓
‘

掌
4

導
地
皿
以
詔
＊
地
喪
注
〕
幽
井
地
宜
レ
麻
。

●
喪
服
の
＿
。
喪
服
を
着
た
時
に
、
首
と
腰
に

巻
く
麻
の
帯
。
〔
種
、
檀
弓
下
〕
麻
不
レ
入
。
〔
注
〕

麻
、
農
姪
也
。
〔
證
‘
奔
喪
〕
免
,
,
麻
子
序
東
↓
〔
注
〕

麻
‘
亦
姪
帯
也
。
R
み
こ
と
の
り
。
詔
赦
。
唐

代
、
中
書
で
綸
命
を
書
く
に
麻
を
す
い
て
作
っ

た
黄
白
二
様
の
紙
を
用
ひ
た
か
ら
‘
轄
じ
て
、

綸
命
を
麻
と
い
ふ
。
後
、
黄
は
中
書
、
白
は
翰

林
の
専
用
と
な
る
。
〔
正
字
通
〕
麻
、
朝
廷
綸
命

伊
麻
、
翰
林
志
、
唐
中
書
用
二
黄
白
二
麻
云
竺

綸
命
一
其
後
翰
林
専
掌
1

白
麻
一
中
書
獨
用
―
―
黄

【麻】
E

バ

〔

集

韻

譲

加

切

圏

／
 

メ

n
Yma• 

園
マ 麻

部

む
し
も
ち
。
変
の
粉
を
蒸
し
た
も
の
。
〔
集
韻
〕

馨
‘
屑
レ
褒
蒸
レ
之
也
。

章

云

云

、

以
11

麻
紙
ユ
全
書
之
i

一
行
三
字
‘

謂
乏
白
應
緑
黄
紙
‘
始
―
―
唐
高
宗
朝
已
来
↓
〔
藷

唐
書
‘
章
弘
景
傭
〕
弘
景
草
レ
麻
。
〔
唐
書
、
雀
絃

傭
〕
所
旦
告
レ
麻
。
●
こ
ま
。
〔
正
字
通
〕
麻
、
素

問
、
麻
変
稜
黍
豆
為
五
穀
盃
[
‘
即
今
油
麻
‘
又

旦
胡
麻
↓
〇
あ
ば
た
。
〔
中
華
大
字
典
〕
麻
‘
俗

整
面
有
畜
痕
露
磁
゜
〔
間
中
古
今
録
〕
奉
化

應
履
平
知
縣
孜
涌
吏
部
禾
＇
レ
得
レ
列
‘
題

1
1

詩
部

門
云
有
下
為
に
目
不
レ
用
I
I

好
文
章
↓
只
要
11

盤
麻
黒

牌
長
之
句
~
-
大
き
い
ふ
り
つ
づ
み
。
〔
爾
雅
、

輝
築
〕
大
鼓
謂
11

之
麻
↓
〔
注
〕
麻
者
、
昔
築
而
長

也
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕
麻
之
言
‘
靡
、
緻
密
之
義
、
郭

岳
概
者
、
即
桐
密
之
義
。
●
し
ぴ
れ
る
。
し
び
れ

る
病
の
名
。
癒
(
7ー

2
2
2
5
4
)
に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕

麻
、
本
作
レ
麻
。

O
或
は
蘇
(
9
|
3
1
2
3
9
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
麻
、
或
作
レ
蔽
。

8
1
百
六
韻
の
＿
。
下
平

第
六
。
〇
あ
さ
か
ん
む
り
。
漢
字
の
冠
の
名
。
◎

姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
名
為
レ
氏
〕
麻
氏
、
風
俗

通
、
齊
大
夫
麻
嬰
之
後
、
望
也
上
谷
一
宋
詳
符

登
科
有
1

一
麻
温
舒
ゴ
冗
豊
有
1
1

麻
中
学
ご
懐
州
人
。

隔
由
會
意
。
棘
と

rと
の
合
字
。
加
は
ア
サ
の
皮
を
は

し
だ
ま
ま
の
形
、
そ
れ
を
二
つ
合
せ
た
棘
は
、
戒
を
細

分
し
た
も
の
の
意
を
示
し
、
そ
の
作
業
を
屋
下
に
て
な

す
故
に
、

rと
合
せ
て
、
あ
さ
の
皮
を
治
め
て
得
た
、
あ

さ
皮
•
あ
さ
絲
な
ど
の
意
を
表
は
す
。
字
解
を
見
よ
。

【
麻
桂
]
1

戸
．
あ
さ
の
く
つ
。
麻
で
造
っ
た
わ
ら
ぢ
。

〔
本
草
‘
麻
畦
〕
繹
名
、
履
・
扉
・
級
、
時
珍
曰
、
桂
、
古
作
レ

撲
、
即
履
也
。
〔
中
華
古
今
注
、
中
〕
麻
桂
起
と
自
―
―
伊
手
一

以
レ
草
為
レ
之
、
草
属
、
周
文
王
以
レ
麻
為
レ
之
、
名
日
1

一麻

畦
云
ぎ
秦
以
レ
絲
為
レ
之
、
令
1

一
宮
人
侍
従
著
ヮ
之
、
庶
人

不
可
‘
云
云
‘
凡
要
婦
之
家
‘
先
下
―
―
絲
麻
畦
一
輛
盃
取
1
1

其
和
畦
之
義
↓
〔
杜
甫
‘
述
懐
詩
〕
麻
畦
見
一
云
全
ム
衣
袖

露
祠
肘
↓

【
麻
案
】
2

t

ノ
詔
書
の
草
稿
。
字
解
の
●
を
見
よ
。
〔
東

観
奏
記
〕
時
中
元
休
俵
、
通
事
含
人
、
無
―
―
在
レ
館
者
玉
麻

案
既
出
、
乃
召
―
―
嘗
直
含
人
一
湧
レ
圏
宣
レ
之
、
自
レ
此
始

九
三
九

令
通
事
含
人
、
休
幹
亦
在
レ
館
候
＞
命
焉
。

【
麻
衣
】
3

代
麻
布
で
作
っ
た
衣
。
朝
服
・
喪
服
に
は
白

い
麻
衣
を
用
ひ
る
。
〔
詩
、
曹
風
、
絆
蛸
〕
絆
鏃
掘
閲
、
麻

衣
如
レ
雪
。
〔
箋
〕
麻
衣
、
深
衣
、
諸
侯
之
朝
服
。
〔
疏
〕
麻
衣

者
、
白
布
衣
如
レ
雪
、
言
―
―
甚
鮮
紫
一
也
。
〔
陳
英
偲
疏
〕
麻

衣
、
朝
服
也
、
朝
服
用
―
―
十
五
升
云
総
則
去
ー
ー
朝
服
之
半
一

二
者
精
粗
不
レ
同
‘
而
其
用
レ
麻
則
一
也
、
逸
周
書
大
匡

篇
質
明
、
王
麻
衣
以
朝
レ
日
‘
論
語
子
竿
、
馘
晃
、
視
也
、

麻
亦
麻
衣
也
、
麻
衣
而
晃
、
興
―
―
祭
服
玄
晃
、
玄
衣
而
晃
一

同
。
〔
糧
、
雑
記
上
〕
大
夫
卜
A

一
宅
興
―
―
葬
日
云
F

司
麻
衣
、

布
衰
布
帯
。
〔
注
〕
麻
衣
‘
白
衣
深
衣
而
著
＞
衰
焉
。
〔
證
‘
間

博
〕
期
而
大
詳
‘
素
縞
麻
衣
。
〔
注
〕
麻
衣
‘
云
云
、
深
衣
也
、

謂
乏
章
者
、
純
囲
布
、
無
1

采
飾
也
。
〔
逸
周
書
‘
大

匡
解
〕
廠
衣
以
朝
、
朝
中
無
1

一
采
衣
↓
〔
注
〕
此
凶
服
自
居
、

食
荒
襲
↓
〔
捷
言
〕
劉
虚
白
興
孟
衰
垣
面
型
硯
席
涵
学
工
レ

文
、
虚
白
猶
是
攀
子
、
簾
前
猷
こ
絶
句
1

l

f

.

l

、
二
十
年
前

此
夜
中
、
一
般
燈
燭
一
般
風
、
不
レ
知
歳
月
能
多
少
、
猶

著
―
―
麻
衣
l

待
11

至
公
↓
〔
王
馬
倍
、
詩
〕
麻
衣
絞
絞
光
如
レ

雪
、
一
―
重
瞳
親
鑑
別
、
孤
寒
得
レ
路
荷
二
君
恩
云
炉
首

皆＿―-口羮臣節↓

[
麻
衣
鬼
]
4

ヤ
ィ
攀
子
の
乗
っ
た
櫨
を
い
ふ
。
〔
事
物

異
名
録
、
品
術
、
攀
人
〕
清
異
録
、
行
獅
僧
驚
11

攀
子
纏
1

旦
麻
衣
鬼
↓

〖
麻
衣
相
法
〗
5

訂
へ7

麻
衣
道
者
の
博
へ
た
相
法
。

麻
衣
道
者
を
見
よ
。

〖
麻
衣
先
生]
6
5バ
セ
イ
元
、
李
堅(
8
-
1
4
4
5
9

:
 3
1
0
)
 

の
尊
稽
゜

〖
麻
衣
道
者
〗1
t”
否
宋
の
時
‘
相
術
を
善
く
し
た

人
。
陳
博
の
師
と
な
る
。
〔
湘
山
野
録
、
下
〕
錢
文
僭
公
若

水
、
少
時
謁
―
―
陳
博
工
杢
相
骨
法
ぶ
陳
戒
日
‘
過
1

一半月一

請
子
却
来
‘
錢
如
レ
期
而
往
‘
至
則
邁
入
江
山
齋
五
地
遣
中

一
老
僧
鶉
壌
納
瞑
目
‘
附
―
―
火
於
遣
愛
錢
揖
レ
之
‘
其

僧
開
レ
目
微
應
、
無
11

遇
待
之
糧
云
錢
頗
撮
レ
之
、
三
人
者

哺
坐
持
レ
久
‘
陳
登
レ
語
問
日
、
如
何
‘
僧
撮
＞
頭
日
、
無
―
―
此

等
骨
盃
既
而
錢
公
先
起
‘
陳
戒
レ
之
日
、
子
雨
三
日
却
来
、

錢
曰
‘
唯
、
後
如
レ
期
謁
レ
之
‘
樽
日
、
吾
始
見
―
―
子
紳
観
清

挽
謂
子
可
レ
學
己
岬
仙
エ
？
昇
攀
之
分
一
云
云
、
特
召
1
1

此
霞
決
レ
之
、
渠
言
n

―
子
無
1

一
仙
骨
面
g

可
レ
作
―
―
貴
公
卿
―

爾
‘
錢
問
日
‘
其
僧
者
何
人
、
日
、
麻
衣
道
者
。
〔
高
僧
博
〕

史
宗
者
、
不
レ
知
↓
―
何
許
人
盃
嘗
著
1

一
麻
衣
盃
巴
稲
1

一
麻
衣
道
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●
州
名
。
明
、
置
く
。
責
州
省
麻
吟
縣
。

士
五
竺
廣
陵
白
土
壊
盃
謳
唱
引
レ
詐
、
高
平
檀
祗
為
―
―
江
都

令
二
聞
而
召
宋
‘
應
封
機
捷
‘
賦
―
―
詠
懐
詩

[
I
、
有
レ
欲

苦
レ
不
レ
足
、
無
レ
欲
亦
無
レ
憂
、
未
レ
若
清
虚
者
、
帯
レ
索

披
章
衰
↓

【
麻
油
】
8

巧
麻
の
賓
の
か
ら
取
っ
た
あ
ぷ
ら
。
〔
魏

志
濡
寵
偉
〕
折
＞
松
為
桓
、
灌
以
二
麻
油
ぶ
墜
上
風
一

放
レ
火
、
燒
-
1

賊
攻
具
↓
〔
王
隠
晉
書
〕
齊
王
問
起
レ
義
、
孫

秀
多
紋
―
葦
矩
一
預
儲
―
―
麻
油
盃
竺
縦
火
具
↓

【
麻
葉
】
，
デ
麻
の
葉
。
又
、
麻
の
葉
の
形
を
し
た
葉
。

〔
山
海
経
、
西
山
経
〕
浮
山
、
云
云
、
有
レ
草
焉
、
名
日
-
―
薫

草
盃
麻
葉
而
方
埜
。

【
麻
煙
】
10

デ
麻
の
賓
か
ら
と
っ
た
煙
草
。
〔
謝
彬
、
新

張
遊
記
〕
t

沙
車
統
税
局
、
有
,
,
麻
姻
税
ギ
其
姻
係
レ
取
麻

本
尖
葉
上
之
霜
積
成
＂
塊
、
因
名
,
,

麻
煙
ご
吸
レ
之
令
1

一人

昏
酔
乱
性
す
又
有
―
―
酔
煙
ず
へ
吸
成
涵
震
、
害
甚
―
―
於
鵠
片
一

産
秘
疏
勒
・
英
吉
沙
爾
・
t

沙
車
・
葉
城
皮
山
諸
縣
一
館
―

於
英
屡
條
拝
提
克
什
米
印
度
一
帯
一
其
地
男
女
老
少
、

甘
レ
之
如
レ
飴
、
英
政
府
不
―
―
之
禁
盃
祗
重
征
―
―
其
税
正
新
彊

纏
回
、
雖
J

不
レ
及
1

一
鴇
片
二
叩
吸
迄
暉
煙
1

成
レ
塵
‘
或
致
―
―

死
疾
―
者
、
亦
時
有
レ
所
レ
聞
。

【
麻
楷
】

"
r
麻
の
皮
を
剥
い
だ
か
ら
。
麻
が
ら
。
〔
本

草
、
大
麻
〕
集
解
、
時
珍
日
、
剥
1

一
其
皮
咋
げ
麻
‘
其
楷
白

而
有
レ
稜
‘
軽
虚
可
レ
為
1

一
燭
心
↓

【
麻
江
】
12

が
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
元
の
麻
峡
縣
。
貴
州

省
平
越
縣
の
南
。
麻
拾
江
の
西
岸
。

【
麻
革
】
1
3
5
ク
元
、
虞
郷
の
人
。
乗
葬
の
孫
。
字
は
信
之
。

正
大
中
、
張
澄
・
杜
仁
傑
等
と
内
郷
山
中
に
隠
れ
、
生
徒

に
教
授
す
。
時
人
、
胎
埃
先
生
と
い
ふ
。
著
に
胎
埃
集
が

あ
る
。

【
麻
葛
】
U

が
あ
さ
と
く
ず
。
又
、
麻
衣
と
葛
衣
。
共
に

喪
服
と
し
て
用
ひ
ら
れ
る
。
〔
證
、
喪
服
小
記
〕
斬
衰
之

葛
、
界
齊
衰
之
章
同
‘
齊
衰
之
葛
、
興
天
功
之
章

同
。
〔
疏
〕
此
一
節
明
下
前
遭
二
重
喪
な
仮
遭
1
1

軽
喪
ご
麻

葛
皆
兼
服
之
義
3

〔
隋
書
、
高
祗
文
帝
紀
下
〕
至
,
,
於
四

時
郊
祀
之
節
文
‘
五
服
麻
葛
之
隆
殺
五
是
非
異
レ
説
、
跨

駁
殊
4

塗。

【
麻
藍
】
15

ゲ
胡
麻
の
埜
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
胡
麻
〕
秤

名
、
巨
勝
、
方
埜
‘
狗
益
‘
油
麻
、
脂
麻
、
葉
名
府
襄
盃
土

名
麻
藍
↓

【
麻
吟
】
16

炉

麻

部

麻

:/／／：[:／／/］[／/／／[：：[：：［/［/ 
――
 

（會圏オ三）履麻

此
の
爪
を
得
て
背
を
か
か
ば
佳
な
ら
ん
と
思
ふ
。
方
平
、

経
の
心
中
を
知
り
、
経
の
背
を
鞭
つ
て
、
麻
姑
は
紳
人

な
り
‘
汝
何
ぞ
漫
り
に
、
其
の
爪
、
か
く
べ
し
と
思
ふ
や

と
叱
す
。
因
つ
て
興
に
宴
飲
し
、
昇
天
し
て
去
る
。
〔
紳

仙
偲
、
七
〕
゜
●
事
が
意
の
如
く
に
な
る
喩
。
麻
姑
掻
痒

(
3
1
)

を
見
よ
。
●
山
名
。
④
安
徽
省
宣
城
縣
の
東
。
〔
九

域
志
〕
花
姑
山
、
即
麻
姑
山
。
〔
名
勝
志
〕
麻
姑
之
山
、
高

廣
過
1
1

於
敬
亭
一
昔
麻
姑
於
レ
此
颯
攀
、
有
―
―
丹
竃
存
↓
＠

江
西
省
南
城
縣
の
西
南
。
唐
の
顔
慎
卿
に
麻
姑
仙
壇
記

が
あ
る
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
山
頂
有
―
―
古
壇
一
相
博
、
麻
姑

得
這
於
此
↓

〖
麻
姑
爪]
2
9
宕
俗
に
い
ふ
孫
の
手
。
麻
姑
掻
痒
を
見

よ
。
〔
蘇
轍
、
贈
羹
子
野
人
詩
〕
道
成
若
見
ー
ー
王
方
平
一

背
壕
莫
レ
念
靡
姑
爪
↓
「
説
、
第
三
冊
〕
。

〖
麻
姑
偉
〗30ぢ
書
名
。
一
巻
。
晉
‘
葛
洪
撰
゜
〔
五
朝
小

〖
麻
姑
掻
痒]
3
1
苫
5

麻
姑
は
仙
女
。
其
の
爪
は
鳥

の
爪
の
や
う
に
長
く
‘
禁
経
が
こ
れ
を
見
て
痒
い
虞
を

掻
い
た
な
ら
ば
‘
其
の
場
所
に
至
る
で
あ
ら
う
と
思
っ

た
と
い
ふ
故
事
。
轄
じ
て
、
事
の
意
の
如
く
な
る
喩
゜

〔
紳
仙
博
‘
麻
姑
〕
漢
孝
桓
帝
時
‘
軸
仙
王
遠
、
字
方
平
、

降
於
莱
経
家
ご
疇
姑
至
‘
禁
経
亦
攀
家
見
ら
之
‘
是
好

女
子
、
年
十
八
許
‘
於
―
―
頂
中
五
げ
誓
‘
餘
髪
垂
至
レ
腰
‘

其
衣
有
1
1

文
章
―
而
非
1

一
錦
綺
ご
光
採
耀
レ
目
、
不
ー
ー
可
―
―
名

胚
云
云
‘
麻
姑
自
云
‘
持
接
以
来
、
已
見
玉
東
海
三
為
―
―

桑
畏
向
到
―
―
蓬
莱
水
漫
、
漫
―
―
子
往
者
ズ
會
時
略
半
也
、

登
将
汰
復
還
為
―
―
陵
陸
―
乎
‘
云
云
‘
又
麻
姑
鳥
爪
‘
云
云
‘

俵
経
見
レ
之
、
心
中
念
言
、
背
大
壕
時
、
得
1

一
此
爪
1

以
爬
レ

背
営
レ
佳
‘
方
平
已
知
ー
経
心
中
所
公
念
、
郎
使
1

一
人
牽
レ
経

鞭
p
之
‘
謂
日
、
麻
姑
紳
人
也
、
汝
何
思
』
謂
爪
可
ー
ー
以
爬
▽

背
耶
。
〔
杜
牧
‘
讀
1

一
韓
杜
集
―
詩
〕
杜
詩
韓
集
愁
来
讀
、

似
下
伯
靡
姑
蘊
ぶ
四
掻
i
i

〖
麻
姑
仙
壇
記
〗32
努
ダ
ン
・
文
章
の
名
。
唐
の
顔
箕
卿
、

大
暦
六
年
に
撫
州
刺
史
と
為
り
、
神
仙
博
を
按
じ
て
記

を
作
り
、
碑
に
刻
し
て
臨
川
、
及
び
南
城
に
建
つ
。
麻
姑

の
●
を
見
よ
。

【
麻
胡
】
3
3
t

●
後
趙
の
牌
軍
麻
秋
(
4
8
)

の
綽
琥
。
麻
秋

は
胡
人
な
る
を
以
て
斯
く
呼
ば
れ
、
性
、
暴
戻
に
し
て

濯
れ
ら
る
。
又
、
隋
の
将
軍
の
姓
名
。
河
を
潰
ふ
に
人
民

を
虐
使
し
て
民
を
儲
慄
せ
し
む
。
胡
、
一
に
祐
に
作
る
。

又
、
鬼
の
名
。
會
稽
に
居
り
、
小
兒
の
脂
を
食
ふ
と
傭

九
四
〇
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ふ
。
小
兒
の
夜
泣
な
ど
を
威
す
に
「
麻
胡
来
る
」
と
い
ふ
は
地
名
‘
幅
建
省
建
陽
縣
に
在
り
。
椿
樹
を
版
と
し
て
以
春
秋
冬
夏
、
皆
有
二
麻
菓
絲
繭
之
功
↓
〔
列
女
博
‘
賢
法
↓
授
レ
之
者
、
歴
レ
誓
不
レ
博
二
他
人
一
書
"
符
印
-
人
1

一墨

「
麻
胡
」
や
、
醜
悪
に
し
て
恐
る
べ
き
顔
の
人
を
梢
す
る
本
を
作
る
。
裕
樹
は
彫
り
易
い
が
、
刻
版
が
磨
滅
し
易
明
、
｛
木
飽
女
宗
傭
〕
執
1

一
麻
菜
こ
炉
絲
璽
↓
〔
後
漢
書
‘
雀
汁
中
ぶ
い
レ
之
而
後
博
云
゜

「
麻
胡
」
は
、
三
者
の
何
れ
に
本
づ
く
か
不
明
な
る
も
、
い
の
で
、
其
の
版
本
は
誤
謬
が
多
い
。
轄
じ
て
、
粗
悪
の
｛
是
傭
〕
出
為
―
―
五
原
太
守
ご
五
原
土
宜

-g苔
杢
而
俗
不
レ
【
麻
雀
】
54

炉ク

0
普
通
の
す
ず
め
を
い
ふ
。
〔
正
字
通
〕

會
稽
の
鬼
が
前
二
者
の
根
祗
を
な
す
か
。
〔
事
物
紀
原
、
刻
本
を
い
ふ
。
〔
石
林
燕
語
‘
八
〕
今
天
下
印
書
‘
以
―
―
杭
知

1
1織
績
面
岱
令
月
無
レ
衣
‘
積
二
細
草
一
而
臥
―
―
其
中
→
雀
‘
依
レ
人
小
鳥
也
‘
俗
以
—
→
―
其
息
迄
旧
堂
省
間
函
品
竺
瓦

布
吊
雑
事
部
‘
麻
胡
〕
朝
野
余
載
曰
、
後
趙
石
勒
将
麻
州
云
〖
レ
上
‘
蜀
本
次
レ
之
、
福
建
最
下
‘
蜀
輿1一
輻
建
→
多
【
~
肱
紙
】

4
2
グ
麻
で
製
し
た
紙
。
〔
唐
書
‘
藝
文
志
序
〕
月
雀
→
亦
日
―
―
麻
雀
→
〔
本
草
、
雀
〕
秤
名
‘
瓦
雀
‘
賓
雀
、
時

胡
、
性
虎
陰
鵡
毒
、
有
克
呵
毎
輻
恐
レ
之
‘
麻
胡
来
、
暗
以
―
―
柔
木
刻
レ
之
、
取
其
易
レ
成
而
速
隻
故
不
レ
能
レ
エ
‘
給
―
―
蜀
郡
麻
紙
五
千
番
↓
〔
丁
謂
談
録
〕
以
―
―
麻
紙
土
今
書
珍
日
、
雀
、
短
尾
小
鳥
也
、
故
字
従
レ
小
従
レ
佳
‘
佳
‘
昔
錐
‘

臀
絶
、
本
草
拾
遺
曰
‘
湯
帝
将
レ
幸
―
―
江
都
一
命
i
i

麻
胡
↓
輛
建
本
幾
偏
1一
天
下
二
正
以
,
,
其
易
＂
成
故
也
。
〔
老
學
庵
之

i

一
行
只
可
―
―
三
字
↓
〔
癸
辛
雑
識
‘
筆
墨
〕
王
右
軍
‘
短
尾
也
、
棲
1一
宿
省
瓦
之
開
ニ
馴
1一
近
階
除
之
際
[
如
ん
負

澄
沐
河
冨
緊
木
鵞
試
設
深
没
士
皆
死
、
毎
―
―
兒
暗
｛
筆
記
‘
七
〕
三
含
法
行
、
時
有
"
教
官
面
巴
易
義
盃
主
云
‘
乾
少
年
多
用
1一
紫
紙
盃
l

年

用

盃

暉

紙

↓

客

―

然

‘

故

日

1一
瓦
雀
・
賓
雀
万
へ
謂
二
之
嘉
賓
1也
‘
俗
呼
1一

言
面
胡
翠
即
止
、
人
畏
若
レ
是
、
演
義
日
、
今
俗
以
麻
為
レ
金
坤
又
為
な
金
何
也
‘
諸
生
乃
懐
―
―
監
本
易
云
ぎ
簾
【
麻
脂
】
4
3
t

ご
ま
。
脂
麻
゜
〔
星
子
‘
旗
織
〕
蓬
文
有
レ
老
而
斑
者
↓
為
1

麻
雀
一
小
而
黄
口
者
、
為
1

一
黄
雀
↓
〇

胡
五
竺
小
兒
「
俗
偲
‘
麻
胡
祐
為
"
隋
編
帝
将
軍
「
開
―
―
沐

i即
請
云
‘
題
有
レ
疑
‘
請
問
、
教
官
作
レ
色
曰
、
経
義
登
積
‘
麻
脂
有
レ
積
。

m
a
'
c
h
i
a
n
g
•

賭
戯
の
一
。
マ
ー
ヂ
ヤ
ン
。
〔
清
稗
類

堕
甚
毒
虐
、
人
多
問
之
、
胡
・
祐
臀
相
近
、
以
レ
此
呼
レ
之
砦
戸
上
請
↓
云
云
、
諸
生
徐
出
1

一
監
本
一
復
請
曰
、
先
生
恐
【
麻
笥
】
44

”
ぅ
ん
だ
廠
を
入
れ
て
お
く
器
。
紗
略
〕
麻
雀
、
馬
弔
之
昔
轄
也
、
呉
人
呼
―
―
禽
類
1

日
レ
づ
‘

耳
、
誤
癸
、
會
稽
録
云
、
會
稽
有
レ
鬼
‘
就
―
麻
胡
五
好
食
―
―
是
看
―
了
麻
沙
板
玉
ぎ
監
本
盃
即
坤
為
レ
釜
也
、
教
授
皇
[
麻
絲
】

4
5
圧
ぁ
さ
ぃ
と
と
き
ぬ
い
と

o

〔
隠
‘
幡
運
〕
昔
去
磐
讀
ヽ
後
又
訛
亘
学
F
〖
E
西
暉
雀
一
宋
儒
楊
大
年
著
二

小
兒
雙
遂
以
翌
小
兒
玉
若
麻
祐
‘
可
―
―
ー
以
恐
,
,
成
人
盆
ユ
恐
乃
謝
曰
‘
云
云
゜
〔
方
輿
勝
覧
〕
崇
安
・
麻
沙
―
―
坊
之
者
先
王
‘
云
云
、
未
レ
有
―
―
麻
絲
工
衣
―
―
其
利
皮
↓
〔
墨
子
、
馬
弔
経
五
g

馬
弔
固
始
,
,
於
宋
一
也
、
惟
時
尚
無
―
―
束
・
南
・

獨

小

兒

也

。

〔

通

俗

編

、

状

貌

‘

麻

胡

〕

朝

野

短

載

、

石

勒

書

、

行

―

―

子

天

下

↓

非

築

上

〕

婦

人

夙

興

夜

昧

‘

紡

績

織

紐

‘

多

治

-
1

麻
絲
葛
西
・
北
・
中
・
猪
・
白
一
也
、
本
ぎ
清
代
1

淮
・
揚
碧
買
‘
盛
行
二

以
厳
秋
露
袖
‘
秋
胡
人
、
暴
戻
好
レ
殺
‘
國
人
畏
レ
之
、
【
麻
際
】
3
6
t

ね
む
く
な
っ
て
上
下
の
ま
ぶ
た
が
合
ひ
緒
細
布
納
正
此
其
分
事
也
。
「
す
つ
と
す
る
。
此
戯
工
念
工
早
興
、
軍
中
又
用
以
賭
レ
酒
、
増
1

一
入
筒
化
・

市
有
克
蛾
母
柾
恐
レ
之
日
‘
麻
胡
来
、
暗
臀
遂
絶
‘
至
レ
さ
う
に
な
る
こ
と
。
際
は
又
茶
に
作
る
。
〔
李
渉
、
題
え
子
〖
麻
絲
絲
兒
的
〗

4
6
m
a
'
s
s
u
1
 
ssu1 
e
r
h
 
te

氣
が
索
化
・
萬
化
・
天
化
・
王
化
・
東
・
南
・
西
・
北
化
ギ
蓋
均
太

今
以
岱
故
庚
大
業
拾
遺
記
‘
楊
帝
将
レ
幸
―
―
江
都
父
翌
文
秀
才
櫻
桃
詩
〕
今
日
顛
狂
任
1

一
君
笑
ぶ
炉
愁
得
レ
酔
【
麻
事
】
4
7
0
7

あ
さ
を
う
む
仕
事
。
〔
詩
、
願
風
、
七
月
、
平
天
國
之
封
琥
也
、
其
後
流
「
へ
寧
波
二
小
5

久
遂
普
及

将
軍
麻
胡
濱
＞
河
、
胡
虐
二
用
其
民
ご
臼
姓
儲
栗
、
常
呼
1

一

眼

麻

茶

。

〔

通

俗

編

、

状

貌

‘

麻

啄

〕

今

人

欲

レ

睡

而

眼

八

月

載

績

‘

博

〕

載

績

‘

絲

事

畢

‘

而

麻

事

起

英

。

英

。

「

ー

ヂ

ヤ

ン

。

其
名
→
以
翌
小
兒
二
或
夜
喘
不
レ
止
、
呼
二
麻
胡
来
;
喪
将
-
―
合
縫
曰
盃
暉
喋
→
【
麻
秋
】

4
8
{＇
ウ
後
趙
、
太
原
の
胡
人
。
石
虎
に
仕
へ
て
征
〖
麻
雀
兒
〗

5
5
m
a
2
 chiang• 

e
r
h
 

0
す
ず
め
。
●
マ

臀
止
‘
資
暇
録
‘
麻
名
レ
祐
、
轄
レ
祐
為
レ
胡
、
楊
文
公
談
【
麻
衰
】

3
7
tィ
吉
服
の
麻
布
で
造
っ
た
喪
服
。
〔
證
‘
檀
束
将
軍
を
授
け
ら
る
。
性
‘
琥
陰
鵡
毒
。
再
閲
の
乱
を
以
〖
滅
雀
牌

]
5
6
m
a
'
c
h
i
a
n
g
4
 
p'ai'

麻
雀
の
こ
ま
。

苑
凋
暉
葛
璽
武
節
度
使
有
―
―
威
名
盆
R
戎
畏
服
‘
琥
1

一
弓
上
〕
司
寇
恵
子
之
喪
、
子
涌
為
レ
之
麻
衰
、
牡
麻
姪
。
て
鄭
に
奔
る
。
秦
の
符
洪
‘
子
雄
を
し
て
迎
撃
せ
し
め
【
麻
手
】
57

臼
サ
麻
布
(

1

0

1

)

に
同
じ
。
あ
さ
ぬ
の
の
き
も

麻
胡
百
以
―
―
―
其
面
有
鱚
子
一
也
、
野
客
叢
書
引
會
稽
録
‘
會
〔
注
〕
麻
衰
‘
以
―
―
吉
服
之
布
盃
げ
衰
。
て
捕
へ
、
軍
師
将
軍
と
為
す
。
後
、
洪
を
鵡
し
、
秦
の
世
子
の
。

稽
有
レ
鬼
‘
鰭
巌
胡
好
食
ー
小
兒
腿
遂
以
恐
―
―
小
兒
i
【
麻
索
】3
8
tク
麻
な
は
。
〔
墨
子
、
備
蛾
博
〕
以
戚
索
大
―
健
に
殺
さ
る
。
〔
晉
書
‘
二
臼
六
〕
。
【
麻
襦
】

5
8〖
ュ
〇
麻
製
の
短
衣
。
O
晉
の
人
。
石
虎
の

按
薮
説
各
殊
、
未
レ
定
―
―
執
星
今
但
以
1—
ー
形
状
醜
駁
、
覗
偏
レ
之
‘
染
―
―
其
索
李
竿
レ
中
為
―
―
鐵
錬
→
〔
元
史
‘
河
渠
志
【
麻
｛
貫

]
4
9
グ
麻
の
賓
゜
廠
仁
。
〔
詩
、
廂
風
、
七
月
、
七
時
‘
魏
縣
市
中
で
乞
弔
し
‘
麻
襦
布
裳
を
著
す
。
故
に
時

不
谷
雙
曰
靡
棋
而
輯
―
胡
雇
若
レ
呼
゜
〔
徐
悔
漫
笑
三
〕
以
―
―
九
月
七
日
癸
丑
ぶ
茫
流
、
排
天
船
一
―
十
七
艘
↓
月
食
レ
瓜
、
八
月
断
レ
壺
‘
九
月
蔽
韮
‘
采
レ
荼
薪
レ
樗
、
食
二
人
麻
襦
と
稲
す
。
状
‘
狂
者
の
如
き
も
‘
其
の
言
‘
皆
、
後

録
〕
砒
陵
有
成
郎
中
云
貌
不
レ
揚
而
多
レ
髭
、
再
姿
之
夕
、
前
後
連
以
天
脆
或
長
椿
↓
用
1

一
大
廠
索
ご
汀
桓
絞
縛
‘
我
農
夫
玉
箋
〕
瓜
統
之
畜
、
麻
賓
之
袴
‘
乾
荼
之
菜
、
悪
木
瞼
あ
り
。
〔
晉
書
、
九
十
五
〕
。

岳
母
屈
之
曰
、
我
女
如
産
菩
薩
五
バ
嫁
こ
麻
胡
↓
〇
綴
為
1

一

方

舟

↓

之

薪

、

亦

所

晶

詮

炉

男

養

―

―

農

夫

一

之

具

也

。

【

麻

萩

】

59

ダ
ユ
ク
麻
と
豆
。
毅
物
の
意
。
麻
ホ
゜
〔
史
記
‘
周

軍
卒
を
い
ふ
。
〔
書
再
故
事
、
人
品
類
〕
俗
呼
二
軍
卒
云
戸
【
麻
札
】
39

デ
品
の
名
。
〔
直
語
補
證
〕
揚
子
方
言
‘
蝋
絣
【
麻
集
】
50

目
1
'
c
h
i
'

密
集
す
る
。
多
く
集
ま
る
。
紀
〕
棄
為
レ
兒
時
、
屹
如
―
―
巨
人
之
志
石
盆
叫
戯
‘
好
種
＿
一
樹

麻

胡

↓

郎

鑓

注

‘

蛾

音

位

詐

‘

亦

呼

屁

餌

今

北

方

人

呼

1血
t

【
麻
将
】
51ma'chiang• 

麻
雀
(
5
4
)

の
O
に
同
じ
。
麻
萩
盃
暉
萩
美
‘
及
レ
為
1一
成
人
涵
袴
竺
耕
農
↓
〔
後
漢
書
、

〖
麻
胡
来
〗
甜F

麻
胡
が
来
る
ぞ
。
小
兒
を
を
ど
す
炸
或
麻
札
面
ぱ
此
一
一
字
顛
倒
臀
轄
之
異
、
元
史
五
行
志
‘
[
麻
城
】

5
2〖
ャ
ウ
縣
名
。
隋
、
置
く
。
湖
北
省
黄
跛
縣
の
東
光
武
紀
上
〕
至
レ
是
野
穀
旅
生
‘
麻
未
尤
盛
。

に
用
ひ
る
語
。
殊
に
小
兒
が
夜
泣
き
を
し
て
止
ま
な
い
至
元
五
年
京
師
童
謡
曰
‘
馬
札
望
レ
北
跳
‘
随
レ
俗
葛
耳
。
北
。
城
は
、
後
趙
の
持
、
麻
秋
の
築
く
所
。
〔
讀
史
方
輿
紀
【
麻
蒸
】
60

荘
，
ヨ
ヴ
麻
の
中
幹
。
あ
さ
が
ら
。
〔
説
文
〕
燻
‘
然
―
―

時
に
か
う
言
ふ
と
、
夜
泣
き
を
ぴ
た
り
と
や
め
る
と
い
【
麻
子
】
40

グ
〇
麻
の
｛
貫
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
、
廣
、
｛
呆
賓
‘
要
、
湖
廣
、
黄
州
府
〕
廠
城
縣
、
漢
祁
縣
地
、
梁
置
,
,
信
安
麻
蒸
一
也
。
〔
段
注
〕
麻
蒸
‘
析
麻
中
幹
也
。

ふ
。
麻
胡
の
O
を
見
よ
゜
疏
〕
繹
曰
、
菜
麻
也
‘
廣
者
、
卸
廠
子
名
也
‘
故
云

1一
贋
‘
縣
盃
旧
開
皇
十
八
年
‘
改
日
"
~

城
面
8
-

―
黄
州
云
心
云
、
城
【
麻
縄
】
61

臼
ョ
ウ
あ
さ
な
は
。
麻
索
。
〔
南
史
‘
沈
旋
博
〕

【
廠
沙
】3
4
t鎮
の
名
。
福
建
省
建
陽
縣
の
西
。
椿
樹
の
菜
｛
貰
也
。
〔
詩
‘
臨
風
‘
七
月
、
九
月
萩
韮
、
偉
〕
茸
、
麻
本
石
勒
将
麻
秋
所
レ
築
‘
因
名
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖
恒
服

1一
布
抱
．
芭
履
「
以
"
麻
縄

1為
レ
帯
、
又
嚢
,
,
~

飯
絆
一

産
地
。
南
宋
の
時
‘
書
を
鋼
る
人
多
く
此
虐
に
居
住
す
。
子
也
。
〔
宋
史
、
外
國
五
‘
占
城
國
博
〕
五
穀
無
レ
褒
、
有
―
―
北
、
黄
州
府
‘
縣
七
‘
麻
城
。
以
徹
レ
之
。

因
つ
て
刻
す
る
所
の
本
を
馘
沙
本
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
杭
米
・
粟
豆
·
麻
子
一
●
ひ
き
う
す
。
〔
河
東
記
〕
安
―
―
置
〖
麻
城
法
〗

5
3
匁
ヤ
ウ
妖
術
の
一
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
無
錫
【
麻
植
】

6
3
i阿
波
國
の
地
名
。

輿
紀
要
、
緬
建
、
建
寧
府
、
建
陽
縣
〕
麻
沙
鎮
、
在
縣
西
小
麻
子
面
空
成
朽
詑
。

O
痘
痕
。
あ
ば
た
。
〔
桃
花
扇
、
有
レ
妖
如
レ
火
、
夜
飛
入
l一
人
家
云
茫
物
、
有
りA
、
以
鑽
~
【
麻
疹
】
6
4ク
病
名
。
は
し
か
。
傭
染
病
の
一
。
麻
疹
。

七
十
黒
宋
建
陽
劉
氏
世
居
1

一
於
此
盃
理
學
功
名
、
為
二
世
聰
稗
〕
那
柳
麻
子
、
新
倣
1

一
了
閣
兒
玩
翫
子
的
門
客
↓
叉
一
撃
レ
火
墜
レ
地
‘
乃
一
草
人
‘
朱
書
仰
レ
森
、
夜
魅
巡
二
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
蔓
草
類
、
土
荻
苓
〕
凡
疱
小
如
1

一麻

所
p

宗

。

【

麻

菜

】

4
1
t

麻
を
い
ふ
。
｛
呆
も
麻
゜
〔
本
草
、
大
麻
〕
繹
視
南
城
一
帯
地
二
或
撃
得
二
紙
虎
ぶ
恥
以
レ
爪
傷
レ
人
‘
疹
―
者
、
―
二
箇
月
而
結
痴
。

53

〖
麻
沙
本
〗35
竺
宋
元
刊
本
の
粗
末
な
も
の
。
麻
沙
名
、
雄
者
名
麻
良
雌
者
名
茸
麻
→
〔
呂
寛
、
上
農
〕
是
察
乏
必
有
こ
晶
附
麗
上
エ
戴
院
臣
言
‘
此
名
巌
城
【
麻
訊
】

6
5ク
胡
麻
の
油
を
搾
取
し
た
滓
゜
〔
本
草
、
胡1
3

I
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麻
〕
麻
枯
餌
、
時
珍
日
‘
此
乃
搾
去
レ
油
麻
滓
也
、
亦
名
ニ

麻
机
一
音
辛
‘
荒
歳
人
亦
食
レ
之
、
可
―
―
以
養
レ
魚
肥
p

田。

【
麻
仁
]
6
6

ク
馘
の
賓
。
麻
賓
゜
〔
本
草
、
大
麻
〕
麻
仁
‘
修

治
‘
宗
庚
日
、
麻
仁
極
難
レ
去
レ
殻
‘
取
―
―
吊
包
↓
置
,
,
沸
湯

由
浸
‘
ち
ぎ
冷
出
レ
之
‘
垂
井
中
―
一
夜
‘
勿
レ
令
レ
着
レ
水
、

次
日
日
中
曝
乾
‘
就
1

一
新
瓦
上
ぢ
汝
去
レ
殻
‘
簸
揚
取
レ
仁
、

粒
粒
皆
完
‘
張
仲
景
廠
仁
丸
‘
即
此
大
廠
子
中
仁
也
。

【
麻
酔
】
67

デ
栗
物
や
寒
冷
の
た
め
に
、
一
時
的
に
、
知

覺
が
麻
痺
・
消
失
す
る
こ
と
。
麻
酔
。

〖
麻
酔
剤
〗6
8
ぢ
ィ
麻
酔
さ
せ
る
た
め
に
用
ひ
る
く
す

り
。
臨
床
應
用
上
か
ら
、
全
身
麻
酔
剤
と
局
所
廠
酔
剤

と
に
分
け
ら
れ
る
。
麻
酔
槃
。
麻
薬
。
眠
薬
。
痺
葵
。

【
麻
生
】
69

ヤ
●
麻
が
生
え
る
。
〔
呉
均
、
城
上
麻
〕
麻

生
涵
一
城
頭
玉
麻
葉
落
―
―
城
溝
盃
囀
埜
左
右
披
‘
溝
水
東
西

流。

O
"
tっ
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。

【
麻
制
】
70

ヤ
綸
旨
。
詔
勅
。
勅
書
。
字
解
の
R
を
見
よ
。

〔
楊
萬
里
‘
赴
,
,
文
徳
殿
1

競
レ
麻
俯
拝
表
詩
〕
含
人
就
レ

日
直
戚
制
函
相
瞭
矢
進
表
文
↓

【
麻
積
】7
1
5
•
O麻
が
積
み
か
さ
な
る
。
又
、
麻
の
や
う

に
積
み
重
な
る
。
〔
李
徳
林
、
隋
文
帝
為
―
―
太
祗
武
元
皇

帝
1

行
―
―
幸
四
慮
立
寺
五
茫
碑
詔
〕
懸
―
―
兵
萬
里
盃
四
指
,
,

参
墟
工
左
榮
右
彿
、
麻
積
草
靡
゜

e"信
濃
國
東
筑
郡
の

地
名
。

【
麻
棧
】
72ma'hsien• 

ぁ
さ
い
と
。
細
ぴ
き
。

【
麻
線
】
7
3
5

／
麻
絲
゜
〔
漫
笑
録
〕
王
和
父
守
含
陵
面
5

公
退
居
半
摂
毎
伍
跨
レ
纏
一

H
入
レ
城
、
忽
遇
和

父
出
了
ハ
ム
函
入
二
民
家
1

避
レ
之
‘
老
姥
自
言
‘
病
店
求
レ

槃
‘
公
瀦
行
‘
偶
有
レ
葵
‘
取
以
遺
レ
之
‘
姥
酬
以
1

一
廠
線
一

棲
去
、
相
公
可
孟
四
蹄
興
―
―
相
婆
一
也
、
公
笑
而
受
レ
之
。

〔
李
休
烈
、
毀
天
櫃
詠
〕
計
合
一
條
麻
線
挽
、
何
努
雨
縣

索
入
夫
二
注
〕
先
レ
是
有
訛
言
1

云
、
一
條
麻
線
‘
挽
ニ

天
櫃
苔

g
其
不
＞
経
レ
久
也
、
故
休
烈
及
レ
之
。

【
麻
帯
】
7
4
7
7
イ
麻
の
お
ぴ
。
〔
緯
少
儀
〕
為
↓
―
喪
衷
則

不
―
―
手
拝
↓
葛
経
而
麻
帯
。

【
麻
袋
】
75

”
イ
粗
い
麻
布
で
造
っ
た
袋
。
麻
袋
嗅
償
銀

を
見
よ
。

〖
麻
袋
斐
債
銀
〗76
芥
が
／
清
代
、
不
用
に
蹄
し
た
馘

袋
を
賣
つ
た
代
金
を
い
ふ
。
〔
―
―
一
部
則
例
〕
。

【
麻
大
】
7
7
[
イ
蠅
の
異
稽
゜
〔
事
物
異
名
録
、
昆
晶
、
蠅
〕

元
怪
録
‘
腺
庭
俊
之
レ
洛
調
選
‘
暮
宿
,
,
一
道
帝
一
在
家

九
四|
 

有,,老
父
ご
日
稽
―
―
麻
大
―
一
時
不
レ
見
‘
傍
有

1一
大
廠
蠅
—
其
義
同
也
。
東
夷
‘
抱
婁
博
〕
土
地
多
元
山
険
ア
人
形
似

1一
夫
餘
盃
叫
言

而

已

。

【

麻

苧

】

90

で
ヨ
あ
さ
と
か
ら
む
し
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕
語
各
異
、
有
―
―
五
穀
・
麻
布
面
庄
赤
玉
・
好
紹
一
〔
周
書
‘
異

〖
麻
大
泊
〗1
8
t勺
湖
の
名
。
山
東
省
桓
憂
縣
の
東
北
。
其
原
野
則
有
―
―
桑
漆
麻
苧
‘
蔽
泰
稜
黍
→
〔
明
一
統
志
〕
域
上
‘
稽
胡
博
〕
地
少
二
桑
露
ず
ぎ
廠
布
一

俗
に
官
湖
と
い
ふ
。
又
、
秋
錦
湖
と
い
ふ
。
朝
鮮
國
風
俗
、
多
衣
,
,
麻
苧
ぶ
ぶ
四
如
レ
唐
゜
〖
~
布
対
五
學
み
九
〗

1
0
2
H
げ
芍
大
郷
良
則
の
琥
。
大
郷
信

【
麻
刀
】
19

m
a
'
t
a
o
'

す
さ
。
泥
に
混
じ
て
壁
な
ど
に
【
廠
紆
】
9
1
r

麻
と
か
ら
む
し
。
又
‘
麻
の
布
。
〔
後
漢
齋
（
8

|

5
8
3
1
 :
 2
5
6
4
)

を
見
よ
。

塗

る

も

の

。

書

、

循

吏

、

衛

颯

博

〕

教

五

盆

竺

植

桑

柘

麻

紆

之

閏

↓

〔

左

【

麻

埠

】

10377

鎮
の
名
。
一
名
、
蔵
埠
。
安
徽
省
六
安
縣

【
麻
倒
】
80

が
し
ぴ
れ
る
こ
と
。
〔
宣
和
遺
事
、
前
集
下
〕
思
、
魏
都
賦
〕
勁
勁
桑
柘
‘
油
油
麻
紆
゜
〔
宋
史
、
外
國
一
二
、
の
西
南
。
〔
魏
書
‘
地
形
志
中
〕
（
霰
州
）
邊
城
郡
‘
治
,
,
麻
歩

都
麻
倒
了
、
不
レ
省
一
人
事
↓
高
麗
博
〕
少
二
絲
露
益
迂
練
直
銀
十
雨
‘
多
衣
靡
貯
↓
山
↓
〔
六
安
州
志
〕
麻
埠
鎮
、
即
故
麻
歩
山
也
、
明
設
二
巡

【
麻
掲
]
8
1
[
’
壁
土
の
す
さ
。
〔
宋
稗
類
紗
‘
奢
汰
〕
韓
王
【
麻
隧
】
9
2
5
ィ
春
秋
の
地
名
。
挟
西
省
涅
陽
縣
の
南
。
司
於
此
一
後
改
置
面
ぷ
雙
清
康
熙
時
、
移
―
―
和
尚
灘
巡

治
レ
第
‘
麻
揚
錢
一
千
二
百
餘
貫
‘
其
他
可
レ
知
‘
塗
レ
壁
〔
左
氏
、
成
‘
十
三
〕
晉
師
以
1

一
諸
侯
之
師
面
今
秦
師
如
f

―
―
桧
1

駐
レ
此
゜

以
レ
麻
掲
レ
土
‘
世
俗
遂
謂1一
塗
レ
辟
孟
呼
為
盃
暉
揚
→
於
麻
隧
栞
會
箋
〕
麻
隧
、
在

1一
今
快
西
西
安
府
涅
陽
縣
西
〖
~
埠
．
港
〗

1
0
4
5
0
7

川
の
名
。
湖
北
省
漢
川
縣
の
東
南
。

【
麻
稲
]82

が
あ
さ
と
い
ね
。
〔
宋
史
‘
外
國
五
、
勃
尼
國
南
↓
〔
史
記
‘
晉
世
家
〕
敗
―
―
秦
於
廠
隧
玉
匹
其
将
成
差
↓
―
名
、
麻
布
港
。
漢
水
か
ら
分
れ
、
又
、
漢
水
に
入
る
。

傭
〕
其
地
無
レ
泰
、
有
麻
・
栢
→
【
麻
朝
】

9
3
炉
古
の
善
く
馬
を
相
す
る
人
。
〔
呂
覧
‘
観
【
麻
普
】

1
0
5
〖
遼
代
‘
縣
丞
を
い
ふ
。
〔
稲
謂
鋒
‘
縣
丞
‘
麻

【
麻
糖
]
8
3

m
a
'
t
'
a
n
g
2

五
月
五
日
に
油
菓
子
を
食
べ
表
〕
古
之
善
相
レ
馬
者
、
寒
風
是
相
1

一
口
歯
盃
疇
朝
相
レ
頬
‘
普
〕
遼
史
國
語
解
、
麻
普
｀
即
麻
都
不
‘
縣
官
之
副
也
‘

る

行

事

。

河

南

の

方

言

。

子

女

属

相

レ

目

、

衛

忌

相

レ

髭

‘

許

部

相

レ

脱

、

投

伐

褐

相

―

―

初

名

二

達

刺

f
面
丘
縣
丞
之
類
。

【
麻
摺
】
84

炉
泥
に
ま
ぜ
る
灰
を
い
ふ
。
〔
孔
氏
雑
説
〕
宵
裔
一
管
青
相
―
―
膿
物
一
陳
悲
相
l

―
股
脚
云
秦
牙
相
レ
1

削
‘
贄
【
麻
腐
1
1
0
6
7
7

ご
ま
豆
腐
の
類
。

俗
但
和
レ
泥
仄
為
1

靡
捻
盃
型
唐
六
典
↓
京
兆
歳
送
―
―
君
相
レ
後
‘
凡
此
十
人
者
‘
皆
天
下
之
良
工
也
。
【
麻
風
]10177
ウ
癖
病
。
麻
痕
。
〔
景
岳
全
書
、
論
證
〕
嘱

麻

躊

一

萬

斤

↓

【

麻

田

】

9
4
[
/

麻
の
植
ゑ
て
あ
る
畑
。
〔
後
漢
書
‘
西
南
夷
風
即
大
風
也
‘
又
迫
ザ
之
羅
風
↓
俗
又
名
為
1

一
大
麻
風
↓

【
廠
逹
】
記
F
'

漢
の
人
。
論
語
に
注
し
た
。
傭
〕
以
為
、
武
都
土
地
陰
阻
有
―
―
廠
田
ス
隋
書
‘
干
仲
文
【
麻
沸
】
108

デ
乱
麻
の
や
う
に
沸
き
上
る
。
〔
漢
書
、
王

【
麻
搭
】
86

ダ
防
火
器
具
の
一
。
ひ
た
た
き
。
〔
武
備
博
〕
仲
文
背
レ
城
結
レ
陣
‘
去
レ
軍
散
里
‘
設
1

一
伏
子
麻
田
中
↓
祥
博
下
〕
江
湖
海
澤
麻
沸
‘
盗
賊
未
―
―
盤
破
珍
一
〔
注
〕
師

志
、
麻
搭
圏
説
〕
麻
【
麻
奴
】

9
5
~

搭
、
以
入
尺
肛
繋

1一
定
に
居
る
。
永
初
中
、
諸
先
‘
漢
の
径
役
に
苦
し
む
。
因
〖
麻
沸
散
〗

1
0
9
ぢ
，
麻
薬
の
名
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘
華

散
應
一
斤
一
息
泥

e｀
廿
ー
ー
[
[
つ
て
麻
奴
こ
れ
を
率
ゐ
て
塞
を
出
づ
。
永
寧
中
‘
入
寇
佗
博
〕
若
疾
狙
結
於
疫
鍼
槃
所
レ
不
レ
態
及
者
、
乃

漿

皆

以

隠

火

。

し

、

馬

賢

等

を

敗

り

‘

尋

い

で

南

し

て

浬

中

に

還

る

。

延

令

1

―
―
先
以
レ
酒
服
―
―
麻
沸
散
ご
既
酔
無
レ
所
レ
覺
、
因
剖
―
―
破

[
麻
蛋
】
81

グ
衆
粉
を
練
り
個
め
て
油
で
作
っ
た
食
品
光
の
初
‘
賢
に
破
ら
れ
‘
遂
に
漢
陽
太
守
臥
神
に
詣
り
腹
背
ア
抽
―
―
割
積
緊
ご
右
在
1

一
腸
胃
盃
則
断
戟
涌
洗
‘
除
l
-

の
名
。
麻
閣
。
〔
雨
般
秋
雨
奄
随
筆
〕
煎
堆
、
一
名
麻
蛋
、
て
降
る
。
〔
後
漢
書
、
一
百
十
七
〕
。
去
疾
械
盃
既
而
縫
合
、
博
以
ー
軸
贅
芯
四
五
日
創
愈
、
一
月

以
レ
麺
作
レ
閣
、
炸
1

一
油
錢
中
「
空
一
其
内
工
大
者
如
レ
瓜
、
腐
【
麻
頭
】
96

戸
麻
の
切
り
端
。
あ
さ
く
づ
゜
〔
後
漢
書
‘
之
間
皆
平
復
。

中
年
節
及
婚
嫁
、
以
為
二
饒
遺
一
察
倫
傭
〕
倫
乃
造
レ
意
、
用
―
―
樹
膚
・
麻
頭
、
及
散
布
・
魚
〖
麻
沸
湯
〗

1
1
0
ぢ
，
熱
湯
の
異
名
。
〔
本
草
、
熱
湯
〕
秤

[
巌
閣
】
88

グ

麻

蛋

に

同

じ

。

〔

夢

梁

録

、

諸

色

雑

貨

〕

小

網

冨

捻

炉

紙

。

名

‘

百

沸

湯

、

麻

沸

湯

、

太

和

湯

゜

兒
諸
般
食
件
、
云
云
、
有
―
―
麻
閣
・
湯
園
・
水
圃
↓
【
麻
変
】
91

ア
廠
と
褒
゜
〔
詩
‘
大
雅
‘
生
民
〕
麻
泰
幡
幡
、
【
麻
坪
】
111

ア
地
名
。
四
川
省
架
山
縣
の
東
。
唐
の
王

【
麻
柱
】

89g
高
い
虞
に
の
ぽ
る
足
が
か
り
。
あ
し
ば
。
瓜
腿
晦
嘩
゜
〔
任
防
‘
落
日
没
↓
―
舟
東
一
詩
〕
勁
勁
桑
柘
勃
に
麻
坪
晩
行
詩
が
あ
る
。
元
の
至
元
十
二
年
に
速

轄
じ
て
‘
た
す
け
。
お
ぎ
な
ひ
。
補
助
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
繁
‘
克
丸
麻
褒
盛
。
〔
宋
史
、
一
高
麗
傭
〕
地
寒
多
礼
山
‘
土
野
、
｛
木
の
安
撫
暑
萬
壽
を
麻
坪
に
敗
る
。

調
度
部
、
造
作
具
‘
麻
柱
〕
琲
色
立
成
云
‘
麻
柱
、
阿
奈
奈
宜
,
,
松
柏
「
有
,
,
杭
黍
麻
爽
盃
而
無
レ
棟
‘
以
レ
杭
為
レ
酒
。
【
麻
~
】

1
1
2
ア
ご
ま
も
ち
類
。
〔
事
物
異
名
鋒
‘
飲
食
‘

比
゜
〔
箋
注
〕
按
、
麻
柱
‘
疑
倭
柱
之
誤
‘
疲
即
枝
柱
‘
云
云
、
【
巌
煩
】
98

m
a
'
f
a
n
'

煩
は
し
い
。
面
倒
な
。
麻
煩
悠
絣
〕
後
趙
録
、
石
季
龍
講
胡
‘
改
―
―
胡
絣
云
戸
麻
餅
↓

今
屋
梧
邪
柱
是
也
、
枝
柱
本
用
語
、
後
以
レ
名
二
於
造
作
は
、
ご
迷
惑
を
か
け
ま
す
が
、
又
、
ご
迷
惑
を
か
け
ま
し
【
麻
弁
]113

ア
布
で
製
し
た
弁
。
布
弁
。
〔
證
‘
曾
子
問
〕

具
正
故
加
レ

L
別
レ
之
‘
猶
泣
土
臥
俗
加
レ

F
為
1

一
林
座
五
i

レ

た

の

意

。

孔

子

日

‘

共

―

―

預

服

ぶ

刑

子

麻

弁

姪

、

疏

衰

、

非

杖

‘

入

レ

事
之
虞
俗
作
』
顧
也
、
然
諸
本
皆
作
己
疇
柱
幸
竺
ム
、
古
昔
【
~
鴫
繁
】

9
9
m
a
'
f
a
n
'

煩
雑
な
。
煩
は
し
い
。
面
倒
な
。
自
レ
闘
‘
升
レ
自
二
西
階
↓
〔
注
〕
麻
弁
経
者
‘
布
弁
而
加
,
,

工
人
或
縁
レ
之
以
登
―
―
屋
背
五
後
世
所
謂
足
代
佑
l―
子
此
一
【
麻
齊
】
1
0
0
5し
ぴ
れ
る
。
感
じ
が
な
く
な
る
。
又
‘
し
ぴ
環
姪
一
也
‘
布
弁
‘
如
二
爵
弁
—
而
用
レ
布
。

源
君
之
時
既
有
n

一構
1

一

成

足

代

ぶ

然

其

名

依

レ

藷

猶

ぞ

阿

れ

。

痺

齊

。

【

麻

冤

】

114

ア
麻
布
で
作
っ
た
冤
。
即
ち
維
布
冠
。
―
―
-

奈
奈
比
「
故
別
謂
―
―
邪
枝
者
―
為
↓
1

須
介
石
其
責
権
柱
瑕
柱
【
廠
布
】
IOI77

十
升
の
巌
布
で
之
を
つ
く
る
。
一
升
は
八
十
纏
で
あ
る

麻
で
織
っ
た
布
。
あ
さ
ぬ
の
。
〔
後
漢
書
‘

13538 



麻

部

麻

を
が
ら
。
皮
を
は
い
だ

か
ら
、
三
十
升
は
其
の
経
は
二
千
四
百
棲
で
、
極
め
て
府
、
縣
三
‘
麻
陽
。

O
河
の
名
。
辰
渓
(
1
0
-
3
8
6
8
2
:
 1
5
)

【
麻
秤
子
]137
m
a
'
k
a
n
3
 
tzu

麻
と
い
ふ
。

細

緻

で

容

易

に

成

り

難

い

。

〔

書

、

顧

命

〕

王

麻

冤

嗣

裳

‘

を

見

よ

。

麻

の

埜

。

麻

幹

°

苧

柄

。

【

麻

粟

域

】

147

で
、
ヨ
ク
地
名
。
雲
南
省
西
疇
縣
の
西
南
。

担
賓
階
隈
‘
卿
士
邦
君
‘
麻
冤
蟻
裳
‘
入
即
レ
位
‘
太
保
・
【
麻
約
]
1
2
1
t
ク
麻
で
し
ば
る
。
〔
左
氏
‘
定
‘
九
〕
盛
借
芦
巴
【
麻
九
疇
1
1
3
8
E
ゥ
チ
ウ
金
、
易
州
の
人
。
字
は
知
幾
。
幼
【
麻
粟
塙
】
148

？
ヨ
ク
地
名
。
雲
南
省
龍
陵
縣
の
南
。
孟

太
史
．
）
人
之
車
;
踪
―
―
其
軸
ご
暉
約
而
蹄
レ
之
‘
載
二
葱
霰
正
寝
―
―
於
に
し
て
紳
童
の
梢
あ
り
。
五
経
に
博
通
し
、
尤
も
易
・
春
定
土
司
の
西
北
、
路
江
の
東
、
科
干
山
の
北
。

其

由

而

逃

。

〔

注

〕

楔

‘

刻

也

。

秋

に

長

ず

。

正

大

の

初

‘

進

士

を

特

賜

せ

ら

れ

‘

應

奉

翰

【

廠

代

父

】
149

戸
炉
繋
島
の
名
。
印
度
洋
中
に
あ
る
。

四
略
書
闘

麻

い
皇
ニ
ニ
冤
fm
解

【

麻

槃

]122

デ

麻

酔

剌

。

し

ぴ

れ

薬

。

林

文

字

に

累

遷

す

。

資

性

野

逸

、

高

轡

自

便

゜

遂

に

病

M
a
l
d
i
v
e

の

昔

繹

。

「

字

。

形

裳

。

（

【

麻

溶

】

123

丘
＇
ウ
明
、
宣
城
の
人
。
字
は
明
之
。
萬
暦
の
を
謝
し
て
去
る
。
元
兵
至
り
、
軍
士
に
捕
へ
ら
れ
、
病
【
麻
逹
葛
】

1505
勺
金
、
章
宗
(
8
ー

2
5
7
6
1
:
 1
1
8
)

の
小

〔
保
傭
〕
麻
冤
三
十
升
麻
為
レ
冤
也
‘
呂
氏
日
‘
麻
晃
舗
進
士
。
官
は
吏
部
郎
中
・
扮
州
守
税
使
。
清
正
を
以
て
死
す
。
初
‘
易
を
學
ぴ
‘
後
‘
部
尭
夫
の
皇
極
書
を
喜
ぴ
、
【
~
逹
涵

t

】1
5
1
グ
ぅ
地
名
。
四
川
省
松
播
縣
の
南
。
番
塞

裳
‘
玉
祭
服
也
。
〔
論
語
‘
子
g

千
〕
子
曰
‘
廠
箆
帽
也
‘
聞
ゆ
。
後
、
光
誅
卿
を
追
贈
せ
ら
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
算
散
を
學
ぶ
。
又
、
卜
堕
射
覆
の
術
を
喜
ぴ
‘
晩
年
、
更
で
あ
る
。
又
‘
麻
答
に
作
る
。

今
也
純
‘
倹
‘
吾
従
レ
衆
゜
〔
集
注
〕
麻
晃
、
細
布
冠
也
‘
云
百
二
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
三
十
八
〕
。
に
瞥
を
喜
ぴ
、
盛
く
張
子
和
の
學
を
博
ふ
。
文
は
精
密
【
~
仲
盆
へ
】

1
5
2
5
ュ
ヴ
？
宋
臨
溜
の
人
。
帝
孟
の
孫
。
七

云
繍
布
冠
以
↓
一
三
十
升
布
為
レ
之
‘
升
八
十
棲
‘
則
其
【
麻
里
】
124E

地
名
。
清
一
統
志
に
は
里
麻
に
作
る
。
雲
奇
健
゜
詩
は
尤
も
エ
緻
゜
〔
金
史
‘
□
日
二
十
六
〕
。
歳
詩
を
能
く
す
。
親
老
い
た
る
を
以
て
仕
へ
ず
。
博
學

鰹
一
千
四
百
棲
矢
、
細
密
難
レ
成
、
不
レ
如
1

一

用

レ

絲

之

省

南

省

の

西

北

境

。

今

の

江

心

域

の

地

。

【

麻

花

兒

】

139

m
a
'
h
u
a
1
 
e
r
h
 
.
 菓
子
の
名
。
か
り
ん
高
行
。
郷
里
化
服
し
‘
凶
年
に
も
、
盗
‘
其
家
に
入
ら
ず
。

【
麻
悧
】
125

m
a
'
I
i

敏

捷

な

。

。

わ

り

ん

た

う

。

花

林

糖

。

O
織
物
類
が
す
）
召
さ
れ
て
國
子
助
教
と
な
り
、
東
方
の
學
者
み
な
之
を

た

う

＜

【
麻
挽
】
115

ア
麻
晃
に
同
じ
。
〔
荀
子
‘
幡
論
〕
大
路
之
【
麻
裏
]126

芥

麻

絲

の

ひ

ら

う

ち

紐

を

裏

に

張

っ

た

草

切

れ

て

穴

が

あ

く

こ

と

。

師

尊

す

。

〔

尚

友

録

‘

七

〕

。

素
未
レ
集
也
、
郊
之
麻
統
也
、
喪
服
之
先
―
―
散
廠
→
也
‘
一
履
。
麻
履
。
【
麻
―
-
＿
衡
】

1
4
0
[
/

力
•
ウ
明
の
人
。
溶
の
孫
。
諸
生
。
輻
王
【
麻
荼
澤
]
1
5
3

打
無
食
子

(
7
-
1
9
1
1
3

:
 4
7
3
)

の
異
名
。

也
。
〔
注
〕
麻
娩
‘
績
レ
麻
為
レ
晃
、
所
謂
大
裟
而
晃
。
【
麻
履
】
127

戸
麻
の
草
履
゜
〔
挑
合
、
送
―
―
無
可
上
人
一
詩
〕
の
末
、
兵
を
翠
げ
て
金
瞥
に
應
じ
‘
呉
太
平
．
玩
恒
・
玩
〔
本
草
、
無
食
子
〕
繹
名
、
没
石
子
‘
墨
石
子
‘
麻
荼
澤
゜

【
麻
母
】

1
1
6
5
0草
の
名
。
め
あ
さ
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
苧
‘
清
晨
相
訪
立
1

一
門
前
盃
疇
履
方
抱
一
少
年
。
善
良
・
劉
鼎
甲
・
胡
天
球
・
渇
百
家
と
共
に
七
家
軍
と
捨
〔
事
物
異
名
録
‘
槃
材
‘
木
類
、
没
石
木
〕
方
輿
志
、
大
食

麻
母
。
〔
疏
〕
荘
麻
之
盛
子
者
也
、
一
名
苧
、
一
名
麻
母
°
[
麻
雨
】

1
2
8
げ
ャ
•
ウ
量
目
四
十
を
い
ふ
。
〔
難
林
類
事
〕
方
せ
ら
る
。
後
‘
軍
敗
れ
て
死
す
。
〔
明
史
稿
‘
二
百
五
十
國
有
レ
樹
、
一
年
生

T
如
盃
木
子
一
而
長
い
名
日
―
―
蒲
虞
子
一

〇
芝
の
名
。
麻
に
似
て
埜
は
赤
色
、
花
は
紫
色
。
〔
抱
朴
言
‘
四
十
日
臨
辛
E
↓
八
〕
．
〔
明
人
小
博
、
四
〕
・
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
十
六
〕
．
〔
南
可
レ
食
、
次
年
則
生
―
―
麻
荼
澤
面
窃
戊
石
子
也
。

子
、
仙
薬
〕
麻
母
芝
‘
似
レ
廠
而
埜
赤
色
、
花
紫
色
。
【
麻
龍
】
129

炉
ョ
ウ
州
名
。
元
‘
置
く
。
四
川
省
會
理
縣
の
彊
繹
史
、
二
十
七
〕
・
〔
明
詩
綜
、
七
十
―
二
〕
．
〔
小
脹
紀
年
、
【
麻
皮
跛
】
154

〔
＇
戸
石
の

【
麻
木
】
117

デ

〇

醤

書

の

語

。

し

ぴ

れ

る

こ

と

。

麻

は

東

北

。

十

・

十

一

〕

．

〔

甲

申

後

亡

臣

表

〕

．

〔

勝

朝

殉

節

諸

臣

録

‘

ひ

だ

を

聾

く

の

法

の

一

。

麻

□

麻
痺
、
木
は
無
知
覺
゜
〔
正
字
通
〕
方
書
靡
是
氣
虚
、
木
【
麻
累
】
1
3
0
[
ィ
豆
の
一
種
。
婉
豆
の
異
名
。
〔
本
草
‘
婉
十
〕
・
〔
小
膜
紀
賓
‘
四
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
辛
‘
六
〕
．
〔
静
即
ち
皮
麻
岐
〔
書
釜
〕
蘊
「
“
“
叩
r
]
皮
町

是

涅

痰

死

血

‘

脈

湯

而

莉

陽

‘

死

血

為

レ

木

、

不

レ

知

痛

豆

〕

繹

名

、

胡

豆

‘

戎

萩

‘

回

鶴

豆

‘

畢

豆

、

青

小

豆

‘

宵

斑

志

居

詩

話

‘

二

十

〕

。

元

豊

二

山

石

↓

作

麻

皮

仙

樵

似

刊

跛

膚

雙
十
指
麻
、
胃
有
―
―
涅
痰
死
血
ぶ
竺
風
涅
澳
橙
麻
木
。
豆
‘
麻
累
‘
時
珍
曰
‘
孫
思
逸
千
金
方
云
‘
胄
小
豆
‘
一
名
【
麻
士
龍
]141

グ
リ
ヨ
，
ゥ
｛
木
の
人
。
元
兵
常
州
に
入
る
や
、
文
跛
一

〔

水

滸

博

、

一

回

〕

渾

身

卸

如

重

風

麻

木

雨

腿

―

似

―

―

胡

―

豆

‘

一

名

麻

累

。

天

祥

‘

士

龍

及

ぴ

手

玉

を

遣

し

て

常

州

を

援

け

し

む

0

[
麻
歩
山
】
図
t

バ

麻

埠
(
1
0
3
)

を
見
よ
。

繭
敗
公
雙

0
m
a
'
m
u
•
感
覺
の
鈍
い
人
を
い
ふ
。
参
【
麻
祗
~
】

1
3
1デ
明
、
大
同
右
衛
の
人
。
官
は
嘉
靖
中
‘
大
士
龍
‘
残
兵
五
百
を
率
ゐ
‘
勇
を
奮
つ
て
大
い
に
元
兵
【
~
靡
乗
作
】

1
5
5
勺
イ
イ
金
‘
臨
晋
の
人
。
字
は
仲
常
゜
皇
挽
の

げ
サ
あ
さ
が
ら
。
を
が
ら
。
廠
幹
。
同
参
将
。
戦
功
あ
り
。
宣
府
副
穂
兵
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
と
戦
つ
て
死
す
。
五
百
人
、
一
人
も
降
ら
ず
‘
皆
倶
に
死
進
士
。
岳
陽
縣
令
・
兵
部
主
事
に
歴
任
す
。

〖
麻
木
不
仁
〗1

1
8〖
パ
ク
〇
し
ぴ
れ
る
。
〔
蒔
己
醤
按
‘
穂
三
亘
一
十
―
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
―
一
百
―
-
+
-
〕
。
す
。
〔
南
宋
書
‘
六
十
一
〕
。
【
麻
蠅
彿
】
国
戸
匁
あ
さ
の
蠅
は
ら
ひ
。
麻
の
彿
子
。
〔
資

）
論
〕
一
日
、
皮
死
麻
木
不
仁
、
二
曰
、
肉
死
針
刺
不
レ
痛
。
【
麻
峠
~
】

1
3
2”
サ
/
モ
廠
で
作
っ
た
か
み
し
も
。
麻
上
下
。
江
【
麻
兒
逆
】

1
4
2
m
a
'
e
r
h
 ni4

仔
細
。
事
情
。
冶
通
鑑
‘
宋
紀
〕
（
孝
武
帝
‘
大
明
七
年
）
上
始
大
修
え
呂

0
 
ma'mu• 

p
u
'
j
e
n
2

鈍

感

な

さ

ま

。

戸

時

代

‘

士

庶

人

の

通

常

證

服

。

【

麻

識

理

】

143

ぐ
リ
元
の
人
。
姓
は
怯
烈
台
氏
。
字
は
違
室
工
十
木
被
―
―
錦
繍
ぷ
嬰
妾
幸
臣
‘
賞
賜
傾
―
―
府
蔵
占
竺
高

~
【
麻
濠
】1
1
9
5
ゥ
川
の
名
。
廣
東
省
陽
江
縣
の
西
。
源
は
羅
【
披
レ
麻
】

1
3
3昇ク
喪
服
を
著
る
。
〔
桃
花
扇
‘
間
話
〕
特
道
。
眼
‘
一
た
ぴ
経
史
を
過
ぐ
れ
ば
‘
輔
ち
之
を
領
解
龍
所
レ
居
陰
室
ぶ
空
其
虞
』
竺
玉
燭
殿
一
輿
二
塁
臣
蜘

iレ

8

琴
山
。
南
流
し
‘
縣
西
の
南
澄
頭
港
に
至
り
海
に
入
る
。
著
<
I

左
懲
第
五
夜
麻
扶
レ
杖
。
す
。
至
正
の
末
‘
翰
林
學
士
承
旨
・
大
撫
軍
院
事
知
を
授
之
‘
林
頭
有
―
―
土
障
ご
壁
上
桂
↓
―
葛
燈
籠
・
麻
蠅
彿
一
侍
中

8
 
47

〔
清
一
統
志
〕
麻
濠
水
、
在
廣
東
腸
江
縣
西
―
二
十
里
云
源
【
不
レ
麻
】
1
3
4
5
ズ
麻
姪
を
著
け
な
い
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
童
子
け
ら
る
。
疾
無
く
し
て
卒
す
。
〔
元
史
‘
一
百
四
十
五
〕
。
哀
顕
‘
因
盛
梢
孟
咆
輯
倹
素
之
徳
一
上
不
レ
答
‘
燭
曰
‘
田

也
羅
琴
世
南
流
戸
縣
西
南
四
十
里
澄
頭
造
入
レ
不
レ
装
不
レ
吊
‘
不
―
―
履
絢
丘
無
―
―
総
服
↓
馳
な
事
不
レ
麻
。
【
麻
上
下
】

144gf
麻
布
で
製
し
た
一
種
の
装
束
。
武
含
公
得
レ
此
‘
已
為
レ
過
癸
。
〔
注
〕
以
レ
麻
鈴
―
―
蠅
掃
↓

海

。

【

息

麻

】

135

り
喪
服
を
著
け
る
。
〔
緯
雑
記
上
〕
未
レ
家
時
代
に
用
ひ
た
も
の
。
麻
枠
(
1
3
2
)

を

見

よ

。

【

麻

雷

子

】

156

m
a
'
l
e
i
'
t
z
u

爆
竹
の
一
種
。

m
[麻
陽
】

120t,0縣
名
。
唐
‘
置
く
。
湖
南
省
ザ
止
江
縣
の
服
レ
麻
而
奔
レ
喪
‘
及
1

一
主
人
之
未
＞
成
レ
姪
也
‘
疏
者
輿
―
-
【
麻
承
恩
】
146

グ
ョ
ウ
ォ
／
明
の
人
。
錦
の
従
子
。
官
は
宣
府
【
麻
郎
兒
]157

？
ラ
ウ
曲
調
の
名
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
間
,
,

1

北
。
縣
城
は
辰
水
の
北
岸
に
瀕
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
主
人
一
皆
成
レ
之
、
親
者
終
―
―
其
麻
帯
経
之
日
散
↓
延
緩
大
同
穂
兵
官
。
勇
力
を
以
て
聞
え
た
。
道
場
碑
社
劇
〕
麻
郎
兒
‘
我
桟
1

一
起
羅
杉
一
欲
レ
行
。

1

湖
廣
‘
辰
州
府
、
1

卯
州
〕
麻
陽
縣
‘
隋
況
陵
辰
淡
二
縣
地
、
【
麻
永
吉
】
13607
ィ
キ
＇
明
‘
慶
陽
の
人
。
官
は
庶
吉
士
・
御
【
麻
承
詔
】

146

グ
ョ
ウ
七
ウ
明
の
人
。
錦
の
従
子
。
官
は
寧
夏
[
麻
律
士
】
158

じ
力
島
の
名
o

蘭
領
束
印
度
諸
島
の
一
o

8
 
78

唐
武
徳
三
年
、
析
―
―
罹
麻
陽
縣
直
8

嘉
蔽
雲
宋
因
レ
之
‘
熙
史
。
後
、
湖
廣
按
察
使
に
至
る
。
清
廉
を
以
て
聞
ゆ
。
〔
蘭
参
将
。
弟
の
承
訓
．
承
宣
・
承
宗
‘
皆
穂
兵
と
な
り
‘
麻
氏

B
e
n
g
k
a
l
i
s

の
―
音
澤
。
又
、
邦
ヤ
利
斯
に
作
る
。

4
 
（
寧
七
年
‘
改
属
正
匹
州
↓
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
湖
南
‘
況
州
昼
法
黎
録
‘
十
八
〕
。
に
将
才
多
し
。
時
人
‘
鐵
嶺
の
李
氏
に
く
ら
べ
、
東
李
西
【
麻
立
干
】
159

”
プ
新
羅
で
君

t
を
い
ふ
。
麻
立
は
概
を

九
四
三
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麻

部

麻

麻

〔

二

四

盪

〕

)
い
ひ
‘
干
は
尊
ぶ
意
の
語
。
共
に
新
羅
の
方
言
。
新
羅
で

，
 

89

は
君
臣
が
緊
會
す
る
時
、
概
を
立
て
て
其
の
君
の
位
置

⑭
を
示
す
。
〔
楔
騎
稗
説
〕
新
羅
之
時
、
其
君
稲
臨
立
干
↓

7
 

[
麻
勒
吉
】
160

デ
清
、
涌
洲
正
黄
旗
人
。
姓
は
瓜
爾
佳

斤
氏
。
順
治
の
進
士
。
廷
試
第
一
。
修
撰
を
授
け
ら
る
。
康

熙
中
、
撫
喪
滅
寇
将
軍
‘
兼
廣
西
巡
撫
を
授
け
ら
る
。
頼

゜
6
 

ー~
塔
等
雲
南
を
攻
む
る
や
、
麻
勒
吉
糧
鉤
を
運
致
し
、
措

置
宜
し
き
を
得
。
腐
に
在
る
こ
と
一
歳
。
治
績
顧
著
。
蹄

7
 
8
 
8
 
47

京
し
て
提
督
九
門
歩
軍
統
領
を
授
け
ら
る
。
〔
清
史
稿
‘

二
百
七
十
九
〕
・
〔
清
史
列
博
、
十
〕
・
〔
國
朝
昔
猷
類
徴
‘

（
 

二
日
五
十
四
〕
．
〔
碑
博
集
、
六
十
四
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
‘

十
五
〕
。

【
麻
集
繍
毬
】
161

紅
炉
い
ば
ら
科
の
落
莱
灌
木
。
こ
で

ま
り
。
す
ず
か
け
。
埜
の
高
さ
一
一
＿
尺
位
。
織
細
な
多
藪
の

埜
を
叢
生
。
幼
條
は
赤
褐
色
。
葉
は
長
楠
圃
形
、
又
は
卵

状
披
針
形
で
先
端
が
鋭
い
。
花
は
白
色
小
形
で
、
総
状

を
し
た
撒
房
花
序
に
綴
る
。
花
期
は
夏
゜

[
麻
膏
相
公

]162g砂
コ
ウ
雀
胤
(
4
-
8
1
7
8
:
 
7
)

の
綽

名
。
〔
海
録
砕
事
、
人
事
、
名
講
〕
雀
胤
五
拝
レ
相
‘
櫂
傾
二

天
下
一
陰
孟
可
レ
畏
‘
其
父
恨
由
、
人
改
―
―
呼
油
云
四
麻

膏
ぶ
翌
其
講
五
時
琥
―
麻
膏
相
公
↓

【
麻
中
之
蓬
】
1
6
3
g
i
？
麻
は
漠
直
な
草
‘
よ
も
ぎ
は

曲
り
が
ち
な
草
。
麻
の
中
に
生
ず
る
蓬
は
自
ら
ま
つ

す
ぐ
そ
だ
つ
。
環
境
に
よ
っ
て
悪
が
正
さ
れ
る
喩
。
教

化
の
炊
験
を
い
ふ
。
〔
荀
子
、
勧
學
〕
蓬
生
孟
暉
中
⇒
不
レ
扶

而
直
゜

【
麻
被
先
生
】
164

笠
セ
イ
金
、
烏
古
論
先
生
(
7

ー
1
8
9
9
8

:
 4
2
1
)

の
尊
稽
゜

【
麻
麻
木
木
】
165

且
2

且
2mu• 

m
u
•

手
足
な
ど
の

し
ぴ
れ
る
こ
と
。

【
麻
棉
帆
布
】
166

m
a
2
 mien• 

f
a
n
'
p
u
•
麻
製
及
ぴ

棉

製

の

帆

布

。

「

＿

音

繹

°

【
麻
拉
利
亜
】
167

昇
病
名
。
冦
を
い
ふ
。

m
a
l
a
r
i
a

の

【
麻
棲
絲
如
糸
】
168

ぇ
ヨ
麻
は
未
だ
つ
む
が
な
い
も
の
、

棲
は
既
に
つ
む
い
だ
も
の
‘
絲
は
生
絲
‘
紫
は
綿
の
粗

末
な
も
の
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕
麻
棲
絲
架
‘
軽
重
同

則
買
相
若
゜

【
廠
薩
朱
塞
特
】
169

芦
ゲ
ュ
地
名
。
米
國
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ

ラ
ン
ド
の
一
州
。

M
a
s
s
a
c
h
u
s
e
t
t
s

の
昔
澤
°

【
麻
志
天
乃
屋
】
170

ア＿
T

，
岡
本
保
考
の
琥
。
岡
本
況
齋

【
麻
】
[

冨

】

”
回】畑

【
麿
早

ヽ
一

麿
：
日

g
国
0
こ
ま
か
い
。
か
す
か
。
小

さ
い
。
細
小
。
〔
説
文
新
附
〕
麿
、
細

圏
モ
曰口
ミビマパ
ロ
マバ

磨

廃

催

磨

麿

麿

隊

陵

麿

鰍

庵

(
4
|
 7
9
6
2
 :
 6
5
)

を
見
よ
。

病
を
治
め
る
。ビ ビ マ

〔
集
韻
〕
母
果
切
圏

n
亡

me

n
y
 m
a
 

〔
集
韻
〕
眉
波
切
圏

〔
集
韻
〕
忙
皮
切
図

／
 

n
y
 m
a
'
 

n
巴
m
o
'

靡
(
1
2
-
4
2
6
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

靡
‘
分
也
‘
京
房
八
レ
刀
‘
或
省
。

〔
字
彙
〕
戸
灼
切

い
や
す
。
〔
字
彙
〕
廃
‘
治
レ
病
。

シ
や
ク
冒
●
i

――

璽
●
i

――

圏

麻
(
1
2

ー
4
7
8
8
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
麻
‘
俗
炊
レ
林
作
レ
麻
゜

＇且

旋
麿
は
‘
古
の
女
子
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
磨
‘
旋
麿
‘

古
女
子
名
。

【
麿
]
蜘
:

【
慶
】
[
マ

〔
字
彙
補
〕
迷
彼
切

甑

磨
(
1
2
-
4
7
8
9
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
磨
‘
俗
炊
レ
公
、
非
゜

也、

lAレ
名
麻
臀
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
麿
、
微
也
。

〔
列
子
、
湯
問
〕
江
浦
之
間
‘
生
―
―
磨
品
↓
〔
注
〕
磨
‘

細
也
。
〔
班
彪
‘
王
命
論
〕
又
況
名
磨
不
レ
及
二
敷

子
↓
〔
注
〕
善
日
、
細
小
曰
レ
磨
。

O
な
に
。
い
か
に
。

か
。
や
。
疑
問
の
助
辞
。
〔
正
字
通
〕
磨
、
今
豫
章

方
俗
云
1

一
磨
事
斎
炉
言
―
―
何
事
ふ
3

゜
〔
通
俗
編
、
語

辟
〕
麿
集
韻
、
子
知
而
問
旦
拾
夜
没
、
音
母

果
切
、
別
雅
‘
磨
即
没
之
平
瞥
‘
南
北
語
音
、
有
―

高
下
之
不
＞
同
‘
無
—
一
定
字
一
也
。
参
誨
調
を
調
ヘ

る
助
詞
。
〔
中
華
大
字
典
〕
麿
、
語
助
詞
‘
如
J
-
―豆

這
麿
・
那
麿
↓
R
或
は
階
(
1
2

ー
4
5
2
5
7
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
麿
‘
或
作
レ
嘴
゜
R
俗
に
磨
(
1
2
|
 4
7
8
9
3
)
 

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
麿
‘
俗
八
レ
公
‘
非
。

O
古
‘
小
砂

(
4

ー
7
4
9
8
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
麿
、
古
文
小
砂
。

【
磨
喀
】
1

m
o
'
t
s
a
n
2

何
事
。
多
嗜
(
3
-
5
7
5
6
:
 1
0
9
)
 

に

同

じ

。

「

に

同

じ

。

【
麿
事
】
2

m
o
'
s
h
i
h
'

何
事
。
甚
磨
(
7
-
2
1
6
4
8
:
 4
0
)
 

【
磨
晶
】
3

?

，
ユ
．
ウ
微
細
な
晶
゜
〔
列
子
、
湯
問
〕
江
浦
之
間
‘

生
歴
桑
其
名
日
1
1

焦
鰍
塁
飛
而
集
於
蚊
睫
一
弗
相

靡
(
1
2ー
4
2
6
1
2
)
•

蹄
(
1
0

ー
3

g19)~, 

也
‘
栖
宿
去
来
‘
蚊
弗
レ
覺
也
。

冨
】
徊
に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
磁
‘
懺
磁
猶
遅
【
麿
麿
】
4

m
o
'
m
 02

乳
母
。

遅
也
‘
今
作
疏
゜
〔
集
韻
〕
踏
‘
行
兒
‘
或
作
レ
徽
。
【
磨
闇
】
5
0
7
9
ウ
姿
の
い
や
し
い
こ
と
。
〔
本
事
詩
‘
嘲
狼
〕

【
徽
催
】
1

咋
徐
行
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
繭
‘

ilia
、
総
遅
國
初
長
孫
太
尉
‘
見
版
陽
率
更
‘
姿
形
磨
栢
↓

遅
一
也
‘
今
作
レ
靡
゜

（圏器架和中）魔

〔
集
韻
〕
叶
為
切
』
匹

r
x
¥
 huei' 

〔
集
韻
〕
呼
忠
切
面

小

曰

口

O
さ
し
づ
ば
た
。
も
と
攣
(
5
ー

靡
豪
1
3
0
2
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
攣
施
旗
‘

所
―
―
目
指
亭
也
、
ハ
与
靡
瞥
。
〔
段
注
〕
俗
作
レ

磨
゜
〔
玉
篇
〕
麿
‘
施
旗
之
鷹
、
所
以
指
揮
也
。

冤

】

徊

[
隊
]
三

【
歴
】
[

【磨】徊

【廠】三

□
キ Elキ

サ
ン

日
わ
け
る
。
靡
(
1
2
|
 4
2
6
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

靡
‘
分
也
、
或
八
加
。
口
わ
け
る
。
〔
集
韻
〕
啜
‘
分

也
。

ピ

凜
(
8—
2
7
0
9
7
)
に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

廃
、
同
レ
廃
。

□ 日
ミピリレ；キ
〔
字
彙
〕
狼
秋
切

〔
字
彙
〕
忙
皮
切

日
□
日
の
光
。
〔
字
彙
〕
磨
、
日
光
也
。

〔
字
彙
〕
蘇
含
切

霰

図鴎

●
お
く
。
す
て
る
。
〔
字
彙
〕
廠
‘
含
也
。

O
巌
(
6
ー

1
3
2
6
3
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
敵
‘
巌
字
之
謡
。

口巳
プ 7 ミビ
ンン

図

集
韻
〕
父
吻
切

oo

〔
集
韻
〕
忙
皮
切

九
四
四
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麻

部

〔
四
ー
ー
八
蓋
〕

庵

耐

廃

礫

際

魔

摩

巌

廃

嬌

麿

麿

載

麿

隈

九
四
五

〔
周
證
、
春
官
、
巾
車
〕
建
二
大
麿
↓
〔
注
〕
大
麿
、
不
レ

在
元
旗
中
一
以
正
危
言
レ
之
則
累
、
夏
后
氏

所
レ
建
。
〔
穀
梁
、
荘
‘
二
十
五
〕
置
五
魔
↓
〔
注
〕

魔
‘
施
幡
也
。

O
さ
し
づ
す
る
。
〔
書
‘
牧
誓
〕
右

乗
百
庭
以
磨
゜
〔
楚
辟
‘
離
騒
〕
塵
蚊
龍
以

梁
レ
津
分
。
〔
注
〕
學
レ
手
日
レ
魔
‘
或
言
、
以
レ
手
教

曰
レ
磨
゜
〔
顔
延
之
、
五
君
詠
詩
〕
一
磨
乃
出
守
。

〔
注
〕
善
日
、
魔
、
指
磨
也
。
参
さ
し
ま
ね
く
。
〔
左

氏
、
隠
‘
十
一
〕
周
魔
而
呼
゜
〔
注
〕
魔
‘
招
也
。
R
こ

こ
ろ
よ
い
。
こ
こ
ろ
よ
し
と
す
る
。
〔
證
‘
證
器
〕

祭
祀
不
レ
祈
、
不
レ
魔
レ
蚤
゜
〔
注
〕
庵
之
言
‘
快
也
、

齊
人
所
レ
善
曰
レ
魔
。

O
又
‘
戯
(
6
ー

1
1
6
8
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
魔
‘
或
作
レ
戯
。
〔
史
記
、
項
羽
紀
〕
魔

下
。
〔
注
〕
正
義
日
‘
磨
‘
亦
作
レ
戯
。

O
摘
(
5
-
1
2
7

1
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
庵
‘
卑
ハ
レ
抵
同
。

【
庵
絨
]
1

が
指
圏
旗
と
ま
さ
か
り
。
共
に
大
将
の
用

ひ
る
具
。
〔
南
史
、
齊
太
祗
紀
〕
魔
絨
一
臨
、
凶
鴬
泳
沖
‘

此
則
覇
業
之
基
、
勤
王
之
始
也
。

【
魔
下
】
2

[

●
は
た
も
と
。
大
将
の
ひ
ざ
も
と
。
大
将
の

陣
所
。
又
‘
其
の
兵
士
。
将
軍
直
屡
の
士
。
戯
下
。
〔
史
記
‘

項
利
紀
〕
項
王
乃
上
レ
馬
騎
‘
磨
下
牡
士
‘
騎
従
者
八
百
餘

人
。
〔
注
〕
正
義
日
、
麿
、
亦
作
レ
戯
。
〔
漢
書
‘
李
廣
博
〕
廣

謂
箕
麿
下
1

日
‘
廣
結
髭
臭
匈
奴
大
小
七
十
餘
戦
‘

今
幸
従
,
,
大
将
軍
盆
3

接―
-
g

早

f
兵
盃
皿
大
将
軍
又
徒
1

一廣

部
ご
打
回
遠
‘
叉
迷
失
レ
道
、
登
非
レ
天
哉
。
〔
漢
書
‘
張

耳
陳
餘
博
〕
耳
乃
凧
二
其
印
盆
収
,
,
其
麿
下
↓
〔
後
漢
書
‘
呂

布
博
〕
布
爽
蜘
雫
＇
一
登
,
,

白
門
棲
↓
〔
顔
氏
家
訓
‘
教
子
〕

乃
勒
―
―
麿
下
軍
士
五
型
守
殿
門
↓
〇
轄
じ
て
、
将
帥
を
い

ひ
、
又
、
武
官
の
美
梢
と
す
る
。
〔
書
言
故
事
、
武
官
類
〕

紐
呼
将
帥
日
麿
下
↓
〔
故
事
成
語
考
、
文
臣
〕
帳
下
・

魔
下
、
並
美
武
官
一

【
魔
蓋
】
3

が
さ
し
づ
ば
た
と
撒
勾
。
共
に
大
将
の
用

ひ
る
具
。
〔
晉
書
‘
衛
瑠
博
〕
大
車
・
官
騎
‘
磨
蓋
・
鼓
吹
‘
諸

威
儀
、
一
如
競
典
↓
〔
南
史
、
楊
公
則
博
〕
嘗
登
レ
悽
望
レ

戦
‘
城
中
遥
見
麿
蓋
↓

【
麿
軍
]
4

び
軍
隊
を
さ
し
づ
す
る
。
〔
梁
書
、
ホ
叡

偉
〕
叡
乗
1

一
素
木
輿
一
執
一
白
角
如
意
一
庵
レ
軍
一

H
散

合
。
〔
庚
信
、
周
柱
國
大
将
軍
乾
千
弘
神
道
碑
〕
公
以
―
―
白

狙
魔
レ
軍
‘
朱
絲
度
レ
水
。

【
魔
呼
】
5

[

さ
し
ま
ね
き
よ
ぶ
。

【
魔
掃
】
6

が
は
ら
ひ
の
け
る
。
お
ひ
は
ら
ふ
。
〔
白
居

易
、
和
薇
之
三
十
三
首
詩
序
〕
四
十
二
章
‘
麿
掃
並
畢
゜

【
庵
織
】
入
さ
し
づ
ば
た
と
の
ぽ
り
。
又
、
指
圏
旗
゜

〔
呉
子
、
論
将
〕
贅
鼓
金
鐸
、
所
1

一
以
威
p

耳
、
施
旗
庵

織
所
↓
ー
以
威
p

目
。
〔
唐
書
‘
忠
義
中
‘
張
巡
傭
〕
有
二
大

酋

T
被
レ
甲
引
1

一
柘
褐
千
騎
二
魔
織
乗
レ
城
招
‘
云
云
‘
巡

伏
陵
禽
レ
之
。
〔
宋
史
‘
兵
志
九
〕
施
旗
麿
織
、
各
随
―
一
方

色↓

【
麿
叱
】
8

？
し
か
り
と
ば
す
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
雨
川
都

轄
院
志
〕
昨
過
二
其
門
ぶ
四
レ
不
―
―
相
識
面
魔
叱
使
レ
去
。

【
磨
施
】
，
5

ィ
さ
し
づ
ば
た
。
指
揮
旗
゜
〔
蜀
志
、
先
主

劉
備
博
‘
注
〕
自
将
二
藪
十
騎
盃
山
望
―
―
公
軍
百
笠
麿
脆
一

便
棄
レ
衆
而
走
。
〔
隋
書
‘
昔
築
志
中
〕
竪
軒
循
レ
轍
‘
魔

施
復
レ
路
。

【
魔
召
】
10

炉
ま
ね
き
め
す
。
〔
漢
書
、
韓
信
傭
〕
奪
1

其

符
印
百
盆
竺
召
諸
将
百
勿
―
―
置
之
↓

【
庵
節
】
11

が
さ
し
づ
ば
た
。
指
揮
旗
゜
〔
李
華
、
韓
公
廟

碑
銘
〕
介
冑
之
士
‘
垂
,
,
十
萬
人
一
瞭
―
―
我
麿
節
「
以
為
―
―
進

退↓

【
磨
扇
】
1
2
[
／
軍
扇
。
軍
配
圃
扇
゜
〔
日
本
外
史
、
足
利

氏
後
記
、
上
杉
氏
〕
信
玄
不
レ
暇
レ
抜
レ
刀
、
以
一
盃
炉
持
麿

扇
五
＂
レ
之
。

〖
磨
扇
渡
〗1
3
"ざ
地
名
。
南
京
市
の
秦
淮
河
の
滸
゜
晉

の
顧
榮
、
兵
を
起
し
て
陳
敏
を
討
ち
‘
敏
の
軍
と
河
を

央
み
て
陣
す
。
榮
、
利
扇
を
以
て
庵
く
や
、
敏
の
軍
遂
に

潰
ゆ
。
後
人
‘
其
の
地
を
魔
扇
渡
と
い
ふ
。

【
魔
樟
】
14

が
指
揮
に
用
ひ
る
旗
。
魔
施
。
〔
呉
志
、
全

踪
博
、
注
〕
踪
還
経
―
過
錢
唐
↓
修
―
―
祭
墳
墓
玉
魔
憧
節
蓋
‘

曜
於
茜
里
言
白
居
易
‘
叙
レ
徳
書
レ
情
四
十
韻
上
1

全
旦
飲

暫
中
承
ご
詩
〕
出
入
麿
帷
引
‘
登
臨
剣
戟
随
゜
〔
韓
愈
、
病

中
賄
―
張
十
八
一
詩
〕
吾
欲
レ
盈
―
―
其
氣
二
小
レ
令
レ
見
,
,
魔

憧
↓
〔
宜
和
遺
事
前
集
‘
下
〕
麿
瞳
雉
扇
詳
煙
裏
゜

【
魔
使
】
lS

が
＇
ウ
指
揮
用
の
武
器
。
〔
唐
書
‘
儀
衛
志
上
〕

天
子
出
‘
削
有
,
,
細
使
・
黄
魔
伎
↓
〔
宋
史
‘
架
志
九
〕
導

以
麿
似
奏
以
命
石
↓

【
麿
ギ
保
】
16

？
ウ
合
園
の
旗
の
は
た
じ
る
し
。
〔
呉
志
‘
陸

遜
博
〕
聞
、
徐
晃
等
少
レ
騎
駐
レ
腔
‘
閾
―
―
望
磨
保
↓

麻
の
責
。
〔
廣
雅
‘
繹
草
〕
顛
‘
巌
也
。

冨
】
[
チュ

〔
集
韻
〕
追
輪
切
面
[

冨】亨
去
る
。
〔
字
彙
〕
摩
‘
去
也
。

マバ

〔
字
彙
〕
忙
果
切

簡

＇昌

冨
品
キ
”
戸

Htl")の俗
字
。
〔
正
字

日
□
あ
さ
。
〔
字
彙
〕
磨
靡
也
。

霞
】
[
先
ウ

Elクキ
，
ヤ
ヴ

ヵーウ

口

〔
字
彙
〕
騒
羊
切

字
槃
〕
丘
九
切
痴園

あ
さ
が
ら
。
を
が
ら
。
〔
集
韻
〕
咲
‘
麻
蒸
也
。

阿
】
〖ホ
ン
ポ
ン

〔
集
韻
〕
部
本
切
戸
{

麻
が
し
げ
る
。
〔
字
彙
〕
廃
‘
麻
叢
。

【
魔
】
〖
ヲエ

ンン

〔
字
彙
〕
於
玩
切
飼

目
1i
――

厨
】
[
マ

摩
(
5
ー

1
2
6
1
3
)

の
古
字
。
〔
字
彙
補

鮒
、
古
文
摩
字
。

霰】叩
シ，ウ
シ，ユ

〔
集
韻
〕
笛
尤
切

m

【鷹】如

載
(
1
2ー

4
7
9
1
0
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
麿
、
同
レ
繭
゜

セ
キ

【
戴
】
[

錫
(
8—
2
7
5
9
9
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
戴
、
同
レ
錫
゜

セ
キ

＇且

【麿】三

諷
ま
ろ
。
麿
(
1
2
ー

4
7
9
0
9
)

に
同
じ

【
麿
】
[
“
い
げ
汀
〗
し
い
い

名
詞
。

O
主
と
し
て
人
名
の
下
に
添
へ
る
接
尾
語
。
後

世
は
多
く
童
子
の
時
に
の
み
用
ひ
る
。

あ
さ
を
。
未
だ
練
ら
な
い
あ
さ
い
と
。
〔
集
韻
〕

蓋
‘
櫨
未
レ
練
。

冨】[
[
7

〔
集
韻
〕
鳥
酷
切
国

あ
さ
。
〔
玉
篇
〕
廃
‘
麻
也
。
〔
廣
韻
〕
需
‘
麻
也
。
〔
集

韻
〕
廃
、
｛
呆
也
。

【喩】如

リ
ヴ
レ）
 

〔
集
韻
〕
力
求
切

m

,i―― 
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小
〇
い
ち
ぴ
あ
さ
。
〔
説
文
〕
甑
、
競
曝
‘

蔽
八
レ
麻
魚
臀
。
〔
正
字
通
〕
霞
、
即
今
白

窮
麻

麻
、
多
生
,
,
卑
涅
虞
函
宕
名
二
荷
麻
↓
●
＿
た
ば
の

麻
゜
〔
玉
篇
〕
露
、
麻
一
紫
也
。

O
或
は
靡
(
1
2
-
4
7

冨
早
八
ゥ
〔
集
韻
〕
徒
侯
切

m

か
う
ば
し
い
。
〔
集
韻
〕
麿
、
香
也
。

冠
品
パ
〗
〔
集
韻
〕
奴
昆
切
苧
〗

＇昌

深
い
さ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
店
、
深
牒
貌
。

冠】叩
喜
〔
字
彙
補
〕
眉
几
切
瞬

小
●
あ
さ
。
又
、
あ
さ
が
ら
。
を
が
ら
。

〔
説
文
〕
隈
‘
麻
鯖
也
、
八
レ
麻
取
臀
゜

麿
策

〔
段
注
〕
鯖
、
郎
楷
字
之
俗
゜
〔
玉
篇
〕
療
、
麻
埜
也
。

〔
字
彙
〕
隈
‘
按
‘
廉
日
レ
麻
‘
蒸
卸
麻
斡
‘
本
一
物

也
。
〔
楚
辟
‘
東
方
朔
‘
七
諫
‘
謬
諫
〕
箆
蕗
雑
二
於
隈

蒸
分
。
〔
注
〕
｛
呆
翻
曰
愉
。
●
或
は
隊
(
1
2
-
4
7
9
1

8
)
・
 

鼓
(
9
-
3
1
1
4
6
)

に
作
り
、
通
じ
て
振
(
5
-
1
2

2
8
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
際
、
或
炊
レ
靱
。
〔
正
字
通
〕

際
、
省
作
レ
敢
、
通
作
レ
振
。

【
隈
蒸
】
1

窃
＇
ウ
あ
さ
が
ら
。
字
解
の
〇
を
見
よ
。
一
説

に
‘
隈
は
あ
さ
が
ら
、
蒸
は
乾
か
し
た
竹
。
〔
楚
酔
、
東
方

朔
、
七
諫
、
謬
諫
〕
箆
蕗
雑
応
隈
蒸
合
、
機
蓬
矢
以

射
レ
革
゜
〔
注
〕
｛
呆
翻
日
レ
隈
、
福
竹
日
レ
蒸
、
言
下
持
―
ー
箆
蕗

香
直
之
草
ご
雅
1

一
於
康
蒸
こ
燒
而
燃
レ
之
、
則
不
益
誠
1

一
於

物
1

也
。
〔
補
注
〕
隈
‘
廠
酷
也
‘
云
云
‘
蒸
‘
折
麻
中
幹
也
。

麻

部

〔
八
ー
―
-
＋
董
〕

冨
母
爾
写

旦
〔
集
韻
〕
忙
皮
切
函

n鯛
言
且

7
ン

隈
(
1
2
-
4
7
9
2
3
)

に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
隕
‘
卑
ハ
レ
膚
同
。

n,“
 

霞】可
あ
さ
。
〔
字
彙
〕
慶
‘
麻
慶
也
。

モポ

〔
字
彙
〕
莫
補
切

圏

【
隊
】
[
/
ウ
＂
戸
旦
い
〗
に
同
じ
。
〔
集

'冒――

小
●
あ
さ
を
。
ね
ら
な
い
あ
さ
。
〔
説
文
〕

築
嬌
‘
未
二
練
治
一
櫨
也
、
炊
レ
廠
後
臀
゜

棧
〔
玉
篇
〕
嬌
、
未
レ
練
櫨
。

O
未
だ
つ
む
が
ぬ
あ
さ
。

〔
廣
韻
〕
嬌
、
｛
呆
未
レ
績
者
。

O
き
ぎ
ぬ
。
〔
廣
雅
‘
繹

器
〕
緯
‘
絹
也
。
働
或
は
殻
(
6
-
1
6
6
9
7
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
緯
‘
或
作
レ
穀
゜

冨】如
コ
ク
〔
集
韻
〕
空
谷
切
園
〗

爾】可

霞

(
1
2ー

4
7
9
1
5
)

に
同
じ
。
〔
集

L
ウ

韻
〕
露
‘
或
書
作
レ
巖
゜

9
1
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
愈
、
或
書
作
レ
靡
゜

【鼈】
g

こ
ま
あ
ぶ
ら
。
〔
集
韻
〕
鼈
、
油
麻
一
搾
曰
レ
證
。

サ
ク

〔
集
韻
〕
倉
各
切

圏

璽囀
i

――

【

顧

】

[

[

口

戸

L

丘戸｛

顧
應
或
凡
靡
貨
芸
集
韻
匿
〖
‘
或
書
作
レ
顧
。
〔
正
字
通
〕

顧
、
興
レ
廣
同
。

7

ン
・
ヒ

日
口
〇
あ
さ
の
賓
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
贋
‘
墾
貫
。

●
賓
の
あ
る
麻
゜
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
贋
不
レ
類
レ

布
‘
而
可
二
以
為
＞
布
。
〔
注
〕
廣
‘
麻
之
有
に
貫
者
。

〇
或
は
肥
(
9ー

3
1
2
6
0
)
・

顧
(
1
2
|
 4
7
9
2
4
)

に
作

り
、
通
じ
て
賀
(
9
-
3
1
9
8
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

贋
、
亦
作
レ
肥
、
或
書
作
レ
顧
、
通
作
レ
貨
。

7
ン

プ
ン

口旦

屑】
g

〔
集
韻
〕
父
沸
切

〔
集
韻
〕
符
分
切／ ur
 
困町図

n鯛
三
口
i
-

盲
】
〖
ヒ
[
〗
[
口
迂
為
字
。
〔
盟
字

小
き
び
。
く
ろ
き
び
。
或
は
凜
(
8ー

2
5
2
5

腐
豪
7
)
•
/
1
(
1
2
-
4
8
0
3
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

疇
椋
也
、
炊
レ
黍
麻
瞥
。
〔
集
韻
〕
凛
‘
或
八
レ
禾
、

亦
書
作
レ
纏
〔
呂
覧
、
本
味
〕
陽
山
之
程
、
南
海
之

拒
゜
〔
注
〕
闘
西
謂
乏
慮
翼
州
謂
乏
凄
↓

膿

靡

磨

露

麿

綸

磨

慶

廣

慮

廣

贋

顧

霞

黄

部

黄

●
き
。
き
い
ろ
。
五
色
の
一
。

中
央
・
中
和
・

H
光
・
土
・
君

王
の
服
の
色
と
す
る
。
〔
説
文
〕
黄
、
地
之
色
也
‘

炊
レ
田
茨
臀
‘
茨
、
古
文
光
。
〔
繹
名
、
繹
采
吊
〕
黄
‘

晃
也
‘
猶
二
晃
晃
一
象
―
―
日
光
色
一
也
。
〔
易
‘
坤
〕
天

玄
而
地
黄
。
〔
詩
‘
邸
風
、
緑
衣
〕
緑
衣
黄
裏
゜
〔
博
〕

緑
‘
間
色
‘
黄
‘
正
色
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
十
二
〕
黄
‘
中

之
色
也
。
〔
漢
書
、
律
歴
志
上
〕
黄
者
、
中
之
色
‘
君

之
服
也
。
〔
白
虎
通
‘
琥
〕
黄
帝
、
中
和
之
色
、
自
然

之
性
。
〔
風
俗
通
‘
皇
覇
〕
黄
者
光
也
、
厚
也
、
中
和

之
色
。
〔
論
衡
‘
瞼
符
〕
黄
為
―
―
土
色
ぶ
丑
仕
二
中
央
↓

●
き
ば
む
。
き
い
ろ
に
な
る
。
〔
幡
‘
月
令
〕
草

木
黄
落
。
〔
馬
祖
常
‘
送
1

一
胡
古
愚
還
丘
越
詩
〕
送
ニ

客
蹄
ア
山
天
正
霜
、
呉
江
蟹
美
橘
初
黄
。
参
こ
ど

も
。
幼
兒
。
〔
唐
書
、
食
貨
志
一
〕
民
三
歳
以
下
為
レ

黄
、
十
五
以
下
為
レ
小
゜
〔
唐
開
疋
志
〕
凡
男
女

始
生
為
レ
黄
、
四
歳
為
レ
水
。
働
黄
馬
。
黄
色
の

勝
っ
た
騨
馬
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
馴
〕
有
レ
騒
有
レ
黄
゜

〔
博
〕
黄
騨
日
レ
黄
゜
〔
疏
〕
迫
印
黄
而
維
レ
赤
者
↓
R

黄
金
。
〔
漢
書
‘
酷
吏
、
楊
僕
博
〕
懐
―
―
銀
黄
盃
ぎ
三

雙
〔
注
〕
師
古
曰
‘
黄
、
金
印
也
。

O
雌
黄
。
築
料

の
一
。
文
字
を
塗
抹
す
る
に
用
ひ
る
。
〔
本
草
、
雌

黄
〕
集
解
‘
弘
景
日
、
出
1

一
扶
南
林
邑
1

者
‘
謂
―
―
之

ヽ
．
 

黄
：

斎
文古

【
黄
】
〖
乃
〔
集
韻
〕
胡

r
x
w
力
墨g g'
 

昔

ハ

部
九
四
六
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墨
四
衷
色
如
釜
而
似
二
雲
母
甲
錯
齊
家
所
レ
黄
氏
嵐
姓
‘
陸
終
之
後
封
応
殴
今
光
州
定
城
時
珍
日
、
願
頼
以
レ
形
、
鰭
以
レ
味
‘
峡
飢
以
會
也
、
今
人
〖
黄
衣
選
人
〗

1
6努
パ
パ
官
名
。
宋
、
置
く
。
祭
祀
を

重
゜
〔
唐
書
、
陸
亀
蒙
博
〕
朱
黄
不
レ
去
レ
手
。
〔
獣
陽
西
十
二
里
有
―
―
黄
國
故
城
在
こ
楚
輿
國
也
‘
億
十
析
而
呼
為
黄
峡
・
黄
軋
一
陸
磯
作
―
―
楊
貰
謬
芙
゜
掌
る
。
〔
事
物
紀
原
、
九
寺
卿
少
部
、
齋
郎
〕
魏
始
有
太

脩
‘
進
二
唐
書
一
表
〕
粗
定
1

一
鉛
黄
云
〇
黄
紙
。
唐
代
‘
二
年
為
―
―
楚
所
＞
滅
‘
子
孫
以
レ
國
為
レ
氏
‘
亦
鼻
姓
【
黄
鴨
】
1
0
[
，
匁
鳥
の
名
。
を
し
ど
り
の
異
名
。
〔
本
草
、
常
齋
郎
「
唐
有
,
,
太
廟
・
郊
社
之
別
盃
愕
空
國
家
i

其
久

鴛
鵞
〕
秤
名
‘
黄
鴨
‘
匹
烏
‘
集
解
‘
李
時
珍
日
‘
鴛
喬
‘
烏
～
次
者
‘
太
廟
又
補
―
―
室
長
二
郊
社
即
補
1

一
掌
坐
掌
次
ぶ
ザ

類
也
‘
云
云
‘
大
如
小
鴨
五
其
質
杏
黄
色
。
之
黄
衣
選
人
ご
咀
宗
以
来
‘
又
以
玲
t

一
朝
臣
子
弟
起
レ
家

救
書
の
博
紗
に
用
ひ
た
黄
色
の
紙
。
〔
石
林
燕
語
、
十
四
氏
之
一
也
。

三
〕
唐
制
降
レ
赦
、
有
レ
所
―
―
更
改
冨
ク
紙
帖
レ
之
、
【
黄
埃
】
1

"

り
ゥ
〇
黄
色
の
っ
ち
は
こ
り
。
〔
鮒
照
‘
蕪
城
【
黄
安
】
11

互
匁
縣
名
。

O
晉
、
置
く
。
今
、
訣
く
。
四
之
官
一

謂
乏
帖
黄
涵
霰
書
用
二
黄
紙
面
5
帖
者
亦
黄
紙
賦
〕
疸
視
千
里
外
‘
惟
見
起
賣
埃
→
〔
白
居
易
‘
翼
城
北
川
省
縣
陽
縣
の
境
。

O
西
魏
‘
置
く
°
故
冶
は
四
川
省
剣
〖
黄
衣
凜
食
〗
1
7焚
訂
ク
黄
衣
を
着
て
扶
持
米
を
受

原
詩
〕
風
吹
黄
埃
起
‘
落
日
駆
I

征
車
↓
〔
白
居
易
、
長
恨
閣
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
保
寧
府
、
剣
州
〕
け
る
者
‘
宦
官
を
い
ふ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
玄
宗
‘
開

歌
〕
黄
埃
散
漫
風
藩
索
。

O
鉄
（
原
始
石
）
か
ら
生
じ
て
黄
安
窮
縣
、
本
梓
滝
縣
地
、
蒲
齋
僑
―
―
置
華
陽
縣
面
四
南
元
元
年
）
初
太
宗
定
レ
制
、
内
侍
省
不
レ
置
1

ニ
ニ
品
官
↓
黄

也
。
R
黄
玉
。
〔
詩
‘
齊
風
、
著
〕
充
耳
以
レ
黄
乎
而
゜

〔
博
〕
黄
、
黄
玉
。

O
穀
類
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
生
民
〕
種
二
黄
隕
（
水
銀
）
を
生
ず
る
鑽
物
の
名
。
〔
准
南
子
‘
墜
形
安
郡
涵
岱
縣
旦
梁
安
祠
魏
改
日
黄
安
元
置
黄
衣
凜
食
、
守
レ
門
博
レ
命
而
已
゜

之
黄
茂
→
〔
傭
〕
黄
‘
嘉
穀
也
。

O
な
か
。
中
央
。
〔
随
‘
訓
〕
訣
五
百
歳
生
黄
埃
ぢ
頁
埃
五
百
歳
生
嘉
頭
~
。
原
郡
瑣
焉
、
開
皇
初
、
郡
際
縣
属
始
州
面
唐
隠
―

-
i
l
J
州
「
【
黄
異
】1
8り
ワ
，
ゥ
元
の
人
。
瀬
の
裔
孫
。
字
は
民
同
。
少
よ

郊
特
牲
〕
黄
者
中
也
。
〔
易
‘
鼎
〕
六
五
‘
鼎
黄
耳
‘
金
【
黄
姐
】
2

[

な
老
婆
を
い
ふ
。
〔
陳
造
‘
詩
〕
食
神
黄
温
唐
末
改
為
―
―
普
成
縣
工
宋
因
レ
之
、
元
省
。

O
明
‘
僅
く
。
り
學
を
好
み
‘
白
鹿
洞
に
讀
書
す
。
至
元
の
進
士
。
悪

絃
‘
利
貨
。
〔
注
〕
居
缶
以
レ
柔
‘
能
以
羅
理
‘
納
二
喜
欲
畑
。
〔
氾
成
大
、
問
天
瞥
賦
〕
臣
慾
過
竹
而
湖
北
省
黄
跛
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
黄
州
學
録
と
な
り
、
後
、
道
源
書
院
山
長
と
な
る
。
元
季

大
雙
黄
娼
推
レ
臣
以
避
レ
席
。
州
府
〕
黄
安
縣
、
本
黄
岡
・
麻
城
・
黄
跛
三
縣
地
‘
嘉
靖
四
の
兵
胤
に
隠
居
し
、
自
ら
節
奄
と
琥
す
。
著
に
節
i

奄
詩

【
黄
鉄
】
3

t
笠
魚
の
名
。
黄
i
L
(
9
)

を

見

よ

。

十

二

年

、

栃

置

l

今
縣
盆
竪
地
僻
多
＞
盗
也
、
縣
治
郎
麻
集
が
あ
る
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

乎
剛
正
言
太
玄
経
‘
玄
文
〕
黄
不
レ
黄
゜
〔
注
〕
黄
‘
中

【
黄
鵞
】
4

カ
匁
う
ぐ
ひ
す
。
黄
鶯
゜
〔
詩
‘
秦
風
、
黄
鳥
‘
義
城
之
新
安
姜
家
販
‘
萬
暦
初
、
壻
1

一
築
縣
城
五
周
不
レ
及
―
-
【
黄
頗
】
19

り
ヮ
ゥ
明
、
蒲
祈
の
人
。
字
は
敬
徳
。
成
化
の
進

也
。

O
黄
帯
。
軒
輯
氏
の
稲
゜
亦
‘
之
を
祖
と
す
る

教
義
の
稲
。
〔
後
漢
書
‘
矯
慎
博
〕
少
好
―
―
黄
老
盃
隠
―
―
疏
〕
黄
鳥
‘
麒
鵜
‘
或
謂
黄
栗
屈
幽
州
謂
―
―
之
黄
喬
↓
四
里
玉
編
戸
二
十
三
里
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖
北
、
黄
士
。
官
は
温
縣
知
。
後
、
陳
留
に
韓
ず
。

逓
山
谷
U

轡
や
む
。
や
ま
ひ
。
や
み
つ
か
れ
る
さ
【
黄
襖
】
5

詞ゥ

i

明

黄

色

の

陣

利

織

。

〔

日

本

外

史

、

武

州

府

、

縣

七

、

黄

安

。

【

黄

9
】20
？
ぼ
〇
祭
祀
に
用
ひ
る
酒
器
。
六
丼
の
一
。

ま
。
〔
爾
雅
‘
樗
詰
〕
玄
黄
‘
病
也
。
〔
疏
〕
玄
黄
‘
馬
田
上
杉
氏
紀
〕
有
二
騎
一
黄
襖
縮
馬
‘
以
百
布
―
衰
レ
【
黄
案
】

12n忍
尚
書
の
文
案
。
尚
書
は
黄
札
を
用
ひ
た
黄
目
(
8
6
4
)

に
同
じ
。
〔
周
幌
、
春
官
、
小
宗
伯
、
辮
六
丼

面

‘

抜

天

刀

工

来

呼

日

、

信

玄

何

在

。

か

ら

い

ふ

。

黄

白

案

(
7
6
2
)

を
見
よ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
齊
之
名
物
一
以
待
,
1

果
将
一

【
黄
鶯
]
6

乃
ぅ
ぐ
ひ
す
。
黄
烏
。
黄
鵬
〔
爾
雅
‘
秤
紀
〕
（
束
昏
侯
‘
永
元
元
年
）
宦
者
以
衷
魚
肉
還
レ
家
‘
注
〕
六
葬
、
維
在
、
鳥
「

[
iー
三
望
｝
黄
幡

更
黄
色
乏
病
‘
郭
云
‘
皆
人
病
之
通
名
。
〔
詩
‘
小

器

諄

園

雅
、
何
井
不
黄
〕
何
丼
不
レ
黄
。

O
詮
゜
〔
論
衡
‘
道
鳥
、
黄
鳥
‘
疏
〕
陸
壊
疏
互
黄
鳥
‘
黄
鵬
‘
云
云
‘
幽
州
A

並
是
五
省
黄
案
。
〔
注
〕
案
、
文
案
也
、
蔵
レ
之
以
玲
案
邦
、
罪
非
、
黄
葬
、
虎

Q

虚
〕
i
炉
民
則
レ
法
日
レ
黄
゜
〔
燭
断
、
下
〕
靖
レ
民
則
レ
謂
之
黄
閤
一
名
＿
商
庚
‘
一
名
鷲
黄
‘
一
名
楚
雀
‘
齊
人
撮
盃
f

書

用

―

―

黄

札

五

緊

巳

黄

案

↓

丼

、

錐

葬

。

〔

周

饒

、

春

法
旦
黄
゜
◎
周
の
國
の
名
。
春
秋
の
時
‘
楚
に
謂
二
之
掲
黍
↓
〔
王
維
、
左
腋
梨
花
詩
〕
黄
鶯
弄
不
レ
足
‘
[
黄
夷
】
13

豆
ヮ
ゥ
漢
代
の
東
夷
の
名
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
官
、
司
尊
非
〕
秋
嘗
冬
魚
、
課
用
―
―
葬
坪
黄
葬
↓
〔
注
〕
黄

滅
ぼ
さ
る
。
河
南
省
漬
川
縣
の
西
。
〔
左
氏
、
倍
、
瞭
入
二
未
央
宮
言
唐
無
名
氏
、
伊
州
歌
〕
打
-
1

起
黄
鷺
兒
一
傭
〕
夷
有
九
種
↓
曰
‘
云
云
‘
黄
夷
・
白
夷
・
赤
夷
・
玄
夷
。
非
、
黄
目
尊
也
。
●
宋
の
人
。
斌
老
の
弟
。
字
は
子
舟
（
子

莫
レ
教
二
枝
上
暗
↓
〔
荼
母
潜
‘
送
―
―
章
葬
下
第
一
詩
〕
黄
鶯
【
黄
衣
]
1
4

バ
忍
〇
黄
色
の
衣
゜
〔
随
‘
月
令
〕
（
中
央
）
衣
―
―
丹
）
。
節
を
折
つ
て
學
に
力
め
、
純
儒
と
為
る
。
八
行
に

暗
就
レ
馬
、
白
日
暗
饒
レ
林
。
黄
衣
盆
四
黄
玉
↓
〔
論
語
、
郷
窯
〕
細
衣
恙
裟
‘
素
衣
覺
攀
げ
ら
れ
、
官
は
朝
郎
奉
郎
に
終
る
。
竹
監
を
善
く
し
、

十
二
〕
楚
滅
レ
黄
゜
◎
地
名
。
④
春
秋
‘
宋
の
邑
゜

河
南
省
杞
縣
の
北
。
〔
左
氏
、
隠
‘
元
〕
敗
采
師
子
〖
黄
鶯
兒
〗

7
/ワ
ウ
ア
ウ
~
牌
の
名
。
南
曲
に
て
商
調
正
装
‘
黄
衣
狐
装
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
狐
装
黄
衣
以
褐

5之
‘
錦
衣
文
同
、
自
ら
以
て
及
ば
ず
と
為
す
。
〔
宋
元
學
案
、
八
十

翌
＠
春
秋
‘
齊
の
邑
゜
〔
左
氏
、
桓
、
十
七
〕
盟
子
曲
に
入
る
。
又
‘
曲
牌
の
名
。
一
名
、
金
衣
公
子
。
北
曲
に
狐
裟
、
諸
侯
之
服
也
。
〔
注
〕
黄
衣
、
大
蛯
時
臓
年
証
竺
之
二
〕
。

翌
〔
春
秋
、
宣
、
八
〕
公
子
遂
如
レ
齊
‘
至
レ
黄
乃
復
。
て
商
角
隻
曲
に
入
る
。
〔
曲
律
〕
宋
~
如
李
易
安
・
孫
夫
服
也
‘
孔
子
曰
‘
黄
衣
狐
装
。
〔
孫
希
旦
集
解
〕
狐
裟
者
、
【
黄
消

]
2
1
i
ヮ
ゥ
宋
‘
甑
寧
の
人
。
字
は
清
臣
。
孝
宗
の

人
・
玩
逸
女
「
皆
紐
―
佳
手
玉
心
人
北
詞
‘
二
三
羊
円
棲
人
尚
自
1

一
人
君
一
以
下
至
―
於
大
夫
士
一
之
所
↓
―
常
服
也
、
鄭
氏
朝
‘
廣
東
轄
運
判
官
に
累
遷
。
深
く
楕
郷
に
入
っ
て
民

能
染
レ
指
‘
今
南
詞
僅
楊
用
修
夫
人
黄
鶯
兒
一
詞
梢
博
゜
云
‘
黄
衣
‘
大
蛸
時
腺
―
―
祭
先
紺
一
之
服
‘
誤
芙
‘
郊
特
牲
｀
の
疾
苦
を
問
ふ
。
刑
湖
南
路
に
使
し
て
春
陵
の
界
に
入

〔
春
秋
地
理
考
賓
〕
宣
公
八
年
、
公
子
遂
如
レ
齊
、

〔
曲
諧
〕
王
越
世
昌
有
―
―
喘
哩
嘩
黄
鶯
兒
「
後
来
炊
レ
燦
之
黄
衣
黄
冠
以
祭
‘
乃
謂
―
蛸
祭
時
野
夫
之
服
盃
i

ハ
―
―
―
此
言
↓
―
る
。
棉
・
桂
の
飢
民
の
斐
を
な
す
を
聞
き
‘
夜
に
乗
じ
て

至
レ
黄
乃
復
、
是
黄
為
1

一
魯
至
レ
齊
所
レ
由
之
地
ぶ
小

経
注
、
昌
國
縣
有
資
山
・
黄
阜
玉
翌
博
興
「
則
黄
人
、
有
下
作
吟
吟
叶
・
吟
喰
晦
噂
哩
追
者
涵
向
日
音
調
黄
衣
示
＇
レ
同
。
〔
韓
愈
華
山
女
詩
〕
黄
衣
道
士
亦
講
説
‘
深
く
入
り
、
賊
の
不
意
に
出
づ
。
賊
驚
き
潰
え
、
遂
に
事

地
其
在
レ
此
歎
。

O
み
ぞ
。
浪
(
7
-
1
7
8
5
0
)
に
通
中
纏
臀
之
類
‘
絃
皆
用
作
↓
調
中
正
字
一
是
未
nl

嘗
非
1

一
古
座
下
｛
蓼
落
如
萌
星
↓
〇
麹
の
一
種
。
黄
蒸
(
5
0
3
)
に
同
無
き
を
得
た
り
。
雨
郡
の
民
、
皆
、
像
を
驚
い
て
こ
れ
を

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
黄
、
段
借
為
レ
違
〔
枚
乗
、
今
架
喪
遷
之
一
端
血
。
じ
。
〔
本
草
、
黄
蒸
〕
繹
名
‘
黄
衣
‘
褒
黄
。
生
祠
す
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
一
〕
・
〔
尚
友
録
、
十
〕
。

【
黄
鷺
]
8乃
ぅ
ぐ
ひ
す
。
黄
鶯
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
〖
黄
衣
翁
〗
1
5
勾
？
司
馬
相
如
が
夢
中
に
遇
っ
た
人
。
【
黄
偉
】
2
2岱
ゥ

0
明
、
同
安
の
人
。
字
は
孟
偉
。
正
徳
の
3
 

品
魚
疏
〕
黄
鳥
‘
鵬
劉
也
‘
云
云
、
幽
州
人
謂
↓
―
之
黄
閤
↓
〔
西
京
雑
記
、
三
〕
（
司
馬
）
相
如
将
レ
猷
レ
賦
、
未
レ
知
レ
所
レ
進
士
。
官
は
刑
部
郎
。
後
、
南
雄
守
よ
り
松
江
に
改
め
ら

七
骰
〕
黄
池
紆
曲
。
〔
注
〕
善
日
、
黄
‘
嘗
レ
為
レ
渥
゜

◎
古
‘
灸
(
8
-
5
7
0
5
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
黄
‘
灸
、
【
黄
飢
】
，
t
匁
魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
げ
ば
ち
。
黄
願
魚
。
〔
本
為
‘
夢
‘
一
黄
衣
翁
謂
レ
之
曰
‘
可
レ
為
―
一
大
人
賦
遂
作
―
―
る
。

O
明
の
人
。
正
徳
中
の
大
監
。
内
臣
匿
名
書
に
て

54

古
文
黄
゜
鍮
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘
以
レ
國
為
レ
氏
〕
草
、
黄
願
魚
〕
秤
名
、
黄
鰭
魚
、
黄
頬
魚
‘
訣
軋
、
黄
軋
、
大
人
賦
ご
―
―
―
ロ
ユ
岬
仙
之
事
「
以
猷
レ
之
‘
賜
1

一
錦
四
疋
↓
劉
瑾
を
話
る
。
瑾
、
詔
を
矯
め
て
百
官
を
召
し
て
詰
責

13

|
 

|

_

 

黄

部

黄

九

四

七



黄

部

黄

九

四

八

|

ー

1

）
す
る
や
、
偉
、
諸
臣
に
謂
ひ
て
曰
く
、
内
臣
の
言
ふ
所
は
【
黄
允
】
31

バ
匁
後
漢
、
清
陰
の
人
。
字
は
子
文
。
偶
オ
【
黄
雲
】
39

”
忍
〇
黄
色
い
雲
。
④
瑞
雲
。
〔
漢
書
、
郊
祀
【
黄
穎
】
44

り
匁
〇
宋
、
箭
田
の
人
。
字
は
仲
｛
貫
。
元
祐

445
 

4

皆
、
國
の
た
め
、
民
の
た
め
に
す
、
身
を
挺
し
て
自
ら
承
を
以
て
名
あ
り
。
郭
泰
‘
其
の
守
道
篤
か
ら
ざ
る
を
恐
志
上
〕
至
二
中
山
五
晏
温
有
玉
塁
手
焉
。
〔
洛
書
〕
黄
帝
中
‘
純
明
行
修
に
摯
げ
ら
れ
て
就
か
ず
。
哲
宗
そ
の
家

3

け
な
ば
、
死
す
る
も
好
男
子
た
る
を
失
は
ず
、
奈
何
ぞ
れ
、
背
て
之
を
戒
む
。
後
、
哀
陳
‘
従
女
の
為
め
に
求
姻
起
黄
雲
扶
レ
日
。
〔
宋
書
、
符
瑞
志
上
〕
帝
発
之
母
慶
都
‘
に
就
い
て
起
用
す
。
長
泰
縣
に
歴
知
し
‘
學
含
を
修
治

6
 
9

他
人
を
托
累
せ
ん
と
言
ふ
。
因
つ
て
逐
は
る
。
せ
ん
と
欲
し
‘
允
を
見
‘
歎
じ
て
日
(
‘
壻
是
の
如
き
を
生
,
,
子
斗
維
之
野
↓
常
有
二
黄
雲
↓
覆
1

一
護
其
上
コ
⑫
塵
埃
す
。
晨
に
邑
事
を
治
し
、
日
中
は
諸
生
と
経
旨
を
講
隷

ci.
【
黄
晴
】
2
3
"
ヮ
ゥ
明
、
呉
縣
の
人
。
字
は
日
昇
。
琥
は
東
得
ば
足
る
と
。
允
聞
き
‘
其
の
妻
夏
侯
氏
を
勁
遣
す
。
な
ど
の
た
め
に
黄
色
く
見
え
る
雲
。
〔
謝
震
運
‘
擬
二
魏
し
、
暮
に
逮
ん
で
蹄
る
。
櫂
龍
渓
尉
に
累
遷
し
て
卒
す
。

一
棲
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
著
に
蓬
窟
類
記
が
婦
、
将
に
去
ら
ん
と
し
て
、
大
い
に
賓
客
を
集
め
、
允
の
太
子
郡
中
集
ご
砿
璃
詩
〕
河
洲
多
瓦
笠
慶
風
悲
貰
雲
起
。
〔
宋
元
學
案
‘
五
〕
゜

0
宋
、
龍
淡
の
人
。
彦
臣
の
子
。
願

あ

る

。

隠

悪

を

登

く

。

允

、

此

を

以

て

謄

せ

ら

る

。

〔

後

漢

書

、

九

〔

王

維

、

送

―

―

平

淡

然

判

｛

且

詩

〕

黄

雲

断

,

,

春
色
云
豊
角
赴
二
の
弟
。
字
は
秀
責
。
上
含
を
以
て
廷
試
に
赴
き
、
時
政

2

【
黄
緯
】
24

位
7

天

球

上

の

一

貼

か

ら

天

球

上

の

中

心

十

八

〕

゜

邊

愁

↓

〔

高

適

、

別

―

―

董

大

―

詩

〕

十

里

黄

雲

白

日

咽

、

北

風

を

指

陳

し

て

奄

も

忌

講

せ

ず

。

累

官

、

中

書

含

人

よ

り

26

に
引
い
た
直
線
が
黄
道
面
と
成
す
角
。
黄
道
か
ら
天
罷
【
黄
印
】
3
2
"匁
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
尭
杏
゜
錫
金
縣
吹
レ
贋
雪
紛
紛
。
●
稲
や
後
等
の
田
畑
が
一
面
に
黄
熟
江
州
太
平
観
提
貼
と
な
る
。
性
、
温
恭
廉
介
。
尤
も
隷
書

，
に
至
る
角
距
離
。
北
に
測
っ
た
の
を
北
緯
、
南
に
測
つ
志
は
黄
印
に
作
る
。
諸
生
。
生
徒
に
教
授
し
て
自
ら
給
し
た
さ
ま
の
喩
。
〔
高
啓
、
打
変
詞
〕
雉
雛
高
飛
夏
雲
暖
‘
に
巧
。
著
に
周
證
解
義
・
春
秋
左
氏
事
類
が
あ
る
。
〔
龍

た
の
を
南
緯
と
い
ふ
。
黄
道
(
6
1
2
)

の
〇
を
見
よ
。
黄
緯
す
。
諸
経
を
注
繹
し
、
尤
も
易
に
深
し
。
乾
隆
中
、
縣
志
行
割
1

一
黄
雲
蜘
炉
手
断
。
〔
事
物
異
名
録
‘
哉
殺
、
裕
〕
膝
漢
縣
志
〕
。

度

。

を

修

し

、

又

、

識

小

録

(

-

名

、

酌

泉

録

）

を

成

す

。

〔

國

朝

白

詩

、

行

到

秋

苗

初

熟

慮

、

翠

茸

錦

上

織

―

―

黄

雲

↓

参

山

【

甚

釜

夫

】

4
5
1
7
匁
黄
色
な
み
ぞ
れ
。
〔
古
三
墳
〕
地
雲
‘
黄

【
黄
闇
]
2
5
"
ヴ
，
ゥ
禁
中
の
門
を
い
ふ
。
黄
闊
。
皇
闇
。
〔
事
者
猷
類
徴
‘
四
百
十
八
〕
。
名
。
山
西
省
石
棲
縣
の
東
。
働
元
‘
撫
州
の
人
。
至
正
中
霙
゜
〔
注
〕
聖
人
以
―
―
土
徳
紐
炉
暦
。

物
異
名
鋒
‘
宮
室
‘
皇
宮
‘
禁
中
門
〕
漢
書
‘
禁
中
門
日
―
-
【
黄
寅
】
33"匁
宋
、
部
武
の
人
。
字
は
直
翁
。
少
時
頗
の
勇
士
。
薪
黄
賊
を
禦
ぐ
前
鋒
と
為
り
、
身
に
散
十
創
【
昔
溢
訳
】
46179
匁
明
、
後
壌
の
人
。
字
は
臀
叔
。
官
は
宣

黄
闊
又
日
畜
函
只
る
蕩
逸
゜
後
‘
奮
動
修
筋
し
て
、
朱
嘉
に
師
事
し
、
學
問
を
被
り
‘
賊
を
罵
つ
て
死
す
。
〔
元
史
‘
二
日
九
十
五
〕
•
徳
中
、
仙
遊
訓
導
。
天
順
中
、
廣
元
教
諭
。
學
含
を
修

【
黄
友
】
26

好
宋
、
平
陽
の
人
。
字
は
龍
友
。
崇
寧
の
精
詣
。
郷
人
に
敬
慕
せ
ら
る
。
〔
宋
元
學
案
、
六
十
九
〕
。
〔
新
元
史
、
二
百
三
十
〕
。
参
明
‘
罠
山
の
人
。
字
は
應
龍
。
め
、
文
廟
を
建
て
‘
毎
日
衣
寇
し
て
堂
上
に
坐
し
、
諸
生

進
士
。
官
は
濯
州
通
判
。
等
い
で
召
さ
れ
て
徽
猷
閣
・
【
黄
隠
】
34

焚ゥ

i

木
、
蒲
田
の
人
。
字
は
仲
光
。
治
平
の
進
琥
は
丹
巖
。
家
貧
な
る
も
學
を
好
む
。
歳
貢
生
。
官
は
弘
を
教
授
す
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
五
〕
．
〔
本
朝
分
省
人

制
置
司
参
謀
官
に
直
す
。
神
師
中
と
太
原
の
固
を
解
士
。
官
は
侍
史
。
元
祐
の
初
、
國
子
司
業
を
授
け
ら
る
。
治
中
‘
瑞
州
訓
導
。
著
に
丹
巖
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
、
物
孜
、
七
十
四
〕
．
〔
明
史
騒
、
一
百
三
〕
。

い
て
楡
次
に
進
み
‘
敵
兵
四
合
し
て
士
卒
奔
潰
し
、
遂
力
め
て
王
安
石
の
學
を
排
し
、
元
祐
の
黛
籍
に
入
る
。
―
-
〕
・
〔
梅
花
草
堂
集
‘
五
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
二
十
六
〕
・
〔
明
詩
【
苦
註
い
】
47

豆
唸
獣
の
名
。
黄
腰
の

O
に
同
じ
。
〔
廣
陽
雑

に
執
へ
ら
れ
、
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
〔
宋
史
翼
、
三
〕
．
〔
元
祐
窯
人
博
、
五
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
八
〕
。
紀
事
｀
丁
‘
+
―
-
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
簿
‘
丙
〕
．
〔
静
志
居
詩
記
〕
平
涼
静
寧
之
間
‘
有
レ
物
如
レ
猫
‘
而
頭
大
色
黄
‘
呼

二

〕

・

〔

宋

史

新

編

、

二

日

十

一

〕

。

【

黄

賢

】

3
5
n匁
宋
、
臨
江
の
人
。
字
は
止
敬
。
父
、
永
話
‘
九
〕
〇
清
‘
泰
州
の
人
。
字
は
仙
裳
゜
琥
は
藷
巣
。
布
日
1

黄
妖
玉
家
猫
見
レ
之
、
即
隧
レ
之
去
、
飲
―
―
於
河
ー
以
涵
二

【
黄
由
】
27

砂
宋
、
長
洲
の
人
。
字
は
子
由
。
琥
は
盤
平
に
歿
す
。
賛
、
永
平
に
往
き
、
柩
を
奉
じ
て
蹄
葬
せ
ん
衣
。
詩
文
に
巧
。
書
室
を
悠
然
堂
・
桐
引
棲
と
い
ひ
、
著
其
腸
胃
云
主
妖
前
加
t
-
1

其
食
ぶ
笥
炉
舌
祗
レ
之
、
毛
随
レ

隠
居
士
。
淳
熙
の
進
士
第
一
。
嘉
王
府
賛
讀
に
累
遷
と
し
、
父
の
墓
を
求
む
る
も
獲
ず
。
誹
に
躊
る
。
一
夕
、
に
悠
然
堂
・
桐
引
棲
諸
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
紙
落
、
礫
レ
猫
而
食
レ
之
、
字
書
、
穀
、
呼
木
切
、
供
入
臀
、

す
。
慶
元
の
初
、
偽
學
の
窯
を
斥
け
ん
こ
と
を
請
ふ
者
夢
に
、
老
父
、
杖
を
以
て
葬
虞
を
指
す
。
果
し
て
父
の
骨
編
‘
五
〕
。
犬
陽
似
レ
豹
而
小
‘
郭
環
日
‘
似
レ
詭
而
大
、
腰
以
―
―
後
黄
一

あ
り
。
由
、
執
奏
し
て
聴
か
れ
ず
。
刑
部
尚
書
に
終
る
。
を
得
。
〔
元
史
、
二
日
九
十
八
〕
．
〔
新
元
史
、
二
百
四
十
〕
。
【
黄
量
】
40

”
忍
黄
色
味
を
帯
ぴ
た
ひ
が
さ
。
〔
金
史
、
天
一
名
二
黄
腰
ぶ
改
‘
即
此
黄
妖
‘
妖
‘
乃
腰
之
誤
耳
。

〔
宋
史
麗
、
十
四
〕
．
〔
慶
元
薫
禁
〕
．
〔
宋
中
興
學
士
院
題
【
黄
宇
】
36

望
ゥ
明
、
平
頃
の
人
。
琥
は
祖
門
。
萬
暦
の
文
志
〕
典
定
五
年
、
四
月
丙
子
B
正
午
、
有
―
―
黄
輩
四
匝
「
【
苦
頁
要
】
48

豆
忽
獣
の
名
。
黄
腰
の

O
に
同
じ
。
〔
漢
書
‘

名
鋒
〕
．
〔
南
宋
館
閣
績
録
、
八
・
九
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
九
十
琴
人
。
官
は
廣
南
守
。
學
者
、
礎
門
先
生
と
い
ふ
。
其
色
鮮
明
。
司
馬
相
如
博
上
、
（
上
林
賦
）
漸
胡
穀
詭
、
庄
〕
郭
環
曰
‘

七

〕

。

【

黄

羽

】

37

吟
9

ウ

0
黄
色
い
利
。
〔
尉
線
子
‘
軽
卒
令
〕
中
軍
【
黄
英
】
4
1
1
7
沼

O
樹
木
の
名
。
〔
爾
雅
、
秤
木
〕
櫂
、
黄
穀
‘
似
レ
腱
而
大
‘
要
以
後
黄
、
一
名
黄
要
、
食
―
―
禰
候
↓

【
黄
油
】
28

衿
悶
ゥ
黄
色
い
絹
に
油
を
塗
っ
た
‘
雨
を
禦
黄
旗
、
卒
載
蓄
妨
芯
●
明
‘
李
雲
鵠
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 8
6
8
)

英
。
〔
注
〕
未
レ
詳
。

O
黄
色
い
花
。
菊
゜
〔
蒔
能
、
詠
―
-
〔
太
平
御
覚
‘
獣
部
二
十
五
、
雑
獣
‘
黄
要
〕
蜀
地
志
曰
‘

ぐ

具

。

〔

隋

書

‘

橙

儀

志

五

〕

霰

車

黄

質

金

飾

‘

云

云

‘

其

の

字

。

央

遥

菊

―

詩

〕

央

遥

圭

空

黄

英

ヂ

不

レ

通

1

一
人
並
行
↓
〇
明
‘
黄
変
獣
‘
．
一
名
埠
微
‘
一
名
虔
巳
‘
脆
身
狐
首
‘
生
レ
子
長

車
側
飾
以
品
声
材
・
黄
油
帷
・
黄
裏
通
幌
↓
〔
資
治
通
鑑
‘
【
黄
瑶
】
38

”
ヴ
ゥ
宋
、
関
縣
の
人
。
字
は
徳
藻
。
紹
興
の
醒
陵
の
人
。
官
は
元
末
、
修
武
校
財
。
後
、
太
祖
に
蹄
大
自
活
‘
露
―
―
逐
其
母
公
ll
レ
不
レ
得
二
飲
食
涵
E

レ
有
レ
所
レ

齊
紀
〕
（
和
帝
、
中
興
元
年
）
以
全
哀
呻
褻
―
―
東
昏
首
一
進
士
。
御
史
に
累
官
す
。
時
に
王
紺
先
、
瞥
を
以
て
幸
を
し
、
江
陰
を
守
る
。
樅
陽
を
討
ち
、
陣
中
に
卒
す
。
〔
蘭
求
‘
而
先
見
―
―
此
獣
ぶ
則
不
レ
得
癸
°

〔
注
〕
黄
絹
施
袖
‘
可
―
―
以
禦
＞
雨
‘
謂
―
―
之
黄
油
一
得
、
寵
を
侍
ん
で
政
を
嚢
す
。
璃
、
こ
れ
を
論
ぜ
ん
と
欲
嚢
法
閤
録
、
七
〕
。
【
サ
頁
腰
】
4
9
1
7
喝

0
獣
の
名
。
捕
族
を
食
ふ
と
い
ふ
。
〔
本

【
黄
柚
】2
9
？
匁
黄
熟
し
た
柚
子

3
。
せ
し
も
、
病
み
て
未
だ
上
る
に
及
ば
ず
。
杜
幸
老
、
来
り
〖
黄
英
石
〗

4
2
3豆ウ
エ
イ
檀
香(
6ー
1
5
6
3
2:
 7
)

を
い
ふ
。
草
、
虎
〕
附
録
‘
黄
腰
、
蜀
志
名
―
―
黄
腰
獣
面
｛
身
狸
首
、
長

【
黄
拗
】
30

り
唸
ど
う
ま
ん
。
う
し
ぬ
す
ぴ
と
。
ど
ん
て
疾
を
問
ひ
、
三
呼
す
る
も
、
璃
、
應
ぜ
す
。
幸
老
曰
く
、
〔
清
異
鋒
‘
築
‘
槃
譜
〕
黄
英
石
‘
檀
香
。
削
食
レ
母
、
形
雖
レ
小
而
能
食
1

一
虎
及
牛
鹿
一
也
、
又
孫
価

ど
ん
ご
ろ
。
ど
ば
う
ず
。
と
ほ
。
鼈
の
毒
あ
る
吾
今
日
王
継
先
を
撃
去
す
と
。
璃
、
即
ち
躍
然
と
し
て
【
昔
五
木
]43

豆
匁
明
、
黄
岡
の
人
。
司
馬
兵
法
に
精
通
す
。
云
‘
穀
昔
糾
‘
似
レ
豹
而
小
、
腰
以
上
黄
、
以
下
黒
‘
形
類
レ

も
の
。
〔
本
草
、
杜
父
魚
〕
繹
名
、
渡
父
魚
、
黄
拗
魚
、
船
起
つ
て
曰
く
、
君
能
く
職
に
任
ず
‘
吾
何
を
か
病
ま
ん
官
は
明
初
、
戦
功
を
以
て
、
和
陽
衛
指
揮
と
な
る
。
後
、
大
食
如
匹
犯
名
,
,
黄
腰
↓
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
‘
毛
篇
〕

紆
魚
、
伏
念
魚
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
、
吐
哺
〕
正
字
と
。
枕
中
の
片
紙
を
出
し
て
こ
れ
に
示
す
。
乃
ち
、
継
先
黄
州
を
鎮
し
、
尋
い
で
紹
興
衛
に
遷
る
。
〔
皇
朝
開
國
功
黄
腰
‘
一
名
、
唐
巳
。

O
獣
の
名
。
〔
揮
塵
後
録
‘
二
〕
（
中

通
、
京
魚
、
一
日
二
吐
蓼
食
物
本
草
‘
日
渡
竺
臨
海
志
を
劾
す
る
の
疏
な
り
。
朝
散
郎
を
以
て
致
仕
す
。
〔
宋
臣
録
‘
二
十
六
〕
．
〔
明
名
人
博
、
十
二
〕
．
〔
明
人
小
傭
、
和
三
年
）
其
年
六
月
＿
―
-
日
、
太
白
山
人
修
二
謁
金
州
刺
史

旦

伏

念

應

一

名

黄

雙

史

、

四

百

三

十

〕

．

〔

南

宋

書

、

六

十

四

〕

゜

―

-

〕

．

〔

明

詩

綜

、

二

十

四

〕

。

云

云

雀

亮

封

―

云

、

本

州

直

北

有

-
1

牛
山
一
云
云
‘
掘
-
1

破



牛
山
「
則
此
賊
自
敗
散
‘
云
云
‘
尭
封
遂
輿
―
―
州
官
二
商
斯
同
明
史
、
二
日
八
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
一
二
十
二
〕
・
〖
サ
頁
葉
夕
陽
村
含
〗

6
4焚
砂[
7セ
キ
ャ
‘
ウ
菅
茶
山
の
塾
名
。O
の
異
梢
゜
〔
本
草
、
射
干
〕
秤
名
、
烏
扇
、
烏
饗
、
烏
吹
、

量
、
麟
諸
縣
義
丁
男
戸
且
匹
萬
工
掘
―
―
牛
山
二
箇
月
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
八
十
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
・
十
七
〕
．
〖
黄
薬
夕
陽
村
含
詩
〗

6
5匁
ば
匁
キ
ャ
ウ
書
名
。
八
巻
。
烏
蒲
、
鳳
翼
、
鬼
閑
、
扁
竹
、
仙
人
掌
、
紫
金
牛
、
野
萱
花
、

餘
‘
其
山
後
橙
崩
十
丈
‘
以
来
有
二
石
桶
面
深
三
尺
‘
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
十
一
〕
・
〔
國
朝
名
臣
言
行
略
、
四
〕
・
附
鋒
二
巻
゜
菅
茶
山
撰
。
草
鷲
、
黄
遠
。

痙
三
尺
‘
桶
中
有
二
頭
黄
腰
獣
面
桶
上
有
二
剣
五
長
一
―
-
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
十
八
〕
・
【
黄
炎
】
66

焚
ゥ
黄
帝
有
熊
氏
と
炎
帝
神
農
氏
と
を
い
【
黄
鴛
】
13

翌
ヴ
鶯
の
異
梢
。
黄
鶯
。
〔
事
物
異
名
録
‘

尺
‘
黄
腰
見
ら
之
‘
乃
吻
然
藪
臀
、
自
撲
而
死
‘
黄
巣
至
レ
〔
績
呉
先
賢
讃
、
七
〕
．
〔
明
史
騒
、
七
十
八
〕
．
〔
建
文
忠
節
ふ
。
〔
呂
寛
、
蕩
兵
〕
黄
・
炎
故
用
―
―
水
火
―
癸
。
〔
注
〕
黄
、
黄
禽
烏
、
鶯
〕
謝
華
啓
秀
、
幽
州
人
目
1
1

黄
鶯
盃
翌
黄
鴛
↓

秋

果

衰

。

録

〕

．

〔

勝

朝

殉

節

諸

臣

録

‘

十

二

〕

．

〔

明

書

、

一

百

四

〕

．

帝

、

炎

、

炎

帝

也

。

〔

後

漢

書

、

馬

融

博

〕

自

―

―

黄

炎

之

前
i

【
黄
派
】
7
4
"
、
ワ
ヴ
洪
水
の
後
の
肥
沃
な
田
地
。
〔
陳
師
道
‘

【
黄
曜
]
5
0

認
ヴ
明
の
人
。
黄
孔
昭
(
1
0
9
1
)

を
見
よ
。
〔
績
蔵
書
、
六
〕
・
〔
備
遺
録
〕
．
〔
遜
國
諸
臣
博
、
四
〕
。
〇
博
レ
道
岡
レ
記
。
〔
江
滝
、
遂
古
篇
〕
河
洛
交
戦
―
―
寧
深
淵
一
送
1

一
趙
教
授
一
詩
〕
北
州
豪
傑
知
"
誰
健
ご
J
,
,

我
黄
於
十

【
黄
易
】
5
1
1
7
ぢ
清
、
仁
和
の
人
。
字
は
小
松
゜
琥
は
秋
清
‘
嘗
塗
の
人
。
字
は
左
君
‘
又
、
左
田
。
琥
は
西
齋
。
自
分
、
黄
炎
共
嗣
―
―
泳
鹿
川
一
分
。
里
秋
↓
〔
英
莱
‘
去
歳
留
レ
杭
徳
嶼
博
子
建
夢
得
レ
句
云
譴

奄
・
大
易
（
大
業
）
。
官
は
清
寧
同
知
。
詩
文
に
巧
。
其
の
ら
盲
左
と
琥
す
。
詮
は
勤
敏
。
乾
隆
の
進
士
。
嘉
慶
の
【
苗
頁
淵
】
67

翌
ヴ
〇
春
秋
‘
晉
の
大
夫
。
奥
盈
の
煎
。
悼
公
罷
淮
海
賦
龍
馬
赤
文
書
間
以
語
二
予
及
其
郷
人
董
輿
＞

墨
梅
書
は
逸
致
有
り
、
又
分
隷
策
刻
に
巧
。
其
の
金
石
時
、
謄
部
街
書
を
授
け
ら
る
。
書
書
に
巧
。
山
水
は
蒲
の
時
、
士
匂
、
渠
盈
を
追
ひ
、
淵
は
殺
さ
る
。
〔
左
氏
、
襄
‘
幾
山
空
歳
晩
悦
然
有
レ
懐
為
レ
績
"
此
詩
―
却
寄
レ
董
詩
〕

論
は
極
め
て
根
撮
有
り
。
書
室
を
小
蓬
莱
閣
と
い
ひ
‘
雲
従
の
餘
韻
を
得
、
大
學
士
蓋
詰
と
倶
に
董
黄
一
一
家
と
二
十
一
〕
。
〇
宋
の
人
。
黄
仲
元
(
1
2
4
9
)

を
見
よ
。
列
衣
騰
如
灼
漠
ぶ
膠
悼
入
一
嘉
ふ
悶

著
に
小
蓬
莱
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
九
十
一
〕
．
稽
さ
る
。
年
九
十
餘
に
し
て
失
明
す
。
著
に
西
齋
集
が
【
黄
碗
】
68

豆
匁
後
漢
の
人
。
項
の
孫
。
字
は
子
球
。
建
和
【
黄
汗
】
75

”
ヴ
ゥ
た
ま
り
水
。
漬
汗
゜
涅
凍
。
黄
汚
゜
〔
陳
子

〔
清
史
列
博
、
七
十
三
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
二
百
五
十
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百
五
十
七
〕
．
〔
清
史
列
傭
、
三
十
中
、
五
官
中
郎
将
を
授
け
ら
る
。
陳
蕃
と
同
心
し
て
輔
昂
、
為
―
―
建
安
王

mmレ
食
表
〕
白
茅
微
籍
‘
願
に
早
―
―
於
釣

六
〕
・
〔
文
獣
徴
存
鎌
十
〕
．
〔
清
書
家
詩
史
‘
丁
、
下
〕
・
七
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
日
八
〕
．
〔
績
碑
博
集
、
八
〕
・
政
し
、
志
士
を
顧
用
す
。
櫂
富
の
中
傷
す
る
所
と
為
り
、
-
鷺
黄
汚
非
誠
、
思
レ
奉
二
於
瑶
水
↓

〔
清
代
學
者
象
傭
、
四
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
、
四
十
〔
國
朝
先
正
事
略
、
四
十
一
〕
・
〔
清
書
家
詩
史
、
戊
、
上
〕
・
禁
錮
さ
れ
、
後
、
豫
州
牧
を
授
け
ら
る
。
寇
賊
を
撃
平
【
黄
鶴
】
76

れ
窃
小
鳥
の
名
。
き
び
た
き
。
燕
雀
目
ひ
た

―
-
〕
・
〔
飛
鴻
堂
印
人
博
、
五
〕
．
〔
墨
香
居
蓋
識
、
七
〕
．
〔
國
〔
消
代
學
者
象
債
、
三
〕
．
〔
飛
鴻
堂
印
人
傭
、
七
〕
．
〔
國
朝
し
、
襴
内
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
筆
卓
の
政
を
乗
る
や
、
徴
さ
き
科
に
闊
す
。
翼
の
長
さ
二
寸
餘
。
頭
上
．
頸
側
・
顔
．
翼

朝
害
人
輯
略
‘
六
〕
。
書
書
家
筆
録
‘
二
〕
．
〔
黒
香
居
書
識
‘
-
―
-
〕
.
〔
國
朝
書
人
れ
て
司
徒
を
拝
し
、
大
尉
に
累
遷
し
、
陽
泉
卿
侯
に
更
の
大
部
・
尾
利
は
黒
色
、
翼
の
一
部
、
下
腹
部
は
白
色
、

【

黄

盆

】

竺

衿

宋

の

人

。

山

水

書

に

巧

゜

〔

圏

翰

賓

鑑

〕

。

輯

略

、

七

〕

゜

封

せ

ら

る

。

後

、

司

徒

王

允

と

同

謀

し

て

卓

を

誅

し

、

卓

眉

の

一

部

・

喉

・

胸

・

上

尾

筒

等

は

黄

色

、

雌

は

背

や

其

【
黄
謁
】53
乃
金
の
人
。
蕃
騎
を
饗
く
に
精
。
〔
鷺
史
會
〖
黄
絨
車
〗

5
6衿
ウ
エ
，
車
の
名
。
晉
、
制
し
、
歯
簿
に
備
の
将
の
李
催
・
郭
氾
に
下
獄
さ
れ
て
死
す
。
〔
後
漢
書
、
の
他
は
撒
攪
褐
色
で
腰
は
帯
緑
色
、
下
面
は
帯
黄
白
色

要

〕

。

ふ

。

〔

通

典

‘

證

典

二

十

四

〕

晉

制

‘

黄

絨

車

、

駕

二

馬

一

九

十

一

〕

゜

で

地

味

な

色

彩

で

あ

る

。

渡

り

鳥

で

冬

南

方

に

て

越

冬

【
黄
越
】
54

乃
清
、
上
元
の
人
。
字
は
際
飛
゜
琥
は
退
大
駕
行
次
一
於
華
蓋
一
後
,
,
御
麿
左
右
｛
云
云
、
大
唐
貞
〖
黄
碗
封
日
〗6
9”
げ
パ
巧
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
黄
す
る
。
あ
か
ば
か
•
か
ね
た
た
き
・
ば
か
ど
り
・
き
わ
た

谷
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
編
修
に
進
ん
だ
が
、
翌
年
郷
里
観
以
後
加
レ
之
‘
備
―
―
於
大
駕
歯
簿
↓
碗
、
少
く
し
て
翔
慧
な
り
。
祖
父
項
、
初
め
魏
郡
の
太
守
り
等
々
、
多
藪
の
方
言
が
あ
る
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
林

に
蹄
り
、
宋
五
子
の
書
に
潜
心
し
た
。
著
に
退
谷
詩
文
【
黄
葉
】
57

豆
匁
樹
木
の
葉
が
秋
に
至
っ
て
黄
色
と
な
と
な
る
。
建
和
元
年
正
月
、
日
食
あ
り
、
京
師
に
て
は
見
禽
類
、
鶴
〕
黄
鶴
、
状
梢
小
、
而
頭
黒
眉
黄
、
頬
頷
腹
胸
並

集
が
あ
る
。
〔
國
朝
先
正
事
略
、
四
十
〕
。
る
を
い
ふ
。
又
、
秋
、
黄
色
に
な
っ
た
木
薬
。
〔
丘
遅
、
え
ず
‘
墳
、
状
を
以
て
聞
す
。
太
后
詔
し
て
食
す
る
所
の
背
黄
、
自
―
―
眼
後
云
炉
背
純
熙
、
背
後
腰
間
並
黄
、
翅
尾

【
黄
絨
】
5
5
3
匁
〇
黄
金
で
か
ざ
っ
た
ま
さ
か
り
。
天
贈
面
晶
空
詩
〕
櫓
際
落
―
―
黄
葉
一
堵
前
網
―
―
緑
苔
↓
〔
李
多
少
を
問
ふ
、
境
の
射
未
だ
讐
ふ
る
と
こ
ろ
を
知
ら
純
黙
‘
而
翅
間
有
―
―
白
材
一
二
四
箇
む
去
瞥
亦
消
滑
。

子
の
征
伐
に
用
ひ
る
も
の
。
〔
書
‘
牧
誓
〕
王
左
杖
―
―
黄
白
、
秋
思
詩
〕
燕
支
黄
莱
落
、
妾
望
自
登
な
室
。
〔
許
渾
‘
ず
。
碗
年
七
歳
、
労
に
在
つ
て
曰
く
、
何
ぞ
日
食
の
餘
は
【
黄
総
】
7
7
"
喝
縁
を
か
ら
げ
る
黄
色
の
紐
。
〔
周
幡
‘

絨
右
乗
石
炒
訳
以
庵
。
〔
博
〕
絨
翌
黄
金
細
呻
レ
斧
。
咸
陽
城
東
棲
詩
〕
鳥
下
―
―
緑
蕪
が
秦
苑
夕
、
蝉
鳴
―
―
黄
莱
1

月
の
初
の
如
し
と
言
は
ざ
る
と
、
墳
大
い
に
驚
き
‘
其
天
官
‘
履
人
〕
赤
臆
黄
総
。
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
赤
総
黄
総
‘

〔
呂
覧
、
不
荀
〕
左
秤
1

一
白
耳
右
秤
l

―
黄
絨
↓
〔
膳
鐵
論
、
漢
宮
秋
゜
〔
劉
長
卿
‘
酬
―
―
李
穆
見
＞
寄
詩
〕
欲
T

彿,,
柴
門
一
の
言
を
以
て
詔
に
應
じ
た
故
事
。
〔
後
漢
書
、
黄
碗
傭
〕
以

1一
赤
黄
絲
〖
戸
下
縁
→

絲
役
〕
熱
黄
絨
誓
1

一
牧
之
野
↓
〔
班
固
‘
典
引
〕
乗
T

其

迎

・

遠

客

に

Pl
苔
黄
葉
涵
―
貧
家
一
〔
司
空
曙
‘
過
"
慶
賓
碗
、
字
子
球
、
少
失
レ
父
、
早
而
翔
慧
、
祁
父
墳
初
為
―
魏
【
黄
屋
】
78

”
匁
天
子
の
車
蓋
。
天
子
の
御
車
は
黄
緯
を

）
命
―
―
賜
形
弧
黄
絨
之
威
JoO

〔
古
今
庄
‘
輿
服
〕
金
斧
、
黄
絨
寺
一
詩
〕
黄
菓
前
朝
寺
‘
鉦
切
僧
寒
殿
開
。
郡
太
守
ご
建
和
元
年
正
月
、
日
食
、
京
師
不
レ
見
、
而
墳
蓋
の
裏
と
す
る
。
黄
屋
車
。
韓
じ
て
、
天
子
の
敬
梢
。
〔
史

7

也
、
鐵
斧
、
玄
絨
也
、
＿
二
代
通
ー
用
之

1
以
断
斬
゜
〔
魏
志
、
〖
黄
葉
奄
〗58
[パウ
ェ
7

明
、
智
舷
（6
-
1
4
0
1
0:
 5
5
)

の
以
レ
状
聞
、
太
后
詔
問
1

一
所
レ
食
多
少
ご
壌
思
1

一
其
野
二
叩
記
‘
南
越
尉
佗
博
〕
東
西
萬
餘
里
‘
酒
乗
↓
―
黄
屋
左
覇
↓
〔
新

6

曹

休

傭

〕

帝

征

孫

慨

以

レ

休

葛

征

東

大

将

軍

;

匝

室

名

。

「

7
)

の
室
名
。
未
レ
知
レ
所
レ
況
、
碗
年
七
歳
在
レ
傍
曰
、
何
不
に
言
=-H
食
書
、
親
疏
危
乱
〕
甚
者
或
戴
―
―
黄
屋
↓
〔
漢
書
‘
陸
賣
博
〕
黄

黄
雙
〔
呉
志
、
陸
遜
傭
〕
召
レ
遜
限
―
黄
絨
一
為
―
―
大
都
〖
黄
葉
村
荘
〗

5
9
焚
ザ
唸
清
、
呉
之
振
(
2ー
3
3
6
5:
 6
0

之
餘
、
如
月
之
初
↓
墳
大
驚
即
以
"
其
言
両
岱
詔
、
而
深
屋
梢
レ
制
。
〔
後
漢
書
‘
王
充
偉
論
〕
及
レ
至
T

戴
1

一
黄
屋
服
．

，
 

⑭
登
〔
白
居
易
‘
七
徳
舞
詩
〕
太
宗
十
八
撃
義
兵
五
鹿
黄
〖
黄
莱
村
農
〗

6
0
燐
パ
窃
清
、
呉
之
振
(
2ー
3
3
6
5:
 
6
0

奇

愛

之

↓

稀

衣

い

翌

薄

不

レ

齊

‘

而

致

レ

化

削

一

。

〔

謝

叢

運

‘

従

帝

絨
定
雨
京
戸
事
物
紀
原
‘
戎
容
兵
械
部
、
黄
錬
〕
興
服

7
)

の

琥

。

【

黄

暖

】

7
0
1
7
匁
明
、
晉
江
の
人
。
字
は
純
玉
。
弘
治
の
京
口
北
固
應
レ
詔
詩
〕
玉
堕
戒
1

一
誠
信
玉
黄
屋
一
ホ
1

一
崇
高
↓

）
志
曰
‘
黄
絨
‘
黄
帝
置
内
債
曰
、
帝
将
レ
伐
蛋
尤
る
玄
女
〖
黄
葉
道
人
〗
6
1
翌
翌

9
7

清
、
河
北
省
の
人
。
播
班
の
進
士
。
官
は
長
山
縣
の
知
。
善
く
疑
獄
を
決
す
。
後
、
〖
黄
屋
車
〗

7
9盆
ウ
ヲ
ク
天
子
の
常
用
車
。
又
‘
天
子
を

5

授
薔
金
絨
以
戸
漁
‘
此
其
始
也
。

O
明
‘
常
熟
の
人
。
別
鑓
〔
紀
的
‘
陳
陽
消
夏
録
〕
。
「
の
琥
゜
肇
慶
を
守
り
、
賊
を
討
平
す
る
の
功
を
以
て
‘
三
品
秩
ぃ
ふ
。
〔
史
記
‘
項
朽
紀
〕
於
レ
是
漢
王
夜
出
l

―
女
子
榮
陽

6
 

5
 

字
は
叔
揚
。
建
文
の
進
士
。
官
は
刑
科
給
事
中
。
國
轡
じ
〖
黄
薬
頭
陀
〗

6
2
”
”
ヴ
ェ
ブ
明
、
智
舷
(
5ー
1
4
0
1
0:
 5
5
)

に
進
む
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
七
十
一
〕
。
東
門
「
被
レ
甲
二
千
人
‘
楚
兵
四
面
撃
レ
之
‘
紀
信
乗
1

一

9

て
清
と
な
り
、
戸
科
給
事
中
に
召
さ
れ
、
中
途
に
し
て
〖
黄
葉
老
人
〗

6
3
認
パ
バ7

明
、
智
舷
(
6
|1
4
0
1
0
 :
 5
5
)

【
黄
碗
】
7
1
3
匁
清
、
王
餡
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 7
4
9
)

の
琥
。
黄
屋
車
面
竺
左
霞
言
口
、
城
中
食
盛
、
漢
王
降
。
〔
注
〕
正

54

自

ら

水

に

投

じ

て

死

す

。

〔

明

史

、

一

百

四

十

一

二

〕

．

〔

葛

の

琥

。

【

黄

遠

】

7
2
3
忍
葵
草
の
名
。
射
干
(
4
-
7
4
3
4
:
 2
4
)の
義
日
、
李
斐
曰
、
天
子
車
以
―
―
黄
籍
〖
竺
蓋
裏
→

1
3

|
 

|

_

 

黄
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〖
黄
屋
尊
〗8
0
匁
ヴ
ヲ
ク
，
天
子
の
新
位
を
い
ふ
。
〔
藷
唐
守
禦
之
具
一
云
云
‘
乃
遣
"
穂
管
李
庭
一
劉
國
憐
攻

1一
黄
だ
こ
と
。
〔
日
知
録
‘
天
象
術
敷
、
黄
河
清
〕
漢
桓
帝
延

書

、

虞

世

南

博

〕

黄

屋

之

尊

、

金

輿

之

貴

。

〔

張

九

齢

、

家

潤

堡

丘

ぢ

之

。

窯

九

年

‘

潰

陰

東

郡

渭

北

平

原

河

水

清

‘

襄

楷

上

言

‘

奉
和
聖
製
襲
諸
州
刺
鬼
以
題
―
―
坐
右
―
詩
〕
毎
芳
苓
5

【
黄
嘉
】
87

”
ヴ
，
ゥ
宋
、
滓
郷
の
人
。
靖
康
の
初
、
太
學
生
河
者
諸
侯
位
也
、
消
者
隔
レ
陽
‘
濁
者
隔
レ
陰
‘
河
常
レ

生
念
⇒
不
レ
以
―
―
黄
屋
尊
一
と
な
り
、
陳
東
に
従
ひ
‘
察
京
を
誅
し
、
李
綱
を
用
ひ
ん
濁
而
反
清
者
‘
陰
欲
レ
為
レ
陽
‘
諸
侯
欲
レ
為
レ
ー
帝
也
、
明

〖
黄
屋
左
鑽
〗8
1
”
”
吋
；
漢
の
時
、
天
子
の
車
服
。
黄
こ
と
を
請
ふ
。
退
い
て
開
封
に
詣
り
、
府
手
王
時
碓
の
年
帝
崩
‘
震
帝
以
一
解
潰
侯

1入
概
‘
隋
書
言
‘
齊
武
帝

屋
は
、
車
上
に
青
蓋
を
立
て
黄
絹
を
蓋
の
裏
と
す
る
も
姦
邪
を
責
む
。
執
政
者
、
嘉
等
の
輩
が
事
を
論
ず
る
を
河
清
元
年
四
月
、
河
屑
清
、
後
十
餘
歳
‘
隋
有
―
―
天
下
一

の
‘
覇
は
、
も
と
喪
の
旗
、
周
證
地
官
に
、
及
レ
葬
執
レ
籠
見
て
、
諸
公
日
々
止
だ
國
家
二
升
米
を
食
す
る
の
み
‘
隋
燭
帝
大
業
三
年
、
武
陽
郡
河
清
散
里
、
十
二
年
、
龍
門

以
興
―
匠
師
と
あ
り
、
毛
莉
帷
で
乗
輿
の
車
衡
の
左
方
吾
が
徒
、
愧
づ
る
も
の
多
し
と
日
ふ
。
後
、
廉
州
司
法
参
河
清
、
後
二
歳
、
唐
受
レ
祠
、
金
衛
紹
王
大
安
元
年
、
徐
浦

の
上
に
在
り
、
故
に
左
寵
と
い
ふ
。
漢
王
初
め
義
帝
の
軍
に
至
る
。
〔
賓
飴
四
年
登
科
録
〕
．
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。
黄
河
消
、
臨
洸
人
楊
珪
上
書
亦
引
1

一
襄
楷
之
言
な
仮
四
歳

た
め
に
哀
を
獲
し
、
縞
素
し
て
兵
を
攀
ぐ
、
故
に
喪
旗
【
黄
霞
】
88

裕
ヴ
清
の
人
。
黄
龍
士
(
1
3
4
7
)

を
見
よ
。
宣
帝
立
、
元
順
帝
至
正
二
十
一
年
、
十
一
月
戊
辰
黄
河

を
車
上
に
建
つ
、
こ
れ
よ
り
寵
を
以
て
天
子
の
旗
と
為
【
黄
牙
】
89

”
忍
.
黄
金
の
異
稲
゜
〔
本
草
、
金
〕
繹
名
、
黄
自
11

平
陸
三
門
碩
「
下
至
1

一
孟
津
五
百
餘
里
一
皆
清
、
凡

す
に
至
る
。
〔
漢
書
‘
吉
回
帝
紀
上
〕
項
利
急
攻
二
榮
陽
面
空
上
牙
、
太
慎
、
時
珍
日
、
獨
孤
沼
云
、
天
生
芽
謂
二
之
黄
牙
↓
七
日
而
明
太
祗
興
、
＝
ぎ
先
朝
―
尤
鯰
、
正
徳
河
清
、
世
宗

患
レ
之
、
云
云
、
将
軍
紀
信
日
、
事
急
癸
、
臣
請
説
レ
楚
可
―

-

0
硫
黄
の
異
稽
゜
〔
本
草
、
石
硫
黄
〕
秤
名
、
硫
黄
、
黄
砲
以
―
―
興
王
如
5

レ
位
‘
泰
昌
河
清
、
崇
顧
帝
以
一
信
王
如
5

レ

以

間

豊

於

レ

是

陳

平

夜

出

―

―

女

子

東

門

ニ

一

千

餘

人

、

楚

砂

、

黄

牙

、

陽

侯

。

位

。

参

謹

設

に

し

て

滅

多

に

笑

は

な

い

人

が

ま

れ

に

笑

因
四
面
撃
レ
之
、
紀
信
乃
乗
ー
王
車
黄
屋
左
露
一
日
、
食
〖
黄
牙
石
〗

9
0翌
ウ
ガ
破
石
の
名
。
か
な
さ
こ
。
〔
本
草
、
ふ
こ
と
。
黄
河
の
水
の
澄
ん
だ
例
の
少
な
い
こ
と
に
比

霊
‘
漢
王
降
レ
楚
。
〔
注
〕
李
斐
日
‘
天
子
車
、
以
1

黄
緯
為
二
金
牙
石
〕
繹
名
、
黄
牙
石
、
集
解
、
別
録
曰
、
金
牙
生
―
―
蜀
喩
し
た
、
宋
の
包
極
の
故
事
。
〔
宋
史
、
包
極
偉
〕
極
立
レ

蓋
晨
祖
‘
毛
材
幡
也
、
在
莱
輿
車
衡
左
方
上
五
炉
之
゜
郡
ぶ
空
金
色
―
者
良
。
朝
剛
毅
、
責
戚
宦
官
、
為
レ
之
敏
レ
手
、
聞
者
皆
憚
レ
之
、
人

【
黄
何
】82
”
ヴ
•
ウ
宋
、
休
寧
の
人
。
字
は
景
蒲
。
乾
道
の
【
黄
河
】

9
1
”
忍
〇
川
の
名
。
中
國
第
二
の
大
河
。
箪
に
以

1一
括
笑
ご
比
―
―
黄
河
清
ご
菫
稚
婦
女
、
亦
知
―
―
其
名
「
呼

進
士
。
大
冶
簿
に
調
す
。
邑
、
鐵
を
産
し
、
盗
躊
者
四
河
と
も
い
ふ
。
上
源
は
阿
勒
坦
河
と
い
ひ
、
青
海
省
の
曰
―
―
包
待
制
↓
〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕
包
掻
寡
二
色
笑

T
A

千
人
、
起
つ
て
敵
を
な
す
。
何
‘
至
り
、
箪
騎
往
い
て
諭
喝
逹
素
齊
老
峯
よ
り
出
づ
。
東
流
し
て
札
凌
・
郡
凌
二
比
―
―
其
笑
ぶ
竺
黄
河
清
↓

し
、
其
の
具
を
焚
き
、
一
境
晏
然
た
り
。
朱
煮
の
門
人
拭
湖
と
な
り
、
湖
の
東
北
よ
り
流
出
す
。
甘
粛
省
に
入
り
、
〖

i頁
河
錢
〗9
3
努
ウ
ガ
古
錢
の
名
。
唐
の
元
和
元
年
、
黄

人
傑
を
延
い
て
學
者
の
師
と
し
、
趨
向
を
知
ら
し
む
。
快
西
・
山
西
二
省
の
間
を
流
れ
、
東
折
し
て
河
北
・
山
東
河
岸
場
よ
り
得
た
も
の
と
い
ふ
。
〔
三
オ
圃
會
‘
珍
賓

岳
州
に
知
と
な
り
、
廉
謹
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
官
、
朝
議
省
を
貫
流
し
、
大
清
河
口
よ
り
渤
海
に
注
ぐ
。
上
流
は
―
-
、
黄
河
錢
〕
藷
唐
書
日
‘
元
和
元
年
‘
霊
武
李
槃
‘

大

夫

に

終

る

。

〔

尚

友

録

‘

十

〕

。

淵

急

、

舟

横

の

便

少

な

く

、

下

流

ま

た

派

凌

し

易

く

‘

散

奏
1

一
黄
河
岸
壌
慮
レ
得
古
錢
三
千
一
云
旦
其
錢
形
小
、
方

[
黄
珂
】
83

”
ヴ
ヴ
明
、
遂
寧
の
人
。
字
は
鳴
玉
。
詮
は
簡
十
年
に
一
度
隔
防
を
決
し
、
散
百
年
に
一
度
道
を
改
む
。
孔
三
足
。

粛
。
成
化
の
進
士
。
官
は
縣
令
・
エ
部
尚
書
。
介
直
の
支
流
は
三
鹿
都
倫
河
•
清
水
河
・
大
夏
河
・
洸
河
・
涅
水
·
〖
黄
河
故
道
〗

9
4
”
悶
＂
黄
河
は
沙
多
く
、
こ
れ
が
た

餐
あ
り
。
〔
明
史
、
二
臼
八
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
祗
属
河
・
坤
都
倫
河
・
圏
爾
根
河
・
烏
蘭
木
倫
河
・
離
石
め
に
下
流
派
塞
し
て
屡
；
斐
遷
あ
り
、
唐
虞
よ
り
今
日

百
五
十
一
〕
・
〔
明
史
稿
、
一
百
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
献
徴
水
・
扮
水
・
沫
水
・
荻
鷹
川
・
無
定
河
・
延
水
・
渭
水
・
濁
に
至
る
ま
で
大
畏
六
度
あ
り
。
一
は
馬
河
の
故
道
。
河

録
、
五
十
二
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
-
―
-
•
六
・
三
十
四
・
四
水
・
訥
水
・
洛
水
・
沿
水
。
黄
河
故
道

(
9
4
)
を
見
よ
。
〔
元
南
省
の
榮
澤
よ
り
東
北
行
し
、
溶
縣
の
東
北
に
至
り
、

十
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
三
十
八
・
五
十
ニ
・
五
十
九
•
七
史
、
地
理
志
六
‘
河
源
附
鋒
〕
河
源
在
二
土
蕃
染
甘
思
西
濁
潅
水
を
合
し
、
河
北
省
に
入
り
、
天
津
よ
り
海
に
注

十
四
・
一
百
一
―
十
八
〕
．
〔
蘭
憂
法
黎
録
、
十
二
〕
．
〔
本
朝
糾
有
原
百
餘
砿
祖
洵
散
涙
弗
向
迄
詈
熙
云
云
‘
ぐ
。
二
は
周
の
定
王
以
後
の
黄
河
の
故
道
。
河
南
省
溶

分
省
人
物
孜
、
一
百
九
〕
。
其
流
浸
大
‘
始
名
―
―
黄
河
↓
●
清
‘
婁
縣
の
人
。
原
名
は
縣
よ
り
、
東
、
漂
川
を
経
、
東
北
、
河
北
・
山
東
を
歴
て
天

U
界
加
】
糾
”
•
ワ
’
’
茄
の
一
種
。
き
ん
な
す
ぴ
。
〔
本
草
、
野
。
字
は

H

林
。
性
情
狂
怪
‘
禽
晶
草
木
を
見
て
描
窟
津
よ
り
海
に
注
ぐ
。
―
―
一
は
東
漢
以
後
の
黄
河
の
故
道
。

茄
〕
集
解
、
頌
日
、
茄
子
虞
慮
有
レ
之
、
其
類
有
―
―
散
種
盃
紫
す
る
に
、
慎
に
逼
る
。
又
‘
善
く
馬
を
書
く
。
滑
縣
よ
り
、
東
北
・
河
北
・
山
東
を
経
て
利
津
よ
り
海
に

茄
・
黄
茄
、
南
北
通
有
。
〔
韓
駒
、
詩
〕
柁
棲
晨
飯
美
黄
茄
゜
〖
黄
河
清
〗

9
2
豆k
Q
ウ
ガ

O
黄
河
は
も
と
渾
濁
で
あ
る
か
注
ぐ
。
四
は
宋
時
の
黄
河
の
故
道
。
河
北
の
開
州
よ
り

【
黄
家
】
8
5
"
ヴ
ヴ
土
徳
を
受
け
る
家
。
〔
魏
志
、
文
帝
紀
‘
ら
、
清
む
を
よ
い
し
る
し
と
す
る
。
河
清
。
〔
李
康
‘
運
永
清
渠
を
合
し
、
東
北
・
河
北
・
山
東
を
歴
て
天
津
よ
り

注
〕
太
微
中
、
黄
帝
坐
常
明
、
而
赤
帝
坐
常
不
レ
見
、
以
命
論
〕
黄
河
清
而
聖
人
生
。
〔
注
〕
翰
日
‘
黄
河
千
年
一
海
に
注
ぐ
。
五
は
金
時
の
黄
河
の
故
道
。
河
南
省
陽
武

為

、

黄

家

興

而

赤

家

衰

゜

清

、

清

則

聖

人

生

秘

i

時
一
也
。
〔
拾
遺
記
‘
一
、
高
辛
〕
縣
よ
り
東
行
し
、
山
東
省
の
梁
山
渫
に
入
り
、
南
北
に

〖
黄
家
濁
〗8
6努
ヴ
カ
堡
の
名
。
湖
北
省
鍾
詳
縣
の
南
。
又
有
―
―
丹
丘
千
年
一
燒
‘
黄
河
千
年
一
清
→
〔
故
事
成
語
分
れ
て
流
る
。
北
流
は
北
清
河
に
入
る
。
郎
ち
清
水
の

〔
元
史
‘
伯
顔
傭
〕
宋
人
又
於
―
―
云
云
‘
黄
家
溝
堡
ぶ
府
設
二
考
、
地
胴
〕
聖
人
出
則
黄
河
清
。

O
黄
河
の
水
が
清
ん
こ
と
。
東
北
・
山
東
を
経
て
利
津
よ
り
海
に
注
ぐ
。
南
流

九
五
〇|
 

は
南
清
河
に
入
る
。
即
ち
円
水
の
こ
と
。
山
東
省
江
蘇

46

省
を
歴
て
淮
に
注
ぐ
。
六
は
、
元
明
以
来
の
黄
河
の
故

35

道
。
河
南
省
武
防
縣
よ
り
東
南
行
し
、
沐
洒
を
奪
つ
て
ー

淮
に
入
り
、
河
南
・
山
東
・
江
蘇
を
経
て
安
東
縣
よ
り
海

に
注
ぐ
。
〔
胡
渭
、
馬
貢
錐
指
〕
周
定
王
五
年
、
河
徒
レ
自
ニ

宿
脊
口
盃
木
行
―
―
漂
川
云
主
長
壽
津
―
卑
ハ
レ
潔
別
行
而
東
、

北
合
―
―
滴
水
云
ぎ
章
武
ー
入
レ
海
、
水
経
所
レ
稽
大
河
故
漬

者
也
、
云
云
、
王
非
始
建
國
三
年
、
河
決
二
魏
郡
五
竺
清

河
平
原
渭
南
云
ぎ
千
乗
コ
令
海
、
後
漢
永
平
中
王
景

修
レ
之
、
遂
為
士
〈
河
之
経
流
一
水
経
所
レ
稽
河
水
者
是

也
、
云
云
、
宋
仁
宗
時
商
胡
決
レ
河
、
分
為
乞
一
派
ぶ
北
流

合
永
清
渠
云
去
乾
寧
軍
入
レ
海
、
東
流
合
―
―
馬
頬
河
一

歪
無
格
懸
入
レ
海
、
二
流
迭
⑮
開
閉
宋
史
河
渠
志

所
レ
載
是
也
、
云
云
、
金
章
宗
明
昌
五
年
、
河
決
二
陽
武
故

墨
灌
―
―
封
丘
而
東
‘
注
―
―
梁
山
渫
公
品
民
二
派
―
―
由
一

北
清
河
ー
入
レ
海
、
一
由
南
清
河
入
レ
淮
是
也
、
云
云
、

元
世
祗
至
元
中
河
徒
出
―
―
腸
武
縣
南
盃
新
郷
之
流
絶
、
二

十
六
年
、
會
涸
河
成
↓
北
派
漸
微
、
及
-
1

明
弘
治
中
葉
一

節
太
行
拠
断
―
―
黄
陵
岡
支
渠
涵
汚
以
"
一
淮
五
多
全
河

水
是
也
。
〔
山
東
南
運
河
測
量
局
黄
河
沿
革
圏
説
〕
馬

貢
導
J

河
且
積
石
云
ぎ
龍
門
一
東
過
訟
ぽ
洒
云
主
於
大

伍
北
羞
降
水
至
於
大
陸
又
北
播
―
―
九
河
同
葛
逆

河
「
今
於
海
玉
帝
尭
八
十
歳
告
1

一
蕨
成
功
一
自
レ
是
以
後
、

靡
時
一
千
六
百
七
十
六
年
、
周
定
王
五
年
、
河
徒
一
宿
脊

只
東
行
―
―
脅
川
云
キ
長
壽
津
輿
レ
漂
別
行
、
東
北
至
成

門
復
合
―
―
馬
故
河
云
ぎ
章
武
一
入
レ
海
、
是
為
ー
黄
河
大

徒
之
始
二
歴
レ
時
六
百
一
十
五
年
、
王
芥
始
建
國
―
―
一
年
、

河
決
1一
魏
郡
→
淀1一
清
河
•
平
原
・
清
南
｛
至
一
千
乗
1入
レ

海
、
北
漬
遂
空
、
是
為
黄
河
大
徒
之
次
五
炉
時
一
千
零

三
十
五
年
、
宋
仁
宗
慶
暦
八
年
、
河
決
―
-
＿
商
胡
↓
分
為
―
―
二

携
北
流
合
l

「
水
清
渠
迂
竺
乾
寧
軍
一
入
レ
海
、
東
流
合
ニ

馬
頬
河
云
ぎ
無
棟
縣
ー
入
年
海
、
是
為
―
―
黄
河
大
徒
之
三
一

歴
レ
時
二
日
五
十
一
年
、
金
章
宗
明
昌
五
年
、
河
決
―
―
陽

武
故
隔
ご
直
封
丘
一
東
注
簗
山
渫
↓
分
為
乞
一
派
―
―

由
1

一
北
清
河
ー
入
レ
海
、
一
由
南
清
河
ー
入
レ
淮
、
是
為
1

一黄

河
大
徒
之
四
↓
歴
レ
時
二
百
九
十
五
年
、
元
世
祁
至
元

中
、
河
徒
出
―
―
陽
武
縣
南
盃
新
郷
之
流
絶
、
自
後
悟
有
↓
―
潰

溢
T
八
レ
漕
合
レ
汝
、
北
流
以
入
レ
海
、
及
―
―
明
孝
宗
弘
治
七

墾
築
太
行
礎
一
断
絶
黄
陵
岡
支
畏
遂
以
l
-

―淮―

受
否
河
之
水
五
心
為
一
黄
河
大
徒
之
五
↓
歴
レ
時
三
百
六



(4 7926・ ・95) (4 7926・ ・119) 

黄

部

黄

九
五

黄
河
に

十
二
年
、
清
文
宗
咸
豊
六
年
、
河
決
二
蘭
儀
銅
瓦
廂
玉
ぎ

大
清
河
云
ぎ
利
津
縣
境
コ
入
レ
海
、
是
為
,
,
黄
河
大
徒
之

交
即
現
今
黄
河
経
行
之
路
。

〖
黄
河
消
慢
〗
％
謬
匁
詞
牌
の
名
。
又
、
黄
河
清
に
作

る
。
〔
鐵
園
山
叢
談
‘
二
〕
又
有
,
,
晃
次
贋
者
ぶ
尤
在
―
ー
韓
師

朴
丞
相
中
秋
坐
上
ぶ
ザ
聴
琵
琶
詞
ぶ
り
世
所
＞
重
‘
云

云
‘
時
燕
築
初
成
、
八
昔
告
レ
備
、
因
作
―
―
徴
招
・
角
招
一

有
1

一
曲
名
廣
河
清
・
壽
香
明
三
者
―
音
調
極
詔
美
‘
次
贋

作
二
詞
五
‘
晴
景
初
升
風
細
細
、
雲
疎
天
淡
如
レ
洗
、

云
云
、
天
下
無
レ
問
1

一
遅
邁
小
大
ぶ
呼
偉
男
岩
女
↓
皆
手

氣
唱
レ
之
。

〖
英
河
防
秋
〗9
6
吟
弁
秋
高
く
馬
肥
え
る
時
、
黄
河
の

ほ
と
り
に
、
胡
兵
の
来
り
侵
す
を
防
ぐ
。
〔
高
適
‘
九
曲

詞
〕
胄
海
只
今
将
レ
飲
レ
馬
‘
黄
河
不
レ
用
更
防
レ
秋
。
〔
桃
花

扇
、
移
防
〕
黄
河
曲
裏
防
レ
秋
将
‘
好
似
―
―
英
雄
末
路
時
↓

〖
黄
河
流
域
〗9
7
認
g

黄
河
の
流
に
沿
ふ
地
。
即
ち

河
北
•
山
東
•
山
西
・
河
南
·
映
西
・
甘
粛
の
六
省
は
其
の

流
域
に
あ
り
、
今
の
熱
河
省
・
察
拾
爾
省
・
緩
遠
省
・
西

套
蒙
古
等
も
亦
此
の
逼
域
の
内
に
在
る
。
今
亦
北
帯
と

梢
す
。

〖
黄
河
九
曲
燈
〗9
8
[
3
9

”
”9ゥ
正
月
の
十
一
日
よ
り
十

六
日
に
至
る
ま
で
、
郷
村
の
人
が
き
ぴ
が
ら
を
縛
つ
て

棚
を
作
り
、
ま
は
り
に
燈
を
か
け
、
ま
が
り
く
ね
つ
て

三
四
里
に
な
る
や
う
に
し
、
門
に
入
る
も
の
が
誤
つ
て

道
を
得
る
こ
と
が
出
来
ず
‘
迷
つ
て
出
ら
れ
ぬ
や
う
に

す
る
も
の
。
〔
帝
京
景
物
略
〕
正
月
十
一

H
至
―
―
十
六
日
「

郷
村
人
縛
紐
稽
咋
げ
棚
、
周
懸
雑
燈
一
門
邁
曲
詰
‘

蔵
三
四
里
ア
人
者
誤
不
レ
得
盆
逗
、
即
久
迷
不
レ
出
、
曰
,
,

黄
河
九
曲
熾
也
。

〖
黄
河
千
里
一
曲
〗9
9
%
}琵／
リ
黄
河
は
千
里
毎
に

一
曲
す
る
と
い
ふ
。
〔
水
経
、
河
水
注
〕
爾
雅
曰
、
河
出
二

寛
盗
咆
犀
色
白
、
所
レ
渠
井
千
七
百
‘
一
川
色
黄
、
物
理
論

日
、
河
色
黄
者
、
衆
川
之
流
、
蓋
濁
レ
之
也
、
百
里
一
小

曲
、
千
里
一
曲
一
直
矢
°

〖
黄
河
遠
上
白
雲
間
〗1

0
0
芦
努
バ
＂
ク
；
ポ
ル
黄
河
は
遠
く

嘉
盗
よ
り
出
る
と
い
ふ
が
、
今
‘
之
を
望
め
ば
高
く
雲

間
に
上
る
が
如
く
で
あ
る
。
〔
王
之
浪
‘
涼
州
詞
〕
黄
河

遠
上
白
雲
間
‘
一
片
孤
城
萬
切
山
‘
売
笛
何
用
怨
―
―
楊

柳
「
春
光
不
レ
度
玉
門
隅
゜

〖
黄
河
尚
有
―
―
澄
消
日
―
〗

I
O
l
g
T
O

げ
＋t+
ョ
ヴ
セ
イ

も
澄
む
時
が
あ
る
。
〔
通
俗
編
‘
地
理
、
黄
河
尚
有
―
―
澄
清
凡
そ
遼
寧
省
・
河
北
省
・
山
東
省
・
及
ぴ
江
蘇
省
北
部
の

且
〕
呉
越
備
史
‘
羅
隠
寝
レ
疾
‘
王
親
臨
撫
問
‘
因
題
―
―
詩
海
岸
は
皆
其
の
匪
城
で
あ
る
。
も
と
渤
海
の
濁
流
、
及

f
璧
云
‘
黄
河
信
有
澄
清
日
一
後
代
應
レ
難
レ
撒
二
此
才
↓
ぴ
遼
油
諸
水
の
泥
沙
を
受
け
、
水
色
黄
‘
因
つ
て
名
づ

〖
黄
河
水
流
無
―
―
盆
時
―
〗

1
0
2
"
認
げ
•
[
パ
ガ
レ
テ
黄
河
の
水
＜
。
〔
盤
谷
青
山
、
旅
順
表
忠
塔
記
〕
我
激
一
撃
之
黄
海
一

は
消
々
と
流
れ
去
り
流
れ
来
つ
て
‘
萬
古
盛
き
る
時
が
敵
艦
潰
敗
四
散
。

O
明
、
餘
眺
の
人
。
字
は
伯
川
。
天
順

な
い
。
〔
王
昌
齢
、
出
塞
行
〕
白
花
垣
上
望
"
京
師
盃
黄
河
中
、
郷
に
學
げ
ら
る
。
官
は
建
寧
教
諭
。
詩
に
巧
。
著
に

水

流

無

魯

時

↓

竹

橋

十

詠

が

あ

る

。

〖
黄
河
如
レ
帯
泰
山
若
レ
属
〗
1
0
3
"
g

グ
訂
芦
只
黄
河
〖
黄
海
道
〗

1
1
0
”
唸
？
朝
鮮
の
地
名
。
朝
鮮
の
西
北
部
。

が
帯
の
や
う
に
細
く
な
り
、
泰
山
が
砥
石
の
や
う
に
小
北
界
は
平
安
道
、
東
海
は
咸
鏡
道
及
ぴ
江
原
道
、
南
る
。
孫
堅
、
義
兵
を
攀
ぐ
る
や
、
之
に
従
ひ
九
縣
を
宰
し

さ
く
な
る
。
絶
無
の
事
の
喩
゜
〔
史
記
、
高
岨
功
臣
表
論
は
京
畿
道
に
接
し
、
西
は
黄
海
に
濱
す
る
。
〔
讀
史
方
輿
所
在
平
定
す
。
赤
壁
の
役
に
、
火
攻
策
を
建
て
‘
曹
軍
を

賛
〕
封
爵
之
誓
日
‘
使
―
―
河
如
レ
帯
‘
泰
山
若
＞
属
‘
國
以
永
紀
要
、
山
東
‘
外
國
附
考
、
朝
鮮
〕
黄
海
道
、
治
土
只
州
「
在
―
―
大
破
し
、
武
鋒
中
郎
将
を
授
け
ら
る
。
武
陵
蜜
の
反
す

寧
、
愛
及
―
―
苗
裔
↓
王
京
西
面
一
古
朝
鮮
馬
韓
藷
地
‘
領
―
―
郡
三
↓
日
‘
遂
安
、
る
や
、
太
守
を
領
し
、
之
を
討
平
し
、
偏
将
軍
を
累
加
さ

【
黄
芽
】
104

ぢ
ウ
道
家
の
燒
丹
で
鉛
葉
を
以
て
黄
芽
と
延
安
・
平
郡
、
郡
昔
男
、
府
一
二
、
日
、
平
山
・
瑞
興
・
承
天
‘
れ
卒
す
。
〔
三
國
志
、
五
十
五
〕
．
〔
英
雄
記
紗
〕
。

す
る
。
黄
牙
゜
〔
参
同
契
〕
故
鉛
外
黒
、
内
懐
金
華

c

〔
庄
〕
金
州
五
‘
曰
‘
黄
州
・
白
州
・
海
州
・
愛
州
・
仁
州
‘
縣
八
、
日
、
〖
黄
蓋
湖
〗

1
1
5
[
．
ワ
ヴ
ガ
イ
湖
の
名
。
湖
北
省
嘉
魚
縣
の
西

華
‘
卸
黄
芽
‘
乃
鉛
之
精
英
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
黄
芽
是
長
生
安
岳
・
三
和
・
龍
岡
・
咸
従
・
江
西
・
牛
峯
・
文
化
・
長
淵
。
南
。
一
名
、
黄
岡
湖
。

之
至
栗
‘
牙
是
萬
物
之
初
也
‘
縁
"
一
因
白
被
レ
火
畏
一
色
黄
一
【
黄
開
】
I
l
l
"
喝
宋
、
諸
梵
の
人
。
字
は
必
先
。
琥
は
浣
【
黄
印
]116

”
窃
清
の
人
。
黄
印
(
3
2
)

を
見
よ
。

故
名
黄
芽
言
白
居
易
‘
封
レ
酒
詩
〕
有
レ
時
成
1

一
白
首
云
齊
初
。
経
術
に
遠
し
。
紹
興
の
進
士
。
官
は
崇
安
令
。
著
【
黄
た
】
1
1
7
H
匁
宋
、
浦
城
の
人
。
字
は
清
臣
。
琥
は
東

慮
問
賣
牙
↓
〔
臀
己
‘
寄
―
―
曹
松
詞
〕
槃
中
求
見
―
―
黄
芽
一
に
語
孟
検
揮
・
周
易
闘
説
・
孟
子
耕
志
・
麟
経
縛
論
・
春
浴
。
少
く
し
て
奇
穎
。
年
十
五
、
文
を
以
て
章
得
象
に
謁

易
、
詩
裏
思
凹
白
雪
難
。
〔
張
偽
匝
韓
道
士
詞
〕
還
秋
妙
旨
・
六
経
指
南
・
諸
史
決
疑
・
浣
渓
文
集
が
あ
る
。
し
‘
得
象
之
を
奇
と
す
。
錢
塘
に
消
ぴ
、
詩
を
林
逍
に
贈

似

世

人

生

白

髪

ご

定

知

仙

骨

畏

ー

黄

芽

↓

【

黄

文

】

112

”
匁
宋
、
箭
田
の
人
。
字
は
伯
者
。
乾
道
の
り
、
激
賞
さ
る
。
著
に
東
淡
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四

〖
黄
芽
菜
〗
皿h
u
a
n
g
'
y
a
'
t
s
'
a
i
4

山
東
白
菜
の
類
。
進
士
第
二
に
琴
げ
ら
る
。
光
宗
の
朝
、
嘉
王
賛
讀
に
充
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
百
七
十
〕
。

【
黄
雅
]IOO

ぢ
ゥ
黄
矮
菜
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
抹
て
ら
る
。
寧
宗
の
時
、
左
司
諫
に
擢
ん
で
ら
れ
‘
櫂
工
部
【
黄
岡
】
118

”
窃
〇
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
湖
北
省
武
昌
縣
の

穀
、
松
、
黄
矮
菜
〕
萬
暦
杭
州
府
志
、
矮
黄
菜
、
味
美
冠
―
―
侍
郎
兼
侍
講
と
な
る
。
時
に
朱
窯
‘
経
筵
を
罷
む
。
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
黄
州
府
、
黄
岡
縣
〕
黄
岡

諸
菜
五
杭
人
訛
為
1

一
黄
雅
↓
文
‘
進
講
に
因
つ
て
嘉
を
逐
ふ
の
に
は
か
な
る
を
問
ふ
。
故
城
、
漢
祁
縣
地
、
蒲
齊
置
ー
ー
南
安
縣
「
井
置
―
―
齊
安
郡

【
黄
介
】
107

”
匁
宋
‘
分
寧
の
人
。
字
は
剛
中
。
意
氣
卓
再
三
請
へ
ど
聰
か
れ
ず
。
刑
部
侍
郎
に
終
る
。
〔
南
冶
―
焉
‘
云
云
‘
隋
初
、
州
郡
倶
懇
、
開
皇
五
年
、
置
二
黄
州
一

越
‘
兵
法
を
好
む
。
制
置
使
朱
旗
孫
が
蜀
を
帥
ゐ
る
や
‘
宋
館
閣
績
録
‘
七
・
八
・
九
〕
．
〔
宋
中
興
東
宮
官
僚
題
名
〕
。
十
八
年
、
改
レ
縣
曰
―
―
黄
岡
縣
ぶ
八
業
初
、
為
1

「
水
安
郡
治
一

攻
守
の
策
を
上
つ
て
頑
孫
に
愛
さ
れ
従
軍
す
。
後
、
家
【
黄
埃
】
113

鍔
ゥ
宋
、
羅
源
の
人
。
安
撫
司
に
任
ず
。
徳
唐
黄
州
亦
治
焉
、
今
亦
謂
二
之
藷
州
城
↓
〔
清
史
稿
、
地
理

居
し
、
郷
民
を
李
ゐ
て
保
緊
の
計
を
為
す
。
元
兵
至
祐
中
、
元
兵
四
十
餘
萬
‘
温
州
よ
り
羅
源
に
道
す
。
埃
、
志
〕
湖
北
、
黄
州
府
‘
縣
七
、
黄
岡
。

O
鎮
の
名
。
廣
東
省

り
、
介
は
堅
守
し
て
鏃
を
被
る
こ
と
蛸
の
如
く
‘
柵
に
白
金
三
千
雨
を
以
て
民
命
を
贖
ふ
。
元
兵
回
る
や
、
羅
饒
平
縣
の
東
南
。
〔
輿
程
記
〕
縣
東
百
里
為
―
―
黄
岡
騨
一

椅
つ
て
死
す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
一
源
は
優
戸
野
を
蔽
ふ
惨
状
を
呈
す
。
埃
‘
悉
く
之
を
葬
自
レ
騨
逹
―
油
泌
因
陸
行
不
レ
過
二
七
十
里
↓
〔
讀
史
方
輿
紀

百
七
十
五
〕
．
〔
南
宋
書
、
五
十
九
〕
・
〔
宋
史
翼
、
三
十
る
。
〔
羅
源
縣
志
〕
。
要
、
廣
東
、
潮
州
府
‘
饒
平
縣
〕
黄
岡
鎮
、
縣
東
九
十
里
、

―

-

〕

.

〔

宋

季

忠

義

録

‘

五

〕

。

【

黄

蓋

】

114

”
匁
〇
黄
色
の
か
さ
。
〔
管
子
、
水
地
〕
慶
忌
有
効
翌
只
洪
武
三
年
置
。

0
山
名
。
④
江
西
省
宜
翌
縣

【
黄
玲
】
1
0
8
H
匁
元
の
人
。
翰
の
孫
。
字
は
孟
成
。
射
行
力
者
、
其
状
若
り
人
、
其
長
四
寸
、
衣
二
黄
衣
苓
翌
黄
冠
面
戴
―
一
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
瑞
州
府
、
新
昌
縣
〕

載
、
聖
賢
を
以
て
自
ら
期
す
。
隠
居
教
授
し
、
書
に
於
て
黄
蓋
↓
乗
二
小
馬
ぶ
竺
疾
馳
百
竺
其
名
謡
？
之
、
可
レ
使
―
―
黄
岡
山
、
縣
西
八
十
里
、
山
勢
謗
潟
盗
秀
、
総
一
新
昌
諸

通
瞭
せ
ざ
る
な
く
‘
呉
興
山
水
に
栗
し
み
‘
因
つ
て
弁
山
千
里
外
_
-
H
反
報
‘
此
涸
澤
之
精
也
。
〔
三
オ
圏
會
、
儀
山
之
冠
ズ
⑫
湖
北
省
黄
岡
縣
の
東
。
蘇
献
の
赤
壁
賦
に

に
卜
居
し
、
人
、
弁
山
小
隠
と
琥
す
。
著
に
弁
山
集
・
知
制
四
、
黄
蓋
圏
考
〕
按
‘
漢
乗
輿
黄
屋
左
覇
‘
黄
屋
者
、
車
い
ふ
黄
泥
之
坂
で
あ
る
。

非
稿
が
あ
る
。
〔
新
元
史
、
二
百
三
十
八
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
蓋
也
、
後
世
因
為
―
―
黄
蓋
↓
乃
其
遺
制
也
‘
元
制
黄
撒
‘
上
【
黄
庚
】
1195唸
元
、
天
台
の
人
。
字
は
星
甫
゜
琥
は
月

八

十

六

〕

。

加

―

―

金

浮

屠

一

今

制

紅

漆

直

柄

園

轍

、

黄

羅

為

レ

表

、

銅

レ

屋

。

嘗

て

山

陰

に

客

遊

し

‘

越

中

詩

社

に

試

し

‘

嘗

時

に

【
黄
海
】
109

”
匁

O
海
洋
の
名
。
朝
鮮
の
西
‘
渦
洲
の
南
、
金
作
飛
龍
形
玉
黄
絹
裏
、
上
施
―
―
金
藷
直

U
0三
國
‘
呉
の
推
重
さ
る
。
其
の
詩
、
風
致
婉
約
、
晩
唐
の
一
罷
を
具
備

中
國
の
東
方
の
大
海
。
鴨
緑
江
口
以
西
‘
長
江
口
以
東
‘
零
陵
泉
陵
の
人
。
字
は
公
覆
。
郡
吏
よ
り
公
府
に
辟
さ
す
。
著
に
月
屋
漫
稿
が
あ
る
。
〔
新
元
史
、
二
百
一
二
十
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的

八

〕

．

〔

四

嘩

提

要

、

一

百

六

十

六

〕

。

【

黄

詰

】

127

”
窃
宋
、
平
江
の
人
。
字
は
君
誤
。
煕
寧
の
【
黄
狂
】
133

”
匁
明
‘
餘
挑
の
人
。
字
は
王
合
。
琥
は
菊

い
【
黄
香
】
121

乃
●
蟻
梅
を
い
ふ
。
〔
梅
譜
〕
百
葉
細
梅
、
進
士
。
官
は
長
沙
簿
°
章
淳
、
梅
山
を
開
き
、
税
役
を
東
。
黄
叔
英
に
従
っ
て
禁
氏
尚
書
を
受
く
。
郡
子
の
皇

6

亦
名
.
,
黄
香
梅
涼
名
1

一
千
葉
香
梅
五
澁
芸
ぎ
廿
餘
辮
一
壻
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。
詰
、
力
請
し
て
、
之
を
罷
む
。
益
極
経
世
書
を
喜
翫
す
。
〔
明
儒
言
行
録
績
篇
、
一
〕
・
〔
本

92

心
色
微
黄
、
花
頭
差
小
而
繁
密
、
別
有
1

一
種
芳
香
↓
〔
杜
陽
縣
に
知
と
な
る
。
後
、
太
府
卿
に
至
る
。
〔
萬
姓
統
朝
分
省
人
物
孜
、
五
十
一
〕
・
〔
遜
國
諸
臣
債
、
九
〕
。

【
黄
閣
】
134

乃
宰
相
の
馳
事
の
門
。
縛
じ
て
、
宰
相
を

7
 
⑭
牧
、
除
官
蹄
詩
〕
網
今
開
博
斐
、
書
菖
識
黄
香
。
〔
蘇
拭
、
譜
〕
。

和
寄
.
,
天
選
長
官
1

詩
〕
黄
香
十
年
藷
、
騨
學
参
衆
妙
。
【
黄
降
】
1
2
8
"
呟
宋
、
南
海
の
人
。
字
は
時
薙
。
官
は
瞼
封
ぃ
ふ
。
唐
は
給
事
中
を
い
ふ
。
東
堺
代
酔
編
、
巻
二
十
五

0
後
漢
、
江
夏
安
陸
の
人
。
字
は
文
強
。
九
歳
、
母
を
失
貝
外
郎
。
後
、
雲
南
左
参
政
に
擢
ん
で
ら
る
。
所
部
の
土
に
見
ゆ
。
〔
漢
菌
儀
〕
丞
相
聴
事
門
日
.
,
黄
閣
字
不
n

一
敢
洞
ニ

12

ひ
‘
思
慕
憔
悴
‘
殆
ん
ど
喪
に
耐
へ
ず
‘
父
に
事
へ
て
至
司
相
攻
め
る
こ
と
散
十
年
を
積
む
‘
降
‘
草
車
往
き
諭
開
朱
門
一
以
別
―
―
於
人
主
｛
故
以
レ
黄
塗
レ
之
、
謂
1

一
之
黄

゜
~
孝
゜
梢
:
長
じ
、
文
章
を
能
く
し
、
経
典
に
博
通
す
。
京
し
、
二
酋
命
を
競
く
‘
吏
民
稲
し
て
鐵
漢
公
と
い
ふ
。
閣
心
〔
宋
書
‘
譜
志
二
〕
三
公
黄
閣
‘
前
史
無
―
―
其
義
一
夫
朱

師
、
天
下
無
雙
、
江
夏
黄
童
と
い
ふ
。
和
帝
の
時
‘
尚
書
【
黄
衡
】
129

”
唸
宋
、
浦
城
の
人
。
字
は
平
國
。
建
炎
の
進
門
洞
啓
‘
嘗
陽
之
正
色
也
、
三
公
之
卑
ハ
-
1

天
子
五
幡
秩
相

6
 
2
 ，
 

47

令
に
至
り
、
在
位
中
薦
逹
す
る
所
多
し
。
魏
郡
太
守
に
士
。
官
は
安
輻
令
。
郡
守
呂
源
、
六
月
、
城
壁
を
修
せ
ん
亜
、
故
黄
1

一
其
閣
1

以
示
レ
謙
、
蓋
是
漢
来
制
也
。
〔
名
義

累
遷
し
、
事
に
坐
し
て
免
官
さ
れ
、
家
に
卒
す
。
〔
後
漢
と
す
。
衡
‘
諫
む
。
源
、
之
を
弾
劾
す
。
朝
廷
賓
を
得
、
源
‘
考
〕
唐
門
下
省
‘
以
レ
黄
塗
レ
門
、
謂
―
―
之
黄
閣
↓
〔
杜
甫
、

書

、

二

日

＋

上

〕

。

因

つ

て

罷

む

。

衡

‘

縣

州

教

官

・

校

書

郎

を

歴

‘

外

職

に

奉

―

―

贈

穀

八

閣

老

―

詩

〕

慮

聖

登

1

芦
品
兜
明
公
獨
妙
年
。

〖
黄
香
影
子
〗1
2
2
]
げ
パ
カ
，
，
薬
材
の
名
。
く
ち
な
し
の
異
補
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
乞
ひ
‘
部
武
軍
倅
を
得
。
〔
南
宋
館
〔
韓
朋
、
奉
下
送
王
相
公
赴
―
―
幽
州
而
茫
邊
詩
〕
黄
閣
開
―
―

名
。
〔
清
異
鋒
‘
槃
、
築
譜
〕
黄
香
影
子
、
栃
子
。
閣
録
‘
八
〕
．
〔
尚
友
鋒
‘
十
〕
。
帷
幌
一
丹
埠
侍
』
岳
喪
〔
錢
起
、
送
―
―
―
張
員
外
出
牧
―
―
岳

〖
黄
香
扇
枕
〗1

2
3”げ

9

ウ
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
黄
[
黄
鏑
】
⑳
"
況
明
、
侯
官
の

A

゜
字
は
叔
高

o

詮
は
襄
州
丑
巴
自
吟
黄
閣
知
音
在
‘
不
レ
厭
形
檄
出
守
頻

o

〔
困

香
、
親
に
事
へ
て
至
孝
‘
九
歳
の
時
、
母
を
失
ひ
‘
父
に
敏
。
進
士
。
官
は
御
史
。
正
統
の
末
、
貴
州
を
按
じ
‘
學
紀
聞
、
評
詩
〕
給
事
中
隅
二
門
下
省
一
開
元
曰
-
―
黄
門

よ
く
事
へ
、
夏
は
床
枕
を
扇
ぎ
‘
冬
は
身
を
以
て
父
の
後
、
南
京
戸
部
固
書
に
至
る
。
〔
明
史
、
二
日
五
十
七
〕
・
省
丁
故
日
"
黄
閣
菜
ッ
陵
為
―
―
左
拾
遺
エ
亦
東
省
之
隔
、
故

席
を
温
め
た
故
事
。
〔
蒙
求
、
下
‘
黄
香
扇
枕
〕
後
漢
黄
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
二
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
五
十
云
、
官
曹
可
"
接
聯
五
近
世
用
―
―
此
詩
云
翌
宰
輔
事
五
誤
矢
°

香
‘
字
文
強
‘
江
夏
安
陸
人
‘
博
學
―
―
経
典
盆
空
精
道
術
―
二
〕
．
〔
國
朝
猷
徴
鋒
‘
―
―
-
＋
-
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
―
-
+
【
黄
覺
】
135

琵
，
宋
、
浦
城
の
人
。
字
は
民
先
。
景
徳
の

能
ー
文
章
「
京
師
琥
曰
‘
天
下
無
雙
江
夏
黄
童
‘
官
至
1

一
九
・
三
十
四
・
九
十
九
〕
・
〔
蘭
壷
法
黎
鋒
‘
八
〕
．
〔
明
名
人
進
士
。
官
は
殿
中
丞
。
詩
名
あ
り
。
嘗
て
客
を
都
門
外
に

尚
書
令
・
魏
郡
太
守
ぶ
向
淵
明
曰
、
香
九
歳
失
レ
母
‘
思
慕
傭
、
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
又
七
十
〕
・
〔
明
史
分
送
る
‘
至
れ
ば
、
客
已
に
去
れ
り
。
一
道
士
の
側
に
在
る

骨
立
、
事
レ
父
渇
レ
カ
致
涵
養
、
冬
無
1

一

被

袴

盃

皿

盛

―

―

滋

味

一

稿

残

編

、

上

〕

。

を

見

、

揚

へ

た

る

酒

肉

を

取

り

輿

に

同

飲

す

。

宴

罷

み

暑
則
扇
―
―
床
枕
ぶ
示
則
以
レ
身
四
茫
席
、
和
帝
嘉
レ
之
、
特
【
黄
涸
】
131

”
匁
宋
、
都
昌
の
人
。
字
は
商
伯
゜
琥
は
西
て
、
道
士
、
水
を
掬
つ
て
呂
の
字
を
葛
す
‘
始
め
て
呂
洞

加

異

賜

一

披

光

宗

即

位

す

る

や

、

太

常

寺

簿

と

な

る

。

證

教

の

賓

た

る

を

知

る

。

道

士

、

明

年

江

南

に

し

て

相

見

え

ん

【
黄
皓
】
124

”
唸
―
二
國
‘
蜀
の
人
。
宦
官
。
後
主
の
時
‘
陳
窮
闘
を
論
じ
、
有
司
に
勅
し
て
政
和
の
冠
婚
喪
葬
の
と
曰
ふ
。
果
し
て
官
を
江
南
に
得
、
期
に
及
ん
で
見
ゆ
。

祗
、
董
允
に
代
つ
て
侍
中
と
為
り
‘
皓
と
互
に
相
表
裏
俵
を
取
り
、
及
ぴ
司
馬
光
・
高
閃
等
の
書
を
参
訂
し
て
道
士
、
大
錢
七
文
、
次
十
文
、
小
錢
三
文
を
輿
へ
て
日

す
。
皓
始
め
政
に
預
り
、
祗
卒
す
る
や
、
黄
門
令
よ
り
之
を
行
は
ん
こ
と
を
請
ふ
。
尋
い
で
常
州
知
・
本
路
常
く
‘
藪
、
益
す
べ
か
ら
ず
と
。
又
、
槃
敷
寸
を
輿
ふ
。
槃
、

中
常
侍
・
奉
車
都
尉
に
累
遷
す
。
威
柄
を
操
弄
し
、
終
平
提
攀
に
累
遷
す
。
既
に
し
て
欝
郷
し
、
幅
巾
深
衣
‘
匡
盛
き
ん
と
す
る
時
‘
林
頭
暦
日
無
1

一
多
字
ご
屈
レ
指
明
年

に
國
を
覆
へ
す
。
郡
文
、
蜀
に
入
り
、
皓
の
姦
陰
を
聞
山
の
間
に
騎
纏
し
、
隠
者
の
如
し
。
瀬
、
性
行
端
防
‘
孝
七
＋
―
―
一
の
詩
を
作
る
。
果
し
て
其
の
歳
を
以
て
卒
す
。

き
、
牧
閉
し
て
之
を
殺
さ
ん
と
す
。
皓
、
文
の
左
右
に
友
を
以
て
著
は
る
。
朱
燦
南
康
に
守
た
る
や
、
源
、
弟
子
〔
宋
史
翼
、
十
九
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

厚
賂
し
て
免
る
る
を
得
。
〔
―
二
國
志
‘
一
二
十
九
〕
。
の
請
を
執
る
。
窯
歿
し
‘
蕪
禁
方
に
属
し
。
瀬
‘
箪
車
往
【
黄
~
】

1
3
6
”
パ
ヴ
〇
黄
色
の
鶴
。
仙
人
の
乗
る
も
の
。
〔
湯

【
黄
腔
】
125

h
u
a
n
g
2
 
c
h
'
i
a
n
g
'

二
黄
°
赴
し
、
徘
徊
去
る
に
忍
ぴ
ず
。
著
に
西
破
集
が
あ
る
。
恵
休
、
楊
花
曲
〕
黄
鶴
西
北
去
、
街
レ
我
千
里
心
。
〔
唐
玄

【
黄
嵩
】
126"
匁
黄
色
の
よ
も
ぎ
。
〔
本
草
‘
鼠
麹
草
〕
秤
〔
宋
史
、
四
百
三
十
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
二
日
六
十
二
〕
．
〔
南
宗
、
春
曇
望
詩
〕
太
液
池
中
下
―
―
黄
鶴
百
比
明
水
上
映
―
牽

名
、
米
麹
‘
云
云
‘
黄
嵩
‘
茸
母
。
〔
漢
書
‘
五
行
志
中
之
宋
書
、
四
十
四
〕
・
〔
慶
元
窯
禁
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
六
十
牛
↓
〔
沈
栓
期
、
黄
鶴
詩
〕
黄
鶴
佐
丹
鳳
二
不
レ
能
レ
墾
l
-

上

〕

成

帝

建

始

四

年

九

月

‘

長

安

城

南

有

レ

鼠

‘

衡

五

塁

晶

九

〕

。

白

閥

↓

●

山

名

。

①

江

蘇

省

丹

徒

縣

の

南

。

も

と

黄

鵠

柏
菜
上
二
民
家
柏
及
楡
樹
上
玉
E

レ
巣
‘
桐
柏
尤
多
‘
巣
【
黄
鼈
】
132

競
，
宋
、
連
江
の
人
。
六
歳
、
詩
を
能
く
し
、
山
と
い
ふ
。
〔
太
平
衰
宇
記
〕
宋
高
祗
潜
龍
時
‘
常
遊
,
,
行

中
無
レ
子
‘
皆
有
迄
翌
鼠
矢
散
十
↓
〔
祭
瑛
‘
胡
茄
十
八
拍
〕
構
思
敏
捷
、
設
射
す
る
者
あ
れ
ば
、
臀
に
應
じ
て
答
へ
、
竹
林
寺
涵
竺
息
於
此
ぶ
烹

9
黄
鶴
ー
飛
舞
、
改
為
―
―
黄
鶴

寒
上
黄
嵩
分
‘
枝
枯
葉
乾
゜
〔
王
昌
齢
‘
長
歌
行
〕
職
野
的
中
せ
ざ
る
は
無
し
。
大
中
祥
符
中
、
童
子
學
に
應
じ
‘
寺
硲
m
又
名
―
―
鴻
鶴
山
↓
＠
湖
北
省
武
昌
縣
治
の
西
隅
。

饒

悲

恩

聰

認

黄

嵩

草

°

進

士

出

身

を

賜

は

る

。

〔

尚

友

録

‘

十

〕

゜

別

名

、

黄

鵠

山

・

黄

谷

山

。

俗

稲

‘

蛇

山

。

其

の

中

峯

は

九
五|
 

高
冠
山
。
西
北
に
黄
鵠
磯
が
あ
る
。
高
冠
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 

48 5
 
3
 

:
 2
2
8
)

の
O
を
見
よ
。
〔
南
齊
書
、
州
郡
志
下
〕
夏
口
城

雙
黄
鶉
磯
ご
世
博
‘
仙
人
子
安
乗
―
―
黄
鵠
五
四
―
―
此
上
一

1

也
‘
邊
江
峻
陰
‘
棲
櫓
高
危
。
〔
名
勝
志
〕
有
1

一
費
文
棒
洞
↓

在
―
―
山
陰
一
亦
博
為
，
駕
―
―
黄
鶴
―
仙
去
者
上
也
。

O
湖
北

省
通
城
縣
の
南
。

〖
黄
鶴
引
〗1

3
7
り
冴
•
ウ
カ
ク
詞
牌
の
名
。
〔
方
勺
‘
泊
宅
編
〕
先

子
晩
官
―
―
郡
州
―

-
B
秋
風
起
、
思
―
―
呉
中
山
水
二
嘗
信
レ

筆
作
―
―
長
短
句
「
序
云
‘
玩
田
曹
所
レ
製
黄
鶴
引
、
愛
―
―
其

詞
調
清
高
↓
寄
為
二
閤
公
聖
稚
子
ー
歌
レ
之
、
以
侑
レ
尊

焉。
〖
黄
鶴
棲
〗1

3
8
認
、
ウ
カ
ク
棲
の
名
。
湖
北
省
武
昌
縣
の
西
‘

漢
陽
門
内
の
黄
鶴
山
の
上
に
あ
り
。
今
、
存
せ
ず
。
迩
に

小
規
模
の
棲
あ
り
。
蜀
の
費
文
偉
が
登
仙
し
て
黄
鶴
に

乗
り
、
此
慮
に
憩
っ
た
か
ら
名
づ
く
と
。
又
、
酒
家
の
辛

氏
の
故
事
に
本
づ
く
と
も
い
は
る
。
〔
元
和
志
〕
縣
城
西

南
角
‘
因
レ
磯
為
レ
棲
、
名
―
―
黄
鶴
棲
↓
〔
太
平
賽
宇
記
〕
昔
費

文
棒
登
仙
、
毎
乖
―
―
黄
鶴
応
生
此
棲
緬
炉
駕
‘
故
名
。
〔
報

應
録
〕
武
昌
志
、
江
夏
郡
、
辛
氏
昔
‘
油
レ
酒
為
レ
業
、
一
先

生
来
、
魁
偉
藍
縛
、
従
容
謂
幸
氏
日
、
許
二
飲
酒
―
否
、

辛
氏
不
―
―
敢
辟
ぶ
符
竺
巨
杯
石
炉
此
半
歳
、
辛
氏
少
無
―
―

倦
色
{
-
B
先
生
謂
レ
辛
曰
、
多
負
1

一
酒
債
「
細
炉
可
レ
酬
レ

汝
‘
遂
取
一
小
藍
橘
皮
一
書
ご
鶴
於
璧
乃
為
―
―
黄
色
二
叩

坐
者
拍
レ
手
歌
レ
之
、
黄
鶴
賜
躇
而
舞
、
合
レ
律
應
レ
節
、
故

衆
人
費
レ
錢
観
レ
之
、
十
年
許
‘
而
辛
氏
累
二
巨
萬
二
後
先

生
瓢
然
至
、
辛
氏
謝
曰
、
願
為
―
―
先
生
1

供
給
如
レ
意
、
先

生
笑
曰
、
吾
登
為
レ
此
‘
忽
取
公
由
吹
散
弄
、
須
央
白
雲

自
レ
空
下
‘
賽
鶴
飛
来
1

一
先
生
前
一
遂
跨
レ
鶴
乗
レ
雲
而
去
‘

炒
此
辛
氏
建
レ
棲
、
名
曰
二
黄
鶴
一
》

〖
黄
鶴
隠
居
〗1

3
9
鱈
5乃
明
‘
趙
文

(
1
0
-
3
7
1
7
1

:
 3
3
 

!)の

O
の

鑢

〖
黄
鶴
山
人
〗1

4
0
”
〖
ク
元
、
霰
者
年
(
9
|2
8
7
2
7
 :
 

4
8
)

の

琥

。

「

8
)

の
琥
。

〖
黄
鶴
山
樵
〗1

4
1”g
咋
明
、
王
蒙

(
7ー
2
0
8
2
3:
 J
O
O
 

〖
黄
鶴
酔
翁
〗1
4
2
"
り
7
9
9
乃
琴
曲
の
名
。
〔
西
廂
記
、
雀
鶯

鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
不
是
黄
鶴
酔
翁
、
又
不
是
泣
麟
悲

鳳゚〖黄
鶴
棲
詩
〗1

4
3認＂
匁
唐
の
崖
願
が
黄
鶴
棲
に
登

つ
て
作
っ
た
詩
。
〔
雀
願
、
黄
鶴
棲
詩
〕
昔
人
已
乗
―
―
黄

鶴
去
‘
此
地
空
餘
黄
鶴
棲
、
黄
鶴
一
去
不
1

一
復
返
舌
品
芸



黄

部

黄

千
載
空
悠
悠
、
晴
川
歴
歴
漢
陽
樹
、
芳
草
萎
萎
鴨
鵡
洲
、

日
暮
郷
闘
何
慮
是
、
煙
波
江
上
使
ー
一
人
愁
↓

〖
黄
鶴
棲
録]
1
4
4
5

窃
勺
文
章
の
名
。
清
、
注
中
の
作
。

注
中
が
武
昌
に
遊
び
、
畢
玩
の
幕
下
に
参
じ
た
時
の

作
。
飲
縣
の
程
田
瑶
、
之
を
石
に
書
し
、
嘉
定
の
錢
姑
、

之
に
策
額
し
、
時
人
、
三
絶
と
い
ふ
。

〖
黄
鶴
西
棲
月
〗1

4
5琵
祁
グ
’
キ
黄
鶴
棲
の
西
棲
で
望

む
月
。
〔
李
白
‘
送
1

血
儲
邑
之
―
―
武
昌
―
詩
〕
黄
鶴
西
棲
月
、

長
江
萬
里
情
、
春
風
二
十
度
、
空
憶
武
昌
城
。

【
黄
岳
】
1
4
6
5
惚
五
代
、
間
の
一
幅
寧
の
人
。
博
く
経
典
に

通
じ
、
尤
も
易
象
暦
散
の
學
に
遠
し
。
唐
末
、
郷
貢
よ
り

太
學
に
入
る
。
王
審
知
、
王
を
稽
し
、
必
ず
之
を
仕
へ
し

め
ん
と
欲
す
。
岳
、
力
、
拒
む
能
は
ざ
る
を
度
り
、
淵
に

投
じ
て
死
す
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。

【
黄
誇
】
147

り
名
●
唐
の
人
。
馬
を
蜜
く
を
以
て
‘
営
時

に
名
あ
り
。
〔
唐
朝
名
書
鐸
〕
゜
●
明
、
餘
桃
の
人
。
字
は

廷
疸
。
蜜
に
巧
。

【
黄
葛
】
148"喝
黄
色
の
葛
。
又
、
黄
色
の
葛
布
。
〔
南

史
、
隠
逸
下
‘
呉
芭
傭
〕
棗
レ
徒
教
レ
學
‘
冠
1
1

黄
葛
巾
五
竹

塵
尾
。
〔
庚
信
‘
謝
1

二
趙
王
資
―
―
白
羅
抱
袴
―
啓
〕
永
無
1

一黄

葛
之
嵯
エ
方
見
青
綾
之
重
↓
〔
李
日
、
黄
葛
篇
〕
黄
葛
生
―
―

洛
演
玉
黄
花
自
綿
幕
。
〔
飽
溶
、
山
居
詩
〕
窃
宛
垂
1

一
澗
羅
一

蒙
茸
黄
葛
花
。

〖
黄
葛
峡
]
1
4
9

”
対
•
ウ
カ
，
峡
の
名
。
四
川
省
巴
縣
の
東
。
重

慶
府
志
は
長
壽
縣
の
東
の
黄
草
峡
の
こ
と
を
い
ふ
。

〔
水
経
、
江
水
注
〕
江
水
又
東
、
右
経
玉
一
黄
葛
峡
つ
山
高
陰
‘

全
無
入
居
↓

【
黄
褐
】
1
5
0
"
沼
〇
黄
褐
色
。
〔
桂
海
虞
衡
志
、
志
獣
〕
花

）
羊
、
南
中
無
白
羊
五
多
―
―
黄
愚
白
斑
如
賣
牛
↓
●
黄

72

色
の
褐
。
〔
陸
涌
、
詩
〕
黄
褐
長
條
七
尺
身
、
袖
中
一
剣

•
晨
紅
塵
→

2
6
〖
黄
褐
侯
]
I
S
i

”
祝
ウ
カ
ッ
鳥
の
名
。
鳩
に
似
、
黄
褐
を
し
た

も
の
。
山
鳩
。
よ
そ
う
じ
鳩
。
〔
本
草
、
青
鵠
〕
秤
名
、

，
 

7
 
4
 
（
黄
褐
侯
、
集
解
、
蔵
器
日
、
黄
褐
侯
、
状
如
5

鳩
而
緑
褐

一
色
、
臀
如
几
小
兒
吹
竿
↓

い
【
黄
甲
】
1
5
2
"
匁
●
科
攀
の
甲
科
に
及
第
し
た
人
。
其

●
の
名
を
巻
末
に
附
す
の
に
、
黄
紙
を
用
ひ
る
と
こ
ろ
か

0

ら
黄
甲
と
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
選
攀
志
二
〕
朝
謝
後
秤
ー
黄
甲
一

2
 
79

其
儀
、
設
1

一
褥
於
堂
上
二
東
西
相
向
、
皆
井
拝
、
拝
已
揮
―
―

榜
中
年
長
者
一
人
五
状
元
拝
レ
之
、
復
樗
n
最
少
者
一
人
1

4
 
（
 

秤
妖
元
一
哲
以
在
寵
璽
璽
年
好
エ
四
少
唇
也
。

〔
山
堂
律
考
、
三
十
六
‘
登
弟
、
拝
黄
甲
〕
黄
甲
由
1

一
省
中
―

降
下
‘
唱
名
畢
、
以
レ
此
升
甲
之
人
附
1

一
子
巻
末
盃
竺
黄

紙
書
レ
之
、
故
曰
―
―
黄
甲
↓
〔
楊
萬
里
‘
送
n

―
孫
桧
校
正
徳

操
龍
圏
出
知
―
―
鐵
江
詩
〕
黄
甲
諸
儒
今
幾
許
‘
白
頭
同

含
省
東
循
。
●
大
き
な
蟹
。
蛸
鉾
(
1
O
ー

3
3
2
9
3
:
 3
)
 

の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
、
蟹
、
蛸
鉾
〕
間
部
疏
‘

蟹
之
大
者
、
曰
-
―
蛾
鉾
;
ぎ
黄
甲
す
又
名
,
,
海
鱒
・
虎
蜻
↓

〇
黄
色
の
甲
羅
。
〔
爾
雅
‘
繹
晶
〕
蟷
‘
輿
父
、
守
瓜
。

〔
注
〕
今
瓜
中
黄
甲
小
晶
‘
喜
食
1

一
瓜
葉
五
故
日
1

一
守
瓜
ぷ
.

黄
色
の
甲
。
黄
絲
誠
の
鎧
を
い
ふ
。
〔
日
本
外
史
、
源

氏
正
記
、
源
氏
下
〕
玄
甲
者
、
梶
原
景
季
、
黄
甲
者
、
佐
佐

木
高
綱
。
参
明
、
南
京
衛
の
人
。
字
は
首
卿
。
琥
は
鳳
巖
゜

嘉
靖
の
進
士
。
官
は
運
判
。
文
章
を
以
て
自
負
す
。
著

に
鳳
巖
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
九
〕
．
〔
崇
禎
忠

節
録
、
二
十
一
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
・
〔
明
詩

紀
事
、
己
、
十
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
偉
‘
丁
、
上
〕
。

【
黄
治
】
153

”
対
ヴ
宋
、
侯
官
の
人
。
字
は
徳
潤
。
隆
興
の

初
、
太
學
試
春
官
第
二
。
御
史
に
累
官
し
、
尋
い
で
資
政

殿
大
學
に
陸
る
。
光
宗
の
受
椰
す
る
や
、
治
は
人
を
用
ひ

る
を
以
て
首
務
と
為
す
と
奏
す
。
治
、
質
直
端
重
、
大
臣

の
橙
有
り
。
著
に
文
集
奏
議
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
三
百
八

十
七
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
一
百
四
十
二
〕
・
〔
南
宋
書
、
三
十

六
〕
．
〔
南
宋
館
閣
績
録
‘
七
・
八
〕
。

【
黄
閤
】
154

”70
ヴ
宰
相
の
官
署
。
〔
後
漢
書
、
百
官
志
一
〕

黄
閣
主
簿
‘
録
―
―
省
衆
事
↓
〔
漢
藷
儀
〕
丞
相
聴
レ
事
門
日
1

一

黄
閣
二
不
n
一
敢
洞
n

開
朱
門
盆
以
別
二
子
人
主
丁
故
以
レ
黄

塗
レ
之
、
謂
―
―
之
黄
閤
↓

【
黄
甘
】
155

”
喝
柑
橘
の
類
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
傭
上
〕

黄
甘
橙
榛
‘
枇
杷
撚
柿
。
〔
注
〕
郭
環
日
、
黄
甘
‘
橘
層
而

味
精
。
〔
張
衡
‘
七
琲
〕
茄
支
黄
甘
‘
寒
梨
乾
榛
。
〔
南
史
‘
張

暢
博
〕
太
武
又
遣
迄
色
鮭
及
九
種
璧
李
竺
云
‘
又
求
―
―
黄
甘
↓

〖
黄
甘
守
吏
冨
衿
り
カ
ン
官
名
。
晉
、
置
く
。
果
賓
を

主
る
。
〔
海
録
砕
事
、
草
木
、
果
賓
〕
晉
令
閻
中
縣
、
置
―
―

黄
甘
守
史
一
人
↓

【
黄
柑
】
157

”
喝
果
賓
の
名
。
か
う
じ
み
か
ん
。
〔
本
草
、

柑
〕
集
解
、
蔵
器
日
、
柑
有
―
―
朱
柑
・
黄
柑
・
乳
柑
・
石
柑
・

沙
柑
↓
〔
唐
書
‘
蓋
嵩
傭
〕
荊
州
進
1
1

黄
柑
玉
―
帝
以
―
―
紫
粉
―

包
賜
レ
之
。
〔
橘
鋒
〕
南
塘
黄
柑
比
年
尤
盛
、
太
守
燕
賞
‘

為
1

一
秋
日
盛
事
-imrJ
太
守
参
政
賞
柑
之
詩
日
、
U
炉
機
白

鳥
衝
レ
船
過
、
堆
レ
案
黄
柑
啜
レ
手
香
。

【
黄
間
】
158

”
喝
弩
を
い
ふ
。
一
に
黄
肩
に
作
る
。
〔
張

衡
、
南
都
賦
〕
騨
績
齊
レ
鑓
、
黄
間
機
張
。
〔
注
〕
善
日
、
鄭

氏
曰
‘
黄
間
、
弩
。
〔
播
岳
‘
射
雉
賦
〕
捧
1

一
黄
間
1

以
密
骰
‘

属
一
剛
桂
以
潜
擬
、
倒
↓
1

禽
紛
以
逍
落
、
機
臀
振
而
未
レ

已
゜
〔
注
〕
妥
日
、
黄
間
、
弩
名
也
。

【
黄
幹
】
1
5
9
"
喝
宋
、
長
淫
の
人
。
字
は
尚
質
。
朱
煮
に
師

事
し
、
著
述
甚
だ
多
し
。
饒
魯
・
李
鑑
等
、
皆
之
に
師
事

す
。
官
は
直
學
士
。
著
に
五
経
講
義
・
四
書
紀
聞
が
あ

る
。
〔
宋
元
學
案
、
六
十
九
〕
。

【
黄
斡
】
1
6
0
"
喝
宋
、
閤
縣
の
人
。
璃
の
子
。
字
は
直
卿
。

盆
は
文
粛
。
世
人
、
勉
齋
先
生
と
稽
す
。
幼
に
し
て
、
業

を
朱
煮
に
受
く
。
煮
其
の
堅
志
苦
思
を
稽
し
、
女
を
以

て
妻
す
。
煮
病
革
ま
り
、
其
の
著
を
斡
に
授
け
て
曰
く
、

吾
が
道
の
託
此
慮
に
在
り
と
。
漢
陽
軍
・
安
慶
府
に
歴

官
し
、
善
政
多
く
、
安
慶
の
人
、
黄
父
と
稽
す
。
著
に
経

解
・
勉
齋
文
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
三
十
〕
．
〔
宋
史
新

編
、
一
百
六
十
二
〕
．
〔
南
宋
書
、
四
十
四
〕
．
〔
宋
元
學
案
、

六
十
三
〕
。

【
黄
諫
】
161

”
喝
明
、
高
郵
の
人
。
蘭
州
に
徒
居
す
。
字
は

廷
臣
。
琥
は
蘭
破
。
博
學
多
藝
に
し
て
‘
隷
豪
行
楷
に

巧
。
又
‘
宣
を
善
く
す
。
正
統
中
、
一
甲
第
三
を
以
て
第

に
登
る
。
官
は
侍
講
學
士
、
兼
、
尚
賓
寺
卿
。
後
、
本
院
學

士
・
廣
州
府
判
に
至
る
。
著
に
書
経
集
解
・
従
古
正
文
・
使

南
稿
・
蘭
波
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
献
徴
録
、
二
十
〕
．
〔
國
朝

列
卿
記
、
二
十
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
一
百
六
〕
．
〔
明

詩
紀
事
、
乙
、
十
七
〕
．
〔
明
驚
録
、
七
〕
。

【
黄
簡
】
162"
喝
●
宋
、
建
安
の
人
。
呉
に
寓
す
。
一
名
は

居
簡
。
字
は
元
易
。
琥
は
東
浦
。
詩
に
巧
。
著
に
東
浦
集
・

雲
野
談
鳥
が
あ
る
。
●
清
‘
呉
の
人
。
字
は
惟
文
。
寓
照

に
巧
。
〔
清
史
稿
、
五
亘
二
〕
．
〔
國
朝
苦
献
類
徴
、
三
百
七

十
五
〕
。

【
黄
鑑
】
163

”
喝
宋
、
浦
城
の
人
。
字
は
唐
卿
。
幼
時
、
敏

慧
人
に
過
ぎ
‘
進
士
に
及
第
す
。
同
郡
の
楊
億
、
尤
も
其

の
文
詞
を
賞
し
、
門
下
に
延
置
し
、
是
よ
り
著
は
る
。

直
集
賢
院
に
累
擢
さ
れ
、
老
母
の
故
を
以
て
蘇
州
通

判
と
為
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十
二
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
一
百

七
十
〕
。

【
黄
巖
】
164

”
啜
〇
縣
名
。
唐
、
置
く
。
浙
江
省
臨
海
縣
の

南
。
永
寧
漢
の
南
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
、
台
州

府
〕
黄
巖
縣
、
本
漢
回
浦
縣
地
、
後
漢
以
後
、
為
1

一
章
安
縣

地
云
悶
竺
臨
海
縣
地
云
唐
上
元
―
一
年
‘
析
1

一
置
永
寧
縣
一

属
一
台
州
天
授
初
、
改
―
―
今
名
本
木
因
レ
之
、
元
元
貞
初
、

升
為
レ
州
、
明
朝
洪
武
一
一
年
‘
復
為
レ
縣
゜
〔
清
史
稿
、
地
理

志
〕
浙
江
、
台
州
府
‘
縣
六
、
黄
巖
。
●
山
名
。
④
江
西
省

上
饒
縣
の
東
。
俗
稽
‘
飯
甑
山
。
＠
浙
江
省
黄
巖
縣
の

西
。
一
名
、
仙
石
山
。

〖
黄
巖
場
〗
竺
謗
ガ
ン
製
甕
場
の
名
。
浙
江
省
黄
巖
縣

の
東
南
。

【
黄
希
】
1
6
6
"
ヴ
，
ゥ
宋
‘
宜
黄
の
人
。
字
は
夢
得
。
乾
道
の

進
士
。
永
新
令
を
以
て
致
仕
す
。
嘗
て
春
風
堂
を
縣
治

に
作
り
、
楊
萬
里
‘
之
が
記
を
作
る
。
著
に
補
注
杜
詩
が

あ
る
。
完
成
せ
ず
し
て
卒
し
、
子
鶴
、
之
を
績
成
し
、
年

譜
を
重
定
し
て
、
黄
氏
補
注
杜
詩
と
い
ふ
。
〔
四
膚
提

要
、
一
百
四
十
九
〕
。

【
黄
杞
】
1
6
7
"
ヴ
ゥ
｛
木
‘
龍
漢
の
人
。
願
の
孫
。
字
は
景
華
。

官
は
浦
城
縣
の
知
。
清
介
の
贅
あ
り
。
平
陽
の
知
に
轄

じ
‘
政
績
尤
も
著
は
る
。
後
、
潮
州
の
知
に
終
る
。
〔
尚
友

録
、
十
〕
。

【
黄
民
】
168

万
槃
草
の
名
。
黄
者
(171)
に
同
じ
。
〔
本

草
、
黄
者
〕
繹
名
、
黄
民
。

【
黄
旅
】
1
6
9
"ヴ
，
ゥ
き
い
ろ
な
は
た
。
〔
證
‘
月
令
〕
（
中
央
）

天
子
居
1

一
大
廟
大
室
ゴ
広
云
‘
載
1
1

黄
旅
云
合
黄
衣
↓

【
黄
氣
】
170

”
g
き
い
ろ
の
氣
。
〔
史
記
、
封
椰
書
〕
及
レ

書
一
、
黄
氣
上
陽
レ
天
。
〔
後
漢
書
、
王
昌
博
〕
須
曳
有
二
黄

氣
盆
匹
＞
上
下
。

【
黄
者
】
171

乃
薬
草
の
名
。
や
は
ら
ぐ
さ
。
葉
は
利
状

複
葉
で
、
夏
季
あ
尉
〉
洸
況ヽ
"

す
る
。
黄
茂
。
〔
本

草
、
黄
著
〕
繹
名
、

黄
民
、
戴
栂
‘
戴

櫨
妾
草
、
百
本
、
王
孫
、
時
珍
日
、
者
、
長
也
、
黄
著
色

黄
、
露
補
薬
之
長
祓
名
、
今
俗
通
作
資
堅
或
作
レ
著

者
非
尖
、
著
乃
著
亀
之
誉
‘
昔
戸
。

【
黄
崎
】
172

万
塞
の
名
。
一
輻
建
省
長
築
縣
の
東
北
。
〔
讀

9

史
方
輿
紀
要
、
揺
建
‘
蝠
州
府
、
長
築
縣
〕
縣
東
北
四
十

543
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五
三
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崎
為
把
載
四
稟
又
有
天
祉
拝
塞
「
近
天
祉
澳
↓
倶

為
濱
海
之
備
↓

【
黄
賭
】
173

”ウウ

0
宋
‘
建
安
の
人
。
字
は
景
微
゜
琥
は
贅

隅
子
。
少
に
し
て
経
に
通
じ
‘
書
を
緊
む
る
こ
と
散
千

巻
‘
學
者
多
く
従
消
す
。
櫃
密
使
韓
埼
｀
之
を
表
薦
し
、

太
學
助
教
を
授
け
ら
る
。
一
夕
に
し
て
卒
す
。
著
に
款

歓
瑣
微
論
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十
八
〕
．
〔
宋
史
新

編
、
二
日
七
十
七
〕
゜

0
宋
の
人
。
黄
希
旦
(
1
0
2
5
)

を
見

ょ
【
黄
揆
]
1
7
4
"
ヴ
，
ゥ
宋
、
三
山
の
人
。
字
は
端
甫
。
官
は
淳

熙
中
、
龍
渓
縣
の
知
。
人
と
な
り
勤
敏
仁
厚
。
積
弊
の

後
に
営
り
‘
財
を
理
め
民
を
撫
し
、
家
給
し
人
足
る
に

至
る
。
墳
州
知
に
陸
る
。
民
、
た
め
に
生
祠
を
立
つ
。
〔
尚

友
録
‘
+
〕
。

【
黄
喜
】
1
7
5
[
ヮ
？
朝
鮮
李
朝
、
全
羅
北
道
長
水
縣
の
人
。

字
は
濯
夫
。
琥
は
厖
村
。
溢
は
翼
成
。
高
麓
の
末
、
登

第
し
、
官
は
太
岨
の
時
‘
知
申
事
と
な
る
。
世
宗
の
時
‘

参
賛
を
拝
し
‘
累
遷
し
て
領
議
政
と
な
る
。
度
量
弘
大
、

李
朝
宰
相
の
典
型
と
い
は
る
。
〔
文
宗
賓
録
‘
一
〕
・
〔
海

東
名
臣
録
‘
-
―
-
〕
。

【
黄
暉
]176

悶
ゥ
―
二
國
‘
魏
を
い
ふ
。
魏
は
土
徳
の
王
で
、

土
の
色
は
黄
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
陸
機
‘
皇
太
子
宴
―
―

玄
圃
宣
猷
虚
有
レ
令
賦
詩
〕
黄
暉
既
漁
、
素
璽
承
レ
祐
゜

〔
注
〕
善
曰
‘
魏
為
二
土
徳
―
曰
レ
黄
‘
晉
為
1

一
金
行
一
日
レ
素
。

【
黄
熙
】
177

”
’
ゥ
清
、
南
翌
の
人
。
字
は
維
絹
。
順
治
の
進

士
。
臨
川
教
論
を
授
け
ら
る
。
乞
蹄
し
て
遂
に
出
で
ず
。

謝
文
椿
と
交
滞
し
、
節
を
折
つ
て
師
事
す
。
時
に
廿
京
・

封
滑
．
危
龍
光
・
曾
日
都
・
湯
其
仁
と
倶
に
、
程
山
六
君

子
と
琥
す
。
著
に
倣
園
遺
稿
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百

八
十
六
〕
・
〔
清
史
列
傭
‘
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
四

百
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
八
〕
．
〔
文
獣
徴
存
鋒
、
六
〕
。

【
黄
葵
】
178

豆
ヮ
ゥ
黄
色
の
あ
ふ
ひ
。
〔
韻
府
引
‘
濡
徳
久
、

詩
〕
一
樹
黄
葵
金
蓋
側
‘
勧
レ
人
相
封
酔
二
西
風
言
李
渉
、

黄
葵
花
詩
〕
此
花
莫
レ
遣
俗
人
看
、
新
染
―
―
鶉
黄
一
色
未
レ

乾゚
【
黄
旗
】
179

”
ヮ
ゥ
き
い
ろ
な
は
た
。
天
子
の
旗
゜
〔
墨
子
、

旗
織
〕
火
為
二
赤
旗
五
薪
樵
為
一
黄
旗
一
〔
尉
線
子
、
軽
卒

令
〕
中
軍
黄
旗
‘
卒
戴
1

一
黄
利
↓
〔
謝
眺
‘
始
出
丘
四
書
省
一

詩
〕
青
精
翼
二
紫
秩
「
黄
旗
映
1

朱
邸
↓
〔
陸
佳
、
石
闘
銘
〕
育

蓋
南
泊
、
黄
旗
東
指
゜

黄

部

黄

黄
魔
公
9

制
‘
綽
吊
為
レ
之
‘
如
レ
幡
、
采
―
―
成
黄
麿
字
↓
〔
沈

伶
期
、
上
之
回
詩
〕
黄
魔
謡
畳
日
一
青
幅
曳
松
風
↓
〔
―
二

才
圏
會
‘
儀
制
‘
黄
魔
〕
通
典
日
‘
黄
帝
振
レ
兵
設
―
―
五
旗

五
魔
面
涵
隧
製
自
,
,
有
熊
↓
始
也
、
漢
歯
簿
有
1

一
前
後
黄

麿黄

（會圏オ三）

〖
黄
旗
紫
蓋
〗1

8
0砂げ
ギ
天
子
の
氣
を
い
ふ
。
〔
呉
志
、
孫

皓
傭
‘
注
〕
江
表
偲
日
、
初
丹
陽
づ
玄
使
レ
蜀
‘
得
下
司
馬
徽

奥
蜘
函
t
-
吟

aHB1
一
運
命
歴
散

5
只
玄
詐
増
―
其
文
ご
以
証
―
―

國
人
日
、
黄
旗
紫
蓋
見
於
東
南
↓
終
有
1

一
天
下
者
、
荊
・

揚
之
君
乎
゜
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
上
〕
漢
世
術
士
言
、
黄
旗
紫

蓋
見
ふ
斗
牛
之
聞
五
東
有
夫
子
氣
一
〔
倍
道
衡
‘
隋

高
祁
文
皇
帝
頌
序
〕
談
1

黄
旗
紫
蓋
之
氣
↓

【
黄
綺
】
1
8
1
"
ガ，
9

-

商
山
の
四
皓
中
の
夏
黄
公
◆
綺
里
季
の

二
人
を
い
ふ
。
〔
南
史
、
隠
逸
下
‘
玩
孝
緒
傭
〕
昔
周
徳

雖
畑
へ
夷
齊
不
レ
厭
"
薇
蕨
一
漢
道
方
盛
‘
黄
綺
無
レ
悶
,
,

山
林
↓
〔
庚
闇
、
間
居
賦
〕
黄
綺
結
二
其
雲
棲
↓
〔
掏
潜
、
桃

花
源
詩
〕
黄
綺
之
ニ
―
商
山
↓
伊
人
亦
云
逝
。
〔
王
維
‘
送
n

―李

太
守
赴
王
綺
詩
〕
若
見
西
山
爽
應
レ
知
賣
綺
心
-

【
黄
蝶
】
182

h
u
a
n
g
2
 
c
h
'
i
2
 

lJi!! 
の
名
。
ひ
る
。
蛭
゜

【
黄
瑾
]IBJ

”
'
ワ
ゥ
清
の
人
。
文
燥
の
子
。
字
は
甚
玉
。
琥
は

姫
山
。
性
‘
任
侠
。
清
初
‘
廣
東
肇
羅
令
事
に
歴
官
す
。
蹄

を
乞
ひ
金
陵
に
住
す
。
書
に
巧
。
著
に
姫
山
集
・
岱
涌

草
・
西
江
日
譜
が
あ
る
。

【
黄
畿
】
184"ヴ
‘
ゥ
明
、
香
山
の
人
。
字
は
宗
大
。
成
化
の

時
‘
聰
洲
草
堂
に
隠
居
す
。
著
に
皇
極
経
世
書
博
が
あ

る
。
〔
明
名
人
博
、
十
二
〕
。

【
黄
輝
]185

豆
ヮ
’
〇
黄
色
の
ひ
か
り
。
〔
宋
慎
宗
、
玉
牒

文
〕
上
還
レ
次
、
司
天
監
跳
奏
、
慶
雲
撓
袖
壇
、
月
有
二
黄
輝

』
塾
宰
臣
率
訟
比
官
五
炉
賀
。

0
黄
龍
を
い
ふ
。
〔
班
固
、

典
引
〕
擾
1

一
細
文
皓
質
於
郊
↓
升
―
―
黄
輝
采
鱗
於
沼
『
〔
注
〕

潰
日
、
此
謂
"
黄
龍
一
也
、
天
子
有
1

一
至
徳
盆
問
黄
龍
見
。

轡
明
、
南
充
の
人
。
字
は
平
情
、
又
‘
昭
素
。
拭
暦
の
進

士
。
編
修
を
授
け
ら
る
。
陶
望
齢
・
董
其
昌
と
名
を
齊
し

く
す
。
官
は
少
階
事
に
終
る
。

【
黄
魔
】
186

豆
ヮ
’
古
の
乗
輿
の
飾
゜
〔
宋
朝
會
要
〕
磨
古

有
1黄
朱
纏
三
色
一
所
―
―
以
指
麿
也
‘
漢
歯
簿
有
1

一
前
後

麿
盃
囲
元
幡
義
纂
‘
唐
太
宗
法
―
―
夏
后
之
前
制
ぶ
生
中
方

之
正
色
五
双
制
―
―
大
魔
一
色
黄
‘
宋
制
以
二
綽
吊
食
『
レ
之
‘

如
レ
痛
、
錯
レ
採
成
―
黄
麿
豪
字
「
下
繍
一
交
龍
及
雲
日
ご
朱

漆
竿
、
金
龍
首
‘
上
垂
―
―
朱
絲
工
小
盗
四
角
垂
レ
侃
‘
末
有
二

横
板
五
作
―
―
硯
玉
文
苓
ル
制
同
、
今
制
亦
同
レ
宋
‘
但
蓋
用
ニ

朱
絲
一
黄
魔
字
楷
書
用
レ
金
、
下
二
龍
塗
な
金
爵
レ
之
。

【
黄
機
]
1
8
7
"
忍
〇
宋
、
東
陽
の
人
。
字
は
幾
仲
‘
又
‘
幾

叔
゜
琥
は
竹
齋
。
詞
に
巧
。
著
に
竹
齋
詩
餘
が
あ
る
。
〔
四

暉
提
要
、
二
日
几
十
九
〕
。
〇
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
次

辰
゜
盆
は
文
倍
。
順
治
の
進
士
。
康
熙
中
‘
文
革
殿
大
學

士
に
累
進
す
。
端
厚
清
謹
、
公
忠
‘
國
を
橙
し
、
再
度
‘
吏

部
に
任
ぜ
ら
れ
、
朝
に
立
つ
こ
と
四
十
餘
年
に
及
ぷ
゜

〔
清
史
稿
‘
―
―
百
五
十
六
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
五
〕
．
〔
國
朝
若

駄
類
徴
‘
-
―
-
〕
.
〔
従
政
観
法
録
‘
-
―
〕
・
〔
漢
名
臣
博
‘
四
〕
・

〔
國
朝
詩
人
徴
略
二
編
‘
一
〕
。

【
黄
穎
】
188

吟
9

ゥ
明
、
全
州
の
人
。
琥
は
鋤
異
。
洪
武
中
‘

郷
に
學
げ
ら
る
。
官
は
沙
縣
教
諭
。
永
築
の
時
、
糧
科
給

事
中
。
仁
宗
の
初
‘
右
通
政
。
李
埼
等
と
交
祉
を
撫
諭

し
‘
よ
く
命
を
辱
し
め
ず
。
〔
明
史
‘
二
日
六
十
四
・
ニ

百
九
十
六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
十
〕
．
〔
明
史
稿
、
一

百
五
十
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
八
十
四
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物

孜
‘
二
日
十
三
〕
。

【
黄
儀
】
189"ヴ
，
ウ
清
‘
常
熟
の
人
。
字
は
子
鴻
。
輿
地
の

學
に
精
通
す
。
日
く
‘
班
書
地
志
載
す
る
所
の
諸
川

は
‘
た
だ
其
の
出
入
す
る
所
を
言
ひ
‘
中
間
経
歴
の
地

は
聞
く
を
得
ず
と
。
乃
ち
水
経
注
に
撮
つ
て
、
毎
水
一

園
を
作
り
‘
凡
そ
郡
邑
の
建
置
沿
革
•
山
川
の
陰
易
を

皆
縛
折
條
分
す
。
閻
若
暖
・
顧
祖
馬
と
一
統
志
を
修
し
‘

蒐
討
の
力
多
き
に
居
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
九
〕
．

〔
清
史
列
博
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
十
七
〕
．

〔
碑
博
集
、
一
亘
二
十
一
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十

三
〕
．
〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
‘
二
十
〕
・
〔
國
朝
漢
學
師
承

記
‘
一
〕
・
〔
文
猷
徴
存
録
、
三
〕
。

【
黄
境
]
1
9
0
"
‘
ワ
＇
，
茜
帝
軒
棘
氏
と
太
臭
伏
義
氏
と
を
い

ふ
。
〔
陸
機
‘
策
―
―
問
秀
才
紀
聰
等
1

文
〕
以
レ
之
為
レ
政
‘

則
黄
義
之
規
可
レ
踵
゜

[
黄
牛
】
191

認
ゥ
●
き
い
ろ
な
う
し
。
あ
め
牛
゜
〔
本
草
、

牛
〕
集
解
、
蔵
器
日
‘
牛
有
己
奴
種
エ
本
経
不
レ
言
,
,
黄
牛
・

烏
牛
・
水
牛
盃
皇
一9
牛
爾
、
南
人
以
1一
水
牛
〖
戸
牛
‘
北

人
以
―
―
黄
牛
・
烏
牛
[
t
レ
牛
。
〔
易
遂
〕
六
―
-
、
執
レ
之
用
二

黄
牛
之
革
｛
莫
1

一
之
勝
説
↓
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
襄
公
於
レ
是
始
レ

國
良
諸
侯
菰
使
聘
享
之
履
乃
用
聯
駒
・
黄
牛
・
抵

羊
各
三
二
詞
―
―
上
帝
西
時
ニ
O
堡
の
名
。
快
西
省
鳳
縣
の

西
北
。
五
代
周
の
顛
徳
二
年
‘
王
景
‘
蜀
を
攻
め
て
散
隅

に
入
り
‘
黄
牛
塞
を
抜
く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
漢

中
府
、
鳳
縣
〕
漢
中
府
‘
牛
堡
‘
縣
西
北
百
五
十
里
‘
近
l
-

翠
昌
徽
州
及
鳳
翔
瀧
州
界
ご
九
代
周
顔
徳
二
年
‘
王
景

攻
レ
蜀
‘
入
,
,
散
開
工
竺
黄
牛
等
塞
↓

〖
黄
牛
謳
〗1

9
2
”
ヴ
ゥ
ギ
ウ
漢
の
宣
帝
の
外
祗
母
王
嬬
を
い

ふ
。
〔
漢
書
‘
外
戚
上
‘
史
皇
孫
王
夫
人
傭
〕
地
節
三
年
‘

求
得
外
岨
母
王
娼
云
云
、
皆
随
,
,
使
者
一
詣
レ
闘
‘
時

莱
責
牛
璽
故
百
姓
訊
之
黄
牛
雙

〖
黄
牛
峡
〗1
9
3
[
7
9

ウ
ギ
ブ
山
名
。
湖
北
省
宜
昌
縣
の
西
。

長
江
の
北
岸
。
一
名
、
黄
牛
山
。
〔
杜
甫
‘
送
1

一
韓
卜
四
江

東
省
観
―
詩
〕
黄
牛
峡
静
灘
臀
轄
、
白
馬
江
寒
樹
影
稀
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
荊
州
府
‘
葬
陵
州
〕
黄
牛
峡
‘
州

西
九
十
里
、
亦
日
―
―
黄
牛
山
ニ
卜
有
―
―
黄
牛
灘
ご
兵
蛸
壁

間
、
有
レ
石
‘
如
入
牽
レ
牛
状
了
八
黒
而
牛
黄
、
山
巖
既

高
、
加
旦
江
渚
紆
綿
証
雖
―
↓
一
途
鯉
信
宿
函
[
-
る
ぎ
見
之
「

行
者
謡
日
、
朝
狡
↓
黄
牛
五
暮
宿
―
ー
黄
牛
ロ
ニ
宿
三
暮
、
黄

牛
如
レ
故
‘
言
、
水
路
阻
長
也
、
輿
程
記
、
三
峡
中
惟
襲

塘
・
黄
牛
‘
為
―
―
最
陰
之
虐
一

〖
黄
牛
山
〗1

9
4
焚
ゥ
名
ウ
山
名
。O
湖
北
省
宜
昌
縣
の
西
。

一
名
、
黄
牛
峡
゜
〔
水
経
、
江
水
注
〕
江
水
又
東
遥
l

一
黄
牛

山
下
五
有
レ
灘
名
曰
黄
牛
灘
「
南
岸
重
嶺
登
起
、
最
外
高

崖
間
有
レ
石
、
色
如
,
,
人
負
レ
刀
牽
＞
牛
‘
人
黒
牛
黄
‘
成
就

分
明
、
既
人
跡
所
レ
絶
‘
莫
レ
得
レ
究
焉
‘
此
巖
既
高
、
加

以
江
滞
紆
旦
雖
途
遥
―
―
信
宿
五
炉
望
見
此
物
「
故

行
者
、
謡
日
、
朝
良
黄
牛
五
暮
窟
資
牛
三
朝
三
暮
、
黄

牛
如
レ
故
‘
言
1

一
水
紆
深
逍
望
如
＞
一
芙
。

O
映
西
省
南

鄭
縣
の
西
南
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
山
有
レ
石
‘
黄
色
、
遠
望

如
レ
牛
‘
下
有
,
,
黄
牛
川
↓

〖
黄
牛
灘
〗19

6
”
況
ウ
ギ
‘
ウ
黄
牛
山
の

O
を
見
よ
。

【
黄
鞠
】
1
9
6
"
匁
清
、
江
蘇
革
亭
の
人
。
字
は
秋
士
。
琥

は
菊
襄
゜
薮
刻
に
長
じ
、
花
丼
士
女
書
一
に
巧
。
著
に
湘

華
館
集
が
あ
る
。
〔
清
豊
家
詩
史
‘
庚
‘
下
〕
・
〔
國
朝
書
書
一

家
筆
録
、
三
〕
。

【
黄
菊
】
197

豆
芯
花
の
黄
色
な
る
菊
゜
〔
劉
長
卿
、
感
懐

詩
〕
秋
風
落
葉
正
堪
レ
悲
‘
黄
菊
残
華
欲
レ
待
レ
誰
゜
〔
魚

玄
機
、
重
陽
阻
雨
詩
〕
涌
庭
黄
菊
籠
邊
訴
‘
雨
桑
芙
蓉
鏡

九
五
四

13550 



黄

部

黄

九
五
五

裏
開
。
〔
桃
合
‘
寄
n
主
客
張
郎
中
―
詩
〕
吟
レ
詩
紅
葉
寺
、

【
黄
吉
】
198

”
匁
し
ろ
す
も
も
。

L

封
涵
酒
黄
菊
緬
゜

【
黄
橘
】
1
9
9
"
匁
果
樹
の
名
。
黄
色
の
み
か
ん
。
〔
本
草
‘

橘
〕
集
解
、
時
珍
日
、
黄
橘
、
扁
小
而
多
一
命
品
竺
乃
橘
之

上
品
也
。
〔
蘇
轍
、
毛
君
直
竺
温
柑
蒻
支
1

詩
〕
楚
山
黄
橘

弾
丸
小
、
未
レ
識
洞
庭
三
寸
柑
゜

〖
黄
橘
皮
〗2
0
0
"

ヴ
，
ウ
キ
ッ
み
か
ん
の
皮
゜
陳
皮
。
薬
用
に
供

す
。
〔
本
草
、
黄
橘
皮
〕
繹
名
、
紅
皮
‘
陳
皮
、
好
古
日
、
橘

皮
以
ー
一
色
紅
百
1

久
者
為
レ
佳
‘
故
日
―
―
紅
皮
陳
皮
玉
｛
レ
白

者
、
日
福
紅
也
。

【
黄
杏
】
201

豆
謗
北
京
で
杏
の
一
種
の
名
。

【
黄
帆
】
202

い
謗
品
の
名
。
〔
荘
子
、
至
築
〕
願
格
生
平
食

醍
玉
黄
祝
生
―
―
乎
九
猷
↓

【
黄
葺
】
匹
読
5

藤
菜
。
姜
黄
。
〔
劉
馬
錫
、
和
下
鄭
相
公

似
考
功
十
弟
山
菫
花
一
俯
賜
篇
詠
迄
詩
〕
採
掴
黄
蓋
薬
‘

封
題
青
錆
閤
，
〔
蘇
献
‘
用
―
―
過
韻
―
冬
至
興
―
―
諸
生
ー
飲

詩
〕
黄
菫
牧
,
,
土
芋
五
蒼
耳
研
―
―
霜
叢
一

【
黄
糧
】
204

h
u
a
n
g
'
c
h
 iang
―
黄
色
の
手
綱
。

【
黄
宮
】
205

”
謗
道
家
で
脳
頂
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
、
旦
起

理
レ
髭
詩
〕
安
眠
海
自
運
‘
浩
浩
朝
,
,
黄
宮
↓
〔
注
〕
道
家

以
藷
下
1

伶
丹
田
砿
頂
為
―
―
黄
宮
↓

【
黄
墟
】
206

％
ゥ
あ
の
世
。
冥
土
。
黄
泉
。
黄
墟
゜
〔
魏

志
、
文
帝
紀
‘
注
〕
郵
城
侯
植
為
レ
誅
日
‘
云
云
‘
浮
1

一飛

魂
於
軽
賓
今
‘
就
―
―
黄
墟
l

以
滅
レ
形
。
〔
晉
書
‘
劉
瑶

偉
〕
雖
身
膏
―
―
野
草
こ
無
和
竪
黄
墟
↓
〔
魏
書
、
列
女
‘

魏
渭
妻
房
氏
博
〕
母
老
家
貧
‘
供
奉
無
レ
寄
、
赤
子
朦
抄
、

血
祀
孤
危
、
所1和
公
担
通
於
黄
墟
—
耳
。
〔
白
居
易
‘
祭
二

小
弟
文
〕
黄
墟
白
日
相
見
無
レ
縁
。

【
黄
魚
]
竺
呟
魚
の
名
。

O
織
〔
爾
雅
、
繹
魚
、
鰻
‘
注
〕

‘,'‘ 31

織
云
云
、
長
ニ
―
二
丈
、
今
江
東
呼
総
賣
魚
↓
〔
本
草
‘

．
鎧
魚
〕
繹
名
、
黄
魚
‘
蛾
魚
‘
玉
版
魚
。
●
石
首
魚
。
黄
花

2
 

26

魚
。
〔
呉
志
、
砕
綜
偲
〕
刺
史
朱
符
‘
云
云
‘
彊
賦
二
干
民

黄
魚
一
枚
‘
牧
租
一
料
↓
〔
杜
甫
、
黄
魚
詩
〕

H
見
巴
東

，
 

7
 
4
 
（
峡
、
黄
魚
出
涵
新
。

一
【
黄
牽
】
208

認
明
、
背
田
の
人
。
字
は
伯
固
。
追
溢
は
忠

裕
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
正
徳
中
、
武
選
郎
中
。
後
、
官
を

‘,/ 
8
 ，
 

●
辟
し
て
欝
り
、
著
遠
に
潜
心
す
。
世
宗
の
時
‘
南
京
大
理

6

丞
に
至
る
。
〔
明
史
、
二
臼
八
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
ニ

2
 
79

百
六
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
七
十
四
〕
・
〔
國
朝
獣
徴

鋒
‘
六
十
九
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
三
・
九
•
十
・
十
五
・
ニ

4
 
（
 

十
五
〕
．
〔
今
猷
傭
遺
‘
―
二
十
六
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
、
四
と
其
の
一
派
を
い
ふ
。
皆
黄
巾
を
著
け
た
故
‘
此
の
名

十
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
九
十
八
〕
．
〔
明
人
小
偉
‘
―
-
〕
•
が
あ
る
。
黄
巾
の
〇
を
見
よ
。

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
四
〕
・
〔
明
詩
綜
、
二
十
八
〕
•
[
黄
斤
】

2
1
5
豆
喝
草
の
名
。
＜
ず
の
異
名
。
〔
本
草
、
葛
〕
繹

〔

明

詩

紀

事

、

丁

‘

+

〕

。

名

、

難

齊

、

鹿

奮

、

黄

斤

゜

【
黄
棘
】

209%”
●
棘
刺
゜
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
苦
山
、
【
黄
均
】
216

豆
喝
清
、
元
和
の
人
。
字
は
穀
原
。
琥
は
香

其
上
有
レ
木
焉
、
名
曰
―
畜
~
棘
五
黄
華
而
員
葉
、
其
賓
如
レ
疇
・
墨
花
居
士
。
山
水
花
丼
蓋
に
巧
。
道
光
中
、
内
庭
に

蘭
‘
服
レ
之
不
レ
字
。
〔
楚
酔
、
九
章
‘
悲
回
風
〕
施
11

黄
棘
供
奉
し
、
書
董
譜
を
修
成
す
。
官
は
潜
江
縣
知
。
書
室
を

之
任
策
↓
〔
注
〕
黄
棘
、
棘
刺
也
。
●
地
名
。
棘
陽
。
河
南
省
墨
花
奄
・
成
趣
園
と
い
ふ
。
著
に
墨
華
奄
吟
稿
が
あ
る
。

新
野
縣
の
東
北
。
戦
國
、
秦
・
楚
、
此
虞
に
盟
ふ
。
〔
史
記
、
〔
清
史
稿
、
五
百
九
〕
．
〔
清
賓
家
詩
史
、
庚
、
上
〕
・
〔
國
朝

秦
紀
〕
（
昭
襄
王
三
年
）
呉
―
楚
王
―
會
,
,
黄
棘
↓
〔
注
〕
蓋
書
萱
家
筆
録
、
三
〕
。

在

房

襄

一

州

也

。

【

黄

苓

】

2
1
7
"
沼
●
草
の
名
。
こ
が
ね
や
な
ぎ
。
〔
本
草
、

攣
謬
雇
醗
泥
瓢

さ
れ
て
起
た
ず
。
著
に
西
齋
集
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
尾
苓
・
鼠
尾
苓
ユ
集
解
、
別
録
日
、
黄
苓
生
―
―
梯
騎
川
谷
及

九

十

二

〕

。

冤

句

ざ

一

月

三

日

、

采

レ

根

陰

乾

。

〔

薬

譜

〕

黄

苓

‘

一

名

苦

【
黄
玉
】

211%”

O
黄
色
な
侃
玉
。
〔
譲
月
令
〕
（
中
央
）
督
郵
。
●
唐
、
高
固
(
U
!
-
4
5
3
1
3
:
 3
1
1
)
の
O
の
字
。

天
子
、
云
云
‘
衣
―
―
黄
衣
盃
巫
黄
玉
↓
〔
｛
木
書
‘
符
瑞
志
上
〕
【
黄
金
】
218%5
ペ
ン
●
こ
が
ね
。
き
ん
。
純
金
。
〔
爾
雅
、

赤
虹
自
レ
上
下
‘
化
為
11

黄
玉
↓
●
水
仙
花
の
異
名
。
〔
事
繹
器
〕
黄
金
謂
11

之
遵
石
其
美
者
謂
―
―
之
謬
↓
〔
説
文
〕
金
、

物
異
名
録
‘
花
丼
、
水
仙
〕
黄
庭
堅
水
仙
詩
‘
折
送
南
園
五
色
金
也
、
黄
為
1
1

之
長
万
久
藉
不
レ
生
レ
衣
‘
百
錬
不
レ
軽
゜

栗
玉
花
‘
又
折
送
南
園
玉
蕊
花
‘
又
糞
壌
能
開
黄
玉
花
。
〔
易
、
嘆
睦
〕
哩
1

一
乾
肉
五
竺
黄
金
↓
〔
管
子
、
地
散
〕
上
有
1

一

〖
黄
玉
石
〗2
1
2
3

●
ウ
ギ
ゴ
ク
透
明
、
又
は
半
透
明
。
黄
色
の
丹
砂
―
者
、
下
有

1黄
金
→
●
か
ね
。
金
錢
。
日
知
録
、

も
の
は
賓
石
と
し
て
用
ひ
る
。
ト
バ
ー
ズ
。
巻
十
一
に
見
ゆ
。
〔
史
記
‘
季
布
博
〕
楚
人
諺
曰
、
得
1

一黄

【
黄
巾
】
2
1
3
"
喝
●
後
漢
末
の
乱
黛
。
璽
帝
の
時
‘
矩
鹿
金
百
斤
禾
J
如
レ
得
―
―
季
布
一
諾
↓
〔
漢
書
‘
忍
帝
紀
〕
視

の
張
角
、
黄
老
を
奉
じ
、
符
水
の
呪
を
以
て
療
病
を
説
作
斥
上
者
、
将
軍
四
十
金
。
〔
注
〕
晉
灼
日
、
凡
言
―
―
黄

き
、
太
平
道
と
琥
す
。
弟
子
を
遣
つ
て
相
証
惑
し
衆
散
金
面
〖
金
也
、
不J
-＝
ロ
レ
黄
、
謂
レ
錢
也
、
食
貨
志
、
黄
金
一

十
萬
に
至
る
。
漢
室
日
に
衰
へ
る
を
見
、
乱
を
起
す
。
皆
斤
、
直
萬
錢
‘
師
古
日
、
諸
賜
言
―
―
黄
金
一
者
、
皆
興
1

一之

黄
巾
を
著
く
。
時
人
之
を
黄
巾
賊
と
い
ふ
。
皇
甫
嵩
に
金
二
小
J
-
―
―
ロ
レ
黄
者
、
一
金
呉
―
―
萬
錢
正
也
。
〔
玩
籍
、
詠
懐

討
平
さ
る
。
〔
後
漢
書
、
霞
帝
紀
〕
皇
甫
嵩
・
朱
偶
‘
大
破
11

詩
〕
黄
金
百
鑑
壺
、
資
用
常
苦
多
。
〔
李
白
、
白
紆
酔
〕
月

汝
南
黄
巾
於
西
華
↓
〔
魏
志
、
武
帝
債
〕
光
和
末
、
黄
巾
起
、
寒
江
清
夜
沈
沈
、
美
人
一
笑
千
黄
金
。
〔
張
謂
‘
題
―
―
長

狂

騎

都

尉

厨
1

一
穎
川
賊
ニ
〇
き
い
ろ
な
き
れ
。
〔
後
漢
安
壁
主
人
1

詩
〕
世
人
結
レ
交
須
↓
1

黄
金
玉
黄
金
不
レ
多
交

書
璽
帝
紀
〕
矩
鹿
人
張
角
、
自
稽
1

一
黄
夫
石
其
部
帥
有
1

一
不
レ
深
。
●
銅
を
い
ふ
。
〔
書
‘
呂
刑
、
墨
辟
疑
赦
、
疎
〕
古

三
十
六
方
西
口
著
二
黄
巾
↓
〔
後
漢
書
、
皇
甫
嵩
博
〕
角
等
者
金
銀
銅
鐵
、
惚
琥
為
レ
金
、
今
別
レ
之
以
為
―
―
四
名
｛
此

紐
事
已
霞
晨
夜
馳
、
勅
―
―
諸
方
二
時
倶
起
‘
皆
著
―
―
黄
博
言
二
黄
鐵
云
舜
典
博
言
1

一
黄
金
西
皆
是
今
之
銅
也
。
●
柳

由
為
―
―
標
織
涵
f

人
謂
↓
1

之
黄
巾
本
究
名
為
―
―
蛾
賊
↓
〔
杜
の
一
種
。
黄
金
柳
存
m
又
こ
が
ね
ば
な
と
も
い
ひ
‘
外

甫
‘
遣
憂
詩
〕
紛
紛
乗
1

一
白
馬
玉
壌
壌
著
―
―
黄
巾
↓
来
の
宿
根
草
。
高
さ
二
三
尺
位
で
粗
毛
を
有
す
。
葉
は

〖
黄
巾
賊]
2
1
4

”
”
’
ゥ
？
後
漢
末
、
内
乱
を
起
し
た
張
角
無
柄
で
封
生
し
‘
披
針
形
鋭
尖
頭
を
呈
し
て
ゐ
る
。
花 は

‘
紫
・
淡
紫
・
帯
青
・
白
色
等
種
々
あ
り
‘
縛
状
花
序
を

し
て
偏
側
性
穂
状
を
な
し
、
夏
開
花
す
。
●
地
名
。
映
西

省
洋
縣
の
東
北
。
〔
水
経
‘
洒
水
注
〕
黄
金
戌
‘
傍
山
依

蛸
‘
瞼
折
七
里
、
氏
掠
―
―
漢
中
面
g

レ
此
為
レ
戌
‘
興
,
,
鐵
城
一

相
封
、
一
城
在
1

一
山
上
一
容
1

ー
百
餘
人
―
―
城
在
,
,
山
下
一

可
5

置
1
1

百
許
人
三

9
其
陰
峻
盆
四
以
1

一
金
錢
1

制
る
名
矢
゜

〖
黄
金
印
〗2

1
9
認
ゴ
ン
ノ
こ
が
ね
で
作
っ
た
印
。
〔
史
記
、

五
宗
世
家
論
賛
〕
漢
掲
為
置
―
丞
相
玉
黄
金
印
‘
諸
侯
自

除
御
史
廷
尉
正
博
士
↓
〔
史
記
‘
禁
澤
博
〕
懐
―
―
黄
金
之

印
五
竺
紫
綬
於
要
↓

〖
黄
金
屋
〗2

2
0
伐
吃
黄
金
で
造
っ
た
い
へ
。
〔
李
白
‘
妾

薄
命
〕
漢
帝
寵
,
,
阿
矯
正
貯
二
之
黄
金
屋
↓

〖
黄
金
空
〗2

2
1
特
勺
金
錢
の
盛
き
た
こ
と
。
無
一
文
。

〔
李
白
‘
贈
―
―
従
兄
襄
陽
少
府
皓
―
詩
〕
一
朝
烏
衷
散
‘
百

鑑
黄
金
空
゜

〖
黄
金
丸
〗2

2
2
謗
弓
果
賓
の
名
。
枇
杷
の
異
名
。
〔
事

物
異
名
録
、
果
菰
‘
枇
杷
〕
宋
景
文
詩
、
樹
繁
碧
玉
何
、
子

昼
黄
金
丸
、
按
‘
謂
1

一
枇
杷
1

也。

〖
黄
金
谷
】2

2
3
玲
ゥ
キ
ン
地
名
。
陳
西
省
洋
縣
の
東
北
。

〔
水
経
、
汚
水
注
〕
漢
水
又
東
逗
—
入
小
大
黄
金
南

m山
有
―
―

黄
金
靖
t

水
北
射
1

一
黄
金
谷
↓

〖
黄
金
願
]
2
2
4

謗
ゴ
ン
甘
煎
の
異
梢
゜
〔
清
異
録
、
果
、
黄

金
願
〕
祁
鵬
南
出
1

一
甘
庶
森
盃
芯
竺
ぞ
黄
金
願
↓

〖
黄
金
山
]
2
2
5
5

九
ゥ
＊
ン
山
名
。
●
涌
洲
遼
寧
省
旅
順
口

の
東
。
海
防
の
要
塞
で
‘
嗽
畳
が
あ
る
。
●
湖
北
省
鍾
祥

縣
。
銅
を
産
す
。

〖
黄
金
勺
〗2

2
6
袴
吃
ノ
黄
金
製
の
圭
環
の
、
首
の
出
た

所
。
〔
周
證
、
考
工
記
‘
玉
人
〕
黄
金
勺
、
青
金
外
。

〖
黄
金
色]
2
2
7

衿
吃
こ
が
ね
い
ろ
。
こ
ん
じ
き
。
〔
傭

燈
録
〕
西
方
有
レ
佛
‘
其
形
長
丈
六
而
黄
金
色
。

〖
黄
金
信]
2
2
8

偽
ゴ
ン
ノ
一
度
引
受
け
た
こ
と
は
必
ず
履

行
す
る
や
う
な
誠
責
を
い
ふ
。
〔
略
賓
王
、
夏
日
遊
1

一徳

州

g竺
高
四
詩
〕
一
諾
黄
金
信
、
三
復
白
珪
心
。

〖
黄
金
薬
〗2

2
9
ぢ
ざ
北
海
道
騰
振
國
の
地
名
。

〖
黄
金
石
〗2

3
0
袴
ゴ
ン
雄
黄
(
1
1
-
4
1
9
7
2

:
 1
4
6
)

の
異

稽
。
〔
本
草
、
雄
黄
〕
繹
名
、
黄
金
石
、
石
黄
、
黒
黄
、
恭
日
、

也
石
門
一
者
、
名
―
―
石
黄
盃
”
是
雄
黄
‘
而
通
名
―
―
黄
金
石
↓

〖
黄
金
畳
〗2

3
1
伐
ゴ
．
，
壼
の
名
。
●
河
北
省
大
興
縣
の
東

南
。
〔
述
異
記
、
下
〕
燕
昭
王
為
1

一
郭
陳
1

築
レ
一
壼
、
今
在
ニ

幽
州
燕
王
故
城
中
T

土
人
呼
為
↓
1

賢
士
畳
工
亦
謂
―
―
之
招

13551 
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賢
憂
二
清
一
統
志
〕
燕
昭
王
於
場
水
東
南
年
K
-
1
黄
金
朝
轄
之
→
〔
注
〕
以
善
金
鎮
其
形
朕
而
自
朝
碍
之

f

〖
黄
金
用
盛
教1一
歌
舞
」2

5
0
笞
だ
べ
乃
ヒ
ソ
ク
/
1
T

黄
金
【
黄
狗
】

2
5
6
”
ワ
ヴ
き
い
ろ
の
い
ぬ
。
〔
逸
周
書
‘
王
會
解
〕5
2

最
延
天
下
士
一
後
人
慕
―
―
其
好
レ
賢
之
名
「
亦
築
二
憂
於
〔
呉
越
春
秋
、
句
践
伐
呉
外
博
〕
簸
終
不
レ
還
矢
、
越
王
乃
を
費
ひ
盛
し
て
歌
舞
を
教
へ
る
。
〔
司
空
曙
‘
病
中
嫁
―
―
都
郭
先
生
若
二
黄
狗

rへ
面
能
言
。
〔
蘇
拭
‘
鳳
翔
八
観
、

35

此
ぶ
竺
燕
京
八
景
之
二
曰
1

一
金
嚢
夕
照
↓

0
河
北
省
易
牧
―
―
其
妻
子
「
封
1

一
百
里
之
地
「
有
,
1

敢
侵
レ
之
者
ー
上
天
女
妓
一
詩
〕
萬
事
傷
レ
、
心
在
"
目
前
―
―
身
垂
レ
涙
射
1

一
花
石
鼓
歌
〕
常
年
何
人
佐
二
祗
龍
↓
上
保
公
子
牽
1

一
黄
狗
↓

縣
の
東
南
。
易
水
の
上
。
戦
國
‘
燕
の
昭
王
が
干
金
を
以
所
レ
映
‘
於
レ
是
越
王
乃
使
＿
→

1良
工
躊
レ
金
象
二
疸
薮
之
形
「
廷
玉
黄
金
用
盛
教
―
―
歌
舞
函
留
―
―
輿
他
人

1
架
―
―
少
年
→
〖
黄
狗
央
レ
尾
走
〗2

5
7
豆
悶5
‘
テ
八
ン
ル
黄
狗
か
尾
を
は
さ

て
天
下
の
賢
士
を
招
い
た
所
。
〔
陳
子
昂
、
前
丘
覧
古
置

1一
之
坐
側
「
朝
夕
論
レ
政
。
〔
陳
基
‘
垂
虹
橋
詩
〕
伯
國
〖
黄
金
珠
玉
餓
不
レ
可
レ
食
〗

2
5
1
伍5ダ
化
3巧
認
，
？
金
ん
で
に
げ
る
。
〔
通
俗
編
‘
獣
畜
‘
黄
狗
央
レ
尾
走
〕
廣

贈
虐
居
士
誠
用
l

詩
〕
南
登
謁
石
餌
造
望
―
―
黄
金
蜃
↓
黄
金
聞
レ
躊
レ
像
‘
王
門
白
玉
想
為
レ
標
。
玉
は
至
賓
で
あ
る
が
翫
弄
物
に
過
ぎ
ず
‘
飢
渇
の
用
古
今
五
行
記
、
周
太
胡
地
狭
兵
少
‘
濯
レ
不
加
国
レ
齊
、
見
ニ

〔
瑣
耶
代
酔
編
‘
黄
金
憂
〕
王
隠
晉
書
‘
段
日
碍
討
右
〖
黄
金
難
レ
化
〗

2
4
3
蒻
グ
ん
夕
／
黄
金
は
化
し
難
い
。
史
に
堪
え
ぬ
。
〔
漢
書
‘
景
帝
紀
〕
黄
金
珠
玉
‘
磯
不
レ
可
レ
李
順
興
来
一
請
二
其
策
謀
涵
ナ
無
―
―
餘
語
二
直
云
‘
黄
狗
逐
二

勒
一
屯
―
―
故
燕
太
子
黄
金
景
上
五
谷
郡
圏
経
‘
黄
金
畳
在
―
―
記
に
、
少
君
、
武
帝
に
言
っ
て
い
ふ
や
う
‘
謳
を
祠
れ
ば
食
、
寒
不
レ
可
レ
衣
゜
黒
狗
一
急
走
出
筋
斗
、
一
過
出
筋
斗
‘
黄
狗
央
レ
尾
走
。

易
水
束
南
十
八
里
盃
叩
王
置
午
金
憂
上
一
以
延
天
下
黄
金
を
化
し
て
神
丹
と
な
し
、
以
て
神
仙
長
生
を
致
す
〖
遺
二
黄
金
涌
繊
一
不
レ
如
二
経
―
〗

2
5
2
昇
ゴ
し[
~
i
T
グO
I
8【
黄
絆
】2

5
8
匁
、
ウ
元
、
金
演
の
人
。
字
は
殿
士
。
博
學
明

古
而
王
隠
以
為
―
―
太
子
丹
ー
何
也
、
水
経
注
云
、
同
安
べ
し
と
あ
る
に
本
づ
く
。
〔
沈
約
、
齊
故
安
陸
昭
王
碑
子
に
の
こ
す
に
箱
に
涌
ち
る
程
の
黄
金
を
以
て
す
る
経
‘
善
く
文
を
隔
し
、
尤
も
詩
に
巧
。
至
正
中
‘
國
史
院

縣
有
賣
金
憂
燕
昭
創
子
前
一
子
丹
踵
二
子
復
然
則
文
〕
逝
川
無
レ
待
、
黄
金
難
レ
化
。
〔
注
〕
善
日
‘
史
記
、
少
も
、
一
篇
の
経
書
を
の
こ
す
の
利
益
に
及
ば
ぬ
。
財
編
修
に
歴
官
す
。
京
城
破
れ
、
井
に
赴
い
て
死
す
。
〔
元

王
隠
以
為
レ
丹
者
此
也
‘
癸
辛
雑
志
。
君
言
レ
上
日
‘
祠
レ
鼈
削
致
レ
物
而
丹
砂
可
レ
為
―
―
黄
金
ギ
頁
産
を
の
こ
す
よ
り
は
‘
其
の
子
を
教
育
し
置
く
べ
し
と
史
、
二
日
九
十
六
〕
．
〔
新
元
史
‘
三
百
三
十
ニ
一
〕
・
〔
宋
元

〖
黄
金
塔
〗2

3
2
h
u
a
n
g
'
c
h
i
n
'
t
'
a
3

玉
蜀
黍
と
黄
豆
金
成
以
為
二
飲
食
器
一
則
盆
。
の
意
。
簾
は
竹
器
で
―
二
四
斗
を
容
る
。
〔
漢
書
‘
車
賢
傭
〕
學
案
‘
九
ト
ニ
〕
。

と
の
粉
を
ね
り
‘
鰻
頭
形
に
し
て
蒸
し
た
も
の
。
窯
高
〖
昔
谷
乎
人
レ
櫃

l〗2
4
4
悶
げ
黄
金
が
櫃
に
入
る
。
富
責
に
少
子
玄
成
‘
復
以
―
―
明
経1歴
レ
位
至
―
―
丞
相
一
故
郡
魯
諺
【
サ
頁
駒
】

2
5
9
[

＇
ワ
，
き
い
ろ
い
馬
。
〔
周
燈
‘
夏
官
‘
校
人
〕

頭

。

な

る

こ

と

。

〔

通

俗

編

、

服

飾

、

黄

金

入

レ

櫃

〕

明

一

統

曰

‘

遺

1

一
子
黄
金
渦
簾
王
不
レ
如
二
経
言
庄
〕
如
淳
日
‘
簾
‘
凡
将
孟
手
F
四
海
山
川
面
叫
飾
三
塁
翌

〖
黄
金
弾
〗2

3
3
惚
ゴ
／
金
橘
(
1
1| 4
0
1
5
2
 :
 2
1
9
)

の
異
志
、
金
櫃
山
在
"
揚
州
府
南
七
里
「
山
多
―
―
葬
地
涵
咋
云
、
竹
器
‘
受
乙
二
四
斗
公
7

陳

留

俗

有

―

―

此

器

↓

【

黄

化

】

260

認
＇
，
植
物
の
葉
か
次
第
に
要
じ
て
‘
黄
白
色

稽
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
果
疏
、
橘
、
金
橘
〕
黄
庭
堅
金
橘
詩
、
葬
午
、
此
者
、
如
黄
金
入
＞
櫃
‘
故
名
。
【
黄
箔
】
2
5
3
"
匁
灌
木
の
名
。
は
ま
ば
う
。
暖
地
の
海
岸
に
な
る
こ
と
。

霜
枝
揺
落
黄
金
弾
。
〖
黄
金
碧
玉
車
〗

2
4
5岱
ゴ
ノ
ヘ
キ
名
ヨ
ク
黄
金
や
碧
玉
で
飾
に
自
生
し
、
高
さ
一
丈
位
。
葉
は
柄
を
具
へ
て
‘
鈍
歯
【
黄
瓜
】

2
6
1
バ
匁
〇
瓜
の
一
種
。
き
う
り
。
胡
瓜
。
〔
本
草
‘

〖
黄
金
晶
〗2
3
4
3

ダ
ネ
品
の
名
。
橙
色
は
金
色
に
光
る
緑
っ
た
車
。
〔
拾
遺
記
、
三
、
周
穆
王
〕
穆
王
即
位
一
二
十
年
、
牙
縁
を
な
し
て
ゐ
る
。
花
は
黄
色
で
中
心
は
紅
紫
色
、
胡
瓜
〕
繹
名
、
黄
瓜
‘
誡
器
曰
、
北
人
避
―
―
石
勒
庫
一
改
呼

1一

色
。
花
蜜
を
吸
牧
し
て
害
を
な
す
。
巡
―
―
行
天
下
一
駅
―
―
黄
金
碧
玉
之
車
↓
梢
上
の
葉
被
に
大
形
の
美
花
を
箪
生
す
る
。
夏
開
花
す
。
黄
瓜
云
ぎ
今
因
レ
之
‘
時
珍
曰
‘
張
寮
使
1

一
西
城
五
げ
種
‘

〖
黄
金
殿
〗2

3
5
翌
ゴ
／
宮
殿
の
名
。
〔
辞
存
誠
、
雙
闘
詩
〕
〖
黄
金
間
碧
王
竹
〗

2
4
8
翌
だ
”
し
竹
の
一
種
。
金
明
竹
【
黄
菌
】2
5
4
"
匁
黄
色
の
菌
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
十
五
‘
諾
皐
故
名
胡
瓜
硲
汝
‘
杜
賓
拾
遺
録
云
‘
隋
大
業
四
年
‘
避
レ
講

廻
出
―
―
黄
金
殿
「
全
分
―
―
白
玉
憂
→
〔
丁
鶴
年
、
詩
〕
鳳
詔
”
メ
イ
゜
又
、
し
ま
だ
け
・
ひ
よ
ん
ち
く
と
も
い
ふ
。
ま
だ
記
〕
毎
雨
所
レ
溜
虐
‘
籠
生
―
―
黄
菌
言
白
居
易
‘
秋
森
即
事
改
二
胡
瓜
〖
『
―
―
黄
瓜
ぶ
央
―
―
陳
氏
之
説
―
微
異
、
今
俗
以

1一

九
奏
黄
金
殿
、
鶴
駕
三
朝
白
玉
憂
。
け
の
勢
種
で
、
枠
は
枝
條
と
共
に
黄
色
を
呈
し
‘
節
間
聯
句
三
十
韻
詩
〕
橋
柱
粘
―
―
黄
菌
↓
塙
衣
貼
―
―
緑
錢
↓
月
令
王
瓜
生
而
即
此
誤
芙
‘
王
瓜
、
土
瓜
也
、
見
―
―
草
部
↓

〖i衷
登
佛
〗2

3
6
唸
ゴ
／
0
黄
金
の
佛
像
。
O
黄
色
の
糞
。
は
交
互
に
其
の
一
側
に
緑
色
廣
條
を
有
し
、
薬
に
は
白
【
黄
銀
】

2
5
5
努
〇
黄
色
の
銀
。
も
と
瑞
物
。
〔
路
史
〕
上
〔
張
帖
‘
讀
曲
歌
〕
郎
去
摘

1一
黄
瓜
面
叩
宋
収1床
~
棗
→
〔
蘇

〖
黄
金
碧
〗
翌
惚
ノ
き
ん
ち
く
。
金
竹
。
色
の
縦
條
が
あ
る
。
有
―
―
丹
砂
―
者
、
下
有

1黄
銀
下
上
有1一
慈
石1者
、
下
有
,
,
銅
献
‘
病
中
消
―
―
祗
塔
院
一
詩
〕
紫
李
黄
瓜
村
路
香
‘
烏
紗
白

〖
黄
金
浦
〗2

3
8
”
ワ
ウ
ぅ
地
名
。
湖
北
省
武
昌
縣
の
西
。
〖
黄
金
周
―
―
飾
卿
~
身
」

2
4
7
務
冗
g
ガ
｀
｀
｀
ヲ
人
の
動
功
を
金
一
〔
庚
信
‘
周
五
臀
調
曲
‘
材
調
曲
〕
山
鉦
立
滅
二
子
紫
葛
道
衣
涼
。
●
瓜
の
一
種
。
き
か
ら
す
う
り
。
括
棲

(
6
-

一
名
、
黄
軍
浦
゜
〔
水
経
、
江
水
注
〕
江
之
南
畔
名
1

一
黄
金
梢
揚
す
る
に
い
ふ
。
〔
元
史
〕
維
以
―
―
黄
金
面
四
飾
卿
身
↓
玉
「
地
不
レ
愛
―
―
干
黄
銀
↓
〔
唐
書
‘
杜
如
晦
傭
〕
宵
賜
1

一玄

1
4
7
0
6
:
 3
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
括
棲
〕
繹
名
、
果
轟
‘
瓜
萎
‘

週
瀬
東
有
―
―
黄
金
浦
→
良
父
口
夏
浦
也
。
〔
宋
書
‘
沈
仮
〖
黄
金
屋
自
在

1一
書I中
―
〗2

4
8
翡
笠
ぢ
[
g
Iゾ
カ
ラ
男
子
齢
黄
銀
帯
ニ
口
‘
如
晦
輿
久
ム
同
輔
レ
朕
‘
今
獨
見
レ
公
、
天
瓜
、
黄
瓜
‘
地
棲
、
澤
姑
、
根
名
―
―
白
槃
・
天
花
粉
・
瑞

之
傭
〕
至
沌
口
五
云
‘
暫
担
黄
金
應
の
志
を
遂
げ
て
富
貴
の
身
に
な
り
た
い
と
思
ふ
な
ら
‘
法
然
沐
レ
涙
曰
、
世
傭
、
黄
銀
‘
鬼
紳
畏
レ
之
‘
更
取
1

一
金
雪
↓
〇
石
首
魚
(
8
ー

2
4
0
2
4
:
 4
0
3
)

の
異
名
。
〔
事
物
異

〖
黄
金
母
〗2

3
9
匁
ゴ
／
耕
転
(
9ー
2
速
0
7
:
 2
)

を
い
ふ
。
讀
書
講
學
を
怠
つ
て
は
な
ら
ぬ
と
の
意
。
〔
宋
慎
宗
‘
勧
帯
ぶ
央
玄
齢
送
,
,
其
家
↓
〔
演
繁
露
〕
唐
太
宗
賜
↓
―
房
玄
齢
名
鎌
、
水
族
、
石
首
〕
養
魚
経
‘
石
首
魚
‘
閤
謂
―
―
之
金
鱗
↓

〔
清
異
録
、
地
理
、
黄
金
母
〕
冴
晉
村
野
間
語
日
‘
欲
レ
作
二
學
文
〕
安
レ
居
不
レ
用
加
{
-
高
堂
云
書
中
自
有
―
―
黄
金
屋
↓
黄
銀
帯
一
黄
銀
者
、
果
何
物
也
‘
世
有
二
鍮
石
者
「
質
賓
又
謂
1

一
之
黄
瓜
↓

千
箱
主
面
炉
取
1

一
黄
金
世
意
謂
、
多
稼
厚
畜
‘
由
,
,耕
転
〖
黄
金
用
盛
還
疎
索
〗

2
4
9
唸
グ
[
#
店
ク
セ
パ
黄
金
の
多
為
レ
銅
‘
而
色
如
―
黄
金
五
特
差
淡
耳
、
則
太
宗
之
謂
"
黄
〖
黄
瓜
菜
〗

g
tげ
ウ
ク
‘
ヮO
野
菜
の
名
。
に
か
な
。
〔
本

所

＞

致

。

い

時

に

は

善

く

交

は

る

が

、

金

が

無

く

な

る

と

交

際

が

銀

一

者

‘

其

殆

鍮

石

也

芙

、

鍮

、

金

腸

也

、

不

＿

一

皆

天

然

自

草

‘

黄

瓜

菜

〕

秤

名

、

黄

花

菜

、

時

珍

日

‘

其

花

黄

‘

其

氣

〖
黄
金
輪
〗2

4
0
”
笞
ン
太
陽
を
い
ふ
。
〔
劉
馬
錫
、
有
レ
僧
却
て
前
よ
り
疎
遠
に
な
る
。
〔
高
適
、
那
郡
少
年
行
〕
郡
生
→
亦
有
晶
生
慮
廿
石

1煮
錬
而
成
者
ぃ
隋
高
祖
時
‘
辛
如
レ
瓜
‘
故
名
。
t
>
h
u
a
n
g
2

k
u
a
 
ts'ai4

き
う
り
。
黄

言
五
烹
仕
事
一
因
為
レ
詩
以
窺
レ
之
詩
〕
赤
波
千
萬
重
‘
踊
郡
城
南
遊
侠
子
、
自
衿
生
―
―
長
那
郡
裏
ご
ャ
場
樅
レ
博
家
公
義
守
存
砧
欠
州
嘗
大
水
、
流
―
―
出
黄
銀
百
以
上
二
子
朝
一
瓜
゜

出
黄
金
輪
。
伯
富
‘
幾
虞
報
レ
讐
身
不
レ
死
‘
宅
中
歌
笑
日
紛
紛
、
門
外
此
之
黄
銀
‘
即
太
宗
用
以
飾
レ
帯
者
、
今
世
之
言

1一
鍮
石
―
〖
苦
頁
瓜
堆
〗
2
6
3
%
9

ウ
ク
‘
ヮ
山
名
。
今
名
は
黄
花
山
。
山
西
省

〖
黄
金
時
代
〗2

4
1認勺
理
想
の
時
代
。
最
上
の
時
期
。
車
馬
如
な
―

K屯
‘
未
レ
知
肝
謄
向
レ
誰
是
‘
令
"
一
人
却
憶
―
承
~
者
、
太
原
所
レ
産
為
レ
最
、
而
太
原
即
井
州
、
則
公
義
井
州
大
同
縣
の
西
南
。
〔
魏
書
‘
序
紀
〕
（
穆
帝
六
年
）
於

1一
漫
水

〖
黄
金
躊
像
〗24

2
誇
だ
黄
金
で
躊
造
さ
れ
た
像
。
〔
國
原
君
→
君
不
レ
見
今
人
交
態
薄
、
黄
金
用
盛
還
疎
索
、
以
レ
所
レ
得
‘
蓋
自
然
之
鍮
、
不
レ
経

1一
虚
甘
石
煮
錬
―
者
也
。O

之
陽
黄
瓜
堆
―
築

1一
新
平
城
→
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕
（
垂
挟

語
越
語
〕
箔
象
‘
云
云
‘
乖
―
―
轄
舟
以
浮
―
―
於
五
湖
五
k

レ
絃
感
歎
紐
藷
遊
盃
食
ル
一
時
車
無
レ
所
レ
求
‘
且
卑
ハ
ニ
少
樹
の
名
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
初
修
―
上
林
苑
玉
墨
臣
遠
方
‘
三
年
）
黒
歯
常
之
繋
レ
之
‘
云
云
、
大
破
突
蕨
於
黄
花
堆
↓

知

五

所

終

楓

王

命

圧

以

良

金

露
l
-
t

氾

録

之

吠

而

年

5
i―
美

酒

↓

往

来

射

撒

西

山

頭

。

各

獣

1

一
名
果
異
樹
「
云
云
‘
黄
銀
樹
十
株
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
大
同
府
、
大
同
縣
〕
黄
瓜
堆
‘
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黄

部

黄

九
五
七

在
府
西
南
百
十
塵
或
曰
‘
卸
古
黄
華
山
也
‘
趙
武
霊
王

十
九
年
、
北
至
1

一
無
窮
盃
呉
ま
河
‘
登
1

一
黄
華
之
山
ぶ
小
経

注
‘
桑
乾
水
輿
―
―
武
州
水
1

合
‘
而
東
南
流
屈
邁
二
5

頁
瓜
堆

應
又
束
南
流
鰐
桑
乾
罰
北
魏
孝
昌
初
‘
射
律
金
自
―
―

雲
州
↓
出
1

一
黄
瓜
堆
玉
為
一
上
谷
賊
杜
洛
周
所
孟
双
‘
齊
天
保

四
年
、
柔
然
寇
1

諄
州
ご
齊
主
洋
自
訟
ぼ
匿
撃
レ
之
、
至
,
,

涌
州
ぶ
へ
破
柔
然
於
黄
瓜
堆
二
唐
武
后
垂
挟
三
年
、
突

蕨
叛
部
寇
1

一
朔
州
;
蒜
歯
常
之
大
破
之
於
黄
花
堆
盃
即

黄
瓜
堆
也
。

【
黄
和
】
264

”
匁
明
、
祈
州
の
人
。
琥
は
慰
川
。
萬
暦
の
進

士
。
官
は
固
安
令
。
後
‘
苑
馬
卿
に
擢
ん
で
ら
る
。

【
英
果
】
265

h
u
a
n
g
2
 
k
u
o
3

橘
を
い
ふ
。

【
黄
花
】
266

乃

O
黄
雙
2
8
1
)
を
見
よ
。

O
北
齊
‘
穆
后

(
8
|
 25
2
5
1
 :
 1
5
)

の
●
の
小
字
。

〖
黄
花
尚
〗2

6
7
”
分
、
ウ
ク
ヴ
地
名
。
廣
東
省
番
異
縣
城
の
東

北
、
白
雲
山
の
麓
。
清
の
宣
統
三
年
三
月
二
十
九
日
、
革

命
窯
‘
督
署
を
攻
め
て
成
功
せ
ず
。

〖
黄
花
嵩
]
2
6
8

認
，
ウ
ク
ヴ
湿
草
の
名
。
＜
そ
に
ん
じ
ん
。

〔
本
草
‘
黄
花
蔦
〕
繹
名
、
臭
嵩
、
集
解
、
大
明
曰
‘
奥
嵩
‘

一
名
草
嵩
、
時
珍
日
、
香
嵩
臭
嵩
、
通
可
レ
名
1

一
草
嵩
丁
此

嵩
呉
育
嵩
相
似
‘
但
此
嵩
色
緑
帯
淡
黄
↓

〖
黄
花
魚
〗2

6
9
昇
ヴ
ク
，
ヮ
魚
の
名
。
石
首
魚
。
い
し
も
ち
。

〔
本
草
、
石
首
魚
〕
繹
名
、
石
頭
魚
‘
娩
魚
、
江
魚
、
黄
花

魚
‘
乾
者
名
箋
盆
g

〖
黄
花
菜
〗2
7
0
5

位
ウ
ク
ヴO
野
菜
の
名
。
に
が
な
。
黄
瓜

菜
(
2
6
2
)

を
見
よ
。

O
萱
草
花
を
乾
し
て
作
っ
た
菜
の

名
。
味
‘
微
甜
。
又
、
金
針
菜
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
萱
草
〕
集

解
‘
時
珍
日
‘
岱
含
宜
男
花
序
亦
云
‘
荊
楚
之
土
‘
琥
為
二

鹿
葱
二
り
以
薦
＞
薙
、
尤
可
況
溢
咬
今
束
人
採
共
花

鼠
乾
而
貨
レ
之
、
名
為
黄
花
菜
一

雪
｀
こ

似
辣
菜
花
黄
色
、
秋
中
結
に
貫
‘
采
無
レ
時
‘
5

担
咽
喉

ロ

歯

病

砧

双

。

「

葉

松

゜

〖
黄
花
松
〗
;
;
h
u
a
n
g
2
 
h
u
a
'
s
u
n
g
'

か
ら
ま
つ
。
落

〖
黄
花
水
〗2

7
3
豆
仇
ゥ
久
ヮ
揚
子
江
の
水
が
春
と
夏
に
に

は
か
に
浪
る
を
い
ふ
。
〔
馬
令
南
唐
書
〕
毎
歳
大
江
春

夏
暴
浪
‘
謂
1

一
之
黄
花
水
↓

〖
黄
花
堆
〗2

7
4
”
位
ウ
ク
，
ヮ
山
名
。
山
西
省
大
同
縣
の
西

南
。
一
名
、
黄
瓜
堆
。
古
の
黄
華
山
。
趙
の
武
憲
王
が
黄

華
の
山
に
登
る
と
い
ふ
は
即
ち
此
虐
。
又
、
別
名
、
黄

花
嶺
・
黄
瓜
埠
。
黄
瓜
堆
(
2
6
3
)

を
見
よ
°

〖
黄
花
竹
〗2

7
5
”
”
ウ
ク
ヴ
黄
色
の
花
紋
あ
る
竹
。
〔
六
部

成
語
、
エ
部
、
黄
花
竹
‘
注
解
〕
黄
色
有
"
花
紋
一
之
竹
也
。

〖
黄
花
女
〗2

7
6
h
u
a
n
g
2
 
h
u
a
'
n
U
3
 

@
女
。
ぎ
む
す
め
。

〖
黄
花
苗
〗
翌
唸
ク
ワ
草
の
名
。
た
ん
ぼ
ぽ
゜
〔
農
政
全

書
‘
字
字
丁
菜
考
〕
又
名
黄
花
苗
ぶ
古
田
野
中
↓

〖
黄
花
翠
竹
〗2
7
8
"
g
匁
法
身
は
翠
竹
に
應
じ
て
形

を
成
し
‘
般
若
は
黄
花
に
封
し
て
相
を
顧
は
す
を
い

ふ
。
〔
指
月
録
〕
華
巌
座
主
問
1

一
大
珠
和
尚
一
日
、
祠
師
何

故
不
レ
許
"
背
青
翠
竹
、
盛
是
法
身
、
鬱
鬱
黄
花
、
無
＞
非
二

般
若
五
珠
日
、
法
身
無
レ
象
‘
應
↓
―
翠
竹
一
以
成
レ
形
、
般
若

無
レ
知
、
射
n

黄
花
一
而
顕
レ
相
、
非
―
―
彼
黄
花
翠
竹
1

而
有
"

般
若
法
身
↓

〖
黄
花
地
丁
]
2
7
9

豆
サ
パ
ク
ヴ
草
の
名
。
た
ん
ぽ
ぽ
°
蒲
公

英
。
〔
本
草
、
蒲
公
英
〕
繹
名
‘
構
孵
草
、
金
栢
草
、
黄
花

地
丁
。

〖
黄
花
晩
節
〗2

8
0
贄
砂
匁
菊
花
を
い
ふ
。
年
老
い
て

壮
健
な
喩
。
〔
韓
埼
‘
詩
〕
莫
レ
嫌
―
―
老
圃
秋
容
淡
盗
耳
有
二

黄
花
晩
節
香
↓
〔
書
―
―
―
口
故
事
、
花
木
類
〕
晩
景
日
―
黄
花
晩

な
U
.
o

と一

[
黄
華
】
281

昴
ゥ
〇
黄
色
の
は
な
。
黄
花
。
〔
山
海
経
、
西
山

経
〕
塞
山
‘
其
上
多
丹
木
五
員
葉
而
赤
埜
‘
黄
華
而
赤
官
。

〇
菊
の
花
を
い
ふ
。
〔
幡
‘
月
令
〕
（
季
秋
之
月
）
鞠
有
二
黄

華
f

〔
張
翰
‘
維
詩
〕
冑
條
若
函
唸
竺
黄
華
如
―
―
散
令
↓

〔
李
嬌
、
菊
詩
〕
黄
花
今
日
晩
、
無
"
復
白
衣
来
↓
〔
許
渾
‘

長
慶
寺
遇
―
―
常
州
玩
秀
才
1

詩
〕
晩
牧
"
紅
莱
』
g
レ
詩
遍
‘

秋
待
1

一
黄
花
緬
E

レ
酒
濃
。

O
菜
花
を
い
ふ
。
〔
司
空
圃
‘

獨
望
詩
〕
緑
樹
連
レ
部
暗
、
黄
花
入
知
女
稀
。
働
牛
芸
草
。

牛
芸
(
7
|
1
9
9
2
2
 :
 1
2
)

を
見
よ
。
〔
爾
雅
、
繹
草
〕
櫂
、
黄

華
゜
〔
注
〕
今
謂
庄
＇
芸
草
〖
空
黄
華
→
＠
山
名
。
①
河
南

省
林
縣
の
西
。
〔
史
記
、
趙
世
家
〕
武
震
王
十
九
年
、
西

至
レ
河
、
登
責
華
之
上
↓
〔
注
〕
正
義
曰
‘
黄
華
‘
蓋
西
河
側

之
山
名
也
。
＠
輛
建
省
建
甑
縣
城
内
c

五
代
の
時
、
王
延

政
嘗
て
太
和
殿
を
山
下
に
建
つ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
輻

建
‘
建
寧
府
‘
建
安
縣
〕
黄
華
山
、
在
―
―
府
治
東
北
「
郡
之

主
山
也
‘
脈
自
1

一
括
蒼
―
宋
、
綿
1

一

亙

六

七

百

里

工

ザ

於

此

練

作

レ

之

。

「

色

。

也
劉
宋
守
華
瑾
之
徒

1一
郡
治
山
西
麓
ご
且
代
時
‘
王
延
〖
黄
灰
色
〗
函
h
u
n
g
2
h
u
e
1
 I 
S
e
4

色
彩
の
名
。
濃
褐

政
建
大
和
殿
於
山
下
↓
〇
塞
の
名
。
浙
江
省
柴
清
縣
。
【
黄
魁
】
290

読
[
明
の
人
ぶ
目
は
建
文
の
時
ヽ
幡
部
侍
郎
o

二
塞
あ
り
。
水
塞
は
縣
の
西
南
盤
石
衛
の
東
。
山
塞
は
水
學
行
あ
り
、
典
證
を
習
得
す
。
燕
兵
入
り
、
屈
せ
ず
し

塞
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
温
州
府
、
築
清
縣
〕
て
死
す
。
〔
明
史
、
二
臼
四
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一

黄
華
水
塞
、
在
1

一
縣
西
南
盤
石
衛
東
―
二
十
里
↓
云
云
‘
又
百
八
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
三
十
二
〕
．
〔
昭
代
明
良

有,,
黄
華
山
塞
二
庄
水
塞
東
二
里
↓
其
地
有
黄
華
山
↓
録
‘
十
九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
鎌
十
二
〕
．
〔
明
書
、
二
日

因
名
。

0
人
名
。
雙
方
の
手
で
別
々
に
揮
奄
を
善
く
し
二
〕
・
〔
績
蔵
書
‘
五
〕
。

た
と
い
ふ
。
〔
瑯
環
記
〕
綺
樹
一
臀
‘
能
歌
二
雨
曲
ゴ
云
云
、
【
黄
光
】
291

”
綴
黄
色
の
光
。
き
い
ろ
く
ひ
か
り
か
が
や

嘗
時
有
―
―
黄
華
者
「
雙
手
能
窺
JI

―
云
央
或
楷
或
草
‘
揮
奄
く
こ
と
。
〔
漢
書
‘
五
行
志
下
之
上
〕
黄
者
、
E
l
上
黄
光
不
レ

不
位
、
各
自
有
塩
息
‘
余
謂
、
綽
樹
雨
歌
、
黄
華
二
墳
‘
散
如
レ
火
。
〔
王
謹
、
南
至
書
―
―
雲
物
一
賦
〕
雲
散
―
―
黄
光
玉
ヘ

是

確

封

也

。

浮

,

,

喜
氣
↓

〖
黄
華
洲
〗2

8
2
吟
ぅ
洲
の
名
。
四
川
省
忠
縣
の
東
。
〔
陶
【
黄
宏
】

2
9
2
"

⑫
〇
元
、
黄
巖
の
人
。
博
＜
塁
経
を
覧
‘
尤

樹
、
蜀
轍
日
記
〕
自
―
―
忠
州
1

東
下
五
十
里
有
二
黄
華
洲
一
も
詞
賦
に
巧
。
史
オ
を
以
て
膊
む
る
者
あ
れ
ど
就
か

一
旦
黄
華
城
ぶ
狂
大
江
中
一
周
遭
十
餘
里
、
四
面
懸
ず
。
江
湖
に
落
塊
す
る
こ
と
幾
ど
三
十
年
。
著
に
穀
城

絶
、
李
雄
之
乱
、
巴
西
郡
寄
―
―
理
於
此
「
今
残
渫
猶
隠
隠
稿
が
あ
る
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
°
●
明
、
郭
の
人
。
字
は
徳
裕
゜

可
籍
、
居
民
無
碑
和
姓
｛
惟
陶
氏
一
族
居
レ
之
、
自
云
―
―
明
弘
治
の
進
士
。
官
は
拭
安
縣
の
知
。
後
、
江
西
左
参
議
。

f
戸

陶

章

之

後

↓

「

9
5
6
)

の
琥
。
｛
辰
濠
の
難
に
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
九
〕
．
〔
萬
斯
同

〖
黄
華
山
人
〗2

8
3
焚
匁
‘
ワ
金
‘
王
庭
笥(
7ー
2
0
8
2
3:
1

明
史
‘
―
一
百
六
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
―
一
百
七
十
〕
・
〔
國
朝
獣

で
頁
禍
】
284

”
窃
黄
色
人
種
（
亜
細
亜
人
）
か
、
白
色
人
種
徴
録
‘
八
十
六
〕
・
〔
昭
代
明
良
鋒
‘
十
九
〕
．
〔
皇
明
人
物

（
欧
洲
人
）
を
侵
害
す
る
と
い
ふ
恐
怖
。
黄
人
禍
。
歌
羅
考
‘
六
〕
．
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
録
‘
二
〕
・
〔
明
名
人
博
、

巴

人

の

言

。

十

二

〕

．

〔

本

朝

分

省

人

物

孜

‘

十

二

〕

。

〖
黄
禍
侯
〗2

8
5
認
•
ウ
ク
・
ワ
鳥
の
名
。
鴻

(
1
2|
 4
6
8
0
3
)

の
異
【
黄
黄
】
293

”
霧
黄
色
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
都
人
士
〕

名
。
〔
本
草
経
〕
鴇
‘
一
名
黄
禍
侯
、
臀
如
小
兒
吹
＞
竿
。
彼
都
人
士
‘
狐
裟
黄
黄
゜
〔
集
博
〕
黄
黄
、
狐
衷
色
也
。

U
只
瓦
】
286

”
'
唸
黄
色
の
瓦
゜
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
盛
京
〔
草
木
言
〕
彼
生
我
蒼
蒼
、
何
育
我
黄
黄
゜

工
部
〕
又
有
―
―
埴
瓦
工
場
面
~
J
I造各
壇
廟
等
所
レ
用
之
黄
【
黄
廣
】

2
9
4
”
努
宋
‘
靖
州
の
人
。
字
は
彦
暉
。
善
＜
竹

瓦

↓

を

書

く

。

〔

贅

史

會

要

〕

。

【
黄
回
】
287

昴
げ
南
朝
宋
、
土
児
陵
郡
の
軍
人
。
拳
捷
果
【
黄
録
】
295

衿
忍
明
、
晉
江
の
人
。
字
は
子
宣
。
弘
治
の
進

勁
‘
勇
力
人
を
兼
ぬ
。
郡
府
雑
役
よ
り
‘
威
質
に
従
つ
士
。
思
恩
軍
民
府
の
守
と
な
っ
て
治
績
が
あ
っ
た
。
後
、

て
元
凶
間
を
討
ち
功
有
り
、
置
除
主
に
抜
擢
さ
る
。
後
、
官
は
桂
林
守
に
至
る
。

中
書
舎
人
戴
明
賓
に
事
ふ
。
會
:
明
帝
即
位
し
、
四
方
【
黄
掴
]296

な
認
複
姓
。
〔
金
史
‘
宣
宗
紀
中
〕
（
興
定
二
年

反
叛
す
る
や
‘
明
賓
‘
―
帝
に
啓
し
て
‘
回
を
し
て
江
西
楚
五
月
）
招
撫
副
使
黄
捕
阿
魯
答
‘
襲
―
―
破
李
全

f
苗
州

人
を
募
ら
し
め
、
快
射
手
八
百
を
得
、
回
に
寧
朔
将
軍
及
日
照
縣
之
南
↓

軍
主
を
恨
す
。
戦
功
有
り
右
将
軍
に
陸
進
す
。
齊
高
帝
、
〖
黄
捕
九
住
〗

2
9
7昇旦
ウ
ク
金
‘
臨
漬
の
人
。
大
定
中
‘
,

己
に
附
せ
ざ
る
を
以
て
之
を
殺
す
。
〔
宋
書
‘
八
十
藤
を
以
て
部
令
史
を
拝
す
。
彰
徳
府
事
知
に
累
官
し
、

三

〕

．

〔

南

史

、

四

十

〕

。

戦

没

す

。

〔

金

史

、

一

百

二

十

二

〕

。

【
黄
灰
】2

8
8
衿
あ
か
ざ
の
は
ひ
。
嵩
揉
を
燒
い
て
作
〖
黄
掴
敵
古
本
〗
2
9
8
g
芹
匁
金
‘
星
顕
水
の
人
。
寧
江

3
 

っ
た
も
の
で
、
染
料
に
使
用
す
。
〔
倭
名
類
緊
抄
、
調
度
を
従
破
し
‘
咸
州
を
取
り
、
東
京
路
及
諸
山
塞
柵
を
平

部
、
染
色
具
‘
黄
灰
〕
本
草
云
‘
冬
灰
‘
一
名
揉
灰
‘
阿
加
佐
定
す
。
張
覺
吾
‘
春
西
山
に
園
ま
る
る
や
、
敵
古
本
兵

55

乃
波
比
、
掬
隠
居
日
、
此
心
炉
衣
黄
灰
也
‘
燒
―
或
閤
醤
会
を
引
い
て
救
援
し
、
園
を
解
き
‘
糧
五
千
料
を
井
獲
す
。
、
`



(47926・ ・299) (47926・ ・327) 

黄

部

黄
|

_

 

皇
統
中
‘
功
を
以
て
謀
克
を
襲
ぎ
‘
様
州
防
禦
使
に
累

遷
す
。
〔
金
史
、
八
十
一
〕
。

【
黄
馘
】
299

？
努
黄
色
の
頷
゜
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
稿
項
黄

馘
者
、
商
之
所
レ
短
也
。

【
黄
活
】
300

h
u
a
n
g
'
h
u
 02

疱
惰
誹
に
供
へ
る
黄
紙
で

造
っ
た
痛
・
天
蓋
・
橋
馬
等
を
い
ふ
。

【
黄
巻
]301

蛉
焚
／

0
書
物
を
い
ふ
。
古
代
の
書
籍
は

黄
色
の
紙
を
用
ひ
て
紙
魚
を
防
ぐ
。
〔
唐
書
、
秋
仁
傑

博
〕
仁
傑
為
レ
兒
時
‘
門
人
有
―
―
被
レ
害
者
「
吏
就
詰
‘
衆
争

辮
封
、
仁
傑
誦
レ
書
不
レ
置
、
吏
譲
レ
之
‘
答
曰
‘
黄
巻
中
方

臭
聖
賢
厨
、
何
暇
レ
偶
―
―
俗
吏
語
一
耶
。
〔
宋
景
文
公
筆

記
〕
古
人
窺
レ
書
、
盛
用
―
―
黄
紙
正
故
謂
―
―
之
黄
巻
公
7

人用――

白
懇
道
佛
二
家
窯
レ
書
‘
猶
用
1

一
黄
紙
面
或
日
、
古
人
何
須

用
―
―
黄
紙
一
日
韮
染
レ
之
、
可
―
―
用
辟
＞
蟷
‘
今
壼
家
詔
救

用
レ
黄
、
故
私
避
家
不
二
敢
用
↓
〔
通
雅
、
器
用
〕
黄
巻
、
黄

本
也
、
穆
天
子
傭
序
‘
謹
以
三
尺
黄
紙

5
空
上
會
要
云
ヘ

賓
中
勅
御
史
圧
炉
藷
置
賣
驚
書
闘
失
‘
古
人
用
黄

巻
一
有
レ
誤
可
，
以
雌
黄
命
ず
之
、
又
能
防
レ
嚢
、
北
齋

書
、
制
五
條
葛
於
詔
讀
以
1

一
版
長
二
尺
二
寸
正
雌
黄

塗
5

之
、
秋
仁
傑
云
、
黄
巻
中
方
卑
ハ
ニ
聖
賢
一
封
語
。
〔
書
言

故
事
、
書
史
類
〕
書
名
二
黄
巻
玉
有
レ
所
レ
自
、
古
人
窺
レ
書
‘

皆
用
-
1

黄
紙
↓
用
玉
界
晒
染
レ
之
、
以
辟
レ
嚢
‘
故
日
―
黄

翌
0
明
、
肯
田
の
人
。
字
は
聖
模
。
山
水
美
人
驚
に
巧
゜

〖
黄
巻
坂
〗3

0
2
ゾ
匁
ケ
／
坂
の
名
。
巻
‘
も
と
巷
に
作
る
。
河

南
省
閣
郷
縣
の
西
北
‘
快
西
省
滝
開
縣
の
東
北
‘
黄
河
の

南
岸
。
一
名
、
黄
巷
坂
。
〔
播
岳
‘
西
征
賦
〕
登
―
―
闇
郷
1

而

警
レ
策
‘
朔
竺
黄
痣
以
漬
レ
滝
。
〔
注
〕
善
日
‘
述
征
記
曰
‘
河

自
レ
隅
北
東
、
流
水
側
有
長
坂
盃
堕
之
黄
巷
坂
↓
〔
水
経
‘

河
水
注
〕
水
側
有
-
1

長
坂
ぶ
叩
,
1

之
黄
巷
坂
字
竺
広
‘
渉
―
―
此

拡
以
升
"
滝
隅
↓
〔
紀
均
等
校
〕
案
‘
巷
‘
近
刻
訛
作
レ
巻
。

〖
黄
巻
赤
軸
〗3
0
3
3
g
”
.
？
圏
佛
の
経
典
の
異
稽
゜
〔
華

骰
演
義
章
〕
言
―
―
黄
巻
赤
軸
―
者
、
今
大
蔵
巻
是
也
。

【
黄
冠
]304

衿
パ
〇
草
で
製
し
た
冠
。
野
人
の
被
る
も

の
。
農
夫
の
服
。
〔
幡
‘
郊
特
牲
〕
黄
衣
黄
冠
而
祭
‘
息
―
―
田

太
也
、
野
夫
黄
冠
、
黄
冠
‘
草
服
也
。
〔
孫
希
旦
集
解
〕
黄

冠
‘
乃
壼
笠
之
隔
‘
其
色
黄
也
。
〔
杜
甫
‘
遣
興
詩
〕
上
疏

乞
―
―
骸
骨
む
頁
冠
蹄
―
故
郷
U

〇
道
士
の
被
る
冠
。
輔
じ
て
、

道
士
を
い
ふ
。
黄
冠
子
。
〔
蘇
献
‘
放
鶴
亭
記
〕
黄
冠
草

履
‘
葛
衣
而
披
レ
琴
。
〔
殷
亮
藩
、
宮
人
入
レ
道
詩
〕
卸
―
―
却

宮
版
1

錦
繍
衣
‘
黄
冠
素
服
製
相
宜
゜
〔
唐
求
‘
題
1

一
青
城

山
苑
賢
観
詩
〕
散
里
縁
山
不
レ
厭
レ
難
‘
為
尋
二
慎
訣
―
〔
宋
元
學
案
、
二
十
五
〕
。

問
賣
冠
言
護
國
‘
逢
霊
道
士
一
詩
〕
浮
丘
山
上
見
―
―
黄
【
黄
翡
】
312

読
心
草
の
名
。
〔
山
海
経
‘
西
山
経
〕
竹
山
‘

豆
松
柑
森
森
登
舌
壇
↓
〔
書
言
故
事
、
道
教
類
〕
梢
―
―
有
レ
草
焉
‘
其
名
日
―
―
黄
蘊
面
ハ
状
如
レ
樗
‘
其
葉
如
レ
麻
、
白

道
士
l

曰
1

一

黄

冠

↓

華

而

赤

賓

、

其

状

如

レ

祥

‘

浴

レ

之

已

な

可

。

〖
黄
冠
子
〗3

0
5
伶

9

ウ
ク
，
？
道
士
を
い
ふ
。
〔
書
言
故
事
‘
道
【
黄
観
】

3
1
3
読
パ
明
‘
貴
池
の
人
。
字
は
伯
瀾
、
又
‘
尚

教
類
〕
稽
二
道
士
―
曰
二
黄
冠
子
•
寄
跡
老
子
→
〔
唐
書
‘
方
賓
。
溢
は
文
貞
。
洪
武
中
、
會
試
．
廷
試
皆
第
一
。
官
は

技
‘
李
淳
風
博
〕
父
播
‘
仕
レ
隋
高
唐
尉
‘
棄
レ
官
為
1

一
道
修
撰
．
褪
部
右
侍
郎
。
建
文
の
初
‘
侍
中
。
後
、
燕
王
の

士

五

竺

黄

冠

子

一

學

兵

を

聞

き

、

江

に

投

じ

て

死

す

。

〔

明

史

‘

一

百

四

十

〖
黄
冠
橙
〗3

0
6
”
り
ウ
ク
，
？
明
の
寧
王
櫂
の
定
め
た
築
府
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
日
八
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百

十
五
證
の
一
。
〔
任
訥
‘
散
曲
概
論
〕
太
和
正
昔
譜
‘
黄
冠
三
十
二
〕
．
〔
皇
明
通
紀
直
解
、
四
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
、
三

橙
、
神
遊
廣
澳
、
寄
1

一
情
太
虚
二
有
―
―
餐
霞
服
日
之
思
「
名
十
五
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
・
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言
行

日
道
聾
按
、
道
情
内
容
有
―
―
一
種
―
―
乃
超
脱
凡
鹿
一
録
‘
八
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
略
‘
四
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
四

一

乃

覧

醒

頑

偲

十

三

〕

．

〔

明

人

小

傭

‘

一

〕

．

〔

本

朝

分

省

人

物

孜

‘

三

十

【
黄
喚
】
307

読
ぺ
宋
‘
光
澤
の
人
。
尚
友
録
に
は
‘
黄
喚
に
九
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
、
一
〕
・
〔
列
朝

作
る
。
字
は
徳
亨
゜
呂
岨
謙
に
従
學
す
。
淳
熙
中
、
南
詩
集
小
博
、
甲
〕
。

省
第
一
一
に
及
第
し
‘
岳
州
守
を
授
け
ら
る
。
附
傭
を
罷
【
苗
五
5

】314
焚
バ
き
い
ろ
に
そ
め
た
き
ぬ
。
〔
漢
書
、
韓

め
、
魚
税
を
獨
き
‘
淫
巫
を
捕
へ
、
治
績
頴
著
な
り
。
〔
宋
延
壽
博
〕
延
壽
衣
―
―
黄
執
方
領
↓

元
學
案
‘
七
十
三
〕
．
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。
【
黄
願
】
315

”
努
宋
‘
龍
渓
の
人
。
彦
臣
の
子
。
字
は
修

【
黄
菅
]308

？
努
白
茅
(
8
-
2
2
6
7
8
:
 9
5
4
)

の
一
種
。
黄
可
。
宣
和
中
‘
父
の
任
を
以
て
官
に
補
し
‘
靖
康
の
初
、

茅
。
〔
本
草
、
白
茅
〕
集
解
‘
時
珍
曰
、
黄
茅
‘
似
1

一
菅
茅
―
而
楚
州
に
知
た
り
。
京
東
の
震
恐
に
値
ひ
‘
劉
士
忠
な
る

埜
上
開
レ
葉
、
埜
下
有
,
,
白
粉
↓
根
頭
有
―
―
黄
毛
ぶ
恨
亦
短
者
、
律
に
浮
言
を
な
す
を
誅
し
て
、
衆
を
安
ん
ぜ
ん
こ

而
細
硬
無
レ
節
、
秋
深
開
レ
花
、
穂
如
レ
菅
‘
可
レ
為
,
,
索
絢
一
と
を
願
ふ
。
建
炎
の
初
‘
揚
州
の
知
に
徒
り
‘
淮
南
東
路

古
名
1

一

黄

菅

↓

を

安

撫

す

。

金

寇

至

り

‘

時

の

相

‘

黄

潜

善

‘

願

に

命

じ

【
黄
寛
】
309

衿
パ
清
、
香
山
の
人
。
琥
は
綽
卿
。
幼
に
し
て
京
口
に
赴
か
し
む
。
守
を
失
ふ
に
坐
し
て
秩
を
削
ら

て
好
學
。
奇
童
と
梢
せ
ら
る
。
貧
の
故
を
以
て
澳
門
に
る
。
後
‘
復
官
し
て
致
仕
す
。
〔
南
宋
制
撫
年
表
‘
二
十

至
り
、
業
を
米
國
教
士
布
朗
に
受
く
。
後
、
布
朗
に
躇
一
・
―
―
十
二
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

つ
て
米
國
に
至
り
、
文
科
大
學
及
ぴ
蘇
格
蘭
の
壼
丁
不
【
苗
頁
動
】
316

笈
ゥ
宋
、
南
海
の
人
。
字
は
有
功
。
紹
興
の

爾
厄
醤
科
大
學
を
卒
業
し
、
瞥
學
博
士
を
授
け
ら
る
。
進
士
。
官
は
永
蝠
丞
゜
縣
令
久
し
く
病
ん
で
事
を
限

咸
豊
中
‘
國
に
蹄
り
‘
瞥
を
廣
州
に
行
ひ
‘
解
剖
學
に
精
し
、
動
、
た
め
に
獄
を
決
し
‘
弊
を
除
き
、
民
に
代
つ
て

し
。
光
緒
中
卒
す
。
中
國
人
の
欧
洲
に
留
學
し
て
臀
術
逍
賦
八
千
三
百
餘
婚
を
還
す
。
民
歓
呼
し
、
再
生
の
父

を

修

め

し

は

寛

よ

り

始

ま

る

。

と

梢

す

。

薦

め

ら

れ

て

新

昌

・

雷

州

に

知

と

な

り

、

朝

散

【
黄
環
】
3
1
0
"
空
草
の
名
。
蔓
草
類
で
あ
る
。
〔
本
草
‘
黄
大
夫
に
終
る
。
〔
廣
東
通
志
〕
。

環
〕
繹
名
‘
凌
泉
‘
大
就
‘
就
葛
‘
生
蜀
、
根
非
、
賓
名
―
―
狼
【
黄
繕
】
317

”
忍
赤
黄
色
を
い
ふ
。
黄
昏
゜
〔
楚
辞
‘
劉
向
‘

践
子
盃
盗
双
‘
時
珍
日
‘
此
物
莱
黄
而
圃
‘
故
名
―
―
黄
環
一
九
歎
‘
遠
逝
〕
緑
二
覚
施
之
珊
罪
一
合
、
建
1

一
黄
燻
之
継
鹿
一

如
下
羅
摩
呼
二
白
環
之
義
お
咎
走
葛
類
。
〔
注
〕
黄
纏
、
赤
黄
也
‘
云
云
‘
纏
、
一
作
レ
昏
‘
黄
昏
時
、

【
黄
鍍
】
JU

衿
パ
宋
、
浦
城
の
人
。
字
は
用
和
。
楊
時
に
天
氣
玄
黄
‘
故
日
1

黄
繕
↓

従
學
す
。
政
和
の
進
士
。
西
安
丞
に
歴
任
す
。
靖
康
の
【
黄
京
】

3
1
8
”
”
•
ウ
宋
‘
龍
渓
の
人
。
字
は
華
叔
。
初
、
郡
學

初
、
李
綱
河
東
宣
撫
と
為
る
や
、
幕
陽
に
辟
さ
る
。
古
向
に
在
り
。
i

高
登
を
友
と
し
善
く
、
同
年
に
擢
第
し
、
連
州

宗
、
監
察
御
史
を
授
け
‘
等
い
で
江
西
提
貼
刑
獄
に
韓
戸
曹
に
調
せ
ら
れ
、
清
白
を
以
て
聞
ゆ
。
秩
涌
ち
里
に

ず
。
奉
祠
を
乞
ひ
‘
卒
す
。
著
に
奏
議
・
雑
著
が
あ
る
。
欝
る
。
登
が
腹
言
を
以
て
斥
け
ら
る
る
を
聞
き
‘
活
然

九
五
八|
 

仕
進
の
意
な
ぎ
に
至
る
。
性
‘
尤
も
善
を
槃
し
み
‘
郷

45
 

人
、
黄
長
者
と
稽
す
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。

35

【
黄
荊
】
319

乃
樹
木
の
名
。
に
ん
じ
ん
木
。
〔
本
草
‘
牡
ー

判
〕
秤
名
、
黄
荊
、
小
判
、
楚
。
〔
湯
顕
岨
‘
像
章
攪
秀
棲

賦
〕
黄
荊
白
沙
、
松
蒲
柏
子
。

〖
黄
荊
壻
〗3

2
0
冷
2

ィ
地
名
。
四
川
省
萬
縣
の
南
。

【
黄
卿
】
321

焚
ゥ
明
‘
益
都
の
人
。
字
は
時
庸
゜
琥
は
海

亭
。
正
徳
の
進
士
。
官
は
武
進
・
渉
縣
の
知
。
遷
つ
て

應
州
を
守
る
。
至
る
所
‘
皆
能
を
以
ズ
稽
せ
ら
る
。
後
、

太
原
を
守
り
、
江
西
左
布
政
使
に
遷
る
。
〔
明
人
小
博
‘

―
-
〕
.
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
九
十
七
〕
．
〔
明
詩
綜
、
三
十

三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
丁
、
十
四
〕
。

【
黄
槃
】
322

り
惚
宋
、
部
武
の
人
。
中
の
孫
。
字
は
粛
甫
゜

嘉
泰
の
進
士
。
靖
州
倅
と
な
り
、
州
學
の
傍
に
書
院
を

建
て
‘
暇
あ
る
毎
に
、
其
の
中
に
講
學
す
。
官
は
エ
部
員

外
郎
。
〔
尚
友
鎌
‘
十
〕
。

【
黄
渓
】
323"
浴
川
の
名
。
源
は
湖
南
省
寧
遠
縣
の
北
陽

明
山
。
白
江
水
を
合
し
て
、
湘
に
注
ぐ
。
唐
の
柳
宗
元
に

黄
渓
記
が
あ
る
。

【
黄
経
】
324

”,仇

,

O黄
色
の
た
て
い
と
。
〔
墨
十
、
非
栗

上
〕
其
刑
君
子
出
―
―
絲
二
衛
一
小
人
否
‘
似
ニ
ニ
伯
黄
径
-

●
清
‘
如
泉
の
人
。
字
は
維
之
。
又
、
清
叔
•
山
松
。
山
水

書
は
犬
擬
に
師
事
し
‘
其
の
精
蘊
を
得
。
詩
詞
・
書
法
・
錆

印
に
巧
゜
〔
國
朝
書
書
一
家
筆
鋒
‘
二
〕
．
〔
國
朝
蜜
識
‘
四
〕
。

[
黄
装
】
3
2
5
"
澤
明
、
文
江
の
人
。
字
は
仲
装
。
詩
法
三

篇
を
撰
す
。
〔
明
詩
紀
事
‘
甲
‘
三
十
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小

博
‘
乙
〕
。

【
黄
墳
】
幽
り
匁
後
漢
の
人
。
香
の
子
。
字
は
世
英
。
溢
は

忠
。
初
、
父
任
を
以
て
太
子
含
人
と
為
り
辞
す
。
永
建

中
、
公
卿
交
：
薦
む
る
も
、
疾
と
稽
し
て
進
ま
ず
。
李
固

の
薦
に
よ
り
至
っ
て
議
郎
を
授
け
ら
れ
‘
尚
書
僕
射
に

累
遷
す
。
梁
翼
既
に
誅
さ
れ
、
太
尉
に
陸
進
し
、
貪
汚
を

奏
劾
し
、
海
内
倉
然
と
し
て
之
を
望
む
。
官
は
司
空
に

終
る
。
〔
後
漢
書
‘
九
十
一
〕
。

【
黄
難
】
3
2
7
"
偲
茶
色
の
毛
の
維
。
か
し
は
。
肉
は
美

味
。
〔
李
白
‘
南
陵
別
―
兒
童
ー
入
レ
京
詩
〕
白
酒
新
熟
山

中
騎
‘
黄
難
啄
レ
黍
秋
正
肥
゜
〔
白
居
易
‘
酔
歌
〕
誰
道
使

君
不
レ
解
レ
歌
‘
聴
唱
黄
難
輿
1

一
白
日
工
黄
難
催
レ
晩
丑
時

鳴
白
日
催
年
酉
前
浚
。
〔
梅
尭
臣
‘
寄
洪
州
致
仕
李
國

博
詩
〕
青
蒲
翠
竹
囮
華
屋
白
酒
黄
難
命
厘
人
↓



(47926・ ・328)一 (47926・・354) 

【
黄
教
】
328

砂
圏
西
蔵
佛
教
の
一
派
。
黄
色
服
を
著
鵠
‘
公
癒
遂
断
。
〔
陸
亀
蒙
‘
幽
居
賦
序
〕
隔
H
伏
レ
店
、

る
。
剛
嘩
教
の
新
派
。
剛
嘩
教
(
2
-
3
9
0
9
:
 1
3
)

を

見

未

レ

逮
1
1

黄
鵠
↓

よ
。
〔
清
會
典
事
例
、
理
藩
院
嘲
障
封
琥
〕
是
以
逹
籟
剛
【
黄
結
】
334

”
匁
み
や
ま
と
ぺ
ら
。
山
豆
根
゜
〔
本
草
‘

嘩
班
祠
額
爾
徳
尼
之
呼
畢
勒
竿
、
必
須
涵
H

賓
一
方
能
山
豆
根
〕
繹
名
、
解
毒
‘
黄
結
、
中
槃
。

傾
巖
衆
心
五
興
隆
黄
教
二
捨
謂
録
、
剛
囁
、
黄
教
〕
糧
【
黄
歎
】
335

”
喝
戦
國
‘
楚
の
人
。
口
難
有
り
、
楚
に
相

部
志
稿
云
、
西
番
柏
克
巴
為
―
―
元
時
高
僧
面
博
至
1

一
宗
略
た
る
こ
と
二
十
餘
年
、
春
申
君
と
琥
し
、
多
く
客
を
養

巴
露
"
黄
教
之
祗
一
有
三
一
大
弟
子
一
曰
―
―
逹
籟
剛
嘩
一
ふ
。
李
園
の
妹
を
竪
り
‘
其
の
娠
め
る
を
知
り
出
す
。

曰
班
祠
剛
醸
蓬
相
裕
師
‘
以
1

一
化
身
一
世
掌
責
教
奢
時
に
孝
烈
王
完
、
子
無
く
、
歌
之
を
王
に
言
ひ
、
王
召
し

也
‘
剛
嘩
―
一
字
即
如
汝
漢
語
稽
愉
匿
上
人
直
蒙
古
最
て
幸
し
、
途
に
男
を
生
み
‘
立
て
て
太
子
と
為
し
、
園
の

尊
奉
彼
教
五
興
―
―
黄
教
仰
所
―
―
以
安
＞
衆
‘
蒙
古
嘲
囁
中
妹
‘
后
と
為
る
。
王
卒
し
、
太
子
立
つ
。
是
を
幽
王
と
い

人
有
―
―
所
謂
紅
教
者
一
黄
教
専
以
一
善
道
ん
炉
人
、
使
T

ふ
。
園
、
事
を
用
ひ
‘
歎
を
忌
み
、
甲
士
を
棘
門
に
伏
せ

勉
属
孝
一
息
泊
競
5

紅
教
則
有
レ
術
能
召
二
風
雨
一
並
て
刺
殺
す
。
〔
史
記
、
七
十
八
〕
。

g
炉
人
至
レ
死
、
平1一
西
陸
五
後
‘
嘗
取
T
準
夷
之
習
―
―
此
術
―
〖
黄
歎
浦
]
3
3
6
"

ヴ
ヴ
ケ
ッ
略
し
て
歌
浦
と
い
ふ
。
黄
浦
江

者
5

令
レ
祈
1

一
風
雨
↓
亦
頗
有
レ
瞼
焉
、
其
教
不
．
甚
行
公
故
の
こ
と
を
い
ふ
。
黄
浦
（
8
3
4
)

を
見
よ
。

今
谷
内
地
乏
剛
嘩
皆
黄
教
‘
其
服
色
亦
皆
従
レ
黄
也
。
【
昔
韮
四
】
337

”
喝
唐
‘
間
縣
の
人
。
初
、
間
の
小
将
。
安
南

【
黄
嬌
】
329

蒟
ゥ
酒
の
別
名
。
〔
韻
府
引
‘
綴
耕
録
〕
段
構
の
戦
に
功
有
り
、
津
州
刺
史
を
授
け
ら
る
。
姿
州
に
徒

昌
能
レ
詩
好
レ
飲
‘
家
甚
貧
‘
以
レ
錢
遺
レ
之
者
、
虚
送
―
―
酒
り
、
治
績
有
り
。
蔵
昌
‘
威
勝
軍
節
度
使
と
為
り
、
表
し

箋
名
レ
酒
曰
1

一
黄
嬌
玉
蓋
闘
中
以
兒
女
為
―
―
阿
嬌
ぶ
m

て
副
と
為
す
。
昌
反
す
る
や
‘
諫
め
て
害
さ
る
。
〔
唐
書
‘

以

レ

此

況

レ

之

。

一

百

九

十

三

〕

。

[
黄
徹
】
330

読
ゥ
南
朝
宋
の
沈
慶
之
が
戌
兵
を
置
い
た
【
黄
月
】
338

窃
，
ゥ
月
の
精
を
い
ふ
。
〔
黄
庭
内
景
経
‘
注
〕

所
。
六
戌
の
一
。
〔
宋
書
‘
沈
慶
之
傭
〕
山
高
路
陰
‘
暑
雨
若
有
•
一
飢
渇
玉

iレ
飲
"
月
黄
日
丹
→
〔
呉
跨
‘
歩
虚
詞
〕
凌
レ

方
盛
‘
乃
置
―
―
東
岡
・
蜀
山
・
宜
民
・
西
紫
・
黄
徹
・
上
変
六
晨
吸
―
―
丹
景
ず
入
レ
夜
飲
"
黄
月
二
玉
孟
郊
、
列
仙
文
、
安
度

皮

而

還

。

明

詩

〕

上

采

―

―

白

日

精

玉

下

飲

―

―

黄

月

華

↓

【
黄
橋
】
331

焚
ゥ
鎮
の
名
。
●
江
蘇
省
江
陰
縣
の
西
南
芙
【
黄
犬
】
339

”
喝
き
い
ろ
の
い
ぬ
。
〔
史
記
‘
李
斯
博
〕
斯

蓉
奸
の
北
。
●
江
蘇
省
泰
興
縣
の
東
。
宋
の
永
豊
鎮
の
出
レ
獄
、
興
"
其
中
子
ー
倶
執
、
顧
謂
1

一
其
中
子
己
日
、
吾
欲
下

こ
と
。
明
の
嘉
靖
中
、
官
軍
、
倭
寇
を
此
慮
に
破
る
。
〔
讀
興
レ
若
復
牽
―
―
黄
犬
m

倶
出
―
―
上
禁
東
門
る
茫
狡
免
5

登

史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
揚
州
府
‘
泰
興
縣
〕
黄
橋
、
縣
東
四
可
レ
得
乎
。
〔
徐
陵
‘
為
―
―
貞
陽
侯
1

重
輿
1

一
王
太
尉
一
書
〕

十
五
里
、
有
-
l

巡
司
戌
守
土
嘉
靖
中
、
官
軍
嘗
敗
―
―
倭
於
此
↓
東
門
黄
犬
‘
固
以
長
悲
‘
南
陽
白
衣
、
何
可
1

一
復
得
↓
〔
白

【
苦
函
8

】332
翌
宋
、
南
城
の
人
。
大
中
詳
符
の
進
士
。
居
易
‘
池
畔
逐
レ
涼
詩
〕
黄
犬
引
迎
騎
馬
客
‘
胄
衣
扶
下

流
落
鐙
調
二
十
年
。
嘗
て
、
大
丈
夫
営
に
自
ら
奮
抜
釣
魚
舟
゜
〔
劉
局
錫
‘
題
砧
忠
器
圏
―
詩
〕
無
釦
凶
上
禁
牽
―
―

す
べ
し
、
登
能
く
緑
緑
、
人
の
門
下
に
出
で
ん
や
と
謂
黄
犬
盃
願
作
1

一
丹
徒
一
布
衣
↓

ふ
。
直
州
通
判
と
な
り
、
轄
運
使
陳
果
、
威
を
以
て
下
〖
黄
犬
―

H日
〗3
4
0
"

戌
ゥ
ヶ
，
た
よ
り
。
お
と
ず
れ
。
消
息
。
晉

に
偏
る
。
吏
、
果
を
訟
ふ
る
者
あ
り
、
朝
廷
‘
瞭
を
遺
し
の
陸
機
の
飼
つ
て
ゐ
た
黄
犬
が
、
信
書
を
以
て
家
郷
に

て
之
を
鞠
せ
し
む
。
人
皆
、
瞭
を
危
み
、
屡
部
た
れ
ば
勢
使
し
た
故
事
。
黄
耳
(
4
3
2
)

の
●
を
見
よ
。
〔
西
廂
記
、
草

ひ
問
ふ
可
か
ら
ず
と
す
。
瞭
‘
之
を
治
む
る
に
理
を
以
橋
店
夢
,
,
鶯
鶯
ー
雑
劇
〕
青
鸞
信
香
、
黄
犬
昔
乗
。

て
し
‘
略
よ
思
と
な
さ
ず
。
識
者
歎
服
す
。
累
官
し
て
職
〖
牽

,
1黄
犬
J
却
昇
ヴ
ケ
’
’
故
郷
に
退
い
て
隠
栖
の
身

方
員
外
郎
に
至
る
。
〔
尚
友
録
、
十
〕
。
と
な
る
こ
と
。
秦
の
李
斯
が
獄
か
ら
出
て
、
中
子
に
其

[
黄
雄
】
333

”
屯
黄
い
鵠
。
鵡
は
水
鳥
の
一
種
。
〔
録
異
の
志
を
述
べ
た
語
。
黄
犬
(
3
3
9
)

を
見
よ
。

博
〕
弘
老
患
レ
痣
経
レ
年
、
忽
捉
―
―
得
―
鬼
ご
逐
化
成
-
1

黄
【
黄
肩
】
341

”
喝
弩
。
い
し
ゆ
み
。
黄
間
。
〔
漢
書
、
李

緯
:
ヘ
ム
縛
還
レ
家
、
云
‘
明
H
妾
竺
殺
食
＂
之
‘
比
レ
瞭
失
レ
廣
博
〕
廣
身
自
以
―
ー
大
黄
石
射
1

一
其
神
将
↓
〔
注
〕
服
虔
日
、
黄

|

_

 

黄

部

黄

肩
‘
弩
也
、
晉
灼
曰
‘
黄
肩
‘
即
黄
間
也
‘
大
黄
其
大
者
也
。

[
黄
建
】
342

”
喝
李
の
一
種
。
〔
齊
民
要
術
、
種
李
‘
注
〕
廣

志
曰
‘
赤
李
、
萎
李
細
小
、
有
―
―
溝
道
玉
g
黄
建
李
二
〔
博

玄
‘
李
賦
〕
河
祈
黄
建
、
房
陵
標
青
、
一
樹
三
色
、
異
味

殊
名
。

【
蓄
託
眩
】
343

乃
明
、
蒲
祈
の
人
。
字
は
敬
潤
。
成
化
の
進

士
。
官
は
高
安
知
縣
。
政
績
あ
り
。
監
察
御
史
と
な
り
、

貴
州
の
都
句
苗
を
征
し
て
功
あ
り
。
後
、
大
理
寺
丞
に

至
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
、
九
十
八
〕
．
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
十

二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
六
〕
。

【
黄
軒
】
四
万
●
黄
帝
軒
輯
氏
の
略
稽
。
〔
張
衡
、
東
京

賦
〕
登
封
降
輝
‘
則
齊
1

一
徳
乎
黄
軒
↓
〔
藷
唐
書
‘
證
儀

志
二
〕
黄
軒
御
暦
、
朝
―
―
萬
方
於
合
宮
面
バ
陵
握
符
‘
杏
↓
―
四

岳
子
衛
室
↓
〔
唐
玄
宗
、
左
丞
相
説
・
右
丞
相
環
・
太
子
少

博
乾
曜
同
5

日
上
レ
官
命
―
―
宴
東
堂
1

賜
詩
〕
赤
帝
牧
1

一之

應
黄
軒
學
三
臣
↓
●
大
高
坂
季
明
の
琥
。
大
高
坂
芝

山
(
8
ー

5
8
3
1
:
 2
6
1
8
)

を
見
よ
。

【
黄
堅
】
345

”
喝
●
宋
、
永
陽
の
人
。
古
文
箕
賓
を
編
す
。

●
元
の
人
。
黄
公
望
(
1
0
8
9
)

を
見
よ
。

【
黄
覗
】
346

”
’
喝
宋
‘
甑
寧
の
人
。
字
は
東
暉
。
紹
興
の

初
‘
登
第
す
。
後
、
曹
の
陽
縣
を
知
す
。
童
貫
、
映
西
を
巡

撫
し
、
道
、
曹
州
に
出
づ
、
郡
縣
、
庭
に
羅
拝
す
‘
呪
獨
り

笏
を
乗
つ
て
挺
立
す
。
貫
、
密
か
に
姓
名
を
詢
ふ
。
遂

に
官
を
棄
て
て
去
る
。
〔
尚
友
録
、
十
〕
。

【
黄
絹
】
347

”
喝
黄
色
い
絹
。
〔
陳
陶
‘
題
レ
贈
1

一
高
閑
上

人
—
詩
〕
鴛
鷺
輪1一
黄
絹
五
場
壇
遠
→
る
白
蹟
→
〔
寒
山
、
詩
〕
嚢

裏
無
青
鉄
盃
匹
中
有
廣
絹
一

〖
黄
絹
色
絲
〗3

4
8投匁
，
絶
妙
の
文
を
い
ふ
。
黄
絹

幼
婦
外
孫
埜
臼
を
見
よ
。
〔
書
言
故
事
、
文
章
類
〕
稽
ニ

絶
妙
之
文
己
]
1

一
黄
絹
色
絲
↓

〖
黄
絹
幼
婦
外
孫
埜
臼
〗34

9
続
げ
ク
袴
炉
黄
絹
は
色

絲
、
即
ち
絶
と
い
ふ
字
。
幼
婦
は
少
女
、
即
ち
妙
と
い

ふ
字
。
外
孫
は
女
の
子
、
郎
ち
好
と
い
ふ
字
。
埜
臼
は

辛
味
の
食
物
の
容
器
、
即
ち
辛
を
受
け
る
も
の
、
受
辛

は
辞
で
、
即
ち
辞
に
同
じ
。
よ
っ
て
此
の
八
字
は
絶
妙
好

辞
の
四
字
と
な
る
。
後
漢
、
禁
邑
が
郡
郡
淳
の
作
っ
た

曹
蛾
の
碑
文
を
ほ
め
た
謎
の
詞
で
、
曹
蛾
の
碑
の
背
に

刻
し
た
も
の
。
〔
世
説
新
語
‘
捷
悟
〕
魏
武
嘗
過
l

玉
曹
蛾
碑

門
楊
脩
従
、
碑
背
上
見
1
1

題
作
"
黄
絹
幼
婦
外
孫
蟄
臼

八
烹
魏
武
謂
レ
脩
日
、
解
不
、
答
日
、
解
、
魏
武
日
‘
卿

未
レ
可
レ
言
‘
待
1

一
我
思
＂
之
、
行
三
十
里
‘
魏
武
乃
日
、
吾
已

得
、
令
↓
1

脩
別
記
＂
所
レ
知
、
脩
曰
、
黄
絹
、
色
絲
也
、
於
レ
字

為
レ
絶
‘
幼
婦
、
少
女
也
、
於
レ
字
為
レ
妙
、
外
孫
‘
女
子
也
‘

於
レ
字
為
レ
好
‘
埜
臼
‘
受
レ
辛
也
‘
於
レ
字
為
レ
辞
、
所
謂
絶

妙
好
酔
也
‘
魏
武
亦
記
レ
之
、
興
レ
脩
同
‘
乃
歎
日
、
我
才

不
レ
及
レ
卿
、
乃
覺
己
二
十
里
↓

【
黄
憲
】
350

グ
喝
後
漢
、
慣
陽
の
人
。
字
は
叔
度
。
年

十
四
、
穎
川
の
荀
淑
‘
興
に
語
り
、
日
を
移
し
て
去
る
能

は
ず
。
孝
廉
に
攀
げ
ら
れ
、
又
公
府
に
辟
さ
る
。
暫
時

京
師
に
到
つ
て
欝
り
‘
覚
に
就
く
所
無
し
。
年
四
十
八
に

し
て
死
す
。
天
下
‘
徴
君
と
琥
す
。
〔
後
漢
書
‘
八
十
三
〕
。

〖
黄
憲
萬
頃
〗3

5
1咳笞
，
蒙
求
の
標
題
。
郭
林
宗
が
後

漢
の
黄
憲
を
評
し
て
、
廣
々
と
し
て
干
頃
の
池
の
如

く
、
之
を
澄
ま
し
て
も
澄
ま
ず
‘
之
を
濁
し
て
も
濁
ら

ず
、
推
量
し
難
し
と
い
っ
た
故
事
。
（
世
説
新
語
、
徳
行

篇
‘
萬
頃
に
作
る
）
〔
後
漢
書
、
黄
憲
傭
〕
郭
林
宗
少
:l!!i,,

汝
南
定
R
過
1

一
哀
閤
二
不
レ
宿
而
退
、
進
往
従
レ
憲
、
累
レ
日

方
還
‘
或
以
問
1

一
林
宗
工
林
宗
曰
‘
奉
高
之
器
、
誓
↓
ー
諸
汎

壁
雖
レ
清
而
易
レ
把
‘
叔
度
注
注
若
―
―
千
頃
陵
i

澄
レ
之

不
レ
清
、
清
レ
之
不
レ
濁
、
不
レ
可
レ
量
也
。

【
黄
縣
】
352

乃
縣
名
。
●
秦
、
置
く
。
山
東
省
蓬
莱
縣
の

西
南
。
渤
海
の
沿
岸
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
東
莱
郡
、
縣

十
七
、
黄
゜
●
漢
の
侯
國
‘
今
‘
鋏
＜
、
山
東
省
の
境
。
〔
漢

書
、
地
理
志
上
〕
山
陽
郡
、
縣
二
十
三
‘
黄
。
●
後
魏
‘
置

く
。
今
‘
訣
く
。
四
川
省
奮
保
寧
府
の
境
。

【
黄
蜆
】
函
乃
闘
の
名
。
河
南
省
信
陽
縣
の
南
、
南
は

湖
北
應
山
縣
に
至
る
。
一
名
、
百
雁
間
。
今
名
、
九
里
闘
。

義
陽
の
三
闘
、
平
靖
•
武
陽
・
黄
蜆
の
一
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
湖
廣
、
徳
安
府
、
孝
感
縣
〕
九
里
闊
、
縣
東
北
三
百

里
‘
接
―
―
河
南
信
陽
州
界
孟
心
以
為
二
名
黄
蜆
隅
面
忠
ロ

之
直
輯
也
、
通
志
誤
以
為
1

一
古
大
隧
闘
↓

【
黄
獣
]353

笈
ゥ
明
、
平
築
の
人
。
字
は
仲
賢
゜
琥
は
梧
岡

道
人
。
孝
宗
の
時
‘
中
官
と
な
る
。
琴
に
巧
。
琴
譜
正
偶

を
刻
す
。

【
黄
櫂
】
忍
”
喝
三
國
‘
蜀
の
間
中
の
人
。
字
は
公
衡
。
溢

は
景
。
劉
障
の
主
簿
と
な
る
。
璃
、
先
主
を
迎
へ
ん
こ

と
を
議
す
る
や
、
力
諫
し
て
従
は
ず
‘
廣
漢
長
に
縛
ず
。

先
主
‘
盆
州
を
取
る
や
、
郡
縣
風
を
望
ん
で
景
附
し
、

櫂
、
閉
門
し
て
堅
守
す
。
璃
‘
服
し
て
乃
ち
降
る
。
櫂
‘
偏

将
軍
を
授
け
ら
る
。
先
王
呉
を
伐
つ
や
、
鎮
北
将
軍
と

— 

九
五
九

13555 



り
為
り
‘
督
軍
し
て
魏
を
防
ぎ
、
先
主
呉
に
敗
ら
る
る
に
為
二
黄
姑
面
北
人
訛
為
二
黄
骨
魚
「
集
解
‘
時
珍
曰
、
生
―
―
江

37

及
ぴ
‘
衆
を
率
ゐ
て
魏
に
降
る
。
東
騎
将
軍
に
累
遷
す
。
湖
中
ー
小
魚
也
‘
状
似
―
―
白
魚
―
而
頭
尾
不
レ
昂
‘
扁
身

~
封
は
育
陽
侯
。
〔
三
國
志
、
四
十
三
〕
。
細
鱗
白
色
‘
間
不
レ
躁
レ
寸
、
長
不
レ
近
レ
尺
‘
可
レ
作

1一
鮮

6
 
92

【
黄
元
]355

乃
明
、
将
柴
の
人
。
字
は
元
之
。
周
元
と
名
薙
盃
邸
火
甚
美
。

を
齊
し
く
し
、
時
人
‘
二
元
と
い
ふ
。
間
中
＋
オ
子
の
【
黄
梧
】
362

啜
ゥ
清
、
平
和
の
人
。
字
は
君
宣
゜
盆
は

7
 
4
 
―

-

。

官

は

泉

州

訓

導

。

忠

洛

。

明

亡

ぴ

、

鄭

成

功

の

総

兵

と

な

り

、

海

澄

を

守

）
【
黄
玄
】
356

乃
明
、
将
築
の
人
。
字
は
玄
之
。
詩
に
る
。
順
治
中
降
り
、
爵
は
海
澄
公
。
施
瑣
に
薦
め
て
‘
成

巧
。
林
鴻
の
弟
子
。
官
は
泉
州
訓
導
。
〔
明
史
、
二
百
八
功
を
動
滅
す
る
の
策
を
陳
し
、
厘
門
・
金
門
・
沿
嶼
等
の

5
 
5
 
3
 

~
十
六
〕
·
〔
拭
斯
同
明
史
、
三
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
島
に
克
ち
‘
一
等
公
を
す
す
め
ら
る
。
康
熙
中
‘ll
k
精
忠

百
六
十
七
〕
．
〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
‘
二
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
反
す
る
や
‘
梧
を
招
致
す
。
梧
、
方
に
疸
を
病
み
‘
袂

6
 
2
 ，
 

4

7

-
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
十
〕
．
〔
明
を
投
じ
て
起
ち
‘
握
口
裂
け
て
卒
す
。
太
保
を
追
贈
さ

史
磁
九
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘
十
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百
六
十
七
〕
．
〔
清
史
列
博
、
九
〕
．
〔
國

傭
、
甲
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
、
三
〕
。
朝
苦
猷
類
徴
‘
二
百
七
十
〕
．
〔
従
政
観
法
録
‘
四
〕
・
〔
漢

【
黄
姑
】
357

”各

O
星
の
名
前
ち
牽
牛
星
。
一
名
、
河
鼓
。
名
臣
博
十
〕
。

〔
荊
楚
歳
時
記
〕
河
鼓
・
黄
姑
‘
牽
牛
也
‘
皆
語
之
轄
。
〔
梁
【
黄
口
】
363

呟

O
き
い
ろ
い
口
さ
き
。
鳥
の
雛
を
い

[

：
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黄

部

黄

（成集書圃今古）魚錮黄

が
、
常
に
謙
遜
し
て
醜
悪
と
云
っ
た
の
で
、
醜
悪
の
評
顧
謂
1

後
車
客
五
口
昔
輿
和
山
叔
夜
・
玩
嗣
宗
五
ハ
酬
―
―
飲
於

判
が
遠
く
ま
で
聞
え
、
誰
も
姿
る
も
の
が
無
か
っ
た
。
此
墟
盆
リ
林
之
遊
‘
亦
預
石
空
杢
自
和
出
生
夭
‘
玩
公
亡
一

と
こ
ろ
が
衛
に
鰈
夫
が
あ
っ
て
、
世
評
に
か
ま
は
ず
緊
便
為
"
一
時
所
―
-

i

覇
紺
一
今
日
、
視
レ
此
雖
レ
近
‘
池
若
二
山
河
↓

っ
た
と
こ
ろ
が
、
果
し
て
絶
世
の
美
人
で
あ
っ
た
と
い
【
苦
后
g

】369
謗
ゥ
明
の
人
。
黄
宗
載
(
1
2
1
1
)

を
見
よ
。

ふ
。
〔
手
文
子
、
大
道
上
〕
齊
有
1

一
黄
公
者
「
好
二
謙
卑
一
【
黄
考
】
370

立
唸
老
人
。
黄
は
白
製
の
黄
を
帯
び
る
を

有
三
女
―
皆
國
色
、
以
箕
美
囮
、
常
謙
辞
毀
レ
之
、
以
い
ひ
‘
希
は
老
人
の
面
の
し
み
‘
凍
梨
色
で
垢
の
浮
ん

為
一
醜
悪
醜
悪
之
名
遠
布
、
年
過
而
一
國
無
―
―
聘
者
↓
衛
だ
や
う
な
の
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
、
南
山
有
憂
〕
架
只

有
鰈
太
時
冒
緊
之
‘
果
國
色
‘
然
後
日
、
黄
公
好
レ
謙
‘
君
子
‘
氾
不
玉
塁
翌
〔
集
博
〕
黄
‘
老
人
斐
白
復
黄
也
、

故
毀
其
子
一
不
昧
美
工
J

レ
是
宇
幡
5

之
、
亦
國
色
也
。
荀
、
老
人
面
凍
梨
色
如
函
げ
垢
一
也
。
〔
儀
證
‘
士
冠
穐
〕

●
徐
襦
の
事
へ
た
人
。
〔
世
説
新
語
補
‘
徳
行
上
〕
徐
儒
黄
希
無
彊
‘
受
―
―
天
之
慶
↓
〔
注
〕
黄
‘
黄
製
也
‘
呑
‘
凍
黎

子
嘗
事
江
夏
黄
公
五
後
黄
公
亡
歿
‘
揺
子
往
會
葬
‘
無
二
也
‘
皆
壽
徴
也
。
〔
疏
〕
凍
黎
者
、
以
―
―
其
面
似
二
凍
黎
之

資
以
自
致
ぶ
竺
磨
鏡
具
自
随
‘
所
在
取
＞
直
‘
然
後
得
レ
色
―
故
也
。
〔
漢
書
‘
師
丹
博
〕
為
1

一
國
黄
荀
↓
〔
注
〕
師
古

前
。
参
漢
の
時
、
東
海
に
黄
公
と
い
ふ
も
の
あ
り
、
赤
金
曰
‘
黄
荀
、
老
人
之
梢
也
‘
黄
‘
謂
↓
―
白
製
落
更
生
レ
黄
者
一

刀
を
侃
ぴ
て
‘
よ
く
術
を
以
て
蛇
を
制
し
虎
を
御
し
た
也
‘
荀
‘
老
人
面
色
不
レ
浮
如
レ
垢
也
。
〔
曹
植
、
上
二
責
レ

が
、
老
衰
に
及
ん
で
氣
力
贔
懲
し
、
ま
た
其
の
術
を
行
射
應
レ
詔
詩
一
表
〕
自
分
―
―
―
黄
荀
永
無
―
―
執
圭
之
望
↓

へ
ず
‘
秦
末
に
、
白
虎
が
東
海
に
現
れ
た
の
で
黄
公
が
【
苗
芸
9

】371
”
喝
黄
巾
の
賊
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
杜
槃

赤
刀
を
以
て
お
さ
へ
に
行
っ
た
が
、
か
へ
つ
て
虎
に
殺
博
贄
〕
黄
寇
方
熾
‘
子
奇
有
レ
識
。

さ
れ
た
。
〔
西
京
雑
記
、
三
〕
有
―
―
東
海
人
黄
公
ぶ
ノ
時
為
レ
【
黄
積
】
372

h
u
a
n
g
2
 kang• 

皇
帝
の
棺
を
入
れ
る
輿
゜

術
‘
能
制
レ
蛇
御
レ
虎
‘
楓
―
赤
金
刀
盆
以
ー
五
芦
竺
束
レ
製
、
【
黄
源
】
373

誘
ゥ
黄
色
の
水
銀
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形
訓
〕
正

立
興
全
―
ニ
霧
巫
成
↓
↓
山
河
五
竺
衰
老
五
氣
力
贔
應
‘
飲
酒
土
之
氣
也
‘
御
1

一
乎
埃
天
正
埃
天
五
百
歳
生
レ
訣
‘
訣
五

過
度
‘
不
迄
腔
復
行
―
―
其
術
云
秦
末
、
有
百
虎
百
四
於
東
百
歳
生
―
―
黄
埃
→
黄
埃
五
百
歳
生
裔
頑
~
ー
黄
頑
五
百
歳

運
黄
公
乃
以
赤
刀
在
厭
レ
之
、
術
既
不
り
付
‘
遂
為
,
,

生
―
―
黄
金
↓
〔
出
〕
派
‘
水
銀
也
。

虎
所
＞
殺
、
三
輔
人
俗
用
以
為
レ
戯
、
漢
帝
亦
取
以
為
↓
一
角
【
黄
興
】
3745
呟
民
國
、
湖
南
省
長
沙
の
人
。
字
は
層
吾
。

抵
之
戯
―
焉
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
東
海
黄
公
、
赤
刀
潟
祝
‘
夙
に
民
族
主
義
を
唱
導
し
、
革
命
に
志
し
、
孫
文
と
共

翼
レ
厭
一
白
虎
玉
＇
不
レ
能
レ
救
。
画
晉
の
王
戎
の
故
事
よ
に
滅
涌
興
漢
、
民
國
革
命
を
標
榜
し
、
中
國
革
命
に
新

り
、
酒
を
賣
る
家
を
い
ふ
。
黄
公
酒
罐
を
見
よ
。
〔
張
謂
‘
紀
元
を
劃
す
。
革
命
運
動
の
｛
貫
際
家
と
し
て
各
地
に
出

湖
上
射
レ
酒
行
詩
〕
茉
英
隅
頭
蹄
路
除
‘
願
君
且
宿
黄
公
没
し
‘
革
命
的
擾
OOL
を
惹
起
せ
し
め
た
。
南
京
臨
時
政

家
。
〔
林
逍
‘
秋
日
湖
西
晩
蹄
舟
中
書
レ
事
詩
〕
水
痕
秋
府
が
組
織
せ
ら
れ
る
に
及
ぴ
、
陸
軍
総
長
兼
参
謀
長
に

落
蟹
蟄
肥
‘
閑
過
黄
公
酒
含
1

蹄。

O
黄
鳥
を
い
ふ
。
任
ぜ
ら
れ
、
専
ら
軍
事
を
管
掌
す
。

〔
蘇
拭
‘
書
―
―
普
慈
長
老
辟
ぎ
詩
〕
久
参
白
足
知
二
岬
味
一
【
黄
鴻
]375

茄
ゥ
明
‘
錢
埴
の
人
。
字
は
鴻
耀
゜
詞
に
巧
゜

苦
厭
黄
公
話
―
―
畳
眠
↓
〔
注
〕
黄
公
、
黄
鵬
也
。

O
字
琥
。
著
に
廣
寒
集
が
あ
る
。

①
清
‘
賀
裳
(
1
0
ー

3
6
7
2
5
:
 4
1
)

の
字
。
＠
清
‘
顧
景
星
【
黄
國
】
376

”
匁
春
秋
時
代
‘
小
國
の
名
。
〔
新
序
、
善
謀

(
1
1
0
ー

4
3
6
8
9
:
 2
5
3
)

の

琥

。

上

〕

齋

桓

公

時

、

江

國

・

黄

國

‘

小

國

也

。

〖
黄
公
酒
墟
〗36

8吟唸
、
ウ
黄
公
が
酒
を
飲
ん
だ
と
こ
[
黄
鵠
】

3
7
1
立
[
ゥ
O
大
鳥
の
名

o

黄
色
を
血
市
び
た
はv
て

ろ
。
墟
は
酒
謳
‘
郎
ち
酒
甕
を
置
く
所
。
〔
張
謂
、
湖
上
う
。
〔
玉
篇
〕
鵠
、
黄
鵠
、
仙
人
所
レ
乗
。
〔
商
子
‘
書
策
〕

射
レ
酒
行
〕
茉
英
瀾
頭
蹄
路
除
、
願
君
且
宿
黄
公
家
。
〔
唐
黄
鵠
之
飛
、
一
攀
千
里
。
〔
戦
國
‘
楚
策
〕
黄
鵠
因
レ
是
、
以

詩
選
訓
解
〕
晋
王
戎
為
1

一
尚
書
令
五
翌
黄
公
酒
墟
ー
曰
‘
湘
―
―
乎
江
海
ご
逸
―
乎
大
沼
↓
俯
喝
―
鱚
鯉
盃
印
嘔
二
藤
衡
↓

吾
昔
輿
冠
山
叔
夜
院
嗣
宗
一
甜
,
,
暢
此
墟
一
岱
玩
亡
後
、
便
〔
漢
書
、
昭
帝
紀
〕
黄
鵠
下
二
建
章
宮
太
液
池
中
↓
〇
山

怜
時
所
―
―
覇
練
公
9
視
レ
此
‘
雖
レ
近
‘
逸
若
二
山
河
↓
〔
世
名
。
湖
北
省
武
昌
縣
の
西
の
黄
鶴
山
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕

説
新
語
‘
傷
逝
〕
王
潜
沖
‘
云
云
、
経
,
,
黄
公
酒
墟
下
一
過
‘
船
官
浦
束
‘
卸
黄
訊
山
‘
云
云
、
山
下
謂
―
―
之
黄
請
岸
↓

九
六
〇

13556 



(47926··378) — (47926··401) 

〖
黄
鵠
歌
〗3
7
8
"
ワ
，
ウ
コ
ク
漢
の
昭
帝
の
作
っ
た
歌
。
〔
築

府
詩
集
、
雑
歌
謡
辞
、
歌
辟
、
黄
鵠
歌
〕
西
京
雑
記
日
、
始

元
元
年
、
黄
鵠
下
"
太
液
池
↓
帝
為
,
,
此
歌
硲
汝
‘
清
商
呉

瞥
曲
、
有
二
黄
鵠
歌
↓
輿
レ
此
不
ら
同
。
〔
漢
昭
帝
、
黄
鵠
歌
〕

黄
鵠
飛
分
下
―
―
建
章
↓
材
粛
僻
分
行
路
鎗
、
金
為
レ
衣
分

菊
為
レ
裳
‘
暖
→
―
喋
荷
i行
盆
ザ
入
兼
殴
百
口
顧T一
非
薄
盃
~
-
,

爾
嘉
詳
↓

〖
黄
鵠
磯
〗
誼
裕
，
；
黄
鶴(1
3
6
)
の
〇
＠
を
見
よ
。

〖
黄
鵠
曲
〗3
7
9
%
”
；
柴
府
呉
臀
曲
の
名
。
魯
の
陶
嬰

の
作
っ
た
歌
。
〔
架
府
詩
集
、
清
商
曲
辞
‘
呉
臀
曲
辞
‘

黄
鵠
曲
〕
列
女
博
曰
‘
魯
陶
嬰
者
、
魯
陶
明
之
女
也
‘
少

寡
‘
養
一
幼
孤
1

無
彊
昆
炭
紡
績
為
レ
産
‘
魯
人
或
聞
―
―

其
義
心
伊
求
焉
‘
嬰
聞
レ
之
、
恐
レ
不
レ
得
レ
免
、
乃
作
レ
歌

明
已
之
不
＞
更
三
庭
他
‘
其
歌
日
、
悲
夫
黄
鵠
之
早

寡
分
‘
七
年
不
レ
雙
‘
宛
頸
獨
宿
分
、
不
1

一
典
レ
衆
同
ご
伎

半
悲
鳴
分
、
想
―
―
其
故
雄
辛
へ
命
早
寡
分
、
獨
宿
何
傷
、
寡

婦
念
レ
此
分
‘
泣
下
散
行
、
嗚
呼
哀
哉
合
、
死
者
不
レ
可
レ

忘
、
飛
鳴
尚
然
分
、
況
於
1

一
貞
良
ぶ
呻
レ
有
一
賢
雄
入
り
、
終

不
重
行
「
魯
人
聞
レ
之
、
不
1

一
敢
復
求
ぶ
改
‘
黄
鵠
本
漢
横

吹
曲
名
。
〔
古
栗
府
、
黄
鵜
曲
〕
黄
鵠
参
レ
天
飛
‘
半
道
鬱

徘
徊
‘
腹
中
車
輪
縛
‘
君
知
思
1

一
億
誰
「
黄
鵠
参
レ
天
飛
、

半
道
還
哀
鳴
‘
三
年
失
―
―
慧
侶
一
生
離
傷
―
一
人
情
；
黄
鵠

参
レ
天
飛
‘
疑
翻
手
レ
風
回
‘
高
翔
入
1

一
玄
闘
一
時
復
乗
な
―
k

訊
黄
鵠
参
レ
天
飛
、
半
道
還
後
渚
‘
欲
レ
飛
復
不
レ
飛
‘
悲

鳴

食

塁

侶

↓

「

5
2
)

の
琥
゜

〖
黄
鵠
山
人
〗3

8
0
焚
パ
予
清
、
林
壽
胤
(
6ー
1
4
5
5
1:
3
 

〖
不
下
随
―
黄
鵠
飛
上
〗

3
8
1
渇
ぢ
ク
一-9
ク
ガ
ヒ
テ
小
オ
の
身

を
以
て
徒
ら
に
大
オ
の
人
と
肩
を
比
べ
よ
う
と
す
る

な
。
黄
鵠
は
大
オ
の
人
の
喩
゜
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
寧
輿
1

一

燕
雀
翔
‘
不
T

随

黄

鵠

飛
3

〖
卑
ハ
ニ
黄
鵠
1
比
レ
翼
〗3
8
2
%
g
"
t
黄
鵠
と
い
ふ
大
鳥

と
翼
を
な
ら
べ
て
大
空
を
翔
け
る
。
高
潔
の
士
と
共

に
世
を
遁
れ
て
、
世
間
の
わ
づ
ら
は
し
さ
か
ら
遠
ざ
か

る
喩
゜
〔
楚
辞
‘
卜
居
〕
寧
輿
―
―
黄
鵠
正
炉
翼
乎
‘
将
奥
揺
{

鵞
玉
ず
レ
食
乎
゜
〔
洪
興
祗
補
注
〕
師
古
曰
、
黄
鵠
大
鳥
‘
一

學
千
里
。

【
黄
昏
】
383

立
棗
〇
ゆ
ふ
ぐ
れ
。
た
そ
が
れ
。
夕
陽
。
〔
楚

絆
、
離
騒
〕
日
―
―
黄
昏
い
芸

9
期
分
、
先
中
道
而
改
レ
路
。

〔
淮
南
子
‘
天
文
訓
〕
日
‘
云
云
、
至
子
虞
淵
正
是
謂
誓
(

昏
云
主
子
蒙
登
是
謂
l

一
定
登
〔
古
詩
‘
為
焦
仲
卿
妻
一

|— 
黄

部

黄

九
ノ‘

作
〕
奄
奄
黄
昏
後
‘
寂
寂
人
定
初
。
〔
呉
融
‘
限
宅
詩
〕
幾
樹
丁
、
上
〕
・
〔
盛
明
百
家
詩
‘
一
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
一
〕
。
録
‘
一
〕
．
〔
明
名
人
博
、
十
二
〕
゜
●
清
、
南
城
の
人
。
字
は

好
花
閑
百
婁
滴
庭
荒
草
易
責
昏
言
林
逍
、
山
園
小
梅
【
黄
沙
】
391

”
悶
〇
き
い
ろ
な
す
な
。
〔
南
史
、
梁
簡
文
亮
工
。
琥
は
復
堂
。
謝
文
栴
に
師
事
し
‘
篤
志
力
學
‘
家

詩
〕
辣
影
横
斜
水
清
漫
‘
暗
香
浮
動
月
黄
昏
゜
〔
葦
航
紀
帝
紀
〕
大
賓
元
年
春
、
云
云
、
天
雨
"
黄
沙
↓
〔
蹄
有
光
‘
初
居
し
て
小
學
家
幡
を
以
て
後
進
を
儡
引
し
、
風
俗
た
め

談
〕
孔
天
瑞
‘
西
資
詩
話
云
‘
疎
影
横
斜
水
清
漫
‘
暗
香
浮
猜
l

「
日
河
1

詩
〕
邊
風
制
レ
地
起
―
―
黄
沙
ご
二
月
長
安
不
レ
に
一
嬰
す
。
卒
年
八
十
有
四
。
著
に
聖
園
願
學
録
・
聖
學

動
月
黄
昏
、
議
レ
詩
者
‘
謂
一
日
斜
〖
~
ニ
黄
昏
―
非
也
、
余
嘗
見
レ
花
。
O
沙
漠
の
地
。
〔
北
史
‘
吐
谷
渾
博
〕
部
内
有1一
彙
絹
性
圏
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
、
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
先

宿
子
月
湖
外
家
其
家
有
レ
堂
植
梅
竹
正
其
香
競
一
千
四
黄
沙
盃
週
廻
敦
百
里
、
不
レ
生
-
1

草
木
面
醤
翌
沙
州
↓
〔
王
正
事
略
‘
二
十
八
〕
。

鼓
後
起
懇
月
已
西
下
‘
而
月
色
比
嘗
午
一
時
黄
而
更
僧
逹
‘
和
―
―
浪
邪
王
依
＞
古
詩
〕
白
日
無
―
―
精
景
玉
黄
沙
千
【
黄
菜
】
397

悶
大
根
等
の
も
や
し
。
さ
は
や
け
。
わ
う

昏
‘
此
時
已
五
披
芙
°
〇
草
の
名
。
つ
く
ば
ね
草
。
王
孫
。
里
昏
゜
〔
劉
長
卿
‘
送
―
―
―
南
特
進
赴
―
―
蹄
行
螢
1

詩
〕
虜
雲
さ
い
。
〔
倭
名
類
漿
抄
‘
飲
食
部
、
果
菜
類
‘
黄
菜
〕
雀
馬

〔
本
草
、
王
孫
〕
秤
名
‘
牡
蒙
｀
黄
孫
‘
黄
昏
‘
旱
瓶
。
連
―
―
白
草
玉
漢
月
到
―
―
黄
沙
云
鬱
地
名
。
廣
東
省
城
の
西
南
食
経
云
‘
温
松
‘
味
辛
‘
是
人
作
,
,
黄
菜
「
常
所
レ
嗽
者
也
‘

〖
黄
昏
陣
〗3

8
4
焚
ウ
コ
ノ
蘇
州
で
、
六
月
三
日
晴
天
な
れ
隅
。
尊
漢
鐵
路
の
起
鮎
゜
®
城
の
名
。
快
西
省
洒
縣
の
東
黄
菜
‘
此
間
云
二
王
佐
伊
二
云
―
―
佐
波
夜
介
→

ば
旱
と
な
り
、
若
し
夕
刻
に
雨
あ
れ
ば
連
日
に
績
き
亙
北
。
〔
蜀
志
、
後
主
劉
祠
傭
〕
十
年
‘
亮
休
レ
士
‘
勧
1

一
農
於
【
苗
苔
ヤ
】
398

り
匁
〇
よ
も
ぎ
。
も
ぐ
さ
。
氷
壼
。
瞥
草
。

る
と
い
ふ
博
説
あ
り
。
〔
農
政
全
書
、
農
事
占
候
〕
諺
黄
沙
↓
〔
魏
書
、
地
形
志
下
〕
洒
陽
‘
云
云
‘
有
↓
―
云
云
‘
黄
交
嵩
゜
〔
本
草
‘
サ
父
〕
秤
名
‘
氷
憂
‘
瞥
草
‘
黄
草
‘
又
嵩
゜

云
‘
六
月
初
三
晴
、
山
篠
虚
枯
零
、
六
月
初
三
一
陣
雨
‘
沙
城
↓
〇
鎮
の
名
。
安
徽
省
涅
縣
の
東
黄
沙
嶺
の
下
。
〔
白
居
易
‘
萱
衰
詩
〕
坐
整
―
―
白
箪
衣
↓
起
穿
↓
1

黄
草
履
↓
●

夜

夜

風

潮

到

立

秋

↓

唐

の

武

徳

六

年

、

舒

州

穂

管

の

張

鎖

周

‘

陳

嘗

世

を

猷

か

い

な

。

か

り

や

す

さ

う

。

黄

色

の

染

料

に

供

す

。

〔

本

〖
黄
昏
鳥
〗
竺
喝
コ
ノ
タ
ぐ
れ
に
賄
に
蹄
る
鳥
。
〔
杜
州
の
黄
沙
に
撃
つ
て
之
を
破
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
草
‘
蓋
草
〕
繹
名
、
黄
草
‘
抜
竹
‘
妓
睦
‘
戻
草
‘
盤
草
‘
王

甫
、
獨
坐
詩
〕
仰
羨
黄
昏
鳥
、
投
レ
林
材
闘
軽
。
南
‘
寧
國
府
、
泄
縣
〕
黄
沙
鎖
、
在
1

一
縣
束
六
十
里
↓
有
―
―
協
‘
鵠
醐
渉
、
時
珍
曰
‘
此
草
緑
色
可
レ
染
レ
黄
‘
故
日
レ
黄

〖
黄
昏
浦
〗3

8
6
”
ガ
レ
肥
前
國
の
海
の
梢
。
黄
沙
甑
南
香
澗
出
焉
‘
西
南
會
諸
液
澗
水
了
入
二
於
藤
日
レ
緑
也
。

O
間
の
名
。
①
山
東
省
諸
城
縣
の
西
南
、
九

〖
黄
昏
鳥
雀
悲
〗
露
昇gグ
カ
ナ
ン
ミ
タ
ぐ
れ
に
鳥
雀
が
渓
「
唐
武
徳
六
年
‘
舒
州
総
管
張
鎮
周
撃
―
―
韓
公
柘
将
仙
山
の
西
北
、
応
子
山
の
南
。
◎
山
東
省
昌
栗
縣
の
東

悲
し
さ
う
に
嗚
い
て
ゐ
る
。
閉
墟
荒
涼
の
貌
。
〔
劉
希
陳
常
世
於
猷
州
之
黄
沙
1

破

レ

之

。

南

‘

方

山

の

東

。

R

山

名

。

湖

北

省

孝

感

縣

の

東

北

。

上

夷
、
代
如
竺
白
頭
翁
訂
〕
但
看
古
宋
歌
舞
地
、
惟
有
―
〖
黄
沙
瓢
〗

3
9
2
綬
匁
北
京
の
西
瓜
の
一
種
。
〔
燕
京
歳
に
龍
池
寺
が
あ
る
。
〔
孝
感
縣
志
〕
山
上
鎮
陽
城
‘
堡
レ
石

黄

昏

鳥

雀

悲

↓

時

記

、

西

瓜

〕

六

月

初

旬

、

西

瓜

已

登

、

有

＝

―

-

白

黒

皮

．

為

レ

固

‘

四

面

徒

絶

‘

一

樫

僅

通

‘

亦

昔

時

守

禦

慮

。

〖
黄
昏
渓
上
語
人
稀
〗3

8
7
”
丸
り
已
訂
只
ウ
タ
暮
の
渓
流
黄
沙
懸
・
紅
沙
狐
各
種
→
〖
黄
草
峡
〗

3
9
9
認
，
ウ
サ
ウ
峡
の
名
。
四
川
省
浩
陵
縣
の
東
。

の
は
と
り
の
景
を
詠
じ
た
句
。
〔
項
斯
‘
宿1一
山
寺1
詩
〕
〖
苗
茄
は
領
〗39
3
%
＇
ウ
サ
山
名
。
O
河
南
省
魯
山
縣
。
銅
唐
の
大
暦
四
年
、
濾
州
刺
史
楊
子
琳
が
叛
き
、
江
に
沿

栗
葉
重
重
覆
―
―
翠
微
玉
黄
昏
埃
上
語
人
稀
。
を
産
す
。

0
山
西
省
昔
陽
縣
の
東
。
唐
の
武
徳
の
初
‘
つ
て
束
下
す
。
渚
州
の
守
捉
使
王
守
仙
‘
兵
を
黄
草
峡

〖
黄
昏
獨
坐
海
風
秋
〗3

8
8
琵
7
0空
t
"リ
ザ
ス
戌
棲
に
獨
坐
寅
建
徳
‘
王
世
充
を
援
け
、
劉
世
譲
に
命
じ
‘
黄
沙
嶺
に
に
伏
し
、
子
琳
に
檎
に
さ
る
。
〔
盆
州
記
〕
渚
州
黄
葛
峡
‘

し
て
、
海
風
に
吹
か
れ
る
寂
窄
の
感
慨
を
詠
じ
た
句
。
出
で
洛
州
を
襲
は
す
。

O
安
徽
省
涅
縣
の
東
。
其
の
下
今
名
1

一
黄
草
峡
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
四
川
‘
重
慶
府
‘
渚

全
日
日
齢
、
従
軍
行
〕
烙
火
城
西
百
尺
悽
、
黄
昏
獨
坐
海
に
黄
沙
籟
が
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
寧
國
府
、
州
〕
黄
草
峡
、
在
ー
ー
州
西
五
唐
大
歴
四
年
、
濾
州
刺
史
楊
子

風
秋
、
更
吹
1

一
先
笛
血
E

山
月
、
無
レ
那
金
闇
萬
里
愁
゜
滉
縣
〕
黄
沙
鎮
、
在
―
―
縣
東
六
十
里
云
匹
黄
沙
嶺
盃
菜
目
琳
作
レ
乱
、
沿
レ
江
束
下
‘
渚
洲
守
捉
使
王
守
仙
、
伏
―
―
兵

【
黄
根
】
389

翌
？
黄
色
の
根
゜
〔
北
史
、
王
肋
博
〕
永
州
又
澗
出
焉
。
R
江
西
省
瑞
昌
縣
。
石
炭
を
産
す
。
黄
草
峡
ぶ
局
二
子
琳
所
＞
檎
、
水
経
注
‘
渚
州
西
有
二
黄
葛

得
宕
鳳
剖
為
祠
段
→
有
―
―
楊
樹
之
形
玉
黄
根
胄
葉
。
〖
黄
沙
百
戦
穿
二
金
甲
―
〗

3
9
4
"
ぷ
認
砕
箕
／
沙
漠
の
地
峡
雷
山
裔
陰
絶
、
無
入
居
ぶ
屯
頁
草
峡
也
、
杜
甫
詩
‘
黄

【
黄
佐
】
390

万
明
、
香
山
の
人
。
字
は
オ
伯
。
溢
は
文
に
百
戦
し
て
、
堅
い
甲
を
破
る
ま
で
奮
闘
し
た
。
〔
王
草
峡
西
船
不
レ
蹄
‘
注
亦
曰
‘
峡
在
五
m
州
西
↓

裕
。
嘉
祐
の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
・
編
修
・
少
暦
事
。
昌
齢
、
従
軍
行
〕
青
海
長
雲
暗
辛
烹
虫
孤
城
遥
望
玉
門
〖
昔
苔
玉
墳
~
〗

4
0
0
読
心
地
名
。
O
四
川
省
聾
源
縣
の
西
。
●

後
、
官
を
辞
し
て
蹄
り
、
日
日
諸
生
と
道
を
論
ず
。
其
の
間
、
黄
沙
百
戦
穿
ー
ぶ
苗
＇
デ
不
レ
破
―
臼
棲
蘭
―
終
不
レ
還
。
雲
南
省
石
屏
縣
の
北
。

O
貴
州
省
興
義
縣
の
南
。

學
は
程
朱
を
宗
と
す
。
學
者
‘
泰
泉
先
生
と
稽
す
。
著
【
黄
砂
】
395

切
ゥ
黄
沙
(
3
9
1
)

に
同
じ
。
〔
李
益
、
石
悽
山
【
昔
函
木
】
401

誘
ゥ
唐
‘
曹
州
冤
句
の
人
。
世
；
甕
を
震
ぎ

に
築
典
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
見
レ
月
詩
〕
紫
塞
連
年
戌
‘
黄
砂
績
路
窮
゜
富
裕
。
巣
の
次
は
第
六
に
居
り
詐
多
く
、
世
、
黄
六
と
梢

史
、
二
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
六
十
八
〕
・
〔
國
朝
【
黄
采
】
396

詞
ゥ
〇
黄
色
。
〔
魏
文
帝
、
璃
瑞
勒
賦
〕
歓
―
―
す
。
騎
射
を
善
く
し
、
梢
：
書
記
に
通
じ
、
喜
ん
で
亡

列
卿
記
‘
一
百
六
十
〕
．
〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
‘
六
〕
．
〔
明
中
匪
之
黄
采
ぶ
空
東
夏
之
純
蒼
↓
〔
張
協
‘
雑
詩
〕
寒
花
命
を
養
ふ
。
倍
宗
の
時
‘
王
仙
芝
が
事
を
起
す
や
‘
巣
‘

7
 

人
小
博
‘
-
―
〕
・
〔
明
儒
言
行
録
績
絹
‘
二
〕
・
〔
本
朝
分
省
径
二
黄
采
五
秋
草
含
―
―
緑
滋
↓
〇
明
‘
嘉
定
の
人
。
字
は
宗
衆
を
募
つ
て
應
じ
‘
仙
芝
敗
る
る
や
、
衆
を
率
ゐ
、
自
ら

人
物
孜
‘
一
百
十
一
〕
・
〔
明
詩
綜
、
三
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
素
。
官
は
洪
武
中
‘
監
察
御
史
・
龍
渓
知
縣
。
後
‘
紹
興
府
率
土
大
将
軍
（
衝
天
大
将
軍
）
と
梢
し
、
河
南
江
酉
揺
建

55

事
‘
戊
‘
七
〕
．
〔
明
儒
學
案
五
十
一
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
の
知
と
な
る
。
至
る
所
、
循
吏
の
風
あ
り
。
〔
蘭
嚢
法
緊
浙
東
宣
飲
廣
南
判
襄
の
諸
州
を
攻
略
し
、
勢
に
乗
じ
て

13
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洛
陽
を
取
り
、
滝
間
を
破
り
、
長
安
を
陥
落
し
、
帝
蜀
に
山
西
二
進
為
レ
池
周
散
畝
‘
不
レ
溢
而
伏
流
至
―
―
城
西
「
出

奔
り
‘
巣
‘
齊
帝
と
梢
す
。
李
克
用
に
破
ら
れ
、
自
ら
例
為
―
―
釣
突
泉
↓
＠
山
西
省
壺
醐
縣
の
南
。
山
下
に
渇
破

死
し
、
乱
平
い
で
、
帝
復
長
安
に
還
幸
す
。
乱
よ
り
平
に
鎮
が
あ
る
。
◎
河
南
省
汲
縣
の
西
北
。
〔
名
勝
志
〕
山
上

至
る
ま
で
、
凡
そ
十
年
。
〔
唐
書
‘
一
云
CTI

―
十
五
下
〕
．
〔
菖
皆
黄
色
。
◎
江
蘇
省
武
進
縣
の
西
北
‘
孟
河
の
東
。
大

唐

書

、

二

百

下

〕

。

江

を

俯

噺

す

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

江

南

、

常

州

府

、

武

【
黄
荘
】
402

翌

鎮

の

名

。

O
河
北
省
賓
砥
縣
の
東
南
。
進
縣
〕
黄
山
、
府
西
北
七
十
里
‘
俯
1

一
嗽
大
江
↓
〔
清
一
統

秀
針
河
の
南
岸
。

O
河

北

省

三

河

縣

の

南

。

志

〕

黄

山

在

1

一
武
進
孟
河
之
東
砿
炉
敵
大
江
↓
東
北
有
,
,

【
黄
蒼
】
403

誘
ゥ
梁
の
張
彪
の
飼
養
し
た
犬
の
名
。
〔
南
小
山
二
人
レ
江
、
迫
匹
之
呉
尾
「
以
壼
繋
山
自
レ
西
来
至
レ
此

史
‘
張
彪
傭
〕
劫
否
能
庄
得
蓬
殺
彪
井
羨
致
二
首
而
虚
也
‘
又
江
北
亦
有
賣
山
富
山
上
有
石
室
盃
翌
夫

於
昭
達
玉
黄
蒼
琥
"
叫
彪
屍
側
盃
匹
五
t

血
中
土
竺
哀
状
一
時
置
―
蜂
隧
一
之
所
‘
今
日
―
黄
山
門
涵
竺
江
防
要
津
ご
江

云
云
‘
墳
家
既
畢
‘
黄
蒼
又
俯
―
―
伏
家
間
正
琥
叫
不
―
―
肯
離
↓
防
考
、
黄
山
門
在
,
,
包
港
ご
辻
心
水
流
瑞
惇
、
盗
賊
出
没

【
黄
藻
】
404

読
ゥ
宋
、
延
平
の
人
。
官
は
清
流
縣
の
知
。
之
地
、
又
嘗
孟
吊
・
鎮
二
郡
之
交
「
上
下
瞭
望
‘
幾
及
―
―
百

學
を
修
め
士
を
養
ひ
、
利
を
興
し
害
を
除
く
。
た
ま
た
里
盃
賓
京
口
之
門
戸
也
。
命
）
江
蘇
省
江
陰
縣
の
北
‘
君
山

ま
隣
寇
乱
作
る
。
寇
、
相
戒
め
て
、
彼
善
政
あ
り
、
慎
し
の
北
。
石
炭
を
産
す
。

8
安
徽
省
飲
縣
の
西
北
、
太
平

ん
で
犯
す
勿
れ
と
。
任
を
去
る
時
‘
老
稚
帳
に
攀
ぢ
、
縣
と
界
を
接
す
。
一
名
、
北
骸
山
。
又
‘
黄
嶽
と
い
ふ
。
三

散
日
に
し
て
始
め
て
境
を
出
づ
゜
〔
萬
姓
統
譜
〕
。
十
六
峯
あ
り
、
山
は
松
多
く
、
松
を
燃
し
て
其
の
煙
を

【
黄
策
】
405

”
匁
宋
‘
呉
の
人
。
字
は
子
虚
゜
琥
は
随
緑
居
取
り
‘
墨
を
製
す
。
〔
羅
願
、
新
安
志
〕
黄
山
‘
藷
名
―
―
酵

士
。
元
祐
の
進
士
。
齊
州
教
授
と
な
る
。
元
符
の
末
、
昭
山
[
在
鉛
韮
盆
歴
北
百
二
+
八
里
{
高
千
二
日
八
＋
切
ヽ

慈
聖
獣
皇
后
既
に
位
琥
を
復
す
、
し
か
も
典
冊
未
だ
正
東
南
則
歓
、
西
南
為
↓
一
休
寧
ご
四
北
削
蔽
二

f
寧
國
府
之

し
か
ら
ず
。
策
‘
古
誼
を
引
い
て
上
書
甚
だ
切
な
り
。
禁
太
平
縣
面
相
博
、
黄
帝
嘗
命
レ
駕
興
―
―
容
成
子
・
浮
丘
公
一
同

京
深
く
之
を
術
む
。
崇
寧
の
初
、
窯
籍
に
入
り
、
登
州
を
遊
‘
合
1

一
丹
子
此
ニ
唐
天
賓
六
年
‘
赦
改
為
―
―
黄
山
↓
c
安

謡
管
す
。
赦
さ
れ
て
蹄
り
、
エ
部
侍
郎
に
至
る
。
〔
宋
史
徽
省
合
肥
縣
の
東
。
俗
稽
‘
龍
泉
山
。
又
、
金
庭
山
・
紫
微

翼
―
―
十
六
〕
．
〔
元
祐
窯
人
博
、
四
〕
。
山
・
王
喬
山
と
も
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
薩
州

【
黄
冊
】

406%、ウ

0
人
口
調
企
簿
。
黄
は
嬰
兒
、
人
口
の
府
、
合
肥
縣
〕
黄
山
‘
府
東
百
二
十
里
‘
接
―
―
巣
縣
及
和
州

繁
殖
は
出
産
に
依
る
、
故
に
黄
冊
と
い
ふ
。
〔
通
雅
〕
黄
含
山
縣
界
一
山
有
1

一
―
云
日
六
十
峯
ぶ
周
回
二
百
餘
里
、
四

冊
、
以
黄
小
而
名
也
‘
唐
制
‘
凡
民
始
生
為
レ
黄
、
四
歳
時
泉
出
不
レ
渇
、
俗
呼
為
"
龍
泉
山
「
亦
日
1

一
金
庭
山
二

為
レ
小
‘
故
相
沿
琥
日
貰
冊
↓
〔
績
文
献
通
考
、
職
官
考
〕
名
紫
微
山
‘
唐
天
賓
中
‘
改
1

一
王
喬
山
ご
和
博
‘
王
喬
嘗

知
縣
掌
二
-
縣
之
政
「
凡
賦
役
・
歳
會
・
賓
征
、
十
年
造
―
―
居
レ
此
‘
俗
又
識
レ
王
為
レ
黄
也
、
山
中
巖
洞
幽
勝
、
道
書

黄
冊
↓
〔
大
明
會
典
〕
國
初
因
レ
賦
定
レ
役
、
毎
二
十
年
一
大
以
為
―
―
第
十
八
揺
地
↓
⑨
湖
南
省
安
郷
縣
の
北
。
一
名
、

翌
黄
冊
五
ぶ

g
上
中
下
―
―
盃
文
差
役
照
レ
冊
餃
定
。
●
金
峯
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
岳
州
府
‘
澄
州
、
安

清
代
、
宗
人
府
に
備
付
の
宗
室
に
問
す
る
戸
籍
簿
゜
覺
郷
縣
〕
黄
山
‘
縣
北
六
十
里
、
土
石
皆
黄
、
一
名
金
峯
‘
又

羅
の
は
紅
冊
と
名
づ
く
。
い
づ
れ
も
十
年
毎
に
之
を
玉
北
有
-
1

小
黄
山
一
昔
人
保
"
障
其
上
五
城
址
猶
存
。
⑨
浙
江

牒
に
記
入
す
。
〔
清
會
典
事
例
、
天
漬
宗
派
‘
宗
室
覺
羅
省
餘
杭
縣
の
西
南
。
R
快
西
省
武
功
縣
の
北
。
一
名
、
黄

冊
籍
〕
鎮
國
将
軍
以
下
至
1

一
間
散
宗
室
一
由
↓
一
族
長
―
査
麓
山
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
撓
二
黄
山
―
而
款
1

一
牛
首
↓
＠
雲

明
‘
亦
照
レ
例
開
報
送
レ
府
、
均
載
入
―
―
黄
冊
↓
〔
清
國
行
政
南
省
麗
江
縣
の
西
。
〔
麗
江
府
志
〕
峯
轡
秀
美
‘
綴
若
1

一聯

法
汎
論
‘
宗
人
府
、
職
櫂
〕
宗
室
削
載
入
,
,
黄
冊
玉
覧
羅
則
珠
ぶ
竺
郡
民
居
工
市
騨
環
二
撓
其
下
↓
中
通
乏
一
衛
ぶ
竺

載
入
二
之
紅
冊
百
盆
呻
,
,
永

世

保

存

↓

中

旬

・

維

西

要

路

↓

〇

明

、

高

安

の

人

。

字

は

允

高

。

成

化

【
黄
山
】
407

”忍

0
山
名
。
④
山
東
省
歴
城
縣
の
西
南
。
の
進
士
。
官
は
行
人
。
隅
；
奉
使
し
、
奄
髭
も
私
な
し
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
清
南
府
、
歴
城
縣
〕
黄
山
‘
府
弘
治
中
‘
御
史
と
な
り
、
後
、
廣
東
按
察
餃
事
に
至
る
。

西
南
六
十
里
、
山
周
如
レ
城
‘
岱
陰
諸
谷
之
水
‘
奔
流
至
二
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
九
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十

九
六

— 

九
〕
。
参
字
琥
。
④
金
‘
趙
颯
(
1
0ー

3
7
1
7
1
:
 3
2
5
)

の
琥
。
諧
也
‘
夫
婦
再
合
‘
脱
者
解
也
‘
既
合
而
解
‘
亦
嘗
二
永
．
沿

＠
清
、
法
若
箕
(
6ー

1
7
2
9
0
:
 3
7
6
)

の
琥
°
◎
闊
口
忠
貞
訣
戻
。

35ー

の
琥
゜
隅
口
黄
山

(11ー
4
1
4
7
0
:
 5
6
)

を
見
よ
0

u頁
参
】
413

”力

0
人
参
の
異
名
。
〔
本
草
‘
人
参
〕
繹
名
、

〖
黄
山
宮
〗4

0
8
衿
忍
？
宮
殿
の
名
。
漢
の
悪
帝
、
建
つ
。
人
漫
‘
黄
参
‘
血
参
‘
人
衡
‘
鬼
蓋
、
神
草
‘
土
精
、
地
精
‘

侠
西
省
興
平
縣
の
西
南
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
右
扶
風
‘
海
映
、
時
珍
曰
‘
其
在
1

一
五
行
：
色
黄
隔
レ
土
‘
而
補
1

暉牌

愧
里
‘
云
云
‘
有
土
只
山
宮
ぶ
子
悪
二
年
起
。
〔
三
輔
黄
圏
‘
胃
ぶ
ぎ
陰
血
五
竪
臼
―
黄
参
・
血
参
之
名
↓
●

r
鯛
の

三
‘
甘
泉
宮
〕
黄
山
宮
‘
在
1

一
興
平
縣
西
三
十
里
盆
些
帝
微
一
種
。
〔
水
族
志
〕
チ
ダ
ヒ
、
一
名
セ
ゥ
ビ
ウ
、
黄
参
。

行
、
西
云
ぎ
黄
山
宮
面
ば
此
也
。
〔
水
経
‘
渭
水
注
〕
渭
水
、
【
黄
散
】
414

”,
N
0黄
門
侍
郎
と
散
騎
常
侍
。
晉
以
後
共

又
東
北
邁
―
―
黄
山
宮
南
面
ぱ
地
理
志
所
レ
云
‘
縣
有
二
黄
山
に
尚
書
の
事
を
掌
る
故
に
合
梢
せ
ら
れ
る
。
〔
晉
書
‘
陳

窟
悪
帝
二
年
起
者
也
、
東
方
朔
傭
曰
‘
武
帝
微
行
西
壽
傭
〕
杜
預
将
レ
之
レ
鍾
‘
復
薦
1

一
之
於
蛮
宜
レ
補
二
黄
散
↓

至
黄
山
箆
故
世
詞
之
遊
城
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
〔
南
史
‘
禁
疑
博
〕
宣
帝
嘗
謂
＞
凝
曰
‘
我
欲
伝

m義
興
・

映
西
、
西
安
府
‘
興
平
縣
〕
黄
山
宮
‘
在
―
―
縣
西
南
三
十
里
王
壻
為
・
黄
門
侍
郎
い
卿
意
如
何
‘
凝
正
レ
色
日
‘
云
云
‘

渭
水
北
ぶ
臼
闘
簿
云
‘
漢
恵
帝
二
年
建
、
東
方
朔
博
‘
武
黄
散
之
職
‘
故
須
1

一
入
門
兼
美
↓
〇
黄
帝
に
瑕
託
し
て
作

帝
微
行
、
西
至
黄
山
宮
道
1

レ
盗
虐
也
、
漢
志
、
愧
里
有
二
っ
た
丸
槃
の
名
。
〔
列
仙
傭
‘
上
〕
雀
文
子
者
、
太
山
人

黄
山
宮
玉
型
市
建
元
三
年
、
始
為
二
微
行
盆
北
至
―
―
池
陽
一
也
‘
文
子
世
好
"
黄
老
事
正
竺
潜
山
下
一
後
作
1

一
黄
散
赤

西
至
1

一
黄
山
一
南
撒
―
―
長
楊
↓
東
遊
貪
春
一
是
也
。
丸
一
云
云
、
後
去
在
レ
蜀
‘
賣
一
黄
散
正
故
世
賓
一
雀
文
赤
丸

〖
黄
山
松
煙
〗4

0
9
衿
0
7竺
墨
の
名
。
〔
避
暑
鋒
話
‘
上
〕
黄
散
一
｛
貫
近
於
神

1焉
。

惟
貰
山
松
、
豊
腔
堅
績
‘
卑
ハ
―
―
他
州
松
云
＇
レ
類
‘
又
多
レ
【
黄
燦
】

415

”
ゥ
明
の
人
。
黄
燦
を
見
よ
。

漆
、
古
未
レ
有
T

用
↓
―
漆
煙
者
竺
一
十
年
来
‘
人
始
尻
レ
之
、
【
黄
燦
】
416

ぢ
ゥ
明
、
永
嘉
の
人
。
一
に
燦
に
作
る
。
字
は

以
レ
松
漬
レ
漆
並
燒
゜
〔
老
學
庵
筆
記
、
五
〕
紹
興
間
‘
復
古
蘊
詩
（
蘊
詠
．
蘊
鰍
）
。
官
は
宣
徳
中
、
内
閣
に
直
す
。
書

殿
供
―
―
御
墨
一
蓋
新
安
墨
エ
戴
彦
衡
所
レ
造
‘
自
,
,
禁
中
1

蓋
に
長
じ
、
詩
文
に
巧
。
〔
小
膜
紀
年
、
四
〕
。

闘
出
雙
角
龍
文
↓
或
云
、
米
友
仁
侍
郎
所
レ
書
也
‘
中
【
黄
環
】
417

ぢ
ゥ
明
、
儀
慎
の
人
。
字
は
公
獣
。
琥
は
雪

官
欲
T

干
1

一
苑
中
1

作
恵
云
央
取
1

一
四
湖
九
里
松
一
作
品
煤
‘
洲
。
成
化
の
進
士
。
官
は
江
西
右
布
政
‘
治
行
第
一
を
以

彦
衡
力
持
不
レ
可
‘
曰
、
松
常
レ
用
―
―
黄
山
所
t

産
‘
此
平
て
應
天
府
手
に
進
み
、
山
東
を
巡
撫
す
。
後
、
南
京
兵
部

地
松
登
可
レ
用
、
人
重
,
,
其

有

＞

守

。

「

5
1
)

の
琥
。
右
侍
郎
に
至
る
。
著
に
雪
洲
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
列
卿

〖
黄
山
樵
者
〗4

1
0
認
砕
／
清
、
湯
燕
生

(
7
-
1
7
8
7
4

:

1

記
、
五
十
三
・
ニ
日
二
十
一
・
ニ
日
四
十
一
〕
．
〔
本
朝
分

【
黄
杉
】
411

乃
黄
色
の
終
〔
隋
書
、
衷
鐵
杖
傭
〕
征
遼
省
人
物
孜
、
三
十
〕
＇
〔
明
詩
紀
事
、
丙
、
八
〕
。

之
役
、
請
為
孟
削
鋒
一
謂
其
三
子
一
日
、
阿
奴
嘗
レ
偉
滋
5

【
黄
士
】
418

啜
？
清
、
背
田
の
人
。
字
は
翰
侯
。
順
治
中

色
黄
杉
ご
吾
荷
↓
―
國
恩
「
今
是
死
日
、
我
既
戦
死
、
爾
常
―
一
の
諸
生
。
美
人
豊
に
巧
。
鳩
オ
不
偶
、
困
厄
し
て
死
す
。

富
貴
↓
〔
唐
書
‘
穂
築
志
＋
―
-
〕
玄
宗
嘗
以
―
―
馬
百
匹
三
云
〔
清
螢
家
詩
史
、
甲
、
下
〕
。

云
‘
施
↓
一
三
重
椙
こ
舞
傾
レ
杯
散
十
曲
‘
云
云
‘
栗
エ
少
年
【
黄
子
】
419

グ
ヮ
ゥ
麹
の
一
種
。
女
麹
(
3
1
6
0
3
6
 :
 5
3
)

に

姿
秀
者
、
十
散
人
、
衣
1

一
黄
杉
ぶ
入
玉
帯
‘
立
―
―
左
右
五
竺
同
じ
。
〔
本
草
、
女
麹
〕
繹
名
、
貯
子
、
黄
子
、
時
珍
日
、
此

千
秋
節
三
舞
―
―
於
勤
政
悽
下
□
〔
杜
甫
、
少
年
行
〕
黄
杉
年
乃
女
人
以
二
完
萎
―
庵
成
二
黄
子
正
故
有
1

ー
諸
名
一

少
悉
且
レ
散
、
不
レ
見
堂
前
東
逝
波
。
〔
花
蕊
夫
人
‘
宮
詞
〕
〖
黄
子
木

]
4
2
0

焚
？
樹
木
の
名
。
〔
蘇
献
、
以
―
―
黄
子
木
一

別
色
官
司
御
賛
家
‘
資
杉
束
帯
瞼
如
レ
花
。
柱
レ
杖
為
―
―
子
由
生
日
之
攣
竺
詩
〕
海
南
無
―
―
佳
植
五
野
果

〖
黄
杉
客
〗4
1
2
/
”
”
？
唐
代
の
侠
客
。
〔
霰
小
玉
傭
〕
生
名
賣
子
函
盃
文
多1一
節
旦
天
材
任
―
操
椅
→

爽
同
輩
ご
翌
牡
丹
花
↓
忽
有
一
豪
士
「
衣
罷
黄
紆
【
黄
支
】
421

令
ゥ
古
の
國
の
名
。
南
海
中
に
在
る
。
漢
の

竺
挟
―
―
朱
應
揖
レ
生
挽
―
―
其
墨
而
行
、
及
1

一
鄭
曲
命
レ
平
帝
の
時
‘
宋
つ
て
犀
を
獣
ず
。
〔
漢
書
、
平
帝
紀
〕
黄

奴
報
日
、
李
十
郎
至
也
、
一
家
驚
喜
、
先
レ
此
玉
夢
n

―
黄
杉
支
國
獣
二
犀
牛
↓
〔
注
〕
應
gh
曰
、
黄
支
在
1

一
日
南
之
南
↓

丈
夫
抱
レ
生
来
、
至
レ
席
使
-
―
玉
脱
品
在
、
因
自
悟
日
、
桂
者
去
―
―
京
師
ニ
ニ
萬
里
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
下
〕
自
―
―
夫
甘
都
慮



國
船
行
可
己
一
月
餘
玉
有
一
黄
支
國
五
民
俗
略
輿
―
―
珠
涯
1

相
類
。
〔
漢
書
‘
王
葬
傭
上
〕
祥
既
致
二
太
平
面
お
些
匈
奴
一

東
区
海
外
盃
溢
竺
黄
支
↓
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
黄
支
之

犀
、
條
枝
之
鳥
。
〔
後
漢
書
、
南
蜜
傭
〕
元
始
二
年
、

H
南

之
南
、
黄
支
國
来
猷
二
犀
牛
↓

【
黄
矢
】
422

グ
ワ
ゥ
き
い
ろ
の
矢
゜
〔
易
‘
解
〕
九
二
、
田
獲
"

三
狐
盃
匹
黄
矢
へ
貞
吉
。

【
黄
芝
】4

2
3
バ
ヮ
•
ウO
瑞
草
の
名
。
黄
色
の
芝
゜
〔
本
草
‘

芝
〕
黄
芝
‘
一
名
、
金
芝
゜
〔
事
文
類
緊
〕
韓
思
復
遷
1

一除

州
刺
史
↓
有
1

一
黄
芝
五
生
「
州
署
民
‘
為
刻
レ
石
頌
石
空
竺

〇
草
の
名
。
ゑ
み
ぐ
さ
。
〔
本
草
‘
萎
範
〕
猜
明
‘
蔵
器
日
‘

陳
壽
魏
志
奥
阿
博
云
‘
胄
駄
―
名
黄
芝
‘
一
名
地
節
‘

此
即
萎
範
。

O
清
‘
鄭
滋
徳

(11ー
3
9
7
5
3
:
 1
6
)

の
字
。

【
黄
柿
】
424

冷
ゥ
柿
の
一
種
。
黄
色
の
も
の
。
〔
本
草
‘
棉
〕

集
解
、
頌
日
‘
栢
、
南
北
皆
有
レ
之
‘
其
種
亦
多
‘
紅
柿
所

在
皆
有
‘
黄
柏
生
―
―
沐
洛
諸
州
↓

【
黄
紙
】
425

グ
ワ
ゥ
〇
黄
色
の
紙
。
〔
沈
約
‘
奏
,
,
弾
王
源
一

文
〕
源
官
品
應
―
―
黄
紙
「
臣
蝋
奉
,
,
白
簡
一
以
聞
。
〔
御
史

故
事
〕
按
‘
弾
奏
白
簡
為
レ
重
‘
黄
紙
為
レ
軽
‘
今
一
例
白

紙
、
無
産
降
戻
。
●
詔
書
。
天
子
の
詔
は
黄
紙
に
書

く
か
ら
い
ふ
。
〔
王
維
‘
送
l

―
李
唯
陽
―
詩
〕
黄
紙
詔
書

出
―
―
東
廂
“
丘
執
登
綺
爛
生
レ
光
。
〔
絞
然
、
従
軍
行
〕
黄

紙
君
王
詔
、
料
泥
校
尉
書
。
〔
禁
秘
抄
‘
下
〕
救
書
‘
書
―
―

黄
紙
芦
旦
唐
太
宗
貞
観
訟
炉
之
。
参
普
通
の
唐
紙
。

〖
黄
紙
版
〗4

2
6
焚
ウ
ン
馬
糞
紙
(
1
2
-
4
4
5
7
2

:
 5
3
7
)
を

い
ふ
。

〖
黄
紙
布
〗4
2
7
7
ワ
，
？
葛
布
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘

布
吊
‘
葛
布
〕
呉
越
春
秋
‘
越
王
允
常
使
―
―
民
男
女
入
レ
山

採
＞
葛
、
作
二
黄
紙
布

m5レ之。

5
0
〖
黄
紙
朱
軸
〗4

2
8
吟
セ
圏
経
巻
の
異
梢
。
経
典
を
窺

4

す
用
紙
が
黄
紙
な
る
故
に
い
ふ
。
一
説
に
、
後
漢
の
明

26

帝
の
時
‘
拷
善
信
等
の
請
に
よ
り
‘
道
経
と
優
劣
を
試

79

ひ
‘
之
を
焚
燒
し
た
時
‘
佛
経
巻
は
紙
黄
色
に
髪
じ
‘
軸

4
 
（
礫
紅
と
な
っ
た
が
、
灰
滅
し
な
か
っ
た
か
ら
と
い
ふ
。

黄
巻
赤
軸
゜

幻
【
黄
施
】
429

バ
ヮ
'
,
粗
紬
を
い
ふ
。
又
‘
道
士
の
衣
は
黄
施

4

で
作
る
か
ら
逍
衣
を
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
豊
稜
傭
〕
稜
言
‘

2
 

6

仁
宗
袋
褥
用
二
黄
緬
服
御
用
1

一
練
稽
二
且
に
竺
家
法
↓

2
 
9

〔
陸
湘
‘
客
談
荊
諸
武
昌
慨
然
有
レ
作
詩
〕
明
朝
喧
博

7
 
⑭
古
仙
過
‘
碧
王
帯
束
黄
施
翌

_— 

黄

部

黄

【
黄
蒋
]430

グ
ワ
ウ
槃
草
の
名
。
黄
者
(
1
7
1
)

に
同
じ
。
〔
白
居

易
‘
城
憩
州
詩
〕
鄭
州
騨
路
好
馬
来
‘
長
安
築
隷
黄
者
賤
゜

【
黄
寺
】4
3
1
冷
•
ウ
0
寺
の
名
。
京
師
安
定
門
外
廂
黄
旗
教

場
の
北
に
あ
り
。
東
黄
寺
・
西
黄
寺
と
い
ふ
。

O
鍾
の
名
。

河
北
省
邪
憂
縣
の
西
北
、
石
婆
山
の
後
。
も
と
堡
あ
り
。

【
黄
耳
】
432

情
，

0
犬
の
異
捨
゜
〔
古
今
注
‘
鳥
獣
〕
狗
、

一
名
‘
黄
耳
。

O
晉
の
陸
機
が
飼
つ
て
ゐ
た
名
犬
の

名
。
よ
く
手
紙
を
口
に
く
は
へ
て
使
命
を
果
し
た
と

い
ふ
。
〔
晉
書
、
陸
機
博
〕
機
有
二
駿
犬
↓
名
―
―
黄
耳
一
既

屈
寓
京
師
；
久
無
ー
一
家
問
ぶ
杢
語
大
日
‘
我
家
絶
無
レ

書
‘
汝
能
齋
レ
書
取
1

一
消
息
―
否
‘
犬
揺
レ
尾
作
レ
磐
‘
機
乃

為
レ
書
、
以
仔
篇
盛
レ
之
、
覧
其
頸
下
大
尋
レ
路
南
走
‘

遂
戸
家
得
レ
報
還
レ
洛
、
後
以
為
地
常
゜
〔
張
霜
‘
余
伯
疇

饉
浙
東
簡
郡
守
王
居
敬
1

詩
〕
家
信
十
年
黄
耳
犬
、
郷

心
一
夜
白
頭
烏
。

O
古
の
名
馬
の
名
。
〔
爾
雅
、
秤
畜
、

盗
闊
、
疏
〕
魏
時
西
卑
獣
二
千
里
馬
百
口
色
而
雨
耳
黄
、
因

名
レ
之
為
―
―
黄
耳
↓
R
こ
が
ね
で
作
っ
た
鼎
の
み
み
。

〔
易
‘
鼎
〕
六
五
‘
鼎
黄
耳
‘
金
絃
利
5

貞
‘
象
日
‘
鼎
黄

耳
、
中
以
為
レ
i

貫
也
。
〔
聾
鐵
論
‘
散
不
足
〕
今
富
者
銀
口

黄
耳
‘
金
堡
玉
鍾
゜

〖
黄
耳
菌
〗4

3
3
＂
ご
·
/
耳
の
形
し
た
黄
色
の
き
の
こ
。

〔
蘇
献
‘
輿
1

一
参
｛
蓼
師
行
―
―
園
中
知
匹
黄
耳
競
一
詩
〕
老

椿
忽
生
―
黄
耳
菌
一
故
人
兼
致
-
―
白
芽
置
一

【
黄
兒
】
434

万
〇
黄
色
の
と
ん
ぽ
。
〔
劉
個
、
促
織
志
、

蜻
誕
〕
蜻
誕
之
類
三
、
大
而
寄
者
日
―
―
老
羊
只
紅
而
黄
者

日
―
―
黄
兒
玉
か
者
日
―
―
紅
兒
↓
〇
黄
米
の
粉
と
棗
と
を
閣

め
て
蒸
し
た
食
物
。
〔
事
物
紀
原
、
酒
醗
飲
食
部
、
黄
兒
〕

唐
五
行
志
日
、
黄
巣
未
レ
入
レ
京
時
、
都
人
以
―
―
黄
米
及
黒

豆
贋
蒸
食
レ
之
、
謂
1

一
之
黄
賊
打
黒
賊
「
唐
都
―
―
長
安
公
7

自
に
映
而
西
、
以
黄
米

g『
レ
粉
‘
圃
レ
棗
蒸
レ
之
日
―
―
黄

兒
↓
其
喬
褒
麺
者
日
魚
兒
↓
蓋
出
応
此
也
。

O
後

秦
‘
眺
邑
(

8

|
6
2
0
2
 :
 1
1
7
)

の
小
字
。

【
黄
胄
】
虹
万
宋
‘
寧
徳
の
人
。
字
は
景
純
。
紹
熙
の

武
學
。
開
請
の
始
、
ま
た
進
士
に
及
第
し
、
累
官
し
て
慶

徳
州
の
知
・
文
章
政
事
と
な
り
令
名
を
あ
げ
た
。
嘗
て

聖
賢
の
言
行
百
餘
條
を
集
め
て
提
身
録
と
為
す
。
著
に

拌
軒
等
の
集
が
あ
る
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
黄
特
】
435

バ
ワ
ヴ
黄
色
な
め
う
し
。
〔
唐
書
、
五
行
志
二
〕

景
龍
中
民
謡
曰
‘
云
云
‘
城
南
黄
拌
‘
憤
子
阜
゜
〔
朝
野

餃
載
〕
符
家
有
―
―
黄
特
牛
↓
宰
而
獣
レ
之
。

【
黄
曜
】
436

喝
、
ウ
明
、
餘
眺
の
人
。
字
は
廷
璽
。
兄
の
伯

震
を
捜
し
求
め
て
得
ず
。
南
嶽
に
躊
り
、
夢
に
釉
授
を

受
け
、
遂
に
兄
を
奉
じ
て
蹄
る
。
〔
明
史
、
二
百
九
十

七
〕
．
〔
碑
博
集
、
一
百
四
十
二
〕
。

【
黄
州
】
437

店
ヴ
●
州
名
。
①
梁
、
置
く
。
故
治
は
廣
東

省
防
城
縣
内
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
廉
州
府
‘
欽

州
〕
烏
雷
謄
縣
、
州
西
南
百
七
十
里
、
梁
置
え
女
平
縣
ガ
へ

置
黄
州
及
寧
海
郡
治
焉
。
＠
北
周
、
置
く
。
湖
北
省

黄
跛
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
黄
州
府
〕
黄
陵
縣
、

漢
祁
縣
地
、
云
云
、
後
周
改
曰
―
―
黄
州
↓
◎
隋
‘
置
く
。

故
治
は
湖
北
省
黄
岡
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
湖

廣
、
黄
州
府
〕
黄
岡
故
城
、
漢
祁
縣
地
、
籠
齊
置
南
安

縣
□
井
置
―
―
齋
安
郡
治
—
焉
、
北
齊
兼
置
―
―
巴
州
「
陳
太
建

五
年
、
西
陽
太
守
周
戻
敗
―
―
齋
将
陸
寮
克
其
巴
州
一
是

也
、
州
尋
限
、
後
周
改
置
1

天
州
「
隋
初
州
郡
倶
呪
、
開
皇

五
年
、
置
1

一
黄
州
一
十
八
年
、
改
レ
縣
日
黄
岡
縣
下
大
業

初
、
為
―
―
永
安
郡
治
ご
唐
黄
州
亦
治
レ
焉
、
今
亦
謂
―
―
之
藷

州
城
ズ
壱
応
、
置
く
。
朝
鮮
の
境
。
●
府
名
。
明
、
置
く
。

湖
北
省
に
隔
す
。
春
秋
の
時
、
祁
國
の
地
。
後
に
黄
國
に

入
る
。
薪
州
及
ぴ
黄
岡
・
黄
安
・
薪
水
・
羅
田
・
廠
城
・
廣

清
・
黄
梅
の
七
縣
を
管
韓
す
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖

北
、
黄
州
府
、
領
二
州
一
、
縣
七
玉
黄
岡
・
黄
安
・

i

斬
水
・
羅

田
・
麻
城
・
薪
州
・
廣
渭
＇
黄
梅
。

O
新
井
祐
登
の
琥
゜

新
井
白
蛾
(
6
-
1
3
5
7
2
 :
 6
3
9
)

を
見
よ
。

〖
黄
州
快
哉
亭
記
〗4

3
8
読
[
店
テ
イ
キ
文
章
の
名
ぶ
本
蘇

轍
の
作
。
〔
蘇
轍
、
黄
州
快
哉
亭
記
〕
清
河
張
君
夢
得
誦
二

居
齊
安
一
郎
―
―
其
薩
之
西
南
云
〖
レ
亭
、
以
覧
―
―
観
江
流
之

輝
而
余
兄
子
瞭
名
レ
之
曰
―
―
快
哉
↓

【
黄
牧
】
439

パ
匁
黄
色
の
冤
の
名
。
〔
史
記
、
五
帝
紀
〕
黄

牧
純
衣
、
形
車
乗
―
―
白
馬
↓
〔
注
〕
索
隠
日
、
牧
、
冤
名
‘
其

色
黄
‘
故
曰
―
―
黄
牧
盃
ぎ
古
質
素
一
也
。

【
黄
秀
】
440

好
〇
黄
色
な
穂
゜
〔
管
子
、
地
貝
〕
柚
埜
黄

秀
以
慈
‘
忍
二
水
旱
1

無
レ
不
に
且
也
。

O
清
、
巴
陵
の
人
。

字
は
君
賓
゜
琥
は
賓
奄
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
山
東
道
御

史
。
著
に
賓
奄
文
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
、
二
臼

三
十
六
〕
。

【
黄
周
】
441

玲
ゥ
元
の
人
。
先
世
は
固
始
の
人
。
籍
を
部

武
に
占
む
。
字
は
仲
文
。
本
邑
令
に
擢
ん
で
ら
れ
、
つ

い
で
部
武
に
判
た
り
。
墨
竹
を
書
く
に
巧
。
書
は
覧
ざ

る
も
の
無
し
。
〔
間
書
〕
。

九
六

【
黄
質
】
443

乃
明
、
苑
縣
の
人
。
字
は
文
之
。
進
士
。
官

は
正
徳
中
‘
戸
科
給
事
中
。
後
‘
浙
江
按
察
副
使
に
至
る
。

【
黄
漆
】
444

パ
匁
漆
の
一
種
。
光
澤
が
黄
金
色
を
呈
す
る

か
ら
名
づ
く
。
〔
本
草
、
漆
〕
集
解
、
時
珍
日
、
今
廣
浙
中

出
1

一
一
種
一
漆
樹
、
似
―
―
小
榎
―
而
大
、
六
月
取
レ

it、
漆
物

黄
澤
如
レ
金
‘
郎
唐
書
所
謂
黄
漆
者
也
。

【
黄
昌
】
445

衿
5

後
漢
、
餘
洸
の
人
。
字
は
聖
漠
。
文
法

に
瞭
習
す
。
郡
に
仕
へ
て
決
曹
を
授
け
ら
る
。
刺
史
、
昌

を
見
て
奇
と
し
、
従
事
に
辟
し
、
後
‘
宛
令
を
授
く
。

蜀
郡
大
守
に
累
遷
し
、
漢
安
の
初
‘
大
中
大
夫
に
累
遷

し
て
卒
す
。
〔
後
漢
書
、
二
日
七
〕
。

[
黄
痒
】
446

衿
吋
宋
、
分
寧
の
人
。
字
は
長
善
。
博
學
強

記
。
超
敏
人
に
過
ぐ
。
初
、
京
師
に
至
り
、
國
子
監
開
封

府
幌
部
に
攀
げ
ら
れ
て
皆
第
一
。
其
の
程
文
は
、
外
夷

に
流
博
す
。
江
南
に
蹄
り
、
病
死
す
。
〔
宋
史
、
四
百
四

十
三
〕
・
〔
宋
史
新
編
、
二
日
七
十
〕
。

【
黄
相
】
印
盆
心
宋
、
分
寧
の
人
。
庭
堅
の
子
。
小
字
は

小
徳
。
生
母
、
微
賤
よ
り
出
づ
゜
故
に
庭
堅
の
詩
に
、
解

著
潜
夫
論
、
不
レ
妨
レ
無
―
―
外
家
一
と
。
又
、
瞥
て
輿
1

一王

濾
州
帖
に
‘
其
の
骨
相
寵
厚
な
る
を
梢
せ
り
。
〔
尚
友

録

、

十

〕

。

「

尤

も

壷

を

善

く

す

。

【
黄
詳
】
448

説
[
明
郡
武
の
人
o

琥
は
水
牽
弐
書
に
巧
o

[
黄
章
】
449

投
t

.
 
宋
の
人
。
度
の
子
。
字
は
観
復
。
陳

博
良
に
師
事
し
、
嘗
て
幹
官
と
な
る
。
〇
明
、
箭
田
の

人
。
字
は
斐
士
。
鵞
に
巧
。

[
黄
裳
】
450

衿

t

0黄
色
に
染
め
た
裳
。
腰
か
ら
下
の

衣
を
裳
と
い
ふ
。
〔
詩
、

Jtl
風
‘
緑
衣
〕
緑
分
衣
分
‘
緑

衣
黄
裳
゜
〔
疏
〕
毛
以
為
、
間
色
之
緑
‘
今
尻
レ
衣
而
在
レ

上
、
正
色
之
黄
‘
反
為
レ
裳
而
虞
レ
下
‘
以
興
―
―
不
正
之

妾
‘
今
蒙
レ
寵
而
尊
一
〔
儀
謄
‘
七
冠
幡
〕
玄
端
玄
裳
‘

黄
裳
雑
裳
可
也
。

O
太
子
を
い
ふ
。
〔
虚
照
鄭
、
中
和

架
歌
〕
黄
裳
元
吉
‘
邦
家
以
寧
。

O
宋
、
南
平
の
人
。

字
は
晃
仲
。
琥
は
紫
玄
翁
‘
又
‘
演
仙
゜
幡
に
遼
し
。

元
翌
の
進
士
第
一
。
官
は
政
和
中
‘
輻
州
知
。
端
明

殿
學
士
・
證
部
尚
書
に
累
遷
す
。
道
家
玄
詑
の
書
を
喜

ぶ
。
著
に
演
仙
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
六
〕
・
〔
四
庫

提
要
、
二
日
五
十
一
〕
。
働
宋
、
普
城
の
人
。
字
は
文
叔
゜

，
 

溢
は
中
心
文
。
乾
道
の
進
士
。
嘉
王
府
朔
善
に
累
官
す
。
勧

講
す
る
毎
に
古
を
援
い
て
今
を
證
し
、
事
に
即
い
て
理

55

を
明
か
に
す
。
時
に
光
宗
憂
疑
を
以
て
疾
を
成
し
、
重

13
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黄

部

黄

|

ー

華
宮
に
過
ら
ず
‘
裳
、
上
疏
極
諫
す
。
寧
宗
即
位
す
る
四
十
三
年
‘
伐
レ
晉
毀
―
―
黄
城
一
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
敬
侯

ゃ
纏
部
尚
書
・
兼
侍
讀
を
授
け
ら
る
。
著
に
王
府
春
秋
八
年
‘
抜
―
―
魏
黄
城
『

0
江
蘇
省
無
錫
縣
の
西
。
斗
城
と

講
義
・
兼
山
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
三
百
九
十
三
〕
．
〔
宋
史
近
い
。
俗
梢
は
黄
斗
城
。
参
湖
北
省
黄
陵
縣
の
東
。
今
の

新
編
‘
一
百
四
十
八
〕
・
〔
南
宋
書
、
四
十
一
〕
・
〔
宋
元
學
西
城
子
は
其
の
遺
址
゜
〔
陳
書
‘
宣
帝
紀
〕
（
大
建
五
年
）

案
、
七
十
二
〕
。
〇
宋
、
寧
徳
の
人
。
字
は
元
吉
。
幼
時
奇
可
下
還
為
"
豫
州
冨
緊
黄
城
[
『
,
,
司
州
五
m
下
為
―
―
安
昌

節
有
り
。
淳
熙
中
、
武
欅
に
及
第
し
、
三
た
ぴ
郡
を
歴
。
郡
一
涌
瑞
為
―
―
漢
陽
郡
コ
ニ
城
依
レ
梁
爵
1

一
義
陽
郡
互
虹
屡
・

俸
入
多
く
親
藷
に
給
す
。
〔
宋
元
學
案
、
七
十
七
〕
゜

0
石
司
州
い
〔
元
和
志
〕
三
阪
時
‘
劉
表
為
―
―
荊
州
刺
史
詞
ぞ

王
明
誠
の
琥
。
石
王
塞
軒
(
8
ー

2
4
0
 2
4
 :
 1
0
8
3
)

を
見
よ
。
此
地
喘
戸
江
漢
之
口
「
濯
l

―
呉
侵
軟
「
建
安
中
使
―
―
黄
祖

〖
黄
裳
閣
〗4
5
1
%
ヴ

4

ヤ
ウ
大
高
坂
季
明
の
琥
。
大
高
坂
芝
於
レ
此
築
レ
城
籟
逼
玉
因
名

1黄
城
鎖
→

山

(
8—
5
8
3
1:
 2
6
1
8
)

を

見

よ

。

【

黄

常

】

456

衿
西
元
‘
饒
州
架
平
の
人
。
字
は
仲
綱
。
延

〖
黄
裳
元
吉
〗4

5
2
焚
5
パ
ャ
ウ
黄
は
中
央
の
色
で
忠
信
の
祐
の
進
士
。
梧
州
判
を
授
け
ら
る
。
時
に
朝
論
‘
常
の
博

義
‘
裳
は
腰
か
ら
下
に
つ
け
る
服
で
臣
下
の
象
。
元
吉
雅
偉
望
有
る
を
以
て
‘
栂
部
侍
郎
を
椴
す
。
後
‘
八
撒
剌

は
大
き
な
吉
詳
。
國
家
至
高
の
位
に
在
る
大
臣
が
、
忠
不
花
を
討
つ
の
功
を
以
て
‘
江
西
行
省
参
知
政
事
に
陸

信
の
徳
を
以
て
君
を
輔
佐
し
て
行
け
ば
、
大
き
な
吉
祥
る
。
〔
新
元
史
‘
二
百
二
十
七
〕
。

が
あ
る
。
〔
易
、
坤
〕
六
五
、
黄
裳
元
吉
、
象
曰
、
黄
裳
元
【
黄
襄
】
457

衿
g

明
‘
南
安
の
人
。
字
は
國
著
。
嘉
靖

吉
‘
文
在
レ
中
也
。
〔
庄
〕
黄
‘
中
之
色
也
‘
裳
、
下
之
飾
也
、
の
進
士
。
資
性
凝
重
‘
敢
へ
て
事
に
任
ず
。
御
史
と
な

用
1一
黄
裳
―
而
獲
忌
ル
吉
百
竺
文
在
比
＇
也
。
〔
疏
〕
坤
為
—
—
り
‘
遼
左
及
ぴ
慎
定
を
按
ず
。
中
外
之
を
憚
る
。
太
僕

臣
道
下
五
居
君
位
能
以
中
和
涸
―
―
於
物
理
言
届
於
寺
少
卿
に
終
る
。
〔
蘭
畳
法
黎
録
‘
十
七
〕
。

臣

患

故

云

賣

裳

↓

【

英

壌

】

4
5
8
n
窃
●
黄
色
の
っ
ち
。
〔
書
‘
馬
貢
〕
黒
水
西

〖
黄
裳
緑
衣
〗
逗
％
”
し
ャ
ゥ
嫡
妻
が
退
け
ら
れ
‘
賤
妾
河
惟
薙
州
‘
云
云
‘
蕨
土
惟
黄
壌
゜
〔
後
漢
書
‘
趙
杏
博
〕

が
嫡
妻
を
凌
い
で
恣
な
喩
。
衣
は
上
に
裳
は
下
に
在
る
薄
レ
敏
素
レ
棺
、
藉
以
―
―
黄
壌
↓
〔
濫
岳
、
西
征
賦
〕
黄
壌
千

べ
き
も
の
で
あ
り
、
黄
は
正
色
で
尊
く
‘
緑
は
間
色
で
里
‘
沃
野
禰
望
。
〇
あ
の
よ
。
黄
泉
。
〔
白
居
易
‘
題
1

一故

賤
し
い
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
今
‘
正
色
の
黄
が
下
に
元
少
甲
集
―
詩
〕
黄
壌
拒
知
レ
我
‘
白
頭
徒
憶
レ
君
。

あ
る
べ
き
裳
に
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
と
の
意
。
黄
裳
(
4
5

【
黄
譲
】
459

ダ
席
明
‘
蕪
湖
の
人
。
字
は
用
遜
。
景
泰
の

0
)

の

〇

を

見

よ

゜

進

士

。

官

は

正

統

中

‘

御

史

。

摘

さ

れ

て

、

安

岳

縣

の

【
黄
瑶
】
453

坂
5

清
の
人
。
宗
義
の
玄
孫
。
字
は
稚
珪
。
琥
知
と
な
り
‘
善
政
多
し
。
後
‘
中
府
都
事
に
至
り
‘
廣
西

は
華
核
。
乾
隆
の
琴
人
。
官
は
沐
陽
知
縣
。
書
室
を
大
愈
を
戌
る
。
〔
明
史
‘
一
百
六
十
二
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百

山
房
と
い
ひ
‘
著
に
大
蔽
山
房
集
が
あ
る
。
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
四
十
七
〕
・
〔
蘭
畳
法
黎
録
‘

【
黄
盪
】
454

蒻
舞
曲
の
名
。
〔
全
唐
詩
話
〕
趙
仁
奨
住
1

一
九
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
〕
。

王
戎
墓
側
こ
善
歌
―
―
黄
豊
↓
景
龍
中
、
負
レ
薪
詣
細
竺
云
、
【
黄
悼
]460

衿
”
明
‘
南
京
の
人
。
字
は
子
昭
。
正
徳
の

助
レ
國
調
レ
鼎
、
即
除
二
q

壼
名
「
宋
務
光
嘲
レ
之
曰
‘
捨
レ
彼
進
士
。
官
は
永
州
知
府
。
後
‘
湖
廣
参
政
に
至
る
。
書
室

負
レ
薪
、
登
レ
子
列
レ
柏
、
行
人
不
レ
避
―
―
聰
馬
盆
工
客
惟
聴
―
ー
を
尊
美
堂
．
胎
光
堂
（
怜
光
堂
）
と
い
ふ
。
著
に
尊
美
堂

黄
塵
↓
〔
唐
書
、
郭
山
憚
傭
〕
―
帝
呪
―
―
宴
近
臣
及
脩
文
學
政
録
・
修
来
篇
，
中
庸
論
語
讀
法
・
胎
光
堂
集
が
あ
る
。

文
詔
傷
為
レ
伎
‘
云
云
、
将
レ
作
ー
一
大
匠
一
宗
晉
卿
為
二
渾
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
八
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
紀
略
‘
十

脱
舞
工
缶
向
将
軍
張
治
為
1

一
黄
塵
舞
↓
〔
資
治
通
鑑
、
唐
一
〕
。

紀
〕
（
中
宗
‘
景
龍
三
年
）
左
衛
将
軍
張
治
舞
1

一
黄
睾
↓
【
黄
爵
]461

グ
悶
き
い
ろ
な
す
ず
め
。
〔
漢
書
‘
五
行
志

〔
注
〕
如
意
初
‘
里
歌
日
、
黄
聾
黄
塵
草
襄
蔽
‘
彎
弓
射
レ
中
之
上
〕
桂
樹
華
不
レ
賓
‘
黄
爵
巣
"
其
顛
一

爾

傷

‘

亦

濱

以

為

レ

舞

。

【

黄

雀

】

462

読”

O
雀
の
一
種
。
嘴
と
脚
と
皆
黄
色
を

【
黄
城
】
455n
窃
城
の
名
。

0
山
東
省
冠
縣
の
南
。
も
と
帯
ぴ
る
も
の
。
に
ふ
な
い
す
ず
め
。
〔
周
橙
、
夏
官
‘
羅

趙
の
邑
。
後
、
魏
に
凰
す
。
〔
史
記
、
田
敬
仲
世
家
〕
宣
公
氏
‘
中
春
羅
―
―
春
鳥
詮
注
〕
春
鳥
蟄
而
始
出
者
、
若
―
―
今
南

九
六
四|
 

゜
6
 

郡
黄
雀
之
陽
↓
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
一
為
1

一
黄
雀
―
哀
、

it

淡
褐
色
で
‘
味
酸
＜
且
苦
味
を
帯
ぶ
。
木
瓜
・
百
花
・
東

下
誰
能
禁
。
〔
崖
願
孟
門
行
〕
黄
雀
街
―
―
黄
花
ぶ
血
翻
傍
二
沫
・
雪
清
・
老
酒
・
良
郷
・
黄
酒
・
紹
興
等
の
種
類
が
あ
る
。

35

窟
隙
玉
＇
擬
』
竺
君
恩
ぶ
如
何
反
弾
射
。

O
幼
い
雀
で
口
〔
紅
悽
夢
‘
三
十
八
回
〕
便
勘
1

一
了
牛
蓋
云
看
時
却
是
黄
酒
。

1

の
黄
色
な
も
の
。
〔
晉
書
‘
王
詳
傭
〕
母
又
思
―
―
黄
雀
炎
盃
g

【
黄
種
】
471

グ
翌
亜
細
亜
人
種
。
皮
膚
の
色
は
黄
或
は
濃

有
―
―
黄
雀
藪
十
一
飛
入
五
藤
ぶ
復
以
供
レ
母
。
参
魚
の
名
。
褐
‘
毛
嬰
は
黒
く
硬
直
‘
顕
骨
高
く
‘
五
大
人
種
中
‘
人

〔
臨
海
異
物
志
〕
南
海
有
1

一
黄
雀
魚
工
ハ
月
化
為
1

一
黄
雀
一
口
増
加
は
最
も
大
で
あ
る
°

十

月

入

レ

海

為

レ

魚

。

【

黄

錬

】

472

ク
翌
宋
‘
建
安
の
人
。
字
は
子
厚
゜
琥
は
穀

〖
黄
雀
雨
〗4

6
3
唸
？
／
ヤ
ク
九
月
の
雨
を
い
ふ
。
〔
提
要
録
〕
城
。
隠
居
し
て
仕
へ
ず
。
劉
子
輩
の
高
弟
。
朱
燕
と
同

九

月

雨

為

―

―

黄

雀

雨

一

門

°

詩

書

に

巧

。

著

に

穀

城

集

か

あ

る

。

〔

宋

元

學

案

‘

四

〖
黄
雀
環
〗4

6
4
”
努
．
；
ヤ
ク
金
環
の
一
種
で
‘
婚
約
の
し
る
十
三
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

し
に
贈
る
。
〔
燕
子
箋
‘
牧
女
〕
鳥
衣
利
倒
倣
二
黄
雀
環
i

【
黄
綬
】
473

鈴
ゥ
●
黄
色
の
印
の
ひ
も
。
丞
・
尉
な
ど
の

雨

相

通

非

―

―

偶

然

↓

官

の

楢

゜

〔

漢

書

‘

百

官

公

卿

表

上

〕

比

二

百

石

以

上

‘

皆

〖
黄
雀
風
〗4

6
5
カ0
7
,
＇
．
/
•
ヤ
ク
陰
暦
五
月
の
風
を
い
ふ
。
こ
銅
印
資
綬
゜
〔
漢
書
‘
王
弄
博
下
〕
公
卿
以
下
ヰ
七
→
―
郡
縣
黄

の
時
‘
海
魚
斐
じ
て
黄
雀
と
な
る
‘
因
つ
て
名
づ
く
°
綬
一
皆
保
―
―
養
軍
馬
言
後
漢
書
‘
明
帝
紀
〕
中
二
千
石
、
下

〔
歳
華
紀
麗
‘
五
月
〕
風
名
―
―
黄
雀
一
雨
曰
二
濯
枝
↓
〔
出
〕
云
ぎ
黄
綬
二
陳
子
昂
、
同
に
木
参
軍
之
問
夢
二
趙
六
一
贈
1

↓

風

t
記
日
‘
仲
夏
大
雨
‘
名
二
濯
枝
雨
工
ハ
月
方
止
、
東
南
虞
陳
二
子
一
之
作
上
詩
〕
奈
何
蒼
生
望
‘
卒
為
,
,
黄
綬
欺
↓

常
有
石
雲
夫
曰
l

↓
黄
雀
長
風
亦
旦
薫
風
↓
〔
風
土
記
〕
〔
李
神
、
憶
―
―
過
潤
州
詩
〕
昔
年
従
に
臣
干
文
地
‘
黄
綬
青

仲
夏
長
風
扇
レ
暑
‘
名
1

一

黄

雀

長

風

↓

春

一

魯

儒

。

O
明
‘
平
谷
の
人
。
宣
徳
中
の
進
士
。
官
は
御

〖
黄
雀
衡
レ
環
〗

4
6
6読
乃
巽
”
ム
黄
雀
が
命
を
助
け
ら
れ
史
。
英
宗
の
時
‘
節
に
死
す
。
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
鋒
‘

た
報
恩
に
‘
環
を
衡
ん
で
来
た
故
事
。
〔
績
齋
諧
記
〕
楊
―
―
〕
・
〔
蘭
畳
法
監
鋒
‘
十
五
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
〕
。

賓
年
九
歳
‘
本
ぎ
華
陰
山
一
見
下
黄
雀
為
―
―
鵠
泉
所

P
博
墜
占
〖
黄
綬
褒
章
寄
謗
．
ダ
炉
我
が
國
で
業
務
に
精
動
し
衆

地
‘
賓
取
蹄
‘
置
而
箱
生
唯
食
賣
花
五
餘
日
‘
毛
利
民
の
模
範
た
る
ぺ
き
者
に
輿
へ
ら
れ
る
褒
章
。
黄
色
の

成
‘
乃
飛
去
‘
其
夜
有
1

一
黄
衣
童
子
工
炉
賓
曰
‘
吾
西
王
綬
を
侃
用
す
る
。

母
使
者
‘
君
仁
愛
救
極
‘
賓
感
l

一
成
清
冨
竪
白
環
四
枚
―
【
黄
儒
】
474

グ
笠
宋
‘
建
安
の
人
。
字
は
道
輔
0

i/;E
寧
の

衷
賓
‘
令
n

―
君
子
孫
潔
白
‘
位
登
三
事
石
翌
此
環
一
矢
。
進
士
。
博
學
能
文
。
著
に
品
茶
要
録
か
あ
る
。
〔
四
庫
提

〖
黄
雀
伺
レ
蝉
〗4

6
7翌坊
好
炉
禍
が
其
の
身
の
近
く
に
要
‘
二
日
十
五
〕
。

あ
る
を
知
ら
ぬ
喩
゜
〔
説
苑
‘
正
諫
〕
圃
中
有
レ
樹
‘
其
上
【
黄
絨
]475

玲
t

ぎ
い
ろ
の
目
の
細
か
い
毛
織
物
。
〔
元

有
レ
蝉
‘
蝉
高
居
悲
鳴
飲
レ
露
‘
不
レ
知
ー
1

蟷
螂
在
―
―
其
後
一
史
‘
輿
服
志
一
〕
金
絡
‘
紅
絨
引
レ
絡
索
二
、
金
塗
鉗
環

也
‘
蛭
螂
委
身
曲
附
欲
レ
取
レ
蝉
‘
而
不
レ
知
―
―
↓
黄
雀
在
―
―
二
、
黄
絨
執
レ
緩
一
°

其
膀
也
‘
黄
雀
延
レ
頸
欲
レ
啄
―
―
蛭
螂
ご
皿
不
レ
知
1

弾
丸
【
黄
熟
】
476

グ芸

O
禾
穀
其
の
他
果
賓
な
ど
が
き
ば
ん

在
其
下
一
也
。
〔
梁
元
帝
‘
判
州
放
生
亭
碑
〕
黄
雀
伺
レ
で
熟
す
る
。
み
の
り
色
づ
く
。
〔
韓
維
‘
登
l

一
城
棲
る
ぎ

蝉

‘

不

レ

知

随

弾

應

＞

至

。

子

華

詩

〕

委

苗

黄

熟

栢

苗

胄

‘

鉤

婦

転

夫

笑

語

瞥

。

●

【
黄
砦
】

9
翌
色
の
き
ば
ん
だ
竹
の
皮
。
〔
韻
府
引
‘
蘇
香
の
名
。
〔
香
譜
〕
黄
熟
香
、
亦
餞
香
之
類
也
‘
但
軽

轍
、
詩
〕
紅
飯
白
醍
供
酔
饂
青
蓑
黄
若
可
1

一
纏
包
↓
虚
枯
朽
不
レ
堪
者
、
今
和
―
―
香
中
一
皆
用
レ
之
。
〔
倦
湘
雑

【
黄
朱
]469

盆
ゥ
〇
黄
色
を
帯
ぴ
た
赤
色
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鋒
〕
況
香
木
‘
嶺
南
諸
郡
悉
有
レ
之
‘
云
云
‘
蓋
木
得
レ

斯
子
‘
朱
i

市
斯
皇
‘
箋
〕
i

市
者
、
天
子
純
朱
‘
諸
侯
黄
朱
。
水
方
結
、
多
在
二
折
枝
枯
幹
中
一
或
為
レ
沈
‘
或
為
レ
煎
‘

〇
黄
と
朱
。
〔
韓
愈
‘
題
―
炭
谷
漱
祠
堂
―
詩
〕
妍
英
雑
艶
或
為
―
―
黄
熟
↓
〔
秋
園
雑
侃
〕
黄
熟
出
―
―
喝
中
箕
脹
―
者

責
星
瑣
黄
朱
班
゜
〔
陸
漉
雨
後
極
涼
料
研
懐
中
藷
書
―
為
王
‘
香
味
甚
穏
‘
佳
者
不
レ
撼
角
匹
次
亦
勝
沈
速
↓

有
レ
感
詩
〕
十
年
燈
前
手
自
校
‘
行
間
顛
倒
黄
輿
レ
朱
°
〖
黄
熟
香
〗

4
7
7
魏
，
•
/
ユ
ク
熱
帯
地
方
に
産
す
る
一
種
の

【
黄
酒
】
470

ク
翌
襦
粟
で
醸
造
し
た
酒
の
名
。
其
の
色
は
香
料
。
伽
羅
の
類
。
黄
熟
の

O
を
見
よ
。
〔
本
草
‘
沈
香
〕



秤
名
、
時
珍
曰
、
木
之
心
節
置
む
水
則
沈
‘
故
名
1
1

沈
水
↓
學
教
事
を
掌
る
。
著
は
松
軒
集
が
あ
る
。

U
只
鐘
】
497

葬冗＇力

0
―
音
律
の
名
。
十
二
律
の
一
。
六
獲
訟
涅
―
云
‘
愚
謹
訟
也
。

亦
旦
水
沈
冨
ェ
沈
者
為
一
棧
香
云
＇
レ
沈
者
為
―
―
黄
熟
香
→
【
黄
初
】

4
9
5
各
ゥ
三
國
魏
‘
客
帝
（
曹
王
）
の
年
琥
。(
2
2
0
律
六
呂
の
基
本
と
な
る
昔
。
陰
暦
十
一
月
に
配
す
る
。
〖
黄
鐘
大
呂
不
レ
可
レ
従
―
―
繁
奏
舞
―
〗

5
0
2
琵
竺
匁
ち
ィ

〔
南
方
草
木
吠
中
‘
木
類
〕
交
趾
有
1

↓
密
香
樹
五
斡
似
―
―
拒
ー
2
2
6
)

よ
っ
て
十
一
月
の
異
梢
と
す
る
。
又
、
黄
鍾
に
作
る
。
芥
も
タ
ガ
7

黄
鎧
大
呂
は
繁
雑
細
微
の
舞
曲
に
従
っ
て

雙
其
花
白
而
繁
‘
其
葉
如
レ
橘
‘
云
云
‘
其
根
為
二
黄
熱
〖
黄
初
跨
〗

4
8
6
”
”
ゥ
/
ョ
三
國
‘
魏
の
黄
初
年
間
の
詩
橙
゜
〔
周
碍
、
春
官
、
大
司
築
〕
奏
―
―
黄
鐘
「
歌

1一
大
呂
一
〔
随
‘
は
な
ら
ぬ
。
大
器
は
瑣
事
に
従
ふ
可
ら
ざ
る
喩
。
〔
説

登

建

安

橙

に

接

す

。

〔

清

浪

詩

話

‘

詩

罷

〕

黄

初

憫

‘

魏

年

月

令

〕

（

仲

冬

之

月

）

其

昔

羽

、

律

中

二

貨

鐘

↓

〔

庄

〕

黄

籍

苑

‘

政

理

〕

黄

鐘

大

呂

不

レ

可

レ

従

二

繁

奏

之

舞

面

口

則

其

【
黄
俊
】
478

玲
ぺ
〇
宋
‘
南
海
の
人
。
沈
重
に
し
て
謀
あ
琥
‘
輿
―
―
建
安
ー
相
接
‘
其
怜
一
也
。
者
‘
律
之
始
‘
九
寸
‘
仲
冬
氣
至
‘
則
黄
鐘
之
律
應
゜
〔
淮
昔
疏
也
。

り
。
宋
末
描
鋒
軍
将
と
な
る
。
性
‘
剛
毅
‘
時
に
随
つ
て
【
黄
書
】
487

グ37
ウ
書
名
。
清
‘
王
夫
之
撰
。
原
極
・
古
義
・
南
子
‘
天
文
訓
〕
律
受
二
黄
鐘
｛
黄
鐘
者
鋒
已
黄
也
。
●
で
頁
蒸
】
503

グ
諒
麹
の
一
種
。
米
変
を
以
て
作
っ
た
も

俯
仰
す
る
能
は
ず
。
徳
祐
中
‘
元
兵
黄
州
を
陥
る
る
や
‘
宰
制
・
慎
選
・
任
官
・
大
正
・
離
合
の
七
章
か
ら
成
る
。
革
宋
‘
興
化
の
人
。
字
は
器
之
。
琥
は
定
齋
゜
乾
道
の
進
士
。
の
。
女
麹
。
観
子
。
〔
本
草
‘
黄
蒸
〕
秤
名
‘
黄
衣
‘
泰
黄
‘

屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
宋
史
翼
‘
三
十
二
〕
．
〔
宋
季
忠
義
命
派
の
減
渦
興
漢
の
愛
讀
書
と
な
る
。
徳
化
尉
に
待
次
し
‘
講
學
し
て
徒
に
授
け
‘
滴
州
録
事
時
珍
曰
‘
此
乃
以
玉
企
変
粉
云
咄
奄
‘
待
1

一
其
薫
蒸
成
」
黄
‘

鎌
七
〕

0
0明
‘
武
進
の
人
。
字
は
慣
齋
°
弘
治
の
進
士
。
【
黄
庶
】
488

ダ
呟
宋
‘
分
寧
の
人
。
字
は
亜
父
。
慶
暦
の
進
参
軍
に
調
さ
る
。
著
に
周
龍
集
解
・
荀
揚
績
注
・
杜
詩

tt

故
有
―
―
諸
名
伍
集
解
‘
恭
曰
‘
黄
蒸
磨
"
小
凌
粉
五
び
水
和

官
は
刑
部
郎
中
。
櫂
瑞
の
意
に
件
ら
ひ
‘
巌
州
を
守
る
。
士
。
一
府
三
州
に
歴
佐
し
‘
皆
従
事
と
為
る
。
後
‘
康
州
秤
・
史
要
か
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
四
十
七
〕
。
〇
清
‘
無
錫
成
レ
餌
‘
麻
葉
衰
待
レ
上
,
,
黄
衣
ー
取
曜
‘
蔽
器
曰
‘
黄
蒸

後
山
東
轄
運
使
。
利
弊
十
四
條
を
陳
し
、
清
望
日
に
知
を
撮
す
。
詩
に
巧
。
著
に
伐
檀
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
の
人
。
字
は
架
亭
゜
縣
丞
に
候
選
す
。
瞥
を
善
く
し
‘
手
輿
1

一
院
子
ー
不
レ
殊
、
北
人
以
一
元
来
弐
南
人
以
1

一
梗
米
ニ
ハ

隆
く
‘
道
に
営
る
も
の
に
忌
ま
れ
‘
蹄
つ
て
死
す
。
〔
萬
十
〕
．
〔
四
庫
提
要
‘
一
百
五
十
二
〕
。
輯
の
解
園
元
敦
古
本
‘
世
に
行
は
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
七
月
作
レ
之
‘
生
1

一
緑
塵
1

者
佳
‘
時
珍
曰
‘
女
麹
蒸
―
―
褒

斯

同

明

史

‘

四

百

九

〕

。

【

黄

黍

】

489

砂
ゥ
も
ち
き
ぴ
。
〔
古
今
注
‘
草
木
〕
禾
之
貼
徴
‘
四
百
八
十
四
〕
゜
⑲
清
‘
如
泉
の
人
。
字
は
宏
昔
°
琥
飯
↓
党
成
‘
黄
蒸
磨
1

一
米
袈
粉
』
屯
成
‘
梢
有
レ
不
レ
同
也
。

【
黄
殉
】
479

竺
明
‘
餘
桃
の
人
。
字
は
廷
璽
。
追
誼
は
文
者
為
レ
黍
‘
亦
謂
―
―
之
程
工
亦
曰
1

一
黄
黍
↓
は
蓬
薩
。
康
熙
中
‘
諸
生
。
著
に
蓬
薩
草
が
あ
る
。
〔
國
朝
【
黄
色
】
504

夕
粋
き
い
ろ
。
〔
管
子
、
幼
官
〕
君
服
―
―
黄
色
一

薦
成
化
の
進
士
。
廷
試
第
一
―
。
官
は
翰
林
國
子
監
。
後
‘
【
黄
序
】
490

衿
ゥ
舜
を
い
ふ
゜
＿
帝
王
世
紀
に
‘
舜
‘
土
を
以
書
鵞
家
筆
録
、
―
―

-yo効
空
＂
我
が
國
十
二
律
の
一
。
中
味
―
甘
味
↓

南
京
吏
部
尚
書
に
終
る
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
―
―
十
七
〕
・
て
火
を
承
く
‘
色
は
黄
を
尚
ぶ
と
あ
り
。
一
説
に
、
黄
帝
國
十
二
律
の
林
鐘
に
嘗
る
。
〖
黄
色
人
種
〗

5
0
5
鈴
立
ヨ
ク
皮
膚
の
黄
色
な
人
種
。
東

〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
二
十
七
・
一
百
五
を
い
ふ
。
〔
王
融
‘
永
明
十
一
年
策

1一
秀
才
ー
文
〕
九
工
開
"
〖
苗
頁
鐘
宮
呂
〗

4
9
8
衿
＇
竺
ヨ
，
ゥ
燕
栗
宮
臀
七
調
の
第
七
運
。
洋
諸
國
は
大
抵
こ
の
人
種
に
圏
す
る
。

十
九
•
二
日
六
十
〕
・
〔
明
名
人
債
‘
十
二
〕
．
〔
明
人
小
債
‘
於
黄
序
盃
庶
績
其
凝
゜
〔
注
〕
善
日
‘
帝
王
世
紀
曰
‘
舜
始
〔
架
府
雑
録
‘
去
臀
宮
七
調
〕
第
七
運
‘
黄
蹄
宮
。
〔
宋
史
、
【
黄
｛
是
】

5
0
6
ダ
昇
宋
‘
陳
州
の
人
。
字
は
師
是
。
進
士
に
及

二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
九
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
二
十

tnレ
慎
‘
改
1

一
正
朔
一
以
レ
土
承
レ
火
‘
色
尚
レ
黄
‘
良
曰
‘
黄
律
暦
志
四
〕
無
射
之
宮
為
二
黄
鐘
宮
↓
〔
補
筆
談
〕
無
射
第
す
。
哲
宗
の
時
‘
賓
文
閣
待
制
に
累
遷
す
。
後
‘
定
州

五

〕

。

序

則

黄

帝

也

。

宮

‘

今

為

二

黄

鐘

宮

五

殺

臀

用

"

凡

字

↓

〔

燕

栗

考

原

〕

七

知

を

授

け

ら

る

。

｛

是

‘

孝

友

敦

睦

‘

世

‘

其

の

内

行

を

稽

【
黄
淳
】
480

”
翌
明
‘
新
會
の
人
。
字
は
鳴
谷
。
琥
は
六
柳
【
黄
昇
】
491

衿
'5

宋
‘
間
の
人
。
字
は
叔
賜
゜
琥
は
玉
林
。
宮
之
第
七
運
‘
卸
按
‘
琵
琶
大
弦
之
第
七
臀
‘
云
云
‘
黄
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
五
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
十
七
〕
。

先
生
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
寧
海
知
縣
。
政
績
あ
り
。
詩
別
琥
は
花
奄
詞
客
・
散
花
i

奄
。
早
く
よ
り
科
學
を
棄
て
‘
鐘
宮
卸
琵
琶
之
凡
字
調
‘
故
殺
臀
用
"
凡
字
↓
【
苗
演
g
]
5
0
7

衿
”
明
の
人
。
黄
子
澄
(
1
1
1
5
)

を
見
よ
。

に
巧
。
書
室
を
鳴
山
堂
と
い
ふ
。
著
に
鳴
山
堂
集
・
李
杜
雅
意
歌
詠
す
。
著
に
散
花
奄
詞
・
花
奄
詞
選
か
あ
る
。
〖
昔
蘊
琴
調
〗

4
9
9
誘
ゥ
/
g
O

燕
築
材
臀
七
調
の
第
五
運
。
【
苗
頁
~
g】5
0
8
ダ
努
鯛
の
一
種
。
あ
ま
だ
ひ
。
鼻
折
れ
鯛
を

或

問

が

あ

る

。

〔

四

庫

提

要

‘

一

百

九

十

九

〕

。

又

、

黄

鐘

材

と

も

い

ふ

。

〔

架

府

雑

録

、

平

臀

羽

七

調

〕

第

い

ふ

。

黄

稽

魚

を

見

よ

。

【
黄
閏
】4

8
1ダ努
明
‘
信
豊
の
人
。
字
は
期
餘
。
琥
は
竹
【
黄
松
】
四
綬
5
0

ぁ
か
ま
つ
。
め
ま
つ
。
〇
清
‘
安
徽
太
五
運
‘
黄
鐘
調
。
〔
宋
史
‘
律
暦
志
四
〕
林
鐘
羽
為
―
―
黄
鐘
〖
黄
稿
魚
〗

5
0
9
髭
ゥ
舌
ク
魚
の
名
。
鼻
折
れ
鯛
゜
〔
和
漢

居
。
永
架
の
進
士
。
穎
敏
に
し
て
群
せ
ず
‘
翰
林
の
選
平
の
人
。
字
は
天
其
（
天
基
）
。
琥
は
黄
石
。
又
‘
自
ら
太
調
↓
〔
燕
築
考
原
〕
七
利
之
第
五
運
‘
卸
琵
琶
四
築
之
第
三
才
圏
會
‘
江
海
有
鱗
魚
‘
黄
稽
魚
〕
按
‘
黄
稿
魚
‘
形
色

に
預
り
‘
忌
む
者
に
阻
ま
る
。
詩
を
能
く
す
。
著
に
竹
居
松
と
署
す
。
霊
に
巧
。
花
鳥
は
周
之
冤
を
師
と
す
。
〔
國
七
臀
。
●
忽
ン
キ
雅
築
六
調
子
の
一
。
黄
鐘
の
昔
を
宮
昔
似
レ
鯛
而
色
漫
‘
鼻
直
而
如
レ
折
‘
故
名
―
―
鼻
折
鯛
二
味
劣
ニ

集

が

あ

る

。

〔

明

人

小

博

‘

一

〕

・

〔

明

詩

綜

‘

十

八

下

〕

・

〔

明

朝

聾

識

‘

八

〕

。

と

す

る

律

旋

昔

階

。

こ

の

胴

に

隔

す

る

築

曲

に

は

喜

春

於

慎

鯛

↓

詩
紀
事
乙
‘
十
一
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
博
、
乙
、
五
十
四
〕
。
〖
黄
松
子
〗
匹
伶
グ
ゥ
宋
、
張
唐
英

(
4
-
9
8
1
2

:
 1
3
2

築
・
西
王
築
・
赤
白
桃
李
花
等
‘
優
麗
な
柴
が
多
い
。
〔
倭
【
黄
心
]510

グ
匁
木
蘭
(
6

ー
1
4
4
1
5
:
 4
6
8
)

の
●
の
異

~
【
黄
澗
】4

8
2
衿
布
の
精
細
な
も
の
。
〔
司
馬
相
如
‘
凡

8
)の
琥
。
「
赤
松
の
一
。
名
類
緊
抄
‘
＿
音
築
部
‘
曲
胴
類
〕
黄
鐘
調
曲
、
喜
春
築
‘
弄
稲
゜
〔
本
草
‘
木
蘭
〕
繹
名
‘
杜
蘭
‘
林
蘭
‘
木
蓮
‘
黄
心
‘
時

2
6

将
〕
黄
潤
織
美
宜
レ
製J
騨
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
黄
潤
比
レ
〖
黄
松
木
〗

4
9
4
"
”
ゥ
/
ョ
ウ
家
屋
建
築
材
と
し
て
用
ひ
る
殿
築
、
海
仙
架
‘
應
天
築
‘
央
宮
築
‘
散
金
打
毬
柴
、
安
城
珍
日
、
其
香
如
レ
蘭
‘
其
花
如J蓮
‘
故
名
‘
其
木
心
黄
‘
故

，
 

7

筒
簾
金
徊
過
。
〔
注
〕
劉
日
‘
黄
潤
‘
謂
1

一
筒
中
細
布
一
也
。
【
黄
腫
】
495

砂
心
黄
疸
。
黄
色
に
む
く
む
病
氣
゜
〔
法
苑
宮
‘
河
南
浦
、
感
城
築
‘
聖
浮
築
‘
赤
白
桃
李
花
、
皇
帝
一
―
―
曰
1

一
黄
心
↓
〔
白
居
易
‘
木
蓮
樹
云
云
詩
題
〕
木
連
樹
、
生
"

【
黄
螢
】
g

翌
宋
の
人
。
庭
堅
の
従
孫
。
字
は
子
耕
。
琥
珠
林
〕
竺
法
進
卑
ハ
レ
衆
大
會
‘
]
僧
来
慮
1

一

上

座

玉

衣

服

塵

壷

‘

提

金

築

。

巴

峡

山

谷

間

一

巴

民

亦

呼

爵

↓

―

黄

｀

心

樹

工

大

者

高

五

丈

‘

一
は
復
齋
゜
嘗
て
郭
薙
·
朱
寮
に
従
學
し
‘
道
を
以
て
自
ら
垢
‘
面
目
黄
腫
‘
法
進
牽
就
レ
下
‘
乃
忽
不
レ
見
。
〔
任
伯
〖
黄
鐘
之
宮
〗

5
0
0
衿
祝
／
ヨ
，
？
黄
鐘
律
の
宮
昔
゜
〔
證
‘
渉
レ
冬
不
レ
凋
‘
身
如
―
―
青
楊
玉
有
―
―
白
文
涵
｛
如
レ
桂
‘
厚
大

任
ず
。
進
士
に
及
第
し
‘
慮
陽
縣
知
を
授
け
ら
れ
、
尋
い
雨
‘
詩
〕
顔
色
壼
黄
腫
、
大
半
抱
―
―
摺
疾
↓
月
令
〕
其
昔
宮
‘
律
中
―
―
黄
鐘
之
宮
↓
〔
呂
覧
‘
古
架
〕
其
無
レ
脊
‘
花
如
レ
蓮
‘
香
色
艶
脈
。

4

で
台
州
知
に
累
遷
す
。
著
に
復
齋
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
【
黄
鍾
】
496

衿
西
●
黄
鐘
の

O
に
同
じ
。

O
明
‘
延
慶
の
長
一
二
寸
九
分
‘
而
吹
レ
之
以
為
"
黄
鐘
之
宮
↓
【
サ
頁
申
】
511

焚
ゥ
宋
‘
井
研
の
人
。
字
は
酉
郷
。
開
慶
の

6

百
二
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
五
十
七
〕
．
〔
南
宋
書
‘
人
。
字
は
伯
魁
。
正
徳
の
進
士
。
官
は
戸
科
給
事
中
・
順
〖
黄
鐘
毀
棄
瓦
釜
雷
嗚
〗

5
0
1
誘
花
g
"
＂
セ
ラ
レ
君
子
が
進
士
。
安
栗
丞
に
歴
官
し
、
辱
い
で
従
事
郎
に
累
進
す
。

79

五

十

五

〕

。

天

府

丞

。

後

、

都

察

院

致

都

御

史

に

至

り

、

山

西

を

巡

撫

排

斥

せ

ら

れ

て

‘

小

人

の

践

逗

す

る

喩

゜

〔

楚

辞

‘

卜

居

〕

元

兵

撫

州

を

抜

き

‘

諸

縣

を

下

し

‘

降

状

を

索

め

‘

架

安

56

⑭
[
黄
遵
】
484

バ
翌
明
、
清
江
の
人
。
琥
は
松
軒
。
武
進
縣
雨
す
。
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
日
四
十
〕
．
〔
蘭
景
法
閤
緑
、
十
九
〕
。
黄
鐘
毀
棄
‘
瓦
釜
雷
鳴
゜
〔
注
〕
賢
者
匿
也
、
云
云
‘
塁
言
令
‘
其
の
僚
を
卒
ゐ
‘
聯
署
し
て
上
り
し
も
‘
申
獨
り
抗

13
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し
て
往
か
ず
‘
伴
狂
し
て
巴
山
中
に
隠
る
。
〔
宋
史
‘
四
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
四
〕
。
〖
黄
人
禍
〗

5
2
5
衿
？
／
黄
禍

(
2
8
4
)
に
同
じ
。
水
五
浸
淫
成
レ
片
‘
随
レ
慮
可
レ
生
。
〔
石
室
訛
録
‘
治
法
〕6
2

百
五
十
四
〕
．
〔
宋
季
中
心
義
録
‘
十
〕
。
【
黄
酒

]
5
2
1

乃
元
‘
義
烏
の
人
。
字
は
晉
卿
。
琥
は
日
損
〖
黄
人
捧
レ
日
〗

5
2
6
玲
t
だ
政
治
の
和
平
な
時
‘
黄
人
黄
水
痔
‘
凡
毒
水
注
入
‘
何
慮
‘
即
生

l一
大
水
泡
惰
一
郎
3
5

【
黄
臣
]512

ク
匁
明
‘
渭
陽
の
人
。
字
は
伯
郡
。
弘
治
の
齋
゜
謡
は
文
猷
。
延
祐
の
進
士
。
諸
整
州
判
官
を
歴
任
が
太
陽
を
捧
げ
る
と
い
ふ
傭
説
。
〔
古
今
注
〕
政
治
和
平
代
―
―
黄
水
稽
↓

進
士
。
官
は
翰
林
庶
吉
士
。
右
副
都
御
史
に
歴
任
し
‘
し
‘
侍
講
學
士
・
知
制
詰
・
同
修
國
史
に
累
擢
さ
れ
‘
致
時
‘
則
黄
人
守
レ
日
。
〔
符
瑞
園
〕
H
―
一
黄
人
守
者
‘
外
國
【
黄
錘
】
533"
匁
方
上
の
名
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志

t
〕使
n-

黄

大
證
を
議
し
て
旨
に
件
ふ
。
後
‘
大
中
丞
に
至
る
。
仕
し
て
卒
す
。
江
夏
郡
公
に
追
封
さ
る
。
滑
‘
天
資
介
来
降
。
〔
晏
元
獣
、
詩
〕
青
帝
回
風
還
習
習
‘
黄
人
捧
レ
H

錘
・
史
寛
‘
舒
尽
ぞ
其
方
↓
〔
注
〕
孟
康
日
‘
二
人
皆
方
士
也
。

【
黄
伸
】
513

劣

ゥ

宋

‘

郡

武

の

人

。

字

は

彦

検

。

嘉

祐

の

特

、

朝

に

在

つ

て

挺

立

し

て

附

す

る

所

無

く

‘

其

の

學

群

故

遅

遅

。

【

黄

離

】

534

豆
匁
黄
鯉
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
鯉
魚
〕
秤
名
、

進
士
。
官
は
河
南
縣
の
知
。
文
彦
博
の
薦
に
て
泉
州
の
書
を
博
極
し
、
之
を
約
す
る
こ
と
至
精
、
経
史
の
疑
難
【
黄
任
】
527

グ
匁
清
‘
輻
建
永
輻
の
人
。
字
は
幸
田
琥
は
頌
曰
‘
雀
豹
云
‘
兌
州
人
呼
―
―
赤
鯉
[
『
-
―
玄
駒
↓
白
鯉
為
l
-

知
に
擢
ん
で
ら
れ
、
建
州
に
改
ま
り
、
治
を
以
て
最
も
及
ぴ
古
今
因
革
制
度
名
物
の
闇
を
剖
析
し
、
先
儒
未
楼
香
草
齋
・
十
硯
齋
。
康
熙
の
攀
人
。
四
會
縣
知
を
授
け
ら
黄
譲
玉
黄
鯉
為
二
黄
離
言
事
物
異
名
録
、
水
族
‘
鯉
〕
中
華

聞
ゆ
。
司
農
卿
に
終
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
の
所
多
く
‘
其
の
文
辟
は
布
置
謹
巌
に
し
て
‘
援
棟
精
る
。
詩
書
に
巧
。
著
に
香
草
齋
集
・
秋
江
詩
集
が
あ
る
。
古
今
庄
‘
尭
州
人
謂
―
―
赤
鯉
涵
デ
赤
駿
一
胄
鯉
為
―
―
青
馬
一

【
黄
本
】
514

グ
匁
〇
黄
色
な
山
の
み
ね
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
切
な
り
。
著
に
義
烏
志
・
日
損
齋
稿
・
筆
記
か
あ
る
。
〔
元
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
七
十
一
〕
．
〔
阪
黒
鯉
為
二
玄
駒
囚
口
鯉
為
二
白
麒
む
頁
鯉
為
―
―
黄
離
↓

陵
賣
登
桂
脅
豊

0
山
名
。
湖
南
省
枷
縣
の
南
。
史
‘
二
日
八
十
一
〕
．
〔
新
元
史
‘
二
百
六
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
朝
者
猷
類
徴
‘
二
百
二
十
五
〕
．
〔
碑
俯
集
‘
二
日
六
〕
・
【
黄
瑞
】
535"
沼
め
で
た
い
し
る
し
。
〔
揚
雄
‘
劇
秦
美

即
ち
騎
田
嶺
゜
〔
括
地
志
〕
黄
本
山
‘
在
―
―
州
彬
城
南
面
5

七

十

〕

。

〔

國

朝

先

正

事

略

‘

四

十

〕

．

〔

大

清

畿

輯

先

哲

傭

‘

二

新

〕

玄

符

震

契

‘

黄

瑞

涌

出

。

〔

庄

〕

善

曰

‘

黄

瑞

‘

謂

"

'

王

五

嶺

之

一

。

【

黄

城

】

522

グ
匁
宋
‘
浦
城
の
人
。
震
の
子
。
字
は
公
度
‘
+
〕
．
〔
文
猷
徴
存
鋒
‘
五
〕
．
〔
清
代
學
者
象
傭
‘
二
〕
．
〔
國
非
承
―
―
黄
虞
之
後
‘
黄
氣
之
瑞
一
也
。
〔
冊
府
元
亀
〕
麟
鳳

【
黄
信
】
515

巧
明
‘
彰
澤
の
人
。
太
學
生
。
官
は
洪
武
又
‘
君
度
。
騒
を
以
て
太
廟
齋
郎
に
補
し
‘
國
子
博
士
朝
名
家
詩
紗
小
傭
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
篇
‘
十
八
〕
・
亀
龍
‘
元
符
黄
瑞
之
祉
。

中
、
監
察
御
史
。
能
臀
あ
り
。
湖
廣
按
察
使
と
な
り
‘
後
‘
に
累
除
し
‘
撫
州
に
知
と
な
り
‘
罷
秩
せ
ら
る
。
保
襄
‘
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
―
二
〕
。
〖
黄
瑞
香
〗

5
3
6
認
ウ
ズ
イ
落
葉
灌
木
。
ち
ん
ち
ゃ
う
げ
科

都
察
院
右
副
都
御
史
に
至
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
七
十
監
院
を
知
し
‘
域
の
オ
器
明
敏
‘
資
性
公
廉
な
る
を
言
【
サ
頁
~
早
】

5
2
8
焚
ゥ
し
め
ぢ
だ
け
。
き
し
め
ぢ
。
〔
菌
譜
‘
黄
に
圏
し
‘
み
つ
ま
た
・
む
す
ぴ
ぎ
・
み
つ
ま
た
や
な
ぎ
等

五
〕
．
〔
蘭
壷
法
黎
録
‘
―
-
〕
・
〔
明
名
人
博
‘
+
-
―
〕
・
〔
本
朝
ふ
。
嘉
祐
の
末
‘
薦
せ
ら
れ
て
廣
渭
都
大
輩
運
司
と
な
笠
〕
叢
1

一
生
山
中
正
虎
鬱
黄
色
‘
俗
名
二
黄
讚
笠
一
と
も
い
ふ
。
一
名
、
結
香
。
暖
地
に
生
じ
‘
属
さ
一
丈
二

分

省

人

物

攻

六

十

〕

。

つ

て

卒

す

。

〔

尚

友

録

‘

十

〕

。

【

黄

＊

】

5
2
9
"
万
〇
川
の
名
。
④
河
南
省
の
漬
河
の
こ
と
。
三
尺
‘
枝
は
み
な
三
叉
し
‘
葉
は
互
生
し
て
短
柄
を
具

【
黄
振
】
516

ク
匁
清
、
江
蘇
如
泉
の
人
。
字
は
痩
石
。
戯
【
黄
震
】
523

ク
恣
●
宋
‘
浦
城
の
人
。
字
は
伯
起
。
進
士
に
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
直
隷
‘
冗
良
吟
〕
漬
河
‘
在
,
,
臨
漬
南
一
へ
て
ゐ
る
。
秋
末
落
葉
後
に
‘
枝
梢
毎
に
一
圃
の
花
蓄

曲
を
能
く
す
。
著
に
石
櫂
記
が
あ
る
。
及
第
し
、
江
淮
狽
運
使
に
累
擢
さ
る
。
初
‘
李
浦
三
司
の
或
謂
1

一
之
黄
水
涵
芯
ザ
西
北
平
地
松
林
涵
g

経
1

一
臨
漬
府
を
垂
下
し
、
翌
春
葉
に
先
立
つ
て
黄
色
の
花
を
開
く
。

【
黄
-
県
]517

ク
各
後
漢
‘
碓
丘
の
人
。
字
は
夏
甫
。
孝
廉
小
吏
よ
り
‘
骰
運
使
と
為
つ
て
十
餘
年
‘
姦
誠
狼
藉
し
南
i

至
"
瞭
永
州
東
木
葉
山
云
p
キ
、
土
河
コ
又
東
南
入
二
〔
祁
傭
花
鏡
〕
，

に
攣
げ
ら
れ
、
新
禁
長
を
授
け
ら
る
。
〔
後
漢
書
‘
九
十
て
‘
敢
て
言
ふ
者
無
し
。
震
‘
溝
の
姦
誠
藪
十
事
を
狙
子
遼
河
→
＠
河
南
省
新
鄭
縣
の
西
北
。
源
は
自
然
山
。
【
黄
~
】

5
3
7
認
ゥ
宋
‘
背
田
の
人
。
字
は
季
野
。
林
光
朝
に

四

〕

。

き

‘

浦

た

め

に

際

さ

れ

‘

震

も

亦

漕

に

訟

せ

ら

れ

て

東

南

流

し

て

消

に

庄

ぐ

。

〔

左

氏

‘

襄

‘

二

十

八

〕

公

師

事

す

。

官

は

懐

安

縣

丞

。

【
黄
紳
】
518

グ
匁
〇
黄
帝
を
い
ふ
。
〔
班
固
‘
幽
通
賦
〕
黄
官
を
奪
は
れ
た
が
、
後
‘
復
官
し
‘
廣
東
縛
運
使
に
累
過
レ
鄭
‘
鄭
伯
不
レ
在
、
伯
有
廷
努
―
―
千
黄
崖
↓
〔
庄
〕
【
サ
頁
崇
】
538

豆
呟
三
國
‘
蜀
の
人
。
櫂
の
子
。
尚
書
郎
を
授

誹
池
而
靡
レ
質
分
‘
儀
遣
識
政
臆
酎
。
〔
注
〕
善
曰
‘
黄
‘
遷
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
十
五
〕
。
〇
榮
陽
宛
陵
縣
西
有
―
―
黄
水
↓

C)湖
南
省
石
門
縣
の
西
。
け
ら
る
。
諸
葛
瞭
に
従
っ
て
郁
文
を
拒
ぎ
‘
消
縣
に
至

黄
帝
也
、
作
―
―
占
夢
書
↓
〇
古
‘
登
山
者
が
偏
ぴ
て
虎
狼
宋
‘
慈
裕
の
人
。
字
は
東
検
。
門
人
‘
文
潔
先
生
と
私
溢
九
澄
の
一
。
源
は
慈
利
縣
の
黄
石
山
。
渫
水
に
注
ぐ
。
り
‘
隈
，
速
行
し
て
陰
に
振
り
‘
賊
を
平
地
に
入
れ
し

を
避
け
た
印
。
〔
抱
朴
子
‘
登
渉
〕
古
之
人
入
レ
山
者
、
侃
―
―
す
。
賓
祐
の
進
士
。
史
館
桧
閲
を
授
け
ら
る
。
直
言
を
以
一
名
、
黄
石
渓
。

O
縣
名
。
＠
梁
、
置
く
。
故
治
は
廣
む
る
無
き
を
言
ふ
も
‘
瞭
‘
猶
豫
し
て
決
せ
ず
。
會
，
郎

黄
軸
越
章
之
印
ご
其
廣
四
寸
‘
其
字
二
日
二
十
‘
以
1

一
封
て
、
出
さ
れ
て
廣
徳
軍
判
・
撫
州
知
・
提
貼
刑
獄
に
累
遷
西
省
羅
城
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘
柳
州
文
長
謳
し
て
至
り
‘
瞭
は
却
戦
し
て
綿
竹
に
至
り
‘
崇

泥
辛
芋
所
レ
住
之
四
方
各
百
歩
一
則
虎
狼
不
1

品
敢
近
1

一
其
す
：
人
と
為
り
消
介
自
守
‘
朱
子
學
を
宗
と
す
。
著
に
古
府
‘
融
縣
〕
武
陽
限
縣
‘
在
―
―
縣
西
北
｛
志
云
‘
藩
梁
置
二
黄
は
軍
士
を
属
し
‘
必
死
を
期
し
‘
党
に
陳
液
す
。
〔
三
國

肉
也
。
今
紀
要
・
黄
氏
日
紗
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
亘
二
十
八
〕
•
水
縣
互
升
置
黄
水
郡
一
在

1今
縣
西
一
＠
後
魏
‘
置
く
。
志
‘
四
十
三
〕
。

【
黄
紳
】
519

グ
匁
き
い
ろ
な
大
帯
。
〔
説
苑
‘
耕
物
〕
備
l
-

〔
宋
史
新
編
‘
一
百
六
十
七
〕
・
〔
南
宋
書
‘
五
十
八
〕
・
〔
宋
今
‘
訣
く
。
河
南
省
映
縣
の
境
。
【
黄
嵩
】
539

豆
喝
明
‘
龍
埃
の
人
。
字
は
中
立
。
宣
徳
の
貢

黄
翌
帯

1一
黄
紳
一
季
忠
義
録
‘
十
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
八
十
六
〕
。
参
清
‘
太
倉
〖
黄
水
河
〗

5
3
0
t
ワ
ウ
ス
ィ
鎮
の
名
。
四
川
省
雙
流
縣
の
西
士
。
官
は
正
統
中
‘
廣
東
都
司
経
歴
。
後
‘
平
築
知
府
と

【
黄
恨
】
520

グ
各

O
明
、
海
陽
の
人
。
字
は
仲
修
。
著
に
の
人
。
字
は
振
宇
゜
琥
は
竹
薩
。
書
に
巧
゜
畢
況
嘗
て
招
南
。
黄
水
河
に
臨
む
。
〔
清
一
統
志
〕
揚
柳
河
在
―
―
温
江
な
り
‘
猫
撞
を
諭
降
す
。

堪
輿
類
纂
人
天
共
賓
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
十
い
て
覇
に
入
ら
し
む
。
形
勝
を
恣
覧
し
て
太
華
圏
を
作
縣
西
南
盃
流
二
十
里
‘
入
―
―
雙
江
河
縣
界
ぢ
ぎ
黄
水
河
一
【
i

頁
櫃
]540

勺
呟
門
下
省
を
い
ふ
。
門
下
省
は
漢
代
‘
黄

-
〕
。O
清
、
寧
化
の
人
。
揚
州
に
僑
居
す
。
字
は
恭
患
り
‘
雲
山
小
像
を
自
窮
す
。
氣
蒼
軸
逸
‘
名
人
競
つ
て
題
〖
甚
わ
水
橋
〗

s
l
l
?
g

ウ
ス
ィ
橋
の
名
。
四
川
省
雙
流
縣
の
南
。
門
と
い
ひ
櫃
要
に
居
る
か
ら
い
ふ
。
〔
梁
書
‘
篇
竪
傭
〕

（
恭
壽
窮
患
）
。
琥
は
癌
瓢
山
人
（
疱
瓢
子
）
。
薙
正
中
‘
詠
を
為
す
。
〔
清
董
家
詩
史
‘
丁
‘
下
〕
・
〔
墨
香
居
鵞
識
‘
清
の
乾
隆
の
間
‘
建
つ
。
籠
竪
遷
-
1

給
事
黄
門
侍
郎
エ
上
表
曰
‘
臣
愚
短
不
缶
r
二試

布
衣
。
鄭
雙
と
友
と
し
善
し
。
蓋
は
悦
黄
を
兼
ね
‘
仲
圭
六
〕
。
〖
黄
水
稽
〗

5
3
2
”.
g
'
ウ
ス
ィ
皮
膚
病
。
初
め
粟
米
の
や
う
な
用
一
登
容
下
久
居
1一
顧
禁
姦
匹
棧
中
黄
樅
芦
慮
湛
‘
宣
徽
賦
〕

の
間
に
出
入
す
。
母
に
事
へ
て
至
孝
゜
詩
集
が
あ
る
。
【
黄
人
】
524

グー

〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
一
二
十
二
〕
．
〔
清
盪
家
詩
史
‘
丙
‘
中
平
二
年
‘
洛
陽
民
謳
言
‘
虎
貨
寺
有
―
―
黄
人
玉
観
者
日
其
の
流
著
す
る
と
こ
ろ
に
即
ち
亦
生
ず
る
。
み
づ
む
門
郎
言
一
葉
不
レ
徒
に
目
。
〔
沈
栓
期
、
移
1

一
禁
司
刑
1

詩
〕
何

上
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
一
〕
・
〔
國
朝
鵞
識
‘
十
一
〕
．
散
萬
‘
道
路
断
絶
。

O
黄

色

人

種

の

略

。

し

。

〔

瞥

宗

金

鑑

〕

初

起

如

1

一
粟
米
1

而
捲
兼
痛
‘
破
流
1

一
黄
功
源
一
三
序
雙
何
徳
理
―
―
黄
椙
一
》



黄

部

黄

九
六
七

【
黄
正
】
541

杉，

0
明
‘
京
口
の
人
。
字
は
景
齋
。
性
‘
至
珠
‘
集
解
‘
頌
日
‘
黄
精
南
北
皆
有
‘
以
"
嵩
山
茅
山
者
一

孝
゜
門
間
に
施
表
せ
ら
る
。

O
明
‘
砥
山
の
人
。
氣
質
剛
為
レ
佳
‘
三
月
生
レ
苗
‘
云
云
‘
四
月
開
1
1

宵
白
花
五
公
如
"

方
。
官
は
洪
武
中
‘
邑
吏
・
右
翁
都
御
史
。
弾
劾
す
る
こ
小
豆
花
五
伊
子
白
如
―
―
黍
粒
デ
云
云
、
根
如
二
徽
生
章
央
而

と
櫂
貴
を
避
け
ず
。
後
‘
聖
旨
に
杵
ら
ひ
‘
英
山
縣
吏
に
黄
色
、
云
云
、
山
中
人
、
九
蒸
九
暴
、
作
レ
果
賣
、
黄
黒

勁
け
ら
る
。
金
山
の
叛
寇
を
懲
討
し
、
左
余
都
御
史
に
色
而
甚
甘
美
。
〔
岱
康
‘
輿
―
―
山
巨
源
五
炉
交
書
〕
又
聞
ニ

復
す
。
後
‘
賊
に
遭
つ
て
死
す
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
七
十
道
士
遺
言
↓
餌
孟
心
・
黄
精
↓

八
〕
．
〔
皇
明
開
國
功
臣
録
‘
二
十
四
〕
。
鬱
宋
の
人
。
黄
〖
黄
精
菓
鉤
吻
〗

5
4
8
誘
竺
ィ
；
毒
草
の
名
。
深
山
の

仲
通
(
1
2
5
2
)

を

見

よ

°

陰

地

に

生

ず

る

宿

根

草

で

‘

び

や

く

ぶ

科

に

隔

す

。

な

【
黄
生
】
542

粋
ゥ
〇
清
‘
歓
の
人
。
字
は
扶
孟
麗
は
虎
耳
べ
わ
り
。
き
ち
が
ひ
ぐ
さ
。
ど
く
う
つ
ぎ
。
葉
は
楠
圃
形

山
人
。
明
の
諸
生
。
著
に
字
詰
・
義
府
・
葉
書
・
杜
詩
説
か
で
紫
色
の
縦
線
あ
り
‘
花
は
小
形
白
色
‘
莱
開
で
下
垂

あ
る
。
〔
清
史
列
債
‘
六
十
八
〕
．
〔
碑
博
集
補
‘
三
十
す
。
果
賓
は
茶
褐
色
て
毒
あ
り
。
〔
本
草
‘
鉤
吻
〕
正
誤
‘

六
〕
。
〇
清
‘
魏
承
祝
(
1
2
-
4
5
8
7
2
:
 2
3
2
)

の
字
。
骰
曰
‘
凡
使
二
黄
精
ぶ
汐
用
―
―
鉤
吻
涵
只
似
―
―
黄
精
一
只
是

【
黄
成
】
543

％
ゥ
明
の
人
。
字
は
大
成
。
隆
慶
中
‘
新
安
の
葉
有
1

一
毛
鉤
子
二
個
盃
黄
精
葉
似
1
1

竹
葉
↓

平
沙
に
住
す
。
漆
工
に
長
ず
。
其
の
著
傑
漆
録
は
中
圃
[
黄
齊
[
]
5
4
9

翌ヴ

O
宋
ヽ
建
陽
の
人
o

字
は
思
賢
o

進
±

唯
一
の
漆
工
書
と
せ
ら
る
。
〔
蘭
嚢
法
黎
録
‘
六
〕
。
に
擢
第
す
。
皇
肱
中
‘
起
居
含
人
よ
り
兵
部
侍
郎
に
至

【
昔
亘
星
】
沼
怜
ゥ
き
い
ろ
な
ほ
し
。
芽
出
た
い
瑞
兆
。
黄
り
‘
保
京
の
時
‘
顕
膜
閣
待
制
を
以
て
通
州
に
知
た
り
。

帝
軒
輯
氏
の
生
れ
た
時
‘
黄
星
の
あ
ら
は
れ
た
詳
瑞
の
書
に
巧
゜
嘗
て
風
煙
欲
レ
雨
園
を
書
く
‘
陰
に
あ
ら
ず

ぁ
っ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
〔
張
衡
‘
週
天
大
象
賦
〕
嘉
―
―
震
に
あ
ら
ず
‘
梅
天
霧
饒
の
如
く
、
罪
微
晩
露
の
状
‘

大
舜
之
登
祠
正
竺
黄
星
一
而
靡
鋒
゜
〔
王
融
‘
永
明
九
年
殊
に
深
思
あ
り
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。

O
宋
‘
臨
桂
の
人
。

策
―
―
秀
才
女
〕
漢
菜
素
祇
之
徴
一
魏
稽
―
―
黄
星
之
瞼
↓
字
は
義
卿
。
紹
興
の
進
士
。
官
は
富
川
尉
・
昌
化
軍
の

〔
拾
遺
記
‘
一
、
軒
較
黄
帝
〕
軒
輯
‘
以
戌
巳
之
日
一
生
、
知
・
新
州
の
福
・
廉
州
の
知
。
至
る
所
‘
善
政
あ
り
。
民

故
以
―
―
土
徳
函
炉
王
也
、
時
有
,
1

黄
星
之
祥
↓
〔
楊
爛
‘
老
其
の
徳
に
潤
ふ
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
一
〕
．
〔
尚
友
鈴
‘
十
〕
。

人
星
賦
〕
殷
旭
則
黄
星
見
レ
楚
‘
雷
換
則
紫
氣
臨
レ
呉
。
【
黄
薗
】
550

拷
ゥ
粗
菜
。
黄
は
‘
新
鮮
で
な
い
こ
と
。
整

〖
黄
星
朝
〗5

4
5
蒻
ウ
セ
ィ
つ
け
ゑ
＜
ぽ
゜
〔
酉
陽
雑
俎
‘
鯨
〕
は
‘
な
ま
す
‘
あ
へ
も
の
。
〔
琵
琶
記
‘
察
公
逼
レ
試
〕
可
レ

近
代
粧
尚
＝
一
酪
如
射
月
五
]

1

一

黄

星

暦

↓

不

T

葱
費
了
十
載
胄
燈
五
紐
翌
過
半
世
黄
蓋
3

【
黄
晟
】
546

諄，

0
五
代
‘
呉
越
の
郭
の
人
。
官
は
散
騎
常
【
黄
蒟
】
551

存
ゥ
唐
‘
歓
の
人
。
建
中
の
初
‘
縦
母
洪
氏

侍
•
明
州
刺
史
。
時
に
盗
賊
四
起
‘
相
戒
め
て
日
く
‘
黄
病
み
‘
股
を
割
き
‘
羹
を
饒
つ
て
椛
ゆ
。
貞
元
中
‘
父
卒

公
の
境
を
犯
す
母
れ
と
。
江
東
の
人
士
、
多
く
之
に
依
す
る
や
‘
琥
泣
臀
を
絶
た
ず
‘
墓
に
腿
す
る
こ
と
終
身
。

る
。
蓋
昌
反
す
る
や
‘
書
を
移
し
て
規
諭
し
‘
錢
鍔
‘
討
墓
側
に
芝
・
連
理
木
生
ず
。
事
聞
し
‘
詔
し
て
其
の
門
に

72

昌
の
兵
を
學
ぐ
る
に
應
ず
。
在
任
十
八
年
に
て
卒
す
。
施
す
。
〔
唐
書
‘
二
日
九
十
五
〕
。

．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
〇
宋
の
人
。
黄
文
晟
(
1
3
1
0
)

を
見
よ
。
【
黄
昭
】
552

認
ゥ
明
‘
江
陰
の
人
。
字
は
明
甫
。
弘
治
の

5
 

26

参
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
香
泄
。
乾
隆
の
學
人
。
書
を
善
進
士
。
官
は
刑
部
主
事
。
後
‘
輻
建
按
察
副
使
に
至
る
。

く
し
‘
詩
文
に
巧
。
書
室
を
棟
蔭
草
堂
と
い
ふ
。
〔
蘭
嚢
法
黎
録
‘
十
三
〕
。

，
 

7
 
4
 
（
【
黄
精
】
547

乃
葵
草
の
名
。
な
る
こ
ゆ
り
。
あ
ま
ど
こ
【
黄
梢
]
翠
席
ゥ
黄
色
の
芽
の
サ
明
出
で
た
梢
゜
若
芽
の

ろ

。

〔

本

草

‘

黄

精

〕

梢

゜

〔

白

居

易

‘

春

至

詩

〕

白

片

落

梅

浮

―

―

澗

水

玉

黄

梢

新

1

秤

名

、

黄

芝

‘

戊

己

柳

出

城

塙

↓

4
 
5

芝

‘

菟

竹

‘

鹿

竹

‘

仙

【

黄

紹

】

5
5
4
3
空
元
‘
臨
川
の
人
。
字
は
仲
先
。
至
正
の
進

人

餘

糧

‘

救

窮

草

‘

士

。

靖

安

縣

手

を

授

け

ら

る

。

壬

辰

の

兵

妻

に

‘

郷

兵

を

6
 
2
 
19

米

舗

、

野

生

菫

‘

重

集

め

て

守

禦

の

計

を

為

し

‘

兵

乱

れ

、

屈

せ

ず

し

て

死

⑭

棲

‘

難

格

‘

龍

街

‘

垂

す

。

〔

元

史

‘

二

日

九

十

五

〕

．

〔

新

元

史

‘

―

一

百

三

十

一

〕

。

（會圏オ三）精黄

書
名
。
三
略
(
1
ー

1
2
:
 

【
黄
石
】
5
5
5
3
豆
●
黄
色
な
石
。
〔
史
記
‘
留
侯
世
家
〕
後

1
7
6
0
)

を
見
よ
。

+
-
―
一
年
、
従
石
堕
餌
過
惰
北
面
果
見
→
―
穀
城
山
下
黄
石
一
〖
黄
石
婆
森
双
計
逃
闊
〗

5
6
2盆箕
琴
久
？
戯
曲
の
名
。

取
而
i

笠
祠
之

-
O方
解
石
(
5
|
1
3
6
2
0
 :
 4
8
9
)

の
異
清
‘
楊
観
潮
の
作
。
張
良
か
秦
の
始
皇
の
暗
殺
を
企
て

名
。
〔
本
草
、
方
解
石
〕
繹
名
、
黄
石
。
参
黄
石
公
を
い
ふ
。
て
失
敗
し
た
後
‘
黄
石
公
の
妻
‘
黄
石
婆
か
策
略
を
以

〔
後
漢
書
、
楊
倫
債
〕
常
レ
断
不
レ
断
、
黄
石
所
レ
戒
゜
〔
注
〕
て
‘
巧
に
守
開
の
卒
を
欺
い
て
逃
れ
さ
せ
た
筋
゜

黄
石
公
三
略
。
〔
李
康
、
運
命
論
〕
張
良
受
ニ
ャ
頁
石
之
符
一
【
黄
碩
]
5
6
3
"
ぢ
沙
漠
を
い
ふ
。
〔
班
固
‘
賓
将
軍
北
征

誦
三
略
之
翌
〔
注
〕
善
日
、
黄
石
公
記
序
曰
‘
黄
石
頌
〕
雲
靡
良
ヂ
翌
鹿
走
全
頁
碩
↓

者
、
神
人
也
、
有1一
上
略
•
中
略
・
下
略
→
®
塞
外
の
種
族
【
黄
績
】

5
6
4
3
豆
宋
‘
箭
田
の
人
。
字
は
徳
遠
。
初
‘
偏

の
名
。
〔
後
漢
書
‘
任
延
偵
〕
休
屠
黄
石
、
屯
,
,
握
要
害
-
＜
淮
浙
の
諸
老
に
参
し
‘
已
に
し
て
陳
底
・
播
妍
に
従

〔
後
漢
書
、
西
南
夷
博
〕
黄
石
北
‘
慮
水
胡
。
＠
城
の
名
。
源
す
。
必
•
柄
卒
す
る
や
‘
讀
約
緊
講
し
て
‘
｛
必
柄
の
規

湖
北
省
郡
城
縣
の
東
。
一
名
、
流
祈
曼
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
約
の
如
く
し
‘
學
者
皆
之
に
就
い
て
正
す
。
嘗
て
涵
江

黄
石
城
、
卸
劉
動
所
レ
居
。

O
字
琥
ふ
9
清
、
黄
松
(
4
9
2
)

書
院
山
長
を
授
け
ら
る
。
著
に
四
書
遺
説
・
近
思
録
義
類

の
琥
゜
＠
消
、
法
若
渓
(
6
ー

1
7
2
9
0
:
 3
7
6
)

の
琥
。
◎
岡
等
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
五
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
〕
。

本
宣
迪
の
琥
。
岡
本
黄
石
(
4ー

7
9
6
2
:
 6
6
)

を
見
よ
。
【
黄
籍
】
565

詞
ゥ
戸
籍
を
い
ふ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
齋
紀
〕
（
高

〖
黄
石
磯
〗5
5
6
5
ヮ
ウ
セ
キ
地
名
。O
安
徽
省
東
流
縣
の
東
帝
‘
建
元
二
年
）
黄
籍
、
民
之
大
紀
‘
園
之
治
端
。
〔
注
〕
杜

北
。
大
江
の
濱
。
明
の
正
徳
十
四
年
‘
｛
辰
濠
‘
安
慶
を
佑
曰
‘
黄
籍
者
‘
戸
口
版
籍
也
。

犯
し
‘
舟
を
此
虐
に
泊
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
池
【
黄
雪
】
5
6
6
3
匁
〇
黄
色
の
雪
。
〔
南
史
‘
梁
武
帝
諸
子
、

州
府
‘
東
流
縣
〕
黄
石
磯
‘
在
二
縣
東
北
五
十
里
ぶ
亦
濱
ー
一
部
陵
王
綸
傭
〕
葬
之
日
黄
雪
雰
揉
‘
唯
家
壊
所
、
蜀
不
レ

大
江
両
岳
止
徳
十
四
年
‘
｛
辰
濠
犯
え
女
慶
了
担
舟
子
此
一
下
レ
雪
‘
百
姓
憐
レ
之
、
為
立
―
―
祠
廟
U
0
桂
の
花
の
形
容
。

〇
湖
北
省
大
冶
縣
の
東
北
。
一
名
、
黄
石
山
。
下
に
黄
〔
張
船
‘
桂
華
詩
〕
秋
光
諧
―
―
黄
雪
↓

石
港
が
あ
る
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕
江
之
右
岸
有
―
―
黄
石
〖
黄
雪
居
士
〗

5
6
7
玲
ウ
七
，
明
‘
諦
性
赦(
1
0
-
3
5
9
7
8

:
 

山
玉
水
遥
,
,
其
北
一
郎
黄
石
磯
也
‘
一
名
石
茨
折
。

72)
の

琥

。

「

2
7
)

の
室
名
。

〖
黄
石
公
〗5

5
7
誘
ウ
セ
キ
秦
の
隠
士
。
張
良
‘
下
邪
坦
上
に
〖
黄
雪
山
房
〗

5
6
8
”
心
吋
清
‘
徐
逢
吉
(
4ー
1
0
1
1
0:
6

 

遊
ぴ
‘
老
人
に
遇
ふ
。
良
を
し
て
登
す
所
の
履
を
取
ら
【
黄
節

i
]
5
6
9
%
•

ウ

0
明
‘
華
容
の
人
。
字
は
文
忠
。
官
は
廣

し
め
‘
乃
ち
書
一
篇
を
輿
へ
て
曰
く
‘
此
を
讀
ま
ば
王
州
通
判
。
肇
慶
同
知
よ
り
‘
揺
建
堕
運
司
同
知
に
進
む
。

者
の
師
と
為
る
べ
し
、
後
十
三
年
‘
清
北
穀
城
山
下
の

O
民
國
の
人
。
嘗
て
北
京
大
學
教
授
と
し
て
文
學
を
講

黄
石
を
見
ん
‘
卸
ち
我
な
り
と
。
良
其
の
書
を
讀
む
。
即
ず
。

ち
‘
太
公
の
兵
法
な
り
。
遂
に
漢
の
高
祖
を
佐
け
て
天
【
苗
台
I
-
]
5
7
0

翌
ゥ
隋
の
人
。
大
業
の
時
‘
弟
衰
と
倶
に
巧

下
を
平
定
し
‘
後
十
三
年
‘
高
祗
に
従
っ
て
清
北
穀
城
思
人
に
絶
す
。
錫
帝
毎
に
其
の
兄
弟
を
し
て
少
府
将
作

を
過
ぎ
て
黄
石
を
得
‘
取
っ
て
之
を
祠
る
。
良
死
す
る
に
直
せ
し
む
。
時
に
改
創
の
事
務
多
く
‘
亘
・
｛
衣
毎
に
其

に
及
ぴ
、
石
と
井
せ
葬
る
。
相
博
へ
て
‘
黄
石
公
三
略
素
の
事
に
輿
か
る
。
官
‘
亘
は
朝
散
大
夫
‘
装
は
散
騎
侍
郎

書
有
り
と
い
ふ
。
〔
史
記
、
五
十
五
〕
・
〔
前
漢
書
、
四
十
〕
．
に
至
る
。
〔
隋
書
‘
六
十
八
〕
。

〔

高

士

博

、

中

〕

。

【

黄

宣

]571

努
ゥ
宋
‘
背
田
の
人
。
政
和
の
進
士
。
官
は

〖
黄
石
砂
]
5
5
8

”
ワ
ウ
七
キ
鍾
乳
石(
1
1| 4
0
6
7
2
 :
 9
5
)

の
遂
平
縣
の
知
。
時
に
李
彦
‘
禁
京
に
附
き
‘
公
田
を
以

異
梢
゜
〔
本
草
、
石
鍾
乳
〕
樗
名
‘
留
公
乳
‘
虚
中
‘
彊
石
‘
て
郡
縣
を
脅
制
し
‘
奸
民
‘
途
平
の
租
を
籍
し
以
て
延

綺

管

石

‘

夏

石

、

黄

石

砂

。

幅

の

内

蔵

に

供

せ

ん

と

乞

ふ

者

あ

り

。

凡

そ

三

た

ひ

御

〖
黄
石
市
〗5

5
9
ク
ワ
ウ
セ
キ
地
名
。
祗
建
省
甫
田
縣
の
東
南
。
札
を
奉
ず
。
専
ら
桧
校
に
委
ぬ
。
宜
‘
隈
:
執
つ
て
従
は

〖
黄
石
港
市
〗5

6
0
が
努
七
キ
地
名
。
湖
北
省
大
冶
縣
の
ず
‘
因
つ
て
籍
を
免
る
る
を
得
。
官
‘
太
學
博
士
に
終

東
北
。
東
‘
大
江
に
臨
む
゜
る
。
〔
南
宋
館
閣
績
録
‘
七
・
九
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

〖
黄
石
公
一
一
＿
略
〗

5
6
1焚
認
勺
'
[
黄
泉
】

5
7
2
努
，
〇
地
下
の
い
づ
み
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公

13563 
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下
〕
夫
矧
上
食
稿
攘
下
飲
賣
泉
↓
〔
荘
子
、
秋
水
〕
跳
二
文
、
銀
一
錢
に
値
す
。
〔
績
文
猷
通
考
‘
錢
幣
考
、
明
、
錢
〕
子
〕
昔
者
軒
輯
一
十
五
宗
、
故
黄
酢
術
二
於
天
下
一
於
な
r

に
巧
゜

5
 

黄
皐
而
登
ー
一
大
皇
→
〔
荀
子
、
勧
學
〕
蛾
無
―
―
爪
牙
之
利
、
王
逍
矧
庵
瑣
語
曰
、
明
朝
制
錢
有
―
―
京
省
之
異
面
小
錢
日

-
1

未
レ
忘
也
。0
三
國
‘
魏
の
皇
位
。
魏
は
土
徳
‘
土
徳
の
色
【
~
瑠
{
】

5
9
3
”
祝
ゥ
色
あ
せ
身
橙
の
や
せ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
玉

筋
骨
之
聾
上
食
埃
土
二

r飲
―
―
黄
泉
↓
〔
白
虎
通
‘
五
黄
錢
五
毎
レ
文
約
重
一
錢
六
分
、
七
十
文
値
銀
一
錢
、
外
省
は
黄
‘
故
に
黄
詐
と
い
ふ
。
〔
陸
機
‘
答
,
,
賣
長
淵
一
詩
〕
献
之
、
雑
帖
、
終
歳
帖
〕
殊
黄
痩
憂
馳
可
レ
言
。

1

行
〕
陽
氣
動
―
―
於
黄
泉
之
下
云
動
―
―
養
萬
物
一
也
。
〔
論
衡
‘
錢
曰
―
―
皮
錢
盃
ヰ
文
約
重
一
錢
‘
百
文
値
銀
一
錢
。
●
清
天
厭
1

一
覇
徳
i

黄
詐
告
』
覺
。
〔
注
〕
銑
日
、
覇
‘
謂
レ
魏
也
、
【
黄
聴
】
5
9
4
7咳
薄
赤
い
毛
色
の
馬
。
〔
周
書
‘
襲
果
傭
〕

別
通
〕
穿
療
穴
砿
造
,
,
黄
泉
之
際
↓
●
死
者
の
ゆ
く
朝
で
錫
を
交
へ
ぬ
制
錢
。
黄
色
を
帯
び
る
も
の
。
〔
清
魏
土
徳
‘
故
日
,
,
黄

詐

↓

永

安

末

‘

盗

賊

蜂

起

‘

果

従

レ

軍

征

討

乗

,

,

黄
聴
馬
盃
笙
ル

所
。
よ
み
ぢ
。
冥
土
。
〔
左
氏
‘
隠
‘
元
〕
誓
ら
之
日
、
不
レ
及
―
―
會
典
事
例
‘
戸
部
‘
錢
法
‘
京
局
鼓
鏡
〕
乾
隆
五
年
議
准
、
【
昔
釜
示
】

5
8
6
”
ヴ
•
ウ
黄
色
の
絹
。
〔
神
仙
博
、
四
‘
陰
長
生
〕
登
陥
レ
陣
、
時
人
琥
為
,
,

黄
馳
年
少
↓
〔
幸
應
物
‘
送
五
孫

黄
泉
と
空
相
見
一
也
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
殺
―
―
之
黄
泉
五
死
且
嗣
後
賓
泉
・
賓
源
二
局
鼓
躊
‘
按
‘
銅
鉛
一
百
斤
内
‘
用
二
於
レ
是
陰
君
裂

1
1黄
素
云
〖
1丼
丹
経
一
通
→
〔
朱
煮
、
源
二
武
徴
赴
―
―
雲
中
一
詩
〕
黄
聰
少
年
舞
―
―
雙
戟
百
口
覗
妾
人
皆
辟

否
朽
゜
〔
古
詩
十
九
首
、
其
十
三
〕
下
有
1

一
陳
死
人
盃
杏
杏
紅
銅
五
十
斤
‘
白
鉛
四
十
一
斤
八
雨
‘
黒
鉛
六
斤
八
雨
‘
夷
1

以
相
期
拾
二
瑶
草
一
分
韻
賦
レ
詩
得
―
―
瑶
字
玉
詩
〕
下
有
―
―
易
。

凹
長
暮
る
忠
咬
黄
泉
下
王
＇
載
永
不
レ
寵
゜
〔
漢
書
、
武
貼
銅
錫
二
斤

i

配
搭
改
,
,
躊
青
錢
一
興
輩
〗
錆
黄
錢
二
同
雲
こ
禁
仙
人
久
相
招
、
授
―
―
我
黄
素
書
正
竺
我
英
瑣
瑶
→
〖
黄
聴
年
少
〗

5
9
6
”
裟
唸
北
周
‘
裟
果
(
1
0
-
3
4
3
6
2

:
 

五
子
、
廣
陵
属
王
背
傭
〕
黄
泉
下
令
幽
深
、
人
生
要
知
死
、
行
用
。
0
紙
黄
錢
。
死
者
に
供
へ
る
に
用
ひ
る
。
〔
環
魂
〖
昔
釜
示
詔
〗

5
8
7
苓
ゥ
，
黄
色
の
絹
に
書
か
れ
た
み
こ
と

2
8
)の
綽
琥
。
常
に
黄
聰
馬
に
乗
つ
て
軍
に
従
っ
た
か

何
為
苦
レ
心
。
●
あ
の
よ
。
み
ら
い
。
来
世
。
二
世
。
〔
古
詩
‘
記
‘
圃
駕
〕
他
他
他
‘
貼
―
―
黄
錢
五
竺
了
哨
↓
の
り
。
天
子
の
詔
勅
を
い
ふ
。
黄
赦
(
6
5
7
)
を
見
よ
。
〔
魏
ら
い
は
れ
る
。
黄
聴
を
見
よ
。

総
焦
仲
卿
妻
作
〕
結
髪
同
―
―
枕
席
玉
黄
泉
共
為
レ
友
。
【
黄
鎚
】
5
7
8
E
喝
魚
の
名
。
や
つ
め
う
な
ぎ
。
〔
本
草
‘
鰐
志
、
三
少
帝
、
高
貴
郷
公
髭
紀
〕
出
,
,
懐
中
黄
素
詔
』
か
【
黄
村
】
596

”喝

O
地
名
。
④
河
北
省
大
興
縣
の
南
。
＠

〖
黄
泉
客
]
5
7
3

”
”
•
ウ
セ
／
ノ
黄
泉
に
赴
く
旅
人
、
即
ち
死
者
。
魚
〕
秤
名
、
黄
鮨
‘
時
珍
日
、
異
苑
作
―
―
黄
鮒

1
一
本
‘
黄
疸
之
之
。
河
北
省
宛
平
縣
の
西
。
京
緩
鐵
路
の
京
門
支
線
に
沿

〖
不
レ
及
―
―
黄
泉

l無
,
,相見

1
〗B
琵
苔
芦
サ
ロ
が
”
”
が
冥
名
取
→1乎
此
也
。
【
黄
鼠
】

5
8
8
”
ー
ゥ
獣
の
名
。
て
ん
。
西
北
沙
漠
地
方
に
産
ふ
。
〇
河
北
省
井
陛
縣
の
西
南
。
石
炭
を
産
す
。
◎
河

土
に
行
か
な
け
れ
ば
面
會
は
せ
ぬ
。
生
前
は
決
し
て
相
【
黄
簸
】
579

焚
ゥ
黄
色
の
附
箋
゜
〔
清
會
典
事
例
‘
證
部
‘
す
る
一
種
の
鼠
。
人
を
見
れ
ば
挟
立
し
て
證
を
な
す
。
北
省
定
興
縣
の
治
。
〔
金
史
、
地
理
志
上
〕
琢
州
、
定
興
‘

會
は
ぬ
。
鄭
の
荘
公
が
母
姜
氏
を
悪
ん
で
、
之
に
誓
つ
貢
攀
‘
駐
防
縞
繹
卿
會
試
〕
巻
面
貼
貼
黄
藪
‘
巻
尾
用
二
故
に
挟
鼠
．
證
鼠
と
も
い
ふ
。
〔
本
草
‘
黄
鼠
〕
繹
名
‘
證
大
定
六
年
、
以
柔
氾
陽
縣
黄
村
一
置
。
R
安
徽
省
醇
縣
の

た
語
。
〔
左
氏
、
隠
、
元
〕
遂
虞
―
姜
氏
子
城
頴
盃
皿
誓
レ
之
墨
筆
盆
生
葛
名
次
1

進

呈

。

鼠

、

挟

鼠

、

輝

鼠

、

継

狸

、

時

珍

日

、

黄

鼠

、

晴

暖

則

出

坐

1

一

西

。

O
向
山
榮
の
琥
。
向
山
黄
村
（
2
-
3
3
0
1
:

1

侶
）
を

日
、
不
レ
亙
黄
泉
1

震
相
見
也
‘
既
而
悔
レ
之
、
云
云
‘
【
黄
碩
】
580

努
．
ゥ
石
の
玉
に
次
ぐ
も
の
。
〔
司
馬
相
如
、
穴
口
石
見
レ
人
則
交
1

一
其
前
足
盃
挟
而
如
J

揖
、
乃
馘
l

―
入
穴
一
見
よ
。

頴
考
叔
日
‘
敢
問
‘
何
謂
也
‘
公
語
二
之
故
百
ユ
告

l―
之
悔
一
上
林
賦
〕
蜀
石
黄
碩
、
水
玉
蒻
珂
゜
〔
注
〕
善
日
、
郭
瑛
〖
昔
面
鼠
狼
〗
細
弱
•
ウ
ソ
獣
の
名
。
い
た
ち
の
一
種
。
腱
鼠
[
黄
孫

h
二
恣
草
の
名

o

つ
v

ば
ね
さ
う

o

〔
本
草
ヽ
王

封
曰
‘
君
何
患
焉
、
若
闘
レ
地
及
レ
泉
‘
隧
而
相
見
、
其
誰
日
、
碩
‘
碩
石
黄
色
。
の
異
名
。
〔
本
草
‘
腱
鼠
〕
繹
名
、
黄
鼠
狼
‘
甦
鼠
。
孫
〕
秤
名
‘
牡
蒙
‘
黄
孫
‘
黄
昏
‘
旱
穎
゜

日
レ
不
レ
然
、
公
従
な
之
、
公
入
而
賦
、
大
隧
之
中
‘
其
築
也
【
黄
頼
】
581

衿
g
竺
黄
色
で
や
は
ら
か
。
黄
軟
゜
〔
白
居
【
黄
羅
】
500

匂
．
ゥ
黄
色
で
粗
い
。
〔
史
記
‘
倉
公
俸
〕
上
膚
【
黄
損
】
598

玲
ゥ
南
漢
‘
連
州
の
人
。
字
は
益
之
。
琥
は
桂

融
融
‘
姜
出
而
賦
、
大
隧
之
外
‘
其
築
也
泄
泄
‘
遂
為
―
―
母
易
、
憶
―
―
微
之
一
詩
〕
又
被
1

社
新
年
勧
―
―
相
憶
盃
柳
條
黄
頼
黄
羅
‘
循
レ
之
戚
戚
然
。
香
。
梁
の
龍
徳
の
進
士
。
官
は
尚
書
左
僕
射
。
宋
齊
丘
・

予
如
レ
初
‘
君
子
日
‘
穎
考
叔
純
孝
也
、
愛
二
其
母
盃
施
及
1

―
欲
レ
春
風
。
〔
張
未
、
検
―
―
屍
泰
湖
上
一
成
―
―
絶
句

0
ぎ
劉
伯

U
頁
曾
】
591909
．
ゥ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
菊
人
。
道
光
の
桑
維
幹
と
善
く
‘
毎
に
天
下
の
事
を
論
じ
‘
二
人
自
ら

荘
公
盆
詩
日
、
孝
子
不
』
贋
‘
永
錫
―
―
爾
類
石
其
是
之
謂
乎
°
臀
1

四
絶
詩
〕
誰
道
原
頭
春
未
レ
回
、
柳
梢
黄
楔
凍
齊
開
。
攀
人
。
官
は
香
河
知
縣
。
詩
に
巧
。
著
に
瓶
隠
山
房
詩
及
ば
ず
と
な
す
。
著
に
桂
香
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
、
十
〕
。

【
黄
釧
】
574

焚
ゥ
明
‘
安
埃
の
人
。
字
は
珍
夫
。
攀
人
。
【
黄
鱒
】
582

跨

ゥ

小

さ

い

黄

色

の

鰻

。

〔

本

草

‘

鱒

魚

〕

繹

紗

が

あ

る

。

【

黄

襦

】

599

”
N

も
ち
あ
は
。
〔
本
草
‘
杭
〕
繹
名
、
衆
‘
襦

官
は
温
州
同
知
。
後
‘
倭
寇
に
執
へ
ら
れ
て
屈
せ
ず
‘
名
、
黄
鮨
‘
宗
爽
日
‘
鱒
‘
腹
黄
故
世
稽
―
―
黄
鰐
↓
【
黄
踪
】
殴
務
ゥ
●
黄
色
の
瑞
玉
。
古
‘
祭
祀
に
用
ひ
る
。
杭
‘
精
粟
‘
黄
稲
‘
時
珍
日
、
北
人
呼
為
1

一
黄
襦
工
亦
日
―
―
黄

米
一
醸
白
酒
劣
二
於
箱
1

也
。
〔
事
物
異
名
録
‘
疏
穀
‘
黍
〕

遂
に
害
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
【
黄
祗
】
583

劣
ゥ
〇
樹
木
の
精
の
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
〔
周
證
‘
春
官
、
大
宗
伯
〕
以
,
,
黄

史
‘
三
百
七
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
紳
鬼
‘
木
精
〕
捜
神
記
‘
薩
江
龍
舒
縣
有
こ
大
雙
時
久
踪
〖
伊
地
。
〔
注
〕
踪
‘
方
‘
象
レ
人
{
~
、
\
王
＞
黄
暉
古
今
注
‘
禾
之
貼
者
為
レ
黍
‘
亦
謂

-
1
之
原
亦
曰

1一
黄
黍
一

猷
徴
録
‘
八
十
五
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
．
〔
本
朝
分
旱
‘
長
老
共
相
謂
日
、
彼
樹
常
有
―
―
黄
氣
二
或
有
二
璽
軸
一
地
。
〔
高
若
思
‘
勧
1

一
封
祠
ー
表
〕
踪
渾
爾
雅
翼
‘
可
レ
為
白
酒
‘
闊
東
人
謂
―
―
之
黄
米
酒
工
亦
謂
レ
黍

省
人
物
孜
‘
七
十
一
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
戊
‘
十
九
〕
。
可
1

一
以
祈
＂
雨
‘
因
以
―
涵
溢
竺
往
‘
亭
中
有
―
―
寡
婦
李
憲
藉
―
―
江
茅
―
而
陳
1

一

部

黍

玉

型

蒼

為

―

―

黄

襦

↓

【
昔
父
土
】
575

砂
宋
、
成
都
の
人
。
字
は
要
叔
。
書
壷
を
者
工
夜
起
室
中
忽
見
二
婦
人
-
躙
衣
自
稽
曰
‘
我
樹
紳
璧
1

而
霙
,
,
黄
踪
,
.
宋
‘
甫
田
の
人
。
字
は
子
方
。
元
【
黄
帯
】
600

”
沼
黄
色
の
帯
。
〔
周
書
、
異
域
上
、
百
清

善
く
す
る
を
以
て
名
を
得
。
年
＋
七
、
前
蜀
王
術
に
事
黄
祗
也
、
朝
来
父
老
皆
欲
』
祈
レ
雨
‘
吾
已
求
―
―
之
於
帝
一
符
中
‘
登
第
し
、
初
‘
長
埃
尉
と
な
る
。
父
の
態
に
遭
ひ
‘
偉
〕
百
清
官
有
―
―
十
六
品
三
云
云
、
酎
徳
十
一
品
、
文
督

へ
て
待
詔
と
な
る
。
後
蜀
の
廣
政
中
‘
如
京
副
使
に
累
明
日
日
中
大
雨
‘
至
レ
期
果
爾
。

O
後
漢
の
人
。
江
夏
邑
令
‘
干
籍
を
膊
と
し
た
が
酔
し
‘
徒
歩
‘
扶
概
し
て
欝
十
二
品
、
皆
黄
帯
。

遷
す
。
國
亡
び
て
‘
江
南
の
布
衣
徐
煕
と
宋
に
入
り
、
同
太
守
を
授
け
ら
る
。
劉
表
に
事
ふ
。
哀
術
‘
孫
堅
を
し
て
る
。
間
清
に
遷
り
‘
俸
を
捐
し
て
民
の
輪
租
に
代
へ
‘
〖
苗
釜

E
子
〗6
0
1
名
ゥ9
ィ
消
代
‘
宗
室
の
俗
稽
。
皆
金
黄

じ
く
圏
董
院
に
隷
す
。
嘗
て
白
免
を
練
索
に
寓
し
‘
宋
荊
州
を
攻
め
し
む
る
や
‘
表
‘
祗
を
し
て
防
禦
さ
せ
‘
堅
問
清
清
過
1

一
伯
夷
清
1

の
話
あ
り
。
同
安
に
移
る
。
陳
麟
・
帯
を
繋
け
る
よ
り
い
ふ
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
皇
族
‘
宗

祁
閣
珍
誡
し
て
上
品
と
す
。
〔
聖
朝
名
萱
評
‘
五
〕
。
を
射
殺
す
。
孫
櫂
立
つ
や
‘
父
の
仇
を
以
て
屡
；
祗
を
翁
谷
と
三
循
吏
と
琥
す
。
〔
尚
友
鋒
‘
十
〕
。
〇
清
‘
昆
明
室
覺
羅
之
服
物
〕
按
1

一
査
定
制
ず
凡
宗
室
及
覺
羅
‘
以
―
―
其

【
黄
潜
】
576

努
．
ゥ
明
の
人
。
黄
仲
昭
(
1
2
5
0
)
を
見
よ
。
攻
め
、
建
安
中
‘
兵
敗
れ
て
陥
り
‘
祗
は
挺
身
亡
走
し
、
の
人
。
盆
は
文
潔
。
道
光
の
進
士
。
兵
部
左
侍
郎
に
累
帯
色
ム
タ
之
、
宗
室
用
―
―
黄
帯
一
覺
羅
用
ち
祉
笠
因
以

【
黄
錢
】
577

努
．
ゥ
●
明
代
制
錢
の
名
。
京
錢
を
黄
錢
と
其
の
下
に
殺
さ
る
。
〔
後
漢
書
‘
ー
百
十
‘
下
〕
。
「
の
作
。
官
す
。
咸
豊
中
、
籍
塀
理
圃
練
に
在
り
、
回
匪
‘
省
城
を
表
―
―
識
其
宗
室
覺
羅
之
別
一
俗
梢
1

一
宗
室
込
1
―
黄
帯
子
一

い
ふ
。
毎
文
の
重
約
一
錢
六
分
、
七
十
文
、
銀
一
錢
に
値
〖
弔
,
,

黄
祗
1
文
〗5

8
4
該
”
”
”
プ
ン
文
章
の
名
。
清
‘
注
中
突
撲
す
る
を
以
て
‘
憂
憤
自
盛
す
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
梢
二
覺
羅1日
1
l紅
帯
子
一

す
。
外
省
の
錢
を
皮
錢
と
い
ひ
、
毎
文
の
重
約
一
錢
‘
百
【
甚
盆
町
】

5
8
5
”
$
〇
黄
帯
の
後
を
い
ふ
°
〔
子
華
子
、
晏
五
〕
゜
●
清
‘
崇
明
の
人
。
字
は
耀
現
。
琥
は
耕
雲
。
書
【
~
熊
】

6
0
2
”
け
•
ウ
黄
熊(8
8
5
)
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
夏
紀
、
乃



翌
縣
於
刃
山

1
以
死
注
〕
正
義
曰
‘
縣
之
"
~山
一
化
詩
〕
何
況
江
頭
魚
米
賤
‘
紅
鰭
黄
橙
香
栢
飯
。
日
没
の
後
‘
日
出
の
前
に
之
を
見
る
こ
と
か
出
来
る
。
や
‘
右
正
言
に
轄
ず
。
韓
飩
冑
に
杵
ひ
‘
罷
め
蹄
る
。
飩

貸
黄
熊
父
―
―
於
羽
淵
二
照
昔
乃
来
反
‘
下
三
貼
為
乞
一
【
苗
藷
畑
】
610

”
唸
清
制
‘
宗
室
の
戸
籍
簿
を
い
ふ
。
〔
皇
天
文
家
は
流
星
群
と
い
ふ
。
地
球
の
軌
道
内
外
に
散
胄
誅
せ
ら
れ
‘
燥
章
閣
學
士
に
累
官
す
。
嘗
て
建
康
知

星
也
‘
束
哲
登
蒙
紀
云
‘
鼈
一
二
足
日
レ
熊
。
朝
政
治
學
問
答
〕
黄
櫓
‘
凡
嫡
庶
生
卒
・
婚
嫁
・
官
爵
・
布
し
、
日
光
に
照
さ
れ
る
。
南
北
温
帯
の
虞
に
在
り
、
多
の
時
‘
救
荒
法
に
か
な
ひ
‘
民
を
活
す
る
こ
と
百
萬
。
著

【
黄
~
大
】
6
0
3
”
け
ゥ
蟹
の
異
稲
。
〔
消
異
鋒
‘
魚
‘
黄
大
〕
偽
名
・
謡
‘
一
―
備
載
‘
婦
人
犯
レ
罪
‘
則
錯
レ
稿
。
＜
春
暮
秋
朝
に
現
る
。
熱
帯
で
は
四
時
見
る
こ
と
が
に
詩
書
周
證
説
・
史
通
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
九
十

徳
昌
宮
使
劉
承
動
嗜
レ
蟹
‘
但
取
回
却
竺
而
巳
‘
親
友
中
【
黄
堂
】
611

”空

0
太

守

の

居

る

所

。

又

‘

太

守

の

異

梢

。

出

来

る

。

―

―

-

〕

．

〔

宋

史

新

編

‘

二

日

四

十

八

〕

．

〔

南

宋

書

、

四

十

有
レ
言
‘
古
重
乞
一
禁
ご
水
動
曰
‘
十
萬
白
八
敵
こ
箇
黄
〔
後
漢
書
‘
郭
丹
債
〕
太
守
杜
詩
請
為

1一
功
曹
五
ハ
薦1一
郷
〖
黄
道
淡
〗6

1
5
笞
ゥ
ダ
ウ
土
司
の
名
。
貴
州
省
思
縣
の
東
一
〕
．
〔
慶
元
窯
禁
〕
。
〇
清
‘
建
寧
の
人
。
字
は
子
叔
。
琥

大
示
＇
レ
得
‘
謂
l
1

蟹
有
"
八
足
五
故
云
。
人
長
者
ー
自
代
而
去
‘
詩
歎
曰
‘
昔
明
王
興
化
‘
郷
土
譲
レ
北
。
元
‘
長
官
司
を
置
く
。
正
長
官
は
劉
姓
‘
副
長
官
は
馨
谷
。
官
は
間
縣
訓
導
。
著
に
子
山
晩
翠
集
が
あ
る
。

〖
黄
大
橋
〗6
0
4
認
ウ
タ
ィ
地
名
。
山
東
省
歴
城
縣
。
津
浦
位
‘
今
功
曹
推
レ
賢
‘
可
レ
謂
産
徳
ご
叙
以
―
―
丹
事
l
編
一
は
黄
姓
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
‘
思
州
府
〕
黄
道
険
【
黄
悼
】

8
”
喝
清
‘
善
化
の
人
。
字
は
恕
皆
。
道
光
の
進

支
路
と
膠
清
鐵
路
と
街
接
す
る
慮
。
小
消
河
の
航
運
署
黄
堂
一
以
為
1

一
後
法
↓
〔
注
〕
黄
堂
‘
太
守
之
巖
事
。
長
官
司
‘
府
東
北
百
三
十
里
‘
元
置
1

一
黄
道
埃
軍
民
長
官
士
。
官
は
吏
部
待
郎
。
著
に
詩
韻
耕
字
略
か
あ
る
。

の
起
貼
。
俗
稲
‘
清
南
礁
頭
。
〔
呉
郡
國
志
〕
黄
堂
在
一
難
跛
側
五
春
申
君
子
瑕
君
之
故
司
云
閲
―
―
思
州
安
撫
司
↓
明
朝
洪
武
初
‘
伯
置
。
【
黄
澤
】
6
2
4
[
＇
匁
〇
地
名
。
〔
山
海
経
、
北
山
純
〕
小
侯
之

〖
黄
大
戟
〗6

0
5
”
仇tキ
茫
花
昇
キ
の
根
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
宅
‘
後
蘇
州
太
守
居
レ
之
‘
藪
失
レ
火
‘
以
-
1雌
黄
一
塗
レ
之
‘
〖
黄
道
日
〗

6
1
6
盆
ウ
ダ
ウ
吉
日
を
い
ふ
。
青
龍
・
明
堂
・
金
山
、
明
滴
之
水
出
焉
‘
南
流
庄
二
子
黄
澤
→
●
元
、
資
州

完
花
〕
秤
名
‘
根
名
―
―
黄
大
戟
面
時
珍
日
、
大
戟
言
1

一
其
似
一
乃
止
‘
故
名
‘
即
郡
守
正
巖
‘
或
又
謂
‘
用
―
―
黄
駄
之
姓
一
直
・
天
徳
・
玉
堂
．
司
命
を
黄
道
六
辰
と
い
ふ
。
〔
協
紀
の
人
。
字
は
楚
望
。
生
来
異
質
有
り
、
明
経
學
道
を
志

也
。
名
レ
堂
‘
今
天
下
郡
治
曰
二
黄
堂
咋
翌
此
。
〔
湘
素
雑
記
〕
耕
方
書
、
義
例
五
‘
黄
道
黒
道
〕
神
櫃
経
曰
、
青
龍
•
明
し
、
苦
思
し
て
失
傭
の
旨
を
虚
＜
悟
る
。
大
徳
中
、
江

〖
黄
大
豆
]
6
0
6
t

認
み
そ
ま
め
。
白
豆
。
畑
地
に
栽
植
せ
天
子
曰
―
―
黄
闊
「
三
公
曰
―
―
黄
閣
→
給
事
含
人
曰
→
―
黄
扉
一
堂
・
金
直
・
天
徳
・
玉
堂
·
司
命
‘
皆
月
内
天
黄
道
之
紳
州
景
星
書
院
山
長
を
授
け
ら
れ
‘
尋
い
で
束
湖
書
院
山

ら
れ
る
一
年
生
草
で
‘
豆
科
に
隔
す
。
〔
本
草
‘
黄
大
豆
〕
太
守
曰
―
―
黄
堂
↓
〔
故
事
成
語
考
、
文
臣
〕
知
府
曰
土
頁
堂
・
也
‘
所
レ
値
之
日
‘
皆
宜
レ
興
―
―
衆
務
一
不
レ
避
"
太
歳
・
将
長
に
累
遷
す
。
秩
涌
ち
て
蹄
り
、
閉
門
し
て
徒
に
教
へ
‘

集
解
‘
時
珍
曰
‘
大
豆
有
1一
黒
青
黄
白
斑
藪
色
盃
惟
黒
者
太
守

-
0
堂
名
。
江
蘇
省
呉
縣
の
東
。
軍
•
月
刑
二
切
凶
悪
自
然
避
レ
之
‘
天
刑
・
朱
雀
•
白
虎
・
以
て
親
を
養
ふ
。
家
窺
貧
な
れ
ど
も
曾
て
意
を
動
か
さ

入
レ
莞
‘
而
黄
白
豆
炒
食
‘
作
レ
腐
造
レ
醤
窄
レ
油
。
【
黄
道
】
612

”
空
〇
よ
き
日
が
ら
。
黄
道
日
（
6
1
6
)

を
見
天
牢
．
玄
武
・
勾
陳
者
、
月
中
黒
道
也
‘
所
レ
理
之
方
‘
所
レ
ず
。
著
に
易
學
濫
膳
・
春
秋
指
要
等
が
あ
る
。
〔
元
史
‘
一

【
黄
唐
]607

”窃

O
黄
帝
と
発
を
い
ふ
。
発
は
陶
唐
氏
。
よ
。

0
日
の
運
行
す
る
軌
道
。
即
ち
地
球
よ
り
望
み
‘
太
値
之
日
‘
皆
不
レ
可
下
興
―
―
土
功
玉
炉
屋
含
こ
移
徒
・
遠
百
八
十
九
〕
．
〔
新
元
史
‘
二
百
一
二
十
五
〕
。
〇
明
、
間
縣
の

〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
自
玉
日
黄
唐
盃
竺
略
萬
國
一
斐
1

一
定
東
陽
が
天
球
上
を
一
周
す
る
間
に
書
く
大
圃
。
〔
漢
書
‘
天
行
・
嫁
緊
‘
出
中
軍
士
な
子
鼎
詐
曰
‘
宵
龍
正
月
起
レ
子
、
金
人
。
字
は
敷
仲
。
永
架
の
進
士
。
官
は
河
南
左
参
政
。
後
、

西
面
喧
埋
南
北
→
〔
班
固
‘
管
賓
戯
〕
基
隆
二
於
義
農
面
g

文
志
〕
日
有
→
一
中
道
「
月
有
"
九
行
盃

i
道
者
黄
道
‘
一
曰
―
―
贋
正
月
起
レ
辰
‘
司
命
正
月
起
レ
戌
‘
皆
順

1一
行
六
陽
辰
—
浙
江
布
政
使
に
至
る
。
政
績
あ
り
。
〔
明
史
‘
一
百
六
十

廣
於
黄
門
〔
庄
〕
銑
日
、
黄
、
黄
帝
也
、
唐
‘
唐
発
也
。
〔
晉
光
道
一
〔
王
先
謙
補
注
〕
黄
・
光
‘
古
字
通
。
〔
五
代
史
‘
司
天
也
‘
明
堂
正
月
起
レ
丑
‘
天
徳
正
月
起
レ
巳
‘
玉
堂
正
月
起
レ
四
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
十
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
五

書
‘
夏
侯
湛
博
〕
稽
古
則
躁
―
―
黄
唐
云
経
緯
則
越
―
―
虞
夏
↓
考
一
〕
黄
道
者
、
日
軌
也
‘
其
半
在
―
―
赤
道
内
ぶ
丁
在
―
―
赤
道
未
‘
皆
順
1

一
行
六
陰
辰
一
也
‘
天
刑
正
月
起
レ
｛
貝
‘
白
虎
正
十
〕
．
〔
明
詩
紀
事
｀
乙
‘
十
〕
。

〔
陶
潜
‘
時
運
詩
〕
黄
唐
莫
レ
逮
‘
慨
獨
在
レ
余
。

O
黄
色
外
玉
去
レ
極
二
十
四
度
。
O
天
子
の
行
く
道
を
い
ふ
o
[老
月
起
レ
午
‘
天
牢
正
月
起
レ
申
‘
皆
順
―
一
行
六
陽
辰
一
也
‘
朱
〖
黄
澤
謡
〗

6
2
5
衿
ウ
ク
ク
穆
天
子
が
黄
澤
に
遊
ん
だ
時
‘

で
脆
い
土
。
〔
管
子
‘
地
員
〕
黄
唐
無
レ
｛
且
也
。
〔
纂
詰
〕
學
庵
筆
記
、
七
〕
高
廟
駐
二
躇
臨
安
面
紐
難
中
毎
レ
出
‘
猶
雀
正
月
起
レ
卯
‘
玄
武
正
月
起
レ
酉
‘
勾
陳
正
月
起
レ
―
亥
‘
作
っ
た
謡
。
〔
穆
天
子
博
、
五
〕
（
天
子
）
東
遊
二
干
黄

手
知
章
云
‘
唐
‘
虚
脆
也
。
参
山
名
。
江
西
省
韻
縣
の
鋪
沙
藉
レ
路
、
呻
ザ
之
黄
道
↓
以
ニ
ニ
術
兵

[
t
レ
之
。
皆
順
え
打
六
陰
辰
一
也
。
〔
環
魂
記
‘
耽
試
〕
黄
道
H
‘
偵
澤
ご
云
云
‘
使
―
一
宮
架
謡
一
曰
、
黄
之
池
‘
其
馬
飲
沙
‘
皇

北
。
〔
輿
地
志
〕
山
右
有
,
,
石
去
去
労
有
―
―
小
石
室
七
所
一
〖
黄
道
儀
〗

6
1
3
”
ワ
ウ
ダ
，
ゥ
清
の
康
熙
十
二
年
‘
西
人
‘
南
懐
腫
祗
候
、
衆
多
官
在
1一
殿
頭
盃
把1一
境
林
宴
―
備
久
。
人
威
儀
、
黄
之
澤
‘
其
馬
歎
玉
‘
皇
人
受
レ
穀
゜

林
木
繁
茂
‘
水
石
幽
絶
‘
蓋
震
仙
窟
宅
也
。
〔
方
輿
勝
仁
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
天
文
機
。
今
‘
北
京
の
欽
天
監
〖
黄
道
帯
〗

6
1
7
”
”
ウ
ダ
ウ
黄
道
を
圃
む
天
球
上
の
帯
。
之
〖
苗
函
宮
領
〗

6
2
6
％
ウ
タ
ク
山
名
。
山
西
省
遼
縣
の
東
南
。

覧
〕
即
東
破
詩
所
謂
石
棲
山
也
。
R
宋
‘
輻
州
の
人
。
字
に
備
ふ
。
〔
欽
天
監
‘
天
文
科
〕
凡
儀
器
‘
云
云
‘
黄
道
経
を
十
二
等
分
し
て
十
一
一
宮
に
配
す
る
。
上
に
隅
が
あ
る
。
〔
五
代
史
‘
梁
臣
‘
劉
祁
博
〕
潜
レ
軍
出
二

）
は
碓
甫
。
官
は
寧
宗
の
朝
‘
考
功
郎
中
。
時
に
韓
飩
冑
‘
緯
儀
‘
儀
三
重
四
園
‘
外
正
―
―
立
子
午
圏
面
空
赤
道
経
緯
〖
黄
道
婆
一
〗

6
1
8
ダ
ワ
ウ
ダ
ウ
黄
婆
(
7
3
9
)

の
O
を
見
よ
。
黄
澤
隅
→
襲

1一
太
原
→
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
遼
州
〕
黄

父
の
誠
陳
の
た
め
‘
乞
う
て
盆
を
作
り
‘
唐
が
覆
議
に
儀
己
凹
‘
次
内
為
―
―
過
極
云
炉
圏
径
五
尺
五
寸
‘
雨
面
亦
〖
苗
頁
道
吉

H

〗6
1
9
"
g
名
陰
陽
道
で
事
を
學
行
す
る
澤
嶺
‘
州
東
南
百
二
十
里
‘
太
行
山
上
‘
云
云
‘
五
代
梁

ぃ
常
っ
た
か
‘
宰
相
京
鐙
に
見
え
て
‘
奉
承
す
る
能
は
ざ
刻
―
―
去
レ
極
度
一
象
1

一
天
左
旋
一
又
従
―
―
赤
道
南
北
極
：
各
に
最
も
よ
い
と
い
ふ
日
。
黄
道
日
。
乾
化
五
年
‘
魏
博
附
レ
晉
‘
晉
王
存
勘
‘
引
レ
兵
自
1

一
黄
澤

2
6

る
を
言
っ
て
去
る
。
〔
宋
史
翼
‘
四
十
〕
·
〔
南
宋
館
閣
績
距
三
一
十
―
二
度
三
十
一
分
三
十
秒
｛
｛
生
黄
極
一
距

1黄
〖
黄
道
之
期
〗
6
2
0
gウダ
ゥ
よ
い
ひ
が
ら
。
〔
紅
棲
夢
‘
一
嶺
ー
東
下
‘
卑
ハ
―
―
李
存
審
ら

g
於
臨
清
-

，
 
録

‘

八

・

九

〕

。

極

九

十

度

‘

横

置

黄

道

圏

ぶ

央

―

―

過

レ

極

至

乙

四

‘

交

径

回

〕

十

九

B
乃
黄
道
之
期
‘
兄
可
1

一
郎
買
レ
舟
西
上
五
待
1
-

【
黄
濁
]627

”
匁
黄
色
く
に
ご
る
こ
と
。
〔
漢
書
‘
五
行

【
黄
沿
】
608

”
匁
唐
‘
箭
田
の
人
。
字
は
文
江
。
乾
寧
の
亦
如
レ
之
‘
四
面
皆
刻
―
―
黄
道
経
度
盃
ぎ
七
政
右
旋
；
又
雄
飛
高
攀
面
F

冬
再
語
‘
登
非
1

一
大
快
之
事
一
耶
。
志
下
之
上
〕
有
二
黄
濁
氣
而
竺
塞
天
下
言
王
安
石
、
黄
河

進
士
。
光
化
中
‘
監
察
御
史
裏
行
・
威
武
軍
節
度
推
官
内
為
―
―
黄
道
経
胴
二
倅
五
尺
一
寸
四
分
‘
四
面
皆
刻
―
―
黄
〖
黄
道
需
＋
―
-
宿
〗

6
2
1hu
a
n
g
2
 
t
a
o
'
t
a
i
'
s
h
i
h
2

詩
〕
派
出
罠
裔
五
色
流
、
一
支
黄
濁
貫
,
,
中
州
↓
〔
呉
船
録
〕

3

を
歴
任
す
。
ぷ
IS
‘
規
正
力
有
り
‘
其
の
詩
は
消
醇
豊
潤
な
道
緯
度
一
象
,
,
黄
道
四
涌
↓
亜
極
安
二
直
軸
玉
史
横
表
日

e
r
h
4

h
s
i
u
'

黄
道
帯
を
分
け
た
と
こ
ろ
の
十
二
宮
。
大
江
怒
濤
水
色
黄
濁
‘
酔
江
乃
清
冷
如
1
1

破
環
↓

6

り
。
著
に
泉
山
秀
句
・
黄
御
史
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
表
盆
竺
赤
道
経
緯
儀
一
同
‘
以
測
1

一
黄
道
経
緯
度
玉
下
為
1

一
即
ち
白
羊
・
金
牛
・
雙
子
・
巨
蟹
・
獅
子
・
室
女
・
天
秤
・
天
【
黄
滓
l
]
6
2
8

”
匁
清
‘
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
上
之
°
琥
は

6

+
〕

．

〔

四

庫

提

要

‘

一

百

五

十

一

〕

。

牛

圃

雲

座

五

げ

之

。

鍋

・

人

馬

・

摩

翔

・

賓

瓶

・

雙

魚

が

是

で

あ

る

。

一

棲

。

乾

隆

の

進

士

。

官

は

淮

南

教

授

。

著

に

一

棲

集

が

5
 

7
9
【
黄
橙
】6
0
9
砂
黄
色
の
橙
゜
〔
呂
温
‘
送
1二
僧
蹄
―
―
津
州
―
〖
黄
道
光
〗

6
1
4茄洲
ダ
ゥ
天
空
に
現
れ
る
奇
異
の
光
輝
。
【
黄
度
】

6
2
2
”
匁
●
宋
‘
新
昌
の
人
。
字
は
文
叔
。
琥
は
遂
あ
る
。

5
6

（
詩
〕
淫
寺
黄
橙
熟
沙
田
紫
芋
肥
゜
〔
白
居
易
‘
壁
商
婦
黄
道
に
近
い
の
で
い
ふ
。
俗
に
之
を
天
開
眼
と
い
ふ
。
初
。
紹
興
の
進
士
。
御
史
を
授
け
ら
る
。
寧
宗
即
位
す
る
【
甚
祉
g
]
6
2
9

””

9
,
0王
宮
の
門
。
黄
色
に
塗
る
か
ら
い

13

_
 

|

_

 

黄

部

黄

九

六

九



黄

部

黄

九

七

〇

|l_

— 

6
 

ふ
。
又
‘
王
宮
の
う
ち
。
禁
闊
。
〔
後
漢
書
‘
百
官
志
―
―
-
‘
を
黄
池
に
激
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
太
平
府
‘
常
｛
木
公
正
竺
張
良
廟
ー
教
〕
張
子
房
、
道
亜
II

黄
中
面
照
鄭
II

殆
人
小
傭
‘
―
-
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
日
十
一
〕
．
〔
明

6

65

黄
門
令
‘
庄
〕
董
巴
曰
‘
禁
門
日
―
―
黄
闊
↓
〇
天
子
を
い
塗
縣
〕
黄
池
鎮
‘
府
南
八
十
里
‘
道
出
二
寧
國
府
工

g
黄
庶
↓
〔
藷
唐
書
‘
＿
音
築
志
三
〕
黄
中
正
位
、
含
レ
章
居
レ
貞
。
●
詩
綜
‘
二
十
七
上
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
丁
‘
七
〕
．
〔
列
朝
詩

35

ふ
。
〔
湘
素
雑
記
〕
天
子
旦
黄
闊
↓
池
公
館
一
志
云
‘
府
東
南
二
十
五
里
‘
有
―
―
楊
家
渡
万
仝
束
宋
‘
郡
武
の
人
。
字
は
通
老
。
詮
は
簡
粛
。
紹
典
中
‘
集
小
博
‘
丙
〕
．
〔
孵
志
居
詩
話
‘
九
〕
。

6
 
92

【
蓄
頁
丹
】
630

”
匁
黄
色
の
丹
槃
。
〔
天
中
記
〕
唐
徳
宗
時
‘
南
輿
II

固
城
丹
陽
諸
湖
1

相
接
‘
此
為
-
―
濱
湖
津
要
之
所
↓
廷
試
第
一
―
。
起
居
郎
を
授
け
ら
る
。
金
に
使
し
て
還
り
‘
【
苦
函
亨
]651

”
潔
品
の
名
。
〔
本
草
‘
附
録
諸
品
‘
黄
晶
〕
別

4

慮
南
史
貶
1

一
信
州
司
馬
一
刺
史
眺
駿
劾
"
'
南
史
買
レ
鉛
燒
＿
―
[
黄
紬
】
6
4
0
5
喝
黄
色
の
つ
む
ぎ
。
〔
文
彦
博
‘
知
―
―
楡
次
邊
事
及
ひ
備
禦
方
略
を
陳
述
し
‘
尋
い
で
給
事
中
を
兼
録
‘
有
名
末
用
曰
‘
味
苦
主
―
―
寒
熱
一
生
―
―
地
上
工
赤
頭
長

黄

丹

↓

縣

詩

〕

黄

紬

被

裏

瞭

眠

熟

‘

放

出

頭

来

道

放

街

。

〔

蘇

任

し

‘

乾

道

中

‘

兵

部

尚

書

を

授

け

ら

る

。

十

要

道

を

陳

足

有

レ

角

‘

墾

居

‘

七

月

七

H
采
レ
之
。

斤
【
黄
旦
】
631

”
匁
宋
‘
浦
城
の
人
。
字
は
昇
之
。
咸
平
中
‘
拭
和

II

孫
同
年
下
山
龍
洞
躊
ヮ
睛
詩
〕
看
君
擁
―
―
黄
紬
一
し
‘
尋
い
で
致
仕
す
。
著
に
奏
議
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
【
黄
菫
】
652

”
潔
明
‘
南
海
の
人
。
字
は
子
任
。
正
徳
の

登
第
し
累
遷
し
て
黎
州
に
知
た
り
。
黎
‘
南
詔
と
境
を
高
臥
放
―
―
早
街
↓
〔
程
緞
注
〕
世
博
‘
太
祗
皇
帝
謂
こ
縣
八
十
二
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
三
十
九
〕
．
〔
南
宋
書
‘
-
―
進
士
。
官
は
戸
科
給
事
中
。
畿
内
の
倉
場
を
清
理
し
‘

＂
接
す
。
鎮
す
る
に
清
静
を
以
て
す
。
疾
み
て
卒
す
。
州
人
‘
令
一
日
‘
謹
勿

T

於
―
―
黄
紬
被
底
ー
放
缶
回
°
+
―
―
-
〕
・
〔
南
宋
館
閣
録
‘
七
・
八
〕
。
・
｛
木
‘
平
陽
の
人
。
字
清
介
を
以
て
聞
ゆ
。
後
‘
兵
科
左
給
事
中
よ
り
南
京
太

其
の
徳
を
思
ひ
、
廟
を
立
て
て
祀
る
。
〔
尚
友
録
、
十
〕
。
【
黄
竹
】
641

”
匁
〇
黄
色
い
竹
゜
〔
白
居
易
‘
憶
1

一
洛
中
所
は
仲
庸
。
紹
熙
の
進
士
。
嘗
て
朱
窯
と
學
を
論
じ
‘
梢
常
少
卿
に
至
る
。
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
七
十
〕
．
〔
国
朝
列
卿

6
 
2
 ，
 

47

【
黄
桓
】
632
奴
77

”
ク
／
香
木
の
名
。
黄
檀
(
6
3
7
)

に

同

じ

。

居

1

詩
〕
厭
レ
緑
栽
責
竹
五
嫌
レ
紅
種
―
―
白
蓮
↓
〔
李
商
隠
‘
許
せ
ら
る
。
官
は
寧
宗
の
時
‘
累
遷
し
て
‘
起
居
含
人
と
記
‘
二
日
三
十
六
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
日
十
一
〕
。

【
黄
湘
】6
3
3
”
匁
果
賓
の
名
。
〔
消
宦
紀
聞
〕
黄
溜
‘
大
如
—
華
山
題
―
―
王
母
祠

1詩
〕
好
為

1一
麻
姑
到
？
東
海
五
勧
栽
二
な
る
。
前
後
一
二
十
餘
疏
‘
営
路
に
忌
ま
れ
‘
出
で
て
‘
泉
【
黄
樵
】

6
5
3
”
翌
宋
の
人
。
樵
仲
の
弟
。
字
は
｛
貫
夫
。
淳
煕

小
碩
色
褐
‘
味
微
酸
而
甜
‘
本
草
載
―
―
於
橘
柚
條
ぶ
豆
橘
黄
竹
五
k

レ
栽
レ
桑
゜
〔
齊
己
、
江
居
寄
二
闘
中
知
已
一
詩
〕
州
に
知
と
な
つ
て
卒
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
゜
R
宋
‘
林
栗
中
の
含
選
。
＋
論
を
獣
じ
‘
進
士
丙
科
に
升
る
。
官
は
‘

中
別
有
T

名
資
濾
者
ぢ
区
築
志
日
、
王
壇
子
‘
蕗
記
又
藷
栽
花
地
添
1

一
黄
竹
正
新
陥
盆
池
換
1

一
白
蓮
↓
●
逸
詩
の

(
6ー

1
4
5
5
1
:
 2
4
1
)

の

字

。

宣

教

郎

に

終

る

。

著

に

時

解

・

中

庸

語

孟

解

が

あ

る

。

云
、
相
博
生
於
王
覇
壇
前
→
名
。
黄
竹
詩
。
〔
徐
陵
‘
丹
陽
上
庸
路
碑
〕
紫
庭
黄
竹
之
〖
黄
中
君
〗

6
4
7
焚
ウ
チ
'
{
ゥ
●
古
の
腎
卜
を
よ
く
し
た
人
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
五
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
三
十
六
〕
。

【
黄
疸
】
634

岱
身
罷
が
黄
色
に
な
る
病
の
名
。
頭
痛
・
眩
詞
、
晨
露
卿
雲
之
藻
゜
〔
謝
悪
連
、
雪
賦
〕
岐
昌
獲
↓
一
味
於
〔
海
録
砕
事
‘
百
工
‘
臀
卜
〕
賓
庭
芝
典
ー
ー
ト
者
胡
慮
生
―
【
黄
除
】
654

”
呟
草
の
名
。
酸
漿
の
一
種
。
ほ
ほ
つ
き
。

量

嘔

吐

が

相

連

つ

て

至

り

、

食

事

進

ま

ず

‘

便

認

し

た

来

思

↓

姫

涌

申

歌

―

―

於

黄

竹

↓

相

善

‘

-
B
謂
―
―
庭
芝
l

曰
‘
君
家
禍
将
レ
至
、
非
レ
遇
―
―
黄
〔
爾
雅
、
秤
草
〕
賑
‘
黄
蔽
゜
〔
義
疏
〕
説
文
‘
蔽
‘
黄
蔽
‘
職

り
、
下
痢
し
た
り
す
る
。
又
‘
黄
脆
病
と
い
ふ
。
黄
肝
。
黄
〖
黄
竹
~
誇
〗

6
4
2
ク
ワ
ウ
チ
ク
逸
詩
の
篇
名
。
凡
て
一
二
章
。
〔
穆
中
君
鬼
谷
子
二
小
レ
可
レ
救
‘
教

1一
庭
芝
一
以
-
―
物
色
―
求
レ
也
‘
云
云
‘
今
河
北
謂

l―
之
龍
葵
谷
改
‘
此
即
上
文
蔵
寒
漿
‘

病
。
〔
素
問
、
平
人
氣
象
傭
〕
溺
黄
赤
、
安
臥
者
黄
疸
‘
云
天
子
債
、
五
〕
丙
辰
天
子
南
遊
―
―
子
黄
口
室
之
丘
一
云
云
‘
之
‘
得
二
李
鄭
侯
泌
涵
炉
家
結
レ
之
‘
未
レ
幾
‘
朱
枇
之
乱
‘
華
小
而
白
、
開
作
―
―
五
出
「
中
心
甚
黄
‘
故
名
―
―
黄
商
↓

云
‘
目
黄
者
日
―
―
黄
疸
↓
天
子
堕
レ
撒
―
―
於
芋
澤
互
ム
云
、
有
-
―
陰
雨
三
ム
云
、
天
子
乃
庭
芝
陥
レ
賊
‘
事
平
‘
徳
宗
命
誅
レ
之
‘
泌
以
孟
削
事

1
i
【
黄
澄
】
655

衿
'5

清
‘
甫
田
の
人
。
字
は
庭
聞
。
康
熙
中
‘

【
黄
圃
】
g

”
喝
●
瓜
漢
を
い
ふ
。
〔
竹
破
詩
話
〕
退
之
休
‘

H
中
大
寒
‘
北
風
雨
雪
‘
有
―
―
凍
人
玉
へ
子
作
II

詩

三

聞

‘

特

貸
1

一
其
死
二
徳
宗
云
‘
所
レ
言
黄
中
君
‘
盗
指
レ
朕
‘
諸
生
と
な
る
。
著
に
小
學
集
解
が
あ
る
。
〔
四
廂
提
要
‘

城
南
聯
句
云
‘
紅
跛
曜
1

一
惰
瓦
一
黄
閣
繋
―
一
門
衡
玉
黄
閣
章
1

以
哀
レ
民
、
日
、
我
祖
黄
竹
‘
云
云
。
謂
レ
卿
為
―
―
鬼
谷
子
面
り
也
‘
劇
談
録
。

O
天
子
を
い
ふ
°
九
十
五
〕
。

裳
是
瓜
菓
紅
厳
笠
是
喪
〇
橘
を
い
ふ
。
〔
苑
成
〖
黄
竹
嶺
〗

6
4
3
%
ウ
チ
ク
山
名
。0
安
徽
省
休
寧
縣
の
西
。
〔
梢
謂
録
‘
天
子
古
梢
‘
黄
中
君
〕
李
洸
外
偉
‘
有
二
術
士
一
【
黄
直

]
6
5
6

”
伐
明
‘
金
硲
の
人
。
字
は
以
方
。
嘉
靖
の

大
、
州
木
詩
〕
黄
圃
桂
↓
一
霜
賓
エ
大
如
二
睦
岨
瓜
↓

0
江
西
省
瑞
金
縣
の
東
北
。
一
名
、
黄
竹
陰
。
参
湖
北
梢
レ
1

帝
為
1
1

黄

中

君

↓

進

士

。

官

は

潅

州

推

官

。

洒

腸

判

官

に

貶

せ

ら

れ

‘

後

‘

〖
黄
園
花
衣
〗6

3
6誘げ
ダ
，
黄
色
な
ま
る
い
紋
を
つ
け
省
竹
山
縣
の
東
北
。
黄
竹
山
の
一
名
。
〔
元
和
志
〕
後
〖
黄
中
内
油

i〗8
4
8
”
げ
乃i
fゥ
才
徳
を
深
く
蔽
し
て
外
貌
雷
州
衛
を
戌
る
。
〔
明
史
‘
二
百
七
〕
・
〔
拭
斯
同
明
史
‘

た
着
物
。
〔
蝠
悪
全
書
、
教
養
部
、
講
讀
儀
注
〕
拾
夫
皆
魏
改
置

1竹
山
縣
涵
翌
黄
竹
嶺
〖
E
レ
名
゜
に
顕
は
さ
ぬ
こ
と
。
〔
易
、
坤
〕
君
子
黄
中
通
レ
理
、
正
レ
位
二
百
八
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
九
十
一
〕
．
〔
國
朝
献
徴

黄
園
花
衣
゜
〖
黄
竹
子
歌
〗

6
4
4衿ゥ
＋
ク
築
府
呉
臀
の
歌
曲
。
〔
架
府
居
レ
罷
゜
〔
本
義
〕
黄
中
‘
言-1中
徳
在
孔
内
。
〔
魏
書
‘
裔
録
‘
九
十
一
〕
．
〔
明
名
人
債
‘
十
二
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
戊
‘

【
黄
檀
】
637

”
匁
香
木
の
名
。
檀
の
一
種
。
〔
香
譜
〕
皮
賓
詩
集
‘
清
商
曲
辟
‘
呉
臀
歌
曲
‘
黄
竹
子
歌
〕
唐
李
康
成
允
博
〕
高
子
黄
中
内
澗
‘
文
明
外
照
‘
必
為
二
代
偉
器
一
十
五
〕
。

而
色
黄
者
為
→
―
黄
檀
→
〔
格
古
要
論
、
異
木
論
‘
紫
檀
〕
黄
日
‘
黄
竹
子
歌
‘
江
陵
女
歌
‘
皆
今
時
呉
歌
也
。
〔
無
名
但
恐
―
―
吾
不

p
見
耳
。
【
苗
頁

~
5】6
5
7
”5バ
黄
紙
に
書
く
勅
。
唐
の
高
宗
の
上
元

檀
木
最
香
、
今
人
多
以
作
レ
帯
。
氏
‘
黄
竹
子
歌
〕
江
邊
黄
竹
子
‘
堪
レ
作
―
―
女
兒
箱
二
船
【
サ
頁
中
心
】
649

”
翠
三
園
‘
蜀
の
南
陽
の
人
。
字
は
漢
升
゜
詮
―
二
年
に
施
行
し
て
‘
永
式
と
し
た
。
詔
勅
は
始
め
白
紙

[
黄
瘤
】
638

ク

病

名

。

黄

疸
(
6
3
4
)

に
同
じ
。
〔
瞥
門
法
使
―
―
雨
漿
一
得
レ
娘
還
-
l

故

郷

一

は

剛

。

先

主

に

従

っ

て

蜀

に

入

り

ぶ

殷

萌

よ

り

還

り

劉

を

用

ひ

た

か

‘

晶

害

が

あ

る

の

で

‘

黄

紙

を

用

ひ

る

に

律
‘
黄
揮
〕
経
言
‘
溺
黄
赤
‘
安
臥
者
揮
病
。
【
黄
腸
】
645

”
窯
葬
具
。
柏
木
の
黄
心
で
作
っ
た
榔
。
〔
漢
障
を
攻
め
‘
常
に
先
登
に
立
つ
て
陣
を
陥
れ
‘
勇
毅
三
至
っ
た
。
〔
藷
唐
書
‘
李
藩
傭
〕
遷
1

一
給
事
中
五
制
救
有
レ

【
黄
池
】
639

”
ヴ
，
ゥ
●
春
秋
の
地
名
。
今
‘
河
南
省
封
丘
縣
の
書
‘
霜
光
博
〕
便
房
・
黄
腸
・
題
湊
‘
各
一
具
。
〔
注
〕
蘇
林
軍
に
冠
た
り
。
建
安
の
末
‘
漢
中
定
軍
山
に
於
て
‘
魏
不
レ
可
レ
遂
1

一
於
黄
救
一
後
批
レ
之
‘
吏
日
‘
｛
且
レ
別
↓
一
連
白

西
南
。
〔
春
秋
、
哀
、
十
三
〕
公
會
↓
―
晉
侯
及
呉
子
子
黄
池
↓
日
‘
以
1

一
柏
木
黄
心
盃
致
レ
累
―
―
棺
外
正
故
日
二
黄
腸
一
〔
後
漢
の
夏
侯
淵
を
斬
り
‘
征
西
将
軍
に
累
遷
す
。
爵
、
問
内
侯
紙
五
藩
曰
‘
別
以
二
白
紙
i

是
文
状
登
曰
1

一
批
軟
l

邪
‘
斐
珀

〔
杜
注
〕
陳
留
封
丘
縣
南
有
―
―
黄
亭
こ
翌
清
水
言
國
語
‘
書
‘
梁
商
傭
〕
賜
以
二
東
園
朱
壽
之
器
‘
銀
鐸
黄
腸
玉
匝
を
賜
は
る
。
〔
三
國
志
‘
＿
二
十
六
〕
。
言
1

松
玉
更
以
為
レ
有
↓
―
宰
相
器
↓
〔
事
物
紀
原
‘
公
式
姓
講

呉
語
〕
闘
為
哀
溝
於
商
魯
之
間
ぶ
心
属
う
盆
吹
西
隔
,
,

什
物
二
十
八
種
↓
〔
注
〕
以
柏
木
黄
心
l

為
レ
榔
曰
1

一
黄
腸
―
【
黄
衷
】
650

”
翌
明
‘
南
海
の
人
。
字
は
子
和
。
琥
は
矩
部
‘
黄
勅
〕
唐
古
向
宗
上
元
三
年
‘
以
,
,
制
勅
施
行
一
既
為
II

之
清
百
5

會
-
l

晉
公
午
於
黄
池
f

●
城
池
を
い
ふ
。
涅
池
。
也
。
〔
謝
恵
連
‘
祭
―
―
古
家
一
文
〕
黄
腸
既
毀
‘
便
房
既
碩
。
洲
。
弘
治
の
進
士
。
官
は
雲
南
を
撫
し
、
湖
廣
を
鎖
す
。
永
式
一
用
l
1

白
紙
1

多
為
レ
晶
蛙
、
自
レ
今
已
後
‘
尚
書
省

〔
枚
乗
‘
七
登
〕
黄
池
紆
曲
。
〔
注
〕
善
日
、
黄
‘
常
レ
為
レ
涅
、
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
寵
沈
神
道
碑
銘
〕
軽
車
騎
士
‘
玄
甲
黄
皆
政
績
あ
り
。
後
‘
兵
部
右
侍
郎
に
終
る
。
詩
に
巧
。
著
頒
1

一
下
諸
州
諸
縣
一
並
用
―
―
黄
紙
一
勅
用
1

一
黄
紙
一
自
1

一高

浬
‘
城
池
也
。
鬱
鎖
の
名
。
安
徽
省
嘗
塗
縣
の
南
。
唐
の
大
腸
。
〔
貞
観
政
要
、
倹
約
〕
黄
腸
再
開
、
同
暴
―
―
骸
於
中
野
↓
に
海
語
・
矩
洲
集
か
あ
る
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
四
十
〕
．
〔
國
宗
一
始
也
。

順
二
年
‘
孫
儒
‘
江
南
に
寇
し
‘
楊
行
密
の
将
田
顆
‘
之
【
サ
頁
中
．
】

6
4
6
g
5
0徳
が
内
に
あ
る
こ
と
。
〔
博
亮
‘
玲
1

ー
朝
列
卿
記
‘
二
日
十
一
・
一
百
十
三
・
一
百
十
五
〕
・
〔
明
【
黄
珍
】
658

”
恣

0
明
‘
休
寧
の
人
。
一
に
金
陵
の
人
と



(4 7926・ ・659) (4 7926・ ・682) 

黄

部

黄

九
七

い
ふ
。
字
は
懐
季
。
正
徳
の
貢
士
。
官
は
教
諭
。
書
蓋

に
巧
。
詩
を
能
く
す
。
〔
明
詩
紀
事
‘
己
‘
十
七
〕
．
〔
明
螢

録
‘
六
〕
。
〇
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
西
清
。
琥
は
山

民
‘
又
‘
笥
夫
。
古
文
・
詩
・
書
に
巧
。

【
黄
深
】
659

”
名
●
明
‘
武
昌
の
人
。
官
は
帳
前
参
醜
含

人
。
洪
武
の
初
、
兵
馬
指
揮
。
性
‘
謹
厚
な
り
。
敷
:
征
討

に
従
ふ
。
後
‘
鰈
騎
将
軍
に
至
る
。
〔
明
史
‘
一
百
二
十

-
〕
.
〔
明
史
稿
‘
二
日
十
二
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
四
〕
．
〔
本

朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
六
〕
゜

0
明
‘
将
架
の
人
。
字
は
廷

獣
。
正
統
の
進
士
。
官
は
江
西
左
布
政
使
。
朱
紹
綱
の
乱

を
討
平
す
。
後
‘
南
京
戸
部
侍
郎
に
終
る
。
〔
國
朝
獣
徴

録
‘
三
＋
―
―
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
三
十
七
・
ニ
日
十
三
〕
・

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
十
―
―
-
〕
。

【
黄
塵
】
660

”
岱
黄
色
の
土
け
む
り
。
又
、
戦
塵
を
い
ふ
。

轄
じ
て
‘
厭
は
し
い
世
間
の
俗
事
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
傭
〕

黄
薦
勃
滑
‘
闇
若
霧
昏
。
〔
播
岳
‘
籍
田
賦
〕
黄
膜
為
レ

之
四
合
分
。
〔
楊
洞
、
戦
1

一
城
南
1

詩
〕
寸
心
明
―
―
白
日
玉
_

里
暗
―
―
黄
塵
↓
〔
衛
萬
‘
呉
宮
怨
詩
〕
句
践
城
中
非
二
藷
春
一

姑
蘇
畳
下
起
黄
塵
言
張
巡
‘
守
―
―
唯
陽
一
作
詩
〕
屡
厭
―

黄
塵
起
五
時
将
乙
品
四
揮
。

〖
黄
隈
髪
〗6

6
1
謬
名
ン
世
態
の
雙
遷
を
い
ふ
。
〔
桃
花

扇
‘
孤
吟
〕
黄
塵
髪
‘
紅
日
浣
゜

【
黄
通
】
662

砂
宋
‘
郡
武
の
人
。
字
は
介
夫
。
嘉
祐
の
進

±
。
大
理
丞
に
除
す
。
毎
に
浩
歌
長
疇
す
。
〔
尚
友
録
、
十
〕
。

【
黄
定
]663

”
惚
〇
宋
‘
揺
州
永
輻
の
人
。
字
は
泰
之
°
乾

道
中
‘
進
士
第
一
。
官
は
潮
州
の
知
。
政
を
な
す
や
‘
弊

を
剣
し
｀
療
を
蘇
す
る
に
務
め
‘
潮
民
之
を
徳
と
す
。
官

は
廣
東
提
畢
に
至
る
。
文
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

0
明
‘
烏
程
の
人
。
字
は
叔
志
。
洪
武
中
‘
國
子
生
よ
り

山
東
布
政
使
に
累
官
す
。

【
黄
帝
】
664

”沼

0
古
―
帝
の
名
。
少
典
氏
の
子
。
姓
は
公

孫
。
軒
輯
の
丘
に
生
れ
る
‘
故
に
軒
輯
氏
と
い
ふ
。
有

熊
に
國
す
‘
よ
っ
て
亦
有
熊
氏
と
い
ふ
。
時
に
崖
尤
暴

虐
‘
諸
侯
を
兼
ね

併
す
。
帝
と
も
に

泳
鹿
の
野
に
戦

ひ
‘
蛍
尤
を
檎
に

し
て
之
を
誅
す
。

諸
侯
之
を
尊
ん

で
天
子
と
し
‘
誹

（會圏オ三）氏輯軒帝黄

農
氏
に
代
る
。
土
徳
の
瑞
あ
る
に
因
つ
て
黄
帝
と
琥

す
。
蒼
頷
に
命
じ
て
史
と
為
し
‘
始
め
て
六
書
を
制
し
‘

又
、
陣
法
を
制
し
‘
律
呂
を
定
め
‘
臀
葵
の
方
法
を
始

む
。
凡
そ
宮
室
器
用
衣
服
貨
幣
の
制
は
‘
皆
此
よ
り
始

ま
る
。
在
位
百
年
に
し
て
崩
ず
。
〔
易
‘
繋
齢
下
〕
黄
帝
尭

二
t
i
[

舜
垂
衣

“

べ

●

●

孫
、
名
曰
―
―

軒
輯
一
有
―
―

土
徳
之
瑞
五
故
琥
1

一
黄
帝
↓
〇
五
天
帝
の
一
。
中
央
主
宰

の
帝
。
太
微
に
在
り
。
〔
幡
、
月
令
〕
中
央
土
、
其
日
戊
巳
‘

其
帝
黄
帝
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕
黄
帝
行
レ
徳
、
天
矢
為
レ
之

起
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
黄
帝
坐
在
1

一
太
微
中
↓
含
櫃
紐
之

紳
也
。

O
列
子
の
篇
名
。

〖
黄
帝
陵
〗6

6
5
埼
認
が
有
熊
氏
の
陵
。
今
‘
快
西
省
中

部
縣
西
北
の
橋
山
の
上
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
〕
黄
帝
葬
11

橋
山
↓
〔
注
〕
集
解
日
‘
皇
覧
曰
‘
黄
帝
家
‘
在
↓
―
上
郡
橋
山
「

正
義
日
‘
括
地
志
云
‘
黄
帝
陵
‘
在
―
―
寧
州
羅
川
縣
束
八
十

里
子
午
山
↓
〔
延
安
府
志
〕
橋
陵
‘
在
1

一
中
部
縣
北
山
上
↓

〖
黄
帝
七
輔
〗6

6
6
衿
5
-
T
ィ
黄
帝
を
輔
佐
し
た
七
人
の

人
。
〔
繹
史
引
‘
論
語
樋
輔
象
〕
黄
帝
七
輔
‘
風
后
受
―
―
金

法
云
へ
老
受
1

云
谷
竺
五
聖
受
―
―
道
級
盃
心
命
受
1

一
料
俗
云
窺

紀
受
1

一
髪
復
地
典
受
1

一
州
絡
工
ル
墨
受
1

一
準
斥
州
選
攀
一

翼
1

一
佐
帝
徳
一
)

〖
黄
帝
索
問
〗6

6
7
鈴
t
テ
ィ
書
名
。
―
―
十
四
巻
。
黄
帝
と

其
の
臣
の
名
瞥
‘
岐
伯
と
の
問
答
を
掲
げ
た
も
の
。
秦

漢
の
人
が
名
を
黄
帝
に
椴
り
て
述
作
し
た
も
の
。
唐
‘

王
氷
注
。
堤
氏
讀
書
志
に
王
砒
に
作
っ
て
あ
る
の
は
‘

杜
甫
の
詩
に
附
會
し
よ
う
と
し
て
改
め
た
も
の
で
あ

る
。
原
本
に
残
闘
が
あ
つ
た
の
を
‘
氷
が
陰
陽
の
説
を

採
つ
て
補
っ
た
。
周
秦
間
の
藷
聞
を
博
逃
し
て
‘
竹
吊

に
著
は
し
た
も
の
、
瞥
書
の
最
古
の
も
の
と
し
て
尊
ば

れ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
‘
醤
家
類
〕
。

〔
参
考
書
〕
【
素
問
元
機
原
病
式
】
一
巻
金
‘
劉
完
素
撰
゜

素
問
至
慎
要
論
の
病
機
十
九
條
を
演
繹
し
て
二
百
七

十
七
字
と
し
、
全
書
の
綱
領
を
立
て
て
逐
條
耕
論
す
。

〔
四
庫
提
要
子
‘
臀
家
類
〕
。
【
素
問
入
式
運
氣
論
奥
】
を
勤
め
し
む
。
婦
曰
く
、
必
ず
縛
督
の
親
ら
来
る
を
得

三
巻
附
黄
帝
内
経
素
問
遺
篇
一
巻
宋
‘
劉
温
舒
撰
。
素
ん
と
‘
國
柱
自
ら
蘊
に
至
る
。
婦
‘
衆
を
率
ゐ
て
出
で
て

問
連
機
の
理
を
検
明
す
。
凡
そ
一
二
十
一
論
二
十
九
圏
。
見
‘
兵
鉤
簿
籍
を
授
け
‘
馬
に
上
つ
て
山
中
の
居
に
馳

五
運
六
氣
の
執
る
べ
か
ら
ざ
る
を
定
法
と
し
て
ゐ
る
。
還
り
‘
終
に
鼎
を
見
ず
。

O
清
‘
常
熟
の
人
。
字
は
尊
古
。

〔

四

庫

提

要

‘

子

‘

瞥

家

類

〕

。

琥

は

暖

亭

。

又

‘

掲

往

客

。

晩

腕

は

浮

垢

老

人

。

山

水

書

〖
黄
帝
内
経
〗6

6
8
砂
勺
書
名
。
黄
帝
素
問
を
い
ふ
。
を
王
原
祁
に
師
事
し
‘
偏
＜
天
下
を
加
覧
す
。
評
者
曰

〖
黄
帝
陰
経
疏
〗66

9玲笞
パ
書
名
。
二
巻
。
唐
‘
李
答
＜
、
王
輩
、
古
今
名
書
を
看
壺
し
、
下
箪
淵
源
有
り
‘
鼎
‘

撰
゜
〔
四
庫
未
牧
書
目
提
要
‘
四
〕
。
九
州
山
水
を
看
盛
し
‘
下
筆
生
氣
有
り
と
。
性
杭
爽
‘
纏

〖
黄
裔
二
百
年
〗6

7
0
焚
辟
パ
ネ
／
黄
帝
は
三
百
年
の
壽
縛
を
受
け
ず
。
薙
正
中
‘
卒
す
。
年
七
十
有
一
。
〔
清
史

を
保
っ
た
と
い
は
る
。
〔
孔
子
家
語
‘
五
帝
徳
〕
宰
我
稿
‘
五
百
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
一
―
-
＋
二
〕
．
〔
國

問
於
孔
子
一
日
‘
昔
者
我
聞
1

一
諸
榮
伊
言
口
、
黄
帝
三
百
朝
先
正
事
略
‘
四
十
四
〕
・
〔
清
霊
家
詩
史
‘
乙
‘
上
〕
・
〔
國

年
‘
請
問
黄
帝
者
酒
人
也
‘
抑
非
レ
人
也
‘
何
以
能
至
乞
一
朝
書
驚
家
筆
録
‘
一
〕
．
〔
國
朝
書
識
‘
八
〕
。
働
清
‘
崇
慶

百

年

乎

。

の

人

。

字

は

非

封

。

諸

生

と

為

り

‘

大

略

有

り

。

同

治

中

｀

〖
黄
帝
内
景
純]
6
7
1

”
り
分
け
が
道
書
の
名
。
魏
の
伯
陽
劉
蓉
に
従
っ
て
軍
を
領
し
‘
映
西
に
轄
戦
す
。
各
軍
皆

の
参
同
契
を
祗
述
し
た
も
の
。
又
‘
太
上
黄
庭
内
景
玉
覆
り
‘
鼎
‘
獨
り
戦
勝
し
‘
塙
橋
の
園
を
破
り
‘
退
い
て

経

と

い

ふ

。

西

安

を

保

ち

‘

威

名

大

い

に

震

ふ

。

後

‘

左

宗

棠

に

従

っ

【
黄
庭
】
673

”
匁
〇
土
地
。
〔
長
生
殿
‘
覚
魂
〕
筐
黄
塵
て
回
を
廿
鼎
に
動
し
‘
按
察
使
を
授
け
ら
る
。
〔
清
史

狐
紫
極
↓
●
腿
中
・
心
中
・
牌
中
を
い
ふ
。
〔
黄
庭
経
‘
明
稿
‘
四
百
九
十
五
〕
．
〔
中
興
将
帥
列
傭
‘
二
十
六
下
〕
。

堂
章
注
〕
牌
為
―
―
黄
塵
黄
老
君
居
レ
之
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
黄
【
黄
禎
】
677

豆
惚
明
‘
安
丘
の
人
。
字
は
徳
兆
゜
琥
は
北

者
‘
中
央
之
色
也
‘
庭
者
、
四
方
之
中
也
‘
指
↓
1

脂
中
・
心
海
野
人
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
吏
部
文
選
司
郎
中
。
好

中
・
牌
中
五
故
日
―
―
黄
庭
云
参
清
‘
長
洲
の
人
。
字
は
蔽
山
。
ん
で
詩
を
作
る
。
栗
安
の
李
舜
臣
と
名
を
齊
し
う
し
、

康
熙
の
攣
人
。
著
に
説
研
老
人
詩
稿
・
采
香
泄
詞
が
あ
李
黄
と
稽
せ
ら
る
。
著
に
北
海
野
人
稿
が
あ
る
。
〔
明
詩

る

。

紀

事

‘

戊

‘

十

五

〕

．

〔

四

庫

提

要

、

二

日

七

十

七

〕

。

〖
黄
庭
観
〗6

7
4
衿
吋
テ
ィ
観
の
名
。
湖
南
省
衡
山
縣
の
衡
[
黄
胆
】

g
悶
ゥ
革
質
の
帯

o

〔
元
史
ヽ
輿
服
志
こ
執

山
嶽
廟
の
北
‘
許
集
賢
峯
の
下
。
魏
元
君
の
修
道
の
慮
。
事
‘
儒
服
‘
軟
角
‘
唐
巾
、
白
襴
‘
括
領
、
黄
程
‘
角
帯
‘

〖
黄
庭
経
〗6

7
5
衿
ウ
テ
ィ
道
家
で
用
ひ
る
経
文
の
名
。
四
尼
碑
。
〔
西
廂
記
‘
雀
鶯
鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
鳥
紗
小
帽
耀

種
あ
り
。
魏
夫
人
の
所
偲
と
い
ふ
黄
帝
内
景
経
‘
王
義
耀
人
明
‘
白
襴
浮
‘
角
帯
闇
―
―
黄
鞘
一

之
が
窺
し
て
鶉
と
交
換
し
た
と
い
ふ
黄
帝
外
景
経
‘
他
【
黄
泥
】
679

五
惚
〇
ど
ろ
。
黄
は
土
の
色
。
〔
應
場
‘
侍
1

に
黄
庭
遁
甲
縁
身
経
・
黄
庭
玉
軸
経
が
あ
り
、
世
人
均
五
官
中
郎
将
建
章
憂
集
―
詩
〕
常
恐
傷
二
肌
骨
五
身
隕
沈
'1

し
く
黄
庭
経
と
い
ふ
。
〔
唐
書
、
藝
文
志
三
〕
老
子
黄
庭
黄
泥
↓
〔
苑
裕
之
‘
宮
人
斜
詩
〕
幾
多
紅
粉
委
1

一
黄
泥
一
野

経
一
巻
。
〔
宋
史
、
藝
文
志
四
〕
黄
庭
外
景
経
一
巻
。
〔
陶
鳥
如
レ
歌
又
似
レ
暗
゜
〔
李
白
‘
贈
二
｛
早
侍
御
黄
裳
―
詩
〕
春

隠
居
慎
詰
〕
上
清
慎
経
‘
南
岳
魏
夫
人
授
二
其
弟
子
一
敦
光
掃
レ
地
盛
‘
碧
薬
成
1

蓄
黄
泥
↓
●
坂
の
名
。
〔
蘇
献
‘
後

傭
之
後
‘
因
清
―
―
浙
江
五
遇
レ
風
治
漂
‘
惟
黄
庭
一
篇
得
レ
赤
壁
賦
〕
二
客
従
レ
予
‘
過
1

一
黄
泥
之
坂
↓
〔
蘇
試
‘
黄
泥

存

。

坂

詩

〕

走

1

一
雪
堂
之
坂
陀
一
分
‘
歴
―
―
黄
泥
之
長
坂
↓

【
黄
鼎
]
6
7
6

”
匁
〇
地
名
。
廣
東
省
治
の
西
南
。
今
‘
藷
黄
〖
黄
泥
潤
〗

6
8
0
豆
恣
デ
ィ
地
名
。O
四
川
省
城
口
縣
の
南
。

鼎
と
呼
ぶ
。

O
清
‘
六
｛
女
の
人
。
字
は
玉
耳
。
明
末
‘
諸
生
〇
廣
東
省
陽
春
縣
の
北
。
「
琥
。

を
以
て
軍
に
従
ひ
‘
功
を
積
ん
で
総
兵
官
に
至
る
。
後
‘
〖
黄
泥
田
父
〗

6
8
1努咋
ィ
明
‘
丘
集
(
1
-
3
3
:
 4
6
)

の

洪
承
疇
に
降
り
‘
官
‘
提
督
に
至
る
。
其
の
婦
獨
り
降
ら
【
黄
禰
】
682

鍔
ゥ
午
睡
。
又
‘
書
籍
の
梢
゜
〔
正
字
通
〕
唐

ず
‘
兵
‘
散
拭
人
を
擁
し
て
濠
洒
山
谷
中
に
撮
り
‘
清
兵
人
呼
1

一
書
睡
1

為
1
1

黄
禰
で
金
棲
子
‘
梁
朝
有
―
―
名
士
五
呼
ニ

と
抗
す
。
綿
督
馬
國
柱
‘
其
の
子
に
命
じ
‘
往
い
て
降
書
巻
〖
竺
黄
禰
云
蓋
見
―
―
―
其
美
レ
誹
養
レ
性
如
―
血
ば
竺
也
。

13567 



黄

部

黄

九

七

— 

|

_

 

）
〔
歳
時
風
土
記
〕
唐
人
呼
蒼
睡
露
賣
雙
〔
林
景
熙
‘
[
黄
徹
】
6
9
0
"
匁
宋
爾
田
の
人
。
字
は
常
明
。
琥
は
恐
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
江
寧
府
、
江
寧
縣
〕
黄
天
蕩
‘
清
陽
郡
斎
置
清
陽
縣
五
後
周
改
為
長
岡
縣
底
又
改

685
 

70

詩
〕
黄
禰
秋
燈
餘
雇
癖
一
〔
注
〕
金
棲
子
載
有
1

一
人
把
レ
巻
埃
。
宣
和
の
進
士
。
官
は
平
江
令
。
櫂
貴
に
杵
ひ
‘
官
を
在
1

一
府
東
北
八
十
里
云
韓
世
忠
輿
ー
而
証
心
1

相
持
慮
也
‘
胡
置
ー
黄
土
縣
五
隋
初
郡
懇
‘
縣
屡
-
1

金
州
ご
唐
初
伯
為
1

畜
(

3ー

＂

即

睡

面

呼

―

―

黄

巻

云

竺

黄

禰

↓

棄

て

て

蹄

る

。

張

浚

召

さ

ん

と

す

る

も

‘

肯

て

就

か

ず

。

氏

曰

‘

大

江

過

1

一
昇
州
盃
不
浸
以
深
廣
、
自
"
老
鶴
嘴
玉
竪
土
縣
ギ
ハ
賓
初
‘
復
為
―
―
清
陽
縣
函
賓
歴
中
際
゜
R
塞
の
名
。

6
 
92

【
黄
鳥
】
683

豆
呟

O
鳥
の
名
。
て
う
せ
ん
う
ぐ
ひ
す
。
小
著
に
恐
汲
詩
話
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
〕
．
〔
四
庫
提
白
沙
五
横
間
三
十
餘
里
‘
俗
名
―
―
黄
天
蕩
↓
●
江
蘇
省
呉
④
山
西
省
陽
曲
縣
の
東
北
。
一
名
、
黄
頭
塞
。
狼
孟
故

47

鳥
の
鶯
。
黄
鵬
゜
〔
爾
雅
、
繹
鳥
‘
皇
黄
鳥
‘
疏
〕
陸
壊
疏
要
‘
二
臼
九
十
五
〕
。
縣
の
南
。
一
名
‘
皇
天
蕩
。
唐
の
時
‘
楊
行
密
‘
董
昌
を
城
の
こ
と
。
〔
清
一
統
志
〕
狼
孟
故
城
‘
今
名
―
―
黄
頭
塞
一

云
‘
資
鳥
‘
黄
覇
留
也
‘
云
云
‘
幽
州
人
謂
二
黄
鷺
一
〔
祁
捻
【
黄
轍
】
691

”
匁
宋
‘
浦
城
の
人
。
字
は
遵
晦
。
四
歳
に
し
救
ひ
‘
兵
を
遣
つ
て
錢
鍔
と
皇
天
蕩
に
戦
ふ
。
〔
讀
史
方
＠
蝠
建
省
郡
武
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
輻
建
‘

斤
行
義
疏
〕
黄
鳥
郎
今
之
黄
雀
‘
其
形
如
雀
而
黄
、
故
名
↓
て
能
く
書
を
誦
し
、
日
に
散
千
言
を
記
す
。
治
平
の
進
輿
紀
要
、
江
南
‘
蘇
州
府
‘
呉
縣
〕
黄
天
蕩
‘
在
二
府
東
蔚
部
武
府
‘
郡
武
縣
〕
黄
土
塞
‘
府
西
南
四
十
里
‘
亦
曰
↓
1

黄

83

黄
鳥
↓
非

,,1
離
皿
也
、
馬
隔
云
‘
黄
白
日
レ
皇
‘
此
鳥
士
。
官
は
安
仁
令
。
民
を
卒
ゐ
て
田
を
懇
し
‘
溝
灌
を
治
門
外
六
里
｛
上
接
―
―
漁
畳
諸
湖
之
流
二
束
雁
為
"
潰
歴
諸
土
隅
玉
有
―
―
黄
土
嶺
ぶ
吐
通
―
―
江
西
廣
昌
南
豊
二
縣
字
亦
戌

多
皇
、
知
レ
庄
鵞
黄
之
鳥
と
大
。
〔
詩
‘
周
南
、
葛
箪
〕
黄
め
‘
子
弟
の
秀
で
た
者
を
學
に
進
ま
し
む
。
新
昌
知
に
湖
ご
入
東
接
―
―
於
伊
山
湖
「
亦
曰
二
皇
天
蕩
一
唐
乾
寧
―
二
守
虞
‘
元
鬱
―
―
黄
土
砦
巡
司
於
此
一

O
赤
土
か
ら
製
す

2
6

鳥
子
飛
、
集
―
干
灌
木
ご
曹
植
、
三
良
詩
〕
黄
鳥
為
―
―
悲
遷
り
、
後
、
朝
奉
郎
に
至
る
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。
年
‘
楊
行
密
救
―
―
董
昌
溢
茫
兵
興
―
―
錢
鍔
兵
—
載
―
―
於
皇
天
る
帯
黄
赤
色
の
粉
末
。
籍
具
の
一
。

臆
哀
哉
楓
肺
肝
二
岱
康
、
履
秀
才
入
＞
軍
詩
〕
咬
咬
【
黄
鐵
】
幽
”
匁
〇
銅
を
い
ふ
。
〔
庶
物
異
名
疏
〕
書
傭
蕩
ぶ
竪
之
、
進
園

1一
蘇
州
ガ
又
朱
梁
開
平
一
二
年
‘
淮
南
兵
〖
黄
土
捐
〗

7
0
2
h
u
a
n
g
2
 
t
'
u
'
c
h
t
i
a
n
―
北
中
國
地
方
で

，
 

7
 
4
 

黄
鳥
‘
顧
レ
偉
弄
釜
日
。
●
詩
経
の
篇
名
。
④
秦
風
の
篇
日
‘
緩
‘
黄
鐵
也
‘
是
今
之
銅
‘
古
人
贖
レ
罪
‘
悉
皆
用
レ
園
-
1

蘇
州
ぶ
竺
呉
越
牌
孫
球
等
所
＞
敗
‘
又
追
敗
二
之
皇
小
車
が
道
路
を
損
ず
る
た
め
に
課
し
た
税
。

名
。
秦
の
穆
公
の
死
に
‘
奄
息
•
仲
行
・
鍼
虎
の
三
善
臣
銅
。
●
黄
金
を
い
ふ
。
〔
南
史
‘
齊
宗
室
‘
籠
穎
胄
博
〕
長
天
蕩
一
淮
南
将
鍾
泰
章
多
相

1一
旗
織
於
菰
蒋
中
一
追
兵
〖
蓄
牟
ナ
八
〗

7
0
3
焚
ウ
ド
黄
土
で
作
っ
た
人
。
〔
太
平
御
覧
‘

が
殉
死
し
た
事
を
悼
ん
だ
詩
。
〔
詩
‘
秦
風
、
黄
鳥
序
〕
黄
沙
寺
僧
、
躊
―
―
黄
金
云
〖
レ
龍
藪
千
雨
‘
埋
→
―
土
中
五
歴
相
傭
不
二
敢
進
一
而
還
。
皇
王
部
三
、
女
禍
氏
〕
風
俗
通
曰
‘
俗
説
天
地
開
闊
‘
未
レ

鳥
‘
哀
二
二
良
一
也
、
國
人
刺
藉
公
以
仄
従
＞
死
、
而
作
二
付
、
稲
為
1

一
下
方
黄
鐵
↓
穎
冑
因
取
二
此
龍
ー
以
充
1

一
軍
｛
貫
↓
【
黄
貼
】
698

”
匁
明
‘
荊
門
の
人
。
字
は
淑
宇
。
理
學
に
有
ー
一
人
民
ぶ
盆
向
博
―
―
黄
土
在
じ
人
、
劇
務
力
不
レ
暇
レ
供
‘

是
詞
也
。
◎
小
雅
‘
鴻
雁
之
什
の
篇
名
。
宣
王
を
刺
つ
轡
黄
色
の
鐵
゜
〔
元
史
、
食
貨
志
二
‘
歳
課
〕
凡
鐵
之
等
不
レ
明
か
に
五
経
に
精
通
す
。
選
に
よ
り
賀
縣
の
知
に
擢
乃
引
二
縄
於
泥
中
↓
學
以
為
レ
人
‘
故
富
貴
者
黄
土
人
也
‘

た
詩
。
〔
詩
、
小
雅
、
黄
鳥
序
〕
黄
烏
‘
刺
―
―
宣
王
一
也
。
一
、
有
―
一
生
黄
鐵
云
E

二
生
青
鐵
公
E

二芋
Pl
瓜
鐵
五
有
↓
―
莉
鐵
↓
ん
で
ら
る
。
背
て
講
堂
を
沙
洋
の
西
に
設
け
‘
従
っ
て
貧
賤
凡
庸
者
組
人
也
。

〖
黄
鳥
旗
〗6
8
4
H
ワ
ウ
テ
ゥ
黄
鳥
を
鵞
い
た
旗
゜
〔
墨
子
、
非
[
黄
牒
】

5
9
3
＂
匁
黄
紙
の
書
札

o

唐
代
、
詔
に
黄
紙
を
用
學
ぶ
者
甚
だ
衆
しo

後
人
ヽ
其
の
山
を
夫
子
山
と
い
令
【
苗
甜

5
】1
0
4
"
g゚
麿
閂
の
飼
つ
た
黄
犬
の
名

o

よ
v
人

攻
下
〕
赤
鳥
術
レ
珪
‘
降
二
周
之
岐
社
一
曰
、
天
命
1

一
周
文
ひ
た
か
‘
宋
時
‘
下
級
官
吏
の
任
用
辞
令
に
黄
牒
を
用
【
サ
頁
渡
】
699

”
ワ
ゥ
傾
の
名
。

O
安
徽
省
宣
城
縣
の
東
南
。
の
喜
怒
を
知
る
。
〔
清
異
録
‘
獣
〕
未
陽
麿
習
之
家
‘
生
1

一

王
五
炉
殷
有
レ
國
‘
云
云
、
天
賜
↓
一
武
王
黄
鳥
之
旗
↓
〔
梁
ふ
。
〔
宋
史
、
職
官
志
三
〕
紹
聖
元
年
、
吏
部
言
、
元
豊
法
‘
華
陽
淡
水
の
上
流
。
●
江
蘇
省
嘉
定
縣
の
西
南
。
呉
松
一
黄
犬
ぶ
呵
二
人
喜
怒
面
願
指
習
レ
之
‘
嘗
作
レ
歌
云
‘
吾
家

簡
文
帝
、
南
郊
頌
〕
周
稽
二
黄
鳥
之
旗
一
夏
有
二
玄
珪
之
錫
↓
凡
入
レ
品
者
給
―
―
告
身
と
―
5
品
者
給
二
黄
牒
↓
〔
愧
郊
録
、
江
の
北
岸
。
還
寧
鐵
路
に
沿
ふ
。
民
國
十
―
二
年
の
江
浙
黄
奴
類
1

一
黄
耳
一
●
陳
‘
後
士
(
4ー

1
0
0
9
8
:
 3
5
7
)

の
●

【
黄
紹
】
685

誘
ゥ
き
い
ろ
な
て
ん
。
〔
本
草
‘
紹
鼠
〕
集
解
‘
皇
祐
差
牒
〕
今
世
中
景
給
全
只
牒
一
之
制
、
前
必
曰
―
―
尚
書
戦
竿
の
激
戦
地
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
蘇
州
府
‘
嘉
◎
の
小
字
。

時
珍
日
‘
毛
帯
―
―
黄
色
1者
為
畜
玩
空
白
色
者
為
―
―
銀
紹
→
省
牒
某
官
→
而
右
語
則
曰
‘
差
充
―
―
某
職
—
替
―
―
某
官
→
定
縣
〕
黄
渡
鎮
‘
縣
西
南
三
十
六
里
‘
典
玉

P
l浦
縣
丘
放
レ
[
i頁
豆
】7
0
5
り
空
大
豆
の
一
。
黄
色
の
も
の
。
黄
大
豆
。

〔
漢
書
‘
元
后
傭
〕
袢
更
漢
家
黒
紹
玉
著
二
黄
門
【
黄
蝶
】
694

乃
き
い
ろ
の
て
ふ
。
〔
長
孫
佐
輔
尋
山
界
‘
元
置
レ
鎮
‘
因
レ
水
而
名
‘
等
又
置
羹
塘
巡
司
於
此
一
〔
本
草
‘
黄
大
豆
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
周
憲
王
曰
、
黄
豆
苗

〖
黄
紹
魚
〗6

8
6
衿
？F
ゥ
魚
の
一
種
。
あ
か
え
ひ
。
〔
曾
氏
家
詩
〕
主
人
聞
レ
語
未
レ
開
レ
門
‘
逸
レ
緬
野
菜
飛

l―
黄
蝶
一
明
因
レ
之
‘
洪
武
中
‘
市
舶
提
學
司
亦
置1一
於
此
一
高
―
二
尺
‘
菓
似
―
―
黒
大
豆
葉
―
而
大
、
結
レ
角
。
〔
楊
萬

魚
品
〕
。
〔
王
建
、
過

-
1綺
袖
宮
―
詩
〕
武
帝
去
来
羅
袖
霊
、
野
花
黄
【
黄
圏
】

1
0
0
ゾ
忠
〇
書
名
。
撰
者
未
詳
。
三
輔
•
宮
観
・
里
、
山
村
詩
〕
風
姻
緑
水
胄
山
國
‘
籠
落
紫
茄
黄
豆
家
。

【
黄
鯛
】
687

”

ヒ

魚

の

名

。

鯛

の

一

種

。

蝶

領

1

媒

春

風

↓

陵

廟

・

明

堂

・

辟

薙

・

郊

時

等

の

事

を

書

い

た

も

の

。

〔

隋

【

黄

咀

】

706

以
窃
地
名
。
廣
西
省
扶
南
縣
の
西
。
又
‘
黄

〖
黄
鯛
魚
〗6

8
8
認
魚
の
名
。
ひ
し
こ
に
似
て
長
さ
一
―
-
【
黄
天
】

6
9
5
豆
匁
〇
漢
の
黄
巾
賊
張
角
の
自
梢
。
自
ら
以
書
、
経
籍
志
―
-
〕
黄
圏
一
巻
‘
記
―
―
三
輔
・
宮
観
・
陵
廟
・
明
橙
廟
と
い
ふ
。
西
原
蜜
の
巣
穴
。

四
寸
‘
茶
色
を
帯
ぷ
。
又
‘
い
な
ご
と
も
い
ふ
。
て
土
徳
と
為
し
‘
漢
に
代
つ
て
天
下
を
保
つ
べ
き
意
を
堂
・
辟
薙
．
郊
時
等
事
一
〇
韓
じ
て
‘
宮
殿
を
い
ふ
。
〔
杜
【
丑
頁
透
】
707

が
ノ
観
賞
用
と
し
て
栽
培
さ
れ
る
草
花
の

【
黄
哲
】
689

”
匁
明
‘
番
馬
の
人
。
字
は
庸
之
。
官
は
太
祗
寓
し
た
も
の
。
〔
後
漢
書
‘
霊
帝
紀
〕
中
平
元
年
春
二
月
、
甫
‘
哭
孟
早
大
夫
之
晉
―
詩
〕
憂
閣
黄
圃
裏
、
特
裾
紫
蓋
邊
。
名
。
ゆ
り
科
に
陽
す
。
葉
の
渇
さ
は
二
尺
位
に
逹
し
‘

の
時
‘
翰
林
待
制
。
後
‘
東
阿
縣
の
知
。
剖
決
す
る
こ
と
距
鹿
人
張
角
‘
自
梢
二
黄
天
↓
〔
後
漢
書
‘
皇
甫
嵩
傭
〕
蒼
【
苗
頁
土
】
加
盟
勺
●
黄
色
の
っ
ち
。
大
地
。
土
地
。
〔
史
記
‘
葉
は
廣
披
針
形
を
呈
し
て
‘
埜
を
抱
く
や
う
に
し
て
梢

流
る
る
が
如
し
。
軒
を
構
へ
‘
雪
蓬
と
名
づ
け
、
學
者
、
天
已
死
、
黄
天
嘗
レ
立
。
〔
｛
木
書
‘
符
瑞
志
上
〕
中
平
元
年
、
三
王
世
家
〕
北
方
黒
‘
上
方
黄
‘
云
云
‘
封
―
―
上
方
―
者
、
上
方
に
向
つ
て
着
生
す
。
花
は
純
黄
色
‘
或
は
淡
黄
色

雪
蓬
先
生
と
稲
す
。
著
に
零
蓬
集
か
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
黄
巾
賊
起
云
‘
黄
天
常
レ
立
‘
此
魏
氏
依
二
劉
向
自
云
‘
土
取
―
―
黄
土
言
杜
甫
‘
閣
夜
詩
〕
臥
龍
躍
馬
終
黄
土
、
人
事
音
を
呈
し
た
高
雅
な
色
彩
を
持
つ
て
ゐ
る
。

百
八
十
五
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
八
十
一
〕
．
〔
明
史
徳
之
符
一
也
。
●
渓
夏
の
天
を
い
ふ
。
〔
紅
悽
夢
‘
―
―
-
＋
書
漫
寂
｛
箋
〔
飽
溶
‘
悲
哉
行
〕
黄
土
塞
―
―
生
路
五
悲
風
送
―
-
【
サ
頁
登
】

708"呟
清
‘
番
馬
の
人
。
字
は
俊
升
゜
琥
は
積

稿
‘
二
百
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
臥
徴
録
‘
二
十
〕
．
〔
皇
明
詞
二
回
〕
這
磨
黄
天
暑
熱
的
‘
叫
他
倣
↓
―
什
磨
↓
回
較
↓
〔
蘇
献
‘
和
―
―
王
｛
芋
六
首
並
次
韻
詩
〕
春
裁
黄
土
奄
。
著
に
嶺
南
五
朝
詩
選
か
あ
る
。
〔
四
庸
提
要
‘
二
日

林
人
物
考
、
こ
．
〔
明
名
人
博
十
二
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
〖
黄
天
子
〗

9
6
9
”
袋
西
夏
に
て
中
國
の
天
子
を
い
ふ
。
軟
‘
凍
等
蒼
崖
折
。

O
は
か
。
よ
み
ぢ
。
墓
。
〔
琵
琶
記
‘
感
九
十
四
〕
。

-
〕
.
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百
十
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
十
〕
．
〔
梢
謂
録
‘
天
子
古
稽
‘
黄
天
子
〕
長
篇
‘
西
夏
自
梢
―
―
-Pl

格
墳
成
〕
黄
土
傷
レ
心
‘
丹
楓
染
レ
涙
。

O
縣
名
。
北
周
‘
置
【
苗
頁
頭
】
709

昇
’
〇
黄
色
の
帽
を
被
つ
て
船
を
や
る
も

〔
明
史
穎
‘
九
十
七
〕
．
〔
明
書
‘
二
日
十
七
〕
・
〔
明
詩
紀
天
子
玉
E
-
―
中
國
[
『
―
―
黄
天
子
一
く
。
故
城
は
映
西
省
洵
陽
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
の
。
黄
頭
郎
を
見
よ
。
●
唐
の
正
式
の
軍
隊
の
名
。
皆
黄

事
甲
‘
九
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
甲
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
‘
〖
黄
天
蕩

]
6
9
7

”
”
,
？
地
名
。0
江
蘇
省
南
京
市
の
東
漢
中
府
、
興
安
州
‘
洵
陽
縣
〕
清
陽
城
、
在
縣
東
三
十
里
「
帽
を
被
っ
た
か
ら
名
つ
く
。
〔
唐
書
‘
王
式
博
〕
忠
武
戌

二
〕
．
〔
耕
志
居
詩
話
‘
三
〕
．
〔
開
國
臣
博
‘
十
〕
。
北
。
宋
の
建
炎
四
年
‘
韓
世
忠
‘
冗
地
と
此
慮
に
酎
陣
す
。
本
洵
陽
縣
地
‘
晉
於
レ
此
置
―
―
清
口
戌
面
I

魏
大
統
中
、
置
1

一
卒
‘
服
短
後
褐
、
以
レ
黄
冒
レ
首
、
南
方
琥
1

一
黄
頭
軍
玉
天



黄

部

黄

下
鋭
卒
也
。

O
後
魏
‘
涌
雅
(
7
|
1
7
7
9
2
 :
 2
7
)

の
小
名
。
香
傭
〕
帝
會
ー
一
中
山
邸
一
乃
詔
,
,
香
殿
下
一
顧
謂
―
―
諸
王
ー
に
勧
め
‘
軽
舟
入
観
せ
し
む
。
温
‘
威
を
待
っ
こ
と
甚
だ

〖
黄
頭
郎
〗7
1
0
%
9

ウ
ト
ゥ
漢
代
の
官
名
。
船
舶
を
掌
る
。
曰
‘
此
天
下
無
雙
江
夏
黄
童
―
者
也
。
®
明
‘
政
和
の
人
。
恭
し
。
威
‘
鎮
に
還
る
を
得
た
る
は
‘
訥
‘
輿
つ
て
功
あ

黄
は
土
の
色
。
五
行
で
土
は
水
に
勝
つ
か
ら
‘
舟
を
行
字
は
仕
群
。
太
學
生
。
官
は
監
察
御
史
。
南
畿
を
按
じ
‘
り
。
〔
十
國
春
秋
〕
。

る
も
の
‘
こ
の
色
に
象
つ
て
帽
を
作
り
‘
之
を
被
る
。
韓
後
‘
廣
西
副
使
に
至
る
。
〔
明
名
人
博
、
十
二
〕
．
〔
本
朝
【
苗
函
5

】727
豆
匁
黄
色
で
や
は
ら
か
い
。
〔
白
居
易
‘
四
年

じ
て
‘
船
頭
の
梢
。
黄
頭
郎
之
夢
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
倭
幸
‘
分
省
人
物
孜
‘
七
十
二
〕
。
春
詩
〕
柳
梢
黄
緻
草
芽
新
‘
又
入
開
成
第
四
春
。

郎
連
博
〕
郎
通
、
云
云
、
以
レ
濯
レ
船
為
1一
黄
頭
郎
→
〔
注
〕
〖
黄
童
白
曳
〗

7
1
7心窯
咋
黄
口
の
小
兒
と
白
製
の
老
【
黄
寧
]
7
2
8

”
匁
牌
臓
を
い
ふ
。
黄
庭

(
6
7
3
)
に
同
じ
。

集
解
日
、
徐
廣
曰
、
著
―
―
黄
帽
一
也
、
一
説
‘
土
、
水
之
母
‘
人
。
〔
韓
愈
‘
元
和
聖
徳
詩
〕
卿
士
庶
人
‘
黄
童
白
曳
゜
〔
清
〔
黄
庭
経
〕
何
不
レ
食
レ
氣
太
和
精
‘
故
能
不
レ
死
入
―
―
黄

故
施
賣
粍
於
船
頭
国
以
名
―
―
其
郎
日
―
―
黄
頭
郎
↓
〔
漢
會
典
事
例
‘
戸
部
‘
躙
愉
〕
朕
恭
送
1

一
梓
｛
旦
奉
―
―
詣
山
陵
一
寧
↓
〔
庄
〕
即
黄
庭
也
。
〔
韻
府
引
‘
陸
浦
、
詩
〕
但
知
向
―
―
瞑

書
‘
枚
乗
博
〕
漢
知

4
天
之
有
．
呑
1

一
天
下
一
之
心
上
也
、
赫
沿
途
地
方
‘
親
見
黄
童
白
曳
‘
跳
―
―
列
道
帝
一
聰
1

一

望

霊

目

養
1

一
黄
寧
↓

然
加
忍
‘
遣
1

一
朽
林
黄
頭
砿
炉
江
而
下
‘
襲
1

一

大

王

之

都

↓

輿

芦

凹

深

―

―

哀

慕

-

[

黄

熱

】

729

豆
匁
マ
ラ
リ
ヤ
性
の
一
種
の
熱
病
。

〔
庄
〕
蘇
林
曰
‘
羽
林
黄
頭
郎
、
習
―
―
水
戦
一
者
也
。
【
黄
銅
】
718

”

呟

慎

鍮

。

銅

と

亜

鉛

の

合

金

。

【

黄

能

i

】7
3
0
"
四
ぢ
獣
の
名
。
黄
熊
(
8
8
5
)

に
同
じ
。
〔
國

〖
黄
頭
小
人
〗7

1
1誘
翌
ゥ
晉
の
王
恭
の
名
を
分
析
し
〖
黄
銅
鎖
〗7

1
9
衿
0
7ド
ゥ
黄
金
色
の
銅
鎖
。
銅
鎖
中
で
主
語
‘
晉
語
八
〕
昔
者
縣
違
モ
帝
命
芸
茂1一
之
於
材
山
五
化
為l­

て
稽
し
た
隠
語
。
即
ち
恭
の
字
の
黄
頭
（
止
）
と
小
人
要
な
位
置
を
占
め
る
も
の
。
黄
能
百
で
入
―
―
子
材
淵
言
後
漢
書
、
儒
林
下
‘
謝
該
博
〕
黄

（
へ
小
）
と
か
ら
成
る
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
—
帝
王
‘
識
[
苦
雀

2】
加
”
匁
土
徳
を
い
ふ

o

五
行
で
土
は
黄
色
にi゚E

能
入
レ
寝
、
亥
有
二
-
涵
旦
〔
述
異
記
ヽ
上
〕
圭

R使
n一
絲
治
ニ

記
〕
王
恭
在
―
―
京
口
五
E

姓
間
忽
云
‘
黄
頭
小
人
欲
レ
作
レ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
種
築
志
‘
郊
祀
歌
‘
朝
闇
首
〕
笈
洪
水
二
不
レ
勝
―
―
其
任
ぶ
笠
詠
石
麻
於
花
山
石
化
為
―
―
黄
熊
一

乱
籟
得
釜
刀
作
―
―
蕃
杵
成
字
上
‘
恭
字
頭
也
‘
小
人
五
止
、
顕
―
―
黄
徳
一
〔
梁
書
‘
武
帝
紀
上
〕
四
百
告
レ
終
、
有
入
二
子
材
泉
云
7

會
稽
祭
,
,
I
H
[
廟
示
＇
レ
用
レ
熊
‘
曰
二
黄
能
一

恭
字
下
也
、
後
恭
為
"
~牢
之

所

＞

敗

。

漢

所

,

,

以
高
揖
む
頁
徳
既
謝
、
魏
氏
所
―
―
以
築
推
一
既
黄
熊
也
、
陸
居
曰
レ
熊
、
水
居
曰
レ
能
。

〖
黄
頭
郎
之
夢
〗7

1
2
”0
7バ
芦
漢
の
文
帝
が
黄
頭
郎
を
【
黄
憤
】72

1
”
”,
0

黄
色
の
こ
う
し
。
〔
韓
非
子
‘
内
儲
【
黄
農
】

7
3
1
"
匁
〇
黄
帝
軒
輯
氏
と
炎
帝
神
農
氏
。

O

夢
み
て
郎
通
を
重
用
し
た
故
事
。
〔
漢
書
、
侯
幸
‘
郡
通
説
上
〕
南
門
之
外
、
有
下
黄
禎
食
孟
田
道
左
玉
只
〔
杜
清
。
元
和
の
人
。
字
は
古
慮
。
父
母
に
事
へ
て
至
孝
゜

博
〕
以
レ
濯
レ
船
為
二
黄
頭
郎
一
文
帝
嘗
夢
欲
レ
上
レ
天
不
レ
甫
‘
百
憂
集
行
〕
憶
年
十
五
心
尚
核
‘
健
如
"
黄
積
ー
走
復
兄
に
事
へ
て
篤
友
‘
人
と
交
消
し
て
恭
謹
。
父
に
先
ん

能
、
有
二
黄
頭
郎
推
上
矢
‘
凰
見
其
衣
尻
一
帯
後
穿
‘
来
。
〔
王
建
‘
田
家
行
〕
不
レ
望
入
レ
ロ
復
上
レ
身
‘
且
免
向
レ
じ
て
卒
す
。
〔
消
史
稿
、
五
百
一
―
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
-
―
―

覺
而
之
一
高
~
畳
→
云
云
‘
見
レ
通
、
其
衣
後
穿
‘
夢
中
所
レ
見
城
賣

1一
黄
積U
0
蝸
牛
の
異
名
。
〔
荘
子
、
H
l
J陽
‘
有
―
―
所
謂
百
八
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
七
〕
。

也
‘
云
云
‘
甚
悦
尊
↓
一
幸
之
「
云
云
‘
賞
―
―
賜
金
矩
萬
三
云
云
‘
蝸
者
t

繹
文
〕
李
云
‘
蝸
品
有
―
―
雨
角
「
俗
謂
―
―
之
蝸
牛
ご
一
【
黄
波
】
732

冷
ゥ
黄
熟
し
た
袈
の
穂
の
形
容
。
〔
乳
補
之
‘

他
善
相
者
相
＞
通
‘
曰
、
西
更
貧
餓
死
工
曰
‘
能
富
レ
通
者
蒼
云
‘
小
牛
螺
也
‘
一
云
‘
俗
名
1

一
黄
憤
↓
閻
子
常
構
レ
琴
入
レ
村
詩
〕
芸
芸
袈
田
翻
,
,
黄
波
五
鮪
晶
盤

在
我
‘
賜
通
蜀
蔽
道
銅
山
↓
得
―
―
自
躊
L

錢
、
部
氏
錢
布
,
,

〖
黄
憤
羊
~
〗
g
魏
ウ
ト
ク
黄
色
の
小
牛
と
小
羊
゜
〔
史
記
‘
穂
如
二
蝸
螺
→

天
下
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
濯
レ
船
‘
能
持
レ
櫂
行
レ
船
也
、
土
勝
レ
封
祠
書
〕
黄
積
恙
各
四
。
【
黄
頗
】
733

裕
，
唐
‘
宜
春
の
人
。
字
は
無
頗
。
文
章
に

水
其
色
黄
‘
故
剌
レ
船
之
郎
‘
皆
著1一
黄
帽
ご
因
琥
曰1一
黄
〖
黄
禎
角
〗7

2
3
”
”
ヴ
；
筍
の
異
梢

c

〔
事
物
異
名
録
‘
祓
巧
。
韓
愈
か
哀
州
剌
史
で
あ
っ
た
時
‘
頗
‘
之
に
師
事

頭

郎

也

。

穀

‘

筍

〕

黄

庭

堅

詩

‘

春

筍

初

生

黄

禎

角

。

す

。

會

曰

自

の

末

‘

進

士

に

學

げ

ら

れ

、

監

察

御

史

に

至

）
【
黄
藤
】7

1
3砂
〇
蔓
草
の
名
。
鉤
吻
の
異
名
。
っ
た
う
〖
黄
禎
含
〗

7
2
4
衿
ウ
ト
ク
蝸
牛
の
異
名
。
〔
海
録
砕
事
‘
鳥
る
。
〔
全
唐
詩
‘
―
-
+
-
〕
。

る
し
。
〔
本
草
‘
鉤
吻
〕
秤
名
‘
黄
藤
時
珍
日
‘
岳
州
謂
1

一
獣
‘
雑
晶
〕
蝸
牛
‘
螺
贔
之
有
レ
角
‘
俗
或
呼
為
―
―
黄
禎
含
―
[
黄
覇
】
734

裕
ゥ
漢
‘
陽
夏
の
人
。
字
は
次
公
。
溢
は
定
。

，
 

3
 
7
 
~
之
黄
藤
→
●
葵
草
の
名
。
〔
本
草
‘
黄
藤
〕
集
解
‘
時
珍
【
黄
獨

]
7
2
5

”
匁
土
芋
の
異
名
。
ほ
ど
い
も
。
土
卵
。
土
幼
時
‘
律
令
の
學
を
修
め
‘
武
帝
の
末
‘
侍
郎
謁
者
を
授

曰
‘
黄
藤
生
―
―
嶺
南
面
箪
防
己
盃
閃
常
服
此
藤
縦
豆
。
〔
本
草
‘
土
芋
〕
繹
名
‘
土
卵
‘
黄
獨
‘
土
豆
‘
集
解
、
け
ら
る
。
河

6
 

三
麟
〗
[
〗
[
三
〗
〗
[
[
口
カ
れ
[
れ
[

丞
相
に
至
る
。
封
は
建
成
侯
。
漢
代
‘
治
民
の
吏
を
言
ヘ

ば
‘
覇
を
以
て
首
と
為
す
。
〔
史
記
‘
九
十
六
〕
．
〔
前
漢

書
｀
八
十
九
〕
。

〖
黄
覇
政
殊
〗7

3
5務笠
蒙
求
の
標
題
。
前
漢
の
黄
覇
｀

初
め
錢
を
以
て
官
を
買
ひ
‘
人
に
軽
ん
ぜ
ら
れ
た
が
‘

會
計
を
掌
司
し
て
廉
潔
を
稽
せ
ら
れ
‘
の
ち
剌
史
・
太

守
を
歴
て
関
内
侯
を
賜
は
り
‘
終
に
丞
相
と
な
っ
て
大

い
に
治
績
を
攀
げ
た
故
事
。
〔
漢
書
‘
循
吏
‘
黄
覇
傭
〕

覇
少
學
一
律
令
ニ
喜
レ
為
レ
吏
‘
武
―
帝
末
以
―
―
待
詔
一
入
レ
錢

賞
レ
官
‘
補
"
侍
郎
謁
者
「
坐
―
―
同
産
有
＞
罪
劾
免
‘
後
復

入
1

一
穀
沈
黎
郡
云
四
左
喝
朔
二
百
石
卒
史
五
渇
翔
以
―
―
覇

入
レ
財
為
＞
官
‘
不
レ
署
1

一
右
職
↓
使
レ
領
―
―
郡
錢
穀
計
盃
簿
書

正
‘
以
レ
廉
稲
察
補
,
,
河
東
均
輪
長
ご
俊
察
』
廉
為
1

一
河
南

太
守
承
二
云
云
‘
天
子
以
―
―
覇
治
行
終
長
者
一
下
レ
詔
梢

揚
‘
云
云
‘
其
聾
爵
開
内
侯
、
黄
金
百
斤
‘
秩
中
一
一
千

石↓

【
黄
馬
】
736

万

0
栗
毛
の
馬
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
駒
‘
有
レ
耀

有
塩
只
‘
疏
〕
有
二
純
黒
之
騒
馬
云
有
―
―
黄
辞
之
黄
馬
言
幡
‘

明
堂
位
〕
周
人
黄
馬
蕃
製
。
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
騎
,
,

黄
馬
之
劇
談
ぶ
砥
↓
―
碧
維
之
雄
辮
↓
●
川
の
名
。
源
は

安
徽
省
潜
山
縣
の
北
山
中
。
樅
陽
河
の
上
源
。
下
流
は

練
濯
河
と
な
り
、
江
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江

南
、
安
慶
府
‘
懐
寧
縣
〕
黄
馬
河
、
府
北
九
十
里
、
自
-
―
潜

水
分
流
。

〖
黄
馬
掛
〗7

3
7
雰
や
黄
色
の
馬
掛
゜
清
朝
で
文
武
官
の

特
に
功
努
あ
る
も
の
‘
及
ぴ
侍
衛
大
臣
に
賜
は
る
も

の
。
〔
清
會
典
事
例
‘
侍
衛
慮
‘
儀
制
‘
服
用
〕
後
思
前
引

大
臣
―
―
一
等
侍
衛
升
級
新
補
者
‘
歳
於
―
―
十
二
月
1

行
1-

文
内
務
府
一
支
1

一
領
緑
紹
朝
衣
端
睾
;
ゎ
尾
班
侍
衛
支
1-

領
絣
抱
五
企
遇
巡
幸
至
含
領
黄
馬
掛
一
〔
清
國
行
政
法

汎
論
‘
皇
室
‘
黄
馬
掛
〕
黄
馬
掛
‘
我
所
謂
莉
織
類
‘
亦
特

賞
給
武
功
渚
之
衣
也
。

〖
黄
馬
白
啄
〗7
3
8
"
勺
炉9/
。
馬
の
毛
色
の
名
。
〔
一
話
一

言〕。

【
黄
婆
】
739

勺
図
〇
牌
臓
の
神
。
道
家
の
内
丹
。
牌
は

能
く
他
臓
を
養
ふ
か
ら
い
ふ
。
〔
参
同
契
〕
黄
婆
居
レ
中

補
―
―
四
方
U
0
元
‘
烏
泥
涅
の
人
。
一
名
、
黄
道
婆
(
1
2
3
4
)

と
い
ふ
。
紡
織
の
法
を
教
ふ
。
〔
報
耕
鋒
、
黄
道
婆
〕
國

初
時
、
有
こ
娼
名
二
黄
道
婆
1

者
い
自
二
産
州
ー
来
、
乃
教

以
孟
竪
造
拝
弾
紡
織
之
具
二
高
不
癌
‘
烏
罹
夜
尋
―
―
黄

九
七
三

13569 



黄

部

黄
|

_

 

）
母
祠
故
址
詩
〕
吉
貝
壼
方
物
、
今
栽
此
地
多
‘
織
成
資
ー
一
生
‘
椅
レ
埜
繁
‘
亦
如
二
狗
黄
楊
枝
葉
様
二
血
葉
不
レ
扁
。

O

3
 
76

赤
子
盃
収
レ
法
自
↓
―
黄
婆
言
消
一
統
志
〕
黄
道
婆
祠
、
在
―
―
祠
宗
の
五
祗
‘
弘
忍
の
稲
。
黄
梅
山
に
居
た
か
ら
い
は

上
海
縣
西
南
烏
泥
沌
上
↓
道
婆
本
鎮
人
、
初
論
―
落
厘
る
。
〔
六
祖
壇
経
‘
序
〕
菩
提
逹
磨
、
東
宋
瓦
茫
土
直
指
二

6
 
92

州
元
元
貞
間
附
海
舶
蹄
、
数
一
人
紡
織
之
法
「
利
被
二
人
、
生
見
性
成
佛
‘
有
―
―
可
大
師
者
盆
且
竺
言
下
―
悟
入
‘

一

郷

↓

末

上

三

拝

‘

得

レ

髄

受

レ

衣

‘

紹

レ

祗

開

―

―

闇

正

宗

コ

三

博

而

7
 
4
 

〖
黄
婆
禰
〗7

4
0
”
”
ぇ
灌
木
の
名
。
胡
碩
子
の
一
名
。
乳
至
二
黄
梅
一
會
中
嵩
祗
七
百
‘
惟
負
春
居
士
‘
一
侶
傭
レ

戸
應
に
似
て
ゐ
る
か
ら
名
づ
く
。
な
は
し
ろ
ぐ
み
。
も
ろ
衣
‘
為
1

一
六
代
祖
↓

な
り
。
〔
本
草
‘
胡
顔
子
〕
繹
名
‘
黄
婆
禰
時
珍
曰
‘
襄
〖
黄
梅
雨
〗

7
4
4
グ
公
勺
梅
の
賓
の
黄
色
に
な
る
頃
降
る

゜
4
 

~
漢
人
呼
為
一
黄
婆
鰍
象
二
乳
頭
也
。
雨
。
つ
ゆ
。
さ
み
だ
れ
。
梅
雨
。
〔
名
義
考
、
天
部
〕
風
土

26

【
黄
酪
】
741

乃
黄
色
の
に
ご
り
酒
。
黄
酷
緑
醗
迎
レ
冬
記
‘
夏
至
前
雨
鈴
―
黄
梅
雨
□
泊
―
―
衣
服
l

皆
敗
浣
‘
婢
雅

，
 

4
7

熟
を
見
よ
。
〔
白
居
易
｀
嘗
賣
酷
新
酎
丘
墾
微
之
—
詩
〕
云
‘
江
・
湘
・
柄
浙
四
五
月
開
‘
梅
欲

1一
黄
落
面
切
水
潤
土

世
間
好
物
黄
酷
酒
‘
天
下
閑
人
白
侍
郎
。
滑
‘
礎
壁
皆
汗
‘
鬱
蒸
成
レ
雨
‘
謂
二
之
梅
雨
玉
説
文
、
物
中

〖
黄
酷
緑
蘭
迎
レ
冬
熟
〗74

2翌立
g
賃
芦
ス
黄
酷
と
久
雨
青
黒
曰
レ
徽
‘
則
梅
雨
常
レ
作
レ
徽
‘
因

1一
雨
嘗
ー
梅

緑
醗
と
が
冬
に
な
つ
て
よ
く
熟
し
た
。
〔
白
居
易
‘
戯
熟
ご
逐
謡
為
―
―
梅
雨
一
至
レ
有
1

一
迎
梅
送
梅
之
説
一
〔
白
居

招
藷
客
―
詩
〕
黄
酷
緑
闘
迎
レ
冬
熟
‘
綺
帳
紅
遣
逐
レ
夜
易
‘
送
-
―
客
之
―
―
湖
南
一
詩
〕
帆
開
青
草
湖
中
去
‘
衣
滉
黄

開
誰
道
洛
中
多
逸
客
一
不
蒋
レ
書
喚
示
＇
二
曾
来
↓
梅
雨
裏
行
。
〔
庚
埃
詩
話
〕
江
南
五
月
梅
熟
時
‘
霧
雨
兼
レ

[
黄
梅
】
743
忽
炉
パ
イ

O
梅
の
賓
の
熟
し
て
色
つ
い
た
も
旬
‘
謂
,
,
之
黄
梅
雨
一

の
。
〔
砕
道
衡
‘
梅
夏
應
教
詩
〕
長
廊
連

1一
紫
殿
五
細
雨
應
"
〖
黄
梅
花
〗

7
4
5
”
9
9ウ
パ
ィ
樹
木
の
名
。
蟻
梅
の
一
名
。
〔
本

黄
梅
↓
〔
李
敬
方
‘
天
台
睛
望
詩
〕
林
果
黄
梅
盛
‘
山
苗
半
草
‘
蠍
梅
〕
秤
名
‘
黄
梅
花
。

夏
新
。
〔
徐
条
‘
岳
州
云
云
詩
〕
北
風
吹
レ
雨
黄
梅
落
‘
〖
黄
梅
摺
〗

7
4
6
ダ
器
？
黄
梅
雨
の
頃
に
起
る
悪
氣
。
〔
番

西
日
過
レ
湖
宵
草
深
。
●
梅
の
熟
す
る
頃
の
時
候
の
楢
゜
昂
雑
編
〕
嶺
外
ニ
―
―
一
月
為
1

一
胄
草
楕
而
巴
五
月
黄
梅
描
‘

〔
儲
光
義
‘
晩
齋
中
園
喜
レ
赦
作
詩
〕
五
月
黄
梅
時
‘
陰
氣
六
七
月
新
水
渾
‘
八
九
月
黄
茅
摺
°

蔽

遠

墨

〇

蟻

梅

臼
17

の
一
名
。
〔
本
草
‘
蟻
梅
〕
繹
名
、
【
黄
包
】
747

心
咳
蜜
柑
の
外
皮
を
い
ふ
。
〔
播
岳
‘
笙
賦
〕

黄
梅
花
、
時
珍
日
‘
此
物
本
非
―
―
梅
類
面
i--1

其
卑
ハ
レ
梅
同
レ
披
二
黄
包
ー
以
授
レ
甘
゜
〔
注
〕
銑
曰
‘
甘
‘
橘
也
‘
云
云
、
甘
‘

時
、
香
又
相
近
‘
色
似
―
―
蜜
蟻
五
故
得
―
―
此
名
二
梅
譜
〕
蛾
皮
黄
、
故
云
レ
披
―
―
黄
芭
ぢ
―
n
レ
剥
ら
之
也
。

梅
本
非
↓
―
梅
種
原
名
黄
梅
‘
王
安
國
熙
寧
間
尚
有
L

味

l-【
黄
抱
】
748

ヅ
呟
〇
黄
色
の
上
衣
。
隋
以
後
天
子
の
常
服

黄
槌
詩
芋
生
祐
開
‘
蘇
黄
門
命
為
―
―
蛾
梅
↓
為
レ
色
正
似
1

一
に
用
ひ
‘
士
庶
に
は
禁
じ
て
着
用
さ
せ
な
か
っ
た
。
〔
野

黄
蠍
1

耳
。
働
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
湖
北
省
斬
春
縣
の
客
叢
書
、
三
、
禁
レ
用
レ
黄
〕
自
↓
―
唐
高
祗
武
徳
初
面
用
―
―
隋

東
。
〔
唐
書
、
地
理
志
五
〕
i

斬
州
載
春
郡
‘
云
云
、
黄
梅
、
制
一
天
子
常
服
―
―
黄
抱
五
遂
禁
―
―
士
庶
云
↑
レ
得
レ
服
、
而
服

武
徳
四
年
置
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
黄
州
府
、
薪
黄
有
レ
禁
｀
自
函
此
始
。
●
黄
鳥
を
い
ふ
。
〔
毛
詩
草
木

州
〕
黄
梅
縣
、
漢
尋
陽
縣
及
薪
春
縣
地
‘
云
云
‘
隋
開
皇
鳥
獣
品
魚
疏
〕
黄
鳥
‘
黄
鵬
留
也
、
或
謂
レ
之
曰
―
―
黄
抱
↓

初
、
復
日
ー
一
新
保
〗g
-
i斬州
工
ー
八
年
改
レ
縣
曰
―
―
黄
梅
→
〔
貫
休
‘
晩
春
寄
―
―
張
侍
郎
―
詩
〕
鳥
聴
黄
抱
小
、
城
臨
白

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖
北
、
黄
州
府
、
縣
七
、
黄
梅
。
参
山
帝
寒
°

名
。
④
黄
蝠
山
の
異
名
。
＠
湖
北
省
黄
梅
縣
の
西
北
。
〖
黄
抱
加
レ
身
(
〗

7
4
9話”
ぢ
天
子
と
な
る
を
い
ふ
。
隋

〇
灌
木
の
名
。
樹
は
節
あ
り
、
蔓
状
、
葉
は
複
葉
、
花
は
の
世
か
ら
、
天
子
‘
常
に
黄
抱
を
服
し
‘
士
庶
の
服
す
る

鮮
黄
色
合
辮
、
早
春
に
開
く
。
迎
春
花
。
〔
和
漢
三
オ
圏
を
禁
じ
た
。
〔
宋
史
‘
石
守
信
傭
〕
―
帝
曰
‘
人
執
不
レ
欲
ニ

會
‘
混
草
類
、
迎
春
花
〕
按
‘
迎
春
花
埜
有
―
―
微
稜
な
即
節
富
貴
―
一
旦
有
下
以
"
黄
抱
1

加
．
汝
之
身
い
雖
レ
欲
レ
不
レ

繁
‘
枝
斡
勁
而
不
レ
立
‘
如
レ
蔓
非
レ
蔓
‘
傍
起
レ
竹
扶
レ
之
、
為
‘
其
可
レ
得
乎
゜
〔
績
通
鑑
〕
太
祗
至
輝
涵
野
酔
臥
‘
黎

正
月
開
1

一
小
黄
花
一
形
似
―
―
梅
花
正
故
呼
曰
―
―
黄
梅
盆
逗
望
レ
明
諸
将
撲
レ
甲
執
レ
兵
‘
直
控
1

一
寝
門
ー
曰
‘
諸
将
無
レ
主
‘

之
似
―
―
連
懸
花
枝
石
其
花
罷
生
レ
葉
‘
一
栢
三
葉
‘
雨
雨
射
願
策
,
,
太
尉
―
為
―
―
天
子
工
太
祗
未
レ
及
―
―
酬
應
盃
皿
黄
抱
已

九
七
四|
 

炉

身

芙

。

【

黄

鹿

】

756

巧
き
い
ろ
い
は
た
ぽ
こ
。
〔
漢
書
‘
武
帝

70

【
黄
賓
】
750

巧
〇
明
の
人
。
極
の
子
。
字
は
仲
瑶
。
経
史
紀
〕
初
置
城
門
屯
兵
盃
森
牝
史
黄
旅
↓

35

に
滝
治
し
‘
何
淑
・
張
潔
・
王
朔
と
蜘
不
安
の
四
傑
と
稲
せ
【
黄
造
】
759

ダ
な
と
し
よ
り
。
老
人
。
黄
は
老
人
の
製
ー

ら
る
。

O
明
‘
長
沙
の
人
。
字
は
廷
用
。
成
化
の
道
士
。
官
の
黄
色
な
こ
と
‘
造
は
八
・
九
十
歳
の
老
人
。
〔
列
女
博
‘

は
吏
部
郎
。
選
事
を
掌
る
。
都
御
史
。
挟
西
を
巡
撫
す
。
母
儀
、
魯
季
敬
妻
偲
〕
所
レ
卑
ハ
―
―
遊
虞
―
者
、
皆
黄
蓬
促

劉
瑾
に
件
つ
て
官
を
辟
し
‘
後
‘
官
に
復
し
て
雲
南
を
歯
也
。

巡
撫
す
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
六
十
一
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
八
【
黄
榜
】
760

ダ
唸
〇
赦
命
を
書
い
た
ふ
た
。
古
‘
詔
は
黄

十
六
•
一
百
二
十
七
・
一
百
三
十
五
•
一
百
四
十
·
ー
百
紙
に
記
し
た
か
ら
い
ふ
。
〔
元
史
‘
世
祖
紀
六
〕
遣
―
―
呂
文

四
十
一
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
娩
一
資
―
―
黄
榜
本
玄
諭
中
外
軍
民
一
倅
え
女
堵
ふ
炉
故
。

O

八

十

一

〕

。

殿

試

の

成

績

検

表

の

掲

示

。

〔

虞

集

‘

贈

1

涵
茫
竺
詩
〕
天

【
黄
冒
】
751

勺
匹
黄
色
の
頭
巾
。
〔
漢
書
‘
線
不
疑
側
〕
衣
一
門
一

H
観
―
―
黄
榜
一
茅
屋
三
年
掩
素
靡
↓
〇
蓄
財
の
多

黄
惚
綸
著
賣
冒
↓
〔
唐
書
‘
儀
衛
志
上
〕
赤
楳
襖
、
黄
い
者
を
い
ふ
。
梁
の
武
帝
の
弟
‘
粛
宏
‘
性
‘
錢
を
愛
し
‘

冒

黄

抱

。

百

萬

一

緊

し

て

‘

黄

榜

を

以

て

標

榜

し

た

故

事

。

〔

書

言

【
黄
茅
】
752

雰
ゥ
ち
か
や
の
一
。
き
い
ろ
い
ち
か
や
。
〔
本
故
事
‘
富
厚
類
〕
柄
一
蓄
財
多
者
盃
紫
標
黄
榜
‘
錢
愚
‘
梁

草
‘
白
茅
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
茅
有
―
―
白
茅
・
菅
茅
・
黄
茅
・
武
帝
弟
蒲
宏
‘
性
愛
レ
錢
‘
百
萬
―
緊
‘
黄
榜
標
レ
之
‘
干

香
茅
・
芭
茅
藪
種
一
黄
茅
似
―
―
菅
茅
二
叩
陸
上
開
レ
葉
‘
埜
萬
―
庫
掛
二
-
紫
標
一
如
レ
此
＋
餘
開
‘
武
帝
見
レ
之
‘
計
レ

下
有
,
1

白
粉
ご
釈
頭
有
―
―
黄
毛
i

根
亦
短
而
細
硬
無
レ
節
‘
錢
三
億
餘
萬
‘
他
物
渦
レ
庫
‘
不
レ
知
1

一
多
少
i

蒲
綜
作
1

↓錢

秋
深
開
レ
花
、
穂
如
レ
菅
‘
可
レ
為
―
―
索
絢
一
〔
白
居
易
、
愚
論
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
貧
富
〕
紫
標
黄
榜
‘
封
ー
ー
記
錢
庫
―

代
書
詩
一
百
韻
寄
―
―
微
之
―
〕
官
含
黄
茅
屋
、
人
家
苦
之
名
。

竹

籠

。

【

黄

白

】

761

窃
ゥ
〇
黄
色
と
白
色
。
共
に
正
色
。
〔
史
記
‘

〖
黄
茅
主
痛
〗
7
5
3
衿
乃
ゥ
八
九
月
の
芭
草
の
枯
れ
る
頃
‘
天
官
書
〕
黄
白
‘
起
レ
地
而
上
。
〔
文
中
子
、
事
君
〕
君
子
非
ニ

起
る
悪
氣
。
黄
茅
障
。
〔
顧
況
‘
湖
中
詩
〕
胄
草
湖
邊
日
色
黄
白
1

不
レ
御
‘
婦
人
則
有
二
胄
碧
↓
〇
こ
か
ね
と
し
ろ

低
‘
黄
茅
障
裏
鵡
鵠
喘
〔
番
黒
雑
編
〕
嶺
外
二
三
月
為
↓
一
が
ね
。
金
錢
を
い
ふ
。
〔
周
證
‘
考
エ
記
‘
県
氏
〕
煕
濁
之

青
草
痛
｛
四
五
月
黄
梅
櫂
‘
六
七
月
新
水
澤
、
八
九
月
黄
氣
褐
‘
黄
白
次
レ
之
。
〔
史
記
、
平
準
書
論
賛
〕
虞
夏
之
幣
‘

茅
播
゜
〔
投
荒
記
〕
南
方
六
七
月
茅
黄
枯
時
、
痛
大
猜
、
土
金
為
三
瓦
六
或
黄
或
白
或
赤
‘
或
錢
或
布
或
刀
‘
或
亀

人

呼

為

―

―

黄

茅

播

↓

貝

‘

及

レ

至

レ

秦

、

中

一

國

之

幣

為

―

―

三

等

面

笈

金

以

レ

錨

名

〖
黄
茅
嶺
〗7

5
4
衿
ウ
バ
ゥ
山
名
。
0
江
南
省
拭
載
縣
の
西
為
,
,

上
幣
二
銅
錢
識
日
元
丁
雨
一
重
如
一
其
文
盃
竺
下
幣
一

北。

O
湖
北
省
孝
感
縣
の
北
。
〔
孝
感
縣
志
〕
孝
感
之
黄
〔
秋
燈
叢
話
〕
黄
白
物
頓
盛
。
参
道
士
か
丹
槃
を
煉
つ

茅
嶺
‘
輿
―
―
應
山
之
高
貴
山
随
州
之
拷
桂
山
一
皆
輿
―
―
信
て
黄
金
白
銀
を
化
成
す
る
術
。
黄
白
之
術
を
見
よ
。
〔
紳

陽
三
間
一
形
勢
聯
絡
‘
上
接
―
―
荊
壌
ニ
ト
逹
l

―
光
黄
二
圏
経
仙
傭
、
劉
安
〕
（
淮
南
王
）
作
―
―
中
篇
八
章
ゴ
l
-

―
豆
紳
仙
黄

所

謂

天

下

之

中

路

‘

楚

北

之

要

害

也

。

白

之

事

ぶ

g局
一
鴻
賓
↓

〖
黄
茅
山
人
〗7

5
5
焚
乃
匁
清
‘
黄
潤
昌
(
1
1
5
6
)
の
琥
゜
〖
黄
白
案
〗7

6
2
努
ゥ
？
齋
の
尚
書
省
で
右
承
王
署
・
左

〖
黄
茅
白
葦
]
7
5
6

芦
ゎ
ベ
ゥ
黄
色
い
ち
が
や
と
‘
白
い
あ
承
＿
次
署
の
掌
る
文
案
を
白
案
‘
左
承
王
署
・
右
丞
次
署

し
。
〔
蘇
献
‘
答
―
―
張
文
潜
一
書
〕
王
氏
欲
下
以
―
其
學
面
炉
の
掌
る
文
案
を
黄
案
と
い
ふ
。
〔
文
駄
通
考
‘
職
官
考
‘

天
下
朽
地
之
美
者
‘
同
―
―
於
生
物
一
而
不
レ
同
1

一
於
所
ヮ
生
‘
左
右
丞
〕
齋
左
右
丞
‘
云
云
‘
白
案
則
右
丞
上
署
‘
左
丞

惟
荒
紺
斥
菌
之
地
‘
禰
望
皆
黄
茅
白
葦
‘
此
則
王
氏
之
次
署
‘
黄
案
則
左
丞
上
署
・
右
丞
次
署
。

同
也
。
〖
黄
白
之
術
〗

7
6
3劣ダ
ぅ
仙
人
が
丹
砂
を
以
て
黄
金

【
黄
妄
】7

5
7
読
ゥ
ば
い
も
。
貝
母
。
黄
姦
。
〔
管
子
‘
地
員
〕
白
銀
を
製
す
る
術
を
い
ふ
。
〔
史
記
‘
淮
南
王
傭
〕
―
-
—
[
ニ

其
山
之
帝
‘
有
―
―
彼
黄
妄
‘
及
彼
白
昌
、
山
黎
葦
芭
↓
〔
纂
軸
仙
黄
白
之
術
↓
〔
後
漢
書
‘
桓
諜
偵
〕
臣
諜
伏
聞
‘
陛
下

詰

〕

黄

呉

‘

貝

母

也

。

窮

―

―

折

方

士

黄

白

之

術

1

甚
為
レ
明
芙
゜



【
黄
柏
】7

6
4
心
匁

O
き
は
だ
。
黄
緊
(
7
6
8
)
に
同
じ
。
〔
琵
〖
黄
槃
山
樵
〗1

1
1”g
ぢ
消
‘
桃
文
愛

(
8
16
2
0
2
 :
 2
0

戯
捏
焉
人
形
—
耳
。
.
h
u
a
n
g
'
p
'
a
n
g
•

病
の
名
。
一
梢
藪
迎
‘
或
向
レ
劉
或
擬
レ
殷
‘
以
示
―
―
武
勇
→

琶
記
‘
勉
食
姑
樟
〕
正
是
唖
子
護
嘗
―
黄
柏
味
面
守
将
―
-
【
黄
頭
】

7
7
2
ダ
匁
黄
槃

(
7
6
8
)
を
見
よ
。

l
7
)の
琥
。
に
摺
黄
と
い
ふ
。
血
液
中
の
赤
血
球
の
鋏
乏
に
因
つ
て
〖
黄
皮
膠
〗78
7
5
席
に
か
は
。
黄
明
膠

(
8
5
8
)
に
同
じ
。

苦
事
向
レ
人
言
3
0
川
の
名
。
源
は
湖
北
省
宜
昌
縣
の
〖
資
騒
山]
7
7
3

焚
ウ
パ
ク
山
名
。0
江
西
省
新
治
縣
の
西
。
起
る
。
貧
血
症
と
略
；
同
じ
。
〖
苗
面
富
木
〗

7
8
8
窃
7
7
状
は
金
弾
の
如
く
‘
味
は
葡
萄
の

北

の

控

断

山

。

大

江

に

注

ぐ

。

●

江

西

省

宜

豊

縣

の

西

北

。

一

名

‘

鷲

峯

山

。

唐

の

宣

【

黄

絆

】

780

ヴ
匁
清
代
‘
王
の
乗
用
の
輻
に
つ
け
る
黄
色
如
き
果
。
〔
南
越
筆
記
〕
黄
皮
果
‘
状
如
"
金
弾
一
六
月
熟
‘

〖
黄
柏
裕
〗1

6
5
琵
ゥ
ハ
ク
地
名
。
涌
洲
遼
寧
省
本
汲
縣
の
宗
‘
黄
駐
僧
と
此
慮
に
瀑
布
を
観
る
。
黄
聡
寺
が
あ
る
。
の
蠅
。
特
に
皇
帝
か
ら
賞
賜
さ
れ
る
も
の
。
其
漿
酸
甘
似
―
―
葡
萄
一
蒻
支
磨
妖
‘
以
―
―
黄
皮
ー
解

5之
‘
諺

北

。

石

炭

を

産

す

。

参

輻

建

省

輻

清

縣

の

西

南

。

黄

聴

寺

が

あ

る

。

【

黄

斑

】

181

心
忍

O
虎
の
異
名
。
〔
隋
書
、
五
行
志
上
〕
陳
日
‘
飢
食
1

一
蒻
支
一
飽
食
,
1

黄
皮
↓

【
黄
駿
】
166

乃
き
い
ろ
で
ま
だ
ら
の
あ
る
こ
と
。
黄
駁
。
【
黄
炭
】
114

心
匁
老
人
の
黄
色
に
轡
じ
た
製
。
轄
じ
て
、
初
、
有
―
―
童
謡
一
日
、
黄
斑
青
聴
馬
、
検
レ
自
-
l

壽
陽
涙
ご
i

【
黄
妃
】
789

豆
ヮ
ゥ
五
代
‘
呉
越
の
人
。
錢
倣
の
妃
。
嘗
て

〔
益
部
方
物
略
記
、
一
〕
茜
首
黒
裳
‘
黄
駿
其
利
。
〔
梅
尭
老
人
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
閣
宮
〕
黄
髭
台
背
‘
壽
脊
輿
云
‘
其
後
陳
主
果
為
―
―
韓
檎
所
＞
敗
‘
檎
本
名
檎
虎
、
黄
斑
塔
を
南
屏
山
雷
峯
の
顧
巖
院
に
建
て
‘
佛
の
螺
髯
製

臣
、
詩
〕
維
レ
舟
飯
茄
叫
村
ぶ
即
崖
見
―
―
黄
駁
↓
試
。
〔
箋
〕
皆
壽
徴
也
。
〔
書
‘
秦
誓
〕
尚
猷
詢
-
―
絃
黄
髭
面
切
之
謂
也
。
〔
高
啓
、
同
―
―
謝
國
史
函
翌
鍾
山
五
竺
鐵
冠
先
を
奉
祓
し
‘
百
丈
十
一
―
一
層
の
古
悶
塔
を
建
て
ん
と
す
る

【
黄
環
】
161

乃
唐
‘
侯
官
の
人
。
後
‘
背
田
に
徒
る
。
字
岡
レ
所
レ
思
゜
〔
種
‘
曲
幡
上
〕
故
君
子
式
―
―
黄
製
一
〔
漢
書
‘
生
―
詩
〕
鐵
冠
先
生
有
道
者
‘
往
往
人
見
レ
騎
1

一
黄
斑
↓
〇
も
‘
財
力
充
た
ざ
る
を
以
て
五
級
に
止
め
‘
黄
妃
塔
と

は
徳
温
゜
琥
は
霧
居
士
。
大
順
の
進
士
。
官
は
崇
文
館
校
息
夫
射
傭
〕
疾
―
―
註
誤
之
臣
面
笠
黄
製
之
言
↓
〔
説
苑
‘
琲
眼
球
の
後
方
中
央
の
、
少
し
く
凹
み
、
尤
も
明
瞭
に
光
名
づ
く
。
後
‘
そ
の
地
‘
黄
皮
木
を
産
す
る
を
以
て
黄

書
郎
。
昭
宗
の
時
‘
飩
隠
す
。
黄
巣
‘
間
に
入
る
も
‘
瑛
‘
物
〕
吾
受
本
叩
於
吾
國
之
黄
髭
一
久
矢
゜
〔
掬
潜
‘
桃
花
源
を
感
ず
る
と
こ
ろ
。
皮
塔
と
な
し
‘
俗
に
雷
峯
塔
と
梢
す
。
塔
を
建
て
る
時
‘

儒

者

な

る

を

以

て

戒

め

て

其

の

居

を

毀

つ

母

ら

し

む

。

記

〕

黄

髪

垂

砦

‘

並

恰

然

自

架

。

【

黄

幡

】

182

玲
ゥ
八
牌
神
の
一
。
太
歳
の
墓
。
常
に
丑
華
巌
経
を
石
に
刻
し
て
其
の
下
を
鱗
梵
す
。
倣
に
建
塔

著
に
関
川
名
士
博
・
文
集
か
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
〖
黄
髪
兒
歯
〗

7
7
5焚ヴ
ハ
，
黄
色
の
髪
と
‘
小
兒
の
や
ぅ
未
辰
戌
の
方
に
運
縛
し
、
他
の
方
角
に
は
行
か
な
い
。
記
の
著
か
あ
る
。

【
黄
辟
木
】
768

翁
心
勺
〇
落
葉
喬
木
の
名
。
き
は
だ
。
樹
な
歯
。
長
壽
の
徴
を
い
ふ
。
即
ち
老
い
て
髪
の
黄
色
の
こ
の
方
に
向
つ
て
門
を
立
て
、
土
を
取
る
を
忌
む
。
【
苦
盆
成
】
790

彗
ゥ
〇
黄
色
の
つ
つ
み
。
〔
杜
甫
‘
偶
題
詩
〕

幹
―
二
四
丈
‘
葉
は
利
状
複
葉
‘
夏
月
細
黄
花
を
開
く
。
幹
も
の
と
‘
一
旦
歯
か
抜
け
て
又
小
兒
の
歯
の
如
き
も
の
〔
暦
林
問
答
集
‘
上
〕
黄
幡
‘
羅
眼
星
之
精
‘
太
歳
之
墓
故
山
迷
―
―
白
閣
ご
秋
水
憶
―
―
黄
跛
一
〔
鄭
櫂
‘
寄
二
唐
州
幕

の
内
皮
は
色
黄
‘
育
と
共
に
築
用
‘
又
染
料
と
す
る
。
を
生
じ
た
も
の
と
は
‘
共
に
長
生
す
る
と
の
意
。
〔
故
事
也
‘
萬
物
皆
有
1

一
生
死
正
故
有
レ
墓
‘
其
萬
物
皆
蹄
―
―
於
土
一
官
劉
無
窯
―
詩
〕
紫
玉
山
高
傭
―
―
楚
夢
五
蛾
珠
淵
絆
照
―
―
黄

漿
一
に
聴
に
作
る
。
俗
に
黄
柏
と
梢
す
る
。
〔
本
草
‘
成
語
考
‘
老
壽
幼
誕
〕
黄
髭
兒
歯
‘
有
J
寄
之
徴
。
〔
集
注
〕
常
運
―
―
轄
於
丑
・
未
・
辰
・
戌
方
デ
小
レ
行
二
餘
方
干
ぎ
於
土
跛
二
.
縣
名
。
古
向
齊
‘
置
く
。
湖
北
省
漢
口
の
北
。
〔
讀
史

聴
木
〕
秤
名
‘
黄
睫
‘
根
名
檀
桓
一
時
珍
日
‘
聴
‘
木
名
、
老
人
炭
復
黄
者
‘
此
乃
老
壽
之
徴
‘
老
而
兒
歯
者
亦
然
。
色
一
故
名
レ
黄
‘
又
幡
者
旗
也
‘
其
形
如
レ
樹
レ
幡
‘
故
―
ム
レ
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
黄
州
府
〕
黄
跛
縣
‘
府
西
二
百
四
十

義
未
レ
詳
‘
本
経
言
―
―
藤
木
及
根
一
不
と
―
―

1
a
,
1
聴
皮
「
登
古
〖
黄
髭
飴
背

i
〗7
7
6
”
忽
匂
老
人
の
黄
色
に
斐
じ
た
製
幡
‘
又
五
行
墓
皆
以
二
丑
・
未
・
辰
．
戌

B

盃
翌
五
墓
日
一
里
‘
漢
莉
縣
地
‘
後
漢
末
劉
表
以
三
地
嘗
―
―
江
漢
之
ロ
一

時
木
輿
レ
皮
通
用
乎
‘
俗
作
―
―
黄
柏
―
者
、
省
窺
之
謬
也
。
と
‘
ふ
ぐ
の
や
う
な
斑
紋
の
生
じ
た
背
。
老
人
の
さ
是
主
レ
土
之
故
也
‘
向
―
―
其
方
云
炉
門
取
レ
土
不
吉
‘
餘
擢
二
呉
侵
軟
「
使
一
甚
盆
咲
炉
此
築
レ
城
傾
過
面
四
名
二
黄
城

〔
韓
捌
‘
送
―
―
金
華
王
明
府
―
詩
〕
黄
蛙
香
山
路
‘
青
楓
暮
ま
。
又
、
長
壽
の
さ
ま
。
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
黄
製
‘
観
歯
‘
飴
無
レ
咎
也
。
鎮
五
烹
木
因
レ
之
、
高
齊
於
レ
鎖
置
―
―
黄
陵
縣
及
南
司
州
↓

雨
天

0
0山
名
。
④
浙
江
省
呉
興
縣
の
西
南
。
〔
太
平
賽
背
、
荀
老
‘
壽
也
。
〔
詩
‘
魯
頌
、
関
宮
〕
黄
嬰
台
背
。
【
黄
幡
】
793

玲
ゥ
〇
黄
色
の
は
た
。
〔
掲
俣
斯
‘
題
1

一
桃
源
〔
消
史
稿
‘
地
理
志
〕
湖
北
‘
漢
陽
府
‘
縣
四
‘
黄
陵
。

O

宇
記
〕
黄
槃
山
‘
梁
江
滝
賦
レ
詩
之
所
。
＠
湖
北
省
麻
城
〖
謀
二
黄
製
番
番
―
〗

7
7
7
誇
翠
が
す
べ
て
の
事
は
製
の
圏
―
詩
〕
黄
猫
青
剣
北
‘
紫
蓋
白
雲
東
。
0
歳
軸
の
名
。
民
國
‘
黎
元
洪

(
1
2| 4
7
9
9
4
 :
 9
5
)

の
琥
。

縣
の
東
北
。
◎
緬
建
省
輻
清
縣
の
西
。
参
唐
の
断
際
岬
黄
色
に
な
っ
た
老
人
に
相
談
す
れ
ば
、
過
な
き
を
得
と
常
に
三
合
墓
辰
に
居
る
。
即
ち
寅
午
戌
の
歳
に
は
‘
戌
〖
苗
盆
阪
墟
〗

7
9
1
"
3
7

ウ
ヒ
地
名
。
O
江
西
省
宜
黄
縣
の
西

師
希
運
の
別
梢
。
幼
に
し
て
輻
州
の
黄
槃
山
に
出
家
の
教
。
秦
‘
穆
公
の
語
。
〔
史
記
‘
秦
紀
〕
三
十
一
一
年
冬
晉
の
方
に
‘
申
子
辰
の
歳
に
は
辰
に
‘
亥
卯
未
の
歳
に
は
南
。

O
廣
東
省
興
寧
縣
の
東
北
。

し
、
後
江
西
の
百
丈
山
懐
海
祠
師
に
参
じ
て
得
道
す
。
文
公
卒
‘
鄭
人
有
レ
賣1一
鄭
於
秦
石
口
‘
我
主
―
―
其
城
門
一
鄭
未
に
‘
巳
酉
丑
の
歳
に
は
丑
に
居
る
。
〔
協
紀
耕
方
書
‘
〖
苗
頁
跛
洞
]
泣
昇
ウ
ヒ
地
名
。
湖
南
省
平
江
縣
の
東
南
。

後
‘
洪
州
の
大
安
寺
に
住
す
。
相
固
翡
休
宛
陵
を
鎮
し
‘
可
レ
襲
也
‘
謬
公
問
玉
定
叔
・
百
里
俊
五
到
曰
不
可
‘
云
云
‘
義
例
一
‘
黄
痛
〕
乾
坤
賓
典
日
‘
黄
脂
者
施
旗
也
‘
常
居
―
一
金
鎖
局
か
あ
る
。

大
祠
開
元
寺
を
建
て
‘
請
ぜ
ら
れ
て
此
慮
に
至
り
‘
甚
二
老
退
謂
,
,其
子
1
日
‘
汝
軍
即
敗
‘
必
於
―
血
袷
如
芙
‘
云
三
合
墓
辰
ご
所
紬
理
之
地
‘
不
レ
可
＝
細
~
レ
門
取
レ
土
‘
嫁
緊
【
昔
爺

5
】7
9
3
い
ワ
ウ
〇
宰
相
を
い
ふ
。
黄
閣(
1
3
4
)
に
同
し
。

だ
藷
山
を
愛
し
て
黄
禁
を
以
て
之
に
名
づ
く
。
依
つ
て
云
‘
三
十
六
年
‘
謬
公
復
益
厚
1

一
孟
明
等
届
竺
蕗
釘
兵
伐
＞
納
財
市
買
及
有
―
―
造
作
ぶ
叱
レ
之
者
主
有
―
―
損
亡
盃
廣
聖
暦
〔
西
清
詩
話
〕
揚
休
詩
‘
皇
朝
四
十
三
龍
首
‘
身
到
,
1

黄

師
を
稲
し
て
黄
槃
と
い
ふ
。
著
に
博
心
法
要
・
断
際
祠
晉
、
渡
レ
河
焚
レ
船
‘
大
敗
孟
亨
八
一
取
ー
ー
王
官
及
邸
百

5
報
1一
曰
‘
黄
痛
者
、
寅
午
戌
歳
在
レ
戌
‘
申
子
辰
歳
在
レ
辰
‘
亥
扉
—
止
四
人
‘
北
宋
朝
‘
以
五
竺
匹
入
相
者
‘
惟
呂
蒙
正
・

26

師
語
録
・
宛
陵
録
が
あ
る
。
〔
博
燈
録
‘
九
〕
．
〔
宋
高
僧
般
之
役
盆
百
人
皆
城
守
不
"
敢
出
云
ル
五
是
謬
公
乃
自
,
,
茅
卯
未
歳
在
な
未
‘
巳
酉
丑
歳
在
レ
丑
。
王
曾
・
李
迪
ふ
木
痒
四
人
‘
故
云
゜
〔
略
賓
王
‘
帝
京
篇
〕
朱

傭

‘

二

十

〕

。

津

証

緊

河

‘

封

1

一
般
中
戸
一
為
猜
レ
喪
哭
レ
之
三
日
‘
乃
誓
1

【
黄
客
]784

ダ
匁
黄
色
の
明
魯
゜
〔
本
草
‘
黄
笞
〕
集
解
‘
恭
邸
抗
元
立
烹
黄
扉
通
1

一
戚
里
↓
●
唐
代
‘
給
事
中
を
い

，
 

（
〖
黄
辟
木
宗
示
〗

7
6
9
話
ぢ
雁

H

本
祠
宗
の
三
派
の
一
。
明
の
於
軍
一
日
、
嵯
‘
士
卒
‘
聴
無
レ
誰
‘
余
誓
告
レ
汝
‘
古
之
人
、
日
‘
黄
笞
‘
丹
鼈
家
所
レ
須
‘
亦
入

1五
杏
皮
用
二
時
珍
曰
‘
ふ
。
〔
藷
唐
書
‘
郭
承
蝦
傭
〕
文
宗
謂
―
―
宰
臣
―
曰
‘
承
蝦
久

僧
隠
元
‘
後
光
明
天
皇
の
時
欝
化
し
、
山
城
宇
治
に
一
謀
―
―
黄
髪
番
番
面
溢
炉
所
レ
過
。
〔
庄
〕
正
義
曰
‘
番
‘
昔
婆
、
黄
界
出
―
―
挟
西
瓜
州
沙
州
五
及
舶
上
来
者
為
レ
上
、
黄
色
在
二
黄
扉
森
5

レ
優
―
―
其
緑
俸
↓
〔
宋
之
問
‘
和
1

一
桃
給
事
寓

宇
（
黄
辟
木
山
萬
輻
寺
）
を
建
て
て
此
の
宗
を
弘
め
た
に
字
常
レ
作
レ
幡
‘
幡
‘
白
頭
貌
‘
言
―
―
髪
白
而
更
黄
↓
状
如
1

一
胡
桐
涙
一
人
子
,
,
緑
岩
中
紐
竺
出
黄
色
者
玉
炉
直
之
作
1

詩
〕
寵
就
黄
扉
日
、
威
回
白
簡
霜
。

7

始

ま

る

。

【

黄

坂

】

778

↓
匁
坂
の
名
。
〔
曹
植
‘
應
詔
詩
〕
遵
,
,
彼
河
之
、
非
レ
慎
也
。
〔
唐
書
‘
地
理
志
四
〕
瓜
州
‘
云
云
‘
士
貢
、
【
黄
非
*
]
7
9
4
5
ヮ
ゥ
宋
の
人
。
文
晟
の
子
。
字
は
彦
文
。
陸

沿
〖
黄
槃
版
〗

7
7
0
雰
パ
ク
圃
黄
槃
宗
の
鐵
眼
祠
師
か
‘
延
賓
滸
玉
黄
坂
是
階
。
〔
注
〕
掏
曰
‘
黄
坂
‘
坂
名
。
云
云
‘
黄
容
‘
綽
界
。
九
淵
に
師
事
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
七
〕
。

7
9

の
頃
翻
刻
し
た
六
干
九
百
五
十
六
巻
の
大
蔽
経
版
を
【
黄
肝]
7
7
9

心
匁
0
土
偶
を
い
ふ
。
〔
白
廟
髄
注
〕
浦
春
【
黄
皮
】

7
8
6琴ゥ
黄
色
の
皮
゜
〔
語
林
〕
桓
宣
武
輿
―
―
殷
劉
―
【
黄
罷
~
】

7
9
5
考
ゥ
黄
色
の
ひ
ぐ
ま
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
罷
如
レ
5
7

い

ふ

。

鐵

眼

版

。

黄

肝

起

於

金

明

池

二

侑

―

―

杏

花

園

工

油

人

取

-

―

其

黄

土

一

談

‘

不

レ

如

レ

意

‘

喚

1

一
左
右
ぶ
生
黄
皮
袴
摺
了
上
レ
馬
持
レ
熊
‘
黄
白
文
。
＿
〔
疏
〕
陸
壊
疏
云
‘
罷
有
―
―
黄
罷
玉
有
,
,
赤
熊

-
1
3

|

_

|

 

黄

部

黄

九

七

五



黄

部

黄
|

_

 

ll

〔
詩
天
雅
‘
韓
葵
〕
息
其
燒
皮
、
赤
豹
黄
門
に
足
る
と
。
坐
し
て
梵
鉗
せ
ら
れ
‘
右
校
に
絵
作
せ
ら

82

【
黄
眉
】
7
9
6
5
ヮ
ゥ
黄
色
の
眉
毛
。

O
老
人
を
い
ふ
。
〔
韻
る
。
〔
後
漢
書
‘
二
日
八
〕
。

＂
府
引
‘
西
京
雑
記
〕
東
方
朔
漉
糠
鴻
之
澤
一
忽
遇
黄
眉
【
黄
博
】

805

九
ヮ
ゥ
明
‘
蘭
硲
の
人
。
字
は
夢
弼
°
琥
は
白
露

6
 
92

須
告
レ
朔
日
‘
吾
却
レ
食
呑
レ
氣
‘
已
九
千
餘
歳
‘
＝
一
千
年
山
人
°
弘
治
の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
。
清
苦
自
ら
持

二
良
骨
洗
レ
髄
、
三
千
年
一
刻
レ
骨
伐
レ
毛
‘
吾
生
已
三
す
。
著
に
白
露
山
人
遺
集
か
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二

7
 
4
 

洗
レ
髄
五
伐
レ
毛
芙
。

O
婦
人
の
化
粧
゜
〔
隋
書
、
五
行
志
百
六
十
一
〕
・
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
十
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物

）
上
〕
朝
士
不
レ
得
レ
鳳
レ
綬
‘
婦
人
墨
粧
黄
眉
。
「
琥
゜
孜
‘
五
十
―
-

i

〕゚

[
黄
淵
]
7
9
7
5
ヮ
ゥ
清
‘
王
又
旦
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
1
3
9
)

の
【
黄
博
】
806

九
図
〇
元
‘
蒲
祈
の
人
。
字
は
彦
博
。
至
元

6
 ，
 

＂
【
黄
玲

]798

琵
ゥ
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
憲
手
。
琥
は
恰
の
初
‘
郷
よ
り
學
せ
ら
れ
‘
慶
元
路
鄭
山
書
院
山
長
を

谷
。
學
行
有
り
、
山
水
蓋
に
巧
゜
〔
清
書
家
詩
史
‘
乙
‘
授
け
ら
る
。
人
と
な
り
敦
楼
‘
本
を
務
む
る
の
學
を
知

6
 
2
 ，
 

47

下
〕
・
〔
國
朝
蟄
識
‘
四
〕
。
る
。
〔
蒲
祈
縣
志
〕
。
〇
明
の
人
。
潤
王
の
孫
。
字
は
存
吾
°

【
黄
彬
】
7
9
9
"
匁
明
‘
江
夏
の
人
。
太
祗
を
輔
け
て
獣
晉
幼
少
に
し
て
家
學
を
傭
ふ
。
官
は
蕪
湖
訓
導
。
著
に
簡

詳
を
江
州
に
棄
す
。
後
‘
其
の
衆
を
領
し
‘
民
を
安
ん
籍
遺
聞
か
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
二
日
二
十
六
〕
。
参
明
‘

ぜ
し
む
。
〔
明
史
‘
一
亘
二
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘

-

t
陽
の
人
。
字
は
澄
清
゜
琥
は
石
附
居
士
。
正
統
の
進

百
六
十
八
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
二
十
〕
．
〔
皇
明
人
物
考
‘
士
。
官
は
御
史
。
後
‘
廣
東
按
察
使
。
法
を
用
ひ
る
こ
と

一
〕
・
〔
皇
明
開
國
功
臣
録
‘
十
一
〕
．
〔
造
邦
賢
動
録
略
〕
．
至
平
。
著
に
石
崖
集
・
漫
興
集
が
あ
る
。
〔
蘭
昼
方
黎
録
‘

〔

明

書

‘

九

十

六

〕

。

八

〕

。

【
黄
敏
】
800

努
ゥ
明
桐
城
の
人
。
字
は
宗
學
。
少
く
し
て
【
黄
鯖
】
80777
ヮ
ゥ
宋
‘
餘
杭
の
人
。
字
は
元
章
。
乾
道
の
進

文
名
あ
り
。
官
は
洪
武
の
初
‘
内
丘
令
。
後
‘
廣
西
按
察
士
。
太
常
博
士
に
累
遷
す
。
尋
い
で
雨
浙
＂
運
副
使
を

司
副
使
に
至
る
。
至
る
所
威
悪
あ
り
。
〔
皇
明
開
國
功
臣
拝
す
。
時
に
附
陵
の
民
観
ゑ
‘
草
根
を
取
っ
て
食
に
充

録

‘

―

二

十

〕

。

て

る

も

‘

郡

縣

聞

知

せ

ず

。

紬

民

食

を

取

っ

て

郡

縣

に

【
黄
問
】
801

豆
匁
隋
‘
武
陵
の
人
。
博
學
詞
藝
あ
り
。
杭
進
め
て
賑
渭
を
乞
ひ
‘
か
く
て
附
陵
の
民
活
く
る
を

州
志
を
撰
す
。
唐
の
章
恢
太
子
‘
後
漢
書
郡
園
志
を
注
得
。
後
‘
侍
御
史
に
至
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
九
十
一
―
-
〕
・
〔
宋

す
る
際
‘
隈
；
取
っ
て
證
と
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。
史
新
編
‘
一
百
四
十
九
〕
．
〔
南
宋
書
‘
四
十
二
〕
．
〔
慶
元

【
黄
父
】
802

坑
窃
春
秋
の
地
名
。
〔
春
秋
‘
昭
‘
二
十
五
〕
蕉
禁
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
八
〕
。

夏
叔
詣
會
,
1

晉
趙
鞍
．
宋
築
大
心
・
衛
北
宮
喜
・
鄭
哨
吉
・
【
黄
武
】
808

鵞
ゥ

0
三
國
‘
呉
の
大
帝
（
孫
櫂
）
の
年
琥
゜

曹
人
・
邦
人
・
膝
人
・
辞
人
・
小
牝
人
子
黄
父
↓

(
2
2
2
ー

2
2
9
)
t
,

明
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
惟
周
。
岐
黄

〖
黄
父
鬼
〗8

0
3
穀
ゥ
鬼
の
名
。
〔
後
漢
書
、
渠
巴
傭
‘
注
〕
の
術
に
精
し
。
著
に
替
學
綱
目
・
脈
訣
等
か
あ
る
。

神
仙
博
曰
‘
云
云
、
郡
中
嘗
患
1

一
黄
父
鬼
為
1

一
百
姓
害
「
【
黄
蕪
】
80977
ヮ
ゥ
霜
枯
れ
の
あ
れ
く
さ
。
〔
陳
輿
義
‘
連

巴
到
皆
不
レ
知
レ
所
レ
往
、
郡
中
無
―
―
復
疾
疫
1

也
。
〔
紳
異
雨
書
レ
事
詩
〕
白
菊
生
―
―
新
紫
ギ
頁
蕪
失
,
,
藷
宵
↓

経
、
東
荒
南
経
〕
東
南
方
有
仄
焉
、
周
行
天
下
ぶ
身
長
【
黄
風
]BIO

砕
ゥ
土
塵
を
飛
ば
せ
四
邊
を
黄
色
に
嬰
ず

七
丈
‘
腹
園
如
,
,
其
長
涵
吠
戴
―
―
難
父
魁
頭
盆
木
衣
縞
帯
‘
る
風
。
〔
李
夢
陽
‘
送
-1

一
李
帥
之
1

一
雲
中
一
詩
〕
黄
風
北
来
雲

以
赤
蛇
饒
レ
額
‘
尾
合
二
於
頭
示
レ
飲
不
レ
食
、
朝
呑
―
―
氣
悪
‘
雲
州
健
兒
夜
吹
レ
角
。

悪
鬼
一
―
一
千
石
暮
呑
二
云
旦
此
人
以
レ
鬼
為
レ
飯
‘
以
レ
露
為
レ
【
黄
復
】
Bil

蒻
ゥ
宋
‘
沙
渓
の
人
。
字
は
乾
曳
゜
賓
慶
の
進

漿
、
名
旦
一
尺
郭
「
一
名
1

一
食
邪
函
坦
師
云
呑
邪
鬼
‘
一
名
士
。
餘
州
通
判
を
拝
す
。
州
知
事
陳
廣
と
協
力
し
て
金

赤

黄

父

、

今

世

有

-

―

黄

父

鬼

一

を

拒

ぎ

‘

廣

死

し

て

州

事

を

撮

す

る

こ

と

八

十

餘

日

、

【
黄
浮
】
80477
ヮ
ゥ
後
漢
‘
汝
南
の
人
。
桓
帝
の
時
‘
東
海
相
救
援
至
ら
ず
‘
前
後
藪
百
載
し
て
歿
す
。
〔
宋
史
翼
‘
三

を
拝
す
。
中
常
侍
徐
瑾
の
兄
の
子
宜
を
牧
治
せ
ん
と
す
十
一
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
一
〕
。

る
や
‘
捧
史
以
下
固
く
諫
む
。
浮
日
く
‘
徐
宣
は
國
賊
‘
で
衷
輻
]812

窃
ゥ
明
‘
昌
邑
の
人
。
字
は
如
錫
゜
琥
は

今
B
之
を
殺
し
‘
明
日
坐
し
て
死
す
る
も
‘
瞑
目
す
る
後
架
翁
゜
溢
は
忠
宣
。
太
學
生
。
官
は
金
吾
前
衛
経

九
七
六|
 

歴
。
上
書
し
て
國
家
の
大
計
を
論
ず
。
エ
部
右
侍
郎
。
わ
り
‘
餞
頭
形
に
し
て
蒸
し
た
も
の
。
窯
窯
頭
(
8ー

2
5
5

72 5
 
3
 

成
祗
の
時
‘
尚
書
。
交
趾
を
録
す
。
在
任
十
九
年
‘
父

7
9
:
 7
)

に
同
じ
。

の
如
く
敬
慕
せ
ら
る
。
後
‘
南
京
戸
部
と
な
り
‘
少
保
を
【
黄
貨
】
81677
匁
宋
の
人
。
震
の
曾
孫
。
字
は
仲
賓
。
元
祐
ー

加
へ
ら
る
。
六
朝
に
歴
事
し
‘
建
白
す
る
所
多
し
。
園
を
の
進
士
。
籟
縣
尉
と
な
り
‘
在
官
‘
氣
節
を
尚
ぴ
‘
人
に

憂
へ
て
家
を
忘
れ
‘
老
い
て
禰
；
篤
く
‘
正
統
中
‘
卒
下
ら
す
。
奉
新
縣
の
知
に
辟
さ
れ
る
も
‘
赴
か
ず
し
て

す
。
著
に
黄
忠
宣
集
か
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
日
五
十
四
〕
・
卒
す
。
易
博
を
著
は
し
、
大
術
の
藪
を
甚
だ
精
確
に
推

〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
九
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
三
十
明
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

六
〕
・
〔
皇
明
通
紀
直
解
‘
四
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
-
―
-
＋
【
黄
文
】
817

カ
匁
草
の
名
。
こ
か
ね
や
な
ぎ
。
黄
苓
。
〔
本

一
〕
．
〔
園
朝
名
世
類
苑
‘
一
・
九
・
十
一
・
十
五
・
―
-
＋
草
‘
黄
苓
〕
繹
名
‘
腐
腸
‘
空
腸
‘
内
虚
‘
妬
婦
‘
経
苓
‘
黄

六
・
三
十
二
．i
二
十
五
〕
．
〔
今
猷
備
遺
‘
九
〕
·
〔
皇
明
名
臣
文
‘
印
頚
‘
苦
督
郵
‘
内
賓
者
名

1元
~
苓
．
條
苓
・
純
尾
苓
・

碗
珠
録
‘
十
八
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
十
八
〕
．
〔
王
氏
皇
鼠
尾
苓
↓
〔
廣
雅
‘
秤
草
〕
黄
文
‘
黄
苓
也
。

明
名
臣
言
行
録
‘
一
〕
・
〔
沈
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
四
〕
．
〖
黄
文
獣
集
〗

8
1
8
”
笈7
7／
書
名
。
＋
巻
。
元
‘
黄
滑
撰
゜

〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
．
〔
皇
明
人
物
考
‘
三
〕
・
〔
国
朝
列
卿
此
の
集
隈
:
刊
削
を
経
て
歿
訣
全
か
ら
す
。
其
の
文
は

記
‘
十
五
・
三
十
四
・
四
十
九
・
六
十
一
•
六
十
ニ
・
六
十
多
く
経
術
に
本
づ
ぎ
‘
ほ
ぼ
法
度
に
中
る
。
其
の
目
は

八
•
二
日
一
―
〕
・
〔
明
人
小
傭
‘
こ
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
巻
一
は
五
古
·
五
律
・
五
絶
‘
巻
二
は
七
古
・
七
律
‘
巻
三

七
十
ニ
・
九
十
八
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
十
七
〕
．
〔
明
史
極
‘
四
十
は
賦
・
賛
・
騒
・
答
問
・
策
問
・
策
題
・
雑
著
・
勧
農
文
・
築

二
〕
．
〔
皇
朝
名
臣
言
行
録
‘
一
〕
．
〔
績
蔽
書
‘
八
〕
．
〔
明
詩
章
・
祭
文
・
祝
文
・
表
・
棧
・
箋
・
公
文
・
啓
・
書
傭
・
行
述
・

紀
事
‘
乙
‘
三
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
債
‘
乙
〕
。
制
・
蔵
・
行
状
・
詞
‘
巻
四
は
題
践
．
践
‘
巻
五
・
六
は
序
‘

[
黄
絨
】
81377
匁
明
の
人
。
其
の
先
は
封
丘
の
人
。
徒
つ
巻
七
は
記
・
筆
記
・
附
鋒
‘
巻
八
は
墓
記
・
銘
．
墓
誌
銘
‘

て
平
越
に
家
す
。
字
は
用
章
。
琥
は
精
一
道
人
。
正
統
の
巻
九
は
墓
誌
銘
‘
巻
＋
は
碑
文
・
廟
碑
・
軸
道
碑
・
墓
碑
・

進
士
。
官
は
刑
部
郎
中
。
性
‘
剛
廉
。
硬
黄
と
梢
せ
ら
れ
墓
砥
・
墓
表
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
〕
。

る
。
弘
治
中
‘
南
京
戸
部
尚
書
よ
り
左
都
御
史
に
至
る
。
【
黄
平
】
819

勺
匁
〇
漢
の
宮
殿
の
名
。
〔
太
平
御
覧
‘
居
虚

〔
明
史
‘
二
日
八
十
五
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
四
十
部
一
、
宮
〕
漢
宮
闘
名
日
‘
長
安
有
―
―
云
云
‘
黄
平
宮
↓
〇

二
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
三
十
州
名
。
明
、
置
く
。
貴
州
省
に
圏
す
。
民
國
‘
縣
に
改
む
。

i

・
六
十
四
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
三
・
十
四
二
十
六
・
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
貴
州
‘
鎮
遠
府
、
州
一
‘
黄
平
州
。

三
十
五
・
四
十
四
・
四
十
六
〕
．
〔
今
獣
備
遺
‘
三
十
三
〕

•
O

縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
貴
州
省
施
乗
縣
の
西
南
。
鎮

〔
明
名
臣
言
行
録
‘
三
十
―
二
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
録
‘
陽
江
支
流
の
南
岸
。

三
〕
・
〔
阜
明
人
物
考
‘
五
〕
．
〔
皇
明
應
盆
名
臣
備
巧
録
‘
[
黄
米
】
820

ダ
位
も
ち
ご
め
。
〔
本
草
‘
柿
〕
秤
名
‘
時
珍

六
〕
．
〔
陸
朝
列
卿
記
‘
三
十
四
・
七
十
四
・
一
百
二
十
日
‘
北
人
呼
為
ー
黄
襦
i

亦
曰
二
黄
米
芦
唐
書
‘
五
行
志
二
〕

八
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
八
＋
都
人
以
―
―
黄
米
及
黒
一
豆
屑
；
努
食
之
i

謂
"
一
之
黄
賊
打
―
-

五
〕
．
〔
皇
朝
中
州
人
物
志
‘
九
〕
・
〔
明
史
極
‘
五
十
五
）
・
黒
賊
一

〔
明
書
‘
一
百
二
十
五
〕
・
〔
績
蔽
書
‘
十
六
〕
．
〔
明
詩
紀
【
黄
表
】
8
2
1
}
呟
明
‘
湖
廣
威
寧
の
人
。
字
は
一
屏
。
子
澄

事

‘

乙

‘

十

八

〕

。

の

子

孫

。

成

祗

の

兵

起

り

‘

子

澄

の

九

宗

皆

族

滅

せ

ら

【
黄
吻
】
81477
匁
〇
雛
の
き
い
ろ
な
く
ち
さ
き
。
少
年
を
る
。
幼
子
仲
慎
‘
咸
寧
の
清
湖
に
潜
居
し
‘
姓
名
を
易
ヘ

い
ふ
。
経
験
少
く
思
慮
の
幼
稚
な
も
の
の
喩
。
黄
口
(
3
6

て
田
中
直
と
い
ふ
。
仁
宗
登
極
す
る
や
‘
子
澄
の
中
心
を

3
)

の
●
に
同
じ
。
〔
曹
植
‘
魏
徳
論
〕
黄
吻
之
枇
‘
含
レ
哺
褻
揚
し
‘
其
の
子
孫
を
録
用
し
‘
仲
慎
の
孫
秩
‘
姓
を
得

而
條
飴
背
之
老
‘
撃
レ
壌
而
娩
。

O
ぉ
し
ろ
い
を
塗
っ
て
映
西
苑
馬
寺
少
卿
と
な
る
。
秩
の
子
磯
‘
字
は
齊
軒
‘

た
口
も
と
。
〔
左
思
‘
嬌
女
詩
〕
濃
朱
術
―
―
丹
昏
五
黄
吻
爛
開
封
府
知
に
擢
ん
で
ら
れ
‘
参
政
に
遷
る
。
表
は
其
の

慢

赤

。

子

な

り

。

進

士

。

官

は

エ

部

士

事

。

大

糧

を

議

し

て

旨

に

【
黄
墳
】
815

h
u
a
n
g
2
 
fen2

玉
蜀
黍
と
黄
豆
と
の
粉
を
稲
ひ
‘
将
に
大
い
に
用
ひ
ら
れ
ん
と
せ
し
も
、
父
の
憂
に



よ

っ

て

蹄

っ

て

卒

す

。

「

種

。

【

黄

im】834
翌
．
ゥ
川
の
名
。

0
江
蘇
省
上
洵
縣
゜
楚
の
春
兒
‘
残
絲
欲
レ
断
黄
蜂
飩
。
〔
李
商
隠
‘
閏
情
詞
〕
紅
露
花
二
三
尺
‘
葉
は
長
卵
形
を
尻
し
て
互
生
す
。
築
腋
に
小

〖
黄
表
紙
〗8

2
2
沼
？
〇
黄
色
の
表
紙
。

O
草
雙
紙
の
一
申
君
黄
歎
の
撮
っ
た
所
‘
故
に
名
づ
く
。
別
名
‘
黄
歎
房
白
蜜
牌
‘
黄
蜂
紫
蝶
雨
参
芹
゜
〔
陸
亀
蒙
‘
春
饒
詩
〕
黄
さ
い
黄
花
を
開
く
。
華
の
皮
を
剥
い
で
其
の
織
維
を

【
黄
標
】
8
2
3
>
呟
〇
明
‘
上
海
の
人
。
字
は
良
玉
。
蔵
書
甚
浦
・
春
申
江
。
明
史
は
大
黄
浦
に
作
る
。
源
は
浙
江
省
蜂
一
過
傭
、
夜
夜
棲
―
―
香
蕊
↓
〔
蘇
拭
、
四
時
詞
〕
簾
額
低
取
り
‘
縄
袋
等
を
製
す
る
。
大
麻
の
功
用
と
略
，
、
同

だ
富
む
。
陸
深
、
文
に
疑
義
あ
れ
は
必
ず
標
に
考
核
を
の
嘉
興
塘
。
上
海
縣
治
の
東
北
に
至
り
‘
呉
樅
江
と
合
垂
紫
鵞
忙
‘
蜜
牌
已
滴
黄
蜂
静
。
じ
。
〔
本
草
‘
大
廠
〕
秤
名
‘
黄
麻
‘
集
解
‘
時
珍
日
‘
大
廠

依
頼
す
。
古
今
説
海
を
輯
む
。
著
に
書
學
異
同
等
か
あ
す
。
上
海
の
商
業
の
繁
盛
は
‘
此
の
江
の
交
通
の
便
に
〖
丑
頁
蜂
窺
·
〗

8
4
2
衿
ゥ
ホ
ゥ
黄
蜂
の
巣
。
黄
蜂
房
に
同
じ
。
即
今
火
馘
‘
亦
日
芦
溢

t玉
慮
虞
種
レ
之
‘
剥
レ
廠
牧
レ
子
。

る
。
O
清
‘
潮
州
の
人
。
字
は
殿
豪
。
嘉
慶
の
初
‘
絹
捕
の
由
る
も
の
か
多
い
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
松
江
府
‘
〔
本
草
‘
露
蜂
房
〕
集
解
‘
韓
保
昇

F
l‘
此
樹
上
大
黄
蜂
窯
〖
丑
頁
麻
胡
〗

8
4
9
h
u
a
n
g
2
 
m
a
2
 
hu2

梁
山
泊
巨
盗
時
代

功
を
以
て
廣
東
左
翼
錢
総
兵
に
累
擢
さ
る
。
善
＜
雲
氣
上
海
縣
〕
黄
浦
‘
在
―
―
縣
東
工
八
海
喉
坑
也
‘
自
―
―
華
亭
縣
也
‘
所
在
皆
有
。
の
‘
宋
江
な
ど
の
一
味
三
十
六
人
以
外
の
賊
を
い
ふ
。

を
占
ひ
風
雨
を
測
る
。
其
の
著
‘
測
天
賦
・
海
彊
理
道
圏
界
ご
迪
而
東
受
―
―
南
北
雨
崖
之
水
一
乃
折
而
北
受
-
―
東
西
〖
丑
頁
蜂
屏

D〗8
4
3
潟
ゥ
ホ
ゥ
黄
蜂
の
巣
゜
〔
本
草
‘
大
黄
蜂
〕
〖
苗
涵

t頭
〗8

5
0
h
u
a
n
g
2
 
m
a
'
t
'
o
u

北
京
人
の
好
む
こ

は
東
南
水
道
険
易
に
於
て
‘
之
を
掌
に
指
す
か
如
し
。
雨
涯
之
水
一
経
.
,
城
束
二
里
許
ガ
人
折
而
東
北
‘
合
1

一
於
呉
集
解
‘
頌
曰
‘
嶺
表
録
異
云
‘
宜
飲
人
好
食
―
―
蜂
兒
i

山

林

ほ

ろ

き

の

i

種

。

「

頭

を

見

よ

。

博
羅
會
窯
‘
羅
浮
山
に
撮
る
や
、
標
之
を
平
定
す
。
封
松
江
一
以
入
レ
海
。

O
浙
江
省
呉
興
縣
の
西
南
。
別
名
‘
庚
間
大
蜂
結
レ
房
‘
大
者
如
―
―
巨
鐘
石
其
房
藪
百
暦
。
【
黄
毛
】
85177
匁
黄
色
の
毛
。
黄
毛
菩
薩
及
び
黄
毛

Y

は
武
顕
将
軍
。
〔
清
史
稿
‘
一
云
日
五
十
六
〕
·
〔
國
朝
者
獣
浦
・
黄
旺
澗
。
源
は
黄
睦
山
。
故
に
名
つ
く
。
〔
呉
興
志
〕
【
黄
鳳

]
8
4
4
"

唸
鳥
の
名
。
鸞
を
い
ふ
。
〔
禽
経
〕
黄
鳳
〖
黄
毛
＂
ー
頭
〗

8
5
2
[
E
空
’
あ
か
げ
の
女
郎
。
妓
女
や
下

類
徴
‘
二
百
九
十
八
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
一
百
十
六
〕
．
〔
國
史
春
申
君
黄
歎
於
二
呉
墟
西
南
も
芸
菰
城
縣
一
青
棲
連
延
謂
1

一

之

鸞

一

僕

を

罵

る

語

。

〔

桃

花

扇

‘

折

媒

〕

難

道

三

百

雨

花

銀

‘

列

博

‘

七

十

七

〕

。

千

里

‘

後

漢

司

隷

校

尉

萬

向

於

レ

此

築

レ

阪

漑

レ

田

‘

宋

飽

【

黄

患

】

845

酪
ゥ
明
‘
元
氏
の
人
。
字
は
子
勉
。
永
築
の
買
―
―
不
レ
去
レ
体
這
黄
毛
＂
ー
頭

1

疫。

【
黄
森
】8

2
4
勺
唸
宋
甑
寧
の
人
。
字
は
水
心
。
琥
は
正
一
照
有
賣
浦
橋
送
別
詩
-
進
士
。
官
は
嘉
興
府
の
知
。
名
臀
あ
り
。
尤
も
學
政
に
意
〖
黄
毛
菩
薩
〗

8
5
3忠笞
ゥ
牛
の
異
梢
゜
〔
清
異
録
‘
獣
‘

齋
。
経
史
百
家
の
言
に
通
ず
。
官
は
景
定
中
‘
郷
薦
を
領
【
資
堡
】
8
3
5
3
'
ワ
ゥ
鎖
の
名
。
挟
西
省
同
官
縣
の
南
,
I

名
、
を
篤
く
し
‘
孜
孜
と
し
て
賢
を
好
む
。
蝠
建
左
布
政
使
黄
毛
菩
藷
〕
予
腸
粗
荘
含
左
右
有
,
,
田
老
者
一
不
レ
為
レ

す
。
宋
亡
ぴ
て
仕
へ
ず
‘
天
湖
山
に
隠
る
。
著
に
正
一
齋
黄
堡
塞
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
陳
西
‘
西
安
府
‘
曜
州
‘
同
に
終
る
。
〔
明
史
稿
、
二
日
六
十
二
〕
・
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
欺
―
―
心
事
盃
炉
言
鰊
直
‘
揮
名
撞
倒
塙
‘
尤
不
レ
喜
レ
殺
レ

集
か
あ
る
。
〔
李
季
忠
義
録
‘
十
五
〕
・
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
官
縣
〕
黄
堡
鎖
、
在
,
,
縣
南
―
二
十
里
二
名
黄
堡
塞
‘
又
縣
二
十
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
七
〕
。
牛
‘
見
"
'
村
含
懸
"
列
牛
頭
梱
一
告
二
妻
子
一
曰
‘
天
下
人

【
黄
璧
】
825

乃

O
清
‘
潮
陽
の
人
。
字
は
小
挺
°
壷
に
北
三
十
里
‘
有
西
梁
堡
東
北
十
五
里
‘
有
―
―
南
古
塞
一
【
黄
峻
]
匹
点
喝
き
い
ろ
い
凌
゜
〔
班
固
‘
典
引
〕
昔
周
姫
所
レ
喫
皆
従
レ
此
‘
黄
毛
菩
藷
身
上
骰
牛
‘
臨
1

了
殺
倒
一

巧
。
●
清
‘
江
西
の
人
。
字
は
白
元
。
鵞
に
巧
。
皆
前
代
撮
レ
瞼
守
禦
慮
‘
志
云
‘
縣
治
東
北
有
―
―
漆
水
騨
↓
有
こ
↓
素
雉
・
朱
鳥
・
玄
拒
・
黄
贅
之
事
1

耳
。
〔
注
〕
向
日
‘
剣
有
二
天
在
↓

【
黄
扁
】
826

濡
？
李
の
一
種
。
〔
太
平
御
覧
果
部
五
‘
李
〕
【
黄
補
】
836

均

ゥ

宋

の

人

。

消

の

裔

孫

。

字

は

季

全

。

琥

は

陵

‘

褒

也

。

【

黄

猛

】

854

丸
唸
虎
の
異
名
。
後
趙
の
石
虎
の
緯
を
避
け

廣

志

曰

‘

云

云

‘

有

二

黄

扁

李

↓

吾

軒

。

紹

興

の

進

士

。

官

は

安

埃

令

。

後

‘

郷

里

に

て

教

【

黄

H
】846
幻
匁
宋
の
人
。
彦
臣
の
曾
孫
。
字
は
文
卿
。
官
て
い
ふ
。
〔
清
異
録
‘
獣
〕
石
虎
時
‘
琥
レ
虎
為
―
―
黄
猛
↓

【
黄
鼠
】
827

乃
瓜
の
一
種
。
き
う
り
。
〔
本
草
‘
甜
瓜
〕
集
授
し
‘
門
に
及
ぶ
者
較
百
人
。
著
に
九
経
解
・
論
語
人
物
は
賜
江
尉
。
時
に
邑
の
大
豪
‘
吏
に
つ
け
入
る
者
あ
り
、
【
黄
霧
】
855

唸
ゥ
黄
色
の
霧
。
黄
霧
四
塞
を
見
よ
。
〔
飽

解
‘
時
珍
曰
‘
王
願
農
書
云
‘
瓜
品
甚
多
‘
云
云
‘
有
―
―
烏
志
か
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
四
十
四
〕
。
朴
‘
其
の
過
を
藪
へ
て
之
を
法
に
哀
き
‘
一
邑
鼎
然
た
照
‘
滑
陽
還
レ
都
道
中
作
詩
〕
騰
沙
鬱
1

一
黄
霧
玉
翻
浪
揚
↓
―
白

瓜
・
白
圃
・
黄
鳳
白
鼠
・
小
青
・
大
班
之
別
さ
〔
資
治
通
鑑
‘
【
黄
輔
】
8
3
7
3
ヴ
，
ゥ
晉
‘
建
城
の
人
。
穆
帝
の
時
‘
御
史
に
至
り
。
安
埃
に
宰
と
な
り
‘
學
校
を
崇
ぴ
‘
農
桑
を
課
す
。
開
一
〔
庚
肩
吾
‘
登
レ
城
北
望
詩
〕
山
沈
黄
霧
裏
‘
地
盛
黒

梁
紀
〕
（
武
帝
、
天
監
十
一
年
）
詐
官
従
―
―
魏
主
一
幸
―
―
東
る
。
清
直
節
操
‘
嵩
行
あ
り
。
時
に
晉
政
不
綱
‘
遂
に
隠
〔
南
宋
館
閣
績
鋒
‘
八
・
九
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
雲
中
。
〔
王
呂
齢
‘
従
軍
行
〕
邊
臀
椛
―
―
白
草
ぶ
竺
颯
生
二
黄

窟

懐

責

瓜

以

甕

太

子

↓

〔

注

〕

博

雅

、

白

鼠

‘

瓜

隔

‘

此

れ

去

る

。

〔

尚

友

録

‘

十

〕

。

【

黄

本

]847

焚
ゥ
宋
代
‘
黄
紙
を
用
ひ
た
書
物
。
〔
玉
海
〕
霧
↓
〔
包
融
‘
登
―
―
翅
頭
山
1

詩
〕
晨
登
翅
頭
山
‘
山
燻
黄
霧

資

鼠

又

一

種

也

。

【

黄

模

】

8
3
8
E
ヴ
，
ゥ
清
、
錢
塘
の
人
。
字
は
相
圃
。
著
に
夏
小
先
レ
是
崇
文
院
白
本
書
‘
歳
久
多
レ
嚢
‘
嘉
祐
四
年
令
―
―
陳
起
。
〔
手
廷
高
‘
楓
塘
別
業
詩
〕
幽
鳥
不
レ
喘
林
寂
寂
‘
滴

【
黄
洒
】
828

巧
宋
‘
仙
遊
の
人
。
字
は
朝
宗
。
元
符
の
正
分
箋
・
夏
小
生
異
義
が
あ
る
。
〔
清
史
列
偶
、
六
十
八
〕
。
襄
・
禁
抗
・
蘇
頌
等
一
編
l

一
定
四
館
書
盃
庄
黄
紙
む
竺
印
山
黄
霧
落
↓
一
松
花
↓

）
進
士
。
徽
宗
‘
嘗
て
其
の
オ
を
奇
と
し
、
江
南
豪
士
と
梢
【
黄
膜

]
8
3
9
わ
ヮ
ゥ
清
‘
海
藍
の
人
。
字
は
啓
人
。
琥
は
愚
正
本
冨
詮
塑
嚢
敗
一
六
年
冬
‘
祀
書
上
―
―
黄
本
書
六
千
四
〖
黄
霧
四
塞
〗

8
5
6
玲
”
ム
黄
色
の
霧
が
天
地
四
方
に
鍍

58

す

。

官

は

祁

閣

修

撰

゜

〔

仙

遊

縣

志

〕

。

谷

。

諸

生

。

鵞

に

巧

。

百

九

十

六

巻

‘

補

白

本

二

千

九

百

五

十

四

巻

↓

ぢ

込

め

る

。

古

‘

之

を

以

て

天

下

が

乱

れ

る

兆

と

し

た

。

•
[
黄
冤
】8

2
9
乃
黄
色
の
大
冠
。
〔
説
苑
‘
耕
物
〕
備
土
只
【
黄
封
】

8
4
0勺呟
酒
の
名
。
天
子
よ
り
賜
は
る
酒
。
官
酒
。
【
黄
麻
】

8
4
9
巧
ヴ
〇
唐
代
‘
詔
書
‘
内
事
に
は
‘
白
麻
紙
を
（
漢
書
、
成
帝
紀
〕
建
始
元
年
夏
四
月
、
黄
霧
四
塞
‘
博

26

塁
帯
賣
紳
言
隋
書
、
碍
儀
志
六
〕
後
周
設
,
,
司
服
之
官
「
〔
蘇
献
‘
卑
ハ
ニ
獣
育
等
六
人
―
飲
レ
酒
詩
〕
苦
戦
知
レ
君
便
1

一
用
ひ
‘
外
事
に
は
黄
麻
紙
を
用
ひ
た
。
み
こ
と
の
り
。
問
二
公
卿
大
夫
↓
無
レ
有
レ
所
レ
i

碑
。
〔
王
隠
晉
書
〕
大
寧
元

47

掌
―
―
皇
帝
十
一
一
服
三
ム
云
‘
祀
―
―
中
央
上
壺
則
黄
衣
黄
冤
白
耳
倦
涌
憐
レ
我
憶
"
黄
封
ス
韻
府
引
‘
苑
成
大
、
詩
〕
綸
旨
゜
峨
邪
代
酔
編
‘
巻
二
十
五
に
見
ゆ
。
〔
翰
林
志
〕
年
、
黄
霧
四
塞
‘
王
敦
之
應
也
。

（

【

黄

甫
]
8
3
0
"
ゥ
ゥ
明
‘
段
髄
(
6
-
1
6
6
1
9
:
 5
7
)

の

字

。

策

葱

頂

上

訴

1

一
黄
封
↓
〔
周
盆
公
題
版
〕
宜
興
黄
土
村
‘
唐
中
書
用
1

一
黄
白
二
廠
丘
シ
1

綸
命
む
只
後
翰
林
専
掌
百
【
黄
明
】
857

”匁

O
清
明
の
明
日
を
い
ふ
。
〔
雀
應
櫂
‘

ー
【
黄
圃
】
8
3
1
"
・
ワ
ゥ
鎖
の
名
。
江
西
省
宜
春
縣
の
西
北
。
黄
去
レ
縣
五
十
五
里
、
東
波
輿
雇
＇
秀
オ
知

9

レ
田
至
焉
、
地
麻
ぶ
T

書
掬
得
レ
用
二
黄
麻
↓
〔
唐
會
要
〕
開
元
三
年
十
月
‘
握
飯
績
讀
〕
呉
興
風
俗
‘
明
後
一
日
‘
謂
―
―
之
黄
明
五
飽
西

2

圃

山

の

南

麓

。

主

以

レ

酒

見

レ

鮪

‘

謂

レ

破

曰

‘

此

紅

友

也

‘

破

言

‘

此

人

知

レ

始

用

1

一
黄
麻
紙
面
E

レ
詔
‘
至
1

一
上
元
三
年
玩
叩
制
救
拉
用
.
,

岡
杉
令
―
―
呉
興
1

日
、
有
レ
詩
日
‘
喜
見
柔
桑
開
雀
口
‘
清

8

〖
黄
圃
墟
〗8

3
2
試
ウ
ホ
地
名
。
廣
東
省
中
山
縣
の
北
。
一
有
―
―
紅
友
盃
栄
＇
レ
知
レ
有
,
,

黄
封
一
慎
快
活
人
。
〔
書
言
故
黄
麻
↓
〔
白
居
易
‘
見

T
f
給
事
暇
日
上
レ
直
寄
二
南
省
諸
明
明
日
又
黄
明
。

O
墨
の
一
種
。
〔
墨
経
、
松
〕
可
レ
掲

6

名
、
小
黄
圃
。
東
南
に
黄
圃
汎
が
あ
る
。
叉
‘
一
名
、
大
事
、
酒
類
〕
御
賜
酒
日
―
―
黄
封
↓
郎
官
―
詩
上
因
以
戯
贈
詩
〕
黄
麻
救
勝
―
―
長
牛
篠
囚
口
紆
詞
而
起
視
レ
之
而
明
者
日
―
―
掲
明
松
品
「
惟
上
下
、
云
云
‘

3
 

79

黄

圃

。

「

の

下

流

'
U頁
蜂
】
8
4
1
3
空
蜂
の
一
種
。
き
ぱ
ち
。
大
黄
蜂
(
3
-
5
8
3

嫌
1

一
内
景
篇
言
書
言
故
事
、
人
君
類
〕
窺
レ
詔
紙
日
―
―
黄
麻
↓
明
不
も
足
而
黄
者
、
曰
二
黄
明
松
品
巫
惟
中
下

0

5

7

3
【
黄
浦
】
8
3
3
"
・
ワ
ゥ
地
名
。
廣
東
省
廣
州
市
の
東
南
。
瑯
江

1

:

5
6
9
)に
同
じ
。
〔
李
賀
‘
残
絲
曲
〕
垂
楊
薬
老
鶯
哺
レ
●
一
年
生
草
の
名
。
多
く
北
地
に
産
す
る
。
埜
の
高
さ
〖
黄
明
膠
〗

8
5
8
”7
0
ウ9
ィ
曝
し
に
か
は
。
牛
皮
を
水
に
和

1
3

— 

|

_

 

黄

部

黄

九

七

七



黄

部

黄
|

_

 

し
て
製
し
た
も
の
。
す
き
に
か
は
。
〔
本
草
‘
黄
明
膠
〕
蕨
後
二
日
、
乃
命
―
―
紫
微
黄
門
、
九
卿
六
事
盃
デ
熊
罷
之

2
 
88

秤
名
、
牛
皮
膠
、
水
膠
、
海
犀
膏
、
正
誤
‘
頌
日
、
今
方
家
蒻
爪
牙
之
臣
合
宴
焉
。
参
散
騎
の
官
の
異
梢
。
門
下
省

・
所
祠
黄
明
膠
多
是
牛
皮
、
本
経
阿
膠
亦
用
―
―
牛
皮
五
是
に
隷
す
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
江
滝
‘
雑
罷
‘
播
黄
門
岳
詩
〕

6
 
92

ニ

膠

亦

通

用

。

一

Pl
春
速
―
―
天
機
玉
素
秋
馳
"
白
日
↓
R
宦
者
の
梢
。
後
漢
の

黄
色
い
顔
。
人
を
罵
つ
て
い
ふ
語
。
又
、
時
‘
黄
門
令
・
中
黄
門
の
諸
官
は
皆
‘
宦
者
を
任
用
し
た

7
 
⑭
【
黄
面
】
859

焚
ゥ

老
人
の
顔
を
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
買
錬
博
〕
再
遷
―
―
京
兆
手
一
か
ら
い
ふ
。

O
を
見
よ
。
〔
杜
甫
‘
麓
人
行
〕
黄
門
飛
腔

云
云
‘
詔
l

一
百
官

q
g曲
江
五
故
事
‘
手
自
レ
門
歩
入
揖
二
不
レ
動
レ
塵
、
行
厨
絡
繹
送
l

六
疹
ヱ
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕

1
5

御
史
五
錬
自
衿
大
、
不
レ
徹1一
扇
蓋
一
騎
而
入
‘
御
史
楊
倹
・
（
霊
帝
、
建
寧
元
年
）
拝

1一
王
甫
[
〖
―
―
黄
門
令
→
＠
婦
を
緊

，
 

＂
蘇
特
固
争
‘
錬
日
‘
黄
面
兒
敢
爾
‘
倹
日
、
公
為

1

一
御
史
「
る
も
終
身
子
の
無
い
男
子
を
い
ふ
。
天
閣
。
〔
綴
耕
録
‘
黄

能
嘩
哨
耶
。
〔
楊
萬
里
‘
蟻
梅
詩
〕
渠
獨
小
参
黄
面
老
‘
額
門
〕
世
有
下
男
子
雖
レ
姿
レ
婦
‘
而
終
身
無
―
―
嗣
育
1

者
盆
睛
二

6
 
2
 ，
 

47

間

艶

艶

競

一

金

光

一

之

天

闇

面

世

俗

則

命

レ

之

曰

―

―

黄

門

↓

〇

中

納

言

の

異

梢

゜

【
黄
綿
】
姻
バ
喝
き
い
ろ
い
わ
た
。
〔
後
漢
書
‘
幡
儀
志
下
〕
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
官
位
部
、
中
納
言
〕
今
為
二
黄
門
↓

黄
綿
‘
提
籍
‘
金
纏
‘
玉
押
。
〔
隋
書
‘
證
儀
志
七
〕
而
六
等
〖
黄
門
監
〗

8
6
6
努
，
ゥ
ぅ
黄
門
省
（
元
の
門
下
省
）
の
長

之
晃
‘
皆
有
二
懃
績
玉
黄
綿
為
レ
之
‘
其
大
如
レ
橘
。
官
。
審
駁
す
る
こ
と
を
掌
る
。
〔
十
八
史
略
‘
唐
紀
、
玄

〖
黄
綿
襖
子
〗8

6
1誘
グ
メ
／
冬
の
雨
上
り
の
太
陽
を
い
宗
〕
（
開
元
）
三
年
、
虞
懐
慎
為
,
,
黄
門
監
↓

ふ
。
〔
鶴
林
玉
露
‘
黄
綿
襖
〕
何
斯
學
云
‘
壬
寅
正
月
、
雨
〖
黄
門
省
〗

8
6
7
均
心
モ
ノ
門
下
省
の
異
梢
。
黄
門
のO
を

雪
連
旬
‘
忽
爾
開
蒋
‘
閻
里
翁
姐
相
呼
賀
曰
、
黄
綿
襖
子
見
よ
。
〔
書
言
故
事
、
三
省
類
〕
門
下
省
日
1

一
黄
門
省
一

出
芙
‘
因
作
レ
歌
以
記
レ
之
。
〖
黄
門
鼓
吹
〗

8
6
8
穀
t
ぅ
柴
曲
の
名
。
後
漢
の
光
武
の

【
蓄
云
茂
】

862"g‘
嘉
穀
を
い
ふ
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
生
民
〕
茄
一
時
‘
黄
門
武
舞
を
作
る
。
群
臣
を
宴
築
す
る
時
に
奏
す

蕨
翌
草
五
竺
之
黄
茂
↓
〔
集
傭
〕
黄
茂
‘
嘉
穀
也
。
る
。
〔
祭
邑
‘
紋
築
〕
世
祗
追
―
―
修
前
業
一
采
―
―
識
緯
之
文
「

P
塁
家
】
g

乃
明
の
人
。
黄
養
正
(
1
3
3
4
)

を
見
よ
。
日
、
大
予
築
府
、
日
、
黄
門
鼓
吹
゜
〔
漢
藷
儀
〕
黄
門
鼓
吹

【
黄
目
】
864

豆
匁
周
代
の
丼
の
名
。
目
の
形
を
壼
き
、
黄
百
四
十
五
人
。
〔
後
漢
書
、
東
夷
‘
夫
餘
國
傭
〕
帝
作
―
―
黄

金
で
飾
る
。
黄
非
゜
〔
周
證
、
春
官
‘
司
尊
葬
〕
裸
用
―
―
呼
門
鼓
吹
角
抵
戯
ー
以
遣
レ
之
。
〔
繁
欽
、
輿
-
―
魏
文
帝
―
棧
〕

葬
黄
葬
↓
〔
注
〕
黄
丼
‘
黄
目
尊
也
。
〔
聘
‘
明
堂
位
〕
鬱
尊
輿
1

一
黄
門
鼓
吹
温
胡
盆
こ
唱
迭
和
。

用
費
目
→
〔
注
〕
鬱
尊
、
盛
鬱
壱
酒1之
尊
也
、
黄
目
、
黄
〖
黄
門
侍
郎
〗

8
6
9
”
奴5
ぅ
官
名
。
秦
漢
‘
置
く
。
侍
中
と

葬
也
。
〔
幡
‘
郊
特
牲
〕
黄
目
鬱
氣
之
上
尊
也
、
黄
者
中
共
に
門
下
の
衆
事
を
管
領
す
る
こ
と
を
掌
る
。
後
漢
に

也
‘
目
者
氣
之
清
明
者
也
。
〔
注
〕
黄
目
、
黄
葬
也
。
〔
疏
〕
は
秦
漢
の
給
事
黄
門
の
職
を
併
せ
て
一
官
と
し
‘
給
事

以
1

一
黄
金
鐸
↓
―
其
外
以
岱
目
、
因
取
レ
名
也
。
〔
小
學
紺
黄
門
侍
郎
と
捨
し
、
左
右
に
侍
従
し
、
中
に
給
事
し
、
中

珠
、
制
度
類
、
三
代
尊
〕
夏
維
夷
・
殷
呼
・
周
黄
目
。
外
を
隅
通
し
、
及
ぴ
諸
王
の
朝
見
に
王
を
引
導
し
て
坐

【
黄
門
】
865

豆
N

O
宮
門
を
い
ふ
。
宮
門
の
小
門
は
黄
色
に
就
か
し
め
る
こ
と
を
掌
る
。
以
後
歴
代
有
り
‘
唐
の

に
塗
る
‘
既
ち
黄
闊
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
黄
門
侍
郎
(
8
6

天
賓
元
年
‘
門
下
侍
郎
と
改
む
。
黄
門
(
8
6
5
)

の
O
及
ぴ

9
)

を
見
よ
。
●
官
署
の
名
。
黄
門
の
内
に
給
事
す
る
か
門
下
侍
郎

(11ー
4
1
2
0
8
:
 
2
5
)

を
見
よ
。
〔
後
漢
書
‘
百
官

ら
名
づ
く
。
漢
代
は
黄
門
の
官
に
は
士
人
及
ぴ
宦
者
を
志
三
〕
黄
門
侍
郎
‘
六
百
石
、
本
注
曰
‘
無
レ
員
‘
掌
下
侍
,
,
従

参
用
し
、
晉
以
後
‘
始
め
て
士
人
を
専
用
し
、
門
下
省
と
左
右
「
給
1

一
事
中
面
E

二
通
中
外
面
及
諸
王
朝
1

一
見
於
殿
中
一

梢
し
た
。
黄
門
侍
郎
(
8
6
9
)

を
見
よ
。
〔
漢
書
、
元
帝
紀
〕
引
レ
王
就
b

坐
。
〔
文
獣
通
考
、
職
官
考
四
、
門
下
省
‘
侍
郎
〕

詔
罷
1

一
黄
門
乗
輿
狗
馬
↓
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
上
〕
中
書
門
下
侍
郎
‘
秦
官
有
,
,
黄
門
侍
郎
面
漢
因
レ
之
‘
卑
ハ
"
侍
中
l

謁
者
‘
黄
門
、
鉤
盾
‘
尚
方
‘
御
府
、
云
云
‘
中
黄
門
皆
隔
倶
管
ー
一
門
下
衆
事
と
鉦
~
レ
員
‘
郊
廟
則
一
人
執
レ
蓋
臨
レ
軒
‘

薦
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
中
黄
門
、
奄
人
居
禁
中
な
竺
黄
門
之
朝
會
則
一
人
執
レ
魔
‘
凡
禁
門
黄
闊
‘
故
鰊
苔
盆
只
其
官

内
給
軍
者
也
。
〔
漢
書
‘
西
域
博
論
〕
蒲
梢
・
龍
文
・
魚
給
1

一
事
於
黄
闇
之
内
正
故
曰
1

一
黄
門
侍
郎
面
五
秦
漢
別
有
1

一

目
・
汗
血
之
馬
充
秘
黄
門
二
張
設
玄
武
門
侍
射
詩
序
〕
給
事
黄
門
之
職
T

後
漢
併
為
ご
官
一
故
有
1

一
給
事
黄
門

九
七
八|
 

侍
郎
玉
笠
侍
裔
左
右
｛
給
事
中
面
に
闊
通
中
外
五
入

H
如
に
鼈
而
薦
黄
羊
焉

0

7

4

諸
王
朝
見
、
於
―
―
殿
上
五
引
レ
王
就
知
座
‘
無
レ
員
‘
属
一
少
府
一
【
黄
揚
】
874

奴
窃
魚
の
名
。
鰭
(
1
2
-
4
6
5
6
3
)

の
異
名
。

35

日
暮
入
封
―
―
青
瑣
門
1

拝
、
故
謂
―
―
之
夕
郎
一
獣
帝
初
即
〔
事
物
異
名
鋒
、
水
族
‘
鱚
〕
婢
雅
‘
鰭
今
黄
鰭
魚
、
是
也
‘

1

位
‘
置
―
―
侍
中
給
事
黄
門
侍
郎
、
員
各
六
人
一
出
―
―
入
禁
性
浮
而
善
飛
躍
‘
故
一
名
1

一
黄
揚
↓

中
こ
翌
侍
帷
帷
尚
書
事
ご
後
改
-
―
給
事
黄
門
侍
郎
云
為
―
-
[
黄
楊
】
875

認
ゥ
常
緑
樹
。
つ
げ
。
材
堅
く
黄
色
を
需

侍
中
侍
郎
工
去
1

一
給
事
黄
門
之
琥
エ
旋
復
レ
故
、
初
誅
1

一
黄
ぷ
。
印
材
と
し
‘
又
‘
櫛
な
ど
を
つ
く
る
に
用
ふ
。
〔
本

門
五
後
侍
中
侍
郎
出
二
入
禁
闊
涵
機
事
頗
露
、
由
レ
是
王
允
草
‘
黄
揚
木
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
黄
楊
生
―
―
諸
山
野
中
T

人

乃
奏
‘
比
―
―
尚
書
示
＇
レ
得
↓
―
出
入
二
不
レ
通
―
―
賓
客
一
自
レ
此
家
多
栽
括
レ
之
‘
枝
葉
損
餞
上
昏
‘
葉
似
―
―
初
生
愧
芽
一
而

始
‘
魏
晉
以
来
‘
給
事
黄
門
侍
郎
、
並
為
―
―
侍
衝
之
官
石
員
宵
厚
‘
不
レ
花
不
に
貫
‘
四
時
不
レ
凋
‘
其
性
難
レ
長
‘
俗
説
‘

四
人
。
〔
唐
書
、
百
官
志
二
〕
龍
朔
二
年
、
改
1

一
黄
門
侍
歳
長
こ
寸
一
遇
レ
閏
則
退
‘
今
試
レ
之
但
閏
年
不
レ
長
耳
‘

郎
曰
二
束
憂
侍
郎
玉
天
賓
元
年
、
云
云
‘
曰
l

一
門
下
侍
郎
一
其
木
堅
脹
、
作
レ
椋
剃
レ
印
最
良
。
〔
婢
雅
、
繹
木
、
楊
〕

〔
事
物
紀
原
‘
環
衛
中
貴
部
‘
黄
門
〕
黄
門
‘
漢
明
帝
永
平
黄
楊
木
性
堅
緻
‘
難
レ
長
‘
俗
云
‘
歳
長
一
寸
、
閏
年
倒
長

中
始
置
か
黄
門
工
宋
朝
會
要
曰
‘
國
初
黄
門
初
補
‘
止
一
寸
、
世
重
↓
1

黄
楊
冨
竺
其
無
＂
火
。
〔
泉
州
府
志
〕
黄
楊

旦
小
黄
門
面
―
―
恩
遷
面
既
為
―
―
黄
門
i

黄
門
蓋
漢
官
也
、
木
理
‘
閏
而
細
‘
其
色
黄
‘
杭
材
。

歴
代
有
,
,
黄
門
侍
郎
一
今
門
下
侍
郎
是
也
。
〖
黄
楊
厄
〗

8
7
6
窃
•
ウ
ャ
？
黄
楊
木
は
毎
歳
一
寸
を
長
じ

【
黄
冶
】
870

均
ゥ
道
家
の
術
で
‘
丹
砂
を
化
し
て
黄
金
と
閏
年
に
逢
へ
ば
三
寸
を
減
ず
と
い
ふ
。
人
の
學
問
の

す
る
こ
と
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
下
〕
黄
冶
斐
化
。
〔
注
〕
晉
退
歩
す
る
喩
゜
〔
蘇
献
‘
監
1

一
洞
寄
宮
―
愈
康
直
郎
中
所
レ

灼
日
‘
黄
者
、
躊
玉
界
翁
也
‘
道
家
言
‘
冶
1

一
丹
砂
一
令
』
K

居
四
詠
‘
退
圃
詩
〕
園
中
草
木
春
無
レ
藪
‘
只
有
l
1

黄
楊
厄
l
-

世
可
l
1

躊
作
―
―
黄
金
一
也
。
閏
年
↓
〔
自
注
〕
俗
説
、
黄
楊
歳
長
一
寸
‘
遇
レ
閏
退
三
寸
。

【
黄
野
】8

7
1
巧
ゥ
清
の
人
。
黄
河
(
9
1
)の
●
を
見
よ
。
〖
黄
楊
古
囮
〗

8
7
7拷各
ゥ
地
名
。
責
州
省
鳳
泉
縣
の

【
黄
羊
】
872

認
，

0
蒙
古
地
方
に
産
す
る
野
生
の
羊
の
東
。
〔
石
肝
府
志
〕
峻
崖
絶
壁
‘
崖
上
多
ー
黄
楊
木
云
有
二

一
種
。
〔
本
草
‘
黄
羊
〕
繹
名
‘
播
羊
、
繭
耳
羊
‘
時
珍
日
、
大
河
饒
旋
其
上
面
J

レ容
1

ー
百
属
人
工
宋
紹
興
間
‘
任
正

羊
脂
帯
黄
‘
故
名
、
或
云
、
幼
稚
日
レ
黄
、
此
羊
肥
小
故
也
‘
隆
撮
レ
之
以
叛
‘
都
監
安
文
平
レ
之
‘
螢
柵
斬
温
猶
存
。

爾
雅
謂
1一
之
播
面
~
,
一
西
番
一
也
‘
其
耳
甚
小
‘
西
人
謂
1一
之
〖
黄
楊
木
祠
〗8
7
8
%
g
t圏
祠
家
の
語
。
俗
に
黄
楊
は

繭
耳
ご
集
解
、
時
珍
曰
、
黄
羊
出
"
闘
西
西
番
及
桂
林
諸
成
長
す
る
こ
と
至
つ
て
渥
く
‘
若
し
閏
年
に
遇
へ
ば
か

慮
有
協
四
種
成
衷
羊
同
‘
但
低
小
細
肋
‘
腹
下
需
ー
黄
へ
つ
て
縮
少
す
る
と
い
は
れ
る
か
‘
こ
れ
を
鈍
漢
の
参

堂
角
似
―
―
殺
羊
五
喜
臥
沙
地
一
生
和
漠
涵
能
走
善
臥
゜
祠
に
喩
へ
て
呵
す
る
言
葉
。
〔
大
慧
普
説
‘
―
-
〕
這
漢
参
1
-

〔
唐
書
、
回
髄
下
‘
琵
夏
斯
傭
〕
畦
冤
斯
‘
古
堅
昆
國
也
、
云
黄
楊
木
祠
―
倒
縮
了
也
。

云
‘
其
獣
有
―
―
野
馬
骨
咄
黄
羊
↓
〔
杜
甫
、
送
訟
砒
弟
亜
赴
"
【
黄
薬
】
879

翔
ゥ
サ
四
帝
に
託
し
て
作
っ
た
く
す
り
。
黄

安
西
判
官
―
詩
〕
黄
羊
妖
不
レ
檀
‘
鷹
酒
多
還
酔
゜
〔
詳
散
(
4
1
4
)

の
●
を
見
よ
。
〔
南
史
‘
宋
高
祗
武
帝
紀
〕
帝
先

註
〕
荘
綽
維
肋
編
曰
‘
隅
右
塞
上
有
玉
翌
天
無
レ
角
、
色
患
二
手
創
云
慎
年
不
レ
愈
‘
沙
門
有
こ
黄
莞
二
因
留
輿
レ

屈

墜

鹿
r

人
取
↓
―
其
皮
為
―
―
食
褥
↓
〇
壼
(
1
2ー

4
7
6
8
8
)

帝
、
既
而
忽
亡
、
帝
以
黄
散
佃
炉
之
、
其
創
一
博
而
愈
。

の
一
種
。
〔
六
書
故
〕
豊
似
レ
兜
而
脂
黄
‘
亦
謂
1一
黄
羊
→
〖
黄
薬
子
〗8

8
0
窃
四
蔓
草
の
名
。
藤
に
似
て
ゐ
る
と
い

〖
黄
羊
祀
レ
寵
〗87

3窃詮
佐
漢
の
陰
子
方
が
脹
日
に
ふ
。
〔
本
草
｀
黄
薬
子
〕
秤
名
‘
木
槃
子
‘
大
苦
‘
赤
薬
‘
紅

黄
羊
を
以
て
鼈
神
を
祀
つ
て
巨
富
を
得
た
故
事
。
〔
後
薬
子
、
集
解
、
時
珍
曰
、
黄
薬
子
‘
今
慮
慮
人
栽
レ
之
‘
其
埜

漢
書
‘
陰
興
博
〕
宣
帝
時
陰
子
方
者
、
至
孝
有
土
」
恩
面
脹
属
二
三
尺
‘
柔
而
有
レ
節
‘
似
―
―
藤
賓
1

非
レ
藤
也
。

H
晨
炊
‘
而
寵
神
形
見
‘
子
方
再
拝
受
レ
慶
‘
家
有
二
黄
【
黄
鍮
】
881

窃
ゥ
〇
清
‘
金
陵
の
人
。
字
は
北
門
。
鵞
に

翌
因
以
祀
レ
之
、
自
レ
是
已
後
‘
暴
至
二
巨
富
盆
m
有
"
七
巧
。

O
清
‘
欝
善
の
人
。
字
は
魚
門
。
諸
生
。
儘
．
隷
書
’
策

百
餘
頃
五
輿
馬
僕
隷
‘
比
―
―
於
邦
君
「
子
方
常
言
‘
我
子
孫
刻
・
詩
に
巧
゜

必
椅
彊
大
云
炉
識
二
世
‘
而
遂
繁
昌
‘
故
後
常
以
1

一服

P
只
楡
】
882

苔
ゥ
秋
に
な
つ
て
黄
葉
し
た
に
れ
。
〔
張
籍
‘
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涼
州
詞
〕
鳳
林
馴
裏
水
東
流
‘
白
草
黄
楡
六
十
秋
。
〔
子
【
黄
裸
】

8
9
0昴窃
’
ヮ
大
唆
の
一
種
。
小
褒
に
似
て
大
粒
‘
宵
傭
〕
不
后
ぢ
王
朝
隣
而
黄
凍
珠
→
【
黄
裏
】9

0
8
い
ワ
ウ
黄
色
に
染
め
た
衣
の
裏
。
緑
衣
(
8—
2
7

潰
‘
戌
客
南
蹄
詩
〕
北
別
黄
楡
塞
‘
南
欝
白
雲
郷
。
黄
色
の
も
の
を
い
ふ
。
〔
本
草
‘
大
唆
〕
集
解
‘
陳
承
日
‘
【
黄
螂
】
899

”
呟
地
名
。
四
川
省
雷
波
縣
の
東
北
。
消
‘

541
:
 
3
)

を
見
よ
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
緑
衣
〕
緑
分
衣
分
‘
緑
衣

〖
黄
楡
嶺
〗8

8
5
％
ゥ
ュ
山
名
。
河
北
省
那
憂
縣
の
西
北
。
今
人
以
如
竪
元
泰
＾
一
而
大
粒
色
青
黄
上
作
レ
朽
‘
脆
硬
‘
食
守
製
千
戸
所
を
置
く
。
城
あ
り
。
黄
裏
゜
〔
箋
〕
今
禄
衣
反
以
レ
黄
為
レ
裏
、
非
―
―
其
證
制
一
也
。

嶺

上

に

覇

あ

り

。

多

脹

り

人

‘

沐

洛

河

北

之

間

‘

又

呼

為

玉

靡

竺

【

黄

落

】

9
0
0
"
匁
〇
草
木
の
薬
か
黄
色
に
轡
じ
て
落
ち
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
練
練
衣
‘
黄
裏
、
鍛
縁
‘
葛
要
姪
。

【
黄
喩
】8

8
4望
ゥ
明
‘
香
山
の
人
。
字
は
廷
美
。
景
泰
の
【
黄
螺
】

8
9
1”
ヮ
ゥ
貝
の
一
種
。
ば
い
。
又
‘
其
の
形
に
似
る
の
を
い
ふ
。
〔
幡
‘
月
令
〕
（
季
秋
之
月
）
是
月
也
‘
草
〖
昔
函
否
粽
~
衣
〗
函
”
”
”
い
正
妻
が
退
け
ら
れ
て
嬰
妾
が

攀
人
。
官
は
長
築
縣
の
知
。
患
政
あ
り
。
勁
直
を
以
て
官
た
も
の
を
い
ふ
。
〔
夏
侯
湛
‘
芙
蓉
賦
〕
黄
螺
圃
出
‘
垂
木
黄
落
。
〔
飽
照
、
河
清
頌
〕
海
無
―
―
隠
鹿
「
山
有
-
l

黄
恣
な
喩
。
裏
に
在
る
可
き
妾
が
正
色
の
黄
を
用
ひ
‘
上

を
棄
つ
。
愧
を
植
ゑ
亭
を
構
へ
‘
其
の
間
に
吟
喩
し
‘
範
散
舒
。
〔
梁
元
帝
‘
採
蓮
賦
〕
緑
房
分
翠
蓋
‘
素
賓
分
落
↓
〔
梁
武
帝
‘
孝
思
賦
〕
林
飛
,
,
黄
落
一
山
積
二
白
雲
一
に
在
る
可
き
衣
が
賤
し
い
間
色
の
緑
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

自
ら
雙
愧
老
人
と
稲
す
。
著
に
雙
椀
歳
紗
が
あ
る
。
〔
萬
黄
螺
。
〔
王
勃
‘
採
蓮
賦
〕
風
低
"
緑
幹
ェ
水
漑
1

一
黄
螺
↓
〔
漢
武
帝
‘
秋
風
辟
〕
秋
風
起
分
白
雲
飛
‘
草
木
黄
落
分
黄
裳
緑
色
(
4
5
2

、
)
を
見
よ
。

斯
同
明
史
‘
三
百
九
十
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
十
二
〕
．
〔
明
人
【
黄
羅
】
幽
”
匂
〇
黄
色
の
う
す
ぎ
ぬ
。
〔
隋
書
‘
幡
儀
雁
南
飩
。
〔
李
商
隠
、
訪
1

―
隠
者
土
小
レ
遇
詩
〕
玄
蝉
去
器
【
黄
囮
{
】
909

”
ウ
ウ
宋
‘
部
武
の
人
。
字
は
安
中
。
進
士
に
及

小
傭
‘
一
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
二
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
‘
十
志
七
〕
鞠
衣
‘
黄
羅
為
レ
質
。
〔
南
渡
典
儀
〕
南
郊
大
謄
‘
上
黄
葉
落
‘
i

樹
冬
胄
人
未
レ
飩
゜
〔
陸
編
蒙
‘
樵
家
詩
〕
草
第
し
‘
御
史
中
丞
に
累
官
す
。
哲
宗
即
位
す
る
や
‘
翰
林

九
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
丙
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
七
〕
。
服
二
衰
晃
↓
升
レ
自
1

一
午
階
下
大
歩
所
レ
臨
‘
皆
藉
―
―
黄
羅
一
木
黄
落
時
‘
比
鄭
見
相
喜
゜
〔
戴
復
古
、
山
中
即
事
詩
〕
學
士
に
輯
す
。
察
確
・
章
惇
の
風
旨
を
受
け
‘
正
人
を
排

【
黄
熊
】
885

焚
ゥ
〇
縣
の
霊
が
化
し
て
な
っ
た
と
い
ふ
謂
,
,
之
黄
道
↓
〇
塞
の
名
。
湖
南
省
鳳
凰
縣
の
南
。
〔
穀
如
岩
路
穿
"
黄
落
ア
人
家
隠
―
―
翠
微
↓
〇
地
名
。
映
西
省
同
撃
し
、
劉
安
世
の
た
め
に
そ
の
罪
を
登
か
れ
て
外
に
出

獣
。
之
を
祀
れ
は
凶
を
轄
じ
て
吉
と
な
す
と
。
〔
左
氏
‘
燈
‘
苗
防
備
覧
〕
将
レ
水
打
レ
田
輿
―
―
黄
羅
塞
元
回
守
‘
而
苗
官
縣
の
南
。
黄
堡
錢
。
さ
る
。
紹
聖
の
初
‘
復
た
‘
御
史
中
承
―
を
授
け
ら
れ
‘
徽

昭
七
〕
鄭
子
産
聘
手
晉
一
晉
侯
有
レ
疾
、
韓
宣
子
逆
レ
不
―
―
敢
律
行
玉
K

。

【

黄

蟻

】

901

”
匁
〇
蜜
蜂
の
業
で
製
し
た
蟻
。
〔
本
草
‘
蜜
宗
立
つ
や
‘
尚
書
右
丞
に
累
遷
す
。
尋
い
で
大
學
士
を

客
‘
私
焉
‘
曰
‘
寡
君
寝
レ
疾
‘
於
レ
今
三
月
芙
｀
並
走
―
―
聾
〖
黄
羅
福
〗

8
9
3
％
ゥ
太
子
の
乳
母
の
服
。
〔
南
史
‘
堵
彦
蛾
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
蟻
乃
蜜
牌
底
也
、
取
レ
蜜
後
煉
過
濾
授
け
ら
れ
‘
提
畢
中
‘
太
一
宮
に
卒
す
。
〔
宋
史
‘
三
百
二

望
二
何
レ
加
而
無
レ
疼
、
今
夢
"
―
黄
熊
入
-
1

千
寝
門
二
其
何
回
博
〕
帝
寝
レ
疾
危
殆
‘
馳
レ
使
召
レ
之
‘
欲
レ
託
,
,
後

事

討

径

入

,
1

水
中
ご
朕
塩
戚
取
レ
之
‘
色
黄
者
‘
俗
名
,
,
黄
蟻
↓
〔
蘇
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
七
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
九
十

属
鬼
也
‘
云
云
‘
酎
曰
‘
昔
発
極
―
―
縣

f
羽
山
石
其
神
化
至
召
入
、
帝
坐
―
―
帳
中
一
流
悌
日
‘
吾
近
―
―
危
篤
丁
故
召
レ
献
‘
蛾
梅
一
首
贈
-
1

趙
景
脱
一
詩
〕
蜜
蜂
採
レ
花
作
"
黄
蛾
「
六
〕
．
〔
元
枯
窯
人
偵
‘
一
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘
九
十
六
〕
。

岱
黄
熊
丁
八
二
子

11
淵
玉
｛
貫
夏
為
レ
郊
‘
三
代
祀
レ
之
‘
晉
卿
‘
欲
レ
使
レ
著
―
―
黄
羅
福
ご
Z
云
‘
黄
羅
福
‘
乳
母
服
也
。
取
レ
蟻
為
レ
花
亦
其
物
。

O
葉
に
先
だ
っ
て
香
氣
高
い
【
サ
頁
鯉
】
910

閲
ゥ
鯉
の
名
。
黄
色
の
も
の
。
黄
離
。
〔
本

岱
盟
主
一
其
或
者
未
1

一
之
祀
一
也
乎
、
韓
子
祀
―
―
夏
郊
一
【
黄
老
】
894

”
巧
黄
帝
と
老
子
。
又
‘
其
に
基
づ
い
た
學
。
黄
花
を
開
く
落
葉
灌
木
。
ら
ふ
ば
い
。
草
‘
鯉
魚
〕
秤
名
‘
頌
曰
‘
雀
豹
云
‘
尭
州
人
呼
土
亦
鯉
―

晉
侯
有
レ
間
。
〔
繹
文
〕
熊
‘
昔
雄
‘
獣
名
、
亦
作
五
能
‘
如
レ
道
家
思
想
を
唱
へ
て
儒
教
に
射
立
し
た
。
〔
史
記
‘
申
【
丑
頁
藍
]902

鰐
ヴ
ベ
に
の
は
な
。
紅
藍
花
。
紅
花
。
〔
博
為
二
玄
駒
言
白
鯉
為
―
―
白
駿
一
黄
鯉
為
,
1

黄
離
↓

字
‘
一
音
奴
来
反
‘
三
足
鼈
也
、
解
者
云
‘
獣
非1一
入
レ
水
不
害
傭
〕
申
子
之
學
、
本
―
―
黄
老
二
叩
上
"
刑
名
→
〔
後
漢
物
志
〕
黄
藍
‘
張
賽
得
―
一
種
子
西
域
一
也
。
〔
本
草
‘
紅
藍
【
~
~
】

9
1
1
唸
ゥ
易
で
、
中
に
居
て
位
を
得
、
柔
を
以
て

之
物
五
双
是
鼈
也
‘
一
曰
‘
既
為
レ
紳
‘
何
妨
1

一
是
獣
ぶ
全
書
、
逸
民
‘
矯
恨
博
〕
少
好
二
黄
老
こ
匹
遁
山
谷
二
因
レ
花
〕
繹
名
、
紅
花
、
黄
藍
、
頌
日
‘
其
花
紅
色
、
葉
頗
似
レ
柔
に
虞
り
‘
文
明
の
盛
を
履
ん
で
其
の
中
を
得
る
を
い

説
文
及
字
林
皆
云
‘
能
‘
熊
隔
‘
足
似
レ
鹿
‘
然
則
能
既
穴
為
レ
室
。
〔
魏
志
、
管
寧
博
〕
正
始
一
一
年
、
太
僕
陶
丘
一
、
藍
‘
故
有
二
藍
名
↓
ふ
。
黄
は
中
央
の
色
‘
離
は
あ
き
ら
か
‘
文
明
の
意
。

熊
属
又
為
―
―
鼈
類
公7
本
作
レ
能
者
勝
也
。
〔
楚
辞
‘
天
云
云
‘
薦
レ
寧
曰
‘
云
云
‘
娯
→
―
心
黄
老
涵
四
志
六
藝
五
升
レ
【
サ
頁

~
E】9
0
3
”
匁
黄
色
く
た
だ
れ
る
。
〔
氾
勝
之
‘
書
〕
夏
〔
易
‘
離
〕
六
二
‘
黄
離
元
吉
‘
象
曰
‘
黄
離
元
吉
‘
得
二
中

問
〕
化
為
孟
頁
熊
↓
巫
何
活
焉
。
〔
庄
〕
―
―
―
戸
蘇
死
後
、
化
堂
入
レ
室
‘
究
―
―
其
閻
奥
一
〔
韓
愈
、
原
道
〕
周
道
衰
孔
子
至
、
二
十
日
、
可
レ
種
‘
豆
砥
四
甲
而
生
‘
不
レ
用
,
,
深
耕
五
一
豆
道
一
也
。
〔
注
〕
居
レ
中
得
レ
位
‘
以
レ
柔
慮
レ
柔
‘
履
―
―
文
明

岱
黄
熊
「
入
―
―
於
朽
淵
一
登
枢
瞥
所
中
能
復
生
活
上
也
。
没
、
火
―
―
子
秦
一
黄
↓
土
老
干
漢
↓
花
憎
レ
見
レ

H
‘

則

黄

爛

而

根

焦

矢

。

之

盛

盆

皿

得

1

一
其
中
五
故
日
,
,
黄
離
元
吉
一
也
。
〔
疏
〕
黄
者

0
ひ
ぐ
ま
。
罷
゜
〔
本
草
、
熊
〕
附
鋒
、
罷
魃
、
時
珍
日
、
熊
・
〖
黄
老
學
〗

8
9
5
匁
炉
匁
黄
帝
と
老
子
の
學
。
黄
老
を
見
【
黄
李
】
9
0
4
"
ヴ
，
，
果
樹
の
名
。
李
の
一
種
。
色
に
よ
っ
て
命
中
色
‘
離
者
文
明
‘
居
レ
中
得
レ
位
‘
而
慮
五
ル
文
明
盆
瓜
元

罷
・
饂
―
一
種
一
類
也
、
如
レ
系
色
黒
者
熊
也
、
大
而
色
黄
よ
。
〔
葛
庚
長
‘
王
隆
萬
壽
宮
道
院
記
〕
天
不
レ
平
冬
道
人
一
名
し
た
も
の
。
〔
本
草
‘
李
〕
集
解
‘
志
曰
‘
李
有
1

一
緑
李
・
黄
吉
也
。
〔
藷
唐
書
、
昔
栗
志
四
〕
副
君
昭
象
‘
道
應
主
只
離
↓

白
者
罷
也
、
小
而
色
黄
赤
者
魃
也
、
建
平
人
呼
レ
魃
為
―
―
漸
知
レ
仙
‘
故
黄
老
之
學
、
風
,
,
動
天
下
玉
水
和2
地
中
至
へ
。
李
・
紫
李
·
牛
李
•
水
李
一
拉
甘
美
堪
レ
食
‘
核
不
レ
中
レ
用
。
【
黄
~
】

9
1
2
豆N

鳥
の
名
。
か
ら
う
ぐ
ひ
す
。
黄
鳥
。
黄

赤
熊
「
陸
磯
謂
レ
罷
為
―
―
黄
應
是
芙
°
〖
黄
老
言
〗

8
9
6
バ
品
グ
ゥ
黄
老
の
學
説
。
〔
史
記
‘
武
帝
【
黄
里
】

9
0
5
豆N

明
‘
浙
江
山
陰
の
人
。
字
は
徳
部
。
王
冤
麒
゜
〔
本
草
‘
閻
〕
秤
名
‘
黄
鳥
‘
黄
鵬
‘
鷲
黄
‘
倉
庚
‘
胄

【
資
琴
―
[
]
8
8
6

？
明
背
田
の
人
。
字
は
廷
水
。
正
統
の
進
紀
〕
賓
太
后
担
黄
老
言
玉
不
レ
好
―
―
儒
術
一
〔
漢
書
‘
曹
参
に
従
學
し
、
春
秋
＝
云
博
に
通
ず
。
詩
詞
に
巧
。
洪
武
の
鳥
‘
黄
伯
芳
゜
〔
詩
‘
周
南
、
葛
隈
‘
黄
鳥

f
飛
‘
疏
〕
陸
磯

士
。
官
は
景
泰
中
‘
浙
江
按
察
司
餃
事
。
後
‘
湖
廣
参
政
博
〕
膠
西
有
―
―
薔
公
盗
只
聖
黄
老
言
↓
〔
漢
書
‘
汲
闘
博
〕
初
‘
明
経
に
欅
け
ら
れ
‘
雲
内
州
同
知
を
授
け
ら
る
。
山
疏
云
‘
黄
鳥
、
黄
顧
留
也
、
或
謂
―
―
之
黄
栗
留
二
幽
州
人

に

擢

ん

で

ら

る

。

罪

學

二

黄

老

言

一

治

1

一

官

民

丘

？

清

静

↓

〔

漢

書

、

田

蛉

寇

の

難

に

死

す

。

謂

1

一
之
閥
↓
〔
李
白
、
秋
思
詩
〕
春
陽
如
1

一
昨
日
玉
碧
樹
鳴
1

一

【
黄
溶
】
887

認
’
ゥ
清
‘
椰
城
の
人
。
字
は
浩
遠
。
琥
は
舒
博
〕
太
后
好
―
―
黄
老
言
二
皿
嬰
・
紛
趙
・
舘
等
、
務
隆
1

一
推
【
黄
梨
】
906

”
ヴ
ゥ
果
賓
の
名
。
〔
博
巽
‘
七
誨
〕
襄
腸
黄
黄
鵬
一
〔
杜
甫
‘
蜀
相
詩
〕
映
レ
階
碧
草
自
春
色
、
隔
レ
葉
黄

饒
齋
。
薙
正
中
の
貢
生
。
著
に
舒
饒
齋
存
稿
か
あ
る
。
儒
術
ぶ
竺
道
家
言
「
是
以
賓
太
后
滋
不
レ
悦
。
梨
゜
〔
間
雑
記
〕
間
俗
梢
―
―
地
波
羅
面
山
―
―
藷
泉
・
滴
等
府
「
鵬
空
好
昔
。
〔
王
維
、
積
雨
朝
川
庄
作
詩
〕
漠
漠
水
田
飛
"

〔
四
唐
提
要
‘
ご
日
八
十
五
〕
。
〖
黄
老
術
〗

8
9
7
n
g
翌
黄
老
學
に
同
じ
。
〔
史
記
‘
田
叔
形
如
―
芋
頭
「
大
或
及
レ
斗
‘
皮
成
―
―
鱗
片
一
内
有
レ
梗
如
レ
白
鷺
盆
陸
陰
夏
木
囀

1一
黄
麒
→
〔
錢
起
‘
闘
下
贈
一
装
含
人
一

【
黄
鷹
]888

誘
9

9

]

歳
の
た
か
。
子
鷹
。
わ
か
だ
か
。
〔
廣
傭
〕
叔
喜
レ
剣
‘
學
一
黄
老
術
於
築
巨
公
所
↓
〔
漢
書
‘
楚
元
釘
‘
著
レ
肉
甚
堅
‘
味
頗
鮮
爽
。
詩
〕
二
月
黄
鵬
飛
―
―
上
林
玉
春
城
紫
禁
瞭
陰
陰
゜

5
 

志
〕
一
歳
旦
黄
鷹
二
歳
日
罷
鷹
一
三
歳
曰
―
―
冑
鷹
一
王
傭
〕
少
修
―
―
黄
老
術
云
生
智
略
→
〔
劉
向
‘
上
→
―
列
子
―
〖
黄
梨
布
〗

9
0
7
h
u
a
n
g
'
I
i
 
2
 

p
u
4

鳳
梨
の
葉
の
織
緯
【
黄
流
】
913

ぃガ

0
酒
の
異
名
。
和
壱
゜
〔
詩
‘
大
雅
‘
旱

で
覇
】

8
8
9
乃
明
‘
餘
眺
の
人
。
字
は
九
嘗
。
書
に
序
〕
孝
景
皇
帝
時
‘
貰

1一
黄
老
術i此
書
頗
'
~
,
,
於
世
↓
で
織
つ
た
布
°
又
‘
番
布
と
い
ふ
。
其
の
状
は
粗
質
の
夏
麓
〕
痣
必
彼
玉
環
‘
黄
流
在
レ
中
。
〔
傭
〕
黄
金
所
-l

一
以
飾
―
―
流

573
 

巧
。
菊
を
書
い
て
は
妙
品
と
稽
せ
ら
る
。
〔
明
書
一
鋒
‘
六
〕
。
【
黄
在
】
898

”
唸
に
こ
っ
た
た
ま
り
水
。
〔
晉
書
‘
束
哲
布
の
如
く
甚
だ
堅
強
で
久
し
き
に
耐
へ
る
。
凶
竺
也
。
〔
箋
〕
黄
流
‘
拒
壱
也
‘
圭
環
之
状
以
レ
圭
為
レ

1

|
 

|

_

 

黄

部

黄

九

七

九



(47926・ ·914)— (47926· ・937) 

柄
‘
黄
金
伶
勺
‘
胃
金
為
レ
外
‘
朱
中
央
翠
〔
馬
瑞
辰
博

箋
通
秤
〕
此
箋
合
黄
流
為
レ
一
、
以
二
柘
壱
之
酒
ぶ
旱

金
所
＞
照
‘
其
色
黄
‘
因
名
二
黄
流
ぶ
竺
博
義
ふ
3

、
偵
蓋

分
―
―
黄
輿
＞
流
為
レ
ニ
、
以
―
―
黄
即
黄
金
勺
一
也
｀
故
曰
―
―
―
黄

金
所
―
―
以
飾
一
凡
勺
皆
有
レ
鼻
‘
為
,
,
酒
所
レ
流
之
虞
一
因

名
其
幽
テ
裕
流
‘
故
旦
流
幽
,
i
,

也
。
〔
沈
約
‘
梁
宗
廟
登

歌
〕
我
鬱
載
馨
‘
黄
流
乃
注
。
〔
爾
雅
翼
｀
秤
草
‘
鬱
〕
鬱
‘
鬱

金
也
‘
其
根
芳
香
而
色
黄
、
古
者
醸
―
―
黙
黍
―
為
涵
g

‘
所
謂

拒
者
、
以
―
―
鬱
草
知
炉
之
、
則
酒
色
香
而
黄
、
在
レ
器
流
動
、

詩
所
謂
黄
流
在
レ
中
者
也
。

O
黄
河
の
水
流
。
〔
韓
愈
、
感
ニ

二
鳥
1

賦
〕
過
滝
闘
而
坐
息
、
窺
―
―
黄
流
之
奔
猛
↓
〔
孔
武

仲
‘
堤
下
詩
〕
黄
流
浪
浪
経
―
―
階
甍
―
―
任
征
夫
作
―
―
船
苦
↓

【
黄
騨
】
914

豆
咋
栗
毛
に
赤
を
帯
ぴ
た
毛
色
。
又
‘
其
の

馬
。
赤
栗
毛
。
黄
瑠
゜
〔
證
‘
月
令
〕
乖
―
一
大
路
面
竺
黄
騨
i
)

〔
五
代
史
、
東
漢
世
家
‘
劉
斐
〕
畏
掲
乗
―
―
契
丹
黄
鞘
百
F

鶴
窟
嶺
盃
圃
道
馳
去
。
〔
雀
涯
‘
嘲
―
―
李
端
端
一
詩
〕
覚
得
黄

馳
鞍
繍
鞍
‘
善
和
坊
裏
取
l

一
端
端
↓

【
黄
良
】
915

”
、
翌
草
の
名
。
大
黄
゜
〔
廣
雅
‘
繹
草
〕
黄
良
、
大

黄
也
。
〔
本
草
、
大
黄
〕
秤
名
、
黄
良
、
将
軍
‘
火
参
、
膚
如
゜

で
頁
梁
】
916

豆
芦
粟
の
一
種
。
お
ほ
あ
は
。
黄
梁
米
。
〔
本

草
‘
梁
〕
集
解
‘
宗
庚
日
‘
黄
梁
白
梁
、
西
洛
農
家
多
種
‘

為
レ
飯
尤
佳
。
〔
爾
雅
翼
‘
繹
草
‘
梁
〕
黄
梁
穂
大
毛
長
‘
殻

米
倶
鑑
―
―
於
白
梁
盃
皿
牧
子
少
、
不
レ
耐
,
,
水
旱
「
食
レ
之
香

味
逢
―
―
於
諸
梁
↓
〔
楚
辟
、
｛
木
玉
‘
招
魂
〕
栢
莱
稲
変
、
撃
,
,

黄
梁
―
些
゜
〔
注
〕
本
草
、
黄
梁
出
二
蜀
漢
一
商
浙
間
亦
種
レ

之
、
香
美
進
―
於
諸
梁
涵
茶
デ
竹
根
黄
↓
〔
後
漢
書
、
五
行

志
一
〕
桓
帝
之
初
、
京
都
童
謡
日
‘
云
云
‘
以
レ
錢
為
レ
室

金
為
レ
堂
‘
石
上
廉
廉
呑
―
―
黄
梁
↓
〔
隋
書
‘
穂
儀
志
二
〕
黄

梁
以
レ
霊
、
白
梁
以
レ
蓋
。
〔
王
維
、
田
園
築
詩
〕
南
園
露
葵

朝
折
、
東
谷
黄
梁
夜
春
。
〔
杜
甫
、
贈
―
―
衛
八
虞
士
―
詩
〕
夜

雨
翡
1

玉
烹
要
新
炊
間
1

一
黄
梁
↓

〖
黄
梁
境
〗9

1
7
豆
翌
リ
ヤ
ウ
夢
境
。
慮
生
郡
郡
の
夢
。
〔
還

魂
記
‘
魂
遊
〕
則
為
己
逼
断
鼓
零
鐘
金
字
経
面
叩
1

一
動
俺
黄

梁
境
↓

〖
黄
梁
飯
〗9

1
8
焚
ゥ
リ
•
ヤ
‘
ウ
あ
は
め
し
。
黄
梁
を
見
よ
。
〔
苑

成
大
、
次
T
韻
蜀
客
西
蹄
者
来
過
―
―
石
湖
一
井
寄
•
成
都
藷

僚
上
詩
〕
黄
梁
飯
裏
夢
魂
醒
、
青
蒻
笠
前
身
世
間
。

〖
黄
梁
夢
〗9

1
9
”
ウ
リ
ヤ
，
？
〇
黄
梁
一
炊
夢
に
同
じ
。
〔
李

俊
民
、
送
―
―
郡
侯
段
正
卿
北
行
1

詩
〕
功
名
大
抵
黄
梁
夢
‘

薄
有
1

一
田
園
一
便
好
閑
゜
〇
戯
曲
の
名
。
④
元
、
馬
致
遠

黄

部

黄

作
。
正
名
は
郡
郡
道
省
悟
黄
梁
夢
。
＠
明
‘
蘇
漢
英
作
。

正
名
は
‘
呂
慎
人
黄
梁
夢
境
記
。

〖
黄
梁
夢
村
〗
珈
競
匁
芯
地
名
。
河
北
省
那
郡
縣
の

北
。
呂
祖
祠
が
あ
り
、
慮
生
祠
を
附
祀
し
て
ゐ
る
。

〖
黄
梁
―
炊
夢
〗
如
％
け
パ
デ
唐
の
開
元
十
九
年
、
道

士
の
呂
翁
‘
那
郡
の
邸
含
中
で
、
少
年
慮
生
に
遭
ふ
。

虐
生
‘
身
の
困
窮
を
歎
ず
れ
ば
‘
呂
翁
は
嚢
中
の
枕
を

授
け
て
、
此
を
枕
と
せ
ぱ
榮
適
意
の
如
く
な
る
べ
し
と

い
ふ
。
時
に
呂
翁
は
黄
梁
を
炊
ぐ
。
慮
生
は
麻
中
に
資

紳
の
女
を
緊
り
、
高
位
に
上
り
、
崇
盛
比
な
く
‘
老
い
て

骸
骨
を
乞
ふ
も
許
さ
れ
ず
‘
官
に
死
す
る
を
夢
む
。
欠

伸
し
て
病
む
れ
ば
‘
飯
未
だ
熟
せ
ず
‘
呂
翁
は
笑
っ
て
‘

人
生
の
事
も
亦
猶
か
く
の
如
き
の
み
と
い
っ
た
と
い

ふ
故
事
。
人
生
榮
華
の
は
か
な
さ
の
喩
。
枕
中
記
に
見

ゆ
。
郡
郡
之
夢

(11ー
3
9
3
3
0
:
 
1
6
)

を
見
よ
。
黄
梁
夢
。

郡
郡
夢
。
一
炊
夢
。

【
黄
呂
】
g

砂
ゥ
清
‘
歓
の
人
。
字
は
次
黄
゜
琥
は
六
鳳
山

人
（
鳳
六
山
人
）
。
山
水
人
物
花
鳥
品
魚
書
を
善
く
し
、

詩
文
に
巧
。
書
は
晉
人
を
法
と
し
、
井
に
策
刻
に
精
し

く
‘
晩
年
益
t
撲
茂
‘
蟄
を
作
れ
ば
毎
に
自
錫
の
印
を

鈴
す
。
人
‘
四
美
具
備
す
と
い
ふ
。
〔
飛
鴻
堂
印
人
博
‘

-
〕
.
〔
累
香
居
書
識
、
四
〕
。

【
黄
陵
】
g

砂
5

山
名
。
湖
南
省
湘
渾
縣
の
北
。
一
名
、

湘
山
。
山
下
に
黄
陵
亭
が
あ
る
。
〔
名
勝
志
〕
黄
陵
山
‘

舜
一
妃
墓
在
其
上
↓

〖
黄
陵
岡
〗
昭
砂
ゥ
＂

m
,

ゥ
地
名
。
山
東
省
曹
縣
の
西
南
。

黄
河
は
其
の
下
を
流
る
。
岡
の
下
に
黄
陵
渡
が
あ
る
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
束
‘
兌
州
府
‘
曹
州
、
曹
縣
〕
黄
陵

岡
‘
縣
西
南
六
十
里
‘
黄
河
厚
其
下
玉
嘉
定
十
三
年
‘

蒙
古
餡
溶
缶
公
金
兵
二
十
萬
屯
,
,
黄
陵
岡
↓
分
レ
兵
襲
―

潰
南
涵
E
-
―
蒙
古
将
木
華
黎
所
ワ
敗
‘
遂
進
薄
1

一
黄
陵
岡
本
金

兵
陳
―
―
河
南
岸
五
蒙
古
兵
下
和
馬
接
戦
、
金
兵
敗
溺
死
者
甚

衆
、
木
華
黎
遂
騎
楚
匝
由
1

一
箪
州
趣
東
充
園
レ
之
。

〖
黄
陵
亭
〗9

2
5
琵
ウ
リ
ヨ
，
ウ
亭
の
名
。
湖
南
省
湘
渾
縣
の

境
。
黄
陵
山
の
下
。
〔
水
経
‘
湘
水
注
〕
湘
水
又
北
遥
1

資

陵
亭
西
↓

〖
黄
陵
廟
〗
竺
砂
ウ
リ
ヨ
ゥ
廟
の
名
。

O
湖
北
省
宜
昌
縣
の

西
‘
黄
牛
峡
に
あ
り
、
別
名
を
黄
牛
廟
と
い
ふ
。
三
國

蜀
‘
建
つ
。
廟
に
紳
亀
及
ぴ
金
蓮
花
が
あ
る
。
蜀
の
諸
葛

亮
の
黄
陵
廟
記
が
あ
る
。

O
湘
南
省
湘
陰
縣
の
北
。
唐

の
韓
愈
の
祭
文
が
あ
る
。
〔
水
経
、
湘
水
注
〕
大
湖
湖
水
西

流
‘
遥
―
-
＿
一
妃
廟
南
砿
世
謂
1

一
之
黄
陵
廟
一
也
‘
言
‘
大
舜
之

肋
レ
方
也
、
二
妃
従
レ
征
‘
溺
―

-f
湘
江
ご
ム
云
、
故
民
為

立
―
―
嗣
於
水
側
1

焉
。
〔
李
遠
‘
黄
陵
廟
祠
〕
黄
陵
廟
前
t

沙

草
春
‘
黄
陵
女
兒
価
拮
新
。

【
黄
龍
】

9
2
7
%
7
0
0黄
色
の
龍
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
黄
帝

:
i
[
 

貫
1

一
黄
龍
入
二
帝
塵
〔
河
圏
〕
黄
龍
負
砿
塁
黄
帝
言
庚

信
‘
哀
江
南
賦
〕
沈
―
―
白
馬
盃
醤
―

9
衆
‘
負
―
―
黄
龍
―
而

渡
レ
江
。
●
隋
時
の
兵
艦
の
名
。
〔
隋
書
、
楊
素
偉
〕
素
居
二

安
杢
造
—
ー
大
艦
一
名
曰
五
生
云
云
、
容
1戦
士
八
百

人
旗
織
加
秘
上
沃
旦
黄
應
置
兵
百
人
一
云
云
‘
素

親
率
ー
黄
龍
敷
千
艘
な
炉
枚
而
下
。

0
年
琥
°
④
漢
‘
宣

帝
（
劉
詢
）
の
時
。

(
B
.
C.47) 
＠
三
國
呉
、
大
帝
（
孫

櫂
）
の
時
。
(
2
2
9
1
 2
3
1
)
 

Q
唐
‘
粛
宗
（
李
亨
）
の
代
‘
段

子
埠
の
僭
琥
。
(
7
6
1
)

8
國
の
名
。
五
胡
十
六
國
の
中

の
北
燕
は
龍
城
に
都
し
た
の
で
宋
で
は
黄
龍
国
と
い

っ
た
。
龍
城
は
卸
ち
和
龍
に
て
又
‘
黄
龍
と
い
ふ
。
今
‘

渦
洲
熱
河
省
朝
陽
縣
の
治
。
参
府
名
。
遼
‘
置
く
。
も
と

渤
海
國
の
扶
餘
府
。
遼
の
太
祗
耶
律
阿
保
機
が
渤
海
を

平
げ
て
置
い
た
も
の
。
金
‘
之
に
因
つ
て
都
と
な
す
。
故

城
は
涌
洲
吉
林
省
農
安
縣
。
今
の
吉
林
全
省
及
ぴ
遼
寧

省
の
東
北
一
部
一
帯
を
管
轄
す
。
一
説
に
、
吉
林
省
寧

安
縣
の
南
の
東
京
城
。
俗
稲
‘
賀
龍
城
。

O
明
‘
遼
東
の

人
。
官
は
崇
禎
の
初
‘
小
校
。
錦
州
・
礫
州
を
復
す
。
尋
い

で
東
江
を
鎖
す
。
穂
兵
官
と
な
り
‘
旅
順
に
移
駐
す
。

後
‘
清
兵
の
た
め
に
兵
敗
れ
、
自
別
し
て
死
す
。
〔
明
史
‘

二
百
七
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
こ
．
〔
明
史

稿
‘
二
百
三
十
四
〕
．
〔
崇
頑
忠
節
録
‘
七
〕
．
〔
勝
朝
殉
節

諸
臣
録
二
〕
。
〇
松
平
頼
寛
の
鼠
松
平
黄
龍
(
6
-
1
4
5

1
6
 :
 3
8
2
)

を
見
よ
。

〖
黄
龍
岡
〗
幽
認
ウ
リ
ヨ
ウ
岡
の
名
。
渦
洲
遼
寧
省
開
原

縣
の
西
北
。
今
‘
柳
を
植
ゑ
て
内
外
の
界
と
し
、
新
邊

と
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
北
秋
、
契
丹
偉
〕
黄
水
之
南
‘
黄
龍
之

北
。
〔
遼
史
、
地
理
志
一
〕
南
控
,
,
黄
龍
一
北
如
四
漬
水
↓

〖
黄
龍
淫
〗9

2
9
昇
閑
ヨ
•
ウ
鎮
の
名
。
四
川
省
仁
壽
縣
の

北
。
黄
龍
埃
水
の
北
岸
。

〖
黄
龍
山
〗9

3
0
”
ウ
リ
ヨ
ウ
山
名
。O
安
徽
省
貴
池
縣
の

北
。
大
江
に
臨
む
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
池
州
府
‘

貴
池
縣
〕
黄
龍
山
‘
府
北
五
里
‘
濱
↓
一
大
江
一
有
↓
―
望
江
亭
一
》

O
浙
江
省
綴
雲
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
慮

州
府
‘
紺
雲
縣
〕
黄
龍
山
‘
縣
西
十
二
里
‘
四
園
徒
絶
‘
帝

有
レ
池
‘
甚
清
冽
‘
相
博
‘
黄
龍
潜
焉
。

O
映
西
省
の
韓

城
紐
陽
・
洛
川
・
宜
川
の
諸
縣
の
開
に
あ
り
‘
武
帝
山
・

将
軍
山
を
最
高
と
す
。
全
山
は
東
の
か
た
黄
河
に
臨
む
。

〖
黄
龍
沿
〗9

3
1
砂
＂
リ
ヨ
，
ゥ
ろ
く
し
や
う
の
異
名
。
〔
事
物

異
名
鋒
‘
珍
賓
‘
銅
〕
石
築
‘
爾
雅
‘
銅
青
‘
一
名
―
―
黄
龍
泊
↓

〖
黄
龍
湯
]
g”
0
9ウ
リ
ヨ
ウ
葵
の
名
。
糞
清
を
い
ふ
。
〔
本

草
‘
人
屎
〕
糞
消
、
秤
名
‘
黄
龍
湯
‘
還
元
水
、
人
中
黄
゜

〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
宣
帝
‘
太
建
二
年
）
王
傷
寒
極
重
、

慮
服
―
―
黄
龍
湯
↓
〔
注
〕
陶
弘
景
日
‘
今
近
城
寺
別
塞
空

嬰
口
、
内
糞
倉
中
、
久
年
得
レ

it
‘
甚
熙
而
苦
‘
名
為
二
黄

龍

湯

盆

炉

温

病

釜

手

死

者

皆

差

。

「

東

。

〖
黄
龍
灘
〗9
3
4
"
”
ウ
リ
ヨ
‘
ウ
灘
の
名
。
四
川
省
奉
節
縣
の

〖
黄
龍
洞
〗93

5
認
ゥ
—
ョ
’
洞
の
名
。O
浙
江
省
杭
縣
の
棲

霞
嶺
の
後
。
宋
の
淳
祐
年
間
‘
僧
慧
開
‘
字
は
無
門
と
い

ふ
者
が
、
法
を
呉
興
の
黄
龍
山
に
説
き
、
偶
，
此
慮
に

卓
錫
す
。
又
‘
無
門
洞
と
い
ふ
。

O
浙
江
省
呉
興
縣
の

北
‘
弁
山
の
東
側
。
報
耕
録
‘
巻
二
十
九
に
見
ゆ
。
〔
呉
興

志
〕
黄
龍
洞
‘
一
名
金
井
‘
梁
貞
明
初
有
―
―
黄
龍
見
百
易
二

稲
黄
龍
洞
↓
〔
金
井
志
〕
洞
初
殊
窄
‘
亦
不
―
―
大
奇
ご
木
梁

丙
子
、
有
1

一
黄
龍
｛
破
レ
洞
出
、
石
随
―
―
龍
龍
勢
ご
傾
翻
歴

緑
‘
飛
空
架
竪
‘
離
奇
始
開
。

〖
黄
龍
大
覇
〗9
3
6
"
f
Q
[
O

ョ
•
ウ
黄
龍
を
蓋
い
た
旗
。
〔
呉

志
‘
胡
綜
博
〕
黄
龍
見
,
,
夏
口
ぶ
炉
是
櫂
稲
―
―
尊
琥
面
炉

瑞
改
レ
元
、
又
作
―
―
黄
龍
大
牙
一
常
在
―
ー
中
軍
一
諸
軍
進

退
麗
其
所
向
。
〔
清
會
典
事
例
‘
兵
部
、
大
閲
、
大
閲

規
制
一
〕
部
院
堂
官
‘
咸
蛹
抱
補
服
‘
在
―
―
黄
孵
前
雨
労
―

排
列
‘
豹
尾
班
三
旗
侍
衛
‘
量
―
―
其
地
方
↓
按
レ
翼
排
―
―
列

豹
尾
班
労
五
竺
設
黄
龍
大
屈
↓

〖
黄
龍
負
舟
〗9
3
7
7
7

嘉
リ
ヨ
•
ウ
馬
が
江
を
渡
っ
た
時
‘
黄

龍
が
舟
を
負
っ
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
淮
南
子
、
精
紳
訓
〕

馬
南
省
レ
方
、
清
―
―
千
江
む
頁
龍
負
レ
舟
‘
舟
中
之
人
‘
五
色

九
八
〇

13576 



黄

部

黄

九
八

無
レ
主
‘
馬
乃
熙
笑
而
梢
日
、
我
受
孟
叩
於
天
盃
翌
力
而

努
,
1

萬
民
元
4

寄
也
、
死
蹄
也
、
何
足
二
以
滑
p

和
、
視
レ
龍

猶
鰍
艇
i

顔
色
不
レ
楔
‘
龍
乃
弾
レ
耳
掠
レ
尾
而
逃
゜
〔
郭

環
江
賦
〕
駿
函
龍
之
負
p

舟
‘
識
伯
馬
之
仰
嵯
↓

【
黄
緑
]
9
3
8
%
[
i
頁
色
と
緑
色
。
〔
唐
書
‘
柳
公
綽
債
〕
比

館
遁
薗
乏
‘
騨
置
多
闘
‘
救
使
衣
二
緋
紫
―
者
、
所
レ
乗
至
ニ

三
四
十
騎
黄
緑
者
、
不
レ
下
1

一
十
散
盃
今
小
レ
得
レ
視
レ
券
‘

腿
口
輯
供
二
騨
馬
ぶ
血
乃
掠
-
―
奪
民
馬
｛
請
著
,
,
定
限
↓
以

息
其
虞

[
黄
倫
】
939

翌
ゥ
宋
‘
三
山
の
人
。
字
は
杵
卿
。
進
士
に
登

第
す
。
著
に
尚
書
精
義
か
あ
る
。
〔
南
宋
館
閣
績
録
‘
七
・

八
〕
・
〔
四
唐
提
要
、
十
一
〕
。

【
黄
燐
】
9
4
0
"
恣
又
‘
略
し
て
燐
と
い
ふ
。
動
物
の
骨
灰
或

は
燐
灰
石
等
で
つ
く
る
。
近
時
は
、
電
解
法
を
用
ひ
る
。

【
黄
瑣
】
941

豆
匁
宋
‘
浦
城
の
人
。
字
は
邦
美
。
重
和
の

進
士
。
官
は
分
水
丞
・
密
州
教
官
・
挟
州
襄
邑
丞
。
靖

康
の
初
‘
金
人
挟
州
を
犯
す
や
、
瑣
‘
井
に
投
じ
て
死

す
。
〔
宋
史
翼
‘
三
十
〕
．
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

【
黄
麟
】
942

焚
ゥ
黄
色
の
麒
麟
゜
〔
隋
書
‘
幡
儀
志
五
〕
凡

旗
、
太
常
蜜
三
二
辰
i

栴
藍
―
―
胄
龍
こ
旗
書
ご
朱
雀
エ
施
書
一
↓
―

黄
麟
一
〔
拾
遺
記
、
七
、
魏
〕
魏
明
帝
、
起
-
1

凌
雲
景
⇒
云
云
‘

油
國
有
―
―
黄
麟
一
見
―
―
於
戊
己
之
地
一
皆
土
徳
之
嘉
瑞
。

〔
紳
仙
傭
、
王
遠
〕
王
君
出
レ
城
、
虚
将
,
,
百
官
―
従
行
、
唯

乗
二
黄
麟
涵
四
十
藪
侍
人
↓

【
黄
嶺
】

943%9ゥ
山
名
。
廣
東
省
東
莞
縣
の
南
。
俗
に

黄
椋
嶺
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
‘
廣
州
府
‘

東
莞
縣
〕
黄
嶺
山
‘
縣
南
三
十
五
里
‘
俗
名
―
―
旅
嶺
云
縣
治

朝
山
也
‘
唐
＋
道
志
‘
嶺
南
名
山
之
一
‘
曰
―
―
黄
嶺
石
其
山

峯
轡
秀
抜
‘
状
如
箪
筆
↓
澄
追
而
西
、
作
―
―
展
旗
状
↓
下

、ヽ

j75

有
簾
泉
↓

，
 

~
【
黄
蠣
】9

4
4
乃
か
き
の
一
種
。
お
き
が
ぎ
。
〔
直
省
志

26

書
‘
幅
州
志
〕
黄
蠣
大
蠣
房
敷
倍
‘
五
六
月
有
レ
之
。

，
 

7

【
黄
震
】
郎
笞
ウ

0
天
神
の
稽
゜
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
下
〕
中

4
 

央
黄
震
。
●
魚
の
名
。
黄
霊
魚
。
〔
太
平
御
覧
‘
鱗
介
部

（
 

-
+
、
黄
霊
魚
〕
臨
海
水
土
記
日
、
黄
霊
魚
、
小
文
正
黄
、

①
似
石
首
云
参
黄
帝
の
霊
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
黄
霊
棺
而

3
 
9

訪
レ
命
分
。
〔
後
漢
書
、
祭
祀
志
中
〕
先
―
―
立
秋
一
十
八

H
、

碑
隅
黄
霊
干
中
兆
五
餐
黄
帝
后
土
↓

7
9
〖
黄
震
魚
〗
幽
翌
ウ
レ
ィ
石
首
魚
(
8
12
4

 
0
 2
4
 :
 
4
0
3
)

の

⑭
異
名
。
黄
震
の
●
を
見
よ
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
、
石
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き
い
ろ
い
ろ
ば
。
〔
蘇
拭
‘
答
―
―
任
師
中

家
漢
公
詩
〕
蒼
鷹
＋
斤
重
‘
猛
犬
如
1

一
黄
墟
―
)

【
黄
棲
】
968

豆
唸
棲
の
名
。
〔
宋
史
、
文
苑
六
、
秦
観
博
〕

見
森
拭
於
徐
二
為
賦
黄
棲
二
訊
以
為
レ
有
―
―
屈
宋
才
↓

〔
蘇
轍
、
黄
棲
賦
序
〕
煕
寧
十
年
秋
七
月
乙
丑
‘
河
決
―
―
於

澄
淵
ご
を
広
、
水
及
1

一
彰
城
下
一
余
兄
子
瞭
適
為
1

一
彰
城

守
霜
以
為
―
―
水
備
盆
叫
水
至
而
民
不
レ
恐
‘
云
云
、
水
既
涸
、

云
云
‘
請
臼
F
-
1

築
徐
城
云
云
‘
即
城
之
束
門
為
―
―
大

棲
焉
‘
亜
以
―
―
黄
土
↓
曰
‘
土
賓
勝
レ
水
、
徐
人
相
勧
成
レ

之
‘
云
云
‘
乃
作
―
―
黄
棲
之
賦
一

【
黄
六
】
969

”
器
は
黄
巣
が
詐
騒
が
多
か
っ
た
か
ら
‘
詐

り
だ
ま
す
も
の
を
い
ふ
。
虚
偽
゜
〔
疑
耀
〕
今
京
師
勾
闇

中
調
語
、
謂
五
炉
人
者
1

皆
言
二
黄
六
了
余
初
不
レ
解
―
―
其

義
後
閲
一
小
説
一
乃
指
賣
巣
兄
弟
六
人
「
巣
裕
第

さ
而
多
レ
詐
‘
故
詐
騒
者
為
―
―
黄
六
一
也
。

[
サ
頁
鹿
】
970

悶
ゥ
鎮
の
名
。
四
川
省
中
江
縣
の
西
北
。
其

の
地
は
も
と
下
市
と
い
ふ
。

【
黄
麓
】
971

乃

明

‘

呉

宗

儒
(
2
ー

3
3
6
5
:
 7
3
3
)

の
琥
゜

【
黄
籟
】
972

砂
唸
5

ク

0
道
家
の
書
を
い
ふ
。
〔
三
洞
経

教
〕
玉
川
黄
籟
者
、
帝
之
金
簡
也
。
〔
馬
戴
‘
失
意
書
懐

呈
知
旦
詩
〕
心
在
黄
鉦
兼
丹
訣
豪
憶
n

―
宵
山
良

白
雲
↓
〇
道
家
の
潔
齋
法
の
一
。
〔
隋
書
、
経
籍
志
四
〕

其
潔
齋
之
法
、
有
―
―
黄
録
・
玉
録
・
金
姦
・
塗
炭
等
齋
一

〖
黄
録
齋
〗9

7
3
悶
ウ
ロ
ク
道
家
潔
齋
法
の
一
。
天
神
地
祇

人
鬼
を
招
い
て
醸
を
設
け
て
罪
根
を
懺
悔
し
‘
仙
界
に

升
る
を
願
ふ
こ
と
。
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕
（
倍
宗
‘
光
啓

三
年
）
輿
―
―
鄭
杞
董
謹
謀
‘
因
缶
＇
元
夜

8
翌
高
朗
至
其

第
五
竺
黄
廷
齋
焉
。
〔
注
〕
黄
廷
大
齋
者
、
普
召
―
―
天
誹
地

祇
人
鬼
而
設
レ
誰
‘
追
―
―
懺
罪
根
ぶ
異
レ
升
↓
―
仙
界
百
盆
竺

功
徳
不
可
思
議
↓
皆
誕
説
也
。

【
黄
淮
】
974

五
匁
明
、
永
嘉
の
人
。
字
は
宗
豫
゜
琥
は
介

番
。
訟
は
文
簡
。
洪
武
の
進
士
。
太
祇
よ
り
宣
宗
に
至

る
五
帝
に
仕
ふ
。
官
は
洪
熙
の
初
‘
戸
部
尚
書
。
性
、
明

果
‘
善
く
疑
獄
を
正
す
。
書
室
を
集
義
堂
と
い
ふ
。
著
に

省
思
集
・
黄
介
i

奄
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
一
百
四
十
七
〕
．

〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
九
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
三
十

七
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
十
二
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
七
〕
．
〔
明

人
小
側
―
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
六
〕
・
〔
明
詩

綜
‘
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
乙
‘
-
―
-
〕
。

【
黄
泣
】
975

認
ゥ
前
燕
‘
斥
丘
の
人
。
字
は
始
長
。
父
沈
‘

天
文
秘
術
を
善
く
し
、
泣
‘
父
業
を
受
け
愈
；
精
妙
。
経

13577 



黄

部

黄

九

八

|

ー

_

）
史
を
博
覧
し
‘
尤
も
易
に
精
し
。
性
‘
忠
‘
永
嘉
の
胤
に
陳
淳
・
係
和
に
師
事
し
‘
析
理
精
詣
゜
暮
年
記
問
盆
；
富
【
黄
一
正
】
989

％
デ
明
‘
揚
州
の
人
。
字
は
定
父
。
著
十
五
〕
．
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
傭
‘
二
十

785
 

00

幽
州
に
避
難
し
‘
慕
容
魔
に
飩
し
、
参
軍
を
授
け
ら
る
。
む
。
著
に
易
周
聘
説
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
六
十
八
〕
．
に
事
物
紺
珠
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
三
十
八
〕
。
一
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
三
〕
・
〔
南
都
死
難
紀
略
〕
．

3

・
諮
訪
せ
ら
れ
る
毎
に
、

gL
、

成

敗

を

説

き

、

事

皆

言

の

如

〔

尚

友

録

‘

十

〕

。

【

黄

一

鳳

]990%5ゥ
明
‘
峡
江
の
人
。
字
は
時
嗚
。
萬
暦
〔
明
季
南
都
殉
難
記
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘
四
十
六
〕
．
〔
明
詩

26

し
。
慕
容
睛
の
時
、
太
史
を
授
け
ら
る
。
暉
破
れ
る
や
、
【
苗
雀
穴
行
】
982

砂
心
宋
‘
浦
城
の
人
。
字
は
用
之
。
蔭
を
の
進
士
。
著
に
撰
摺
集
要
が
あ
る
。
紀
事
、
辛
、
五
〕
・
〔
啓
顧
野
乗
一
―
集
‘
五
〕
。

老
を
以
て
家
に
蹄
り
、
年
九
十
七
に
し
て
卒
す
。
〔
晉
以
て
官
に
補
せ
ら
れ
‘
分
寧
酒
税
を
調
監
す
。
父
の
喪
【
苗
テ
乙
生
】

981%5ィ
清
の
人
。
景
仁
の
子
。
字
は
少
仲
0

[
昔
斧
双
介
1
9
9
8

翌

r
清
の
人
。
嘉
興
の
女
子
。
字
は
皆

，
 
書

‘

九

十

五

〕

。

に

遭

ふ

や

、

故

事

、

小

使

臣

の

喪

制

は

只

百

H
の
み
な
少
に
し
て
孤
‘
學
に
刻
苦
し
‘
鄭
氏
幡
に
精
通
す
。
廣
東
令
。
士
人
‘
楊
世
功
に
嫁
す
。
吟
味
を
好
み
‘
書
蟄
に
巧
。

一
【
黄
舘
】
976

豆
恣
〇
明
‘
息
の
人
。
官
は
武
宗
の
時
、
刑
る
も
‘
夷
行
懇
請
し
て
三
年
の
喪
に
服
す
。
孝
宗
に
召
に
幕
湘
し
‘
巡
撫
朱
珪
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
道
光
の
初
‘
孝
書
は
黄
庭
経
に
佑
ひ
‘
董
は
呉
仲
圭
に
似
る
も
‘
簡
遠
は

的
部
主
事
‘
郎
中
、
紹
興
知
府
。
寛
大
を
以
て
治
を
為
す
。
さ
れ
て
‘
便
殿
に
酎
し
て
旨
に
稽
ひ
、
特
に
閤
門
祗
候
廉
方
正
に
琴
げ
ら
れ
‘
未
だ
赴
か
ず
し
て
卒
す
。
〔
國
朝
之
に
過
ぐ
。
著
に
離
隠
詩
が
あ
る
。
〔
碑
博
集
補
‘
五
十

9

後
、
獄
に
下
り
疫
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
六
〕
・
〔
萬
斯
を
授
け
ら
る
。
つ
い
で
泉
州
観
察
使
よ
り
閤
門
事
を
知
者
猷
類
徴
‘
四
百
二
十
二
〕
．
〔
績
碑
博
集
‘
七
十
六
〕
・
九
〕
．
〔
消
聾
家
詩
史
‘
癸
‘
上
〕
・
〔
消
代
闇
閣
詩
人
徴
略
‘

6

同
明
史
、
三
百
一
〕
．
〔
明
史
稿
、
一
百
九
十
〕
゜
●
明
の
し
‘
武
功
大
夫
に
終
る
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
九
〕
。
一
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
四
〕
．
〔
國
朝
賽
識
‘
十
六
・
十

人
。
孔
昭
の
孫
。
字
は
宗
賢
。
一
に
叔
賢
に
作
る
。
琥
は
【
黄
夷
簡
】
g

昇
パ
宋
‘
揺
州
の
人
。
字
は
明
學
。
幼
に
し
【
黄
馬
錫
]992

努
デ
宋
、
晉
江
の
人
。
字
は
仲
元
。
背
七
〕
．
〔
匿
朝
書
人
輯
略
‘
十
一
〕
。

2
 ，
 

⑭
久
庵
。
官
は
證
部
尚
書
。
兼
‘
翰
林
學
士
。
王
守
仁
に
師
て
孤
‘
學
を
好
み
‘
江
東
に
著
は
る
。
初
‘
呉
越
に
事
へ
、
田
令
を
撮
す
。
時
に
林
某
‘
険
を
負
み
乱
を
偏
へ
‘
馬
【
昔
面
心

~
'
]
9
9
8

昇
が
明
、
懐
寧
の
人
。
字
は
汝
第
。
官

事
す
。
著
に
五
経
原
古
が
あ
る
。
〔
明
史
、
一
百
九
十
少
録
卿
を
授
け
ら
る
。
後
‘
錢
倣
に
随
つ
て
入
朝
し
、
平
錫
を
諷
し
て
主
と
な
さ
ん
と
す
。
馬
錫
‘
密
か
に
長
子
は
隆
慶
中
‘
浙
江
綿
兵
官
。
後
、
廣
東
を
鎮
す
。
隈
i

七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
七
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
江
軍
節
度
使
を
以
て
致
仕
す
。
談
論
を
喜
み
‘
善
（
文
観
を
し
て
兵
を
漕
使
に
乞
は
し
む
。
賊
聞
い
て
怒
り
、
嘲
賊
‘
及
ぴ
倭
寇
を
破
る
。
餃
中
軍
府
に
人
り
、
後
‘
罷

八
十
三
〕
．
〔
國
朝
獣
徽
録
‘
―
二
十
四
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
を
闊
し
、
尤
も
詩
に
巧
゜
〔
宋
史
‘
四
百
四
十
一
〕
．
〔
宋
史
馬
錫
と
其
の
次
子
藪
と
を
帳
下
に
坐
せ
し
め
‘
刃
を
持
め
蹄
る
。
〔
明
史
‘
-
―
百
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
二

九
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
十
六
・
四
十
五
・
九
十
四
〕
．
〔
嘉
靖
新
編
‘
二
日
六
十
九
〕
。
つ
て
頸
に
臨
む
も
‘
父
子
‘
紳
色
自
若
と
し
て
屈
せ
ず
。
十
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
臼
九
十
六
〕
。

以
来
首
輔
博
‘
二
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
四
・
九
【
黄
維
之
】
984

”
匁
宋
‘
泉
州
の
人
。
字
は
叔
張
。
紹
興
の
既
に
し
て
観
等
、
兵
を
以
て
至
り
‘
賊
平
ぐ
。
つ
い
で
老
【
丑
頁
應
謳
】
⑱
席
ク
清
‘
順
天
の
人
。
字
は
敬
一
。
琥
は

+
―
―
-
〕
．
孟
明
書
、
二
臼
五
十
五
〕
・
〔
明
儒
學
案
、
十
三
〕
。
進
士
。
國
子
監
簿
よ
り
大
理
丞
に
除
せ
ら
る
。
時
に
諸
を
請
う
て
鯨
る
。
〔
尚
友
鋒
‘
十
〕
。
別
番
（
創
竜
）
。
人
物
驚
に
巧
。
上
元
縣
丞
を
授
け
ら
る
。

【
黄
｛
女
濤
】
977"
り
が
清
‘
嘉
善
の
人
。
字
は
凝
輿
°
琥
は
卿
‘
獄
の
空
な
る
を
奏
す
゜
維
之
、
所
隷
の
獄
事
党
ら
ざ
【
黄
饂
生
】
993%F

清
‘
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
蘭
初
尋
い
で
内
廷
に
供
事
し
、
中
書
に
累
進
す
。
〔
國
朝
鵞

齊
宵
・
葵
衣
老
人
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
潮
州
知
府
。
博
る
も
の
あ
る
を
以
て
名
を
書
さ
ず
。
つ
い
で
外
に
補
せ
（
蘭
生
）
。
渇
有
光
の
妻
。
驚
・
詩
に
巧
。
書
室
を
夕
琴
棲
識
‘
―
-
〕
。

學
に
し
て
詩
に
巧
。
書
室
を
息
耕
草
堂
・
詩
娯
室
·
]
県
有
ら
れ
ん
こ
と
を
求
め
、
出
で
て
郡
武
軍
を
知
し
、
江
西
と
い
ひ
‘
著
に
夕
琴
棲
集
が
あ
る
。
【
丑
頁
~
心
徴
】
血
認

5
ョ
ウ
明
、
江
都
の
人
。
字
は
君
求
。
琥
は

益
齋
と
い
ひ
‘
著
に
息
耕
草
堂
詩
・
詩
誤
室
詩
集
・
慎
有
提
學
を
歴
‘
皆
、
名
瞥
あ
り
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
【
甚
る
永
年
】
994

詞
い
／
清
、
江
西
廣
昌
の
人
。
字
は
静
山
。
自
娯
齋
。
天
啓
中
の
諸
生
。
著
に
自
娯
齋
詩
集
が
あ
る
。

盆
齋
文
編
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
―
―
-
〕
・
〔
碑
傭
集
【
資
惟

tit】函
47
嘉
明
‘
天
台
の
人
。
字
は
説
仲
。
詩
を
善
琥
は
根
甫
。
乾
隆
の
進
士
。
刑
部
主
事
よ
り
常
州
府
の
〔
四
庫
提
要
、
二
日
八
十
〕
。

補

‘

二

十

三

〕

。

く

し

、

著

に

黄

説

仲

詩

草

が

あ

る

。

〔

列

朝

詩

集

小

傭

‘

知

に

累

官

す

。

後

、

直

節

を

以

て

穂

督

黄

廷

桂

に

杵

ひ

【

黄

恩

長

】

g

”

t
ゥ
消
、
長
洲
の
人
。
字
は
突
載
。
琥
は

【
苦
正
史
采
】
978

”

ウ

：

草

の

名

。

菊

腸

の

一

。

た

ぴ

ら

こ

。

丁

、

上

〕

。

免

官

さ

る

。

詩

古

文

に

巧

。

著

に

黄

静

山

集

が

あ

る

。

蒼

雅

・

敦

好

齋

。

詩

鵞

に

巧

に

‘

尤

も

豪

刻

に

精

し

。

書

お
に
た
ぴ
ら
こ
。
〔
農
政
全
書
‘
黄
鵜
菜
考
〕
生
l
l

密
縣
【
黄
惟
亮
】
986

衿
炉
宋
‘
成
都
の
人
。
答
の
弟
。
初
‘
蜀
の
〔
清
史
列
傭
‘
六
十
七
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
一
二
十
室
を
干
頃
堂
と
い
ふ
。
著
に
敦
好
齋
印
譜
・
千
頃
堂
書
一

山

谷

中

↓

孟

利

に

事

ふ

。

鵞

を

善

く

す

。

宋

に

入

り

、

翰

林

圏

鵞

院

―

-

〕

・

〔

碑

傭

集

‘

一

百

三

〕

．

〔

國

朝

先

正

事

略

‘

四

十

譜

が

あ

る

。

〔

墨

香

居

霊

識

‘

九

〕

。

【
黄
以
恭
】

979gが
清

定

海

の

人

。

字

は

質

庭

。

光

緒

に

隷

し

、

名

を

一

時

に

檀

に

す

。

〔

夢

埃

筆

談

〕

。

―

-

〕

・

〔

鶴

徴

後

録

‘

四

〕

。

【

黄

恩

形

】

血

5
芦
ウ
清
‘
寧
陽
の
人
。
道
光
の
進
士
。

の
琳
人
。
書
室
を
愛
経
居
（
煕
経
尻
）
と
い
ひ
、
著
に
愛
【
黄
郵
緊
】
987

衿
？
ゥ
地
名
。
河
南
省
新
野
縣
の
東
。
〔
後
【
黄
延
浩
】
995

％
が
五
代
‘
呉
越
の
人
。
巧
に
人
物
故
賣
廣
東
巡
撫
に
累
官
し
、
事
に
因
つ
て
免
ぜ
ら
る
。
咸
豊

経
居
雑
著
が
あ
る
。
〔
消
史
列
博
‘
六
十
九
〕
。
漢
書
‘
呉
漢
傭
〕
卑
ハ
ニ
秦
曹
1

戦,,
黄

郵

水

上

「

破

レ

之

。

を

書

く

。

〔

圏

書

見

聞

志

〕

。

中

‘

捻

匪

が

山

東

に

擾

す

る

や

‘

恩

形

‘

唱

導

し

て

曼

を

【
黄
以
周
】
匈
り
盆
清
‘
定
海
の
人
。
式
の
第
三
子
。
字
は
〔
庄
〕
南
陽
新
野
縣
有
1

一
黄
郵
水
・
黄
郵
m径

也

。

【

黄

炎

培

】

臨

翌

t

ィ
民
国
、
上
海
市
の
人
。
上
海
南
洋
大
築
き
濠
を
堀
り
‘
蠍
畳
を
建
て
て
守
る
。
捻
匪
‘
掠
食
に

元
同
。
琥
は
徹
季
。
同
治
の
學
人
。
官
は
分
水
訓
導
。
親
【
黄
硫
棋
】
988

砂
5

明
‘
江
陰
の
人
。
字
は
介
之
。
琥
は
學
卒
業
後
、
我
が
國
に
留
學
、
教
育
學
を
専
攻
す
。
江
蘇
由
無
く
、
遂
に
漸
く
窮
隧
す
。
〔
清
史
稿
‘
―
-
＿
百
七
十

に
事
へ
て
孝
‘
學
は
漢
宋
の
門
戸
に
拘
せ
す
。
尤
も
三
大
愚
。
天
啓
中
の
貢
生
。
好
學
の
臀
名
あ
り
。
秤
氏
の
學
都
督
府
教
育
科
長
・
江
蘇
教
育
司
長
等
を
経
‘
そ
の
後
七
〕
。

膿
に
蓬
し
。
光
緒
中
、
南
蒋
書
院
主
講
た
る
こ
と
十
五
に
精
通
す
。
崇
禎
の
末
、
清
兵
の
為
に
金
陵
の
獄
に
捕
江
蘇
省
議
會
議
員
等
と
な
り
‘
顔
恵
慶
の
内
閣
に
教
【
サ
頁
可
久
】
岡

gt
宋‘
i

斬
水
の
人
。
武
昌
に
徒
居
す
。
字

年
‘
晩
に
虚
州
教
授
に
累
遷
し
、
特
薦
を
以
て
内
閣
中
繋
さ
れ
‘
鉄
坐
し
て
死
す
。
〔
明
史
稿
‘
-
―
百
五
十
八
〕
・
育
穂
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
も
就
任
せ
ず
。
著
に
考
察
教
は
柳
埃
゜
琥
は
出
塵
道
人
。
諸
生
。
妻
と
偕
に
隠
る
。
仙

書
を
授
け
ら
る
。
卒
年
七
十
二
。
著
に
輯
書
通
故
・
子
思
〔
明
人
小
偉
‘
四
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
十
六
〕
．
〔
南
腸
繹
育
日
記
‘
一
歳
之
廣
州
市
、
朝
鮮
等
が
あ
る
。
佛
臀
卜
の
學
に
も
通
ず
。
年
九
十
に
し
て
卒
す
。
〔
薪
水

子
輯
解
・
経
訓
比
義
・
古
文
世
本
・
黄
帝
内
経
集
注
・
傲
史
‘
二
十
六
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
三
〕
．
〔
小
脹
紀
年
、
＋
•
[
サ
頁
淵
耀
】

9
9
7
焚
炉
明
の
人
。
淳
燿
の
弟
。
字
は
偉
恭
゜
縣
志
〕
。

季
雑
著
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
十
三
・
十
六
〕
．
〔
煮
朝
忠
節
死
臣
列
博
‘
二
十
四
〕
．
〔
甲
琥
は
谷
簾
。
諸
生
。
好
學
に
し
て
敦
行
。
兄
と
同
じ
く
節
[
黄
河
水
】
血

g
｛
明
の
人
ぷ
慕
口
の
子
o

初
は
徳
水
o
字

博
‘
六
十
九
〕
．
〔
績
碑
博
集
、
七
十
五
〕
。
申
後
亡
臣
表
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
+
〕
.
〔
小
朕
紀
に
死
す
。
〔
明
史
‘
-
＿
百
八
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
二
百
は
清
父
。
父
卒
す
る
や
、
家
盆
；
落
襄
‘

B
に
空
棲
に

【
黄
以
翼
】
門
翌
宋
の
人
。
維
之
の
猶
子
。
字
は
宗
台
。
傭
‘
四
十
六
〕
。
八
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
六
十
五
〕
．
〔
南
彊
繹
史
‘
二
坐
し
て
讀
書
す
。
詩
に
巧
。
著
に
燕
市
・
碧
難
・
國
華
の
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黄

部

黄

諸
集
が
あ
る
。

【
黄
家
舒
】
竺
認
清
、
無
錫
の
人
。
字
は
漢
臣
。
琥
は
歌

得
頭
陀
。
明
末
の
諸
生
。
明
の
亡
後
‘
斗
室
に
坐
臥
し
‘

交
涌
を
謝
絶
す
。
著
に
焉
文
堂
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣

類
徴
‘
四
百
六
十
七
〕
。

【
黄
家
瑞
】
竺
翌
明
‘
膝
縣
の
人
。
字
は
禎
珠
。
崇

禎
の
進
士
。
官
は
揚
州
兵
備
道
・
右
餃
都
御
史
。
後
、
松

江
を
守
る
。
清
兵
の
た
め
に
城
陥
り
、
轄
戦
し
て
浦
口

に
至
り
、
水
に
赴
き
死
す
。
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
〕
。

【
黄
嘉
賓
】
碑
琵
心
明
‘
嘉
祥
の
人
。
字
は
國
賢
。
官
は

河
南
府
推
官
。
獄
を
断
ず
る
こ
と
明
快
‘
庭
に
留
訟
な

し
。
兵
部
主
事
に
遷
り
、
後
‘
太
僕
卿
に
終
る
。
〔
國
朝

列
卿
記
‘
一
百
五
十
三
〕
。

【
黄
開
榜
】
血
特
炉
清
‘
施
南
の
人
。
盆
は
剛
懲
。
咸
豊

中
、
行
伍
を
以
て
洪
秀
全
を
攻
め
る
に
従
ひ
‘
湖
北
・
安

徽
各
省
に
輯
戦
‘
九
江
鎖
綿
兵
を
授
け
ら
る
。
同
治
中
‘

兵
を
卒
ゐ
て
捻
匪
を
攻
め
‘
賓
應
を
覇
清
し
、
宿
州
を

動
平
す
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
三
十
四
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
五
十

一〕。

【
黄
好
謙
】
血
競
'
[
ノ
宋
‘
浦
城
の
人
。
孝
先
の
子
。
字
は

幾
道
。
嘉
祐
の
進
士
。
官
は
新
禁
令
。
時
に
歳
凶
に
し

て
‘
民
‘
棄
兒
多
き
も
、
好
謙
‘
能
く
治
績
を
琴
ぐ
゜
監
察

御
史
裏
行
に
累
遷
し
‘
保
州
・
液
州
を
歴
知
し
て
卒
す
。

〔
浦
城
縣
志
〕
。

【
黄
孝
綽
】
翌
努
ヤ
ク
宋
‘
浦
城
の
人
。
琥
は
溝
山
曳
゜

進
士
に
再
摯
さ
れ
て
第
せ
ず
‘
舒
州
瀾
山
に
遁
跡
す
。

書
に
巧
゜
〔
金
史
‘
九
十
六
〕
・
〔
宋
史
翼
‘
十
九
〕
。

【
黄
孝
錫
】
匹
努
ヤ
ク
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
備
成
。
琥
は

約
圃
。
性
‘
拓
落
‘
帖
括
の
學
を
為
さ
ず
。
鐵
筆
に
専
精

す
る
こ
と
一
―
-
＋
年
。
書
室
を
様
華
堂
と
い
ふ
。
著
に
棟

華
堂
印
譜
．
簗
學
が
あ
る
。
〔
飛
鴻
堂
印
人
博
‘
一
〕
。

【
黄
孝
先
】
叩
？
7
7
5

ノ
宋
‘
浦
城
の
人
。
字
は
子
思
。
官
は

廣
州
尉
よ
り
宿
州
司
理
に
改
ま
り
‘
善
＜
獄
を
治
め
る

を
以
て
大
理
丞
に
遷
り
‘
咸
陽
縣
の
知
よ
り
綿
竹
に
遷

る
。
後
、
太
常
博
士
よ
り
石
州
通
判
と
な
る
。
著
は
す
所

の
詩
―
―
十
巻
‘
蘇
献
た
め
に
序
を
作
る
。
〔
尚
友
録
‘

+〕。

【
黄
梢
樹
】
血
"
”
乃
ュ
録
の
名
。

O
四
川
省
江
北
縣
の
西

北
。
嘉
陵
江
に
臨
む
。

O
四
川
省
永
川
縣
の
西
北
。

【
黄
覺
経
】
血
＂
”
[
ィ
元
‘
建
昌
の
人
。
五
歳
に
し
て
乱

に
因
り
母
を
失
ふ
。
梢
；
長
じ
‘
必
ず
母
の
所
在
を
求

め
ん
こ
と
を
誓
ひ
‘
江
淮
を
渡
渉
し
‘
汝
州
梁
縣
に
於

て
其
の
母
を
得
‘
倶
に
蹄
る
。
〔
元
史
‘
二
日
九
十
七
〕
・

〔
新
元
史
‘
三
百
三
十
九
〕
。

【
黄
學
海
】
血
り
丸
が
イ
明
の
人
。
正
色
の
子
。
字
は
宗
於
。

嘉
靖
の
進
士
。
官
は
籟
州
の
知
。

【
黄
學
行
】
血
ぢ
が
宋
‘
悪
安
の
人
。
字
は
上
文
。
琥
は

垣
齋
。
嘉
定
中
‘
登
第
す
。
全
州
に
教
授
し
、
後
‘
循
州
に

知
と
な
り
、
籟
寇
を
破
つ
て
酋
を
檎
に
す
。
著
に
史
説
・

垣
齋
類
稿
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

【
英
學
泉
】
虹
ぢ
炉
宋
‘
龍
埃
の
人
。
字
は
習
之
。
朱
煮

の
門
人
。
経
史
に
博
通
し
‘
尤
も
詩
書
春
秋
に
長
ず
。
嘉

定
中
‘
登
第
す
。
官
は
泉
州
察
推
゜
〔
宋
元
學
案
‘
六
十

九〕。

【
黄
學
謙
】
匹
”
[
／
清
‘
善
化
の
人
。
字
は
又
謙
‘
又
‘

天
盆
。
明
の
天
啓
の
副
貢
生
。
官
は
興
平
知
縣
。
書
法

に
精
通
す
。
晩
年
、
右
手
病
限
し
、
左
手
を
以
て
小
楷

行
草
を
書
す
。
著
に
紫
巖
集
・
照
杯
亭
遺
草
が
あ
る
。

〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
十
八
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
七

+〕。

【
黄
學
朱
】
四
”
翌
清
‘
甑
寧
の
人
。
諸
生
。
順
治
中
‘
土

寇
起
り
、
弟
と
共
に
執
へ
ら
る
。
學
朱
‘
賊
を
給
き
‘
身
を

以
て
質
と
為
り
、
弟
を
救
出
す
る
も
、
身
は
却
つ
て
賊

に
害
さ
る
。
〔
消
史
稿
‘
五
百
四
〕
．
〔
國
朝
者
臥
類
徴
‘
―
二

百
七
十
六
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
七
〕
。

【
黄
甲
雲
】
血
努
牙
清
‘
襄
城
の
人
。
字
は
唱
韓
。
順
治

の
抜
貢
。
築
安
縣
の
知
を
授
け
ら
る
。
詩
・
書
・
藍
に
巧
。

著
に
楚
油
草
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
百
十
六
〕
・

〔
碑
博
集
‘
八
十
九
〕
．
〔
國
朝
書
蓋
家
筆
録
‘
一
〕
．
〔
國
朝

叢
識
‘
二
〕
。

【
黄
頷
兒
】
呼
芦
乳
を
の
む
こ
ど
も
。
人
を
見
さ
げ
て

い
ふ
語
。
乳
臭
兒
゜
〔
北
史
‘
在
悛
傭
〕
黄
頷
兒
何
足
レ
拝

也。

【
黄
頷
蛇
】
g

ぢ
ウ
ガ
ノ
蛇
の
一
種
。
を
な
み
そ
。
さ
と
め

ぐ
り
。
〔
本
草
‘
黄
頷
蛇
〕
繹
名
‘
黄
喉
蛇
‘
赤
棟
蛇
‘
一

名
桑
根
蛇
゜

【
黄
希
憲
】
呼
戎O
明
‘
金
硲
の
人
。
字
は
伯
容
。
嘉
靖
~

の
進
士
。
官
は
御
史
。
後
‘
嘉
興
府
の
知
と
な
る
。
拝
海
諸

隧
を
繕
修
し
‘
散
郡
の
利
を
な
す
。
後
‘
按
察
副
使
に
至

る
。
〔
蘭
蛋
法
黎
録
‘
十
七
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十

-
〕
.
〔
明
饗
録
‘
四
〕
゜

0
明
‘
分
宜
の
人
。
字
は
雙
南
。
原

名
は
金
責
。
天
啓
の
進
士
。
官
は
御
史
。
後
、
太
僕
少
卿
・

應
天
巡
撫
に
至
る
。
参
明
、
通
州
の
人
。
字
は
千
頃
。
書
一

こ

5
。

i
t
Tナ

【
黄
希
旦
】
血
昇
パ
宋
の
道
士
。
郡
武
の
人
。
一
名
は
暗
°

字
は
姫
仲
。
自
ら
支
離
子
と
琥
す
。
熙
寧
中
‘
召
さ
れ
て

京
師
に
至
り
、
太
乙
宮
事
を
典
り
、
後
、
病
卒
す
。
其
の

徒
‘
仙
と
な
つ
て
去
る
と
博
ふ
。
〔
王
垢
績
文
獣
通
考
〕
。

【
黄
奇
孫
】
畑
昇
パ
宋
の
人
。
度
の
曾
孫
。
字
は
行
素
‘

又
‘
竹
素
。
元
に
入
っ
て
仕
へ
ず
。
著
に
矧
鳴
集
・
南
明

志
が
あ
る
。
〔
宋
季
忠
義
録
‘
十
四
〕
．
〔
宋
元
學
案
‘
六
十

四〕。

【
黄
姫
水
】
血
悶
5

明
の
人
。
省
曾
の
子
。
字
は
淳
父
。
琥

は
裔
素
齋
。
文
名
あ
り
。
書
を
祝
允
明
に
學
び
‘
其
の
筆

法
を
傭
ふ
。
又
‘
詩
に
巧
。
著
に
貧
士
博
・
白
下
集
・
i

品
素

齋
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百

六
十
八
〕
．
〔
国
朝
猷
徴
録
‘
二
日
十
五
〕
．
〔
皇
明
詞
林
人

物
孜
‘
十
一
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

二
十
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
己
‘
二
十
〕
．

〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
丁
、
上
〕
．
〔
盛
明
百
家
詩
‘
一
〕
．
〔
静

志
居
詩
話
、
十
四
〕
。

【
黄
起
龍
】
g
穀
炉
明
、
蒲
田
の
人
。
字
は
應
興
。
萬

暦
の
進
士
。
官
は
南
京
吏
科
給
事
中
。
著
に
留
垣
奏
議

が
あ
る
。
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
十
九
〕
。

【
黄
貴
妃
】
饂
乃
宋
の
人
。
光
宗
の
妃
。
光
宗
が
太
子

の
時
か
ら
寵
を
受
く
。
後
‘
李
皇
后
に
殺
さ
る
。
〔
宋
史
‘

六
＋
・
ニ
百
四
十
三
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
六
十
〕
．
〔
南
宋
書
、

七〕。

【
黄
亀
年
]
⑬
豆
豆
パ
宋
‘
輻
州
永
輻
の
人
。
字
は
徳
郡
。

崇
寧
の
進
士
。
侍
御
史
に
累
官
す
。
秦
檜
が
和
議
を
専

主
し
‘
徒
窯
を
組
ん
で
専
櫂
を
檀
に
す
る
を
劾
し
、
三

た
ぴ
上
奏
、
為
に
檜
は
職
を
剥
が
れ
、
中
書
含
人
に
遷
る

も
‘
尋
い
で
劾
さ
れ
落
職
間
居
し
て
卒
す
。
〔
宋
史
‘
三

百
八
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
百
三
十
八
〕
・
〔
南
宋
書
‘

二
十
四
〕
・
〔
四
朝
名
臣
言
行
録
‘
下
六
〕
。

【
黄
義
剛
】
翌
筑
宋
の
人
。
義
勇
の
弟
。
字
は
毅
然
。
最

も
久
し
く
朱
熙
に
従
學
す
。
著
に
先
師
徳
言
が
あ
る
。

〔
宋
元
學
案
‘
六
十
九
〕
。

【
黄
義
明
】
呼
仰
宋
の
人
。
義
剛
の
弟
。
字
は
景
亮
。
黄

幹
に
師
事
す
。
琥
は
傲
齋
。
著
に
詩
文
講
義
が
あ
る
。

九八一――

[
黄
義
勇
】
呼
認
宋
‘
臨
川
の
人
。
字
は
去
私
。
朱
窯

に
武
夷
精
含
に
従
學
す
。
白
鹿
洞
堂
長
を
授
け
ら
る
。

〔
宋
元
學
案
‘
六
十
九
〕
。

【
黄
義
襴
】
呼
ぶ
ウ
ギ
服
制
の
名
。
吏
人
の
公
抱
に
揆
を

加
へ
た
も
の
。
〔
塵
史
〕
衣
冠
之
制
‘
上
下
混
一
‘
嘗
聞
杜

祁
公
欲
レ
令
—q人
吏
技
術
等
官
‘
少
為1一
差
別
五
後
韓
康
公

又
議
改
制
ご
如
↓
1

人
吏
公
抱
五
倍
加
レ
揆
‘
俗
所
謂
黄
義

襴
者
‘
是
也
。

[
黄
久
約
】
唸
勾
ク
金
‘
須
城
の
人
。
字
は
禰
大
。
性
‘

友
弟
。
進
士
に
及
第
し
、
磁
州
刺
史
に
累
擢
さ
れ
‘
尋

い
で
太
常
卿
に
累
遷
す
。
章
宗
即
位
す
る
や
‘
陳
ず
る

所
皆
嘉
納
さ
れ
、
横
海
節
度
使
を
授
け
ら
る
。
明
昌
中
‘

致
仕
し
て
卒
す
。
〔
金
史
‘
九
十
六
〕
。

【
黄
休
復
】
唸
窃
ク
宋
の
人
。
字
は
飩
本
。
春
秋
學
に
精

通
し
、
左
氏
・
公
羊
・
穀
梁
を
校
定
す
。
丹
を
震
い
で
親

を
養
ひ
‘
心
を
顧
陸
の
藝
に
湘
ば
し
む
。
著
に
盆
州
名

書
鐸
・
茄
亭
客
話
が
あ
る
。
〔
四
庵
提
要
‘
一
百
十
二
〕
。

【
黄
吉
士
】
呼
努
明
、
内
黄
の
人
。
字
は
雲
鮫
゜
萬
暦
の

進
士
。
官
は
御
史
。
後
‘
京
兆
手
に
至
る
。

【
黄
向
堅
】
守
認
ケ
’
清
臭
縣
の
人
。
字
は
端
木
。
或

は
端
禾
。
父
孔
昭
、
明
に
仕
へ
て
雲
南
大
銚
令
を
拝
す

る
も
‘
鼎
革
の
後
、
道
塞
つ
て
蹄
る
を
得
ず
。
向
堅
‘
兵

文
を
冒
し
‘
陰
阻
を
歴
て
演
に
至
り
‘
遂
に
父
母
を
迎

へ
て
蹄
る
。
書
に
巧
。
著
に
紀
行
一
編
か
あ
る
。
〔
清
史

稿
‘
五
百
三
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徽
―
二
百
七
十
六
〕
．
〔
碑

傭
集
‘
一
百
四
十
二
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
五
〕
．

〔
消
監
家
詩
史
‘
甲
、
上
〕
・
〔
國
朝
書
鵞
家
筆
鋒
‘
-
〕
・

〔
國
朝
鵞
識
‘
四
〕
。

【
黄
去
疾
】
呼
緊
，
宋
‘
郡
武
の
人
。
咸
淳
中
‘
牌
架
に

宰
と
な
り
‘
編
山
精
薩
を
創
め
‘
簡
策
を
緊
輯
し
て
‘
正

暇
學
子
と
其
の
間
に
誦
習
す
。
亀
山
紀
を
訂
正
し
‘
題

し
て
年
譜
と
い
ふ
。
〔
尚
友
録
、
十
〕
。

【
黄
居
菜
】
畑
昇
5

ィ
宋
‘
成
都
の
人
。
答
の
季
子
。
字
は

伯
鸞
。
蜀
の
孟
利
に
仕
へ
て
翰
林
待
詔
と
な
り
‘
宋
に

蹄
し
て
光
禄
寺
丞
を
授
け
ら
る
。
能
く
家
學
を
襲
ぎ
‘

怪
石
山
景
を
葛
し
て
往
々
父
に
過
ぐ
。
太
宗
尤
も
脊
遇

す
。
名
書
を
捜
訪
し
‘
品
目
を
詮
定
す
。
〔
聖
朝
名
壷
評
、

五〕。

【
黄
居
｛
貫
】
翌
309

グ
宋
、
成
都
の
人
。
答
の
子
。
書
に
巧

に
‘
會
禽
圏
の
著
が
あ
る
。
＋
國
春
秋
に
答
の
子
五
人
‘

13579 



黄

部

黄

九

八

四

|

_

|

 

）
藍
を
以
て
名
あ
る
者
、
居
賓
・
居
菜
・
居
賓
と
い
ふ
も
、
し
て
洛
間
の
書
に
潜
心
す
。
城
南
書
院
に
主
講
と
為
【
黄
景
説
】
函
詞
ゲ
宋
‘
閤
の
人
。
字
は
巖
老
°
琥
は
白
魚
。
鉄

lLo
〔
本
草
、
黄
願
魚
〕
繹
名
、
黄
鱚
魚
、
黄
頼

O8
 
5
 

08

居
責
が
答
の
第
何
子
た
る
か
は
未
詳
。
〔
十
國
春
秋
〕
。
り
、
人
に
教
へ
る
に
道
義
を
以
て
す
。
〔
國
朝
者
駄
類
石
。
乾
道
の
進
士
。
嘉
定
中
‘
訛
閣
に
虹
し
、
後
、
静
江
府
魚
、
鮫

lL
、
黄
飢
。

3

＂
【
黄
居
中
】

g

％
が
f
ゥ

明

‘

晉

江

の

人

。

字

は

明

立

。

琥

は

徴

‘

一

百

―

-

＋

六

〕

。

に

知

た

り

。

詩

に

巧

‘

時

人

‘

姜

白

石

と

並

梢

し

て

‘

雙

【

黄

建

中

】

岬

焚

が

f
ウ
明
‘
興
化
の
人
。
字
は
良
輔
。
萬

26

千
頃
齋
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
南
京
國
子
監
丞
。
後
、
金
【
黄
快
船
】
碑
昇
ウ
ク
ワ
ィ
運
漕
船
を
い
ふ
°
黄
快
丁
銀
(

1

白
石
と
琥
す
。
著
に
白
石
丁
稿
が
あ
る
。
〔
南
宋
館
閣
績
暦
の
進
士
。
官
は
南
京
戸
科
給
事
中
。
著
に
留
垣
疏
草

，
 

7

陵
に
家
し
‘
蔵
書
を
好
む
。
學
者
、
海
鶴
先
生
と
稲
す
。

3
5
9
)

を

見

よ

。

録

‘

七

・

九

〕

．

〔

南

宋

制

撫

年

表

‘

六

十

一

〕

。

か

あ

る

。

4
 
（
著
に
千
頃
齋
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
【
黄
塊
塊
】
幽
h
u
a
n
g
2k'uai• 

k'uai• 

ま
っ
黄
色
。
【
英
景
源
】
螂
存
t

ノ
朝
鮮
李
朝
、
長
水
の
人
。
字
は
大
【
黄
憲
卿
】
5

”ぷ
t

ィ
明
｀
武
進
の
人
。
字
は
弘
度
。
嘉
靖

一
五
十
五
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
十
四
下
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
【
黄
鬼
山
】
呼
哀
ウ
ク
？
山
名
。
山
西
省
諄
縣
の
西
南
。
卿
。
琥
は
江
漢
遺
老
。
盆
は
文
景
。
官
は
吏
曹
判
書
・
の
進
士
。
官
は
戸
部
郎
。
後
‘
江
西
按
察
使
に
擢
ん
で

傭
丁
‘
上
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
五
〕
。
〔
宋
史
‘
沈
括
博
〕
遼
粛
藉
束
埋
河
東
黄
鬼
地
盃
田
レ
館
大
提
學
。
著
に
江
漢
集
が
あ
る
。
〔
豊
山
世
稿
〕
。
ら
る
。

10
【
黄
居
賓
】
四
昇
炉
宋
‘
成
都
の
人
。
杢
の
次
子
。
字
は
不
レ
肯
‘
辞
曰
、
必
得
―
―
請
而
後
反
{
-
帝
遣
レ
括
往
聘
‘
云
云
‘
【
黄
景
日
戸
】
隣
特
パ
ャ
ウ
元
‘
浦
江
の
人
。
字
は
清
遠
‘
又
、
【
黄
憲
清
】
血
焚
デ
〇
明
‘
晉
江
の
人
。
字
は
以
憲
。
嘉

，
辞
玉
。
蜀
の
孟
利
に
事
へ
‘
累
官
し
て
水
部
員
外
郎
と
凡
六
會
‘
契
丹
知
レ
不
レ
可
レ
奪
‘
遂
含
―
蓄
函
竺
而
以
l

―
夭
明
遠
。
晩
琥
は
愧
窟
居
士
、
別
琥
は
田
居
子
。
方
鳳
・
靖
の
郷
攣
。
陽
春
令
を
授
け
ら
れ
て
廉
名
あ
り
。
後
‘
廣

な

り

‘

宋

に

入

り

‘

翰

林

圏

贅

院

に

隷

す

。

藍

に

巧

に

‘

池

―

請

。

呉

師

齋

・

謝

翻

に

従

湘

し

、

五

経

に

精

通

し

‘

尤

も

書

・

州

府

同

知

に

遷

り

、

劇

賊

李

茂

緊

を

檎

ふ

。

●

清

の

人

。

6
 
2
 ，
 

⑭
八
分
書
を
も
善
く
す
。
年
四
十
な
ら
ず
し
て
卒
す
。
〔
＋
【
黄
懐
玉
】
密
絃
げ
ギ
ヨ
ク
宋
‘
華
原
の
人
。
苑
寛
の
山
水
春
秋
を
善
く
す
。
著
に
春
秋
學
博
論
・
周
正
如
傭
考
＇
黄
斐
清

(

1

1

9

8

)

を
見
よ
。

國

春

秋

〕

。

を

學

ぴ

、

ほ

ぼ

其

の

格

を

得

。

〔

聖

朝

名

豊

評

‘

五

〕

。

禁

氏

偵

正

誤

・

古

詩

考

か

あ

る

。

〔

新

元

史

‘

二

百

一

―

-

+

【

黄

瞼

鴨

品

h
u
a
n
g
2

lien3 
ya'

小
鴨
゜

【
黄
玉
衡
】
血
昇
70
カ
ウ
消
の
人
。
丹
書
の
子
。
字
は
伯
磯
‘
【
黄
光
岳
】
圏
認
00
ガ

ク

消

、

上

高

の

人

。

字

は

碩

崖

。

碓

正

五

〕

。

【

黄

元

嘉

】

5

焚
が
消
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
柔
則
。
琥
は

又
、
小
舟
。
琥
は
安
心
覚
齋
。
書
聾
に
巧
。
嘉
慶
の
進
士
。
の
進
士
。
官
は
金
華
縣
の
知
。
其
の
著
‘
三
詩
合
編
は
同

U
頁
景
仁
】
四
存
ク
清
‘
武
進
の
人
。
字
は
漢
鋪
‘
又
‘
仲
再
太
「
°
性
‘
孝
友
。
洪
昇
・
沈
吟
林
等
と
吟
交
す
。
箸

官
は
御
史
。
著
に
安
心
党
齋
文
集
・
在
庵
雑
著
が
あ
る
。
郷
の
呉
學
詩
・
黄
紐
・
李
堅
三
人
の
詩
を
輯
め
た
も
則
。
琥
は
鹿
非
子
。
乾
隆
の
諸
生
。
幼
時
狂
名
有
り
、
詩
に
再
太
上
老
人
集
か
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
三
百
八

〔
固
朝
者
臥
類
徴
‘
二
臼
―
二
十
八
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
―
一
の
。
〔
四
庫
提
要
‘
ニ
ロ
九
十
四
〕
。
に
巧
。
奇
騨
新
警
を
以
て
長
す
。
性
‘
遊
を
好
み
‘
九
葉
・
十
四
〕
。

編
‘
五
十
五
〕
。
【
黄
光
昇
】
呼
砂
ゲ
ョ
ウ
明
‘
晉
江
の
人
。
字
は
明
来
。
匡
薩
・
彰
盃
・
洞
庭
の
勝
を
遍
歴
す
。
後
‘
又
‘
京
よ
り
挟
【
黄
元
吉
】
匹
認
・
’
清
の
人
。
嘉
興
の
錫
工
。
茶
具
を
作

【
黄
玉
録
】
翌
30

”
ゲ
/
清
‘
湘
澤
の
人
。
字
は
節
生
。
康
熙
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
兵
部
侍
郎
。
楚
．
蜀
・
緊
の
三
省
に
遊
ぴ
‘
解
州
に
客
死
す
。
年
三
十
有
五
。
書
室
を
雨
常
つ
て
精
巧
。

中
‘
湖
南
道
の
餓
饉
に
‘
私
財
を
出
し
て
賑
憧
し
‘
救
は
を
穂
制
す
。
叛
苗
を
討
ち
、
二
十
八
塞
を
撫
し
降
す
。
軒
と
い
ひ
‘
著
に
亜
賞
軒
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
【
i

頁
元
御
】
血
焚
知
ヨ
清
‘
畠
邑
の
人
。
字
は
坤
載
。
琥
は

れ
る
も
の
萬
に
及
ぶ
。
著
に
焚
餘
草
が
あ
る
。
〔
國
朝
後
‘
刑
部
尚
書
に
至
る
。
著
に
昭
代
典
則
が
あ
る
。
〔
國
九
十
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
十
二
〕
・
〔
固
朝
贅
獣
類
徴
‘
四
研
農
‘
或
は
硯
農
。
諸
生
。
庸
磐
の
誤
槃
し
て
其
の
目
を

者
猷
類
徴
‘
四
百
四
十
五
〕
。
「
よ
。
朝
列
卿
記
‘
一
百
十
〕
．
〔
明
名
人
博
‘
十
二
〕
．
〔
明
人
小
百
―
―
-
＋
八
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
□
日
四
十
一
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
損
す
る
に
因
つ
て
‘
検
憤
し
て
馨
を
學
ぶ
。
素
問
・
震

【
黄
金
貴
】
畑
昇
い
明
の
人
。
黄
希
憲
(
1
0
2
4
)

の

O
を
見
博
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
六
十
七
〕
。
略
‘
四
十
四
〕
・
〔
文
臥
徴
存
録
‘
十
〕
・
〔
清
代
學
者
象
博
‘
櫃
・
難
経
・
傷
寒
論
・
金
贋
・
玉
函
経
の
注
繹
を
作
る
。

【
黄
金
畳
]
匹
”

f
清
‘
平
湖
の
人
。
字
は
鶴
棲
。
歳
貢
【
黄
宏
憲
】
呼
認
ケ
／
明
‘
仁
和
の
人
。
字
は
文
甫
。
崇
韻
三
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
三
十
九
〕
．
〔
飛
鴻
堂
印
人
又
‘
易
學
に
精
研
し
、
著
に
周
易
懸
象
が
あ
る
。
〔
清
史

生

。

交

源

を

好

み

‘

縦

跡

江

淮

諸

郡

に

偏

ね

し

。

書

室

を

中

‘

暦

局

に

入

り

‘

徐

光

啓

と

暦

法

を

訂

正

し

、

博

士

を

傭

‘

六

〕

。

稿

‘

五

百

七

〕

。

木
難
書
屋
と
い
ふ
。
著
に
木
難
書
屋
詩
文
紗
・
左
國
間
授
け
ら
れ
、
書
成
つ
て
光
緑
寺
署
正
を
加
へ
ら
る
。
【
資
景
防
】
碑
衿
t

ゥ
明
‘
晉
江
の
人
。
字
は
太
榔
。
天
啓
【
黄
元
i

貫
】
血
悶
ク
元
‘
泰
寧
の
人
。
字
は
廷
美
。
天
暦

吟
・
聴
鵬
館
日
識
・
今
文
恢
・
盛
藻
集
が
あ
る
。
【
黄
晃
晃
】
呼
認
ク
ワ
ウ
き
ん
い
ろ
。
明
る
＜
照
り
輝
く
き
の
進
士
。
官
は
省
事
。
崇
禎
中
、
戸
部
尚
書
。
文
淵
閣
大
中
‘
郡
文
學
と
な
る
。
至
正
中
‘
妖
民
を
討
つ
て
害
せ
ら

【
黄
虞
稜
】
畑
翌
戸
清
‘
泉
州
の
人
。
江
寧
に
徒
居
す
。
い
ろ
。
〔
通
俗
編
‘
状
貌
‘
黄
晃
晃
〕
秤
名
‘
黄
‘
晃
也
‘
晃
學
士
に
至
る
。
清
に
な
り
、
家
居
十
餘
年
に
し
て
卒
す
。
る
。
詩
に
巧
。
著
に
廷
美
集
が
あ
る
。

字
は
裔
部
。
七
歳
に
し
て
詩
を
能
く
し
‘
紳
童
の
稲
有
晃
‘
象
l
B
出

光

一

也

。

〔

明

史

‘

二

百

五

十

一

〕

．

〔

萬

斯

同

明

史

‘

三

百

五

＋

【

黄

元

承

]
5

”
グ
パ
ョ
ウ
元
‘
姿
源
の
人
。
字
は
子
厚
。
歴
官

り
。
年
十
六
、
諸
生
に
補
せ
ら
る
。
江
左
の
諸
名
士
と
経
【
苗
玩
岱
収
】
碑
盆
ウ
ク
ワ
ク
日
全
の
名
。
江
蘇
省
禎
楡
縣
の
西
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
十
五
〕
．
〔
明
人
小
偵
‘
四
〕
．
〔
崇
し
て
丹
賜
令
と
な
り
‘
至
る
所
廉
を
以
て
稽
せ
ら
る
。

史
會
を
作
る
。
康
熙
中
‘
鴻
博
に
釆
げ
ら
れ
、
試
に
輿
北
。
後
魏
‘
置
く
。
南
齋
の
建
武
四
年
‘
黄
曇
紛
‘
魏
の
南
顧
閣
臣
行
略
〕
．
〔
崇
禎
五
十
宰
相
偶
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
六
十
常
俸
‘
自
給
せ
ざ
る
に
至
れ
ば
‘
家
人
を
し
て
産
を
霞

ら
ず
。
又
、
明
史
一
統
志
纂
修
官
を
授
け
ら
る
。
蔽
書
青
州
の
黄
郭
戌
を
攻
め
‘
戌
主
雀
僧
淵
に
敗
ら
る
。
六
〕
．
〔
小
脹
紀
側
‘
五
十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
十
八
〕
．
が
し
む
。
後
‘
賊
に
害
せ
ら
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

八
薦
餘
巻
が
あ
る
。
書
室
を
千
頃
堂
・
我
貨
軒
・
朝
爽
閣
[
黄
串
絣

E
言
惚
ク
？
香
粉
を
か
た
め
て
輪
の
如

v
作
〔
耕
志
居
詩
話
ヽ
＋
八

r

【
黄
元
中
心
】
血
”
が
{
ウ
明
、
郵
の
人
o

字
は
整
奄
o

官
は
國

と
い
ふ
。
著
に
千
頃
堂
書
目
・
梢
圃
雑
志
‘
及
ぴ
我
貴
っ
た
も
の
。
〔
漢
宮
秋
‘
四
折
〕
燒
1

一
壼
御
濾
香
盃
サ
添
―
-
【
黄
紺
l

善
】
碑
り
げ
5

／
宋
‘
肝
江
の
人
。
字
は
成
性
。
其
の
子
監
學
生
。
萬
暦
中
‘
岳
州
府
通
判
に
至
る
。
著
に
岳
郡

軒
•
朝
爽
閣
・
蝉
棄
諸
集
か
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
黄
串
紺
→
著
‘
史
學
提
要
は
‘
四
言
韻
語
を
以
て
諸
史
を
編
貫
し
‘
圏
説
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
七
十
四
〕
。

九
〕
．
〔
清
史
列
偲
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
四
百
【
黄
燥
國
】
密
翌
；
宋
‘
掲
陽
の
人
。
字
は
章
卿
。
紹
上
古
に
始
ま
り
‘
宋
末
に
至
る
。
初
學
に
便
。
〔
四
庫
提
【
資
彦
遠
】
畑
翌
5
/

宋
‘
金
裕
の
人
。
字
は
思
逸
。
琥
は

―

-

＋

七

〕

・

〔

碑

傭

集

‘

四

十

五

〕

．

〔

國

朝

詩

人

徴

略

初

興

の

進

士

。

初

‘

臨

汀

に

宰

と

し

て

、

政

‘

民

心

に

協

要

、

八

十

九

〕

。

束

竜

。

政

和

の

進

士

。

官

は

平

江

府

教

授

。

寇

賊

‘

邑

境

編
‘
三
〕
・
〔
鶴
徴
録
三
〕
．
〔
己
未
詞
科
録
‘
四
〕
。
ひ
‘
裁
乱
の
功
あ
り
。
任
渦
つ
る
や
‘
汀
民
‘
轍
に
臥
し
て
【
黄
血
臨
i

】函

h
u
a
n
g
2hsueh• 

y
e
n
'

黄
色
血
楡
臨
宍
の
に
偏
近
せ
る
時
‘
彦
遠
、
義
を
以
て
士
民
を
卒
ゐ
て
城

【
黄
遇
隆
】
守
窮
ユ
ウ
消
、
湖
南
寧
郷
の
人
。
字
は
介
三
。
留
め
‘
為
に
祠
を
南
安
に
立
つ
。
再
ひ
郭
江
に
遷
つ
て
略
梢
。
有
機
化
合
物
の
一
。
守
し
‘
賊
敢
へ
て
侵
さ
ず
。
吉
水
令
に
調
せ
ら
れ
た
が
‘

乾

隆

の

進

士

。

知

縣

を

授

け

ら

れ

し

も

‘

任

に

就

か

す

卒

す

。

〔

尚

友

録

‘

十

〕

。

【

サ

頁

頬

魚

】

麟

55'
ゥヶ
7

魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
黄
鱚
魚
。
黄
願
東
奄
に
蹄
隠
す
。
著
に
五
経
指
南
・
東
i

奄
文
集
等
が
あ
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る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
て
書
吏
と
為
る
も
‘
幾
何
も
な
く
し
て
去
り
、
富
春
に
聞
籟
軒
と
い
ふ
。
著
に
朝
鮮
國
紀
集
・
王
堂
日
紗
集
・
第
す
。
官
は
輻
清
尉
。
孤
介
犯
す
べ
か
ら
ず
。
官
を
去
る

【
黄
彦
士
】
螂
戸
明
‘
黄
跛
の
人
。
字
は
抑
美
。
萬
暦
隠
居
す
。
山
水
蛮
に
巧
゜
蔽
源
．
巨
然
に
師
事
し
‘
晩
年
碧
山
學
士
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
十
八
〕
．
〔
皇
朝
時
‘
一
奴
‘
籠
を
荷
ひ
‘
従
歩
し
て
南
婦
す
。
後
、
本
路
提

の
進
士
。
官
は
御
史
。
抗
直
を
以
て
左
遷
さ
れ
て
蹄
一
家
を
成
す
。
王
蒙
・
悦
環
・
呉
鎖
と
倶
に
元
末
四
大
家
詞
林
人
物
考
、
十
一
―
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
刑
に
到
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

る
。
〔
蘭
景
法
蓉
録
‘
二
十
〕
。
と
稲
さ
る
。
幼
よ
り
神
童
の
梢
あ
り
、
童
子
科
に
應
試
人
物
孜
‘
四
十
五
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
五
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
【
黄
國
用
】
g

競
が
明
‘
薩
陵
の
人
。
正
徳
の
進
士
。

【

黄

彦

臣

忘

焚

ク

宋

‘

龍

淫

の

人

。

字

は

叔

菜

。

治

平

し

‘

経

史

九

流

通

饒

せ

ざ

る

無

し

。

昔

律

に

通

じ

、

詩

文

庚

‘

十

〕

。

官

は

行

人

・

南

京

國

子

學

正

。

嘉

靖

中

、

監

察

御

史

。

の
進
士
。
官
は
南
平
簿
、
泉
・
廣
二
州
の
倅
‘
箭
・
汀
・
建
・
に
巧
。
著
に
山
水
訣
・
大
擬
山
人
集
が
あ
る
。
〔
新
元
史
、
【
昔
祉
い
元
】
咽
焚
グ
清
‘
丹
徒
の
人
。
幼
時
‘
父
‘
仇
に
死
廣
東
騨
丞
に
貶
誦
さ
れ
‘
貴
州
提
學
餃
事
に
終
る
。

剣

四

郡

の

守

、

朝

散

大

夫

。

中

外

の

官

を

歴

‘

皆

‘

臀

梢

二

百

三

十

八

〕

。

す

。

長

ず

る

に

及

ぴ

報

を

謀

る

も

、

母

在

す

を

以

て

隠

〔

蘭

景

法

鑑

録

‘

十

六

〕

。

あ
り
。
〔
龍
淫
縣
志
〕
。
【
黄
公
輔
】
螂
弱
＊
明
、
新
會
の
人
。
字
は
振
璽
。
萬
暦
の
忍
す
る
こ
と
十
餘
年
、
母
歿
し
既
に
葬
つ
て
仇
を
殺
【
黄
骨
魚
】
血
昇
ウ
コ
，
魚
の
名
。
黄
錮
魚
(
3
6
1
)

に
同
じ
。

【
黄
彦
清
】
蜘
焚
5
ィ
明
‘
歓
の
人
。
官
は
建
文
の
時
‘
國
進
士
。
官
は
御
史
。
魏
忠
賢
に
杵
つ
て
官
を
去
る
。
後
、
し
、
自
陳
し
て
獄
に
繋
が
れ
‘
尋
い
で
秤
さ
る
る
を
得
。
【
苦
函
和
缶
~
】
血
翌
ウ
サ
ウ
魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
黄
頬
魚
。
〔
本
草
‘

子
博
士
。
名
節
を
以
て
自
ら
動
ま
す
。
〔
明
史
‘
二
日
江
西
参
政
と
な
り
‘
賓
慶
を
分
守
す
。
至
る
所
廉
明
練
〔
清
史
稿
‘
五
百
三
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
二
臼
四
十
一
―
-
〕
・
〔
國
朝
黄
願
魚
〕
繹
名
、
黄
鰭
魚
、
黄
頬
魚
、
鉄
飢
‘
黄
飢
‘
時
珍

四
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
百
八
十
六
〕
・
〔
明
史
逹
‘
深
く
民
心
を
得
。
〔
勝
朝
尊
東
遺
民
録
‘
-
―
-
〕
．
〔
崇
禎
先
正
事
略
‘
五
十
八
〕
。
日
、
類
頬
以
レ
形
、
鱚
以
レ
味
‘
鮫
軋
以
レ
臀
也
、
今
人
析
而

稿
‘
一
百
三
十
三
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
七
〕
・
〔
建
文
忠
忠
節
録
‘
二
十
九
〕
。
【
黄
喉
蛇
】
岬
勺
ウ
コ
，
ウ
蛇
の
名
。
を
な
み
そ
。
さ
と
め
ぐ
呼
為
1

一
黄
鮫
黄
軋
面
集
解
、
時
珍
曰
、
黄
願
、
無
鱗
魚
也
‘

節
録
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
+
-
―
〕
・
〔
明
書
‘
二
日
【
黄
孔
昭
】
碑
効
炉
明
‘
浙
江
太
平
の
人
。
初
名
は
曜
。
り
。
黄
頷
蛇
(
1
0
2
3
)

に
同
じ
。
〔
本
草
‘
黄
頷
蛇
〕
繹
名
、
身
尾
倶
似
―
―
小
鮎
盃
腹
下
黄
‘
脊
上
胄
黄
。
「
よ
。

三

〕

．

〔

績

蔵

書

、

七

〕

・

〔

備

遺

録

〕

．

〔

遜

國

諸

臣

博

‘

四

〕

。

後

‘

字

を

以

て

行

は

れ

‘

字

を

世

顧

と

改

む

。

琥

は

石

衣

黄

喉

蛇

。

【

黄

山

谷

】

直

努

戸

宋

の

人

。

黄

庭

堅
(
1
2
6
0
)

を
見

【
黄
彦
平
】
細
五
ダ
宋
‘
豊
城
の
人
。
字
は
季
太

r
゜
琥
は
翁
・
定
軒
。
追
盆
は
文
毅
。
天
順
の
進
士
。
官
は
成
化
中
、
【
黄
克
恭
】
暉
焚

5
ョ
ウ
宋
‘
南
安
の
人
。
一
に
王
克
恭
に
〖
黄
山
谷
~
渠
〗
血
玲
ゥ
？
；
書
名
。
山
谷
集

(
4
|7
8
6
9
 

次
山
。
宣
和
の
進
士
。
靖
康
の
初
‘
李
綱
と
友
交
あ
る
に
文
選
郎
中
、
後
‘
南
京
工
部
右
侍
郎
。
謝
鐸
と
共
に
赤
作
る
。
字
は
彦
聘
゜
淳
煕
の
進
士
。
循
州
に
教
授
し
、
：

377)
を
見
よ
。

坐
し
て
貶
官
さ
る
。
南
渡
後
、
吏
部
郎
中
を
授
け
ら
る
。
城
論
諫
録
を
編
す
。
〔
明
史
‘
二
日
五
十
八
〕
．
〔
萬
斯
同
講
授
倦
ま
ず
。
官
は
寧
徳
縣
に
知
と
な
り
、
つ
い
で
興
【
苗
冦
杉
客
i

】
氾
琵
ゥ
？
唐
の
侠
客
。
名
は
侠
す
。
霰
王
の

後
、
出
で
て
湖
南
刑
獄
提
貼
に
遷
る
。
著
に
三
餘
集
が
明
史
‘
二
百
三
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
四
十
八
〕
．
〔
國
朝
化
郡
の
知
に
縛
ず
。
〔
泉
州
府
志
〕
。
女
‘
小
玉
‘
隅
西
の
李
盆
と
通
じ
‘
後
‘
益
に
棄
て
ら
る
。

あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
二
日
五
十
六
〕
。
猷
徴
録
‘
五
十
三
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
三
•
五
・
八
・
で
頁
克
晦
】
碑
焚
が
？
明
‘
悪
安
の
人
。
一
に
晉
江
の
人
小
玉
‘
憂
憤
し
て
病
み
‘
終
に
盆
を
見
る
を
得
ず
。
忽

【
黄
彦
標
】
呼
忽
ゥ
清
‘
患
安
の
人
。
字
は
樹
之
。
琥
は
十
〕
．
〔
今
獣
備
遺
‘
三
十
五
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
二
十
に
作
る
。
字
は
孔
昭
゜
琥
は
吾
野
。
少
時
沙
に
山
水
景
物
ち
黄
杉
の
豪
士
‘
益
を
挟
ん
で
小
玉
の
家
に
至
り
、
相

撲
亭
。
康
熙
の
進
士
。
文
章
を
善
く
し
、
壷
に
巧
。
八
〕
・
〔
王
氏
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
七
〕
．
〔
國
朝
名
臣
言
行
を
書
く
。
長
じ
て
書
を
學
ぴ
‘
沈
周
を
宗
と
す
。
筆
甚
だ
見
え
た
。
小
玉
は
長
慟
し
て
絶
す
。
〔
蒔
防
‘
霰
小
玉

【
黄
枯
茶
】
碑
吟
ラ

O
染
色
の
名
。
梢
；
藍
を
帯
ぴ
た
黄
録
‘
二
〕
・
〔
沈
氏
‘
皇
明
名
臣
言
行
録
‘
十
八
〕
・
〔
明
人
蒼
勁
、
神
品
と
梢
せ
ら
る
。
又
‘
詩
書
を
善
く
す
。
著
に
博
〕
。

色
。
朽
菓
色
。
●
き
が
ら
ち
や
飯
゜
薄
醤
油
と
酒
と
を
加
小
博
‘
四
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
四
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
北
平
稿
・
楚
涌
集
・
匡
薩
唱
和
集
・
吾
野
詩
集
が
あ
る
。
【
黄
替
泣
8
]
叩
”
が
消
‘
薩
陵
の
人
。
字
は
幸
農
。
道
光

へ
て
炊
い
た
飯
。
色
が
き
が
ら
茶
で
あ
る
こ
と
か
ら
い
七
十
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
丙
、
四
〕
。
〔
皇
朝
詞
林
人
物
考
、
十
二
〕
．
〔
明
人
小
債
‘
四
〕
．
〔
明
詩
の
進
士
。
編
修
を
拝
す
。
同
治
の
初
‘
廣
東
巡
撫
に
累

ふ

。

【

黄

弘

綱

】

碑

焚

が

明

、

零

都

の

人

。

字

は

正

之

。

王

守

綜

‘

六

十

三

〕

．

〔

明

詩

紀

事

｀

庚

‘

七

〕

・

〔

列

朝

詩

集

小

進

す

。

會

匪

を

檎

に

し

、

土

客

を

安

ん

じ

‘

績

あ

り

。

〔

績

【
黄
公
紹
】
函
謗
炉
宋
‘
昭
武
の
人
。
字
は
直
翁
゜
琥
は
仁
に
學
び
、
善
く
師
の
説
を
推
演
す
。
郷
攣
に
登
る
。
官
博
‘
丁
‘
中
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
、
十
八
〕
。
碑
傭
集
‘
二
十
六
〕
。

在
軒
。
咸
淳
の
進
士
。
元
に
入
り
仕
へ
ず
。
著
に
古
今
韻
は
刑
部
主
事
。
學
者
‘
洛
村
先
生
と
梢
す
。
著
に
黄
洛
【
苗
苦
九
績
】
HOO

立
認
／
明
、
晉
江
の
人
。
字
は
紹
夫
。
萬
暦
【
昔
蘊
霊
早
]
血
グ
匁
？
茸
の
名
。
き
し
め
じ
。
〔
本
草
‘
香

倉
在
軒
集
が
あ
る
が
、
前
者
は
既
に
散
侠
す
。
〔
四
廓
村
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
の
進
士
。
官
は
刑
部
尚
書
。
後
‘
工
部
尚
書
に
至
る
。
崇
笠
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
笠
品
不
レ
一
‘
云
云
‘
六
曰
‘
黄
埜

提
要
、
下
日
六
十
五
〕
。
史
‘
二
百
七
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
八
十
五
〕
．
〔
國
朝
禎
の
初
‘
南
京
吏
部
尚
書
に
至
る
。
著
に
古
今
疏
治
黄
叢
―
―
生
山
中
玉
黄
色
‘
俗
名
1

一
黄
績
競
ガ
人
名
―
―
黄
沌
↓

下
只
公
度
】
暉
衿
グ
宋
、
背
田
の
人
。
字
は
師
憲
゜
琥
は
獣
徴
録
‘
四
十
七
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
五
十
五
〕
．
〔
昭
河
全
書
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
五
十
六
〕
・
〔
萬
斯
同
明
【
苗
エ
士
毅
i

]

皿
ク
屯
宋
‘
甫
田
の
人
。
字
は
子
洪
゜
琥
は

知
稼
翁
。
紹
興
中
‘
進
士
第
一
。
認
書
正
字
を
授
け
ら
代
明
良
録
‘
十
五
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
九
〕
・
史
‘
三
百
四
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
二
十
八
〕
・
〔
明
人
壺
山
。
慶
元
中
‘
間
に
趨
き
朱
窯
に
師
事
す
。
著
甚
だ

る
。
時
に
秦
檜
‘
國
政
に
常
る
。
時
政
を
磯
切
す
る
に
坐
〔
明
儒
學
案
‘
十
九
〕
。
小
傭
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
十
多
く
‘
儀
楼
に
注
し
、
文
公
書
説
文
集
を
撰
次
す
。
〔
宋

し

‘

肇

慶

府

判

に

左

遷

さ

る

。

檜

死

し

て

還

さ

れ

、

考

功

【

黄

弘

憲

】

碑

謗

ク

明

‘

仁

和

の

人

。

字

は

文

甫

。

崇

三

〕

。

元

學

案

‘

六

十

九

〕

。

員
外
郎
に
終
る
。
著
に
漢
書
鍋
誤
・
知
稼
翁
集
・
知
稼
翁
禎
の
時
‘
暦
局
に
入
り
、
徐
光
啓
と
暦
法
を
訂
正
す
。
【
サ
頁
國
I

卑
R

]

血
効
炉
清
、
湖
南
乾
州
の
人
。
字
は
聰
軒
。
【
苗
頁
士
俊
】
叩
咳
デ
明
、
順
徳
の
人
。
萬
暦
中
‘
殿
試
第

詞
が
あ
る
。
〔
宋
史
翼
‘
二
十
四
〕
．
〔
宋
詩
紗
〕
．
〔
南
宋
官
は
博
士
。
後
、
光
藤
寺
署
正
に
至
る
。
一
に
黄
宏
憲
と
咸
豊
中
‘
曾
國
藩
に
従
ひ
、
水
師
螢
隊
長
に
充
て
ら
る
。
一
。
官
は
栂
部
尚
書
。
崇
禎
中
、
入
閣
す
。
後
‘
永
明

館
閣
録
八
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
二
日
五
十
八
〕
。
も
い
ふ
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百
十
二
〕
。
湘
澤
よ
り
湖
北
江
西
に
轄
戦
し
‘
後
、
安
徽
に
入
り
、
積
王
の
相
と
な
る
。
〔
明
史
‘
二
百
五
十
三
〕
．
〔
明
史
稿
‘

冨
公
望
】
暉
認
汐
元
、
常
熟
の
人
。
一
説
に
、
富
陽
の
【
黄
后
店
】
岡
房
ヴ
コ
ゥ
地
名
。
河
北
省
武
清
縣
の
南
。
一
功
し
て
油
撃
に
累
擢
さ
る
。
後
‘
寇
至
り
‘
巷
戦
し
て
―
―
百
三
十
八
〕
．
〔
崇
禎
閣
臣
行
略
〕
．
〔
崇
韻
五
十
宰
相

人
。
又
‘
衝
州
の
人
。
一
に
名
は
堅
。
本
姓
は
陸
‘
永
嘉
の
名
‘
黄
花
店
。
死
す
。
〔
碑
傭
集
補
‘
三
十
―
-
〕
・
〔
中
興
将
帥
列
傭
‘
二
十
博
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、
十
七
〕
・
〔
小
膜
紀
｛
貫
‘
六
十
三
〕
。

黄

氏

を

嗣

ぐ

。

字

は

子

久

。

琥

は

一

峯

。

別

琥

は

大

擬

山

【

黄

洪

憲

】

螂

謗

グ

明

‘

秀

水

の

人

。

字

は

患

中

。

琥

は

八

上

〕

。

【

黄

子

源

】

血

役

戸

宋

‘

浦

城

の

人

。

字

は

叔

恨

。

官

は

583
 

人
•
井
西
道
人
。
至
元
中
‘
浙
西
廉
訪
使
徐
球
に
辟
さ
れ
碧
山
學
士
。
隆
慶
の
進
士
。
官
は
小
惜
事
。
書
室
を
【
黄
國
鐵
】
血
悶

5
／
宋
の
人
。
字
は
子
芳
。
元
符
中
‘
登
紹
興
中
、
池
州
の
知
。
政
‘
中
和
を
尚
ぶ
。
六
邑
の
税
ー

|

_

|
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籍
を
検
察
す
る
に
、
青
陽
の
み
税
重
し
。
奏
し
て
獨
減

す
。
令
下
る
の

H
‘
百
姓
呼
舞
し
‘
祀
を
建
て
て
祀
る
。

〔
宋
史
翼
‘
―
-
+
〕
・
〔
南
宋
館
閣
績
録
‘
八
〕
。

【
黄
子
信
】
皿
扱
四
宋
、
長
泰
の
人
。
琥
は
散
翁
。
嘉
定

中
‘
文
學
行
詣
を
以
て
學
者
の
師
と
な
る
。
新
會
場
堕

官
に
調
せ
ら
る
。
清
介
阿
ら
ず
。
著
に
散
翁
集
が
あ
る
。

〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

【
黄
子
澄
】
呼
孜
炉
明
‘
分
宜
の
人
。
名
は
提
。
字
を
以

て
行
は
る
。
洪
武
中
‘
會
試
第
一
。
官
は
編
修
・
太
常
卿
。

忍
帝
の
時
‘
翰
林
學
士
を
兼
ぬ
。
後
、
燕
王
京
師
に
入
る

や
、
執
へ
ら
れ
て
屈
せ
ず
‘
礫
殺
さ
る
。
〔
明
史
‘
二
日

四
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
日
八
十
三
〕
・
〔
明
史
稿
‘

二
日
三
十
二
〕
．
〔
皇
朝
通
紀
直
解
‘
三
〕
．
〔
國
朝
猷
徴

録
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
四
•
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言

行
録
‘
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
十
七
・
ニ
日
三
十
一
〕
．
〔
明

人
小
傭
‘
-
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
九
〕
．
〔
明
詩

綜
‘
十
六
〕
．
〔
建
文
忠
節
録
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
博
‘
一
〕
．

〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
二
〕
．
〔
明
書
、
一
百
二
〕
．
〔
績
蔽

書
、
五
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
‘
-
〕
.
〔
備
遺
録
〕
．
〔
列
朝
詩
集

小
傭
‘
甲
〕
・
〔
孵
志
居
詩
話
‘
五
〕
．
〔
遜
國
諸
臣
億
‘
二
〕
。

【
黄
子
美
】
叫
”
労
明
‘
曲
阜
の
人
。
清
寧
に
徒
る
。
字
は

尚
含
。
琥
は
萬
淡
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
南
京
刑
部
主

事
。
映
西
延
安
府
に
擢
ん
で
ら
れ
、
時
劉
の
乱
を
平
ら

げ
‘
按
察
遼
海
東
寧
監
軍
に
進
む
。

【
黄
之
粛
】
血
以
成
ザ
清
‘
休
寧
の
人
。
江
蘇
華
亭
に
徒
居

す
。
字
は
石
牧
。
琥
は
唐
堂
。
康
熙
の
進
士
。
官
は
編
修
。

詩
に
巧
。
著
に
唐
堂
集
・
香
屑
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘

七
十
一
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
二
十
五
〕
．
〔
國
朝
先

正
事
略
‘
四
十
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
ニ
・
十
二
〕
．

〔
鶴
徴
後
録
‘
五
〕
。

【
黄
之
璧
】
皿
均
9
5

明
、
上
虞
の
人
。
字
は
白
仲
。
或
は
自

仲
。
酔
章
に
巧
。
書
賓
も
亦
名
臀
あ
り
。
〔
明
書
鋒
‘
八
〕
。

【
黄
仕
簡
】
呼
移
清
の
人
。
梧
の
曾
孫
。
字
は
立
齋
。
乾

隆
中
、
一
等
海
澄
公
を
襲
爵
し
‘
廣
東
提
督
を
授
け
ら

る
。
海
洋
の
劇
盗
を
檎
獲
し
、
一
幅
建
水
師
提
督
に
選
任

せ
ら
る
。
林
爽
文
の
乱
に
、
畳
に
渡
つ
て
動
捕
す
る
も

功
無
く
‘
革
職
し
て
斬
に
擬
せ
ら
る
。
後
、
憂
潰
平
定

し
、
繹
放
さ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
二
十
五
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類

徴
‘
二
百
九
十
一
〕
。

【
黄
自
然
】
呼
袂
宋
‘
甑
寧
の
人
。
字
は
元
輔
。
嘉
定

の
末
‘
邪
學
に
教
授
し
‘
譜
學
を
以
て
諸
生
を
誨
へ
、
齋

宿
問
辮
‘
率
ね
夜
分
に
至
る
。
官
は
吏
部
侍
郎
。
〔
南

宋
館
閣
績
録
‘
七
•
八
•
九
〕
。

【
黄
師
参
】
悦
焚
宋
‘
三
山
の
人
。
字
は
子
魯
゜
琥
は
魯

奄
゜
詞
に
巧
。

【
黄
師
子
】
呼
名
黄
色
の
獅
子
。
〔
南
史
、
夷
栢
下
、
西

域
、
滑
國
傭
〕
普
通
元
年
‘
遣
レ
使
獣
―
―
黄
師
子
・
白
貌
衷
．

波
斯
錦
等
物
↓

【
黄
師
碓
】
四
認
宋
‘
謡
州
の
人
。
字
は
子
敬
。
賓
慶

の
進
士
。
幼
時
‘
黄
餘
に
従
學
す
。
性
‘
簡
淡
寡
欲
゜
尤

も
邪
正
の
耕
に
明
か
で
、
監
察
御
史
を
授
け
ら
れ
、
蒻

部
侍
郎
に
累
遷
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
二
十
四
〕
・
〔
宋
史
新

編
‘
一
百
五
十
五
〕
・
〔
南
宋
書
、
五
十
八
〕
・
〔
宋
元
學
案
‘

六
十
三
〕
。

【
黄
師
魯
】
呼
呟
明
、
蒲
祈
の
人
。
字
は
希
聖
。
琥
は

清
河
道
人
。
豪
擁
に
精
通
す
。
官
は
崇
陽
訓
導
。

【
黄
周
星
】
翌
窃
ィ
消
、
上
元
の
人
。
字
は
九
煙
。
琥
は

蜀
狗
齋
．
汰
沃
主
人
・
笑
蒼
道
人
・
天
楡
生
。
少
く
し
て

湘
渾
の
周
氏
に
育
せ
ら
る
。
崇
顧
の
進
士
。
官
は
戸
部

主
事
。
疏
請
し
て
復
姓
す
。
國
奥
後
、
湖
州
に
遁
迩
し
て

終
る
。
書
室
を
夏
為
堂
と
い
ふ
。
著
に
蒻
狗
齋
集
が
あ

る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
四
百
七
十
三
〕
。

【
黄
繍
球
】
四
説
が
北
京
で
菊
花
の
一
種
を
い
ふ
。
〔
燕

京
歳
時
記
、
九
花
山
子
〕
謹
按
‘
日
下
藉
聞
考
‘
云
云
‘
京

師
之
菊
種
函
繁
‘
云
云
‘
黄
繍
球
。

【
黄
日
起
】
呼
努
~
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
伊
旦
。
統
は

桐
奄
。
又
‘
笥
奄
に
作
る
。
董
に
巧
。
〔
國
朝
蓋
識
、
九
〕
。

【
黄
尚
質
】
呼
謗
ン
ツ
●
明
、
江
寧
の
人
。
字
は
宗
商
。
嘉

靖
の
攀
人
。
官
は
巴
縣
令
。
妖
寇
禁
百
貫
の
風
を
拝
ぐ
。

後
、
峡
江
令
よ
り
、
饒
州
別
駕
に
擢
ん
で
ら
る
。
●
明
、

餘
桃
の
人
。
統
は
墨
泉
。
一
に
醒
泉
に
作
る
。
嘉
靖
の
攀

人
。
官
は
景
州
府
の
知
。
萱
に
巧
。

【
黄
昌
言
】
咆
祝
t
ゲ
ン
明
の
人
。
嘉
靖
の
時
‘
吏
部
に
官

す
。
董
に
巧
。
〔
明
蜜
鋒
‘
四
〕
。

【
黄
商
衡
】
翌
謗
カ
ウ
清
の
人
。
農
の
子
。
字
は
景
淑
。
原

名
は
師
憲
。
又
、
自
ら
次
學
人
と
稽
す
。
幼
に
し
て
孤
‘

學
に
刻
苦
す
。
年
四
十
餘
に
し
て
諸
生
に
補
せ
ら
れ
、

遂
に
功
名
に
意
無
し
。
日
に
先
儒
の
性
理
書
を
讀
み
‘

尤
も
賎
山
人
極
圏
説
を
好
む
。
乾
隆
中
‘
卒
す
。
著
に

困
學
録
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
六
十
七
〕
．
〔
國
朝
嗜
猷

類
徴
‘
四
百
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
五
十
七
〕
．
〔
宋
學

淵
源
記
、
二
〕
。

【
黄
掌
倫
】
翌
謗
リ
ン
清
、
龍
撲
の
人
。
字
は
展
之
。
統

は
吟
川
。
沈
潜
篤
學
‘
尤
も
金
石
文
字
を
嗜
む
。
詩
は

杜
牧
・
許
渾
を
學
び
、
行
楷
書
は
古
致
有
り
、
又
‘
綸
事

は
荊
関
を
師
法
と
す
。
康
煕
中
‘
卒
す
。
書
室
を
香
梶
堂

と
い
ふ
。
著
に
吟
川
詩
紗
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘

四
百
二
十
六
〕
．
〔
清
萱
家
詩
史
‘
戊
、
下
〕
．
〔
飛
鴻
堂
印

人
博
‘
六
〕
．
〔
國
朝
書
査
家
筆
録
‘
二
〕
．
〔
墨
香
居
萱
識
、

五〕。

【
黄
翔
鳳
】
翌
謗
爪
ウ
元
、
慈
硲
の
人
。
震
の
族
弟
。
字

は
子
利
。
學
者
、
虚
谷
先
生
と
稽
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
八

十
六
〕
。

【
黄
鰭
魚
】
呼
窃
•
ウ
シ
・
ヤ
ウ
魚
の
名
。
ぎ
ぎ
。
黄
頬
魚

(
1
0
6
8
)

に
同
じ
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
〕
鰭
‘
一
名
揚
、
今
黄

頬
魚
‘
似
1

一
燕
頭
魚
ご
身
形
厚
而
長
‘
骨
正
黄
‘
魚
之
大
、

而
有
な
力
解
レ
飛
者
、
今
江
東
呼
1
1

黄
鰭
魚
―
―
名
黄
頬

魚
。
〔
埠
雅
〕
黄
鰭
魚
‘
性
浮
而
善
飛
躍
‘
故
一
日
レ
揚
也
、

黄
鰭
魚
騰
、
春
夏
近
＞
下
、
秋
冬
近
レ
上
。

【
黄
爵
滋
】
g
的
ダ
清
‘
宜
黄
の
人
。
字
は
徳
成
。
琥

は
樹
齋
。
道
光
の
進
士
。
編
修
よ
り
御
史
に
累
進
す
。

敢
言
し
て
回
避
す
る
所
無
く
、
禁
煙
を
請
ふ
こ
と
尤
も

力
む
。
刑
部
左
侍
郎
を
授
け
ら
る
。
事
に
坐
し
て
落
職

す
。
幼
少
よ
り
詩
を
以
て
著
は
れ
、
間
の
詩
人
張
際
亮

と
親
し
。
書
室
を
仙
屏
書
屋
と
い
ふ
。
著
に
奏
議
•
海
防

圏
表
・
詩
文
、
及
び
他
の
雑
著
百
散
十
巻
が
あ
る
。
〔
清

史
稿
、
三
百
八
十
五
〕
・
〔
清
史
列
傭
、
四
十
一
・
七
十

三
〕
．
〔
讀
碑
博
集
‘
十
〕
。

【
黄
守
中
】
g
数
が
ウ
明
、
邪
武
の
人
。
字
は
無
言
。
萬
暦

中
、
布
衣
。
孝
友
を
以
て
稽
せ
ら
る
。
好
ん
で
山
水
に

遊
び
‘
綸
事
を
善
く
す
。
諸
郡
王
｀
招
け
ど
も
往
か
ず
。

【
黄
験
兒
】
g
数
”
魏
‘
任
城
威
王
彰
を
い
ふ
。
駿
が
黄

色
で
あ
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
魏
志
、
任
城
威
王
彰
博
〕
鳥

丸
反
‘
云
云
‘
撃
大
破
レ
之
、
云
云
、
北
方
悉
平
、
云
云
‘

欝
1
1

功
諸
牌
工
太
祗
喜
、
持
一
彰
紐
竺
日
、
黄
駿
兒
‘
覚
大
奇

也
。
〔
翡
松
之
注
〕
彰
験
黄
‘
故
以
呼
レ
之
。
〔
王
維
、
老
牌

行
〕
射
殺
山
中
白
額
虎
、
肯
散
郡
下
黄
韻
兒
。

【
黄
壽
生
】
g
翌
5

ィ
明
、
甫
田
の
人
。
字
は
行
中
。
永
築

の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
。
五
経
四
書
生
理
大
全
の
纂
修

に
預
り
、
検
討
に
除
せ
ら
る
。
性
端
重
博
薦
、
時
人
に
重

九
八
六|
 

ん
ぜ
ら
る
。
〔
明
史
稿
‘
二
日
六
十
二
〕
．
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
氾

二
十
二
〕
・
〔
明
名
人
傭
‘
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、

35

七
十
四
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
乙
、
十
〕
。

1

【
黄
儒
柄
】
翌
芯
ィ
明
、
順
徳
の
人
。
字
は
士
明
。
萬
暦

の
進
士
。
官
は
吏
部
左
侍
郎
。

【
黄
樹
穀
]
血
穀
ヂ
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
松
石
。
又
、
培

之
。
琥
は
黄
山
‘
又
、
楷
懲
齋
・
佛
國
山
人
。
郷
人
‘
端

孝
先
生
と
私
溢
す
。
幼
時
‘
経
史
を
耽
讀
し
、
詩
文
を
善

く
し
、
豪
隷
に
巧
。
著
に
格
物
考
•
河
防
私
議
・
百
納
琴
・

清
華
鋒
・
楷
癌
齋
集
・
扶
風
縣
石
刻
記
が
あ
る
。
〔
國
朝

者
猷
類
徴
‘
三
百
八
十
八
〕
．
〔
清
萱
家
詩
史
‘
丙
、
上
〕
．

〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
四
〕
。

【
黄
従
龍
】
四
翌
”
1
ヨ
，
ウ
宋
、
江
南
東
路
永
豊
の
人
。
嘉

定
の
進
士
。
郎
州
推
官
を
拝
す
。
元
兵
襄
蜆
に
入
る

や
‘
守
牌
潜
遁
す
。
従
龍
‘
印
を
抱
き
登
城
し
、
大
呼
し

て
曰
く
‘
張
巡
・
許
遠
の
事
正
に
今
日
に
在
り
と
。
指
を

醤
み
、
死
戦
報
國
の
四
字
を
血
書
し
、
子
煕
と
力
戦
し

て
死
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
九
十
四
〕
・
〔
宋
史
翼
‘
三
十
一
〕
．

〔
宋
季
忠
義
録
‘
九
〕
。

【
黄
叔
英
】
呼
移
エ
イ
元
の
人
。
叔
雅
の
弟
。
字
は
彦
賓
。

學
者
、
慧
奄
先
生
と
稽
す
。
晉
陵
・
宣
城
・
蕪
湖
の
教
諭

を
歴
任
し
‘
又
‘
和
靖
・
采
石
雨
書
院
山
長
を
授
け
ら

る
。
家
學
を
以
て
間
越
間
に
教
授
す
。
其
の
居
を
慧
奄

と
い
ひ
、
著
に
慧
蕎
雑
著
・
懸
奄
暇
筆
が
あ
る
。
〔
宋
元

學
案
‘
八
十
六
〕
。

【
黄
叔
雅
】
叱
務
ガ
元
の
人
。
文
潔
先
生
震
の
子
。
字

は
仲
正
。
家
居
し
、
孝
友
證
譲
を
以
て
著
は
る
。
學
問

滝
博
、
三
度
科
攀
令
を
奉
じ
、
覚
に
應
試
せ
ず
。
延
祐

中
‘
卒
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
八
十
六
〕
。

【
黄
叔
敷
】
呼
移
”
ゥ
宋
‘
分
寧
の
人
。
廉
の
子
。
字
は
嗣

深
。
元
祐
進
士
乙
科
に
第
し
、
累
官
し
て
廣
東
轄
運
判

官
‘
兼
提
攀
市
舶
に
至
る
。
後
、
奸
人
に
中
傷
せ
ら
れ
官

を
免
ぜ
ら
れ
た
が
‘
幾
何
も
な
く
し
て
復
職
し
、
戸
部

尚
書
に
遷
つ
て
致
仕
す
。
著
に
文
集
・
奏
議
•
春
秋
講
義

が
あ
る
。
〔
南
宋
制
撫
年
表
、
三
十
四
〕
。

【
黄
叔
蠍
】
⑯
綬
”
ケ
イ
清
の
人
。
叔
琳
の
弟
。
字
は
玉
圃
。

晩
統
は
篤
齋
。
康
熙
の
進
士
。
江
南
常
鎮
道
に
累
官

す
。
其
の
學
は
立
誠
を
以
て
本
と
為
し
‘
宋
五
子
書
、
及

び
元
明
諸
儒
の
學
説
に
基
礎
を
置
く
。
著
に
近
思
鋒
集

註
・
慎
終
約
編
・
既
倦
録
・
廣
字
義
が
あ
る
。
〔
清
史
列



偲
六
十
七
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
二
百
九
〕
・
〔
國
朝
先
十
四
〕
・
〔
明
人
小
債
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
三
〕
．
〔
小
脹
見
―
―
其
良
謹
一
便
将
至
,
,
金
華
山
石
室
中
「
四
十
餘
年
‘
巡
撫
し
、
至
る
所
瞥
績
あ
り
。
書
室
を
盟
鴎
堂
と
い
ふ
。

正
事
略
‘
十
〕
．
〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
‘
四
〕
．
〔
消
儒
學
案
紀
年
、
十
〕
·
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、
五
〕
。
不

1一
復
念p
家
‘
其
兄
初
起
行
レ
山
尋
―
―
索
初
平
三
云
云
‘
遂
著
に
盟
鴎
堂
集
・
北
河
紀
略
•
河
漕
通
考
が
あ
る
。
〔
明

小

識

‘

十

一

〕

。

【

黄

淳

熙

]

⑬

鈴

ぐ

消

、

郡

陽

の

人

。

字

は

子

春

。

盆

は

得

1

相
見
↓
悲
喜
語
畢
‘
問
ii

初
平
羊
何
在
↓
日
、
近
在
1

一
山
人
小
傭
‘
三
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
五
〕
．
〔
明
詩

【
黄
叔
元
】
四
吟
ジ
／
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
雲
山
。
瞥
に
忠
牡
。
咸
豊
の
初
‘
湖
南
縣
の
知
を
授
け
ら
る
。
後
‘
略
東
1

耳
、
初
起
往
視
レ
之
不
レ
見
‘
但
見
1

一
白
石
1

而
還
‘
謂
―
―
綜
‘
五
十
五
〕
。

巧

。

善

＜

櫨

を

鵞

く

。

乗

璃

に

従

っ

て

蜀

に

入

り

‘

萬

縣

よ

り

順

慶

に

進

攻

し

初

平

一

日

、

云

云

‘

初

平

輿

1

一
初
起
五
倶
往
看
レ
之
、
初
平
乃
【
昔
盃
盆
彦
】
呻
ダ
謗
ゲ
’
三
國
‘
蜀
の
襄
陽
の
人
。
高
爽
開

【
黄
叔
逹
】
⑲
吟
”
夕
，
宋
の
人
。
庭
堅
の
弟
。
字
は
知
命
。
て
戦
死
す
。
〔
消
史
稿
、
四
百
三
十
九
〕
・
〔
績
碑
博
集
‘
六
叱
曰
‘
羊
起
‘
於
レ
是
白
石
皆
斐
為
―
―
羊
藪
萬
頭
↓
朗
‘
洒
南
の
名
士
た
り
。
女
あ
り
‘
黄
頭
黒
色
‘
し
か
も

少
よ
り
奇
節
あ
り
。
劉
師
道
と
倶
に
京
師
に
て
法
雲
祠
十
〕
．
〔
中
興
将
帥
列
博
‘
十
九
上
〕
。
【
黄
汝
古
ア
】
暉
穀
炉
明
‘
仁
和
の
人
。
字
は
貞
父
。
琥
は
オ
あ
り
。
諸
葛
亮
に
妻
す
。
時
人
語
っ
て
曰
く
‘
莫
T

作二

師
に
謁
し
‘
夜
蹄
途
‘
李
公
麟
を
過
ぎ
る
に
、
叔
達
は
白
【
甚
函
佃
玉
】
USS

翌
パ
そ
ヨ
ク
明
、
那
の
人
。
字
は
孟
清
。
順
天
泊
玄
居
士
・
寓
林
居
士
（
寓
庸
居
士
）
。
萬
暦
の
進
士
。
官
孔
明
―
摺
』
妻
、
正
得
―
―
阿
承
醜
女
1

と
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
・

杉
を
著
譴
に
騎
り
‘
頭
を
揺
つ
て
歌
ひ
‘
師
道
は
杖
を
の
郷
試
に
畢
げ
ら
れ
、
官
は
建
昌
府
學
訓
導
・
御
史
。
出
は
江
西
布
政
司
参
議
。
書
室
を
雲
上
軒
と
い
ふ
。
著
に
〔
襄
陽
記
〕
。

肩
に
し
て
嚢
を
荷
ひ
‘
一
市
驚
異
す
。
公
麟
た
め
に
園
で
て
湖
廣
を
按
じ
‘
廣
西
餃
事
と
な
る
。
至
る
所
名
臀
天
目
記
涌
・
廉
吏
偲
・
古
奏
議
が
あ
る
。
〔
明
人
小
傭
、
【
苗
云
承
藻
】
血
砂
心
苫
清
、
上
海
の
人
。
字
は
玉
華
。
同

し
、
諸
友
と
之
を
歌
詠
す
。
叔
達
の
小
詩
築
府
は
清
麗
あ
り
。
後
、
含
山
縣
の
知
に
貶
せ
ら
れ
て
致
仕
す
。
其
の
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
八
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
十
九
〕
。
邑
李
仁
在
の
妻
。
花
丼
蜜
に
巧
に
‘
尤
も
巨
幅
の
竹
石

愛
す
べ
く
、
山
谷
集
に
附
見
す
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
學
は
程
朱
を
以
て
宗
と
す
。
南
山
先
生
と
梢
せ
ら
る
。
【
苗
注
汝
積
1
⑮
衿
切
宋
、
諸
聟
の
人
。
家
富
み
、
義
に
伎
を
善
く
す
。
〔
清
代
閾
閣
詩
人
徴
略
‘
八
〕
。

【
黄
叔
度
】
血
該
や
後
漢
‘
黄
憲
(
3
5
0
)

を
い
ふ
。
著
に
儀
轄
及
ぴ
戴
租
記
附
注
・
書
経
補
注
・
學
庸
通
旨
・
り
財
を
疏
ん
ず
。
宣
和
中
、
方
騰
‘
境
を
犯
し
、
士
女
千
餘
【
黄
式
三
】
呻
註
[
?
清
‘
定
海
の
人
。
字
は
薇
香
。
道

【
昔
五
叔
翌
】
呼
稔

C

宋
、
金
裕
の
人
。
字
は
元
吉
。
陸
四
明
文
獣
録
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
一
百
六
十
一
〕
．
〔
萬
斯
人
を
掠
め
て
空
室
中
に
閉
す
や
‘
汝
楕
二
萬
婚
を
出
し
光
の
歳
貢
生
。
親
に
事
へ
て
至
孝
。
群
経
を
博
綜
し
‘

九
淵
に
師
事
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
七
〕
。
同
明
史
‘
二
百
九
・
三
百
八
十
三
〕
・
〔
明
史
稿
‘
一
百
五
て
之
を
贖
ふ
。
官
は
紹
興
中
、
河
江
令
。
開
・
閤
・
閑
・
聞
・
尤
も
一
―
―
聘
に
長
ず
。
著
に
論
語
後
案
・
易
秤
・
書
后
憬
・

【
黄
叔
琳
】
USl

該
炉
/
消
‘
大
興
の
人
。
字
は
鹿
圃
。
も
十
一
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
八
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
闇
の
五
子
、
皆
相
織
い
で
登
科
す
。
〔
宋
史
翼
、
三
十
三
〕
。
詩
叢
説
・
叙
説
通
・
詩
傭
箋
考
・
春
秋
繹
が
あ
る
。
〔
消
史

と
歓
縣
程
氏
の
子
。
父
、
大
興
黄
氏
の
後
な
る
を
以
て
‘
四
・
五
・
八
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
七
〕
・
〔
明
儒
言
行
録
績
【
苗
就
侶
成
】
皿
衿
ヤ
清
、
嘉
定
の
人
。
字
は
庸
玉
。
琥
稿
‘
四
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
偉
‘
六
十
九
〕
．
〔
績
碑
博

大
興
の
人
と
為
る
。
康
熙
の
進
士
。
稽
事
に
累
官
す
。
編
‘
四
十
八
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
八
〕
．
〔
明
儒
は
潜
夫
。
凜
貢
生
。
道
光
の
時
‘
洒
州
訓
導
に
選
ば
れ
、
集
‘
七
＋
―
―
-
〕
。

重

ね

て

境

林

に

赴

く

を

以

て

侍

郎

の

街

を

授

け

ら

る

。

學

案

‘

四

十

五

〕

。

未

だ

赴

か

ず

。

博

治

に

し

て

文

章

に

巧

。

尤

も

経

清

を

[

苦

西

翌

癸

】

暉

玲

70
キ
草
の
名
o

と
ろ
ろ
あ
ふ
ひ
o

〔
本
草
ヽ

嘗
て
、
文
學
政
事
を
以
て
康
熙
．
苑
正
・
乾
隆
三
朝
に
【
甚
面
潤
昌
】
嘔
蛉
パ
イ
ヤ
ヴ
消
‘
湘
澤
の
人
。
字
は
郡
坤
゜
琥
談
ず
る
を
好
む
。
書
室
を
袖
海
棲
と
い
ふ
。
著
に
日
知
黄
蜀
葵
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
黄
蜀
葵
‘
別
是
一
種
‘
宜
レ
入
―
―

知
を
受
け
‘
嘗
代
の
矩
儒
と
さ
る
。
世
人
、
北
平
黄
先
は
黄
茅
山
人
。
溢
は
忠
牡
。
咸
同
中
、
諸
生
を
以
て
軍
に
録
集
繹
刊
誤
・
袖
海
棲
文
稿
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
猷
類
草
部
↓
〔
蒔
能
、
黄
蜀
葵
詩
〕
嬌
黄
新
漱
欲
レ
題
レ
詩
‘
盛
日

生
と
稲
す
。
書
室
を
萬
巻
棲
と
い
ふ
。
著
に
硯
北
易
紗
・
従
ひ
‘
潜
山
・
太
湖
に
克
ち
、
程
學
啓
を
招
降
し
、
安
慶
徴
‘
四
百
二
十
二
〕
・
〔
績
碑
偲
集
‘
七
十
七
〕
。
含
に
危
有
レ
所
レ
思
‘
記
得
玉
人
初
病
起
、
道
家
粧
束
厭
譲

詩
経
統
説
・
夏
小
正
傭
註
．
史
通
訓
故
註
・
文
心
離
龍
輯
に
克
ち
、
江
寧
を
復
し
‘
按
察
使
に
累
官
す
。
後
‘
責
州
【
昔
就
岱
良
】
g

穀
炉
＂
ウ
明
‘
晉
江
の
人
。
字
は
明
起
。
萬
暦
時
。
〔
韓
但
‘
黄
蜀
葵
賦
〕
色
配
―
―
中
央
で
心
傾
―
―
太
陽
；
匹

註
・
顔
氏
家
訓
節
録
・
硯
北
雑
録
等
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
苗
を
征
し
‘
戦
死
す
。
詩
及
ぴ
行
草
書
に
巧
。
著
に
黄
茅
の
進
士
。
官
は
南
北
國
子
司
業
。
後
、
膿
部
尚
書
に
至
葉
。

二
百
九
十
六
〕
二
清
史
列
傭
‘
十
四
〕
．
〔
國
朝
者
駄
類
山
集
が
あ
る
。
〔
績
碑
偲
集
‘
六
十
〕
．
〔
中
興
将
帥
列
傭
‘
る
。
著
に
河
干
集
・
泳
署
筆
談
・
野
紀
朦
捜
・
築
律
志
が
【
昔
元
信
中
】
g

ク
グ
が
古
明
‘
餘
干
の
人
。
官
は
築
清
縣
知
。

徴
‘
六
十
四
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
六
十
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
二
十
五
中
〕
。
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
五
十
八
〕
．
〔
明
人
小
博
‘
後
‘
杭
州
府
知
に
至
る
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
一
〕
．
〔
萬
斯

+
〕
.
〔
大
清
畿
輔
先
哲
偵
、
四
〕
．
〔
漢
名
臣
博
‘
二
＋
【
黄
遵
憲
】
g

的
t

ヶ
＇
消
、
嘉
應
の
人
。
字
は
公
度
。
光
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
五
〕
。
同
明
史
‘
三
百
八
十
九
〕
。

六
〕
．
〔
顔
李
師
承
記
、
四
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十
一
〕
・
緒
の
學
人
。
官
は
湖
南
按
察
使
。
詩
に
巧
。
能
＜
酋
文
【
黄
承
臭
】
g

穀
t
忍
明
の
人
。
承
元
の
弟
。
字
は
履
素
。
【
黄
振
部
g

】
血
玲
炉
ウ
宋
‘
間
縣
の
人
。
字
は
仲
玉
。
朱
窯

73

面
i

朝
詩
人
徴
略
初
編
十
六
]

c

學
を
以
て
新
思
想
を
陳
ず
。
書
室
を
水
蒼
雁
紅
館
・
法
琥
は
蘭
齋
。
又
、
架
白
道
人
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
蝠
の
端
荘
存
養
の
説
を
得
‘
心
に
獣
契
し
‘
之
を
座
隅
に

1
1
【
黄
俊
良
】
呼
努
心
ウ
朝
鮮
李
朝
、
平
海
の
人
。
字
は
時
尚
任
齋
・
人
境
蘊
と
い
ふ
。
著
に
日
本
國
志

•
H
本
建
海
防
按
察
司
副
使
。
海
寇
を
平
ぐ
る
の
功
を
以
て
廣
書
す
。
後
、
黄
餘
に
従
涼
し
‘
餘
に
稽
許
さ
る
。
郷
貢
を

~
仲
學
゜
琥
は
錦
送
李
退
渓
の
門
人
。
中
宗
朝
に
登
科
雑
事
詩
・
人
境
薩
詩
草
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
七
東
按
察
使
に
遷
る
。
著
に
詩
文
集
・
折
肱
漫
録
が
あ
る
。
以
て
卒
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
六
十
一
―
-
〕
。

6
 
92

し
、
官
は
星
州
牧
使
。
著
に
錦
埃
集
が
あ
る
。
〔
人
物
考
〕
。
十
〕
．
〔
碑
博
集
補
、
十
三
〕
。
〔
明
人
小
偲
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
六
十
一
〕
。
【
昔
（
平
閲
区
】
lln

玲
炉
＇
ウ
清
｀
閻
縣
の
人
。
字
は
朗
伯
。
琥
は

⑭
【
黄
淳
耀
】
g

グ
翌
エ
ウ
明
、
嘉
定
の
人
。
字
は
蘊
生
‘
又
‘

7
頁
初
平
】
⑲
ク
的
戸
漢
‘
丹
裕
の
人
。
一
に
皇
初
平
に
作

K
頁
承
吉
]
血
砂
西
キ
，
清
、
江
都
の
人
。
字
は
謙
牧
゜
琥
は
慮
安
・
井
上
老
人
。
明
の
諸
生
。
唐
王
の
時
‘
工
部
主
事

水
鏡
居
士
。
琥
は
掏
奄
。
私
溢
は
貞
文
。
崇
禎
の
進
士
。
る
。
年
十
五
‘
羊
を
牧
し
‘
道
士
に
遇
ひ
‘
金
華
山
石
室
春
谷
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
本
埃
縣
の
知
。
漢
儒
の
學
を
を
授
け
ら
る
。
清
に
入
り
、
軍
幕
に
参
し
、
後
、
隠
居
著

斤
弱
冠
に
し
て
聖
賢
の
學
に
志
あ
り
。
長
じ
て
造
詣
盆
：
中
に
至
り
、
四
十
餘
年
家
に
蹄
ら
ず
。
其
の
兄
初
起
‘
山
為
し
、
暦
算
に
精
通
し
、
能
く
中
西
の
異
同
を
耕
じ
‘
尤
述
し
、
儒
繹
の
耕
を
精
研
し
‘
黄
道
周
易
學
を
愛
す
。

深
く
、
読
古
文
、
卓
然
と
し
て
一
家
を
成
す
。
南
都
亡
中
を
尋
索
し
て
相
見
、
羊
を
問
え
ば
、
山
東
に
在
り
と
も
詩
古
文
に
巧
。
書
室
を
夢
骸
堂
と
い
ふ
。
著
に
純
説
・
書
・
竹
石
書
に
巧
゜
著
に
唐
詩
剰
義
が
あ
る
。
〔
碑
博
集
‘

●
ぴ
、
嘉
定
も
亦
破
れ
る
に
及
ん
で
、
弟
の
淵
耀
と
西
城
い
ふ
。
初
起
往
い
て
見
れ
ば
た
だ
白
石
を
見
る
の
み
。
夢
咳
堂
集
が
あ
る
。
〔
清
史
列
傭
‘
六
十
九
〕
．
〔
碑
傭
集
一
百
一
―
-
＋
八
〕
。

3
 

6

の
僧
含
に
編
死
す
。
著
に
山
左
筆
談
・
陶
奄
集
が
あ
る
。
初
平
倶
に
行
き
‘
叱
し
て
羊
起
て
と
い
へ
ば
、
白
石
皆
補
、
四
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
五
〕
。
【
黄
仁
榮
]
g
焚
ヤ
宋
の
人
。
孝
先
の
玄
孫
。
字
は
秤

8
 

9

〔
明
史
‘
二
百
八
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
髪
じ
て
羊
敷
萬
頭
と
な
る
。
〔
神
仙
債
‘
皇
初
平
〕
皇
初
【
黄
承
元
】
血
砂
炉
’
明
の
人
。
洪
憲
の
子
。
字
は
履
常
。
之
。
薦
を
以
て
金
硲
縣
に
知
と
な
り
‘
建
議
し
て
州
縣

53
 

五
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
六
十
五
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
平
者
、
丹
硲
人
也
‘
年
十
五
、
家
使
レ
牧
レ
羊
、
有
―
―
道
士
一
萬
暦
の
進
士
。
官
は
エ
部
主
事
・
副
都
御
史
。
輻
建
を
の
間
田
を
盛
＜
霰
が
ん
こ
と
を
請
ひ
‘
婚
錢
五
百
萬
を
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8
 

得
。
一
晶
宗
嘉
し
て
度
支
郎
中
に
除
す
。
再
ぴ
臨
安
府
に
中
大
い
に
治
る
。
後
、
南
京
監
察
御
史
と
な
り
、
中
官
飽
に
孝
史
類
篇
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
三
十
一
1

一
〕
。
の
學
人
。
官
は
宜
都
・
松
滋
知
縣
。
築
府
に
巧
。
書
室
を

知
と
な
り
‘
戟
州
に
移
つ
て
卒
す
。
〔
南
宋
制
撫
年
表
‘
忠
等
を
劾
し
‘
註
を
被
つ
て
獄
に
下
る
。
穆
宗
の
初
‘
南
【
サ
頁
昭
消
l

】
暉
読
が
明
、
平
江
の
人
。
字
は
文
顧
゜
弘
治
椅
睛
棲
．
拙
宜
園
と
い
ふ
。
著
に
椅
睛
棲
集
・
拙
宜
園

35

三
・
ニ
十
六
〕
。
京
太
僕
卿
に
至
る
。
〔
明
史
‘
二
百
七
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
、
の
進
士
。
官
は
武
宗
の
時
‘
御
史
。
後
、
江
西
叙
事
・
雲
詞
・
國
朝
詞
綜
績
篇
が
あ
る
。
〔
消
史
列
偵
‘
七
十
―
―
-
〕
．

1

【
黄
仁
倹
】
血
焚
ア
宋
‘
奉
化
の
人
。
字
は
約
之
。
幼
二
百
八
十
一
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
曰
九
十
一
〕
．
〔
國
朝
獄
徴
南
参
政
よ
り
左
布
政
使
に
終
る
。
〔
明
史
‘
二
日
八
十
〔
清
壼
家
詩
史
‘
庚
‘
下
〕
c

よ
り
警
悟
‘
記
問
に
長
ず
。
長
じ
て
括
淡
餡
晦
、
物
と
録
‘
七
十
二
〕
．
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
十
七
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
五
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
-
百
[
黄
千
菓
】
暉
謗
、
ウ
？
蟻
梅
を
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
用
―
―
前
韻
一

競

は

ず

。

淳

安

主

簿

よ

り

韓

じ

て

‘

台

州

支

憩

倉

を

監

物

孜

‘

二

十

八

〕

。

七

十

三

〕

．

〔

國

朝

獣

徴

録

‘

二

日

二

〕

・

〔

本

朝

分

省

人

物

作

,

,

零
詩
函
巴
景
文
1

詩
〕
肖
松
嶺
上
黄
千
葉
、
載
レ
酒
年

す
。
郡
卒
‘
事
に
因
つ
て
鼓
諫
す
。
仁
倹
‘
其
の
長
を
【
黄
正
賓
】
g
3け
5

ノ

明

‘

歓

の

人

。

萬

暦

中

‘

貨

を

以

孜

‘

八

十

〕

。

年

踏

1

一
松
雪
↓
〔
庄
〕
黄
千
葉
‘
蟻
梅
也
。

呼
ぴ
徐
ろ
に
諭
す
。
郡
卒
の
長
拝
し
て
日
く
‘
黄
佛
子
て
含
人
と
な
る
。
後
、
獄
に
下
り
‘
斥
け
ら
れ
て
民
と
【
苗
玩
忠
其
】
⑲
誘
い
清
の
人
。
罷
芳
の
子
。
字
は
仲
投
。
琥
[
甚
王
’
人
】
⑲
努
ク
淫
E

の
人
o

宗
囃
の
孫
o

字
は
證
孫
o

の
言
‘
敢
へ
て
敬
聴
せ
ざ
ら
ん
や
と
。
書
法
に
巧
‘
一
世
な
る
。
荘
烈
帝
の
時
‘
官
に
復
し
‘
致
仕
す
。
〔
明
史
｀
―
-
は
鮮
番
。
光
緒
の
進
士
。
侍
講
を
授
け
ら
る
。
博
學
に
し
琥
は
竹
浦
稼
翁
。
官
は
泰
安
縣
丞
°
続
逸
敦
行
。
詩
に

に
重
ん
ぜ
ら
る
。
〔
街
友
録
‘
十
〕
。
百
三
十
三
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
三
十
七
〕
．
〔
明
史
て
文
章
に
巧
。
善
く
書
監
を
鑑
別
す
。
後
、
湖
北
提
學
使
巧
。
書
室
を
寧
野
堂
と
い
ふ
。
著
に
餐
秀
集
・
希
夷
集
・

【
黄
崇
階
】
g

読
や
清
‘
湘
郷
の
人
。
字
は
升
吉
。
琥
は
稿
‘
二
百
十
五
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘
五
十
六
〕
。
と
為
り
卒
す
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
五
十
〕
。
寧
野
堂
詩
草
．
竹
浦
稼
翁
詞
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一

蹟
軒
‘
又
‘
泰
垣
゜
學
を
好
み
文
を
能
く
し
‘
母
に
事
へ
【
黄
成
富
】
⑮
豆
昇
清
、
連
江
の
人
。
六
世
同
居
し
て
む
【
黄
紹
木
~
】
⑬
誘
ゲ
明
‘
萬
安
の
人
。
天
啓
の
進
士
。
官
百
八
十
五
〕
。

て
至
孝
。
母
の
病
に
縁
つ
て
遂
に
醤
に
精
通
す
。
孝
廉
つ
ま
じ
く
、
各
そ
れ
ぞ
れ
に
業
を
執
る
。
田
作
に
出
る
は
崇
顧
の
初
‘
給
事
中
。
上
疏
し
て
温
罷
仁
を
罷
め
ん
【
丑
頁
千
能
i

]

血
努
バ
ウ
宋
‘
豊
城
の
人
。
字
は
必
強
。
刻
意

方
正
に
攀
げ
ら
れ
し
も
、
力
辟
し
て
就
か
ず
。
著
に
南
毎
に
‘
衆
婦
倶
に
往
き
‘
一
婦
を
留
め
て
諸
兒
を
視
し
こ
と
を
請
ひ
、
上
林
苑
署
丞
に
降
さ
れ
、
行
人
司
副
讀
書
す
。
著
に
皇
極
要
論
・
馬
貢
圏
説
が
あ
る
。
〔
宋
元

嶽
遊
草
・
北
遊
紀
行
・
詩
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
め
‘
循
環
乳
哺
し
、
誰
の
子
た
る
を
琲
ぜ
ず
。
衣
を
桁
に
に
遷
り
‘
應
天
府
桧
校
に
再
鏑
さ
れ
、
南
京
吏
部
郎
中
學
案
‘
六
十
七
〕
。

二
日
九
十
一
―
-
〕
。
懸
け
‘
入
れ
ば
則
ち
衣
‘
垢
す
れ
ば
則
ち
幹
ひ
‘
誰
の
物
に
遷
る
。
〔
明
史
‘
二
百
五
十
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
【
丑
頁
仙
爺
】~
h
u
a
n
g
'
h
s
i
e
n
'
y
e
h
2

い
た
ち
。
脆
。
黄

賓
崇
蝦
】
⑬
笠
前
蜀
‘
臨
耶
の
女
。
詞
翰
に
巧
に
、
な
る
を
問
は
ず
。
〔
清
史
稿
‘
五
百
四
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
七
十
一
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十
八
〕
。
鼠
狼
。

又
‘
琴
莱
を
善
く
し
、
書
鵞
に
長
ず
。
常
に
男
装
を
な
徴
‘
三
百
七
十
五
〕
・
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
十
〕
゜
U
頁
紹
第
】
暉
詞ioイ
清
の
人
。
紹
箕
の
弟
。
字
は
叔
頌
。

T
頁
潜
華0
]
~
t
\
t
,

宋
‘
郡
武
の
人
。
字
は
茂
和
。
進
士

し
‘
蜀
の
相
周
痒
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
【
黄
性
震
】
血
存
ク
清
‘
涌
浦
の
人
。
字
は
元
起
。
琥
光
緒
の
進
士
。
編
修
を
以
て
道
員
と
な
る
。
訓
詰
に
通
に
及
第
す
。
徽
猷
閣
待
制
に
累
擢
さ
れ
‘
河
開
府
知
と

[
黄
世
康
】
血
料
が
明
‘
背
田
の
人
。
字
は
元
幹
。
六
は
静
奄
゜
鄭
氏
壷
渭
よ
り
入
寇
す
る
や
‘
性
震
‘
平
海
じ
‘
史
記
・
前
後
漢
書
に
習
熟
す
。
な
る
。
靖
康
の
初
‘
金
人
入
攻
す
る
や
‘
康
王
‘
旨
を
承

朝
臀
偶
の
文
を
善
く
す
。
意
氣
豪
學
。
廣
陵
に
客
死
＋
便
を
間
督
桃
啓
聖
に
條
陳
し
‘
啓
聖
其
の
言
を
用
ひ
【
昔
五
紹
統
】
匹
誘
炉
消
、
香
山
の
人
。
字
は
燕
動
。
琥
は
け
て
副
元
帥
を
授
け
ら
る
。
帝
位
に
即
く
に
及
び
‘
右

す
。
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
三
十
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
債
‘
丁
‘
遂
に
憂
濁
を
平
定
し
、
功
を
以
て
虹
隷
覇
昌
道
を
授
け
翼
堂
。
乾
隆
の
攣
人
。
官
は
墳
州
府
教
諭
。
書
室
を
仰
山
僕
射
‘
兼
中
書
侍
郎
に
陸
遷
す
。
陳
東
・
厭
賜
撤
が
潜
善

上

〕

。

ら

る

。

後

‘

太

常

寺

卿

に

至

る

。

〔

園

朝

者

獣

類

徴

‘

五

十

堂

と

い

ひ

‘

著

に

仰

山

堂

集

が

あ

る

。

〔

國

朝

者

獣

類

を

紙

る

を

以

て

帝

に

啓

し

て

之

を

井

せ

殺

す

。

金

‘

郡

・

【
黄
世
成
】
暉
琵
5

ィ
清
、
信
豊
の
人
。
字
は
培
山
。
琥
九
〕
・
〔
碑
博
集
‘
四
十
一
〕
。
徴
‘
二
百
五
十
五
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
-
―
-
＋
七
〕
。
牒
を
陥
る
や
‘
右
丞
許
景
衡
‘
―
帝
に
其
の
鋒
を
避
け
ん

は
平
奄
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
證
部
主
事
。
鴻
博
に
學
【
黄
省
曾
】
g

琵
炉
明
の
人
。
魯
曾
の
弟
。
字
は
勉
之
。
【
黄
樵
仲
】
g

弱
が
f

ゥ
宋
の
人
。
彦
臣
の
曾
孫
。
字
は
道
こ
と
を
請
ふ
も
‘
潜
善
は
慮
る
に
定
ら
ず
と
為
す
。
俄

げ
ら
る
。
博
學
に
し
て
文
轡
有
り
。
著
に
平
奄
詩
集
が
琥
は
五
嶽
山
人
。
嘉
靖
中
‘
郷
試
に
攀
げ
ら
る
。
王
守
仁
夫
。
淳
熙
中
‘
登
第
し
‘
汀
州
録
事
参
軍
を
授
け
ら
る
。
か
に
し
て
洒
州
よ
り
金
人
の
侵
入
を
奏
す
る
あ
り
‘
乃

あ
る
。
〔
鶴
徴
後
録
‘
四
〕
。
に
従
ひ
‘
又
、
詩
を
李
夢
陽
に
學
ぶ
。
詳
聞
奥
學
‘
近
古
家
居
す
る
に
‘
毎
旦
子
弟
を
率
ゐ
衣
冠
し
て
家
廟
に
見
ち
倉
皇
出
走
し
‘
死
者
相
枕
藉
し
‘
人
‘
怨
憤
せ
ざ
る
な

【
黄
世
清
]
血
琵
や
明
‘
膝
縣
の
人
。
字
は
澄
海
。
崇
比
な
し
。
書
室
を
南
星
精
含
と
い
ふ
。
著
に
西
洋
朝
貢
え
、
朝
よ
り
退
け
ば
則
ち
歌
坐
し
て
日
を
終
へ
‘
喪
に
し
。
後
‘
英
州
に
貶
せ
ら
れ
て
死
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
七
十

顧
の
進
士
。
官
は
右
参
議
。
商
維
を
分
守
す
。
後
‘
李
典
録
・
擬
詩
外
傭
・
客
問
・
騒
苑
・
五
嶽
山
人
集
が
あ
る
。
居
る
こ
と
三
年
、
人
其
の
笑
容
を
見
ず
。
著
に
幡
記
解
・
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
八
十
七
〕
．
〔
南
宋
書
‘
十
二
〕
。

自
成
の
兵
至
り
、
城
陥
る
も
、
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
明
〔
明
史
‘
二
百
八
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
六
十
八
〕
・
〔
皇
小
學
口
義
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
四
十
九
〕
。
【
蓄
蔽
寄
T
]
5

”
ガ
ゥ
ぅ
河
豚
の
異
梢
゜
〔
事
物
異
名
録
‘

史
‘
二
百
九
十
四
〕
·
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
八
十
一
〕
•
朝
詞
林
人
物
考
、
五
〕
．
〔
明
人
小
傭
‘
三
〕
・
〔
本
朝
分
省
[
黄
燒
五
砥
】
血
謗
《
浙
江
省
の
餘
杭
．
臨
安
こ
市
に
産
す
水
族
ヽ
河
豚
〕
水
族
加
恩
簿
ヽ
黄
薦
可
、
爾
澤
漱
可
レ
貴
、

〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
六
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
資
‘
二
〕
．
〔
小
人
物
孜
‘
二
十
一
―
-
〕
・
〔
績
呉
先
賢
讃
‘
十
一
〕
·
〔
明
詩
綜
‘
る
苦
竹
で
製
し
た
紙
。
然
失
―
―
子
経
玄
炉
敗
傷
蕨
毒
正
故
世
以

1一
醇
疵
隠
士
〖
竺

脹
紀
年
、
一
〕
・
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
四
十
八
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
戊
‘
十
七
〕
．
〔
明
儒
學
案
‘
二
＋
【
黄
石
翁
】
収
穀
が
元
、
南
康
の
人
。
字
は
可
玉
。
琥
爾
之
目
一
特
授
乏
二
徳
尉
兼
春
榮
小
供
奉
一
按
‘
謂
―
―
河

録

‘

二

〕

。

五

〕

．

〔

列

朝

詩

集

小

博

‘

丙

〕

．

〔

盛

明

百

家

詩

‘

こ

．

〔

評

は

松

瀑

。

又

、

捐

斐

。

少

く

し

て

多

病

。

父

母

強

ひ

て

道

豚

一

也

。

【
黄
世
忠
]
⑬
琵
5
{
ゥ

明

‘

崇

安

の

人

。

字

は

屏

周

琥

志

居

詩

話

‘

十

四

〕

。

士

と

な

す

。

居

所

に

多

く

唐

宋

の

雑

蹟

を

蓄

ふ

。

詩

に

[

黄

櫓

楡

忘

喝

ゥ

ぅ

黄

色

の

短

い

ひ

と

へ

も

の

o

〔漢

は
石
圃
老
人
。
萬
暦
の
攀
人
。
官
は
廣
西
慶
遠
附
知
。
【
黄
清
老
】
呻
5
け

が

元

、

郡

武

の

人

。

泰

定

の

進

士

。

翰

巧

。

著

に

松

瀑

稿

が

あ

る

。

書

‘

続

不

疑

傭

〕

衣

―

―

黄

棚

楡

五

ぎ

黄

冒

―

)

【
丑
頁
正
憲
】
⑱
3

げ
明
、
秀
水
の
人
。
字
は
慰
容
。
著
林
編
修
に
累
官
す
。
學
行
時
に
重
ん
ぜ
ら
れ
、
詩
は
盛
【
黄
石
符
】
畑
芹
70

明
‘
輻
建
の
人
。
字
は
坦
人
。
美
人
【
昔
面
謡
舛
】
g

悶
デ
宋
‘
一
幅
清
の
人
。
字
は
紺
道
。
誼

に
易
象
管
窺
・
春
秋
翼
附
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
七
〕
。
唐
の
風
有
り
。
著
に
春
秋
経
旨
•
四
書
一
貫
が
あ
る
。
蓋
に
巧
。
は
荘
定
。
宜
和
の
進
士
。
官
は
紹
興
中
‘
櫂
刑
部
侍
郎
。

【
黄
正
色
】
g

鍔

了

明

、

無

錫

の

人

。

字

は

士

尚

。

嘉

〔

新

元

史

‘

二

亘

―

-

＋

六

〕

。

【

黄

覺

清

】

g

昇
や
清
、
海
聾
の
人
。
原
名
は
憲
消
。
字
論
語
講
義
を
進
め
‘
給
事
中
を
兼
任
し
、
後
、
同
知
櫃
密

靖
の
進
士
。
官
は
南
海
縣
の
知
。
豪
強
跡
を
敏
め
‘
縣
[
黄
齊
賢

h
ぢ
ク
清
‘
嘉
興
の
人
o

字
は
敬
思
o

著
は
韻
珊
（
韻
甫
・
韻
笙
y
別
琥
は
吟
香
詩
筋
主
人
o

道

光

院

事

に

至

る

o

著
に
易
説
．
國
風
小
雅
説
．
證
記
説
此
血
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代
史
議
及
ぴ
遺
文
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
八
十
六
〕
．
〔
清
儒
學
案
小
識
、
十
二
〕
．
〔
文
猷
徴
存
録
‘
二
〕
．
〔
清
代
【
黄
宗
．
博
】

5
的
デ
宋
‘
寧
徳
の
人
。
字
は
景
孟
°
淳
卸
~
養
中
‘
居
所
に
梅
一
株
の
あ
る
に
因
み
‘
唐
以
来
の
オ

〔
宋
史
新
編
‘
二
日
四
十
―
-
〕
．
〔
南
宋
書
、
三
十
四
〕
．
〔
宋
學
者
象
傭
‘
一
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
三
〕
．
〔
観
徴
の
進
士
。
學
問
該
博
‘
尤
も
易
に
長
ず
。
帳
を
設
け
て
士
の
梅
を
詠
ず
る
詞
を
録
し
て
梅
苑
と
い
ふ
。
〔
四
庫

元

學

案

‘

―

―

平

四

〕

。

録

‘

四

〕

．

〔

已

未

詞

科

録

‘

五

〕

c

徒
に
授
け
、
従
涸
甚
だ
衆
し
。
著
に
易
偵
か
あ
る
。
〔
尚
提
要
‘
二
日
九
十
九
〕
。

【
黄
宗
炎
】
g

砂

ザ

清

の

人

。

宗

義

の

弟

。

字

は

晦

木

、

【

黄

宗

會

】

血

砂

”

ワ

イ

清

の

人

。

宗

炎

の

弟

。

字

は

澤

望

。

友

録

‘

十

〕

。

【

黄

大

臨

】

密

砂

炉

宋

‘

分

寧

の

人

。

庶

の

子

。

字

は

元

又
‘
立
硲
°
學
者
‘
鵡
鵠
先
生
と
梢
す
。
崇
禎
中
の
貢
生
。
琥
は
縮
齋
゜
學
者
、
石
田
先
生
と
稲
す
。
明
末
の
抜
貢
。
【
昔
全
ホ
明
】
血
衿
り
イ
明
‘
郭
の
人
。
字
は
誠
甫
。
正
徳
の
明
。
自
琥
は
寅
奄
。
官
は
紹
聖
中
‘
菊
郷
縣
の
知
。
或
る

學
行
は
宗
義
と
等
し
き
も
、
放
岸
は
之
に
過
ぐ
。
明
亡
少
に
し
て
宗
義
・
宗
炎
と
並
ん
で
異
オ
の
警
高
く
、
浙
東
進
士
。
官
は
南
京
兵
部
員
外
郎
。
王
守
仁
に
従
っ
て
學
人
‘
其
の
慈
に
過
ぐ
る
を
諷
す
る
に
、
大
臨
曰
く
‘
民
を

ぴ
‘
刻
印
作
鵞
し
て
自
ら
給
す
。
象
緯
・
律
呂
・
軌
革
・
壬
の
三
黄
と
稲
せ
ら
る
。
性
尤
も
捐
介
。
明
の
滅
亡
後
、
浮
を
論
ず
。
寂
濠
反
す
る
や
、
防
江
三
策
を
上
る
。
後
、
幡
慈
愛
す
る
は
令
の
職
な
り
。
登
に
三
尺
の
法
を
操
っ

遁
の
學
に
於
て
紳
悟
有
り
。
著
に
周
易
象
辞
・
尋
門
餘
屠
に
隠
れ
、
名
山
に
浪
遊
し
て
終
る
。
経
史
四
部
よ
り
、
部
侍
郎
に
至
る
。
〔
明
史
‘
ニ
ロ
九
十
七
〕
・
〔
萬
斯
同
明
て
百
姓
と
讐
と
な
ら
ん
や
と
。
時
人
歎
じ
て
名
言
と
な

論
・
圏
書
琲
論
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
繹
道
二
誡
に
兼
ね
通
ず
。
著
に
縮
山
文
集
・
縮
齋

H
記
・
史
‘
-
＿
百
七
十
七
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
八
十
三
〕
．
〔
國
朝
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

史
列
信
‘
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
若
獣
類
徴
‘
四
百
十
四
〕
．
〔
國
學
御
録
・
喩
珈
師
地
論
注
・
成
惟
識
論
注
が
あ
る
。
〔
清
獣
徴
録
‘
三
十
五
〕
．
〔
國
朝
列
卿
紀
‘
四
十
四
・
五
十
ニ
・
【
黄
大
廉
】
四
存
5

ノ
明
‘
箭
田
の
人
。
字
は
潔
甫
。
嘉

朝
先
正
事
略
‘
二
十
七
〕
・
〔
園
朝
漢
學
師
承
記
‘
八
〕
・
史
稿
、
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
博
、
六
十
八
〕
・
〔
國
朝
一
百
四
十
四
〕
．
〔
嘉
靖
以
来
首
輔
債
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
靖
の
進
士
。
官
は
長
洲
縣
の
知
。
征
係
を
定
め
、
三
品

〔
文
獣
徴
存
鋒
‘
―
-
〕
・
〔
清
贅
家
詩
史
‘
甲
‘
上
〕
・
〔
國
朝
者
猷
類
徴
、
四
百
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
生
事
略
‘
―
-
＋
人
物
孜
‘
四
十
八
〕
・
〔
明
書
、
一
百
五
十
五
〕
．
〔
明
儒
學
格
を
立
て
て
量
衡
を
均
一
に
す
。
後
‘
吉
安
教
授
・
貴
州

詩
人
徴
略
初
編
‘
-
―
-
〕
．
〔
國
朝
書
藍
家
筆
鋒
‘
一
〕
．
〔
國
七
〕
．
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
、
八
〕
．
〔
文
猷
徴
存
録
‘
二
〕
。
案
‘
十
四
〕
。
参
議
に
至
る
。
〔
國
朝
駄
徴
録
‘
二
日
三
〕
。

朝

書

識

‘

一

〕

。

【

黄

宗

載

】

血

衿

t
ィ
明
、
豊
城
の
人
。
一
名
、
厘
。
字
は
【
黄
則
有
忘
砂
炉
清
、
部
陽
の
人
。
字
は
古
愚
。
四
【
黄
太
沖

h
”
り
ぐ
ゥ
清
の
人
。
黄
宗
毅
(
1
2
0
9
)
を
見
よ
。

【
黄
宗
漢
】
g

衿
ゲ
清
‘
晉
江
の
人
。
道
光
の
進
士
。
主
原
夫
。
洪
武
の
進
士
。
官
は
永
梨
の
初
、
湖
廣
令
事
。
事
に
歳
に
し
て
父
を
喪
ひ
、
長
じ
て
里
中
に
教
授
す
。
性
‘
【
黄
陸
元
】
g

g

グ
明
‘
穀
城
の
人
。
字
は
長
卿
。
琥
は

事
を
授
け
ら
れ
‘
咸
翌
中
‘
浙
江
巡
撫
に
累
擢
さ
る
。
洪
坐
し
て
楊
青
騨
丞
に
貶
せ
ら
れ
‘
御
史
に
復
す
。
交
址
吟
詠
を
好
み
‘
施
典
を
喜
ぶ
。
母
歿
し
‘
哀
毀
を
以
て
四
然
齋
°
萬
暦
の
進
士
。
官
は
山
東
按
察
司
副
使
。
著
に

秀
全
江
寧
を
餡
れ
る
や
‘
宗
漢
、
江
院
入
浙
の
要
路
を
を
巡
按
し
、
後
、
南
京
吏
部
尚
書
に
至
る
。
官
に
居
つ
て
卒
す
。
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
六
十
〕
。
四
然
齋
集
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
一
百
七
十
九
〕
。

穀
防
し
て
功
有
り
、
雨
廣
穂
督
を
授
け
ら
れ
、
尋
い
で
廉
正
・
學
問
文
章
‘
倶
に
時
望
を
負
ふ
。
〔
明
史
‘
一
百
五
【
昔
函
酋
姜
示
】
叫
グ
匁
明
‘
餘
挑
の
人
。
字
は
〗
県
長
。
追
盆
は
【
黄
橙
芳
】
四
店
炉
消
‘
瑞
安
の
人
。
字
は
漱
蘭
゜
琥
は

吏
部
右
侍
郎
に
累
遷
す
。
同
治
の
初
‘
載
垣
に
迎
合
し
十
八
〕
．
〔
拭
斯
同
明
史
‘
―
―
百
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
臼
五
忠
端
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
天
啓
中
、
御
史
‘
。
賽
誇
敢
愁
山
老
人
。
同
治
の
進
士
。
兵
部
右
侍
郎
と
な
り
‘
通

革
職
さ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
四
十
八
〕
。
十
二
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
四
・
十
一
・
ニ
十
六
・
三
十
四
〕
・
言
‘
尤
も
深
識
遠
慮
あ
り
。
後
、
中
賢
の
窯
に
拷
掠
せ
政
使
に
左
遷
さ
る
。
蛸
直
剛
正
、
同
光
中
、
京
朝
清
流
の

【
黄
宗
義
】
g
屑
油
餘
桃
の
人
。
尊
素
の
子
。
字
は
太
〔
皇
明
名
臣
珠
碗
録
‘
二
十
三
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
十
ら
れ
て
死
す
。
〔
明
書
、
二
百
四
十
五
〕
・
〔
萬
斯
同
明
魁
と
為
り
、
江
蘇
に
説
學
し
、
南
著
書
院
を
建
立
す
。

沖
麗
は
梨
洲
・
證
人
堂
長
。
私
盆
は
文
孝
゜
學
者
、
南
雷
七
・
ニ
十
九
〕
．
〔
蘭
憂
法
黎
録
‘
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
史
‘
三
百
五
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
三
十
二
〕
．
〔
皇
朝
〔
清
史
稿
、
四
百
五
十
〕
。

先
生
と
梢
す
。
力
を
學
に
騨
に
し
、
盛
く
家
蔵
の
書
を
孜
‘
五
十
七
〕
。
通
紀
直
解
‘
十
四
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
八
十
二
〕
．
〔
明
【
黄
登
瓜
】
四
砂
ウ
ダ
イ
黄
畳
の
下
に
植
ゑ
た
瓜
。
黄
畳
瓜

検
し
て
之
を
讀
み
‘
復
た
借
り
て
之
を
紗
す
。
績
紗
堂
【
苗
（
宗
ホ
昌
】
g
1
7
努
ャ
’
明
、
即
墨
の
人
。
字
は
長
偕
。
天
啓
人
小
傭
‘
四
〕
．
〔
績
表
忠
記
、
三
〕
・
〔
東
林
同
難
録
‘
十
僻
を
見
よ
。
〔
唐
書
、
十
一
宗
諸
子
、
承
天
皇
帝
俊
傭
〕
李

を
南
雷
に
建
て
、
東
登
の
緒
を
承
け
‘
業
を
劉
宗
周
に
の
進
士
。
官
は
崇
願
の
初
‘
御
史
。
清
兵
か
郎
墨
を
園
む
四
〕
．
〔
東
林
列
傭
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
六
十
一
〕
・
〔
前
明
中
心
泌
日
、
陛
下
嘗
聞
,
,
黄
壷
瓜
―
乎
、
云
云
‘
陛
下
今
一
摘

受
く
。
後
‘
孫
嘉
績
・
熊
汝
霜
の
諸
軍
に
江
上
に
随
ひ
‘
や
‘
宗
昌
拒
守
し
て
城
全
き
を
得
た
か
‘
仲
子
基
は
矢
義
別
偉
‘
六
〕
．
〔
明
書
｀
二
日
九
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
芙
‘
恨
無
レ
再
゜

魯
王
以
て
左
叙
都
御
史
と
為
す
。
尋
い
で
海
上
に
傾
覆
に
中
つ
て
死
し
‘
其
の
妻
‘
及
び
三
妾
之
に
殉
じ
‘
時
に
六
〕
．
〔
明
儒
學
案
‘
六
十
一
〕
・
〔
静
志
居
詩
話
、
十
七
〕
・
〖
苗
五
嘉
壼
瓜
辞
〗

g
弱
バ
ダ
イ
唐
の
章
懐
太
子
賢
の
作
。
自

し
、
母
を
奉
じ
て
蹄
郷
し
、
力
を
著
逃
に
虚
く
す
。
其
一
門
五
烈
と
稲
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
五
十
八
〕
・
〔
明
〔
煙
艇
永
懐
‘
-
〕
。
己
の
必
ず
保
全
し
得
ざ
る
を
知
る
も
‘
敢
て
言
ふ
に
由

の
學
は
窮
経
を
先
と
し
‘
事
賓
を
史
に
求
め
‘
源
洛
の
史
稿
‘
二
百
四
十
七
〕
・
〔
皇
明
通
紀
直
解
‘
十
二
〕
．
〔
明
【
黄
~
ハ
笙
】
叩
”
け
乃
ャ
ウ
清
の
人
。
字
は
詩
六
。
書
に
巧
。
な
く
‘
此
の
齢
を
作
り
‘
築
工
に
命
じ
て
歌
は
し
め
た
。

統
を
以
て
諸
家
を
綜
會
す
。
康
煕
中
‘
鴻
博
に
摯
げ
ら
人
小
傭
‘
四
〕
．
〔
東
林
列
傭
‘
二
十
四
〕
·
〔
明
詩
綜
‘
六
＋
【

i頁
~
八
桔~]
g
”g

清
、
香
山
の
人
。
書
に
巧
゜
〔
唐
書
、
十
一
宗
諸
子
‘
承
天
皇
帝
依
博
〕
高
宗
有

1一
八

れ
、
明
史
を
薦
修
さ
れ
る
も
辞
す
。
詔
し
て
其
の
著
書
六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
辛
‘
十
八
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
八
〕
。
【
黄
大
~
】

g
”
が
明
‘
建
陽
の
人
。
字
は
文
若
。
崇
顧
子
「
天
后
所
レ
生
者
四
人
、
自
為
レ
行
、
而
客
宗
最
幼
‘
長

を
史
館
に
宜
付
し
‘
史
局
の
大
案
は
之
に
次
口
る
。
卒
年
【
黄
宗
道
】
g

衿
[
ウ
宋
ヽ
京
師
の
人
o

宣
和
中
ヽ
聾
院
待
の
進
士
o

官
は
義
烏
縣
の
知
o

唐
王
に
召
さ
れ
て
兵
科
日
レ
弘
ヽ
為
二
太
子
戸
品
田
孝
友
、
后
方
圏
レ
臨
レ
朝
ヽ
埠
l

一殺

八
十
有
六
。
著
に
易
學
象
散
論
•
深
衣
考
·
今
水
経
•
四
詔
と
な
る
。
蕃
馬
人
物
に
巧
。
時
人
、
東
丹
王
は
馬
を
書
一
給
事
中
と
な
り
‘
仙
霞
嶺
を
守
り
、
節
に
死
す
。
〔
明
史
‘
之
盃
皿
立

l一
次
子
賢
玉
賢
日
憂
楊
、
毎
レ
侍
レ
上
、
不
―
―
敢
有
▽

明
山
志
・
歴
代
甲
子
考
・
大
統
法
琲
・
時
憲
書
法
解
•
新
い
て
骨
を
得
‘
胡
環
は
肉
を
得
‘
宗
道
は
二
法
倶
に
備
二
百
七
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
五
十
九
〕
．
〔
明
末
忠
烈
言
一
乃
作
盃
木
章
ぶ
に
"
エ
歌
＂
之
、
欲

1一
ー
以
成
竺
悟
上
及

推
交
食
法
・
園
海
・
割
園
八
線
解
・
授
時
法
仮
如
・
西
洋
は
る
と
梢
す
。
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。
紀
賓
、
十
三
〕
．
〔
南
彊
繹
史
‘
二
十
三
〕
．
〔
南
彊
繹
史
撫
后
石
其
言
日
、
種
レ
瓜
黄
憂
下
‘
瓜
熟
子
離
離
、
一
摘
使
―
―

法
瑕
如
回
回
法
仮
如
ふ
木
史
叢
目
補
遺
・
明
史
案
・
明
【
黄
宗

•
H
-】5
的
グ
宋
‘
晉
江
の
人
。
馬
錫
の
孫
。
字
は
遺
‘
二
〕
・
〔
小
脹
紀
年
、
十
三
〕
・
〔
前
明
忠
義
別
博
‘
二
十
瓜
好
盃t摘
令
,
,
瓜
稀
「
三
摘
尚
云
可
、
四
摘
抱
レ
蔓
欝
、

文
海
南
雷
文
定
・
文
約
・
宋
元
明
儒
學
案
が
あ
る
。
〔
清
叔
オ
。
幼
時
、
神
童
と
梢
せ
ら
る
。
咸
平
の
進
士
。
蘇
五
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
五
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
而
賢
終
為
―
―
后
所
＂
斥
‘
死

1

一
酔
中
二
〔
鄭
侯
外
博
〕
泌
為
"

5
 

史
稿
‘
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
八
〕
．
〔
圃
朝
州
に
知
と
な
り
‘
晩
年
史
館
に
直
す
。
目
を
患
ふ
。
刑
四
〕
．
〔
小
映
紀
博
‘
四
十
九
〕
。
粛
宗
五
誦
二
太
子
賢
所
レ
作
黄
憂
瓜
辞
一

者
臥
類
徴
‘
四
百
四
〕
・
〔
碑
傭
集
‘
二
日
三
十
一
〕
．
〔
國
部
郎
中
よ
り
‘
襄
州
に
知
と
な
っ
て
卒
す
。
文
集
が
あ
【
黄
大
輿
】
Im

”
g
宋
‘
蜀
の
人
。
字
は
載
萬
。
自
ら
帳
山
【
黄
壷
橋
】
g

認
｛
ダ
イ
地
名
。
山
東
省
歴
城
縣
の
北
。
小
清

58

朝
先
正
事
略
‘
二
十
七
〕
・
〔
阪
朝
漢
學
師
承
記
‘
八
〕
・
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
構
耕
と
署
す
。
築
府
歌
詞
を
善
く
す
。
嘗
て
山
陽
に
療
河
の
礁
頭
。
津
浦
鐵
路
の
支
線
、
渫
口
よ
り
此
虞
に
至
る
。
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）
【
黄
塘
墟
】
翌
37

ウ
ク
ウ
地
名
。
〇
廣
東
省
三
水
縣
の
北
c

既
就
レ
殷
‘
未
レ
幾
謳
卒
‘
莫
レ
不
レ
感
涵
恩
‘
濯
レ
泣
而
共
ず
。
宋
亡
ぴ
‘
山
中
に
結
茅
し
て
日
に
門
人
と
正
學
を
【
黄
仲
麒
】
g

効
5

キ
清
‘
棉
州
の
人
。
字
は
正
夫
。
著
に

5
 

2
5
0廣
束
省
茂
名
縣
の
東
北
。
雙
柘
水
の
東
岸
。
葬
＞
之
‘
又
為
1

炉
祠
‘
歳
時
享
レ
之
越
―
二
ニ
十
年
1

祠
毀
‘
講
明
す
。
著
に
草
窟
集
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
〕
。
酔
山
草
堂
詩
文
集
が
あ
る
。

3

●
【
黄
道
賢
】g
g
[’
元
、
泉
州
の
人
。
嫡
母
の
唐
は
子
無
郷
人
趙
愚
軒
重
立
‘
今
祠
復
毀
‘
無
1一
人
為
レ
之
創
建
五
道
【
黄
疇
若
】

g
”
盆
ヤ
ク
宋
、
豊
城
の
人
。
字
は
伯
庸
。
淳
廊
~
【
黄
仲
元
】

g
g
tゲ
’
宋
の
人
。
績
の
子
。
字
は
善
甫
゜
琥
ー

26

く
‘
道
賢
の
榜
瑕
に
在
る
時
‘
生
母
の
蘇
は
疾
を
以
て
婆
之
名
、
日
漸
浪
滅
無
レ
聞
芙
。
〔
清
一
統
志
〕
黄
道
婆
の
進
士
。
直
陵
縣
の
知
を
授
け
ら
る
。
開
祗
の
初
‘
詔
に
は
四
如
。
宋
亡
ぴ
、
名
を
淵
‘
字
を
天
曳
‘
琥
を
韻
郷
老

去
る
。
道
賢
長
ず
る
や
、
父
に
請
う
て
二
母
を
招
き
‘
よ
祠
、
在
"
上
海
縣
西
南
烏
泥
泄
上
「
道
婆
本
鎮
人
、
初

imi二
應
じ
て
急
務
を
言
ひ
‘
監
察
御
史
に
陸
る
。
呉
嘲
叛
＜
人
と
改
む
。
咸
淳
の
進
士
。
國
子
監
簿
を
授
け
ら
れ
る

，
 

（
く
孝
養
を
盛
し
‘
父
卒
す
る
や
‘
墓
側
に
薩
し
て
喪
を
落
厘
州
一
元
元
貞
間
附
二
海
舶
1

蹄
‘
教
1

一
人
紡
織
之
法
一
や
、
成
都
府
の
知
を
授
け
ら
る
。
蜀
に
留
る
こ
と
四
年
‘
も
‘
赴
か
ず
。
郷
里
に
教
授
し
て
終
る
。
著
に
四
如
講

一

終

ふ

。

〔

元

史

‘

二

日

九

十

八

〕

．

〔

新

元

史

‘

二

百

四

十

〕

。

利

被

二

郷

一

積

欠

を

整

理

し

‘

冗

員

を

罷

め

、

諸

蜜

を

平

定

す

。

召

さ

稿

・

経

史

辮

疑

・

四

如

文

集

が

あ

る

。

〔

宋

元

學

案

‘

七

叩
【
黄
道
周
】
翌
努
ウ
明
、
滋
浦
の
人
。
字
は
幼
玄
（
幼
【
黄
丹
書
】
g

”
汎
炉
清
‘
順
徳
の
人
。
字
は
廷
授
（
廷
れ
て
櫂
兵
部
尚
書
と
為
り
‘
燥
章
閣
學
士
を
以
て
致
仕
＋
〕
。

12

元
）
。
明
史
は
幼
平
に
作
る
。
又
‘
蛾
若
゜
琥
は
石
齋
。
溢
受
）
。
琥
は
虚
舟
・
鴻
雪
齋
。
乾
隆
の
畢
人
。
官
は
教
諭
。
す
。
著
に
竹
破
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
十
五
〕
．
〔
宋
史
【
昔
袖
＂
昭
】

g

”
芯
セ
ウ
明
、
背
田
の
人
。
名
は
潜
。
字
を
以

~
は
忠
烈
（
忠
端
）
。
天
啓
の
進
士
。
官
は
崇
顧
の
初
‘
右
中
詩
は
唐
宋
の
諸
家
に
出
入
し
、
最
も
蘇
に
近
く
、
書
豊
新
編
‘
一
百
四
十
九
〕
．
〔
南
宋
書
‘
五
十
四
〕
．
〔
南
宋
館
て
行
は
る
。
琥
は
退
巖
居
士
。
成
化
の
進
士
。
官
は
編

に

巧

。

會

試

に

及

第

し

、

朝

責

争

つ

て

之

を

延

く

も

‘

貧

閣

績

録

‘

七

・

九

〕

。

修

。

弘

治

の

初

‘

江

西

提

學

余

事

。

學

者

‘

未

軒

先

生

と

6
 
92

允
。
後
、
少
摺
事
。
書
豊
に
巧
゜
又
‘
文
章
の
誉
天
下
に
高

巾
し
。
性
‘
巌
冷
方
剛
に
し
て
流
俗
に
和
せ
ず
。
公
卿
‘
畏
富
交
は
れ
ば
名
を
損
し
‘
賤
貴
交
は
れ
ば
節
を
損
す
と
【
黄
秩
林
】

5
%”
’
消
‘
｛
且
黄
の
人
。
字
は
子
幹
。
道
光
稽
し
、
著
に
未
軒
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
日
七
十
九
〕
．

忌
す
。
廣
西
に
誦
戌
し
、
越
年
し
て
故
官
に
復
す
。
揺
王
稲
し
て
‘
卒
に
往
か
ず
。
著
に
鴻
雪
齋
詩
文
紗
・
胡
桃
齋
の
攀
人
。
官
は
松
滋
縣
の
知
。
書
室
を
存
雅
堂
と
い
ひ
‘
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
四
十
五
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
日
六
十

の
時
籍
部
尚
書
。
唐
王
の
時
‘
武
英
殿
大
學
士
。
兵
を
詩
餘
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
九
十
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘
七
著
に
存
雅
堂
集
が
あ
る
。
二
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
六
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
‘
六
・

李
ゐ
て
姿
源
に
至
り
、
消
兵
に
遇
ひ
‘
兵
敗
れ
る
も
屈
＋
―
-
〕
·
〔
國
朝
者
駄
類
徴
‘
-
＿
百
五
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正

T
頁
中
堅
】g
翌
炉
’
清
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
襄
生
。
琥
は
二
十
•
四
十
六
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
―
二
十
八
〕
·
〔
明
代

ぜ
ず
し
て
死
す
。
著
に
易
象
正
義
・
太
函
経
・
ニ
易
洞
事
略
‘
四
十
四
〕
．
〔
清
書
家
詩
史
‘
戊
‘
下
〕
・
〔
國
朝
詩
人
蓄
齋
。
古
文
に
巧
。
著
に
蓄
齋
集
が
あ
る
。
明
良
録
‘
十
五
〕
・
〔
明
名
人
博
‘
十
二
〕
・
〔
明
人
小
博
‘

環
洪
範
明
義
孝
経
集
俸
•
春
秋
揆
・
績
離
騒
・
石
齋
徴
略
初
編
‘
五
十
二
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
三
〕
。
【
黄
中
松
】

g
認
'
[
ン
ヨ
ウ
清
、
上
海
の
人
。
字
は
仲
巌
゜
其
二
〕
．
〔
明
儒
言
行
録
績
編
‘
一
〕
·
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
五
十
五
〕
・
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
【
黄
端
伯
】
血
”
”
g

ク
明
‘
江
西
新
城
の
人
。
字
は
元
公
。
の
著
‘
詩
疑
辮
證
は
‘
訛
謬
を
考
證
し
‘
異
同
を
校
定
し
七
十
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
二
十
四
〕
・
〔
明
詩
紀
事
‘
丙
‘
五
〕
．

百
六
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十
六
〕
．
〔
皇
朝
通
紀
直
解
‘
琥
は
海
岸
道
人
。
崇
禎
の
進
士
。
官
は
寧
波
推
官
。
輻
王
て
‘
言
多
く
典
撮
有
り
。
〔
四
庫
提
要
‘
十
六
〕
。
〔
静
志
居
詩
話
‘
八
〕
。

十
―
一
・
十
五
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
十
五
〕
．
〔
明
人
小
の
時
‘
穂
部
郎
中
。
後
‘
消
兵
に
執
へ
ら
れ
‘
屈
せ
ず
【
黄
中
色
】
血
訪
t

ン
ヨ
ク
明
‘
膝
縣
の
人
。
字
は
元
采
゜
琥
【
資
仲
則
】
g

訪
t

，
ク
清
の
人
。
黄
景
仁
(
1
0
6
3
)

を
見

傭
‘
四
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
十
三
〕
．
〔
南
櫃
繹
史
‘
＋
し
て
死
す
。
著
に
易
疏
・
瑶
光
閣
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
は
守
元
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
河
南
縣
の
知
。
清
廉
天
下
よ
。

-
〕
．
〔
東
林
列
傭
‘
十
二
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
四
〕
．
〔
小
脹
百
七
十
五
〕
．
〔
拭
斯
同
明
史
‘
三
百
六
十
八
〕
．
〔
明
史
第
一
。
吏
部
に
改
め
ら
れ
、
文
選
を
掌
る
。
【
黄
仲
通
】
g

競
t

，
ウ
宋
‘
曲
江
の
人
。
名
は
正
。
字
を

紀
年
、
八
•
十
一
・
十
二
〕
・
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
前
名
忠
稿
、
二
百
五
十
五
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
十
四
〕
．
〔
明
【
黄
中
美
】
兜
砂
炉
宋
‘
邪
武
の
人
。
字
は
文
昭
。
紹
聖
以
て
行
は
る
。
天
聖
の
進
士
。
官
は
著
作
佐
郎
・
悪
州

義
別
傭
‘
十
一
・
ニ
十
四
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
一
〕
・
人
小
博
‘
四
〕
・
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
、
十
二
〕
・
〔
南
彊
繹
史
‘
の
進
士
。
官
は
衛
縣
の
知
よ
り
信
徳
軍
に
韓
ず
。
宣
和
の
知
を
歴
任
す
。

〔
小
脹
紀
傭
二
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
辛
‘
四
〕
．
〔
啓
禎
十
六
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
三
〕
・
〔
小
膜
紀
年
、
十
〕
．
〔
甲
申
の
末
、
金
人
‘
信
徳
を
攻
め
‘
官
吏
皆
降
る
。
中
美
奮
載
【
黄
仲
芳
】

g
”
〗
炉
＇
ウ
明
‘
甑
寧
の
人
。
字
は
時
茂
゜
琥
は

野
棄
一
集
‘
七
〕
・
〔
明
儒
學
案
‘
五
十
六
〕
．
〔
静
志
居
詩
後
亡
臣
表
〕
・
〔
前
明
忠
義
別
博
‘
十
九
〕
．
〔
崇
顧
忠
節
し
て
守
り
、
金
人
退
く
。
宣
撫
使
‘
其
の
節
を
奇
と
し
、
溜
奄
。
永
築
の
進
士
。
官
は
東
陽
縣
の
知
・
湖
廣
右
参
議

話
‘
―
-
+
〕
。
録
‘
九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
四
〕
．
〔
明
季
南
都
殉
難
軍
事
を
行
は
し
む
。
靖
康
の
初
‘
張
邦
昌
僭
窯
す
る
や
よ
り
雲
南
右
参
政
に
終
る
。
著
に
灌
奄
集
・
旬
宣
集
・
平

【
黄
道
婆
忘
＂
岱
元
、
上
海
烏
泥
涅
の
人
。
又
‘
黄
婆
記
〕
．
〔
南
都
死
難
紀
略
〕
．
〔
小
脹
紀
傭
‘
十
六
〕
．
〔
明
詩
感
憤
し
て
卒
す
。
〔
尚
友
録
‘
+
〕
。
恕
録
が
あ
る
。
〔
明
名
人
傭
‘
十
二
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物

と
梢
す
。
初
‘
産
州
に
論
落
し
、
元
貞
中
、
海
舶
に
附
乗
紀
事
、
辛
‘
六
〕
・
〔
啓
顧
野
乗
一
一
集
‘
七
〕
．
〔
静
志
居
詩
【
甚
玉
＇
理
】

g

誘
や

O
清
‘
湘
渾
の
人
。
字
は
文
在
。
康
孜
、
七
十
二
〕
。

し
て
蹄
る
。
閤
廣
の
木
棉
を
携
へ
て
之
を
種
ゑ
‘
紡
織
話
‘
二
十
〕
。
熙
の
進
士
。
庶
常
に
選
ば
れ
‘
父
老
い
た
る
を
以
て
偏
【
苦
面
忠
~
】

5
蛉
心
各
清
‘
齢
陽
の
人
。
字
は
澤
生
。
少
<

し
て
布
と
な
し
、
利
‘
一
郷
に
被
る
。
〔
綴
耕
鋒
、
黄
道
【
甚
面
知
彰
】
g
焚
炉
清
、
南
匪
の
人
。
字
は
貫
芥
゜
琥
る
。
観
稼
棲
を
構
へ
‘
其
の
中
に
讀
書
し
、
城
市
に
入
し
て
経
世
致
用
の
學
を
好
み
‘
尤
も
兵
談
を
喜
ぷ
。
優

婆
〕
間
・
廣
多
種
禾
輝
紡
織
為
レ
布
、
名
曰
居
尺
松
は
秋
圃
゜
貢
生
。
南
北
試
に
應
ず
る
も
第
せ
ず
。
書
室
を
ら
ざ
る
こ
と
二
十
餘
年
。
著
に
観
稼
棲
文
集
・
陸
紡
詩
貢
生
に
學
げ
ら
れ
、
玩
州
書
院
主
講
を
授
け
ら
る
。
廣

江
府
東
‘
去
五
十
里
許
日
鳥
泥
罠
其
地
土
田
磋
齊
煙
霞
閣
・
百
輻
蘊
・
得
得
範
と
い
ふ
。
詩
・
鵞
に
巧
。
著
に
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百
二
十
一
〕
。
〇
清
、
西
の
賊
陸
亜
猜
が
柳
州
に
叛
撼
す
る
や
‘
忠
浩
連
載
し

民
食
不
レ
給
‘
因
謀
-1

一
樹
藝
以
資
―
一
生
業
玉
遂
覚
,
,
種
於
彼
一
秋
圃
詩
集
・
非
非
草
・
非
非
詞
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
南
匪
の
人
。
字
は
苔
隠
。
自
ら
九
抱
道
人
と
琥
す
。
牡
て
之
を
平
定
し
、
右
江
鎮
縛
兵
・
四
川
提
督
に
累
進
し
、

初
無
―
―
踏
車
椎
弓
之
製
玉
率
用
レ
手
剖
―
―
去
子
云
線
弦
竹
弧
徴
‘
四
百
一
二
十
六
〕
．
〔
清
書
家
詩
史
‘
丙
‘
下
〕
．
〔
國
朝
書
丹
・
蘭
・
雑
草
蓋
に
巧
。
兄
弟
と
白
首
ま
で
同
居
し
、
尋
い
で
蹄
を
乞
ふ
。
宣
統
の
末
‘
巡
防
螢
を
統
し
‘
任
を

置
案
皿
振
悼
成
レ
剤
‘
蕨
功
甚
鞍
‘
國
初
時
、
有
,
―
謳
豊
家
筆
録
‘
三
〕
．
〔
墨
香
居
豊
識
‘
一
〕
。
年
八
十
に
し
て
卒
す
。
〔
國
朝
者
獣
類
徽
四
百
七
十
受
け
て
三
日
、
會
，
武
昌
民
軍
起
り
、
長
沙
新
軍
之
に

多
黄
道
婆
者
い
自
圧
州
末
、
乃
教
以
蔽
砿
拝
弾
【
黄
智
深
】
g
5
匁

宋

‘

休

寧

の

人

。

字

は

常

甫

。

學

者

、

四

〕

．

〔

國

朝

豊

識

、

五

〕

。

應

じ

、

入

城

し

て

忠

浩

を

執

へ

‘

脅

し

て

降

さ

ん

と

す

紡
織
之
具
云
ぎ
於
錯
紗
配
色
綜
棧
摯
花
ぶ
空

9
其
法
一
草
窟
先
生
と
稽
す
。
其
の
文
は
注
洋
霧
需
‘
兵
談
を
喜
【
昔
柚
ぃ
炎
】
血
穀
5

ェ
’
宋
‘
永
嘉
の
人
。
字
は
若
晦
。
窮
る
も
‘
屈
せ
ず
し
て
殺
さ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
七
十

但

故

織
1

一
成
被
褥
血
密
郎
其
上
折
枝
閣
鳳
棋
局
字
様
、
ぴ
、
古
の
豪
傑
を
以
て
自
ら
期
す
。
後
‘
膝
鉛
に
従
っ
経
篤
古
‘
老
い
て
第
せ
ず
。
紹
定
中
‘
春
秋
通
説
を
著
六
〕
．
〔
碑
博
集
補
、
三
十
四
〕
。

菜
然
若
レ
窺
‘
人
既
受
レ
教
‘
競
相
作
為
‘
輯
―
―
貨
他
郡
云
家
て
義
理
の
學
を
講
明
し
‘
尤
も
朱
氏
の
説
を
篤
く
信
は
し
、
端
平
の
初
‘
之
を
進
む
。
〔
四
庫
提
要
‘
二
十
七
〕
。
【
苗
五
激
之
】
g
穀
t
'

清
‘
建
陽
の
人
。
初
名
は
師
先
。
字
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黄

部

黄

九
九

は
帥
先
。
晩
に
激
之
に
易
へ
‘
字
を
波
民
と
改
む
。
明

末
‘
布
衣
を
以
て
史
可
法
幕
府
の
上
客
と
為
る
。
可
法
、

國
に
殉
す
る
や
‘
遜
れ
て
老
ゆ
。
詩
筆
研
麗
‘
其
の
作
小

桃
源
山
居
詩
は
王
士
頼
に
梢
せ
ら
る
。
〔
碑
博
集
‘
二
日

三
十
七
〕
。

【
黄
鎮
成
】
⑮
ぢ
や
元
、
部
武
の
人
。
字
は
元
鎮
。
琥
は

紫
雲
山
人
・
存
存
子
。
聖
賢
の
學
を
以
て
自
ら
動
ま
す
。

江
南
儒
學
提
學
を
薦
授
さ
れ
‘
未
だ
至
ら
ず
し
て
卒

す
。
著
に
尚
書
通
考
・
秋
臀
集
が
あ
る
。
〔
宋
元
學
案
‘
六

十
七
〕
。

【
黄
廷
践
】
竺

gク
朝
鮮
李
朝
、
長
水
の
人
。
字
は
景

文
。
琥
は
芝
川
。
盆
は
文
貞
。
明
に
使
し
て
會
典
を

得
‘
戸
曹
判
書
に
陸
せ
ら
る
。
壬
辰
の
斐
に
王
子
順
和

君
を
護
り
‘
敵
に
執
へ
ら
る
。
後
‘
王
子
行
在
に
還
る

に
及
ぴ
、
吉
州
に
流
さ
れ
し
も
、
後
、
秤
さ
る
。

【
黄
廷
鑑
】
g
”
け
ゲ
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
琴
六
゜
琥
は

第
六
絃
埃
・
拙
経
逸
曳
。
諸
生
。
考
證
に
精
し
く
‘
慧
籍

を
研
究
し
‘
手
校
す
る
者
百
散
十
種
。
著
に
琴
川
一
―
―
志

補
記
績
記
・
第
六
絃
淫
文
集
が
あ
る
。

【
黄
廷
桂
】
g
”
g
イ
清
‘
漢
軍
嬢
紅
旗
人
。
字
は
丹
崖
。

盆
は
文
襄
。
雲
騎
尉
を
世
襲
す
。
乾
隆
の
時
‘
挟
廿
網

督
・
武
英
殿
大
學
士
に
累
官
し
、
太
保
を
授
け
ら
る
。
爵

は
忠
勤
伯
゜
嘗
て
川
に
在
る
こ
と
一
―
十
年
｀
罷
國
奉
公
‘

餘
力
を
遺
さ
ず
。
〔
消
史
稿
‘
三
百
二
十
九
〕
．
〔
清
史
列

博
‘
十
六
〕
・
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
十
七
〕
．
〔
碑
傭
集
‘
七

十
〕
．
〔
従
政
観
法
録
‘
十
九
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
偲
‘
三
十
九
〕
。

【
黄
庭
堅
】
g

”
け
ク
宋
‘
分
寧
の
人
。
庶
の
子
。
字
は
魯

直
゜
琥
は
培
翁
（
渚
曳
）
・
八
桂
老
人
・
貧
架
齋
・
酔
安
居

±
ふ
咀
寂
齋
。
私
溢
は
文
節
先
生
。
幼
に
し
て
警
悟
。
進

士
に
及
第
。
太
和
縣
知
を
授
け
ら
る
。
平
易
を
以
て
治
を

為
す
。
哲
宗
即
位
し
て
‘
校
書
郎
・
軸
宗
賓
鋒
桧
討
官
を

授
け
ら
れ
、
著
作
佐
郎
に
累
遷
す
。
｛
貫
録
成
り
‘
起
居
含

人
に
擢
ん
で
ら
れ
‘
紹
聖
中
‘
郡
州
知
を
授
け
ら
る
。
章

惇
・
保
下
に
悪
ま

れ
浩
州
別
駕
に

貶
せ
ら
れ
‘
戎
州

に
徒
る
。
徽
宗
の

初
‘
太
平
州
知
に

起
用
さ
れ
‘
復
た

宜
州
に
貶
嫡
さ

（會圏オ三）堅庭貰

れ
て
卒
す
。
庭
堅
‘
文
章
は
天
成
に
出
で
て
‘
張
采
．
晃

補
之
・
秦
観
と
倶
に
蘇
献
門
下
に
油
學
し
、
天
下
‘
四
學

士
と
稲
す
。
尤
も
詩
に
巧
に
、
世
‘
蘇
黄
と
琥
す
。
又
‘
行

草
書
を
善
く
し
‘
楷
法
は
自
ら
一
家
を
成
す
。
初
‘
瀾
院

山
谷
寺
石
牛
澗
に
遊
ぴ
｀
其
の
泉
石
の
勝
を
架
し
み
‘

自
ら
山
谷
道
人
と
琥
す
。
書
室
を
祠
月
棲
・
永
思
堂
・
清

深
軒
・
恰
偲
堂
・
摩
園
閣
と
い
ふ
。
著
に
山
谷
内
外
集
・

別
集
・
詞
・
簡
尺
・
年
譜
が
あ
る
。
〔
宋
史
、
四
百
四
十

四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
七
十
一
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
二
日

十
六
〕
．
〔
皇
朝
名
臣
言
行
績
録
‘
一
〕
．
〔
元
祐
窯
人
博
‘

四
〕
．
〔
宋
詩
紗
〕
．
〔
｛
木
元
學
案
‘
十
九
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
一

百
五
十
四
〕
．
〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
十
三
〕
。

【
黄
兆
魁
】
密
祝
が
？
清
、
江
蘇
太
倉
の
人
。
琥
は
荊
石

山
民
。
戯
曲
に
巧
。
著
に
紅
棲
夢
散
套
が
あ
る
。

【
黄
朝
英
】
g

魏
デ
宋
建
州
の
人
。
紹
聖
後
の
攣
子
。
王

安
石
の
學
を
好
む
。
著
に
靖
康
釉
素
雑
記
が
あ
る
。
〔
四

庫
提
要
、
二
日
十
八
〕
。

【
黄
超
然
】
g

誘
5

／
元
‘
黄
巖
の
人
。
字
は
立
道
。
琥
は

壽
雲
。
門
人
‘
康
敏
と
私
盆
す
。
宋
の
進
士
。
易
學
に
精

通
し
、
至
治
の
初
‘
卒
す
。
著
に
周
易
通
義
・
或
問
・
獲

例
・
秤
象
・
壽
雲
集
が
あ
る
。
〔
新
元
史
‘
二
百
三
十
五
〕
。

【
黄
蹄
間
】
g
"
”
”
ヨ
ク
草
の
名
。
れ
ん
げ
つ
つ
じ
。
き
つ

つ
じ
。
羊
蹄
既
。
黄
杜
鵜
゜
〔
本
草
‘
羊
蹄
躙
〕
秤
名
‘
黄
蹄

環
黄
杜
鵜
‘
羊
不
食
草
‘
闇
羊
花
‘
驚
羊
花
‘
老
虎
花
‘

玉
枝
゜

【
黄
天
性
】
g
％
ヤ
明
、
通
山
の
人
。
字
は
大
本
。
官
は

廣
徳
州
同
知
。
尋
い
で
工
部
主
事
に
改
め
ら
れ
、
漕
河

を
修
む
。
油
に
駐
り
、
浦
人
‘
徳
潤
堂
を
建
て
て
祀
る
。

[
黄
田
市
】
碑
グ
ヴ
，
ウ
デ
／
地
名
。
輻
建
省
古
田
縣
の
西
南
の

間
江
の
北
岸
。
＿
商
業
地
。

【
黄
杜
腺
】
g

”
”
パ
草
の
名
。
黄
蹄
既
(
1
2
6
4
)

に
同
じ
。

【
黄
岡
安
】
守
翌
消
‘
堂
邑
の
人
。
明
‘
崇
禎
の
進
士
。

易
州
道
を
授
け
ら
る
。
順
治
の
初
‘
清
に
降
り
、
原
官
に

復
す
。
動
撫
の
功
を
以
て
甘
粛
巡
撫
に
擢
ん
で
ら
れ
、

寧
夏
に
遷
さ
る
。
終
養
を
請
う
て
革
職
さ
れ
‘
尋
い
で

寧
夏
巡
撫
を
授
け
ら
れ
、
事
に
坐
し
降
調
さ
れ
て
卒

す

。

〔

清

史

列

債

‘

七

十

九

〕

。

「

ょ

°

【
黄
東
検
】
g
昴

戸

宋

の

人

。

黄

震
(
5
2
3
)

の

O
を
見

【
黄
脱
雀
】
g

砂
t
ト
ウ
鳥
の
名
。
み
そ
さ
ざ
い
。
鵡
鶴
゜

〔
本
草
‘
巧
婦
鳥
〕
繹
名
、
鵡
鶴
‘
桃
品
‘
蒙
鳩
‘
女
匠
‘
黄

脱
雀
。

【
黄
登
顔
】
如
昇
ゲ
清
の
人
。
叔
琳
の
子
。
字
は
雲
門
。

乾
隆
の
進
士
。
官
は
左
副
都
御
史
。
山
東
學
政
を
提
督

す
。
農
部
に
在
る
こ
と
久
し
く
‘
柄
度
巡
漕
に
任
ぜ
ら

れ
、
漕
政
に
習
熟
す
。

【
黄
燈
燈
】
g

砂
炉
金
色
に
輝
く
こ
と
。
〔
紅
棲
夢
‘
三

十
五
回
〕
賓
鋏
道
‘
黄
燈
燈
又
炸
レ
他
作
二
甚
磨
一

【
黄
得
功
】
g

只
炉
明
‘
合
肥
の
人
。
開
原
衛
に
徒
る
。

琥
は
虎
山
。
本
姓
は
王
。
封
は
崇
禎
中
‘
靖
南
伯
°
祗

王
の
時
‘
侯
に
進
み
‘
薩
州
を
鎖
す
。
劉
良
佐
・
高
傑
・

劉
澤
清
と
江
北
を
分
守
し
、
四
鎮
と
琥
す
。
後
、
移
つ

て
太
平
を
鎖
し
、
清
兵
の
流
矢
に
中
つ
て
死
す
。
性
‘

粗
猛
に
し
て
文
義
を
識
ら
ざ
る
も
、
軍
紀
を
巌
に
し
、

至
る
所
徳
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
六
十

八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
―
-
＿
百
七
十
五
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二

百
五
十
六
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
九
十
三
〕
・
〔
明
末
忠
烈

紀
賓
、
十
二
〕
．
〔
南
彊
繹
史
‘
十
三
〕
．
〔
小
膜
紀
年
‘
六
〕
．

〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
偵
‘
十
九
〕
．
〔
勝
朝

殉
節
諸
臣
録
〕
．
〔
南
都
死
難
紀
略
〕
．
〔
明
季
南
都
殉
難

紀
〕
・
〔
小
膜
紀
傭
‘
二
十
一
〕
．
〔
啓
禎
野
莱
二
集
‘
一
〕
。

【
黄
徳
温
】
5

昇
グ
明
‘
信
豊
の
人
。
字
は
伯
理
。
正
統

の
進
士
。
官
は
吏
部
主
事
。
後
、
鎮
江
府
判
と
な
る
。

【
黄
徳
源
】
g

昇
ゲ
消
、
郵
の
人
。
字
は
茂
椒
。
昔
律

に
通
瞭
し
‘
嘗
て
市
中
に
於
て
古
鐵
篇
を
得
‘
之
を
品

す
る
に
異
臀
有
り
。
因
つ
て
自
ら
鐵
篇
と
琥
す
ぷ
家
刻
を

善
く
し
‘
堪
輿
術
に
通
じ
、
山
水
・
蘭
竹
・
窯
生
聾
に
巧
。

〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
四
十
〕
．
〔
墨
香
居
蟄
識
、
八
〕
。

【
黄
徳
水
】
匹
五
戸
明
の
人
。
黄
河
水
(
1
0
0
 5
)

を
見
よ
。

【
黄
敬
湖
】
E

”
ワ
，
ウ
ト
／
湖
の
名
。
安
徽
省
歓
縣
の
西
南
。

〔
名
勝
志
〕
縣
西
南
四
十
里
有
―
―
黄
激
ぶ
生
湖
濱
一

【
黄
配
元
】
g

芥
グ
明
‘
江
西
架
安
の
人
。
字
は
位
亜
゜

崇
韻
の
進
士
。
官
は
懐
寧
令
。
後
、
都
御
史
を
以
て
安
慶

を
巡
撫
す
。

【
黄
培
芳
】
g

談
炉
清
‘
香
山
の
人
。
字
は
子
｛
貫
‘
又
‘

香
石
。
學
者
舅
嶽
先
生
（
騎
嶽
山
人
）
と
梢
す
。
其
の

父
紹
統
の
學
を
傭
ふ
。
嘉
慶
の
副
貢
。
官
は
乳
源
・
陵

水
教
諭
。
幼
時
詩
を
以
て
著
は
れ
‘
張
維
屏
．
諜
敬
昭

と
輿
東
三
子
と
稲
さ
る
。
書
聾
に
巧
。
卒
年
八
十
二
。

書
室
を
聴
嶽
草
堂
と
い
ふ
。
著
に
易
宗
・
浮
山
小
志
・
雲

泉
随
札
・
虎
坊
雑
識
・
標
細
雑
録
・
藤
陰
小
記
・
嶺
海
棲

詩
文
紗
・
香
石
詩
話
が
あ
る
。
〔
清
史
列
債
‘
七
＋
―
―
-
〕
・

〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
一
二
〕
。

【
黄
包
車
】g砂
•
ウ
ハ
•
ウ
人
力
車
。
上
海
地
方
の
語
。

[
サ
頁
邦
俊
】
密
努
う
｛
木
‘
輻
州
永
輻
の
人
。
政
和
の
進

士
。
大
理
寺
丞
に
累
邊
し
、
後
、
英
州
に
知
た
り
。
著
に

慎
陽
共
理
集
・
音
訓
詰
文
・
纂
韻
譜
・
強
記
集
が
あ
る
。

〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

【
黄
邦
鎮
】
翌
翌
／
明
、
高
明
の
人
。
字
は
酒
康
。
官
は

崇
禎
中
‘
裔
州
信
宜
學
教
諭
。
後
、
松
滋
縣
の
知
に
擢
ん

で
ら
る
。
著
に
平
城
集
が
あ
る
。

【
黄
芳
世
】
密
認
イ
清
の
人
。
梧
の
兄
の
子
。
字
は
周
士
。

盆
は
忠
襄
。
康
熙
中
、
一
等
侍
衛
を
以
て
輻
建
随
征
穂

兵
官
を
授
け
ら
る
。
従
兄
芳
度
死
し
、
海
澄
公
を
襲
爵

し
、
涌
州
に
守
た
り
。
〔
消
史
稿
‘
二
巨
六
十
七
〕
．
〔
清
史

列
傭
‘
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
七
十
〕
．
〔
漢
名
臣

傭
‘
十
〕
。

【
黄
芳
泰
】
g
窃
グ
清
の
人
。
芳
世
の
弟
。
盆
は
襄
愁
。

康
煕
中
‘
臥
精
忠
反
し
‘
芳
泰
‘
廣
東
に
至
り
兵
を
請
ふ

も
‘
會
；
尚
之
信
の
叛
に
あ
ひ
‘
芳
世
及
ぴ
巡
撫
楊
燕

と
力
戦
し
て
出
づ
。
後
、
海
澄
公
を
襲
爵
す
。
〔
清
史
稿
‘

二
百
六
十
七
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘

二
百
七
十
〕
．
〔
漢
名
臣
傭
‘
十
〕
。

【
黄
芳
度
】
g

説
グ
清
の
人
。
梧
の
子
。
謡
は
忠
勇
。
康

煕
中
、
海
澄
公
を
襲
封
し
、
涌
州
に
守
た
り
。
部
将
呉

淑
‘
鄭
氏
と
通
じ
、
兵
を
引
い
て
反
す
。
芳
度
巷
戦
し
、

井
に
投
じ
て
死
す
。
男
女
の
従
っ
て
死
す
る
者
一
―
-
＋
餘

人
‘
王
爵
を
追
贈
せ
ら
る
。
〔
消
史
稿
、
二
百
六
十
七
〕
・

〔
消
史
列
博
‘
九
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
三
百
四
十
〕
．
〔
碑

博
集
‘
一
百
十
八
〕
．
〔
漢
名
臣
偵
十
〕
。

【
黄
彰
年
】
虚
砕
夕
清
の
人
。
輔
辰
の
子
。
字
は
子
壽
゜

琥
は
遜
奄
•
陶
棲
。
道
光
の
進
士
。
官
は
湖
北
布
政
使
。

生
平
、
風
紀
の
整
勧
・
士
類
の
扶
植
を
以
て
自
ら
任
ず
。

嘗
て
保
定
蓮
池
書
院
に
て
教
授
し
、
成
就
す
る
者
衆

し
。
〔
清
史
稿
、
四
百
四
十
〕
．
〔
消
史
列
博
‘
七
十
六
〕
．

〔
碑
偲
集
補
‘
十
七
〕
．
〔
清
豊
家
詩
史
‘
辛
‘
下
〕
。

【
黄
絣
山
】
g

焚
ウ
パ
ウ
山
名
。
浙
江
省
鎮
海
縣
の
東
北

海
中
。
別
名
は
黄
梅
山
・
黄
芽
山
‘
彊
人
島
。
大
小
敷
島

あ
る
も
‘
此
の
島
、
最
も
大
。

【
黄
伯
固
】
g
[
g

宋
、
将
架
の
人
。
字
は
徳
常
゜
孟
は

忠
簡
。
紹
熙
の
進
士
。
人
と
な
り
義
利
に
穀
に
‘
然
諾

13587 
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）
を
重
ん
ず
。
上
裔
縣
の
知
と
な
り
‘
奸
豪
屏
迩
す
。
兵
齋
・
長
梧
子
・
復
初
氏
・
抱
守
老
人
・
宋
塵
一
翁
・
廿
止
醒
後
、
二
女
と
輿
に
水
に
赴
き
死
す
。
〔
小
膜
紀
年
‘
十
豊
懸
志
〕

0

8

8

•
十
六
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
十
四
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
【
黄
文
靖
】
叩
焚
デ
五
代
‘
梁
の
金
郷
の
人
。
少
に
し
て

5

8
 

3
1

部
侍
郎
に
至
る
。
〔
南
宋
制
撫
年
表
‘
二
十
•
四
十
九
〕
。
人
・
半
恕
道
人
・
見
復
心
翁
・
編
巣
老
人
・
員
嬌
主
人
。
乾
一

3

＂
【
黄
伯
思
】
畑
芦
バ
宋
の
人
。
履
の
孫
。
字
は
長
容
。
別
字
隆
の
攀
人
。
官
は
分
部
主
事
。
蔽
書
を
喜
び
‘
宋
刻
百
餘
録
‘
七
〕
．
〔
小
脹
紀
偲
‘
六
十
四
〕
。
黄
巣
に
風
し
、
後
‘
太
組
に
蹄
順
す
。
北
‘
尭
郡
を
定
め
‘

1

26

は
臀
賓
。
自
ら
雲
林
子
と
琥
す
。
元
符
の
進
士
。
秘
書
郎
種
を
得
‘
其
の
室
に
題
し
て
百
宋
一
塵
と
い
ふ
。
士
證
【
苗
註
も
宅
]
g
"
汀
和
ウ
宋
、
滝
川
の
人
。
文
同
の
妻
姪
。
登
又
‘
累
り
に
晉
人
を
破
り
‘
蕃
将
を
檎
に
す
る
こ
と
百

を
授
け
ら
る
。
冊
府
の
蔵
書
を
縦
観
し
‘
寝
食
を
忘
る
。
居
叢
書
を
刊
し
‘
牧
蔵
家
に
重
ん
ぜ
ら
る
。
而
し
て
其
科
し
‘
戎
州
倅
に
任
ず
。
黄
庭
堅
‘
戎
州
に
貶
せ
ら
れ
‘
餘
。
左
龍
魏
使
に
累
遷
す
。
後
‘
太
祖
に
従
っ
て
北
征

，
 

7
 
4
 

（
性
‘
古
文
奇
字
を
好
み
‘
丼
器
款
識
‘
悉
く
能
＜
琲
正
の
蔵
書
は
後
に
注
士
鍾
•
楊
以
増
の
得
る
所
と
為
る
。
之
と
交
は
る
。
斌
老
‘
善
＜
竹
を
書
き
‘
庭
堅
に
其
の
横
す
る
も
、
罪
を
得
て
誅
殺
さ
る
。
〔
藷
五
代
史
‘
十
九
〕
。

―
し
‘
六
経
よ
り
子
史
百
家
に
及
ぶ
ま
で
精
究
せ
ざ
る
な
乾
嘉
の
際
‘
束
南
の
蔵
書
家
‘
士
幡
居
を
以
て
大
宗
と
竹
を
詠
ず
る
詩
あ
り
。
〔
書
搬
〕
。
【
苗
頁
文
賜
】
叩
翌
i

’
清
、
江
蘇
甘
泉
の
人
。
字
は
秋
平
。

し
。
書
を
善
く
し
、
詩
文
に
巧
に
‘
書
は
策
隷
楷
行
草
飛
為
し
、
光
緒
中
‘
播
岨
蔭
・
江
標
、
先
後
し
て
士
證
居
蔽
[
苗
葎
盃
洪
】
5

げ

i

ヽ
、
~

，
 

ふ
。
呉
王
夫
差
の
消
に
詞
曲
局
を
設
け
る
や
、
総
裁
を
授
け
ら
る
。
後
、
運
使

8
 
12

白
‘
す
べ
て
に
妙
絶
。
著
に
翼
騒
・
東
観
餘
論
・
文
集
が
書
題
践
記
を
刻
す
。
書
室
を
石
泉
古
含
・
求
古
居
・
紅
椒
河
の
中
流
。
も
と
小
金
山
と
い

あ
る
。
〔
宋
史
四
百
四
十
三
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
七
山
館
・
聯
吟
西
館
・
掬
掬
室
・
讀
未
見
書
齋
・
儀
宋
堂
・
學
宴
の
所
。
〔
常
州
府
志
〕
水
勢
直
下
而
盆
廣
‘
須
レ
此
以
曾
煉
題
禁
館
中
に
居
る
。
其
の
詩
は
清
越
高
潔
。
書
室

6
 
9
2
+
〕
．
〔
皇
宋
書
録
‘
中
〕
。
山
海
居
・
冬
憩
山
房
・
太
白
棲
・
太
白
堂
・
小
菱
直
館
・
小
砥
レ
之
‘
故
謂
二
黄
埠
敬
ぶ
琳
園
而
小
‘
上
有
―
―
佛
寺
五
風
帆
を
掃
垢
山
房
と
い
ふ
。
著
に
掃
垢
山
房
集
が
あ
る
。
〔
清

8
【
黄
伯
替
】
内
”
[
，
鳥
の
名
。
か
ら
う
ぐ
ひ
す
。
黄
鶯
。
千
頃
堂
・
養
括
軒
・
學
耕
堂
と
い
ふ
。
著
に
莞
言
印
須
集
左
右
‘
帯
以
―
―
垂
楊
五
風
景
頗
勝
。
史
列
博
‘
七
十
二
〕
。

〔
事
物
異
名
鋒
‘
禽
鳥
‘
捻
〕
詩
疏
‘
黄
鶯
‘
一
名
倉
庚
‘
一
か
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
七
十
二
〕
。
【
黄
復
圭
】
虚
7
7
9
[
[

ィ
元
‘
饒
州
安
仁
の
人
。
字
は
均
瑞
。
【
黄
乗
中
]
5

誇
5
'
{

ウ
清
‘
漢
軍
鍍
紅
旗
人
。
字
は
惟
一
。

名
駕
黄
‘
齊
人
謂
乏
博
爽
周
人
謂
-
―
之
楚
蕉
幽
州
謂
二
【
黄
飛
鵬
】
血
い
翠
清
、
連
江
の
人
。
嘉
慶
中
‘
李
長
庚
と
博
學
に
し
て
詩
を
以
て
著
は
る
。
至
正
中
‘
賊
に
屈
せ
官
は
康
熙
中
、
山
東
苑
縣
知
。
後
‘
御
史
よ
り
浙
江
巡
撫

之
黄
鵬
秦
人
訊
之
黄
栗
留
↓
淮
人
謂
1

一
之
黄
伯
努
、
又
禁
牽
を
央
攻
し
て
功
有
り
。
官
‘
廣
東
陽
江
鎖
穂
兵
に
至
ず
し
て
死
す
。
著
に
灼
瑞
集
か
あ
る
。
〔
新
元
史
‘
二
百
に
至
る
。

倉

度

爾

雅

作

―

―

商

庚

・

黄

麒

呂

氏

春

秋

作

―

―

黄

離

・

黄

る

。

〔

国

朝

著

獣

類

徽

‘

三

百

五

〕

．

〔

國

史

列

博

‘

八

十

〕

。

三

十

二

〕

。

【

黄

柄

厘

]

叩

勺

g
ウ
清
‘
餘
眺
の
人
。
琥
は
蔚
亭
。
同
治

栗
留
一
方
言
作
"
黄
離
留
i

函
史
作
―
―
黄
栗
流
↓
【
黄
匪
射
]
竺
況
「
ウ
後
梁
、
連
州
の
人
。
幼
よ
り
詩
名
【
黄
復
圃
】
国
芹
パ
元
‘
蘊
陵
の
人
。
字
は
仲
鏡
。
著
に
の
學
人
。
暦
算
の
學
に
精
し
く
、
左
宗
棠
が
浙
を
撫
せ

【
黄
撥
沙
】
密
昇
間
越
の
人
。
墓
の
園
を
見
て
能
く
吉
あ
り
。
光
啓
の
進
士
に
第
し
、
後
‘
梁
に
仕
へ
、
江
西
鍾
春
秋
経
疑
問
射
か
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
三
十
〕
。
し
時
‘
測
造
沿
海
経
緯
輿
圏
を
つ
く
る
。
寧
波
の
堺
志

凶
を
相
し
た
と
い
ふ
。
〔
書
蕉
、
黄
撥
沙
〕
問
越
黄
撥
沙
、
傭
幕
奏
記
を
掌
る
。
楚
王
馬
殷
‘
極
め
て
之
を
傾
慕
【
苗
谷
仝
映
】
面
焚
か
？
明
‘
輻
建
永
輻
の
人
。
字
は
維
章
。
精
含
に
就
い
て
浙
東
算
學
を
開
く
。
光
緒
中
、
會
典
を

善
視
レ
墓
書
一
レ
地
為
レ
圃
‘
即
知
仕
~
咎
一
因
琥
―
―
黄
撥
沙
一
す
。
〔
廣
東
通
志
〕
。
天
啓
の
進
士
。
官
は
山
腸
縣
の
知
。
崇
禎
中
‘
翰
林
院
績
修
す
る
や
‘
條
例
を
参
定
す
。
著
に
五
経
捷
算
・
黄
忠

【
黄
法
軽
】
密
悶
陳
‘
新
建
の
人
。
字
は
仲
昭
゜
溢
は
で
頁
必
呂
】
碑
昇
炉
ウ
宋
‘
晉
江
の
人
。
字
は
景
文
。
陳
淳
編
修
と
な
り
‘
後
‘
南
都
に
流
寓
し
て
終
る
。
著
に
詩
経
端
年
譜
・
黄
梨
洲
年
譜
．
誦
林
詩
略
か
あ
る
。

威
。
幼
時
‘
勁
捷
に
し
て
謄
力
有
り
、
日
行
二
百
里
、
三
に
従
學
し
‘
又
‘
陳
底
・
播
柄
に
切
磋
さ
る
。
嘉
定
中
‘
登
考
・
陶
詩
析
義
・
楚
辟
聴
直
・
緒
留
集
が
あ
る
。
〔
明
詩
紀

U
頁
勉
齋
】
血
鍔

T
黄
斡
(
!
6
0
)

を
見
よ
。

丈

を

距

躍

す

。

累

戦

し

て

功

有

り

、

平

南

将

軍

を

授

け

第

す

。

著

に

大

學

中

庸

講

稿

が

あ

る

。

〔

宋

元

學

案

‘

六

事

、

辛

、

十

八

〕

。

【

昔

袖

苫

阿

】

叩

”

09

ウ
’
地
名
。
廣
東
省
聰
江
の
下
流
。
陸

ら

る

。

封

は

義

腸

郡

公

。

豫

州

刺

史

を

以

て

致

仕

す

。

十

八

〕

。

【

黄

文

淘

i

】g
焚
乃
ユ
清
、
豊
城
の
人
。
字
は
雨
田
‘
又
‘
穀
海
軍
の
各
學
校
及
ぴ
砲
兵
工
廠
等
あ
り
。
港
内
は
水

〔
陳
書
‘
十
一
〕
．
〔
南
史
‘
六
十
六
〕
。
【
黄
百
家
]
枷
翌
炉
清
の
人
。
宗
義
の
子
。
字
は
主
一
。
亭
。
書
室
を
桃
穀
山
房
と
い
ふ
。
著
に
経
解
・
経
義
雑
深
く
‘
大
汽
船
の
碇
泊
地
と
な
る
。
商
業
地
。

【
黄
萬
頃
】
g
焚
戸
宋
、
同
安
の
人
。
字
は
景
度
。
紹
宗
穀
‘
宋
元
學
案
を
編
し
‘
未
だ
成
ら
ず
し
て
卒
し
、
百
著
・
童
子
問
・
敬
義
録
か
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
三
十
四
〕
。
【
苗
頁
楳
光
】
血
悶
炉
宋
‘
黙
の
人
。
字
は
元
暉
°
古
向
麗

興
の
進
士
。
官
は
雷
州
の
知
。
陛
射
し
て
馬
政
を
い
ふ
家
之
を
績
成
す
。
拳
法
を
喜
ぴ
、
王
来
咸
に
學
ん
で
其
【
苦
頁
文
政
】
5

焚
デ
〇
宋
‘
淮
の
人
。
蜀
に
戌
し
て
軍
潰
に
従
使
し
て
官
を
得
‘
吏
部
姪
第
一
に
及
第
‘
進
士
出

こ
と
甚
だ
悉
す
。
廉
州
・
墳
州
の
知
を
歴
て
‘
従
官
四
十
の
傭
を
得
‘
又
‘
梅
文
鼎
に
推
歩
法
を
問
ふ
。
著
に
内
え
、
開
道
よ
り
静
江
に
走
る
。
馬
堅
逸
へ
て
共
に
守
っ
身
を
賜
ひ
‘
監
察
御
史
左
司
諫
に
累
擢
さ
る
。
―
-
＿
省
吏

年
‘
封
殖
を
事
と
せ
ず
。
著
は
す
所
の
詩
文
敦
百
篇
。
古
家
拳
法
・
腔
獨
私
紗
・
王
劉
異
同
・
句
股
矩
測
解
原
・
幸
た
か
‘
城
破
れ
て
執
へ
ら
れ
、
大
訴
し
て
屈
せ
ず
。
元
軍
の
猥
多
に
し
て
其
の
大
弊
十
有
り
‘
一
切
革
去
せ
ん
こ

今
の
詩
話
を
集
め
て
筆
苑
を
作
る
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。
鉄
草
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
六
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
其
の
舌
を
断
ち
‘
之
を
制
朋
す
る
も
‘
死
に
及
ふ
ま
で
と
を
上
言
し
‘
徽
宗
卸
ち
之
を
騒
正
せ
し
む
。
保
京
其

【
英
萬
戸
】
g

乳
後
蜀
の
人
。
少
時
、
高
唐
観
道
士
と
六
十
八
〕
．
〔
國
朝
者
猷
類
徴
‘
四
百
四
〕
。
臀
を
絶
た
ず
。
〔
宋
史
‘
四
百
五
十
四
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
の
己
に
異
な
る
を
怒
り
、
為
に
符
賓
郎
に
左
遷
さ
れ
る

な
り
‘
六
丁
法
を
道
士
張
君
に
學
ぷ
。
常
に
一
鐵
鞭
を
【
苗
頁
百
知
{
】
5

器

[
:
O消
の
人
。
宗
炎
の
子
。
字
は
農
二
臼
七
十
四
〕
．
〔
宋
季
中
心
義
録
‘
六
〕
゜

0
明
‘
揺
建
長
架
も
‘
復
た
侍
御
史
を
授
け
ら
る
。
尋
い
で
昭
州
に
安
置

持
つ
て
疾
を
療
し
‘
諏
ち
瞼
あ
り
。
〔
＋
國
春
秋
〕
。
師
゜
幼
に
し
て
文
を
能
く
し
‘
瞥
を
業
と
す
。
嘗
て
西
湖
の
人
。
字
は
子
正
。
永
築
の
進
士
。
官
は
南
憂
御
史
。
後
、
さ
る
。
京
‘
致
仕
す
る
や
‘
復
た
、
虞
州
の
知
に
起
用
さ

【

黄

盤

鵬

】

呼

”

ウ

パ

ノ

衣

服

の

一

種

。

〔

海

録

砕

事

、

衣

の

濱

に

居

り

、

古

を

弔

う

て

感

傷

吟

詠

し

‘

卒

に

窮

餓

山

西

按

察

司

令

事

。

れ

‘

時

に

方

騰

歿

胤

の

後

に

常

り

、

霊

心

牧

養

し

、

直

畝

冠
服
用
‘
衣
服
〕
國
初
以
来
‘
賜
1
1

翠
毛
錦
長
襖
子
工
太
宗
し
て
死
す
。
著
に
素
問
難
経
本
草
注
・
意
江
緑
・
返
魂
【
丑
頁
文
晟
】
血
焚
5

ィ
宋
、
南
豊
の
人
。
字
は
世
成
。
廣
西
閣
を
授
け
ら
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
四
十
八
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘

改

墾

黄

盤

鴫

金

披

遺

事

。

香

・

詞

曲

・

稼

軒

詩

稿

が

あ

る

が

‘

皆

散

侠

す

。

O
清
‘
仁
通
志
に
は
黄
晟
‘
字
は
子
成
に
作
る
。
篤
學
高
行
‘
石
仙
一
百
十
九
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
ー
百
五
〕
。

【
黄
不
＿
烈
】
内
稔
清
英
縣
の
人
。
字
は
紹
武
（
紹
甫
）
。
和
の
人
。
字
は
榔
登
（
稚
登
）
。
薙
正
の
進
士
。
詩
を
能
＜
巖
の
東
に
結
薩
し
‘
壺
隠
と
自
署
す
。
世
人
‘
壺
隠
先
生
【
黄
輔
園
】
叩
昇
パ
宋
‘
浦
城
の
人
。
轍
の
子
。
字
は
應

又

‘

莞

圃

（

葵

夫

）

。

琥

は

復

翁

。

別

琥

は

倭

宋

居

士

。

又

‘

す

。

と

梢

す

。

嘗

て

朱

煮

・

陸

九

淵

と

學

を

論

ず

。

九

淵

捨

し

圏

。

元

豊

の

進

士

。

右

司

諫

と

な

り

‘

知

つ

て

言

は

ざ

求
古
居
士
・
知
非
子
・
癸
未
人
・
秋
清
逸
士
・
民
山
山
民
'
[
黄
斌
卿
】
g

琵
[
ィ
明
‘
箭
田
の
人
o

字
は
明
輔
o

官

て

日

vヽ
粋
然
た
る
其
の
容
ヽ
懇
然
た
る
其
の
中
ヽ
施
漬
る
は
無
し
o

起
居
含
人
に
抜
擢
せ
ら
る
o

命
じ
て
ヽ
-
冗
祐

獨
樹
逸
翁
・
縣
橋
小
隠
・
老
莞
・
葵
翁
・
見
獨
學
人
・
見
復
は
舟
山
参
将
。
輻
王
の
時
‘
江
北
糊
兵
。
封
は
威
歯
侯
。
え
ず
し
て
守
漁
ら
ず
と
。
〔
宋
元
學
案
‘
七
十
七
〕
．
〔
南
の
臣
僚
の
章
疏
を
閲
せ
し
め
‘
籍
し
て
姦
窯
と
な
さ
ん



(47926・・1319) (47926・ ・1357)

黄

部

黄

と
す
る
も
、
輔
國
‘
詔
を
奉
ぜ
ず
。
出
で
て
哀
州
に
知
と

な
る
。
大
観
の
初
‘
緬
・
泉
二
州
を
歴
知
し
‘
召
さ
れ
て

給
事
中
と
な
る
も
‘
赴
か
ざ
る
に
卒
す
。
〔
尚
友
録
‘

＋〕。

【
黄
輔
辰
】
叩
い
岱
消
‘
貴
筑
の
人
。
字
は
琴
嗚
。
道
光

の
進
士
。
吏
部
郎
中
に
累
擢
さ
る
。
咸
豊
中
‘
屯
田
輯

要
を
著
は
し
て
挟
撫
劉
蓉
に
贈
り
‘
遂
に
鳳
邪
道
に
抜

擢
さ
れ
て
其
の
事
を
督
し
、
期
年
に
し
て
田
十
餘
萬
畝

を
開
墾
す
。
書
室
を
小
酉
山
房
と
い
ふ
。
著
に
小
西
山

房
文
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
四
十
〕
．
〔
清
史
列
傭
‘

七
十
六
〕
．
〔
績
碑
博
集
‘
三
十
七
〕
。

【
黄
鳳
翔
】
g

認
ぷ
笞
明
、
晉
江
の
人
。
字
は
鳴
周
゜
盆

は
文
簡
。
隆
慶
の
進
士
第
一
。
官
は
修
撰
・
栂
部
侍
郎
。

後
、
南
京
栂
部
尚
書
に
至
る
。
〔
明
史
‘
二
百
十
六
〕
．

〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
三
〕
・
〔
明

名
臣
言
行
録
‘
七
十
四
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
、
二
十
二
〕
．

〔
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
五
十
一
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、

庚
‘
九
〕
。

【
黄
鳳
麟
】
g

読
竺
宋
、
江
夏
の
人
。
好
學
、
文
を
能
＜

し
‘
徳
行
を
以
て
梢
せ
ら
る
。
進
士
。
官
は
侍
御
史
・
比

部
員
外
郎
。
文
集
が
あ
る
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
黄
蓬
湖
】
g

喝
ウ
ホ
ゥ
湖
の
名
。
湖
北
省
洒
陽
縣
の
東
南

黄
蓬
山
の
右
。

【
黄
蓬
草
】g
認
ウ
ホ
•
ウ
草
の
名
。
ば
ら
よ
も
ぎ
。
〔
本
草
‘

蓬
草
子
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
又
有
,
,
黄
蓬
草
・
飛
蓬
草
↓

【
黄
蓬
山
】
g

ぢ
ウ
ャ
ウ
山
名
。
湖
北
省
洒
陽
縣
の
東
南
。

大
江
の
労
。
上
に
城
あ
り
、
一
名
、
部
月
城
。
〔
汚
賜
州

志
〕
山
上
有
,
,
石
震
峯
ぶ
翌
山
之
最
古
向
頂
石
其
右
為
1

一黄

蓬
湖
写
生
木
陳
友
諒
之
父
漁
1

一
於
其
地
店
冬
徐
壽
輝
陥
―
―

洒
陽
工
友
諒
起
1

一
兵
黄
蓬
ー
以
應
レ
之
。

【
黄
鵬
揚
】
g

認
炉
清
‘
晉
江
の
人
。
字
は
遠
公
。
順
治

の
攀
人
。
官
は
知
縣
。
著
に
讀
史
吟
評
・
史
評
耕
正
が
あ

る
【
黄
椒
材
】
g
魏
ア
清
‘
上
高
の
人
。
字
は
豪
伯
。
琥
は

得
一
齋
。
官
は
知
縣
。
地
理
測
量
の
術
に
熟
す
。
著
に
得

一
齋
雑
著
四
種
が
あ
る
。

【
黄
夢
炎
】
8

続
デ
宋
‘
瑞
州
新
昌
の
人
。
字
は
如
晦
゜

景
定
の
進
士
。
官
は
籟
縣
尉
・
饒
州
軍
判
官
。
少
よ
り

眺
勉
・
胡
仲
雲
・
劉
元
高
と
名
を
齊
し
く
し
、
錦
江
の
四

俊
と
琥
せ
ら
る
。
嘗
て
輿
に
書
庫
に
至
り
、
籍
を
借
り
、

一
覧
し
て
焚
き
、
各
紙
を
具
し
て
獣
疏
す
る
に
‘
織
悉

し
て
遺
漏
無
し
。
〔
尚
友
録
‘
十
〕
。

【
黄
夢
斡
]
g
界
ゲ
元
‘
慈
硲
の
人
。
震
の
子
。
字
は

軌
勉
。
沈
潜
好
學
‘
宋
亡
ん
で
仕
へ
ず
。
父
を
奉
じ
て

講
學
せ
ん
と
欲
し
‘
尋
い
で
卒
す
。
〔
宋
元
學
案
‘
八
十

六〕。

【
黄
木
廠
】
g
翌
匁
ク
地
名
。
一
名
、
神
木
廠
。
北
京
廣

渠
門
外
。
〔
消
一
統
志
〕
。

【
黄
本
駿
】
g
鰐
5

清
、
湖
南
寧
郷
の
人
。
字
は
虎
疑
。
道

光
の
拳
人
。
官
は
教
諭
。
書
室
を
三
長
物
齋
と
い
ふ
。
著

に
聖
域
述
聞
・
鎌
山
脂
雪
等
二
十
五
種
が
あ
る
。
〔
清
史

列
傭
‘
七
十
三
〕
。

【
黄
鳴
傑
】
岡
パ
り
デ
清
、
合
肥
の
人
。
字
は
季
侯
。
嘉

慶
の
進
士
。
主
事
よ
り
浙
江
巡
撫
に
累
官
し
、
消
介
以

て
自
ら
持
し
‘
尤
も
水
利
に
留
心
し
‘
杭
嘉
湖
河
道
を

治
む
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
日
九
十
八
〕
。

【
黄
嗚
俊
】
g
店
翌
／
明
、
背
田
の
人
。
字
は
啓
旬
。

萬
暦
の
進
士
。
官
は
聰
部
主
事
。
右
餃
都
御
史
。
浙
江

を
巡
撫
す
。
〔
南
張
繹
史
拙
遺
‘
二
〕
・
〔
小
膜
紀
年
‘

八〕。

【
黄
野
人
】
翌
翌
晉
の
仙
人
。
葛
洪
の
門
弟
。
常
に
葛

洪
に
従
っ
て
其
の
側
を
離
れ
ず
。
其
の
登
仙
の
後
‘
羅

浮
の
某
‘
岩
石
中
に
遺
し
た
仙
丹
を
獲
見
し
、
一
粒
を

服
し
て
地
上
の
仙
人
と
な
つ
て
長
生
す
。
嘗
て
某
の

羅
浮
山
に
遊
ぶ
や
‘
紺
毛
穂
身
を
蔽
ひ
‘
一
衣
を
も
蔽

は
ざ
る
人
現
は
れ
、
雲
来
萬
嶺
動
‘
雲
去
天
一
色
、
長
笑

雨
―
一
臀
‘
空
山
秋
月
白
の
歌
を
歌
つ
て
去
る
。
飩
つ
て

人
に
問
へ
ば
、
こ
れ
黄
野
人
な
り
と
い
ふ
。
〔
王
垢
‘
績

文
献
通
考
〕
。

【
黄
養
正
】
岡
閤
ヤ
明
‘
瑞
安
の
人
。
名
は
蒙
。
字
を

以
て
行
は
る
。
官
は
永
築
中
、
中
書
含
人
。
後
、
太
常

少
卿
。
性
‘
端
謹
滝
博
。
詩
文
に
巧
。
正
統
中
、
土
木
の

嬰
に
死
す
。
〔
明
史
‘
一
百
六
十
七
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘

二
百
十
二
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
五
十
三
〕
・
〔
國
朝
列
卿

記
、
二
日
三
十
五
〕
．
〔
明
名
人
傭
‘
十
二
〕
。

【
黄
輿
堅
】
呼
閃
清
、
太
倉
の
人
。
字
は
庭
表
。
琥
は
忍

奄
．
願
學
齋
。
順
治
の
進
士
。
康
熙
中
‘
鴻
博
に
試
し
‘
編

輯
を
授
け
ら
れ
‘
賛
善
に
累
遷
す
。
書
を
善
く
し
詩
に

巧
゜
著
に
忍
i

奄
集
が
あ
る
。
呉
偉
業
‘
嘗
て
婁
東
十
子
詩

を
選
ぴ
‘
輿
堅
を
以
て
冠
と
為
す
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八

十
九
〕
．
〔
清
史
列
側
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
百

二
十
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
八
〕
．
〔
消
豊
家
詩
史
‘

甲
、
下
〕
．
〔
清
代
學
者
象
傭
‘
一
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初

編
‘
六
〕
．
〔
鶴
徴
録
‘
二
〕
．
〔
己
未
詞
科
録
‘
三
〕
。

【
黄
輿
迪
】
内
認
宋
の
人
。
善
＜
墨
竹
を
豊
く
。
〔
鵞

椒〕。

[
黄
用
中
】
畑
認
5

ュウ

0
宋
の
人
。
介
の
子
。
母
元
兵
に

捕
へ
ら
れ
、
こ
れ
を
求
め
る
こ
と
十
年
、
卒
に
こ
れ
を

得
て
飩
る
。
州
里
‘
黄
孝
子
と
梢
す
。
〔
宋
史
、
四
百
五
十

二
〕
゜
●
明
‘
閻
縣
の
人
。
字
は
道
行
。
琥
は
古
山
。
詩
書

鵞
に
巧
゜

【
黄
沃
棠
】
g
昇
炉
清
、
香
山
の
人
。
字
は
蔭
亭
。
諸
生
。

豊
・
詩
に
巧
゜
著
に
楚
溜
草
が
あ
る
。

[

i

頁
翼
升
】
兜
翌
ョ
ウ
清
‘
湘
郷
の
人
。
字
は
昌
岐
。
盆

は
武
靖
°
咸
翌
中
‘
曾
國
藩
水
軍
を
創
練
し
‘
洪
楊
軍
を

禦
ぐ
や
‘
命
じ
て
戦
船
を
造
る
を
監
せ
し
む
。
後
、
偏

師
を
統
し
‘
湖
南
北
・
九
江
・
安
慶
に
轄
載
す
。
淮
揚
水

師
を
増
設
す
る
や
、
総
統
を
授
け
ら
る
。
遂
に
別
に
一

轍
を
立
て
、
安
慶
に
克
ち
、
江
蘇
を
援
け
‘
長
江
水
師
提

督
に
累
官
す
。
毎
戦
身
を
以
て
先
ん
じ
つ
つ
‘
寸
膚
を

も
傷
つ
け
ず
。
時
に
幅
将
と
稽
せ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
四

百
二
十
一
〕
．
〔
清
史
列
偲
六
十
〕
．
〔
績
碑
傭
集
‘
五
十

三
〕
・
〔
中
興
将
帥
列
偵
‘
二
十
八
下
〕
。

[
黄
翼
聖
】
5

琵
ヤ
明
、
太
倉
の
人
。
字
は
子
利
。
諸
生

官
は
安
吉
州
の
知
。
晩
年
‘
蓮
蕊
棲
を
築
き
、
自
ら
蓮
蕊

居
士
と
梢
す
。
性
‘
古
銅
磁
器
及
び
宋
刻
古
書
を
好
む
。

清
と
な
つ
て
以
後
、
門
を
杜
し
出
で
ず
し
て
卒
す
。
〔
明

人
小
博
‘
四
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
七
十
〕
．
〔
小
脹
紀
博
、
五
十

六
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
三
十
三
〕
・
〔
啓
顧
野
乗
二
集
‘

五
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
十
九
〕
。

【
黄
洛
城
】
曲
砂
窃
ク
地
名
。
殷
の
孤
竹
國
の
都
城
。
伯

夷

・

叔

齊

の

生

地

。

河

北

省

凍

縣

。

「

北

。

【
黄
維
河
】
g
幌
ウ
ラ
ク
鎖
の
名
。
安
徽
省
無
為
縣
の
東

【
黄
琉
璃
】
g
”
ヴ
ウ
リ
ウ
竹
篭
(
8
-
2
5
8
4
1
:
 2
8
5
)

の
異
梢
。

〔
事
物
異
名
録
‘
器
用
、
競
〕
山
堂
律
考
‘
唐
鄭
墾
以
―
―
竹

粟
贈
碑
愈
「
愈
詩
日
‘
一
府
傭
看
二
黄
琉
璃
↓

【
黄
立
極
】
叩
％
が
ヨ
ク
明
‘
元
城
の
人
。
字
は
中
五
。
萬

暦
の
進
士
。
官
は
褪
部
侍
郎
。
天
啓
中
‘
帳
部
尚
書
‘
兼

東
閣
大
學
士
。
已
に
し
て
首
輔
と
な
り
、
後
‘
建
極
殿

大
學
士
。
後
‘
逆
案
に
よ
り
落
職
す
。
〔
明
史
‘
三
百

九
九
三

六
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
三
百
五
十
四
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百

二
十
五
〕
．
〔
崇
禎
閣
臣
行
略
〕
．
〔
崇
禎
五
十
宰
相
博
〕
。

【
黄
栗
酉
】
5

認
ウ
リ
／
鳥
の
名
。
か
ら
う
ぐ
ひ
す
。
〔
毛
詩

草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘
黄
鳥
子
飛
〕
黄
鳥
‘
黄
鵬
団
也
‘
或

謂
乏
黄
栗
皿
云
云
‘
喘
更
甚
熟
時
ぶ
企
仁
桑
間
ぶ
瓜
里

語
日
、
黄
栗
酉
看
レ
我
‘
変
黄
荏
熟
否
‘
亦
是
應
レ
節
趨
レ

時
之
鳥
也
。
〔
王
安
石
、
詩
〕
山
下
飛
鳴
黄
栗
謳
‘
渓
邊
飲

啄
白
符
鳩
。

【
黄
良
佑
】
⑮
認
や
ウ
明
‘
休
寧
の
人
。
字
は
履
詳
。
隠
徳

あ
り
。
瞥
を
業
と
す
。
著
に
本
草
類
方
・
麻
痘
認
法
等
が

あ
る
。

【
黄
龍
士
】
兜
か
ゲ
清
‘
俄
徴
の
人
。
名
は
霞
。
一
の

字
は
月
天
。
亦
を
善
く
し
、
康
熙
中
｀
卯
聖
と
楢
せ
ら

る
【
黄
零
草
】
g
”
匹
；
薬
草
の
名
。
意
草
(
9
-
3
1
9
6
8
:
 

1
0
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
薫
草
‘
零
陵
香
〕
秤
名
、
意
草
、
香

草
‘
燕
草
‘
黄
零
草
。

【
黄
黎
猷
】
g

屁
グ
宋
の
人
。
劉
牧
に
易
を
學
ぶ
。
著
に

績
鉤
隠
園
・
略
例
儀
・
室
中
記
師
隠
訣
か
あ
る
。
〔
宋
元

學
案
‘
-
―
〕
゜

【
黄
黎
薦
]
g

い
認
草
の
名
。
は
ま
ゆ
ふ
。
〔
本
草
‘
木
黎

薦
〕
繹
名
‘
黄
黎
鷹
。

【
黄
魯
曾
】
g
闊
'
[
明
‘
呉
縣
の
人
。
字
は
得
之
。
琥
は
中

南
山
人
。
正
徳
中
‘
郷
に
學
げ
ら
る
。
著
に
績
呉
中
往
哲

記
・
雨
漢
博
聞
・
南
華
合
璧
集
が
あ
る
。
〔
列
朝
詩
集
小

傭
丁
‘
上
〕
。

【
黄
魯
直
】
g

悶
5

ク
宋
の
人
。
黄
庭
堅
(
1
2
6
0
)

を
見
よ
。

[
黄
舗
砂
忘
吟
ウ
ロ
硫
黄
の
一
名
。
石
硫
黄
゜
〔
本
草
‘

石
硫
黄
〕
繹
名
‘
硫
黄
‘
黄
硫
砂
‘
黄
牙
‘
開
侯
‘
将
軍
。

【
黄
嶽
道
人
】
竺
砂
乃
清
‘
張
習
孔
(
4
|
9
8
1
2
 :
 
1
1
 

5
4
)

の
琥
゜

【
黄
頷
小
兒
】
g

認
苔
/
小
兒
を
い
ふ
。
〔
北
史
‘
雀

悛
傭
〕
神
武
葬
後
‘
悛
又
騒
言
‘
黄
頷
小
兒
堪
地
更
重

任
1

不
、
云
云
‘
文
襄
猜
レ
怒
日
、
黄
頷
兒
何
足
レ
秤
也
。

【
黄
向
訪
主
】
滋
芯
名
ャ
‘
ウ
蒙
求
の
標
題
。
後
漢
の
黄

向
‘
路
に
て
金
嚢
を
拾
得
し
、
主
を
訪
ひ
て
還
し
た
故

事
。
〔
蒙
求
‘
下
‘
黄
向
訪
主
〕
酋
注
云
、
後
漢
黄
向
‘
豫
章

人
也
‘
嘗
行
於
レ
路
拾
―
―
得
金
嚢
五
り
訪
な
主
還
レ
之
。

【
黄
渠
河
塘
】
B

ぢ
匁
，
地
名
。
湖
北
省
襄
陽
縣
の
北
。

黄
渠
河
の
南
岸
。
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【
黄
御
史
集
】
g

衿
ウ
ギ
ヨ
/
書
名
。
＋
巻
‘
附
録
一
巻
。

唐
‘
黄
淫
撰
。
原
集
久
し
く
侠
し
、
此
の
本
は
宋
人
の
重

編
す
る
と
こ
ろ
。
其
の
目
は
賦
―
巻
、
五
言
古
詩
一
巻
、

七
言
律
詩
一
巻
、
五
言
排
律
一
巻
‘
碑
記
銘
一
巻
‘
墓
誌

銘
・
祭
文
共
一
巻
、
書
・
啓
共
一
巻
、
序
・
讚
・
雑
文

共
一
巻
。
附
録
一
巻
は
昭
宗
賓
録
·
蒲
陽
志
•
五
代
史

補
・
丹
鉛
継
録
の
一
節
を
記
す
。
〔
四
庫
提
要
、
集
‘
別

集
類
〕
。

【
黄
快
丁
銀
】
曲
琵
↑
”
ウ
ィ
租
税
銀
雨
を
運
漕
す
る
船

の
持
主
か
ら
‘
毎
年
牡
丁
に
交
付
す
る
口
錢
゜
〔
六
部
成

語
‘
戸
部
‘
黄
快
丁
銀
、
注
解
〕
漕
船
有
に
呂
有
レ
私
、
云

云
、
有
ご
籾
船
;
臼
巴
黄
快
船
ェ
其
管
船
之
戸
‘
毎
年

應
レ
交

1-T
口
銀
雨
↓

【
黄
央
獅
林
】
8

埼
穴
ブ
ヶ
，
秋
に
な
っ
て
林
樹
の
枝
薬

が
黄
色
の
し
ぽ
り
色
に
な
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
白
居
易
、

没
1

一
太
湖
書
レ
事
寄
―
―
微
之
1

詩
〕
黄
央
顧
林
寒
有
レ
葉
‘

碧
琉
璃
水
浮
無
レ
風
。

【
黄
后
之
井
】
5

衿
9
9
,

？
中
央
の
井
。
〔
管
子
‘
幼
官
〕

飲
―
―
於
黄
后
之
井
百
以
1

一
慄
獣
之
火
ー
襲
。
〔
纂
詰
〕
手
知

章
云
‘
中
央
井
也
。

【
黄
氏
日
紗
】
g

焚
的
書
名
。
九
十
四
巻
。
宋
‘
黄
震

撰
。
此
の
書
も
と
九
十
七
巻
‘
凡
そ
讀
孝
経
・
讀
論
語
・

讀
孟
子
・
讀
毛
詩
・
讀
尚
書
・
讀
周
易
各
一
巻
‘
讀
春
秋

七
巻
‘
讀
謁
記
十
六
巻
‘
讀
周
證
．
讀
三
傭
．
讀
孔
氏
書
各

一
巻
‘
讀
諸
儒
書
十
三
巻
‘
讀
史
五
巻
、
讀
雑
史
・
讀
諸

子
各
四
蓋
讀
文
集
十
巻
。
合
し
て
六
十
八
巻
‘
皆
筆
に

随
つ
て
箭
記
し
‘
已
の
意
を
以
て
断
ず
。
其
の
他
経
義

を
解
説
す
る
に
‘
或
は
諸
家
を
引
き
来
つ
て
朱
子
を
翼

け
‘
或
は
朱
子
を
捨
て
て
諸
家
を
取
り
、
奄
も
門
戸
の

見
を
持
せ
ず
‘
取
る
べ
き
を
取
り
‘
捨
つ
可
き
を
捨
て
‘

頗
る
公
平
の
見
解
有
り
。
六
十
九
巻
以
後
は
‘
震
の
雑

文
を
輯
め
た
も
の
で
、
申
明
・
公
移
・
講
義
・
策
問
・
書
・

記
・
序
・
題
践
・
啓
・
祝
文
・
祭
文
・
行
状
・
墓
誌
銘
の
十
三

類
に
分
つ
。
八
十
一
•
八
十
九
・
九
十
二
の
三
巻
を
訣

v
、
故
に
現
存
す
る
者
は
九
十
四
巻
。
〔
四
庫
提
要
、

子
‘
催
家
類
〕
。

【
黄
車
使
者
】
g

焚
勺
ャ
漢
‘
虞
初
(
9
-
3
2
7
2
3
:
 9
1
)
 

を
い
ふ
。
方
士
侍
郎
と
な
つ
て
車
に
乗
り
‘
黄
衣
を
衣

て
ゐ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
虞
初
周
説
‘
九
百

四
十
三
篇
‘
河
南
人
也
、
武
帝
時
、
以
1

一
方
士
侍
郎
証
竺

黄

部

黄

黄

'―― 

き
い
ろ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鮭
‘
黄
色
也
。

冤
】
如
い
/
〔
龍
寵
手
鑑
〕
徒
毘
切
字
3

璽
●
昌

【
昔
溢

ク

ヴ

ヴ

黄
(
1
2ー

4
7
9
2
6
)

に
同
じ

黄
車
使
者
一

【
黄
尋
飛
錢
】
8

[

5

勺
ノ
蒙
求
の
標
題
。
黄
尋
は
初
め

貧
し
か
っ
た
が
‘
或
る
時
大
風
雨
あ
り
、
錢
盛
に
散
飛

し
‘
黄
導
の
家
の
垣
に
躙
れ
て
無
散
に
落
ち
、
急
に
其

の
富
が
藪
千
萬
に
至
っ
た
故
事
。
〔
蒙
求
、
下
‘
黄
尋
飛

錢
〕
幽
冥
鋒
・
海
陵
‘
黄
尋
先
貧
‘
因
二
大
風
雨
一
散
"

飛
錢
至
―
―
其
家
こ
四
羅
回
誤
落
者
無
散
‘
餘
慮
皆
拾

得
、
富
至
藪
千
萬
一

【
黄
琢
山
房
】
g

”
勺
”
ク
清
‘
呉
瑣
(IO
ー

3
3
6
5
:
 1
3
0
)
 

の
室
名
。

【
黄
茂
梧
妻
]
虚
バ
認
モ
ゴ
清
の
人
。
顧
若
環
(
1
1
0
ー

4
3
6
8

9

:

 2
8
5
)
を
見
よ
。

【
黄
履
岳
妻
】
8

砕
吋
ガ
ク
消
の
人
。
呉
正
粛
(
2
-
3
3
6
5

:
 6
9
8
)

を
見
よ
。

[
抽
レ
黄
射
レ
白
】
g

⑳
芹

g

黄
や
白
の
美
し
い
色
を

配
合
す
る
。
巧
に
四
六
耕
備
の
文
を
作
る
こ
と
を
い

ふ
。
〔
柳
宗
元
‘
乞
巧
文
〕
眩
耀
為
レ
文
‘
瑣
砕
排
偶
‘
抽
レ

黄
封
レ
白
‘
喰
睛
飛
走
。
〔
書
言
故
事
、
文
章
類
〕
稲
―
―
駅
偏

之
王
抽
レ
黄
封
レ
白
。

【
黄
給
諫
遺
稿
】
8

豆
0707

キ
フ
？
書
名
。
一
巻
。
明
、
黄
絨

撰
゜
凡
て
文
一
首
、
詩
八
首
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
黄
氏
補
注
杜
詩
】
翌
謗
公
書
名
。
杜
工
部
集
(
6
-

1
4
4
7
7
 :
 3
1
4
)

の
参
考
書
を
見
よ
。

雪
一
ー
五
饗
〕

飩

飴

歎

航

膳

飩

翫

期

貼

訴

粧

き
い
ろ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
翫
‘
黄
色
也
。

【翫】
g

ヵ
ヴ
〔
龍
寵
手
鑑
〕
口
浪
切
卿
i

因因

日
□
き
。
き
い
ろ
。
蹟
(
1
2
|
 4
7
9
5
0
)

に
同
じ
。

〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
嗣
‘
黄
也
。
〔
集
韻
〕
飩
‘
黄
色
。
〔
集

韻
〕
精
‘
黄
色
‘
或
炊
レ
屯
。

冦】如
□ 日
トドト
ンンン

集
韻
〕
他
昆
切

〔
集
韻
〕
徒
渾
切

碩】如タン
績
(
1
2
-
4
7
9
5
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
積
‘
黄
色
‘
或
作
レ
膳
。

日
□
き
。
き
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
航
、
博
雅
‘
黄
也
。

日
ヵ
ヴ
ヵ
ヴ
ガ
ヴ

冦】”ロ

〔
集
韻
〕
寒
剛
切

〔
集
韻
〕
口
浪
切

闘圏

た
け
き
さ
ま
。
武
勇
の
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
歎
‘
武
勇

貌
。
〔
班
固
‘
十
八
侯
銘
‘
将
軍
舞
陽
侯
奥
噌
銘
〕

歎
歎
将
軍
‘
威
蓋
不
レ
嘗
゜
〔
注
〕
歎
歎
‘
武
勇
貌
。

冠】
g

久
ワ
ヴ
〔
字
彙
〕
姑
黄
切
闘

冨】亨
き
。
き
い
ろ
。
〔
玉
篇
〕
齢
‘
黄
色
。
〔
集
韻
〕
齢
、

博
雅
‘
黄
也
。
〔
素
問
‘
六
元
正
紀
大
論
〕
其
穀
玄

齢
。
〔
注
〕
齢
‘
黄
也
。

キ
ン
コ
ン

〔
集
韻
〕
居
吟
切

餞

0
き
。
き
い
ろ
。
通
じ
て
酎
(
5
|
1
3
5
2
8
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
財
‘
黄
色
‘
通
作
レ
酎
゜
〔
穀
梁
‘
荘
‘

二
十
三
〕
證
‘
天
子
諸
侯
勁
堡
、
大
夫
倉
‘
士
懃
°

〔
注
〕
粧
‘
黄
色
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
〕
柑
績
塞
レ

耳
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
粧
‘
黄
色
也
。
●
の
べ
る
。
＜

り
ひ
ろ
げ
る
。
〔
馬
融
‘
長
笛
賦
〕
猶
以
三
皇
聖

哲
懇
竺
〔
注
〕
善
日
、
粧
‘
猶
迄
演
也
。

O
鮭
(
1
2
|
 

4
7
9
4
0
)

の
謡
字
。
〔
説
文
長
箋
〕
鮭
‘
翠
作
レ
懃
゜

【
粧
盆
】
1

ぢ
ま
し
ひ
ろ
げ
る
。
壻
盆
゜
〔
馬
融
‘
長
笛

賦
〕
若
然
六
器
者
、
猶
以
三
一
皇
聖
哲
懃
盆
↓
〔
注
〕
善
日
‘

鮭
猶
レ
演
也
、
銑
曰
‘
駐
、
猶
1

一
増
盆
1

也。

【
懃
績
】
2

八
炉
耳
あ
て
。
黄
色
の
綿
を
丸
と
し
、
冠
の
雨

邊
に
垂
れ
て
耳
の
穴
を
塞
ぐ
。
王
者
が
不
急
の
こ
と
を

宜】如
ト
ヴ
〔
集
韻
〕
他
口
切

OO

＞
 

ソ

右

又

t'ou3

き
い
ろ
。
〔
字
彙
〕
斯
‘
黄
色
。

冨】
[

[

9

[

ク
〔
字
彙
〕
恥
格
切
詞 虹囲

小

日

□

0
う
す
き
い
ろ
。
た
ま
こ
い
ろ
。

占菟姦
〔
説
文
〕
鮎
‘
白
黄
色
也
‘
炊
レ
黄
占
臀
゜

〔
段
注
〕
白
色
之
散
而
黄
也
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕

貼
、
漫
黄
色
。
●
き
い
ろ
。
或
は
餞
(
1
2
ー

4
7
9
5
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
貼
‘
黄
色
‘
或
八
レ
箋
゜

冨】徊
日
テ
ン

□
セ
ン

〔
集
韻
〕
他
兼
切

〔
集
韻
〕
将
先
切

冠】如

冒

IEY
――

ヵ
ヴ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
翫
、
＿
音
坑
゜

九
九
四
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黄

部

〔
六
ー
八
驚
〕

鮪

疑

鮭

歎

括

趙

餃

隣

蛭

歎

歎

罷

績

静

馘

鞘

綻

餞

簸

難

願

韻

九
九
五

ケ
イ
ヱ
日

【
鮭
】
～
昂
＇
ワ

〔
集
韻
〕
戸
瓦
切

〔
集
韻
〕
玄
圭
切

圃甕

冨
】
〖

き
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
疑
‘
黄
色
。

シ，ヨ，ウ

〔
集
韻
〕
諸
應
切

圏
願面割

〔
集
韻
〕
古
射
切
駆

小
日
口
国
國
き
い
ろ
。
青
黄
色
。
或
は
馘

黄
策
(
1
2ー

4
7
9
7
4
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
翻
‘

青
黄
色
也
‘
八
レ
黄
有
臀
゜
〔
段
注
〕
青
色
散
而
黄

也
。
〔
集
韻
〕
鮪
‘
黄
色
‘
或
ハ
レ
戎
。

篇
】
〖 日
ク
ワ
イ

□
ヰ久
ワ
イ

国
グ
ワ
イ

國
久
ワ
イ

〔
集
韻
〕
胡
討
切

〔
集
韻
〕
虎
猥
切

〔
集
韻
〕
利
軌
切

＇E-ー
罷
か
ざ
ら
ん
こ
と
を
戒
め
る
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
博
〕
冤
而

前
し
旋
、
所
―
―
以
蔽
＂
明
、
懃
績
充
レ
耳
、
所
↓
ー
以
塞
』
聴
゜
〔
注
〕

如
淳
日
‘
謂
下
以
レ
玉
為
レ
填
、
用
―
―
懃
績
一
縣
d

之
也
、
師
古

曰
、
如
説
非
也
、
懃
、
黄
色
也
、
績
、
綿
也
、
以
二
黄
綿
1

為レ

丸
、
用
レ
組
懸
1

一
之
於
晃
盃
垂
雨
耳
傍
釜
い
不
―
―
外
聴
一
也
。

〔
後
漢
書
、
輿
服
志
下
〕
帝
垂
1

一
懃
績
↓
〔
注
〕
呂
枕
日
、
粧
‘

黄
色
也
‘
黄
綿
為
レ
之
‘
褪
緯
日
、
旅
垂
レ
目
‘
績
塞
レ
耳
、

王
者
示
元
＇
レ
聴
レ
議
、
不
乙
覗
レ
非
也
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕

夫
君
レ
人
者
、
粧
績
塞
レ
耳
。
〔
注
〕
綜
曰
‘
懃
績
‘
言
T

以

l-

黄
綿
大
如
＂
丸
、
懸
―
冠
柄
邊
―
常
レ
耳
、
不

4

欲
nl

妄
聞
二
不

急
之
言
一
也
。
〔
張
蘊
古
、
大
賓
蔵
〕
雖
る
元
旋
蔽
＂
目
‘
而

視
1

一
於
未
尼
雖
―
―
耐
績
塞
」
耳
‘
而
聴
↓
伝
於
無
臀
↓
〔
白
居

易
鰈
國
築
詩
〕
懃
績
否
塞
為
爾
皐
玉
螺
一
吹
椎
髯

循。

冠
】
呵
チ
義
未
詳
。
〔
五
―
音
篇
海
〕
蛭
‘
昔
軽
。

冨

】

如

ト

ン

一字。

蹟
(
U
l
-
4
7
9
5
0
)

に
同
じ
。
〔
康
煕

字
典
〕
醇
‘
按
、
静
・
積
義
同
‘
疑
即

【
隕
】

g

昔
義
未
詳

〔
字
彙
〕
隣
‘
見
下
劉
子
政
請
二

雨
華
山
賦
釜
日
義
鉦
炉
考
。

霰】四
か
ば
い
ろ
。
赤
黄
色
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
餃
‘
赤
黄
―
【
績
】
畑

色
也
。

テ
ン
デ
ン

〔
龍
寵
手
鑑
〕
直
廉
切

瓢

〔
集
韻
〕
他
根
切
苧

古

x

}

t'uen1 

□
タ
ン
〔
集
韻
〕
他
官
切
牢
g

日
口
き
。
き
い
ろ
。
或
は
純
(
1
2
|
 4
7
9
3
2
)
•

横

(
1
2
-
4
7
9
3
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
績
、
黄
色
‘
或

炊
レ
屯
。
〔
集
韻
〕
績
‘
黄
色
‘
或
作
レ
横
゜

日
ト
ン

＇昌

煽
(
7
-
1
9
5
4
8
)
に
同
じ
。
〔
集

冦

】

徊

韻

〕

煽

、

明

兒

‘

或

作

レ

態

。

【
態
朗
】
1

”
窃
て
り
か
が
や
い
て
あ
き
ら
か
。
光
明
。

〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
或
鬼
桑
而
複
陸
、
或
態
朗
而
拓
落
。

〔
注
〕
翰
日
、
趙
朗
、
光
明
也
。

ク
，
ヮ
ゥ

う
す
ぎ
。
あ
さ
ぎ
。
〔
集
韻
〕
話
‘
黄
白
也
。

●
き
い
ろ
。
或
は
談
(
1
2
ー

4
7
9
5
6
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
蹂
‘
黄
色
‘
或
炊
レ
炎
。
●
か
ば
い
ろ
。
赤
黄

色
。
〔
廣
韻
〕
歎
‘
婢
蒼
云
、
赤
黄
色
。

【邑叩
テ
ン

〔
集
韻
〕
他
年
切

oo

〔
集
韻
〕
持
廉
切
陶
』

日
□
き
い
ろ
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
歎
‘
黄
色
。

シ
4
「
ウ

シ
4-

日
ト，ウ

目
ツ

霰
孟

囲

〔
集
韻
〕
他
綜
切
甲
g

〔
集
韻
〕
昌
嵩
切

小
●
か
ば
い
ろ
。
赤
黄
色
。
〔
説
文
〕
歎
、

歎
豪
赤
黄
色
也
、
少
黄
央
臀
。
●
な
れ
る
。

人
を
轄
ん
じ
あ
な
ど
る
さ
ま
。
押
(
7
|
2
0
3
2
9
)
 

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
散
‘
段
借
為
レ
押
。

〔
説
文
〕
歎
、
一
日
、
軽
―
―
傷
人
五
歎
拘
也
。

小

日

口
l

国
も
え
ぎ
。
も
え
ぎ
い
ろ
。
鮮

豪
明
な
黄
色
。
〔
説
文
〕
鮭
‘
蘊
明
黄
色

鮭
也
、
ハ
レ
黄
圭
臀
゜
〔
集
韻
〕
鮭
、
料
鮭
‘
黄
也
。

〔
集
韻
〕
胡
卦
切
国
i-

ク
ヴ
ィ

ゲ
国

【
罷
】
徊
ヶ
ィ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
罷
‘
昔
軽
゜

冠

】

畑

77
ク

霰】叩
ケ

ン

〔
集
韻
〕
馨
兼
切
顕
〖

II
員直＿

冨

】

可

ク

，

各

＂

戸

い

i

[

[

ぃ↑
oじ
。
〔
五

眉
】
〖
ク
，
ワ
ゥ
＂
い
い
,
"
＂
し
げ
い

O〔
集

【難】
B

エ，ウ

曜
(
1
1
-
1
4
2
2
7
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
難
‘
輿
』
曙
同
。

【談】喚
テ
ン

歎
(
1
2
-
4
7
9
4
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蹂
、
或
ハ
レ
炎
。

日
貼
(
1
2
ー

4
7
9
3
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
貼
‘
黄
色
、

或
八
レ
箋
。
口
き
。
き
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
餞
、
廣
雅
、
黄

也
。
〔
校
正
〕
案
、
繹
器
下
未
レ
見
。

5

巳
セ
ン

メ
ン

【
賤
】
畑
ロ
ペ
ン

〔
集
韻
〕
美
琲
切
芦
g

き
。
き
い
ろ
。
〔
廣
韻
〕
綻
、
黄
也
。

厖】叩
テ
ン
〔
廣
韻
〕
張
廉
切
回
l

う
す
き
い
ろ
。
皮
の
淡
黄
色
。
〔
篇
海
〕
難
、
皮

淡
黄
也
。

【
鞘
】
〖
戸
ク
〔
篇
海
〕
七
略
切
圏

わ
う
だ
ん
。
黄
疸
病
。
〔
篇
海
〕
絨
、
黄
病
也
。

【
馘
】
〖
イ
〔
篇
海
〕
養
里
切
面
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罐
(
1
0
-
3
8
3
7
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

冨
】
〖
キ
補
〕
屈
此
字
見

1繹
典
中
「
随
函
云
、

か
ほ
い
ろ
が
急
に
き
ば
む
。
〔
玉
篇
〕
顛
、
面
急

顛
顛
也
。

【

顛

】

亨

ウ

ン

〔
玉
篇
〕
云
粉
切
戸
〗

O
藤
の
一
種
。
〔
玉
篇
〕
蹟
‘
藤
層
、
以
織
也
。

O

又
‘
踏
(
1
2
-
4
7
9
5
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
韻
‘
藤

陽
‘
可
二
用
織
芦
五
―
ヰ
日
集
韻
〕
顔
、
同
レ
蹟
゜

曾

泣

昇

，

ゥ

〔

玉

篇

〕

胡

統

切

圏

小
●
黒
黄
色
。
〔
説
文
〕
繭
、
黒
黄
色
也
、

薮
炊
レ
黄
樹
臀
。

O
き
。
き
い
ろ
。
〔
廣

稀
雅
、
繹
器
〕
踏
、
黄
也
。
〔
商
子
、
禁
使
〕
清
朝
日
端
。

●
人
名
。
〔
集
韻
〕
嗣
、
一
説
‘
穀
錮
、
梁
四
公
子

名
。

冨

】

g

タ
ン

〔
集
韻
〕
他
官
切
面
i

＂胄直＿

碩

】

g

久
ワ
，
ウ
＂
ぽ
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
績
、
同
レ

冨
】
如
キ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
緋
‘
昔
輝
゜

冨
i】
〖
チ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
縦
、
音
馳
゜

黄

部

〔
八
ー
＋
―
-
薔
〕

冨

学

タ

ン

脇
(
1
1
0
-
4
7
9
6
3
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鞘
‘
俗
脇
字
。

【
馘
】
5

ク
ワ
イ
[
[
"
戸
い
い
。
〔
集

冨
】
〖
社
(
1
2
-
4
7
9
3
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
脆
‘
卑
ハ
レ
懃
同
。

卜・ウ

冨

】

g

熊
(
7
ー

1
9
2
9
4
)

の
古
字
。
〔
字
彙
〕

難
、
古
文
熊
字
。

ユ，ウ

【韻】
E

ウ
ン

顛
(
1
2
-
4
7
9
6
5
)

に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
韻
、
廣
韻
、
同
ら
顛
。

卵
の
き
み
。
〔
集
韻
〕
敢
‘
卵
中
黄
゜

霰
】
〖
，
＇
露
集
韻
〕
胡
光
切
＇
醐

r
X尤
h
u
a
n
g
2

霞

Ii温

【
編
】
亨

ヘ
ン
・
セ
ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
編

必
連
切
、
又
心
浅
切
。

懃
(
1
2
-

4
7
9
3
7
)

に
同
じ
。
〔
載

冨

温

國

‘

趙

策

〕

令

"

'

韓

陽

但

上

窯

之

守
断
粧
芸
注
〕
元
作
レ
懸
、
字
書
無
1

一此字↓

ト
ぶ
ツ

冨

】

如

タ

ン

合
加
作
-
―
輝
字

饂
(
1
2
-
4
7
9
6
3
)

の
識
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
饂
、
脇
字
之
識
。

き
。
き
い
ろ
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
繹
、
黄
也
。
〔
玉

篇
〕
輝
、
黄
色
。

【
四
畔
]
畑
セ
ン

〔
集
韻
〕
歯
善
切
芦
〖

”
瓢
言
且

【
糠
】
〖
ク
悶
＂
い
戸
筐
玉
鏡
〕
鎌
、
音

冨
]
[
久
ワ
，
ウ
＂
庄
〔
五
昔
篇
海
〕
線
、
＿
音

冠
芦
パ
ク
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
穀
‘
昔
其

冨
芦
’

附

(
5
ー

1
3
5
2
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

ト
ウ

補
〕
嗣
、
同
レ
鞘
。

日
□
●
き
。
き
い
ろ
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
膠
‘
黄
也
。
●

も
え
ぎ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
膠
、
草
色
也
。

O
黄
色

の
人
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
膠
、
一
曰
、
黄
色
人
。

日
ラ
ヴ
〔
集
韻
〕
魯
皓
切
碑

ロ
ロ
ヴ
〔
集
韻
〕
郎
到
切
認
g-

【膠】
[

-

7

9

[

璽
鴫
胃
―
―

蹴

嗣

輯

嗣

蹟

顛

輝

饂

難

編

散

顛

鼈

掘

馘

鞘

謬

嗣

躾

線

練

欝

敲

輯

膝

儀

●
ま
な
び
や
。
學
含
゜
〔
集
韻
〕
僕
‘
學
含
゜
〔
後
漢

書
‘
儒
林
博
序
〕
乃
更
修
云
玄
宇
↓
〔
注
〕
説
文
日
‘

羮
學
也
。
〔
王
先
謙
集
解
〕
錢
大
所
日
、
案
‘
説

文
無
―
―
此
文
一
徐
絃
以
レ
燥
為
二
俗
書
↓
〔
禁
襄
‘

士
伸
二
知
已
賦
〕
遠
陶
二
聖
世
ぶ
ノ
歯
二
郷
羮
↓
〇

通
じ
て
横
(
6ー

1
5
5
9
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
羮
、
通

作
レ
横
゜
〔
後
漢
書
、
飽
竪
博
、
徳
乃
修
―
―
起
横
含
「

注
〕
横
‘
學
也
、
字
亦
作
レ
繰
゜

【
僕
宇
】
1

t

ヮ
＇
，
ま
な
ぴ
や
。
學
校
。
學
含
。
貴
校
。
僕
堂
。

〔
後
漢
書
、
儒
林
傭
序
〕
順
帝
成
竺
誓
舗
之
言
丁
乃
更
修
↓
1

費
宇
一
凡
所
孟
逗
構
―
二
百
四
十
房
‘
千
八
百
五
十
室
、

自
レ
是
消
學
噌
盛
、
至
乞
一
萬
餘
生
一
〔
北
史
、
儒
林
偶
序
〕

雖
廣
宇
未
笠
‘
而
経
術
禰
顕
。

[
像
校
】
2

読
’
霙
宇
に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
戴
逸
傭
〕
古
之

建
レ
國
、
有
―
―
明
堂
辟
碓
之
制
一
郷
有
1

一
痒
序
覺
校
之
儀
一
》

〔
宋
書
‘
文
帝
紀
〕
（
元
嘉
十
九
年
）
＋
二
月
丙
申
‘
詔
曰
‘

冤】
a
,
'
汀

集
韻
〕
胡
盲
切
甲
3-

r
x
L
 hung' 

n
昌
E
――

き
い
ろ
。
〔
字
彙
補
〕
膝
、
黄
色
。

冦
】
〖デテ
ンン

直

占

切

願

〔
捜
慎
玉
鏡
〕

祠畑
輯゚

燻
(
7
ー

1
9
1
8
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
煙
、
説
文
、
煙
渾
也
、
亦
作
レ

ク，ワーウ

病
む
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
絨
、
病
兒
゜

【
馘
】
畑
久
ワ
イ
〔
集
韻
〕
古
封
切
孵

九
九
六
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黄

部

〔
十
二
了
ー
十
六
聾
〕

費

膝

隔

観

醜

繍

黍

部

黍

九
九
七

冠

】

年

[
9
7
ク
〔
字
彙
補
〕
七
略
切
圏

冠

】

一

フ

ヴ

"

[

戸

[
f
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

云
云
、
闊
里
往
経
―
―
寇
乱
一
費
校
残
毀
。

【
霙
學
】
3

五
匁
學
校
。
〔
後
漢
書
‘
仇
覧
傭
〕
農
事
既
畢
、

乃
令
n

一
子
弟
塁
居
‘
還
就
1

一
僕
學
↓

[
讃
宮
】
4

訪
＂
學
校
。
〔
廣
陽
雑
記
〕
今
以
レ
學
作
玉
玄

宮
「
其
字
於
レ
古
無
レ
撮
、
考
1

一
白
虎
通
五
諸
侯
之
學
日
玉
頂

宮
ぶ
十
者
象
玉
之
項
也
、
是
羮
嘗
レ
為
レ
墳
‘
字
書
雖
レ

牧
1

一
像
字
一
而
説
文
甚
琲
―
―
其
非
一
論
レ
字
者
嘗
T

以,,
説

冬
為
占
正
。
〔
故
事
成
語
考
、
宮
室
〕
像
宮
・
膠
序
、
乃
郷

學
之
稽
゜
〔
輻
恵
全
書
、
典
栂
部
‘
貨
典
考
試
〕
将
レ
見
二
霙

宮
沖
水
、
皆
著
我
撲
械
之
賢
↓

【
羮
教
】
5
[
g
'
ウ
學
校
教
育
。

【
羹
山
】
6

乃
山
名
。
山
東
省
溜
川
縣
の
東
北
。
古

の
黄
山
。
山
上
に
鄭
康
成
祠
が
あ
る
。
一
名
、
繰
堂
嶺
゜

石
炭
を
産
す
。
〔
太
平
襄
宇
記
〕
像
山
、
相
傭
、
鄭
康
成

注
1

一
詩
書
↓
棲
1

一
渥
於
此

:4有
-
―
古
井
示
＇
レ
渇
、
獨
生
-
1

細

草
↓
葉
似
レ
薙
‘
謂
1

一
之
書
帯
草
ぢ
冗
史
‘
張
榮
偵
〕
金
季
、

山
東
墓
盗
蜂
起
‘
榮
率
1

一
郷
民
占
竺
清
南
霙
堂
嶺
一

【
霙
室
】
7

扮
9

ウ
學
校
を
い
ふ
。
燥
宇
(

1

)

に
同
じ
。
校

室
。
〔
唐
彦
謙
、
送
1

一
奥
培
司
業
蹄
＞
朝
詩
〕
霙
室
青
衿
盛
、

渠
門
火
柿
揚
。

【
馨
含
】
8

グ
唸
ま
な
ぴ
や
。
校
含
゜
學
校
。
〔
北
史
、
儒
林

博
序
〕
開
―
―
費
含
盃
竺
學
徒
↓
〔
北
史
‘
儒
林
上
、
劉
蘭

博
〕
為
立
二
僕
含
{
m
竺
徒
二
百
↓

【
霙
序
】
，
乃
學
校
。
序
も
學
校
。
〔
朱
窯
‘
齋
居
感
興

詩
〕
聖
人
司
1

一
教
化
玉
繰
序
育
1

一
群
材
一
〔
幡
恵
全
書
‘
刑
名

部
、
問
擬
〕
已
列
沼
霙
序
↓

【
僕
堂
]
1
0

翌
ま
な
ぴ
や
。
儀
含
に
同
じ
。
〔
余
靖
、
文

廟
記
〕
筵
開
―
―
贄
堂
「
以
登
師
儒
五
局
列
1

一
校
室
冨
以
来
l
-

褐
秀
↓

【
霙
門
客
】
11

認
勺
；
讀
書
人
。
〔
還
魂
記
‘
榜
下
〕
黄

門
藷
是
燥
門
客
、
藍
抱
新
作
紫
抱
仙
。

小
〇
き
び
。
五
穀
の
一
。
貼
り
け
の
少

術
蔽
い
の
を
噂
と
呼
ぶ
に
封
し
て
、

Jii
り

け
の
多
い
の
（
も
ち
き
び
）
を
い
ひ
‘
又
、
雨
者
を

通
じ
て
い
ふ
。
〔
説
文
〕
黍
、
禾
陽
而

Iii者
也
、
届
―

大
贅
而
撞
‘
故
謂
1

一
之
黍
ず
八
レ
禾
雨
省
臀
‘
孔
子

曰
、
黍
可
レ
為
レ
酒
、
故
炊
―
―
禾
入
＞
水
也
。
〔
段
注
〕

九
穀
孜
日
、
以
レ
禾
況
レ
黍
‘
謂
n
一
黍
為
―
―
禾
陽
而

Iii

者
盃
夜
謂
ユ
念
胚
黍
圏
而
不
レ

Iii者
一
也
‘
禾
陽

冨
】
畑
＇
ン
，
ヨ

集
韻
〕
賞
呂
切
芦
四

＞
 

戸

x
s
h
u
3
 

黍

部

冨

】

”

ヘ，ウ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
醜
‘
昔
票

霞
闘
饗
i
[―

冨
】
亨
ク
，
ワ
ゥ
＂
木
詳
。
国
―
ヰ
日
篇
海
〕
繍
‘
昔

n
目曰――

冦
】
亨
ズ
イ
義
未
詳
。
〔
五
＿
音
篇
海
〕
賎
、
音
瑞

う
す
き
い
ろ
。
皮
の
淡
黄
色
。
〔
字
彙
補
〕
歴
‘
皮

淡
黄
也
。

而
粘
者
黍
、
禾
隔
而
不
レ
貼
者
壌
‘
封
文
異
、
散
文
【
黍
飴
】
3

い
ョ
き
ぴ
で
作
っ
た
あ
め
。
〔
後
漢
書
、
證
儀

則
通
倫
‘
黍
謂
乏
禾
屡
要
レ
之
皆
非
レ
禾
也
、
今
志
〕
黍
飴
‘
載
以
禾
阻
覆
以
疏
布
↓

【
黍
柱
】
4

ぢ
き
ぴ
だ
ん
ご
。
〔
四
民
月
令
〕
冬
至
之
日
‘

薦
―
―
黍
樵
ェ
先
薦
,
,
元
冥
盆
以
及
―
―
祗
禰
―
)

山
西
人
、
無
レ
論
-
―
貼
輿
示
＇
舷
統
呼
之
ー
曰
疇

菱
太
原
以
東
、
則
呼
鮎
者
―
貸
黍
子
「
不
レ
貼
【
黍
丘
】
6
}
0
3

地
名
。
河
南
省
夏
邑
縣
の
酉
〔
左
氏
、

者

為
1

疇
子
一
黍
宜
ぶ
グ
酒
、
為
―
―
羞
邊
之
餌
脊
一
哀
‘
七
〕
彊
言
―
―
覇
説
於
曹
伯
「
曹
伯
従
レ
之
‘
乃
背
レ
晉
而

為
中
酷
粥
溢
烹
且
レ
為
レ
飯
、
云
云
、
大
、
術
字
也
‘
云
奸
に
木
‘
宋
人
伐
レ
之
、
晉
人
不
レ
救
、
築
五
邑
千
其
郊
一

云
、
依
面
約
細
岬
故
込
一
字
一
此
説
一
字
彪
之
旦
黍
丘
・
揖
丘
・
大
城
・
鍾
甕

【
黍
禾
】
7

わ
き
び
。
禾
黍
゜
〔
白
虎
通
、
八
風
〕
涼
風

至
‘
黍
禾
乾
。
〔
裟
鼎
‘
跛
防
判
封
〕
且
漑
且
糞
、
長
,
,
我

異
説
也
、
凡
―
否
孔
子
旦
者
、
通
人
所
レ
博
、
以
―

黍
禾
ぶ
E

レ
提
為
レ
防
‘
制
為
,
,
畜
泄
一

禾
入
＞
水
、
不
レ
見
1

一
其
必
為
＞
酒
、
故
先
二
雨
省
瞥

之
限
而
禾
入
レ
水
會
意
之
説
次
レ
之
、
今
之
隷
書
【
黍
谷
】
8

ち

O
戦
國
の
人
。
椰
術
(11ー
3
9
5
6
2
:
 7
)
 

則
炊
―
―
禾
入
＞
水
、
不
レ
炊
二
雨
省
↓
〔
儀
幡
、
特
牲
を
い
ふ
。
黍
谷
に
居
た
こ
と
が
あ
る
の
で
い
ふ
。
●
を
見

饒
食
藉
〕
佐
食
博
レ
黍
授
レ
祝
゜
〔
注
〕
獨
用
レ
黍
ょ
。
〔
北
史
、
文
苑
博
序
〕
滝
中
・
稜
下
‘
八
儒
三
墨
之
異
、

漆
園
・
黍
谷
、
名
法
兵
農
之
別
。

0
山
名
。
河
北
省
密
雲

縣
の
西
南
。
又
‘
燕
谷
・
寒
谷
と
い
ふ
風
洞
が
あ
り
、
洞
口

者
、
食
之
主
。
〔
證
‘
曲
證
下
〕
黍
日
郷
合
↓
〔
祖
‘

は
風
氣
凜
冽
で
あ
る
。
〔
清
一
統
志
〕
劉
向
別
録
‘
燕
有
二

内
則
〕
黍
稜
゜
〔
注
〕
黍
、
黄
黍
也
。
〔
管
子
、
軽

重
己
〕
黍
者
穀
之
美
者
也
。
〔
本
草
‘
黍
〕
集
解
、
黍
登
地
美
而
寒
、
不
レ
生
五
穀
;
卿
子
居
レ
之
、
吹
レ
律

時
珍
曰
‘
黍
乃
稜
之
粘
者
、
亦
有
―
―
赤
白
黄
黒
藪
而
温
氣
生
‘
藷
有
郷
術
祠
エ
竺
山
上
→
藷
志
、
亦
名
疵
~

種
正
誤
‘
頌
日
、
粘
者
為
レ
杭
、
可
1

一
以
醸
＞
酒
、
北
谷
山
↓
亦
謂
―
―
之
寒
谷
こ
缶
心
賦
‘
寒
谷
豊
黍
、
吹
レ
律
以

暖
レ
之
‘
是
也
、
山
有
1

風
洞
↓
洞
口
風
氣
凜
冽
‘
盛
夏
不
二

敢
入
＾
鬱
清
‘
錢
朝
鼎

(11ー
4
0
5
6
3
:
 3
9
5
)

の
琥
゜

人
謂
為
黄
米
↓
亦
日
1

一
黄
襦
↓
不
レ
粘
者
為
レ
黍
‘

〖
黍
谷
居
士
〗
，
ぢ
；
清
、
周
春(
2
|3
4
4
1
 :
 2
6
8
)
 

可
レ
食
。
〔
齊
民
要
術
‘
黍
椋
〕
氾
勝
之
日
、
黍
者
暑

也
、
種
者
必
待
レ
暑
。

0
度

量

衡

の

基

本

鼠

位

。

古

‘

の

舅

「

の

別

麓

一
黍
の
直
径
を
一
分
‘
―
一
千
四
百
黍
の
容
量
を
一
〖
黍
谷
山
樵
〗

1
0
i祖忠
清
、
呉
麟
(
1
0
1
3
3
6
5
 :
 4
0
7
)
 

合
、
百
黍
の
童
量
を
一
誅
と
し
た
。
〔
漢
書
、
律
〖
黍
谷
山
房

]
1
1
ぢ
芯
清
‘
呉
麟
（

2
-
3
3
6
5
:
 4
0
7
)
 

の
室
名
。

、
【
黍
莱
】
12

ク
ョ
き
び
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
自
l

―
唐
子
之

歴
志
上
〕
度
者
‘
分
寸
尺
丈
引
也
‘
云
云
‘
-
（
黍
）

短
＞
臣
也
、
以
レ
身
蹄
レ
君
、
食
―
―
蜀
象
↓
飯
,
,
黍
莱
一

為
二
分
ご
云
云
‘
量
者
、
愉
合
升
斗
料
也
‘
云
云

本
起
応
黄
鐘
之
愈
云
云
‘
以
二
子
穀
拒
黍
中
者
【
黍
字
】

13．
ク
ョ
清
‘
呂
師
源
(IO
ー

3
3
8
6
:
 2
1
0
)

の
字
。

千
有
―
一
百
玉

9
其
倉
盆
緊
井
水
一
準
1

一
其
築
ニ
_
【
黍
穣
】

14グ
炉
き
び
が
ら
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
九
、
乃
使
T

會
為
レ
合
、
云
云
‘
櫂
者
‘
誅
雨
斤
鈎
石
也
‘
云
云
‘
型
以
―
―
桃
阿
先
祓
迄
項
‘
注
〕
莉
、
黍
穣
゜
〔
宣
和
遺
事
後

本
起
於
黄
鐘
之
重
「
一
裔
容
1

一
千
二
百
黍
砿
十
集
〕
夜
餌
竹
粟
侍
衛
人
取
―
―
茅
及
黍
穣
作
レ
烙
‘
輿
―
―

―
一
帝
』
炉
坐
‘
向
レ
火
本
き
明
。

【
黍
尺
】
1
5
5
戸
黍
百
粒
を
累
ね
た
長
さ
。
一
尺
の
標
準

―
一
錬
‘
雨
レ
之
為
レ
雨
‘
二
十
四
錬
為
祠
。
参
三
升

と
す
る
長
さ
。
〔
漢
書
‘
律
歴
志
上
〕
度
者
、
云
云
、
本

を
容
れ
る
酒
器
。
〔
呂
覚
‘
櫂
動
〕
操
―
黍
酒
―
而

進
レ
之
。
〔
注
〕
酒
器
受
三
二
升
[
]
レ
黍
゜
起
廣
鐘
之
長
百
ぞ
子
穀
拒
黍
中
者
二
黍
之
廣
‘
度
レ

【
黍
i

奄
】
1
[
'

祖
清
‘
憚
日
初
(
4
ー

1
0
8
5
7
:
 1
1
)

の
琥
゜
之
九
十
分
‘
黄
鐘
之
長
‘
一
為
二
分
一
十
分
為
レ
寸
｀
十

【
黍
馳
】
2

し
ョ
き
ぴ
の
か
ゆ
。
〔
證
、
内
則
〕
黍
馳
。
〔
注
〕
寸
為
レ
尺
。
〔
｛
木
史
‘
律
歴
志
四
〕
自
1

一
前
世
一
以
来
‘
累
レ
黍

馳

、

粥

。

為

レ

尺

以

製

レ

律

‘

云

云

‘

照

以

↓

―

樅

黍

―

累

レ

尺

‘

暖

以

二

横

13593 



(47991・・16) (47994) 

棗
累
レ
尺
‘
云
云
、
保
信
黍
尺
、
以
レ
長
為
レ
分
。
〔
山
堂
考
酷
新
堅
野
難
肥
‘
茅
店
甜
歌
送
,
,
落
暉
↓

索
〕
指
尺
之
輿
JI

黍
尺
―
一
也
、
黍
有
―
―
巨
細
五
故
尺
有
1

一
長
【
黍
品
臥
】
2
3
[
g

き
ぴ
の
め
し
。
〔
貰
休
、
春
晩
書
―
―
山
家

雙
先
儒
以
JI

黍
之
巨
者
1

積
而
為
レ
寸
‘
則
子
1

一
膚
指
示
＇
＞
屋
壁
―
詩
〕
柴
門
寂
寂
黍
飯
馨
゜

合
、
於
レ
是
有
JI

指
黍
二
尺
之
辮
云
謂
下
圭
璧
之
用
隠
―
―
指
【
黍
米
】
24

ぢ
き
び
の
資
。
〔
本
草
‘
黍
〕
集
解
、
弘
景
日
、

尺
冠
晃
尊
葬
之
用
隅
中
黍
尺
盆
豆
其
然
乎
。
北
人
作
一
黍
黍
飯
方
薬
一
醸
―
―
黍
米
酒
一
皆
用
丘
仇
黍
一
也
。

【
黍
杭
】

16芦
き
ぴ
と
も
ち
あ
は
。
〔
管
子
、
地
員
〕
黄
〔
唐
書
、
五
行
志
一
〕
細
如
―
―
絲
髪
ぶ
＾
如
二
黍
米
↓

唐
鉦
炉
宜
也
‘
唯
宜
→
―
黍
秘
也
。
〔
管
子
、
軽
重
丁
〕

H

至
〖
黍
米
酎
〗

2
5お
？
酒
の
名
。
〔
齊
民
要
術
、
菜
麹
〕
黍

百
H
‘
黍
秘
之
始
也
。
〔
晶
沖
之
、
東
陽
山
人
僻
居
詩
〕
米
酎
法
、
亦
以
―
―
正
月
一
作
、
七
月
熟
、
浮
―
―
治
麹
摺
末
↓

夜
山
多
闘
黍
五
肱
田
「
碧
淡
東
流
汲
JI

春

譴

一

【

黍

苗

]
2
6

お

O
黍
の
苗
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
黍
苗
〕
冗
冗
黍

【
黍
稜
]
1
7

紗
／
も
ち
き
ぴ
と
う
る
ち
き
ぴ
。
〔
書
‘
君
陳
〕
苗
‘
陰
雨
膏
レ
之
、
悠
悠
南
行
、
召
伯
努
レ
之
。
〔
播
岳
、
在
1

一

我
聞
、
日
‘
至
治
馨
香
、
感
二
子
紳
明
云
黍
稜
非
レ
馨
、
明
徳
懐
縣
ー
作
詩
〕
租
栽
粛
仔
仔
、
黍
苗
何
離
離
。
〔
顔
延
之
、

惟
馨
゜
〔
書
‘
盤
庚
上
〕
惰
農
自
安
、
不
n

一
昏
ー
ー
作
努
禾
＇
レ
服
―
還
至
1

一
梁
城
一
作
詩
〕
木
石
扁
―
―
幽
闊
一
黍
苗
延
1

一
高
墳
↓

田
畝
云
越
其
岡
レ
有
1

一
黍
稜
↓
〔
書
、
酒
詰
〕
妹
土
、
嗣
二
爾
股
〇
詩
経
、
小
雅
‘
魚
藻
之
什
の
篇
名
。
幽
王
及
ぴ
群
臣
が

肱
一
純
其
藝
,
,
黍
稜
↓
〔
詩
‘
唐
風
‘
鴇
利
〕
王
事
靡
レ
蓋
、
不
レ
宣
王
・
召
伯
の
恩
澤
の
業
を
行
ふ
能
は
ざ
る
を
刺
る
の

能
レ
藝
-
―
黍
稜
↓
〔
周
帳
、
夏
官
、
職
方
氏
〕
正
西
日
二
碓
州
一
詩
。
一
説
に
‘
宣
王
が
申
伯
を
謝
に
封
じ
、
召
伯
に
命
じ

云
云
‘
其
畜
宜
1

一
牛
馬
正
其
穀
宜
玉
盆
竺
云
云
‘
河
内
日
1

一
て
城
邑
を
管
ま
せ
た
時
‘
召
伯
に
李
ゐ
ら
れ
て
南
行
し

翼
州
享
竺
云
‘
其
畜
宜
1

一
牛
羊
↓
其
穀
宜
―
―
黍
稜
一
〔
儀
礎
、
た
徒
役
が
作
っ
た
詩
。
〔
詩
、
小
雅
‘
黍
苗
序
〕
黍
苗
、
刺
JI

士
昏
證
〕
饂
ー

f
房
中
↓
醸
醤
二
豆
‘
蒲
酷
四
豆
‘
兼
巾
レ
幽
王
一
也
、
不
レ
能
羞
日
―
―
潤
天
下
盃
卿
士
不
レ
能
缶
2

二
召
伯

之
‘
黍
稜
四
敦
‘
皆
蓋
。
〔
證
、
内
則
〕
黍
稜
稲
梁
。
〔
國
語
、
之
職
一
焉
。
〔
集
博
〕
宣
王
封
↓
―
申
伯
於
謝
一
命
―
―
召
穆
公
一

晉
語
四
〕
諺
日
、
黍
稜
無
レ
成
、
不
レ
能
レ
為
レ
榮
゜
〔
曹
植
、
往
尽
竺
城
邑
一
故
蒻
一
徒
役
ー
南
行
、
而
行
者
作
―
―
此
言
↓

贈
―-
T儀
訂
〕
黍
稜
委

J
I疇
隅
;
辰
夫
安
所
レ
獲
゜
〔
王
〖
黍
苗
若
レ
仰
―
―
陰
雨
―
〗
涸
～
只
夕
"
"
ウ
ヲ
黍
の
苗
が

菜
従
軍
詩
〕
雛
鳴
逹
―
―
四
境
玉
黍
稜
盈
―
―
原
疇
↓
雨
を
待
ち
望
ん
で
天
を
仰
い
で
ゐ
る
の
に
似
て
ゐ
る
。

〖
黍
稜
非
レ
馨
〗
げ
％
ぢ
”
ニ
ア
ラ
ズ
神
に
供
へ
る
黍
稜
が
恩
に
浴
せ
ん
こ
と
を
望
む
こ
と
の
切
で
あ
る
喩
゜
〔
國

か
ん
ば
し
く
て
神
を
感
ぜ
し
め
る
の
で
は
無
い
。
神
を
語
、
晉
語
四
〕
子
餘
使
久
ム
子
賦
―
―
黍
苗
亨
子
餘
曰
、
重
耳

感
ぜ
し
め
る
の
は
‘
人
の
明
徳
の
力
だ
と
の
意
。
〔
書
‘
之
叩
レ
君
也
、
若
＝
一
黍
苗
之
印
1

一
陰
雨
1

也
。
〔
注
〕
黍
苗
、
亦

君
陳
〕
我
聞
、
日
、
至
治
馨
香
、
感
二
子
神
明
↓
黍
稜
非
レ
小
雅
、
道
1

＝
邪
伯
述
レ
職
、
努
―
―
来
諸
侯
1

也。

馨

‘

明

徳

惟

馨

。

【

黍

蓬

】

27

芯
草
の
名
。
〔
爾
雅
、
繹
草
〕
薦
、
黍
蓬
゜
〔
祁

【
黍
｛
雪
一
】
18

芦
桃
の
異
名
。
以
レ
黍
雪
レ
桃
(
3
6
)

を
見
よ
。
鯰
行
義
疏
〕
薦
黍
蓬
者
、
説
文
、
薦
、
獣
之
所
レ
食
丼
‘
古

〔
王
安
石
、
移
,
,
桃
花
玉
少
裔
秀
老
一
詩
〕
攀
レ
條
弄
レ
芳
者
紳
人
以
薦
二
遺
黄
帝
ご
広
云
‘
鄭
樵
通
志
、
以
,
,
彫
蓬
―

塁

碗

晩

五

」

見

黍

雪

盤

中

毛

。

為

,

,

彫
胡
云
黍
蓬
為
―
―
野
交
盃
楊
懺
厄
言
以
、
蓬
有
1

一
水
陸

【
黍
薦
】
19

ぢ
黍
幹
で
作
っ
た
産
。
〔
宣
和
遺
事
後
集
〕
二
種
元
彫
蓬
乃
水
蓬
、
彫
菰
是
也
‘
黍
蓬
乃
旱
蓬
、
青
科

用
1

一
黍
薦
1

巻
レ
之
、
共
捜
レ
之
而
去
、
帝
哭
愈
哀
、
不
―
―
敢
是
也
‘
云
云
‘
此
二
説
並
無
―
―
依
撼
玉
蓬
乃
嵩
類
、
興
二
交
・

出
』
瞥
、
恐
,
,
監

者

喝

＂

之

。

菰

1

別
。
〔
通
志
、
昆
晶
草
木
略
‘
草
類
〕
黍
蓬
者
、
野
菱

【
黍
稲
]
2
0

し
＂
き
び
と
い
ね
。
〔
津
荘
、
早
検
詩
〕
早
霧
也
、
不
レ
能
レ
結
レ
｛
貫
‘
惟
堪
―
―
薦
藉
五
故
日
レ
薦
。

濃

於

雨

「

田

深

黍

梢

低

。

【

黍

民

】

28

衣
蚊
の
異
名
。
〔
中
華
古
今
注
、
牛
亭
問
疑
〕

[
黍
豚
】
21

ぢ
黍
と
豚
。
〔
藉
、
王
制
〕
庶
人
春
薦
レ
非
、
玄
駒
、
何
也
、
答
曰
、
河
内
人
見
レ
有
1

一
人
馬
散
千
萬
玉
皆

夏
薦
レ
褒
、
秋
薦
レ
黍
、
冬
薦
レ
稲
、
非
以
レ
卵
‘
萎
以
レ
魚
‘
如
―
―
黍
米
函
巫
動
往
来
、
従
レ
早
至
レ
暮
‘
家
人
以
レ
火
燒
レ

黍
以
レ
豚
‘
稲
以
＞
贋
゜
〔
説
苑
、
脩
文
〕
秋
薦
―
―
黍
豚
:
令
之
、
人
皆
蚊
納
、
馬
皆
成
1

一
大
蟻
T

故
呼
二
蚊
納
[
]
二
黍

薦

栢

雁

↓

辰

蟻

玄

駒

也

。

【
黍
酷
】

22~"

【
黍
離
】
29

し
ョ
詩
経
‘
王
風
の
篇
名
。
東
周
の
大
夫
が
行

き
ぴ
で
作
っ
た
酒
。
〔
陸
溜
、
雑
題
詩
〕
黍

黍

部

黍

〔
三
登
〕

数

籾

黎

役
し
て
鍋
京
を
過
ぎ
、
周
の
宗
廟
宮
室
が
毀
畷
し
て
ゐ

る
の
を
見
、
初
復
し
て
作
っ
た
詩
。
〔
詩
、
王
風
、
黍
離

序
〕
黍
離
、
閲
孟
示
周
一
也
、
周
大
夫
行
レ
役
、
至
,
,
於
宗
周
↓

過
―
故
宗
廟
宮
塵
盛
為
,
,
禾
黍
面
閲
1

一
周
室
之
顛
覆
｛
祐

復
不
レ
忍
レ
去
而
作
―
―
是
詩
一
也
。
〔
鄭
注
〕
宗
周
‘
鍋
京
也
‘

謂
乏
西
鳳
周
王
城
也
、
謂
―
―
之
東
周
一
幽
王
之
乱
‘

而
宗
周
滅
、
平
王
東
遷
、
政
遂
微
弱
、
下
列
1

一
於
諸
侯
↓

〔
向
秀
、
思
藷
賦
〕
歎
11

黍
離
之
懲
ワ
周
分
、
悲
1

一
褒
秀
於
殷

雙
〔
曹
植
、
情
詩
〕
溺
者
歎
11

黍
離
ぶ
g
者
歌
1

一
式
微
↓
〔
陸

機
‘
携
亡
論
下
〕
萎
秀
無
,
,
悲
レ
殷
之
思
云
黍
離
無
幽
炉
周

之
感
癸
゜

〖
黍
離
之
歎
〗30
公
リ
ノ
藷
都
の
宗
廟
宮
室
が
壌
敗
し

て
空
し
く
き
ぴ
ば
た
け
と
な
っ
た
こ
と
に
封
す
る
な

げ
き
。
詩
経
‘
王
風
‘
黍
離
の
詩
に
本
づ
く
。
黍
離
を
見

よ
。
〔
詩
、
王
風
、
黍
離
〕
彼
黍
離
離
、
彼
楼
之
苗
、
行
邁
靡

靡
、
中
心
揺
揺
、
知
レ
我
者
、
謂
我
心
憂
「
不
レ
伊
我
者
‘

謂
我
心
何
求
一
悠
悠
蒼
天
‘
此
何
人
哉
。

〖
黍
離
変
秀
之
歎
〗31ゲ
ョ
”
パ
ク
ィ
ウ
國
家
が
亡
ぴ
‘
藷
都

の
宮
殿
の
跡
が
き
ぴ
や
萎
の
畑
と
な
っ
た
の
を
見
て

登
す
る
な
げ
き
。
黍
離
之
歎
・
泰
秀
之
嘆
(
1
1
0
ー

4
7
7
1
7

:
 4
3
)

を
見
よ
。
〔
川
田
甕
江
、
得
間
瑣
録
〕
限
為
ー
荒
墟
一

使
n

一
人
競
1

黍
離
褒
秀
之
歎
↓

【
黍
梁
】
32

貶
炉
き
ぴ
と
お
ほ
あ
は
。
〔
儀
證
、
聘
褪
〕
凡

籐
1

一
大
夫
云
黍
梁
稜
筐
五
射
。
〔
注
〕
謂
n

一
大
夫
鍼
賓
上
介
一

也
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
不
レ
能
レ
耕
而
欲
1

一
黍
梁
一
不
レ

能
レ
織
而
喜
ネ
杢
竺
無
レ
事
而
求
―
―
其
功
五
難
癸
。

【
黍
累
】
33

い
げ
極
め
て
少
な
い
量
を
い
ふ
。
黍
は
‘
黍
一

粒
を
い
ひ
‘
十
黍
を
累
と
い
ふ
。
諸
案
。
〔
陸
恒
、
新
漏
刻

銘
〕
測
レ
表
候
レ
陰
、
不
レ
謬
―
―
圭
撮
U

無
レ
乖
―
―
黍
累
↓
〔
注
〕

清
曰
‘
六
粟
曰
レ
圭
‘
十
抄
日
レ
撮
、
十
黍
日
レ
累
゜
〔
白
居

易
、
省
試
性
習
相
遠
近
賦
〕
在
下
乎
積
1一
藝
業
於
黍
累
福
〖
＊

言
行
於
奄
麓
只
李
嬌
、
新
龍
暦
序
〕
容
城
再
出
、
不
レ
能
レ

参
黍
累
之
疫
壽
王
重
生
、
無
＝
ー
以
議
,
,
分
奄
之
失
↓

〖
不
レ
失
二
黍
索
―
〗

3
4
ぢ
店
が
少
し
の
間
違
ひ
も
な
い

こ
と
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
律
歴
志
上
〕
度
1

一
長
短
―
者
、
不
レ

失
―
―
奄
硫
ご
量
多
少
奢
、
不
レ
失
圭
撮
五
茫
軽
重
奢
、

不
レ
失
1

一
黍
案
↓
〔
注
〕
應
助
曰
‘
十
黍
為
レ
索
‘
十
索
為
レ
誅
゜

【
黍
油
褒
秀
】
35

心
”
衿
黍
や
俊
が
元
氣
よ
く
生
ひ
茂

つ
て
ゐ
る
こ
と
。
特
に
亡
ぴ
た
國
都
の
荒
際
し
た
宮
殿
の

あ
と
に
茂
つ
て
ゐ
る
場
合
に
い
ふ
。
黍
離
之
歎
(
3
0
)

及

〔
集
韻
〕
憐
題
切
圏

乞
I

i

'

〔
集
韻
〕
良
脂
切
甲
{

小

日

□

0
の
り
。
＜
つ
の
り
。
履
を
作
る

癸
il
豪
時
‘
布
を
は
る
糊
。
も
と
劾
(
1
2
|
 4
7
9
 

9
5
)

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
黎
、
本
作
レ
劾
゜
〔
説

文
〕
物
、
履

jii
也
、
ハ
レ
黍
物
省
臀
、
物
、
古
文
利
‘

作
履
Iii一
旦
黍
米
＾
〇
お
ほ
い
。
も
ろ
も
ろ
。
〔
爾

雅
‘
繹
詰
〕
黎
‘
奴
也
。
〔
書
‘
尭
典
〕
黎
民
於
斐
時
碓
。

【

黎

】

[

口日
リラレ
イイ

釦
(
1
2
1
 4
7
9
9
7
)

の
謳
字
。

【

5】
如
ヂ
ツ
・
ジ
ッ
〔
正
字
通
〕
籾
‘
釦
字
之
誠
゜

曰
□
ね
ば
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
数
‘
貼
也
。
〔
集

韻
〕
数
‘
数
摘
‘
貼
也
。

ジ‘ヨ
ニ，ヨ

日
ヂ
ヨ
ロ

【
数
】
叩

-「ヨ

〔
集
韻
〕
硯
輿
切

〔
集
韻
〕
忍
輿
切

翻証

璽
】
●
主
輩

ぴ
褒
秀
之
嘆
(
1
2ー

4
7
7
1
7
:
 4
3
)
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
宋
微

子
世
家
〕
箕
子
朝
レ
周
、
過
―
―
故
殷
墟
咸
竺
宮
室
毀
壌
‘
生
1-

禾
黍
デ
云
云
‘
乃
作
玉
女
秀
之
詩
1

歌
―
―
詠
之
谷
只
詩
日
、
愛

秀
漸
漸
分
‘
禾
黍
油
油
、
彼
狡
憧
今
、
不
1

一
輿
レ
我
好
ー
合
。

【
以
レ
黍
雪
レ
桃
】
36

名
ば
衿
桃
を
食
べ
た
あ
と
‘
黍
飯

で
口
中
を
清
め
る
。
貴
賤
の
分
を
知
ら
な
い
喩
。
〔
韓
非

子
、
外
儲
説
左
下
〕
孔
子
御
―
―
坐
於
魯
哀
公
一
哀
公
賜
1

一之

桃
興
＞
黍
、
哀
公
請
レ
用
、
仲
尼
先
飯
レ
黍
‘
而
後
略
レ
桃
、

左
右
皆
推
レ
ロ
而
笑
‘
哀
公
曰
‘
黍
者
非
レ
飯
レ
之
也
、
以

雪
レ
桃
也
、
仲
尼
射
日
、
夫
黍
者
五
穀
之
長
也
、
祭
―
―
先

王

鶯
1

一
上
盛
ぶ
木
菰
有
丘
ハ
‘
而
桃
為
レ
下
‘
祭
-
1

先
王
一

不
レ
得
レ
入
レ
廟
‘
丘
聞
レ
之
、
君
子
以
レ
賤
雪
レ
貴
、
不
細
四
1-

以
レ
責
雪
＞
賤
゜

九
九
八

13594 



(47994・・1) (47994・・21) 

黍

部

〔――一董〕

黎

九
九
九

〔
傭
〕
黎
‘
欧
也
。
参
と
と
の
ふ
。
齊
(
1
2
-
4
8
5
6
0
)

衡
、
思
玄
賦
〕
観
ー
有
黎
之
妃
墳
一
〔
注
〕
衡
日
、
有
【
黎
祁
】
7

乃
豆
腐
の
異
名
。
〔
陸
漉
郡
曲
詩
〕
拭
レ
盤
で
鳳
陽
を
巡
撫
し
、
時
弊
を
上
封
し
‘
帝
に
嘉
納
せ
ら
る
。

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
黎
‘
段
借
為
レ
齊
゜
黎
、
高
辛
氏
之
火
正
‘
謂
―
祝
融
一
也
。
◎
或
は
勅
(
9

堆
1

一
連
展
盃
炉
踊
震
―
黎
祁
↓
〔
自
注
〕
連
展
‘
淮
人
以
名
―
刑
部
侍
郎
と
な
り
、
法
を
執
つ
て
阿
ら
ず
。
御
史
大
夫
陳

褒
餌
石
黎
祁
、
蜀
人
以
名
,
,
豆
腐
↓
寧
に
忌
ま
れ
‘
縞
所
に
死
す
。
〔
明
史
、
二
臼
三
十
八
〕
．
〔
蔦

[
黎
丘
】
8
知
5

地
名
。

0
河
南
省
虞
城
縣
の
北
。
今
‘
其
斯
同
明
史
‘
一
百
七
十
三
〕
．
〔
明
史
稿
‘
一
百
二
十
六
〕
．

〔
詩
‘
大
雅
‘
桑
柔
〕
民
靡
レ
有
レ
黎
゜
〔
博
〕
黎
‘
齊
也
0

-
3
1
1
8
 00)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
黎
、
或
作
レ
勅
。

O
姓
。

R
く
ろ
っ
ち
。
墟
(
3
-
5
5
8
6
)
に
通
ず
。
〔
説
文
涌
〔
通
志
‘
氏
族
略
‘
以
レ
國
賢
氏
〕
黎
氏
、
字
亦
作
レ
の
地
に
黎
丘
村
が
あ
る
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
梁
地
有
黎
〔
國
朝
猷
徴
鋒
‘
四
十
六
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
五
十
八
〕
．

訓
定
臀
〕
黎
‘
段
借
為
レ
墟
゜
〔
繹
名
、
繹
地
〕
土
胄
摯
‘
子
姓
‘
侯
爵
、
商
時
諸
侯
、
風
俗
通
云
‘
九
黎
之
丘
鬼
函
品
双
レ
之
。
●
湖
北
省
宜
城
縣
の
北
。
〔
後
漢
書
、
〔
蘭
嚢
法
閤
録
、
一
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百
十
〕
。

旦
黎
‘
似
黎
草
危
也
。

O
く
ろ
。
く
ろ
い
。
疇
後
、
尚
書
西
伯
裁
レ
黎
、
亦
見
―
―
毛
詩
万
入
齊
有
一
大
光
武
紀
上
〕
秦
豊
自
銃
―
楚
黎
王
↓
〔
庄
〕
黎
丘
故
城
、
在
↓
―
【
黎
黄
]
1
5

”
ワ
ウ
鶯
の
異
名
。
爾
雅
繹
鳥
‘
駕
黄
に
作
る
。

(
1
2
-
4
8
2
4
0
)
・
 
黛
(
1
2
|
 4
8
1
3
1
)
に
通
ず
。
〔
説
文
夫
黎
禰
•
黎
且
者
ご
即
齊
之
黎
邑
也
、
此
以
レ
邑
今
襄
州
率
道
縣
北
→
〔
呂
覧
、
仲
春
‘
蒼
庚
鳴
‘
注
〕
蒼
庚
‘
爾
雅
曰
、
商
庚
‘
黎

〖
黎
丘
奇
鬼
〗
，
勺i5
黎
丘
に
住
ん
で
ゐ
る
も
の
の
黄
、
楚
雀
也
。
〔
晉
書
、
郭
環
傭
〕
欣
―
―
黎
黄
之
昔
―
者
、
不
レ

け
。
黎
丘
の

O
及

ぴ

黎

丘

丈

人

を

見

よ

。

聾

"!l'
姑
之
吟
↓

通
訓
定
臀
〕
黎
‘
段
借
為
レ
譴
‘
孟
康
日
‘
黎
・
齢
皆
命
レ
氏
者
、
又
有
―
―
素
岱
氏
盃
芸
戸
黎
‘
虜
姓
也
。

黒
也
。
〔
正
韻
〕
黎
、
黒
也
‘
卑
ハ
レ
黛
同
。
〔
書
、
発
典
‘
困
圏
タ
ミ
。
〖
黎
丘
丈
人

]
1
0月翌
黎
丘
に
住
ん
で
ゐ
た
老
人
。
【
黎
擁
】

1
6幻
が
明
‘
臨
川
の
人
。
字
は
大
量
。
正
統
の

係
偶
〕
黎
‘
黒
也
‘
黎
民
‘
黒
斐
之
人
。
〇
お
い
る
0

[
黎
秀
】
1

い
パ
雑
草
を
い
ふ
。
臆
記
、
月
令
に
揉
秀
に
作
も
の
の
け
に
惑
は
さ
れ
‘
已
の
子
を
も
の
の
け
が
化
け
初
‘
賢
良
よ
り
貴
池
訓
導
・
蘇
州
教
授
と
な
る
。
著
に
學

梨
(
6
|
1
4
9
1
2
)
・
 
者
(
9
-
2
00 8
4
9
)に
通
ず
。
〔
説
る
。
〔
淮
南
子
‘
時
則
訓
〕
黎
羞
蓬
嵩
並
興
。
〔
注
〕
黎
秀
•
た
の
だ
と
思
っ
て
剌
し
殺
し
た
。
此
の
故
事
か
ら
‘
慎
鳴
稿
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
―
-
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
二
十
三
〕
．

文
通
訓
定
瞥
〕
黎
、
段
借
為
レ
梨
、
賓
為
レ
者
。
〔
方
蓬
嵩
、
疏
械
之
草
。
偽
を
見
誤
り
、
慎
な
る
も
の
を
棄
却
・
傷
害
す
る
人
を
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
、
二
十
一
〕
．
〔
列
朝
詩
集
小
博
、
乙
〕
。

【
黎
崖
】
2

が
い
山
名
。
雲
南
省
易
門
縣
の
南
。
別
名
、
馬
い
ふ
。
〔
呂
覧
、
疑
似
〕
梁
北
有
1

一
黎
丘
部
↓
有
"
奇
鬼
1

焉
、
【
黎
蕊
i

】17
”
[
ク
あ
か
ざ
と
ま
め
。
猿
檻
(
9
ー
3
2
3
2
6
:
 

言
‘
十
二
〕
黎
、
老
也
。
〔
國
語
、
呉
語
〕
今
王
播
二
棄
頭
山
。
斬
馬
山
。
明
一
統
志
は
黎
巖
山
に
作
る
。
〔
易
門
喜
紋
入
子
姪
昆
弟
之
状
↓
邑
丈
人
有
シ
に
市
而
酔
蹄

1

1

)

に
同
じ
。
〔
六
船
‘
文
餡
‘
盈
虚
〕
黎
蒻
之
羹
゜

黎
老
↓
〔
注
〕
黎
‘
凍
梨
、
壽
徴
也
。
〇
お
よ
ぶ
。
こ
縣
志
〕
異
馬
多
産
二
於
此
↓
蓋
梢
―
―
西
島
云
、
明
萬
暦
初
、
者
石
黎
丘
之
鬼
、
効
―
―
其
子
之
状
↓
扶
而
道
苦
レ
之
‘
丈
人
【
黎
貰
】
18

芥
／
明
、
従
化
の
人
。
字
は
一
卿
。
正
徳
の
進

ろ
ほ
ひ
。
お
も
む
ろ
。
遠
(
1
1
ー
3
9
2
1
9
)
・

渥
(
1
1
ー
巡
撫
鄭
應
龍
斬
レ
馬
誓
1

一
蜜
於
山
上
一
又
名
―
―
斬
馬
山
↓
蹄
、
酒
醒
而
誼
―
其
子
石
只
吾
為
一
江
宍
冬
也
、
登
謂
レ
不
レ
士
。
庶
吉
士
よ
り
御
史
と
な
る
。
世
宗
の
時
、
起
居
注
の

3
9
1
1
3
)
・
有
(
8
-
2
3
1
3
6
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
【
黎
確
｝
~
ぢ
宋
の
人
。
字
は
介
然
。
官
は
吏
部
侍
郎
・
慈
哉
、
我
酔
‘
汝
道
苦
レ
我
、
何
故
‘
云
云
‘
其
父
信
レ
之
、
制
を
復
せ
ん
こ
と
を
請
ひ
‘
勅
許
を
受
く
。
又
‘
孔
子
の

龍
園
閣
待
制
・
滴
州
知
。
崇
寧
中
、
注
革
・
饒
節
と
宿
州
日
‘
譜
、
是
必
夫
奇
鬼
也
、
我
固
嘗
聞
レ
之
癸
、
明
日
端
復
王
琥
を
去
つ
て
先
師
と
改
梢
し
、
井
せ
て
邊
豆
僧
舞
の

に
遊
ぴ
、
呂
希
哲
に
師
事
す
。
著
に
儒
者
氣
象
が
あ
る
。
飲

5
屁
市
↓
欲
n

―
遇
而
刺
↓
―
殺
之
盃
四
旦
之
レ
市
而
酔
‘
其
渓
敷
を
損
ぜ
ん
と
す
る
張
壊
の
議
に
封
し
、
同
官
を
率
ゐ

瞥
〕
黎
‘
段
借
為
レ
湛
、
為
レ
遅
‘
賓
為
レ
直
゜
〔
史
記
‘

高
祗
紀
〕
黎
明
園
海
城
三
匝
。
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
〔
宋
史
翼
、
四
十
〕
．
〔
宋
元
學
案
、
二
十
三
〕
。
子
翌
其
父
之
不
＞
能
及
也
‘
遂
逝
迎
レ
之
、
丈
人
望
其
て
合
疏
し
て
争
ひ
‘
帝
の
震
怒
に
躙
れ
、
職
を
擬
奪
せ

黎
‘
猶
屁
也
。
〔
史
記
、
衛
将
軍
騒
騎
傭
‘
渥
明
‘
【
黎
幹
】
5

H

パ
唐
、
戎
州
の
人
。
星
緯
の
術
に
梢
通
す
。
僕
子
「
抜
レ
剣
而
刺
レ
之
、
丈
人
智
惑
T

於
似
―
―
其
子
1

者
い
ら
れ
て
民
と
な
る
。
久
し
く
し
て
家
に
卒
す
。
著
に
嚢

注
〕
集
解
日
‘
遅
‘
一
作
レ
黎
‘
索
隠
日
‘
黎
‘
逮
也
。
玄
宗
の
時
、
翰
林
待
詔
よ
り
諫
議
大
夫
に
累
擢
せ
ら
れ
而
殺
↓
―
其
置
羊
入
夫
惑
ふ
一
於
似
レ
士
者
盃
皿
失
―
―
於
慎
士
涵
i

中
稿
・
使
間
稿
・
西
巡
稿
・
文
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百

京
兆
手
に
輯
ず
。
性
‘
貪
暴
。
専
ら
財
色
を
求
む
。
徳
宗
黎
丘
丈
人
之
智
也
、
疑
似
之
迩
、
不
レ
可
レ
不
レ
察
。
八
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
八
十
一
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日

R
頗
黎
は
‘
ガ
ラ
ス
。
黎
(
7
-
2
1
3
2
4
)
に
同
じ
。

束
宮
に
在
る
や
‘
陰
か
に
宦
者
劉
忠
翼
と
畷
立
を
謀
【
黎
弓
】
11

い
が
長
梢
の
木
弓
゜
〔
桂
海
虞
衡
志
、
志
器
〕
八
十
九
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
六
十
五
〕
．
〔
蘭
壼
法
翌
録
‘

る
。
徳
宗
即
位
す
る
に
及
ん
で
流
さ
れ
、
俄
に
死
を
賜
黎
弓
、
海
南
黎
人
所
レ
用
、
長
賄
木
弓
也
、
以
レ
藤
為
レ
弦
‘
十
四
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一
百
十
一
〕
。

〔
康
熙
字
典
〕
黎
‘
卑
ハ
レ
黎
同
‘
破
黎
‘
本
草
作
―
―
頗

竺
0
語
(
9
-
3
1
00 9
2
)
に
同
じ
。
〔
康
熙
字
典
〕
黎
‘
は
る
。
〔
唐
書
、
二
百
十
七
上
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
十
八
〕
。
箭
長
三
尺
、
無
レ
材
、
鏃
長
五
寸
、
如
,
1
1

次
菰
葉
訂
ぞ
無
レ
【
黎
渓
】
19

芥
州
名
。
元
、
置
く
。
四
川
省
會
理
縣
の

興
レ
簗
同
。

O
黎
(
7
ー
2
0
0
4
8
)

に
通
ず
。
〔
中
華
大
【
黎
簡
】
6

竺
消
、
廣
東
順
徳
の
人
。
字
は
簡
民
。
又
、
未
利
、
故
射
不
レ
遠
、
三
四
丈
‘
然
中
者
必
死
。
西
南
。
今
名
‘
黎
埃
姑
。
附
近
に
炭
鑽
が
多
い
。
〔
讀
史

字
典
〕
黎
、
通
レ
摯
°
◎
國
の
名
。
子
姓
。
侯
爵
。
商
裁
。
琥
は
二
樵
。
又
‘
狂
簡
。
乾
隆
の
抜
貢
。
＋
歳
、
詩
を
【
黎
近
】
12

い
パ
明
‘
臨
川
の
人
。
字
は
之
大
。
四
限
提
要
方
輿
紀
要
、
四
川
、
會
川
衛
軍
民
指
揮
使
司
〕
黎
淫
限

能
く
し
、
黄
山
谷
、
詩
は
老
杜
に
入
り
、
書
は
晉
人
の
意
に
は
黎
久
之
、
字
は
未
齋
に
作
る
。
官
は
裔
要
知
縣
。
謹
州
、
在
―
―
衛
西
南
百
五
里
↓
蟹
名
、
黎
彊
、
誠
日
ー
や
西
宍
南

を
得
‘
鵞
は
元
四
家
の
堂
奥
に
至
る
と
梢
誉
す
。
性
、
山
奏
せ
ら
れ
、
獄
に
繋
が
る
る
こ
と
十
年
、
大
明
鏡
歌
・
鼓
詔
時
‘
闇
羅
鳳
徒
1

一
白
蜜
ふ
リ
レ
此
、
大
理
時
‘
羅
羅
蟹
撮
―
―

の
諸
侯
。
西
伯
日
El
に
平
げ
ら
る
。
後
、
武
王
、
帝
尭

水
を
好
み
‘
居
所
を
百
花
村
‘
亭
を
衆
香
、
閣
を
薬
煙
‘
吹
曲
・
太
平
頌
等
を
獣
じ
、
英
宗
に
嘉
歎
せ
ら
れ
て
秤
其
地
「
元
至
元
九
年
‘
改
置
1一
黎
淡
州
ご
g1
一
會
川
路
エ
明

の
後
を
此
慮
に
封
ず
。
春
秋
の
時
‘
晉
に
屡
す
。

山
西
省
長
治
縣
の
西
南
。
〔
詩
‘
邸
風
、
式
微
序
〕
書
室
を
五
百
四
峯
草
堂
と
い
ふ
。
著
に
五
百
四
峯
草
堂
さ
る
。
著
に
未
齋
集
・
奉
心
集
・
黎
子
雑
識
が
あ
る
。
〔
江
初
因
レ
之
、
後
限
。

黎
侯
寓
二
子
衛
→
⑲
種
族
の
名
。
廣
東
省
壌
州
島
詩
文
紗
•
薬
煙
閣
詩
紗
．
芙
蓉
亭
架
府
・
注
荘
·
韻
學
が
西
通
志
〕
。
【
黎
軒
】

2
0
カ
漢
代
の
西
域
の
國
名
。
漢
書
、
西
城
博
に

に
多
い
。
偶
人
。
〔
宋
史
‘
蜜
夷
三
、
黎
廟
傭
〕
有
二
黎
あ
る
。
〔
清
史
稿
四
百
九
十
〕
．
〔
清
史
列
偉
七
十
二
〕
・
【
黎
錦
】
＂
い
パ
墳
州
（
廣
東
省
境
山
縣
）
の
黎
岨
よ
り
出
依
軒
に
作
る
。
〔
史
記
、
大
宛
博
〕
其
西
削
條
枝
‘
北
有
―
―

〔
國
朝
者
獣
類
徴
、
四
亘
二
十
九
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
る
と
こ
ろ
の
錦
の
織
物
。
〔
廣
東
新
語
〕
。
奄
祭
・
黎
軒
↓

四
十
四
〕
．
〔
清
畳
家
詩
史
、
戊
上
〕
．
〔
清
代
學
者
象
債
‘
【
黎
光
】

1
4

か
炉
明
、
東
莞
の
人
。
字
は
仲
輝
。
博
學
に
し
【
黎
~
】

2
1
乃
縣
名
。
O
漢
‘
置
く
。
春
秋
の
時
‘
黎
侯
が

母
山
石
黎
人
居
焉
‘
其
服
二
陽
州
縣
一
者
為
二
熟
黎
一

其

居

mliJ
岨
細
竺
征
稿
者
総
元
黎
↓

0
人
名
。
四
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
四
十
六
〕
．
〔
國
朝
書
書
家
て
能
文
。
官
は
洪
武
中
‘
御
史
。
蘇
州
を
巡
撫
し
て
水
災
衛
に
在
っ
た
時
に
居
っ
た
地
。
山
束
省
郡
城
縣
の
西
。

裔
辛
氏
の
火
正
を
つ
と
め
た
祝
融
を
い
ふ
。
〔
張
筆
録
‘
-
―
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
七
〕
。
の
後
を
賑
憧
す
。
民
の
救
は
る
る
者
‘
甚
だ
衆
し
。
辱
ぃ
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
東
郡
‘
縣
二
十
―
二
‘
黎
゜
〔
庄
〕
孟
康

13595 
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日
、
詩
黎
侯
國
゜
●
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
華
寧
縣
。
謂
―
―
一
面
如
↓
1

凍
黎
之
色
一
也
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
此
齋
民
梁
末
畷
‘
唐
志
、
貞
観
中
、
改
1

一
西
寧
州
1

為
1

一
黎
州
云
領
11

【
黎
献
】
22

訂
●
黎
民
中
の
賢
者
。
〔
書
、
盆
稜
〕
至

,,rt,

之
所
下
為
―
―
形
植
黎
黙
憂
悲
盃
而
不
わ
得
レ
士
心
也
。
〔
史
記
、
黎
水
・
綽
二
縣
五
是
也
、
後
為
―
―
蜜
所
J

撼
、
元
始
置
1

一
寧
州

海
隅
蒼
生
‘
萬
邦
黎
献
ヰ
共
惟
帝
臣
。
〔
博
〕
猷
、
賢
也
、
萬
李
斯
傭
〕
馬
墾
↓
1

龍
門
涵
翌
大
夏
コ
本
云
、
手
足
餅
祗
‘
面
於
此
公
7
州
城
、
嘉
靖
十
三
年
築
、
周
四
里
有
奇
゜

國
衆
賢
、
共
為
二
帝
臣
→
〔
茉
傷
〕
黎
猷
者
、
黎
民
之
賢
者
目
黎
黒
。
〔
説
苑
、
復
恩
〕
顔
色
黎
黙
、
手
足
餅
祗
。
【
~
牧
】

3
5
各
お
も
む
ろ
に
を
さ
め
る
。
〔
偲
毅
、
舞
賦
〕

也
。
〔
陸
機
、
贈
n

―
湯
文
罷
遷
,
,
斥
丘
全
詩
〕
受
レ
命
自
＂
【
黎
載
】

29

れ
元
‘
臨
川
の
人
。
字
は
仲
基
。
性
、
端
重
。
瞭
瞭
而
拝
‘
曲
度
究
畢
、
遷
延
微
笑
‘
退
復
次
列
。
〔
注
〕

天
、
奄
―
―
有
黎
猷
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
孔
安
國
日
、
黎
、
衆
也
‘
嘗
て
呉
澄
に
郡
學
に
謁
見
し
、
文
章
を
以
て
益
せ
ら
れ
善
本
作
1

一
黎
牧
字
涵
呂
I

、言
T

舞
牌
レ
罷
、
徐
牧
,
,
.
'
;
!容
態
一

猷
‘
賢
也
。
●
元
、
東
莞
の
人
。
字
は
子
文
。
性
、
警
敏
。
ん
こ
と
を
請
ふ
。
澄
喜
ん
で
日
く
、
期
年
接
す
る
所
、
君
而
秤
、
曲
度
於
レ
是
究
畢
ギ
蒼
頷
篇
日
、
逮
、
徐
也
、
遵
興
レ

學
問
に
篤
し
。
弱
冠
‘
徒
に
授
く
る
に
、
一
に
紫
陽
の
白
の
氣
節
文
章
の
皆
善
な
る
者
に
如
か
ず
と
。
太
平
路
教
黎
同
、
力
冥
切
。

鹿
洞
遺
規
に
依
る
。
経
史
子
集
と
稗
史
小
説
の
言
を
授
に
至
る
。
〔
宋
元
學
案
、
九
十
二
〕
。
【
黎
面
5

】37
祐
隋
‘
獨
孤
陛
(
7
ー

2
0
7
2
5
:
 8
6
)

の
字
。

取
り
、
討
を
な
す
奇
語
を
摘
し
て
事
類
蒙
求
を
作
る
。
【
黎
齋
】
30

れ
清
‘
溢
正
衡
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 1
8
5
)

の
室
名
。
【
黎
堕
{
】
38

叱
炉
●
川
の
名
。
安
徽
省
壽
縣
。
〔
魏
志
、
諸

別
琥
は
拙
翁
。
人
、
拙
翁
先
生
と
稽
す
。
〔
尚
友
録
、
三
〕
。
【
黎
棗
】
31

討
き
び
と
な
つ
め
。
〔
顔
氏
家
訓
、
名
賓
〕
或
葛
誕
博
〕
呉
将
朱
異
、
再
以
1

一
大
衆
ー
来
迎
ー
ー
誕
等
盃
空
黎

【
黎
賽
】
23

砕
清
、
江
西
清
江
の
人
。
初
の
字
は
子
鴻
。
齋
1

一
黎
棗
絣
餌
ア
人
人
贈
別
。
漿
水
↓
〔
水
経
、
肥
水
注
〕
芍
陵
漬
‘
又
北
分
為
―
―
二
水
ニ

後
の
字
は
灌
雲
。
琥
は
漬
僧
。
順
治
中
の
抜
貢
。
康
煕
【
~
黎
山

]
3
2
訂

0
山
名
。
又
‘
黎
山
に
作
る
。
雲
南
省
大
水
東
注
―
―
黎
漿
水
ら
黎
漿
水
、
東
逼
―
―
黎
漿
亭
南
一
云
云
‘

中
、
鴻
博
に
攀
げ
ら
れ
、
検
討
を
授
け
ら
る
。
著
に
玉
堂
闘
縣
の
北
、
墜
津
縣
の
南
。
●
河
南
省
潜
縣
の
東
南
の
東
注
―
―
肥
水

n贖
1

一
之
黎
漿
水
口
↓
〇
亭
の
名
。
安
徽
省

集

が

あ

る

。

〔

鶴

徴

録

‘

二

〕

．

〔

己

未

詞

科

録

‘

三

〕

。

大

伍

山

。

壽

縣

の

東

南

。

【
黎
冗
】
24

ぢ
も
ろ
も
ろ
の
た
み
。
黎
は
欧
、
元
は
善
。
【
黎
志
】
33

ル
ィ
宋
‘
宜
州
の
人
。
治
平
の
進
士
に
第
し
、
化
【
黎
城
】
39

が
炉
〇
縣
名
。
隋
‘
置
く
。
山
西
省
襄
垣
縣
の

一
説
に
‘
黎
は
累
、
元
は
首
で
あ
る
と
い
ふ
。
酔
首
(
1
2

州
呉
川
令
と
な
り
、
政
最
を
以
て
動
武
騎
を
加
へ
ら
れ
、
東
。
濁
滝
河
の
北
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
混
安

1
 48
0
5
6
 :
 1
1
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
、
郊
祀
志
下
〕
毎
L

學
―
緋
魚
袋
を
賜
は
る
。
羅
咸
‘
嘗
て
曰
く
、
渇
三
元
は
文
學
府
〕
黎
城
縣
、
古
黎
侯
國
、
漢
混
縣
地
、
後
魏
刈
陵
縣
地
、

其
證
五
助
者
憧
悦
、
大
路
所
レ
歴
、
黎
元
不
レ
知
。
〔
漢
書
、
を
以
て
天
下
に
魁
た
り
、
黎
特
科
は
及
第
を
以
て
嘗
世
に
隋
開
皇
十
八
年
、
置
―
―
黎
城
縣
こ
『
―
―
混
州
玉
唐
因
レ
之
、
宋

谷
永
博
〕
天
下
黎
元
、
咸
安
レ
家
築
レ
業
。
〔
後
漢
書
、
光
武
檀
に
す
、
並
び
に
人
物
の
傑
出
た
り
と
。
〔
尚
友
録
、
三
〕
。
煕
寧
中
‘
省
、
元
祐
初
、
復
置
、
今
編
戸
三
十
七
里
。
〔
清

紀
上
〕
降
レ
命
属
一
秀
黎
元
盃
為
二
人
父
母
↓
〔
後
漢
書
‘
郎
【
黎
州
】
34

がt

州
名
。
●
梁
、
置
く
。
四
川
省
廣
元
縣
の
史
稿
、
地
理
志
〕
山
西
‘
混
安
府
‘
縣
七
、
黎
城
。
●
鎮
の

顛
博
〕
函
加
乙
は
竺
以
安
1

一
黎
元
↓
〔
播
岳
、
闊
中
詩
〕
哀
―
―
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
保
寧
府
‘
廣
元
縣
〕
晉
壽
名
。
江
蘇
省
賓
應
縣
の
賓
應
湖
の
西
岸
。

此
黎
元
、
無
レ
罪
無
な
苧
。
〔
注
〕
善
日
、
孔
安
國
尚
書
信
城
、
在
―
―
縣
東
盆
旬
漢
析
,
,
l

限
萌
縣
地
一
云
云
、
梁
天
監
四
【
黎
首
】
40

裟
も
ろ
も
ろ
の
民
。
黎
民
(
7
6
)

に
同
じ
。

日
、
黎
、
衆
也
、
高
誘
戦
國
策
注
日
、
元
元
、
善
也
。
〔
唐
年
、
魏
牌
邪
轡
取
1

一
漢
中
諸
城
戌
ご
云
云
、
盆
州
刺
史
博
〔
周
興
嗣
‘
千
字
文
〕
愛
1

一
育
黎
首
↓

律
疏
議
、
進
―
―
律
疏
ー
表
〕
黎
元
、
民
也
、
黎
‘
里
~
、
猶
三
秦
敬
和
宋
降
、
尋
改
日
―
―
黎
州
ご
四
魏
復
曰
茶
烹
州
エ
亦
日

1
1

【
叙
函5】4
1
芍
塞
の
名
。
貴
州
省
鑢
山
縣
の
東
北
。
〔
讀

言
―
―
酔
首
ふ
也
、
漢
文
紀
、
元
元
之
民
、
師
古
注
、
元
元
、
善
西
盆
州
五
世
琥
―
―
小
盆
州
↓
●
北
周
、
置
く
。
四
川
省
清
史
方
輿
紀
要
、
貴
州
、
都
句
府
、
清
平
縣
〕
黎
樹
棄
、
在
l
-

意
也
、
光
武
紀
、
黎
元
所
レ
蹄
、
黎
‘
庶
也
、
元
元
‘
猶
レ
言
―
―
淡
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
黎
州
守
禦
干
戸
縣
東
北
エ
苗
棄
也
、
景
泰
二
年
、
湖
廣
督
臣
王
来
攻
1
1

香

唱
唱
面
~
レ
衿
之
辟
。
所
〕
漢
源
畷
縣
、
今
所
治
、
故
況
黎
地
、
志
云
、
汎
黎
故
罐
山
賊
云
ク
軍
、
ご
旦
龍
場

1
進
、
一
自
,
,
萬
朝
山
一
進
、

[
黎
元
資
]
2
5
I
v

ィ
ク
ン
人
民
の
頼
み
と
す
る
も
と
で
。
城
、
在
1

一
所
南
四
十
餘
里
コ
右
云
、
後
周
置
―
況
黎
縣
涵
為
二
ご
旦
重
安
江
一
進
、
諸
将
破
,
,
黎
樹
・
翁
溝
四
百
餘
棄
↓

〔
藷
唐
書
、
李
又
博
〕
江
南
水
郷
、
採
捕
為
レ
業
、
魚
鼈
之
黎
州
治
盃
5

而
州
縣
倶
畷
。
●
東
魏
、
置
く
。
河
南
省
濱
【
黎
宿
】
42

裟
ク
宋
、
東
莞
の
人
。
敦
＜
護
義
を
行
ひ
‘
郷

利

‘

黎

元

所

レ

資

。

縣

の

東

北

。

〔

讀

史

方

輿

紀

要

、

直

隷

、

大

名

府

〕

清

縣

、

人

こ

れ

に

化

す

。

嘗

て

股

を

封

い

て

親

の

疾

を

愈

し

、

【
黎
玄
】26
ぢ
黎
冗
に
同
じ
。
〔
江
滝
、
為
建
平
王
砿
〖1一
春
秋
時
衛
地
‘
漢
置
黎
陽
縣

U
B
-―
魏
郡
「
後
漢
因
ら
之
‘
施
表
せ
ら
る
。
〔
尚
友
録
‘
三
〕
。

江
皇
后
正
位
1

章
〕
風
1

櫃
家
邦
云
黎
玄
湊
レ
仁
。
晉
俯
属
―
魏
郡
二
石
趙
置
-
黎
陽
郡
こ
仮
魏
層
―
―
汲
郡
る
孝
【
黎
洵
】
43

劣
’
清
、
違
義
の
人
。
字
は
雪
悽
。
晩
琥
は
拙

【
黎
戸
】
2
7
5
ィ
黎
族
の
戸
籍
。
〔
清
會
典
、
戸
部
〕
正
1

一
天
昌
中
、
分
―
―
置
黎
陽
郡
↓
東
魏
又
置
―
―
黎
州
↓
●
唐
‘
置
曳
。
嘉
慶
の
進
士
。
古
今
文
を
作
り
、
詩
に
巧
。
書
室
を

下
之
戸
籍
:
几
各
省
諸
色
人
戸
、
有
司
察
1

一
其
敷
―
而
歳
く
。
四
川
省
清
渓
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
蛉
石
軒
・
鋤
経
堂
と
い
ふ
。
著
に
蛉
石
軒
詩
文
集
・
四
書

報
―
―
於
部
元
戸
之
別
肴1一
黎
尺
〔
注
〕
廣
東
壌
州
所
川
、
黎
州
守
禦
千
戸
所
〕
黎
州
城
、
志
云
、
在
―
―
所
東
北
聖
纂
義
・
讀
史
紀
要
•
干
家
詩
注
・
北
上
紀
程
・
運
銅
紀
程

腸

有

ら

-

黎

戸

↓

鐘

山

下

ご

唐

大

定

初

、

置

―

黎

州

於

此

下

貝

元

中

、

始

移

ー

ー

が

あ

る

。

〔

績

碑

傭

集

、

四

十

三

〕

。

【
黎
里
~
】
2
8
芦
く
ろ
い
。
色
が
く
ろ
い
こ
と
。
黛
黒
。
〔
列
今
治
→
●
唐
‘
置
く
。
雲
南
省
黎
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
【
黎
淳
】

4
4
が
が
明
、
華
容
の
人
。
字
は
太
撲
°
溢
は
文

子
、
黄
帝
〕
商
丘
開
、
年
老
力
弱
‘
面
目
黎
黒
。
〔
荀
子
、
発
輿
紀
要
、
雲
南
‘
臨
安
府
、
寧
州
〕
梁
水
城
、
東
晉
成
帝
、
倍
。
天
順
の
進
士
第
一
。
官
は
成
化
中
、
左
庶
子
。
憲

問
〕
顔
色
黎
黒
‘
而
不
レ
失
1

一
其
所
↓
〔
注
〕
黎
‘
讀
為
レ
黎
‘
分
―
―
興
古
郡
ご
直
―
―
梁
水
郡
丁
冶
―
―
梁
水
縣
本
木
齊
因
レ
之
、
宗
の
意
に
阿
諫
し
、
士
に
軽
ん
ぜ
ら
る
。
後
、
南
京
譜

黍

部

〔
三
驚
〕

黎

部
尚
書
を
以
て
致
仕
す
。
著
に
猾
介
集
が
あ
る
。
〔
明

史
、
二
日
六
十
四
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
二
百
三
十
五
〕
・

〔
明
史
稿
、
一
百
六
十
三
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
三
十
六
〕
．

〔
國
朝
名
世
類
苑
、
二
•
四
十
五
〕
．
〔
沈
氏
皇
明
名
臣
言

行
鋒
‘
三
十
二
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘

十
八
・
ニ
十
九
・
三
十
•
四
十
二
•
六
十
三
〕
．
〔
本
朝
分
省

人
物
孜
、
八
十
〕
．
〔
明
史
騒
、
四
十
九
〕
。

【
黎
鉾
】
“
叩
が
宋
、
廣
安
の
人
。
字
は
希
臀
。
慶
暦
の
進

士
。
官
は
朝
議
大
夫
。
英
宗
、
蜀
の
人
材
を
問
ふ
に
、
獣

陽
脩
封
へ
て
日
＜
、
文
行
は
蘇
洵
、
経
術
は
黎
鉾
と
。
眉

州
に
知
た
る
時
‘
蘇
献
、
遠
景
棲
記
を
作
り
、
其
の
簡
に

し
て
文
、
剛
に
し
て
仁
明
、
正
に
し
て
阿
ら
ず
‘
久
し
う

し
て
民
益
t
之
を
信
ず
る
を
稽
す
。
〔
尚
友
録
‘
三
〕
。

【
黎
庶
】
46

数
も
ろ
も
ろ
の
た
み
。
庶
黎
。
黎
民
。
黎

元
。
〔
史
記
、
業
書
〕
上
以
事
―
―
宗
廟
子
下
以
髪
ー
ー
化
黎
庶
1

也
。
〔
史
記
‘
孟
子
荀
卿
博
〕
不
玉
能
T

尚
レ
徳
若
＂
大
雅

整,,
之
於
身
エ
施
及
乙
黎
庶
．
央
。
〔
漢
書
、
元
帝
紀
〕
黎
庶

康
寧
、
考
1

一
終
厭
命
↓
〔
漢
書
、
章
玄
傭
〕
然
箪
臣
黎
庶
、
靡
レ

不
と
壼
レ
意
。
〔
白
虎
通
、
崩
斃
〕
黎
庶
碩
に
沸
、
海
内
悲
涼
。

〔
班
固
、
西
都
賦
〕
功
徳
著
"
乎
祗
宗
云
膏
澤
治
―
―
乎
黎
庶
↓

〔
注
〕
翰
日
、
黎
庶
、
衆
民
也
。

【
黎
蒸
】
47

が
が
も
ろ
も
ろ
の
た
み
。
黎
庶
に
同
じ
。
黎

元
。
〔
司
馬
相
如
、
封
祠
文
〕
正
陽
顧
見
、
覺
1

一
寵
黎
蒸
↓

〔
班
固
‘
典
引
〕
巡
,
,
靖
黎
蒸
』
I
,
,

保
鰈
寡
一
之
恵
決
。
〔
曹

植
、
魏
徳
論
〕
流
―
―
餘
詐
於
黎
蒸
五
鍾
元
吉
乎
聖
主
↓
〔
陸

機
、
笞
賣
長
潤
詩
〕
伊
昔
有
レ
皇
、
肇
清
黎
蒸
↓
〔
注
〕

翰
曰
‘
黎
蒸
、
衆
庶
也
。

〖
黎
蒸
出
レ
妻]
4
8公穀
t
ス
曾
子
が
黎
（
黎
・
黎
に
通

ず
）
の
煮
方
が
悪
か
っ
た
と
て
‘
其
の
妻
を
離
縁
し
た

故
事
。
妻
が
後
日
再
婚
す
る
時
の
支
障
に
な
ら
ぬ
や
う

に
、
其
の
慎
の
訣
貼
を
隠
し
、
世
間
に
聞
え
て
も
疵
に

な
ら
な
い
や
う
な
理
由
を
以
て
離
緑
し
た
の
で
あ
る
。

〔
白
虎
通
、
諫
評
〕
夫
妻
相
為
隠
乎
、
博
曰
、
曾
去
レ
妻
、

黎
蒸
不
レ
熟
‘
問
日
、
婦
有
1

一
七
出
二
不
レ
蒸
亦
預
乎
、
日
‘

吾
聞
レ
之
也
‘
絶
レ
交
令
缶
r
レ
友
、
棄
レ
妻
令
レ
可
レ
嫁
也
、

黎
蒸
不
レ
熟
而
已
、
何
問
↓
1

其
故
1

乎
‘
此
為
隠
レ
之
也
。

【
黎
則
】
49

ル
が
元
、
安
南
國
の
人
。
字
は
景
高
。
琥
は
東

山
。
東
晉
の
交
州
刺
史
玩
敷
の
後
。
世
；
愛
州
に
居
る
。

幼
に
し
て
黎
埠
の
子
と
な
り
、
其
の
姓
に
従
ふ
。
安
南

に
仕
へ
て
侍
郎
を
拝
す
。
静
海
軍
節
度
使
陳
鍵
の
幕

1
0
0
0
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黍

部

〔
―
二
蓋
〕

黎

J
O
O
 

に
佐
と
な
る
。
世
祖
安
南
を
伐
つ
や
‘
鍵
‘
陣
中
に
歿

し
、
則
、
元
に
入
っ
て
奉
議
大
夫
を
拝
す
。
漢
陽
に
居

る
。
著
に
安
南
志
略
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
‘
六
十
六
〕
。

【
黎
慎
】
50

ル
パ
明
、
消
江
の
人
。
字
は
充
輝
。
字
を
以
て

行
は
る
。
梁
寅
に
従
學
す
。
限
籍
に
博
通
。
落
塊
せ
し
も

不
鵜
゜

【
黎
人
】
51

ぢ
〇
も
ろ
も
ろ
の
民
。
黎
民
(
7
6
)

に
同
じ
。

〔
藷
五
代
史
‘
唐
郭
崇
紹
傭
〕
黎
人
困
,
,
絵
娩
↓

0
種
族
の

名
。
又
、
裡
人
に
作
る
。
今
、
廣
東
省
の
海
南
島
に
多
く

住
す
。
〔
宋
史
‘
蜜
夷
三
、
黎
嘲
傭
〕
有
―
―
黎
母
山
石
黎
人
居

焉

、

其

服

扇

州

縣

屠

総

熟

累

其

居

面

岨

無

征

紐

者

葛

生

覧

「

詰

〕

我

卜

ニ

河

朔

黎

水

一

【
黎
水
】
52

苔
川
の
名
。
河
南
省
濱
縣
の
東
北
。
〔
書
、
洛

【
黎
崇
】
53
知
5

明
、
南
城
の
人
。
字
は
好
栂
。
父
の
喪

に
居
り
、
哀
毀
‘
栂
を
躁
ゆ
。
墓
側
に
直
す
る
こ
と
三

年
。
櫛
沐
せ
ず
。
喪
終
り
て
も
猶
ほ
縞
衣
し
、
講
日
に

は
籠
ち
哭
臨
し
て
止
ま
ず
。
時
に
孝
子
と
梢
せ
ら
る
。

〔
明
名
人
博
、
五
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
六
十
一
〕
。

[
黎
川
】
54

努
〇
川
の
名
。
一
名
、
黎
灘
水
。
源
は
江
西

省
黎
川
縣
の
東
南
の
紅
水
嶺
。
肝
水
に
注
ぐ
。
支
流
は

龍
安
水
・
飛
猿
水
。
縣
志
は
中
川
と
い
ひ
‘
飛
猿
水
を
東

川
、
龍
安
水
を
西
川
と
す
。
別
名
、
三
川
水
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
江
西
、
建
昌
府
、
新
城
縣
〕
黎
川
、
在
二
縣
西
南
↓
―

名
黎
灘
水
、
出
↓
―
縣
東
南
四
十
里
紅
水
嶺
一
流
経
1

一
天
堂

巖
而
西
北
出
、
呉
塁
山
水
會
、
共
四
十
里
、
至
孔
家

遠
即
南
津
雙
港
也
。

O
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
江
西
省
南

城
縣
の
東
南
。

【
黎
族
】
沢
ぢ
黎
人
(
5
1
)

の

O
に
同
じ
。

【
黎
旦
]
5
5

”
パ
夜
明
け
方
。
黎
明
。
昧
旦
゜
〔
事
物
異
名

録
‘
歳
時
、
時
〕
山
堂
律
考
、
詩
曰
‘
昧
旦
、
書
日
‘
昧
爽
‘

皆
天
欲
レ
明
未
レ
明
時
也
、
又
曰
―
―
黎
旦
万
人
日
,
,
黎
明
↓

【
黎
箪
】
56

”
パ
黎
人
の
織
る
青
と
紅
と
の
縞
木
綿
゜
〔
桂

海
虞
衡
志
‘
志
器
〕
黎
箪
‘
亦
黎
人
所
レ
織
‘
宵
紅
間
道
木

棉
布
也
、
桂
林
人
悉
買
‘
以
為
,
,
臥
具
↓

【
黎
侮
[
]
5
7

り
パ
黎
や
僧
耳
（
共
に
蜜
族
の
名
）
の
住
む
地

方
を
い
ふ
。
今
の
廣
東
省
の
海
南
島
及
ぴ
其
の
封
岸
の

大
陸
の
地
方
。
〔
桃
隧
、
資
善
大
夫
中
書
左
丞
云
云
公
李

公
家
廟
碑
〕
及
―
―
兵
占
＞
城
、
韓

1一
粟
黎
僧
砿
〖
佐1一
皇
子
一

致
レ
討
↓
一
日
南
↓

【
黎
杖
]
5
8
5
が
あ
か
ざ
の
杖
。
揉
杖
゜
〔
韓
詩
外
博
‘
-
〕

原
憲
堵
冠
黎
杖
而
應
加
門
。

【
黎
貞
]59

和
り
明
、
新
會
の
人
。
字
は
彦
晦
゜
琥
は
穂

波
。
性
、
坦
蕩
不
雌
。
詩
酒
を
以
て
自
ら
放
ち
‘
陶
生
と

琥
す
。
官
は
洪
武
の
初
、
本
邑
訓
導
。
事
を
以
て
註
告

せ
ら
れ
、
遼
陽
を
戌
る
こ
と
十
八
年
。
従
消
す
る
者
甚

だ
衆
し
。
後
、
放
還
さ
れ
て
卒
す
。
著
に
杭
破
詩
集
が
あ

る
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
八
十

六
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
二
日

十
五
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
一
百
五
十
八
〕
．
〔
明
名
人
博
‘

五
〕
．
〔
明
人
小
博
、
一
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
四
十
九
・

二
日
十
一
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
十
四
〕
．
〔
明
書
、
二
日
四
十

二
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
甲
、
二
十
三
〕
．
〔
静
志
居
詩
話
‘
五
〕
．

〔
開
國
臣
博
‘
六
・
十
〕
。

【
黎
狂
i

】6
0
"
パ
明
の
人
。
慎
の
弟
。
字
は
潜
縄
。
永
築

の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
・
春
坊
諭
徳
。
宣
宗
i

貫
録
を

修
む
る
に
輿
か
り
、
経
筵
に
進
講
す
。
著
に
観
過
稿
が

あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
―
―
百
一
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
鋒
、
十
九
〕
・

〔
皇
明
名
臣
碗
球
録
、
二
十
二
〕
．
〔
蘭
畳
法
黎
録
、
四
〕
．

〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
六
十
二
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
乙
、
十
〕
。

【
黎
豆
】
61

芯
豆
の
名
。
八
丈
豆
。
ふ
ぢ
ま
め
。
狸
豆
。

虎
豆
。
〔
本
草
‘
黎
豆
〕
秤
名
、
狸
豆
‘
虎
豆
、
時
珍
曰
、
黎

亦
黒
色
也
、
此
豆
英
老
則
黒
色
、
有
レ
毛
露
レ
筋
‘
如
1

一虎

狸
指
爪
↓
其
子
亦
有
レ
貼
‘
如
1

一
虎
狸
之
斑
;
翌
之
汁
黒
‘

故
有
―
―
諸
名
一
集
解
、
蔵
器
日
、
黎
―
豆
生
1

江
南
↓
蔓
如
レ

葛
、
子
如
厄
英
子
↓
作
↓
輝
狸
首
文
↓

【
黎
廟
】
62

昇
地
名
。
黎
人
の
居
る
所
の
部
落
。
廣
東
省

の
海
南
島
の
中
。
黎
人
は
五
指
山
を
環
つ
て
居
り
‘
唐

宋
以
来
叛
服
常
な
ら
ず
。

【
黎
難
】
g

い
パ
水
精
(
6
-
1
7
0
8
3
:
 4
8
2
)

の
O
の
異
名
。

〔
庶
物
疑
名
疏
〕
水
精
、
一
名
黎
難
‘
見
―
―
魏
略
一
》

【
黎
頃
】
64

霜
庶
民
。
〔
王
褒
、
四
子
講
徳
論
〕
況
乎
聖

徳
説
穎
蕩
蕩
、
黎
域
所
レ
不
レ
能
レ
命
哉
。
「
孝
。

【
黎
伯
】
65

芦
複
姓
。
〔
大
足
縣
志
〕
黎
伯
浪
事
レ
母
至

【
黎
比
】
66

い
ィ
春
秋
、
苗
國
の
君
の
名
。
〔
後
漢
書
‘
楊
乗

博
〕
春
秋
不
レ
誅
も
臣
央
而
魯
多
レ
盗
。
〔
注
〕
賢
案
、
黎

比
‘
苗
國
之
君
。

【
黎
眉
】
67

巧
清
、
鄭
顧
吉

(11ー
3
9
5
6
2
:
 8
5
)

の
字
。

〖
黎
眉
騒
〗68か
唸
纏
馬
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕
事
、
鳥
獣
、

馬
櫨
〕
朝
策
1

一
黎
眉
騒
盃
争
レ
鞭
九
不
レ
堪
。
「
5
)

の
琥
゜

〖
黎
眉
居
士
〗6
9
5パ
ピ
明
‘
郭
正
中
(
1
1ー
3
9
4
7
4:
 3
5
 

[
黎
服
】
10

芸
黎
民
が
悦
ぴ
服
す
る
。
〔
楚
辞
、
天
問
〕

帝
乃
降
観
レ
下
逢
―
―
伊
摯
面
i

條
放
致
レ
罰
而
黎
服
大
説
。

〔
補
注
〕
黎
‘
謂
1

一
塁
黎
芸
口
姓
也
、
湯
以
レ
臣
放
レ
君
‘
而
黎

民
説
服
者
、
代
レ
虐
以
レ
寛
故
也
。

【
黎
猫
】
7
1
7
0
パ
明
、
江
西
柴
平
の
人
。
字
は
天
輿
。
天

順
の
進
士
。
官
は
御
史
。
天
下
の
利
病
を
疏
し
、
人
に

梢
せ
ら
る
。
後
‘
右
副
都
御
史
。
郎
陽
を
撫
治
す
。
南
京

兵
部
侍
郎
に
抜
擢
さ
れ
て
卒
す
。
天
性
廉
静
。
事
至
れ

ば
必
ず
心
力
を
虚
す
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
四
十
一
―
-
〕
．
〔
國

朝
列
卿
記
、
五
十
三
・
一
百
十
二
〕
．
〔
蘭
昼
法
翌
録
‘
十

-
〕
.
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
五
十
九
〕
。

【
黎
平
】
72

苔

O
府
名
。
明
、
置
く
。
貴
州
省
に
圏
す
。

清
‘
之
に
因
り
、
古
州
・
下
江
の
二
顧
及
び
開
泰
・
永
従

の
二
縣
を
領
す
。
民
國
、
縣
に
改
む
。
〔
清
史
稿
、
地
理

志
〕
貴
州
、
黎
平
府
、
領
,
1

鹿
二
、
縣
ニ
一
開
泰
・
永
従
・
古

州
鹿
・
下
江
巖
。

O
縣
名
。
民
國
、
置
く
。
責
州
省
錦
屏
縣

の
西
南
。
況
江
の
支
流
な
る
渾
埃
の
東
南
岸
。

【
黎
苗
]
7
3
や

5

0
九
黎
(
1
|
1
6
7
 :
 6
5
4
)

・
三
苗
(
1
-
1
2

:
 1
6
0
1
)

を
い
ふ
。
〔
國
語
、
周
語
下
〕
王
鉦
か
亦
翠
芸
子
黎

苗
之
王
、
下
及
玉
冬
商
之
季
↓
〔
注
〕
黎
、
九
黎
、
苗
、
三
苗

也
。
〔
曹
植
、
七
啓
〕
恵
澤
播
,
,
於
黎
苗
盃
威
霊
震
1

一
乎
無
外
↓

〔
注
〕
向
日
、
黎
‘
九
黎
也
、
少
長
、
九
黎
乱
レ
徳
、
苗
、
三
苗

也
、
舜
時
、
三
苗
不
レ
脩
レ
道
、
命
レ
品
征
レ
之
。
●
庶
民
を
い

ふ
。
黎
庶
゜
〔
後
漢
書
、
皇
后
上
、
和
煮
郵
皇
后
紀
〕
射
率
,
,

塁
下
ぶ
訊
J

膳
解
レ
鰺
、
以
贈
1

一
黎
苗
↓
〔
注
〕
廣
雅
云
‘
苗
、
衆

也
。
〔
唐
書
、
杜
佑
傭
〕
今
黎
苗
凋
療
、
天
下
戸
百
三
十
萬
゜

【
黎
母
】
1
4
5
イ

0
山
名
。
廣
東
省
安
定
縣
の
西
南
。
一

名
‘
五
指
山
。
黎
人
の
住
む
と
こ
ろ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

廣
東
、
境
州
府
、
定
安
縣
〕
五
指
山
‘
縣
南
四
百
里
、
山

有
五
峯
一
極
裔
大
‘
屹
立
如
入
指
五
諏
覆
崖
僧
萬
之

間
ぶ
t,,
四
州
之
望
―
―
名
黎
母
山
。

O
川
の
名
。
源
は
廣

東
省
安
定
縣
西
南
の
黎
母
山
。
海
に
注
ぐ
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
廣
東
、
境
州
府
、
境
山
縣
〕
黎
母
水
‘
城
東
三
里
、

源
出
―
―
黎
母
山
平
北
流
入
レ
海
、
志
云
、
僧
州
亦
有
1

一
此
水
一

蓋
黎
母
山
之
水
分
―
―
五
派
五
流
入
―
―
四
郡
界
云
六
。

【
黎
朦
】
15

和5

果
賓
の
名
。
小
橘
に
似
る
。
〔
桂
海
虞
衡

志
、
志
果
〕
黎
朦
、
子
如
l

一
大
梅
ー
復
似
l

―
小
橘
H

味
極
酸
。

[
黎
民
]
1
6

片
も
ろ
も
ろ
の
た
み
C

衆
民
。
黎
は
衆
。
一

説
に
、
黎
は
黒
‘
庶
民
は
冠
を
著
け
ず
し
て
黒
斐
を
あ

ら
は
す
か
ら
い
ふ
。
〔
書
、
亮
典
〕
黎
民
於
慢
時
碓
。
〔
博
〕

黎
、
衆
。
〔
禁
偉
〕
黎
、
黒
也
、
民
首
皆
黒
‘
故
旦
黎
民
↓

〔
書
、
舜
典
〕
帝
日
、
棄
‘
黎
民
阻
レ
飢
‘
汝
后
稜
、
播
ー
一
時
百

穀
↓
〔
書
、
秦
誓
〕
黎
民
亦
職
有
レ
利
哉
。
〔
大
學
〕
黎
民
尚

亦
有
レ
利
哉
。
〔
孟
子
、
梁
悪
王
上
〕
黎
民
不
レ
飢
不
レ
寒
‘

然
而
不
レ
王
者
未
―
―
之
有
一
也
。
〔
集
注
〕
黎
、
黒
也
‘
黎
民
‘

黒
斐
之
人
、
猶
―
―
―
秦
言
ふ
翌
□
也
。
〔
藷
五
代
史
、
唐
玉
晏

球
博
〕
撫
―
憧
黎
民
一
》

【
黎
明
】
7
7
"
“
〇
あ
け
る
こ
ろ
ほ
ひ
。
よ
あ
け
が
た
。

昧
爽
。
黎
は
比
、
あ
け
る
頃
の
意
。
一
説
に
‘
黎
は
天
色
の

く
ら
い
こ
と
。
暗
と
明
と
相
雑
る
夜
あ
け
ま
へ
。
又
‘
惚

明
に
作
る
。
遅
明
。
〔
史
記
、
高
祗
紀
〕
黎
明
園
二
宛
城
三
一

匝
゜
〔
注
〕
索
隠
曰
‘
黎
‘
昔
知
、
猶
レ
比
也
‘
謂
レ
比
レ
至
―
―
天

明
也
。
〔
瑣
瑠
代
酔
編
‘
黎
明
〕
史
記
呂
后
紀
‘
知
明
孝
患

還
‘
徐
廣
曰
‘
摯
猶
レ
比
也
、
将
レ
明
之
時
‘
此
説
非
也
‘
梨
・

黎
古
字
通
、
黎
黙
興
レ
明
相
雑
、
欲
レ
現
未
1

一
正
賤
一
也
、

猶
レ
日
―
―
昧
爽
↓
昧
‘
暗
也
‘
爽
‘
明
也
‘
亦
明
暗
相
雑
‘
渥
明

即
未
レ
及
,
,
乎
明
也
、
蕨
明
質
明
則
已
瞭
也
、
程
大
昌
考

古
編
。
〔
故
事
成
語
考
、
歳
時
〕
黎
明
、
昧
爽
皆
将
レ
曙
之

時
。
●
宋
、
長
沙
の
人
。
字
は
オ
翁
。
胡
安
國
に
師
事

す
。
含
人
辞
徽
言
湖
南
に
使
す
る
や
、
高
宗
、
山
林
の
賢

者
を
訪
は
し
む
。
徽
言
‘
明
を
推
薦
す
。
命
未
だ
下
ら
ざ

る
に
卒
す
。
〔
宋
史
翼
、
二
十
四
〕
・
〔
宋
元
學
案
、
三
十
四
〕
。

【
黎
陽
]
7
8

祁
〇
山
名
。
一
名
、
黎
山
。
河
南
省
溶
縣
の

東
南
の
大
任
山
。
●
縣
名
。
④
漢
‘
置
く
。
河
南
省
濱
縣

の
東
北
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
魏
郡
、
縣
十
八
、
黎
陽
゜

〔
注
〕
晉
灼
曰
‘
黎
山
在
1

一
其
南
ご
河
水
経
↓
―
其
東
工
其
山

上
碑
云
‘
縣
取
二
山
之
名
面
ざ
水
之
陽
一
以
為
レ
名
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
大
名
府
、
潜
縣
〕
黎
陽
呪
縣
、
縣

西
二
里
、
又
有
―
―
故
城
二
仕
今
縣
東
北
工
澳
縣
治
レ
此
‘

相
博
、
以
1

一
黎
侯
失
レ
國
寓
レ
衛
時
居
＞
此
而
名
。
＠
―
―
一
國

呉
‘
置
く
。
安
徽
省
休
寧
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

江
南
、
徽
州
府
、
休
寧
縣
〕
黎
陽
顎
縣
、
在
l

―
縣
西
北
五
孫

呉
析
↓
―
歓
縣
地
一
置
。

O
鎮
の
名
。
河
南
省
潅
縣
の
東
南
。

〖
黎
陽
倉
〗
窄
芦
ャ
'
,
穀
倉
の
名
。
隋
‘
置
く
。
河
南
省
濱

縣
の
西
南
。
河
北
の
穀
物
を
一
時
此
虞
に
畜
へ
て
、
京

師
に
轄
輪
し
た
。
〔
括
地
志
〕
黎
陽
城
西
南
、
有
二
故
倉

城
玉
相
博
‘
哀
紹
緊
レ
粟
之
所
、
亦
即
隋
僅
レ
倉
慮
゜

〖
黎
陽
津
〗79
翡
ャ
ゥ
渡
場
の
名
。
白
馬
津
の
一
名
。
河

南
省
滑
縣
の
北
。
今
‘
湮
る
。
〔
晉
書
、
慕
容
徳
載
記
〕
議

欲
n

一
退
保
,
,
黎
陽
百
其
夕
流
源
凍
合
、
是
夜
清
レ
師
、
旦
、
魏

13597 
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師
至
而
泳
沖
、
若
レ
有
レ
紳
焉
‘
遂
改
―
―
黎
陽
津
[
『
-
1

天
橋

津
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
大
名
府
、
濱
縣
、
故
潰
〕

又
有
↓
―
黎
陽
津
石
自
レ
昔
為
1

一
津
清
之
要
盃
郡
縣
志
、
以
為
1

一

白
馬
津
下
非
也
、
白
馬
津
腸
―
―
滑
縣
↓
蓋
在
↓
1

黎
陽
之
南

岸
一
杜
牧
曰
、
黎
陽
距
1

一
白
馬
津
二
ニ
十
里
、
山
堂
雑
論

云
‘
濱
滑
間
度
河
慮
‘
昔
皆
以
1

一
白
馬
1

為
レ
名
、
然
主
,
,
河

北
而
言
‘
則
日
―
―
黎
陽
エ
チ
河
南
―
而
言
‘
則
日
―
―
白
馬
↓

【
黎
老
】
80

且
ゥ
老
人
を
い
ふ
。
黎
は
老
。
一
説
に
‘
黎

は
牛
‘
老
人
の
面
色
‘
仰
に
似
た
り
。
笠
老
。
〔
國
語
‘
呉

語
〕
今
王
播
―
―
棄
黎
老
盃
而
核
童
焉
比
謀
゜
〔
注
〕
黎
‘
凍

黎
‘
壽
徴
也
。
〔
墨
子
、
明
鬼
下
〕
播
-
―
棄
黎
老
こ
皿
誅
核

子
↓
〔
間
詰
〕
偽
古
文
書
泰
誓
云
‘
播
l

―
棄
黎
老
ず
吐
博
云
‘

飴
背
之
希
梢
レ
仰
‘
布
棄
不
ー
一
種
敬
一
山
井
鼎
七
経
孟
子
考

文
引
古
本
‘
書
レ
黎
作
レ
黎
‘
興
レ
此
同
‘
孔
疏
云
‘
孫
炎
日
、

呑
面
凍
黎
‘
色
似
―
―
浮
垢
一
也
、
然
則
老
人
面
色
似
レ
黎
‘

故
稽
ら
1

黎
老
ご
苔
広
、
方
言
云
、
梨
、
老
也
、
燕
代
之
北
郎

日
レ
黎
‘
國
語
呉
語
云
、
今
王
播
1

一
棄
黎
老
玉
車
注
云
、
飴

背
之
呑
捨
1

黎
老
王
4

引
之
云
、
黎
老
者
、
者
老
也
、
古
字

黎
卑
ハ
レ
者
近
‘
尚
書
西
伯
款
黎
繹
文
、
大
博
、
黎
作
レ
者
、

是
其
例
也
。
〔
繹
史
、
―
-
+
〕

F
子
日
、
討
棄
―
―
黎
老
之
言
一

而
用
,
,
姑
息
之
謀
↓

【
黎
利
】
81

い
ィ
｛
女
南
、
黎
朝
の
始
祗
。
父
は
瞭
、
母
は
鄭

蒼
゜
廟
琥
は
太
祖
。
安
南
陳
朝
の
昌
符
九
年
に
生
る
。
順

天
元
年
、
陳
嵩
を
殺
し
て
帝
と
な
り
、
國
を
大
越
と
琥

し
、
東
都
に
莫
都
す
。
明
に
封
王
を
求
め
、
同
四
年
、
櫂

署
安
南
國
事
の
梢
を
輿
へ
ら
る
。
在
位
六
年
に
し
て
蒻

ず
。
年
五
十
一
。
年
琥
は
順
天
。
〔
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
‘

十
三
ー
十
五
〕
。

【
黎
里
】
82

い
ィ
鎮
の
名
。
江
蘇
省
呉
江
縣
の
東
南
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
蘇
州
府
‘
呉
江
縣
〕
黎
里
鎮
‘
縣
東

南
二
十
里
‘
其
市
河
曰
―
―
黎
川
一
西
通
,
,
楊
家
諸
湖
士
東

連
禾
瓜
諸
翌
又
東
北
倉
諸
湖
蕩
一
亦
注
―
―
於
瀧
山

湖
二
嘉
靖
三
十
二
年
、
倭
賊
犯
レ
境
‘
由
―
―
黎
里
1

走―

-ifP

湖↓

【
黎
慮
】
氾
巧
葵
の
名
。
〔
神
農
本
草
経
〕
槃
種
有
五

患
云
云
、
三
日
黎
鷹

【
黎
維
新
】
84

が
グ
安
南
‘
黎
朝
第
十
五
代
の
王
。
世
宗

の
次
子
。
盆
は
簡
輝
帝
。
廟
琥
は
敬
宗
゜
嘗
時
‘
玩
・
鄭

二
氏
の
専
横
甚
し
。
弘
定
二
十
年
五
月
、
鄭
松
を
殺
さ

ん
と
し
て
果
さ
ず
‘
却
て
内
殿
に
於
て
拭
せ
ら
る
。
在

黍

部

〔
三
驚
〕

黎

位
二
十
年
。
〔
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
、
三
十
一
〕
。

[
黎
維
肪
】
85

ば
ゥ
安
南
、
黎
朝
第
二
十
三
代
の
王
。
鄭

氏
桐
の
外
孫
。
裕
宗
退
位
の
後
を
承
け
て
即
位
す
。
溢

は
永
慶
帝
。
桐
の
子
、
柱
、
元
帥
と
な
つ
て
専
横
を
極

め
、
遂
に
謄
せ
ら
れ
て
昏
徳
公
と
梢
し
た
が
、
永
佑
元

年
、
打
に
拭
せ
ら
る
。
在
位
四
年
(
1
7
2
9
-
1
7
3
2
)

〔
欽
定

越
史
通
鑑
綱
目
、
三
十
七
〕
。

【
黎
由
高
】
86

芯
忍
清
、
通
城
の
人
。
字
は
鵬
霧
。
著
に

周
易
後
天
蹄
園
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
十
〕
。

【
黎
臥
然
】
87

が
バ
ゼ
ン
清
‘
晉
江
の
人
。
字
は
介
奄
。
従
軍

し
て
功
あ
り
、
雲
南
穂
官
を
授
け
ら
る
。
著
に
時
一

吟
詩
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
一
百
八
十
二
〕
。

【
黎
季
悴
】
88

店
明
代
、
安
南
の
國
王
。
字
は
埋
冗
。
初
‘

相
た
り
し
が
‘
其
の
主
を
殺
し
て
自
立
す
。
虞
舜
の
子

孫
、
胡
國
公
の
後
と
自
楢
し
‘
國
を
大
虞
と
琥
す
。
前
王

室
陳
氏
を
殆
ん
ど
殺
す
。
明
の
成
祖
に
討
平
せ
ら
る
。

【
黎
貴
臣
】
89

ぃ
グ
宋
、
證
陵
の
人
。
朱
窯
に
師
事
す
。

道
學
を
講
明
し
、
士
類
多
く
こ
れ
に
蹄
宗
す
。
〔
宋
元
學

案
‘
六
十
九
〕
。

[
黎
久
之
】
90

知
グ
明
の
人
。
黎
近
(
1
2
)

を
見
よ
。

【
黎
錦
熙
】
91

ぃ
ぐ
民
國
、
湖
南
省
湘
濯
縣
の
人
。
湖
南

高
等
師
範
學
校
史
地
科
卒
業
後
、
教
育
部
編
審
員
‘
國

立
北
京
師
範
大
學
及
ぴ
中
國
大
學
國
文
教
授
、
燕
京
大

學
國
文
講
師
・
國
立
北
平
大
學
女
子
師
範
學
院
國
文
系

主
任
等
を
歴
任
す
。
著
に
國
語
文
法
が
あ
る
。

【
黎
景
熙
】

85r
北
周
の
人
。
疑
の
曾
孫
。
字
は
季

明
。
其
の
従
祁
廣
‘
嘗
て
雀
弘
に
従
つ
て
字
義
を
學

ぶ
。
景
熙
‘
雀
浩
の
楷
隷
法
を
博
習
し
、
好
ん
で
玄
象

を
占
ひ
‘
術
散
に
精
通
す
。
宇
文
泰
‘
徴
し
て
古
今
文
字

を
東
閤
に
正
定
せ
し
め
、
尋
い
で
著
作
佐
郎
に
任
ず
。

天
和
中
、
車
騎
大
将
軍
を
以
て
終
る
。
〔
周
書
、
四
十

七
〕
・
〔
北
史
、
八
十
二
〕
。

【
黎
敬
宗
]

8

[

＂
”
ゥ
黎
維
新

(
8
4
)

を
見
よ
。

【
黎
疋
寛
】
9
4
5
パ
久
？
清
、
南
昌
の
人
。
字
は
左
巖
。
又
、

博
番
。
明
の
崇
頑
の
進
士
。
官
は
浙
江
提
學
副
使
。
明
亡

ん
で
後
、
草
厖
を
谷
鹿
洲
に
構
へ
て
生
徒
に
學
を
講

ず
。
書
室
を
進
賢
堂
と
い
ひ
、
著
に
進
堅
堂
集
が
あ
る
。

【
黎
冗
洪
】9
5
5バ’
•
ウ
民
國
‘
湖
北
省
黄
陵
縣
の
人
。
字
は

宋
卿
。
琥
は
黄
陵
。
天
津
水
師
學
堂
卒
業
‘
後
獨
逸
に
留

學
。
日
清
戦
争
に
は
捕
虜
と
な
る
。
南
京
臨
時
政
府
成

立
後
‘
臨
時
縛
統
に
學
げ
ら
れ
‘
副
綿
統
と
な
り
‘
哀
世

凱
の
死
後
、
大
縛
統
に
就
任
し
た
が
、
國
務
総
理
段
棋

瑞
と
合
は
ず
‘
張
動
の
復
辟
を
誘
登
し
て
酔
す
。

【
黎
屈
龍
】
96

ぢ

i
ゥ
安
南
‘
黎
朝
第
二
代
の
王
。
太
祗

の
次
子
。
母
は
恭
慈
太
后
苑
氏
。
明
の
永
架
一
一
十
一
年

生
れ
。
順
天
元
年
、
太
岨
安
南
を
平
定
す
る
や
‘
梁
郡
公

に
封
ぜ
ら
れ
、
翌
年
皇
太
子
と
な
り
‘
六
年
、
太
祖
苑
じ

て
即
位
し
、
桂
林
洞
主
と
琥
す
。
時
に
年
十
一
。
大
賓

三
年
、
急
に
病
を
得
て
斃
ず
。
在
位
九
年
、
年
二
十
゜
〔
欽

定
越
史
通
鑑
綱
目
、
十
六
・
十
七
〕
。

[
黎
源
洞
】
91

昇
ゲ
／
洞
の
名
。
江
西
省
萬
載
縣
の
北
。

〔
萬
載
縣
志
〕
萬
載
之
黎
源
‘
興
―
―
奉
新
之
百
丈
、
新
昌
之

黄
岡
‘
靖
安
之
雙
坑
、
武
寧
之
黄
竹
「
五
洞
相
連
、
倶
潜
,
,

通
大
演
山
ぶ
号
話
~
禦
要
地
公r
啜
゜

【
黎
公
慎
】
98

芯
ン
／
元
の
人
。
官
は
甘
泉
令
。
仁
政
あ

り
。
任
を
去
る
や
、
民
こ
れ
を
思
ひ
‘
其
の
像
を
學
含

に
圃
す
。
〔
尚
友
録
‘
三
〕
。

【
黎
公
弁
】
99

芯
ぺ
／
明
‘
臨
川
の
人
。
字
は
之
晃
。
官
一
和

中
、
薦
め
ら
れ
て
蒲
折
教
諭
に
歴
任
し
、
典
文
衡
と
な

る
。
博
學
に
し
て
治
聞
。
毎
夜
諸
生
に
業
を
課
し
、
寒
暑

睛
雨
に
闘
は
ら
ず
‘
一
鼓
に
し
て
乃
ち
罷
む
。
著
に
尊

川
集
・
蠅
鳴
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
、
一
〕
．
〔
明
詩
綜
‘

十
九
下
〕
。

【
黎
弘
基
】
1005
”
キ
明
の
人
。
黎
弘
業
を
見
よ
。

【
黎
弘
業
】
101

芥ゲ
7

明
‘
廣
東
順
徳
の
人
。
初
名
は
弘

基
。
後
、
帝
緯
を
避
け
て
弘
業
に
改
む
。
字
は
孟
攘
゜
琥

は
行
侯
。
天
啓
の
學
人
。
官
は
和
州
の
知
。
崇
禎
中
‘

流
賊
を
州
境
よ
り
撃
却
す
。
尋
い
で
復
た
賊
至
る
に
及

ぴ
、
死
士
を
募
つ
て
固
守
せ
し
も
、
城
陥
つ
て
傷
死
す
。

〔
明
史
、
一
百
九
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
―
-
＿
百
七
十

八
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
二
〕
・
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘

六
〕
．
〔
績
表
忠
記
、
四
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、
一
〕
．
〔
甲
申
後
亡

臣
表
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
傭
‘
―
-
＋
八
〕
．
〔
崇
韻
忠
節
鋒
‘

九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、
二
〕
。

【
黎
士
宏
】
102

砂

t
清
、
長
汀
の
人
。
字
は
魏
曾
。
琥
は

託
素
齋
。
順
治
の
畢
人
。
錢
謙
盆
等
推
し
て
海
内
名
士

と
為
す
。
江
西
・
陳
西
・
江
南
を
歴
任
す
。
蕩
寇
の
功
を

以
て
布
政
司
参
政
に
進
み
‘
酔
し
蹄
つ
て
卒
す
。
書
室

を
仁
恕
堂
と
い
ふ
。
著
に
西
唾
聞
見
録
・
託
素
齋
詩
文

集
・
仁
恕
堂
筆
記
・
理
信
存
稿
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
二
百

九
十
一
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
七
十
・
七
十
四
〕
．
〔
國
朝
者
獣

類
徴
‘
二
百
七
〕
．
〔
碑
傭
集
、
八
十
一
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴

略
初
編
‘
二
〕
・
〔
國
朝
名
家
詩
紗
小
博
〕
。

【
黎
子
雲
】
103

芥
ノ
｛
木
、
僧
州
の
人
。
貧
な
る
も
、
昆
弟
と

も
に
學
を
好
む
。
居
る
所
、
林
木
水
竹
多
し
。
蘇
拭
、
僧

耳
に
在
り
。
嘗
つ
て
子
雲
兄
弟
を
訪
ひ
‘
證
を
執
る
こ

と
甚
だ
恭
し
。
毎
に
弟
と
酒
を
載
せ
て
過
り
‘
盆
を
請

ひ
奇
を
問
ふ
。
献
因
つ
て
其
の
別
歴
に
題
し
て
載
酒
堂

と
い
ふ
。
〔
尚
友
録
‘
―
二
〕
。

【
黎
司
直
】
104

い
だ
界
尺
（
定
規
）
の
異
稽
。
〔
事
物
異
名

録
‘
文
具
‘
界
尺
〕
事
物
紺
珠
‘
界
尺
日
―
―
黎
司
腹
一
又
曰
,
,

木
訥
老
人
↓

【
黎
充
輝
]105

祁
キ
明
の
人
。
黎
憤
(
5
0
)

を
見
よ
。

【
黎
庶
昌
】
106
ル
5
,
F
ゥ
清
、
逢
義
の
人
。
字
は
飩
齋
（
純

齋
）
。
凜
貢
生
。
同
治
中
、
萬
言
の
書
を
上
奏
す
。
官
は
川

東
道
の
長
に
至
る
。
痢
度

H
本
に
使
し
、
唐
宋
の
藷
籍

を
影
紗
し
、
古
逸
叢
書
を
集
成
す
。
書
室
を
拙
尊
園
と

い
ひ
、
著
に
拙
尊
園
叢
稿
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
五

十
二
〕
・
〔
碑
傭
集
補
、
十
九
〕
。

【
黎
承
悪
】
107

砕
ウ
ケ
イ
清
の
人
。
黎
世
序
(
1
1
1
)
を
見
よ
。

【
黎
仁
宗
】
108

賃

が

黎

邦

基
(
1
2
2
)

を
見
よ
。

【
黎
遂
球
】
109"
＂
拓
ウ
明
、
番
晶
の
人
。
字
は
美
周
゜
溢

は
忠
愁
。
崇
禎
の
攀
人
。
門
を
杜
し
て
著
述
す
。
尤
も

詩
・
古
文
辞
に
力
め
‘
善
く
山
水
を
蓋
く
。
再
度
橙
部
の

試
に
應
ず
る
も
第
せ
ず
。
時
に
揚
州
の
進
士
‘
鄭
元
動

四
方
の
名
士
を
影
園
に
集
め
‘
黄
牡
丹
の
詩
を
賦
し
、

錢
謙
盆
を
推
し
て
品
題
を
な
し
、
金
塵
を
懸
け
て
資
と

な
す
。
遂
球
、
南
還
し
て
之
を
過
ぎ
‘
即
席
に
＋
首
を
成

す
。
諸
賢
に
冠
と
な
り
、
牡
丹
状
元
と
呼
ば
る
。
證
部
侍

郎
陳
子
牡
に
薦
め
ら
れ
た
が
、
母
を
養
ふ
を
以
て
就
か

ず
。
甲
申
の
勢
後
、
官
は
兵
部
職
方
司
主
事
。
廣
東
の
兵

を
提
督
し
て
籟
州
を
援
く
。
城
遂
に
破
れ
‘
弟
遂
瑛
と

輿
に
死
す
。
書
室
を
蓮
蹟
閣
と
い
ふ
。
著
に
周
易
交
物

嘗
名
・
易
史
・
蓮
蹟
閣
文
集
が
あ
る
。
〔
明
史
‘
二
百
七

十
八
〕
・
〔
明
人
小
博
、
四
〕
・
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
+
＝
-
〕
・

〔
南
彊
繹
史
撫
遺
‘
―
―
-
〕
.
〔
明
詩
綜
‘
七
十
四
〕
．
〔
小
膜
紀

年
‘
+
―
―
-
〕
・
〔
勝
朝
尊
東
遺
民
録
‘
一
〕
・
〔
崇
繭
忠
節
録
‘

十
五
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
四
〕
．
〔
小
膜
紀
博
‘
二
十

七
〕
・
〔
明
詩
紀
事
、
辛
、
七
〕
．
〔
江
人
事
〕
．
〔
静
志
居
詩

話
‘
―
-
+
-
〕
。

1
0
0
ニ

13598 



(47994・・110) (48002) 

黍

部

〔
三
ー
四
書
〕

黎

劾

香

紺

豹

紐

紐

新

計

【
黎
崇
宣
】
110

芯
七
／
明
、
番
馬
の
人
。
字
は
襦
旬
。
古

文
辟
を
善
く
し
、
贅
力
人
に
過
ぎ
、
騎
射
を
好
く
し
、

善
く
兵
を
談
ず
。
又
、
楷
草
及
ぴ
隷
書
に
巧
。
萬
暦
の

進
士
。
官
は
廣
徳
知
州
。
政
は
簡
に
し
て
刑
は
清
＜
、
抗

直
を
以
て
辞
し
て
蹄
る
。
後
、
哀
州
府
推
官
に
起
用
さ

れ
た
る
も
‘
就
か
ず
し
て
林
下
に
優
溜
す
。
母
羅
氏
、
壽

百
歳
。
日
に
左
右
に
侍
し
て
承
歓
す
‘
崇
禎
中
母
卒
し
、

且
つ
北
部
の
嬰
を
聞
き
‘
哀
痛
し
て
卒
す
。
著
に
恰
恰

集
が
あ
る
。
〔
明
詩
紀
事
、
辛
‘
十
九
〕
。

【
黎
世
序
】
1113
が4
ヨ
清
‘
羅
山
の
人
。
字
は
湛
渓
。
初

名
は
承
悪
゜
溢
は
襄
勤
。
嘉
慶
の
進
士
。
南
昌
縣
知
を

拝
す
。
在
官
五
年
。
治
状
一
時
に
最
た
り
。
南
河
穂
督

に
累
官
す
。
著
に
河
上
易
注
・
湛
渓
文
集
が
あ
る
。
〔
清

史
稿
、
三
百
六
十
六
〕
．
〔
國
朝
斉
獣
類
徴
‘
二
百
四
十

八
〕
．
〔
績
碑
博
集
、
三
十
二
〕
．
〔
碑
傭
集
補
、
十
六
〕
。

【
黎
靖
徳
】
1
1
2
3
"
ト
ク
宋
、
永
嘉
の
人
。
嘉
祐
中
、
沙
縣
主

簿
を
授
け
ら
れ
、
縣
事
を
撮
す
。
博
學
に
し
て
文
詞
に

巧
。
著
に
朱
子
語
類
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
-
―
-
〕
，
〔
四
庫
提

要
、
九
十
二
〕
。

【
黎
村
墟
】
113
い
31
ノ
ノ
地
名
。

0
江
西
省
消
江
縣
の
西
。
穎

江
水
の
北
岸
。
●
廣
東
省
順
徳
縣
の
西
北
。

O
廣
西
省

容
縣
の
東
南
。
黎
家
塞
の
東
北
。

【
黎
太
祗
】
114

”

杉

黎

利
(

8

1

)

を
見
よ
。

【
黎
太
宗
】
115

”
パ
り
ウ
黎
元
龍
(
9
6
)

を
見
よ
。

【
黎
仲
吉
】
116

勾
ウ
キ
，
宋
‘
寧
都
の
人
。
字
は
漢
儒
。
淳
化

の
進
士
。
天
蒻
中
、
上
奏
し
て
丁
謂
に
件
ひ
‘
洪
州
文
學

を
授
け
ら
る
。
謂
‘
相
を
罷
む
る
や
‘
召
さ
れ
て
哀
州
戸

曹
と
な
る
。
後
、
辞
し
て
蹄
る
。
時
の
人
、
方
外
高
人
と

稲
す
。
〔
尚
友
録
‘
-
―
―
〕
゜

【
黎
廷
瑞
】
111

”
"
ズ
イ
宋
、
郡
腸
の
人
。
字
は
詳
仲
。
咸
淳

の
進
士
。
官
は
肇
慶
府
司
法
参
軍
。
著
に
芳
洲
集
が
あ

る
【
黎
定
國
】

118Fコ
ク
清
、
江
都
の
人
。
字
は
子
一
。
嘗

て
縣
建
學
使
幕
に
客
た
り
。
著
に
績
間
小
記
が
あ
る
。

〔
四
庫
提
要
、
七
十
七
〕
。

【
黎
洞
墟
】
119
知
31
凡
ウ
地
名
。

O
廣
東
省
台
山
縣
の
西
。

新
寧
鐵
路
の
西
南
支
線
の
終
貼
。
●
廣
東
省
英
徳
縣

の
西
南
。

【
黎
巴
嗽
]120

公
山
脈
の
名
。
シ
リ
ヤ
西
南
部
の
山
脈
。

L
e
b
a
n
o
n

の
昔
繹
゜

【
黎
培
敬
】
121

心
バ
ケ
イ
清
‘
湘
渾
の
人
。
字
は
開
周
。
琥

は
簡
堂
。
晩
琥
は
竹
間
道
人
。
盆
は
文
爾
。
咸
豊
の
進

士
。
官
は
編
修
・
貴
州
視
學
・
布
政
使
。
尋
い
で
貴
州
巡

撫
に
抜
擢
さ
れ
‘
光
緒
中
、
江
蘇
巡
撫
を
授
け
ら
る
。
著

に
奏
議
・
公
讀
・
書
札
・
酔
郵
紀
程
・
求
補
拙
齊
文
略
・

外
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
五
十
四
〕
．
〔
清
史
列
博
‘

五
十
五
〕
．
〔
績
碑
傭
集
、
二
十
八
〕
。

【
黎
邦
基
】
122

芥
キ
安
南
‘
黎
朝
第
三
代
の
王
。
太
宗
の

第
三
子
。
母
は
宣
慈
皇
太
后
玩
氏
。
太
賓
一
一
年
生
れ
。
尋

い
で
皇
太
子
と
為
り
、
翌
年
、
太
宗
斃
じ
て
即
位
す
。

延
寧
六
年
、
夜
‘
梯
を
作
っ
て
城
に
侵
入
せ
る
皇
兄
諒

山
王
宜
民
の
た
め
に
、
太
后
と
共
に
拭
せ
ら
る
。
年
＋

九
。
在
位
十
七
年
。
〔
欽
定
越
史
通
鑑
綱
目
、
十
八
・
十

九〕。

【
黎
民
安
】
123-
パ
ァ
／
明
、
金
硲
の
人
。
琥
は
九
華
。
親

に
事
へ
て
至
孝
゜
件
力
脆
略
あ
り
。
頗
る
書
傭
を
渉
撒

す
。
官
は
崇
韻
中
‘
運
糧
把
綿
。
張
猷
忠
を
防
ぐ
を
以
て

功
あ
り
、
浦
撃
を
授
け
ら
る
。
後
、
李
自
成
に
執
へ
ら

れ
‘
賊
を
罵
つ
て
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
九
十
二
〕
．
〔
萬

斯
同
明
史
‘
一
三
日
七
十
九
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
四
〕
・

〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
三
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘
五
〕
・
〔
小
膜
紀

年
、
二
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
鳴
十
一
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣

録
‘
五
〕
。

【
黎
民
懐
】
124

↓
パ
ク
ワ
イ
明
の
人
。
民
衷
の
弟
。
字
は
惟
仁
゜

琥
は
白
泉
。
嘉
靖
中
、
歳
薦
に
預
り
‘
廷
試
の
後
、
像
章

に
至
る
。
諸
王
孫
‘
其
の
オ
名
を
聞
き
、
学
つ
て
識
面

を
求
む
。
書
豊
は
晉
宋
に
出
入
し
、
詩
は
消
晴
間
逸
‘

時
に
三
絶
と
梢
せ
ら
る
。
兄
の
民
表
・
民
衷
と
黄
佐
に

師
事
し
、
三
鳳
の
梢
あ
り
。
著
に
清
居
集
が
あ
る
。

【
黎
民
衷
】
125i
パ
ヂ
{
ウ
明
の
人
o

民
表
の
弟
o

字
は
惟
和
o

琥
は
雲
野
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
吏
部
郎
中
。
消
操
を
以

て
聞
ゆ
。
後
、
廣
西
糧
儲
参
政
に
至
る
。
蜜
寇
藩
庫
を
劫

す
に
及
ん
で
、
守
者
を
率
ゐ
て
輿
に
戦
ひ
‘
創
け
ら
れ

て
卒
す
。
著
に
司
封
集
が
あ
る
。
〔
明
人
小
博
‘
-
―
―
〕
・
〔
明

詩
綜
、
四
十
四
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
己
、
十
―
-
〕
。

【
黎
民
表
】
126
此
ヘ
ウ
明
の
人
。
貫
の
子
。
字
は
惟
敬
゜
琥

は
瑶
石
山
人
。
又
‘
羅
浮
山
樵
。
嘉
靖
の
摯
人
。
官
は

翰
林
孔
目
•
吏
部
司
務
。
其
の
能
文
を
執
政
に
知
ら
れ

て
、
制
赦
房
中
書
と
な
り
、
内
閣
に
供
事
す
。
萬
暦
中
‘

河
南
布
政
使
参
議
に
至
つ
て
致
仕
す
。
性
、
坦
夷
に
し

冨
】
徊
九
ウ
“
[
〗
い
豆
[
]
の
本
字
。
〔
正
字

【
物
】
〖9冒

Eaa

――
黎（
1
2
ー

4
7
9
9
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
動
、
同
レ
黎
゜

レ
イ

て
讀
書
を
好
む
。
其
の
詩
は
梁
と
呉
に
誉
あ
り
。
又
‘

書
書
に
巧
。
著
に
瑶
石
山
人
稿
•
北
涌
稿
・
諭
後
語
録
・

養
生
雑
録
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
八
十
一
〕
．
〔
萬
斯
同

明
史
‘
三
百
八
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
六
十
八
〕
．
〔
皇

明
詞
林
人
物
考
、
八
〕
．
〔
明
人
小
傭
、
三
〕
．
〔
明
詩
綜
、
四

十
七
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
已
、
五
〕
・
〔
明
鵞
録
‘
四
〕
．
〔
列
朝

詩
集
小
債
‘
丁
、
上
〕
・
〔
盛
明
百
家
詩
‘
二
〕
．
〔
静
志
居
詩

話
、
十
四
〕
。

【
黎
立
武
】
127
ぃ
ゲ
宋
、
新
喩
の
人
。
字
は
以
常
。
自
ら
寄

翁
と
琥
す
。
咸
淳
の
進
士
。
官
は
國
子
司
業
。
文
天
詳
．

謝
桔
得
と
交
遊
あ
り
。
學
者
、
所
寄
先
生
と
梢
す
。
著
に

中
庸
指
蹄
•
中
庸
分
章
・
大
學
禎
微
•
大
學
本
旨
が
あ

る
。
〔
宋
史
翼
、
三
十
五
〕
．
〔
四
庫
提
要
、
三
十
五
〕
・
〔
宋

元
學
案
‘
二
十
八
〕
。

【
黎
良
徳
】
128

諮
ウ
ト
ク
清
‘
寧
化
の
人
。
字
は
質
存
。
琥
は

懐
古
。
博
雅
の
梢
あ
り
。
足
跡
天
下
に
遍
し
。
太
學
生
よ

り
州
同
を
授
け
ら
る
。
書
藍
に
巧
。
著
に
漫
涌
草
が
あ

る。

【
黎
祈
道
人
】
129

”
”
ク
永
田
忠
原
の
琥
。
永
田
観
鵞

(
6
ー

1
7
0
8
8
:
 2
9
6
)

を
見
よ
。

【
黎
荘
公
夫
人
】
130"
ィ
が
匁
コ
ウ
周
、
衛
侯
の
女
。
黎
の
荘

公
の
夫
人
。
既
に
嫁
し
て
未
だ
嘗
て
見
ゆ
る
を
得
ず
。

博
母
、
其
の
賢
を
閲
み
‘
謂
ひ
て
日
く
‘
夫
婦
の
道
、
義

あ
れ
ば
合
ひ
、
義
無
け
れ
ば
去
る
と
。
夫
人
日
く
‘
婦
人

の
道
は
一
の
み
。
彼
れ
吾
れ
を
以
て
せ
ず
と
も
、
吾
れ

何
ぞ
婦
道
を
離
る
ぺ
け
ん
や
と
。
〔
列
女
債
、
貞
順

博〕。

[計]岬
【新】蜘

1
0
0
三

黎
(
7
ー

2
0
0
4
8
)

に
同
じ
。
〔
説
文
通

ー

・

訓
定
臀
〕
摯
‘
亦
作
レ
梨
‘
作
レ
計
。

キ
ン
コ
ン

日
キ
ン
ギ
ン

曰l
キ
ン
コ
ン

国
キ
ン
コ
ン

回
l

□
□
国
画
ね
ば
る
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
新
‘
貼

也
。
〔
集
韻
〕
新
‘
貼
也
。 〔

集
韻
〕
几
隠
切
印
[

〔
集
韻
〕
渠
巾
切
躙

〔
集
韻
〕
學
欣
切
図

〔
集
韻
〕
居
倣
切
醒
皿

国】細
ね
ば
る
。
〔
集
韻
〕
紐
‘
貼
也
。

ゴコ

〔
集
韻
〕
胡
故
切
国
g

ね
ば
る
。
〔
集
韻
〕
紐
‘
粘
也
。

国
】
徊
[
[
〔
集
韻
〕
女
九
切
固
ュ

窮】亨

劾
(
1
1
0
ー

4
7
9
9
5
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
豹
‘
劾
字
之
謳
゜

レ
イ

小

或

日

□

l

ね
ば
る
。
或
は
籾
(
1
2

和
薮
筋
怜
ー
4
7
9
9
3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

紀
‘
貼
也
、
炊
レ
黍
日
臀
、
春
秋
博
日
、
不
レ
義
不
レ

祀
‘
籾
‘
祀
或
八
レ
刃
。
〔
集
韻
粗

r或
炊
レ
刃
。

日
ヂ
ツ
〔
集
韻
〕
尼
質
切
園

ロ
ニ
チ
〔
集
韻
〕
入
質
切
圏

厨

】

年

[

[

/

13599 



(48002 .. 1) (48007 .. 39) 

小
日
口
0
ね
ば
る
。
ね
ば
り
つ
く
。
〔
説

占惰
策
文
〕
貼
、
相
著
也
、
八
レ
黍
占
臀
。
〔
義

證
〕
一
切
経
音
義
、
糊
レ
物
相
箸
曰
レ
粘
‘
三
蒼
‘

貼
、
合
也
、
古
文
苑
‘
童
約
‘
貼
レ
雀
張
レ
鳥
。
〔
白
居

易
‘
朱
藤
謡
〕
泥
鮎
雲
滑
‘
足
力
否
堪
゜
〔
一
切
経

昔
義
‘
十
四
〕
貼
、
合
也
゜
●
の
り
。
も
ち
。
〔
爾
雅
‘

冨

】

亨

デ
ン
ネ
ン

□l
 

デ
ン
ネ
ン

日

〔
集
韻
〕
尼
占
切
陶

万＿
p,

m
e
n
'
 

出
巧

chan1

〔
集
韻
〕
女
瞼
切
鰯
四

貧】岬
コ

鮎
(
1
2
|
 
4
8
 0
0
 9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻

鈷
‘
或
作
レ
紆
゜

国

】

螂

ね
ば
る
。
〔
玉
篇
〕
掘
‘
貼
也
。

デ
イ
ナ
イ

〔
集
韻
〕
乃
證
切
諏
i

冨

】

螂

ダ

＂

五

い

"

。

2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

き
び
み
そ
の
上
に
出
来
る
ま
く
。
〔
篇
海
〕
麹

黍
妓
皮
也
。

国】如
ハ，ウ
ヘ，ウ

〔
篇
海
〕
披
教
切
殴

冒

Ii編

【
耕
鼠
】
1

バ

紛

鼠
(
1
2
ー

4
8
3
9
9
・

・
1
)

の
異
名
。
〔
方
言
‘

六
〕
梁
宋
之
間
、
批
絆
耕
鼠
之
場
‘
謂
―
―
之
祗
↓
〔
注
〕
計

鼠
‘
紛
鼠
也
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
勤
鼠
、
疏
〕
方
言
云
、
名
"

摯
鼠
盃
既
此
鼠
也
。 黍

部

〔

四

五

蜜

〕

秤
言
‘
籾
‘
膠
也
‘
注
〕
膠
‘
貼
籾
゜
〔
繹
文
〕
粘
、
字
書
【
粘
件
】
12men'chien• 

添
附
し
た
書
類
。

云
‘
糊
也
。
参
つ
ぐ
。
棋
法
の
一
。
〔
園
棋
義
例
、
詮
[
粘
而
】

l
J
ゲ
/
ね
ぱ
り
つ

~
o粘
皿
〔
繹
名
、
秤
飲
食
〕

餌
‘
而
也
、
相
貼
而
也
。
〔
急
就
篇
‘
絣
餌
褒
飯
甘
豆
羹
、

注
〕
餌
之
為
レ
言
‘
而
也
、
相
貼
而
也
。

繹
〕
貼
、
連
也
、
彼
欲
1

石
ぞ
子
断
ー
之
、
我
即
以
レ

【
貼
湿
】
14

戸
砂
劣
ね
ば
ね
ば
す
る
。
〔
南
史
、
痘
嘩
傭
〕

子
連
レ
之
、
故
日
レ
貼
゜
⑲
或
は
粘
(
8ー

2
6
9
0
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
貼
‘
或
炊
レ
米
。

O
又
‘
凍
（

7-
撰
和
香
方
「
其
序
レ
之
、
日
、
云
云
、
零
羞
虚
燥
‘
階
唐
貼

1
7
9
2
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
貼
‘
亦
作
レ
濠
。

O
粘
滉
‘
云
云
、
所
に
再
悉
以
比
類
朝
士
五
爵
本
多
L

忌
、
比
―

(
1
2
-
4
7
7
6
2
)

に
通
ず
。
〔
後
漢
書
‘
方
術
下
‘
華
佗
庚
仲
文
云
零
董
虚
燥
比
―
―
何
尚
之
一
危
唐
貼
混
、
比
二
沈

演
之
↓

【
粘
手
】
15

n
i
e
n
'
s
h
o
u
3

手
を
出
す
。
干
渉
す
る
。

傭
〕
佗
授
以
,
,
漆
葉
青
粘
散
↓
〔
魏
志
、
方
技
、
華

【
粘
数
】
16

訂
ね
ば
り
つ
く
。
〔
秤
名
、
秤
飲
食
〕
栂
、
数

佗
傭
〕
佗
授
以
―
―
漆
葉
青
貼
散
↓

【
貼
油
】
1

n
i
e
n
'
y
u
'

石
油
蒸
儲
の
時
、
二
百
度
以
上
也
、
相
貼
数
也
。

の
温
度
で
得
ら
れ
る
油
。
重
く
て
貼
る
。
又
、
重
油
と
い
【
貼
埴
】
17
グ
5

ク
ね
ば
り
つ
く
。
〔
六
餡
‘
犬
餡
、
戦
車
〕

ふ

。

氾

下

漸

澤

、

黒

土

貼

埴

者

、

車

之

努

地

也

。

[
貼
雨
】
2

吋
酒
で
口
を
す
す
い
で
吹
き
つ
け
る
こ
【
貼
謄
】
18

汀
油
揚
の
餅
゜
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
飲
食
部
、

と
。
後
趙
の
武
帝
（
石
虎
）
の
故
事
。
貼
雨
畳
を
見
よ
。
飯
絣
類
〕
耕
色
立
成
云
‘
貼
謄
、
油
絣
名
也
。

〖
貼
雨
畳
〗3
り
畳
の
名
。
〔
拾
遺
記
、
九
、
晉
時
事
〕
【
貼
接
】

1
9汀
糊
で
つ
な
ぐ
。
の
り
つ
ぎ
。
〔
綴
耕
録
‘

石
虎
於
―
―
太
極
殿
前
一
起
レ
棲
、
云
云
‘
憂
上
有
―
―
銅
龍
一
貼
接
紙
縫
法
〕
光
云
、
古
法
用
―
―
椿
樹
汁
・
飛
約
・
白
笈
末
↓

腹
容
1

一
藪
百
射
酒
一
使
L

胡
人
於
ら
で
ナ
嗽
』
酒
、
風
至
三
物
調
和
如
レ
糊
‘
以
レ
之
貼
接
、
紙
縫
永
不
レ
脱
。

翌
之
如
レ
露
、
名
曰
二
貼
雨
憂
玉
用
以
瀧
レ
塵
。
【
貼
涎
】
20

nien2 
h
s
i
e
n
'
0
よ
だ
れ
を
流
す
。
●
ni-

【
鮎
液
】
4

打
ぢ
ね
ば
り
け
の
あ
る
汁
。
粘
液
゜
〔
楊
萬

e
n
'
h
s
i
e
n
（
ど
い
。
し
つ
つ
こ
い
。

里
、
得
1

一
壽
仁
・
壽
俊
二
子
中
塗
家
書
一
詩
〕
客
有
レ
籟
1

淑
i

【
貼
煎
]
2
1

竺
べ
た
べ
た
と
ね
ば
る
。
〔
還
魂
記
‘
驚
夢
〕

枝
一
盈
レ
藍
風
露
色
、
綽
羅
覺
1

一
審
髯
一
泳
弾
澱
二
粘
液
↓
雨
香
雲
片
、
幾
到
↓
―
夢
兒
邊
一
無
レ
奈
古
向
堂
‘
喚
醒
紗
窟
睡

〖
貼
液
質
〗5
4
匁
キ
氣
質
の
一
。
情
緒
活
動
が
鈍
く
、
不
レ
便
、
滋
一
新
鮮
冷
汗

1
貼
煎
。

不
活
澄
で
保
守
的
で
あ
る
が
、
意
志
が
強
く
耐
久
力
が
【
駄
益
米
】
22

だ
粘
り
け
に
富
ん
だ
穀
物
。
〔
事
物
異
名

あ

る

氣

質

。

粘

液

質

。

録

‘

疏

穀

、

杭

〕

爾

雅

、

衆

‘

棟

‘

疏

‘

衆

一

名

レ

棟

‘

謂

二

貼

〖
貼
液
腺
〗6
H
1

貼
膜
に
存
在
し
て
貼
液
を
分
泌
粟
一
也
、
按
‘
雀
豹
古
今
注
云
、
棟
為
,
,
稲
之
粘
者
「
許
慎

す

る

腺

。

粘

液

腺

。

「

こ

と

。

説

文

云

、

杭

‘

稜

之

貼

者

也

‘

氾

勝

之

書

云

、

梁

是

棟

粟

‘

【
貼
牙
】
1

nien2 
ya'

聞
き
苦
し
い
。
言
語
の
野
卑
な
蘇
頌
圏
経
云
、
丹
黍
米
鮎
者
為
レ
棟
、
撮
レ
此
則
黍
・
稜
・

〖
粘
牙
搭
歯
〗8
nien2 
y
a
'
t
a
'
c
h
'
i
宅
言
語
の
稲
・
梁
之
貼
者
、
皆
謂
ぢ
各
聾
本
草
綱
目
、
時
珍
日
、
棟

不
明
瞭
な
こ
と
。
即
梁
米
・
粟
米
之
貼
者
、
雀
豹
・
許
恨
•
蘇
頌
之
説
、
皆
誤
。

【
粘
桔
】
，

nien2

kao'

粘

り

氣

の

あ

る

餅

。

【

広

韓

i
]
2
3

”
貼
性
に
富
ん
だ
‘
固
橙
と
液
陸
と
の
中

【
貼
徽
]
1
0

”
／
魚
を
捕
へ
る
網
を
い
ふ
。
〔
播
岳
、
西
征
間
の
性
質
を
有
す
る
物
質
。
飴
・
糊
な
ど
の
類
。

賦
〕
於
レ
是
弛
二
青
鱚
於
綱
矩
五
解
―
―
顔
鯉
於
貼
徽
↓
〔
注
〕
【
貼
稲
】
24

だ
襦
稲
（
も
ち
い
ね
）
を
い
ふ
。
〔
海
録
砕

（
綱
）
善
本
作
レ
網
‘
善
日
‘
説
文
曰
‘
貼
、
相
著
也
、
又
曰
、
事
、
農
田
‘
禾
稲
〕
字
林
云
、
襦
‘
貼
稲
也
、
杭
稲
、
不
レ
貼

徽

、

大

索

也

‘

言

盈

鮎

於

網

盃

故

曰

貼

緻

也

。

者

、

説

文

‘

稔

稲

‘

郎

襦

也

。

「

膠

‘

貼

靱

【
鮎
塊
]
1
1

バ5
ィ
ど
ろ
に
ね
ば
り
つ
く
。
〔
蘇
献
、
西
湖
【
粘
翻
】
25

セ
ね
ば
る
。
〔
爾
雅
、
繹
言
‘
籾
‘
膠
也
、
注
〕

秋
涸
東
池
魚
脊
甚
因
會
レ
客
呼
―
―
網
師
A
竺
之
西
池
―
【
貼
著
】
26

ゾ
臼
ぢ
ね
ば
り
つ
く
。
粘
著
。
〔
繹
名
、
秤
言

為
1

一
―
笑
之
架
一
夜
蹄
被
レ
酒
不
レ
能
レ
採
戯
作
二
放
魚
一
語
〕
念
‘
鮎
也
、
意
相
親
‘
愛
心
貼
著
‘
不
レ
能
レ
忘
也
。
〔
周

買
詩
〕
東
池
浮
律
半
貼
レ
塊
‘
裂
レ
碧
跳
レ
ー
Pl
出
二
魚
背
↓
譜
‘
考
工
記
‘
輪
人
、
雖
レ
有
1

一
深
泥
1

亦
弗
1

う
溢
竺
也
‘
注
〕

計

麹

藝

縦

紆

貼

鄭
司
農
云
‘
濠
‘
讀
為
レ
貼
‘
謂
匹
泥
不

S
竺
著
輻
一
也
。

〖
貼
着
語
〗
涸
バ
／
チ
ヤ
ク
言
語
學
用
語
。
言
語
の
形
態
的

分
類
の
一
。
獨
立
し
て
は
用
ひ
ら
れ
な
い
語
（
接
頭
語
・

接
尾
語
・
助
詞
等
）
が
、
燭
立
語
の
前
後
に
結
ぴ
つ
い
て

之
を
修
飾
し
、
又
‘
其
の
文
法
的
闊
係
を
示
す
こ
と
を
言

語
構
成
の
主
要
な
方
法
と
し
て
ゐ
る
言
語
。
日
本
語
‘

其
の
他
の
ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ
語
族
が
之
に
陽
す
る
。
粘

着
語
。
膠
着
語
。
接
合
語
。
闘
節
語
。
繋
陽
語
。
A
g
g
l
u
,
 

tinative 
L
a
n
g
u
a
g
e
 

【
貼
住
】
27

n
i
e
n
 "
 
chu• 

粘
着
す
る
。

【
貼
綴
】
28

打
糊
づ
け
に
し
て
つ
づ
る
。
枯
綴
゜
〔
朱
喜
f

肱
方
季
甲
所
レ
校
韓
文
―
〕
蓋
用
―
―
天
台
印
本
一
剪
裂
粘

綴゚
【
貼
蝉
]
2
9

だ
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
朝
鮮
平
壌
の
西
南
。

〔
漢
書
、
地
理
志
下
〕
架
浪
郡
‘
縣
二
十
五
‘
貼
蝉
。
〔
注
〕

服
虔
日
、
蝉
‘
昔
提
゜

【
貼
脆
】
30

だ
ね
ば
る
。
〔
繹
名
、
繹
地
〕
土
黄
而
細
密

日
レ
埴
、
埴
、
献
也
、
粘
梶
如
―
―
脂
之
賦
一
也
。

【
粘
貼
]
3
1

討
は
り
つ
け
る
。
〔
清
會
典
事
例
、
護
部
‘

貢
攣
〕
由
匂
官
奥
京
旗
涌
洲
繍
謹
憑
及
高
下
、
統

論
レ
名
次
―
先
後
云
巻
面
~
.
,

貼
黄
飯
↓

【
紀
土
】
32

”
行
ね
ば
っ
ち
。
粘
土
。
〔
書
、
潟
貢
、
蕨
土

赤
埴
墳
‘
疏
〕
考
工
記
、
用
レ
土
為
レ
瓦
‘
謂
,
,
之
埠
埴
之

王
是
埴
謂
1
-
J
i
i
宍
故
土
鮎
曰
レ
埴
゜

【
貼
皮
】
3
3
5
ン
鎖
脈
の
雨
側
に
在
る
鮎
土
。

【
貼
附
】
34nien'fu• 

添
附
す
る
。
貼
つ
て
足
す
。

【
貼
米
】
35

ぢ
打
も
ち
ご
め
。
〔
獣
陽
脩
‘
端
午
帖
子
、
皇

帝
閤
‘
五
〕
香
菰
貼
米
著
1

一
佳
名
工
古
俗
相
偉
登
足
レ
衿
。

【
貼
壁
】
36

”
芯
壁
に
ね
ば
り
つ
く
。
粘
壁
。
〔
蘇
献
‘
薙
秀

才
蓋
草
晶
八
物
‘
蝸
牛
詩
〕
升
レ
高
不
品
ダ
回
‘
覚
作
二
粘

悶
枯
。
〔
楊
萬
里
、
謝
三
胡
子
遠
郎
中
悪
―
―
蒲
太
餡
墨
一
報

以
龍
涎
心
字
査
詩
〕
呉
墨
往
往
玄
尚
レ
白
‘
梁
墨
涅
湛

銚
lii
レ壁゚

【
粘
補
】
37

n
i
e
n
'
p
u
3

貼
り
補
ふ
。
貼
紙
を
す
る
。

[
鈷
封
】
38

n
i
e
n
'
f
e
n
g
'

封
を
は
る
。

【
貼
牡
】
39

梵
戸
を
容
易
に
は
ず
す
た
め
に
、
粘
性
の

あ
る
流
動
物
を
戸
櫃
（
と
ざ
し
）
に
塗
り
つ
け
る
こ
と
。

〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
柳
下
悪
見
レ
飴
日
、
可
―
―
以
養
p

老‘

盗
拓
見
レ
飴
曰
‘
可
ー
和
公
炉
牡
‘
見
レ
物
同
而
用
レ
之
異
゜

〔
注
〕
牡
‘
戸
篇
牡
也
。 1

0
0
四
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黍

部

〔

五

九

書

〕

貼

秘

鈷

穀

緑

移

練

範

綽

鋸

藝

絆

娩

輻

魏

揚

1
0
0
五

小

或

0
ね
ば
る
。
〔
説
文
〕
鮎
‘
鈷

古

甕
こ
象
前
．
怜
鮎
也
、
八
涵
古
瞥
。
●
か

ゅ
゜
〔
集
韻
〕
鈷
‘
一
曰
、
哀
米
及
朽
裕
霞
。

9
【
練
】
蜘

或
は
枯
(
8

ー
2
6
9
0
6
)
・

糊
(
8

ー
2
7
0
3
7
)
・
i
!
l
i
l
(
1
2

|
 4
5
6
8
0
)
・
 

糊
(
1
2
-
4
7
8
3
3
)
・

醐
(
1
2

ー
4
8
0
2

8
ね
ば
る
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
練
、
藷
注
‘
駄
貌
。
●

卜
，
ウ
ッ

〔
廣
韻
〕
多
動
切
涸
g-

窮】細

〔
集
韻
〕
洪
孤
切
國
-

コゴ

＇昌

日
口
か
う
ば
し
い
。
或
は
蕊(
9ー

3
0
8
2
8
)
•

秘
【
絃
】
[

(
1
2
-
4
4
5
2
8
)
・
 紬
(
1
2
ー

4
4
5
3
8
)
•

細
E
(
8
|
2
5
0
8
 

9
)

・秘
(
8
-
2
4
9
7
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
サ
必
、
説
文
‘

馨
香
也
、
或
八
レ
黍
゜
〔
集
韻
〕
秘
‘
或
作
二
秘
・
舗
・

稽
・
秘
↓
〔
正
字
通
〕
秘
‘
俗
秘
字
。

日
口
口
絡
移
は
‘
ね
ば
り
つ
く
。
或
は
藝
(
1
2
|
 

4
8
0
0
4
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
移
、
篠
移
、
粘
也
、
或

作
レ
藝
゜

8

日
{
[
〔
集
韻
〕
蒲
結
切
卿

ヒ
ッ9チ
〔
集
韻
〕
簿
必
切
闊

冨】細

日口口
ナダナダナダ

集
韻
〕
女
加
切
画

〔
集
韻
〕
乃
嫁
切
顧
g

集
韻
〕
女
下
切

OO

【
貼
膜
】
40

だ
橿
腔
の
内
面
や
臓
器
の
表
面
を
蔽
つ
て

ゐ
る
柔
い
膜
で
、
常
に
表
面
に
貼
液
を
分
泌
し
て
ゐ

る
。
粘
膜
。

【
貼
力
】
4
1
"
：
ね
ば
る
ち
か
ら
。
ね
ば
り
つ
く
強
さ
。

粘
力
。
貼
著
力
。
粘
着
力
。

【
貼
連
】
42

ザ
ク
貼
つ
て
つ
な
ぐ
。
貼
り
つ
な
ぐ
。
〔
輻
悪

全
書
、
錢
穀
‘
催
徴
、
戸
頭
綿
催
説
〕
将
―
―
認
保
互
各
結
↓

貼
連
成
レ
巻
、
用
レ
印
存
レ
案
。

【
粘
竿
子
]43
n
i
e
n
2
 
k
a
n
1
 
tzii

と
り
も
ち
竿
。
も
ち

竿

。

「

る

。

【
貼
信
口
】
44

c
h
a
n
1
 
h
s
i
n
4
 
k'ou3

手
紙
の
封
を
は

【
貼
板
岩
】

452ハ
／
水
成
岩
の
一
種
。
粘
土
が
凝
固
し

て
出
来
た
も
の
。
黒
色
で
緻
密
。
薄
く
剥
ぐ
に
容
易
。

石
盤
・
硯
・
ス
レ
ー
ト
等
を
作
る
に
用
ひ
る
。
粘
板
岩
゜

【
貼
不
住
】
46

n
i
e
n
2
 
p
u
 c
h
u
4

ひ
つ
つ
か
な
い
。

【
粘
明
明
架
UJJuJJ】
47

n
i
e
n
'
t
a
o
1
 
tao1 
h
s
U
'
t
a
o
1
 

tao1 

._,, 
ど
く
ど
と
話
す
さ
ま
。

【
誅
】
蜘

ね
ば
る
。
〔
玉
篇
〕
誅
、
粘
也
。

チ
ュ

集
韻
〕
追
輪
切
面
[

,i―― 
冨】岬
ほ
の
か
。
〔
字
彙
補
〕
穀
‘
悦
也
。

〔
字
彙
補
〕
力
其
切
甲
{

4
)

・粁
(
8

ー
2
6
9
0
3
)

・辞
(
1
2
-
4
8
0
0
6
)

に作＂る。

〔
説
文
〕
鈷
‘
粘
‘
鮎
或
炊
レ
米
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

貼
‘
或
八
レ
米
‘
字
亦
作
レ
糊
゜
〔
集
韻
〕
鈷
‘
或
作
1-

枯
・
貼
・
糊
・
糊
・
糊
・
秤
．
紆
↓

日
ヒ
〔
集
韻
〕
補
唄
切
卸

g[息
ィ
〔
集
韻
〕
帝
卦
切
圏

□
ね
ば
ら
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
揚
、
不
レ
貼
兒
゜

口
さ
ら
す
。
曜
(
6
-
1
4
2
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

嘲
、
博
雅
‘
暴
也
‘
或
作
レ
揚
。
〔
字
彙
〕
揚
、
同
レ
嘲
‘

H
乾
レ
物
也
。

〔
集
韻
〕
軽
旬
切
霰

〔
集
韻
〕
乞
部
切
願

〔
集
韻
〕
牽
典
切
陶
幽

日
□
国
く
ろ
き
び
。
鰹
(
1
2
|
 4
8
0
3
2
)

に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
藝
噂
應
也
。
〔
集
韻
〕
腔
、
博
雅
‘
椋
也
、
【
揚
】
〗

或
作
レ
馨
゜

日
戸
〔
集
韻
〕
所
賣
切
圏

凡
，
ヤ
集
韻
〕
所
嫁
切
顧

【馨】阿
日
ヶ
ン

口
キ
ン

国

ケ

ン

【魏】螂

練
(
1
2

ー
4
8
0
1
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
魏
、
同
レ
錬
゜

卜
，
ウ

曾
】
〗

0
き
ぴ
。
〔
字
彙
〕
鋸
‘
黍
也
。

0
ね
ば
る
。
〔
字

彙
〕
鋸
‘
貼
也
。 キ＂ヨコ

〔
字
彙
〕
居
御
切
暉
〗

日
穀
物
の
枯
れ
た
下
葉
を
の
ぞ
く
。

〔
説
文
〕
輻
‘
治
黍
禾
豆
下
潰
葉
也
、

払
黍
一
i

田
臀
。
口
●
曰
に
同
じ
。
或
は
福
(
9
-
2
8
9

5
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
輻
‘
治
黍
豆
也
‘
或
八
レ

未
。
●
ね
ば
る
。
〔
集
韻
〕
輻
‘
粘
也
。

輻
萩小

冨
こ
岬

夢
を
ひ
る
。
〔
玉
篇
〕
綽
、
隠
レ
委
也
。

〔
集
韻
〕
鼻
墨
切
暉
i

ホ
ク
ボ
ク

日

集
韻
〕
筆
力
切
緬

ヒ
，
ヨ
ク

回
l

冨
】
〗
ヒ
キ

ホ＇ウ
7
 

〔
玉
篇
〕
方
奉
切
醐
〗

お
も
ひ
を
か
け
る
。
〔
集
韻
〕
範
‘
心
有
レ
所
レ
著
。

0
ひ
ろ
い
。
〔
玉
篇
〕
詭
、
博
也
。

0
ね
ば
る
。
〔
廣

韻
〕
魏
‘
貼
魏
。

O
こ
な
。
又
‘
ま
る
め
る
。
捲
(
8
-

2
6
9
9
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
捲
‘
説
文
‘
粉
也
、
一
日
‘

館
捲
、
博
也
、
或
炊
レ
黍
0

[結
g
】
[

デ
ン
ネ
ン

集
韻
〕
尼
占
切
顕
l

＇且

冨】細
7
7
,
9
/

〔
集
韻
〕
苦
遠
切
戸
匹

楡
練
は
‘
上
ら
な
い
。
す
す
ま
な
い
。
〔
廣
韻
〕
錬

瀧
錬
、
不
レ
上
。

小
日
口
ひ
え
。
き
ぴ
の
ひ
え
。
〔
説
文
〕

策
絆
、
黍
隔
也
、
八
レ
黍
卑
瞥
。
〔
段
注
〕
禾

館
之
別
為
レ
稗
‘
黍
之
陽
為
レ
絆
‘
絆
之
於
レ
黍
‘
猶
二

稗
之
於
＞
禾
也
。
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〔
集
韻
〕
抽
知
切
甲
]

ィ
c
h
'
i
h
'

〔
集
韻
〕
部
知
切
甲
凶

日

口

O
も
ち
。
と
り
も
ち
。
〔
一
切
経
昔
義
―
-
〕

魏
、
木
膠
也
。
〔
廣
韻
〕
魏
、
所
二
以
鮎
＞
鳥
。

0
ね

ば
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
四
〕
縞
‘
鈷
也
。
参
或
は
施
(
8

冨

】

年

回
IJ

日
チ

,“
 

鉛
黍
は
、
た
う
も
ろ
こ
し
。
〔
集
韻
〕
鉛
‘
襴
西
呼
二

蜀
黍
一
日
函
亡
黍
↓

宿
】
亨
昇
集
韻
〕
土
皓
切
芦
B

禾
黍
の
ま
ば
ら
な
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鎌
‘
禾
黍
疎

兒゚ 冨
】
〗レ
ン

〔
集
韻
〕
勒
兼
切
瓦
〖

1
1
,ロ-

祠

】

螂

コ

鮎
(
1
2
-
4
8
0
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鈷
、
或
作
レ
糊
゜

〔
集
韻
〕
防
加
切
厖

〔
集
韻
〕
竹
下
切

OO

〔
集
韻
〕
捗
嫁
切
麗

日
篠
移
は
‘
ね
ば
り
つ
く
。
〔
集
韻
〕
移
‘
篠
移
、
相

粘
也
。
□
国
緒
移
は
‘
ね
ば
る
。
〔
集
韻
〕
移
‘
篠

移
‘
粘
也
。

【
琶
〗日
タ口タ

国
タ 黍

部

〔
九
ー
ー
十
六
書
〕

【
隷
】
岬

日
き
び
。
う
る
ち
き
ぴ
゜
黍
(
1
2
-
4
7
9
9
1
)

の
●

を
見
よ
。
〔
廣
雅
‘
繹
草
〕
緯
‘
椋
也
。
口
く
ろ
き

び
。
慮
(
1
2ー

4
7
9
2
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
疇
‘
説

【
縞
】
[

【
魏
】
砕

□ El 
ミピメバ

〔
集
韻
〕
忙
皮
切

〔
集
韻
〕
膜
加
切

図圏

〔
集
韻
〕
力
展
切
卿

〔
集
韻
〕
陵
延
切

oo

日
口
も
み
を
す
る
。
〔
集
韻
〕
鍵
‘
礫
レ
禾
也
。

日
口
魏
支
は
‘
穀
物
の
名
。
〔
集
韻
〕
繰
、
練
支

穀
名
。

ロビ］
ジ，サケカ
ャ

〔
集
韻
〕
居
牙
切
圏

字
彙
〕
士
牙
切
圏

日
レ
ン

口
レ
ン

【網
]
g

ヂ
ヨ
ク

ニ
，
ヨ
ク

日口
ヂ
ッ

〔
集
韻
〕
呪
力
切
願
『

冨

】

螂

チ

”

[

凸

[
t
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

””儡麟一

冨
】
〗

日
ね
ば
る
。
〔
集
韻
〕
網
‘
貼
也
。
口
釦
(
1
2
-
4
7
9
9
I
 

0
く
だ
も
の
。
〔
字
彙
〕
繰
‘
果
子
総
名
。

O
た
っ

7
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
網
‘
俗
紺
字
。

く
る
。
〔
玉
篇
〕
繰
、
耕
種
也
。

E
ウ
ヌ

玉
篇
〕
乃
董
切
涸
g

n
昌
mi-

|
 2
6
9
0
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
錆
‘
或
作
レ
施
。

【
錆
竿
】
1

ゲ
鳥
を
さ
す
と
り
も
ち
竿
。
〔
容
齋
随
筆
〕

禽
往
来
行
遊
、
且
歩
且
啄
‘
則
以
1

一
縞
竿
盃
炉
之
。
〔
事
物

紺
珠
〕
縞
竿
、
粘
レ
鳥
具
。

【
錆
撲
】
2

が
竹
木
等
の
枝
に
も
ち
を
つ
け
‘
囮
の
側
に

置
い
て
鳥
を
捕
へ
る
具
。
〔
集
韻
〕
撲
‘
銚
瑛
、
捕
レ
鳥
也
。

【
縞
樹
】
3

"

チ
，
喬
木
の
名
。
暖
地
の
山
野
に
自
生
し
、

高
さ
三
十
五
六
尺
に
逹
す
。
葉
は
柄
を
具
へ
て
互
生

し
、
革
質
‘
倒
卵
形
、
鈍
頭
又
は
梢
；
鋭
頭
、
梢
；
全

縁
で
あ
る
。
花
は
小
形
、
多
散
葉
腋
に
損
狡
し
、
無

梗
の
束
集
棗
撒
花
序
に
排
列
す
る
。
春
開
花
し
、
黄

緑
色
で
あ
る
。
縞
木
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
灌
木
類
、
縞

樹
〕
按
‘
縞
樹
、
在
―
―
深
山
二
栗
大
而
不
レ
結
レ
子
者
、
為
レ

錆
佳
゜

【
錆
粘
]
4

召
．
ノ
鳥
を
捕
へ
る
に
用
ひ
る
も
ち
。
〔
陸
源
、

詩
〕
剣
南
作
レ
客
歳
再
滝
、
正
如
柄
翼
遭
1

魏
粘
↓

【
縞
木
】
5

狂
チ
ノ
縞
樹
(

3

)

に
同
じ
。

【鰹】年
ケ
ン

聴
(110
ー

4
8
0
 17
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
鰹
‘
俗
馨
字
。

日
口

O
の
り
。
〔
玉
篇
〕
鏑
‘
貼
飯
也
。

0
ね
ば
る
。

〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
鏑
‘
貼
也
。

0
ま
る
め
る
。
〔
集

韻
〕
鏑
‘
博
雅
‘
博
也
。
R
或
は
摘
（
8
-
2
7
0
9
4
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鏑
‘
或
八
レ
米
。

タ
ク

L

集
韻
〕
捗
革
切
詞
『

チ
，
ヤ
ク
出
む

c
h
~
'

日
テ
キ

'
や
ク
〔
集
韻
〕
竹
盆
切
凰

冨】蜘
文
‘
程
也
‘
亦
書
作
レ
誠
゜

篠

糊

謙

鉛

錆

継

謎

織

鏑

鰹

繰

績

綴

鑓

織

黒

部

黒

小
〇
く
ろ
。
黒
い
色
。
火
で
ふ
す
べ
た

璽
姦
色
。
五
色
の
一
。
も
と
畏
(
1
2
-
4
8
0
3

9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
黒
、
本
作
レ
炭
。
〔
説
文
〕

災
、
北
方
色
也
、
火
所
レ
煎
之
色
也
、
炊
二
炎
上
出
＞

凰
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
夏
后
氏
尚
レ
黒
。
●
く
ろ
い
。

④
色
が
黒
い
。
〔
書
‘
馬
貢
〕
蕨
土
黒
墳
。
〔
傭
〕
色

黒
而
墳
起
。
＠
く
ら
い
。
晦
冥
゜
〔
繹
名
、
繹
采
吊
〕

黒
‘
晦
也
、
如
晦
冥
時
色
一
也
。
〔
漢
書
‘
五
行
志

下
之
下
〕
其
異
‘
日
黒
‘
大
風
起
レ
天
。
ハ
わ
る
い
。

邪
悪
゜
〔
法
苑
珠
林
〕
心
不
レ
染
レ
黒
。
＠
お
ろ
か
。

〔
南
山
戒
疏
、
二
上
〕
言
―
―
黒
闇
‘
心
者
謂
1

一
痴
心
一

也
。
参
く
ろ
む
。
④
黒
色
に
な
る
。
〔
後
漢
書
、

【黒】
0

集
韻
〕
迄
得
切

コ

ク

ヽ

r亡-•V r
ヽ

里州

部

冨】亨
ね
ば
る
さ
ま
。
〔
字
槃
〕
織
‘
貼
貌
。

Iレ口
ゥ’

苓可闊

〔
字
彙
〕
力
董
切
淘

ね
ば
る
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
鑓
‘
貼
貌
。

【
魏
】
〗
ヰ
〔
篇
海
〕
延
知
切
瓦

n11饗旦＿
J
O
O
六
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張
芝
傭
、
最
知
レ
名
、
注
〕
臨
レ
池
學
レ
書
、
水
為
レ
可
1

一
是
律
中
青
衣
撮
百
ぞ
用
二
銅
青
板
緑
雑
レ
墨
染
―
故
。
【
黒
蒻
]
1
3

ぢ
眼
球
面
な
ど
に
あ
ら
は
れ
る
黒
い
陰
祀
レ
之
。

之
黒
。
＠
暮
れ
る
。
暗
く
な
る
。
〔
楚
辞
、
東
方
〖
黒
衣
郎
〗

4

炉
勺
猿
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
獣
畜
‘
蒻
。
〔
本
草
、
空
青
〕
附
方
、
黒
騎
覆
レ
瞳
。
【
煕
下
】
2
1
h
e
i
1
 
h
s
i
a

夜
。
夜
間
。

猿
〕
宜
室
志
‘
張
長
賃
レ
屋
以
居
‘
見
1

一
煕
衣
郎
樹
上
函
呻
レ
【
黒
親
一
】
14

ぢ
黒
色
の
、
冠
の
紐
゜
〔
周
霞
震
、
軍
中
苦
栗
【
黒
河
】
2
2
O
O

””

O
川
の
名
。
④
古
の
濯
水
。
河
南
省
鹿

朔
、
七
諫
‘
怨
思
〕
行
明
白
而
日
黒
分
、
荊
棘
衆
而

丸

射

―

―

殺

名

乃

猿

也

。

詩

堆

帽

紅

親

間

―

―

黒

櫻

↓

邑

縣

の

南

。

茨

河

に

注

ぐ

。

＠

甘

粛

省

境

の

張

被

河

の

〖
熙
古
盆
ャ
相
〗
5

お
ィ
ャ
ウ
南
朝
宋
の
僧
、
慧
琳
の
綽
【
黒
葉
】
1
5
苓
果
樹
の
名
。
協
支
の
一
種
。
〔
徐
渤
、
蒻
支
異
名
。
張
被

(
4
19
8
1
2
 :
 6
2
)

の
O
を
見
よ
。

8
甘
粛
省

成
レ
林
。
働
く
ら
む
。
目
が
く
ら
ん
で
み
え
な
く

な
る
。
〔
景
徳
偶
燈
録
〕
耳
聾
目
黒
。

O
夜
。
や
み
。
名
。
文
帝
に
幸
せ
ら
れ
、
政
治
に
参
輿
し
た
か
ら
名
づ
譜
〕
南
安
・
同
安
・
恵
安
諸
種
、
以
―
―
桂
林
緑
衣
郎
・
黒
葉
一
の
盤
口
河
の
異
名
。
＠
熱
河
省
の
姶
剛
木
倫
河
の
異

〔
玉
建
、
聞
レ
鶯
詩
〕
侵
レ
黒
行
飛
一
雨
臀
。

O
北

く

。

〔

佛

祗

通

載

、

八

〕

時

有

僧

慧

琳

者

一

以

ー

ー

オ

學

―

為

レ

上

。

名

。

源

は

林

西

縣

の

西

北

の

宋

吉

納

山

。

漬

河

に

注

ぐ

。

方
。
〔
周
譴
考
工
記
、
蓋
績
之
事
〕
北
方
謂
之
役
幸
於
帝
→
輿
決
―
―
政
蔓
時
舅
黒
衣
宰
相
一
【
黒
煙
】

1
6
ぢ
熙
姻
。

O
黒
い
け
む
り
。
黙
い
も
や
。
®
緩
遠
省
緩
遠
縣
の
南
。
金
河
の
異
名
。
金
河
(
1
1—

〖
黒
衣
{
―
一
傑
〗

6

一
り
パ
齊
の
武
帝
の
時
の
僧
、
長
干
寺
〔
庚
肩
吾
、
遠
看
-
―
放
火
1詩
〕
風
前
細
塵
起
、
月
裏
黒
煙

4
0
1
5
2:
 
77)
の
〇
＠
を
見
よ
。

8
緩
遠
省
郡
爾
多
斯

の
玄
暢
と
法
獣
を
い
ふ
。
共
に
僧
主
と
な
り
、
江
の
生
。
〔
劉
果
錫
、
和
下
河
南
装
手
侍
郎
宿
―
―
齋
大
平
寺
一
詣
↓
―
右
翼
前
旗
の
西
南
。
唸
柳
圏
（
2

ー
3
5
9
4
:
 7
4
)

を
見
よ
。

墨

O
羊
家
。
〔
詩
、
小
雅
、
大
田
〕
似
其
辞
墨

南
北
の
こ
と
を
分
任
し
た
か
ら
梢
す
。
〔
佛
岨
統
記
‘
九
龍
祠
三
m
ャ
爾
一
―
十
韻
詩
〕
黒
煙
蓋
―
―
鱗
甲
云
洒
液
如
二
R
内
蒙
古
油
源
縣
の
東
南
。
裏
遂
・
外
遂
の
―
一
河
あ
り
。

〔
傭
〕
黒
、
羊
琢
也
。

O
き
ぴ
。
熟
っ
た
き
ぴ
。
〔
周

譴
天
官
、
蕩
人
〕
其
｛
貫
‘
鍔
貨
日
黒
。
〔
注
〕
黍
曰
レ
一
―
-
＋
六
〕
齊
武
帝
永
明
元
年
、
救
長
干
寺
玄
暢
面

~
1一法
禁
絲
→

e
h
e
i
'
y
e
n
'

阿
片
。
「
煤
。
す
す
。
外
遂
煕
河
の
源
は
興
安
山
。
北
流
し
て
齊
倫
巴
爾
吟
遜

黒
。
〔
儀
證
、
有
司
徹
〕
婦
贄
者
執
二
白
黒
以
授

1一
獄
為
愉
圭
分
―
―
任
江
南
北
蔓
時
鍼
―
黒
衣
二
傑
→
〖
黒
煙
子
〗

1
7h
e
i
'
y
e
n
'
t
z
u
 

O
黒
色
の
顔
料
。

O

城
を
経
て
涸
る
。
裏
遂
黒
河
の
源
は
興
安
山
。
白
河
に

士
雙
〔
注
〕
黒
‘
熟
黍
。

O
姓
。
〔
正
字
通
〕
姓
‘
明
【
黒
印
】
1

匁
●
黒
い
印
肉
で
捺
し
た
印
影
。

O
室
町
・
【
黒
鉛
】
18

ぢ
〇
鉛
の
一
種
。
〔
本
草
、
粉
錫
〕
集
解
、
時
會
す
。

O
道
名
。
民
國
‘
置
く
。
治
は
渦
洲
黒
龍
江
省
曖

黒
曼
・
黒
炎
翰
。
●
圏
し
そ
こ
な
ふ
。
し
く
じ
る
。
江
戸
時
代
に
‘
令
書
の
證
と
し
て
、
黙
い
印
肉
で
捺
し
珍
日
、
疸
成
大
虞
衡
志
言
‘
桂
林
所
レ
作
鉛
粉
最
有
レ
名
‘
暉
縣
。
曖
暉
・
呼
璃
．
羅
北
・
漠
河
の
四
縣
‘
及
ぴ
烏
雲
・

た

印

影

。

す

み

つ

き

。

謂

一

之

桂

粉

↓

以

―

―

黒

鉛

―

着

1

一
糟
甕
中
盃
竺
化
之
↓
〇
道
緩
束
―
一
設
治
局
を
管
轄
す
。
〇
府
名
。
清
‘
置
く
。
渦
洲

【
黒
宇
】
8

芍

魏

の

宇

文

忠

之
(
8
-
7
0
 6
7
 :
 8
6
)

の
綽
家
の
語
。
天
地
楼
生
の
根
を
い
ふ
。
〔
ど
県
八
性
命
圭
黒
龍
江
省
に
闊
す
。
黒
河
屯
の
地
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕

幅

も

と

畏

(
1
2

ー
4
8
0
3
9
)

に
作
る
。
會
意
。
炎
と
囮
と

舅
色
が
黒
い
の
で
い
は
る
。
〔
魏
書
、
宇
文
忠
之
俸
〕
忠
旨
〕
黒
鉛
水
虎
者
、
是
天
地
楼
生
之
根
、
乃
有
レ
質
而
有
レ
黒
龍
江
、
黒
河
府
、
光
緒
三
十
四
年
‘
置
レ
府
圏
―
―
曖
暉

の
合
字
。
炎
は
煙
の
意
、
囮
は
窓
(
8

ー
2
5
5
7
6
)

の
古
字
。

之
、
天
平
初
‘
除
l

―
中
書
侍
郎
盃
表
伯
茂
輿
レ
之
同
レ
省
、
常
氣
也
‘
紅
鉛
火
龍
者
、
是
天
地
棧
生
之
本
、
乃
有
レ
氣
無
レ
道
二
R
藷
省
名
。
満
洲
の
北
部
。
渦
洲
國
の
康
徳
元
年

合
し
て
‘
煙
が
上
つ
て
窓
か
ら
出
‘
ふ
す
ぶ
れ
て
く
ろ

喪

忽

之

百

笞

忠

之

色

墨

呼

為

―

―

黒

宇

↓

質

。

O
灰
黒
色
の
光
澤
あ
る
軟
い
鑽
物
。
鉛
等
の
心
を

(
1
9
3
9
)

に
黒
龍
江
省
か
ら
分
立
し
た
も
の
。
省
城
は
黒

く
な
る
意
を
表
は
す
。
く
ろ
。
黒
色
。
五
行
に
配
し
て
北

【

黒

雨

】

，

弩

黒

雲

か

ら

降

る

雨

。

ど

し

や

ぶ

り

の

雨

。

造

る

。

石

墨

。

河

。

八

縣

を

管

轄

す

。

方
の
色
と
す
る
。
字
解
を
見
よ
。
▽
贔
科
（
金
文
）
象

豪
雨
。
〔
韓
偲
、
江
行
詩
〕
浪
魔1青
山
―
江
北
岸
、
雲
含L

I

【
黒
臨i】1
9
芸
〇
臨

K
の
一
種
。
腹
脹
氣
涌
を
治
療
す
る
〖
黒
河
屯
〗
2
3
い
ク
ヵ
地
名
。
渦
洲
黒
龍
江
省
瑣
暉
縣
の

形
。
下
の
炎
か
ら
上
が
る
す
す
が
上
の
煙
出
し
に
着

黒
雨
1

日

西

邊

。

に

用

ひ

る

。

〔

本

草

‘

戎

鞭

〕

集

解

‘

弘

景

日

、

史

書

言

‘

虜

北

‘

熙

龍

江

の

西

岸

。

露

領

の

海

蘭

泡

と

江

を

隔

て

て

く
さ
ま
に
象
る
。

【
黒
暗
】
1

ぢ

0
く
ら
い
。
〔
浮
住
子
、
在
家
懐
善
門
〕
[
里
ぢ
向
】
，

t

ク
里
ば
か
ら
す
o

〔
大
戴
橙
‘
夏
小
正
〕
+
月
ヽ
中
墜
有
二
九
種
ご
口
臨
i

・
食
墜
常
食
者
亘
蘊
干
工
一
如
E

脹

氣

相

射

す

o

一
商
業
地
o

黒
暗
屈
纏
‘
故
知
1
1

在
レ
家
者
衆
患
之
本
一
芙
。

O
犀
、
或
云
云
‘
黙
烏
浴
者
何
也
、
烏
浴
也
者
、
飛
乍
高
乍
下
也
。
涌
五
胡
鞭
主
玉
↓
耳
聾
目
痛
ご
宋
璧
主
―
―
馬
脊
惰
一
又
有
1

一
赤
【
熙
家
124
h
e
i
'
c
h
i
e
n

夜
。
夜
中
。

は
犀
角
の
異
名
。
〔
本
草
、
犀
〕
集
解
、
頌
日
、
波
斯
呼

1ら
(
[
里
~
雲
】
1
0

ぢ
黒
い
雲
。
〔
漢
書
、
天
文
志
〕
元
平
元
年
正
堕
·
駁
盟
·
臭
堕
・
馬
歯
臨
i「
四
種
並
不
レ
入
レ
食
。
〔
後
漢
【
黒
~
】

2
5勺
草
の
名
。
〔
管
子
、
地
員
〕
穀
土
之
次
日
ニ

ぽ
為

1一
白
暗
→
犀
角
為1一
黙
暗
→
〔
酉
陽
雑
俎
、
廣
動
植
一
、
月
庚
子
、
日
出
時
、
有
二
里
~
雲
ぶ
状
如
衣
品
風
乱
馨
一
〔
後
漢
書
、
西
域
、
天
竺
國
偉
〕
有
―
―
云
云
‘
諸
香
•
石
蜜
·
胡
椒
・
五
屍
□
且
晃
之
状
、
堅
而
不
レ
陥
、
其
種
陵
稲
・
黒
鶏
・
馬

毛
篇
〕
故
波
斯
謂
レ
牙
為
1

一
白
暗
玉
犀
為
二
煕
暗
↓
書
、
文
苑
上
、
杜
篤
債
〕
大
漢
開
レ
基
、
高
祗
有
レ
動
‘
斬
―
―
白
置
・
里
蘊
央
和
帝
時
散
遣
レ
使
貢
獣
。
〔
北
史
、
李
孝
伯
傭
〕
夫
。
〔
注
〕
皆
草
名
也
。

〖
黒
暗
獄
〗2
8
翌
／
暗
黒
な
地
獄
。
〔
寒
山
、
詩
〕
不
レ
且
屯
元
~
雲
→
〔
呉
均
、
戦
城
南
〕
里
~
雲
誠

L
I趙
樹
「
黄
塵
凡
此
諸
堕
、
各
有
レ
所
レ
宜
、
白
盪
・
食
墜
、
主
上
自
所
レ
【
里
娑

E
]ぉ
ぢ
海
の
名
。
ト
ル
コ
と
ロ
シ
ャ
の
間
に
あ

如
早
覺
悟
‘
莫
レ
作
―
―
黒
暗
獄
→
埋
―
―
瀧
恨
→
〔
常
建
‘
張
公
子
行
〕
百
尺
施
竿
沈
元
~
雲
云
邊
食
、
黒
璧
療
―
―
腹
脹
氣
涌
玉
末
之
六
銑
‘
以
レ
酒
而
服
‘
胡
鞭
る
。
沿
岸
の
岩
石
が
皆
黒
い
か
ら
名
づ
く
。
ポ
ス
ポ
ロ

【
黒
衣
】
3

勺
〇
黒
色
の
衣
゜
〔
藉
、
月
令
〕
孟
冬
之
月
‘
茄
落
日
不
レ
堪
レ
聞
。
〔
蘇
献
、
六
月
二
十
七
日
望
湖
棲
酔
療
l

一
目
痛
盃
公
盟
療
―
―
諸
癒
盃
鉛
盟
・
駁
憩
．
臭
璧
・
馬
歯
憩
ス
海
峡
か
ら
地
中
海
に
通
ず
る
。

天
子
塵
玄
堂
左
入
ー
三
云
云
‘
衣1一
黒
衣
一
服1一
玄
玉
→
〔
唐
書
詩
〕
里
~
雲
翻
レ
墨
未
レ
遮
レ
山
、
白
雨
跳
レ
珠
乱
入
レ
船
。
四
種
、
並
非
斉
品
烹
〇
猛
①
胡
麻
堕
゜
◎
鶴
の
骨
に
【
黒
尻
】

2
7容
鳥
の
名
。
鶴
雀
の
異
名
。
〔
毛
詩
草
木
鳥

書
‘
忠
義
中
‘
張
巡
傭
〕
城
中
矢
濫
‘
巡
縛
レ
藁
為

1一
人
千
〖
黒
雲
都
〗1
1
iク
ウ
／
五
代
‘
呉
の
楊
行
密
の
軍
兵
の
堕
を
入
れ
黙
燒
と
し
た
も
の
。
切
り
傷
‘
血
最
の
た
め
獣
晶
魚
疏
〕
鶴
‘
鶴
雀
也
、
似
レ
鴻
而
大
、
長
頸
赤
喘
、
白

餘
被
二
黒
衣
「
夜
槌
一
城
下
「
潮
兵
串
射
レ
之
、
久
乃
藁
名
。
〔
唐
書
、
楊
行
密
偲
〕
行
密
有
五
訊
士
五
千
工
衣
以
二
黒
に
氣
絶
し
た
時
の
葵
と
す
る
。
身
黒
尾
翅
‘
樹
上
作
レ
巣
、
大
如
―
―
車
輪
↓
卵
如
乞
一
升
杯
↓

人
‘
還
‘
得
箭
敦
十
萬
→
〇
王
宮
の
衛
士
の
梢
。
黒
衣
籍
•
黒
甲
云
竺
黒
雲
都
一
〔
五
代
史
‘
呉
楊
行
密
世
家
〕
楊
〖
黒
臨
罪
井
〗

2
0
3り
エ
ン
堕
井
の
名
。
O
四
川
省
鞭
源
縣
の
望
一
見
人
→
按
→
1其
子
入
げ
伏
‘
径
含
去
、
一
名
負
釜
‘
一

を
著
る
か
ら
い
ふ
。
〔
戦
國
‘
趙
策
〕
願
令
L
補
二
黒
衣
之
行
密
牧

1一
儒
餘
兵
敦
千
冨
ぞ
毛
衣
―
蒙
レ
甲
‘
琥
―
―
里
~
雲
都
→
南
。

O
雲
南
省
臨
品
典
縣
治
。
ま
た
黒
井
と
簡
梢
し
、
も
名
黒
尻
、
一
名
背
鼈
、
一
名
卑
枯
。
〔
本
草
、
鶴
〕
繹
名
、
毛

歎
以
衛
＊
王
宮
、
勝
合
す
み
ぞ
め
の
こ
ろ
も
。
細
〔
五
國
故
事
〕
偽
呉
先
主
呉
王
行
密
‘
虞
州
合
泥
人
、
力
と
巖
泉
と
い
ふ
。
復
隆
井
・
大
井
•
東
井
の
一
一
＿
井
が
ぁ
君
‘
負
釜
、
黒
尻
゜

3
 

衣
。
僧
の
服
。
〔
秤
氏
要
覧
、
上
、
法
衣
、
染
色
〕
今
詳
‘
祠
學
1

一
＿
二
百
斤
五
微
時
居
常
獨
慮
、
必
見
―
―
―
黒
衣
侍
―
―
其
側
五
後
る
。
〔
名
勝
志
〕
唐
有
―
―
李
阿
台
者
｛
牧
―
―
黒
牛
ご
仄
―
―
於
【
黒
行
】
28

h
e
i
 I 

h
s
i
n
g
'

告
示
な
ど
に
上
官
が
熙
で

僧
多
着
―
―
黙
鰺
衣
玉
若
深
色
者
、
可
1

一
是
律
中
里
煕
衣
撮
一
既
有
レ
衆
‘
遂
令
下
部
兵
悉
以
1

一
黒
籍
1

幕
中
其
首
鯰
笠
黙
雲
池
盃
肥
澤
異
常
、
跡
レ
之
、
池
水
皆
禰
泉
、
報
―
―
蒙
詔
盃
四
行
と
い
ふ
字
を
書
き
入
れ
る
こ
と
。
鵞
黒
行
。

60

狂
用
』
墨
綻
衷
雑
泥
示
＇
七
遠
故
、
若
淡
而
青
白
者
、
【
黒
影
】

12

ぢ
く
ろ
い
か
げ
。
か
げ
ぽ
う
し
。

L

都

二

黒

井

ぶ
5

レ
之
不
レ
受
‘
求
レ
為
レ
僧
‘
賜
―
―
袈
裟
一
井
民
世
【
黒
岡
】
29

ぢ
鎮
の
名
。
河
南
省
開
封
縣
の
西
北
。

13

|
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【
黒
蚊
】

3
0
g
O
黒
い
色
の
み
づ
ち
。
〔
三
呉
記
〕
及
-
―
天

更
又
見
征
炉
乗
―
―
赤
鯉
小
童
還
入
応
決
中
い
乃
黒
蚊

耳
゜
〔
雲
仙
雑
記
‘
孫
登
琴
〕
孫
登
琴
遇
レ
雨
必
有
レ
響
、

如―

-9物
臀

函

因

蔭

雨

巌

作

藪

使

有

無

蚊

踊

去
。
〔
杜
甫
、
早
預
詩
〕
濤
翻
黒
蚊
躍
‘
日
出
黄
霞
映
。

O

墨
筆
を
い
ふ
。
〔
陸
涌
‘
酔
1

一
書
山
亭
辟
ぎ
詩
〕
緑
蟻
澄
尊

芳
醒
熟
、
黒
鮫
落
レ
紙
草
書
顛
。

【
黒
角
】
3
1
g
”

O
石
の
名
。
硯
を
作
る
に
用
ひ
る
。
〔
文

房
四
説
〕
東
州
可
レ
謂
レ
多
―
―
奇
石
ぶ
註
g
•黒
角
・
黄
玉
・

褐
色
、
凡
四
種
、
皆
可
レ
作
レ
研
、
而
黒
角
尤
精
、
出
二
子
近

旦
極
有
―
佳
趣
↓
〇
弓
の
黒
い
角
の
か
ざ
り
。
〔
李
存
‘

直
胡
巡
検
民
一
詩
〕
手
弓
張
↓
1

黒
角
｛
腰
箭
開
ち
E

材↓

轡
星
の
色
の
黒
く
角
あ
る
を
い
ふ
。
〔
史
記
、
天
官
書
〕

育
角
直
兵
憂
｛
黒
角
則
水
意
。

【
黒
客
】
32

hei1 k'e• 

鶉
片
を
飲
む
人
。

【
黒
翻
】
33

ぢ
黒
い
利
。
〔
九
道
飛
行
利
経
〕
白
鸞
之
車
｀

黒
翻
之
鳳
゜

【
黒
甲
】
34

窮
〇
黒
色
の
よ
ろ
ひ
。
〔
國
語
‘
呉
語
〕
右
軍

亦
如
レ
之
、
皆
玄
裳
·
玄
旗
•
黒
甲
・
烏
利
之
嬢
、
望
レ
之

炉
墨
゜
〔
唐
書
、
楊
行
密
博
〕
行
密
有
1

一
鋭
士
五
千
二
衣

以
―
―
黒
稽
•
黒
甲
畜
こ
忌
雲
都
→
●
品
の
名
。
又
、
天
牛

晶
と
い
ふ
。
出
れ
ば
必
ず
雨
ふ
る
と
い
ふ
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘

廣
動
植
‘
品
篇
〕
天
牛
晶
、
黒
甲
品
也
、
長
安
夏
中
‘
此
晶

或
出
"
於
離
壁
開
ー
必
雨
、
成
式
七
度
鯰
レ
之
、
皆
應
゜

[
黒
汗
】
35

竺
黒
色
の
あ
せ
。
〔
唐
書
、
五
行
志
一
〕
大
歴

十
三
年
二
月
、
太
僕
寺
有
一
泥
像
工
左
臀
上
有
1

一
黒
汗
滴

下
百
以
レ
紙
承
レ
之
‘
血
也
。

【
黒
鵬
136
ぢ
距
と
嘴
と
の
青
黒
い
し
ら
き
じ
。
〔
西
京

雑
記
、
四
〕
間
越
王
猷
1

一
高
帝
石
蜜
五
料
、
蜜
燭
一
一
百
枚
‘

白
鵬
•
黒
鵡
各
一
雙
「
高
帝
大
悦
、
厚
報
遣
二
其
使
→

【
黒
眼
】
37

hei1 
y
e
n
3

黒
目
(
2
7
8
)

に
同
じ
。
烏
珠
。
眼

睛゚〖
黒
眼
珠
子
〗38
h
e
i
 
I
 

y
e
n
3
 
c
h
u
1
 
t
z
u

黒
目
玉
。

【
黒
肌
】
39

や
ク
黒
い
は
だ
。
〔
柳
宗
元
、
柳
州
山
水
近
レ
治

可
レ
遊
者
記
〕
黒
肌
而
赤
脈
。

【
黒
氣
】
40

やク

O
黒
い
氣
。
〔
漢
書
‘
鄭
崇
博
〕
日
中
有
二

黒
氣
↓
〔
越
絶
書
、
越
絶
外
傭
記
軍
氣
〕
黒
氣
在
1

一
軍
上
↓

将
謀
未
レ
｛
疋
‘
其
氣
本
廣
末
鋭
而
来
者
、
為
―
―
逆
兵
↓
去
乃

可
レ
攻
、
黒
氣
在
レ
右
、
将
弱
卒
少
、
兵
亡
穀
盛
、
軍
傷
‘

可
示
＇
レ
攻
自
降
ご
黒
氣
在
レ
後
、
将
勇
卒
彊
、
兵
少
穀
亡
‘

4
 。

夜
之
殺
レ
将
、
軍
亡
、
黒
氣
在
レ
左
、
将
智
而
勇
‘
卒
少
兵
【
黒
玉
】
48
わ

y

O
黒
色
の
モ
。
〔
竹
書
紀
年
〕
湯
至
二
於
帯
ぴ
た
鼠
色
。

少
、
攻
足
殺
泊
‘
其
軍
自
降
‘
黒
氣
在
レ
前
‘
将
智
而
洛
ぶ
竺
帝
発
之
壇
盆
炉
璧
退
立
、
黄
魚
雙
踊
‘
黒
鳥
随
レ
【
黒
檜
】
61

が
”
ィ
山
地
に
自
生
す
る
常
緑
喬
木
。
く
ろ

36ー

明
、
卒
少
穀
盛
、
可
―
―
不
レ
攻
自
降
↓
〔
挑
合
、
悪
紳
行
雨
之
、
止
1

一
於
壇
了
化
為
1

一
黒
玉
一
又
有
』
赤
艦
↓
並
赤
文
成
レ
ペ
・
く
ろ
ぴ
・
ね
ず
こ
・
ご
ら
う
ぴ
は
と
も
稽
し
、
ま
つ

詩
〕
龍
噴
1

一
黒
氣
翻
騰
浪
‘
鬼
製
ぶ
盆
少
劃
勢
禎
。

O
水

字

、

言

1

一
夏
栞
無
道
、
湯
嘗
丘
炉
之
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
科
に
陽
す
。
幹
の
高
さ
三
十
六
七
尺
。
樹
皮
は
帯
黄
赤

の
氣
を
い
ふ
。
〔
索
問
‘
氣
交
斐
大
論
〕
黒
氣
廼
辱
゜
〔
注
〕
下
〕
三
公
諸
侯
七
旋
、
青
玉
為
レ
珠
、
郷
大
夫
五
旋
、
黒
玉
褐
色
を
呈
す
。
葉
は
小
形
。
花
は
箪
性
で
雌
雄
同
種
に

黒

氣

、

水

氣

也

。

為

レ

珠

‘

皆

有

伽

前

無

レ

後

。

〔

潜

確

類

書

〕

黙

玉

可

加

作

レ

鏡

生

ず

。

【
黒
旗
】4
1や
ク
黒
い
旗
。
〔
墨
子
、
迎
敵
祠
〕
黒
旗
•
黒
神
。
日
レ
玖
。
O
[
7
0④
黒
色
の
玉
。
＠
く
ろ
ぽ
し
。
◎
眼
の
【
黒
光
】

6
2
[
'
炉
黒
い
光
。
〔
漢
書
、
五
行
志
下
之
下
〕
悪
光

〔
墨
子
、
旗
織
〕
守
城
之
法
、
木
為
,
,
蒼
旗
工
火
為
―
―
赤
旗
｛
ひ
と
み
。
く
ろ
め
。
c
打
ち
揚
げ
た
花
火
の
球
の
狽
火
反
外
燭
゜
〔
齊
己
‘
謝
1

一
一
人
恵
―
―
丹
薬
一
詩
〕
肌
膚
紅
色
透
‘
髭

薪
樵
為
1一
黄
旗
ご
石
為
,
,
白
旗
i

水
為
1一

黒

旗

↓

〔

李

賀

、

長

し

な

い

も

の

。

製

黒

光

生

。

〔

宋

史

、

太

祗

紀

一

〕

次

1一
陳
橋
騨
云
軍
中
知
レ

平
箭
頭
歌
〕
風
長

H
短
星
葡
爾
、
黒
旗
雲
涅
懸
―
―
空
夜
↓
【
黒
金
】
49

”0
黒
色
の
金
圏
。
鐵
(
1
1
-
4
0
9
4
5
)

を
い
星
者
苗
訓
‘
引
二
門
吏
楚
昭
輔
[
5
、
日
下
復
有
―
―

-
H
一

【
黒
牛
】
42

昇
毛
色
の
黒
い
牛
。
く
ろ
う
し
。
〔
韓
非
子
‘
ふ
。
〔
説
文
〕
鐵
‘
煕
金
也
。
〔
本
草
、
鐵
〕
繹
名
、
黒
金
、
烏
黒
光
摩
盪
者
久
レ
之
。

解
老
〕
偕
何
坐
‘
弟
子
侍
‘
牛
鳴
二
於
門
外
盃
R

子
曰
‘
是
金
、
時
珍
曰
‘
鐵
‘
載
也
、
剛
可
レ
戟
レ
物
也
‘
於
,
,
五
金
―
【
黒
冠
】
63

ね
ウ
／
孝
徳
天
皇
の
大
化
三
年
に
制
定
し
た

黒
牛
也
‘
而
白
題
‘
偕
何
曰
‘
然
‘
是
黒
牛
也
‘
而
白
在
二
扇
レ
水
‘
故
日
二
黒
金
ニ
〇
”
い
鐵
の
古
名
。
冠
位
七
色
十
三
階
の
第
十
一
階
•
第
十
二
階
の
冠
。
〔
日

其
角
一
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
家
無
レ
故
而
黒
牛
生
→
―
臼
禎
一
〖
里
公
卦
肛
〗

5
0
gぅ
薩
山
の
白
鹿
洞
に
遊
ぶ
人
士
が
本
書
紀
、
孝
徳
天
皇
〕
大
化
三
年
‘
是
歳
制
―
―
七
色
―
十

〖
黒
牛
兒
〗43各
咤
ウ
品
の
名
。
蜆
娘
(
1
0ー
3
3
1
5
4:
 1
)

互
に
醜
金
し
て
薪
炭
を
買
ひ
‘
防
寒
の
備
を
為
し
、
黒
―
二
階
之
冠
一
云
云
‘
六
日
、
黒
冠
、
有
1

一
大
小
二
階
↓

の
異
名
。
＜
そ
む
し
。
〔
本
草
‘
蜆
娘
〕
繹
名
、
黒
牛
兒
。
金
社
と
琥
し
た
。
〔
消
異
録
‘
器
具
〕
直
山
白
鹿
洞
‘
消
士
【
黒
血
]
“
芦
黒
い
血
゜
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘
華
佗
傭
〕

〖
黒
牛
生1一
白
禎
―
〗
“
芹
f
7
0
ヲ
ウ
ム
吉
必
ず
し
も
吉
と
輻
湊
、
毎
冬
寒
譴
レ
金
市
―
―
烏
薪
ぶ
局
砿
炉
寒
備
ご
醗
至
~
瞳
忠
吐
,
,
黒
血
↓

な

ら

ず

‘

凶

必

ず

し

も

凶

と

な

ら

ぬ

喩

。

塞

翁

馬

。

〔

列

金

社

↓

【

黒

月

】

6
5
n
"
O印
度
の
暦
法
で
月
の
十
五
日
以
後
を

子
‘
説
符
〕
宋
人
有
伍
幻
レ
行
―
―
仁
義
玉
只
三
世
不
レ
悧
、
家
【
黒
禽
i

】51
ぢ
林
檎
の
異
名
。
〔
廣
志
〕
林
檎
‘
似
―
―
赤
奈
い
ふ
。
十
五

H
以
前
を
白
月
と
い
ふ
の
討
。
又
、
大
晦
日

焦
故
黒
牛
生
―
―
白
禎
一
以
問
↓
―
孔
子
「
孔
子
曰
‘
此
吉
詳
子
本
空
石
―
―
黒
禽
↓
亦
名
―
―
来
禽
↓
の
月
。
〔
大
蔽
法
散
〕
白
月
初
日
在
レ
前
、
黒
月
初
日
在
レ

也
‘
以
薦
1

一
上
帝
「
居
一
年
‘
其
父
無
レ
故
而
盲
‘
其
牛
又
【
黒
狗
】
52

万
黒
犬
。
〔
捜
紳
記
、
十
八
〕
呉
先
主
時
、
陸
敬
後
。
〔
雲
笈
七
飯
〕
十
五
日
前
為
,
,
白
月
盃
回
符
火
木
用
レ

復
生
一
白
禎
一
其
父
又
復
令
―
―
其
子
問
―
―
孔
子
↓
其
子
日
‘
叔
為
↓
―
建
安
太
守
面
使
―
―
一
人
伐
ー
一
大
樟
樹
で
下
1

一
散
斧
石
忽
有
レ
事
、
後
十
五

H
為
―
―
黒
月
盃
陰
符
金
水
用
レ
事
。
〔
底
唱
一
―
―

前
問
レ
之
失
レ
明
‘
又
何
問
乎
‘
父
曰
‘
聖
人
之
言
、
先
迂
血
出
、
樹
断
、
有
レ
物
、
人
面
狗
身
、
従
二
樹
中
↓
出
‘
敬
叔
昧
経
〕
黒
月
八
日
‘
於
"
寒
林
盃
ぎ
其
上
1

誦
レ
経
。
●
薄

後
合
‘
其
事
未
レ
究
‘
姑
復
問
レ
之
‘
其
子
又
復
問
"
孔
子
↓
曰
‘
此
名
二
彰
侯
五
ダ
烹
食
レ
之
‘
其
味
如
レ
狗
‘
白
澤
園
日
、
暗
い
月
。
〔
蘇
献
‘
留
,
,
別
亮
道
士
挟
辰
一
詩
〕
黒
月
在
1

一濁

孔
子
日
、
吉
祥
也
、
復
教
以
レ
祭
‘
其
子
欝
致
レ
命
‘
其
父
木
之
精
名
―
―
影
侯
↓
状
如
二
黒
狗
↓
無
レ
尾
‘
可
―
―
烹
食
已
之
。
水
↓
何
曾
不
―
―
清
明
↓
「
じ
。

日
‘
行
"
孔
子
之
言
一
也
‘
居
一
年
‘
其
子
又
無
レ
故
而
盲
、
〖
黒
狗
脊
〗

5
3
3り
ク
草
の
名
。
貫
隈
(
1
0
-
3
6
6
8
1

:
 4
3
)

【
黒
巻
】
66hei'chtian• 

妹
巻
(
8—
2
4
1
4
7:
4
)

に
同

其
後
楚
攻
レ
宋
、
園
―
其
城
ご
民
易
レ
子
而
食
レ
之
、
析
レ
骸
の
異
名
。
き
じ
の
を
。
や
ま
そ
て
つ
。
〔
本
草
、
貫
衆
〕
秤
【
黒
圏
】
67

ぢ
黒
い
ほ
し
。
黒
い
圏
貼
。
〔
古
文
析
義
、

而
炊
レ
之
、

T
牡

者

皆

乗

レ

城

而

戦

、

死

者

大

半

‘

此

人

名

、

黒

狗

脊

。

凡

例

〕

是

編

凡

遇

,

,

主
脹
結
穴
慮
云
品
型
重
園
◎
↓
埋
伏

似
父
子
有

L
疾
皆
免
、
及
―
―
園
解
―
而
疾
倶
復
。
【
黒
~
〖
】
5
4
竺
黒
い
く
つ
か
ざ
り
。
〔
儀
橙
、
士
冠
糧
〕
照
應
窮
卸
虞
‘
労
加
―
―
黒
圏
●
→

【
黒
弓
】
45

や
勺
ウ
悪
い
弓
。
〔
荀
子
、
大
略
〕
大
夫
黒
弓
、
證
爵
弁
纏
履
、
黒
絢
・
総
・
純
‘
純
博
寸
゜
〔
明
會
典
〕
鞭
馬
皆
【
黒
瞼
】
68

h
e
i
'
l
i
e
n
'
0
老
檜
な
人
。
0

く
ろ
ん
ぽ
。

也

。

赤

色

‘

謁

用

―

―

黒

絢

ご

純

、

以

レ

黄

飾

二

馬

首

↓

黒

奴

を

い

ふ

。

【
黒
拒
】
46

討
く
ろ
き
ぴ
。
黒
黍
。
〔
謁
月
令
、
月
夜
分
【
黒
駒
】
55

匁
ま
ご
ひ
。
黒
鯉
(
2
9
1
)

を

見

よ

。

【

黒

戸

】

69

ぼ
〇
黒
戸
御
所
の
略
梢
。

O
佛
壇
。
女
房

則
同
l

一
度
量
鉤
1

衡

五

角
1

斗
角
正
―
―
櫂
概
五
疏
〕
按
、
【
黒
履
】
56

万
黒
い
く
つ
。
〔
周
穂
、
天
官
、
履
人
‘
掌
1

一

詞

。

志
文
云
、
黒
拒
―
黍
岱
一
分
一
十
分
葛
一
寸
一
十
寸
王
及
后
之
服
履
工
庄
〕
凡
履
之
飾
、
如
―
―
繍
次
一
也
、
黄
履
〖
黒
戸
御
所
〗

7
0
悶
り
昔
‘
宮
中
の
清
涼
殿
の
北
、
瀧

為

二

尺

工

＇

尺

為

二

衷

＋

丈

良

一

引

↓

白

飾

、

白

履

黒

飾

、

黒

履

青

飾

。

口

の

西

に

連

つ

て

ゐ

た

細

長

い

御

所

。

薪

の

煙

で

黒

く

【
黒
角
~
】
＂
ぢ
魚
の
名
。
O
鰻
魚
(
1
2ー
4
6
5
4
2:
 1
)

の
【
黒
貨
】
57

hei1 huo• 

0

不
正
な
貨
物
。
①
臓
品
。
＠
煤
け
て
ゐ
た
の
で
名
づ
く
。
黒
戸
。

異
名
。
〔
養
魚
経
〕
黒
魚
者
、
鰻
魚
也
、
一
名
烏
魚
、
又
名
―
―
密
輪
品
。
O
鶉
片
。
【
黒

~
g】7
1
ぢ
漢
代
の
北
秋
の
名
。
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
南

七
星
應
本
草
綱
目
謂
1一
之
黒
鰻
↓
●
烏
賊
(
7
-
1
8
9
9
8

【
黒
華
'
]
5
8

h
e
i
'
h
u
a
'

眼
が
か
す
む
。
伐
玉
烹
烈
北
滅
"
黒
姑
↓
〔
注
〕
正
義
日
、
戎
國
゜

:
 2
0
3
)

の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
水
族
、
烏
鯛
〕
正
字
【
黒
鍋
】
59

h
e
i
'
k
u
o
'
0
黒
い
鍋
。

O
冤
罪
。
濡
衣
。
【
黒
股
】
72

ぼ
〇
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。
〇
ぢ
姓
氏
。

通
、
烏
賊
‘
一
名
墨
魚
、
一
名
黒
魚
。
【
黒
灰
】

6
0
か
？
〇
黒
色
の
灰
。

•
h
e
i
'
h
u
i
'

黒
味
を
〔
日
用
重
賓
記
〕
。

O
O八



(48038・ ・73)一 (48038・・118) 

【
黒
口
】
73

衿
書
籍
の
折
口
鼻
罫
の
黙
線
の
太
い
も

の
。
明
代
の
書
に
多
い
。

【
黒
肱
】
74

芯
●
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
レ
名
為
レ

氏
〕
煕
肱
氏
、
学
姓
‘
楚
共
王
之
子
公
子
黒
肱
之
後
也
、

黒
肱
、
字
子
哲
。
●
春
秋
、
魯
の
成
公
の
名
。
魯
成
公

(
1
2
-
4
6
0
1
3
 :
 1
7
5
)
,
l
.
J
目～よ。

【
黒
谷
】
75

ぢ
山
名
。
甘
粛
省
天
水
縣
の
西
。
〔
方
輿
勝

覧
〕
大
山
喬
林
、
連
-
1

跨
散
縣
云
有
,
,
黒
谷
闊
五
紹
興
初
、
郡

守
陳
俊
置
、
以
防
1

一
秦
章
来
路
云
最
為
―
―
衝
要
↓

【
黒
獄
】
76

ぢ
く
ら
い
ら
う
や
。
〔
縣
恵
全
書
、
刑
名
部
、

監
禁
〕
不
レ
得
』
概
置
二
黒
獄
↓

【
黒
業
】
77

秀
圃
四
業
の
一
。
白
業
(
8
ー

2
2
6
7
8
:
 4
2
3
)
 

の
封
。
黒
は
闇
黒
不
浮
を
表
は
す
。
悪
し
き
果
報
を
受

け
る
因
と
な
る
べ
き
悪
し
き
行
為
を
い
ふ
。
〔
大
智
度

論
、
九
十
四
〕
黒
業
者
、
是
不
善
業
果
報
地
獄
等
受
柔
古

饂
慮
、
是
中
衆
生
以
,
,
大
苦
憐
悶
極
「
故
名
為
し
黒
。

【
無
紗
】
78

カ
煕
い
し
や
。
黒
色
の
う
す
い
き
ぬ
。
〔
周

賀
、
贈
11

道
人
一
詩
〕
布
褐
高
眠
石
賓
春
、
近
泉
多
澱
黙
紗

巾。

【
黒
犀
】
79

討
●
黙
い
犀
。
〔
班
固
‘
爽
弟
超
書
〕
今
遺
―
―

仲
升
璃
環
黙
犀
管
↓
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
下
〕
二
千
石
以

至
EI百
召
皆
以
嘉
犀
↓
●
墨
の
異
名
。
〔
事
物
異
名

録
、
文
具
‘
墨
〕
雲
姻
過
服
録
‘
劉
士
先
一
笏
題
云
、
絹
煕

殿
乙
未
星
砂
、
胡
光
烈
黒
犀
一
笏
゜

【
黒
菜
】80
店
海
藻
の
名
。
あ
ら
め
•
か
じ
め
•
さ
が
ら

め
等
と
い
ひ
、
昆
布
科
に
腸
す
。
温
暖
な
外
洋
の
梢
t

深
い
岩
礁
上
に
着
生
す
る
。
長
さ
は
一
尺
か
ら
三
尺
位

に
達
し
、
全
橙
、
黒
褐
色
を
呈
し
て
ゐ
る
。

【
黒
早
】
81

h
e
i
'
t
s
a
o
3

明
け
方
。
彿
晩
。
黎
明
。

【
黒
棗
】
82

苓
●
百
年
に
一
度
熟
す
る
と
い
ふ
果
賓
。

〔
拾
遺
記
、
三
、
周
穆
王
〕
西
王
母
進
二
洞
淵
紅
磁
‘
云
云
、

陰
岐
黒
棗
三
云
云
、
黒
棗
者
、
其
樹
百
尋
‘
賓
長
二
尺
、
核

細
而
柔
、
百
年
一
熟
。
●
霜
降
後
の
棗
。
北
京
の
名
物
。

【
黒
蒼
】
83

祁
濃
青
色
。
〔
急
就
篇
〕
革
輪
柴
漆
油
黒
蒼
゜

【
黒
癒
】
訊
ぢ
顔
面
に
生
ず
る
熙
い
斑
。

【
黒
象
】
85

窃
無
い
象
。
〔
北
戸
録
、
上
、
象
鼻
灸
〕
廣
之

属
城
、
循
州
・
雷
州
‘
皆
産
―
―
黙
象
玉
牙
小
而
紅
‘
云
云
、
土

人
捕
ら
之
、
争
食
―
―
其
鼻
↓

【
黒
炸
】
86

h
e
i
1
 cha• 

演
劇
用
の
附
蹟
゜

【
黒
窄
】
87

ぢ
く
ら
く
せ
ま
い
。
〔
本
参
、
招
―
―
北
客
支
〕

|
＇
 

黒

部

黒

0
0
九

壺
日
無
レ
光
、
其
下
黒
窄
‘
襲
塘
無
レ
底
、
浅
慮
萬
尺
。
の
東
南
海
中
。
最
南
の
も
の
を
馬
鞍
と
い
ふ
。
最
も
大
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
僧
耳
・
照
鮨
之
酋
、
金
郎
・
象
郡
之
渠
。

【
黒
索
】
88

ぢ
黒
い
な
は
。
刑
具
の
一
。
罪
人
を
攣
繋
す
に
し
て
居
民
は
皆
蘊
建
人
。
漁
釣
を
業
と
す
。
〔
唐
書
、
南
蟹
下
、
雨
羹
蜜
博
〕
肇
蟹
種
類
、
有
―
―
黒
歯
・
金

る
縄
゜
〔
海
録
砕
事
、
政
事
、
刑
法
〕
楳
、
無
索
‘
絨
‘
攣
繋
【
黒
参
―
】
95

ぢ
草
の
名
。
玄
参
(
7
-
2
0
8
1
4
:
 1
5
2
)

の
異
歯
・
銀
歯
三
種
↓
●
複
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
黒
歯
、
百
清
西

也
、
古
人
有
レ
罪
、
用
,
,
黒
索
1

攣
―
ー
繋
之
↓
名
。
〔
本
草
、
玄
参
〕
繹
名
、
黒
参
、
玄
畳
、
重
畳
、
鹿
腸
。
部
之
人
。

【
黒
梢
~
】
8
9
ぢ
将
軍
の
名
琥
。
後
魏
の
子
栗
碍
が
河
内
【
黒
樟1】9
6
8ク
黒
い
サ
ン
ト
メ
革
（
武
家
時
代
、
南
方
渡
〖
里
盆
幽
國
〗

1
0
7
ぢ
，
攣
族
の
國
名
。
皆
歯
を
黒
く
染
め

大

将

と

な

り

、

好

ん

で

熙

消

を

持

っ

た

の

で

、

明

帝

よ

来

の

な

め

し

が

は

）

。

る

か

ら

名

づ

く

。

〔

山

海

経

、

大

荒

東

経

〕

有

,,1111
歯
之

り

黒

梢

将

軍

を

授

け

ら

れ

た

。

【

黒

子

】

9
7
?
ク
●
ほ
く
ろ
。
緊
子
。
黒
税
。
〔
史
記
、
高
祗
國
↓
〔
注
〕
黒
歯
‘
歯
如
レ
漆
也
。
〔
管
子
、
小
匡
〕
黒
歯
・
荊

【
黒
殺
】
90

ぢ
黒
く
な
つ
て
焦
げ
死
ぬ
。
〔
宋
史
、
李
稜
紀
〕
左
股
有
,
,
七
十
二
黒
子
↓
〔
注
〕
正
義
日
、
許
北
人
呼
夷
之
國
。
〔
呂
覧
、
求
人
〕
黒
歯
之
國
゜
〔
後
漢
書
、
東
夷
、

傭
〕
為
極
西
轄
運
使
云
云
‘
良
李
稟
皆
以
-
―
苛
暴
一
篇
鷹
子
函
楚
謂
二
之
誌
五
誌
‘
記
也
。
〔
北
史
、
周
文
帝
倭
國
偲
〕
至

1一
裸
國
•
黒
歯
國
→

著
稽
、
時
人
語
日
、
寧
逢1一
黒
殺
云
莫
レ
逢
―
―
稜
察
→
紀
〕
帝
生
而
有
＝
黒
氣
1如
レ
蓋
、
下
覆1一
其
身
三
云
云
、
背
〖
黒
~
四
民

]
1
0
8

”
"
ぅ
黒
い
歯
の
民
。
〔
淮
南
子
、
墜
形

【
黒
山
】
9
1
E
”
●
黒
い
山
。
〔
梁
元
帝
‘
玄
覧
賦
〕
異
,
,
黄
有
―
―
黒
子
一
宛
轄
若
―
―
龍
盤
之
形
H

●
狭
小
な
土
地
の
喩
。
訓
〕
自
,
,
東
南
云
ぎ
東
北
方
土
有
1

一
大
人
國
．
君
子
國
・
黒

金
於
黙
山
盃
介
―
―
緑
林
於
青
嶺
↓
●
國
の
名
。
モ
ン
テ
ネ
〔
庚
信
、
哀
江
南
賦
〕
地
惟
黒
子
、
城
猶
"
弾
丸
↓
歯
民
・
玄
股
民
・
毛
民
・
努
民
↓

グ
ロ
。
蒙
特
尼
格
羅
(
9
-
3
1
5
5
5
:
 1
8
5
)を見
よ
。
●
〖
黒
子
之
地
]
9
8
n
4ほ
く
ろ
ほ
ど
の
せ
ま
い
土
地
。
〖
黒
歯
常
之]
1
0
9

ぢ
'
5’
唐
、
百
清
西
部
の
人
。
蜆
毅
に

山
名
。
④
河
北
省
臨
楡
縣
の
西
。
石
炭
の
産
地
。
＠
涌
〔
漢
書
‘
賣
誼
博
〕
而
淮
陽
之
比
1

一
大
諸
侯
n

塵
如
1

一
黒
子
し
て
謀
略
あ
り
。
龍
朔
中
、
唐
に
降
る
。
官
は
左
領
軍

洲
遼
寧
省
遼
陽
縣
の
南
。
金
の
産
地
。
◎
涌
洲
吉
林
省
之
著
＂
面
、
適
足

S

以
餌
,
,
大
國
1

耳

。

員

外

将

軍

。

儀

鳳

中

、

吐

蕃

を

撃

ち

、

之

を

敗

る

。

封

は

注
清
縣
の
境
。
俗
名
、
老
白
山
。
＠
河
南
省
清
縣
の
西
〖
黒
子
弾
力

~
]
9
9
”
砂
ワ
ン
狭
小
な
土
地
の
喩
。
ほ
く
ろ
燕
國
公
。
後
、
燕
然
道
大
縛
管
に
至
る
も
、
周
興
等
に

北
。
一
名
‘
墨
山
。
〔
後
漢
書
、
衷
紹
博
上
〕
祖
授
日
、
云
云
、
や
弾
丸
の
や
う
な
の
意
。
無
子
の
●
を
見
よ
。
〔
故
事
成
匪
告
さ
れ
、
獄
中
に
死
す
。
〔
唐
書
、
一
百
十
〕
．
〔
菖
唐

還
討
―
―
黒
山
一
則
張
燕
可
レ
滅
。
〔
魏
志
、
武
帝
紀
〕
黒
山
賊
、
語
考
、
地
輿
〕
黒
子
弾
丸
‘
極
―
―
言
至
小
之
邑
↓
〔
頼
山
陽
‘
書
、
一
百
九
〕
。

子
毒
白
・
饒
畦
固
等
十
餘
萬
衆
‘
略
―
―
魏
郡
ぷ

3
山
西
省
楠
氏
論
〕
子
孫
能
守

1一
其
遺
訓
云
竺
正
統
天
子
於
弾
丸
〖
黒
~
岡
彫
題
】

1
1
0
が
”
”
ィ
鐵
漿
で
そ
め
た
歯
と
鯨
を
施

五
畳
縣
の
東
南
。
山
頂
に
闘
あ
り
。

8
険
西
省
楡
林
縣
黒
子
之
地
百
以
防
―
―
四
海
寇
賊
1

者
、
及
,
,
三
朝
五
十
餘
年
し
た
ひ
た
ひ
。
蜜
俗
の
風
。
〔
楚
辟
、
宋
玉
、
招
魂
〕
彫
題

の

西

。

明

の

成

化

中

、

余

子

俊

、

塞

堡

を

築

く

。

①

緩

遠

之

久

↓

黒

歯

。

〔

戦

國

‘

趙

策

〕

黒

歯

・

彫

題

・

鰈

冠

・

秘

縫

、

大

呉

省
の
界
内
。
〔
魏
書
、
世
祗
紀
上
〕
（
紳
帰
二
年
）
車
駕
東
レ
【
黒
市
】
100
h
e
i
'
s
h
i
h
'
e
南
京
の
古
物
い
ち
。
早
市
・
之
國
也
。

輯
至
―
―
黒
山
五
校
"
散
軍
賓
↓
●
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
涌
洲
瞭
市
と
も
い
ひ
‘
貧
者
の
た
め
に
夜
明
け
前
に
開
く
。
【
黒
字
J
U
l
四
ク
黒
く
書
い
た
文
字
。
〔
玉
海
〕
黒
字
為
1

一

遼

寧

省

新

民

縣

の

西

南

。

京

奉

鐵

路

に

沿

ふ

。

●

認

人

●

闇

市

場

。

明

堂

之

門

四

字

↓

立

ち

の

多

い

さ

ま

。

【

黒

芝

】

101

？
ク
黒
い
色
の
芝
。
〔
本
草
‘
芝
〕
集
解
、
別
録
【
黒
寺
．
】
112

勺
寺
の
名
。
北
京
徳
勝
門
外
の
西
北
。
前
寺

〖
黒
山
賊
〗8
勺
ぢ
常
山
異
定
の
椿
燕
の
李
ゐ
た
賊
日
、
黒
芝
生

1一
常
山
→
を
慈
度
と
い
ひ
、
後
寺
を
察
空
嘲
嘩
廟
と
い
ふ
。
も
と

鴬
の
名
。
後
漢
の
末
、
黄
巾
の
賊
起
る
。
燕
、
少
年
を
棗
〖
熙
苓
宰
瓢

]
1
0
2

h
e
i
'
c
h
i
h
'
m
a里
~
ご
ま
。
鐵
色
の
琉
璃
が
あ
っ
た
か
ら
名
づ
く
。

め
て
盗
を
な
し
、
張
牛
角
を
推
し
て
主
と
な
し
、
牛
角
【
黒
枯
i

】103
な
山
中
の
し
ぷ
柿
の
木
心
。
堅
く
て
光
澤
【
黒
兒
】
113

h
e
i
'
e
r
h

あ
ん
こ
ろ
。

の
死
後
、
代
つ
て
主
と
な
り
、
張
を
姓
と
す
。
其
の
衆
、
が
美
し
い
か
ら
道
具
類
を
製
す
る
に
用
ひ
る
。
〔
和
漢
【
里
硲
g
】114
勺
魚
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
鮒
‘
黒
紐
゜
〔
注
〕

百
萬
。
黒
山
の
賊
と
琥
し
、
河
北
の
諸
郡
、
害
を
被
る
。
三
才
圏
會
、
喬
木
類
、
黒
柿
〕
按
、
黒
柿
、
即
山
中
稗
梯
木
即
白
籠
魚
。

後
、
降
つ
て
安
國
亭
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
後
漢
書
、
朱
隅
心
也
、
黒
色
光
澤
、
密
理
堅
硬
、
為
レ
器
甚
美
、
以
亜
―
―
鐵
【
黒
秀
】

1
1
5
各
黒
い
穂
。
〔
管
子
、
地
員
〕
独
茎
•
黒
秀
、
箭

博
〕
賊
帥
常
山
人
張
燕
、
軽
勇
躊
捷
、
故
軍
中
琥
日
―
―
飛
刀
木
・
烏
木
五
但
漱
木
則
色
不
―
―
光
黒
↓
長
。

叢
善
得
士
卒
心
一
乃
界
中
山
常
山
趙
郡
上
黛
河
内
【
黒
痣
】
1
0
4
[
ク
ほ
く
ろ
。
黒
子
。
黒
志
。
緊
子
。
轄
じ
【
黙
醜
】
116

秀
く
ろ
く
て
み
に
く
い
。
〔
易
林
、
遂
之
第

諸
山
谷
寇
賊
コ
吏
相
交
通
、
衆
至
ー
ー
百
萬
一
琥
日
―
―
黒
山
て
、
狭
い
土
地
の
喩
。
〔
名
臣
言
行
録
、
趙
普
〕
帝
日
、
吾
三
十
三
、
剥
〕
蝸
螺
生
レ
子
、
深
目
黒
醜
、
似
ー
ー
類
其
母
↓

賊
↓
〔
魏
志
、
張
燕
博
〕
燕
、
常
山
異
定
人
也
、
云
云
、
故
軍
欲
レ
下
1

一
太
原
一
普
獣
然
久
ら
之
曰
、
云
云
、
弾
丸
黒
痣
之
【
黒
鍬
i

】117
”
t

O戦
國
時
代
、
築
城
・
道
普
請
な
ど
の
作

中
饒
日
―
―
飛
燕
石
其
後
、
人
衆
寝
廣
、
云
云
‘
燕
衆
至
ー
ー
百
地
、
牌
レ
無
レ
所
レ
避
。
「
う
。
業
に
従
ふ
人
夫
。
黒
鍬
者
。
●
江
戸
時
代
、
江
戸
城
の

萬
五
琥
日
二
黒
曳
璽
帝
否
能
社
、
河
北
諸
郡
被
,
,
其
害
↓
【
黙
商
】
曲
h
e
i
'
s
s
i
l
'
e
賤
し
い
小
者
。
●
く
ろ
ん
ぽ
警
備
・
作
事
・
防
火
に
嘗
っ
た
者
。
後
に
は
、
城
内
の
掃

5
 

〖
黒
山
嶺
~
〗
g

”
ザ
ン
山
名
。
O
涌
洲
吉
林
省
和
龍
縣
。
【
黒
歯
】

1
0
6
心
ク
・
黙
く
そ
め
た
歯
゜
蟹
夷
の
風
俗
。
黙
歯
除
や
荷
物
の
運
搬
な
ど
を
擁
嘗
。
黒
鍬
頭
・
黒
鍬
同
心

豆
涌
江
の
北
岸
。
●
湖
南
省
賓
慶
縣
。
石
炭
の
産
地
。
國
及
び
熙
歯
彫
題
を
見
よ
。
●
古
の
蜜
夷
の
國
名
。
國
が
置
か
れ
た
。

603
 

〖
黒
山
墨
島
〗
％
ぢ
匁
群
島
の
名
。
浙
江
省
南
田
縣
歯
國
。
〔
淮
南
子
、
脩
務
訓
〕
西
教
―
―
沃
民
玉
東
至

-
l黒
歯
→
【
黒
漆
】1

1
8
弁
黒
色
の
う
る
し
。
又
、
黒
色
の
う
る
し
を



(48038··119)— (48038· ・149) 

塗
る
。
〔
周
證
、
春
官
‘
幽
9

人
‘
凡
裸
事
用
レ
概
、
疏
〕
既
是

無
漆
為
レ
尊
、
以
―
―
朱
帯
1

落
レ
腹
、
故
名
レ
概
゜
〔
太
平
御

覧
、
人
事
部
、
奢
〕
韓
子
曰
‘
馬
作
二
祭
器

t茫
漆
其
外
一

朱
―
―
蓋
其
内
只
後
漢
書
‘
證
儀
志
下
〕
公
•
特
進
、
樟
棺
黒

漆
、
中
二
千
石
以
下
‘
炊
侯
漆
。
〔
魏
志
、
皇
妃
、
武
宣
下

皇
后
傭
、
注
〕
后
性
約
倹
、
不
レ
尚
―
―
華
麗
一
無
―
―
文
繍
珠

玉
函
〗
皆
黒
漆
゜

〖
黒
漆
皮
燈
籠
〗1

1
9
昇
叫
が
；
黒
い
漆
を
塗
っ
た
皮
を

張
っ
た
燈
籠
。
人
民
の
苦
し
み
を
救
つ
て
光
明
を
呉
ヘ

よ
と
命
ぜ
ら
れ
な
が
ら
‘
其
の
使
命
を
果
さ
な
い
役
人

を
罵
つ
て
言
ふ
語
。
〔
咳
餘
叢
考
、
成
語
、
黒
漆
皮
燈
籠
〕

綴
耕
録
‘
元
至
正
中
‘
遣
に
目
赴
ー
ー
諸
道
面
型
民
疾
苦
砿
使

者
多
納
レ
賄
‘
百
姓
歌
曰
、
官
吏
黒
漆
皮
燈
籠
、
奉
レ
使
来

時
添
二
重
↓

【
黒
日
】
120

叱
古
の
暦
で
、
黒
貼
を
施
し
た
日
を
い
ふ
。

萬
事
に
忌
み
、
強
ひ
て
犯
せ
ば
死
ぬ
と
い
ふ
。
〔
運
歩
色

葉
集
〕
黒
日
、
正
戌
日
・
ニ
辰
・
三
亥
・
四
巳
・
五
子
・
六

午
・
七
丑
・
八
未
•
九
寅
·
十
申
•
十
一
卯
·
十
二
酉
°

【
黒
蛇
】
121

名

O
黒
色
の
蛇
。
か
ら
す
へ
ぴ
。
〔
雲
埃

友
議
〕
李
紳
初
貧
、
之
函
幻
川
天
宮
梢
含
｛
憑
レ
笈
書
寝
‘

有
老
霞
齋
罷
、
見
こ
黒
蛇
上
―
―
刹
前
李
樹
了
食
．
其

子
上
焉
‘
僧
臣
遺
レ
毒
而
人
誤
食
ワ
之
、
徐
徐
騒
下
‘
蛇
乃

望
東
序
了
｛
季
公
攘
中
ぶ
〖
忽
不
レ
見
、
公
乃
驚
覺
。O

鐵
の
杖
を
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
鐵
柱
杖
詩
〕
柳
公
手

中
黒
蛇
滑
、
千
年
老
根
生
I

―
乳
節
一

【
黒
相
】
122

イ
デ
宋
の
王
徳
用
の
綽
琥
。
顔
が
黒
い
か
ら

言
は
れ
た
。
〔
宋
史
、
王
徳
用
偶
〕
徳
用
状
貌
雄
毅
、
面

黒
、
頸
以
下
白
哲
、
人
皆
異
レ
之
、
云
云
、
閻
閻
婦
女
小

兒
‘
皆
呼
二
徳
阻
日
↓
1

黒
王
相
公
↓

【
黒
詳
】
123

名
ゥ
五
行
の
水
氣
か
ら
起
る
瑞
詳
。
五
行

で
水
は
黒
色
に
嘗
る
か
ら
い
ふ
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中

之
下
〕
時
則
有
二
黒
嘗
・
黒
詳
五
惟
火
診
レ
水
、
云
云
、
水
色

黒
、
故
有
1

一
黒
肯
・
黒
詳
丁
凡
馳
傷
者
、
病
1

一
水
氣
―
者
、
水

氣
病
則
火
診
レ
之
。

【
黒
章
】
124

吝
ゥ
〇
黒
い
模
様
。
〔
司
馬
相
如
、
封
扉
文
〕

白
質
黒
章
、
其
儀
可
レ
痛
゜
〔
王
菜
‘
遊
海
賦
〕
蝙
鼈
堵
項
、

金
質
黒
章
。
〔
魏
徴
‘
享
太
廟
築
章
、
大
明
舞
〕
無
章
擾
レ

固
、
赤
字
浮
レ
河
。

O
騨
の
名
。
責
州
省
畢
節
縣
の
西
。

【
黒
漿
】
125

各
ウ
酒
の
異
名
。
國
忌
の

H
に
稽
す
。
〔
侍

中
群
要
、
五
〕
黒
漿
‘
國
忌
之
日
、
以
レ
酒
梢
―
―
黒
漿
一

黒

部

黒

【
黒
壌
]126
や

E
,
0黒
い
土
。
〔
貫
林
‘
春
山
行
〕
黒
壌
生
,
,

紅
黍
玉
黄
援
領
―
―
白
兒
↓
〔
苑
成
大
、
労
貪
耕
詩
〕
呉
田
黙

壌
朕
‘
呉
米
玉
粒
鮮
。

O
春
秋
の
地
名
。
山
西
省
沿
水

縣
の
烏
嶺
。
〔
春
秋
、
宣
、
七
〕
公
會
,
,
晉
侯
・
宋
公
・
衛

侯
・
鄭
伯
・
曹
伯
子
黒
壌
↓

【
黒
瓢
】
127

幻
炉
瓜
な
ど
の
く
ろ
い
わ
た
。
〔
拾
遺
記
‘

+
、
温
洲
〕
温
洲
有
レ
樹
、
名
,
,
影
木
言
口
中
視
レ
之
如
―
―
列

星
萬
歳
一
賓
、
｛
貫
如
レ
瓜
、
青
皮
黒
瓢
、
食
レ
之
骨
軽
。

【
黒
首
】
128

名
〇
民
を
い
ふ
。
齢
首
。
〔
證
‘
祭
儀
、
以

為
1

一
酔
首
則
云
樗
文
〕
酌
首
‘
云
云
、
黒
也
、
黒
首
‘
謂
レ
民

也。

O
黒
い
あ
た
ま
。
〔
請
、
明
堂
位
〕
殷
人
白
馬
黒
首
。

〔
隋
書
‘
證
儀
志
七
〕
昔
丹
烏
木
運
姫
、
有
l

一
大
白
之
旅
一

黄
星
土
徳
、
曹
乗
"
黒
首
之
馬
一

【
黒
酒
】
1
2
9
"
D

昔
、
新
嘗
祭
や
大
背
祭
な
ど
に
奉
っ
た

酒
。
醜
酒
に
く
さ
ぎ
の
灰
を
入
れ
て
色
を
黒
く
し
た

も
の
。
後
世
に
は
黒
胡
麻
の
粉
を
入
れ
た
。

【
黒
種
】

130g
黒
色
人
種
の
異
稲
゜

【
黒
綬
】1

3
1ぢ〇
黒
い
ひ
も
。
印
・
ひ
ざ
か
け
•
お
ぴ
だ

ま
等
に
用
ひ
る
。
〔
漢
書
、
百
官
公
卿
表
上
〕
比
二
百
石
以

上
、
皆
銅
印
黄
綬
、
成
帝
緩
和
元
年
、
長
相
皆
黒
綬
。
〔
後

漢
書
、
膝
撫
偲
〕
陰
陵
人
徐
鳳
・
馬
勉
等
‘
復
寇
二
郡
縣
一

殺
略
吏
人
↓
鳳
衣
砕
衣

t翌
黒
綬
詞
無
上
将
軍
↓

●
役
人
を
い
ふ
。
〔
王
僧
襦
、
興
1面
極
~
1書
〕
久
為
―
―
尺
板

斗
食
之
吏
百
盆
匹
早
衣
黙
綬
之
役
一
〔
王
貞
白
‘
送
―
―
馬

明
府
蹄
;
山
詩
〕
免
レ
遭
―
―
悪
綬
束
二
不
下
卑
ハ
1

一
白
雲
1

疎
Lo

【
黒
春
】

132g’
明
の
人
。
其
の
先
は
建
州
の
人
。
溢
は

忠
壮
。
官
は
遼
陽
副
綿
兵
。
嘉
靖
中
、
寇
と
力
戦
一
一
書
一

夜
。
こ
れ
に
死
す
。
〔
萬
斯
同
明
史
、
一
三
日
〕
．
〔
明
史
稿
‘

二
日
七
十
五
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
‘
十
九
〕
。

【
黒
黍
】
133

？
釘
く
ろ
き
ぴ
。
〔
爾
雅
‘
秤
草
〕
芭
、
白
苗
、
拒
、

黒
黎
‘
胚
‘
一
秤
二
米
。
〔
疏
〕
漢
和
帝
時
、
任
縣
城
生
―
―
慧

黍
↓
〔
本
草
、
黍
〕
繹
名
、
赤
黍
日
レ
覺
‘
曰
レ
慮
、
白
黍
曰
レ

芭
‘
黒
黍
曰
レ
拒
‘
一
秤
二
米
日
レ
胚
。
〔
蘇
献
‘
輿
―
―
毛
令
方

尉
油
立
西
菩
提
考
詩
〕
黒
黍
黄
梁
初
熟
後
‘
朱
柑
緑
橘

半
甜
時
。

〖
黒
黍
酒
〗1

3
4
谷

9

ヨ
く
ろ
き
ぴ
で
造
っ
た
酒
。
〔
詩
‘

大
雅
、
江
漢
、
和
壱
一
由
‘
箋
〕
拒
壱
、
黒
黍
酒
也
。

【
黒
松
】
135

紗
ウ
樹
木
の
名
。
松
の
一
種
で
、
海
岸
地
方

に
多
い
。
高
さ
百
尺
位
に
逹
し
、
樹
皮
は
暗
灰
色
。
〔
貰

休
、
邊
上
行
〕
黒
松
林
外
路
、
風
角
遠
喝
咆
゜

〖
黒
松
使
者
〗1

3
6戸礼
ョ
ウ
墨
の
異
名
。
〔
雲
仙
雑
記
、
黒

松
使
者
〕
元
宗
御
案
墨
曰
二
龍
香
剤
「
一
日
、
見
1

――墨上

有
1

一
小
道
士
如
レ
蠅
而
行
工
上
叱
均
之
、
卸
呼
1
1

萬
歳
五
I

、

臣
即
墨
之
精
、
黒
松
使
者
也
。

【
黒
鍾
】

137§

五
鍾
の
一
。
北
方
の
常
に
隠
晦
す
る
に

象
つ
て
名
づ
く
。
〔
管
子
‘
五
行
〕
昔
者
黄
帝
、
以
―
―
其
緩

急
作
土
丑
賢
以
政
五
鎮
令
一
其
五
襖
―
云
云
、
四
日
、

景
鍾
昧
其
明
、
五
日
、
黒
鍾
隠
其
常
。
〔
纂
詰
〕
北
方
水
、

水
色
玄
也
、
隠
其
常
者
、
隠
晦
即
其
常
也
。

【
黒
縄
】
138
や

5
,
0
黒
い
な
は
。

O
圏
八
熱
地
獄
の
第

ニ
。
〔
倶
含
頌
疏
、
八
〕
黒
縄
地
獄
‘
先
以
―
―
黒
縄
1

秤

t―旱

支
罷
な
仮
方
斬
鋸
‘
故
名
嘉
縄
一

【
黒
色
】
139

各
ク
黒
い
色
。
〔
竹
書
紀
年
〕
帝
舜
母
日
―
―
握

翌
見
二
大
虹
云
思
感
而
生
―
―
舜
子
眺
墟
一
目
重
瞳
子
、
故

名
―
―
重
華
砿
顔
大
口
黒
色
、
身
長
六
尺
一
寸
゜
〔
史
記
‘

天
官
書
〕
興
l

―
尾
箕
―
晨
出
、
日
二
天
皓
「
翌
然
黒
色
甚
明
。

〔
北
史
‘
齊
文
宣
帝
紀
〕
黒
色
大
頬
兌
下
‘
鱗
身
重
躁
‘
瞭

視
審
定
‘
不
レ
好
1

一
戯
弄
↓
〔
五
代
史
、
雑
四
十
一
‘
慕
客
彦

超
博
〕
嘗
冒
,
,
姓
闇
氏
玉
彦
超
煕
色
胡
髯
、
琥
二
閻
i昆
本
呪

〔
陸
消
‘
題
1

一
十
八
學
士
園
一
詩
〕
平
時
但
忌
黒
色
兒
‘
不
レ

知
乃
有
1

一
軋
蹟
生
↓

〖
黒
色
人
種
〗
函
匁
巧
皮
膚
が
黒
色
又
は
褐
色
で
、

頭
斐
が
黒
く
、
鼻
は
偏
平
、
顎
の
中
央
の
突
出
し
た
人

種
の
縛
稽
。
ア
フ
リ
カ
の
サ
ハ
ラ
砂
漠
以
南
、
南
北
雨

ア
メ
リ
カ
に
住
む
。

【
黒
埴
】
140

各
ク
黒
い
ね
ば
っ
ち
。
〔
管
子
、
地
員
〕
黒
埴

宜
面
翠
其
草
宜
示
碩
其
木
真
白
棠
↓

【
黒
心
】
141

ぢ
〇
嫉
妬
心
。
黒
心
腸
を
見
よ
。

0
き
た

な
い
心
。
わ
る
い
心
。
邪
心
。
悪
心
。
〔
紅
棲
夢
、
三
十
七

回
〕
見
"
是
這
屋
裏
的
東
西
ご
と
該
レ
使
1

一
黒
心
弄
壊
了

幾
罷
↓

〖
黒
心
腸
阿
ク
な
’
妬
心
を
い
ふ
。
〔
通
俗
編
‘
性
情
‘

黒
心
〕
按
‘
陶
穀
墓
莱
州
右
長
史
子
義
方
黒
心
符
盃
匹

黒
心
畜
織
婦
之
名
也
、
魏
呉
普
本
草
、
以
1

一
黄
苓
コ
為
―

妬
雙
李
時
珍
日
、
苓
根
多
外
黄
内
黒
‘
妬
婦
心
闘
、
故

以
為
レ
比
、
元
人
抱
粧
盆
劇
、
言
-
1

劉
后
一
片
黒
心
腸
エ
亦

以
1

一
其
妬
忌
ニ
―
―

9
之。

〖
黒
心
槌
〗1
4
3
"
り
，
，
悪
心
の
者
を
打
つ
つ
ち
。
〔
還
魂

記
、
園
駕
〕
式
榜
榜
的
黒
心
槌
‘
敢
掲
亨
J

千
下
↓

〖
黒
心
符
〗1

4
4
芍
，
，
唐
の
子
義
方
が
後
妻
の
害
を
進

べ
て
子
孫
を
戒
め
た
文
。
縛
じ
て
、
織
妻
の
不
良
の
も

の
を
い
ふ
。

〖
黒
心
利
〗1

4
5

hei'hsin'Ii• 

利
盆
を
貪
る
。

【
黒
神
】
146

カ
北
方
の
神
。
敵
が
北
方
か
ら
来
た
時
に

こ
れ
を
祠
つ
て
敵
に
営
る
。
〔
墨
子
‘
迎
敵
祠
〕
敵
以
―
―
北

方
1

来
、
迎
一
之
北
壇
ご
壇
高
六
尺
‘
堂
密
六
、
年
六
＋
者

六
人
主
レ
祭
、
黒
旗
•
黒
紳
゜

【
黒
森
】
国
ぢ
黒
西
(
1
5
7
)

に
同
じ
。

【
黒
潅
】
147

弁
黒
い
汁
。
墨
汁
を
い
ふ
。
藩
は
汁
。
〔
頼
山

陽
‘
題
矢
草
夜
泊
詩
後
―
〕
げ
童
作
―
―
黒
涸
敦
合
↓

【
黒
人
】
148

ぢ
〇
色
の
黒
い
人
。
〔
墨
子
、
経
説
上
〕
以
下黒

人
之
有
二
黒
者
↓

有
．
否
黒
者
比
3

人

仁
[
[
[
[
[
／
[
心

1
0
1
0
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者
、
即
古
之
黒
水
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
大
川
‘

濾
水
〕
濾
水
出
―
―
黎
州
所
西
傲
外
↓
其
源
日
1

サ
右
水
一
云

云
、
又
東
北
流
経
―
―
東
川
府
言
旦
納
葬
江
二
亦
日
―
―
黒
水
↓

R
西
消
河
を
い
ふ
。
〔
書
、
馬
貢
、
保
傭
〕
程
氏
日
、
奥
綽

以
1

一
麓
水
1

為
―
―
黒
水
一
者
、
恐
其
狭
小
不
レ
足
レ
為
レ
界
‘
其

所
レ
梢
一
西
項
河
一
者
、
卸
卑
ハ
―
―
漢
志
葉
楡
澤
1

相
貫
‘
廣
慮

可
乞
一
十
里
;
苔
炉
以
界
―
―
別
二
州
一
其
流
又
正
趨
1

一南

海
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
雲
南
、
大
川
、
西
消
河
〕
西
涸
河

在
天
理
府
城
東
一
云
云
、
相
傭
、
黒
水
伏
流
別
派
、
自
l
-

西
北
如
↑
‘
會
二
於
太
和
縣
東
而
為
―
―
瑣
河
f

⑪
瀾
淮
江

を
い
ふ
。
〔
李
元
陽
、
黒
水
琲
〕
馬
貢
導
一
黒
水
云
生
於
一
―
-

危
デ
入
―
―
於
南
海
↓
瀧
蜀
之
水
、
無
レ
入
"
於
南
海
↓
惟
演
之

瀾
淮
江
‘
由
↓
―
西
北

L
池
選
向
-
1

東
南
一
徘
↓
―
徊
雲
南
郡
縣

之
界
云
主
交
趾
入
レ
海
、
今
水
内
皆
為
―
―
漢
人
ぶ
小
外
則

為
函
緬
五
馬
之
所
レ
導
、
於
T

以
分
1

一
別
梁
州
界
上
只
惟

瀾
清
之
水
、
足
-
l

以
嘗
＞
之
、
元
史
至
元
八
年
、
大
理
勧
農

官
張
立
道
使
l

―
交
趾
一
井
,
,
黒
水
「
跨
―
―
雲
南
一
以
至
―
―
其

鼠
此
亦
一
證
゜
〔
胡
渭
‘
馬
貢
錐
指
〕
瀾
准
居
―
―
河
南
之

稟
黒
水
自
乞
一
危
―
而
南
、
則
必
入
―
―
於
河
五
へ
、
安
能
越
レ

河
而
南
、
奥
曲
溢
g

―
相
接
、
以
入
-
l

南
海
ぶ
潤
消
非
二
碓
州

黒
水
之
下
流
1

甚
明
、
蒋
廷
錫
尚
書
地
理
今
繹
、
以
レ
此

為
二
導
川
之
黒
水
↓
R
怒
江
上
源
の
吟
劇
烏
蘇
河
を
い

ふ
。
唸
剛
は
黒
‘
烏
蘇
は
水
。
佛
書
に
黒
水
出
1

一
阿
据
達

山
稟
と
い
ふ
は
此
虞
゜
〔
東
塾
讀
書
記
〕
怒
江
上
源
吟

劇
烏
蘇
出
1

一
西
蔵
喀
薩
北
摸
東
流
至
喀
杢
蓋
碓
梁

ニ
州
之
界
、
自
レ
此
屈
南
流
、
為
簗
州
西
界
云
ぎ
雲
南
―

旦
怒
圧
南
出
雲
南
傲
外
；
今
南
海
一
瓶
州
不
レ
肛
南

海
↓
則
其
入
1

一
於
南
海
一
者
、
必
過
1

一
梁
州
玉
苓
＠
黒
龍
江

の
異
名
。
黒
龍
(
2
9
2
)

の
R
を
見
よ
。
◎
源
は
山
西
省
壽

陽
縣
の
黒
水
村
。
壽
水
を
合
し
て
洞
渦
水
に
注
ぐ
。
＠

山
西
省
翼
城
縣
の
北
。
源
は
烏
嶺
山
。
清
水
に
注
ぐ
。
水

経
庄
の
黒
水
嶺
水
。
命
）
一
名
、
庫
利
川
。
源
は
挟
西
省
廿

泉
縣
の
東
。
河
に
注
ぐ
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
（
翌
~
）
水
出
→
一
定

陽
縣
西
山
ご
一
源
奇
登
、
同
潟
―
―
堅
「
云
云
、
東
南
入
,
,

於
河
↓

8
陳
西
省
城
固
縣
の
北
。
〔
水
経
‘
洒
水
注
〕
水

出
1

一
北
山
面
E

流
入
レ
漢
‘
庚
仲
碓
日
、
黒
水
去
二
裔
橋
ニ
ニ

十
里
、
諸
葛
亮
棧
―
エ
、
朝
競
ー
南
鄭
二
暮
宿
1

一
黒
水
↓
四
五

十
里
‘
謂
―
―
是
水
1

也
。
R
大
小
二
黒
水
あ
り
。
並
に
甘

齋
省
固
源
縣
の
南
に
出
づ
。
清
水
河
に
注
ぐ
。
R
甘
粛

省
文
縣
の
西
北
徹
外
‘
四
川
省
松
播
縣
の
境
。
宋
の
元

|

_

 

黒

部

黒

嘉
二
年
、
西
秦
の
乞
伏
熾
盤
、
吉
昆
南
を
遣
は
し
て
里
~
【
黒
生
】

1
5
6
カ
野
や
山
を
燒
い
た
跡
に
生
え
た
草
。
充
、
夜
中
に
洛
水
を
渡
り
、
黒
石
に
陣
す
。
〔
讀
史
方

水
の
先
酋
丘
櫓
を
撃
ち
、
大
い
に
之
を
破
る
。
〔
水
経
‘
渫
【
黒
~
四
】

1
5
7
ぢ
國
の
名
。
獨
逸
聯
邦
の
一
共
和
國
。
H
e
'

輿
紀
要
、
河
南
、
河
南
府
‘
｛
革
縣
〕
黒
石
渡
、
在
―
―
縣
西
南

水
注
〕
（
黒
）
水
出
＿
1

先
中
盃
西
南
経
1

一
黒
水
城
西
ガ
命
i南

s
s
e
の
音
繹
。
又
、
黒
森
H
e
s
s
e
n
に
作
る
。
二
十
里
一
洛
水
津
清
虞
‘
隋
末
王
世
充
輿
―
―
李
密
1

相
持
‘

入
―
―
白
水
→
〔
元
和
志
〕
黙
水
在
―
―
尚
安
縣
→
源
出
―
―
素
嶺
→
〖
黒
西
那
婦
〗

1
5
8
ぢ
だ
地
名
。
獨
逸
プ
ロ
シ
ャ
の
一
世
充
夜
渡
―
―
洛
水
一
尽
差
於
黒
石
面
F
日
分
レ
兵
守
レ
営
、
自

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
挟
西
‘
翠
昌
府
‘
階
州
、
文
縣
〕
黒
水
、
州
。

H
e
s
s
e
、N
a
s
s
a
u
の

昔

諜

。

将

―

―

精

兵

一

陳

二

子

洛

北

一

李

密

渡

レ

洛

、

逆

載

而

敗

‘

復

在
縣
西
一
源
翌
素
嶺
山
阿
流
合
―
―
於
白
水
→
®
-
〖
黒
西
加
塞
爾
〗

1
5
9
切
5い
地
名
。
も
と
掲
逸
西
部
、
ラ
渡
レ
洛
趣
至
麻

I
面
芸
と
還
救
‘
為
―
―
密
所
ワ
敗
。
®
猛
碁

名
、
南
廣
(
2
ー

2
7
5
0
:
 2
1
8
)
。
漢
時
は
符
黒
水
と
い
ふ
。
イ
ン
、
ヴ
ェ
ー
ゼ
ル
雨
河
開
に
あ
っ
た
侯
國
。
H
e
s
s
e
-

の
黒
石
。

〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
扮
覇
山
、
符
黒
水
所
レ
出
、
北
至

1一
焚

C
a
s
s
e
lの
音
繹
。
〖
黒
石
脂
〗

1
6
7
3

り
ノ
石
脂
(
8ー
2
4
0
2
4:
 3
5
9
)

の
黒
色
の

道
入
レ
江
。
⑨
四
川
省
崇
慶
縣
の
西
北
。
江
に
注
ぐ
。
〔
元
【
黒
姓
一
】
160

宕
突
蕨
の
蘇
緑
部
の
姓
。
黄
姓
と
射
立
し
、
も
の
。
黒
色
を
描
く
に
用
ひ
る
。
石
塁
。
〔
本
草
‘
五
色
石

一
統
志
〕
源
出
―
―
常
栗
山
涵
平
昆
白
熙
゜
R
源
は
緩
遠
省
那
互
に
可
汗
を
立
て
て
相
争
ふ
。
〔
唐
書
、
突
蕨
傭
下
〕
於
レ
脂
〕
黒
石
脂
‘
別
録
曰
‘
一
名
石
墨
、
一
名
石
涅
、
時
珍

爾
多
斯
右
翼
前
旗
の
西
南
。
蒙
古
名
は
限
葛
爾
黒
河
。
束
是
大
首
領
莫
賀
逹
干
都
摩
支
一
一
部
方
盛
、
而
種
人
自
謂
、
日
‘
此
乃
石
脂
之
黒
者
、
亦
可
レ
為
レ
墨
‘
其
性
貼
舌
‘
卑
ハ
―
―

流
し
て
無
定
河
と
な
る
。
〔
晉
書
、
赫
連
勃
勃
載
記
〕
於
―
―
娑
葛
後
者
為
二
黄
姓
五
蘇
禄
部
為
-
1

黒
姓
盃
更
相
猜
讐
‘
云
石
炭
示
＇
レ
同
、
南
人
謂
＿
一
之
書
＿
眉
石
↓
許
氏
説
文
云
‘
黛
‘

朔
方
水
北
窯
水
之
南
な
芽
起
都
城
↓
⑨
緩
遠
省
蹄
緩
縣
云
、
天
賓
十
二
載
、
黒
姓
部
立
,
,登
里
伊
羅
蜜
施
1為
―
町
~
書
眉
石
也
。

の
南
の
黒
河
を
い
ふ
。
一
名
、
金
河
。
金
河

(11ー
4
0
1
5
2

：
汗
云
云
‘
至
徳
後
、
突
騎
施
衰
、
黄
黒
姓
皆
立
可
江
【
黒
罵
】
168

芯
黒
い
く
つ
。
〔
周
證
、
天
官
属
人
〕
赤
馬
・

贔
団
和
固
罰
閾
凸
[
[
土
罰
間
間
言

す
る
も
の
粟
末
の
一
部
と
な
る
。
其
の
後
粟
末
改
め
て
行
で
水
は
黒
色
に
常
る
か
ら
い
ふ
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
黒
焉
素
帯
。

渤
海
と
梢
し
、
蘇
稿
の
梢
、
遂
に
黒
水
の
専
有
と
な
る
。
之
下
〕
傭
日
、
聴
之
不
レ
聴
‘
是
謂
↓
―
不
謀
、
蕨
咎
急
、
蕨
【
黒
錫
一
】
169

ぢ
鉛
の
異
名
。
〔
説
文
〕
鉛
、
青
金
也
、
古
稲
レ

後
の
女
〗
県
・
涌
洲
は
皆
此
虞
よ
り
出
づ
゜
®
堡
の
名
。
罰
恒
寒
‘
厭
極
貧
‘
云
云
、
時
則
有
1一
堅
~
音
・
黒
詳
盃
惟
火
鉛
為
,
,

黒
錫
↓
〔
本
草
‘
鉛
〕
繹
名
、
背
金
、
黒
錫
、
金
公
‘

④
映
西
省
安
定
縣
の
北
。
〔
宋
史
、
地
理
志
〕
在
え
女
定
縣
診
レ
水
。
〔
劉
飲
、
洪
範
五
行
博
〕
（
冬
緑
生
‘
宣
公
十
五
水
中
金
、
時
珍
曰
、
鉛
易
1

一
沿
流
ぶ
澁
頭
1

一
之
鉛
盃
勁
為
1

一白

南
六
十
里
渓
澗
中
↓
＠
黒
水
城
を
い
ふ
。

O
を
見
よ
。
年
）
縁
蛾
嚢
之
有
レ
翼
者
、
食
レ
穀
為
レ
災
、
黒
肯
也
。
錫
↓
故
此
為
―
―
黒
錫
一

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
輩
昌
府
‘
階
州
、
文
縣
〕
黒
水
【
黒
睛
】
163

ぢ
ひ
と
み
。
く
ろ
ま
な
こ
。
〔
埠
雅
、
秤
獣
‘
【
黒
籍
-]170

h
e
i
'
c
h
i
'
0
阿
片
吸
飲
の
常
習
者
。

O

堡
、
在
1

一
縣
西
黒
水
翌
即
廃
尚
安
縣
也
、
唐
貞
元
八
年
‘
猫
〕
猫
眼
‘
黒
睛
如
レ
線
、
此
正
午
猫
眼
也
。
〔
玉
策
記
〕
プ
ラ
ッ
ク
リ
ス
ト
。

山
南
西
道
節
度
使
載
震
奏
、
敗
旺
蕃
於
芳
州
五
生
型
~
鶴
痩
頭
朱
頂
則
沖
レ
将
、
露
眼
黒
睛
則
遠
視
、
隆
鼻
短
喉
【
黒
説
】

m
ぢ
佛
及
ぴ
弟
子
の
説
く
と
こ
ろ
の
悪
法
を

水

堡

郎

此

慮

也

。

則

少

レ

瞑

‘

惟

頬

舵

耳

則

知

レ

時

。

い

ふ

。

又

、

四

果

人

及

び

獨

覺

菩

薩

の

説

を

い

ふ

。

〔

一

〖
黒
水
河
〗1
5
0
8
ク
ス
イ
川
の
名
。
二
源
あ
り
。
並
に
四
川
【
黒
照
】

1
6
4
宕
く
ろ
く
ひ
か
る
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
眸
睛
黒
切
経
音
義
〕
。

省
松
播
縣
の
西
。
峨
江
に
注
ぐ
。
古
の
翼
水
。
照
‘
玄
采
紺
棧
゜
〔
李
賀
、
北
中
寒
詩
〕
一
方
黒
照
―
―
一
方
【
黒

~
g
]
1
7
2

ぢ
●
黒
く
塗
っ
た
船
。
〔
鐵
函
心
史
〕
凡
小

〖
黒
水
湖
]
1
5
1
O
O

ク
ス
イ
地
名
。
内
蒙
古
張
北
縣
の
西
北
。
紫
、
黄
河
氷
合
魚
龍
死
。
黒
船
出
撃
。

O
存
昔
、
西
洋
か
ら
来
航
し
た
大
ぶ
ね
‘

も

と

牧

馬

場

。

今

、

農

民

、

開

墾

す

。

【

黒

棒

~]165

ぢ
黒
焦
げ
に
燒
く
こ
と
。
又
‘
其
の
燒
い
た
軍
艦
・
蒸
氣
船
等
の
捨
゜

〖
黒
水
國
〗1
5
2
O
O

”
ス
イ
ニ
黄
劇
の
一
。
一
名
‘
桑
園
寄
子
。
も
の
°
[
黒
鼠
】

1
7
3
り
ク

0
黒
色
の
鼠
。
〔
梁
簡
文
帝
、
浮
居
寺
法
昂

〖
黒
水
精
〗1

5
3各勺
葡
萄
の
異
名
。
〔
事
物
異
名
録
‘
果
【
黒
石
】

1
6
6
t
o

:: 

.
 
黒
色
の
石
。
〔
紳
異
経
、
中
荒
経
〕
北
墓
誌
銘
〕
陳
漏
1

一
白
駒
五
藤
緑
二
黒
鼠
↓
〔
宋
史
‘
五
行
志
一
―
-
〕

紘
部
、
葡
萄
〕
黒
水
精
、
本
草
‘
葡
萄
、
一
名
煎
水
雙
方
有
に
呂
、
以
烹
石
一
為
レ
埴
、
題
旦
天
地
中
男
之
宮
↓
淳
煕
五
年
八
月
、
淮
東
通
泰
・
i

扁
郵
‘
黒
鼠
食
レ
禾
。
●

〖
黒
水
誅
輻
〗1

5
4
ぢ
閃
誅
輻
の
別
族
。
今
の
黒
龍
江
〔
隋
書
、
幡
儀
志
一
〕
敦
煙
烏
山
‘
黙
石
髪
レ
白
。
〔
梅
発
昇
｀
主
人
の
家
の
金
を
掠
め
‘
或
は
不
利
盆
な
こ
と
を

の
地
に
住
す
。
黒
水
(
1
4
9
)

の
〇
を
見
よ
。
〔
唐
書
、
北
臣
‘
十
月
晦
夢
涌
―
―
嵩
山
一
明
日
訪
1

一
宋
中
道
1

云
云
詩
〕
巧
む
や
う
な
悪
い
番
頭
・
手
代
な
ど
を
い
ふ
。
白
鼠
(
8

秋
、
黒
水
誅
輻
偲
〕
黒
水
誅
輻
居
,
,
粛
恨
地
一
亦
日
"
把
婁
黒
石
文
難
レ
緋
‘
蒼
苔
蹟
易
レ
成
。

O
石
の
名
。
石
謄
の

-
2
2
6
7
8
:
 7
2
3
)

の
●
＠
の
射
。

匹
魏
時
曰
―
勿
吉
→
異
名
。
〔
本
草
、
石
脆
〕
繹
名
、
謄
暮
‘
黙
石
、
畢
石
、
君
〖
黒
鼠
族
〗

1
7
4
ぢ
，
契
丹
の
一
種
族
。
穴
居
し
‘
膚
が
黒

7
 

【
黒
穂
i

】1
5
5
7
0
5
門
徽
菌
に
よ
っ
て
黒
く
な
っ
た
袈
の
石
、
銅
勒
‘
立
制
石
。
轡
醐
の
名
。
河
南
省
輩
縣
の
西
南
。
＜
吻
が
鋭
く
、
鼠
に
似
る
か
ら
い
ふ
。
〔
遼
史
、
地
理
志
一
〕

60

穂

。

く

ろ

ん

ぼ

。

黒

煤

゜

洛

水

の

渡

場

。

隋

末

、

王

世

充

、

李

密

と

相

持

す

。

世

泰

州

徳

昌

軍

節

度

、

本

契

丹

二

十

部

族

放

牧

之

地

‘

因

T

r

▲

_
 ゜
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里
~
鼠
族
、
累
犯
蘊
化
五
州
民
不
む
能
レ
禦
‘
遂
移
東
南
六
鶯
屋
含
五
移
徒
遠
行
、
嫁
姿
出
軍

L
o

【
黒
丁
】1

9
2
げ
明
、
丁
徳
興
(
1
-
2: 2
9
1
)

の
綽
琥
。
〔
明
李
兌
盃
抵
レ
掌
而
談
、
李
兌
送
二
蘇
秦
明
月
之
珠
、
和
氏
之

百
里
ご
杢
紐
城
居
レ
之
、
以
近
1

一
本
族
ご
熙
鼠
、
穴
居
、
膚
【
黒
濁
】
182

ぢ
黒
く
濁
る
。
〔
周
随
、
考
工
記
、
巣
氏
〕
凡
外
史
、
丁
徳
興
博
〕
徳
興
蹄

i
盆
央
子
濠
偉
1

丑
其
状
貌
一
璧
、
黒
紹
之
表
、
黄
金
百
鑑
↓
〔
戦
國
、
秦
策
〕
（
蘇
秦
）
説
t
-

里
~
吻
銃
‘
類
レ
鼠
、
故
以
名
レ
州
。
躊
金
之
状
、
金
興
レ
錫
、
黒
濁
之
氣
渇
、
黄
白
次
ら
之
、
黄
以
二
黒
丁

1呼
ら
之
。
秦
王
三
書
＋
上
、
而
説
不
レ
行
、
黒
紹
之
表
敵
、
黄
金
百
斤

【
黒
痺
(
]
1
7
5

衿
黒
ず
ん
で
や
せ
る
。
〔
古
采
桑
度
曲
〕
語
白
之
氣
娼
、
青
白
次
レ
之
、
青
白
之
氣
渇
、
青
氣
次
レ
之
、
【
里
心
帝
】
193[
＂
五
天
帝
の
一
。
北
方
の
紳
。
名
は
叶
光
盛
、
資
用
乏
絶
‘
去
レ
秦
而
欝
。
〔
高
適
、
別

1

一
孫
訴
―
詩
〕

歎
梢
養
レ
露
、
一
頭
養
1

ー
百
阻
奈
嘗
嘉
痩
稟
桑
葉
常
然
後
可
レ
躊
也
。
〔
注
〕
消
―
―
錬
金
錫
1

精
粗
之
候
。
〔
泉
紀
‘
其
の
精
は
玄
武
。
叶
は
又

it
に
作
る
。
殷
の
湯
王
は
離
人
去
復
留
‘
白
馬
無
紹
裟
。
〔
李
白
、
秋
浦
歌
〕
空
吟
白

否

周

。

志

〕

開

元

銅

色

、

黒

濁

不

レ

至

―

―

精

好

↓

「

名

。

黒

帝

に

営

る

。

〔

護

、

大

博

、

腫

不

レ

王

不

伝

諦

王

者

諦

沿

其

石

爛

‘

涙

涌

黒

紹

表

。

〔

韓

刷

、

贈

元

右

竺

詩

〕

新

調

諸

白

【
黒
鯨
】
176

”5

魚
の
名
。
鯛
の
一
種
。
ち
ぬ
だ
ひ
。
〔
水
族
【
黒
顛
】
183

ぢ
後
魏
、
字
文
泰
(
8
-
7
0
6
7
:
 6
4
)

の
小
祖
之
所
↓
ー
自
出
石
竺
其
祖
ー
配
＞
之
‘
注
〕
王
者
之
先
祗
‘
馬
、
暫
試
黒
紹
表
。
〔
王
安
石
、
送
レ
春
詩
〕
黒
紹
衷
敵
饒

志
〕
熙
鯨
、
大
和
本
草
二
‘
タ
ヒ
ニ
雌
雄
ア
リ
、
雄
ハ
色
【
黒
丹
】
184
”
”
●
瑞
祥
の
一
。
黒
色
の
丹
。
〔
孝
経
援
皆
感
1
1

大
微
五
帝
之
精
1

以
生
、
蒼
則
震
威
仰
、
赤
則
赤
幾
時
、
相
見
緑
樹
暗
1
1

黄
鵬
↓

淡
黒
、
背
ニ
カ
ド
ア
リ
ト
云
者
、
此
也
、
揚
州
驚
紡
録
紳
契
〕
徳
至
―
―
於
山
陵
面
閤
山
11

黒
丹
↓
〔
梁
簡
文
帝
、
大
燦
怒
、
黄
則
含
櫃
紐
‘
白
則
白
招
拒
‘
黒
則
叶
光
紀
‘
皆
【
黒
潮
】
199

”
い
潮
流
の
一
。
日
本
の
南
方
を
流
れ
る
暖

ニ
、
黒
多
紅
少
日
二
里
硲
竺
形
状
マ
ダ
ヒ
ニ
同
シ
テ
、
背
法
頌
〕
黒
丹
吐
レ
潤
、
朱
草
舒
レ
芳
。

O
丹
黒
雑
色
の
石
。
用
―
―
正
歳
之
正
月
1

郊
―
―
祭
之
↓
〔
繹
文
〕
叶
、
本
又
作
丘
汁
゜
流
。
深
藍
色
を
な
す
か
ら
名
づ
く
。
憂
溝
の
南
端
か
ら

淡
黒
色
ヲ
帯
、
頭
亦
黒
色
ヲ
帯
、
其
尾
色
漫
シ
、
大
者
四
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
温
液
湯
泉
、
照
丹
石
維
。
〔
注
〕
綜
日
、
〔
疏
〕
云
T

王
者
之
先
祗
皆
感
―
―
太
微
五
―
帝
之
精
一
以
生
上
東
北
流
し
て
一
は
九
州
の
西
岸
か
ら
日
本
海
に
至
り
、

五

尺

。

黒

丹

石

維

‘

謂

嘉

石

雑

色

1

也
、
良
曰
、
細
黒
也
、
言
11

丹

者

、

案

師

説

引
11

河
圏
1

云
、
慶
都
感
11

赤
龍
―
而
生
レ
亮
‘
北
海
道
西
岸
を
北
進
し
、
一
は
九
州
四
國
本
州
の
南
岸

【
黒
~
へ
】
1
7
7
名
人
名
。
〔
正
字
通
〕
獣
陽
脩
塾
北
齊
石
黒
土
石
相
雑
→
又
云
、
発
赤
精
‘
舜
黄
、
馬
白
‘
湯
里
~
、
文
王
蒼
‘
又
元
命
か
ら
、
下
綿
國
犬
吠
岬
に
至
り
、
北
米
の
西
岸
に
轄
流

浮
圏
記
碑
毯
云
肴
入
、
名
湯
黒
太
。
〖
黒
丹
黄
丹
〗

1
8
5
ぉ
”
”
ノ
稲
の
病
害
。
〔
六
部
成
語
、
戸
包
云
‘
夏
白
帝
之
子
、
殷
黒
帝
之
子
、
周
蒼
帝
之
子
、
是
す
る
。
黒
瀬
川
。

〖
黒
太
陽
]
1
7
8

苓
9

イ
た
ど
ん
。
炭
撃
。
〔
清
異
録
‘
器
具
〕
部
、
黒
丹
黄
丹
、
注
解
〕
米
穀
牌
レ
熟
之
時
、
忽
生

1一
黒
黄
其
王
者
皆
感

1一
大
微
五
帝
之
精1而
生

e

〔
史
記
、
天
官
【
黒
鐵
】2

0
0
”5

鐵
の
古
名
。

里
~
太
陽
法
、
出
レ
自f一
章
郁
公
家
一
用
1一
精
炭1揖
治
作
レ
之
物
工
有
レ
此
則
牌

1
1壌
爛
盆
m
名
1一
黒
丹
黄
丹
→
書
〕
黒
帝
行
乙
徳
、
天
闊
為
レ
之
動
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
北
【
黒
店
】

2
0
1

hei'tien• 

賊
の
開
業
し
て
居
る
宿
屋
。

末
、
研
レ
米
煎
レ
粥
、
漫
和
得
レ
所
、
豫
塀
乙
四
鐵
範
一
涌
11

【
黒
炭
】
186

”
ク
石
炭
の
一
種
。
純
黒
色
で
光
澤
あ
り
‘
燃
方
黒
帝
、
叶
光
紀
之
神
也
。
〔
故
事
成
語
考
‘
歳
時
〕
北
方
旅
客
を
害
し
て
金
錢
を
奪
ふ
。

納
炭
杢
運
11

鐵
面
堡
賓
撃
五
七
十
下
、
出
レ
範
陰
乾
、
や
せ
ば
熙
姻
と
臭
氣
を
登
す
る
。
之
神
日
―
―
玄
冥
ご
莱
な
炊
而
司
な
冬
、
壬
癸
層
な
水
、
水
則
【
黒
甜
】
g

ぢ
萱
寝
を
い
ふ
。
北
方
の
語
。
〔
詩
人
玉

範
巨
細
若
蓋
ロ
一
厚
如
雨
絣
態
盛
寒
燻
中
患
十
【
黒
檀
】

187g
樹
木
の
名
。
細
長
楠
圃
状
の
葉
を
有
し
‘
旺
11

子
冬
一
其
色
無
‘
故
冬
帝
日
11

黒
帝
↓
屑
‘
造
語
、
貼
石
化
金
〕
又
南
人
以
レ
飲
レ
酒
為
,
,
軟
飽
ギ
北

散
枚
祇
燃
徹
レ
夜
、
晉
人
獣
炭
‘
登
此
類
耶
゜
合
辮
の
淡
黄
色
の
花
を
開
く
。
材
累
色
堅
緻
、
器
物
を
【
黙
祗
】
194

”
黒
色
の
牡
羊
。
〔
爾
雅
、
繹
畜
、
夏
羊
牡
人
以
1

一
書
寝
1

萱
―
―
黒
甜
五
故
東
坂
云
、
三
盃
軟
飽
後
、
一

【
黒
~
】1

7
9
”
”
黙
砂
糖
゜
〔
明
會
典
〕
南
京
光
禄
寺
、
辮
1一
造
る
に
適
す
る
。
烏
文
木
。
烏
木
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
捨
牝
殺
‘
疏
〕
夏
羊
者
黒
殺
翔
也
、
其
牡
者
名
レ
措
、
即
里
~
枕
黒
甜
餘
‘
此
亦
用
ー
な
~
語
一
也
、
西
清
詩
話
。
〔
青
箱
雑

蜂

蜜

、

照

糖

↓

喬

木

類

、

烏

木

〕

按

、

鳥

木

出

二

於

雲

南

廣

東

石

其

性

堅

賓

祇

也

、

其

牝

者

名

レ

殺

。

記

〕

北

人

以

―

―

璽

寝

1

為
―
―
黒
甜
↓
〔
蘇
試
、
獲
―
―
廣
州
1

詩〕

【
黒
道
】1

8
0
名
天
文
學
用
語
。
月
の
行
く
道
。
黄
道
の
黒
色
、
類
―
―
子
角
盆
ぼ
謂
1一
之
黒
檀
盆
以
為
―
―
白
檀
紫
檀
等
【
黒
~
国
】

g
芍
●
黒
色
の
鳥
。
烏
の
異
名
。
〔
竹
書
紀
年
〕
三
杯
軟
飽
後
、
一
枕
黒
甜
餘
。
〔
注
〕
俗
謂
』
睡
為
―
―
無
甜
→

北
に
あ
る
も
の
。
九
道
(
1
ー

1
6
7
:
 4
3
9
)

の

●

を

見

よ

。

之

類

「

非

也

。

黄

魚

雙

躁

、

黒

鳥

随

ら

之

止

1

一
於
壇
元
化
為
―
―
黒
玉
↓
〔
拾
遺
〔
故
事
成
語
考
、
身
橿
〕
睡
日
―
―
黒
甜
↓

〔
漢
書
、
天
文
志
〕
日
有
年
遵
月
有i
仕
只
中
道
者
黄
【
黒
地
】1

8
8
？
●
燿
い
た
後
の
焦
土
。
〔
六
餡
、
虎
餡
‘
記
、
四
、
燕
昭
王
〕
燕
昭
王
坐
握
日
之
畳
三
云
云
、
有

P
-
~【
黒
貼
】
畑
ぢ
黒
色
の
貼
。
く
ろ
ぽ
し
。
〔
歩
天
歌
〕
舌

道
、
一
旦
光
遵
云
云
、
月
衷
九
行
―
者
、
黒
道
二
出
11

火
戦
〕
按
―
―
黒
地
而
堅
慮
。

O
慎
暗
な
土
地
。
く
ら
や
鳥
白
頭
玉
集
元
之
所
↓
●
昇
水
難
の
小
さ
い
も
の
。
中
黒
貼
天
謙
星
、
蠣
石
舌
労
斜
四
丁
。

黄
道
北
涵
道
二
出

1
1黄道
喪
白
道
二
出

1一
黄
道
西
一
青
み
。
〔
王
建
、
過

1
1喜
詳
山
館
1詩
〕
夜
過
1一
深
山C
ざ
騨
〖
黒
鳥
毛
]
1
9
6

”
ロ
ド
リ
黒
い
と
り
げ
。
昔
、
鎗
の
鞘
な
ど
【
黒
臀
】

2
0
4
ぢ
春
秋
、
晉
成
公

(
1
5
-
1
3
8
9
8

:
 1
3
2
)

の

道

二

出

―

―

黄

道

東

↓

程

一

三

回

黒

地

巖

1

一
泉
臀
↓
〔
曹
唐
、
和
一
周
侍
御
買
pilj

の

飾

り

に

用

ひ

た

。

名

。

〖
黒
道
日
〗1

8
1
ぢ
9

ゥ
凶
日
。
天
刑
・
朱
雀
・
白
虎
・
天
牢
·
詩
〕
青
天
露
抜
雲
寛
泣
‘
煕
地
潜
撃
鬼
魅
愁
。
【
黒
紹
】

1
9
7
討
無
い
て
ん
。
ふ
る
き
。
〔
漢
書
、
元
后
博
〕
【
黒
徒
】
匹
弓
蒙
古
の
剛
障
寺
廟
に
凰
す
る
奴
隷
を
い

玄
武
・
勾
陳
を
黒
道
六
辰
と
し
、
天
刑
は
正
月
の
寅
に
、
【
煕
尿
】
189

勺
古
の
人
名
。
〔
列
子
、
力
命
〕
黒
尿
箪
至
非
更
1
1

漢
家
黙
紹
ー
著
t

一
黄
紹
六
陳
書
、
宣
帝
紀
〕
至
レ
如
T

ふ。

白
虎
は
午
に
、
天
牢
は
申
に
起
つ
て
‘
六
陽
辰
を
順
行
暉
喧
慾
慾
四
人
、
相
興
遊
―
―
於
世
→
衣
七
褐
以
見
、
櫓
と
笠
以
溜
、
或
誓
文
絶
倫
、
或
妙
年
異
等
、
【
黒
土
】
露
勺
●
く
ろ
い
土
。
〔
六
餡
‘
犬
餡
、
戦
車
〕
里
~

し
‘
朱
雀
は
正
月
卯
に
、
玄
武
は
酉
に
、
勾
陳
は
亥
に
起
【
黒
者
】
190

勺
御
史
の
用
ひ
る
冠
の
名
。
元
日
冬
至
の
子
レ
時
而
不
レ
偶
、
左
右
莫
―
―
之
誉
云
黒
紹
改
喫
、
黄
金
且
レ
土
貼
埴
者
、
車
之
努
地
也
。
〔
史
記
、
三
王
世
家
〕
封
―
―
子

つ
て
、
六
陰
辰
を
順
行
す
る
。
こ
の
方
位
と
こ
の
日
は
、
朝
會
に
用
ひ
る
。
〔
唐
書
、
百
官
志
三
〕
殿
中
侍
御
史
、
云
渾
‘
終
身
滝
滞
ギ
可
レ
為
―
―
太
息
↓
〔
江
滝
‘
到
11

主
簿
一
日
北
方
一
者
、
取
―
―
黒
土
↓
〔
三
輔
黄
圏
、
四
、
池
沼
〕
（
昆
明
池
）

土
功
・
遠
行
・
嫁
姿
・
出
軍
等
を
忌
む
。
黄
道
日
(
u
a
-
4
7

云
、
元
日
冬
至
朝
會
、
則
乗
J

馬
具
服
‘
戴
11

黒
考
一
升
』
殿
。
詣
―
―
建
平
王
1

賤
〕
柾
―
―
白
璧
之
恵
五
降
―
―
黒
紹
之
私
↓
〔
徐
武
帝
初
穿
畑
池
得
1
1

黒
土
h
右
云
、
胡
人
曰
、
劫
燒
之
餘
灰

9
2
6
 :
 6
1
6
)の
射
。
〔
協
紀
雌
方
書
、
義
例
五
、
黄
道
里
~
【
黒
丑
】

1
9
1ぢ
あ
さ
が
ほ
の
種
の
黒
い
も
の
。
薬
用
と
陵
、
東
陽
雙
林
寺
博
大
士
碑
〕
黒
紹
朱
絨
、
王
侯
涌
と
筵
、
也
。
●
鵠
片
。
●
存
④
腐
植
物
を
多
量
に
含
ん
だ
う

道
〕
神
櫃
経
日
、
青
龍
・
明
堂
•
金
匿
・
天
徳
・
玉
堂
・
司
な
る
。
白
い
も
の
を
白
丑
と
い
ふ
。
〔
本
草
、
牽
牛
子
〕
國
華
民
秀
、
公
卿
連
レ
席
、
乃
令

1
＾
士
獨
楊
‘
討
二
揚
天
す
黒
い
土
。
＠
火
災
に
か
か
っ
た
土
地
。
燒
土
。
焦
土
。

命
、
皆
月
内
天
黄
道
之
神
也
、
所
レ
値
之
日
、
皆
｛
長
興

1
1

繹
名
、
黒
丑
、
草
金
鈴
‘
盆
甑
草
‘
狗
耳
草
、
弘
景
曰
、
此
展
→
〔
劉
孝
綽
‘
答

1
1何
記
室
―
詩
〕
黒
紹
久
自
散
、
黄
金
屡
〖
黒
土
地
兒
】

2
0
7
h
e
i
'
t
'
u
3
 
t
i
'
e
r
h

北
京
の
道
路

衆
務
二
不
レ
興
太
歳
将
軍
月
刑
―
一
切
凶
悪
、
自
然
避
レ
薬
始
出
11

田

野

一

人

牽

レ

牛

謝

レ

薬

、

故

以

名

レ

之

、

時

珍

已

空

。

の

黒

土

で

歩

行

難

儀

な

こ

と

を

い

ふ

。

之
、
天
刑
・
朱
雀
•
白
虎
・
天
牢
•
玄
武
・
勾
陳
者
、
月
中
黒
曰
、
近
人
隠

1一
其
名
云
感
黒
丑
ご
口
者
為
―
―
白
丑
ニ
蓋
以
レ
〖
黒
紹
之
衷
〗
園
お
テ
，
ゥ
，
黒
い
紹
の
皮
で
つ
く
っ
た
【
黒
奴
】
泣
勺
●
黒
人
を
卑
め
て
い
ふ
。
〔
朱
或
、
可
談
〕

道
也
、
所
レ
理
之
方
、
所
レ
値
之
日
、
皆
不
レ
可
T

興
11

土

功

一

丑

闇

レ

牛

也

。

衷

。

非

常

に

高

債

な

も

の

。

〔

戦

國

、

趙

策

〕

蘇

秦

説

―

―

宋

世

廣

中

富

人

、

多

畜

11

鬼
奴
エ
カ
可
レ
負
二
散
百
斤
な
巴

黒

部

黒

J
O
―ニ

13608 
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黒

部

黒

黒
如
レ
屋
‘
唇
赤
歯
白
、
製
鞣
而
黄
、
生
海
外
諸
山
中
「
傭
〕
還
―
―
吏
部
街
書
盆
瓜
―
帝
謂
日
、
齋
明
帝
用
レ
卿
為
至
~

有
"
一
種
近
レ
海
者
一
入
レ
水
眼
不
レ
眩
‘
謂
11
之
i

昆
盗
奴
↓
頭
尚
書
「
我
用
レ
卿
為
11
白
頭
尚
書
芦
K
以
多
レ
愧
。

●
孟
植
物
に
寄
生
し
て
害
を
な
す
菌
類
。
稲
奴
。
褒
【
黒
禎
】
217

昇
煕
色
の
う
し
。
〔
晉
書
、
劉
毅
博
〕
後
有
1

一

奴

な

ど

。

東

府

緊

樗

蒲

エ

大

榔

一

判

、

應

レ

至

1

一
散
百
萬
涵
呼
八
拉
黒

【
黒
豆
】
209

ウi

種
子
が
黒
い
大
豆
の
一
種
。
累
大
豆
。
禎
以
還
。

〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
萩
豆
類
、
大
豆
〕
黒
大
豆
、
古
方
梢
n-

【
黒
滋
】
218

け
黒
色
の
大
旗
。
親
は
鼈
牛
の
尾
で
飾
つ

黒

豆

解

―

ー

百

槃

↓

た

大

き

な

旗

。

〔

陸

消

、

神

君

歌

〕

黒

滋

白

粍

、

其

来

無

レ

〖
黒
豆
痘
〗2

1
0
竺
病
名
。
皮
膚
に
赤
斑
を
生
じ
‘
喉
苦
堰
。

し
く
博
染
が
甚
だ
し
い
。
あ
か
も
が
さ
。
あ
か
が
さ
。
赤
【
黒
臆
】
219

け
顔
色
の
黒
く
肥
、
え
て
ゐ
る
こ
と
。
〔
清
異

斑

癒

゜

癒

疹

。

録

、

君

道

、

大

橙

雙

〕

劉

銀

得

"

波

斯

女

盃

＇

破

瓜

、

黒

楯

【
黒
廟
】
m
芯
川
の
名
。
湖
北
省
恩
施
縣
の
西
南
。
二
源
而
慧
艶
‘
善
孟
畑
曲
一
圭
空
其
妙
ぶ
取
嬰
レ
之
、
賜
二
琥
媚
猪
一

あ
り
。
一
は
咸
豊
縣
の
西
。
之
を
齢
水
と
い
ふ
。
一
は
【
黒
波
】
220

万
黒
色
の
波
。
ま
た
‘
汚
れ
た
荒
波
。
〔
西
王

咸

翌

縣

の

西

。

普

落

漢

を

経

て

合

流

す

。

母

偉

〕

叔

申

道

陵

渡
1
1

白
水
ぶ
竺
黒
波
盃
顧
吟
條
忽
‘
謁
1
-

【
黒
頭
】
212

昇
〇
髭
の
毛
の
黒
い
頭
。
白
頭
(
8ー

2
2
6
7
8

王
母
子
閥
下
さ
冗
積
‘
賽
紳
詩
〕
霊
莞
浚
巡
壺
、
黒
波
朝

• 

・
8
7
6
)

の

O
の
射
。
少
牡
に
い
ふ
。
〔
李
白
、
悲
歌
行
〕
還
夕
噴
。
〔
頼
山
陽
‘
謁
1
1

楠
河
州
墳
一
作
〕
東
海
大
魚
奮
―
―
甑

須
＝
＝
黒
頭
取
ー
一
方
伯
五
莫
レ
護
白
首
為
1

儒
生
芸
杜
甫
‘
晩
行
尾
盃
竺
起
黙
波
丘
g
舗
展
↓

口
琥
詩
〕
遠
娩
梁
江
綿
、
還
レ
家
尚
黒
頭
。
〔
李
頑
‘
欲
レ
之

l
-
【
黒
背
~
】
2
2
1
ぢ
黒
い
背
中
。
〔
周
橙
、
天
官
、
内
寝
〕
腟
馬

新

郷

苔
1

一
雀
願
荼
母
潜
―
詩
〕
藪
年
作
レ
史
家
隈
空
、
誰
黒
背
。
〔
急
就
篇
‘
鳳
爵
鴻
鵠
雁
鵞
雉
‘
注
〕
紳
爵
之
形
、

道
黒
頭
成
―
―
老
翁
↓
〔
白
居
易
、
諭
懐
詩
〕
煕
頭
日
已
白
‘
或
大
如
レ
鵜
‘
黄
喉
白
頸
黒
背
、
而
腹
斑
文
。

白
面
H

已
黒
。
〔
司
空
園
、
新
歳
討
合
屈
〖
詩
〕
文
武
軽
【
黒
煤
】

2
2
2
心
い
〇
稲
の
穂
に
徽
菌
が
猜
生
し
て
黒
く
な

錯
丹
鼈
火
、
市
朝
偏
貴
黒
頭
人
。
t
,
h
e
i
'
t
'
o
u
'

④
戯
つ
た
も
の
。
黒
穂
。
〔
本
草
、
粟
〕
粟
奴
、
登
明
、
時
珍
日
、

劇
で
顔
に
墨
を
塗
っ
た
も
の
を
い
ふ
。
大
花
瞼
。
＠
大
粟
奴
、
即
粟
苗
成
レ
穂
時
生
、
黒
煤
者
古
方
不
レ
用
。
●

仕
掛
の
暴
行
掠
奪
を
働
く
匪
賊
の
頭

H
を
い
ふ
。
黒
い
す
す
。
〔
張
祐
、
隋
宮
懐
古
詩
〕
古
塙
丹
獲
盛
、
深

〖
黒
頭
公
〗2

1
3
ぢ
h

ウ
〇
少
牡
で
一
二
公
の
位
に
登
る
者
棟
黒
煤
生
。
参h
e
i
'
m
e
i
'黒
色
の
石
炭
。
有
煙
炭
。

を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
諸
葛
恢
傭
〕
恢
弱
冠
知
レ
名
、
試
守
二
湮
青
炭
(
7
|
1
8
6
5
8
 :
 1
0
)

に
同
じ
。

即
丘
長
輯
臨
祈
令
一
為
レ
政
和
平
、
値
天
下
大
乱
一
〖
黒
煤
鳥
嘴
的
〗

2
2
3
h
e
i
'
m
e
i
2
 
w
u
'
t
s
u
e
i
'
t
e
 
ll!( 

壁
地
江
左
王
4

導
嘗
謂
日
、
明
府
営
レ
為
―
―
照
頭
公
芸
魏
無
に
く
す
ぷ
っ
た
。

書
、
太
武
五
王
、
宗
室
戎
偵
〕
戎
少
有
オ
學
時
誉
甚
美
、
【
黒
徽
】
224

ぢ
徽
菌
の
胞
子
の
色
黒
く
散
多
い
の
を
い

侍
中
雀
光
見
レ
或
‘
退
而
謂
り
人
曰
、
黒
頭
一
二
公
、
嘗
1

一
此
ふ
。
〔
本
草
、
雨
水
〕
楼
明
、
時
珍
曰
、
梅
雨
或
作
―
―
微
雨
一

人
一
也
。
〔
韓
鰍
‘
送
―
―
―
李
中
丞
赴
―
―
—
商
州
―
詩
〕
嘗
年
紫
髯
言
下
其
油
―
―
衣
及
物
五
皆
生
中
黒
徽
上
也
。

将
、
他
B
黒
頭
公
。
〔
羅
隠
‘
淮
南
送
l-

―
節
度
慮
端
公
将
レ
[
里
沿
沐
]225

雰
浚
草
紙
を
い
ふ
o

す
き
か
へ
し
o

命
之
姦
げ
州
去
云
詩
〕
到
レ
彼
的
知
宣
室
語
、
幾
時
徴
拝
【
黒
坊
～
】
226

ダ
竺
熱
帯
地
方
に
住
む
色
の
黒
い
人
種
。
錫

黒
頭
公
。
〇
筆
の
異
名
。
毛
穎
。
免
毛
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
蘭
島
の
地
名
、
コ
ロ
ン
ポ
か
ら
起
る
と
い
ふ
。
黒
人
。

圏

會

‘

技

藝

、

筆

〕

箔

‘

俗

字

‘

累

頭

公

。

黒

奴

。

〖
黒
頭
相
〗2

1
4
后
＇
符
少
牡
の
宰
相
。
〔
温
庭
笥
、
瞥
築
【
黒
白
】

2
2
7
芹
〇
く
ろ
い
の
と
し
ろ
い
の
と
。
〔
墨
子
、
天

歌
〕
黒
頭
丞
相
九
天
蹄
、
夜
聴
,
,―
飛
項
吹
―
―
朔
管
↓
〔
林
志
中
〕
賠
9
之
猶
レ
分
11IIIHIII
也
。
〔
荘
子
、
天
運
〕
夫
鵠
不
―
―

逍
、
湖
山
小
隠
詩
〕
黒
頭
岱
相
雖
撫
レ
謂
、
白
眼
看
レ
人
日
浴
而
白
‘
烏
不
石
品
引
而
黒
、
黒
白
之
朴
、
不
レ
足
二

亦

生

妨

。

以

為

＞

翔

゜

〔

史

記

、

編

策

傭

〕

天

出

―

―

五

色

百

盆

竺

白

黒

一

〖
黒
頭
三
公
〗2

1
5”闘
黒
頭
公
を
見
よ
。
地
出

1
-
l
i
穀
盆
盆
却
善
悪
→
〇
后
ク
①
是
非
・
善
悪
・
正

〖
黒
頭
尚
書
〗2
1
6
g
砂
ョ
少
壮
の
尚
書
。
〔
南
史
、
哀
昂
邪
・
清
濁
等
の
喩
゜
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
今
皇
帝
井

1一
有

1
0
一
三

天
下
面
型
黒
白
一
而
定
こ
、
尊
紅
學
―
而
相
輿
非
ー
一
法
教
【
黒
袈
】
237

り
む
蕎
凌
の
古
名
。

人
面
聞
1

一
令
下
面
血
各
以
1

一
其
學
1

議
レ
之
。
〔
李
紳
‘
趨
―
―
翰
【
黒
幕
】
238

江
芝
居
の
舞
畳
に
使
ふ
黒
い
幕
。
囀
じ
て
、

苑
遭
証
籠
詩
〕
耕
疑
分
嘉
白
箪
直
歴
朋
徒
↓
〔
白
陰
で
指
圏
す
る
も
の
。
内
情
。
裏
面
。
秘
密
。

居
易
、
時
世
版
詩
〕
妍
蛍
黒
白
失
1

一
本
態
「
版
成
虚
似
レ
含
―
【
黙
八
]239

芥
黒
八
丈
の
略
。
黒
色
無
地
の
絹
布
で
、

悲
喘
↓
〔
蘇
献
、
送
―
―
小
本
祠
師
赴
一
法
争
手
詩
〕
王
城
洒
一
主
と
し
て
男
の
衣
服
の
襟
や
袖
口
に
す
る
も
の
。

豪
鯰
議
論
紛
元
笛
芯
◎
圃
善
悪
の
二
業
。
〔
倶
含
論
、
【
黒
髭
】
240

芦
〇
く
ろ
か
み
。
黒
く
つ
や
の
あ
る
製
。

十
六
〕
諸
不
善
業
一
向
名
レ
黒
‘
染
汚
性
故
‘
云
云
‘
色
界
〔
紳
仙
偉
、
泰
山
老
父
〕
泰
山
老
父
者
、
莫
レ
知
,
,
姓
字
盃
漢

善
業
一
向
名
な
白
、
不
レ
雑
レ
悪
故
。

8
碁
局
の
喩
゜
烏
鷺
。
武
帝
東
巡
狩
‘
見
'
"
老
翁
組
1

一
於
道
傍
涵
頭
上
白
光
、
高
散

〔
元
横
‘
酬
品
双
丞
輿
―
―
諸
莱
流

1會
•
宿
弊
居
上
詩
〕
異
日
尺
‘
怪
而
問
レ
之
、
云
云
、
帝
問
レ
有

1一
何
道
術
ゴ
到
日
、
臣

玄
黄
隊
、
今
宵
黒
白
茶
。
〔
張
喬
‘
詠
二
棋
子
1

贈
如
六
僧
一
年
八
十
五
時
、
衰
老
垂
レ
死
、
頭
白
歯
落
、
遇
1

一
有
道
者
一

詩
〕
黒
白
誰
能
用
―
―
入
玄
↓
千
回
生
死
證
―
一
方
園
一
教
レ
臣
絶
レ
穀
‘
但
服
レ
池
飲
レ
水
、
井
作
二
紳
枕
三
云
云
‘
臣

霊
白
衣
〗

2
2
8
号
ビ
ヤ
ク
墨
染
の
衣
と
平
常
の
衣
。
又
、
行
レ
之
、
韓
レ
老
而
為
な
少
、
黒
髪
更
生
‘
歯
落
復
出
、
日
行

僧

侶

と

俗

人

。

―

―

一

百

里

、

臣

今

二

日

八

十

歳

矢

゜

〔

王

建

、

贈

1

一
埃
翁
―
詩
〕

〖
黙
白
衛
〗2

2
9
ぢ
ハ
ク
戯
曲
の
名
。
清
、
尤
伺
撰
。
唐
人
小
應
伍
竺
丹
砂
力
玉
春
来
黒
髪
新

i
o〔
挑
合
、
洲
―
―
萬
年
張

説
に
見
え
る
贔
隠
娘
の
事
を
演
ず
。
〔
蛾
腫
曲
談
〕
王
玩
郎
中
見
p

寄
詩
〕
黒
髪
年
来
盤
、
清
江
欝
去
遅
。

O
”口f

亭
最
喜
―
―
黒
白
衛
;
煽
至
―
―
如
泉
「
付
―
―
冒
辟
彊
家
伶
盃
祝
④
小
唄
の
名
。
＠
く
ろ
か
み
の
。
み
だ
る
の
枕
詞
。

為
"
顧
曲
一
其
題
二
展
成
新
槃
府
―
云
、
南
苑
西
風
御
水
【
黒
斑
】
241

芦
〇
黒
い
斑
紋
。
〔
文
房
四
説
〕
如
紅
斑

流
、
殿
前
無
―
―
―
復
按
二
梁
州
五
諷
零
法
曲
人
間
偏
、
誰
付
嘗
黒
斑
盃
r
レ
作
―
―
茶
器
盃
皿
不
レ
堪
レ
為
レ
硯
、
如
1

一
東
州
豆
斑

年

菊

部

頭

、

蓋

指

レ

此

也

。

青

角

一

不

レ

足

レ

道

也

。

●

ウ

。

鷹

の

利

の

斑

紋

あ

る

も

〖
黒
白
月
〗2

3
0
ぢ
ハ
ク
一
箇
月
を
い
ふ
。
印
度
の
暦
法
の
。
「
く
を
い
ふ
。

で
一
月
の
上
半
月
を
白
月
、
下
半
月
を
黒
月
と
い
ふ
。
【
黒
飯
】
242
h
e
i
'
f
a
n
'

阿
片
゜
吃
黒
飯
は
賊
を
は
た
ら

熙
月
(
6
5
)
及
ぴ
黒
分
(
2
5
5
)
を
見
よ
。
瑣
堺
代
酔
編
‘
巻
【
黒
件
】
243

匁
圏
針
は
飯
に
同
じ
。
黒
色
の
御
飯
゜
祠
家

―
一
に
見
ゆ
。
〔
蘇
拭
、
月
石
研
銘
〕
石
宛
宛
分
黒
白
月
。
で
四
月
八
日
の
繹
尊
降
誕
會
に
こ
れ
を
供
養
す
。
〔
勅

〔
法
苑
珠
林
〕
西
方
有"'
I月
分
二
白
里
~
ご
月
至
―
―
十
五
―
修
百
丈
清
規
、
七
〕
四
月
初
八

B

佛
誕
、
浴
佛
、
庫
司
豫

為
レ
白
‘
十
六
至
一
三
十
一
為
レ
黒
。
〔
大
唐
西
域
記
‘
二
〕
月
造
元
蘇
5-

盈
至
レ
満
、
謂
―
―
之
白
分
百
社
空
ま
晦
‘
謂
,
,
之
黒
分
↓
【
黒
幡
】
244

匁
無
色
の
車
の
お
ほ
ひ
。
〔
後
漢
書
、
輿
服

〖
熙
白
差
〗2

3
1ぢ苓
ク
白
色
と
熙
色
と
の
ち
が
ひ
。
非
志
上
〕
公
列
侯
、
安
車
、
朱
斑
輪
‘
椅
鹿
較
‘
伏
熊
献
‘
卑
籍

常

な

ち

が

ひ

。

蓋

、

黒

幡

右

誹

゜

〔

注

〕

車

有

レ

幡

者

、

謂

1

一
之
軒
↓

〖
黒
白
餌
〗2

3
2
謬
？
黒
と
白
の
餅
゜
〔
明
會
典
〕
郊
祀
【
黒
板
】

2
4
5
雰
●
黒
色
の
板
。
〔
明
會
典
〕
房
屋
器
用
等
、

農
成
筵
宴
‘
用
嘉
白
餅
、
鴛
癒
飯
↓
第
公
侯
門
用
"
金
漆
及
獣
面
擬
錫
環
家
廟
一
二
間
五
架
‘

〖
黒
白
錢
賊
〗2

3
3
h
e
i
'
p
a
i
'
c
h
'
i
e
n
2
 
tsei'

夜
の
倶
用
―
―
黒
板
百
瓦
屋
脊
用
1

一
花
様
瓦
獣
↓
●
こ
く
ば
ん
。
學

泥

棒

と

萱

の

泥

棒

。

校

等

で

教

授

に

嘗

つ

て

文

字

を

記

す

に

用

ひ

る

。

〖
黒
白
分
明
〗2

3
4
ぢ
行
是
非
善
悪
の
明
ら
か
な
こ
【
黒
袋
】

2
4
6
芦
笞
石
の
色
黒
い
も
の
。
斐
及
ぴ
皮
革
を

と
。
〔
漢
書
、
蒔
宣
偉
〕
宣
所
二
貶
退
梢
進
「
黒
白
分
明
。
染
め
る
に
用
ひ
る
。
一
名
、
鬼
暮
。
〔
本
草
、
岩
石
〕
集

〔
春
秋
繁
露
、
保
位
櫂
〕
臀
有
二
順
逆
一
必
有
1

一
清
濁
云
形
解
、
頌
日
、
凡
有
―
―
五
種
｛
其
色
各
異
、
白
界
・
黄
蓉
・
緑

有
釜
最
宍
必
有
1

一
曲
匝
一
云
云
、
各
應
―
其
事
詞
5

致
1

其
笞
・
黒
容
・
綽
蓉
也
、
云
云
、
黒
饗
惟
出
"
西
戎
盃
袖
型
之

態
黒
白
分
明
、
然
後
民
知
レ
所
―
―
去
就
↓
鬼
暮
盆
杢
蹟
賢
一
薬
用
レ
之
、
亦
染
レ
皮
、
時
珍
日
、
黒
饗
、

【
黒
塊
】
236

芦
黒
色
の
琥
珀
。
晩
は
珀
。
〔
拾
遺
記
、
四
〕
鉛
魯
也
、
出
1

一
晉
地
石
其
状
如
1

一
黒
泥
一
者
為
―
―
鹿
裔
蓉
↓

始
皇
起
―
―
雲
明
壼
一
窮
―
―
四
方
之
珍
木
一
北
得
-
1

冥
阜
乾
【
黒
皮
】
247

号
北
京
で
西
瓜
の
一
種
の
名
。
〔
燕
京
歳

漆
・
陰
坂
文
梓
霙
流
黒
塊
・
闇
海
香
墜
時
記
、
西
瓜
〕
六
月
初
旬
、
西
瓜
已
登
、
有
三
白
黒
皮
黄

13609 
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沙
瓢
紅
沙
瓢
各
種
↓

list

の
諄
。
④
敵
國
と
取
引
す
る
疑
あ
る
商
人
の
名
し
、
史
學
に
通
ず
。

【
黒
眉
】2

4
8
弓
黒
色
の
眉
。
又
、
ま
ゆ
ず
み
で
董
い
た
簿
。
獣
洲
大
戦
中
に
英
國
で
親
獨
の
疑
あ
る
商
人
の
〖
黒
木
御
所
〗

2
6
6
ぢ
”
削
ら
な
い
丸
木
で
作
っ
た
質

眉
。
〔
中
華
古
今
注
〕
太
慎
作
―
―
白
糀
黒
眉
↓
名
を
黒
枠
只
づ
き
の
ノ
ー
ト
に
記
し
た
こ
と
に
始
ま
素
な
御
所
。

〖
黒
眉
烏
嘴
〗2

4
9巧太
い
眉
と
と
が
っ
た
口
。
醜
悪
る
と
い
ふ
。
＠
注
意
す
ぺ
き
不
良
又
は
危
陰
人
物
の
住
【
黒
墨
】

2
6
7
ぢ
墨
。
又
、
需
い
さ
ま
。

な
人
相
。
〔
紅
棲
夢
、
二
十
四
回
〕
弄
―
―
得
熙
眉
烏
嘴
盃
那
所
氏
名
を
掲
げ
た
帳
簿
。
リ
ス
ト
。
【
黒
本
】
2685
乃
草
雙
紙
の
一
種
。
黒
い
表
紙
の
本
で
、
天

裡

像

天

家

子

念

＞

書

的

核

子

↓

【

黒

豹

】

259

芯
く
ろ
い
毛
色
の
豹
。
〔
逸
周
書
、
王
會
解
〕
保
文
化
の
頃
盛
に
行
は
れ
た
も
の
。

【
黒
誓
(
】
250

臼
く
ろ
い
び
ん
の
け
。
〔
白
居
易
、
約
心
詩
〕
其
西
般
吾
白
虎
、
屠
州
黒
豹
。
〔
張
緒
‘
謝
n

一
皇
太
子
資
―
-
【
黒
麻
】
269

芍
黒
い
胡
麻
゜
〔
隋
書
、
南
蜜
、
赤
土
國
博
〕

黒
賢
絲
雪
侵
、
青
抱
塵
土
涜
。
果
然
褥
啓
〕
黒
豹
青
揮
、
未
レ
能
溢
逗
＞
罷
。
冬
夏
常
温
、
雨
多
饗
少
、
種
植
無
レ
時
、
特
宜
―
―
稲
税
白
豆

【
黒
腐
】
251E
ク
蕨
の
粉
を
葛
煉
の
や
う
に
し
た
食
物
。
【
黒
牡
】
痴
勺
黒
い
牡
羊
。
氷
を
蔵
す
る
時
北
方
の
紳
黒
麻
盆
口
餘
物
産
、
多
同
―
―
子
交
趾
↓

蕨
俯
°
の
玄
冥
を
祭
る
に
用
ひ
る
牲
。
〔
左
氏
、
昭
、
四
〕
其
蔵
レ
〖
黒
麻
色

]
2
7
0

ぢ
”
照
麻
の
や
う
な
色
。
〔
本
草
、
西

【
煕
風
】
252

お
荒
い
風
。
暴
風
。
〔
杜
牧
、
大
雨
行
〕
東
之
也
、
黒
牡
拒
黍
‘
以
享
1

一

司

寒

↓

瓜

〕

集

解

、

瑞

曰

、

契

丹

破

1

一
回
乾
五
始
得
―
―
此
種
百
笞
牛

堰
黒
風
駕
海
杢
海
底
巻
上
天
中
央
。
〔
李
渉
、
却
―
―
欝
〖
黒
牡
丹
〗

2
6
1
"
1●
牛
の
異
名
。
〔
古
今
事
文
類
緊
後
糞
―
覆
而
種
レ
之
、
結

J賓
如
一
斗
大
盃
而
園
如
レ
抱
、
色
如

1
1

巴
饂
途
中
走
筆
寄
-
1

唐
知
言
1

詩
〕
去
年
騰
月
来
―
―
夏
ロ
一
集
‘
毛
贔
部
、
牛
‘
熙
牡
丹
〕
唐
末
劉
訓
者
、
京
師
富
人
、
青
玉
王
ふ
型
金
色
盃
孟
黒
麻
色
、
北
地
多
有
な
之
。

黒
風
白
浪
打
頭
吼
゜
〔
蘇
試
、
有
美
堂
暴
雨
詩
〕
天
外
里
~
梁
氏
開
レ
國
‘
嘗
椴
貸
以
給

J軍
、
京
師
春
遊
、
以
レ
観
1一
牡
【
黒
毛
】27

1お〇
黒
い
毛
。
〔
紀
聞
〕
長
人
國
人
長
三
丈
、

風
吹
迄
海
立
、
浙
東
飛
雨
過
レ
江
来
。
丹
[
?
勝
賞
盃
訓
遂
ら
客
賞
な
花
、
乃
繋
1

一
水
牛
敷
百
ー
在
レ
鋸
牙
鈎
爪
、
不
二
火
食
こ
竺
禽
獣
―
而
食
レ
之
、
時
亦
食
レ

〖
黒
風
白
雨
〗2

5
3
ぢ
咋
黒
風
は
塵
埃
を
吹
き
上
げ
る
前
、
指
日
、
此
劉
氏
黒
牡
丹
也
。
●
墨
綸
の
牡
丹
。
〔
蘇
人
、
裸
,
,

其
謳
三
黒
毛
覆
レ
之
。
●
”
。
馬
の
毛
色
の
黙
い

大
風
、
白
雨
は
に
は
か
あ
め
を
い
ふ
。
暴
風
雨
。
黒
風
を
献
‘
墨
花
詩
〕
獨
有
1

一
狂
居
士
盃
求
為
11

黒

牡

丹

↓

も

の

。

併
せ
見
よ
。
〔
蘇
献
、
六
月
二
十
七
日
望
湖
棲
酔
書
五
絶
【
黒
蜂
】
g

切
贔
の
名
。
や
ま
ば
ち
。
竹
蜂
。
〔
本
草
、
竹
【
黒
霧
】
272

勺
黒
く
暗
い
霧
゜
〔
前
趙
鋒
〕
麟
嘉
二
年
、

詩
〕
塁
~
雲
翻
レ
墨
未
レ
遮
な
山
、
白
雨
跳
五
珠
乱
入
ふ
船
。
蜂
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
按
今
人
家
一
種
黙
蜂
、
大
如
二
指
春
正
月
朔
日
、
黒
霧
四
塞
、
終
日
覚
夜
、
著
り
人
如
レ
墨
、

【
黒
~
項
】
2
5
4
ぢ
黒
色
で
墳
起
す
る
。
肥
え
た
土
に
い
ふ
。
頭
盃
能
穴
,
,
竹
木
1

而

居

｀

腹

中

有

レ

蜜

。

五

日

乃

止

。

〔

劉

長

卿

、

登
1

一
東
海
龍
興
寺
高
頂
一
望
迄
海

〔
書
、
馬
貢
〕
蕨
土
黒
墳
。
〔
博
〕
色
黒
而
墳
起
。
〔
曹
問
、
六
【
黒
眸
】
263

忠
黒
い
ひ
と
み
。
〔
北
史
、
孝
行
、
王
崇
博
〕
簡
―
―
演
公
一
詩
〕
白
波
走
―
―
雷
電
i

黒
霧
誡
11

魚
龍
↓
〔
虞
綸
、

代
論
〕
塘
基
不
レ
可
11

倉
卒
而
成
云
威
名
不
レ
可
こ
朝
而
有
こ
小
鳥
る
素
質
黙
眸
、
形
大
二
於
雀
云
栖
↓
―
於
崇
瞳
盃
朝
春
日
臥
レ
病
示
,
,
趙
季
黄
―
詩
〕
黄
埃
涌
レ
市
圏
書
賤
、
黒

立
三
云
云
、
警
―
―
之
種
J

樹
、
久
則
深
―
―
固
其
根
本
な
序
盛
夕
不
レ
去
。
〔
繁
欽
、
三
胡
賦
〕
眼
無
1

一
黒
眸
玉
頬
無
,
,
餘
肉
↓
霧
連
レ
山
虎
豹
尊
。
〔
皮
日
休
、
以
-
1

紗
巾
1

寄,,
魯
望
一
因

其
枝
葉
玉
若
造
次
徒
二
於
山
林
之
中
云
植
―
―
於
宮
闘
之
下
一
【
黒
木
．
】
泣
訂
”

O
皮
を
削
ら
な
い
木
材
。
●
一
尺
許
而
有
レ
作
詩
〕
掩
敏
乍
疑
裁
二
黒
霧
二
軽
明
渾
似
戴
―
―
玄

雖
』
墜
d

之
以
,
,
黒
墳
盃
暖
レ
之
以
＊
春
日
盆
竺
小
レ
救
1

一
於
枯
り
に
切
っ
た
木
を
釜
で
黒
く
蒸
し
た
薪
木
。
京
都
の
霜
コ
五
蘇
舜
欽
、
往
,
,
王
順
山
正
竺
暴
雨
雷
霞
―
詩
〕
露
震

雙
何
暇
―
―
繁
育
1

哉
。
〔
注
〕
銑
曰
、
黒
墳
、
肥
土
也
。
大
原
女
な
ど
が
、
頭
に
の
せ
て
市
中
を
賣
り
行
く
。

O

飛
出
大
堅
底
、
烈
火
黒
霧
相
奔
趨
゜

【
黒
分
】
255

ぢ
太
陰
暦
の
下
半
月
。
黒
月

(g)に
同
じ
。
こ
く
た
ん
の
一
名
。
．
m
[

火
山
石
の
一
種
。
黒
色
で
【
黙
面
】
273

”
”
●
無
い
顔
。
黒
面
僕
射
(
2
7
6
)
を
見
よ
。

〔
大
唐
西
域
記
、
二
〕
月
栃
至
レ
晦
、
謂
―
―
之
黒
分
一
黒
分
或
氣
孔
を
有
し
、
種
々
の
形
状
を
な
す
。
●
く
ろ
っ
ち
。
里
~
●

hei'mien• 

黒
奴
。

十
四
日
十
五
日
、
月
有
二
小
大
故
也
。
土
。
●
姓
氏
。
〖
黙
面
郎
〗

2
7
4
が
”
メ
ン
猪(
1
0-3
6
4
3
2
)

の
異
名
。
〔
承

【
黒
餅
】2

5
6
謬
〇
黒
色
の
俯
。
黒
白
餅
(
2
3
2
)
を
見
よ
。
〖
黒
木
賣
〗
五
＊
黒
木
を
賣
り
あ
る
く
こ
と
。
又
、
平
藷
纂
〕
桂
林
風
俗
、
日
食
レ
蛙
、
有
下
来
,
,

中
朝
云
患
御

●

g
圏

く

て

中

に

文

の

な

い

紋

所

。

其

の

も

の

。

悪

木

の

●

を

見

よ

。

史

一

者

a或
戯
レ
之
日
‘
汝
之
居
、
乃
蛙
畳
也
、
答
曰
、
此

【
黙
米
】2

5
7ぢ玄
米
。
揚
か
な
い
米
。
〔
庚
肩
吾
、
奉
•
和
〖
煕
木
欽
堂
]
函
昇
が
明
治
・
大
正
の
漢
學
者
。
名
は
名
―
―
圭
贔
一
登
不
レ
勝
,
,

於
黒
面
郎
1

哉
、
黒
面
郎
‘
謂
レ
猪

太
子
納
涼
梧
下
1

應
令
詩
〕
黒
米
生
―
―
菰
繋
青
花
出
―
―
安
雄
。
欽
堂
は
其
の
琥
。
慶
應
二
年
、
讃
岐
吉
野
村
に
生
也
。

栢
苗
→
〔
杜
甫
、
行
官
張
望
補
―
―
稲
畦
水
―
蹄
詩
〕
秋
菰
る
。
父
茂
矩
は
高
松
藩
講
堂
館
教
授
。
漢
學
を
片
山
沖
〖
黒
面
大
王
】

2
7
5
ぢ
窮
宋
の
手
繕
倫
の
綽
名
。
其
の

感
黒
杢
精
墾
包
白
竺
〔
張
籍
、
城
南
詩
〕
臥
蒋
里
~
堂
に
學
び
、
明
治
十
八
年
、
東
京
帝
國
大
學
古
典
科
に
顔
色
が
黒
い
か
ら
名
づ
く
。
〔
宋
史
、
手
織
倫
博
〕
繕
倫

米

吐

、

翻

斐

紫

角

稿

。

入

學

。

卒

業

後

、

東

京

及

び

地

方

の

中

等

學

校

に

教

鞭

従

レ

後

急

撃

、

殺

,

,

其
将
皮
室
一
人
ご
皮
室
者
契
丹
相
也
、

【
黒
表
】
蕊
芥
●
黒
色
の
表
面
。
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
大
を
執
り
、
四
十
年
、
東
京
帝
國
大
學
講
師
と
な
り
、
傍
、
云
云
、
寇
兵
随
と
之
大
潰
、
相
蹂
践
、
死
者
無
レ
散
‘
餘
黛

衷
冤
者
、
祀
―
―
天
地
之
服
也
、
廣
八
寸
、
長
一
尺
二
寸
、
國
學
院
大
學
・
浮
土
宗
大
學
に
教
ふ
。
又
、
書
苑
の
主
筆
悉
引
去
、
契
丹
自
し
是
不
,
,
敢
窺
込
邊
‘
其
平
居
相
戒
則
日
、

似
板
為
レ
之
、
黒
表
繍
裏
、
無
レ
流
、
金
飾
玉
管
導
姐
と
し
て
書
道
の
普
及
に
努
む
。
大
正
十
三
年
、
高
岡
市
嘗
レ
避
1

一
黒
面
大
王
↓
〔
故
事
成
語
考
、
身
饉
〕
弔
織
倫
、

齋
為
白
櫻
、
色
如
―
其
綬
五
懃
績
充
耳
。
●
英
語

B
l
a
c
k

に
て
遠
に
病
歿
、
年
六
十
。
詩
文
・
策
刻
．
墨
驚
を
善
く
契
丹
稽
為
二
黒
面
大
王
↓

0
―
四|
 

〖
黒
面
僕
射
]
2
7
6
8

豆
北
魏
の
僕
射
、
陽
平
王
新
成

1
0

の
子
、
欽
の
綽
名
。
其
の
面
色
が
黒
い
か
ら
い
ふ
。
〔
魏

36

書
、
景
穆
十
二
王
上
、
陽
平
王
新
成
子
欽
傭
〕
位
11

中

書

ー

監
爾
書
、
右
僕
射
、
儀
同
三
司
五
欽
色
尤
黒
‘
故
時
人
琥

為

需

面

僕

射

↓

「

の

粉

゜

【
黒
麺
】
277

h
e
i
'
m
i
e
n
'

黒
ず
ん
だ
う
ど
ん
こ
。
下
等

【
黒
目
】
278

”
口
眼
球
の
黒
い
部
分
。
ひ
と
み
。

【
黒
門
】

279g
黒
色
で
塗
っ
た
門
を
い
ふ
。
〔
北
魏
書
、

幡
志
一
〕
后
率
ユ
ハ
宮
盃
笠
黒
門
ー
入
。
〔
明
會
典
〕
房
屋

器
用
等
、
第
六
品
至
二
九
品
云
黒
門
鐵
環
。

【
黒
夜
】
2808
ク
暗
夜
。
〔
白
居
易
、
遊
1
1

悟
異
寺
―
詩
〕
黒

夜
自
光
明
、
不
レ
待
―
―
燈
燭
然
↓
〔
張
祐
、
題
1

一
海
豊
南
館
一

詩
〕
黒
夜
山
魃
語
、
黄
昏
海
燕
欝
。
〔
司
空
圏
、
避
レ

IL

詩
〕
虎
暴
荒
居
廻
、
螢
孤
黒
夜
深
。

【
黒
羊
】
281

お
黒
い
羊
゜
〔
論
語
、
郷
黛
、
細
衣
恙
衷
、
集

注
〕
恙
衷
、
用
1

一
黒
羊
皮
↓

〖
黒
羊
石
]
2
8
2

お
ャ
ゥ
石
の
名
。
色
黒
く
、
埴
壁
の
光
埜

が
あ
る
も
の
を
上
と
す
る
。
白
羊
石
の
一
種
。
〔
本
草
、

白
羊
石
〕
集
解
、
頌
曰
、
生
―
―
尭
州
白
羊
山
一
春
中
掘
レ
地

采
レ
之
、
以
―
―
白
登
者
―
為
レ
良
、
又
有
―
―
黒
羊
石
な
生
―
―
尭
州

宮
山
之
西
二
亦
春
中
掘
＞
地
采
レ
之
、
以
」
黙
色
有
1
1

埴
壁

光
錢
者
4

為
レ
上
。

【
黒
薬
】
283

ぢ
黒
色
の
槃
。
物
を
黒
雙
さ
せ
る
薦
〔
後

漢
書
、
輿
服
志
上
〕
布
施
馬
者
、
淳
白
略
馬
也
、
以
―
―
黒
秦
―

灼
―
―
其
身
一
為
―
―
虎
文
一
既
下
レ
馬
斥
賣
、
車
誠
―
―
城
北
秘

寛
皆
不
レ
得
レ
さ
城
門
↓

【
熙
油
】
2
8
4
-
ク
黒
い
油
。
又
、
之
を
用
ひ
て
塗
っ
た
物
。

〔
元
史
、
輿
服
志
一
〕
庶
人
車
輿
、
黒
油
齊
頭
、
平
頂
息
帳
゜

〔
陳
興
義
、
興
1

一
季
申
信
道
云
竺
光
化
1

復
入
二
那
書
事
一

詩
〕
孫
子
白
木
杖
、
富
子
黒
油
竺
。

〖
黒
油
漆
巣
子
】2

8
5
h
e
i
'
y
u
2
 
c
h
'
i
'
c
h
u
o
1
 
t
z
i
l

黒

の
一
閑
張
り
の
卓
子
。

【
黒
熊
】
286

芍
熊
の
一
種
。
〔
紳
異
経
、
東
荒
経
〕
東
荒
山

中
有
↓
ー
大
石
室
玉
東
王
公
居
焉
、
長
一
丈
、
頭
髪
皓
白
、
人

形
鳥
面
而
虎
尾
、
載
二
-
黙
熊
工
左
右
顧
望
、
恒
輿
こ
玉

女
投
壺
。
〔
名
山
誡
〕
洪
武
四
年
、
三
佛
齊
國
貢
二
犀
・

牛
•
黒
熊
•
火
難
・
紅
緑
鴨
鵡
•
白
狼
・
亀
筒
、
及
諸
雑
物
→

【
黒
浪
】
287

切
黒
い
な
み
。
荒
波
に
い
ふ
。
〔
白
居
易
、

題
油
圏
屏
風
詩
〕
白
濤
興
―
―
黒
浪
一
呼
吸
続
咽
喉
↓

〔
施
肩
吾
、
及
第
後
過
―
―
揚
子
江
―
詩
〕
魚
龍
互
閃
燦
、
黒
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浪
高
―
―
於
天
↓
〔
劉
克
荘
、
龍
隠
洞
詩
〕
中
有
―
―
無
底
淵
一

黒
浪
常
蕩
滴
゜

【
里
械
】
288

勾
黒
く
濁
っ
た
た
ま
り
水
。
〔
馬
子
オ
、
害
〕

黒
潔
箇
道
‘
馬
如
漉
龍
↓

【
黒
藍
】
289

h
e
i
'
I
a
n
'

濃
藍
色
。

【
黒
履
】
2
9
0
E
ク
黒
い
く
つ
。
黒
履
。
〔
明
會
典
〕
文
武
官

冠
服
、
文
武
官
朝
革
服
、
幣
侃
レ
綬
、
白
鞘
黒
履
゜

【
黒
鯉
】
2
9
1
[
ク
鯉
の
一
種
。
慎
鯉
。
ま
ご
ひ
。
〔
爾
雅
翼
、

繹
魚
‘
鯉
〕
雀
豹
云
‘
充
州
人
謂
11
赤
鯉
1
為
―
―
赤
額
一
青
鯉

為
1

一
青
馬
る
煕
鯉
為
―
―
黒
駒
囚
口
鯉
為
一
白
品
竺
黄
鯉
為
蓄
（

皐
皆
取
祠
之
名
盆
竺
其
震
仙
所
レ
乗
、
能
越
飛
江

湖
故
也
。

【
黒
龍
】
292

炉
炉
〇
黒
色
の
龍
。
水
精
。
〔
黒
子
、
責
義
〕
子

墨
子
北
之
レ
齊
遇
1
h品
竺
日
者
日
、
帝
以
1一
今
日
ー
殺
全
~

龍
於
北
方
盃
皿
先
生
之
色
黒
、
不
レ
可
1

一
以
北
↓
〔
漢
書
、
郊

祀
志
上
〕
昔
文
公
出
撒
1

一
黒
龍
↓
〔
淮
南
子
、
覧
冥
訓
〕
女
禍

錬
五
色
互
以
補
蒼
天
工
断
鼈
足
百
以
立
匹
極
殺
―

黒
龍
1

以
清
―
―
翼
州
一
〔
注
〕
黒
龍
、
水
精
也
、
女
蝸
殺
レ
之
以

止
レ
雨
也
。

0
東
晉
時
代
、
五
胡
十
六
國
の
一
、
前
秦
の
世

祗
宣
昭
帝
（
符
堅
）
の
時
、
張
育
の
僭
年
琥
。(3
7
4
)
G
I
)
~

の
名
。
山
西
省
蒲
縣
の
東
。
南
北
、
山
に
依
り
、
中
に
上
城

を
建
つ
。
隅
の
東
西
二
門
は
、
地
勢
陰
陰
。
働
江
の
名
。
④

渦
洲
、
黒
龍
江
省
の
北
邊
。
涌
洲
語
の
薩
吟
連
烏
拉
。
露

國
名
は
阿
穆
爾
は
。
其
の
上
源
一
一
あ
り
。
ー
は
中
國
の

境
、
外
蒙
古
喀
爾
喀
界
内
の
肯
特
山
の
東
麓
。
放
緻
河
と

い
ふ
。
元
史
の
斡
難
河
。
卸
ち
成
吉
思
汗
勃
興
の
地
。
一

は
露
領
‘
薩
拝
喀
爾
省
の
悼
功
土
山
の
北
。
因
文
逹
河
と

い
ふ
。
水
道
提
綱
の
昂
依
得
河
で
あ
る
。
二
河
合
し
て

東
流
し
、
石
勒
格
河
と
い
ふ
。
布
尼
楚
河
を
合
は
せ
、
額

爾
古
納
河
と
會
し
て
始
め
て
黒
龍
江
と
い
ふ
。
右
岸
は

中
國
、
左
岸
は
蘇
聯
邦
。
両
國
の
境
界
を
な
す
。
黒
河

に
至
っ
て
松
花
江
と
合
す
。
因
つ
て
混
同
江
の
名
あ
り
。

唸
巴
羅
失
ヤ
に
至
っ
て
烏
蘇
里
江
と
合
し
‘
此
慮
か
ら

東
北
に
折
れ
、
雨
岸
全
く
露
領
と
な
る
。
尼
可
来
依
斯

克
に
至
り
、
靱
靭
海
峡
に
注
ぐ
。
汽
船
は
薩
拝
喀
爾
省

の
赤
塔
城
ま
で
上
潮
す
る
を
得
。
◎
褻
水
(
1
0
|
 3
4
5
5
 

2
:
 41
)

の
異
名
。

O
も
と
涌
洲
國
の
省
名
。
東
北
は

黙
龍
江
を
以
て
露
領
阿
穆
爾
省
、
西
北
は
額
爾
古
河

を
以
て
露
領
薩
拝
克
爾
省
、
南
は
松
花
江
を
以
て
吉
林

省
、
西
南
は
遼
寧
省
、
西
は
外
蒙
古
と
界
し
た
。
古
の
癖

|

_

 

黒

部

黒

慣
の
地
。
漢
の
鮮
卑
の
地
。
元
の
開
元
路
、
明
の
染
顔

衛
は
‘
皆
其
の
地
。
清
の
康
熙
の
時
、
将
軍
都
統
を
設

く
。
将
軍
は
初
め
愛
理
に
駐
し
、
後
、
墨
爾
根
に
移
り
、

後
、
又
、
齊
齊
吟
爾
に
移
る
。
光
緒
の
時
、
将
軍
を
限

し
、
巡
撫
を
設
く
。
府
鹿
州
縣
を
設
け
‘
略
:
内
地
の
行

省
に
佑
ふ
。
農
産
物
は
豆
変
に
富
む
。
但
し
、
農
時
は
一

年
の
中
六
箇
月
の
み
。

O
山
名
。
内
蒙
古
油
源
縣
の
東

北
。
上
都
河
の
源
。
獣
陽
脩
謂
ふ
、
即
ち
遼
時
の
清
暑
の

炭
山
な
り
と
。
炭
山
(
7
|
1
8
9
5
3
 :
 2
3
)

の

O
◎
を
見

よ。

O
渾
の
名
。
⑦
河
南
省
汲
縣
の
西
。
黒
龍
神
廟
が
あ

る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
衛
輝
府
‘
汲
縣
〕
黒
龍
濯
、

在
府
城
西
五
藷
時
黄
河
決
溢
‘
瀦
而
為
レ
澤
慮
也
。
＠
雲

南
省
摩
棉
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
雲
南
‘
楚
雄
府
‘

南
安
州
〕
黒
龍
澤
、
在
↓
ー
州
東
七
里
ぶ
小
深
莫
レ
測
、
州
東

三
里
、
又
有
1

白
沙
泉
工
す
八
資
以
灌
漑
、
又
石
井
在
-
―
縣

東
北
二
璽
其
泉
湧
出
、
随
取
精
涌
゜

〖
黙
龍
衣
〗2
9
3
1
0

ク
リ
，
ヨ
ヴ
鼈
甲(1
2| 4
8
3
0
5
 :
 
4

)

を
い

ふ
。
〔
清
異
録
、
薬
、
槃
譜
〕
黒
龍
衣
、
鼈
甲
゜

〖
黒
龍
集
〗2

9
4
疋
カ
リ
ヨ
，
ウ
地
名
。
〇
河
南
省
郭
縣
の
北
。

〇
湖
北
省
襄
陽
縣
の
西
北
。

〖
黒
龍
江
城
〗
臨
炉
蹟
認
愛
項
を
い
ふ
。
愛
暉
(
4ー
1
0

9
4
7
 :
 1
3
0
)

を
見
よ
。

【
黒
緑
】
296

い
●
顔
料
の
名
。
黒
に
青
み
を
帯
ぴ
た

色
。
〔
綴
耕
録
、
窯
像
秘
訣
〕
凡
調
↓
一
合
云
云
‘
顔
色
享
i

云
、
柏
枝
緑
用
1

一
枝
條
緑
1

入
二
漆
緑
ー
合
、
黒
緑
用
―
―
漆

総
入
二
螺
百
合
。
〔
明
會
典
〕
数
坊
司
冠
巾
服
、
凡
教

坊
司
官
常
服
冠
帯
輿
1

一
百
官
一
同
‘
至
"
御
前
1

供
奉
、
執
―
―

粉
漆
笏
盃
呼
黒
漆
幌
頭
、
黒
緑
羅
大
袖
襴
抱
、
黒
角
偏

帯
毛
靴
ら
。
ク
炉
黒
に
青
み
を
需
び
た
馬
の
毛
色
。

【
黒
蝦
]297

げ
紳
泉
中
に
潜
み
‘
能
＜
雲
を
起
し
雨
を

降
ら
す
と
い
ふ
紳
蛇
゜
〔
淮
南
子
‘
齊
俗
訓
〕
犠
牛
梓
毛
‘

宜
1

一
於
廟
牲
一
其
於
―
―
以
致
＂
雨
、
不
レ
若
―
―
黙
蝦
↓
〔
注
〕

黒
蝦
、
神
蛇
、
潜
レ
泉
而
居
、
遇
レ
雨
則
躍
興
。
〔
張
協
、
雑

詩
〕
黒
蝦
躍
重
淵
面
羊
偽
野
庭
↓

【
黒
鰻
】
298

げ
魚
の
名
。
う
な
ぎ
。
鰻
魚
(
1
2
-
4
6
5
4
2
:
 

!
)
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鱈
魚
〕
秤
名
、
緑
魚
、
黒
鰻
‘
玄
鰻
、

烏
鰻
、
銅
魚
、
文
魚
。

【
黒
歴
】
2
9
9
[
"

黙
色
の
腫
物
。
黒
癌
゜
〔
南
齊
書
‘
詳
瑞

志
〕
太
祖
橙
有
龍
鱗
斑
駿
成
＂
文
、
始
謂
、
是
黒
歴
、
治
レ

之
甚
至
、
而
文
愈
明
。

【
黒
路
】
300

咋
夜
道
。
又
、
夜
道
を
行
く
。
〔
桃
花
扇
‘
拒
〔
本
草
、
烏
蛇
〕
繹
名
、
烏
梢
蛇
、
黒
花
蛇
。

煤
〕
雨
慮
紅
絲
千
里
繋
、
一
條
黒
路
六
人
忙
。
【
黒
牽
夷
】
318

臼
ヶ
／
芍
薬
の
異
名
。
〔
草
芳
譜
、
芍
槃
〕

【
黒
翡
】
301

吋
黒
い
櫨
馬
。
〔
本
草
、
纏
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
芍
葵
、
一
名
黒
牽
夷
゜

有
―
―
褐
黙
白
三
色
ア
人
レ
薬
以
蕉
者
―
為
レ
良
、
附
方
、
経
【
黒
胡
廠
】
319

芸
胡
麻
の
一
種
。
色
の
黒
い
も
の
。
〔
本

水
不
レ
止
、
及
血
崩
、
用
,
,
黒
纏
屎
砿
窄
げ
性
、
飛
1

一
朽
糊
一
草
‘
穀
類
、
胡
麻
〕
集
解
、
時
珍
日
‘
胡
麻
、
即
脂
麻
也
、

乳
梧
子
大
ご
母
空
心
黄
酒
下
五
七
十
丸
、
紳
妙
。
〔
下
有
―
―
遅
早
二
種
、
黒
白
赤
―
―
一
色
一

帷
短
牒
〕
劉
馬
太
監
従
,
,
西
番
元
げ
一
黒
纏
一
進
上
、
能
【
黒
砂
星
】
3203
ぼ
か
う
も
り
の
く
そ
。
天
鼠
屎
(
8

ー
5
8

一
日
千
里
、
善
闘
レ
虎
。

3
3
:
 9
4
8
)

に
同
じ
。
〔
本
草
‘
伏
翼
〕
天
鼠
屎
‘
繹
名
、
鼠

〖
黒
櫨
告
状
]
3
0
2

ぢ
炉
ヴ
ニ
資
劇
の
一
。
境
林
宴
の
別
法
、
石
肝
‘
夜
明
砂
、
黒
砂
星
‘
李
営
之
日
、
即
伏
翼
屎

名

。

也

、

方

言

名

二

天

鼠

爾

゜

【
黒
話
】
翌e
i
'
h
u
a
•
内
密
の
話
。
暗
語
。
あ
ひ
言
葉
。
【
黒
砂
糖
】

3
2
1
”
”
サ
く
ろ
ざ
た
う
。
〔
明
會
典
〕
南
京
光

【
黒
葦
毛
】
304

”
ロ
ア
，
黒
み
を
帯
ぴ
た
葦
毛
（
白
色
）
。
馬
祗
寺
‘
雛
ー
蜂
密
、
黒
砂
糖
↓

の

毛

色

。

【

黒

梢

公

】

322

芦
サ
ク
北
魏
の
子
栗
碍
の
綽
名
。
好
ん
で

[
黒
雲
鶴
】
305

ぢ
カ
ク
明
の
人
。
官
は
崇
禎
中
、
参
将
。
清
無
梢
を
持
っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
北
史
、
子
栗
碍
博
〕
劉
裕

兵
と
西
平
で
戦
つ
て
歿
す
。
〔
明
史
、
二
百
五
十
九
〕
．
之
伐
―
紐
吋
央
栗
碍
慮
―
―
北
侵
擾
一
築
―
―
曼
河
上
一
裕
憚
レ

〔

勝

朝

殉

節

諸

臣

録

、

四

〕

。

之

‘

遺

1

栗
碍
書
面
炉
道
西
上
‘
題
書
日
―
―
黒
梢
公
庵
下
一

【
黒
窒
i

廠
】
306

谷
痔
北
京
正
陽
門
外
に
在
る
。
明
代
の
栗
碍
以
レ
状
表
聞
、
明
元
因
レ
之
‘
授
―
―
栗
碍
黒
梢
将
軍
「
栗

碍
瓦
製
造
所
。
〔
績
文
獣
通
考
‘
職
官
考
三
、
工
部
〕
曰
翌
~
碍
好
持
云
庶
租
裕
望
而
異
レ
之
、
故
有
二
其
琥
一

窟

廠

‘

日

琉

璃

廠

、

以

楔

瓦

器

一

【

黒

三

郎

】

323

ぢ
功
誘
後
唐
の
荘
宗
の
用
ひ
た
巾
衰
の

[
黒
曜
石
】
3
0
7
3
"
エ
，
ゥ
破
璃
性
の
火
山
岩
。
未
開
時
代
に
名
。
〔
消
異
録
‘
衣
服
〕
同
光
即
位
、
猶
襲
―
―
故
態
云
身
預
二

は
矢
の
根
等
の
材
料
に
使
用
し
た
も
の
。
俳
優
硲
四
衣
進
御
巾
衰
名
品
日
新
、
今
伶
人
所
レ
頂
‘
尚

【
黒
汚
子
】
⑱
hei1 WU• 

tzi:i

黒

子

。

ほ

く

ろ

。

有

t̂
g
其
遺
製
1
者
5

日
、
聖
逍
逢
・
安
築
巾
・
珠
龍
便

【
煕
江
塗
】
309

ピ
紀
伊
國
黒
江
地
方
か
ら
出
る
漆
器
。
巾
・
清
涼
賓
山
・
交
龍
太
守
・
六
合
含
人
・
ニ
儀
撲
頭
・
烏

【
黒
恙
皮
】3

1
0
汀
カ
ウ
黒
い
小
羊
の
毛
皮
゜
〔
論
語
、
郷
鴬
〕
程
様
玲
瀧
・
高
常
侍
・
小
朝
天
・
玄
虚
令
・
漆
相
公
•
自
在

細
衣
恙
装
。
〔
集
注
〕
恙
装
用
―
―
黒
羊
皮
→
冠
・
鳳
三
干
・
日
華
軽
利
巾
•
九
葉
雲
・
黒
三
郎
・
慶
雲

【
黒
絞
油
】
翌
だ
ポ
リ
ノ
黒
胡
麻
か
ら
絞
り
取
っ
た
胡
廠
仙
・
聖
天
・
宜
卿
・
凡
二
十
品
。

油

。

白

絞

油

に

射

す

る

。

【

黒

三

稜

】

324

芯
t

，
●
荊
―
―
―
稜
(
9
|
3
0
9
4
0
 :
 1
1
4
)

の

【
黒
革
＇
鍼
】

312"
匹
呟
黒
い
革
、
又
は
絲
で
、
鎧
を
を
ど
異
名
。
み
く
り
。
池
澤
・
淡
水
中
に
自
生
す
る
宿
根
草
。

す

こ

と

。

又

‘

其

の

鎧

。

痙

は

疸

生

し

、

高

さ

二

尺

乃

至

三

尺

に

逹

す

る

。

葉

は

【
黒
閣
落
]313
ぢ
カ
ク
人
知
れ
ず
事
を
行
ふ
に
い
ふ
。
こ
箪
葉
で
互
生
し
、
剣
状
で
細
い
。
花
は
白
色
で
球
状
を

つ
そ
り
と
。
〔
西
廂
記
、
在
鶯
鶯
夜
聴
レ
琴
雑
劇
〕
熙
閣
落
な
し
、
雌
雄
の
箪
性
花
を
同
株
に
生
ず
る
。
花
期
は
夏
゜

甜
話
兒
将
り
人
和
。
〔
本
草
‘
荊
三
稜
〕
繹
名
、
京
一
二
稜
、
草
三
稜
、
難
爪
―
-
＿
稜
‘

【
黒
~
坪
王
】
3
1
4
勾
？
可
汗
王
を
い
ふ
。
〔
宋
史
、
外
國
六
、
黒
三
稜
、
石
三
稜
、
集
解
、
頌
日
、
其
根
未
レ
将
レ
塁
、
一
魁

子
閻
傭
〕
大
中
詳
符
二
年
、
其
國
黒
韓
王
遣
―
一
回
髄
羅
未
レ
登
‘
苗
小
園
如
―
―
烏
梅
1

者
、
黒
三
稜
也
。
●
烏
芋
(
7

廊
温
等
百
ぞ
方
物
1

来

貢

°

ー

1
8
9
9
8
:
 1
6
)

の
異
名
。
く
ろ
く
わ
ゐ
。
〔
本
草
‘
烏
芋
〕

【
黒
記
草
]315

炉
芍
草
の
名
。
す
つ
ぼ
ん
の
た
て
。
累
記
繹
名
、
烏
＃
此
‘
廃
茨
‘
苧
齊
、
黒
三
稜
‘
芍
、
地
栗
°

草
。
〔
和
漢
一
一
＿
オ
圏
會
‘
混
草
類
、
馬
蓼
〕
黒
記
草
。
【
黒
珊
瑚
】
沼
”
ゴ
花
晶
類
サ
ン
ゴ
科
に
屡
す
る
腔
腸

ー

【
黒
斤
人
】
316

ぢ
：
清
初
、
松
花
江
沿
岸
に
住
し
た
種
動
物
。
骨
格
は
樹
枝
状
を
な
す
。
海
松
゜

族

の

名

。

赫

哲

・

魚

磋

子

に

同

じ

。

【

黒

司

命

】

325"
勺
槃
草
の
名
。
肉
従
蓉
(
9

ー
2
9
2
3
6
:

1

6

1

 

【
黒
花
蛇
】
317

ぢ
久
ワ
蛇
の
一
種
。
か
ら
す
へ
ぴ
。
烏
蛇
。

4
4
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
肉
従
蓉
〕
秤
名
、
肉
松
容
、
黒
司

13

|
 

〇
一
五



(48038・ ・326)一 (48038・・374) 

里
~
部
黒

0

一
六

|

ー

1

命
。
〔
清
異
録
、
薬
、
薬
譜
〕
黒
司
命
、
箆
蓉
。
香
〕
集
解
、
時
珍
曰
、
篤
褥
香
、
出
―
―
慎
騰
國
面
樹
之
脂
也
、
【
黒
瀬
川
】
352

”
屯
黒
潮
(
1
9
9
)

に

同

じ

。

【

黒

川

原

毛

】

365

”
守
ゲ
馬
の
毛
色
。
川
原
毛
に
黒
み
を

12

【
黒
死
病
】
326

月
博
染
病
の
一
。
腺
部
が
黒
慢
し
て
云
云
‘
盛
置
蔭
涼
慮
五
バ
得
レ
不
レ
融
、
雑
以
＿
一
樹
皮
―
者
【
熙
栗
毛
]353

”
炉
栗
毛
に
黒
み
を
帯
ぴ
た
馬
の
毛
色
。
帯
ぴ
た
も
の
。

36

死

ぬ

も

の

。

ペ

ス

ト

。

則

色

黒

、

名

―

―

黒

篤

壽

盃

為

―

―

下

品

一

と

ち

く

り

げ

。

【

黒

澤

石

齋

】

蕊

託

t
い
出
雲
の
人
。
名
は
弘
忠
。
字
ー

【
黒
脂
麻
】
327
hei1 
chih1 
m
a

黒

胡

麻

[

。

[

黒

内

障

】

344

望
一
種
の
眼
病
。
内
障
眼
。
黒
障
眼
。
【
黒
林
檎
】

3549
林
檎
の
一
種
。
色
に
よ
っ
て
名
附
は
郎
玉
。
通
稽
は
伊
勢
次
郎
。
琥
は
石
齋
・
節
香
堂
・
玉

【
黒
絲
磁
[
】
328

”

閃

，

黒

絲

で

札

＂

を

と

ぢ

合

は

せ

た

鎧

°

底

蒻

。

＜

゜

〔

本

草

、

林

檎

〕

集

解

、

時

珍

曰

、

林

檎

即

奈

之

小

而

峯

。

延

賓

六

年

歿

す

。

年

五

十

七

。

林

羅

山

に

師

事

【
黒
狸
狸
】3

2
9
盆
芍
ヴ
狸
狸
の
全
身
黒
色
の
も
の
。
ア
フ
【
黒
馬
禰
】

3
4
5
ぢ
パ
撻
鞄
の
飲
料
の
名
。
〔
黒
鞄
事
略
〕
園
者
、
其
味
酢
者
即
椒
子
也
、
其
類
、
有1一
金
林
檎
•
紅
林
す
。
官
は
松
江
藩
儒
。
著
に
補
注
相
穎
鑑
・
本
朝
列
女

リ
カ
に
産
す
る
。
直
立
し
得
‘
證
は
他
の
捏
捏
に
比
し
初
到
―
―
金
帳
五
腱
主
飲
以
―
―
馬
禰
ご
巴
清
而
味
甜
、
興
,
,
尋
檎
・
水
林
檎
．
蜜
林
檎
・
黒
林
檎
一
皆
以
ー
一
色
味
1

立
レ
名
、
博
が
あ
る
。
〔
國
書
解
題
〕
。

て

長

い

。

チ

ン

パ

ン

ジ

ー

。

常

色

白

而

潜

味

酸

而

檀

者

1

大
不
仁
同
‘
名
曰
―
―
黒
馬
禰
↓
黒
者
色
似
―
―
紫
本
杢
有
―
―
冬
月
再
賓
者
↓
【
黒
澤
節
高
】
367

認
t
か
越
後
の
人
。
名
は
順
。
通
稽
は

【
里
械
眼
】
330
望

眼

病

。

黒

内

障

。

【

黒

賓

銀

】

346
h
e
i
'
p
a
o
3
 y
i
n
'河
北
山
西
雨
省
通
用
【
黒
~
宮
呼
的
】

3
5
5
h
e
i
'
w
u
1
 
w
u
1
 
t
e

暗
黒
の
。
く
ら
禰
六
郎
。
琥
は
節
窯
・
活
澄
童
子
。
寛
延
元
年
歿
す
。

年
六
十
六
。
林
鳳
岡
に
師
事
す
。
高
田
藩
主
榊
原
侯

【
黒
手
組
】

331gテ
●

悪

漢

。

●

不

良

閣

。

銀

。

や

み

の

。

【
黒
鞘
巻
】
332
召
サ
ャ
柄
と
鞘
と
を
黒
色
の
絲
で
巻
い
た
【
黒
百
合
】
347

認
高
山
に
生
ず
る
宿
根
草
で
百
合
科
に
【
熙
崖
子
河
】
3
5
8
g
I
f
ィ
川
の
名
。
源
は
河
北
省
虞
龍
縣
に
仕
ふ
。
學
問
該
博
、
程
朱
を
宗
と
す
。
著
に
異
説
略

刀

を

い

ふ

。

陽

す

。

高

さ

一

尺

位

、

葉

は

長

卵

形

で

通

常

三

葉

宛

輪

の

東

北

山

谷

中

。

青

龍

河

に

注

ぐ

。

疑

ふ

ら

く

は

古

の

耕

疑

問

・

武

説

便

蒙

・

観

感

削

記

・

五

倫

墜

説

・

遁

言

削

【
黒
~
底
風
】
3
3
3
五
'
”
セ
ン
元
曲
選
百
種
中
の
一
。
元
、
高
文
秀
生
す
る
。
花
は
淡
緑
色
で
、
暗
紫
色
の
線
状
を
有
し
、
陽
柴
水
。
〔
水
経
‘
濡
水
注
〕
陽
築
水
出
―
―
東
北
陽
築
縣
一
子
・
節
寓
家
法
・
耕
鵞
湖
耕
・
耕
朱
陸
榊
・
餘
韻
耕
蒙
・
王

撰
。
水
滸
博
の
豪
傑
、
黒
旋
風
李
造
が
二
人
の
悪
人
を
内
面
は
暗
紫
色
。
〔
和
漢
一
ニ
オ
圏
會
、
柔
滑
菜
、
百
合
〕
云
云
、
西
南
入
―
―
子
祖
水
云
匹
之
陽
口
↓
「
中
。
覇
略
耕
が
あ
る
。
〔
北
越
名
流
遺
芳
〕
。

退
治
す
る
事
を
演
ず
。
正
名
は
黒
旋
風
雙
献
功
。
黒
百
合
、
凡
花
黒
色
者
、
絶
鉦
炉
之
、
惟
此
紺
色
可
レ
愛
、
【
黒
更
半
夜
】
357

hei1 
c
h
i
n
g
1
 pan• 

yeh• 

闇
の
夜
【
黒
澤
雉
岡
】
368

”知
t

ハ
武
州
、
兒
玉
の
人
。
名
は
萬
新
。

【
黒
睾
寧
】3

3
4
げ
＇
ま
つ
く
ろ
。
〔
通
俗
編
、
状
貌
‘
里
~
本
出

1一
於
奥
州
五
畿
内
移
種
之
ご
叩
花
甚
希
也
、
土
地
【
黒
岩
東
峰
】

3
5
8
昇
説
土
佐
の
人
。
名
は
恒
．
壽
。
字
字
は
新
卿
。
通
稽
は
右
仲
。
琥
は
雉
岡
。
寛
政
八
年
十
二

窓
窓
〕
朱
子
語
録
、
若
上
面
著
―
―
布
抱
玉
裏
面
著
,
,
布

襖

一

不

―

―

相

應

沃

五

矢

。

は

震

翁

。

通

稽

は

慈

庵

゜

琥

は

東

峰

・

幽

山

。

賓

永

二

月

六

日

歿

す

。

年

八

十

四

。

林

家

に

學

ぶ

。

田

安

侯

に

仕

便

是

内

外

黙

寧

寧

地

。

【

黒

附

子

】

348

芸
草
の
名
。
附
子

(11-41606
:
 
4
5
)

の
年
六
月
歿
す
。
年
七
十
九
。
野
中
兼
山
・
山
崎
闇
齋
に
ふ
。
著
に
遊
郷
夜
談
・
雉
岡
詩
文
稿
・
程
易
術
旨
が
あ

【
黒
大
豆
】3

3
5
”
”
”
"
炉
く
ろ
ま
め
。
〔
本
草
、
大
豆
〕
里
~
●
の
俗
稽
。
〔
本
草
、
附
子
〕
繹
名
、
時
珍
日
、
別
有
―
―
草
烏
師
事
す
。
官
は
高
知
藩
儒
゜
輻
岡
藩
儒
。
著
に
慈
庵
文
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。

大
豆
‘
氣
味
、
甘
平
無
レ
毒
、
久
服
令
-
1

人
身
重
↓
頭
白
附
子
正
故
俗
呼
レ
此
為
―
―
黒
附
子
川
烏
頭
↓
集
・
徐
患
鋒
・
歴
代
君
臣
要
略
が
あ
る
。
〔
土
佐
人
物
傭
〕
。
【
黒
田
梁
洲
】
369

認”
5

ウ
近
江
の
人
。
名
は
善
。
字
は

【
黒
大
王
】
336ro
炉
＇
ウ
後
周
、
李
重
進

(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 1
7
5
 

[
黒
文
字
】
349

昇
〇
小
楊
枝
匁
ウ
の
一
名
。
●
楠
科
に
【
黒
岩
龍
埃
】
359

”5
,

”

r
土
佐
の
人
。
名
は
順
。
字
は
元
民
。
通
梢
は
五
平
次
。
琥
は
梁
洲
。
猪
飼
敬
所
に
師

5
)

の
綽
馨
。
色
が
黒
い
の
で
い
は
る
。
〔
宋
史
、
周
三
臣
‘
屡
す
る
、
落
葉
灌
木
の
名
。
各
地
の
山
野
に
自
生
す
る
。
子
進
。
通
稽
は
順
之
進
。
琥
は
龍
演
。
天
保
五
年
一
一
月
事
す
。
官
は
近
江
膳
所
藩
儒
。
著
に
歴
敷
解
・
論
語
訂

李
重
進
傭
〕
（
顧
徳
三
年
）
以
―
―
重
進
[
?
薩
壽
等
州
招
討
高
さ
は
六
‘
七
尺
、
樹
皮
は
平
滑
で
、
鼠
色
の
斑
貼
を
具
二
十
五
日
歿
す
。
年
六
十
一
。
皆
川
小
石
に
師
事
す
。
誤
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
。

使
云
時
李
繕
動
主
―
―
壽
春
云
重
進
駐
軍
城
北
面
聞
ー
一
城
南
洞
へ
、
一
種
の
芳
香
を
有
し
て
ゐ
る
。
薬
は
有
柄
、
長
楠
高
知
藩
老
深
尾
氏
の
儒
。
著
に
横
倉
山
記
・
龍
淫
小
【
黒
尾
~
~
】

3
7
0
店
咋
；
羊
の
種
類
。
黄
羊
の
沙
漠
に

屋
為

1
1淮
人
所
＞
焚
、
将
レ
議
ぬ
茫
軍
、
會
太
祗
自
―
―
六
合
—
圃
形
、
鋭
尖
頭
‘
狭
脚
で
互
生
す
。
春

H

、
葉
に
先
立
つ
藻
が
あ
る
。
〔
土
佐
人
物
偲
〕
。
住
み
‘
獨
居
し
て
尾
の
照
い
も
の
。
〔
本
草
、
黄
羊
〕
集

蹄
、
道
也
壽
州
↓
因
駐
レ
師
旬
餘
、
重
進
僑
以
為
レ
援
‘
兵
て
、
黄
淡
色
の
五
辮
の
小
花
を
撒
形
花
序
に
綴
っ
た
花
【
黒
后
之
北
ハ
】
360

勺
務
北
方
の
井
戸
。
〔
管
子
、
幼
官
〕
解
、
時
珍
日
、
獨
居
而
尾
累
者
、
名
―
―
黒
尾
黄
羊
↓

威
復
振
‘
呉
人
大
濯
、
以
二
重
進
色
酔
久
琥
,
,
黒
大
王
一
を
開
く
。
後
、
南
天
に
似
た
黒
色
の
核
果
を
結
ぶ
。
飲
―
―
於
照
后
之
井
盆
埜
鱗
獣
之
火
一
嚢
。
【
黒
勒
庫
口
】
371

芍
t
ク
地
名
。
緩
遠
省
蹄
緩
縣
の
西

【
黒
住
教
】
337

”00
ズ
・
‘
、
神
道
の
一
派
。
備
前
國
御
津
郡
中
【
熙
鳳
凰
]350

衿
ホ
ゥ
烏
の
異
名
。
康
凝
の
故
事
。
〔
清
異
【
黒
質
白
章
】
361

芹
ダ
炉
黒
い
橙
で
白
い
文
t

の
あ
る
北
。
古
の
白
道
中
硲
。
後
魏
の
武
川
鎮
の
在
る
所
。
ロ

野
村
の
人
、
黒
住
宗
忠
を
始
岨
と
す
る
。
信
徒
は
闊
西
録
‘
禽
〕
幡
部
郎
康
凝
畏
レ
妻
甚
有
レ
臀
、
妻
常
病
、
求
―
―
こ
と
。
〔
柳
宗
元
、
捕
蛇
者
説
〕
永
州
之
野
産
,
,
異
蛇
一
内
は
松
柏
の
産
地
。
蹄
緩
識
略
は
珂
持
庵
に
作
り
‘
乾

に

移

し

い

。

烏

鴇

1

為
レ
槃
、
而
積
雪
未
レ
消
、
難
―
―
以
網
捕
盃
妻
大
怒
、
黒
質
而
白
章
。
〔
蘇
献
、
代
書
答
―
―
梁
先
―
詩
〕
遺
』
我
駿
隆
輿
圏
は
克
魯
庫
に
作
る
。
俗
名
、
黒
牛
溝
゜

【
黒
頂
子
】

3381ィ
地
名
。
吉
林
省
暉
春
縣
の
東
南
圏
欲
レ
加
,
,
推
楚
ご
ぼ
畏
濯
、
渉
レ
泥
出
レ
郊
、
用
―
―
粒
食
面
が
一
石
盆
興
レ
甑
、
黒
質
白
章
臀
琳
球
。
【
黒
王
相
公
】
372

芍
窃
’
宋
、
王
徳
用
の
綽
琥
゜
〔
宋
史
、

憫
江
の
下
流
の
北
岸
。
沙
金
の
産
地
。
致
之
面
僅
獲
―
-
―
枚
こ
同
省
劉
尚
賢
戯
レ
之
日
、
聖
人
以
―
-
【
黒
沙
地
獄
】
362

ぢ
ん
ィ
圃
十
六
遊
噌
地
獄
の
一
。
熱
風
王
徳
用
博
〕
徳
用
将
家
子
、
習
―
―
知
軍
中
情
偽
釜
閂
ぞ
恩

【
無
弔
搭
】
339hei'tiao• 

ta'

演
劇
用
の
附
髭
゜
鳳
凰
来
儀
露
蘊
、
君
獲
レ
此
免
レ
禍
‘
可
レ
謂
1一
照
鳳
凰
―
吹
い
て
熱
黒
砂
を
揚
げ
、
人
の
身
を
煤
爛
さ
せ
る
。
〔
長
撫
レ
下
、
故
多
得
―
―
士
心
画
雖
藤
深
竺
邊
境
至
↑
T

嘗
親
―
―
矢

【
黒
蝶
齋
】
340

ぢ
；
清
、
沈
岸
登
(
6
ー

17189
：
 
4
5
0
)

の

矢

。

阿

含

経

、

十

九

〕

宿

罪

所

レ

牽

不

』

覺

忽

到

,

,

黒
沙
地
獄
一
石
―
督
＊
攻
戦
甜
而
名
聞
1
1

四
夷
面
間
閻
婦
女
小
兒
、
皆
呼
↓
―

琥

。

【

黒

漫

天

】

351

”
マ
ン
葛
従
周
の
飼
っ
た
鷹
の
名
。
〔
清
異
時
有
,
,
熱
風
暴
起
吹
,
,
熱
熙
沙
盃
益
芦
,
,
其
身
↓
徳
用
[
]
二
黒
王
相
公
↓
〔
故
事
成
語
考
、
文
臣
〕
王
徳
用

【
黒
兜
品
】
341

芯
カ
晶
の
名
。
几
香
晶
(1ー

1
3
:6
8
9
)

録
、
禽
〕
葛
従
周
養
こ
忠
鷹
す
甚
鷲
‘
忽
突
レ
籠
飛
去
、
従
【
黒
車
子
族
】
363

弁
な
室
章
の
別
種
族
。
突
蕨
の
北
人
稽
1

一
黒
王
相
公
↓

の
異
名
。
〔
本
草
、
九
香
贔
〕
繹
名
、
黒
兜
晶
。
周
惜
‘
責
↓
1

掌
事
者
五
印
捕
良
急
、
従
周
方
食
、
小
僕
報
n

一
に
居
り
、
善
く
車
帳
を
作
る
か
ら
名
づ
く
。
〔
五
代
史
‘
[
散
レ
黒
論
レ
黄
】
373

昇
巧
が
ヘ
テ
四
の
五
の
と
言
ふ
。
言

【
黒
藤
川
】
342

幻
ラ
伊
豫
國
の
地
名
。
桐
樹
上
鷹
見
―
―
棲
泊
こ
望
レ
之
乃
一
鴎
也
、
怒
罵
曰
、
不
レ
四
夷
附
録
第
二
論
〕
黒
車
子
善
作
―
―
車
帳
b

其
人
知
1

一
孝
ひ
争
ふ
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
慶
―
―
閣
國
1

雑
劇
〕
那
賑
待
三

【
黒
~
群
】3

4
3
月
ク
香
の
名
。
篤
褥
香
の
下
等
の
も
の
。
解
レ
事
奴
、
此
痴
伯
子
得
二
萬
箇
盃
5
レ
用
、
促
尋1

1黒
漫
義
五
地
貧
無
レ
所
A
産
云
゜
敦
レ
黒
論
レ
黄
‘
悪

1一
紫
奪
；
朱
。

黒
色
の
た
め
、
こ
の
名
あ
り
と
い
ふ
。
〔
本
草
、
篤
褥
天
1
来

、

黒

漫

天

所

レ

失

鷹

名

也

。

【

黒

上

来

了

】

364

hei1 
s
h
a
n
g
4
 
lai 
la

暮
れ
か
か
る
。
【
黒
塞
班
維
那
】
374

茄
且
地
名
。
ユ
ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
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黙

部

黒

畏

黒

〔
―
|
四
鵞
〕

乱

況

訃

則

酌

覧

肝

駄

薫

託

酌

訳

訊

醗

野

酔

1
0
一
七

日
口
口
國
O
ま
つ
く
ろ
。
深
黒
色
。
〔
玉
篇
〕
乱

,.......... 

軋
"'ヽ........... 
48041 

国國□ 口 El
エアエアアイエイ
ンンチッィ

〔
集
韻
〕
於
閑
切

〔
集
韻
〕
乙
琵
切

〔
廣
韻
〕
於
記
切

〔
集
韻
〕
英
皆
切

〔
集
韻
〕
於
既
切

圏羅届国困

.

.
 
胃]一

【

黒

]

[

俗
八
レ
里
作
レ
黒 コ
ク

黒（
1
2
|
 4
8
0
3
8
)

に
同
じ
。
〔
類

篇
〕
黒
、
累
或
字
。
〔
正
字
通
〕
黒
‘

冥
】
〗
黒
(
1
2
|
 4
8
0
3
8
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
男
、
黒
本
字
。

コ
ク

ヤ
の
西
部
の
地
方
。

H
e
r
z
e
g
o
v
i
n
a

の
昔
諜
。

【
黒
猪
渡
夫
河
―
】
375

和
グ
紆
炉
タ
ル
雨
の
降
る
兆
。
天
河

中
に
猪
に
似
た
雲
あ
り
、
河
に
浴
す
れ
ば
雨
降
る
と
い

ふ
。
〔
通
俗
編
‘
天
文
‘
熙
猪
渡
―
―
天
河
―
〕
太
平
御
寛
‘

引
1

一
黄
子
猜
相
雨
書
玉
へ
河
中
有
レ
雲
‘
如
レ
浴
1

一
猪
稀
言
一

日
大
雨
‘
爾
立
等
謂
二
之
黒
猪
渡
河
二
付
レ
句
云
、
黒
猪

餌
河
天
欲
レ
風
‘
蒼
龍
衡
レ
燭
不
―
―
敢
紅
↓

【
黙
田
痩
松
翁
】3
7
6
"
咋
グ
＇
ョ
•
ウ
ォ
•
ウ
越
後
の
人
。
名
は
玄
鶴
゜

字
は
浩
翔
・
金
城
。
琥
は
痩
松
翁
．
痩
松
園
・
不
老
不
死

老
人
。
天
保
六
年
十
一
月
―
―
十
六
H
歿
す
。
年
五
十

七
。
林
樫
宇
に
師
事
す
。
瞥
業
の
傍
、
生
徒
を
緊
め
て

教
授
す
。
経
學
・
瞥
學
．
散
學
に
精
通
す
。
著
に
臀
事

雑
言
・
金
城
文
集
・
火
浣
布
撮
説
・
経
謄
（
論
語
部
）
・
古

韻
通
式
・
算
學
新
書
・
産
論
・
詩
経
本
草
・
傷
寒
論
度
量

衡
考
・
蒲
蘭
一
助
・
石
綿
論
・
痩
松
園
詩
集
・
痩
松
園
詩

話
・
鼠
環
正
名
録
・
田
畝
里
程
考
・
天
命
耕
堺
・
筆
骰
・
不

老
不
死
筆
談
・
北
越
山
水
記
・
蘭
算
圏
解
・
和
字
活
法
が

あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
．
〔
北
越
名
流
遺
芳
〕
。

●
く
ろ
。
黒
色
。
〔
玉
篇
〕
肝
、
黒
色
。
●
面
の
黒
い

氣
°
奸
(
8
ー

2
2
8
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
紆
‘
説
文
‘

面
黒
代
也
、
或
作
レ
肝
。

●
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
欧
‘
黒
也
。
●
玄
欧

は
‘
十
千
の
壬
の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
〕
太
歳
在
レ

壬
日
―
―
玄
欧
↓
〔
義
疏
〕
玄
訳
‘
言
―
―
物
終
而
幽
競
―

【

If]蜘
カ

ン

〔
集
韻
〕
古
旱
切
回
E-

【
訳
】
〗
1
い
〔
集
韻
〕
逸
胃
國

[
覧
]
〗
ア
ン
”
戸
戸

~
4
)
に
同
じ
。
〔
字

＇臼＿

阿】螂

義
未
詳
。
酌
に
同
じ
。
〔
字
彙
補

酌
、
同
レ
野
。

エ
イ

【則】岬

鯨
(
1
2
|
 4
8
1
2
3
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
則
、
同
レ
鯨
゜

ケ
イ

國

〔
集
韻
〕
職
略
切
嘩
卒

日
●
龍
の
ひ
げ
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
龍
須
謂
二
之

9
eっ
け
ば
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
酌
、
一
曰
、
婦
人
面

飾
。
O
ほ
く
ろ
を
顔
に
つ
け
る
。
〔
集
韻
〕
酌
、
一

曰
、
黒
子
箸
レ
面
。
□
●
ほ
く
ろ
。
ま
ゆ
ず
み
。
お

き
ず
み
。
婦
人
の
顔
の
飾
。
婦
人
が
面
の
か
ざ

り
と
し
て
頬
の
上
に
つ
け
る
ほ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕

酌
、
婦
人
以
レ
貼
飾
゜
●
的
(
8
|
2
2
6
9
2
)

に
通
ず
。

〔
正
字
通
〕
酌
‘
卑
ハ
レ
的
通
。

厨】螂
日
テ
キ
チ
，
ヤ
ク

口
｀
名
ヤ
ク

厨】亨

〔
集
韻
〕
丁
歴
切

〔
集
韻
〕
其
滝
切
／
圏

く一

i:r

ch'ien2 

〔
集
韻
〕
渠
金
切
醐
吟

〔
集
韻
〕
居
奄
切
猿

小

El．
く
ろ
い
。
〔
説
文
〕
訟
‘
黎
砥
‘
炊
レ

今
＼
累
＾
策
黒
今
臀
‘
秦
問
民
為
丞
首
一
謂
嘉

堂
周
謂
ー
一
之
黎
民
ご
笏
日
、
為
二
酔
孟
啄
↓
〔
證
、
祭

義
〕
以
為
―
齢
首
則
↓
〔
疏
〕
酔
、
謂
レ
黒
也
。
O
<

ろ
む
。
く
ろ
く
な
る
。
す
す
け
る
。
〔
韓
愈
‘
争

臣
論
〕
墨
突
不
レ
得
レ
酔
゜
鬱
あ
さ
ぐ
ろ
。
黄
黒

色
。
浅
黒
。
〔
集
韻
〕
酔
、
黄
黒
色
。
〔
正
字
通
〕
緊
、

漫
黒
也
。
働
鈴
(
1
1
-
4
0
2
2
3
)

に
通
ず
。
〔
康
熙
字

典
〕
酔
‘
卑
ハ
レ
鈴
通
。
O
古
‘
羅
(
9
-
2
8
3
8
7
)

に
作

る
。
〔
康
熙
字
典
〕
酔
‘
古
文
格
。
O
貴
州
省
の
別

栂
〔
清
國
行
政
法
汎
論
‘
行
政
画
劃
及
地
方
官

巖
直
省
古
名
〕
貴
州
‘
酔
゜
□
●
く
ろ
い
ろ
。
〔
集

韻
〕
酔
、
黒
色
。
〔
左
氏
‘
襄
、
十
七
〕
邑
中
之
齢
。

円ロロ
ケゴキゲケ

ンンンンン

写
】
〗
ボ
ク
[
戸
三
ぃ
厄
闊
じ
二
王

『
冒
m-

昌

I
□―

●
色
が
ま
つ
く
ろ
い
。
深
黒
色
。
〔
集
韻
〕
託
、
色

深
黒
。
〔
正
字
通
〕
託
、
深
黒
色
。
O
濁
つ
て
黒
い
。

〔
六
書
故
〕
託
、
濁
累
也
。

尻

】

藝

ハ

〔

集

韻

〕

都

故

切

圏

【
野
】
疇

義
未
詳
。
〔
字
彙
〕
野
‘
烏
幡
切
‘
昔

椅。

エ
イ

ま
つ
く
ろ
。
〔
篇
海
類
編
〕
夏
、
深
黒
也
。

[
I
L】〗
イ
〔
篇
海
類
編
〕
於
戯
切
園

冤】蜘
ケ
ン

薫
(
1
2
|
 4
8
0
6
1
)

の
率
字
。
〔
字
彙
＿

補
〕
黛
、
薫
謡
字
。
【
野
】
〗
ト
ン

飩
(
1
2
|
 4
8
 0
 62
)

に
同
じ
。
〔
字
子
彙

補
〕
飩
、
同
レ
飩
゜

霰】螂

深
黒
也
。
〔
集
韻
〕
凰
、
深
黒
色
。
O
通
じ
て
t

(

4

|
 9
6
5
6
)

に
作
る
。
〔
韻
會
〕

lL
、
通
作
レ
t

。
国
<

ろ
。
頸
(
1
2
|
 4
8
1
7
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頸
、
黒

也
、
或
作
レ

ILo

【
凱
昧
】
1

t

ィ
濃
い
黒
色
。
深
黒
。
〔
韓
愈
、
衛
州
徐
恨

王
廟
碑
〕
圏
像
之
威
‘
皿
昧
就
レ
滅
。

●
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
獣
、
黒
也
。
O
甚
だ
く
ろ
い
。

〔
集
韻
〕
駄
、
黒
甚
゜
〇
黒
い
あ
と
。
〔
廣
韻
〕
駄
、

黒
跡
。
R
黛
(
1
2
-
4
8
0
7
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕

黛
‘
俗
作
レ
駄
。

か
き
き
ず
。
〔
篇
海
〕
執
‘
砲
脱
也
。

冒
〔
集
韻
〕
徒
蓋
切
頭

【
邑
〗
戸
〔
篇
海
〕
胡
玩
切
瞬

也
。
O
ま
た
t
(
4
-
9
6
5
6
)

に
作
る
。
〔
康
熙
字

典
〕
訳
‘
又
作
レ

t
。

13613 
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〔
注
〕
子
竿
黒
色
而
居
二
邑
中
↓
●
地
名
。
〔
集
韻
〕
放
に
作
る
。
時
、
大
い
に
餓
う
。
放
、
食
を
路
に
置
き
、
餓

齢
‘
又
地
名
。
参
姓
。
〔
正
字
通
〕
齢
、
人
姓
‘
齊
酔
T

者
を
待
っ
て
食
は
し
む
。
磯
者
あ
り
‘
袂
を
蒙
し
履
を

輯
し
、
貿
貿
然
と
し
て
来
る
。
放
、
左
に
食
を
奉
じ
‘
右

に
飲
を
執
つ
て
‘
嵯
来
つ
て
食
へ
と
い
ふ
。
磯
者
、
目
を

放
。
曰
く
ろ
い
。
監
(
1
2ー

4
0
0
2
1
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻

〕

監

‘

黒

也

‘

或

作

レ

酌

゜

揚

げ

之

を

視

て

日

く

、

予

‘

唯

嵯

来

の

食

を

食

は

ず

し

【
齢
嵐
】
1

杞
造
化
の
神
の
名
。
一
説
に
、
水
神
を
い
て
斯
に
至
れ
る
な
り
と
。
放
、
従
っ
て
謝
せ
ど
も
、
終
に

ふ
。
又
、
野
土
雷
に
作
る
。
〔
楚
辞
、
遠
遊
〕
召

nii¥r.鼻
―
而
見
レ
食
は
ず
し
て
死
す
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
。

之
分
、
為
レ
余
先
1

一
乎
平
路
一
〔
注
〕
問
―
―
造
化
之
紳
臼
ぞ
得
【
酔
愚
】
5

ク
人
民
を
い
ふ
。
酔
は
頭
髪
の
黒
い
こ
と
。

失
→
〔
補
注
〕
大
人
賦
云
、
左
玄
冥
→
而
右
"
~

雷
ぶ
注
云
‘
一
説
に
、
首
を
冒
ふ
黒
巾
。
民
は
齢
に
し
て
愚
な
も
の

警
瓢
也
、
天
上
造
化
神
名
、
或
日
二
水
神
↓
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
酔
首
(

I

I

)

を
見
よ
。
〔
草
瑠
‘
宣
州
南

【
酔
嗽
】
2

忙
山
居
の
獣
を
い
ふ
。
虎
豹
の
類
。
〔
易
‘
陵
縣
大
農
跛
記
〕
齢
愚
皆
苦
ふ
ル
始
作
↓
而
泰
―
―
於
成
功
↓

説
卦
〕
為
n
i
i
\
r
.
~

啄
之
層
↓
〔
疏
〕
為
1

一
齢
啄
之
屡
面
取
真
山
居
【
酔
口
】
6

認
黒
い
口
。
〔
馬
融
、
廣
成
頌
〕
鷲
獣
毅
晶
‘

之

獣

也

。

偲

牙

酔

口

、

大

匈

哨

後

。

【
齢
江
】
3

だ
●
川
の
名
。
④
源
は
責
州
省
の
東
南
。
廣
【
酔
細
】
7

忙
人
民
を
い
ふ
ぷ
翌
自

(11)
に
同
じ
。
細
は

西
省
柳
城
縣
に
至
り
、
章
江
と
合
す
。
一
名
、
右
江
。
〔
讀
細
民
。
〔
郭
環
‘
省
レ
刑
疏
〕
臣
主
未
レ
寧
,
,
於
上
玉
酔
細
未
レ

史
方
輿
紀
要
、
廣
川
、
大
川
〕
右
江
、
右
江
之
源
有
J
-

―
‘
輯
―
―
千
下
↓

一
日
三
輻
緑
江
ご
凋
出
二
責
州
古
州
長
官
司
西
南
二

r流
【
酌
篭
】
8

梵
か
ま
ど
を
く
ろ
め
る
。
又
、
黒
く
な
っ

入
―
―
柳
州
府
懐
遠
縣
境
↓
遠
―
―
縣
西
一
歴
"
融
縣
東
ご
仝
南
た
か
ま
ど
。
〔
謝
眺
‘
天
ざ
役
湘
州
ご
哭
,
1

宣
城
吏
民
ー
別

塁
柳
城
縣
衷
合
龍
江
一
至
府
城
酉
而
名
柳
江
一
詩
〕
下
レ
車
逮
喧
レ
席
、
紆
品
服
始
墜
T

レ鼈゚

匝
其
源
而
―
―
―
-n
、
亦
日
―
―
酔
江
盆
匹
其
流
而
名
レ
之
、
亦
【
酔
山
】
，
？
山
名
。
湖
南
省
保
靖
縣
の
西
。
〔
元
和

口
簿
江
一
也
、
一
日
―
―
都
句
江
ご
源
出
二
貴
州
黄
平
州
西
志
〕
酔
山
、
後
漢
時
陸
康
伐
レ
螢
瑕
レ
此
、
即
躊
請
為
レ
援
‘

應
下
流
入
二
慶
遠
府
天
河
縣
ご
又
南
歴
―
―
府
城
北
↓
謂
ー
ー
諸
樹
木
‘
皆
有
1

一
人
馬
之
形
一
因
平
1

一
輩
寇
ご
改
為
―
―
武
神

之
龍
江
:
人
東
経
一
柳
州
府
柳
城
縣
北
｛
又
東
合
―
―
於
融
山
↓

江
エ
並
流
至
府
城
西
南
盃
皿
為
"
柳
江
ご
又
東
南
経
1

一
象
【
齢
州
】
10

祝
州
名
。
北
周
、
置
く
。
故
治
は
四
川
省

州
西
工
亦
曰
二
象
江
ェ
亦
南
入
↓
―
武
宣
縣
界
丁
戸
於
横
水
彰
水
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
、
重
慶
府
、
浩
州
〕
彰

江
―
―
曰
―
―
都
泥
江
「
源
出
―
―
責
州
定
番
州
西
北
界
一
流
水
縣
、
漢
浩
陵
縣
地
、
層
↓
面
巴
郡
一
晉
陽
1

「
水
陵
郡
一
永
嘉

入
1

一
慶
遠
府
南
丹
州
南
‘
及
那
地
州
北
ご
仝
果
歴
1

一
折
城
以
後
、
没
二
於
蟹
燎
ご
後
周
武
帝
保
定
四
年
、
得
二
其
地
一

縣
南
ガ
ヘ
東
南
経
―
―
遷
江
縣
北
盃
復
東
南
流
経
―
―
賓
州
南
一
置
1

一
鵜
緊
奉
州
ニ
尋
改
二
齢
州
五
隋
開
皇
十
三
年
、
置
―
―
彰

為
―
―
賓
水
す
又
東
北
流
歴
―
―
来
賓
縣
南
万
又
東
ぢ
ぎ
武
宣
縣
水
縣
盃
為

,,ii¥r.州
治
工
入
業
初
、
改
レ
州
為
―
―
酔
安
郡
盃
唐
武

酉

而

合
l

一
柳
江
一
以
其
自
レ
西
而
東
↓
或
謂
1

一
之
横
水
徳
初
、
復
曰
―
―
齢
州
盆
四
年
、
置
1

都
督
府
於
此
工
_
―
年
、

江
也
。
＠
烏
江
の
下
流
。

O
縣
名
。
唐
、
置
く
。
四
川
省
罷
,
,
都
督
府
定
元
天
―
一
年
、
復
為
―
―
都
督
府
五
へ
賓
初
、
日
1

一

彰
水
縣
の
東
北
。
唐
岩
河
の
西
北
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
齢
中
郡
玉
兼
督
,
,
覇
緊
五
十
州
下
丁
ユ
載
‘
又
置
二
齢
中
節

要
、
四
川
、
重
慶
府
〕
酔
江
縣
、
漢
臨
江
浩
陵
二
縣
地
‘
度
使
ぶ
況
元
初
‘
復
為
己
E

州
都
督
府
ぶ
炉
故
。

属
巴
郡
こ
―
目
以
後
為
―
―
酔
陽
縣
地
云
喪
武
陵
郡
ぶ
木
齊
【
酔
首
】
11
グ
'
i

秦
代
、
人
民
の
稲
。
後
、
通
稽
と
な
る
。
酔

因
レ
之
‘
隋
開
皇
初
、
置
―
―
石
城
縣
ご
喪
庸
州
「
大
業
初
‘
は
黎
、
頭
愛
の
悪
い
こ
と
を
い
ふ
。
一
説
に
、
首
を
お
ほ

改
属
―
巴
東
郡
「
唐
武
徳
初
‘
改
圏
―
―
酌
州
二
大
賓
初
‘
改
ふ
黒
巾
。
周
に
は
民
を
黎
民
と
い
ふ
。
〔
説
文
〕
酔
‘
黎

日
1

一
騎
江
縣
二
宋
因
レ
之
、
伯
属
―
酔
州
↓
元
圏
二
紹
興
府
一
也
、
秦
謂
レ
民
為
-
l

酔
首
一
謂
"
累
色
一
也
、
周
謂
1

一
之
黎
民
-

明
初
改
-
l

今
陽
↓
〔
消
史
稿
‘
地
理
志
〕
四
川
‘
忠
州
直
隷
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
酌
首
、
壊
民
也
。
〔
證
‘
祭
儀
〕
因
"
物
之

州

、

縣

二

、

齢

江

。

紐

制

為

乏

甑

明

命

二

鬼

紳

百

盆

竺

酔

首

則

↓

〔

載

國

‘

【
酔
赦
i

]

4

が
の
春
秋
‘
齊
の
人
。
漢
書
古
今
人
表
に
は
禽
魏
策
〕
先
王
必
欲
ふ
ノ
留
而
扶
二
社
稜
「
安
中
酔
首
上
也
。

黒

部

〔
四
鵞
〕

酌

〔
呂
覧
、
振
乱
〕
常
今
之
世
、
濁
甚
癸
、
酔
首
之
苦
、
不
レ

門
以
加
と
K

゜
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
分
―
―
天
下
盆
以
為
1

↓

三
十
六
郡
「
郡
置
呑
尉
監
↓
更
名
レ
民
日
―
―
齢
首
↓
〔
賣

誼
、
過
秦
論
〕
際
元
王
之
道
ぶ
竺
百
家
之
言
｛
以
愚
丞

首
↓
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
燿
1

一
滅
文
章
百
公
翌
齢
首
一
〔
劉
瑶
、

勧
進
表
〕
酌
首
幾
絶
‘
必
将
レ
有
lm

以
搬
1

一
其
緒
コ
正
注
〕
翰

曰
‘
酔
首
、
百
姓
也
。

【
酔
書
】
12

お
書
名
。
―
一
巻
。
清
、
田
愛
撰
゜
酔
の
苗

蜜
の
種
類
部
落
及
ぴ
‘
草
木
山
川
人
材
土
物
風
俗
等
を

記
し
た
も
の
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
、
別
集
類
〕
。

【
酔
庶
】
139
的
も
ろ
も
ろ
の
た
み
。
齢
首
。
〔
慮
謀
‘
贈
,
,

雀
温
詩
〕
亦
既
弛
-
1

負
楓
愈
位
宰
畜
庶
↓
〔
宋
書
‘

武
帝
紀
中
〕
九
伐
之
道
既
敷
、
八
法
之
化
自
理
、
登
手
博

施
於
民
云
竺
斯
酔
阻

【
酔
如
】
14

笠
古
の
人
名
。
〔
呂
覧
‘
勿
射
〕
酔
如
作
1

一虜

首
↓
容
成
作
レ
暦
。

【
酔
西
】
15

杞
〇
州
名
。
清
‘
僅
く
。
貴
州
省
大
定
府

に
隠
す
。
民
國
、
縣
に
改
む
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
貴

州
、
大
定
府
‘
州
三
、
齢
西
州
。

O
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。

四
川
省
大
定
縣
の
東
。

【
齢
阪
】

16g
縣
名
。
漢
、
置
く
。
古
の
介
國
。
故
城

は
山
東
省
膠
縣
の
西
南
。
齢
阪
山
が
あ
る
。
〔
春
秋
、

倍
‘
―
-
＋
九
‘
春
、
介
葛
虞
来
‘
杜
注
〕
介
‘
束
夷
國
也
‘
在
,
,

城
陽
酔
阪
縣
↓
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
瑯
邪
郡
、
縣
五
十

一
、
酔
阪
。
〔
後
漢
書
‘
淳
子
恭
傭
〕
客
隠
瑯
邪
酔
阪
山
↓

【
齢
地
】
17

が
／
貴
州
省
の
古
名
。
蟹
地
に
近
い
か
ら
名

づ
く
。
〔
故
事
成
語
考
、
地
輿
〕
貴
州
省
近
,
,
蜜
方
芦
ロ
レ

古
名
為
―
―
酔
地
一

【
酔
中
】
18

サが

O
郡
名
。
④
秦
の
始
息
帝
、
濶
く
。
戦

國
の
時
の
楚
の
地
。
故
城
は
湖
南
省
況
陵
縣
の
西
。
湖

南
省
藷
辰
州
・
常
徳
・
永
順
・
澄
州
の
諸
府
州
、
及
ぴ
貴

州
省
藷
黎
平
、
思
南
諸
府
の
地
。
〔
史
記
、
秦
紀
〕
及
二
江

南
〖
デ
酔
中
郡
→
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
歴
代
州
域
形
勢
、

秦
〕
齢
中
、
今
辰
州
府
常
徳
府
、
至
二
岳
州
府
之
澄
州
‘
又

永
順
保
靖
諸
衛
西
皆
是
其
地
、
杜
佑
日
、
今
齢
中
寧
夷
郡

亦
是
其
地
‘
宋
白
日
‘
隋
唐
之
齢
州
、
非
,
,
秦
漢
之
齢
中
―

也
、
自
1

一
後
周
保
定
四
年
、
渚
陵
首
領
田
思
鶴
蹄
化
｛
以
1

其
地
ユ
丑
奉
州
二
寺
改
―
―
齢
州
ぶ
門
因
レ
之
、
亦
日
酔
安

郡
「
唐
亦
曰
二
齢
中
郡
↓
説
者
遂
以
唐
酔
州
及
夷
費
思

播
皆
為
―
―
古
齢
中
地
↓
不
レ
知
渚
陵
之
酔
州
興
―
―
古
酔

中
玉
匹
越
峻
嶺
盆
民
山
川
[
-
U
レ
之
、
柄
然
自
分
、
唐
酔

州
治
、
今
四
川
彰
水
縣
、
夷
費
思
播
四
州
、
倶
見
―
―
唐
十

道
州
郡
↓
＠
唐
、
置
く
。
故
治
は
四
川
省
彰
水
縣
。
〔
讀

史
方
興
紀
要
、
四
川
、
重
慶
府
‘
培
州
〕
彰
水
縣
、
漢
渚
陵

縣
地
、
属
―
巴
郡
五
云
云
、
天
賓
初
、
曰
―
―
齢
中
郡
こ
兼
督
'1

覇
緊
五
十
州
↓
〇
道
名
。
①
唐
‘
置
く
。
治
は
酔
州
。
四

川
省
彰
水
縣
治
。
湖
北
省
西
南
部
、
四
川
省
東
南
部
‘

貴
州
省
北
部
、
湖
南
省
西
部
の
地
を
統
ぶ
。
＠
民
國
‘

置
く
。
責
州
省
に
陽
す
。
治
は
貴
陽
縣
。
貴
陽
・
息
鋒
・

修
文
・
龍
里
・
貴
定
・
紫
江
・
定
番
・
大
塘
・
廣
順
•
長
塞
·

羅
料
・
平
越
・
甕
安
・
渭
濯
・
餘
慶
．
遵
義
・
緩
陽
・
桐
梓
・

仁
懐
•
正
安
．
都
句
·
平
舟
・
鑢
山
・
筋
波
・
麻
吟
・
獨
山
・

―
-
＿
合
•
八
塞
・
都
江
・
丹
江
の
三
十
縣
を
管
轄
す
。

【
酌
突
】
19

防
く
ろ
ん
だ
煙
突
。
無
畜
突
無
媛
席

を
見
よ
。

〖
無
面
突
無
疏
席
〗

2
0
”
五
廿
一
所
に
な
が

＜
滞
在
す
る
暇
の
な
い
こ
と
。
道
を
行
ふ
に
つ
と
め
る

喩
゜
孔
席
不
レ
嘆
(

8
|
6
9
3
3
 :
 
1
6
2
)

を
見
よ
。
〔
淮
南
子
、

脩
務
訓
〕
孔
子
無
1

一
野
孟
杢
墨
子
無
1
1

媛
席
↓
〔
注
〕
鼈
突

不
レ
至
1

一
於
墨
坐
席
否
至
松
温
面
竪
汲
於
行
ぬ
道
也
。

【
緊
夫
】
21

つ
戦
國
‘
齊
の
人
。
齊
の
威
王
、
魏
恵
と
郊

に
會
田
す
。
魏
王
‘
齊
に
賓
あ
る
や
を
問
ふ
。
威
王
日

く
、
野
バ
夫
あ
り
、
徐
州
を
守
ら
し
む
る
に
‘
則
ち
燕
人
‘

北
門
に
祭
り
、
趙
人
、
西
門
に
祭
る
、
徒
り
従
ふ
者
、
七

千
家
餘
と
。
〔
史
記
‘
四
十
六
〕
。
〔
史
記
、
田
敬
仲
完
世

家
〕
齊
威
王
―
-
＋
四
年
、
卑
ハ
ニ
魏
王
1

會
1

田
於
郊
土
魏
王

問
曰
、
王
亦
有
レ
賓
乎
、
威
王
日
、
無
レ
有
、
梁
王
曰
、
若
二

寡
人
國
ー
小
也
、
尚
有
下
径
寸
之
珠
‘
照
―
―
車
前
後
各
十
二

菜
者
十
枚
い
奈
何
以
二
萬
乗
之
國
―
而
無
レ
賓
乎
、
威
王

曰
‘
寡
人
之
所
1

一
以
為
』
賓
興
レ
王
異
、
吾
臣
有
-
―
檀
子
者
一

使
に
す
1

南
城
｛
則
楚
人
不
1

敢
為
レ
寇
東
取
一
洒
上
十
二

諸
侯
皆
来
朝
‘
云
云
‘
吾
吏
有
二
齢
夫
者
面
炉
守
1

徐
州
一

則
燕
人
祭
北
門
五
趙
人
祭
西
門
玉
徒
而
従
者
七
千
餘

家
‘
云
云
‘
登
特
十
二
乗
哉
、
梁
恵
王
態
、
不
レ
澤
而
去
。

【
齢
巫
]
2
2

だ
四
川
と
貴
州
の
境
の
地
方
を
い
ふ
。
枢

は
巫
峡
゜
〔
元
槙
、
酬
1

一
築
天
東
南
行
1

詩
〕
鯨
呑
近
二
漠

提
猿
岡
接
1

一
齢
巫
一

【
酔
牟
]
2
3

梵
春
秋
‘
衛
宣
公
の
太
子
た
る
急
子
の
弟
。

立
つ
こ
と
八
年
、
出
で
て
周
に
亡
ぐ
。
〔
史
記
、
三
十
七
〕
。

【
齢
陽
]
2
4

競
縣
名
。
宋
‘
置
く
。
湖
南
省
茶
陽
縣
の
東

1
0
一
八

13614 
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黒

部

〔
四
鵞
〕

酔

眈

翫

既

眈

薫

飩

獣

1
0
一
九

上
【
翫
】
〗

南
。
漁
水
と
清
水
江
と
會
す
る
と
こ
ろ
に
位
す
。
〔
讀
史
俗
通
‘
怪
神
〕
哀
哉
齢
黎
‘
漸
染
―
―
迷
謬
↓
〔
播
岳
‘
西
征
賦
〕

方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
辰
州
府
、
況
州
〕
酔
陽
縣
、
漢
鐸
城
願
―
―
酔
黎
1

其
誰
聴
‘
惟
請
レ
死
而
獲
レ
可
。
〔
唐
文
宗
‘

縣
地
、
属
ー
武
陵
郡
ご
梁
為
一
龍
標
縣
地
「
唐
貞
観
八
年
、
元
日
詩
〕
不
レ
愛
―
―
仙
家
登
慎
訣
一
願
蒙
二
四
海
年
呼
酔

析
置
朗
渓
縣
こ
喪
巫
州
「
五
代
時
縣
際
‘
宋
熙
寧
七
黎
↓
〔
蘇
献
‘
款
塞
来
享
詩
〕
輪
レ
中
心
修
―
―
貢
職
玉
棄
レ
過
為
,
1

年
、
置
酔
江
城
「
元
豊
―
一
年
、
升
為
腎
陽
縣
ご
属
説
酔
黎
↓

州
今
城
周
不
レ
及
乞
一
里
瓢
戸
一
十
二
里
。
〔
清
史
稿
、
【
齢
墟
】
3
1
5

／
齢
の
地
、
櫨
無
し
。
人
あ
り
、
之
を
山
【
回
認
】
岬

地
理
志
〕
湖
南
‘
況
州
府
‘
縣
一
―
-
‘
酔
陽
。
下
に
放
つ
。
虎
見
て
神
と
為
し
、
一
鳴
を
聞
い
て
遠
く

【
酔
雷
】
25

だ
造
化
の
神
の
名
。
一
説
に
、
水
神
の
名
。
遁
る
。
後
‘
押
れ
て
之
を
衝
冒
す
る
に
及
ん
で
墟
怒
っ

O
既
非
は
、
く
ろ
い
。
〔
廣
韻
〕
既
、
既
非
、
黒
也
。

き
鼠
(
!
)
を
見
よ
。
〔
漢
書
、
司
馬
相
如
傭
下
〕
左
―
―
玄
冥
ー
て
虎
を
蹴
る
。
虎
其
の
技
の
一
蹴
に
止
る
を
知
り
‘
喜
〇
く
ら
い
。
明
か
で
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
既
、

不
レ
明
兒
。

O
物
が
生
ず
る
さ
ま
。
〔
韻
會
〕
既
、

而
右
―
―
齢
雷
入
弓
、
前
1

一
長
離
盃
叩
後
土
向
皇
↓
〔
注
〕
張
揖
曰
‘
ん
で
之
を
喰
ひ
殺
し
た
寓
話
。
酔
櫨
之
技
を
見
よ
。

齢
雷
‘
酔
厩
也
、
天
上
造
化
紳
名
也
、
楚
辞
日
、
召<

I齢
〖
齢
纏
之
技
〗
3
2
乞
？
己
の
技
柄
の
拙
劣
な
の
を
知

鼻
而
見
5

之

、

或

曰

、

水

紳

也

。

ら

な

い

で

辱

を

取

る

喩

。

技

能

の

拙

劣

で

用

ふ

る

所

の

物

生

貌

。

【
酔
落
】
26

花
民
の
住
む
村
落
。
〔
管
子
、
山
櫂
散
〕
管
無
い
喩
。
又
、
ほ
か
に
技
能
の
無
い
喩
゜
酌
駿
を
見
よ
。
【
既
既
】

1"
明
か
で
な
い
さ
ま
。
は
つ
き
り
し
な
い
さ

子
曰
‘
請
立
レ
幣
、
國
鋸
以
二
年
之
粟
細
i

レ
之
、
立
―
―
酔
〔
柳
宗
元
‘
三
戒
〕
齢
無
レ
櫨
、
有
1

一
好
レ
事
者
ぶ
E

載
以
入
、
ま
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
茫
茫
既
既
‘
慌
岡
奄
款
。
〔
注
〕
善

蓬
力
重
、
奥
天
下
調
。
〔
纂
詰
〕
酔
‘
酔
首
‘
謂
レ
民
‘
至
則
無
レ
所
レ
用
、
放
―
―
之
山
下
ぶ
心
見
レ
之
、
厖
然
大
物
也
‘
曰
、
既
既
‘
不
レ
明
。

落

‘

村

也

。

以

為

叶

‘

云

云

‘

他

日

櫨

一

鳴

‘

虎

大

駿

‘

云

云

‘

以

為

且

レ

【

既

非

】

2

5

黒
い
。
〔
廣
韻
〕
既
、
既
非
、
黒
也
。

【
酔
婁
】
2
7
[
ノ

O
春
秋
、
齋
の
高
士
。
魯
の
恭
公
‘
其
の
唯
レ
己
也
‘
云
云
‘
習
1

一
其
瞥
五
竺
互
梢
近
‘
盆
押
蕩
侍
衝

賢
を
聞
き
、
使
を
遣
し
、
證
を
致
し
て
相
と
為
さ
ん
と
冒
、
駿
不
レ
勝
レ
怒
蹄
レ
之
‘
虎
因
喜
、
計
日
、
技
止
レ
此
耳
‘

す
る
も
‘
辞
し
て
受
け
ず
。
齊
王
‘
又
之
を
證
し
、
聘
し
因
跳
朕
大
噸
、
断
―
―
其
喉
ニ
乎
其
肉
一
乃
去
。
〔
陸
消
、
詩
〕

て
卿
と
な
さ
ん
と
す
る
も
、
亦
就
か
ず
。
貧
、
甚
だ
し
く
、
技
能
已
盛
似
丞
纏
二
故
事
成
語
考
、
鳥
獣
〕
酔
櫨
之
【
叫
就
】
〗
パ
ゥ
〔
集
韻
〕
子
求
切
甲
〗

歿
し
て
袋
‘
罷
を
蔽
は
ず
。
曾
西
曰
く
‘
其
の
被
を
斜
に
技
、
技
止
レ
此
耳
゜

す
れ
ば
敏
る
と
。
其
の
妻
日
く
、
邪
に
し
て
餘
あ
ら
ん
【
齢
安
居
士
】
3
3
E
各
／
宋
‘
黄
庭
堅
(
1
2
-
4
7
9
2
6
:
 1
2

い
ぽ
゜
眈
(
9
|
2
9
3
0
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
眈
、
説

よ
り
は
正
に
し
て
足
ら
ざ
る
に
若
か
ず
、
先
生
‘
不
邪

6
0
)

の

琥

。

文

、

贅

也

、

或

作

レ

眈

゜

の
故
を
以
て
能
＜
此
慮
に
至
る
、
死
し
て
之
を
邪
に
す

る
は
先
生
の
意
に
非
ず
と
。
書
四
篇
を
著
は
し
、
道
家

呂

ン

〔

集

韻

〕

都

感

切

蔽

【

薫

】

螂

ヶ

ン

〔

篇

海

〕

吉

典

切

臨

の
務
を
い
ひ
‘
酔
婁
子
と
琥
す
。
〔
列
女
博
、
賢
明
傭
〕
・

口
チ
ン
〔
集
韻
〕
陣
甚
切
声
g

〔
高
士
傭
、
中
〕
．
〔
清
南
府
志
〕
。
〇
復
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
【
野
5
】

』

ン

略
〕
齢
婁
氏
、
列
女
偶
、
酔
婁
先
生
古
賢
士
。

〖
酔
婁
妻
〗2
8認
ル
ノ
齊
の
隠
士
‘
酔
婁
の
麦
夫
死
し
‘
〇
く
ろ
い
。
皮
が
黒
い
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
薫
、
黒

也
。
〔
篇
海
〕
薫
、
皮
黒
。

0
し
わ
。
〔
字
彙
〕
煮
、

小
日
口
〇
あ
か
。
け
が
れ
。
し
み
。
き
た

な
く
く
ろ
い
。
〔
説
文
〕
眈
‘
滓
垢
也
、

布
被
小
に
し
て
其
の
全
身
を
覆
ふ
に
足
ら
ず
C

人

が

飯

紐

蔽

斜

に

覆

は

ん

こ

と

を

す

す

め

た

と

き

、

正

し

く

覆

う

て

皮

跛

。

参

黛

(
1
2
-
4
8
0
8
8
)
の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕

薫
、
俗
窯
字
。

足
ら
ざ
る
に
若
か
ず
と
肯
じ
な
か
っ
た
。
〔
高
士
傭
〕
酔
炊
レ
黒
尤
臀
゜
〔
徐
瀬
注
箋
〕
水
部
沈
‘
一
日
‘
濁
眈

婁
先
生
卒
‘
覆
以
二
布
被
↓
覆
レ
頭
則
足
見
、
覆
レ
足
則
頭
也
‘
眈
即
沈
字
‘
因
二
滓
垢
下
沈
―
而
易
従
レ
黒
耳
゜

〔
集
韻
〕
眈
‘
汗
也
。
〔
六
書
故
〕
眈
‘
汗
黒
透
凄

見
‘
曾
西
日
、
斜
其
被

-HIJ
敏
芙
、
妻
日
、
斜
レ
之
有
レ
餘
‘

也
。
●
黒
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
眈
‘
黒
也
。
〔
播
岳
、
藉

不
レ
サ
右
正
レ
之
不
＞
足
。

〖
け
•
日
立
紅
訂
戸
い

E
l
[
l
"

い
丘
取
土
田
賦
〕
翠
幕
眈
以
雲
布
。
〔
庄
〕
善
曰
‘
眈
‘
翌
貌
也
。
【
飩
】
〗

賢
人
‘
魯
公
使
レ
致
―
―
證
粟
三
十
鐘
涵
四
用
為
＞
相
‘
先
生
[
眈
貼
}
’
け
が
す
o

〔
楚
酔
‘
宋
玉
、
九
辮
〕
或
眈
貼

辞

而

不

レ

受

。

而

汗

レ

之

。

〔

補

注

〕

就

、

説

文

都

感

切

‘

滓

垢

也

‘

又

防

[
酔
ぢ
黎

]
3
0

冗

甚

切

、

汚

也

。

た
み
。
酔
首
黎
民
。
庶
民
を
い
ふ
。
〔
風

夏衷
策小

〔
集
韻
〕
吐
衰
切
戸
〗

〔
集
韻
〕
他
昆
切
甲
-

日

□

O
黄
色
く
に
こ
っ
た
黒
色
。
〔
説

文
〕
飩
、
黄
濁
黒
也
、
炊
レ
黒
屯
臀
゜
〔
段

日
ト
ン

口
ト
ン

ケキ

困

タ
ン

〔
集
韻
〕
許
既
切

眈
(
1
2ー

4
8
0
5
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
翫
、
同
レ
眈
‘
黒
色
也
。

〔
集
韻
〕
密
北
切
願
『

n
こ

m
o
•

小
●
だ
ま
る
。
も
だ
す
。
語
ら
な
い
。
し

歎
豪
づ
か
に
す
る
。
〔
正
字
通
〕
獣
、
子
語

也
。
〔
易
、
繋
辟
上
〕
君
子
之
道
、
或
出
或
虞
‘
或
獣

或
語
。
〔
中
庸
〕
其
獣
足
―
―
以
容
↓
●
し
づ
か
。
〔
廣

韻
〕
獣
、
又
静
也
。
〔
正
字
通
〕
獣
‘
静
也
。
⑦
ひ
つ

そ
り
と
し
た
こ
と
。
昔
磐
の
無
い
こ
と
。
〔
書
‘
説

命
〕
恭
獣
思
レ
道
。
〔
楚
辞
、
劉
向
、
九
歎
、
惜
賢
〕
獣

順
レ
風
以
櫃
仰
分
。
〔
注
〕
獣
、
寂
也
。
◎
多
言
し
な

い
。
く
ち
か
ず
が
少
な
い
。
〔
晉
書
、
江
統
博
〕
静

獣
有
遠
志
↓
◎
聞
え
な
い
。
あ
ら
は
れ
な
い
。

〔
任
防
、
桓
宣
城
碑
〕
顕
獣
之
際
゜
◎
諒
闇
の
證
を

守
る
こ
と
。
〔
國
語
、
楚
語
上
〕
於
レ
是
乎
一
二
年
獣

以
思
レ
道
。
〔
注
〕
獣
、
諒
闇
也
。

O
な
い
。
〔
列
子
、

力
命
〕
獣
レ
之
成
レ
之
。
〔
注
〕
獣
、
無
也
。
働
か
す

か
。
く
ら
い
。
〔
字
彙
〕
獣
、
幽
也
。
〔
正
字
通
〕

獣
、
幽
也
。

O
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
獣
、
黒

也。

0
を
か
す
。
む
さ
ば
る
。
む
さ
ぼ
つ
て
官

を
敗
る
。
〔
孔
子
家
語
、
正
論
解
〕
貪
以
敗
に
目
為
レ

獣
。
〔
注
〕
獣
、
猶
レ
冒
、
荀
貪
不
レ
畏
レ
罪
。

O
犬

が
瞥
無
く
し
て
人
を
逐
ふ
。
〔
説
文
〕
獣
、
犬
暫

饂
人
也
、
八
レ
犬
煕
臀
‘
讀
若
レ
墨
゜
〔
繋
傭
〕
犬

獣
無
レ
臀
逐
入
。
R
物
の
さ
ま
。
獣
獣
(
7
3
)
を
見

よ。

O
墨
(
8
|
5
4
6
9
)
・
 
喝
(
2
-
4
5
2
6
)

に
通
ず
。

〔
正
字
通
〕
獣
、
通
角
墨
・
喝
→
〇
或
は
嘩

~
(
2
|
4
2
 

8
3
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
獣
、
或
作
レ
喋
。

O
通
じ
て

穆
(
8
-
2
5
2
5
1
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
獣
、
通
作
レ

【
獣
】
岬

ポ
ク
モ
ク

注
〕
謂
黄
濁
之
嘉
也
。
〔
廣
韻
〕
飩
、
黄
熙
色
也
。

0
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
飩
、
黒
也
。

O
又‘

純
(
1
2
-
4
7
9
3
2
)
・

蝉
町

(
1
2
-
4
7
9
5
1
)

に
作
げ
る
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
飩
、
字
亦
作
レ
難
、
作
レ
辟
。
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穆
゜
＠
通
じ
て
謬
(

8

|
2
7
8
5
5
)
・
 
肱
（
9

|2942~!, 

洲
良
簡
文
集
、
友
亦
預
焉
、
共
墨
蜀
中
事
二
亦
【
獣
坐
】24
[ク
も
の
を
言
は
な
い
で
す
わ
る
。
無
言
で
〖
獣
思
口
吟
〗
3
6
謬
む
／

I
'
)
.
 脈
(
9
-
2
9
4
6
9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
飲
‘
通
有
底
塑
遺
忘
玉
友
皆
名
列
、
曾
無
鐸
漏
ぶ
旦
武
瞼
以
蜀
す
わ
っ
て
ゐ
る
。
〔
論
衡
、
量
知
〕
訊
坐
朝
庭
「
不
レ
能
レ
で
口
ず
さ
む
。

城
闘
應
皆
如
真
言
↓
坐
者
歎
服
。

O
書
名
。
④
三
巻
。
言
レ
事
、
興
レ

F
無
レ
異
゜
〔
劉
得
仁
、
秋
夜
寄
―
―
友
人
1

詩
〕
【
獣
視
]
3
7

匁
だ
ま
つ
て
見
て
ゐ
る
こ
と
。

唐
、
張
徽
撰
゜
〔
唐
書
‘
藝
文
志
〕
。
◎
-
―
＿
巻
。
宋
、
王
銃
撰
。
獣
坐
看
レ
山
久
、
閑
行
値
レ
寺
過
。
〔
韓
愈
、
送
＿
た
侯
参
謀
【
獣
識
】
38

咋
他
人
の
言
ふ
所
の
慎
意
を
虹
ち
に
心
に

作
レ
謬
‘
又
通
作
―
―
詠
・
脈
↓
〇
黒
(
1
2
-
4
8
0
3
8
)

に

通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
獣
、
段
借
為
レ
黒
。
◎
沐
京
朝
野
の
遺
聞
を
記
す
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
小
説
家
赴
二
河
中
証
詩
〕
獣
坐
念
二
語
笑
ぶ
蕊
如
レ
遇
寒
蠅
↓
〔
浪
會
得
す
る
。
心
中
に
記
憶
す
る
。
心
中
に
さ
と
る
。
暗
中
に

姓

。

〔

姓

譜

〕

明

有

祇

思

道

↓

類

〕

。

那

代

酔

編

‘

獣

坐

〕

劉

器

之

待

制

封

レ

客

多

獣

坐

‘

往

往

記

誦

す

る

。

〔

論

語

、

逃

而

〕

子

曰

、

獣

而

識

レ

之

、

學

而

不

レ

【
獣
庵
】
1

ぢ

獣

奄

を

見

よ

。

【

獣

求

】

13

琴
口
に
言
は
な
い
で
考
へ
求
め
る
。
〔
張
不
兵
冬
一
談
↓
至
―
―
子
終
"
H
、
客
意
甚
倦
、
或
謂
レ
去
籠
厭
、
誨
レ
人
不
レ
倦
、
何
有
森
心
我
1

哉
。
〔
孔
融
、
薦
1
1

禰
衡
1

【
慇
奄
】
2

乃
字
琥
。

0
宋
、
王
介
(
7

ー
2

呂
2
3
:
 1
1
6
)

養
浩
、
過
1

一
長
春
宮
＿
詩
〕
獣
'1

求
詩
句

[t-―
相
答
硲
玉
酔
不
レ
聴
‘
至
盃

9
之
再
三
云
有
―
―
問
レ
之
者
一
日
‘
人
能
終
日
表
〕
弘
羊
潜
計
、
安
世
獣
識
、
以
レ
衡
準
レ
之
、
誠
不
レ
足
レ

の
0
の
字
。

O
元
、
安
煕
(
8
1
7
0
7
2
 :
 7
3
)

の

琥

。

●

明

、

揮

出

竜

端

虹

。

危

坐

、

而

不

―

―

欠

伸

欽

側

云

蓋

百

無

こ

二

谷

天

能

な

之

者

怪

。

〔

魏

志

、

王

菜

博

〕

観

下

人

園

七

杏

回

壊

お

釆

為

覆

レ

朱
志
潔
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 8
1
7
)の舅
®
明
、
戴
浩
(
6ー
1
1

【
獣
許]
1
4衿明
言
し
て
許
さ
な
い
が
、
咎
め
は
せ
ぬ
こ
必
貴
人
也
、
以
―
―
其
言

1
試
レ
之
、
人
皆
瞼
。
之
、
基
者
不
レ
信
、
以
レ
杷
蓋
レ
局
、
使
伍
奇
笞
他
局
盃
〖
占

6
8
5
 :
 1
4
)

の
琥
。

O
清
、
董
訥
(
9
|
3
1
4
3
3
 :
 1
3
8
)

の
と
。
知
ら
な
い
ふ
り
を
し
て
許
す
。
み
の
が
し
。
め
こ
ぽ
【
獣
齋
】
25

丑
り
字
琥
。

O
宋
、
陳
成
父
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 1
0

之
、
用
相
比
校
‘
不
レ
誤
―
―
―
道
↓
其
彊
記
獣
識
如
レ
此
゜

舅
〇
清
、
苑
騒
(
9
-
3
0
8
3
4
:
 5
1
)

の

舅

O
清
鴻
舒
し
。
〔
曾
翠
答
葛
蘊
詩
〕
衆
中
雙
子
蘇
獣
許
非
I

4
3
)

の

鑢

0
明
‘
張
傑
(
4
|
9
8
1
2
 :
 2
6
4
)の
琥
。
参
清
、
〖
獣
識
録
〗
3
9咋
？
書
名
。
六
巻
。
三
宅
尚
齋
撰
゜
學

(
1
2

ー
4
4
5
7
9
:
 9
5
)の
琥
。
O
清
、
江
瑶
(
6
-
1
7
1
5
4
•
•

他
人
→
山
佳
維
雅

(
4ー
8
1
7
8:
 1
9
2
)

の
琥
°
幽
清
、
朱
鴻
瞭
(
6
|
1

問
の
要
旨
を
記
し
た
も
の
で
、
道
罷
二
篇
・
為
學
三
篇
・

8
4
)

の

琥

。

【

獣

吟

】

15

狂
グ
瞥
を
獲
し
な
い
で
詩
歌
を
讀
む
。
〔
孟

4
4
2
4
:
 7
8
0
)

の
琥
。
⑲
清
、
檀
莱
(
6

ー
1
5
6
3
2
:
 3
6
)

の
経
博
一
篇
に
分
る
。

〖
黙
奄
集
〗3
パ9
7
7
ア
ノ
書
名
。
四
巻
。
元
、
安
熙
撰
。
自
ら
郊
、
寄

1一
陳
府
部
給
事
一
詩
〕
孤
省
疑
咬
絞
、
獣
吟
窺
綿
琥
。
O
清
、
陳
廣
寧(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 7
7
0
)
の
琥
。O
石
川
〖
獣
識
心
通
〗
4
0
9
"ウ
以
心
傭
心
に
、
其
の
事
柄
を

の

詩

文

を

あ

つ

め

た

も

の

。

そ

の

詩

は

格

調

が

高

い

。

綿

。

之

清

の

琥

。

石

川

大

凡

(
8
-
2
4
0
2
4
:
 4
7
7
)
を
見
よ
。
R
さ
と
る
こ
と
。

〔

四

庫

提

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

【

獣

寓

】

16

琴
だ
ま
つ
て
を
る
。
〔
輻
悪
全
書
、
刑
名
部
、
宇
井
弘
篤
の
琥
。
宇
井
欧
齋
(
3
-
7
0
6
7
:
 9
8
)
を
見
よ
。
【
獣
示
】
41

勺
〇
口
に
出
さ
す
に
暗
獣
の
中
に
氣
持
を

【
獣
翁
】
4

店
字
琥
。

O
金
‘
瀧
躊
(
1
2
|
 4
8
8
2
4
 :
 2
3
)

賊
盗
上
、
穂
論
〕
途
獣
諏
子
酉
之
内
乎
。

O
稲
葉
正
信
の
琥
。
稲
葉
獣
齋
（
8
-
2
5
2
1
6
:
 6
4
)

を
見
表
示
す
る
こ
と
。
無
言
で
示
す
。
〇
キ
リ
ス
ト
教
で
、
神

の
琥
゜
●
明
、
曹
英
(
5

ー
1
4
2
9
7
:
 1
0
)

の
0
の
琥
。

O
土
【
獣
化
】
17

衿

自

然

に

感

化

す

る

。

〔

蝠

恵

全

書

、

液

任

ょ

°

が

人

の

心

を

啓

い

て

、

奨

理

を

示

し

賜

ふ

こ

と

。

啓

示

。

肥
政
平
の
琥
。
土
肥
獣
翁
(
8
-
4
8
6
7
:
 4
9
3
)を
見
よ
。
部
、
待
紳
士
〕
獣
化
潜
移
、
正
自
不
レ
小
。
〖
獣
齋
遺
稿
〗

2
6
"”tィ
書
名
。
二
巻
。
宋
‘
涌
九
言
撰
。
【
獣
爾
】

4
2
勺
だ
ま
つ
て
言
は
な
い
さ
ま
。
〔
鄭
谷
、
前

【
獣
伽
】
5

勺
地
名
。
ア
ラ
ビ
ヤ
、
ヘ
ジ
ャ
ズ
南
部
の
【
獣
會
】
18mo• 

h
u
e
i
•
説
明
を
待
た
な
い
で
さ
と
る
。
詩
一
巻
・
文
一
巻
。
詩
格
は
高
く
は
な
い
が
、
晩
唐
の
風
寄
―
―
左
省
張
起
居
二
日
言1尋
蒙
―
―
唱
酬
自
炉
誉
過
レ
賓

都
會
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
生
地
。

M
e
c
c
a

の

昔

謀

。

意

會

(
4
|
1
0
9
2
1
 :
 3
8
)

に

同

じ

。

が

あ

る

。

〔

四

庫

提

要

、

集

、

別

集

類

〕

。

郁

用

1

一
藷
韻
1

重
答
詩
〕
従
宋
廿
―
―
獣
爾
百
E

レ
此
倍
恰
然
。

【
獣
改
】6
衿
言
論
を
用
ひ
な
い
で
あ
ら
た
め
る
。
〔
論
【
獣
契
】

1
9苔
言
語
を
用
ひ
な
い
で
意
志
が
通
じ
合
〖
獣
齋
先
生
〗2
7
5グ
打
梢
琥
°
〇
宋
‘
涌
九
言
（7ー
1
7

[
獣
窺
】

4
3
g
O暗
記
し
て
書
く
。
書
取
る
。
書
取
。

衡
、
明
雰
〕
塵
改
政
治
涵
!
n

易
操
行
玉
ー
レ
彰
1

一
子
外
↓
ふ
。
語
ら
な
い
で
自
然
に
一
致
す
る
。
〔
名
賢
集
〕
慎
西

7
9
2
:
 3
4
0
)

の
尊
梢
。

O
清
、
湯
之
綺
(
7

ー
1
7
8
7
4
:
 1
7
 

〔
唐
書
、
蒋
又
博
〕
雖
―
―
虞
世
南
獣
窮
「
列
女
傭
不
―
―
是
過
↓

【
獣
考
】
7

吟
だ
ま
つ
て
か
ん
が
へ
る
。
獣
想
。
獣
思
。
山
越
山
新
居
成
、
名
＿
＿
其
齋
山
i
-
1

學
易
五
如
云
、
坐
看
呉

2
)

の

尊

稲

゜

〇

胸

中

に

豊

稿

を

描

く

こ

と

。

〔

戴

表

元

、

江

行

雑

書

詩

〕

沈

思

獣

考

。

「

琥

°

越

雨

山

秀

、

獣

契

義

文

千

古

心

、

朱

晦

翁

見

レ

之

日

、

吾

【

獣

相

】

28

謬
だ
ま
つ
て
た
す
け
る
。
〔
蝠
恵
全
書
、
罹
平
生
見
レ
書
無
1

一
此
本
盃
便
欲
"
'
獣
紅
懸
二
高
堂
↓

、
の

【
獣
耕
】
8

吟
宋
、
羅
璧
(
9
-
2
8
3
9
7
:
 2
4
5
)

の
0
の

且

涵

竺

避

レ

此

三

含

↓

任

部

、

到

術

門

〕

敬

互

明

神

t

獣
相
陰
扶
、
始
終
吉
慶
。
【
獣
祝
]
“
ベ
デ
だ
ま
つ
て
い
の
る
。
、
L
の
う
ち
で
し

【
獣
稿
】
，
吟
胸
中
で
草
稿
を
作
る
。
腹
稿
(
9

ー
2
9
7
2

【
獣
姑
】
20

戎
ク
清
、
生
獣
(
6
ー
1
6
6
1
3
:
 8
)

の
小
字
。
【
獣
荘
】
29

誇
清
‘
唐
岱
(
2
|
3
7
0
9
 :
 2
4
9
)

の
琥
。
る
。
〔
宋
史
、
方
技
下
、
王
仔
昔
傭
〕
蓋
帝
獣
下
祝
為
一
宮

2
:
 10)
に
同
じ
。
獣
棄
。
〔
蘇
拭
、
哀
公
清
和
―
-flJ景
文
登
【
獣
語
】
21

咋
沈
獣
す
る
こ
と
と
も
の
い
ふ
こ
と
°
〔
易
‘
[
獣
想
】
30

謬

だ

ま

つ

て

念

ふ

。

獣

念

。

獣

考

。

妃

年

竺

赤

目
1

者
い
〔
輻
悪
全
書
‘
刑
名
部
、
人
命
上
‘
疑

介
亭
詩
復
次
韻
答
レ
之
詩
〕
登
臨
得
五
怯
哭
江
白
照
二
繋
辞
上
〕
君
子
之
道
、
或
出
或
虞
、
或
獣
或
語
。
〔
後
漢
【
獣
毀
{
】
31

ぢ
獣
っ
た
ま
ま
相
手
に
し
な
い
。
他
人
の
獄
〕
更
獣
'1

祝
敦
語
「
再
拝
而
起
。

湖
遠
袖
レ
手
獨
不
レ
言
、
歌
棄
已
在
レ
腹
。
書
、
仲
長
統
偉
〕
統
性
傲
億
、
敢
直
言
、
不
レ
衿
11

小
節
玉
獣
言
行
に
封
し
て
そ
の
是
非
を
い
は
ず
、
無
視
す
る
こ
【
獣
書
I

】45mo• 

s
h
u
一
書
取
る
。
書
取
。

【
獣
諫
】
10

ぢ

あ

き

ら

か

に

い

さ

め

な

い

。

遠

ま

は

し

語

無

レ

常

゜

〔

左

思

、

魏

都

賦

〕

謬

面

が

語

之

常

倫

玉

ざ

膠

と

。

【

獣

誦

]

蛉

パ

炉

〇

暗

誦

す

る

こ

と

。

唱

誦

。

〔

宋

史

、

楊

に
諫
め
る
。
〔
後
漢
書
、
循
吏
、
劉
矩
傭
〕
順
辞
厭
諫
‘
多
言
―
而
踵
修
。
〔
李
康
、
運
命
論
〕
若
夫
出
虞
不
な
違
'1

其
【
獣
山
】
32

ぢ
清
、
翁
光
祀
(
9

ー
2
8
6
3
5
:
 6
8
)

の
字
。
撤
博
〕
漱
幼
聰
警
、
七
歳
讀
↓
1

春
秋
左
氏
博
面
趾
瞭
夭
義
↓

見

省

用

↓

時

一

獣

語

不

レ

界

其

人

↓

【

獣

之

】

33

ベ
ク
金
、
田
瀬
(
7
ー
2
1
7
2
3
:
 3
6
)

の
字
。
周
宰
相
李
穀
‘
召
令
二
戦
誦
―
―
無
二
遺
誤
五
穀
甚
異
レ
之
。

【
獣
巖
】
11

努
清
、
呉
國
封
(
2
-
3
3
6
5
:
 5
7
1
)

の
字
。
【
敷
口
】
22

芯
も
の
言
は
な
い
。
口
を
き
か
ぬ
。
鍼
口
。
【
獣
止
】
34

ベ
ク
ロ
出
し
を
し
な
い
。
だ
ま
つ
て
何
も
し
〔
蘇
献
‘
次
下
韻
孔
毅
父
集
1

一
古
人
詩
一
見
』
贈
詩
〕
不
レ
如
嘩
血

【
獣
記
】
1
2
"
ク
●
そ
ら
ん
じ
お
ぽ
え
る
。
〔
班
固
、
答
賓
〔
孔
叢
子
、
答
問
〕
吾
以
レ
是
獣
ー
ロ
於
小
道
盃
主
耳
於
諸
な
い
。
人
の
な
す
ま
ま
に
ま
か
せ
て
お
く
。
干
渉
し
な
誦
千
萬
首
、
左
抽
右
取
談
笑
足
。

O
獣
讀
す
る
こ
と
。

戯

〕

潜

籍

獣

記

、

紺

以

年

歳

↓

〔

世

説

新

語

、

任

誕

〕

子

一

久

癸

。

い

。

〔

三

島

中

洲

、

乃

木

将

軍

論

序

〕

世

有

下

議

-
1

将
軍
死
―
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
‘
朱
笥
〕
手
紗
欺
誦
‘
難
鳴
不
レ
已
゜

襄
陽
羅
友
有
天
韻
ぶ
乙
時
多
謂

-f溢
竺
云
云
、
為
り
人
【
獣
公
】
23
立

71

字
琥
。
●
清
、
陳
悼
（
桐
城
の
人
）
（
1
1

ー
者
だ
何
等
軽
他
、
吾
不
レ
能
ー
↓
獣
止
五
巴
新
紙
―
而
上
―
―
辮
【
獣
蒸
】
47

衿
ウ
し
づ
か
に
む
す
こ
と
。
〔
白
虎
通
、
騰

有
記
功
涵
竺
桓
宣
武
元
＇
レ
蜀
、
按
令
蜀
城
閥
威
―
―
宇

4
1
6
9
8
:
 3
3
1
)

の
O
の
字
。
〇
清
、
許
容
(
1
0

ー
3
5
2
9
8

：

論

玉

竺

敷

日

云

積

成

レ

冊

。

柴

〕

陽

氣

於

1

一
黄
泉
之
下
ぶ
獣
蒸
而
萌
°

内
外
道
阻
廣
狭
植
種
果
竹
多
少
西
品
竺
記
之
五
後
宜
武

2
1
8
)

の
0
の

字

。

【

獣

思

】

35

匁
清
、
蒲
雲
従
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 2
9
3
)

の
琥
。
【
獣
深
】
48

ベ
グ
清
、
魏
源
(
1
2
|
 4
5
8
7
2
 :
 5
4
)

の
字
。

だ
ま
つ
て
考
へ
込
み
、
小
臀

黒

部

〔
四
書
一
〕

獣

I
 

0
1

―0
 

13616 



(48063・ ・49) (48073) 

黒

部

〔
四
宣
〕

獣

黙

駄

航

野

胆

数

歎

翫

駒

殷

薫

【
獣
敷
】
49

衿
だ
ま
つ
て
心
の
中
で
か
ぞ
へ
る
。
〔
蘇

拭
淮
上
早
登
詩
〕
灌
月
傾
レ
雲
瞭
角
哀
、
小
風
吹
レ
水
碧

鱗
開
、
此
生
定
向
忌
出
四
老
、
獣
散
淮
中
＋
往
来
。

【
獣
成
】
50

”
字
琥
。

O
宋
、
播
良
貴
(
7
|
1
8
2
3
6
 :
 2
2
 

4
)

の
舅
●
明
、
劉
鴻
訓
(
2ー

2
2
2
4
:
 9
2
1
)

の
字
。

〖
獣
成
文
集
〗51
ぢ
弁
書
名
。
八
倦
。
宋
、
播
良
貴
撰
。

原
集
久
し
く
侠
し
、
裔
孫
援
拾
す
る
と
こ
ろ
は
僅
か
に

文
二
十
首
、
詩
二
十
七
首
、
詞
一
首
な
る
も
、
附
録
が
多

く
、
橙
例
乱
雑
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
獣
省
1

】52
衿
物
し
づ
か
に
か
へ
り
み
る
。
獣
つ
て
静

か
に
反
省
す
る
。
〔
黄
消
、
故
山
詩
〕
支
レ
願
獣
省
藷
林

泉
、
石
径
茅
堂
到
Tl

目
前
↓

【
獣
笑
】
53

誘
瞥
を
出
さ
な
い
で
笑
ふ
。
に
や
に
や
笑

ふ。

【
獣
仙
】
55

”
も
の
い
は
ず
‘
獣
然
と
し
て
登
仙
し
た
仙

人
。
〔
顔
延
之
、
五
君
詠
‘
岱
中
散
〕
形
解
瞼
―
―
獣
仙
↓
〔
注
〕

善
曰
‘
桓
子
新
論
日
、
聖
人
皆
形
解
仙
去
、
言
m
死
示
1

一民

有
＂
終
、
清
日
、
瞼
レ
此
則
康
獣
然
而
仙
芙
。

【
獣
然
】
56

努
●
だ
ま
つ
て
居
る
さ
ま
。
も
の
を
い
は

ず
に
考
へ
る
。
喋
然
゜
〔
列
子
、
仲
尼
〕
商
太
宰
喋
然
心

計
曰
、
孔
丘
欺
レ
我
哉
。
〔
晏
子
、
諫
、
上
〕
景
公
出
―
―
遊

f

寒
塗
三
狂
死
背
面
獣
然
不
レ
問
。
〔
韓
非
子
、
喩
老
〕
日
、

有
1と
鳥
止
―
―
南
方
之
阜
⇒
二
年
不
レ
翅
、
不
レ
飛
不
品
鳴
、
暉
~

然
鉦
か
臀
、
此
為
1

一
何
名
↓
〔
戦
國
、
齊
策
〕
宣
王
獣
然
不
レ

説
。
〔
史
記
、
呉
起
傭
〕
起
獣
然
良
久
曰
、
層
1

一
之
子
と
K

。

〔
東
方
朔
、
非
有
先
生
論
〕
獣
然
無
レ
言
者
三
年
矢
゜
〔
論

衡
、
知
賓
〕
客
謂
レ
梵
曰
、
固
也
、
吾
前
見
1

一
王
志
在
ら
遠
、

後
見
―
―
王
志
在
"
-
音
‘
吾
是
以
獣
然
。
●
無
言
無
為
で
茫
然

た
る
さ
ま
。
〔
漢
書
、
成
帝
紀
〕
在
位
獣
然
、
平
レ
有
Tl

忠
言
↓

【
獣
斐
】
57

衿
飯
田
忠
彦
の
琥
。
飯
田
獣
曳
(
1
2
-
4
4
0
6

4
:
 90
 ̀
）
を
見
よ
。

【
獣
塞
】
58

乃
沈
獣
を
守
つ
て
世
と
交
は
ら
な
い
こ
と
。

〔
李
璽
玉
、
自
―
―
澄
浦
1

東
遊
1

一
江
表
1

途
出
―
―
巴
丘
五
空
員

外
従
公
虞
1

詩
〕
饒
寒
束
―
―
困
厄
玉
獣
塞
飛
―
―
星
霜
↓

【
獣
存
】
59

パク

0
形
橙
を
動
か
さ
な
い
で
紳
遊
す
る
こ

と
。
〔
列
子
、
周
穆
王
〕
左
右
日
、
王
獣
存
耳
。
〔
蘇
献
、
永

和
清
都
観
道
士
童
顔
製
髭
問
1

一
其
年
庄
オ
於
丙
子
一
蓋

興
レ
予
同
求
―
―
此
詩
―
詩
〕
覇
枕
未
レ
容
春
夢
断
、
清
都

宛
在
獣
存
中
↓
〔
韻
府
引
‘
苗
成
大
、
詩
〕
静
裏
壼
天
人

不
レ
到
、
火
輪
飛
出
獣
存
中
。

O
清
‘
張
宗
蒼
(
4
-
9
8
1
2

:
 1
2
8
9
)

の

字

。

故

分

。

〔

注

〕

應

勒

日

、

獣

獣

、

不

レ

得

レ

意

也

。

●

ひ

つ

そ

【
獣
孫
】
60

冦
ク
明
、
顧
簡
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 4
2
)

の
字
。
り
し
て
人
ご
ゑ
の
な
い
こ
と
。
さ
び
し
い
。
〔
楚
辞
、
九

【
獣
台
】
61

パ
り
複
姓
。
〔
周
書
、
恰
峰
博
〕
峯
本
姓
獣
台
、
章
‘
悲
回
風
〕
登
右
轡
ー
以
遠
望
合
、
路
抄
砂
之
獣
獣
。

阻

避

レ

難

改

焉

。

〔

補

注

〕

獣

獣

、

寂

無

1

一

人

瞥

一

也

。

「

琥

。

【
獣
禰
】62
衿
心
の
中
で
い
の
る
。
獣
し
て
い
の
る
。
〖
獣
獣
翁
〗7
4
"
0
0
7

モ
，
清
、
楊
堵
(
8
-
1
5
1
1
2

:
 1
2
)

の

〔
韓
愈
、
謁
―
―
衡
嶽
廟
1遂
宿
―
―
嶽
寺
一
題
→
一
門
棲
一
詩
〕
潜
レ
〖
獣
獣
軒
〗

7
5
”
モ
ク
清
、
熊
賜
履
（
7
-
1
9
2
9
4: 1
5
0
)
 

心
獣
躊
若
レ
有
レ
應
‘
登
非
1

一

正

直

能

感

通

↓

の

琥

。

【
獣
諾
】63
パ
”
暗
獣
の
中
に
承
知
す
る
。
又
‘
其
の
ま
ま
〖
獣
獣
乎
〕

7
6
衣
ク
モ
ク
物
言
は
な
い
さ
ま
。
〔
荘
子
、
秋

み

の

が

す

。

獣

許

。

水

〕

獣

獣

乎

河

伯

、

女

悪

知

,

,

貴
賤
之
門
、
小
大
之
家
↓

【
獣
啜
】
64

戸
”
唐
、
突
蕨
の
主
。
兄
骨
咄
禄
を
織
い
で
【
獣
慮
】
77

衿
だ
ま
つ
て
考
へ
る
。
〔
縣
恵
全
書
、
刑
名

立
ち
、
武
后
の
時
、
唐
の
た
め
に
契
丹
を
撃
破
し
、
立
功
部
、
人
命
上
、
審
鞠
〕
其
潜
圏
獣
慮
、
人
執
得
而
知
ら
之
。

報
國
可
汗
に
冊
せ
ら
る
。
こ
れ
よ
り
扇
；
邊
境
に
寇
【
獣
臨
~
】

7
8
乃
清
、
馬
維
翰

(
1
21
 44
5
7
2
 :
 6
8
2
)

の
字
。

す
。
武
后
怒
り
‘
獣
啜
を
斬
る
者
を
封
王
に
購
は
ん
と
【
獣
護
】
79

”
獣
つ
て
お
じ
ぎ
を
す
る
。
無
言
で
敬
證

て
獣
啜
を
斬
啜
と
改
む
C

開
元
の
間
、
獣
啜
年
老
い
、
部
す
る
。

落
漸
く
散
じ
、
北
の
か
た
九
姓
を
討
つ
て
曳
固
を
奪
【
獣
和
】
四
乃
博
戯
法
の
一
種
。
〔
牧
猪
間
話
〕
紙
牌
有
下

ひ
、
勝
を
侍
ん
で
備
を
設
け
ず
、
九
姓
逍
卒
に
殺
さ
る
。
六
十
頁
為
こ
具
1

者
ご
四
人
合
局
、
以
レ
次
抹
L

牌
、
謂
1
1

〔
唐
書
、
二
百
十
五
上
〕
・
〔
藷
唐
書
‘
一
百
九
十
四
上
〕
。
之
獣
和
一
餘
二
十
頁
、
男
一
人
掌
レ
之
、
謂
11

之
把
和
ガ
又

【
獣
偲
】
66

”
雁
言
語
を
用
ひ
ず
、
以
心
博
心
で
博
へ
或
子
,
,
六
十
頁
之
外
盃
更
加
二
具
面
叫
毎
種
各
四
頁
、
毎

る
こ
と
。
〔
六
祗
壇
経
〕
須
T

偲
1

一
授
従
上
以
来
獣
傭
分
人
各
得
―
―
二
十
頁
以
外
二
其
餘
頁
皆
掩
覆
、
次
第
男
抹
、

付

云

＇

わ

得

レ

匿

―

―

其

正

法

↓

以

備

―

―

棄

取

な

苫

口

1

一

描

和

↓

「

琥

゜

【
獣
讀
】
67

月

贅

を

出

さ

ず

に

よ

む

こ

と

。

【

獣

希

子

】

80

ベ
ク
キ
唐
、
徐
震
府
(
4ー

1
0
1
1
0
:
 6
5
6
)

の

【
獣
認
】
68

召
ク
暗
獣
に
み
と
め
る
。
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
【
獣
棘
連
】
8
1
[
ク
そ
ぅ
唐
、
砒
伽
可
汗
(
6ー

1
6
7
5
2
:
 4
9
)
 

て
み
の
が
す
。
獣
許
(
1
4
)

に

同

じ

。

獣

諾

。

の

名

。

【
獣
念
】
6
9
"
ク
だ
ま
つ
て
考
へ
る
。
獣
考
。
〔
唐
書
、
宗
室
、
【
獣
堂
集
】
82

衿
タ
ウ
書
名
。
二
十
二
巻
。
宋
、
陳
淵
撰
゜

渤
海
王
孫
裁
偲
〕
大
寒
扱
』
薪
自
灸
、
夜
無
1

一
然
膏
玉
獣
念
其
の
門
人
沈
度
編
。
文
十
二
巻
・
詩
十
巻
。
王
安
石
・
秦

阿
記
。
〔
孟
郊
、
寒
埃
詩
〕
獨
立
欲
一
面
何
語
面
獣
念
心
酸
噺
゜
檜
等
を
砥
る
も
の
が
多
い
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集

【
獣
誂
】
7
0
5
ク

か

く

し

て

言

は

な

い

こ

と

。

言

は

な

い

類

〕

。

「

の

琥

゜

で

隠

し

て

ゐ

る

こ

と

。

【

獣

道

人

】

83

努
9
ゥ
清
、
許
希
沖
(
1
0
-
3
5
2
9
8
:
 2
5
3
)
 

【
獣
甫
】
71

↓
宋
、
襲
識
(
1
2
-
4
器
3
7
:
 2
7
)
の
字
。
【
獣
徳
那
】
84

が
地
名
。
ア
ラ
ビ
ヤ
、
ヘ
ジ
ャ
ズ
の
都

【
獣
慕
】
72mo• 

mu• 

思
ふ
。
考
へ
る
。
市
。
マ
ホ
メ
ッ
ト
の
墳
墓
の
地
。
M
e
d
i
n
a
の
昔
謁
°

【
獣
獣
】
73

”

0
口
を
閉
ぢ
て
も
の
を
言
は
な
い
さ
【
獣
堂
先
生
】
85

努
ぢ
宋
、
陳
淵
(
1
1
ー

4
1
6
9
8
:
 3
8
)
 

ま
。
獣
然
゜
〔
楚
辞
、
九
歌
〕
叶
嵯
獣
獣
分
、
誰
知
1

一
吾
之
の
尊
稽
゜

廉
貞
↓
〔
韓
詩
外
偉
、
七
〕
干
羊
之
皮
、
不
レ
若
こ
狐
之

雙
衆
人
諾
諾
、
不
レ
若
,
,
一
士
之
誇
誇
一
昔
者
商
討
獣
獣

【
黙
】
〗

而
亡
、
武
王
諄
誇
而
昌
。
〔
石
崇
、
王
明
君
辞
〕
獣
獣
以

荀
生
。

O
む
な
し
く
何
も
無
い
さ
ま
。
〔
荘
子
、
在
宥
〕

至
道
之
精
、
窃
窃
冥
冥
‘
至
道
之
極
、
昏
昏
獣
獣
。
〔
注
〕

獣
獣
、
了
無
也
。
●
意
を
得
な
い
さ
ま
。
不
涌
な
さ
ま
。

〔
史
記
、
武
安
侯
博
〕
故
魏
其
日
獣
獣
不
レ
喪
志
、
而
獨
【

a恥
】
岬

厚
遇
溢
直
将
軍
↓
〔
漢
書
、
買
誼
傭
〕
干
嵯
獣
獣
、
生
之
亡
レ

タ
イ

モ
ク

〔
字
彙
〕
他
蓋
切
醸

獣（
1
2
|
 4
8
0
6
3
)

に
同
じ
。

窯】
5

J
O
ニ―

ジ
義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
薫
、
昔
二
。

【殷】
[

4

ユク・ポノ"“五い
O
鏡

国】螂
ェ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
駒
、
昔
夭
。

【
翫
】
[
グ
け
ワ
ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
翫
、
昔

ijo 

1

万

霰
】
岬

義
未
詳
。
〔
魏
書
、
刑
罰
志
〕
律
文
、
刑
限
三
年
、
便

入,,
極
款
↓

ペ
キ
``
ぶ`
ク

〔
字
彙
補
〕
莫
敵
切

國

【
敗
】
〗黒
(
1
2
-
4
8
0
3
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
数
、
同
レ
黒
。

コ
ク

[IDi】
蜘
タ
ノ
＂
―
[
↓
い
□
o)
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
野
】
〗

く
ろ
い
。
〔
玉
篇
〕
野
、
黒
也
。
〔
集
韻
〕
野
、
黒
也
。

シ，ヨ
ジ，ヨ

〔
集
韻
〕
上
興
切
詞

黒
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
航
、
黒
兒
゜

貧】年
カ
ヴ
〔
集
韻
〕
虚
郎
切
顕

甚
だ
黒
い
。
〔
字
彙
〕
駄
、
黒
甚
゜

13617 
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説
文
、
驚
眉
也
。
〔
陶
潜
、
閑
情
賦
〕
願
在
レ
眉
而
参
、
劉
相
公
中
書
江
山
聾
障
詩
〕
粉
白
湖
上
雲
、
黛
胃
天

裕
黛
、
随
繭
凰
以
間
揚
。

0
女
の
ま
ゆ
゜
〔
梁
際
峰
。
〔
貫
休
、
将
久
―
―
匡
山
ユ
但
韓
判
官
宝
詩
〕
黛

青
峯
染
孤
吟
後
、
雪
白
援
兒
必
寄
来
。

【
黛
蓄
】
10

”
パ
濃
青
色
の
深
渾
の
さ
ま
。
〔
柳
宗
元
、
遊
二

元
帝
、
菌
姫
有
レ
怨
詩
〕
怨
黛
舒
還
敏
。
働
こ
い
青

色
。
青
黒
色
。
山
や
樹
の
胄
黒
い
色
。
〔
六
書
故
〕
黄
浚
記
〕
黛
蓄
膏
淳
、
来
若
百
虹
五
沈
沈
無
ら
臀
。

日

ケ

ン

黛

、

青

黒

色

也

、

用

為

二

董

レ

眉

墨

↓

〔

正

字

通

〕

黛

、

【

黛

眉

】

11

弓
ま
ゆ
ず
み
で
書
一
い
た
ま
ゆ
。
〔
温
庭
笥
、

山
色
樹
色
青
勁
者
、
謂
二
之
黛
盃
唐
人
詩
、
南
望
1

一
春
日
詩
〕
草
色
将
林
彩
、
相
添
入
1

一
黛
眉
↓

ゲ
ン

【
黛
墨
】
12

”
パ
ま
ゆ
ず
み
。
〔
列
女
博
、
績
列
女
、
梁
鴻

キ
ン
ゴ

ン

千

山

如

黛

色

云

愁

君

客

路

在

二

其

中

↓

〇

胄

黛

口l

妻
博
〕
今
若
1
企
綺
繍
一
博
•
黛
墨
い
非
,
,
鴻
所
』
願
也
。

〔
唐
書
、
循
吏
‘
辞
元
賞
傭
〕
都
市
多
1

一
侠
少
年
面
5

二黛

カ

ン

は

、

薬

の

名

。

〔

本

草

‘

胄

黛

〕

集

解

、

時

珍

日

、

波

コロ

斯
青
黛
、
亦
是
外
國
藍
綻
花
、
既
不
レ
可
レ
得
、

QJJ

墨
餞
レ
膚
。

中
國
綻
花
亦
可
レ
用
、
或
不
レ
得
レ
已
用
1

一
青
布
一
【
黛
面
】
13

パ
パ
ま
ゆ
ず
み
を
施
し
た
か
ほ
。
〔
唐
書
、
吐

小
日
●
黄
の
ま
じ
っ
た
黒
。
〔
説
文
〕
甜
、

H
 

浸
レ
汁
代
レ
之
、
貨
者
復
以
1

乾
澱
示
炉
之
、
然
有
二
蕃
傭
上
〕
居
―
―
父
母
喪
正
断
炭
黛
面
黒
衣
、
既
葬
而
吉
。

累
＾
豪
凌
黄
黒
也
、
長
黒
甘
瞥
。

O
く

ろ

い
。
〔
廣
雅
、
繹
器
〕
鉗
、
黒
也
。

O
川

の

名

。

甜

石

灰

丁

全

服

餌

葵

中

↓

【

黛

螺

]
1
4

勺
〇
藍
家
の
用
ひ
る
青
緑
色
の
顔
料
。
〔
虞

集
、
贈
―
―
寓
慎
侭
士
明
―
詩
〕
贈
レ
君
千
黛
螺
、
翠
色
秋
可
レ

掃
。
●
女
子
の
眉
晟
と
螺
昏
゜
〔
晏
殊
、
詞
〕
垂
蝶
彿
黛
清

レ
【
黛
賢
】
1

”
が
女
子
の
黒
々
と
つ
や
が
あ
る
結
製
。
〔
貢

水
(

1

)

を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
罪
、
水
名
、
南
至
レ
蟄
入

歌
女
‘
曾
唱
相
逢
゜
〔
南
唐
後
主
燈
、
長
相
思
詞
〕
激
滑
杉

江
、
在
面
為
己
〗
黄
黒
色
。
或
は
譲(
1
2
-
4
8
2
1
師
泰
、
宮
詞
〕
黛
賢
不
レ
整
奴
梁
孵
‘
涌
院
楊
花
夢
覺
時
。兒

薄
薄
羅
、
軽
蟹
雙
黛
螺
。

3
)
・
 
識
(
1
2
-
4
00 2
2
4
)に
作
る
。
〔
集
韻
〕
甜
‘
黄
堅
~
【
黛
蠍
】

2

ゾ
肖
黒
色
の
峰
。
〔
李
邑
、H
賦
〕
夕
没
街
―
―【黛

溜
】
15

昇
眉
墨
の
や
う
に
青
々
と
し
た
水
。

色
‘
或
八
レ
禽
、
炊
レ
蔵
。
曰
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
罰
、
於
黛
蠍
朝
隋
衷
於
火
雲
一
〔
張
仲
素
、
窟
中
列
遠
袖

賦
〕
濾
彼
黛
蠍
‘
嘗
↓
―
於
是
間
↓

博

雅

‘

黒

也

。

【

黛

緑

】

16

”
が
ま
ゆ
ず
み
の
色
が
あ
を
い
。
美
人
の
形

容
。
〔
韓
愈
、
送
n

一
李
庫
蔽
ザ
盤
谷
―
序
〕
粉
白
黛
緑
者
、
列
レ

【
黛
黒
]
3

”
パ
く
ろ
ぐ
ろ
と
染
め
た
ま
ゆ
ず
み
。
〔
列

【
闘
水
】
1

だ
川
の
名
。
四
川
省
合
江
縣
の
南
。
蟄
に
至

屋
而
間
居
。
〔
李
綱
、
迷
棲
賦
〕
粉
白
黛
緑
‘
鳴
颯
辮
環

子
、
周
穆
王
〕
粉
白
黛
里
~
、
颯

1一
玉
環
ご
雑
―
―
ザ
止
若
→
〔
江

り
、
江
に
入
る
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
、
健
為
郡
、
符
、
注
〕

者
、
充
↓
ー
初
子
其
間
一

滝
、
水
上
神
女
賦
〕
未
レ
有
1

一
粉
白
黛
里
芸
鬼
神
之
所
レ
無

[
描
レ
黛
】
17

”
ぢ
黛
眉
(

1

1

)

を
ゑ
が
く
。
〔
桃
花
扇
‘
眠

也
。
〔
元
好
問
、
贈
鶯
詩
〕
宮
額
蓋
眉
濶
‘
黛
黒
抹
広
品
翌

温
水
南
至
レ
蟄
入
―
―
甜
水
「
勁
水
亦
南
至
レ
蟄
入
レ
江
゜

香
〕
今
番
小
杜
楊
州
、
尋
レ
思
描
レ
黛
。

[
黛
痕
】
4

”
パ
青
黒
い
ま
ゆ
ず
み
の
あ
と
。
〔
李
洞
、
題
↓
―

[
闘
陽
】
2

均
縣
名
。
晉
、
置
く
。
故
城
は
湖
南
省
龍

尼
大
徳
院
詩
〕
憂
上
燈
紅
蓮
葉
密
、
眉
間
奄
白
黛
痕

山
縣
の
境
。
〔
水
経
、
延
江
水
注
〕
酉
水
北
岸
有
i
血
陽
縣
一

錯
゜
〔
陸
漉
雨
後
快
睛
歩
至
湖
東
詩
〕
山
臆
黛
痕
1

許
慣
日
、
温
水
南
入
レ
闘
‘
蓋
筐
水
以
下
、
津
流
沿
注
之

如
両
翌
湖
開
鏡
面
似
新
磨
↓

通
稲
也
、
故
縣
受
沼
焉
。

【
黛
参
】
5

打
清
、
鄭
世
元

(11|
 
3
9
6
4
7
 :
 4
6
6
)

の
琥
。
【
軸
加
】
[

【
黛
粕
】

6
1
背
色
の
す
き
。
〔
溢
岳
、
藉
田
賦
〕
緑
棺

タ

イ

〔

集

韻

〕

待

戴

切

窟

服

干

繰

範

分

、

紺

輯

綴

子

黛

阻

【
昌
ダ
イ
カ
万

t
a
i
•

【
黛
樹
】
7

召
遠
く
冑
々
と
見
え
る
樹
を
眉
墨
に
喩
ヘ

0
ま
ゆ
ず
み
。
ま
ゆ
が
き
。
眉
を
聾
く
の
に
用
て
い
ふ
。
〔
謝
荘
‘
曲
池
賦
〕
頼
岸
今
如
レ
虹
‘
黛
樹
分

如
玉
驚
゜

ひ
る
黒
色
の
も
の
。
騰
(
1
2
-
4
8
1
8
0
)

に
同
じ
。

【
黛
色
】
8

各
ク
ま
ゆ
ず
み
の
や
う
な
い
ろ
。
遠
山
の
形

容
。
〔
何
遜
‘
照
水
聯
句
詩
〕
臨
レ
橋
看
,
,
黛
色
盃
ぞ
渚
媚
―
―

〔
集
韻
〕
謄
、
説
文
、
蓋
レ
眉
也
、
或
炊
レ
代
。
〔
楚
辞
、

鉛
暉
芸
皇
甫
再
‘
曾
山
送
別
詩
〕
南
望
1

一
千
山
1

如
1

一
黛
色
一

大
招
〕
粉
白
黛
黒
。
〔
注
〕
黛
‘
聾
＿
一
眉
賢
一
煕
而
光

浮。

0
か
き
ま
ゆ
。
ひ
き
ま
ゆ
。
ま
ゆ
ず
み
で
驚
愁
君
客
路
在
其
中
↓
〔
高
適
、
同
和
司
直
諸
公
萩
孵
曲

い
た
眉
。
〔
秤
名
、
繹
首
飾
〕
黛
、
代
也
、
滅
二
眉
毛
一
江
俯
―
―
見
南
止
作
詩
〕
回
レ
首
見
―
―
黛
色
五
砂
然
波
上
秋
。

去
レ
之
、
以
1
1

此
書
＝
代
―
―
其
虞
一
也
。
〔
正
字
通
〕
黛
‘
【
黛
青
】
，
召
眉
墨
の
や
う
に
濃
く
あ
を
い
色
。
〔
火
「

国】叩

〔
集
韻
〕
其
滝
切
朧

く
一
ヰ

c
h
'
i
e
n
2

〔
集
韻
〕
渠
金
切
頻

〔
集
韻
〕
古
暗
切
暉
四

小
〇
お
と
す
。
下
す
。
官
位
を
お
と
す
。

纂
策
〔
説
文
〕
瓢
貶
下
也
、
炊
レ
黒
出
瞥
。

〔
玉
篇
〕
謡
貶
也
、
下
也
。
〔
書
、
舜
典
〕
三
載
考
レ

績
、
三
考
勁
1

一
防
幽
明
↓
〔
王
馬
借
、
待
漏
院
記
〕
姦

人
附
レ
勢
、
我
将
レ
捗
レ
之
、
直
士
抗
言
、
我
将
レ
勁
レ

之
。
●
し
り
ぞ
け
る
。
退
く
。
〔
玉
篇
〕
聞
、
退
也
。

〔
書
、
湯
詰
序
〕
湯
既
勁
二
夏
命
↓
〔
傭
〕
勁
、
退
也
。

〔
論
語
、
微
子
〕
柳
下
悪
為
↓
―
士
師
ご
一
闊
。

O
ぉ

チ
，
ュ
ッ

チ
，
ュ
チ

〔
集
韻
〕
赦
律
切
醐
f

ヽ

f
x

全
u
•`

 

f
X

こ

c
h
'
u
o
•

冒
●
i

――

黒

部

〔
五
書
〕

甜

黛

鮎

ふ
。
は
な
つ
。
〔
公
羊
‘
襄
、
二
十
七
〕
勁
久
ム
者
、
非
―
―

吾
意
一
也
。
〔
注
〕
闘
、
猶
,
,
出
逐
↓
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十

八
〕
使
レ
無
艶
媛
一
〔
注
〕
馳
‘
猶
レ
放
也
。
R
さ
る
。

の
ぞ
く
。
〔
左
氏
昭
‘
二
十
六
〕
咸
言
不
端
↓
〔
注
〕

饂
去
也
。
〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
君
将
下
闘
二
嗜
欲
1

緊
＊

好
悪
云
〇
磨
止
す
る
。
や
め
る
。
〔
國
語
、
晉
語
一
〕

公
将
レ
馳
1

一
太
子
申
生
二
注
〕
闘
、
窮
也
。

O
へ
ら

す
。
そ
こ
ね
る
。
〔
玉
篇
〕
聞
、
減
也
。
〔
左
氏
、
襄
、

十
〕
而
馳
二
其
車
↓
〔
注
〕
勁
、
減
損
也
。

O
た
つ
。
な

く
す
る
。
〔
書
、
大
詰
序
〕
周
公
相
成
王
涵
び
聞
レ

殷
。
〔
博
〕
識
絶
也
。

O
通
じ
て
拙
(
8ー

2
7
3
7
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馳
、
通
作
レ
拙
。

O
出
(
2
-
1
8
1

1
)
.
 咄
(
2
-
3
4
8
0
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
闘
、
亦
作
レ

出
。
〔
荘
子
、
徐
無
鬼
〕
君
将
レ
馳
―
―
嗜
欲
↓
〔
繹
文
〕

謡
退
也
、
本
又
作
レ
出
、
司
馬
本
作
レ
咄
。

O
或
は

拙
(
1
0
|
 3
5
3
8
7
)
・
助
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蜀
、
或

炊
J
-
―
―
口
。
〔
康
熙
字
典
〕
謡
或
作
レ
訛
、
別
作
レ
肋
。

〇

屈
(
4
-
7
6
6
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

謡
段
借
為
レ
屈
゜

【
聞
遠
】
1

竺
，
し
り
ぞ
け
と
ほ
ざ
け
る
。
〔
左
氏
、
襄
、

十
三
〕
是
以
上
下
有
レ
褪
、
而
謁
患
闘
遠
。
〔
漢
書
、
哀
帝

紀
〕
勁
一
遠
棧
賊
面
期
於
安
和
民
。
〔
柳
宗
元
、
守
道
論
〕

勧
レ
之
以
爵
誅
慶
賞
之
美
↓
懲
レ
之
以
勁
遠
鞭
朴
桔
攣

斬
殺
之
惨
一

【
闘
革
】
2

”
勺
官
職
を
除
去
す
る
。
免
職
。
〔
明
律
、
名

例
、
無
官
犯
罪
〕
為
レ
事
勁
革
゜
〔
幅
恵
全
書
、
疱
任
部
、

取
街
役
〕
其
杖
而
勁
革
者
五
゜

【
闘
棄
】3
~
ュ
，
し
り
ぞ
け
棄
て
る
。
〔
宋
史
、
牛
冤
偉
〕
慎

宗
語
1

一
宰
相
一
日
、
冤
素
純
善
、
勁
棄
久
芙
‘
量
宜
l

―
頸
叙
↓

【
勁
華
】
4

H

巧
浮
華
な
虚
飾
を
し
り
ぞ
け
去
る
。
〔
藷

唐
書
、
幡
儀
志
六
〕
嘗
二
聖
上
巌
麗
故
事
之
時
一
會
1

一
相
公

尚
レ
古
蜀
レ
華
之
日
↓

【
勁
官
】
5

れ
努
官
職
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
。

[
闊
遣
】
6

t
弓
し
り
ぞ
け
て
放
つ
。
し
り
ぞ
け
て
お
ひ

は
ら
ふ
。
〔
後
漢
書
、
皇
甫
規
傭
〕
（
規
）
射
策
曰
‘
云
云
‘

其
常
侍
尤
無
レ
状
者
、
品
一
便
勁
遣
。

1
0
ニニ

13618 
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黒

部

〔
五
董
〕

醐

駐

聖

診

餘

駐

動

【
闊
削
】
7

苔
ッ
官
位
を
剥
奪
さ
れ
つ
つ
も
、
な
ほ
無
官
時
わ
也
。
〔
韓
愈
‘
送
.
―
李
恩
欝
1

一
盤
谷
ー
序
〕
理
乱
不
レ
知
、
無
―
―
闊
慢
↓
〔
注
〕
勁
、
猶
レ
放
也
。

に

て

従

軍

し

て

忠

を

は

げ

む

こ

と

。

〔

資

治

通

鑑

、

唐

馳

捗

不

レ

聞

。

【

勁

慢

】

2
7
t
弓
お
と
し
め
あ
な
ど
る
。
又
、
し
り
ぞ
け

紀
〕
（
高
宗
、
龍
朔
三
年
）
上
官
儀
日
、
仁
軌
遭
ュ
ロ
即
而
〖
闊
捗
使

]
1
7
タ
ュ
ッ
チ
ゴ
ク
官
名
。
唐
の
太
宗
、
置
く
。
官
あ
な
ど
る
。
闊
娩
。
〔
晏
子
、
雑
、
下
〕
夫
生
厚
而
用
利
、

能
霊
レ
忠
。
〔
注
〕
勁
削
、
謂
―
―
白
衣
従
軍
自
効
一
也
。
吏
の
謡
捗
を
掌
る
。
徳
宗
の
時
‘
庚
阿
等
十
一
人
を
勁
子
L

是
乎
正
徳
以
幅
レ
之
、
使
レ
無
―
―
勁
慢
↓

【
醐
刺
】
8

バ
ュ
ッ
職
に
堪
へ
な
い
も
の
を
除
き
放
つ
。
捗
使
と
し
天
下
を
巡
察
さ
す
。
時
に
陸
贄
、
五
術
を
以
【
騨
免
】
28

匁
ッ
●
官
を
や
め
し
り
ぞ
け
る
。
免
職
す

〔
潜
夫
論
、
三
式
〕
三
公
在
1

一
三
載
之
後
否
ギ
明
,
1

考
績
―
て
風
俗
を
省
み
、
八
計
を
以
て
吏
治
を
聴
き
、
三
科
を
る
。
〔
藷
唐
書
、
職
官
志
二
〕
遷
拝
施
賞
以
勧
レ
善
‘
誅
伐
勁

勁
珈
刺
簡
＂
練
其
材

i

以
て
偶
又
を
登
せ
、
四
賦
を
以
て
財
賓
を
経
し
、
六
徳
免
以
懲
レ
悪
。
●
世
説
新
語
の
篇
名
。

【
勁
升
】
，
翠
ャ
無
能
者
を
し
り
ぞ
け
る
こ
と
と
、
人
材
を
以
て
罷
療
を
保
し
、
五
要
を
以
て
官
事
を
簡
視
す
る
【
軸
落
】
8

梵
，
退
け
お
と
す
。
〔
唐
書
、
選
攀
志
下
〕
有
司

を
進
め
用
ひ
る
こ
と
。
勁
捗
。
〔
獣
陽
脩
、
王
文
正
公
紳
策
を
建
つ
。
〔
唐
書
、
徳
宗
紀
〕
辛
未
有
な
事
―
―
子
南
郊
一
患
レ
之
、
謀
レ
為
1

一
謡
落
之
計
↓
〔
白
居
易
、
論
三
重
考
『
1

科

道
碑
銘
〕
相
所
1

一
勁
升
盃
惟
否
惟
脩
。
大
赦
賜
―
―
文
武
官
階
動
爵
ぶ
竺
勁
捗
使
子
天
下
面
賜
T

子
目
人
ー
状
〕
其
中
更
勁
落
‘
亦
恐
事
饉
不
；
弘
。

【
勁
辱
】
10

殺
り
は
づ
か
し
め
退
け
る
。
〔
後
漢
書
、
列
女
‘
為
1

一
父
後
土
只
動
雨
輯
。
〔
大
學
術
義
補
、
固
―
―
邦
本
盃
型

曹
世
叔
妻
傭
〕
戦
戦
競
競
、
常
擢
下
馳
辱
以
壻
1

一
父
母
之
民
之
痕
―
〕
唐
太
宗
遣
1

一
杜
滝
盆
翌
闘
内
諸
州
面
3

二
御
府

〔
集
韻
〕
莫
侃
切
鰯
~

マ
イ

日パ

箋
以
戸
中
外
之
累
3

〔
晉
書
、
謝
鱚
傭
〕
以
1

一
鱚
初
登
1

一

金

二

贖
1

云
貧
民
男
女
自
賣
者
こ
竺
其
父
母
ぶ
天
後
又
遣
二

宰
府
盃
便
至
1

勁

辱

玉

為

レ

之

歎

恨

゜

椿

遂

良

等

二

十

二

人

盆

竪

六

條

1

巡
1

一
察
四
方

U
頭
二
防

ィ
〔
集
韻
〕
莫
貝
切
宰
g

マ
イ

ロ’

【
蘇
】

5

【
醐
斥
】
11

芍
し
り
ぞ
け
る
。
退
け
て
用
ひ
な
い
。
斥
官
吏
一
徳
宗
時
、
遣
―
―
勁
防
使
庚
阿
等
十
一
人
ご
打
土
＾

碑
〔
論
衡
、
自
紀
〕
渉
泄
落
嗅
仕
散
馳
斥
。
下
二
陸
贄
説
1

一
使
者
云
請
以
―
―
五
術
省
―
―
風
俗
了
八
計
聴
ニ

【
闊
責
】
＂
豆
し
り
ぞ
け
せ
め
る
。
〔
後
漢
書
、
王
丹
吏
治
⇒
二
科
登
憫
又
而
ば
瓜
経
―
―
財
責
工
ハ
徳
保
罷
療
一
日
遵
黒
い
。
〔
集
韻
〕
誅
、
漫
黒
也
。
曰
濃
い
黒

偲

〕

其

軽

酷

遊

蕩

、

慶

業

岱

患

者

、

蝋

堕

其

父

兄

一

五

要

簡

―

―

官

事

↓

色

。

〔

集

韻

〕

諒

、

深

黒

色

。

使
袖
｛
二
責
之
↓
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕
（
太
宗
、
貞
観
二
十
【
闊
底
】
18

芯
，
し
り
ぞ
け
す
て
る
。
〔
曾
翠
、
訓
兵
策
〕

一
年
）
朕
践
昨
以
来
、
正
直
之
士
、
比
肩
於
朝
コ
杢
嘗
簡
練
之
網
遂
疎
、
馳
懇
之
法
盆
恕
矢
゜

墨

責

一

人

↓

【

勁

放

】

19

砕
し
り
ぞ
け
は
な
つ
。
し
り
ぞ
け
逐
ふ
゜
【
B
却
】
[
[
[
〔
集
韻
〕
嘗
割
切
園

【
勁
退
】
13

苔
し
り
ぞ
け
る
。
職
を
や
め
さ
せ
る
。
〔
後
放
馳
。
〔
曹
植
‘
轄
-
1

封
東
阿
王
謝
表
〕
脂
レ
車
株
レ
馬
、
志

小
●
白
の
中
に
あ
る
く
ろ
み
。
〔
説
文
〕

漢
書
‘
孔
融
偉
〕
前
者
勁
退
、
憧
欣
受
な
之
。
〔
隋
書
‘
幡
儀
在
二
勁
放
↓
〔
晉
書
‘
殷
浩
俸
〕
雖
血
被
―
―
勁
放
百
I

無
―
―
怨
言
↓

6
＿
 

貫
豪
聖
、
白
而
有
レ
黒
也
、
ハ
レ
黒
旦
贅
。

O

志
一
〕
五
墨
退
貪
邪
工
ハ
命
1

一
會
男
女
五
竺
怨
瞭
↓
〔
魏
【
醐
剥
】
8

芯
ッ
官
位
を
降
し
の
ぞ
く
。
〔
唐
書
、
韓
碗

志
‘
陳
矯
偉
〕
不
レ
稽
1

一
其
職
面
郎
請
就
勁
退
。
博
〕
諧
附
者
、
無
1

一
勁
剥
之
憂
寄
共
匡
者
、
有
1

一
後
時
之
歎
↓

【
馳
度
】
14

り
し
り
ぞ
け
は
か
る
。
〔
蜀
志
、
瀧
統
傭
〕
【
勁
罰
】
21

芸
，
無
能
の
官
吏
を
し
り
ぞ
け
罰
す
る
。
〔
柳
く
ろ
ぴ
か
り
。
〔
字
統
〕
聖
、
黒
而
有
レ
藍
日
レ
聖
。

序
是
醐
度
、
不
レ
阻
其
計
↓
宗
元
、
送
二
辞
存
義
之
＂
任
序
〕
盗
―
―
若
貨
器
面
四
必
甚
怒
●
地
名
。
〔
正
字
通
〕
聖
、
地
名
。
〔
漢
書
、
地
理

【
勁
濁
】
15

乃
に
ご
つ
て
ゐ
る
も
の
を
し
り
ぞ
け
る
。
而
瓢
罰
之
ら
K

。

志

下

〕

五

原

郡

、

縣

十

六

、

莫

配

。

〔
風
俗
通
、
正
失
〕
攀
徊
勁
レ
濁
、
神
明
報
應
。
【
勁
否
】
22

屯
，
無
能
者
を
し
り
ぞ
け
る
。
〔
孔
子
家
語
、

U
霞

】
16

伍
ぢ
人
材
を
進
退
す
る
こ
と
。
功
あ
る
も
の
賢
君
〕
任
レ
能
勁
レ
否
‘
則
官
府
治
理
。
〔
晉
書
、
紀
睫
博
〕
漸

は
官
を
陸
せ
、
功
の
無
い
も
の
は
官
を
降
す
。
〔
書
、
舜
包
簡
撲
面
貪
夫
否
競
、
尊
レ
賢
瓢
否
‘
則
不
仁
者
遠
。
【
訟
杉
】
[
シ
ン
〔
集
韻
芝
刃
切
圏

典
〕
―
二
載
考
レ
績
、
三
考
勁
f

一
捗
幽
明
↓
〔
莱
博
〕
一
二
考
、
九
【
軸
稽
】
3

只
ツ
正
堂
に
殖
す
る
こ
と
を
し
り
ぞ
け
る
。

0
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
諺
、
黒
也
。
●
製
(
1
2
ー

4

因

載
也
、
九
載
‘
則
人
之
賢
否
‘
事
之
得
失
可
レ
見
、
於
レ
是
〔
陸
機
、
演
連
珠
〕
是
以
柳
荘
勁
積
、
非
レ
食
11

爪
術
之
賞
↓

雙
其
明
面
騨
其
幽
涵
〖
罰
明
信
、
人
人
力1一
於
事
功
一
〔
任
明
、
意
陵
王
行
状
〕
勁
殖
之
請
‘
至
誠
懇
測
。

此
庶
以
庶
績
咸
煕
也
。
〔
漢
書
、
諸
侯
王
表
序
〕
武
帝
【
馳
伏
】
m
芸
，
し
り
ぞ
き
伏
す
る
こ
と
。
〔
書
、
湯
詰
〕

4
3
)
・
 
頸
(
1
2ー

4
8
1
7
8
)
・

多
(
1
ー

3
7
2
)

に
同
じ
。

施
玉
父
之
囲
下
1

一
推
恩
之
令
面
F
諸
侯
王
得
＂
分
云
’
上
天
学
佑
―
―
下
民
盃
罪
人
闊
伏
。
〔
正
字
通
〕
覧
、
楓
・
頸
拉
同
、
説
文
、
本
作
レ
多
。

邑
以
封
乞
土
次
不
レ
行

g茫
吃
而
蕃
國
自
析
。
〔
漢
書
、
【
馳
弗
】
25

梵
ッ
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
代
北
複
姓
〕

王
非
博
中
〕
諸
侯
國
間
田
、
為
―
―
勁
捗
壻
減
云
。
〔
陸
機
、
以
レ
名
為
と
氏
、
勁
弗
氏
改
為
―
―
費
氏
↓

五
等
諸
侯
論
〕
夫
徳
之
休
明
、
謡
捗
日
用
。
〔
注
〕
良
日
、
【
軸
慢
】
26

巧
ぉ
と
し
め
あ
な
ど
る
。
又
、
し
り
ぞ
け
【

IAふi
】
-

言
下
天
子
有
―
―
休
明
之
徳
ぢ
能
申

d
f防
之
理
ご
口
用
ぶ
ル
あ
な
ど
る
。
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
八
〕
正
徳
以
幅
レ
之
、
使
レ

シ
ン

診
(
1
2
-
4
8
0
7
9
)
の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
餘
‘
俗
骸
字
。

1
0
二
三

小
日
●
あ
を
ぐ
ろ
。
あ
を
み
の
あ
る
黒

約
豪
色
。
〔
説
文
〕
勁
、
微
青
黒
色
、
私
黒

幼
臀
。
●
く
ろ
い
。
〔
爾
雅
、
繹
器
〕
黒
謂
1

一
之
勁
↓

〔
玉
篇
〕
勁
、
黒
也
。
〔
穀
梁
、
荘
、
二
十
三
〕
天
子

諸
侯
勁
型
。
〔
繹
文
〕
勘
、
黒
也
。
●
く
ろ
い
さ

ま
。
〔
爾
雅
、
繹
器
、
黒
謂
―
―
之
勁
五
注
〕
勁
、
黒
貌
。

.
＜
ろ
っ
ち
q

端
を
黒
く
ぬ
る
。
〔
爾
雅
、
糟
宮
〕

地
謂
二
之
勁
↓
〔
注
〕
黒
飾
地
也
。
〔
疏
〕
以
レ
黒
飾
レ

地
‘
謂
二
之
動
↓
〔
集
韻
〕
勁
、
博
雅
‘
勁
型
‘
塗
也
。

〇
黒
い
柱
。
〔
穀
梁
‘
荘
‘
二
十
三
、
天
子
諸
侯
動

饂
疏
〕
勁
、
黒
柱
也
。
R
勁
糾
・
勁
億
は
、
物
の
さ

ま
。
動
糾
(
6
)
・

勘
億
(
1
0
)
を
見
よ
。

0
或
は
幽
(
4

ー

9
2
0
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
勁
‘
或
作
レ
幽
°
□
]
縣

名
。
又
‘
こ
く
た
ん
。
酵
(
1
2
-
4
8
0
9
1
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
略
‘
縣
名
、
在
Ii

丹
陽
―
―
日
‘
黒
木
、
或

作
レ
勁
。
国
●
ぬ
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
宮
〕
勁
‘
塗
也
。

0
く
ろ
い
。
又
‘
地
を
黒
く
ぬ
る
。
〔
集
韻
〕
勘
、
黒

也
、
一
曰
‘
用
レ
黒
塗
レ
地
。
國
く
ろ
い
色
。
〔
集
韻
〕

勘
‘
黒
色
。

冨
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ぼ
ち
。
ち
ゆ
。
句
讀
に
施
す
貼
。
筆
驚
の
貼
゜

、(
1
|
9
1
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕
駐
‘
貼
慰
也
。
〔
廣

韻
〕
ヽ
、
説
文
日
、
有
レ
所
―
―
絶
止
一
ヽ
而
識
レ
之
也
、

駐
、
駐
貼
、
義
興
レ
上
同
。
〔
正
字
通
〕
駐
、
古
豪
本

作
レ
‘
゜

【

駐

】

螂

チ，ユ

〔
集
韻
〕
家
庚
切
圏
-

13619 



(48082 .. 1) (48083 .. 3) 

ヽ
一

占
’

爽

火

蔽

Eloく
ろ
ぼ
し
。
ち
よ
ぼ
゜
ぽ
ち
。

ほ
し
。
細
小
な
る
痕
迩
。
〔
説
文
〕
鮎
、

【
勁
謁
】
1
7
1
げ
樹
木
の
盛
に
茂
る
さ
ま
。
〔
李
華
、
台
州
牛
↓

乾
元
國
清
寺
碑
〕
樫
松
勁
藷
、
下
有
"
象
渾
↓
【
勁
縣
】
8

ハ
竺
／
縣
名
。
漢
、
置
く
。
宋
、
懇
縣
と
改
む
。

[
勁
要
】
2

砂
地
を
平
ら
か
に
し
て
黒
く
し
、
睛
壁
を
安
徽
省
竪
縣
゜
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
丹
陽
郡
、
縣
十
七
、

白
く
塗
り
飾
る
こ
と
。
勁
は
無
‘
亜
は
白
を
い
ふ
。
一
説
勁
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
勁
、
昔
伊
‘
字
本
作
レ
黙
。

に
、
勁
は
黒
柱
、
墾
は
白
壁
。
又
、
勁
翌
は
黒
色
で
、
又
、
【
勁
漆
】
，
バ
m

黒
色
の
う
る
し
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
五
〕
非
,
1

柱
を
黒
く
す
る
こ
と
で
あ
る
と
も
い
ふ
。
俗
に
あ
を
ぐ
宮
室
寺
観
ェ
母
レ
得
T

彩
立
繹
棟
宇
ご
及
朱
二
勁
漆
梁
柱
窟

ろ
く
塗
る
こ
と
。
〔
周
謁
‘
春
官
‘
守
誂
〕
其
廟
削
有
司
脩
―
―
澗
→
離
•
錢
柱
礎

L

除
名
其
誂
則
守
誂
勁
二
咽
之
↓
〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
勁
、
【
勁
僅
i

】10
バ
ザ
さ
か
え
盛
な
さ
ま
。
〔
王
延
壽
、
魯
叢
光

讀
為
レ
幽
、
幽
、
黒
也
、
栗
、
白
地
、
爾
雅
曰
、
地
謂
―
―
之
勁
一
殿
賦
〕
朱
柱
勁
,,!!)l
於
南
北
↓
〔
注
〕
向
日
‘
勁
傾
‘
榮
盛
兒
゜

睛
謂
乏
翌
〔
孫
話
譲
正
義
〕
説
文
土
部
云
、
翌
、
白
徐
【
勁
寵
】
11

吟
ク
茂
り
盛
な
さ
ま
。
〔
左
思
、
蜀
都
賦
〕
壻

也
、
秤
名
繹
宮
室
云
‘
堡
‘
亜
也
、
次
也
、
先
泥
レ
之
、
次
以
"
野
草
昧
、
林
麓
勁
篠
。
〔
注
〕
善
曰
、
勁
篠
‘
茂
盛
貌
。

白
灰
―
飾
レ
之
也
、
云
云
‘
郭
注
云
、
動
、
黒
飾
レ
地
也
、
型
、
【
勁
色
】
12

炒
？
黒
い
色
。
〔
宋
史
‘
輿
服
志
五
〕
初
皇
親

白
飾
レ
睛
也
、
穀
梁
荘
二
十
三
年
傭
‘
天
子
諸
侯
勁
翌
‘
苑
卑
ハ
"
内
臣
血
び
衣
紫
、
皆
再
入
為
1

一
勁
色
↓

注
云
、
勘
型
、
黒
色
、
楊
疏
引
徐
逸
云
、
勁
、
黒
柱
也
、
翌
、
【
勁
青
】
13

y
u
3
 
c
h
'
i
n
g
1

青
黒
い
色
。

白
壁
也
。
〔
纏
喪
大
記
〕
既
練
居
一
塁
室
「
不
二
卑
ハ
レ
人
【
勁
牲
】
14

ぢ
祭
に
供
す
る
＿
Pl
黒
色
の
い
け
に
へ
。
〔
周

屋
君
謀
國
政
天
夫
士
謀
豪
事
面
既
詳
勁
型
。
〔
注
〕
穂
、
地
官
‘
牧
人
〕
凡
陽
祀
用
―
―
騨
牲
毛
レ
之
‘
陰
祀
用
動

勁
堡
‘
堡
室
之
節
也
、
地
団
之
閾
西
呻
謂
l

一
之
型
↓
〔
疏
〕
牲
毛
レ
之
。
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
説
文
黒
部
云
、
動
、
微
青
黒

勁
、
黒
也
、
平
届
其
地
公
げ
黒
也
、
栗
、
白
也
、
新
塗
翌
色
。
〔
堵
亮
、
祭
紳
州
棗
章
〕
動
牲
在
列
、
黄
踪
俯
咲
゜

於
噛
壁
冷
ら
白
‘
梢
飾
故
也
。
〔
穀
梁
‘
荘
、
二
十
三
〕
證
‘
【
勁
然
】
15

努
あ
を
ぐ
ろ
い
さ
ま
。
薄
ぐ
ら
い
さ
ま
。

天
子
諸
侯
勁
型
。
〔
注
〕
勁
翌
、
黒
色
。
〔
疏
〕
徐
湿
云
‘
勁
、
【
勁
賊
】
16

バ
’
勁
の
賊
。
動
は
縣
名
。
酵
賊
。
〔
呉
志
、
蒋

黒
柱
也
‘
翌
‘
白
壁
也
、
謂
,
1

白
壁
而
黒
柱
↓
〔
李
脱
、
哀
州
欽
偉
〕
欽
督
1

一
萬
兵
ぢ
央
レ
齊
井
レ
カ
、
幣
賊
平
定
。

州
學
記
、
勁
墾
丹
漆
、
古
文
慎
賓
箋
解
〕
書
叙
指
南
巻
＋
【
勁
鳥
】
17

騎
烏
の
名
。
覇
鵠
(
1
2
|
 4
7
5
0
2
 :
 1
)

の
異

六
云
、
柱
黒
日
―
―
勁
翌
↓
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
禽
鳥
、
覇
鵠
〕
古
今
注
、
霞
鵠
亦
名
1

一

〖
勁
翌
丹
漆
]
3
"ぇ
”
青
・
白
・
赤
•
黒
色
を
い
ふ
。
勁
烏
□
作
元
鳥
→

又
、
あ
を
ぐ
ろ
く
塗
る
こ
と
と
赤
く
塗
る
こ
と
。
〔
李
【
勁
禎
】
18

昇
育
黒
い
こ
う
し
。
〔
宋
史
‘
築
志
八
〕
牲
陳
"

猥
、
哀
州
州
學
記
〕
殿
堂
門
底
勁
型
丹
漆
攀
以
法
故
一
勁
禎
面
備
咸
池
―
)

【
勁
勁
】
4

続
う
す
ぐ
ろ
い
さ
ま
。
樹
の
茂
つ
て
く
ら
【
勁
貰
】
19

％
北
宮
勁
と
孟
貨
の
二
勇
士
。
〔
柳
宗
元
、

い
さ
ま
。
〔
左
思
、
魏
都
賦
〕
勁
勁
桑
柘
、
油
油
麻
貯
。
閲
生
賦
〕
孟
飼
四
十
、
乃
始
持
レ
心
分
‘
猶
希
-
―
勇
乎
勁
貢
↓

〔
注
〕
善
日
、
爾
雅
曰
、
黒
謂
二
之
勁
盃
郭
環
曰
、
黒
貌
也
、
【
勁
銅
鑽
】
20

バ90
ザ
ゥ
銅
・
硫
黄
な
ど
の
多
く
の
化
合
物

勁
勁
、
黒
也
。
〔
任
明
、
落
日
記
―
―
舟
東
漢
―
詩
〕
勁
勁
桑
か
ら
な
る
鑽
物
。

柘
繁
、
冗
冗
麻
委
盛
。

【
勁
桁
】
5

閤
あ
を
ぐ
ろ
い
お
ぴ
だ
ま
。
〔
詩
、
曹
風
‘
候

人
‘
一
云
日
赤
i

市
、
集
偉
〕
一
命
編
苦
勁
桁
、
再
命
赤
若
勁
桁
゜

国】亨

【
勘
糾
】
6

昇
特
出
す
る
さ
ま
。
又
‘
林
木
の
相
連
な
り

饒
る
さ
ま
。
〔
王
延
壽
、
魯
震
光
殿
賦
〕
傍
夭
矯
以
横

出
、
互
勁
糾
而
博
負
。
〔
注
〕
善
曰
、
夭
嬌
・
勁
糾
、
特
出
之

貌
、
向
日
‘
夭
嬌
・
動
糾
‘
林
木
相
連
続
貌
。

【
勁
牛
】
7

琴
胄
黒
色
の
牛
。
〔
詩
、
周
頌
、
良
相
、
殺
↓
一
時

特
牡
五
玩
〕
地
官
牧
人
云
、
凡
陰
祀
用
二
勁
牲
土
J

レ
之
、
注

云
、
陰
祀
、
祭
-
―
地
北
郊
及
社
稜
一
也
、
然
則
社
稜
用
二
勁

□
セ
ン

国
タ
圃
テ
ン

日
テ
ン

〔
集
韻
〕
多
恭
切
」
闊

ヵ―コ
t
i
e
n
3

〔
集
韻
〕
之
廉
切
釦
苧

〔
集
韻
〕
丁
賀
切
暉

〔
集
韻
〕
都
念
切
顧
〖

黒

部

〔
五
豊
〕

勘

貼

小
黒
也
、
八
レ
黒
占
臀
。
〔
正
字
通
〕
貼
‘
貼
董
也
。

0
く
ぎ
り
。
し
る
し
。
文
章
の
く
ぎ
り
‘
又
は
物
事

の
し
る
し
に
し
る
す
小
標
。
〔
宋
史
‘
儒
林
‘
何
某

博
〕
凡
阿
讀
、
無
レ
不
レ
加
標
貼
一
参
て
ん
を

う
つ
。
又
、
一
虞
に
力
を
い
れ
て
つ
け
た
筆
這

字
驚
の
一
要
素
。
〔
王
義
之
、
題
1
1

衛
夫
人
筆
陣

圏
〕
毎
レ
作
に
子
須
レ
有i
i
~虞百
ユ
作
11

餘
字
緬
g

意
然
後
安
貼
―
―
其
貼
一
須
1
1

空
中
遥
撮
レ
筆
作
＞

之
。
R
て
ん
を
う
っ
た
や
う
な
小
さ
な
も
の
。

〔
庚
信
、
謝
―
―
膝
王
資
巾
1

啓
〕
連
珠
疎
貼
゜
鍮
し

づ
く
。
零
滴
゜
〔
陸
溜
、
風
雨
詩
〕
雨
貼
堕
―
―
車
軸
↓

〇
ひ
ら
。
小
片
。
〔
杜
甫
、
曲
江
詩
〕
風
瓢
1
1

萬
間
1

正
愁
レ
人
。

0
か
す
か
な
も
の
。
小
存
在
。
物
量

の
微
細
な
も
の
。
〔
五
燈
會
元
‘
趙
州
観
音
院
従

誌
祠
師
〕
僧
問
日
、
既
是
清
浮
伽
藍
‘
為
―
―
甚
磨
―

有
レ
貼
‘
師
日
、
又
一
貼
也
。
R
け
す
。
な
ほ
す
。
又
、

け
し
。
な
ほ
し
。
文
字
の
抹
消
。
字
句
の
訂
正
。

〔
爾
雅
、
秤
器
〕
滅
謂
之
貼
↓
〔
注
〕
以
レ
箪
滅
礼
子

為
レ
貼
゜
〔
後
漢
書
、
文
苑
、
禰
衡
博
〕
衡
覧
レ
筆
而

作
、
文
無
レ
加
レ
貼
゜
〔
白
居
易
、
酬
1

嗜
慮
祁
書
―
詩
〕

筆
盛
鉛
黄
貼
、
詩
成
錦
繍
堆
。

O
壼
く
。
〔
南

史
、
到
漑
傭
〕
漑
長
八
尺
、
眉
目
如
レ
粘
。

O
し
ら

べ
る
。
か
ぞ
へ
る
。
〔
玉
篇
〕
貼
、
検
貼
也
。
〔
藷
唐

書
、
捻
宗
紀
〕
粘
二
検
兵
馬
一
萬
一
云
一
千
↓
◎
か
す

か
に
ふ
れ
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
貼
、
微
躙
レ
之
也
。

〔
杜
甫
、
曲
江
詩
〕
貼
レ
水
蜻
艇
款
款
飛
゜

eけ
が

す
。
よ
こ
す
。
け
が
れ
。
よ
こ
れ
。
し
み
。
〔
廣

雅
‘
繹
詰
三
〕
貼
、
汗
也
。
〔
楚
酔
‘
東
方
朔
‘
七
諫
‘

怨
世
〕
唐
虞
貼
灼
而
毀
議
。
〔
注
〕
鮎
、
汗
也
。
〔
司

馬
遷
、
報
任
少
卿
書
〕
適
足
二
以
見
レ
笑
而
自

誌
耳
゜
〔
注
〕
善
日
、
貼
、
辱
也
。

O
き
ず
。
面

の
痕
゜
〔
談
苑
〕
婦
人
面
飾
用
1

一
花
子
「
起
レ
自

1'-

官
昭
容
、
以
掩
二
貼
跡
↓
鬱
時
刻
。
漏
刻
の
時
を
敷

へ
る
語
。
古
、
更
の
五
分
の
一
を
貼
と
い
ふ
。
〔
韓

愈
、
東
方
半
明
詩
〕
維
三
琥
、
更
五
貼
。

O
と
も

す
。
燈
に
火
を
つ
け
る
。
〔
火
9

参
、
自
l

―
播
陵
尖
[
竺

少
室
居
止
1

秋
夕
憑
眺
詩
〕
火
貼
伊
陽
村
‘
煙
深

嵩
角
鐘
。

0
小
さ
い
あ
と
を
つ
け
る
。
〔
劉
表
元
、

遊
属
明
洞
天
呈
王
理
得
諸
君
―
詩
〕
初
睛
鶴

粘
肖
邊
障
‘
欲
レ
雨
龍
移
黒
慮
渾
゜
◎
う
な
づ
く
。

貼
頭
(
9
7
)
を
見
よ
。
藝
そ
そ
ぐ
。
〔
梁
簡
文
帝
、
七

動
〕
露
嬰
蜜
飴
〇
さ
す
。
指
示
す
。
〔
李
白
‘
相

逢
行
〕
金
鞭
遥
指
貼
‘
玉
勒
近
遅
回
。
〔
白
居
易
、

東
南
行
〕
時
遭
入
指
貼
二
O
敷
を
示
す
語
。
貼

敷
(
6
8
)

を
見
よ
。

O
場
所
を
示
す
諧
゜
〔
中
華
大

字
典
〕
貼
‘
所
在
日
レ
鮎
‘
如
レ
云
二
起
貼
・
終
貼
・
要

翌
畢
限
度
を
示
す
誦
゜
〔
中
華
大
字
典
〕
貼
‘
度

限
日
レ
貼
‘
如
―
―
寒
暑
表
之
泳
貼
・
沸
貼
一

O
な
か

手
。
碁
の
手
法
の
名
。
〔
園
棋
義
例
‘
詮
繹
〕
貼
‘
破

也
‘
深
入
而
破
孔
眼
日

1m宰
名

鬱

砧
(
7
|
2

0
 8
9
5
)

に
通
ず
。
〔
束
哲
‘
白
華
詩
‘
莫
二
之
貼
辱
一

注
〕
善
曰
‘
貼
‘
輿
レ
砧
古
字
通
。
口
人
名
。
〔
集
韻
〕

貼
、
閥
、
人
名
‘
魯
有
豊
闊
齊
有
面
貼
同
〗
草
の

葉
が
か
れ
し
ば
む
。
〔
集
韻
〕
貼
‘
草
葉
壊
也
‘
故

墟
種
レ
麻
、
有
―
―
貼
薬
夭
折
之
患
盃
只
思
饂
説
。
固
l

0
筆
で
字
を
け
す
。
〔
爾
雅
‘
繹
器
〕
滅
謂
二
之
貼
↓

〔
注
〕
以
レ
筆
滅
に
子
為
レ
貼
°
●
通
じ
て
油
(
6
|
1
7
 

2
5
9
)
・

砧
(
7
|
2
0
8
9
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
叫
i

、通

作
話
・
砧
↓

【
貼
易
】
1

豆
}

0貼
削
し
斐
更
す
る
。
〔
南
史
｀
武
帝
諸

子
、
梁
昭
明
太
子
統
博
〕
或
作
―
―
劇
韻
正
皆
屡
レ
思
便
成
、

無
レ
所
1

一
貼
易
↓
●
憂
の
名
。
江
蘇
省
無
鍋
縣
の
慧
山
の

麓
明
の
部
賓
が
易
理
を
研
究
し
た
慮
と
い
ふ
。

【
貼
閲
】
2

豆
し
調
べ
覗
る
。
讀
み
検
べ
る
。
〔
揺
恵
全

書
、
堕
仕
部
、
謁
選
〕
為
蔽
之
要
、
書
親
加
一
貼
閲
↓

【
貼
葉
】
3

ザ
[
Oゃ
ぶ
れ
た
築
。
〔
齊
民
要
術
、
種
麻
、

麻
欲
レ
得
―
―
良
田
ー
不
レ
用
,
,
故
墟
↓
注
〕
故
墟
亦
良
、
有
二
貼

葉
夭
折
之
患
「
不
レ
任
レ
作
レ
布
也
。
●
書
で
葉
を
書
く
法
。

1
0
二
四

13620 
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黒

部

〔
五
鵞
〕

貼

1
0
二
五
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鳩
の
名
。
〖
貼
書
法
〗

6
2
況
／
ヨ
誦
讀
・
識
別
に
便
な
ら
し
め
る
た
る
。
主
要
な
貼
を
加
へ
る
喩
。
書
龍
貼
睛
゜
貼
精
。
〔
拾

〖
貼
子
事
〗45
-／
／
／
つ
ま
ら
な
い
こ
と
。
〔
紅
棲
夢
‘
九
め
に
、
符
琥
を
用
ひ
て
書
中
に
貼
す
る
こ
と
。
訓
貼
・
句
遺
記
、
四
〕
始
皇
元
年
、
蕎
脊
國
獣

l一
刻
玉
善
書
＿
工
名
裔
一

回
〕
這
會
子
為
―
―
這
貼
子
事
去
‘
話
―
―
喚
他
老
人
家
↓
讀
貼
・
評
貼
・
段
落
表
示
法
・
朱
引
法
等
が
あ
る
。
「
ふ
。
云
云
、
使
ー
1

一
刻
レ
玉
為
,
,
百
獣
之
形
一
毛
髭
宛
若
レ
填
癸
、

【
貼
示
】
4
6
-
ク
／
一
々
さ
し
示
す
。
指
ホ
。
示
摘
。
【
貼
鐘
】
63

tien3 
c
h
u
n
g
―
時
間
。
一
時
は
一
貼
鐘
と
い
云
云
‘
又
螢
為
1

一
龍
鳳
玉
馨
埜
炉
飛
‘
皆
不
レ
可
レ
貼
レ
睛
‘

【
貼
視
]
4
7

ー
ク
検
分
す
る
。
と
り
調
べ
る
。
〔
祗
悪
全
[
粘
辱
1
糾
各
ク
汚
鮎
を
つ
け
て
物
を
け
が
す
o

又
、
人
貼
レ
之
必
飛
走
也
ヽ
始
皇
嵯
日
ヽ
使
ぷ
5

一云
H

漆
A
合
貼
*

書
、
罹
任
部
、
親
査
閲
〕
造
レ
冊
親
詣
貼
視
‘
應
加
沐
應
レ
を
辱
し
め
る
に
も
い
ふ
。
〔
束
哲
‘
白
華
詩
〕
鮮
倅
―
―
晨
雨
玉
虎
一
眼
睛
い
旬
日
則
失
レ
之
、
不
レ
知
レ
所
な
在
、
云

繹

゜

〔

六

部

成

語

、

兵

部

、

貼

視

‘

注

解

〕

饒

兵

丁

憫

五

茫

塵

莫

乏

貼

辱

↓

云

‘

至

1

一
明
生
西
方
猷
雨
白
虎
ズ
各
無
こ
目
↓
〔
歴
代

名
視
,
,
其

強

弱

↓

【

貼

心

】

65

づ
間
食
。
少
し
の
食
を
心
胸
の
間
に
貼
ず
名
書
記
、
七
〕
張
僧
縣
‘
云
云
‘
又
金
陵
安
築
寺
四
白
龍
‘

【
貼
試
】

48-/／
し
ら
べ
た
め
す
こ
と
。
貼
検
゜
〔
宋
史
、
と
い
ふ
義
。
氣
が
倦
ん
だ
時
‘
菓
子
な
ど
を
食
す
る
を
不
レ
貼
―
―
眼
睛
芦
毎
云
‘
貼
レ
睛
即
飛
去
、
人
以
為
―
―
妄
誕
↓

葛
洪
博
〕
朝
廷
毎
蔽
―
―
貼
試
之
法
↓
申
―
―
階
級
之
令
↓
〔
輻
い
ふ
。
報
耕
録
に
、
朝
飯
輩
食
の
前
後
の
小
食
を
以
因
請
レ
貼
レ
之
、
須
央
雷
電
破
如
壁
‘
―
一
龍
乗
レ
雲
騰
去
上
レ

恵
全
書
、
罹
任
部
、
査
交
代
〕
火
薬
定
宜
二
貼
試
↓
て
貼
心
と
な
す
と
あ
り
、
心
胸
を
貼
改
す
る
義
。
茶
菓
天
、
二
龍
未
レ
貼
レ
眼
者
見
在
。
〔
水
衡
記
〕
張
僧
縣
於
二

【
貼
維
]
4
9
-
ク
／
黒
い
色
に
貼
を
う
つ
こ
と
。
〔
元
順
‘
蠅
子
。
又
、
食
物
を
い
ふ
。
核
餘
叢
考
‘
巻
四
＋
―
―
一
に
見
金
陵
安
築
寺
玉
書
ご
雨
龍
二
不
レ
貼
レ
睛
、
毎
云
‘
貼
レ
之
即

賦
〕
貼
レ
維
成
レ
索
‘
髪
レ
白
為
レ
黒
。
ゆ
。
〔
綴
耕
録
‘
貼
心
〕
今
以
亘
＇
飯
前
及
飯
後
‘
午
前
午
飛
去
、
人
以
為
レ
妄
、
因
貼
↓
―
其
―
一
須
央
雷
電
破
レ
壁
、

【
貼
字
】
5
0
-
ク
／
盲
人
が
使
用
す
る
文
字
符
琥
。
紙
面
の
後
、
哺
前
小
食

g竺
貼
心
↓
唐
史
鄭
惨
為
一
江
淮
留
後
―
―
龍
上
レ
天
、
一
龍
不
レ
貼
レ
睛
者
見
在
。

突
起
貼
の
組
合
は
せ
に
よ
り
、
指
頭
で
躙
讀
す
る
。
家
人
備
1

一
夫
人
晨
鰈
一
夫
人
顧
-
―
其
弟
一
日
、
治
レ
版
未
レ
【
貼
精
】
紺
”
貼
睛
に
同
じ
。
精
は
睛
に
通
ず
る
。
〔
晉

【
貼
兒
】
51

tien3 
e
r
h

少

し

。

「

牧

す

る

。

畢

‘

我

未

レ

及

レ

餐

‘

爾

且

可

1

一
粘
心
一
則
此
語
唐
時
已
書
、
文
苑
‘
顧
惜
之
傭
〕
尤
善
―
―
丹
青
函
岬
窺
特
妙
‘
謝
安

【
貼
牧
】
52

tien3 
s
h
o
u
'

―
々
し
ら
べ
て
受
取
る
。
査
然
゜
〔
河
東
記
〕
板
橋
三
娘
子
、
謹
-
1

新
作
燒
餅
子
食
床
深
重
レ
之
、
以
為
、
有
―
―
蒼
生
一
以
来
、
未
二
之
有
一
也
、
惜
之

【
貼
漆
】
5
3
-
パ
じ
漆
を
つ
け
る
。
箕
黒
い
形
容
。
〔
晉
書
、
上
盆
ぞ
客
貼
心
。
〔
能
改
齋
漫
録
〕
世
俗
例
以
―
―
早
晨
小
毎
享
9
人
成
、
或
敷
年
不
レ
貼
,
,
目
精
「
人
問
1

一
其
故
;
合

外
戚
‘
杜
又
傭
〕
王
糖
之
見
而
目
レ
之
曰
‘
膚
若
,
,
凝
脂
一
食
盃
竺
貼
心
一
自
―
―
唐
時
―
已
有
,
,
此
語
ご
ム
云
‘
我
未
レ
日
、
四
骰
妍
蛍
、
本
無
"
'
闘
―
―
少
千
妙
虞
直
t

紳
窺
照
、
正

眼
如
証
漆
一
此
紳
仙
人
也
。
〔
高
適
、
奉
和
髄
賦
〕
貌
臥
及
レ
餐
、
爾
可
二
且
貼
心
↓
〔
癸
辛
雑
志
〕
阜
陵
謂
―
―
趙
温
在
―
―
阿
堵
中
↓

介
以
凌
レ
霜
、
目
精
明
而
貼
レ
漆
。
〔
春
渚
紀
聞
、
八
、
桐
華
叔
一
日
、
聞
卿
健
咲
‘
朕
欲
下
作
―
―
小
貼
‘
少
相
請
い
〔
通
【
貼
喪
[
】
70

tien3 
ch'i'

全
部
貼
呼
を
終
る
。
「
せ
る
。

姻
如
面
漆
〕
澤
州
胡
景
純
、
専
取
,
,
桐
油
燒
姻
ぶ
ぎ
桐
俗
編
、
飲
食
、
貼
心
〕
唐
書
、
鄭
惨
夫
人
曰
、
治
レ
版
未
レ
【
貼
醒
】
71

t
 ie
n
'
h
s
i
n
g
3

暗
示
を
あ
た
へ
て
さ
と
ら

花
槻
云
云
‘
書
＿
工
賓
レ
之
、
以
貼
1

一
目
瞳
子
ぶ
炉
貼
漆
―
畢
、
我
未
レ
及
レ
餐
、
爾
且
可
1

一
貼
心
ご
博
燈
録
‘
徳
山
黎
【
貼
椒
】
72

梵
果
樹
の
名
。
蜀
椒
(
1
0ー

3
3
0
8
6
:
 3
5
)

の

云
゜
〔
蘇
献
‘
次
韻
答
一
社
舒
教
授
観
―
―
余
所
レ
誡
墨
詩
〕
一
子
二
澄
陽
路
上
1

見
二
婆
子
賣
乙
研
‘
因
息
肩
‘
買
レ
絣
貼
―
名
。
〔
本
草
‘
蜀
椒
〕
繹
名
‘
巴
椒
、
漢
椒
、
川
椒
、
南
椒
、

螺
貼
漆
便
有
レ
餘
‘
萬
謳
燒
レ
松
何
慮
使
。
心
、
婆
子
日
、
我
有
二
問
ぶ
右
答
得
施
1

一
呉
貼
心
盆
四
東
唐
穀
‘
貼
椒
゜

〖
貼
漆
璧
〗5
4一
}
ャ
/
，
墨
の
異
名
。
〔
楊
萬
里
‘
謝

nー
王
恭
記
、
板
橋
一
二
娘
子
置
―
―
新
作
燒
絣
子
食
床
上
ご
典
レ
客
貼
【
貼
錯

]
7
3
忍
ば
つ
て
ん
を
つ
け
る
。
〔
輻
悪
全
書
‘
錢

父
贈
―
梁
泉
塁
詩
〕
雨
圭
水
蒼
笏
‘
双
圃
貼
漆
璧
。
心
、
維
肋
編
、
宣
和
間
有
1

一
孫
賣
魚
者
↓
館
―
―
賓
録
宮
道
穀
部
、
折
貯
〕
将
レ
簿
貼
錯
詑
。
「
印
。

【
鮎
者
]
5
5

辺
和
歌
・
俳
諧
な
ど
に
批
貼
を
し
る
し
評
院
了
上
H

炉
院
微
覺
レ
餘
、
孫
出
,
,
懐
中
蒸
餅
―
云
、
可
―
―
以
【
貼
石
】

74t
石
版
を
用
ひ
て
製
成
し
た
印
刷
物
。
石

を

加

へ

る

人

。

貼

‘

竺

揮

塵

録

‘

童

貫

謂

買

諜

去

、

忽

忽

未

レ

能

元

↓

【

貼

接

】

75

tien3 
c
h
i
e
h
―
し
ら
べ
て
う
け
と
る
。

【
貼
唱
】
56

tien3 
c
h
'
a
n
g
•
O
貼
呼
。
貼
卯
。
O
歌
曲
疑
玉
翌
午
朝
退
、
幸
見
レ
過G
手
父
癸
辛
雑
志
、
阜
陵
謂
―
-
【
貼
染
】

7
6
"＂

0
そ
め
つ
け
る
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
雑
藝
〕
武

を

指

定

し

て

歌

は

せ

る

こ

と

。

趙

温

叔

一

日

、

聞

卿

健

咲

、

朕

欲

下

作

二

小

貼

‘

少

相

請
3

烈
太
子
、
偏
能
一
百
謬
竺
坐
上
賓
客
‘
随
に
且
貼
染
‘
即
成
二

【
貼
手
】
57

t
i
e
n
'
s
h
o
u
3手
招
き
す
る
。
〖
貼
心
鋪
〗

6
6
tien3 
h
s
i
n
 p'u• 

miff
心
を
う
る
店
。
菓
敷
人
雷
以
問
,
,
童
襦
↓
皆
知
,
,
其
名
―
癸
。
〔
宋
木
史
、
食
貨
志
下

【
貼
主
】
58

l
i
e
n
'
c
h
u
3

出

棺

の

前

日

に

‘

位

牌

の

「

主

」

子

屋

。

二

〕

往

往

以

レ

槃

貼

染

‘

輿

1

一
銅
錢
ー
相
乱
。
〇
霰
家
が
景

の
字
の
、
の
訣
け
て
ゐ
る
も
の
に
黒
貼
を
打
つ
こ
と
。
【
貼
翠
】
67

”O
翠
色
を
貼
じ
つ
け
る
。
〔
梁
簡
文
帝
、
物
を
貼
綴
し
‘
又
、
色
ど
る
を
い
ふ
。
韓
じ
て
、
文
章
を

【
貼
首
]
5
9

tien3 
s
h
o
u
3

承
諾
す
る
。
う
な
づ
く
。
貼
東
飛
伯
芳
歌
〕
誰
家
綿
角
岐
路
陰
‘
裁
レ
紅
貼
レ
翠
愁
↓
一
人
潤
色
す
る
こ
と
を
も
い
ふ
。
〔
呉
鎮
‘
張
僧
絲
翠
障
寒
林

頭

す

る

。

心

↓

.
 tien3 
t
s
'
u
e
i
•
翡
翠
の
利
を
貼
綴
し
て
造
つ
圃
詩
〕
一
練
貼
染
空
青
遠
‘
六
法
精
深
秀
色
園
。

O
け
が

【
鮎
充
]
6
0
汀
i

’

代

補

す

る

。

代

任

す

る

。

代

り

務

め

る

。

た

細

工

物

。

さ

れ

る

。

又

‘

よ

ご

れ

。

し

み

。

〔

杜

甫

‘

故

著

作

郎

貶

1

一台

補
充
す
る
。
〔
輛
悪
全
書
、
錢
穀
部
‘
催
徴
〕
貼
充
之
後
、
【
貼
敷
】
68

”50
敦
で
あ
ら
は
し
た
評
債
の
値
。
批
貼
州
司
戸
1

榮
陽
鄭
公
虔
詩
〕
反
覆
蹄
1

一
聖
朝

t辛
染
無
二

止
食
司
,
,
錢
糧
出
納

U
巴
不
レ
可
＿
―
-
別
有
二
苛
求
一
の
量
。
●
品
物
の
散
。
し
な
か
ず
。
箇
散
。
経
盪
↓

【
貼
書
】
6
1
-グ
5

句
讀
を
つ
け
る
。
貼
を
つ
け
る
。
【
貼
睛
】
6
9
5

し
動
物
を
驚
い
て
最
後
に
ひ
と
み
を
入
れ
【
貼
命
{
】

779
し
ら
べ
る
。
〔
幅
恵
全
書
、
錢
穀
部
、
催

黙

部

〔
五
董
〕

貼

徴
〕
千
―
―
開
報
貼
餃
時
「
須
レ
験
―
其
人
之
相
貌
奸
良
、
家
道

【
貼
線
】
78

竺
貼
を
つ
づ
け
て
作
っ
た
線
。
こ
原
薄
↓

【
貼
選
】
7
9
5
5

し
ら
ぺ
え
ら
ぶ
。
〔
幅
恵
全
書
、
疱
任
部
、

査
交
代
〕
毎
匹
須
親
自
貼
選
↓
〔
六
部
成
語
、
兵
部
、
貼

選
‘
注
解
〕
倅
名
排
1

ー
選
兵
丁
↓

【
貼
素
】
80

勺
白
い
も
の
に
貼
を
つ
け
る
。
貼
白
。
〔
後

漢
書
、
楊
震
博
〕
帝
咸
竺
震
之
柱
一
乃
下
―
―
詔
策
一
日
‘
故
太

尉
震
正
直
是
典
‘
伴
レ
匡
―
一
時
政
二
而
胄
蠅
貼
レ
素
、
同
絃

在
レ
藩
。
〔
唐
太
宗
‘
詠
レ
雪
詩
〕
入
レ
扇
榮
―
―
離
匝
ぶ
『
レ
素

絞
歿
機
↓
〔
錢
起
霊
鶴
篇
〕
貼
レ
素
凝
レ
姿
任
一
齋
エ
一

【
貼
麻
】
81

勺
麻
で
作
っ
た
も
の
。
又
、
柔
美
な
質
の

喩
゜
〔
陸
漉
月
上
海
棠
詞
〕
淡
淡
宮
梅
‘
也
依
然
貼
酵
剪

水
。
〔
蘇
献
‘
蛾
梅
一
首
‘
贈
―
―
趙
景
脱
―
詩
〕
天
工
貼
麻

作
1

一
梅
花
証
生
有
―
―
蟻
梅
一
椰
老
家
。
〔
文
同
‘
惜
レ
杏
詩
〕
新

枝
放
レ
花
如
レ
貼
レ
酵
。

【
貼
苔
]
8
2
"
し
●
苔
に
止
り
貼
ず
る
。
〔
裔
啓
、
夜
齋
見
一

螢
火
一
詩
〕
彿
レ
竹
縁
レ
t

沙
復
貼
レ
苔
‘
夜
窓
無
レ
月
見
二
飛

来
↓
●
tien3 
t'ai'

山
水
を
書
一
く
に
、
石
隙
に
細
貼
を

加
へ
て
小
草
叢
木
‘
及
ぴ
遠
樹
と
な
す
こ
と
を
い
ふ
。

【
貼
箪
】
83

”
ク
番
鱚
〔
福
恵
全
書
‘
堕
仕
部
、
起
程
〕
男

記
こ
行
李
貼
箪
↓

【
貼
拾
】
84

tien3 
t'ai'

拇
印
を
捺
す
。

【
貼
会
】
85

梵
驚
家
の
筆
法
で
‘
貼
書
き
で
形
を
房
豚

さ
せ
る
も
の
。
〔
聞
見
偶
録
、
没
骨
書
一
〕
呉
中
鵞
―
―
花
丼
―

者
、
菌
有
ー
＝
一
種
―
―
日
二
貼
会
二
日
―
―
勾
染
ぶ
辛
会
者
、

随
レ
筆
貼
抹
、
以
成
1

一
花
葉
↓
甚
不
レ
経
レ
意
、
自
有
二
生
趣
↓

如
元
武
・
湯
光
啓
是
也
。

【
貼
欝
】
86

だ
か
ず
を
か
ぞ
へ
る
。
諦
は
‘
す
ご
ろ
く
等

の
勝
敗
を
表
は
す
た
め
に
用
ひ
る
具
。
か
ず
と
り
。
貼

は
そ
れ
を
し
ら
べ
記
す
こ
と
。
〔
十
八
史
略
‘
唐
、
中
宗
〕

上
女
安
築
公
主
、
適
一
武
三
思
之
子
一
三
思
以
レ
是
得
r

入
―
一
宮
禁
五
押
於
煮
辰
后
墾
三
思
雙
陸
‘
而
上
為
貼

壽
゜
〔
注
〕
記
社
数
也
。

【
貼
仲
】
88

ザ
が
宋
、
晃
子
慎
(
6
ー

1
3
8
8
9
:
 1
8
)

の
字
。

【
貼
鹿
]
8
9
f
T
"

―
貼
の
ち
り
。
少
し
の
け
が
れ
。
〔
太
田

蘭
香
、
小
梅
村
鵬
目
詩
〕
撓
村
野
水
碧
謡
鄭
‘
垂
柳
陰
深

絶
虹
慶

【
鮎
圏
】
90

勺
我
が
國
で
、
往
古
瑕
名
が
未
だ
獲
生
し

な
か
っ
た
頃
、
漢
文
の
訓
讀
に
、
助
動
詞
・
助
詞
は
朱
星

貼
を
漢
字
の
四
隅
中
央
散
虞
に
附
し
て
符
琥
と
な
し

1
0
二
六

13622 
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黒

部

〔
五
董
〕

貼

1
0
二
七

た

の

を

い

ふ

。

【

貼

頭

】

97

げ
の
う
な
づ
く
。
首
肯
す
る
。
承
知
の
意
を
用
貼
〕
一
字
敦
―
音
者
、
漢
時
但
借
―
―
他
字
五
比
古
き
音
盃
鄭
の
で
‘
孔
子
が
之
に
賛
し
て
獲
し
た
語
。
〔
論
語
、
先
進
〕

【
貼
定
]
9
1

ザ
し
文
章
を
し
ら
べ
な
ほ
す
。
改
め
正
す
。
改
あ
ら
は
し
て
頭
を
さ
げ
る
こ
と
。
〔
李
衛
公
問
射
、
上
〕
康
成
所
謂
倉
卒
無
レ
字
、
以
に
音
類
比
方
瑕
借
者
也
、
至
―
―
貼
‘
爾
何
如
‘
鼓
琴
希
、
鰹
爾
含
レ
琴
而
作
、
封
曰
、
異
1

一乎

正
。
〔
晉
書
‘
郭
象
博
〕
自
注
二
秋
水
・
至
架
二
篇
す
又
易
1

一
臣
教
レ
之
以
1

一
陳
法
一
無
レ
不
―
―
貼
頭
服
p

義
。
〔
侯
鯖
録
〕
魏
孫
炎
五
如
作
―
―
反
幸
只
則
今
反
切
之
學
也
、
張
守
節
云
、
三
子
者
之
撰
王
ム
ロ
、
何
傷
乎
、
亦
各
言
―
―
其
志
一
也
、
日
、

馬
蹄
一
篇
む
天
餘
衆
篇
、
或
貼
え
疋
文
句
1

而
已
。
〔
南
史
、
歌
陽
脩
知
云
益
竺
毎
レ
遇
―
―
考
試
「
坐
後
常
覺
こ
朱
衣
初
昔
者
、
皆
為
1

一
正
字
一
不
レ
須
1

m

寇
央
字
或
散
昔
、
観
レ
莫
春
者
春
服
既
成
、
冠
者
五
六
人
、
童
子
六
七
人
、
浴
l
-

隠
逸
上
、
厠
康
之
信
〕
善
11

左
氏
春
秋
涵
云
高
帝
為
二
領
軍
一
人
、
時
復
貼
頭
ぶ
盆
後
其
文
入
レ
格
。
〔
獣
陽
脩
、
詩
〕
清
夜
義
貼
獲
、
皆
依
ユ
平
上
去
入
玉
若
登
n
平
臀
芦
母
従
レ
左
起
、
乎
祈
ー
風
1

一
乎
舞
零
五
詠
而
欝
‘
夫
子
晴
然
歎
日
、
吾
興
レ

時
、
素
好
1

一

此

學

砿

レ

本

爽

康

之

扇

之

手

自

貼

定

、

又

夢

中

糊

眼

虞

朱

衣

暗

裏

貼

頭

時

。

然

則

非

1

一
本
昔
一
而
瑕
借
従
―
―
他
賀
者
、
古
人
皆
用
レ
貼
貼
也
。

造
祠
論
十
登
高
帝
絶
賞
愛
之
→
〔
世
説
新
話
‘
文
〖
貼
頭
雀
家]
9
8”玲
雀
碓
の
兄
第
八
人
、
皆
進
士
也
、
顔
師
古
匡
謬
正
俗
謂
‘
副
、
本
昔
剪
、
後
人
誤
以
為
,
,
【
貼
綽
臀
】
122-"
砂
力
，
ウ
詞
牌
の
名
。
又
、
曲
牌
の
名
。
〔
九
宮

學
〕
魏
朝
封
1

一
晉
文
王
―
為
レ
公
、
備
―
―
證
九
錫
ギ
文
王
固
譲
に
及
第
し
た
た
め
、
世
人
‘
貼
頭
雀
家
と
い
ふ
。
〔
賓
賓
副
戴
之
副
云
堂
其
本
―
H

只
而
於
1

一
詩
垢
副
云
讀
作
レ
辟
力
者
、
大
成
南
北
詞
宮
譜
〕
貼
綽
臀
、
原
出
11

於
詞
罷
盃
E

調
引

否
受
、
公
卿
将
校
、
嘗
↓
咋
炉
府
敦
喩
二
司
空
鄭
沖
、
馳
録
〕
貼
頭
崖
家
、
雀
殖
兄
弟
八
人
、
皆
登
―
―
進
士
一
科
五
世
縛
以
土
木
貼
ー
登
‘
失
,
1

其
本
五
〈
、
此
亦
用
レ
貼
、
別
1
1

他
内
、
用
―
―
詞
之
全
関
面
比
琵
琶
記
月
淡
星
稀
可
レ
證
、
元
人

紐
信
、
就
院
籍
ふ
合
文
、
籍
時
在
己
1

哀
孝
尼
家
云
宿
酔
‘
謂
1

一

貼

頭

祖

家

↓

―

茸

之

撮

、

今

人

於

，

字

之

讀

作

―

―

別

―

茸

者

い

各

於

1

一
其
膝
―
詞
之
前
半
闊
ー
通
章
叶
韻
‘
為
11

北
調
橙
「
董
解
元

扶
起
、
書
札
為
レ
之
、
無
レ
所1一
貼
定
五
り
葛
付
レ
使
、
時
A

〖
貼
頭
唖
嘴
〗99
tien3 
t'ou2 
t
s
a
'
t
s
u
e
i
3

頭
を
平
上
去
入
方
位
盃
或
用
レ
貼
‘
或
用
レ
圏
、
本
―
―
古
法
1

也

。

西

廂

係
1

一
北
調
盃
苗
空
南
糧
涵
僅
見
1

一
於
此
↓

以

為

―

ー

紳

筆

↓

ふ

り

舌

打

し

て

感

じ

入

る

°

[

貼

附

】

109

勾
●
批
貼
を
つ
け
る
。
評
貼
を
加
へ
る
。
●
【
貼
花
茶
】
123t
ン
ク
ヴ
宋
代
、
茶
坊
に
遊
ぷ
者
が
、
祝
儀

【
貼
綴
】
9
2
"
＂
”
パ
貼
を
う
っ
た
や
う
に
あ
ち
こ
ち
に
つ
【
貼
派
】

100

tien3 p'ai'~ 

査
選
抜
し
て
派
遣
す
る
。
＂
し
漢
文
に
返
り
貼
の
つ
い
た
も
の
。
又
、
其
の
漢
文
。
を
澤
山
興
へ
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
武
林
藷
事
、
歌
館
〕
凡

ら
な
る
。
又
、
程
よ
く
と
り
あ
は
せ
て
飾
る
。
配
置
。
【
貼
破
】
101

tien3 
p'

。4
獲

く

。

露

は

す

。

【

貼

封

】

110

窃
貼
を
か
け
て
封
じ
る
。
〔
輻
恵
全
書
、
刑
初
登
レ
門
、
則
有
1

一
提
レ
甑
獣
レ
i

名
者
孟
竺
盃
茶
ぶ
か
稿
散

〔
晉
書
‘
謝
朗
博
〕
子
重
字
景
重
、
明
秀
有
↓
―
才
名
ぶ
竺
會
【
貼
放
】
102

tien3 
fang'

と

も

す

。

貼

ず

る

。

「

る

。

名

部

、

詞

訟

〕

呈

レ

堂

妹

筆

貼

封

。

千

、

謂

1

一
之
貼
花
茶
五
登
棲
甫
飲
こ
盃
一
則
先
興
―
―
散
貫
{

稽
王
道
子
鰈
騎
長
史
云
嘗
因
―
侍
坐
エ
；
時
月
夜
明
浮
、
【
貼
砲
】
103

tien3 p'ao• 

試
瞼
的
に
大
砲
を
登
射
す
【
貼
撃
】
111

勺
乃
文
字
の
貼
を
打
ち
書
を
引
く
こ
と
。
撃
謂
―
―
之
支
酒
↓

道
子
歎
以
為
レ
佳
、
重
率
爾
日
、
意
謂
乃
不
レ
如
1

微
雲
貼
【
貼
賓
】
104

況
冊
賓
殿
太
常
官
が
其
の
封
絨
を
視
る
こ
は
書
法
の
一
名
稲
で
、
運
筆
の
ひ
き
は
こ
ぴ
を
要
す
る
【
貼
花
牌
】
124

謬
ぅ
南
宋
時
代
、
官
妓
た
ち
が
名
牌
の

雙
〔
張
九
齢
、
翡
採
詩
〕
葉
作
二
参
差

E
5、
枝
従
二
貼
綴
ー
と
。
〔
韻
府
引
、
金
史
、
穂
志
〕
冊
賓
殿
太
常
官
一
人
、
季
も
の
。
〔
梁
武
帝
‘
答
二
陶
弘
景
一
書
〕
貼
摯
短
‘
則
法
擁
順
序
で
客
席
に
は
べ
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
南
宋
市
緯
記
〕

新
。
〔
杜
甫
、
奉
―
―
観
般
鄭
公
廟
事
眠
山
池
江
圏
―
詩
〕
雪
視
―
―
其
封
鍼
三
謂
1

一

之

貼

賓

↓

腫

‘

貼

撃

長

、

則

法

離

濁

。

官

庫

陽

1

一
戸
部
貼
検
所
芦
母
庫
設
1

一
官
妓
敷
十
人
ず
各
有
二

雲
虚
貼
綴
、
沙
草
得
1

一
微
茫
↓
〔
蘇
献
、
六
月
二
十
日
夜
【
貼
卯
】
106

況
貼
呼
の
梢
。
官
吏
の
貼
呼
は
卯
時
（
午
【
貼
補
]112

tien2 
pu3

補
任
す
る
。
補
充
す
る
。
金
銀
酒
器
干
雨
ご
以
供
1

一
飲
客
之
用
ご
母
庫
有
1

一
祗
直
者

粗
海
詞
〕
雲
散
月
明
誰
貼
綴
、
天
容
海
色
本
澄
清
。
前
六
時
）
に
す
る
か
ら
い
ふ
。
〔
皇
朝
文
献
通
考
‘
錢
幣
【
貼
募
】
113

門
え
ら
び
つ
の
る
こ
と
。
〔
宋
史
、
李
防
博
〕
散
人
な

gロ-
l

下
番
五
飲
客
登
棲
、
則
以
11

名
牌
1

貼
喚
侑
レ

【
貼
滴
】
9
3
"
や
あ
ま
だ
れ
。
し
た
た
り
お
ち
る
し
づ
く
。
考
〕
宋
以
後
始
有
1

一
書
卯
貼
卯
之
名
↓
〔
桃
花
扇
、
撫
兵
〕
所
レ
至
貼
募
、
人
情
若
レ
有
レ
不
に
安
。
「
も
の
。
樽
‘
謂
11

之
貼
花
牌
↓

雨
滴
゜
〔
杜
牧
‘
夜
雨
詩
〕
貼
滴
侵1一
寒
夢
玉
離
騒
著1
1淡
今
日
貼
卯
日
期
、
元
帥
升
レ
帳
‘
只
得
―
―
在
レ
此
伺
候
→
〔
祗
【
貼
本
】

1
1
4
タ
内
外
典
の
漢
文
に
、
和
訓
貼
を
施
し
た
【
貼
~
兒
】

1
2
5

tien'kuan• 

e
r
h

出
棺
の
前
夜
、
震
を

愁
↓
〔
陸
涌
、
冬
夜
聰
レ
雨
戯
作
詩
〕
逸
レ
箸
貼
滴
如
琴
筑
一
恵
全
書
、
箆
仕
部
、
投
供
瞼
到
〕
照
レ
前
投
レ
供
貼
卯
゜
〔
六
【
貼
名
】
m
化
學
生
・
兵
士
等
の
貼
呼
を
い
ふ
。
〔
注
元
祭
る
時
、
家
人
親
戚
等
が
交
t
罐
内
に
食
物
を
入
れ
、

笠
枕
幽
齋
聴
始
奇
゜
部
成
語
、
吏
部
、
貼
卯
‘
注
解
〕
各
部
書
吏
官
役
人
等
、
毎
量
、
詩
〕
諸
行
百
戯
都
呈
レ
藝
、
築
局
伶
官
叫
―
―
貼
名
↓
罐
の
口
を
林
檎
で
ふ
さ
ぎ
、
白
約
で
被
ひ
｀
紅
布
で
口

【
貼
貼
】
9
4
"
＂
小
さ
い
物
が
散
多
く
あ
る
形
容
。
●
飛
月
一
次
或
ニ
―
二
次
、
由

1

一
司
官
―
按
レ
名
査
瞼
日
二
貼
卯
↓
〔
宣
和
遺
事
、
前
集
下
〕
嘗
日
殺
レ
牛
大
會
、
抱
1

一
天
書
一
を
封
じ
‘
五
色
の
絲
で
結
ぶ
こ
と
を
い
ふ
。
葬
式
の
時

雁
を
い
ふ
。
〔
庚
信
‘
晩
秋
詩
〕
可
レ
憐
敷
行
贋
、
貼
貼
【
貼
白
】
106

匁
〇
白
い
も
の
を
そ
め
け
が
す
。
し
ろ
い
貼
レ
名
。
〔
輻
恵
全
書
、
笙
仕
部
、
待
接
役
〕
照
レ
批
貼
る
名
、
之
を
棺
側
に
安
置
す
る
。
「
三
日
を
い
ふ
。

遠
空
排
。
●
涙
を
い
ふ
。
〔
劉
長
卿
‘
湘
中
紀
行
、
斑
竹
巖
も
の
に
貼
を
つ
け
る
。
〔
飽
照
、
代
白
頭
吟
〕
食
レ
苗
賓
令
11

出

安

歎

↓

【

貼

仕

膳

】

126

tien3 tsao• 

la'

河
南
で
十
二
月
二
十

詩
〕
貼
貼
留
五
盆
竺
枝
枝
寄
―
―
此
心
ム
●
雨
を
い
ふ
。
〔
杜
碩
鼠
‘
貼
乞
口
信
蒼
蠅
゜
●
明
、
丁
環
(
1
-
2
:
 8
2
)の
字
。
〖
貼
名
冊
〗1

1
6
tien3 ming'ts'e'~ 

呼

簿

。

【

貼

草

架

】

127

”
;
サ
ヴ
建
築
の
設
計
圏
。
定
側
様
。
〔
通

牧
、
村
行
詩
〕
拷
拷
垂
籍
風
‘
貼
貼
週
レ
塘
雨
。
●
汗
を
【
貼
拍
】

1
0
7冗昔
築
の
調
子
を
い
ふ
。
〔
掲
鼓
録
〕
上
洞
―
―
〖
貼
名
箪
〗

1
1
7
tien3 
m
i
n
g
'
t
a
n
'

氏
名
貼
呼
表
。
俗
編
、
居
虞
‘
貼
草
架
〕
木
経
、
攀
折
之
制
、
先
以
レ
尺
為
レ

い
ふ
。
〔
元
積
、
會
箕
詩
〕
汗
光
珠
貼
貼
‘
髪
乱
緑
葱
葱
゜
瞭
昔
律
石
肥
作
曲
調
五
茫
意
郎
成
‘
應
レ
指
散
レ
臀
、
皆
【
鮎
明
】
118

バ
じ
明
か
に
し
ら
ぺ
る
。
一
っ
l

つ
営
つ
て
丈
、
以
レ
分
為
レ
寸
、
側
1

一
書
所
レ
建
之
屋
子
平
正
壁
上
一

曇
小
魚
を
い
ふ
。
〔
皮
日
休
、
奉
1

一
和
魯
望
漁
具
十
五
詠
一
中
11

貼

拍

↓

見

る

。

〔

一

幅

恵

全

書

、

液

任

部

、

承

事

上

司

〕

命

―

―

該

吏

ー

｛

翌

其

攀

之

峻

慢

、

折

之

園

和

云

然

後

可

レ

見

1

一
屋
柱
之
高

種
魚
詩
〕
池
中
得
1

一
春
雨

aR貼
活
如
レ
蟻
。
●
こ
こ
か
し
【
貼
獲
】
108

だ
一
字
で
散
昔
あ
り
、
其
の
音
に
よ
っ
て
【
貼
野
】
119

勺
河
内
國
の
地
名
。

L

酎
面
貼
明
。
下
、
卯
眼
之
遠
近
公
7

俗
謂
―
―
之
定
側
様
面
亦
曰
―
―
貼
草
架
↓

こ
に
散
在
す
る
こ
と
。
〔
陸
滞
、
馬
上
詩
〕
不
レ
信
太
平
元
義
を
異
に
す
る
時
は
‘
字
の
傍
に
貼
、
又
は
圏
を
施
し
【
貼
薬
】
120

梵
槃
を
さ
す
こ
と
。
〔
白
居
易
、
自
歎
二
首
【
貼
寵
函
g

】128
tien3 
t
s
a
o
'
t
e
n
g
'

蘇
州
で
正
月
十
三

有
レ
象
、
貼
貼
牛
羊
散
二
遠
村
↓
て
其
の
勢
化
を
示
す
も
の
を
い
ふ
。
平
臀
は
左
の
下
に
詩
〕
二
毛
現
落
椋
品
頭
瀬
、
雨
眼
春
昏
貼
槃
頻
。
日
か
ら
五
日
間
、
尉
下
に
燈
を
掛
け
る
習
俗
。

U
珀
燈
】9
5
げ
が
あ
か
り
を
つ
け
る
。
と
も
し
ぴ
を
と
も
附
し
、
上
臀
は
左
の
上
に
附
し
、
去
臀
は
右
の
上
方
に
【
貼
~
四
】

1
2
1”
／
し
み
を
つ
け
る
。
〔
還
魂
記
、
粛
苑
〕
伯

n
-【
貼
~
録
】1

2
9
究
屯
ヤ
ヴ
将
軍
の
名
簿
。
又
‘
一
群
の
人
物

す
。
〔
蘇
献
、
次
一
碑
韻
定
慧
欽
長
老
県
寄
詩
〕
為
レ
鼠
常
附
し
、
入
臀
は
右
の
下
方
に
附
す
る
を
委
了
ー
心
＾
燕
泥
香
貼
浣
在
―
―
琴
書
上
↓
を
将
軍
に
見
立
て
た
番
附
゜

留

飯

、

憐

蛾

不

レ

貼

レ

燈

。

通

則

と

す

る

。

例

へ

ば

築

の

字

、

昔

築

上

平

【

卑

ハ

レ

貼

】

四

”

廷

曾

貼

の

意

見

に

賛

成

す

る

。

孔

子

が

【

貼

天

香

】

130

tien3 
t
'
i
e
n
'
h
s
i
a
n
g
'

江
蘇
浦
東
地
方

〖
貼
燈
装
飾
〗96
祝
詮
ク
多
く
の
燈
火
を
つ
ら
ね
て
の
時
は
正
字
に
し
て
貼
せ
ず
‘
好
築
吋
は
去
聾
、
娯
築
”
門
弟
子
を
集
め
て
其
の
志
を
言
は
し
め
た
時
、
曾
貼
が
で
毎
年
正
月
一
・
三
・
十
五
日
、
及
び
八
月
十
四
・
十
五

飾
り
と
す
る
こ
と
。
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
。
は
入
贅
で
拉
に
貼
す
る
が
如
き
類
。
〔
核
餘
叢
考
、
昔
字
天
地
の
化
育
と
其
の
功
を
一
に
す
る
所
に
着
服
し
た
日
に
、
各
家
香
燭
を
貼
ず
る
行
事
。

13623 
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匠園飼

小

日

曰

loく
ろ
い
し
わ
。
〔
説
文
〕
窯
、

莫

豪

黒

跛

也

、

私

墨

甘

臀

。

O
黒
い
さ
ま
。

〔
廣
韻
〕
黛
、
黒
兒
。
国
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
黛
、
黒

也
。

【
窯
】
螂

回口口
テゲケケ
ンンンン

〔
集
韻
〕
吉
典
切

〔
集
韻
〕
胡
典
切

〔
集
韻
〕
多
珍
切

＇旦一

宿

】

亨

ケ

ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鮒
、
九
巌

切
、
昔
兼
゜

【
榮
】
一

ト
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
榮
、
昔
豆
。

笞】年

翰
(
1
2
|
 4
8
2
2
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
整
、
同
レ
請
。

ワ
イ

【
聾
】
細

繋
聾
は
‘
色
が
さ
め
る
。
〔
集
韻
〕
謂
‘
驚
聾
‘
色
下
。

サ
ン

〔
集
韻
〕
相
干
切

圏

【
貼
不
着
]131

tien3 
p
u
 c
h
a
o
'

燈
が
つ
か
な
い
。

【
貼
佛
睛
】
132

”
プ
ノ
佛
像
佛
藍
が
完
成
し
た
時
‘
其
の

眼
を
入
れ
る
こ
と
。
開
眼
。
〔
法
苑
珠
林
〕
為
1

一
穆
太
后
「

饂
弘
輻
寺
云
寸
成
之
後
‘
—
帝
親
幸
焉
、
自
鮎
佛
睛
一
極

盛
穀
施
↓

【
貼
金
之
術
】
133

グ
紅
ル
鐵
を
髪
じ
て
黄
金
と
な
す
方

法
。
前
人
の
語
を
活
用
し
て
名
作
と
な
す
喩
゜
〔
輻
恵

全
書
、
i

泄
任
部
、
詳
文
贅
説
〕
又
安
能
有
二
鮎
金
之
術
1

而
清
,
,
償

之

↓

「

困

な

こ

と

。

【
貼
金
乏
術
】
134

tien3 
c
h
i
n
'
f
a
'
s
h
u
4

非
常
に
貧

黒

部

〔
五
し
~
六
驚
〕

多
＇
小
日

0
こ
く
た
ん
。
烏
文
木
。
〔
説
文
〕

策
幣
、
黒
木
也
、
炊
レ
黒
多
瞥
。
〔
段
注
〕

愛
火

古
今
注
、
烏
文
木
出
1

一
波
斯
國
盃
田
方
草
木
状
、
文

木
樹
高
七
八
丈
‘
色
正
黒
如
永
牛
角
〇
縣
名
。
【
虹
己
岬

〔
集
韻
〕
酵
‘
丹
陽
有
鵞
縣
〇
慧
1
2
ー

4
8
1
9
2
)

に
同
じ
。
国
字
通
〕
骸
、
同
憮
°
R
或
は
槃
(

6

|

0

け
が
す
。
け
が
れ
。
〔
廣
韻
〕
酎
、
酎
漫
、
汗
也
、

1
5
4
3
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
略
‘
或
作
レ
槃
゜
□

0
こ
出
文
字
耕
疑
↓
〇
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
、
秤
器
〕
酎
、

く
た
ん
。
〔
集
韻
〕
酵
‘
黒
木
。

O
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
黒
也
。

O
汗
(
6
-
1
7
1
3
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕

繹
器
〕
酵
‘
黒
也
。

O
縣
名
。
〔
集
韻
〕
剪
‘
縣
名
、
酎
‘
俗
汗
字
。

在
丹
陽
→
®
或
は
勁

(
1
2
-
4
8
0
8
2
)
•

野
(
1
2
-

【
載
】
〗
サ
イ
〔
集
韻
〕
作
代
切

4
8
0
9
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
或
作
二
勁
・
罰
↓

【
幣
縣
]
1

り
／
縣
名
。
宋
、
置
く
。
漢
の
勁
縣
。
安
徽
省
祁

染
め
る
。
〔
集
韻
〕
戴
、
染
也
。

門
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
徽
州
府
〕
幣
縣
、

府
西
百
四
十
里
、
秦
縣
属
榔
郡
「
以
―
剪
山
一
而
名
、
幣

本
作
レ
勁
、
讀
伊
、
漢
俯
為
―
幣
縣
占
匹
丹
陽
郡
一
云
云
、

宋
齋
固
之
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
安
徽
‘
徽
州
府
、
縣

【~
5
2
[
／
山
名
。
安
徽
省
剪
縣
の
南
。
俗
に
大
部
【
琵
】
岬

山
と
い
ふ
。
山
海
経
の
三
天
子
部
。

[
整
然
】
3

5

’
黒
い
さ
ま
。
勘
然
。
〔
駄
陽
脩
、
秋
替
賦
〕

宜
其
渥
然
丹
者
為
1

一
稿
木
t

勁
然
黒
者
為
―
―
星
星
↓

【
幣
南
生
】
4

5
げ
元
、
程
文
(
8
|
2
5
0
8
1
 :
 1
3
1
)

の
O

の
琥
゜

小
〇
質
が
堅
く
て
黒
色
の
も
の
。
〔
説

士
D
震
火
薮
文
〕
琵
、
堅
黒
也
、
炊
レ
黒
吉
臀
。
〔
段

注
〕
黒
之
堅
者
也
。
〔
句
讀
〕
玉
篇
、
鮨
、
堅
也
、

黒
也
、
賓
則
古
籍
用
1

一
琵
字
玉
祇
有
―
―
堅
義
一
也
。

O

カ
ッ
ゲ
チ

〔
集
韻
〕
下
八
切
／
闘

T
-
Y
 h
s
i
a
2
 

菌

シ，ヤ
ジ，ヤ

〔
廣
韻
〕
徐
野
切

OO

冨

】

岬

日
ェ
イ
〔
集
韻
〕
煙
羹
切
麗

□
イ
〔
集
韻
〕
於
夷
切
甲
]

【
縣
】
[

く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
蘇
、
黒
也
。

サ
ッ
セ
チ

〔
集
韻
〕
初
轄
切

闘

あ
さ
ぐ
ろ
。
浅
黒
色
。
〔
玉
篇
〕
数
‘
淡
黒
漫
色
也
。

霰
】
螂

ク
ヴ
ィ

〔
玉
篇
〕
呼
回
切

oo

冤
】
〗

●
く
ろ
い
。
〔
字
彙
〕
艶
‘
黒
也
〇
深
い
。
〔
海
篇
〕

艶
、
深
也
。

O
院
(
1
2
-
4
8
1
2
7
)

の
諮
字
。
〔
正
字

通
〕
艶
、
婉
字
之
調
。

ウ
ッ
ウ
チ

〔
字
彙
〕
於
勿
切

履

黒
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
降
、
黒
兒
゜

【
降
】
〗
，ヽウ

ノ

〔
集
韻
〕
披
江
切
戸
〗

【
罰
】
三
ィ
[
[
[
□
＄
パ
戸
鱈
ロ
ベ
[

或
作
レ
押

貼

聾

勁

榮

鮒

蔦

降

戦

幣

押

艶

蘇

閃

戴

畦

さ
と
い
。
さ
か
し
い
。
〔
方
言
、
一
〕
虔
・
懐
、
慧
也
、

自
レ
闊
而
東
、
趙
魏
之
間
、
謂
二
之
琵
↓
〔
集
韻
〕
畦
、

一
曰
‘
慧
也
。
〇
わ
る
が
し
こ
い
。
わ
る
が
し
こ
い

者
。
〔
漢
書
、
趙
充
國
傭
〕
以
―
―
尤
栞
印
竺
皆
斬
レ
之
。

〔
注
〕
師
古
日
、
畦
、
悪
也
。
〔
後
漢
書
、
南
蜜
傭
〕
外

擬
内
畦
゜
〔
唐
書
、
陳
子
昂
傭
〕
吐
蕃
鮎
檜
、
抗
二
天

誅
著
―
―
十
餘
年
。
⑲
一
百
六
韻
の
一
。
入
臀
第

八。

【
畦
楡
】
1
9
7
イ
わ
る
が
し
こ
い
。
ず
る
い
。
〔
唐
書
、
陳

子
昂
側
〕
吐
蕃
琵
檜
、
抗
天
誅
者
一
―
十
餘
年
。

【
貼
慧
】
2

t

い
こ
ざ
か
し
い
。
わ
る
が
し
こ
い
。
ち
ゑ

が
あ
つ
て
ず
る
い
。
〔
北
史
、
宦
者
傭
論
〕
簡
ー
ー
選
琵
慧

者
散
十
人
以
為
―
―
左
右
恩
胴
面
虞
殆
輿
蘭
窟
相
埒
゜

【
印
霜
木
】
3

h
s
i
a
'
c
h
i
e
h
2

狡
檜
な
輩
。
架
琵
(
6
-
1
4
7

5
3
 :
 5
)

に
同
じ
。

【
琵
椙
】
4

？
わ
る
が
し
こ
い
わ
る
も
の
。
〔
祗
悪
全

書
、
陸
遷
部
、
総
論
〕
奸
民
貼
椛
、
将
レ
有
1
1

起
而
議
レ
之

者
戻
゜

【
畦
兒
】
5

勺
か
し
こ
い
小
兒
。
聰
慧
な
兒
童
。
〔
顔

氏
家
訓
、
教
子
〕
齊
武
成
帝
子
蛾
堺
王
、
太
子
母
弟
也
、

生
而
聡
慧
‘
帝
及
レ
后
‘
並
篤
愛
レ
之
‘
云
云
‘
帝
毎
面
五
E

之
曰
‘
此
畦
兒
也
‘
常
レ
有
レ
所
レ
成
。

【
畦
者
】
6

己
わ
る
が
し
こ
い
者
。
〔
齋
藤
拙
堂
、
陪
滞

笠
置
山
記
〕
此
皆
僧
侶
琵
者
所
レ
設
。

【
貼
竪
】
7

翌
わ
る
が
し
こ
い
召
使
。
〔
日
本
政
記
、
二

條
天
皇
論
〕
瞥
若
1
1

悴
婢
琵
竪
‘
利
1

一
主
家
財
物
↓

【
畦
鼠
】
8

り
，
ね
ず
み
の
梢
゜
鼠
の
性
は
陰
狡
で
あ
る

か
ら
い
ふ
。
〔
痘
成
大
‘
瞭
起
詩
〕
琵
鼠
縁
―
―
鈴
索
ぶ
凱
籾

啄
二
井
欄
一

【
琵
盗
】
，
”
5

わ
る
が
し
こ
い
盗
賊
。
〔
輻
恵
全
書
、
刑

名
部
、
賊
盗
上
、
絹
捕
〕
鮎
盗
分
レ
細
、
弱
盗
分
レ
粗
゜

【
鮎
智
】
10

”
，
わ
る
が
し
こ
い
ち
ゑ
。
わ
る
ぢ
ゑ
。
〔
王

憚
苦
熱
歎
詩
〕
陰
喩
翌
老
嗅
火
鼠
駒
社
智
↓

【
鮎
奴
】
11"
，

0
奴
婢
(
3
-
6
0
3
9
:
 2
9
)
の
異
稲
゜
〔
史

記
、
貨
殖
、
可
間
偶
〕
架
鮎
奴
、
人
之
所
レ
患
也
、
唯
可
間

牧
取
‘
使
―
―
一
之
逐
ー
五
~
壁
商
賣
之
利
→
●
わ
る
が
し
こ
い

奴
。
わ
る
い
や
つ
。
人
を
い
や
し
め
て
い
ふ
語
。
〔
近
古

史
談
、
豊
篇
、
太
閤
雑
事
〕
公
冷
笑
日
、
何
者
琵
奴
‘
倣
ニ

1
0二
八

13624 
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霰】”

黒

部

〔六
I

八
藍
〕

駐

旅

蛤

賊

駿

醗

魏

殴

鞘

爵

硲

闘

黛

醗

誼

條

餘

厘

醇

霊

競

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
酸
、
音

域
、
又
昔
郁
。

ヨ
ク
・
ヰ
ク

【

齢

】

螂

ァ

ン

義
未
詳
。
〔
龍
窮
手
鑑
〕
齢
、
於
檻

切
、
昔
晦
°

【
爵
】
〗〔
集
韻
〕
慮
活
切
閲
『

ラ
ッ
ラ
チ

黒
い
弓
゜
〔
字
彙
補
〕
旅
、
黒
弓
也
。

曾

】

年

鞘
襲
は
、
あ
ざ
。
ほ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
鞘
、
鮪
霞
、
面

古
o

堅研

セ
ヴ
／

〔
集
韻
〕
七
肖
切

嘔

窟

】

岬

Jレ口

〔
字
彙
補
〕
力
姑
切
國
〗

〇
や
み
を
行
く
。
〔
集
韻
〕
霰
、
闇
行
也
。

O
く
ら

い
。
〔
字
彙
〕
駁
、
暗
也
。

箇
悪
戯
↓
〔
鍋
島
直
正
、
偶
成
詩
〕
鮎
奴
若
有
A
懇
邊
事
↓

【
琵
馬
】
12

勺
わ
る
が
し
こ
い
馬
。
悴
馬
。
〔
漢
書
、
張

敗
博
〕
駆
虹
馬
音
、
利
―
―
其
街
策
↓

【
琵
民
】
13

カ
/
わ
る
が
し
こ
い
民
。
〔
漢
書
、
匈
奴
傭
下
〕

い
え
ぴ
す
。
〔
後
漢
書
、
伏
【
蛉
玖
】
岬

琵
民
共
為
レ
寇
゜

【
琵
虜
】
1
4
"
,
5

わ
る
が
し
こ

湛
博
〕
琵
虜
困
迫
、
必
求
1

一
其
助
↓
〔
魏
志
‘
飽
勘
傭
〕
中

國
虚
耗
、
令
1

一

畦

虜

玩

＞

威

。

く

ろ

い

。

〔

集

韻

〕

駿

、

黒

也

。

【
琵
夏
斯
】
15

パ
ノ
カ
，
種
族
の
名
。
北
秋
の
一
。
今
の
吉

利
吉
思
部
。
古
、
又
堅
昆
結
骨
と
い
ふ
。
皆
一
臀
の

轄
。
突
蕨
族
に
層
す
。
葉
尼
塞
河
の
上
流
に
起
り
、
唐

[
g
i
】
年
ゲ
ン
〔
集
韻
〕
悦
旬
切

の
中
世
、
回
乾
を
逐
つ
て
南
杭
愛
・
阿
爾
泰
雨
山
の
地

す
み
を
ひ
た
す
。
〔
集
韻
〕
硯
、
濡
レ
墨
也
。

に
移
る
。
今
は
中
亜
細
亜
に
住
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

山
東
、
外
夷
附
考
〕
琵
憂
斯
國
、
在
1

一
啜
庭
州
北
七
十
里
↓

郎
古
之
堅
昆
‘
漢
紀
‘
堅
昆
東
去
芦
平
干
庭
一
七
十
里
‘
南

至
庫
師
云
芋
里
、
黄
龍
元
年
、
那
支
箪
子
西
撃
烏

孤
因
北
井
―
―
堅
毘
→
留
郎
之
、
其
後
西
徒
‘
堅
昆
復
有
一
【
畔
認
】
〗
芦
〔
集
韻
〕
莫
江
切
屈

其
地
二
梁
紹
泰
初
、
突
蕨
強
盛
、
北
井
.
,
契
骨
一
郎
堅
昆

癸
、
唐
初
旦
結
登
亦
曰
屈
勿
；
又
為
乾
危
亦
旦
●
く
ら
い
。
〔
玉
篇
〕
魏
、
冥
暗
°
〇
わ
た
く
し
。

乾
吃
斯
五
後
改
琥
日
二
琵
疫
斯
工
竺
伊
吾
之
西
‘
焉
者
之
ひ
そ
か
。
か
げ
ご
と
。
〔
方
言
、
十
三
〕
鵡
、
私
也
。

北
、
白
山
之
愛
貞
観
十
一
年
入
貢
、
二
十
二
年
、
其
部
〔
注
〕
冥
闇
、
故
為
二
陰
私
一
也
。
〔
廣
韻
〕
魏
、
陰
私

事
也
。

長
入
朝
、
以
為
二
堅
昆
都
督
府
一
隷
1

一
燕
然
都
護
二
屁
元

中
、
為
二
回
鶴
所
＞
破
、
自
レ
是
隔
遠
、
不
レ
通
.
,
中
國
谷
沃
君

長
日
1

一
牙
熱
建
五
牙
香
山
去
.
,
回
鶴
牙
云
案
舵
行
四
十
日
、

冨

】

岬

開
成
末
、
琵
麦
斯
盛
強
、
阿
熱
自
梢
11

可
汗
了
大
破
11

回

間
回
鶴
敗
散
、
既
而
遣
レ
使
貢
獣
、
會
昌
三
年
、
冊
為
1

一

可
汗
下
五
代
時
為
11

契
丹
所
品
叶
。

マバ
ンン

〔
集
韻
〕
亡
苑
切
謁

シ
，
ュ
ッ

シ
，
ユ
チ

瓢
饂
.
畠
-

霰

〔
集
韻
〕
促
律
切

闊

盲

】

血

戸

7

□
吐
字
彙
補
〕
糎
、
尾
黒
切

貧
】
叩

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
餘
‘
―
音
荼
゜

冨
品
／
ユ
ク
[
[
エ

2パ
）
に
口
〗

[
O

盲
】
叩

で

顎

(
1
2
|
 4
8
1
7
9
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
粗
、
按
、
即
顎
字
之
識
。

ヘ
キ

亘
】
〗テ
ン

繋
(
1
2
|
 4
8
1
3
6
)

の
諮
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
霰
、
緊
偽
字
。

【
黛
】
〗

ま
だ
ら
。
〔
字
彙
補
〕
黛
、
斑
也
。

レ
イ
ラ
イ

〔
字
彙
補
〕
力
笑
切

圏

●
す
す
け
る
。
く
ろ
い
。
顔
面
、
又
は
皮
膚
に

照
い
氣
が
あ
る
さ
ま
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
肌
色
肝

諜
。
●
徽
(
1
2
-
4
8
1
9
6
)

に
同
じ
。
〔
六
郷
索
隠
〕

罪
、
卑
ハ
レ
徽
同
。

国】虹
バ
イ
〔
字
彙
補
〕
昔
毎

黒
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
酪
、
黒
兒
゜

冨

】

年

ヨ
ク
〔
集
韻
〕
｛
郎
王
切
困

く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
符
‘
照
也
。

J
O
二
九

R
小
[
]
□
あ
を
ぐ
ろ
い
。
一
Pl
黒
色
。
〔
説
文
〕

大

(
奥
豪
競
、
青
黒
色
也
‘
炊
レ
黒
奄
臀
゜
〔
段
注
〕

謂
青
色
之
嘉
也
。
〔
集
韻
〕
競
、
青
黒
兒
。
国

0

く
ら
い
。
陰
黒
。
ま
た
謡
(
1
2
-
4
8
1
5
1
)

に
作
る
。

〔
六
書
故
〕
競
‘
陰
黒
也
‘
亦
作
レ
罪
。
●
た
ち
ま

ち
。
〔
一
切
経
音
義
、
十
四
〕
畷
‘
忽
也
。
参
ま
つ

く
ろ
。
或
は
罪
(
1
2
-
4
8
1
5
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

覧
、
深
黒
色
‘
或
炊
レ
＿
音
。

【
競
翡
】
1

”~
0明
か
で
な
い
さ
ま
。
〔
一
切
経
音
義
｀

十
七
〕
競
撃
、
不
レ
明
也
。

O
ま
つ
く
ろ
こ
県
黒
。
〔
一
切

経
音
義
、
十
一
〕
競
闘
、
深
黒
也
。
轡
く
ろ
い
さ
ま
。
〔
劉

伶
、
北
芭
客
含
詩
〕
決
済
望
舒
隠
‘
費
鰈
玄
夜
陰
゜
〔
韓
愈
、

為
―
―
河
南
令
一
上
1

一
留
守
鄭
相
公
1

啓
〕
必
諸
従
事
輿
1

ー諸将

〔
集
韻
〕
郎
感
切

麗】如
国□
オアエア
ンンンン

曰
ェ
ン

〔
集
韻
〕
衣
検
切
陸

＞
 

＿
ヰ

y
e
n
3

〔
集
韻
〕
乙
滅
切
追
皿圏

冠
】
[

〇
員
黒
。
〔
集
韻
〕
醗
、
純
黒
色
。
●
わ
す
れ
る
。

〔
字
槃
〕
間
、
忘
失
也
。
●
醇
霊
は
‘
役
に
立
た
な

い
。
能
力
が
な
い
。
〔
集
韻
〕
醗
‘
翻
翡
、
不
レ
幹
レ
事
。

コ
ン

〔
集
韻
〕
古
困
切

謹

【静】叩
評
痙
は
‘
役
に
立
た
な
い
。
能
力
が
な
い
。
〔
集

韻
〕
剪
、
剪
開
、
不
レ
幹
レ
事
。

ト
ン

〔
集
韻
〕
嗽
頓
切
醐
g

＇鼠
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小

或

●

い

れ

ず

み

。

面

上

に

施

す

慇

豪

勘

橙

墨

刑

。

則

（

割

）

（

1
2
|
 4
8
0
4
 

4
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鯨
、
墨
刑
在
レ
面
也
、
八
レ
黒

京
啓
、
別
、
或
凡
レ
刀
作
。
〔
書
、
呂
刑
〕
妥
始
淫
為
―
―

制
削
椋
鯨
二
疏
〕
鯨
レ
面
即
墨
刑
也
。
〔
周
弱
、
秋

官
、
司
刑
〕
墨
罪
五
百
゜
〔
注
〕
墨
‘
鯨
也
、
先
刻
1

一其

霰
】
〗ケ
イ
梵
ャ
ヴ

園
ゲ
イ

〔
集
韻
〕
渠
京
切
甲
炉

／
 

<
＿
/
 
I
 

c
h
'
m
g
2
 

い
と
の
く
さ
っ
た
色
。
〔
集
韻
〕
諾
‘
絲
壊
色
。

冨
】
〗セ↓／
〔
集
韻
〕
七
接
切
圏

く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
頸
、
黒
也
。

【

鯖

】

叫

ホ

ン

〔
集
韻
〕
逍
昆
切
因

く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
蒻
、
黒
也
。

国】虹
コ
ン

〔
集
韻
〕
虎
本
切
戸
〗

盲
】
呻

璧
(
1
2ー

4
8
1
9
0
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
鰈
、
同
レ
顎
。

ロ
ク

【

緊

】

[

く
も
が
く
ろ
い
。
〔
篇
海
〕
骸
、
雲
黒
也

タ
ン
ド
ン

〔
篇
海
〕
徒
感
切

圏

吏
ご
木
レ
能
レ
去
―
―
朋
鴬
‘
心
盆
益
覆
費
巽
‘
不
下
以
1

一
渓
情
状
一

白
•
露
左
右
i〔
齊
己
、
行
路
難
〕
驚
波
不
レ
在
―
―
甍
翡
間
-

黒

部

〔
八
蓋
〕

面
百
笞
墨
窒
レ
之
。
〔
荀
子
、
正
論
〕
墨
鯨
゜
〔
注
〕

以
レ
墨
涅
―
―
其
面
―
而
已
、
或
日
、
墨
鯨
常
レ
為
―
―
墨

鰐

但

以

二

墨

巾

i
四
其
頭
一
而
已
。

O
或
は
刺

(
2
-
2
0
5
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鯨
‘
或
作
レ
剌
。
●

姓
。
〔
姓
氏
書
辮
證
〕
淮
南
王
英
布
、
少
時
人
相
レ

之
‘
嘗
―
―
鯨
而
王
五
」
而
坐
レ
法
鯨
、
後
王
―
―
九
江
及

淮
南
面
臼
謂
1

一
之
鯨
布
一
＠
酉
陽
雑
俎
の
篇
名
。

【
鯨
制
】
1

灯
い
れ
ず
み
す
る
こ
と
と
は
な
き
る
こ
と
。

〔
漢
書
、
貢
萬
博
〕
故
鯨
制
而
梵
鉗
者
、
猶
―
―
復
攘
如
日
為
1

一

政
於
世
一
〔
新
書
、
階
級
〕
梵
削
鯨
制
之
罪
。

【
鯨
罪
】
2

訂
古
の
い
れ
ず
み
の
刑
。
墨
刑
。
墨
辟
゜

墨
罪
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
羮
禁
―
廷
U
竺
死
罪
積
下
‘
今

公
躊
レ
錢
‘
鯨
罪
積
下
、
為
レ
法
若
レ
此
、
上
何
頼
焉
。
〔
注
〕

蘇
林
日
、
下
、
報
也
、
積
累
下
報
論
レ
之
也
。

[
鯨
首
]
3

訂
額
に
い
れ
ず
み
す
る
刑
。
又
、
い
れ
ず

み
し
た
ひ
た
ひ
。
〔
後
漢
書
、
禁
邑
債
〕
即
牧
付
―
―
廷

尉
治
レ
罪
‘
也
陳
伝
謝
‘
乞
鯨
首
肌
足
載
成
漢
史
一

〔
後
漢
書
、
朱
穆
博
〕
臣
願
鯨
首
繋
趾
。
〔
注
〕
鯨
首
‘
謂
―
―

竪
レ
額
涅
＞
累
也
。
〔
王
褻
、
四
子
講
徳
論
〕
翡
髭
鯨
首
｀

文
身
裸
担
之
國
゜
〔
注
〕
翰
曰
‘
鯨
首
、
離
額
也
。

[
鯨
徒
]

4

げ
イ
い
れ
ず
み
の
刑
罰
を
う
け
た
罪
人
。
〔
史

記
、
苑
唯
傭
〕
坐
二
須
買
予
堂
下
一
置
座
豆
其
煎
食
雨

鯨
徒
央
而
馬
土
艮
之
↓
〔
漢
書
、
叙
博
下
〕
信
惟
餓
隷
‘

布
賓
鯨
徒
。

【
鯨
布
】
5

[

イ
漢
の
人
。
英
布
の
別
名
。
英
布
(
9
|
3
0
8
0
 

8
:
 15
2
)

を
見
よ
。
〔
陸
機
‘
漢
高
祇
功
臣
賛
〕
烈
烈
鯨

布
、
耽
耽
其
柄
。
〔
注
〕
善
曰
‘
漢
書
曰
‘
鯨
布
‘
姓
英
氏
、

項
梁
｛
生
會
稽
ェ
布
以
レ
兵
陽
レ
之
。

〖
鯨
布
開
隅
〗5
行
[
?
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
鯨
布
、

項
梁
に
閏
す
。
項
籍
、
兵
を
率
ゐ
て
西
の
か
た
隅
に
至

り
、
入
る
こ
と
を
得
ず
‘
布
等
先
づ
間
道
よ
り
隙
下
の

軍
を
破
り
、
途
に
咸
陽
に
至
る
を
得
た
故
事
。
〔
漢
書
、

鯨
布
博
〕
懐
王
使
江
木
義
為
1

一
上
将
軍
「
項
籍
輿
レ
布
皆

隔
レ
之
、
北
救
レ
趙
、
及
L

籍
殺
宋
義
河
上
一
自
立
為
中
上

将
軍
ぃ
使
―
―
―
布
先
渉
レ
河
撃
―
秦
軍
一
散
有
レ
利
、
籍
乃
悉

引
レ
兵
従
レ
之
、
遂
破
秦
軍
五
竺
章
那
等
土
楚
兵
常
勝
、

功
冠
-
―
諸
侯
五
諸
侯
兵
皆
服
閏
函
生
者
、
以
―
―
布
散
以
レ
少

敗
＞
衆
也
、
項
籍
之
引
レ
兵
西
至
正
梨
杢
又
使
n

―
布
等
夜

埜

縣

闘

頸

談

鯨

蘇

詮

｛

黛

航

蛛

数

キ
ン
コ
ン

口
カ
ン
ケ
ン

□l
 

小

日

0
黄
黒
色
。
〔
玉
篇
〕
陸
、
黄
黒
如
レ

豪
金
也
。
〇
あ
さ
ぎ
色
。
〔
廣
韻
〕
詮
、
漫

翌
黄
色
。
口

0
黄
黒
色
。
〔
説
文
〕
詮
、
黄
黒
也
、
八
レ

黒
金
臀
゜
〔
段
注
〕
謂
1

知
黄
色
之
黒
ニ
〇
酔
(
1
2
-
4

8
0
5
6
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
詮
、
卑
ハ
レ
緊
通
。

O
ま

た
齢
(
1
2
-
4
7
9
2
8
)

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

詮
、
字
亦
作
レ
齢
。

【
鯰
】
〗
〔
集
韻
〕
居
咸
切

〔
廣
韻
〕
居
吟
切

國鱈

国】虹
レ
9
7

鰈
(
1
2
|
 4
8
1
4
2
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
蘇
、
同
レ
鰈
゜

撃
賊
一
章
那
秦
卒
二
十
餘
萬
人
云
ぎ
隅
不
レ
得
レ
入
、
又

使
下
布
等
先
従
,
,
開
道
証
ぞ
関
下
軍
い
遂
得
入
至
咸
陽
一

〖
鯨
布
被
レ
刑
而
王
〗
7

窮
g
イ
セ
ラ
レ
テ
漢
の
英
布
が
鯨

せ
ら
れ
て
後
、
王
と
な
っ
た
こ
と
。
〔
史
記
、
鯨
布
博
〕

鯨
布
者
‘
六
人
也
‘
姓
英
氏
、
秦
時
為
―
―
布
衣
少
年
工
有
レ

客
相
レ
之
日
、
嘗
―
―
刑
而
王
五
久
レ
牡
‘
坐
レ
法
鯨
‘
布
欣
然

笑
曰
‘
人
相
レ
我
常
―
―
刑
而
王
玉
幾
是
乎
‘
云
云
‘
項
王
封
ニ

諸
将
一
立
な
布
為
―
―
九
江
王
ゴ
云
云
｀
（
漢
）
四
年
七
月
、
立
レ

布
為
"
淮
南
王
一

【
鯨
文
】
8

竺

い

れ

ず

み

。

箭

青

。

「

鯨

辟

゜

【
鯨
辟
】
9

}

＂
い
れ
ず
み
の
刑
。
〔
正
字
通
〕
闘
‘
開
面
‘

【
鯨
面
】
10

竺
か
ほ
に
い
れ
ず
み
す
る
。
又
、
い
れ
ず

み
し
た
か
は
。
〔
漢
書
‘
匈
奴
偉
上
〕
匈
奴
法
、
漢
使
不
レ

去
レ
節
、
不
"
一
以
レ
墨
鯨
1

↓
其
面
二
不
レ
得
レ
入
―
―
弯
薩
↓
〔
後
漢

書
、
東
夷
偉
〕
男
子
皆
鯨
面
文
身
‘
以
―
―
其
文
左
右
大
小
↓

別
―
尊
卑
之
差
↓
〔
魏
志
‘
毛
玲
傭
〕
出
見
二
鯨
面
五
9

者
其

妻
子
没
為
―
―
官
奴
婢
↓

【
息
レ
鯨
補
レ
制
】

115ド
が
い
れ
ず
み
を
消
し
、
切
ら

れ
た
鼻
を
補
ふ
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
庸
距
知
T

夫
造
物

者
之
不
丙
息
二
我
鯨
―
而
補
乙
我
JIJ.
〔
蘇
拭
、
登
レ
州
謝
"

雨
肛
啓
〕
策
レ
憲
磨
レ
鉛
‘
少
答
非
常
之
遇
息
レ
鯨
補
レ

制
、
漸
牧
―
―
無
用
之
身
↓

霰
】
〗

医翠図

□
口
彗
悶
は
‘
大
い
に
黒
い
。
〔
集
韻
〕
蛛
、
彗
聾
、

大
黒
。
国
あ
か
ぐ
ろ
い
色
。
誤
(
1
2
-
4
8
1
8
1
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
繋
、
赤
黒
色
、
或
八
レ
束
。

貧
】
〗

徽
(
1
2
-
4
8
1
9
6
)

に
同
じ
。
〔
字

ノ
彙
〕
散
、
同
レ
徽
。

ィ
.‘
 日

ラ
イ

□
ラ
イ

回
リ

〔
集
韻
〕
郎
オ
切

〔
集
韻
〕
洛
代
切

〔
集
韻
〕
郡
知
切

El●
き
ぐ
ろ
。
黄
黒
色
。
或
は
聾
(
1
2
-
4
8
2
0

0
)

．
庶
(
1
2
|
 4
8
1
2
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
院
‘

玄
黄
也
‘
或
炊
レ
冤
‘
亦
書
作
レ
窯
。
●
く
ろ
い
。

〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
院
‘
黒
也
。
口
●
黒
く
て
も
や
う

が
あ
る
。
も
と
頸
(
1
2
-
4
8
1
7
0
)

に
作
る
。
〔
正

字
通
〕
頸
、
院
本
字
。
〔
集
韻
〕
頸
‘
説
文
、
黒
有
＞
文

也
、
或
八
レ
宛
°
〇
あ
せ
る
。
色
が
か
は
る
。
閥
(
1
2

-
4
8
1
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
隅
、
色
髪
也
、
或
作
レ

罰
゜
〔
周
虞
、
風
土
記
〕
梅
雨
油
レ
衣
‘
服
皆
敗
翫
゜

〔
阜
荘
、
詞
〕
涙
常
紅
袖
醗
゜

【読】呻

口
ヲヱ
チッ

ウ
ッ
ウ
チ

日

集
韻
〕
紆
勿
切
叶
i

ヽ

u
 y
U
'
 

〔
集
韻
〕
於
歎
切
且

ヽ
一
せ

y
e
h
4

EJも
も
い
ろ
。
繕
(
8
|
2
8
0
l
l
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

繕
、
説
文
、
漫
綺
也
、
亦
作
憮
゜
〔
周
饒
、
天
官
、
染

人
、
夏
憩
‘
注
〕
故
書
‘
礁
作
に
黛
。
口
貧
黒
色
。
院

(
1
2
 |
 4
8
1
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
院
、
玄
黄
也
、
亦

書
作
に
黛
。

冤
】
〗□
ク
ン
〔
集
韻
〕
許
云
切
万
｛

且

十

〔

集

韻

〕

紆

勿

切

躙

I
O
I
―1
0
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【黛】虹

里
~
部

〔
八
董
〕

蜘

黛

蕪

圏Ii' 図画

日
口
●
く
ろ
い
。
〔
玉
篇
〕
黛
、
黒
也
。
〔
楚
辞
、

劉
向
、
九
歎
、
逢
紛
〕
顔
徽
窯
以
祖
敗
今
。
〔
注
〕

窯
、
黒
也
。
●
き
ぐ
ろ
。
〔
集
韻
〕
黛
、
黒
而
黄
゜

〔
一
切
鰹
音
義
、
二
十
二
〕
窯
、
黄
黒
也
。
●
ま
だ

ら
。
〔
一
切
鰹
音
義
、
七
〕
黛
、
班
異
謂
1
1

之
黛
麒
1

也
。
R
通
じ
て
黎
(
1
2
-
4
7
9
9
4
)

に
作
る
。
〔
正
字

通
〕
黛
、
通
作
レ
黎
。

O
或
は
梨
(
7
|
2
0
0
3
7
)

に
作

る
。
〔
康
熙
字
典
〕
窯
、
或
作
レ
梨
。

O
或
は
縞
(
1
2

-
4
8
2
3
3
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
黛
、
或
作
レ
縞
。
国

驚
黛
は
、
あ
さ
ぐ
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
黛
‘
驚
黛
、
漫
黒
。

【
黛
顔
】
1

か
黒
い
顔
。
又
、
顔
を
く
ろ
く
す
る
。
婆

働
す
る
。
〔
禍
恵
全
書
、
庶
政
部
、
建
―
―
立
坊
舗
―
〕
是
卑
ハ
,
,

酔
面
黛
顔
、
被
レ
鶉
帯
レ
索
者
ー
等
耳
。
〔
朴
趾
源
、
農
説
〕

又
笑
暇
窯
レ
顔
脈
乙
手
。

【
黛
牛
】
2

が
黒
く
て
黄
を
帯
び
た
牛
゜
朧
牛
゜

【
窯
花
】
3

I
i
'
h
u
a
1

星
ま
だ
ら
の
模
様
。

【
窯
黄
】
4

”
ワ
ヴ
鳥
の
名
。
黄
鶯
を
い
ふ
。
倉
庚
゜
〔
爾
雅
、

繹
鳥
〕
倉
庚
‘
黛
黄
也
。
〔
注
〕
其
色
黛
黒
而
黄
‘
因
以
名

云。
【
黛
黒
】
5

か
黄
色
を
含
ん
だ
黒
色
。
や
つ
れ
た
顔
の

形
容
。
黎
黒
。
〔
墨
子
‘
兼
愛
中
〕
昔
者
楚
璽
王
好
1

一
士
細

変
三
云
云
、
朝
有
―
―
黛
黒
之
色
↓
〔
間
詰
〕
畢
云
‘
黛
非
↓
1

古

字
涵
日
レ
為
レ
黎
‘
呂
氏
春
秋
行
論
云
‘
馬
官
為
―
―
司
空
百
以

通
尿
遼
顔
色
黎
黒
‘
只
作
レ
黎
‘
玉
篇
云
‘
黛
亦
作
レ

日戸
口リ
国
ラ
イ

〔
集
韻
〕
憐
題
切／ 
ヵ―

〔
集
韻
〕
良
脂
切

〔
集
韻
〕
力
皆
切

【
蜘
】
〗

蜘
駐
は
‘
草
書
の
勢
。
筆
の
勢
。
字
畳
の
貼
゜
句

讀
の
貼
゜
〔
集
韻
〕
蜘
‘
蜘
駐
、
神
書
勢
、
崖
子
玉

記
。
〔
梁
武
帝
、
書
評
〕
蜘
駐
貼
鮪
、
言
下
状
如
＿
一
連

珠
五
絶
而
不
占
離
。

チ

〔
集
韻
〕
展
考
切
餌

圏tang" 

圏

小
曰
●
む
ら
。
さ
と
。
④
む
ら
。
さ
と
。

豪
郷
里
。
〔
楚
辞
、
離
騒
〕
惟
此
黛
人
其

箇
獨
異
゜
〔
注
〕
蕉
、
郷
窯
也
。
＠
五
百
家
。
〔
秤
名
、

繹
州
國
〕
五
百
家
為
レ
鴬
゜
〔
周
證
、
地
官
、
鴬
正
〕

各
掌
11

其
黛
之
政
令
教
治
↓
〔
注
〕
五
百
家
為
レ
蕉
。

◎
二
百
五
十
家
。
〔
正
字
通
〕
窯
、
二
百
五
十
家

為
レ
蕉
。
●
と
も
が
ら
。
た
ぐ
ひ
。
な
か
ま
。
＜
み
。

む
れ
。
と
も
。
蹄
趨
同
じ
く
、
意
氣
相
通
ず
る
衆
゜

〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
黛
、
比
也
。
〔
廣
韻
〕
鴬
、
輩
也
。

〔
證
‘
仲
尼
燕
居
〕
耕
説
得
真
鴬
↓
〔
注
〕
黛
‘
類
也
。

〔
論
語
、
里
仁
〕
各
於
1

一
其
黛
↓
〔
集
解
〕
孔
安
國
日
、

黛
、
黛
類
也
。
〔
荀
子
、
彊
國
〕
不
1
1

朋
鴬
↓
〔
史
記
‘
孔

子
世
家
〕
吾
蕉
之
小
子
。
〇
お
ほ
い
。
多
く
の
も

の
。
〔
荘
子
、
繕
性
、
物
之
儘
来
寄
者
也
、
繹
文
〕
儘
‘

雀
本
作
レ
鴬
‘
云
‘
衆
也
。
〔
淮
南
子
‘
氾
論
訓
‘
私
門

成
レ
蕉
‘
注
〕
蕉
‘
塁
。
・
を
さ
。
〔
繹
名
、
繹
州
國
〕

黛
‘
長
也
‘
一
緊
之
所
レ
尊
長
也
。
鬱
ち
つ
づ
き
。
み

よ
り
。
親
族
。
〔
詩
譜
序
〕
各
於
屯
益
烹
〔
疏
〕
黛
‘

謂,,
族
親
↓
〔
譴
雑
記
下
〕
其
黛
也
食
レ
之
。
〔
注
〕

黛
‘
猶
レ
親
也
。
〔
證
‘
坊
記
〕
睦
二
於
父
母
之
黛
↓

〔
注
〕
黛
‘
猶
レ
親
也
。

O
そ
ば
。
か
た
は
ら
。
〔
儀
證
‘

郷
射
證
〕
居
侯
黛
之
一
五
〔
疏
〕
黛
‘
労
也
。

O
し
た

し
む
。
〔
荀
子
、
非
相
〕
蕉
→
—
學
者
→
〔
注
〕
鴬
‘
親
比

冨
】
〗□
シ
，
ャ
ゥ

□ク，ウ

〔
集
韻
〕
底
朗
切＞ 
力
尤

〔
集
韻
〕
止
雨
切

黎
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説
左
上
〕
文
公
反
レ
國
至
』
河
‘
令
‘

蕩
豆
捐
レ
之
、
席
蒔
捐
レ
之
、
手
足
朋
脹
‘
面
目
黛
黒
者

後
レ
之
。
〔
載
國
‘
秦
策
〕
形
容
枯
稿
‘
面
目
黛
照
‘
状
有
二

愧
色
↓
〔
韓
詩
外
傭
‘
九
〕
面
目
黛
黒
。

【
窯
老
】
6

が
老
人
を
い
ふ
。
黛
は
老
人
の
斐
の
色
。

黎
老
。
黎
老
。
〔
柳
宗
元
、
興
州
江
運
記
〕
窯
老
童
摺
、

填
1

一
溢
公
門
↓

1
0三
一

也
。
●
接
す
る
。
交
は
る
。
〔
玉
篇
〕
鴬
‘
接
也
。
〔
後
郷
黛
之
名
生
焉
‘
別
作
レ
鄭
゜
〔
正
字
通
〕
黛
、
作
I
I

漢
書
‘
五
暢
傭
〕
無
レ
所
―
―
交
黛
↓
〇
助
け
る
。
相
助
鄭
・
郎
一
〇
倫
(
1
|
7
7
4
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
黛
‘

け
て
非
を
か
く
す
。
〔
論
語
、
衛
震
公
〕
墾
而
不
レ
別
作
レ
個
。

O
樵
(
6
-
1
5
9
5
3
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

鴬
゜
〔
集
解
〕
孔
安
國
日
、
鴬
‘
助
也
。
〔
論
語
、
逃
而
〕
樵
、
木
名
‘
越
株
也
、
通
作
レ
黛
。

O
撞
(
6
ー

1
3
0
4

君
子
不
レ
蕉
゜
〔
集
解
〕
孔
安
國
曰
‘
相
助
匿
レ
非
日
レ
〇
）
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鴬
‘
段
借
為
レ
燻
。

黛
°
〇
わ
た
く
し
。
か
た
よ
る
。
不
公
平
。
偏
頗
。
口
姓
。
〔
集
韻
〕
黛
‘
姓
也
。
〔
左
氏
、
荘
‘
三
十
二
〕

〔
正
字
通
〕
黛
‘
私
也
‘
偏
也
。
〔
書
‘
洪
範
〕
無
レ
偏
初
公
築
レ
憂
臨
II

蕉
氏
↓
〔
注
〕
黛
氏
‘
魯
大
夫
。

無
レ
鴬
゜
〔
禁
傭
〕
蕉
、
不
レ
公
也
。
〇
お
も
ね
る
。
〔
國
国
園
マ
サ
。
ト
モ
。

語
‘
晉
語
五
〕
比
而
不
レ
黛
。
〔
注
〕
阿
私
曰
レ
蕪
゜
轡
【
黛
悪
】

1
t
g咤
e4

悪
人
に
仲
間
入
す
る
。
仲
間
を

は
つ
き
り
し
な
い
。
鮮
か
で
な
い
。
〔
説
文
〕
黛
、
組
ん
で
悪
事
を
す
る
。

【
黛
威
】
2

”
ゥ
●
明
、
紳
木
の
人
。
字
は
振
玉
。
崇
顧

中
‘
賊
首
の
賓
阿
婆
を
檎
に
す
。
官
は
穂
兵
。
李
自
成

不
レ
鮮
也
、
ハ
レ
熙
尚
瞥
。

0
か
さ
ね
て
。
し
き

を
拒
ぎ
、
軍
潰
滅
し
‘
之
に
死
す
。
〔
明
史
、
二
百
六
十

り
に
。
〔
廣
韻
〕
黛
、
累
也
。
〔
正
字
通
〕
鴬
、
頻
也
。

〔
荀
子
、
天
論
〕
怪
星
之
鴬
見
。
〔
注
〕
黛
見
、
頻
見
二
〕
゜
●
黛
の
勢
威
。
鴬
勢
。

也
、
言
レ
如
―
朋
鴬
之
多
見
↓
◎
と
こ
ろ
。
と
き
。
【
鴬
友
】
3

衿
●
同
じ
黛
派
に
闇
す
る
も
の
。
〔
漢
書
‘

〔
左
氏
、
哀
‘
五
〕
何
蕉
レ
之
乎
。
〔
注
〕
鴬
、
所
也
‘
言
二
孔
光
博
〕
不
，
結
窯
友
涵
:1

漉
説
玉
有
な
含
於
人
↓
〔
漢

書
、
杜
周
傭
〕
方
進
復
奏
11立
蕉
友
↓
●
な
か
ま
。
と
も
。

黛
人
。
〔
鬼
谷
子
、
内
撻
〕
或
結
以
―
―
黛
友
↓

何
所
＞
適
也
。
〔
公
羊
、
文
‘
十
三
〕
往
蕉
衛
侯
、
會
―
―

公
子
沓
↓
〔
注
〕
蒸
、
所
也
、
所
猶
レ
時
‘
齊
人
語
也
。
【
黛
引
】
4

匁
徒
窯
を
結
ん
で
援
け
合
ふ
こ
と
。
〔
欧
陽

〇
警
い
。
美
し
い
。
た
だ
し
い
。
譴
(
1
0
ー

3
6
1
6
8
)

脩
‘
朋
黛
論
〕
暫
相
黛
引
、
以
為
レ
朋
者
偽
也
。

に
通
ず
。
〔
廣
雅
、
繹
話
一
〕
黛
‘
善
也
。
〔
廣
雅
‘
繹
【
鴬
員
】
5

焚
其
の
鴬
に
陽
す
る
も
の
。
蕪
人
。

【
鴬
利
】
6

な
，
仲
間
に
な
つ
て
助
け
る
も
の
。
主
と
し

て
悪
い
方
に
用
ひ
る
。
徒
鴬
。
同
類
。
〔
縣
悪
全
書
‘
刑

詰
一
〕
蕉
、
美
也
。
〔
荀
子
、
非
相
〕
博
而
黛
正
。
〔
注
〕

名
部
、
賊
盗
上
、
絹
捕
〕
其
横
悪
已
極
、
黛
利
衆
多
。

黛
、
輿
レ
諜
同
。

O
知
る
。
さ
と
る
。
悟
る
さ
ま
。
〔
方

言
‘
-
〕
慕
現
・
哲
、
知
也
、
楚
謂
二
之
鴬
工
或
日
レ
【
鴬
援
｝
琵
徒
黛
を
組
ん
で
援
け
る
。
〔
後
漢
書
、
衷

瞭
‘
齊
宋
之
間
謂
乏
哲
↓
〔
注
〕
鴬
、
朗
也
、
解
痛
術
偉
〕
乃
各
外
交
黛
援
、
以
相
圏
謀
゜
〔
後
漢
替
、
西
先
、

貌
。
〔
新
方
言
‘
繹
言
〕
今
謂
1

一
了
解
露
レ
鴬
‘
昔
如
レ
漢
良
博
〕
由
レ
是
界
諸
輯
為
レ
讐
‘
黛
援
盆
疎
゜

U
黒
河
】
8

カ
川
の
名
。
源
は
甘
粛
省
敦
煙
縣
の
南
の

山
。
疏
勒
河
と
會
し
て
喰
拉
地
に
注
ぐ
。
古
の
氏
置
水
。

董
‘
俗
作
籠
。

O
も
し
。
も
し
く
は
。
た
ま
た
ま
。

【
鴬
巷
】
，
”
吋
町
や
村
里
。
邑
里
。
〔
周
朗
、
報
↓
1

羊
希
一

又
‘
こ
ひ
ね
が
は
く
は
。
通
じ
て
備
（
1

|
1
3
2
3
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
黛
‘
翼
也
‘
漢
書
‘
薫
可
二
徹
幸
盆
迪
書
〕
黛
巷
間
里
之
間
。

作
レ
儒
゜
〔
経
博
秤
詞
、
六
〕
徽
或
然
之
詞
也
‘
字
或
【
鴬
項
】
10

”
ド
西
蔵
族
。
唐
古
暢
・
唐
古
式
・
唐
古
特
と

作
レ
蕉
゜
〔
荀
子
、
天
論
〕
怪
星
之
鴬
見
。
〔
集
解
〕
王
【
黛
綱
】
1
1
5
t

黛
の
紀
綱
又
は
政
綱
。

L

も
書
く
。

【
黛
紀
】
1
2
"
ヴ
黛
の
風
紀
。
蕪
綱
。

【
黛
規
】
13

”
蕪
の
規
則
。
鴬
則
。

念
孫
曰
‘
余
謂
‘
黛
‘
古
僅
字
‘
僅
者
、
或
然
之
詞
。

【
黛
義
】
14

t
a
n
g
'
i
•
嘗
の
主
義
。

〔
漢
書
‘
伍
被
博
〕
黛
可
二
以
徹
幸
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘

黛
讀
曰
レ
儒
。

O
鄭
(
1
1
-
3
9
7
5
6
)
・郁
(
1
1
ー

3
9

【
黛
議
】
15

”

0
仲
間
が
集
ま
つ
て
議
論
す
る
。
〔
漢

4
5
4
)

に
同
じ
。
〔
六
書
故
〕
鄭
‘
借
為
二
朋
黛
之
黛
一
書
‘
景
十
三
王
‘
中
山
靖
王
博
〕
今
霊
臣
非
レ
有
1
1
l

殿
竿
之
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親
‘
鴻
毛
之
重
一
塁
居
蕉
議
‘
朋
友
相
為
。
〇
妄
り
に
朋

蕪
を
結
ん
で
反
抗
す
る
者
と
見
な
さ
れ
て
、
罪
を
論
ぜ

ら
れ
る
。
〔
後
漢
書
‘
蕪
錮
博
序
〕
若
1

一
苑
浩
・
張
倹
之
徒
‘

清
レ
‘
心
忌
レ
悪
‘
終
陥
二
蕉
議
工
不
二
其
然
—
乎
°
〇
其
の
窯

派
の
主
張
す
る
議
論
・
議
決
。

【
窯
禁
】
16

焚
窯
人
を
禁
銅
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
陳
紀
傭
〕

窯
禁
解
、
四
府
拉
命
、
無
レ
所
―
―
阻
就
↓
〔
魏
志
‘
荀
飲
博
、

注
〕
後
窯
禁
除
解
、
辟
―
―
司
空
府
↓

【
蕪
禍
】
17

読
蕪
派
か
ら
起
る
わ
ざ
は
ひ
。
漢
の
窯
鋼
‘

唐
の
消
流
‘
宋
の
黛
籍
‘
明
の
東
林
の
類
。
〔
劉
克
荘
‘
山

谷
書
苑
浩
博
〕
黛
禍
‘
東
都
最
惨
‘
唐
次
レ
之
、
本
朝
又
次
レ

【
窯
會
】
18

t
a
n
g
'
h
u
e
i
4

會
窯
。
集
會
。
結
計
。

L

之。

【
蕉
魁
】
19

読
ィ
徒
蕉
の
か
し
ら
。
〔
後
漢
書
‘
黛
錮
偲
序
〕

刻
レ
石
立
レ
渾
‘
共
為
↓
一
部
｛
急
而
倹
為
―
―
之
魁
一
〔
唐
書
‘

楊
虞
卿
傭
〕
虞
卿
侯
柔
‘
善
レ
諧
麗
櫂
幸
五
椅
為
姦
利
一

云
云
‘
就
窯
庄
為
二
最
能
唱
和
者
冨
緊
口
語
1

軒
栢

事
機
五
瓜
時
統
嘗
ぶ
竺

【
黛
軍
】
20"パ
國
民
政
府
の
軍
隊
。
國
民
窯
の
軍
除
。

【
黛
侠
]
2
1

冥
な
か
ま
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
朱
暉
博
論
〕

窯
侠
生
レ
散
而
忘
石
げ
朋
之
義
一

[
黛
見
】
2
2
"
ぶ
〇
し
き
り
に
現
は
れ
る
。
一
説
に
、
窯
は

億
に
同
じ
く
償
見
は
‘
時
と
し
て
現
は
れ
る
こ
と
の

あ
る
意
と
い
ふ
。
〔
荀
子
、
天
論
〕
怪
星
之
窯
見
、
是
無
n-

世
而
不
11

常
有
＂
之
。
〔
注
〕
蕉
見
、
頻
見
也
。
〔
集
解
〕
余

謂
、
窯
、
古
僅
字
‘
僅
者
、
或
然
之
詞
‘
云
云
‘
謂
―
―
怪
星
之

或
見
一
也
。

etang'chien• 

鴬
の
意
見
。

【
燕
言
】
23

”
グ
●
正
し
い
言
葉
。
諜
言
。
〔
逸
周
書
‘
祭

公
解
〕
王
秤
一
手
稽
ー
1

一
首
窯
言
一
〇
徒
黛
の
言
。
〔
晉
書
‘
華

諜
博
〕
物
以
レ
類
感
、
必
於
―
―
其
窯
↓
煎
言
雖
レ
非
、
彼
以

為
レ
是
゜

【
煎
錮
】
2
4
9
ゥ
窯
人
を
禁
錨
す
る
。
窯
錮
之
禍
を
見
よ
。

〔
正
字
通
〕
後
漢
鴬
錮
‘
謂
下
坐
以
―
―
朋
窯
1

禁
而
錨
克
之

也
。
〔
慮
照
部
、
雑
詩
序
〕
南
浦
動
―
―
闊
山
之
役
五
作
者
悲

離
、
東
京
興
窯
錮
之
誅
討
人
哀
怨
゜
〔
櫂
徳
輿
‘
雨
漢

琲
亡
論
〕
結
窯
鋼
之
獄
ぶ
成
間
寺
之
禍
↓
〔
春
秋
胡
博
〕

人
臣
不
レ
為
―
―
私
交
ぶ
窯
錨
之
禍
息
英
。

〖
窯
錮
博
〗2
5
n笞窯
錮
に
遭
っ
た
人
の
列
博
。
後
漢

書
に
、
鴬
錮
博
が
あ
る
。

〖
蕪
錮
之
禍
〗26
”t
言
鴬
人
の
禍
と
も
い
ふ
。
後
漢

の
末
、
宦
官
が
政
櫂
を
専
に
し
た
の
で
、
桓
帝
の
時
‘
陳

黒

部

〔
八
驚
〕

煎

蕃
・
李
膊
等
‘
氣
節
の
士
は
之
を
悪
み
、
大
い
に
之
を
攻

撃
し
た
の
で
‘
宦
官
之
を
悪
み
‘
目
し
て
窯
人
と
い
ひ
‘

終
身
禁
錮
し
た
。
之
を
窯
鋼
の
禍
と
い
ふ
。
又
‘
霊
帝
の

時
‘
寅
武
・
陳
蕃
等
が
相
謀
っ
て
宦
官
を
誅
せ
ん
と
し

た
が
、
謀
漏
れ
‘
其
の
徒
百
餘
人
皆
殺
さ
れ
た
。
後
漢

書
に
黛
錨
傭
が
あ
る
。
〔
後
漢
書
‘
璽
帝
紀
〕
中
常
侍
侯

覧
諷
右
司
霙
‘
前
司
空
虞
放
・
太
僕
杜
密
・
長
架
少

府
李
階
‘
云
云
‘
皆
為
―
―
鉤
鴬
ご

rレ
獄
死
者
百
餘
人
‘
妻

子
徒
レ
邊
‘
諸
附
従
者
錮
及
1

一
五
腐
↓

【
燕
護
]27

匁
窯
人
を
贔
贋
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
劉
惜
博
〕

時
征
西
校
尉
任
尚
以
姦
利
姑
炉
徴
抵
レ
罪
、
尚
曾
副
ニ

大

将

軍

郎

悶

鷺

窯

護

之

↓

「

の

手

ひ

。

【
窯
学
】
28

嘉
燕
派
の
争
ひ
。
朋
窯
間
の
手
ひ
。
政
窯

[
鴬
氏
】
29

／
ゥ
周
の
大
夫
。
〔
左
氏
‘
定
‘
七
〕
館
手
公

族
窯
氏
↓
〔
注
〕
薫
氏
、
周
大
夫
也
。

【
鴬
事
】
30

バ
ゥ
｛
黒
錯
の
事
。
〔
後
漢
書
‘
鄭
玄
博
〕
玄
自
二
遊

學
十
餘
年
‘
乃
蹄
郷
里
豪
貧
客
藉
東
菜
學
徒
相

随
已
散
百
干
人
、
及
二
窯
事
起
五
は
空
同
郡
孫
嵩
等
四

＋
餘
人
面
倶
被
―
―
禁
錯
↓
遂
隠
修
1

一
経
業
一
杜
レ
門
不
レ
出
。

〔
係
邑
‘
陳
大
丘
碑
文
〕
會
遭
1

蕪
事
一
禁
錮
一
―
十
年
。

【
窯
州
]
3
1

嘉
州
名
。

O
唐
‘
謹
く
。
廣
西
省
鬱
林
縣

の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
‘
梧
州
府
‘
鬱
林
州
〕
善

芳
限
縣
、
唐
志
、
古
西
甑
地
、
漢
農
鬱
林
郡
「
唐
初
鬱
林

州
地
也
、
永
淳
元
年
、
開
―
―
古
蕪
洞
↓
因
覆
土
黒
州
姦
四
善

努
・
撫
安
・
善
文
・
寧
仁
等
四
縣
玉
天
賓
初
‘
日
寧
仁
郡
一

乾
元
初
‘
復
為
二
窯
州
：
南
漢
因
レ
之
‘
宋
州
呪
‘
縣
皆
井

入
―
―
南
流
縣
↓
〇
唐
‘
鵡
緊
州
を
罹
く
。
甘
粛
省
藷
慶

陽
府
の
境
。

【
窯
雌
】
32

嘉
〇
同
じ
な
か
ま
と
か
た
き
の
も
の
。
〔
左

氏
、
哀
、
十
二
〕
其
欲
レ
来
者
子
之
蕉
也
、
其
不
レ
欲
レ
宋
者

子
之
雌
也
、
若
執
1

一
衛
君
五
是
堕
レ
窯
而
崇
レ
鑓
也
。
〔
劉

現
、
重
笠
虚
話
詩
〕
重
耳
任
1

一
五
賢
エ
小
白
相
射
鉤
｛

荀
能
隆
三
伯
本
女
同
―
―
窯
輿
』
饂
゜
〔
注
〕
良
曰
‘
蕉
‘
朋
、

饂
‘
仇
也
。
〔
元
横
‘
陽
城
騨
詩
〕
骰
レ
言
嘗
道
理
玉
r
レ

顧
窯
輿
』
鑓
。
●
黛
の
か
た
き
と
す
る
も
の
。

【
窯
首
】
33

吟
窯
派
の
か
し
ら
。
一
窯
の
首
領
。

【
蕪
植
】
34

抄
徒
窯
を
作
る
。
〔
金
史
、
音
鼎
博
〕
朋
緊

窯
植
、
無
レ
阿
不
レ
至
。

【
鴬
参
】
35

公
人
参
を
い
ふ
。
蕪
漫
(
3
8
)

に
同
じ
。
〔
本

草
、
人
参
〕
集
解
、
頌
日
、
相
博
欲
レ
試
―
―
上
窯
参
面
g

使ニ

―
一
人
同
走
{
-
含
,
,
人
参
―
―
空
口
、
度
レ
走
―
二
五
里
許
、

其
不
レ
含
1

一
人
参
一
者
必
大
喘
‘
含
者
氣
息
自
如
゜

【
黛
進
】
36

バ
パ
し
た
し
み
進
む
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
‘
郁

皇
后
紀
論
〕
遂
乃
名
賢
数
辱
‘
便
壁
蕉
進
。
〔
張
説
‘
謝
二

京
城
東
亭
子
宴
送
土
衣
〕
自
レ
古
君
臣
‘
凡
所
―
―
際
會
盆
戎

因
緑
窯
進
‘
或
延
接
功
成
。
「
根
1

一
撮
於
朝
廷
↓

【
窯
親
】
37

久
親
し
む
。
〔
漢
書
‘
霰
光
博
〕
窯
親
連
レ
摺
、

【
窯
漫
】
38

匁
人
参
。
鴬
参
。
古
の
人
漫
。
山
西
省
上

窯
郡
に
産
す
。
別
に
吉
林
省
等
に
産
す
る
も
の
は
、
人

漫
と
い
ふ
。

[
｛
魚
人
】
39

匁

O
な
か
ま
。
徒
窯
を
組
ん
で
事
を
な
す

も
の
。
相
助
け
て
非
を
か
く
す
と
も
が
ら
。
〔
楚
辞
‘
離

騒
〕
惟
窯
人
之
楡
架
分
。
〔
注
〕
蕉
、
朋
也
。
〔
後
漢
書
‘

窯
錮
博
序
〕
由
レ
是
甘
陵
有
―
―
南
北
部
本
黒
人
之
議
‘
自
レ

是
始
英
。
〔
獣
陽
脩
、
朋
窯
論
〕
後
漢
獣
帝
時
‘
證
取
―
―
天

下
名
士
｛
囚
1

一
禁
之
百
口
為
,
,
窯
人
↓
●
同
じ
郷
鴬
の
人
。

〔
荘
子
、
外
物
〕
其
窯
人
毀
而
死
者
半
。
〔
疏
〕
郷
鴬
之
人
、

聞
―
―
其
因
レ
孝
而
貴
↓
〔
楚
酔
‘
離
騒
〕
民
好
悪
其
不
レ
同
分
｀

惟
此
黛
人
其
獨
異
゜
〔
注
〕
窯
‘
郷
鴬
也
‘
謂
―
―
楚
國
一
也
。

〖
蕪
人
碑
〗4
0
"
ヴ
9
ン

0
黛
籍
碑
(
4
7
)
を
見
よ
。
●
戯
曲

の
名
。
明
‘
丘
園
の
作
。
宋
の
元
祐
黛
人
碑
の
事
に
つ
い

て
演
ず
。

〖
蕪
人
之
禍
〗41
琴
．
／
ぅ
鴬
錮
之
禍
(
2
6
)
に
同
じ
。

【
焦
正
]
4
2
"
心
〇
た
だ
し
く
善
い
。
譲
正
。
〔
荀
子
、
非

相
〕
文
而
致
賓
、
博
而
窯
正
‘
是
士
君
子
之
辮
者
也
。
〔
集

解
〕
鴬
‘
輿
レ
諜
同
‘
謂
二
直
言
1

也
‘
云
云
‘
祁
箆
行
日
‘
致

緻
窯
諜
‘
並
古
今
字
、
議
言
即
昌
言
‘
謂
,
,
善
―
―
―
竺
也
‘
此

明
士
君
子
之
辮
‘
文
而
緻
密
堅
｛
貫
、
博
而
昌
明
雅
正
‘

斯
辮
之
善
者
也
。

0
周
官
の
名
。
地
官
の
隔
。
周
代
の

蕉
郎
ち
五
百
家
の
長
。
其
の
黛
の
政
令
教
治
を
掌
る
。

〔
周
證
‘
地
官
‘
鴬
正
〕
各
掌
二
其
窯
之
政
令
教
治
二
荘
注
〕

鄭
司
農
云
‘
五
百
家
為
レ
窯
°

【
窯
勢
】
¢
琵
其
の
窯
派
の
い
き
ほ
ひ
。
窯
派
の
勢
力
。

【
窯
債
】
44

拷
な
か
ま
の
も
の
。
窯
朋
゜

【
鴬
戚
】
45

翌
仲
間
や
親
戚
。
〔
後
漢
書
‘
皇
后
上
‘
郭
皇

后
紀
論
〕
而
猶
恩
加
別
館
点
丁
寵
鴬
戚
↓

【
燕
籍
】
ぉ

[
5
0鴬
人
の
名
籍
。
宋
の
元
祐
中
、
司
馬
光

以
下
一
云
日
九
人
を
鴬
人
と
し
て
排
斥
し
た
こ
と
。
〔
宣

和
遺
事
、
後
集
〕
言
路
堕
蔽
‘
導
諫
日
聞
、
恩
倖
持
レ
櫂
、

貪
誓
得
レ
志
‘
措
紳
賢
能
、
陥
1

一
於
鴬
籍
盆
以
事
興
限
‘
拘
二

於
紀
年
↓
●
燕
員
た
る
名
簿
゜

〖
窯
籍
碑
]
4
7
5

ヴ
セ
キ
蕪
人
碑
。
宋
の
保
京
が
元
祐
の
窯

人
司
馬
光
以
下
―
二
百
九
人
の
名
を
碑
に
鍋
り
、
端
礎
門

外
に
立
て
た
も
の
。
星
髪
を
以
て
一
時
毀
た
れ
た
が
、

後
蕪
人
の
子
孫
が
再
ぴ
之
を
刻
し
、
今
尚
廣
西
省
桂
林

に
此
の
碑
が
あ
る
。
〔
胡
翰
、
書
↓
一
柳
州
元
祐
鴬
籍
碑

臆
〕
宋
禁
京
立
1

一
元
祐
鴬
籍
碑
於
端
證
門
外
一
以
星

嬰
毀
、
其
後
蕉
人
子
孫
、
更
以
為
レ
榮
、
重
攀
刻
之
↓

【
燕
則
]
4
8

均
鴬
の
規
則
。
黛
規
゜

【
蕪
賊
】
49

勾
賊
に
く
み
す
る
。
〔
蜀
志
‘
許
靖
債
‘
注
〕

蕪
J

賊
求
レ
生
‘
情
所
レ
不
レ
忍
。

【
燕
黛
】
50

琴
多
く
の
と
も
が
ら
。
＜
み
く
み
。
な
か

ま
な
か
ま
。
〔
東
鑑
‘
一
〕
治
承
四
年
八
月
二
十
六
日
、

担
具
嘗
國
鴬
粟
可
乗
會
由
。

【
煎
治
】
51

カ
一
蕪
専
政
の
政
治
を
い
ふ
。

【
燕
中
]
5
2
g
n咤

chung'

な
か
ま
。

【
蕪
徒
]
5
3

t
a
n
g
'
t
'
u
'

徒
蕉
。
同
類
。

【
窯
同
】
54

悶
説
を
同
じ
く
す
る
も
の
と
組
合
ふ
。
利

盆
を
同
じ
く
す
る
者
同
士
が
組
を
作
る
。
又
、
な
か
ま

を
か
ば
ふ
。
蕪
同
伐
異
を
見
よ
。

〖
黛
同
妬
慎
〗55
"パ
喝
同
類
に
鴬
し
、
箕
を
ね
た
む
。

〔
漢
書
‘
劉
欽
傭
〕
蕪
↓
ー
同
門
正
空
道
漠
ぶ
竺
明
詔
五
失
―
―

聖
意
↓

〖
鴬
同
伐
異
〗56
”
ヴ
鴻
同
に
蕪
し
、
異
を
伐
つ
。
道
理

の
如
何
に
よ
ら
ず
、
自
分
と
同
じ
な
か
ま
の
も
の
を
た

す
け
‘
反
封
者
を
攻
め
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
鴬
錨
博

序
〕
自
―
―
武
帝
一
以
後
、
崇
尚
儒
學
懐
レ
経
協
レ
術
‘
所
在

露
會
‘
至
レ
有
右
渠
分
争
之
論
‘
窯
同
伐
異
之
説
玉
守
文

之
徒
、
盛
於
時
戻
゜
〔
周
邦
彦
‘
沐
都
賦
〕
窯
同
伐
異
‘

此
妍
彼
醜
゜

【
窯
派
]
5
7
5
ゥ
〇
主
義
目
的
を
同
じ
く
す
る
―
つ
の
な

か
ま
。
●
な
か
ま
の
分
れ
。
燕
の
分
派
。

【
蕪
輩
】
58

ヅ
げ
同
じ
な
か
ま
の
も
の
。
鴬
興
。
〔
新
語
、

辮
惑
〕
窯
輩
衆
多
‘
而
辞
語
諧
合
。
〔
後
漢
書
‘
桓
讀
博
〕

蕉
輩
連
結
‘
歳
月
不
レ
解
。
〔
顔
延
之
‘
庭
詰
〕
呻
―
―
吟
於

増
室
之
内
ぶ
四
慕
於
蕪
輩
之
間
一

【
蕪
閥
】
59

匁
同
じ
鴬
派
の
者
が
勢
威
を
恣
に
し
、
他

鴬
に
闊
す
る
者
の
進
路
を
妨
害
す
る
こ
と
。

【
窯
伴
】
6
0
5
バ
く
み
。
な
か
ま
。
〔
蝠
悪
全
書
‘
刑
名
部
、

逃
人
、
審
逃
〕
有
無
同
行
鴬
伴
‘
一
―
問
明
。

1
0三
二

13628 
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黒

部

〔
八
I

九
董
〕

窯

酪

馘

謀

醗

駕

蒸

諸

闘

闊

鰈

麟

鰹

匪

【
窯
疵
】
61eゥ
し
た
し
み
よ
る
。
〔
白
居
易
‘
論
下
考
―
―
試

進
土
事
宜
上
状
〕
故
同
為
―
―
蕪
疵
一

【
鴬
附
】
62

な
し
た
し
み
つ
く
。
〔
後
漢
書
‘
馬
融
博
論
〕

終
以
二
奢
栗
沃
炉
性
、
燕
附
成
レ
磯
゜
〔
顔
氏
家
訓
、
文

章
〕
｛
墨
附
櫂
門
↓

【
窯
部
】
63

t
a
n
g
3
 
p
u
'
W
の
機
闊
゜

【
鴬
服
】
64

鐸
親
族
の
服
。
〔
儀
證
‘
喪
服
博
〕
妾
為
一
君

之

｛

忍

服

。

「

め

に

生

ず

る

弊

害

。

【
鴬
弊
】
65

芯
蕉
派
の
中
に
あ
る
弊
害
。
又
‘
蕉
派
の
た

【
雷
無
~
偏
】

6
6
7バ兄
弟
の
蕉
を
結
ん
で
乱
れ
る
こ
と
。
〔
管

子
‘
君
臣
下
〕
兄
弟
乱
曰
―
―
蕉
偏
一
〔
纂
詰
〕
結
レ
i

魚
偏
椅
゜

【
黛
駅
】
6
7
}
ダ
鴬
を
結
ん
で
拉
ぴ
親
し
む
。
〔
管
子
、
四

梢
〕
入
則
栞
レ
等
、
出
削
窯
駅
。
〔
纂
詰
〕
絣
、
比
也
、
出
レ

朝
、
削
結
レ
窯
相
駅
比
゜

【
鴬
朋
】
68

琴
な
か
ま
。
朋
鴬
゜
〔
韻
府
引
‘
韓
愈
‘
詩
〕
古

人
貴
届
晦
「
君
子
忌
窯
朋
一

【
鴬
輿
】
69

豆
ウ
な
か
ま
。
＜
み
。
鴬
類
。
徒
蕉
。
卑
ハ
｛
急
〔
管

子
、
八
観
〕
請
謁
得
―
―
於
上
↓
則
鴬
輿
成
―
―
於
下
↓
〔
荀
子
、

成
相
〕
比
周
還
レ
主
鴬
輿
施
。
〔
子
華
子
‘
晏
子
問
蕉
〕
植
―
―

燕
輿
―
而
護
1

一
其
所
＞
同
。
〔
韓
非
子
、
揚
櫂
〕
故
度
量
之

立
、
主
之
賓
也
‘
蕪
輿
之
具
‘
臣
之
賓
也
。
〔
史
記
‘
李
斯

傭
〕
蕪
輿
成
1

一
乎
下
二
淮
南
子
‘
泰
族
訓
〕
察
,
,
其
窯
輿
一

而
賢
不
肖
可
レ
論
也
。

【
鴬
里
]
7
0

？
ゥ
む
ら
ざ
と
。
〔
輻
恵
全
書
‘
典
幡
部
‘
崇

祀
名
賢
〕
芳
規
捻
行
、
窯
里
著
稽
゜

【
窯
旅
】
71

昇
朋
燕
が
多
い
こ
と
。
〔
楚
辞
、
劉
向
、
九

歎
‘
霊
懐
〕
去
レ
郡
東
遷
、
余
誰
慕
分
‘
譲
夫
蕉
旅
‘
其
以
レ

妓
故
分
。
〔
注
〕
旅
‘
衆
也
、
云
云
‘
誠
以
二
謁
夫
朋
鴬
衆

多
之
故
盃
叩
見
―
―
放
棄
一
也
。

【
鴬
類
]
7
2

苔
同
じ
な
か
ま
の
も
の
ど
も
。
〔
後
漢
書
、

仲
長
統
博
〕
親
1

一
其
鴬
類
盃
生
其
私
人
↓
〔
サ
氾
嘩
‘
宦
者

博
論
〕
専
樹
―
―
窯
類
↓

【
窯
論
】
73

焚
其
の
窯
派
の
主
張
す
る
議
論
。
窯
議
。

〔
陸
消
、
践
1

一
兼
山
先
生
易
説
一
文
〕
郭
立
之
心
匹
程
先
生
―

浦
最
久
‘
云
云
‘
而
手
彦
明
掲
謂
‘
立
之
自
―
―
鴬
論
起
盃
5

輿
―
―
程
先
生
絶
、
死
亦
不
,
,
弔
祭
盆
盃
愛
憎
之
論
也
。

【
引
レ
｛
熱
】
7
4
5
[
，
己
の
な
か
ま
を
つ
く
る
。
〔
國
語
、
晉

語
八
〕
引
レ
黛
以
封
レ
己
、
利
レ
己
而
忘
レ
君
‘
別
也
。

【
結
レ
燕
】
75

パ
昇
徒
蕉
を
く
む
こ
と
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕

都
邑
浦
侠
張
趙
之
倫
‘
腎
1

一
志
無
忌
ご
擬
―
―
跡
田
文
ご
腔
レ

緊
豪小

【

馘

】

呻

國圏圏

□

-0ひ
つ
じ
の
か
は
こ
ろ
も
の
黒
絲

の
ぬ
ひ
゜
〔
説
文
〕
馘
、
恙
裟
之
縫
也
、

ヨ
ク
ヰ
キ

日
キ
ヨ
ク

ロ
コ
ク

国
ヰ
ク

〔
集
韻
〕
忽
域
切

〔
集
韻
〕
乙
六
切

〔
集
韻
〕
越
逼
切

〇
み
だ
り
。
み
だ
り
に
し
げ
る
さ
ま
。
〔
字
彙
〕

踏
猥
茸
貌
。
●
く
ろ
い
。
甚
だ
く
ろ
い
。
〔
集

韻
〕
諮
、
黒
也
。
〔
正
字
通
〕
酷
‘
黒
甚
也
。
参
ひ

ろ
く
ゆ
た
か
。
踏
(
7
ー

1
8
4
5
6
)

の
調
字
。
〔
顔

氏
家
訓
、
書
證
〕
晉
中
興
書
‘
泰
山
羊
曼
‘
常
煩
縦

任
侠
‘
飲
酒
誕
節
、
兌
州
琥
為
鵞
伯
↓
俗
間
又

有
鯰
緒
語
；
蓋
無
レ
所
レ
不
レ
施
、
無
レ
所
レ
不
レ
容

之
意
也
、
顧
野
王
玉
篇
誤
為
二
黒
傍
沓
一
吾
所
レ
見

散
本
、
拉
無
ん
げ
黒
者
一
重
沓
是
多
饒
積
厚
之

意
、
従
レ
熙
更
無
義
旨
↓

霰

品

戸
〔
集
韻
〕
達
合
切
函

ヽ

六
Y
t

ぶa
•

死
重
レ
氣
、
結
レ
鴬
連
レ
群
。

【
樹
レ
窯
]76

”t
ヲ
徒
窯
を
結
ぶ
。
〔
宋
書
‘
恩
倖
博
序
〕

挟
レ
朋
樹
レ
窯
‘
政
以
レ
賄
成
。

【
植
レ
窯
】
77

”tヲ
徒
窯
を
結
ぶ
こ
と
。
〔
唐
書
‘
蒲
至
忠

博
〕
時
楚
客
懐
レ
姦
植
レ
蕉
゜

【
薫
還
醇
】
78
バ9
0
/
.
4

う
明
、
三
原
の
人
。
字
は
子
貞
゜

天
啓
の
進
士
。
官
は
休
寧
縣
の
知
。
善
政
あ
り
。
崇
頑

中
‘
良
郷
の
知
。
後
、
清
兵
の
至
る
を
拒
守
し
、
之
に
死

す
。
〔
明
史
、
―
一
百
九
十
一
〕
。

【
蕪
崇
雅
】
79

豆00
ガ
清
‘
賓
維
の
人
。
明
の
天
啓
の
進
士
。

官
は
戸
部
侍
郎
。
輻
王
の
時
‘
崇
雅
曾
て
李
自
成
に
附

い
た
為
に
従
賊
の
罪
に
問
は
れ
た
が
、
順
治
の
間
、
原

官
を
授
け
ら
る
。
國
史
院
大
學
士
に
累
擢
さ
れ
、
太
保

を
加
へ
ら
れ
、
太
子
太
博
を
兼
ぬ
。
〔
清
史
稿
‘
―
一
百
四

十
四
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
七
十
九
〕
。

【

闘

】

岬

ボ

ク

"

[

五

註

0
為
字
。
〔
字

く
ろ
色
。
〔
集
韻
〕
縣
、
黒
色
。

【

賭

】

両

‘

N
ヤ
〔
集
韻
〕
之
夜
切
調

＇昌

【
黛
】
〗
昔
義
未
詳

〔
字
彙
補
〕
驚
‘
＿
音
義
未
詳

見
原
病
集
↓

さ
ぐ
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
罵

黛
]
虹
-
＝
日
未
詳
―
音
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
駕
‘
探

也
。
〔
管
子
、
移
靡
〕
深
駕
之
母
レ
涸
゜
〔
注
〕
勲
‘
謂
レ
探
1

一

其
深
情
一

【

繋

】

[

テ
ン

繋
(
1
2
-
4
8
1
4
5
)
の
本
字
。
〔
中
華

大
字
典
〕
霊
‘
霊
本
字
‘
見
↓
一
説
文
↓

【
謀
】
虹

レ，
7

蘇
(
1
2
|
 
4
8
1
2
4
)
に
同
じ
。
〔
字
槃

補
〕
牒
、
同
レ
蘇
゜

八
レ
黒
或
臀
゜
〔
繋
博
〕
詩
曰
‘
恙
羊
之
鼓
、
目
憮

筏
縫
也
。
●
黒
い
色
。
〔
正
字
通
〕
馘
、
黒
色
也
。

O
或
は
絨
(
8
-
2
7
6
0
8
)
•

馘
(
1
2
-
4
2
8
7
6
)

・
裁

(
9
-
2
8
5
2
0
)
に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
誠
‘
爾

雅
作
レ
絨
。
〔
集
韻
〕
誠
、
或
八
レ
糸
、
炊
レ
革
、
八
レ

羊
。
口
ぬ
ふ
。
ぬ
ひ
め
。
或
は
絨(8ー
2
7
6
0
8
)
•

馘

(
1
2
-
4
2
8
7
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馘
、
縫
也
、
或

払
糸
‘
U
ハ
レ
革
。
同
か
は
こ
ろ
も
の
ぬ
ひ
め
。
馘

(
1
2
 |
 4
2
8
7
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
絨
、
恙
装
縫
也
、

或
作
レ
馘
゜

冨】畑
冠

】

岬

テ
ン
デ
ン

1
0
三
三

〔
集
韻
〕
堂
練
切
圏
i

日

汀

圏

□
イ
ン
〔
玉
篇
〕
於
仁
切
躙
i

日
□
●
く
ろ
い
。
く
ろ
い
ろ
。
頸
(
1
2
ー

4
8
1
7
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
頸
、
黒
也
、
或
作
レ
竪
。
〔
正
字

通
〕
翌
、
黒
色
。
●
殷
(
6
ー

1
6
6
2
7
)
・陰

(11ー
4
1
6

9
1
)
に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
蛭
‘
一
本
作
レ
殷
、
又
卑
ハ
レ

陰
通
。
O
I
L
(
1
2
-
4
8
0
4
1
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

蛭
‘
別
作
レ
I
L
o
働
ま
た
翔
(
9
-
2
8
5
2
8
)
に
作
る
。

〔
玉
篇
〕
蛭
‘
亦
作
レ
湮
゜

【
鰹
然
】
1

竺
黒
色
な
ど
の
甚
だ
明
か
な
さ
ま
。
〔
史

記
、
天
官
書
〕
赤
奮
若
歳
、
歳
陰
在
レ
丑
‘
星
居
レ
寅
、
以
1-

十
二
月
1

卑
ハ
ニ
尾
・
箕
―
晨
出
‘
曰
11

天
皓
玉
糎
然
黒
色
甚
明
。

〔
集
韻
〕
於
閑
切

【
聾
】
虹

く
ろ
い
。
〔
玉
篇
〕
禁
‘
熙
也
。

サ
ッ
セ
チ

〔
玉
篇
〕
初
八
切

藷

□
竹
の
う
ち
の
黒
み
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
竹
裏
黒
。

□
●
た
み
。
〔
廣
韻
〕
鰈
‘
鰈
齢
首
、
出
―
-
＿
音
譜
ニ
●

巳
に
同
じ
。

【
鰈
】
虹

□ 日
テ；テ，レ，
7 7 7 

〔
集
韻
〕
達
協
切

〔
集
韻
〕
力
協
切

慮凜

冨】仰
色
が
か
は
る
。
或
は
読
(
1
2
-
4
8
1
2
7
)
に
作
る
。

〔
集
韻
〕
闊
、
色
喪
也
、
或
作
レ
統
。

ェ
ッ
オ
チ

〔
集
韻
〕
於
歎
切

囲
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胴闊胴圏國

日
か
ほ
が
く
ろ
い
。
又
、
な
べ
ず
み
。
識
(
1
2
-
4
8

2
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
畷
‘
説
文
‘
雖
レ
哲
而
黒
、

古
A
、
名
識
字
哲
、
一
曰
‘
釜
底
黒
‘
或
作
レ
誠
。
ロ

〇
あ
つ
ま
る
氣
。
氣
が
あ
つ
ま
る
。
〔
集
韻
〕
誠
、

直
緊
氣
也
。
〔
正
字
通
〕
誠
‘
氣
衆
也
。
〔
荘
子
、
庚

【誠】徊
国固国□日
工オアゲガエアヶヵ
ンンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
於
球
切

〔
集
韻
〕
郎
感
切

〔
集
韻
〕
魚
咸
切

〔
集
韻
〕
乙
減
切

〔
集
韻
〕
居
咸
切

雲
の
色
。
〔
集
韻
〕
酵
‘
雲
色
。

【醇】呻

〔
集
韻
〕
澄
應
切
醐
四

チゴ
f
ウ

ヂ
ゴ
「
ウ

【

誅

】

吋

タ

イ

5
咋
こ
い
戸
｀
。
に
同
し
。
〔
字

黛】畑
車
輪
に
ゑ
が
く
。
〔
集
韻
〕
薫
、
書
ご
車
輪
一
也
。

マバ
ンン

〔
集
韻
〕
膜
還
切

圏

儒

小

0
か
す
。
お
り
。
澱
（
7
-
1
8
4
1
0
)

霊

霙
A

策

(
1
2
|
 4
8
1
3
6
)

に
同
じ
。
も
と
霰
に
作

る
。
〔
正
字
通
〕
甕
‘
策
作
レ
霰
゜
〔
説
文
〕
罷
、
繋
謂
二

之
祈
夫
盤
‘
滓
也
‘
炊
レ
黒
殿
省
臀
。
〔
王
注
〕
繹
器
‘

澱
謂
1

一
之
研
去
水
部
‘
澱
‘
滓
盤
也
、
則
澱
・
麒
同

字。

O
藍
憲
は
‘
藍
の
し
る
。
〔
廣
韻
〕
麒
‘
藍
繋
‘

染
者
也
。
＠
或
は
蟄
(
1
2
-
4
8
2
2
1
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
麒
‘
或
作
レ
繋
。

黒

部

〔
九
蓋
〕

小

日

0
＜
ろ
い
。
果
賓
が
く
さ
つ
て
黒

餓
豪
い
さ
ま
。
〔
説
文
〕
謡
果
賓
誹
闘
黒

也
、
炊
レ
黒
倉
臀
。
〔
玉
篇
〕
醗
、
深
黒
色
也
。
〔
集

韻
〕
闘
、
闘
翡
、
果
｛
貫
黒
壌
。
●
く
ら
い
。
明
か
で

な
い
。
〔
王
褻
‘
四
子
講
徳
論
〕
部
人
闘
漫
゜
〔
注
〕

向
日
、
薗
、
不
レ
明
也
。

0
に
は
か
。
事
の
急
に
お

こ
る
さ
ま
。
俄
然
。
卒
然
。
〔
正
字
通
〕
欝
‘
卒
至
貌
。

〔
荀
子
、
彊
國
〕
闘
然
而
ふ
野
撃
之
↓
〔
注
〕
闘
然
‘
卒

至
之
貌
。
R
賢
(
1
2
-
4
8
1
1
7
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

謡
輿
懐
同
。
ロ
コ
画
ヨ
の

O
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

欝
‘
果
賓
黒
壊
。
〔
集
韻
〕
欝
、
欝
鰈
、
果
賓
壌
兒
゜

【
誹
騎
】
1

竺
果
賓
な
ど
の
く
さ
つ
て
黒
い
さ
ま
。
〔
説

文
〕
薗
‘
果
賓
難
雖
黒
也
。

【
欝
漫
】
2

竺
不
明
で
液
は
か
な
こ
と
。
〔
王
褒
‘
四
子
講

昌
〗
口
ェ
ン
ァ
ン
エ
ン

曾
】
呻
国画

□
[
/

〔
集
韻
〕
於
錦
切

〔
集
韻
〕
乙
減
切

〔
集
韻
〕
衣
桧
切

〔
集
韻
〕
部
感
切

襄醒陸飽

【畦】芦
け
が
れ
る
。
け
が
す
。
〔
集
韻
〕
畦
、
汚
也
。

ヱヱ
ィ

〔
集
韻
〕
淵
畦
切

應

桑
楚
〕
有
レ
生
誡
也
。
〔
注
〕
直
緊
氣
也
。

O
き
ず
あ

と
。
〔
正
韻
〕
誠
痕
也
。
〔
荘
子
‘
庚
桑
楚
、
繹
文
〕

穀
‘
徐
於
減
反
‘
司
馬
云
‘
烏
競
反
‘
云
‘
緊
有
レ
疵

也
。
曰
く
ろ
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
該
‘
黒
色
。
圃
な
べ
ず

み
。
釜
の
底
の
墨
゜
〔
集
韻
〕
馘
‘
釜
底
黒
也
。
〔
荘

子
、
庚
桑
楚
、
繹
文
〕
鼓
‘
李
烏
感
反
‘
字
林
云
‘
釜

底
黒
也
。
国
中
が
く
ろ
い
。
殿
(
1
2
|
 4
8
2
2
9
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
賑
‘
説
文
‘
中
黒
也
‘
或
作
レ
誠
。

薫

誅

醇

鍼

畦

薗

誦

癖

闊

闘

鱚

【踵】紐
黒。
【
甕
懐
】
1

□
明
か
で
な
い
こ
と
。
〔
絣
雅
‘
繹
詰
下
〕

醒
懐
、
不
レ
明
也
。 ト

ン

踵
(
7
|
2
1
9
0
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

睡
‘
怨
踵
、
行
無
廉
隅
二
或
八
レ

〔
集
韻
〕

t
亮

切

國

〔
廣
韻
〕
式
羊
切
醐
i

小
日
□
●
赤
黒
い
。
〔
説
文
〕
闊
、
赤
黒

e笏
霙
火
策
也
、
炊
レ
黒
易
臀
‘
讀
若
レ
湯
。
●
う
す

い
青
。
〔
集
韻
〕
賜
、
一
日
、
漫
胄
゜

祠
】
呻
日
ャ
ヴ

口
シ
ぶ
zウ

0
く
ろ
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
欝
、
黒
色
。
●
欝
欝
は
、
神

の
名
。
堡
(
8
-
5
5
7
4
)

に
通
ず
。
〔
康
熙
字
典
〕
疇
、

誹
名
、
郭
太
乙
正
誤
、
欝
曼
、
沈
休
文
作
二
冑
欝
↓

冨
】
呻

ル
イ
〔
集
韻
〕
力
途
切
甲
g

貼
誦
は
‘
草
書
の
筆
勢
。
字
書
＿
の
貼
。
〔
集
韻
〕
鯖

貼
鯖
‘
帥
書
勢
。

【

読

】

年

戸

/

〔
集
韻
〕
乃
砧
切
醐
国

徳
論
〕
郡
人
闘
凌
‘
不
迄
座
究
識
↓
〔
注
〕
向
日
‘
闘
、
不
レ
明

也
。
〔
強
至
‘
謝
レ
除
校
勘
1

啓
〕
生
質
晦
冥
天
機
欝
液
。

【
闘
然
】
3

t

ク
に
は
か
に
至
る
さ
ま
。
〔
荀
子
‘
彊
國
〕

欝
然
而
ふ
ぎ
撃
之
芸
庄
〕
盤
然
‘
卒
至
之
貌
。
〔
集
解
〕
祁

捻
行
曰
‘
誹
‘
輿
レ
奄
同
‘
奄
然
‘
悴
乍
之
貌
‘
而
‘
輿
レ
如

古
通
用
、
奄
然
如
,
,
雷
撃
＞
之
。

【
誹
鰈
】
4

t

ク

O
暗
慧
な
さ
ま
。
覧
翡
゜
〔
張
説
‘
奉
和

聖
製
喜
＞
雨
賦
〕
氣
溺
霜
以
醗
麒
‘
臀
颯
瀧
以
篇
條
゜
〔
蜀

孤
綬
‘
斬
レ
蚊
奪
―
―
賓
剣
1

賦
〕
衝
翻
翡
以
天
瞑
‘
隧
嵯
峨

而
浪
高
。
〔
黄
滑
‘
重
登
元
号
黄
山
1

詩
〕
太
常
閥
弗
レ
録
‘

名
琥
何
誹
襲
。

O
果
賓
が
く
さ
つ
て
黒
い
さ
ま
。
字
解

日
の

eを
見
よ
。

小
日
●
く
ろ
い
。
桑
の
賓
が
黒
い
。
〔
説

霙
火
策
文
〕
聞
、
桑
藷
之
黒
也
、
炊
レ
黒
甚
臀
゜

0
ま
つ
く
ろ
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
‘
核
題
翡
謎
、
注
〕

善
日
、
翡
、
黒
也
。

0
黒
黄
゜
〔
一
切
経
昔
義
、
六
〕

麒
、
黒
黄
也
。
働
わ
た
く
し
。
ひ
そ
か
。
〔
方
言
‘
十

―
二
〕
翡
．
翡
、
私
也
。
〔
注
〕
皆
冥
闇
‘
故
為
1

一
陰
私
一

也。

O
襲
翡
は
‘
雲
な
ど
の
黒
い
さ
ま
。
謀
翡
(

4

)

を
見
よ
。
国
醗
麒
は
‘
果
賓
が
く
さ
つ
て
く
ろ
い

さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
醗
闊
‘
果
｛
貫
黒
兒
。
国
〇
け
が

れ
る
。
〔
集
韻
〕
翡
、
汚
也
。
●
闘
翡
は
‘
果
賓
が
く

さ
つ
て
黒
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
一
曰
‘
醗
翡
‘
果

賓
壌
兒
゜
轡
ま
つ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
翡
、
一
日
、
深

黒。

O
D
わ
た
＜
し
。
〔
集
韻
〕
甜
‘
博
雅
‘
翡
魏
‘
私

也
。
國
甚
だ
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
翡
‘
黒
甚
也
。
国

く
ら
い
。
明
か
で
な
い
さ
ま
。
翡
闇
゜
〔
集
韻
〕

鰈
、
関
闇
、
不
レ
明
兒
。
〔
荘
子
、
齊
物
論
〕
我
懇
若

否
能
相
知
也
、
則
人
固
竺
其
翡
闇
↓
〔
繹
文
〕

鰈
闇
‘
李
云
‘
不
レ
明
貌
。
因
く
は
の
み
。
甚
(
9ー

3

1
4
1
6
)

に
同
じ
。
〔
詩
‘
魯
頌
‘
沖
水
〕
食
1

一
我
桑
鰈
↓

〔
繹
文
〕
鱚
‘
説
文
・
字
林
‘
皆
作
レ
茜
‘
時
審
反
。

【
関
闇
】
ら
グ
く
ら
い
こ
と
。
く
ら
い
さ
ま
。
〔
荘
子
‘
齊

物
論
〕
我
輿
J
右
不
レ
能
二
相
知
一
也
、
則
人
固
受
―
―
其
悲

間
吾
誰
使
レ
正
レ
之
。
〔
繹
文
〕
鰭
闇
‘
李
云
‘
不
レ
明
貌
゜

〔
陸
涌
、
入
蜀
記
〕
但
諾
闇
‘
水
流
―
―
其
中
ぶ
竺
能
入
者
↓

日
[
〗

□
7
7
]
 

チ
ン
チ
ン

国
セ
ン

固

【
開
】
年

セ
ン
昂
[
／
ン
シ
ン

因い`

ii  i i 
樗韻韻韻
文~ ~ ~ 

他時直
蒔紺染稔
戸審切切切
','切

倍匿
薗國襄園

コ上

〔
集
韻
〕
丈
減
切

〔
集
韻
〕
徒
感
切
憾

＞
 

六
J
:
f
'
t
'
a
n
3

1
0
三
四

13630 



(48156・ ・2)一 (48171)

【
蹄
】
呻

無

部

〔
九
ー
ー
十
蜜
〕

謀

闘

醒

鰯

顛

翡

闊

薫

蹂

課

欝

誤

顕

腱

窺

謂

〔
集
韻
〕
乙
減
切
芦
g

r
g
4
 

〔
集
韻
〕
郎
感
切
繭
〗

〔
集
韻
〕
於
咸
切
醐

〔
集
韻
〕
郎
甘
切
園
i

小
日
●
ま
つ
く
ろ
。
深
黒
。
〔
説
文
〕
諦
、

貫
豪
深
黒
也
、
八
レ
黒
昔
臀
。
●
く
ろ
い
。

〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
蹄
、
黒
也
。
〔
莱
邑
、
逃
行
賦
〕
玄
雲

闘
以
凝
結
分
、
集
零
雨
之
湊
湊
ぷ
●
か
な
し
い
。

い
た
む
。
別
を
甚
だ
傷
む
さ
ま
。
〔
正
字
通
〕
謡
、

傷
レ
別
意
。
〔
江
滝
、
別
賦
〕
謡
然
錯
レ
魂
者
、
唯
別

而
已
芙
゜
〔
注
〕
向
曰
‘
醗
然
、
失
レ
色
貌
。
鬱
人
名
。

國国□日
アエアオアエア
ンンンンンンン

圏圏

日
口
●
い
れ
ず
み
の
刑
。
〔
集
韻
〕
醒
‘
墨
刑
。
●

劉
(
2
ー

2

S
2
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
劉
、
博
雅
、
刑

也
‘
或
作
レ
墨
゜

【
離
】
〗
日
ヲ
ク

口
ァ
ク

〔
集
韻
〕
烏
谷
切

〔
集
韻
〕
乙
角
切

日
□
黒
い
飾
゜
〔
玉
篇
〕
翡
、
黒
飾
゜

ヘ
イ
ヒぶ`
，ウ

日
ヘ
イ
巳
ヤ
，
ウ

口

国】呻

〔
玉
篇
〕
博
名
切
圏

〔
五
昔
集
韻
〕
圏

薄
経
切

【
闊
雲
】

2
g
雲
の
黒
い
さ
ま
。
又
‘
雲
の
さ
ま
。
〔
説

文
新
附
〕
雲
‘
麒
欝
、
雲
黒
兒
。
〔
何
晏
、
景
縣
殿
賦
〕
綿
蜜

謀
雪
‘
随
レ
雲
融
泄
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
闊
雲
、
黒
貌
。

【
麒
腿
】

3
g
黒
い
さ
ま
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
様
題
謀

譴
、
階
階
鱗
絢
。
〔
注
〕
善
日
、
臀
類
曰
、
関
、
黒
也
、
譴
、
亦

黒
也
。

【
謀
翡
】

4
g
雲
な
ど
の
黒
い
さ
ま
。
〔
束
哲
、
補
亡
詩
〕

翡
鰈
重
雲
、
習
習
和
風
。
〔
注
〕
善
日
、
関
鱚
、
黒
貌
。

〔
正
字
通
〕
酵
、
人
名
、
漢
汲
鮪
。
〔
左
氏
、
哀
、
二

+
〕
史
醗
何
以
得
レ
為
,
1

君
子
一
●
緊
(
1
2
ー

4
8
2
2

9
)
 
• 

誠
（1
2
-
4
8
1
4
9
)
•

諏
(
1
2ー
4
8
2
1
0
)

に
同

じ
。
〔
六
書
故
〕
蹄
、
一
説
、
諦
、
緊
、
特
一
字
、
別

作
磁
・
諏
二
旦
●
闘
翡
は
、
明
か
で
な
い
さ
ま
。

蹄
鰈

(10)
を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
謡
、
深
隠
也
。
●
ま

つ
く
ろ
。
競
(
1
2
|
 4
8
1
1
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
競
、

深
黒
色
、
或
炊
レ
—
音
。
国
ま
つ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
鮪
、

深
黒
色
。
國
く
ら
い
。
お
く
ふ
か
く
し
て
あ
ら
は

れ
な
い
こ
と
。
〔
集
韻
〕
蹄
、
深
隠
也
。

【
謡
露
]
1

存
く
ら
く
た
ち
こ
め
た
も
や
。
〔
鄭
中
記
〕

陳
巧
笑
挽
昏
、
別
無
―
―
首
飾
一
惟
用
―
―
圃
頂
金
管
一
隻
1

紐
之
、
文
帝
目
レ
之
日
、
玄
雲
覧
露
分
金
星
出
。
〔
李
顔
、

詩
〕
降
露
天
時
陰
゜

【
謡
諦
】
2

ぢ
く
ら
い
さ
ま
。
又
、
黒
い
さ
ま
。
〔
陳
琳
、

遊
覧
詩
〕
粛
窟
山
谷
風
、
蹄
鯨
天
路
陰
。
〔
梁
元
帝
、
蕩

婦
秋
思
賦
〕
日
監
蹄
而
将
レ
暮
、
風
騒
騒
而
渡
レ
河
。
〔
陶

潜
、
祭
祠
氏
妹
文
〕
鮪
諦
高
雲
、
蕎
蕎
冬
月
。
〔
江
滝
、

哀
千
里
賦
〕
水
鯨
謡
而
蓮
葉
動
、
山
蒼
蒼
令
樹
色
紅
゜

〔
陸
唾
、
思
田
賦
〕
風
麗
麗
以
吹
レ
隠
‘
燈
闘
騨
而
無
レ
光
。

【
野
＃
薫
】
3

t
汐
何
虞
か
ら
く
る
と
も
な
く
、
香
氣
が
た

だ
よ
ふ
こ
と
。
暗
香
。

【
鯨
黒
】
4

琵
く
ら
い
。
又
、
く
ろ
い
。
〔
韓
詩
外
博
、

三
〕
顔
色
蹄
黒
、
手
足
耕
祗
。

【
謡
惨
】

5
g
を
ぐ
ら
く
か
な
し
い
。
〔
杜
甫
、
漠
跛
行
〕

天
地
諦
惨
忽
異
レ
色
、
波
濤
萬
頃
堆
,
,
琉
璃
↓
〔
徐
責
‘

過
疇
山
賦
〕
愁
雲
詭
惨
‘
昼
蝉
鱗
絢
。

【
醗
然
】
6

努
●
く
ら
い
さ
ま
。
又
、
黒
い
さ
ま
。
〔
史

記
‘
孔
子
世
家
〕
巽
然
而
黒
、
幾
然
而
長
。
〔
注
溢
禾
解
日
、

王
粛
日
、
蹄
、
黒
貌
。
●
色
を
失
ふ
さ
ま
。
〔
江
滝
、
別
賦
〕

謡
然
舘
レ
魂
者
、
唯
別
而
已
央
。
〔
注
〕
向
曰
‘
謡
然
‘
失
レ

色
兒
。
●
氣
の
は
れ
な
い
さ
ま
。
心
の
鬱
結
し
て
愁
ヘ

る
さ
ま
。
〔
柳
宗
元
、
別
―
―
含
弟
宗
了
詩
〕
零
落
残
魂
倍

蹄
然
‘
雙
垂
別
涙
越
江
邊
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
賃
雲
華
還
魂

記
〕
一
身
憔
悴
封
レ
花
眠
‘
零
落
残
魂
倍
蹄
然
。
●
明
、
顧

柄
(
1
2
-
4
3
6
8
9
:
 1
7
8
)

の
字
。

【
鯨
淡
】
7

ク
●
う
す
ぐ
ら
い
。
蹄
灌
。
〔
荊
浩
、
董
山

水
賦
〕
凍
雲
詣
淡
、
酒
帝
孤
村
。
〔
郭
煕
、
山
水
訓
〕
山
水

【

薫

】

伍

障
薫
゜

佛
の
名
。
〔
字
彙
補
〕
薫
、
昔
未

詳
。
〔
三
尊
譜
録
〕
金
明
七
箕

昔
未
詳

【
琶
〗
鵬（
1
2
-
4
8
1
8
1
)

の
調
字
。
〔
字
彙

）
 

補
〕
闊
、
鵬
謳
字
。

と
ら
。
〔
字
彙
補
〕
鷲
‘
虎
也
。

【
闊
】
呻

グ
ワ
イ
〔
字
彙
補
〕
昔
外

【
顕
】
〗
シ
ン

頸
(
1
2ー

4
8
1
7
8
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
麒
、
亦
作
レ
顕
。

之
雲
氣
、
四
時
不
レ
同
、
春
融
恰
、
夏
希
鬱
、
秋
疎
薄
、
冬

勁
淡
。
●
灘
の
名
。
縣
建
省
南
平
縣
の
東
。
宋
の
買
似

道
、
循
州
に
貶
せ
ら
れ
た
時
、
此
虞
を
過
ぐ
。
〔
一
輻
建
通

志
〕
港
灘
在
一
畜
盆
竺
者
五
、
西
渓
者
十
有
七
、
南
漢
九
、

其
水
淵
急
‘
其
石
廉
利
‘
舟
上
下
有
二
失
云
勢
蝋
破
溺
゜

【
蹄
湛
】
8

t

ク
う
す
ぐ
ら
く
て
深
い
。
暗
く
奥
ふ
か
い
。

〔
元
積
‘
遭
レ
風
二
十
韻
詩
〕
怪
族
潜
牧
湖
闘
湛
‘
幽
妖

盛
走
日
雀
鬼
。

【
謡
灌
】
，
ク
う
す
ぐ
ら
い
。
蹄
湛
に
同
じ
。
〔
哀
栴
‘
夕

佳
亭
詩
〕
振
レ
衣
視
辛
仝
杢
騎
漏
銀
河
升
゜

【
蹄
翡
】
10

”
汐
●
く
も
つ
て
明
か
で
な
い
さ
ま
。
〔
楚

酔
‘
九
歎
、
遠
遊
〕
望
誓
邦
之
謡
麒
令
。
〔
注
〕
蹄
鵡

不
レ
明
貌
也
。
〔
楚
辟
‘
宋
玉
、
九
辮
〕
彼
日
月
之
照
明
分
、

尚
蹄
闘
而
有
レ
瑕
゜
〔
注
〕
雲
覚
之
氣
‘
蔽
―
―
其
精
一
也
。

O

失
望
す
る
さ
ま
。
〔
南
史
‘
齊
高
帝
紀
〕
索
兒
走
1

一
鍾
離
一

帝
追
至
、
騎
闊
而
還
。

【
蹄
翡
】
11

各
く
ら
い
。
不
明
。
〔
文
子
、
上
徳
〕
見
レ
之

明
白
‘
慮
レ
之
如
ー
玉
石
百
炉
之
縣
謀
、
必
留
1
1

其
謀
↓

【
蹄
漠
]
1
2

雰
あ
を
ぐ
ろ
い
。
〔
禁
邑
‘
太
博
安
架
侯
胡

公
夫
人
霊
表
〕
潜
―
―
幽
室
之
蹄
漠
盃
堕
昭
明
之
景
輝
↓

【
蹄
令
惨
悴
】
1
3
t
后
ぢ
薄
暗
く
て
も
の
悲
し
い
。
〔
李

華
‘
弔
―
―
古
戦
場
一
文
〕
頸
分
惨
悴
、
風
悲
日
曝
。

J
O
三
五

あ
か
が
つ
く
。
〔
玉
篇
〕
甕
‘
垢
黒
也
。
〔
集
韻
〕

頸
、
黒
垢
。

【
聾
】
如
／
パ
ク
〔
集
韻
〕
儒
欲
切
殴

小
●
黒
く
て
も
や
う
が
あ
る
。
〔
説
文
〕

霞
豪
窺
、
黒
有
レ
文
也
、
ハ
憮
冤
臀
‘
讀
若
1

飴
登
字
一
●
腕
(
1
2
|
 4
8
1
2
7
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
窺
‘
腕
本
字
。

祠】
5

〔
集
韻
〕
於
月
切
同
i

ヱ
ツ
ヲ
チ

＇昌

【
腱
】
呻

ケ
ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
腱
、
昔
建
。

【

顆

】

碑

ペ
キ
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
顛
、
昔
覚
。

【
誤
】
年
コ
，
ウ
義
未
詳
。
〔
捜
異
玉
鏡
〕
誤
‘
昔
侯
゜

【
欝
】
〗
カ
イ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
孵
、
昔
界
。

【

鰊

】

徊

サ

イ

＂

パ

に

0
異
玉
鏡
〕
課
、
柴
買

【

蹂

】

岬

商
世
國
名
。

商
代
の
國
名
。
〔
字
彙
補
〕
蹂
、

蹂
‘
音
未
詳
。
〔
路
史
‘
國
名
記
〕

昔
未
詳

13631 
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冨
】
[

【誠】如

口
エア
ンン

日
シ
ン

〔
集
韻
〕
止
忍
切
極

＞
 

出

.f

c
h
e
n
3
 

〔
集
韻
〕
於
閑
切
嗣

馘
(
1
2ー

4
8
1
3
4
)

に
同
じ
。
〔
字

ヨ
ク

彙
〕
誠
、
同
レ
馘
゜

日
く
ろ
い
。
〔
玉
篇
〕
頸
、
黒
也
。
国
踏
(
1
2
|
 4
8
 

1
3
3
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
頸
、
踏
字
之
論
。

曾
芦
昌
7

〔
玉
篇
〕
莫
北
切
繭

口
タ
ブ

【薫】
5

窯
(
1
2
-
4
8
1
3
1
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
賑
‘
黛
俗
字
。

レ
イ

冨
忌
"
 ン

驚
(
1
2
-
4
8
1
7
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
澱
‘
卑
ハ
レ
驚
同
。

小
磐
鳩
は
‘
色
が
さ
め
る
。
黒
が
さ
め
た

賛
策
色
。
〔
説
文
〕
驚
‘
黛
婿
、
下
色
也
、
払

黒
般
瞥
。
〔
桂
注
〕
玉
篇
‘
薫
鳩
、
下
色
貌
、
複
謂
、

俯
1
1

下
其
顔
色
↓

冤
】
〗ノゞハ
ンン

〔
集
韻
〕
蒲
官
切
困
l

0
く
ろ
ぞ
め
。
〔
廣
韻
〕
糀
‘
染
黒
。
●
深
黒
色
。

〔
集
韻
〕
闊
、
深
黒
色
。

0
通
じ
て
i

絃
(
9ー

3
g1
1
)
 

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
闊
、
通
作
な
絃
。

国
】
〗シ
〔
集
韻
〕
津
之
切
甲
]

黒

部

〔
十
|
+
―
書
〕

小

日

0
ま
ゆ
ず
み
。
〔
説
文
〕
騰
‘
書
＿
レ
着
墨

舷
雲
§
”
豪
也
、
八
レ
黒
朕
臀
゜
〔
段
注
〕
依
ふ
徐
―

有
墨
奎
玉
篇
作
レ
黒
‘
騰
者
、
婦
人
事
デ
眉
之
黒

物
也
‘
服
虔
．
劉
熙
‘
字
皆
作
レ
黛
‘
不
二
輿
レ
許
同
一

【
騰
】
[
日
[
1

〔
集
韻
〕
待
戴
切
駆

己
〗
〔
集
韻
頁
稔
切
匿

0
く
ら
い
。
〔
集
韻
〕
訊
一
曰
‘
闇
也
。

O
し
げ

る
。
草
木
が
む
ら
が
る
。
ま
た
親
(
1
0
|
 3
4
9
3
5
)
 

に
作
る
。
〔
玉
篇
〕
麒
‘
草
木
叢
也
、
亦
作
レ
親
。
●

蹟
顎
は
、
く
ろ
む
。
色
が
く
さ
つ
て
黒
い
。
〔
集

韻
〕
瞑
‘
蹟
顎
‘
色
敗
黒
。
働
或
は
競
(
1
2
-
4
8
1
9

1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
顎
‘
或
八
レ
覚
。

冒】
5

〔
集
韻
〕
莫
秋
切
暉
『

ベ
キ
‘̀
r
ヤ
ク

日

0
＜
ろ
か
み
。
う
つ
く
し
い
黒
炭
。
多
(
1
|
3
7
 

2
)
・楓
(
1
2
-
4
5
5
4
3
)
・

頸
(
1
2—
4
8
1
6
0
)
に
同
じ
。

〔
玉
篇
〕
頸
、
美
斐
也
。
〔
正
字
通
〕
頸
、
同
レ
揖
‘
亦

作
レ
顆
゜
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
八
〕
昔
有
俯
氏
生
レ
女
‘

顆
黒
而
甚
美
、
光
可
二
以
鑑
↓
〔
注
〕
美
髭
為
レ
頸
゜

〔
繹
文
〕
説
文
作
レ
多
、
又
作
レ
楓
‘
云
二
槻
髪
一
也
。

0
く
ろ
い
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
頸
、
黒
兒
。
参
く
ろ
い
。

〔
集
韻
〕
頴
、
黒
謂
之
頸
芦
〗Oく
ろ
い
。
或
は
翌

(
1
2
 |
 4
8
1
4
4
)
・
 ~(12-

4
8
0
4
1
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
頸
、
黒
也
、
或
作
二
鰹
．

IL
↓
〇
染
色
が
く
ろ

い
。
〔
廣
韻
〕
詣
、
染
色
黒
也
。

【
頸
黒
】
1

お
く
ろ
ぐ
ろ
と
う
つ
く
し
い
斐
゜
〔
左
氏
、

昭
、
二
十
八
〕
昔
有
俯
氏
生
レ
女
‘
頸
黒
而
甚
美
、
光
可
二

以
鑑
↓
〔
注
〕
美
炭
為
レ
頸
。

【
頸
髭
】
2

だ
く
ろ
く
て
美
し
い
製
。
〔
玉
篇
〕
頸
‘
美

炭
也
。

【
雙
】
岬

冨
忌

セ
キ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
襲
‘
昔
隻

シ
ッ ベ↓'
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
境
〕
諌
‘
昔
漆
。

冨】臼

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
蕉
‘
亡
接
切
。

【
蟄
】
螂
ボ
ク
義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
蟄
‘
音
獣
。

曾】虹
＇
，
頸

(
1
2ー

4
8
2
4
2
)

の
調
字
。
〔
字

彙
補
〕
醸
‘
襲
誠
字
。

ヂ
ヤ
ウ

冨】岬
ァ
ン

闘
(
1
2
-
4
8
1
5
1
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
欝
、
同
レ
闘
。

冤】畔

梨
(
1
2
|
 4
8
1
0
9
)

の
謳
字
。
〔
字
彙

補
〕
稟
黛
字
之
謳
゜

レ
イ

赤
ぐ
ろ
い
色
。
或
は
蛛
(
1
2
-
4
8
1
2
8
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
繋
‘
赤
黒
色
、
或
八
レ
来
。

曾]岬
1) 

〔
集
韻
〕
郡
知
切
甲
{

漢
人
用
レ
字
不
レ
同
之
徴
也
‘
黛
者
騰
之
俗
、
楚

齢
國
策
遂
無
作
レ
騰
者
↓
〇
こ
い
青
〔
玉
篇
〕

騰
、
深
青
也
。
参
黛
(
1
2
-
4
8
0
7
5
)

の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
膝
‘
黛
本
字
。
口
く
ろ
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
騰
‘

黒
色
。

胃

熟

語

は

黛
(
1
2
-
4
8
0
 75
)
を
見
よ
。

謡

薫

轍

賑

闘

誠

頸

顎

騰

誤

駕

謡

誰

謹

窯

諫

襲

鰺

醜

祠】呻
聾
譴
は
‘
垢
づ
い
て
黒
い
。
或
は
録
(
1
2
-
4
8
1
1

ロ
ク

〔
集
韻
〕
慮
谷
切

圏

小
〇
う
す
あ
を
ぐ
ろ
い
色
。
物
が
腐
敗

會貫
姦
せ
ん
と
す
る
時
の
色
。
〔
説
文
〕
鰺
‘
漫

青
黒
色
也
‘
八
レ
黒
参
臀
゜
〔
義
證
〕
漫
胄
黒
也
者
、

玉
篇
‘
今
謂
―
―
物
将
レ
敗
時
‘
顔
色
鰺
鰺
一
也
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
廣
雅
秤
詰
三
‘
鰺
‘
敗
也
‘
謂
―
―
物

徽
敗
色
髪
ふ
3

、
通
俗
文
‘
色
暗
曰
レ
惨
‘
以
レ
惨

為
レ
之
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
鰺
‘
敗
也
。
〔
玉
篇
〕
鰺
‘

今
謂
1

一
物
将
レ
敗
時
顔
色
鰺
ふ
3

゜
〔
廣
韻
〕
鰺
‘
暗

色。

O
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
鰺
‘
黒
也
。

0
日

の
暗
い
色
。
〔
廣
韻
〕
鰺
‘
日
暗
色
。
働
通
じ
て
惨

(
4
-
1
1
0
9
4
)

に
作
る
。
〔
王
怒
、
登
棲
賦
、
天
惨
惨

而
無
レ
色
、
注
〕
善
曰
‘
惨
‘
輿
レ
鰺
古
字
通
。
R
ま

た
滲
(
8
|
5
4
2
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
蒋
〕

鰺
‘
字
亦
作
レ
滲
゜

【
鰺
鰺
】
1

t

汐
う
す
ぐ
ろ
い
色
。
事
に
失
敗
し
た
時
の

顔
色
。
惨
惨
゜
〔
王
菜
‘
登
悽
賦
〕
風
爾
琴
而
並
興
分
‘
天

惨
惨
而
無
レ
色
。
〔
注
〕
善
曰
、
通
俗
文
日
、
暗
色
日
レ
鰺
‘

惨
輿
レ
鰺
古
字
通
。

【
鰺
色
】
2

パ
5

，
う
る
し
い
ろ
。
〔
和
漢
三
オ
園
會
‘
藝

才
籍
具
〕
鰺
色
、
胡
粉
和
―
―
燕
脂
輿
―
―
螺
青
↓

【
鰺
淡
】
3

t
s
'
a
n
3
 
t
a
n
•

悲
惨
な
さ
ま
。

【
鰺
蹟
】
4

打
混
濁
の
さ
ま
。
滲
頸
゜
〔
杜
甫
‘
-
―
―
川
観
ニ

水
湿
二
十
韻
詩
〕
何
時
通
―
―
舟
車
↓
陰
氣
不
―
―
鰺
頸
―
)

〔
注
〕
鰺
‘
嘗
レ
作
レ
滲
‘
不
―
―
澄
清
―
貌
゜

[
鰺
]
”
サ
ン
〔
集
韻
〕
七
感
切
圏

古
~
t
s
'
a
n
3

＇疇ii
-

1
0
三
六
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【
譴
】
呻

熙

部

〔
十
―
|
＋
二
蜜
〕

〔
集
韻
〕
擬
凶
切
圏
i

チ
五
ヨ
，
ウ

チ，ユ

日
口
蹟
顎
は
‘
く
ろ
む
。
腐
つ
て
色
が
青
黒
く
な

る
。
〔
集
韻
〕
蹟
、
蹟
瞑
‘
色
敗
黒
。

【
蹟
】
岬

セ
キ
シ
，
ヤ
ク

日
セ
キ
シ
ぶ
｀
ク

口

〔
集
韻
〕
七
迩
切

〔
集
韻
〕
倉
歴
切

顕鴎

ト
日
●
ほ
く
ろ
。
〔
説
文
〕
驚
‘
小
黒
子
、

賢
：
松
黒
殿
臀
゜
〔
段
注
〕
師
古
漢
書
注

曰
、
黒
子
、
今
中
國
通
呼
為
蔽
空
ム
呉
楚
謂
1

一之

誌
工
按
‘
殿
・
驚
雙
臀
゜
〔
句
讀
〕
然
則
緊
其
大
者

也
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
古
謂
―
―
之
緊
子
公
9

謂
11

之

痣
↓
〇
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
驚
‘
黒
也
。
●
酵

(
1
2
-
4
8
 0
 9
1
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
驚
‘
卑
ハ
レ
認

通
。
口
驚
窯
は
、
漫
黒
い
。
〔
集
韻
〕
驚
‘
驚
黛
‘
漫

黒。

【
驚
黒
】
1

芦
色
が
黒
い
さ
ま
。
〔
宋
史
、
別
審
墳
博
〕

嘗
給
事
外
諸
霞
雅
善
酒
令
博
鞠
函
＇
八
十
餘
‘
筋
力

不
レ
衰
‘
髭
髭
繋
黒
。

[
驚
珀
】
2

心
パ
琥
珀
の
黒
色
の
も
の
。
琥
珀
(
7ー

2
1
0
6
1

:
 2
)

を
見
よ
。

霞
黒
]
坤

id 
エア
ィ

口
ェ
イ

〔
集
韻
〕
煙
羹
切
園

-

i

l

 

〔
集
韻
〕
於
佳
切
届

冠

】

呻

麒
(
1
2
-
4
8
1
7
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
瞑
‘
或
八
レ
覚
。

ベ
キ

9
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
譴
璽
鵞
‘
垢
黒
也
、
或
炊
レ

呆。

醗

驚

蹟

譴

翼

徽

闊

景

畦

既

證

謙

魏

撃

鶏

小
□
0
か
ぴ
。
か
び
が
生
え
る
。
物
が

豪
雨
に
あ
た
り
、
か
ぴ
が
出
来
て
青
黒

航irー
く
な
る
。
〔
説
文
〕
微
、
中
―
―
久
雨
一
青
黒
也
、
ハ
レ
黒

微
省
聾
。
●
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
徽
‘
黒
也
。

O

く
さ
る
。
か
ぴ
が
生
え
て
物
が
く
さ
る
。
〔
廣
雅
‘

繹
詰
三
〕
徽
、
敗
也
。
R
す
す
け
る
。
垢
つ
く
。
〔
玉

篇
〕
徽
‘
面
垢
也
。

O
ま
た
翡
(
1
2ー

4
8
1
0
8
)

・数

(
1
2ー

4
8
1
2
9
)
・

樵
(
8
|
2
5
2
9
7
)

に
作
る
。
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
徽
‘
字
亦
作
レ
散
‘
作
レ
樵
‘
作
レ
翡
。
〔
正

字
通
〕
徽
‘
俗
作
レ
翡
。
口

0
か
ぴ
。
か
び
が
生
え

る
。
〔
集
韻
〕
徽
、
物
中
レ
雨
青
黒
也
。

O
筆
を
ひ
た

す
。
ほ
し
を
う
つ
。
〔
廣
韻
〕
微
‘
貼
レ
筆
。
〔
集
韻
〕

徽
、
一
日
、
濡
箪
。
国
筆
を
ひ
た
す
。
ほ
し
を
う

つ
。
筆
を
貼
ず
る
。
〔
集
韻
〕
徽
、
濡
レ
箪
也
。

【
徽
雨
】
1

吋
つ
ゆ
。
梅
雨
(
6ー

1
4
8
3
0
:
 8
)

の
O
に
同

じ
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏
會
、
天
象
類
‘
梅
雨
〕
微
雨
。

【
徽
菌
】
2

炉
パ
有
機
物
に
寄
生
す
る
下
等
動
物
。
細
菌

(
8
|
 2
7
3
4
4
 :
 71)
に
同
じ
。

黄
黒
色
。
腕
(
1
2ー

4
8
1
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
腕
、

玄
黄
也
、
或
八
レ
冤
。

【
琶
〗
〔
集
韻
〕
紆
勿
切
囮
i

ウ
ッ
ウ
チ

曾
】
〗
畦
(
1
2
|
 4
8
1
5
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
罷
、
同
レ
畦
゜

エ
イ

か
き
い
ろ
。
黄
白
色
。
〔
字
棠
補
〕
鷺
、
黄
白
也
。

【
齋
】
呻
イ
〔
字
彙
補
〕
羊
利
切
閣

屑

】

呻

0
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
隅
、
黒
也
。
●
く
り
い
ろ
。

赤
黒
い
色
。
〔
字
孟
果
補
〕
闘
、
赤
黒
色
。

シ，ヤ，ウ

サ
ヴ

〔
集
韻
〕
戸
羊
切

謁

国口日
マバマパミビ
イイイイ

〔
集
韻
〕
莫
貝
切

【
徽
】
岬

〔
集
韻
〕
莫
凧
切

【
徽
黒
】
3

が
パ
あ
か
が
つ
い
て
く
ろ
い
さ
ま
。
〔
淮
南

子
、
脩
務
訓
〕
誹
農
憔
悴
、
発
痩
膿
‘
舜
徽
黙
‘
潟
朋
脹
‘

由
レ
此
観
レ
之
、
聖
人
之
憂
―
―
努
百
姓
1

甚
芙
゜
〔
淮
南
子
、

説
山
訓
〕
文
公
棄
荏
席
後
徽
黒
↓
咎
犯
辞
蹄
゜

【
徹
顆
】
4

弁
混
氣
が
衣
服
に
つ
い
て
し
み
が
出
来
る

ロ

こ

と

。

〔

正

字

通

〕

徽

顆

‘

昔

梅

斡

‘

混

氣

著

―

―

衣

物

圧

ず

班
沫
也
。

レ

0
黒
い
弓
。
娘
(
7ー

2
0
8
1
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
【
徽
摺
】
5

芯
あ
か
が
つ
い
て
や
せ
る
。
〔
唐
書
、
隠
逸
‘

陸
亀
蒙
博
〕
亮
舜
微
脊
‘
馬
朋
祗
、
彼
聖
人
也
‘
吾
一
褐

衣
‘
敢
不
レ
勤
乎
゜

旅
、
黒
弓
‘
或
作
属
。
●
譴
(
1
2ー

4
8
2
4
0
)
の
俗
一

字

。

〔

正

字

通

〕

翼

俗

譴

字

°

[

徽

毒

】

6

ぢ
花
柳
病
の
一
種
。
梅
毒
゜

【
徽
樵
】
7

各
黒
い
こ
と
。
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
徽
樵
、
黒
也
。

【
徽
黛
】
8

5

バ
炉
色
が
く
ろ
い
。
徽
墨
〔
楚
辞
、
王
褒

九
懐
‘
蓄
英
〕
紛
蘊
分
徽
黛
。
〔
注
〕
愁
思
蓄
積
‘
面
垢
黒

也
。
〔
楚
辞
‘
劉
向
、
九
歎
‘
逢
紛
〕
顔
徽
窯
以
温
敗
分
。

〔
注
〕
黛
‘
黒
也
。

〔
集
韻
〕
晏
悲
切／ nヽ

圏駆じ旦図

【

琶

虹

〔
集
韻
〕
龍
都
切

國

く
ら
い
。
く
ら
い
穴
。
穴
の
中
が
闇
黒
な
こ
と
。

〔
集
韻
〕
譴
、
深
穴
中
黒
。
〔
玉
篇
〕
譴
‘
黒
穴
也
。

1
0
三
七

日
く
ろ
い
。
〔
廣
韻
〕
鱚
、
黒
也
。
口
国
●
く
ろ

い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
譴
黒
兒
。
●
謹
(
1
2
-
4
8
2
2
2
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
鱚
‘
俗
諭
字
。

冨】螂
国口日
ケク，マバマバ
ワイイチッ
ィ
~、-

集集
韻韻

評暮
邁拝
切切

囲圏醒

廣
韻
〕
莫
八
切

0
く
ろ
く
も
が
た
な
ぴ
く
。
〔
玉
篇
〕
露
、
黒
雲

行
兒
°
●
翡
露
は
‘
く
ろ
い
。
謎
(
1
2
|
 4
8
2
1
1
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
謎
‘
翡
謎
、
黒
也
、
或
八
レ
除
。

[
露
】
[
汀
〔
集
韻
〕
徒
射
切
駆
l

【魏】』

窯
(
1
2—
4
8
1
3
1
)に
同
じ
。
〔
字

レ
イ

彙
〕
筵
、
同
レ
黛
。

く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
諜
、
黒
也
。

冨
{
]
〗
[
[
〔
集
韻
〕
羅
括
切
匿

冨
i
]
年

米
が
く
さ
る
。
米
が
く
ろ
く
な
つ
て
く
さ
る
。

〔
廣
韻
〕
欝
、
米
黒
壌
゜
〔
集
韻
〕
鐙
‘
米
壌
也
。

チ
，
ヨ
占
’

ヂ
ヨ
，
ウ

〔
集
韻
〕
澄
應
切
圏

,-i―― 
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【朦】如

国國国□日
工エアエアアエア
ンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
於
球
切

〔
集
韻
〕
乙
黎
切

〔
集
韻
〕
乙
減
切

〔
集
韻
〕
為
敢
切

〔
集
韻
〕
僑
檻
切

國國國圏國

曾
】
-

紆
謡
は
‘
顔
面
の
黒
い
氣
゜
或
は
調
(
1
2
ー

4
8
2
2
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
譜
‘
紆
譜
‘
面
黒
氣
‘
或
ハ
レ
聰
。

ソ
ヴ
ゾ，ウ

〔
集
韻
〕
昨
亙
切
瞬
il

冤
】
〗エ
ン

緊
(
l
l
!
-
4
8
2
2
9
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鷲
、
同
レ
驚
゜

日
●
赤
黒
色
。
〔
玉
篇
〕
譴
、
赤
熙
色
。
●
青
黒

色
。
〔
集
韻
〕
欝
、
青
黒
色
日
レ
闊
。
口
く
ろ
い
。
〔
集

韻
〕
襲
、
累
也
。
国
赤
黒
い
さ
ま
。
闊
然
。
通
じ
て

爽
(
8ー
6
0
0
2
)
•
絶
(
1
0ー
3
7
0
0
4
)
に
作
る
。
〔
方

言
、
十
三
〕
讀
‘
色
也
。
〔
注
〕
闘
然
、
赤
黒
貌
也
。

〔
箋
疏
〕
通
作
レ
爽
‘
小
雅
、
采
芭
篇
‘
毛
傭
、
爽
、
赤

也
、
又
白
虎
通
引
詩
‘
誅
給
有
レ
爽
、
作
レ
絶
、
絶
．

譴
、
古
通
字
。

キ＂ヨク

コ
ク

日

曾】

7キ国セ
キ
シ
，
ヤ
ク

〔
集
韻
〕
虚
其
切

〔
集
韻
〕
施
隻
切

〔
集
韻
〕
迄
力
切

雲
が
く
ら
い
。
〔
篇
海
〕
霊
、
雲
暗
也
。

曾
】
〗エア
ンン 黒

〔
篇
海
〕
乙
減
切
声
g

部

園図護

〔
十
ニ
ー
＋
三
萱
〕

【
醸
】
』
竺
〔
集
韻
〕
渠
金
切
膠
-

【繋】
i

●
色
が
く
ら
い
。
〔
集
韻
〕
票
‘
色
暗
。
〇
あ
さ
ぐ

ろ
い
色
。
〔
集
韻
〕
震
‘
一
曰
‘
浅
黙
色
。
●
或
は
訃

(
1
2
-
4
8
0
4
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
繋
‘
或

A
レト。

ホ
ク

〔
集
韻
〕
普
木
切

園

日
謀
謎
は
‘
黙
ぃ
°
或
は
露
(
1
2ー

4
8
2
0
4
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
謎
‘
翡
謎
‘
黒
也
‘
或
ハ
レ
隊
。
口
.
曖

腱
は
‘
く
ら
い
。
暖
(
6ー

1
4
1
6
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

暖
‘
曖
暖
、
暗
也
‘
亦
ハ
レ
黒
。
●
謎
(
1
2
ー

4
2
5
3
0
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
謎
、
同
レ
魏
。

タ
イ
ヅ
イ

ー

日
ク
イ

ロ

【謎】
g

ダ
イ

〔
集
韻
〕
待
戴
切

〔
集
韻
〕
徒
封
切

駆竪

小

日

0
忘
れ
て
い
こ
ふ
。
雑
念
を
去
つ

罰
藁
て
自
得
す
る
。
愁
(
4ー

1
1
2
4
4
)
に
通

ず
。
〔
説
文
〕
諏
、
諏
者
忘
而
息
也
、
八
レ
黙
敢
臀
。

〔
段
注
〕
方
言
・
廣
雅
皆
日
、
諏
、
忘
也
、
忘
而
息
‘

宋
人
所
謂
黒
甜
也
、
故
炊
レ
里
~
、
今
人
所
レ
用
愁

字
、
即
此
字
之
嬰
也
゜

9
っ
く
ろ
。
謡
(
1
2
|
 4
8
 

1
5
9
)

に
同
じ
。
〔
六
書
故
〕
諦
、
深
黒
也
、
別
作
レ

諏
。
口
●
わ
す
れ
る
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
諏
、
忘
也
。

〔
玉
篇
〕
諏
、
諏
然
忘
也
。
●
か
げ
つ
て
く
ら
い
。

魏
(
1
2ー

4
8
1
1
7
)
に
同
じ
。
〔
六
書
故
〕
競
、
念
黒

也
、
別
作
レ
諏
。
国
わ
す
れ
る
。
〔
集
韻
〕
諏
、
忘
也
。

國
ば
ん
や
り
と
自
得
す
る
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
諏
‘
叫

呼
佑
佛
、
諏
然
自
得
。
〔
集
韻
〕
諏
、
忘
而
息
也
。
国
l

わ
す
れ
る
。
〔
集
韻
〕
諏
‘
忘
也
。

〔
集
韻
〕
観
敢
切
國
i-

〔
集
韻
〕
止
染
切
臨
9

〔
集
韻
〕
吐
敢
切
國
3

小
日
国
●
け
が
れ
る
。
あ
か
が
つ
く
。

請
豪
〔
説
文
〕
譜
、
大
汚
也
、
松
無
瘤
臀
。

〔
義
證
〕
廣
韻
、
譜
、
大
汗
垢
黒
‘
集
韻
‘
譜
、
黒
汗

也
。
●
い
れ
ず
み
。
〔
正
字
通
〕
醜
‘
闘
面
卸
鯨

辟
‘
梁
律
、
凡
盗
譜
面
答
劫
字
↓
●
ゑ
ど
る
。

く
ろ
く
ゑ
が
く
。
〔
玉
篇
〕
覇
、
黒
薫
也
。
R
古
‘
則

(
1
2ー

4
8
0
4
4
)

に
作
り
、
或
は
剌
(
2ー

2
0
5
8
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
譜
、
古
作
レ
則
、
或
作
レ
剌
。
参
眈

(
1
2ー

4
8
0
5
7
)

に
同
じ
。
〔
六
書
品
〕
眈
‘
又
作
レ

譜
。
国
く
ろ
い
。
〔
集
韻
〕
譜
、
黒
也
。

【
鴫
改
】
1

わ
消
し
て
改
め
る
。
〔
東
観
餘
論
〕
黄
長
容

塾
温
公
新
壺
格
・
七
國
戯
二
書
1

日
、
新
壺
格
・
七
國

戯
皆
隠
自
蘊
公
之
孫
樟
文
叔
家
西
圏
本
乃
公
手
書
、

頗
有
1

一
譜
改
虞
↓

【
譜
面
】
2
g
い
れ
ず
み
。
顔
に
い
れ
ず
み
す
る
。
〔
通

典
‘
刑
典
二
〕
（
梁
制
）
劫
レ
身
皆
斬
‘
妻
子
補
レ
兵
‘
遇
レ
赦

降
レ
死
、
璽
レ
面
為
―
―
劫
字
↓
〔
宋
史
‘
兵
志
七
〕
梁
祖
令
1

一諸

軍
悉
譜
レ
面
為
＞
字
、
以
識
ニ
一
軍
琥
五
是
為
二
長
征
之
兵
↓

〖
譜
面
之
刑
]
3
g
g
い
れ
ず
み
の
刑
。
墨
刑
。
〔
文

獣
通
考
‘
刑
考
四
、
刑
制
〕
梁
武
帝
制
、
依
―
↓
周
漢
故
事
一

冨
品
□
セ
ン

国
ク
ン

日
タ
ン

,“
 

【

闊

】

如

タ

ン

蒻
(
1
2
-
4
8
2
1
5
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
璽
、
同
レ
譜
。

●
き
い
ろ
。
〔
玉
篇
〕
譲
、
黄
色
也
。
●
黄
黒
色
。

罫
(
1
2ー

4
8
0
7
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
闘
、
黄
黒
色
、

或
八
レ
禽
。
●
酌
(
1
2
|
 4
8
0
5
6
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
讀
‘
俗
酔
字
。

繋

鱚

驚

羅

諏

塁

霰

讀

斃

譜

鼠

謂

諭

聾

謙

澱

【顕】
g

テ
ン

麒

(
1
2
-
4
8
1
4
5
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
顧
‘
或
作
レ
澱
。

雨
の
た
め
に
麻
が
い
た
む
。
樵
(
6ー

1
5
9
0
8
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
紐
‘
麻
苦
レ
雨
生
レ
壌
也
、
或
作
レ

課。

【

課

】

g

七
ウ
〔
集
韻
〕
干
這
切
―
圏

v
 
I~ch'iao' 

【膿】
5

く
ろ
い
。
甚
だ
黒
い
。
譴
璽
。
〔
玉
篇
〕
聾
‘
黒
謙

也
。
〔
廣
韻
〕
聾
‘
譴
聾
。
〔
集
韻
〕
襲
‘
譴
聾
、
黒
甚
。

ヂ
ヨ
，
ウ

-「ユ

〔
集
韻
〕
尼
容
切

困

【

諭

】

g

く
ろ
い
。
或
は
酔
(
1
2
-,
 4
8
0
5
6
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
諭
、
黒
也
、
或
作
レ
酔
。

ケ
ン

〔
集
韻
〕
居
奄
切
涸
-

鵬
論
は
く
ろ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
謂
‘
鯛
鱈
、
黒

兒゚ 冨
】
如

ィ

圏

.‘
 
,
〔
集
韻
〕
莫
敗
切

マ
イ

く
ろ
い
ろ
。
〔
集
韻
〕
諷
‘
黒
色
。

【
競
】
叩

〔
集
韻
〕
呼
括
切
園
『

ク
，
ワ
ッ

ク
，
ワ
チ

云
云
‘
遇
レ
赦
降
レ
死
、
鴫
レ
面
為
―
―
劫
字
ご
云
云
、
天
監
十

四
年
制
‘
除
-
1

薗
面
之
刑
↓
1
0三
八

13634 
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【
琶
〗

黒

部

〔
十
一
―
-
|
＋
五
蓋
〕

ゲ
↑
フ

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
諜
‘
昔

業。

冨
i
]〗
ホ
ン

顆
(
1
2
-
4
8
1
2
1
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
顎
、
同
レ
頸
゜

〇
黄
黒
色
。
罪
(
1
2
-,
 4
8
 
0
 7
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

麒
、
黄
黒
色
、
或
八
レ
蔵
。
●
頸
(
1
2
|
 4
8
2
3
2
)

の

謡
字
。
〔
正
字
通
〕
盛
‘
頸
字
之
謡
。

[
識
]
〗
門
〔
集
韻
〕
渠
金
切
歴

曰
●
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
躙
黒
也
。

O
ほ
く

ろ
。
頻
面
の
ほ
く
ろ
。
〔
集
韻
〕
瓢
面
黒
子
謂
1
1

之

霞

口

O
紆
麗
は
‘
顔
面
の
黒
い
氣
。
雪
(
1
2
|
 
4
8
 

2
0
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
譴
紆
藷
‘
面
黒
氣
‘
或

払
罪
°
●
量
(
5
|
1
4
0
3
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
襲
‘

卑
ハ
レ
量
同
。

【
闘
早

己
ョ
ヴ
〔
集
韻
〕
以
證
切
囮

見
9
[

〔
集
韻
〕
昨
亙
切
圏

小
日
口
曰
●
つ
や
の
よ
い
黒
色
。
〔
説

夏
荼
文
〕
譴
沃
黒
色
、
炊
レ
黒
會
瞥
゜
〔
段

注
〕
沃
‘
引
申
之
義
為
―
―
肥
美
五
沃
黒
者
‘
光
潤
之
黒

也
。
〇
あ
さ
ぐ
ろ
い
色
。
〔
廣
韻
〕
頴
、
漫
熙
色
。

0
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
蛸
‘
黒
也
。
R
く
ろ
い

さ
ま
。
〔
集
韻
〕
闘
‘
黒
兒
゜

【
琶
〗 且
ィ
〔
集
韻
〕
烏
外
切
圏

呂
ヴ
ィ
〔
集
韻
〕
火
夫
切
圏

昂
ィ
〔
集
韻
〕
烏
快
切
囲

諭

麗

臓

類

諜

譜

驀

賑

鶯

際

識

紐

頸

ア
ン
エ
ン

口

小

日

O
中
が
黒
い
。
〔
説
文
〕
驚
、
中
黒

贋
豪
也
、
八
徊
厭
瞥
゜
〔
段
注
〕
謂
面
在
＞

中
也
。
●
ほ
く
ろ
。
〔
史
記
、
高
祇
紀
‘
左
股
有
1

一七

十
二
黒
子
ご
注
〕
正
義
曰
‘
北
人
呼
為
二
緊
子
畜
大

楚
謂
二
之
誌
盆
霞
ハ
レ
痣
通
。
●
く
ろ
い
。
〔
廣
雅
、

繹
器
〕
殿
、
黒
也
。
⑲
或
は
繋
(
1
2
-
4
8
1
4
9
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鷹
‘
或
作
レ
馘
。
口

O
く
ろ
い
あ
と
。

【驚】
g 小

日

□

O
黄
黒
で
光
を
登
す
る
。
〔
説

蘭
策
文
〕
驀
‘
黄
黒
而
白
也
‘
炊
憮
算
瞥
‘

讀

若
1

一
旦
芥
為
レ
齋
名
日
芥
荼
也
。
〔
段
注
〕

謂
黄
黒
而
旦
白
色
皿
。

O
く
ろ
い
。
〔
廣
韻
〕

驀
‘
黒
也
。
参
饉
が
つ
か
れ
て
く
ろ
む
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
驀
‘
黒
兒
‘
橙
痺
謂
乏
驀
↓
働
短
い
さ
ま
。

〔
玉
篇
〕
驀
‘
短
兒
゜
〇
短
く
て
黒
い
さ
ま
。
〔
説

文
〕
驀
‘
一
曰
‘
短
黒
。

0
き
ぐ
ろ
。
窯
(
1
2
|
 4
8
1
3
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

冨
】
〗
〔
集
韻
〕
憐
題
切
郷
i

レ
イ
ラ
イ

日
ェ
ン

〔
集
韻
〕
於
球
切＞ 
＿
巧

〔
集
韻
〕
乙
減
切

湧国國
w 

胴胴

小
日
口
〇
面
が
く
ろ
い
。
橿
が
白
く
て

裏
荼
顔
が
黒
い
。
〔
説
文
〕
鷲
‘
雖
レ
哲
而
黒

也
‘
炊
レ
黒
蔵
磐
、
古
人
名
頸
‘
字
祈
芦
°
〔
段
注
〕
哲

者
、
人
色
白
也
‘
則
蔑
専
謂
1

一
人
面
↓
〔
集
韻
〕
蛮
‘

説
文
‘
雖
レ
哲
而
黒
‘
古
人
名
蔑
‘
字
哲
。
●
な
べ

ず
み
。
〔
集
韻
〕
蛮
‘
一
日
‘
釜
底
黒
。
〇
或
は
設

(
1
2
-
4
8
1
4
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蛮
‘
或
作
レ
製
。

【
臓
】
〗
ロロ
シケカ
ンンン

集
韻
〕
諸
深
切

〔
集
韻
〕
居
咸
切

.""-

霰
]
〗

籾
に
同
じ
c

〔
六
書
故
〕
叡

同
レ
隷
゜

昔
義
未
詳

サ
ッ

8

日
セ
チ
セ
ッ
セ
チ

口

冨

】

年

集
韻
〕
協
甜
切
畔

／イ

X
Y
c
h
'
u
a
4
 

集
韻
〕
側
劣
切
閾
g

関
(
8
-
2
4
9
0
3
)

の
謳
字
。
〔
正
字
通

霊
黒
】
〗
ヒ
景
‘
閑
字
之
調
。

く
ろ
あ
ざ
゜
〔
韻
會
〕
驚
‘
黒
痕
。

O
或
は
厭
(
2ー

3
0
2
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
緊
‘
或
作
レ
厭
。

0
人
名
。

〔
集
韻
〕
賑
‘
閥
‘
人
名
‘
晉
有
集
緊
↓

歴

【

緊

蒻

】

1

梵
し
く
ら
く
お
ほ
は
れ
た
さ
ま
。
又
、
も
の
淋

し
い
さ
ま
。
〔
王
延
壽
、
魯
震
光
殿
賦
〕
屑
緊
蒻
以
稔
渇
゜

〔
注
〕
載
日
‘
緊
蒻
‘
寂
莫
之
形
也
、
清
日
‘
鷹
蒻
‘
暗
蔽
貌
゜

圏

〔
集
韻
〕
丁
代
切
殿
〗
[
緊
子
】
2

そ
ほ

v

ろ
o

〔
漢
書
ヽ
高
帝
紀
上
ヽ
左
股
有l一

七
十
二
黒
子
「
注
〕
師
古
曰
、
今
中
國
通
呼
為
1

一緊子一

【
緊
然
】
3

努
閉
祓
の
さ
ま
。
〔
荀
子
、
王
覇
、
然
而
厭

El口
国

O
く
ろ
い
。
〔
玉
篇
〕
翌
‘
黒
也
。

O
蛛
閲

は
‘
甚
だ
く
ろ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
醗
‘
鰊
聾
‘
大
黒
―
焉
有
午
歳
之
固
何
也
、
注
〕
何
故
有
黛
然
深
蔵
、
千

兒

°

歳

不

憂

改

乏

法

芋

゜

【鴨】年
□
タ
イ

呂
パ
国
タ
イ

〔
集
韻
〕
常
宋
切

〔
集
韻
〕
堂
宋
切

”
鯛
国
『
』
一

〔
集
韻
〕
徒
谷
切
闊
『

力

X

t
u
2
 

小
●
け
が
れ
る
。
④
あ
か
。
あ
か
づ
く
。

,
 

糞
火
策
〔
一
切
鰹
音
義
‘
六
〕
頸
‘
垢
也
。
◎

み
だ
れ
る
。
に
ご
る
。
〔
韻
會
〕
讀
‘
恩
也
。
〔
孔

稚
珪
、
北
山
移
文
〕
或
先
貞
而
後
讀
°
◎
は
づ
か

し
め
ら
る
。
恥
を
蒙
る
。
〔
説
文
〕
頸
‘
握
―
―
持
垢
―

也
‘
八
レ
患
賣
臀
‘
易
曰
、
再
三
頸
゜
〔
段
注
〕
垢
非
下

可
1

一
握
持

f
江
翌
而
入
二
於
握
持
五
是
辱
也
‘
古
凡

辱
者
皆
卸
讀
゜
〔
一
切
経
昔
義
‘
二
十
一
〕
頸
‘
蒙

也
。
〔
南
史
‘
蒲
思
話
傭
〕
歴
―
―
十
二
州
盃
炉
至
雖
レ

患
絞
咬
清
節
一
亦
無
二
械
頸
之
累
↓
c
け
が
れ

る
。
よ
ご
れ
る
。
〔
漢
書
、
谷
水
博
〕
無
，
復
卑
ハ
―
―
限

小
媒
頸
燕
飲
い
〔
注
〕
師
古
曰
、
讀
、
汗
也
。
〔
博

亮
、
譲
尚
書
僕
射
表
〕
上
壻
國
l

垢
令
下
招
1

一私

讀
↓
命
）
く
ろ
む
。
黒
く
な
る
。
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
林

木
為
レ
之
潤
讀
。

8
し
ば
し
ば
な
し
て
物
事
が
わ

る
く
な
る
。
〔
公
羊
‘
桓
‘
八
〕
函
則
讀
‘
頸
則
不
敬
。

〔
注
〕
頸
‘
渫
頸
也
。
●
け
が
す
。
①
け
が
れ
し
め

る
。
〔
書
‘
説
命
〕
蹟
―
―
干
祭
祀
↓
〔
荀
勘
‘
文
〕
為
―
―
百

吏
所
＞
讀
゜
＠
あ
か
づ
け
る
。
に
ご
す
。
〔
漢
書
‘
枚

乗
博
〕
以
レ
故
楓
媒
頸
貴
幸
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
蹟
‘

垢
濁
也
。
◎
な
れ
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
言
〕
頸
‘
押
也
。
⑤

あ
な
ど
る
。
か
ろ
ん
ず
る
。
〔
後
漢
書
‘
劉
虞
傭
〕

患
孔
頸
＞
武
。
〔
注
〕
讀
‘
猶
レ
慢
也
。
⑮
し
ば
し
ば

し
て
け
が
す
。
〔
後
漢
書
‘
劉
虞
傭
〕
患
二
其
蹟
＞
武
。

〔
注
〕
讀
猶
レ
敷
也
。
〇
あ
を
ぐ
ろ
い
さ
ま
。
〔
韻
會
〕

蹟
、
勁
貌
。
働
く
ろ
い
。
〔
一
切
経
音
義
、
六
〕
讀
、

黒
也
。
R
通
じ
て
潰
(
7ー

1
8
5
9
1
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
蹟
、
通
作
レ
漬
。

O
遺

(11|
 3
9
2
1
5
)
・
 
讀
(
8ー

藷
】
]
ト
ク
ド
ク

1
0
三
九

黛
‘
黒
黄
也
‘
或
作
蘊
〇
黒
と
白
と
が
維
つ
た

色
。
〔
字
彙
〕
紐
、
黒
白
雑
色
。

13635 
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【
躁
】
〗
F
l
/
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
徒
感
切
圏

あ
を
ぐ
ろ
い
色
。
〔
字
彙
補
〕
璧
、
青
黒
色
。

【
璧
】
〗
エア
ンン

字
彙
補
〕
於
檻
切
謁

6
8
6
0
)

に
同
じ
。
〔
一
切
経
昔
義
、
十
四
〕
頸
、
古
文

作
遺
．
讀
一
形
↓

【

際

】

』

【
蹟
貨
]

1

衿
〇
不
正
な
財
物
を
と
る
。
〔
輻
恵
全
書
、

疱
任
部
、
謹
操
守
〕
頸
レ
貨
居
レ
心
、
視
為
―
―
奇
貨
↓
〇
金

錢
を
み
だ
り
に
つ
か
ふ
。
〔
幅
恵
全
書
、
罹
任
部
、
革
晒

規
〕
属
レ
民
蹟
レ
貨
、
有
レ
砧
官
蔵
↓

【
蹟
祭
】
2

ぢ
祭
る
べ
か
ら
ざ
る
時
に
、
神
に
へ
つ
ら

つ
て
祭
る
。
〔
書
‘
説
命
中
〕
頸
―
―

f
祭
祀
一
時
謂
＞
弗
レ
欽
゜

〔
博
〕
祭
不
レ
欲
レ
敷
、
散
則
頸
‘
鱚
削
不
レ
欽
。
〔
李
徳
裕
、

窮
愁
志
〕
余
前
在
江
南
一
毀
淫
祠
一
千
一
十
五
所
一

可
レ
謂
レ
不
姦
炉
神
頸
＞
祭
也
。

【
鴨
】
〗

【
頸
札
】
3

功
書
札
に
字
を
か
き
し
る
す
。
〔
孫
樵
、
孫

氏
西
齋
録
〕
為
二
史
官
1

者
、
不
レ
能
’
杵
―
―
忠
骨
於
枯
墳
一

胄
．
詔
塊
於
下
泉
い
磨
レ
奄
頸
レ
札
‘
叢
レ
閤
飽
レ
峡
‘
登
國

家
任
二
史
官
一
意
耶
゜

【
蹟
職
】
4

抄
ク
官
公
吏
、
又
は
議
員
等
が
其
の
や
く
め

を
傷
つ
け
る
や
う
な
不
都
合
な
こ
と
を
す
る
こ
と
。
漬

B
g□
]
黒
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
蜻
、
黒
兒
゜

職。

【
蹟
誓
】
5

衿
ち
か
ひ
を
け
が
す
。
〔
蜀
志
、
法
正
傭
〕

左
右
不
レ
星
英
雄
従
泊
之
應
謂
向
下
應
信
息
誓
、
【
璽
】
〗

而
以
,
,
意
氣
ー
相
致
i

【
讀
泄
】
6

村
け
が
し
あ
な
ど
る
。
〔
韓
非
子
、
八
経
〕

握
レ
明
以
問
レ
所
レ
闇
、
詭
使
以
絶
二
頸
泄
↓

【
讀
煩
】
7

7

グ
汚
れ
に
ご
つ
て
煩
雑
な
こ
と
。
人
に
わ

づ
ら
ひ
を
か
け
る
に
い
ふ
。
〔
獣
陽
脩
‘
禁
州
再
乞
―
一
致

仕
第
二
表
〕
容
訓
丁
寧
‘
曲
加
―
―
慰
諭
↓
愚
衷
懇
迫
‘
尚

敢
頸
煩
。

【
頸
武
】
8

乃
濫
り
に
兵
を
用
ひ
て
武
徳
を
け
が
す
。

理
由
な
し
の
戦
を
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
劉
虞
傭
〕
（
公
孫
）

環
既
累
為
―
-
（
哀
）
紹
所
＂
敗
‘
而
猶
攻
レ
之
不
レ
已
‘
虞
患
,
,

其
頸
＂
武
。
〔
注
〕
頸
‘
猶
1

一
慢
也
‘
敷
也
↓

小
〇
く
ろ
い
。
〔
説
文
〕
譴
、
齊
謂
レ
黒
為
レ

盪
証
累
ハ
策
譴
、
長
黒
慮
臀
゜
〔
義
證
〕
法
言
、
形
弓

譴
矢
、
或
通
作
レ
慮
゜
〔
張
文
虎
‘
舒
藝
室
随
筆
〕
案

濾
、
黒
水
、
櫨
、
黒
橘
‘
櫨
‘
黒
犬
‘
或
止
作
虞
又

黒
弓
‘
黒
矢
為
―
―
慮
弓
・
慮
矢
ぶ
成
‘
古
本
謂
レ
黒
為
レ

虞
譴
乃
後
起
字
。
●
甚
だ
く
ろ
い
。
〔
廣
韻
〕
譴

黒
甚
°
〇
娘
（
7
-
2
0
8
1
8
)

に
同
じ
く
、
も
と
慮
(
8

-
2
3
0
5
0
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
譴
、
同
レ
絃
、
本

作
レ
慮
゜

【
譴
矢
】
1

戎
黒
く
そ
め
た
矢
゜
〔
法
言
、
五
百
〕
形
弓
譴

矢
、
不
レ
為
レ
有
芙
゜

【

譴

】

[

Iレ口

〔
集
韻
〕
龍
都
切

認

黒
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
震
、
黒
兒
゜

レ
キ
リ
，
ヤ
ク

集
韻
〕
狼
秋
切

颯

ト
ヴ
ド
ヴ

日□9
ウ
ゾ，
 
ト
ヴ
戸

〔
集
韻
〕
徒
冬
切

〔
集
韻
〕
徒
東
切

〔
集
韻
〕
徒
登
切

圏園賑

n11饗
E

――

サ
ッ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
際
、
昔
察
。

雲
が
く
ろ
い
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
頸
、
雲
黒
也
。

黒

部

〔
十
五
ー
ニ
十
九
書
〕

0
く
ろ
い
さ
ま
。
〔
字
彙
補
〕
謂
、
黒
貌
。

O
欝
欝

は
、
神
の
名
。
鬱
(
1
2
|
 4
5
6
7
1
)

に
同
じ
。
〔
郭
太

乙
正
誤
〕
鬱
酢
‘
沈
休
文
作
二
謂
欝
↓

【
鴫
寧
】
〗
[
[
〔
字
彙
補
〕
紆
弗
切
腸

n
B
1
1
霞一

冨
忌
サ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
馘
、
音
威
゜

【

鰻

】

岬

タ

ン

此
作
。

頸
(
1
2
|
 4
8
2
3
6
)
に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
躁
、
同
レ
躁
ぶ
子
彙
補
如
レ

,i―― 
け
づ
る
。
文
書
の
誤
字
を
け
づ
る
。
〔
集
韻
〕
翡

刊
―
―
書
謬
一
也
。

【

譴

】

岬

[

/

〔
集
韻
〕
鋤
咸
切
國

く
ろ
い
。
〔
篇
海
〕
譲
、
黒
也
。

【

譲

】

年

〔
篇
海
〕
女
雨
切
圏

ヂ
ギ
zウ

ニ
，
ャ
ゥ

,i―― 
【
謝
】
蜘
タ
イ
7註
'
~
2
;
~
{
~
~
~
~

国臼。

雲
、
並
同
。

讀

謹

猥

廃

鰭

霊

譴

謝

譲

鶏

躁

馘

欝

冑

狩

部

喘

〔
四
書
〕

勧

國】蜘
7
ン

〔
集
韻
〕
府
吻
切
枷

＇鼠
小

小

段

〇

ぬ

ひ

と

り

し

た

き

ぬ

。

策
ば
〔
説
文
〕
箭
、
蔵
棲
所
レ
秩

庶
豪
簾
庄

衣
也
、
炊
1

一
術
‘
幸
省
盃
ぎ
刺
文
一
也
。
〔
繋
傭
〕
幸
、

衆
多
也
、
言
五
威
棲
之
工
不
＞
一
也
。
〔
段
注
〕
蔽
‘

嘗
レ
作
レ
鍼
‘
秩
‘
縫
也
、
纏
‘
棧
也
、
以
レ
鍼
貫
レ
線

秩
レ
衣
日
レ
猾
。

O
衣
を
さ
す
。
刺
繍
す
る
。
〔
爾

雅
‘
秤
言
〕
猾
‘
秩
也
。
〔
注
〕
今
人
呼
ん
呼
秩
衣
―

為
レ
晋
。

O
或
は
稀
（
8

|
2
7
4
7
1
)

・希
(
4
|
8
8
1
3
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
喘
‘
或
作
二
稀
・
希
芸
周
證
、
春

官
‘
司
服
、
祭
一
社
稜
五
祀
面
叫
希
冤
、
注
〕
希
‘
讀

為
レ
稀
‘
或
作
レ
術
。

闘
由
象
形
。
鍼
に
さ
し
た
絲
で
ぬ
ひ
と
り
を
施
し
た
き

ぬ
。
そ
の
刺
繍
の
形
に
象
っ
た
字
。
字
解
を
見
よ
。

冨

]

[

チ

〔

集

韻

〕

展

汀

C

J

這

番

部

く
ろ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
罰
‘
黒
兄
。

【
罰
】
虹
?
+
〔
集
韻
〕
紆
勿
切
物
『

曰
口
謂
gi-

1
0
四
O
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揃

部

〔
四
ー
七
書
〕

勧

散

厭

舗

1
0
四

小
〇
二
弓
相
背
く
形
の
ぬ
ひ
と
り
。
青

麦篇
策
と
黒
の
色
絲
を
次
第
し
て
、
弓
字
を

二
つ
せ
な
か
合
は
せ
に
し
て
ぬ
ひ
と
り
に
し
た

古
代
の
軽
服
の
模
様
。
曾
戸
「
—
□
―
飼

散

配略Ill 
渭

ヨ

説
で
は
二
己
字
を
せ
な
か

合
は
せ
に
し
た
形
と
す
る
。

〔
説
文
〕
歓
、
黒
卑
ハ
レ
青
相
次
文
、
炊
レ
箭
友
臀
゜
〔
周

霰
】
〗フ
ッ
〔
集
韻
〕
分
物
切
躙
]

／
 

フ

チ

仁

メ

fu2

＇皇一

小
衣
に
物
を
ゑ
が
く
。
い
ろ
ど
る
。
又
、

其
の
蓋
。
通
じ
て
粉
(
8
|
2
6
8
7
2
)

に

葡
恢

作
る
。
〔
説
文
〕
勧
、
哀
衣
、
山
龍
華
晶
勧
、
藍
粉

也
、
炊
レ
箭
分
瞥
、
衛
宏
説
。
〔
段
注
〕
泉
陶
膜
日
、
日

月
星
辰
山
龍
華
晶
、
作
レ
檜
、
宗
葬
藻
火
粉
米
舗

歓
、
稀
繍
、
鄭
注
云
、
書
＿
者
為
籍
、
刺
者
為
繍
、

繍
輿
レ
綸
、
各
有
丘
ハ
、
衣
用
レ
綸
、
裳
用
レ
繍
、
許

書
、
維
下
云
、
會
二
五
采
―
繍
也
、
藻
作
レ
燥
、
粉

作
レ
勧
、
米
作
レ
絲
、
鄭
、
粉
米
為
二
五
天
許
、
勧
絲

為
三
一
事
二
鄭
説
、
粉
米
為
レ
繍
、
許
説
、
勧
為
↓
一
書
＿

粉
「
絲
為
―
―
―
繍
文
如
緊
米
盃
蓋
許
時
鄭
説
未
レ
出
、

許
以
説
レ
勧
系
―
―
諸
衛
宏
ご
但
今
訣
有
レ
間
英
、
且

尚
書
山
龍
華
晶
、
不
二
卑
ハ
レ
粉
相
屡
盃
誠
E

恐
轄
窺

有
二
奪
誤
一
書
粉
、
益
何
晏
賦
所
謂
分
開
布
白
‘
衛

宏
、
治
1

一
古
文
尚
書
―
者
。
〔
玉
篇
〕
勧
、
採
也
。
〔
集

韻
〕
勧
、
通
作
レ
粉
。

【
勧
書
一
】
1

訂
い
ろ
ど
り
ゑ
が
く
。
又
、
彩
色
を
施
し

た
書
。

【
勧
厭
】
2

内

粉

米
(
8
|
2
6
8
7
2
 :
 9
1
)

の
O
に
同
じ
。

字
解
を
見
よ
。
〔
書
、
益
稜
‘
藻
火
粉
米
舗
散
稀
績
、
繹

文
〕
粉
米
、
説
文
作
一
鰤
製
竺

膿
、
春
官
、
司
服
、
王
之
吉
服
、
注
、
晃
服
九
章
、

疏
〕
散
、
黒
卑
ハ
レ
青
、
為
レ
形
則
而
己
相
背
、
取
―
―
臣

民
背
レ
悪
向
P

善
。
〔
玩
元
、
平
経
室
集
〕
説
レ
散
者

曰
、
雨
己
相
背
戻
(
”
"
孫
年
豆
五
町
）
、
而
自
レ
古

聾
象
則
作
二
犯
形
一
明
雨
弓
相
背
戻
、
非
雨
己

相
背
戻
一
也
、
雨
弓
相
背
、
義
取
子
物
盃
否
斧
同

類
、
雨
己
之
己
何
物
耶
、
然
則
各
傭
注
所
J
-
―-E
雨

已
者
、
登
非
雨
弓
相
沿
之
誤
輿
、
漢
書
草
賢

傭
、
師
古
注
日
‘
紋
‘
書
為
ii

犯
文
盃
北
‘
古
弗
字

也
、
師
古
此
語
必
有
二
師
傭
面
が
師
古
所
P

創。

O

ひ
ざ
か
け
。
ひ
ざ
お
ほ
ひ
。
な
め
し
皮
で
作
っ
た

ひ
ざ
お
ほ
ひ
。
〔
左
氏
、
桓
‘
―
-
〕
哀
晃
敵
梃
。
〔
注
〕

戴
章
輝
、
以
藍
膝
也
。
参
紋
(
8ー

2
7
3
4
5
)

に
通

ず
。
〔
江
滝
、
雑
橙
、
謝
光
緑
詩
、
雲
装
信
1

一
解
散
一

注
〕
善
日
、
散
‘
輿
レ
絨
通
。
⑲
紋
(
1
2
|
 4
3
1
2
1
)

に

通
ず
。
〔
磯
明
堂
位
、
有
虞
氏
服
レ
歓
、
注
〕
戟
‘
或

作
レ
敵
。

O
通
じ
て
祁
(
9
-
3
0
8
3
1
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
散
、
通
作
レ
i

弗。

O
俗
に
載
(
9ー

2
8
8
8
8
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
歓
‘
或
作
レ
獣
。
〔
穀
梁
、
桓
、
十
四
、

注
、
以
為
―
―
舗
戴
文
章
云
秤
文
〕
散
‘
俗
作
レ
載
。

O

姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
歓
見
―
―
姓
苑
↓

【
歓
衣
】
1

り
，
古
代
の
藉
服
。
青
と
黒
と
の
色
絲
を
次

第
し
て
、
弓
字
を
二
つ
せ
な
か
合
は
せ
に
し
て
ぬ
ひ
と

り
し
た
も
の
。
藷
説
で
は
一
一
の
己
字
を
せ
な
か
合
は
せ

に
し
た
形
と
す
る
。
字
解
〇
を
見
よ
。
〔
詩
、
秦
風
、
終

南
〕
君
子
至
止
、
敵
衣
繍
裳
゜
〔
博
〕
黒
卑
ハ
レ
宵
謂
1

一
之
敵
{

五
色
備
謂
二
之
繍
芸
張
衡
、
思
玄
賦
〕
襲
―
―
温
恭
之
散
衣
―

分
、
被
―
―
幡
義
之
繍
裳
↓

【
散
裳
】
2

汀
炉
歓
衣
の
裳
。
古
の
祭
服
。
〔
荀
子
、
哀

公
〕
舗
衣
敵
裳
者
不
レ
茄
レ
章
。
〔
注
〕
舗
衣
散
裳
、
祭
服

也
、
白
卑
ハ
レ
黒
為
レ
舗
、
黒
輿
レ
背
為
レ
歓
゜

【
敵
婁
】
3

芦
古
、
飾
棺
の
器
。
漢
制
は
木
を
用
ひ
て

方
形
の
筐
を
作
り
、
白
布
を
張
り
、
雨
弓
相
背
す
る
模

様
を
刺
繍
す
る
。
柄
を
附
し
、
人
を
し
て
捧
持
し
て
柩

車
に
従
は
し
め
、
既
に
窓
す
れ
ば
横
中
に
立
て
る
。
舗

を
書
く
を
舗
饗
と
い
ふ
。
〔
證
‘
喪
服
大
記
〕
飾
棺
‘
君
龍

冨

】

』

ヘ

イ

[

5

因彗
C
い
い
い
[
[
[

也
、
古
作
レ
厭

冒■ロ――

帷
一
二
池
‘
云
云
‘

舗
饗
二
‘
散
婁

二
‘
書
一
妻
二
‘
皆

戴
レ
圭
゜
〔
注
〕
漢

證
‘
饗
以
な
木
為
レ
筐
‘
廣
一
―
]
尺
、
高
二
尺
四
寸
‘
方
雨
角

裔
‘
衣
以
石
阿
書
著
書
ご
雲
氣
な
氏
餘
各
如
1

一
其
象
芦
m

長
五
尺
‘
車
行
使
1

一
人
持
レ
之
而
従
「
既
窒
樹
1

一
於
壊

中↓

【
敵
庭
】
4

ぢ
清
、
陸
麟
書
(
1
1
-
4
1
7
0
8
:
 4
3
6
)

の
字
。

【
散
班
】
5

芦
歓
衣
を
被
る
貴
顧
の
士
の
列
位
。
〔
張

載
‘
確
論
〕
至
―
―
千
軒
晃
載
班
之
士
ご
句
不
レ
能
―
―
匡
レ
化

輔
レ
政
、
佐
レ
時
益
＂
世
、
而
徒
俯
仰
取
に
谷
、
要
レ
榮
求
レ

利
、
厚
1

自
封
之
資
｛
呻
笠
私
家
之
積
ぶ
牝
盆
厭
而
冠
耳
、

尚
焉
足
レ
道
哉
。

【
散
文
】
6

ぢ
二
つ
の
己
の
字
を
せ
な
か
あ
は
せ
に
し

た
模
様
。
一
説
に
、
雨
弓
相
背
す
る
模
様
と
い
ふ
。
字

解
の

O
を
見
よ
。
〔
爾
雅
‘
秤
言
〕
舗
戴
‘
彰
也
。
〔
注
〕
歓

衣
如
雨
己
相
背
↓

【
戴
冤
】
7

匁
敵
は
阜
で
作
っ
た
膝
蔽
ひ
‘
冤
は
冠
。

拉
に
祭
服
を
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
六
〕
晉
侯
請
―
―
子

王
「
戊
申
以
戴
墨
命
1

一
士
會
一
時
中
軍
一
且
為
―
―
太

博
↓
〔
論
語
‘
泰
伯
〕
悪
二
衣
服
1

而
致
―
―
美
乎
戴
冤
↓
〔
疏
〕

戴
‘
蔽
膝
也
‘
祭
服
謂
二
之
敵
ぶ
共
他
謂
1

一
之
繹
「
倶
以
レ

章
為
レ
之
、
制
同
而
色
異
‘
云
云
、
大
夫
以
上
‘
冤
服
悉

皆
有
レ
散
。
〔
集
注
〕
敵
‘
蔽
膝
也
‘
以
レ
i

早
為
レ
之
、
冤
、

冠
也
‘
皆
祭
服
也
。
〔
宋
書
‘
證
志
五
〕
夏
后
崇
レ
約
‘
猶

美
飯
鬼
〔
謝
眺
‘
高
松
賦
〕
夷
鮫
晃
之
隆
貴
盃
懐
込
3

陽
之
寂
蓼
↓

【
戴
舗
】
8

門
天
子
の
穂
服
。
舗
敵
(
1
2
-
4
8
2
5
2
:
 2
4
)
 

の
O
に
同
じ
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
治
家
〕
河
北
婦
人
‘
織
レ

紐
組
レ
釧
之
事
‘
舗
敵
錦
繍
羅
綺
之
エ
、
大
優
1

一
於
江

東
一
也
。

口
妻餃

（圏器證）

小
〇
斧
の
も
や
う
の
ぬ
ひ
と
り
。
古
、

屈霜
策
半
黒
半
白
の
斧
の
形
を
ぬ
ひ
出
し
た

穂
服
の
模
様
。
〔
説
文
〕
舗
‘
白
輿
レ
黒
相
次
文
‘
八
レ町It 

猾
甫
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
舗

戴
彰
也
。
〔
疏
〕
舗
‘
蓋
半
白

f
7軋
舗

5

半
黒
‘
似
レ
斧
‘
刃
白
而
身
黒
‘

lIf

犯
能
断
一
〔
正
字
通
〕
麟
一
説
‘
白
、
西
方
色
、
黒
‘

北
方
色
、
西
北
黒
白
之
交
‘
乾
陽
拉
剛
健
‘
取
二
断

割
義
五
双
書
＿
レ
斧
以
蕉
白
哀
戸
文
。
〔
書
‘
顧
命
〕
王

麻
晃
顧
裳
。
〔
鄭
注
〕
舗
裳
者
、
晃
服
有
レ
文
者
也
。

〔
詩
、
小
雅
、
采
萩
〕
玄
衰
及
舗
。
〔
箋
〕
舗
、
舗
戴

謂
稀
衣
也
。
〔
太
玄
経
、
文
〕
易
以
二
舗
散
一
〔
注
〕

顧
歓
、
祭
祀
之
服
。

O
ぬ
ひ
と
り
の
衣
゜
〔
播
岳
、

射
雉
賦
〕
身
柁
正
竪
烹
〔
注
〕
愛
曰
‘
舗
、
繍
也
。

参
あ
や
。
光
彩
。
髄
歓
(
2
4
)
を
見
よ
。
働
或
は
閾

(
9
-
2
8
8
9
4
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
、
繹
言
、
舗
歓
、
彰

也
、
繹
文
〕
舗
、
字
或
作
レ
繭
゜

【
輔
奄
｝
t
/

明
、
柴
奇
(
6ー

1
4
6
6
4
:
 1
7
)

の
琥
゜

【
嗣
衣
】
2

け
黙
白
の
絲
を
次
第
し
て
斧
の
模
様
を
ぬ

ひ
と
り
し
た
幡
服
。
〔
荀
子
、
哀
公
〕
舗
衣
敵
裳
者
、
不
レ

茄
レ
輩
。
〔
漢
書
、
章
賢
博
〕
粛
粛
我
祗
、
國
自
一
家
葦
・
「

舗
衣
朱
紋
、
四
牡
龍
旅
。
〔
注
〕
師
古
曰
、
嗣
衣
、
書
為
―

斧
形
「
而
白
卑
ハ
レ
黒
為
レ
采
也
。

【
舗
依
】
3

訂
黒
白
の
斧
の
模
様
を
驚
い
た
赤
色
の
絹

の
屏
風
。
天
子
の
御
座
の
後
に
そ
な
へ
謹
く
も
の
。
又
‘

舗
履
に
作
る
。
展
(
6ー

1
1
7
4
2
)
を
見
よ
。
〔
周
證
、
春
官
‘

司
几
筵
〕
凡
封
レ
國
命
1

ー
諸
侯
玉
土
位
設
1

一
舗
依
↓
〔
注
〕
斧

謂
乏
鱗
其
繍
白
黒
采
、
以
1

一
綽
白
為
レ
質
、
依
‘
其
制

如
屏
風
然
、
於
-
1

依
前
1

岱
王
設
レ
席
、
左
右
有
レ
几
、

【
舗
】
〗
園
ホ
7

〔
集
韻
〕
匪
父
切
圏

＞
 

に

x
fu' 

11"i―― 
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優
至
尊
也
。
〔
漢
書
‘
巌
助
偵
〕
玩
レ
心
誹
明
‘
乗
執

聖
道
：
負
―
―
髄
依
ご
但
玉
几
二
南
面
而
聴
断
‘
琥
―
―
令
天

烹
四
海
之
内
‘
莫
レ
不
―
―
閤
應
↓
〔
漢
書
‘
西
域
博
賛
〕
天

子
負
―
―
舗
依
砿
空
翠
被
石
竺
玉
几
一
而
虞
―
其
中
↓

【
舗
展
】
4

訂
黒
白
に
彩
り
分
け
た
斧
の
形
を
描
い
た

赤
い
絹
地
の
屏
風
。
天
子
が
諸
侯
の
拝
謁
を
う
け
ら

れ
る
時
、
う
し
ろ
に
立
て
ら
れ
た
も
の
。
轄
じ
て
、
天
子

を
指
す
。
斧
展
。
斧
依
。
舗
依
に
同
じ
。
〔
書
、
顧
命
〕
秋

設
麟
展
綴
在
〔
博
〕
屡
屏
風
。
〔
保
博
〕
舗
展
、
屏
風

蓄
＿
二
為
斧
文
者
。
〔
王
先
謙
孔
偶
参
正
〕
今
文
‘
展
作
レ

衣
゜
〔
籟
山
陽
‘
謁
―
―
楠
河
州
墳
1

有
レ
作
詩
〕
東
海
大
魚

振
蹴
艮
蹴
起
黒
波
汗
麟
慶

【
舗
帷
】
5

石
斧
の
形
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
と
ば
り
。
天

子
の
用
ひ
る
も
の
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
張
二
鳳
蓋
五
建
二

華
旗
互
竺
舗
帷
↓
〔
庄
〕
向
曰
‘
舗
帷
‘
繍
帷
也
。
〔
唐
彦

謙
‘
漢
代
詩
〕
舗
帷
塵
採
雉
面
扇
喪
文
鮨
一

｀

布

】
6

巳
は
白
と
黒
の
斧
形
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
ま

く
。
〔
宋
書
簗
志
―
-
〕
舗
恋
蝉
凝
‘
玉
堂
巌
馨
‘
園
火
夕

燿
、
方
水
朝
清
。

【
舗
筵
】

7
g
"
黒
と
白
の
縁
飾
を
施
し
た
皇
后
等
の

用
ひ
る
し
き
も
の
。
〔
顔
延
之
、
宋
文
皇
帝
元
皇
后
哀

策
文
序
〕
悲
―
―
舗
筵
之
移
御
ぢ
四
輩
楡
之
重
晦
↓
〔
注
〕

良
日
‘
筵
‘
席
、
云
云
、
書
云
‘
敷
重
,
,
蔑
席
舗
純
↓

【
舗
装
】

8
g
t
黒
白
の
斧
形
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
小
羊

と
狐
白
と
を
雑
へ
て
作
っ
た
衣
。
天
子
が
禰
に
着
る
も

の
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
唯
君
有
二
舗
衷
百
盆
声
省
。
〔
注
〕
舗
裟
、

以
孟
密
界
狐
白
碑
苔
竺
舗
文
也
‘
省
‘
常
レ
為
レ
捕
‘
捕
‘

秋
田
也
。
〔
孫
希
旦
集
解
〕
夏
小
正
‘
季
秋
‘
始
衷
‘
月
令
‘

孟
冬
‘
始
衷
‘
捕
在
二
仲
秋
‘
未
レ
可
レ
服
レ
衷
也
‘
郊
特
牲
‘

君
親
誓
レ
社
‘
鄭
注
‘
計
‘
或
作
レ
省
‘
此
誓
省
‘
亦
裳
レ
作
"

誓
社
五
誓
社
‘
為
二
社
田
1

而
誓
レ
衆
也
、
誓
レ
衆
尚
二
穀
断
一

故
服
麟
衷

【
舗
曰
呼
】
，
ぢ
黒
白
の
斧
形
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
殷
の

冠
。
〔
詩
、
大
雅
、
文
王
〕
蕨
作
1

一
課
将
ぶ
常
服
二
舗
碍
↓
〔
博
〕

舗
、
白
典
レ
黒
也
、
辟
、
殷
冠
也
。
〔
白
虎
通
、
三
正
〕
蕨

作
課
股
常
服
麟
雙

【
舗
書
＿
】
10

筋
刺
繍
と
書
文
。
舗
籍
に
同
じ
。
〔
周
随
‘

天
官
、
典
絲
〕
凡
祭
祀
共
1

一
舗
霊
組
就
之
物
↓

【
嗣
綸
】
11

鰭
パ
刺
繍
と
驚
文
。
〔
播
岳
、
射
雉
賦
〕
首

酌
緑
素
ぶ
柁
麟
綸
↓
〔
注
〕
妥
日
‘
舗
‘
繍
也
‘
綸
‘
書
一

揃

部

〔
七
ー
＋
一
盪
〕

文
也
。

【
舗
座
】
12

芦
舗
展
の
あ
る
と
こ
ろ
。
天
子
の
御
座
を

い
ふ
。
〔
費
宏
、
賜
-l

―
同
遊
―
―
西
苑
一
賦
〕
i

即
麟
座
―
而
造
レ

膝
分
、
聴
,
,
玉
―
音
之
碓
薙
↓
〔
哀
栴
、
次
―
韻
正
旦
會
朝
一

詩
〕
香
擁
哀
龍
A
四
髄
座
一
風
廻
1笙
鶴
舞
釣
天
↓

〔
張
雨
‘
元
日
雪
孵
早
朝
1

一
大
明
宮
1

云
云
詩
〕
逸
池
光
二

舗
座
↓

[
髄
殺
]
1
3

昇
パ
黒
白
の
斧
形
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
死
者

の
足
を
つ
つ
む
ふ
く
ろ
。
下
方
に
向
つ
て
次
第
に
細

く
な
る
か
ら
殺
と
い
ふ
。
〔
證
、
喪
服
大
記
〕
君
錦
冒
舗

殺
。
〔
注
〕
冒
者
既
襲
所
―
―
以
餡
＞
戸
重
形
也
、
殺
l

―
冒
之
下

咸
紹
も
足
上
行
者
也
。
〔
集
解
〕
殺
、
削
也
、
冒
之
在
レ
下

者
、
向
レ
足
而
漸
削
、
故
日
レ
殺
、
云
云
、
舗
殺
者
、
皆
綿
吊

而
蓋
以
舗
文
也
。

【
舗
藻
】
1
4
5
焚
照
白
の
斧
形
の
ぬ
ひ
と
り
と
文
采
あ

る
水
草
。
共
に
古
、
衣
服
の
か
ざ
り
に
用
ひ
た
。
輯
じ

て
、
文
飾
を
い
ふ
。
〔
書
、
盆
稜
〕
藻
火
粉
米
、
舗
歓
稀
繍
゜

〔
博
〕
藻
‘
水
草
有
及
者
‘
云
云
‘
舗
若
―
―
斧
形
一
〔
劉
娼

新
論
‘
因
顕
〕
夫
樟
木
盤
根
鈎
枝
‘
懲
節
嚢
皮
‘
輪
菌

擁
腫
‘
則
衆
眼
不
レ
顧
‘
匠
者
採
レ
樗
、
製
為
―
―
殿
堂
丁
塗

以
丹
墜
蜜
総
麟
藻
ご
則
百
辟
卿
士
‘
莫
レ
不
顧
距

仰
視
↓
〔
隋
書
‘
藝
文
志
四
〕
舗
藻
相
輝
‘
宮
商
開
起
。

〔
孔
穎
逹
‘
尚
書
正
義
序
〕
舗
藻
斯
彰
‘
郁
乎
如
―
―
雲
之

后一

【
舗
繍
】
15

夕
心
黒
白
の
斧
形
の
ぬ
ひ
と
り
。
〔
漢
書
‘
鵡

栗
志
‘
郊
祀
歌
‘
天
地
〕
恭
承
―
―
醒
祀
「
編
豫
為
レ
紛
‘
舗

繍
周
張
‘
承
1

一
紳
至
尊
↓
〔
堕
鐵
論
‘
散
不
足
〕
今
富
者
舗

繍
韓
帷
゜
〔
晉
書
‘
輿
服
志
〕
餡
以
二
舗
繍
て
上
為
―
―
弛
字
↓

〔
宋
史
‘
築
志
九
〕
光
―
―
燭
舗
繍
一
和
1

流
笙
鋪
↓

【
舗
裳
】
16

叉
謗
舗
衣
の
下
に
被
る
裳
。
王
の
祭
服
。

〔
書
、
顧
命
〕
王
麻
冤
舗
裳
、
由
―
―
賓
階

U
E゚
〔
禁
博
〕
麻

晃
馘
裳
、
王
祭
服
也
。
〔
大
戴
證
、
＃
帝
徳
〕
黄
帝
舗
鮫

衣
、
大
帯
舗
裳
‘
乗
籠
艮
雲
以
順
天
地
之
紀
‘
幽
明

之
故
‘
死
生
之
説
‘
存
亡
之
難
↓

【
舗
純
】
＂
セ
竺
白
と
黒
の
絹
の
縁
飾
゜
〔
書
、
顧
命
〕
瞳

間
南
需
、
敷
二
重
蔑
席
舗
純
↓
〔
禁
偲
〕
舗
、
白
黒
雑
絹
、

純
縁
也
。
〔
周
護
、
春
官
、
司
几
筵
〕
加
1

一
次
席
舗
純
ギ
江

右
玉
几
゜

【
舗
臣
】
18

ク

【
舗
｛
辰
】
19

ク

清
爾
翰
慶
(
9
ー

3
2
0
1
2
:
 3
2
3
)

の
字
。

清
、
盛
楓
(
8
|
2
3
0
0
5
 :
 1
7
1
)

の
字
。

舗

辟

醤

編

麓

【
舗
婁
】
20

鰭
古
、
飾
棺
の
器
。
婁
の
上
に
斧
形
を
書
一

い
た
も
の
。
散
妻
(
1
2
|
 4
8
2
5
 0

:

 3
)

を
見
よ
。
〔
證
、
喪

服
大
記
〕
舗
要
―
一
、
敵
婁
一
―
゜

【
舗
堂
】
21

が
字
舅
〇
清
、
錢
樋

(11ー
4
0
5
6
3
 :
 1
8
)
 

の
字
。

O
清
、
李
桓
(
6
ー

1
4
4
5
9
:
 2
6
3
)

の
0
の
琥
゜

【
舗
帳
】
22

牡
席
黒
白
の
斧
形
の
ぬ
ひ
と
り
あ
る
と
ば

り
。
〔
司
馬
相
如
、
美
人
賦
〕
芳
香
芥
烈
、
舗
帳
高
張
。

〔
飽
照
、
蕪
城
賦
〕
藻
厠
舗
帳
゜
〔
博
毅
、
舞
賦
〕
舗
帳
怯
而

結
レ
組
分
。
〔
沈
約
‘
八
詠
‘
登
レ
壷
望
1

一
秋
月
一
詩
〕
騒
華

入
―
―
舗
帳
五
情
輝
懸
洞
房
↓

【
舗
庭
】
23

戸
字
琥
。

O
清
、
岱
瑣
(
4
|
8
2
7
2
 :
 7
)

の

字。

O
清
、
石
承
藻
(
8ー

2
4
0
 2
4
 :
 9
6
0
)

の
字
。
〇
清
、
陸

麟
書

(11|
 4
1
7
0
8
・
 
・
4
3
6
)

の
字
。

【
舗
戴
】
2
4
"
冗

O
古
代
天
子
の
證
服
の
服
の
ぬ
ひ
と

り
の
名
。
鮪
は
白
と
黒
の
斧
形
‘
敵
は
黒
と
胄
絲
で
雨
弓

の
字
（
一
説
に
‘
雨
の
己
の
字
）
の
相
背
い
た
模
様
に
ぬ

ひ
と
り
し
た
も
の
。
〔
書
‘
益
稜
〕
作
レ
會
宗
葬
‘
藻
‘
火
‘

粉
米
、
舗
倣
、
稀
繍
。
〔
博
〕
舗
、
若
斧
形
鮫
、
総
雨
己

相
背
一
〔
疏
〕
孫
炎
云
、
舗
文
如
1

一
斧
形
云
蓋
半
白
半
黒
似
二

斧
刃
白
而
身
里
弐
戴
刺
為
1

一
雨
己
相
背
面
呼
刺
繍
為
二
己

字
盃
雨
己
字
相
背
上
也
、
考
工
記
云
、
黒
卑
ハ
レ
青
謂
二
之
散
一

刺
繍
為
土
閉
己
字
百
竺
青
黒
線
一
繍
也
。
〔
左
氏
、
桓
、
二
〕

火
龍
舗
載
、
昭
-
l

其
文
一
也
。
〔
荘
子
、
駅
拇
〕
青
黄
舗
歓
之

煙
煙
゜
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
舗
歓
之
美
、
在
,
,
於
抒
軸
↓

0
文
章
の
喩
゜
〔
北
齊
書
‘
文
苑
傭
序
〕
摘
―
―
舗
歎
於
生

知
面
回
―
―
珪
墳
於
先
覺
↓
〇
た
す
け
る
3

賛
助
す
る
。
〔
柳

宗
元
‘
乞
巧
文
〕
能
成
―
―
文
章
五
5

二
麒
帝
射
↓

〖
舗
歓
朝
珠
〗25
琴
ク
ユ
消
代
、
官
吏
の
朝
服
。

〖
舗
載
文
章
〗26
ぢ
が
’
美
し
い
色
ど
り
の
模
様
。
白

と
黒
の
斧
形
を
舗
、
黒
と
胄
の
雨
弓
或
は
雨
己
の
字
の

相
反
す
る
を
餃
‘
青
と
赤
を
文
‘
赤
と
白
の
模
様
を
章
と

い
ふ
。
〔
覗
‘
月
令
〕
季
夏
之
月
‘
云
云
‘
命
―
―
婦
官
1

染
采
‘

舗
敵
文
章
、
必
以
―
―
法
故
こ
密
或
↓
―
差
貸
↓
〔
疏
〕
白
輿
レ
黒

謂
乏
鼠
里
~
興
レ
青
謂1一
之
敵
一
胄
興
レ
赤
謂
う
苓
仝
赤

興
レ
白
謂
―
―
之
章
↓
〔
荀
子
、
非
相
〕
観
レ
人
以
レ
言
、
美
―
―
於

舗
敵
文
章
↓
〔
孔
叢
子
、
嘉
言
〕
舗
餃
文
章
之
義
、
婦
人

之
所
レ
有
大
功
也
。

【
舗
愛
】
27

？
清
‘
施
廷
埠
(
5ー

1
3
6
2
9
:
 1
6
9
)

の
字
。

【
舗
晃
】
28

月
黒
白
の
斧
形
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
證
服

と
聰
冠
。

小
五
采
が
あ
つ
ま
つ
て
あ
ざ
や
か
な
さ

思
且
番
蔽
ま
。
〔
説
文
〕
朧
、
會
直
采
鮮
兄
、
炊
レ

【
朧
】
〗
ソ シ

〔
廣
韻
〕
創
學
切
圏

”II
轡――

く
つ
ぞ
こ
。
編
(
6
ー

1
5
7
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

編
、
博
雅
、
緻
開
之
楓
曰
履
座
或
炊
枷
゜

【
編
】
〗
ペヘ
ンン

〔
集
韻
〕
婢
典
切
底
- 因囮

巳
□
ぬ
ふ
。
さ
す
。
〔
玉
篇
〕
緊
‘
滸
緩
也
。
〔
集
韻
〕

醤
‘
鉄
也
。

冨】呻
□ 日
ヘメベ
ンンン

〔
集
韻
〕
民
堅
切

〔
集
韻
〕
卑
眠
切
,i―― 

小
〇
五
采
の
い
ろ
ぎ
ぬ
。
〔
説
文
〕
辟

鷹

豪

倉

五

采

籍

也

、

炊

愴

卒

臀

。

〔

段

注
〕
也
、
本
作
レ
色
、
今
依
廣
韻
正
、
各
本
作
辞

省
登
今
正
。
●
或
は
絆
（
8
-
2
7
5
8
2
)

・梓
(
4
-
8

9
3
7
)

に
作
り
、
通
じ
て
坪
(
7
-
2
1
0
4
1
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
辟
、
或
八
レ
糸
‘
八
レ
巾
、
通
作
レ
坪
。

曾
]
〗
汀
〔
集
韻
〕
祗
酎
切
叡

l

,i―― 
1
0四
二

13638 
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眼

部

眼

晶

嘩

蘊

瞳

萄
虐
臀
、
詩
曰
、
衣
裳
麓
麓
。
〔
段
注
〕
本
作
下
合
Ii

五

采

鮮

色

公
9

依
―
―
廣
韻
・
韻
會
1

訂
、
曹
風
絆
鏃

日
、
衣
裳
楚
楚
、
博
、
楚
楚
、
鮮
明
兒
、
許
所
レ
本

也
、
魃
、
其
正
字
、
楚
、
其
段
借
字
也
、
蓋
三
家
詩

有
下
作
―
―
麓
麓
1

者
3

【
眼
】
』

罷
園國国口日
,iメペミ，マミビミ，マ
ウンンヤウンンヤウ, 
ゥ’ゥ

部
〔
集
韻
〕
母
敢
切
躊
匹

〔
集
韻
〕
唄
盤
切
＞
極

n
 
I
 

.f 

min3 

〔
集
韻
〕
眉
耕
切
圏

〔
集
韻
〕
禰
尭
切
箪

ヽ

•• 

＇ 
豪

表邸

塞藩元
屯

而
勉
強
為
レ
之
謂
-
1

之
唱
勉
↓
国
地
名
。
今
、
河
南
省
に
同
じ
。

O
縣
名
。
漢
、
置
く
。
河
南
省
河
洛
道
瀧
池
縣
。

信
陽
縣
゜
〔
集
韻
〕
眼
‘
地
名
、
在
レ
秦
°
國
眼
池
は
、
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
弘
農
郡
、
縣
十
一
、
眼
池
。

縣
名
。
瀧
(
7
ー

1
8
3
7
8
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
通
、
瀧
【
眼
勉
】
4

苫
勉
め
動
む
。
〔
詩
、
邸
風
、
谷
風
〕
眼
勉
同
レ

心
、
不
レ
宜
レ
有
レ
怒
。
〔
繹
文
〕
罷
、
本
亦
作
レ
俺
‘
唱
勉
‘
猶
1

一

勉
勉
1

也
。
〔
陳
英
博
疏
〕
峨
勉
‘
雙
臀
連
縣
字
、
文
選
、
博

池
‘
縣
名
‘
或
作
レ
暇
。

冒
も
と
咆
に
作
る
。
象
形
。
か
へ
る
の
陽
。
文
字
は
そ
亮
、
劉
将
軍
表
注
‘
引
韓
詩
五

g
密
勿
↓
〔
詩
、
小
雅
、
十

の
形
に
象
る
。
字
解
を
見
よ
。
月
之
交
〕
眼
勉
従
レ
事
、
不
―
―
敢
告
p

芳
゜
〔
詩
絹
〕
力
所
レ

【
眼
隠
】
1

存
戦
國
の
時
の
要
塞
。
今
、
河
南
省
信
陽
縣
不
レ
堪
‘
心
所
レ
不
レ
欲
‘
而
勉
強
為
レ
之
‘
謂
―
―
之
厘
勉
↓
〔
示

の
東
南
の
平
靖
闊
。
春
秋
の
冥
隠
の
こ
と
。
漢
は
鄭
廟
兒
篇
〕
睡
‘
蛙
陽
‘
蛙
罷
之
行
‘
勉
強
自
力
‘
故
曰
―
―
唱
勉
↓

に
作
る
。
濁
隙
。
隈
塞
。
〔
淮
南
子
‘
墜
形
訓
〕
何
謂
n

九
塞
-
[
隈
厄
】
5

窃
塞
の
名
。
唱
隠
(1)
に
同
じ
。
〔
新
序
、
雑

日
、
太
扮
・
瀧
隠
・
荊
玩
‘
云
云
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河
南
、
事
二
〕
不
レ
知
T

穣
侯
方
輿
1

一
秦
王
―
謀
‘
寅
レ
之
以
二
眼
厄
一

重
険
〕
隈
院
塞
在
1

一
汝
宵
府
信
陽
州
東
南
九
十
里
‘
湖
廣
而
投
．
之
乎
眼
塞
之
外
3

應
山
縣
北
六
十
五
里
面
亦
曰
歪
面
g
亦
日
―
―
眼
塞
ガ
ヘ
謂
―
―

之
平
靖
開
宋
時
名
為
1
1

行
者
捜
其
地
有
天
小
石
門
一

覧
山
阻
道
‘
賓
為
蹄
展
左
雙
定
四
年
、
呉
侶
楚
、
【
E

甲
卓

自
レ
淮
渉
レ
漢
、
楚
左
司
馬
戌
請
J
還
塞
1

一
大
隧
・
直
輯
・
冥

限
自
レ
後
撃
i

之
‘
又
三
隅
縛
名
日
―
―
城
只
楚
史
皇
所
謂

塞
城
口
而
入
、
載
國
策
蘇
代
日
、
秦
欲
―
―
攻
レ
魏
重
▽

楚
、
則
似
南
陽
委
―
―
子
楚
涵
全
均
罠
塞
龍
隠
云
楚
人

討
頃
襄
王
一
日
、
渉
龍
稟
而
待
桑
之
蹄
也
、
又
荘

辛
酎
楚
襄
王
—
曰
、
穣
侯
受
命
子
秦
王
こ
生
唱
塞
之

疫
塁
己
子
眼
塞
之
外
桑
英
謂
涵
申
君
一
日
、
秦
逢
―
-
【
申
巴
〗

腿
廃
之
塞
而
攻
レ
楚
、
不
レ
便
レ
魏
、
信
陵
君
説
1

一
安
薩

王
一
日
、
秦
伐
レ
楚
、
道
渉
↓
1

山
谷
ご
行
三
千
里
、
而
攻
冥

泥
之
塞
盆
炉
行
甚
遠
、
所
レ
攻
甚
難
、
呂
氏
春
秋
、
天
下

小

籍

日

0
か
へ
る
。
あ
を
が
へ
る
。

9
諏
廻
文
水
に
す
む
あ
を
が
へ
る
の
大
九
塞
、
冥
隠
其
一
、
自
,
,
魏
賢
以
後
、
鄭
泥
之
地
、
常
為
―
―

き
い
も
の
。
食
用
に
供
す
る
。
も
と
咆
(
1
2ー

4
8
2

南
北
重
鎮
盃
所
謂
義
陽
有
己
二
闊
之
塞
一
也
、
三
闊
者
、
一

冨
】
〗

5
9
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
眼
、
策
作
レ
咆
。
〔
説
文
〕
日
平
靖
闊
、
郎
左
傭
之
冥
泥
也
、
其
賜
因
レ
山
為
レ
障
、

鳴
竃
眼
也
、
八
危
、
象
形
、
眼
頭
衷
宅
頭
同
。
否
鶯
濠
壁
故
以
元
＇
靖
為
る
名
、
一
日
武
陽
関
、
亦

名
澄
山
闊
ぶ
即
左
博
之
大
隧
也
、
在
―
―
信
陽
州
東
南
一

百
五
十
里
一
西
南
至
一
徳
安
府
應
山
縣
二
百
三
十
里
、

〔
爾
雅
、
繹
魚
〕
鼈
蝿
、
媚
諸
、
在
レ
水
者
、
睡
゜
〔
注
〕

耽
眼
也
、
似
―
―
青
蛙
天
腹
、
一
名
土
鴨
。

O
揃
文
、
地
名
天
塞
嶺
ご
絆
氏
日
、
三
闘
之
険
、
大
塞
嶺
為
年
＇

縄
に
作
る
。
〔
説
文
〕
咆
、
龍
、
擁
文
眼
。
●
姓
。
〔
奇
易
是
也
‘
一
曰
黄
蜆
闊
亦
多
百
履
阿
又
謂
―
―
之
九
里

姓
通
〕
珊
初
宮
、
漢
人
、
見
―
―
印
藪
閂
〗
つ
と
め
る
。
開
卸
左
傭
之
直
輯
也
‘
在
信
陽
州
南
九
十
塵
南
至
―

恣
(
4
ー

1
0
3
5
0
)

に
通
じ
‘
或
は
励
(
2
-
2
3
8
8
)
・

應
山
縣
亦
九
十
里
、
義
陽
城
輿
乞
一
馴
ぶ
勢
如
首
尾
↓

【
眼
塞
】
2

ぢ
塞
の
名
。
唾
隠
の
異
名
。
冥
泥
、
鼈
隠
、
平
[
碑
叫
】
』

靖
(
4
|
9
1
6
7
 :
 3
6
6
)

の
●
を
見
よ
。
〔
戦
國
、
楚
策
〕
荘

偲
(
1
ー

1
1
5
9
)
に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
罪
、

辛
日
、
云
云
‘
穣
侯
方
受
―
―
命
乎
秦
王
↓
墳
,
,
眼
塞
之
内
一

椴
借
為
粂
心
。
〔
集
韻
〕
励
‘
爾
雅
‘
勉
也
‘
或
作
―
―
眼
．

雙
〔
字
彙
〕
眼
‘
勉
也
。
〔
詩
‘
邸
風
‘
谷
風
〕
眼
勉
而
投
己
J

乎
咀
塞
之
外
↓

同
レ
、
心
。
〔
詩
絹
〕
力
所
レ
不
レ
堪
‘
心
所
レ
不
レ
欲
‘
【
唱
池
】
3

夕
”
●
地
名
。
瀧
池
(
7
-
1
8
3
7
8
:
 5
)

の
O

〔
―
|
四
董
〕

日
口
●
あ
を
う
み
が
め
。
正
覺
坊
。

〔
説
文
〕
確
、
大
鼈
也
、
八
レ
眼
元
瞥
。

日翌ン

□
グ
，
ワ
ン

〔
集
韻
〕
愚
哀
切uヽ
r
 

〔
集
韻
〕
吾
官
切

＇昌
ゲ
ン

礁
(
1
1
0
1
4
8
2
6
1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
砿
、
醸
俗
字
。

I
“
 

べウ

眼
(
1
2
-
4
8
2
5
7
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
眼
、
策
作
レ
咆
。

＇昌
ベウ

堰
(
1
2
-
4
8
2
5
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
尾
、
俗
眼
字
。

〔
段
注
〕
礁
‘
卑
ハ
レ
鼈
同
形
、
而
但
分
1
1

大
小
之
別
↓

〔
爾
雅
翼
‘
秤
魚
〕
鼈
、
鼈
之
大
者
、
間
至
ニ
ニ

戸
｀
•
/
二
塁
『
―

ご
9

ーロご

丈
了
云
云
‘
然
則
鼈
介
晶
之
元
也
‘
乃
復
以
レ
鼈

為
レ
雌
‘
故
日
‘
籠
鳴
鼈
應
゜
〔
正
字
通
〕
鼈
‘
鼈
類
、

青
黄
色
‘
腸
隔
二
子
首
ご
卵
大
如
二
鴨
子
二
産
一

二
百
枚
‘
好
自
曝
1

其
腹
干
江
岸
盃
漁
人
接
レ
竹
以

製
レ
之
‘
倉
卒
不
レ
能
二
自
反
ご
為
レ
所
レ
制
‘
其
脂

磨
レ
鐵
則
明
。
〔
證
‘
月
令
〕
登
レ
亀
取
レ
鼈
゜
〔
左

氏
‘
宣
‘
四
〕
楚
人
獄
1

一
醒
於
鄭
霊
公
↓
〔
楚
辞
‘
九

歌
‘
河
伯
〕
乗
1

一
白
籠
云
品
空
文
魚
↓
〔
注
〕
大
鼈

為
レ
譴
。
●
ゐ
も
り
。
或
は
虹
(
1
0
ー

3
2
8
7
1
)
に
作

る
。
〔
國
語
、
鄭
語
〕
化
為
二
玄
籠
↓
〔
注
〕
鼈
‘
或
為
レ

玩
゜
〔
漢
書
‘
五
行
志
下
之
上
〕
祭
化
為
Ii

玄
籠
一

入
二
後
宮
涵
虞
妾
遇
レ
之
而
牢
゜
〔
注
〕
章
昭
曰
、
玄
‘

黒
、
確
、
蟹
錫
也
‘
似
レ
蛇
而
有
レ
足
。
〔
王
先
謙
補

注
〕
朱
一
新
曰
‘
史
記
索
隠
、
礁
、
亦
作
レ
玩
‘
説

文
‘
榮
玩
‘
蛹
錫
、
故
車
昭
訓
為
,
,
蛸
錫
↓
●
或
は

航
(
1
2
ー

4
6
0
0
8
)
・

―
章
奄
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鼈
、

或
作
―
―
銃
・
―
竜
・
竜
↓
〔
中
華
大
字
典
〕
鼈
、
通
レ
鉱
、
漢

書
‘
司
馬
相
如
傭
‘
毒
冒
鼈
誼
‘
注
‘
醸
‘
或
作
レ
銃
。

【
確
羹
】
1

が
の
あ
を
う
み
が
め
の
あ
つ
も
の
。
〔
易
林
‘

蒙
之
第
四
‘
t

卒
〕
譴
羹
芽
香
、
染
レ
指
弗
レ
嘗
゜

【
確
罷
】
2

”
ン
あ
を
う
み
が
め
と
わ
に
。
〔
中
庸
〕
譴
羅
・

蚊
龍
・
魚
驚
生
焉
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
確
最
魚
鼈
鱚
鎧
卒

別
之
時
。
〔
國
語
、
晉
語
九
〕
雀
入
一
午
造
竺
為
レ
蛤
、
雉
入
―
―

子
淮
露
涵
蜃
、
籠
最
魚
鼈
‘
莫
レ
否
能
レ
化
‘
唯
人
不
レ

，
 

能
‘
哀
夫
。
〔
孔
子
家
語
、
致
思
〕
魚
鼈
不
レ
能
レ
道
‘
籠

羅
不
レ
能
レ
居
。
〔
後
漢
書
、
逸
民
‘
寵
公
博
〕
譴
罷
穴

1キ
~
氾

深
淵
之
団
夕
而
得
レ
所
レ
宿
。

13

1
0四
三
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冨
】
〗ゞ，ノ
ウ

咆
(
1
2
-
4
8
2
5
7
)
の
禰
文
。
〔
字
彙

補
〕
亀
、
摘
文
咆
字
。

【
咆
龍
】
1

店
炉
角
の
あ
る
鮫
龍
゜
〔
廣
雅
‘
繹
魚
〕
鮫
龍

有
レ
角
、
日
,
,
贈
龍
↓

冨
J

】
年

作
レ
咀
゜

キ
ヴ

糾

(10ー
3
2
8
1
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
糾
‘
説
文
‘
龍
子
有
レ
角
者
‘
或

〖
碓
趾
為
レ
梁
〗
3

悶
ヅ
げ
ナ
ス
あ
を
う
み
が
め
と
わ
に

と
を
河
に
な
ら
べ
て
橋
と
す
る
。
〔
竹
書
紀
年
〕
周
穆

王
大
起
九
師
面
会
ぎ
九
江
一
架
龍
罷
以
為
レ
梁
、
遂

伐
レ
越
至
―
―
干
紆
↓

〖
確
罷
鰻
鮪
〗4
竺
サ
確
は
、
あ
を
う
み
が
め
。
罷
は
、

わ
に
、
鰻
は
、
か
ぢ
き
に
似
て
ゐ
る
大
魚
、
鮪
は
‘
ま
ぐ

ろ
。
と
も
に
大
き
い
水
中
の
動
物
。
〔
宋
玉
、
高
唐
賦
〕
―
礁

罷
鰻
鮪
‘
交
積
縦
横
。

【
趙
鼎
]
5

五
し
あ
を
う
み
が
め
を
煮
た
鼎
。
飲
食
の
細

事
で
吼
を
為
す
喩
に
用
ふ
。
染
指
。
食
指
動
（
1
2
-
4
4
0
1

4
:
 61
)
を
見
よ
。
〔
苑
成
大
、
詩
〕
確
鼎
子
公
怒
、
羊
羹
華

元
籾
。
〔
陸
涌
、
雑
詠
、
園
中
果
子
詩
〕
確
鼎
若
為
レ
占
1

一食

瓶
麹
車
未
レ
用
堕
―
―
隧
涎
一

【
籠
頭
】
6
ビ
5

山
名
。
江
蘇
省
呉
縣
の
西
南
。
洞
庭
山
の

支
嶺
。
青
石
の
産
地
。
〔
皐
應
物
、
確
頭
山
神
女
歌
〕
確
頭

之
山
‘
龍
上
―
―
洞
庭
遥
生
青
天
↓
〔
呉
郡
志
〕
龍
頭
、
一
名

籠
山
、
在
洞
庭
西
山
之
東
麓
云
出
石
、
闇
出
如
二
礁
首
↓

〖
龍
頭
渚
〗1
グ
む
卜
’
ゥ
地
名
。
江
蘇
省
無
錫
縣
の
西
南
‘

允
山
の
麓
。
巨
石
あ
り
、
湖
濱
に
突
出
し
、
龍
頭
に
似
た

る
に
よ
っ
て
名
づ
く
。

【
砲
鳴
鼈
應
]
8

勺
し
ば
籠
は
‘
鼈
の
雄
。
籠
が
鳴
い
て

鼈
が
之
に
應
ず
る
意
か
ら
、
君
臣
相
應
ず
る
喩
゜
〔
婢

雅
‘
秤
魚
‘
誼
〕
誼
、
大
鼈
也
‘
鼈
以
為
レ
雄
‘
故
爾
鳴
而

鼈
應
‘
所
謂
雄
晶
鳴
ふ
心
上
風
↓
雌
晶
應
―
―
於
下
風
↓
而

風
化
‘
即
此
之
類
是
也
。
〔
後
漢
書
‘
張
衡
傭
〕
故
奥
噌

披
レ
帷
入
見
、
高
姐
鋸
洗
以
討
螂
知
生
ぶ
竺
此
之
會
一
乃

礁
鳴
而
鼈
應
也
。
〔
注
〕
喩
―
―
君
臣
相
感
一
也
‘
焦
績
易
林

曰
‘
譴
鳴
岐
野
虚
雷
竺
於
泉
一
也
。

唱

部

〔
四
ー
五
鵞
〕

曰
□
亀
の
一
種
。
或
は
竃
(
1
2ー

4
8
8
7
1
)
に
作
る
。

冨】亨
曰
ァ
ヴ
〔
集
韻
〕
於
郎
切

ャ
ヴ

□
'
〔
集
韻
〕
於
良
切

ア
ウ

闘鱈

或
日
□
ひ
き
。
ひ
き
が
へ
る
。

究葛
罷

或

は

陽

(
1
2
|
 
48292)• 

鍼

（
盛
）
（
1
0
ー

3
3
5
2
6
)
•

紐
鴫
(
1
2
ー

4
8
2
9
0
)
に
作
げ
る
。

〔
説
文
〕
砲
、
光
譴
‘
窄
諸
也
‘
其
鳴
階
諸
‘
其
皮
縫

咆
‘
其
行
光
光
、
八
珊
先
玉
光
亦
瞥
‘
陽
‘
亀
或

八
レ
酋
。
〔
集
韻
〕
譴
、
亦
作
レ
盛
。
〔
集
韻
〕
道
、
或

作
麗
・
雙

幅
由
會
意
形
臀
。
光
と
哩
と
の
合
字
。
咀
は
か
へ
る
‘

光
は
光
光
と
し
て
そ
の
行
き
進
ま
ざ
る
意
を
示
し
、
合

し
て
以
て
、
ひ
き
が
へ
る
の
意
を
表
は
す
。
光
は
亦
‘

音
符
。
字
解
を
見
よ
。

【
竃
爾
】
1

"

ユ
ク
ひ
き
が
へ
る
。
蠅
寵
。

【
龍
縄
]
2

苔
ひ
き
が
へ
る
。
〔
玉
篇
〕
隕
‘
縫
陽
‘
螺

蝙

似
1

一
蝦
墓
也
。

ヽ
一

譴
： 7

日
シ
ー
ユ
ク

／ーウ
シ，ユ

冨
】
碑
ロ

〔
集
韻
〕
雌
由
切

〔
集
韻
〕
七
六
切

尤閾

【
蠅
】
〗
ゼ
ン

穐
(
1
2
-
4
8
8
5
6
)
の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
蠅
‘
穐
字
之
識
。

冒
●
且

冨
品
ザ
ン
軒
(
7
|
2
1
7
8
9
)
に
同
じ
。
〔
集
韻

軒
‘
組
甲
邊
‘
或
炊
レ
覗
。

冨
】
〗ゞ，
ウ

ノ

咆
(
1
2
-
4
8
2
5
7
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
嘔
、
同
レ
眼
。

籠

咀

罷

竜

攪

蠅

敵

籠

砥

寵

暢

鞄

亀

籠

小

E]口
●
か
へ
る
の
一
種
。
縄
の
鳳

隅畜
姦

或

は

鞄

(
1
2
|
 4
8
2
7
2
)

に
作
る
。
〔
集

韻
、
璽
校
正
〕
案
‘
説
文
‘
鞄
作
レ
蠅
〔
説
文
〕
蠅

縄
陽
‘
頭
有
閉
角
面
庄
遼
東
ず
ハ
レ
罷
句
臀
。
〔
段

注
〕
蓋
亦
可
レ
食
。

O
縄
爾
は
‘
亀
の
一
種
。
〔
集

韻
〕
韻
‘
亀
鼈
‘
水
贔
名
、
似
レ
亀
‘
皮
有
レ
文
。
●

又
、
絹
(
1
2
|
 4
8
2
7
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
蠅
‘
亦
書

作
レ
亀
゜
R
或
は
麗
(
1
2
|
 4
8
2
8
4
)

に
作
る
。
〔
集

,........, 

蠅
~ 
48271 

□ 日
クコグク
ゥ＇ 

〔
集
韻
〕
居
侯
切

〔
集
韻
〕
櫂
倶
切

因直l

キゴコ
曰
キ，ヨ
ロコ国シ
，
ユ
ク

日
□
慮
隔
は
‘
ひ
ぎ
。
ひ
ぎ
が
へ
る
。
或
は
蛛
(
1
0

|
 3
2
9
5
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
咆
‘
晶
名
、
爾
雅
‘
亀

蠅
‘
媚
諸
、
一
日
、
去
父
‘
或
作
レ
蛛
。
曰
醸
(
1
2
|

4

 

8
2
6
7
)

の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
亀
、
咆
字
之
謡
。

【
論
隕
】
1

苫
ク
ひ
き
が
へ
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
魚
〕
顧
禰
、
媚

諸
゜
〔
注
〕
似
二
蝦
蜆
五
生
陸
地
面
g
南
謂
1

一
之
去
蚊
↓
〔
疏
〕

應
隕
‘
一
名
罐
諸
゜

冨】
5

〔
集
韻
〕
口
摯
切

〔
集
韻
〕
丘
撮
切ヽ
く

U

罰角國
"・ 

冨】疇
ひ
き
。
ひ
き
が
へ
る
。
或
は
鼓
(
1
0
-
3
2
9
4
0
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
鼈
‘
晶
名
‘
媚
餘
也
‘
或
炊
レ
虫
。

〔
集
韻
〕
補
火
切

薗

〔
集
韻
〕
鼈
‘
編
陽
‘
頭
啄
似
レ
鵠
。
〔
正
字
通
〕
鼈
‘

或
作
レ
蹴
゜
〔
郭
環
‘
江
賦
〕
蛤
蜻
綴
媚
‘
鰊
鼈
絨
寵
゜

〔
注
〕
善
日
、
龍
‘
崩
形
‘
薄
頭
‘
喉
似
レ
鵜
、
指
爪
。

小
古
〇
う
み
が
め
。
〔
説
文
〕
龍
‘

豪

文

屡

羅

也

、

讀

若

レ

朝

、

揚

雄

器

妾

品

要

説
、
優
羅
‘
晶
名
、
杜
林
目
為
―
―
朝
且
韮
介
レ
是
‘
八
レ

唱
炊
レ
旦
。
〔
桂
注
〕
臨
海
水
土
異
物
志
、
最
似
ニ

亀
鼠
一
名
匿
龍
、
一
枚
有
＝
二
料
膏
⇔
〔
段
注
〕
蓋

亦
晶
之
大
腹
者
、
故
凡
レ
眼
‘
其
八
レ
旦
之
意
、
不
レ

能
レ
詳
也
。
〇
あ
さ
。
あ
し
た
。
朝
(
5
ー

1
4
3
7
4
)

に

同
じ
。
〔
楚
辞
‘
九
章
‘
哀
郡
〕
甲
之
龍
‘
吾
以
行
。

〔
注
〕
籠
‘
旦
也
。
〔
漢
書
、
巖
助
傭
〕
罷
不
レ
及
レ
タ
。

〔
注
〕
師
古
日
、
龍
、
古
朝
字
也
。
＠
或
は
塊
(
5
-
1

3
8
8
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
籠
‘
或
作
レ
晟
。
R
古
‘

扇
（
1
2
-
4
8
2
8
3
)
•

最
(
1
2
-
4
8
2
9
5
)

に
作
り
る
。

〔
説
文
〕
謹
、
扇
、
古
文
炊
レ
琶
゜
〔
康
熙
字
典
〕
龍
‘

古
文
鍮
。
＠
姓
。
〔
史
記
‘
籠
錯
傭
‘
注
〕
索
隠
曰
、

按
、
最
氏
出
―
―
南
賜
公
7
西
郡
龍
氏
、
自
謂
二
籠
錯

之
後
也
↓

冨】
5

免
ウ
〔
集
韻
〕
馳
遥
切
國
〖

デ

ヴ

／

イ

公

c
h
'
a0
2
 

冨】
5

ク・コウ

囃
(
1
2
ー

4
8
2
7
1
)

に
同
じ

〔
正
字
通
〕
蠅
‘
亦
作
レ
厖
゜

冨
)
]
5

ク
・
コ
ウ
□
戸
五
い
戸
い
O

韻
〕
鞄
‘
或
八
レ
局
。

【
編
鼈
】
1

芯
亀
の
隠
゜
蟻
亀
の
異
名
。
蟷
(
1
0
ー

3
3
8
8

7
)

を
見
よ
。
亀
鼈
゜
〔
本
草
、
蟷
編
〕
繹
名
‘
嬌
蟷
‘
震
蝙

震
編
‘
暢
鼈
‘
贔
厭
、
皮
名
"
編
筒
五
時
珍
日
‘
嬌
端
鳴
臀

如
わ
蔽
公
故
名
蠅
置
者
、
南
人
呼
亀
皮
之
昔
也
。

〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
蠅
龍
蜻
鰐
。
〔
注
〕
劉
曰
‘
蠅
鼈
‘
亀
隔

也
‘
其
形
如
レ
笠
、
四
足
綬
胡
無
レ
指
‘
甲
有
二
黒
珠
ぶ
入
采

如
藷
覆
可
,
,
以
飾
＞
物
‘
肉
如
亀
肉
肥
美
可
と
食
。

〔
正
字
通
〕
縄
‘
蠅
鼈
｀
編
隔
゜

1
0四
四

13640 
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眼

部

〔
五
I

八
書
〕

鼈

鼈

麗

絹

籠

鍮

鼈

腿

鼈

鼠

凰

籠

1
0四
五

,i―― 
【
訛
維
】
1

匁
朝
‘
鳴
く
。
最
は
一
に
麗
に
作
る
。
〔
馬

融
、
長
笛
賦
〕
山
維
晨
塁
、
橙
雉
扇
雅
゜
〔
注
〕
善
日
、
毛
詩

日
、
雉
之
朝
維
‘
尚
求
―
―
其
雌
一

【
籠
采
]
2

ぢ
美
玉
の
名
。
文
選
は
堤
采
に
作
る
。
〔
漢

書
、
司
馬
相
如
博
上
〕
籠
采
碗
球
‘
和
氏
出
焉
。
〔
注
〕
師

古
日
‘
籠
‘
古
朝
字
也
‘
朝
采
者
、
美
玉
‘
毎
旦
有
1

一
白
虹

之
氣
一
光
采
上
出
、
故
名
朝
采
↓
猶
J
-
―
―
庁
夜
光
之
璧
―

袋
〖
籠
采
館
〗3
汀
芦
ィ
明
‘
費
元
誅
(
1
0ー
3
6
7
1
7:
 9
2
)
 

の
室
名
。

【
籠
錯
】
5

吠
’
漢
、
穎
川
の
人
。
一
に
麗
錯
に
作
る
。
申

商
刑
名
の
學
を
學
ぴ
、
文
學
を
以
て
太
常
掌
故
を
授
け

ら
る
。
尚
書
を
伏
生
に
學
ぴ
、
太
子
家
令
に
累
遷
し
‘
辮

を
以
て
太
子
に
幸
せ
ら
れ
‘
智
嚢
と
琥
せ
ら
る
。
敦
；

上
書
し
て
邊
事
を
言
ひ
、
中
大
夫
に
＂
ず
。
景
帝
の
時
、

御
史
大
夫
と
な
り
、
諸
侯
の
枝
郡
を
削
ら
ん
と
請
ふ
。

呉
楚
七
國
反
す
る
や
、
錯
を
誅
す
る
を
以
て
名
と
為

す
。
哀
盛
進
説
し
、
朝
衣
を
つ
け
た
ま
ま
、
東
市
に
斬
ら

る
。
〔
史
記
‘
一
百
一
〕
．
〔
前
漢
書
、
四
十
九
〕
。

〖
最
錯
蛸
旗
〗6
誘
”
ヨ
ク
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
籠
錯
の

性
質
が
蛸
直
刻
深
で
あ
っ
た
こ
と
を
い
ふ
。
蛸
直
は
l

に
賄
直
に
作
る
。
〔
漢
書
、
最
錯
博
〕
扇
緒
‘
穎
川
人
也
‘

學
出
'
-
商
刑
名
於
粗
張
恢
生
所
一
輿
額
陽
宋
孟
及
劉

需
同
レ
師
、
以
文
學
〖
戸
太
常
掌
故
五
錯
為
レ
人
隙
直

刻
深
゜

【
籠
飽
】
7

⑳
一
朝
の
情
の
渦
足
。
一
時
の
渦
足
。
〔
楚

辟
、
天
問
〕
胡
為
嗜
不
レ
同
レ
味
、
而
快
―
―
龍
飽
↓
〔
注
〕
何

特
輿
―
―
衆
人
面
空
嗜
欲
五
万
欲
レ
飽
―
―
快
一
朝
之
情
―
乎
゜

【
罷
不
レ
及
レ
タ
】
8

t

芯
8
'
7

ペ
―
―
朝
に
は
無
事
で
も
夕
方

ま
で
に
は
ど
う
な
る
か
分
ら
な
い
。
危
急
の
さ
し
せ
ま

つ
て
ゐ
る
こ
と
を
い
ふ
。
朝
不
レ
及
レ
タ
(
5
ー

1
4
3
7
4
:

5

 

2
3
)
を
見
よ
。
〔
漢
書
、
巖
助
博
〕
今
方
内
無
狗
吠
之
警
一

而
使
下
陛
下
甲
卒
死
亡
、
暴
,
,
露
中
原
↓
争
炉
漬
山
谷
ぢ
邊

境
之
民
‘
為
レ
之
早
閉
晏
開
‘
龍
不
レ
及
レ
タ
‘
臣
安
窺
為
,
,

陛
下
面
9

レ之。

小

曰

□

国

画

0
か
へ
る
。
あ
を
が
へ
る
。

策
善
＜
鳴
き
‘
又
、
食
用
と
な
る
。
寵
(
1
2

壽
⇔

|
 4
8
2
7
8
)
・
 

蛙
(
1
0
-
3
2
9
9
7
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
鼈
、
同
レ
蠅
。
〔
説
文
〕
籠
‘
蝦
壌
圏
‘
炊
レ
眼
圭

臀
゜
〔
段
注
〕
鼈
、
郎
周
礎
所
謂
蠣
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
龍
、
以
レ
脱
鳴
者
‘
蘇
俗
謂
↓
一
之
田
難
函
密
州

謂

乏

水

雙

亦

日

吠

蛤

二

旦

其

臀

閣

問

也

、

云
云
‘
按
‘
鼈
可
レ
食
、
蝦
募
不
レ
可
レ
食
、
同
類
而
異

物
。
〔
集
韻
〕
罷
‘
或
作
レ
蛙
‘
亦
書
作
レ
絹
。
〔
荘
子
、

秋
水
〕
培
井
之
蠅
。
〔
繹
文
〕
逼
、
水
晶
、
形
似
二
蝦

雙

O
が
ま
が
へ
る
。
〔
楚
辞
、
東
方
朔
、
七
諫
〕
鼈

眼
油
―
乎
華
池
↓
〔
注
〕
寵
、
蝦
驀
也
。

O
み
だ
ら
な

こ
ゑ
゜
〔
漢
書
、
王
非
博
賛
〕
紫
色
巽
臀
゜
〔
注
〕
師

古
日
‘
縄
者
、
築
之
淫
臀
。
R
は
じ
め
。
規
(
1
0
|

3

 

4
8
1
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
臨
‘
段
借
為
レ

規
゜
〔
方
言
、
十
二
〕
掲
・
律
‘
始
也
。
〔
新
方
言
、
秤

言
〕
今
通
謂
―
―
小
兒
云
竺
小
寵
子
百
夫
・
越
之
間
、

謂
元
兒
盃
竺
小
律
子
函
品
茄
＂
レ
娃
、
作
レ
栗
、
皆

冨】如
園国固曰□日
ァェアゲク，ヱワヱクヱワ
イワ ワイ

ィ

〔
集
韻
〕
於
佳
切

〔
集
韻
〕
胡
瓜
切

〔
集
韻
〕
烏
瓜
切

〔
集
韻
〕
乎
乖
切

〔
集
韻
〕
烏
蝸
切
X
Y・

屈圏圏屁剛正

冨】
5

4

譴
(
1
2
ー

4
8
2
8
7
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
旭
、
同
レ
譴
。

ヘ
イ

冨】
5

/

，
ユ
ク
[
仁
ビ
＂
戸
丘
四
正

【鼈】
5

謡
(
1
2
|
 4
8
2
7
7
)

に
同

じ
。
〔
字
彙
〕
鼈
、
同
レ
蠅
゜

ワ
イ
・
ク
ヴ
ィ

無
レ
義
。
国
み
だ
ら
な
替
。
畦(
2
~
3
5
9
3
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
畦
、
説
文
、
詔
臀
也
‘
或
作
レ
蠅
゜

【
絹
咬
】
1

が
淫
臀
又
は
俗
築
を
い
ふ
。
畦
咬
。
〔
張
衡
‘

東
京
賦
〕
咸
池
不
ユ
宵
1

一
度
於
蠅
咬
一
而
衆
聴
者
疑
惑
。

〔
注
〕
翰
日
、
縄
咬
‘
淫
臀
゜

【
錆
臀
]
2

ダ
み
だ
り
が
は
し
い
築
瞥
。
正
し
く
な
い

昔
築
。
〔
漢
書
、
王
祥
博
賛
〕
紫
色
蠅
臀
‘
餘
分
閏
位
‘
聖

王
之
騒
除
云
爾
゜
〔
注
〕
應
勒
曰
、
紫
、
間
也
‘
逼
‘
邪
音

也
、
師
古
日
、
痛
者
、
築
之
淫
瞥
、
非
―
―
正
曲
一
也
。

【
痛
鳥
]
3

が
烏
の
名
。
状
‘
く
ひ
な
に
似
、
能
＜
痛
を

食
ふ
こ
と
か
ら
名
づ
く
。
龍
鳥
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
利

族
部
、
鳥
名
〕
鼈
鳥
、
雀
馬
食
経
云
‘
鼈
鳥
貌
似
―
―
水
維
一

能
食
董
‘
故
以
名
レ
之
。

ー
【
掲
咆
】
4

界
痛
と
運
。
一
説
に
、
が
ま
が
へ
る
。
諏
諫

の
人
を
喩
へ
い
ふ
。
鼈
唱
。
蛙
唱
。
〔
周
礎
、
秋
官
、
娼
氏
〕

笠
去
A
璃
隈
一
〔
注
〕
齊
魯
之
間
‘
謂
レ
鼈
為
レ
蝠
‘
眼
、
取
咆

也
‘
蟻
呉
取
腿
尤
怒
嗚
‘
為
レ
話
入
耳
玉
レ
之
。
〔
國

語
‘
越
語
下
〕
確
罷
魚
鼈
之
輿
虞
‘
而
譴
眼
之
輿
同
レ

陪
‘
余
雖
翻
｛
然
而
人
面
哉
、
吾
猶
1

禽
獣
一
也
。
〔
注
〕
鼈

眼
、
蝦
慕
也
。
〔
楚
辞
‘
東
方
朔
、
七
諫
〕
胤
曰
‘
云
云
‘
維

鵞
洒
一
堂
壇
一
分
‘
鼈
咆
源
"
乎
華
池
↓
〔
注
〕
鼈
、
蝦
墓
也
、

云
云
‘
言
T

君
推
↓
―
遠
孔
鳳
ご
界
1

一
逐
賢
智
二
畜
"
養
鵞
鵞
「

親
近
小
人
ぶ
炉
於
堂
庭
ぶ
鴫
咆
‘
論
謹
諫
弄
レ
ロ
得
＞

志
也
。

【
痛
律
】
5

汀
始
め
を
い
ふ
。
〔
方
言
、
十
二
〕
繕
・
律
、
始

也。

【
譴
蓉
】
6

汀
始
め
を
い
ふ
。
繹
葎
と
同
じ
。
〔
廣
雅
‘
秤

詰
一
〕
逼
．
蓉
‘
始
也
。

[
鑓
為
レ
鶉
】
1

焚
五
ト
ナ
ル
蛙
が
化
し
て
う
づ
ら
と
な
る
。

萬
物
が
轄
々
化
生
す
る
喩
゜
逼
は
蛙
゜
〔
列
子
、
天
瑞
〕
種

有
レ
幾
、
若
鑓
為
孟
鶉
゜

【
蠅
蛾
之
衣
】
8

け
ヒ
；
胄
苔
を
い
ふ
。
龍
蛾
之
衣
゜
〔
荘

子
、
至
築
〕
得
永
土
之
問
則
為
罷
蛾
之
衣
↓
〔
疏
〕
羅

螺
之
衣
、
青
苔
也
、
在
"
水
中
土
炉
張
レ
綿
‘
俗
謂
―
―
之
蝦

瑛
衣
一
也
。

鼈
(
1
2
-
4
8
3
0
4
)
・

蜘
(
1
0
|
3
3
1
3
 

冨
）
】
〗4

)に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
電
、
説
文
、

鼈
篭
、
孟
也
、
或
作
レ
籠
゜
〔
正
字
通
〕
寵
、
同
レ
蜘
。

チ

'□― 

冨】』ク
鞄
(
1
1
0
ー

4
8
2
7
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鞄
‘
或
炊
レ
局
。

冨
]
〗
’

羅

(
1
2
-
4
8
2
7
4
)

の
古
字
。
〔
玉

篇
面
、
古
文
籠
字
。

テ
ウ

冒】』
シ
ン

蜃
(
1
0
ー

3
3
0
 8
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蜃
、
蛤
也
‘
或
炊
レ
眼
。

,i―― 
冨】徊

鼠
(
1
2
-
4
8
2
7
6
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
龍
、
同
レ
賊
。

ヘ
イ

く
も
。
或
は
蛛
(
1
0
-
3
3
0
0

毒
い
殊
い
2
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鼈
‘
鼈

危
也
、
炊
レ
唱
朱
瞥
‘
蛛
、
鼈
或
八
レ
虫
。

【
篭
孟
】
1

梵
品
の
名
。
く
も
。
蜘
蛛
゜
鼈
監
゜
〔
説
文
〕

鼈
‘
鼈
篭
‘
竃
孟
也
。
〔
爾
雅
‘
繹
晶
〕
次
蜃
‘
鼈
篭
‘
鼈
篭
‘

篭
炭
〔
疏
〕
次
董
‘
卸
罷
篭
別
名
也
‘
又
一
名
篭
炭

〔
繹
文
〕
益
‘
説
文
作
レ
函
、
音
茅
゜

冨
)
]
〗チ
，ユ

集
韻
〕
追
楡
切
出

x
合國l

冨】
5

鼈（
1
2
-
4
8
2
7
8
)

に
同
じ
。
〔
龍
藷

手
鑑
〕
最
、
同
レ
鼈
゜

ワ
イ

13641 



国

】

螂

【
鼈
】

g

作
レ
縫
。

【

蠅

】

-

【
鼈
】

g

目↓

．

蘊

(
1
1
0
1
4
8
2
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
蘊
‘
或
作
レ
瀧
。

ヘ
イ

シ
ヴ

カ
ッ
カ
チ ,EYI―― 

セ
ッ

マペ
イイ

チ

〔
八
_
~
+
―
甍
〕

〔
集
韻
冦
曲
批
切

1

【
罷
】
[

。
3
 
8
 
4
 
「
【
羅
】
年

‘ー

譴
竃
は
、
亀
の
一
種
。
或
は
謳
(
1
2
ー

4
8
2
9
1
)

に

6
 
8
 
2
 
⑭
作
る
。
〔
集
韻
〕
蘊
‘
蘊
寵
‘
亀
屡
‘
如
レ
亀
而
多
レ
膏
‘

8
 

或
作
レ
輩
。
〔
正
字
通
〕
譴
、
異
魚
圏
賛
云
‘
羅
竃
、
海

鯨
、
名
日
爾
患
一
枚
煎
之
、
有
乞
一
斜
膏
↓
〔
郭

環
、
江
賦
〕
餓
鼈
譴
竃
゜
〔
注
〕
善
曰
、
蘊
竃
、
興
麗

鼈
―
相
似
、
形
大
如
レ
隈
‘
生
―
―
乳
海
邊
白
沙
中
↓

〔
集
韻
〕
丘
葛
切

●
か
へ
る
の
類
。
〔
集
韻
〕
蠅
‘
蛙
類
。

0
か
へ

る
の
な
き
tn
ゑ
゜
〔
正
字
通
〕
蠅
‘
蛙
瞥
也
、
因
,
,

臀
閣
閣
硲
旧
遂
立
11

蠅
字
-
輝
即
閣
之
轄
昔
、
非
―
―

蛙
闊
別
有
＂
覇
也
。

亀
(
U
i
l
-
4
8
2
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
譴
、
光
縫
‘
晶
名
、
惰
諸
也
、
或

圏 麿

瞳
(
1
2
-
4
8
2
8
5
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鼈
、
同
レ
謳
゜

畢

部

00

日
『
[
ヴ

マ，ウ

ロ
ミ
，
ヤ
，
ウ

冨

】

483

〔
集
韻
〕
母
耽
切＞ 
n
L
 圏品騰
角

籟
い
か
へ
る
の
一
種
。
〔
説
文
〕
縄
‘
水
晶

也
、
蔵
絡
之
民
食
レ
之
、
八
枷
忘
天
臀
。

〔
集
韻
〕
眉
耕
切

【
縄
】
g

ケ
イ
ゲ
イ

〔
集
韻
〕
弦
難
切

圏

＇i-ー
饂（
1
2
-
4
8
2
器
）
の
調
字
。
〔
中
華

【
鼈
】

g

チ
大
字
典
〕
鼈
、
曇
字
。

【
籠
】
』

鼈（
1
2

ー
ぢ
3
0
1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
饉
‘
俗
鼈
字
。

ガ
ヴ

鼈
(
1
1
0
ー

4
8
3
0
1
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鼈
‘
俗
鼈
字
。

ガ
ヴ

冨

】

岬

一
【
鼈
】

g

拙
(
1
0
-
3
2
9
3
5
)
に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
譴
、
同
レ
蛾
‘
見
-
1

本
草
綱

’

龍

(
U
!
-
4
8
2
7
4
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
量
、
古
文
籠
字
。

テ
ウ

【
蠅
】
i

麗
(
1
1
0
-
4
8
2
2
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
蠅
、
同
レ
麗
。

ヨ，ウ ’

腸

(
1
2
-
4
8
2
9
2
)
に
同
じ
。
〔
字

【
鼈
】

g

シ
ュ
ク
彙
補
〕
鼈
、
同
禰
゜

【
蠅
】
i

腸。

シ
，
ウ
・
シ
，
ユ
ク

蘊（
1
1
!
ー

4
8
2
6
7
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
亀
‘
或
作
レ

籠

蘊

譴

蠅

鼈

謳

隕

亀

蝿

量

謳

饉

鼈

縄

珊

羅

鼈

鴨
い

鼈成集書圏今古）

日
●
贔
の
名
。
〔
集
韻
〕
蠅
‘
晶
名
。
●
問
夜
宿
儒
百
ぞ
文
名
入
―
―
鼈
漿
為
―
―
承
旨
↓

く
ら
い
。
夜
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
四
〕
珊
、
夜
【
鼈
岳
】
2

努
茂
呂
猷
の
琥
。
茂
呂
鼈
岳
(
9
ー

3
g
g
:

1
5
4
)
を
見
よ
。

【
鼈
郎
】
3

謗
東
正
純
の
琥
。
東
澤
潟
(
6
ー

1

た
器
：
8
0
 

也
。
〔
集
韻
〕
珊
‘
博
雅
‘
冥
也
。
●
句
濶
は
、
春
秋

の
時
の
魯
の
邑
。
〔
集
韻
〕
瀾
、
一
曰
‘
句
珊
、
魯
邑

8
)

を
見
よ
。

名
。
〔
左
氏
、
文
、
十
五
〕
一
人
門

1
1於
句
珊
二
口
●
【
鼈
魚
】4
”~
0

す
っ
ぽ
ん
。
〔
趙
興
時
、
艤
政
逃
〕
釣
鼈

く
ら
い
。
〔
説
文
〕
濶
‘
冥
也
、
炊
レ
冥
罷
贅
‘
讀
若
―
圏
一
巻
、
不
レ
伊
作
者
面
～
レ
木
袋
鼈
魚
之
畏
●
峯
の

名
。
安
徽
省
歓
縣
の
黄
山
。

眼
蛙
之
鼈
↓
●
眠
(
1
2
ー

4
8
2
5
7
)

に
同
じ
。
〔
正
【
鼈
禁
】
5

況
翰
林
院
の
異
稽
。
鼈
液
(
1
)

に
同
じ
。
〔
楊

字
通
〕
瀾
、
同
枷
9

。

載

、

翌

周

御

史

三

十

韻

詩

〕

烏

畳

弦

既

改

‘

鼈

禁

席

俯

虚
。
〔
馬
祗
常
、
次
砿
韻
纏
學
―
詩
〕
珂
レ
筆
遊
―
―
鼈
禁
ヰ
か
レ

幣
点
鶴
田
↓

最
(
1
2
-
4
8
3
0
6
)

に
同
じ
。
〔
捜
置
【
鼈
淫
~
】

6

袴
元
、
周
聞
孫

(
2
-
3
4
4
1

:
 8
5
1
)

の
琥
。

冨

】

岬

ク

玉

鏡

〕

謳

、

同

レ

鼈

。

【

鼈

山

】

と

●

大

き

な

海

亀

が

戴

い

て

ゐ

る

と

い

ふ

海
中
の
山
。
紳
仙
の
棲
む
所
。
繁
山
。
〔
列
子
、
湯
問
〕

渤
海
之
東
‘
云
云
、
有
天
竪
焉
‘
云
云
‘
其
中
有
11ll=l

＇

曳

而

五

山

之

根

、

無

レ

所

連

著

一

常

腿

波

上

下

往

還
‘
云
云
‘
帝
翌
流
手
西
屈
云
云
‘
使
T

巨
繁
十
五

攀
レ
首
戴
巳
と
‘
迭
為
乞
一
番
ニ
ハ
萬
歳
一
交
上
焉
、
五
山

〔
集
韻
〕
牛
刀
切
圏
i

始
峙
。
●
だ
し
。
鼈
山
に
か
た
ど
つ
て
造
る
。
山
車
。

【

鼈

】

螂

五

砂

公

ao2

山
棚
゜
〔
乾
淳
歳
時
記
‘
元
夕
〕
元
タ
ニ
鼓
‘
上
墾
小

肇
一
幸
1

一
宣
徳
門
一
観
―
―
鼈
山
「
摯
レ
肇
者
皆
倒
行
、
以

匹
観
賞
一
山
燈
凡
敷
千
百
種
、
中
以
―
―
五
色
玉
棚
玉
生

小
〇
お
ほ
す
つ
ぼ
ん
。
〔
説
文
新
附
〕
鼈
‘

海
中
大
鼈
也
、
ハ
レ
隈
敷
瞥
。
●
お
ほ
成
皇
帝
萬
歳
四
大
杢
其
上
伶
官
奏
榮
其
下
為
天
露

贄
豪
う
み
が
め
。
想
像
上
の
大
亀
。
海
中
に
在
り
、
背
壼
百
藝
聾
エ
、
競
呈
―
―
奇
技
面

X
及
小
黄
門
百
餘
‘
皆

巾
褒
―
―
翠
蛾
「
倣
ー
街
坊
清
築
愧
儡
一
線
11

燒
於
燈
月
之

下
↓
〔
貴
耳
集
〕
宣
和
元
夜
、
上
幸
ー
一
端
門
五
近
臣
皆
進
レ

詩
、
有
レ
凹
王
岐
公
用
-
1

甚
故
事
ぷ
以
―
―
鳳
蟄
鼈
山
面
回

者
不
レ
築
而
去
、
誰
不
L

知
鳳
肇
鼈
山
正
故
相
諸
耳
‘
岐

公
進
レ
詩
云
‘
雙
鳳
雲
中
扶
レ
輩
下
、
六
鼈
海
上
駕
レ
山

宋
。
〔
書
言
故
事
、
上
元
〕
鼈
山
‘
燈
山
也
、
結
五
総
為
レ

之
。
●
山
名
。
湖
南
省
常
徳
縣
城
の
北
。
も
と
獣
歯
山

と
い
ふ
。
一
名
‘
虎
歯
山
。
昔
、
宣
饗
・
義
存
・
文
遼
の
三

僧
あ
り
、
共
に
此
虞
に
遊
ん
で
道
を
悟
っ
た
と
い
ふ
。

〔
明
一
統
志
〕
鼈
山
、
在
―
常
徳
府
城
北
七
十
里
玉
相
博
‘

昔
有
信
宣
攀
義
存
・
文
選
二
人
面
同
遊
レ
此
悟
レ
道
、
故

其
徒
稽
―
―
鼈
山
悟
道
↓

【
鼈
子
】
8

戎
ゥ
山
名
。
浙
江
省
爾
山
縣
の
東
北
、
寵
山

の
芳
。
諸
山
と
封
峙
し
て
‘
浙
江
が
海
に
入
る
口
を
な

す
。
其
の
間
を
鼈
子
門
と
い
ふ
。

に
蓬
莱
•
温
洲
・
方
壺
(
-
名
方
丈
）
の
三
仙
山

（
或
は
岱
輿
・
員
蝠
を
併
せ
て
五
仙
山
）
を
負
ふ
と

い
ふ
。
鼈
山
(

7

)

の
●
を
見
よ
。
〔
一
切
経
昔
義
‘

十
九
〕
鼈
‘
海
中
大
亀
也
、
力
負
―
―
蓬
・
温
・
壺
三

山
一
〔
論
衡
‘
談
天
〕
鼈
‘
古
之
大
獣
也
。

【
鼈
披
】
1

窃
翰
林
院
の
異
稽
゜
鼈
禁
。
〔
捏
史
〕
慶
元

1
0
四
六
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岨

部

〔
十
―
|
＋
―
一
書
〕

鼈

鼈

罷

鼈

1
0
四
七

盲
】
[

図閾l

小

或

日

口

鼈

鼈

は

‘

く

も

。

或

は

質
豪
限
骰
置
(
1
0
ー
3
3
5
1
3
)
•
態
1
2
|
 

【
鼈
洲
】
，
苓
清
、
林
蒲
封
(
6
-
1
4
5
5
1
:
 4
2
9
)
の
字
。
る
本
を
い
ふ
。
魁
本
は
一
に
二
階
本
と
も
い
ひ
、
明
末

【
鼈
身
】
10

グ
ダ
大
海
亀
の
身
謄
。
〔
王
維
‘
送
-
l

秘
書
麗
監
清
初
に
出
で
、
多
く
は
俗
書
で
あ
る
。

塁
H
本
訂
〕
鼈
身
映
レ
天
黒
、
魚
眼
射
レ
波
紅
゜
〔
楊
【
鼈
拝
】
16

芯
清
、
涌
洲
壌
黄
旗
人
。
姓
は
瓜
爾
佳
氏
。

巨
源
、
春
日
奉
―
―
獣
聖
壽
無
温
―
詞
〕
巖
廊
開
1

一
鳳
翼
ぶ
小
衛
齋
の
第
三
子
。
初
‘
護
軍
校
と
な
り
、
屡
：
戦
功
を
立

殿

竪
1

鼈

身

↓

て

‘

察

唸

爾

の

征

伐

に

従

ひ

‘

李

自

成

・

張

獣

忠

を

平

【
鼈
石
】
11

拷
清
‘
蘇
廷
玉
(
9
-
3
2
4
2
7
 :
 2
7
1
)
の
字
。
ぐ
。
後
、
議
政
大
臣
と
な
り
、
一
等
公
に
封
ぜ
ら
る
。

【
鼈
足
】
1
2
n
I
7
0

大
う
み
が
め
の
足
。
〔
史
記
‘
一
二
皇
紀
〕
窯
を
結
ぴ
‘
櫂
を
専
に
し
‘
國
政
を
家
乱
す
。
〔
清
史
稿
、

女
禍
、
乃
錬
五
色
石
以
補
レ
天
、
断
霰
甘
生
以
立
二
四
二
百
五
十
五
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
〕
．
〔
従
政
観
法
録
‘

隻
〔
淮
南
子
、
寛
冥
訓
〕
断
1

一
鼈
足
ー
以
立
二
四
極
↓
〔
成
二
〕
・
〔
渦
洲
名
臣
博
‘
五
〕
。

公
緩
、
天
地
賦
〕
断
鼈
足
而
績
レ
毀
‘
錬
宝
石
而
補
レ
【
鼈
背
】
17

笈
大
う
み
が
め
の
背
。
又
‘
其
の
形
を
し
た

鋏

゜

も

の

。

〔

庚

信

‘

謝

籍

王

資

蔦

井

轍

啓

〕

在

命

之

軽

‘

【
鼈
戴
】
13

”
り
大
海
亀
が
五
仙
山
を
背
負
ふ
を
い
ふ
。
鴻
毛
浮
―
―
於
弱
水
一
知
レ
恩
之
用
‘
饉
背
負
1

一
於
震
山
↓
〔
李

轄
じ
て
、
感
戴
の
意
に
用
ひ
る
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
渤
海
之
白
‘
趙
公
西
侯
新
亭
頌
〕
耽
耽
高
亭
‘
趙
公
所
レ
螢
‘
如
h
-

東
‘
云
云
、
有
天
竪
焉
‘
云
云
‘
其
中
有
五
阻
云
云
‘
鼈
背
突
元
於
太
羊
侠
如
―
―
鵬
翼
開
張
而
欲
＞
行
。
〔
韓
維
‘

而
五
山
之
根
、
無
レ
所
↓
一
連
著
↓
常
随
涵
笠
侭
上
下
往
還
‘
遊
1

一
漢
高
帝
詞
―
詩
〕
残
碑
黙
―
―
鼈
背
「
上
有
,
,
太
和
字
↓

云
云
、
帝
恐
下
流
於
西
極
至
ヘ
・
聾
聖
之
居
い
云
云
‘
使
二
【
鼈
枯
]
1
8

笈
鼈
が
手
を
う
つ
。
又
‘
歓
ん
で
手
を
う

巨
鼈
十
五
學
レ
首
而
戴
均
↑
‘
云
云
｀
五
山
始
峙
゜
〔
楚
絆
‘
つ
。
〔
陸
涌
、
瑞
慶
節
賀
表
〕
虹
流
電
饒
‘
適
常
―
―
聖
作
之

天
問
〕
鼈
戴
り
山
抒
、
何
以
安
レ
之
。
〔
注
〕
鼈
、
大
亀
也
‘
列
辰
五
鼈
抹
嵩
呼
、
共
炊
―
―
壽
棋
之
祝
↓

仙
傭
曰
‘
有
宜
霊
之
蒐
背
負
蓬
莱
之
山
盃
叩
杯
舞
沿
g

【
鼈
峯
]
1
9

琴
〇
籠
山
の
峯
。
神
仙
の
棲
む
所
に
比
し

海
之
中
ご
洵
何
以
安
レ
之
乎
゜
〔
庚
信
‘
謝
ー
1

一
趙
王
費
1

↓
犀
需
て
、
翰
林
院
を
い
ふ
。
〔
東
軒
筆
録
〕
宋
景
文
守
―
―
盆
州
「

笥
啓
〕
鼈
戴
三
山
「
深
知
其
重
↓
〔
楊
恨
、
後
蚊
賦
〕
鼈
以
―
―
翰
林
學
士
承
旨
1

召
、
作
レ
詩
曰
‘
粉
署
重
来
臨
誓

戴
一
二
井
、
聖
播
レ
跡
分
。
遊
ぶ
呻
桃
開
蓋
海
山
秋
、
寧
知
不
―
―
是
紳
仙
骨
「
上
到
―
―
鼈

【
鼈
圏
】
14

屯
清
、
漢
軍
壌
紅
旗
人
。

f
宗
瑛
の
子
。
字
峰
―
更
上
レ
頭
。
〔
黄
滑
、
上
―
―
都
分
院
1

詩
〕
莫
レ
投
王
堂

は
伯
麟
。
琥
は
清
来
゜
乾
隆
の
泉
人
。
官
は
江
蘇
按
察
署
‘
鼈
蜂
冗
,
,
中
央
↓
〔
馬
祗
常
、
上
京
翰
苑
書
懐
詩
〕
誰

使

。

著

に

習

静

軒

詩

文

集

が

あ

る

。

知

重

見

鼈

蜂

客

‘

颯

颯

臨

レ

風

賢

已

星

。

O
清
、
戴
咸
弼

【
鼈
頭
】
15

器

0
大
う
み
が
め
の
頭
。
〔
眺
合
‘
和
―
―
―
慮

(
5
ー

1
1
6
8
5
:
 1
5
7
)
の
字
。

給
事
酬
頑
貝
外
詩
〕
鴛
競
秤
裾
上
1

一
龍
尾
「
蓬
莱
宮

殿
堅
―
―
鼈
頭

-
0官
吏
登
用
試
瞼
に
第
一
等
で
及
第
し

た
も
の
。
状
元
。
〔
江
部
幾
雑
誌
〕
劉
子
儀
侍
郎
三
入
二

翰
林
涵
澁
ぎ
入
―
―
雨
府
「
頗
不
レ
憫
、
詩
云
‘
蝠
桃
―
二
窺

成
何
味
王
虚
鼈
頭
紐
轄
孤
゜
〔
玉
堂
清
話
〕
李
翰

緊
和
蹂
核
及
第
、
後
奥
痙
主
同
任
二
學
士
「
凝
作
レ

相
‘
翰
為
承
旨
五
適
慮
批
徊
、
次
日
開
凝
藷
問
悉

取
薗
書
器
玩
盃
留
レ
詩
云
‘
座
主
登
庸
蹄
,
,
鳳
閣
一
門
生

批
レ
詔
立
1

証
嘉
宍
玉
堂
藷
閣
多
―
―
珍
玩
「
可
レ
作
1

一
西
齋
潤

筆
不
。
〔
古
今
類
書
纂
要
、
人
事
部
一
‘
鼈
頭
〕
賀
レ
中
―
―

肱
匹
曰
こ
魏
占
―
―
鼈
頭
「
云
云
‘
披
詩
云
‘
古
向
文
倶
合
レ

凸
鼈
頭
↓
〔
書
言
故
事
、
科
第
類
〕
大
魁
説
占
1

一
鼈
頭
↓

鬱
書
物
の
本
文
の
上
に
書
き
入
れ
た
注
解
。
頭
庄
。
標

注
。
一
説
に
‘
龍
頭
と
同
じ
く
‘
魁
本
‘
即
ち
上
層
の
あ

□チ

〔
集
韻
〕
知
義
切

日
チ

〔
集
韻
〕
珍
離
切

【鼈】
5

羅
鼈
は
‘
亀
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
態
、
醤
鼈
‘
似
レ
編

生
l

―
海
邊
沙
中
一

メバ

〔
集
韻
〕
膜
加
切

画

小
●
す
っ
ぽ
ん
。
み
の
が
め
。
ま
た
幣

譴
築
（
1
0
|
 3
3
5
8
8
)
・

繁
(
1
2
-
4
6
4
7
2
)
に

作
る
。
〔
説
文
〕
鼈
、
甲
晶
也
、
八
レ
眼
散
臀
゜
〔
説
文

通
訓
定
瞥
〕
鼈
‘
字
亦
作
レ
蛍
、
作
レ
繁
。
〔
爾
雅
麗
‘

秤
魚
〕
鼈
‘
卵
生
‘
形
園
而
脊
弯
、
四
周
有
レ
精
。

〔
易
‘
説
卦
〕
離
為
箪
。
●
わ
ら
び
。
篭
(
9
ー

3
2
6
6

5
)
に
同
じ
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
鼈
‘
字
嬰
作
レ
篭
゜

〔
詩
‘
召
南
‘
草
晶
‘
言
采
1

一
其
蕨
扁
向
〕
蕨
‘
鼈
也
。

〔
繹
文
〕
鼈
‘
本
又
作
レ
篭
‘
俗
云
‘
其
初
生
似
―
―
鼈

脚
五
故
名
焉
。

O
酒
器
の
名
。
〔
山
家
清
事
、
酒
具
〕

藷
有
―
―
偏
提
二
猶
―
今
酒
賭
ご
氏
可

-b令
丑
而
遍
‘

容
―
―
斗
餘
t

働
姓
。
〔
蜀
王
本
紀
〕
鼈
令
、
荊
人
‘
死
‘

其
戸
訴
ー
水
上
云
ぎ
改
山
下
盃
汲
生
。

【
鼈
飲
】
1

り
す
っ
ぽ
ん
の
や
う
な
恰
好
で
飲
む
こ

と
。
毛
布
な
ど
で
身
證
を
包
み
、
中
か
ら
頭
を
出
し
て

飲
み
‘
飲
ん
だ
ら
再
ぴ
頭
を
引
込
め
る
飲
み
方
。
〔
類

苑
〕
石
曼
卿
毎
卑
ハ
レ
客
痛
飲
‘
露
斐
銑
足
、
著
レ
械
而
坐
‘

謂
之
囚
依
坐
禾
秒
↓
謂
乏
巣
飲
一
以
レ
藁
束
レ
之
‘

引
レ
首
出
飲
‘
復
就
レ
束
‘
謂
1

一
之
鼈
飲
↓
〔
書
一
漫
鋒
〕
蘇
舜

欽
・
石
延
年
輩
、
有
ー
1

名
曰
―
―
鬼
飲
．
了
飲
・
因
飲
．
甑
飲
．

鶴
飲
一
云
云
‘
鼈
飲
者
、
以
毛
席
一
自
褒
―
―
其
身
扁
E

レ頭

出
飲
‘
畢
復
縮
レ
之
。

【
鼈
瑕
】
2

が
，
す
っ
ぽ
ん
の
腹
の
中
の
晶
。
繁
瑕
゜
〔
風

【鼈】向

ヘ
ッ
〔
集
韻
〕
必
列
切
醐
四

へ

チ

勺

一

せ

p
i
e
h
'

園
ペ
ッ

’<
i——

4
8
2
8
5
)
・
 
蜘
(
1
0
-
3
3
1
3
4
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
寵
、

鼈
篭
‘
鼈
品
也
、
炊
レ
眼
習
省
臀
、
置
‘
鼈
或
炊
レ

虫
。
〔
集
韻
〕
鼈
‘
或
作
二
累
・
岨
・
蜘
↓

【
鼈
鼈
】
1

丑
ュ
く
も
。
〔
爾
雅
‘
繹
晶
〕
鼈
鼈
‘
鼈
酸
‘
士
鼈

篭
‘
草
鼈
鼈
。

俗
通
‘
怪
誹
〕
凡
菜
肝
繁
瑕
‘
尚
能
病
レ
人
。

[
鼈
咳
】
3

が
い
す
っ
ぽ
ん
の
せ
き
。
言
語
の
分
明
で
な

い
こ
と
を
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
易
林
‘
夫
之
第
四
十
三
‘
升
〕

言
如
―
―
鼈
咳
一
語
不
レ
可
レ
知
。

【
鼈
甲
】
4

的

[
O亀
類
の
甲
。
専
ら
鼈
の
背
殻
を
い
ひ
‘

古
は
槃
用
と
す
。
〔
本
草
‘
鼈
甲
〕
修
治
、
頌
日
、
今
虞
虞

有
レ
之
、
以
下
岳
州
況
江
所
レ
出
甲
、
有
1

一
九
肋
―
者
L

為
レ

勝
‘
入
レ
薬
‘
以
レ
酷
灸
黄
用
。
〔
唐
書
、
地
理
志
七
上
〕
嶺

南
廣
州
南
海
郡
‘
云
云
‘
土
貢
―
―
云
云
‘
鼈
皮
朧
甲
↓
●
棺

の
蓋
゜
〔
秤
名
、
繹
喪
制
〕
輿
レ
棺
之
車
曰
レ
精
‘
云
云
‘
其

蓋
曰
レ
柳
‘
云
云
‘
亦
日
二
鼈
甲
面
竪
鼈
甲
1

然
也
。
〔
王
先

謙
疏
證
補
〕
惰
車
之
蓋
名
レ
輌
‘
葬
車
之
蓋
名
レ
荒
‘
其

詞
之
鼈
甲
訓

QlJ
同
也
。
●
塙
壻
の
甲
を
煮
て
製
し
た
も

の
。
櫛
・
心
丼
其
の
他
の
装
飾
品
を
作
る
。
透
明
で
黄
色
の

も
の
を
斑
な
し
、
黒
斑
の
あ
る
の
を
引
抜
と
呼
ぶ
。

〖
鼈
甲
色
〗5
り

9
7

鼈
甲
の
や
う
な
色
。
透
明
で
光
澤

の
あ
る
黄
褐
色
。

【
鼈
脚
】
6
5・
ク
す
っ
ぽ
ん
の
あ
し
。
〔
詩
‘
召
南
‘
草
晶
‘

言
采
―
―
其
蕨
云
繹
文
〕
草
木
疏
云
、
周
秦
日
レ
蕨
‘
齊
魯
曰
レ

薩
‘
云
云
‘
俗
云
‘
其
初
生
似
-
l

鼈
脚
五
故
名
焉
。

【
鼈
魚
】
；
幻
想
像
上
の
動
物
の
名
。
〔
山
海
経
‘
海
外

西
経
〕
龍
魚
‘
陵
居
在
其
北
↓
状
如
レ
狸
、
一
曰
蝦
、
即

有
紳
聖
一
悪
此
以
行
元
野
―
―
曰
鼈
魚
、
在
天
野

北
石
其
為
レ
魚
也
如
レ
鯉
。

[
鼈
措
】
8

ぢ
す
っ
ぽ
ん
の
甲
の
四
周
に
あ
る
柔
い

肉
。
其
の
味
は
最
も
肥
美
で
あ
る
。
〔
五
代
史
補
‘
周
‘
僧

賦
牡
丹
詩
〕
僧
謙
光
金
陵
人
也
‘
素
有
ー
オ
耕
在
i

南
國

主
‘
以
―
―
國
師
l

幡
レ
之
‘
云
云
‘
而
又
於
―
―
諸
肉
中
ぶ
心
嗜
―
―

鵜
鼈
三
云
云
‘
日
‘
老
僧
無
"
他
顆
面
五
E

下
鶉
生
四
隻
腿
↓

鼈
長
•
雨
重
措
い
足
芙
‘
國
主
大
笑
。
〔
江
鄭
幾
雑
誌
〕
客

有
伍
空
梧
雲
山
寺
中
一
宿
者
ぃ
僧
為
具
レ
餞
羞
レ
鼈
‘
甚

美
‘
但
財
―
―
其
無
＞
梧
耳
。

【
鼈
礁
】
，
竺
す
っ
ぽ
ん
と
あ
を
う
み
が
め
。
〔
國
語
、

晉
語
九
、
磁
罷
魚
鼈
‘
莫
レ
不
レ
能
レ
化
‘
注
〕
謂
下
蛇
成
二
鼈

風
石
首
成
レ
屹
之
類
上
也
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
其

中
則
有
紬
亀
・
蚊
羅
‘
瑶
渭
．
鼈
籠
↓

【
鼈
語
】
10

巧
す
っ
ぽ
ん
の
物
語
。
鼈
が
菩
蔭
に
救
は

れ
た
恩
に
感
じ
て
洪
水
の
来
る
の
を
告
げ
た
故
事
。

〔
六
度
集
経
〕
昔
者
菩
薩
‘
観
レ
市
視
レ
鼈
‘
心
悼
レ
之
焉
‘

問
憤
貴
賤
涵
嘔
主
知
1

一
菩
薩
有
―
―
普
慈
之
徳
一
答
日
、
百

13643 



幻
萬
‘
菩
蔭
答
日
、
大
善
、
将
レ
鼈
蹄
レ
家
‘
臨
レ
水
放
レ
之
‘
鼈

．
了
後
夜
如
念
芦
其
門
ぶ
埜
門
有
ら
瞥
‘
便
出
見
‘
鼈
語
―

菩
薩
曰
‘
吾
受
砿
閥
身
得
レ
狙
全
、
無
以
報
P

恩‘

6
 ゜
3
 
48

水
居
之
物
、
知
永
之
虚
盈
↓
洪
水
将
レ
至
、
必
為
二
巨
害
―

（
 

袋
願
速
巌
レ
舟
、
臨
レ
時
相
迎
‘
答
曰
、
大
善
、
明
晨
詣
レ

斤

門

‘

如

淑

啓

圧

、

玉

以

l-1菩
薩
宿
宜
善
名
石
信
用
其

11

言
る
茫
下
虞
レ
高
、
果
洪
水
至
笑
゜

~
【
鼈
菜
]
"
杓
草
の
名
。
わ
ら
ぴ
。
蕨
の
異
名
。
〔
詩
、
召

5
 
30

南
‘
草
品
‘
言
采
―
―
其
蕨
ず
へ
‘
箋
〕
言
‘
我
也
‘
我
采
者
、

伊
塗
而
見
下
采
―
―
鼈
菜
者
、
得
．
其
所
克
欲
レ
得
。

8
 
4
 
（
 
【
鼈
珠
】
12

幻

O
鼈
の
足
に
あ
る
珠
゜
〔
婢
雅
‘
繹
魚
‘

鮫
〕
蓋
龍
珠
在
レ
頷
‘
鮫
珠
在
レ
皮
‘
蛇
珠
在
レ
ロ
‘
鼈
珠

在
レ
足
‘
魚
珠
在
レ
眼
‘
蛙
珠
在
レ
腹
也
。
〔
本
草
‘
慎
珠
〕
集

解
、
時
珍
曰
‘
陸
佃
云
‘
云
云
‘
蛙
蛤
無
二
陰
陽
牝
牡
盃
生

雀
蛤
化
成
↓
故
能
生
レ
珠
‘
専
二
於
陰
精
l

也
‘
龍
珠
在
レ

頷
、
蛇
珠
在
レ
ロ
‘
魚
珠
在
レ
眼
‘
鮫
珠
在
レ
皮
‘
鼈
珠
在
レ

足
‘
蛛
珠
在
レ
腹
‘
皆
不
レ
及
二
蛙
珠
1

也。

O
朱
鼈
の
ロ

か
ら
吐
く
珠
゜
〔
南
越
志
〕
海
中
多
―
―
朱
鼈
↓
状
如
レ
柿
‘

有

EI眼
六
鰯
而
吐
レ
珠
゜

【
鼈
霙
】
1
3
{
，
ポ
/
す
つ
ぼ
ん
の
味
に
似
せ
た
料
理
で
、

鯰
．
鱈
な
ど
を
篠
掻
牛
労
な
ど
と
共
に
、
濃
厚
な
た
れ

で
煮
た
食
品
。

【
鼈
人
】
1
4
{
グ
周
官
の
名
。
周
謄
天
官
の
風
。
亀
鼈
蛙

蛤
の
陽
を
取
る
こ
と
を
掌
る
。
〔
周
軽
、
天
官
‘
鼈
人
〕

掌
レ
取
1

一
互
物
一
以
レ
時
籍
1

一
魚
鼈
亀
蜃
↓
〔
注
〕
鄭
司
農

云
‘
互
物
、
謂
T

有
面
繭
胡
編
鼈
之
鷹
Lo

〔
孫
話
譲
正

義
〕
後
鄭
注
云
‘
互
物
、
蛙
蛤
之
隅
‘
子
説
卑
ハ
レ
彼
略
同
‘

蓋
鑑
鼈
蛙
蛤
同
為
1

一
介
晶
一
亦
並
楢
―
―
互
物
⇒
一
鄭
及
干
9

義
得
雨
通
戻
゜

【
鼈
星
】
W

杓
星
の
名
。
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
鼈
十
四

星
在
―
―
南
斗
南
玉
鼈
為
1

一
水
晶
五
E
-

―
太
陰
一

【
鼈
腫
]
1
5

初
三
角
錐
を
い
ふ
。
繁
麟
〔
夢
渓
筆
談
‘
技

藝
〕
等
藪
求
―
―
積
尺
一
之
法
‘
如
七
勁
萌
．
靱
童
・
方
池
・
冥

谷
・
暫
堵
・
繁
膳
．
圏
錐
・
陽
馬
之
類
五
物
形
備
芙
‘
蜀
未
レ

有
隙
積
一
術
↓

【
鼈
蛋
】
16

p
i
e
h
1
 tan• 

lill
の
卵
。
す
っ
ぽ
ん
の
卵
。

【
鼈
絆
】
17

巧

蛸

(
1
0
-

3
3
4
1
5
)
を
い
ふ
。
〔
廣
雅
‘
繹

晶
〕
鼈
絆
‘
鎧
也
。

【
鼈
封
】
18

誇
雨
頭
の
獣
の
名
。
〔
逸
周
書
、
王
會
解
〕
謳

陽
以
驚
封
霞
封
者
若
属
、
前
後
有
レ
首
。

眼

部

〔
十
二
畳
〕

踏

趾

【
鼈
令
】
19

ぢ
鼈
震
に
同
じ
。
〔
蜀
王
本
紀
〕
望
帝
治
沿
5

山
下
邑
五
]
レ
郭
、
積
百
餘
歳
‘
荊
地
有
レ
人
、
名
-
―
鼈
令
｛

其
戸
亡
‘
随
11

江
水
上
一
至
レ
郭
‘
輿
"
望
裔
相
見
、
望
帝

以
籠
令
―
為
レ
相
、
以
徳
薄
不
畠
竺
鼈
令
一
乃
委
レ
國

授
レ
之
而
去
。
〔
張
衡
‘
思
玄
賦
〕
鼈
令
嗜
而
戸
亡
分
‘
取
二

蜀
祠
而
引
レ
世
。

〖
鼈
令
王
蜀
〗2
0
的
芦
ク
蒙
求
の
標
題
。
鼈
令
と
い
ふ

者
が
‘
蜀
の
望
帝
か
ら
王
位
を
譲
ら
れ
た
故
事
。
鼈
令

を
見
よ
。

【
鼈
霊
】
21

ぢ
古
の
荊
州
の
人
。
蜀
の
望
帝
か
ら
位
を

譲
ら
れ
た
と
い
ふ
博
説
上
の
人
物
。
鼈
令
を
も
見
よ
。

〔
禽
経
〕
蜀
志
曰
、
望
帝
梢
―
―
王
於
蜀
一
時
‘
荊
州
有
ニ
―

人
ぶ
炭
翌
井
中
1

出
、
名
曰
―
―
鼈
震
ご
於
レ
楚
身
死
、
屍
反

訴
レ
流
上
、
至
―
―
没
山
之
陽
石
忽
復
生
‘
乃
見
―
―
望
帝
分
立
以

為
レ
相
、
後
藪
歳
、
望
帝
以
1

一
其
功
高
云
t

↓
一
位
子
鼈
震
点
琥

曰
開
明
氏
二
華
陽
國
志
、
序
志
〕
荊
人
鼈
震
死
、
屍

化
―
―
西
土
五
後
為
―
―
蜀
帝
↓
〔
太
平
賓
宇
記
〕
蜀
之
後
主
‘

名
杜
宇
‘
琥
"
望
帝
こ
譲
―
―
位
鼈
霊
二
望
帝
自
逃
、
後
欲
レ

復
レ
位
‘
不
レ
得
死
‘
化
為
レ
腸
、
毎
―
―
春
月
間
玉
聾
夜
悲
鳴
‘

蜀
人
聞
レ
之
日
、
我
望
帝
魂
也
。

【
鼈
還
丹
】
22

的
／
夕
／
草
の
名
。
あ
か
ひ
ゆ
。
紅
克
の
異

名
。
〔
清
異
鋒
‘
疏
‘
鼈
還
丹
〕
孟
貫
獣
1

一
詩
干
世
宗
ぶ
分

聯
五
品
面
ど
薬
性
論
面
曰
‘
紅
寛
為
跛
鼈
之
還
丹
↓

[
鼈
子
門
】
23

ぢ
/
地
名
。
鼈
子
費
に
同
じ
。

【
鼈
子
喪
】
24

万
地
名
。
錢
塘
江
が
海
に
注
ぐ
虞
の
俗

稽
。
一
に
鼈
子
門
に
作
り
、
又
‘
籠
子
門
と
い
ふ
。

【
鼈
厭
賜
】
竺
が
ク
す
っ
ぽ
ん
の
蹴
合
ひ
。
無
理
な
事

の
喩
。
繁
豚
賜
。
〔
五
雑
組
、
事
部
四
〕
東
坂
輿
―
―
温
公
一

論
な
事
偶
不
レ
合
‘
域
日
、
相
公
此
論
‘
故
為
五
魚
斯
賜
一

温
公
不
レ
諭
―
―
其
戯
ー
曰
‘
繁
安
能
断
賜
、
日
‘
是
之
謂
1

一繁

厭
賜
一

【
鼈
縮
頭
】
26

名
ク
か
す
っ
ぽ
ん
が
頭
を
ち
ぢ
め
る
。
か

く
し
蔽
し
て
出
さ
な
い
こ
と
の
喩
。
〔
委
巷
叢
談
〕
林
逍

嘗
傲
―
―
許
洞
｛
洞
作
レ
詩
嘲
レ
逍
云
‘
寺
裏
啜
レ
齋
餓
老
鼠
、

林
間
咳
嗽
病
禰
狼
‘
豪
民
送
レ
物
鷺
伸
レ
頸
、
好
客
臨
レ
門

鼈
縮
レ
頭
。

【
援
レ
鼈
失
レ
編
]
2
7

い
討
＾
り
77

鼈
を
取
っ
て
亀
を
失
ふ
。

鼈
は
つ
ま
ら
な
い
も
の
‘
亀
は
た
う
と
い
も
の
。
智
慧

才
覺
の
拙
劣
な
喩
゜
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
殺
二
戎
馬
一
而

求,,
狐
狸
涵
援
-
―
雨
鼈
―
而
失
乙
喫
墨
断
1

一
右
腎
―
而
半
こ

ヽ
一

婚
：
冨】臼
国口日
ゼセダタダタ
ンンンン

〔
集
韻
〕
唐
何
切
賑
[

古
x
こ

t
•uo' 

圏霰

〔
集
韻
〕
唐
干
切

〔
集
韻
〕
時
載
切

日
口
曰
●
わ
に
の
＿
種
。
〔
説
文
〕
罷
‘

水
晶
‘
似
―
―
鮨
易
百
文
丈
所
‘
皮
可
レ
為
レ

鼓
‘
炊
佃
箪
瞥
。
〔
詩
、
大
雅
‘
震
壷
〕
罷
鼓
逢

逢
゜
〔
博
〕
羅
、
魚
圏
。
〔
疏
〕
趾
、
形
似
禾
斯
雙

四
足
、
長
丈
餘
‘

[[>[]
蝉
(
1
2
|
 4
6
4
9
6
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
謁
‘
或
作
二

蜻
．
鰈
↓

【
罷
江
】
1

が
川
の
名
。

O
浙
江
省
新
登
縣
の
南
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
杭
州
府
、
新
城
縣
〕
罷
江
‘
縣
南
一
―

里
、
志
云
‘
藷
時
江
流
甚
間
‘
元
時
水
失
―
―
故
道
云
芸
虚
沙

平
、
今
縣
南
一
―
十
五
里
‘
有
,
,
深
浦
ご
間
一
―
十
丈
、
深
凌

無
レ
恒
‘
潮
水
往
来
‘
漑
レ
田
五
千
頃
。

O
廣
東
省
陽
江

縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
東
‘
肇
慶
府
‘
陽
江
縣
〕
漠
陽

江
、
在
"
縣
城
西
↓
自
―
―
陽
春
縣
東
南
一
流
、
歴
―
―
受
衆
水
一

其
勢
始
大
、
入
―
―
縣
界
「
ち
ぎ
縣
西
北
三
十
餘
里
廠
橋
「

岐
呑
二
派
↓
東
流
戸
縣
北
＋
餘
罠
激
露
龍
淵
二
亦

名
龍
濤
水
蚕
城
西
示
名
"
罷
江
↓
亦
日
,
,
恩
江
盃
E

流
二
十
五
里
‘
匪
為
1

一
石
渾
↓

【
羅
更
】
2

”
’
罷
の
鳴
き
臀
。
又
、
罷
が
時
を
告
げ
る

臀
。
韓
じ
て
、
時
を
告
げ
る
鼓
臀
を
い
ふ
。
罷
は
夜
善

毛
一
折
,
,
錢
邪
1

而

筆
1

錐
刀
面
用
レ
智
如
レ
此
‘
登
足
に
高

乎゚

＜
鳴
き
‘
其
の
臀
は
鼓
聾
に
似
‘
其
の
散
は
更
に
應
じ
、

初
更
に
は
一
鳴
‘
―
一
更
に
は
再
鳴
す
る
と
い
ふ
。
罷
鼓

(
6
)
の
〇
及
び
罷
龍
(

8

)

を
見
よ
。
〔
埠
雅
‘
繹
魚
〕
罷
‘
詩

日
、
趾
鼓
逢
逢
‘
云
云
‘
夜
鳴
應
レ
更
‘
呉
越
謂
,
,
之
鱒
更
｛

蓋
初
更
靴
一
鳴
而
止
、
二
更
即
再
鳴
也
。
〔
韓
駒
‘
次
―
―
―
韻

王
給
事
観
―
―
殿
試
唱
名
1

詩
〕
江
南
江
北
聴
1

一
罷
更
一

【
罷
鮫
】
3

炉
わ
に
と
み
づ
ち
。
〔
柳
宗
元
‘
饒
蛾
碑
文
〕

礁
魚
羅
鮫
、
浮
死
萬
敷
‘
塞
レ
川
下
レ
流
。

【
罷
磯
】
4

”
島
の
名
。
山
東
省
蓬
莱
縣
の
西
北
。
沙

門
島
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
登
州
府
、
蓬
莱

縣
〕
沙
門
島
、
又
西
北
七
十
里
為
―
―
罷
磯
島
一
輿
―
―
罷

磯
島
1

相
射
者
、
為
1

一
欽
島
↓
〔
蓬
莱
縣
志
〕
産
1

一
美
石
i

可
レ
為
レ
硯
、
相
酎
者
、
東
北
為
1

大
欽
島
・
小
欽
島
・
羅

磯
島
二
四
南
為
孟
向
山
島
・
侯
難
島
「
皆
輿
―
―
沙
門
島
ー
相

聯
絡
。

〖
罷
磯
石
〗5
ば
山
東
省
蓬
莱
縣
の
海
中
に
在
る
罷

磯
島
に
産
す
る
石
。
硯
を
作
る
に
用
ひ
る
。
又
‘
舵
基
石

に
作
る
。
〔
登
州
府
志
〕
罷
磯
島
在
二
沙
門
島
北
七
十
里
一

其
石
可
レ
作
レ
硯
゜

【
罷
鼓
】
6

”

O
罷
の
皮
を
張
っ
た
大
鼓
。
其
の
説
は
‘

瑣
耶
代
酔
編
‘
巻
十
一
に
見
ゆ
。
〔
詩
、
大
雅
‘
震
憂
〕
羅

鼓
逢
逢
‘
朦
聰
奏
レ
公
。
〔
博
〕
罷
‘
魚
隔
。
〔
集
博
〕
罷
、

似
面
蜆
長
丈
餘
‘
皮
可
レ
冒
レ
鼓
゜
〔
史
記
‘
李
斯
博
〕

建
哀
鳳
之
旗
面
牙
震
羅
之
鼓
↓
〔
博
玄
‘
正
都
賦
〕
吹
,
,

鳳
籠
一
撃
―
―
羅
鼓
↓
●
熾
の
嗚
き
瞥
゜
罷
更
(

2

)

に
同

じ
。
〔
許
渾
、
贈
レ
所
レ
知
詩
〕
湖
日
似
レ
陰
罷
鼓
響
、
海

雲
綾
起
蜃
棲
多
。
〔
晉
安
海
物
記
〕
罷
者
、
鳴
如
二
拌

鼓
→
今
江
淮
之
間
、
謂
二
羅
鳴
[
〖
=
胤
鼓
→
亦
或
謂
―
―
罷

更↓

【
羅
鳴
】
7

グ
イ
罷
が
鳴
く
。
又
‘
其
の
臀
。
罷
更
(

2

)

と
罷

肢
(

6

)

の
●
を
見
よ
。
〔
皇
甫
松
‘
大
隠
賦
〕
雉
雖
―
霧
旦
｛

羅
鳴
雨
天
一
》

【
罷
龍
】
8

5
ョ
＇
，
ゎ
に
の
一
種
。
形
は
龍
の
如
く
‘
臀
は

鼓
を
う
つ
昔
に
似
、
長
さ
一
丈
餘
。
能
＜
氣
を
吐
ぎ
‘
雲

を
成
し
‘
雨
を
致
す
と
い
ふ
。
〔
本
草
‘
慨
龍
〕
繹
名
‘
舵

魚
、
土
龍
、
蔵
器
日
、
最
、
形
如
レ
龍
、
臀
甚
可
レ
畏
、
長

一
丈
者
、
能
吐
レ
氣
成
レ
雲
致
レ
雨
、
集
解
、
時
珍
曰
‘

性
能
横
飛
、
不
レ
能
ー
上
騰
一
其
臀
如
レ
鼓
、
夜
鳴
應
レ

更
‘
謂
―
―
之
羅
鼓
一
亦
曰
1

一
凰
更
一
裡
人
競
レ
之
以
占
レ

雨。

J
O
四
八

13644 



(48307) (48315) 

【
鼈
】
蜘

【
蠅
】
蜘

唱

部

鼎

部

鼎

1
0
四
九

n鯛
国
藝

鼈
(
1
2
ー

4
8
3
0
1
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
鼈
】
郷
ガ
ウ
補
〕
鼈
‘
輿
レ
鼈
同
。

テ
イ
〔
集
韻
〕
都
挺
切
躙

曰

チ

ャ

，

ゥ

カ

一
Ly

t
i
n
g
'
 

ロ
□
ヴ
〔
集
韻
〕
丁
定
切
圏

ヘ
キ
ヒ
，
ヤ
ク

鴎

鼎

部

’

秋

(
8
-
2
4
9
4
0
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
蠅
、
古
文
秋
字
。

シ
ウ

テ
ン

罷
(
1
2
ー

4
8
3
0
 6
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

【
襲
]
[
補
〕
鴨
‘
即
罷
字
。
〔
周
書
、
王
會
解
〕

會
稽
以
レ
鴨
゜
〔
注
〕
鴨
皮
可
1

一
以
冒
孟
咤

〔
集
韻
〕
多
年
切

蠅
縄
は
‘
か
へ
る
の
一
種
。
食
用
に
供
す
。
〔
集

韻
〕
蠅
‘
蠅
縄
‘
鼈
類
‘
似
1

一
蜘
蛛
「
出
1

沿
遼
東
ェ
土
人

食
レ
之
。

〔
集
韻
〕
必
歴
切

岨
瞳
は
‘
亀
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
鼈
‘
亀
龍
‘
亀
闇
゜

【
鼈
組
】
1

、
亀
の
一
種
。
〔
洞
冥
記
、
三
〕
影
蛾
池
中

有
鼈
患
竺
其
塁
出
岸
上
石
竺
連
レ
璧
弄
於
沙
岸
―

也
‘
故
語
曰
、
夜
未
レ
央
待
"
亀
黄
↓

【
瞳
山
】
2

i

ぺ
山
名
。
山
西
省
氾
縣
の
西
。
開
村
の
西

北
。
〔
沿
州
志
〕
鼈
‘
昔
碧
‘
亀
風
‘
以
二
形
似
一
名
、
土
人

不
レ
識
此
字
「
故
菌
志
為
二
鼈
世
山
下
有
鼈
池
面
東
流

入
1

一
於
滴
水
↓

〔
十
ニ
ー
＋
五
書
一
〕

小

El●
か
な
へ
。
④
三
足
雨
耳
の
深
い

豪
器
。
物
を
煮
る
に
用
ひ
‘
又
‘
宗
廟
に

鼎
罹
＜
賓
器
と
せ
ら
れ
る
。
形
に
大
小
が
あ
り
、
普

通
は
金
隔
製
。
稀
に
は
石
製
の
も
あ
る
。
〔
説
文
〕

鼎
‘
―
二
足
阿
耳
‘
和
五
味
之
賓
器
也
‘
象
和
5
木

目
炊
貞
省
臀
゜
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
鼎
‘
按
‘
目
象
二

器
其
中
有
已
貫
。
〔
周
軽
、
秋
官
‘
掌
客
〕
鼎
蔦
十
有

ニ
。
〔
注
〕
鼎
‘
牲
器
也
。
〔
證
‘
祭
統
〕
勤
天
命
―

亀

鴨

蠅

鼈

鼈

爾

鼈

縄

困

,i―― 
夕

ひ
き
。
ひ
苔
が
へ
る
。
〔
川
篇
〕
亀
、
媚
瀦
也
。

冨
塁
シ

〔
川
篇
〕
昔
戸

爾】蜘
【
麗
】
血

【
鼈
】
如

小
隔
爾
は
‘
ひ
き
。
ひ
き
が
へ
る
。
〔
説

霞
策
文
〕
爾
‘
蠅
爾
、
麿
諸
也
、
詩
曰
、
得
1

一此

蠅
隠
盆
戸
其
行
爾
鳳
"
M
~
レ
甲
爾
臀
。
〔
桂
注
〕
邸

風
新
憂
文
作
↓
―
戚
施
↓

冨】』

,胃-
そ

鼈

(
1
2
-
4
8
3
0
5
)

の
俗
字
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
鼈
‘
俗
鼈
字
。

ヘ
ッ

シ

〔
集
韻
〕
商
支
切

図

施
手
柔
葬
鼎
↓
〔
陸
漉
題
二
徐
子
證
宗
丞
自
覺

齋
詩
〕
茶
熟
松
風
生
1

一
石
鼎
↓
＠
古
昔
‘
極
刑
に
虞

す
る
罪
人
を
烹
殺
す
る
に
用
ひ
た
三
足
雨
耳
の

金
凰
製
の
器
。
〔
史
記
、
奥
布
傭
論
賛
〕
赴
レ
鼎
非
レ

冤
゜
〔
蘇
試
留
侯
論
〕
似
刀
鋸
鼎
緩
待
天
下
之

士
底
畜
叉
の
萬
王
が
九
牧
の
金
を
集
め
て
躊
た
九

箇
の
鼎
。
之
を
王
位
傭
承
の
賓
器
と
し
‘
夏
か
ら

殷
・
周
・
秦
に
傭
へ
ら
れ
て
か
ら
‘
轄
じ
て
‘
王
位
・

帝
業
の
梢
に
用
ひ
る
。
〔
説
文
〕
鼎
‘
昔
昂
牧
1

一
九
牧

之
金
五
デ
鼎
荊
山
之
下
了
人
―
―
山
林
川
澤
―
者
、
禽

魅
蠣
蛹
‘
莫
―
―
能
逢
＞
之
‘
目
協
―
―
承
天
休
五
易
卦
、

巽
1

木
於
下
屠
為
レ
鼎
゜
〔
左
氏
‘
宣
‘
三
〕
楚
子
問
1

一

鼎
之
大
小
轄
重
一
焉
‘
封
曰
‘
在
レ
徳
不
レ
在
レ
鼎
‘
昔

夏
之
方
有
レ
徳
也
‘
遠
方
圏
レ
物
、
＝
只
金
九
牧
玉
躊
レ （圏古博） 鼎伯王周 （圃古博） 鼎乙父周

鼎
象
レ
物
、
百
物
而
為
乏
備
涵
炉
1

一
民
知
―
釉
姦
正
故

民
入
1

一
川
澤
山
林
禾
＇
レ
逢
ネ
若
五
蝸
魅
岡
両
‘
莫
―
―

能
逢
＞
之
、
用
能
協
二

f
上
下
↓
以
承
二
天
休
五
架

有
昏
徳
面
鼎
遷
手
―
匝
載
祀
六
百
‘
商
討
暴
虐
‘

鼎
遷
二
子
周
↓
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
劉
表
博
賛
〕
閾
レ
圏

訊
レ
鼎
゜
〔
宋
書
、
武
帝
紀
〕
鼎
運
雖
レ
改
‘
而
民
未
レ

忘
レ
漢
。
〔
南
齊
書
、
高
帝
紀
論
〕
卒
開
珈
韮
芸
◎
か

な
へ
の
三
足
を
三
公
に
な
ぞ
ら
へ
て
‘
卿
相
の

位
を
い
ふ
。
〔
易
、
鼎
‘
覆
入
ム
練
一
九
家
注
〕
鼎

者
三
足
一
橙
、
猶
を
一
公
承
二
天
子
一
也
。
〔
漢
害
、

五
行
志
中
之
下
〕
鼎
、
三
足
、
三
公
象
‘
而
以
レ
耳

行
。
〔
後
漢
書
、
陳
球
博
〕
位
登
1

一
台
鼎
↓
●
た
つ

と
い
。
貴
顕
゜
〔
庚
信
‘
車
騎
将
軍
賀
婁
公
神
道

碑
〕
公
六
郡
良
家
、
西
河
鼎
族
。
〇
あ
た
る
。
又
、

ま
さ
に
。
常
(
7ー

2
1
8
9
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
鼎
‘
段
借
為
レ
常
‘
鼎
・
営
雙
瞥
。
〔
漢
書
‘
買

誼
傭
〕
天
子
春
秋
鼎
盛
。
〔
注
〕
應
勒
日
、
鼎
‘
方

也
。
〔
漢
書
、
匡
衡
博
〕
匡
鼎
来
。
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
鼎

猶
＞
言
邸
品
也
、
若
J
-
―
―
ぎ
匡
且
＞
来
也
‘
應
勒
曰
‘

鼎
‘
方
也
。
〔
新
方
言
‘
繹
言
〕
市
井
以
-
[
]
所
レ
設

坊
騨
追
貿
於
人
玉
炉
之
鼎
姑
一
鼎
者
、
謂
二
其

名
貰
相
喘
巴
也
、
又
凡
以
二
是
人
玉
空
嘗
彼
人
一

詞
之
鼎
登
俗
以
1

一
頂
宇
為
レ
之
。
働
舟
を
つ
な

ぎ
と
め
る
＜
ひ
。
定
(
8
-
7
1
0
9
)

・打
(
6
ー

1
4
4
4

0
)
に
通
ず
。
〔
紺
交
通
訓
定
瞥
〕
鼎
、
段
借
為
に
疋
‘

或
為
レ
打
。
〔
方
言
‘
九
〕
所
―
―
以
刺
＞
船
‘
謂
―
―
之
橋
一

維
レ
之
、
謂
―
―
之
鼎
一
〔
錢
繹
箋
疏
〕
鼎
之
言
、
定
也
、

今
呉
俗
謂
↓
―
船
行
止
所
＞
在
、
謂
―
―
之
鼎
↓
〇
こ
し

か
け
。
一
l

一
脚
の
こ
し
か
け
。
〔
錢
氏
私
誌
〕
今
大
家

阻
三
闘
木
林
↓
以
坐
二
歌
伎
一
曰
レ
鼎
‘
蓋
机
也
。

0
た
だ
し
い
。
貞
(
1
0
-
3
6
6
5
8
)

に
通
ず
。
〔
説
文

通
訓
定
臀
〕
鼎
、
段
借
為
レ
貞
‘
説
文
擁
文
以
レ
鼎

為
頁
字
~
-
ゆ
る
や
か
な
さ
ま
。
鼎
鼎
(
7
2
)
を

13645 



(48315・・1) (48315・ ・32) 

鼎

部

鼎

|— 

見
よ
。
R
ふ
せ
ぐ
。
こ
ば
む
。
〔
新
方
言
‘
秤
言
〕
今
【
鼎
翁
】
5

訂
宋
、
王
炎
午
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 1
2
0
7
)

の
字
。
る
こ
と
。
〔
管
子
、
戒
〕
桓
公
外
含
‘
而
不
-
―
鼎
贖
↓
〔
纂
詰
〕
【
鼎
元
】
2
4
t
パ
明
‘
況
逼
(
6
ー

1
7
2
6
4
:
 1
3

ヽ
）
の
字
。

用
レ
カ
抵
拒
‘
用
レ
言
抵
拒
‘
皆
謂
乏
鼎
ぶ
心
以
二
【
鼎
蛾
]
6

勺
飯
焚
の
婢
゜
〔
表
異
鋒
〕
食
婢
‘
池
亜
之
手
知
章
云
、
不
1

一
以
レ
鼎
饒
な
食
‘
其
鋲
不
レ
盛
也
‘
衡
謂
、
【
鼎
言
】
25

打
御
言
葉
。
他
人
の
言
を
敬
し
て
い
ふ
語
。

謂
乏
鼎
蛾
至
績
謂
乏
鼈
妾
二
修
辞
指
南
〕
掌
レ
鍔
餓
食
必
以
レ
鼎
、
不
面
儡
叫
者
‘
謂
レ
不
→
―
隕
食
一
非

1饒
貴
い
言
•
重
き
を
な
す
言
等
の
意
。
〔
書
言
故
事
、
請
託

姫

日

鼎

峨

食

而

不

孟

盛

也

。

「

2
4
0
)

の
字
。
類
〕
託
レ
人
言
レ
事
日
レ
儲
鼎
言
↓
趙
平
原
君
日
、
毛
先

頂
字
歪
戸
之
。

O
易
の
六
十
四
卦
の
一
。
一
垂
門
tTO

【
鼎
江
】
1

”
”
川
の
名
。
湖
南
省
常
徳
縣
の
北
。
一
名
、
【
鼎
儀
】
15

勺

明

、

陸

銭
(

i

昆
山
の
人
）
（
1
1
ー

4
1
7
0
8

：
生
遂
一
至
レ
楚
‘
使
"
'
趙
重
―
―
於
九
鼎
太
呂
↓

物
を
あ
ら
た
め
る
象
。
〔
易
、
鼎
〕
木
上
有
レ
火

鼎
‘
君
子
以
圧
位
凝
レ
命
。

O
古
‘
貝
(
1
0
ー

3
6
6
5

漁
水
。
源
を
梁
山
に
猜
し
、
下
流
は
漢
壽
縣
に
至
っ
て
【
鼎
脱
】
17ting'k'uang• 

鄭
重
な
賜
物
。
他
人
か
ら
【
鼎
絃
】
2
6
n
パ
〇
か
な
へ
の
雨
耳
に
掛
渡
し
た
金
隔
製

6
)
・
 
鼎
(
1
2
-
4
8
3
1
9
)

に

作

る

。

〔

説

文

〕

鼎

、

古

文

況

に

入

る

。

況

江

に

入

る

所

を

鼎

口

と

い

ふ

。

の

賜

物

を

敬

し

て

い

ふ

語

。

の

と

つ

て

。

か

な

へ

の

耳

づ

る

。

〔

易

、

鼎

〕

六

五

‘

鼎

黄

目
レ
貝
為
レ
鼎
、
揃
文
己
レ
鼎
為
レ
貝
。
〔
集
韻
〕
鼎
、
【
鼎
羮
】
8

吋
か
な
へ
の
中
の
あ
つ
も
の
。
〔
淮
南
子
、
【
鼎
火
]
1
8

昇
か
な
へ
と
火
。
物
を
鼎
に
入
れ
て
火
を
耳
金
絃
‘
利
レ
貞
゜
〔
疏
〕
絃
、
所
1

一
以
貫
レ
鼎
而
學
已
之
也
。

人
間
訓
〕
中
山
因
烹
―
―
其
子
涵
竺
之
鼎
羮
興
"
其
首
→
た
い
て
之
を
熱
す
る
こ
と
。
〔
中
村
栗
園
、
練
―
―
心
腑
—
〇
か
な
へ
を
い
ふ
。
〔
史
太
「
、
出
師
頌
〕
澤
霜
苗
〗
荒
盆

5

【

鼎

角

】

，

”

パ

頭

の

頂

き

に

鼎

の

足

の

や

う

な

突

起

の

論

〕

練

―

―

丹

砂

ぃ

緊

鼎

火

↓

銘

1
1

鼎
絃

-
0大
臣
宰
相
の
地
位
を
い
ふ
。
又
、
大
臣
宰

古
作
レ
鼎
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鼎
‘
見
1

一
姓
苑
↓

あ
る
の
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
李
固
傭
〕
固
‘
司
徒
部
之
子
[
鼎
魁
】
19

坑
イ
科
攀
の
試
瞼
に
優
等
で
合
格
し
た
者
o

相
に
接
侍
す
る
官
位
ょ
子
解
の

O
@を
見
よ
o

〔
濡
尼
、

〔
奇
姓
通
〕
宋
鼎
澄
‘
兵
馬
知
監
、
死
―
―
干
金
難
芦
〗

ま
さ
に
云
云
な
ら
ん
と
す
る
。
〔
集
韻
〕
鼎
‘
方
且
也
‘
云
云
、
有
寄
表
一
鼎
角
匿
犀
‘
足
履
1

一
亀
文
一
〔
庄
〕
〔
稲
謂
録
、
探
花
‘
鼎
魁
〕
戴
埴
鼠
環
、
本
朝
故
事
、
呉
旦
贈
河
陽
―
詩
〕
弱
冠
歩
鼎
絃
盃
既
立
宰
三
河
↓
〔
王
廷

也
、
漢
書
、
鼎
レ
貴
‘
如
淳
讀
°
鼎
角
者
、
頂
有
レ
角
如
鼎
足
一
也
。
榜
喝
極
為
二
探
花
↓
太
宗
賜
レ
詩
云
‘
-
―
―
―
一
千
客
裏
成
レ
揚
、
登
濃
洲
賦
｛
〕
遁
一
山
澤
―
者
、
皆
席
珍
之
士
、
居
鼎

【
鼎
革
】
10

”
パ
易
の
鼎
卦
は
新
を
取
り
‘
革
卦
は
故
を
去
事
、
七
十
四
人
中
少
年
‘
禁
寛
夫
詩
話
、
亦
但
言
n

一
期
集
絃
―
者
、
卒
列
仙
之
儒
。

る
義
が
あ
る
か
ら
、
王
者
の
易
姓
革
命
を
い
ふ
。
〔
徐
所
レ
掃
少
年
為
二
探
花
｛
今
獨
以
梢
―
―
鼎
魁
一
不
レ
知
面
m

【
鼎
胡
】
27

ザ
ィ
漢
代
の
宮
殿
の
名
。
〔
漢
書
、
揚
雄
博
上
〕

凰
ヵ
ナ
ヘ
。
カ
ネ
。

浩
、
謁
属
廟
詩
〕
鼎
革
固
天
啓
‘
運
興
匪
1

一
人
謀
一
義
↓
戴
埴
宋
末
時
人
‘
而
其
説
如
レ
是
、
則
宋
南
渡
後
、
固
武
帝
廣
開
―
―
上
林
一
南
至
―
―
宜
春
・
鼎
胡
・
御
宿
・
昆
吾
↓

蘭
由
象
形
。
か
な
へ
の
形
に
象
る
。
下
の
鼎
は
木
（
ボ
）

【
鼎
甲
】
11

”
7
1
0他
に
す
ぐ
れ
て
盛
大
な
こ
と
。
〔
砕
廷
以
第
三
人
云
竺
探
花
と
K

゜

〔

注

〕

晉

灼

曰

‘

鼎

胡

‘

宮

也

‘

黄

圏

以

為

レ

在

藍

田

↓

を
析
い
て
炊
ぐ
に
象
り
、
上
の
目
は
‘
そ
の
中
に
物
を

珪
、
投
畜
．
餡
光
誅
卿
等
ー
制
〕
鼎
甲
華
宗
、
松
笥
茂
竹
。
【
鼎
錘
]
2
0

”
”
ク
鼎
と
錢
。
又
、
大
か
な
へ
。
鍾
は
大
き
【
鼎
湖
】
2
8
[
イ

O
地
名
。
河
南
省
閤
郷
縣
の
南
の
荊
山

入
れ
た
さ
ま
に
象
る
。
字
解
を
見
よ
。
▽
月
（
甲
骨

〔
梢
謂
鋒
、
甲
第
穂
梢
、
鼎
甲
〕
唐
國
史
補
、
四
姓
惟
鄭
氏
く
て
足
の
な
い
鼎
。
古
は
肉
を
煮
る
に
用
ひ
、
後
に
は
の
下
。
黄
帝
が
銅
を
以
て
か
な
へ
を
躊
‘
龍
に
乗
っ
て

文
）
か
な
え
の
形
に
象
る
。

【
鼎
葬
】1
勺
鼎
と
葬
。
作
は
五
穀
を
盛
る
祭
器
で
、
常
不
レ
離
―
榮
陽
→
有

,
1岡
頭
虞
・
澤
底
李
・
門
上
雀
家
〖
『
"
人
を
刑
す
る
具
と
す
。
〔
周
證
、
天
官
‘
亨
人
〕
掌
伍
ハ
―
―
上
仙
し
た
所
と
い
ふ
。
〔
史
記
、
封
輝
書
〕
黄
帝
采
二
首
山

に
宗
廟
に
備
へ
て
お
く
。
古
‘
功
績
あ
る
者
の
事
蹟
を
之
鼎
甲
↓
〇
科
學
の
試
瞼
に
最
優
等
の
三
人
の
稲
。
鼎
獲
百
公
ぞ
水
火
之
齊
い
〔
注
〕
鍾
‘
所
和
娑
竺
肉
及
魚
銅
涵
デ
鼎
於
刑
山
下
面
鼎
既
成
、
有
レ
龍
垂
↓
―
胡
顧
「
下

に
銘
記
し
た
。
〔
任
防
‘
王
文
憲
集
序
〕
或
功
銘
1
1

鼎
樟
一
【
鼎
貴
】
12

”
●
鼎
で
食
ふ
身
分
の
人
。
貴
族
を
い
ふ
。
膳
一
之
器
‘
既
執
乃
資
手
鼎
盃
が
多
少
之
量
↓
〔
史
記
‘
迎
涵
釜
累
黄
帝
上
騎
‘
整
臣
後
宮
従
レ
上
者
七
十
餘
人
‘

或
徳
標
薫
尚
↓
〔
注
〕
善
日
、
栂
記
日
、
鼎
有
レ
銘
‘
銘
者
、
〔
左
思
、
呉
都
賦
〕
高
門
鼎
貴
‘
魁
岸
豪
傑
。
〔
注
〕
銑
日
、
鼎
廉
頗
博
〕
臣
知
T

欺
"
大
王
一
之
罪
嘗
i

誅
‘
臣
請
就
―
―
鼎
龍
乃
上
去
‘
餘
小
臣
不
レ
得
レ
上
、
乃
悉
持
―
―
龍
顧
盃
龍
顧

論
讀
其
先
祗
之
徳
美
功
烈
動
芳
↓
而
酌
"
之
祭
器
「
左
―
責
‘
鼎
食
者
。
〔
劉
峻
‘
琲
命
論
〕
鼎
責
高
門
則
日
、
唯
人
錘
↓
〔
漢
書
、
鄭
食
其
傭
賛
〕
鄭
生
自
匿
l

一
監
門
一
待
レ
主
‘
然
抜
堕
‘
堕
玉
塁
空
合
只
百
姓
仰
望
、
黄
帝
既
上
レ
天
、
乃

氏
傭
‘
威
武
仲
日
、
大
伐
レ
小
、
取
1

一
其
所
＂
得
‘
以
作
五
t

所
レ
召
゜
〔
注
〕
向
曰
、
鼎
貴
高
門
、
謂
一
富
貴
一
也
。
●
身
分
後
出
、
猶
不
レ
免
―
―
鼎
錘
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
鼎
大
而
無
も
足
抱
↓
,, 其
弓
輿
知
H
班
琥
‘
故
後
世
因
名
―
―
其
慮
五
]
,, 
鼎

器
「
銘
真
功
以
示
―
―
子
孫
面
日
、
鼎
．
葬
‘
皆
器
也
、
が
甚
だ
高
い
こ
と
。
〔
江
滝
、
救
為
"
朝
賢
一
答
"
劉
休
範
一
日
レ
錘
゜
〔
論
衡
‘
書
虚
〕
不
レ
能
レ
猜
1
1

怒
於
鼎
錘
之
中
↓
湖
石
其
弓
日
1

烏
琥
↓
〔
史
記
‘
酷
吏
、
義
縦
偉
〕
上
幸
"
鼎

有
天
功
着
、
鋒
之
於
上
屈
示
二
後
世
直
゜
〔
宋
書
、
書
〕
君
為
―
―
齊
梁
楚
越
之
王
面
鼎
―
―
貴
一
時
↓
〇
江
戸
ト
ス
〔
後
漢
書
‘
鴬
錮
‘
李
睛
博
〕
剋
珍
元
悪
↓
退
就
鼎
錘
一
湖
↓
病
久
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
要
"
羨
門
乎
天
路
一
想
―
―
升

劉
穆
之
博
〕
功
銘
面
型
庄
義
彰
―
―
典
策
↓
〔
宣
和
書
譜
‘
や
が
て
責
い
身
分
に
な
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
〔
漢
書
、
買
始
生
之
願
也
。
〔
柳
宗
元
‘
懲
咎
賦
〕
進
卑
ハ
レ
退
吾
鉦
か
蹄
龍
於
鼎
湖
↓
〔
注
〕
翰
日
、
黄
帝
乗
―
―
龍
於
鼎
湖
之
山
↓
以

―
―
‘
策
書
叙
論
〕
策
書
所
1

自
品
全
遠
芸
其
古
文
科
斗
捐
之
博
〕
時
中
書
令
石
顕
用
レ
事
、
捐
之
敦
短
レ
顧
、
以
レ
分
‘
甘
n

―
脂
潤
―
―
乎
鼎
錘
↓
〔
蘇
拭
、
留
侯
論
〕
以
―
―
刀
鋸
鼎
升
仙
°
〇
漢
代
の
宮
殿
の
名
。
〔
三
輔
黄
圏
‘
三
‘
甘
泉

之
書
‘
已
見
二
於
鼎
葬
金
石
之
博
一
故
不
レ
得
レ
官
‘
云
云
、
長
安
令
楊
興
、
新
以
1

一

材

能

―

得

レ

護

店

竺

天

下

之

士

↓

宮

〕

鼎

湖

宮

在

湖

城

縣

界

一

昔

茨

帝

採

,

,

首
山
鉗
ー
以
躊
レ

【
鼎
位
】2
勺
大
臣
宰
相
の
く
ら
ゐ
。
又
、
大
臣
宰
相
を
幸
‘
卑
ハ
ニ
捐
之
―
相
善
‘
云
云
‘
捐
之
復
短
示
涵
竺
興
日
、
〖
鼎
錘
甘
如
レ
飴
〗

2
1戸
パ
仇t”
グ
マ
キ
n

卜
か
ま
い
り
の
刑
鼎
‘
鼎
成
、
有
レ
龍
下
迎
‘
帝
仙
去
‘
小
臣
攀

1一
龍
髯1而
上

い
ふ
。
字
解
の
●
＠
を
見
よ
。
〔
遜
逸
、
故
陳
州
刺
史
贈
顕
鼎
レ
責
、
上
信
―
―
用
之
一
今
欲
レ
進
、
第
従
―
―
我
計
↓
且
卑
ハ
に
虞
せ
ら
れ
て
も
忠
義
の
為
な
ら
ば
甘
ん
じ
て
之
を
者
七
十
二
人
‘
漢
武
帝
於
レ
此
建
レ
宮
。
〔
太
平
御
覧
‘
居

兵
部
尚
書
草
公
挽
詞
〕
突
葉
金
章
貴
、
連
枝
鼎
位
尊
。
合
レ
意
‘
郎
得
レ
入
芙
‘
損
之
卸
輿
レ
興
共
為
薦
レ
顕
‘
奏
曰
‘
受
け
る
。
〔
文
天
詳
、
正
氣
歌
〕
鼎
錘
甘
如
レ
飴
‘
求
レ
之
慮
部
一
、
宮
〕
漢
宮
闘
名
日
‘
長
安
有
"
云
云
‘
鼎
湖
宮
↓

籍
謂
鋒
、
相
臣
古
捨
‘
鼎
位
〕
山
堂
諄
孜
‘
姑
威
集
‘
謂
,
,

!
I見
1一
石
顕
ぶT
山
東
名
族
、
有
―
―
證
義
一
之
家
也
‘
云
云
。
不
届
カ
レ
得
。
〖
鼎
湖
之
弓
剣
〗

3
0
”-
gア
黄
帝
が
龍
に
騎
つ
て
昇
天

宰
相
〖
ヮ
鼎
臣
ず
又
日
―
―
鼎
位
→
〔
注
〕
如
淳
曰
‘
言

1一
方
且
欲
＂
責
芙
‘
師
古
曰
‘
方
且
是
也
。
【
鼎
卿
】

2
2
け
い
字
琥
。O
唐
‘
劉
錬
(
2
-
2
2
2
4
:
 4
6
7
)

の
す
る
時
‘
鼎
湖
に
落
し
た
弓
剣
。
黄
帝
の
昇
天
に
因
ん
で
、

【
鼎
維
】
3

勺
明
、
劉
肇
基
(
2
-
2
2
2
4
:
 1
2
2
0
)

の
字
。
【
鼎
篤
]
1
3

勺
鼎
と
蓋
゜
蓋
は
黍
稜
を
盛
る
器
。
〔
周
幡
‘
字
。

O
宋
、
顔
公
哀
(
1
2
ー

4
3
5
9
1
:
 1
5
2
)

の
字
。
参
宋
‘
張
皇
帝
の
崩
御
を
い
ふ
。
鼎
湖
の

O
を
見
よ
。
〔
桃
花
屑
‘
設

【
鼎
運
】
4

打
帝
王
の
運
命
。
皇
運
。
聖
運
。
帝
運
。
國
秋
官
‘
掌
客
〕
凡
諸
侯
之
幡
‘
云
云
、
食
四
十
‘
箪
十
‘
豆
鍾
孫
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
3
7
1
)

の
字
。
R
宋
｀
楊
甲
(
6
|
1
5
1
1
2

朝
〕
鼎
湖
弓
剣
無
―
一
人
葬
↓
「
幕
・
鼎
鼓
・
几
挺
．
壺
濫
゜

遁
〔
宋
書
、
武
帝
紀
論
〕
鼎
運
鯛
改
‘
而
民
未
レ
忘
レ
漢
。
四
十
、
鋼
四
十
有
二
、
壺
四
十
‘
鼎
蓋
十
有
二
、
牲
―
―
-
+
：
6
1
)

の
字
。

O
清
‘
錢
煕
輔
(
1
1
ー

4
0
5
6
3
:
 2
7
2
)

の
字
。
【
鼎
鼓
】
Jl

咋
ィ
か
な
へ
と
つ
づ
み
。
〔
墨
子
、
節
葬
下
〕
屋

〔
唐
郊
廟
歌
辟
‘
享
太
廟
築
章
‘
大
基
舞
〕
基
―
―
我
鼎
運
一
有
六
‘
皆
陳
。
〔
注
〕
鼎
‘
牲
器
也
‘
篇
‘
黍
稜
器
也
。
【
鼎
業
】
23

巧
王
業
を
い
ふ
。
〔
眺
崇
‘
奉
1

一
和
聖
製
龍
池
【
鼎
坐
】
3
2
t
ィ
か
な
へ
の
三
足
の
や
う
な
位
置
に
三
人

於

萬

斯

年

。

【

鼎

績

】

14

げ
ィ
鼎
に
盛
っ
た
食
物
を
持
つ
て
行
っ
て
ゃ
篇
―
詩
〕
恭
聞
帝
里
生
l

―
号
震
沼
盃
炉
報
明
君
鼎
業
新
。
が
向
ひ
合
っ
て
坐
す
る
こ
と
。
〔
朱
松
、
彦
時
過
―
―
永
和
1

0
五
0

13646 
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見
レ
和
"
拙
句
一
親
復
次
韻
以
競
二
笑
一
詩
〕
何
時
折
鑓
府
、
富
平
縣
〕
美
原
城
‘
五
代
梁
開
平
末
‘
李
茂
貞
置
―
―
鼎
偶
偵
〕
且
丈
夫
生
不
二
五
鼎
食
一
死
即
―
―
五
鼎
1

烹
耳
゜
〔
漢
子
良
‘
密
啓
〕
雖
―
―
恩
家
得
＞
罪
、
必
宜
―
―
申
憲
一
鼎
姓
胎
レ

傍

‘

鼎

坐

無

"

主

客

↓

州

於

此

「

朱

裕

瑣

改

.

,

裕
州

-
0宋
、
置
く
。
湖
南
省
常
書
‘
貨
殖
博
〕
質
氏
以
涵
炉
削
而
鼎
食
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
讐
、
最
合
―
―
従
網
↓

【
鼎
鐘
】
33

サ
が
か
な
へ
と
な
べ
。
鑓
は
雨
耳
三
足
あ
る
徳
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
〕
常
徳
府
‘
萬
貢
荊
州
若
夫
翁
伯
濁
質
‘
張
里
之
家
‘
撃
猛
理
鼎
食
‘
連
レ
騎
相
過
。
【
鼎
盛
】
52

訂
砕
？
ナ
リ
ま
つ
さ
か
り
。
年
の
壮
な
る
を

鍋
の
類
。
鼎
鑓
玉
石
・
鼎
錨
尚
有
レ
耳
を
見
よ
。
之
域
、
春
秋
戦
國
時
闇
レ
楚
、
秦
置

5
E中
郡
面
苫
曼
武
〔
沈
約
‘
恩
倖
傭
論
〕
非
レ
論
―
―
公
侯
之
世
‘
鼎
食
之
資
↓
い
ふ
。
鼎
は
方
。
〔
漢
書
‘
賣
誼
博
〕
天
子
春
秋
鼎
盛
‘
行

〖
鼎
錨
玉
石
〗34
訂
苔
キ
鼎
を
鑓
の
や
う
に
玉
を
石
陵
郡
「
云
云
‘
宋
大
中
詳
符
五
年
‘
改
日
二
鼎
州
→
〔
文
心
離
龍
‘
時
序
〕
申
二
主
父
以
二
鼎
食
→
〔
王
勃
、
膝
王
義
未
レ
過
‘
徳
澤
有
レ
加
焉
‘
猶
尚
如
レ
此
。
〔
注
〕
應
肋
曰
‘

の
や
う
に
思
ふ
。
奢
係
の
形
容
。
〔
杜
牧
‘
阿
房
宮
賦
〕
【
鼎
｛
貫
】
42

ゲ

バ

鼎

に

盛

つ

た

御

馳

走

。

鼎

食

。

〔

易

、

鼎

〕

閣

序

〕

鐘

鳴

鼎

食

之

家

。

鼎

‘

方

也

。

〔

白

居

易

‘

才

識

兼

茂

明

1

一
於
證
用
―
科
策
一

鼎
錨
玉
石
、
金
塊
珠
礫
‘
弁
瑯
邁
追
、
秦
人
視
レ
之
、
亦
九
二
‘
鼎
有
レ
賓
。
〔
新
書
、
諭
誠
〕
餡
レ
吾
以
―
―
鼎
賓
一
攀
レ
【
鼎
臣
】
4
8
-
グパ

0
三
公
な
ど
の
大
臣
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
道
〕
承
―
―
多
虞
之
運
一
幽
庄
鼎
盛
之
年
↓
〔
宋
史
‘
張
洞
博
〕

不

―

―

甚

惜

↓

被

而

為

レ

幡

゜

〔

播

岳

、

金

谷

集

作

詩

〕

王

生

和

,
1

鼎
賓
↓
叙
偉
下
〕
孝
哀
彬
彬
‘
克
檻
―
―
威
誹
正
彫
―
―
落
洪
支
涵
生
馴
陛
下
春
秋
鼎
盛
‘
初
嗣
二
大
統
一
〔
南
唐
近
事
〕
元
宗
嗣
レ

〖
鼎
録
尚
有
レ
耳
〗35
ザ
彗
戸
リ
鼎
錨
で
さ
へ
も
耳
が
石
子
鎮
一
海
祈
→
鼎
臣
→
〔
注
〕
服
虔
曰
‘
謂
レ
誅

1一
朱
博
王
嘉
之
屡
一
也
。
〔
後
位
之
初
、
春
秋
鼎
盛
。

あ
る
。
然
る
に
人
で
あ
り
な
が
ら
之
を
聞
か
な
い
か
【
鼎
初
】

43-g
字
琥
。

O
明
‘
陳
復
（
懐
安
の
人
）
（
1
1
ー
漢
書
‘
蕉
錮
‘
李
贋
博
〕
上
帝
震
怒
‘
貶
―
―
勁
鼎
臣
二
注
〕
【
鼎
石
】
53

打
字
琥
。

O
明
‘
鐵
絃
(
1
1
ー
4
0
945 :
 126) 

と
い
ふ
意
。
〔
凍
水
紀
聞
、
一
〕
太
祀
寵
―
―
待
韓
王
石
竺
左
4
1
6
9
8
:
 53
1
)
の
字
。

O
清
、
愈
正
請
（
1
-
1
4
3
7
 :
 1
1
3
)
鼎
臣
‘
即
陳
蕃
゜
〔
南
齊
書
、
王
慈
傭
〕
武
功
鼎
臣
‘
賛
庸
の
字
。
●
山
田
瑛
の
琥
。
山
田
鼎
石
(
4
|
7
8
6
9
 :
 824) 

右

史

御

史

中

丞

雷

徳

襲

‘

劾

下

奏

趙

普

檀

―

―

市

人

第

宅

「

の

字

。

元

吏

‘

或

以

―

―

動

崇

工

或

由

1

一

姓

表

↓

〔

徐

陵

‘

廣

州

刺

史

獣

を

見

よ

。

「

の

琥

°

緊
蔽
財
賄
い
上
怒
叱
日
‘
鼎
錨
尚
有
レ
耳
‘
汝
不
レ
聞
,
,
趙
【
鼎
書
】
“
g

冴
陰
か
ら
出
た
賓
鼎
に
か
こ
つ
け
て
‘
陽
願
徳
政
碑
銘
〕
赫
赫
宗
陳
‘
桓
桓
鼎
臣
。
〔
梢
謂
録
、
相
〖
鼎
石
山
人
〗

5
4
打
パ
ペ
清
、
何
其
偉
(
1
ー
5
1
1
:
 230) 

普
吾
之
社
稜
臣
―
乎
。
公
孫
卿
が
漢
の
武
帝
を
欺
い
た
書
。
〔
史
記
、
封
輝
書
〕
臣
古
梢
、
鼎
臣
〕
山
堂
律
孜
‘
姑
威
集
謂
"
宰
相

1為
1珈
~
【
鼎
~
】5
5
g
宰
相
の
位
を
い
ふ
。
〔
蘇
類
‘
授
―
―
蒔
稜
中

【
鼎
士
】
361
勺
か
な
へ
を
持
ち
あ
げ
る
程
の
力
あ
る
勇
齊
人
公
孫
卿
曰
、
今
年
得
.
,
賓
鼎
一
其
冬
辛
巳
朔
旦
冬
臣
百
合
い
鼎
位
↓
〇
字
琥
°
①
唐
、
易
重
(
5
ー
1
3
8
1
4
：
書
侍
郎
一
制
〕
偉
下
週
―
―
践
於
綸
闇
百
盗
初
輝
於
鼎
席
只
稲

士
。
〔
漢
書
‘
郷
陽
博
〕
夫
全
趙
之
時
、
武
力
鼎
士
、
枝
l

一
服
至
、
典
.
,
黄
帝
時
ー
等
、
卿
有
―
―
札
書
五
I

‘
黄
帝
得
―
―
賓
鼎
1
3
4
)
の
字
。
＠
宋
、
朱
龍
文
(
6
-
1
4
4
2
4
:
 1
0
2
6
)
の
字
。
謂
録
‘
相
臣
古
梢
、
鼎
席
〕
揮
塵
前
録
‘
李
士
美
・
何
文

叢
景
之
下
一
者
、
一
旦
成
レ
市
、
而
不
レ
能
レ
止
―
―
幽
王
之
湛
宛
狗
面
回
五
猛
岱
器
竪
鬼
央
謳
封
日
、
黄
帝
得
―
―
賓
鼎
誹
◎
宋
、
徐
絃
(
4
ー
l
O
l
l
O
:
 
1
2
6
)
の
字
。
◎
宋
、
孫
庸
(
8
績
‘
亦
以
―
―
廷
魁
云
ぎ
鼎
席
↓

塵

〔

庄

〕

師

古

曰

‘

鼎

士

攀

畑

之

士

也

。

策

↓

是

歳

己

酉

朔

旦

冬

至

、

得

天

之

紀

↓

終

而

復

始

‘

|
6
9
8
7
 :
 2
8
6
)
の
字
。
⑮
宋
‘
王
鼎
(
7
ー
2
0
8
2
3
 :
 827) 
[
鼎
俎
】
56

バィ

0
か
な
へ
と
ま
な
い
た
。
共
に
生
物
を

【
鼎
司
】
3
7
-
？
三
公
(
1
ー
1
2
:
 5
3
5
)
を
い
ふ
。
又
‘
司
空
於
レ
是
黄
帝
迎
レ
日
推
レ
策
、
後
李
二
十
歳
復
朔
旦
冬
至
、
の
字
。

O
遼
‘
裔
動
(
1
1
0
ー
4
5
3
1
3
:
 2
3
7
)
の
字
°
R
金
‘
料
理
す
る
に
用
ひ
る
。
〔
周
證
‘
天
官
、
内
襄
〕
王
攀
‘
則

(
1
0
ー
3
2
5
7
:
 43)の

O
の
異
稽
゜
〔
後
漢
書
、
方
術
L
‘
謝
凡
二
十
推
‘
―
二
百
八
十
年
、
黄
帝
倦
,
,
登
子
天
↓
卿
因
一
所
賣
絃
(
1
0
-
3
6
7
5
5
:
 4
8
)
の
字
。
R
元
‘
呉
鼎
（
燕
の
人
）
陳
二
其
鼎
俎
盆
竪
牲
罷
二
貫
レ
之
。
〔
注
〕
取
―
―
於
錘
ー
以
｛
貫
レ

夷
吾
博
〕
宜
尚
日
抜
擢
‘
使
＞
登
鼎
司
一
〔
陳
琳
、
為
ニ
キ
戻
忠
ふ
笠
奏
レ
之
、
所
忠
視
―
―
其
書
不
経
一
疑
―
―
其
妄
書
五
謝
(
2
-
3
3
6
5
 :
 3
2
2
)
の
字
。
⑪
明
‘
沈
絃
(
6
ー
1
7
1
8
9
:
 1
5
鼎
‘
取
五
低
加
以
｛
貫
レ
俎
‘
｛
貫
レ
鼎
日
レ
脅
、
｛
貫
レ
俎
曰
レ
載
。

紹
檄
豫
州
文
〕
輿
レ
金
贅
レ
璧
‘
輪
―
―
貨
櫂
門
一
穎
―
―
盗
曰
‘
賓
鼎
事
已
決
癸
、
尚
何
以
為
、
卿
因
―
―
嬰
人
一
奏
レ
之
、
0
)
の
字
。
R
明
‘
湯
和
(
7
|
1
7
8
7
4
 :
 3
3
)
の
字
。
R
明
‘
〔
周
幡
‘
天
官
‘
外
饗
〕
掌
一
外
祭
祀
之
割
亨
平
空
捕
脩
刑

鼎
司
涵
竺
覆
重
器
↓
〔
庄
〕
善
曰
、
周
易
曰
‘
鼎
金
絃
‘
鄭
上
大
説
、
乃
召
問
レ
卿
、
射
曰
‘
受
1

一
此
書
申
公
面
火
ム
已
毛
絃
(
6
-
1
6
7
7
2
:
 6
6
)
の
字
。
R
清
、
田
王
梅
(
7
|
2
1
7
撫
↓
陳
二
其
鼎
俎
玉
竺
之
牲
橙
魚
膳
↓
〔
證
‘
證
運
〕
陳
―
―
其

玄
尚
書
注
曰
‘
鼎
‘
三
公
象
也
‘
良
曰
‘
鼎
司
‘
謂
二
司
空
↓
死
、
上
日
、
申
公
何
人
也
、
卿
曰
‘
申
公
齋
人
‘
輿
え
女
期
2
3
:
 35
5
)
の
字
。

O
清
‘
博
山
(
1
ー
9
3
9
:
 5
6
)
の
初
名
。
犠
牲
面
翌
其
鼎
俎
↓
〔
國
語
、
周
語
中
〕
陳
"
其
鼎
俎
↓
〔
韓

〔
劉
現
‘
勧
進
表
〕
臣
等
荷
―
―
寵
三
世
「
位
厠
―
鼎
司
言
注
〕
生
1

通
‘
受
1

一
黄
帝
言
云
i

か
書
、
獨
有
"
此
鼎
書
己
只
漢
興
[
鼎
新
]
仕
汀

O
藷
ぃ
も
の
ご
と
を
改
め
る
こ
と
べ
易
ヽ
非
子
、
難
言
〕
夫
至
智
説
云
土
聖
↓
然
且
七
十
説
而
不
レ

善
日
‘
鼎
司
、
謂
"
司
空
5
3
｀
贋
日
‘
鼎
司
、
三
公
也
‘
謂
―
―
―
復
帝
デ
黄
帝
之
時
ぢ
口
、
漢
之
聖
者
、
在
ー
一
高
祖
之
孫
且
曾
雑
卦
〕
革
去
レ
故
也
、
鼎
取
レ
新
也
。
〔
易
、
鼎
‘
疏
〕
鼎
者
、
受
‘
身
執
―
―
鼎
俎
歪
1
,

一
庖
宰
ェ
呪
近
習
親
‘
而
湯
乃
僅
知
1

一

現
岱
司
空
↓
妹
也
、
賓
鼎
出
而
卑
ハ
レ
紳
通
‘
封
祠
、
封
祠
七
十
二
王
、
器
之
名
也
、
自
二
火
化
之
後
↓
躊
レ
金
而
為
―
―
此
器
一
以
其
賢
一
而
用
レ
之
。
〔
史
記
‘
遊
侠
傭
論
賛
〕
昔
者
虞
舜
窟
二

【
鼎
耳
】
38

勺
か
な
へ
の
み
み
。
〔
易
、
鼎
〕
九
―
―
-
‘
鼎
耳
唯
黄
帝
得
ー
上
1

一
泰
山
1

封
い
申
公
曰
、
漢
主
亦
常
―
―
上
封
一
供
斎
ふ
任
之
用
↓
呻
ザ
之
鼎
ぶ
烹
飩
成
レ
新
‘
能
成
二
新
法
↓
於
井
凜
五
伊
手
負
―
―
於
鼎
俎
↓
〔
後
漢
書
‘
馬
融
傭
〕
目
罐
l
-

革

五

行

塞

。

〔

國

語

‘

晉

語

四

〕

撮

鼎

耳

而

疾

琥

。

上

封

削

能

倦

二

登

天

戻

。

維

卦

日

、

革

去

レ

故

而

鼎

取

レ

新

、

明

n

―
其
烹
任
有
成
レ
新
鼎
俎
五
ふ
i
,

康
衛
↓
〔
王
褒
｀
聖
主
得
―
―
賢
臣
頌
〕
伊
手

〔
史
記
、
封
祠
書
〕
有
レ
雉
、
登
鼎
耳
一
雅
゜
〔
漢
書
、
五
行
【
鼎
鐘
】
4
5
-
ダ
が
か
な
へ
と
つ
り
が
ね
。
皆
宗
廟
に
備
之
用
↓
〔
参
同
契
〕
御
政
之
首
‘
鼎
新
革
故
。
〔
入
蜀
記
〕
碑
勤
ふ
心
鼎
俎
了
太
公
困
私
心
鼓
刀
一
●
か
な
へ
で
煮
、
ま

志
中
之
下
〕
書
序
又
曰
、
高
宗
祭
―
―
成
湯
云
有
―
―
輩
雉
一
登
―
―
へ
る
器
。
古
、
人
の
功
績
を
ほ
り
つ
け
た
も
の
。
〔
魏
陰
又
云
‘
皇
上
鼎
―
―
新
文
物
一
教
被
二
華
夷
↓
如
宋
妙
旨
‘
な
い
た
で
割
く
。
不
レ
免
―
―
於
鼎
俎
一
を
見
よ
。

鼎
耳
而
礁
〔
劉
馬
錫
‘
遊
―
―
桃
源
一
百
韻
詩
〕
賓
氣
浮
"
志
、
陳
思
王
植
博
〕
功
銘
著
二
於
鼎
鐘
｛
名
梢
垂
二
於
竹
悉
已
偽
窮
゜
〔
李
商
隠
‘
廂t一
送
前
劉
五
経
映
―
詩
〕
鼎
新
〖
不
レ
免
二
於
鼎
俎
―
〗

5
7
ザ
が
9

鼎
に
烹
ら
れ
俎
上
で

鼎
耳
五
評
光
生
―
―
剣
脊
↓
「
登
呼
膠
醜
‘
蓬
俎
鼎
胴
゜
吊
↓
〔
歴
代
名
鵞
記
‘
一
‘
叙
憲
之
源
流
〕
故
鼎
鍾
刻
則
魔
二
學
面
十
故
法
き
一
章
↓
●
五
代
、
南
詔
、
扉
恭
帝
切
ら
れ
て
死
ぬ
こ
と
を
免
れ
な
い
。
〔
淮
南
子
、
脱
山

【
鼎
繭
】

3
9
1
鼎
腟
(
4
0
)
に
同
じ
。
〔
皇
甫
松
、
大
隠
賦
〕
識
―
―
魃
魅
―
而
知
二
紳
姦
↓
〔
楊
維
柏
‘
麒
麟
閣
賦
〕
書
レ
之
（
楊
干
慎
）
の
時
の
私
年
琥
。
年
次
不
明
。
〔
歴
代
紀
元
訓
〕
維
知
レ
将
后
ュ
‘
鶴
知
1

一
夜
半
↓
而
不
レ
免
―
―
於
鼎
俎
↓

【
鼎
腫
】40
ザ
ィ
か
な
へ
の
中
で
煮
た
あ
つ
も
の
。
〔
楚
以
研
常
入
り
‘
銘
レ
之
以
鼎
鐘
-
編
‘
上
〕
。
参
縣
名
。
民
國
十
七
年
、
置
く
。
清
の
高
嚢
縣
〖
負
二
鼎
俎
盃
〖
レ
相
〗

5
8
-各
芦
ザ
咋
伊
手
が
庖
人
と

辞
、
大
招
〕
鼎
嘘
盈
レ
望
‘
和
致
レ
芳
只
゜
〔
注
〕
嘘
‘
熟
゜
〔
蹄
【
鼎
丞
】
46

昇
ウ
清
、
章
高
元
(
8
-
2
5
7
6
1
:
 1
8
2
)
の
字
。
邊
外
の
毛
目
城
の
地
。
廿
粛
省
金
塔
縣
の
東
北
。
黒
河
な
つ
て
殷
の
湯
王
に
説
き
‘
遂
に
宰
相
と
な
っ
た
故

有
光
、
泳
崖
草
堂
賦
〕
厭
―
―
鼎
腟
之
盈
＞
望
分
‘
志
不
レ
去
―
【
鼎
食
】
4
7
-
グ
が
鼎
に
盛
っ
た
食
物
。
幾
個
か
の
鼎
に
盛
と
白
河
と
合
流
す
る
と
こ
ろ
。
事
。
〔
韓
詩
外
博
‘
七
〕
伊
手
故
有
幸
氏
憧
也
、
負
レ
鼎
操
レ

乎

糟

糠

↓

っ

た

食

物

。

翌

富

な

美

味

珍

膳

を

い

ふ

。

貴

人

の

食

物

。

【

鼎

水

】

50

げ
か
な
へ
の
み
づ
。
〔
周
幡
、
夏
官
‘
摯
壺
俎
調
i
i

五
味
↓
而
立
為
レ
相
。
〔
史
記
‘
殷
紀
〕
伊
手
‘
名

【
鼎
州
】
41

坑
州
名
。

O
五
代
の
時
、
李
茂
貞
、
置
く
。
又
、
そ
れ
を
食
べ
る
こ
と
。
富
裕
な
生
活
を
す
る
こ
と
。
氏
〕
及
レ
冬
、
則
以
レ
火
襲
二
鼎
水
盃
皿
沸
レ
之
而
沃
レ
之
。
阿
衡
‘
云
云
‘
阿
衡
欲
レ
干
レ
湯
而
無
レ
由
、
乃
為
,
,
有
幸

643
 

挟
西
省
富
平
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
西
安
〔
墨
子
、
七
患
〕
人
君
徹
面
食
五
分
之
―
二
↓
〔
史
記
、
主
父
【
鼎
姓
】
51

打
巨
族
を
い
ふ
゜
鼎
族
(
6
4
)
に
同
じ
。
〔
蒲
氏
膝
臣
石
が
鼎
俎
一
以
滋
味
説
レ
湯
‘
致
午
王
道
↓

|

l

|

 

鼎

部

鼎

0
五



(48315・ ・59)一 (48315・・85) 

【
鼎
詐
】59
ザ
ィ
—
帝
王
の
位
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
石
弘
載
記
〕
〖
若
-
―
鼎
足
―
〗

6
2
咋
臼
以
ク
ノ
三
者
酎
立
し
て
ゐ
る
の
を

程
退
泣
曰
‘
魏
任
司
馬
箆
父
子
五
終
―
―
於
鼎
詐
治
移
百
ぞ
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
史
記
、
貨
殖
博
〕
唐
人
都
―
―
河
東
「
殷
人

此
而
観
‘
中
山
登
将
来
有
レ
盆
者
乎
゜
〔
南
齊
書
、
高
帝
紀
都
―
―
河
内
一
周
人
都
―
―
河
南
工
夫
三
河
在
―
―
天
下
之
中
玉
若
1

一

論
〕
漢
高
紳
武
駿
聖
、
観
―
―
秦
氏
東
遊
云
蓋
是
雅
多
1

一
大
鼎
足
↓

言
「
非
1
1

始
自
知
天
命
函
心
武
聞
1

一
少
公
之
論
＞
識
、
亦
特
【
鼎
錬
】
63

ザパ

O
か
な
へ
の
も
り
も
の
。
練
は
鼎
の
中

一
時
之
笑
語
、
魏
武
初
起
l

一
義
兵
盆
び
期
征
西
之
墓
‘
晉
の
賓
。

O
鼎
の
足
が
折
れ
て
君
の
練
を
覆
す
と
い
ふ
易

宣
不
―
―
ー
内
迫
盃
品
空
登
有
レ
定
1

一
覇
浮
橋
玉
宋
氏
屈
1

一
起
匹
の
語
を
、
大
臣
が
輔
弼
の
任
を
盛
さ
ず
國
家
の
輯
覆
を

表
兵
由
レ
義
立
‘
咸
皆
一
世
推
雄
、
卒
開
二
鼎
詐
↓
〔
南
齊
招
く
喩
と
す
る
こ
と
か
ら
轄
じ
て
‘
國
家
の
政
務
の
意

書
、
王
倹
博
〕
草
昧
皇
基
、
協
薩
鼎
詐
↓
〔
周
書
、
晉
蕩
公
に
用
ひ
る
。
〔
易
、
鼎
〕
九
四
鼎
折
レ
足
、
覆
公
飩
↓
〔
疏
〕

護
博
〕
臣
所
ー
1

一
以
勤
勤
懇
懇
干
二
躙
天
威
―
者
、
但
不
レ
負
―
―
錬
‘
惨
也
、
八
珍
之
膳
‘
鼎
之
賓
也
、
云
云
‘
鼎
足
既
折
‘

太
祖
之
顧
託
面
竺
安
國
家
之
鼎
詐
―
耳
。
〔
蒔
道
衡
‘
老
則
覆
二
公
錬
一
也
。
〔
程
傭
〕
鼎
折
レ
足
‘
則
傾
二
覆
公
上

氏
碑
〕
永
固
洪
基
盆
忍
四
鼎
詐
↓
之
錬
こ
昧
‘
鼎
賓
也
、
居
―
―
大
臣
之
位
ぶ
色
天
下
之
任
一

【
鼎
錯
】
60

勺
か
な
へ
。
錯
は
小
鼎
゜
〔
淮
南
子
、
説
山
而
所
レ
用
非
レ
人
‘
至
1

一
於
覆
敗
↓
〔
博
玄
‘
失
題
詩
〕
過

訓
〕
鼎
錯
日
用
而
不
レ
足
レ
責
゜
〔
注
〕
錯
、
小
鼎
゜
謬
佐
,
,
台
輔
芦
女
能
任
1

一
鼎
練
一
〔
櫂
徳
輿
‘
仲
秋
朝
拝
―
―
昭

【
鼎
足
】
61

灯
〇
か
な
へ
の
あ
し
。
―
―
一
本
あ
る
。
●
鼎
陵
―
詩
〕
良
将
授
―
―
兵
符
盃
匡
臣
調
鼎
陳
↓

の
足
の
や
う
な
役
目
を
す
る
意
。
一
二
人
が
並
び
立
つ
て
【
鼎
族
】
64

灯
大
ぎ
く
さ
か
ん
な
家
が
ら
。
大
家
。
巨

力
を
合
せ
‘
國
家
・
君
主
な
ど
を
保
全
・
輔
佐
す
る
を
喩
室
。
〔
徐
陵
‘
為
―
―
王
儀
同
一
致
仕
表
〕
五
陵
鼎
族
‘
家
博
1
-

へ
て
い
ひ
‘
王
と
し
て
一
一
＿
公
の
場
合
に
い
ふ
。
〔
管
子
、
軒
晃
↓
〔
庚
信
‘
周
車
騎
大
将
軍
賀
婁
公
神
道
碑
〕
公
六

大
匡
〕
吾
―
二
人
者
之
於
―
―
齊
國
一
也
、
讐
レ
之
猶
―
―
鼎
之
有
▽
郡
良
家
、
西
河
鼎
族
、
地
牡
―
―
金
行
：
人
雄
1

一
塞
氣
↓
〔
白

足
也
、
去
こ
焉
則
必
不
レ
立
芙
゜
〔
漢
書
‘
馬
宮
偲
〕
―
二
公
行
簡
‘
李
娃
偶
〕
君
嘗
五
空
媛
鼎
族
一
以
奉
・
蒸
嘗
i
i

之
任
‘
鼎
足
承
レ
君
゜
〔
漢
書
、
彰
宣
博
〕
―
二
公
鼎
足
承
レ
【
鼎
泰
】
6
5
"
“
明
、
周
卜
暦
(
2
|
3
4
4
1
 :
 8
6
2
)

の
字
。

君
、
一
足
不
社
‘
則
置
胤
美
賓
二
注
〕
師
古
日
、
易
鼎
【
鼎
扉
]
6
6

”
“
〇
か
な
へ
。
扉
は
お
ほ
が
な
へ
。
〔
戦
國
‘

卦
九
四
交
辟
曰
‘
鼎
折
レ
足
‘
覆
入
ム
錬
盃
竺
公
錬
「
故
宣
楚
策
〕
故
書
油
ご
―
―
乎
江
河
↓
夕
調
1

一
乎
鼎
扉
↓
〔
高
適
、
留
ニ

引
以
為
ヒ
―
―
―
=
。
〔
漢
書
、
倭
幸
‘
蔵
賢
博
〕
夫
三
公
鼎
足
之
上
李
右
相
1

詩
〕
隠
診
江
山
藻
、
築
氣
鼎
誦
銘
。
●
宰
相

輔
也
。
〔
後
漢
書
‘
鄭
興
傭
〕
居
則
為
1

一
専
念
之
使
了
人
必
の
位
の
喩
゜
〔
國
老
談
苑
‘
下
〕
寇
準
出
―
―
入
宰
相
一
三
十

岱
鼎
足
之
臣
盃
興
従
レ
俗
者
也
。
参
三
公
の
位
を
い
ふ
。
年
、
不
レ
q
戸
私
第
云
慮
士
魏
野
贈
レ
詩
曰
、
有
に
目
居
二
鼎

〔
後
漢
書
‘
逸
民
、
巌
光
傭
、
司
徒
侯
覇
輿
レ
光
素
藉
遣
レ
踊
三
笠
地
起
,
,
棲
畳
↓

使
奉
レ
書
‘
注
〕
問
―
―
子
道
一
日
‘
君
房
素
擬
、
今
為
―
―
三
公
一
【
鼎
堂
】
67
戸
5

清
、
蒋
燈
(
9
ー

3
1
8
2
0
:
 5
)

の
琥
。

寧
小
差
否
、
子
道
日
‘
位
近
,
,
鼎
足
デ
不
レ
擬
也
。
〔
張
衡
、
【
鼎
雉
】
68

紆
ィ
高
宗
が
湯
王
を
祭
っ
た
時
、
か
な
へ
の

南
都
賦
〕
周
召
之
偉
‘
撮
―
―
鼎
足
―
焉
。
〔
注
〕
良
曰
‘
言
下
耳
に
と
ま
つ
て
鳴
い
た
と
傭
へ
ら
れ
る
雉
。
不
詳
の
も

漢
家
亦
有
周
公
邪
公
之
僑
二
輔
佐
可
レ
依
、
加
鼎
足
一
の
と
せ
ら
れ
る
。
維
レ
鼎
之
雉
(
1
0
5
)

を
も
見
よ
。
〔
書
、

者
、
以
理
矢
子
之
職

3R―
二
方
に
割
撮
し
て
相
封
立
す
高
宗
形
日
序
〕
高
宗
祭
一
成
湯
云

g
飛
雉
五
升
二
鼎
耳
命
匹

る
喩
。
〔
史
記
‘
淮
陰
侯
傭
〕
営
今
雨
主
之
命
、
縣
私
任
足
雅
‘
祗
己
訓
1

諸
王
元

g
高
宗
杉
日
↓
〔
後
漢
書
、
劉
陶

下
厄
下
為
レ
漢
則
漢
勝
、
興
レ
楚
則
楚
勝
、
誠
能
馳
[
i

博
〕
武
丁
得
1

一
博
説
一
以
消
1

一
鼎
雉
之
災
一
周
宣
用
1

一申

之
計
面
否
若
下
雨
利
而
倶
存
レ
之
、
参
1

一
分
天
下
面
加
足
而
甫
i

以
清
―
―
夷
属
之
荒
↓
〔
注
〕
高
宗
時
有
レ
雉
、
登
二
鼎

居
中
其
勢
い
莫
―
―
敢
先
動
↓
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
博
〕
今
将
軍
誠
耳
―
而
雅
‘
武
丁
憫
而
修
レ
徳
‘
位
以
永
寧
゜
〔
呉
志
‘
賀

能
命
―
―
猛
将
涵
竺
兵
散
萬
↓
興
―
豫
州
ー
協
規
同
力
、
破
一
部
偵
〕
高
宗
修
レ
己
‘
以
消
1

一
鼎
雉
之
異
↓
宋
景
崇
レ
徳
‘
以

操
軍
必
芙
、
操
軍
破
必
北
還
‘
如
レ
此
則
荊
呉
之
勢
彊
、
退
―
―
榮
惑
之
嬰
↓

鼎
足
之
形
成
尖
、
成
敗
之
機
、
在
,
,
於
今
日
↓
〔
播
岳
、
為
,
,

【
鼎
峙
】
69

朽
ィ
か
な
へ
の
足
の
や
う
に
三
方
に
そ
ば
だ

買
饂
作
贈
―
―
陸
機
詞
〕
―
二
雄
鼎
足
、
孫
啓
―
南
呉
↓
っ
°
鼎
立
。
〔
呉
志
、
呉
主
孫
櫂
傭
評
〕
故
能
自
檀
―
―
江
表
一

鼎

部

鼎

成
面
峙
之
業
一
〔
晉
書
、
顧
榮
傭
〕
分
"
置
子
弟
否
弓
一
列

郡
面
竺
穂
豪
傑
云
有
,
,
孫
氏
鼎
峙
之
計
言
晉
書
‘
涼
武
昭

王
傭
〕
昔
漢
運
将
レ
終
‘
三
國
鼎
峙
。
〔
入
蜀
記
〕
登
二
華
巌

羅
漢
閣
↓
閣
輿
"
虞
含
閣
・
鐘
棲
1

鼎
峙
‘
皆
極
二
天
下
之

牡
麓
↓

〖
鼎
峙
春
秋
〗7
0
-
gグ＇
ウ
戯
曲
の
名
。
清
、
荘
洛
親
王

の
作
。
三
國
志
の
典
故
を
演
じ
た
も
の
。

【
鼎
跨
】
71

勺
か
な
へ
の
足
の
や
う
に
―
二
方
に
立
つ
。

鼎
峙
に
同
じ
。
〔
陸
機
‘
琲
亡
論
上
〕
遂
蹟
"
天
琥
面
鼎
峙
而

立
。
〔
蜀
志
、
部
正
傭
〕
今
三
方
鼎
持
、
九
有
未
レ
又
。

【
鼎
鼎
】
72

け

0
の
ぴ
の
ぴ
と
ゆ
る
や
か
な
さ
ま
。
身

謄
に
し
ま
り
の
な
い
さ
ま
。
〔
證
‘
檀
弓
上
〕
鼎
鼎
爾
則
小

人
。
〔
注
〕
謂
,
,
大
舒
一
〔
疏
〕
若
吉
事
鼎
鼎
爾
不
―
―
自
巌
敬
一

則
如
小
人
然
、
形
橙
寛
緩
也
。

O
光
陰
の
盛
に
過
ぎ

去
る
さ
ま
。
〔
陶
潜
‘
飲
酒
詩
〕
鼎
鼎
百
年
内
、
持
レ
此
欲
―
―

何
成
芦
陸
涌
、
雨
夜
有
レ
懐
―
―
張
季
長
少
卿
1

詩
〕
鼎
鼎
百

年
如
1

一
電
速
二
蓼
客
一
笑
抵
二
河
清
-
●
盛
大
な
さ
ま
。

〔
宋
、
陸
漉
歳
晩
書
懐
詩
〕
残
歳
堂
堂
去
、
新
春
鼎
鼎
来
。

【
鼎
肉
】
731
芦
鼎
の
中
の
肉
。
熟
肉
を
い
ふ
。
〔
孟
子
‘
萬

章
下
〕
謬
公
之
於
二
子
思
一
也
、
函
一
問
、
函
＿
饒
二
鼎
肉
二
集

注
〕
鼎
肉
‘
熟
肉
也
。

【
鼎
亨
】
が
芥
か
な
へ
の
中
で
に
ら
れ
る
こ
と
。
亨
は

烹
に
通
ず
。
〔
漢
書
、
主
父
櫃
博
賛
〕
主
父
求
―
―
欲
鼎
亨
―

而
得
レ
族
。

【
鼎
芳
】
14

一
苫
明
、
大
香
(
3
ー

5
8
3
1
:
 2
7
6
)

の
名
。

【
鼎
望
】
75

雰
清
‘
張
朝
臣
(
4
|
9
8
1
2
 :
 1
3
9
7
)

の
字
。

【
鼎
鼻
】
7
6
c
f
ィ
山
名
。

O
四
川
省
仁
壽
縣
の
西
南
隅
。

〔
明
一
統
志
〕
鼎
鼻
山
、
在
"
仁
壽
縣
治
西
南
百
ぞ
其
地

形
隆
起
故
‘
又
名
―
―
隆
山
↓
〇
四
川
省
彰
山
縣
の
東

北
。
〔
元
和
志
〕
鼎
鼻
山
、
亦
曰
,
,
打
鼻
山
ギ
木
礁
樅
撮
l
-

西
蜀
↓
朱
齢
石
伐
レ
之
、
樅
遣
和
吋
誰
小
荀
云
手
打
鼻
ー
以

禦
レ
之
、
郎
此
、
山
形
孤
起
、
東
臨
二
江
水
一
昔
周
鼎
4
四
於

此
水
盃
百
空
其
鼻
一
遂
以
名
レ
LlJ゚

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

四
川
、
眉
州
、
彰
山
縣
〕
鼎
鼻
山
‘
縣
東
北
二
里
、
山
形
曲

如
鼎
見
劉
詢
日
、
西
魏
改
健
為
縣
↓
日
隆
摂
以
下

界
内
有
―
―
鼎
鼻
山
↓
地
形
隆
起
上
故
也
。

【
鼎
夫
】
7
7
7
7
ィ
明
、
注
宗
器
(
6
-
1
7
1
5
4
:
 2
8
0
)

の
字
。

【
鼎
沸
】
18

巧
か
な
へ
の
湯
が
沸
騰
す
る
。
又
、
か
な
へ

の
湯
が
沸
騰
す
る
や
う
に
さ
わ
ぎ
た
つ
。
墾
衆
な
ど
が

さ
わ
ぎ
た
つ
喩
。
又
、
天
下
の
乱
れ
る
喩
゜
〔
漢
書
‘
霰
光

博
〕
塁
下
鼎
沸
、
社
稜
将
レ
傾
‘
今
日
之
議
、
不
レ
得
レ
旋
レ

踵
。
〔
淮
南
子
、
詮
言
訓
〕
夫
函
牛
之
鼎
沸
、
而
蠅
納
弗
ニ

敢
入
面
茫
山
之
玉
瑣
、
而
塵
垢
弗
レ
能
レ
汗
也
。
〔
司
馬
相

如
、
上
林
賦
涵
滴
漏
湖
‘
拾
凍
鼎
沸
。
〔
後
漢
書
、
梁
翼

傭
〕
官
府
市
里
鼎
沸
、
散
H
乃
定
。
〔
後
漢
書
、
王
允
博
〕

義
兵
鼎
沸
、
在
―
―
於
蘊
卓
↓
況
其
窯
輿
乎
゜
〔
蜀
志
、
誰
周

博
〕
既
囲
秦
末
鼎
沸
之
時
↓
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
誼
諄
鼎

沸
、
則
眈
一
話
宇
宙
↓
〔
注
〕
翰
曰
‘
誼
捧
之
臀
‘
如
鼎
之

沸
ぢ
墨
話
於
天
地
一
也
。
〔
晉
書
‘
祀
池
博
〕
四
海
鼎
沸
‘

豪
傑
並
起
。

【
鼎
分
】
79

召
三
分
す
る
こ
と
。
鼎
は
一
二
足
あ
る
か
ら

鼎
を
一
二
の
義
に
用
ひ
る
。
〔
田
錫
、
登
障
棲
賦
〕
自
二
春
秋

戦
國
之
後
一
泊
―
―
呉
魏
鼎
分
之
際
王
＇
文
僭
レ
王
‘
莱
輿

擬
レ
—
帝
。
〔
齋
藤
拙
堂
、
諸
葛
亮
比
―
―
管
仲
築
毅
一
論
〕
鼎
―
―

分
天
下
一

【
鼎
文
】
80

ガ
バ
後
唐
‘
孔
勅
(
8
ー

6
9
3
3
:
 5
3
)

の
字
。

【
鼎
寵
】
81

訂
鼎
の
お
ほ
ひ
。
編
鼎
(
8
ー

2
7
6
6
5
:
 6
2
)
 

を
見
よ
。
〔
儀
證
‘
公
食
大
夫
證
‘
I

鼎
若
束
若
編
‘
注
〕
凡

鼎
鼎
蓋
‘
以
レ
茅
為
レ
之
、
長
則
束
レ
本
‘
短
則
編
其
中
央
↓

【
鼎
甫
】
8
2
5
ィ
字
琥
°
.
清
‘
朱
一
新
(
6
|
1
4
4
2
4
 :
 6
6
 

4
)

の
字
。

O
清
‘
沈
維
縞
(
6
ー

1
7
1
8
9
:
 4
1
5
)

の
字
。

【
鼎
輔
】
83

勺
―
二
公
を
い
ふ
。
大
臣
。
〔
後
漢
書
‘
朱
浮

博
〕
即
位
以
来
、
不
レ
用
―
―
奮
典
五
聖
刺
學
之
官

t岬
鼎

輔
之
任
↓
〔
魏
志
、
雀
球
博
〕
孫
幡
・
慮
硫
、
始
入
＿
一
軍
府
一

球
又
名
乙
之
日
‘
孫
疏
亮
充
烈
、
剛
簡
能
断
‘
慮
清
警
明

理
、
百
錬
不
レ
消
‘
皆
公
才
也
、
後
林
穂
硫
成
至
鼎
輔
↓

【
鼎
味
】
8
4
-
1
O料
理
の
味
。
料
理
。
〔
南
齊
書
、
劉
休

博
〕
帝
頗
有
好
尚
ギ
澁
宜
飲
食
五
休
多
藝
能
玉
妥
及
l
-

鼎
味
問
焦
不
レ
解
。
〔
唐
書
、
李
綱
博
〕
有
1

一
進
レ
魚
者
「

太
子
使
レ
謄
レ
之
‘
唐
倹
・
趙
元
楷
、
自
言
二
其
能
エ
太
子
曰
‘

臆
刀
謄
レ
鯉
和
鼎
味
「
公
等
善
レ
之
、
若
弼
諧
審
i

烹
固

農
綱
牟
。
●
天
下
の
政
を
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
斐
秀
傭
〕
孝
友

贅
於
郷
票
高
瞥
聞
於
遠
巽
誠
宜
下
銅
佐
誤
明
面
．

和
鼎
味
い
〔
宋
書
、
隠
逸
‘
周
績
之
傭
〕
江
州
刺
史
劉
柳

塵
之
高
姐
曰
‘
云
云
、
若
升
t

一
之
宰
府
「
必
鼎
味
斯
和
。

【
鼎
命
】
85

バ
"
-
帝
王
の
位
を
い
ふ
。
鼎
酢
(
5
9
)

に
同
じ
。

〔
周
書
‘
皇
后
博
序
〕
若
聘
納
以
レ
徳
‘
防
閑
以
レ
聘
、
大
義

正
―
―
於
宮
闇
ぞ
上
化
行
―
―
於
邦
國
面
叫
坤
儀
式
固
‘
而
鼎
命

惟
永
琴
〔
南
史
‘
王
僧
辮
傭
〕
及
レ
競
1

鵠
頭
↓
中
江
而
風

浪
‘
師
人
咸
濯
、
僧
辮
再
拝
告
レ
天
曰
‘
僧
翔
忠
臣
‘
奉
レ
辟

1
0五
二

13648 



(48315 .. 86)一 (48317)

鼎

部

鼎

叫

〔
―
-
畿
〕

鼎

伐
レ
罪
、
社
稜
中
輿
‘
嘗
レ
使
―
―
風
息
ヰ
右
鼎
命
中
溢
‘
請
従
レ

此
逝
‘
言
詑
風
止
、
自
レ
此
遂
没
え
女
流
↓
〔
徐
陵
‘
為
,
,
陳
武

帝
臼
ハ
―
一
周
宰
相
一
書
〕
梁
氏
以
二
天
誅
斯
改
、
期
運
永
終
↓

欽
若
―
唐
恩
推
―
―
其
鼎
命
↓

【
鼎
銘
】
86

げ
か
な
へ
に
ほ
っ
た
銘
の
文
。
〔
幡
‘
祭
統
〕

故
衛
孔
裡
之
鼎
銘
日
、
六
月
丁
亥
、
公
椴
―
―
於
太
廟
犬
ム

曰
、
叔
舅
、
乃
祖
荘
叔
、
左
―
―
右
成
公
面
成
公
乃
命
.
,
荘
叔
↓

随
難
於
漢
陽
面
1

一
宮
子
宗
周
奔
走
無
レ
射
‘
啓
―
―
右
獣

竺
獣
公
乃
命
1

一
成
叔
盃
纂
1

一
乃
祗
服
五
は
考
文
叔
‘
興
ハ
ニ
藷

嗜
欲
一
作
卒
一
慶
士
硲
切
憔
―
―
衛
國
一
其
勤
1

一
公
家
言
爪
夜

不
レ
解
、
民
咸
曰
、
休
哉
、
公
曰
‘
叔
舅
、
予
―
―
女
銘
玉
若
纂
二

乃
考
服
面
裡
拝
稽
首
日
、
討
揚
以
辟
レ
之
、
勤
,
,
大
命
な
聾

f
悉
葬
鼎
五
此
衛
孔
裡
之
鼎
銘
也
。
〔
左
氏
、
昭
‘
七
〕
及
―
―

正
考
父
丘
竺
戴
武
宣
全
―
―
一
命
荘
盆
共
‘
故
其
鼎
銘
云
‘

一
命
而
悽
、
再
命
而
偏
‘
三
命
而
俯
‘
循
レ
睛
而
走
‘
亦

莫
桑
敢
侮
↓
鐙
1

一
於
是

t
h於
是
「
以
鋤
1

一
余
旦
其
共

也
如
レ
是
。
〔
摯
虞
‘
文
章
流
別
論
〕
後
世
以
来
之
器
銘
之

嘉
者
、
有
二
王
若
鼎
銘
．
雀
暖
机
銘
・
朱
公
叔
鼎
銘
・
王
簗

硯
銘
二
咸
以
表
顛
功
徳
ご
大
子
銘
嘉
量
、
諸
侯
大
夫
銘

太
常
‘
勒
―
―
鍾
鼎
一
之
義
、
所
J
言
雖
レ
殊
‘
而
令
レ
徳
一
也
‘

李
尤
為
レ
銘
、
自
―
―
山
河
都
邑
ご
全
1

一
千
刀
筆
平
契
一
無
レ

不
レ
有
レ
銘
‘
而
文
多
稿
病
。
〔
杜
甫
‘
秦
州
見
―
―
赦
目
一
蒔

三
暖
授
―
―
司
議
郎
一
畢
四
曜
除
ー
ー
監
察
―
詩
〕
上
将
盈
蕩
i

部
五
ル
動
溢
鼎
銘
一

【
鼎
門
]
8
7

紆
パ
金
陵
（
南
京
）
の
門
の
名
。
〔
謝
眺
‘
暫
使
,
,

下
都
一
夜
競
一
新
林
一
至
,
,
京
邑
―
贈
,
,
西
府
同
僚
一
詩
〕
騒
ニ

車
鼎
門
外
面
炉
見
,
,
昭
丘
陽
↓
〔
注
〕
銑
日
、
鼎
門
‘
丹
陽

郡
門
也
。

【
鼎
躍
】
88

打
か
な
へ
を
を
ど
ら
す
力
技
、
又
、
そ
れ
を

す
る
人
を
い
ふ
。
〔
懸
鐵
論
、
除
狭
〕
戯
車
鼎
躍
‘
咸
出

補
レ
吏
゜

【
鼎
立
】
89

げ
パ
か
な
へ
の
一
―
一
本
足
の
や
う
に
並
ぴ
た

つ
。
〔
呉
志
、
陸
凱
博
〕
近
者
漢
之
衰
末
、
三
家
鼎
立
‘
曹

芸
綱
紀
盃
百
有
二
其
政
↓
〔
宋
書
、
天
文
志
一
〕
蜀
記
梢
、
明

帝
問
土
烈
憚
日
、
天
下
鼎
立
、
何
地
為
レ
正
‘
封
曰
、
常
レ

堕
天
文
五
i
焚
惑
守
レ
心
‘
而
文
皇
帝
崩
、
呉
蜀
無
レ
事
、

此
其
徴
也
。
〔
唐
書
、
杜
佑
偉
〕
建
武
時
、
公
孫
逃
・
陳
群

未
5

滅
、
太
和
・
正
始
・
太
元
時
‘
呉
蜀
鼎
立
、
開
皇
時
‘
陳

尚
割
撮
‘
皆
羅
取
俊
又
↓
猶
不
レ
慮
玉
ヘ
レ
人
以
資
＞
敵
。

【
鼎
呂
】
90

閃
九
鼎
大
呂
の
略
。
九
鼎
は
夏
の
萬
王
が

九
州
の
金
を
あ
つ
め
て
躊
た
九
個
の
鼎
、
夏
殷
周
三
代

相
博
の
賓
器
。
大
呂
は
周
の
宗
廟
に
あ
る
大
鐘
‘
大
呂

の
調
に
合
す
る
昔
を
獲
す
る
か
ら
い
ふ
。
皆
非
常
に
重

＜
貴
い
も
の
の
喩
゜
〔
史
記
、
平
原
君
博
〕
毛
先
生
―
至
レ

楚
‘
使
n

―
趙
重
―
―
於
九
鼎
大
呂
↓
〔
苑
成
大
、
北
山
草
堂
千

巖
観
新
成
徐
叔
智
運
使
吟
一
士
は
墨
相
賀
次
韻
謝
レ
之

詩
〕
花
前
一
杯
重
如
悶
只
明
日
埓
レ
田
井
灌
レ
圃
゜

【
鼎
力
]
9
1

げ
が
〇
カ
を
く
ら
べ
る
。
力
く
ら
べ
を
す

る
。
〔
堕
鐵
論
‘
刺
櫂
〕
隆
レ
財
鼎
レ
カ
、
躙
レ
鞠
闘
レ
難
。
●

t
i
n
g
'
I
i
'

大
力
。

【鼎一
I

回】
92

げ
か
な
へ
。
婿
は
脚
の
間
の
ひ
ろ
い
鼎
。
一

説
に
‘
脚
の
中
空
な
鼎
゜
〔
陸
亀
蒙
、
食
レ
魚
詩
〕
江
南
春

旱
魚
無
レ
澤
‘
歳
晏
未
益
品
庁
鼎
隔
↓

【
鼎
墟
】
93of吋
仙
丹
を
練
る
鼎
を
か
け
る
遣
。
〔
参
同

契
〕
恨
月
法
、
鼎
遣
白
虎
為
石
醤
烹
〔
劉
綱
‘
鶴
林
詩
〕
鼎

遭
存
レ
火
烹
鉛
禾
一

【
鼎
録
】
94

叶
パ
書
名
。
一
巻
。
藷
本
は
梁
の
虞
席
撰
と
題

す
る
も
‘
方
加
は
陳
の
人
で
梁
と
稲
す
る
は
誤
゜
〔
四
庫
提

要
、
子
、
譜
録
類
〕
。

【
狂
レ
鼎
】
95

月

0
大
鼎
を
も
ち
あ
げ
る
。
〔
史
記
‘
項

利
紀
〕
籍
長
八
尺
餘
、
力
能
狂
レ
鼎
。

0
文
章
に
長
ず
る

を
稲
賛
す
る
辞
。
〔
韓
愈
、
病
中
贈
―
―
張
十
八
一
詩
〕
龍
文

百
料
鼎
、
筆
力
可
"
掲
狂
↓

【
定
レ
鼎
】
96
ザ

g
都
を
定
め
る
こ
と
。
周
の
成
王
が
九

鼎
を
郊
那
に
葵
い
て
都
と
定
め
た
か
ら
い
ふ
。
〔
左
氏
、

宣
‘
―
二
〕
成
王
定
,
,鼎
於
郊
郡
~
ト
レ
世
三
十
、
ト
レ
年
七

百
‘
天
所
レ
命
也
。
〔
注
〕
郊
郡
、
今
河
南
也
、
武
王
遷
レ
之
、

成
王
定
也
。

【
鼎
可
レ

tI
】9
7
7
0
t
{

／
鼎
さ
へ
も
も
ち
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
る
。
筆
力
の
つ
よ
く
盛
な
形
容
。
〔
胡
天
消
‘
給
,
,
四

江
韻
1

賦
―
―
海
棠
1

詩
〕
興
酬
弄
レ
筆
鼎
可
レ
狂
。

【
鼎
郊
観
】
98

”
”
”
'
ゥ
漢
代
の
宮
観
の
名
。
〔
太
平
御
覧
‘

居
虞
部
七
‘
観
〕
漢
宮
殿
名
曰
、
長
安
有
,
,
云
云
‘
鼎
郊
観
↓

【
鼎
折
レ
足
】
9
9
t
芦
ヲ
ル
鼎
の
足
が
折
れ
れ
ば
中
の
物
を

覆
す
こ
と
か
ら
、
大
臣
が
其
の
任
に
堪
へ
な
い
で
國
家

を
誤
る
喩
。
鼎
折
レ
足
覆
二
公
錬
一
を
見
よ
。

〖
鼎
折
レ
足
覆1

1公
錬
]
1
0
0
功
欠
g
”
”
ハ
ガ
ヘ
ス
鼎
の
足

が
折
れ
る
と
、
君
主
に
供
す
べ
き
中
味
を
覆
す
。
三
公

の
位
に
在
る
者
が
其
の
任
を
虚
さ
な
い
で
國
家
を
覆

す
喩
゜
鼎
錬
(
6
3
)

を
見
よ
。
〔
易
‘
鼎
〕
九
四
‘
鼎
折
レ
足

置
公
鰊
其
形
渥
‘
凶
゜
〔
疏
〕
錬
‘
枠
也
、
八
珍
之
膳
‘
鼎

之
賓
也
。
〔
漢
書
、
彰
宣
博
〕
三
公
鼎
足
承
レ
君
、
一
足
不
レ

任
‘
則
覆
1

一
吼
美
賓
↓

【
鼎
顛
趾
】
101

芦
合
芯
鼎
が
さ
か
し
ま
に
な
る
こ
と
。

〔
易
、
鼎
〕
初
六
‘
鼎
顛
如
皿
、
利
如
ザ
否
。

【
鼎
玉
亀
符
】
102

昇
梵
ヨ
ク
―
帝
王
の
符
籟
゜
〔
海
録
砕
事
、

帝
王
部
、
ー
帝
王
〕
干
文
揖
譲
‘
取
5

之
也
殊
レ
途
‘
鼎
玉
亀

符

、

成

レ

之

也

一

レ

致

。

「

9
)

の
尊
梢
゜

【
鼎
山
先
生
】
103

”iし宋
、
蒋
康
國
(
9
|
3
1
8
2
0
 :
 
1
2
 

【
摯
畑
絶
レ
膝
】
104

豆
パ
”
”
”
テ
か
な
へ
を
あ
げ
て
ひ
ざ

が
し
ら
の
骨
を
折
る
。
秦
の
武
王
が
孟
説
と
力
く
ら
ベ

を
や
っ
た
故
事
。
絶
膝
゜
〔
史
記
、
秦
紀
〕
王
臭
孟
説
↓

學
レ
鼎
絶
レ
謄
、
八
月
、
武
王
死
。

【
雅
レ
鼎
之
雉
】
105

昇

(-r
殷
の
武
丁
の
時
‘
鼎
の
耳
に

と
ま
つ
て
鳴
い
た
雉
。
武
丁
は
之
を
見
て
‘
妖
祥
と
し

て
恐
れ
、
徳
を
修
め
て
政
事
を
動
み
、
遂
に
患
を
免
れ

た
故
事
。
鼎
雉
(
6
8
)

に
同
じ
。
〔
史
記
‘
殷
紀
〕
帝
武
丁

祭
函
邊
明
日
有
飛
雙
登
鼎
耳
而
晦
‘
武
丁
濯
、

祀
己
日
、
王
勿
レ
憂
、
先
修
1

一
政
事
二
云
云
、
武
丁
修
レ
政

行
レ
徳
‘
天
下
咸
罐
‘
殷
道
復
興
。
〔
本
朝
文
梓
、
二
‘
菅
三

品
、
滅
服
御
常
膳
1

拉
恩
赦
詔
〕
殷
宗
雅
レ
鼎
之
雉
‘
昇
レ

耳
之
妖
自
消
。

【
躊
レ
鼎
象
レ
物
】
106

圧
”
”
げ
鼎
を
作
っ
て
遠
方
の
種

種
の
物
を
こ
れ
に
ゑ
が
く
。
人
民
を
し
て
豫
め
物
怪
の

状
態
を
知
ら
せ
る
た
め
で
あ
る
。
〔
左
氏
‘
宣
、
三
〕
昔
夏

之
方
有
レ
徳
也
、
遠
方

111レ
物
、
貢
1

一
金
九
牧
云
躊
レ
鼎
象
レ

物
、
百
物
而
葛
之
備
「
使
艮
知
軸
姦
二
注
〕
象
所
レ

圏
物
玉
？
之
於
皿
也
。

【
問
面
軽
重
】
107

且
印
ウ
ヲ
ト

7

0楚
王
が
周
に
行
っ

て
、
天
子
の
證
と
し
て
博
は
る
九
鼎
の
重
さ
を
問
う
た

故
事
。
之
を
問
う
た
の
は
‘
天
下
を
奪
ふ
野
心
を
有
し

て
ゐ
た
の
で
、
鼎
を
運
搬
す
る
時
の
用
意
の
た
め
。
〔
左

氏
‘
宣
、
三
〕
楚
子
伐
1

一
陸
渾
之
戎
云
遂
至
1

秘
砿
央
観
―
―
兵

子
周
櫃
苓
心
王
使
―
―
一
王
孫
涌
努
社
生
ム
楚
子
問
11

鼎
之
大

小
軽
重
焉
‘
酎
曰
‘
在
レ
徳
不
レ
在
レ
鼎
‘
云
云
、
周
徳
雖
レ

衰
、
天
命
生
改
‘
鼎
之
軽
重
、
未
向
レ
問
也
。
〔
注
〕
示
＞

欲
l

一
屈
周
取
天
下
也
。
〔
史
記
‘
楚
世
家
〕
周
定
王
使
,
,一

王
孫
渦
努
,
,
楚
王
云
楚
王
問
―
―
鼎
小
大
軽
重
一
射
日
‘
在
レ
徳

不
レ
在
レ
鼎
。

O
轄
じ
て
‘
ひ
ろ
く
他
人
の
賓
力
を
疑
ひ

之
を
軽
親
す
る
喩
゜

1
0
五
三

小
配
〇
か
な
へ
の
お
ほ
ひ
。
か
な
へ
の

ふ
た
。
茅
を
あ
ん
で
作
る
。
〔
段
注

〔品
m
注

策

本

本
説
文
〕
罪
、
鼎
覆
也
、
八
二
鼎
[
-
[
亦
臀
゜
〔
段

注
〕
此
九
字
、
各
本
無
‘
以
一
面
笠
孟
朋
解
‘
牛
頭
馬

捕
而
合
レ
之
、
今
補
正
‘
鼎
見
二
縄
経
盃
刀
1

一
以
覆
＞

鼎
、
用
レ
茅
為
レ
之
、
今
本
作
レ
珊
、
正
字
也
、
碍
‘
古

文
作
レ
密
、
段
借
字
也
、
炊
二
鼎
[
-
者
、
[
‘
覆
也
、

[
亦
瞥
者
、
携
二
冥
字
之
解
一
知
レ
之
、
古
者
覆
巾

謂

乏

雙

鼎

蓋

謂

乏

圃

而

膿

経

時

亦

通

用

、

宿
E
]
吋

ベ

キ

〔

集

韻

〕

莫

秋

切

諷

‘
 

ミ
，
ヤ
ク

C
l
mi• 

11.且

宵
】
[

鼎
(
1
2
-
4
8
3
1
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
開
‘
俗
鼎
字
。

テ
イ

【
列
レ
鼎
而
食
】

1081ィ
g"ラ
ネ
―
ァ
多
く
の
美
味
な
も
の
を

食
ふ
こ
と
。
富
裕
な
生
活
を
い
ふ
。
〔
孔
子
家
語
‘
致
思
〕

従
車
百
乗
、
積
粟
拭
鍾
、
累
涵
四
而
坐
‘
列
レ
鼎
而
食
。

【
鼎
中
一
切
肉
】
1
0
9
5
に
芦
芍
〇
見
聞
の
狭
ぃ
喩
。
●

そ
れ
を
見
て
全
橙
を
推
し
知
り
得
る
一
端
の
喩
。
待
―
―

一
冑
肉
知
二
-
錘
之
味
(
1
ー

1

:

2
3
3
6
)

に
同
じ
。

【
鑓
鼎
荊
山
下
―
】
翌
り
”
イ
ザ
ぅ
黄
帝
が
首
山
の
銅

を
あ
つ
め
て
荊
山
の
も
と
で
鼎
を
躊
た
こ
と
。
鼎
の

始
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
黄
帝
采
―
―
首
山
銅
五
デ
鼎
於
荊

山
下
面
而
既
成
、
有
レ
龍
垂
胡
腿
下
迎
賣
帝
涵
黄
帝
上

騎
‘
慧
臣
後
宮
従
上
者
七
十
餘
人
‘
龍
乃
上
去
‘
餘
小
臣

不
レ
得
レ
上
、
乃
悉
持
1

龍
額
云
龍
頷
抜
堕
‘
堕
"
黄
帝
之

竺
百
姓
仰
望
、
黄
帝
既
上
レ
天
、
乃
抱
一
ユ
其
弓
卑
ハ
―
―
胡
額
―

鑢
故
後
世
因
名
"
其
虞
1

日
―
―
鼎
湖
↓

【
鼎
之
為
レ
器
雖
レ
小
而
重
】
Ill

ば
じ
"
"
{
セ
ヴ
ナ
リ
ト
鼎

は
小
さ
い
物
で
も
、
王
者
の
賓
で
あ
る
か
ら
重
い
。
〔
後

漢
書
‘
猷
帝
紀
論
〕
傭
稲
‘
鼎
之
為
レ
器
‘
雖
レ
小
而
重
‘

故
誹
之
所
レ
賓
、
不
レ
可
↓
一
奪
移
↓

13649 
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曾
】
〗

【

鼎

】

呻

日
口
〗
ゥ
〔
説
文
‘
訊
虹

5
圏

□
ケ
ン
〔
集
韻
〕
圭
玄
切

OO

鼎
(
1
2
|
 4
8
3
1
5
)

の
古
字
。
〔
集

韻
〕
鼎
、
古
作
レ
鼎
。

テ
イ ダ

イ
〔
集
韻
〕
乃
代
切
割

ナ
イ
万
万
n
a
i
•

口

冨】
5

己
パ
〔
集
韻
〕
糞
亥
切
怖

日
9
[

〔
集
韻
〕
寧
那
切
冥

鼎

部

〔
ニ
ー
＋
五
書
〕

云
云
、
古
音
同
レ
冥
‘
亦
同
レ
密
‘
今
昔
則
葵
秋
切
。

〔
儀
碍
‘
公
食
大
夫
幡
〕
荊
、
若
束
若
編
。
〔
注
〕
凡

鼎
鼎
蓋
、
以
レ
茅
為
レ
之
、
長
則
束
レ
本
、
短
判
編
一
其

中
央
↓
〇
お
ほ
ひ
。
お
ほ
ひ
ぬ
の
。
幕
(
2
ー

1
6
0
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
寵
‘
輿
伍
而
同
‘
覆
レ
食
巾
也
。

〔
儀
隠
‘
既
夕
橙
〕
幕
用
1

一
疏
布
↓
〔
幡
‘
證
器
〕
犠

尊
疏
布
鼎
゜

幅
也
會
意
形
臀
゜
鼎
と
[
と
を
合
は
せ
ヽ
か
な
へ
の
お

ほ
ひ
の
意
を
表
は
し
‘
[
は
亦
昔
符
。

圏
困
l

叩
茄

(
1
2
-
4
8
3
2
0
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
辮
似
‘
―
一
字
相

似
〕
猟
‘
卑
ハ
レ
幕
同
、
覆
レ
食
巾
。
鼎
‘
輿
レ
扁
同
、
以
レ
木
貫
レ

鼎。

小
日
口
国
お
ほ
が
な
へ
。
＿
誼
に
、
小
さ

限
蒙
い
か
な
へ
。
〔
説
文
〕
誦
、
鼎
之
絶
大

者
、
八
レ
鼎
乃
臀
‘
魯
詩
説
、
扉
、
小
鼎
。
〔
段
注
〕

秤
器
日
、
鼎
‘
絶
大
謂
力
宕
雙
云
云
‘
絶
大
謂
1
1

函

牛
之
鼎
一
也
。

【
扉
鼎
｝
ザ
ロ
大
か
な
へ
と
小
か
な
へ
。
〔
詩
、
周
頌
‘
絲

衣
〕
離
鼎
及
庫
。
〔
傭
〕
大
鼎
謂
1

一之離
T

小
鼎
謂
二
之
翫
↓

〔
史
記
‘
封
輝
書
〕
扉
鼎
及
庫
、
不
レ
呉
不
レ
驚
゜

国】蜘
ロロ
サザサ

イイイ

日
シ

〔
集
韻
〕
津
之
切
甲
i

P-
tzu' 

〔
集
韻
〕
購
来
切
屈醇

〔
集
韻
〕
作
代
切

冒
●
昌

誦

鼎

鼎

鼎

痢

塊

鼎

腑

厳

欝

慨

開

小

段

日

0
か
な
へ
の
み
み

小
説

豪
＊
づ
る
。
鼎
の
柄
耳
に
貫

圏
豪
文
〔
康
注

い
て
之
を
持
ち
上
げ
る
木
。
〔
説
文
〕
鼎
、
目
レ
木

横
貫
鼎
耳
攀
レ
之
‘
八
レ
鼎
日
瞥
‘
周
穐
‘
廟
門
容
二

大
鼎
七
箇
面
皆
勿
玉
絃
大
吉
也
。
〔
段
注
〕
帳
経
十

七
篇
、
多
言
二
扁
鼎
「
注
多
言
―
―
今
文
扁
為
レ
絃
‘
古

文
鼎
為
＞
密
‘
按
‘
扁
者
段
借
字
‘
鼎
者
正
字
‘
絃
者

昔
近
義
同
字
也
‘
以
レ
木
横
二
田
鼎
耳
一
是
日
レ
鼎
‘

附
手
攀
一
其
木
之
栂
百
疋
日
レ
打
レ
鼎
‘
鼎
横
ふ
心
鼎

蓋
之
上
一
故
證
経
必
先
言
1

紬
炉
扁
乃
後
取
＞
鼎
‘

猶
扇
為
戸
外
閉
之
開
五
故
或
以
レ
扁
代
レ
之
也
、

玉
篇
有
打
部
面
竹
炉
之
為
レ
臀
‘
古
焚
切
‘
按
‘
大

小
徐
‘
蔽
皆
作
レ
躙
、
解
作
二
日
臀
莫
秋
切
百
竺
鼎

益
字
之
昔
茄
仰
諸
横
囲
鼎
互
之
義
い
誤
矢
‘
廣

約
・
集
飴
．
碍
部
約
略
・
玉
篇
・
類
篇
皆
侠
―
―
此
字
↓

然
廣
約
・
玉
篇
皆
云
‘
亡
秋
切
‘
鼎
蓋
也
、
削
鼎
字

尚
未
レ
亡
、
集
絢
・
類
篇
引
下
横
↓
一
貫
鼎
耳
―
云
云
‘

於
1

一
錫
鉤
冥
狭
切
い
而
鼎
字
亡
癸
、
惟
匡
謬
正
俗

及
毛
晃
幡
部
約
略
増
字
蜀
不
レ
誤
。
●
扁
(
5
-
1

1
7
2
8
)

に
同
じ
。
〔
字
槃
〕
鼎
‘
卑
ハ
レ
扁
同
、
以
レ
木

貫
レ
鼎
也
。
ロ

E
l
Oに
同
じ
。
絃
(
1
1
ー

4
0
2
9
0
)

に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
絃
‘
學
レ
鼎
‘
亦
作
レ
鼎
゜

闘
囲
1
2
-
4
8
3
1
7
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
樺
似
‘
二
字
相

似
〕
煎
‘
卑
ハ
レ
幕
同
‘
覆
レ
食
巾
。
鼎
‘
卑
ハ
レ
扁
同
‘
以
な
木
貫
レ

鼎゚

冨
og
ウ
ン

転
(
8
ー

6
0
8
8
)

の
箪
文
。
〔
正
字

通
〕
轍
‘
籍
文
妖
。＇i-ー

か
な
へ
。
〔
字
彙
補
〕
軒
、
鼎
也
、
考
古
圏
有
―
―
王

子
呉
臥
軒
銘
↓

【

町

】

』

カ

ン

湧

冨
E
]
5

員
(
2
-
3
6
3
3
)

の
古
字

〔
正
字
通
〕
鼎
‘
古
文
員
。

【
i

鼎
】
』

冨
~
】g

〇
珊
瞳
は
‘
あ
り
づ
か
。
〔
集
韻
〕
珊
‘
珊
瞳
‘
蟻

封
。
〇
あ
ぜ
。
町
(
7ー

2
1
7
3
5
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

町
‘
説
文
、
田
賤
虞
日
レ
町
‘
亦
作
レ
珊
゜

ウ
ン
・
ヱ
ン

〔
字
彙
補
〕
古
刊
切

鼓

部

鼓

テ
イ
チ
ぶ
｀
，
ウ

シ

庫
(
1
2
-
4
8
3
2
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

隋
、
同
レ
廂
゜

銹
[
日
口
目
口
が
す
ぱ
ま
つ
て

せ
ま
く
な
っ
た
こ
が
な
へ
。

〔
集
韻
〕
都
挺
切
躙
〗

廂紋雲漢

（鑑績清西）

原
い
紐
(
1
1
-
4
0
7

2
8
)

に
同
じ
。

〔
説
文
〕
廂
、

鼎
之
園
掩
レ

上
者
、
八
レ
鼎

才
瞥
‘
紐
‘
俗
贔
払
金
絃
臀
゜
〔
爾
雅
‘
繹
器
〕
鼎
園

倉
レ
上
‘
謂
二
之
廂
芸
注
〕
鼎
敏
レ
上
而
小
口
。
〔
詩
‘

周
頌
‘
絲
衣
〕
雌
鼎
及
踊
゜
〔
傭
〕
小
鼎
謂
二
之
踊
一

【

鼓

】

[

クコ

〔
集
韻
〕
果
五
切
圏

＞
 

≪
x
 k
u
3
 

鼓

部

【

朧

】

g

セ

イ

"

[

八

[
[
O同じ。
〔
字
彙

,“
 

冨】
g

シギ'_ウ
〔
集
韻
〕
須
鋭
切

〔
集
韻
〕
戸
羊
切

に
る
。
譲
(
1
2
-
4
5
6
8
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
藁

説
文
、
霙
也
、
或
作
福
。

国摩ロニ

漏
杵
盆
叫
一
之
闊
者
、
牒
訓
"
'
哀
熟
食
蓋
盛
黍
良
惟

熟
然
後
可
レ
食
也
。

盲
i
]
亨

こ
が
な
へ
。
〔
集
韻
〕
欝
、
小
鼎
也
。

セ
イ

,＂―― J
O
五
四

製
圏

13650 
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【
鼓
延
】
8

デ
上
古
の
人
。
炎
帝
の
孫
‘
伯
陵
の
子
。
〔
山
鳴
1

鼓
角
入
旦
〔
太
「
参
‘
獣
―
―
封
大
夫
証
竺
播
仙
一
凱
歌
〕

也
。
〔
周
證
、
春
官
、
篇
章
〕
掌
王
鼓
↓
〔
注
〕
以
レ
或
凡
レ
革
。

O
俗
に
跛
(
8
ー

2
2
8
8
7
)

に
作
る
。
〔
字

海
経
、
海
内
経
〕
炎
帝
之
孫
伯
陵
‘
伯
陵
同
―
―
呉
櫂
之
妻
日
落
戟
門
鼓
角
鳴
、
千
墾
面
縛
出
―
―
蕃
城
↓
〔
杜
甫
、
閣

瓦
為
レ
匡
‘
以
レ
革
為
二
雨
面
↓
可
レ
撃
也
。
〔
周
槃
〕
鼓
‘
俗
作
レ
鼓
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
鼓
‘
春
秋

礎
、
夏
官
、
大
司
馬
〕
耕
薮
鐸
錫
鏡
之
用
二
疏
〕
鼓
子
鳶
提
之
後
‘
子
孫
為
レ
氏
。
阿
女
緑
扇
縁
婦
卒
三
年
‘
是
生
鼓
延
竺
始
為
レ
侯
‘
数
夜
詩
〕
五
更
鼓
角
臀
悲
牡
、
三
峡
星
河
影
動
揺
゜
〔
白
居

鼓
、
雷
之
類
。
〔
幡
、
學
記
〕
鼓
無
枷
竺
於
五
替
↓
蘭
由
も
と
艘
に
作
る
。
會
意
。
翌
と
中
と
又
と
の
合
字
。
延
是
始
為
レ
鍾
、
総
薬
風
↓
易
‘
祭
社
宵
詩
〕
城
頭
傭
鼓
角
ぶ
直
下
整
衣
冠
↓
〔
文

翌
は
つ
づ
み
・
た
い
こ
の
形
。
中
は
そ
の
垂
れ
下
っ
た
【
鼓
昔
】
，
ザ
つ
づ
み
の
昔
゜
〔
左
氏
、
成
、
二
〕
部
克
傷
一
獣
通
考
‘
架
考
十
一
、
竹
之
屡
〕
衛
公
兵
法
曰
、
軍
城
及

飾
。
又
は

7
で
右
手
、
手
に
て
打
つ
意
を
表
は
す
。
三
者
於
矢
ご
流
血
及
レ
履
、
未
レ
絶
―
―
披
―
H

見
〔
國
語
、
晉
語
九
〕
野
螢
行
軍
在
レ
外
、
日
出
液
時
揚
レ
鼓
千
槌
‘
三
百
三
十

〔
疏
〕
鼓
之
為
レ
瞥
、
不
に
呂
不
に
商
。
〔
管
子
‘
兵
法
〕

を
合
し
て
、
つ
づ
み
・
た
い
こ
の
意
と
す
る
。
字
解
を
見
鄭
人
撃
レ
我
‘
吾
伏
レ
歿
略
レ
血
‘
披
昔
不
レ
衰
゜
〔
漢
書
、
三
槌
為
レ
通
‘
鼓
昔
止
、
角
音
動
‘
吹
―
―
十
二
臀
―
為
二

鼓
、
所
二
以
任
一
也
、
所
―
―
以
起
一
也
、
所
JI

以
進
一
也
。

〔

白

虎

通

、

碍

栗

〕

皮

曰

レ

鼓

‘

云

云

‘

鼓

‘

震

音

煩

ょ

°

五

行

志

上

〕

如

雷

賛

又

如

鼓

―

登

錢

三

角

一

二

鼓

而

昏

明

黒

。

O
角
臀
を
撃
ち
鳴
ら
す
。

氣
也
‘
菰
物
憤
憑
震
動
而
生
‘
雷
以
動
レ
之
、
温
以
【
鼓
練
】
1

戸
小
披
を
う
つ
。
〔
周
祖
‘
春
官
‘
大
師
〕
下
レ
【
鼓
下
】
1
0
g

軍
中
の
人
を
殺
す
慮
を
い
ふ
。
将
軍
の
鼓
宮
(
2
7
)

を
見
よ
。

媛
5之
、
風
以
散
レ
之
、
雨
以
濡
レ
之
、
奮
去
去
徳
之
管
‘
播
二
栗
器
一
令
レ
奏

1一
鼓
鰊
玉
饗
亦
如
レ
之
。
〔
注
〕
鄭
螢
に
は
旗
を
立
て
鼓
を
設
け
‘
其
の
下
で
人
を
殺
し
た
〖
鼓
角
風
雲
惨
〗

1
5
”
”

1
7ヴ
？
鼓
角
の
音
が
響
き
渡

司
農
云
‘
鰊
、
小
鼓
也
‘
鄭
玄
謂
‘
鼓
レ
棟
‘
猶
レ
言
レ
撃
レ
か
ら
い
ふ
。
〔
左
氏
、
襄
‘
十
八
〕
皆
衿
甲
面
縛
‘
坐
l

―
於
り
、
風
や
雲
に
も
悽
惨
の
氣
が
た
だ
よ
ふ
。
戦
場
の
様

棟

゜

中

軍

之

鼓

下

↓

〔

後

漢

書

、

本

影

博

〕

光

武

知

―

―

其

謀

下

大

子

を

詠

じ

た

句

。

〔

陸

源

、

沙

頭

詩

〕

鼓

角

風

雲

惨

‘

江

湖

臀
砿
竺
和
平
之
氣
一
也
、
同
臀
相
應
‘
同
氣
相
求
‘

[
鼓
院
】
2

炉
宋
代
の
官
署
の
名
。
登
聞
鼓
院
の
略
。
臣
怒
収
レ
飲
‘
置
―
―
鼓
下
韮
炉
斬
レ
之
。
〔
注
〕
中
将
軍
最
尊
、
日
夜
浮
。
「
O
)

を
見
よ
。

神
明
報
應
‘
天
地
祐
レ
之
‘
其
本
乃
在
二
萬
物
之

始
耶
‘
故
謂
巌
也
。
〔
風
俗
通
臀
音
〕
革
日
レ
民
の
章
奏
を
収
め
る
を
掌
る
。
登
聞
鼓
(
7
-
2
2
6
6
8
"
1

自
執
旗
鼓
一
如
置
レ
螢
削
立
レ
旗
以
篇
軍
門
↓
井
設
レ
【
鼓
岳
】
16

炉
西
賛
の
琥
。
西
鼓
岳
(
1
0
-
3
4
7
6
3
:
 6
6
 

鼓
。
●
容
量
の
名
。
十
斗
。
一
説
に
、
十
二
射
。

7
7
)

を
見
よ
。
〔
燕
翼
詮
謀
録
〕
慎
宗
改
二
鼓
司
一
鯰
登
聞
鼓
、
数
レ
人
必
於
―
―
其
下
↓
〔
杜
牧
‘
畳
城
曲
〕
王
頒
兵
勢
【
鼓
柴
】
17

炉
〇
楽
器
を
な
ら
す
。
昔
築
を
か
な
で
る
。

鼓
院
一
登
聞
院
為
,
,
検
書
院
i

上
書
人
並
詣
鼓
院
禾
＇
レ
行
急
‘
鼓
下
坐
―
―
蟹
奴
↓
〔
孟
子
、
梁
患
王
下
〕
今
王
鼓
盃
禾
於
此
店
口
姓
聞
↓
―
王
鐘

則
詣
検
書
院
↓
以
祠
官
判
レ
之
、
判
院
之
名
始
秘
【
鼓
架
】
1
1
g

竹
を
識
く
時
に
忌
む
べ
き
書
法
の
一
。
鼓
之
瞥
‘
管
篇
之
音
↓
〇
音
築
。
昔
築
隊
。
〔
縣
患
全
書
、

〔
廣
雅
、
繹
器
〕
射
、
謂
1

一
之
鼓
↓
〔
證
‘
曲
證
上
〕
駄
レ

此
↓
〔
事
物
紀
原
‘
會
府
壷
司
部
、
鼓
院
〕
宋
朝
會
要
日
、
〔
李
桁
、
蓋
竹
譜
〕
鵞
法
所
レ
忌
‘
不
レ
可
レ
不
レ
知
、
所
謂
衝
錢
穀
部
、
比
較
‘
完
糧
奨
勘
〕
鼓
柴
由
1

一
中
門
ぶ
守
出
。

米
者
操
1

一
曰
直
鼓
↓
〔
秤
文
〕
築
浪
人
呼
ぶ

F
十
二

石
著
上
賢
鼓
゜
〔
管
子
‘
地
敷
〕
民
自
有
二
百
鼓
鼓
院
、
藷
曰
―
―
鼓
司
五
景
徳
四
年
五
月
九
日
、
詔
改
為
―
―
登
天
撞
地
・
偏
重
偏
軽
・
封
節
排
竿
．
鼓
架
勝
眼
・
前
枝
後
【
鼓
間
】
18

戸
鼓
と
鼓
の
間
。
〔
周
幡
‘
考
工
記
‘
亮
氏
〕

之

粟

一

者

不

レ

行

。

〔

注

〕

鼓

、

十

二

射

也

。

＠

衡

量

聞

鼓

院

↓

築

‘

此

為

1

一

干

病

↓

去

,

,

二
分
一
以
為
―
―
之
鼓
間
一
以
其
鼓
間
四
｝
―
之
舞
脩
↓

の
名
。
四
百
八
十
斤
゜
〔
孔
子
家
語
、
正
論
解
〕
趙
【
鼓
樅
】
3

戸
楕
を
動
か
す
。
船
を
こ
ぐ
。
披
柑
(
5
5
)

を
【
鼓
歌
】
12

い
鼓
を
う
ち
歌
を
う
た
ふ
。
人
を
悠
洒
し
〔
注
〕
舞
間
方
四
‘
則
鼓
間
六
亦
其
方
也
、
鼓
六
鉦
六
舞

見
よ
。
又
‘
か
い
で
ふ
な
べ
り
を
叩
い
て
歌
の
拍
子
を
と
て
奮
起
せ
し
め
る
を
い
ふ
。
〔
荘
子
、
在
宥
〕
乃
齋
戒
以
四
‘
此
鐘
口
十
者
、
其
長
十
六
也
。

る
を
い
ふ
。
撃
柑
゜
〔
楚
酔
‘
漁
父
〕
漁
父
莞
爾
而
笑
‘
妓
レ
言
レ
之
、
脆
坐
以
進
レ
之
‘
鼓
歌
以
憐
レ
之
‘
吾
若
レ
是
何
【
鼓
翰
】
1
9
3

ノ
は
ば
た
き
す
る
。
〔
郭
環
‘
爾
雅
圏
賛
‘
秤

簡
子
賦
玉
百
國
一
鼓
鐘
↓
〔
注
〕
―
―
―
十
斤
謂
―
―
之
鈎
一

樅
而
去
。
〔
集
注
〕
披
レ
樅
‘
揺
レ
柑
也
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
庚
闇
哉
。
〔
淮
南
子
、
天
文
訓
〕
女
夷
鼓
歌
、
以
司
二
天
和
百
5

獣
‘
鼠
〕
飛
鼠
鼓
レ
翰
‘
脩
然
皆
騰
。

釣
四
謂
乏
石
「
石
四
謂
1

一
之
鼓
↓
＠
脈
揮
。
鼓

ー

動

。

〔

素

問

‘

至

慎

要

大

論

〕

脈

至

而

従

按

足

、

博

〕

中

興

―

―

十

三

載

、

余

恭

守

衡

南

一

鼓

柵

三

江

「

路

長

百

穀

禽

鳥

草

木

↓

【

鼓

頷

】

20

ゲ
寒
さ
に
慄
へ
て
願
や
頬
が
振
ひ
動
く
を

65

鼓

甚

而

盛

也

。

⑲

時

報

。

更

闊

〔

宋

史

‘

應

條

次

E]罠
望
君
山
↓
〔
白
居
易
、
大
水
詩
〕
獨
有
レ
傭
間
【
鼓
行
】
13

炉
太
鼓
を
う
ち
鳴
ら
し
て
進
み
ゆ
く
。
堂
い
ふ
。
〔
素
問
‘
寇
論
〕
危
之
始
猜
也
、
先
起
.
,
於
奄
毛

-
1
3

|

_

1

 

鼓

部

鼓

0
五
五



(48330・・21)一 (48330・・53) 

鼓

部

鼓

0
五
六

|

_

|

 

乃
作
寒
慄
・
鼓
頷
↓
〔
注
〕
慄
‘
謂
戦
慄
ぶ
双
‘
謂
1

一
吹
公
由
‘
逹
レ
生
任
レ
性
、
不
レ
拘
二
儒
者
之
節
↓
縣
゜
〔
左
氏
、
昭
‘
十
五
〕
晉
荀
呉
帥
レ
師
伐
"
鮮
虞
溢
炉
掃
,
,市
場
—
鼓

1一
箕
笑
→
播
―
―
揚
土
盃
炉
精
羅
上
也
、
又
解
、

25
 

伸
欠
、
振
動
→
〖
鼓
琴
悲
〗

2
9
箕
ぢ
晉
の
張
翰
が
顧
彦
先
の
死
を
弔
鼓
゜
〔
庄
〕
鼓
‘
白
秋
之
別
、
矩
鹿
下
曲
陽
縣
有
―
―
鼓
緊
→
鼓
英
‘
謂1ー
希
訳
著
散
―
―
卦
兆
一
也
、
播
精
‘
謂
五
担
判
吉

3
6

【
鼓
期
】
21

い
つ
づ
み
を
鳴
ら
し
て
苔
戒
す
る
期
間
。
し
、
彦
先
が
平
生
愛
好
し
た
琴
を
弾
じ
て
慟
哭
し
た
故
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
二
〕
遂
襲
レ
披
‘
滅
レ
之
。
凶
1

耕
・
精
璽
；
也
‘
或
掃
市
以
供
l

一
家
口
↓
或
賣
卜
以
活
―
-

1

〔
管
子
、
軽
童
乙
〕
以
レ
令
至
1

一
鼓
期
於
泰
舟
之
野
涵
朝
1

一
軍
事
。
知
己
の
死
を
悲
し
む
喩
。
〔
世
説
新
語
、
傷
逝
〕
顧
彦
【
鼓
等
】
39

炉
〇
挙
を
ひ
く
。
〔
後
漢
書
、
呂
布
博
〕
乃
身
命
盃
切
得
之
物
‘
可
―
―
―
以
養

1
；
↑
也
。

±
二
纂
詰
〕
令
應
,
,
鼓
戒
之
期
↓
先
、
平
生
好
レ
琴
‘
及
レ
喪
、
家
人
常
以
レ
琴
置
奇
退
林
上
一
使
ー
,
,
人
鼓
二
挙
於
帳
中
云
潜
自
遁
出
、
夜
中
兵
起
‘
而
布
已
【
鼓
山
】
47

ザ
山
名
。

O
河
南
省
武
安
縣
の
南
。
浴
山
の

【
鼓
毀
】
22

や
つ
づ
み
が
毀
れ
る
。
〔
晏
子
、
諫
、
上
〕
軍
進
張
季
慮
往
哭
レ
之
、
不
レ
勝
,
,
其
慟
ご
逐
径
上
レ
林
鼓
レ
琴
‘
亡
。
〔
唐
書
、
列
女
‘
焚
彦
深
妻
魏
傭
〕
兵
中
聞
,
,
其
知
＞
異
名
。
〔
太
平
賽
字
記
〕
山
有
二
石
鼓
盃
鼓
鳴
則
兵
起
。
〔
明

再

含

、

鼓

毀

将

澄

。

作

―

―

散

曲

盃

茫

戸

琴

曰

‘

顧

彦

先

頗

復

賞

レ

之

不

‘

因

又

昔

‘

令

レ

鼓

レ

挙

。

O
草
の
名
。
か
う
ら
い
し
ば
。
〔
爾
雅
‘
一
統
志
〕
鼓
山
、
在
1

一
彰
徳
府
武
安
縣
南
二
十
里
―
―
名

【
~
竪
巴2
3
2
つ
づ
み
と
旗
。
〔
管
子
‘
軽
重
乙
〕
鼓
旗
未
ー
一
大
慟
‘
遂
不
レ
執
,
,

孝
子
手
一
而
出
。
繹
草
‘
博
横
目
‘
注
〕
一
名
結
棲
‘
俗
謂
―
―
之
鼓
等
草
一
液
山
‘
有
＝
―
-
石
ぶ
炉
鼓
、
南
北
相
酎
。

0
山
西
省
新
綽

相

望

衆

少

未
1
1

相
知
↓
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
祠
二
蛍
尤
一
【
鼓
簑
】
30

伊
ウ
笙
を
吹
き
な
ら
す
。
〔
詩
、
秦
風
、
車
部
〕
【
鼓
喚
】
40

や
ウ
太
妓
を
嗚
ら
し
‘
威
臀
を
あ
げ
て
群
が
縣
の
西
北
。
鼓
堆
の
異
名
。
元
和
志
は
古
堆
と
い
ふ
。

覧
鼓
應
〔
史
記
、
李
将
軍
博
〕
力
戦
奪
元
賢
王
鼓
旗
↓
既
見
君
子
「
拉
坐
鼓
レ
資
。
〔
傭
〕
黄
、
笙
也
。
〔
集
博
〕
り
呼
ぶ
。
鼓
躁
゜
〔
周
覗
、
夏
官
、
大
司
馬
〕
鼓
皆
駿
、
車
鼓
堆
泉
、
此
慮
よ
り
出
づ
゜
〔
綽
州
志
〕
鼓
山
‘
即
鼓
堆
、

〔
漢
書
、
韓
信
博
〕
張
耳
棄
―
―
鼓
旗
正
竺
水
上
軍
↓
黄
‘
笙
中
金
葉
‘
吹
レ
笙
則
鼓
―
―
動
之
一
以
出
レ
瞥
者
也
。
徒
皆
喚
゜
〔
墨
子
‘
備
梯
〕
夜
半
城
上
四
面
披
喚
‘
適
人
周
四
里
、
高
五
丈
‘
弯
窪
而
圃
‘
状
如
1

一
覆
釜
ア
八
馬
践
履

【
鼓
鰭
]
2
4ゃひ
れ
を
動
か
す
。
ひ
れ
を
う
つ
。
〔
藝
文
類
【
披
叫
】

3
1
[
•
ウ
太
鼓
を
な
ら
し
て
叫
ぶ
。
〔
南
齋
書
、
垣
必
或
゜
〔
史
記
‘
孔
子
世
家
〕
矛
戟
剣
撥
‘
鼓
喋
而
至
。
〔
後
有
＞
臀
‘
故
名
、
下
有
二
泉
池
二
〇
輻
建
省
間
縣
の
東
。
風

翠
九
十
六
〕
符
子
曰
、
観
於
龍
門
肴
二
：
晃
奮
レ
鱗
崇
祗
博
〕
令
9

人
持
諏
姐
火
一
登
レ
山
鼓
叫
Lo

〔
南
史
‘
柑
漢
書
、
寇
拘
傭
〕
士
卒
乗
レ
城
‘
鼓
喚
大
呼
。
景
幽
勝
。
外
國
人
多
く
此
虞
に
避
暑
す
。

繋
鰭
‘
而
登
―
乎
龍
門
而
為
レ
龍
゜
〔
錢
起
、
巨
魚
詩
〕
奮
慧
景
傭
〕
憂
城
中
鼓
叫
稽
レ
慶
。
【
鼓
類
】
41

炉
鼓
の
胴
゜
〔
海
録
砕
事
、
音
築
、
築
器
〕
盛
【
鼓
謬
】
4
8
8
/

鼓
を
鳴
ら
し
大
臀
を
あ
げ
る
。
諄
は
ど

躍

風

生

レ

蹴

、

騰

凌

浪

鼓

レ

緒

。

【

鼓

脅

】

32

炉
腋
下
を
う
ち
な
ら
す
。
〔
王
令
、
秋
夜
詩
〕
弘
之
‘
刑
州
始
興
郡
山
有
―
―
橡
木
玉
秦
時
伐
為
五
双
類
↓
な
る
。
〔
孔
子
家
語
、
相
魯
〕
齊
使
1
-
l

莱
人
以
レ
兵
鼓
謬
劫
―
―

[
鼓
響
】
25

炉

ウ

つ

づ

み

の

響

。

〔

梁

簡

文

帝

、

勧

醤

論

〕

時

節

適

使

レ

然

‘

鼓

脅

亦

有

レ

臀

。

【

鼓

諜

】
42

炉
は
や
し
た
て
る
。
太
鼓
を
う
ち
問
の
臀
定
公
↓

能
使
業
門
之
下
‘
鼓
響
獨
間
‘
薙
祀
之
傍
‘
籠
贅
猶
在
↓
【
鼓
億
】
3
3
3
7

鼓
を
撃
つ
て
學
生
を
警
め
‘
徳
を
径
い
を
あ
げ
る
。
鼓
躁
に
同
じ
。
〔
左
氏
、
成
、
五
〕
鼓
躁
以
出
、
【
鼓
像
】
4
9
E

ノ
敵
が
未
だ
陣
列
を
と
と
の
へ
ぬ
に
乗
じ

【
鼓
弓
】
26

やf
ゥ
架
器
の
名
。
又
‘
胡
弓
に
作
る
。
形
は
て
書
籍
を
出
す
こ
と
。
學
校
で
勉
強
を
始
め
る
こ
と
。
鼓
躁
以
復
入
。
〔
左
氏
‘
哀
、
十
七
〕
越
子
伐
レ
呉
‘
呉
子
て
鼓
を
う
つ
て
攻
撃
す
る
こ
と
。
懺
は
未
だ
陣
形
を
整

―
―
一
味
に
似
て
小
。
二
絃
乃
至
三
絃
。
中
心
先
ぢ
ゴ
を
長
又
‘
就
學
す
る
を
い
ふ
。
〔
幡
、
學
記
〕
入
レ
學
鼓
陵
‘
孫
―
―
禦
1

一
之
笠
澤
盃
ヘ
レ
水
而
陳
‘
呉
子
為
―
―
左
右
句
卒
面
竺
夜
へ
な
い
こ
と
。
〔
左
氏
、
倍
、
二
十
二
〕
贅
盛
致
レ
志
‘
鼓
レ

く
し
て
‘
之
を
膝
間
に
挟
み
‘
器
を
縦
に
し
て
左
手
に
其
業
一
也
。
〔
注
〕
鼓
険
‘
撃
レ
鼓
警
レ
衆
、
乃
獲
レ
限
出

1面
~
レ
或
左
或
右
‘
妓
躁
而
進
→
〔
穀
梁
‘
定
‘
十
〕
商
人
鼓
諫
而
像
可
也
。
〔
注
〕
像
‘
巖
‘
未
レ
整
レ
陳
。
〔
會
箋
〕
像
者
、
陳
列

悼
を
持
ち
、
馬
尾
を
張
っ
た
小
弓
を
用
ひ
て
‘
絃
を
摩
治
経
業
一
也
。
〔
柳
宗
元
、
四
門
助
教
顧
壁
記
〕
助
教
之
起
‘
欲
"
一
以
執
―
―
魯
君
□
〔
史
記
、
田
箪
偉
〕
城
中
鼓
躁
従
レ
未
―
―
整
齋
一
也
‘
鼓
レ
像
‘
言
レ
鼓
―
―
於
不
＞
成
レ
列
也
。

り
弾
く
。
弓
を
用
ひ
て
鼓
す
る
か
ら
名
づ
く
。
清
架
を
職
‘
佐
―
―
博
士
1

以
掌
―
―
鼓
陳
榎
楚
之
政
令
↓
〔
書
言
故
事
‘
之
。
〔
史
記
‘
廉
頗
間
相
如
博
〕
秦
軍
鼓
諫
勒
仁
兵
。
〔
淮
【
鼓
史
】
5
0
-

鼓
を
打
つ
こ
と
を
掌
る
役
人
。
鼓
吏
。
周

の
提
琴
か
ら
轄
化
し
た
も
の
。
一
説
に
、
葡
萄
牙
國
か
儒
學
類
〕
謂
レ
就
―
―
學
校
一
日
二
鼓
陵
↓
南
子
、
兵
略
訓
〕
出
―
―
珍
怪
ご
空
諌
軍
↓
〔
後
漢
書
、
光
武
楼
‘
鼓
人
の
層
に
史
―
一
人
あ
り
。
〔
周
饒
、
地
官
、
序
官
‘

ら
渡
来
し
た
ラ
ペ
イ
カ
か
ら
韓
化
し
た
も
の
と
い
ふ
。
〖
鼓
僕
之
士
〗

3
4
匁
パ
學
問
を
授
け
る
こ
と
に
輿
る
紀
上
〕
城
中
亦
鼓
躁
而
出
。
散
人
〕
中
士
六
人
‘
府
二
人
‘
史
二
人
、
徒
二
十
人
。
〔
後
漢

〔
和
漢
三
オ
圏
會
‘
築
器
類
‘
鼓
弓
〕
按
‘
未
レ
詳
―
―
其
始
一
者
。
〔
國
朝
漢
學
師
承
記
‘
序
〕
於
レ
是
鼓
僚
之
士
、
負
笈
[
鼓
造
】
心

t
ゥ

阜
o

云
竺
尺
蝦
躾
o

楚
の
俗
ヽ
五
月
十
五
書
、
文
苑
下
、
禰
衡
博
〕
間
釦
g

善
撃
乙
四
乃
召
為
―
高
笛
~
一

形
似
三
絃
1

而
小
、
不
和
E

レ
撥
、
以
,
,
小
弓
弦
鼓
レ
之
、
之
徒
‘
皆
知
下
崇
―
―
尚
賓
學
「
不
レ
務
1

一
空
言
涵
四
心
六
藝
日
に
、
稟
、
又
は
蝦
娯
の
羮
を
作
る
。
〔
淮
南
子
、
説
林
【
鼓
司
】
51

戸
宋
代
の
官
署
の
名
。
後
、
登
聞
鼓
院
と
改

故
名
、
名
,
,
鼓
弓
面
六
音
最
悲
哀
者
也
、
勢
州
宇
治
乞
弔
‘
之
圃
正
馳
払
馬
仁
義
之
塗
上
癸
。
訓
〕
蘭
芝
以
芳
‘
未
二
嘗
見
＞
霜
‘
鼓
造
避
レ
兵
‘
壽
圭
寧
1

一
五
む
。
〔
稲
謂
録
‘
登
聞
鼓
顧
‘
鼓
司
〕
燕
翼
胎
謀
録
‘
淳
化

毎
殿
之
話
袋
相
博
‘
鼓
弓
始
於
南
獄
彼
土
人
行
住
【
鼓
陰
]
3
5
g

／
陰
阻
の
地
を
利
用
し
、
鼓
を
嗚
ら
し
て
月
之
望
↓
〔
注
〕
鼓
造
‘
巣
也
、
一
曰
―
―
蝦
蝶
r

五
月
望
作
二
中
、
置
―
―
鼓
於
禁
門
外
百
盆
茫
下
情
ぶ
6

曰
―
―
鼓
司
面
慎
宗

毎

鼓

レ

之

、

以

避

二

蛇

庖

↓

攻

め

る

。

陰

阻

の

地

を

利

用

し

て

猛

撃

す

る

。

〔

穀

梁

‘

渠

羹

一

亦

作

1

一

蝦

蝶

羹

↓

景

徳

四

年

、

改

―

―

鼓

司

1

為
―
―
登
聞
鼓
院
一
登
聞
院
為
―
―
検

【
鼓
宮
】27
や
ユ
•
ウ
宮
贅
を
撃
ち
鳴
ら
す
。
〔
荘
子
‘
徐
無
博
‘
二
十
二
〕
宋
公
卑
ご
楚
人
一
戦
―
―
於
洸
水
之
上
祠
砿

t
[
鼓
作
】"
iク

0
鼓
を
打
つ
て
元
氣
を
ふ
る
ひ
起
す
。
院
面
空
上
書
一
人
‘
並
詣
―
―
鼓
院
ぶ
如
本
院
不
レ
行
、
則
詣
―
―

鬼
〕
妓
に
呂
宮
動
、
妓
レ
角
角
動
、
昔
律
同
芙
。
〔
呂
覧
、
名
子
反
曰
‘
楚
衆
我
少
、
鼓
レ
陰
而
撃
レ
之
勝
‘
無
レ
幸
焉
。
又
、
奮
ひ
た
つ
。
〔
李
衛
公
‘
問
封
上
〕
夫
含
生
稟
血
‘
妓
検
院
↓

類

〕

鼓

レ

宮

而

宮

動

‘

鼓

レ

角

而

角

動

。

【

鼓

蔽

]
3
6
n

ノ
骰
披
を
打
つ
。
又
‘
鼓
を
打
つ
て
戎
め
る
。
作
闘
争
‘
雖
レ
死
不
レ
省
者
、
氣
使
レ
然
也
。

O
水
が
激
し
【
鼓
猟
】
52

口
は
ば
た
き
す
る
。
鼓
翅
。
〔
爾
雅
‘
秤
鳥
‘
鷹

【
鼓
琴
7
]
2
8

戸
琴
を
鳴
ら
す
。
〔
詩
、
小
雅
、
鹿
鳴
〕
我
有
―
―
巌
鼓
は
‘
衆
を
戎
め
る
披
゜
〔
司
馬
相
如
、
上
林
賦
〕
鼓
1

一
て
躍
る
こ
と
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
詠
レ
巖
鼓
作
‘
溺
清
榮
消
。
隼
醜
其
飛
也
輩
‘
注
〕
鼓
レ
祇
輩
然
疾
。
〔
戦
国
、
楚
策
〕

嘉
賓
焉
鼓
レ
認
鼓
レ
琴
。
〔
左
氏
‘
襄
、
二
十
四
〕
皆
鋸
轄
而
巌
鑓
面
竺
燎
者
二
注
〕
翰
日
‘
鼓
‘
撃
也
‘
巌
‘
骰
鼓
也
。
〖
鼓
作
レ
氣
〗

4
5
g
5
キ
ヲ
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
て
勇
氣
を
奮
レ
翼
鼓
レ
脈
‘
方
三
千
里
。
〔
元
横
‘
雉
媒
詩
〕
和
嗚
忽
相

鼓
レ
琴
、
近
‘
不
レ
告
而
馳
レ
之
。
〔
孟
子
、
盛
心
下
〕
及
＝
一
其
〔
宋
書
‘
王
鎮
悪
博
〕
姻
烙
張
レ
天
‘
而
鼓
巌
之
臀
甚
盛
。
振
ひ
起
す
。
〔
左
氏
‘
荘
、
十
〕
（
曹
劇
）
射
日
‘
夫
戦
勇
氣
召
‘
鼓
レ
翅
造
相
鵬
゜

貸
天
予
也
、
被
―
―
診
衣
面
鼓
レ
琴
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
或
【
鼓
興
】
3
7
i
ゥ
鼓
を
打
つ
て
奮
ひ
起
つ
。
ふ
る
ひ
た
つ
。
也
‘
一
妓
作
レ
氣
、
再
而
衰
‘
三
而
渇
、
彼
渇
我
盈
‘
故
克
レ
【
鼓
辞
】
53

ロ
通
俗
文
藝
の
一
。
鼓
を
打
ち
つ
つ
語
る
も

編
レ
曲
‘
或
鼓
レ
琴
‘
相
和
而
歌
。
〔
史
記
‘
衛
康
叔
世
家
〕
又
‘
鼓
を
打
つ
て
奮
ひ
起
た
せ
る
。
〔
劉
馬
錫
‘
傷
往
賦
〕
之
。
の
。
鼓
詞
。
子
弟
書
。
大
鼓
書
。
〔
天
問
偶
聞
〕
藷
日
鼓
辞
‘

公
令
―
,
,師
曹
教
二
宮
妾
鼓
＞
琴
。
〔
史
記
‘
趙
世
家
〕
王
夢
乗
二
彼
一
氣1分
‘
緊
散
相
尋
‘
或
鼓
而
興
‘
或
罷
而
沈
。
【
~
双
策
へ
】

4
6
iク
箕
を
ふ
る
つ
て
米
を
し
ら
げ
る
。
又
、
著
有

1一
所
謂
子
弟
書
者
涵
叩
勝
二
於
八
旗
子
弟
面
ハ
辞
雅
馴
‘

見
砿
女
鼓
レ
琴
而
歌
二
孔
叢
子
、
記
義
〕
孔
子
書
息
―
-
【
鼓
國
】
38

戸
國
の
名
。
春
秋
の
時
の
夷
國
。
姓
は
祁
。
を
な
ら
べ
て
占
ふ
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
鼓
レ
爽
播
レ
精
‘
其
聾
和
緩
、
有
-
1

東
城
調
・
西
城
調
之
分
「
西
調
尤
緩
而

於
窒
而
鼓
レ
琴
焉
。
〔
後
漢
書
、
馬
融
偲
〕
善
鼓
レ
琴
、
好
爵
は
子
。
白
秋
の
別
種
。
後
、
晉
に
滅
さ
る
。
河
北
省
晉
足
―
―
―
以
食
ユ
ー
八
↓
〔
疏
〕
英
‘
小
箕
也
、
精
、
米
也
、
言
下
其
低
‘
一
歌
榮
紆
良
久
‘
此
等
藝
、
内
城
士
大
夫
多
撞
レ
場
、



而

替

人

其

次

也

、

今

已

頗

絶

。

つ

て

架

を

奏

す

る

人

。

賦

〕

廂

動

鼓

震

、

諫

臀

雷

潰

°

れ

た

。

一

名

、

短

篇

鏡

歌

。

〔

築

府

詩

集

‘

鼓

吹

曲

辞

序

〕

鼓

【
鼓
認
】
54

グ
忍
を
鳴
ら
す
。
認
は
大
琴
。
〔
詩
、
小
雅
、
【
鼓
躊
】
6
2
E
芸
金
鐵
を
と
か
し
て
錢
幣
を
い
る
。
鼓
は
【
鼓
人
】
68

ク

0
官
名
。
④
周
官
の
名
。
地
官
の
陽
。
六
吹
曲
、
一
日
―
―
短
篇
鏡
歌
ご
本
云
‘
建
初
鎌
云
‘
務
成
・
黄

鹿
鳴
〕
我
有
嘉
賓
→
鼓
レ
五
必
吹
レ
笙
。
〔
論
語
、
先
進
〕
鼓
レ
ふ
い
ご
を
動
か
し
て
火
を
あ
ふ
る
こ
と
。
韓
じ
て
‘
心
鼓
四
金
の
昔
臀
を
教
へ
、
臀
築
を
節
し
、
軍
旅
を
和
し
‘
爵
•
玄
雲
・
遠
期
、
皆
騎
吹
曲
、
非
"
鼓
吹
曲
正
此
則
列
―
―
於

忍
希
、
鰹
爾
含
レ
声
必
而
作
。
〔
楚
辞
‘
遠
遊
〕
使
―
―
湘
震
身
を
鍛
錬
す
る
喩
。
〔
史
記
‘
貨
殖
偉
〕
大
喜

gn-―
鐵
山
―
鼓
田
役
を
正
す
こ
と
を
掌
る
。
〔
周
證
‘
地
官
‘
鼓
人
〕
掌
，
殿
庭
一
者
、
名
―
―
鼓
吹
一
今
之
従
行
‘
鼓
吹
為
1

一
騎
吹
「
二
曲

鼓
＞
年
必
分
‘
令
―
―
―
海
若
舞
泣
温
究
〔
戦
國
‘
齋
策
〕
臨
渦
甚
錆
‘
運
二
細
岬
策
五
傾
1
1

演
蜀
之
民
↓
〔
漢
書
、
終
軍
博
〕
膠
東
魯
教
―
―
六
鼓
四
金
之
音
瞥
詞
公
即
聾
血
杢
以
和
1

一
軍
旅
「
以
異
也
、
又
孫
櫂
観
―
―
魏
武
軍
五
旦
鼓
吹
1

而
還
‘
此
應
―
―
是

富
而
賓
‘
其
民
無
下
不

1
1吹
レ
竿
鼓
レ
琴
、
撃
レ5恐
輝
レ
琴
‘
國
‘
披

1一
躊
璧
鐵
二
正
注
〕
如
淳
日
、
躊
―
―
銅
鐵
云
扇
熾
ル
火
、
正
•
田
役

3
＠
大
鼓
を
う
つ
役
人
。
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
上
〕
今
之
鼓
吹
｛
魏
晉
世
又
瑕
二
諸
将
帥
及
牙
門
曲
→
蓋
鼓

闘
レ
維
走
レ
犬
‘
六
博
蹟
鞠
者
LO

〔
史
記
‘
張
秤
之
博
〕
使
―
―
謂
二
之
鼓
↓
〔
後
漢
書
、
百
官
志
五
〕
出
レ
鐵
多
者
、
置
―
―
鐵
使
下
鼓
人
桁
↓
―
稗
鼓

q字
・
鐘
磐
い
鳳
凰
鼓
レ
翼
而
舞
。
〇
吹
、
斯
則
其
時
方
謂
1

一
之
鼓
吹
云
K

、
按
―
―
西
京
雑
記
玉
漢

憧
夫
人
鼓
▽
ヰ
必
、
上
自
椅
レ
写
必
而
歌
。
〔
史
記
、
廉
頗
蘭
相
官
士
土
―
―
鼓
錆
↓
〔
魏
書
‘
辛
子
臨
傭
〕
諸
州
豪
右
在
レ
山
披
鼓
國
の
民
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
五
〕
使
下
鼓
人
殺
1

一
叛
人
一
而
大
駕
祠
―
―
甘
泉
・
冴
陰
「
備
二
千
乖
篤
騎
一
有
―
―
黄
門
前
後

如
傭
〕
蘭
相
如
日
、
王
以
レ
名
使
レ
括
、
若
一
函
炉
柱
而
鼓
＞
躊
‘
姦
窯
多
依
レ
之
。
〔
白
行
簡
、
金
在
レ
舘
詩
〕
堅
剛
由
二
繕
・
守
備
上
三
月
。
〔
説
苑
‘
責
徳
〕
中
行
穆
子
圃
レ
鼓
‘
鼓
部
鼓
吹
一
則
不
下
燭
列

1一
於
殿
庭
一
者
名
•
鼓
吹
上
也
、
漢

認

耳

。

我

性

「

披

躊

任

―

―

君

心

↓

人

有

二

以

レ

城

反

者

↓

如

―

―

遠

期

盃

曲

辞

有

―

―

雅

栗

陳

及

増

壽

萬

年

等

語

一

馬

上

【
鼓
柑
】5
5
?
7
か
い
を
鳴
ら
す
。
か
い
を
動
か
す
。
船
〖
鼓
躊
局
〗63ゃ
悶
官
署
の
名
。
元
、
置
く
。
諸
路
賓
【
鼓
吹
】6
9
"ィ
●
軍
栗
を
奏
す
る
官
。
後
漢
時
代
に
置
奏
梨
之
意
‘
則
遠
期
又
非

1一
騎
吹
曲
一
也
、
晉
中
興
書
日
、

を
こ
ぐ
。
鼓
泄
゜
鼓
悼
。
鼓
櫂
゜
鼓
撓
。
柑
で
漕
ぐ
と
泉
都
提
翠
司
の
陽
。
錢
文
を
鼓
躊
し
、
交
紗
を
印
造
す
か
る
。
〔
後
漢
書
、
安
帝
紀
〕
壬
午
‘
詔
,
1

太
僕
少
府
↓
減
,
,

漢
武
帝
時
、
南
越
加
―
―
置
交
趾
·
九
慎
•
日
南
・
合
浦
・
南

臀
を
獲
す
る
か
ら
鼓
と
い
ふ
。
〔
後
漢
書
‘
張
馬
傭
〕
子
る
を
掌
る
。
〔
元
史
‘
百
官
志
八
〕
諸
路
賓
泉
都
提
學
司
、
黄
門
鼓
吹
百
以
補
―
―
利
林
士
↓
〔
後
漢
書
、
百
官
志
一
〕
又
海
・
鬱
林
・
蒼
梧
七
郡
↓
皆
瑕
二
鼓
吹
盃
東
観
漢
紀
日
、
建

脊
如
有
レ
震
知
吾
志
↓
在
理
―
―
察
柾
翌
登
危
レ
我
哉
、
至
正
十
年
十
月
置
‘
其
隔
有
二
鼓
躊
局
ご
止
七
品
、
永
利
賜
―
―
官
騎
三
十
人
、
及
鼓
吹
↓
〔
後
漢
書
、
楊
賜
博
〕
蘭
憂
初
中
、
班
超
拝
―
―
長
史
盆
竪
鼓
吹
・
魔
幡
↓
則
短
篇
鏡
歌
、

途
界
揖
而
過
。
〔
木
華
‘
海
賦
〕
飛
駿
鼓
楕
。
〔
秤
撮
‘
泊
―
―
庫
、
従
七
品
‘
掌
下
鼓
―
―
躊
至
正
銅
錢
ぶ
ば
造
交
紗
い
令
史
十
人
‘
猜
1

一
利
林
騎
軽
車
介
士
、
前
後
部
鼓
吹
↓
〔
王
漢
時
已
名
―
―
鼓
吹
云
_
下
自
1

一
魏
晉
立
炉
也
、
在
豹
古
今
註

震
澤
口
詩
〕
歌
党
鼓
レ
揖
去
、
三
江
多
11

客

愁

↓

【

鼓

衆

】

64
四
f

ゥ
鼓
を
う
つ
て
衆
人
を
は
げ
ま
す
。
衆
人
倹
‘
格
淵
碑
文
〕
給
―
―
節
材
裸
鼓
吹
↓
班
剣
為
土
ハ
十
人
↓
日
、
漢
栗
有
―
―
黄
門
鼓
吹
玉
へ
子
所
n

―
以
宴
血
木
繋
臣
一
也
、

【
鼓
車
】
5
6
[
ャ

O
鼓
を
載
せ
る
車
。
天
子
の
歯
簿
゜
〔
後
を
動
ま
す
。
〔
周
礎
、
地
官
‘
鼓
人
〕
軍
動
則
鼓
―
―
其
衆

-

0
っ
づ
み
及
ぴ
ふ
え
の
類
。
又
、
そ
れ
ら
の
槃
器
を
鳴
短
篇
鏡
歌
‘
鼓
吹
之
一
章
爾
‘
亦
以
賜
―
―
有
功
諸
侯
ぶ
然

漢
書
、
循
吏
博
序
〕
建
武
十
三
年
、
異
國
有
ふ
臥
―
―
名
馬
―
〔
法
言
、
先
知
〕
立
レ
政
鼓
レ
衆
、
動
―
―
化
天
下
五
莫
レ
尚
二
於
ら
す
こ
と
。
太
鼓
を
打
ち
笛
を
吹
く
こ
と
。
又
、
軍
事
に
削
黄
門
鼓
吹
・
短
籠
鏡
歌
典
二
横
吹
曲
「
得
―
―
―
通
名
二
鼓

者
い
日
行
千
里
、
又
進
↓
―
賓
剣
盃
只
兼
―
―
百
金
↓
詔
以
レ
馬
中
和
一
〔
蘇
舜
欽
、
石
曼
卿
詩
集
放
〕
震
な
奇
猜
レ
秀
‘
蓋
奏
す
る
昔
築
。
軍
築
。
鼓
吹
曲
を
見
よ
。
〔
説
苑
、
善
説
〕
吹
↓
但
所
レ
用
異
爾
。

置
鼓
車
紅
賜

-
l騎
士
→
〔
南
齊
書
‘
王
融
博
〕
若
千
里
日
取
舌
之
所
已
杏
至
、
託
諷
物
象
之
表
玉
9
時
鼓
レ
衆
。
載
→
→
利
騎
盃
含
吹
乎
不
測
之
淵
→
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
鼓
吹
〖
鼓
吹
車
〗

n
g
ィ
白
鷺
車

(
8
-
2
2
6
7
8

:
 1
2
1
4
)

の
異

至
、
聖
上
常
レ
駕
―
―
鼓
車
↓
〇
鼓
と
車
。
攻
め
つ
づ
み
と
戦
【
鼓
鐘
】
65

ざ
＇
ゥ
〇
錘
を
う
つ
。
〔
詩
‘
小
雅
、
白
華
〕
鼓
―
―
震
‘
瞥
激
越
゜
〔
呉
志
、
甘
寧
博
〕
寧
属
レ
瞥
問
、
鼓
吹
何
以
名
。
〔
通
典
‘
穂
二
十
四
、
天
子
車
格
〕
白
鷺
車
、
隋
一
名

車
。
〔
後
漢
書
、
南
匈
奴
博
〕
築
器
・
鼓
車
・
槃
戟
・
甲
兵
・
鐘
千
宮
五
瞥
聞
,
,
干
外
↓
〔
詩
‘
小
雅
‘
鼓
鍾
〕
鼓
レ
鍾
将
将
、
不
レ
作
,
1

牡
氣
毅
然
「
櫂
尤
嘉
レ
之
。
〔
蜀
志
、
劉
封
傭
〕
封
尋
鼓
吹
車
、
車
上
施
ー
ー
暦
棲
五
悽
上
有
―
―
翔
鸞
―
棲
焉
。

飲
食
・
什
器
。0
大
材
を
小
用
す
る
喩
゜
〔
杜
牧
‘
騒
蟷
駿
淮
水
湯
湯
゜
〔
疏
〕
披
1一
撃
其
鍾1而
臀
将
将
然
。
●
太
披
奪
―
―
逹
鼓
吹
-
〔
｛
木
史
‘
築
志
十
五
〕
披
吹
者
軍
築
也
。
〔
事
〖
鼓
吹
者
〗

7
2孟
ィ
或
る
主
義
又
は
事
業
を
衆
人
に
行

詩
〕
遭
遇
不
―
―
遭
遇
一
甕
車
卑
ハ
11

鼓
車
↓
と
鐘
゜
〔
楚
史
〕
荘
王
立
―
―
鼓
鐘
之
間
「
左
伏
五
愈
壁
右
擁
―
―
物
紀
原
‘
築
舞
臀
歌
部
‘
鼓
吹
〕
唐
築
志
日
、
黄
帝
使
―
―
―
岐
は
せ
よ
う
と
し
て
之
に
全
力
を
盛
す
人
。

【
鼓
林
】57
匂
＇
ウ
太
鼓
の
覺
〔
庚
信
、
和
藉
王
看
＂
伎
越
姫
一
〔
顔
延
之
‘
五
君
詠
、
劉
参
軍
詩
〕
鼓
鐘
不
レ
足
レ
歓
‘
伯
作
―
鼓
吹
百
盆

E
レ
徳
建
レ
武
‘
禁
邑
請
志
亦
云
レ
然
、
唐
〖
披
吹
長
〗

7
3が
訂
蛙
の
異
名
。
其
の
臀
を
鼓
吹
に
擬

詩
〕
細
棲
纏
―
鐘
格
面

OO花
釘
―
―
鼓
林
↓
榮
色
登
能
眩
。
〔
飽
溶
‘
聞
―
國
家
将
＞
行
-
l

封
祠
―
聯
抒
,
,
臣
紹
偉
曰
‘
紹
謂
‘
鼓
吹
本
軍
容
、
黄
帝
戦
二
泳
鹿
百
娑
野
警
し
て
い
ふ
。
〔
清
異
録
、
禽
〕
遵
郭
隠
居
、
有
1

一
高
士
五
問

【
鼓
唱
】
58

翌
＇
ウ
人
に
先
ん
じ
て
と
な
へ
る
。
首
唱
。
又
、
情
―
詩
〕
山
知
楢
鉗
＂
新
煙
火
、
臣
望
篇
詔
藷
鼓
鐘
゜
＠
詩
衛
一
也
。
●
明
か
に
す
る
。
楼
明
す
る
。
明
か
に
し
て
知
ら
日
、
何
以
閲
レ
日
、
封
日
、
不
レ
注

11

目
子
婆
娑
兒
一
郎
側
1

一

極
力
と
な
へ
る
。
〔
宋
史
、
文
苑
六
‘
悦
濤
博
〕
干
レ
是
言
経
、
小
雅
‘
谷
風
之
什
の
篇
名
。
幽
王
、
諸
侯
を
會
し
淫
せ
る
。
又
、
さ
う
す
る
も
の
。
〔
晉
書
‘
孫
綽
傭
〕
綽
絶
重
―
―
耳
於
鼓
吹
長
↓
謂
―
―
玩
レ
鵡
而
聴
＞
蛙
也
。

者
論
真
鼓
唱
撰
造
↓
栗
を
鼓
し
て
之
に
示
す
を
刺
る
。
〔
詩
、
小
雅
‘
鼓
鍾
序
〕
張
衡
・
左
思
之
賦
戸
母
云
‘
三
都
・
ニ
京
‘
五
経
之
鼓
吹
也
。
【
鼓
鉦
】
7
4
3
ィ
軍
中
に
用
ひ
る
つ
づ
み
と
ど
ら
。
〔
朱

）
【
鼓
掌
】
59

翌
ウ
て
の
ひ
ら
を
撃
つ
。
撃
掌
゜
〔
陳
文
燭
、
鼓
鍾
、
刺
血
宇
デ
也
。
〔
博
〕
幽
王
用
レ
築
、
不
―
―
卑
ハ
レ
徳
比
一
〔
唐
書
‘
文
藝
上
、
杜
甫
傭
〕
天
賓
十
一
二
歳
、
甫
奏
,
1

賦
三
寮
、
再
用
下
十
七
B
早
霜
晴
観
l
1

日
出
-
―
霧
中
1

喜
而
成
詩

7

遊
峨
山
記
〕
至
蕉
永
甕
訪
―
―
八
昔
池
二
翌
有
入
倉
諸
侯
子
淮
上
涵
ご
其
淫
悶
以
示
藷
侯
「
賢
者
為
レ
慧
帝
奇
5

之
‘
因
高
自
稽
道
‘
且
言
‘
臣
之
述
作
‘
雖
レ
不
レ
韻
上
詩
〕
田
含
占
涵
窯
公
軍
家
候
―
―
鼓
鉦
↓
〔
元
史
‘
冗
良

0

懇
掌
則
墾
蛙
鳴
‘
其
起
止
倶
先
一
蛙
、
如
釜
臀
玉
振
一
之
憂
傷
。
R
山
名
。
山
西
省
垣
曲
縣
の
東
北
。
俗
に
訛
つ
足
"
蔀
全
吹
六
経
云
ぎ
沈
鬱
頓
挫
‘
随
レ
時
敏
給
↓
揚
雄
・
合
台
博
〕
縦
レ
火
攻
レ
之
‘
皆
不
レ
克
、
乃
大
震
―
―
鼓
鉦
一
進
。

83

【
鼓
城
】
60

力
＇
ヤ
’
縣
名
。
隋
、
置
く
。
春
秋
の
時
の
披
子
て
替
家
山
と
い
ひ
‘
菩
聰
を
此
慮
に
葬
る
と
い
ふ
は
誤
枚
皐
‘
可
入
止
及
一
也
。
R
勢
を
つ
け
勘
ま
す
こ
と
。

0
【
鼓
臀
】
7
5
3
ィ
つ
づ
み
の
瞥
゜
〔
詩
、
小
雅
‘
采
芭
‘
伐
レ
鼓

⑭
國
。
故
城
は
河
北
省
晉
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
疸
隷
‘
で
あ
る
。
山
下
に
鼓
鐘
鎮
あ
り
。
又
、
訛
つ
て
替
家
鎮
と
思
想
な
ど
を
宣
傭
し
て
共
鳴
さ
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
。
淵
淵
振
旅
閣
閻
‘
債
〕
淵
淵
‘
鼓
臀
也
。
〔
周
橙
、
夏
官
、

一
箕
定
府
、
晉
州
〕
披
城
顎
縣
、
春
秋
時
‘
為
―
―
鼓
子
國
五
i

い
ふ
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
鼓
鐘
之
山
、
帝
景
之
所
n

ー
以
吹
聰
し
て
勧
め
る
こ
と
。

O
山
名
。
浙
江
省
象
山
縣
の
太
僕
〕
聞
二
鼓
瞥
↓
則
速
逆
,
,
,
御
僕
卑
ぐ
御
庶
子
↓
〔
六
餡
、

）
狭
別
種
也
、
左
博
昭
十
五
年
、
晉
荀
呉
帥
レ
師
伐
11

鮮
虞
一
熊
忌
旦
岬
也
。
束
。
〔
明
一
統
志
〕
鼓
吹
山
、
在
―
―
浙
江
象
山
縣
束
↓
有
レ
龍
餡
、
動
軍
〕
聞
―
―
金
臀
缶
皿
怒
、
聞
―
―
鼓
瞥
―
而
喜
゜
〔
呂

5

閥
鼓
、
克
レ
之
、
漢
置
下
曲
陽
縣

U
B二
矩
鹿
郡
盃
郡
都
【
鼓
進
】
66

ク
せ
め
つ
づ
み
を
な
ら
し
て
軍
を
進
め
峯
特
立
、
天
欲
二
陰
雨
玉
E

レ
臀
‘
轟
轟
如
―
鼓
吹
↓
覧
、
期
賢
〕
鼓
贅
則
似
レ
雷
‘
琥
呼
則
動
レ
地
。
〔
漢
書
、
李

⑩
尉
冶
焉
、
云
云
‘
隋
開
皇
十
六
年
‘
復
置
昔
陽
縣
→
十
八
る
。
〔
周
護
、
夏
官
、
大
司
馬
〕
又
三
鼓
振
レ
鐸
作
レ
旗
、
車
〖
鼓
吹
曲
〗

7
0や
打
打
築
器
と
吹
奏
築
器
と
で
奏
す
る
陵
博
〕
聞
二
鼓
臀
一
而
縦
、
聞
二
金
臀
一
而
止
。
〔
元
横
‘
夜
深

83

年
、
改
日
鼓
城
面
歪
州
↓
尋
璽
趙
郡
↓
徒
皆
作
‘
鼓
進
鳴
レ
錆
、
車
課
徒
趨
。
架
曲
。
主
と
し
て
軍
栗
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
が
、
天
子
行
〕
夜
深
猶
自
撓
レ
江
行
、
震
レ
地
江
臀
似
11

鼓
臀
↓

65

ci
【
鼓
手
】
61

k
u
3
 
s
h
o
u
3

葬
式
や
婚
幡
の
時
、
大
鼓
を
打
【
鼓
震
]
6
7

ク
つ
づ
み
が
鳴
り
ひ
ぴ
く
。
〔
應
場
‘
馳
射
の
出
消
、
功
臣
に
封
す
る
賜
宴
な
ど
の
時
に
も
用
ひ
ら
【
鼓
節
】
7
6
3
'

鼓
を
打
つ
て
進
退
行
歩
の
調
子
を
と
る

13

|
 

|

_

 

鼓

部

鼓

0
五
七



）
を
い
ふ
。
〔
魏
志
、
鮮
卑
傭
〕
建
立
施
魔
百
孟
界
節
為
,
,

3
 
11

進
退
二
宋
書
、
栗
志
一
〕
錆
‘
鉦
也
‘
形
如
一
小
鐘
盃
軍
行

鴨
之
、
為
薮
怖
゜

゜
33

【
鼓
舌
】
7
7
8
'

舌
を
ふ
る
つ
て
し
や
べ
る
。
饒
舌
゜
〔
逸

8
 
⑭
周
書
、
丙
良
夫
解
〕
賢
智
箱
レ
ロ
、
小
人
鼓
レ
舌
゜
〔
後
漢

書
衷
紹
偉
上
、
道
路
以
レ
目
百
辟
鉗
レ
ロ
‘
注
〕
周
書
曰
‘

）
賢
哲
料
口
、
小
人
鼓
レ
舌
゜

7
 

7

〖
鼓
舌
椛
唇
〗78
芯
ク
盛
に
し
や
べ
り
立
て
る
を
い

ふ
。
〔
荘
子
、
盗
拓
〕
子
耕
而
食
、
不
レ
織
而
衣
、
揺
レ
唇

。
3
 
83

屈
舌
‘
檀
生
是
非
↓

⑭
【
鼓
扇
】
7
9
3

／
鼓
舞
し
あ
ふ
ぐ
。
あ
ふ
り
た
て
る
。
盛
に

す
る
。
〔
苑
宵
、
穀
梁
偉
序
〕
絋
碩
綱
以
織
三
五
｛
鼓
―

芳
風
以
扇
遊
塵
〔
南
史
、
梁
紀
論
〕
鼓
扇
玄
風
一

凹
揚
儒
業
↓
〔
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
穆
宗
、
長
慶
一
年
）

離
而
鼓
扇
之
↓
〔
注
〕
以
衆
情
麟
灰
、
火
本
有
1

一熾

烈
之
性
涵
杏
罐
以
吹
レ
之
‘
椛
レ
扇
以
唱
＞
之
、
則
愈
熾
烈

笑゚
【
鼓
足
】

80F
四
足
の
昼
に
の
せ
た
つ
づ
み
。
〔
褪
、
明

叫
ん
]
三

〔
事
物
紀
原
‘
築
舞
臀
歌
部
、
鼓
足
〕
隋
昔
築
志
曰
、
連

鼓
、
夏
后
氏
加
二
四
足
盃
匹
之
鼓
足
↓

[
鼓
大
】
81

デ
つ
づ
み
が
大
き
い
。
〔
周
證
‘
考
工
記
‘
輝

人
〕
鼓
大
而
短
‘
則
其
臀
疾
而
短
聞
‘
鼓
小
而
長
‘
則
其

瞥
舒
而
遠
聞
。

【
鼓
刀
】
82

ゲ
庖
丁
を
鳴
ら
す
。
庖
丁
を
ふ
る
ふ
。
庖
丁

を
使
ふ
。
家
畜
を
ほ
ふ
り
、
料
理
す
る
こ
と
を
い
ふ
。

〔
楚
辞
、
離
騒
〕
呂
望
之
鼓
レ
刀
分
‘
遭
↓
一
周
文
一
而
得
レ
翠
゜

〔
戦
國
、
韓
策
〕
贔
政
曰
‘
嵯
乎
、
政
乃
市
井
之
人
‘
鼓
レ
刀

以
屠
、
而
殿
仲
子
乃
諸
侯
之
卿
相
也
。
〔
漢
書
、
奨
噌
夏

侯
嬰
灌
嬰
博
賛
〕
羮
噌
・
夏
侯
嬰
・
灌
嬰
之
徒
‘
方
↓
―
其
鼓

刀
・
僕
御
，
販
稽
之
時
盆
豆
自
知
レ
附
1

譲
之
尾
↓
〔
漢
書
、
王

褒
傭
〕
詔
レ
褒
為
品
壬
土
得1一
賢
臣
石f
•其
意
二
褒
酎
曰
‘

云
云
‘
是
故
伊
手
勤
ふ
心
鼎
俎
ぶ
穴
ム
困
1

一
於
披
刀
↓
〔
注
〕

師
古
日
‘
披
刀
‘
謂
レ
屠
―
―
牛
於
朝
歌
一
也
。
〔
淮
南
子
、
氾

論
訓
〕
太
公
之
鼓
レ
刀
‘
嵩
戚
之
商
歌
。
〔
播
尼
‘
乗
輿
蔵
〕

負
レ
鼎
鼓
レ
刀
‘
而
謀
合
―
―
聖
紳
一
〔
何
承
天
、
重
答
―
―
顔
光

鼓

部

鼓

藤
書
〕
或
隠
羊
塾
刀
‘
陵
二
高
志
於
浮
貫

【
披
悼
】
83

炉
舟
を
こ
ぐ
。
披
楕
(
5
5
)

を
見
よ
。
披
櫂
゜

〔
晉
書
‘
陶
捨
博
〕
鼓
レ
悼
渡
レ
江
‘
二
十
餘
里
。
〔
王
倹
‘
堵

淵
碑
文
〕
鼓
レ
悼
則
清
波
振
蕩
‘
建
レ
旗
則
日
月
蔽
柄
。

〔
隋
楊
帝
、
遺
陳
尚
書
江
総
書
〕
山
川
共
有
‘
我
諜
ー
上

憶
披
レ
悼
之
能
‘
呉
楚
不
レ
異
。

【
鼓
瑞
】
84
k
u
3
 

tang'

小
兒
が
口
で
吸
ひ
鳴
ら
す
玩

具
。
又
‘
倒
摘
氣
・
響
壺
虞
と
い
ふ
。
北
京
で
は
暉
暉
證

を
い
ふ
。

【
鼓
櫂
】
85

が

0
舟
を
こ
ぐ
。
鼓
柑
(
5
5
)

を
見
よ
。
披
悼

に
同
じ
。
●
江
湖
に
浮
ん
で
世
を
避
け
る
を
い
ふ
。
〔
謝

震
運
‘
山
居
賦
〕
嘉
陶
朱
之
披
ね
櫂
、
廼
語
レ
種
以
レ
免
レ

憂。

【
鼓
鼓
】
86

ゲ
ふ
り
つ
づ
み
。
〔
周
幡
‘
春
官
、
小
師
〕
掌
レ

赦
鼓
餞
祝
致
填
籠
管
弦
歌
↓
〔
注
〕
鼓
鼓
‘
如
レ
披
而
小
‘

持
其
柄
一
屈
之
‘
労
耳
還
自
撃
。

【
鼓
謹
】
87

炉
軍
中
に
用
ひ
る
つ
づ
み
と
将
軍
の
螢
に

立
て
る
大
旗
゜
〔
唐
書
‘
回
鶴
下
‘
砕
延
陀
博
〕
太
宗
方

闘
頷
利
「
這
遊
撃
将
軍
喬
師
望
像
路
虞
詔
書
披

寵
1

冊
二
拝
夷
男
コ
為
翼
珠
枇
伽
可
汗
[
↓

【
鼓
撓
】
8
8
E
ゥ
〇
動
か
し
た
わ
め
る
。
〔
周
易
雑
解
〕
風

能
鼓
撓
萬
物
↓
春
則
競
―
散
草
木
枝
葉
五
秋
則
播
1

一
残
草

木
枝
條
↓
〇
守
船
を
こ
ぐ
。
舟
遊
ぴ
を
す
る
。
撓
は
‘

か
い
。
鼓
揖
(
5
5
)

を
見
よ
。
〔
五
燈
會
元
〕
了
常
碍
師
上
レ

堂
攀
1

彿
子
一
日
、
端
午
龍
安
亦
鼓
撓
、
背
山
雲
裏
得
,
,
逍

遥一

【
鼓
鏡
]
8
9

炉
軍
中
に
用
ひ
る
つ
づ
み
と
ど
ら
。
〔
管

子
、
問
〕
兵
車
・
腔
旗
・
鼓
鏡
・
帷
幕
。

【
鼓
析
】

9
0
F
Oひ
や
う
し
ぎ
を
う
ち
鳴
ら
す
。
〔
山
海

経
、
北
山
経
〕
其
昔
如
レ
披
レ
析
。
●
つ
づ
み
と
ひ
や
う

し
木
。
〔
宋
史
、
王
友
直
博
〕
友
直
孤
軍
堅
守
、
金
兵
駐
ニ

黄
山
↓
鼓
析
相
聞
、
益
整
暇
自
持
。

【
鼓
棄
】
91

グ
ふ
い
ご
を
あ
ふ
る
。
火
勢
を
盛
に
す
る

を
い
ふ
。
〔
墨
子
‘
備
穴
〕
以
頷
皐
伝
〖
レ
之
、
疾
鼓
嚢
1

黒
之
。
〔
涌
南
子
、
本
経
訓
〕
鼓
レ
棄
吹
レ
唾
‘
以
鉛
銅
鐵
↓

【
鼓
鐸
】
92

ゲ
軍
中
に
用
ひ
る
つ
づ
み
と
お
ほ
鈴
。
〔
周

磯
地
官
、
郷
師
〕
阿
其
鼓
鐸
・
旗
物
・
兵
器
涵
炉
其
卒

伍
↓
〔
周
幡
‘
夏
官
、
大
司
馬
〕
教
辛
諏
旅
一
云
云
‘
琲
1

一
披
鐸

錆
鏡
之
用
芸
韓
非
子
、
存
韓
〕
邊
郎
残
‘
國
固
守
‘
披
鐸
之

臀
聞
秘
行
圧
而
乃
用
―
―
臣
斯
之
計
盃
晩
芙
。
〔
載
國
‘
趙
策
〕

秦
攻
レ
趙
‘
鼓
鐸
之
昔
、
聞
―
―
於
北
堂
↓
〔
説
苑
、
立
節
〕
披

鐸
之
啓
未
レ
聞
、
矢
石
未
レ
交
、
長
兵
未
レ
接
。

【
鼓
瑞
】
93

”
ノ
つ
づ
み
を
う
つ
や
う
な
昔
の
す
る
早

瀬
。
鼓
滞
暉
を
見
よ
。

〖
鼓
瑞
匪
〗9
4誘
し
水
が
集
ま
り
う
づ
ま
い
て
妓
を
う

つ
や
う
な
＿
音
を
競
す
る
こ
と
。
又
‘
其
の
と
こ
ろ
。
〔
陳

造
‘
龍
眼
磯
詩
〕
似
レ
間
漬
潔
時
‘
亦
復
鼓
淵
雁
↓

【
鼓
弾
】
9
5
[

ノ
ひ
く
。
か
な
で
る
。
弾
奏
。
〔
岱
康
‘
贈
,
,
秀

オ
入
＞
軍
詩
〕
ヰ
必
琴
土
伊
御
‘
誰
典
鼓
彊
゜

【
鼓
筑
】
96

ゲ
筑
を
う
ち
な
ら
す
。
筑
は
主
必
に
似
た
竹

製
の
築
器
。
〔
沈
煩
‘
幽
庭
賦
〕
素
人
清
歌
、
趙
女
鼓
レ
筑
゜

【
鼓
脹
】
97

炉
ウ
病
名
。
腸
内
獲
酵
が
烈
し
く
‘
腸
管
の

容
積
が
増
脹
し
て
、
腹
部
が
膨
渦
す
る
病
。
甚
し
い
も

の
は
、
腸
壁
が
緊
張
し
て
鼓
の
や
う
に
な
る
。
〔
素
問
‘

腹
中
論
〕
黄
帝
日
、
有
レ
病
‘
心
腹
渦
‘
旦
食
削
不
レ
能
1

一暮

食
此
為
祠
病
「
岐
伯
封
日
、
名
岱
鼓
患
〔
注
〕
心
腹

脹
渦
不
レ
能
再
食
五
形
如
鼓
腿
故
名
鼓
脹
也
。

【
鼓
徴
】
98

ゲ
＇
ウ
太
鼓
の
合
圏
で
人
を
召
し
集
め
る
。

〔
周
穂
、
春
官
、
大
背
〕
凡
祭
祀
之
用
レ
栗
者
、
以
レ
鼓
徴
二

學
士
↓
〔
謄
‘
學
記
‘
入
レ
學
披
陵
‘
疏
〕
大
研
披
徴
‘
所
＿
l

以
警
＞
衆
也
。

【
鼓
槌
】
9
9
5
ィ
太
岐
の
撥
。
太
披
を
叩
く
棒
。
〔
績
齊
諧

記
〕
二
小
兒
入
二
建
康
縣
云
ヂ
閣
下
ぶ
登
竺
雙
漆
披
槌
↓

【
鼓
笛
】

101r
●
つ
づ
み
と
笛
゜
籠
鼓
゜
〔
白
居
易
、
立
部

伎
詩
〕
堂
上
坐
部
笙
歌
清
、
堂
下
立
部
鼓
笛
鳴
。
〔
杜
荀

鶴
‘
題
面
翁
｛
悉
詩
〕
州
縣
供
輪
罷
‘
追
随
鼓
笛
喧
。

O

鼓
笛
曲
の
略
。
〔
宋
史
、
築
志
十
七
〕
法
曲
編
荻
披
笛
三

部
、
凡
二
十
有
四
曲
。

〖
鼓
笛
曲
冨
ゃ
只
築
曲
の
名
。
〔
夢
渓
筆
談
‘
栗
律
一
〕

唐
之
杖
披
、
本
謂
之
雨
杖
鼓
五
二
云
、
明
帝
・
宋
開
府
‘
皆

善
此
堕
其
曲
多
獨
奏
、
如
鼓
笛
曲
五
是
也
。

【
鼓
貼
】
103

和
/
と
き
を
う
つ
。
時
刻
を
告
げ
る
鳴
り
物

を
鳴
ら
す
こ
と
。
〔
福
恵
全
書
、
疱
任
部
、
猜
各
告
示
〕
毎

更
披
貼
‘
倶
要
下
按1一
定
時
刻
→
分
明
直
至
•
黎
明
摺
貼
い

【
鼓
怒
】
1
0
4
2

水
が
昔
を
た
て
て
激
す
る
こ
と
。
又
、
は

げ
し
く
い
か
る
。
激
し
い
怒
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
激
↓
―
逸
勢
一

以
前
謳
‘
乃
鼓
怒
而
作
レ
濤
。
〔
注
〕
銑
曰
、
相
鼓
撃
怒
而

作
波
滋
也
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
祠
伍
員
廟
詩
〕
洪
濤
猶

鼓
怒
、
震
廟
尚
凄
清
゜
〔
太
，
参
、
武
威
送
1

―
―
劉
箪
判
官
赴
二

安
西
行
ぷ
戸
便
呈
ユ
蘭
門
府
一
詩
〕
赤
亭
多
二
隠
風
ょ
鼓
怒

不
レ
可
レ
常
゜

【
鼓
動
】
105

炉
〇
太
鼓
の
響
。
〔
劉
峻
‘
琲
命
論
〕
鼓
動

陶
躊
‘
而
不
レ
為
レ
功
。
〔
白
居
易
‘
早
朝
詩
〕
鼓
動
出
―
一
新

昌
↓
碓
鳴
赴
建
章
↓
〇
ふ
る
ひ
動
く
。
ふ
る
は
し
動

か
す
。
〔
論
衡
‘
是
應
〕
従
レ
手
握
持
‘
以
営
"
疾
風
玉
蓮
不
―
―

鼓
動
↓
〔
後
漢
書
‘
蕉
錮
博
論
〕
蘊
レ
義
生
レ
風
‘
以
披
―
―
動

流
俗
↓
〔
注
〕
周
易
日
‘
披
以
動
レ
之
。

O
ど
う
き
。
心
臓

の
う
つ
ひ
ぴ
き
。
動
悸
。

【
鼓
排
】
106

心
イ
ふ
い
ご
。
風
箱
。
又
‘
ふ
い
ご
を
動
か
す
。

排
は
罐
゜
〔
宋
書
‘
武
帝
紀
上
〕
投
レ
蠍
赴
レ
水
死
者
甚
衆
‘

恩
以
―
―
鼓
排
ー
自
載
‘
僅
得
レ
還
レ
船
。
〔
世
説
新
語
、
任
誕
〕

（
岱
）
康
方
大
樹
下
鍛
‘
向
子
期
為
佐
―
―
鼓
排
面
康
揚
レ
鎚

不
レ
綴
‘
妾
若
レ
無
レ
人
。

【
鼓
韓
]107
k
u
3
 pei• 

ふ
い
ご
。
ふ
き
か
は
。

【
鼓
縛
】
108

デ
つ
づ
み
と
か
ね
。
鼓
鑓
に
同
じ
。
〔
周
縄
‘

春
官
‘
小
脊
‘
正
―
―
槃
縣
之
位
ご
疏
〕
凡
縣
者
、
通
有
二
鼓
縛
↓

【
鼓
躇
】
109

デ
つ
づ
み
と
か
ね
。
〔
儀
碍
、
大
射
儀
‘
栗
人

宿
縣
手
昨
階
東
笙
磐
西
面
云
云
‘
注
〕
奏
レ
築
以
鼓

鑓
為
レ
節
。

【
鼓
板
]
1
1
0
?

〇
書
の
講
義
‘
或
は
講
秤
師
等
が
話
を

す
る
と
き
打
ち
な
ら
す
板
。
〔
桃
花
扇
‘
聴
稗
〕
六
朝
興

瞭
伯
思
量
‘
鼓
板
軽
軽
放
、
油
レ
涙
説
レ
書
兒
女
腸
。
〔
桃

花
扇
‘
修
札
〕
昨
日
河
南
侯
公
子
‘
送
↓
―
到
茶
資
ぶ
り
―
―
一
定

今
日
午
後
‘
宋
競
一
平
話
百
旦
把
,
,
鼓
板
1

取
出
。
●
板
を

た
た
く
。
拍
子
を
取
る
。
〔
張
憲
‘
六
言
詩
〕
篭
書
船
中

鼓
レ
板
‘
錯
金
窯
裏
時
光
。

【
鼓
盤
】

111?

〇
鼓
と
盤
。
祭
祀
等
の
時
の
築
器
と
食

器
と
を
い
ふ
。
盤
は
、
平
た
い
鉢
‘
深
い
皿
゜
〔
後
漢
書
、

文
苑
下
‘
邊
譲
博
〕
爾
乃
清
夜
晨
‘
妙
技
箪
‘
牧
―
―
尊
俎
i

微
鼓
盤
↓
〔
陸
機
‘
七
徴
〕
頓
皓
足
於
数
盤
↓
●
盤
を

う
ち
た
た
く
。
〔
風
土
記
〕
越
俗
‘
飲
宴
即
鼓
レ
盤
以
為
レ

栗
、
取
―
―
太
素
園
盤
廣
尺
六
者
一
弾
レ
之
以
為
レ
節
‘
舞
者

應
レ
節
而
舞
。

【
鼓
腎
】
112

ぃ

O
ひ
ぢ
を
ふ
る
ひ
う
ご
か
す
。
〔
荘
子
、
徐

無
鬼
〕
不
レ
知
T

屠
者
之
一
旦
鼓
レ
腎
、
布
レ
草
操
煙
火
↓

而
已
卑
ハ
レ
禾
倶
焦
上
也
。

O
難
が
利
ば
た
く
を
い
ふ
。
〔
宋

言
穀
‘
難
鳴
渡
レ
闘
賦
〕
撰
レ
肩
鼓
レ
腎
‘
因
為
二
哩
哩
之

臀↓

【
鼓
附
】
門
車
の
上
に
在
る
陣
太
鼓
の
景
。
〔
左
氏
、

宜
、
四
〕
伯
珠
射
レ
王
汰
レ
輯
、
及
鼓
競
著
1

一
於
丁
寧
↓

1
0五
八
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〔
會
箋
〕
附
所
―
―
以
架
孟
鼓
、
周
幡
有
二
足
披
「
足
亦
附
也
、

車
上
不
レ
得
，
置
窟
筐
二
以
懸
出
鼓
、
故
為
作
レ
附
‘
若
1

一殷

之
橡
鼓
一
也
。

【
鼓
舞
】

114RO鼓
を
鳴
ら
し
て
舞
ふ
。
鼓
を
鳴
ら
し
て

舞
は
せ
る
。
轄
じ
て
‘
奮
骰
興
起
さ
せ
る
。
動
ま
し
て
勇

氣
を
出
さ
せ
る
。
〔
易
‘
繋
辞
上
〕
鼓
レ
之
舞
レ
之
以
圭
ヂ

神
。
〔
墨
子
、
非
儒
下
〕
弦
歌
披
舞
以
記
衣
レ
徒
。
〔
淮
南
子
‘
氾

論
訓
〕
夫
弦
歌
敦
舞
‘
以
為
如
杢
盤
旋
揖
譲
‘
以
修
レ
謁
‘

厚
葬
久
喪
以
送
レ
死
‘
孔
子
之
所
レ
立
也
。
〔
史
記
‘
武
帝

紀
〕
民
間
祠
‘
尚
有
二
鼓
舞
之
架
公
r
郊
祠
而
無
如
木
‘
登

稽
乎
゜
〔
法
言
、
先
知
〕
鼓
―
―
舞
萬
物
一
者
雷
風
乎
‘
披
,
,
舞

萬
民
―
者
琥
令
乎
゜
〔
後
漢
書
、
劉
盆
子
博
〕
軍
中
常
有
l
-

齊
巫
涵
益
舛
‘
祠
―
―
城
陽
景
王
五
求
三
輻
助
↓
●
舞
踊
の

名
。
鼓
は
‘
一
に
鄭
に
作
る
。
鄭
舞
は
‘
楚
の
懐
王
の
幸

姫
、
鄭
袖
の
舞
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
今
鼓
舞
者
、
饒
レ
身

若
レ
環
‘
曾
撓
摩
レ
地
、
扶
於
椅
那
、
動
容
韓
曲
‘
便
娼
擬
レ

神
、
身
若
秋
約
被
し
風
、
製
若
レ
結
レ
施
、
騎
馳
若
レ
鵞
゜

〔
注
〕
鼓
舞
‘
或
作
―
―
鄭
舞
「
鄭
者
鄭
袖
‘
楚
懐
王
之
幸
姫
、

善
レ
謁
攻
レ
舞
‘
因
名
―
―
鄭
舞
二
説
‘
鄭
重
攻
レ
舞
也
。

〖
鼓
舞
伎
〗11

5
竺
晉
の
舞
築
の
名
。
〔
文
猷
通
考
‘
築

考
十
八
‘
築
舞
〕
鐸
舞
‘
漢
曲
也
‘
晉
牌
舞
亦
五
篇
‘
鐸
舞

歌
一
篇
‘
幡
舞
一
篇
‘
鼓
舞
伎
六
曲
‘
並
陳
1

一
干
元
會
↓

【
鼓
缶
】
116

炉
〇
ほ
と
ぎ
を
う
ち
鳴
ら
す
。
〔
易
、
離
〕

九
三
、
日
戻
之
離
、
不
レ
鼓
レ
缶
而
歌
‘
則
大
登
之
嵯
‘

凶
。
〔
淮
南
子
、
説
林
訓
〕
君
子
有
レ
酒
、
郎
人
鼓
レ
缶
゜
〔
魏

書
、
李
賽
博
〕
或
促
籐
以
持
レ
肩
‘
或
援
レ
笙
而
鼓
レ
缶
。

●
鼓
盆
(
1
2
5
)

に
同
じ
。
〔
孫
楚
、
荘
周
賛
〕
妻
亡
不
品
犬
‘

亦
何
所
涵
直
‘
慢
弔
披
レ
缶
、
於
レ
此
誕
言
。
〔
顔
氏
家
訓
‘

勉
學
〕
荀
奉
情
喪
レ
妻
、
神
傷
而
卒
、
非
―
―
鼓
缶
之
情
一
也
。

〖
鼓
缶
子
〗1

1
7
考
ヴ
櫻
田
質
の
琥
゜
櫻
田
虎
門
(
6
-
1
5
8

8
8
 :
 3
3
)

を
見
よ
。

【
鼓
梓
】
1
1
8
R

ゥ
つ
づ
み
の
ば
ち
。
〔
元
横
‘
賜
城
騨
詩
〕

昔
公
居
夏
邑
↓
押
レ
人
如
レ
押
レ
鵡
‘
況
自
レ
茂
"
刺
史
ぶ
豆

復
緩
鼓
枠
↓

【
鼓
腹
】
119

戸
〇
腹
づ
つ
み
を
う
つ
。
食
足
つ
て
涌
足

す
る
さ
ま
。
太
平
を
築
し
む
喩
。
〔
荘
子
、
馬
蹄
〕
夫
赫
音

氏
之
時
、
民
居
不
レ
知
レ
所
レ
為
、
行
不
レ
知
知
m
レ
之
‘
含
レ

哺
而
熙
‘
鼓
レ
腹
而
遊
。
〔
淮
南
子
、
淑
箕
訓
〕
含
レ
哺
而

漉
鼓
レ
腹
而
熙
。
〔
陶
潜
、
戊
申
歳
六
月
中
遇
レ
火
詩
〕

鼓
腹
無
爺
炉
思
、
朝
起
暮
欝
眠
゜
〔
火
「
参
、
南
硲
別
業

|

_

 

鼓

部

鼓

詩
〕
趙
遥
自
得
盆
息
‘
鼓
枷
暖
酔
中
遊
。

O
腹
を
う
つ
て
拍

子
を
と
る
こ
と
。
〔
史
記
‘
苑
雖
博
〕
伍
子
骨
‘
云
云
‘
鼓
レ

腹
吹
レ
施
‘
乞
1

一
食
於
呉
中
↓
参
つ
づ
み
の
胴
゜
〔
周
證
‘

考
工
記
‘
騨
人
‘
輝
人
為
一
稟
＇
陶
―
云
云
弯
者
三
之
一
、

注
〕
鄭
司
農
云
‘
弯
‘
績
為
下
志
無
元
孟
炉
之
空
盆
頭
-
1

鼓

木
腹
弯
隆
者
、
居
鼓
―
―
一
之
一
1

也。

〖
鼓
腹
撃
壌
〗1

2
0
ぢ
忍
,
—
帝
発
の
時
、
老
人
が
腹
づ
つ

み
を
う
ち
地
を
う
つ
て
、
発
の
徳
を
歌
ひ
太
平
を
築
し

ん
だ
故
事
。
太
平
無
事
を
築
し
む
さ
ま
に
い
ふ
。
壌
は

又
、
築
器
の
名
と
い
ひ
‘
遊
戯
の
名
と
い
ふ
。
撃
壌
(
5ー

1
2
8
 0
0
:
 
4
4
)

を
見
よ
。
〔
十
八
史
略
‘
五
帝
〕
有
老
人
一

含
レ
哺
鼓
レ
腹
‘
撃
レ
壌
而
歌
曰
、
日
出
而
作
、

8
入
而
息
‘

竪
レ
井
而
飲
‘
耕
レ
田
而
食
、
帝
力
何
有
二
於
我
1

哉。

【
鼓
吻
】
121

ク
大
い
に
辮
じ
よ
う
と
し
て
腎
を
緊
張
さ

せ
る
こ
と
。
又
‘
盛
に
唇
を
動
か
す
。
大
い
に
し
や
ベ

る
。
披
舌
゜
〔
薩
都
剌
、
棗
女
謡
〕
冷
官
傲
冗
蘇
卑
ハ
レ
黄
‘

提
レ
筆
鼓
レ
吻
趨
1

一
文
場
↓

【
鼓
牌
】
122

デ
せ
め
太
鼓
゜
縛
じ
て
、
戦
争
を
い
ふ
。
披

整
に
同
じ
。
〔
晉
書
‘
牽
秀
博
〕
虞
-
1

鼓
稗
之
間
:
必
建
二
将

帥
之
動
↓
〔
濡
岳
‘
藉
田
賦
〕
披
稗
隠
以
秤
瑾
゜

【
鼓
競
】
123}
ィ
軍
築
に
使
用
す
る
つ
づ
み
。
せ
め
太
鼓
。

韓
じ
て
‘
軍
事
を
い
ふ
。
〔
碍
‘
築
記
〕
鼓
登
之
臀
‘
講
灌

以
立
‘
動
動
以
進
、
衆
君
子
聴
―
―
鼓
競
之
瞥
一
則
思
―
―
将
帥

之
臣
↓
〔
漢
書
‘
陳
湯
傭
〕
蓋
君
子
聞
1

一
鼓
競
之
臀
↓
則
思
ニ

将
卒
之
臣
↓
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
傭
‘
注
〕
蜀
記
日
、
聴
二
鼓

覧
而
永
思
‘
庶
―
―
先
哲
之
遺
光
↓
〔
劉
長
卿
、
送
―
―
李
判
官

之
潤
州
行
蕊
詩
〕
萬
里
辞
塚
事
鼓
翌
金
陵
騨
路

楚
雲
西
。
〔
慮
綸
‘
晩
次
二
郡
州
云
巴
藷
業
已
随
―
―
征
戦
1

盪
、
更
堪
江
上
鼓
整
贄
゜

【
鼓
鞭
】
124

デ
鞭
を
ふ
る
つ
て
打
つ
。
〔
墨
子
、
魯
問
〕

夫
子
三
侵
レ
魯
‘
而
綽
三
従
、
是
鼓
―
―
鞭
於
馬
断
一
也
。

【
鼓
盆
】
125

戸
妻
を
失
ふ
喩
゜
荘
周
が
妻
を
失
っ
た
時
‘

盆
を
鼓
し
て
歌
っ
た
故
事
。
〔
荘
子
、
至
架
〕
荘
子
妻
死
‘

恵
子
弔
レ
之
‘
荘
子
則
方
箕
鋸
‘
鼓
レ
盆
而
歌
。
〔
疏
〕
盆
‘

瓦
缶
也
‘
荘
子
知
庄
死
之
不
＞
二
‘
逹
↓
―
哀
築
之
為
P

-

、

是
以
妻
亡
不
レ
哭
‘
鼓
レ
盆
而
歌
。
〔
繹
常
談
〕
喪
レ
妻
謂
l
-

之
披
盆
言
書
言
故
事
‘
夫
婦
類
〕
喪
レ
妻
日
二
披
盆
之
成
唸

【
鼓
膜
】
126

デ
耳
の
穴
の
奥
に
あ
つ
て
一
音
響
を
博
へ
る

膜
。
耳
の
し
や
う
じ
。

【
鼓
鳴
】

127F
つ
づ
み
が
鳴
る
。
つ
づ
み
の
昔
。
又
、
大

臀
で
わ
め
く
こ
と
。
〔
淮
南
子
、
説
山
訓
〕
使
―
―
鼓
鳴
1

者
、
隷
・
龍
虎
策
・
麒
麟
策
↓

乃
不
レ
鳴
者
也
。
〔
漢
書
‘
飽
宣
博
〕
部
落
鼓
鳴
‘
男
女
遮
【
鼓
棲
】
139

炉
〇
披
を
打
つ
て
時
を
報
ず
る
悽
。
●
盗

退
。
〔
南
史
、
檀
祗
偵
〕
賊
聞
二
鼓
嗚
直
謂
為
レ
瞭
‘
乃
奔
賊
を
警
戒
す
る
た
め
に
鼓
を
置
い
た
悽
。
〔
事
物
紀
原
｀

散

追

―

―

殺

百

餘

人

↓

州

郡

方

域

部

‘

鼓

棲

〕

北

史

‘

李

崇

為

―

―

尭

州

牧

面

は

多

レ

【
鼓
篇
】
128

デ
〇
こ
ま
ぶ
え
を
吹
ぎ
鳴
ら
す
。
〔
皮
H

盗
、
崇
乃
村
置
二
悽
ぶ
懐
一
鼓
‘
以
警
二
盗
賊
玉
唐
張
説

休
‘
櫃
賓
亭
記
〕
松
竹
交
レ
韻
、
其
正
臀
雅
昔
‘
笙
師
之
始
設
―
―
於
京
城
之
内
↓

吹
レ
竿
‘
邪
人
之
鼓
レ
篇
、
不
知
炉
過
也
。

O
太
鼓
と
こ
ま
【
鼓
惑
】
140

炉
お
だ
て
惑
は
す
。
〔
宋
史
‘
李
光
傭
〕
禁
京

ぶ
え
。
〔
後
漢
書
‘
郎
顕
博
〕
天
地
之
道
‘
其
猶
鼓
蓋
以
レ
兄
弟
、
祗
這
其
殴
五
十
年
間
‘
毒
流
四
漫
今
又
風
1

鼓

為

レ

徳

、

自

レ

近

及

レ

遠

者

也

。

示

中

外

ご

空

惑

民

聴

一

登

朝

廷

之

幅

゜

【
鼓
勇
】
129

炉
勇
を
披
す
。
勇
氣
を
鼓
舞
す
る
。
勇
氣
を
【
博
レ
鼓
]
1
4
1
g

が
案
内
を
請
ふ
。
〔
桃
花
扇
‘
争
位
〕
報

ふ

る

ひ

お

こ

す

。

門

傭

レ

鼓

‘

説

l

―
四
鎌
到
齋
‘
伺
―
―
候
参
謁
↓

【
鼓
翼
】
130

戸
は
ば
た
き
す
る
。
鳥
の
飛
ぶ
を
い
ふ
。
【
伐
レ
鼓
】
142g
ヴ
太
鼓
を
鳴
ら
す
。
〔
詩
、
小
雅
‘
采
芭
〕

〔
播
尼
、
後
園
頌
〕
翔
鳥
鼓
レ
翼
、
源
魚
載
浮
。
〔
束
哲
‘
補
鉦
人
伐
レ
鼓
‘
陳
レ
師
鞠
レ
旅
、
顕
允
方
叔
‘
伐
レ
鼓
淵
淵
‘

亡
詩
〕
濯
レ
鱗
鼓
レ
翼
、
振
振
其
昔
。
〔
宋
書
、
符
瑞
志
上
〕
振
旅
閻
閻
゜
〔
左
氏
、
文
‘
十
五
〕
日
有
レ
食
レ
之
‘
云
云
‘

鳳

凰

鼓

レ

翼

而

舞

。

諸

侯

用

↓

―

幣

子

社

五

竺

鼓

子

朝

二

班

固

‘

東

都

賦

〕

攀

レ

【
鼓
螺
】
131E

つ
づ
み
と
ほ
ら
貝
。
太
鼓
と
法
螺
の
貝
゜
峰
伐
レ
鼓
‘
申
レ
令
三
謳
゜

〔
日
本
外
史
、
足
利
氏
後
記
、
後
北
條
氏
〕
早
雪
＃
デ
兵
百
【
鳴
レ
鼓
】
1
4
3
[
”
只
ヲ
●
つ
づ
み
を
鳴
ら
す
。
●
強
く
罪
を

餘
人
盆
怠
服
衣
裳
涵
f

―
箱
見
先
縦
―
―
牛
敦
十
頭
↓
鼓
螺
責
め
る
に
い
ふ
。
〔
論
語
、
先
進
〕
季
氏
富
一
面
哭
仝
而
求

随
レ
之
、
憑
に
高
馳
下
、
疸
入
1

一
城
内
↓
也
玲
レ
之
緊
飲
而
附
益
之
↓
子
日
、
非
―
―
吾
徒
一
也
、
小
子

【
鼓
鍾
】
132

ku3 
luo2

太
蔀
と
銅
躍
。
鳴
レ
鼓
攻
レ
之
可
也
。
〔
集
解
〕
鄭
玄
曰
、
小
子
‘
門
人
也
、

【
鼓
浪
】
133

炉
う
つ
て
起
し
た
な
み
。
又
‘
波
を
う
つ
。
鳴
レ
鼓
‘
臀
l

―
其
罪
1

以
責
レ
之
。

鼓

浪

成

レ

雷

噴

沫

為

レ

雨

を

見

よ

。

【

鼓

一

通

】

144
に
9
9

ウ
軍
中
で
、
日
出
日
没
に
鼓
を
う
ち
、

〖
鼓
浪
嶼
〗13

4註→
名
島
の
名
。
一
幅
建
省
直
門
島
の
西
三
百
三
十
三
う
つ
を
一
通
と
い
ふ
。
〔
衛
公
兵
法
〕
日

南
。
鄭
成
功
‘
嘗
て
此
虞
に
兵
を
屯
す
。
清
の
光
緒
二
十
出
日
没
時
、
掲
レ
鼓
一
千
槌
、
三
百
三
十
三
槌
為
二
通
↓

八

年

、

租

界

と

す

。

鼓

昔

止

‘

角

昔

動

、

吹

i
i

十
二
臀
盃
竺
一
昼
ぶ
m
昔
止
‘
鼓

〖
鼓
浪
成
レ
雷
噴
沫
為
レ
雨
〗

1
3
5ぢ
雰
召
パ
昇
ル
浪
を
一
音
動
、
如
レ
此
一
二
角
三
鼓
‘
昏
明
畢
゜

打
つ
て
進
む
昔
は
雷
鳴
の
如
く
‘
噴
く
し
ぶ
き
は
雨
と
【
~
子
花
】

1
4
5
的
草
の
名
。
ひ
る
が
ほ
。
牽
牛
花
に
似
て

降
り
そ
そ
ぐ
。
鯨
の
威
勢
の
大
を
い
ふ
。
〔
古
今
注
、
魚
小
。
旋
花
。
〔
本
草
‘
旋
花
〕
繹
名
、
宗
爽
日
、
世
俗
謂
1

一之

晶
〕
鯨
魚
者
、
海
魚
也
‘
大
者
長
千
里
‘
小
者
十
敷
丈
‘
一
鼓
子
花
二
時
珍
曰
‘
其
花
不
レ
作
二
辮
状
一
如
―
一
軍
中
所
レ

生
藪
萬
子
↓
常
以
固
月
六
日
↓
就
―
―
岸
邊
産
レ
子
、
至
―
吹
鼓
子
一
故
有
i
i

旋
花
鼓
子
之
名
↓
〔
鄭
谷
‘
長
江
縣
経
i
i

七
八
月
ぶ
導
↓
―
従
其
子
盃
還
,
,
大
海
中
↓
鼓
浪
成
レ
雷
、
噴
沫
賣
島
墓
―
詩
〕
重
来
兼
恐
無
"
尋
虞
五
落
日
風
吹
鼓
子
花
。

為
レ
雨
、
水
族
驚
畏
‘
皆
逃
匿
莫
―
―
敢
常
者
面
ハ
雌
曰
レ
蜆
、
〔
皮
日
休
‘
虎
丘
寺
西
小
淫
閑
没
詩
〕
鼓
子
花
明
白
石

大

者

亦

長

千

里

‘

眼

為

―

―

明

月

珠

一

岸

‘

桃

枝

竹

覆

翠

嵐

渓

゜

【
鼓
吏
】
136

い
太
鼓
を
う
つ
役
人
。
鼓
史
。
〔
魏
志
、
荀
式
【
鼓
子
詞
]148

そ
歌
ひ
な
が
ら
語
る
通
俗
演
藝
の
名
。

傭
‘
注
〕
太
祖
聞
二
其
名
一
圏
1

欲
辱
＂
之
、
乃
録
為
―
―
鼓
宋
の
趙
徳
麟
‘
鼓
子
詞
十
章
を
撰
す
。
近
世
の
鼓
兒
詞

翌
〔
世
説
新
語
、
言
語
〕
禰
衡
被
―
―
魏
武
滴

E
『
-
―
鼓
吏
↓
は
こ
の
名
を
襲
用
し
た
も
の
。

【
鼓
動
】
137

戸
勘
ま
し
奮
起
せ
し
め
る
。
鼓
舞
。
〔
輻
患
【
鼓
子
船
】
147

竺
船
の
名
。
〔
注
元
量
、
湖
州
歌
〕
官
河

5
 

全
書
、
錢
穀
部
‘
催
徴
〕
分
別
奨
賞
、
以
鼓
二
勘
其
餘
↓
宛
韓
無
1

一
風
力
砿
馬
曳
騒
施
鼓
子
船
。

【
鼓
隷
】
138

戸
書
橙
の
一
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
知
〕
百
橙
【
鼓
子
卯
】
148

ぢ
船
の
名
。
〔
金
史
‘
張
中
彦
傭
〕
作
―

-
6
5

中
有
↓
―
懸
鍼
書
・
云
云
・
楷
書
・
横
書
・
芝
英
隷
・
鍾
隷
・
鼓
河
上
浮
梁
盃
汲
領
其
役
一
舟
之
始
製
‘
匠
者
未
レ
得
丑
(
1
3

|
 

0
五
九
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法
一
中
彦
手
製
1

一
小
舟
涵
綾
散
寸
許
、
不
レ
瑕
―
―
膠
漆
―
而
首

尾
自
相
鉤
帯
、
謂
1

一
之
鼓
子
卯
五
諸
匠
無
レ
不
二
駿
服
一

【
鼓
兒
詞
】
149

勺
鼓
子
詞
に
同
じ
。
箪
に
鼓
子
と
も
い

【
鼓
椎
兒
]150
k
u
3
 
c
h
'
u
e
i
2
 
e
r
h

太
鼓
の
ば
ち
。

L

ふ。

【
在
―
―
鼓
裏
―
】
151

汀
―
―
お
ろ
か
な
も
の
を
そ
し
る
語
。

〔
通
俗
編
‘
器
用
、
在
鼓
裏
―
〕
繹
名
‘
替
‘
鼓
也
‘
瞑
瞑
然

如
レ
合
於
鼓
良
也
‘
按
‘
俗
話
撼
社
昧
之
人
「
曰
レ
如
レ

在
鼓
裏
↓

【
以
レ
鼓
封
】
152

カ豆
i
T

棺
を
墓
穴
に
下
す
に
つ
づ
み
を

撃
つ
て
‘
ひ
つ
ぎ
な
は
の
縦
含
の
節
を
為
す
こ
と
。
封

は
窓
。
〔
楼
‘
喪
服
大
記
〕
君
命
レ
母
レ
課
、
以
＞
鼓
封
。
〔
注
〕

封
、
周
栂
作
レ
芝
‘
窓
‘
下
レ
棺
也
。
〔
集
解
〕
君
命
レ
母
レ
嘩

抄
鼓
封
者
、
謂
，
君
下
レ
棺
時
‘
命
令
―
―
衆
人
無
届
豆
喧

雙
以
撃
飯
為
唸
時
縦
含
之
節
毎
二
-
鼓
→
漸
•
縦

絆
上
也
。

【
鼓
欧
甜
眠
]153

竺
／
足
を
曲
げ
橙
を
丸
め
て
熟
睡

す
る
。
〔
楊
巨
源
‘
紅
線
博
〕
田
親
家
翁
止
,
,
於
帳
内
五
鼓

鉄
甜
眠
。

【
鼓
膨
膨
的
】
154

k
u
3
 
p
'
e
n
g
2
 
p
'
e
n
g
2
 
t
e

ひ
ど
く
ふ

く
れ
る
。

【
鼓
無
一
退
臀
―
】
155

”
ぃ
礼
+
’
鼓
に
は
退
去
の
瞥
は
な

い
。
戦
陣
に
は
進
む
に
鼓
、
退
く
に
は
金
を
打
つ
か
ら

い
ふ
。
〔
國
語
‘
晉
語
五
〕
車
無
1

一
退
表
盃
鼓
鉦
竺
退
臀
↓

【
飾
レ
鼓
以
レ
鷺
】
156

む
わ
存
竺
古
道
の
風
流
を
存
す

る
た
め
に
鼓
に
白
鷺
を
飾
と
し
た
こ
と
を
い
ふ
。
〔
隋

書
‘
音
築
志
下
〕
古
之
君
子
、
悲
1

周
道
之
衰
‘
頌
臀
之
戟
一

位
鼓
以
レ
鷺
‘
存
↓
―
其
風
流
↓

【
鳴
レ
鼓
而
攻
レ
之
】
157

ぢ

g
勺
其
の
人
の
罪
を
藪
へ
‘

世
上
に
臀
言
し
て
せ
め
た
て
る
。
〔
論
語
、
先
進
〕
子
曰
‘

非
吾
筵
也
、
小
子
鳴
レ
鼓
而
攻
レ
之
可
也
。

【
繋
レ
鼓
而
求
土
」
子
―
】
158

りク
gf5

つ
づ
み
を
う
つ

て
‘
迷
子
を
さ
が
し
も
と
め
る
。
〔
荘
子
、
天
道
〕
又
何

侶
低
乎
掲
二
仁
義
玉
若
蔽
9
鼓
而
求
―
―
亡
子
↓

【
聞
レ
鼓
而
已
不
レ
聞
レ
金
】
159

”
”
”
釘
古
の
戦
は
進

む
に
鼓
を
打
ち
‘
退
く
に
金
を
打
つ
。
進
む
こ
と
を
知

つ
て
退
く
こ
と
を
知
ら
な
い
。
死
を
期
し
て
突
撃
す

る
に
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
哀
‘
十
一
〕
陳
書
日
‘
此
行
也
‘
吾

聞
レ
鼓
而
已
‘
不
レ
聞
レ
金
芙
。
〔
注
〕
鼓
以
進
レ
軍
‘
金
以

退
レ
軍
‘
不
レ
聞
レ
金
、
言
レ
牌
レ
死
也
。

【
撃
レ
鼓
催
レ
戦
鳴
レ
金
牧
レ
軍
】
160

弓
昇
ぢ

9
””̂
"ヲ
i

芍

鼓

部

鼓

鼓

●
つ
づ
み
う
つ
。
鼓
を
打
つ
。
〔
説

文
〕
鼓
‘
撃
レ
艘
也
‘
八
二
支
吉
芸
吉
茄
亦

賛
讀
若
属
。
〔
左
氏
饂
‘
二
十
二
〕
不
レ
懇
不
レ

成
レ
列
。
〔
疏
〕
軍
法
‘
鳴
レ
鼓
以
戦
‘
因
謂
―
―
交
戦
1

為
レ
鼓
。
〔
孟
子
‘
梁
悪
王
上
〕
埴
然
鼓
レ
之
。

O

か
な
で
る
。
ひ
く
。
〔
幡
‘
檀
弓
下
〕
鼓
レ
鐘
゜
〔
疏
〕

鼓
‘
猶
涵
也
。
〔
論
語
‘
先
進
〕
鼓
レ
幸
必
。

O
ぅっ°

た
た
く
。
〔
呂
覧
‘
古
柴
〕
料
其
尾
五
空
其
應

〔
注
〕
鼓
‘
撃
也
。
R
う
こ
か
す
。
〔
易
‘
緊
辞
上
〕

懇
之
舞
レ
之
以
圭
血
レ
軸
゜
〔
荀
注
〕
鼓
‘
動
也
。

O

う
こ
く
。
ふ
る
へ
る
。
〔
素
問
‘
捻
論
〕
乃
作
寒

慄
鼓
頷
↓
〔
注
〕
鼓
‘
謂
二
振
動
一
〇
あ
ふ
る
。
お

こ
す
。
扇
動
す
る
。
〔
漢
書
‘
終
軍
傭
〕
膠
東
魯
國
‘

塾
躊
臨
皿
鐵
一
〔
注
〕
如
淳
曰
‘
扇
熾
レ
火
謂
1

一
之
鼓
一

〇
ひ
る
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
鼓
英
播
精
。
〔
繹
文
〕

司
馬
云
‘
鼓
‘
簸
也
。
R
な
ら
す
。
〔
楚
辞
‘
離
騒
〕

呂
望
之
鼓
レ
刀
号
。
〔
注
〕
鼓
‘
鳴
也
。

O
な
で
る
。

〔
正
韻
〕
鼓
‘
撫
也
。

O
す
ふ
。
〔
正
韻
〕
鼓
‘
歓
也
。

0
か
は
る
。
髪
化
す
る
。
〔
易
略
例
〕
鼓
舞
而
天

下
従
。
〔
注
〕
鼓
舞
‘
猶
二
髪
化
一
也
。
◎
鐘
碧
の

部
位
の
名
。
ば
ち
の
あ
た
る
と
こ
ろ
。
〔
周
證
‘

考
工
記
‘
島
氏
〕
子
上
謂
―
―
之
鼓
一
〔
注
〕
鼓
‘
所
レ
撃

塵
〔
孫
飴
譲
正
義
〕
干
上
岱
鍾
憫
下
段
撃
塵
故

詞
之
鼓
↓
〇
鼓
(
1
2
-
4
8
3
3
0
)

に
通
ず
。
〔
字
彙
〕

鼓
、
按
‘
鼓
舞
之
鼓
炊
レ
支
‘
鐘
鼓
之
鼓
炊
レ
支
‘
微

ヽ
一

令
’

当

豆

姦

【鼓]岬
クコ

集
韻
〕
果
五
切
躙
〖
一

＞
 

≪
x
 k
u
3
 

古
、
戦
の
法
‘
鼓
を
打
つ
て
戦
を
始
め
‘
銅
鍾
を
打
つ
て

戦
を
止
め
る
。
聞
レ
鼓
而
已
不
レ
聞
レ
金
を
見
よ
。
〔
荀
子
、

議
兵
〕
聞
1

一
鼓
臀
―
而
進
、
聞
,
,
金
瞥
―
而
退
。

【
聞
レ
鼓
而
進
聞
レ
金
而
退
】
161

”"""戸バ叫／ク

催
レ
戦
鳴
レ
金
収
レ
軍
を
見
よ
。

撃
レ
鼓

〔
一
ー
ー
五
藍
〕

披

整

簸

整

勢

葬

勢

替

蒻

駿

【
繋
】
[
コ

披
(
1
2
|
 4
8
3
3
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
努
‘
輿
レ
鼓
同
。

鼓
の
お
と
。
逢

(11|
 3
8
9
0
1
)

に
通
ず
。
〔
集
韻
〕

逢
‘
逢
逢
‘
鼓
贅
‘
或
作
レ
整
。

【
整
】
年

〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切
園

ホ
ヴ
プ

冨】如
フ
ン

裁
(
1
2
|
 4
8
3
5
0
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
簸
、
同
レ
鼓
゜

'-―― 

鼓
の
お
と
。
〔
字
槃
〕
整
‘
鼓
臀
゜

【
鼓
土
】
畑
い

字
彙
〕
吉
逆
切
嗣

冒■―

i_
＿

賓
】
〗コ
妓
(
1
2
|
 4
8
3
3
0
)

の
本
字
。
〔
中
華
大

字
典
〕
艘
‘
鼓
本
字
‘
見
l

一
説
文
↓

＇且

有
レ
不
レ
同
‘
然
今
築
用
レ
支
、
不
―
―
復
用
＞
文
芙
゜

幅
由
會
意
形
臀
。
翌
と
支
と
の
合
字
。
吉
1

は
つ
づ
み
の

形
を
表
は
し
、
文
は
う
つ
意
を
示
す
。
故
に
合
し
て
‘

つ
づ
み
を
う
つ
意
を
表
は
す
。
翌
は
亦
昔
符
。
字
解
を

見
よ
。

闊

熟

語

は

鼓

(
1
1
0
ー

4
8
3
3
0
)

を
見
よ
。

曰
口
鼓
の
お
と
。
璽
1
2
-
4
8
3
8
3
)
・

鶉
(
1
2
|

4

 

8
3
5
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
臓
‘
説
文
‘
鼓
蒋
也
‘
或

炊
笞
゜
〔
集
韻
〕
贅
‘
鼓
瞥
‘
或
炊
レ
冬
。

【
鯰
鼓
】
1

9

ゥ
つ
づ
み
を
打
ち
鳴
ら
す
。
〔
杜
牧
‘
閏
情

代
作
詩
〕
遥
望
戌
棲
天
欲
レ
瞭
、
満
城
競
披
白
雲
飛
゜

【
慈
慈
】
2

いt

●
太
鼓
の
昔
゜
〔
白
居
易
‘
答
下
元
八
宗

簡
同
遊
1

一
曲
江
1

後
明
日
見
A

贈
詩
〕
坐
愁
紅
塵
裏
‘
夕
鼓

【
鼓
冬
】
蜘

ト
ヴ
〔
集
韻
〕
徒
冬
切
』

a

カ
メ
L

t
'
u
n
g
 

日ヅ

国

ト
ヴ

ロ
石
示
韻
〕
徒
東
切

ヅ

冠
】
[

硯
磐
は
‘
石
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
賂
‘
硯
磐
‘
石
贅
゜

ハウ
ビぶ、＇ウ

〔
集
韻
〕
蒲
孟
切

蒻

雲
古
】
〗
コ

敦
(
1
2
-
4
8
3
3
 0
)

の
筵
文
。
〔
集
韻
〕

鼓
‘
禰
炊
昇
口
。

●
鼓
の
お
と
。
〔
玉
篇
〕
努
‘
鼓
瞥
。

O
鼓
の
ふ

ち
を
撃
つ
。
〔
焦
紘
‘
俗
用
雑
字
〕
打
鼓
邊
一
日
レ

勢
。 宮
品
サプ

玉
篇
〕
七
盗
切
因
〗

鼓
の
お
と
。
〔
川
篇
〕
葬
‘
鼓
磐
。

冨】虹チン
〔
川
篇
〕
丁
林
切
膠
]

胃
●
i

――
1
0
六
O

13656 
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頁】畑
鼓

部

〔五
I

六
蓋
〕

蛯

薮

整

数

摯

磐

蓉

蟄

跨

殿

鼓

1
0
六

7
ン

巌
(
1
2
1
 48
3
5
0
)
の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
数
‘
同
レ
鼓
‘
謡
省
。

●
鼓
が
な
ら
ぬ
。
普
(
1
2
-
4
8
3
7
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
贄
‘
説
文
‘
鼓
無
レ
臀
也
‘
或
作
レ
整
。

eゅ
る

い
。
ゆ
る
や
か
。
〔
玉
篇
〕
替
‘
寛
也
。

霰
品
-T
ブ

〔
集
韻
〕
託
協
切
国
f

曰
□
●
軍
鼓
の
音
。
〔
集
韻
〕
薮
‘
軍
鼓
磐
哨
也
。

〔
集
韻
〕
薮
‘
鼓
瞥
也
‘
書
傭
‘
乃
鼓
韮
諜
。
●
よ
ろ

こ
ぶ
。
〔
周
證
、
夏
官
、
大
司
馬
‘
徒
皆
躁
‘
注
〕
書

日
、
前
師
乃
鼓
鼓
諌
‘
亦
謂
レ
喜
也
。

貧

】

虹

に日
7 プ 7

〔
集
韻
〕
斐
父
切

〔
集
韻
〕
喝
無
切

震歯

駿
賂
臀
。
〔
張
衰
‘
露
坐
詩
〕
官
街
人
静
鼓
慈
駐
。
●
香
の

か
を
る
さ
ま
。
〔
李
賀
、
神
弦
詩
〕
女
座
境
酒
雲
満
レ
空
‘

王
墟
炭
火
香
怒
慈
。

〖
慈
駿
鼓
〗3
9ウ
ト
，
唐
代
‘
京
師
で
晨
暮
に
偵
呼
す
る

代
り
に
撃
つ
た
太
鼓
を
い
ふ
。
街
鼓
゜
〔
唐
書
‘
馬
周

傭
〕
先
レ
是
京
師
晨
暮
傭
呼
以
警
レ
衆
‘
後
置
レ
鼓
代
レ
之
‘

俗
日
―
―
駿
駿
鼓
百
叩
官
藷
服
止
黄
紫
‘
於
レ
是
三
品
服
紫
‘

四
品
五
品
朱
‘
六
品
七
品
緑
‘
八
品
九
品
育
。
〔
震
異
小

録
〕
馬
周
上
言
‘
令
下
金
吾
毎
街
隅
懸
レ
鼓
‘
夜
撃
以
止
―
―

行
李
云
備
＊
窺
盗
い
時
人
遂
呼
為
1

一
駿
膠
鼓
↓
〔
宋
敏
求
‘

春
明
退
朝
録
、
上
〕
京
師
街
衛
、
置
二
鼓
於
小
棲
之
上
「

以
警
昏
瞭
「
太
宗
時
命
―
―
張
公
泊
一
製
↓
―
坊
名
列
牌
於

棲
上
ぶ
汝
‘
唐
馬
周
始
建
議
‘
置
石
芝
琴
鼓
↓
惟
雨
京
有
レ

之
、
後
北
都
亦
有
1

一
駿
路
披
百
疋
則
京
都
之
制
也
。

日
口
鼓
の
お
と
。
襲
(
1
2
|
 4
8
3
8
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻

謎
i

‘
説
文
‘
鼓
臀
‘
亦
作
レ
整
。

卜
，
ウ
ヅ
日
チ
，
ュ
ヴ

ロt

窟
】
〗
チ，ユ

〔
集
韻
〕
持
中
切

〔
集
韻
〕
徒
冬
切

園圏
圏面

古
曰
口
鼓
の
お
と
。
古
‘
給
(
1
2

|
 
4
2
8
0
5
)

に
作
り
‘
或
は
鞘

蛉
文

(
1
2
-
4
2
8
8
3
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
蓉
‘
整
臀
也
‘
炊
レ

鼓
合
臀
‘
給
‘
古
文
碧
凡
レ
革
゜
〔
廣
韻
〕
勢
‘
鼓
臀

努
勢
。
〔
集
韻
〕
替
‘
古
作
レ
給
‘
或
作
レ
踏
゜

ヽ

琵
D

し

冨】阿
に日
カドタ
''' 7 7 7 

〔
集
韻
〕
逹
合
切

〔
廣
韻
〕
苦
盛
切

小
●
鼓
の
お
と
。
〔
説
文
〕
整
‘
鼓
競
臀

豪
八
レ
鼓
缶
瞥
。
●
通
じ
て
闇

(11|
 4
1
 

慧
4
5
 0)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
勢
‘
通
作
レ
闇
゜

冨
i
】
紐

タブ

〔
集
韻
〕
託
盈
切
忍

鼓
の
お
と
。
経
(
1
2
-
4
3
2
8
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

眸
‘
鼓
臀
‘
或
作
レ
摯
゜

冦】蜘
ハーウ

〔
集
韻
〕
披
江
切
＠

'-―― 

..... 
寸良元三祠鼓人 ~ti 錨 l 責 I I I 事以謄八面鼓陣
の口戎之 鐸既戴鼓、い臀.... ~ 心 、レ
太ア啓一譴ーヽニ顧ヤ繹 3 。~~~-五地鼓 k 
鼓；! 行。謂‘考王鼓命 n 文芍'"'~ ~ 笞或鼓官汁

十目巌用

ニエ然鼓~,~~ 集ツ了アは一 披八ひ

邑陳 之~~ 路鼓育軍貴に韻に
を太鼓騨鼓ニ・事字 二

同-作敲覆雙鼓最臀。軍篇文浮粛
匹鼓鼓ー、軍段 r

人-事
ー。人亦。

じ良る oi'~ ~ 軍-周ー、附太橙或
嶺と ~~ 諸事鼓-、用作或- 鼓

南晉 雙贋侯―゜在ひレ-作説
ー 。こ〇

尺園三中

節鼓を岳邑西る鼓詩、二文 文を,! '"'0お
度° 匹心裁案房ぉ ゜大訊- 説長ほ

使晉剣、鼓ヽー。ほ 雅贅馘 t 
二叉ゑ沿

文さつ

饗鼓 門鼓ー、大
軍は 銘四将司周づ 霰藪、

-つ ヽ・軟 。涵八づ
、尺み

憂— o 巌 3

: ／： :/ ：［［［［：／ ::/[［ / 

一ヽ

登：
冨】年
プ7
ンン

〔
集
韻
〕
符
分
切＇ 
U
.
f
 

匂図

日
口
〇
鼓
の
お
と
。
藩
(
1
2
-
4
8
3
5
9
)
に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
癖
‘
説
文
‘
鼓
臀
‘
或
作
レ
普
。
●
鼓
の
て

う
し
。
鼓
の
お
と
。
咽
(
2
|
3
5
7
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
咽
‘
鼓
節
也
‘
詩
頌
‘
鼓
咽
咽
‘
或
作
レ
腎
゜

曾
】
〗
戸〔
集
韻
〕
於
巾
切
麗

〔
集
韻
〕
榮
玄
切
囲

貧

】

饂

昇

〔

集

韻

〕

徒

[
[
9

鼓
晉
ぶ
沿
緊
鐸
鏡
↓

13657 



冨
品

【
駿
]
年

タ
ブ
ト
9
7

〔
字
彙
〕
托
合
切
｀
 

右

Y

＇昌
ヵ

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
駿
、
昔
茄

踏
(
1
2
|
 4
8
3
5
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
‘

冦
1
年
腎
‘
鼓
臀
‘
校
正
〕
案
‘
贅
‘
廣
韻
．

類
篇
同
‘
巌
厚
民
謂
‘
疑
腎
誤
゜

〔
集
韻
〕
徒
東
切

鼓
の
お
と
。
蛯
(
1
2
-
4
00 3
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

贅
‘
鼓
臀
‘
或
炊
レ
冬
。

小
●
う
ま
の
り
つ
づ
み
。
せ
め
つ
づ
み
。

策
騎
兵
が
馬
上
で
鳴
ら
す
つ
づ
み
。
〔
説

腎
文
〕
輩
騎
披
也
、
炊
レ
艘
卑
臀
゜
〔
句
讀
〕
此
是
漢

制
、
古
不
レ
騎
レ
馬
、
大
司
馬
、
旅
帥
執
レ
贅
‘
字
林
‘

輩
小
鼓
也
、
大
射
儀
有
應
競
朔
玖
注
、
先
繋

朔
雙
應
輩
應
レ
之
、
案
‘
小
鼓
之
訓
該
備
。

O
こ

つ
づ
み
。
〔
繹
名
、
繹
架
器
〕
輩
、
袢
也
、
袢
助
鼓

節
也
。
〔
儀
證
、
大
射
儀
〕
應
鵞
在
其
東
↓
〔
注
〕

輩
小
鼓
也
。

O
或
は
牌
(
1
2
|
 4
2
8
8
9
)
・
 
婢
(
1
0

|
 3
6
2
9
8
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
競
‘
或
作
二
稗
•
婢
→

〔
濡
岳
、
藉
田
賦
‘
鼓
稗
碗
隠
以
評
瑾
、
注
〕
善
日
、

●
鼓
の
お
と
が
ゆ
る
い
。
〔
玉
篇
〕
瞥
‘
鼓
寛
゜
稗
、
興
レ
賢
同
。
＠
琵
(
7
ー

2
1
0
8
0
)

に
通
ず
。
〔
康

〇
鼓
の
お
と
が
か
ま
び
す
し
い
。
〔
正
字
通
〕
熙
字
典
〕
聾
‘
卑
ハ
レ
琵
通
。

署

‘

鼓

臀

雑

沓

也

°

[

翡

鼓

]
1

芍
戦
陣
に
臨
み
‘
馬
上
で
打
つ
つ
つ
み
。
攻

【
綺
】
年
ハ
，
ウ

【
整
】
蛇

〗
【
蛯
】
年

4
 
（
 

5

【懇岬

3
 
8
 
4
 
（
 

ト
ヴ 瓢
閾
胃
―
―

ェ
ン

カ
ウ
コ，ウ

タ
ヴ

鼓
(110ー

4
8
3
5
1
)

に
同
じ
。
〔
康
熙

字
典
〕
勢
‘
説
文
‘
鼓
字
。

〔
字
彙
補
〕
古
刀
切

つ
づ
み
。
〔
字
彙
補
〕
競
‘
鼓
也
。

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
整
‘
昔
淵
°

鼓

部

が忍 園
廣

〔
六
ー
—
九
盪
〕

冦＇】蜘
冠
】
〗

小
日
□
―
〇
帰
箭
は
‘
鼓
の
お
と
。
〔
説
文
〕

豪
箭
齋
癖
‘
披
普
也
‘
炊
レ
鼓
淵
瞥
‘
詩

腎
曰
霞
鼓
囃
躙
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
雷
鼓
箭
箭
‘
六

愛
既
畢
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
蹄
箭
‘
鼓
臀
゜
〔
元
結
‘
敢

諫
鼓
賦
〕
箭
鼓
不
レ
已
‘
臀
以
登
レ
之
。
〔
白
居
易
‘

敢
諫
鼓
賦
〕
僻
瀦
不
レ
已
‘
臀
以
骰
之
始
也
°
●
或

は
瞬
(
1
2
-
4
8
3
7
7
)
・

咽
(
2
-
3
5
7
7
)

・整
(
1
2
-
4

8
3
4
9
)
ふ
姻
(
1
2
|
 4
8
3
7
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
難
‘

或
作
腎
咽
．
雙
亦
書
作
氣
゜

冨]綱
ノゞヘ

イイ
エ
ン
・
イ
ン

日
ェ
ン

□
イ
ン

〔
集
韻
〕
駈
迷
切
圏

／
 

父
―

P
•i' 

箭
(
1
2
|
 4
8
3
5
9
)
に
同
じ
。

〔
五
昔
篇
海
〕
幾
、
同
レ
僻
゜

〔
集
韻
〕
榮
玄
切
囲

〔
集
韻
〕
於
巾
切
園
i

競

競

壁

鶉

贄

漿

替

蹄

製

鵞

贅

竪

粒

醤

塾

綴

冦】応
カ，ウ
コ，ウ

集
韻
〕
居
努
切
≪
名

〔
集
韻
〕
枯
公
切

豹嚢

〇
鼓
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
竪
‘
鼓
臀
。

O
堅
く
な

い
さ
ま
。
竪
整
。
〔
霰
櫃
経
〕
整
竪
然
不
レ
堅
゜

祠】伍
【
整
】
年

コヴ
ク

園

鼓
の
お
と
。
又
‘
動
く
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
襲
‘
鼓
臀
゜

〔
集
韻
〕
巽
‘
鼓
臀
゜
〔
尚
書
大
博
、
尭
典
〕
儀
伯
之

栗
舞
襲
哉
。
〔
注
〕
整
、
動
貌
。
〔
尚
書
大
博
‘
咎
絲

膜
〕
整
乎
鼓
レ
之
‘
軒
乎
憮
レ
之
。

〔
集
韻
〕
抽
良
切
犀
i

イ
尤

c
h
'
a
n
g
'

チぶ`
，ウ

□
っ
し
い
八
鍾
v

いい
nZみ
:
¥
／

衆

築
弓
ハ
餡
‘
龍
船
‘
兵
徴
〕
贅
鼓
之

瞥
‘
宛
以
鳴
゜
〔
呉
子
‘
論
牌
〕
夫
腎

鼓
金
鐸
、
所
―
―
以
威
＞
耳
゜
〔
漢
書
‘
史
丹
博
〕
（
元
帝
）
留
1-

好
昔
血
杢
或
置
豆
鼓
殿
下
言
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
漁
陽

猜
鼓
動
レ
地
来
｀
驚
破
覚
裳
羽
衣
曲
。
〔
文
天
詳
‘
過
＿
一
平

廊
作
詩
〕
一
朝
漁
陽
動
1

一
慧
鼓
工
大
河
以
北
鉦
竺
堅
城
↓

【
贅
鐸
】
2

ぢ
う
ま
の
り
つ
づ
み
と
鈴
゜
〔
六
餡
‘
虎
餡
‘

軍
略
〕
撃
畜
披
一
振
紐
鐸
↓
〔
後
趙
鋒
‘
石
勒
〕
幼
而
力

耕
‘
毎
阿
贅
鐸
之
覧

【
硫
婆
】
3

合
琵
琶
の
異
名
。
〔
楊
維
柏
‘
競
婆
引
〕
梅
卿

上
レ
馬
弾
―
―
輩
婆
一
〔
事
物
異
名
録
‘
＿
音
築
部
‘
賢
婆
〕
席

上
腐
談
‘
琵
琶
又
名
贅
婆
一

【
競
舞
】
4

｛
ィ
漢
の
章
帝
の
作
っ
た
舞
築
の
名
。
稗
舞
。

〔
南
齊
書
‘
栗
志
〕
明
君
賄
‘
云
云
‘
漢
章
帝
造
‘
鰭
舞
歌

云
‘
隅
東
有
―
―
賢
女
言
碧
埃
漫
志
〕
漢
代
琥
舞
‘
三
國
能

存
者
、
有
―
―
殿
前
生
桂
樹
五
曲
五
其
辞
削
亡
。

妓登
（圏器橙）

冠
】
[
ウ

小
●
お
ほ
つ
づ
み
。
興
役
に
用
ひ
る
大
一

58

悶
豪
た
い
こ
。
〔
説
文
〕
粒
、
大
艘
也
、
炊
レ
艘

136

咎
磐
、
詩
曰
‘
粒
鼓
不
レ
勝
。
〔
周
證
、
地
官
‘
鼓
人
〕

以
粒
鼓
鼓
五
事
↓
〔
注
〕
粒
鼓
、
長
丈
二
尺
°

〇
泉
（
8
ー

2
2
7
1
4
)

に
同
じ
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
鼓
鐘
‘

鼓
鐘
伐
レ
粒
、
疏
〕
粒
‘
即
泉
也
、
古
今
字
異
耳
゜

【
粒
鼓
】
1

培
粒
は
大
鼓
゜
鼓
は
小
さ
い
つ
づ
み
。
咎

鼓
゜
〔
詩
、
大
雅
｀
縣
〕
百
堵
皆
興
、
粋
鼓
弗
＞
勝
。
〔
博
〕
粒
、

二`
心

丈
二
尺
。
〔
孫
話
譲
正
義
〕
字
亦
省
作
レ
咎
。

〔
集
韻
〕
良
中
切

●
鼓
の
お
と
。
或
は
農
(
1
2
-
4
8
3
8
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
璧
‘
鼓
昔
‘
或
作
レ
腰
。
●
鼓
が
な
ら
ぬ
。

〔
字
彙
〕
蟄
‘
鼓
無
レ
臀
。

藝】岬
リ
ゴ
「
ウ

—
'
ユ

【

認

『

】

年

免
7

〔
字
彙
〕
徒
弄
切
膠

鼓
の
お
と
。
〔
字
彙
〕
競
‘
鼓
臀
。

I昌
菌

普
(
1
2
ー

4
8
3
7
1
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
酒
〖
‘
輿
レ
贅
同
。

1
0
六

（園硯三）鼓駐



(48368) (48387) 

鼓

部

〔
九
ー
＋
六
鵞
〕

醤

蟄

競

贅

霰

緊

蟄

驚

翡

降

壁

餓

聾

競

聾

臆

罷

贄

橙

慨

1
0
六

III且

鼓
の
ど
う
。
〔
字
彙
補
〕
緊
‘
鼓
匡
也
。

冨】
5

サ
ウ

字
彙
補
〕
蘇
郎
切
犀
i

貧

】

5

7
ン

鼓
(
1
2
|
 4
8
3
5
0
)

の
論
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
霰
‘
按
、
設
字
之
認
。

小

曰

□

O
鼓
が
な
ら
ぬ
。
〔
説
文
〕
贄

策
鼓
無
レ
臀
也
、
凡
レ
鼓
口
耳
臀
゜
〇
鼓
の

懇
亘

餘
誉
。
〔
正
字
通
〕
贅
‘
鼓
臀
止
而
餘
音
在
也
。

O

或
は
特
(
1
2
-
4
8
3
4
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
腎
‘
或

作
レ
整
。
R
替
(
1
2
|
4
0
0
 3
6
8
)

に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕

醤
‘
或
作
レ
普
。

1

日
テ
ブ

【
贅
】
郷
□
シ
，
7

〔
集
韻
〕
託
協
切
南
苧

〔
集
韻
〕
七
入
切
醐
『

鼓
の
お
と
。
〔
集
韻
〕
競
‘
鼓
臀
゜

貧

】

5

[

‘
/

〔
集
韻
〕
胡
議
切
蔵

窟】徊
コ

鼓
(
1
2
ー

4
8
3
3
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻

鼓
‘
或
炊
レ
革
゜

【
替
】
臼

鼓
が
な
ら
ぬ
。
或
は
贅
(
1
2
-
4
8
3
7
1
)

に
作
る
。

〔
玉
篇
〕
替
‘
鼓
無
レ
臀
也
。
〔
廣
韻
〕
替
‘
鼓
無
レ
臀
‘

或
作
レ
贅
゜

テブ

〔
廣
韻
〕
他
協
切

圏

[
罹]
5タ
ウ
〔
集
韻
〕
他
琵
虞

[
~
g
'

冨[]年

1[OOw

臼
門
辻

韻
〕
咽
‘
或
作
二
漿
．
齋
・
腎
ぶ
か
書
作
レ
緊
゜

エ
ン
・
イ
ン

冨】
5

1

[

O

O

一
旦
門
辻

韻
〕
咽
‘
或
作
二
隈
・
難
・
腎
ぶ
か
書
作
レ
縣
゜
〔
張
衡
、
東
京

賦
〕
雷
鼓
漿
数
。
〔
注
〕
善
日
‘
毛
詩
曰
‘
鼓
緊
闊
。

エ
ン
・
イ
ン

n
目
i

――

【
蟄
】
年

蓉
(
1
2
-
4
8
3
4
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
蟄
‘
俗
磐
字
。

カ
，
7

小

巳

□
l

と
き
だ
い
こ
。
夜
番
の
鳴
ら
す

醗

豪

鼓

。

も

と

騒

(
1
0
ー

3
3
6
9
2
)

に
作
る
。

〔
説
文
〕
騒
、
夜
戒
守
艘
也
‘

才
蟄

然
翌
蚤
臀
‘
弱
‘
昏
艘
四
[

通

為

天

霞

夜

匹

一

通

[
l
¥
]
會

鼓

圏

総
戒
晨
一
旦
五
通
総
衷

明
五
讀
若
レ
戚
。
〔
段
注
〕
今
周
橙
作
レ
璧
。
〔
周
輸
‘

地
官
‘
鼓
人
〕
軍
旅
夜
鼓
璧
゜
〔
注
〕
蟄
‘
夜
戒
守

鼓
也
。
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
謂
二
撃
レ
鼓
行
レ
夜
戒
守
一

也
。
〔
周
幡
、
春
官
‘
抵
瞭
〕
璧
懐
猷
゜
〔
疏
〕
璧
、

謂
夜
戒
守
之
鼓
↓

セ
キ
シ，ヤク

日
サ
ヴ
ロ

【
蟄
】

5

ソ，ウ

〔
集
韻
〕
倉
歴
切
暉

vヽi 
c
h
'
i
4
 

薗

〔
集
韻
〕
七
到
切

ト
ヴ
ヅ
日

貧

】

螂

□

Jv
ウ

〔
集
韻
哀
虚
冬
切

〔
集
韻
〕
徒
冬
切

否医

鼓
の
お
と
。
或
は
磐
(
6
ー

1

3
1
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
軽
‘
鼓
贅
也
‘
或
作
レ
磐
゜

【
牲
軽
】
1

衿
太
鼓
の
音
。
〔
元
損
‘
紀
レ
懐
贈
―
―
李
六
戸

曹
雀
二
十
功
曹
一
五
十
韻
詩
〕
間
随
人
几
几
‘
夢
聴
鼓
競

橙
゜
〔
劉
永
之
‘
詩
〕
候
難
晨
哩
暇
‘
警
鼓
夜
碧
竪
°

[
経
]
年
ト
ヴ
〔
集
韻
〕
他
汀
遭

~
g
'

,-“
 

寮
鵞
は
‘
水
鳥
の
名
。
〔
枚
乗
‘

【

鷲

】

祠

梁

王

菟

園

賦

〕

附

巣

寮

饂

之

偲
1

於
列
樹
一
也
。
〔
注
〕
附
巣
憲
聾
‘
皆
水
鳥
鵡
鷺
之
陽
゜

音
未
詳

貧

】

蜘

鼓
の
お
と
。
〔
廣
韻
〕
骸
‘
鼓
磐
‘
見
兵
書
↓

イ
ン
オ
ン

〔
廣
韻
〕
子
禁
切

囮

貧

】

5

セ
キ
＂
丘

fi"iの
俗
字
。
〔
正
字

鼓
の
お
と
。
或
は
闇

(11|
 4
1
4
6
8
)
・
 

銀
閻
(11|
 4
1
3
6
7
)
・
 
闊

(11ー
4
1
5
0

3
)
・
 
鞘
(
1
2
-
4
2
9
9
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
璧
‘
鼓
瞥

也
‘
八
レ
艘
堂
臀
‘
詩
曰
‘
撃
艘
其
熙
゜
〔
段
注
〕
邸

風
文
‘
今
詩
作
レ
鐙
。
〔
集
韻
〕
懃
‘
或
作
二
闇
・
銀
・

閻
・
闊
・
樫
↓

墾， 一ヽ

襲
1
2
-
4
8
3
7
9
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

【
最
]
虹
セ
キ
篇
海
〕
叢
‘
同
檎
゜

,Eea―― 

藍園

曰
口
俊
捲
は
‘
長
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
幣
‘
悛
橙
‘
長

兒゚ 霰
品
日
ト
ヴ

□
ト
ヴ

〔
集
韻
〕
他
登
切

〔
集
韻
〕
他
等
切

n躙
国
『
』
一

冨】亨
7
ン

鼓
(
1
1
0
1
4
8
3
5
 0
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鼓
‘
或
作
レ
贅
。

曾

】

蜘

臆
(
1
2ー

4
8
3
8
3
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
醤
、
同
レ
搬
゜

ト
，
ウ

,胃-

小

El□
]
国
回
l

●
鼓
の
お
と
。
〔
説
文
〕
嚢
‘

豪
鼓
瞥
也
、
八
レ
鼓
隆
臀
。

0
或
は
緊

(11

"m 
|
 4
0
8
2
3
)
・
 
槃
(
6ー

1
6
6
8
5
)

・
繋
(
6
-
1
6
7
1
2
)
・

竪

(11|
 4
0
9
5
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
漿
‘
或
作
―
―

翠
緊
・
繋
雙
参
又
、
蛯
(
1
2
-48341)• 

蟄
(
1
2

-
4
8
3
4
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
騰
‘
或
ハ
レ
冬
‘
亦

作
レ
蟄
°
⑲
墜
(
1
2
-
4
8
3
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

璧
‘
或
作
レ
襲
。
R
或
は
絲
(
1
2
|
 4
3
2
8
3
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
骸
‘
或
作
レ
玖
呼
。

囲国
9ゞ 9ヽ I I 
'' 
）） 
’’ ゥゥュュ
ゥ＇

〔
集
韻
〕
皮
江
切

〔
集
韻
〕
良
中
切

屈面

13659 
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-詩伏畳鼠定訓へる 夫 託焉-匿゚ 漢書ー尾。也名 O
鼠

の

ヽ o 國I一、、説〇‘ ね隈シ， キ，

＇ 
お□ 日

小雅夜動翌或 此鼠レ．燻苑君五面象、ず ‘ノ ヨ
ャ とヘリ，リ，
ウ がウユヨ，

‘、鼠は二所之政の皇文形ク 面韻 ゅウ

雨レ多 ‘瓶祗天以恐月lj理左之中通 。

部
糊義 る~ ~ 

無鼠-右- 未゚
正畏轄i主aIー、不燒レ 夫に 訓定-王 説 -賞

ぃ篇字

-者‘ 人厨 社あ上臀注文 戸呂
詳。 さ海彙

思鼠也詩雨-N いeno ... 上 ~~ っ'---'鼠 '---''---''---' 必切 ~ 篇 ま清逼
、 左レ得木木て 、鼠上鼠 海

゜ i帝容

泣ち無て紅穀者 一‘而害盗按、象穴、 音髄
~、 切

類 字
血 z正し 灌塗を穎、レ晶 い 編 栗拿

困ベ子ぶ亦 箋作也是 ‘ レ之レ す小象歯 之 篇 ヽ

き 蔓色。レ以月lj之る贔i共下、総 昔
龍

鼓

部

〔十

ハ
―
-
＋
蓋

龍

麓

鼠

部

鼠

0
六
四

|

|

_

|

 

。
6
 

鼠
‘
憂
也
。
画
俗
に
鼠
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鼠
‘
戸
部
‘
積
儲
‘
倉
儲
耗
折
〕
廣
西
額
徴
米
石
‘
毎
レ
石
加
レ
為
レ
粉
‘
謂
"
之
龍
舌
袢
冨
以
歴
時
氣
一
袢
、
昔
板
、
米
絣

一
牧
レ
耗
‘
以
為
1

鼠
耗
運
脚
修
倉
等
費
↓
〔
六
部
成
語
‘
也
。

6

俗
省
作
レ
鼠
。
陸
ね
ず
。
ね
ず
み
い
ろ

3

戸

部

‘

鼠

耗

‘

注

解

〕

鼠

晶

食

損

也

。

【

鼠

郷

】

1
6
"
ャ
ゥ
縣
石
（
8
-
2
4
5
4
5
:
 1
)

の
異
梢
゜
〔
本
ー

【
鼠
肝
】
，
＂
／
〇
ね
ず
み
の
き
も
。
極
め
て
微
細
な
る
草
‘
駐
石
〕
秤
名
‘
白
岩
石
‘
太
白
石
‘
立
制
石
‘
育
介
石
‘

幅
由
象
形
。
ね
ず
み
。
そ
の
形
に
象
る
。
上
の
臼
は
曲
の

も
の
の
喩
°
鼠
肝
品
臀
を
見
よ
。

O
赤
い
土
。
〔
秤
名
‘
固
羊
石
‘
石
堕
‘
澤
乳
‘
鼠
郷
。

形
に
‘
下
の
風
は
腹
．
爪
•
尾
の
形
に
象
る
。
字
解
を
見秤

地
〕
土
赤
曰
―
―
鼠
肝
面
空
鼠
肝
色
一
也
。
〔
管
子
‘
地
員
〕
【
鼠
弓
】
17

い
ュ
ヴ
お
し
。
鼠
弩
(
5
0
)

を
見
よ
。

猶
土
之
次
曰
1
1

五
弘
五
1

弘
之
状
如
鼠
肝
一
〔
纂
詰
〕
秤
【
鼠
莞
】
18

幻
？
龍
須
(
1
2
ー

4
8
8
1
8
:
 3
0
5
)

の
一
種
。

【
鼠
畏
】
！
が
琴
の
異
名
。
張
弘
靖
の
古
琴
の
断
弦
に

名
日
‘
土
赤
為
"
鼠
肝
石
其
色
似
レ
之
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
障
‘
鼠
莞
。
〔
注
〕
亦
莞
屡
也
‘
織
細
似
―
―

鼠
か
か
か
っ
た
故
事
に
出
づ
。
〔
虞
汝
明
‘
古
琴
疏
〕
張

〖
鼠
肝
晶
臀
〗1
0
苓
～
ヒ
わ
ず
み
の
き
も
と
品
の
ひ
ぢ
。
龍
須
盃
2
以
為
品
呪
〔
祁
鈴
行
義
疏
〕
是
鼠
莞
即
龍
須

弘
靖
有
―
―
古
琴
一
銘
曰
‘
落
花
流
水
、
一
夕
聞
"
鼠
臀
甚

至
微
至
賤
で
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
、
又
絶
無
の
者
の
之
圏
‘
龍
須
‘
本
草
名
―
―
石
龍
協
二
名
草
績
断
。

急
命
レ
婢
以
灰
知
之
‘
長
有
枷
弦
繋
祠
一
鼠
弘

喩
。
〔
荘
子
、
大
宗
師
〕
偉
哉
‘
造
化
又
将
笑
以
レ
汝
為
、
将
【
鼠
践
】
19

グ
も
も
の
つ
け
ね
。

靖
異
レ
之
‘
改
レ
名
日
1

一
鼠
畏
↓

笑
以
レ
汝
適
、
以
レ
汝
為
一
鼠
肛
乎
、
以
レ
汝
為
"
晶
臀
―
乎
。
【
鼠
穴
】
2
0
~
’
ね
ず
み
あ
な
。
〔
墨
子
‘
非
儒
下
〕
挑
二
鼠

[
鼠
憂
】
2

U

ゥ
う
れ
へ
思
ふ
。
鼠
思
(
3
1
)

に
同
じ
。
〔
詩
‘

小
雅
、
雨
無
正
、
鼠
思
泣
血
無
―
-1-
―
―
口
不
＂
疾
‘
箋
〕
鼠
、
憂
也
。
〔
繹
文
〕
王
云
、
取
,
,

微
蔑
至
賤
→
〔
謝
枯
得
‘i
nレ
聘
書
〕
穴
ぶ
竺
経
器
→
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
治
—
臼
寄
公
而
壊

1一

為
レ
輪
為
レ
弾
‘
輿
レ
化
往
来
‘
晶
腎
鼠
肝
‘
随
1

一
天
付
予
↓
里
間
『
〔
徐
絃
‘
和
―
―
江
州
江
中
丞
見
乙
寄
詩
〕
鼠
穴
依
―
―

【
鼠
印
】
3

グ
鼠
の
外
腎
を
い
ふ
。
〔
本
草
、
鼠
〕
鼠
印
‘

【
鼠
眼
】
11

s
h
u
'
y
e
n
'

盗
賊
眼
。
眼
つ
き
の
悪
い
こ
城
計
盆
四
飛
在
汰
蓼
一

郎
外
腎
也
、
主
治
、
令
二
人
媚
悦
面
時
珍
曰
、
按
、
南
宮
従
詢

蝶

紳

書

‘

鼠

印

合

歓

註

云

‘

雄

鼠

外

腎

之

上

有

レ

文

似

レ

と

。

鼠

目

と

も

書

く

。

【

鼠

姑

】

2
1
"
O牡
丹
の
異
名
。
〔
本
草
‘
牡
丹
〕
秤
名
、

【
鼠
技
】
12

も
オ
カ
乏
し
く
貰
用
に
適
し
な
い
も
の
。
鼠
姑
‘
鹿
非
‘
百
雨
金
‘
木
芍
薬
‘
花
王
。

O
晶
の
名
。
お

印
雨
腎
相
封
‘
有
和
策
朱
文
九
遍
者
尤
佳
。

【
鼠
疫
】
4

:

キ
黒
死
病
い
ス
の
別
名
。
鼠
に
寄
生
す
る
〔
説
文
〕
馳
‘
五
技
鼠
也
‘
能
飛
不
レ
能
レ
過
レ
屋
‘
能
縁
不
レ
め
む
し
。
わ
ら
ぢ
む
し
。
鼠
婦
の
異
名
。
〔
埠
雅
‘
繹
晶
‘

蚤
か
ら
傭
染
す
る
こ
と
か
ら
い
ふ
。
此
の
病
‘
強
熱
を
能
レ
窮
レ
木
‘
能
沿
不
レ
能
レ
渡
レ
谷
‘
能
穴
不
レ
能
レ
掩
レ
身
‘
蜆
鍼
〕
爾
雅
曰
、
伊
咸
‘
委
黍
‘
一
名
鼠
婦
‘
食
レ
之
令
ー
一
人

狽
生
し
て
身
橙
に
核
を
生
じ
‘
死
後
の
怜
に
黒
斑
を
生
能
走
不
レ
能
レ
先
レ
人
。
〔
荀
子
‘
勧
學
〕
梧
鼠
五
技
而
窮
゜
善
淫
i

云
云
‘
蓋
鼠
婦
、
一
名
鼠
姑
、
亦
或
謂
1

一
之
鼠
枯
↓

ず

。

核

子

痙

゜

〔

注

〕

梧

鼠

‘

嘗

レ

総

馳

鼠

ご

云

云

‘

技

‘

才

能

也

、

言

‘

伎

【

鼠

獄

】

2
2
5
ク
漢
の
張
湯
が
少
時
、
肉
を
盗
ん
だ
鼠
を

【
鼠
牙
】
5

が
鼠
の
牙
。
強
暴
な
も
の
の
喩
゜
〔
婢
雅
‘
繹
能
雖
レ
多
‘
而
不
レ
能
レ
如
―
―
謄
蛇
専
―
i

故
窮
‘
五
技
‘
謂
1

一
取
調
べ
た
故
事
。
〔
史
記
‘
酷
吏
‘
張
湯
傭
〕
其
父
為
1

一長

鳥
‘
雀
〕
雀
物
之
淫
者
‘
鼠
物
之
貪
騒
者
‘
故
詩
言
―
―
雀
角
能
飛
不
レ
能
レ
上
レ
屋
、
能
緑
不
レ
能
レ
窮
な
木
‘
能
源
不
レ
安
承
―
「
出
‘
湯
為
レ
兒
守
レ
含
‘
還
而
鼠
盗
レ
肉
‘
其
父
怒

鼠
度
以
陪
更
強
暴
一
〔
圏
書
見
聞
志
、
故
事
拾
遺
‘
虞
氏
能
レ
渡
レ
谷
‘
能
穴
不
レ
能
レ
掩
レ
身
、
能
走
不
比
能
レ
先
レ
人
。
笞
レ
湯
‘
湯
掘
レ
窟
、
得
二
盗
鼠
及
餘
肉
一
劾
レ
鼠
掠
治
、
傭
―
―

宅

〕

用

凪

牙

扉

刻

。

【

鼠

非

】

13

が
苔
の
名
。
の
ぎ
の
し
の
ぶ
。
垣
衣
の
異
妥
書
↓
訊
鞠
論
報
、
井
取

m盆
ぞ
肉
‘
具
二
獄
媒
堂
下
石
其

〖
鼠
牙
雀
角
之
竿
〗6
衿
-
7り5
ク
カ
ク
竿
訟
す
る
こ
と
。
梢
゜
〔
本
草
‘
垣
衣
〕
秤
名
‘
垣
贔
‘
天
非
‘
鼠
非
‘
昔
邪
。
父
見
レ
之
、
視
→
―
其
文
酔
ぶ
如
―
―
老
獄
吏
工
大
驚
‘
遂
使
｀
’

あ
ら
そ
ひ
う
っ
た
へ
る
こ
と
。
雀
角
鼠
牙
。
〔
詩
‘
召
【
鼠
衷
】
1
4
}
’
鼠
の
皮
の
表
。
〔
北
齊
書
、
唐
邑
偉
〕
（
顧
獄
。
〔
芸
田
鋒
〕
學
漸
―
―
鼠
獄
↓
智
乏
孟
雉
碑
-

南
‘
行
露
〕
誰
謂
雀
無
レ
角
‘
何
以
穿
―
―
我
屋
盃
誰
謂
女
無
レ
祗
）
又
嘗
解
二
所
レ
服
宵
鼠
皮
衷
ぶ
夜
邑
云
‘
朕
意
在
―
-
【
鼠
植
】
2
3
}

さ
ん
ざ
し
。
山
植
(
4ー

7
8
6
9
:
 3
9
9
)

の
異

家
何
以
速
我
獄
雖
レ
巽
我
墨
室
家
不
レ
足
‘
誰
謂
車
馬
衣
衷
‘
輿
レ
卿
共
弊
↓
〔
温
庭
筋
‘
退
水
謡
詩
〕
犀
帯
稲
゜
〔
本
草
‘
山
檀
〕
繹
名
、
赤
瓜
子
‘
鼠
楡
‘
捩
楕
‘
茅
植
‘

鼠
無
レ
牙
‘
何
以
穿
↓
―
我
塘
盃
呻
謂
女
無
レ
家
‘
何
以
速
,
,
我
鼠
表
無
―
―
暖
色
一
清
光
煩
冷
黄
金
鞍
゜
机
子
‘
緊
梅
‘
羊
椋
‘
棠
椋
子
、
山
裏
果
。

竺
雖
＞
速
―
―
我
訟
盃
か
不
1―
女
従
→
〔
故
事
成
語
考
‘
訟
獄
〕
【
鼠
麹
】

1
5グ
草
の
名
。
母
子
草
。
は
は
こ
ぐ
さ
。
又
は
【
鼠
財
】2
4
9

甦
鼠
(
1
2—
4
8
4
2
3:
 3
)

の
異
稲
゜
〔
事
物

卑
ハ
レ
人
捧
レ
訟
、
日
二
鼠
牙
雀
角
之
手
↓
ご
ぎ
や
う
‘
は
う
こ
ぐ
さ
‘
お
ぎ
や
う
‘
か
う
ぢ
ば
な
等
異
名
録
、
獣
畜
‘
鼠
〕
山
堂
律
考
、
黄
鼠
狼
‘
一
名
鼠
財
‘

【
鼠
駿
】
7

グ
ね
ず
み
の
や
う
に
お
ど
ろ
き
走
る
。
〔
柳
と
も
い
ひ
‘
山
野
に
自
生
す
る
一
年
生
草
本
で
菊
科
に
即
鮭
鼠
也
‘
又
名
レ
腱
゜

宗
元
、
剣
門
銘
〕
蟻
潰
鼠
駿
‘
陰
無
1

一
以
固
面
竺
奪
利
地
一
圏
す
。
古
、
上
巳
に
此
の
葉
で
鉗
を
製
す
。
故
に
も
ち
【
鼠
堵
】
25

s
h
u
3
 
c
h
'
u
a
n
g
'

頸
に
出
る
腫
物
。
潔
癌
゜

以

須

―

―

王

師

一

よ

も

ぎ

の

名

あ

り

‘

文

に

代

へ

用

ふ

。

春

の

七

草

の

御

【

鼠

窪

{
]
2
6

が
/
ね
ず
み
か
恐
れ
て
逃
げ
る
や
う
に
身
を

【
鼠
耗
]
8

が
地
方
官
か
ら
税
米
を
中
央
政
府
に
送
る
形
ゃ
芯
°
茸
母
。
〔
本
草
‘
鼠
麹
草
〕
秤
名
、
米
麹
‘
鼠
耳
‘
か
く
す
こ
と
。
こ
そ
こ
そ
と
に
げ
か
く
れ
る
。
〔
墨
子
‘

開
に
‘
鼠
の
た
め
に
侵
害
せ
ら
れ
る
損
失
を
い
ふ
。
故
佛
耳
草
‘
無
心
草
‘
香
茅
‘
黄
嵩
‘
茸
母
‘
時
珍
曰
‘
麹
言
―
―
―
備
穴
〕
即
去
而
入
一
珈
＝
レ
穴
殺
五
有
元
出
竺
〔
間
詰
〕
鼠
獄
、

に
税
米
を
徴
牧
す
る
場
合
に
は
‘
其
の
損
分
を
見
積
り
其
花
黄
如
二
麹
色
ご
仝
可
下
和
,
,
米
粉
《
F
也
‘
集
解
‘
蔽
猶
レ
云
1

一
鼠
穴
る
K

゜
〔
漢
書
‘
刷
通
傭
〕
常
山
王
奉
レ
頭
鼠

附
加
税
と
し
て
増
牧
す
る
を
例
と
す
。
従
っ
て
鼠
耗
と
器
日
‘
鼠
麹
草
‘
生
1

一
平
尚
熟
地
否
向
尺
餘
‘
葉
有
1

一
白
毛
一
窺
、
以
蹄
―
―
漢
王
↓
〔
遼
史
‘
韓
匡
嗣
傭
〕
棄
―
―
我
師
旅
一
挺
レ

い
へ
ば
正
賦
の
附
加
税
の
意
が
あ
る
。
〔
清
會
典
事
例
‘
黄
花
‘
荊
楚
歳
時
記
云
‘
三
月
三
日
‘
取
―
―
鼠
麹
汁
云
蜜
和
身
鼠
意
。



(48390・ ・26') (48390・ ・59) 

【
鼠
算
】
涸
t
予
和
算
で
、
一
月
に
鼠
の
牝
牡
が
十
二
疋
〔
義
疏
〕
按
、
陸
云
‘
山
鍬
之
異
者
‘
異
1

一
於
上
文
‘
稲
山
榎

の
兒
を
生
み
‘
―
一
月
に
は
そ
の
十
四
疋
の
親
子
の
鼠
が
也
公
7

一
種
椒
、
大
葉
如
―
―
桐
葉
1

而
黒
‘
山
中
人
謂
i
i

之
慣

十
二
疋
づ
つ
生
み
‘
毎
月
か
く
の
如
く
に
し
て
十
二
月
鍬
↓
〔
本
草
‘
梓
〕
集
解
、
頌
曰
‘
鼠
梓
‘
云
云
‘
枝
葉
木
理
皆

に
至
っ
て
二
百
七
十
六
億
八
千
二
百
五
十
七
拭
四
千
如
レ
椒
、
今
人
謂
1

之
苦
鍬
石
鼠
李
一
名
鼠
梓
‘
或
云
即
此
‘

四
百
二
疋
と
な
る
如
き
計
算
法
。
ね
ず
み
ざ
ん
よ
う
。
然
花
｛
貫
都
不
―
―
相
類
↓
恐
別
一
物
‘
而
名
同
爾
゜
〔
本
草
‘
鼠

〔
壽
門
松
、
中
〕
い
か
に
も
い
か
に
も
、
御
慈
悲
な
鼠
算
李
〕
繹
名
、
時
珍
曰
‘
一
種
苦
鍬
‘
亦
名
―
―
鼠
梓
↓
〔
毛
詩
草

用
、
な
る
ほ
ど
わ
た
し
が
、
に
が
し
ま
せ
う
。
木
鳥
獣
品
魚
疏
‘
北
山
有
レ
棟
〕
棟
‘
椒
陽
‘
其
樹
葉
木
理

【
鼠
子
】

2
7
9
0人
を
の
の
し
る
語
。
〔
魏
志
‘
蓋
卓
博
‘
如
レ
椒
、
山
椒
之
異
者
‘
今
人
謂
↓
1

之
苦
椒
五
湿
時
脆
‘
燥

注
〕
九
州
春
秋
曰
‘
云
云
‘
胡
文
オ
・
楊
整
脩
‘
皆
涼
州
大
時
堅
、
金
永
昌
又
謂
―
―
鼠
梓
「
漢
人
謂
1

一
之
棟
一
〇
鼠
李

人
、
而
司
徒
王
允
素
所
レ
不
レ
善
也
‘
及
―
―
李
催
之
叛
ぶ
ル

(
8
4
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
鼠
李
〕
繹
名
‘
椿
李
‘
鼠
梓
‘
山
李

乃
呼
1

一
文
オ
・
整
脩
↓
使
-n

束
解
―
―
繹
之
二
不
n

―
瑕
借
以
―
―
温
子
、
牛
李
、
阜
李
‘
趙
李
、
牛
阜
子
、
烏
桂
子
、
烏
巣
子
、
稗
゜

硬
謂
日
、
闘
東
鼠
子
欲
1

何
為

5
硬
卿
往
呼
レ
之
。
〔
呉
【
鼠
耳
】

3
3
n
O鼠
の
耳
。
〔
詩
、
周
南
‘
巻
耳
‘
采
,
,
采
巻

志
‘
呉
主
孫
櫂
博
‘
櫂
大
怒
欲
―
―
自
征
＞
淵
、
江
表
博
載
‘
耳
ご
疏
〕
郭
環
日
、
廣
雅
云
‘
菜
耳
‘
亦
云
ー
印
ぢ
杢
江
東

櫂
怒
曰
‘
云
云
、
注
〕
近
為
n

―
鼠
子
所
孟
削
却
公
F

二
人
氣
呼
心
史
哭
或
日
,
,
苓
耳
五
形
似
―
―
鼠
耳
盃
叢
生
似
レ
盤
。

O

湧
如
P
山
、
不
下
自
載
―
鼠
子
頭
→
以
撼
•
子
海
ヒ
無
レ
顔

n―
復
鼠
麹

(
1
5
)
の
異
名
。
〔
本
草
‘
鼠
麹
草
〕
繹
名
、
米
麹
、
鼠

臨
属
凰
〔
飛
燕
外
偶
〕
后
怒
、
以
レ
杯
抵
,
,
昭
儀
紐
曰
‘
耳
‘
佛
耳
草
、
無
心
草
‘
香
茅
、
黄
嵩
‘
茸
母
、
時
珍
日
、
鼠

鼠
子
能
噛
レ
人
乎
。
●
樹
木
の
名
。
く
ろ
べ
。
黒
檜

(
1
2—
耳
‘
言
―
―
其
葉
→
形
如
―
―
鼠
耳
→
〔
名
臀
別
録
〕
鼠
耳
‘
一
名

4
8
0
3
8
 :
 6
1
)

に

同

じ

。

無

心

草

、

生

―

―

田

中

下

地

一

〔

皮

日

休

、

魯

望

以

レ

射

扱

1

一野

[
鼠
市
】
28

／
晉
の
大
興
中
に
衡
陽
の
逼
純
が
作
っ
た
抜
1

兼
示
―
―
雅
什
一
用
以
洲
謝
詩
〕
深
桃
乍
見
牛
臀
液
‘
細

機
械
仕
掛
け
の
戯
具
。
一
丈
餘
四
方
あ
り
‘
四
門
を
開
拾
徐
聞
鼠
耳
香
。

き
‘
門
毎
に
一
木
人
あ
り
、
四
五
匹
の
鼠
を
其
の
中
に
〖
鼠
耳
巾
〗
3
4
い
ク
巾
の
名
。
〔
劉
言
史
‘
山
中
喜
二
雀
補

放
ち
‘
鼠
が
門
を
出
よ
う
と
す
れ
ば
木
人
が
こ
れ
を
椎
闘
見
＞
尋
詩
〕
鹿
袖
宵
揉
鼠
耳
巾
。

で
う
つ
仕
掛
に
な
つ
て
ゐ
る
も
の
。
〔
晉
陽
秋
〕
大
興
[
鼠
照

~
]
3
5
忍
ウ
猫
を
い
ふ
べ
事
物
異
名
録
、
獣
畜
、
猫
〕

中
‘
衡
陽
逼
純
作
―
―
鼠
市
面
5

方
丈
餘
‘
開
1

一
四
門
面
口
有
―
―
清
異
録
‘
武
宗
十
玩
圏
‘
謂
レ
猫
日
―
―
鼠
将
↓

一
木
人
ぶ
笠
四
五
鼠
於
中
ぶ
飢
レ
出
レ
門
‘
木
人
轍
以
レ
椎
【
鼠
壌
】
3
6
"
F
ゥ
柔
か
く
て
塊
の
無
い
土
。
〔
本
草
、
鼠
壌

椎

レ

之

。

土

〕

秤

名

、

時

珍

日

、

柔

而

無

レ

塊

日

レ

壌

゜

〔

黄

庭

堅

、

食

【
鼠
矢
】

9

0
鼠
の
糞
。
〔
呉
志
、
三
嗣
主
‘
孫
亮
偵
、
等
＋
韻
詩
〕
小
兒
畦
不
レ
美
、
鼠
壌
有
―
―
餘
囁
↓
〔
苑
梓
‘
園

注
〕
呉
暦
日
、
云
云
‘
亮
後
出
1

一
西
苑
工
月
食
1

一
生
梅
五
使
下
居
雑
詠
詩
〕
城
根
分
,
,
鼠
壌
五
池
面
合
―
―
魚
染
↓

黄
門
至
中
蔵
取
•
蜜
潰
梅
い
蜜
中
有
鼠
矢
U
0山
茉
英
〖
鼠
壌
有
1吟
芹
序
而
棄
レ
妹
不
仁
也
〗37
乃
g
g
い
"
”

(
4
-
7
器
9
:
1
1
7
4
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
山
莱
英
〕
秤
名
、
”
秒
9

十
リ
鼠
壌
に
餘
っ
た
裁
菜
が
あ
る
の
に
‘
妹
を
棄

蜀
酸
棗
‘
肉
棗
‘
魃
賓
、
難
足
、
鼠
矢
。
て
て
養
は
な
い
の
は
不
仁
で
あ
る
。
末
學
の
徒
を
棄
て

【
鼠
屎
】
3
0
9

ね
ず
み
の
く
そ
。
〔
論
衡
‘
物
勢
〕
故
琢
食
レ
て
顧
み
な
い
の
を
磯
る
喩
゜
〔
荘
子
、
天
道
〕
士
成
綺
見
―
―

鱚
‘
火
筏
水
所
＞
害
‘
故
馬
食
鼠
屎
而
腹
脹
。
老
子
而
問
日
‘
吾
聞
夫
子
聖
人
也
‘
云
云
‘
今
吾
観
巳
子
、

【
鼠
思
]

3

1

/

う
れ
へ
お
も
ふ
こ
と
。
痛
み
悲
し
む
こ
非
如
子
が
也
‘
鼠
壌
有
1

一
餘
疏
二
而
棄
レ
妹
、
不
仁
也
‘
云

と
。
＜
よ
く
よ
す
る
こ
と
。
心
配
す
る
こ
と
。
鼠
は
撮
。
云
‘
老
子
漠
然
不
レ
應
。
〔
繹
文
〕
繹
名
云
‘
妹
‘
末
也
‘
謂
下

〔
詩
‘
小
雅
‘
雨
無
正
〕
鼠
思
泣
血
‘
無
―
―
言
不
＞
疾
゜
〔
箋
〕
末
學
之
徒
‘
須
―
―
絃
竺
誘
之
五
笞
兄
―
―
棄
薄
禾
＇
仁
之
甚
上
也
。

鼠
‘
憂
也
。
〔
集
博
〕
鼠
思
‘
猶
レ
言
1

一

瓶

憂

匝

。

【

鼠

色

】

3
8
"
5

｀
青
み
を
帯
ぴ
た
淡
黒
色
。
に
ぴ
い
ろ
。

【
鼠
梓
】
32

ク
樹
木
の
名
。

O
ね
ず
み
も
ち
。
賓
は
鼠
の
〔
和
漢
ニ
オ
圃
會
‘
藝
才
‘
翰
具
〕
鼠
色
‘
胡
粉
和
レ
墨
゜

糞
に
似
、
葉
は
冬
青
丑
に
似
た
灌
木
。
女
貞
゜
〔
爾
雅
‘
【
鼠
笠
】
3
9
"
n
‘
輩
の
一
種
。
蒻
菰
競
。
〔
和
漢
ニ
オ
圏

秤
木
〕
棟
‘
鼠
梓
。
〔
注
〕
椒
閾
也
‘
今
江
東
肛
虎
梓
↓
會
‘
芝
桶
類
醒
菰
競
〕
按
‘
暦
菰
箪
今
云
鼠
茸
乎
‘
朽

|— 
鼠

部

鼠

0
六
五

木
及
老
樹
根
上
生
レ
之
‘
云
云
‘
凡
呼
1

一
灰
白
色
者
ぶ
竺
ん
と
す
れ
ば
水
中
に
巻
き
入
れ
ら
る
。
〔
南
越
筆
記
〕
鼠

鼠
色
石
此
物
漫
鼠
色
‘
故
梢
1

一
鼠
競
↓
鮎
産
一
於
南
海
芦
母
暴
―
―
尾
沙
際
百
訟
炉
鼠
‘
鼠
見
而
将
レ

【
鼠
穿
】
4
0
"
げ

ね

ず

み

と

り

。

食

レ

之

‘

被

レ

巻

入

レ

水

而

去

。

【
鼠
蔽
】
41

が
こ
そ
ど
ろ
。
鼠
賊
(
4
5
)

に
同
じ
。
〔
論
衡
‘
【
鼠
弩
】
g

r

お
し
。
お
と
し
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
胴
度

答
侯
〕
穿
―
―
竪
垣
埴
一
狸
歩
鼠
窺
‘
莫
レ
知
レ
謂
レ
誰
゜
〔
江
部
‘
敗
撒
具
‘
鼠
弩
〕
楊
氏
漢
語
抄
云
‘
鼠
弩
‘
於
之
‘
一

滝
、
為
―
―
蒲
鰈
騎

1
上
レ
頓
表
〕
況
乃
逆
徒
阻
レ
兵
‘
器
掩
"

I~ 

‘
鼠
弓
。
〔
箋
注
〕
今
俗
呼
1

一
於
登
志
石
鼠
弩
鼠
弓
‘
其

西
服
ぶ
呻
―
―
蟻
衆
鼠
瓶
五
勢
必
擬
散
‘
然
尋
初
難
レ
貸
、
原
制
未
レ
詳
。

煙

易

レ

滅

。

【

鼠

藤

】

51

駅
藤
の
一
種
°
鼠
が
好
ん
で
食
ふ
か
ら
こ

〖
鼠
籟
狗
盗
〗42
”
誘
ね
ず
み
や
い
ぬ
の
や
う
に
人
に
の
名
あ
り
と
い
ふ
。
含
水
藤
。
〔
本
草
‘
含
水
藤
〕
附
録
‘

隠
れ
て
こ
そ
こ
そ
物
を
ぬ
す
む
こ
と
。
又
‘
小
ぬ
す
び
鼠
藤
‘
殉
曰
‘
顧
微
廣
州
記
云
‘
鼠
愛
食
二
此
藤
一
故
名
‘

と
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通
傭
〕
四
方
輻
轄
‘
安
敢
有
店
9
竺
此
其
咬
虞
人
取
為
レ
薬
。

特
婁
盗
‘
鼠
瓶
狗
盗
耳
、
何
足
レ
置
う
盆
幽
牙
間
↓
【
鼠
閾
】
52

炉
ね
ず
み
の
や
う
な
た
た
か
ひ
。
卑
怯
な

【
鼠
前
】
心
5

／
前
足
が
ね
ず
み
の
や
う
な
の
を
い
ふ
。
又
は
臆
病
な
戦
。
〔
日
本
外
史
、
新
田
氏
前
記
‘
楠
氏
〕

〔
呂
覧
‘
不
廣
〕
北
方
有
レ
獣
‘
名
曰
レ
蹴
‘
鼠
前
而
免
後
。
正
儀
欲
晶
退
守
1

一
金
剛
山
百
正
武
日
、
子
知
レ
鼠
乎
‘
見
り
人

【
鼠
走
】
44

が
〇
鼠
が
走
る
。
〔
李
白
‘
冬
B
欝
1

一
藷
山
ー
則
窟
‘
世
牌
―
―
笑
日
工
南
人
抗
1

一
天
下
二
而
鼠
闘
而
已
‘
何

詩
〕
彿
レ
林
蒼
鼠
走
‘
倒
レ
医
素
魚
驚
。

O
匁
叫
戸
ゃ
障
子
不
三
一
戦
以
挫
11

賊
鋒
涵
お
仮
退
、
為
レ
未
レ
晩
也
。

の
上
の
横
木
。
と
が
み
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
門
戸
具
〕
椙
‘
【
鼠
洞
】
3

炉

鼠

穴

(
2
0
)

に
同
じ
。

鼠

走

‘

門

櫃

横

梁

也

。

「

狗

盗

。

【

鼠

毒

]54y
石
の
一
種
。
特
生
岩
石
(
7
ー

2
0
0
1
3

:
9
 

[
鼠
賊
】
45

ダ
こ
ぬ
す
ぴ
と
。
こ
そ
ど
ろ
。
窯
盗
。
鼠
盗
。

8
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
特
生
唇
石
〕
秤
名
‘
蒼
暑
石
‘
蒼
石
‘

【
鼠
盗
】
46

ダ
〇
鼠
が
盗
む
。
〔
史
記
‘
張
湯
傭
〕
其
父
鼠
毒
。

為
1

一
長
安
丞
出
‘
湯
為
レ
兒
守
＞
含
‘
還
而
鼠
盗
レ
肉
‘
其
【
鼠
遁
】

55y
ね
ず
み
の
の
が
れ
る
や
う
に
こ
そ
こ
そ

父
怒
笞
レ
湯
、
湯
掘
わ
窟
‘
得
1

一
盗
鼠
及
餘
肉
一
劾
レ
鼠
掠
に
げ
る
。
鼠
政
。
〔
杜
牧
‘
上
,
1

宣
州
高
大
夫
一
書
〕
為
―
―
子

治
‘
偲
土
反
書
エ
訊
鞄
論
報
‘
井
取
,
,
鼠
輿
ヮ
肉
‘
具
1

一
獄
傑
弟
―
者
、
魚
潜
鼠
遁
、
無
レ
入
―
―
仕
路
↓
〔
浦
宦
紀
聞
〕
唐
季
公

堂
下
;
共
父
見
レ
之
‘
視
1

一
其
文
辟
二
肥
老
獄
吏

-
0
こ

卿

大

夫

‘

迫
1

一
子
凶
威
石
魚
伏
鼠
遁
‘
能
全
レ
節
者
無
レ
幾
゜

ぬ
す
ぴ
と
。
小
盗
人
。
〔
紅
棲
夢
‘
一
回
〕
偏
値
1

一
近
年
水
【
鼠
乳
]
5
6

丁
＇
ウ
凜
癌
を
い
ふ
。
凜

(
7
|
2
2
4
4
7
)

を
見

見
不
品
収
‘
鼠
盗
蜂
起
、
無
レ
非
二
槍
レ
田
奪
＞
地
、
民
不
レ
よ
。
〔
北
史
‘
序
博
〕
（
李
神
隅
）
頸
多
一
面
孟
共
而
性
通
卒
。

安
レ
生
‘
因
レ
此
官
兵
剰
捕
‘
難
1

一

以

安

＞

身

。

【

鼠

貼

】

57

い
/
0晶
の
名
。
妍
蛾
う
の
異
名
。
鼠
姑
(
2

【
鼠
脆
】
47

グ
〇
鼠
の
き
も
。
〔
本
草
‘
鼠
〕
集
解
‘
弘
景

1

)

の
O
に
同
じ
。
〔
本
草
‘
鼠
婦
〕
秤
名
‘
鼠
負
‘
負
蝠
‘
鼠

曰
‘
入
レ
槃
用
1

一
牡
鼠
面
吹
又
鼠
也
‘
其
騰
幾
死
便
消
、
不
＞
姑
‘
鼠
貼
゜
〔
毛
詩
陸
疏
廣
要
〕
鼠
婦
‘
一
名
鼠
姑
‘
亦
或

易
レ
得
也
。
〔
酉
陽
雑
俎
績
集
‘
支
動
〕
鼠
騰
在
レ
肝
‘
活
謂
↓
1

之
鼠
貼
↓
〇
悪
賓
(
4
ー

1

呂
2
4
:
 8
7
)

の
異
名
。
〔
本

取
則
有
。
●
鼠
の
や
う
に
小
さ
い
き
も
。
〔
魏
書
‘
景
穆
草
‘
悪
賓
〕
繹
名
‘
鼠
貼
‘
牛
芳
、
大
力
子
、
芳
翁
菜
‘
便
牽

十
二
王
上
、
汝
陰
王
天
賜
博
〕
（
宗
室
慶
和
）
ち
ぎ
項
城
一
牛
‘
蝙
蝠
刺
‘
頌
曰
‘
賓
殻
多
レ
刺
‘
鼠
過
ら
之
則
綴
惹
‘

朝
廷
出
レ
師
討
レ
之
、
望
＞
風
退
走
、
（
蒲
）
術
責
レ
之
曰
、
不
レ
可
レ
脱
‘
故
謂
1

一
之
鼠
貼
子
↓

言

阿

百

舌

五

騰

若

題

鼠

↓

【

鼠

輩

]
5
8

～
ィ
〇
多
く
の
ね
ず
み
。
鼠
の
群
。
〔
李
俊

【
鼠
抵
]
4
8

い
イ
鼠
の
巣
゜
〔
揚
雄
、
答
―
―
劉
欽
一
書
〕
（
張
伯
民
‘
墾
鼠
為
レ
耗
而
猫
不
レ
捕
詩
〕
欺
レ
人
鼠
輩
争
出
レ
頭
‘

松
）
圏
レ
雄
以
11

此
篇
目
玉
頗
示
1

一
其
成
者
石
m
松
日
‘
是
縣
―
―
夜
行
如
レ
市
書
一
不
レ
休
。

0
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
ど

諸
H
月
二
不
刊
之
書
也
‘
又
言
‘
恐
雄
為
―
―
太
玄
経
エ
由
―
―
ー
も
。
小
人
ば
ら
。
人
を
卑
し
め
罵
る
辞
。
鼠
子
。
〔
魏
志
、
方

鼠

祇

之

爽

牛

場

匝

゜

技

‘

華

佗

債

〕

不

レ

憂

天

下

常

＞

無

此

鼠

輩

耶

゜

〔

藷

唐

ー

【
鼠
鮎
】
49

グ
南
海
に
産
す
る
小
魚
の
一
種
。
毎
に
尾
書
‘
李
宗
閲
楊
嗣
復
等
傭
論
〕
捨
彼
鴻
猷
盃
盈
絃
鼠
輩
↓

663
 

を
沙
際
に
暴
露
し
て
鼠
を
給
く
。
鼠
見
て
こ
れ
を
食
は
【
鼠
非
】
59

寄
草
の
名
。
ね
ず
み
こ
ろ
し
。
鼠
を
毒
す

1



）
る
か
ら
名
づ
く
。
井
草
(
9
-
3
1
1
3
2
:
 4
)

の
異
名
。
〔
本

7
 
・
草
‘
非
草
〕
繹
名
、
サ
阿
草
‘
芭
草
‘
鼠
非
‘
時
珍
曰
‘
此
物

8
 

90

有
レ
毒
‘
食
レ
之
‘
令
1

一
人
迷
岡
丁
故
名
、
山
人
以
毒
レ
鼠
‘

83

謂
乏
鼠
袢
一

4
 
（
【
鼠
撲
】
60

”
ぢ
ね
ず
み
の
ひ
も
の
。
無
用
無
害
の
物
。

―
鼠
朴
。
鼠
環
〔
戦
國
‘
秦
策
〕
鄭
人
謂
元
未
レ
理
者
瑛
一

い

周

人

謂

1

一
鼠
未
レ
膳
者
撲
一
周
人
複
レ
撲
過
1

一
鄭
賣
一
日
‘

・
慾
買
検
乎
‘
鄭
買
日
、
欲
レ
之
、
出
―
―
其
撲
面
5

レ
之
乃
鼠

6
 

⑩
也
、
因
謝
不
レ
取
。

483
【
鼠
環
】
6
1
~
ク

O
鼠
の
ひ
も
の
。
鼠
撲
に
同
じ
。
〔
後
漢

書
‘
應
肋
傭
〕
昔
鄭
人
似
乾
息
為
レ
環
塁
之
於
周
↓

〔
注
〕
手
文
子
曰
‘
鄭
人
謂
―
―
玉
未
レ
琢
者
云
〖
レ
環
‘
周
人

謂
直
未
畑
者
[
?
環
‘
周
人
遇
鄭
買
人
1

曰
‘
欲
レ

買
レ
環
乎
‘
鄭
買
日
‘
欲
レ
之
、
出
レ
瑣
視
レ
之
‘
乃
鼠
也
‘
因

謝
不
レ
取
‘
載
國
策
亦
然
‘
今
此
乃
云
T

鄭
人
以
―
―
乾
鼠
―

為
4

環
‘
便
興
三
説
示
＇
レ
同
‘
此
云
―
―
乾
鼠
ご
彼
云
レ
未
レ

職
事
又
差
舛
゜
〔
劉
基
感
レ
時
長
事
詩
〕
鼠
環
方
取
レ

貴
‘
和
璧
非
レ
所
レ
珍
゜
〔
齊
東
野
語
、
山
掘
治
1

一
箭
毒
―
〕
世

偉
補
助
奇
僻
之
品
、
有
―
―
所
謂
山
蝦
者
二
不
レ
知
レ
出
―
―
於

何
時
工
云
云
‘
止
見
1

一
桂
海
虞
衡
志
―
云
、
出
え
且
州
淫
綱
一

廟
人
云
‘
揃
性
淫
毒
、
山
中
有
―
―
此
物
ず
比
北
獣
悉
避
去
、

難
無
レ
偶
‘
抱
な
土
而
枯
‘
廟
僚
尤
資
二
重
之
一
能
解
1

一箭

毒
エ
中
レ
箭
者
、
研
二
其
骨
↓
少
許
博
5

之
立
消
、
一
枚
直
ニ

金
一
雨
「
或
得
―
殺
死
者
五
切
力
劣
―
―
抱
レ
木
枯
死
者
一
十
一

人
自
稀
得
レ
之
、
然
今
方
術
之
士
轡
レ
偽
以
愚
,
,
世
人
一

者
、
類
以
1

一
鼠
環
候
胎
云
『
レ
之
、
雖
二
殺
死
者
ぶ
附
杢
之

見
也
。

O
書
名
。
一
巻
。
宋
、
戴
埴
撰
。
文
獣
通
考
は
之

を
小
説
家
に
入
れ
て
ゐ
る
が
、
其
の
経
博
を
辮
證
し
、

名
物
訓
詰
を
考
訂
す
る
は
頗
る
採
る
べ
き
も
の
が
あ

る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
‘
雑
家
類
〕
。

【
鼠
法
]
6
2
~
7

天
鼠
屎
(
8
|
5
8
3
3
 :
 9
4
8
)

の
異
稽
゜
〔
本

草
‘
伏
翼
〕
天
鼠
屎
‘
繹
名
‘
鼠
法
‘
石
肝
‘
夜
明
砂
‘
鼠
砂

星。

【
鼠
皮
】
63

い
ね
ず
み
の
か
は
。
〔
詩
‘
椰
風
‘
相
鼠
〕
相

鼠
有
レ
皮
、
人
而
無
レ
儀
。
〔
後
漢
書
、
西
域
‘
骰
國
博
〕
巌

國
在
＿
一
奄
保
北
直
~
"
康
居
一
出
―
―
鼠
皮
い
は
茫
之
。

【
鼠
尾
】

6
4
:
0鼠
の
尾
。
〔
山
海
経
‘
東
山
経
〕
煙
山
、
有
レ

鳥
焉
‘
其
状
如
レ
覺
而
鼠
尾
‘
善
登
レ
木
‘
其
名
日
,
,
紫
釣
一

見
則
其
國
多
レ
疫
。
●
草
の
名
。
あ
き
の
た
む
ら
さ
う
‘

又
は
‘
こ
ま
と
ど
め
と
い
ひ
‘
山
野
に
自
生
す
る
宿
根

鼠

部

鼠

草
で
‘
唇
形
科
に
屡
す
。
下
葉
は
地
に
着
い
て
叢
生
し
‘

霜
雪
の
時
は
背
面
紫
色
を
呈
し
‘
暖
季
に
は
緑
色
に
髪

る
。
花
は
輪
轍
花
序
を
し
て
六
花
を
着
け
‘
梢
頭
に
疎

生
穂
状
を
な
し
て
ゐ
る
。
色
は
紫
又
は
白
で
‘
六
月
乃

至
九
月
に
開
く
。
〔
爾
雅
‘
秤
草
〕
勁
‘
鼠
尾
。
〔
疏
〕
可
一
1

一以

染
正
＇
草
一
也
、
一
名
勁
‘
一
名
鼠
尾
、
本
草
有
二
白
華
者
一

有
二
赤
華
者
ず
又
一
名
陵
感
。
〔
本
草
‘
鼠
尾
草
〕
繹
名
、
勁
‘

山
陵
憩
‘
烏
草
、
水
胄
。
〔
毛
詩
草
木
鳥
獣
晶
魚
疏
‘
苔
之

華
〕
苔
‘
一
名
陵
時
‘
一
名
鼠
尾
‘
似
二
王
協
ぶ
ぎ
下
混
水

中
エ
七
八
月
中
華
紫
‘
似
1

一
今
紫
草
五
華
可
―
―
紫
阜
石
焚
以

沐
レ
髭
即
無
‘
葉
青
如
レ
藍
而
多
レ
華
゜

〖
鼠
尾
苓
〗6
5昇
こ
か
ね
や
な
ぎ
。
黄
苓

(
1
2| 4
7
9
2
6
 

:
 2
1
7
)

の
O
の
異
名
。
〔
本
草
‘
黄
苓
〕
秤
名
‘
腐
腸
‘
空

腸
、
内
虚
‘
妬
婦
‘
経
苓
‘
黄
文
‘
印
頭
‘
苦
督
郵
‘
内
賓
者

名
1

子
苓
篠
苓
‘
沌
尾
苓
‘
鼠
尾
苓
゜

〖
鼠
尾
輻
〗6
6
況
輻
の
小
さ
い
も
の
。
〔
王
銹
‘
獣
記
〕

王
荊
公
居
蒋
世
聞
1

一
陳
秀
公
来
冨
竺
一
人
1

肩

鼠

尾

息
迎
―
―
於
江
上
↓

〖
鼠
尾
紅
〗67
認
き
つ
ね
の
ま
ご
‘
又
は
‘
か
ぐ
ら
さ

う
と
い
ひ
‘
原
野
‘
山
足
等
に
自
生
す
る
一
年
生
草
本

で
、
き
つ
ね
の
ま
ご
科
に
陽
す
。
裔
さ
は
一
尺
乃
至
ニ

尺
‘
膨
れ
た
節
に
披
針
形
全
緑
の
葉
を
酎
生
す
る
。
恭

と
共
に
微
毛
を
持
つ
て
ゐ
る
。
花
は
梢
上
に
穂
状
花

序
を
し
て
着
生
し
‘
花
冠
は
唇
形
で
、
色
は
白
質
で
紅

紫
色
の
斑
貼
あ
り
。
果
責
は
其
の
朝
で
、
二
殻
片
に
列

開
す
る
。

[
鼠
負
]
6
8

”
品
の
名
。
わ
ら
ぢ
む
し
。
陰
湿
の
地
に
生

ず
る
小
晶
°
鼠
婦
。
鼠
婦
。
〔
爾
雅
‘
秤
晶
〕
蝠
‘
鼠
負
。

〔
注
〕
公
壺
器
底
晶
゜
〔
秤
文
〕
鼠
負
、
本
亦
作
レ
蛹
‘
又
作
レ
婦
。

〔
疏
〕
此
輿
―
―
下
妍
威
委
黍
丘
竺
‘
故
下
注
l

―
委
黍
―
云
‘
藷

説
鼠
婦
別
名
、
則
此
晶
一
名
蝠
‘
]
名
鼠
負
‘
負
或
作
レ

蛹
‘
本
草
作
レ
婦
‘
一
名
姉
威
‘
一
名
委
黍
也
‘
陸
壊
云
‘

在
―
―
壁
根
下
・
甕
器
底
土
中
一
生
‘
似
―
―
白
魚
―
者
‘
是
也
、
陶

注
本
草
云
‘
多
在
↓
栢
寄
盆
ム
鼠
背
1

一
負
之
一
然
為
-
―
鼠
婦

及
鼠
嬌
則
似
レ
乖
‘
詩
東
山
云
‘
伊
威
在
レ
室
‘
是
也
。

【
鼠
婦
】

9
鼠
負
に
同
じ
。
鼠
婦
。
〔
本
草
‘
鼠
婦
〕
秤

名
‘
鼠
負
、
負
蝠
‘
鼠
姑
‘
鼠
貼
‘
矮
矮
、
妍
鍼
‘
涅
生
晶
‘

地
難
‘
地
風
‘
弘
景
曰
‘
鼠
婦
‘
爾
雅
作
1

一
鼠
負
ご
言
‘
鼠
多

在
―
―
炊
中
盃
目
貼
負
レ
之
‘
故
曰
―
―
鼠
負
「
今
作
1

一
婦
字
五
殊

似
レ
乖
レ
理
‘
集
解
‘
宗
爽
日
‘
涅
生
晶
多
レ
足
‘
大
者
長
三

四
分
‘
其
色
如
レ
矧
‘
背
有
"
横
紋
五
墜
起
用
慮
絶
少
。

【
鼠
婦
】
70

か
ウ
鼠
婦
に
同
じ
。
鼠
負
を
見
よ
。
〔
詩
‘
醐

風
‘
東
山
、
伊
威
在
レ
室
‘
疏
〕
説
文
云
‘
委
黍
‘
鼠
婦
也
‘

陸
壊
疏
云
、
伊
威
、
一
名
委
黍
‘
一
名
鼠
婦
。

【
鼠
伏
】
71

が
ク
〇
鼠
が
伏
す
。
〔
許
邁
別
傭
〕
邁
小
名
映
‘

有
レ
鼠
醤
―
―
映
衣
一
乃
作
レ
符
召
レ
鼠
‘
畢
至
1

一
中
庭
言
口
‘

醤
レ
衣
者
留
‘
不
レ
留
レ
衣
者
去
‘
塁
鼠
並
去
‘
惟
一
鼠
蜀

住
‘
伏
―
―
干
中
庭
―
而
不
―
―
敢
動
↓
●
鼠
の
や
う
に
伏
し
か

く
れ
る
。
〔
漢
書
‘
蒲
望
之
傭
〕
如
使
四
匈
奴
後
嗣
‘
卒
有
三

鳥
馘
鼠
伏
闘
11

子
朝
享
云
＇
レ
為
1

一
畔
臣
↓

【
鼠
腹
】
72

の
ク
鼠
の
腹
。
〔
荘
子
‘
逍
逢
遊
〕
鶴
鵜
巣
―
―
於

深
林
天
¢
過
二
枝
面
恨
鼠
飲
レ
河
‘
不
レ
過
レ
渦
レ
腹
。

【
鼠
糞
】
73

ジ
ね
ず
み
の
く
そ
。
鼠
矢
゜
〔
爾
雅
‘
繹
草
、
長

楚
銚
箋
鄭
樵
注
〕
銚
、
昔
桃
、
羊
桃
也
、
藤
生
‘
子
赤
、
状

如
鼠
糞
故
亦
名
二
鼠
矢
石
兒
童
食
レ
之
。
〔
物
類
相
感
志
〕

養
石
菖
蒲
無
レ
カ
而
黄
者
‘
用
11

鼠
糞

gほレ之。

【
鼠
箕
】
74

～
イ
草
の
名
。
俣
蘇
(
1
|
8
3
5
 :
 1
3
0
)

の
異

名
。
〔
本
草
‘
瑕
蘇
〕
秤
名
‘
置
芥
‘
荊
芥
‘
鼠
紫
。

【
鼠
壁
】
75

”
芍
鼠
色
に
ぬ
っ
た
壁
゜

【
鼠
歩
】
7
6
"

鼠
の
や
う
に
ち
よ
こ
ち
よ
こ
あ
る
＜
゜
〔
海

録
砕
事
、
人
事
‘
櫂
勢
〕
楊
球
為
司
五
虫
櫂
門
股
慄
‘
皆
雀

【
鼠
捕
]
7
7
"
巧
ね
ず
み
を
捕
へ
る
器
。

L

目
鼠
歩
。

【
鼠
母
】
7
8
5

鼠
の
一
種
。
隠
鼠
(
1
1
|
 4
1
8
9
1
 :
 1
2
1
)

の

異
名
。
〔
本
草
‘
隠
鼠
〕
繹
名
‘
罠
鼠
‘
恨
鼠
‘
鼠
母
‘
鰈
。

【
鼠
朴
】
79

が

鼠

瑛

(
6
1
)

と
同
じ
。
〔
陸
源
‘
詩
〕
玉
非
11

鼠
朴
一
何
努
レ
琲
‘
魚
奥
罷
涵
生
各
自
珍
。

【
鼠
毛
】
8
0
-ゥ

O
鼠
の
毛
。
〔
山
海
経
‘
東
山
経
〕
拘
状

之
山
、
有
レ
鳥
焉
‘
其
状
如
レ
維
而
鼠
毛
、
其
名
日
二
紫
鼠
i

見
則
其
邑
大
旱
゜
〔
獨
孤
綬
‘
西
域
獣
1

一
吉
光
衷
一
賦
〕
何

異
し
績
―
―
鼠
毛
1

以
為
レ
布
‘
引
1

一
龍
韻
1

以
成
占
絲
。
●

n
ズ
、
｀
馬
の
毛
色
の
ね
ず
み
い
ろ
の
も
の
。

〖
鼠
毛
掲
〗8
1
"匁
彩
色
の
名
。
〔
綴
耕
録
‘
窺
像
訣
〕

王
思
善
‘
云
云
‘
采
綸
法
‘
云
云
‘
鼠
毛
褐
‘
用
1

一
土
黄
粉
―

入
レ
墨
合
。

【
鼠
目
】
四
"
’
慾
深
い
目
つ
ぎ
。
鼠
眼
。
〔
唐
書
、
李
揆

博
〕
初
苗
晉
卿
敦
薦
一
元
載
函
竺
鰐
載
地
寒
云
ザ
晉
卿
―

日
‘
龍
章
鳳
姿
士
不
レ
見
レ
用
、
豊
頭
鼠
目
子
‘
乃
求
レ

官
邪
‘
載
聞
衡
レ
之
。
〔
元
好
問
‘
送
1

一
奉
先
従
軍
1

詩
〕
虎

頭
食
レ
肉
無
レ
不
レ
可
‘
鼠
目
求
レ
官
空
自
忙
゜

【
鼠
狼
】
83

ぷ
腱
鼠
が
の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
‘
鰈
鼠
‘

,....., ,....., ,....., ,. ―̀ 
鼠酔と鼠
痩レ
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鼠

部

鼠

〔ニーー四饗〕

劇

勧

酌

敗

敗

眈

齢

1
0
六
七

〔
本
草
‘
特
生
岩
石
〕
主
治
‘
明
レ
目
利
レ
耳
‘
腹
内
絶
レ
寒
‘

破
堅
結
及
鼠
瘍
ぶ
空
百
晶
悪
獣
ず
へ
服
延
レ
年
。
〔
淮
南

子
‘
説
山
訓
〕
狸
頭
愈
レ
鼠
‘
維
頭
已
レ
瘍
゜
〔
注
〕
鼠
悩
レ
人

創
‘
狸
愈
レ
之
‘
癒
‘
頸
腫
疾
‘
難
頭
水
中
茨
。
〔
璽
檻
経
〕

黄
帝
問
於
岐
狛
曰
‘
寒
熱
痕
癌
‘
在
"
於
頸
腋
者
‘
何

氣
使
レ
生
‘
岐
伯
日
‘
此
皆
鼠
瘍
寒
熱
之
毒
氣
也
。

[
鼠
践
腺
】

9
召
鼠
践
部
に
あ
る
淋
巴
腺
。

【
鼠
雀
耗
】
90

初
ヤ
ク
耗
羨
の
一
種
。
倉
凜
内
の
米
穀
が

鼠
雀
の
為
に
害
を
受
け
る
損
失
を
見
積
つ
て
‘
正
税
徴

牧
の
時
に
加
徴
す
る
附
加
税
。
雀
鼠
耗
(
1
1
ー

4
1
9
5
4
:
 

侶
）
を
見
よ
。

【
鼠
蹟
筆
】
91

況
ュ
わ
ず
み
の
く
ち
ひ
げ
で
作
っ
た
筆
。

王
報
之
が
始
め
て
之
を
製
し
用
ひ
た
と
い
ひ
‘
書
家
が

珍
重
す
る
も
の
。
〔
筆
経
〕
世
傭
‘
張
芝
・
鍾
絲
用
,
,
鼠
鮫

筆
云
筆
鋒
勁
張
有
―
―
鋒
芭
了
余
未
二
之
信
一
〔
太
平
廣
記
‘

書
二
〕
王
義
之
修
祓
楔
之
履
揮
レ
奄
製
レ
序
‘
興
架
而

書
‘
用
―
―
巽
繭
紙
‘
鼠
蹟
筆
一
逍
媚
勁
健
紐
代
更
無
。
〔
法

書
要
録
、
三
‘
唐
何
延
之
蘭
亭
記
〕
蘭
亭
者
｀
晉
右
将
軍

會
稽
内
史
瑯
堺
王
義
之
字
逸
少
所
レ
書
之
詩
序
也
‘
云

云
‘
而
書
用
―
―
露
繭
紙
・
鼠
蹟
筆
五
邁
媚
勁
健
‘
絶
代
更
無
。

〔
東
坂
題
版
〕
予
撰
1

一
月
塔
銘
扁
竪
澄
心
堂
紙
・
鼠
蹟
筆
、

李
庭
珪
墨
西
自
一
代
之
選
也
。
〔
韻
語
陽
秋
〕
近
世
作
レ
筆
、

専
用
二
免
毛
盃
皿
王
義
之
・
鍾
絲
・
張
芝
｀
皆
用
,
,
鼠
蹟
筆
↓

【
鼠
施
レ
腸
】
8

只
、
ハ
ラ
ワ
タ
ヲ
許
遜
‘
官
を
棄
て
て
入
道

し
‘
攀
家
四
十
二
人
皆
昇
天
す
。
た
だ
鼠
の
み
不
潔
の

故
に
昇
る
を
得
ず
。
鼠
自
ら
悔
い
て
‘
其
の
腸
を
吐
き

出
し
た
と
い
ふ
故
事
。
〔
剪
燈
餘
話
‘
月
夜
弾
琴
記
〕
舞

袖
弓
畦
渾
忘
郁
‘
人
間
惟
有
"
鼠
抱
品
腸
。
「
鱚
。
維
魚
。

【
鼠
碩
魚
】
尺
硬
鰭
類
き
す
科
に
闊
す
る
魚
の
名
。

【
鼠
忘
レ
壁
】
94

芯
が
ス
ル
鼠
は
曾
て
噛
ん
だ
壁
を
忘
れ

て
も
、
壁
に
は
踪
か
残
っ
て
永
く
鼠
を
忘
れ
な
い
こ
と

を
い
ふ
。
仇
讐
を
永
久
に
忘
れ
な
い
喩
゜
〔
越
絶
書
‘
越

絶
請
擢
内
博
〕
申
音
日
、
云
云
‘
臣
聞
、
狼
子
野
心
‘
仇

讐
之
人
不
レ
可
レ
親
也
‘
夫
鼠
忘
レ
壁
、
壁
不
レ
U

笠
鼠
、
今

越
人
不
レ
忘
レ
呉
也
。

【
鼠
憑
レ
社
】

95giョ
ル
鼠
憑
レ
計
而
貴
を
見
よ
。
社
鼠
。

〖
鼠
憑
紅
貴
―
〗9
6
月

9

ヤ
ぇ
小
人
が
君
の
威
を
か
る

喩
°
鼠
憑
レ
社
而
責
を
見
よ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
宋
紀
〕
（
順
帝
‘

昇
明
元
年
）
沈
約
論
曰
、
人
主
謂
其
身
卑
位
薄
‘
以
為

櫂
不
レ
得
レ
重
‘
曾
不
レ
知
下
鼠
憑
二
社
貴
一
狐
藉
中
虎
威
3

〔
注
〕
漢
中
山
靖
王
勝
日
、
計
鼠
不
レ
薫
、
所
レ
託
者
然
也
。

〖
鼠
憑
レ
耐
而
貴
〗97
”
”
か
互
只
鼠
か
社
に
巣
く
へ
ば
‘

鼠
の
穴
を
蕉
じ
て
鼠
を
捕
へ
よ
う
と
し
て
も
社
を
燒

失
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
‘
敢
へ
て
鼠
を
恣
に
さ
せ
る
こ

と
を
い
ふ
。
君
の
威
を
か
る
小
人
の
喩
。
城
狐
社
鼠
。
〔
沈

約
‘
恩
倖
傭
論
〕
曾
不
レ
知
―
―
―
鼠
憑
レ
社
責
‘
狐
藉
―
―
虎
威
↓

〔
庄
〕
善
曰
‘
晏
子
春
秋
‘
景
公
問
―
―
晏
子
一
日
‘
理
レ
國
亦

有
レ
常
乎
‘
封
曰
‘
讃
侯
之
人
、
隠
在
ー
一
君
側
一
猶
二
社
鼠
不
＂

煎
也
‘
去
レ
此
乃
治
芙
、
向
日
‘
言
‘
天
子
但
見
―
―
近
臣
之

職
‘
位
卑
薄
示
レ
位
己
櫂
在
―
―
於
彼
1

芙
、
如
T

鼠
之
賤

袋
為
え
八
於
社
則
人
不
•
敢
掘
占
之
‘
是
憑
レ
計
以
貴
也
。

【
鼠
髪
レ
虎
】
9
8
"
”[
i

へ
；
小
人
が
勢
を
得
る
こ
と
。
〔
李

白
‘
遠
別
離
〕
君
失
レ
臣
分
龍
為
レ
魚
‘
櫂
饒
レ
臣
分
鼠
嬰
レ

虎。
【
鼠
首
債
~
レ
事
】

9
9
"し
た
ャ
プ
ル
人
の
決
断
力
の
な
い
こ
と

を
磯
り
あ
ざ
け
り
い
ふ
語
。
鼠
の
性
質
か
ら
出
た
も

の
。
首
鼠
痢
端
。
〔
故
事
成
語
考
‘
身
糧
〕
磯
＿
「
八
不
＞
決
‘

日
鼠
首
應
事
。
〔
集
注
〕
債
‘
敗
也
‘
言
:
人
之
虞
レ
事
‘

如
鼠
首
之
出
入
不
乙
｛
疋
‘
必
至
益
竪
事
也
‘
蓋
鼠
性
疑
‘

欲
'
"
出
入
穴
盃
皿
又
最
縮
進
退
不
レ
定
‘
人
之
不
レ
決
レ
事

者
、
大
約
類
レ
此
゜

【
以
レ
鼠
為
レ
環
]100

芦
昇
勺
ァ
つ
ま
ら
な
い
物
を
賓
物

と
す
る
を
い
ふ
。
鼠
環
(
6
1
)

を
見
よ
。
〔
手
文
子
、
大
道

下
〕
鄭
人
謂
―
―
玉
未
レ
理
者
―
為
レ
環
、
周
人
謂
―
―
鼠
未
レ
膳
者
―

為
レ
環
、
周
人
懐
レ
環
‘
謂
―
―
鄭
買
1

曰
‘
欲
レ
買
レ
環
乎
、
鄭

買
曰
‘
欲
レ
之
、
出
-
1

其
良
息
之
、
乃
鼠
也
‘
因
謝
不
レ
取
。

【
相
レ
鼠
有
レ
皮
】
1
0
1
"
訂
”
ミ
ル
―
一
種
節
を
知
ら
な
い
人
を

悪
む
語
。
〔
詩
‘
郡
風
、
相
鼠
〕
相
レ
鼠
有
レ
皮
‘
人
而
無
レ

儀
‘
人
而
紐
儀
‘
不
レ
死
何
為
。
〔
債
〕
無
藉
儀
者
‘
雖
レ

居
―
―
尊
位
五
芸
竺
闇
昧
之
行
一

【
投
レ
鼠
己
笠
器
】

102"”
止
ト
ウ
ズ
ル
ニ
鼠
に
投
げ
付
け
て
之

を
撃
ち
殺
さ
う
と
し
て
も
‘
其
の
傍
に
あ
る
器
物
を
傷

つ
け
る
こ
と
を
恐
れ
る
。
君
の
近
習
の
奸
を
除
か
う
と

し
て
君
を
傷
つ
け
る
こ
と
を
心
配
す
る
喩
゜
〔
漢
書
‘
買

誼
博
〕
里
諺
曰
‘
欲
レ
投
レ
鼠
而
忌
レ
器
‘
此
善
諭
也
‘
鼠

近
秘
器
面
憚
不
レ
投
‘
恐
レ
傷
"
其
器
五
況
於
1

一
貴
臣
之

近
主
一
乎
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
傭
〕
雖
レ
有
1

一
重
戻
芥
笠
且
二
隠

忍
;
只
誼
所
謂
榔
レ
鼠
忌
レ
器
‘
蓋
謂
レ
此
也
。
〔
書
言
故

事
‘
禽
獣
比
喩
類
〕
事
有
レ
所
レ
凝
‘
投
レ
鼠
忌
レ
器
。
〔
故

事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
投
レ
鼠
忌
レ
器
‘
恐
1

一
因
レ
甲
而
害
己
J

。

冨】臼
□ 日
ヘノ，'サシ，
ウウクヤ

ク

〔
集
韻
〕
巴
校
切

〔
集
韻
〕
職
略
切

隈園

厨】年
ね
ず
み
。
〔
字
彙
〕
即
‘
鼠
也
。

ジ
ン
ニ
ン

〔
字
彙
〕
而
振
切

園

冒
●
i

――

【

記

】

蜘

テ

ウ

[

]

戸

‘

]
7
[
[
[
O゚
〔
集

,i―― 
【
鼠
口
不
レ
出
―
―
象
牙
―
】
103

ぢ
翌
ウ
ゲ
ヲ
ね
ず
み
の
口
か

ら
象
牙
は
出
な
い
。
〔
通
俗
編
‘
獣
畜
‘
鼠
口
不
レ
出
―
―
象

牙
〕
抱
朴
子
清
黎
篇
‘
虎
尾
不
レ
附
1

一
狸
身
;
家
牙
不
レ

出
二
鼠
口
↓

【
治
レ
鼠
而
壊
,
,
里
間
ー
】1

0
4
壮
ぢ
芯
”
—
ァ
鼠
を
退
治
す

る
た
め
に
里
の
門
を
破
壊
す
る
。
小
さ
い
こ
と
の
た
め

に
大
き
い
も
の
を
害
す
る
喩
゜
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
治
二

鼠
穴
一
而
壊
1

一
里
間
一
潰
1

九
品
竺
而
登
―
―
痙
疸
；
空
珠
之

有
レ
類
‘
王
之
有
レ
瑕
‘
置
レ
之
則
全
‘
去
レ
之
則
筋
↓

[
鼠
無
レ
牙
何
以
穿
1

一
我
塘
―
】
105"
戸
咋
”
”
ウ
ガ
迂
ヲ
訴

訟
の
喩
゜
雀
角
鼠
牙
(
1
1
-
4
1
9
5
4
:
 6
)

を
見
よ
。
〔
詩
‘

召
南
‘
行
露
〕
誰
謂
鼠
無
レ
牙
、
何
以
穿
―
咋
涵
只
誰
謂
女

無
レ
家
‘
何
以
速
1

一
我
訟
↓
〔
博
〕
塘
‘
謄
也
‘
視
―
―
騰
之
穿
一

推

其

類

面
J

レ
謂
鼠
有
L

牙゚

【
不
レ
可
Ill

以
レ
無
レ
鼠
養
1

示
＇
レ
捕
之
猫
―
】

106

”
げ
芯
t
[
勺

芯
認
ン
ナ
フ
鼠
が
ゐ
な
い
か
ら
と
い
つ
て
‘
鼠
を
と
ら

ぬ
猫
を
飼
つ
て
は
お
け
な
い
。
無
盆
の
者
を
養
ふ
べ
か

ら
ざ
る
喩
。
〔
鶴
林
玉
露
‘
猫
犬
〕
東
域
云
‘
養
レ
猫
以
捕
レ

鼠
‘
不
レ
可
:
グ
無
；
鼠
而
養
一
不
＇
レ
捕
之
猫
ご
蓄
レ
犬
以

防
レ
姦
‘
不
レ
可
ー
い
ぞ
無
レ
姦
而
蓄
1

一
不
レ
吠
之
犬
↓

冨】年
カ
ン
コ
ン

日
カ
ン
コ
ン

□l
 

〔
集
領
〕
姑
南
切
園
1

〔
集
韻
〕
胡
南
切
園

冠】齊
鼠
の
名
。
〔
集
韻
〕
眈
‘
鼠
名
。

ィ
ン

集
韻
〕
淫
沿
切

囮

＇i-ー
〇
む
さ
さ
び
。
を
か
づ
き
。
〔
字
彙
補
〕
臥
‘
石
鼠

也
‘
毛
可
レ
為
レ
筆
。

O
駿
(
1
2
|
 
4
8
4
4
4
)
の
調
字
。

〔
康
煕
字
典
〕
臥
‘
蔽
字
之
謡
。

霰

]

岬

シ

，

ユ

ン

字
彙
補
〕
子
峻
切
圏
琴

霰

】

蜘

＇
，
路

(
1
2
-
4
8
4
2
1
)
に
同
じ
。
〔
説

文
長
箋
〕
敗
、
同
レ
路
。

シ
ュ
ウ

小
曰
ロ
ロ
0
と
び
ね
ず
み
。
〔
説
文
〕
約
、

＞
 

闊
蔽
胡
地
風
鼠
‘
炊
レ
鼠
勺
臀
゜
〔
廣
韻
〕
酌
‘

鼠
層
、
能
飛
食
虎
豹
｛
出
二
胡
地
↓
●
む
さ
さ

び
。
を
か
づ
き
。
〔
廣
雅
‘
繹
獣
〕
酌
鼠
‘
鼠
圏
。

【
酌
犬
】
1

乃
鼠
の
一
種
。
と
ぴ
ね
ず
み
。
〔
逸
周
書
、

臼
[

酌
犬
者
‘
露
犬
‘
身
高
三
尺
、
有
レ
翼
能
飛
゜

紐
（會圏オ三）

昌

戸

〔

集

韻

〕

丁

歴

切

鴎

13663 
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【
敗
】
[
日
ホ
ク
〔
集
韻
〕
普
木
切
闊
I

□
―
ハ
ッ

小

或

日

□

国

も

ぐ

ら

も

ち

。

或

は

9

9譴
(
1
2
-
4
8
4
8
6
)
・

紛
(
1
0
-

3
2
8
9
0
)

に
作
る
。
〔
説

文
〕
勤
、
地
中
行
鼠
‘
[
[
〗
二

且
バ
：
ニ
/
“
(

／
ィ

島
＼

h

瞥
‘
紛
‘
或
炊
二
虫
分
↓

〔
廣
韻
〕
勤
、
田
中
鼠
‘
紛
、
上
同
。
〔
集
韻
〕
勤
‘
或

炊
レ
貢
‘
U
か
虫
。

【
勤
鼠
]
1

乃
も
ぐ
ら
も
ち
°
っ
ち
ね
ず
み
。
総
鼠
。
〔
爾

碓
繹
獣
〕
勤
鼠
。
〔
注
〕
地
中
行
者
。
〔
祁
琵
行
義
疏
〕
廣

雅
麗
鼠
‘
勤
鼠
‘
腿
息
恨
同
也
、
本
草
‘
別
録
、
鰻
鼠
在
1

土
中
一
行
‘
陶
注
‘
俗
中
一
名
隠
鼠
‘
一
名
勤
鼠
‘
形
如
レ

鼠
、
大
而
無
レ
尾
、
黒
色
、
長
鼻
甚
強
‘
常
穿
二
地
中
一
行
。

日
戸

冠
】
碑
口
戸7ン

プ
ン

回

〔
集
韻
〕
父
吻
切
如
i-

〔
集
韻
〕
符
分
り
田

ヒ
.f

fen2 

〔
集
韻
〕
符
問
切
暉

【餅】疇
ね
ず
み
。
〔
篇
海
〕
餅
‘
鼠
也
。

ヘ
イ
ピ
ャ
ヴ

〔
篇
海
〕
歩
丁
切

固

-f
小

日

□

O
鼠
の
一
種
。
〔
説
文
〕
齢
‘
鼠

豪
闊
‘
炊
凪
今
臀
‘
讀
若
レ
含
゜
〔
廣
韻
〕

附‘
齢
鼠
属
〇
と
か
げ
。
〔
玉
篇
〕
齢
‘
晰
錫
。
参
或

は
齢
(
1
2
-
4
8
4
4
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
齢
‘
或
ハ
レ

含。

鼠

部

〔
四
ー
五
蟄
〕

ぢ
ね
ず
み
。
〔
集
韻
〕
勧
‘
地
鼠
。

【
動
】
〗
〔
集
韻
〕
分
房
切
醐
i

ハヴ
パ
ヴ

貧
】
[

観
敗
は
‘
鼠
の
名
。
〔
字
彙
〕
敗
‘
敗
敗
‘
鼠
名
。

e

敗
(
1
2
-
4
8
4
0
0
)

の
謡
字
。
〔
康
熙
字
典
〕
敗
‘
敗

字
之
謳
゜

小
●
鼠
の
名
。
〔
説
文
〕
尉
‘
尉
令
鼠
也
‘

一て／
闊
薮
ハ
レ
鼠
平
臀
。
●
鼠
の
子
。
〔
集
韻
〕
尉
‘

一
日
‘
鼠
子
。

0
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
正
字
通
〕
訴
‘

斑
鼠
也
。

【尉】阿

ィ

〔

集

韻

渓

経

切

圃

ヘピぶ‘
9

ウ

ホ
ク

〔
字
彙
〕
普
木
切

圏

＇且

鼠
の
＿
種
。
或
は
散
(
1
2
ー

4
8
4
8
7
)

に
作
る
。
〔
爾

雅
‘
繹
獣
〕
獄
‘
鼠
。
〔
繹
文
〕
臥
‘
字
或
作
レ
股
‘
含
人

云
‘
其
鳴
如
レ
犬
也
。
〔
山
海
経
‘
中
山
経
〕
又
東
―
―
-

十
里
‘
日
二
椅
帝
之
山
一
有
レ
獣
焉
‘
其
状
如
―
―
臥

鼠
白
耳
白
啄
‘
名
曰
11

狙
如
ご
兄
則
其
國
有
―
―
大

兵↓

【
峠
凱
】
如
カ
ウ
義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
航
‘
火
i

岡切。

は
な
じ
る
を
ぬ
ぐ
ふ
。
〔
集
韻
〕
歓
‘
去
レ
悌
也
。

霰
]
〗[
9
[
ク
〔
集
韻
〕
馨
激
切
鴎

【
獄
】
〗
ハ
イ
〔
廣
韻
〕
符
懇
切
籾

バ

イ

仁

、

fei'

〇
鼠
の
凰
゜
〔
字
彙
補
〕
馳
‘
鼠
圏
。
●
鼈
の
厩
゜

〔
川
篇
〕
馳
‘
亀
陽
゜

川
鼠
の
名
。
〔
篇
海
〕
顧
‘
水
鼠
名
。

ビ
ヽヽ
ヽ

〔
川
篇
〕
名
移
切
国
凶

冨
i
]〗
[
〗

【
馳
】
〗

〔
篇
海
〕
直
林
切
臨
i

,
＇
駆

(
1
2
ー

足
2
1
)

に
同
じ
。
〔
正

扉
】
如
‘
ン
ユ
ウ
字
通
〕
肋
、
同
レ
路
。

【翫]臼
鼠
の
名
。
〔
集
韻
〕
翫
‘
鼠
名
。

ゲ
ン
グ
ヴ
ン

〔
集
韻
〕
愚
哀
切

瓦

口
口
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
敗
鼠
‘
船

鼠
。
〔
玉
篇
〕
敗
‘
斑
尾
鼠
。
〔
集
韻
〕
散
‘
爾
雅
‘
鼠

屡゚

日
観
敗
は
‘
鼠
の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
秤
獣
〕
欺
敗
‘
鼠

霰
】
〗

属
。
口
敗
(
1
2ー

4
8
4
1
2
)

の
謳
字
。
〔
正
字
通
〕
散
‘

敗
字
之
謡
。

口巳
モプモプ
ンンンン

〔
集
韻
〕
文
運
切

〔
集
韻
〕
無
分
切

圃図

罰

勤

敗

翫

顧

駄

敗

勤

敗

動

艇

敗

凱

尉

敗

肘

鼠

諷

【
載
】
如

シ

腹
(
1
2
-
4
8
4
1
4
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
紙
、
同
レ
甑
。

小
ひ
で
り
ね
ず
み
。
蛍
鼠
。
通
じ
て
紫

豪
(
1
0
-
3
2
9
7
0
)

に
作
り
‘
或
は
趾
(
1
2

む
甲

ー

4
8
4
1
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
賊
‘
鼠
鼠
‘
侶
レ
難
‘
鼠

尾
、
八
レ
鼠
此
替
。
〔
玉
篇
〕
駄
‘
似
レ
難
鼠
毛
‘
見

即
旱
。
〔
集
韻
〕
駿
‘
通
作
レ
紫
‘
或
書
作
レ
趾
。

盲

】

如

シ

〔
集
韻
〕
将
支
切
医

冒
]
5

コ

颯
(
1
2
ー

4
8
4
6
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕

肘
、
同
レ
朧
°

日
馳
敗
は
‘
鼠
の
名
。
罷
太
り
‘
形
猫
に
似
‘
土
中

に
巣
く
ふ
。
或
は
践
(
1
2
|
 4
8
4
8
9
)

・敗（
1
2
-
4
8

4
0
0
)

・齢
(
1
2
-
4
8
4
8
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
即
‘
鼠

肥
者
‘
或
炊
レ
骰
゜
〔
本
草
、
上
撥
鼠
〕
繹
名
、
舵
敗
、

答
剌
不
花
‘
時
珍
日
‘
唐
書
有
正
此
敗
鼠
面
ば
岱
3

、

舵
敗
、
言
―
―
其
肥
一
也
‘
唐
韻
作
正
茫
竪
昔
僕
朴
‘
俗

訛
為
―
―
土
撥
―
耳
‘
蒙
古
人
名
―
―
答
剌
不
花
面
木
解
、

祓
器
曰
‘
土
撥
鼠
、
生
1

一
西
番
山
澤
間
一
穴
レ
土
為
レ

業
形
如
』
猫
‘
夷
人
掘
取
食
レ
之
‘
云
云
、
時
珍
曰
‘

皮
可
レ
為
レ
装
‘
甚
暖
‘
涅
不
レ
能
レ
透
゜
口
●
鼠
の

名
。
或
は
齢
(
1
2
|
 4
8
4
8
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

諏
‘
鼠
名
‘
其
鳴
如
天
竺
或
炊
レ
獲
。

O
猷
(
1
2

|
 
4
8
4
0
3
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字
典
〕
敗
、
同
レ
獄
。

軍】』

、
ッ
〔
集
顔
〕
蒲
撥
切
圏

チ

勺

y
pa' 

目9,
 
且
4

〔
集
韻
〕
房
窮
切
鰯

1
0
六
八

13664 
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鼠

部

〔
五
書
〕

脆

闘

舵

齢

馴

路

鉤

槌

範

翫

猷

腱

1
0
六
九

冨】[

嗣
齢
は
‘
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
廣
韻
〕
齢
‘
劇
齢
‘
斑

鼠
。
〔
集
韻
〕
齢
‘
博
雅
‘
嗣
齢
‘
鼠
濁
゜

レ
イ
リ
，
ャ
ゥ

〔
集
韻
〕
郎
丁
切

圃

【
齢
〗
一
〔
集
韻
〕
唐
□

X巴
墨
。
2

鼠
の
名
。
〔
集
韻
〕
舵
‘
鼠
名
。

【
齢
敗
】
1

ヅ
’
齢
鼠
の
類
。
俗
に
土
撥
鼠
と
名
づ
く
。

土
に
穴
を
ほ
つ
て
居
り
、
形
‘
掘
の
如
く
‘
皮
は
衷
と

す
。
渦
洲
．
蒙
古
等
に
産
す
。
〔
本
草
‘
土
撥
鼠
〕
秤
名
、

舵
敗
、
答
剌
不
花
、
時
珍
日
‘
按
、
唐
書
有
1

一
舵
数
鼠
面
5

此
也
‘
舵
敗
‘
言
,
,
其
肥
一
也
、
集
解
‘
祓
器
曰
、
土
撥
鼠

生
―
―
西
番
山
澤
開
一
穴
レ
土
為
レ
棄
‘
形
如
レ
揃
‘
夷
人
掘

取
食
レ
之
。

ダタ 曰
g
oた
け
ね
ず
み
。
或
は
雙
1
2
ー

4
8
4
7
6
)

に
作
る
。
も
と
縣
(
1
2
|
 4
8
4
3
 

9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
卿
、
本
作
レ
輛
。
〔
説
文
〕
鰤
‘

竹
鼠
也
‘
如
レ
犬
‘
ハ
レ
鼠
拒
瞥
。
〔
段
注
〕
後
世
所

謂
竹
饂
也
‘
荘
子
作
レ
餌
‘
又
作
レ
揺
。
〔
集
韻
〕
罰
‘

或
炊
レ
留
。
〔
本
草
‘
竹
欝
〕
集
解
‘
時
珍
曰
‘
竹
欝

食
竹
根
之
鼠
也
、
出
―
―
南
方
芦
炉
土
穴
中
工
入

如
免
‘
人
多
食
レ
之
、
味
如
―
鴨
肉
一
〇
或
は
猫
(
7

|
 2
0
5
7
7
)

に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
縣
‘
稲
、
上
同
。

ヽ
一

鼎
’
e到
’
策

リ
ヴ

7

日
ル

ー4
 

＂ーウ
ロレ

【欝】
48

ー

〔
集
韻
〕
力
九
切

〔
集
韻
〕
力
求
切

圏困

冨
出
博
〕
狐
範
装
千
皮 テヴ

紹
(
1
0
-
3
6
5
2
8
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
紹
‘
或
ハ
レ
鼠
。
〔
史
記
‘
貨
殖

小
ぢ
ね
ず
み
。
は
つ
か
ね
ず
み
の
類
。

A
司

r
闊
豪
〔
説
文
〕
駒
‘
精
駒
鼠
也
‘
炊
レ
鼠
句
瞥
。

〔
句
讀
〕
樗
文
、
字
林
云
‘
絹
駒
、
然
則
古
箪
名
レ

駒
、
後
漢
則
名
精
飽
晉
又
作
レ
絹
総
尊
字
一

〔
正
字
通
〕
駒
‘
即
今
地
鼠
゜

【
駒
絹
】
1

3

ィ
躙
鼠
の
類
。
一
に
地
鼠
と
名
づ
く
。
形

は
鼠
に
似
て
小
‘
大
は
一
―
寸
許
り
‘
尾
短
く
鼻
尖
る
。
田

圃
の
間
に
穴
を
作
り
‘
常
に
其
の
中
に
居
り
‘
昆
晶
祈

矧
の
類
を
食
す
。
能
く
害
品
を
駆
除
す
る
も
亦
米
唆

及
び
他
の
農
作
物
の
害
を
な
す
。
〔
本
草
‘
鼠
〕
附
録
‘

路
鼠
‘
尉
鼠
‘
凱
甑
‘
駒
観
‘
水
鼠
‘
氷
鼠
‘
火
鼠
‘
誤
鼠
‘

緊
鼠
‘
（
駒
観
）
昔
勒
精
、
似
レ
鼠
而
小
‘
郎
今
地
鼠
也
。

【
駒
】
〗
7
7〔
集
韻
〕
櫂
闘
遺
~
'

揃

El口
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
散

c
 

一

兵
人
人
，

闊
r

豪

gて
文

(
1
2
-
4
8
3
9
4
)

に
同
じ
。
〔
説

文
〕
駆
‘
豹
文
鼠
也
‘
八
レ
鼠
冬
瞥
‘
敗
‘
揃
文
省
。

〔
唐
書
‘
慮
誠
用
傭
〕
弟
若
虚
多
才
博
物
‘
瀧
西
辛

恰
諫
為
1

一
職
方
二
有
下
獲
1

一
異
鼠
―
者
ぢ
豹
首
虎
臆
‘

大
如
レ
拳
‘
恰
諫
謂
之
艇
鼠
而
賦
レ
之
‘
若
虚

日
‘
非
也
‘
此
許
恨
所
謂
路
鼠
豹
文
而
形
小
‘
一

坐
驚
服
。

官】如
日日
ヅト，シシ
'' ゥュュ
ゥ
， 

〔
集
韻
〕
徒
冬
切

〔
集
剖
〕
之
戎
切

因菌

【
嗣
】
〗

嗣
齢
は
‘
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
廣
雅
‘
繹
獣
〕
嗣
齢
‘

鼠
風
。
〔
玉
篇
〕
削
‘
斑
鼠
。
〔
皮
日
休
‘
標
細
峯

詩
〕
時
驚
嗣
齢
鼠
‘
飛
上
千
丈
松
゜

ケ
イ
キぶ`
，ウ

〔
集
韻
〕
渦
榮
切

圏

〔
集
韻
〕
常
隻
切
願

戸

s
h
i
h
2

〇
小
●
む
さ
さ
び
。
五
技
鼠
゜
〔
説
文
〕
範
‘

f
 

闊
豪
五
技
鼠
也
、
能
飛
不
レ
能
レ
過
レ
屋
‘
能

縁
不
レ
能
レ
窮
レ
木
‘
能
源
不
レ
能
レ
渡
レ
谷
‘
能
穴
不
レ

能
レ
掩
レ
身
‘
能
走
不
レ
能
レ
先
レ
人
‘
此
之
謂
―
―
五

技
ず
瓜
レ
鼠
石
臀
。
〔
段
注
〕
詩
碩
鼠
非

11all鼠
ニ
〇

け
ら
。
お
け
ら
。
〔
廣
韻
〕
誕
‘
誕
鼠
‘
蝶
姑
。

0
を

か
づ
き
。
栗
鼠
の
一
種
。
駒
鼠
。
雀
鼠
゜
碩
鼠
。
〔
爾

雅
‘
秤
獣
〕
範
鼠
。
〔
注
〕
形
大
如
レ
鼠
、
頭
如
レ
免
、

尾
有
レ
毛
、
青
黄
色
、
好
在
二
田
中
云
庄
粟
豆
面
叩

西
呼
為
―
―
舶
鼠
一
音
雀
。
〔
正
字
通
〕
範
‘
似
レ
鼠
而

大
、
害
出
m
稼
盃
パ
作
レ
碩
、
詩
魏
風
、
碩
鼠
碩
鼠
‘

無
レ
食
我
苗
↓
詩
序
、
上
貪
而
畏
レ
人
‘
若
―
―
大
鼠
―

然゚ 国】如
セ
キ
ジ
ぶ
｀
ク

日
□
●
い
た
ち
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
‘
詭
鼠
‘
注
〕
今

腱
似
レ
脆
‘
赤
黄
色
、
大
尾
‘
咲
レ
鼠
‘
江
東
呼
為
レ

甦
〔
集
韻
〕
甦
‘
繭
鼠
別
名
。
●
む
さ
さ
び
。
〔
正

韻
〕
甦
‘
飛
生
鼠
。
参
或
は
鵠
(
1
2
-
4
6
7
6
7
)
に
作

る
。
〔
集
韻
〕
甦
‘
或
炊
レ
鳥
。
R
牲
(
7
|
2
0
3
2
4
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
牲
‘
或
炊
レ
鼠
。

【
槌
詭
】
1

特
い
た
ち
と
む
さ
さ
ぴ
。
謎
腱
之
遥
を
見

ょ
〖
鮭
腱
之
遥
〗2
芍
…
い
た
ち
な
ど
の
行
き
か
ふ

み
ち
。
山
埃
間
の
こ
み
ち
。
〔
荘
子
‘
徐
無
鬼
〕
夫
逃
二
虚

窒
者
‘
揉
蓉
柱
1

一
乎
甦
詭
之
遥
盃
竺
位
其
空
盃
聞
1

一
人
足

昔
證
然
面
喜
矢
゜

【
甦
鼠
]
3

圧
ィ
い
た
ち
の
異
名
。
〔
本
草
‘
腱
〕
秤
名
‘
黄

鼠
狼
‘
鮭
鼠
‘
骰
鼠
‘
地
狼
。

セ
イ
〔
集
韻
〕
師
庚
切
囲
[

シ，ヤ，ゥ

P

L

s
忠
n
g
1

3

日

2
 

〔
集
韻
〕
息
正
切
瞬

セ
イ
シぶ`
ーウ

曰l

宜】
484

小
〇
い
た
ち
。
〔
説
文
〕
繭
‘
如
レ
鼠
‘
赤

もgッ
策
黄
色
‘
尾
大
‘
食
レ
鼠
者
‘
炊
レ
鼠
由
野
。

〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
腱
鼠
。
〔
注
〕
今
腱
似
レ
艇
‘
赤
黄

色
、
大
尾
、
咲
レ
鼠
‘
江
東
呼
為
レ
鮭
゜
〔
祁
膝
行
義

疏
〕
善
捕
レ
鼠
‘
夜
中
騒
1

一
食
人
難

T
八
掩
1

一
取
之
一

以
―
―
其
尾
食
砿
゜
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
條
閃
雑
―
―

腿
腱
↓
●
或
は
駄
(
1
2
-
4
8
4
2
6
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
詭
‘
或
炊
レ
穴
。

O
姓
。
〔
山
海
経
、
大
荒
南

経
〕
有
―
―
腱
姓
之
國
↓

[腱]如
イ
ヴ
〔
集
韻
〕
余
救
切
圏

ュ
一
丈

y
u
•

霰
】
〗
腱
(
1
2
|
 4
8
4
2
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
腱
‘
或
ハ
レ
穴
。

イ
ぶ
ツ

小
鼠
の
一
種
。
〔
説
文
〕
顧
‘
鼠
闊
‘
炊
レ
鼠

向＂晶濠
{JL
臀。

筐
】
〗

〔
集
韻
〕
乳
勇
切
醐

ジ，ヨ，ウ

ニ
4-

【
誕
鼠
】
1

バ
キ

0
む
さ
さ
ぴ
。
五
技
鼠
゜
〔
説
文
〕
馳
‘

五
技
鼠
也
‘
能
飛
不
レ
能
レ
過
レ
屋
‘
能
緑
不
レ
能
5

窮
な
木
‘

能
源
不
レ
能
レ
渡
レ
谷
‘
能
穴
不
レ
能
レ
掩
レ
身
‘
能
走
不
レ

能
レ
先
レ
人
。
〔
易
‘
晉
〕
馳
鼠
貞
属
‘
位
不
レ
常
也
。
〔
秤
文
〕

子
夏
博
作
レ
碩
‘
範
鼠
‘
五
技
鼠
也
。
〔
大
戴
租
‘
勤
學
〕
馳

鼠
五
伎
而
窮
゜
〔
保
邑
‘
勤
學
篇
〕
馳
鼠
五
能
‘
不
な
竺

一
技
↓
〇
を
か
づ
き
。
り
す
。
碩
鼠
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕

範
鼠
。
〔
注
〕
形
大
如
レ
鼠
‘
頭
如
レ
免
、
尾
有
レ
毛
‘
青
黄

色
、
好
在
一
田
中
ぶ
埜
粟
一
竺
闊
西
呼
為
1

一
酌
鼠
↓
〔
祁
琵

行
義
疏
〕
馳
輿
レ
碩
古
字
通
‘
碩
者
大
也
、
詩
疏
引
"
陸

磯
疏
―
云
、
今
河
東
有
l1盆
央
能
人
立
‘
交
孟
削
州
闘
於

頸
上
↓
跳
舞
善
鳴
、
食
二
人
禾
苗
ゴ
云
云
‘
亦
有
―
―
五
技
一

或
謂
―
―
之
雀
墾
其
形
大
‘
故
序
云
―
―
大
鼠
一
也
。

O
お
け

ら
。
蝶
姑
の
異
名
。
字
解
の

O
を
見
よ
。

13665 



祠

】

呻

カ

ク

ロ

が

丑

戸

0
同
じ
。
〔
捜
慎

日
ヵ
ク
〔
集
韻
〕
昂
各
切
圏

冨

】

[

9
ラ
ク
〔
集
韻
〕
歴
各
切
醸

音
未
詳

〔
玉
篇
〕
歩
霰
切

ね
ず
み
。
〔
玉
篇
〕
訓
‘
鼠
也
。

小
日
口
鼠
の
＿
種
。
〔
説
文
〕
趾
‘
砒
鼠
‘

出
―
―
胡
地
一
皮
可
レ
作
レ
衷
‘
炊
レ
鼠
各

瞬
豪

臀
。
〔
徐
瀬
注
箋
〕
鉱
‘
蓋
範
鼠
之
類
。
〔
憩
鐵
論
‘
散

不
足
〕
厠
衣
金
線
‘
燕
絋
代
黄
゜

冨
5
】
芦

扉
】
〗ヘ

イ
ピ，ヤ，ウ

＇昌
鼠

部

圏

鼠
の
一
種
。
〔
字
彙
補
〕
貼
‘
音

未
詳
‘
貼
船
‘
鼠
名
。

〔
五
I

七
書
〕

的
【
詭
槌
】
1

れ
ゥ
い
た
ち
と
む
さ
さ
ぴ
。
〔
李
白
‘
大
撒
賦
〕

/
[
即

~
囚
罠
馳
於
峻
崖
頓

1一
毅

4
1
9窃石
↓

⑱
【
鞄
鼠
】
2

ぼ

い

た

ち

の

雫

腱

m鼠＂

異
名
。
字
解
の

O
を

見

尋

ゞ

も

゜

摩

．
 

ょ

●
〖
腱
鼠
雲
〗3月
夏
の
合
ほ

27

雲
。
加
賀
の
方
言
。

8
4
〖
詭
鼠
道
切
〗4
"
”
”
脆
鼠
は
一
度
過
ぎ
た
道
は
再

び
通
ら
な
い
こ
と
か
ら
‘
交
際
の
全
く
絶
え
る
こ
と
に

4
 
（
 

゜

い
ふ

祠
】
〗
：

【

獣

】

[

圃

、

獣

(
1
2
-
4
8
4
0
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
獣
‘
興
レ
猷
同
。

ノ
イ

刷
羅
は
‘
鼠
の
屡
゜
〔
集
韻
〕
餌
‘
刷
輝
‘
鼠
層
‘

説
‘
鼠
形
如
レ
獣
。

盲
品

【

耀

】

[

]
〔
集
韻
〕
忍
止
切
郷

鼠
の
名
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
尉
鼠
。
〔
祁
鯰
行
義
疏
〕

廣
韻
作
レ
嗣
‘
或
日
、
鼠
為
―
―
十
二
陽
首
二
所
"
―
以

紀
甑
岐
故
有
二
腑
名
正
按
‘
尉
‘
自
鼠
名
、
観
‘
疑

従
レ
俗
所
レ
加
。

〔
字
彙
補
〕
古
螢
切

●
朗
齢
は
‘
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
字
彙
補
〕
嗣
‘
嗣

齢
‘
斑
鼠
。

O
嗣
(
1
2
ー

4
8
4
2
0
)

の
謡
字
。
〔
康
熙

字
典
補
遺
〕
朗
‘
按
‘
字
彙
作
レ
観
‘
据
呈
日
似
に
且
レ

炊
レ
同
‘
云
云
‘
姑
在
其
更
以
使
別
證
↓

冨

】

如

、キヽ

ンン

〔
集
韻
〕
市
之
切

OO

／
 戸

s
h
i
h
'

＇
，
駄

(
1
2
-
4
8
4
3
2
)

に
同
じ
。
〔
捜

慎
玉
鏡
〕
耀
、
同
レ
駄
゜

ク
ワ
ウ

冦]如
ね
ず
み
。
〔
篇
海
〕
観
‘
鼠
也
。

ク
ト
ワ
ゥ

〔
篇
海
〕
古
黄
切

麗

腱

貼

甑

絋

傾

説

腹

尉

餌

猷

紺

誕

鞭

齢

腿

日
□
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
豹
文
‘
艇

鼠
。
〔
注
〕
鼠
文
彩
如
レ
豹
者
、
漢
武
帝
時
‘
得
此

鼠
-

【
艇
鼠
】
1

勺
ま
だ
ら
ね
ず
み
。
〔
任
防
‘
為
1

一
爾
揚
州
―

作
薦
レ
士
表
〕
登
直
艇
鼠
‘
有
―
―
必
封
之
耕
↓
〔
注
〕
善

日
‘
摯
虞
一
二
輔
決
録
曰
‘
賓
飲
學
一
孝
廉
〖
戸
郎
、
世
祗
大

會
霊
畳
盃
丙
レ
鼠
如
豹
文
ご
焚
焚
光
澤
、
世
祗
異
レ
之
、

以
問
―
―
輩
臣
五
莫
11

能
知
者
ぶ
笛
目
曰
‘
艇
鼠
也
‘
詔
問
‘
何

以
知
レ
之
‘
牧
射
曰
‘
見
―
―
爾
雅
一

冨
母

冨

】

如

【
腿
】
畑

リ＂ウ
カ
ン

ゴ

〇
む
さ
さ
ぴ
゜
〔
爾

雅
‘
秤
鳥
〕
腿
鼠
‘
夷

由
。
〔
注
〕
状
如
―
―
小

狐
ぶ
空
蝙
蝠
盃
四
翅
‘

翅
尾
項
脅
毛
紫
赤

色
、
背
上
蒼
文
色
‘
腹
下
黄
、
喉
頷
雑
白
‘
脚
短
‘
爪

長
尾
―
二
尺
許
‘
飛
且
乳
〇
態
1
2
|
 4
8
4
2
4
)

の

謡
字
。
〔
荀
子
‘
勧
學
‘
梧
鼠
五
技
而
窮
‘
注
〕
梧

鰐
(
1
2
-
4
8
4
1
7
)

の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
闊
、
本
作
レ
願
。

齢
(
1
2
1
 4
8
3
9
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
齢
‘
或
炊
＞
含
゜

〔
集
韻
〕
訛
瑚
切
面
[

／
 x
 wu' 

會圏オ三）腿

テ
イ
〔
集
韻
〕
唐
T
切

圏

ヂ

ぶ

ャ

ゥ

大

一

し

t
る

i
n
g
2

巳
テ
イ
9伍
ゥ
〔
集
韻
〕
徒
径
切
圏

冨{][
●
員
且

鼠、
i

色

為

面

鼠

蓋

本

誤

為

範

字

砿

E

窯
又
誤

裕
梧
耳
°
〇
或
は
鵠
(
1
2
-
4
6
9
4
1
)
・

誤
(
1
2ー

4

8
4
4
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
腿
‘
或
作
二
鵠
・
誤
↓

【
顧
鵬
】
1

炉
む
さ
さ
ぴ
と
い
た
ち
。
〔
魏
書
‘
雀
光

博
〕
積
―
―
榛
棘
而
弗
レ
掃
、
為
』
脆
腱
之
所
二
棲
宿
盃
童
竪

之
所
―
―
登
鋸
上

p
哉
。
〔
韓
愈
、
南
山
詩
〕
岬
蝶
蹟
l

一
家
頂
一

條
閃
雄
問
腱
↓

【
腿
衷
】
2

炉
む
さ
さ
ぴ
の
毛
皮
で
造
っ
た
表
。
〔
藝
文

類
棗
〕
陸
遜
破
曾
休
王
古
央
1

一
塁
僚
1

共
會
‘
酒
酬
‘
命
―
―

遜
舞
一
解
―
―
所
レ
著
白
腿
子
衷
丘
炉
之
。

【
腿
疇
】
3

炉
む
さ
さ
び
が
な
く
。
〔
韓
愈
‘
遊
―
―
青
龍

号
贈
―
―
雀
大
補
闘
詩
〕
猿
呼
腿
嗜
鵡
鵠
暗
‘
側
耳
酸
腸

難
面
登

【
腿
鼠
】
4

グ
む
さ
さ
ぴ
c

も
も
ん
ぐ
わ
あ
。
五
技
鼠
。
荀

子
‘
勧
學
‘
梧
鼠
に
作
り
‘
説
文
‘
碩
鼠
に
作
る
。
〔
爾
雅
‘

秤
鳥
〕
艇
鼠
‘
夷
由
。
〔
注
〕
状
如
ー
小
狐
似
蝙
翠
肉

翅
‘
翅
尾
項
脅
毛
紫
赤
色
、
背
上
蒼
文
色
‘
腹
下
黄
‘
嘩

頷
雑
白
‘
脚
短
爪
長
‘
尾
三
尺
許
‘
飛
且
乳
。
〔
正
韻
〕

脆
鼠
‘
一
曰
‘
五
技
鼠
。
〔
玉
篇
〕
馳
腿
鼠
‘
飛
生
或
為
レ

鵠
〔
藝
文
類
泰
〕
腿
鼠
也
蝙
蝠
肉
翅
飛
且
乳
‘
亦

名
―
―
飛
生
ぶ
界
火
煙
↓
〔
係
邑
‘
譲
一
高
陽
侯
印
綬
符
策
一

表
〕
鵡
鶴
巣
レ
林
‘
不
レ
過
こ
枝
ご
脆
鼠
飲
レ
河
、
不
レ
過
レ

癌
腹
‘
小
人
之
情
求
厖
而
已
゜
〔
馬
融
‘
長
笛
賦
〕
援

雉
聾
吟
‘
脆
鼠
夜
叫
゜

〖
腿
鼠
五
技
〗5
芍
鼠
技

(
1
2|
 4
8
3
9
0
・
 
・
1
2
)

及
び

梧
鼠
技
窮
(
6
|
1
4
8
7
2
 :
 2
4
)

を
見
よ
。
〔
書
言
故
事
、
禽

獣比喩類〕――――
g
オ
短
正
郎
鼠
五
技
。
〔
故
事
成
語
考
、
鳥

獣
〕
馳
鼠
之
技
、
技
易
レ
窮
乎
。

〖
腿
鼠
五
能
〗6
五
彩
む
さ
さ
ぴ
の
五
つ
の
技
能
。
技

能
多
く
て
も
―
つ
も
役
に
立
つ
も
の
の
無
い
喩
゜
荀

子
、
勧
學
‘
梧
鼠
之
技
に
作
る
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
省
事
〕
多

為
少
善
禾
J
如
レ
執
こ
‘
腿
鼠
五
能
、
不
＞
成

1fi伎術
↓

【
腿
堂
】
7

炉
平
元
重
徳
の
琥
。
平
元
謹
齋
(
4
1
9
1
6
7
 

:
 7
6
1
)
を
見
よ
。

【
腿
揉
】
8

炉
腿
は
む
さ
さ
ぴ
‘
揉
は
猿
の
屡
。
皆
南

方
の
蜜
人
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
祭
1

一
河
南
張
員
外
―

文
〕
我
藷
臨
ぶ
虫
以
手
↓
1

腿
揉
↓

【
脆
脹
】
，
炉
十
二
月
を
い
ふ
。
〔
敬
齋
古
今
酎
〕
東
破

蓄
墨
‘
墨
文
有
1

一
文
公
檜
腿
脹
墨
六
字
一
且
自
言
J

不レ

1
0
七
0
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鼠

部

〔七

l

九
萱
〕

誤

厩

駿

殿

甑

巖

綿

既

観

雌

踵

賜

鯖

雌

観

蹄

輝

鰈

1
0
七

も
ぐ
ら
も
ち
。
或
は
腿
(
1
2

ー
4
8
4
6
4
)

に
作
り
、

通
じ
て
慨
(
1

ー
8
3
0
)

に
作
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
獣
〕
駿

鼠
‘
鼠
隔
゜
〔
集
韻
〕
巖
、
或
ハ
レ
匿
、
通
作
レ
偲
゜

【巌】吋

〔
集
韻
〕
隠
縫
切
戸
i-

ェ
ン
オ
ン

【顧】岬
鮪
駒
は
‘
ぢ
ね
ず
み
。
は
つ
か
ね
ず
み
。
〔
集
韻
〕

絹
、
観
駒
‘
小
鼠
。

【
峠
認
m
】1
バ
ィ
ぢ
ね
ず
み
。
は
つ
か
ね
ず
み
。
今
‘
動
物

學
用
語
で
は
駒
鮪
と
い
ふ
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
、
駒
鼠
‘

セ
イ
シ
，
ヤ
ヴ

〔
集
韻
〕
杏
盈
切

圏

き
ね
ず
み
。
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
顧
鼠
。
〔
注
〕
今
江
東

山
中
有
顧
鼠
i

状
如
レ
鼠
而
大
‘
蒼
色
、
在
1
1

樹
木

上
釜
目
巫
硯
゜

ね
ず
み
。
〔
篇
海
〕
賜
‘
鼠
也
。

国】
i

竺

祠

】

]
t
t
,
[
ク
〔
篇
海
〕
他
歴
切
鴎

〔
字
彙
補
〕
南
見
切
醐
〗
寵】』

雌
(110
-
4
8
4
5
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
雌
‘
或
書
作
レ
鎧
。

ス
イ

鼠
の
一
種
。
〔
字
彙
補
〕
鮎
昔

冦

】

呻

未

詳

‘

鮎

麒

鼠

名

。

属

貢

合

注
〕
鳥
鼠
同
穴
山
鼠
‘
名
1

一鮎殷↓

昔
未
詳

【難】如

を
か
づ
き
。
り
す
の
一
種
。
範
鼠
。
〔
玉
篇
〕
駿
‘
一

誕
鼠
。
〔
集
韻
〕
駿
、
石
鼠
也
、
毛
中
レ
筆
。

ね
ず
み
。
或
は
饂
(
1
2
-
4
8
4
5
2
)

に
作
る
。
〔
方

言
‘
八
〕
宛
野
謂
レ
鼠
為
レ
難
。
〔
注
〕
宛
、
新
野
、
今

在
南
陽
↓
〔
玉
篇
〕
難
‘
南
陽
呼
レ
鼠
為
レ
雖
。
〔
集

韻
〕
雌
‘
或
書
作
レ
罐
゜

【駿】岬

シ
，
ユ
ン

〔
集
韻
〕
祗
峻
切
、
園

p
x
 .f tsuen• 

貧】畑
縦
駒
は
‘
こ
ね
ず
み
。
〔
集
韻
〕
縦
‘
縦
駒
‘
小
鼠
。

シ
，
ヨ
ク

ソ
ク

〔
集
韻
〕
趨
玉
切

医

【顧】虹

ス
イ
〔
集
韻
〕
朱
惟
切
甲
3

霰
】
〗

ね
ず
み
。
〔
玉
篇
〕
観
‘
鼠
也
。

ニジ

〔
字
彙
〕
如
支
切

図

＇昌

ゴ

誕（
llil
|
 
4
8
4
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

腿
或
作
レ
誤
゜

義
未
詳
。
〔
川
篇
〕
餞
‘
火
有
切
‘
昔

万。

キ，ウ

↓
 

包
其
伊
謂
‘
予
以
為
、
文
公
檜
‘
営
1

一
是
作
者
姓
名
正
腿

臓
則
秒
造
之
歳
月
‘
腿
‘
鼠
也
‘
芦
是
歳
陽
値
＂
子
、

脹
則
十
二
月
也
。

【
既
】
〗

【
綿
】
〗
観
(
1
1
0
1
4
8
4
7
4
)

に
同
じ
。
〔
中

華
大
字
典
〕
鯨
‘
同
レ
観
。

テ
イ

小
お
じ
ぎ
ね
ず
み
。
人
を
見
れ
ば
前
足

息晶
r
豪
を
頸
下
に
交
へ
‘
挟
立
し
て
揖
の
状

を
為
す
。
其
の
皮
は
装
を
造
る
に
適
す
。
證
鼠
゜

挟
鼠
。
雛
狸
。
輝
鼠
(

3

)

を
見
よ
。
〔
説
文
〕
輝
‘
騨

鼠
‘
也
丁
零
胡
二
皮
可
レ
作
レ
装
‘
ハ
レ
鼠
軍
臀
゜

〔
段
注
〕
魏
志
注
引
―
―
魏
略
1

云
‘
丁
零
國
出
ー
ー
名
鼠

皮
一
青
昆
子
白
昆
子
皮
、
王
氏
引
之
云
‘
昆
子
即

輝
子
也
、
後
漢
書
鮮
卑
傭
云
‘
鮮
卑
有
,
,
紹
訥
輝

王
皮
毛
柔
頼
、
天
下
以
為
-
1

名
装
ぶ
四
今
俗
語

通
旦
灰
鼠
云
臀
之
轄
也
。

【
輝
腱
】
1

お
お
じ
ぎ
ね
ず
み
と
い
た
ち
。
〔
曹
植
、
上

疏
陳
審
攀
之
義
〕
至
y

使
し
蛙
蛤
浮
―
―
翔
干
淮
洒
ニ
輝
腱

謳
．
諄
子
林
木
3

【
騨
子
】
2

咤
お
じ
ぎ
ね
ず
み
。
〔
後
漢
書
‘
鮮
卑
傭
〕

【
騨
】
〗
ゴコ
ンン

〔
集
韻
〕
胡
昆
切
＇
国

r
x
 J'
h
u
e
n
2
 

【蹄】如

観
(
1
2
-
4
8
4
7
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
観
‘
或
ハ
に
帝
。

テ
イ

【罰】坤

腱
(
1
2
ー
も
4
2
7
)

の
調
字
。
〔
正

字
通
〕
観
‘
腱
字
之
謡
。

イ，ウ

●
獣
の
名
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
鰈
‘
鼠
身
長
須
而
賊
‘

秦
人
謂
,
,
之
小
纏
↓
〔
注
〕
鰈
‘
似
レ
鼠
而
馬
蹄
‘
一

歳
千
斤
‘
為
ー
物
残
賊
↓
〔
義
疏
〕
此
鰈
乃
獣
類
也
‘

陶
注
本
草
鰻
鼠
下
云
‘
諸
山
林
中
有
レ
獣
‘
大
如
ニ

水
牛
玉
形
如
レ
猪
‘
灰
赤
色
、
下
闘
似
レ
象
‘
胸
前
尾

上
皆
白
‘
有
レ
カ
而
鈍
‘
亦
名
二
鰻
鼠
一
人
取
食
レ

之
、
肉
亦
似
―
―
牛
肉
:
夕
以
作
レ
膊
‘
乃
云
此
是
鼠

王
‘
其
精
溺
一
滴
落
レ
地
‘
輛
成
二
鼠
盆
火
年
乃

多
出
也
‘
按
‘
晉
書
郭
瑛
偲
所
レ
説
形
状
‘
興
―
―
陶

注
同
‘
乃
名
レ
之
為
―
―
纏
鼠
玉
蓋
本
―
―
爾
雅
一
為
レ
説

也
、
初
學
記
引
,
,
郭
氏
洞
林
[
1
、
宣
城
郡
有
,
,
隠

鼠
工
大
如
レ
牛
‘
形
似
レ
鼠
‘
鼠
脚
‘
脚
有
,
,
三
甲
一
皆

如
饂
蹟
身
赤
色
、
胸
前
尾
上
白
‘
異
物
志
曰
‘

鼠
母
‘
頭
梱
似
レ
鼠
‘
毛
蒼
口
鋭
‘
廣
韻
云
‘
鰻
鼠

似
レ
鼠
‘
形
大
如
レ
牛
‘
好
恨
レ
河
而
飲
レ
水
也
‘
本

草
圏
経
‘
鰻
鼠
似
レ
牛
‘
而
鼠
首
黒
足
‘
大
者
千

斤
、
多
伏
む
厖
杢
又
能
堰
レ
水
、
出
二
淮
州
ヰ
益
此
物

有
永
陸
二
鼠
廣
韻
．
圏
経
及
異
物
志
所
レ
説
‘

皆
是
水
産
、
郭
陶
所
レ
説
‘
悉
陸
産
也
。
●
鼠
の
＿

種
。
或
は
顧
(
1
2
-
4
8
4
6
3
)

に
作
る
。
〔
爾
雅
‘
繹

獣
〕
鰈
鼠
。
〔
注
〕
今
江
東
山
中
有
1

一
鰈
鼠
ぶ
状
如
レ
鼠

而
大
‘
蒼
色
、
在
―
―
樹
木
上
↓
〔
祁
琵
行
義
疏
〕
此
興
―
―

寓
陽
之
鰈
一
同
名
異
物
。
〔
集
韻
〕
鰈
‘
或
作
レ
顧
。

祠

】

呻

ね
ず
み
。
〔
篇
海
〕
趾
‘
鼠
也
。

〔
篇
海
〕
移
章
切

駒

【
誤
】
〗
ぃ
？

ャゥ

〔
集
韻
〕
局
闇
切＇ 
ULJ 

＂鳳

注
〕
小
鮪
駒
也
‘
亦
名
霞
壁
〔
東
方
朔
‘
答
,
,
客
難
〕
一
紹
訥
琶
子
‘
皮
毛
柔
帳
。

臀
由
王
印
飴
之
襲
レ
狗
‘
孤
豚
之
昨
＂
虎
゜
〔
注
〕
善
日
‘
李
【
縣
鼠
】

3

符
お
じ
ぎ
ね
ず
み
。
り
す
の
一
種
。
〔
説

巡
爾
雅
注
日
、
鯖
駒
、
一
名
羹
鼠
。
〔
劉
含
、
背
田
雑
詩
〕
文
〕
騨
‘
鐸
鼠
‘
出
1

一
丁
零
胡
「
皮
可
レ
作
レ
衷
‘

A
レ
鼠
軍

題
鳩
青
春
晏
‘
鮪
駒
白
計
騒
°
臀
。
〔
本
草
‘
黄
鼠
〕
繹
名
‘
證
鼠
‘
挟
鼠
‘
輝
鼠
‘
雛
狸
‘

時
珍
日
、
黄
鼠
‘
晴
暖
則
出
坐
11

穴
口
ご
兄
り
人
則
交
―
―
其

前
足
ご
右
云
‘
郎
詩
所
謂
相
レ
鼠
有
レ
藷
、
云
云
、
韓
文
所

謂
證
鼠
挟
而
立
者
也
、
云
云
‘
遼
人
呼
為
1

一
能
狸
ご
云
云
‘

胡
人
亦
名
1

一令邦↓

＇E-ー
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〔
集
韻
〕
隠
幌
切
飼

五
y
e
n
3

〔
集
韻
〕
於
寮
切
飼

日

□

0
も
ぐ
ら
も
ち
。
巖
(
1
2
-
4
8
4
4
7
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
穀
‘
鼠
名
‘
或
炊
レ
匿
゜
〔
正
字
通
〕
腿
‘

似
レ
鼠
而
小
‘
無
レ
尾
‘
黒
色
、
長
鼻
‘
一
名
勤
‘
以
二

【
腿
】
[

口日
ェォェ
ンンン

日
□
●
し
ろ
ね
ず
み
。
〔
玉
篇
〕
脳
‘
似
レ
鼠
而
白

也。

O
鼠
の
一
種
。
躾
(
1
2
-
4
8
4
5
9
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
誤
‘
鼠
名
‘
状
如
レ
鼠
、
在
1

一
樹
木
上
面
茄
げ
レ

顧
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
鼠
名
‘
色
蒼
゜

Elケ
キ
ギ
，
ヤ
ク
ソ
且ヂ

【
顧
】
〗
〔
集
韻
〕
笑
結
切

集
韻
〕
刑
秋
切

圏鴎

【
鯛
】
岬

コ

羅
(
1
2
-
4
8
4
6
1
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

集
韻
〕
醐
‘
同
レ
朧
゜

小
く
も
ざ
る
。
或
は
肘
(
1
2
-
4
8
4
1
3
)
・

蘭胡
豪

糊

(
7
|
2
0
5
1
3
)

・
臨
に
作
る
。
〔
説
文
〕

贈
、
斬
覗
鼠
、
黒
身
、
白
腰
若
レ
帯
‘
手
有
-
1

長
白

毛
一
侶
二
握
版
之
状
一
類
―
媛
雉
之
屡
「
ハ
レ
鼠
胡

臀
゜
〔
集
韻
〕
櫨
‘
或
作
二
貯
・
糊
ギ
亦
書
作
レ
翡
。

冨
云
コキコ

〔
集
韻
〕
洪
孤
切
直

日
口
鵡
甑
は
‘
つ
ら
ね
ず
み
。
互
に
尾
を
衡
ん
で

連
な
り
行
く
。
〔
集
韻
〕
脳
‘
賦
甑
‘
小
鼠
‘
相
二
街

尾
―
而
行
。

日
ァ
イ
〔
集
韻
〕
於
蓋
切
函

冨

】

岬

ロ

ェ

イ

〔

集

韻

〕

於

例

切

魔

鼠

部

〔
九
ー
＋
讃
〕

【
諷
】
年

') 

義
未
詳
。
〔
捜
慎
王
鏡
〕
諷
‘
良
几
切

又
昔
禽
。

国】
[
B未
詳
い
い
口
:
で
は
い
ぼ
[
/

之
國
大
旱
゜

あ
な
ね
ず
み
。
や
ま
ね
ず
み
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
鳥

鼠
同
穴
‘
其
鳥
為
レ
餘
‘
其
鼠
為
レ
朕
。
〔
注
〕
朕
‘

如
入
家
鼠
而
短
尾
。

【
餃
】
細
い
い
〔
集
韻
〕
隆
[
[

酎凡

其
常
個
休
名
レ
誕
‘
以
下
其
陰
穿
二
地
中
一
而
行
上

名
隠
鼠
盆
烙
其
起
レ
地
若
＂
耕
名
如
鼠
こ
罠
則

通
稲
也
。
〇
水
牛
に
似
た
獣
の
名
。
腿
鼠
（
1

)

を

見
よ
。

【
腿
鼠
]
1
心
／

0
水
牛
に
似
て
ゐ
る
一
種
の
山
獣
。
慨

鼠
。
〔
廣
韻
〕
腿
霞
鼠
‘
似
氣
、
形
大
如
レ
牛
‘
好
櫃
レ
河
而

飲
レ
水
也
。
〔
本
草
‘
隠
鼠
〕
集
解
‘
弘
景
曰
‘
腿
鼠
‘
諸
山

林
中
有
レ
獣
、
大
如
1

一
水
牛
ご
形
似
レ
瀦
灰
赤
色
‘
下
閤
似
レ

象
‘
胸
前
尾
上
皆
白
‘
有
レ
カ
而
鈍
‘
亦
名
―
―
隠
鼠
一
人
取

食
レ
之
、
肉
亦
似
レ
牛
、
多
以
作
レ
捕
。
●
む
ぐ
ら
も
ち
。

も
ぐ
ら
も
ち
。
形
鼠
に
似
て
尾
無
く
‘
糧
焦
色
に
し
て

長
鼻
‘
四
肢
短
く
、
前
肢
は
掌
状
を
な
し
、
土
中
に
棲
息

し
‘
昆
晶
‘
祈
矧
を
捕
食
す
。
〔
本
草
‘
腱
鼠
〕
秤
名
‘
田

鼠
‘
勤
鼠
‘
隠
鼠
‘
時
珍
曰
‘
田
鼠
贋
行
地
中
盃
能
堕
レ
土

成
レ
全
‘
故
得
二
諸
名
盃
集
解
‘
弘
景
日
、
此
即
勤
鼠
也
‘
一

名
隠
鼠
‘
形
如
レ
鼠
而
大
、
無
レ
尾
黒
色
‘
尖
鼻
甚
強
‘
常

穿
―
―
地
中
一
行
‘
討
掘
卸
得
‘
今
山
林
中
別
有
下
大
如
―
―
水

牛
上

R
―
名
隠
鼠
。

【
腿
腸
】
2

記
＇
ウ
も
ぐ
ら
も
ち
の
腸
゜
荘
子
‘
逍
遥
遊
の

慨
鼠
飲
レ
河
不
涵
ぞ
涌
レ
腹
に
も
と
づ
く
。
〔
茸
荘
‘
又
玄

集
序
〕
自
葱
石
工
謎
腸
易
弘
盈
、
非
レ
嗜
1

一
其
熊
躇
蜀
美
↓

【欝
]
5

ハ
ク
〔
集
韻
〕
伯
各
切
嘩
苧

冨
E】
〗

欝
馳
は
‘
鼠
の
一
種
。
〔
集
韻
〕
腿
‘
爵
腿
‘
鼠
隔
‘

一
日
、
易
腸
鼠
‘
謂
二
月
―
二
易
＞
腸
゜

タ，ウ
ダ
ウ

〔
集
韻
〕
徒
郎
切

隠

い
た
ち
。
〔
集
韻
〕
鍛
‘
齢
鰈
‘
鼠
名
。
〔
本
草
‘
腱

鼠
〕
秤
名
‘
鍛
鼠
°

貧

】

如

コ
ク
〔
集
韻
〕
古
蒜
切
園
〗

【
戯
鼠
】
5

緞
(
1
2
|
 4
8
4
7
1
)

に
同
じ
。
〔
中

華
大
字
典
〕
穀
‘
同
レ
筐
゜

コ
ク

或
日
口
ね
ず
み
の
＿
種
。
或

帽
：
霰
骰
は
監
(
1
0
-
3
6
6
1
1
)

・
脇
(
8

-
2
3
0
7
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
飴
‘
鼠
屡
‘
凡
；
鼠
益

臀
‘
溢
‘
或
炊
レ
含
作
。
〔
集
韻
〕
船
‘
或
八
レ
含
‘
亦

作
レ
踏
。

ア
ク
ヤ
ク

日
エ
キ

ロ
ヤ
ク

霰
塁

冨
i
]〗

脳

瀧

醐

顧

腿

誤

飯

諷

嗣

監

筵

鍛

腿

欝

観

顧

雌

総

シ

〔
集
韻
〕
伊
昔
切

〔
集
韻
〕
乙
革
切

III昌

麗屈

尉
(
1
2—
4
8
4
3
4
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

嗣
、
同
レ
尉
。

小
は
つ
か
ね
ず
み
。
〔
説
文
〕
貶
‘
小
鼠

爾晶策
也
‘
炊
レ
鼠
笑
臀
゜
〔
溺
雅
‘
秤
獣
〕
題

鼠
。
〔
注
〕
有
繁
韮
者
。
〔
玉
篇
〕
題
小
鼠
也
‘

蟄
毒
、
食
入
及
鳥
獣
正
皆
不
レ
痛
‘
今
之
甘
口
鼠

也
。
〔
春
秋
、
成
、
七
〕
題
鼠
食
―
―
郊
牛
角
↓

【
罷
穴
】
1

切
題
鼠
の
棲
む
あ
な
。
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕

塘
漏
若
―
―
貶
穴
二
壊
之
所
l
l

能
塞
1

也。

【
腿
鼠
】
2

勺
は
つ
か
ね
ず
み
。
〔
本
草
‘
腿
鼠
〕
繹
名
、

甘
口
鼠
‘
時
珍
曰
‘
腿
乃
鼠
之
最
小
者
‘
噛
レ
人
不
レ
痛
‘

故
日
1

一
甘
只
今
慮
慮
有
レ
之
。
〔
春
秋
、
成
、
七
〕
春
王

冦

】

如

言

〔

集

韻

〕

弦

項

直

冨
年

，

鰤

(
1
2
|
 4
8
4
3
9
)

に
同
じ
。
〔
集

）
 

韻
〕
欝
‘
或
八
レ
留
。

ー
ウ

冨
益
シ

饂
(
1
2
ー

4
8
4
7
4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
雌
、
同
レ
観
。

日
□
国
い
た
ち
。
或
は
齢
(
1
2
-
4
8
4
5

9
 
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
観
‘
観
鼠
也
‘
炊
レ

鼠
虎
臀
゜
〔
爾
雅
‘
秤
獣
〕
観
鼠
。
〔
注
〕
夏
小
正
日
‘

観
脆
則
穴
。
〔
疏
〕
簸
鼠
者
、
似
レ
腱
之
鼠
也
。
〔
祁

鯰
行
義
疏
〕
趾
蓋
田
鼠
之
大
者
。
〔
集
韻
〕
饂
‘
或

炊
レ
—
帝
。

【
観
】
5

月具パ
〔
集
韻
〕
相
支
切

oo

ム

ssu'

〔
集
韻
〕
田
黎
切
廓
一圏

〔
集
韻
〕
先
齊
切

日
シ

欝
馳
は
‘
鼠
の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
秤
獣
〕
爵
腿
‘
鼠
凰
。

〔
廣
韻
〕
観
‘
欝
鼠
。
1
0
七
ニ
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籠
]
[

冨

】

5

鼠

部

〔
＋
ー
＋
七
蓋
〕

腿（
1
2
-
4
8
4
6
4
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
鰻
、
同
レ
腿
゜

酌
(
1
2
-
4
8
3
器
）
に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
罰
、
同
レ
酌
゜

鎌

罰

鰻

鵡

髄

縦

厳

倣

韻

賊

饉

瞑

顧

謀

戯

賜

櫨

躍

識

エ
ン

ハ，ウ

小
●
ふ
く
み
ね
ず
み
。
食
を
頬
に
貯
ヘ

謄
豪
る
こ
と
猿
に
似
て
ゐ
る
。
〔
説
文
〕
鎌
‘

齢
也
‘
八
レ
鼠
兼
臀
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
謙
鼠
。
〔
注
〕

以
類
裏
繊
レ
食
。
〔
祁
梵
行
義
疏
〕
按
、
鎌
鼠
‘

郎
今
香
鼠
‘
頬
中
蔵
レ
食
‘
如1
1
~
~
1
然
、
灰
色

短
尾
而
香
、
人
亦
畜
レ
之
。

O
も
ぐ
ら
も
ち
。
〔
玉

篇
〕
謙
‘
田
鼠
也
。

【
趾
車
】
1

翌
頬
骨
゜
頬
桁
゜
〔
繹
名
‘
繹
形
罷
〕
輔
車
‘

其
骨
強
‘
所
1

二
以
輔
"
持
口
1

也
‘
云
云
‘
口
含
レ
物
之
車

也
‘
或
日
,
,
頬
車
ぶ
究
所
―
―
以
載
＞
物
也
、
或
曰
1

一
鎌
車
五
5

鼠
之
食
積
1

一
於
頼
了
八
食
似
レ
之
、
故
取
レ
名
也
。

【
鎌
鼠
】
2

ゲ
ノ
田
鼠
。
む
ぐ
ら
も
ち
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
〕
鎌

鼠
。
〔
注
〕
以
1

一
頬
裏
玉
諏
レ
食
。

【鎌】
5

ケ
ン

〔
集
韻
〕
丘
検
切
塞

＞
 

＜＿コ
ch'ien3

正
月
、
題
鼠
食
涵
1

郊
牛
角
↓
〔
會
箋
〕
説
文
‘
腿
、
小
鼠
也
‘

爾
雅
翼
‘
腿
‘
鼠
類
之
最
小
者
、
或
名
―
―
耳
鼠
一
又
名
二
甘

口
鼠
工
食
レ
物
営
時
、
不
レ
覺
レ
痛
。
〔
荘
子
‘
應
帝
王
〕
総

鼠
深
穴
1

一
乎
紳
丘
之
下
百
盆
竺
黒
竪
之
患
↓
〔
韓
非
子
、

八
説
〕
虎
豹
必
不
レ
用
1

一
其
爪
牙
盃
皿
輿
―
―
題
鼠
己
凹
＂
威
゜

〔
新
書
、
連
語
〕
夫
牛
之
為
レ
胎
也
、
細
若
1

一
題
鼠
↓
〔
資
治

通
鑑
‘
漢
紀
〕
（
獣
帝
、
建
安
二
十
四
年
）
千
鉤
之
弩
‘
不
下

為
1

一
誕
鼠
痘
b

機
‘
萬
石
之
鍾
、
不
ぶ
竺
廷
撞
起
迄
曰
o

〔
注
〕
題
鼠
、
小
鼠
也
‘
説
文
云
、
有
"
蟄
毒
1

者
‘
或
謂
1

一之

甘
鼠
ご
陸
佃
婢
雅
曰
、
総
鼠
者
、
甘
口
‘
留
,
,
人
及
鳥
獣
1

皆
不
レ
痛
‘
博
物
志
云
、
鼠
之
最
小
者
、
本
草
説
、
貶
鼠
極

細
‘
不
レ
可
立
＇
見
↓

【
韻
】
〗

冨
i
】
臼

【
戴
】
岬

7
ン

勤
(
1
2
-
4
8
3
9
9
)

に
同
じ
。
〔
正

字
通
〕
韻
、
同
レ
勤
。

n
躙
m
i
~一

ヵ
ヴ
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
鰍
‘
昔
教
。

位
(
1
2ー

4
8
4
7
0
)

に
同
じ
。
〔
康

煕
字
典
〕
厳
、
同
涵
皐
o

コ
ク

【

邑

岬

縦
駒
は
‘
ぢ
ね
ず
み
。
鼠
の
一
種
。
〔
爾
雅
‘
繹
獣
‘

駒
鼠
‘
注
〕
小
覇
駒
也
‘
亦
名
霞
見
〔
集
韻
〕
戴
‘

縦
駒
‘
鼠
名
。

シ
，
ヨ
ヴ

シ，ユ

〔
集
韻
〕
将
容
切

医

0
を
か
づ
き
。
り
す
の
一
種
。
範
鼠
。
〔
玉
篇
〕
難
‘

鼠
也
。

eお
じ
ぎ
ね
ず
み
。
雀

(11|
 4
1
9
5
4
)

に

通
ず
。
〔
正
字
通
〕
趾
‘
本
作
レ
雀
‘
雀
鼠
郎
挟
鼠
゜

冨

】

坤

乃

〔

字

彙

〕

即

約

切

甕

冨
こ
細

畿
鮨
は
‘
つ
ら
ね
ず
み
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
甑
鯖
‘
小

鼠
‘
相
街
而
行
。

）
 

〔
集
韻
〕
鄭
知
切

“―饂國
i

――

図

冨
i
】
年

載
醐
は
‘
く
も
ざ
る
。
〔
集
韻
〕
戴
‘
戯
醐
‘
猿
類

長
毛
善
走
。

1
0
七
三

ゼセ
チツ

〔
集
韻
〕
昨
結
切

園

＇且

属
】
〗

蹟
醐
は
‘
く
も
ざ
る
。
漸
(
7
|
2
0
6
4
5
)

に
同
じ
。
〔
廣

雅
繹
獣
〕
蹟
醐
‘
鼠
隔
゜
〔
疏
證
〕
説
文
獅
瀧
鼠
‘

黒
身
、
白
辮
若
レ
呻
市
‘
手
有
1

一
長
白
毛
面
炉
握
版
之

黙
類
蛉
薙
之
畏
漸
卑
ハ
レ
蹟
同
‘
廣
韻
‘
蹟
腫
似
レ

援
‘
黒
身
白
晋
‘
手
有
―
―
長
白
毛
砿
品
伊
坂
絶
レ
巖

ゼサ
--/ / 

〔
集
韻
〕
鋤
咸
切

【
鰈
】
呻

ホ
ク
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
観
‘
蒲
木

ポ
ク
切
。 義

未
詳
。
〔
川
篇
〕
躁
‘
先
稽
切
‘
昔

斯゚

國

匿
瓢
闘
i

――

,日-
鼠
の
名
c

〔
集
韻
〕
躍
‘
鼠
名
。

【
隠
】
坤

〔
集
韻
〕
狼
秋
切
醐

レ
キ
リ
ヤ
ク

【

顧

】

岬

セ

イ

観
敗
は
‘
鼠
の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
繹
獣
〕
観
敗
‘
鼠
一

陽
。
【
踵
】
〗

鼠
の
名
。
〔
集
韻
〕
饂
‘
鼠
名
。

Iレロ

〔
集
韻
〕
龍
都
切

腐

冦

】

坤

ホ

ク

〔

集

韻

〕

博

木

切

圏

＇i[一

小
〇
し
ろ
ね
ず
み
。
〔
説
文
〕
輯
‘
饉
鼠

番騎
策
也
‘
八
レ
鼠
番
誓
‘
讀
若
レ
奥
゜
〔
玉
篇
〕

饂
白
鼠
。
〇
わ
ら
ぢ
む
し
。
お
め
む
し
。
蝠
(
1
0

|
 3
3
5
9
1
)

に
通
ず
。
〔
説
文
〕
鰭
‘
或
日
‘
鼠
婦
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
饂
‘
段
借
為
レ
蝠
゜
〔
玉
篇
〕
輯
‘

一
曰
‘
公
瓦
底
晶
゜

む
さ
さ
ぴ
゜
〔
集
韻
〕
饂
‘
馳
鼠
別
名
。

【
謳
鼠
】
1

心
ィ
む
さ
さ
ぴ
。
又
、
も
も
ん
ぐ
わ
あ
。
〔
爾
雅

翼
‘
秤
獣
‘
腿
〕
一
名
夷
由
、
一
名
鵡
又
名
1

一
飛
蝠
又
名
―

賜
鼠
芦
本
草
‘
鶯
鼠
〕
秤
名
、
賜
鼠
、
腿
鼠
‘
耳
鼠
‘
夷
由
、

鵠
飛
生
鳥
、
集
解
‘
弘
景
曰
‘
此
鼠
即
脆
鼠
飛
生
鳥
也
、

状
如
蝙
蝠
天
如
鵡
衷
毛
紫
色
暗
夜
行
飛
、
人
取
二

其
皮
毛
云
竺
産
婦
—
持
レ
之
‘
令
レ
易
レ
生
。

冦

】

岬

ポハ
ンン

〔
集
韻
〕
符
哀
切
因

【
餃
】
坤

Jヽ

ッ

敗
(
1
2ー

4
8
4
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
戴
‘
或
炊
レ
猜
゜

【
儡
】
呻

ル
イ
〔
集
韻
〕
倫
為
切
甲
]

,“
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小

O
は
な
。
〔
説
文
〕
鼻
‘
所

,,rm引
レ
代

筆
自
翌
也
‘
八
―
―
自
由
巧
〔
繹
名
‘
繹
形

畠
F

罷
〕
鼻
‘
噌
也
、
出
レ
氣
噌
喝
也
。
〔
素
問
陰
陽
應

象
大
論
〕
在
レ
窮
為
レ
鼻
。
〔
注
〕
鼻
‘
所
n
―
以
司
―
―
嗅

呼
吸
↓
〔
太
玄
経
‘
割
〕
割
レ
鼻
食
レ
ロ
。
〔
注
〕
鼻

者
、
氣
息
之
主
也
。
●
獣
畜
の
は
な
に
縄
を
穿

ち
と
ほ
す
。
一
〔
正
字
通
〕
鼻
‘
撒
人
穿
,
,
獣

鼻
1

日
レ

鼻
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
鼻
,
,
赤
象
一
圏
―
―
巨
挺
~
．

あ
な
。
〔
庚
信
‘
七
夕
賦
〕
纏
條
緊
而
貫
レ
矩
‘
針

鼻
細
而
穿
レ
空
。
●
つ
ま
み
。
と
つ
て
。
器
の
手

に
と
る
と
こ
ろ
。
〔
廣
雅
‘
秤
器
〕
印
謂
―
―
之
璽
盃
皿

謂
乏
鼻
↓
〔
周
騰
考
工
記
‘
玉
人
〕
朱
中
鼻
寸
。

〔
注
〕
鄭
司
農
云
‘
鼻
‘
謂
―
勺
龍
頭
鼻
一
也
。
〔
隋
書
、

證
儀
志
六
〕
三
命
已
上
、
銅
印
銅
鼻
。

O
物
の
流
れ

で
る
と
こ
ろ
。
〔
周
譜
‘
考
工
記
‘
玉
人
〕
朱
中
鼻

寸
゜
〔
注
〕
玄
謂
‘
鼻
‘
勺
流
也
‘
凡
流
皆
為
―
―
龍
口
1

也
。
●
は
じ
め
。
〔
方
言
‘
十
三
〕
鼻
‘
始
也
‘
署
之

初
生
謂
―
―
之
鼻
i

人
之
初
生
謂
二
之
首
一
梁
盆
之

【
鼻
】
徊

5

〔
集
韻
〕
砒

7
7

耳面

鼻

部
駒
(
1
1
0
1
4
8
4
2
2
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

【

躍

】

呻

ク

圃

、

同

枷

゜

也
。

,E―― 
鼠

部

〔
十
八
畳
〕

間
‘
謂
レ
鼻
為
レ
初
‘
或
謂
二
之
祗
↓
〇
奴
婢
゜
隷
僕
。
【
鼻
炎
】
4

ザ
病
名
。
鼻
加
答
兒
°

〔
通
俗
編
‘
稲
謂
‘
鼻
〕
燕
北
雑
記
、
北
界
漢
兒
多
【
鼻
姻
】
5

p
i
'
y
e
n
'

噂
煙
草
。

【
鼻
淵
】
6

ザ
病
名
。
鼻
窮
中
、
時
に
黄
色
の
濁
沸
を

流
す
病
。
若
し
久
し
く
癒
さ
な
け
れ
ば
脳
漏
と
な
る
。

為
二
契
丹
凌
辱
二
罵
作
1
-

＋
里
鼻
下
丁
里
鼻
‘
奴
婢

'
〔
素
問
‘
氣
蕨
論
〕
騰
移
ー
ー
熱
於
脳
盆
則
辛
頷
鼻
淵
‘
鼻
淵

也
‘
余
氏
耕
林
‘
呉
俗
講
レ
奴
為
レ
鼻
。
●
古
‘
自

(
9
ー

3
0
0
9
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鼻
‘
古
作
レ
自
者
、
濁
沸
下
而
不
レ
止
也
。

●
は
な
へ
ん
。
漢
字
の
偏
の
名
。
勝
自
分
。
男
子
【
鼻
音
】
1

ザ
氣
息
の
鼻
に
か
か
つ
て
登
す
る
昔
臀
゜

が
己
の
鼻
を
指
し
示
し
て
、
自
分
の
意
を
示
す
【
鼻
下
】
8

江
鼻
の
し
た
。
〔
債
家
賓
〕
寧
損
属
丈
深
坑
一

不
レ
填
1
1

鼻

下

一

横

↓

「

ふ

。

か
ら
い
ふ
。
〔
宵
の
庚
申
〕
入
る
毎
々
戻
る
と
い

〖
鼻
下
長
〗
，
が
炉
俗
に
女
色
に
迷
ひ
易
い
こ
と
を
い

【
鼻
我
】
10

バ
春
秋
‘
祁
婁
の
人
。
左
氏
襄
公
二
十
三
年

ふ
も
、
こ
の
鼻
に
縁
が
深
い
か
ら
じ
ゃ
゜

幅
由
會
意
。
自
と
界
と
の
合
字
。
空
氣
を
吸
ひ
込
ん
で
の
経
文
‘
界
我
に
作
る
。
〔
公
羊
‘
襄
‘
二
十
三
〕
祁
婁
鼻

自
ら
田
江
へ
る
故
に
‘
二
字
を
合
し
て
‘
は
な
の
意
を
我
来
奔
゜

表
は
す
。
一
説
に
、
自
は
‘
は
な
の
形
に
象
っ
た
字
‘
後
、
【
鼻
界
】
11

江
ィ
は
な
ば
し
ら
。
鼻
柱
(
4
7
)
に
同
じ
。
〔
王

界
を
加
へ
て
そ
の
意
を
示
す
と
い
ふ
。
庭
珪
‘
侃
軒
詩
〕
夢
麻
欲
レ
見
レ
之
、
l

往
清
1

一
鼻
界
↓

【
鼻
洟
】
1
e
e
が
は
な
し
る
。
洟
は
鼻
液
。
鼻

ito
〔
北
【
鼻
腔
】
12

炉
は
な
の
穴
。
鼻
の
う
つ
ろ
な
所
。

史
‘
皇
甫
玉
偲
〕
會
T

道
北
垂
鼻
洟

q
名

【

鼻

綱

】

13

弁
牛
の
鼻
環
を
つ
な
ぐ
綱
。

【
鼻
飲
】
2

ザ
は
な
で
水
を
飲
む
。
〔
漢
書
‘
賣
捐
之
傭
〕
【
鼻
奄
】
u
p
i
'
h
a
o
'

鼻
の
毛
。
鼻
設
。

酪
越
之
人
‘
父
子
同
レ
川
而
浴
、
相
習
以
鼻
飲
‘
興
11

禽
【
鼻
間
】
15

ザ
鼻
の
あ
た
り
。
〔
荘
子
‘
田
子
方
〕
吾
始

獣
』
炉
異
。
〔
後
漢
書
、
文
苑
上
、
杜
篤
博
〕
論
都
賦
曰
‘
也
疑
丘
子
、
今
覗
―
―
子
之
鼻
間
面
柑
柑
然
゜

云
云
、
同
穴
表
褐
之
域
、
共
川
鼻
飲
之
國
、
云
云
‘
文
身
【
鼻
軒
】
16

ザ
い
び
き
。
〔
避
暑
録
話
、
上
〕
子
睫
在
―
―
黄

鼻
飲
緩
耳
之
主
。
〔
注
〕
略
越
之
俗
、
父
子
同
レ
川
而
浴
‘
州
三
云
云
、
急
命
レ
駕
往
謁
‘
則
子
曙
鼻
軒
如
レ
雷
゜
〔
黄
庭

相
習
以
レ
鼻
飲
也
。
〔
梁
簡
文
帝
、
南
郊
頌
序
〕
子
レ
是
龍
堅
‘
題
11

東
壊
字
後
1

〕
東
壊
居
士
‘
云
云
‘
性
喜
レ
酒
、
然

光
之
地
、
日
浴
之
郷
、
紫
舌
黄
支
、
頭
飛
鼻
飲
、
自
』
西
不
レ
能
二
四
五
倉
i

已
爛
酔
‘
不
乙
軒
謝
―
而
就
レ
臥
‘
鼻
軒

自
レ
南
、
無
1

一

思

不

＂

畷

゜

如

レ

雷

、

少

焉

蘇

醒

、

落

J

筆
如
ー
風
雨
盃
雖
二
詭
弄
―
皆
有
二

〖
鼻
飲
杯
〕3
心
勺
鼻
か
ら
飲
む
杯
。
〔
桂
海
虞
衡
志
、
意
味
→

志
器
〕
鼻
飲
杯
、
南
人
習
―
―
鼻
飲
ギ
有
1
1

陶
器
一
如
-
―
杯
椀
函
ク
【
鼻
観
】
17

な
ヴ
・
’
鼻
の
あ
な
。
〔
蘇
献
、
和
1

一
黄
魯
直
燒
香
―

植
一
小
管
若
二
瓶
紫
百
ぞ
鼻
屈
管
座
酒
漿
暑
月
以
詩
〕
不
1

一
是
聞
思
所
＂
及
‘
且
令
―
―
鼻
観
先
参
↓
〔
陳
樵
、
雨

飲
レ
水
云
。
〔
浪
堺
代
酔
編
‘
鼻
飲
頭
飛
〕
元
詩
人
陳
学
、
出
香
亭
詩
〕
此
時
鼻
観
通
‘
百
慮
郁
已
忘
゜

使
―
―
安
南
玉
有
―
―
紀
事
詩
一
日
、
鼻
飲
如
甑
甑
盃
栄
ボ
似

1-【
鼻
埜
】
18

代
ィ
は
な
ば
し
ら
。
〔
説
文
〕
額
‘
鼻
埜
也
。

輔
鱗
蓋
言
T

土
人
有
能
鼻
飲
者
ェ

9
頭
能
夜
飛
1

一
於
〔
段
注
〕
鼻
直
埜
謂
―
―
之
頗
↓

追
食
な
魚
‘
瞭
復
欝
レ
身
者
と
属
玉
集
中
載
‘
老
褪
國
人
、
【
鼻
血
】
19

ザ
鼻
腔
か
ら
出
る
血
。
は
な
ぢ
。
鼻
紐
゜

鼻
飲
-
l

水
漿
ご
頭
飛
食
レ
魚
、
近
注
海
雲
亦
能
鼻
飲
頭
飛
紐
血
。
〔
太
平
廣
記
〕
鼻
血
大
出
。
「
供
―
―
鼻
口
↓

則
性
也
‘
星
桂
勝
覧
亦
言
‘
占
城
國
婦
人
有
―
―
頭
飛
者
一
【
鼻
口
】
20

茨
は
な
と
く
ち
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
娯
―
―
耳
目
一

夜
飛
食
入
糞
竺
知
而
固
封
―
―
其
項
i

或
移
―
―
其
身
-
則
[
鼻
孔
】
21

茨
鼻
の
あ
な
。
鼻
腔
゜
〔
後
漢
書
‘
馬
援
傭
‘

死
癸
、
作
A

書
者
自
云
目
―
―
撃
其
事
云
考
1

一
占
城
百
正
接
―
―
安
孝
武
皇
帝
時
善
相
レ
馬
者
云
云
‘
注
〕
援
銅
馬
相
法
日
、
水

南
之
南
盃
而
老
撮
正
接
11

安
南
西
北
五
始
信
―
―
陳
詩
不
品
g
。

火

欲
1

一
分
明
工
水
火
在
―
―
鼻
雨
孔
間
一
也
、
上
唇
欲
―
―
急
而

【
鼻
液
】
4

ヰ
号
は
な
し
る
。
鼻
汁
。
鼻
洟
゜
〔
蒲
貢
、
楊
侯
方
言
I

中
欲
1
1

紅
而
有
＂
光
、
此
馬
千
里
。
〔
僧
徳
洪
‘
肢
範

董
晉
公
臨
レ
江
賞
レ
梅
云
云
詩
〕
牧
拭
風
前
寒
鼻
液
、
快
上
人
僧
賓
博
〕
八
十
一
人
間
鼻
孔
‘
那
蘊
穿
在
二
奄
端
↓

来

同

酔

零

中

春

。

【

鼻

骨

】

江

ヂ

生

理

學

用

語

。

顔

面

の

骨

の

一

。

躍

鼻

部

鼻

【
鼻
根
】
22

ザ

圃

六

根
(
2
ー

1
4
5
3
:
 2
2
8
)

の
一
。

【
鼻
酸
】
h

咋
ン
い
た
み
悲
し
む
。
〔
後
漢
書
‘
光
武
十
王
‘

廣
陵
思
王
荊
債
〕
海
内
深
痛
‘
観
者
鼻
酸
。
「
字
。

【
鼻
山
】
2
3
t
ン
清
‘
胡
震
(
9
-
2
9
4
0
0
:
 1
9
7
)

の
●
の

〖
鼻
山
根
〗24
咋
ク
は
な
の
つ
け
ね
。
〔
蝠
恵
全
書
‘
刑

名
部
‘
人
命
上
‘
桧
験
〕
目
背
鼻
山
根
耳
根
。

【
鼻
子
】
25

咋
は
な
。
今
俗
に
始
め
て
生
れ
た
子
を
い

ふ
。
〔
説
文
、
自
、
段
注
〕
今
俗
以
1

一
始
生
子
―
為
,
,
鼻
子
↓
〔
捨

謂
録
、
長
子
、
鼻
子
〕
王
應
麟
漢
制
考
‘
始
生
子
為
1

一
鼻
子
↓

【
鼻
屎
】
26

p
i
'
s
h
i
h
'

は
な
く
そ
。

【
鼻
紙
】
27

ぢ
鼻
汁
な
ど
を
拭
ふ
為
に
懐
中
す
る
紙
。

【
鼻
識
】
汀
炉
佛
語
。
心
法
(
4
-
1
0
2
9
5
:
 3
5
9
)

の
一
。

【
鼻
汁
】
28

ぢ
鼻
よ
り
出
る
液
。
鼻
洟
゜

【
鼻
縄
】
29

炉
＇
ウ
牛
の
は
な
づ
な
。
〔
周
證
‘
地
官
‘
封
人
‘

置
真
縞
届
〕
紹
、
著
1

一
牛
鼻
縄
、
酋
以
牽
＂
牛
者
、
今

時
謂
—
み
之
雉
盃
空
古
者
1名
同
。
〔
黄
庭
堅
‘
興
ュ
際
清
老
―

書
〕
今
寄
―
―
此
敷
篇
五
空
般
若
縁
云
幸
時
観
省
、
惟
貨
レ

不
レ
捨
‘
鼻
縄
好
看
―
―
水
枯
↓

【
鼻
晒
】
30

タ
せ
せ
ら
わ
ら
ふ
。
〔
劉
子
輩
‘
雲
際
會
,
,
劉

致
庄
詩
〕
少
年
鼻
晒
嵯
-
1

流
俗
五
m
レ
鋭
牧
レ
豪
今
珠
緑
。

【
鼻
臀
】
31

ぢ
鼻
に
か
か
つ
て
濁
っ
た
こ
ゑ
゜

【
鼻
準
】
32

咋
ツ
鼻
の
さ
き
。
〔
楊
載
‘
夢
讀
―
―
韓
退
之
詩
―

詩
〕
哀
昔
起
空
濶
‘
令
1

「
八
鼻
準
酸
一
〔
輻
恵
全
書
‘
刑
名

部
‘
人
命
中
‘
桧
肉
屍
〕
鼻
根
鼻
準
。

【
鼻
尖
】
33

虹
ン
鼻
の
先
。
〔
黄
庭
堅
‘
答
レ
寄
1

一
糖
霜
―
頌
〕

正
宗
掃
レ
地
従
1

一
誰
説
五
我
舌
猶
能
及
―
―
鼻
尖
↓

【
鼻
選
】
34

ザ
鼻
で
香
を
か
い
で
試
み
る
。
〔
清
異
録
、

菓
‘
鼻
選
〕
瓜
最
盛
者
無
レ
躁
1

一
齊
趙
盃
ヂ
櫓
列
レ
市
、
道

路
濃
香
、
故
彼
人
云
、
未
レ
至
,
,
舌
交
ご
先
以
二
鼻
選
↓

【
鼻
祗
】
35

心
始
祗
。
第
一
の
先
祗
。
物
事
を
始
め
た

人
。
元
祖
。
鼻
は
始
‘
人
の
始
め
て
之
を
受
け
る
に
‘

鼻
先
づ
形
を
成
す
に
因
つ
て
‘
鼻
を
始
め
の
義
と
す
。

〔
方
言
、
十
三
〕
鼻
‘
始
也
、
讐
之
初
生
謂
―
ゥ
之
鼻
李
竺
左

梁
盆
之
間
‘
謂
レ
鼻
為
レ
初
、
或
謂
二
之
姐
↓
〔
正
字
通
‘
鼻

部
〕
人
之
胚
胎
‘
鼻
先
受
レ
形
、
故
謂
二
始
祗
[
『
-
―
鼻
祗
↓

〔
揚
雄
‘
反
離
騒
〕
有
周
氏
之
揮
鳩
分
、
或
鼻
孟
血
子
沿

隅
↓
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
、
注
〕
劉
徳
日
、
鼻
‘
始
也
。
〔
許
施

陽
服
氣
書
〕
人
受
―
―
胎
子
母
む
其
生
始
成
レ
鼻
‘
蓋
家
萱
レ

人
‘
亦
従
レ
鼻
始
、
故
鼻
云
レ
祗
゜
〔
元
好
問
、
清
南
廟
中
古

檜
同
1

一
叔
能
1

賦
詩
〕
瀬
郷
留
―
―
耳
孫
;
煎
里
博
1

一
鼻
祗
↓

1
0
七
四

13670 



(48498・ ・36) (48501) 

鼻

部

鼻

鼻

昇

〔
―
|
二
鼈
〕

軋

糾

1
0
七
五

〔
故
事
成
語
考
‘
祗
孫
父
子
〕
始
祗
旦
鼻
祖
↓
【
鼻
痔
】
42

在
病
名
。
は
な
た
け
。

間
罪
閲
匹
謬
虚
0
占
□

〔
蘇
試
起
伏
龍
行
〕
眼
光
作
レ
電
走
1

一
金
蛇
一
鼻
息
為
レ
雲
【
鼻
紐
]
4
4

代
ク
は
な
ぢ
。
紐
血
。

擢
玩
雙
●
古
の
國
の
名
。
〔
康
煕
字
典
引
‘
風
俗
通
〕
【
鼻
窒
】
45

ザ
は
な
の
あ
な
が
ふ
さ
が
る
。
〔
素
問
、
五

鼻
息
、
西
方
國
名
。
●
他
人
の
い
き
づ
か
ひ
。
き
げ
ん
。
帝
政
大
論
〕
喘
嘔
・
寒
熱
・
喧
・
軌
紐
・
鼻
窒
、
大
暑
流
行
。

意
向
。
仰
鼻
怠
を
見
よ
。
・
〔
本
草
‘
蜻
蟻
〕
主
治
、
療
―
鼻
窒
↓
〔
列
子
、
仲
尼
〕
鼻
将
レ

〖
仰
鼻
息
-
]
3
7
窃
勺
人
の
呼
吸
の
力
に
よ
る
。
人
窒
者
、
先
覺
焦
朽
→

の
喜
怒
を
窺
ひ
‘
そ
れ
に
隈
れ
ぬ
や
う
に
び
く
ぴ
く
し
【
鼻
張
】
46

が
5

ウ
鼻
の
穴
が
開
き
張
る
。
〔
史
記
‘
扁
鶴

て
ゐ
る
こ
と
。
〔
後
漢
書
‘
哀
紹
傭
〕
翼
州
雖
レ
郎
‘
帯
甲
博
〕
試
入
診
―
―
太
子
ぶ
営
レ
聞
―
―
其
耳
鳴
而
鼻
張
↓

百
萬
‘
穀
支
1

一
十
年
ニ
哀
紹
孤
客
窮
軍
、
仰
1

一
我
鼻
息
一
誓
【
鼻
柱
】
47

ぜ
ウ
は
な
ば
し
ら
。
鼻
梁
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘

如
面
嬰
兒
在
股
掌
之
上
砿
空
其
哺
乳
古
詐
‘
―
―
餓
殺
云
奈
形
罷
部
‘
鼻
口
類
‘
鼻
柱
〕
黄
帝
内
経
云
‘
水
溝
在
t
1

鼻
柱

何
欲
和
以
レ
州
興
＞
之
。
〔
資
治
通
鑑
、
漢
紀
〕
（
獣
帝
、
初
平
下
↓
〔
注
〕
波
奈
波
之
良
。

二
年
）
仰
我
鼻
息
↓
〔
注
〕
鼻
息
、
氣
一
出
入
之
頃
也
‘
鼻
【
鼻
行
】
48

p
i
2
 
t
i
n
g
1

鼻
尖
に
出
来
る
肺
物
。

氣
嘘
レ
之
則
温
‘
吸
レ
之
則
寒
‘
故
云
レ
然
。
〔
陳
清
綱
目
集
【
鼻
雀
マ
】
49

和
ィ
地
名
。
湖
南
省
道
縣
の
北
。
〔
史
記
、
五
帝

覧
正
誤
〕
仰
二
我
鼻
息
一
言
レ
使
↓
―
我
呼
吸
之
力
ふ
也
。
紀
‘
注
〕
正
義
日
‘
括
地
志
云
‘
鼻
亭
紳
在
二
螢
道
縣
北
六

〖
鼻
息
如
レ
雷
〗
3
8
仕
り
”
ゴ
ト
’
鼻
息
が
雷
の
や
う
で
あ
十
里
五
故
老
博
云
‘
舜
葬1九
疑
盃
象
来
至
レ
此
、
後
人
立
レ

る
。
〔
蘇
拭
、
次
1一
韻
劉
貢
父
、
李
公
掃
見
＞
寄
詩
〕
少
レ
思
祠
、
名
為
1一
鼻
亭
紳
↓
〔
隧
園
随
筆
〕
柳
子
厚
作
下
毀
1一
鼻
亭

多
睡
無
レ
如
レ
我
‘
鼻
息
如
レ
雷
撼
1

一
四
郡
↓
〔
夢
淡
筆
談
、
紳
』
記
盆
竺
象
之
不
＞
嘗
レ
祀
也
、
王
陽
明
作
―
―
霰
博
山
象

人
事
一
〕
景
徳
中
、
河
北
用
レ
兵
‘
車
駕
欲
レ
幸
JI

濯
淵
面
’
祠
記
-
明
1

一
象
之
営
＂
祀
也
、
按
‘
霰
博
山
在
,
,

今
貴
州
一

外
之
論
不
こ
、
獨
寇
忠
慾
賛
↓
活
成
上
意
盃
乗
輿
上
方
渡
レ
非
―
―
象
所
レ
封
地
五
孟
子
所
レ
云
有
庫
、
郎
今
湖
廣
永
州
府

河
‘
虜
騎
充
斥
至
1干
城
下
了
八
情
淘
掏
、
上
使
1

人
微
之
零
陵
縣
‘
其
陰
悪
非
-1
人
所
＞
居
‘
舜
罪
1―
四
凶
流
黛
‘

墨
準
所
＞
為
、
而
準
方
甜
二
寝
於
中
書
ご
鼻
息
如
乙
雷
、
人
皆
在
―
―
中
國
面
り
蜀
象
而
封
―
―
之
極
遠
之
地
ぶ
国
時
舜
都
―
―

以

真

一

時

鎮

物

面

竺

之

謝

安

↓

安

竺

離

零

＂

臨

四

千

餘

里

、

焉

得

孟

吊

常

而

見

‘

源

源

【
鼻
塞
】39
炉
鼻
が
ふ
さ
が
る
。
鼻
が
つ
ま
る
。
〔
韓
而
来
—
耶
‘
惟
史
記
注
引

1一
括
地
志
一
日
、
帝
葬
二
九
疑
云
象

愈
‘
赴
―
―
江
陵
一
途
中
寄
JI

贈
王
二
十
補
闘
・
李
十
一
拾
来
至
レ
此
、
後
人
立
レ
祠
、
名
―
―
鼻
亭
軸
ぶ
此
為
丘
近
レ
之
。

遣
李
二
十
六
員
外
翰
林
三
學
士
1

詩
〕
因
レ
疾
鼻
又
塞
‘
【
鼻
涌
】
50

和
イ
●
鼻
汁
。
〔
王
褻
‘
催
約
〕
讀
二
券
文
1

偏

漸

能

等

玉

戻

烹

詑

‘

詞

窮

咋

索

‘

佗

化

初

頭

‘

雨

手

自

縛

‘

目

涙

下

落

‘

鼻

【
鼻
端
】
40

ザ
鼻
の
さ
き
。
〔
荘
子
‘
徐
無
鬼
〕
那
人
翌
浩
長
一
尺
。

0
人
を
そ
し
る
語
。
〔
渇
夢
禎
‘
快
雪
堂
漫

良

其

鼻

雙

若
J
I

蠅
翼
面
竪
匠
石
断
＞
之
、
匠
石
運
レ
斤
‘
録
〕
臨
安
令
有
―
―
趙
鼻
涌
者
百
竺
其
罷
楔
五
故
得
―
―
此
名
↓

成
レ
風
‘
麗
而
断
レ
之
、
盛
レ
型
而
鼻
不
レ
傷
‘
郡
人
立
不
レ
〖
鼻
治
圃
〗

5
1”
ィ
山
槍
（
4
|
7
8
6
9
 :
 3
9
9
)

の
異
名
。

失
レ
容
。
〔
黄
庭
堅
‘
詩
〕
深
愧
運
レ
斤
断
―
―
鼻
端
↓
〔
本
草
、
山
檀
〕
秤
名
、
時
珍
日
、
王
環
百
一
選
方
云
‘

〖
鼻
端
白
〗41立
圃
佛
教
の
修
養
法
。
鼻
端
に
於
て
山
裏
紅
果
‘
俗
名
二
酸
棗
ガ
令
デ
鼻
悌
圃
→

鼻
息
の
白
き
を
観
ぜ
し
め
る
修
行
。
〔
拐
厳
経
〕
世
尊
〖
鼻
悌
品

-
]
5
2
芍
5

話
蛤
(
1
0
-
3
3
0
0
8

:
 2
)

の
異
名
。

教
設
観
,
,
鼻
端
白
な
衣
初
諦
観
‘
経
旦
七
日
ご
界
鼻
中
〔
本
草
‘
話
鍮
〕
繹
名
‘
陵
藪
‘
附
蝸
‘
土
蝸
‘
托
胎
品
‘
鼻

氣
出
入
如
＞
姻
‘
身
｀
心
内
明
‘
圃
動
1

一
世
界
盃
箪
成
五
需
竺
悌
晶
‘
艇
軸
螺
。
〔
事
物
異
名
録
‘
昆
品
‘
誕
蛸
〕
正
字
通
‘

猶
如
琉
璃
ご
畑
相
漸
鮪
‘
鼻
息
成
な
白
‘
心
開
漏
壺
‘
諸
話
鍮
‘
一
名
1

一
鼻
悌
晶
↓

出
入
息
化
為
1

一
光
明
面
竺
十
方
界
盃
得
JI

阿

羅

漢

↓

【

鼻

徹

】

53

か
鼻
が
と
ほ
る
。
〔
荘
子
‘
外
物
〕
目
徹
為
レ

錨鼻
（譜圏章印晉漢）

明
‘
耳
徹
為
レ
聴
‘
鼻
徹
為
レ
顛
。
〔
疏
〕
徹
、
通
也
。

【
鼻
頭
】
54

炉
は
な
が
し
ら
。
〔
白
居
易
、
自
覺
詩
〕
結

為『
1

腸
間
痛
｛
緊
作
1

一
鼻
頭
辛
↓

〖
鼻
頭
出
レ
火
〗55
t
e
n

り
ダ
ス
は
な
の
さ
き
か
ら
火
を
出

す
。
元
氣
の
極
め
て
盛
な
形
容
。
〔
南
史
、
曹
景
宗
博
〕

覺
五
後
生
レ
風
‘
鼻
頭
出
ヮ
火
。
〔
蘇
献
‘
方
山
子
博
‘
沈

徳
潜
評
〕
寓
1

一
小
時
豪
侠
ギ
有
1

一
鼻
端
出
レ
火
之
概
↓

【
鼻
唄
】
56

芥
鼻
に
か
か
る
低
臀
で
、
小
唄
な
ど
を
う

【
鼻
毛
】
57

ぢ
鼻
腔
内
に
生
ず
る
毛
。

L

た
ふ
こ
と
。

【
鼻
薬
】
58

か
げ
●
鼻
の
薬
。
●
子
供
を
な
だ
め
る
た
め

に
輿
へ
る
菓
子
の
類
。

O
僅
か
の
賄
賂
°

【
鼻
梁
]
5
9

炸
ャ
ゥ
は
な
ば
し
ら
。
は
な
す
ぢ
。
は
な
み
ね
。

鼻
準
。
〔
倭
名
類
棗
抄
‘
牛
馬
部
、
牛
馬
罷
‘
鼻
梁
〕
耕
色

立
成
云
‘
鼻
梁
。
〔
注
〕
俗
云
二
波
奈
美
禰
↓

〖
鼻
梁
兒
]
6
0
p
i
'
l
i
a
n
g
2
 
e
r
h

は
な
す
ぢ
。
鼻
柱
。

【
指
レ
鼻
】
61

芯
ヲ
自
分
の
鼻
を
指
す
。
自
慢
す
る
さ
ま
。

〔
夜
談
随
録
〕
自
指
二
其
鼻
一
日
、
我
三
官
保
登
畏
レ
人
者
。

【
鼻
窯
兒
】
62
p
i
'
w
o
1
 
e
r
h

小
鼻
。

【
鼻
如
レ
ロ
】
63

か
げ
ウ
ゥ
鼻
と
口
が
同
じ
ゃ
う
に
な
る
。

無
念
無
我
、
五
官
の
は
た
ら
き
を
忘
れ
る
。
〔
列
子
‘
黄

帝
〕
内
外
進
芙
‘
而
後
眼
如
レ
耳
、
耳
如
と
鼻
‘
鼻
如
レ
ロ
、

無
レ
不
レ
同
也
。

【
鼻
天
子
】
64

ぺ
？
城
の
名
。
廣
東
省
始
興
縣
の
南
に
在

っ
た
と
い
は
れ
る
。
〔
水
経
‘
湊
水
注
〕
漣
水
南
流
‘
注
11

子
東
埃
ニ
謂
1

一
之
漣
ロ
一
庚
仲
初
謂
11

之
大
庚
嬌
水
1

也、

東
淫
亦
名
―
↓
東
江
一
又
日
-
1

始
輿
水
一
又
西
邪
階
水
注
レ

之
、
云
云
、
水
側
有
―
―
鼻
天
子
城
↓
〔
路
史
〕
鼻
天
子
‘
象

也
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
始
興
縣
有
1

一
鼻
天
子
墓
玉
漢
書
云
‘

舜
封
―
―
象
於
有
鼻
ゴ
孟
子
作
―
―
有
庫
一
今
湖
南
道
縣
北
亦

有
肴
庫
襖
亦
謂
即
有
庫
故
址
。

【
縮
レ
鼻
笑
】
65

か
”
"
チ
ヂ
；
鼻
す
ぢ
を
し
か
め
て
笑
ふ
。

事
を
厭
ふ
さ
ま
。
〔
北
史
、
雀
悛
博
〕
（
魏
）
牧
縮
レ
鼻
笑
レ

之
‘
憾
不
レ
秤
゜

【
鼻
如
答
兒
]
6
6

店
病
名
。
感
冒
‘
又
は
博
染
に
よ
っ

て
起
る
病
。
貼
膜
は
れ
脹
れ
て
、
鼻
孔
ふ
さ
が
り
、
多

く
水
沸
芦
を
分
泌
す
。

【
鼻
吹
口
歌
】
67

咄
勾
鼻
で
築
器
を
吹
き
、
口
で
歌
ふ
。

〔
通
俗
編
‘
俳
優
、
鼻
吹
口
歌
〕
桓
繹
新
論
、
方
士
董
仲

君
、
能
鼻
吹
口
歌
‘
朝
野
叙
載
‘
壽
安
男
子
不
レ
知
―
―
姓

名
こ
肘
拍
レ
板
、
鼻
吹
レ
笛
、
口
唱
レ
歌
‘
能
半
面
笑
‘
半
面

園園層

巳
国
か
ぎ
ば
な
。
折
れ
曲
っ
た
鼻
。
〔
集
韻
〕
糾
‘

折
鼻
也
。
国
●
あ
ふ
む
き
ば
な
。
〔
字
彙
〕
糾
‘

仰
鼻
。
●
軋
(
1
2
ー

4
g
o
o
)
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕

糾
‘
興
レ
軋
同
。

国】細
日
ゲ
，
ウ
凡ゥ
国
ヶ
，
ウ

〔
字
彙
〕
苦
弔
切

〔
集
韻
〕
魚
小
切

〔
集
韻
〕
古
幼
切

,Eea―― 

日
口
国
あ
ふ
む
き
ば
な
。
〔
廣
韻
〕
胤
‘
仰
鼻
。
〔
集

韻
〕
軋
‘
駈

jL
‘
仰
鼻
。
〔
王
沈
‘
秤
時
論
〕
鼻
膠
創

而
刺
レ
天
。
國
鼻
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
軋
‘
鼻
兒
。

日
ゲ
ヴ

口
ヶ
ヴ

【

IL
】岬月ァッエチ
國

〔
集
韻
〕
悦
弔
切
唖

〔
集
韻
〕
詰
弔
切
画
[
-

〔
集
韻
〕
牛
救
切
醐
9闊

〔
集
韻
〕
乙
髭
切

＇昌

窟
】
〗
鼻（
1
2
-
4
8
4
9
8
)

の
俗
字
。
〔
字
鑑
〕

ビ

昇
‘
鼻
俗
字
。

【
鼻
】
〗
ビ
鼻
（
1
2
-
4
8
4
9
8
)

に
同
じ

噸

「

く

。

烈

し

く

。

【
鼻
青
瞼
腫
】
68

p
i
 1
 c
h
'
i
n
g
'
l
i
e
n
'
c
h
u
n
g
'

ひ
ど

【
格
レ
鼻
灸
―
―
眉
頭
―
】

6
9宕
勾
~
炉
”
病
氣
の
治
療
を
す

る
こ
と
。
〔
晉
書
‘
郭
舒
博
〕
（
王
）
敦
日
、
平
子
以
―
―
卿
病
▽

狂
、
故
格
レ
鼻
灸
―
―
眉
頭
五
奮
疾
復
預
耶
。

13671 
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冨

】

蜘

軌
(
1
2
-
4
8
5
0
3
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
腐
、
同
ふ
訊
°

キ
ヴ

小

O
は
な
が
つ
ま
る
。
か
ぜ
を
ひ
い
て

h
 

畠
TI

豪
は
な
が
ふ
さ
か
る
。
〔
説
文
〕
軌
‘
病
レ

寒
鼻
窒
也
‘
炊
レ
鼻
九
臀
゜
〔
繹
名
、
秤
疾
病
〕
鼻
塞

日
レ
軌
‘
軌
、
久
也
‘
沸
久
不
紐
迪
‘
遂
至
二
窒
塞
一
也
。

〔
呂
覧
‘
虚
散
〕
鬱
‘
云
云
‘
虞
レ
鼻
則
為
レ
軌
為
レ
窒
゜

〔
注
〕
軌
‘
謙
鼻
。

O
は
な
み
づ
が
で
る
。
〔
素
問
‘

金
厘
慎
言
論
〕
春
不
ふ
聾
哄
〔
注
〕
軌
‘
謂
―
―
鼻
中

水
出
盃
参
ほ
ほ
ば
ね
。
額
(
1
2ー

4
3
4
9
2
)
に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
軌
‘
段
借
為
レ
頷
。
〔
素
問
‘
氣

府
論
〕
軌
骨
下
各
一
。
〔
注
〕
軌
‘
頑
也
、
頑
‘
面
顧

也
。
働
或
は
歓
(
1
2
-
4
8
5
0
8
)

散
(
1
2
-
4
8
5
1
3
)
 

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
軌
‘
或
作
レ
散
。
〔
校
正
〕
案
‘
歓

調
レ
齢
。

【
軌
欽
]
1

位
鼻
が
つ
ま
つ
て
‘
せ
き
が
出
る
。
〔
論
衡
‘

自
紀
〕
猶
T

和
紳
仙
之
薬
百
以
治
・
軌
欽
Lo

【
軌
窒
】
2

□
鼻
が
ふ
さ
が
つ
て
つ
ま
る
。
鼻
窒
゜
〔
淮

南
子
、
時
則
訓
〕
冬
蔵
映
敗
、
民
多
―
―
軌
窒
↓
〔
注
〕
火
金
相

干
、
故
民
軌
窒
、
鼻
不
二
通
利
一
也
。

【
軌
咆
]
3

仕
鼻
が
つ
ま
つ
て
む
せ
ぶ
。
傷
風
。
〔
謄
‘

月
令
〕
季
秋
行
-
1

夏
令
盃
副
其
國
大
水
、
冬
蔽
残
敗
、
民

多
飢
慮
〔
柳
宗
元
、
時
令
論
上
〕
大
疾
風
欽
‘
軌
咆
珪

寒
‘
所
痕
之
疾
゜

国

】

蜘

キ
ヴ
〔
集
韻
〕
渠
尤
切
田
{

ノ

グ

V
一又

ch'iu'

〇
あ
ふ
む
き
ば
な
。
〔
集
韻
〕
糾
‘
鼻
仰
也
。

O

机
(
1
2
|
 4
8
5
0
0
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
糾
‘
俗
飢

字
。 冨
3
年

ヶ
ヴ
〔
集
韻
〕
丘
召
切
緬
〗

鼻

部

〔
―
一
ー
五
驚
〕

盲

】

蜘
ヽ
一

>
＋
_
＇
 

畠
lT

蔽

□

戸

[

□
ク

riワイ

〔
集
韻
〕
呼
回
切

集
韻
〕
五
忽
切

固囲

日
口
い
ぴ
き
。
ね
い
き
。
〔
説
文
〕
願

臥
息
也
、
炊
レ
鼻
千
瞥
‘
讀
若
レ
汗
゜
〔
集

韻
〕
術
、
英
人
謂
二
鼻
臀
否
〖
レ
軒
゜

【
射
睡
]

l

"
し
い
ぴ
き
を
か
い
て
ね
む
る
。
〔
程
史
‘
徐
絃

入
聘
〕
王
師
征
包
茅
於
李
燈
五
徐
騎
省
絃
将
レ
命
、
請
レ

緩
レ
師
‘
其
言
累
―
―
敷
千
~
上
述
茫
之
日
、
江
南
亦
何
罪
‘
但

天
下
一
家
‘
臥
椙
之
側
‘
登
容
屈
呼
八
軒
睡
1

耶
゜
〔
唐
彦

謙
‘
宿
臼
家
詩
〕
仔
車
息
茅
窟
安
寝
正
尉
睡
゜

【
尉
磐
】
2

杞
い
ぴ
き
の
こ
ゑ
。
い
ぴ
き
。
軒
贅
如
レ
雷

を
見
よ
。

〖
軒
臀
如
レ
雷
〗
3

花
バ
カ
ト
／
い
ぴ
き
の
瞥
が
雷
の
や

う
に
裔
く
大
き
い
こ
と
。
〔
近
古
史
談
、
翌
篇
、
上
杉
景

勝
〕
黄
門
上
杉
景
勝
、
豪
邁
而
騰
大
‘
其
臨
レ
陣
、
前
隊
既

交
レ
戦
‘
矢
丸
雨
下
‘
呼
贅
震
1

一
天
地
一
而
景
勝
身
尚
臥
二

幕
中
盃
町
臀
如
レ
雷
゜

【
術
息
】
4

だ
い
ぴ
き
。
〔
苑
成
大
、
不
レ
昧
詩
〕
睡
仙
吾

所
レ
慕
‘
行
歩
亦
術
息
。
〔
朱
窯
、
酬
,
,
判
院
丈
喜
晴
之
句
1

詩
〕
客
枕
終
難
レ
穏
‘
蹄
来
軒
息
深
。
〔
高
啓
‘
詩
〕
濤
臀
時

吼
若
孵
息
五
野
老
驚
起
山
僧
疑
。
「
じ
。
駒
睡
゜

[
術
眠
】
5

乃
い
ぴ
き
を
か
い
て
ね
む
る
。
軒
睡
に
同

【
軒
雷
】
6

”
し
お
ほ
い
ぴ
き
。
雷
の
や
う
な
い
ぴ
き
。

〔
黄
庭
堅
‘
題
―
―
東
坂
字
後
―
〕
爛
酔
不
石
町
謝
―
而
就
レ
臥
‘

鼻
術
如
レ
雷
゜

[
射
駒
老
人
]
7

詑
匁

の
0
の
琥
゜

清
‘
李
棟
(
6ー

1
4
4
5
9
:
 6
3
 

冨

】

年

日竺
口
ヵ
ン

〔
集
韻
〕
虚
干
切rコ

〔
集
韻
〕
侯
肝
切

冒
●
i

――

戸騒厨

は
な
い
き
の
お
と
。
ね
い
き
。
〔
字
彙
〕
級
‘
鼻

息
磐
゜

【
級
軟
]
1

が
77

は
な
い
き
。
〔
王
延
壽
、
王
孫
賦
〕
鼻
鮭

駒
以
級
款
‘
耳
幸
役
以
嘆
知
。
〔
章
樵
注
〕
鮭
・
絢
・
級
・

躾
‘
皆
息
臀
゜

冨

】

蜘

[977

〔
字
彙
〕
許
及
切
園
i

は
な
ぢ
。
通
じ
て
紐
(
1
0
|
 3
3
9
7
3
)

に
作
る
。
〔
字

彙
〕
紐
‘
鼻
出
レ
血
、
通
作
レ
紐
゜

lo

ヂ
ク
〔
字
彙
〕
尼
六
切
圏

万
U
nu• ，
 

冨

】

485

ニ
ク

万
一
又

n
i
u
4

＇且

霰

】

螂

謳
レ
散
。

軌
(
1
2
|
 
4
8
5
0
3
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
軌
‘
或
作
レ
散
。
〔
校
正
〕
案
‘
畝

キ
ヴ

馳
(
1
2
-
4
8
5
1
0
)

の
翠
字
。
〔
字

祠
】
郷
ヂ
ク
彙
〕
靭
‘
紐
字
之
認

巳
●
あ
ふ
む
き
ば
な
。
〔
集
韻
〕
飢
‘
一
曰
‘
鼻
仰

也。

O
獣
が
鼻
で
物
を
う
こ
か
す
。
〔
集
韻
〕
飢
‘
獣

似
鼻
揺
レ
物
。

O
或
は
脆
(
1
2
-
4
8
5
2
3
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
飢
‘
或
八
レ
危
゜
⑩
軋
(
1
2
ー

4
8
5
0
0
)

の
俗

字
。
〔
正
字
通
〕
飢
‘
俗
胤
字
。
口
家
が
土
を
掘
る
。

琢
(
1
0
ー

3
3
0
6
7
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
琢
‘
琢
賠
｛
レ
土

也
‘
或
作
レ
飢
゜

糾

軌

腐

紆

飢

靭

畝

嫌

紐

級

樽

散

款

射

甑

貼

輯
鮎
は
‘
鼻
が
垂
れ
る
。
〔
集
韻
〕
鮎
、
輯
貼
‘
鼻

垂。 窮】吋
テ
ン

〔
集
韻
〕
丁
兼
切
輯
坤

ロロ
0
鼻
で
物
を
う
こ
か
す
。
〔
張
協
‘
七
命
〕

甑
レ
林
豆
石
、
相
―
―
践
幽
叢
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
甑
‘
以
レ

鼻
揺
動
也
。

O
獣
が
鼻
で
地
を
掘
る
。
〔
字
槃
〕

甑
家
楓
地
也
。
参
あ
ふ
む
き
ば
な
。
〔
字
彙
〕

甑
仰
鼻
。
⑲
飢
(
1
2
|
 4
8
5
0
6
)

の
調
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
甑
‘
飢
字
之
謳
°

国

】

蜘

ロロ
ゲク：ゴゴ
ワチッ

〔
字
彙
〕
五
寡
切

〔
字
彙
〕
五
忽
切

圃囲

,i編
冨

】

年

ギ

創
(
2
-
2
2
4
9
)

の
謡
字
。
〔
正
字

通
〕
射
‘
創
字
之
謡
。

霰

】

岬

檄
(
1
2ー

4
8
5
3
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
軟
‘
或
作
レ
軟
゜

カ，
7

霰

】

5

キ
ウ
＂
〕
（

tIL、
し
パ
□
゜
の
ロ
ニ
[

畝
識
レ
散
。

猪
が
物
を
食
ふ
。
〔
字
彙
〕
橡
‘
猪
食
。

冨
品
ク
，
ワ
イ
〔
字
彙
〕
呼
回
切
胴

1
0
七
六

13672 
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鼻

部

〔
五
ー
|
八
驚
〕

駈

駒

鞄

級

軽

脆

謄

埠

軽

鮭

船

肺

親

鵜

騨

殷

款

緬

棘

腱

1
0
七
七

曰
〇
駒
船
は
‘
は
な
い
き
。
〔
集
韻
〕
駒
輌
船
‘
鼻
一
【
齢
芦

息
。

O
園
甚
だ
。
い
た
く
。
口
か
ぎ
ば
な
。
〔
集
韻
〕

駒
、
折
鼻
。

【
駒
船
】
1

競
い
ぴ
き
の
こ
ゑ
゜
〔
皮
日
休
‘
背
蓬
詩
〕
深

擁
覚
無
言
‘
空
成
睡
駒
船
。

【
駒
術
】
2

hou1 
h
a
n
―
い
ぴ
き
を
か
く
。

【
駒
苦
】
3

h
o
u
'
k
'
u
3

甚
だ
に
か
い
。

【
駒
駒
】
4

E

心
は
な
い
き
の
臀
の
形
容
。
い
ぴ
き
の
形

容
。
ぐ
う
ぐ
う
。
〔
蘇
献
‘
獣
陽
晦
夫
悪
1

一
琴
枕
―
詩
〕
孤
鷺

別
鶴
誰
復
聞
、
鼻
息
駒
駒
自
成
レ
曲
。
〔
苑
成
大
、
戯
詠
―
―

紫
帽
詩
〕
不
レ
解
兵
前
裳
箭
竪
「
解
令
醜
枕
睡
駒
駒
。

〔
柳
貫
‘
輿
1

一
用
章
・
戴
生
一
同
度
1

一
淡
竹
嶺
一
夜
宿
―
―
山
家
―

詩
〕
莫
投
二
山
館
―
睡
駒
駒
、
雨
撼
1

盃
醤
竺
燈
呪
呪
゜
〔
砕

季
宣
‘
詩
〕
欝
来
柄
被
蓋
レ
頭
坐
‘
従
-
1

他
鼻
息
―
鳴
駒

紬゚〖駒
駒
地
]
5h
o
u
1
 
h
o
u
'
t
e

ぐ
う
ぐ
う
睡
る
さ
ま
。

〔
水
滸
傭
‘
四
回
〕
撲
地
便
倒
了
‘
駒
駒
地
睡
了
。

【
駒
酸
】
6

h
o
u
'
s
u
a
n
1

非
常
に
す
っ
ぱ
い

【
駒
臭
】
7

h
o
u
'
c
h
'
o
u
'

悪
臭
を
放
つ
。
甚
だ
く
さ
い
。

【
駒
熟
]
8

な
デ
い
ぴ
き
を
か
い
て
わ
む
る
。
軒
睡
(
1
2

-
4
8
5
0
5
 :
 1
)

に
同
じ
。
〔
張
雨
‘
紳
光
棲
輿
,
,
鄭
明
徳
一

聯
句
詩
〕
椅
レ
噛
童
駒
熟
‘
覆
レ
杯
酒
腸
届
゜

【
紬
丘
睡
】
，
ば
い
ぴ
き
を
か
い
て
眠
る
こ
と
。
軒
睡
゜
〔
栗

善
録
、
下
〕
文
穎
赴
え
目
江
陵
工
云
云
‘
既
而
駒
睡
゜
〔
方
岳
‘

次
韻
程
弟
詩
〕
午
窓
一
枕
駒
駒
睡
‘
世
上
何
人
最
得
レ

亡
o

[
駒
胆
】
10

h
o
u
'
h
s
i
n
g
'

甚
だ
な
ま
ぐ
さ
い
。

[
駒
喘
】
11

hou1 
c
h
'
u
a
n
3

病
名
。
ぜ
ん
そ
く
。

は
な
い
き
の
お
と
。
〔
字
彙
〕
鮭
‘
鼻
息
臀
゜

【
鮭
駒
]
1

誘
ィ
は
な
い
き
の
臀
。
〔
王
延
壽
‘
王
孫
賦
〕

鼻
鮭
駒
以
級
款
‘
耳
車
役
以
適
知
。
〔
章
樵
注
〕
鮭
・
駒
・

級
・
款
‘
皆
息
臀
゜

【
鮭
】
亨

ク
ヴ
ィ

〔
字
彙
〕
枯
回
切
駒

冨こ亨

魏
(
1
2
-
4
8
5
2
5
)

の
本
字
。
〔
字

彙
補
〕
軽
‘
魏
本
字
。

テ
イ

貧】年

麓
(
1
2
1
 48
5
5
6
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
魏
、
同
レ
轄
。

テ
イ

冨
母
コで

ッ

脆
(
1
2
|
 4
8
5
2
3
)

に
同
じ
。
〔
篇

海
類
編
〕
鰭
‘
同
レ
脆
゜

冨]年

飢
(
1
2
1
 48
5
0
6
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飢
‘
或
炊
レ
危
゜

ゴ
ッ

＇且
ク
ッ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
蛭
‘
＿
音
掘
゜

コヴ

r又
hou'

ク
日凡

〔

集

韻

〕

苦

故

切

選

冨
忌

冨
】
蜘
ヒ
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
馘
音
讐

国】応
駈
胤
は
‘
あ
ふ
む
き
ば
な
。
〔
集
韻
〕
駈
‘
斬
軋
‘
仰

鼻。

も
が
さ
。
に
き
び
。
飽
(
8
-
2
2
8
4
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
飽
‘
説
文
‘
面
生
レ
代
也
‘
亦
作
レ
鞄
゜

キ
ヴ
ク

〔
集
韻
〕
丘
救
切

覧

【
鞄
】
蜘

ハ
ヴ
〔
集
韻
〕
皮
教
切ヽ

ヘ

ヴ

勺

名

[戚

せ
ま
る
さ
ま
。
〔
字
槃
〕
解
‘
薄
貌
゜

冨

】

亨

17
バ
〔
字
彙
〕
土
含
免
暦

曰
は
な
し
る
。
涌
(
6
|
1
7
5
4
3
)

に
同
じ
。
〔
集
部
〕

沿
説
文
‘
鼻
液
也
‘
或
作
レ
鵜
。
口
は
な
し
る
。

〔
集
韻
〕
鵜
‘
悌
也
。
国
は
な
を
か
む
。
は
な
し
る
を

去
る
。
梯
(
5
-
1
2
0
9
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
梯
‘
去
レ

悌
也
‘
或
八
レ
鼻
。

【
鵜
】
蜘

回□日
タテキタテ
イイ イイ

〔
集
韻
〕
土
種
切

〔
集
韻
〕
許
几
切

〔
集
韻
〕
他
計
切

腟面園

〔
集
韻
〕
許
几
切
餌

T
 
I
 

h
s
i
'
 

口
キ
〔
集
韻
〕
許
登
切
濶

Elo
い
き
。
又
‘
い
び
き
°
ね
い
き
。
〔
集
韻
〕

絲
‘
息
也
‘
一
曰
‘
臥
息
臀
。
●
は
な
を
か
む
。
悌

を
去
る
。
〔
集
韻
〕
絲
‘
一
日
、
去
レ

iio
□
ね
い

き
°
〔
集
韻
〕
鵜
‘
臥
息
。

冨

】

虹

日
キ

絲
(
1
2
-
4
8
5
3
0
)

に
同
じ
。
〔
韻
學

冨
】
曇
キ
集
成
〕
鵜
‘
或
作
籍
。

IIIi―― 

日
□
船
駒
は
、
は
な
い
き
。
或
は
欺(
1
2
~
4
8
5
3

4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
飴
、
船
駒
、
鼻
息
‘
或
炊
レ
央
。

【
船
】
亨

□ 日
ヶ，力，コ，力，
7 7 7 7 

〔
集
韻
〕
迄
治
切

〔
集
韻
〕
呼
合
切

面国

'□― 

冨

】

岬

喧
(
2
|
4
4
9
3
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵
手

鑑
〕
髄
、
同
レ
喧
。

テ
イ

〔
集
韻
〕
許
介
切
写
〗

T
[
 hsi• 

呂
ワ
イ
〔
集
韻
〕
呼
怪
切
囲

国

キ

〔

集

韻

〕

虚

器

切

閣

固
[
[
〔
集
韻
〕
莫
八
切
闘

カ
ッ

国

〔

集

韻

〕

呼

八

切

顆

『

カ
チ

凰
〔
集
韻
〕
讃
鬼
切
濶
〗

国

キ

〔

集

韻

〕

紆

貴

切

困

‘
、
小
□
口
国
同
国
l

因
田
0
ね
い
き
。
い
ぴ

f
 

鼻
豪
き
。
〔
説
文
〕
鰊
臥
息
也
‘
炊
レ
鼻
東

瞥
゜
〔
爾
雅
‘
秤
詰
〕
鰊
‘
息
也
。

O
或
は
屑
(
4
-
7
6

83)• 

晦
(
2
ー

3
7
0
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘
或
作
11

届
．
晦
↓

籍
]
〗 巳

ヵ
ィ

＇昌

【

緬

]

亨

鼻
を
し
か
め
る
。
〔
字
彙
〕
駈
‘
顧
レ
鼻
。

キ
ク

〔
字
彙
〕
許
六
切

圏

船
(
1
2
-
4
8
5
2
8
)
•

歓
(
1
2
ー

4
8
5
1

冨]虹

4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
鋏
或
八
レ
合
‘

炊
レ
欠
。
〔
字
彙
〕
軟
‘
同
レ
飴
゜

カ，
7

貸

】

蜘

シ
ン

孵
(
1
2
|

4
器
5
1
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
孵
‘
或
作
レ
較
゜
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喜

小

か

ぐ

。

嗅

(
2
-
4
0
4
8
)
に
同
じ
。
〔
説

豪
文
〕
躾
‘
目
レ
鼻
就
レ
臭
也
‘
炊
―
―
鼻
臭
一

畠
F

臭
亦
臀
‘
讀
若
二
薯
牲
之
啓
↓
〔
字
彙
〕
躾
‘
俗
作
レ

嗅
゜
〔
漢
書
‘
絞
博
上
〕
不
レ
雙
騒
君
之
餌
↓
〔
注
〕

師
古
日
‘
躾
‘
古
嗅
字
也
。

冨

】

蜘

万

〔
集
韻
〕
許
救
切
固
互`

 

T
一又

h
s
i
u
4

冨

】

年

雑
貼
は
‘
鼻
が
た
れ
る
。
〔
集
韻
〕
腫
‘
棘
鮎
、
鼻

垂゚

レ
ン

〔
集
韻
〕
勒
兼
切

履

III且

【

味

呻

】

蜘

サ

雑
(
1
2
-
4
8
5
4
7
)
に
同
じ

窮
】
[

睫
(
1
2
-
4
8
5
3
7
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
補
〕
締
‘
呉
レ
腱
同
。

テ
イ

日
ね
い
き
。
〔
集
韻
〕
賑
‘
臥
息
。
口
は
な
ば
し
ら
。

額
(
1
2
-
4
3
4
4
7
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
頗
‘
説
文
‘
鼻

葉
也
‘
或
作
レ
謁
゜
〔
史
記
‘
禁
澤
博
〕
魃
顔
盛
艇
、

膝
攣
゜
雷塁
口日
アアカカ
チッチッ

集
韻
〕
阿
葛
切

集
韻
〕
許
葛
切

園甚

【
編
】
〗
ヘ
ン

直
(
2
-
2
6
8
9
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

編
薄
貌
‘
正
作
饂
゜

鼻

部

〔
九
ー
＋
五
書
〕

あ
か
ば
な
。
ざ
く
ろ
ば
な
。
鼓
(
8
-
2
2
9
0
3
)
に

同
じ
。
〔
集
韻
〕
戯
‘
鼻
上
飽
‘
或
炊
レ
鼻
。

【
馳
奴
】
と
南
朝
宋
の
孝
武
帝
を
罵
つ
て
い
ふ
。
〔
南

冨

】

蜘

パ

ヤ

集
韻
〕
荘
加
切
出

Y

貨直

日冒――

冨
5】
〗
ヲ
ウ
"
』
i
]い
贔
戸
。
同
じ
。
〔
篇

は
な
づ
ま
り
。
鼻
の
ふ
さ
が
る
病
。
〔
集
韻
〕
馳
‘

婢
倉
‘
鼻
病
也
。
〔
字
彙
〕
籠
‘
鼻
塞
日
レ
籠
°

【
罷
鼻
】
1
n
'
，
鼻
の
病
。
は
な
た
け
。
〔
婢
蒼
〕
龍
‘
鼻
病

也
。
〔
十
六
國
春
秋
、
後
趙
録
〕
王
誤
龍
鼻
‘
言
不
1

一
消
暢
↓

〔
幽
明
録
〕
桓
司
空
有
,
,
参
軍
涵
空
覇
鵠
語
云
遂
無
レ
所
レ

不
レ
名
、
賞
ー
大
會
入
ロ
レ
炊
1

一
座
人
語
「
有
,
,
一
人
罷
鼻
語

難
＂
學
、
因
以
レ
頭
納
苓
杢
中
砿
ぷ
焉
。

恩
545

ヲ
ヴ
〔
集
韻
〕
烏
貢
団
塗

[
自
界
】

48

ヲ

X
L

weng• 

冦

】

蜘

か
ぐ
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
軌
‘
以
レ
鼻
取
レ
氣
也
。

キ
ヴ
ク

〔
嬰
四
手
鑑
〕
宥

許
救
切

幅
由
會
意
形
瞥
。
鼻
と
臭
と
の
合
字
。
鼻
を
つ
け
て
臭

（
に
ほ
ひ
）
を
か
ぐ
、
故
に
二
字
を
合
は
せ
て
‘
か
ぐ
意

を
表
は
す
。
臭
は
亦
昔
符
。
字
解
を
見
よ
。

【
躾
金
】
1

H

パ
金
の
臭
を
か
ぐ
。
〔
異
物
志
〕
狼
脱
民
夜

市
、
以
レ
鼻
躾
レ
金
、
知
―
―
其
好
悪
↓
〔
皇
甫
松
、
大
隠
賦
〕

世
事
紛
紛
‘
生
涯
促
促
、
亦
何
為
1

一
乎
躾
金
「
亦
何
為
1

一乎

泣
玉
一

籍]亨
シ
ン

孵
(
1
2
|
 
4
8
5
5
1
)
の
俗
字
。
〔
字

彙
〕
幡
、
同
レ
鞘
‘
俗
字
。

冨

】

郷

高
い
鼻
。
或
は
較
(
1
2
-

4
8
5
3
3
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
孵
、
高
鼻
‘
謂
―
―
之
諧
盃
芹
爪
レ
受
。

シ
ン

〔
集
韻
〕
杏
林
切

願

冨[]岬

躾
(
1
2
|
 
4
8
5
4
3
)
に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
饒
、
同
レ
躾
゜

キ
ヴ ＇

〖
直

冨

】

蜘

膠
制
は
、
あ
ふ
む
き
ば
な
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鰐
‘

膠
糾
鼻
仰
兒
。
〔
晉
書
、
王
沈
博
‘
繹
時
論
〕
眼

岡
隠
而
遠
視
‘
鼻
膠
糾
而
剣
レ
天
。

レ，ウ

集
韻
〕
力
弔
切

董

は
な
い
き
。
〔
集
韻
〕
綽
‘
鼻
臀
。

【
絆
】
蜘

ソ
ッ
ソ
チ

集
韻
〕
蘇
骨
切
同
i

史
、
宋
前
磨
帝
紀
〕
乃
縦
糞
於
陵
騨
罵
孝
武
蓋
為
"

髄
奴
一

【
髄
鼻
】
2

5

鼻
上
の
疾
。
俗
に
は
な
た
け
と
い
ふ
。
〔
魏

書
、
王
慧
龍
博
〕
王
氏
世
幡
鼻
‘
江
東
謂
―
―
之
雑
王
↓

【
誠
王
】
3

炉
ざ
く
ろ
ば
な
の
王
氏
の
義
。
〔
魏
書
、
王

慧
龍
博
〕
王
氏
世
艤
鼻
‘
江
東
謂
二
之
軸
王
↓
慧
龍
鼻
大
、

浩
曰
‘
興
貴
種
矢
゜

編

謁

緒

髄

臆

躾

軌

罷

翡

髄

綽

聴

槻

幅

闘

翰

饒

艤

襲

は
な
ひ
る
。
く
さ
め
す
る
。
魏
（
1
2
-
4
8
5
2
5
)
・
軽

(
1
2
-
4
8
5
2
6
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蛭
‘
鼻
疾
、
太

玄
‘
決
11

其
聾
軽
盆
戎
作
レ
轄
‘
亦
書
作
レ
魏
゜

冦

】

亨

〔
集
韻
〕
丁
計
切
国
i

テ
イ
タ
イ

,胃-

冨

】

年

ク

ワ

イ

[
5
:
＂且
0
同
じ
。
〔
篇

□
口
病
名
。
鼻
汁
の
多
く
出
る
病
。
〔
集
韻
〕
闊
‘

鼻
病
、
多
レ
涌
゜

【
膿
鼻
子
】
1

nung2 
p
i
 2
 tz
i
l
 

汁
の
出
る
こ
と
。

は
な
か
ぜ
。
か
ぜ
で
鼻

【艤】螂
ロロ
ヌド，ヌド

＇ ゥ ゥ

〔
集
韻
〕
奴
冬
切
ぽ
〗

／
 

万
X
L

nung' 

集
韻
〕
奴
凍
切
苺
幽

日

0
ぁ
へ
ぎ
。
い
き
ぎ
れ
。
〔
玉
篇
〕
翰
‘
喘
息
。

●
ね
い
き
°
〔
集
韻
〕
翰
‘
臥
息
。
口
国
は
な
い
き
。

〔
集
韻
〕
籠
‘
鼻
息
。
囲
ね
い
き
。
〔
集
韻
〕
帷
‘
臥
息

瞥゚

〔
集
韻
〕
烏
怪
切
囲

ワ
イ
ヱ
ロワ

イ
〔
集
韻
〕
烏
外
切
圏

ヱロワ
イ
〔
集
韻
〕
呼
外
切
寒

籍】
553侶

ヶ
同

〔
集
韻
〕
火
夫
切
国

ク
ワ
イ

ヶ
固

,ロ-
1
0
七
八
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ま し、

ザ国セザ国セザ日セ 齊
る
委

＇ 
岱さゼサ

＇ 
ぶtゎ ヤ'i,キレI 

〇

0 ま0 ンン
イイイイイイ ,-、 ま。け ク

万 廣 ~ 贔~ 集~集 r集—-、 尤‘ 写彙 る -韻
F oヽ 集韻韻韻 韻 部 '-'饒、 ~ 鋤咸

‘才‘在 前ヽ 』. -糎集韻 -狼
り切詣幡く西 鼻高 切

,ヽ ~ 閤一ヽ 切一9切

角圏圏詮月 鬼國
貌° 別鼻 鴎r-、

集 ，， 

韻 臭'-、

具

い

〔

集

韻

〕

子

計

切

疇

国
｀
ン
〔
集
韻
〕
津
浪
切
図

P-
tzu' 

因
サ
イ
〔
集
韻
〕
荘
皆
切
回
〗

出
万

c
h
a
i
'

見

〔

集

韻

〕

オ

資

切

図

囚
セ
ン
〔
集
韻
〕
子
漫
切
歯

小
日
0
そ
ろ
ふ
。
穀
物
の
穂
が
出
そ
ろ

會
豪
ふ
。
も
と
角
(
1
|
2
8
3
)

に
作
る
。
〔
中
華

大
字
典
〕
齊
、
本
作
レ
角
。
〔
説
文
〕
角
‘
禾
唆
吐
レ
穂

上
平
也
‘
象
形
。
●
ひ
と
し
い
。
ひ
と
し
く
す
る
。

〔
集
韻
〕
齊
、
一
日
、
等
也
。
〔
荘
子
、
漁
父
〕
以
化
1

一於

齊
民
↓
〔
秤
文
〕
齊
、
等
也
。
〔
淮
南
子
、
精
紳
訓
〕
齊
Ii

死
生
↓
〔
注
〕
齊
、
等
也
。
〇
お
な
じ
。
お
な
じ
く
す

る
。
同
一
。
〔
左
氏
、
襄
‘
二
十
二
〕
以
受
Ii

齊
盟
↓

〔
注
〕
齊
、
同
也
。
〔
左
氏
、
成
、
十
一
〕
齊
盟
所
二
以

質
＞
信
也
。
〔
注
〕
齊
、
一
心
。
〔
荀
子
、
議
兵
〕
民
齊

者
強
。
〔
注
〕
齊
‘
謂
レ
同
レ
カ
。
〔
楚
辟
、
九
歌
、
雲
中

君
〕
典
―
―
日
月
一
分
齊
レ
光
。
〔
注
〕
齊
、
同
也
。
R
と

と
の
ふ
。
と
と
の
へ
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
言
〕
齊
‘
整

也
。
〔
荀
子
、
富
國
〕
必
牌
二
脩
レ
幡
以
齊
＞
朝
。
〔
注
〕

齊
、
整
也
。
参
そ
な
は
る
。
か
け
た
所
が
な
い
。

〔
荀
子
、
王
覇
〕
四
者
齊
也
。
〔
注
〕
齊
‘
謂
レ
無
レ
所
レ

闘
也
。

O
ひ
と
し
く
。
み
な
。
お
し
な
べ
て
。
〔
史

記
、
平
準
書
〕
民
不
盃
齊
出
―
―
於
南
畝
↓
〔
注
〕
集
解

日
、
齊
、
皆
也
。

O
正
し
い
。
か
た
よ
ら
ぬ
。
中
正
。

〔
詩
、
小
雅
、
小
宛
〕
人
之
齊
聖
。
〔
博
〕
齊
、
正
也
。

〔
疏
〕
中
正
謂
レ
齊
゜
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
齊
明
而
不
レ

渇
、
聖
人
也
。
〔
注
〕
齊
‘
謂
蕪
偏
無
＞
頗
也
。

〔
淮
南
子
、
詮
言
訓
〕
平
心
定
意
‘
捉
得
二
其
齊
↓

〔
注
〕
齊
‘
得
―
―
其
適
一
也
。

O
な
か
。
ま
ん
な
か
。

中
位
。
〔
爾
雅
、
繹
地
〕
距
齊
州
以
南
↓
〔
注
〕
齊
‘

中
也
。
〔
集
韻
〕
齊
‘
一
日
、
中
也
。
〔
列
子
‘
黄
帝
〕

|_— 
霰

饒

艤

齊

部

齊

不
レ
知
斯
齊
國
幾
千
萬
里
↓
〔
注
〕
斯
‘
離
也
、
齊
‘

中
也
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
卑
ハ
レ
齊
倶
入
。
〔
郭
慶
藩
集

繹
〕
齊
、
物
之
中
央
也
。

O
つ
ら
ね
る
。
つ
ら
な

る
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
齊
,
,
靡
曼
之
色
↓
〔
注
〕

齊
‘
列
也
。
〇
わ
か
つ
。
わ
か
れ
る
。
〔
易
‘
繋
辞

上
〕
齊
―
―
小
大
屠
存
,
,乎
卦
→
〔
注
〕
齊
‘
猶
~
,
i
n

ロ
レ
耕

也。

0
か
ぎ
る
。
か
ぎ
り
。
ほ
ど
あ
ひ
。
制
限
。
〔
孔

子
家
語
、
曲
糧
子
貢
問
〕
其
亡
悪
於
齊
゜
〔
注
〕

齊
、
限
也
。
〔
晉
書
、
羊
瑶
傭
〕
無
―
―
復
齊
限
↓
〇
き

る
。
〔
儀
證
‘
既
夕
證
〕
馬
不
レ
齊
レ
尾
。
〔
注
〕
齊
、
翡

也。

O
取
る
。
〔
詩
、
小
雅
、
楚
茨
〕
既
齊
既
稜
゜

〔
箋
〕
齊
、
減
取
也
。
働
お
こ
そ
か
。
つ
つ
し
む
。

〔
正
字
通
〕
齊
‘
荘
也
。
〔
左
氏
、
文
、
二
〕
子
雖
-
1

齊

聖
不
二
先
レ
父
食
↓
〔
注
〕
齊
、
粛
也
。

O
さ
か
ん
。

は
や
い
。
す
み
や
か
。
〔
爾
雅
、
秤
言
〕
齊
‘
壮
也
。

〔
注
〕
齊
、
亦
疾
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
齊
‘
疾
也
。
〔
史

記
、
五
帝
紀
〕
幼
而
狗
齊
゜
〔
注
〕
集
解
日
、
齊
‘
速

也。

O
っ
と
め
る
。
あ
き
る
こ
と
が
な
い
。
〔
韓
非

子
‘
詭
使
〕
難
レ
禁
謂
11

之
齊
↓
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕

一
言
而
萬
民
齊
゜
〔
注
〕
齊
、
無
レ
倦
。

O
よ
い
。
〔
廣

雅
‘
秤
言
〕
齊
、
好
也
。
●
う
づ
。
旋
回
の
水
。
〔
集

韻
〕
齊
、
水
旋
而
深
入
也
。
〔
荘
子
‘
逹
生
〕
興
レ
齊

倶
入
。
〔
繹
文
〕
齋
、
回
水
如
』
g

齊
也
。

0
の
ぽ

る
。
蹟
(
1
0
ー

3
7
9
4
9
)
に
通
ず
。
〔
磯
‘
築
記
〕
地
氣

上
齊
゜
〔
注
〕
齊
‘
讀
為
レ
蹟
。

O
へ
そ
。
謄
(
9
-
2

薔
7
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
齊
、
段
借
為
レ

鵬
〔
左
氏
‘
荘
‘
六
〕
後
君
嘩
一
レ
齊
゜
〔
注
〕
若
レ
聾

腹
齊
ぶ
憚
レ
不
レ
可
レ
及
。

O
國
の
名
。
姜
姓
。
周
の

太
父
望
の
分
封
の
地
。
春
秋
の
時
、
桓
公
‘
五
覇
の

首
と
な
る
。
戦
國
の
初
‘
其
の
臣
田
氏
に
纂
は
る
。

七
雄
の
一
。
後
、
秦
に
併
合
さ
る
。
戦
國
の
時
、
山

東
省
盆
都
縣
か
ら
歴
城
、
聯
城
雨
縣
に
至
る
間
‘

北
は
河
北
省
景
、
清
諸
縣
に
至
り
、
東
南
は
海
に

至
る
地
を
有
す
。
田
齊
(
7
ー

2
1
7
2
3
:
 1
7
9
)
を
見

よ
。
〔
正
字
通
〕
齊
‘
國
名
、
武
王
封
1
1

太
公
望
地
、

至
春
秋
田
敬
仲
戸
齊
‘
其
後
田
和
纂
立
為
1
1

田
齊
公
7
層
1

一
山
東
↓
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
蘇
秦
日
、
齊

南
有
1
l

泰
山
二
東
有
―
―
瑣
邪
ご
四
有
―
―
清
河
ェ
北
有
―
―

渤
海
盃
所
謂
四
塞
之
國
也
、
地
方
二
千
餘
里
。

O

朝
代
の
名
。
④
南
朝
の
一
。
蘭
陵
の
人
‘
蒲
道
成

が
宋
の
輝
を
受
け
て
建
て
た
國
。
史
家
‘
之
を
南

齊
と
い
ふ
。
南
齊
(
2
-
2
7
5
0
:
 4
3
1
)
を
見
よ
。

〔
文
献
通
考
‘
―
帝
系
考
〕
齊
太
祗
高
皇
帝
東
海
蘭

陵
郡
人
‘
姓
蒲
名
道
成
、
以
―
―
己
未
歳
涵
含
宋
祠
一

即
皇
帝
位
ご
云
云
、
和
帝
名
賓
融
、
明
帝
第
八

子
、
以
―
―
辛
旦
嗣
立
‘
繹
於
砿
杢
遇
レ
害
、
云
云
‘

右
齊
六
帝
、
共
二
十
三
年
、
首
―
―
己
未
三
笠
辛
巳
↓

◎
北
朝
の
一
。
渤
海
の
人
、
高
洋
が
東
魏
の
祠

を
受
け
て
建
て
た
國
。
史
家
之
を
北
齊
と
い
ふ
。

北
齊
(
2
ー

2
5
7
4
:
 2
9
0
)
を
見
よ
。
〔
文
献
通
考
‘

帝
系
考
〕
北
齊
顕
祗
文
宣
皇
帝
、
渤
海
篠
人
、
姓

高
氏
、
名
洋
‘
紳
武
王
歓
之
次
子
、
以
―
―
庚
午
盃
杢

魏
祠
盆
即
皇
帝
位
二
在
位
十
年
、
云
云
、
後
主
名

緯
、
武
成
帝
長
子
、
以
1
1

乙
酉
1

嗣
立
、
在
位
十
三

年
、
丁
酉
為
1
1

周
所
ヮ
滅
。

O
譴
゜
〔
逸
周
書
‘
溢
法

解
〕
執
応
克
荘
日
レ
齊
‘
輔
軽
供
就
日
レ
齊
。
亀
蜻

(
1
0ー

3
3
7
3
2
)
に
通
ず
。
〔
爾
雅
‘
繹
品
、
嬢
籟
蜻
‘

秤
文
〕
蜻
‘
本
又
作
レ
齊
゜
＠
齋
(
1
2ー

4
8
5
7
8
)
に

通
ず
。
〔
周
證
、
天
官
、
臨
人
〕
以
1
1

五
齊
七
臨
七
藩

三
虞
｛
貫
足
。
〔
注
〕
齊
‘
帝
9
為
レ
齋
゜
R
4
-（
1
ー

2

7
3
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
竺
‘
或
作
レ
齊
゜
鬱
ー
百
六

韻
の
＿
。
上
平
第
八
。

O
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
‘

以
レ
國
為
レ
氏
〕
齊
、
有
J

一
、
太
公
之
後
以
レ
國
為
レ

氏
‘
衛
大
夫
齊
子
之
後
以
レ
字
為
丘
氏
。
口
う
や
う

5
 
7
 
6
 

や
し
い
さ
ま
。
つ
つ
し
む
さ
ま
。
齊
齊
゜
〔
集
韻
〕

齊
‘
齊
齊
‘
恭
慇
兒
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
廟
中
齊
齊
。
国

13

|
 

0
七
九



(48560・・ 1)一 (48560・・22) 

齊

部

齊

|— 

●
和
す
る
。
あ
ん
ば
い
す
る
。
飲
食
の
味
を
加
減
作
る
。
〔
幡
‘
祭
統
、
是
故
天
子
親
耕
二
於
南
郊
百
以
【
齋
右
】

3

位[
0
周
官
の
名
。
夏
官
の
陽
。
玉
路
•
金
寧
四
年
）
七
月
甲
戌
‘
帝
輿
二
學
士
親
王
五
竺
齊
雲
悽
一

す
る
。
〔
集
韻
〕
齊
和
也
。
〔
證
、
少
儀
〕
凡
齋
、
執
レ
共
二
齊
盛
ぶ
止
〕
齊
‘
或
為
レ
莱
。
因
●
も
の
い
み
。
路
を
掌
る
。
〔
周
幡
‘
夏
官
‘
齊
右
〕
掌
―
―
―
祭
祀
・
會
同
・
賓
西
望
長
安
一
令
血
李
工
叩
御
製
菩
薩
髪
詞
言
王
黒
僧
‘

客
前
―
―
齊
車
↓
〇
春
秋
の
地
名
。
病
の
西
邑
の
高
唐
を
黄
州
新
建
小
竹
棲
記
〕
齊
雲
・
落
星
、
高
則
高
芙
°

い
ふ
。
〔
孟
子
、
告
子
下
〕
縣
駒
虞
―
於
高
唐
↓
而
齊
右
善
[
齊
映
]
1
3

げ
唐
の
人
o

絞
の
弟
o

ご
に
映
に
作
る
o

盆

之
以
レ
右
‘
居
之
於
左
二
注
〕
齊
、
謂
下
食
羹
醤
齋
(
1
2
|
 4
8
5
6
5
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
齋
‘
説
文
、
戒

飲
‘
有
責
和
畜
他
。
〔
疏
〕
凡
齊
者
‘
謂
1

一
以
臨
i

潔
也
‘
隷
作
レ
齋
゜
〔
正
字
通
〕
齊
‘
卑
ハ
レ
齋
同
。
〔
論
歌
。
国
〕
高
唐
‘
齊
西
邑
‘
縣
駒
虐
レ
之
‘
故
口
齊
右
善
は
忠
。
雅
正
に
し
て
學
を
好
み
、
山
水
鵞
に
巧
。
進
士

梅
齋
和
之
法
↓

0
ま
す
。
〔
左
氏
、
昭
‘
二
十
〕
宰
夫
語
、
郷
鴬
〕
齊
必
髪
レ
食
。

O
と
と
の
ふ
。
つ
つ
し
歌
↓
〔
顔
延
之
、
右
光
緑
大
夫
西
平
靖
侯
顔
府
君
家
博
に
學
げ
ら
れ
、
博
學
弘
詞
に
及
第
す
。
河
南
府
参
軍
事

知
之
齋
レ
之
以
レ
味
。
〔
注
〕
齊
‘
益
也
。
参
多
少
の
む
。
〔
褪
‘
祭
統
〕
及
レ
時
将
レ
祭
、
君
子
乃
齋
‘
齋
之
銘
〕
刑
主
炉
齊
右
↓
政
限
ふ
忌
翌
〔
朱
窯
‘
擬
古
詩
〕
妖
歌
を
授
け
ら
れ
‘
徳
宗
奉
天
に
幸
す
る
や
御
史
中
丞
を
授

貸
言
‘
齊
也
、
齊
示
＇
齊
ー
以
致
レ
齊
者
也
。
〔
詩
‘
掩
二
齊
空
緩
舞
傾
陽
阿

f

け
ら
る
。
貞
元
中
、
中
書
侍
郎
に
累
官
し
、
封
は
河
間
縣

〇
宵
優
】
4

打
齊
國
の
女
架
。
〔
史
記
‘
架
書
〕
自
二
仲
尼
男
。
雀
造
・
劉
滋
と
倶
に
輔
政
す
。
吐
蕃
散
:
入
寇
し
、
帝

量
。
〔
周
磁
天
官
‘
亨
人
〕
掌
ぶ
空
鼎
錢
以
給
中

不
＞
能
下
興
―
―
齊
優
1遂
容
•
於
魯
ぃ
雖
レ
退
正
レ
架
以
誘
レ
之
を
避
け
ん
と
欲
す
。
映
入
諫
し
て
俯
伏
流
涌
し
‘
帝
感

水
火
之
齋
3

〔
注
〕
齊
、
多
少
之
量
。
R
一
定
の
ま
大
雅
、
思
齊
〕
思
レ
齊
大
任
。
〔
傭
〕
齊
、
荘
。

O
ぉ
こ

す
め
に
よ
っ
て
つ
く
っ
た
混
和
酒
゜
〔
周
譴
天
そ
か
に
敬
ふ
さ
ま
。
齊
如
(
1
2
9
)
を
見
よ
。
国
●
ひ
典
〔
陸
漉
詩
〕
局
促
常
悲
類
楚
四
遷
流
還
歎
學
―
悟
す
。
後
劾
せ
ら
れ
て
貶
さ
れ
、
桂
管
・
江
西
観
察
使
に

官
、
酒
正
〕
辮
五
齊
之
名
↓
〔
注
〕
齊
者
、
毎
レ
有
ー
と
し
い
。
〔
集
韻
〕
齊
‘
等
也
。

0
う

や

う

や

し

く

つ

齋

優

↓

歴

任

す

。

〔

唐

書

‘

一

百

五

十

〕

．

〔

藷

唐

書

‘

一

百

三

十

六

〕

。

つ
に
そ
ろ
へ
る
。
一
齊
。
【
齊
英
]
1
4

汀
宋
‘
方
来
(
6ー

1
3
6
2
0
:
 4
4
8
)
の
●
の
字
。

祭
祀
百
ぞ
度
量
節
―
―
作
之
二
0
か
ぎ
り
。
制
限
。
つ
し
む
さ
ま
。
齋
齊
゜
〔
碍
‘
玉
藻
〕
廟
中
齊
齊
゜
〔
繹
【
齊
―

]
5

賃
ひ
と
し
い
。

文
〕
齊
‘
オ
分
反
‘
賀
在
啓
反
。
参
蒋
(
9
|
3
2
2
0
8
)
 

〔
荀
子
‘
儒
炊
〕
笞
履
暴
國
一
齊
二
天
下
↓
〔
後
漢
書
、
【
齊
咲
】
15

げ
唐
の
人
。
齊
映
を
見
よ
。

班
彪
傭
〕
尚
有
元
芸
竺
多
不
↓
―
酋
二
〔
論
衡
‘
嬰
虚
〕
何
【
齊
穎
】
16

汀
ほ
さ
き
が
揃
つ
て
高
低
が
な
い
。
〔
謝

〔
列
子
‘
楊
朱
〕
百
年
壽
之
大
齋
゜
〔
注
〕
齋
‘
限
也
。

天
祐
善
偏
‘
駿
不
,
,
齊

了

也

。

荘

‘

宋

孝

武

宣

貴

妃

誅

〕

聯

附

齊

穎

‘

接

辱

均

芳

。

〇

剤
(
2
-
2
2
4
1
)
に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
齊
、
懇
剤
に
同
じ
。
〔
糧
玉
藻
‘
趨
以
采
レ
齊
‘
秤
文
〕
齊
‘
依
レ

同。

O
又
‘
晴
（
2

|
4
4
7
4
)
に
作
る
。
〔
碍
‘
祭
統
‘
君
注
作
レ
蒋
。
囚
き
る
。
そ
ろ
へ
て
き
る
。
前
(
2
|
2
0

【
齊
壼
】
6

芹
ひ
と
し
い
。
そ
ろ
ふ
。
齊
一
に
同
じ
°
〔
幡
‘
[
齊
焉
】
17

丘
パ
そ
ろ
ふ
。
整
ふ
。
〔
白
虎
通
‘
證
架
〕
行
列

熱
鸞
刀
羞
檎
、
秤
文
〕
齊
、
本
亦
作
祇
゜
R
或

11)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
前
、
説
文
‘
齊
断
也
‘
或
作
レ
細
衣
厠
民
徳
壼
‘
疏
〕
壼
、
謂
齊
登
則
萬
人
之
徳
‘
得
正
畏
進
退
得
齊
焉
↓

は
塵
(
1
2
-
4
8
5
6
9
)
に

作

る

。

〔

集

韻

〕

齊

‘

或

作

レ

齊

゜

〔

儀

龍

‘

既

夕

祠

〕

馬

不

レ

齊

レ

髪

。

〔

注

〕

翡

也

。

皆

齊

堂

不

―

―

参

差

↓

【

齊

夏

】
18

勺
古
の
架
名
。
九
夏
の
一
。
夫
人
の
祭
に

【
齊
子
】
7

芍
消
‘
毛
奇
齢
(
6ー

1
6
7
7
2
:
 2
6
4
)
の
字
。
奏
す
。
〔
周
幡
‘
春
官
、
鐘
師
〕
掌
二
金
奏
↓
凡
築
事
、
以
ニ

【
齊
雲
】
8

行
〇
棲
の
名
。
青
雲
棲
を
見
よ
。

0
山
名
。
鐘
鼓
奏
―
―
九
夏
一
王
夏
・
隷
夏
・
昭
夏
・
納
夏
・
章
夏
・
齊

童
。

O
莱
（
8
ー

2
6
9
3
2
)
に
通
ず
。
〔
集
韻
〕
莱
‘
酒
也
、
図
堕
タ
ダ
。
マ
サ
。
ム
ネ
。
ナ
リ
。
ナ
ホ
。
ト
キ
。
ヨ
シ
。
キ

璧

莱

醍

在

レ

堂

、

通

作

レ

齋

゜

國

●

和

す

る

。

調

理

ョ

°

⑦

安

徽

省

涅

縣

の

南

。

茶

の

産

地

。

＠

安

徽

省

六

安

縣

夏

・

族

夏

・

械

夏

・

驚

夏

゜

〔

庄

〕

夫

人

祭

‘

奏

二

齊

夏

t

す
る
。
又
‘
其
の
食
味
。
料
理
。
〔
集
韻
〕
齊
‘
和
也
。
蘭
由
、
も
と
内
に
作
る
。
象
形
。
禾
や
泰
な
ど
の
穂
を
出
し
の
南
。
茶
の
産
地
。
◎
安
徽
省
休
寧
縣
の
西
。
【
齊
家
】
19

勺
一
家
を
と
と
の
へ
治
め
る
。
治
家
。
〔
大

〔
周
證
、
天
官
、
食
賢
〕
八
珍
之
齊
゜
e
ま
ぜ
あ
は
て
そ
の
穂
先
の
出
揃
ふ
さ
ま
に
象
り
‘
穀
物
の
穂
の
出
〖
齊
雲
観
〗
，
へ
努
ノ
陳
の
後
主
の
時
に
、
海
上
に
現
れ
學
〕
欲
レ
齋
―
―
其
家
―
者
、
先
脩

1
l
其
身
一

揃
ふ
意
を
示
し
‘
引
伸
し
て
汎
く
、
そ
ろ
ふ
意
と
す
る
。
た
雲
に
番
え
る
高
殿
。
〔
南
史
‘
陳
後
主
紀
〕
又
采
―
-
木
[
齊
歌
】
20

勺
〇
齊
地
の
歌
を
い
ふ
。
〔
説
文
〕
謳
‘
齊

【
齊
安
】
1

乃

O
郡
名
。
④
南
齊
‘
置
く
。
湖
北
省
黄
岡
湘
州
ご
擬
―
―
造
正
寝
ご
似
至
圧
＇
渚
磯
ぶ
翌
竺
水
中
こ
既
歌
也
。
〔
段
注
〕
古
架
志
日
‘
齋
歌
日
レ
謳
‘
呉
歌
日
レ
欽
。

せ
た
製
菓
゜
齊
和
(
2
5
8
)
を
見
よ
。
〔
周
證
、
天
官
‘

縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
黄
州
府
‘
黄
岡
而
漁
人
見
下
俄
浮
―
―
於
海
上
一
起
•
齊
雲
観
芦
幽
人
歌
曰
‘
〔
李
嬌
‘
牛
詩
〕
齊
歌
初
入
レ
相
‘
燕
陣
早
横
レ
功
。

O
臀
を

序
官
、
食
瞥
‘
注
〕
食
有
ふ
空
齊
築
之
類
一
也
。
国
●

も
す
そ
。
衣
下
の
裳
。
〔
正
字
通
〕
齊
、
衣
下
之
裳
°
縣
〕
黄
岡
故
城
、
漢
祁
縣
地
、
篇
齊
謹
南
安
縣
五
叶
置
―
齋
雲
観
‘
寇
宋
無
―
―
際
畔
↓
そ
ろ
へ
て
歌
ふ
。
〔
漢
書
、
高
帝
紀
上
‘
皆
歌
謳
思
1

一東

〔
論
語
、
郷
鴬
〕
撮
レ
齊
升
レ
堂
。
〔
集
注
〕
悔
‘
衣
下
縫
齊
安
郡
祖
焉
、
北
齊
兼
置
―
―
巴
州
面
字
へ
建
五
年
、
西
陽
〖
齊
雲
舟
〗

1
0
芥
？
南
唐
の
李
景
の
造
っ
た
船
。
〔
五
蹄
平
江
〕
師
古
日
‘
謳
‘
齊
歌
也
‘
謂
二
齊
レ
臀
而
歌
面
臼
I、

也
〇
ぬ
ふ
。
ぬ
ひ
°
裳
下
の
絹
。
又
‘
齋
(
1
0
|
 3
4

大
守
周
戻
敗
齊
将
陸
賽
克
其
巴
州
是
也
、
州
尋
限
‘
代
史
‘
南
唐
李
景
世
家
〕
景
之
水
軍
多
敗
‘
長
淮
之
舟
‘
皆
齊
地
之
歌
。
〔
拾
遺
記
‘
二
、
周
〕
周
武
王
、
東
伐
レ
討
‘
夜

後
周
改
置
天
州
面
初
州
郡
倶
呪
、
開
皇
五
年
‘
置
畜
（
為
1

一
周
師
所
ワ
得
、
又
造
―
―
齊
雲
船
敦
百
艘
「
世
宗
至
―
―
楚
滋
炉
河
、
時
雲
明
如
レ
豊
、
八
百
之
族
、
皆
齊
而
歌
。

州
十
八
年
、
改
レ
縣
旦
黄
岡
縣
エ
大
業
初
‘
為
,
,
永
安
郡
州
北
紳
堰
「
齊
雲
舟
大
不
レ
能
レ
過
、
乃
開
↓
去
老
鶴
河

h
5
[齊
河
i

】21
勺
縣
名
。
金
‘
置
く
。
山
東
省
萬
城
縣
の
東

6
6
4
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
齊
‘
饒
喪
服
有
齊
衰
一

裳
下
絹
曰
レ
齊
‘
卑
ハ
レ
齋
同
。
〔
橙
‘
曲
幡
上
〕
雨
手
祖
唐
黄
州
亦
治
レ
焉
‘
今
亦
謂
―
―
之
藷
州
城
↓
◎
南
齊
‘
通
レ
之
、
遂
至
―
―
大
江
↓
南
。
黄
河
の
西
北
岸
。
津
浦
鐵
路
に
沿
ふ
。
〔
讀
史
方
輿

抵
汝
去
レ
齊
尺
゜
〔
注
〕
齊
‘
謂
孟
表
下
絹
一
也
。
〔
繹
置
く
。
廣
東
省
恩
平
縣
の
北
。
◎
南
齋
‘
置
く
。
湖
北
〖
齋
雲
社
〗

u

ぺ
[
?
宋
代
‘
蹴
毬
の
戯
會
を
い
ふ
。
〔
留
紀
要
、
山
東
、
清
南
府
〕
齊
河
縣
、
本
馬
城
縣
之
齊
河
鎮
、

文
涵
、
本
又
作
レ
齋
。

O
又
‘
齋
(
1
2
-
4
8
5
7
5
)
・

省
藷
襄
陽
府
の
境
。
◎
南
齊
‘
置
く
。
四
川
省
の
境
。
●
青
日
札
〕
宋
時
蹴
毬
之
戯
‘
名
齊
雲
社
↓
金
大
定
八
年
、
置
レ
縣
属
1

清
南
府
「
元
属
徳
州
「
明
初

縣
名
。
①
南
齋
‘
置
く
。
湖
北
省
黄
岡
縣
の
西
北
。
◎
南
〖
齊
雲
棲
〗

1
2訂
？
棲
の
名
。
●
江
蘇
省
呉
縣
治
の
子
改
二
今
屡
盆
蜘
戸
二
十
七
里
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
山
東
‘

齊
置
く
。
江
蘇
省
藷
江
寧
府
の
境
。
《
両
齊
‘
置
く
。
湖
城
の
上
に
在
っ
た
。
古
の
風
華
棲
゜
〔
白
居
易
‘
齊
雲
棲
晩
清
南
府
‘
縣
十
五
‘
齊
河
。

璽
1
2
-
4
8
5
6
9
)
に
作
る
。
〔
詩
、
小
雅
‘
甫
田
、
以
ニ

我

齊

明

げ

文

〕

齊

、

本

又

作

レ

齋

‘

又

作

レ

置

。

⑲

北

省

藷

郎

陽

府

の

境

。

望

云

云

詩

〕

齊

雲

棲

北

面

‘

半

日

位

欄

狂

〔

呉

地

記

〕

唐

【

齋

蛾

】

2
2
[
ィ
曲
の
名
。
齊
后
を
い
ふ
。
よ
く
謳
歌
し
た

き
び
。
六
未
(
8
ー

2
5
0
3
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
次
未
‘
説
【
齋
威
】
2

分
唐
の
人
。
官
は
徴
事
郎
守
四
門
博
士
。
毛
曹
恭
王
所
レ
建
‘
白
居
易
有
―
齊
雲
棲
晩
望
詩
一
今
名
1

一
飛
か
ら
歌
人
が
取
っ
て
曲
と
し
た
。
〔
陸
機
、
呉
趨
行
〕
楚

文
、
稜
也
‘
或
作
レ
齊
゜
R
或
は
莱
(
8
ー

2
6
9
3
2
)
に
詩
正
義
の
疏
義
に
典
る
。
〔
孔
穎
逹
‘
毛
詩
正
義
序
〕
。
雲
閣
↓
〇
映
西
省
華
縣
城
の
内
。
〔
藷
唐
書
‘
昭
宗
紀
〕
（
乾
妃
且
勿
レ
歎
‘
齊
蛾
且
莫
レ
謳
゜
〔
注
〕
咽
蛾
‘
齊
后
也
‘
善

〇
八
〇

13676 



(48560・ ・23) (48560・ ・58) 

謳
、
歌
人
采
以
為
佃
゜
〔
楊
師
道
‘
詠
レ
琴
詩
〕
齊
蛾
初

狽
レ
弄
‘
趙
女
正
調
レ
臀
゜

【
齋
戒
】
23

打

O
も
の
い
み
し
て
修
省
す
る
。
神
を
祭

る
時
に
飲
食
動
作
を
つ
つ
し
み
心
身
を
き
よ
め
る
こ

と
。
齋
戒
(
1
2
|
 4
8
5
6
5
 :
 9
)

に
同
じ
。
〔
礎
‘
曲
請
上
〕
齊

戒
以
告
1

一
鬼
紳
↓
〔
荘
子
、
在
宥
〕
齊
戒
以
言
レ
之
。
〔
荀
子
、

栂
論
〕
齊
戒
脩
レ
徐
゜
〔
漢
書
、
韓
信
博
〕
掃
レ
日
秤
戒
、
設
二

壇
場
—
具
レ
幡
゜
〔
淮
南
子
、
時
則
訓
〕
后
妃
齊
戒
°
●
修
め

か
へ
り
み
る
。
〔
易
‘
繋
辞
上
〕
聖
人
以
レ
此
齊
戒
、
以
紳
ニ

明
其
徳
一
夫
。
〔
注
〕
洗
レ
心
日
レ
齋
、
防
レ
患
日
レ
戒
゜
〔
疏
〕

聖
人
以
1

一
易
道
臼
齊
自
戒
‘
謂
品
杷
了
吉
凶
玉
が
戒
其

身
Lo

〔
本
義
〕
湛
然
純
一
之
謂
レ
齋
、
粛
然
警
楊
之
謂
レ
戒
。

【
齊
諧
】
24

竹
古
書
の
名
。
一
説
に
‘
齊
國
に
行
は
れ
る

諧
諧
の
書
。
又
一
説
に
‘
怪
談
を
善
く
す
る
人
の
姓
名
。

〔
荘
子
、
逍
造
遊
〕
齊
諧
者
、
ギ
炉
怪
者
也
。
〔
繹
文
〕
司
馬

及
雀
並
云
‘
人
姓
名
‘
簡
文
云
‘
書
。
〔
疏
〕
姓
齊
‘
名
諧
、
人

姓
名
也
‘
亦
言
1

一
書
名
1

也
‘
齊
國
有
―
―
此
徘
諧
之
書
1

也。

〖
齊
諧
記
〗
ぉ
廿
？
書
名
。
一
巻
。
南
朝
宋
、
東
陽
無
疑

撰
。
神
怪
の
説
を
記
す
。

〇
宵
交
]
2
6

舒
交
は
り
を
ひ
と
し
く
す
る
。
同
等
に
交

は
る
。
〔
史
記
、
虞
卿
博
〕
開
闊
通
レ
幣
‘
齋
―
―
交
韓
魏
一

【
齊
行
】
27
五

'
[
O行
を
と
と
の
へ
る
。
〔
韓
非
子
‘
外
儲
説

右
上
〕
夫
不
孟
炉
勢
以
吐
空
誅
檀
愛
之
臣
盃
皿
必
徳
厚
以

界
天
下
↓
齊
行
以
率
J

レ
名
、
是
皆
不
．
レ
墾
君
之
甕
不
レ

因
焉
之
利
こ
含
レ
車
而
下
走
者
也
。
〔
博
玄
、
祝
祗
文
〕

祗
君
自
レ
東
、
百
霊
齊
行
‘
翠
蓋
醐
翻
‘
象
輿
珊
箱
。

O

c
h
'
i
2
 
h
a
n
g
'

同

盟

罷

業

。

「

業

。

〖
齋
行
罷
市
〗28
c
h
'
i
2
 
h
a
n
g
'
p
a
'
s
h
i
h
1

同
盟
罷

【
齋
抗
】
29

許
唐
の
人
。
幹
の
孫
。
字
は
退
攀
。
盆
は
成
。

吏
事
に
開
敏
、
文
雅
有
り
。
虞
州
刺
史
よ
り
蘇
渾
二
州

観
察
使
に
歴
任
し
、
太
常
卿
に
陸
る
。
中
書
侍
郎
同
中

書
門
下
平
章
事
を
以
て
相
と
為
り
、
遠
謀
大
略
無
く
‘

心
を
用
ひ
る
こ
と
至
精
な
る
も
、
末
は
苛
刻
を
彰
は

し
、
病
を
以
て
太
子
賓
客
と
為
り
卒
す
。
〔
唐
書
、
二
日

二
十
八
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
亘
二
十
六
〕
。

【
病
衡
】
30

舒
〇
眉
と
同
じ
高
さ
に
す
る
。
〔
周
弱
、
考

工
記
‘
梓
人
‘
凡
試
梓
飲
塁
云
云
郷
衡
而
賓
不
レ
蓋
｀

梓
師
罪
レ
之
‘
注
〕
鄭
司
農
云
‘
云
云
‘
衡
‘
謂
函
来
衡
一
也
、

曲
藉
熟
君
器
齊
衡
゜
〇
第
五
十
四
代
‘
文
徳
天
皇
の

年
琥
。
(
8
5
4
-
8
5
7
)

|— 
齋

部

齊

【
齊
較
】
31

打
車
の
高
檻
の
木
に
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
後

漢
書
‘
輿
服
志
上
〕
鳥
膜
七
杵
‘
五
切
齊
レ
較
゜

【
齋
學
】
32

訂
齊
國
の
學
問
。
西
漢
今
文
の
學
‘
齊
よ
り

起
れ
る
を
以
て
之
を
齊
學
と
い
ふ
。
主
と
し
て
識
緯
の

學
に
し
て
陰
陽
五
行
災
異
等
を
説
く
。
〔
漢
書
‘
瑕
丘
江

公
博
〕
穀
梁
子
本
魯
學
、
公
羊
氏
乃
齊
學
也
。
〔
経
學
歴

史
、
経
學
盛
極
時
代
〕
漢
有
―
―
一
種
天
人
之
學
盃
皿
齊
學

尤
盛
‘
伏
博
五
行
‘
齊
詩
五
際
、
公
羊
春
秋
多
言
二
災
異
一

皆
齊
學
也
、
易
有
1

一
象
散
占
瞼
玉
證
有
―
―
明
堂
陰
陽
「
不
1

一

盈
齊
學
↓
而
其
9

日
略
同
。
〔
注
〕
齊
學
指
―
―
西
漢
初
年
齊

人
博
レ
経
者
之
學
↓
其
學
大
抵
混
―
―
陰
陽
術
敷
一
以
1

一災

異
説
レ
経
‘
如
血
E
―
尚
書
一
之
伏
生
‘
係
齊
之
清
南
人
↓

創
―
―
齊
詩
之
戟
固
生
‘
係
―
―
齊
人
盃
召
茫
史
記
儒
林
博
一

著
―
―
公
羊
春
秋
一
之
公
羊
子
、
亦
齊
人
‘
見
・
漢
書
藝
文
志

自
注
i
i

【
齊
嶽
】
33

ぢ
山
名
。
廣
西
省
懐
集
縣
の
西
。
山
腰
に

銅
鐘
鐵
鐘
各
―
つ
あ
り
。
劉
宋
の
時
‘
躊
る
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
‘
廣
西
‘
梧
州
府
‘
懐
集
縣
〕
齊
嶽
山
‘
縣
西
百
十

里
‘
蛸
抜
出
1

一
於
衆
山
之
上
下
上
有
"
龍
渾
ず
へ
旱
不
レ
涸
。

【
齊
割
]
3
4

げ
ひ
と
し
く
た
ち
わ
る
。
〔
南
史
‘
張
永
博
〕

其
為
1

一
将
帥
二
能
爽
―
士
卒
一
同
―
―
甘
苦
二
朝
廷
所
"
給
賜
―

捕
鍼
、
必
菜
坐
齋
割
‘
手
自
頒
賜
。

【
齊
蛤
】
35

特
蛤
の
異
名
。
〔
本
草
‘
馬
刀
〕
繹
名
、
馬
蛤
‘

秤
蛤
゜
〔
事
物
異
名
録
‘
水
族
、
蛤
〕
正
字
通
、
馬
蛤
亦
名
l
-

齊
蛤
ご
江
漢
人
呼
孟
早
姥
↓

【
齊
疇
f

】36
パ
パ
臀
を
合
は
せ
て
ひ
と
し
く
さ
け
ぶ
。
〔
慮

肇
‘
競
渡
詩
〕
衝
辰
突
出
人
齋
滅
‘
躍
レ
浪
争
レ
先
鳥
退

飛゚
【
齊
幹
】
37

パ
ゾ
唐
、
義
豊
の
人
。
字
は
洗
心
。
幼
少
よ
り

開
敏
、
李
嬌
其
の
王
佐
の
オ
有
る
を
推
梢
す
。
聖
暦
の

進
士
。
景
雲
の
初
‘
眺
崇
引
い
て
御
史
に
抜
擢
し
、
開

元
中
、
中
書
含
人
に
縛
ず
。
朝
廷
の
大
政
、
必
ず
以
て

之
に
杏
り
、
時
に
解
事
含
人
と
琥
す
。
後
、
江
南
採
訪

使
を
授
け
ら
る
。
瓜
歩
の
風
濤
多
き
を
以
て
漕
路
を

京
口
に
移
轄
し
、
又
伊
婁
壊
を
建
つ
。
平
陽
太
守
に
終

る
。
〔
唐
書
、
一
百
二
十
八
〕
．
〔
藷
唐
書
、
一
百
九
十
中
〕
。

【
齋
己
]
3
8

丘
ィ
唐
の
僧
。
盆
陽
の
胡
氏
の
子
。
幼
時
‘
浮

園
の
學
を
修
め
、
戒
律
の
外
‘
心
を
書
翰
に
留
む
。
嘗

て
江
陵
の
龍
興
寺
に
住
し
、
自
ら
衡
嶽
沙
門
と
琥
す
。

著
に
白
蓮
集
が
あ
る
。
鄭
谷
と
酬
唱
し
、
積
編
し
た
も

〇
八

の
。
〔
宋
裔
僧
博
、
―
―
-
+
〕
・
〔
全
唐
詩
、
三
十
〕
．
〔
全
唐
文
、
府
引
‘
説
苑
〕
王
北
面
正
レ
領
齊
レ
怯
問
曰
、
先
生
何
知

九

百

二

十

一

〕

。

之

早

也

。

【
齊
季
】
39

↓
複
姓
。
〔
通
志
、
氏
族
略
、
以
―
―
國
系
盃
t
レ
[
齊
恭
】
50

万
ゥ
距
て
な

v
敬
ひ
恨
む
o

〔
沈
約
ヽ
梁
三

氏
〕
齊
季
氏
、
姜
姓
‘
齋
襄
公
子
季
奔
レ
楚
因
氏
焉
、
世
朝
雅
築
歌
‘
俊
雅
〕
分
レ
階
等
濡
、
異
レ
列
齊
恭
。

本
、
魯
有
l

一

大

夫

齋

季

窺

↓

【

齊

均

】

"

"

パ

ひ

と

し

く

そ

ろ

ふ

。

均

齋

゜

〔

荀

子

、

賦

〕

【
梅
品
畑
】
40

廿
齊
國
は
古
か
ら
美
女
を
産
す
。
よ
っ
て
或
厚
或
薄
‘
帝
不
1
1

齊
均
↓
〔
何
晏
‘
景
輻
殿
賦
〕
房
室
齊

美
人
を
齊
姫
と
い
ふ
。
〔
枚
乗
、
七
陵
〕
越
女
侍
レ
前
‘
齊
均
‘
堂
庭
如
こ
。

姫
奉
レ
後
、
往
来
浦
活
‘
縦
11
恣
乎
曲
房
隠
間
之
中
↓
【
齋
謳
】
52

守
ひ
と
し
く
馬
を
か
け
る
。
オ
カ
が
相
等

【
齋
軌
】
4
1
"
ィ
道
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
し
い
こ
と
。
〔
張
説
‘
譲
↓
一
兵
部
尚
書
平
章
事
ー
表
〕
臣
頗

憲
先
霞
以
齊
レ
軌
、
必
三
思
以
顧
思
。
〔
保
邑
‘
繹
誨
〕
墾
呉
三
予
齊
騒
‘
然
校
レ
徳
考
レ
年
、
彼
皆
有
1

一
一
日
之

車
方
奔
―
―
乎
険
路
一
安
能
輿
レ
之
齋
レ
軌
゜
〔
梁
簡
文
帝
、
長
↓
〔
唐
中
宗
‘
授
"
章
嗣
立
黄
門
侍
郎
一
制
〕
芝
蘭
拉
秀
‘

慶
洛
陽
平
―
啓
〕
方
今
九
服
大
同
‘
萬
邦
齊
レ
軌
。
見
―
―
謝
即
之
階
庭
↓
麒
麟
齊
謳
、
有
劉
山
之
昆
季
↓

【
齊
氣
]
4
2

巧
齊
國
の
ゆ
る
や
か
な
文
橙
を
い
ふ
。
〔
魏
【
齊
愚
】
53

ヘ
ィ
一
様
に
お
ろ
か
な
こ
と
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕

文
帝
、
典
論
、
論
文
〕
王
菜
長
二
子
辞
賦
ぶ
m
幹
時
有
―
―
齊
然
而
萬
物
齊
生
悔
死
‘
齊
賢
齊
愚
‘
齊
貴
齊
賤
。

氣

↓

【

齊

恢

】

5
4
が
5

ィ
宋
‘
蒲
陰
の
人
。
字
は
熙
業
。
進
士
。

【
齊
貴
】
4
3
"
ィ
平
等
に
責
い
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕
然
而
萬
官
は
陳
州
通
判
・
成
都
府
路
刑
獄
提
貼
を
歴
、
河
東
に

物
秤
生
齋
死
‘
齊
賢
齋
愚
‘
齊
貴
齊
賤
。
縛
ず
。
韓
埼
に
其
の
賢
を
薦
め
ら
れ
、
太
子
左
諭
徳
に

【
齊
犠
】
“
巧
同
盟
に
用
ひ
る
い
け
に
へ
。
〔
左
氏
、
昭
‘
陸
る
。
紳
宗
の
時
‘
天
章
閣
待
制
を
以
て
相
州
知
を
授

十
三
〕
奉
二
承
齋
犠
盃
皿
布
1
1

諸
君
↓
〔
注
〕
齊
盟
之
犠
牲
。
け
ら
る
。
召
さ
れ
て
審
官
西
院
に
知
し
、
尋
い
で
京
刑

【
齊
牛
】
45

閃
祭
祀
に
用
ひ
る
牛
゜
〔
證
‘
曲
證
上
〕
國
獄
に
在
つ
て
卒
す
。
恢
‘
政
に
臨
み
て
明
白
簡
約
‘
至
る

君
下
―
―
齊
牛
苓
ヘ
―
―
宗
廟
二
繹
文
〕
齊
、
側
皆
反
。
〔
疏
〕
案
所
人
之
を
愛
す
。
〔
宋
史
、
三
百
二
十
二
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘

齊
右
職
云
‘
凡
有
店
仕
事
両
叩
前
馬
‘
注
云
、
王
見
レ
牲
則
二
日
三
〕
。

挟

而

式

。

【

齋

光

】

55

訂
ウ
光
を
ひ
と
し
く
す
る
。
又
、
光
が
ひ
と

【
齊
給
】
ぉ
討

O
速
か
に
應
ず
る
。
と
く
供
給
す
る
。
〔
荀
し
い
。
〔
禁
邑
‘
太
博
胡
廣
碑
〕

H
輿
月
典
‘
齊
光
拉
運
゜

子
‘
脩
身
〕
齊
給
便
利
。
〔
荀
子
‘
性
悪
〕
齊
給
便
敏
而
無
レ
〔
曹
植
‘
辮
道
論
〕
威
尊
彰
明
‘
齋
―
―
光
日
月
一

類
。
〔
庄
〕
齊
‘
疾
也
‘
給
‘
謂
下
應
之
速
‘
如
供
給
者
上
也
。
【
齊
廓
】
5
6
9
F

宋
‘
會
稽
の
人
。
字
は
公
闘
。
進
士
。

0
辮
説
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
安
得
↓
＿
一
齊
給
守
二
其
小
辮
一
也
江
淮
西
南
轄
運
使
に
累
官
し
、
祁
書
監
に
終
る
。
〔
宋

哉
。
〔
注
〕
向
曰
‘
齊
給
‘
辮
説
也
。

O
等
分
に
給
輿
す
る
。
史
、
三
百
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
九
十
四
〕
。
「
見
よ
。

〖
殉
給
便
捷
〗4
7
咲
パ
吟
速
か
に
應
ず
る
。
齋
給
のO
に
【
齊
桓
】
5
7
砕
／
春
秋
、
齋
の
桓
公
の
梢
゜
齊
桓
晉
文
を

同
じ
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
二
〕
齊
給
便
捷
‘
削
安
レ
之
以
―
―
静
退
→
〖
香
届
穴
ム
〗

5
8
?
5
5ゥ〇
春
秋
‘
齊
の
君
。
襄
公
の
弟
。

【
齊
姜
】
48

訂
ウ
春
秋
‘
齊
の
桓
公
の
宗
女
。
晉
の
文
公
の
名
は
小
白
。
盆
は
桓
゜
襄
公
無
道
な
る
に
よ
っ
て
苗
に

夫
人
。
文
公
が
公
子
で
あ
っ
た
時
‘
齊
に
出
亡
し
、
桓
公
出
奔
す
。
襄
公
‘
拭
さ
れ
‘
國
に
蹄
つ
て
位
に
即
く
。
飽

は
齋
姜
を
妻
せ
た
。
趙
衰
等
去
ら
ん
と
欲
し
、
桑
下
に
謀
叔
牙
の
薦
め
に
よ
っ
て
管
仲
を
任
じ
て
相
と
す
。
周

る
。
露
妾
其
の
上
に
在
り
‘
其
の
謀
を
聞
き
‘
齊
姜
に
告
室
を
尊
び
‘
夷
秋
を
攘
ひ
‘
諸
侯
を
糾
合
し
、
天
下
を
一

ぐ
。
齋
姜
之
を
殺
し
、
公
子
に
子
四
方
の
志
有
り
、
之
を
匡
し
、
其
の
身
を
終
る
ま
で
盟
王
と
な
り
、
五
覇
の
首

聞
く
者
は
吾
之
を
殺
さ
ん
と
い
ふ
と
‘
公
子
は
‘
之
無
し
と
な
る
。
後
、
管
仲
死
し
‘
竪
づ
・
易
牙
・
開
方
等
を
用

と
い
っ
た
。
齊
姜
舅
犯
と
謀
り
‘
酔
は
し
め
て
之
を
遺
ひ
て
政
事
を
怠
り
、
内
寵
多
く
‘
卒
す
る
に
及
ん
で
諸

る
。
文
公
立
ち
齊
姜
を
迎
へ
て
婦
人
と
為
し
た
。
〔
左
公
子
、
立
た
ん
こ
と
を
半
ひ
‘
覇
業
遂
に
衰
ふ
。
在
位

7
 

氏
‘
荘
‘
二
十
八
、
博
、
四
〕
・
〔
列
女
博
‘
賢
明
博
〕
。
四
十
一
一
年
。
〔
史
記
、
三
十
二
〕
゜
●
戦
國
‘
齊
の
君
。
太

67

【
齊
社
】
49

け
袖
を
揃
へ
て
容
儀
を
正
し
く
す
る
。
〔
韻
公
の
子
。
名
は
午
゜
盆
は
桓
。
秦
魏
、
韓
を
攻
む
、
韓
、

13



(48560・ ・59)一 (48560・・90) 

救
を
齊
に
求
む
。
公
、
大
臣
を
召
し
て
謀
る
、
田
忌
日

く
‘
秦
魏
‘
韓
を
攻
む
れ
ば
‘
楚
趙
必
ず
之
を
救
は
ん
‘

こ
れ
天
、
燕
を
以
て
齊
に
予
ふ
る
な
り
と
。
公
曰
く
‘

善
と
。
乃
ち
陰
か
に
韓
の
使
者
に
告
げ
て
遣
ら
し
む
。

韓
‘
秦
魏
と
戦
ひ
‘
楚
趙
果
し
て
之
を
救
ふ
。
齊
因
つ
て

兵
を
起
し
て
燕
國
を
襲
ひ
て
桑
丘
を
取
る
。
在
位
六
年

に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
四
十
六
〕
。

〖
齋
桓
晉
文
〗59
ペ
砂
グ
痺
の
桓
公
と
晉
の
文
公
。
と

も
に
春
秋
時
代
の
國
君
で
、
諸
侯
を
一
統
し
覇
業
を
遂

げ
た
人
。
〔
孟
子
‘
梁
悪
王
上
〕
齊
宣
王
日
‘
齊
桓
晉
文

之
事
‘
可
レ
得
レ
聞
乎
゜

【
齊
環
】
60

な
？
齊
の
霰
公
を
い
ふ
。
環
は
霊
公
の
名
。

〔
左
氏
‘
襄
‘
十
八
〕
齊
環
枯
二
侍
其
瞼
云
負
―
―
其
衆
庶
↓

〔
注
〕
環
‘
齊
霊
公
名
。

【
朔
闊
】
61

閃
春
秋
時
‘
軒
地
の
縣
。
徐
隅
゜
〔
左
氏
、

成
‘
―
-
〕
遂
自
二
徐
隅
1

入。

【
齋
歓
】
8

□
ひ
と
し
く
よ
ろ
こ
ぶ
。
〔
陸
機
‘
贈
盃
g

文
罪
詩
〕
今
我
輿
レ
子
、
晴
1

一
世
齊
歓
↓
〔
宋
史
‘
築
志
十

四
〕
三
宮
齊
歓
‘
萬
幅
昭
牌
゜

[
齊
執
】
63

パ
ク
●
齋
國
か
ら
出
る
白
絹
゜
〔
列
子
、
周

穆
王
〕
衣
―
―
阿
錫
ぶ
竺
齋
執
↓
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
曳
1

齋
執
ぶ
粉
白
黛
黒
。
〔
梁
簡
文
帝
‘
謝
玉
i
―
納
袈
裟
―
啓
〕

荀
鍼
秦
棲
‘
因
―
―
製
絹
一
而
成
レ
文
‘
魯
縞
齊
執
‘
籍
―
―
馨
漿
1

而
受
レ
彩
。
〔
梁
匹
帝
‘
謝
n

―
束
宮
賓
二
辟
邪
子
錦
白
褐
等
―

啓
〕
鮮
潔
1

齊
執
函
＃
四
趙
穀
↓
●
ぅ
ち
は
。
〔
紅
棲
夢
‘

二
十
三
回
〕
水
亭
虞
虐
齊
執
動
、
簾
捲
朱
棲
罷
1

一
晩
版
一

【
齊
郡
]
6
4

へ
パ
郡
名
。
●
秦
、
置
く
。
今
の
山
束
省
の
東

部
及
ぴ
東
北
部
の
地
に
常
る
。
治
は
臨
渦
。
後
‘
益
都
縣

を
治
と
す
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
歴
代
州
域
形
勢
‘
秦
〕
齊

郡
、
今
青
州
府
‘
登
州
府
‘
及
漕
南
府
之
境
‘
郡
治
臨
灌
‘

故
齊
都
也
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
〕
胄
州
府
‘
品
貢
‘

背
州
地
、
春
秋
戦
國
‘
為
↓
―
齋
地
一
秦
置
1

齋
郡
「
漢
因
レ

之
‘
又
分
―
―
置
北
海
郡
ニ
〇
隋
‘
覆
く
。
山
東
省
歴
城
縣
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
〕
清
南
府
‘
馬
貢
、
胄
州
之
域
‘

春
秋
戦
國
‘
並
隔
レ
齊
、
秦
闊
1

一
齊
郡
「
漢
初
隔
,
,
齊
國
「
文

帝
分
1

一
置
渭
南
國
一
景
帝
改
為
1

一
清
南
郡
↓
後
漢
俯
曰
清

南
國
云
＿
日
復
為
レ
郡
、
劉
宋
兼
置
,
,
翼
州
↓
後
魏
改
為
,
,
齊

州
玉
兼
置
―
―
清
南
郡
「
後
齊
後
周
皆
因
レ
之
‘
隋
初
郡
啜
州

存
、
湯
帝
又
改
―
―
齊
州
涵
竺
齋
郡
↓
〇
南
齊
、
置
く
。
江

蘇
省
六
合
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
江
寧
府
‘

齋

部

齋

六
合
縣
〕
瓜
埠
城
、
在
1

一
縣
東
―
-
＋
五
里
瓜
埠
山
側
↓
籠

齋
建
元
初
、
自
鬱
州
盃
空
齊
郡
な
担
瓜
歩
城
↓
蓋
是
時

所
レ
築
也
。
⑱
南
齊
‘
置
く
。
江
蘇
省
東
海
縣
東
北
の
鬱

洲
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
安
府
、
海
州
〕
鬱
洲

山
‘
齊
志
、
鬱
州
、
有
1

一
田
疇
魚
堕
之
利
ぶ
木
劉
明
善
為
―
―

胄
州
刺
史
百
緊
海
中
易
＞
固
、
不
レ
峻
,
,
城
雉
ご
乃
緊
レ
石

為
レ
之
、
高
可
,
,
八
九
尺
五
後
、
為
1

一
齋
郡
治
「
永
明
初
‘
徒
―

齋
郡
治
瓜
歩
「
以
北
海
郡
込
炉
焉
。

【
齋
契
】
65

乃
同
じ
く
ち
ぎ
る
。
又
‘
其
の
人
。
同
心
の

人
。
〔
晉
書
‘
桓
温
傭
〕
登
デ
允
應
霊
休
玉
令
八
齋
契
i

〔
劉
瑶
‘
輿
一
段
匹
碍
—
盟
文
〕
鑓
姥
齊
契
‘
披
布
胸
懐
。

〔
王
義
之
、
蘭
亭
集
詩
〕
酒
構
二
齊
契
五
散
―
―
懐
一
丘
↓
〔
孫

楚
‘
征
西
官
隔
送
1

一
於
防
陽
侯
一
作
詩
〕
齊
契
在
―
―
今
朝
「

守
レ
之
輿
偕
老
。

【
齋
珪
】
66

げ
元
、
蒲
憂
の
人
。
戦
功
を
以
て
無
棟
縣

手
を
拝
す
。
後
‘
征
行
千
戸
を
撮
し
‘
棗
陽
鎮
に
累
遷

し
、
城
守
周
密
‘
宋
師
城
東
門
に
至
る
や
‘
衆
を
率
ゐ
て

カ
戦
し
‘
之
を
却
く
。
金
符
を
賜
ひ
、
千
戸
を
授
け
ら

る
。
至
元
中
‘
告
蹄
し
、
子
、
乗
節
を
推
學
す
。
〔
元
史
、

一
百
六
十
五
〕
・
〔
新
元
史
、
一
亘
二
十
七
〕
。

【
齋
卿
】
67

打
字
麗
〇
唐
‘
慮
承
泰
(
8
-
2
3
0
5
0
:
 2
5
 

2
)

の
字
。

0
宋
‘
鄭
師
孟
(
1
1
|
 3
9
6
4
7
 :
 4
1
9
)

の
字
。

参
金
、
紀
天
錫
(
8
ー

2
7
2
3
4
:
 1
0
9
1
)

の
字
。

【
齊
敬
】
68

げ
心
身
を
き
よ
め
つ
つ
し
む
。
つ
つ
し
み

う
や
ま
ふ
。
〔
證
‘
檀
弓
下
〕
登
知
帥
之
所
＞
饗
‘
亦
以
l

↓
1

主
人
有
―
―
齋
敬
之
心
一
也
。
〔
國
語
、
楚
語
下
〕
齊
敬
之
勤
、

暢
節
之
宜
‘
云
云
、
以
獣
レ
具
為
,
,
齊
敬
一
也
。

【
齋
叫
】
69

特
衆
人
が
ひ
と
し
く
さ
け
ぶ
。
と
き
の
こ

ゑ
を
あ
げ
る
。
〔
南
史
‘
宋
武
帝
紀
〕
義
衆
馳
入
齊
叫
‘
吏

士
驚
散
。
〔
呂
今
則
‘
河
堤
賦
〕
其
奮
レ
鎚
也
‘
齋
叫
以
甫

震
‘
其
揮
緬
也
、
連
レ
刃
以
,
,
$
皓
↓

【
痺
潔
】
70

弁
心
身
を
き
よ
め
も
の
い
み
す
る
。
齋
潔

(
1
2
 |
 4
8
5
6
5
 :
 3
3
)

に
同
じ
。
〔
逸
周
書
、
鄭
保
解
〕
恭
敬

齊
潔
‘
咸
格
而
祀
―
―
子
上
帝
↓
〔
孔
子
家
語
‘
曲
證
子
夏

問
〕
為
↓
―
齊
潔
一
也
、
非
レ
為
レ
肪
也
。

【
齊
肩
F

】71
万
〇
肩
に
ひ
と
し
く
す
る
。
肩
と
同
じ
高

さ
に
す
る
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
上
〕
熊
旗
六
詐
五
切
齊
レ

肩
、
以
象
参
伐
三
〔
隋
書
‘
幡
儀
志
六
〕
前
園
而
後
方
‘
垂
―

白
玉
珠
＋
有
二
旋
石
其
長
齊
レ
肩
゜
〇
か
た
を
な
ら
ぺ
る
。

〔
玉
海
〕
欲
ー
ニ
卿
等
齊
―
―
肩
稜
契
↓
〔
李
白
‘
寄
―
―
東
魯
二
稚

予
詩
〕
小
兒
名
―
―
伯
禽
盃
宍
レ
柿
亦
齋
レ
肩
゜
〔
李
南
仲
‘
羅

浮
賦
〕
乃
百
舅
塁
山
之
祗
‘
卑
ハ
ニ
南
嶽
―
而
齋
レ
肩
゜
●
衣
の

名
。
〔
正
字
通
〕
隋
内
官
服
半
除
‘
唐
滅
為
―
―
半
腎
↓
言
‘
肩

有
レ
袖
至
―
―
腎
揺
―
而
止
、
今
呼
―
―
齊
肩
↓

〖
齊
肩
大
士
〗72
”
グ
／
箸
の
別
名
。
〔
清
異
録
‘
器
具
‘

齊
肩
大
士
〕
合
浦
有
↓
一
書
生
張
奉
世
石
貧
苦
諷
泊
諮
登
"

有
位
之
門
一
撒
1

取
酒
食
―
一
日
酒
半
‘
士
友
各
言
↓
―
其

能
ぶ
吝
似
相
謂
曰
‘
張
君
亦
有
レ
藝
也
、
彼
日
夕
差
1

一
使
齊

肩
大
士
一
功
力
如
レ
紳
‘
聞
者
莫
レ
不
―
―
大
嘘
玉
蓋
謂
二
運
レ

筋
敏
速
‘
盤
無
＞
留
レ
味
也
。

【
齊
賢
】
73

万
●
一
様
に
か
し
こ
い
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕

萬
物
宵
生
齊
死
‘
齋
賢
齋
愚
。

O
字
琥
゜
①
宋
‘
蒋
偕
(
9

|
 3
1
8
2
0
 :
 1
3
)

の
O
の
字
。
＠
宋
、
都
長
儒
(
1
1
-
3
9
5

6
2
 :
 1
0
5
)

の
字
。
◎
宋
‘
喝
伸
已
(
1
2
|
 4
4
5
7
9
 :
 2
4
4
)
 

の
字
。
〇
）
宋
‘
雷
思
齊
(
1
2
|
 4
2
2
4
5
 :
 1
8
8
)

の
字
。
⑮

清
‘
呉
見
思
(
2
ー

3
3
6
5
:
 5
3
5
)

の
字
。

【
齊
玄
】
74

打
一
様
に
く
ろ
い
。
〔
燈
、
文
王
世
子
〕
世

子
親
齊
玄
而
養
。
〔
溜
岳
‘
閑
居
賦
〕
服
振
振
以
齋
玄
‘

管
吼
嗽
而
拉
吹
。

【
齋
言
】
75

弁
齊
國
の
言
葉
を
話
す
。
齋
語
。
〔
韓
詩
外

博
四
〕
楚
之
狂
者
楚
言
‘
齊
之
狂
者
齊
言
‘
習
使
レ
然
也
。

〔
史
記
、
齋
悼
悪
王
世
家
〕
諸
民
能
齊
言
者
、
皆
予
齊
王
。

[
齊
限
]
7
6
t
"

か
ぎ
り
。
き
ま
り
。
ほ
ど
あ
ひ
。
〔
列
子
、

湯
問
〕
濱
-
―
北
海
之
北
｛
不
レ
知
如
庄
齋
州
―
幾
千
拭
里
い

其
國
名
日
"
絡
北
天
＇
レ
知
'
"
際
畔
之
所
1

一
齊
限
↓
〔
晉
書
、

羊
瑶
博
〕
瑶
性
豪

ft‘
費
用
鉦
竺
復
齊
限
↓

〇
宵
巌
】
77

打
つ
つ
し
み
お
ご
そ
か
な
こ
と
。
〔
漢
書
、

買
山
博
〕
故
君
子
不
n

一
常
見
1

其
齊
骰
之
色
‘
粛
敬
之
容
↓

【
齊
古
】
78

芍
宋
‘
方
偕
(
6
|
1
3
6
2
0
 :
 4
1
)

の
字
。

【
齊
故
】
79

芍
齊
の
事
件
。
即
ち
齊
が
再
ぴ
魯
を
伐
つ

た
こ
と
を
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
襄
‘
十
六
〕
冬
穆
叔
如
レ
晉

聘
‘
且
頁
齊
故
↓
〔
注
〕
―
―

-F齊
再
岱
魯
゜

【
齊
鼓
]
8
0

守
鼓
の
名
。
〔
藷
唐
書
、
音
築
志
二
〕
齊
鼓
‘

如
森
桶
大
―
―
頭
設
齊
干
鼓
面
こ
如
欝
謄
：
故
旦

齊
鼓
一

【
齊
語
】
81

芍

O
齊
國
の
言
莱
を
話
す
。
齋
言
。
〔
孟
子
、

腺
文
公
下
〕
有
-1

楚
1

一
大
夫
於
此
瓦
笠
其
子
之
齊
語
一
也
。

〔
新
書
、
保
博
〕
猶
下
生
―
―
長
於
齊
云
＇
迄
呼
不
―
―
齊
語
一
也
。

〇
國
語
の
篇
名
。

【
齋
口
】
82

芯
口
を
そ
ろ
へ
て
い
ふ
。
〔
晉
書
‘
張
載
博
〕

而
世
主
相
輿
雷
同
‘
齋
レ
ロ
吹
而
向
~
レ
之
。

【
齊
侯
】
83

許
春
秋
の
時
、
宵
國
の
君
。
侯
爵
。
〔
春
秋
‘

倦
、
十
七
〕
齊
侯
小
白
卒
。
〔
春
秋
‘
昭
‘
六
〕
齊
侯
伐
―
―
北
燕
一

〖
齊
侯
聾
〗84
八
り
ぇ
周
代
の
器
。
齊
の
陳
桓
子
の
作
っ

た
さ
か
だ
る
。
雲
雷
の
模
様
を
蟄
い
て
あ
る
。
〔
雨
堡

軒
諄
器
圏
秤
〕
。

〖
齊
侯
中
堡
〗
記
芍
芥
イ
周
代
の
器
。
齊
侯
堡
と
大
同

小
異
。
蓋
し
同
時
の
作
と
い
ふ
。
〔
洒
堡
軒
非
器
園
秤
〕
。

〖
齊
侯
縛
鐘
〗8
6
芦
忍
が
周
代
の
器
。
齊
臣
叔
及
が
作

っ
た
と
い
ふ
小
さ
い
鐘
°

【
齊
興
】
87

芯
郡
名
。

O
南
齊
、
置
く
。
湖
北
省
黄
岡

縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
黄
州
府
‘
黄
岡
縣
〕

齊
興
城
、
在
↓
―
府
北
↓
蒲
齊
永
明
三
年
、
置
―
―
齊
興
郡
立
色

緩
懐
縣
↓
〇
南
齊
、
置
く
。
湖
北
省
郎
縣
゜
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
湖
廣
〕
郎
陽
府
‘
萬
貢
‘
梁
荊
二
州
之
界
、
春
秋

時
‘
為
1

一
棄
庸
二
國
地
五
後
陽
―
―
於
楚
ご
戦
國
時
‘
為
1

一
秦
楚

二
國
之
境
玉
繁
色
漢
中
郡
地
玉
漢
因
レ
之
‘
云
云
‘
齊
置
―
―

齊
興
郡
↓
参
南
齊
‘
置
く
。
廣
東
省
恩
平
縣
の
東
北
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
‘
肇
慶
府
〕
恩
平
縣
、
漢
高
涼
縣

地
、
三
國
呉
置
渾
安
縣
直
8

否
向
興
郡
一
晉
因
レ
之
、
宋
改

属
東
官
郡
ご
齊
末
置
齊
興
郡
一
改
レ
縣
日
―
―
齊
安
↓
R

北
齋
‘
置
く
。
湖
北
省
鍾
祥
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
湖
廣
‘
安
陸
府
‘
鍾
祥
縣
〕
漢
東
城
、
在
二
府
南
七
十

塵
隋
志
、
後
齊
偽
置
上
策
縣
乃
齊
興
郡
↓

O
北
齊
‘

置
く
。
河
南
省
正
陽
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
河

南
‘
汝
寧
府
‘
漠
陽
縣
〕
白
荀
城
、
在
―
―
縣
東
南
砿
木
置
―
―
白

荀
戌
城
ご
茶
竺
白
荀
堆
ぢ
ぽ
魏
将
尭
雄
謂
‘
白
荀
堆
梁

北
面
重
鎮
‘
請
備
5

之
‘
即
此
‘
魏
牧
志
、
云
云
、
高
齊
子
レ

此
置
,
,
齊
興
郡
盃
郡
尋
隕
‘
改
為
―
―
白
狗
縣
↓

【
齊
國
]
8
8

五
パ
●
中
國
を
い
ふ
。
中
華
。
中
夏
。
中
州
。
〔
列

子
、
黄
帝
〕
華
背
氏
之
國
、
在
含
州
之
西
‘
台
州
之
北
「

不
レ
知
し
斯
齊
國
幾
千
萬
里
~
-
國
名
。
字
解
を
見
よ
。

〖
齋
國
公
主
〗89
芍
盆
唐
の
代
宗
の
女
。
溢
は
昭
鯰
゜

始
め
昇
平
に
封
ず
。
郭
曖
に
下
嫁
す
。
大
暦
の
末
‘
賽
内

の
民
‘
涅
水
‘
瑞
の
た
め
に
咽
が
れ
、
田
に
漑
す
る
を
得

ざ
る
を
訴
ふ
。
京
兆
民
黎
幹
‘
磋
を
撤
せ
ん
こ
と
を
請

ふ
。
時
に
主
及
び
曖
の
家
‘
皆
‘
礁
あ
り
、
留
を
乞
ふ
。

帝
許
さ
ず
。
憲
宗
立
つ
や
‘
女
伎
を
猷
ず
る
も
‘
帝
之
を

還
す
。
卒
し
て
琥
國
琥
を
贈
る
。
〔
唐
書
‘
八
十
三
〕
。

[
齊
衰
】
9
0
6
ィ
喪
服
五
等
の
一
。
麻
で
作
り
、
裳
を
縫

1
0八
二

13678 



齊

部

齊

合
は
せ
た
も

の
。
斬
衰
に

次

い

で

重

い
。
齊
衰
期
‘

齊
衰
五
月
、

齋
衰
―
二
月
の

別
あ
り
。
孫

が
祗
父
母
‘

夫
が
妻
、
嫡

子
衆
子
が
庶

母
の
た
め
に

皆
齊
衰
期
を

服

し

、

曾

祖

育

衰

父
母
の
た
め

後

負

）
 

に

齊

衰

五

證

版ー

月
、
高
圃
父

母

に

齊

衰

三

器

月

を

服

す

。

口

[

(

已
に
嫁
せ
る

女
も
同
じ
。

〔
周
證
‘
春
官
‘
司
服
〕

け
い
□
[
:

證
‘
喪
服
〕
大
功
之

姪
‘
齊
衰
之
帯
。
〔
橙
‘

檀
弓
上
〕
齊
衰
不
二

以
邊
坐
「
大
功
不
↓
ー
以

服
＞
勤
。
〔
風
俗
通
‘
思

燈
〕
皆
制
齊
衰
↓

m
〖
齊
衰
者
〗91
行

●
喪
服
を
着
た
も
の
。

〇
〔
論
語
、
子
平
〕
子
見
ュ

6
 
85

齋
衰
者
、
晃
衣
裳
者
、

⑭
良
替
者
「
見
レ
之
雖
レ

少
必
作
‘
過
レ
之
必
趨
。

）
〔
集
注
〕
齊
衰
‘
喪
服
。

ー9

【
齊
荘
】
8

芍

O
容

⑲
儀
を
と
と
の
へ
つ
つ

85

し
む
。
お
ご
そ
か
な

こ
と
。
〔
幡
‘
祭
義
〕
孝

4
 
（
 

（圏器幡）後裳衰齋 （園器護）前裳衰齊 （圃器幡）前衰齊

子
将
l

―
祭
祀
訂
空
伺
―
―
齊
荘
之
心
百
5

慮
レ
事
。
〔
中
庸
〕
齊

荘
中
正
‘
足
二
以
有
＞
敬
也
。
〔
孔
子
家
語
、
五
＿
帝
徳
〕
哲
叡

齊
荘
‘
敦
敏
誠
信
。
〔
孔
子
家
語
、
弟
子
行
〕
齊
荘
而
能

粛。

O
字
琥
゜
⑦
晉
‘
孫
放
(
3
-
6
9
8
7
:
 2
4
0
)

の
字
。
＠

明
‘
楊
徳
周
(
6
-
1
5
1
1
2
:
 7
3
4
)

の
字
。

【
齊
括
】
93

が7
1

]

様
に
さ
し
は
さ
む
。
〔
梅
発
臣
‘
次
韻

景
丼
春
宴
底
四
〕
齊
括
,
,
宮
花
一
拝
賜
間
。

【
齊
山
】
9
4
[
パ
山
名
。
安
徽
省
貴
池
縣
の
南
。
唐
‘
杜
牧

に
九
B
齊
山
登
高
詩
あ
り
。
其
の
西
に
齊
山
湖
が
あ

る
。
湖
中
に
小
山
あ
り
珠
兒
山
と
い
ふ
。
〔
清
一
統
志
〕

祝
穆
方
輿
勝
覧
謂
‘
因
―
―
唐
刺
史
齊
映
得
i

レ
名
、
本
―
―
於
呉

中
復
詩
面
四
必
大
記
、
考
―
―
映
傭
↓
未
―
―
食
品
竺
池
州
↓
世
系

表
有
―
―
齊
照
食
,
,
池
州
五
蓋
因
レ
之
而
訛
也
。
「
!
)
の
琥
。

〖
齊
山
樵
子
〗95
芯
パ
ノ
明
‘
呉
統
持
(
2
|3
3
6
5
 :
 8
1
 

【
齊
子
】
96

令

O
齊
の
襄
公
の
妹
。
魯
の
桓
公
の
夫
人

文
姜
。
〔
詩
‘
齊
風
、
南
山
〕
魯
道
有
レ
蕩
‘
齊
子
由
欝
゜

〔
博
〕
齋
子
‘
文
姜
也
。
〇
春
秋
‘
齊
國
の
君
。
子
爵
べ
左

氏
‘
襄
‘
十
六
〕
齊
子
帥
レ
師
會
,
,
晉
荀
恨
↓
〔
左
氏
、
昭
‘

八
〕
齋
子
尾
卒
。

〖
齊
子
嶺
〗97
パ
勺
山
名
。
河
南
省
清
源
縣
の
西
。
西

魏
の
大
統
＋
―
一
年
、
高
歓
が
王
壁
を
園
み
、
別
に
侯
景

を
し
て
兵
を
ひ
き
ゐ
て
趨
ら
し
め
た
虞
゜
〔
元
和
志
〕

在
土
屋
縣
東
十
二
塵
宇
文
周
呉
1

一
高
齋
ぷ
ル
レ
境
慮
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
‘
懐
慶
府
、
清
源
縣
〕
齋
子
嶺
‘

縣
西
六
十
里
‘
杜
佑
曰
‘
在
↓
―
王
屋
縣
東
二
十
里
一
周
齊

分
界
虞
也
、
西
魏
大
統
十
二
年
‘
裔
歓
園
キ
エ
壁
両
四
使
,
,
,

侯
景
将
レ
兵
趣
,
1

齋
子
嶺
↓

〖
齊
子
仲
姜
縛
〗98
苫
蹂
[
ウ
周
代
の
既
齋
の
大
夫
辟

輩
叔
の
孫
遭
仲
の
子
が
作
っ
た
と
い
ふ
小
さ
い
鐘
゜

【
齊
之
】
99

パ
ィ
字
琥
。

O
宋
‘
陳
長
方
(
1
1
|
 4
1
6
9
8
 :
 1
1
 

3
2
)

の
字
。
●
明
‘
孫
七
政
(
8
|
6
9
8
7
 :
 4
2
8
)

の
字
。

【
齋
死
】
100

パ
ィ
一
様
に
死
ぬ
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕
萬
物
齋
生

齊
死
‘
齊
賢
齊
愚
゜

【
齊
志
】
101

方
こ
こ
ろ
ざ
し
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
呉
越

春
秋
、
句
践
入
臣
外
博
〕
大
夫
皓
進
日
‘
一
レ
心
痺
レ
志
‘

上
輿
等
レ
之
、
下
不
レ
違
レ
令
、
動
従
―
―
君
命
ご
云
云
‘
臣
之

事
也
。
〔
張
衡
‘
西
京
賦
〕
都
邑
滞
侠
張
趙
之
倫
‘
齊
レ
志

無
レ
忌
゜

【
齊
紫
】
102

令
齊
の
桓
公
が
紫
衣
を
著
る
を
好
ん
だ
の

で
國
中
が
虚
＜
紫
衣
を
著
た
こ
と
。
〔
韓
非
子
、
外
儲
説

左
上
〕
齊
桓
公
好
服
レ
紫
‘
一
國
蓋
服
レ
紫
‘
常
―
―
是
時
―

也
、
五
素
不
レ
得
―
―
素
玉
桓
公
患
レ
之
‘
謂
―
―
管
仲
1

日
‘
寡

人
好
レ
服
レ
紫
‘
紫
貴
甚
‘
一
國
百
姓
好
レ
服
レ
紫
不
レ
已
‘

寡
人
奈
何
‘
管
仲
日
‘
云
云
‘
謂
―
―
左
右
一
日
‘
吾
甚
悪
孟
糸

之
臭
ぶ
於
レ
是
左
右
適
有
―
―
衣
レ
紫
而
進
者
「
公
必
曰
‘
少

卸
‘
吾
悪
―
―
紫
臭
ご
公
日
‘
諾
‘
於
―
―
是
日
一
郎
中
莫
レ
衣
レ

紫
‘
其
明
日
‘
國
中
莫
レ
衣
レ
紫
、
三

H
、
境
内
莫
レ
衣
レ
紫

也
。
〔
南
史
‘
儒
林
博
論
〕
是
以
郷
櫻
齊
紫
‘
且
以
移
レ
俗
゜

〖
齊
紫
敗
素
〗
國
芥
し
齊
紫
も
元
は
敗
素
の
意
‘
敗
は

ふ
る
い
‘
索
は
白
ぎ
ぬ
。
世
に
珍
重
さ
れ
る
齊
國
の
紫

巾
も
古
い
白
稽
を
染
め
直
し
た
も
の
で
あ
る
。
禍
を
斐

じ
て
稿
と
為
し
‘
敗
を
輯
じ
て
功
と
な
す
喩
゜
〔
戦
國
、

燕
策
〕
臣
聞
‘
智
者
之
學
レ
事
也
‘
轄
レ
禍
而
為
に
幅
‘
因
レ
敗

而
成
レ
功
者
也
‘
齊
人
紫
‘
敗
素
也
‘
而
買
十
倍
。
〔
史
記
‘

蘇
秦
博
〕
智
者
學
レ
事
、
因
レ
禍
為
レ
饂
‘
轄
レ
敗
為
レ
功
‘
齊

紫
敗
素
也
‘
而
買
十
倍
。
〔
注
〕
集
解
曰
、
徐
廣
曰
‘
取
＝

敗
素
一
染
以
為
レ
紫
‘
索
隠
日
‘
謂
T

紫
色
債
貴
二
於
吊
―

十
倍
‘
而
本
是
敗
素
Lo

【
齊
詩
】
103

オ
詩
経
に
は
齊
．
魯
・
韓
の
一
―
一
家
が
あ
り
‘

其
の
中
‘
齊
詩
は
漢
の
時
‘
后
蒼
の
傭
へ
た
も
の
。
三
家

詩
(
1
|
1
2
 :
 1
1
7
)

を
見
よ
。
〔
漢
書
、
儒
林
‘
后
蒼
博
〕

由
レ
是
齊
詩
有
1

一
麓
．
匡
・
師
・
伏
之
學
↓
〔
後
漢
書
、
儒
林

博
下
〕
齊
人
較
固
生
亦
傭
レ
詩
‘
是
為
―
―
齋
詩
↓
「
壽
撰
゜

〖
齊
詩
翼
氏
學]
1
0
4

五
パ
ク
ガ
ク
書
名
。
四
巻
。
清
、
迂
鶴

【
齊
歯
]105

方
ひ
と
し
く
な
ら
ぶ
。
〔
糧
‘
幡
運
〕
興
家

俣
雑
居
齊
蜘
‘
非
レ
證
也
。

〖
齋
歯
呼
〗1

0
6
芍
／
「
一
」
の
昔
を
含
む
字
昔
を
い
ふ
。

〔
渦
未
‘
類
昔
〕
學
レ
舌
封
涵
‘
臀
在
"
舌
顎
之
間
;
頭
―
―

之
齊
蜘
↓

【
齊
事
】
107

勺
も
の
い
み
の
事
。
〔
周
橙
、
春
官
‘
壱
人
〕

凡
王
之
齋
事
、
共
二
其
拒
琶
↓

【
齊
州
】
108

バ
;

.
 
中
州
。
中
國
(
1
ー

73
:
 
3
0
0
)

の
O
に

同
じ
。
〔
爾
雅
‘
繹
地
〕
拒
齋
州
以
南
。
〔
注
〕
齊
‘
中
也
。

〔
疏
〕
中
州
、
猶
と
―
―
―
口
↓
泊
＇
國
一
也
。

O
州
名
。
④
後
魏
、
置

く
。
山
東
省
歴
城
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
〕
滑
南

府
‘
馬
貢
‘
寄
州
之
域
‘
春
秋
戦
國
並
圏
レ
齊
‘
秦
陽
"

齊
郡
「
漢
初
闊
1

一
齊
國
一
文
帝
分
1

一
慣
清
南
國
一
景
帝
改

為
1

一
清
南
郡
ぢ
波
漢
俯
日
渭
南
國
五
百
復
為
レ
郡
‘
劉
宋

兼
置
1

一
翼
州
「
後
魏
改
為
―
―
齊
州
玉
兼
置
―
―
清
南
郡
ぷ
）
唐
‘

置
く
。
廣
西
省
懐
集
縣
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘

梧
州
府
、
懐
集
縣
〕
沼
水
際
縣
、
漢
封
陽
縣
‘
腸
l
-
i

倉
梧

郡
涵
品
g-
―
臨
賀
郡
一
宋
齊
因
レ
之
‘
隋
平
レ
陳
‘
陽
1

一
封
州
一

尋
属
―
蒼
梧
郡
↓
劉
晦
曰
、
南
銀
改
1

一
封
陽
「
日
―
―
沼
安
一

似
レ
誤
‘
蓋
大
業
末
‘
蒲
銑
所
レ
改
也
‘
唐
武
徳
五
年
‘
僅
ニ

齋
州
ず
含
釘
置
宣
架
宋
昌
二
縣
一
》

【
痺
疾
】
109

斉
行
動
の
迅
速
な
こ
と
。
〔
商
子
、
弱
民
〕
楚

國
之
民
‘
齊
疾
而
均
速
、
若
―
―
麗
風
↓

【
齊
年
必
】
llO

合
齊
國
の
写
必
。
〔
溜
岳
‘
笙
賦
〕
況
齋
語
輿
二

秦
窄
正
新
臀
髪
レ
曲
。
〔
曹
植
、
贈
―
―
丁
翼
―
詩
〕
秦
等
猜
―
―

西
氣
↓
齊
悶
揚
1

一
東
謳
言
曹
植
‘
架
府
詩
〕
秦
箪
何
懐
慨
‘

齋
唸
和
且
柔
゜

〖
齊
誘
行
〗U
lが
勺
，
架
府
雑
曲
の
歌
辞
。
曹
植
の
名

都
・
美
女
・
白
馬
の
諸
篇
゜
〔
築
府
詩
集
‘
雑
曲
歌
酔
‘
齊

幸
必
行
〕
歌
録
日
、
名
都
・
美
女
・
白
馬
拉
齊
認
行
也
、
曹
植

名
都
篇
日
、
名
都
多
―
―
妖
女
玉
美
女
篇
日
、
美
女
妖
且
間
‘

白
馬
篇
日
、
白
馬
飾
,
,
金
蒻
ご
酋
以
二
首
句
1

名
レ
篇
‘
猶
下

蟄
歌
羅
敷
行
有
1-H
出
東
南
隅
篇
一
豫
章
行
有
中
鴛
鳶

篇
い
是
也
。

【
齊
集
】
m
弁
そ
ろ
へ
あ
つ
ま
る
。
〔
輻
悪
全
書
‘
窟
仕

部
辞
朝
〕
ず
午
門
外
齊
集
、
用
二
-
様
職
名
三
個
↓

[
齊
輯
】
llJ

吋
と
と
の
ひ
あ
つ
ま
る
。
〔
列
子
、
湯
問
〕

齊
輯
乎
轡
街
之
際
↓

【
妍
車
】

m
g
黄
金
で
飾
っ
た
車
。
〔
周
證
‘
夏
官
‘
齊

右
〕
掌
1

一
祭
祀
，
會
同
・
賓
客
前
二
齊
車
↓
〔
注
〕
齊
車
、
金

路
‘
王
自
整
齊
之
車
也
。
〔
幡
‘
曾
子
問
〕
天
子
巡
守
‘
以
―
―

遷
廟
主
一
行
、
載
l

―
千
齊
車
一
言
二
必
有
＞
尊
也
。
〔
随
‘
玉

藻
〕
大
夫
齊
車
‘
鹿
幣
豹
植
、
朝
車
士
齊
車
‘
鹿
幣
豹
植
。

[
齊
含
】
llS

苔
齊
戒
し
て
外
含
に
居
る
こ
と
。
齋
含
゜
〔
漢

書
‘
酷
吏
‘
田
延
年
傭
〕
卸
閉
レ
閤
‘
掲
居
―
―
齊
含
↓
〔
注
〕
師

古
日
‘
齊
‘
讀
日
レ
齋
゜

【
齊
射
]
⑱
苫
一
齊
に
射
つ
。
一
齋
射
撃
。
〔

H
本
外
史
、

源
氏
後
記
、
北
條
氏
〕
黎
明
令
-
―
兵
三
千
人
齊
射
盃
四
全

軍
従
之
、
大
破
義
貞
軍
一

【
齋
尚
】
117

戸
迅
速
怜
悧
で
勉
強
す
る
。
〔
晏
子
、
問
‘

下
〕
齊
尚
而
不
1

一
以
遺
＞
罷
。

一ー

【
齊
昌
】
llB

ゃ
が
縣
名
。

O
南
齊
、
置
く
。
江
蘇
省
の
境
。

●
南
銀
、
置
く
。
廣
東
省
興
寧
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀

，
 

要
‘
廣
東
‘
悪
州
府
‘
興
寧
縣
〕
齊
昌
際
縣
、
在
1

一
縣
北
玉
蒲

齋
置
‘
属
東
官
郡
面
顎
‘
唐
武
徳
五
年
‘
復
置
‘
属
循

67

州
貞
観
元
年
、
井
入
興
寧
縣
↓

3

1
0
八
三



齊

部

齊

|— 

り
【
替
ハ
唱
】
119

召
贅
を
そ
ろ
へ
て
う
た
ふ
。
〔
晉
無
名
氏
、
し
‘
吟
詠
し
て
自
ら
娯
し
ん
だ
。
著
に
柳
峯
集
が
あ
る
。
の
ふ
。
〔
詩
‘
大
序
‘
疏
〕
天
子
則
威
加
二
四
海
五
ク
正
萬
梁
臣
‘
謝
彦
章
傭
〕
晉
人
望
―
―
其
行
陣
齊
整
ぢ
m
謂
曰
‘

16

青
聰
白
馬
曲
〕
齋
唱
可
レ
憐
使
ー
一
人
感
玉
賓
夜
懐
レ
歓
何
時
【
齊
書
】
128

吋
書
名
。
南
齋
書
(
2
ー

2
7
5
0
:
 4
3
2
)
を
見
方
五
政
教
所
レ
施
‘
皆
能
齋
正
‘
故
名
レ
之
為
レ
雅
゜
謝
彦
章
必
在
レ
此
也
。
〇
婦
人
に
封
し
て
い
ふ
語
。
又
‘

【
齊
生
]142

特
み
な
一
様
に
生
き
る
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕
然
婦
人
の
容
儀
の
正
し
く
美
し
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
集
韻
〕

忘
゜
〔
劉
萬
錫
‘
挿
田
歌
〕
齊
唱
郎
中
歌
‘
喝
噂
如
竹
枝
↓

。
56

冨

章

】
120

苫
ウ
詩
経
齊
風
の
詩
句
。
〔
謝
荘
、
月
賦
〕
沈
―
-
【
齊
如
】
129

打
お
ご
そ
か
に
つ
つ
し
む
。
〔
論
語
、
郷
鴬
〕
而
萬
物
齊
生
齊
死
‘
齋
賢
齋
愚
‘
齊
貴
齊
賤
‘
十
年
亦
が
、
婦
人
齊
整
貌
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
治
家
〕
江
東
婦
女
‘

8
 
⑭

吟

齊

章

↓

殷

二

勤

陳

篇

↓

雖

競

食

菜

・

羹

瓜

五

祭

必

齊

如

也

。

死

‘

百

年

亦

死

‘

仁

聖

亦

死

、

凶

愚

亦

死

。

云

云

、

南

間

貧

素

｀

皆

事

,

,

外
飾
ご
早
乗
衣
服
、
必
貴
ニ

【
齊
手
】
121

芍
手
を
そ
ろ
へ
る
。
〔
白
居
易
、
封
酒
吟
〕
【
齊
辣
】
130

ペ
が
ひ
と
し
く
そ
ぴ
え
る
。
齊
掻
゜
〔
水
経
、
【
齋
政
]143

打
明
、
山
陽
の
人
。
永
築
の
進
士
。
官
は
嘉
腎
整
一
〔
通
俗
編
‘
状
貌
‘
齊
整
〕
按
‘
凡
物
整
頓
者
、
古
均

戸
倉
啓
歌
漠
月
齊
レ
手
拍
羹
塾
清
水
注
〕
房
陽
川
‘
云
云
、
水
南
道
則
有
三
石
棲
「
相
興
府
の
知
。
民
を
分
け
て
＝
一
番
と
し
、
更
代
し
て
徴
役
謂
之
齊
整
↓
而
時
俗
多
子
―
―
婦
人
二

9
之
‘
唐
以
来
有
レ

119

【
齋
首
】
122

芍

〇

首

に

ひ

と

し

く

す

る

。

首

と

同

じ

高

去

六

七

丈

‘

雙

跨

齊

辣

。

す

。

〔

國

朝

獣

徴

録

‘

七

十

六

〕

。

然

也

、

急

就

章

注

云

‘

鶯

抜

声

唄

斐

一

去

下

其

不

,

,

齊
整
―

＂
さ
に
す
る
。
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
上
〕
亀
施
四
狩
四
切
齊
レ
【
齊
薔
】

131

ペ
が
ひ
と
し
く
そ
ぴ
え
る
。
齊
辣
に
同
じ
。
【
香
成
皿
]144

し
イ
黍
稜
を
も
つ
て
紳
に
供
へ
る
。
栞
盛
。
者
い
以
為
―
―
妍
瀞
↓
集
韻
云
‘
瞼
‘
婦
人
齊
整
貌
。
〔
紅
悽

60

首
‘
以
象
誓
室
↓
〇
首
を
ひ
と
し
く
す
る
。
＜
ぴ
を
そ
ろ
[
齊
縦
】
132

パ
が
つ
つ
し
ん
で
跡
を
つ
け
る
o

〔
後
漢
書
ヽ
〔
帳
‘
祭
統
〕
是
故
天
子
親
耕
一
恥
缶
E

郊
一
以
共
盃
は
翌
夢
‘
四
回
〕
如
今
+
-
三
函
唸
窯
盆
見
其
模
様
雖
五
盆
i

48

へ
る
。
〔
詩
‘
鄭
風
‘
大
叔
干
田
〕
雨
服
齋
レ
首
‘
雨
鰺
如
レ
皇
后
上
、
和
窯
那
皇
后
紀
〕
齊
如
班
虞
妃
瓦
竺
跡
任
船
↓
〔
注
〕
痺
‘
或
為
レ
莱
。
脱
得
齊
整
↓
然
大
概
自
是
不
レ
改
゜

手
。
〔
西
京
雑
記
‘
一
〕
後
宮
齊
レ
首
高
唱
‘
臀
入
全
盃
氏
【
齊
乗
】
133

パ
が
書
名
。
六
巻
。
元
‘

f
欽
横
。
三
齊
輿
地
【
齊
聖
】
145

打
つ
つ
し
み
ぶ
か
く
か
し
こ
い
。
正
し
く
〇
宵
臀
】
151

打
〇
瞥
を
そ
ろ
へ
る
。
口
を
そ
ろ
へ
る
。

〔
曹
植
‘
洛
紳
賦
〕
六
龍
像
其
齋
レ
首
‘
載
―
―
雲
車
之
容
裔
↓
を
継
括
し
、
首
尾
一
貫
し
て
叙
述
簡
結
‘
元
代
地
志
中
の
事
理
に
通
ず
る
。
〔
書
、
同
命
〕
昔
在
文
武
‘
聰
明
齋
聖
。
〔
後
漢
書
‘
孔
融
博
〕
輿
1

丞
＇
原
陶
丘
洪
‘
陳
留
邊
譲
―
齊
レ

【
齊
酒
】
123

合
も
の
い
み
に
用
ひ
る
酒
。
〔
周
褪
、
天
官
‘
尤
。
其
の
目
は
沿
革
・
分
野
・
山
川
・
郡
邑
・
古
蹟
．
亭
館
・
〔
注
〕
聰
明
、
視
聴
遠
‘
齊
通
無
1

一
滞
凝
↓
〔
書
、
微
子
之
臀
稽
。

0
名
臀
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
漢
書
‘
叙
博
上
〕
夷

酒
正
〕
大
祭
二
爪
、
中
祭
再
戒
、
小
祭
壼
訳
、
皆
有
,
,
酌
風
土
・
人
物
の
八
類
に
分
つ
。
〔
四
庫
提
要
‘
史
‘
地
理
類
〕
。
命
〕
嗚
呼
‘
乃
祗
成
湯
‘
克
齊
聖
廣
淵
、
皇
天
脊
佑
‘
誕
恵
舛
而
齊
臀
。
〔
任
防
‘
齊
党
陵
文
宣
王
行
状
〕
昔
浦
獣

歎

唯

齊

酒

不

氣

。

【

齊

心

】

134

弁
心
を
ひ
と
し
く
す
る
。
心
を
合
は
せ
る
。
受
,
,
蕨
命
↓
撫
レ
民
以
レ
寛
‘
除
―
―
其
邪
虐
盆
切
加
1

キ

蒔

文

徳

訪

S
到
於
雲
＝
竺
東
平
森
―
―
臀
於
楊
史
一

冨

受

】
124

合
漢
の
人
。
盆
は
敬
。
高
祖
留
に
起
る
よ
り
〔
後
漢
書
、
寇
洵
傭
〕
齊
レ
心
合
レ
衆
‘
祁
祁
不
も
足
レ
圏
也
。
垂
後
裔
↓
〔
詩
、
小
雅
‘
小
宛
〕
人
之
齊
聖
‘
飲
レ
酒
温
【
齊
捷
】
152

吋
速
か
。
齊
給
(
4
6
)

の
●
に
同
じ
。
〔
淮
南

従
ひ
‘
験
騎
都
尉
に
て
項
籍
を
撃
ち
、
棲
煩
将
を
得
、
平
〔
古
詩
十
九
首
、
其
四
〕
齊
心
同
レ
所
レ
願
、
含
意
倶
未
レ
克
゜
〔
傭
〕
齋
‘
正
。
〔
左
氏
、
文
‘
二
〕
子
雖
,
,
齊
聖
二
不
↓
年
炉
子
、
説
山
訓
〕
力
貴
レ
齊
‘
知
貴
レ
捷
゜
〔
庄
〕
齊
捷
皆
疾
゜

定
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
〔
前
漢
書
、
十
六
〕
。
伸
。
〔
魏
志
、
威
洪
偉
〕
齋
心
穀
力
、
以
致
,
,
臣

節

一

父

食

l

久
芙
。
〔
庄
〕
齊
‘
粛
也
。
〔
左
氏
、
文
‘
十
八
〕
高
陽

F
齊
賤
】
153

弁
一
様
に
い
や
し
い
。
〔
列
子
、
楊
朱
〕
萬

【
齊
従
】
125

な
が
後
涼
‘
魏
安
の
人
。
官
は
呂
光
に
仕
へ
、
【
齊
信
】
135

弁
〇
信
を
つ
く
し
い
つ
は
り
な
き
こ
と
。
氏
有
ニ
オ
子
八
人
↓
云
云
‘
齊
聖
廣
淵
、
明
允
篤
誠
‘
天
物
齊
生
齊
死
‘
齊
賢
齊
愚
‘
齊
貴
齊
賤
゜

左
衛
将
軍
。
世
子
紹
嗣
立
、
庶
子
纂
‘
洪
範
門
を
攻
む
。
〔
書
、
康
王
之
詰
〕
底
二
至
齊
信
面
E

昭――明

f
天

下

↓

〔

荀

下

謂
1

一
之
八
惜
↓

F
齊
全
】
154

努
完
全
に
な
る
。
完
成
す
る
。
揃
へ
る
。

従
、
剣
を
抽
き
纂
を
研
つ
て
額
に
中
つ
。
纂
‘
即
位
し
、
子
‘
性
悪
〕
穂
恭
而
意
倹
‘
大
二
齋
信
―
焉
。

O
漢
‘
揺
母
【
齋
滋
[
】
148

苔
う
や
う
や
し
く
つ
つ
し
む
さ
ま
。
又
、
そ
整
ふ
。
〔
清
會
典
事
例
‘
戸
部
、
漕
運
‘
剥
船
〕
毎
年
三
月

従
に
日
く
‘
卿
、
前
に
我
を
研
る
‘
一
に
何
ぞ
甚
だ
し
き
餘
(
6
|
1
2
4
7
9
 :
 8
2
)

の

溢

。

ろ

ひ

と

と

の

ふ

さ

ま

。

清

清

゜

〔

幡

‘

玉

藻

〕

廟

中

齊

内

、

将

二

剥

船

ー

修

鯰

齊

全

。

と
。
従
、
泣
い
て
曰
く
、
隠
王
は
先
帝
の
立
つ
る
所
、
【
香
診
】

1
3
6刃
車
後
の
横
木
の
高
さ
に
ひ
と
し
く
す
齊
、
清
清
翔
翔
。
〔
注
〕
恭
愁
貌
也
。
〔
疏
〕
齋
齊
、
自
牧
持
―
-
【
香
鉗

g
]
1
5
5

守
齊
國
の
印
綬
。
〔
謝
震
運
‘
~
,
,

赤
石
一
進

陛
下
、
天
に
應
じ
人
に
従
へ
ど
も
微
心
未
だ
達
せ
ず
。
る
。
〔
後
漢
書
、
輿
服
志
上
〕
龍
旅
九
肪
七
切
齊
レ
診
、
以
厳
正
一
之
貌
也
。
〔
繹
文
〕
齋
、
オ
分
反
‘
賀
在
啓
反
。
〔
證
‘
帆
レ
海
詩
〕
仲
連
軽
―
―
齊
組
王
J

牟
脊
,
,
魏
閥
一

此
の
時
惟
；
陛
下
の
死
せ
ざ
る
を
恐
る
。
何
ぞ
甚
だ
し
象
1

一

大

火

↓

祭

義

〕

齋

齊

乎

其

敬

也

、

楡

愉

乎

其

忠

也

、

勿

勿

諸

其

【

香

鈴

疏

】

156

ル
喪
服
の
名
。
あ
ら
い
布
で
織
り
裳
の
下

き
と
謂
ふ
や
と
。
纂
‘
其
の
忠
を
嘉
し
、
之
を
善
遇
す
。
【
齊
進
】
137

合
ひ
と
し
く
進
む
。
一
緒
に
進
軍
す
る
。
欲
―
―
其
饗
＞
之
也
。
〔
疏
〕
齋
齊
‘
謂
二
整
齋
之
貌
二
秤
文
〕
を
縫
ひ
あ
つ
め
た
も
の
。
〔
儀
橙
‘
喪
服
〕
疏
衰
裳
齊
゜

〔

尚

友

録

、

三

〕

。

〔

北

史

、

伊

婁

謙

博

〕

偽

齊

僭

檀

‘

上

下

離

レ

‘

心

‘

若

命

工

ハ

齋

齊

如

レ

字

‘

藷

子

褪

反

。

〔

注

〕

疏

‘

猶

レ

羅

也

。

〔

孟

子

‘

腺

文

公

上

〕

三

年

之

喪

‘

齊

【
齊
宿
】1

2
6戸
も
の
い
み
し
て
一
夜
を
過
ご
す
。
齋
宿
師
齊
進
畜
臣
全
願
也
。
〖
齊
齊
吟
爾
〗

1
4
7は地
名
。
涌
洲
黒
龍
江
省
城
を
ぃ
疏
之
服
‘
針
粥
之
食
、
自
―
―
天
子
五
竺
於
庶
人
コ
ニ
代
共
レ

(
1
2
-
4
8
5
6
5
 :
 5
9
)に
同
じ
。
〔
孟
子
、
公
孫
丑
下
〕
弟
子
[
痺
値

~
]
1
3
8

匁
清
ヽ
新
野
の
人

o

字
は
幡
堂

o

溢
は
勇
ふ

o

激
江
の
束
岸
、
齋
昂
軽
便
鐵
路
あ
り
、
此
虞
ょ
り
昂
之o

〔
集
庄
〕
齋
、
衣
下
縫
也
ヽ
不
レ
絹
い
虹
土
哀
盆
戸
之

齊
宿
而
後
敢
言
。
〔
集
注
〕
齊
宿
‘
齋
戒
越
レ
宿
也
。
毅
。
嘉
慶
中
‘
武
生
を
以
て
川
映
楚
の
教
匪
を
従
攻
し
、
昂
淡
に
至
り
、
東
支
洸
昂
一
一
鐵
路
と
街
接
す
。
清
の
光
曰
1

一
齊
衰
盃
叫
轟
也
‘
羅
、
布
也
。

【
齊
粛
】
127

戸
ぅ
や
う
や
し
く
慎
む
。
お
ご
そ
か
に
道
光
中
、
回
部
を
平
定
す
。
功
を
積
み
て
四
川
提
督
に
緒
三
十
一
年
の
北
京
條
約
の
通
商
場
。
【
酋
ハ
楚
】
157

心
ィ
と
と
の
つ
て
う
つ
く
し
い
。
〔
西
廂
記
‘

つ
つ
し
む
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
三
〕
下
レ
善
齊
粛
。
〔
國
語
、
楚
至
る
。
〔
清
史
稿
‘
―
二
百
七
十
四
〕
．
〔
清
史
列
博
、
三
十
〖
齊
忍
品
平
整
〗

1
4
8打打
容
姿
が
整
ひ
美
し
く
て
、
非
崖
鶯
鶯
夜
聰
レ
琴
雑
劇
〕
衣
冠
齊
楚
瀧
兒
整
。

語
下
〕
又
能
齊
粛
衷
正
‘
云
云
‘
齋
鼎
以
承
レ
之
、
云
云
、
九
〕
．
〔
績
碑
博
集
‘
五
十
〕
。
難
す
る
と
こ
ろ
が
無
い
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞

lml二
道
場
―
【
齊
漱
l

】158
店
つ
つ
し
み
か
し
こ
ま
る
。
〔
證
‘
玉
藻
〕
君

其
誰
敢
不
l
1齊簡
恭
敬
致

1一
カ
子
紳
→
〔
漢
書
‘
郊
祀
志
【
齊
吹

]
1
3
9
げ
衆
人
が
口
を
そ
ろ
へ
て
ふ
く
。
〔
韓
非
雑
劇
〕
等
―
―
待
那
齊
齊
整
整
‘
壌
壊
辟
婢
‘
姐
姐
鶯
鶯
一
子
容
舒
遅
‘
見
盃

5
レ
尊
者
1齊
遂
。
〔
庄
〕
遂
‘
猶
砿
溢
〗
―

上
〕
齊
熊
聰
明
者
、
神
或
降
レ
之
。
〔
呉
志
、
呉
主
孫
櫂
傭
〕
子
、
内
儲
説
上
、
齊
宣
王
使

1一
人
吹
＞
竿
必
三
百
人
南
郭
〖
替
薔
品
爾
里
克
〗

1
4
9げ屯
地
名
。
外
蒙
古
喀
爾
喀
中
路
也
。
「
粟
千
車
→

曹

公

望

櫂

璽

歎

五

齊

嵐

乃

退

。

虞

士

請

為

レ

王

吹

レ

竿

‘

翼

需

〕

淵

鑑

類

函

竿

條

引

―

―

韓

賽

音

諾

顔

部

の

盟

地

。

【

齊

粟

】

159

合
齋
國
の
も
み
。
〔
左
氏
、
哀
、
二
〕
獲
―
―
齊

【
齊
逃
]
四
芍
’
明
‘
桐
城
の
人
。
之
鸞
の
子
。
琥
は
柳
子
一
云
‘
齋
宣
王
使
,
,
人
吹
＞
竿
、
必
三
百
人
齊
吹
。
【
齊
整
】
150

け

0
と
と
の
つ
て
ゐ
る
。
き
ち
ん
と
し
て
【
齊
巽
】
160

万
宋
、
高
保
寅
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 1
3
2
9
)

の
字
。

峰
。
諸
生
。
詩
に
巧
。
性
淳
謹
。
中
歳
、
太
學
に
浦
ぴ
、
【
齊
世
】
140

苔

論

衡

の

篇

名

。

ゐ

る

。

整

齊

゜

〔

魏

志

、

鄭

渾

傭

〕

入

1

一
魏
郡
界
五
り
落
齊
整
【
齊
ハ
代
】
161

パ
“
〇
二
國
の
名
。
齊
と
代
。
〔
飽
照
、
擬
古
‘

別
駕
を
授
け
ら
れ
た
が
辞
し
て
就
か
ず
‘
免
濱
に
耕

U
齊
正
】
1
4
1
5
い
と
と
の
へ
る
。
正
し
く
す
る
。
又
‘
と
と
如
こ
。
〔
晉
書
‘
符
堅
載
紀
下
〕
部
陣
齊
整
。
〔
五
代
史
‘
代
陸
平
原
君
子
有
所
思
詩
〕
選
レ
色
遍
,
,
齊
代
こ
徴
レ
臀

〇
八
囮

13680 
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齊

匝
"
rp越
↓
〔
注
〕
善
曰
‘
齊
代
叩
越
‘
四
地
名
。
●
代
を
ひ
と

し
く
す
る
。
〔
張
華
‘
封
祠
議
〕
大
徳
齊
代
‘
揮
1

一
揚
仁
風
↓

【
齊
岱
】
162

”
岱
は
五
嶽
の
一
、
東
嶽
、
即
ち
泰
山
。
周

代
‘
齊
國
に
あ
る
か
ら
い
ふ
。
〔
荘
子
、
説
剣
〕
（
荘
子
）

日
、
天
子
之
剣
、
以
1

一
燕
硲
石
城
1

為
レ
鋒
‘
齊
岱
為
レ
鍔
‘

晉
魏
為
レ
脊
、
周
宋
為
レ
鐸
、
韓
魏
為
レ
央
゜

【
齊
泰
】
163

行
●
ひ
と
し
く
泰
平
な
こ
と
。
〔
曹
植
、
七

啓
〕
超
隧
平
於
殷
阿
踵
酸
皐
而
齊
泰
゜
〔
陸
機
‘
七

徴
〕
盪
流
風
於
薙
俗
ぶ
和
1

一
天
民
乎
齊
泰
↓
●
明
、
渫
水

の
人
。
初
名
は
徳
。
太
祗
、
今
名
を
賜
は
る
。
溢
は
節

愁
。
洪
武
の
進
士
。
官
は
兵
部
侍
郎
。
太
祗
の
臨
終
に

召
さ
れ
て
顧
命
を
授
け
ら
れ
‘
皇
太
孫
を
輔
く
。
建
文

帝
の
時
、
兵
部
尚
書
。
諸
王
を
削
奪
す
る
策
を
建
て
、

又
、
燕
の
麗
籍
を
削
ら
ん
事
を
請
ふ
。
後
、
燕
師
に
執

へ
ら
れ
、
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
明
史
、
ー
百
四
十
一
〕
．

〔
萬
斯
同
明
史
、
ー
百
八
十
三
〕
・
〔
明
史
稿
‘
ー
百
三
十

二
〕
・
〔
國
朝
献
徴
録
‘
三
十
八
〕
・
〔
皇
明
通
紀
直
解
、

三
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
・
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘

八
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
四
十
六
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘

十
一
〕
．
〔
明
史
輌
、
八
十
二
〕
．
〔
建
文
忠
節
録
〕
．
〔
前
明

忠
義
別
博
‘
一
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
、
十
二
〕
．
〔
明
書
、

二
日
二
〕
．
〔
績
蔵
書
、
五
〕
・
〔
備
遺
録
〕
．
〔
遜
國
諸
臣
博
‘

[
齊
隊
】
164

c
h
'
i
'
t
u
e
i
'

整
列
す
る
。

L

二〕。

【
齊
糧
]166

”
か
ら
だ
つ
き
が
同
じ
。
〔
論
衡
‘
骨
相
〕

賞
賜
億
萬
‘
興
レ
上
齊
レ
橙
。

【
齊
畳
】
166

”
齊
國
の
司
署
。
〔
任
防
、
王
文
憲
集
序
〕

齊
畳
初
建
‘
以
レ
公
為
孟
回
書
右
僕
射
ぶ
庄
吏
部
↓

【
齊
刀
】
167

約
古
の
錢
幣
。
状
‘
刀
形
に
似
‘
齊
國
が
造

っ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
梅

発
臣
、
詩
〕
獨
行
齊

T
固
]
[
□
訓
附
佃

C
臼①

大
刀
、
鎌
形
ぎ
環
レ
に

I
い
い
日
町
叫
瓜
3
刀
ぽ

連
。
〔
金
石
索
〕
齊
刀

往
往
得
―
―
於
章
祁
・
臨
渦
等
虞
こ
漢
志
、
太
公
為
レ
周
立
"

九
府
園
法
五
退
又
行
↓
1

之
於
齊
公
7

観
―
―
此
刀
頭
―
有
レ
環
‘

即
園
法
也
、
桓
公
軽
罪
者
贖
以
1

一
金
刀
丁
故
齊
刀
為
レ
多

焉。

【
齊
唐
】
168

約
宋
、
會
稽
の
人
。
廓
の
弟
。
字
は
祗
之
。

少
時
、
貧
に
し
て
苦
學
、
書
を
得
れ
ば
皆
自
ら
寓
誦

す
。
天
聖
の
進
士
に
登
る
。
再
び
制
科
に
應
じ
皆
首
選
、

雨
封
策
皆
第
一
た
り
。
嘗
道
‘
其
の
切
直
を
忌
み
、
復

ー

1

部

齊

〇
八
五

排
去
す
。
著
作
佐
郎
に
遷
り
、
南
雄
に
危
判
た
り
。
交

趾
‘
麒
麟
を
進
む
‘
唐
‘
史
博
に
撮
り
之
を
非
と
し
、
衆
、

其
の
博
識
に
服
す
。
職
方
員
外
郎
に
て
致
仕
し
、
直
を

少
微
山
に
築
い
て
住
む
。
著
に
學
苑
精
英
・
少
微
集
が

あ
る
。
〔
宋
史
、
三
百
一
〕
．
〔
宋
史
翼
、
二
十
六
〕
。

【
齊
襦
】
169mバ
は
ら
お
び
。
抹
肋
゜
〔
中
華
古
今
注
〕
抹

吐
、
文
王
所
レ
制
也
、
謂
1

一
之
腰
巾
二
宮
女
以
レ
採
為
ら
之
、

名
日
盃
膝
竺
至
レ
漢
名
日
11

抹
社
盆
か
名
―
―
齋
襦
↓

【
齊
旦
】
170

バ
バ
陳
‘
趙
知
穂
(
1
0
-
3
7
1
7
1
:
 7
7
8
)
の
字
。

【
齊
断
】
171

”
き
り
も
り
。
齊
は
剤
。
〔
荀
子
、
君
道
〕
其

齊
断
足
―
―
以
距
＞
難
。

【
齊
智
】
172

へ
ィ
●
平
凡
な
智
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
齊
智
之

所
L

知
則
漫
芙
。
●
智
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
淮
南
子
、

脩
務
訓
〕
三
代
輿
レ
我
同
レ
行
、
五
伯
興
レ
我
齊
如
口
。

【
齊
酎
】
173

約
も
の
い
み
に
用
ひ
る
濃
い
酒
。
齋
酎
。

〔
漢
書
、
武
五
子
、
燕
剌
王
旦
偉
〕
嘗
下
何
面
目
復
奉
―
―
齊

酎
石
在
高
祗
之
廟
品
~
゜

【
齊
脹
】
174ch• 

i'chang• 

帳
面
を
し
め
る
。

[
齊
女
】
175
が
;

.
 

蝉
の
異
名
。
齊
王
の
后
‘
王
を
怨
み
、

死
ん
で
蝉
と
な
っ
た
と
い
ふ
博
説
か
ら
い
ふ
。
〔
古
今

注
‘
問
答
繹
義
〕
牛
亨
問
曰
‘
蝉
名
齊
女
者
何
也
、
答
曰
‘

齊
王
之
后
‘
怨
レ
王
而
死
、

F
雙
為
レ
蝉
‘
云
云
‘
故
世
名
レ

蝉
日
―
―
齊
女
↓
●
齊
國
の
女
。
〔
飽
照
、
代
少
年
時
至
衰
老

行
詩
〕
歌
唱
青
齊
女
、
弾
等
燕
趙
人
。

〖
齊
女
化
〗1

7
6
な
”
？
ョ
蝉
を
い
ふ
。
齊
女
を
見
よ
。

〖
齊
女
晶
〗1

7
7芍巧
蝉
を
い
ふ
。
齊
女
に
同
じ
。
〔
事
類

賦
〕
伊
齊
女
之
微
晶
分
。

【
齊
通
】
178

砕
郡
名
。
南
齊
‘
置
く
。
四
川
省
眉
山
縣
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
〕
眉
州
、
馬
貢
、
梁
州
之
城
、
秦

蜀
郡
地
、
漢
健
為
郡
地
、
後
漢
因
レ
之
、
晉
宋
俯
屡
―
―
健
為

雙

齊

析
11

置
齊
通
郡
涵
木
因
レ
之
、
兼
置
一
青
州
↓

【
齊
尼
】
179

五
バ
草
の
名
。
そ
ば
な
。
〔
本
草
‘
齊
危
〕
繹
名
、

杏
参
、
杏
葉
沙
参
、
底
危
‘
甜
桔
梗
‘
白
麺
根
。

【
齊
秋
】

180n
齊
侯
と
白
秋
。
襄
公
二
十
八
年
に
晉
に

朝
す
。
〔
左
氏
、
昭
、
元
〕
再
合
1
1

諸
侯
コ
ニ
合
1

一
大
夫
1

服
1

一齊

然

寧
1

一
東
夏
↓
〔
注
〕
襄
二
十
八
年
、
齊
侯
白
秋
朝
レ
晉
゜

【
齋
天
】
181

打
●
天
と
ひ
と
し
い
。
〔
陶
弘
景
‘
尋
レ
山
誌
〕

右
連
レ
山
而
無
』
際
、
左
渇
レ
海
而
齊
レ
天
。
●
山
名
。
湖
南

省
麻
陽
縣
の
東
南
。
〔
明
一
統
志
〕
峯
轡
高
出
,
,
雲
表
一

天
晴
則
秀
色
愈
見
、
故
又
名
―
―
齊
天
山
一
宋
置
,
,
齊
天
鋪

於
山
下
↓

〖
齊
天
架]
1
8
2

”
？
詞
牌
の
名
。
〔
剪
燈
新
話
、
愛
卿

博
〕
自
製
1

一
齊
天
築
一
閤
玉
歌
以
侑
レ
之
。
〔
詞
譜
〕
周
密

天
基
節
築
次
、
築
奏
1

如
＾
鍾
宮
云
第
一
蓋
‘
臀
菓
起
―
―
聖
壽

齊
天
築
慢
五
姜
甍
詞
注
―
―
黄
鍾
宮
函
ぢ
名
,
,
正
宮
盃
周
邦
彦

詞
有
―
―
緑
蕪
彫
泰
壷
城
路
句
：
名
"
畳
城
路
了
沈
端
節
詞

名
五
輻
降
中
哀
張
輯
詞
有
如
枇
江
山
句
；
ぎ
如

此
江
山
↓

〖
齊
天
縣
〗18

3バ＂
テ
ン
I

至
大
の
幸
縣
゜
〔
長
生
殿
‘
罵
賊
〕

今
日
却
留
五
全
七
士
受
用
、
虞
乃
齊
天
之
縣
也
。

〖
齊
天
皇
后
〗1

8
4
店
”
”
手
遼
‘
爾
后
(
9
-
3
2
0
1
2

:
 1
1
 

7
)
を
い
ふ
。

【
齊
土
】
185

パ
ィ
中
國
を
い
ふ
。
中
土
。
中
夏
。
〔
列
子
、

楊
朱
〕
雖
下
殊
方
偏
國
、
非
n

―
齊
土
之
所
―
―
産
育
1

者
5

無レ

不
↓
―
必
致
b

之
。
〔
北
史
‘
慕
客
白
曜
傭
〕
白
曜
一
旬
内
、

頻
抜
1

―
四
城
ぢ
威
震
―
―
齊
士
↓

【
齊
東
】
186

昇
●
齊
の
東
邊
。
齊
東
野
人
之
語
(
1
9
0
)
を

見
よ
。
●
縣
名
。
元
、
置
く
。
山
東
省
青
城
縣
の
西
。

黄
河
の
南
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
、
清
南
府
〕
齊

東
縣
、
本
郁
平
縣
地
、
宋
於
―
―
縣
之
趙
巖
ロ
一
置
―
齊
東

鎮
ア
金
初
、
劉
豫
置
如
＾
河
巡
司
於
此
ご
冗
改
レ
鎮
為
,
,
齊

東
縣
ニ

g
―
河
間
路
ご
明
初
改
1

一
今
陽
ニ
編
戸
四
十
六
里
。

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
山
東
、
清
南
府
‘
縣
十
五
、
齊
東
。

〖
齊
東
飼
父
〗1

8
7
”
”7ゥ
清
、
陳
介
棋

(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 

6
9
0
)

の
臨
。

〖
齊
東
野
語
〗1

8
8
芥
ト
ゥ
●
齊
の
東
邊
野
人
の
信
ず
る

に
足
り
な
い
語
。
齊
東
野
人
之
語
を
見
よ
。

O
書
名
。

二
十
二
倦
。
宋
、
周
密
撰
。
此
の
書
、
南
宋
の
奮
事
を
録

し
‘
録
す
る
所
は
‘
往
往
宋
史
の
闘
を
補
ふ
に
足
る
‘
考

證
古
義
皆
極
め
て
典
核
で
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
雑

家

類

〕

゜

「

4
)

の
琥
゜

〖
齊
東
野
人
〗1

8
9
”
4ゥ
元
、
張
養
浩
(
4
|9
8
1
2
 :
 1
5
5
 

〖
齊
東
野
人
之
語
〗19

0
梵
玲
ゴ
齊
の
東
邊
の
野
人
の

語
。
其
の
語
は
愚
で
信
ず
る
に
足
り
な
い
か
ら
‘
信
じ

難
い
妄
説
に
喩
へ
て
い
ふ
。
〔
孟
子
‘
萬
章
上
〕
此
非
1

一

君
子
之
―
―
―
只
齊
東
野
人
之
語
也
。

【
齊
等
】
191

昇
●
ひ
と
し
い
。
平
等
。
同
等
。
〔
繹
名
、
秤

親
陽
〕
士
庶
人
日
レ
妻
、
妻
‘
齊
也
‘
夫
賤
不
も
足
―
―
以
尊

語
也
、
故
齊
等
言
也
。
〔
呉
志
‘
朱
桓
博
〕
又
謂
、
士
衆

勇
怯
齊
等
故
耳
。
●
等
級
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
説
苑
‘

建
本
〕
儀
状
齊
レ
等
、
而
飾
貌
者
好
。

【
齊
同
】
193

討
ひ
と
し
く
同
じ
い
。
〔
漢
書
、
平
帝
紀
〕
太

僕
王
憚
等
八
人
‘
使
行
"
風
俗
一
宣
―
―
明
徳
化
二
患
國
齊

同
‘
皆
封
為
1

一
列
侯
↓
〔
呉
詩
‘
魯
粛
傭
〕
興
レ
彼
協
レ
心
、

上

下

齊

同

。

「

齊

憧

唱

令

列

1
1

趙
女
↓

[
齊
憧
】
194

昇
齊
國
の
童
子
。
齊
童
。
〔
張
衡
、
南
都
賦
〕

【
齊
徳
】
195

パ
バ
●
徳
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
魏
志
、
劉
嘩

博
〕
陛
下
雖
レ
齊
憾
有
虞
云
然
醜
虜
之
性
‘
未
レ
有
レ
所
レ

感
。
●
明
‘
齊
泰
(
1
6
3
)
の
●
の
初
名
。

【
齊
嗽
】
196

”
パ
樹
木
の
名
。
波
斯
‘
又
‘
彿
林
國
に
産
す

る
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
、
木
篇
〕
齊
嗽
樹
出
―
―
波
斯

國
ェ
亦
出
二
掃
林
國
ご
云
云
、
樹
長
二
三
丈
、
皮
青
白
‘
花

似
レ
柚
、
極
芳
香
、
子
似
1

一
楊
桃
言
五
月
熟
、
西
域
人
堅
為
レ

油
、
以
震
―
鉗
果
↓
〔
本
草
‘
摩
厨
子
〕
附
鋒
‘
齊
激
果
‘
酉
陽

雑
俎
云
‘
云
云
‘
徳
慶
‘
一
統
志
云
‘
廣
之
徳
慶
州
出
レ
之
。

【
齊
寧
】
197

”
縣
名
。

O
南
齊
、
置
く
。
江
蘇
省
江
都

縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
揚
州
府
、
江
都

縣
〕
齊
寧
城
、
在
1

一
府
東
南
六
十
里
ニ
職
齊
永
明
初
、
置
レ

縣
属
―
廣
陵
郡
↓
●
南
齊
、
置
く
。
湖
北
省
の
境
。

O
南

齊
、
置
く
。
陳
西
省
の
境
。

【
齊
年
】
198

”
同
年
に
進
士
に
及
第
し
た
人
。
〔
南
史
、

顔
延
之
博
〕
哀
淑
年
倍
"
小
延
之
一
不
―
―
相
推
重
一
延
之

念
、
於
"
衆
中
一
折
レ
之
日
‘
昔
陳
元
方
興
,
,
;
:
;
;
元
駿
1

齊
年

文
學
、
元
駿
拝
1

一
元
方
於
床
下
公
7

君
何
得
レ
不
レ
見
レ
拝
。

〔
藷
唐
書
、
武
元
衡
博
〕
年
五
十
八
、
始
元
衡
輿
二
吉
甫
一

齊
年
‘
又
同
日
為
―
―
宰
相
コ
面
部
氏
聞
見
前
録
、
九
〕
（
呂
）

悪
卿
既
得
レ
位
‘
遂
叛
―
-
（
王
）
荊
公
盆
山
1

一
平
日
荊
公
手
移

賣
有
レ
日
レ
無
レ
使
『
一
齊
年
知
王
謂
―
―
渇
公
京
云
蓋
荊
公
興
―
―

溝
公
玉
皆
辛
酉
生
。

【
齋
馬
】
199

心
ィ
●
周
磯
六
馬
の
一
。
象
路
に
駕
す
る

も
の
。
〔
周
櫃
、
夏
官
‘
校
人
〕
六
馬
之
陽
、
種
馬
一
物
、

戎
馬
一
物
、
齊
馬
一
物
、
道
馬
一
物
、
田
馬
一
物
、
鷲
馬

一
物
。
〔
注
〕
齊
馬
‘
象
路
駕
。

9國
の
馬
。
〔
温
庭
蒟
、

和
周
鯰
詩
〕
齊
馬
墨
千
患
虞
姫
塁
十
三
↓

【
齊
貝
】
200

芥
そ
ろ
つ
て
ゐ
る
珠
。
〔
荘
子
、
盗
妬
〕
脊

如
激
丹
直
如
齊
貝
↓
〔
疏
〕
貝
‘
珠
也
。
〔
繹
文
〕
齊
貝
‘

一
本
作
―
―
含
貝
↓

ー

【
齊
房
】
201

苫
漢
の
郊
祀
歌
の
名
。
一
名
‘
芝
房
歌
。
〔
漢

8
 
6
 

書
、
謄
築
志
〕
齊
房
十
三
、
元
封
二
年
‘
芝
生
―
甘
泉
齊

房
作
。

13



齋

部

齋

|— 

）
【
齊
．
髪
】
如
苫
た
て
が
み
を
き
り
そ
ろ
へ
る
。
〔
宣
和
輩
斧
゜
瑣
堺
代
酔
編
‘
巻
三
十
六
に
見
ゆ
。
〔
漢
書
、
王
葬
者
名
二
齋
物
論
↓
〇
荘
子
の
篇
名
。
物
論
を
齊
し
く
す

2
3

譜
〕
如
馬
不
責
鯰
人
不
•
櫛
沐
い
傭
下
〕
此
経
所
謂
喪
其
齊
芹
者
也
。
〔
庄
〕
應
勒
曰
‘
齊
‘
る
こ
と
を
論
ず
。
〔
荘
子
‘
齊
物
論
‘
口
義
〕
物
論
者
、
人

・
【
齊
莫
】
203

芍
明
‘
陳
士
京

(11
|
 4
1
6
9
8
 :
 8
8
5
)

の
字
。
利
也
‘
亡
其
利
斧
ご
―

-9墨
以
復
斬
斯
也
、
師
古
曰
、
物
之
論
也
‘
置
言
粂
論
也
‘
齊
者
、
一
也
‘
慾
倉
衆

。
6
 
5

【
齊
萬
】
204

特
竺
萬
年
を
同
じ
く
す
る
。
〔
溢
岳
、
開
中
此
易
巽
卦
上
九
交
辞
。
〔
漢
書
‘
叙
傭
下
〕
雖
5

戒
1

一

東

南

「

論

―

而

為

も

一

也

。

「

4
)

の
琥
゜

8
 
⑭
詩
〕
紛
転
齊
薦
‘
亦
孔
之
醜
゜
〔
注
〕
善
日
、
西
京
賦
曰
‘
林
終
用
二
齊
斧
→
〔
注
〕
張
晏
曰
‘
齊
斧
‘
越
斧
也
、
以
整
―
―
齋
〖
咽
蜘
訟
躙
齋
〗

2
2
2
吋
汀
清
‘
蘊
士
錫

(
9
|3
1
4
3
3
 :
 2
0
 

麓
之
饒
‘
干
レ
何
不
レ
有
レ
謂
レ
竿
1

一
萬
年
一
也
‘
銑
日
‘
此
齊
天
下
一
也
、
師
古
日
、
易
云
‘
喪
―
―
其
齊
斧
ご
故
引
以
為
レ

U
齊
奮
I

】223
パ
パ
一
し
よ
に
ふ
る
ひ
た
つ
。
〔
宋
史
、
文
天

萬

年

之

徒

‘

亦

甚

為

―

―

醜

悪

之

行

↓

辞

。

O
刑
に
用
ひ
る
具
。
〔
陳
琳
‘
檄
二
呉
将
校
部
曲
一
文
〕
詳
博
〕
約
レ
日
齊
奮
‘
有
レ
進
無
レ
退
。

2
0
[
齊
飛
】
205

丘
ィ
一
齊
に
飛
ぶ
。
〔
王
勃
、
膝
王
閣
詩
序
〕
落
要
領
不
レ
足
l
1

以
膏
―
―
齊
斧
二
注
〕
善
日
‘
虞
喜
志
林
日
‘
【
茜
巫
'
]
2
2
4
}
H
O
整
つ
て
平
か
な
こ
と
。
〔
張
衡
、
西
京

＂
霞
良
孤
鵞
齊
飛
‘
秋
水
匹
長
天
―
一
色
。
齊
‘
側
皆
切
‘
凡
師
出
必
齊
戒
‘
入
レ
廟
受
レ
斧
‘
故
日
二
齊
賦
〕
甍
宇
齊
平
、
北
闘
甲
第
。
●
ひ
と
し
い
。
〔
王
糖
之
‘

。
6

【
齊
眉
】
206

吋
●
食
膳
を
眉
の
邊
ま
で
捧
げ
る
。
妻
が
芹
也
‘
潰
曰
‘
斧
所
ー
,
,
以
整
1

一
齊
軍
旅
五
瓜
曰
―
―
齊
斧
一
也
。
題
―
衛
夫
人
筆
陣
圏
後
―
〕
上
下
方
整
、
前
後
齊
平
。
〔
謝

5
 
48

深
く
夫
を
尊
敬
す
る
意
。
拳
レ
案
齊
レ
眉
(
6
ー

1
4
7
6
2

:

F
齊
普
】
214

芍
川
の
名
。
冑
海
省
の
東
境
。
源
は
滞
馬
山
霊
運
‘
山
居
賦
〕
綿
連
邪
亙
‘
側
直
齊
平
。

8
5
)
を

見

よ

。

〔

後

漢

書

‘

逸

民

‘

梁

鴻

傭

〕

毎

レ

欝

妻

為

具

レ

の

附

近

。

黄

河

に

注

ぐ

。

【

齊

鎖

】

225

芥
く
つ
わ
を
ひ
と
し
く
す
る
。
馬
首
を
並

食
、
不
蔽
裕
鴻
前
仰
覗
籐
立
レ
案
齊
情
。
〔
篇
子
範
‘
【
齊
驚
】
2
1
5
t
ィ
な
ら
ん
で
は
せ
る
。
〔
晉
書
、
文
苑
博
序
〕
べ
る
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
騨
駿
齊
レ
錆
‘
黄
間
機
張
。
〔
陸

詩
〕
含
レ
情
動
二
燕
俗
盃
呻
レ
影
笑
―
齊
眉
↓
〇
眉
と
同
じ
高
縛
ー
る
凸
鵡
而
齋
驚
‘
揚
二
玉
軟
1

而
拉
馳
。
機
、
詩
〕
方
レ
譲
齊
レ
鍍
‘
比
レ
跡
同
レ
塵
゜
〔
北
史
、
楊
大
眼

さ
。
〔
水
滸
博
、
三
回
〕
提
"
了
一
條
齊
眉
短
棒
ぶ
悶
巴
南
『
齊
風
】
216

店

O
齊
國
の
風
俗
。
〔
任
防
‘
天
監
三
年
策
二
博
〕
至
↓
―
攻
戦
遊
撒
之
際
五
暉
亦
戎
装
‘
齊
レ
鑓
並
騒
゜

門
→
参
山
名
。
①
安
徽
省
霊
壁
縣
の
西
南
。
明
の
建
文
―
―
―
秀
才
一
文
〕
昔
紫
衣
賤
服
‘
猶
化
→
―
齋
風
→
〇
詩
経
‘
國
風
【
齊
廟
~
】

2
2
6
苫
齋
國
の
廟
。
〔
張
悛
‘
為
→
―
呉
令
謝
詢
涵
ず

年
‘
燕
王
、
南
下
し
‘
徐
輝
祗
‘
之
を
齊
眉
山
に
破
る
。
〔
讀
の
一
。
〔
詩
、
齊
譜
〕
齋
者
、
古
暉
之
世
‘
爽
鳩
氏
之
墟
、
為
―
―
諸
孫

f
岳
守
家
人
土
表
〕
春
秋
征
伐
‘
削
晉
脩
―
―
虞

史
方
輿
紀
要
‘
江
南
‘
鳳
陽
府
‘
宿
州
‘
霰
壁
縣
〕
齊
眉
山
、
周
武
王
伐
レ
討
、
封
1

一
太
師
呂
望
於
齋
ご
走
謂
"
齊
太
公
↓
祀
盃
燕
祭
―
―
齋
廟
↓

在
縣
西
南
三
十
黒
山
開
1

一
八
字
i

如
一
列
眉
然
、
明
建
地
方
百
里
、
都
二
螢
丘
「
周
公
致
―
―
太
平
五
敷
1

一
定
九
畿
「
【
齊
編
】
227

万
ひ
と
し
く
組
み
入
れ
る
。
〔
抱
朴
子
、
嘉

文
一
二
年
‘
燕
王
南
下
‘
徐
暉
祗
敗
之
於
此
↓
＠
河
北
省
易
復
―
―
夏
萬
之
藷
制
エ
成
王
用
"
周
公
之
法
制
盃
廣
1

一
大
邦
國
遜
〕
齊
1

一
編
庸
民
盃
呼
心
歓
1

一
干
有
土
↓

縣
の
西
南
。
一
名
‘
蛾
眉
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
之
境
盃
皿
齊
受
―
―
上
公
之
地
ぶ
多
方
五
百
里
↓
其
封
域
東
【
齋
ハ
僕
】
228

芍
周
官
の
名
。
夏
官
の
贋
。
金
飾
の
車
を

保
定
府
、
易
州
〕
齊
眉
山
‘
州
西
南
百
里
、
明
建
文
三
年
‘
至
―

-f海
「
西
至
1

一
子
河
一
南
至

1-f
穆
陵
｛
北
至
―
―
子
無
取
し
て
賓
客
を
待
っ
こ
と
を
掌
る
。
〔
周
幡
‘
夏
官
‘
齊

平
安
自
―
―
漠
定
1

引
レ
兵
‘
救
房
昭
子
西
水
砦
一
輿
1

↓
燕
様
↓
在
,
,
1
1
1
[
貢
宵
州
岱
山
之
陰
‘
漉
渦
之
野
面
立
J

丁
公
、
僕
〕
掌
下
取
↓
一
金
路
ー
以
賓
3

兵
戦

1
1子
此
盃
ね
績
‘
亦
日
―
―
蛾
眉
山
→
嗣
位
於
王
官
五
後
五
世
‘
哀
公
政
衰
‘
荒
浮
怠
慢
‘
紀
侯
【
齊
網~
]
2
2
9

芥
齊
國
の
法
網
。
〔
任
明
、
為
,
,
苑
始
興
ー
作

〖
齊
眉
椛
〗2

0
7
万
ピ
武
士
の
用
ひ
る
器
。
堅
木
で
つ
く
澤
空
之
於
周
玉
捻
王
使
レ
烹
焉
‘
齊
人
慢
風
始
作
。
求
レ
立
"
太
宰
碑
一
表
〕
値
―
―
齊
網
之
弘
ぶ
空
賓
客
之
禁
→

っ

た

根

棒

。

少

林

椛

と

も

い

ふ

。

【

齊

服

】

217

打
祭
典
の
時
着
る
服
。
〔
周
證
、
春
官
、
司
【
齊
味
]230

ペ
イ
と
り
あ
は
せ
る
。
調
和
。
調
味
。
齊
和
。

〖
齊
眉
之
案
〗2

0
8パパ
ピ
ノ
つ
つ
し
ん
で
夫
に
つ
か
へ
る
服
〕
其
齊
服
有
―
―
玄
端
・
素
端
→
〔
淮
南
子
、
齊
俗
訓
〕
煎
然
燎
炎
‘
齊
―
―
味
萬
方
→

こ
と
。
後
漢
の
梁
鴻
の
妻
の
孟
光
が
深
く
夫
を
敬
ひ
、
【
酋
謡
t
]
2
1
8

け
身
を
清
め
祓
ふ
。
〔
史
記
、
齊
太
公
世
家
〕
【
壺
ハ
民
]231

介
〇
た
だ
ぴ
と
。
平
民
。
庶
民
。
人
民
は

食
事
の
際
、
食
器
を
眉
の
高
さ
ま
で
捧
げ
て
備
へ
た
故
飽
叔
牙
迎
受
―
―
管
仲
ご
及
舟
寄
生
而
脱
二
極
桔
盃
齊
祓
而
本
来
平
等
で
貴
賤
が
な
い
か
ら
い
ふ
。
〔
荘
子
‘
漁
父
〕

事
。
齊
眉
の
〇
を
見
よ
。
齋
眉
之
穂
゜
〔
李
滉
‘
輿
―
―
呉
仁
見
,
,
桓

公

↓

上

以

忠

―

―

於

世

主

二

下

以

化

―

―

於

齊

民

↓

〔

呂

覧

‘

謹

聴

〕

遠
〕
酎
l
l

齊

眉

之

案

蟷

腹

果

然

。

【

齊

物

】

2
1
9
t
"
O平
等
の
見
地
か
ら
萬
物
を
観
察
す
る
。
諸
衆
齋
民
‘
不
レ
待
レ
知
而
使
。
〔
韓
非
子
、
安
危
〕
以
レ
無
レ

〖
齊
眉
之
櫓
〗2

0
9
パ
＂
ピ
ノ
謹
し
ん
で
夫
に
よ
く
事
へ
る
〔
漢
書
‘
律
歴
志
上
〕
中
呂
‘
言

T
微
陰
始
起
未
レ
成
、
著
一
於
功
御
レ
不
レ
栗
レ
生
‘
不
レ
可
レ
行
―
―
於
齊
民
→
〔
史
記
、
平
準

幡
法
。
齊
眉
の

O
を

見

よ

。

「

字

。

其

中

ご

旅

―

―

助

姑

洗

一

宣

レ

氣

齊

b

物
也
。
〔
劉
現
‘
答
↓
―
虞
書
〕
齊
民
無
五
寧
蓋
↓
〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
世
家
子
弟
富

【
齊
美
】
2105
ィ
五
代
‘
蜀
‘
獣
陽
彬
(
6
ー

1
6
1
8
5
:
 9
6
)

の
謳
詩
〕
遠
慕
―
―
老
荘
之
齊
物
「
近
嘉
1

院
生
之
放
贖

-
0

人
‘
或
闘
レ
難
走
―
―
狗
馬
ギ
‘
撒
博
戯
胤
一
齊
民
↓
〔
庄
〕
如
淳

【
齊
備
】
211

守
整
へ
る
。
又
‘
そ
ろ
ふ
。
〔
紅
棲
夢
‘
十
九
字
琥
。
①
宋
‘
魏
杢
(
1
1
0
1
4
5
8
7
2
 :
 1
2
6
)

の
字
。
＠
宋
、
日
、
齊
、
等
也
、
無
レ
有
―
―
責
賤
↓
謂
"
之
齊
民
↓
若
―
―
今
平

回
〕
如
今
十
七
歳
、
各
様
的
掠
粧
都
齋
備
了
。
〔
輻
悪
全
王
博
(
7
-
2
0
8
2
3
:
 9
3
0
)

の
O
の
字
。
「
琥
。
民
玉
大
‘
晉
灼
曰
‘
中
國
被
レ
教
齊
整
之
民
也
。
〔
清
國
行

書
‘
錢
穀
部
、
漕
項
〕
宜
下
照
―
―
藉
規

E
認
炉
科
理
齊
備
い
〖
茜
砧
翌J
〗2
2
0
分
ブ
，
宋
‘
司
馬
光
(
2
-
3
2
5
7

:
 2
4
8
)

の
政
法
汎
論
、
官
吏
法
‘
骨

9
為
え
旦
界
之
貸
格
〕
蓋
齋
民

【
齊
敏
】2
1
2
5
パ
さ
と
い
。
〔
張
衡
‘
南
都
賦
〕
僕
才
齊
敏
‘
〖
齊
物
論
〗

2
2
1
吋
ブ
，
0
酒
の
名
。
唐
子
西
‘
悪
州
に
滴
者
、
一
般
人
民
‘
而
賤
民
者
、
経
二
螢
格
別
職
業

t
g
ニ

翌

爵

博

レ

膳

゜

居

し

て

強

い

酒

に

名

づ

け

た

名

。

〔

東

齋

記

事

〕

唐

子

西

格

段

之

階

級

デ

小

レ

能

レ

Hiニ
於
齊
民
一
也
。

O
民
を
ひ
と

【
齊
斧
】
213

巧

O
征
伐
に
用
ひ
て
天
下
を
整
齊
す
る
滴
―
―
居
憑
州
↓
嘗
譴
酒
二
種
‘
其
和
者
名
1

一
養
生
主
盆
m
勁
し
く
す
る
。
民
を
同
一
に
あ
つ
か
ふ
。
民
を
と
と
の
ヘ

2
 
8
 

る
。
〔
書
、
呂
刑
〕
天
齊
子
民
五
t

レ我゚

〖
齋
民
要
術
〗2
3
2
苫
ふ
デ
書
名
。
十
巻
。
後
魏
‘
買
思
錫
3
6
ー

撰
゜
九
十
二
篇
あ
り
。
農
圃
衣
食
の
法
を
詳
述
す
。
文
章

古
雅
‘
援
撮
博
奥
、
農
家
の
書
の
最
も
古
く
し
て
典
核

な
も
の
。
〔
四
庫
提
要
‘
子
、
農
家
類
〕
。

【
齊
名
】
233

げ
其
の
名
を
ひ
と
し
く
す
る
。
〔
後
漢
書
‘

苑
滴
債
〕
汝
今
得
伍
ハ
―
―
李
杜
齊
占
名
‘
死
亦
何
恨
゜
〔
魏

志
、
徐
宣
博
〕
二
人
齊
レ
名
。
〔
蜀
志
‘
費
樺
博
〕
興
汝
南

許
叔
龍
南
郡
董
允
如
I

レ
名
。
〔
北
史
‘
祗
埜
傭
〕
祖
螢

臭
陳
郡
哀
翻
一
齊
レ
名
秀
出
、
時
人
為
レ
之
語
曰
‘
京

師
楚
楚
哀
輿
レ
祖
‘
洛
中
翻
翻
祗
輿
レ
哀
゜

【
齊
明
]234

け

O
も
の
い
み
を
し
て
心
を
正
し
く
す

る
。
齊
明
盛
服
を
見
よ
。

O
偏
頗
な
く
明
か
な
こ
と
。

〔
國
語
、
周
語
上
〕
其
君
齊
明
衷
正
。
〔
荀
子
‘
脩
身
〕
齊

明
而
不
レ
渇
‘
聖
人
也
。
轡
戦
國
の
人
。
東
周
の
臣
。
後
、

秦
・
楚
・
韓
に
仕
へ
、
周
最
棲
緩
の
徒
と
合
従
連
横
す
。

〔
戦
國
、
東
周
策
・
楚
策
・
韓
策
〕
゜
R
わ
が
國
‘
-
―
―
十
七
代

の
帝
盆
。
O)
し
イ
齊
は
莱
‘
器
に
盛
っ
た
黍
稜
の
類
を
い

ふ
。
〔
詩
‘
小
雅
‘
甫
田
〕
以
我
齊
明
、
典
我
犠
羊
百
台
肛

以
方
。
〔
傭
〕
器
賓
曰
レ
齊
‘
在
レ
器
曰
レ
盛
。
〔
箋
〕
以
-
1

紫
齊

豊
盛
‘
輿
―
―
我
純
毛
之
羊
↓
〔
陳
奥
傭
疏
〕
齊
明
、
明
齊
也
‘

明
齊
‘
即
左
債
紫
莱
也
‘
繹
文
‘
齊
、
本
又
作
レ
窟
‘
豊
年

傭
作
↓
―
窒
盛
五
他
経
典
多
作
-
―
莱
盛
盃
げ
齊
者
、
古
文
俄

借
字
‘
器
賓
日
レ
齊
‘
賓
謂
二
黍
稜
一
也
‘
黍
稜
為
レ
齊
、
齊

在
レ
器
日
レ
盛
‘
故
経
言
レ
齊
‘
而
債
乃
兼
言
レ
盛
耳
。

〖
齊
明
盛
服
〗
邸
打
召
齊
は
齋
戒
、
明
は
明
潔
で
、
も

の
い
み
し
て
、
身
心
を
清
め
み
な
り
を
と
と
の
へ
る
こ

と
。
〔
證
‘
中
庸
〕
使
＝
ー
天
下
之
人
‘
齊
明
盛
服
‘
以
承
↓
―
祭

祀
↓
〔
疏
〕
齊
戒
明
紫
‘
盛
飾
餘
服
訂
以
承
1

一
祭
祀
↓

【
齊
盟
】
236

竹
ひ
と
し
く
ち
か
ふ
。
同
等
に
盟
ふ
。
同

盟
。
〔
左
氏
、
成
、
十
一
〕
是
盟
也
何
益
、
齋
盟
所
1

一
以
質
＂

信
也
。
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
諸
侯
有
レ
盟
未
レ
退
、
而
魯
背
レ

之
、
安
用
1
1

齊
盟
↓

【
齊
鳴
】
237

ch'i2 
m
i
n
g
'

一
齊
に
鳴
く
。

【
齊
沐
】
238

”
齋
戒
沐
浴
す
る
。
齋
沐
゜
〔
慮
綸
、
洲
"
李

端
公
野
寺
病
居
見
＂
寄
詩
〕
齋
沐
暫
思
同

1

一
静
室
一
清
嵐

已
覺
助
碍
心
一

【
齊
門
】
239

打
門
の
名
。
江
蘇
省
呉
縣
城
の
東
北
門
。

〔
呉
越
春
秋
‘
闇
間
内
偉
〕
呉
王
因
為
―
―
太
子
波
一
聘
1

一齊

女
女
少
思
レ
齊
、
日
夜
琥
泣
‘
因
乃
為
レ
病
‘
闇
間
乃
起
l
-

〇
八
/¥ 



(48560・ ・240) (48560・ ・276) 

〇
八
七

北
門
名
曰
望
齋
門
云
P.,,
―
女
往
遊
―
―
其
上
一
蓋
齊
梁
橙
創
―
―
於
沈
・
謝
ご
南
北
相
俯
‘
至
1

一
唐
景
雲
・
龍
所
レ
記
‘
夫
子
既
卒
‘
門
人
相
輿
輯
而
論
暮
‘
故
謂
―
―
之
論
〔
明
史
稿
‘
一
百
五
十
二
〕
。

【
齊
築
】
240

吋

く

す

り

を

と

と

の

へ

る

。

〔

韓

非

子

、

定

紀

訟

如

髪

為

二

律

橙

↓

語

ょ

漢

興

有

―

―

齊

魯

之

説

ご

博

―

―

齊

論

1

者
、
昌
邑
中
尉
王
【
思
レ
齊
[
】

269g”
カ
ラ
／
ヲ
ひ
と
し
く
な
り
た
い
と
思
ふ
。

法
〕
夫
匠
者
手
巧
也
、
而
瞥
者
齋
薬
也
、
而
以
斬
首
之
【
齊
量
】
2
4
8
g
炉
樹
酌
す
る
。
〔
周
橙
‘
春
官
‘
典
同
〕
以
―
―
吉
‘
少
府
宋
崎
‘
御
史
大
夫
貢
馬
‘
尚
書
令
五
鹿
充
宗
‘
見
レ
賢
思
レ
齋
(
1
0
|
 3
6
8
2
2
 :
 1
7
4
)
を
見
よ
。

功
E
〖
レ
之
‘
則
不
枷E-―
其
能
→
十
有
一
＿
贅

1為
1一
之
齊
量
→
〔
蘇
献
、
正
統
論
下
〕
而
吾
膠
東
庸
生
‘
唯t
陽
名
レ
家
。
〔
何
晏
‘
論
語
集
解
叙
〕
齋
【
~
レ
晋

1
2
7
0
5

”
グ
裳
を
掲
げ
る
。
齋
は
も
す
そ
。
〔
論

【
齊
落
】
2
4
1
"
口
舞
の
名
。
物
の
終
り
に
象
る
。
〔
尚
書
大
不
否

9
之
齋
量

1焉
。

論

語

‘

―

―

十

二

篇

‘

其

二

十

篇

中

‘

章

句

頗

多

1
f
魯
論
一
語
、
郷
窯
〕
撮
レ
齊
升
レ
堂
‘
鞠
射
如
也
。
〔
漢
書
‘
朱
雲
博
〕

博
‘
虞
憂
博
〕
冬
伯
之
築
舞
齊
落
‘
歌
日
二
綬
綬
一
垂
為
"
【
齊
力
】
249

パ
い
ち
か
ら
を
同
じ
く
あ
は
せ
て
事
を
す
云
云
‘
故
有
1
I

魯
論
云
g
齊
論
ご
広
云
‘
齊
論
有
―
―
問
王
・
知
撮
レ
痺
登
レ
堂
‘
抗
に
―
―
1
0

而
請
。

各
伯
』
竺
丹
鳳
二
日
齊
落
‘
歌
日
―
―
齊
栗
「
一
日
綬
緩
。
る
。
〔
爾
雅
、
秤
畜
〕
戎
事
齊
レ
カ
、
田
撒
齊
レ
足
。
〔
北
史
‘
道
ぶ
ク
1

一
子
魯
論
ニ
―
篇
‘
古
論
亦
無
―
―
此
二
篇
一
〔
西
廂
記
‘
で
齊
哀
公
】
271

合
わ
周
の
太
公
望
四
世
の
孫
。
名
は
不

〔
注
〕
齊
落
‘
終
也
、
言
レ
象
―
―
物
之
終
也
。
史
萬
歳
博
〕
萬
歳
乃
馳
レ
馬
奮
撃
‘
殺
1

一
十
人
云
衆
亦
張
君
瑞
慶
二
園
甕
碑
和
劇
〕
他
憑
下
著
講
―
―
性
理
―
齊
論
魯
辰
゜
盆
は
哀
。
紀
侯
之
を
周
に
讚
し
、
周
、
公
を
烹
る
。

[
齊
理
】
242
c
h
'
i
'
I
i

整

へ

る

。

整

ふ

。

齊

レ

カ

、

官

軍

復

振

。

論

‘

作

―

―

詞

賦

1

韓
文
柳
文
3

〔
史
記
‘
三
十
二
〕
。

【
齋
栗
】
2
4
3
g
パ
つ
つ
し
み
お
そ
れ
る
。
又
、
事
を
と
と
の
【
齊
鱗
】
250

乃
明
‘
五
壷
の
人
。
洪
武
の
進
士
。
官
は
翰
【
齊
和
】
258

芍
〇
五
味
を
と
と
の
へ
る
。
〔
准
南
子
、
本
【
齊
捻
公
】
272

バ
切
春
秋
‘
齊
の
君
。
桓
公
の
子
。
名
は

へ
て
常
に
恐
れ
つ
つ
し
む
。
齊
慄
゜
〔
孟
子
‘
蔦
章
上
〕
林
院
編
修
。
證
部
侍
郎
。
〔
造
邦
賢
動
録
略
〕
。
経
訓
〕
煎
熟
焚
灸
‘
調
二
齊
和
之
適
↓
以
窮
―
―
荊
芙
甘
酸
之
＿
商
人
。
盆
は
焚
。
昭
公
卒
し
、
子
、
含
、
立
つ
。
商
人
‘

藍
載
見
二
醤
雙
髪
雙
齊
慄
゜
〔
漢
書
‘
谷
永
傭
〕
左
右
齊
【
齊
縛
】
251

咋
齊
國
の
い
と
。
〔
楚
辞
‘
宋
玉
‘
招
魂
〕
秦
斐
↓

e築
な
ど
の
分
塁
を
調
合
す
る
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
之
を
拭
し
て
自
立
す
。
初
、
公
子
た
る
時
‘
那
歌
の
父

栗

之

臣

。

〔

注

〕

孟

康

曰

‘

齊

栗

‘

言

下

来

整

＝

齊

萬

事

ぶ

吊

藷

齊

縛

‘

鄭

縣

絡

些

゜

調

二

百

槃

齊

和

之

所

＞

宜

。

と

田

を

手

つ

て

勝

た

ず

。

即

位

す

る

や

、

掘

つ

て

之

を

戦

栗

謹

敬

上

也

。

【

齊

鵡

】

252

苔
燈
を
と
と
の
へ
る
。
〔
王
融
‘
三
月
一
二

H

【
齊
王
】
259

訂
齊
國
の
王
。
齊
王
之
疾
(
2
6
5
)
・

齋
王
之
削
し
、
歌
を
僕
た
ら
し
む
。
閻
職
の
妻
、
美
な
り
‘
公
‘
之

【
齊
慄
】
244t
パ
つ
つ
し
み
お
そ
れ
る
。
齊
栗
。
齋
慄
゜
〔
書
、
曲
水
詩
序
〕
崇
文
成
均
之
職
‘
導
レ
徳
齊
レ
幡
。
食
(
2
6
6
)
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
田
敬
仲
完
世
家
〕
於
レ
是
齊
最
を
宮
に
納
れ
‘
職
を
駿
参
た
ら
し
む
。
歌
・
職
‘
謀
を
合

大
馬
膜
〕
祗
レ
載
見
腎
聰
涵
品
ニ
齊
慄
゜
〔
佳
傭
〕
齊
‘
荘

U
齊
列
】
勾
冗
と
と
の
ひ
つ
ら
な
る
。
そ
ろ
ひ
な
ら
ぶ
。
強
二
於
諸
侯
百
昇
悟
為
レ
王
‘
以
令
,
,
天
下
言
漢
書
、
嵩
五
せ
て
公
を
拭
す
。
在
位
四
年
。
〔
史
記
、
三
十
二
〕
。

敬
也
‘
慄
、
戦
慄
也
。
〔
史
記
‘
周
紀
〕
乃
告
1

一
司
馬
・
司
徒
・
〔
何
晏
‘
景
幅
殿
賦
〕
金
楢
齊
列
‘
玉
謁
承
レ
蚊
。
〔
段
文
王
‘
齊
悼
悪
王
偶
〕
将
欲
石
？
兵
伐
と
四
齊
孝
王
濯
、
【
替
曲
苧
エ
】
273

丑
彩
戦
國
‘
茜
の
君
。
桓
公
の
子
。
名
は

司
空
・
諸
節
↓
齊
慄
‘
信
哉
。
〔
韓
愈
‘
山
南
鄭
相
公
焚
員
昌
‘
平
―
―
淮
西
1

碑

〕

戎

旅

同

レ

心

‘

堡

垣

齊

列

。

飲

レ

築

自

殺

。

「

5
7
:
 2
5
3
)

を
見
よ
。
因
齊
゜
盆
は
威
。
即
位
し
、
政
を
卿
大
夫
に
委
ね
‘
九

外
酬
答
為
レ
詩
云
云
依
賦
―
―
十
四
韻
以
獣
詩
〕
遺
レ
我
―
[
齊
菟
自
】

2
5
4
o
e

ィ
〇
春
秋
の
一
＿
國
の
名
。
孔
孟
の
生
誕
地
〖
齊
ェ
玉
岡
〗

2
6
0
t
況
ゥ
晉
の
八
王
の
一
。
司
馬
問
(
2
|3
2

年
間
‘
諸
侯
並
ぴ
伐
つ
て
‘
國
人
治
ま
ら
ず
。
時
に
即

言
重
鱈
受
楊
齊
慄
。
で
文
教
の
興
盛
の
地
。
故
に
文
化
を
言
ふ
者
、
恒
に
こ
〖
齊
土
王
嗣
〗

2
6
1ペィ
ヮ
ゥ
後
魏
の
明
元
帝
。
拓
践
嗣(5
-
1
1

墨
の
大
夫
は
毀
言
、
阿
の
大
夫
は
誉
言
日
に
至
る
。
一

【
茜
玉
k
]
2
4
5
g
炉
ひ
と
し
く
善
良
で
あ
る
。
〔
柳
宗
元
、
の
二
國
を
梢
す
。
〔
易
林
、
同
人
之
第
十
三
‘
需
〕
黄
帝
出

9
5
8
:
 4
1
)
を

見

よ

。

「

を

見

よ

。

は

誉

を

求

め

ず

‘

一

は

こ

れ

を

求

む

る

た

め

な

る

を

看

起
レ
限
答
〕
包
レ
今
統
レ
古
、
進
退
齊
良
。
遊
‘
駕
レ
龍
乗
レ
鳳
‘
東
上
―
―
泰
山
盃

E
過
二
齊
魯
五
邦
國
咸
〖
醤
玉
布
表
〗

2
6
2
苔
吟
漢
の
人
。
劉
襄
(
2
|2
2
2
4
 :
 3
4
6
)

破
し
、
即
墨
大
夫
を
封
じ
、
阿
の
大
夫
を
烹
る
。
遂
に

【
齊
梁
]
2
4
6

丘
が
國
の
名
。
O
戦
國
時
代
の
齊
と
梁
。
〔
趙
喜
゜
〔
晉
書
‘
儒
林
‘
苑
宣
傭
〕
常
以
二
讀
誦
玉
戸
業
、
誰
圃
〖
茜
玉
王
芳
〗

2
6
3
苔
ヮ
ゥ
三
國
‘
魏
明
帝
の
養
子
。
曹
芳(
6

兵
を
起
し
て
西
‘
趙
衛
を
撃
ち
‘
魏
を
濁
澤
に
破
り
‘
齊

岐
孟
子
題
辞
〕
孟
子
退
レ
自
齊
梁
ぶ
茫
尭
舜
之
道
而
戴
逹
等
‘
皆
聞
レ
風
宗
仰
、
自
レ
遠
而
至
‘
諷
誦
之
臀
、
有
レ
ー
1
4
2
9
7
:
 1
5
8
)
を

見

よ

。

國

大

い

に

治

ま

り

、

諸

侯

‘

兵

を

齊

に

加

へ

ざ

る

こ

と

著
作
焉
。
O
南
北
朝
の
齊
と
梁
。
齊
梁
謄
を
見
よ
。
〔
杜
若

1一
齊
魯
→
〔
蘇
轍
、
詩
〕
我
生
本
西
南
‘
為
レ
學
慕
―
―
齋
魯
→
〖
齊
元
王
元
吉
〗

2
6
4
万
”
t

唐
‘
高
組
の
子
。
李
元
吉(
6—
二
十
餘
年
。
自
ら
王
と
梢
す
。
在
位
三
十
六
年
。
〔
史

甫
‘
戯
厖
六
絶
句
詞
〕
騒
攀
―
屈
宋
一
｛
且
レ
夜
駕
‘
恐

O
明
‘
嵩
縣
の
人
。
洪
武
の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
。
性
、

1
4
4
5
9
:
 1
1
6
1
)
を

見

よ

。

記

、

四

十

六

〕

。

良
齊
梁
正
竺
後
塵
→
〔
韓
愈
、
薦
士
詩
〕
齊
梁
及
―
―
陳
鰊
介
に
し
て
敢
言
す
。
嘗
て
事
に
因
つ
て
諫
言
し
‘
―
―
〖
晋
玉
王
之
疾
〗

2
6
5訂豆
？
齊
の
閲
王
の
病
氣
。
怒
を
得
[
齊
替
爺
蜘
】

2
1
4
合
ヶ
ノ
-
匹
聯
城
の
人o

字
は
仁
卿

o

幼

隋

「

衆

作

等

-

―

蝉

喚

↓

歯

を

撃

落

す

。

是

よ

り

益

t

重
ん
ぜ
ら
れ
‘
歴
遷
し
て
て
快
癒
し
た
と
い
ふ
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
言
有
辰
炉
之
、
時
聰
悟
に
し
て
‘
群
兒
と
戯
れ
、
地
に
載
陣
を
書
＿
き
‘
端

〖
齊
梁
橙
〗2

4
7
”
点
ゥ
詩
の
一
證
。
南
北
朝
の
齊
梁
雨
都
御
史
に
終
る
。
〔
國
朝
列
卿
記
‘
七
十
五
〕
．
〔
本
朝
分
而
齊
王
之
疾
疫
。
坐
指
揮
し
、
各
；
行
列
に
就
く
。
金
に
仕
へ
後
、
元
に

朝
間
に
於
け
る
一
罷
゜
其
の
詩
‘
性
情
に
乏
し
く
磐
調
省
人
物
孜
‘
九
十
〕
。
〖
齊
玉
王
之
食
〗

2
6
6訂仇
？
齊
王
は
難
を
食
ふ
に
其
の
蹄
し
‘
壊
；
戦
功
有
り
‘
束
平
路
継
管
府
参
議
·
博
州
防

修
辞
の
技
巧
盆
:
楼
逹
し
、
綺
麓
淫
靡
を
極
む
。
〔
淮
〖
齊
急
品
呼
毛
〗

2
5
5
”

7
0
'
ウ
詩
の
四
家
‘
齊
詩
・
魯
詩
•
韓
踵
散
＋
で
漸
く
足
り
た
と
い
ふ
故
事
。
學
問
は
道
を
取
禦
使
を
拝
す
。
嘗
て
淮
南
を
攻
め
‘
東
平
に
出
で
民
間

浪
詩
話
、
詩
橙
〕
齊
梁
謄
通
↓
―
雨
朝
―
而
言
レ
之
、
南
北
朝
詩
・
毛
詩
を
い
ふ
。
〔
國
朝
経
師
経
義
目
録
‘
詩
〕
詩
有
JI

る
こ
と
多
か
る
べ
き
喩
。
〔
淮
南
子
‘
説
山
訓
〕
善
學
者
、
兵
費
二
萬
錠
を
供
給
す
。
榮
顛
折
し
て
賦
税
に
充
て
ん

罷
、
通
―
魏
周
而
言
レ
之
‘
卑
ぐ
齊
梁
餞
一
也
。
〔
喝
班
‘
齋
魯
韓
毛
四
家
「
皆
出
―
―
於
子
夏
↓
若
下
齊
王
之
食
レ
維
、
必
食
―
―
其
鎚
敦
十
盃
匹
後
足
い
と
請
ひ
‘
民
籟
つ
て
以
て
困
窮
せ
ず
。
中
統
の
初
‘
告

糾
謬
〕
齊
時
如
二
江
文
通
詩
二
小
レ
用
―
―
贅
病
一
梁
武
不
レ
〖
齊
蕉
莫
可
節
之
人
〗

2
5
6
苔
心
ノ
ヒ
ト
齊
魯
二
國
の
操
の
す
〖
蒋
ハ
王
将
閻
〗

2
6
7ペ%
[
ョ
漢
の
齊
悼
悪
王
の
子
。
呉
楚
蹄
し
て
卒
す
。
〔
元
史
、
二
日
五
十
一
―
〕
・
〔
新
―
冗
史
、
二
日

知
牟
＇
上
去
入
↓
其
詩
俯
是
太
康
・
元
嘉
藷
橙
‘
齋
代
短
ぐ
れ
た
人
。
〔
江
滝
、
詣

1

一

建

平

王

―

上

書

〕

何

以

見

―

―

齊

魯

七

國

の

胤

の

時

‘

将

間

は

後

悔

し

て

約

に

背

い

て

城

守

三

十

七

〕

。

「

3
2
0
)

を
見
よ
。

詐
、
王
元
長
・
謝
元
暉
皆
歿
―
―
於
常
代
云
_
レ
終
二
天
年
ぶ
几
奇
節
之
人
‘
燕
趙
悲
歌
之
士
―
乎
。
し
た
の
で
‘
其
の
都
臨
笛
を
園
ま
れ
た
。
後
‘
城
の
園
み
【
茜
外
幼
主
】

2
7
5
丘
り
/
•
ユ
北
銀
の
人
。
高
恒
(
1
2| 4
5
3
1
3
 :
 

休
文
・
何
仲
言
・
呉
叔
痒
•
劉
孝
綽
‘
皆
一
時
名
人
‘
並
【
齋
辛

g
】2
5
7
弁
論
語
の
別
本
。
齋
人
の
博
へ
た
も
の
。
を
解
か
れ
て
後
‘
自
殺
す
。
〔
前
漢
書
‘
―
二
十
八
〕
。
【
齊
迪
正
行

i
】2
7
6
パ5
ォ
ゥ
築
府
雑
曲
歌
辞
の
名
。
晉
の
陸
機
‘

人
―
―
梁
朝
→
故
臀
病
之
格
、
通
一
―
―
豆
齊
梁
一
若
以
話
藷

i―
今
博
は
る
所
の
魯
論
に
比
す
れ
ば
問
王
・
知
道
の
二
篇
【
~
注
】

2
6
8
訂
明
‘
天
台
の
人
。
字
は
源
澄
。
孝
友
忠
梁
の
沈
約
に
歌
辞
が
あ
る
。
〔
架
府
詩
集
‘
維
曲
歌
辟
‘

言
‘
則
直
至
11

唐
初
↓
皆
齊
梁
橙
、
白
太
悸
・
李
義
山
・
温
が
多
く
‘
合
せ
て
二
十
二
篇
。
篇
内
章
句
‘
亦
頗
る
異
な
義
‘
僚
輩
に
挺
出
す
。
正
統
の
進
士
。
官
は
兵
部
車
駕
齊
謳
行
〕
漢
書
曰
‘
漢
王
至
―
―
南
鄭
五
諸
将
及
士
卒
皆
歌

飛
卿
皆
有
玉
簗
格
詩
「
但
律
詩
已
盛
‘
齊
梁
謄
遂
微
‘
る
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
論
語
者
‘
云
云
‘
常
時
弟
子
各
有
レ
司
郎
中
。
土
木
の
妻
に
死
す
。
〔
明
史
‘
二
日
六
十
七
〕
・
謳
思
土
歪
四
顔
師
古
曰
‘
謳
‘
齊
歌
也
‘
謂
齊
レ
瞥
而
歌
一

|— 
齋

部

齊

13683 



齊

部

齊

0
八
八

ー

ー

1

い

或

日

‘

齊

地

之

歌

‘

證

架

志

日

‘

齊

古

謳

員

六

人

‘

梁

元

暖

、

石

里

雑

識

〕

。

胡

公

の

子

を

追

放

し

、

臨

笛

に

莫

都

す

。

在

位

九

年

に

あ

り

、

長

骸

公

と

梢

せ

ら

る

。

後

‘

顛

祖

に

刀

で

載

ら

84

30

帝
纂
要
日
‘
齊
歌
日
謳
、
是
也
、
陸
機
齊
謳
行
‘
備
言
"

[
齋
季
若
】
285

”
ヤ
ク
唐
の
人
。
貞
元
中
、
陸
贄
‘
試
を

t
―
し
て
卒
す
。
〔
史
記
‘
三
十
一
―
〕
。
れ
た
の
で
か
く
い
は
れ
た
。
〔
北
齊
書
‘
許
惇
側
〕
遷
,
,

36 

~
齊
地
之
美
一
亦
欲
レ
使
二
人
推
分
直
進
、
不
＞
可
―
―
妄
有
＞
り
、
明
水
賦
•
御
溝
柳
詩
を
試
む
。
季
若
‘
韓
愈
·
欺
陽
【
~
彦
棟

i】2
9
2
万
久
ウ
イ
清
‘
姿
源
の
人
。
字
は
夢
樹
。
琥
殿
中
尚
書
一
惇
美
蹟
髯
、
下
垂
至
レ
帯
、
省
中
琥
為
二
長

56

所
檎
也
。
〔
陸
機
‘
齊
謳
行
〕
螢
丘
負
↓
―
海
曲
↓
沃
野
爽
暦
・
買
稜
・
陳
利
等
と
同
榜
゜
皆
、
天
下
孤
隅
偉
傑
の
士
、
は
梅
麓
。
別
琥
は
蔭
三
・
篭
豊
渓
漁
。
嘉
慶
の
進
士
。
鍼
公
ご
顔
祖
嘗
因
"
酒
甜
面
生
惇
蹟
髯
玉
炉
美
、
遂
以
レ

且
平
‘
洪
川
控
盃
溢
只
崇
山
入
―
―
高
冥
二
果
被
姑
尤
側
‘
琥
し
て
龍
虎
榜
と
日
ふ
。
〔
尚
友
録
‘
三
〕
。
庶
吉
士
を
授
け
ら
れ
、
金
贋
知
縣
に
韓
す
。
嘗
て
、
海
運
刀
載
レ
之
、
唯
留
二
握
ご
諄
濯
因
不
二
復
敢
長
五
吋
人
又

8
 

南
界
柳
撮
城
、
海
物
錯
属
韮
ぺ
陸
産
尚
千
名
、
孟
諸
呑
―
-
【
齊
泣
f

名
]286

”
イ
明
の
人
。
鼎
名
の
弟
。
字
は
越
石
。
の
議
を
蘇
撫
陶
沼
に
建
じ
‘
旨
を
得
て
優
奨
さ
れ
、
以
琥
為
―
―
齊
蹟
公
↓

楚
翌
百
二
倅
―
―
秦
京
面
惟
師
恢
↓
―
東
表
云
桓
后
定
―
―
関
傾
↓
資
性
‘
敏
妙
゜
萬
暦
の
進
士
。
官
は
紹
興
府
の
知
。
著
に
慕
て
府
候
補
知
に
累
遷
す
。
退
職
後
、
荊
淫
に
僑
寓
し
‘
鑑
【
齊
砿
衣
公
】
300

苔
ウ
～
ゥ
〇
春
秋
‘
齋
の
君
。
荘
公
の
孫
。

天
道
有
―
―
迭
代
ア
八
道
無
"
久
盈
盃
即
哉
牛
山
歎
‘
未
レ
及
―
韓
章
が
あ
る
。
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
二
十
―
-
〕
。
「
詮
琥
。
蔵
に
精
通
す
。
書
法
に
巧
で
あ
っ
た
。
其
の
詩
は
韓
蘇
名
は
諸
兒
゜
溢
は
襄
゜
魯
の
桓
公
の
夫
人
は
、
公
の
女
弟

i

至
人
情
一
爽
鳩
荀
已
祖
‘
吾
子
安
得
レ
停
‘
行
行
将
"
復
【
齊
懐
王
】
2875F
ワ
ウ
漢
、
劉
閑
（
2
-
2
2
2
4
:
 2
0
9
)
の
封
に
出
入
し
‘
尤
も
絣
腔
律
賦
に
長
ず
。
書
室
を
雙
渓
草
で
あ
る
。
公
‘
之
と
通
ず
。
桓
公
知
つ
て
夫
人
を
怒
る
。

夫
長
存
非
祝
蜃
。

F
齊
頃
公
】
288

乃
気
春
秋
、
齊
の
君
。
桓
公
の
孫
。
名
は
堂
と
い
ふ
。
著
に
雙
渓
草
堂
詩
文
集
・
書
鵞
録
・
天
球
液
夫
人
以
て
告
ぐ
。
公
‘
彰
生
を
し
て
桓
公
を
拉
殺
せ
し

6
 
5
 

4
8
0空
子
公
l
2
1
7

芍
5
ゥ
春
秋
‘
齊
の
君
。
桓
公
の
子
。
名
無
野
。
溢
は
頃
。
晉
‘
部
克
を
齋
に
使
せ
し
む
。
公
‘
夫
説
•
海
運
南
漕
叢
議
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
九
十
む
。
後
、
公
子
無
知
に
拭
せ
ら
る
。
在
位
十
二
年
。
嘗

は
昭
゜
盆
は
孝
。
父
‘
桓
公
‘
管
仲
と
輿
に
昭
を
宋
襄
人
を
し
て
帷
し
て
之
を
観
せ
し
む
。
部
克
跛
し
て
登
一
〕
．
〔
清
史
列
博
、
七
十
三
〕
．
〔
績
碑
傭
集
‘
七
十
七
〕
・
て
紀
を
伐
つ
て
九
世
の
仇
を
復
す
。
春
秋
之
を
大
と

公
に
隔
し
、
太
子
と
な
す
。
桓
公
卒
し
、
無
詭
立
ち
、
三
る
。
夫
人
之
を
笑
ふ
。
部
克
蹄
り
‘
魯
・
衛
・
曹
の
師
を
〔
國
朝
書
蓋
家
筆
録
‘
三
〕
。
す
。
〔
史
記
、
三
十
二
〕
゜

0
戦
國
‘
贅
の
君
。
滑
王
の
子
。

月
‘
宋
の
襄
公
、
諸
侯
の
兵
を
率
ゐ
‘
昭
を
送
つ
て
齋
を
會
し
て
齊
を
伐
つ
。
公
、
敗
れ
、
悉
く
魯
衛
の
侵
地
を
【
番
私
整
土
】
2
9
3
9
刀
ュ
高
緯
(
1
2
|
 4
5
3
1
3
 :
 1
5
)
を
見
よ
。
名
は
法
章
。
溢
は
襄
。
父
王
拭
せ
ら
れ
る
や
‘
姓
名
を
斐

伐
つ
。
齋
人
恐
れ
、
無
詭
を
殺
し
て
昭
を
立
て
ん
と
す
。
反
す
。
在
位
十
七
年
。
〔
史
記
、
三
十
二
〕
。
【
香
辻
荘
公
】
294

芍
ふ
春
秋
‘
齊
の
君
。
震
公
の
子
。
名
は
じ
ぶ
呂
の
太
史
放
の
家
庸
と
な
る
。
敦
の
女
‘
其
の
状
貌

四
公
子
の
徒
‘
昭
を
攻
む
。
昭
‘
宋
に
走
る
。
宋
‘
四
公
で
齊
悪
公
】
露
パ
"
’
ウ
春
秋
‘
齋
の
第
二
十
―
一
代
の
君
。
名
光
。
盆
は
荘
。
棠
公
の
妻
、
美
に
し
て
寡
゜
崖
抒
之
を
を
奇
と
し
‘
常
に
穎
か
に
之
に
衣
食
し
‘
遂
に
私
通
す
。

子
と
戦
ひ
‘
之
を
破
つ
て
昭
を
立
つ
。
在
位
十
年
。
〔
史
は
元
。
桓
公
の
子
。
母
は
衛
の
女
で
、
少
衛
姫
と
い
ふ
。
緊
る
。
荘
公
通
じ
‘
藪
；
雀
氏
に
如
き
‘
抒
の
冠
を
人
に
津
歯
‘
苗
を
去
り
、
自
ら
滑
王
の
子
た
る
を
言
ふ
ぶ
呂
人

桓
公
の
後
‘
其
の
子
、
無
詭
（
溢
は
な
い
）
・
孝
公
・
昭
公
・
賜
ひ
‘
抒
に
拭
せ
ら
る
。
在
位
六
年
。
〔
史
記
‘
三
十
―
-
〕
。
共
に
之
を
立
つ
。
王
と
な
り
、
放
女
を
王
后
と
す
。
田

【
齋
高
組
】
278

打

高

歓

(
1
2
-
4
5
3
1
3
:
 2
3
3
)
を
見
よ
。
捻
公
が
順
に
立
っ
た
。
捻
公
は
騒
慢
で
國
人
の
信
望
を
【
齊
蔵
珍
]295

訂
？
五
代
、
周
の
人
。
幼
少
よ
り
内
職
に
箪
、
即
墨
を
以
て
燕
軍
を
攻
破
し
、
王
を
苗
に
迎
へ
、
臨

0
宵
高
帝
】
279

”
が
ィ
蒲
道
成
(
9
-
3
2
0
1
2
 :
 4
6
8
)
を
見
失
ひ
‘
遂
に
拭
せ
ら
れ
た
後
、
桓
公
の
死
後
の
乱
を
其
歴
任
し
、
諸
衛
将
軍
に
累
遷
す
。
罪
を
以
て
沙
門
島
に
渦
に
入
る
。
齊
の
故
地
‘
盤
く
復
た
齊
に
隠
す
。
田
単
を

の
母
の
國
に
避
け
て
ゐ
た
悪
公
を
‘
國
人
が
迎
へ
て
立
流
配
さ
る
。
世
宗
即
位
す
る
や
‘
濠
州
行
州
刺
史
を
授
安
平
君
に
封
ず
。
在
位
十
九
年
。
〔
史
記
、
四
十
六
〕
。

[
齊
康
公
】

2
8
1
g
'
:
O城
の
名
。
山
東
省
牟
平
縣
の
東
。
て
た
。
在
位
十
年
。
〔
史
記
‘
三
十
二
〕
。
け
ら
る
。
人
と
な
り
陰
陵
無
行
‘
残
忍
辮
治
‘
其
の
検
校
【
齊
承
ぷ
ク
】
301

バ
が
ウ
ゲ
／
清
‘
天
津
の
人
。
盆
は
恭
勤
。
道
光

〔
史
記
‘
田
敬
仲
完
世
家
〕
太
公
乃
遷
"
康
公
於
海
上
谷
k
-
-

【
齊
景
雲
】
289

げ
？
明
の
揖
暦
中
の
妓
。
詩
を
能
く
す
。
官
を
冒
楢
す
る
の
罪
を
以
て
殺
さ
る
。
〔
藉
五
代
史
、
一
の
琴
人
。
官
は
刑
部
主
事
よ
り
刑
部
尚
書
に
至
る
。

一

城

以

奉

―

―

其

先

祀

ニ

●

春

秋

‘

齊

の

君

。

平

公

の

孫

。

士

人

博

春

と

定

情

す

。

春

、

事

に

坐

し

て

繋

獄

さ

れ

る

百

二

十

九

〕

。

【

齊

奉

不

邸

一

】

302

パ71
だ
齋
と
秦
は
相
去
る
こ
と
遠
い
が
、

名
は
貸
。
溢
は
康
。
田
常
の
曾
孫
の
田
和
‘
始
、
諸
公
と
に
及
ん
で
、
替
碩
を
つ
く
り
、
棄
饉
に
供
す
。
後
、
春
、
【
督
ゥ
之
鸞
】
296

バ
が
明
‘
桐
城
の
人
。
字
は
瑞
卿
。
正
徳
天
地
の
大
を
以
て
之
を
包
め
ば
隔
異
が
な
い
と
い
ふ

な
り
、
公
を
海
濱
に
遷
す
。
在
位
一
―
十
六
年
。
呂
氏
‘
遂
遠
戌
す
る
や
、
為
に
哀
詩
を
賦
し
、
抑
鬱
し
て
死
す
。
の
進
士
。
官
は
庶
吉
士
。
兵
科
左
給
事
中
。
世
宗
の
時
‘
論
。
〔
荀
子
、
不
荀
〕
山
淵
平
‘
天
地
比
‘
齊
秦
襲
。
〔
注
〕

に
其
の
祀
を
絶
つ
。
〔
史
記
‘
三
十
二
〕
。
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
閏
〕
。
大
計
京
官
。
中
傷
さ
れ
て
崇
徳
丞
と
な
る
。
寧
夏
妓
事
襲
‘
合
也
‘
齊
在
レ
東
‘
秦
在
レ
西
、
相
去
甚
遠
、
若
以
―
―
天
地

【
齊
學
装
]282

弁
叱
ウ
清
の
人
。
彦
愧
の
子
。
字
は
子
貞
。
【
齊
景
公
】
290

巧
炉
春
秋
‘
齊
の
君
。
霊
公
の
子
。
荘
公
に
遷
り
邊
謄
敷
百
里
を
増
築
す
。
河
南
按
察
使
に
終
之
大

5]レ
之
、
則
曾
無
―
―
隔
異
↓
亦
可
―
―
―
合
為
二
國
一
也
。

琥
は
玉
渓
・
老
顛
．
壽
鼎
齋
゜
詩
・
書
に
巧
。
性
‘
間
適
゜
仕
の
弟
。
名
は
杵
臼
。
盆
は
景
。
好
ん
で
宮
室
を
治
め
‘
る
。
著
に
蓉
川
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
二
百
八
〕
・
〔
萬
斯
【
齊
ハ
世
南
~
】

3
0
3
5
パ
？
清
の
人
。
召
南
の
弟
。
字
は
英
風
。

進
を
求
め
ず
。
光
緒
中
、
上
海
に
寓
居
し
、
劉
熙
載
・
毛
詳
狗
馬
を
緊
め
‘
賦
を
厚
く
し
刑
を
重
く
す
。
慧
星
見
は
同
明
史
、
二
百
八
十
六
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
日
九
十
二
〕
．
琥
は
林
圃
。
又
は
峨
松
居
士
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
寧

麟
と
交
遊
し
、
唱
酬
の
作
多
し
。
〔
清
聾
家
詩
史
、
庚
‘
る
。
公
‘
柏
寝
に
坐
し
歎
じ
て
日
く
、
美
な
る
か
な
決
決
〔
明
人
小
博
‘
―
―
〕
・
〔
明
詩
綜
‘
―
二
十
四
〕
．
〔
明
詞
綜
、
波
府
教
授
。
書
室
を
玉
芝
堂
と
い
ふ
。
著
に
玉
芝
堂
詩

下
〕
．
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
十
〕
。
乎
た
り
‘
堂
堂
乎
た
り
‘
誰
か
こ
れ
あ
ら
ん
や
と
。
塁
臣
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
戊
‘
六
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丙
〕
・
文
稿
が
あ
る
。

【
齊
簡
公
】
283

”
炉
春
秋
‘
齊
の
君
゜
悼
公
の
子
。
一
に
皆
泣
ぎ
‘
晏
嬰
諫
む
。
後
‘
魯
の
定
公
と
央
谷
に
會
す
。
孔
〔
盛
明
百
家
詩
、
二
〕
．
〔
評
志
居
詩
話
、
十
〕
。
【
齊
脳
I

公
]
霙
芍
ゥ
，
齊
の
桓
公
の
子
で
、
名
は
播
、
母
は

景
公
の
子
と
。
名
は
壬
‘
盆
は
簡
。
初
‘
悼
公
と
倶
に
魯
子
‘
魯
の
相
た
る
を
以
て
‘
其
の
覇
を
捨
す
る
を
濯
れ
、
【
窟
ユ
司
虻
i

】297
苔
/
剪
刀
の
別
名
。
〔
文
房
圏
賛
〕
齊
司
葛
楓
、
兄
の
孝
公
の
後
を
つ
い
で
齊
の
君
と
為
る
。
在

に
在
り
、
闘
止
を
寵
愛
し
、
即
位
し
て
政
を
な
さ
し
む
。
黎
組
の
計
に
従
ひ
‘
會
に
方
り
、
莱
築
を
進
む
。
孔
子
幡
封
、
名
敏
‘
字
功
父
‘
琥
1

一
快
閣
隠
君
盆
世
居
存
叶
州
詞
ぞ
位
二
十
年
に
し
て
卒
す
。
〔
史
記
、
三
十
二
〕
。

田
常
‘
之
を
憚
る
。
御
鞍
、
田
・
閥
の
一
一
人
並
ぶ
可
か
を
以
て
‘
公
を
譲
む
。
公
慰
ぢ
、
魯
の
侵
地
を
返
す
。
在
直
臀
聞
。
【
臨
〔
召
南
~
】

3
0
4
特
？
清
、
天
台
の
人
。
字
は
次
風
。
琥

ら
ず
‘
其
の
一
を
揮
ぶ
ぺ
き
を
進
言
せ
し
も
聴
か
ず
。
つ
位
五
十
八
年
。
〔
史
記
‘
三
十
二
〕
0
 

[
~
H
@華ナ
】
函
ぺ
5
ク
ワ
清
‘
天
台
の
人
。
字
は
巨
山
。
碓
正
は
境
憂
。
晩
琥
は
息
園
。
碓
正
の
副
貢
。
乾
隆
の
初
‘

い
で
田
常
に
拭
せ
ら
る
。
在
位
四
年
。
〔
史
記
‘
三
十
二
〕
。
【
齊
獣
公
】
291

万
炉
齋
の
哀
公
の
同
母
少
弟
。
名
は
山
。
の
諸
生
。
呂
留
良
を
匡
ひ
て
市
に
謀
せ
ら
る
。
著
に
五
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
、
庶
吉
士
を
授
け
ら
る
。
證
部
侍
郎

【
齊
希
特
】
284

バ
パ
キ
異
獣
の
名
。
清
の
崇
徳
の
時
‘
蒙
古
溢
は
獣
。
周
人
哀
公
を
烹
殺
し
‘
其
の
弟
静
を
擁
立
す
‘
嶽
消
草
・
名
山
蔵
副
本
が
あ
る
。
に
累
官
し
、
事
に
坐
し
削
職
さ
る
。
幼
時
‘
紳
童
の
梢
有

が
貢
し
た
も
の
。
よ
く
人
語
を
知
る
。
角
端
。
〔
張
尚
是
を
明
公
と
為
す
。
山
‘
之
を
襲
殺
し
て
自
立
し
、
盛
く
【
番
和
環
公
】
299

許
4

ユ
北
齊
の
許
惇
の
綽
琥
゜
惇
‘
美
験
髯
り
、
書
一
覧
し
て
即
ち
記
誦
し
、
最
も
輿
地
學
に
精
通



(48560・ ・305)一 (48560・・335) 

す
。
書
室
を
賓
綸
堂
・
賜
硯
堂
・
玉
芝
堂
と
い
ふ
。
著
に

水
道
提
綱
・
史
漢
侯
第
考
・
後
漢
公
卿
表
・
歴
代
帝
王

表
、
及
び
賓
綸
堂
・
賜
硯
堂
詩
文
集
等
が
あ
る
。
〔
清
史

稿
、
三
百
十
一
〕
．
〔
清
史
列
博
、
七
十
一
〕
．
〔
國
朝
香
猷

類
徴
‘
八
十
二
〕
．
〔
碑
博
集
、
三
十
二
〕
．
〔
國
朝
先
正
事

略
、
四
十
一
〕
．
〔
文
献
徴
存
録
‘
五
〕
．
〔
清
代
學
者
象
博
‘

二
〕
．
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
編
‘
二
十
七
〕
．
〔
鶴
微
後
録
‘

一〕。

[
齊
雙
元
】
305

特
ゲ
ン
民
國
、
河
北
省
寧
河
縣
の
人
。
字

は
撫
萬
。
北
京
陸
軍
大
學
卒
業
。
前
清
末
年
以
来
李
純

の
竃
下
に
在
り
、
民
國
成
立
し
て
江
西
都
督
府
参
謀
長

第
六
師
旅
長
等
に
歴
任
し
、
江
蘇
に
入
り
、
李
の
後
を

承
け
江
蘇
督
軍
に
任
ぜ
ら
れ
、
東
南
の
覇
者
と
な
る
。

第
二
奉
直
戦
に
直
隷
派
没
落
し
、
本
兼
職
を
免
ぜ
ら
れ

て
よ
り
直
隷
派
復
活
に
奔
走
し
て
ゐ
た
。
翼
察
政
務
委

員
會
常
務
委
員
。

【
齋
宣
王
】
306

打
が
戦
國
‘
齊
の
君
。
威
王
の
子
。
名
は

辟
彊
。
誼
は
宣
。
魏
将
寵
渦
、
韓
を
攻
む
。
韓
、
救
を

請
ひ
来
る
。
王
、
田
忌
・
田
嬰
を
牌
と
し
、
孫
子
を
軍
師

と
し
て
魏
を
撃
ち
韓
を
救
ふ
計
を
定
め
、
大
い
に
魏
を

馬
陵
に
破
る
。
其
の
後
、
三
晉
の
王
‘
皆
、
田
嬰
に
因
り

玉
に
博
望
に
朝
す
。
王
、
文
學
溜
説
の
士
を
喜
び
、
謁

術
・
淳
子
梵
の
徒
七
十
六
人
‘
皆
、
列
第
を
賜
ひ
上
大
夫

と
な
す
。
よ
つ
て
稜
下
の
學
士
、
復
た
盛
に
て
敷
百
千

人
に
及
ば
ん
と
す
。
在
位
十
九
年
。
〔
史
記
、
四
十
六
〕
。

【
齊
阻
望
】
3079
炉
消
‘
難
澤
の
人
。
字
は
望
子
。
琥
は

勉
蕎
。
博
學
に
し
て
詩
に
巧
。
康
煕
の
進
士
。
刑
部
郎

中
に
累
官
し
、
出
で
て
章
昌
守
に
轄
ず
。
事
に
坐
し
て

罷
め
蹄
る
。
著
に
勉
奄
説
経
・
素
心
堂
集
・
増
補
洗
冤
録

が
あ
る
。
〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
、
十
九
〕
。

【
齊
蘇
勒
】
308

”
い
清
濶
洲
正
白
旗
人
。
姓
は
納
劇
氏
。

字
は
篤
之
。
謡
は
勤
洛
。
康
煕
中
、
永
定
分
司
を
拝
す
。

碓
正
の
初
、
河
道
提
督
に
累
遷
し
‘
尋
い
で
太
子
太
博
に

陸
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百
十
六
〕
・
〔
清
史
列
博
、
十
三
〕
．

〔
國
朝
者
献
類
徴
‘
一
百
六
十
六
〕
．
〔
碑
博
集
、
七
十

六
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
十
二
〕
．
〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
、

十
四
〕
．
〔
涌
洲
名
臣
博
‘
二
十
一
〕
。

【
齊
俗
訓
】
309

焚
ゾ
ク
淮
南
子
の
篇
名
。
〔
淮
南
子
、
齊
俗

訓
、
注
〕
齊
、
一
也
、
四
字
之
風
、
世
之
戚
理
‘
皆
混
―
―
其

俗

§

岱

一

道

也

。

|— 
齊

部

齊

【
齊
大
成
】
310

”
セ
イ
明
、
郎
州
の
人
。
諸
生
。
崇
禎
の

末
、
流
賊
西
安
を
掠
め
る
に
及
ん
で
、
妻
子
を
棄
て
、
衣

冠
を
正
し
て
文
廟
に
入
り
、
食
は
ず
し
て
死
す
。
〔
勝
朝

殉
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
。

[
齊
太
公
】
311

”

炉

●

呂

尚
(
2
-
3
3
8
6
:
 8
5
)
を
見
よ
。

●
戦
國
‘
齊
の
陳
完
の
九
世
の
孫
。
姓
は
田
氏
。
名
は

和
。
齊
に
仕
へ
て
卿
と
な
り
‘
齊
の
康
公
を
海
上
に
遷

し
、
魏
の
文
侯
と
濁
澤
に
會
し
て
諸
侯
た
ら
ん
と
求

む
。
魏
た
め
に
周
に
請
ひ
、
遂
に
立
て
て
齊
侯
と
な
す
。

在
位
二
年
に
し
て
卒
す
。
こ
れ
を
太
公
と
な
す
。
〔
史

記
‘
四
十
六
〕
。

【
齊
悼
公
】
3
1
2
9
”
が
春
秋
‘
齊
の
君
。
景
公
の
子
。
名
は

陽
生
。
盆
は
悼
。
初
、
出
亡
し
て
魯
に
在
り
、
季
康
子
、

其
の
妹
を
妻
し
、
鱚
つ
て
即
位
し
、
使
を
し
て
之
を
迎

ふ
。
委
姫
‘
季
紡
侯
と
通
ず
。
其
の
情
を
言
ふ
、
魯
敢

へ
て
興
へ
ず
。
齊
よ
っ
て
魯
を
伐
つ
て
季
姫
を
迎
ふ
。

季
姫
嬰
せ
ら
れ
‘
齊
‘
魯
の
侵
地
を
復
す
。
飽
子
、
公
と
隙

あ
り
‘
遂
に
公
を
拭
す
。
在
位
四
年
。
〔
史
記
‘
¥

I

一
十
二
〕
。

【
齊
鼎
名
】
313

”
メ
イ
明
の
人
。
之
鸞
の
孫
。
字
は
調
宇
゜

又
、
重
客
。
著
に
史
略
・
刷
緞
集
が
あ
る
。

【
齊
天
覺
】
314

”
カ
ク
宋
、
青
陽
の
人
。
字
は
幸
夫
。
家

貧
。
讀
書
を
好
み
、
倦
め
ば
几
に
よ
っ
て
臥
し
、
三
十

年
未
だ
嘗
て
寝
に
就
か
ず
、
経
史
子
集
、
滝
貫
せ
ざ
る

は
な
し
。
州
に
攀
せ
ら
れ
、
温
州
天
富
知
監
を
授
け
ら

れ
、
秩
満
ち
て
‘
襄
陽
・
宣
城
の
二
縣
に
知
と
な
り
、
績

州
危
愈
判
に
改
ま
る
。
〔
尚
友
録
、
三
〕
。

【
齊
頭
嵩
】
詔
が
”
し
ウ
草
の
名
。
を
と
こ
よ
も
ぎ
。
牡
嵩
゜

山
野
に
自
生
す
る
宿
根
草
で
、
菊
科
に
麗
す
。
高
さ
は

三
尺
位
に
達
し
、
全
株
殆
ん
ど
無
毛
。
頭
花
は
卵
形
を
な

し
て
多
散
密
生
し
、

OO
錐
花
序
に
綴
る
。
花
色
は
緑
色

で
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
開
く
。
〔
本
草
‘
牡
嵩
〕
繹
名
、
齊

頭
嵩
゜

【
齊
得
一
】
315
け
イ
ツ
宋
、
諸
城
の
人
。
幼
少
よ
り
學
を

好
み
、
長
ず
る
や
五
経
に
精
通
す
。
郷
里
に
教
授
し
、
士

大
夫
の
子
弟
皆
之
に
就
い
て
律
業
す
。
開
賓
中
、
廉
退

孝
悌
の
士
に
推
攀
さ
れ
、
闘
に
至
り
策
試
に
及
第
し
、

章
丘
主
簿
を
授
け
ら
る
。
〔
宋
史
、
ー
百
五
十
六
〕
．
〔
宋

史
新
編
‘
一
百
七
十
六
〕
。

【
齊
徳
成
】
316He
バ
セ
イ
明
、
間
縣
の
人
。
字
は
中
学
。
世
；

腎
を
業
と
し
、
貧
者
に
良
剤
を
施
す
。
著
に
全
嬰
賓
鑑

〇
八
九

が

あ

る

。

『

齊

乗

節

】

325

芍
セ
ッ
元
の
人
。
珪
の
子
。
字
は
子
度
。
魁

【
齊
激
果
】
317

砕
ト
ン
樹
木
の
名
。
山
野
に
自
生
す
る
喬
偉
沈
毅
。
書
史
を
渉
嫌
し
、
梢
；
兵
法
を
知
る
。
父
職

木
で
、
え
ご
の
き
‘
又
は
、
ち
し
や
の
き
、
さ
ら
の
き
、
こ
を
襲
ぎ
棗
陽
鎮
を
授
け
ら
る
。
宋
を
伐
つ
に
従
ひ
、
戦

は
ぜ
の
き
‘
ち
よ
う
め
、
こ
め
み
づ
、
や
ま
さ
ち
、
ろ

v

功
有
り
。
又
、
平
安
仁
賊
を
討
ち
‘
宣
武
将
軍
管
軍
綿
管

ろ
ぎ
等
と
い
ひ
‘
え
ご
の
き
科
に
凰
す
。
高
さ
三
丈
餘
‘
に
累
官
す
。
棗
陽
萬
戸
府
副
萬
戸
を
授
け
ら
れ
卒
す
。

樹
皮
は
緒
黒
色
、
初
め
は
平
滑
で
、
後
、
鱗
片
状
を
呈
〔
元
史
、
二
日
六
十
五
〕
．
〔
新
元
史
、
一
百
三
十
七
〕
。

す
。
葉
は
廣
楕
園
形
、
又
は
楠
園
状
披
針
形
。
花
は
梢
上
【
梅
〔
明
帝
】
326

”

F
爾
鸞
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 2
7
0
)
を
見
よ
。

葉
腋
上
に
花
枝
を
垂
れ
て
、
平
滑
な
繕
状
花
序
を
し
て
〖
齊
函
パ

1帝
陵
〗3
2
7
9
¢
"
”
テ
ィ
興
安
陵(
9ー
3
S
2
6
 :
 2
)
 

三

乃

至

六

花

を

着

け

、

白

色

で

あ

る

。

〔

本

草

‘

摩

厨

子

〕

を

見

よ

。

「

封

誼

琥

°

附
録
‘
齊
激
果
‘
酉
陽
雑
俎
云
‘
齊
激
樹
、
生
―
―
波
斯
及
彿

U
齊
湯
王
】
328

討
ワ
，
ウ
北
周
、
宇
文
憲
(
8
|
7
g
7
:
5
1
)
の

蒜
墨
高
二
三
丈
‘
皮
青
白
花
‘
似
レ
柚
極
香
、
子
似
迄E
[
齊
~
揚
]
3
2
9

評
5

金
の
人
。
溜
州
軍
事
判
官
を
授
け

桃
コ
五
月
熟
、
西
域
人
堅
為
紅
油
‘
以
煎
二
鉗
果
ヰ
把
中
國
ら
る
。
祐
貞
の
初
、
元
兵
渦
州
を
奪
取
す
る
や
‘
鷹
揚
‘

之
用
―
―
巨
勝
1

也

。

兵

を

募

つ

て

防

禦

し

、

城

破

れ

て

執

へ

ら

れ

、

屈

せ

ず

【
齊
巖
帝
】3

1
8
行
ィ
—
帝
溢
。O
蕎
昭
文
(
9ー
3
2
0
1
2:
4

し
て
死
す
。
〔
金
史
、
一
百
二
十
一
〕
。

3
4
)
を
見
よ
。
●
藷
昭
業
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 4
3
0
)
を
見
よ
。
【
齊
履
謙
】
3
3
0
g
ツ
元
の
人
。
字
は
伯
恒
。
幼
時
‘
算
術
に

0
高
殷
(
l
S
-
4
5
3
1
3
:
 3
2
)
を

見

よ

。

精

通

し

星

暦

生

よ

り

授

時

郎

秋

官

正

に

累

遷

す

。

仁

〇
宵
邦
典
】
319

心
が
'
/
明
‘
濱
州
の
人
。
年
十
八
に
し
て
、
宗
即
位
す
る
や
‘
國
子
監
丞
に
抜
擢
さ
れ
、
司
業
に
轄

父
に
代
つ
て
賊
を
江
に
禦
ぎ
‘
奮
身
力
戦
し
て
陣
中
に
ず
。
陸
齋
積
分
等
の
法
を
立
つ
。
泰
定
中
、
太
史
院
使

没
す
。
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
。
を
以
て
江
西
・
一
輻
建
を
宣
撫
す
。
至
順
中
、
文
鈴
と
追
溢

【
齊
滑
王
】
3205
彩
＇
ウ
戦
國
‘
齊
の
君
。
宣
王
の
子
。
名
は
す
。
著
に
大
學
四
博
小
注
・
中
庸
章
句
讀
解
・
論
語
言
仁

地
。
溢
は
滑
。
立
つ
て
三
十
六
年
、
東
帝
と
稽
し
た
が
通
旨
・
書
博
詳
説
・
易
本
説
・
春
秋
諸
國
統
紀
・
ニ
至
暑

蘇
代
の
説
に
よ
り
、
帝
を
去
つ
て
復
た
王
と
な
る
。
兵
景
考
・
経
串
演
撰
八
法
が
あ
る
。
〔
元
史
‘
一
百
七
十

力
甚
だ
盛
。
周
室
を
井
せ
て
天
子
た
ら
ん
と
し
、
諸
侯
二
〕
．
〔
新
元
史
、
一
百
七
十
一
〕
。

恐
濯
す
。
後
、
燕
・
秦
・
楚
・
三
晉
謀
を
合
せ
て
齊
を
伐
【
齋
葺
平
公
】
331

苔
炉
春
秋
‘
齊
の
君
。
頃
の
子
。
溢
は
震
。

つ
。
王
出
亡
し
、
衛
に
之
き
、
復
た
、
不
遜
‘
衛
人
之
を
侵
立
つ
て
二
十
七
年
。
晉
に
敗
れ
、
公
‘
晏
嬰
の
止
め
る
に

す
。
郷
魯
に
走
っ
た
が
納
れ
ら
れ
ず
‘
苗
に
走
る
。
楚
、
従
は
ず
‘
臨
渦
に
走
る
。
晉
兵
‘
臨
渦
を
園
み
‘
郭
中
を

津
歯
を
し
て
齊
を
救
は
し
め
、
王
を
殺
す
。
在
位
四
十
焚
い
て
去
る
。
明
年
卒
す
。
在
位
二
十
八
年
。
〔
史
記
、

年

。

〔

史

記

、

四

十

六

〕

。

三

十

二

〕

。

「

よ

。

【
齊
武
帝
】
321

存
u

蒲
蹟
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 1
3
3
)
を
見
よ
。
【
齊
和
帝
】
332

存
u

蒲
賓
融
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 5
0
9
)

を
見

〖
齊
武
帝
陵
〗3

2
2
バ
妙
”
”
ィ
景
安
陵(
5ー
1
3
9
8
3:
3

を
【
齊
王
建
】
333

”

g
戦
國
‘
齊
の
王
。
襄
王
の
子
。
秦

見

よ

。

「

誼

琥

。

兵

‘

齊

を

撃

つ

。

王

‘

相

后

勝

の

計

を

聴

き

、

戦

は

ず

‘

【
齊
武
王
】
323

在
炉
後
漢
‘
劉
績
(
S
-
2
2
2
4
:
 6
3
)

の
封
兵
を
以
て
秦
に
降
る
。
秦
、
王
建
を
虜
に
し
‘
共
に
遷

【
齋
文
公
】
g

へ
砂
ウ
周
代
、
齊
の
君
。
属
公
の
子
。
名
は
し
‘
齊
を
滅
し
て
郡
と
し
、
天
下
、
秦
に
一
井
せ
ら
る
。

赤
。
周
の
宣
王
の
十
三
年
に
即
位
し
、
父
属
公
を
殺
し
在
位
四
十
四
年
。
齊
人
、
王
の
蚤
く
諸
侯
と
合
樅
、
秦

た
者
七
十
人
を
誅
し
た
。
在
位
十
二
年
に
し
て
卒
し
を
攻
め
ず
‘
姦
臣
・
賓
客
に
聴
い
て
國
を
亡
し
た
る
を

た

。

〔

史

記

、

三

十

二

〕

。

怨

み

、

歌

つ

て

曰

く

、

松

耶

柏

耶

、

住

二

建

共

―

者

客

耶

【
齊
平
公
】
324

存
ツ
・
ウ
春
秋
、
齊
の
君
。
簡
公
の
弟
。
名
は
と
。
〔
史
記
、
四
十
六
〕
゜
「
1
3
:
 5
3
)

を
見
よ
。

5
 

鷲
。
溢
は
平
。
郎
位
し
、
田
常
、
相
と
し
て
政
を
専
に
し
、
【
齊
孝
昭
帝
】
334

舒
界
？
北
齊
の
人
。
高
演
(
1
1
0
-
4
5
3
 

安
平
以
東
を
割
い
て
田
氏
の
封
邑
と
す
。
在
位
二
十
五
【
齊
竿
之
濫
】
邸

g
パ
？
南
郭
先
生
が
竿
が
吹
け
ぬ
の

68

年

。

〔

史

記

‘

―

二

十

二

〕

。

に

吹

竿

の

人

、

三

百

人

中

に

混

つ

て

ゐ

た

故

事

。

〔

白

居

13



(48560・ ・336)一 (48565)

易
‘
策
林
三
十
四
‘
牧
宰
考
課
〕
雖
レ
有
和
環
之
景
不
レ
【
齊
膝
布
腹
】
346

弁

~

”

ひ

ざ

ぎ

り

の

も

め

ん

た

び

。

〔

蝠

を

見

よ

。

「

を

見

よ

。

態
識
也
、
雖
レ
有
齊
竿
之
四
何
由
知
乏
。
恵
全
書
、
保
甲
部
、
簡
験
壮
丁
〕
齊
膝
布
腹
一
雙
。
【
齊
文
宣
帝
】
361

弁
}
ン
？
高
洋
(Uil
1
 4
5
3
1
3
 :
 8
8
3
)
 

【
齊
鬱
林
王
】
336

符
ツ

g
蒲
昭
業
(
9
|
3
2
0
1
2
 :
 4
3
0
)

【
齊
相
御
妻
】
347

知
ロ
グ
芸
ノ
春
秋
、
齊
の
人
。
晏
嬰
の
僕
【
齊
豹
之
盗
】
g

討
へ
？
齊
豹
が
畜
養
し
た
盗
。
〔
左

を

見

よ

。

御

の

妻

。

嘗

て

其

の

夫

の

、

相

の

御

と

な

り

、

揚

揚

自

得

氏

、

昭

、

二

十

〕

琴

張

聞

―

―

宗

魯

死

云

四

往

弔

＂

之

、

仲

尼

【
齋
煙
九
貼
]337

月
ク
九
州
最
高
の
所
に
居
る
こ
と
せ
る
を
窺
ひ
、
蹄
つ
て
‘
去
ら
ん
こ
と
を
求
む
。
夫
‘
其
日
‘
齊
豹
之
盗
‘
而
孟
繁
之
賊
、
女
何
弔
焉
‘
君
子
不
レ

を
い
ふ
。
〔
李
賀
‘
夢
天
詩
〕
逼
望
―
―
齊
州
九
貼
煙
二
祉
の
故
を
問
ふ
に
、
日
く
‘
晏
子
は
た
け
六
尺
に
涌
た
ず
、
食
レ
姦
、
不
レ
受
レ
乱
、
不
三
為
レ
利
疾
―
―
於
回
一
不
1
1

以
レ
回

海
水
杯
中
潟
゜
〔
元
好
問
‘
苑
寛
秦
川
圏
詩
〕
西
山
盤
盤
名
は
諸
侯
に
顧
は
る
。
子
は
た
け
八
尺
、
人
の
僕
御
と
待
＞
人
、
不
レ
蓋
1

一
不
義
⇒
不
レ
犯
-
1

非
幡
↓
〔
注
〕
言
、
齊
豹

息
天
連
、
九
貼
蓋
得
齊
州
煙
。
「
を
見
よ
。
な
つ
て
、
自
ら
足
れ
り
と
す
。
故
に
去
る
を
求
む
と
。
所
,
,
以
為
＞
盗
‘
孟
繁
所
↓
1

以
見
＞
賊
‘
皆
由
,
,
宗
魯
↓

【
齊
海
陵
王
】
338

打
”
ョ
ウ
ワ
ウ
蒲
昭
文
(
9
1
3
2
0
1
2
 :
 4
3
4
)

夫
、
深
く
自
責
し
、
道
を
學
ん
で
謙
遜
す
。
晏
子
怪
ん
で
i

【
齊
墨
克
圏
】
363
丑
I

臼
ー
清
‘
蒙
古
正
白
旗
人
。
姓
は
博

〇
宵
~
叩
鐵
路
】

3
3
9
”
tゥ
鐵
道
の
名
。
黒
龍
江
省
龍
江
縣
之
を
問
ふ
。
具
さ
に
賓
を
以
て
討
ふ
。
晏
子
、
薦
め
て
大
爾
濱
吉
特
氏
。
徳
穆
圏
の
弟
。
太
宗
の
時
‘
―
二
た
び
錦

（
齊
齊
吟
爾
）
よ
り
起
り
‘
昂
昂
渓
に
至
る
も
の
。
夫
と
な
し
、
其
の
妻
を
命
婦
と
し
て
顕
彰
す
。
〔
列
女
州
を
園
み
て
‘
累
功
有
り
、
本
旗
蒙
古
副
都
統
に
累
遷

【
齊
景
閉
千
】

340gtィ
蒙

求

の

標

題

。

齊

の

繋

公

は

馬

博

‘

賢

明

博

〕

。

す

。

順

治

中

、

流

賊

を

破

り

、

爵

は

三

等

子

。

〔

清

史

稿

‘

四
干
匹
を
所
有
し
、
非
常
に
富
み
榮
え
て
ゐ
た
が
死
後
【
齊
ハ
宿
函
国
~
久
】

3
4
8
特
炉iク
周
の
賢
婦
人
。
項
に
大
瘤
あ
二
百
三
十
六
〕
．
〔
國
朝
著
献
類
徴
、
二
百
六
十
二
〕
．
〔
渦

は
誰
も
其
の
徳
を
稽
讚
す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
人
の
る
よ
り
宿
瘤
の
名
あ
り
。
齊
の
閲
王
出
遊
の
折
、
東
郭
洲
名
臣
博
‘
六
〕
。

稽
讚
す
る
所
は
富
で
な
く
て
徳
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
に
桑
を
採
つ
て
顧
み
ず
‘
王
に
聘
せ
ら
れ
衣
裳
を
更
め
【
香
ハ
哩
古
森
齊
[
】
364
社

11
”11

清
‘
蒙
古
嬢
黄
旗
人
。
初
‘
額
魯

る
故
事
。
〔
論
語
‘
季
氏
〕
齊
景
公
有
-
l

馬
千
晒
一
死
之
日
‘
ず
し
て
宮
中
に
入
り
、
遂
に
后
と
な
る
。
〔
列
女
博
‘
辮
特
人
、
地
を
以
て
姓
と
す
。
乾
隆
中
、
回
酋
霰
集
占
を

民

無

砿

而

阻

焉

。

通

博

〕

。

「

見

よ

。

随

征

し

、

回

衆

を

降

す

こ

と

萬

二

干

餘

。

復

た

緬

旬

・

金

【
齊
后
破
環
】
341

芹
焚
蒙
求
の
標
題
。
秦
の
昭
王
が
智
【
齊
紳
武
帝
】
349

分
カ
テ
イ
高
歓
(
l
l
i
l
|
 4
5
3
1
3
 :
 2
3
3
)
を
川
を
征
し
て
功
有
り
。
官
は
領
除
大
臣
に
至
り
、
事
に

慧
の
輪
を
持
た
し
て
齊
の
襄
王
の
后
に
遣
は
し
、
齊
に
【
齊
軸
五
武
陵
】
350

右
彩
陵
の
名
。
河
南
省
臨
潰
縣
の
南
坐
し
て
免
ぜ
ら
る
。
〔
清
史
稿
、
三
百
二
十
二
〕
．
〔
國
朝

は
智
者
多
し
と
聞
く
‘
然
ら
ば
こ
の
輪
を
解
き
得
る
ゃ
鼓
山
。
〔
資
治
通
鑑
、
梁
紀
〕
（
武
帝
、
太
清
元
年
）
甲
申
、
著
猷
類
徴
‘
二
百
九
十
六
〕
。

と
い
ふ
。
后
‘
之
を
群
臣
に
示
せ
ど
解
く
者
な
し
。
椎
虚
葬
―
―
齊
猷
武
王
於
津
水
之
西
一
潜
墾
ー
一
成
安
鼓
山
石
【
咽
ハ
雷
昇
仲
子
】
365

パ
＂
”
{
ゥ
ン
春
秋
、
齊
の
震
公
の
夫
人
。

を
取
つ
て
打
破
り
、
さ
て
秦
の
使
者
に
謹
ん
で
解
け
り
窟
‘
佛
寺
之
労
云
『
レ
穴
‘
納
1

一
其
柩
1

而
塞
レ
之
。
宋
侯
の
女
。
震
公
、
初
‘
贅
姫
を
姿
り
、
子
、
光
を
生
み
太

と
い
っ
た
故
事
。
〔
戦
國
‘
齊
策
〕
秦
昭
王
嘗
遣
二
使
者
一
【
齊
大
非
レ
規
】
351

へ
荘
が
ズ
齊
は
大
國
で
我
が
婚
す
べ
子
と
す
。
仲
子
‘
其
の
梯
戎
子
と
倶
に
公
に
嬰
せ
ら
る
。

遵
君
王
后
玉
連
環
日
、
齊
多
如
智
‘
能
解
―
―
此
環
示
'
‘
き
相
手
で
は
な
い
。
鄭
の
太
子
忽
の
故
事
。
〔
左
氏
、
桓
‘
仲
子
、
子
牙
を
生
む
。
戎
子
、
牙
を
太
子
と
な
さ
ん
と
請

君
王
后
以
示
1

一
群
臣
ニ
群
臣
不
レ
知
レ
解
、
君
王
后
引
レ
椎
六
〕
齊
侯
欲
い
以
1

一
文
姜
1

妻
＊
鄭
太
子
忽
ギ
人
子
忽
辞
‘
人
ふ
、
公
、
許
す
。
仲
子
、
固
く
争
つ
て
不
可
と
す
れ
ど
公

租
破
之
玉
謝
1
1

秦

餌

日

、

謹

以

解

矢

。

問

,

,

其
故
工
太
子
日
、
人
各
有
レ
絹
｀
齊
大
、
非
,
,
吾
椙
一
也
。
聴
か
ず
｀
光
を
逐
つ
て
牙
を
立
て
、
高
厚
を
博
と
す
。
公

【
齊
克
鐵
路
】
342

”
吋
黒
龍
江
省
龍
江
縣
（
齊
齊
吟
爾
）
【
齊
陶
之
練
】
352

”
久
？
古
‘
齊
・
陶
二
國
か
ら
出
る
き
卒
し
、
雀
抒
、
光
を
立
て
、
高
厚
を
殺
す
。
〔
左
氏
、
襄
‘
+

の
昂
昂
漢
よ
り
起
り
、
克
山
縣
の
東
の
克
東
設
治
局
に
ぬ
。
〔
堕
鐵
論
‘
本
義
〕
非
↓
m

獨
齊
陶
之
鎌
、
蜀
漢
之
布
一
也
。
九
〕
・
〔
列
女
博
、
仁
智
傭
〕
。

至

る

も

の

。

【

齊

筋

小

礫

】

353

c
h
'
i
'
c
h
uこ

h
e
i
a
o
3
t
i
e
h
'

醤
油
皿
【
齊
人
曹
氏
子
】
366

砕
ク
晶
の
名
。
ぢ
む
し
。
蜻
蜻
。
〔
本

【
齊
斬
之
情
】
343

名

勺

齊

衰

斬

衰

の

服

を

著

る

時

の

の

類

。

「

見

よ

。

草

‘

蜻

蜻

〕

繹

名

、

績

蜻

‘

蜃

嫡

‘

乳

齊

、

地

露

‘

應

條

、

時

情
‘
父
母
の
喪
に
服
す
る
時
の
心
。
〔
證
、
檀
弓
上
〕
穆
公
【
審
3

帝
昭
業
】
354

特

巧

葡

昭

業
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 4
3
0
)
を
珍
日
、
蜻
蜻
、
方
言
‘
其
嬢
罐
象
―
―
其
章
レ
物
之
聾
盃
孟
頭
‘

之
母
卒
‘
使n一
人
問1一
於
曾
子
—
曰
‘
如
＞
之
何
‘
討
曰
、
【
齊
帝
昭
文
】

3
5
5お召
葡
昭
文

(
9ー
3
2
0
1
2:
 4
3
4
}
,
l
a

是
齊
人
曹
氏
之
子
所
レ
化
‘
蓋
謬
説
也
。

申
也
聞
,
,
諸
申
之
父
舌
I

‘

哭

泣

之

哀

‘

齊

斬

之

情

‘

饉

粥

見

よ

。

「

を

見

よ

。

【

碑

〔

悼

王

世

家

】

3
6
7
5
が

g
史
記
世
家
の
一
篇
。
齊
の

之
食
、
自
,
,
天
子
ー
達
。

F
齊
帝
賓
巻
】
3
5
6
f
”
り
パ
ィ
篇
賓
巻
(
9
-
3
2
0
1
2
:
 5
0
3
)

世
家
に
井
せ
て
齊
の
分
封
の
城
陽
•
清
北
・
清
南
・
畜

【
齊
爾
格
申
】
3
4
5
,
：
清
、
涌
洲
嬢
白
旗
人
。
世
t
寧
【
齊
東
昏
侯
】
357

特
グ
コ
’
’
南
齊
の
帝
。
離
賓
巻
(
9
-
3
2

川
・
膠
東
の
諸
國
を
列
す
。
〔
史
記
、
二
十
二
〕
。

古
塔
に
居
り
、
地
を
以
て
姓
と
為
す
。
太
祗
の
時
‘
屠
-

0
1
2
 :
 5
0
3
)
を

見

よ

。

【

在

レ

齊

太

史

簡

】

368

行
弁
”
ハ
春
秋
‘
齊
の
太
史
が
櫂

戦
功
有
り
、
天
聰
の
時
‘
蓋
州
に
駐
守
す
。
順
治
の
間
、
【
誨
〔
巴
竿
室
{
】
358

c
h
'
i
'
p
a
ー
百
n
'
c
h
'
a
'

蒙
古
の
婦
臣
の
威
を
恐
れ
ず
、
そ
の
悪
を
直
筆
し
た
故
事
。
簡
は
竹

脹
陵
縛
管
を
授
け
ら
る
。
爵
は
三
等
男
。
〔
清
史
稿
、
二
女
の
尼
僧
と
な
っ
た
も
の
。
「
見
よ
。
の
札
、
古
代
紙
の
未
だ
な
か
っ
た
時
に
用
ゐ
た
も
の
。

百
三
十
九
〕
・
〔
國
朝
著
猷
類
徴
‘
二
百
六
十
九
〕
．
〔
涌
洲

F
齊
武
成
帝
】

3595ク
；
高
湛
(
1
2
-
4
5
3
1
3
:
 6
3
8
)
を
〔
左
氏
‘
襄
‘
二
十
五
〕
（
齊
雀
抒
拭
1

一
荘
公
ご
太
史
事
曰
‘

名

臣

傭

、

八

〕

。

【

齊

文

襄

帝

】

g

九
砂
笞
？
高
澄
(
l
l
i
l
ー

4
5
3
1
3
:
 6
7
0
)

雀
抒
拭
―
―
其
君
ぶ
声
子
殺
レ
之
、
其
弟
嗣
書
‘
而
死
者
ニ

齊

部

齊

〔
ニ
ー
―
二
蓋
〕

齋

績

廣

帽

齋

【

齋

】

螂

口シ
日
サ
イ

〔
集
韻
〕
荘
皆
切
底

出
庁

c
h
a
i

〔
集
韻
〕
津
私
切
図

麻
紆
を
つ
む
ぐ
。
或
は
繰
(
8
|
2
7
8
0
7
)
に
作
る
。

〔
廣
韻
〕
情
、
絹
,
,
麻

苧
1

名
、
出
,
,
異
字
苑
↓
〔
集
韻
〕

楕
、
絹
也
。
〔
正
字
通
〕
楕
‘
或
作
レ
緑
。

【

帽

】

岬

打

〔

集

韻

〕

子

計

切

噸

●
美
し
い
。
美
し
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
膚
、
美
兒
゜

〔
正
字
通
〕
廣
‘
美
也
。

O
齋
(
1
2
|
 1
8
5
6
5
)
の
俗

字
。
〔
正
字
通
〕
膚
‘
俗
齋
字
。

冨】
i

打
〔
玉
篇
〕
在
冥
切
圏
i

山
名
。
〔
集
篇
〕
睛
‘
山
名
。

【

績

】

年

げ

〔

集

韻

〕

子

計

切

藤

一

,E―― 
冨】蜘
●
や
ま
ひ
゜
〔
玉
篇
〕
齋
‘
病
也
。
●
輝
(
7
ー

2
2
5
8
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
齋
‘
按
‘
齋
‘
六
書
本
作
レ
揖
。

セ
イ

〔
玉
篇
〕
昔
齊＇ 

人
‘
其
弟
又
書
‘
乃
含
レ
之
、
南
史
氏
聞
1

一
太
史
氏
盛
死
一

執
レ
簡
以
往
、
聞
―
―
既
書
1

矢
‘
乃
還
。
〔
文
天
詳
、
正
氣
歌
〕

在
レ
齊
太
史
簡
、
在
レ
晉
董
狐
筆
。

1
0
九
〇

13686 



(48565··1)— (48565· ・31) 

齊

部

〔
三
鵞
〕

齋

1
0
九

小

或

日

0
も
の
い
み
す
る
。
も
の

齋

豪

龍

罷

い

み

。

飲

食

動

作

を

つ

つ

し

ん
で
清
潔
謹
直
を
守
り
‘
思
慮
意
念
を
つ
つ
し
ん

で
専
一
精
明
に
と
ど
ま
る
こ
と
。
も
と
齋
(
8
-
2
4

779)に
作
る
。
〔
説
文
〕
槃
‘
戒
潔
也
、
ハ
に
ホ
齊
省

臀
。
〔
集
韻
〕
舞
隷
作
レ
齋
。
〔
荘
子
、
人
間
世
〕
是
祭

祀
之
齋
、
非
1

「
心
齋
1

也
。
〔
呂
覧
‘
孟
春
〕
天
子
乃

齋
゜
〔
注
〕
論
語
日
‘
齋
必
髪
レ
食
‘
居
必
遷
レ
坐
、
自

睡
潔
也
。
●
お
t
P
そ
か
。
う
や
ま
ふ
。
〔
廣
韻
〕
齋
、

荘
也
‘
敬
也
。
●
い
さ
ぎ
よ
い
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
潔

也
。
R
つ
つ
し
む
。
お
そ
れ
つ
つ
し
む
。
〔
字
彙
〕
齋
、

恭
也
。
〔
廣
雅
、
繹
言
〕
齋
‘
慄
也
゜
＠
へ
や
。
か
つ
て

の
ま
。
燕
居
の
室
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
燕
居
之
室
日
レ

齋（會圏オ三

齋
。
〔
南
史
、
徐
陵
博
〕
陵
為
二
中
書
監
百
竺
年
老
―

求
1
1

致
仕
一
宣
帝
詔
―
―
将
作
1

為
造
1
1

大
齋
T

令
1
l

陵

就
レ
第
撮
＞
事
。

O
勉
強
す
る
と
こ
ろ
。
學
含
。
書

齋
。
〔
宋
史
、
選
學
志
三
〕
外
學
為
11

四
講
堂
芸
口
齋
、

齋
列
―
―
五
饂
一
齋
可
レ
容
乞
一
十
人
↓
〇
陳

E
梵

語
U
p
o
s
a
t
h
a
の
繹
。
和
語
に
と
き
と
訓
ず
る
。

非
時
食
を
離
れ
る
の
意
。
即
ち
‘
午
時
を
過
ぎ
て

食
せ
ざ
る
を
い
ふ
。
〔
薩
婆
多
毘
尼
毘
婆
沙
、
第

一
〕
齋
法
以
涵
レ
中
不
＞
食
為
レ
橙
。
＠
精
進
。
〔
杜

甫
‘
飲
中
八
仙
歌
〕
蘇
晉
長
齋
績
佛
前
。

O
惰
(
1
0

ー

3
4
6
6
5
)

に
同
じ
。
〔
唐
韻
〕
惰
、
同
レ
齋
。

O
禰

文
‘
隈
(
1
2
-
4
8
5
8
1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
齋
‘
熾
‘

猶
文
齋
炊
二
襲
省
芦
』
●
喪
服
。
齊
(
1
2
|
 4
8
5
6
0
)
 

に
通
ず
。
〔
孟
子
‘
膝
文
公
上
〕
齋
疏
之
服
。
〔
注
〕

齋
疏
‘
齋
衰
也
。
〔
校
勘
記
〕
間
監
毛
三
本
、
孔
本
、

齋
作
レ
齊
。
●
き
び
。
楽
(
8ー

2
5
0
3
0
)

に
同
じ
。

〔
集
韻
〕
楽
、
説
文
‘
稜
也
‘
或
作
レ
齋
。
謄
い
つ
く
。

い
つ
き
。
け
が
れ
を
去
つ
て
紳
に
仕
へ
る
。

畠
ョ
シ
。
キ
ヨ
。

【
齋
幌
】
1

打
お
ご
そ
か
な
ひ
き
ま
く
。
〔
梅
発
臣
‘
詩
〕

齋
帷
巌
1

一
宮
殿
玉
群
臣
奉
―
―
冤
旋
↓

【
齋
衣
】
2

勺
も
の
い
み
の
衣
。
喪
服
。
〔
漢
書
、
丙
吉

博
〕
始
顧
少
為
1

ー
諸
曹
面
忠
笠
祀
高
廟
云
ぎ
夕
牲
日
五
乃

使
n-lfl
取
―
―
齋
衣
↓
〔
後
漢
書
‘
穂
儀
志
下
〕
太
尉
冠
―
―
長

慧

衣
1
1

齋
衣
↓
乗
1

一
高
車
一
詣
レ
殿
、
止
1

一
車
門
外
↓

【
齋
院
】
3

”

0
紳
を
祭
る
前
日
に
、
紳
職
の
身
を
殺

齋
す
る
と
こ
ろ
。
〔
唐
書
‘
證
築
志
三
〕
増
1

一
建
紳
尉
於
廟

東
之
少
南
‘
齋
院
於
-
1

東
門
之
外
少
北
↓
●
ぃ
つ
き
の
み

ゃ
°
齋
王
‘
又
‘
其
の
お
は
す
所
。
齋
宮
(

1

8

)

の
●
を
見

よ

。

〔

倭

名

抄

〕

。

「

名

抄

〕

。

〖
齋
院
司
〗4
パ
”
”
”

4

ン
齋
院
の
事
を
司
る
役
所
。
〔
倭

【
齋
會
】
5

[

ィ
園
法
要
等
に
於
て
僧
に
食
を
供
養
す
る

行
事
。
〔
僧
尼
令
〕
凡
齋
會
不
レ
得
下
以
1

一
奴
婢
牛
馬
及
兵

器
玉
岱
布
施
む
天
僧
尼
不
レ
得
,
,
.
受
↓
〔
日
本
紀
略
‘
後

篇
一
、
醍
醐
天
皇
〕
延
喜
四
年
三
月
二
十
六
日
、
太
上

法
皇
於
n
仁
和
寺
圃
堂
一
初
設
1

一
齋
會
↓

【
齋
筵
】
6

t

パ
●
供
養
の
座
。
〔
藷
唐
書
、
文
宗
紀
下
〕
廣

置
齋
笙
大
集
裔
衆
↓
〔
王
勃
‘
含
利
塔
碑
〕
講
律
宏

紋
齋
筵
巨
翼
゜
〔
貴
耳
集
〕
東
壊
會
葬
有
1

一
齋
筵
↓
●
圃
l

齋
食
を
設
け
て
三
賓
を
供
養
す
る
法
會
。
〔
性
璽
集
、

八
〕
兼
設
齋
筵
面
養
三
賓
↓
「
壺
。
い
む
ぺ
°

【
齋
答
i

】1

翠
古
‘
酒
を
盛
つ
て
紳
に
供
へ
た
陶
器
の

[
齋
屋
】
8

月
も
の
い
み
す
る
い
へ
。
齋
含
。
〔
南
史
、

王
延
之
偉
〕
堵
彦
回
以
啓
1

一
宋
明
帝
ぶ
即
赦
―
―
材
官
云
為

起
己
二
間
齋
屋
↓

[
齋
戒
】
，
打
も
の
い
み
す
る
。
紳
を
祭
る
と
き
身
心

や
飲
食
を
慣
み
稜
に
獨
れ
ぬ
や
う
に
し
、
家
に
と
ぢ
こ

も
つ
て
ゐ
る
行
為
。
齊
戒
゜
〔
孟
子
、
離
婁
下
〕
雖
レ
有
1

一悪

人
云
齋
戒
沐
浴
‘
則
可
n

和
以
祀

11呆
既
〔
墨
子
‘
尚
同
中
〕

是
以
率
天
下
萬
展
齋
戒
沐
浴
、
潔
為
1

一
酒
醒
莱
盛
百
5

祭
祀
天
鬼
↓
〔
荘
子
、
天
運
〕
戸
祝
齋
戒
以
将
レ
之
。
〔
管

子
、
中
匡
〕
十
日
齋
戒
゜
〔
史
記
‘
廉
頗
博
〕
於
レ
是
趙
王
齋

戒
五

H
゜
〔
呂
覧
、
仲
夏
〕
君
子
齋
戒
゜
〔
六
部
成
語
、
請

部
、
齋
戒
‘
注
解
〕
雙
レ
食
曰
レ
齋
、
禁
1

一
除
不
潔
一
日
レ
戒
、

祭
レ
紳
之
前
、
必
行
レ
之
＿
―
-
日
、
以
申
と
虔
示
レ
敬
也
。

〖
齋
戒
牌
〗10
c
h
'
i
'
c
h
i
e
h
'
p
'
a
i
'

齋
戒
す
る
官
吏

の
帯
び
る
木
造
の
札
。

【
齋
客
]
1
1
"
パ
道
家
受
道
の
法
。
壇
上
の
縣
語
の
中
に

入
っ
て
齋
を
受
け
る
を
得
ず
し
て
‘
縣
語
の
外
に
あ
る

者
を
い
ふ
。
〔
隋
書
、
経
籍
志
四
〕
其
齋
敷
之
外
、
有
レ
人

者
、
並
在
1

一
縣
藉
之
外
云
謂
"
之
齋
客
面
g

拝
謝
而
已
゜

【
齋
閣
】
12

”
パ
書
齋
を
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
呂
端
博
〕
端
使
l
-

高
腿
暴
風
折
袖
、
舟
人
怖
恐
‘
端
讀
レ
書
‘
若
下
在
賣

問
時
3

【
齋
幹
】
13

”
パ
室
中
で
使
役
さ
れ
る
童
僕
を
い
ふ
。
〔
南

史
、
茄
法
亮
傭
〕
宋
大
明
中
、
出
身
為
1

一
小
史
云
竺
齋
幹
・

扶
侍
↓

【
齋
艦
】
14

”
パ
屋
根
の
あ
る
船
。
や
か
た
ぶ
ね
。
〔
孫
仲

益
尺
讀
〕
未
レ
果
孟
翌
謁
齋
艦
↓
〔
注
〕
板
屋
船
也
。

【
齋
祈
】

15r
も
の
い
み
し
て
い
の
る
。
齋
躊
゜
〔
隋
書
、

藉
儀
志
二
〕
皆
潔
齋
三

H
、
乃
祈
二
社
稜
工
七
日
不
レ
雨
、

更
齋
祈
如
レ
初
。

【
齋
槻
]
1
6

“
ヒ
神
社
に
植
ゑ
て
供
へ
た
槻
の
木
。

【
齋
鏡
】
1
1
"
炉
巧
い
つ
き
ま
つ
る
鏡
。

【
齋
宮
】
18

”
ウ
●
い
つ
き
の
み
や
。
天
子
の
大
廟
の

祭
に
齋
を
致
す
所
。
〔
國
語
、
周
語
上
〕
王
即
―
―
齋
宮
云
百

官
御
事
、
各
郎
―
其
齋
二
二
日
。
〔
漢
書
‘
宣
帝
紀
〕
神
光

並
見
、
或
興
二
子
谷
云
竺
燿
齋
宮
エ
上
伺
餘
刻
。
〔
論
衡
‘

宣
漢
〕
獨
燿
齋
宮
↓
●
訂
古
天
皇
の
御
即
位
あ
る
毎
に
、

内
親
王
又
は
未
婚
の
女
王
を
伊
勢
の
神
宮
と
加
茂
神

社
に
奉
仕
せ
し
め
、
共
に
之
を
齋
王
パ
迂
と
い
ひ
‘
其

の
居
所
を
齋
宮
バ
昇
と
い
ひ
、
伊
勢
を
齋
宮
と
い
ひ
‘

加
茂
を
齋
院
と
い
っ
た
。

〖
齋
宮
寮
〗19
芥
グ
，
ゥ
い
つ
き
の
み
や
の
つ
か
さ
。
齋
宮

の
事
を
司
る
役
所
。
〔
倭
名
抄
〕
。

〖
齋
宮
静
齋
〗2
0
5り
”
ャ
安
藝
の
人
。
名
は
必
簡
。
字

は
大
證
。
通
稽
は
五
右
衛
門
。
琥
は
静
齋
。
安
永
七
年

正
月
八
日
歿
す
。
年
五
十
一
。
服
部
南
郭
に
師
事
す
。

京
都
に
出
で
て
講
説
す
。
古
文
辞
を
唱
ふ
。
著
に
易
大

意
・
希
謁
遺
稿
・
＿
音
例
・
孝
経
齋
氏
博
・
九
輻
九
禍
・
五
紀

解
・
五
品
略
・
祭
儀
・
齋
氏
閑
談
•
齋
子
語
録
・
齋
門
雑
話

要
言
集
・
作
文
法
・
雑
品
・
周
易
講
義
・
周
易
繋
辞
博
秤

義
・
周
南
召
南
次
序
・
詩
開
巻
義
・
四
學
小
博
•
矢
口
録
・ 傷

寒
論
解
・
傷
寒
論
製
文
・
象
服
圏
解
•
初
學
作
文
法
・

信
公
断
・
紳
道
解
弟
子
門
・
紳
道
解
略
系
圏
・
静
齋
學
主

意
•
静
齋
文
集
•
静
齋
軌
格
•
静
夫
子
教
論
・
小
雅
小
畏

解
・
大
學
小
傭
・
道
徳
仁
義
穂
・
男
女
徹
誡
・
天
命
解
・
徳

智
知
仁
字
之
解
・
文
談
・
孟
子
文
法
・
涌
生
氏
・
興
岩
瀬

良
平
書
・
輿
田
村
宗
四
郎
書
•
立
本
・
論
語
解
・
論
語
次

序
・
論
語
段
落
・
論
語
聯
牽
が
あ
る
。
〔
近
代
名
家
著
述

目
録
〕
・
〔
齋
子
學
叢
書
〕
。

【
齋
居
】
21

勺
齋
戒
し
て
居
る
。

〖
齋
居
宮
〗22
バ
迂
齋
宮

(
1
8
)
に
同
じ
。

〖
齋
居
宮
子
〗2
3
"
t
丑
齋
宮

(
1
8
)
に
同
じ
。

〖
齋
居
決
レ
事
〗
2
4
打
乃
砂
[
漢
の
宮
帝
が
蹴
獄
を
決
す

る
と
き
‘
宣
室
に
幸
し
て
齋
居
し
‘
心
身
を
清
め
、
意
思

を
平
に
し
て
事
を
決
し
た
故
事
。
〔
大
學
術
義
補
‘
恨
"

刑
憲
二
壁
詳
獣
之
議
―
〕
宣
―
帝
置
―
―
廷
平
ご
李
秋
後
請
レ

蹴
‘
常
幸
―
―
宣
室
二
齋
居
而
決
レ
事
、
丘
濱
日
、
臣
按
‘
宣

帝
於
―
―
季
秋
後
一
幸
―
―
宣
室
云
齋
居
而
決
レ
事
‘
蓋
知
獄
事
‘

乃
死
生
之
所
レ
繋
‘
不
―
―
敢
軽
1

也
、
齋
居
‘
則
心
清
而
慮

専
、
燭
レ
理
明
而
情
偽
易
レ
見
。

〖
齋
居
感
興
詩]
2
5”
”
ウ9’
詩
篇
の
名
。
宋
‘
朱
煮

の
作
。
凡
て
二
十
首
。
朱
子
文
集
巻
四
に
載
す
。

【
齋
供
】
26

”
ウ
●
と
き
の
め
し
を
供
す
る
。
〔
顔
氏
家

訓
、
終
制
〕
有
-
―
時
齋
供
↓
〔
資
治
通
鑑
、
後
周
紀
〕
（
太
祗
‘

廣
順
二
年
）
惟
日
設
-
1

齋
供
盃
笠
雙
佛
事
-
呼
八
失
レ
望
‘

謂
乏
邊
和
尚
戻
。
●
圃
勺
佛
家
で
‘
佛
に
供
へ
る
食

事
の
設
を
い
ふ
。
「
き
に
た
と
へ
て
い
ふ
語
。

【
齋
玉
】
”
”
で
も
の
い
み
し
て
清
め
る
の
を
玉
の
清

【
齋
禁
】
28

”
も
の
い
み
の
期
間
。
〔
後
漢
書
、
儒
林
下
‘

周
澤
偉
〕
澤
大
怒
、
以
一
玉
妻
干
,
,
犯
齋
禁
五
遂
牧
送
―
―
詔
獄
一

謝
レ
罪
。
〔
晉
書
‘
播
尼
偉
〕
繹
-
―
玄
衣
盃
御
―
―
春
服
五
弛
―
―
齋

禁
芦
竺
故
式
↓

【
齋
外
】
29
が
5

ィ
居
間
の
そ
と
。
又
‘
書
齋
の
外
。
〔
晉
書
‘

陶
侃
傭
〕
侃
在
レ
州
無
事
、
輻
朝
運
ー
百
璧
於
齋
外
占
暮

遵

於

齊

内

↓

「

竹

な

ど

の

稽

。

[
齋
串
】

30"g'
神
前
に
幣
を
か
け
て
奉
る
榊
、
又
は

【
齋
冠
】
3
1
,
＂
ン
漢
代
、
宗
廟
の
祭
典
に
用
ひ
る
冠
。
長

冠
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服
志
下
〕
長
冠
‘
一
日
―
―
齊
冠
石
高
七
寸
‘

7
 

廣
三
寸
‘
促
-
1

漆
鵬
篇
ら
之
、
制
如
レ
板
、
以
レ
竹
為
レ
裏
、

初
高
祗
微
時
、
以
1

一
竹
皮
云
『
ぢ
之
、
謂
二
之
劉
氏
冠
云
楚
冠

683
 

制
也
、
云
云
‘
祀
え
示
廟
諸
祀
帥
翌
炉
之
。

1



(48565 .. 32) (48565 .. 82) 

【
齋
館
】
32

”
?
〇
も
の
い
み
し
て
心
身
を
清
め
る
館
。

〔
風
俗
通
‘
怪
神
〕
乃
即
―
―
齋
館
一
忘
食
卑
ハ
b

寝
。
〔
王
勃
、

圧
南
郊
頌
〕
紳
壇
嶽
立
、
齋
館
雲
深
。

0
m生
齋
殿
(
8

9
)

の

O
に
同
じ
。

【
齋
潔
】
33

打
も
の
い
み
し
て
心
身
を
清
め
る
こ
と
。

〔
魏
書
‘
胡
國
珍
博
〕
國
珍
雖
―
―
篤
老
一
而
雅
敬
,
,
佛
法
一

時
事
齋
遼
自
彊
礎
拝
。

【
齋
月
】
34

弁
物
忌
を
す
べ
き
月
。
正
月
・
五
月
・
九
月

の
三
月
。
〔
拾
芥
抄
‘
下
〕
齋
月
、
正
月
、
五
月
、
九
月
、
此

月
月
、
帝
繹
封
―
―
南
闇
浮
提
ぶ
回
―
―
記
衆
生
善
悪
一
也
、
将

断
尻
味
一
持
戒
精
進
、
梢
二
佛
菩
薩
名
―
一
切
罪
業
消

滅
‘
宍
難
篤
起
、
命
終
之
後
、
往
庄
土
＇
方
浮
土
↓

【
齋
鎌
】

35g
清
め
た
鎌
。
大
神
宮
の
社
内
の
草
木
を

刈
る
に
用
ひ
る
。
忌
鎌
゜

【
齋
庫
】
3
6
t
ィ
祭
祀
用
の
物
品
を
蔵
め
お
く
く
ら
。
〔
南

史
‘
齊
豫
章
文
獣
王
疑
傭
〕
齋
盾
失
レ
火
‘
燒
―
―
荊
州
還

資
評
疸
三
千
餘
萬
↓

【
齋
エ
】
31

c
h
a
i
'
k
u
n
g
1

参
拝
同
行
者
。
巡
證
者
。

【
齋
講
】
38

が
[

Oも
の
い
み
す
る
場
所
。
〔
顔
氏
家
訓
‘

風
操
〕
梁
孝
元
年
少
之
時
‘
毎
八
月
六
日
載
誕
之
辰
‘
常

蒻
齋
墨
自
説
修
容
斃
歿
乏
後
‘
此
事
亦
絶
。
〔
係

邑
、
答
尿
―
相
可
齋
議
―
〕
宮
室
至
大
、
指
使
至
微
‘
不
レ

在
齋
潔
之
慮
言
北
史
、
高
允
偉
〕
又
雅
信
―
佛
道
一
時
設
l
-

齋
講
ぶ
灯
レ
生
悪
レ
殺
。
●
教
室
。
〔
欺
陽
脩
‘
吉
州
學
記
〕

學
有
―
―
堂
筵
齋
講
「
有
二
戚
書
之
閣
↓

【
齋
座
】
3
9
t
ィ
も
の
い
み
す
る
ば
し
よ
。
〔
宋
書
、
吉
翰

博
〕
昨
ず
齋
座
己
茫
其
事
↓

【
齋
妻
】
40

月
非
常
に
愛
す
る
妻
。

【
齋
祭
】
41

打
齋
戒
し
て
祭
を
す
る
。
〔
飽
照
‘
敷
詩
〕
―
―

年
従
―
―
車
駕
二
腐
一
祭
甘
泉
宮
↓
〔
儲
光
敦
‘
尚
書
省
受
,
,

誓
誡
正
型
太
廟
斐
承
二
詩
〕
皇
家
有
―
―
恒
憲
一
齋
祭
崇
―
―

明
祀
↓
〔
王
維
、
三
月
三
日
曲
江
侍
宴
應
制
詩
〕
萬
乗
親

齋
祭
‘
千
官
喜
,
,
豫
遊
↓

【
齋
荘
】
42

打
つ
つ
し
み
お
ご
そ
か
な
こ
と
。
〔
史
記
‘

秦
始
皇
紀
〕
酔
首
齋
荘
‘
翠
臣
誦
レ
功
。

【
齋
桑
]
心
訂
官
名
。
又
、
宰
桑
・
塞
桑
に
作
る
。
蒙
古

及
ぴ
、
準
喝
爾
に
藷
皆
此
の
官
あ
り
。
漢
語
の
宰
相
の

轄
訛
゜

〖
齋
桑
泊
〗
“
心
”
サ
ゥ
湖
の
名
。
新
張
省
塔
城
縣
の
東

北
。
阿
爾
泰
山
の
西
南
。
一
名
‘
宰
桑
津
爾
。
又
‘
供
和

齊

部

〔
三
驚
〕

齋

園
消
爾
゜

【
齋
蔵
】
心
訂
神
の
賓
物
を
入
れ
る
祓
゜
〔
古
語
拾
遺
〕
。

[
齋
杉
】
46

む
ヒ
●
大
和
國
三
輪
の
神
木
。

O
連
歌
で

節
分
に
用
ひ
る
鰤
の
頭
を
柊
に
つ
け
た
も
の
を
い
ふ
。

〖
齋
杉
垂
〗47
パ
筏
ス
ギ
齋
串
に
着
け
る
布
。

【
齋
祠
】
48

『
心
身
を
消
め
て
祭
る
。
〔
漢
書
‘
郊
祀
志

下
〕
修
―
―
武
帝
故
事
一
盛
軍
服
敬
齋
祠
之
證
↓

【
齋
時
】
49

勺
圃
〇
齋
の
時
。
夜
明
け
か
ら
正
午
ま
で

の
間
を
い
ふ
。
〔
僧
祇
律
〕
午
時
日
影
‘
過
1

一
―
斐
一
瞬
一

即
為
1

一
齋
時
↓
●
朝
の
粥
時
に
封
し
て
‘
午
時
の
飯
時

を
い
ふ
。
〔
秤
苑
清
規
‘
六
〕
齋
前
聞
二
＿
―
-
下
版
鳴
―
者
、

衆
僧
下
レ
鉢
也
、
次
鳴
土
八
鐘
―
者
、
報
―
―
齋
時
一
也
、
云
云
‘

拉

同

―

―

晨

粥

之

法

↓

「

＜

水

草

豊

饒

゜

【
齋
爾
】
50

勺
地
名
。
新
彊
省
塔
城
縣
の
東
南
。
地
廣

【
齋
七
】
51

打
七
七
日
の
弔
ひ
。
七
七
日
の
法
事
。
累

七
齋
。
累
七
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
、
人
倫
之
用
‘
累
七
齋
〕

齋
七
‘
繹
氏
要
寛
日
、
人
亡
毎
レ
至
―
―
七
日
「
必
営
齋
追

薦
‘
謂
乏
累
七
↓

[
齋

H
】52
バ
パ
も
の
い
み
す
る
日
。
〔
後
漢
書
‘
幡
儀
志

上
〕
凡
齋
、
天
地
七
日
、
宗
廟
•
山
川
五
日
、
小
祠
―
―
一
日
。

〔
皮
日
林
‘
夏
初
訪
魯
望
偶
題
1

一
小
齋
詩
〕
野
客
病

時
分
―
―
竹
米
↓
鄭
翁
齋

H
乞
1

一
藤
花
一

[
齋
車
]
5
3

砕
祭
に
用
ひ
る
車
。
齊
車
。
〔
白
虎
通
‘
巡

狩
〕
王
者
将
レ
出
、
必
以
遷
廟
主
行
、
載
―
―
千
齋
車
ニ
示
レ

有
レ
尊
也
。
〔
孔
叢
子
‘
巡
狩
〕
載
1

一
於
齋
車
戸
母
含
レ
尊
焉
。

【
齋
含
】
54

苔
〇
齋
戒
す
る
室
。
齋
屋
(

8

)

に
同
じ
。
齊

含
゜
〔
漢
書
‘
酷
吏
‘
田
延
年
傭
〕
即
閉
レ
閤
‘
獨
居
-
1

齊
含
「

偏
担
持
レ
刀
東
西
歩
。
〔
注
〕
師
古
日
、
齊
‘
讀
日
レ
齋
゜
●

讀
書
の
室
。
〔
車
應
物
、
郡
中
西
齊
詩
〕
似
T

輿
―
―
墜
境
一

絶
益
卿
條
齋
含
秋
゜

【
齋
床
]
5
5

日
注
ヒ
ノ
物
忌
す
る
時
の
床
。

【
齋
主
]

5

6

t

]

0
圏
齋
食
の
施
主
。
〔
榜
巌
経
‘
一
〕
求
―
―

最
後
檀
越
1

以
為
―
―
齋
主

-
0紳
宮
に
奉
仕
す
る
人
々

の
長
官
。
祭
祀
を
つ
か
さ
ど
る
人
の
か
し
ら
。
〔
日
本

書
紀
、
神
武
紀
〕
時
赦
―
―
道
臣
命
公
7

以
一
高
皇
産
震
尊
一

朕
親
作
1

一
顕
齋
面
伊
汝
為
玉
？
去
授
以
土
厳
媛
之
琥
一

〖
齋
主
神
〗5
7
パ
賛
ヌ
，
誹
の
名
。
経
津
王
の
紳
゜

【
齋
種
】
5
8
i
ネ
苗
代
に
蒔
く
種
。
苗
代
は
水
口
祭
な
ど

し
て
忌
み
清
め
る
か
ら
い
ふ
。

【
齋
宿
】
59

心
が
も
の
い
み
し
て
一
夜
を
過
ご
す
。
〔
史

記
‘
秦
紀
〕
於
レ
是
謬
公
虜
―
晉
君
1

以
蹄
‘
令
1

一
於
國
一
齋

宿
‘
吾
将
下
以
晉
君
祠
•
上
笠
〔
新
書
、
春
秋
〕
齋
宿
而

請
於
廟
↓

[
齋
粥
】
60

翌
ク
圃
齋
は
午
食
、
粥
は
朝
食
。
〔
祠
苑
清

規
、
三
〕
典
座
之
職
、
主
11
大
衆
齋
粥
↓

【
齋
粛
】
61

パ
デ
う
や
う
や
し
く
つ
つ
し
む
。
齊
粛
(
1
2

|
 4
8
5
6
0
 :
 1
2
7
)

に
同
じ
。
〔
白
虎
通
‘
姓
名
〕
齋
粛
端
緩
‘

之
レ
郊
見
1

一
千
天
一
〔
新
書
、
博
職
〕
明
―
―
齋
濡
1

以
道
,
,
之
教
一

【
齋
所
】
62

翌
〇
も
の
い
み
す
る
と
こ
ろ
。
〔
藷
唐
書
‘
譜

儀
志
一
〕
祀
前
一
日
、
各
従
―
―
齋
所
↓
〔
唐
六
典
〕
凡
圃
忌

日
、
雨
京
定
,
,
大
寺
観
各
二
五
散
齋
諸
道
士
僧
尼
‘
皆
集
,
,

於
齋
所
↓
●
姓
氏
。
「
地
を
掘
る
に
用
ひ
る
。

【
齋
鋤
]
6
3

バ
心
ば
清
め
た
す
き
。
大
神
宮
造
螢
の
時
、

【
齋
食
】
64

吋ク

O
清
め
た
食
物
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
風
操
〕

盛
螢
甘
美
、
厚
供
―
―
齋
食
二
〇
圏
訂
④
午
前
中
の
食
を

い
ふ
。
＠
法
會
に
施
さ
れ
た
食
物
。
と
き
。
◎
朝
の
粥

に
射
し
て
、
午
の
飯
を
い
ふ
。

【
齋
心
】
65

パ
パ
心
を
き
よ
め
る
。
〔
列
子
｀
黄
帝
〕
退
而

間
居
大
庭
之
館
こ

9
心
服
レ
形
。
〔
王
昌
齢
‘
武
陵
龍

興
観
黄
道
士
房
問
レ
易
因
題
詩
〕
齋
心
問
易
太
陽
宮
‘

八
卦
慎
形
一
氣
中
。

【
齋
寝
】
66

力
も
の
い
み
す
る
み
た
ま
や
。
〔
顔
氏
家

訓
、
風
操
〕
―
一
親
既
没
、
所
レ
居
齋
寝
、
子
典
レ
婦
弗
レ
忍
レ

入
焉
。
〔
梅
尭
臣
‘
顆
咆
詩
〕
我
今
齋
寝
泰
壇
下
‘
佗
僚
願

【
齋
人
】
67

豆
ヒ
齋
主
(
5
6
)

に
同
じ
。

L

喧
朱
顔
妻
。

【
齋
精
】
68

打
精
神
を
き
よ
め
る
。
〔
漢
書
、
宣
帝
紀
〕

釣
レ
射
齋
精
‘
祈
為
ー
ー
百
姓
↓

【
齋
醸
]
6
9
t
[

壇
を
設
け
て
祈
躊
を
す
る
。
〔
王
建
、
同
ニ

子
汝
錫
函
竺
降
聖
観
―
詩
〕
聞
説
開
元
齋
醜

H
‘
饒
移

行
漏
帝
親
過
。
〔
英
融
、
上
元
青
詞
〕
按
―
―
科
儀
千
金
闘
↓

陳
齋
醸
於
道
場
↓

【
齋
僧
]
7
0

昇
僧
に
飯
を
進
め
る
。
〔
藷
唐
書
‘
徳
宗
紀

下
〕
（
貞
元
十
三
年
）
右
紳
策
中
尉
霰
仙
鳴
病
‘
賜
二
馬
十

匹
公
翌
於
諸
寺
1

齋
僧
。
〔
唐
六
典
〕
凡
國
忌
日
、
雨
京
定

大
寺
観
各
二
、
散
齋
諸
道
士
僧
尼
‘
皆
集
1
1

於
齋
所
一
〔
五

代
會
要
〕
晉
天
幅
五
年
‘
令
毎
レ
遇
1

一
國
忌
戸
打
香
之
後
、

齋
僧
一
百
人
、
永
為
1

一
定
制
一

【
齋
速
】
71

打
も
の
い
み
し
て
自
ら
戎
め
る
。
〔
楚
辞
‘

九
歌
‘
大
司
命
〕
吾
輿
レ
君
今
齋
速
。
〔
注
〕
齋
‘
戒
也
‘
速
‘

疾
也
。
〔
補
注
〕
齋
速
者
‘
齋
戒
以
自
救
也
。

【
齋
祗
】
n
訂
も
の
い
み
し
て
い
の
る
。
〔
宋
史
‘
仁
宗

紀
三
〕
（
慶
暦
八
年
）
壬
辰
‘
以
1

一
久
雨
一
齋
繭
°

【
齋
堂
]
7
3

討

O
地
名
。
河
北
省
宛
平
縣
の
西
北
。
石

炭
の
産
地
。
●
僧
寺
の
食
堂
を
い
ふ
。
〔
祁
林
象
器
箋
、

齋
堂
〕
齋
堂
‘
即
食
堂
也
、
食
堂
、
吊
僧
堂
也
。

〖
齋
堂
島
〗74
”
ダ
，
ゥ
島
の
名
。
山
東
省
諸
城
縣
の
東

南
。
瑣
邪
山
の
東
南
海
中
、
秦
始
皇
が
山
に
登
り
、
従
臣

が
此
虞
で
齋
戒
し
た
か
ら
名
づ
け
た
と
い
ふ
。

【
齋
壇
】

7
5
?
O
天
を
祭
る
所
。
〔
李
賀
‘
贈
1

一
陳
商
詩
〕

風
雪
直
二
齋
壇
↓
墨
組
貫
―
銅
綬
↓
〇
僧
又
道
士
な
ど
の

経
を
誦
し
て
神
佛
を
祭
る
所
。

【
齋
酎
】
76

訂
も
の
い
み
に
用
ひ
る
濃
い
酒
゜
齊
酎
(
1
2

|
 
4
8
5
6
0
 :
 1
7
3
)

に
同
じ
。
〔
漢
書
‘
趙
廣
漢
傭
〕
而
承
―

相
奉
,
,
齋
酎
入
二
廟
祠
↓

【
齋
長
】
77

ザ
が
齋
含
、
即
ち
讀
書
の
室
の
か
し
ら
。
〔
元

史
‘
許
衡
債
〕
（
帝
）
親
為
繹
蒙
古
弟
子
伴
レ
教
レ
之
‘
衡

聞
レ
命
、
喜
曰
‘
此
吾
事
也
‘
云
云
‘
乃
請
徴
―
―
其
弟
子
王

梓
•
劉
季
偉
‘
云
云
云
[,, 伴
讀
ご
広
云
‘
分
―
―
虐
各
齋
百
5

為
1

一
齋
長
↓

【
齋
佼
]
7
8

ザ
炉
天
子
の
齋
内
の
精
杖
手
を
い
ふ
。
〔
資

治
通
鑑
‘
齊
紀
〕
（
武
帝
、
永
明
八
年
）
中
書
含
人
茄
法

亮
、
帥
齋
杖
散
百
人
一
詣
江
陵
伍
竺
捕
塁
小
↓
〔
注
〕

齋
伎
‘
天
子
齋
内
精
伎
手
也
。

【
齋
娘
】
7
9
n
が
祭
時
執
事
の
女
を
い
ふ
。
〔
唐
書
‘
證
築

志
三
〕
中
宗
時
将
レ
亨
1

一
南
郊
三
云
云
‘
以
二
皇
后
1

為――亜

駄
補
,
,
大
臣
李
嬌
等
女
為
1

齋
娘
冨
以
執
磁
言
芸
〔
唐

書
‘
祝
欽
明
博
〕
以
皇
后
総
亜
獣
↓
取
二
大
臣
李
嬌
等

女
岱
齋
娘
一
奉
豆
蓬
幡
成
‘
召
齋
娘
有
届
夫
者
悉

進
レ
宮
。

【
齋
場
]
8
0

訂
ゥ
〇
紳
を
い
つ
き
ま
つ
る
為
に
清
め
た

に
は
。
い
つ
き
の
に
は
。
祭
場
。
齋
庭
。
齋
座
。
〔
李

華
杭
州
餘
眺
縣
龍
泉
寺
故
大
律
師
碑
〕
齋
場
星
列
、

談
座
雲
燒
。
〔
王
安
石
、
南
郊
青
城
採
内
華
レ
功
云
云
文
〕

祀
兆
方
巖
‘
齋
場
夙
設
。

O
葬
儀
を
行
ふ
場
所
。

【
齋
醸
】
81

が
炉
官
鹿
の
作
っ
た
酒
。
〔
曾
輩
、
聞
喜
亭

詩
〕
閣
鈴
書
常
寂
‘
齋
醸
寒
更
醇
゜
〔
陸
消
‘
間
中
作
詩
〕

挽
住
―
征
衣
一
為
濯
レ
塵
‘
間
州
齋
醸
絶
芳
醇
゜

【
齋
中
】
82

ザ
が
書
齋
の
中
。
へ
や
の
中
。
〔
先
哲
叢
談
‘

荻
生
祖
棟
〕
祖
棟
看
レ
書
向
レ
暮
‘
則
出
就
,
,
箸
際
玉
窟
際

亦
不
レ
可
レ
琲
レ
字
‘
則
入
封
,
,
齋
中
之
燈
火
「
故
自
レ
旦

1
0九
一
―

13688 
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齋

部

〔―――蓋〕

齋

及
―
―
深
夜
手
無
藉
レ
巻
之
時
↓

[
齋
酎
】
8
3
[
ゲ
精
進
料
理
を
す
る
嚢
所
。
く
り
や
。
〔
蘇

試
超
然
壼
記
〕
齋
厨
索
然
‘
日
食
杞
菊
↓

【
齋
庭
】
84

け
神
を
祀
る
た
め
に
清
め
た
に
は
。
齋
場
。

ゆ
に
は
。
〔
張
餘
慶
、
望
1

一
拝
神
光
一
賦
〕
賓
宇
粛
清
‘
齋

庭
夜
敗
、
辛
B
是
吉
、
明
紳
是
饗
゜
〔
宋
涌
、
黄
氏
義
門

銘
〕
視
―
其
齋
庭
お
年
史
右
経
‘
踵
式
縄
蠅
。

【
齋
天
】
85

c
h
a
i
 1
 t
'
i
e
n
'
l
蘇
州
で
正
月
九
日
に
行
ふ

玉
皇
誕
辰
の
祭
事
。

【
齋
田
】
86

汀
紳
に
供
へ
る
禾
穀
を
植
ゑ
る
田
。
又
‘
悠

紀

主

基

の

齋

田

。

「

す

る

甕

°

〖
齋
田
聾
〗8
7
竺
デ
／
阿
波
國
板
野
郡
齋
田
村
か
ら
産

〖
齋
田
頭
〗8
8
c
h
a
i
'
t
'
i
e
n
2
 
t
'
o
u
2

蘇
州
で
中
元
節

に
農
民
が
田
の
神
を
田
圃
に
祀
る
行
事
を
い
ふ
。

【
齋
殿
】
89

ぃ
℃
〇
紳
を
祭
る
殿
堂
。
〔
和
漢
三
オ
岡
會
、

家
宅
類
、
｛
呂
〕
或
書
云
、
推
古
天
皇
七
年
、
云
云
、
方
面
三

百
五
十
五
歩
‘
二
十
八
殿
並
立
、
第
二
十
五
之
一
殿
‘
是

為
1一
祭
レ
神
齋
殿
百
ぞ
他
―
-
＋
七
殿
g
〖I

I天
皇
所
領
殿
→

0
"ハ
潔
齋
の
た
め
神
官
の
籠
る
建
物
。
神
殿
の
傍
に

設
け
る
。
い
み
だ
ち
。
齋
館
。

[
齋
童
】
90

勺
齋
戒
し
て
神
に
仕
へ
る
童
子
。

【
齋
馬
】
91

勺
ィ
精
進
し
た
馬
。
も
の
い
み
し
た
馬
。
唐
‘

渇
冗
淑
が
清
廉
の
た
め
貧
し
く
‘
乗
馬
に
蒻
豆
を
輿
ヘ

る
こ
と
の
出
来
な
か
っ
た
故
事
。
〔
藷
唐
書
、
良
吏
上
‘

鳴
冗
淑
博
〕
歴
"
浚
儀
始
平
二
縣
令
ご
i

白
箪
騎
赴
レ
職
‘

未
T

嘗
以
"
妻
子
う
な
官
、
所
レ
乗
馬
‘
午
後
則
不
レ
卑
ハ
レ
銘
‘

云
、
令
―
―
其
作
P

齋
、
身
及
奴
僕
、
毎
H
一
食
而
已
‘
俸
祗

之
餘
‘
皆
供
二
公
用
↓
並
給
―
―
輿
貧
士
↓
〔
馬
祁
常
‘
題
1

一光

山
縣
孔
宰
菌
風
亭
—
詩
〕
春
雨
行
レ
田
無
二
従
吏
石
獨
騎
,
,

齋
馬
1

畏
嘉
泊
芸
〔
精
註
雅
俗
故
事
讀
本
‘
貧
甘
〕
（
渇
）

元
淑
暇
有
二
齋
馬
↓

[
齋
肪
】
92

芥
祭
祀
に
用
ひ
る
品
物
を
載
せ
た
船
。
〔
資

治
通
鑑
‘
梁
紀
〕
（
武
帝
、
天
監
六
年
）
主
者
求
―
―
堅
船
富
以

棧
齋
紡
一
〔
注
〕
以
レ
船
載
齋
庫
物
ぶ
因
日
1

一
齋
紡
↓

【
齋
膀
】
93

芥
書
齋
に
掛
け
る
題
額
。
〔
陸
消
‘
題
英

参
議
逹
観
堂
―
云
云
詩
〕
揮
に
竜
為
レ
君
作
―
―
齋
膀
ぶ
心
見

眼
中
餘
子
空
゜

【
齋
鉢
】
94

汀
と
き
の
鉢
゜
佛
寺
で
用
ひ
る
食
器
。
〔
蘇

拭
呉
参
宴
師
1

丘

園

中

得
1

黄
耳
草
詩
〕
遺
化
何

時
取
↓
―
衆
香
ず
法
筵
齋
鉢
久
凄
涼
゜

【
齋
匪
】
ぉ

c
h
a
i
1

fei'

白
蓮
教
徒
等
の
持
齊
佛
を
奉
之
将
仕
郎
也
。
〔
事
物
紀
原
‘
九
寺
卿
少
部
、
齋
郎
〕
魏
始

じ
て
‘
匪
乱
を
為
す
者
。
教
匪
C

有
―
―
太
常
齋
郎
心
唐
有
1

一
太
廟
・
郊
祉
之
別
心
盆
史
國
家
一

【
齋
廉
】
9
6
5
ィ
も
の
い
み
し
て
飲
食
を
つ
つ
し
み
か
ゆ
其
久
次
者
、
太
廟
又
補
―
―
室
長
一
郊
社
即
補
1

一
掌
坐
．
掌

を
食
ふ
こ
と
。
〔
張
采
‘
寒
熱
伏
レ
枕
已
散

H
忽
聞
な
平
騎
次
一
謂
―
―
之
黄
衣
選
人
「
祗
宗
以
来
又
以
為
二
朝
臣
子
弟

明
告
巴
按
頓
—
睡
中
得
―
―
韻
語
数
句
―
上
―
―
呈
四
丈
龍
岡
一
起
レ
家
之
官
→
「
し
ん
で
立
つ
こ
と
。

兼
記
去
土
日
之
飲
丘
匹
〕
爾
宋
七
日
戦
↓
―
寒
熱
涵
朝
飯
齋
廉
[
齋
立
】
109

”
い
[
軸
に
討
し
て
物
忌
み
す
る
や
う
に
懺

不

レ

盈

レ

掬

。

【

齋

栗

】

110

打
つ
つ
し
み
お
そ
れ
る
。
齊
栗
。
〔
璧
鐵
論
、

【
齋
夫
】
97

勺
教
官
の
書
齋
へ
伺
候
す
る
官
役
を
い
非
鞍
〕
百
姓
齋
栗
、
不
レ
知
レ
所
レ
措
二
手
足
一
也
。
「
齋
糧
↓

ふ
。
學
校
の
役
人
。
〔
捨
謂
録
‘
書
吏
‘
齋
夫
〕
賦
役
全
書
、
【
齋
糧
】
111

訂
ヴ
齋
飯
に
炊
ぐ
米
。
〔
水
滸
傭
〕
無
二
粒

各
縣
儒
學
項
下
齋
夫
参
名
、
エ
食
銀
参
拾
陸
所
。
〔
六
部
【
齋
塩
】
1
1
2
"
ィ
も
の
い
み
す
る
所
。
〔
韓
愈
、
南
海
神
廟

成
語
、
幡
部
、
齋
夫
‘
注
解
〕
赦
官
書
齋
中
伺
候
之
官
役
、
碑
〕
故
明
宮
齋
薩
、
上
雨
労
風
、
無
レ
所
二
蓋
障
↓

日

齋

夫

↓

【

齋

王

】

113

認
キ
）
古
、
天
皇
御
即
位
の
時
、
伊
勢
紳
宮
及

【
齋
部
】
98

〉
ム
古
の
氏
族
の
名
。
天
太
玉
命
の
後
。
ぴ
加
茂
神
計
に
奉
仕
さ
せ
ら
れ
た
未
婚
の
内
親
王
、
或

【
齋
服
】
99

打
祭
典
の
時
着
る
服
。
白
い
布
、
又
は
絹
は
皇
女
を
い
ふ
。
「
他
天
天
吃
レ
齋
念
レ
佛
゜

で
製
し
其
の
形
は
縫
腋
の
抱
に
同
じ
で
あ
る
。
〔
倭
訓
【
吃
レ
齋
】
114

”
"
精
進
す
る
。
〔
紅
棲
夢
、
三
十
九
回
〕

栞

叶

編

九

〕

。

【

齋

御

幣

】

115

い
芸
い
神
に
奉
る
幣
吊
゜

〖
齋
服
殿
〗1

0
0
パ
バ
ハ
タ
齋
み
浮
め
た
機
殿
。
神
衣
を
織
る
【
齋
素
月
】

1
1
6
吋
ノ
正
月
・
五
月
・
九
月
を
い
ふ
。
〔
事
物

所
。
い
む
は
た
ど
の
。
忌
服
屋
。
〔
日
本
書
紀
、
神
代
紀
上
〕
異
名
録
‘
歳
時
、
月
〕
唐
朝
新
格
‘
正
月
・
五
月
・
九
月
不
レ

見
T

天
照
大
紳
方
織
1

一

神

衣

丘

炉

齊

服

殿

い

行

レ

刑

‘

謂

1

一
之
断
屠
月
一
又
清
波
雑
志
、
謂
―
―
之
齋
素
月
↓

[
齋
祓
】
IOI

打
汚
れ
を
清
め
は
ら
ふ
。
齊
祓
(
1
2
ー

4
8
5

【
齋
非
時
】
117

只
圏
齋
（
午
前
の
食
事
）
と
非
時
（
午
後

6
0
 :
 2
1
8
)

に
同
じ
。
〔
韓
愈
、
南
海
神
廟
碑
〕
公
乃
齋
祓
の
食
事
）
。
〔
狂
言
、
雪
打
合
〕
わ
れ
ら
橙
の
貧
僧
は
‘
齋

視

レ

冊

。

非

時

に

参

る

に

。

【
齋
文
】
102

打
祭
弔
の
際
に
誦
讀
す
る
文
。
〔
歌
陽
脩
、
【
齋
藤
鶴
磯
】
118

”
い
ウ
江
戸
の
人
。
名
は
敬
夫
。
字
は

内
制
集
序
〕
今
學
士
所
レ
作
文
書
多
矢
、
至
1

一
於
青
詞
齋
之
休
。
通
楢
は
字
八
郎
。
琥
は
鶴
磯
。
文
政
十
一
年
二
月

文
す
必
用
1

一

老

子

浮

圏

之

説

↓

歿

す

、

年

七

十

七

。

著

に

女

孝

経

補

注

・

支

干

考

・

女

誡

【
齋
米
】
1
0
3
t
"

齋
と
し
て
僧
に
施
す
米
。
附
注
・
琢
玉
齋
漫
筆
・
琢
玉
齋
詩
文
集
・
武
蔵
野
話
初

【
齋
直
】
104

c
h
a
i
'
p
i
e
n
3

部
屋
に
掲
げ
る
横
額
。
編
・
武
蔵
野
話
二
編
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
．

【
齋
明
】
105

パ
パ
勺
祭
祀
に
供
へ
る
穀
物
。
菜
盛
(
8ー

2
6
9

〔
埼
玉
名
家
著
述
目
鋒
〕
。

3
2
 :
 5
)

に
同
じ
。
〔
鵜
冠
子
、
王
鉄
〕
憚
以
"
全
犠
面
以
―
【
齋
藤
芝
山
】
119

パ5
心
肥
後
の
人
。
原
姓
は
米
良
。
名

齋
明
面
5

時
亨
レ
之
‘
祀
以
家
王
↓
〔
注
〕
齋
明
者
‘
蓋
祭
は
高
壽
。
字
は
櫂
佐
。
通
稲
は
櫂
之
助
。
琥
は
芝
山
。

祀
之
正
也
‘
犠
栓
則
以
為
レ
副
而
已
。
文
化
五
年
十
二
月
二
十
一
日
歿
す
‘
年
六
十
六
。
官
は

【
齋
沐
】
106

打
齋
戒
沐
浴
す
る
こ
と
。
〔
武
元
衡
、
休
暇
熊
本
藩
儒
．
留
守
物
頭
。
又
、
武
術
を
よ
く
す
。
著
に

日
中
書
相
公
致
二
齋
禁
省
一
因
以
寄
贈
詩
〕
月
満
―
―
禁
垣
―
逸
周
書
別
録
・
儀
幌
別
録
・
孔
叢
子
別
鋒
·
大
射
儀
•
古

齋

沐

夜

。

文

家

語

別

録

・

古

文

尚

書

國

字

解

・

古

文

尚

書

紀

年

解

・

【
齋
代
】
107

が
ヒ
神
を
祭
る
時
に
、
職
を
か
け
る
杖
。
古
文
尚
書
噌
注
・
古
文
尚
書
壻
注
別
録
・
―
二
物
射
術
詭

【
齋
郎
】
鴎
訂
祭
祀
を
掌
る
官
。
魏
に
太
常
齋
郎
ぁ
り
、
博
・
周
易
認
博
書
・
周
櫓
學
校
圃
説
・
周
祖
刑
法
録
・
周

唐
・
宋
は
之
を
承
け
‘
宋
は
黄
衣
選
人
と
も
い
ふ
。
〔
唐
藉
井
田
圏
説
・
周
證
武
教
録
・
周
聘
王
城
朝
廟
圏
説
・
思

書
、
選
學
志
下
〕
齋
郎
八
百
六
十
二
人
。
〔
宋
史
‘
選
學
志
孟
生
卒
考
・
儒
佛
論
・
小
戴
幡
別
録
・
大
戴
穂
別
鋒
・
剣

四
〕
紹
典
初
‘
云
云
‘
有
司
請
二
募
レ
民
入
レ
貨
補
＞
官
‘
帝
正
幸
問
答
•
日
本
紀
別
録
・
日
本
古
史
通
補
•
復
古
周

難
レ
之
、
参
知
政
事
張
守
曰
‘
祖
宗
時
‘
授
以
二
齋
郎
一
今
官
・
復
古
毛
詩
別
録
・
耕
道
補
義
・
辮
孟
子
・
耕
名
補
義
・

1
0
九
三

毛
詩
國
字
解
・
粒
衷
歌
集
・
粒
褒
詩
集
・
粒
泰
文
集
・
令

義
解
別
録
・
論
語
徴
補
・
論
語
類
義
・
王
覇
琲
が
あ
る
。

〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。

【
齋
藤
誠
軒
】
120

打
焚
伊
勢
の
人
。
拙
堂
の
子
。
名
は

正
格
。
字
は
敬
卿
。
通
稽
は
徳
太
郎
・
徳
蔵
。
琥
は
誠

軒
。
明
治
九
年
歿
す
、
年
五
十
一
。
官
は
津
藩
儒
。
著

に
誠
軒
集
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃
目
録
〕
。

【
齋
藤
拙
堂
】
121

打
砂
江
戸
末
期
の
儒
者
。
名
は
正

謙
。
字
は
有
終
。
琥
は
拙
堂
、
又
、
鐵
研
。
通
梢
は
徳
蔵
。

致
仕
し
て
拙
翁
と
稽
す
。
江
戸
の
津
藩
邸
に
生
れ
、
長

じ
て
昌
平
繰
に
入
り
、
業
を
古
賀
精
里
に
受
け
た
。
藩

校
の
創
建
に
際
し
、
抜
擢
せ
ら
れ
て
學
職
に
就
く
。
年

二
十
四
。
弘
化
元
年
、
督
學
と
な
り
、
文
武
の
學
政
を
穂

督
。
人
材
を
學
げ
、
文
庫
を
増
設
し
、
資
治
通
鑑
を
刊
行

し
、
又
、
心
を
武
術
の
探
作
に
用
ひ
、
士
を
都
に
送
っ
て

兵
法
・
砲
術
、
及
ぴ
洋
學
を
學
ば
せ
た
。
安
政
―
一
年
、
幕

府
の
儒
官
に
學
げ
ら
れ
た
が
、
固
辟
し
て
就
か
ず
。
同

六
年
、
致
仕
。
慶
應
元
年
歿
、
年
六
十
九
。
拙
堂
は
最
も

文
を
善
く
し
、
夙
に
経
世
の
志
を
懐
き
、
海
外
の
事
情

を
究
め
ん
と
し
て
博
く
地
理
書
を
渉
撒
し
、
又
、
種
痘

の
術
の
傭
来
す
る
や
‘
學
校
の
力
を
以
て
種
痘
館
を
開

き
、
大
い
に
其
の
術
を
施
し
た
。
著
に
輸
軒
書
目
・
伊
勢

勝
槃
記
・
伊
勢
國
史
紀
略
•
海
防
策
・
韓
子
新
編
注
解
・

海
外
異
傭
・
高
胄
郎
詩
醇
校
刊
・
客
枕
夢
遊
録
・
救
荒
事

宜
•
北
畠
國
司
記
略
・
京
華
涌
録
・
経
世
文
編
校
刊
・
元

遺
山
詩
醇
校
刊
・
國
史
紀
事
本
末
・
古
詩
話
・
作
文
階

梯
・
―
-
―
罷
態
言
・
士
道
要
論
・
資
治
通
鑑
校
刊
・
常
平
計

倉
義
倉
議
・
縮
臨
古
本
論
語
集
解
校
刊
・
絶
句
類
選
評

本
・
拙
堂
文
話
・
績
拙
堂
文
話
・
拙
堂
史
話
・
拙
堂
詩
話
・

拙
堂
文
集
・
拙
堂
兵
話
・
渫
泉
餘
草
・
績
渫
泉
餘
草
・
地

學
翠
要
・
月
瀬
紀
勝
・
鐵
研
餘
滴
甲
集
・
讀
史
私
言
・
讀

礎
筆
記
・
南
遊
志
・
同
附
録
・
南
山
遺
芳
録
・
梅
埃
遊
記
・

孟
子
補
説
・
拒
腕
雄
談
・
聯
芳
遺
墨
．
魯
西
亜
外
記
・
我

昔
が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
・
〔
慶
長
以
来
諸

家
著
述
目
録
〕
。

【
齋
藤
竹
堂
]122

打
砂
仙
壼
の
人
。
名
は
馨
。
字
は
子

徳
。
通
梢
は
順
治
。
琥
は
竹
堂
。
大
槻
平
泉
・
噌
島
簡
園
・

日
日
平
繰
に
學
ぶ
。
江
戸
下
谷
相
生
町
に
て
教
授
す
。
最

も
文
章
に
巧
で
あ
っ
た
。
嘉
永
五
年
一
一
月
十
一
日
歿

す
、
年
三
十
八
。
著
に
鶉
片
始
末
・
奥
利
藷
事
記
・
鍼

13689 



(48565・ ・123)一 (48575)

小
日
□
国
●
夕
飯
を
か
し
ぐ
こ
と
が
は

魔
荼
や
い
。
〔
説
文
〕
齋
‘
然
鋪
疾
也
‘
炊
灰

ロロビl
ザセサセザセ
イイイイイイ

集
韻
〕
前
西
切

【齋】亨

〔
集
韻
〕
千
西
切

〔
集
韻
〕
才
詣
切

圏暦閤

＇i[一
祠瓦

小
日
●
さ
い
。
は
た
ら
き
。
〔
説
文
〕
齋
、

魔
策
材
也
、
ハ
レ
女
齊
臀
。
●
よ
い
。
う
つ

く
し
い
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
齋
‘
好
也
。
口
●
つ
つ

し
む
。
齋
(
1
2
|
 4
8
5
6
0
)

に
同
じ
。
〔
説
文
通
訓
定

臀
〕
齋
、
詩
采
穣
、
有
1

一
齊
季
女
;
七
本
作
レ
齋
、
博

訓
レ
敬
。

O
□

0
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
齋
、
博
雅
、
好

也。 【
齋
】
〗
□ ロ
サザセ
イイイ

〔
集
韻
〕
前
西
切

〔
集
韻
〕
荘
皆
切

盲
録
・
外
國
竹
枝
・
観
梅
遊
記
・
姦
套
偉
・
霊
忠
鋒
・
竹
堂

遊
記
文
紗
・
竹
堂
詩
紗
・
竹
堂
文
集
・
竹
堂
文
紗
・
佑
畢

餘
音
讀
史
贅
議
・
南
部
五
世
偉
・
蕃
史
．
藩
祁
賓
鋒
・
蓬

桑
録
・
孟
浪
語
・
洋
狐
・
消
毛
摘
勝
・
蘭
園
先
生
提
耳
談

が
あ
る
。
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
・
〔
慶
長
以
来
諸
家
著

述
目
鋒
〕
。

【
齋
藤
鸞
江
】
123

打
砂
阿
波
の
人
。
名
は
象
。
字
は
世

教
。
通
稲
は
五
郎
。
琥
は
竪
江
。
那
波
網
川
に
師
事
し
、

後
、
昌
平
贄
に
入
っ
て
古
賀
精
里
・
古
賀
桐
庵
に
従
ふ
。

大
阪
に
教
授
す
。
嘉
永
元
年
八
月
十
三
日
歿
す
、
年
六

十
四
。
著
に
蹄
鋏
録
・
五
経
志
疑
・
國
語
評
・
左
傭
説
・

四
書
絞
旨
•
史
記
文
評
•
荘
子
文
評
•
蘇
黄
題
版
•
唐

詩
猜
揮
・
唐
宋
八
大
家
文
法
・
明
清
文
法
・
明
清
六
家
文

法
・
慇
江
文
集
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
．

〔
大
阪
名
家
著
逃
目
録
〕
。

齊

部

〔
―
-
―
|
七
書
〕

日
□
●
黍
稜
を
盛
る
祭
器
。
〔
説
文
〕

童
‘
黍
稜
器
、
所
自
祀
著
‘
炊
レ
皿
齊

臀
。
〔
周
軽
、
春
官
、
大
宗
伯
〕
奉
1

一
玉
窒
↓
〔
注
〕
玉

窟
、
玉
敦
、
受
二
黍
稜
―
器
。

O
莱
(
8
-
2
6
9
3
2
)

に

同
じ
。
〔
正
字
通
〕
置
、
同
レ
莱
゜
〔
周
證
、
春
官
、
小

宗
伯
〕
絣
ユ
ハ
齋
之
名
物
興
―
―
其
用
↓
〔
注
〕
童
、
讀

為
レ
莱
、
六
莱
‘
謂
ニ
六
穀
一
黍
．
稜
・
稲
・
梁
・
褒
．

菰。

O
或
は
靖
(
7
ー

2
1
3
1
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

ヽ
一

窟
：

冨】』
●
小
さ
な
茅
屋
。
〔
字
彙
〕
膳
、
小
茅
含
也
。

O
へ

ゃ
°
齋
(
1
2
-
4
8
5
6
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
廣
、

サ
イ

〔
字
彙
〕
側
皆
切

g
＇i-ー

国□
ザセサセ
イイイイ

集
韻
〕
津
私
切
甲
｛

P
 tzii' 

〔
集
韻
〕
賤
西
切
圏

〔
集
韻
〕
才
詣
切
園

【
摯
】
呻
セ
イ
＂
五
□
2
[
O
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

冠】徊
日
シ 胃
■
譴
＿

へ
そ
。
或
は
謄
(
9
|
2
9
9
6
7
)

に
作
り
、
通
じ
て
齊

(
1
2
-
4
8
5
6
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
齋
‘
説
文
、
枇
謄

也
‘
或
書
作
レ
朋
、
通
作
レ
齊
゜

小

或

0
き
び
。
稜
゜
或
は
K
未
（

8
ー

2

魔

策

麒

糧

5
0
3
0
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
齋
‘

稜
也
‘
炊
レ
禾
齋
臀
‘
楽
‘
齋
或
炊
レ
次
作
。

O
器
に

あ
る
黍
稜
゜
〔
玉
篇
〕
齋
‘
黍
稜
在
レ
器
日
レ
齋
。
参

祭
の
飯
゜
〔
廣
韻
〕
齋
、
祭
飯
。
働
通
じ
て
莱
(
8
-
2

6
9
3
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
通
作
レ
莱
。

O
齋

(
1
2
-
4
8
5
6
9
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
同
レ
齊
゜

【齋】
5

シ

〔
集
韻
〕
津
私
切
国
《

冒】岬

セイ
ザ
イ

〔
集
韻
〕
前
西
切

園

齊
瞥
。

O
物
を
か
し
ぐ
釜
゜
〔
玉
篇
〕
齋
‘
炊
釜
。
窟
、
或
作
レ
贖
。
曰
と
と
の
へ
る
。
調
理
す
る
。
齊

＠
は
げ
し
く
怒
る
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
疾
怒
。
働

(
1
2
-
4
8
5
6
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
齊
、
和
也
、
或

剖
(
2
|
2
2
4
1
)
に
同
じ
。
〔
壻
韻
〕
齋
、
同
レ
剤
。
参
作
レ
窟
。

又
、
情
(
4
-
1
1
3
7
7
)

に
作
る
。
〔
説
文
通
訓
定
贅
〕
【
鷹
琥
】
1

炉
穀
類
に
つ
け
る
美
稲
゜
黍
を
香
合
と
い

齋
、
字
亦
作
徊
。

O
齊
(
1
2
|
 4
8
5
6
0
)

に
通
ず
。
ひ
‘
梁
を
香
箕
と
い
ひ
‘
稲
を
嘉
疏
と
い
ふ
の
類
。
莱

〔
楚
辟
、
離
騒
‘
反
信
疏
而
齋
怒
‘
集
注
〕
齋
、
一
鰭
〔
周
碍
、
春
官
、
大
祝
〕
耕
云
鼠
一
曰
誹
琥
‘
二
日

鬼
琥
‘
三
日
示
琥
、
四
曰
牲
琥
‘
五
曰
置
琥
‘
六
曰
幣
琥
゜

〔
注
〕
莱
琥
‘
謂
黍
稜
皆
有
―
―
名
鼠
也
、
曲
礎
曰
‘
黍
日
"

作
レ
齊
゜

【
齋
怒
】
1

戸
ィ
は
げ
し
く
い
か
る
。
〔
楚
酔
、
離
騒
〕
反
香
合
涵
示
日
香
箕
ぶ
m
日
嘉
疏
↓

信
レ
議
而
齋
怒
。
〔
注
〕
齋
、
疾
也
、
言
細
笙
不
―
―
―
徐
徐
察
l
-

【
置
盛
】
2

予
誹
に
奉
る
供
物
。
莱
盛
。
〔
周
幡
‘
天
官
‘

我
忠
信
之
情
五
反
信
二
譴
―
―
―
戸
而
疾
中
怒
我
上
也
。
〔
集
注
〕
旬
師
〕
以
共
―
―
齋
盛
↓
〔
注
〕
祭
祀
所
レ
用
穀
也
‘
莱
‘
稜
也
‘

齋

―

作

レ

齊

。

穀

者

稜

為

レ

長

是

以

名

。

〔

孫

詮

譲

正

義

〕

窒

盛

‘

謂

下

黍

稜
稲
梁
之
隔
‘
可
レ
盛
甫
醤
血
者
欠
周
穂
‘
春
官
‘
世
婦
〕

世
婦
共
"
置
盛
↓

齋

齋

齋

齋

童

齋

摯

廣

齋

齋

小
日
●
も
た
ら
す
。
も
つ
て
く
る
。
も

窟
策
つ
て
ゆ
く
。
〔
説
文
〕
齋
、
持
遺
也
、
長

貝
齊
臀
゜
〔
古
詩
、
為
11

焦
仲
卿
妻
一
作
〕
齋
レ
錢
三

百
萬
。

O
も
つ
。
〔
廣
雅
‘
秤
詰
三
〕
齋
、
持
也
。

参
あ
た
へ
る
。
〔
史
記
‘
貨
殖
債
〕
齋
1

一
貸
子
錢
↓

〔
注
〕
索
隠
日
、
呉
入
物
玉
i

レ
齋
゜
R
わ
た
す
。

送
附
す
る
。
〔
儀
幡
、
聘
碍
〕
又
齋
二
皮
馬
↓
〔
注
〕

齋
、
猶
レ
付
也
。

O
ぉ
く
る
。
は
な
む
け
す
る
。

〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
齋
、
送
也
。
〔
周
礎
、
春
官
、
小

祝
〕
設
二
道
齋
之
莫
↓
〔
注
〕
齋
、
猶
レ
送
也
。

O
ょ

そ
ほ
ふ
。
そ
な
へ
る
。
〔
廣
雅
、
繹
言
〕
齋
、
装
也
。

〔
淮
南
子
、
道
應
訓
〕
願
以
レ
技
齋
二
卒
↓
〔
注
〕

齋
、
備
レ
卒
足
也
。

O
す
す
め
る
。
〔
戦
國
、
西
周

策
〕
王
何
不
↓
1hぞ
地
齋
1一
周
最
芸
注
〕
齋
‘
進
也
。
R

も
ち
も
の
。
道
中
需
用
の
資
財
。
も
た
ら
す
装
具
。

〔
集
韻
〕
齋
、
行
道
所
レ
用
也
。
〔
周
橙
、
天
官
‘
外
府
〕

共
1

一
其
財
用
之
幣
齋
↓
〔
注
〕
齋
、
行
道
之
財
用
也
。

〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
行
者
齋
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
謂
下

翡
衣
食
之
具
以
自
随
他
。

O
ぅ
づ
の
さ
ま
。

水
が
回
り
入
る
さ
ま
。
〔
列
子
、
黄
帝
〕
卑
ハ
レ
齋
倶

入
‘
卑
ハ
レ
泊
偕
出
。
〔
注
〕
齋
・
泊
者
、
水
廻
入
涌
出

〔
集
韻
〕
子
計
切

【齋】
5

国口口
サセシサセ
イイ イイ

〔
集
韻
〕
賤
西
切u-

集
韻
〕
津
私
切

圏図巨暦

,i―― 
【
齋
芦
げ
丘
パ
い~
=
~
:
1
~
~

4
8
5
6
8
)

に
通
ず
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
按
、
謄
．
齋
通
。

同
レ
齋
゜

セイ
1
0
九
四

13690 



(48575・ ・1) (48583) 

齊

部

〔七
I

十
四
聾
〕

齋

爾

襄

悩

齋

薗

隈

醜

歯

部

歯

1
0
九
五

之
貌
。

O
俗
に
資
(
1
0
-
3
6
8
4
2
)

に
作
り
、
或
は
偲
〕
籍
又
能
為
二
胄
白
眼
二
云
云
‘
紐
山
喜
来
弔
‘
籍
作
"
白

費
(
1
0
|
 3
6
8
7
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
齋
、
或
作
レ
瞑
云
云
‘
喜
弟
康
聞
レ
之
‘
乃
齋
レ
酒
播
レ
琴
造
焉
‘
籍
大

院
乃
見
胃
眼
↓

[
齋
錢
】
14

苔
ぜ
に
を
持
参
す
る
。
〔
後
漢
書
、
楊
乗
傭
〕

費
。
〔
正
字
通
〕
齋
、
俗
作
レ
資
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統

計
レ
日
受
レ
俸
、
餘
誅
不
レ
入
―
―
私
門
丁
故
吏
齋
1

一
錢
百
萬
―

譜
〕
齋
、
商
昔
°
□

0
も
た
ら
す
。
〔
集
韻
〕
齋
、
持

也
、
戦
國
策
、
齋
哀
一
盗
糧
↓
〇
あ
あ
。
な
げ
く
こ
ゑ
。
遺
レ
之
、
閉
レ
門
不
盆
受
。

〔
易
、
i

卒
〕
齋
杏
涌
洟
。
〔
秤
文
〕
齋
杏
、
嵯
歎
之
辞
【
齋
送
】
15
心

'
5
0も
た
ら
し
お
く
る
。
〔
漢
書
、
匈
奴
博

也
。
参
資
(
1
0
|
 3
6
7
5
0
)

に
同
じ
。
〔
周
證
、
天
官
、
上
〕
齊
送
飲
食
H
O
が
葬
式
の
時
に
死
者
と
共
に
埋
め

る
物
品
。
資
送
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
荘
子
将
レ
死
、
弟
子
欲
二

厚
葬
＞
之
、
荘
子
曰
、
吾
以
天
地
盃
翌
棺
榔
「
日
月
為
―
―

典
婦
功
、
以
授
二
蹟
婦
及
内
人
女
功
之
事
齋
ぶ
巴

連
璧
五
生
辰
為
珠
機
ご
黒
物
為
齋
送
↓
吾
葬
具
登
不
レ

故
書
‘
齋
為
レ
資
。
〔
秤
文
〕
齋
、
昔
杏
‘
本
亦
作
レ
資
。

国
日
の
R
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
齋
、
行
道
之
財
用
。
備
邪
、
何
以
加
レ
此
゜

【
齋
金
】
1

”
か
ね
を
持
参
す
る
。
〔
史
記
、
滑
稽
‘
淳
【
齋
持
】
1
6
[
ィ
持
参
す
る
。
〔
史
記
、
李
斯
傭
〕
陰
遣
―
―
謀

干
兒
博
〕
齊
王
使
ぶ
望
ふ
生
炉
趙
請
"
救
兵
↓
齋
二
金
百
士
「
齋
―
―
持
金
玉
百
盆
唄
説
諸
侯
一
〔
周
捨
、
上
雲
築
〕
復

斤
、
車
馬
十
閉
玉
淳
子
梵
仰
レ
天
大
笑
‘
冠
棲
索
絶
。
有
―
―
奇
築
章
一
齋
持
敷
萬
里
。

【
齋
貨
】
2

芥
財
貨
を
持
参
す
る
。
〔
論
衡
‘
状
留
〕
農
夫
【
齋
物
】
17

弁
も
た
ら
し
も
の
。
持
参
し
た
物
品
。
〔
史

屈
穀
奔
＞
都
‘
買
人
齋
レ
貨
赴
レ
遠
‘
皆
欲
レ
得
―
其
願
也
。
記
、
大
宛
傭
〕
其
使
皆
貧
人
子
、
私
―
―
縣
官
齋
物
ぶ
匹
賤

【
齋
棺
】
3

パ
[
/
死
者
を
入
れ
た
棺
を
か
か
へ
る
。
〔
蜀
市
以
私
二
其
利
外
國
一
〔
漢
書
‘
張
寄
傭
〕
妄
言
無
行
之

志
、
誰
周
傭
〕
至
手
輿
レ
病
齋
籍
緩
負
而
至
者
、
不
＞
徒
、
皆
弔
相
奴
其
使
↓
皆
私
―
―
縣
官
齋
物
↓
〔
注
〕
師
古

可

勝

欺

日

‘

言

話

炉

齋

官

物

、

穎

自

用

レ

之

、

同

―

―

於

私

有

↓

【
齋
摯
】
4

げ
さ
さ
げ
て
も
た
ら
す
。
〔
水
滸
博
、
一
回
〕
【
齋
米
】
18

芍
米
を
持
参
す
る
。
〔
呉
志
、
全
踪
博
〕
齋
ニ

齋

繁

丹

詔

御

香

↓

米

藪

千

料

↓

〔

晉

書

、

魏

詠

之

傭

〕

遂

齋

l

―
敷
射
米
茜
I

上、

【
齋
恨
】
5

賛
死
後
ま
で
恨
を
い
だ
い
て
ゆ
く
こ
と
。
以
投
1

仲
堪
↓

〔
後
漢
書
、
喝
術
博
下
〕
齋
―
―
此
恨
―
而
入
仁
早
(
。
[
齋

~
t
]
1
9

討
さ
さ
げ
て
も
た
ら
す
。
〔
張
元
凱
、
西
苑

【
齋
嵯
】
6

8

歎
息
の
臀
°
些
言
嵯
。
杏
嵯
゜
〔
韓
愈
‘
讀
二
束
宮
詞
〕
鳳
閣
傭
呼
魚
鍮
開
、
中
宮
齋
―
―
捧
御
題
ー
来
。

方
朔
雑
事
詩
〕
王
母
不
レ
得
レ
已
、
顔
噸
口
齋
嵯
。
【
齋
用
】
20

が
日
常
用
ひ
る
金
品
。
資
用
。
貨
用
。
〔
史

【
齋
材
】
7

S

ィ
貨
材
。
材
料
。
〔
大
戴
穂
、
子
張
問
入
官
〕
記
、
陳
丞
相
世
家
〕
平
既
緊
1
1

張
氏
女
↓
齋
用
益
饒
、
消
道

良
工
必
自
繹
1

齋

材

↓

日

廣

゜

【
齋
操
】
8

訂
も
た
ら
す
。
持
つ
て
行
く
。
〔
史
記
、
大
【
齋
糧
】
2
1
[
＇
炉
か
て
を
持
参
す
る
。
〔
史
記
、
鄭
嘗
時

宛
偉
〕
人
脈
齋
操
↓
大
放
1
1

博

望

侯

時

↓

偶

〕

鄭

荘

行

1

一
千
里
干
不
レ
齋
レ
糧
゜
〔
唐
書
、
魏
徴
傭
〕
天

【
齋
志
】
，
勺
死
後
ま
で
志
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ
と
。
下
大
治
‘
云
云
‘
戸
闇
不
レ
閉
‘
行
旅
不
レ
齋
レ
糧
、
取
1

一給

〔
江
滝
、
恨
賦
〕
齋
レ
志
歿
レ
地
、
長
懐
無
レ
已
゜
〔
棲
綸
、
義
子
道
↓

宅
記
〕
先
君
念
レ
此
有
レ
年
、
齋
レ
志
而
歿
。
「
の
琥
。

〖
齋
志
齋
〗
芸
門
明
、
陳
泰
交(
1
1ー
4
1
6
9
8:
 1
1
0
9
)
 

【
齋
刺
】
11

勺
名
刺
を
差
出
す
。
〔
後
漢
書
、
循
吏
、
仇
曹

博
〕
郭
林
宗
因
輿
レ
融
齋
レ
刺
‘
就
レ
房
謁
レ
之
。

[
齋
次
口
】
12

ク
あ
あ
。
歎
息
の
こ
ゑ
。
〔
易
、
翠
〕
上
六
、
齋

杏
沸
洟
、
元
レ
咎
゜
〔
白
斑
‘
呉
季
子
墓
詩
〕
聞
レ
風
重
齋
杏
゜

【
齋
酒
】
13

翌
さ
け
を
持
参
す
る
。
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘

左
慈
博
〕
慈
乃
為
齋
↓
酒
一
升
膊
一
斤
↓
〔
晉
書
‘
玩
籍

【
齋
】
〖
□ 日
ザセサセ
イイイイ

〔
集
韻
〕
前
西
切

〔
集
韻
〕
千
西
切

麗圏

＇醒＿

●
な
ま
す
。
あ
へ
も
の
。
野
菜
を
細
く
切
っ
て
菩

類
で
和
し
た
食
品
。
蟄
(
1
2
-
4
3
2
5
2
)
に
同
じ
。
【
輝
成
】
岬

〔
説
文
〕
箭
、
瞥
也
、
齋
、
禁
或
炊
レ
齊
゜
〔
正
字
通
〕

齋
、
藩
菜
肉
之
通
梢
゜
〔
周
栂
、
天
官
、
髄
人
、
五

齊
、
注
〕
齊
‘
嘗
レ
岱
齋
、
云
云
、
凡
紐
醤
阿
和
‘

細
切
伶
齋
゜
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
説
文
非
部
云
、
埜
、

唸
レ
齋
、
是
麿
郎
埜
之
或
罷
び
齊
得
レ
臀
、
曲
【
饂
】
年

字
也
。

碍
飯
齋
・
醤
齊
、
並
以
レ
齋
為
二
齋
字
盃
如
言
―
―
醍
醤

所
＞
和
、
明
二
醤
物
調
和
之
通
法
―
耳
、
云
1

一
細
切
為
＞

靡
者
、
是
齋
為
二
切
合
細
砕
之
名
な
臥
菜
肉
之
細

切
者
、
通
謂
二
之
齋
↓
●
く
だ
く
。
ま
ぜ
る
。
み
だ

す
。
き
め
る
。
〔
康
熙
字
典
〕
齋
、
砕
也
、
和
也
、

IL

也
、
制
也
。

【
齋
臨
i

】1

打
野
菜
料
理
を
い
ふ
。
又
、
粗
末
な
食
物
を

い
ふ
。

【
齋
粉
】
2

乃

0
こ
な
み
ぢ
ん
に
な
る
。
〔
資
治
通
鑑
‘

唐
紀
〕
（
粛
宗
、
至
徳
二
載
）
臣
光
曰
、
世
乱
則
委
1

一
棄
孤

楓
齋
,
,
粉
寇
手
↓
〔
齋
藤
拙
堂
、
下
二
岐
蘇
川
一
記
〕
少
誤

削
齋
粉
芙
。

0
粉
骨
砕
身
。
身
を
粉
に
し
て
働
く
意
。
〔
五

代
史
‘
漢
臣
‘
蘇
逢
吉
債
〕
弘
肇
怨
―
―
逢
吉
異
＞
己
已
‘
云

云
‘
逢
吉
謀
求
一
正
ザ
鎮
以
避
＞
之
‘
既
而
中
綴
‘
人
問
1
1

其

故
↓
逢
吉
曰
‘
荀
捨
レ
此
而
去
‘
史
公
一
虞
分
‘
吾
齋
粉
芙
゜

し
臨

豪小

毬
文古

冨

】

呻

□
シ
，
ヨ
，
ウ

日
シ

〔
集
韻
〕
醜
凋
祗

ィイ

c
h
'
i
h
3

〔
集
韻
〕
稽
極
切
躙

□

0
は
。
断
り
の
上
に
生

ず
る
骨
。
〔
説
文
〕
歯
‘
口

止

幽

部
齋（
1
2
-
4
8
5
6
5
)
の
籍
文
。
〔
説
文

長
箋
〕
醜
、
卑
ハ
レ
齋
同
‘
即
揃
文
齋

サ
イ n瓢
鼠
口
i
-

シ

資
(
1
0ー

3
6
7
5
0
)
に
同
じ
。
〔
古
昔
叢

目
〕
隈
、
同
レ
資
。

【
齋
】
[

[

1

1

〔

集

韻

〕

賤

譴

夏

黍
稜
を
も
る
器
。
〔
字
彙
補
〕
窟
、
黍
稜
器
也
。

"‘謳＿

【商】”
シ

〔
字
彙
補
〕
即
移
切
甲
｛

冨

】

向

セ

イ

＂

し

↓

ifl1パ
[
[
同
じ
。
〔
篇
海

鯉
に
似
た
小
魚
。
〔
集
韻
〕
齋
、
魚
名
、
出
＝
漢
水

似
レ
鯉
而
小
。

小

□

口

0
ひ
と
し
い
。
〔
説
文
〕
爾
‘
等

豪
也
、
炊
レ
齊
妻
瞥
。
●
齋
(
1
2
|
 
4
8
5
6
6
)
 

蘭
に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
爾
、
同
レ
齋
。

O
或

は

箋
(
2
I

3110)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
爾
‘
或
作
レ
嘆
°

冨

早

訂

〔

集

韻

〕

前

西

切

圏

＇疇i[
―

13691 



(48583・ ·1)— (48583· ・29) 

歯

部

臨

0
九
六

|

ー

1

断
骨
也
、
象
1

口
歯
之
形
工
止
聾
゜
〔
急
就
篇
、
三
‘
を
み
て
其
の
年
を
か
ぞ
へ
る
。
〔
橙
、
曲
幡
上
〕
也
。

O
長
壽
と
高
位
。
〔
草
應
物
、
送

5
如
摺
事
詩
〕
既
有
ー
オ
筆
五
炉
為
1

一
時
知
五
荏
吐
管
令
下
草
―
―
譲
表
一
以
示
台

92

猿
天
爵
羨
況
将
蜘
位
井
↓
〔
櫂
徳
輿
、
長
安
主
簿
李
眺
‘
眺
嵯
吟
良
久
、
手
自
折
レ
簡
葛
レ
之
、
謂
レ
珪
日
、
士
子

36ー

鼻
口
唇
舌
断
牙
歯
‘
注
〕
歯
者
、
総
謂
―
―
口
中
之
歯
1

一
路
馬
玉
閃
誅
。
〔
注
〕
飾
、
欲
レ
知
レ
年
也
。
〔
疏
〕

君
墓
誌
銘
〕
歯
位
皆
屈
‘
而
知
者
歎
焉
。
臀
名
未
レ
立
、
應
1

一
共
奨
成

U
炉
惜
1

一
歯
牙
餘
論
↓

【
蜘
印
]
3

グ
圃
證
と
す
る
た
め
に
、
臨
を
以
て
證
書
【
臨
齢
】
12

ヤ
上
下
の
歯
の
ふ
れ
あ
た
る
と
こ
ろ
。
〔
正

骨
一
主
―
―
鮪
留
一
者
也
。
〔
周
證
、
秋
官
、
小
司
寇
〕
若
ー
1

一
論
―
―
量
君
馬
歳
敷
―
亦
為
1

一
不
敬
一
亦
被
二
責

な
ど
に
印
す
る
こ
と
。
又
、
其
の
印
。
印
度
の
法
。
〔
雑
韻
〕
歯
齢
、
歯
上
下
相
抵
虞
゜

自
ー
一
生
歯
一
以
上
、
登
手
天
府
↓
〔
注
〕
人
生
レ
歯
罰
↓
〔
漢
書
‘
賣
誼
傭
〕
幡
不
"
一
敢
歯
―
―
君
之
路
馬
↓

而
橙
備
、
男
八
月
而
生
レ
歯
、
女
七
月
而
生
レ
歯
゜
〔
注
〕
師
古
日
‘
歯
‘
謂
レ
審
―
―
其
歯
歳
一
也
。

O
は
じ
阿
含
経
‘
二
十
五
〕
時
王
以
―
―
此
語
盛
書
―
―
紙
上
盃
四
封
"
【
臨
咬
】

1
3
F
歯
を
ぎ
し
ぎ
し
な
ら
す
こ
と
。
心
が
い

●
き
ば
。
象
牙
の
類
。
〔
書
、
馬
貢
〕
歯
革
利
毛
。
め
。
〔
繹
名
、
繹
形
橙
〕
歯
‘
始
也
、
少
長
之
別
始
二
乎
鍼
之
百
ジ
幽
印
1

印

レ

之

。

ら

だ

つ

時

、

又

、

口

惜

し

い

時

な

ど

に

す

る

動

作

。

〔
傭
〕
幽
象
牙
。
〔
周
楼
、
秋
官
‘
冥
氏
〕
若
得
五
ハ
此
也
、
以
レ
臨
食
多
者
長
也
、
食
少
者
幼
也
。

O
た
で
豊
口
】
4

し
ノ
舌
尖
を
歯
に
つ
け
、
又
は
摩
擦
さ
せ
て
【
歯
腔
】
14

が
歯
の
内
部
に
あ
る
空
所
。
歯
根
の
先
端

獣

而

獣

真

皮

革

歯

須

備

一

〔

疏

〕

歯

、

即

牙

也

。

検

す

る

昔

。

出

イ

・

戸

・

日

、

及

ぴ

p
．
古
・
ム
が
こ
れ
に
開
い
て
、
中
に
歯
髄
を
含
ん
で
ゐ
る
。

に

あ

た

る

。

【

歯

角

】

15

が
歯
牙
や
角
。
〔
周
證
、
地
官
、
角
人
〕
掌
,
,

ぐ
ひ
゜
〔
管
子
、
弟
子
職
〕
同
凍
以
レ
歯
゜
〔
注
〕
歯
‘

類
也
。

O
し
る
す
。
録
す
る
。
〔
證
、
王
制
〕
終
身
【
歯
牙
】
5

5

歯
と
牙
。
は
。
〔
漢
書
、
東
方
朔
傭
〕
其
苗
1

一
以
レ
時
徴
幽
角
凡
骨
物
千
山
澤
之
農
↓
〔
庄
〕
山
澤
出
二

〔
周
謁
、
天
官
、
内
府
〕
凡
四
方
之
幣
獣
之
金
玉
歯

不
涵
゜
〔
注
〕
歯
、
猶
レ
録
也
。
〔
北
史
、
李
誇
博
〕
歯
竺
樹
二
頬
肢
↓
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘
華
佗
博
〕
耳
目
聰
歯
角
骨
物
工
八
者
犀
象
‘
小
者
棄
鹿
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕

革
゜
〔
疏
〕
歯
‘
謂
J
右
―
―
象
牙
之
類
↓
〔
左
氏
、
隠
‘

五
〕
皮
革
歯
牙
骨
角
毛
利
、
不
レ
登
―
―
於
器
→
〔
疏
〕
槙
ー
落
私
門
一
不
レ
加
―
―
牧
歯
→
轡
あ
た
る
。
ふ
れ
明
‘
歯
牙
完
堅
。
利
族
以
誓
距
云
〖
—
―
刀
笈
毛
墾
以
一
幽
角
歪

i二
矛
鋏
→

頷
上
大
歯
‘
謂
五
為
牙
。
〔
荀
子
、
王
制
〕
南
海
る
。
〔
漢
書
、
枚
乗
傭
〕
讐
猶
下
蠅
納
之
附
―
―
群
牛
一
〖
桂
二
歯
牙
―
〗

g
5
”
-
｛
置
蜘
牙
ー
に
同
じ
。
【
歯
革
】

1
6
が
象
牙
と
犀
皮
等
の
類
を
い
ふ
。
〔
書
、
馬

則
有
ー
利
闘
・
歯
革
・
曾
苛
・
丹
王
焉
。
〔
注
〕
倣
‘
腐
肉
之
歯
中
利
剣

3〔
注
〕
師
古
日
、
歯
、
謂
涵
9
之
〖
置
幽
牙
―
〗
6

し
？
ー
と
り
あ
げ
て
問
題
に
す
る
。
注
貢
〕
瑶
現
・
篠
蕩
・
歯
革
・
羽
毛
。
〔
周
證
、
天
官
、
内
府
〕
凡

意
を
は
ら
ふ
。
臨
牙
に
掛
け
る
。
〔
史
記
‘
叔
孫
通
博
〕
四
方
之
幣
献
之
金
玉
・
歯
革
・
兵
器
、
凡
良
貨
賄
入
焉
。

此
特
塁
盗
鼠
窺
狗
盗
耳
、
何
足
レ
置
乏
歯
牙
開
↓
〔
疏
〕
歯
、
謂
レ
若
一
象
牙
之
類
函
F
謂
レ
若
匝
皮
之
類
↓

象
蜘
。
O
歯
の
形
を
し
た
も
の
。
又
、
そ
れ
に
似
也
。
〔
枚
乗
‘
上
書
重
諌
奥
王
ー
文
〕
腐
肉
之
幽
莉
~

た
動
作
を
な
す
も
の
。
〔
急
就
篇
、
三
、
揉
穫
乗
把
j
i
j
→
〔
注
〕
善
曰
‘
曲
‘
猶
レ
嘗
也
。

O
歯
拗
は
‘
石
の
〖
麟
―
歯
牙
―
〗

7
ゎ
”
ハ
ス
ロ
論
す
る
。
口
誼
諄
を
す
〔
荀
子
、
王
制
〕
南
海
則
有
―
―
利
翻
・
蜘
革
・
曾
胄
・
丹
干

l

括
捌
杷
、
注
〕
紐
歯
為
レ
捌
、
有
レ
椒
為
レ
杷
゜
R
さ
か
ど
が
な
ら
ぶ
さ
ま
。
歯
歯
（
4
1
)
を
見
よ
。
鬱
る
。
〔
桃
花
扇
‘
争
位
〕
看
忍
挨
レ
肩
雁
序
ぶ
恰
似
↓
―
好
同
焉
。

い
こ
ろ
。
〔
晉
書
、
葛
洪
博
〕
不
レ
知
某
局
幾
道
樗
古
‘
四
(
2
|
1
8
3
3
)

・合
(
2ー

1
4
7
8
)
・
[
I
]
(
9
-
3
0
1

殿
為
愴
的
雙
坐
位
玉
全
了
同
心
雙
闘
幽
牙
玉
K
-
-

【
歯
危
]
1
7

し
は
が
ぐ
ら
つ
く
。
〔
任
明
、
王
文
憲
集
序
〕

蒲
歯
名
↓
〔
獣
陽
脩
、
詩
〕
犀
投
博
歯
呼
成
レ
白
。

e
1
s
)
・
 
酋
(
6
|
1
6
2
9
8
)

・畠
(
9
-
3
0
1
9
9
)

に

作

る

。

了

協

恭

貌

↓

歯

危

製

禿

之

老

、

含

経

味

道

之

生

。

〖
歯
牙
為
レ
禍
〗
8

祐
ヒ
ヲ
＋
ス
騰
倭
の
言
が
禍
を
惹
起
【
蜘
軌
】

1
8
c
h
'
i
h
3
 
k
u
e
i
'

ア
プ
ト
式
鐵
道
。

す
る
。
晉
の
獣
公
が
朧
戎
を
伐
た
う
と
し
た
時
‘
史
蘇
【
歯
藷
】
19

が
年
を
経
る
こ
と
が
久
し
い
こ
と
。
〔
晉

よ
は
ひ
。
と
し
。
と
し
ば
へ
。
年
齢
。
年
次
。
〔
左
〔
説
文
〕
歯
‘
閂
‘
古
文
歯
字
。
〔
集
韻
〕
蜘
‘
古
作
―
―

臣
・
酋
↓
〔
康
熙
字
典
〕
蜘
‘
古
文
、
合
・
畠
。

O
は
が
占
つ
て
麗
戎
に
勝
つ
だ
ら
う
が
、
其
の
後
、
騨
戎
か
書
、
慕
容
睛
載
記
〕
聖
恩
歯
藷
、
未
レ
忍
一
退
棄
↓
「
歯
垢
゜

氏
、
文
、
元
〕
君
之
歯
未
也
。
〔
證
‘
文
王
世
子
〕
古

へ
ん
。
漢
字
の
偏
の
名
。

O
姓
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
歯
‘
ら
来
る
姫
妾
の
讃
倭
の
言
に
よ
っ
て
禍
を
蒙
る
で
あ
【
歯
堂
]
2
0

知
／
は
く
そ
。
歯
垢
。
〔
本
草
、
歯
遮
〕
秤
名
、

者
謂
二
年
齢
一
歯
亦
齢
也
。
〔
注
〕
歯
、
人
壽
之
散

也
。
〔
膿
‘
祭
義
〕
有
虞
氏
、
貴
レ
徳
而
尚
油
゜
〔
證
、
見
姓
苑
↓
〇
人
名
。
〔
正
字
通
〕
歯
‘
人
名
、
晉
習
ら
う
と
豫
言
し
た
語
に
本
づ
く
。
〔
史
記
、
晉
世
家
〕
初
[
歯
銀
】
21

知
／
は
ぐ
亙
は
じ
し
o

〔
藷
唐
書
ヽ
方
伎
、
張

獣
公
将
レ
伐
―
―
騒
戎
一
（
史
蘇
）
卜
曰
、
臨
牙
為
レ
禍
、
及
レ
果
傭
〕
乃
懐
中
出
一
軸
仙
品
杢
微
紅
博
―
―
堕
歯
之
鰍
盃
復
麻

破
麹
衷
獲
覇
姫
憂
レ
之
、
党
以
息
晉
゜
〔
注
〕
集
解
良
久
‘
曲
皆
出
英
‘
菜
然
潔
白
。
「
ふ
。

竪
歯
。
口
は
。
〔
集
韻
〕
幽
歯
也
、
河
東
云
゜

中
庸
〕
燕
毛
所
―
―
以
序
孟
臨
也
。
〔
注
〕
歯
‘
亦
年
也
。

〔
論
語
、
憲
問
〕
没
レ
歯
無
二
怨
言
↓
〔
集
解
〕
孔
安
國

畠

ト

シ

。

カ

タ

。

曰

、

章

昭

曰

、

歯

牙

、

謂

兆

端

左

右

覺

析

‘

有

品

炉

歯

牙

【

蜘

科

】

22

が
瞥
學
の
一
分
科
。
は
の
病
の
治
療
を
行

圏
囲
俗
に
歯
(
6
-
1
6
3
2
3
)

に

作

る

。

中

有

1

縦
書
一
盆
以
象
ー
議
言
之
為
b

害

也

。

【

歯

館

】

23

か
ノ
臨
が
落
ち
て
ま
ば
ら
な
こ
と
。
老
人
の

日
‘
歯
‘
年
也
。

0
か
ず
。
〔
華
巌
経
音
義
、
上
〕
蜘
‘

【
臨
軋
】1
y
リ
歯
を
か
み
合
せ
て
‘
ぎ
り
ぎ
り
昔
を
さ
〖
歯
牙
春
色
〗
，
ダ
ザ
ノ
，
ヨ
ク
朗
ら
か
な
大
笑
を
い
ふ
。
さ
ま
。
〔
韓
愈
、
進
學
解
〕
頭
童
歯
諮
、
意
死
何
神
。

敷
也
。

O
よ
は
ひ
す
る
。
④
つ
ら
な
る
。
な
ら
ぶ
。

年
齢
や
爵
位
の
順
に
な
ら
ぶ
。
同
列
に
た
つ
。
比
す
こ
と
。
歯
切
。
は
が
み
。
〔
清
異
録
、
作
用
、
臨
牙
春
色
〕
婁
師
徳
位
貴
而
性
通
餘
‘
[
歯
冠
】
24

が
/
歯
の
、
口
中
に
表
は
れ
て
ゐ
る
琺
瑯
質

肩
す
る
。
〔
左
氏
、
隠
‘
十
一
〕
不
下
敢
輿
二
諸
任
幽

~
i
【
歯
位
]
2←
〇
長
老
の
く
ら
ゐ
。
年
齢
に
よ
る
序
列
°
尤
善
捧
腹
大
笑
、
人
謂
―
―
師
徳
笑
盃
塾
歯
牙
春
色
一
に
蔽
は
れ
て
ゐ
る
部
分
を
い
ふ
。
中
は
象
牙
質
（
抽
質
）
。

〔
注
〕
歯
‘
列
也
。
〔
疏
〕
歯
是
年
之
別
名
、
人
以

1一
年
〔
周
證
、
地
官
、
蕉
正
〕
國
索
鬼
紳
而
祭
祀
、
則
以
レ
礎
〖
歯
牙
餘
論
〗

1
0
5召
僅
か
な
言
葉
。
歯
牙
か
ら
漏
れ
【
歯
形
】2
5
グ
曲
で
か
ん
だ
跡
。
「
麒
。

幽
相
次
列
、
以
爵
位
相
次
列
、
亦
名
為
油
。
属
民
、
而
飲
酒
子
序
｛
以
正
臨
位
;

q

笑
命
典
於
郷
出
る
僅
か
な
言
葉
。
烏
惜
涵
牙
餘
論
を
見
よ
。
【
歯
荊
】
26

バ
キ
歯
の
根
部
を
包
ん
で
ゐ
る
粘
膜
眉
。
歯

嬰
再
命
歯
於
父
族
一
三
命
而
不
レ
歯
゜
〔
注
〕
正
―
―
歯
位
―
〖
無
レ
惜
―
―
歯
牙
餘
論
―
〗

l
l
右
ぢ
忙
”
レ
僅
か
な
言
葉
【
歯
頸
】
2
7
ヤ
歯
冠
と
歯
根
と
の
境
界
の
虞
を
い
ふ
。

者
、
郷
飲
酒
義
所
謂
六
十
者
坐
、
五
十
者
立
侍
、
六
十
者
を
吐
く
芳
を
惜
し
む
な
（
惜
し
ま
な
い
で
く
れ
）
。
散
語
【
~
蹴
~
】

2
8や
み
づ
は
。
賊
歯
。
歯
が
落
ち
て
更
に
生

〔
證
記
‘
祭
義
〕
壼
命
歯
―

-
f郷
里
↓
〔
注
〕
歯
者
、

開

以
1

一
年
次
立
若
翌
也
。
＠
同
列
に
立
つ
。
比
三
豆
、
七
十
者
四
豆
、
八
十
者
五
豆
、
九
十
者
六
豆
、
是
に
よ
っ
て
、
自
分
或
は
第
一
二
者
に
、
助
カ
・
鼓
舞
な
ど
を
じ
た
小
さ
い
臨
。
〔
柳
宗
元
、
永
州
雀
中
丞
萬
石
亭
記
〕

肩
す
る
。
〔
韓
愈
、
師
説
〕
巫
瞥
・
栗
師
・
百
エ
之
也
、
必
正
レ
之
者
、
為
二
良
二
時
務
ヮ
農
、
将
レ
闘
1

一
於
證
一
典
へ
る
こ
と
の
出
来
る
場
合
に
、
相
手
に
頼
ん
で
言
ふ
吾
債
生
―
是
州
云
塾
是
野
↓
眉
彪
歯
敲
‘
未
―
―
嘗
知
＞
此
。

人
、
君
子
不
レ
披
°
®
と
し
を
か
ぞ
へ
る
。
馬
の
蜘
至
二
此
農
隙
二
而
教
→
一
之
尊
レ
長
養
ュ
老
、
見

1一
孝
悌
之
道
語
。
〔
南
史
、
謝
眺
傭
〕
眺
好
奨

1一
人
オ
云
會
稽
孔
顕
粗
、
【
歯
展
]
2
9
[
キ
あ
し
だ
。
高
下
駄
の
類
。
高
歯
展
(
1
2—



4
5
3
1
3
 :
 1
1
9
4
)

を

見

よ

。

せ

て

ゐ

る

車

。

〔

枚

乗

、

七

発

〕

鍾

岱

之

牡

、

歯

至

之

車

。

為

「

八

師

1

耳。
G
l
)
c
h
'
i
h
'
s
h
e
'

蝸
牛
な
ど
の
口
中
の
翰
曰
、
公
卿
之
子
為
1

一
冑
子
芦
―
E

‘
太
子
入
レ
學
‘
以
―
一
年
大

【
歯
撃
】
30

ん
キ
恐
怖
の
た
め
に
上
下
の
臨
が
撃
ち
あ
ふ
〔
注
〕
善
日
、
歯
至
之
車
、
未
レ
詳
‘
或
説
日
、
公
羊
傭
日
、
下
部
に
あ
る
帯
状
の
舌
。
面
に
鋭
利
な
細
歯
が
あ
り
、
小
玉
炉
次
、
不
下
以
―
―
天
子
之
子
1

為
礼
上
、
故
云
レ
歯
レ
冑
、

こ
と
。
恐
れ
を
の
の
く
意
。
載
慄
。
〔
東
観
漢
紀
〕
瀧
明
先
診
謂
二
晉
侯
一
日
、
君
馬
歯
至
也
、
言
ぶ
緊
歯
至
馬
一
之
を
以
て
祗
め
て
食
物
を
取
る
。
歯
、
年
也
。

攻
蓋
延
延
輿
戦
陵
之
、
詔
書
努
レ
延
日
、
應
明
夜
畔
、
駕
な
車
也
、
戦
國
策
曰
、
穎
之
歯
至
癸
、
服
―
檻
車
―
而
上

l
-
〖
蜘
舌
間
〗
甜
公
；
〇
歯
と
舌
と
の
あ
ひ
だ
。
又
、
歯
【
歯
長
】

5
7
ャ
＂
ウ
と
し
よ
り
。
年
長
。
長
老
。
〔
管
子
、
八
観
〕

相
去
不
レ
遠
‘
螢
壁
不
レ
堅
、
殆
令
l

―

―

人

歯

欲

―

―

相

撃

↓

太

行

一

也

。

と

舌

と

の

あ

た

り

。

0
言
葉
を
い
ふ
。
口
さ
き
。
〔
世
禁
罰
不
レ
骰
‘
則
歯
長
輯
睦
‘
母
ー
ー
自
生
年
へ
。
〔
後
漢
書
、
申

【
歯
決
】3
1
[＇
歯
で
物
を
食
ひ
き
る
。
〔
礎
、
曲
鐙
上
〕
濡
【
臨
臨
】

4
1
"
多
く
の
石
の
か
ど
の
な
ら
ぶ
さ
ま
。
〔
韓
説
新
語
、
文
學
〕
桓
宣
武
北
征
、
哀
虎
時
従
、
被
レ
責
免
レ
屠
蝠
傭
〕
同
郡
保
邑
‘
深
重
レ
蝠
‘
及
レ
被
一
州
~
辟
柑
五
ざ
譲

肉
歯
決
‘
乾
肉
不
孟
幽
決
↓
〔
疏
〕
濡
‘
涅
也
‘
湮
軟
不
レ
可
ii

愈
‘
柳
州
羅
池
廟
碑
〕
桂
樹
圃
圃
令
‘
白
石
歯
蜘
゜
〔
李
孝
官
、
會
レ
須
―
―
露
布
文
ご
嗅
レ
哀
椅
"
馬
前
―
令
レ
作
、
手
不
レ
之
1

曰
‘
云
云
‘
方
1

一
之
於
邑
↓
以
レ
臨
則
長
‘
以
レ
徳
則
賢
゜

用
レ
手
撃
正
故
用
レ
歯
断
決
而
食
レ
之
、
決
、
猶
レ
断
也
。
〔
孟
光
、
淫
行
詩
〕
巖
花
既
非
非
‘
淫
石
亦
歯
歯
。
綴
レ
筆
、
俄
得
―
―
七
紙
五
殊
可
レ
観
、
東
亭
在
レ
側
、
極
嘆
―
―
其
【
歯
杖
]
5
8
も

5

王
者
か
ら
七
十
歳
の
老
人
に
賜
は
る

子
、
泰
心
上
〕
不
レ
能
三
一
年
之
衷
而
総
・
小
功
之
察
、
放
【
歯
次
】
42

む
年
齢
順
に
な
ら
ぶ
。
又
、
同
列
に
な
ら
ぶ
。
オ
云
衣
虎
云
‘
嘗
区
翌
歯
舌
間
得
＞
利
。
〔
注
〕
王
世
患
云
‘
つ
ゑ
。
王
杖
。
〔
周
禍
、
秋
官
、
伊
誓
氏
〕
共
"
王
之
歯
杖
一

飯
流
獣
、
而
問
レ
鉦
竺
歯
決
ご
走
之
謂
レ
不
レ
知
レ
務
。
〔
集
〔
北
史
‘
雀
浩
博
〕
浩
相
輿
相
歯
次
‘
厚
存
1

一
接
之
↓
此
語
難
レ
解
、
言
下
有
↓
1

此
才
―
而
官
不
レ
利
、
徒
得
二
歯
舌
〔
注
〕
王
之
所
n

―
以
賜
―
―
老
者
一
之
杖
‘
鄭
司
農
云
、
謂
乙
年

注
〕
歯
決
、
留
1

一

断

乾

肉

二

不

敬

之

小

者

也

。

【

歯

疾

】
43

ア
歯
の
疾
病
。
〔
本
事
詩
‘
怨
憤
〕
蓋
以
T

之

間

賛

嘆

1

而
已
LO

七
十
晋
甲
以
ー
ー
王
命
一
受
む
似
者
●
今
時
亦
命
レ
之
為
1

一王

【
歯
頬
】
32

か

歯

と

ほ

ほ

。

韓

じ

て

、

口

舌

の

意

。

〔

李

問

患

―

―

歯

疾

言

口

常

臭

上

故

也

。

【

歯

族

】

53

”
ク
族
に
歯
す
。
一
族
の
者
と
集
っ
た
時
に
杖
工
玄
謂
、
王
制
曰
‘
五
十
杖
―
―
於
家
一
六
十
杖
二
於
郷
ぶ
J

漁
、
間
情
偶
寄
〕
焉
能
附
1

一
三
朝
讀
尾
盃
端
炉
學
士
文
人
【
歯
質
】
44

グ
一
名
、
象
牙
質
。
歯
の
内
部
に
あ
る
黄
白
は
、
年
齢
順
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
坐
席
に
就
く
。
再
十
杖
―
―
於
國
了
八
十
杖
―
―
於
朝
↓
〔
柳
宗
元
、
植
―
―
霊
壽
木
一

之

歯

頬

哉

。

色

の

堅

い

物

質

。

其

の

上

を

‘

歯

冠

は

琺

瑯

質

で

蔽

は

命

の

官

に

任

ぜ

ら

れ

た

者

は

‘

郷

人

と

の

集

會

に

於

て

詩

〕

敢

期

1

一
曲
杖
賜
涵
聯
且
移
1

一
孤
葉
↓

【
蜘
剣
】33
シ
刃
に
隅
れ
る
。
自
到
、
或
は
殺
さ
れ
る
こ
れ
、
歯
根
は
白
要
質
で
蔽
は
れ
て
ゐ
る
。
は
、
年
齢
に
よ
ら
ず
に
上
席
に
坐
る
が
、
一
族
の
者
と
【
~
痛
~
】

5
9
な
は
の
い
た
み
。
鯖
歯
の
い
た
み
。
〔
後

と
を
い
ふ
。
〔
枚
乗
、
上
書
重
諌
―
呉
王
一
文
〕
晒
ぞ
猶
蠅
蛸
【
歯
車
】

4
5
バ
ル
マ
輪
の
ま
は
り
に
歯
を
き
ざ
ん
だ
車
。
の
集
會
に
於
て
は
、
官
位
に
か
か
は
ら
ず
、
年
長
者
の
漢
書
、
五
行
志
一
〕
京
都
婦
女
作
―
―
愁
眉
•
暗
椛
・
堕
馬

之
附
喜
牛
→
腐
肉
之
歯
•
利
剣
い
〔
晉
書
、
烈
女
傭
論
〕
【
歯
譲
】

4
6
.〉
ャ
ヴ
年
齢
を
以
て
譲
る
こ
と
。
長
幼
の
序
を
下
座
に
坐
る
の
が
橙
で
あ
る
。
親
族
内
に
於
て
は
情
を
誓
・
折
要
歩
・
嗣
歯
笑
芦
竺
云
‘
鯖
歯
笑
者
、
若

n一
歯
痛
‘
栗

比
夫
懸
涵
靡
畑
、
歯
レ
剣
如
＞
蹄
、
異
日
齊
レ
風
、
可
1
1

一
守
る
こ
と
。
〔
幡
、
文
王
世
子
〕
将
レ
君
レ
我
、
而
卑
ハ
レ
我
歯
重
ん
ず
る
か
ら
で
あ
る
。
〔
礎
、
祭
義
〕
堂
命
歯
1

一
子
郷
不
―
―
欣
欣
↓

以
徴
揚
千
載
ふ
芍
〔
劉
峻
‘
束
陽
金
華
山
棲
志
〕
卓
岳
界
譲
、
何
也
、
日
、
有
―
―
父
在
面
m
聘
然
‘
然
而
衆
知
"
父
子
之
里
↓
再
命
歯
―
―
子
族
ご
一
命
不
レ
掘
、
族
有
↓
―
七
十
者
盃
守
【
臨
朝
】
601
～
ウ
朝
廷
に
列
す
る
。
〔
韓
愈
、
河
南
府
同
官

岱

生

應

剣

、

揚

子

緊

閣

‘

較

―

―

其

優

劣

者

哉

。

〔

劉

知

道

戻

゜

敢

炭

〔

注

〕

歯

者

、

謂

ぶ

緊

年

吹

立

若

翌

也

。

〔

疏

〕

記

〕

常

時

自

正

幽

朝

之

士

而

上

、

以

及

,
1

下
百
職
事
芦
呂

幾
‘
思
慎
賦
〕
朝
結
レ
閉
而
乗
レ
軒
‘
暮
歯
レ
剣
而
膏
レ
獲
。
【
歯
宿
】
47

タ
ユ
ク
年
が
老
い
る
。
と
し
よ
り
。
宿
は
大
。
謂
下
身
有
―
―
再
命
之
官
な
共
命
既
高
、
郷
人
疏
者
、
雖
―
―
復
闘
二
人
贔
伊
補
、
必
取
,
1

其
良
↓

【
歯
垢
】
34

か
は
く
そ
。
歯
屎
゜
〔
本
草
、
歯
堂
〕
秤
名
、
〔
唐
書
、
李
百
築
博
〕
固
乞
1

一
致
仕
玉
―
帝
嘗
興
偕
賦
,
i
i

帝
京
年
高
ご
小
"
興
レ
之
歯
ご
但
族
親
之
内
、
計
"
長
幼
盃
炉
班
【
歯
徳
]
6
1

ヤ
年
齢
と
徳
行
。
又
、
高
年
と
令
徳
。
〔
孟

歯

垢

゜

慧

歎

―

―

其

エ

一

手

詔

日

、

卿

何

身

老

、

而

才

之

牡

‘

歯

宿

序

LO

子
、
公
孫
丑
下
〕
天
下
有
二
逹
尊
三
↓
爵
一
‘
歯
一
、
徳
一
。

【
歯
根
】
35

予

歯

の

、

歯

槽

内

に

在

る

部

分

を

い

ふ

。

外

而

意

之

新

乎

。

【

蜘

乃

木

】

54

ん
〇
う
ら
じ
ろ
。
山
地
自
生
の
植
物
。
ぜ
ん
〔
故
事
成
語
考
、
老
壽
幼
誕
〕
羨
否
向
年
一
日
二
歯
徳
倶
尊
↓

は
白
要
質
に
蔽
は
れ
、
中
は
象
牙
質
（
歯
質
）
。
【
蜘
序
】
4
8
.
～
ョ
年
齢
の
順
序
。
と
し
じ
ゅ
ん
。
排
行
。
ま
い
に
似
て
堅
＜
、
葉
の
表
は
育
く
‘
裏
面
は
白
い
。
貫
〔
輻
患
全
書
‘
教
養
部
‘
學
規
〕
會
友
止
尊
訟
四
徳
↓

〖
歯
根
浮
〗36
戸
は
の
根
が
う
い
て
動
く
。
歯
が
ぐ
〔
周
礎
、
地
官
、
窯
正
、
正
工
幽
位
云
疏
〕
春
夏
秋
三
時
‘
務
衆
。
山
草
。
格
注
草
。
〔
和
漢
三
オ
圏
會
、
山
草
類
‘
貫
衆
〕
【
歯
入
】

6
2←
レ
下
駄
の
歯
を
入
れ
か
へ
る
こ
と
。
又
、
そ

ら
つ
く
。
老
人
の
徴
。
〔
獣
陽
脩
‘
哭
1

西
孟
笠
詩
〕
此
會
在
二
田
野
一
闘
1

一
於
抽
序
之
節
↓
〔
曹
伯
啓
、
秋
興
亭
詩
〕
按
‘
貫
衆
‘
俗
云
―
―
山
草
「
一
名
臨
桑
‘
一
名
穂
長
‘
一
名
裏
れ
を
業
と
す
る
人
。

天

幸

非

入

謀

砿

蹟

已

白

蜘

根

浮

。

歳

寒

亭

樹

競

1

秋
興
「
名
公
歯
序
相
朝
参
゜
白
、
有
二
大
小
二
種
ぶ
へ
者
葉
長
二
尺
余
、
小
者
一
尺
許
、
【
歯
髭
】
63

～
ノ
は
と
か
み
の
毛
。
又
、
そ
の
様
子
。
〔
列

【
歯
坐
】
3
7
t

年
齢
順
に
す
わ
る
。
歯
次
。
〔
晉
書
、
石
勒
【
蜘
召
】
49

炉
其
の
人
の
債
値
を
認
め
て
召
す
こ
と
。
似
―
蕨
及
狗
脊
盃
叫
葉
柔
薄
‘
面
胄
背
白
、
四
時
不
レ
死
、
埜
子
、
湯
問
〕
外
則
筋
骨
支
節
、
皮
毛
歯
製
、
皆
俣
物
也
。

）
載
記
下
〕
勒
自
輿
↓
―
虚
老
盃
歯
坐
歓
飲
。
〔
曹
植
、
上
―
―
責
レ
射
應
レ
詔
詩
一
表
〕
不
レ
園
、
聖
詔
猥
垂
―
―
幹
三
稜
‘
堅
勁
褐
色
、
根
曲
而
如
レ
紫
、
黒
蹟
若
レ
人
、
家
園
〔
謬
襲
、
挽
歌
詩
〕
歯
髭
行
常
レ
堕
。
〔
白
居
易
、
聞
n

一
行
簡

紐
【
歯
座
】
38

c
h
'
i
h
3
 tsuo• 

あ
ご
。
顎
。
歯
旦
〔
宋
書
、
謝
晦
傭
〕
童
推
レ
之
目
、
猥
荷
蜘
召
一
中
植
レ
之
不
レ
育
、
｛
貫
山
草
也
、
歯
染
・
穂
長
・
裏
白
之
名
、
恩
―
―
賜
章
服
一
喜
成
長
句
ー
寄
レ
之
詩
〕
歯
製
恰
同
知
命

3

【
歯
槽
】
39

か
歯
根
の
は
ま
つ
て
ゐ
る
顎
骨
の
穴
。
【
蜘
切
】
50

↑
り
は
ぎ
し
り
。
は
が
み
。
歯
軋
。
皆
撮
―
―
形
状
一
以
飾
―
―
元
旦
嘉
祝
一
之
物
、
蓋
取
―
―
長
生
不
歳
、
官
衡
倶
是
客
曹
郎
。

【
歯
算
】
4
0
8

ノ
よ
は
ひ
。
と
し
。
年
齢
。
年
歯
。
春
秋
。
【
歯
雪
】
51

予
歯
が
雪
の
や
う
に
白
い
こ
と
。
〔
江
穂
、
老
之
義
―
乎
。
●
羊
歯
類
に
隔
す
る
植
物
の
総
稲
。
【
臨
釜
]
6
4

か
マ
つ
ば
の
あ
る
か
ま
。
利
釜
゜

8
 
8
 
⑭
〔
顔
延
之
、
緒
白
馬
賦
〕
歯
算
延
長
、
臀
債
隆
振
。
〔
注
〕
優
填
像
銘
〕
眸
雲
臨
雪
、
月
貌
金
容
。
【
歯
代
】

5
5
7
車

の

損

料

。

【

歯

吻

】

65

ジ
歯
と
口
先
。
〔
韓
非
子
、
顕
學
〕
猜
―
―
歯
吻
一

善

日

、

鄭

玄

儀

礎

注

日

、

算

、

藪

也

。

【

蜘

舌

】

52

予
〇
歯
と
舌
゜
〔
文
同
、
大
熱
過
1

一
散
闊
一
因
【
歯
冑
】
56

が
皇
太
子
が
學
校
に
於
て
、
身
分
に
よ
ら
形
容
‘
伯
栗
不
レ
能
和
5

必
＞
馬
。

)
[
歯
至
】
紺
ク
年
齢
が
多
く
な
っ
た
。
年
齢
が
多
い
。
歯
寄
1

一
里
中
友
人
一
詩
〕
喉
鼻
喘
不
レ
接
‘
歯
舌
津
隈
涸
°
〇
ず
‘
年
齢
に
よ
っ
て
、
他
の
學
生
の
間
に
坐
位
を
定
め
【
歯
並
】
66

↑
｀
臨
の
な
ら
ぴ
。
曲
列
。

郊

至

馬

を

見

よ

。

言

葉

を

い

ふ

。

と

り

ざ

た

。

賞

讚

。

又

‘

誹

謗

゜

〔

柳

宗

る

こ

と

。

冑

は

‘

冑

序

‘

學

校

。

冑

序

(
9
|
2
9
3
4
9
 :
 4
)

【
歯
磨
】
6
7
i
ガ
キ
歯
磨
粉
の
略
。

3
 

ぽ
〖
歯
至
馬
〗
笠
巧
年
齢
の
多
い
馬
。
強
壮
な
馬
。
又
、
元
‘
答
―
―
草
中

i竺
論

1師
道
一
書
〕
宗
元
白
‘
辱
書
云
‘
欲
一
を
見
よ
。
一
説
に
、
冑
は
‘
胄
子
、
公
卿
の
長
子
。
〔
王
融
‘
[
歯
薬
】

6
8炉
掘
の
く
す
り
。
は
ぐ
す
り
。
〔
束
京
夢
華

85

老
齢
の
馬
。
歯
至
之
車
を
見
よ
。
相
師
五
僕
道
不
レ
篤
、
業
甚
漫
近
‘
環
―
―
顧
其
中
ご
否
見
―
-
―
二
月
三

H
曲
水
詩
序
〕
出
一
細
羅
竺
而
問
レ
竪
、
入
―
―
虎
閤
1

録
、
三
、
大
内
西
右
摘
門
外
街
巷
〕
賣
工
臨
槃
↓

69

⑭
〖
歯
至
之
車
〗
如
わ
幻
歯
至
馬
（
強
牡
な
馬
）
に
引
か
可
レ
師
者
→
云
云
、
平
居
望
外
‘
遭
ふ
血
舌
示
＇
レ
少
‘
掲
訣
レ
而
歯
レ
胄
゜
〔
注
〕
善
日
、
云
云
、
其
歯
―
―
於
學
一
之
謂
也
、
【
歯
老
】

6
9炉
と
し
よ
る
。
年
老
。
〔
史
記
‘
晉
世
家
〕
1
3

|

_

|

 

歯

部

歯

0
九
七



(48583・ ・70) (48587・ ・4) 

猷
公
笑
日
‘
馬
則
吾
馬
‘
歯
亦
老
芙
゜

【
脳
力
】
10

加
ヨ
？
年
齢
と
粒
力
。
〔
唐
書
‘
宗
室
宰
相
‘
李

夷
簡
博
〕
穆
宗
立
‘
云
云
‘
夷
簡
請
レ
老
、
朝
廷
謂
‘
夷
簡

臨
力
可
レ
任
、
不
レ
聰
゜

【
歯
輪
】
71

ク
は
ぐ
る
ま
。
歯
車
。

【
歯
冷
】
ヵ
ヤ
つ
め
た
く
あ
っ
か
ふ
。
冷
遇
す
る
。
見

さ
げ
る
。
〔
南
史
‘
孝
義
上
‘
架
預
側
〕
此
事
、
人
笑
―
―
堵

公
云
ぎ
今
蜘
冷
、
無
レ
為
二
効
尤
一

【
歯
歴
】
7
3
]
キ
年
齢
。
〔
顔
延
之
‘
緒
白
馬
賦
〕
歯
歴
雖
レ

衰
、
而
藝
美
不
レ
式
。
〔
注
〕
銑
曰
‘
椒
歴
、
年
也
。

【
歯
列
】
74

い
／
は
な
み
。
又
‘
臨
並
の
や
う
に
同
等
に
な

ら
ぶ
こ
と
。
同
列
。
〔
史
記
‘
陳
杞
世
家
〕
小
不
レ
足
―
―
歯

列
一
弗
訟
贖
也
。
〔
漢
書
‘
貨
殖
博
〕
又
況
掘
レ
家
博
掩
‘
犯
レ

姦
成
に
晶
‘
曲
叔
•
稽
径
・
碓
築
成
之
徒
、
猶
復
歯
列
、
傷
レ

化
敗
レ
俗
、
大
乱
之
道
也
。
〔
注
〕
師
古
日
、
身
為
1

一
罪
悪
四
尚

復
呉
善
良
之
人
砿
い
歯
並
列
。
〔
後
漢
書
‘
左
雄
博
〕
其

不
訟
腔
法
禁
「
不
レ
式
1

一
王
命
盃
瑣
レ
之
終
身
、
雖
レ
會
―
―
赦

令
云
＇
レ
得
幽
列
↓

【
臨
録
]
7
5

予
〇
牧
録
す
る
。
〔
晉
書
‘
王
濱
博
〕
濱
有
―

二
孫
函
四
レ
江
不
レ
見
,
,
歯
録
↓
〔
北
史
、
齋
文
襄
帝
紀
〕
文

襄
請
‘
藷
動
灼
然
‘
未
レ
蒙
―
―
歯
鋒
一
者
‘
悉
求
二
施
賞
↓
〔
魏

書
‘
劉
文
嘩
雙
世
祖
太
武
皇
帝
巡
レ
江
之
日
、
時
年
―
―

歳
‘
云
云
、
似
臣
年
生
不
レ
亙
歯
鋒
↓
●
同
時
に
科

學
試
験
に
合
格
し
た
者
が
、
相
互
の
姓
名
・
年
齢
・
貫
籍

及
ぴ
一
二
代
の
父
祗
の
名
を
印
刻
し
た
冊
子
。
登
録
。
〔
本

事
詩
、
嘲
戯
〕
身
名
已
蒙
1

蜘
諜
竺
抱
笏
未
レ
復
―
―
牙
緋
↓

【
歯
論
】
76

テ
ロ
先
だ
け
の
議
論
。
〔
欺
陽
脩
‘
回
―
―
王

含
人
成
啓
〕
匪
レ
期
幽
論
爺
録
疎
頑
一

【
不
レ
歯
】
77

ぞ

O
古
、
年
齢
の
順
序
で
戸
籍
簿
に
録
し

た
か
ら
、
不
レ
歯
は
戸
籍
に
牧
録
し
な
い
こ
と
を
い
ふ
。

〔
書
、
禁
仲
之
命
〕
降
霊
叔
干
庶
人
―
―
云
一
年
不
レ
歯
゜

〔
博
〕
―
二
年
之
後
、
乃
歯
録
、
封
為
霞
侯
↓

0
年
齢
の
順

に
よ
っ
て
坐
席
を
定
め
る
時
、
其
の
人
の
年
齢
か
ら
す

れ
ば
嘗
然
据
ゑ
ら
れ
る
べ
き
位
置
に
、
遠
慮
し
て
坐
ら

ぬ
こ
と
。
又
は
‘
坐
ら
せ
ら
れ
な
い
こ
と
。
後
者
か
ら

韓
じ
て
、
人
を
同
列
に
あ
つ
か
は
な
い
こ
と
。
問
題
に

し
な
い
こ
と
。
〔
證
、
王
制
〕
凡
執
レ
技
以
事
レ
上
者
、
不
レ

応
事
‘
不
レ
移
蒼
、
出
螂
不
1

一
卑
ハ
レ
士
臨
↓
〔
注
〕
賤
也
、

於
箕
郷
中
厠
歯
、
親
履
也
。
〔
係
希
旦
集
解
〕
歯
‘

謂
知
翌
年
歯
―
為
＊
坐
次
上
也
。

歯

部

歯

酋

【
没
レ
歯
]
7
8

セ
ウ
ス
命
が
終
る
。
終
レ
身
。
〔
論
語
、
憲
問
〕

奪
伯
氏
耕
邑
三
百
「
飯
疏
食
ぶ
竪
歯
無
,
1

堡
―
只
〔
集

注
〕
歯
、
年
也
。
〔
陸
機
‘
豪
士
賦
序
〕
守
レ
節
没
レ
歯
‘
忠

莫
玉
至
レ
焉
。

〖
没
レ
歯
無
レ
用
〗
1
9
し
[
?
い
[
雰
デ
生
涅
官
途
に
採
用

し
な
い
。
〔
後
漢
書
‘
章
帝
紀
〕
（
元
和
三
年
）
詔
日
‘
云

云
、
一
人
犯
レ
罪
‘
禁
至
さ
面
空
莫
レ
得
』
,
,
垂
レ
櫻
任
―
―
宦
王

朝
ぶ
如
有
二
賢
オ
ニ
而
液
レ
歯
無
レ
用
‘
朕
甚
憐
レ
之
、
非
q

所

謂
輿
レ
之
更
始
一
也
‘
諸
以
孟
即
妖
亜
竺
禁
錮
者
、
一
皆
躙
ニ

除
之
↓

[
不
レ
見
レ
歯
】
80

？
石
ザ
ズ
ロ
を
あ
け
歯
を
出
し
て
笑
は

な
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
證
、
檀
弓
上
〕
高
子
皐
之
執
1

年親

之
喪
也
‘
泣
血
三
年
‘
未
1

一
嘗
見
＞
歯
゜
〔
注
〕
言
q

笑
之
微
↓

【
歯
如
砿
犀
―
】
82

在
ノ
コ
サ
ぅ
歯
な
ら
ぴ
の
美
し
い
さ

ま
。
狐
厘
は
ゆ
ふ
が
ほ
の
さ
ね
。
〔
詩
‘
衛
風
‘
碩
人
〕
領

如
蛸
蜻
歯
如
狐
犀
↓
〔
博
〕
狐
犀
‘
狐
璃
゜
〔
集
博
〕
視

犀
狐
中
之
子
‘
方
正
潔
白
‘
而
比
次
整
齊
也
‘
云
云
‘
此

章
言
1

一
其
容
貌
之
美
↓

【
歯
如
↓
―
齊
貝
―
】
83

ぞ
ペ
イ
バ
イ
ノ
そ
ろ
つ
て
並
ん
だ
貝
の

や
う
に
歯
拉
の
よ
い
こ
と
。
〔
荘
子
、
盗
拓
〕
唇
如
激

．
丹
「
歯
如
齊
貝
↓

【
歯
堕
舌
存
】

84:；
？
堅
剛
な
も
の
よ
り
も
却
つ

て
柔
弱
な
も
の
が
永
く
存
績
す
る
喩
。
〔
説
苑
‘
敬
慎
〕

韓
平
子
問
―
―
於
叔
向
ー
曰
‘
剛
卑
ハ
レ
柔
執
堅
、
封
日
、
臣
年

八
十
芙
‘
歯
再
堕
‘
而
舌
尚
存
、
老
睛
有
レ
言
、
天
下
之
至

柔
、
馳
―
聘
乎
天
下
之
至
堅
↓

【
歯
亡
舌
存
】
邸
〔
タ
ホ
＂
戸
剛
な
る
も
の
は
先
づ
破
れ
‘

柔
な
る
も
の
は
永
く
存
す
る
喩
。
臨
散
舌
存
を
見
よ
。

〔
説
苑
‘
敬
慎
〕
（
常
樅
）
張
―
―
其
ロ
一
而
示
q

老
子
一
日
、
吾
舌

存
乎
‘
老
千
曰
‘
然
‘
吾
歯
存
乎
‘
老
子
日
‘
亡
‘
常
樅
日
、

子
知
レ
之
乎
‘
老
子
日
‘
夫
舌
之
存
也
、
登
非
レ
以
,
,
其
柔
―

耶
‘
歯
之
亡
也
、
登
非
レ
以
,
,
其
剛
―
耶
‘
常
樅
日
、
嗜
是

已
、
天
下
之
事
已
盛
矢
゜

【
歯
白
唇
紅
】
86

c
h
'
i
h
3
 
p
a
i
'
c
h
'
u
e
n
2
 
h
u
n
g
'

歯
は

白
く
唇
は
紅
い
。
美
人
の
形
容
。

【
歯
敵
舌
存
】

8
1
1古
ざ
剛
な
る
も
の
は
先
づ
破
れ
、

柔
な
る
も
の
は
永
く
存
在
す
る
喩
。
老
子
の
教
。
敗
は

又
‘
弊
に
作
る
。
歯
亡
舌
存
。
〔
淮
南
子
、
原
道
訓
〕
蜘

堅
二
於
舌
盃
皿
先
レ
之
散
。
〔
孔
叢
子
、
抗
志
〕
歯
堅
剛
‘
卒

盛
相
磨
‘
舌
柔
順
、
終
以
不
レ
弊
゜
〔
顔
氏
家
訓
‘
勉
學
〕

〔
―
|
―
一
聾
〕

胤

紙

訛

歯
の
音
。
〔
集
韻
〕
臥
‘
歯
磐
゜

冨

】

亨

〔
集
韻
〕
普
八
切
闘

ヽ
ソ

ノハ
チ 璽
●
昌 〔

集
韻
〕
初
問
切
醒
四

〔
集
韻
〕
恥
問
切
誼
〖
―

日

訛
(
1
2
|
 4
8
5
8
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
飢
、
同
レ

枇
゜
口
戸
か
け
ば
。
〔
集
韻
〕
胤
‘
毀
倣
也
。

【

IL】亨
曰ピン
□
ソ
ン

国
ト
ン

●

1
昌

【酋】岬
シ

歯
(
1
2
-
4
8
5
8
3
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
酋
、
古
文
臨
字
。

歯
弊
舌
存
‘
含
レ
垢
誡
レ
疾
゜

【
予
レ
歯
去
レ
角
博
レ
翼
痢
足
】
88

芯
”
ぢ
炉
り
認
バ
ク
天

は
公
平
で
、
一
者
だ
け
を
特
に
愛
す
る
こ
と
は
な
い
。

牙
を
輿
へ
た
も
の
に
は
角
を
興
へ
ず
‘
翼
を
卑
ハ
ヘ
た
も

の
に
は
足
を
二
本
し
か
輿
へ
な
い
と
い
ふ
意
。
〔
漢
書
‘

蓋
仲
舒
債
〕
夫
天
亦
有
レ
所
二
分
予
玉
予
―
み
孟
四
者
、
去
―
―

其
角
云
匹
1

其
翼
1

者
、
雨
1

一
其
足
「
是
所
レ
受
大
昔
、
不
レ

得
レ
取
レ
小
也
。

【
歯
之
亡
也
登
非
レ
以
二
其
剛
―
耶
】
89

窃
は
は
デ
[

E

勺

歯
が
亡
ぴ
落
ち
る
の
は
‘
そ
の
性
質
が
堅
剛
だ
か
ら
で

あ
る
。
剛
強
な
人
は
傷
つ
き
亡
ぴ
易
い
と
誡
め
た
語
。

歯
堕
舌
存
(
8
4
)

・
歯
亡
舌
存
(
8
5
)

・
歯
敗
舌
存
(
8
7
)
を

参
看
せ
よ
。
〔
説
苑
‘
敬
恨
〕
（
常
樅
）
張
―
―
其
ロ
一
而
示
―
―

老
子
1

日
‘
吾
舌
存
乎
‘
老
子
日
、
然
‘
吾
歯
存
乎
‘
老
子

日
‘
亡
‘
常
樅
日
、
子
知
レ
之
乎
‘
老
子
日
‘
夫
舌
之
存
也
‘

登
非
レ
以
其
柔
耶
‘
歯
之
亡
也
‘
登
非
レ
以
―
―
其
剛
一
耶
‘

常
樅
曰
‘
嗜
是
已
、
天
下
之
事
已
圭
芸
芙
。

し
＇
小
日
口
曰
囲

0
歯
が
ぬ
け
か
は
る
。
男

荼
女
七
八
歳
の
頃
に
、
初
生
の
歯
が
毀

出閾
れ
脱
け
て
新
掘
が
生
え
る
。
又
‘
其
の
か
は
る
前

の
歯
。
か
け
ば
。
み
そ
っ
ぱ
。
〔
説
文
〕
訛
‘
毀
臨

也
、
男
八
月
生
レ
歯
、
八
歳
而
訛
‘
女
七
月
生
レ
歯
、

七
歳
而
訛
‘
八
↓
1

歯
ヒ
↓
〔
繹
名
、
繹
長
幼
〕
訛
‘
洗

也
、
毀
二
洗
故
歯
盃
茫
炉
新
也
。
〔
集
韻
〕
訛
‘
毀
歯

也
。
●
い
と
け
な
し
。
こ
ど
も
。
歯
の
ぬ
け
か
は

る
年
頃
。
幼
時
。
幼
年
。
〔
左
氏
、
博
、
五
‘
鶉
之
責

貰
、
注
〕
童
訛
之
子
。
〔
列
子
、
湯
問
〕
有
遣
男
五
叩

訛
゜
〔
後
漢
書
‘
皇
后
下
‘
闇
皇
后
傭
〕
年
皆
童
訛
゜

轡
或
は
胤
(
1
2
-
4
8
5
8
5
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
訛
‘

或
作
レ
胤
゜

蘭
會
意
。
歯
と
七
と
の
合
字
。
七
は
化
の
本
字
で
、
か

は
る
意
。
故
に
歯
と
合
し
て
、
初
生
の
歯
が
七
八
歳
に

な
つ
て
抜
け
か
は
る
意
を
表
は
し
、
又
、
そ
の
抜
け
か

は
る
前
の
歯
‘
か
け
ば
•
み
そ
つ
ば
の
意
を
表
は
す
。
字

解
を
見
よ
。

【
訛
歯
】
1

~

／
歯
が
ぬ
け
か
は
る
。
〔
韓
詩
外
傭
‘
一
〕

女
七
月
生
レ
歯
‘
七
歳
而
訛
歯
゜

【
It皆
】
2

和
5

幼
年
を
い
ふ
。
訛
は
抜
け
代
り
か
け
て

ゐ
る
乳
歯
。
岩
は
垂
れ
下
っ
た
炭
、
小
兒
の
製
。
〔
溢
岳
‘

楊
仲
武
誅
〕
子
之
湛
レ
問
‘
曾
未

l-It岩
↓
〔
注
〕
良
曰
‘
批
‘

毀
歯
也
‘
習
、
総
髭
也
。

【
It餡
】
3

記
抜
け
代
り
か
け
て
ゐ
る
乳
歯
゜
誤
つ
て
、

抜
け
か
は
つ
て
生
え
て
間
も
な
い
歯
の
意
に
用
ひ
る
。

訛
と
餡
と
同
義
。
轄
じ
て
‘
幼
年
を
い
ふ
。
餡
訛
(
1
2
|

4

 

8
6
3
1
 :
 3
)

に
同
じ
。
〔
左
思
‘
悼
レ
離
贈
I

レ
妹
詩
〕
穂
角
岐

疑
‘
船
訛
夙
成
、
比
徳
古
烈
「
異
レ
代
同
レ
瞥
゜

【
枇
童
】
4

屁
歯
の
ぬ
け
か
は
る
と
し
ご
ろ
の
こ
ど

【訛】蜘
□
シ
ン

國
チ
ン

ロロ
シソシ
ンンン

集
韻
〕
初
観
切
fヽJ. 

集
韻
〕
楚
引
切

集
韻
〕
丑
忍
切

〔
集
韻
〕
初
筆
切

罷極呈國両~. 

1
0
九
八

13694 
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歯

部

〔
ニ
ー
四
鵞
〕

計

甜

勧

鯰

訓

馳

計

罰

配

航

納

鮒

斬

1
0
九
九

§

、

小

日

□

0
か
む
。
か
じ
る
。
も
と
観
(
1
2

豪

ー

4
8
6
0
6
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
齢
、
本

山
閾
〇

作
レ
貶
゜
〔
説
文
〕
貶
‘
悩
也
、
炊
レ
歯
代
臀
゜
〔
饒
‘
曲

碍
上
〕
庶
人
齢
レ
之
。

O
人
名
。
〔
正
字
通
〕
齢
‘

人
名
、
胡
齢
。
〔
孟
子
‘
梁
悪
玉
上
〕
臣
聞
二
之
胡

卜
7
J

O

 

止一
【
粒
眈
]
1

認
か
ま
き
り
。
蟷
螂
の
異
名
。
一
に
範
肱

に
作
る
。
齢
肱
(

4

)

を
見
よ
。
〔
廣
雅
‘
繹
晶
〕
轍
眈
‘
蜻
娘

也。
【
範
鮫
]
2

勾
か
じ
る
。
騎
駐
。
〔
婢
雅
‘
秤
獣
〕
朕
‘
云

云
、
所
レ
過
狼
藉
披
攘
、
木
賓
未
“
熟
、
輻
齢
鮫
投
注
。

【
饒
其
】
3

や
，
ま
め
が
ら
を
か
む
。
〔
方
回
、
偶
亦
夜
坐

用
前
韻
詩
〕
齢
其
老
馬
厩
中
響
‘
諏
燭
庭
蛾
窟
外
飛
゜

【
較
超
】
4

芦
か
む
。
〔
蘇
献
‘
人
参
詩
〕
上
華
無
砲
衷

配
醤
圭
空
根
祗
↓

【
齢
肱
】
5

芦
か
ま
き
り
。
蝠
螂
の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
繹

晶
‘
莫
貌
蟷
螂
鉾
‘
疏
〕
繹
日
‘
莫
猜
、
一
名
蟷
娘
‘
一
名

鉾
‘
云
云
‘
江
束
呼
為
1

一
石
娘
一
又
名
二
齢
肱
↓

【
齢
咋
】
6
"
9

か
む
。
か
み
つ
く
。
〔
淮
南
子
、
脩
務
訓
〕

霰】亘
圃口日
コゲケゴコ
ッチッチッ

〔
集
韻
〕
羹
結
切

〔
集
韻
〕
恨
渇
切ノr亡

闇酎団

冒
●
昌

冨】尋芍ヨ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
臨
‘
-
]
日
居
。

盲】螂
シ
ン

訛
(
1
2
-
4
8
5
8
7
)

の
識
字
。
〔
字
彙

補
〕
計
‘
訛
論
字
。

も
。
七
八
歳
の
小
兒
。
童
訛
。
〔
東
観
漢
紀
〕
耽
嵩
履
―
―

清
高
之
節
「

It童
時
‘
介
然
特
立
‘
不
レ
随
二
於
時
↓

小
口
口
歯
の
あ
ら
は
れ
た
さ
ま
。
或
は

午品
薗

策

罰

(
1
2
|
 4
8
5
9
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕

計
幽
見
兒
、
八
レ
曲
干
臀
゜
〔
集
韻
〕
計
‘
或
八
レ

升
。
国
餞
計
は
‘
歯
の
正
し
く
な
い
さ
ま
。
〔
字

彙
〕
計
‘
賤
軒
、
歯
不
レ
正
貌
。

ガ
ン

日
ゲ
ン

盲
】
螂
戸クヴ
ン

ゲ
ン

国

圃誌

安
栗
〕
戸
版
切
涸

〔
集
韻
〕
語
櫃
切

〔
集
韻
〕
雅
版
切

●
は
ぐ
き
の
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
馳
‘
歯
断
兒
。

O
か

む
。
或
は
齢
(
1
2
-
4
8
6
1
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
馳
‘

臨
留
謂
乏
鰊
或
炊
恰
。

O
齢
(
1
2
-
4
8
5
9
0
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
馳
‘
齢
字
之
識
。

冨
}
】
亨
[
〔
集
韻
〕
陳
知
切
図

【
訓
】
螂
＂
い
討
[
]
が

7
]子ー
に
〗

7
)

の
俗
字
。
〔
字
正
通
〕
紬
‘
俗
嗜
字
。

ケ
ッ

冨】螂
ケ
ッ

齢
(
1
2
-
4
8
5
9
0
)
に
同
じ
。
〔
錮
宝
輝

手
鑑
〕
勧
、
同
レ
勧
。

齢
咋
足
1

和
溢
炉
肌
砕
＞
骨
゜
〔
注
〕
咋
、
醤
也
。

【
齢
嘆
】
7

釘
か
む
。
か
み
つ
く
。
〔
晉
書
、
孔
担
側
〕
今

六
軍
誡
栽
‘
水
陸
齊
攣
‘
熊
罷
甥
躍
‘
配
嘆
争
レ
先
。

[
齢
映
】
8

[

／
か
み
つ
い
て
く
ら
ふ
。
〔
夢
淫
筆
談
、
異

事
〕
懐
中
常
置
二
鉗
餌
錨
雖
レ
射
1

一
貴
官
「
遇
レ
飢
亦
便
齢
咲
゜

【
齢
呑
】
，
げ
物
を
食
ふ
に
哨
ま
な
い
で
呑
む
こ
と
。

〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
齢
呑
者
、
八
窮
而
卵
生
、
細
哨
者
、

九
窮
而
胎
生
。

日
か
む
。
か
じ
る
。
か
み
つ
づ
け
る
。
〔
集
韻
〕

訥
、
悩
也
。
〔
六
書
故
〕
納
、
茄
哨
不
レ
綴
。
口

酷
納
は
‘
臨
の
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
訥
、
顧
訥
、
歯

動
兒
。
冨[]齊

ダプ
ナ
ブ

口
ダ
ブ
ネ
ょ
フ

口

〔
集
韻
〕
呪
治
切

〔
集
韻
〕
諾
盆
切

臨函

か
む
。
〔
篇
海
〕
凱
‘
留
也
。

7
 

貸

】

碑

琴

〔

篇

海

〕

胡

郎

切

隠

日

口

O
肥
飢
は
‘
歯
の
出
た
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
肥
、

記
鮒
‘
歯
出
也
。

O
歯
が
正
し
く
な
い
。
〔
字
槃
〕

配
‘
歯
不
レ
正
也
。

r—―呵

肥......... 
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ロロ
ベハヘハ

〔
集
韻
〕
歩
化
切

〔
集
韻
〕
邦
加
切

圃醒
湧

〔
集
韻
〕
語
慨
切
恥

〔
集
韻
〕
語
冤
切
写
叫

日
口
歯
の
あ
ら
は
れ
た
さ
ま
。
計
（
1
2
-
4
8
5
9

4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
計
、
露
歯
兒
、
或
作
レ
馴
゜

国
歯
が
あ
ら
は
れ
る
。
郎
(
1
2
-
4
8
6
2
6
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
歯
露
也
、
或
炊
レ
升
゜

盲

】

亨

ロロピl
ゲゴゲゲガ
ンンンンン

〔
集
韻
〕
雅
版
切

＇且

図yin' 
圏極諭

〔
集
韻
〕
忍
善
切
囮

〔
集
韻
〕
語
寛
切
写
幽

-
〔
康
熙
字
典
〕
苦
本
切
詞

小

日

0
は
ぐ
き
。
歯
の
根
の
肉
。
或
は

>
 薮
腿
(
1
2
-
4
8
6
4
9
)
・

顧
(
1
2
-
4
8
6
6
8
)

止幽
に
作
る
。
〔
説
文
〕
断
、
歯
本
肉
也
、
八
レ
歯
斤
臀
゜

〔
集
韻
〕
斬
、
或
炊
レ
艮
、
ハ
ヒ
―
―
―
口
。
〔
急
就
篇
、
三
〕
鼻

口
唇
舌
断
牙
歯
゜
〔
注
〕
断
‘
歯
根
肉
也
。
●
断
断

は
‘
歯
を
む
き
出
し
て
あ
ら
そ
ふ
さ
ま
。
〔
史
記
、

魯
世
家
論
賛
〕
沫
河
之
間
‘
断
斬
如
也
。
〔
注
〕
集
解

日
‘
徐
廣
曰
‘
斬
斬
‘
是
闘
争
之
貌
。
口
斬
斬
は
‘
辮

冨】岬
国因国固曰□ 日
コゲネゼコキギゲガゴギ
ンンンンンンンンンンン

〔
集
韻
〕
口
謹
切

〔
集
韻
〕
牛
閑
切

〔
集
韻
〕
擬
引
切

〔
集
韻
〕
魚
斤
切／ -r 

□

0
鮒
嗣
・
鑢
斬
は
、
歯
が
た
ひ
ら
で
な
い
。
歯

が
た
だ
し
く
な
い
。
〔
集
韻
〕
術
‘
軒
麟
‘
歯
不
レ

正
。
〔
正
字
涌
〕
駈
‘
輯
扇
、
臨
不
レ
正
。
●
贅
駈
は
‘

人
の
言
葉
を
き
き
い
れ
な
い
。
〔
正
字
通
〕
鮒
、

不
レ
認
入
語
―
曰
努
軒
↓
〔
唐
書
、
元
結
博
〕
能

學
督
鮒
、
保
に
示
而
全
レ
家
。
〇
も
と
牙
(
7
ー

1
9

9
0
9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鮒
、
一
説
、
本
作
レ
牙
゜

口
鮪
斬
は
‘
歯
が
ぴ
っ
た
り
あ
は
な
い
。
〔
集
韻
〕

斬
、
鮪
計
‘
歯
不
相
値
一

[
厭
鯖
】
1

”
曲
が
正
し
く
な
い
。
〔
集
韻
〕
蔚
‘
鮒
鯖
‘
歯

不
レ
正
。

曰
ク

599 

ガロゲ

盲】
48

〔
集
韻
〕
魚
駕
切

〔
集
韻
〕
牛
加
切／ -Y
 
麗克圏
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入

3
カ
イ
〔
集
韻
〕
下
介
切
、
圏

冨
】
碑
ガ
イ
T
一
せh

s
i
e
h
•

冨

】

螂

キ

＂

戸

口

°
5
)

の
古
字
。
〔
集
韻

日
口
〇
舌
の
病
。
〔
玉
篇
〕
齢
‘
舌
病
°
●
牛
の
舌

の
病
。
衿
(
7
-
1
9
9
5
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
衿
、
説

文
‘
牛
舌
病
、
或
炊
レ
歯
。

0
か
な
し
む
。
〔
廣
雅
‘

繹
詰
一
〕
齢
‘
哀
也
。

キ
ン
コ
ン

日そ国

【

齢

】

岬

キ

ンコ
ン

〔
字
彙
〕
巨
金
切

〔
集
韻
〕
巨
禁
切

陳囮

争
の
さ
ま
。
蜘
を
む
き
出
し
て
い
ひ
あ
ふ
さ
ま
。
或

は
咄
(
2
ー

4
2
7
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
斬
、
斬
斬
、
半

訟
也
、
或
作
レ
澗
。
国
犬
の
争
ひ
。
或
は
折
(
7
ー

2
0
2

8
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
斬
‘
犬
弔
謂
二
之
斬
苓
収
炊
レ

犬
。
固
は
ぐ
き
。
〔
集
韻
〕
斬
、
口
上
肉
。
国
因

わ
ら
ふ
。
鯖
(
1
2
-
4
8
7
2
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
餡
、

博
雅
‘
笑
也
‘
或
作
レ
斬
。
田
歯
の
あ
ら
は
れ
る

さ
ま
。
又
、
か
む
。
〔
康
煕
字
典
〕
斬
‘
苦
本
切
、
音

梱
‘
歯
見
貌
‘
一
日
‘
醤
也
。

【
斬
鰐
]
1

が
ク
は
ぐ
き
。
曲
麒
゜
〔
柳
宗
元
‘
燐
嘉
滋
竺

記
〕
石
皆
説
然
臨
峻
流
玉
若
―
―
頬
頷
斬
鰐
↓

【
断
断
】
2

咋，クタ

O
僻
争
の
さ
ま
。
斬
は
曲
の
肉
。
歯

ぐ
ぎ
を
む
き
だ
し
て
争
ふ
さ
ま
を
い
ふ
。
〔
集
韻
〕
斬
‘

断
斬
、
半
訟
也
。
〔
史
記
、
魯
世
家
論
贄
〕
余
聞
、
孔
子
謡

日
‘
甚
芙
魯
道
之
衰
也
‘
沫
洒
之
間
、
斬
斬
如
也
。
〔
注
〕

集
解
日
、
徐
廣
日
‘
断
断
‘
是
闘
手
之
貌
。

O
怒
り
嫉
む

さ
ま
。
〔
漢
書
、
劉
向
博
〕
朝
臣
斬
断
‘
不
レ
可
―
―
光
禄
動
一

何
邪
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘
斬
斬
、
念
嫉
之
意
也
。
「
骨
也
。

【
斬
骨
】
3

↓
ク
か
む
骨
。
歯
を
い
ふ
。
〔
説
文
〕
歯
‘
口
斬

歯

部

〔
四
ー
ー
五
豊
〕

9

鮫
(
1
2ー

4
8
6
5
3
)

に
同
じ
。
〔
龍
寵

霰
】
郷
ガ
ウ
手
鑑
〕
歓
‘
同
飯
゜

霰
】
[
シ
ン

批
(
1
2
|

4

器
8
7
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
歓
、
同
レ
批
゜

冨
i

】
亨

歯
が
そ
ろ
つ
て
ゐ
な
い
。
〔
川
篇
〕
餅
‘
歯
不
レ
齊

也。

ゲガ
ンン

〔
川
篇
〕
五
板
切

園

【
観
】
〗
鯨
(
1
2
1
 48
5
9
0
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
飢
、
本
作
レ
船
。

コ
ッ

冨

】

年

カ

イ

"

[

り

[

O
本
字
。
〔
正
字

【
齢
】
蜘
ヵ
ィ
"
[
□
[
"
)
に
同
し
，
「
川

＼
小
●
上
下
の
菌
が
相
摩
切
す
る
。
歯
が

↑
 豪
き
し
る
。
〔
説
文
〕
齢
、
歯
相
切
也
、
ハ
レ

山

WJJ

蜘
介
臀
。
〔
段
注
〕
謂
二
上
下
歯
緊
相
摩
切
↓
●
は

ぎ
し
り
す
る
。
歯
を
鳴
ら
す
。
〔
一
切
経
音
義
、

十
四
〕
齢
、
鳴
レ
掘
也
。
参
い
か
る
。
は
ぎ
し
り
し

て
怒
る
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
―
-
〕
齢
、
怒
也
。
〔
玉
篇
〕

齢
‘
縣
齢
者
、
切
レ
拙
怒
也
。
R
ふ
れ
あ
ふ
。
上
下

の
歯
が
ふ
れ
あ
ふ
。
又
、
其
の
慮
゜
〔
正
韻
〕
齢
、
蜘

齢
、
歯
上
下
相
抵
慮
゜
R
不
揃
ひ
。
不
齊
゜
〔
周
膿
、

考
工
記
‘
函
人
〕
衣
レ
之
欲
―
―
其
無
＞
齢
。
〔
注
〕
鄭
司

農
本
、
齢
、
謂
レ
如
幽
齢
↓
〔
疏
〕
人
之
歯
齢
、
前
卸

不
レ
齊
、
札
葉
参
差
、
輿
1

蜘
岱
則
相
似
、
故
以
レ
齢

為
レ
喩
゜

小

□

□

O
物
を
か
ん
で
あ
ら
は
れ
る
歯
゜

“
 

品
疇
策
〔
説
文
〕
紬
‘
計
歯
也
、
炊
油
出
臀
。

〔
段
注
〕
謂
如
E

レ
物
而
外
露
之
歯
一
也
、
故
従
函
岡

出

-
0か
む
昔
。
〔
廣
韻
〕
酬
‘
留
臀
。
〔
集
韻
〕
馳
‘

悩
臀
。
参
か
む
。
酔
(
1
2
-
4
8
6
9
4
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
齢
‘
酢
也
、
或
炊
レ
出
。

冨

】

岬

口日シシジシ
チッチッ

集
韻
〕
測
乙
切

集
韻
〕
食
櫛
切

鷹園

肺
(
1
2ー

4
8
7
0
5
)

に
同
じ
。
〔
正
字

罰

】

如

サ

ク

通

〕

酢

同

祠

冨
i

】
叩

歯
が
好
い
。
〔
字
彙
〕
散
、
歯
好
。

シ

〔
字
彙
〕
師
止
切

面

歯
が
あ
ら
は
れ
る
。
〔
集
韻
〕
舵
‘
歯
露
。

嗣
】
]
へ
ウ
〔
集
韻
〕
蒲
交
切
圏

べ

，

ゥ

勺

名

p
a
o
'

父
公

p
^
a
o
'
 

歯
を
ぬ
く
。
〔
集
韻
〕
鮎
、
別
レ
歯
也
。

冨

】

如

[

/

〔
集
韻
〕
陣
陥
切
認
〗

蔵
】
〗シ
ン

訛
(
1
2
-
4
8
5
8
7
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
賊
、
同
レ
訛
゜

胃
■
霞
―
―

斬

齢

断

齢

齢

臥

観

創

歓

鮎

猷

鮎

能

散

酢

髄

嗣

罷

齢

霰
】
呻
チ
＂
戸
[
[
戸
き
に
同
じ
。
〔
集
韻

小
巳
口
曰
●
反
獨
す
る
。
羊
が
反
靱
す

世品
螂
策
る
。
又
‘
反
蜀
す
る
た
め
に
一
時
の
ど

に
畜
へ
て
お
く
食
物
。
或
は
納
(
1
2
-
4
8
6
4
7
)

に

作
る
。
齢
（
1
2
ー

4
8
6
2
2
)

・齢
(
1
2
-
4
8
7
3
8
)
を
も

見
よ
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
或
炊
レ
曳
。
〔
説
文
〕
籠
、
羊
根

也
。
〔
説
文
‘
鑑
‘
鹿
寮
帳
‘
段
注
〕
鯖
‘
卑
ハ
レ
齢
同
‘
言
―
―

其
自
レ
喉
出
復
哨
↓
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
羊
日
レ
観
。
〔
注
〕

今
江
東
呼
レ
齢
為
レ
鰊
゜
〔
玩
元
校
勘
記
〕
繹
文
、
本

作
レ
龍
。
〔
秤
文
〕
馳
、
張
揖
云
、
羊
食
已
吐
而
更

哨
レ
之
。
●
羊
が
草
を
か
む
。
〔
玉
篇
〕
罷
、
羊
唯
レ

草
也
。
O
或
は
顧
(
1
2
~
4
8
7
6
8
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
鯖
‘
或
炊
レ
尚
。

【

琶

如

日
セ
イ
〔
集
韻
〕
始
制
切
醐
〔

口
ェ
イ
〔
集
韻
〕
以
制
切
圏

セ
ッ
〔
集
韻
〕
私
列
切
□
園

セ
チ

T

一
せ

h
s
i
e
h
•

国
l 昌

圏
力

圏

ヶロヵ
圃

ヶ
国國

ヵ

圃

日
大
い
に
か
む
。
〔
集
韻
〕
嗣
‘
字
林
、
大
維
也
。

ロロ
0
か
む
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
嗣
‘
悩
也
。

O

骨
が
歯
の
間
に
つ
い
て
去
ら
な
い
。
〔
六
書
故
〕

嗣
、
骨
著
―
歯
間
示
＇
レ
去
也
。
國
嗣
餓
は
‘
歯
の

さ
ま
。
〔
集
韻
〕
嗣
‘
嗣
餓
、
掘
兒
゜

〔
集
韻
〕
口
箇
切

【
嗣
】
呻

〔
集
韻
〕
丘
駕
切

〔
集
韻
〕
口
下
切

〔
集
韻
〕
丘
加
切

―1
0
0
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冨

】

亨
貧】
g

歯

部

〔
五
驚
〕

鰍

醤

齢

齢

嗣

散

駈

麒

麒

臨

醤

蘇

餡

―1
0
 

□シ
日
チ

〔
集
韻
〕
超
之
切
甲
{

c
h
'
i
h
'
 

クイ＇

〔
集
韻
〕
申
之
切
甲
{

〔
集
韻
〕
力
入
切
細

〔
集
韻
〕
落
合
切
函

日
口
●
乾
物
を
か
む
昔
゜
〔
玉
篇
〕
齢
、
礁
燥
物
1

臀。

0
か
む
音
。
朧
(
1
2
-
4
8
7
9
4
)
に
同
じ
。
〔
廣

韻
〕
繊
‘
醤
瞥
‘
齢
‘
上
同
。
●
齢
朧
は
‘
堅
い
物

を
か
む
昔
゜
〔
集
韻
〕
齢
、
勤
朧
‘
咲
1

一
堅
物
―
臀
゜

□
ラ
プ

日
リ
ブ

。

【

醤

】

寧

サ

イ

・

シ

鰍
(
1
2
-

4
8
6
1
9
)

に
同
じ

〔
篇
海
類
編
〕
皆
、
同
レ
鰍
゜

小
日
口
曰
●
は
ぎ
し
り
。
切
歯
゜
〔
説

鼠
豪
文
〕
戴
、
歯
相
齢
也
、
炊
レ
歯
此
瞥
‘
讀

若
レ
柴
。

O
口
を
開
け
て
歯
を
あ
ら
は
す
さ
ま
。

〔
説
文
〕
麒
、
一
日
、
開
レ
ロ
見
レ
歯
兒
゜
●
醤
館
は
、

掘
が
そ
ろ
は
な
い
。
倣
が
正
し
く
な
い
。
〔
廣
韻
〕

皆
、
醤
館
‘
歯
不
レ
正
也
。
〔
集
韻
〕
賊
‘
歯
不
レ
齊
。

R
鼠
難
は
、
口
を
開
い
て
歯
を
強
く
か
み
合
せ

る
こ
と
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
皆
離
、
開
レ
ロ
切
レ
歯
゜
〇
或

は
醤
(
1
2
|
 4
8
6
2
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰍
、
或
書

作
レ
醤
゜
國
●
む
し
ば
。
〔
集
韻
〕
鰍
‘
鯖
病
‘
或
書

作
レ
皆
。

O
歯
が
そ
ろ
は
な
い
。
〔
集
韻
〕
皆
‘
歯

不
レ
齊
、
或
書
作
レ
鰍
゜

【
鰍
牙
】
1

t
z
u
'
y
a
'

歯
を
む
き
出
す
。

日冒ぶ＼已シ
，
 

ー4

国訂

【
賦
】

86

固
シ

匝圏圏

〔
集
韻
〕
荘
宜
切
甲
｛

P
'
t
z
i
l
1
 

〔
集
韻
〕
仕
招
切

〔
集
韻
〕
鋤
加
切

〔
集
韻
〕
鉗
佳
切

国
】
〗
□
ゲ
ン

国
ゲ
ン

日
ゲ
ン

〔
集
韻
〕
研
蜆
切
陶
幽

ヽ
一
ヰ

y
e
n
•

〔
集
韻
〕
語
寛
切
匈
匹

〔
集
韻
〕
悦
旬
切
霰

小
口
は
ぐ
き
が
腫
れ
る
。
〔
説
文
〕
駈
‘
断

E
 

澁
”
豪
腫
也
、
ハ
レ
歯
巨
瞥
。
口

0
は
ぐ
き
が

固
く
な
い
。
〔
集
韻
〕
駈
‘
断
不
レ
固
日
レ
距
。

•
E
l

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
距
‘
斬
腫
也
。

国
】
〗日
クキ＂ヨ
ロゴ

〔
集
韻
〕
臼
許
切

〔
集
韻
〕
顆
羽
切

証薗l

El堅
い
も
の
を
醤
む
さ
ま
。
陸
(
2
-
3
5
3
4
)
・

餡

(
1
2
 |
 4
8
6
4
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
哩
‘
詔
i

レ
堅
兒
‘

或
作
―
―
鮨
・
歓
一
□
歯
が
か
た
い
。
話
(
1
2
-
4
8
6
4

4
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
歓
‘
又
輿
レ
餡
同
。

テ
ッ
デ
チ

日
チ
ッ
ロ

冨
i】
〗チ
チ

〔
字
彙
〕
竹
一
切

〔
集
韻
〕
徒
結
切

圏圏

【
嗣
】
〗
齢
(
1
2
ー

4
8
6
2
2
)
に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
齢
‘
或
炊
レ
司
。

シ
・
チ

□
□
●
反
獨
す
る
。
牛
が
反
蜀
す
る
。

又
、
反
協
す
る
た
め
に
一
時
の
ど
に

畜
へ
て
お
く
食
物
。
龍
（
1
2
-
4
8
6
1
7
)
・

饂（
1
2
|
 

4
8
7
3
8
)
を
も
見
よ
。
〔
説
文
〕
齢
、
吐
而
礁
也
、
ハ
レ

歯
台
瞥
、
爾
雅
曰
、
牛
日
レ
齢
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
牛

曰
レ
齢
。
〔
注
〕
食
レ
之
已
久
、
復
出
哨
レ
之
。

O
牛

羊
棄
鹿
が
草
を
食
ふ
。
〔
正
字
通
〕
齢
、
一
説
‘

牛
羊
棄
鹿
食
レ
舛
。
参
又
、
嗣
(
1
2
|
 48623)• 

同
(
2
ー

3
4
2
6
)

・齢
(
1
2
|
 4
8
6
4
2
)

に
作
る
。
〔
説

文
通
訓
定
瞥
〕
齢
‘
字
亦
作
レ
嗣
、
作
レ
呵
、
作
レ
蔚
。

ヽ
一

>
9
D
,
 

蘭
策

シ，ヨ
ソロサシ，ヤ
□l
 

サ／
ヤ

國
令
ー
園
ソ

曰
□
●
か
む
。
〔
玉
篇
〕
麒
悩
也
。
〔
集
韻
〕
麒
哨

也。

O
麒
輛
は
‘
上
下
の
歯
が
く
ひ
ち
が
つ
て
ゐ

て
あ
は
な
い
こ
と
。
縛
じ
て
、
物
事
が
く
ひ
ち
が

ふ
こ
と
。
豫
期
に
反
す
る
こ
と
。
麒
姫
(

1

)

を
見

よ
。
〇
或
は
鑢
(
1
2
-
4
8
7
6
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

麒
‘
或
炊
レ
虐
。
曰
國
歯
が
正
し
く
な
い
。
歯
が
く

ひ
ち
が
ふ
。
鑢
(
1
2
-
4
8
7
6
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

譴
説
文
、
齢
歯
也
、
或
炊
レ
且
゜
〔
集
韻
〕
麟
‘
歯

不
レ
正
也
、
或
省
。

【
翻
罷
】
1

が
上
下
の
歯
が
相
値
は
な
い
こ
と
。
輯
じ
て
‘

合
は
な
い
・
く
ひ
違
ふ
の
意
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
麒
酷
‘
歯

不
レ
正
。
〔
六
書
故
〕
鋸
歯
出
入
、
亦
名
二
麒
翻
一
〔
楚
酔
‘
宋

玉
‘
九
辮
〕
園
竪
而
方
柄
弓
‘
吾
固
知
共
鉗
錯
而
難
＞
入
。

〔
太
玄
経
‘
親
〕
初
一
‘
親
非
,
,
其
膚
ぢ
其
志
髄
顛
゜
〔
注
〕
軸

雌
相
悪
也
。
〔
白
居
易
‘
逹
理
詩
〕
誰
能
坐
1

一
此
苦
五
血
,
,

輛
於
其
中
↓
〔
書
言
故
事
、
字
梯
類
〕
不
―
―
相
入
己
]
,
,
麒

〇
歯
が
ぬ
け
か
は
る
。
又
、
其
の
前
の
歯
。
み
そ

っ
ぱ
。
か
け
ば
。
乳
歯
゜
〔
集
韻
〕
鮒
‘
毀
歯
也
。

O

い
と
け
な
し
。
こ
ど
も
。
歯
が
ぬ
け
か
は
る
年

頃
。
幼
時
。
幼
年
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
序
致
〕
昔
在
船

馳
便
蒙
誨
誘
二
O
砦
(
1
2
-
4
5
3
9
2
)

に
通
ず
。

〔
張
協
‘
七
命
〕
玄
餡
巷
歌
。
〔
注
〕
善
日
、
婢
蒼
曰
、

砦
、
製
也
、
習
卑
ハ
レ
船
、
古
字
通
。

【
餡
歳
】
1

謬
臨
の
ぬ
け
か
は
る
頃
の
を
さ
な
い
と
し
。

又
‘
其
の
こ
ど
も
。
餡
年
。
〔
江
滝
、
宋
建
平
王
太
妃
周

氏
行
状
〕
凝
―
―
采
餡
歳
↓
買
1

章
痒
年
↓
〔
櫂
徳
輿
‘
送
と
一

従
弟
長
襦
擢
第
後
蹄
―
―
徐
州
1

観
省
上
序
〕
且
爾
餡
歳
秀

猜
、
好
學
不
レ
遷
。

【
餡
歯
】
2

匁
生
え
代
り
か
け
て
ゐ
る
乳
歯
。
み
そ
つ

ぱ
。
〔
韓
詩
外
博
、
一
〕
男
八
月
生
レ
歯
、
八
歳
而
餡
歯
゜

【
餡
訛
】
3

汀
パ
生
え
代
り
か
け
て
ゐ
る
乳
歯
。
幼
年
を

h
ロ
631

テ
ヴ
〔
集
韻
〕
田
聯
切
／
圏

【
蘭
】

48

デ

ヴ

右

＿

名

t'iao2

〔
集
韻
〕
鋤
加
切

【
麒
】
年

〔
集
韻
〕
荘
加
切

幽圏訓t尾罰

蘇
】
〗昔
未
詳

い
か
る
。
〔
字
彙
〕
蘇
‘
方
言
、

渇
蘇
・
苛
、
怒
也
‘
昔
無
レ
考
。

／，ヨ
ジ，ヨ

□‘̀
 

集
韻
〕
在
呂
切＞ 
P
'
X
 

＞
 

U
,
3
 

〔
集
韻
〕
牡
所
切

日
か
む
。
〔
廣
雅
、
繹
詰
三
〕
醤
‘
悩
也
。
口
臨
(
1
2

|
 4
8
6
2
8
)

の
調
字
。
〔
正
字
通
〕
醤
、
醤
字
之
脇
゜

冨
】
〗
万
〔
集
韻
〕
陣
加
切

圏

小

日

口

日

l0口
を
開
い
て
歯
を
あ
ら
は
輛
↓
〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕
彼
此
不
レ
合
日
1

一棚酷↓

D
"
＂ 
蘭
豪
す
。
〔
説
文
〕
麒
‘
張

h
見
レ
歯
也
、
八
レ
【
麒
繭
】
2

ク
ヤ
ク
食
物
を
か
む
こ
と
。
咀
哨
。
〔
孔
子
家

語
‘
執
轡
〕
齢
呑
者
八
窮
而
卵
生
‘
麒
鮪
者
九
窮
而
胎
生
。

歯
ロ
ハ
督
。
●
俗
に
罰
(
1
2
|
 
48595)·~(12-4 

8
7
2
2
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
麒
、
或
炊
レ
升
゜
〔
正
字

通
〕
糾
、
俗
作
二
麒
・
騎
↓

【
麒
脊
】
1

ぢ
み
つ
く
ち
。
上
唇
の
中
程
が
裂
け
て
免

の
口
の
や
う
な
状
を
呈
し
、
其
の
間
か
ら
飾
が
見
え
る

も
の
。
い
ぐ
ち
。
免
唇
。
〔
宋
玉
、
登
徒
子
好
色
賦
序
〕

其
妻
蓬
頭
攣
耳
、
麒
臀
歴
歯
゜
〔
注
〕
良
曰
‘
麒
臀
‘
謂
l
-

語
而
露
孟
幽
也
。

冨
】
〗

0
か
む
昔
゜
〔
篇
海
〕
綴
‘
礁
督
。
●
噛
醤
は
、
大

き
い
臨
。
〔
字
彙
〕
醤
、
噛
醤
、
大
歯
゜

『-

篇
海
〕
荘
加
切

蔭
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【
齢
】
〗

【
齢
】
〗齢（

1
2
|
 4
8
6
3
2
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
齢
‘
興
レ
齢
同
。

レ
イ レ

イ

齢
(
1
2
ー

4
8
6
3
2
)

の
略
字
。

小

0
と
し
。
よ
は
ひ
゜
〔
説
文
新
附
〕
齢
、

仝
V・
蘭
豪
年
也
、
払
歯
令
瞥
゜
〔
一
切
経
音
義
、

二
十
二
〕
齢
‘
年
齢
也
。
〔
論
衡
、
感
類
〕
古
者
謂
レ

年
為
レ
齢
。
〇
よ
い
。
〔
礎
、
文
王
世
子
、
古
者
謂
―

年
齢
盃
坑
〕
齢
‘
善
也
。

O
通
じ
て
怜
(
8
ー

2
4
9
9
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
齢
、
通
作
レ
怜
゜

【
齢
侯
】
1
北

'5

清
、
李
長
茂
(
6
-
1
4
4
5
9
:
 1
7
2
2
)

の
字
。

【
齢
谷
】
2

片
清
‘
張
度
(
4ー

9
8
1
2
:
 5
8
7
)

の
字
。

【
齢
上
]
3

名
ウ
清
‘
襲
鑑
(
1
1
0
|
4
8
8
3
7
 :
 6
)

の
字
。

【
齢
】
〖
レ
イ
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
圏

／
 

リ

ギ

｀

，

ウ

カ

＿

L

ling' 

い
ふ
。
七
八
歳
の
年
頃
。
又
、
童
兒
゜
訛
餡
(
1
2ー

4
8
5
8
7

:
 3
)

に
同
じ
。
〔
庚
信
、
周
上
柱
國
齊
王
憲
紳
道
碑
〕
未
レ

違
釦
i

訛
｛
已
議
論
天
下
事
芸
顔
氏
家
訓
‘
序
致
〕
昔
在

餡
訛
‘
便
蒙
誨
誘
一
〔
白
居
易
、
観
兒
戯
詩
〕
餡
批
七

八
歳
‘
綺
執
三
四
兒
゜

【
餡
登
】
4

焚
幼
い
こ
ど
も
と
年
老
い
た
者
。
〔
宗
祁
‘

明
堂
頌
〕
存
1

一
問
鮒
登
一
容
受
譲
直
゜

【
餡
年
】
5

豆
パ
幼
稚
。
餡
歳
(

1

)

に
同
じ
。
〔
庚
信
‘
周
上

柱
國
宿
國
公
河
州
都
督
普
屯
威
神
道
碑
銘
〕
結
髪
疑

然
、
餡
年
成
レ
徳
゜
〔
元
横
、
答
瞑
兄
胡
震
之
見
ヮ
寄
五

十
韻
詩
〕
憶
昔
鳳
翔
城
、
餡
年
是
事
榮
゜

【
鮒
髭
】
6

匁
童
兒
の
垂
れ
下
つ
て
ゐ
る
髭
。
又
‘
幼
い

こ
ど
も
。
齢
は
皆
゜
〔
庚
信
、
周
大
将
軍
雀
説
神
道
碑
〕

観
虎
子
檻
五
記
斐
不
レ
驚
゜

【
餡
容
】
7

琴
を
さ
な
い
す
が
た
。
又
、
童
兒
の
や
う
な

生
々
と
し
た
美
し
い
す
が
た
。
〔
白
居
易
‘
送
"
毛
仙
翁
一

詩
〕
紺
製
絲
拉
緻
‘
船
容
花
共
妍
。

歯

部

〔五
I

六
書
〕

,“
 

日
ロ
一
駒
は
‘
戯
曲
の
一
段
落
。
一
く
さ
り
。
一

く
ぎ
り
。
一
き
り
。
齢
(
1
2
-
4
8
6
2
2
)

・
嗣
(
1
2

|
 
4
8
6
2
3
)

の
調
字
。
〔
字
彙
補
〕
駒
‘
偉
奇
中
一

廻
為
二
駒
二
俗
讀
作
レ
尺
‘
或
云
、
本
是
齢
字
‘

謳
作
レ
駒
‘
盗
齢
‘
食
レ
之
已
久
、
復
出
哨
レ
之
、
今

博
奇
進
而
復
出
、
故
有
レ
取
二
子
齢
―
云
゜
〔
青
藤
山

人
路
史
〕
高
則
誠
琵
琶
記
有
―
第
一
駒
ぶ
駒
字
考
ニ

諸
韻
書
立
翌
悪
此
字
霜
心
嗣
字
之
誤
也
、
牛
食
呑

而
復
吐
日
レ
嗣
、
似
二
優
伶
入
而
復
出
1

也
‘
考
11

直

幸
只
昔
日
レ
抱
、
義
曰
之
蕗
歯
ぶ
削
字
形
雖
レ
近
、
而

義
則
不
レ
若
1

一
嗣
之
為
1

一
尤
近
玉
K

、
又
俗
本
、
凡
優

人
出
レ
場
‘
皆
云
,
,
一
折
二
折
公
7
韻
書
有
二
醤
字
一

昔
興
レ
折
同
‘
而
形
則
卑
ハ
レ
駒
盆
遠
矢
、
故
予
以
レ

駒
為
11

飼
之
誤
云
嗣
、
1音
笞
‘
又
昔
師
‘
字
亦
作
レ
齢
。

【
駒
】
[
口
チ
・
シ

□
セ
キ

〔
字
彙
補
〕
讀
作
レ
尺
。

f
X
 ch'u' 

〔
路
史
〕
昔
笞
・
師

【
航
】
〗
ジ
，
ヨ
，
ゥ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
航
‘
音
冗
。

大
き
い
歯
゜
〔
篇
海
類
編
〕
鰊
、
大
歯
゜

【
鰊
】
岬
夕
〔
篇
海
類
編
〕
肋
加
切
圏

冦
】
〗
ギ
＂
戸
店
□
゜
）
の
謡
字
。
〔
字
彙

冨

[

】

[

ギ

ン

斬
(
1
1
0ー

4
8
6
0
0
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
航
、
同
レ
斬
゜

届

】

岬

□ 日
デテチチ
チツチッ

〔
集
韻
〕
徒
結
切

〔
集
韻
〕
捗
栗
切

圏図

小
●
か
け
ば
。
ま
が
り
ば
。
で
ば
。
も
と

豪

薔
(
1
2
-
4
8
7
5
4
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

贔
醤
‘
説
文
、
本
作
レ
薔
゜
〔
説
文
〕
薔
‘
訣
歯
也
、
一

日
、
曲
歯
‘
八
レ
歯
奔
臀
‘
讀
又
若
レ
櫂
゜
〔
段
注
〕
曲

歯
者
、
今
俗
云
正
幽
肥
一
也
。
●
笑
つ
て
歯
を
あ
ら

は
す
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
薔
、
一
曰
‘
笑
而
見
レ
歯
兒
。

【
醤
然
]
1

竺
歯
を
出
し
て
笑
ふ
さ
ま
。
〔
淮
南
子
、
道

應
訓
〕
若
士
者
、
魯
然
而
笑
曰
、
嗜
、
子
中
州
之
民
、
寧
肯

而
遠
至
レ
此
゜

冨
】
〗ゲケ
ンン

〔
集
韻
〕
逸
員
切

OO

<
u
 
I
f
'
c
h
'
u
a
n
2
 

齢
(
1
1
0
|
4
8
6
2
2
)

・嗣
(
1
1
0ー

4
8
6
2
3
)

冨
】
〗
に
同
じ
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
齢
、
字

亦
作
レ
蔚
゜
〔
正
字
通
〕
齢
‘
俗
嗣
字
。

シ

〇
誼
(
1
2ー

4
8
7
0
3
)

に
同
じ
。
〔
集

祠

】

岬

韻

〕

鮪

‘

或

作

虹

。

●

雌

(
1
2
-
4
8

7
0
)
の
識
字
。
〔
正
字
通
〕
鮭
鯉
字
之
識
。

ガ
イ

【
齢
】
〗

は
。
〔
玉
篇
〕
齢
‘
歯
也
。

メ
イ
‘、r
ヤ
ゥ

〔
玉
篇
〕
莫
丁
切

圏

冨
】
〗

麟
鮨
は
‘
か
む
。
〔
集
韻
〕
鮨
‘
麟
鮨
‘
醤
也
。

ゲ
イ

〔
集
韻
〕
研
計
切

圏

勧

齢

齢

齢

航

齢

鰊

航

駒

鮨

齢

鮭

蔚

薔

餡

蝕

絶

敗

駈

鰍

小

日

0
か
む
。
も
と
能
罷
(
1
2
-
4

器
5

e
 

醤
B

策

9
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
麒
、
本
作
レ
能
。

〔
説
文
〕
罷
‘
留
也
‘
炊
レ
歯
旦
臀
゜
〔
徐
瀬
注
箋
〕
今

蔵
】
〗
昌
/

ギ
ン
コ
ン

国令 日
コ
ン

〔
集
韻
〕
口
恨
切
戸

＞
 

万
.f

k'en' 

〔
集
韻
〕
起
限
切
渾
皿

〔
集
韻
〕
魚
斤
切
困

＇ 
I
 

.f 
y
i
n
2
 

小
日
か
む
詈
。
も
と
餡
(
1
2
-
4
8
6
8
6
)

g
 

着
豪
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
鮎
‘
本
作
レ
酷
゜

〔
説
文
〕
餡
‘
唯
臀
、
炊
レ
歯
昏
臀
。
口
歯
の
香
。

〔
集
韻
〕
鮎
‘
歯
磐
゜

冨
】
〗口日ゲク，クク
'' チワワワ

ツチッ

〔
集
韻
〕
乎
胡
切

〔
集
韻
〕
古
活
切

翡儘

【観】蜘

エ
イ
・
セ
ッ

馳
(
1
2
-
4
8
6
1
7
)

に
同
じ

〔
集
韻
〕
龍
‘
或
炊
レ
曳
。

【
絶
】
〗
、，ウ
ノ

舵
(
1
2
-
4
8
6
1
2
)

の
調
字
。
〔
正
字

通
〕
絶
‘
舵
字
之
識
。

鯖
(
1
2
-
4
8
7
1
6
)

の
俗
字
。
〔
正
字

【
軸
g
】
螂
ク
通
〕
蝕
‘
俗
鯖
字
。

小
日
●
堅
い
も
の
を
か
む
。
〔
説
文
〕
餡
‘

座凸
策
屈
堅
也
、
炊
涵
至
磐
。

0
か
む
香
。

〔
集
韻
〕
駐
‘
醤
瞥
。

O
歯
が
堅
い
。
或
は
腟
(
1
2
|
 

4
8
7
6
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餡
‘
説
文
‘
歯
堅
也
、
或

炊
レ
窒
゜
口
堅
い
も
の
を
か
む
さ
ま
。
蛭
(

2

-

3

5
3
4
)

・
紐
(
1
2
-
4
8
6
2
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
蛭
‘

醤
レ
堅
兄
‘
或
作
餡
・
歓
↓

J
O
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歯

部

〔
六
董
〕

麒

鮭

留

小
日
●
堅
い
も
の
を
か
む
香
。
〔
説
文
〕

士
D
蕩

萩

餡

、

留

枢

臀

‘

炊

饂

吉

臀

。

●

歯

の

堅
い
昔
。
〔
廣
韻
〕
鮨
‘
歯
堅
臀
゜
〔
正
字
通
〕
齢
‘
説

文
‘
歯
堅
臀
゜
口
か
む
番
。
〔
集
韻
〕
鮎
‘
悩
臀
。

冨】岬
□ 日
ゲカケカ

チッチツ

集
韻
〕
下
八
切

集
韻
〕
許
轄
切

翻闘

俗
語
謂
レ
留
為
レ
鰍
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
罷
‘
縞
也
。

〇
む
さ
ぼ
り
食
ふ
。
骨
の
間
の
肉
を
か
み
食
ふ
。

根
(
1
0
|
 3
6
3
8
7
)
に
通
ず
。
〔
六
書
故
〕
麒
‘
認
g

二
食

骨
間
肉
直
‘
卑
ハ
レ
根
通
。

O
歯
の
起
る
さ
ま
。
翻

(
1
2
-
4
8
6
7
8
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
細
‘
歯
起
兒
‘
或

作
レ
麒
。
口

0
か
む
香
。
〔
廣
韻
〕
麒
‘
留
臀
。

O
か

む
。
或
は
恨
(

7

|
1
9
9
1
4
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰍
、

博
雅
、
醤
也
‘
或
八
レ
牙
。
国
〇
わ
ら
ふ
。
〔
太
玄

経
、
密
〕
琢
レ
曲
依
鰍
゜
〔
注
〕
鰍
‘
晒
也
。

O
鰍
鰍
は
‘

た
わ
む
れ
笑
ふ
さ
ま
。
〔
太
玄
経
‘
半
〕
半
レ
射
甑

腿
〔
注
〕
麒
翻
‘
戯
笑
之
貌
也
。

O
は
ぐ
き
。
断
(
1
2

|
 
4
8
6
0
0
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
斬
‘
説
文
‘
臨
本
也
、

或
作
レ
鰍
゜
〔
李
禎
‘
栢
上
桑
〕
香
麒
皓
蜘
疑
貝
編
↓

⑲
鰍
麒
は
‘
恭
譲
の
さ
ま
。
闇
(
1
0
-
3
5
6
0
8
)

に

同
じ
。
〔
太
玄
経
‘
弔
〕
半
レ
射
麒
麒
゜
〔
司
馬
光
注
〕

苑
本
‘
鰍
作
レ
闇
‘
麒
‘
輿
レ
闇
同
‘
間
間
‘
恭
譲
貌
。

【
甑
鰐
】
1

だ
岩
石
の
ご
つ
ご
つ
と
凹
凸
の
は
げ
し
い

さ
ま
。
〔
韓
駒
‘
入
―
―
鳴
水
洞
一
詩
〕
我
欲
下
躙
―
―
驚
滞
モ
下

窮
中
麒
鰐
石
iO

〔
金
昌
協
‘
自
―
―
萬
瀑
洞
云
ぎ
摩
詞
術
1

記〕

洞
石
之
妖
綺
嘉
落
‘
棧
牙
麒
鰐
者
。

[
麒
割
】
2

だ
噛
み
さ
く
。
〔
郭
環
、
山
海
経
圃
讚
、
北

山
経
｀
抱
鴇
〕
抱
鴇
貪
淋
‘
其
目
在
レ
腋
、
食
レ
人
未
レ
虚
‘

還
自
鰍
割
。

【
麒
麒
】
3

虹
グ
た
は
む
れ
笑
ふ
さ
ま
。
又
‘
恭
譲
の
さ

ま
。
〔
太
玄
経
‘
半
〕
半
レ
射
麒
鰍
゜
〔
苑
注
〕
麒
鰍
‘
戯
笑

之
貌
也
。
〔
司
馬
光
注
〕
鰍
、
輿
レ
間
同
、
間
闇
‘
恭
譲
貌
。

小

日

口

0
か
む
。
④
か
む
。
＜
ひ
つ
く
。

望
豪
〔
説
文
〕
醤
‘
嘩
也
、
炊
細
籾
臀
゜
〔
饂

曲
穐
上
〕
母
レ
悩
レ
骨
°
◎
く
ひ
や
ぶ
る
。
か
じ
る
。

そ
こ
な
ふ
。
〔
後
漢
書
、
費
長
房
博
〕
衆
蛇
競
来
、

留
レ
索
且
レ
翫
〔
新
書
、
道
術
〕
安
柔
不
レ
苛
‘
謂
―

之
良
五
反
レ
良
為
レ
紐
゜
《
近
芯
”
く
ふ
。
む
し
ば
む
。

〔
相
和
歌
辞
‘
維
鳴
〕
晶
来
悩
1

一
桃
根
↓
◎
飾
を
く

ひ
し
ば
る
。
は
が
み
す
る
。
〔
南
史
‘
拿
叡
博
〕

自
醤
―
―
其
歯
ぷ
翠
＼
ひ
入
る
。
＜
ひ
こ
む
。
侵
蝕
す

る
。
〔
戦
國
‘
魏
策
〕
漿
水
醤
二
其
墓
ズ
0
く
ら
ふ
。

く
ふ
。
〔
劉
馬
錫
‘
歎
レ
牛
文
〕
可
1

一
以
持
レ
謬
而
醤
レ

肥
‘
飴
レ
子
而
衣
丘
究

0
か
け
る
。
〔
淮
南
子
、

人
間
訓
〕
於
,
1

隙
剣
之
折
ー
必
有
レ
悩
゜
〔
注
〕
留
‘

訣
也
。
〇
よ
も
ぎ
の
一
種
。
彫
蓬
。
〔
爾
雅
‘
秤

草
〕
醤
‘
彫
蓬
゜
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
醤
、
按
、
秋
蓬

至
レ
秋
、
則
枯
根
抜
為
11

風
所
＞
巻
。
R
の
ぜ
り
。

苦
箪
。
〔
爾
雅
‘
繹
草
〕
醤
‘
苦
蔓
゜
〔
説
文
通
訓

定
臀
〕
留
、
按
‘
菫
菜
‘
味
苦
‘
溜
レ
之
則
甘
滑
。
R

姓
。
〔
正
字
通
〕
悩
、
又
姓
。
〔
荘
子
、
天
地
〕
許
由

之
師
‘
曰
締
懇

【
留
岸
】
1

竺
岸
を
か
む
。
水
が
勢
よ
く
岸
に
突
き
嘗

る
こ
と
又
、
岸
を
か
み
崩
す
。
〔
金
史
‘
河
渠
志
〕
水

性
渾
濁
‘
峻
則
奔
流
液
洞
‘
醤
レ
岸
善
崩
‘
濁
則
泥
消
派

塞
、
積
滓
感
液
‘
不
レ
態
履
舟
°

【
醤
訣
】
2

H

u

0

上
古
の
人
。
尭
の
時
の
賢
人
。
王
悦

に
學
び
、
許
由
、
背
て
こ
れ
に
師
事
す
。
〔
荘
子
、
天
地
〕

尭
之
師
曰
盆
町
由
↓
許
由
之
師
日
わ
界
杢
悩
鋏
之
師
日
―

王
保
王
上
悦
之
師
曰
"
被
衣
↓
〔
高
士
傭
〕
悩
訣
者
、
発
時

人
也
、
許
由
師
土
手
悩
訣
一
〔
庚
信
‘
奉
n

一
報
窮
秋
寄
1

―隠

土
詩
〕
王
悦
逢
締
納
架
溺
偶
"
長
温
↓
●
訣
け
る
。
刃

冨】岬
薗口日
ケケケゲゲ

ッチッチッ

〔
集
韻
〕
悦
結
切
闇

ヽ

万
＿
せ

n
i
e
h
4

圏

〔
集
韻
〕
詰
結
切

―I 
01
――
 

な
ど
が
か
け
る
こ
と
。
〔
淮
南
子
‘
脩
務
訓
〕
今
剣
或
絶
―
―
頌
〕
胸
喘
膚
汗
、
人
極
馬
倦
‘
及
レ
至
T

駕
1

一
悩
膝
五
竺
乗

側
贔
文
ぶ
臨
訣
巻
鉦
‘
而
梢
以
1

一
頃
襄
之
剣
一
則
貴
人
争
旦
二
王
良
執
レ
鞄
‘
韓
哀
附
乙
輿
‘
縦
馳
騎
驚
‘
忽
如
―
―
影

如
門
之
。
〔
注
〕
絶
‘
無
‘
側
贔
無
レ
文
‘
悩
訣
巻
鉗
‘
鈍
弊
靡
↓
〔
注
〕
善
日
‘
應
gh
曰
‘
馬
怒
有
―
―
餘
氣
ぶ
常
醤
レ
膝
而

紐
刃
‘
託
レ
之
為
1

一
楚
頃
襄
王
所
レ
服
剣
五
双
貴
人
慕
而
行
也
‘
張
晏
曰
‘
留
膝
・
乖
旦
‘
皆
良
馬
名
也
。

半

齋

之

。

「

の

琥

。

【

悩

食

】

11

予
か
み
つ
い
て
く
ら
ふ
。
〔
蘇
洵
‘
木
俣
山

〖
醤
訣
曳
〗3
名
ヶ
／
清
‘
賀
長
齢
(
1
0
-
3
6
7
2
5

:
 1
4
4
)

説
〕
而
其
激
射
悩
食
之
餘
‘
或
房
ふ
匹
於
山
一
者
‘
則
為
―
―

【
醤
骨
】
4

ぢ
骨
を
か
む
。
〔
譴
曲
幡
上
〕
母
レ
醤
レ
骨
‘
好
事
者
1

取
去
。

母
反
―
―
魚
肉
↓
〔
注
〕
為
T

有
―
―
臀
響
示
＇
ね
敬
。
【
悩
嘆

]
1
2

ク
い
か
む
。
嘩
醤
゜
〔
論
衡
、
物
勢
〕
相
勝
服
‘

【
~
臨
桑]
5
5
0
品
の
名
。
か
み
き
り
む
し
。
っ
ち
い
な
相
悩
嘆
゜
〔
論
衡
、
商
晶
〕
他
物
小
大
、
連
相
悩
嘆
゜

ご
。
醤
製
。
〔
爾
雅
‘
繹
晶
〕
嬢
‘
醤
桑
。
〔
注
〕
似
―
―
天
牛
―
【
悩
折
】
1
3
t
T
バ
か
み
く
だ
く
。
〔
後
漢
書
、
劉
盆
子
傭
〕
茂

角
長
‘
橙
有
百
貼
一
喜
醤
―
―
桑
樹
五
作
レ
孔
入
―
―
其
中
芹
江
謂
日
‘
善
蔵
レ
符
‘
盆
子
即
縞
折
棄
レ
之
。

束
呼
為
知
品
杢
〇
地
名
。
江
蘇
省
浦
縣
の
西
南
。
〔
史
【
悩
雪
】
14

切
ゆ
き
を
か
み
く
ら
ふ
。
〔
漢
書
‘
蘇
武
傭
〕

記
、
楚
世
家
〕
秦
使
品
諏
儀
輿
森
疋
齊
魏
1相
會
盟
•
悩
桑
L
O
幽
レ
武
置
l一
大
容
中
盆
杷
不1一
飲
食
二
天
雨
レ
雪
、
武
臥
醤
レ

〔
注
〕
正
義
日
、
徐
廣
云
‘
梁
輿
二
影
城
一
之
間
。
〔
漢
武
帝
、
雪
‘
輿
1

一
栴
毛
五
介
咽
レ
之
。
〔
丁
鶴
年
、
自
詠
詩
〕
悩
レ
雪

顎
子
歌
〕
悩
桑
浮
分
淮
円
渦
゜
〔
後
漢
書
‘
王
梁
博
〕
進
輿
―
―
心
危
天
日
遠
‘
看
レ
雲
涙
虚
歳
時
深
。

蝶
騎
大
将
軍
杜
茂
感
テ
―
―
佼
彊
・
蘇
茂
於
楚
浦
間
五
竺
大
【
醤
舌
】
15nieh• 

s
h
e
'

舌
を
か
む
。

梁
・
醤
桑
↓
〔
注
〕
前
書
昔
義
日
、
留
桑
‘
縣
名
‘
或
日
‘
城
【
留
栢
】
16

訊
い
ね
を
か
む
。
〔
易
林
‘
豫
之
第
十
六
‘

名
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
徐
州
‘
浦
縣
〕
留
桑
亭
‘
師
〕
蜻
悩
五
径
門
謳
不
レ
可
レ
去
。

在
縣
西
南
↓
徐
廣
日
‘
梁
卑
ハ
―
―
影
城
間
有
ん
臨
桑
ぶ
g-
【
悩
断
】
"
[
/
か
み
き
る
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
上
〕

此
地
位
‘
載
國
周
顕
王
四
十
六
年
‘
秦
張
儀
及
齊
楚
之
蕨
妖
雄
維
、
自
縞
二
断
其
尾
↓

相
倉
秘
絃
桑
霞
武
帝
親
子
歌
‘
騒
桑
浮
分
淮
洒
涌
、
【
醤
鏑
】
18

”
い
鏑
を
か
む
。
矢
を
口
で
受
け
止
め
る
。
咎

及
レ
塞
決
口
而
梁
楚
無
水
災
伍
漢
初
、
王
梁
撃
―
佼
君
膜
の
故
事
。
〔
朝
野
妓
載
〕
咎
君
誤
善
レ
射
、
王
霰
智

彊
・
蘇
茂
於
楚
浦
開
五
竺
大
梁
・
留
桑
五
是
也
。
學
レ
之
‘
已
曲
玉
血
其
妙
こ
欲
ふ
5
殺
君
膜
五
石
譲
時
接
1

一

[
悩
殺
】
6

切
か
み
こ
ろ
す
。
〔
漢
書
、
景
十
三
王
、
江
一
短
刀
↓
矢
宋
輻
折
‘
末
一
矢
以
レ
ロ
承
レ
之
、
遂
留
―
―
其

都
易
王
偉
〕
或
縦
レ
狼
令
l

ゎ

更

殺

之

↓

鏑

面

謂

二

蓋

智

1

日
‘
學
レ
射
三
年
‘
但
未
レ
教
1

一
汝
醤
広
鏑
耳
゜

[
悩
蜘
]
1

勺
〇
鳥
の
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
鳥
〕
悩
歯
‘
文
。
【
悩
鐵
】

1
9
9
獣
の
名
。
〔
紳
異
経
、
中
荒
経
〕
南
方
有
レ

〔
注
〕
未
レ
詳
。
〔
祁
稔
行
義
疎
〕
鄭
樵
注
云
‘
文
卸
鵡
也
‘
獣
焉
‘
角
足
大
小
形
状
如
―
―
水
牛
ご
皮
毛
黒
如
レ
漆
、
食
レ

巧
婦
鳥
之
雌
者
也
゜

e曲
を
醤
む
。
〔
南
史
、
章
叡
博
〕
鐵
飲
レ
水
、
其
糞
可
レ
鈴
―
―
兵
器
石
其
利
如
レ
剛
、
名
曰

8饂

景
略
一
怒
、
自
悩
―
―
其
歯
ぶ
幽
皆
流
レ
血
。
鐵
↓

〖
醤
歯
類
〗8
り
り
脊
椎
動
物
門
‘
哺
乳
類
の
一
目
。
犬
【
認
破
】

2
0
勺
か
み
や
ぶ
る
。
〔
晉
書
‘
王
逃
傭
〕
瞳
甚
‘
撮

歯
な
く
‘
門
歯
と
前
臼
曲
、
又
は
臼
歯
と
の
間
に
廣
い
内
二
ロ
中
面
回
破
而
吐
レ
之
。

歯
隙
が
あ
り
、
歯
髄
は
恒
久
的
に
活
動
し
、
歯
質
の
成
【
認
品
k
]
2
1

ぢ
っ
ち
い
な
ご
。
か
み
き
り
む
し
。
餡
桑

長
を
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
が
多
く
、
門
歯
は
普
通
上
の
異
名
。
〔
爾
雅
‘
繹
晶
‘
嬢
‘
醤
桑
‘
注
〕
似
―
―
天
牛
一
長

下
顎
に
各
一
射
あ
り
、
先
端
鋭
く
竪
状
を
呈
す
。
免
・
鼠
角
‘
暢
有
―
―
白
鮎
一
喜
醤
―
―
桑
樹
広
作
レ
孔
入
―
―
其
中
ご
辻
東

等

の

風

を

い

ふ

。

呼

為

ん

悶

杢

【
留
都
】
，
芦
良
馬
の
名
。
又
‘
良
馬
を
い
ふ
。
醤
膝
に
【
留
肥
】
22

ぃ
，
肥
肉
（
美
味
な
肉
）
を
く
ら
ふ
。
〔
劉
昂
錫
、

同
じ
。
〔
漢
書
、
王
褒
博
〕
及
レ
至
T

駕
1

一
悩
都
玉
杉
1

一
乖
旦
一
因
論
‘
嘆
レ
牛
〕
可
―
―
以
持
レ
醒
而
縞
レ
肥
‘
飴
レ
子
而
衣
＞
妻
。

王
良
執
レ
鞄
‘
韓
哀
附
占
輿
゜
〔
注
〕
孟
康
日
‘
良
馬
低
レ
頭
[
維
普
1
氾
り
●
ひ
ぢ
を
か
む
o

〔
魏
書
ヽ
劉
枯
偶
〕
或

口

至

レ

邸

‘

故

曰

二

縞

都

↓

戻

年

手

醤

レ

腎

、

至

子

痛

傷

一

〔

北

史

‘

齊

高

岨

紀

〕

尉

景

【
悩
膝
】
10

切
縞
都
に
同
じ
。
〔
王
褻
‘
聖
主
得
1

一

賢

臣

伏
1

一
壮
士
ぶ
密
執
レ
兆
‘
紳
武
留
レ
腎
止
レ
之
。
●
誓
約
す

13699 
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【
餅
】
〗

小

E
E
]
0骨
を
か
む
。
〔
説
文
〕
鮫
、
留
レ

肉品疇
豪
骨
也
‘
炊
レ
臨
交
臀
。
〔
漢
書
、
食
貨
志

上
〕
罷
夫
鼻
老
‘
易
レ
子
而
鮫
―
―
其
骨
↓
〔
注
〕
師
古

曰
‘
鮫
‘
留
也
。

0
か
む
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
口
鮫
,
,

霜
刃
△
●
又
‘
咬
(
2
ー

3
5
4
3
)

・噛
(
2
|
4
5
1
6
)
・
 
饒

(
1
2
 |
 4
8
7
7
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鮫
‘
或
ハ
レ
発
、

亦
作
1

一
噛
・
咬
↓

圏

圏

咬
(10ー

3

ば
3
)

は
別
字
。
〔
字
彙
‘
醒
誤
〕
鮫
、
五
考

日
口
い
ち
ま
い
ば
。
井
歯
。
翻
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

餅
、
井
歯
也
。
〔
正
字
通
〕
餅
‘
拉
歯
也
、
営
レ
作
レ

麒
【
麒
歯
】
1

C
ィ

武
王
餅
歯
。

い
ち
ま
い
ば
。
〔
古
微
書
、
春
秋
元
命
包
〕
＿
【
鮪
】
i

日
ヘ
イ
ヒ，ヤ，ウ

ヘンヘン

口・

〔
集
韻
〕
必
郎
切
躍
g厖

〔
集
韻
〕
蒲
眠
切

ガ
ウ
ゲ
ー
ウ

日
ヵ，ウ

ロl

【
鮫
】
]

ゲ
，
ウ

〔
集
韻
〕
五
巧
切
詞

一公

yao'四

〔
集
韻
〕
下
巧
切

【
劉
】
〗羅
(
U
!
-
4
8
6
5
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
嗣
、
同
レ
磁
゜

小
●
う
す
ば
。
臼
の
や
う
に
中
の
く
ぽ

n
 

品
0

豪
ん
だ
歯
。
臼
の
や
う
な
、
老
人
の
歯
を

い
ふ
。
〔
説
文
〕
配
‘
老
人
歯
如
レ
臼
也
、
ハ
―
―
歯
臼
一

臼
亦
臀
。
●
八
歳
の
馬
。
通
じ
て
狛
(
1
2ー

4
4
7
2

1
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
釦
一
日
‘
馬
八
歳
也
。
〔
王

注
〕
集
韻
‘
馬
八
歳
謂
11

之
舶
五
通
作
レ
鮒
゜

蘭
會
意
形
臀
。
歯
と
臼
と
を
合
せ
て
、
臼
の
や
う
に

中
の
く
ぽ
ん
だ
歯
の
意
を
表
は
す
。
臼
は
亦
昔
符
。
字

解
を
見
よ
。

ヽ
一"' 
し
層
）
豪

2
 

厨

】

寧

乃

〔

集

韻

〕

巨

九

切

面

冨

】

岬

歯

部

〔
六
ー
ー
七
董
〕

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鮪
‘
昔

委
。
〔
字
彙
補
〕
鮪
‘
昔
以
゜

ヰ
・
イ

【
鯨
】
一
ダ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
鯰
‘
昔
桑
。

は
ぐ
き
に
か
ど
が
あ
る
。
〔
六
書
故
〕
齢
、
歯
斬

有
廉
繹
也
。

【

齢

】

-

ガ

ク

〔
六
書
故
〕
五
各
切
嘩
g

ラ
ッ

冦

】

岬

ギ

＂

サ

[

[

0
3
)
!
1
同
じ
。
〔
餘
文
〕

日
口
●
骨
を
か
み
こ
な
す
詈
。
も

と
嗣
(
1
2
-
4
8
7
3
2
)

に
作
り
、
又
、
劉

(
1
2
 |
 4
8
6
5
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
嗣
、
歯
分
レ
骨

臀
、
ハ
レ
臨
列
瞥
、
讀
若
レ
剌
。
〔
段
注
〕
篇
約
、
皆

作
レ
輩
。
〔
集
韻
〕
羅
、
歯
分
レ
骨
也
。
●
か
む
。
〔
廣

韻
〕
劉
、
留
也
。

0
或
は
製
(
1
2
ー

4
8
7
2
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
嗣
、
或
作
レ
留
。

【
蟻
】
〗留
(
1
2
-
4
8
6
5
1
)
に
同
じ
。
〔
龍
寵

手
鑑
〕
蟻
、
同
レ
醤
゜

ゲ

ッ

口日
レレララ
チッチッ

〔
集
韻
〕
力
醍
切

園園

【
能
】
〗
カ
ン

麒
(
U
i
l
-
4
8
6
4
9
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
能
‘
興
レ
麒
同
。

薗
を
ぬ
く
。
〔
五
昔
篇
海
〕
嗣
、
凹
歯
也
。

〔
集
韻
〕
郎
逹
切

【
嗣
】
〗〔
五
昔
篇
海
〕
捗
陥
切
認

タ
ン
テ
ン

る
意
を
表
は
す
。
又
、
強
い
決
心
を
表
は
す
。
呉
起
が
郷
切
、
留
也
、
誤
作
レ
咬
゜
咬
‘
昔
交
‘
咬
咬
‘
鳥
臀
°

を
出
る
時
、
己
の
腎
を
か
ん
で
母
に
成
功
を
誓
っ
た
故
【
鮫
留
】
1

t
力
か
じ
り
か
む
。
〔
蘇
試
‘
孫
幸
老
寄
レ
墨

事
。
〔
史
記
、
呉
起
博
〕
呉
起
‘
云
云
、
出
1

一
衛
郭
門
盃
否
詩
〕
我
貧
如
―
―
飢
鼠
古
長
夜
空
鮫
醤
゜

其
母
訣
‘
醤
A

腎
而
謂
日
‘
起
不
レ
為
1

一
卿
相
云
’
―
―
復
入
ジ
【
鮫
骨
】
2

我
骨
を
か
む
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
上
〕
罷
夫

衛
。
〔
隋
書
、
儒
林
、
王
孝
籍
博
〕
PJJ
以
1

一
老
母
在
レ
堂
‘
光
鼠
老
、
易
レ
子
而
鮫
―
―
其
骨
↓

陰
遅
暮
‘
寒
暑
逢
闘
‘
闊
山
超
遠
石
直
レ
臀
為
レ
期
、
前
途
【
鮫
穿
]
3

努
か
み
や
ぶ
る
。
〔
陶
安
‘
亀
頭
山
詩
〕
曾

逢
邁
、
椅
閻
之
望
、
朝
夕
已
勤
。
〔
酪
賓
王
、
上
―
―
廉
察
使
―
遇
五
撒
犬
、
一
犬
被
―
―
其
燕
盃
腹
飽
疑
不
レ
動
、
四
犬
怒
鮫

啓
〕
雖
T

嘆
レ
謄
思
レ
蹄
‘
空
権
な
向
薩
之
望
盆
皿
醤
レ
腎
未
レ
穿
。

仕

、

非

レ

凹

高

蓋

之

榮

↓

【

鮫

不

動

】

4

y
a
 0 3 
p
u
 tung• 

噛
み
切
れ
な
い
。

日
口
食
ふ
。
或
は
吟(
1
1
0

ー

3
5
9
4
)
•
嘔
(110ー

4
1
5
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
齢
、
食
也
、
或
作
―
―
吟
・
噌
↓
回
蓋

＜
口
中
に
入
れ
る
。
〔
集
韻
〕
齢
、
盛
内
,
,
口
中
田
）
。

タ，
7
ト，
7

日

【

齢

】

』

且

77
ヵ，
7

国
ゲ
，
7

〔
集
韻
〕
轄
央
切

〔
集
韻
〕
昂
閤
切

〔
集
韻
〕
託
合
切

面函函

鮒

鮫

羅

嗣

麒

齢

嗣

能

蝙

舷

齢

鯨

鮪

駈

麒

齢

翻

縦

シ
，
ユ
ク

ス
ク

口
.／，ヨク

国
炉
ク

園
セ
ク

日
●
薗
の
ふ
れ
あ
ふ
詈
゜
〔
廣
韻
〕
蹟
‘
歯
相
近

臀
。
●
孔
を
開
け
る
器
具
。
〔
字
彙
〕
艇
、
開
レ
孔

【
戴
】
一

〔
集
韻
〕
測
角
切
闇
i

ヽ

f
X

こ

c
h
'
u
o
•

〔
集
韻
〕
初
六
切
園
『因

〔
集
韻
〕
叉
足
切

日
サ
ク

【
顧
】
一
ギ
ン

断
(
1
2ー

4
8
6
0
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
断
‘
或
A
レ言。

函固

〔
集
韻
〕
胡
谷
切
圏
『

〔
集
韻
〕
克
角
切
圏
-

巳
〇
象
牙
を
治
め
る
。
〔
集
韻
〕
酷
‘
治
Ii

象
牙
一

日
レ
酷
。
●
菌
の
詈
゜
〔
集
韻
〕
酷
‘
一
日
‘
歯
臀
゜

口
象
牙
を
治
め
て
白
く
す
る
。
通
じ
て
鵠
(
1
2
ー

4
6
9
6
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
酷
‘
治
―
―
象
牙
人

m>白

也
‘
通
作
レ
鵠
。
回
・
菌
の
詈
゜
〔
集
韻
〕
鮭
‘
歯
臀
゜

●
象
牙
の
未
だ
細
工
を
施
さ
ぬ
も
の
。
〔
正
字

通
〕
酷
‘
爾
雅
疏
‘
謂
―
―
其
撲
未
レ
成
レ
器
名
一
也
。
國

象
牙
を
治
め
る
。
〔
集
韻
〕
酷
、
治
Ii

象
歯
1

也。

【
酷
】
』

國国口日
カゴコゴココ
クククククク

〔
集
韻
〕
胡
沃
切

〔
集
韻
〕
姑
沃
切

瓢

1-――

【
齢
】
-
キ
，
ゥ
義
未
詳
。
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
麒
‘
昔
休
。

【
駈
】
〗
ク
イ
[
[
t
゜
〔
捜
箕
玉
鏡
〕
駈
‘
知
皆

―1
0四
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[
i威
】
』

臨

部

〔七
I

八
書
〕

載

躇

餓

駿

歓

醤

齢

醤

齢

顧

醤

酷

澁

繭

醤

酎

鯨

酷

鰍

観

賑

醤

―1
0
五

歯
が
い
た
む
。
酸
の
た
め
に
歯
が
浮
く
。
〔
集
韻
〕
―
[
紐
血
】
』

サ

サ
ン

〔
集
韻
〕
蘇
官
切

歴

譴
(
1
2
-
4
8
7
3
9
)
に
同
じ
C

岡
篇
〕
―
[
醤
】
岬

齢

、

同

冨

゜

馬

の

歯

が

長

い

。

〔

集

韻

〕

醤

、

馬

歯

長

也

。

ダタ

〔
集
韻
〕
唐
何
切

姻

冨

】

5

嗣
餓
は
‘
歯
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
餓
、
嗣
餓
‘
歯
兄
。

ガ

〔
集
韻
〕
牛
箇
切

國

【
踵
】
[

じ
。
〔
正
字
通
〕
蹟
、
同
レ
縦
゜

小
已
口
歯
が
く
ひ
ち
が
ふ
さ
ま
。
議
(
1
2

|
 4
8
7
3
9
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
醤
‘
歯
差

醤
策

鉄
兒
‘
八
レ
歯
佐
臀
、
春
秋
傭
、
鄭
有
一
子
臨
↓
〔
段

注
〕
見
た
博
昭
十
六
兜
今
博
作
レ
醤
、
｛
貫
一
字

也
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
歯
鉄
也
‘
或
ハ
レ
差
。
〔
集
韻
〕
醤
‘

歯
不
レ
齊
也
、
或
八
レ
佐
。

小

日

口
l

国
く
ひ
ち
が
ふ
。
歯
が
あ
は
な

枷
豪
い
。
〔
説
文
〕
酷
‘
麟
翻
也
、
炊
油
吾
磐
゜

〔
集
韻
〕
酷
‘
曲
一
前
一
却
。
〔
集
韻
〕
齢
‘
蜘
不
レ
齊
゜

〔
集
韻
〕
訛
胡
切

サ
ク
・
シ
，
ユ
ク
・
シ
，
ヨ
ク

鰺
1
2

ー

4
8

一【臨】[

6
6
9
)

に
同

ロロザサザサ
〔
集
韻
〕
才
可
切

【
琶
〗

〔
集
韻
〕
才
何
切

圏厭

ギ
ヨ

日ゴギョ

，
 

回
ゴ

〔
集
韻
〕
偶
翠
切
麗

＞
 u
 yii' 

〔
集
韻
〕
牛
居
切
固
i囮

具
。
●
鯖
艇
は
、
せ
ま
る
。
こ
せ
つ
く
さ
ま
。
鱗
麒

(
1
2
 |
 4
8
7
2
7
 :
 1
)
を
見
よ
。
〔
集
韻
〕
戴
、
麒
縦
、

迫
也
。
〔
正
韻
〕
縦
、
雌
縦
、
急
促
局
隈
貌
。
働
或

は
躇
(
1
2
-
4
8
6
7
0
)
・

鰊
(
1
2
-
4
8
7
0
6
)
・

促
(
1
ー

6
6
4
)

に
作
り
、
ま
た
顧
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
或

作
蹟
・
甑
・
促
↓
〔
正
字
通
〕
縦
、
亦
作
レ
顧
。
口
た

だ
し
つ
つ
し
む
さ
ま
。
或
は
捉
(
1
0
-
3
7
5
5
4
)
・

捉
(
8ー

2
5
7
7
8
)
に
作
る
。
〔
廣
韻
〕
躇
‘
廉
謹
兒
。

〔
集
韻
〕
踵
‘
齊
謹
也
、
或
作
二
距
・
捉
↓
国
歯
が
そ

ろ
ふ
。
〔
集
韻
〕
蹟
歯
齊
也
。

【
縦
縦
】
1

苔
廉
謹
の
さ
ま
。
う
や
う
や
し
い
さ
ま
。

〔
絣
雅
‘
繹
訓
下
〕
蹟
蹟
‘
持
整
也
。
〔
史
記
、
貨
殖
博
〕
郡
・

魯
濱
孟
沐
・
洒
砿
芸
ま
周
公
遺
風
ぶ
心
好
レ
儒
‘
備
ー
秘
涵
竺

故
其
民
縦
縦
‘
頗
有
二
桑
麻
之
業

U
齊
林
澤
之
饒
↓
〔
漢

書
、
申
屠
嘉
博
〕
自
嘉
死
筏
‘
云
云
‘
皆
以
1

一
列
侯
細
E

レ

踵
、
躇
躇
廉
謹
‘
為
"
丞
相
五
備
レ
員
而
已
゜
〔
注
〕
師
古
曰
‘

躇
躇
、
持
整
之
貌
也
。
〔
王
先
謙
補
注
〕
捉
‘
常
レ
為
レ
煉
‘
説

文
‘
辣
‘
謹
也
、
讀
若
二
謹
勅
藪
敦
↓
此
文
嘗
レ
為
二
辣
辣
{

息
下
廉
謹
義
相
應
‘
世
俗
以
音
同
之
字
“
韓
窺
作
―
―
捉

俎
復
轄
為
―
―
縦
簗
縦
即
蹟
字
、
形
有
移
換
耳
、
今
人

斥
為
麒
藝
六
即
此
蹟
躇
義
也
。
〔
唐
書
‘
杜
牧
博
〕
牧
剛

直
有
l

―
奇
節
玉
＇
レ
為
函
E

縦
小
謹
↓
〔
韓
愈
‘
輿
―
-f襄
陽
―

書
〕
世
之
縦
縦
者
、
既
不
レ
足
1
1

以
語
＞
之
。

【
齢
】
』

は
ぐ
き
。
〔
集
韻
〕
齢
‘
歯
鰐
。

日
セ
ィ
日
製
(
6
|
1
2
2
7
7
)

に
同
じ
。

【
醤
】

[
9〔
字
彙
〕
醤
、
同
レ
製
。
口
留
(
1
2

|
 4
8
6
5
4
)

の
謳
字
。
〔
正
字
通
〕
誓
‘
裂
字
之
識
。

ゴガ
ンン

〔
集
韻
〕
吾
含
切

園

冨

】

5

猷
(
1
2
|
 4
8
6
7
3
)

に
同
じ
。
〔
玉

篇
〕
醤
‘
亦
作
レ
歓
゜

ヵ，
7

醤
(
1
2
|
 4
8
6
7
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
亦
書
作
レ

歓。

O
曲
っ
た
歯
。
〔
玉
篇
〕
醤
‘
曲
歯
。
●
歯
が
曲

つ
て
生
え
る
。
〔
廣
韻
〕
醤
‘
歯
曲
生
。
参
か
け
る
。

歯
が
か
け
る
。
又
、
か
け
た
歯
゜
〔
廣
韻
〕
醤
‘
又
訣

也
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
一
曰
‘
鋏
歯
。
〔
正
字
通
〕
歓
‘
蜘

鋏
也
。
R
か
む
音
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
唯
臀
°
〇
或
は

誠（
1
2
-
4
8
7
1
5
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
或
八
レ
咸
゜

【峡】
5

カ，
7

ゲ，

7

駿
‘
歯
酸
也
。

〔
集
韻
〕
轄
央
切
臨

78

□

グ

ン

薔

冨

】

486

□

コ

ン

菌

日
歯
が
な
い
。
又
‘
歯
の
ぬ
け
る
さ
ま
。
顧
（
1
2
|
 

4
8
7
2
0
)

に
同
じ
。
籠
(
1
2
-
4
8
6
9
9
)

の
調
字
。
〔
集

韻〕
i

畔
‘
説
文
、
無
レ
歯
也
‘
或
作
レ
継
。
〔
荀
子
、
君

道
〕
翻
然
而
歯
堕
芙
。
〔
集
解
〕
慮
文
招
日
、
嗣
‘

嘩

9
作
レ
闊
‘
卑
ハ
レ
嗣
同
、
韓
詩
外
偉
作
レ
顧
。
口
歯

の
起
る
さ
ま
。
又
、
か
む
。
麒
(
1
2
|
 4
8
6
4
9
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
嗣
‘
歯
起
兒
‘
一
日
、
悩
也
‘
或
作
レ
麒
゜

【
顧
郎
】
1

竺
歯
の
起
る
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
翻
‘
嗣
麒
‘
歯

起
兒
゜

【
嗣
然
】
2

竺
歯
が
ぬ
け
お
ち
る
さ
ま
。
又
、
臨
の
な
い

さ
ま
。
嗣
然
゜
鰤
然
゜
〔
荀
子
‘
君
道
〕
以
為
―
―
好
麗
―
邪
、
則

夫
人
行
年
七
十
有
二
‘
鮒
然
而
歯
堕
英
。
〔
集
解
〕
慮
文

招
曰
‘
鰯
‘
笠
作
レ
鱈
‘
息
鰤
同
、
韓
詩
外
博
作
レ
鰤
‘
祁

捻
行
日
‘
按
‘
嗣
‘
営
，
依
―
―
韓
詩
外
傭
四
ー
作
』
嗣
‘
説
文
、

鰤
、
無
レ
歯
也
。

〔
集
韻
〕
牛
吻
切

〔
集
韻
〕
苦
本
切

冨

】

螂

戸

／

日
き
ち
が
ひ
犬
。
狂
犬
。
創
(
7
|
2
0
4
9
4
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
創
‘
狂
犬
也
‘
或
作
レ
醤
。
口
留
(
1
2
-

4
8
7
2
1
)
の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
醤
、
製
字
之
識
。

〔
集
韻
〕
居
例
切
醐
i

＇i-ー

冨

[

]

曇

サ

ン

義
未
詳
。
〔
五
昔
篇
海
〕
鰍
、
音
酸
。

[
観
]
〗
ガ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
観
‘
昔
牙
。

冨

】

岬

サ

"

[

[

3
9
)

に
同
じ
。
〔
川
篇
〕

雫昌
ク
，
ワ
ッ

配
(
1
2ー

4
8
6
4
8
)

の
本
字
。
〔
正

字
通
〕
鯰
‘
本
作
レ
餡
。

【

鰊

】

亨

タ

イ

五

炉

7
い0
同
じ
。
〔
龍
寵

厨

】

岬

は
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
齢
‘
歯
也
。

シ，ヤ，ウ

サ
ヴ

龍
寵
手
鑑
〕
七
羊
切

麗

冨

】

岬

歯
が
正
し
く
な
い
。
〔
篇
海
〕
醤
‘
歯
不
レ
正
也
。

ダタ

〔
字
彙
補
〕
徒
河
切

祗

【
脚
】
』

悩
(
1
2
|
 4
8
6
5
1
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
誠
、
同
レ
悩
゜

ゲ
ッ
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【

麒
1
』

[

〔

集

韻

〕

懸

切

図

小
日
□
国
國
か
む
。
か
じ
る
。
或
は
鮨

り^^品a
豪

(
1
2
ー

4
8
6
1
5
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
齢
、

齢
酢
也
、

A
レ
歯
卒
瞥
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
齢
、
留

也
。
〔
集
韻
〕
齢
、
或
炊
レ
出
。
〔
集
韻
〕
齢
、
酢
也
。

日
い
[

具
[
ノッ
シ
チ

国‘、

【
齢
】
』

國ぢ
〔
集
韻
〕
士
滑
切

〔
集
韻
〕
測
乙
切

〔
集
韻
〕
士
列
切

〔
集
韻
〕
昨
液
切

羅図園囲

冨
】
一
シ
，
ヨ

鰤
(
1
2
-
4
器
9
2
)
に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
醤
、
同
レ
断
。

恨
小
●
饂
が
い
た
む
。
歯
に
酸
が
し
み
る
。

品
9

豪
〔
説
文
〕
脈
、
歯
傷
レ
酢
也
、
八
レ
歯
所

贅
讀
匿
楚
。
●
通
じ
て
饒
(
1
2
-
4
8
7
8
3
)

に
作

り
、
ま
た
鰯
(
1
2
-
4
8
7
3
0
)
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕

脈
、
通
作
レ
麒
、
別
作
レ
嗣
゜

【
顧
】
-

シ
，
ヨ
〔
集
韻
〕
爽
阻
切
餌
四

ソ

醤
麒
は
、
歯
が
あ
ら
は
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
醤
、

醤
麒
‘
歯
露
兒
゜

【
醤
】
』

ケ
ン
〔
集
韻
〕
牽
典
切
臨
〗

【
醤
熊
】
1

切
狂
犬
と
熊
。
あ
ら
あ
ら
し
い
も
の
。
〔
馬

融
‘
廣
成
頌
〕
暴
二
斥
虎
面
竺
狂
児
云
獄
製
熊
一
怯
1

一封掃↓

歯

部

〔
八
驚
〕

〔
集
韻
〕
語
綺
切
釦

i' 

〔
集
韻
〕
去
椅
切
踪
g

〔
集
韻
〕
丘
其
切
甲
-

小
日
●
か
む
。
〔
説
文
〕
騎
、
醤
也
、
松
歯

豪
奇
聾
。
●
か
た
よ
せ
て
か
む
。
〔
説
文

騎
通
訓
定
臀
〕
鯖
、
蒼
頷
篇
‘
齊
人
謂
孟
饂
咋
云
〖
レ

騎
、
鯖
、
側
歯
也
。
●
或
は
艤
(
1
2ー

4
8
7
8
9
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
鯖
、
或
ハ
レ
義
。
●
姓
。
又
、
名
。
〔
集

韻
〕
騎
‘
姓
也
。
〔
正
字
通
〕
騎
‘
姓
‘
又
名
、
左
傭
、

ト
騎
試
1

問
公
↓
〔
史
記
、
秦
始
皇
紀
〕
蒙
驚
・
王
騎
・

熙
公
等
為
―
―
牌
軍
↓
目
か
む
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
留
也
。

回
か
む
。
麒
(
1
2
-
4
8
6
9
5
)

に
同
じ
。
ま
た
嗣
(
1
2

-
4
8
6
1
6
)
・
 
餃
(
1
2
|
 4
8
5
9
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

麒
、
博
雅
、
醤
也
、
或
払
奇
゜
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕

鮪
、
字
亦
作
レ
嗣
、
作
レ
齢
。

【
鮪
】
一

口キ
国
キ
日
ギ

日
タ
イ
〔
集
韻
〕
喜
切
願

信
ク
イ
〔
集
韻
〕
嘗
来
切
岡
i

日
口
●
か
む
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
鰊
‘
留
也
。
●

か
む
音
。
か
む
歯
の
昔
゜
〔
玉
篇
〕
鰊
‘
礁
留
臀
゜

〔
正
字
通
〕
鰊
‘
礁
歯
臀
。

【
鰊
】
』

は
が
み
す
る
。
は
ぎ
し
り
す
る
。
〔
集
韻
〕
餡
、
怒
レ

歯
也
。

【
餡
】
-
ぢ

〔
集
韻
〕
乎
絲
切
認
~

か
む
。
か
じ
る
。
古
‘
斬
(
1
2
-
4
8
6
0
2
)

に
作
る
。

〔
廣
雅
‘
繹
詰
三
〕
麒
、
留
也
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
醤
也
、

古
作
レ
斬
゜

醤

醤

鰤

醤

齢

麒

餡

鰊

鯖

鯛

薦

餞

鮫

館

鯉

【観】年

にニジ 日ゲ
イ

〔
集
韻
〕
研
冥
切
圏

＇ 
p
＿
克

〔
集
韻
〕
如
支
切
甲
-

日
菖
の
く
ひ
ち
が
ふ
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
餞
、
歯
鉄

兒
。
口
●
餞
軒
は
‘
歯
が
正
し
く
な
い
さ
ま
。
〔
集

韻
〕
餞
‘
餞
軒
‘
歯
不
レ
正
兒
。
●
ま
た
鮪
(
1
2
-
4
8

7
2
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
餞
‘
亦
作
レ
鮪
。
国
歯
が

正
し
く
な
い
。
〔
集
韻
〕
餞
‘
歯
不
レ
正
。

【
餞
鮪
】
1

ク
歯
が
正
し
く
な
い
さ
ま
。
〔
柳
宗
元
、
招
,
,

海
賣
1

文
〕
黒
歯
餞
鯖
、
鱗
文
レ
肌
、
三
角
絣
列
、
耳
離
披
゜

〔
集
韻
〕
牛
惇
切

〔
集
韻
〕
魚
鵜
切
図圏

国□ 日
ゼセセサゼサ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
士
免
切

【賤】畑

〔
集
韻
〕
楚
縮
切

〔
集
韻
〕
仕
限
切

園圃圃

國国国日
ンゲガゲガギ
イイ

【謳】
g

か
む
。
〔
篇
海
〕
謳
‘
醤
也
。

日
国
●
老
人
の
歯
。
落
ち
盛
し
た
後

に
生
え
出
た
、
老
人
の
細
い
歯
。
小
兒

の
歯
の
如
き
も
の
で
壽
の
相
。
〔
説
文
〕
観
、
老

人
歯
、

A
レ
歯
兒
瞥
゜
〔
段
注
〕
秤
名
日
、
九
十
或

日
1

一
載
歯
「
大
歯
落
盛
、
更
生
1

一
細
者
一
如
1

小
兒

幽
也
。
●
通
じ
て
兒
(
1
ー

1
3
6
5
)
に
作
る
。
〔
集

韻
〕
観
、
通
作
レ
兒
。
〔
詩
、
魯
頌
、
悶
宮
、
黄
髭
兒

歯
、
繹
文
〕
兒
、
字
書
作
レ
観
。

顧
(
U
!
-
4
8
7
2
0
)
に
同
じ
。
謡
し

【

顧

】

岬

て

鰯

(
U
l
-
4
8
6
7
8
)
に
作
る
。
国
【
載
歯
】
1

ク
ィ
●
全
部
ぬ
け
た
後
に
更
に
生
え
た
、
老
人

字
通
〕
鯛
、
同
レ
鰤
。
〔
荀
子
、
君
道
〕
以
為
1

一
好
麗
邪
、
nlj

の
歯
゜
〔
爾
雅
、
繹
詰
〕
黄
髪
・
鮫
歯
．
飴
背
・
蕎
老
‘
壽
也
。

夫
人
行
年
七
十
有
二
‘
饂
然
而
歯
堕
芙
。
〔
集
解
〕
虚
文
〔
注
〕
載
歯
、
歯
堕
更
生
1

一
細
者
↓
〔
祁
琵
行
義
疏
〕
載
歯

張
日
編
、
笠
作
レ
麟
、
愚
鰤
同
、
韓
詩
外
博
作
レ
鯛
。
者
、
繹
名
云
、
観
歯
、
大
歯
落
泰
、
更
生
―
―
細
者
面
竺
小
兒

幽
也
、
通
作
名
兒
、
詩
、
黄
髪
兒
歯
、
鄭
箋
、
兒
歯
亦
壽

徴
、
兒
者
載
之
段
借
。
●
九
十
歳
の
老
人
を
い
ふ
。
〔
繹

名
、
繹
長
幼
〕
九
十
日
―
―
胎
背
西
背
有
戸
叩
文
一
也
‘
云
云
‘
或

日,,
載
歯
エ
大
歯
落
盛
、
更
生
細
者
ぶ
ざ
小
兒
幽
也
。

コ
ッ

〔
篇
海
〕
昔
鵠

グ
ン

【
騎
】
1

ザ
か
み
き
る
。
酢
誓
。
縛
じ
て
、
人
の
才
能

を
忌
ん
で
之
を
排
揖
す
る
を
い
ふ
。
又
‘
琥
掘
す
る
。

〔
史
記
、
田
僧
偉
〕
秦
復
得
―
―
志
子
天
下
盆
翌

9
齢
用
レ
事

者
墳
基
癸
。
〔
注
〕
正
義
日
、
非
"
但
辱
ジ
身
、
墳
墓
亦
獲

掘
芙
゜

【
騎
哨
】
2

が
｀
ク
か
む
。
〔
王
令
、
謝
―
―
李
常
伯
―
詩
〕
唱
暗

夜
不
レ
休
、
騎
哨
午
忘
レ
饒
゜

日
ギ

【

顧

】

如

島

ィ
国
ガ
イ

〔
集
韻
〕
魚
鵜
切
函

〔
集
韻
〕
宜
佳
切

oo

〔
康
煕
字
典
〕
園

牛
憚
切

〔
集
韻
〕
叉
宜
切
甲
-

日
醤
誼
は
‘
歯
の
あ
ら
は
れ
る
さ
ま
。
離
（
1
2ー

4
8
7
0
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
雌
醤
雌
‘
歯
露
兒
‘
或

松
宜
。
口
醤
雌
は
、
歯
の
不
齊
の
さ
ま
。
或
は
鮭

(
1
2
ー
ぢ
6
4
1
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
誼
、
醤
誼
‘
歯

否
齊
、
或
作
ら
鮭
。
国
醤
誼
は
、
は
ぎ
し
り
。
〔
類

篇
〕
館
、
皆
館
、
切
歯
゜
國
歯
な
み
が
不
揃
ひ
。
嵯

(
1
2
-
4
8
7
4
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
嵯
‘
説
文
‘
歯
参

差
‘
或
八
レ
宜
゜

【館】
g

靱
豪小

―1
0
六

13702 



(48705)一 (48720)

【鰊】亨

歯

部

〔八

l

九
書
〕

鋪

朦

醤

雌

閏

雌

麒

鱚

誦

醤

誠

鯖

麟

館

醤

顧

J
O
七

□ 日
ズ‘ノ，シシ
'' ウユウ

因

〔
集
韻
〕
仕
垢
切
痴
中

〔
集
韻
〕
函
尤
切

日
●
か
む
。
〔
説
文
〕
帥
‘
悩

一

芯
〇
，

蘭

豪

也

、

炊

涵

昔

磐

。

●

歯

が

相

あ
ふ
。
誠
(
1
2
-
4
8
7
6
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
歯

相
値
‘
或
八
塩
日
。
●
或
は
酢
(
1
2
-
4
8
6
1
4
)

に
作

り
、
通
じ
て
咋
(
2
ー

3
4
8
8
)

に
作
り
‘
俗
に
嗣
(
1
2

|
 4
8
7
2
4
)

に
作
る
。
〔
説
文
〕
鮪
‘
酢
‘
麒
或
炊
レ

乍
。
〔
正
字
通
〕
鮪
、
重
文
作
レ
酢
、
通
作
レ
咋
‘
俗

作
レ
馴
゜
旦
か
む
。
〔
集
韻
〕
鋪
‘
醤
也
。

[
鮪
悩
】
1

訂
か
む
。
か
じ
る
。
酢
協
。
〔
急
就
篇
‘
鼻
口
唇

舌
断
牙
歯
‘
注
〕
歯
者
抱
謂
T

口
中
之
骨
主
1

紐
窃
四
者
上

也
。
〔
史
記
‘
田
像
偉
‘
騎
―
―
齢
用
レ
事
者
墳
墓
至
へ
‘
注
〕

集
解
日
、
如
淳
日
、
騎
駐
、
猶
―
―
酢
醤
↓

【
鋪
舌
】
2

勺
舌
を
か
む
。
〔
史
記
‘
灌
夫
博
〕
魏
其
必
内

愧
、
杜
加
門
雌
レ
舌
自
殺
。
〔
注
〕
索
隠
日
‘
案
‘
説
文
云
‘

雌
維
也
。
〔
隋
書
‘
儒
林
‘
王
孝
籍
傭
〕
安
可
翻
レ
舌
鍼
レ

唇
‘
呑
レ
臀
飲
＞
氣
゜

【
鮪
選
】

3
g
は
れ
も
の
を
か
む
。
又
、
は
れ
も
の
を
か

ん
で
膿
血
を
出
す
。
〔
漢
書
‘
倭
幸
‘
郎
通
博
〕
太
子
入

問
レ
疾
、
上
使
二
太
子
鯖
＞
唾
‘
太
子
鯖
レ
哩
而
色
難
レ
之
。

〔
注
〕
師
古
曰
‘
鮪
‘
紐
也
‘
悩
出
―
―
其
膿
血
↓

齢
腔或

,.......... 
止仕
駈
し—~
48705 

口日
ジ，サジ，サ
ヤヤク
ク

〔
集
韻
〕
助
駕
切

〔
集
韻
〕
｛
貫
窄
切

圃闘

□
皆
雌
は
‘
蜘
の
あ
ら
は
れ
る
さ
ま
。
或
は
誼
(
1
2

ー

4
8
7
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
雌
‘
皆
離
‘
姻
露
兒
、

或
炊
に
且
。
口
醤
雛
は
‘
は
ぎ
し
り
。
〔
集
韻
〕
雌
、
歯

雌
‘
切
歯
。
国
崖
(
4
-
8
1
8
0
)

に
通
ず
。
〔
王
延
壽
、

王
孫
賦
、
歯
崖
崖
以
彫
齢
、
注
〕
崖
‘
本
作
レ
雌
。

【
揺
】
丘
ャ
ク
義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
蝠
‘
昔
約
。

【

鯛

】

畑

ガ

ク

昇

い

，

旦

[
O同じ。
〔
龍
寵

【
雌
】
年

，

麟

(
1
2
-
4
8
7
4
6
)

に
同
じ
。
〔
篇
海

シ
ウ

類
篇
〕
雌
‘
同
レ
靡
。

【
間
】
向
＂
戸
臼
彗
い
い
い
い

[5[

醤
醤
‘
貧
鬼
相
責
゜
〔
正
字
通
〕
閏
‘
易
林
、
躙
鯛
喘
咽
‘
貧

鬼
相
責
゜

カ
ン

【
雌
】
[

縦
(
1
2
-
4
8
6
6
9
)
に
同
じ
。
〔
韻
會

小
補
〕
雌
、
同
レ
縦
゜

ソ
ク

【
醤
】
年

’

練

(
1
2
-
4
8
7
0
6
)
に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
醤
、
同
レ
鰊
゜

シ
ウ

小
日
□
国
●
鰊
嗣
は
‘
歯
が
正
し
く
な

氏
5"
品
3

薮
い
。
歯
が
不
揃
ひ
。
〔
説
文
〕
鰤
、
顧
麟

歯
不
レ
正
也
、
八
レ
歯
取
臀
。
〔
集
韻
〕
鰊
、
鰊
鯖
‘
歯

不
レ
正
。

O
歯
が
む
ら
が
り
生
え
る
。
歯
が
あ
っ

ま
る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
鰊
‘
歯
衆
貌
゜
〔
集
韻
〕
鰊
‘
歯

叢
生
。
●
鰊
鯖
は
‘
臨
が
か
た
よ
る
。
〔
廣
韻
〕
鰊
、

鰊
鯖
、
蜘
偏
。
固
鰯
鰤
は
‘
せ
ま
る
。
せ
ま
い
。

あ
く
せ
く
す
る
。
戴
(
1
2
-
4
8
6
6
9
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
縦
‘
嗣
縦
‘
迫
也
‘
或
作
レ
鰊
。
〔
漢
書
、
罰
食
其

傭
〕
握
鰊
好
↓
―
荷
碍
↓
〔
注
〕
應
肋
日
、
握
鰊
‘
急
促

之
貌
゜

酉国
サジシ
クユユ
クク

、-
集集
韻韻、、
測仕
角六
切切

巫圏

●
歯
が
む
し
ば
ま
れ
る
。
む
し
ば
。
歯
が
品
に
食

は
れ
て
朽
ち
る
。
又
、
其
の
歯
。
猜
(
7
|
1
9
9
2
0
)
 

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
稲
、
歯
翡
也
、
八
レ
牙
馬
臀
‘
鯖
‘

猜
或
炊
レ
歯
゜
〔
繹
名
、
繹
疾
病
〕
鯖
‘
朽
也
、
晶

維
レ
之
‘
歯
訣
朽
也
。
●
歯
が
痛
む
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰

【
鯖
】
[
園
ゥ
ク
〔
集
韻
〕
顆
利
切
圏

＞
 

<
u
 ch'u3 

【

馘

】

虹

カ

ン

醤
(
1
2
|
 4
8
7
1
4
)

に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
醤
、
同
レ
誠
゜

小

曰

0
か
む
。
も
と
誠
(
1
2
-
4
8
7
1
5
)

に

薗
豪
作
る
。
〔
正
字
通
〕
醤
‘
説
文
、
本
作
レ
馘
。

〔
説
文
〕
誠
‘
悩
也
、
炊
レ
歯
咸
臀
。
●
口
に
入
れ
て

お
い
て
、
醤
ま
な
い
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
口
持
不
レ
悩
°

口
歯
の
高
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鍼
‘
歯
高
兒
。
国

0

か
む
さ
ま
。
〔
廣
韻
〕
馘
‘
留
咋
兒
。

0
か
む
昔
゜

〔
集
韻
〕
誠
、
一
日
、
唯
臀
。
●
歯
が
曲
つ
て
生
え

る
さ
ま
。
又
、
か
け
た
歯
。
臨(
1
2—
4
8
6
7
4
)
に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
醤
‘
歯
曲
生
兒
‘
一
曰
‘
訣
歯
‘
一
日
、

礁
瞥
‘
或
炊
レ
咸
。

冨
】
[
国□ 日
ケ，力，ゲガゲカ
フフンンンン

國

〔
集
韻
〕
魚
咸
切
蔵

〔
集
韻
〕
乞
治
切
＇
盛

H
-
y
 c
h
i
a
'
 

〔
集
韻
〕
胡
浪
切

篇】如

＂‘[編
シ

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鮪
、
＿
音
自
。

小
〇
菌
が
無
い
。
生
れ
て
未
だ
臨
が
生

翁品3
豪
え
な
い
。
又
、
老
人
に
な
っ
て
歯
が

冨
i

】

芦

グ

ン

〔
集
韻
〕
牛
吻
切
印
四

冨】
C

0
歯
が
そ
ろ
ふ
。
〔
篇
海
〕
醤
、
歯
齊
。

O
薗
(
1
2
-

4
8
7
7
2
)

の
謡
字
。
〔
正
字
通
〕
醤
、
醤
字
之
誠
゜

ゴギ
ンン

〔
篇
海
〕
宜
謹
切
饂
〗

【

館

】

臼

鯨
雅
は
、
歯
の
出
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鯰
、
翻
積
、
歯

出
兒
。

ヶヵ

〔
集
韻
〕
丘
駕
切
顧
g

冨】吋
製
載
は
‘
物
を
悩
む
昔
゜
〔
集
韻
〕
載
、
留
載
‘
醤
レ

物
臀
゜

カ
ッ
ガ
チ

〔
集
韻
〕
何
葛
切

園

一
〕
鯖
‘
病
也
。
＠
や
へ
ば
。
歯
が
重
つ
て
生
え

る
。
〔
一
切
経
昔
義
、
十
五
〕
鯖
‘
歯
重
生
也
。

[
鯖
蜘
】
1

バ
む
し
歯
。
む
し
か
め
ば
。
〔
史
記
、
倉
公

傭
〕
治
n

一
齊
中
大
夫
病
―
―
鯖
蜘
↓
〔
注
〕
正
義
曰
‘
繹
名
云
‘

麟
朽
也
幽
笠
之
訣
朽
也
。
〔
元
好
問
、
杏
花
詩
〕
儘
眉

慮
女
嬌
無
レ
奈
、
鯖
歯
孫
娘
笑
不
レ
成
。

〖
鯖
臨
笑
]
2的
品
歯
が
痛
む
や
う
な
顔
附
を
し
て

笑
ふ
。
一
種
の
媚
態
を
い
ふ
。
〔
後
漢
書
、
梁
翼
博
〕
壽
色

美
‘
而
善
貸
妖
態
作
愁
媚
祝
枡
‘
憧
馬
髯
‘
折
腰
歩
、

鯖
臨
笑
‘
以
塁
媚
態
↓
〔
注
〕
鯖
歯
笑
者
、
若
―
―
歯
痛
不
二

斤
斤

[
輌
痛
】
3

炉
む
し
ば
の
痛
み
。
〔
王
義
之
、
雑
帖
五
、

賢
姉
帖
〕
吾
鯖
痛
、
所
レ
作
讚
‘
又
恐
不
レ
任
。

13703 
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冨
i

】
丘

ゴ
ヴ
〔
集
韻
〕
魚
侯
切
因

日

グ

叉

ou2

口
グ
〔
集
韻
〕
元
倶
切
頃
i

u
 y
i
F
 

日
●
わ
ら
ふ
。
或
は
断
(
1
2
-
4
8
60
0
)

に
作
る
。

〔
集
韻
〕
鯖
、
博
雅
、
笑
也
、
或
作
レ
斬
。

O
歯
が
あ

ら
は
れ
る
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
齢
露
歯
貌
。
参
即
(
1
2

|
 4
8
6
2
6
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
餡
、
同
レ
麒
゜
口
棧

彫
は
、
高
く
け
は
し
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
騎
‘
棧
騎
‘

高
唆
兒
゜
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
棧
鮪
峨
瞼
゜
〔
注
〕

向
日
、
殿
階
高
峻
之
貌
゜

【
麟
騎
】
1

竺
歯
の
露
出
し
た
さ
ま
。
〔
王
延
壽
、
王
孫

賦
〕
臀
該
唱
以
肢
刑
、
歯
崖
崖
以
鮪
嗣
。

冨
i

】
五

□ 日
ゲガゲ

ンンン

〔
集
韻
〕
語
寮
切
知

〔
集
韻
〕
語
限
切
渾
幽

冨写
〇
物
を
か
む
音
。
〔
玉
篇
〕
製
、
醤
レ
物
臀
。

O
嗣

(
1
2
 |
 4
8
7
3
2
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
麟
、
説
文
、
歯

分
レ
骨
贅
‘
或
作
レ
製
。

ラ
ッ
ラ
チ

〔
集
韻
〕
郎
逹
切

園

な
い
。
〔
説
文
〕
鰤
‘
無
レ
曲
也
‘
炊
レ
臨
軍
臀
。
〔
正

字
通
〕
顧
‘
説
文
、
無
レ
歯
也
、
長
箋
‘
骨
庄
是
生
無
レ

歯
之
名
面
空
毀
歯
一
也
。
〔
正
字
通
〕
嗣
‘
老
人
無
レ

歯
也
。

O
歯
が
ぬ
け
る
さ
ま
。
〔
韓
詩
外
博
、
四
〕

太
公
年
七
十
二
‘
鰤
然
而
歯
堕
矢
゜
〇
或
は
蜆

(
1
2
 |
 
4
8
6
9
9
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鰤
‘
或
作
レ
嗣
゜

【
顧
然
】
1

竺
蜘
の
ぬ
け
落
ち
る
さ
ま
。
嗣
然
。
〔
韓
詩

外
博
、
四
〕
太
公
年
七
十
二
、
顧
然
而
歯
堕
芙
、
然
而
用
レ

之
者
文
王
。

歯

部

〔
九
書
〕

●
は
ぐ
き
。
〔
集
韻
〕
鰐
、
歯
断
。
〔
字
彙
〕
鰐
‘
歯
内

上
下
肉
也
。

O
或
は
叩
(
2
-
3
9
4
7
)

・郡
(
9
-
2
9

883)• 

誠
(
1
2
-
4
8
7
2
6
)

に
作
止
る
。
〔
廣
韻
〕
噂
‘
口

中
断
噂
‘
出
乞
子
統
云
鰐
、
上
同
。
〔
集
韻
〕
鰐
‘
或

作
―
―
曙
・
阿
〔
正
字
通
〕
鰐
、
梵
書
作
レ
嗣
゜

【
罰
鋒
]
1

訂
歯
の
神
の
名
。
〔
事
物
異
名
録
、
神
鬼

小
日
歯
が
正
し
く
な
い
。
歯
が
く
ひ
ち

覇品9
豪
が
ふ
。
歯
な
み
が
正
し
く
な
い
。
〔
説

文
〕
嗣
、
鰤
鯖
也
、
八
レ
歯
晶
臀
゜
〔
句
讀
〕
案
、
許
君

意
‘
鰊
鯖
二
字
、
以
左
右
ニ

-9之
、
鑢
師
一
字
、

似
上
下
二

9
之
‘
嵯
字
以
二
内
外
ニ

-9之
。
〔
集
【
麟
亭
写

韻
〕
嗣
‘
説
文
‘
掘
不
レ
正
也
。
〔
正
韻
〕
鯖
‘
歯
相
俺

也
。
〔
周
軽
、
考
工
記
‘
輪
人
〕
緊
其
畜
蚤
不
＞
鯖
‘

レ

【

嗣

写

則
輪
雖
レ
散
不
レ
匡
゜
〔
注
〕
人
之
牙
臨
参
差
‘
謂
ニ

之
麟
↓
□

O
歯
が
不
揃
ひ
゜
〔
玉
篇
〕
嗣
‘
蜘
不

0
小
さ
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
醒
、
一
日
、
小
兄
。

O

齋。

O
歯
が
重
つ
て
生
え
る
。
又
、
そ
の
歯
。
や
ヘ

鯖
縦
は
、
こ
せ
つ
く
さ
ま
。
急
促
の
さ
ま
。
せ
ま

ば
。
〔
集
韻
〕
鯖
‘
歯
重
生
。

O
歯
が
か
た
よ
る
。

る
さ
ま
。
こ
ま
か
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
岨
、
嗣
陛
、
迫

〔
正
韻
〕
鯖
‘
掘
偏
゜

也
。
〔
校
正
〕
案
‘
蹟
識
レ
鰹
‘
搬
―
―
類
篇
一
正
。
〔
正
韻
〕

【
鯖
差
】
1

カ
く
ひ
ち
が
ふ
。
と
と
の
つ
て
ゐ
な
い
。

〔
荀
子
、
君
道
〕
天
下
之
斐
‘
境
内
之
事
、
有
―
―
弛
易
嗣
差

者
羹
゜
〔
集
解
〕
先
謙
案
‘
云
云
‘
蜘
不
レ
正
曰
レ
鯖
‘
嗣
縦
‘
艇
縦
‘
急
促
局
限
貌
。
〔
雷
浚
‘
説
文
外
編
〕

差

、

参

差

不

レ

齋

゜

鯖

‘

説

文

無

麒

字

・

縦

字

「

偲

促

・

握

鰊

‘

皆

即

鯖

【
鯖
歯
】
2

グ
歯
の
傍
に
別
に
重
つ
て
生
え
た
歯
。
八
重
戴
。

O
或
は
鰹
（
1
0
-
3
7
6
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕

臓
或
八
レ
足
。

曲
。
お
そ
ば
。
〔
倭
名
類
緊
抄
‘
疾
病
部
、
病
類
、
嗣
曲
〕

蒼
頷
篇
云
‘
鯖
‘
鯖
曲
‘
於
曾
波
‘
歯
重
生
也
。

[
鯖
縦
]

1

t

”5
7
7
0歯
と
歯
と
の
間
が
狭
い
さ
ま
。
〔
廣

韻
〕
鰯
‘
醒
蹟
‘
蜘
相
近
。

O
相
せ
ま
る
さ
ま
。
轄
じ
て
‘

心
の
せ
ま
い
さ
ま
。
こ
せ
つ
く
さ
ま
。
僅
か
な
こ
と
に

か
か
づ
ら
ふ
さ
ま
。
こ
ま
か
い
さ
ま
。
或
は
握
鰊
・
但

促
・
握
縦
に
作
る
。
〔
雷
浚
‘
説
文
外
編
〕
離
、
説
文
無
二

鰯
字
・
縦
字
こ
陛
促
・
握
顧
‘
皆
即
雌
駆
゜
〔
集
韻
〕
雌
、

醍
罷
‘
迫
也
。
〔
校
正
〕
案
‘
躇
謳
レ
鰹
、
賊
―
―
類
篇
一
正
。

〔
正
韻
〕
縦
、
醒
縦
‘
急
促
局
隠
貌
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕

獨
倹
薔
以
麒
縦
‘
忘
.
,
~蝉之
謂
加
い
。
〔
注
〕
善
日
‘
羅

縦
‘
小
節
也
。
〔
魏
志
‘
陳
思
王
植
博
〕
若
夫
雌
縦
近
歩
‘

遵
レ
常
｛
寸
レ
故
、
安
足
下
為
1

一陛下ニ――

9
哉
。
〔
左
思
‘
呉

都
賦
〕
鱚
縦
而
算
‘
固
亦
曲
士
之
所
レ
歎
也
。
〔
注
〕
銑

日
、
雌
縦
、
局
小
貌
。
〔
飽
照
、
代
放
歌
行
〕
小
人
自
嵯

錠
、
安
知
二
暖
士
懐
→
参W
O
•

c
h
'
u
o
●
不
潔
な
さ
ま

を
い
ふ
。
〔
元
曲
、
黒
旋
風
〕
他
見
我
風
吹
的
醒
縦
‘
是

這
鼻
凹
裏
黒
。

〖
醒
縦
熱
〗2
"
”
サ
ク
人
の
身
罷
に
お
し
せ
ま
る
あ
っ

さ
。
六
月
頃
の
む
し
む
し
す
る
暑
熱
を
い
ふ
。
〔
渇
應

京
、
月
令
廣
義
〕
土
氣
潤
、
故
蒸
鬱
為
,
,
渇
暑
函
益
竪
鯉

【
鰐
芦

ガ
ク

集
韻
〕
逆
各
切
嘩
g

亡ヽ

咆

〇
物
を
か
む
賛
〔
字
彙
〕
劇
、
鮫
臀
。

O
輔
(
1
2
|
 

4
8
7
0
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
嗣
、
俗
輔
字
。

【
劇
】
虹

シ
ッ
ジ
チ

〔
字
彙
〕
士
乙
切

閾

ア
ク

〔
集
韻
〕
乙
角
切ヽ
X
T
-

告圏

ガ
ク

鰐
（
1
2
-
4
8
7
2
5
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
誠
、
同
レ
鰐
゜

牙
歯
肺
〕
皓
華
・
鰐
鋒
、
黄
庭
内
経
‘
牙
神
、
皓
華
、
字
虚

成
、
歯
神
、
鰐
鋒
、
字
羅
千
゜

嗣

製

騎

嗣

嗣

鰐

鯨

雌

顧

鰈

腑

鯖

嗣

橿

麒

蝠

国】年セッ
切
(
2ー

1
8
5
8
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

補
〕
羅
、
輿
レ
切
同
。

【
蝸
】
虹

:

’

鯖
(
1
2
|
 
4
8
7
2
3
)

に
同
じ
。
〔
五
昔

篇
海
〕
鱗
、
同
レ
鯖
°

コ
ウ

か
む
。
〔
篇
海
類
編
〕
醤
、
醤
也
。

冨
混

〔
篇
海
類
編
〕
胡
骨
切
回
]

コ
ッ
ゴ
チ

冨】年

捌
(
1
2
-
4
8
6
5
5
)

の
本
字
。
〔
説
文

長
箋
〕
嗣
、
劉
本
字
。

ラ
ッ

【
鯖
】
虹
サ
＂
戸
□
口
。
）
の
俗
字
。
〔
正
字

日
□
●
歯
が
い
た
む
。
歯
が
酸
の
た
め
に
う
＜
゜

〔
集
韻
〕
腑
‘
歯
酸
也
。
●
鰍
(
1
2
|
 4
8
6
9
2
)

に
同

じ
。
〔
集
韻
〕
顧
、
歯
傷
レ
酢
‘
或
炊
レ
定
日
。

冨
塁
i

□ 日ソシシ
'' ョョ

〔
集
韻
〕
爽
阻
切

〔
集
韻
〕
窺
典
切

飼酬

【
鰈
芦
サ
イ
＂
庄
バ

~
O
)

に
同
じ
。
〔
字

鮪
訥
は
‘
歯
の
動
く
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
顧
、
緬
納
、
歯

動
兒
。

【

顧

】

畔

[
7
7

戴
熱
1

是
也
。

集
韻
〕
測
治
切
臨
〗

―1
0八

13704 



(48736)一 (48750)

【

醤

】

臼

【
鍮
】
〗

歯

部

〔
九
ー
＋
蓋
〕

羅

綬

齢

醤

翻

鎌

饒

顆

鯖

鎧

麟

縫

嗣

麒

軸

―1
0
九

国 g 日
ジシザサザサ

姻

〔
集
韻
〕
オ
可
切
甕

〔
集
韻
〕
仕
知
切
図

c
h
'
i
h
1
 

、.'

〔
集
韻
〕
才
何
切

〔
集
韻
〕
伊
昔
切
國

-i• 

〔
集
韻
〕

t
質
切
醐
g

〔
集
韻
〕
堂
計
切
圏

小
□
口
曰
●
反
獨
す
る
。
緊
鹿
が
反
怨

芍
止協
姦
す
る
。
又
‘
反
棉
す
る
た
め
に
一
時
の

ど
に
畜
へ
て
お
く
食
物
。
鯖
(
1
2
-
4
8
6
1
7
)
・

齢

(
1
2
-
4
8
6
2
2
)

を
も
見
よ
。
〔
説
文
〕
饂
、
鹿
塵

根
‘
凡
レ
臨
益
臀
。
〔
爾
雅
、
繹
獣
〕
牛
日
レ
齢
、
羊

曰
レ
鰊
‘
緊
鹿
曰
レ
齢
。
〔
廣
韻
〕
鍮
‘
爾
雅
日
‘

礎
鹿
日
レ
饂
、
牛
日
レ
齢
、
並
呑
レ
靱
而
反
出
哨
レ

之
也
。
●
の
ど
。
或
は
喀
(
2
-
4
0
6
3
)

に
作
る
。

〔
爾
雅
、
繹
獣
、
渠
鹿
曰
レ
齢
‘
注
〕
江
東
名
レ
咽
日
レ

齢
、
饂
者
嗣
食
之
所
レ
在
‘
依
名
云
゜
〔
集
韻
〕
饂
、

或
ハ
ロ
。
〔
説
文
、
齢
鹿
緊
根
、
段
注
〕
喚
•
味
・

鳴
則
皆
自
↓
―
其
良
食
之
虞
言
レ
之
、
字
祇
炊
レ

口
、
喧
或
作
レ
饂
者
、
蓋
亦
謂
二
出
哨
え
之
也
。

国□ 口
エイイヤエ
イチックキ .-I皇一

【

艘

】

年

サ

ン

義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
鹸
、
音
酸
。

冨
写
セ
ッ
瀧
(
1
2
-
4
8
7
4
3
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
膳
、
本
作
レ
繭
゜

冨
】
虹
戸
＋
〔
集
韻
〕
千
結
切
闇

冨

】

虹

作
レ
醜
゜

シ

齢（
1
2ー

4
8
6
2
2
)

・嗣
(
1
2ー

4
8
6
2
3
)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
齢
‘
嗣
同
、
別

□
□
国
歯
な
み
が
不
揃
ひ
。
歯
が
正

9
し
く
な
い
。
或
は
麟
(
1
2
-
4
8
8
1
2
)

に

作
る
。
〔
説
文
〕
鎌
、
歯
差
也
、
八
レ
歯
兼
磐
゜
〔
集

韻
〕
謙
、
或
八
レ
般
。

【

鎌

】

畑

国□ 日
ゲゲゲガ

ンンンン

〔
集
韻
〕
魚
咸
切
國

〔
集
韻
〕
牛
廉
切
陶
]

〔
集
韻
〕
魚
窓
切
畔
皿

【

嵯

】

[

シ

譴
(
1
2ー

4
8
7
3
9
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

嵯
、
亦
書
作
レ
謳
゜

小
日
□
国
●
歯
な
み
が
不
揃
ひ
。
歯
が

信晶9
策
正
し
く
な
い
。
も
と
置
(
1
2
|
 4
8
7
9
6
)
 

に
作
る
。
〔
中
華
大
字
典
〕
醤
、
本
作
レ
譴
゜
〔
説
文

繋
博
〕
温
‘
歯
参
差
、
従
レ
歯
差
臀
゜
〔
玉
篇
〕
醤
‘
臨

議
欧
者
。
〔
集
韻
〕
醤
、
歯
不
レ
軒
也
。
〔
正
字
通
〕

議
、
説
文
、
歯
参
差
也
。

O
は
ぐ
き
。
〔
正
韻
〕
醤
、

歯
本
。

O
醤
(
1
2
-
4
8
6
7
6
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
臨
、

或
八
レ
差
。
働
鮪
(
1
2
|
 4
8
7
4
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

嵯
亦
書
作
饂
。

O
古
、
醤
(
1
2
|
 4
8
7
5
2
)
に
作

る
。
〔
康
熙
字
典
〕
醤
、
古
文
譴
。

0
人
名
。
〔
左
氏
、

昭
、
十
六
〕
子
醤
賦
野
有
蔓
草
二
注
〕
子
醤
、
子

皮
之
子
嬰
齊
也
。

小

E
l
O歯
が
折
れ
る
。
〔
説
文
〕
翻
、
蜘

⑰
⑰
'
 

藩
策
協
也
、
ハ
レ
歯
綿
臀
。
●
か
む
。
〔
説

文
〕
麟
、
一
日
、
鮪
也
。

O
馬
の
口
中
の
く
つ
わ
。

〔
説
文
〕
脇
、
一
日
、
馬
口
中
葉
也
。
R
牙
が
な
い
。

〔
玉
篇
〕
鯛
、
無
レ
牙
名
也
。
口

0
か
む
。
〔
廣
雅
、

繹
詰
三
〕
縞
、
醤
也
。
〔
管
子
、
輻
重
戊
〕
車
毅
麟
、

騎
連
レ
伍
而
行
。
〔
纂
詰
〕
言
―
―
其
車
穀
往
来
如
レ

悩
、
云
云
↓
〇
上
下
の
歯
が
相
近
づ
く
さ
ま
。

【

麟

】

[

/
9
ウ
シ，ユ

日‘、
サ
ク
サ
ク

口4

〔
集
韻
〕
仕
角
切

〔
集
韻
〕
箪
尤
切

閑因 圏圏

El□
O
歯
を
き
し
ら
す
。
又
、
物
を
み

が
く
道
具
の
名
。
〔
説
文
〕
翻
‘
髄
レ
牙

也
、
八
レ
歯
登
瞥
゜
〔
段
注
〕
職
レ
牙
、
猶
―
―
差
幽

也
、
亦
引
伸
為
―
摩
器
之
名
↓
●
き
ば
。
〔
集
韻
〕

翻
、
牙
謂
之
麒
二
0
或
は
雅
(
7
|
1
9
9
2
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
翻
、
或
炊
レ
牙
゜

ヽ
一

と
ヱ
’

品

〇

袋

【

罰

】

臼

日
ガ
イ

□
カ
イ

〔
集
韻
〕
魚
開
切

〔
集
韻
〕
祠
開
切

【

闇

】

[

順
(
1
2
-
4
8
7
4
3
)

に
同
じ
。
〔
字
彙

‘
補
〕
廟
、
同
レ
諧
゜

セ
ソ

巌
小
●
上
下
の
歯
が
相
摩
切
す
る
。
歯
が

豪
ぎ
し
る
。
も
と
朧
(
1
2
-
4
8
7
3
6
)

に
作

犀
る
。
〔
正
字
通
〕
顧
、
本
作
レ
髄
゜
〔
説
文
〕
髄
‘
歯
差

也
、
八
レ
歯
屑
臀
、
讀
若
レ
切
。
〔
段
注
〕
此
卑
ハ
ニ
鎌
訓

蜘
差
義
異
‘
謂
幽
相
摩
切
直
‘
歯
息
歯
相
切
‘

必
参
差
、
上
下
之
差
、
即
今
磋
磨
字
也
。
〔
説
文
通

訓
定
臀
〕
顧
、
按
、
謂
二
歯
相
摩
切
一
也
。

O
骨
を
治

め
る
。
〔
玉
篇
〕
頴
、
治
レ
骨
也
。

〇
や
へ
ば
。
歯
労
の
小
歯
゜
〔
字
彙
〕
随
、
歯
労
小

歯。

0
か
む
昔
゜
〔
正
字
通
〕
鹸
、
留
臀
゜

【
繭
早

戸
ヴ
〔
字
彙
〕
千
羊
切
闘

●
い
と
き
り
ば
。
〔
集
韻
〕
麒
、
牙
雨
畔
長
者
。
〔
儀

穐
、
既
夕
證
〕
右
麒
左
麒
゜
〔
疏
〕
謂
―
―
牙
雨
畔
最

長
者
↓
●
き
ば
。
〔
玉
篇
〕
麒
、
牙
也
。
参
牙
の

先
。
〔
字
粟
〕
馘
、
牙
末
。
働
成
人
に
な
つ
て
か

ら
生
え
る
歯
゜
〔
正
字
通
〕
麒
、
箕
牙
也
、
男
子
二

十
四
歳
、
女
子
二
十
一
歳
、
慎
牙
生
。

【

嗣

】

[

テ
ン

〔
集
韻
〕
多
年
切

[
g

カ
一
口

tien'

小
〇
堅
い
も
の
を
か
む
。
暉
(
2
-
4
0
8
5
)

薗藩
豪
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
鯖
、
唯
~
レ
堅
也
、
八
レ

歯
専
臀
゜
〔
王
注
〕
輿
石
部
暉
一
同
字
。
●
物
を
か

む
香
。
〔
集
韻
〕
鱒
、
唯
レ
物
臀
。

0
或
は
鰯
(
1
2

|
 4
8
8
1
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
嗣
、
或
八
レ
簿
゜

【

鯛

】

[

ハ
ク
〔
集
韻
〕
伯
各
切
声
E

冤
i
]

虹
／
，
ウ

"
5」]
i
o
)
に
同
し
。
〔
字
彙

〔
集
韻
〕
麟
、
臨
相
近
兒
゜
〔
荀
子
‘
王
覇
〕
脇
然
上

下
相
信
。
〔
注
〕
翻
‘
歯
相
逆
也
。
鬱
掘
(
1
2
ー

4
8

7
4
7
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
補
〕
掘
‘
卑
ハ
レ
麟
同
。

【
翻
然
】
1

プ
上
歯
と
下
椒
が
相
迎
へ
近
づ
く
さ
ま
。

縛
じ
て
、
す
べ
て
上
下
相
合
ふ
に
い
ふ
。
〔
荀
子
、
王
覇
〕

脇
然
上
下
相
信
、
而
天
下
莫
―
―
之
敢
裳
一
也
。
〔
注
〕
認
、
歯

相
逆
也
、
麟
然
、
上
下
相
向
之
貌
。
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小
●
骨
を
か
む
香
。
〔
説
文
〕
齢
‘
留
レ

A
9
'
 

薗
豪
骨
瞥
、
炊
幽
骨
一
骨
亦
臀
。

O
又
‘
髄

(
1
2
 |
 4
5
3
0
1
)

に
作
る
。
〔
篇
海
〕
齢
、
亦
作
レ
髄
゜

靡
會
意
形
賛
歯
と
骨
と
を
合
せ
て
、
歯
で
骨
を
か

む
お
と
を
表
は
す
。
骨
は
亦
、
昔
符
。
字
解
を
見
よ
。

8
 

籠

】

5

[

[

〔
集
韻
〕
戸
八
切
醒

【
醤
】
年

醤
(
1
2
|
 4
8
6
5
1
)

に
同
じ
。
〔
師
客
郎

手
鑑
〕
醤
、
同
レ
醤
゜

ゲ
ッ

【
齢
】
[
セ
ィ
"
~
＇
[
戸

f同
凸
孔

こ
め
。
〔
五
昔
篇
海
〕
繰
、
米
也
。

【
躁
】
年
セ
イ

〔
五
昔
篇
海
〕
昔
精

【
醤
】
虹
ヶ
ン

督
(
1
2
-
4
8
6
4
3
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
醤
、
俗
薔
字
。

厩
】
年
サ9
7
"戸臼
~
~
)
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
譴
】
年

シ

醤
(
1
2
-
4
8
7
3
9
)

の
古
字
。
〔
字
彙

補
〕
醤
‘
古
醤
字
。

睡
眠
中
に
は
ぎ
し
り
す
る
昔
゜
〔
集
韻
〕
酷
、
睡

中
切
歯
臀
゜

国

】

呻

[
1

〔
集
韻
〕
渠
介
切
罪

歯

部

〔
十
ー
ー
十
一
―
叢
〕

【
翻
】
虹

〔
集
韻
〕
千
羊
切
顧
i

シぶ`
，ウ

サ
ヴ

【
腟
】
臼
：
＂
〕
戸
互
諄
。
に
同
じ
。
〔
集

小
日
□
国
〇
雌
酷
は
、
歯
が
正
し
く
な

眉品閾
策
い
。
歯
が
く
ひ
ち
が
ふ
。
〔
説
文
〕
鑢
、

鑢
酷
、
歯
不
二
相
値
也
、
炊
レ
歯
虐
臀
゜
〔
廣
韻
〕

髄
、
鑢
餌
〔
集
韻
〕
紬
、
臨
不
韮
也
。
〇
或
は
甑

(
1
2
-
4
8
6
2
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
鑢
、
或
省
。
國

歯
が
そ
ろ
は
な
い
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
鑢
、
歯
不
レ
齊

兒゚
【
麟
軸
】
1

四
勺
歯
が
あ
は
な
い
。
＜
ひ
ち
が
ふ
。
今
、

通
じ
て
‘
甑
酷
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鑢
、
鑢
酷
、
歯
不
―
―
相

値
也
。

【
麒
】
年

國国□日
ソシ，ゾシ，ジ，サシ，サ
ョョャャ

〔
集
韻
〕
荘
加
切
圏

出

Y

c
h
a
1
 

〔
集
韻
〕
鋤
加
切
國
i
)

〔
集
韻
〕
状
所
切
芦
血囮

〔
集
韻
〕
躁
魚
切

は
い
た
み
。
〔
集
韻
〕
甑
、
歯
疾
。

【甑】蜘

〔
集
韻
〕
呪
力
切
錮

ヂ
ゴ
ク

-
「
ヨ
ク

n,i―― 
冨

】

輝

タ

イ

[
[
B
M
o
o
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
醤
、
知
皆

【
麒
】
[

n瓢
雷
且

龍（
1
2
-
4
器
1
7
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
龍
、
或
八
レ
桑
。

セ
ッ

【
譲
】
呻
タ
イ
＂
詳
。
〔
贋
手
鑑
〕
麒
、
卓
皆

【
誠
】
臼

集
韻
、
同
レ
鯖
゜
セ
ッ

雌
(
1
2
-
4
8
6
1
7
)
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

雌
或
炊
属
。
〔
康
熙
字
典
〕
鍼

饉
斬
は
、
歯
の
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
饉
、
鯖
断
、
歯
兒
。

【

饉

】

岬

竺

〔
集
韻
〕
口
謹
切
戸
〗

憎
＂
小
●
歯
が
相
あ
ふ
。
上
下
の
歯
が
あ
ふ
。

益
躙
策
〔
説
文
〕
麒
、
歯
相
値
也
、
炊
レ
歯
責
臀
゜

0
か
む
。
〔
説
文
〕
麒
、
一
日
、
醤
也
。
＠
或
は
輔

(
1
2ー

4
8
7
0
5
)

に
作
り
、
ま
た
帳
(
4
|
9
0
5
8
)

に

作
る
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
或
炊
レ
昔
、
亦
作
レ
帳
゜

冨
品

〔
集
韻
〕
士
革
切
嗣
i

サ
ク
ジ
ぶ
｀
ク

小
兒
の
歯
゜
〔
玉
篇
〕
離
、
小
兒
歯
゜

【

離

】

齊

竺

〔
玉
篇
〕
初
産
切
渾
g

小
さ
い
歯
゜
〔
集
韻
〕
鰈
、
小
歯
゜

嗣

醤

麒

菌

繰

髄

醤

齢

醤

甑

鑢

腟

翻

離

麒

鯖

馘

鹸

麟

鱒

醤

饒

躁

朦

歯
が
ぐ
ら
つ
く
。
〔
集
韻
〕
馘
、
歯
危
°

【
馘
】
5

[

〔
集
韻
〕
渠
希
切
臓

薗
を
ぬ
く
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
別
レ
歯
也
。

【
艤
】
5

サ
イ
〔
集
韻
〕
楚
快
切
囲

【
饒
金
】
1

”唐
、
程
知
節
(
8ー

2
5
0
8
1
:
 2
5
7
)
の
本
名
。

【
饒
】
[
ガ
ヴ
鮫
(
1
2
-
4
8
6
5
3
)

に
同
じ
。
〔
集

ゲ
，
ゥ
韻
〕
鮫
、
或
八
レ
発
。

日
●
わ
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
醤
、
博
雅
、
笑
也
。

O
歯
が

そ
ろ
ふ
。
〔
集
韻
〕
醤
、
一
曰
‘
歯
齊
。
参
斬
(
1
2
-

4
8
6
0
0
)

・
翻
(
1
2
-
4
8
6
6
8
)

・認細
(
1
2
|
 4
8
7
1
9
)
 

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
醤
、
同
レ
断
、
別
作
レ
鮨
‘
藷

註
興
レ
醤
同
。
口
わ
ら
ふ
。
〔
集
韻
〕
醤
、
笑
也
。
国

笑
つ
て
歯
を
あ
ら
は
す
。
〔
集
韻
〕
醤
、
笑
露
レ
歯
゜

國
歯
が
出
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
醤
、
歯
出
兒
゜

冨
i
】

5

國国□日
ゴギギゴギギ
ンンンンンン

〔
集
韻
〕
語
近
切

〔
集
韻
〕
魚
巾
切

〔
集
韻
〕
魚
斤
切

〔
集
韻
〕
擬
引
切

図題転極

●
歯
の
無
い
さ
ま
。
〔
篇
海
〕
騨
、
無
レ
歯
貌
。
●
顧

(
1
2
-
4
8
7
2
0
)

の
謳
字
。
〔
正
字
通
〕
鯛
、
顧
字
之

識。
【
編
】
如
グ
ン

〔
篇
海
〕
魚
吻
切
蒻

――

1
0
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【
睫
】
叶

【
附
】
五

冨

】

臼

歯

部

〔
十
二
—
＋
六
書
一
〕

腑
(
1
1
0
|
4
8
6
9
2
)

に
同
じ
。
〔
集

ョ

韻
〕
顧
、
或
八
レ
楚
。

シ n瓢
璽
“

ソ
ヴ
義
未
詳
。
〔
龍
寵
手
鑑
〕
齢
、
音
稽
゜

【
誠
】
呻
ク
義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
鑢
‘
昔
厘

塵
(
1
2
-
4
8
8
0
0
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
鰯
、
或
省
。

レ
キ

冨

】

[

紙
(
9
-
3
0
2
8
3
)

に
同
じ
。
〔
篇
海
類

編
〕
麓
、
同
レ
紙
。

シ

【
砂
畔
i

】

[

サ

ク

い

戸

こ

[
[
O
)

に
同
し
。
〔
字
彙

諧
露
は
、
全
か
ら
ぬ
さ
ま
。
〔
霙
韻
〕
麟
、
麟
醤

不
レ
全
貌
゜

冨

】

E

7

7

[

〔
冥
韻
〕
日
葛
切
甚

鯛
麟
は
‘
悩
む
さ
ま
。
〔
易
林
‘
震
之
第
五
十
一

既
清
〕
麟
躙
咽
噛
‘
貧
鬼
相
責
、
無
レ
有
1

一
灌
恰
｛

日
九
結
。

【
嗣
】
5

言

正
字
通
〕
居
晏
切
國

躙

湿

踏

醤

麿

鑢

鮒

崚

載

讃

鹸

顕

鰈

艤

麒

鯖

識

置

朧

嵯

温

鰭

鰍

購

朧

鵬

日
ま
が
り
ば
。
内
に
曲
つ
た
歯
。
〔
集
韻
〕
鰈
、
鉤

歯
内
曲
‘
謂
二
之
鰈
二
□
く
ち
つ
ぐ
む
。
喋
(
2ー

4
3
6
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
喋
‘
説
文
‘
口
閉
也
‘
或

写
翫
]
[

□ 日
ゴキコキ
ンンンン

〔
集
韻
〕
巨
禁
切

〔
集
韻
〕
居
騒
切

屈囮

【
閾
芦

〇
歯
が
そ
ろ
は
な
い
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
耀
、
歯
不
レ

齋
貌
。
●
蝕
(
1
2
-
4
8
7
6
2
)

の
武
字
。
〔
正
字
通
〕

耀
、
麟
字
之
謳
゜ ，

 

シ
ョ
ソ

〔
字
彙
〕
側
魚
切
圏

鹸
縞
は
‘
歯
も
牙
も
な
い
さ
ま
。
一
説
に
、
飾
が
あ

つ
て
牙
の
な
い
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
鹸
、
齢
麟
、
無
レ
歯

信
牙
状
。
〔
正
字
通
〕
鹸
、
鹸
麟
、
有
油
無
レ
牙

状
。
〔
王
延
壽
、
王
孫
賦
〕
口
瞭
哨
以
鹸
麟
。

【

鹸

】

臼

[

/

〔
字
彙
〕
側
咸
切
國
l

冨

】

年

”

だ

い

が

い

砂

[

|
 4
8
6
4
9
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
醤
、
本
作
レ
載
。

コ
ン

□
O
歯
の
香
。
〔
集
韻
〕
麒
‘
歯
瞥
。

O
載
(
1
2
ー

4
8
7
1
7
)

の
俗
字
。
〔
正
字
通
〕
麒
‘
俗
賦
字
°
□
]
か

む
香
。
膿
(
1
2
-
4
8
7
9
4
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
朧
‘

礁
臀
、
或
作
レ
賦
゜

國】虹
日
□
[

口ラ，
7

〔
集
韻
〕
ヵ
益
切

〔
集
韻
〕
居
轄
切

面琵

冨

】

年

n鵬皿
mi-

シ

紙
(
9ー

3
0
2
8
3
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字

典
〕
置
、
集
韻
、
輿
レ
紙
同
。

【
識
】
五

●
歯
が
す
る
ど
い
。
〔
集
韻
〕
馘
、
歯
利
。

O
砂
が

ま
じ
つ
て
ゐ
る
こ
と
。
又
、
砂
゜
〔
集
韻
〕
馘
、
一

日
、
跨
也
。

サ
ッ
セ
チ

〔
集
韻
〕
初
度
切
罪
〗

冨
i

】
臼

〇
歯
が
そ
ろ
つ
て
ゐ
て
く
ひ
ち
が
は
な
い
。
〔
正

字
通
〕
齢
‘
歯
齊
不
レ
鯖
也
。
●
麟
鮨
は
、
か
む
。

〔
集
韻
〕
麟
、
鯖
鮨
‘
悩
也
。

セ
イ
ザ
イ

〔
集
韻
〕
才
詣
切
醐
q

”鴫-]-o-

【

齢

】

臼

サ

"
[
5い
パ
）
に
同
じ
。
〔
五
昔
篇

【
識
】
臼

か
む
。
鮪
(
1
2
-
4
器
9
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
騎
、
説

文
、
悩
也
、
或
八
レ
義
。

炊
レ
歯
゜

ギ

〔
集
韻
〕
語
綺
切
年
幽

冨
】
』
ガ
ノ
バ
戸
一
｀
註
言
子
。
〔
康
臨

歯
が
い
た
む
。
歯
の
病
。
或
は
騒
(
1
2
-
4
8
7
8
0
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
饂
、
歯
病
、
或
省
。

【
鰹
】
〗
〔
集
韻
〕
狼
秋
切
躙
『

レ
キ
リ
，
ヤ
ク

●
闘
羹
口
-

【
鵬
】
臼

）
 

義
未
詳
。
〔
篇
海
類
編
〕
蠣
、
昔
利
。

【
織
】
臼
サ
ノ
＂
｀
旦
い
い

0
同
じ
。
国
昔

か
む
。
〔
玉
篇
〕
鰭
‘
歯
醤
゜

7
 

【
鯖
】
g

夭
フ
〔
玉
篇
〕
丁
立
切
圃

【

謳

】

年

サ

パ

:"r:”
い

い

い

□
o
幸
大

【
嵯
】
臼

シ

蘊
(
1
2
-
4
8
7
3
9
)

の
本
字
。
〔
正
字

通
〕
鰐
‘
俗
省
作
レ
謳
゜

【朧】紐
0
か
む
昔
。
或
は
馘
(
1
2
|
 4
8
7
8
4
)

に
作
る
。
〔
集

韻
〕
識
‘
礁
臀
‘
或
作
レ
馘
。
●
製
(
1
2
-
4
8
7
2
1
)

の

俗
字
。
〔
正
字
通
〕
臓
、
俗
製
字
。

ラ
ブ

〔
集
韻
〕
力
盆
切

滋
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【
籠
】
〗
テ
ン

〔
篇
海
類
編
〕
丁
年
切

oo

瓢
闘
髯
□
―

小

日

0
か
け
ば
。
〔
説
文
藝
‘
訣
歯
也
、

炊
レ
歯
猷
臀
。
●
器
物
が
訣
け
る
。

懃
豪
〔
廣
韻
〕
藍
‘
器
訣
也
。
〔
韓
愈
、
征
蜀
聯
句
〕
交
研

相
訣
監
゜
〔
注
〕
藍
‘
器
訣
也
。
口

0
獣
の
食
ひ
あ

ま
り
。
〔
廣
韻
〕
藍
‘
獣
食
之
餘
曰
レ
藍
。

O
獣
が
棧

ガ
ツ
〔
集
韻
〕
牛
轄
切
罪
〗

ゲ

チ

一

y
ya• 

日
口
馘
朦
は
‘
歯
が
高
い
。
〔
集
韻
〕
馘
‘
鑢
廠
、
蜘
一

3

ロガ
ッ9チ
集
韻
〕
牙
葛
切
園
『

高

。

【

郎

】

蜘

【
腱
】
螂

口日
ゼサゼサ
ンンンン

國

〔
集
韻
〕
仕
懺
切
認
〗

〔
集
韻
〕
鋤
咸
切

【
闊
】
〗膊
(
2
_
4
0
8
5
)

に
同
じ
。
〔
康
熙
字

、クノ典
〕
鰤
、
輿
レ
喝
同
。

日

0
好
い
さ
ま
。
〔
玉
篇
〕
廠
、
好
兄
。
●
歯
が
く

ひ
ち
が
ふ
。
鎌
(
1
2
|
 4
8
7
4
1
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

鎌
‘
幽
差
也
‘
或
炊
レ
骰
。
口
口
鹸
鰻
は
‘
幽
が
高

い
。
〔
集
韻
〕
繊
誠
縁
‘
曲
高
。

日
ゲ
ン

【
廠
】
』
戸島〗
〔
集
韻
〕
五
陥
切

【
疇
】
岬

編↓

レ
ン

醤
（1
1
0—

4
8
8
0
4
)
に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
鵬
‘
同
レ
醤
‘
見
＿
一
篇
海
類

〔
集
韻
〕
魚
窒
切

〔
集
韻
〕
魚
街
切

小
歯
の
現
は
れ
る
さ
ま
。
〔
説
文
〕
置
、

墨
蔽
歯
見
兒
‘
艮
歯
聯
瞥
゜

□
-n闘
F』
-

【
醤
】
蜘

レ
ン

〔
集
韻
〕
陵
延
切

oo

n麗
闘
U

【
鯖
】
岬

【
饂
】
〗
ギ
ン

【
醤
】
〗
レ
ン

醤（
1
2
1
 4
8
8
0
4
)

に
同
じ
。
〔
中
華

大
字
典
〕
雷
、
同
レ
置
。

歯
牙
゜
〔
篇
海
類
編
〕
顧
‘
歯
牙
也
。

歯

部

〔
十
六
―
―
十
五
聾
〕

哲國頸

【
間
】
細
シ
，
ヤ
ク
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
韻
‘
昔
爵
。

嗣
(
1
2
-

4
8
7
4
8
)

に
同
じ
。
〔
集

ノ
韻
〕
嗣
、
或
炊
レ
簿
゜

、ク

骰
(
6—
1
6
70
 7
)

の
認
字
。
〔
字
彙

義
未
詳
。
〔
捜
慎
玉
鏡
〕
譴
、
昔
銀
。
ー
【
醜
呻
】
岬
サ
ク
補
〕
麟
骰
謳
字
。

i

n

 

土

H

立
口

歯
が
生
え
る
。
〔
五
音
篇
海
〕
蘊
‘
蜘
生
也
。

7
 

冨
一
】
匈
タ
イ
〔
五
音
篇
海
〕
知
皆
切
届

[
襲
]
[

歯
が
そ
ろ
は
な
い
。
〔
字
彙
補
〕
雙
‘
歯
不
レ
齊
也
。

シ

〔
字
彙
補
〕
此
戸
切
甲
〗

n四
EEi-

【
嶋
】
如
ク
□
〕
（

F戸
戸
゜
）
の
論
字
。
〔
字
彙

=”II疇
m-

冨

】

如

ガ

I

[

↑i
：月い
0
同
し
。
〔
篇
海

す
と
こ
ろ
な
く
食
べ
る
。
〔
繹
名
、
繹
飲
食
〕
獣

日
レ
悩
、
悩
、
監
也
、
所
レ
臨
則
禿
薗
也
。
参
歯
が
か

け
る
。
〔
集
韻
蘇
芦
‘
歯
訣
也
。

【
藍
藍
】
1

呪
参
差
起
伏
の
さ
ま
。
〔
蘇
拭
‘
九
日
黄
棲

作
詩
〕
煙
蛸
日
出
見
,
,
漁
村
ぶ
速
水
鱗
鱗
山
藍
藍
。
〔
劉

克
荘
‘
築
城
行
〕
君
不
レ
見
裔
城
藝
藝
如
―
―
魚
鱗
↓

雷

鑢

置

醐

鰤

腿

顧

醤

麟

韻

臓

藍

麒

編

襲

蘊

龍

部

龍

日

0
た
つ
。
り
ゆ
う
。
四
憲
の
一
。

想
像
上
の
獣
。
鱗
を
被
り
、
角
を
戴

き
‘
鋭
爪
を
具
へ
‘
幽
明
斐
化
測
ら
れ
ず
と
い

い
い
い
パ
い
い
い
鸞
[

戸
汀
い
い
い
直
“
入
亨
[

ハ
レ
肉
‘
旦
、
肉
飛
之
形
、
童
省
瞥
゜
〔
幡
‘
褪
運
〕

鱗
鳳
亀
龍
。
〔
大
戴
證
‘
曾
子
天
園
〕
鱗
晶
之
精

者
曰
レ
龍
。
〔
呂
覧
‘
召
類
〕
以
レ
龍
致
レ
雨
。
〔
注
〕

龍
‘
水
物
也
。
〔
楚
辟
、
離
騒
〕
魔
二
蚊
龍
ー
以
梁
レ

津
分
。
〔
注
〕
小
日
レ
鮫
‘
大
日
レ
龍
゜
〔
楚
辟
、
天

問
〕
焉
有
亙
龍
↓
〔
注
〕
有
レ
角
曰
レ
龍
、
無
レ
角
日
レ

軋。

O
君
。
王
者
の
喩
。
王
者
に
賜
す
る
物
事

に
冠
す
る
稲
呼
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
龍
‘
君
也
。

〔
易
‘
乾
〕
龍
徳
而
隠
者
也
。
●
あ
き
ら
か
。
〔
廣

雅
、
繹
言
〕
龍
、
彰
也
。
働
お
ほ
き
い
。
〔
淮
南
子
、

本
経
訓
〕
龍
舟
゜
〔
注
〕
龍
舟
、
大
舟
也
。
⑲
高
さ

八
尺
以
上
の
馬
。
天
子
の
用
に
供
す
る
。
〔
周
證
‘

夏
官
‘
痩
人
〕
馬
八
尺
以
上
為
レ
龍
゜
〔
證
‘
月
令
〕

薦
蒼
龍
↓
〔
注
〕
馬
八
尺
以
上
為
レ
龍
。

O
豪
傑
゜

俊
オ
。
〔
語
林
〕
祭
邑
飲
酒
乃
至
二
互
常
酔
在
1

路
上
臥
‘
人
名
レ
之
曰
酔
龍
↓
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮

傭
〕
諸
葛
孔
明
者
臥
龍
也
。

O
山
脈
の
さ
ま
。
〔
楚

辞
‘
大
招
〕
北
有
寒
山
ぶ
迂
龍
艶
ロ
ハ
。
R
め
ぐ
み
。

た
ま
も
の
。
い
つ
く
し
み
。
誦
(
8
ー

7
3
6
8
)

に
通

ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
龍
、
段
借
為
レ
寵
゜
〔
詩
、
小

ヽ

n尽`

4

忌
9
’
蔽

園
リ
，
ュ
ヴ

【龍】[
リ
ゴ
「
ウ

）＇ユ

曰l

ウ

＇ 
リ
ヨ
），ユ

日
ゞ
，
ウマウ
□ノ

集
韻
〕
力
鍾
切
」
圏

ヵ
x
L

l
u
n
g
'
 

集
韻
〕
莫
江
切
町
』
)

集
韻
〕
魯
勇
切
＞
麗

ヵ
x
L

lung3 

ロ
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雅
‘
蓼
離
〕
為
レ
龍
為
レ
光
。
〔
傭
〕
龍
‘
寵
也
。
〔
詩
、

9
2
)
・

態
(
3
-
5
5
9
1
)
に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
な
布
罹
で
有
名
。
俗
に
虎
の
兒
渡
し
の
庭
と
い
ふ
。

商
頌
、
長
登
〕
何
天
之
龍
↓
〔
箋
〕
龍
‘
尚

9
為
レ
寵
。
龍
‘
段
借
為
レ
隆
、
孟
子
、
必
求
1

一
龍
斯
一
而
登
レ
之
、
【
龍
奄
】
3

閃
ゥ
清
‘
溢
士
櫂
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 1
5
2
)
の
字
。

〇
や
は
ら
ぐ
。
誰
(
1
1
ー

4
2
1
2
3
)
に
通
ず
。
〔
説
文
陸
善
経
謂
‘
態
断
而
高
者
、
則
謂
惜
為
＂
瀧
、
按
【
龍
衣
】

4

バ
ヨ
，
ゥ
天
子
の
衣
裳
゜
〔
虞
照
鄭
、
登
封
大
酷

歌
〕
日
観
仙
雲
随
-
―
鳳
輩
↓
天
門
瑞
雪
照
1

一
龍
衣
↓
〔
砕

逢
‘
宣
政
殿
前
陪
位
観
レ
冊
二
順
宗
憲
宗
皇
帝
尊
琥
一
詩
〕

通
訓
定
臀
〕
龍
、
段
借
為
レ
誰
゜
〔
詩
、
周
頌
、
酌
〕
我
列
子
湯
問
、
翼
之
南
、
漢
之
北
、
無
1

一
闇
断
―
焉
‘
正

龍
受
乞
゜
〔
傭
〕
龍
‘
和
也
。

O
と
ほ
る
。
〔
廣
韻
〕
笠
作
麗
緞
字
↓
〔
集
韻
〕
瀧
‘
説
文
、
丘
瀧
也
、
一
孔
雀
扇
分
香
案
出
‘
哀
龍
衣
動
冊
函
悉
〔
許
渾
、
楚
宮

龍
、
通
也
。

O
書

饉

の

名

。

庖

犠

氏

が

景

龍

の

瑞

曰

、

田

埓

‘

或

省

。

怨

詩

〕

撒

騎

秋

来

在

内

紐

渚

宮

雲

雨

温

龍

衣

↓

を
得
て
作
っ
た
も
の
。
〔
章
績
字
源
〕
庖
犠
氏
獲
一
蘭
由
會
意
形
贅
。
月
と
昌
と
立
と
の
合
字
。
月
は
肉
に
【
龍
位
]
5

l
u
n
g
2
 
w
e
i
•天
子
の
位
。
帝
位
。
王
位
。

て
、
そ
の
橙
を
示
し
、
昌
は
そ
の
糧
の
躍
動
飛
行
す
る
【
龍
威
】
6
5
m
'
ゥ
〇
古
の
仙
人
。
又
、
霊
威
に
作
る
。
〔
雲

゜
笈
七
蔽
、
璽
賓
童
謡
〕
震
賓
記
、
呉
王
闇
閻
墨
包
山
「

景
龍
之
瑞
五
始
作
二
龍
書
五
疇
星
の
名
。
歳
星
。
又
、

さ
ま
を
示
し
、
合
し
て
、
り
ゆ
う
の
意
を
表
は
す
立
は

東
方
の
七
宿
を
い
ふ
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
龍
、
東
童
の
省
字
で
、
音
符
。
字
解
を
見
よ
゜
▽
易
（
金
文
）
見
二
人
芦
口
言
‘
姓
山
、
名
隠
居
‘
闇
間
叩
レ
之
、
乃
入
―
―
洞

方
七
宿
為
二
蒼
龍
一
以
二
尾
九
星
屈
折
似
孟
龍
、
故
象
形
。
頭
に
尖
っ
た
冠
形
を
戴
く
り
ゆ
う
の
形
に
象
る
。
庭
こ
竪
素
書
一
巻
工
其
義
不
レ
可
レ
識
、
令
n

一
人
齋
問
↓
1

孔

角
充
房
心
、
亦
因
レ
之
得
レ
名
、
或
日
、
角
為
細
g

子
五
芋
曰
‘
某
聞
1
1

童
謡
一
日
、
呉
王
出
遊
観
震
湖
、
龍

威
丈
人
山
隠
居
、
北
上
―
―
包
山
；
公
震
墟
五
グ
入
1

一
洞
庭
―

【
龍
安
】
1

乃
〇
府
名
。
明
、
置
く
。
四
川
省
平
武
縣
゜

願
属
書
一
天
帝
大
文
不
向
レ
舒
、
此
文
長
債
首
六
初
。

角
こ
芸
竪
龍
畏
合
ー
工
ハ
宿
厩
レ
之
‘
象
1

升
龍
―
清
の
時
、
平
武
・
江
油
・
石
泉
・
彰
明
の
四
縣
及
ぴ
陽
地

〔
繹
史
、
孔
子
類
記
、
四
〕
呉
越
春
秋
曰
‘
呉
王
闇
間
之

也
。
〔
左
氏
、
桓
、
五
〕
龍
見
而
零
゜
〔
疏
〕
天
官
東
方
陰
口
長
官
司
を
管
轄
し
た
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
〕

之
星
、
虚
為
雇
龍
之
宿
↓
〔
左
氏
、
襄
、
二
十
八
〕
龍
安
府
、
萬
貢
、
梁
州
之
境
、
周
秦
為
底
尭
地
ご
轡

8

時
、
有
龍
威
丈
人
↓
〇
清
、
張
雲
錦
(
4
|
9
8
1
2
 :
 7
9
6
)
 

の
字
。

廣
漢
郡
一
云
云
、
明
洪
武
七
年
、
的
為
―
―
龍
州
↓
―
―
十
三

龍
、
宋
鄭
之
星
也
。
〔
注
〕
龍
、
歳
星
‘
歳
星
、
木
也
、

〖
龍
威
認
書
〗7
C
祖
勺
叢
書
の
名
。
清
、
馬
俊
良
輯
゜

年
‘
改
,
,
龍
州
軍
民
千
戸
所
一
尋
復
レ
故
‘
宣
徳
七
年
、
又

凡
て
、
十
集
、
八
十
冊
。
第
一
集
は
漢
魏
採
珍
、
第
二
集

木
為
両
龍
→
〔
獨
断
、
上
〕
憲
星
、
火
星
也
、
一
日
—
改
為
宣
撫
司
「
嘉
靖
四
十
五
年
、
升
為
龍
安
歴
領

1一
は
四
庫
論
録
、
第
一
二
集
は
詩
話
集
蘭
、
第
四
集
は
晉
唐

龍
星
↓
〇
地
名
。
春
秋
‘
魯
の
邑
。
今
、
山
東
省
泰
縣
―
―
一
今
ilj
レ
藷
。
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
四
川
、
龍
安
府
‘

安
縣
の
西
の
龍
郷
。
〔
左
氏
、
成
‘
―
-
〕
齊
侯
伐
二
我
包
縣
四
、
土
司
一
玉
平
武
•
江
油
・
石
泉
·
彰
明
・
陽
地
陰
小
説
、
第
五
集
は
説
叢
拾
遺
、
第
六
集
は
麗
罷
金
膏
、
第

北
屈
三
日
、
取
畑
゜
◎
古
、
竜
(
8
ー

2
5
7
5
1
)
・

ロ
長
官
司
。

O
縣
名
。
①
唐
‘
置
く
。
四
川
省
安
縣
の
東
七
集
は
説
鈴
攪
勝
、
第
八
集
は
西
河
経
義
、
第
九
集
は

荒
外
遺
書
、
第
十
集
は
説
文
繋
博
。
併
せ
て
二
日
七
十

北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
‘
成
都
府
〕
安
縣
、
漢
浩
縣

地
、
属
廣
漢
郡
面
為
龍
安
縣
地
五
8
-

―
綿
州
口
＠
唐
‘
一
種
。
〔
第
一
集
〕
第
一
冊
、
小
爾
雅
一
巻
（
漢
‘
孔
鮒
）
、

竜
・
彰
(
4
|
9
1
1
7
)
•
竜
・
槃
(
6
-
1
5
8
6
9
)

・
癖
交8

塁
輔
録
一
巻
（
晉
、
陶
潜
）
、
南
方
草
木
状
二
巻
（
晉
‘
稽

ー

2
5
8
3
5
)
・

聾
(
1
2
ー

4
8
8
3
0
)
・

魏
(
1
2
|
 4
5
9
5
5
)

置
く
。
江
西
省
安
義
縣
の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江

含
）
。
第
二
冊
、
西
京
雑
記
六
巻
（
漢
‘
劉
歓
）
、
海
内
十
洲

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
龍
、
古
作
二
竜
・
趙
・
彰
・
竜
・
襲
↓
西
、
南
康
府
、
安
義
縣
〕
龍
安
限
縣
‘
縣
東
北
一
―
-
＋
里
、
唐

〔
康
熙
字
典
〕
龍
、
古
文
痕
•
輝
示
・
魏
。

O
姓
。
〔
通
武
徳
五
年
‘
析
―
―
建
昌
縣
地
五
置
龍
安
縣
五
~
.
,

南
昌
州
｛
記
一
呑
（
漢
、
東
方
朔
）
。
第
三
冊
、
捜
神
記
八
を
（
晉
‘

志
、
氏
族
略
‘
以
レ
名
伶
氏
〕
龍
氏
、
舜
臣
也
、
龍
八
年
縣
畷
‘
今
為
龍
安
鎮
窟
志
龍
安
城
在
建
昌
縣
干
賓
）
。
第
四
・
五
冊
、
神
仙
博
十
巻
（
晉
‘
葛
洪
）
、
神
異

南
六
十
里
一
参
城
の
名
。
涌
洲
吉
林
省
農
安
縣
の
治
。
経
一
巻
（
漢
、
東
方
朔
）
。
第
六
冊
、
穆
天
子
博
一
巻
（
晉
‘

〔
全
遼
志
〕
龍
安
城
、
在
二
禿
河
西
金
山
東
玉
妾
有
,
,
龍
郭
環
注
）
、
漢
武
帝
内
博
一
巻
（
漢
‘
班
固
）
。
第
七
冊
‘

裕
納
言
手
孫
以
レ
名
為
レ
氏
、
又
董
父
、
己
姓
‘

安
塔
一
亦
旦
農
安
↓
天
命
九
年
、
科
爾
沿
為
1

察
吟
爾
飛
燕
外
博
一
巻
（
漢
‘
伶
玄
）
、
雑
事
秘
辛
一
巻
‘
逃
異
記

以

能

烹

龍

‘

故

隅

氏

為

拳

龍

氏

公
7
望
出
二
天

水
武
陵
目
ま
だ
ら
。
黒
白
の
雑
色
。
旭
(
4
-
7
5
5

所
＞
侵
‘
貝
勒
阿
巴
泰
‘
率
レ
師
救
レ
之
、
兵
至
農
安
塔
「
一
巻
（
晉
、
任
防
）
、
枕
中
書
一
巻
（
晉
‘
葛
洪
）
。
第
八
冊
、

4
)
に

通

ず

。

〔

説

文

通

訓

定

瞥

〕

龍

、

段

借

為

レ

旭

。

察

拾

爾

倉

皇

夜

遁

。

洞

冥

記

四

を

（

漢

‘

郭

憲

）

、

詩

品

三

巻

（

梁

、

鍾

蝶

）

、

鼎

〔
集
韻
〕
龍
、
黒
白
維
色
也
。
〔
周
證
、
春
官
、
巾
車
〕
〖
龍
安
寺
〗

2

バ
ョ
ヴ
ァ
／
寺
の
名
。
〇
湖
南
省
湘
渾
縣
の
録
一
巻
（
梁
、
虞
茄
）
、
竹
譜
一
巻
（
晉
‘
戴
凱
之
）
、
古
今

北
。
〔
柳
宗
元
‘
龍
安
海
繹
師
碑
〕
負
―
―
大
木
面
聾
密
石
、
以
刀
剣
録
一
巻
（
梁
‘
陶
宏
景
）
。
〔
第
二
集
〕
第
九
冊
、
江

盆,,
其
居
一
又
為
↓
龍
安
寺
1

焉
。
●
京
都
市
右
京
逼
に
あ
淮
異
人
録
一
呑
（
宋
‘
呉
淑
）
、
離
騒
一
巻
（
晉
‘
錢
呆
之

革
路
龍
勒
゜
〔
注
〕
龍
、
騎
也
、
以
―
―
白
里
~
一
飾
レ
章
‘

る
臨
清
宗
妙
心
寺
派
の
寺
。
賓
徳
―
一
年
、
細
川
勝
元
の
集
傭
）
。
第
十
冊
、
離
騒
草
木
疏
四
巻
（
宋
‘
呉
仁
傑
）
。

雑
色
為
レ
勒
。
〔
周
證
、
考
工
記
‘
玉
人
〕
上
公
用
レ

龍
゜
〔
注
〕
龍
‘
嘗
祠
レ
危
、
施
、
謂
維
色
↓
曰
こ
だ
創
建
。
庭
園
は
、
相
阿
禰
の
作
。
一
面
に
白
砂
を
敷
き
‘
第
十
一
冊
、
御
覧
闘
史
―
一
巻
（
唐
、
参
客
子
）
。
第
十
二

か
い
う
ね
。
を
か
。
隆
(
1
1
-
4
1
7
4
6
)
・
瀧
(
3
-
5
5

大
小
十
五
箇
の
石
の
他
に
は
一
木
一
草
も
な
い
簡
浮
冊
、
農
書
―
一
巻
（
宋
‘
陳
虜
）
、
露
書
一
倦
（
宋
、
秦
観
）
、
耕

|— 
龍

部

龍

織
圃
詩
一
巻
。
第
十
三
冊
、
江
南
餘
載
二
を
、
五
國
故

事
二
を
、
故
宮
遺
録
一
巻
（
明
、
爾
洵
）
。
第
十
四
冊
、
赤

雅
―
二
巻
（
明
、
鄭
露
）
。
第
十
五
冊
、
平
憂
紀
略
一
巻
（
清
、

藍
鼎
元
）
。
第
十
六
冊
、
雲
仙
雑
記
一
を
（
唐
‘
渇
贄
）
。

G

第
三
集
〕
第
十
七
冊
、
二
十
四
詩
品
一
巻
（
唐
、
司
空

圏
）
、
本
事
詩
一
呑
（
唐
‘
孟
棠
）
。
雲
淫
友
議
一
巻
（
唐
‘

苑
櫨
）
。
第
十
八
ー
―
―
十
一
冊
、
本
朝
名
家
詩
紗
小
傭

四
巻
（
清
‘
鄭
方
坤
）
。
第
二
十
二
冊
‘
蓮
披
詩
話
一
巻

（
清
‘
査
為
仁
）
。
第
二
十
一
一
＿
冊
、
蹄
田
詩
話
三
巻
（
明
、

褪
祐
）
。
第
一
―
十
四
冊
、
臨
漢
隠
居
詩
話
―
―
一
巻
(
{
木
‘
魏

泰
）
、
溝
南
詩
話
―
二
巻
（
宋
、
王
若
虚
）
。
〔
第
四
集
〕
第

二
十
五
冊
、
酉
陽
雑
俎
―
一
巻
（
唐
‘
段
成
式
）
、
諾
皐
記

一
巻
（
唐
、
段
成
式
）
。
第
二
十
六
冊
、
博
異
志
一
巻
（
唐
‘

鄭
還
古
）
、
李
泌
博
一
巻
（
唐
‘
李
緊
）
、
仙
吏
博
一
巷

（
唐
、
太
上
隠
者
）
、
英
雄
傭
一
巻
（
唐
‘
碓
掬
）
、
剣
侠
博

一
を
（
唐
‘
段
成
式
）
。
第
二
十
七
冊
、
柳
毅
偵
一
倦
（
唐
、

李
朝
威
）
｀
軋
髯
客
博
一
巻
（
唐
‘
張
説
）
、
喝
燕
傭
一
巻

（
唐
‘
沈
亜
之
）
、
蒔
子
文
偶
一
若
（
唐
‘
羅
郡
）
、
杜
子
春

博
一
巻
（
唐
‘
鄭
還
古
）
、
龍
女
博
一
告
（
唐
‘
砕
螢
）
、
妙

女
偶
一
を
（
唐
‘
顧
非
熊
）
、
神
女
傭
一
巻
（
唐
‘
孫
頗
）
、

楊
太
慎
外
博
―
一
巻
（
宋
、
柴
史
）
。
第
二
十
八
冊
、
長
恨

歌
偶
一
巻
（
唐
‘
陳
鴻
）
、
梅
妃
傭
一
巻
（
唐
‘
曹
鄭
）
、
紅

線
傭
一
巻
（
唐
‘
楊
巨
源
）
、
劉
無
雙
偶
一
巻
（
唐
‘
蒔

調
）
、
霰
小
玉
傭
一
を
（
唐
‘
蒋
防
）
、
牛
應
貞
博
一
巻

（
唐
‘
宋
若
昭
）
、
謝
小
蛾
博
一
巻
（
唐
‘
李
公
佐
）
、
李
娃

傭
一
巻
（
唐
、
白
行
簡
）
、
章
畳
柳
傭
一
春
（
唐
‘
許
発

佐
）
、
非
姻
信
一
巻
（
唐
、
皇
甫
枚
）
。
第
二
十
九
冊
、
會

慎
記
一
巻
（
唐
、
元
横
）
、
黒
心
符
一
巻
（
唐
‘
子
義
方
）
、

南
栢
記
一
を
（
唐
‘
李
公
佐
）
、
枕
中
記
一
巷
（
唐
‘
李

泌
）
、
高
力
士
傭
一
巻
（
唐
‘
郭
混
）
、
白
猿
博
一
巻
‘
任
氏

博
一
巻
（
唐
‘
沈
既
清
）
、
哀
氏
傭
一
巻
（
唐
‘
顧
雀
）
、
揚

州
夢
記
一
巻
（
唐
‘

f
郡
）
。
第
三
十
冊
‘
版
棲
記
一
巻

（
唐
‘
張
泌
）
、
雷
民
偉
一
巻
（
唐
‘
沈
既
清
）
、
離
魂
記

一
巻
（
唐
‘
陳
元
祐
）
、
再
生
記
一
巻
（
唐
、
間
選
）
、
夢
遊

録
一
春
（
唐
‘
任
蕃
）
、
―
―
―
夢
記
一
巻
（
唐
、
白
行
簡
）
、
幽

怪
録
一
告
（
唐
、
王
渾
）
、
績
幽
怪
録
一
巻
（
唐
‘
李
復

言
）
、
幻
戯
志
一
巻
（
唐
‘
蒋
防
）
。
第
三
十
一
冊
、
幻
異

，
 

志
一
巻
（
唐
‘
孫
願
）
｀
霰
應
偶
一
巻
‘
オ
鬼
記
―
巻
（
唐
‘

鄭
貨
）
。
第
三
十
二
冊
、
霊
鬼
志
一
巻
（
唐
‘
常
祈
）
、
玄
怪

70

録
一
巻
（
唐
‘
徐
炊
）
、
績
玄
怪
録
一
を
、
昌
黎
雑
説
一
呑
、
1
上患

．
 



(48818・・8) (48818・・22) 

龍

部

龍|
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（
唐
、
韓
愈
）
‘
録
異
記
一
巻
（
唐
‘
杜
光
庭
）
、
飛
燕
遺
事
堕
書
―
二
巻
（
清
‘
毛
奇
齢
）
、
韻
學
指
要
一
巻
（
清
‘
毛
奇
末
縣
↓
隔
―
―
會
稽
郡
一
云
云
‘
呉
越
改
曰
一
如
常
四
〔
清
史

一
巻
（
唐
‘
闘
名
氏
）
‘
趙
后
遺
事
一
を
（
宋
、
秦
醇
）
、
捜
齢
）
。
第
六
十
冊
、
覚
山
架
録
四
巻
（
清
‘
毛
奇
齢
）
、
第
稿
、
地
理
志
〕
浙
江
‘
衛
州
府
、
縣
五
‘
龍
涌
゜

紳
後
記
―
巻
（
晉
‘
陶
潜
）
、
窮
怪
録
一
巻
‘
幽
怪
録
一
巻
六
十
一
冊
、
李
氏
學
栗
録
一
巻
（
清
、
李
壊
）
。
第
六
＋
【
龍
滓
9
]
1
2

バ
ぼ
ゥ
龍
が
逃
れ
去
る
。
賢
人
の
隠
れ
て
野

（
唐
‘
牛
信
揺
）
、
古
鏡
記
一
巻
（
隋
‘
王
度
）
。
〔
第
五
集
〕
ニ
・
六
十
三
冊
、
論
語
稽
求
篇
七
巻
（
清
、
毛
奇
齢
）
、
大
に
在
る
を
い
ふ
。
〔
晉
書
、
束
哲
偶
〕
在
レ
野
者
龍
逸
、
在
レ

第
三
十
三
冊
、
輸
軒
絶
代
語
一
巻
（
漢
‘
揚
雄
）
、
臆
栞
學
證
文
一
巻
（
清
、
毛
奇
齢
）
、
明
堂
問
一
巻
（
清
‘
毛
奇
朝
者
鳳
巣
゜
〔
飽
照
‘
籠
史
曲
〕
龍
飛
逸
―
―
天
路
↓
鳳
起
出
,
,

一
告
（
宋
、
伯
柏
）
、
吉
凶
影
響
録
一
巻
（
宋
‘
太
「
象
求
）
．
齢
）
。
第
六
十
四
冊
、
白
鷺
洲
主
客
説
詩
一
巻
（
消
、
毛
秦
賜
一

程
史
一
巻
（
宋
、
岳
珂
）
、
仇
池
筆
記
一
巻
（
宋
‘
蘇
献
）
、
奇
齢
）
゜

0

第
九
集
〕
第
六
十
五
・
六
十
六
冊
、
八
紘
繹
[
師
蔽
g

】13
仇
各

O
龍
が
か

v
れ
る
o

〔
易
ヽ
乾
〕
初
九

東
齋
記
事
一
春
（
宋
、
許
観
）
、
漁
樵
閑
話
一
巻
（
宋
‘
蘇
史
四
巻
（
清
、
陸
次
雲
）
、
八
紘
荒
史
四
巻
（
清
、
陸
次
曰
、
潜
龍
勿
レ
用
何
謂
也
、
子
日
、
龍
徳
而
隠
者
也
。

O

献
）
。
第
―
二
十
四
冊
、
直
陵
雑
説
一
巻
（
宋
、
欧
陽
脩
）
、
雲
）
。
第
六
十
七
冊
、
諜
史
紀
餘
四
巻
（
清
、
陸
次
雲
）
。
第
闘
‘
[
天
子
の
崩
御
。
龍
は
天
子
の
喩
。
龍
隠
弓
密
を
見

遺
史
紀
聞
一
巻
(
{
木
‘
摺
研
）
、
抵
青
維
説
一
巻
（
宋
、
王
六
十
八
•
六
十
九
冊
、
西
番
諜
語
不
分
巻
。
第
七
十
冊
、
よ
。

明
清
）
、
折
獄
編
鑑
一
巻
（
宋
‘
鄭
克
）
、
捜
神
秘
寛
一
巻
外
國
竹
枝
詞
一
巻
（
清
、
尤
個
）
。
第
七
十
一
·
七
十
二
〖
籠
益
隠
弓
墜
〗

1
4
投
ぢ
ク
レ
天
子
の
崩
御
を
い
ふ
。
龍

（
宋
、
章
柄
文
）
、
玉
埃
編
事
一
巻
‘
乗
異
記
一
告
（
宋
、
張
冊
、
西
蔵
記
二
巻
°
〔
第
十
集
〕
第
七
十
三
I
八
十
冊
、
は
天
子
、
弓
は
虹
と
と
も
い
ふ
。
天
弓
の
密
ち
る
の
は

君
房
）
、
廣
異
記
―
巻
（
戴
君
字
）
、
近
異
録
一
巻
（
宋
、
劉
説
文
繋
博
四
十
巻
附
一
巻
°
天
子
の
崩
御
を
知
ら
す
も
の
と
い
ふ
古
説
が
あ
る
。

質
）
、
毀
異
記
一
を
（
戴
詐
）
、
施
異
記
一
告
（
宋
、
侯
君
〖
龍
威
部
隠
〗

8

只
五
ば
清
、
菓
廷
瑶
(
9ー
3
1
3
8
7:
 2
3
 

〔
史
記
‘
封
岬
書
〕
黄
帝
采
―
―
首
山
銅
五
デ
鼎
於
荊
山
下
一

索
）
、
瞑
車
志
一
巻
（
宋
、
郭
象
）
、
難
肋
一
巻
（
宋
、
趙
崇

8
)

の

琥

。

有

レ

龍

垂

I

↓
胡
髯
二
下
迎
―
―
黄
帝
ぶ
衷
帝
上
騎
、
塁
臣
後
宮

絢
）
・
虎
口
餘
生
記
一
を
・
塘
報
稿
一
巻
（
明
、
邊
大
綬
）
。
【
龍
帷
】
，
勺
、
ウ

0
王
侯
の
棺
の
飾
。
〔
褪
‘
喪
服
大
記
〕
従
上
者
七
十
餘
人
‘
龍
乃
上
去
‘
餘
小
臣
不
レ
得
レ
上
、
乃

第
三
十
五
・
三
十
六
冊
、
陶
説
六
告
（
清
‘
朱
球
）
。
第
三
飾
レ
棺
‘
君
龍
帷
゜
〔
注
〕
在
レ
労
日
レ
帷
、
在
レ
上
曰
レ
荒
゜
悉
持
↓
―
龍
髯
盃
暉
髯
抜
堕
‘
堕
二
黄
帝
之
弓
下
日
姓
仰
望
‘

十
七
冊
、
鬼
董
五
巻
。
第
―
二
十
八
冊
‘
説
祁
維
著
十
種
。
〔
疏
〕
君
、
諸
侯
也
、
帷
、
柳
車
邊
障
也
、
以
―
―
白
布
云
国
レ
黄
帝
既
上
天
、
乃
抱
n

―
其
弓
輿
1

祖
胡
髯
―
琥
、
故
後
世
因

第
一
二
十
九
•
四
十
冊
、
考
槃
餘
事
四
巻
（
明
、
屠
隆
）
。
之
、
王
侯
皆
蜜
為
レ
龍
、
象
一
人
君
之
徳
「
故
一
ぞ
龍
帷
ー
名
,
,

其
虞
1

日
1

鼎
湖
石
其
弓
曰
―
―
烏
琥
↓
〔
牧
野
藻
洲
、
先

〔
第
六
集
〕
第
四
十
一

l
四
十
八
冊
、
麗
糧
金
膏
八
呑
°
也
。
〔
謝
眺
、
齊
敬
皇
后
哀
策
文
〕
織
,
,
池
絆
於
通
軌
ー
朝
遺
聞
〕
還
レ
宮
臥
レ
病
‘
龍
隠
弓
墜
゜

ロ
第
七
集
〕
第
四
十
九
冊
、
金
緊
退
食
筆
記
二
告
（
清
、
分
、
接
―
―
龍
帷
於
造
舟
↓
〇
龍
を
ぬ
ひ
と
り
し
た
と
ば
【
蔀
宰
―
k

】15
攻
？
〇
龍
と
雲
。
〔
魏
志
、
管
格
博
‘
庄
〕
王

高
士
奇
）
、
京
東
考
古
録
一
巻
（
清
、
顧
炎
武
）
。
第
五
十
り
。
〔
長
生
殿
、
聞
築
〕
傭
看
魚
鎗
閉
‘
龍
帷
掩
、
那
楊
妃
経
毎
論
レ
絡
以
為
、
得
―
―
龍
雲
之
精
↓
能
養
レ
和
通
レ
幽

冊
、
山
束
考
古
録
一
呑
（
清
‘
顧
炎
武
）
、
泰
山
紀
勝
一
巻
呵
‘
似
二
海
棠
―
睡
足
増
,
,
嬌

闘

一

者

、

非

―

―

徒

合

會

之

方

一

也

。

O
雲
を
い
ふ
。
〔
酪
賓
王
、

（
消
、
孔
貞
瑾
）
、
間
蜀
餘
聞
一
を
（
清
、
王
士
正
）
。
第
五
【
龍
友
】
10

昇
ゥ
〇
よ
い
馬
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
録
‘
獣
詠
レ
雪
詩
〕
龍
雲
玉
葉
上
、
鶴
雪
瑞
花
新
。
●
民
國
‘

十
一
冊
、
板
橋
雑
記
―
巻
（
消
、
余
懐
）
、
揚
州
鼓
吹
詞
序
畜
‘
馬
〕
漢
書
褪
築
志
‘
龍
為
レ
友
、
註
、
師
古
日
‘
唯
龍
可
レ
雲
南
省
昭
通
縣
の
人
。
字
は
志
舟
。
雲
南
講
武
堂
卒

一
巻
（
清
‘
呉
綺
）
、
匡
蘊
紀
滞
一
恙
（
清
‘
呉
聞
思
）
、
浦
為
一
之
友
―
耳
、
又
天
馬
来
、
龍
之
媒
‘
註
‘
應
助
曰
、
言
天
業
、
早
く
よ
り
唐
継
発
の
魔
下
に
在
つ
て
殊
動
を
樹

雁
蕩
山
記
一
を
（
消
、
周
清
源
）
、
甑
江
逸
志
一
倦
（
清
‘
馬
者
乃
神
龍
之
類
、
今
天
馬
已
来
、
此
龍
必
至
之
炊
也
。
て
‘
一
時
雲
南
省
政
府
の
櫃
機
を
握
っ
た
が
、
胡
若
愚

労
大
興
）
。
第
五
十
二
冊
、
湖
堪
雑
記
一
春
（
清
、
陸
次
●
字
琥
°
④
宋
、
黄
友
(
1
2
|
 4
7
9
2
6
 :
 2
6
)

の
字
。
＠
明
、
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
遇
ひ
、
監
禁
せ
ら
れ
た
。
胡
の
失
脚

雲
）
、
尚
硲
織
志
一
巷
（
清
、
陸
次
雲
）
、
坤
輿
外
紀
一
巻
楊
文
聴
（
6
ー

1
5
1
1
2
:
 7
7
9
)

の
字
。
◎
明
、
楊
鵬
(
6
ー

1
5

後
、
再
ぴ
雲
南
の
全
櫂
を
握
り
、
蒔
の
北
伐
に
呼
應

（
清
、
南
懐
仁
）
。
第
五
十
三
冊
、
嶺
南
雑
記
―
告
（
清
、

1
1
2
:
 3
5
2
)

の
字
。
＠
清
、
徐
嬰
(
4
1
1
0
1
1
0
 :
 7
7
)

の
し
、
雲
南
省
政
府
委
員
兼
主
席
、
兼
國
民
政
府
軍
事

呉

震

方

）

。

第

五

十

四

冊

、

封

長

白

山

記

一

巻

（

清

、

方

字

。

委

員

に

委

ぜ

ら

れ

‘

國

民

窯

中

央

監

察

委

員

に

學

げ

ら

象
瑛
）
、
使
琉
球
紀
一
を
（
清
‘
張
學
栂
）
、
閻
小
紀
一
巻
【
龍
遊
】
il

昇
ゥ
〇
龍
が
遊
ぶ
。
龍
浦
゜
〔
易
林
‘
解
之
第
る
。

（
清
、
周
亮
エ
）
。
第
五
十
五
冊
、
憂
渭
紀
略
一
巻
（
清
、
四
十
、
革
〕
龍
浦
鳳
舞
‘
歳
築
民
喜
。
〔
李
端
‘
題
―
―
雲
際
寺
〖
龍
雲
集
〗

1
6バ
カ

9

ウ
ウ
ン
書
名
。
三
十
巻
。
宋
、
劉
食
撰
゜

林
謙
光
）
、
憂
溝
雑
記
一
巻
（
清
、
季
麒
光
）
、
安
南
紀
滞
準
上
人
房
一
詩
〕
園
中
鹿
過
椒
枝
動
‘
漂
底
龍
遊
水
沫
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

一
巻
（
清
‘
溢
鼎
珪
）
、
舅
述
一
巻
（
清
‘
閲
叙
）
、
葛
西
偶
開
。
●
縣
名
。
④
隋
‘
置
く
。
四
川
省
築
山
縣
゜
〔
讀
史
方
【
龍
英
】
17

牧
ゥ
●
土
司
の
名
。
元
、
龍
英
州
を
置
く
。

記
一
巻
（
清
、
陸
詐
蕃
）
。
第
五
十
六
冊
、
瀧
酔
紀
遊
一
巻
輿
紀
要
、
四
川
‘
就
定
州
〕
龍
遊
限
縣
、
今
州
治
、
漢
南
安
古
の
地
名
は
英
山
。
明
初
、
土
官
趙
世
賢
蹄
附
し
、
知

（
清
‘
陳
鼎
）
、
演
行
紀
程
一
巻
（
清
‘
許
讃
曾
）
、
東
還
紀
縣
地
、
蹄
l

―
健
為
郡
ご
竺
広
‘
隋
平
レ
陳
日
、
有
レ
龍
見
,
,
水
州
の
世
襲
を
授
け
ら
る
。
民
國
改
め
て
龍
茨
縣
を
置

程
一
巻
（
清
‘
許
鑽
）
。
〔
第
八
集
〕
第
五
十
七
冊
、
推
易
中
五
随
レ
軍
而
進
十
年
、
因
改
1

一
龍
遊
↓
＠
五
代
呉
越
‘
罹
く
。
廣
西
省
に
闇
す
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
廣
西
‘
太

始
末
四
巻
（
清
‘
毛
奇
齢
）
。
第
五
十
八
冊
、
春
秋
圏
辞
く
。
浙
江
省
衛
縣
の
東
。
衛
港
の
南
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
平
府
‘
土
州
十
六
‘
龍
英
土
州
。
●
州
名
。
元
、
置
く
。

比
事
記
四
巻
（
清
、
毛
奇
齢
）
。
第
五
十
九
冊
、
春
秋
占
要
、
浙
江
、
衛
州
府
〕
龍
遊
縣
、
府
東
四
十
里
‘
秦
置
二
大
廣
西
省
龍
茨
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
、
太
平
府
〕

四_
 

龍
英
州
、
唐
覇
緊
蟹
地
、
宋
為
龍
英
洞
｛
陽

5
0州
-
1
0

元
置
如
、
隷
太
平
路
面
明
初
因
レ
之
、
今
俯
属
一
太
平

37

府↓

1

【
龍
腰
】
18

芯
ゥ
〇
琴
の
一
種
。
〔
琴
箋
圏
式
〕
龍
腰
、
魯

謝
消
子
作
、
腰
間
作
1

一
半
月
形
↓
三
絃
如
"
七
絃
之
昔
↓

0
山
の
蝠
る
さ
ま
。
〔
蘇
拭
、
同
1

一
王
勝
之
玉
匹
蒋
山
―

詩
〕
龍
腰
蝠
↓
1

故
國
石
国
爪
寄
―
―
曾
顧
一
〔
注
〕
山
脊
死
韓
‘

若
蝠
龍
之
朕
孔
明
名
レ
之
日
龍
蝠
山
↓

【
龍
曜
】
19

説
ゥ
謄
義
の
紳
。
六
神
の
一
。
〔
黄
庭
経
〕

謄
神
、
龍
曜
‘
字
威
明
。
〔
注
〕
謄
色
青
黄
、
故
日
―
―
龍

曜↓

【
龍
耀
]
2
0

乃
謄
嚢
の
神
。
龍
曜
に
同
じ
。
〔
三
オ
圏

會
‘
身
輝
一
‘
騰
神
圏
説
〕
神
名
龍
耀
字
威
明
c

【
龍
姻
】2
1
[
g
•

ウ
肝
臓
の
神
。
六
神
の
一
。
〔
事
物
異
名

録
、
神
鬼
‘
肝
神
〕
黄
庭
内
経
、
肝
紳
、
龍
姻
‘
字
含
明
。

【
龍
淵
]
2
2

乃
〇
龍
の
棲
む
ふ
ち
。
〔
淮
南
子
、
墜
形
訓
〕

清
水
有
1

一
黄
金
砿
淵
有
王
英
↓
〔
揚
雄
、
甘
泉
賦
〕
墨

龍
淵
而
還
九
限
分
‘
良
地
底
而
上
廻
。
〔
劉
昂
錫
、

傷
我
馬
詞
〕
金
景
已
平
骨
空
朽
、
投
之
龍
淵
従
爾

友
↓
〇
楚
の
賓
剣
の
名
。
歌
冶
子
と
干
将
と
が
、
共
に
作

っ
た
三
剣
の
一
。
唐
人
は
麻
祗
の
講
を
避
け
て
龍
泉
と

い
ふ
。
〔
越
絶
書
‘
越
絶
外
傭
記
賓
剣
〕
楚
王
‘
云
云
‘
令
二

風
胡
子
之
后
琴
見
欺
冶
子
・
干
将
面
炉
人
作
鐵
剣
｛

欧
冶
子
・
千
将
‘
竪
1

一
茨
山
渾
竺
其
渓
↓
取
1

一
鐵
英
正
ザ
鐵

剣
三
枚
二
曰
龍
淵
‘
―
一
日
泰
阿
、
三
曰
工
市
。
〔
史
記
‘
蘇

秦
博
〕
龍
淵
・
太
阿
゜
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
越
王
句
践
、
一

決
レ
獄
不
レ
翠
、
援
1

一
龍
淵
↓
而
切
―
―
其
股
「
血
流
至
レ
足
、
以

自
罰
也
。
〔
後
漢
書
、
韓
稜
偲
〕
五
遷
為
↓
―
尚
書
令
ご
竺
僕

射
邦
壽
・
尚
書
陳
寵
己
凹
レ
時
‘
倶
以
1

一
才
能
五
稽
、
粛
宗
嘗

賜
諸
尚
書
剣
惟
此
一
二
人
、
特
以
賣
剣
自
手
1

薯

其

名
日
‘
韓
稜
楚
龍
淵
、
那
壽
蜀
漢
文
‘
陳
寵
清
南
椎
成
‘

時
論
者
総
乏
説
「
以
二
稜
淵
深
有
＂
謀
‘
故
得
―
―
龍
淵
一
壽

明
逹
有
文
章
一
故
得
―
―
漢
文
↓
寵
敦
朴
善
不
レ
見
レ
外
‘

故
得
1

一
椎
成
↓
〔
注
〕
晉
太
康
記
曰
‘
汝
南
西
平
縣
有
―
―
龍

泉
杢
可
訟
竺
刀
創
特
堅
利
い
汝
南
郎
楚
分
野
。
〔
曹
植
、

爽
楊
徳
餌
書
〕
有
龍
淵
之
利
↓
乃
可
n

ー
以
議
於
断

割
芸
注
〕
向
日
、
龍
淵
‘
賓
剣
也
。
〔
清
一
統
志
〕
浙
江
省

龍
泉
縣
南
有
レ
水
、
日
↓
―
龍
淵
面
唐
時
避
孟
向
祗
f

咬
改
曰
―

龍
泉
一
宋
又
改
日
―
―
剣
池
湖
一
相
博
欧
冶
子
嘗
躊
―
―
剣
於

ヒ。ル一



龍

部

龍

―
―
―
五

〖
龍
淵
宮
〗
巳
琴
ぅ
宮
殿
の
名
。
河
北
省
撲
陽
縣
の

西
南
。
〔
漢
書
、
武
帝
紀
〕
（
元
光
三
年
）
検
―
―
卒
十
萬
砒
竺

決
河
「
起
―
―
龍
淵
宮
↓
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
河
南
有
1

一
龍
淵

窟
云
云
‘
蓋
武
帝
起
―
一
宮
於
決
河
之
妾
‘
龍
淵
之
側
五
故

曰
-
l

龍
淵
宜
也
。

〖
龍
淵
太
阿
〗24
ハ
豆7
0ぅ
龍
淵
と
太
阿
。
古
の
名
剣
の

名
。
龍
泉
泰
阿
゜
〔
戦
國
、
韓
策
〕
龍
淵
・
太
阿
、
皆
陸
断
"

馬
牛
一
水
撃
―
鵠
雁
↓

【
龍
煙
】
百
匁
肝
臓
の
神
。
龍
姻
(
2
1
)

に
同
じ
。
〔
―
―
―

才
圏
會
、
身
證
二
、
肝
紳
圏
説
〕
紳
名
龍
煙
‘
字
含
明
。

〖
龍
煙
鐵
鑽
〗2
6砕
t
茫
鐵
山
の
名
。
察
喰
爾
省
の
境
。

渾
河
流
域
の
中
段
の
北
。

【
龍
夏
]
2
7
9

ヨ
、
，
地
名
。
〔
管
子
、
山
國
軌
〕
龍
夏
之
地
、

布
-
1

黄
金
九
千
冨
緊
幣
貨
金
↓
〔
管
子
、
山
至
散
〕
龍
夏

以
北
、
H

ぎ
於
海
荘
↓

【
龍
制
】
2
8
9
ョ
ウ
天
子
の
乗
る
大
船
。
又
、
龍
を
蓋
い
た

船
。
龍
頭
鵠
首
。
〔
李
白
‘
上
皇
酉
盈
南
京
歌
〕
濯
レ

錦
清
江
萬
里
流
、
雲
帆
龍
飼
下
1

蘊
屈
ぢ
〔
皮
日
休
‘
沐

河
懐
古
詩
〕
萬
艘
龍
飼
緑
絲
間
、
載
到
1

一
揚
州
一
盛
不
レ

還
。
〔
注
違
‘
隋
柳
詩
〕
央
レ
浪
分
レ
堤
萬
樹
餘
‘
為
迎
1

龍

飼
到
江
都
↓

【
龍
歌
】
2
9
9
ヨ
，
ウ
俊
れ
て
歌
の
巧
な
こ
と
。
能
歌
。
〔
劉

品
錫
‘
輿
―
―
歌
童
田
順
郎
―
詩
〕
天
下
能
歌
御
史
娘
‘
花
前

月
底
奉
―
―
君
王
↓

〖
龍
歌
節
〗3
0
5戌
ゥ
ヵ
五
月
五
日
を
い
ふ
。
〔
李
徳
裕
‘

寒
食
日
三
殿
侍
宴
奉
進
詩
一
首
〕
宛
韓
龍
歌
節
、
参
差

燕
材
高
。
〔
事
物
異
名
録
、
歳
時
‘
五
月
〕
初
學
記
‘
龍
歌

令
節
、
蚊
食
芳
辰
、
按
、
五
月
五

H
、
介
子
作
―
―
龍
蛇
之

歌
以
成
竺
重
耳
父
屈
原
死
祖
羅
↓
故
云
゜

）
【
龍
蝦
】
31

万
大
蝦
の
一
種
。
伊
勢
蝦
。
又
‘
龍
と

え
ぴ
。
〔
正
字
通
〕
蝦
蹟
長
散
尺
者
日
"
龍
蝦
↓
〔
韓

6
 
4
 

愈
、
別
趙
子
詩
〕
又
嘗
疑
龍
蝦
↓
果
誰
雄
牙
炉
烹

8
 

〔
黄
庭
堅
‘
代
書
詩
〕
誓
如
レ
観
1

一
清
海
「
細
大
極
一
龍
蝦
↓

ー88 
⑭
【
龍
牙
】
32

乃9
ウ
〇
茶
の
異
名
。
〔
謝
宗
可
‘
茶
苑
詩
〕
半

甑
飛
雪
起
二
龍
牙
↓
〇
龍
の
牙
゜
〔
梅
発
臣
‘
和
1
1

楊
直

講
央
竹
花
圏
詩
〕
装
成
如
得
1

一
騒
頷
珠
面
誰
能
更
問
―
―
龍

ヽ`
ノ3
 
2

牙
軸
↓

⑬
〖
龍
牙
草
〗
叉
裕
ガ
草
の
名
。
き
ん
み
づ
ひ
巻
。
山
野
・

88

路
傍
等
に
生
ず
る
宿
根
草
。
い
ば
ら
科
に
闊
す
。
全
科

に
祖
毛
を
布
き
、
高
さ
は
二
尺
乃
至
五
尺
に
逹
す
。
莱

4
 
（
 

は
大
小
不
齊
の
小
菓

か
ら
な
る
利
状
復
葉
。

花
は
黄
色
で
多
敷
穂

状
花
序
に
綴
る
。
花
期

は
秋
。
痩
果
は
宿
存
醇

内
に
存
す
。
〔
本
草
‘
馬
鞭
草
〕
繹
名
‘
龍
牙
草
、
鳳
頸
草
。

【
龍
芽
】
34

勺
，
茶
の
名
。
〔
西
渓
叢
語
‘
上
〕
建
州
龍
焙
‘

云
云
‘
茶
有
1

一
十
綱
ご
広
云
、
第
三
綱
最
妙
‘
云
云
、
第
三

名
有
土
＇
六
色
↓
云
云
‘
萬
壽
龍
芽
。
〔
楊
萬
里
、
過
―
―
平

望
詩
〕
午
睡
起
来
情
緒
悪
‘
急
呼
蟹
眼
盗
竺
龍
芽
↓

〖
龍
芽
草
〗
ぉ
砂
ウ
ガ
山
野
に
自
生
す
る
多
年
生
草
。
俗

に
仙
鶴
草
と
い
ふ
。
〔
農
政
全
書
‘
龍
芽
草
考
〕
一
名
瓜

香
草
、
生
―
―
輝
縣
鴨
子
口
山
野
間
↓

【
龍
駕
】36吟
•
ウ
O
龍
に
駕
す
る
。
又
、
雲
龍
の
車
に
乗

る
。
〔
楚
辞
、
九
歌
‘
雲
中
君
〕
龍
駕
分
帝
服
‘
卿
翻
遊
分

周
章
。
〔
注
〕
龍
駕
、
言
―
―
雲
紳
駕
＞
龍
也
‘
云
云
‘
五
臣
云
‘

言
―
―
紳
駕
"
雲
龍
之
車
↓
●
天
子
の
駕
を
い
ふ
。
〔
隋
書
‘

音
柴
志
中
〕
飾
―
―
龍
駕
一
矯
面
笠
應
指
"
閻
闇
一
憩
l

一
層
城
↓

〔
喬
知
之
、
侍
宴
應
制
得
二
分
｛
テ
詩
〕
豫
遊
龍
駕
輯
、
天

築
鳳
籠
聞
。

【
龍
開
】
3
7
9
匁
川
の
名
。
源
は
江
西
省
瑞
昌
縣
の
西
南

の
青
溢
山
。
大
江
に
注
ぐ
。
清
一
統
志
は
古
の
溢
水
と

す
。
支
流
は
濃
埃
水
・
沙
河
水
•
新
橋
水
。
溢
水
(
7ー
1
7
8

3
2
 :
 7
)

を
見
よ
。

【
龍
充
】
3
8
9
芍
縣
名
。

O
漢
‘
置
く
。
安
徽
省
懐
遠
縣

の
西
北
。
俗
名
は
柴
王
城
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
浦
郡
‘

縣
三
十
七
、
龍
匹
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
鳳
陽
府
、

懐
遠
縣
〕
龍
充
城
‘
縣
西
北
八
十
五
里
、
在
―
―
渦
水
之
陽
一

漢
浦
郡
屡
縣
゜
〇
東
晉
‘
僑
置
す
。
安
徽
省
含
山
縣
の

南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
和
州
〕
含
山
縣
、
漢
歴
陽

縣
地
、
東
晉
僑
"
置
龍
充
縣
云
g
―
歴
陽
郡
↓

O
後
魏
、
置

く
。
安
徽
省
宿
縣
の
南
。

【
龍
江
】
39

芯
，

0
川
の
名
。
④
江
西
省
の
蜀
水
の
こ

と
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
哀
州
府
‘
萬
載
縣
〕
龍
江
‘

縣
北
五
里
、
源
出
―
―
縣
西
百
二
十
里
金
鐘
湖
一
東
経
-
1

大

闘
嶺
一
過
龍
山
一
岱
龍
珂
又
東
入
―
―
瑞
州
府
境
扁

為
1

一
蜀
江
「
志
云
、
金
鐘
湖
水
分
乞
面
央
東
流
為
,
,
龍
江
一

西
流
入
涵
5

陽
縣
之
煩
水
呑
）
輻
建
省
輻
消
縣
の
南
。
古

名
は
螺
文
江
゜
〔
輯
清
縣
志
〕
江
有
―
―
散
源
二
源
自
土
ロ

丈
嶺
云
ぎ
鶴
林
云
『
―
―
鶴
埃
二
源
自
1

一
霊
石
山
ー
出
‘
興
―
―

草牙龍
（會圏オ三）

鶴
淫
一
合
為
―
―
無
患
淫
―
―
源
自
二
銘
石
山
ー
出
‘
為
―
―
交

淫
二
四
南
一
源
自
―
―
昼
嶺
1

出
、
為
玉
濾
淫
―
―
源
自
―
―
七

仙
巖
一
日
面
深
宍
―
源
自
1
1

石
尤
嶺
一
曰
―
―
澗
埃
↓
並
流

至
永
陸
橋
南
云
衆
淫
合
流
、
名
曰
西
墜
又
東
厚
縣

南
ー
ロ
龍
首
河
一
初
日
蝶
文
江
二
木
時
改
名
1

一
龍
江
一

又
東
入
レ
海
。
◎
輻
建
省
の
九
龍
江
の
一
名
b

九
龍
(
1

ー

1
6
7
:
 6
3
9
)

の

O
の
＠
を
見
よ
。
＠
廣
西
省
の
麗

江
・
龍
州
縣
の
界
に
在
る
を
龍
江
と
い
ふ
。
R
源
は

貴
州
省
蒻
波
縣
゜
廣
西
省
柳
成
縣
に
至
り
‘
柳
江
と
合

す
。
古
の
周
水
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
、
大
川
〕
右

江
、
右
江
之
源
有
レ
三
、
一
曰
王
脇
誅
江
一
源
出
―
―
責
州

古
州
長
官
司
西
南
↓
下
流
入
―
―
柳
州
府
懐
遠
縣
境
↓
邊
ニ

縣
西
一
歴
―
―
融
縣
束
↓
又
南
歴
1

一
柳
城
縣
東
「
合
"
龍
江
一

至
府
城
酉
而
名
二
柳
江
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
‘
柳

州
府
、
馬
平
縣
〕
龍
江
、
在
二
府
城
西
北
涵
営
竺
責
州
獨

山
州
五
流
入
"
慶
遠
府
天
河
縣
界
ぶ
本
流
経
―
―
宜
山
縣
北
一

又
東
流
入
二
柳
城
縣
境
す
又
南
合
―
―
於
柳
江
↓
《
）
廣
東
省

順
徳
縣
附
近
の
西
江
の
一
分
派
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣

東
‘
廣
州
府
、
順
徳
縣
〕
龍
江
‘
縣
西
北
四
十
里
、
郎
西
江

水
也
、
流
入
二
縣
界
ぶ
竺
龍
穴
山
陽
↓
謂
―
―
之
龍
江
万
全
木

入
―
―
南
海
縣
境
↓
會
―
―
北
江
↓
R
廣
東
省
四
會
縣
附
近
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
肇
慶
府
‘
四
會
縣
〕
龍
江
、
縣
北
百

里
、
源
出
1

一
石
港
澤
五
灘
石
陰
険
、
至
1

裕
函
竺
始
漫
流
‘
可
レ

通
元
舟
一
桓
縣
東
北
二
里
盃
ザ
金
岡
山
下
↓
會
於

緩
江
↓
R
廣
東
省
龍
川
縣
附
近
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣

束
、
憑
州
府
‘
龍
川
縣
〕
龍
江
、
在
二
縣
城
南
芦
F
江
西
安

遠
縣
西
南
云
低
空
縣
城
東
ず
入
西
南
流
経
―
―
藍
口
巡
司
↓

入
1
1

河
源
縣
界
盃
郡
志
云
、
東
江
源
出
―
―
龍
穴
山
一
東
北
流

二
百
里
、
會
え
女
遠
縣
黄
埠
水
、
及
和
平
縣
刹
江
水
「
並

流
而
西
南
出
、
環
―
―
撓
縣
前
1

云
。
●
府
名
。
清
‘
置
く
。

黒
龍
江
省
に
隔
す
。
民
國
‘
縣
に
改
む
。
〔
清
史
稿
、
地

理
志
〕
熙
龍
江
、
龍
江
府
、
光
緒
三
十
一
年
設
"
黒
水
隠
一

三
十
四
年
改
置
レ
府
、
総
ー
黒
龍
江
省
治
一
西
南
至
―
―
京

師
三
千
三
百
餘
里
、
廣
六
百
六
十
餘
里
、
翠
ハ
百
六
十

餘
里
、
北
極
高
四
十
七
度
二
十
七
分
、
京
師
偏
東
七
度

三
十
二
分
。

O
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
涌
洲
煕
龍
江
省

の
治
。
縣
治
の
土
名
は
齊
齊
吟
爾
。
一
名
、
卜
奎
°
緻
江

の
下
流
に
営
り
‘
清
の
光
緒
三
十
一
年
の
北
京
條
約
の

通
商
場
。
齋
昂
鐵
路
あ
り
昂
昂
埃
に
逹
す
。
R
道
名
。

民
國
‘
置
く
。
渦
洲
黒
龍
江
省
に
隔
す
。
治
は
龍
江
縣
゜

龍
江
・
漱
江
・
大
資
・
肇
州
・
安
逹
•
林
旬
・
訥
河
・
克
山
・

青
岡
・
拝
川
・
肇
東
・
泰
来
・
景
星
・
明
水
の
諸
縣
及
ぴ
‘

布
西
・
索
倫
山
の
二
設
治
局
を
管
轄
す
。
＠
字
琥
゜
④

明
‘
沈
碩
(
6
-
1
7
1
8
9
:
 2
5
3
)

の
琥
。
＠
明
‘
林
兆
恩
(
6

-
1
4
5
5
1
 :
 4
0
6
)

の
琥
。

〖
龍
江
闘
〗40衿
ぷ
今
関
の
名
。
江
蘇
省
江
寧
城
儀
鳳

門
外
。
〔
明
一
統
志
〕
龍
江
隅
在
"
應
天
府
↓
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
南
‘
江
寧
府
、
江
寧
縣
〕
龍
江
闘
、
在
1

一
儀
鳳
門
外
一

明
初
禦
―
―
陳
友
諒
面
炉
張
徳
勝
等
出
―
―
龍
江
脂
五
是
也
。

〖
龍
江
鋪
〗41
5ョ
‘
ウ
カ
ウ
地
名
。
廣
東
省
恵
来
縣
の
西
。

[
龍
行
】
42

乃
〇
龍
が
行
く
。
〔
蜀
太
妃
徐
氏
、
題
彰

州
陽
平
化
―
詩
〕
風
起
半
産
聞
-
l

虎
噛
云
雨
来
嘗
面
見
1

一龍

行↓

0
非
常
に
疾
い
喩
。
〔
李
咸
用
‘
送
レ
人
詩
〕
燕
中

有
レ
馬
如
龍
行
二
不
レ
堡
黄
金
無
駿
名
↓
〇
歩
行
の

荘
重
な
形
容
。
龍
行
虎
歩
を
見
よ
。

〖
龍
行
虎
歩
]
4
3
註
ウ
カ
ゥ
龍
の
や
う
に
行
き
‘
虎
の
や

う
に
歩
む
。
威
儀
荘
重
の
さ
ま
。
〔
宋
書
、
武
帝
紀
上
〕

劉
裕
龍
行
虎
歩
‘
視
瞭
不
レ
凡
‘
恐
必
不
溢
竺
人
下
一

直
1

蚤
貸
其
所
一
〔
陳
書
、
高
祗
武
帝
紀
上
〕
珠
庭

H
角‘

龍
行
虎
歩
。
〔
宋
史
‘
太
祁
紀
三
〕
毎
酎
近
臣
言
‘
太
宗

龍
行
虎
歩
‘
生
時
有
レ
異
、
他
日
必
為
二
太
平
天
王
蝠
徳

吾
所
レ
不
レ
及
云
゜

【
龍
暁
】
44

詮
ゥ
龍
の
の
ど
。
非
常
に
危
険
な
場
所
の

喩
゜
〔
柳
宗
元
、
晉
問
〕
担
龍
堕
紐
鯨
鰭
↓

【
龍
岡
】
心
砕
、
ウ
〇
翼
州
‘
鵠
山
に
あ
る
岡
。
龍
の
千
年
を

経
た
も
の
が
、
山
中
で
蜆
骨
し
た
と
こ
ろ
と
偉
ふ
。
〔
述

異
記
、
下
〕
翼
州
鵠
山
‘
博
下
龍
千
年
則

f
―
―
山
中
一
蜆
骨
い

今
有
二
龍
畏
岡
中
出
―
―
龍
脳
五
是
也
。
●
古
の
臥
龍
山
。

今
、
察
拾
爾
省
多
倫
縣
の
古
開
平
城
の
北
の
巴
平
呼
刺

呼
山
。
元
の
時
、
都
城
を
此
虞
に
築
く
。

O
縣
名
。
④
南

針
、
置
く
。
廣
西
省
の
境
。
＠
隋
‘
置
く
。
河
北
省
邪

曇
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
、
順
徳
府
〕
邪
畳
縣
、
古

邪
國
、
秦
為
―
―
信
都
縣
一
項
利
改
為
―
―
襄
國
ご
漢
亦
為
,
,
襄

國
縣
一
属
―
趙
國
五
後
漢
因
レ
之
、
晉
隔
―
―
廣
平
郡
五
後
魏
永

安
中
‘
改
属
―
北
廣
平
郡
一
隋
開
皇
九
年
、
改
為
―
―
龍
岡

懸
十
六
年
、
置
耶
州
組
焉
‘
唐
因
レ
之
、
宋
宣
和
二

年
、
始
改
曰
―
―
邪
豪
縣
云
r
編
戸
二
十
八
里
。
◎
元
、
置

く
。
朝
鮮
の
黄
海
道
の
境
。

〖
龍
岡
先
生
〗46
苔
屯
元
、
董
朴

(
9ー
3
1
4
3
3:
 1
5
 

5
)

の
尊
梢
゜
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龍

部

龍

|

ー

【
龍
香
】
47

焚
ゥ
香
の
名
。
〔
水
滸
偉
、
一
回
〕
目
今
京
師

蘊
疫
盛
行
、
今
上
天
子
、
特
遺
―
―
下
官
一
齋
―
―
捧
御
書
丹

璽
親
奉
"
龍
香
盃
念
庄
天
師
↓

〖
龍
香
剤
〗4
8
"
a
ウ
カ
ウ
墨
の
名
。
〔
雲
仙
雑
記
、
黒
松
使

者
〕
玄
宗
御
案
墨
日
―
―
龍
香
痢
二
日
見
"
墨
上
1

有
1

一
小
道

宍
如
＞
蠅
而
行
、
上
叱
レ
之
‘
即
呼
―
―
萬
歳
百
I

、
臣
郎
墨
之

精
‘
墨
松
使
者
也
‘
凡
世
人
有
な
文
者
‘
其
墨
上
皆
有
寵

賓
十
二
下
上
紳
レ
之
、
乃
以
レ
墨
分
↓
1

賜
掌
文
官
↓
〔
庶
物
異

名
疏
〕
宋
煕
豊
間
、
張
遇
供
―
―
御
墨
面
用
1

一
油
煙
1

入
―
―
脳
爵

金
箔
玉
謂
―
―
之
龍
香
剌
↓
〔
綴
耕
録
‘
墨
〕
宋
熙
豊
間
、
張
遇

堡
御
墨
涵
用
二
油
煙
す
今
脳
爵
金
箔
盃
謂
1

一
之
龍
香
剤
↓

【
龍
皐
】
49

いg
‘
ゥ
明
、
陸
簡

(11ー
4
1
7
0
8
:
 5
1
)

の
琥
。

【
龍
鮫
】
50

衿
た
つ
と
み
づ
ち
。
蚊
龍
゜
〔
古
築
府
、
北

齊
‘
皇
夏
築
歌
〕
風
雲
馳
五
域
面
龍
蚊
躍
西
漢
二
蘇

轍
‘
巫
山
廟
詩
〕
紳
君
聰
明
無
我
責
涵
為
レ
我
謳
s
獣
攘
―

龍
蚊
↓

【
龍
膏
】
5
1
5
匁
龍
か
ら
と
っ
た
あ
ぶ
ら
。
〔
拾
遺
記
、

+
、
方
丈
山
〕
燕
昭
王
二
年
、
海
人
乗
1
1

霞
舟
百
竺
離
壺
―

盛
藪
斗
龍
衷
獣
全
、
王
坐
醤
雲
之
畳
詞
竺
龍
膏
―

為
A

燈
、
光
耀
"
百
里
盃
煙
色
丹
紫
‘
國
人
咸
言
二
瑞
光
↓

〖
龍
膏
記
〗5
2
"ヨ，
ウ
タ
戯
曲
の
名
。
明
、
楊
梃
の
作
。
張

無
頗
と
元
湘
英
と
の
情
事
を
叙
し
た
も
の
。

〖
龍
膏
酒
〗53設
ゥ
カ
ウ
酒
の
名
。
唐
代
、
烏t
山
離
國

か
ら
猷
じ
た
も
の
。
〔
杜
陽
雑
編
〕
順
宗
時
、
慮
士
伊
祈

玄
解
召
入
レ
宮
‘
飲
―
―
龍
膏
酒
n

黒
如
―
―
純
漆
一
飲
レ
之
令
二

人
神
爽
一
此
本
烏

t
山
離
國
所
レ
獣
。
〔
李
帳
‘
姑
麻
山

賦
〕
御
―
―
龍
膏
之
酒
云
旧
―
―
雲
和
之
琴
↓

【
龍
角
】
“
"
，
匁
●
龍
の
角
。
〔
南
史
、
齊
高
帝
諸
子
下
、

始
興
王
鑑
博
〕
鑑
為
―
―
益
州
刺
史
享
竺
云
‘
永
明
五
年
‘
猷
ニ

龍
角
一
枚
面
長
九
尺
三
寸
‘
色
紅
有
レ
文
。
〔
曹
唐
‘
小
遊
仙

詩
〕
頻
着
11金
鞭
ー
打
1一
龍
角
云
為
嘆
西
去
上
レ
天
遅
。
●
星

宿
の
名
。
二
十
八
宿
の
一
。
畢
に
角
と
も
い
ふ
。
〔
史
記
、

天
官
書
〕
杓
揚
↓
ー
龍
角
↓
〔
注
〕
集
解
曰
‘
孟
康
日
‘
杓
、
北
斗

杓
也
‘
龍
角
、
東
方
宿
也
、
欄
、
連
也
。
〔
春
秋
運
斗
櫃
〕
房

為
籠
角
百
月
蝕
則
見
＿
1

子
大
辰
↓
〔
唐
書
、
天
文
志
一
〕
陽

氣
自
"
明
堂
1

漸
升
逹
―
―
子
龍
角
云
I

二
壽
星
盃
龍
角
謂
―
―
之

天
闘
↓
●
岩
石
や
筍
な
ど
、
物
の
鋭
く
尖
る
形
容
。
〔
薩

都
剌
、
過
レ
嶺
至
―
―
崇
安
一
方
命
レ
悼
之
1

葎
海
竺
詩
〕
呼
蝶

龍
角
尖
。

O
山
名
。
湖
北
省
大
冶
縣
に
あ
る
。
銀
の
産
地
。

〖
龍
角
葱
〗55砧
五
ウ
カ
ク
裁
菜
の
名
。
棲
葱
(
eー
1
5
4
3
0:
 

5
1
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
葱
〕
集
解
‘
頌
曰
‘
又
有
1
1

一
種
棲

葱
工
亦
冬
葱
類
、
江
南
人
呼
為
1

一
龍
角
葱
一
云
云
‘
其
皮

赤
、
毎
埜
上
出
レ
岐
如
―
―
八
角
五
故
云
。

〖
龍
角
洞
〗56数
ウ
カ
ク
地
名
。
湖
南
省
鳳
凰
縣
の
北
。

天
星
棄
の
北
。
鴨
保
棄
の
西
南
。

【
龍
栴
】
57"匁
龍
を
刻
ん
だ
た
る
き
。
〔
王
廷
壽
、
魯

璽
光
殿
賦
〕
雲
葉
藻
悦
‘
龍
楕
離
鎮
゜

【
龍
閣
】
58

乃

0
立
派
な
棲
閣
。
佛
寺
を
い
ふ
。
〔
皮

日
休
、
初
夏
遊
1

一
楼
伽
精
含
丘
詩
〕
霜
奄
一
道
人
、
引
レ
我

登
―
―
龍
閣
↓
●
龍
圏
閣
學
士
の
略
梢
゜
〔
避
暑
録
話
、
上
〕

本
朝
官
梢
、
初
無
レ
所
―
―
依
撼
一
云
云
‘
龍
圏
閣
學
士
、
藷

謂
乏
老
龍
盃
器

E
龍
閣
一
宣
和
以
前
、
直
學
士
直
閣
‘

同
為
レ
稽
未
11

之
有
品
別
也
‘
末
年
陳
亨
伯
為
―
―
獲
運
使
一

以
T
捕
1一
方
賊
—
功
盆
竺
直
學
士
云
炉
之
者
悪
n―
其
下
―
―
同

直
閣
玉
遂
稽
―
―
龍
學
三
~
L是
例
以
為
レ
捨
、
而
顧
膜
閣
直

學
士
、
徽
猷
閣
直
學
士
欲
レ
炊
ぢ
之
、
而
難
―
―
キ
紐
~
→

1膜
學

猷
學
盆
り
易
為
―
―
閣
學
↓

【
龍
頷
】
59

乃
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
侯
國
と
す
。
河
北

省
景
縣
の
東
。
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
平
原
郡
‘
縣
十
九
、

龍

頷

。

「

を

見

よ

。

【
龍
學
】
60

”
”
ゥ
龍
圏
閣
學
士
の
略
稽
。
龍
閣
(
5
8
)

の
O

〖
龍
學
文
集
〗61
砕
が
カ
ク
書
名
。
十
巻
。
名
臣
賢
士
詩

文
集
二
巻
、
家
集
四
巻
。
宋
‘
祗
無
揮
。
曾
孫
行
編
。
一

名
、
燥
斗
集
。
〔
四
庵
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
龍
嶽
】
62

”
ゥ
明
、
陳
論

(11ー
4
1
6
9
8
:
 1
0
9
)

の
舅

【
龍
額
】

63"”
ゥ
龍
の
ひ
た
い
。
〔
徐
責
、
送
左
王
校
書
往
ニ

清
源
1

詩
〕
清
歌
早
貫
朧
龍
額
、
丹
桂
曾
攀
玉
免
宮
。
〔
孔

武
仲
‘
亀
石
詩
〕
勁
健
曾
支
玉
女
林
、
爛
斑
似
h

貼
乖
1

一

龍
額
↓

【
龍
甲
】
“
約
．
ゥ
〇
立
派
な
よ
ろ
ひ
。
〔
徐
陵
‘
為
11

貞
陽

侯
重
興
11

王
太
尉
書
〕
龍
甲
犀
渠
‘
皆
是
雲
畳
之

fto.

赤
と
ん
ぽ
の
異
名
。
〔
戊
辰
雑
抄
〕
有
』
龍
蜆
二
於
太
湖

之
溜
石
其
鱗
甲
中
晶
化
為
11蛸
誕
H

朱
色
、
今
人
見
―
―
蛸
誕

朱
色
者
云
謂
-
1

之
龍
甲
す
又
謂
11

之
龍
孫
↓

【
龍
肝
】
65"祖
ゥ
瓜
の
一
種
。
龍
肝
瓜
に
同
じ
。
〔
齊
民
要

術
、
種
瓜
〕
廣
雅
日
、
土
芝
瓜
也
‘
其
子
謂
1

一
之
歓
涵
窃
瓜

有
龍
肝
・
虎
掌
・
羊
骰
・
兎
頭
↓

〖
龍
肝
瓜
】66
砂
．
ウ
？
瓜
の
一
種
。
〔
洞
冥
記
、
三
〕
有
―
―

龍
肝
瓜
面
長
一
尺
‘
花
紅
葉
素
、
生
1
1

於
氷
谷
盃
所
謂
氷
谷

素
葉
之
瓜
‘
仙
人
瑕
丘
仲
採
レ
槃
‘
得
―
―
此
瓜
ー
食
な
之
、
干

歳
不
レ
渇
゜

〖
龍
肝
豹
胎
]
6
7
汲
”
”
ン
得
難
い
珍
美
な
料
理
。
〔
晉

書
碕
尼
博
〕
厭
肴
伊
何
‘
龍
肝
豹
胎
。
「
清
浮
な
。

〖
龍
肝
鳳
臆
〗68
l
u
n
g
'
k
a
n
 
I
 

feng1 
tan'

紳
聖
な
。

【
龍
漢
】6
9
"ヵ•
ウ
道
家
の
語
。
五
劫
の
中
最
初
の
劫
゜

又
、
元
始
天
尊
の
年
琥
と
い
ふ
。
〔
隋
書
、
経
籍
志
四
〕
道

経
者
云
、
有
元
始
天
尊
至
手
太
元
之
先
云
云
‘
毎
レ

至
天
地
初
開
云
云
‘
授
以
1

一
秘
道
云
堕
之
開
劫
盃
度
レ

人
‘
云
云
、
故
有
―
―
延
康
赤
明
龍
漢
開
皇
；
是
其
年
琥
。

〔
雲
笈
七
鐵
〕
過
去
有
レ
劫
、
名
曰
1

一
龍
漢
二
運
経
―
―
九
萬

九
千
九
百
九
十
九
劫
盃
氣
運
終
極
、
天
論
地
崩
、
四
海
冥

合
‘
乾
坤
破
壌
、
無
,
,
復
光
明
云
竺
一
億
劫
辛
へ
地
乃
開
、

劫
名
-
1

赤
明
↓
〔
雙
愧
歳
紗
〕
老
氏
之
書
日
、
天
地
之
散
有
1

一

五
劫
面
東
方
起
レ
自
レ
子
日
ー
ー
龍
漢
盃
為
,
,
始
劫
二
煕
芋
於

空
洞
之
中
天
無
之
始
、
上
無
二
復
色
子
＇
無
―
―
復
淵
涵
混
沌

漠
滓
‘
如
―
―
龍
髪
化
、
周
1

一
流
於
虚
空
也
、
南
方
起
な
曰
レ
寅

曰
1一
赤
明
涵
〖
→
一
成
劫
玉
運
推
,
,

散
極
さ
一
景
開
明
、
猶
―
―
皇
極

開
物
之
會
一
也
、
中
央
起
レ
自
怖
卯
日
二
上
皇
ギ
北
方
起
レ
自
レ

午
日
1

一
開
皇
面
倶
為
1

一
住
劫
森
凡
氣
禰
羅
‘
萬
範
開
張
‘
元
綱

流
演
‘
立
レ
天
生
レ
地
、
西
方
起
レ
自
レ
酉
終
―
―
於
戌
白
I

――延

康
云
畏
壊
劫
冨
以
レ
H
言
レ
之
為
レ
夜
、
以
レ
人
言
レ
之
為
レ

死
、
猶
―
―
皇
極
閉
物
之
會
1

也

。

「
3

:
4
0
2
)
を
見
よ
。

【
龍
澗
】

g沼
徳
力
良
弼
の
琥
。
徳
力
龍
澗
(
4
-
1
0
2
4

【
龍
翰
】71
”
祖
•
ウ0
龍
の
は
ね
。
〔
揚
雄
、
利
撒
賦
〕
鱗
羅

布
烈
‘
損
以
,
,
龍
翰
↓
〔
注
〕
善
日
‘
尚
書
大
偲
注
、
翰
、
毛

之
長
大
者
也
。
●
字
琥
゜
④
明
、
凌
厠
(IO
ー

1
6
6
9
:
 4
0
)
 

の
字
。
＠
清
、
蘊
敏
(
8
-
2
4
7
6
8
:
 1
2
1
)

の
字
。

〖
龍
翰
鳳
雛
〗72
焚
謗
ン
君
子
を
い
ふ
。
す
ぐ
れ
た
人
。

〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
雖
―
―
顔
再
龍
翰
鳳
雛
‘
曾
史
蘭
薫
零

白
‘
舒
向
金
玉
淵
海
、
卿
雲
艤
戴
河
漢
云
祝
若
1

一
涌
塵
五
遇

同
―
―
土
梗
↓
〔
注
〕
銑
日
‘
龍
翰
鳳
雛
‘
喩
1
1

君
子
一
也
。

〖
龍
翰
鳳
翼
】73
い
跨
”
ン
有
為
の
人
材
を
い
ふ
。
〔
魏

志
、
祁
原
傭
〕
所
謂
龍
翰
鳳
翼
‘
國
之
重
賓
‘
學
而
用
レ

之
、
不
仁
者
遠
。

【
龍
艦
】
:
裕
龍
を
萱
い
た
船
。
天
子
の
乗
る
大
船
。

〔
呂
温
、
晉
王
龍
襲
墓
詩
〕
虎
旗
龍
艦
順
―
―
長
風
盃
索
5
ニ

全
呉
1

入
―
―
掌
中
↓
〔
呉
融
、
隋
堤
詩
〕
岸
傍
昔
道
レ
牽
―
―
龍

艦
盃
河
底
今
来
走
―
―
積
車
↓

【
龍
眼
】75五
注
•
ウ
〇
外
来
の
常
緑
喬
木
。
む
く
ろ
じ
科
に

層
す
。
葉
は
偶
散
羽
状
複
葉
を
な
し
、
各
小
葉
は
短
柄

を
具
へ
、
長
楠
圃

形

で

、

全

縁

を

な

龍

眼

し
て
ゐ
る
。
花
は

三才

腋
出
し
た
圃
錐

花

序

に

排

列

し

‘

薗

褐

色

の

短

毛

を

'

布
き
、
雌
雄
雑
花

で
あ
る
。
花
色
は
白
色
、
花
期
は
春
。
果
責
は
球
形
の

核
果
で
龍
眼
肉
と
い
ふ
。
原
産
地
は
南
中
國
。
圃
眼
。

盆
智
。
蒻
枝
奴
。
桂
圏
。
〔
本
草
‘
龍
眼
〕
秤
名
、
時
珍
曰
‘

龍
眼
‘
龍
目
、
象
乙
形
也
。
〔
後
漢
書
、
和
帝
紀
〕
奮
南
海

猷
1

一
龍
眼
．
茄
枝
↓
〔
廣
志
〕
龍
眼
‘
樹
葉
似
士
茄
枝
士
蔓
延

縁
レ
木
生
‘
子
大
如
↓
一
酸
棗
五
已
異
純
‘
甜
無
レ
酸
゜
〔
張
協
、

七
命
〕
折
1

一
龍
眼
之
房
盃
野
椰
子
之
殻
↓
〔
注
〕
善
日
、
劉

淵
林
呉
都
賦
注
日
‘
龍
眼
如
1

一
茄
枝
1

而
小
味
甘
。
〔
塁
芳

譜
〕
龍
眼
‘
間
・
廣
．
蜀
道
出
云
茄
枝
―
慮
皆
有
レ
之
、
樹
似
―
―

蒻
枝
盃
葉
似
1

一
林
檎
ご
液
レ
冬
不
レ
凋
、
春
末
夏
初
、
開
―
―
細

白
花
工
J

月
賓
熟
、
責
極
繁
、
作
レ
穂
、
如
,
,
葡
萄
芦
母
穂
五

六
十
個
。
●
”
ヵ
榊
（
6

|

1
5
3
5
2
)

に
同
じ
。
龍
眼
木
。
〔
字

鏡
集
〕
。

〖
龍
眼
木]
7
6
5
な
ク
，
榊
(
8
-
1
5
3
5
2
)

に
同
じ
。
〔
倭
名

類
緊
抄
、
調
度
部
、
祭
祀
具
‘
龍
眼
木
〕
楊
氏
漢
語
抄
云
、

龍
眼
木
、
佐
賀
岐
、
今
案
龍
眼
木
者
、
其
子
名
也
、
日
本

紀
私
記
云
、
坂
樹
刺
立
、
以
為
―
―
祭
神
之
木
↓

【
龍
街
】
77

乃
葉
草
の
名
。
ゑ
み
ぐ
さ
。
あ
ま
な
。
黄
精

(
1
2
 |
 4
7
9
2
6
 :
 5
4
7
)

に
同
じ
。
〔
廣
雅
、
繹
草
〕
黄
精
、
龍

衡
也
。
〔
疏
證
〕
名
醤
別
録
云
、
黄
精
‘
一
名
重
棲
、
一
名

菟
竹
、
一
名
難
格
、
一
名
救
窮
、
一
名
鹿
竹
、
生
1

凡
山
谷
一

陶
注
云
、
今
虞
虞
有
、
二
月
始
生
、
一
枝
多
レ
葉
、
葉
状

似
な
竹
而
短
。

【
龍
頷
】
78

玲
ゥ
龍
の
あ
ご
。
た
つ
の
あ
ぎ
と
。
探
,
,
龍

題
を
見
よ
。
〔
陸
復
證
、
珠
還
―
―
合
浦
1

賦
〕
利
用
博
博
、

何
必
取
―
―
之
干
龍
頷
↓
〔
李
紳
‘
趨
1

一
翰
苑
渾
竺
匪
構
1

詩〕

鳳
形
憐
1

一
彩
筆
盃
龍
頷
借
―
―
朧
珠
↓
〔
杜
牧
、
和
―
―
袋
傑
秀
才

新
櫻
誂
詩
〕
圃
疑
輌
細
澁
竺
色
已
奪
1

一
難
冠
↓

〖
探
籠
頷
―
〗79
乃
5ガ
ン
ヲ
龍
の
あ
ご
に
あ
る
珠
玉
を

さ
ぐ
る
。
美
利
を
獲
ん
が
た
め
に
非
常
な
危
険
を
犯

す
喩
。
〔
荘
子
、
列
禦
寇
〕
夫
千
金
之
珠
‘
必
在
↓
f

九
重
之

淵
、
而
瓢
龍
頷
下
：
子
能
得
レ
珠
者
、
必
遭
―
―
其
睡
ふ
3

、

使
箪
龍
而
藷
ギ
尚
冥
微
之
有
哉
。

,. 
Iヽ
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龍

部

龍

―
―
七

【
龍
顔
】80
ぢ
•
ウ
〇
眉
骨
の
園
起
し
た
相
。
〔
史
記
、
高
祗

紀
〕
高
祖
為
レ
人
、
隆
準
而
龍
顔
。
〔
路
史
〕
舜
長
九
尺
、
太

上
員
首
‘
龍
顔
日
理
。
●
天
子
の
相
貌
。
天
子
の
容
貌
。

天
顔
。
〔
李
白
、
上
雲
栗
〕
拝
"
龍
顔
面
献
1

一
聖
壽
↓
〔
王
建
‘

朝
天
詞
十
首
寄
―
―
上
魏
博
田
侍
中
一
詩
〕
四
海
無
レ
波
乞
,
,

放
閑
ご
一
封
手
疏
犯
龍
顔
↓

〖
龍
顔
虎
眉
〗81
設
ウ
ガ
／
い
か
め
し
い
容
貌
。
い
か
め

し
い
相
貌
。
〔
史
記
、
周
紀
、
西
伯
曰
1

一
文
王
ギ
巴
正
義
日
‘

帝
王
世
紀
云
‘
文
王
龍
顔
虎
眉
、
身
長
十
尺
‘
有
―
―
四
乳
↓

【
龍
寵
】8
2
閃
•
ウ
佛
像
を
入
れ
る
づ
し
。
〔
李
嬌
、
宣
州

大
雲
寺
碑
〕
車
轍
馬
跡
、
獨
銘
1

一
於
西
穿
之
山
正
佛
影
龍

寵
、
不
レ
紀
於
東
林
之
互
〔
駄
陽
箪
智
達
上
人
水
精

念
珠
歌
〕
得
―
―
之
均
礫
翠
奇
中
盃
隅
寵
鷲
嶺
長
随
レ
射
。

〖
龍
寵
手
鑑]
8
3
翡
窃
/
書
名
。
四
巻
。
一
名
、
龍
寵

手
鏡
。
遼
‘
僧
行
均
撰
。
此
の
書
は
字
謄
を
詳
ら
か
に

し
た
も
の
で
、
偏
と
労
と
を
以
て
部
を
分
け
、
部
首
の

字
は
‘
四
臀
を
以
て
順
叙
と
し
、
毎
字
の
下
に
、
正
俗
及

ぴ
、
今
古
の
諸
罷
を
攀
げ
て
居
り
‘
説
文
・
王
篇
の
外
に

佛
経
の
字
も
併
せ
捜
輯
網
羅
す
る
と
こ
ろ
多
し
。
継
字

散
は
凡
て
二
萬
六
千
四
百
三
十
四
字
。
注
、
十
六
萬
三

千
百
七
十
餘
字
。
〔
四
庫
提
要
、
経
‘
小
學
類
〕
。

【
龍
巖
】
84

乃
ゥ

0
州
名
。
消
、
置
く
。
幅
建
省
に
腹
隷

す
。
淮
平
・
寧
洋
の
二
縣
を
管
轄
す
。
民
國
‘
縣
に
改
む
。

〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
蝠
建
‘
龍
巖
直
隷
州
‘
領
1

一
縣
二
ご
涌

平
‘
寧
洋
。

O
縣
名
。
唐
‘
置
く
。
祗
建
省
寧
洋
縣
の
西
。

九
龍
江
の
上
流
な
る
雁
石
埃
の
北
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
‘
祗
建
、
滴
州
府
〕
龍
巖
縣
、
本
晉
新
羅
縣
之
若
草
鎮
‘

唐
開
元
二
十
四
年
‘
置
龍
巖
縣
;
匹
汀
州
↓
志
云
、
是

年
置
新
羅
縣

f
此
一
天
賓
初
、
更
レ
名
也
、
大
暦
十
二

年
、
改
圏
立
浮
州
エ
｛
木
元
因
レ
之
、
今
編
戸
二
十
四
里
。
参

宋
、
道
宏

(11|
 3
9
0
1
0
 :
 6
0
)

の
琥
°

〖
龍
巖
山
人
〗8
5
贄
•
左
清
、
李
不
一H
i
J
(
6
-
1
4
4
5
9

:

1

 

8
7
6
)

の

琥

。

「

6
)

の
華
°

〖
龍
巖
先
生
〗8
6
5戌5位
／
明
、
魏
浩

(
1
2| 4
5
8
7
2
 :

1

 

【
龍
忌
】87
衿
•
ウ
〇
火
を
焚
く
こ
と
を
忌
む
日
。
春
秋
‘

晉
の
介
子
推
の
故
事
に
本
づ
く
。
〔
後
漢
書
、
周
攀
博
〕

學
梢
遷
一
井
州
刺
史
「
太
原
一
郡
、
藷
俗
以
―
―
介
子
推
焚
＂

骸
、
有
―
―
龍
忌
之
禁
一
至
二
其
亡
月
「
咸
言
神
蓋
不
レ
築
レ

攀
レ
火
、
由
レ
是
土
民
毎
冬
中
輯
一
月
寒
食
、
莫
1

一
敢
煙

箕
玉
老
小
不
レ
堪
、
歳
多
死
者
二
寧
既
到
レ
州
、
乃
作
,
,
弔

讃
以
置
午
推
之
見
言
‘
盛
冬
去
レ
火
、
残
ー
損
民
命
↓
草
。
〔
顔
氏
家
訓
‘
書
證
〕
江
南
別
有
1

一
苦
菜
「
葉
似
二
酸

翡
賢
者
之
意
以
官
ご
示
愚
民
砿
竺
還
温
食
↓
〔
注
〕
新
漿
正
其
花
或
紫
或
白
‘
子
大
如
レ
珠
、
熟
時
或
赤
或
黒
、
此

序
日
‘
晉
文
公
反
レ
國
‘
介
子
推
無
レ
爵
、
遂
去
而
之
,
,
介

菜

可

1

一
以
繹
＂
努
、
云
云
、
今
河
北
謂
-
―
之
龍
葵
↓

山
之
上
妥
公
求
レ
之
不
レ
得
‘
乃
焚
―
―
其
山
王
J

推
遂
不
レ
一
【
龍
旗
】
93

いョウ

0
天
子
の
旗
。
二
つ
の
龍
の
も
つ
れ
合

出
而
焚
死
、
事
具
―
―
耽
恭
傭
面
龍
星
‘
木
之
位
也
‘
春
見
二
東
つ
た
さ
ま
を
蓋
い
た
も
の
。
龍
旅
(
8
9
)

に
同
じ
。
〔
三
オ

方
「
必
為
,
,
大
火
こ
筐
火
之
盛
丁
故
為
レ
之
禁
レ
火
‘
俗
傭
圏
會
‘
儀
制
‘
龍
旗
〕
周
官
司
常
掌
1

一
九
旗
云
有
―
―
交
龍
1

為
レ

云
‘
子
推
以
此
旦
被
レ
焚
‘
而
禁
レ
火
。
●
鬼
誹
の
日
と
旗
、
観
橙
日
、
天
子
載
ふ
八
旗
升
龍
降
龍
ゴ
司
馬
法
又
曰
‘

し
て
忌
む
日
。
〔
准
南
子
、
要
略
〕
操
含
開
塞
‘
各
有
―
―
龍
旗
章
周
以
レ
龍
‘
尚
レ
文
也
、
漢
制
龍
旗
九
杵
‘
七
切
‘
伯
尺

忌
↓
〔
注
〕
中
國
以
―
―
鬼
神
之
日
一
忌
、
北
胡
南
越
‘
皆
謂
1

一
也
、
古
者
以
レ
尺
為
レ
切
‘
宋
天
聖
歯
簿
圃
記
有
―
―
龍
旗
十

之

請

龍

↓

三

今

制

因

レ

之

。

〔

國

語

、

齋

語

〕

賞

服

大

路

‘

龍

旗

九

[
龍
紀
】
8
8
5
ョ‘ウ

0
太
暉
伏
犠
氏
が
、
龍
の
瑞
に
よ
っ
脱
。
〔
注
〕
龍
旗
、
藍
―
―
交
龍
於
締
一
也
。
〔
荀
子
、
膿
論
〕
龍

て
‘
龍
を
以
て
官
名
と
し
た
こ
と
。
龍
官
(
1
5
6
)

を
見

よ
。
〔
左
氏
昭
‘
十
七
〕
太
暉
氏
似
龍
紀
、
故
良
龍
師

而
龍
名
。

0
年
琥
°
④
唐
｀
昭
宗
（
李
傑
）
梢
す
。
(
8
8
9
)

＠
唐
代
‘
秦
宗
櫂
梢
す
。

【
龍
旅
】
89

門
‘
ゥ
天
子
の
旗
。
交
龍
の
模
様
を
書
い
た

旗
。
旅
は
旗
の
鈴
あ
る
も
の
。
龍
旗
゜
〔
爾
雅
、
繹
天
〕

有
レ
鈴
曰
レ
旅
。
〔
注
〕
懸
鈴
子
竿
頭
玉
竺
交
龍
於
旅
↓

〔
詩
、
周
頌
、
載
見
〕
龍
旅
陽
陽
‘
和
鈴
央
央
゜
〔
偶
〕
交
龍

為
レ
旅
゜
〔
周
請
、
考
工
記
‘
輯
人
〕
龍
旅
九
杵
‘
以
象
1

一大

火
一
也
。
〔
儀
證
‘
観
籍
〕
乗
,
,
墨
車
五
載
1

一
龍
旅
弧
躙
↓
〔
幡
‘

柴
記
〕
龍
旅
九
旗
、
天
子
之
施
也
。

【
龍
氣
】

907ゥ
〇
龍
の
居
る
氣
゜
〔
張
翡
、
題
従
之

1'-

京
五
四
t
―
龍
門
一
詩
〕
石
几
馬
跳
危
不
レ
渡
、
水
漂
,
,
龍
氣
―

暗
聞
レ
胆
。

O
瑞
氣
゜
〔
温
庭
笥
‘
陽
春
曲
〕
雲
母
空
窟
瞭

煙
薄
、
香
昏
龍
氣
凝
―
―
暉
閣
↓

0
地
相
の
優
れ
て
良
い

土
地
。
〔
藷
唐
書
‘
玄
宗
紀
上
〕
上
所
レ
居
宅
外
有
―
―
水
池
↓

浸
溢
頃
餘
‘
望
レ
氣
者
、
以
為
1

一
龍
氣
↓

〖
龍
氣
結
衆
〗91
切
パ
[
ょ
い
氣
が
集
り
方
角
の
よ
い

と
こ
ろ
。
〔
輻
悪
全
書
、
保
甲
部
、
建
築
柵
濠
〕
必
有
二
龍

氣
結
血
究

【
龍
葵
】
g
り
ョ
ウ
槃
草
の
一
種
。
山
ほ
ほ
づ
き
。
こ
な
す

ぴ
。
う
し
ほ
ほ
づ
き
。
い
ぬ
ほ
ほ
づ
き
。
原
野
、
路
傍

等
に
自
生
す
る
一
年
草
。

i高
さ
は
二
•
三
尺
ば
か
り
、

葉
は
有
柄
で
互
生
‘
卵
形
を
な
し
て
ゐ
る
。
白
色
の
花

閂

[9[ 旗
九
杵
、
所
1

一
以
養
＞
信
也
。
〔
注
〕
龍
旗
‘
亭
竺
龍
於
旗
↓
〔
膝

彦
牌
、
龍
銘
〕
龍
旗
所
レ
指
、
八
表
澄
清
。
〔
雀
融
‘
嵩
山
石

涼
侍
な
宴
應
制
詩
〕
龍
旗
宣
レ
月
中
1

一
天
下
面
鳳
管
披
レ
雲

此
地
迎
。

O
龍
の
は
た
じ
る
し
。
〔
墨
子
、
旗
織
〕
車
為
―
-

龍
旗
面
騎
為
―
―
烏
旗
↓
〇
唐
代
‘
朱
雀
隊
の
旗
゜
〔
唐
書
‘
儀

衛
志
上
〕
朱
雀
隊
建
"
朱
雀
旗
‘
云
云
‘
龍
旗
十
二
↓
R
清

朝
の
國
旗
゜

【
龍
•
騎
】
9
4い
ョ
•
ウ
天
子
の
馬
。
六
馬
。
〔
梁
簡
文
帝
、
侍
―
―

遊
新
亨
應
令
詩
〕
鳳
管
流
―
―
虚
谷
盃
龍
騎
藉
1

一
春
妾
↓
〔
丘

遅
‘
侍
1

一
宴
楽
消
苑
塁
張
徐
応
應
詔
詩
〕
軽
黄
丞
玉

輩
盆
祠
草
藉
龍
騎
↓

【
龍
譲
】9
5
乃
•
ウ
駿
馬
。
〔
魏
志
‘
武
帝
紀
、
注
〕
且
列
侯
諸

将
、
幸
攀
一
龍
皐
得
レ
紘
1

微
差
侃
レ
紫
懐
＞
黄
‘
蓋
以
レ
百

敦
。
〔
和
山
康
、
雑
詩
〕
龍
頴
翼
翼
‘
揚
レ
鋼
蜘
朗
。
〔
注
〕
清
日
‘

龍
譲
、
馬
也
。
〔
陳
琳
‘
答
1

一
東
阿
王
1

棧
〕
龍
譲
所
に
小
↓
―
敢

追
ご
況
於
"
鴛
馬
盆
？
得
レ
齊
レ
足
。

【
龍
丘
]
9
6

翌
〇
山
名
。
浙
江
省
龍
涌
縣
の
東
。
〔
東

陽
記
〕
龍
丘
山
有
―
―
九
石
玉
特
秀
―
―
林
表
五
己
丹
白
、
遠
望

壺
如
蓮
花
籠
丘
茸
隠
居
於
此
函
以
袋
名
、
唐
改
ニ

太
末
縣
[
〖
"
龍
丘
一
因
―
―
龍
丘
山
1
為
レ
名
。
●
複
姓
。

〔
尚
友
録
〕
龍
丘
姓
見
1

一
風
俗
通
↓

〖
龍
丘
引
〗97貸
ゥ
先
ウ
琴
曲
の
名
。
楚
の
龍
丘
高
が
出

涌
三
年
、
故
郷
に
婦
ら
ん
こ
と
を
思
ひ
‘
楚
の
地
を
望

（會園オ三）旗龍

ん
で
長
嘆
し
て
作
っ
た
も
の
。
一
名
、
楚
引
。
梁
簡
文
帝

に
歌
辟
あ
り
。
〔
築
府
詩
集
‘
琴
曲
歌
辞
‘
龍
丘
引
〕
一

曰
‘
楚
引
、
琴
操
日
‘
楚
引
者
、
楚
涌
子
龍
丘
高
所
レ
作

也
、
龍
丘
高
出
源
二
年
、
思
レ
蹄
1

一
故
郷
盃
ヂ
楚
而
長
歎
、

故
日
1

一
楚
引
↓
〔
梁
簡
文
帝
、
龍
丘
引
〕
龍
丘
一
遥
レ
首
、

楚
路
蒼
無
レ
極
‘
水
照
弄
,
,
珠
影
一
雲
吐
陽
壷
色
‘
浦
狭
村

煙
度
‘
洲
長
蹄
鳥
息
‘
遊
蕩
逐
―
―
春
心
「
空
憐
無
―
―
材
翼
↓

〖
龍
丘
子
〗98バ
ヨ
，
ウ
午
ウ
｛
木
、
陳
悔

(
1
11
 4
1
6
9
8
 :
 2
7
2
)
 

の
琥
゜

〖
龍
丘
技
〗99
芯
匁
ゥ
後
漢
‘
呉
の
人
。
太
末
山
中
に
隠

居
す
。
王
弄
連
り
に
辟
せ
ど
も
至
ら
ず
。
更
始
の
初
、
任

延
‘
會
稽
都
尉
と
な
る
。
撮
吏
白
し
て
良
を
請
ふ
。
延
日

く
‘
龍
丘
生
‘
射
徳
履
義
‘
伯
夷
・
原
憲
の
節
あ
り
、
都

尉
‘
其
の
門
を
掃
瀧
す
る
も
‘
猶
辱
を
擢
る
‘
召
す
と
も

き
か
ざ
ら
ん
と
。
功
曹
を
遣
し
て
謁
を
奉
ぜ
し
め
る

に
、
使
、
道
に
相
望
み
、
歳
餘
に
し
て
府
に
詣
る
。
儀
曹

祭
酒
に
署
せ
ら
れ
、
つ
い
で
病
ん
で
卒
す
。
〔
後
漢
書
、

二
日
六
〕
。

〖
龍
丘
居
士
〗1
0
0
9

岱
免
ゥ
宋
‘
陳
悔
を
い
ふ
。
〔
蘇
献
‘

寄
1

一
呉
徳
仁
一
兼
簡
1

一
陳
季
霊
詩
〕
龍
丘
居
士
亦
可
レ
憐
、

談
如
孟
胚
有
夜
不
レ
眠
゜

【
龍
糾
】1

0
1昇•
ウ
た
つ
と
み
づ
ち
。
〔
張
未
、
編
陵
潤
阻
レ

風
三
日
遥
疇
―
―
孤
山
而
風
止
詩
〕
天
寒
波
濤
悪
‘
岸
窟

襲
龍
糾
↓

【
龍
庖
】
g

砂
ゥ
天
子
の
う
ま
や
。
〔
魏
書
‘
成
滝
博
〕
賜
t-

滝
龍
庖
上
馬
一
匹
↓
〔
通
典
‘
職
官
典
七
、
太
僕
卿
、
典

庖
署
〕
梁
太
僕
有
1

踊
澁
竺
云
云
‘
唐
改
正
嬰
塵
為
,
,
典

庖
署
了
令
二
人
、
丞
四
人
、
掌
下
在
レ
厳
繋
1

一
飼
馬
牛
ー
及

離
畜
事
い

【
龍
郷
】
103

鱈
郷
の
名
。
維
の
産
地
。
轄
じ
て
‘
維
を
い

ふ
。
〔
謝
荘
、
｛
木
孝
武
宣
責
妃
誅
序
〕
律
谷
罷
レ
媛
‘
龍
郷

綴
レ
饒
゜
〔
注
〕
善
日
‘
陳
留
風
俗
博
曰
‘
允
吾
縣
者
、
宋
陳

楚
地
、
故
梁
國
寧
陵
種
龍
郷
也
‘
出
1

一
鳴
維
ス
徐
陵
‘
東

陽
博
大
士
碑
〕
龍
郷
思
―
―
其
瞭
照
盃
忠
馬
乏
二
其
疏
通
↓

【
龍
宮
】1
0
4
"
•

祖
咲
吟

O
海
中
の
龍
の
棲
む
慮
。
水
中
に

あ
つ
て
龍
王
の
住
む
と
い
ふ
宮
殿
。
龍
宮
城
。
〔
玄
怪

録
〕
李
靖
微
時
宵
射
1

一
撒
霊
山
中
一
會
暮
投
-
1

宿
一
巨

窟
有
―
―
老
婦
云
茫
之
、
中
夜
叩
レ
門
甚
急
、
婦
人
日
、
此

非
入
世
一
乃
龍
宮
也
。
〔
録
異
記
〕
柳
子
華
為
"
成
都

令
盆
竺
龍
女
g
〖
―
―
匹
偶
→
罷
レ
秩
不
レ
知
レ
所
レ
之
、
云
入

1
-
13713 
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龍
宮
ゐ
げ
水
仙
一
芙
゜
〔
薩
都
剌
‘
寄
―
―
朱
舜
一
次
E

二
王
伯

循
亨
J

即
休
五
首
詩
〕
山
下
有
―
―
龍
宮
百
炉
水
不
1

一
敢
唾
↓

〇
寺
を
い
ふ
。
〔
酪
賓
王
‘
震
隠
寺
詩
〕
鷲
嶺
鬱
岩
亮
、

龍
宮
鎖
寂
穿
゜

〖
龍
宮
方
]
1
0
5

牧
ウ
免
ユ
．
，
唐
の
孫
思
池
が
龍
宮
か
ら
得

た
槃
方
。
〔
績
仙
博
、
中
‘
遜
思
速
〕
偶
出
レ
路
行
、
見
1

一人

欲
ふ
双
1

一
小
胄
蛇
百
J

傷
血
出
‘
思
逸
求
―
―
其
人
面
脱
レ
衣
贖

而
救
レ
之
、
云
云
‘
何
以
相
報
‘
遂
命
―
―
其
子
面
5
-

―
龍
宮
所
レ

頒
葵
方
―
二
十
首
五
ぐ
思
湖
↓
〔
仙
傭
拾
遺
〕
開
元
中
大
旱
‘

西
域
僧
於
―
―
昆
明
池
1

祈
レ
雨
七

H
‘
縮
レ
水
敷
尺
、
有
↓
―
老

人
一
夜
詣
宣
律
師
日
、
弟
子
昆
明
池
龍
也
、
乞
法
ヵ
―

救
護
‘
宜
公
辞
曰
‘
可
レ
求
―
―
孫
先
生
↓
老
人
至
、
思
遺
謂

日
‘
我
知
—n昆
明
龍
宮
有
二
仙
方
三
十
首
五
仁
能
示
レ
予
‘
予

将
レ
救
レ
汝
‘
老
人
捧
レ
方
至
、
自
レ
是
池
水
忽
派
‘
敷
H
溢レ

岸
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
玉
格
〕
孫
思
逮
背
隠
―
―
終
南
山
「
云
云
‘

時
太
旱
、
西
域
僧
請
T

於
1

一
昆
明
池
―
結
レ
壇
祈
4

雨
‘
云
云
‘

凡
七
日
‘
縮
レ
水
散
尺
‘
忽
有
↓
―
老
人
盃
夜
詣
孟
旦
律
和
尚
―

求
レ
救
‘
曰
‘
弟
子
昆
明
池
龍
也
‘
云
云
‘
胡
僧
利
"
弟
子

嬰
将
レ
為
レ
槃
‘
欺
―
―
天
子
ニ

_-9祈
レ
雨
‘
命
在
石
芸
久
云

云
‘
宣
公
辞
日
‘
貧
道
持
レ
律
而
已
‘
可
レ
求
―
―
孫
先
生
玉
老

人
因
戸
思
遺
石
皇
求
レ
救
‘
孫
謂
曰
‘
我
知
l
-
1

昆
明
龍
宮

有
価
方
三
千
直
爾
博
―
―
輿
予
王
予
将
レ
救
レ
汝
‘
老
人
日
‘

此
方
上
帝
不
レ
許
,
,
妄
博
公
7

急
矢
‘
固
無
レ
所
レ
怯
‘
有
レ

頃
‘
捧
レ
方
而
至
‘
孫
曰
‘
爾
第
還
、
無
レ
慮
,
,
胡
僧
布
〕
、
自
レ

是
池
水
忽
張
‘
散
H
溢
レ
岸
‘
胡
僧
羞
悲
而
死
‘
孫
復
著
―
―

千
金
方
三
千
巻
一
毎
巻
入
"
一
方
r

人
不
レ
得
レ
現
。
〔
故
事

成
語
考
‘
技
藝
〕
孫
思
池
得
二
龍
宮
方
硲
恥
瞥
―
―
虎
口
龍
鱗
↓

【
龍
居
】
106

乃
〇
龍
の
棲
ん
で
ゐ
る
と
こ
ろ
。
〔
錢
起
、

太
子
李
含
人
城
東
別
業
詩
〕
小
澤
近
1

一
龍
居
一
清
蒼
常
雨

氣。

0
河
の
名
。
即
ち
腫
胞
河
、
今
の
克
魯
倫
河
。

【
龍
虚
】1

0
7
昇
•
ウ
論
衡
の
篇
名
。̀

”
jtる。戸二瓢
l

海
経
、
海
外
西
経
〕
龍
ミ
、
謬

ご
い
い
。
一
〔
~
頁

彎

衡
‘
思
玄
賦
〕
跨
丘
氏
l

二

峯

之
龍
魚
↓
〔
注
〕
善
曰
‘

l

¥

海
外
西
山
経
日
‘
云

龍

部

龍

（成集書圏今古） 0魚龍

云
‘
龍
魚
陵
居
在
レ
此
‘
状
如
レ
鯉
‘
在
証
比
野
北
ザ
其
為
レ

魚
也
如
レ
鯉
‘
注
氏
國
在
"
西
海
外
正
此
國
足
五
態
碑
也
。

●
五
色
の
采
が
あ
る
。
〔
水
経
、
渭
水
注
〕

iff
水
、
云
云
‘

叫
五
色
魚
玉
俗
以
為
レ
霊
而
莫
,
,
敢
採
捕
一
因
謂
―
―
是
水
一

貸
龍
魚
水
「
自
レ
下
亦
通
、
謂
―
―
之
龍
魚
川
↓
〇
狸
に
似

て
一
角
。
〔
山
海
経
、
海
外
西
経
〕
龍
魚
‘
陵
居
在
五
北
↓

状
如
レ
狸
、
一
曰
レ
蝦
、

即

有

紳

翌

懇

此

以

/

:

乏

―

―

―

龍

行
"
九
野
→
〔
注
〕
或
日
、
口
》
―
-
〗
》
ぃ

間

:/5

状
如
レ
龍
、
多
レ
蹟
、
無
レ
骨
、
其
味
甚
佳
。

〖
龍
魚
川
〗1

0
9
只
ウ
咤m

川
の
名
。
源
は
陳
西
省
闇
縣
の

西
北
。
今
、
北
河
と
い
ふ
。
祈
水
に
注
ぐ
。

【
龍
駅
】l

l
O
衿
•
ウ
0
龍
が
車
を
御
す
る
。
〔
拾
遺
記
‘
―
―
‘
夏

品
〕
舜
命
レ
萬
疏
品
川
莫
レ
嶽
‘
清
↓
―
巨
海
如
澁
鳴
最
而
為
レ

梁
‘
躁
↓
―
翠
本
「
一
則
紳
龍
而
為
レ
取
。
〔
王
僧
儒
‘
謝
歴
表
〕
龍

取
不
レ
爽
‘
靡
レ
見
1

一
侵
薄
一
鳳
職
是
司
‘
曾
無
―
―
戻
眺
↓
〔
藷

唐
書
‘
音
架
志
三
〕
歌
奏
畢
令
幡
獣
終
‘
六
龍
取
分
神
将
レ

昇。

O
天
子
の
車
駕
゜
〔
白
居
易
、
長
恨
歌
〕
天
旋
日
縛
週
ニ

龍
取
一
到
レ
此
躊
躇
不
レ
能
レ
去
。

O
天
子
の
崩
御
す
る

こ
と
。
龍
御
上
賓
を
見
よ
。
R
天
子
が
民
を
治
め
る
。

〔
錢
起
、
観
1

一
法
駕
一
詩
〕
聖
情
蘇
1

一
品
物
盃
龍
取
闘
―
雲
雷
↓

〖
龍
取
上
賓
〗1

1
1
吼
況
巧
天
子
の
崩
御
す
る
を
い
ふ
。

黄
帝
が
龍
に
乗
つ
て
天
に
登
る
故
事
に
本
づ
く
。
龍

髯
(
3
9
7
)

を
見
よ
。
〔
清
國
行
政
法
汎
論
、
皇
室
、
撞
葛
〕

例
如
列
祗
・
列
宗
・
皇
考
・
龍
取
上
賓
・
太
上
皇
・
皇
太

后
・
梓
官
・
陵
寝
・
陵
名
、
云
云
等
i

是
也
。

【
龍
叩
】
g
¥
t

せ
ま
り
う
つ
さ
ま
。
〔
絣
雅
‘
秤
詰
下
〕

龍
叩
‘
薄
撃
也
。
〔
楚
辞
‘
劉
向
、
九
歎
‘
逢
紛
〕
龍
叩
肝

圏
線
戻
、
宛
韓
阻
相
薄
合
。
〔
注
〕
言
下
水
得
レ
風
則
龍
叩

線
戻
‘
輿
1

瞼
阻
相
薄
、
不
わ
得
レ
順
其
流
性
也
。

[
龍
軌
】
m
穀
5

龍
を
聾
い
た
棺
を
支
へ
る
も
の
。
軌

は
‘
其
の
形
は
長
林
に
似
‘
よ
こ
ぎ
の
前
後
を
穿
つ
て
車

の
軸
に
隅
す
。
天
子
に
は
龍
を
蜜
く
。
〔
顔
延
之
、
｛
木
文
皇

帝
元
皇
后
哀
策
文
序
〕
龍
軌
朧
レ
椋
‘
容
蓄
結
レ
鰺
゜
〔
注
〕

善
日
、
龍
軌
‘
凶
飾
也
‘
云
云
‘
儀
證
曰
‘
遷
二
子
祗
―
用
レ

軸
‘
鄭
玄
日
遷
侮
於
祗
阿
也
、
軸
、
麒
軸
也
、
状
如
―

轄
輯
盃
翌
雨
頭
為
レ
粗
‘
軌
状
如
ー
長
胚
穿
程
前
後
―

著
レ
金
、
而
闊
レ
軸
焉
、
天
子
董
レ
之
以
レ
龍
也
。

[
龍
興
】
m
い
琴
戎
匁
〇
龍
が
奮
ひ
起
る
。
龍
が
雲
を
得

て
天
に
昇
る
。
〔
論
衡
‘
龍
虚
〕
虎
噛
谷
風
至
、
龍
興
景

雲
起
。

O
帝
王
た
ら
ん
と
す
る
者
の
堀
起
す
る
を
い

ふ
。
王
業
の
興
る
喩
゜
〔
班
固
、
西
都
賦
〕
周
以
龍
興
‘
秦

以
虎
視
。
〔
孔
安
國
、
尚
書
序
〕
漢
室
龍
興
、
開
―
―
設
學
校
一

労
求
―
―
儒
雅
↓
以
闇
,
,
大
猷
↓
〔
後
漢
書
‘
渇
術
偉
上
〕
皇
帝

以
聖
徳
震
威
‘
龍
興
鳳
攀
゜
〔
陸
機
‘
漢
高
甜
功
臣
頌
〕
龍
二

興
洒
濱
「
虎
1

一
囃
豊
谷
↓
参
漢
の
宮
殿
の
名
。
〔
張
衡
、
西

京
賦
〕
麒
麟
朱
雀
、
龍
興
含
章
。
〔
注
〕
善
曰
‘
龍
興
・
含

章
、
皆
殿
名
也
。
働
年
琥
°
④
後
漢
の
時
、
公
孫
進
梢
す
。

(
2
5
ー

2
6
)

＠
東
晉
の
時
、
五
胡
十
六
國
の
一
。
後
趙
太

祗
武
帝
（
石
虎
）
の
時
、
侯
子
光
の
私
鷺
(
3
3
6
)
◎
唐
順

宗
の
頃
、
南
詔
幽
帝
（
勧
龍
晟
）
楢
す
。(
8
0
5
•一説
に
、

8
1
0
-
8
1
7
)
@
宋
の
徽
宗
の
時
‘
趙
唸
の
僭
年
琥
。
又
、

隆
興
に
作
る
。

(
1
1
0
3
)
@
南
宋
の
初
、
高
宗
の
時
、
後

理
（
南
詔
）
景
宗
（
段
正
興
、
一
に
景
宗
正
康
皇
帝
）
稽

す
。
〔
歴
代
紀
元
編
、
上
〕
年
次
不
明
。

O
路
の
名
。
元
、

置
く
。
故
治
は
江
西
省
南
昌
縣
゜
〔
地
理
直
昔
〕
元
龍

興
路
‘
今
南
昌
府
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
〕
南
昌
府
、

黒
貢
揚
州
地
、
春
秋
戦
國
時
‘
並
陽
レ
楚
、
秦
闊
―
―
九
江

匝
漢
改
,
,
九
江
ぶ
竺
淮
南
國
一
而
分
,
,
置
豫
章
郡
「
呉
丙

王
長
沙
兼
得
―
―
其
地
一
文
帝
後
七
年
、
地
入
二
於
漢
一
云

云
、
五
代
初
、
層
-
1

於
淮
南
ぶ
周
頴
徳
六
年
、
南
唐
升
為
,
,

南
昌
府
↓
建
―
―
南
都
本
木
復
曰
―
―
洪
州
五
隆
興
三
年
、
升
,
,
隆

興
府
⇒
冗
至
元
十
四
年
、
改
レ
府
為
レ
路
‘
二
十
一
年
、
日
1

一

龍
興
路
「
明
初
日
1

洪
都
府
二
尋
為
1

↓
南
昌
府
↓
今
領
ー
ー
州

一
縣
七
↓
〇
縣
名
。
唐
‘
置
く
。
今
、
河
南
省
賓
豊
縣
の

東
。
〔
唐
書
、
地
理
志
―
-
〕
龍
興
‘
云
云
‘
證
聖
元
年
、
析
―
―
郊

城
魯
山
↓
復
置
曰
1

一
武
興
五
紳
龍
元
年
、
更
1
1

名
中
興
二
寺
又

更
名
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
南
陽
府
、
汝
州
〕
賓
豊

縣
、
漢
郊
縣
地
、
唐
證
聖
初
、
分
冠
城
・
魯
山
二
縣
地
一

置
武
興
縣
ご
岬
龍
初
、
改
為
↓
一
中
興
縣
五
旋
又
改
日
,
,
龍

興
盃
閲
―
―
汝
州
本
宋
初
因
レ
之
、
煕
寧
五
年
、
窟
為
レ
鎮
、
元

祐
初
、
復
レ
故
‘
宜
和
二
年
、
以
"
縣
有
1

↓
冶
錆
場
ご
改
日
,
,

賓
豊
云
金
因
レ
之
、
元
省
―
―
入
梁
縣
↓
成
化
十
一
年
、
復
置
ニ

今
縣
云
竺
汝
州
盃
編
戸
四
十
里
。

〖
龍
興
寺
〗n
s匁
ウ
コ
ヴ
寺
の
名
。O
湖
北
省
房
縣
の
西

北
。
〔
明
一
統
志
〕
唐
柳
宗
元
岳
州
聖
安
寺
碑
云
、
無
姓

和
尚
始
届
房
州
下
龍
興
寺
「
即
此
。

O
湖
南
省
零
陵
縣

の
西
南
。
西
に
浮
土
院
あ
り
。
〔
柳
宗
元
、
永
州
龍
興
寺

修
面
土
院
記
〕
中
國
之
西
敷
萬
里
、
有
レ
國
日
―
―
身
毒
↓

轡
安
徽
省
鳳
陽
縣
の
東
南
。
原
名
は
皇
覺
寺
。
明
の
太

祗
が
微
な
り
し
時
‘
こ
の
寺
の
僧
と
な
る
。
即
位
に
及

ん
で
原
寺
に
就
い
て
改
め
て
龍
興
寺
を
建
つ
。

〖
龍
興
而
致
レ
雲
〗ll
B
a
n
”
”
テ
聖
徳
あ
る
天
子
は
賢

明
な
る
臣
を
用
ひ
る
喩
゜
〔
王
袋
‘
聖
主
得
―
―
賢
臣
―
頌
〕

故
世
必
有
↓
―
聖
智
之
君
二
叩
後
有
↓
―
賢
明
之
臣
一
虎
囁
而

風
冽
‘
龍
興
而
致
レ
雲
。
〔
注
〕
翰
曰
‘
君
聖
然
後
可
レ
見
l
-

賢
臣
五
君
暗
則
賢
人
皆
隠
、
如
し
虎
噛
感
レ
風
而
清
‘
龍
起

感
レ
雲
而
随
上
也
。

【
龍
金
】
m
只
，
ウ
商
人
が
助
け
た
龍
か
ら
得
た
金
。
使
ひ

盛
せ
ば
又
生
ず
る
と
い
ふ
。
〔
法
苑
珠
林
〕
商
人
救
こ

龍
化
為
龍
女
盃
忠
央
入
絣
金
語
商
人
言
‘
此
是

龍
金
、
用
已
更
生
。

【
龍
筋
】
lls

ぃ4
ゥ
松
の
根
の
形
容
。
〔
サ
氾
成
大
、
歩
入

1-

衡
山
詩
〕
松
根
慮
路
龍
筋
痩
‘
竹
筍
良
山
鳳
尾
齊
゜

〖
龍
筋
鳳
髄
判
〗ll

g
芯
芥
～
／
書
名
。
四
巻
。
唐
‘
張
鵬

撰
。
明
、
劉
允
鵬
注
。
唐
判
進
士
試
瞼
の
受
瞼
準
備
に
供

せ
ん
が
た
め
に
作
っ
た
も
の
。
〔
四
庵
提
要
、
子
‘
類
書

類〕。

【
龍
吟
]120

乃
〇
龍
の
う
そ
ぷ
き
。
〔
蓋
怪
録
〕
房
棺

修
専
終
南
山
谷
中
一
忽
聞
．
臀
若
物
憂
―
銅
器
之
圏
一

問
交
老
ご
本
‘
此
龍
吟
也
、
不
レ
久
雨
至
癸
。
●
琴
曲
の

名
。
〔
北
齊
書
‘
鄭
述
祗
偲
〕
逃
祗
能
鼓
レ
琴
、
自
造
―
―
龍
吟

＋
弄
一
云
‘
嘗
夢
人
弾
レ
琴
、
藷
而
葛
得
‘
営
時
以
為
1

一絶

妙
↓
鬱
琴
や
笛
の
音
響
。
〔
李
白
‘
宮
中
行
築
詞
〕
笛
奏
龍

吟
水
。
〔
荘
南
傑
‘
陽
春
曲
〕
鳳
叫
龍
吟
白
日
長
。
〔
許
渾
、

蒻
蒲
錬
師
詩
〕
吹
笙
延
鶴
輝
敲
磐
引
龍
吟
↓
〔
虞
仝
、

風
中
琴
詩
〕
五
昔
六
律
十
三
徽
‘
龍
吟
鶴
響
思
1

一
庖
義
一

〖
龍
吟
子
〗1

2
1
岱

9

ウ
ギ
／
松
平
秀
雲
の
琥
。
松
平
君
山
(
6

-
1
4
5
1
6
 :
 3
8
4
)

を
見
よ
。

〖
龍
吟
虎
囁
〗1

2
2昇咲
も
龍
が
吟
ず
れ
ば
雲
が
出
で
、

虎
が
噛
け
ば
風
が
生
ず
る
。
同
類
は
相
應
じ
従
ふ
喩
。

〔
易
‘
乾
‘
雲
従
籠
風
険
虎
‘
疏
〕
龍
是
水
畜
、
雲
是
水

氣
故
龍
吟
則
景
雲
出
、
是
雲
従
レ
龍
也
‘
虎
是
威
猛
之

獣
‘
風
是
震
動
之
氣
‘
此
亦
是
同
類
相
感
‘
故
虎
鳴
則
谷

風
生
。
〔
張
衡
‘
蹄
田
賦
〕
爾
乃
龍
吟
↓
一
方
澤
ぶ
心
噛
―
―
山
丘
↓

一
八

13714 
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【
龍
銀
]
1
2
3
5
匁
清
代
躊
造
し
た
銀
貨
。
龍
洋
（
6
1
7
)

に
名
‘
雖
↓
↓
文
章
不
后
否
機
‘
而
持
論
過
レ
之
‘
琥
曰
―
―
二
陸
一

同

じ

。

幼

時

呉

尚

書

・

廣

陵

閲

鴻

‘

見

而

奇

レ

之

日

‘

此

兒

若

非

1

一

【
龍
鰍
】
124

孔
匁
琴
の
尾
端
の
堅
木
。
弦
を
架
け
る
も
龍
駒
↓
常
―
―
是
鳳
雛
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
鳥
獣
〕
龍
駒
鳳
雛
‘

の
。
〔
陳
陽
‘
藉
書
論
〕
琴
制
‘
龍
唇
者
、
臀
所
1

ー
自
出
1

也
、
晉
閲
鴻
誇
二
呉
中
陸
士
龍
之
異
↓

龍
麒
者
、
吟
所
↓
―
由
生
也
、
龍
口
所
1

一
以
受
＞
絃
‘
而
其
餐
【
龍
具
】
128n'
ョ
ウ
麻
を
あ
ん
で
作
り
、
牛
な
ど
に
衣
せ
る

又

所

二

以

飾

＞

之

也

。

も

の

。

蓑

の

類

。

〔

漢

書

‘

王

章

傭

‘

臥

―

―

牛

衣

中

ぶ

g
〕師

【
龍
駒
】1

2
5バヨ
，
ウ
〇
す
ぐ
れ
た
馬
。
駿
馬
を
い
ふ
。
〔
南
史
、
古
日
‘
牛
衣
‘
編
―
―
乱
麻
〖
ぴ
之
‘
即
今
俗
呼
為
二
龍
具
―

張
率
偉
〕
其
日
河
南
國
獣
―
―
赤
龍
駒
涵
叱
拝
伏
善
舞
‘
詔
n

↓
者
。
〔
韻
府
引
‘
陸
涌
‘
詩
〕
生
涯
破
砕
餘
二
龍
具
↓
〔
事
物

李
墾
到
漑
・
周
興
嗣
為
レ
賦
゜
〔
李
白
、
永
王
東
巡
歌
〕
異
名
録
‘
服
飾
‘
雨
衣
〕
演
繁
露
‘
王
章
臥
1

年
＇
衣
中
五
註
‘

戦
艦
森
森
羅
―
―
虎
士
｛
征
帆
―
―
引
―
―
龍
駒
一
〔
清
一
統
龍
具
也
‘
龍
具
之
制
‘
不
レ
知
1

一
何
若
ぶ
汝
食
貨
志
‘
董
仲

志
〕
養
龍
抗
、
在
1

一
貴
州
長
官
司
州
山
之
中
「
乱
淳
淵
深
‘
舒
日
‘
貧
民
嘗
衣
↓
―
牛
馬
之
衣
↓
然
則
牛
衣
者
‘
編
レ
草

蚊
龍
賓
蔵
一
其
下
ぶ
竺
春
始
和
盃
R

人
立
1

一
抗
畔
「
揮
―
―
牝
使
n

一
暖
以
被
l

―
牛
憫
ぢ
益
簑
衣
之
類
也
。

馬
之
貞
嘴
繋
レ
之
‘
已
而
雲
霧
晦
冥
‘
類
―
―
有
レ
物
婉
艇
[
龍
窟
】
四
バ
匁

O
龍
の
棲
む
岩
窟
o

〔
南
史
ヽ
梁
屈
帝

鹿
馬
上
↓
要
開
孵
二
感
馬
労
之
沙
肴
二
龍
跡
賃
是
紀
〕
城
濠
中
龍
騰
出
、
換
爛
五
色
‘
辣
躍
入
レ
雲
、
六
七
小

奥
レ
龍
遇
、
産
必
為
―
―
龍
駒
↓
●
水
中
に
置
い
て
其
の
水
龍
相
随
飛
去
‘
墾
魚
謄
躍
‘
墜
1

一死

f
陸
道
i

龍
虞
為
レ

を
馬
に
飲
ま
せ
れ
ば
駿
馬
を
生
む
と
い
ふ
石
。
〔
北
窟
窟
、
若
1

動
唸
口
射
圏
↓

0
月
窟
を
い
ふ
。
〔
韓
愈
‘
月
蝕
放
ニ

炎
課
〕
有
レ
人
畜
二
石
五
胡
債
以
二
十
萬
五
晒
レ
之
‘
詰
―
―
其
玉
川
子
作
一
詩
〕
月
蝕
汝
不
レ
知
‘
安
用
為
J
I

龍
窟
天
河
↓

異
日
、
此
龍
駒
石
也
、
置
石
於
水
玉
有
レ
馬
見
右
中
飛
〖
龍
窟
鋪
〗

1
3
0
賃
ウ
ク
ノ
地
名
。
江
西
省
餘
干
縣
の
南
信

勲
以
レ
水
飲
レ
馬
、
縄
生
二
龍
駒
二
O
幼
少
に
し
て
賢
い
河
の
北
岸
。
一
名
‘
龍
津
市
。
渡
津
あ
り
。

人
。
聰
慧
な
少
年
。
英
俊
。
龍
駒
鳳
雛
を
見
よ
。
〔
雀
路
、
【
龍
化
】
1319
匁
〇
龍
に
斐
化
す
る
。
龍
と
な
る
。
〔
清

詩
〕
襄
王
得
―
―
奇
士
五
俊
邁
箕
龍
駒
。
R
河
の
名
。
涌
洲
熱
異
録
‘
魚
〕
鯉
魚
多
是
龍
化
‘
額
上
有
下
一
県
1

一
書
王
字
上
只

河
省
林
西
縣
の
東
。
〔
金
史
、
地
理
志
上
〕
臨
漬
府
‘
云
名
王
‘
字
鯉
。
〔
寅
輩
‘
題
―
―
剣
津
1

詩
〕
雙
剣
虔
成
龍
化

云
、
長
泰
‘
其
北
千
餘
里
、
有
―
―
龍
駒
河
↓
〇
塞
の
名
。
④
去
、
雨
淡
相
並
水
蹄
レ
南
。
〔
秦
餡
玉
‘
送
―
―
―
友
人
罷
レ
攀

河
南
省
厖
氏
縣
の
西
。
洛
河
に
臨
む
。
＠
映
西
省
商
縣
授
―
―
南
陵
令
一
詩
〕
駄
レ
賦
未
レ
為
龍
化
去
‘
除
レ
書
猶
喜
鳳

の
東
。
東
西
―
-
｛
泰
あ
り
。
維
冠
山
に
朦
り
‘
丹
江
に
臨
衡
来
。

O
龍
の
や
う
に
斐
化
す
る
。
〔
隋
書
‘
昔
栗
志

む。

O
南
朝
宋
‘
袈
朝
(
1
0
ー

3
4
3
6
2
:
 2
)

の
字
。
中
〕
神
心
有
レ
應
‘
龍
化
無
レ
待
、
義
征
二
九
服
「
仁
兵
告
レ

〖
龍
駒
島
〗1

2
6
数
ウ
ク
島
の
名
。
青
海
の
中
に
在
り
。
魁
凱
゜
鬱
縣
名
。
④
唐
‘
置
く
。
廣
西
省
陸
川
縣
の
東
南
。

孫
施
羅
海
山
の
こ
と
。
唐
の
紆
舒
翰
、
曾
て
應
龍
城
を
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
‘
梧
州
府
、
鬱
林
州
、
陸
川
縣
〕

島
上
に
築
く
。
〔
魏
書
‘
吐
谷
渾
博
〕
（
青
）
海
内
有
Ji

小
山
一
龍
化
寝
縣
、
縣
東
南
五
十
里
‘
唐
志
、
武
徳
五
年
、
僅
二

毎
冬
泳
合
後
、
以
良
牝
馬
置
此
山
i

至
来
春
収
レ
龍
化
縣
玉
属
羅
州
↓
尋
属
辮
州
ご
以
西
有
龍
化
水
↓

之
、
馬
皆
有
レ
卒
、
所
レ
生
得
レ
駒
‘
琥
為
1

一
龍
種
詞
穿
ぎ
駿
因
名
也
。
＠
契
丹
‘
置
く
。
涌
洲
熱
河
省
開
魯
縣
西
南
の

異
↓
云
云
‘
世
博
1

一
青
海
聴
↓
〔
藷
唐
書
‘
渾
域
傭
〕
年
＋
餘
西
剛
木
倫
。
老
吟
雨
河
の
合
流
貼
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿

歳
卸
置
騎
射
輝
亡
父
戦
レ
伐
破
賀
魯
部
子
＇
二
石
堡
紀
要
‘
直
隷
、
大
寧
衛
附
考
‘
窮
龍
化
州
〕
臨
漬
東
―
一
百

撼
牧
二
龍
駒
島
虜
冠
Ji

諸
軍
言
資
治
通
鑑
‘
唐
紀
〕
（
玄
里
‘
契
丹
之
先
奇
首
居
レ
此
、
梢
―
―
龍
庭
一
阿
保
機
建
1

東

宗
、
天
賓
七
載
）
又
築
城
於
肖
海
中
龍
駒
島
言
注
〕
宵
海
悽
な
仮
漸
修
―
―
築
城
邑
↓
制
度
頗
壮
、
城
東
有
二
金
鈴
岡
一

周
八
九
百
里
、
中
有
レ
山
‘
須
レ
泳
、
合
1

一
遊
牝
馬
其
上
盃
F

阿
保
機
自
立
虞
也
、
徳
光
升
為
―
―
龍
化
州
、
興
國
軍
治

年
生
レ
駒
‘
琥
1

龍
鼠
故
謂
二
之
龍
駒
島
↓
龍
化
縣
｛
金
限
。
R
鎖
の
名
。
山
西
省
翼
城
縣
の
東
。
〔
山

〖
龍
駒
鳳
雛
〗1

2
7
閥
衿
幼
少
で
賢
才
あ
る
こ
と
。
聰
西
通
志
〕
卸
隆
化
城
、
北
痺
隆
化
元
年
、
周
武
帝
取
―
―
清

慧
な
少
年
。
晉
の
陸
雲
の
故
事
。
〔
晉
書
、
陸
雲
博
〕
陸
州
↓
置
二
鎮
於
此
↓
故
名
、
金
置
二
隆
化
縣
亨
は
初
限
。

雲
字
士
龍
‘
六
歳
能
農
文
‘
云
云
‘
少
臭
兄
機
齊
レ
〖
龍
化
虎
髪
〗

1
3
2
芯
万
龍
や
虎
の
や
う
に
斐
化
す

_— 
龍

部

龍

る
。
畏
化
の
測
ら
れ
な
い
こ
と
。
〔
諏
子
化
書
〕
龍
化
虎

髪
、
可
"
'
以
距
,
,
虚
空
↓
虚
空
非
レ
無
也
、
可
"
'
以
貰
1

一
金
石
一

金
石
非
レ
有
也
。

[
龍
火
】
133

沿
ゥ
〇
火
星
。
〔
張
協
、
七
命
〕
龍
火
西
頗
‘

匝
氣
初
牧
゜
〔
注
〕
良
曰
、
龍
火
、
火
星
、
秋
則
西
南
見
也
。

●
龍
と
火
。
天
子
の
服
の
模
様
。
〔
書
‘
盆
稜
、
作
レ
服

汝
明
‘
疏
〕
登
―
―
龍
於
山
云
芸
火
於
宗
非
函
i
―
其
神
明
―

也
。
〔
藷
唐
書
‘
輿
服
志
〕
華
品
象
レ
物
‘
龍
火
分
レ
形
。
参
天

の
陰
火
。
〔
本
草
‘
陽
火
陰
火
〕
天
之
陰
火
二
‘
龍
火
‘
雷
火

也
。
〔
婢
雅
‘
秤
魚
‘
龍
〕
内
典
云
‘
龍
火
得
レ
水
而
熾
‘
人
火

【
龍
花
】
134

万
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
゜

L

得
レ
水
而
滅
。

【
龍
華
】
135

認

な

O
こ
ひ
げ
。
石
龍
綿
(
8ー

2
4
0
 2
4
 :
 

8
2
6
)

の
異
名
。
〔
本
草
、
石
龍
蜀
〕
繹
名
‘
龍
験
、
龍
修
‘
龍

華。

O
龍
華
樹
(

1

4

1

)

を
見
よ
。

O
鎮
の
名
。
④
河
北
省

景
縣
の
西
南
。
＠
上
海
市
の
西
南
。

〖
龍
華
墟
]
1
3
6

昇
，
ウ
各
地
名
。
〇
廣
東
省
賓
安
縣
の
東

北。

O
廣
東
省
龍
門
縣
の
東
南
。

〖
龍
華
會
〗1
3
7
5
ュ
ウ
ゲ
圃
龍
華
三
會
の
略
。
中
國
で
は
四

月
八
日
に
こ
れ
を
修
し
て
‘
禰
勒
佛
に
値
遇
す
る
縁
と

す
る
。
〔
熙
朝
架
事
〕
四
月
八
日
‘
俗
博
為
二
秤
迦
佛
生

辰
僧
尼
各
建
―
―
龍
華
會
盆
以
レ
盆
坐
―
―
銅
佛
二
液
以
―
―
糖

水
盃
覆
以
―
―
花
亭
ぶ
丘
鼓
迎
往
、
富
家
以
―
―
小
杓
1

滉
レ
佛
‘

提
唱
偶
誦
面
竺
施
財
物
言
劉
長
卿
‘
陪
元
侍
御
痒
竺

支
硼
山
寺
一
詩
〕
支
公
去
已
久
‘
寂
襄
龍
華
會
゜

〖
龍
華
口
〗1

3
8
は
ウ
ゲ
山
城
國
北
白
川
よ
り
比
叡
を
越

え
て
近
江
に
出
る
道
。

〖
龍
華
山
〗1

3
9
貸
ウ
久
ヮ
山
名
。O
安
徽
省
繁
昌
縣
の
西
。

0
雲
南
省
鶴
慶
縣
城
の
東
南
。

〖
龍
華
寺
〗1

4
0
バ
ュ
ヴ
ゲ
寺
の
名
。
江
蘇
省
上
海
縣
の
西

南
。
洒
水
の
西
に
在
り
。
沙
門
繹
法
顧
が
遠
く
西
域
に

出
で
、
海
に
浮
ん
で
東
蹄
し
、
創
立
し
た
も
の
。
寺
前
に

三
國
呉
の
赤
烏
中
に
建
て
た
塔
が
あ
る
。
〔
茶
香
室
叢

紗
〕
水
経
洒
水
篇
注
一
本
‘
洒
水
西
有
T

一
龍
華
寺
五
是
沙
門

繹
法
顧
、
遠
出
―
―
西
域
一
浮
レ
海
東
還
‘
持
,
,
龍
華
圏
姦
目

創
屁
制
↓
法
流
―
―
中
夏
一
自
1

一
法
顧
始
也
、
撮
レ
此
、
則
龍

華
寺
賓
中
國
第
一
佛
寺
芙
゜

〖
龍
華
樹
〗1

4
1
盆
ウ
ゲ
雁
未
来
佛
た
る
禰
勒
が
成
道
す

る
時
の
道
樹
。
龍
華
三
會
を
見
よ
。
〔
法
苑
珠
林
‘
十
六
〕

禰
勒
得
レ
道
為
レ
佛
時
‘
於
―
―
龍
華
樹
下
―
坐
‘
云
云
、
華
枝

如
龍
頭
↓
故
多
龍
華
凱
亦
有
別
縛
云
、
子
心
独
龍

宜
故
名
龍
華
樹
也
。

〖
龍
華
川
〗14

2
”
勺
バ
ナ
河
内
國
に
在
る
川
。
橘
川
。

〖
龍
華
民
〗
翌
戸
伊
太
利
の
耶
蘇
會
士
。
明
の
萬
暦

二
十
五
年
、
中
國
に
来
つ
て
布
教
を
な
し
、
永
暦
八
年

北
京
に
て
歿
す
。
年
九
十
六
゜

〖
龍
華
一
―
＿
會
〗

1
4
4
[
唸
歴
禰
勒
菩
薩
が
龍
華
樹
の
下

に
在
つ
て
法
會
を
開
き
、
人
を
清
度
す
る
を
い
ふ
。
之

を
度
す
る
に
初
會
・
ニ
會
•
三
會
の
一
二
回
に
分
つ
。
龍

華
樹
(

1

4

1

)

を
見
よ
。
〔
祗
庭
事
苑
‘
七
〕
龍
華
樹
也
、
其

樹
華
‘
華
形
知
龍
、
故
名
龍
華
一
禰
勒
下
世
経
日
‘
掌

来
勒
於
1

一
此
樹
下
云
説
レ
法
度
レ
人
、
而
有
―
―
―
-
＿
會
ご
初
會
先

度
藉
迦
所
レ
未
レ
度
者
ぶ
盆
生
其
餘
一
凡
六
十
八
億
人
、

第
二
會
六
十
六
億
、
第
三
會
六
十
四
億
、
故
日
二
龍
華
一
―
―

會↓

【
龍
回
】
145

数
げ
闘
の
名
。
湖
南
省
長
沙
縣
の
東
の
襴

山
。
〔
五
代
史
‘
楚
馬
殷
世
家
〕
（
唐
乾
寧
元
年
）
部
虞
納

競
郡
州
兵
面
竺
龍
回
隅
f

【
龍
桂
】
146

バ咋
fO

呉
越
地
方
で
五
六
月
の
頃
‘
雷
雨
の
際

に
起
る
現
象
。
〔
避
暑
録
話
、
下
〕
呉
越
之
俗
‘
以
―
―
五
月

二
十
日
ぶ
竺
分
龍
日
禾
＇
レ
知
―
―
其
何
搬
云
云
‘
故
五
六

月
間
、
毎
雷
起
雲
炭
忽
然
而
作
‘
云
云
‘
或
濃
雲
中

見
し
若
尾
墜
弛
婉
誕
屈
伸
者
い
亦
止
雨
其
一
方
面
竺

之
龍
桂
↓

【
龍
會
】
147

昇
げ
晉
‘
焉
者
國
王
。
母
‘
妍
身
十
二
箇
月
、

脅
を
剖
い
て
生
ま
る
。
少
に
し
て
勇
傑
。
父
龍
安
日
く
‘

我
嘗
て
組
荻
王
白
山
に
辱
め
ら
る
、
汝
能
く
こ
れ
を

雪
げ
ば
乃
ち
吾
が
子
な
り
と
。
會
、
後
、
白
山
を
襲
滅

し
‘
遂
に
西
胡
に
覇
と
な
り
、
葱
嶺
以
東
‘
卒
服
せ
ざ
る

は
莫
し
。
子
‘
龍
熙
‘
位
を
嗣
ぎ
‘
呂
光
に
降
り
、
子
を
し

て
入
侍
せ
し
む
。
〔
晉
書
‘
九
十
七
〕
。

【
龍
光
】
1
4
8
9
窮

O
君
子
の
徳
を
い
ふ
。
龍
は
寵
に
通

ず
。
君
子
は
君
の
寵
遇
光
榮
を
得
る
か
ら
い
ふ
。
〔
詩
‘

小
雅
‘
蓼
籠
〕
既
見
1

一
君
子
ぶ
E

レ
龍
為
レ
光
。
〔
傭
〕
龍
‘

寵
也
。
〔
疏
〕
為
n

―
君
所
―
―
寵
遇
↓
為
＿
―
-
君
所
―
―
光
榮
言
集
博
〕

龍
‘
寵
也
‘
為
レ
龍
為
レ
光
‘
喜
二
其
徳
一
之
詞
也
。
〔
陳
奥
傭

疏
〕
龍
‘
古
寵
字
、
古
文
以
レ
龍
為
レ
龍
也
。
〔
水
経
‘
洒
水

注
〕
冠
蓋
里
銘
‘
云
云
‘
徳
為
↓
―
龍
光
一
磐
化
1

一
鶴
鳴
↓
〇
人

5
 

の
や
う
す
の
敬
稲
。
風
采
゜
〔
後
漢
書
‘
文
苑
‘
高
彪
傭
〕

彪
量
馬
融
讃
日
‘
丞
服
風
問
一
従
来
有
レ
年
‘
故
不
レ

713
 

待
l

―
介
煮
而
襲
大
君
子
之
門
一
翼
一
見
寵
度
以

1

ー
九



(48818・ ·149)— (48818· ・180) 

序
腹
心
之
願
i

●
名
刀
の
光
。
龍
は
龍
泉
‘
古
の
名

剣
。
〔
王
勃
‘
膝
王
閣
詩
序
〕
物
華
天
賓
‘
龍
光
射
,
,
牛

斗
之
墟
→
〔
箋
解
〕
龍
光
‘
龍
泉
之
剣
光
也
、
龍
泉
•
太

阿
・
エ
市
、
楚
王
三
剣
名
、
出
―
―
越
絶
書
↓
〔
飽
溶
‘
苦
哉

遠
征
人
詩
〕
閑
弓
失
1

一
月
影
五
ヵ
剣
無
"
龍
光
↓
〇
文
オ

あ
る
を
い
ふ
。
〔
北
史
、
文
苑
博
序
〕
彫
―
―
琢
壌
瑶
面
刻
―
―

削
杞
梓
五
拉
為
―
―
龍
光
面
倶
紐
1

鴻
翼

2
0唐
、
孫
但
(
8
ー

6
9
8
7
 :
 1
)

の
字
。

〖
龍
光
瑞
像
〗1

4
9
牡
忽
g

園
佛
像
の
名
。
鳩
摩
羅
什

が
挑
秦
に
齋
し
た
印
度
の
佛
像
。
後
、
南
宋
の
孝
武
帝
、

秦
を
破
つ
て
此
の
像
を
奪
ひ
、
江
左
の
龍
光
寺
に
安
置

す
。
〔
資
持
記
、
下
三
之
二
〕
中
國
之
僧
‘
郎
鳩
摩
羅
球
、

且
西
天
一
負
レ
像
‘
欲
玉
衷
此
夜
路
経
―
―
四
國
玉
皆
留
レ

本
圏
窺
‘
至
,
,
亀
絃
國
王
4

抑
レ
之
、
自
レ
道
使
ね
返
、
以
レ
妹

妻
レ
之
、
後
生
-
1

羅
什
五
n
齋
至
五
翌
竺
後
南
宋
孝
武
破
レ

秦
、
射
迎
―
―
此
像
―
還
-
―
江
左
一
止
-
―
於
龍
光
寺
了
故
饒
1

一瑞

像
云
ぎ
隋
餌
置
―
―
於
長
築
寺
云
有
レ
僧
奏
―
―
請
瑞
像
A
呻レ

寺
、
今
在
泰
2

京
五
此
撼
,
,
龍
光
壁
記
↓
〔
程
矩
夫
、
瑞
像
殿

記

〕

。

「

：

1
7
9
)

の
尊
捨
゜

〖
龍
光
先
生
]
1
5
0

琵
翌
g

元
、
雷
光
露
(
1
1
0
ー

4
2
2
4
5

【
龍
荒
】
151

仇
努
匈
奴
を
い
ふ
。
龍
は
‘
匈
奴
は
天
を
龍

城
に
祭
る
か
ら
い
ふ
、
荒
は
‘
荒
服
。
〔
漢
書
‘
叙
博
下
〕
龍

荒
幕
朔
、
莫
レ
不
―
―
来
庭
↓
〔
注
〕
師
古
曰
‘
龍
‘
匈
奴
祭
―
―
天

龍
城
↓
〔
唐
書
、
突
蕨
傭
上
〕
定
襄
城
‘
其
地
南
l

一
大
河
面
如
,
,

白
道
な
芦
牧
廣
術
‘
龍
荒
之
最
壌
、
故
突
蕨
争
利
レ
之
。

〖
龍
荒
鰈
海
〗1

5
0
袋
伐
t

北
方
塞
外
の
地
。
鰈
海
は

朝
鮮
。
〔
藝
林
伐
山
〕
苑
1

一
龍
荒
云
訟
乎
駿
、
池
"
鰈
海
1

而

観

レ

魚

、

魏

牧

文

。

「

字

。

【
龍
法
】
153

数
t

明
、
周
綸
(IO
ー
3
4
4
1
・
・
5
1
7
)

の
●
の

【
龍
幌
】
154

れ
努
龍
を
董
い
て
棺
を
蓋
ひ
飾
る
と
ば
り
。

〔
陸
機
、
挽
歌
詩
〕
龍
幌
被
,
,
廣
柳
盆
削
謳
矯
1

一
軽
旗
↓
〔
注
〕

善
日
、
證
記
日
、
飾
レ
棺
‘
君
龍
帷
、
三
池
振
容
、
舗
荒
、
鄭

玄
日
、
荒
‘
蒙
也
、
在
レ
傍
曰
レ
帷
、
在
レ
上
日
A

荒
‘
皆
所
,
,

以
衣
＂
柳
、
然
龍
荒
畳
↓
1

龍
於
荒
1

也
、
云
云
、
幌
‘
輿
J

荒

同
、
古
字
通
。

【
龍
梓
】
156

机
焚
立
派
な
そ
と
く
わ
ん
。
〔
白
居
易
、
草

茫
茫
詩
〕
一
朝
盗
掘
―
―
墳
陵
1

破
1

一
龍
梓
↓

【
龍
官
】
156

砂
吋
太
蝉
伏
犠
氏
の
時
、
龍
の
瑞
詳
が
あ
っ

た
か
ら
‘
龍
を
以
て
官
を
紀
し
た
。
春
官
は
宵
龍
‘
夏
官

は
赤
龍
‘
秋
官
は
白
龍
‘
冬
官
は
黒
龍
‘
中
官
は
黄
龍
と

龍

部

龍

い
ふ
。
〔
左
氏
、
昭
‘
十
七
〕
太
峰
氏
以
レ
龍
紀
‘
故
為
二
龍

師
而
龍
名
。
〔
注
〕
有
龍
雙
故
以
細
龍
命
レ
官
。
〔
漢
書
、

百
官
公
卿
表
序
〕
以
為
底
義
龍
師
一
名
レ
官
。
〔
注
〕
應
勁

曰
‘
師
者
長
也
‘
以
レ
龍
紀
1

一
其
官
長
盆
叫
為
―
―
龍
師
云
春
官

為
青
龍
夏
官
為
―
―
赤
龍
沃
官
匿
白
熊
冬
官
為
面

龍
ぶ
工
呂
為
1

一
黄
龍
↓
〔
通
鑑
前
篇
外
記
〕
太
臭
時
有
4

龍
馬

負
レ
圏
出
二
子
河
一
之
瑞
5

因
而
名
レ
官
‘
始
以
レ
龍
紀
な
官
。

【
龍
闘
】
1
5
7
9カ
't

●
闊
の
名
。
龍
門
闘
を
い
ふ
。
〔
趙
蝦
‘

入
破
詩
〕
細
草
河
邊
一
雁
飛
、
黄
龍
醐
裏
桂
―
―
戎
衣
↓
●

縣
名
。
民
國
、
置
く
。
察
拾
爾
省
宣
化
縣
の
東
北
。

〖
竪
二
龍
闘
」1

5
8
仇
努
久
ワ
ン
ヲ
馬
が
龍
闘
を
堅
つ
て
水

を
通
じ
た
と
き
、
義
皇
に
會
っ
た
こ
と
。
〔
拾
遺
記
、
―
-
‘

夏
馬
〕
魚
墾
―
―
龍
隅
之
山
三
云
云
‘
見
二
ロ
岬
涵
～
身
人
面
‘

馬
因
輿
レ
紳
語
、
神
即
示
1
1

馬
八
卦
之
圏
祈
列
1

一
子
金
板
之

上
享
竺
云
‘
蛇
身
之
紳
、
即
蓑
皇
也
。

【
龍
丸
】
159

殻
パ
仙
薬
の
名
。
〔
遮
異
記
、
下
〕
相
州
棲
霞

谷
、
昔
有
1

一
橋
順
二
子
ご
炉
此
得
レ
仙
‘
服
,
,
飛
龍
丸
工
’
―

年
不
レ
飢
。
〔
老
學
庵
筆
記
、
九
〕
成
都
士
大
夫
家
法
巌
‘

云
云
‘
苑
氏
自
―
―
先
世
一
貧
而
未
L

仕
‘
則
賣
-
1

白
龍
丸
二

H
得
と
官
‘
止
不
二
復
賣
↓

【
龍
君
】
160

乃
龍
鰊
〔
異
聞
集
〕
唐
儀
鳳
中
、
有
,
,
儒

生
柳
毅
者
二
下
第
将
レ
還
―
―
湘
濱
ご
昇
有
―
―
婦
人
デ
牧
＊
羊

於
道
畔
5

乃
殊
色
也
、
毅
詰
レ
之
、
日
妾
洞
庭
龍
君
小
女

也
。
〔
宣
和
遺
事
前
集
‘
上
〕
九
江
四
海
五
湖
龍
君
、
皆

奉
玉
帝
赦
會
且
停
,
,
行
雨
↓

【
龍
啓
】
161

”
匁
五
代
十
國
の
一
、
閲
の
恵
宗
（
王
延
均
）

の
年
琥
。
(
9
3
3
-
9
3
4
)
 

【
龍
淫
】
162

乃
●
散
茶
の
名
。
〔
宋
史
、
食
貨
志
下
五
〕

散
茶
出
―
―
淮
南
三
云
云
、
有
1

一龍

il
．
雨
前
・
雨
後
之
類
↓
●

川
の
名
。
④
輻
建
省
の
九
龍
江
の
一
名
。
九
龍
(
1
-
1
6
7

:
 6
3
9
)

の
O
の
④
を
見
よ
°
◎
源
は
四
川
省
梁
山
縣
の

東
南
の
山
。
江
に
注
ぐ
。
古
名
容
渓
。

0
縣
名
。
梁
‘
置
く
。

縣
建
省
同
安
縣
の
西
南
。
縣
城
は
龍
演
の
北
岸
に
瀕
す
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
一
輻
建
、
樟
州
府
〕
龍
埃
縣
、
本
晉
安
縣

地
‘
梁
天
監
中
、
析
二
置
龍
渓
縣
面
竺
南
安
郡
云
隋
屡
,
,
建

安
郡
面
温
守
泉
州
面
開
元
二
十
九
年
‘
改
陽
↓
1

滝
州
面
乾
元

二
年
、
始
為
1
1

州
治
云
‘
編
戸
百
有
二
里
。
〔
清
史
稿
、
地

理
志
〕
縣
建
、
潅
州
府
‘
縣
七
‘
龍
漢
。
●
鎮
の
名
。
四
川

省
没
川
縣
の
南
。
眠
江
に
臨
む
。
〔
元
和
志
〕
在
―
―
没
川
縣

南
八
十
二
里
盃
遠
通
1
1

西
域
ズ
ム
私
経
過
‘
惟
此
一
路

o. 堡
の
名
。
四
川
省
平
武
縣
の
西
。
土
官
治
む
。
土
官
は
砕
方
輿
紀
要
、
廣
東
、
悪
州
府
、
龍
川
縣
〕
龍
穴
山
、
在
-
1

縣

姓。

O
字
琥
°
④
宋
‘
沈
説
(
6
ー
1
7
1
8
9
:
 2
2
7
)

の
琥
。
＠
城
北
盃
郡
國
志
、
山
有
レ
穴
、
潜
通
レ
海
、
縣
以
レ
此
名
、
郎

元
、
支
渭
興
(
6
ー
1
3
0
6
1
:
 1
9
2
)

の
琥
。
◎
明
、
王
畿
(
7

東
江
之
源
也
。

ー
2
0
8
2
3
:
 2
0
4
)
の
琥
。
c
清
、
掏
元
藻
(
1
1

ー
4
1
7
0
5

:
〖
龍
穴
洲
〗

1
7
2
投
ゥ
ケ
ッ
洲
の
名
。
湖
北
省
嘉
魚
縣
の
北
。

1
8
7
)

の
字
。
⑮
服
部
保
庸
の
琥
。
服
部
寛
齋
（
1
5
-
1
4
3
4
5

〔
水
経
、
江
水
注
〕
龍
穴
洲
、
沙
陽
洲
之
下
尾
也
、
洲
裏

:
 1
1
1
)
を
見
よ
。

8
岩
垣
彦
明
の
琥
。
岩
垣
龍
埃
(
4
-
7

有
1

一
駕
部
ロ
一
宋
景
平
二
年
‘
迎
,
,
-
!
;
,
(
,帝
於
江
陵
ご
法
駕

恩

：
5
7
)
を
見
よ
。
R
黒
岩
順
の
琥
。
黒
岩
龍
淫
(
U
!
-

頓
5

此
‘
因
以
為
レ
名
、
文
帝
車
駕
競
1

江
陵
云
土
レ
此
黒
龍

4
8
0
3
8
 :
 3
5
9
)
を

見

よ

。

躍

出

、

負

二

帝

所

レ

乗

舟

一

云

云

‘

故

有

―

―

龍

穴

之

名

↓

〖
龍
埃
口
〗16

3
丸
？
ィ
地
名
。
●
貴
州
省
銅
仁
縣
゜
鐵
【
龍
結
】

1
7
3
砕
•
ウ
鎮
の
名
。
四
川
省
資
中
縣
の
西
。

鎖
の
産
地
。
●
貴
州
省
五
屏
縣
の
東
北
。
商
業
地
。
【
龍
見
】
174

攻
ゥ
龍
が
あ
ら
は
れ
る
。
又
‘
龍
の
如
く
あ

〖
龍
埃
草
堂
〗16

4
説
忽
ィ
清
、
王
世
容
(
7
-
2
0
8
2
3

:

1

ら
は
れ
る
。
〔
荘
子
、
在
宥
〕
戸
居
而
龍
見
、
淵
獣
而
雷
瞥
゜

7
5
1
)

の

室

名

。

〔

漢

書

、

文

帝

紀

〕

十

五

年

、

黄

龍

見

↓

―

於

成

紀

↓

〔

陸

機

、

〖
龍
淡
先
生
〗1

6
5
且
勺
尊
稽
。
●
明
、
張
勉
(
4ー
9
8
1

文
賦
〕
或
虎
雙
而
獣
擾
‘
或
龍
見
而
鳥
瀾
。
〔
郭
環
‘
遊
仙

2

:

 6
6
7
)

の
尊
稽
゜
●
明
、
王
畿
（
山
陰
の
人
）
（
7

ー
2
0
8
2

詩
〕
進
則
保
ー
ー
龍
見
溢
坦
為
冑
藩
祇
↓

3

:

 2
0
4
)
の
0
の
尊
稽
。
「
王
畿
の
語
録
。
〖
龍
見
而
臀
〗
匹
砂
ゥ
ア
ラ
ハ
レ
’
蒼
龍
宿
の
星
が
昏
に
東

〖
龍
淡
王
先
生
會
語]
1
6
6

砂
けt
ィ
ヮ
•
ウ
セ
ン
セ
ィ
書
名
。
明
｀
方
に
あ
ら
は
れ
る
こ
ろ
に
な
る
と
‘
萬
物
は
雨
を
待
つ

【
龍
蹟
】
1
6
8
5
芍
道
家
の
書
。
〔
列
仙
博
〕
紫
陽
慎
人
周
て
生
長
す
る
か
ら
‘
百
穀
の
為
に
天
を
祭
つ
て
膏
雨
を

義
山
‘
聞
下
有
1

集
老
生
得
道
一
在
1

一
蒙
山
玉
砦
坪
龍
躊
祈
る
。
零
は
雨
乞
の
祭
名
。
龍
は
蒼
龍
宿
の
星
、
建
巳

経
埒

g畏
尋
之
↓
〔
皮
日
休
、
現
次
二
紳
景
宮
一
詩
〕
存
レ
の
月
に
東
方
に
あ
ら
は
れ
る
と
い
ふ
。
〔
左
氏
‘
桓
、
五
〕

心
服
―
―
燕
胎
面
r

レ

歯

讀

龍

蹟

↓

凡

祀

‘

啓

蟄

而

郊

‘

龍

見

而

零

。

〔

注

〕

龍

見

、

建

巳

之

月

【
龍
験
】
1
6
9
5
9
ゥ
龍
馬
。
〔
李
咸
用
、
軽
薄
怨
詩
〕
花
馳
蔑
也
‘
蒼
龍
宿
之
橿
‘
昏
見
二
東
方
i

萬
物
始
盛
‘
待
』
雨
而

蹂
遊
1

一
龍
騒
「
連
連
賓
節
揮
ー
長
鞘
↓
〔
琵
琶
記
、
春
宴
二
大
‘
故
祭
年
天
、
遠
為
ー
ー
百
穀
1

祈
1
1

膏
雨
一
也
。

杏

園

―

〕

玉

鞭

臭

臭

、

如

龍

騒

騎

↓

[

龍

渦

】

175

丸
ウ
川
の
名
o

漢
江
に
注
ぐ
o

〔
輿
地
紀
勝
〕

【
龍R八
】1
7
0
”
”
•
ウO
堪
輿
家
の
語
。
山
の
氣
脈
の
結
ぽ
在
―
―
興
道
縣
東
二
十
九
里
「
水
出

1一
龍
渦
谷
ご
囲
曲
西
南

れ
た
虞
。
墓
穴
に
適
す
と
い
ふ
。
〔
青
嚢
海
角
経
、
果
流
十
五
里
、
入
11

漢
江
↓

堂
頌
〕
乾
坤
艮
巽
天
龍
穴
、
水
朝
営
面
是
員
龍
。
●
穴
【
龍
鈴
】
176

カ
．
ウ
武
略
を
い
ふ
。
龍
餡
(
4
2
1
)

の
類
。
〔
海

の
名
。
今
、
湖
南
省
常
寧
縣
の
西
南
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
録
砕
事
‘
武
‘
武
略
〕
王
勃
太
公
贄
‘
豹
餡
攘
レ
悪
‘
龍
鈴

其
荒
阪
誠
詭
、
則
有
11

龍
穴
内
悉
、
雲
雨
所
＞
儲
。
〔
呉
録
〕
避
レ
邪
。

湘
東
郡
新
平
縣
有
二
龍
穴
一
中
有
―
―
黒
土
一
天
旱
、
人
共
【
龍
剣
】

1
7
7
砕
•
ウ
剣
の
名
。
〔
郭
環
‘
批
絆
賦
〕
虎
責
比
而

逼
レ
水
漬
―
―
此
穴
五
輛
雨
。
不
レ
囁
‘
龍
剣
揮
而
不
レ
恐
゜
〔
劉
為
錫
、
武
陵
観
レ
火
詩
〕

〖
龍
穴
山]
1
7
1

”
•
ウ
ケ
，
山
名
。
O
安
徽
省
六
安
縣
の
東
°
ヰ
＿
品H
炉
龍
細
面
大
室
傷
―
―
燕
鵜
→
〔
柳
宗
元
‘
聞
レ
歌
詩
〕

山
脊
に
龍
池
あ
り
。
〔
安
徽
通
志
〕
其
水
張
又
新
‘
品
翠
帷
雙
巻
出
―
―
傾
城
盃
眼
剣
破
レ
匝
霜
月
明
。
〔
胡
曾
、
草

為
-
1

天
下
第
十
泉
一
郎
歎
陽
脩
集
古
録
‘
所
謂
張
路
斯
檄
答
1

一
南
盪
缶
匂
詠
詩
〕
親
受
―
―
虎
符
土
竺
宇
宙
云
誓
将
11

鄭
詳
遠
二
龍
君
戦
慮
‘
宋
注
立
信
曾
讀
11

書
於
此
↓
〔
讀
龍
剣
』
生
英
雄
↓
〔
絞
然
、
従
軍
行
〕
水
心
龍
剣
動
、
地

史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
童
州
府
‘
六
安
州
〕
龍
穴
山
‘
州
東
肺
雁
山
開
。

五
十
里
‘
州
境
名
山
也
、
山
脊
有
-
―
龍
池
「
味
甘
美
、
亦
【
鋪
遥
i

】179
玲
ゥ
宋
、
京
兆
の
人
。
章
の
子
、
萱
に
巧
。
父

多
龍
池
山
↓
●
廣
東
省
順
徳
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
の
風
あ
り
。
〔
圏
綸
賓
鑑
〕
。

紀
要
、
廣
東
、
廣
州
府
、
順
徳
縣
〕
龍
穴
山
‘
縣
西
北
四
十
【
龍
元
】
179

l
u
n
g
'
y
t
i
a
n
'

清
朝
で
躊
造
し
た
銀
貨
。

里
、
山
高
秀
、
東
有
獨
岡
縣
了
北
五
十
三
里
、
又
有
西
【
龍
戸
】
1
8
0
9
ョ
．
ウ
廣
東
省
に
あ
る
種
族
の
名
。
盤
戸
(
1
0

琳
山
ご
二
峯
特
起
。
●
廣
東
省
龍
川
縣
の
北
。
〔
讀
史
ー
3
3
1
1
9
:
 1
)

に
同
じ
。
〔
韓
愈
、
送
』
鄭
尚
書
赴
1

一
南
海
1

―
―
二

O

13716 



(48818・ ・181)-(48818・ ・207) 

詩
〕
術
時
龍
戸
集
、
上
日
馬
人
来
。

【
龍
虎
】
181

礼
ョ
ウ
〇
た
っ
と
と
ら
。
〔
易
‘
乾
〕
雲
従
レ
龍
‘

風
従
レ
虎
｀
聖
人
作
、
而
萬
物
観
。

O
天
子
の
氣
を
い

ふ
。
龍
虎
氣
を
見
よ
。
〔
史
記
‘
項
利
紀
〕
苑
増
説
1

一項

耳
日
‘
浦
公
‘
云
云
‘
今
人
佃
、
財
物
蕪
炉
阿
取
‘
婦
女

無
レ
所
レ
幸
‘
此
其
志
不
レ
在
レ
小
‘
吾
令
"
'
人
望
―
―
其
氣
正
皆

為
籠
虎
面

5-t共
杢
此
天
子
氣
也
、
急
撃
勿
レ
失
。

O
文

章
の
す
ぐ
れ
た
こ
と
を
い
ふ
。
勝
れ
た
名
文
。
〔
班
固
‘

答
賓
戯
〕
浮
1

一
英
華
心
笠
道
徳
正
彎
1

一
龍
虎
之
文
五
烹
矢
。

〔
注
〕
銑
日
‘
龍
虎
、
喩
レ
有
―
―
文
章
之
盛
ふ
3

。
R
人
品
の

す
ぐ
れ
た
こ
と
を
い
ふ
。
傑
出
し
た
人
物
。
龍
虎
之
姿

(
1
9
5
)

を
見
よ
。
〇
道
家
の
語
。
水
火
を
い
ふ
。
龍
虎
経

(
1
8
5
)

を
見
よ
。
〔
直
訣
〕
龍
従
―
―
火
裏
1

出
‘
虎
血
永
中
'
-

生
。
〔
注
〕
龍
本
―
―
炊
水
一
而
出
一
元
ふ
公
虎
本
―
―
離
火
―
而

出
1

一
千
水
五
是
乃
水
火
之
相
生
也
。
〔
李
咸
用
、
送
―
―
李
尊

師
蹄
―
―
臨
J
I
I
1
詩
〕
塵
外
煙
霞
吟
不
レ
盛
、
鼎
中
龍
虎
伏
初

馴
゜
〔
蘇
拭
‘
和

A
早
七
出
守
1

一
湖
州
―
詩
〕
鼎
中
龍
虎
黄
金

賤
、
松
下
編
蛇
緑
骨
軽
。

O
筆
勢
の
勇
勁
な
形
容
。
〔
古

今
書
評
〕
専
誕
書
如
龍
威
虎
震
、
剣
抜
弩
張
一
〔
盆
公
題

践
〕
晉
人
風
度
不
レ
凡
‘

f
レ
書
亦
然
、
右
軍
又
晉
人
之
龍

虎
也
。

O
堪
輿
家
の
語
。
墓
の
左
右
の
二
砂
を
い
ふ
。
左

は
青
龍
、
右
は
白
虎
の
意
。
〔
葬
経
翼
〕
貼
身
左
右
二
砂
、

名
レ
之
日
二
龍
虎
1

者
、
以
下
其
護
1

一
衛
謳
穴
「
不
レ
使
1

一風

吹
ニ
環
抱
有
レ
情
、
不
に
遥
不
レ
堅
、
不
レ
折
不
ら
馘
、
故
―
否

青
龍
婉
誕
、
白
虎
馴
顛

^
O隅
の
名
。
廣
西
省
恭
城
縣
の

東
北
。
荊
峡
鎮
の
こ
と
。
〔
九
域
志
〕
恭
城
縣
有
i
i

荊
峡
鎮
↓

〖
龍
虎
氣
〗1
8
2
/
ヨ
，
勺
天
子
の
氣
。
天
子
た
る
べ
き
兆
゜

龍
虎
の

O
を
見
よ
。
〔
唐
書
、
王
廷
湊
傭
〕
廷
漢
嘗
使
至
ii

河
陽
↓
酔
寝
―
―
於
路
エ
有
下
過
―
―
其
所
玉
ぶ
視
レ
之
曰
、
非
―
―

常
人
一
也
、
云
云
‘
問
―
―
其
故
五
I

‘
吾
見
―
―
君
鼻
之
息
↓
左

若
レ
龍
‘
右
若
レ
虎
、
子
孫
常
レ
王
百
年
。
〔
杜
甫
、
喜
レ
聞
1

一

盗
賊
穂
退
一
口
琥
詩
〕
北
極
轄
レ
愁
龍
虎
氣
‘
西
戎
休
レ
樅

犬
羊
墨
゜
〔
陳
興
義
‘
次
―
―
韻
伊
潜
感
懐
―
詩
〕
共
説
金
陵

龍
虎
氣
‘
放
臣
迷
レ
路
感
二
煙
津
↓

〖
龍
虎
吟
〗g
只
ウ
コ
顕
項
の
賓
剣
の
曳
影
の
剣
は
‘
匝

の
中
に
在
つ
て
、
龍
虎
の
や
う
な
う
な
り
を
登
し
て
ゐ

た
と
い
ふ
。
〔
拾
遺
記
、
一
、
顕
項
〕
帝
顕
項
、
有
―
―
曳
影

之
剣
一
騰
レ
空
而
舒
、
若
四
方
有
レ
兵
‘
此
剣
則
飛
起
、
指
―
―

其
方
帥
切
剋
伐
‘
常
於
面
比
雰
如
―
―
龍
虎
之
吟
↓

〖
龍
虎
狗
〗1

8
4
バ
ョ
、
ウ
コ
勝
れ
た
兄
弟
。
諸
葛
亮
は
蜀
に

_

_

 

部

龍

龍

仕
へ
、
兄
の
瑾
は
呉
に
仕
へ
、
弟
の
誕
は
魏
に
仕
へ
た

の
を
時
人
が
評
し
て
‘
蜀
は
龍
を
得
、
呉
は
虎
を
得
‘
魏

は
狗
を
得
と
言
っ
た
故
事
。
〔
園
機
活
法
〕
諸
葛
瑾
仕
レ

呉
‘
弟
亮
仕
レ
蜀
‘
弟
誕
仕
レ
魏
、
並
有
-
1

令
名
一
時
謂
-
―
蜀

得
レ
龍
、
呉
得
レ
虎
、
魏
得
＞
狗
。

〖
龍
虎
経
〗1

8
5
バ
伐
ウ
コ
道
家
の
書
。
撰
者
未
詳
。
陳
振
孫

の
書
録
解
題
に
は
古
文
龍
虎
上
経
一
巻
に
作
る
。
宋
の

王
道
‘
注
疏
を
作
り
、
分
け
て
三
十
三
章
、
三
巻
と
す
。

龍
虎
は
水
火
の
義
。

〖
龍
虎
山
〗1

8
6
り
？
山
名
。
江
西
省
貴
渓
縣
の
西
南
。

象
山
の
西
南
。
漢
の
張
道
陵
‘
此
慮
に
修
煉
す
。
〔
讀
史

方
輿
紀
要
、
江
西
‘
廣
信
府
、
貴
渓
縣
〕
龍
虎
山
‘
縣
西
南

八
十
里
、
在
―
―
象
山
之
西
北
「
志
云
‘
象
山
一
支
西
行
散

十
里
、
乃
折
而
南
‘
雨
峯
射
峙
、
如
龍
昂
虎
鋸
ぶ
坦
書
以

為
第
三
＋
―
-
輻
地
↓

〖
龍
虎
日
〗1

8
7
バ
注

9

ウ
n

正
月
巳
・
ニ
月
亥
·
―
―
―
月
午
・
四
月

子
・
五
月
未
•
六
月
丑
・
七
月
申
・
八
月
寅
·
九
月
酉
•
十

月
卯
·
十
一
月
戌
•
十
―
一
月
辰
の
日
を
い
ふ
。
〔
通
俗
編
‘

時
序
、
龍
虎
日
〕
月
令
廣
義
、
正
月
巳
・
二
月
亥
・
三
月

午
•
四
月
子
・
五
月
未
•
六
月
丑
・
七
月
申
•
八
月
寅
•
九

月
酉
・
十
月
卯
・
十
一
月
戌
・
十
二
月
辰
‘
為
二
龍
虎

H
↓龍

虎
、
属
紳
也
、
不
レ
宜
レ
干
レ
上
‘
宜
レ
制
レ
下
‘
按
如
―
―
其
説
一

則
世
以
凡
月
寅
辰
日
―
貸
龍
塵
非
是
。
「
見
よ
。

〖
龍
虎
節
〗1

8
8
砕
ウ
コ
周
龍
虎
節
(
2
|
3441 :
 
9
2
0
)

を

〖
龍
虎
憂
〗1

8
9
れ
ウ
コ
地
名
。
河
北
省
昌
平
縣
の
西
。
居

庸
問
の
南
口
。
元
の
世
祗
駐
躇
の
地
。
〔
明
一
統
志
〕

龍
虎
憂
在
1

一
居
庸
闊
南
↓
〔
讀
史
方
興
紀
要
、
直
隷
、
順

天
府
、
昌
平
州
〕
居
庸
闘
‘
又
南
口
而
東
六
里
、
有
―
―
龍
虎

嚢
「
景
廣
二
里
、
亥
三
里
、
卑
ハ
―
―
積
粟
山
1

相
峙
‘
如
―
―
龍
蝠

虎
鋸
状
一
元
時
往
二
来
上
都
一
毎
駐
二
於
此
↓
明
太
宗
北

征
‘
隠
駐
騨
焉
、
宣
宗
英
宗
亦
嘗
駐
レ
此
、
山
水
記
、
州
西

十
八
里
云
ぎ
龍
虎
壷
ゴ
又
西
六
里
、
郎
居
庸
縣
‘
是
也
。

〖
龍
虎
鉦
〗1

9
0
砕
，
ウ
コ
龍
虎
の
形
を
刻
し
た
印
の
つ
ま

み
。
〔
海
録
砕
事
、
服
用
、
印
授
〕
三
代
之
制
、
人
臣
皆

得
い
竺
金
玉
一
為
克
印
、
龍
虎
鉦
唯
所
レ
好
也
、
秦
以
レ
印

梢
レ
璽
以
レ
玉
、
不
レ
通
,
,
臣
下
用
↓

〖
龍
虎
榜
〗1

9
1
仇
豆
ウ
コ
名
士
が
同
時
に
及
第
し
て
、
掲
示

せ
ら
れ
る
こ
と
。
榜
は
郷
試
に
合
格
し
た
者
の
名
を

掲
示
す
る
こ
と
。
瑣
堺
代
酔
編
‘
巻
十
三
に
見
ゆ
。
〔
唐

書
、
文
藝
下
‘
獣
陽
暦
偵
〕
獣
陽
窄
‘
字
行
周
‘
云
云
‘
翠
1

一

進
士
ご
竺
韓
愈
・
李
観
・
李
綽
・
雀
輩
・
王
涯
・
喝
宿
・
庚

承
宣
―
聯
第
、
皆
天
下
選
、
時
梢
二
龍
虎
榜
言
問
奇
類
林
〕

陸
宣
公
主
レ
試
‘
得
―
―
韓
愈
・
数
陽
暦
等
↓
皆
天
下
英
偽
偉

傑
之
士
‘
琥
―
―
龍
虎
榜
↓
〔
瀧
水
燕
談
録
、
知
人
〕
孫
何
・
孫

僅
‘
學
行
文
辞
‘
傾
動
場
屋
二
何
既
葛
妖
―
匹
王
黄
州

覧
―
僅
文
編
一
書
l

―
其
後
1

日
、
明
年
再
就
甕
階
試
五
竺

被
入
呼
―
―
小
状
度
後
膀
僅
果
第
一
、
黄
州
復
以
レ
詩
寄
＞

之
云
‘
病
中
何
幸
忽
開
レ
顔
‘
記
得
詩
捨
小
状
元
‘
粉
壁
乍

懸
龍
虎
榜
‘
錦
標
終
屡
鶴
鵠
原
。
〔
浪
堺
代
酔
編
、
龍
虎

榜
〕
今
人
以
レ
中
―
―
甲
科
↓
為
↓
―
龍
虎
榜
↓
起
二
於
唐
貞
元

中
一
陸
宣
公
主
レ
試
‘
試
n

―
明
水
賦
"
御
溝
柳
一
詩
得
1

一韓

愈
・
欧
陽
常
・
買
陵
・
陳
利
・
齋
季
若
等
↓
皆
天
下
孤
偶
偉

傑
之
士
‘
琥
―
―
龍
虎
榜
一

〖
龍
虎
相
博
〗19

2
砂
努
龍
と
虎
と
が
繭
ふ
。
二
人
の

強
い
者
が
勝
敗
を
半
ふ
に
い
ふ
。
雨
雄
相
醐
ふ
。
〔
李

白
、
登
l

一
金
陵
冶
城
西
北
謝
安
敬
一
詩
〕
沙
塵
何
茫
茫
‘
龍

虎
闊
1

一
朝
昏
↓

〖
龍
虎
之
威
〗g
ゆ
が
，
強
く
恐
し
い
い
き
ほ
ひ
。
〔
魏

志
、
程
翌
博
〕
将
軍
以
―
―
龍
虎
之
威
一
可
レ
為
―
―
韓
彰
之
事
―

邪。
〖
龍
虎
之
争
〗19

4
八
五
バ3ノ
ニ
人
の
強
い
者
が
勝
敗
を

争
ふ
こ
と
。
雨
雄
相
闘
ふ
。

〖
龍
虎
之
姿
〗1
9
5
/
ヨ
ダ
英
雄
の
資
質
。
〔
應
暖
、
奥
尚

書
諸
郎
書
〕
以
龍
虎
之
姿
五
翌
風
雲
之
會
↓
〔
後
漢

書
戚
純
博
〕
但
龍
虎
之
姿
心
竺
風
雲
之
時
↓

〖
龍
虎
将
軍
〗1

9
6
砂
努
’
武
官
の
階
級
。
金
‘
龍
虎
衛

上
将
軍
を
置
く
。
正
三
品
武
散
官
。
元
も
亦
儀
く
。
正
二

品
。
明
同
じ
。
〔
績
文
駄
通
考
‘
職
官
考
十
二
‘
武
散
官
〕
金

武
散
官
‘
云
云
、
正
三
品
上
曰
1

一
龍
虎
衛
上
将
軍
玉
＇
曰
ニ

金
吾
衛
上
将
軍
二
下
日
t

―
騨
騎
衛
上
将
軍
了
云
云
、
元
武

散
官
三
十
四
階
‘
正
二
品
日
1

一
龍
虎
衛
上
将
軍
、
金
吾
衛

上
将
軍
‘
駿
騎
衛
上
将
軍
ニ
ム
云
、
明
武
散
官
、
云
云
‘
正

―
一
品
曰
1

初
授
騨
騎
将
軍
‘
升
授
金
吾
将
軍
、
加
授
龍
虎

将
軍
一

〖
龍
虎
並
伏
〗1

9
7
共
5
ぞ
龍
と
虎
が
共
に
従
順
に
な

る
。
道
人
張
虚
靖
の
作
っ
た
薬
の
良
く
炊
能
の
あ
る

こ
と
。
〔
故
事
成
語
考
‘
秤
道
鬼
神
〕
張
虚
靖
煉
レ
丹
既
成
、

能
令
1

一
龍
虎
並
伏
、
難
犬
倶
升
↓
〔
集
注
〕
列
仙
傭
‘
張
虚

靖
天
師
煉
レ
丹
既
成
‘
龍
降
虎
伏
。

【
龍
涸
】1

9
8
”
ヨ

9

ウ
地
名
。
別
名
‘
龍
鶴
•
龍
鵠
。
今
の
四

川
省
松
濡
縣
゜
〔
晉
書
、
西
戎
‘
吐
谷
渾
傭
〕
乞
伏
乾
蹄
遣
レ

使
‘
拝
為
1

一
使
持
節
都
督
龍
涸
已
西
諸
軍
事
沙
州
牧
白

蘭
玉
視
罷
不
レ
受
。
〔
華
陽
國
志
〕
蜀
時
、
以
,
,
没
山
陰
要
一

自
冦
江
龍
鶴
匡
白
置
屯
守
言
魏
書
‘
穆
亮
傭
〕
仇
池
鍾

将
、
云
云
‘
率
1

一
騎
三
統
一
次
↓
―
於
龍
鵠
涵
テ
走
吐
谷
渾
↓

【
龍
湖
】
199

乃
ゥ
〇
龍
の
棲
む
湖
。
〔
唐
享
1

一
太
廟
血
禾
章
‘

景
雲
舞
〕
龍
湖
超
忽
‘
象
野
芋
綿
。

0
山
名
。
一
輻
建
省
部

武
縣
の
西
。
頂
に
湖
あ
り
。
〔
名
勝
志
〕
郡
武
縣
有
JI

龍
湖

山
「
絶
頂
有
龍
爪
石
成
レ
穴
湧
レ
泉
‘
一
洸
漑
―
―
田
萬
頃
↓

〇
湖
の
名
。
福
建
省
晉
江
縣
の
南
。
横
山
の
南
。
〔
揺
建

通
志
〕
龍
湖
大
而
水
緑
、
相
近
有
1

一
睡
湖
↑
小
而
水
赤
、
相

博
藷
皆
典
レ
海
通
、
中
為
1

一
湧
沙
所
』
隔
、
途
別
為
レ
湖
。

【
龍
口
】
200

九カ

0
地
名
。
山
東
省
黄
縣
の
西
。
渤
海

の
沿
岸
。
一
名
、
龍
溝
。
も
と
濱
海
の
一
小
緊
落
。
民

國
三
年
、
商
埠
地
と
す
。
◎
北
京
前
門
外
の
大
街
。

〖
龍
口
剣
〗2
0
1
”
ク
ノ
ク
チ
／
北
條
時
宗
が
龍
口
で
元
の
使
者

杜
世
忠
等
を
斬
っ
た
事
を
い
ふ
。
龍
口
は
鎌
倉
の
西
一

里
餘
の
地
名
‘
嘗
時
刑
場
の
あ
っ
た
所
。
〔
藤
田
東
湖
、

和
女
天
詳
正
氣
歌
1

〕
忽
揮
龍
口
剣
虜
使
頭
足
分
。

【
龍
エ
】
202

衿
ゥ
〇
た
く
み
。
〔
法
苑
珠
林
〕
又
告
娑
喝
龍

玉
汝
之
龍
工
最
巧
‘
為
レ
我
造
l

―
賓
刀
函
↓
〇
龍
官
(
1
5
6
)

に
同
じ
。
〔
梁
簡
文
帝
、
七
勘
〕
鳥
愛
龍
工
‘
鳳
書
雲
紀
。

〖
龍
工
衣
〗2

0
3
か
鍔
舜
が
父
母
に
憎
ま
れ
て
井
に
填
め

ら
れ
た
際
、
井
中
か
ら
抜
け
出
る
と
き
に
着
け
た
衣
゜

〔
竹
書
紀
年
〕
舜
父
母
憎
レ
舜
、
使
レ
浚
レ
井
、
自
レ
上
填
レ

之
、
舜
服
―
―
龍
工
衣
↓
自
レ
労
而
出
。

【
龍
公
】
204

詮
。
龍
神
を
い
ふ
。
〔
元
好
問
‘
遊
―
―
黄
華
山
―

詩
〕
曝
珠
百
射
供
ニ
ニ
喪
海
蔵
翻
倒
愁
JI

龍
公
↓

〖
龍
公
竹
〗2

0
5
”
，
ウ
n
,

ウ
竹
の
名
。
〔
竹
譜
〕
龍
公
竹
‘
其
大

径
七
尺
‘
一
節
長
丈
二
寸
‘
葉
若
―
―
芭
蕉
盃
庄
羅
浮
山
↓

〔
束
齋
記
事
〕
羅
浮
山
記
云
、
第
三
峯
有
レ
竹
、
大
径
七

尺
、
園
節
長
丈
二
、
葉
凹
芭
菰
名
龍
公
竹
↓
玉
篇
云
‘

簿
竹
甚
可
レ
為
レ
舟
‘
龍
公
竹
即
簿
竹
。

[
龍
鵠
】
206

九
匁
山
名
。
四
川
省
丹
陵
縣
の
北
。
一
名
‘
龍

鶴
山
。
｛
木
の
李
煮
が
少
時
此
虐
に
て
讀
書
し
‘
室
を
築

い
て
巽
巖
と
い
ふ
。

【
龍
骨
]207

バ
戌
ゥ
〇
龍
の
骨
。
龍
の
蜆
骨
゜
〔
史
記
、
河
渠

書
〕
穿
属
得
龍
骨
一
故
名
旦
龍
首
渠
↓
〔
述
異
記
、
下
〕

7

漢
悪
帝
七
年
、
夏
‘
雷
震
、
南
山
林
木
皆
自
火
燃
至
レ
根
、

713
 

其
地
悉
皆
焦
黄
‘
後
甚
雨
迅
過
、
人
就
1

一
其
間
五
豆
龍
骨

1



(48818・ ・208) (48818・ ・233) 

一
具
↓
〔
茅
亭
客
話
‘
九
〕
蜀
有
二
翼
市
ご
ム
云
‘
有
T

繋
―
―
龍

骨
声
歪
云
云
‘
云
‘
云
云
‘
（
分
棟
山
）
北
連
―
―
秦
瀧
二
南

接
-
l

資
濾
山
阜
岡
袖
之
間
、
践
洞
土
穴
之
内
、
有
T

能

興
唸
雨
う
盆
竺
即
有
龍
鋭
骨
焉
。

O
神
仙
の
乗
る

馬
。
〔
拾
遺
記
‘
十
、
方
丈
山
〕
墓
仙
以
為
―
―
龍
骨
之
轡
↓

〔
薩
都
剌
‘
書
馬
詩
〕
漢
水
揚
レ
波
洗
―
―
龍
骨
↓
＠
水
車
。
龍

骨
車
に
同
じ
。
〔
揚
雄
‘
答
―
―
劉
款
一
書
〕
作
1

一
繍
補
・
霊
節
・

龍
骨
之
銘
詩
三
章
面
菜
E

好
レ
之
。
〔
注
〕
龍
骨
、
水
車
也
‘

禁
苑
池
沼
中
‘
或
用
以
引
レ
水
。
R
薬
種
の
名
。
象
牙
質

の
化
石
。

O
船
底
の
櫨
か
ら
軸
ま
で
貫
く
梁
材
。

〖
龍
骨
車
〗2

0
8
唸

n

，
農
具
の
一
。
水
車
°
翻
車
(
9ー
2
8

8
1
4
 :
 4
3
)

の
O
に
同
じ
。
〔
蘇
献
‘
無
錫
道
中
賦
―
―
水
車
―

詩
、
自
注
〕
江
浙
開
人
目
―
―
水
車
丘
竺
龍
骨
車
↓
〔
陸
浦
‘

春
晩
即
事
詩
〕
龍
骨
車
鳴
水
入
レ
塘
‘
雨
来
猶
可
レ
望
"
豊

穣
↓
〔
―
ニ
オ
圏
會
‘
器
用
、
翻
車
〕
翻
車
、
今
人
謂
―
―
龍
骨

庫
也
‘
云
云
‘
行
道
板
一
條
‘
瀦
,
,
槽
濶
狭
↓
云
云
、
人

塁
架
上
ぶ
炉
動
拐
杢
則
龍
骨
板
殖
レ
轄
循
環
‘
行
道

板
剖
レ
水
上
レ
岸
。

[
龍
巻
】
209[
戌

,

0
龍
を
輩
い
た
衣
。
龍
哀
。
天
子
の

衣
゜
〔
證
、
玉
藻
〕
天
子
玉
藻
、
十
有
二
旋
、
前
後
蓬
延
‘

龍
巻
以
祭
。
〔
注
〕
龍
巻
‘
蓋
―
―
龍
於
衣
ギ
字
或
作
レ
哀
。
〔
秤

文
〕
巻
‘
昔
哀
、
古
本
反
‘
注
同
。
〔
疏
〕
龍
巻
以
祭
者
‘
巻

請
溶
典
書
ご
此
龍
形
巻
曲
於
衣
百
盆
空
宗
廟
字
竺
本
‘

字
或
作
レ
哀
者
、
按
、
司
服
作
―
―
哀
字
↓
故
云
二
或
作
＂
哀
、
是

字
或
作
レ
衰
也
‘
但
證
記
之
本
、
或
作
玉
芝
天
其
正
経
司

服
及
観
證
‘
皆
作
1

一
哀
字
五
故
鄭
注
"
王
制
―
云
‘
巻
‘
俗
讀
‘

其
通
則
日
レ
衰
‘
是
也
。

O
↓
い
海
上
に
起
る
烈
し
い
旋

風
の
た
め
に
、
海
水
が
空
中
に
巻
き
あ
げ
ら
れ
て
柱
の

様
を
な
す
も
の
。

H
墾
哀
】
210

刀
祖
’
’
●
天
子
の
服
章
。
龍
の
模
様
を
書
い

た
も
の
。
衰
龍
。
〔
幡
、
證
器
〕
證
有
―
―
以
な
文
為
レ
貴
者
↓

天
子
龍
哀
、
諸
侯
舗
、
大
夫
敵
。
〔
儲
光
報
‘
塁
鶉
詠

詩
〕
新
宮
朧
山
陰
‘
龍
哀
時
出
豫
。
〔
杜
甫
、
冬
日
洛
城

北
謁
―
玄
玄
皇
帝
廟
―
詩
〕
五
聖
聯
,
,
龍
哀
一
千
官
列
雁

行
↓
〇
古
、
上
公
の
服
。
―
―
＿
公
が
一
命
を
加
へ
ら
れ
る

と
上
公
と
な
り
‘
哀
冤
を
服
す
る
。
〔
證
、
王
制
‘
三
公

一
命
巻
、
注
〕
巻
‘
俗
讀
也
、
其
通
則
日
レ
衰
‘
三
公
八
命

矢
‘
復
加
二
命
盃
耶
服
―
―
龍
衰
盆
竺
王
者
之
後
己
凹
。

O

宋
の
人
。
其
の
著
は
し
た
江
南
野
史
は
、
南
唐
の
事
を

記
し
、
五
代
史
と
頗
る
異
同
あ
り
、
考
證
に
資
す
る
に

龍

部

龍

足
る
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

【
龍
鮨
】
211

攻
ゥ
清
、
高
郵
の
人
。
字
は
圃
南
。
琥
は
天

池
。
幼
時
‘
攀
子
の
業
を
習
ひ
、
長
じ
て
棄
て
去
る
。

詩
・
贅
に
巧
。
尤
も
書
法
に
梢
通
す
。
〔
國
朝
盪
識
‘

七
〕
・
〔
國
朝
書
人
輯
略
‘
―
-
〕
。

【
龍
沙
】
212

りョウ

0
草
の
名
。
か
つ
ね
ぐ
さ
。
ま
わ
う
。
廠

黄
を
い
ふ
。
〔
廣
雅
‘
秤
草
〕
龍
沙
‘
麻
黄
也
。
〔
本
草
‘
麻

黄
〕
繹
名
‘
龍
沙
‘
卑
相
‘
卑
墜
。

O
地
名
。
①
龍
沙
は
も

と
雨
地
で
、
皆
、
西
北
塞
外
に
在
っ
た
が
、
劉
孝
標
の
龍

沙
宵
月
明
詩
の
作
よ
り
以
来
、
詩
家
は
龍
沙
を
一
地
と

し
‘
塞
外
の
通
楢
と
し
た
。
又
‘
東
北
を
も
龍
沙
と
い
ひ
‘

清
の
方
式
清
は
龍
沙
紀
略
を
著
は
し
、
専
ら
黒
龍
江
の

事
を
記
し
た
。
〔
後
漢
書
‘
班
超
傭
賛
〕
定
遠
懐
慨
‘
専
―
―
功

西
退
盃
坦
歩
葱
雪
、
忠
尺
龍
沙
゜
〔
注
〕
葱
嶺
、
雪
山
、
白
龍

堆
、
沙
漠
也
。
〔
李
白
、
塞
下
曲
〕
将
軍
分
―
―
虎
竹
「
戦
士

臥
龍
沙
二
◎
江
西
省
新
建
縣
の
北
。
〔
水
経
‘
績
水
注
〕

籟
水
又
北
遥
―
―
龍
沙
西
ぶ
げ
甚
潔
白
、
高
峻
而
弛
、
有
―
―
龍

形
↓
連
亘
五
里
。

〖
龍
沙
紀
略
〗2

1
3
ば
芦
書
名
。
一
巻
。
清
、
方
式
清

撰
゜
熙
龍
江
省
の
山
川
古
跡
等
を
記
し
、
方
隅
・
山
川
・

経
制
・
時
令
・
風
俗
・
飲
食
・
貢
賦
・
物
産
・
屋
宇
の
九
門

に
分
つ
。
〔
四
庫
提
要
、
史
、
地
理
類
〕
。

【
龍
紗
】
214

芍
9

ウ
南
海
地
方
に
産
す
る
服
。
鮫
納
紗
の

別
名
。
之
を
著
て
水
に
入
れ
ば
濡
れ
ず
と
い
ふ
。
〔
述

異
記
、
上
〕
南
海
出
―
―
鮫
納
紗
ご
広
云
、
一
名
龍
紗
‘
其
慣

百
餘
金
、
以
為
レ
服
、
入
レ
水
不
レ
濡
。

【
龍
座
】
215

巧
ゥ
〇
天
子
の
御
座
。
〔
梁
元
帝
、
内
典
碑

銘
集
林
序
〕
古
向
座
檀
レ
名
、
預
"
伊
師
之
席
盆
追
林
見
ニ
里

陪
1

一
飛
龍
之
座
↓
〇
圃
勺
，
ゥ
膝
を
ま
げ
て
坐
る
こ
と
。

〔
文
殊
師
利
根
本
大
教
王
経
〕
作
―
―
龍
座
一
而
坐
゜

【
龍
犀
】
216

閥
ゥ
中
央
の
巖
い
ひ
た
ひ
。
天
子
の
相
貌
。

〔
劉
峻
‘
緋
命
論
〕
龍
犀
日
角
、
帝
王
之
表
、
河
目
亀
文
、

公
侯
之
相
。
〔
注
〕
善
曰
‘
朱
建
平
相
書
曰
‘
額
有
,
,
龍

犀
了
八
レ
製
、
左
角
日
、
右
角
月
、
王
,
,
天
下
一
也
。

【
龍
塞
】
217

閥
，
邊
地
の
と
り
で
、
龍
城
を
い
ふ
。
〔
江

滝
、
為
雇
騨
騎
謝
1

一
甲
伎
人
＞
殿
表
〕
故
官
騎
辰
居
‘
羽

林
天
部
、
徽
城
龍
塞
‘
言
伏
―
―
鬼
方
↓
〔
孫
池
、
同
二
洛
陽
李

少
府
五
i
-
1

永
栗
公
主
入
＞
蕃
詩
〕
美
人
天
上
落
‘
龍
塞
始

應
レ
春
。
〔
杜
牧
‘
貴
遊
詩
〕
斧
絨
藷
威
龍
塞
北
‘
池
景
新

賜
鳳
城
西
。

【
龍
剤
】
218

礼
ゥ
墨
の
異
名
。
龍
香
剤
(
4
8
)

に
同
じ
。
〔
故

事
成
語
考
‘
器
用
〕
墨
日
陳
玄
万
合
圧
龍
剤
↓

【
龍
爪
】
219

芯
ゥ
〇
龍
の
爪
。
天
子
の
爪
を
い
ふ
。
〔
張

憲
‘
太
慎
明
皇
拉
笛
圃
詩
〕
風
生
―
―
龍
爪
一
玉
星
香
‘
露
涅
,
,

櫻
屑
金
線
長
。

O
土
を
掘
る
具
。
〔
宋
史
、
河
渠
志
―
-
〕

有
選
人
李
公
義
者
祇
鐵
龍
爪
揚
泥
車
法
以
濱
レ
河
。

〖
龍
爪
薙
〗2

2
0
昇
ヴ
サ
ウ
t雄
の
一
種
。
〔
洞
冥
記
‘
三
〕
烏

哀
國
有
,
,
龍
爪
薙
一
長
九
尺
‘
色
如
＞
玉
‘
煎
レ
之
有
レ
膏
‘

以
和
"
紫
桂
為
レ
丸
‘
服
二
粒
ギ
＇
歳
不
レ
絨
、
語
日
‘
薙

和
レ
膏
‘
身
生
レ
毛
。

〖
龍
爪
愧
〗
翌
存
サ
ウ
北
京
南
方
に
在
り
、
九
月
九

H

酒
を
携
へ
て
登
る
所
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
九
月
九
〕
京
師

謂

直

陽

為
1

一
九
月
九
一
毎
レ
届
―
―
九
月
九

B
↓
則
都
人

士
提
レ
壺
揚
レ
楼
、
出
レ
郭
登
レ
i

蘭
、
南
則
在
-
―
天
寧
寺
、
陶

然
亭
、
龍
爪
愧
↓

〖
龍
爪
書
〗2

2
2
政
ゥ
サ
ウ
晉
、
王
義
之
が
嘗
て
酔
つ
て
敷

字
を
書
い
た
時
‘
其
の
貼
蓋
が
龍
の
爪
に
類
し
た
の
に

慎
似
た
書
風
。
〔
尚
書
故
官
〕
王
右
軍
嘗
酔
書
1

一
敷
字
ぷ
和

書
五
竺
龍
爪
一
後
遂
有
―
―
龍
爪
書
↓
〔
塁
池
編
‘
字
學
‘
葦

績
‘
纂
五
十
六
種
書
〕
四
十
八
‘
龍
爪
書
‘
晉
王
義
之
所
レ

作
也
。
〔
墨
池
編
‘
字
學
‘
夢
英
、
十
八
證
書
〕
龍
爪
豪
者
、

晉
右
軍
王
義
之
、
曾
遊
―
―
天
台
ご
還
至
二
會
稽
ぶ
値
―
―
風
月

清
照
了
夕
止
1

一
蘭
亭
ご
吟
味
之
末
、
題
レ
柱
作
二
飛
字
一

有
龍
爪
之
形
焉
‘
遂
匝
龍
爪
書
石
其
勢
若
龍
鵞
虎

振
‘
抜
レ
剣
張
し
弩
゜

〖
龍
爪
葱
〗2

2
3
仇
7
3ウ
サ
ウ
ま
ん
ね
ん
ね
ぎ
。
〔
塁
芳
譜
〕
龍
角

葱
龍
爪
葱
‘
羊
角
葱
‘
毎
痙
上
葉
出
岐
如
入
角
祓
名
。

〖
龍
爪
粟
〗2

2
4
位
ウ
サ
ウ
惨(
8
|2
5
2
5
6
)

の
異
名
。
〔
本

草
‘
惨
子
〕
繹
名
、
龍
爪
粟
‘
鴨
爪
稗
‘
時
珍
日
、
稜
乃
不
レ

貼
之
稲
也
、
亦
不
レ
賓
之
貌
也
、
龍
爪
鴨
爪
‘
象
―
―
其
穂
岐

之
形
↓

【
龍
草
]
2
2
6
5
咋
°
草
の
名
。
お
は
け
だ
て
。
い
ぬ
だ
て
。

水
紅
草
。
〔
詩
‘
鄭
風
、
山
有
扶
蘇
、
山
有
-
1

喬
松
正
呻
有
l
-

涼
龍
面
I

、
松
木
也
龍
紅
草
也
、
箋
〕
喬
松
在
1

一
山
上
涵
:
g

忽
無
届
竺
澤
於
大
臣
也
、
紅
草
放
1

一
縦
枝
葉
於
阻
中
「

喩
忽
塁
恣
小
臣
↓

〖
龍
草
書
〗2

2
6
政
ウ
サ
，
ウ
書
罷
の
一
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
知
〕

百
糧
中
有
去
―
云
、
龍
草
書
‘
云
云
、
行
押
書
、
概
書
、
景

書
‘
半
草
書
↓

【
龍
荘
】
227

託ゥ

消
、
圧
輝
祖
(
6ー

1
7
1
5
4
:
 1
9
7
)

の
琥

【
龍
棗
]228

か
匁
澤
蘭
(
7
|
1
8
3
8
3
 :
 
77)
の
異
稲
。
〔
駈

雅
、
繹
草
〕
龍
棗
、
澤
蘭
也
。
〔
本
草
‘
澤
蘭
〕
秤
名
、
水
香
、

云
云
‘
龍
棗
。

【
龍
願
】
229

芯
ゥ
肉
の
高
く
盛
り
あ
が
っ
た
ひ
た
ひ
。

〔
晉
書
、
王
湛
傭
〕
身
長
七
尺
八
寸
‘
龍
穎
大
鼻
、
少
己
言

雙
〔
南
史
‘
齊
太
祖
高
帝
紀
〕
姿
表
英
異
‘
龍
願
鐘
臀
。

〔
孔
氏
祗
庭
廣
記
〕
先
聖
生
有
1

阜
涵
只
月
角
日
準
‘
河
目

海
口
‘
龍
穎
斗
昏
‘
凡
四
十
九
表
。

【
龍
象
】
230

か
芍
圏
水
中
を
行
く
龍
と
陸
上
を
行
く
象

と
は
‘
其
の
力
が
最
も
大
き
く
勝
れ
て
居
る
と
こ
ろ
か

ら
‘
賢
聖
の
威
力
自
在
に
讐
へ
る
。
又
‘
學
徳
と
も
に
す

ぐ
れ
た
僧
侶
を
い
ふ
。
瑣
堺
代
酔
編
‘
巻
一
―
―
十
二
に
見

ゅ
゜
〔
維
摩
経
、
不
思
議
品
〕
菩
薩
有
二
威
徳
カ
一
云
云
‘
彗

如
籠
象
蹴
蹟
‘
非
蘊
所
む
堪
゜
〔
景
徳
博
燈
録
‘
三
‘
菩

提
逹
摩
傭
〕
波
羅
提
、
法
中
龍
象
。
〔
装
休
‘
贈
—
蓄
黄
聴
山

僧
希
運
一
詩
〕
一
千
龍
象
随
右
回
歩
一
萬
里
香
華
結
1

一勝

因
一
〔
故
事
成
語
考
、
秤
道
鬼
神
〕
水
行
龍
力
大
、
陸
行
象

カ
大
‘
負
―
―
荷
佛
法
ぶ
瓜
有
―
―
龍
象
之
梢
一

〖
龍
象
之
力]
2
3
1

バ
心
げ
園
智
行
兼
備
の
高
僧
の
喩
゜

龍
象
に
同
じ
。
〔
李
白
‘
贈
孟
旦
州
叢
源
寺
沖
溶
公
―
詩
〕

此
中
積
1

一
龍
象
石
獨
許
濱
公
殊
。
〔
王
埼
注
〕
翻
繹
名
義
、

大
論
云
‘
那
伽
‘
或
名
レ
龍
‘
或
名
レ
象
‘
是
五
千
阿
羅
漢
‘

諸
阿
羅
漢
中
最
大
力
、
以
レ
是
故
言
如
レ
龍
如
レ
象
‘
水
行

中
龍
力
最
大
、
陸
行
中
象
力
最
大
。

【
龍
蔵
】
g

娼
祐

5

0
圏
龍
宮
所
蔵
の
経
典
。
大
乗
経
典

は
龍
宮
に
蔽
せ
ら
る
と
い
ふ
。
〔
沈
約
、
内
典
序
〕
足
距
ニ

慧
門
云
學
通
一
龍
蔵
↓
〔
沈
佳
期
、
栗
城
白
鶴
寺
詩
〕
碧
海

開
二
龍
誠
一
胄
雲
起
―
―
雁
堂
↓
〔
皮
日
休
、
重
送
ー
1

一
圏
載
上
人

騨
日
本
國
詩
〕
取
レ
経
海
底
開
罷
蔵
五
誦
呪
空
中
散
一

蜃
棲
H
O
龍
が
か
く
れ
る
。
龍
の
如
く
か
く
れ
る
。
〔
越
絶

書
、
越
絶
外
博
記
賓
剣
〕
厨
樹
木
鷲
倉
慶
死
而
龍

蔵
。
〔
李
白
‘
鳴
泉
歌
〕
虎
聾
谷
而
生
レ
風
龍
蔵
祓
而

吐
レ
雲
。
轡
御
府
所
蔵
の
も
の
を
い
ふ
。
又
、
清
代
、
内
務

府
刊
行
の
誠
経
を
龍
誡
本
と
い
ふ
。

〖
龍
蔽
寺
〗2

3
3
位
、
ウ
ザ
•
ウ
寺
の
名
。

O
浙
江
省
繰
縣
の
北
。

梁
の
天
監
一
一
年
、
建
つ
。
龍
宮
院
と
琥
す
。
李
紳
‘
少
年

の
時
‘
此
慮
に
寓
す
。
宋
の
大
中
詳
符
元
年
‘
今
の
名
を

賜
ふ
。

0
河
北
省
正
定
縣
の
東
。
も
と
‘
隆
興
寺
と
い

ひ
‘
ま
た
龍
興
寺
と
名
づ
く
。
隋
、
開
皇
六
年
の
建
立
。

〔
畿
輔
通
志
〕
寺
在
二
慎
定
府
治
東
↓
隋
開
皇
六
年
建
‘
初

~ 
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龍

部

龍

翠
龍
蔵
寺
↓

〖
龍
蔽
寺
碑]
2
3
4

バ
ュ
，
t
oザ
ウ
ジ
碑
の
名
。
其
の
碑
は
字
橙

選
勁
に
し
て
獣
虞
の
橙
あ
り
。
龍
蔵
寺
の
●
を
見
よ
。

〔
集
古
録
、
践
尾
、
隋
龍
蔵
寺
碑
〕
右
齊
開
府
長
兼
行
参

軍
九
門
張
公
褪
撰
、
不
レ
著
11

書
人
名
氏
一
字
査
道
勁
‘

有,,
獣
虞
之
雙

【
龍
作
】
235

只
ゥ
中
納
言
の
異
稽
。
書
、
舜
典
の
帝
日
、

龍
、
云
云
、
命
淑
作
―
―
納
言
ー
に
本
づ
く
。
〔
雲
州
消
息
‘

下
〕
依
1

一
鸞
畳
之
勤
一
登
―
―
龍
作
之
官
↓

【
龍
朔
】
236t
匁
●
朔
北
を
い
ふ
。
〔
殷
発
播
‘
送
1

一
景
玄

上
人
還
ア
山
詩
〕
地
横
1

一
龍
朔
一
連
沙
瞑
、
山
入
二
烏
桓
1

碧

樹
重
。
●
唐
、
高
宗
（
李
治
）
の
年
琥
。
(
6
6
1
|
 6
6
3
)
 

【
龍
山
】2

3
7
乃
•
ウ
●
山
名
。
④
山
東
省
歴
城
縣
の
東
。
も

と
慎
塞
あ
り
。
今
‘
龍
山
鎮
あ
り
。
＠
河
南
省
賓
豊
縣
の

東
南
。
〔
元
和
志
〕
劉
累
以
レ
擾
レ
龍
遷
二
於
魯
縣
面
故
名
―
―
龍

山
↓
◎
河
南
省
安
陽
縣
の
西
。
〔
左
思
‘
魏
都
賦
〕
削
有
二
鴛

驚
交
谷
‘
虎
澗
龍
山
‘
云
云
＠
山
西
省
渾
源
縣
の
西
南
。

其
の
絶
頂
を
萱
草
坂
と
い
ふ
。
金
末
、
李
治
・
元
好
問
・

張
徳
輝
‘
嘗
て
此
の
山
に
遊
ぶ
。
時
人
、
龍
山
三
老
と
琥

す
。
〔
魏
書
、
太
宗
紀
〕
（
泰
常
二
年
）
司
馬
順
之
入
―
―
常
山
一

云
云
‘
遂
緊
―
―
黛
於
封
龍
山
面
壬
女
徽
省
嘗
塗
縣
の
東
南
。

〔
元
和
志
〕
桓
温
常
輿
1

一
僚
佐
1

九
日
登
―
―
此
山
―
宴
集
。
〔
安

徽
通
志
〕
怪
石
器
珂
‘
婉
誕
如
レ
龍
‘
故
名
、
孟
嘉
九
日
登

高
落
帽
虞
也
。

8
江
蘇
省
無
錫
縣
の
慧
山
の
北
。
上
に

白
龍
渾
あ
り
。
〔
蘇
献
‘
恵
山
謁
1

一
錢
道
人
1

烹
二
小
龍
圃
一

登
1

一
絶
頂
豆
1

一
太
湖
詞
〕
石
路
榮
回
九
龍
脊
、
水
光
翻

動
五
湖
天
。
R
江
西
省
萬
載
縣
治
の
北
。
龍
江
の
沿

岸
。
俗
名
、
官
山
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
哀
州
府
、

萬
載
縣
〕
龍
山
、
在
―
―
縣
治
後
盃
龍
江
経
―
―
其
下
石
其
勢
殉

施
来
、
自
11

衡
雹
云
竺
縣
之
鎮
一
官
衝
綴
―
―
椅
其
麓
一
俗

呼
『
一
官
山
一
R
浙
江
省
杭
縣
の
南
。
一
名
‘
臥
龍
山
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
杭
州
府
、
錢
塘
縣
〕
龍
山
、
在
1

一

城
南
訂
山
之
北
、
卸
包
家
山
‘
宋
紹
興
十
七
年
‘
建
-
1

玉
津

園
子
山
北
盃
淳
煕
十
二
年
、
大
11

閲
子
龍
山
な
仮
屡
閲
1

一於

此
さ
本
云
、
一
統
志
、
龍
山
、
一
名
臥
龍
山
。
⑨
駆
建
省

龍
淫
縣
の
東
北
。
R
輻
建
省
輻
清
縣
の
東
。
R
湖
北
省

江
陵
縣
の
西
北
。
又
‘
晉
の
孟
嘉
の
落
帽
の
慮
と
博
ふ
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
剌
州
府
、
江
陵
縣
〕
龍
山
、
在
11

城
西
北
十
五
里
ニ
桓
温
九

H
登
レ
高
、
孟
嘉
落
帽
慮
也
、

志
日
‘
龍
山
之
西
、
有
_
―
馬
山
工
宋
乾
道
六
年
‘
劉
瑛
於
二

荊
南
龍
居
山
五
翌
養
五
百
匹
面
或
郎
龍
山
矢
゜
⑨
湖
南

省
湘
郷
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
、
長
沙

府
‘
湘
郷
縣
〕
龍
山
、
在
―
―
縣
西
南
百
八
十
里
一
接
1

一
賓
慶

府
郡
陽
縣
界
涵
g
水
出
―
―
其
下
石
其
並
峙
者
曰
1
1

珍
瑳
山
一

漣
水
別
源
出
―
―
子
此
冨
山
接
11

新
化
縣
界
↓
⑰
責
州
省
石

肝
縣
の
東
南
。
〔
名
勝
志
〕
東
南
高
崖
日
―
―
龍
山
白
更
搭

雲
表
工
左
崖
畔
有
レ
洞
、
開
散
若
レ
戸
、
石
隙
中
有
む
水
潟

下
‘
渾
深
莫
レ
測
、
冬
日
則
涸
、
大
風
時
獲
、
又
名
―
―
風
鬼

洞
↓
⑨
貴
州
省
都
句
縣
の
西
。
〔
齢
記
〕
本
名
二
絣
山
盃
明

張
榊
易
以
↓
―
今
名
云
竺
龍
山
道
院
於
上
↓
R
熱
河
省
朝

陽
縣
の
東
南
。
一
名
、
和
龍
山
°
又
‘
鳳
凰
山
。
〔
水
経
‘
大

遼
水
注
〕
燕
慕
容
銃
以
二
柳
城
之
北
‘
龍
山
之
南
‘
輻
地
―

也
‘
使
1

一
陽
裕
築
l

龍
域
i

改
―
―
柳
城
ぶ
竺
龍
城
縣
ご
ム
云
‘

墓
新
宮
亘
和
龍
宮
ず
含
龍
翔
祠
於
山
上
↓
R
巖
山

（4
_

器
4
9
:
 7
6
)

の
●
を
見
よ
。
●
縣
名
。
④
梁
陳
の

時
‘
置
く
。
廣
西
省
貴
縣
の
北
。
＠
後
魏
‘
置
く
。
河
南
省

却
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
南
陽
府
‘
汝

州
〕
郊
縣
、
春
秋
時
鄭
地
、
後
為
11

楚
邊
邑
玉
戦
國
属
レ
韓
‘

漢
置
郊
縣
i

墨
穎
川
郡
二
後
漢
省
‘
魏
復
置
‘
晉
因
レ

之
‘
改
属
l

襄
城
郡
む
仮
魏
改
為
-
l

龍
山
縣
i

仇
層
1

一
襄
城

郡↓

C
泥
齊
、
置
く
。
山
西
省
太
原
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方

輿
紀
要
、
山
西
‘
太
原
府
、
太
原
縣
〕
龍
山
城
、
在
11

縣
西

北
一
北
齊
分
,
,
晉
陽
縣
一
置
―
―
龍
山
縣
於
此
一
因
レ
山
為
レ

名
‘
或
日
‘
齊
移
1

一
晉
陽
縣
於
扮
水
東
一
而
於
1

一
城
中
一
置
―
―

龍
山
縣
l

也
‘
隋
開
皇
十
年
‘
改
11

龍
山
ご
巨
晉
陽
五
移
ニ

入
郭
下
i

改
11

藷
晉
陽
縣
ぶ
竺
太
原
縣
玉
唐
並
為
―
―
州
治
一

宋
毀
。
R
北
齊
‘
置
く
。
安
徽
省
渦
陽
縣
の
東
北
の
龍
山

集
。
R
唐
‘
置
く
。
河
北
省
の
北
境
。

8
遼
‘
置
く
。
熱
河

省
浚
源
縣
の
東
南
境
。
〔
清
一
統
志
〕
故
城
在
1
1

喀
剛
沿

左
翼
西
南
八
里
大
浚
河
之
帝
一
距
1

一
故
利
州
―
約
六
十

里
‘
俗
呼
1

一
吟
剛
城
↓
R
清
、
置
く
。
湖
南
省
永
順
縣
の
西

北
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
湖
南
、
永
順
府
‘
縣
四
‘
龍
山
。

〇
鎮
の
名
。
④
山
東
省
歴
城
縣
の
東
。
＠
浙
江
省
鎮
海

縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
寧
波
府
〕
龍
山
守

禦
千
戸
所
、
府
北
七
十
里
、
西
南
至
1

一
餘
桃
縣
ー
百
二
十

里
‘
東
至
ユ
疋
海
縣
一
七
十
餘
里
‘
洪
武
二
十
年
建
‘
隷
ニ

観
海
衛
玉
築
L

城
、
周
三
里
‘
永
築
十
六
年
、
壻
築
‘
嘉
靖

三
十
四
五
年
‘
倭
賊
往
往
登
犯
。
◎
甘
粛
省
泰
安
縣
の

東
北
。
●
字
琥
°
④
明
、
成
築
(
6
ー

1
1
5
4
4
:
 3
0
7
)

の
●

の
琥
゜
＠
谷
川
順
の
琥
。
谷
川
龍
山
(
1
0
ー

3
6
1
8
2
:
 9
0
)
 

を
見
よ
。
◎
木
内
倫
の
琥
。
木
内
龍
山
(
6
ー

1
4
4
1
5
:

5

 

8
4
)

を
見
よ
。
●
共
ゥ
姓
氏
。
〔
姓
林
全
書
〕
。

〖
龍
山
宴
〗2
3
8
砕
‘
ウ
ザ
ン
戯
曲
の
名
。
明
‘
許
潮
の
作
。
晉

の
孟
嘉
の
故
事
を
演
じ
た
も
の
。

〖
龍
山
河
〗2

3
9
”
、
ウ
？
川
の
名
。
浙
江
省
杭
縣
の
南
。
鳳

山
水
門
よ
り
龍
山
間
に
至
り
、
錢
塘
江
に
接
す
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
浙
江
‘
杭
州
府
‘
錢
塘
縣
〕
龍
山
河
、
在
―
―

城
南
五
藷
自
―
―
鳳
山
水
門
二
且
至
,
,
龍
山
間
ご
計
十
餘
里
‘

置
レ
間
以
限
レ
潮
‘
宋
時
濱
江
綱
運
‘
由
レ
此
入
レ
城
、
後

懸
、
元
延
祐
三
年
‘
復
浚
ら
之
、
明
初
洪
武
七
年
、
以
―
―
河

道
窄
狭
工
空
廣
一
＋
丈
云
豆
深
三
丈
玉
以
置
レ
間
以
限
レ

潮
‘
尋
以
11

河
高
江
低
盃
改
レ
間
為
レ
壻
、
今
塞
。

〖
龍
山
墟
〗2

4
0
”
'
ゥ
？
地
名
。
〇
脇
建
省
南
靖
縣
の
西

北
龍
漢
の
上
溜
。

0
廣
東
省
廣
順
縣
の
西
。
●
廣
西
省

責

縣

の

西

北

。

「

1
4
4
)

の
琥
。

〖
龍
山
琴
隠]
2
4
1
"

九
荘
清
、
湯
胎
扮

(
7
|1
7
8
7
4
 :
 

〖
龍
山
三
老
〗2
4
2
t
玲
tン
元
の
長
徳
輝
・
元
裕
・
李
冶
の

併
稽
゜
〔
元
史
‘
張
徳
輝
停
〕
徳
輝
性
不
J

喜
1

一
嬉
笑
ご
穿

元
裕
李
冶
油
空
封
龍
山
云
時
人
琥
為
11

龍
山
三
老
1

云゚

〖
龍
山
之
會
〗2

4
3
バm
,＂
だ
重
陽
の
會
を
い
ふ
。
龍
山
落

帽
を
見
よ
。
〔
趙
蝦
‘
重
陽
日
寄
―
―
章
含
人
―
詩
〕
不
レ
知
此

H
龍
山
會
、
誰
是
風
流
落
帽
人
。
〔
朱
潰
、
九
日
登
1

一青

山
1

詩
〕
想
1

一
見
龍
山
會
五
良
辰
亦
似
レ
今
゜

〖
龍
山
落
帽
]
2
4
4
"

パ
勺tン
晉
‘
孟
嘉
が
龍
山
の
重
陽
の

會
に
帽
子
を
落
し
た
故
事
。
〔
晉
書
、
孟
嘉
傭
〕
為
1

一
征
西

桓
温
参
軍
ご
九
月
九
日
温
燕
―
―
龍
山
砿
僚
佐
畢
集
‘
有
レ
風

至
吹
―
―
嘉
帽
面
堕
落
不
,
,
之
覺
享
竺
広
‘
嘉
良
久
如
レ
厠
‘
温

令
―
―
取
畏
之
、
令
―
―
―
孫
盛
作
レ
文
嘲
レ
嘉
、
著
―
―
嘉
坐
虞
一
嘉

還
見
、
卸
答
レ
之
‘
其
文
甚
美
。

【
龍
維
】
2
4
6
t
t

龍
の
形
を
し
た
旗
な
が
し
。
〔
爾
雅
‘
繹

天
〕
素
陸
"
龍
子
維
↓
〔
注
〕
享
デ
白
龍
子
維
入
翌
上
向
↓

【
龍
鰺
】
246
乃
，
ゥ
す
ぐ
れ
た
そ
へ
う
ま
。
〔
郭
環
、
山
海

経
圏
賛
、
海
外
南
経
‘
祝
融
〕
祝
融
火
紳
、
雲
駕
龍
鰺
゜

〔
魏
書
、
李
平
傭
〕
雲
幹
竪
絡
、
行
幸
有
如
期
、
鳳
服
龍
諺
‘

剋
駕
近
レ
日
。
〔
虞
世
南
‘
奉
n

一
和
至
1
壽
賽
應
令
詩
〕
龍

駿
駐
去
馬
云
飛
閣
上
ー
一
三
休
↓

【
龍
撲
】
247

只
ゥ
天
子
の
柩
。
損
は
楕
、
角
材
を
あ
つ
め

て
棺
を
と
り
か
こ
む
も
の
。
〔
海
録
砕
事
、
帝
王
、
山

陵
〕
龍
撲
持
レ
啓
‘
蜃
絡
牌
』
駕
‘
帝
王
葬
也
。

【
龍
子
】
248

匁
ゥ
●
た
つ
。
り
よ
う
。
又
、
た
つ
の
子
。

~ 

〔
古
詩
、
為
―
―
焦
仲
卿
妻
1

作
〕
青
雀
白
鵠
紡
、
四
角
龍
子

幡
゜
〔
史
記
‘
呉
世
家
、
文
身
断
髪
‘
注
〕
集
解
日
、
應
助
日
、

常
在
永
中
「
故
断
―
―
其
髭
ぶ
全
其
身
冨
以
象
,
,
龍
子
五
故

否
見
―
―
傷
害
→
〔
列
仙
博
、
上
‘
琴
高
〕
後
酔
入
.
,
~

水
中
一

取
籠
子
↓
〔
北
史
、
西
城
、
波
知
國
傭
〕
波
知
國
‘
云
云
、
三

池
‘
云
云
‘
小
者
有
↓
1

龍
子
↓
●
名
馬
の
名
。
〔
西
京
雑
記
、

二
〕
（
漢
）
文
帝
自
レ
代
還
有
―
―
良
馬
九
匹
ご
官
天
下
之
駿

馬
也
‘
云
云
‘
一
名
―
―
龍
子
↓
〔
韻
府
引
、
古
築
府
〕
本
言
是

馬
駒
‘
今
定
成
↓
一
龍
子
↓
●
蛹
錫
(
1
0
-
3
3
1
5
7
:
 1
)

の
異

名
。
〔
古
今
注
‘
魚
贔
〕
蠅
誕
‘
一
曰
1

一
守
宮
二
曰
ー
ー
龍
子
一

善
於
―
―
樹
上
「
捕
レ
蝉
食
レ
之
。
●
岱
古
の
賢
人
。
其
の
事

跡
詳
か
な
ら
ず
。
〔
孟
子
、
膝
文
公
上
〕
龍
子
曰
‘
治
レ
地

莫
函
T
於
助
云
莫
レ
不
涵
庁
於
貢
↓
〔
注
〕
龍
子
、
古
賢
人

也
。
〔
焦
循
正
義
〕
列
子
仲
尼
篇
‘
有
1

一
龍
叔
云
ザ
文
摯
―

云
‘
吾
郷
誉
不
ー
ー
以
為
A

榮
‘
國
毀
不
―
―
以
為
＂
辱
、
得
而
不
レ

喜
‘
失
而
弗
レ
憂
‘
視
＂
生
如
レ
死
‘
厩
レ
富
如
レ
貧
‘
厩
レ
人

如
＂
琢
‘
視
レ
吾
如
レ

A
、
慮
ー
吾
之
家
面
竺
逆
旅
之
含
一

墾
吾
之
郷
ぶ
如
1

一
戎
蟹
之
屋
或
其
人
輿
。

〖
龍
子
衣]
2
4
9

バ
ヨ
，
ゥ
・
，
蛇
の
ぬ
け
が
ら
。
龍
子
皮
。
〔
本

草
‘
蛇
蜆
〕
繹
名
、
蛇
皮
‘
蛇
殻
‘
龍
退
‘
龍
子
衣
龍
子
皮
゜

〖
龍
子
猶
〗2

5
0
数
ゥ
・
’
明
、
渇
夢
龍
(
1
2ー4
4
5
7
9:
 2
8
9
)
 

の
琥
。

【
龍
支
】
251

勾
ゥ
縣
名
。
西
魏
、
置
く
。
青
海
省
西
寧
縣

の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
、
西
寧
鎮
〕
龍
支
城
、

鎮
東
南
八
十
里
‘
城
西
有
―
―
龍
支
堆
玉
因
名
、
漢
為
,
,
金
城

郡
允
吾
縣
地
二
後
漢
時
‘
置
,
,
城
於
此
ご
和
帝
使
―
―
曹
鳳

為
1

一
金
城
西
部
都
尉
ご
翌
龍
者
盃
即
此
城
也
、
晉
隆
安
二

年
、
南
涼
禿
髪
烏
孤
撃
1

一
先
酋
梁
餞
於
西
平
五
餞
退
屯
l
-

龍
支
堡
五
烏
孤
攻
抜
＂
之
、
後
魏
時
置
―
北
金
城
縣
面
西
魏

又
改
為
ー
龍
支
縣
五
後
周
属
1

涼
州
盃
隋
因
レ
之
‘
唐
改
属
―

郡
州
五
儀
鳳
三
年
、
都
州
都
督
李
敬
元
奏
敗
1

一
吐
蕃
於
龍

衷
是
也
、
後
液
1

一
於
吐
蕃
ご
翫
為
二
宗
班
城
二
宋
大
中
詳

符
中
‘
吐
蕃
哨
斯
囁
徒
―
―
居
池
川
一
其
相
李
立
遵
居
―
―
宗

罰
請
,
,命
於
宋
｛
宋
命
為
―
―
保
順
軍
節
度
使
⇒
冗
符
二

年
、
王
寵
取
1

一
其
地
ご
旋
復
陥
-
―
於
吐
蕃
ご
崇
寧
三
年
、
王

厚
牧
復
‘
後
際
。

【
龍
姿
】
g

バヨ，ウ

O
天
子
の
姿
。
〔
後
漢
書
‘
朱
祐
・
景
丹

傭
贄
〕
婉
轡
龍
姿
‘
儀
レ
景
同
レ
顧
゜
〔
晉
書
、
劉
現
博
〕
陛

下
龍
姿
日
茂
‘
叡
質
蒲
光
。
●
駿
馬
の
形
容
。
〔
劉
子

輩
、
明
皇
九
馬
圏
詩
〕
丹
青
倫
不
レ
逢
益
翌
文
萬
世
登

13719 



切

識

買

龍

姿

↓

遂

置

之

、

而

翌

是

女

也

。

〔

注

〕

祭

‘

龍

阿

吐

沫

龍

●

【

龍

師
]253

バ
ョ
ウ
伏
犠
氏
の
官
を
い
ふ
。
龍
官
(
1
5
6
)

を
見
之
精
氣
也
。
〔
史
記
、
周
紀
〕
昔
自
―
―
夏
后
氏
之
衰
ふ
3

、

よ
。
〔
左
氏
昭
、
十
七
〕
太
暉
氏
以
龍
紀
‘
故
裕
龍
帥
有
三
一
誹
龍

T
庄
於
夏
帝
塵
云
云
‘
卜
下
請
其
菜
而

8
 
181

而
龍
名
。
〔
漢
書
‘
百
官
公
卿
表
序
〕
以
為
乞
必
義
龍
師
―
祓
九
↑
‘
乃
吉
‘
云
云
‘
龍
亡
而
禁
在
レ
楕
而
去
レ
之
‘
夏
亡

⑭
名
に
目
。
〔
注
〕
應
励
日
、
師
者
長
也
‘
以
レ
龍
紀
―
―
其
官
長
一
博
―
―
此
器
殷
盃
殷
亡
‘
又
偵
,
,
此
器
周
五
竺
三
代
五
杢
敢

【
龍
祠
】2

5
4
バ
ョ
•
ウ0
匈
奴
で
天
軸
を
祭
る
祠
゜
〔
後
漢
書
、
彼
：
之
‘
至

l―
属
王
之
末
五
獲
而
観
レ
之
、
禁
流
二
千
庭
禾
＇
レ

）
南
匈
奴
偶
〕
匈
奴
俗
‘
歳
有
己
二
龍
祠
ぶ
常
以
―
―
正
月
・
五
可
レ
除
‘
属
王
使
―
―
婦
人
裸
而
諫
＞
之
、
禁
化
為
―
―
玄
鼈
冨
以

月
・
九
月
戊
日
ご
予
天
鰊
南
箪
子
既
内
附
‘
兼
祠
―
―
漢
入
,
,
王
後
宮
了
後
宮
之
童
妾
‘
既
胤
而
遭
レ
之
、
既
痒
而

3
 
5
 
2
 
~
壺
因
會

1一
諸
部
こ
竺
國
事
一
走
,
,
馬
及
略
駐
1

為
レ
架
。
卒
‘
無
レ
夫
生
レ
子
、
濯
而
存
レ
之
‘
云
云
‘
是
為
―
―
褒
似
↓

u

〔
後
漢
書
、
南
匈
奴
傭
〕
會
五
月
龍
祠
゜
〔
注
〕
前
書
云
‘
〔
略
賓
王
‘
為
―
―
徐
敬
業
一
討
年
は
穿
檄
〕
龍
漿
帝
后
‘
識
ニ

五
月
大
會
―
―
龍
城
五
祭
,
,
其
先
天
地
鬼
紳
一
●
龍
を
祭
る
夏
庭
之
遠
衰
一

88 4
 

祠
〔
後
漢
書
‘
祭
祀
志
下
〕
一
曰
レ
龍
‘
云
云
‘
祀
阻
壬
辰
【
龍
剛
】
260

岱
ゥ
良
馬
の
四
頭
馬
車
。
〔
湛
方
生
‘
七
歎
〕

侠
祠
レ
之
‘
云
云
‘
就
-
―
其
類
一
也
。
〔
陸
消
‘
雨
中
泊
―
―
趙
策
1
1

龍
肥
ー
以
偕
遊
‘
問
―
―
虞
人
千
中
林
↓
〔
郭
環
‘
遊
仙

屯
有
憾
詩
〕
魚
市
人
姻
横
惨
淡
龍
祠
篇
鼓
闘
黄
昏
↓
詩
〕
登
仙
撫
ー
龍
墨
迅
駕
果
奔
雷
一
》

【
龍
蛯
】
265

バm'
，
は
ん
め
う
の
異
楢
。
斑
監
゜
〔
本
草
‘
斑
【
龍
次
】
261

情
ゥ
星
の
宿
。
歳
星
の
宿
り
。
〔
王
勃
、
南
郊

猛
〕
繹
名
、
斑
猫
‘
盤
監
晶
‘
龍
耗
‘
斑
耗
゜
頌
〕
於
レ
是
闘
一
龍
次
一
幸
1

一
蜆
輯
↓

【
龍
絲
】2
5
6
1
弦
栗
器
の
美
梢
゜
〔
宋
之
問
、
上
陽
宮
【
龍
兒
】

2
6
2
バ3

•ウ
〇
龍
の
子
。
〔
手
鶉
‘
女
冠
子
詞
〕
顛
レ

早
秋
侍
レ
宴
序
〕
霞
漿
玉
醗
、
輿
"
湛
露
―
而
倶
傾
、
鳳
管
乗
―
―
丹
鳳
子
一
學
レ
跨
―
―
小
龍
兒
一
匝
レ
耐
―
―
天
鳳
函
糸
挫
―
―

龍

絲

、

雑

商

馳

而

共

奏

。

腰

肢

↓

〇

駿

馬

を

い

ふ

。

〔

劉

子

輩

、

明

王

九

馬

園

詩

〕

〖
龍
絲
竹
〗2

5
7
悶
？
ち
ご
笹
゜
〔
本
草
‘
竹
〕
集
解
、
時
開
レ
圏
九
駿
立
突
冗
‘
摸
抹
知
是
慎
龍
兒
。

O
南
齊
の

珍
曰
‘
辰
州
龍
絲
竹
‘
細
僅
如
レ
鍼
、
高
不
レ
盈
レ
尺
‘
其
葉
武
帝
の
小
字
。
〔
南
齋
書
、
武
帝
紀
〕
小
講
龍
兒
‘
生
二
於
建

或
細
或
大
。
〔
和
漢
三
才
圏
會
‘
包
木
竹
之
類
‘
篠
〕
兒
康
胄
渓
｛
兵
其
夜
陳
孝
后
・
劉
昭
后
‘
同
夢
枷
匹
嫁
―
―
屋
上
一

篠
、
高
尺
許
‘
葉
最
細
長
八
九
枚
‘
生
―
―
於
頂
上
云
E

二
白
故
字
レ
上
焉
。
⑲
後
魏
、
孟
鸞
(
3
-
6
9
6
0
:
 2
7
8
)

の
字
。

縦
理
如
｛
レ
線
‘
青
白
相
交
‘
甚
可
レ
愛
‘
本
草
所
謂
龍
絲
【
師
守
絃
】
263

バ
ョ
°
珠
玉
の
名
。
一
説
に
‘
龍
蹟
草
で
作
っ

竹
、
指
1

一

此

崎

乎

。

た

敷

物

。

伍

は

髭

゜

〔

爾

雅

‘

繹

器

、

豚

謂

―

―

之

i

竺
祁
膝
行

【
龍
嘴
】
258

バ
ヨ
．
ウ
川
の
名
。
源
は
湖
北
省
利
川
縣
の
西
建
義
疏
〕
其
以
―
―
龍
蹟
草
1

為
レ
席
者
‘
謂
―
―
之
龍
荻
↓
〔
荀
子
、

南
鎮
。
四
川
省
に
入
っ
て
中
清
河
と
い
ひ
‘
烏
江
に
注
正
論
〕
犀
象
以
為
レ
樹
、
現
奸
龍
絃
華
観
以
為
レ
賓
。
〔
注
〕

龍
致
‘
即
今
之
龍
蹟
席
‘
云
云
‘
列
女
博
、
無
堕
女
謂
二
齋

【
龍
禁
】
259

バ
ヨ
，
ゥ
龍
の
口
か
ら
出
た
泡
沫
。
龍
の
精
氣
。
宣
王
一
日
、
漸
憂
五
重
、
黄
金
白
玉
浪
汗
龍
疏
翡
翠
珠

〔
國
語
‘
鄭
語
〕
夏
之
衰
也
‘
褻
人
之
釉
‘
化
為
乞
一
龍
百
5

磯
‘
莫
落
連
飾
‘
拭
民
疲
極
‘
此
二
殆
也
‘
疑
‘
龍
絃
即
龍

同
,,fj-.
王
瞑
而
言
曰
、
余
褒
之
二
君
也
‘
夏
后
卜
1

一
殺
レ
疏
‘
云
云
‘
或
曰
‘
絃
輿
レ
髭
同
。
〔
集
解
〕
郭
慶
藩
日
、
上

之
輿
レ
去
レ
之
卑
合
止
レ
之
‘
莫
レ
吉
、
卜
下
請
―
―
其
祭
1

而
蔵
占
言
以
為
レ
樹
、
下
言
以
為
レ
｛
貫
‘
蓋
謂
T

植
l

一
樹
犀
象
二
皿

之
、
吉
、
乃
布
レ
幣
焉
‘
而
策
―
―
告
之
一
龍
亡
而
禁
在
‘
楕
以
二
珠
玉
云
炉
之
賓
上
也
‘
上
言
土
攻
粁
ぞ
下
言
二
華
観
面
5

而
誠
レ
之
、
傭
郊
レ
之
、
及
―
―
殷
周
云
天
;
土
空
也
‘
及
二
属
龍
弦
非
レ
席
明
英
、
列
女
博
之
龍
疏
‘
亦
列
―
―
於
珠
玉
之

王
之
末
云
殴
而
観
レ
之
‘
禁
流
二
於
庭
二
不
レ
可
レ
除
也
、
王
間
↓
不
レ
得
レ
為
レ
席
‘
龍
疏
或
即
龍
荻
‘
嘗
レ
為
―
―
珠
玉
名
↓

使
―
―
婦
人
不
レ
韓
而
諌
：
之
‘
化
為
1

一
玄
籠
｛
以
入
―
―
子
王
【
龍
輻
]264

バ
，
ヨ
，
ゥ
喪
車
。
〔
播
岳
‘
宴
婦
賦
〕
龍
帽
徽
以
星

庖
府
之
童
妾
未
―
丘
翌
皿
而
遭
レ
之
、
既
拌
而
卒
‘
骨
竺
宣
駕
分
‘
飛
腕
翻
以
啓
レ
路
。
〔
注
〕
善
日
‘
説
文
曰
‘
輻
‘
喪

工
而
生
、
不
レ
夫
而
育
‘
故
濯
而
棄
レ
之
、
為
―
―
弧
服
―
車
也
。
〔
李
緊
‘
李
泌
博
〕
秦
以
"
龍
輻
不
：
動
。

者
、
方
数
在
レ
路
‘
夫
婦
哀
―
―
其
夜
琥
一
也
‘
而
取
レ
之
以
【
龍
州
】
265

数
ゥ
〇
州
名
。
④
西
魏
‘
置
く
。
四
川
省
平

逸
‘
逃
1

一
於
褒
玉
褻
人
褻
拘
有
レ
獄
‘
而
以
為
レ
大
,,fj-.
王
王
一
武
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
四
川
〕
龍
安
府
‘
萬

龍

部

龍

貢
梁
州
之
境
‘
周
秦
時
氏
先
地
、
漢
陽
―
―
廣
漢
郡
ご
二
國

漢
属
示
＇
陰
郡
五
百
以
後
因
レ
之
、
梁
普
通
開
‘
没
―
―
於
氏
「

西
魏
得
レ
之
‘
置
江
油
郡
「
兼
置
二
龍
州
一
＠
唐
‘
置
く
。

安
南
の
北
部
。
ハ
唐
‘
置
く
。
廣
西
省
柳
城
縣
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘
柳
州
府
〕
柳
城
縣
、
漢
澤
中
縣
地
、

梁
置
龍
城
縣
玉
守
始
安
郡
五
楕
開
皇
中
‘
屡
―
―
責
州
面
唐

武
徳
四
年
、
置
一
龍
州
於
此
｛
貞
観
七
年
、
州
瞭
‘
縣
属
―

柳
州
ギ
木
因
レ
之
‘
景
徳
三
年
‘
改
曰
1

一
柳
城
縣
「
咸
淳
初
‘

徒
―
ー
州
治
此
一
元
因
レ
之
。
c
唐
‘
置
く
。
廣
西
省
龍
州

縣
の
東
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
〕
龍
州
、
漢
交
趾

郡
地
、
後
為
二
硲
廟
地
面
唐
置
1

龍
州
↓
属
ー
安
南
都
護
府
一

宋
改
隷
―
―
邑
州
太
平
棄
「
元
大
徳
中
、
升
レ
州
為
―
―
萬
戸

底
明
初
復
為
↓
1

龍
州
五
守
太
平
府
五
洪
武
九
年
、
直
―
―
隷

布
政
司
↓
R
西
夏
‘
置
く
。
快
西
省
楡
林
縣
の
西
南
。

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
楡
林
鎮
〕
龍
州
城
、
在
-
1

鎮
西

南
二
百
五
十
里
一
或
以
為
即
西
夏
所
レ
置
龍
州
也
、
元

巖
今
為
辰
守
要
地
蕊
）
遼
‘
置
く
。
涌
洲
吉
林
省
農
安

縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
遼
東
都
指
揮
使
司
、
鐵
嶺

衛
〕
蹄
仁
城
‘
在
1

一
故
咸
平
東
境
↓
遼
志
、
通
州
安
遠
軍
‘

本
扶
餘
図
王
城
、
渤
海
琥
―
―
扶
餘
城
る
遼
初
故
置
―
―
龍
州
一

尋
曰
,
,
通
州
一
領
―
―
通
遠
・
安
遠
・
饒
仁
•
漁
谷
四
縣
:
•

縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
廣
西
省
崇
善
縣
の
西
。
消
の
光
緒

+
―
―
一
年
、
通
商
場
と
す
。
佛
國
の
設
け
た
鐵
道
、
安
南
よ

り
此
慮
に
逹
す
。

O
堡
の
名
。
快
西
省
靖
邊
縣
の
東
北
。

明
の
成
化
五
年
‘
巡
撫
王
鋭
‘
建
つ
。

〖
龍
州
闘
〗2

6
6
ハ
努
’
ヴ
税
闘
の
名
。
清
‘
置
く
。
廣
西

一
帯
の
管
理
に
蹄
す
。
〔
清
會
典
‘
穂
理
各
國
事
務
術

門
〕
龍
州
闊
‘
飩
―
―
廣
西
太
平
思
順
道
管
理
一

〖
龍
州
鐵
路
〗
匈
闘5
,
•
ウ
廣
西
省
龍
州
よ
り
鎮
南
間

に
至
る
鐵
道
。

【
龍
舟
】
2689
匁

O
大
船
を
い
ふ
。
〔
淮
南
子
、
脩
務
訓
〕

純
鈎
魚
腸
之
始
下
レ
型
‘
撃
HlJ
不
レ
能
レ
断
‘
刺
則
不
レ
能
レ

入
、
及
下
加
l

一
之
砥
蠣
こ

9
其
鋒
割
ぃ
則
水
断
1

一
龍
舟
ご
陸

印
犀
甲

-
0龍
を
書
い
た
舟
。
〔
班
固
‘
西
都
賦
〕
乗
l
-

棧
紐
登
龍
舟
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
龍
舟
‘
書
ご
龍
於
舟
言
張

衡
‘
思
玄
賦
〕
擢
1

一
龍
舟
ー
以
清
レ
予
。
参
天
子
の
船
。
御
座

船
〔
穆
天
子
傭
五
、
古
文
〕
癸
亥
、
天
子
乗
―
―
鳥
舟
龍
舟
一

卒
淫
午
、
大
沼
-
〔
庄
〕
舟
皆
以
1一
龍
鳥
〖
戸
形
制
→
〔
陸
機
、

演
連
珠
〕
衝
波
安
流
‘
則
龍
舟
不
レ
能
―
―
以
漂
一
〔
注
〕
善
日
、

淮
南
子
曰
‘
龍
舟
鵠
首
‘
天
子
之
乗
。
〔
隋
書
、
楊
帝
紀
上
〕

四_
 

御
龍
舟
函
＇
ニ

iI
都
芦
羅
鄭
‘
柳
架
詩
〕
就
中
堪
恨
隋
堤

20

上
‘
曾
裏
龍
舟
―
舞
二
鳳
凰
『
R
端
午
節
に
競
漕
す
る

37

舟
゜
龍
の
形
を
飾
り
と
し
た
も
の
。
〔
酌
中
志
〕
聖
駕
幸
Ji

1
 

西
苑
涵
〖
―
―
龍
舟
、
刻
船
一

〖
龍
舟
鳳
帽
〗2

6
9
閥
勺5
ゥ
美
し
い
舟
。
帽
は
小
飼
゜
〔
隋

書
‘
楊
帝
紀
上
〕
這
黄
門
侍
郎
王
弘
上
儀
同
於
士
墜

往
江
南
丘
ば
木
、
造
―
―
龍
舟
鳳
絹
黄
龍
赤
艦
棲
船
等
藪

拭
艘
―
)

【
龍
袖
】
2
7
0
9
唸
龍
の
棲
む
と
い
ふ
巖
穴
。
〔
西
京
雑
記
、

二
〕
梁
孝
王
好
下
螢
,
,
{
呂
室
苑
固
一
之
架
松

g
曜
華
之
宮
「

築
免
阿
園
中
有
石
震
山
↓
山
有
膚
寸
石
落
猿
巖
棲

龍
袖
↓
〔
唐
玄
宗
、
同
二
玉
慎
公
主
五
空
大
好
山
池
一
詩
〕

鵞
池
臨
九
逹
盃
暉
袖
射
―
―
層
城
↓
〔
李
嬌
‘
劉
侍
讀
見
レ

和
「
山
邸
十
嵐
重
申
―
―
此
贈
詩
〕
射
レ
巖
龍
袖
出
‘
分
レ

堅
雁
池
深
。

【
龍
洲
】
271

吐

O
洲
の
名
。
〔
水
経
‘
江
水
注
〕
（
江
陵
縣
）

下
有
龍
洲
洲
東
有
―
―
寵
洲
三
洲
之
間
‘
世
鶉
多
魚
―

央
。
●
字
琥
°
④
宋
、
劉
過
(
2
ー

2
2
2
4
:
 2
0
3
)

の
琥
。

◎
伊
藤
道
基
の
琥
。
伊
藤
龍
洲
(
1
ー

4
3
2
:
 2
2
1
)

を
見

よ。
(
3
岡
白
駒
の
琥
。
岡
白
駒
(
4ー

7
9
6
2
:
 3
8
)

を
見
よ
。

〖
龍
洲
詞
〗2
7
2
9
ョ
ウ
ン
’
’
書
名
。
一
巻
。
宋
‘
劉
過
撰
゜
〔
四

庫
提
要
‘
集
‘
詞
曲
類
〕
。

〖
龍
洲
集
〗2

7
3
数
？
ゥ
書
名
。
十
四
巻
。
附
録
二
巻
。

宋
‘
劉
過
撰
゜
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。

【
龍
修
】
274

拉
ゥ
草
の
名
。
一
名
‘
龍
須
草
。
莞
に
似
‘
膀

と
な
る
。
〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
葛
山
‘
又
東
‘
云
云
、
日
盃
只

超
之
山
ご
云
云
‘
其
中
多
―
―
龍
修
↓
〔
注
〕
龍
修
‘
龍
須
也
、

似
レ
莞
而
細
、
生
―
―
山
石
穴
中
五
竿
倒
垂
‘
可
1

一
以
為
＞
席
。

〔
祁
誌
行
箋
疏
〕
龍
修
‘
龍
須
臀
韓
耳
‘
逃
異
記
云
‘
周
穆

王
東
海
島
中
養
―
―
八
駿
心
g

、
有
レ
草
名
―
一
龍
協
面
龍
銘
亦
龍

須
也
、
須
・
棉
臀
相
近
。
〔
本
草
、
石
龍
棉
〕
秤
名
‘
龍
蹟
‘

龍
修
‘
龍
華
‘
龍
珠
゜
〔
廣
志
〕
龍
修
‘
一
名
、
西
王
母
栢
゜

【
龍
漱
】
275

分
〇
た
き
。
瀑
布
。
〔
正
字
通
〕
漱
‘
縣
瀑
水

旦
龍
巫
〔
隋
書
‘
幡
儀
志
一
〕
龍
漱
出
―
―
於
荊
谷
↓
〔
悽

鎗
‘
大
龍
漱
詩
〕
北
上
太
行
東
萬
穴
‘
雁
蕩
山
中
最
奇
絶
、

龍
漱
一
派
天
下
無
‘
萬
衆
賛
揚
同
二
舌
一
〔
天
台
志
〕
雁

蕩
山
有
盃
熊
翌
〔
明
一
統
志
〕
江
西
豊
城
縣
有
二
龍
漱
涵
i

傭
中
有
―
―
蟄
龍
一
雖
レ
墨
旱
潔
ぶ
小
無
＝
増
減
一
有
レ
石
深

嘉
可
―
―
以
琢
p

硯。

O
池
の
名
。
④
江
西
省
幣
城
縣
゜
◎

浙
江
省
築
清
縣
の
雁
蕩
山
。



(48818・ ・276) (48818・ ・295) 

龍

部

龍

〖
龍
漱
茶]
2
7
6

砂
？x
ゥ
名
茶
の
名
。
厖
山
五
珍
の
一
。

〔
芳
大
興
‘
甑
江
逸
志
〕
雁
山
五
珍
‘
謂
―
―
龍
漱
茶
‘
観
昔

竹
、
金
星
草
、
山
築
官
、
香
魚
一
也
、
茶
即
明
茶
‘
紫
色
而

香
者
名
l

―
玄
茶
ぶ
其
味
皆
似
1
1

天
池
―
而
梢
薄
゜

[
龍
漱
山
人
〗
翌
岱
劣
清
、
李
天
植
(
6ー
1
4
4
5
9:
1

 

7
9
8
)

の

0
の
蒻
゜

【
龍
益
】
278

乃
贔
の
名
。
げ
ん
ご
ら
う
む
し
。

【
龍
質
】
279

乃
よ
い
素
質
。
又
、
よ
い
生
れ
。
〔
李
百

槃
‘
洞
篇
賦
〕
戴
一
成
枝
之
龍
質
五
擬
―
―
衡
花
之
鳳
鳴
↓

【
龍
集
】
280

数
ゥ
龍
は
星
の
名
、
木
星
即
ち
太
歳
を
い

ふ
。
集
は
や
ど
り
。
此
の
星
は
一
年
に
天
空
を
一
次
だ

け
移
る
か
ら
、
一
年
を
龍
集
と
い
ひ
‘
紀
年
の
語
に
用

ひ
る
。
龍
集
乙
卯
と
は
歳
次
乙
卯
の
意
。
〔
何
承
天
、
天

賛
〕
軒
輯
改
レ
物
、
以
鯉
士

r公
容
成
造
』
暦
、
大
撓
創
レ

辰
‘
龍
集
有
沃
、
星
紀
乃
分
。
〔
癸
辛
雑
識
後
集
‘
龍
有
"

三
名
〕
龍
之
名
有
レ
―
二
‘
龍
見
而
零
‘
此
謂
-
1

東
方
七
宿
一

岱
蒼
龍
エ
蛇
乗
レ
龍
‘
此
謂
二
歳
星
工
木
精
木
為
―
―
蒼
龍
一

故
歳
星
亦
以
レ
龍
名
、
並
見
―
―
左
博
ご
入
淮
南
子
、
青
龍

為
1

一
天
之
貴
神
面
主
人
歳
異
名
、
王
非
銅
櫂
銘
‘
歳
在
1

一大

梁
盃
龍
集
戊
辰
者
、
以
レ
歳
為
1

一
歳
星
云
龍
為
1

一
太
歳
一
也
、

魏
文
昌
殿
鍾
簑
銘
、
歳
在
l

―
丙
申
ご
龍
次
ュ
＾
火
；
是
則

以
レ
歳
為
1

一
太
歳
盃
龍
為
1

一
歳
星
涵
義
得
,
1

雨
通
↓

【
龍
車
】
281

設
ゥ
●
天
子
の
御
車
。
龍
駕
゜
〔
張
藉
‘
荘

陵
挽
歌
〕
瞭
日
龍
車
動
、
秋
風
閻
閻
開
。
〔
金
史
‘
輿
服

志
上
〕
龍
車
一
、
高
二
丈
‘
廣
一
丈
一
尺
、
長
二
丈
六
尺
°

●
紳
仙
の
乗
る
車
。
〔
任
希
古
｀
七
夕
詩
〕
鵡
橋
波
裏

出
、
龍
車
寄
外
飛
゜
〔
杜
甫
‘
送
m
孔
巣
父
謝
レ
病
欝
1

一遊

江
東
三
否
き
李
白
―
詩
〕
蓬
莱
織
女
回
↓
ー
龍
車
玉
指
"
貼
虚

舞
引
―
―
蹄
路
↓
〔
羅
隠
‘
淮
南
高
絣
所
レ
造
迎
仙
棲
詩
〕

鸞
音
鶴
信
杏
難
レ
週
、
鳳
駕
龍
車
早
晩
来
。

【
龍
爵
】
282

衿

香

の

名

。

龍

涎

香
(
3
8
8
)

と
爵
香
（
1
2

|
 4
7
6
8
2
 :
 3
)

。
〔
清
異
録
、
武
器
、
風
龍
箭
〕
賓
暦
中
、

帝
造
―
―
紙
箭
竹
皮
弓
ご
市
間
密
貯
"
龍
爵
末
香
芦
母
宮
蹟

露
緊
‘
—
帝
射
射
レ
之
、
中
者
濃
香
隅
レ
糧
了
無
＿
耀
涵
失
宮

中
名
1

一
風
流
箭
↓
〔
張
昭
、
郊
廟
歌
辟
〕
飢
凰
龍
爵
交
―
―
青

瑣
正
勢
髯
錫
豊
下
↓
―
蕊
珠
↓

【
龍
林
】
283
バ祝

5

0
天
子
の
用
ひ
る
林
。
〔
唐
書
、
百
官

志
三
〕
馬
射
設
樫
鼓
金
鉦
施
―
―
龍
林
↓
〔
花
蕊
夫
人
、

宮
詞
〕
浮
梵
玉
階
横
1

一
水
岸
↓
御
墟
香
氣
撲
l
1

龍
林
↓
●

龍
の
飾
が
あ
る
林
。
〔
雲
仙
雑
記
、
十
、
龍
林
〕
韓
志
和

有
―
―
道
術
二
憲
宗
時
、
猷
二
龍
胚
坐
則
鱗
鼠
爪
甲
皆

動
。
●
龍
林
灘
に
同
じ
。

〖
龍
林
灘
〗2

8
4
”
パ
ゥ
・
埓
ウ
灘
の
名
。
四
川
省
南
川
縣
の

北
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
縣
有
―
―
朱
婆
渡
i

灘
面
廣
百
歩
、
奥
ー
龍

肱
相
近
、
古
諺
云
、
龍
林
如
L

拭
、
清
レ
舟
必
吉
‘
龍
林
初

彿
、
清
レ
舟
必
液
゜

【
龍
章
】
蕊
砂
誘

O
龍
の
模
様
。
龍
の
か
た
ち
。
〔
栂
‘
郊

特
牲
〕
旅
十
有
二
旋
、
龍
章
而
設
1

一
日
月
霜
以
象
と
天
也
。

〔
南
史
‘
宋
武
帯
紀
〕
嘗
遊
―
―
京
口
竹
林
寺
U

獨
臥
―
―
講
堂

前
i

上
有
豆
色
龍
章
↓
〔
飽
照
、
従
―
―
庚
中
郎
1

遊
1
1

園
山

石
室
玉
詩
〕
怪
石
似
―
―
龍
章
云
瑕
璧
麗
1

一
錦
質
↓
●
龍
を
ゑ

が
い
た
旗
゜
〔
管
子
、
兵
法
〕
九
章
‘
云
云
、
三
曰
、
攀
1

一龍

章
則
行
レ
水
、
四
日
、
攀
―
―
虎
章
1

則
行
L

林
。
●
龍
を
書
一

い
た
服
。
衰
龍
の
服
。
天
子
の
服
。
〔
證
、
明
堂
位
〕
有

虞
氏
服
戟
‘
夏
后
氏
山
、
殷
火
、
周
龍
章
。
〔
後
漢
書
、
那
馬

偲
論
〕
楓
1

龍
章
於
終
朝
涵
竺
侯
服
ー
以
卒
レ
歳
。
〔
注
〕
龍

章
‘
哀
龍
之
服
也
。
〔
晉
書
、
文
苑
‘
趙
至
博
〕
表
―
―
龍
章
於

裸
壌
玉
奏
詔
武
於
聾
俗
↓
〔
韓
但
‘
六
月
十
七

H
召
射
自
レ

辰
及
レ
申
方
蹄
1

一
本
院
―
詩
〕
清
署
簾
開
散
1

一
異
香
面
恩
深
胞

尺
酎
ー
龍
章
↓
〇
す
ぐ
れ
た
容
姿
。
龍
章
鳳
姿
を
見
よ
。

0
宋
、
京
兆
の
人
。
字
は
公
絢
。
性
厚
静
、
古
を
好
む
。
大

中
詳
符
中
‘
詔
に
よ
り
圏
蓋
院
に
入
る
。
綸
を
善
く
し
、

佛
道
・
冤
服
に
巧
。
尤
も
装
染
に
長
ず
。
〔
宋
史
翼
、
五
〕
。

〖
龍
章
鳳
策]
2
8
6

咄
袴
花
ャ
，
ウ
〇
帝
王
の
書
法
を
頌
す
る

語
。
〔
賓
息
‘
遮
書
賦
〕
龍
章
鳳
策
‘
寵
11

錫
儒
門
↓
〇
龍
や

鳳
の
や
う
な
形
を
し
た
讀
む
こ
と
の
出
来
な
い
古
文

字
を
い
ふ
。
〔
水
滸
偉
‘
一
回
〕
照
―
―
那
碑
碍
上
一
時
、
前
面

都
是
龍
章
鳳
豪
‘
天
書
符
蘇
゜

〖
龍
章
鳳
姿
〗2
8
7
"
”5．
屯
ウ
風
采
の
優
れ
て
立
派
な
こ

と
。
〔
晉
書
、
密
康
傭
〕
岱
康
‘
字
叔
夜
、
身
長
七
尺
八

寸
、
美
―
―
詞
氣
土
有
-
1

風
儀
盃
皿
土
二
木
形
骸
二
小
―
―
自
藻
飾
一

人
以
為
-
1

龍
章
鳳
姿
、
天
質
自
然
↓
〔
唐
書
、
李
揆
億
〕
苗

晉
卿
散
薦
―
―
元
載
盃
揆
軽
-
l

載
地
寒
云
庄
晉
卿
一
日
‘
龍
章

鳳
姿
‘
士
不
レ
見
レ
用
、
豊
頭
鼠
目
、
子
乃
求
レ
官
耶
゜
〔
故

事
成
語
考
、
身
罷
〕
龍
章
鳳
姿
、
廟
廊
之
彦
。

【
龍
翔
】
288

砧
誘
●
龍
が
飛
び
か
け
る
。
〔
播
尼
‘
贈
11

侍

御
史
王
元
尻
詩
〕
護
屈
固
小
往
‘
龍
翔
廼
大
来
。
〔
杜

甫
、
観
久
ム
孫
大
娘
弟
子
舞
―
-jlJ
器
一
行
〕
燿
如
下
奔
射
1

一九

旦

落
5

矯
如
箪
帝
攀
龍
璽
〔
廣
川
書
跛
〕
昔
内
府

出
1

一
周
箸
急
文
采
繁
褥
‘
雙
躍
龍
翔
、
薫
回
雲
転
、
有
―
―

旋
動
之
勢
↓
●
龍
の
や
う
に
飛
ぴ
か
け
る
。
櫓
の
形

容
。
〔
陸
機
‘
七
徽
〕
磨
1

浮
柱
―
而
糾
立
、
施
―
―
飛
櫓
ー
以
龍

翔。

O
池
の
名
。
〔
書
兎
〕
徽
宗
這
1

中
使
百
竺
龍
翔
池

瀧
瀬
圏
面
h
示
露
臣
↓

H
暉
城
】
289

数

O
O
O匈
奴
の
諸
長
が
會
合
し
て
天
を
祭

る
慮
を
い
ふ
。
籠
城
。
〔
史
記
、
匈
奴
偉
〕
歳
正
月
、
諸

長
小
會
→
—
畢
子
庭
―
祠
、
五
月
、
大
會
―
―
寵
城
云
空
其
先
天

地
鬼
紳
↓
〔
注
〕
索
隠
日
、
漢
書
作
二
龍
城
工
亦
龍
字
‘
雀

浩
云
、
西
方
胡
皆
事
―
―
龍
紳
な
四
名
二
大
會
虞
―
為
―
―
龍
城
↓

〔
漢
書
、
李
陵
博
〕
引
レ
兵
東
南
‘
循
―
―
故
龍
城
道
ご
行
四
五

日
、
抵
1

一
大
澤
頑
葦
中
↓
●
匈
奴
の
地
。
ひ
ろ
く
朔
北

の
地
を
指
し
て
い
ふ
。
〔
酪
賓
王
、
秋
雲
詩
〕
蓋
陰
連
II

鳳
闘
云
陣
影
翼1龍
城
→
〔
虞
照
鄭
、
戦
城
南
〕
茄
喧
臨
~

門
北
云
陣
翼
ー
龍
城
南
↓
〔
王
昌
齢
、
出
塞
詩
〕
但
使
II

龍

城
飛
牌
在
一
不
レ
教
A

胡
馬
度
,
,
陰
山
↓
〔
張
籍
‘
妾
薄
命

詞
〕
君
愛
,
,
龍
城
征
戦
功
玉
妾
願
,
,
青
棲
歌
築
同
↓
●
城

の
名
。
④
河
北
省
長
垣
縣
の
南
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
龍
城
、

昔
夏
臣
龍
逢
所
レ
居
‘
因
名
。
＠
察
吟
爾
左
翼
旗
界
附
近

に
在
り
と
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
武
帝
紀
〕
衛
青
H
ぎ
龍
城
五
空

首
虜
七
百
級
↓
C
)漢
北
‘
塔
米
爾
河
の
境
。
〔
漢
書
、
匈
奴

博
上
〕
五
月
、
大
會
1

一
龍
城
尽
マ
河
南
省
郊
縣
の
東
南
。
〔
水

経
‘
汝
水
注
〕
魏
青
龍
元
年
、
有
レ
龍
見
1

一
子
郊
之
摩
陵
「

明
帝
幸
品
成
観
レ
龍
、
子
レ
是
改
1

一
摩
跛
1

日
1

一
龍
陵
石
其
城

旦
龍
城
ぷ
3
●
の
④
を
見
よ
。
●
郡
名
。
唐
‘
置
く
。
廣

西
省
馬
平
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
西
〕
柳
州
府
、
古
百

越
地
‘
秦
為
―
―
桂
林
郡
地
一
漢
麗
―
―
鬱
林
郡
な
仮
漢
因
：
之
、

云
云
、
隋
開
皇
十
二
年
、
置
―
―
象
州
T

大
業
初
‘
州
巖
‘
俯

属
1

始
安
郡
面
武
徳
四
年
、
置
昆
州
盃
尋
旦
南
昆
州
一

貞
観
八
年
‘
改
日
1

一
柳
州
玉
天
賓
初
‘
日
―
―
龍
城
郡
↓
●
縣

名
。
④
前
燕
‘
置
く
。
一
名
‘
和
龍
。
熱
河
省
朝
陽
縣
の
西

南
。
前
燕
・
後
燕
・
北
燕
‘
此
慮
に
都
す
。
漢
の
柳
城
縣

の
地
。
蒙
古
名
は
古
爾
板
蘇
巴
爾
漢
城
。
〔
十
六
國
春

秋
〕
慕
容
銃
以
二
柳
城
之
北
‘
龍
山
之
南
‘
縣
徳
之
地
也
一

使
n一
陽
裕
築
ー
ー
龍
城
£
g
宮
廟
盃
改
ー
一
柳
城
〖
竺
龍
城
縣
一

九
年
遷
t

一
都
龍
城
一
十
二
年
、
琥
-
1

新
宮
一
日
t

ー
和
龍
城
↓

〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
、
大
寧
螢
〕

柳
城
畷
縣
、
即
螢
州
治
也
、
云
云
、
晉
咸
康
中
‘
慕
容
氏

改
薔
龍
城
縣
↓
＠
梁
、
置
く
。
廣
西
省
柳
城
縣
の
西

南
。
龍
江
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘
柳
州
府
〕
柳

城
縣
、
漢
渾
中
縣
地
、
梁
置
1

一
龍
城
縣
-
躙
1

一
始
安
郡
盃
隋

―
―
二
五

開
皇
中
‘
属
1

責
州
ご
唐
武
徳
四
年
、
置
-
l

龍
州
於
此
ぶ
[

観
七
年
、
州
畷
‘
縣
麗
―
―
柳
州
二
宋
因
と
之
‘
景
徳
三
年
‘

改
曰
t

―
柳
城
縣

H
成
淳
初
‘
徒
ー
ー
州
治
此
苓
缶
炉
之
。
◎
後

魏
‘
置
く
。
河
北
省
徐
水
縣
の
西
。
c
後
魏
‘
置
く
。
遼
寧

省
藷
錦
州
府
の
境
。
R
後
魏
‘
置
く
。
甘
扁
省
眠
縣
の
東

北
。
〔
水
経
‘
河
水
注
〕
洸
水
‘
云
云
、
北
逼
二
龍
桑
城
西
盃
而

西
北
流
、
馬
防
以
1

一
建
初
二
年
盃
笠
安
故
五
硲
正
出
1

一龍

桑
ぶ
E-g
通
藷
路
者
也
‘
俗
名
―
―
龍
城
蕊
滋
後
魏
‘
置
く
。
江

蘇
省
蓋
縣
の
東
。
〔
水
経
‘
獲
水
注
〕
獲
水
又
東
歴
―
―
龍
城
一

不
レ
知
油
器
竺
創
築
一
也
。

e涵
f

、
置
く
。
江
西
省
彰
澤
縣

の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
九
江
府
〕
彰
澤
縣
‘
漢
豫

章
郡
彰
澤
縣
地
、
晉
永
嘉
以
後
、
罵
↓
―
滑
陽
郡
盃
梁
屡
―
―
太

原
郡
＃
陳
為
↓
ー
龍
城
縣
面
出
麗
1

一
潜
陽
郡
盃
隋
麗
1
1

江
州
一
唐

初
麗
11

浩
州
i

尋
還
麗
―
―
江
州
i

宋
因
レ
之
‘
縣
鉦
か
城
。
R

唐
初
‘
置
く
。
廣
西
省
本
漢
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
廣
西
‘
梧
州
府
〕
本

ii縣
、
漢
猛
陵
縣
地
‘
隋
永
業

縣
地
、
唐
武
徳
五
年
、
置
―
―
龍
城
縣
盃
竺
南
義
州
治
↓

〖
龍
城
録
〗
函
。
”
埒
ゥ
書
名
。
一
巻
。
唐
‘
柳
宗
元
撰
。

龍
城
は
柳
州
。
後
人
依
託
の
書
と
も
い
ひ
‘
或
は
王
蛭

の
作
と
も
い
ふ
。
〔
文
献
通
考
、
経
籍
考
、
子
、
小
説
家
〕

龍
城
録
一
巻
‘
陳
氏
曰
‘
稽
11

柳
宗
元
撰
一
龍
池
謂
-
l

柳

州
也
、
羅
浮
梅
花
夢
事
出
―
―
其
中
二
唐
志
無
1
1

此
書
ニ
蓋

依
托
也
‘
或
云
‘
王
姪
性
之
作
。

〖
龍
城
札
記]
2
9
1

砂
”
埒
ゥ
書
名
。
四
巻
。
清
、
虞
文
招

撰
°
凡
そ
百
四
十
九
條
。
文
招
は
鍾
山
の
講
席
を
司
つ

て
鍾
山
札
記
を
著
は
し
‘
又
龍
城
に
教
を
掌
つ
て
此
の

書
を
著
は
す
。
鍾
山
札
記
(
1
1
-
4
0
6
7
2
:
 5
1
)
を
見
ょ
゜

清
史
稿
藝
文
志
に
著
録
さ
る
。

【
龍
常
】
泣
牧
5

龍
を
萱
い
た
旗
゜
〔
謝
荘
‘
蒸
齋
應
詔

詩
〕
舞
風~
1
1龍
常
五
輪
霞
浮1
1玉
靭
→

〖
龍
常
草
寄
芯
ウ9,
Fウ
草
の
名
。
か
ん
す
す
き
。
た
つ

の
ひ
げ
。
〔
本
草
‘
龍
常
草
〕
繹
名
、
粽
心
草
。

【
龍
襄
】
294

蛉
龍
の
や
う
に
の
ぽ
る
。
勢
の
盛
な
形

容
。
〔
漢
書
‘
叙
偉
下
〕
雲
起
龍
襄
‘
化
為
―
―
侯
王
i

割
11

有

齊
楚
盃
跨
t

ー
制
淮
梁
↓
〔
注
〕
師
古
日
‘
襄
‘
攀
也
。

【
龍
譲
】
函
九
誘
●
龍
の
や
う
に
躍
り
の
ぽ
る
。
勢
の
盛
な

形
容
。
龍
襄
に
同
じ
。
〔
後
漢
書
、
呉
蓋
博
賛
〕
呉
公
鷲
彊
、

賓
為
-
―
龍
襲
一
〔
注
〕
襲
‘
攀
也
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
六
軍
桔

服
‘
四
麒
龍
鶉
゜
〔
劉
峻
‘
廣
絶
交
論
〕
龍
襲
護
屈
‘
従
レ
道

汗
隆
。
●
将
軍
の
名
琥
。
晉
‘
置
く
。
強
く
壮
ん
な
こ
と

13721 
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恰
も
龍
の
天
に
昇
る
が
如
ぎ
の
義
に
と
る
。
〔
晉
書
‘
五

行
志
中
〕
武
帝
聞
レ
之
、
加
ー
ー
王
濱
龍
騒
将
軍
言
唐
玄
宗
‘

翌
王
濱
墓
詩
〕
呉
國
分
元
＇
斗
↓
晉
室
命
龍
患
鬱
龍

騒
将
軍
の
こ
と
。
即
ち
晉
の
王
溶
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘
司
馬

将
軍
歌
〕
我
見
1

一
棲
船
五
庄
ふ
首
只
頗
似
孟
哩
環
下
二
三
蜀
↓

〔
杜
牧
‘
題
,
,
横
江
館
1

詩
〕
孫
家
兄
弟
晉
龍
襲
‘
馳
騎
功
名

業
希
王
↓
轡
書
法
の
勢
の
盛
な
形
容
。
〔
書
断
〕
張
芝
尤

善
1

一
章
草
書
盆
3

二
諸
杜
度
ぶ
匡
暖
云
‘
龍
蒻
豹
嬰
‘
青
出
ニ

f
藍一

〖
龍
譲
赤
〗2

9
6
砕

'
O
.／
ヤ
，
ゥ
南
朝
齊
の
高
帝
の
乗
馬
。
〔
海

録
砕
事
、
鳥
獣
、
馬
櫨
〕
龍
騒
赤
‘
齊
高
帝
琥
二
所
レ
乗
赤

者
盃
竺
龍
馳
赤
↓

〖
龍
騒
虎
視
〗2

9
7
賛
？
§
-
世
に
雄
視
し
志
氣
の
古
回

遠
な
さ
ま
。
〔
蜀
志
、
諸
葛
亮
博
〕
亮
之
素
志
‘
進
欲
孟
暉

騒
虎
視
‘
庖
括
四
海
↓

〖
龍
馳
虎
歩
〗2

9
8
は
ゥ
え
ヤ
，
ウ
龍
が
か
け
り
虎
が
あ
ゆ

む
。
威
武
の
堂
々
た
る
形
容
。
〔
後
漢
書
、
何
進
博
〕
今
将

軍
綿
一
皇
威
面
空
兵
要
盃
龍
鶉
虎
歩
、
高
下
在
レ
心
。
〔
魏

志
、
王
簗
傭
〕
今
将
軍
雙
皇
威
ぶ
空
兵
翌
龍
譲
虎
歩
‘

高
下
在
只
心
。

〖
龍
騒
麟
振
〗2
9
9
"
岱
グF
ゥ
龍
の
の
ぽ
る
や
う
な
盛
な

勢
が
あ
り
、
ま
た
麟
の
徳
あ
る
や
う
に
信
厚
な
こ
と
。

将
軍
な
ど
の
恩
威
兼
ね
備
る
こ
と
。
〔
詩
‘
周
南
‘
麟
之

趾
〕
麟
之
趾
‘
振
振
公
子
、
干
嵯
麟
分
。
〔
博
〕
麟
‘
信
而

應
レ
證
、
以
レ
足
至
者
也
‘
振
据
‘
信
厚
也
。
〔
晉
書
‘
段
灼

博
〕
灼
上
疏
追
理
レ
サ
父
曰
‘
云
云
‘
文
受
久
叩
忘
レ
身
‘
龍

鶉
麟
掠
‘
前
無
―
―
堅
敵
↓

【
龍
勺
】
300

投
”
古
の
證
器
。
酒
漿
を
く
む
も
の
。
柄

[
ニ
ニ
〗

二/龍ニ。。こ闘
2

べ。●0

0

」
" 
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龍

部

龍

友
〕
郎
誅
射
策
第
一
、
再
二
拝
其
筆
一
日
‘
龍
蹟
友
使
"
我

至
品
此
゜

〖
龍
駿
菜
〗3
1
0
t
a

ウ
ン
，
ュ
海
藻
の
一
。
か
た
の
り
。
し
ら

も
。
ざ
ふ
な
。
〔
本
草
‘
龍
蹟
菜
〕
集
解
、
時
珍
曰
‘
龍
駿

菜
生
―
―
東
南
海
邊
石
上
一
叢
生
無
二
枝
葉
一
状
如
1

一
柳
根

蹟
↓
長
者
尺
餘
‘
白
色
‘
以
レ
陥
浸
食
均
之
‘
和
レ
肉
蒸
食
亦

佳
、
博
物
志
一
種
石
髪
‘
似
レ
指
,
,
此
物
盃
竺
石
衣
之
石

髪
同
名
也
。

〖
龍
蹟
草
〗3

1
1
砕
ゥ
ノ
ユ
草
の
名
。
た
つ
の
ひ
げ
。
〔
古
今

注
‘
問
答
繹
義
〕
孫
興
公
問
日
、
世
梢
、
黄
帝
‘
云
云
‘
乃

得
レ
仙
、
乗
レ
龍
上
レ
天
‘
墾
臣
援
部
澁
央
駿
堕
而
生
レ
草

旦
龍
鼠
有
レ
之
乎
‘
答
曰
‘
無
也
、
有
龍
蹟
草
i

―
名

編
雲
草
‘
故
世
人
為
―
―
之
妄
傭
↓

〖
龍
駿
席
〗3
1
2
5
豆
？
ュ
龍
蹟
草
で
編
ん
だ
席
。
龍
絃
゜

〔
晉
東
宮
遺
事
〕
太
子
有
―
―
獨
坐
龍
蹟
席
、
赤
皮
席
、
経

席
言
李
白
‘
白
頭
吟
〕
莫
レ
巻
龍
蹟
席
、
従
レ
他
生
二
網
絲
↓

〖
龍
蹟
彿
〗3
1
3
7
ぼ
•
ウ
ノ
ュ
彿
子
の
一
種
。
唐
の
元
載
が
所

持
し
た
と
い
ひ
‘
紫
色
で
長
さ
二
尺
‘
柄
は
水
晶
‘
紅
玉

の
環
あ
り
。
〔
物
類
相
感
志
〕
唐
元
載
有
―
―
龍
蹟
彿
玉
紫

色
如
爛
見
長
二
尺
‘
水
晶
為
レ
柄
‘
紅
玉
為
レ
環
‘
或
風

雨
誨
冥
‘
淋
瀾
油
滉
‘
則
光
彩
動
椛
‘
奮
然
如
レ
怒
‘
置
―

之
堂
中
一
則
蚊
納
不
―
―
敢
近
ご
掃
レ
之
為
レ
臀
‘
則
難
犬
驚

逸
‘
垂
1

一
之
於
池
面
叫
鱗
介
之
隔
‘
悉
俯
伏
而
至
、
引
1

一水

於
空
中
「
便
成
"
瀑
布
ご
云
得
二
之
於
洞
庭
道
士
張
志
和
↓

〖
龍
蹟
駒
〗3

1
4
バgゥ
g

陰
暦
二
月
二
日
‘
龍
が
頭
を
擢

げ
る
と
い
ふ
日
に
食
す
る
麺
。
此
の
日
若
し
針
仕
事
を

す
れ
ば
‘
龍
の
眼
を
傷
つ
け
祟
り
あ
り
と
て
婦
人
は
皆

裁
縫
を
休
む
を
例
と
す
。
〔
燕
京
歳
時
記
‘
龍
撞
頭
〕
二

月
二
日
、
古
之
中
和
節
也
、
今
人
呼
為
1

一
龍
撞
頭
石
是
日

食
レ
餌
者
‘
謂
―
―
之
龍
鱗
餌
こ
食
レ
駒
者
、
謂
乏
龍
蹟
駒
↓

闇
人
停
―
―
止
針
線
盃
翌
傷
1

一
龍
目
一
也
。

〖
龍
蹟
門
〗3

1
5
”
9
9

ュ
地
名
。
河
南
省
平
泉
縣
の
南
。

【
龍
樹
】
316

名
ゥ
馬
鳴
の
弟
子
迦
毘
摩
羅
尊
者
の
弟
子

で
‘
提
婆
菩
薩
の
師
。
龍
宮
に
入
っ
て
華
骰
経
を
齋
ら

し
‘
鐵
塔
を
開
い
て
密
龍
を
傭
へ
、
顧
密
八
宗
の
祖
師

と
な
る
。
龍
が
其
の
道
を
成
し
た
の
で
龍
と
い
ふ
。
〔
龍

樹
傭
〕
龍
樹
菩
藷
者
、
出
1

一
南
天
竺
梵
志
種
一
也
‘
云
云
‘

其
母
樹
下
生
レ
之
‘
因
字
二
阿
周
陀
那
阿
周
陀
那
一
樹
名

也
‘
以
-
―
龍
成
↓
―
其
漠
故
以
レ
龍
配
に
子
‘
琥
日
1

一
龍
樹
一
也
。

【
龍
述
】
317

翡
＂
後
漢
‘
京
兆
の
人
。
字
は
伯
高
。
光
武

の
時
、
山
都
長
と
な
る
。
馬
援
の
兄
の
子
を
戒
む
る
書

に
‘
龍
伯
高
は
敦
厚
周
慎
‘
口
に
樗
言
無
く
‘
謹
約
節

倹
‘
廉
公
に
し
て
威
あ
り
‘
吾
之
を
愛
し
之
を
重
ん
ず
。

願
は
く
は
汝
が
曹
之
に
炊
へ
と
。
帝
‘
援
の
書
を
見
‘
述

を
零
陵
太
守
に
擢
ん
づ
゜
〔
後
漢
書
‘
五
十
四
〕
。

【
龍
駿
】
318

翡
パ
す
ぐ
れ
て
よ
い
う
ま
。
龍
馬
。
〔
抱
朴

子
、
刺
騒
〕
所
―
―
論
薦
1

則
寛
埴
蒙
一
龍
駿
↓

【
龍
盾
】
319

バ
＇
翌
龍
を
鵞
い
た
楯
゜
籐
牌
の
類
。
〔
詩
‘

秦
風
‘
小
戎
〕
龍
盾
之
合
、
登
以
二
艘
納
↓
〔
傭
〕
龍
盾
‘

臓
龍
其
盾
也
。

【
龍
楯
]320

バ
琴
龍
を
豊
い
た
楯
。
龍
盾
に
同
じ
。
〔
隋

書
、
音
架
志
中
〕
三
十
―
一
人
、
執
支
龍
楯
↓

【
龍
潤
】
321

バ
翌
雨
の
異
稽
゜
〔
清
異
録
‘
天
文
〕
李
短
在
レ

國
時
‘
自
作
―
―
祈
雨
文
ー
曰
‘
尚
乖
―
―
龍
潤
之
祥
↓

【
龍
且
】
322

バ
匁
秦
の
人
。
項
利
の
雌
韓
信
‘
齊
を
撃

つ
。
楚
‘
龍
且
を
し
て
齊
を
救
は
し
む
。
信
と
淮
水
を
央

ん
で
陣
す
。
信
‘
沙
を
嚢
に
し
て
、
水
を
上
流
に
甕
し
‘

兵
を
引
い
て
半
ば
渡
り
‘
偽
つ
て
敗
走
す
。
龍
且
之
を

追
ふ
。
信
‘
窟
嚢
を
決
す
。
水
大
い
に
至
り
‘
遂
に
龍
且

を
撃
殺
す
。
〔
史
記
‘
七
〕
．
〔
前
漢
書
‘
三
十
一
〕
。

【
龍
咀
】
323

バ
丸
縣
名
。
梁
、
置
く
。
江
蘇
省
東
海
縣
の

西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘
淮
安
府
、
海
州
〕
龍
祖
城
‘

州
西
六
十
里
‘
城
家
記
‘
楚
将
龍
温
所
レ
築
也
‘
云
云
‘
篇

梁
置
―
―
龍
祖
縣
云
兼
置
,
,
東
影
城
郡
な
仮
魏
因
レ
之
、
井
移
ニ

海
州
治
龍
祖
城
二
高
碑
時
窮
‘
唐
武
徳
四
年
、
亦
置
1
1

龍

祖
縣
盃
属
海
州
丁
八
年
讃
‘
今
為
ー
龍
祖
鎮
五
魏
牧
志
‘
龍

乱
縣
有
1

一
即
祁
城
盆
烹
塾
山
東
祈
州
ー
接
レ
界
。

【
龍
書
】
324

バ
迂
ゥ
書
罷
の
一
。

O
庖
犠
氏
の
作
と
博
ヘ

ら
る
。
〔
章
績
字
源
〕
庖
犠
氏
獲
,
,
景
龍
之
瑞
↓
始
作
1

一龍

書
↓
〔
陸
縫
蒙
‘
上
元

H
道
室
焚
修
寄
,
,
襲
美
一
詩
〕
牌
レ

排
,
,
鳳
節
ム
“
レ
堵
易
‘
欲
む
竺
龍
書
ー
下
溢
平
難
。

O
西

城
の
書
橙
の
一
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
知
〕
西
域
書
‘
有
1

一譴

辱
書
・
蓮
葉
書
・
節
分
書
・
大
秦
書
・
駄
乗
書
・
特
牛
書
・

樹
葉
書
・
起
屍
書
・
石
旋
書
・
覆
書
・
天
書
・
龍
書
・
鳥
昔

書
等
↓
有
工
ハ
十
四
種
↓

【
龍
緒
】
326

我
o

北
魏
（
元
魏
）
の
孝
明
帝
の
時
‘
蒲
賓
寅

の
僭
年
琥
。
一
に
隆
緒

(11ー
4
1
7
4
6
:
 7
4
)

の
O
に
作

る。
(
5
2
7
-

5
3
0
)
 

【
龍
霜
】
327

吐
龍
の
や
う
に
疾
く
飛
ぷ
゜
〔
張
協
‘
七

命
〕
糾
踊
蛾
騰
‘
麟
超
龍
窮
。
〔
注
〕
銑
日
‘
踊
謄
超
霜
‘
並

疾
飛
也
。
〔
應
禎
‘
七
章
〕
千
莱
方
穀
‘
萬
騎
龍
誇
゜
〔
顔
延

之

‘

赫

白

馬

賦

〕

時

痩

略

而

龍

霜

。

「

字

。

【
龍
如
】
328

乃

明

‘

鄭

仲

曖

(11
-3
9
6
4
7
 :
 5
0
7
)

の

【
龍
舒
】
329

バ
戸
ゥ
〇
川
の
名
。
安
徽
省
薩
江
縣
。
〔
太
平
賓

字
記
〕
在
―
―
舒
城
縣
南
三
里
ギ
缶
博
杜
預
注
云
‘
薩
江
西

南
有
龍
舒
面
此
水
是
也
。
〔
舒
城
縣
志
〕
有
南
埃
一

一
名
諏
墜
競
源
縣
西
孤
井
碕
入
菓
嗅
蓋
即
龍

舒
之
水
也
。
●
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
今
、
安
徽
省
舒
城

縣
の
治
。
〔
漢
書
‘
地
理
志
上
〕
薩
江
郡
‘
縣
十
二
‘
龍
舒
°

[
龍
升
】
330

バ
認
〇
龍
が
天
に
の
ぽ
る
。
龍
昇
。
〔
易
緯
通

卦
瞼
〕
立
夏
風
至
‘
而
龍
升
レ
天
。
〔
史
記
‘
晉
世
家
〕
龍

慾
上
レ
天
、
五
蛇
為
レ
輔
‘
龍
已
升
な
―
h

、
四
蛇
各
入
―
―
其

璽
―
蛇
燭
怨
‘
終
不
レ
見
慮
所
↓
〔
曹
植
‘
常
捕
欲
高

行
〕
龍
欲
レ
升
レ
天
須
1

一
浮
雲

T
八
之
仕
進
侍
―
―
中
人
↓
〔
北

齊
‘
享
廟
築
辟
、
文
正
栗
光
大
舞
〕
龍
升
獣
嬰
‘
弘
一
我

帝
基
ニ
0
天
子
の
位
に
卸
く
を
い
ふ
。
〔
蜀
志
、
先
主
劉

備
傭
〕
間
黄
龍
見
武
陽
赤
水
ぶ
化
口
乃
去
、
孝
経
援
神

契
曰
、
徳
至
淵
泉
ご
則
黄
龍
見
‘
龍
者
君
之
象
也
‘
易

乾
九
五
、
飛
龍
在
レ
天
、
大
王
喘
ザ
龍
升
登
玉
E

位
一
也
。

〔
晉
書
、
赫
連
勃
勃
載
記
〕
龍
―
―
升
北
京
面
叫
義
風
蓋
二
於

九
届
↓
鳳
"
翔
天
域
両
即
威
臀
格
"
於
天
表
↓
〔
博
退
‘
黄

初
頌
〕
應
l

―
震
運
1

以
承
レ
詐
‘
排
問
闇
ー
以
龍
升
゜
轡
宋

の
人
。
輩
に
巧
゜
〔
園
翰
賓
鑑
〕
。

【
龍
昇
】
331

刈
琴
〇
龍
が
の
ぽ
る
。
〔
鞭
鐵
論
‘
毀
學
〕
龍

昇
類
驚
。
〇
東
晉
の
時
‘
五
胡
十
六
國
の
一
‘
夏
（
大
夏
）

の
世
祗
武
烈
帝
（
赫
連
勃
勃
）
の
年
琥
。
一
に
龍
升
に
作

る。
(
4
0
7
-
4
1
3
)

【
龍
勝
】
332

ベ
琴
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
廣
西
省
義
寧
縣
の

北
。
柳
江
の
支
流
な
る
渭
江
の
南
岸
。
清
の
龍
勝
巖
の

地
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
廣
西
‘
桂
林
府
、
鹿
―
‘
龍
勝
巖
゜

【
龍
鍾
】
g

註
t

0
も
の
を
形
容
す
る
こ
と
ば
。
も
と
瀧

種
に
作
り
‘
又
‘
朧
踵
に
作
る
。
瑣
琳
代
酔
編
‘
巻
三
十

七
に
見
ゆ
。
〔
通
雅
‘
繹
詰
‘
謎
語
〕
杜
弼
為
l

―
侯
景
血
5

レ梁

曰
‘
龍
鍾
稚
子
、
王
衰
輿
―
一
周
弘
正
一
書
‘
龍
鍾
横
集
‘
斐
度

日
‘
見
我
龍
鎮
云
云
‘
或
言
レ
老
‘
或
言
レ
涙
、
或
訓
小

人
杖
穂
皆
肱
―
其
浄
倒
采
累
耳
‘
云
云
‘
眺
文
雙
日
‘
竹

日

龍

鎮

生
1

羅
浮
地
ぶ
謂
其
大
而
策
累
顛
覆
一
〔
通

俗
編
‘
状
貌
‘
龍
鐘
〕
蘇
顎
、
演
義
‘
龍
鍾
謂
下
不
―
―
昌
熾
―

不
随
攀
之
貌
翠
田
老
い
て
や
つ
れ
病
む
さ
ま
。
〔
高
適

人
日
寄
―
―
杜
―
―
拾
遺
―
詩
〕
龍
鍾
還
天
少
二
千
石
面
塩
閑
東

―
―
二
七

西
南
北
人
。
〔
劇
談
録
、
上
〕
袈
晉
公
度
微
時
‘
覇
↓
―
寓
洛

中
「
常
乖
ー
憲
櫨
入
―
―
白
羊
城
玉
リ
レ
上
―
―
天
津
橋
五
時
淮
西
不

庭
已
散
年
芙
、
有
―
―
二
老
人
ぶ
竺
橋
柱
1

而
立
語
云
‘
云

云
‘
老
人
云
‘
適
憂
―
禁
州
未
＞
平
、
須
L
伊
此
人
一
為
品
吋
‘

既
欝
、
僕
者
具
逃
1

一
其
事
工
袈
公
日
、
見
―
―
我
龍
鍾
面
m
戯

耳
。
〔
杜
甫
‘
寄
―
―
彰
州
高
三
十
五
使
君
太
己
長
史
参
―
詩
〕
何

太
龍
鍾
極
。
＠
志
を
失
ふ
さ
ま
。
失
意
の
さ
ま
。
〔
元
載
‘

別
妻
王
饂
秀
詩
〕
年
来
誰
不
レ
厭
,
,
龍
鍾
盃
雖
レ
在
"
侯

門
似
レ
不
レ
容
。
〔
白
居
易
‘
十
年
三
月
―
―
―
十
日
別
微
之

於
澄
上
土
＇
四
年
三
月
十
一
日
夜
遇
―
―
微
之
於
峡
中
ん
丘

舟
夷
陵
ニ
ニ
宿
而
別
言
不
レ
盛
者
以
レ
詩
終
レ
之
因
賦
―
―
七

言
十
七
韻
一
以
賄
且
欲
T

寄ー
1

所
レ
遇
之
地
卑
ハ
―
―
相
見
之

時
露
•
他
年
會
話
張
本
上
也
詩
〕
莫
伽
回
龍
鐘
悪
官
職
‘

且
聴
清
脆
好
文
篇
゜
◎
涙
の
流
れ
る
さ
ま
。
〔
琴
操
‘
退

怨
歌
〕
空
山
款
款
涌
龍
鍾
。
〔
王
衰
‘
寄
,
,
梁
虞
士
周
弘

譲
一
書
〕
援
レ
筆
攪
レ
紙
‘
龍
鈍
横
集
。
〔
太
r

参
‘
逢
―
―
入
レ
京

餌
詩
〕
故
園
東
望
路
漫
漫
‘
雙
袖
龍
鍾
涙
不
レ
乾
。
◎
行

き
な
や
む
さ
ま
。
蹄
蹟
゜
〔
蘇
類
‘
瞭
猜
-
―
方
賽
騨
1

詩
〕
偲

置
遠
山
践
‘
龍
鍾
踏
,
,
澗
泥
ス
⑮
強
健
な
さ
ま
。
〔
韓
愈
‘

酔
留
二
東
野
1

詩
〕
東
野
不
レ
得
レ
官
、
白
首
誇
―
―
龍
鍾
↓
●

竹
の
名
。
籠
蘊
。
〔
廣
韻
〕
羅
‘
籠
籟
、
竹
名
、
廣
志
云
‘
可
レ

為
に
由
。
〔
宋
況
梅
、
オ
調
集
庄
〕
竹
之
楢
"
龍
鍾
な
四
n

一筍

之
紐
一
龍
孫
詞
以
解
1

一
人
之
龍
鍾
t

謬
芙
゜
〔
繋
書
札
記
〕

若
―
―
―
竹
之
名
龍
鎮
直
取
義
千
龍
之
種
面
g
―
竹
杖
化
レ

龍
事
一
也
。

〖
龍
鍾
凍
倒
〗33

4
勾
だ
•
ヨ
•
ウ
龍
鍾
の
反
切
は
料
‘
凍
倒

の
反
切
は
老
‘
因
つ
て
老
人
の
衰
態
を
い
ふ
。
〔
湘
素

雑
記
〕
古
語
有
亡
一
臀
合
為
ご
字
上
只
如
1

一
不
可
為
レ

阿
‘
何
不
為
な
央
従
-
1

西
域
一
一
合
之
昔
↓
切
字
之
元
也
‘

龍
鍾
潔
倒
‘
正
如
―
―
二
合
之
昔
一
龍
鍾
切
―
―
程
字
↓
凍
倒

切
二
老
字
玉
老
扁
脊
疾
‘
即
以
1

一
龍
鍾
凍
倒
一
目
レ
之
者
、
正

此
義
也
。
〔
李
華
‘
臥
レ
疾
舟
中
相
里
苑
―
―
侍
御
先
行
贈

別
序
〕
凍
倒
龍
鍾
‘
百
疾
叢
レ
籠
゜
〔
故
事
成
語
考
、
老
壽

幼
誕
〕
龍
鍾
凍
倒
、
年
高
之
状
。

【
龍
食
】
335

刈
悶
〇
龍
が
食
べ
る
。
〔
括
地
圏
〕
龍
池
之

山
‘
四
方
高
‘
中
央
有
レ
池
‘
方
七
百
里
‘
塁
龍
居
レ
之
、
多
l
-

五
色
樹
云
羊
龍
食
レ
之
‘
去
1

一
會
稽
面
I

拭
五
千
里
。

O
龍

の
食
物
。
〔
法
苑
珠
林
〕
貞
観
十
八
年
‘
没
水
縣
天
雷
震
‘

雲
中
落
"
―
石
ー
下
、
大
如
1

碓
紫
;
官
古
向
腹
平
‘
縣
丞
張

孝
静
奏
聞
‘
時
有
1

一
西
域
僧
磨
伽
陀
一
菩
提
寺
中
長
年
師

13723 



(48818・ ・336)一 (48818・・360) 

到
西
京
韮
推
一
博
識
面
盆
炉
之
‘
云
是
龍
食
‘
二
龍
相

争
‘
故
落
下
耳
゜

〖
龍
食
平
清
而
油
乎
消

-
]
3
3
6

翡
g
g
は
龍
は

清
ら
か
な
所
に
生
活
す
る
。
〔
呂
覧
‘
攀
難
〕
龍
食
―
―
乎

清
命
咄
堕
乎
清
涵
文
食
―
乎
洞
而
翌
乎
濁
↓

【
龍
燭
】

337g”
〇
鍾
山
の
神
の
名
。
此
の
紳
か
あ
ら
は

れ
れ
ば
萱
と
な
り
‘
瞑
す
れ
ば
夜
と
な
る
と
い
ふ
。
燭

龍
(
7ー

1
9
4
8
0
:
 48
)

燭

陰
(
7
ー

1
9
4
8
0
:
 2)
に
同
じ
。

〔
曹
植
‘
芙
蓉
賦
〕
燒
姐
韓
韓
‘
爛
若
―
―
龍
燭
↓
〔
左
思
‘
呉

都
賦
〕
由
レ
此
而
揆
レ
之
、
西
蜀
之
於
―
―
東
呉
一
小
大
之
相

絶
也
‘
亦
猶
1

棘
林
螢
耀
而
卑
ご
夫
樽
木
龍
燭
一
也
。

O

太
陽
を
い
ふ
。
〔
屹
子
庶
、
登
天
壇
山

5
ぎ
海
日
初
出
―

賦
〕
照
耀
分
騒
珠
潜
吐
‘
噴
朗
分
龍
燭
忽
生
。
〔
劉
馬
錫
、

聾
舞
柘
枝
詩
〕
神
聰
楓
紅
良
龍
燭
映
釜
枝
↓

【
龍
身
】
338

攻
ゥ
龍
の
身
腔
。
身
腔
が
龍
で
あ
る
こ
と
。

〔
山
海
経
、
中
山
経
〕
凡
首
陽
山
‘
云
云
‘
其
誹
状
皆
龍

身
而
人
面
。
〔
淮
南
子
、
墜
形
訓
〕
燭
龍
在
二
雁
門
北
ご
蔽
―
―

千
委
材
之
山
二
不
レ
見
レ
日
‘
其
紳
人
面
龍
身
而
無
レ
足
。

〔
元
中
記
〕
伏
薇
龍
身
。

〖
龍
身
人
頭
〗3
3
9
[
g
竺
身
骰
は
龍
で
頭
は
人
。
〔
淮

南
子
‘
墜
形
訓
〕
雷
澤
有
レ
紳
‘
龍
身
人
頭
‘
鼓
二
其
腹
1

而

熙
゜
〔
羹
襄
橘
柚
〕
軒
輯
遊
―
―
於
陰
浦
云
炉
物
焉
‘
龍
身

而
人
頭
‘
鼓
腹
而
遂
遊
‘
問
於
常
伯
正
伯
日
‘
此
雷
紳
也
。

【
龍
晉
】
340

バ
匁
明
‘
吉
水
の
人
。
字
は
違
度
。
進
士
。

官
は
御
史
。
嘉
定
令
に
左
遷
さ
る
。
天
順
中
‘
本
府
の

知
。
公
勤
廉
恕
‘
民
を
撫
し
て
方
あ
り
。
良
堰
を
開
き
‘

田
三
千
餘
畝
に
灌
ぐ
。
成
化
中
‘
常
州
府
の
知
。
民
皆

之
を
思
ふ
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
十
一
〕
。

【
龍
唇
】
翌
琴
乞
〇
龍
の
や
う
な
腎
゜
〔
拾
遺
記
‘
-
‘

春
皇
庖
犠
〕
庖
犠
長
頭
脩
目
‘
編
歯
龍
腎
‘
眉
有
―
―
白
奄
一

駿
垂
委
レ
地
。
●
琴
唇
を
い
ふ
。
〔
三
幡
圏
〕
琴
臀
名
―
―
龍

屈
足
名
"
鳳
足
硲
目
名
―
―
仙
人
腰
名
―
一
美
女
エ
越
長
者
龍

池
、
短
者
鳳
沼
゜
〔
王
績
‘
古
意
詩
〕
漆
抱
1

一
鮫
龍
唇
ぶ
祢

纏
鳳
凰
足
↓

【
龍
神
]342

匁
ゥ
龍
の
神
。
河
海
の
神
。
〔
班
固
‘
答
賓

戯
〕
泥
蝠
而
天
飛
者
‘
應
龍
之
紳
也
。
〔
白
居
易
‘
無
渾

龍
詩
〕
不
レ
知
龍
神
饗
幾
多
‘
林
鼠
山
狐
長
酔
飽
゜
〔
唐
庚
‘

大
木
詩
〕
寄
謝
龍
紳
且
安
慮
、
執
~
ニ
睡
深
渾
二
小
レ
驚
レ
汝
゜

〖
龍
神
祠
〗
匹
笞
?
/
／
龍
神
を
祭
っ
た
祠
。
龍
王
廟
。

〔
平
定
準
喝
爾
方
略
〕
命
建
龍
軸
祠
於
嘉
硲
開
外
路
多

龍

部

龍

文
壁
ぶ
此
前
無
1

水
泉
：
今
年
大
兵
経
過
‘
竪
―
―
井
藪
慮
｛

倶
得
1
1

甘
泉
ぶ
小
勢
謄
湧
‘
普
清
1

一
軍
行
1

云。

【
龍
水
】

344[t
●
瀧
を
い
ふ
。
瀑
布
。
〔
圏
翰
賓
鑑
、
三
、

宋
〕
董
源
‘
云
云
‘
兼
工
二
龍
水
こ
i5
不
レ
辣
レ
妙
。
●
川

の
名
。
四
川
省
仁
壽
縣
。
源
は
龍
王
溝
。
泥
江
に
注
ぐ
。

〇
縣
名
。
④
隋
‘
置
く
。
四
川
省
資
中
縣
の
西
南
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
四
川
‘
成
都
府
‘
資
縣
〕
龍
水
隕
縣
‘
在
ニ

縣
西
南
八
十
里
一
隋
義
寧
二
年
‘
析
―
―
盤
石
縣
地
一
置
‘

属
資
州
有
豫
水
ご
昭
曲
蝠
擁
‘
紅
龍
゜
＠
唐
‘
置

く
。
廣
西
省
｛
且
山
縣
の
北
江
の
北
岸
‘
宜
山
の
下
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘
慶
遠
府
‘
｛
且
山
縣
〕
龍
水
際
縣
‘

在
府
治
東
南
ご
武
徳
中
‘
平
1

一
蜜
洞
こ
堕
縣
於
此
ニ
尋

算
州
治
威
邑
考
‘
郡
藷
有
玉
城
二
唐
天
賓
初
築
‘
後

懇
‘
明
朝
洪
武
一
―
十
四
年
‘
因
1

一
藷
址
ー
改
拓
‘
成
化
三

年
増
修
‘
弘
治
元
年
―
一
年
‘
復
修
レ
城
濱
レ
濠
、
正
徳
七

年
‘
又
壻
1

外
垣
―
)

【
龍
瑞
】
345

贄
ゥ
龍
か
天
か
ら
降
る
瑞
詳
。
〔
左
氏
‘
昭
‘

十
七
‘
太
暉
氏
以
レ
龍
紀
故
為
二
龍
師
1

而
龍
名
‘
注
〕
太
暉

伏
義
氏
、
風
姓
之
祖
也
‘
有
1

ー
龍
瑞
了
故
以
レ
龍
命
レ
官
。

〔
曹
植
、
藍
賛
‘
庖
犠
〕
木
徳
風
姓
‘
八
卦
創
焉
‘
龍
瑞
名
レ

官
、
法
レ
地
象
レ
天
。

〖
龍
瑞
太
平
〗3

4
6
ハ
ば
下
北
宋
（
仁
宗
）
の
時
‘
大
越

（
安
南
）
聖
宗
（
李
日
尊
）
の
年
琥
。

(
1
0
5
4
|
 
1
0
5
9
)
 

【
龍
協
】
347

双
唸
草
の
名
。
た
つ
の
ひ
げ
。
龍
麟
草
の
異

名
。
〔
本
草
‘
石
龍
靱
〕
秤
名
‘
龍
験
‘
時
珍
曰
‘
述
異
記
‘

周
穆
王
東
海
島
中
養
入
駿
正
g
、
有
レ
草
‘
名
1

細
笞
竺
是

芙
゜
〔
述
異
記
、
上
〕
東
海
島
龍
川
、
穆
王
養
入
駿
慮

也
、
島
中
有
レ
草
名
一
面
滋
只
馬
食
レ
之
‘

-
H
千
里
‘
古
語

云
‘
一
株
龍
協
、
化
為
二
龍
駒
↓
〔
陸
組
蒙
‘
奉
n

一
和
襲
美

塵
達
上
人
槃
圃
詩
〕
教
下
疏
冤
錢
金
弦
胤
い
自
擁
I
I

龍
靱
―
紫
永
肥
゜

【
龍
崇
]348

”
匁
宋
の
人
。
字
は
升
之
。
讀
書
、
著
述
を

好
む
。
嘗
て
慎
徳
秀
の
門
に
湘
ぷ
゜
陳
惜
‘
九
江
に
帥

と
な
り
‘
弱
を
重
く
し
て
聘
す
。
建
議
し
て
永
新
城
を

築
き
‘
人
民
頼
つ
て
保
障
せ
ら
る
。
京
手
の
趙
興
櫂
‘
表

し
て
酒
米
税
を
監
せ
し
む
。
中
興
政
変
を
修
し
‘
書
成

り
‘
輿
櫂
に
召
さ
れ
て
従
仕
郎
を
授
け
ら
れ
‘
ま
た
宋

朝
帝
學
増
繹
を
修
し
、
儒
林
郎
・
史
館
校
勘
に
進
み
‘
京

邸
に
卒
す
。
輿
櫂
‘
詔
語
を
取
り
‘
其
の
墓
に
表
し
て
忠

勤
先
生
と
い
ふ
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

【
龍
趨
】
349

双
屯
龍
が
は
し
る
。
又
、
軍
除
な
ど
が
龍
の

や
う
に
早
く
は
し
る
。
〔
張
衡
、
西
京
賦
〕
千
乗
雷
動
‘
萬

騎
龍
趨
。
〔
注
〕
銑
日
、
雷
動
龍
趨
、
言
1

一
迅
疾
一
也
。
〔
杜

甫
、
渓
陵
行
〕
此
時
朧
龍
亦
吐
レ
珠
‘
渇
夷
撃
鼓
禁
龍
趨
。

【
龍
雛
】
350

衿
ゥ
た
け
の
こ
の
異
梢
゜
竿
゜
〔
蘇
献
‘
博
尭
蔽

潰
源
草
詩
〕
郡
里
亦
知
偏
愛
レ
竹
‘
春
来
相
輿
護
―
―
龍
雛
↓

[
龍
井
】
351

託
ヴ
〇
茶
の
名
。
浙
江
省
龍
井
に
産
す
る

か
ら
い
ふ
。

O
井
の
名
。
④
山
東
省
高
唐
縣
の
北
。
〔
徐

絃
‘
稽
神
録
〕
唐
倍
昭
時
‘
魏
州
人
羅
宏
信
微
時
‘
投
1

一寄

裔
唐
田
氏
盃
山
氏
令
レ
浚
レ
井
‘
甫
下
‘
忽
龍
自
レ
井
出
‘
宏

信
自
レ
井
出
、
神
色
自
若
‘
後
以
ー
一
軍
功
泣
茫
爵
豫
章
郡

王
一
田
氏
夫
婦
歿
、
為
一
堂
於
龍
井
之
上
ー
以
祀
レ
之
。
＠

江
蘇
省
上
海
縣
の
龍
華
寺
の
前
。
二
泉
あ
り
。
一
は
清
‘

一
は
濁
。
参
地
名
。
浙
江
省
杭
州
市
の
西
の
風
直
嶺
。
一

名
‘
龍
泉
。
錢
鍔
‘
衣
錦
軍
よ
り
還
り
‘
龍
泉
に
至
る
。

茶
産
地
。
R
開
の
名
。
④
河
北
省
遷
安
縣
の
西
北
。
城
あ

り
。
＠
安
徽
省
潜
山
縣
の
東
。
地
名
は
西
堡
゜

〖
龍
井
村
〗3

5
2
バ
0
3
9
ウ
セ
ィ
地
名
。
吉
林
省
和
龍
縣
の
西
北
。

海

蘭

河

の

南

岸

。

「

淵

‘

蚊

龍

生

焉

。

【
龍
生
】
3
5
3
5
9
'
，
龍
が
生
ず
る
。
〔
荀
子
‘
勧
學
〕
積
レ
水
成
レ

〖
龍
生
日
〗3

5
4
バ
祖9
セ
イ
陰
暦
五
月
十
三
日
を
い
ふ
。
此

の
日
に
竹
を
植
ゑ
れ
ば
能
＜
繁
茂
す
と
い
ふ
。
一
名
‘

竹
酔
日
・
筍
を
龍
孫
(
4
0
3
)
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
い
ふ
。
〔
岳

陽
風
土
記
〕
五
月
十
三
日
謂
之
龍
生
日
面
J

レ
種
レ
竹
‘

即
齊
民
要
術
竹
酔
日
也
。

〖
龍
生
二
九
子
―
〗
3
5
5
バ
五t
ム
午
，
俗
に
龍
は
九
子
を
生
む

も
龍
の
形
を
成
さ
ず
‘
各
t
好
む
所
の
特
長
あ
り
と
い

ふ
。
郎
ち
‘
一
を
贔
贋
と
い
ひ
重
き
を
負
ふ
を
好
む
‘
今

の
碑
下
の
鉄
。
二
を
蝸
吻
と
い
ひ
望
む
を
好
む
、
今
の

屋
上
の
獣
頭
。
三
を
蒲
牢
と
い
ひ
吼
ゆ
る
を
好
む
‘
今

の
鐘
上
の
紐
。
四
を
陛
汗
と
い
ひ
威
力
あ
り
‘
故
に
獄

門
に
立
つ
。
五
を
饗
蓑
と
い
ひ
飲
食
を
好
む
‘
故
に
鼎

の
蓋
に
立
つ
。
六
を
飢
碩
と
い
ひ
水
を
好
む
‘
故
に
橋

柱
に
立
つ
。
七
を
睡
職
と
い
ひ
殺
を
好
む
‘
故
に
刀
環

に
立
つ
。
八
を
悛
視
と
い
ひ
姻
火
を
好
む
‘
故
に
香
鑢

に
立
つ
。
九
を
椒
圏
と
い
ひ
閉
を
好
む
‘
故
に
門
鋪
に

立
つ
と
い
ふ
。
〔
升
庵
外
集
〕
俗
債
‘
龍
生
―
―
九
子
玉
ー
レ

成
レ
龍
‘
各
有
レ
所
レ
好
‘
弘
治
中
御
書
小
帖
‘
以
問
二
内

問
李
文
正
糠
―
羅
死
錨
績
之
言
ご
具
疏
以
射
‘
今
影
響

記
レ
之
‘
一
曰
贔
贋
‘
好
負
レ
重
、
今
碑
下
鉄
是
也
、
二
曰

蛾
吻
‘
好
レ
望
‘
今
屋
上
獣
頭
是
也
‘
一
二
曰
蒲
牢
‘
好
レ
吼
‘

今
鐘
上
紐
是
也
‘
四
曰
狸
肝
‘
有
―
―
威
力
T

故
立
二
於
獄

門
五
曰
善
養
‘
好
―
―
飲
食
五
故
立
二
於
鼎
蓋
工
ハ
曰
臥
碩
、

好
レ
水
‘
故
立
二
於
橋
柱
一
七
曰
睡
砒
‘
好
レ
殺
‘
故
立
二
於

刀
環

T
八
曰
俊
視
‘
好
―
―
姻
火
五
竪
翌
於
香
鑢
「
九
曰
椒

圏
‘
好
レ
閉
‘
故
立
二
於
門
鋪
↓
〔
天
誅
識
餘
‘
龍
種
〕
俗
偶
‘

龍
子
九
種
‘
各
有
レ
所
レ
好
‘
一
日
贔
展
‘
形
似
レ
亀
‘
好

負
レ
重
‘
今
石
碑
下
亀
鉄
是
也
‘
二
曰
‘
蛸
吻
‘
形
似
レ
獣
‘

性
好
レ
望
‘
今
屋
上
獣
頭
是
也
‘
三
曰
‘
蒲
牢
‘
形
似
レ
龍

而
小
‘
性
好
―
―
叫
吼
公
7

鐘
上
紐
是
也
‘
四
日
‘
陛
紆
‘
似
レ

虎
有
威
ヵ
五
故
立
二
千
獄
門
ご
五
曰
‘
善
賽
‘
好
―
―
飲
食
一

故立――

f
鼎
蓋
ニ
ハ
曰
‘
蛉
榎
‘
性
好
5

水
‘
故
立
二
子
橋

桂
七
曰
‘
睡
砒
‘
性
好
レ
殺
‘
故
立
二
子
刀
環
ご
八
曰
‘
金

競
形
似
獅
‘
性
好
―
―
煙
火
五
故
立
二
子
香
遣
工
九
日
‘
椒

園
形
似
蝶
紐
性
好
レ
閉
‘
故
立
子
門
鋼
又
有
釜

吾
ご
形
似
―
―
美
人
工
首
尾
似
レ
魚
‘
有
―
―
柄
麓
工
其
性
通
霰

不
レ
麻
‘
故
用
―
―
警
巡
↓

〖
龍
生
レ
龍
鳳
生
レ
鳳
〗
3
5
6
5
0
3
5

％
幻
？
龍
は
龍
の
子

を
生
み
‘
鳳
は
鳳
の
子
を
生
む
。
〔
通
俗
編
‘
禽
魚
‘
龍

佳
龍
鳳
生
レ
鳳
〕
論
衡
講
瑞
篇
‘
鳳
凰
麒
騎
‘
生
有
1

一種

類
玉
ク
編
龍
五
〈
‘
亀
故
生
レ
編
‘
龍
故
生
レ
龍
、
形
色
大

小
‘
不
レ
異
―
―
十
前
者
一
也
‘
偉
燈
録
‘
丹
霞
然
云
‘
龍
生
―
―

龍
子
面

g子
鳳
兒
函
口
燈
鋒
‘
已
庵
深
云
‘
龍
生
レ
龍
‘
鳳

生
レ
鳳
‘
老
鼠
養
レ
兒
g
炉
屋
棟
↓

【
龍
性
】
357

り

O
立
派
な
生
れ
つ
き
。
龍
性
難
レ
馴
を

見
よ
。
〔
乳
補
之
、
再
次
―
韻
文
潜
病
起
詩
〕
斯
人
自
龍

性
‘
意
嬰
離
1

一
章
程
ニ
O
氣
の
荒
い
馬
。
温
し
い
馬
。
〔
杜

甫
‘
天
育
鰈
騎
歌
〕
矯
矯
龍
性
合
夏
化
五
卓
立
天
骨
森

開

張

。

「

の

室

名

。

〖
龍
性
堂
〗3
5
8
託
ウ
セ
ィ
清
‘
葉
矯
然(9
|3
1
3
8
7
 :
 1
8
4
)
 

〖
龍
性
難
レ
馴
〗35

9
バ[
g
”
’
天
性
が
高
く
し
て
容
易

に
人
に
下
ら
ぬ
こ
と
を
い
ふ
。
〔
顔
延
之
‘
五
君
詠
‘
岱

中
散
詩
〕
鸞
翻
有
1

一
時
鍛
涵
暉
性
誰
能
馴
。
1

〔
注
〕
善
曰
‘

龍
章
鳳
姿
‘
天
質
自
然
゜
〔
陳
子
昂
‘
酬
―
―
李
参
軍
崇
嗣

旅
館
見
b

贈
詩
〕
鳳
歌
空
有
レ
問
‘
龍
性
距
能
馴
。

【
龍
星
]
3
6
0
5
屯
星
の
名
。
二
十
八
宿
の
角
充
を
い
ふ
。

四
月
の
昏
に
東
方
に
見
は
る
。
〔
爾
雅
‘
秤
天
‘
大
辰
房

心
尾
也
‘
注
〕
龍
星
明
者
、
以
為
1

一
時
候
丁
故
日
1

一
大
辰
↓

〔
左
氏
、
桓
‘
五
‘
龍
見
而
零
、
服
注
〕
龍
‘
角
充
也
‘
謂

m]

月
昏
龍
星
橙
見
ご
萬
物
始
盛
‘
待
レ
雨
而
大
、
故
零
祭
以

―
―
二
八

13724 



龍

部

龍

求
レ
雨
也
。
〔
注
〕
龍
見
、
建
巳
之
月
‘
蒼
龍
宿
之
橿
‘
昏
喜
1

一
氣
新
五
早
持
1

一
龍
節
1

孵
"
邊
塵
↓
〔
蘇
拭
、
錢
氏
表
忠

見
"
東
方
面
物
始
盛
‘
待
レ
雨
而
大
‘
故
祭
レ
天
遠
為
ー
ー
百
観
碑
〕
金
券
玉
冊
‘
虎
符
龍
節
。

翠
祈
畜
雨
↓
〔
博
玄
‘
陽
春
賦
〕
虚
心
定
1
1

乎
昏
中
一
龍
【
龍
舌
】
367

我
ゥ
く
さ
も
ち
。
は
は
こ
ぐ
さ
の
汁
を
蜜

星

正

乎

春

辰

゜

に

和

し

て

作

っ

た

併

。

〔

月

令

廣

義

〕

取

―

―

鼠

鞠

草

汁

一

B
暉
睛
】
361

乃
●
龍
の
や
う
な
ひ
と
み
。
よ
い
相
貌
°
蜜
和
為
ふ
粉
‘
謂
1

一
之
龍
舌
↓

〔
老
學
庵
筆
記
‘
七
〕
慶
暦
中
、
河
北
道
士
賣
衆
妙
善
レ
〖
龍
字
口
草
〗

3
6
8
"
g

，
ウ
ゼ
ッ
草
の
名
。
み
づ
ほ
こ
り
。
み
つ
お

相
、
以
為
曾
魯
公
脊
骨
如
レ
龍
、
王
荊
公
目
睛
如
レ
龍
‘
蓋
ば
こ
。
〔
本
草
‘
龍
舌
草
〕
集
解
‘
時
珍
日
‘
龍
舌
生
―
―
南

人
能
得
龍
之
一
糧
―
者
皆
貴
。
●
硯
の
眼
の
名
。
〔
皮
方
池
澤
湖
泊
中
玉
葉
如
―
―
大
葉
萩
菜
及
茉
政
状
↓

日
休
、
以
1一
紫
石
硯1
寄
―
―
魯
望
ー
兼
訓
レ
見
レ
贈
詩
〕
石
墨
〖
龍
舌
袢
〗

3
6
9
玲
ウ
ゼ
ツ
く
さ
も
ち
。
龍
舌
に
同
じ
。
〔
荊

一
研
良
鳳
尾
玉
寒
泉
半
勺
是
龍
睛
。
「
す
る
語
。
楚
歳
時
記
〕
三
月
三
日
、
是
日
取
-
1

鼠
麹
汁
1

蜜
和
レ
粉
‘

〖
龍
睛
虎
目
]
3
6
2
t

豆
匁
ィ
威
巖
の
あ
る
容
貌
を
形
容
謂

1一
之
龍
舌
袢
冨
以
厭1一
時
氣
→

【
龍
胆
】
363

乃
●
刀
剣
の
青
味
を
帯
び
た
形
容
。
〔
李
【
龍
雙
】
3
7
0
5
九
ゥ
清
‘
望
江
の
人
。
字
は
理
侯
。
琥
は
石

郎
、
馬
鞍
詩
〕
鈷
刀
剪
裁
多
1
1

鵡
媚
i

細
鞘
揮
彿
帯
―
―
龍
棲
。
別
琥
は
雷
岸
。
康
煕
中
‘
鴻
博
に
攀
げ
ら
れ
‘
検
討

胆
↓
●
雨
の
す
ご
み
あ
る
形
容
。
〔
梅
発
臣
、
新
饗
望
11

llli(

を
拝
す
。
後
、
中
允
に
至
る
。
詩
名
有
り
、
詞
曲
に
巧
。

笠
担
詩
〕
断
虹
迎
レ
日
盛
、
飛
雨
帯
―
―
龍
胆
↓
●
墨
の
香
其
の
作
壌
華
夢
・
芙
蓉
城
諸
博
奇
は
頗
る
世
に
推
稽
さ

氣
。
龍
賓
(
5
5
1
)
を
見
よ
。
〔
剪
燈
餘
話
、
武
平
震
怪
鋒
〕
る
。
〔
鶴
徴
録
‘
二
〕
．
〔
已
未
詞
科
録
‘
三
〕
。

銅
雀
墜
祉
典
鳳
味
玉
嬬
吐
む
盆
竺
龍
胆
云
莫
レ
欺
鈍
【
龍
川
】
371

砕
，
ゥ
〇
地
名
。
東
海
の
島
中
に
あ
り
。
〔
述
異

壽
渾
無
レ
用
、
曾
興
11維
摩
[
”
1佛
経

↓

記

、

上

〕

東

海

島

‘

龍

川

‘

穆

天

子

養

1一
八
駿
―
慮
也
。
●
縣

【
龍
精
】
渕
乃
●
龍
の
精
。
〔
参
同
契
〕
龍
呼
"
於
虎
ぶ
心
名
。
④
秦
‘
置
く
。
廣
東
省
和
平
縣
の
東
南
。
縣
城
は
東
江

墜
龍
精
畜
相
飲
食
‘
倶
相
貪
便
‘
遂
相
衡
嗚
咀
端
相
の
上
流
な
る
龍
川
江
の
西
北
岸
に
瀕
す
。
〔
漢
書
、
地
理

呑
。
●
露
の
異
名
。
〔
詩
‘
大
雅
‘
瞭
印
、
休
―
―
其
露
織
一
志
下
〕
南
海
郡
、
縣
六
‘
龍
川
。
〔
廣
州
記
〕
本
博
羅
縣
之
東

疏
〕
露
室
必
近
レ
川
者
、
夏
官
馬
質
注
引
二
露
書
—
云
‘
露
郷
、
有
』
龍
穿
五
地
而
出
‘
即
穴
流
泉
‘
因
以
為
レ
統
‘
漢
南

為
禰
襲
然
則
以
二
龍
是
水
物
盃
故
近
レ
川
為
ら
之
、
取
1
1

海
尉
趙
佗
初
即
為
―
―
龍
川
令
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
廣
東
‘

其
氣
勢
也
。
〔
露
書
〕
露
為
―
―
龍
精
百
n
直
1

一
大
火
面
製
堕
憑
州
府
、
河
源
縣
〕
龍
川
故
城
、
在
二
縣
東
北
百
七
十
五

其
種
↓
〇
東
方
の
神
。
〔
隋
築
章
、
青
帝
歌
〕
龍
性
戒
レ
旦
‘
里
云
秦
縣
治
レ
此
‘
趙
佗
為
-
l

龍
川
令
i

築
1
1

此
城
五
漢
晉
以

鳥

暦

司

レ

春

。

来

‘

皆

為

11

縣
治
ご
隋
開
皇
十
一
年
、
省
『
人
河
源
縣
工
唐

【
龍
準
】
365

乃
高
い
は
な
ば
し
ら
。
い
か
り
鼻
。
隆
初
復
置
ー
龍
川
縣

t空
循
州
云
貞
観
初
、
省
「
＾
欝
善
縣
一

準
(
1
1
-
4
1
7
4
6
:
 8
5
)
。
〔
梁
簡
文
帝
、
南
郊
頌
〕
蛇
謳
龍
一
云
‘
今
龍
川
縣
東
二
里
‘
有
1
1

龍
川
故
城
面
5

レ
誤
。
〔
清

準

、

作

憮

懇

衣

。

史

稿

‘

地

理

志

〕

廣

東

‘

恵

州

府

‘

縣

九

‘

龍

川

。

＠

宋

、

置

77

【
龍
節
】
蕊
5
五
ゥ
●
周
代
‘
澤
國
の
使
者
が
用
ひ
た
割
く
。
廣
西
省
の
境
。
●
郡
名
。
隋
‘
置
く
。
故
治
は
廣
東
省

后
胃
〗
言 と

合
流
し
て
伊
拉
瓦
底
河
と
為
る
。
清
會
典
圏
‘
及
び
服
こ
枚
1nIJ得
1一
千
歳
玉
k

゜
〔
酉
陽
雑
俎
‘
玉
格
〕
旬
曲

績
雲
南
通
志
で
は
‘
邁
立
開
江
の
上
源
が
、
緬
旬
の
境
山
五
芝
‘
云
云
、
第
一
芝
名
―
―
龍
仙
ぶ
K

レ
之
為
―
―
太
極
仙
↓

に
至
つ
て
始
め
て
龍
川
江
と
合
流
し
て
、
伊
拉
瓦
底
河
【
龍
蕊
{
】
377

砕
ゥ
●
賓
剣
の
名
。
も
と
龍
淵
と
い
ふ
。
太

と
為
る
と
し
て
ゐ
る
。
〔
清
會
典
圏
〕
龍
川
江
上
溺
‘
曰
―
―
阿
と
並
び
稽
せ
ら
る
。
唐
代
、
高
祗
の
講
を
避
け
て
龍

喝
克
布
蔽
布
河
一
有
↓
ー
ニ
源
一
西
源
為
―
―
桑
楚
河
一
出
―
―
泉
と
い
ふ
。
龍
淵
(
2
2
)

の
●
を
見
よ
。
〔
晉
書
‘
張
華
億
〕

拉
里
城
西
北
桑
建
桑
鐘
山
二
果
源
日
,
,
雅
隆
楚
河
盆
m
,, 

斗
牛
之
間
、
常
有
,
,
紫
氣
盃
豫
章
雷
煉
日
‘
賓
創
之
氣
、
上

春
多
嶺
ご
一
源
合
流
為
―
―
喝
克
布
蔽
布
河
二
南
流
入
―
―
怒
徹
―
―
於
天
面
華
問
在
―
―
何
郡
「
燥
日
、
在
―
―
豫
章
豊
城
一
即

夷
界
了
仝
雲
南
ご
序
龍
川
江
ご
壁
臆
越
顧
北
‘
馬
面
補
燥
豊
城
令
一
煉
到
レ
縣
掘
,
,
獄
基
一
入
＞
地
四
丈
餘
、

闘
大
塘
蘭
酉
會
,
,
曲
石
江
i

西
南
流
入
―
―
緬
旬
界
↓
〔
績
得
,
,
一
石
函
涵
益
氣
非
レ
常
、
中
有
―
―
雙
剣
ー
並
刻
題
‘
一
日
―
―

雲
南
通
志
〕
龍
川
江
源
出
,
,
拉
里
城
西
桑
建
楚
山
南
楚
｛
龍
泉

2
日,,
太
阿
五
是
夕
斗
牛
間
氣
不
―
―
復
見
一
焉
。
〔
太

旦
桑
楚
河
玉
東
南
流
會
雅
隆
布
河
云
ぎ
臆
越
顧
北
境
平
賽
宇
記
〕
龍
泉
縣
南
五
里
、
水
可
ー
ー
用
浮
ヮ
剣
、
昔
人

大
塘
陰
西
北
う
か
邊
‘
南
流
経
―
―
馬
面
覇
西
ご
四
南
至
―
―
就
レ
水
浮
レ
之
、
剣
化
レ
龍
去
、
故
剣
名
―
―
龍
泉
↓
〔
郭
元
振
、

曲
石
街
東
£
星
曲
石
江
水
云
竺
龍
川
江
i

西
南
流
至
,
,

賓
剣
篇
〕
良
工
鍛
錬
凡
幾
年
、
躊
二
得
賓
剣
る
竺
龍
泉
↓

天
馬
闊
東
南
正
3

レ
邊
‘
至
,
,
緬
旬
江
頭
城
了
＾
―
-
大
金
沙
〔
李
白
‘
留
面
叫
廣
陵
諸
侯
玉
詩
〕
金
鵜
絡
―
―
駿
馬
一
錦
帯

江
コ
D
源
は
雲
南
省
鎮
南
縣
。
元
謀
縣
よ
り
金
沙
江
横
↓
1

龍
泉
↓
●
泉
の
名
。
④
江
蘇
省
武
進
縣
の
東
南
雪
堰

に
入
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
雲
南
‘
楚
雄
府
‘
楚
雄
縣
〕
橋
鎮
の
西
。
＠
浙
江
省
餘
挑
縣
治
の
西
‘
龍
泉
山
。
王
陽

龍
川
江
、
在
―
―
縣
東
百
ぎ
府
境
1

流
入
‘
又
東
北
入
―
―
武
定
明
の
祠
あ
り
。

6
甘
粛
省
原
固
縣
の
北
。
R
険
西
省
緩

府
元
謀
縣
界
一
而
為
,
,
西
埃
河
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
雲
徳
縣
の
東
。
無
定
河
の
東
岸
龍
兒
潰
°
⑮
責
州
省
鳳
泉

南
‘
永
昌
軍
民
府
‘
誘
越
州
〕
龍
川
江
、
源
出
,
,
峨
昌
蜜
地
縣
の
西
北
鳳
凰
山
の
下
。
●
郡
名
。
西
魏
、
置
く
。
山
西

七
蔽
旬
こ
喪
越
旬
界
ニ
空
高
黎
共
山
北
二
下
流
注
―
―
南
省
隠
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
、
平
陽
府
〕
阻
州
、
春

旬
千
崖
‘
乃
瀧
川
境
公
g
於
大
盈
江
n
●
闘
の
名
。
雲
南
秋
時
、
晉
之
蒲
城
也
、
戦
國
時
、
層
レ
魏
、
秦
及
雨
漢
皆

省
腫
衝
縣
の
東
。
龍
江
の
西
岸
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
雲
為
,
,
河
東
郡
地
一
魏
晉
為
1

一
平
陽
郡
地

7
永
嘉
中
、
劉

南
‘
永
昌
軍
民
府
‘
騰
越
州
〕
龍
川
江
闘
‘
在
,
,
州
東
七
十
淵
撼
レ
此
‘
置
ー
ー
大
昌
郡
一
後
魏
際
レ
郡
、
為
―
―
南
扮
州
地
一

里
‘
江
之
西
岸
i

有,,
龍

川

橋

↓

西

魏

於

レ

此

置

―

―

扮

州

及

龍

川

郡

↓

●

縣

名

。

④

唐

、

〖
龍
川
詞]
3
7
3

バ
ヨ
，
ウ
セ
ン
書
名
。
一
倦
。
補
遺
一
巻
。
宋
‘
置
く
。
挟
西
省
甘
泉
縣
内
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
峡
西
‘

陳
亮
撰
。
〔
四
庫
提
要
集
‘
詞
曲
類
〕
。
延
安
府
、
甘
泉
縣
〕
臨
慎
城
、
又
有
二
龍
泉
畷
縣
i

唐
武

〖
龍
川
文
集
]
3
7
4
我
哭
ン
書
名
。
三
十
巻
。
宋
‘
陳
亮
徳
四
年
‘
析
置
‘
八
年
‘
井
,
,

入
臨
箕
縣
↓
＠
唐
‘
置
く
。

撰
。
其
の
目
は
書
疏
一
巻
．
論
一
巻
．
問
答
二
巻
・
論
五
挟
西
省
緩
徳
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
延
安
府
‘

巻
・
経
書
登
題
・
簸
・
銘
．
贄
共
―
倦
・
策
一
巻
・
三
國
紀
緩
徳
州
〕
龍
川
畷
縣
、
本
漢
膚
施
縣
地
‘
云
云
‘
唐
天

年
一
巻
．
史
億
序
一
巻
・
序
説
・
引
共
一
巻
•
序
一
倦
．
賓
元
年
‘
改
為
,
,

龍
泉
縣
↓

6
唐
‘
置
く
。
浙
江
省
遂
昌

記
・
題
践
共
一
巻
・
詩
・
歌
詞
・
表
・
啓
共
一
巻
・
啓
一
巻
・
縣
の
南
。
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
浙
江
、
慮
州
府
‘
縣
十
、
龍

書
三
巻
•
配
文
・
祭
文
共
四
巻
・
行
状
•
哀
辟
共
一
巻
・
墓
泉
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
虞
州
府
〕
龍
泉
縣
、
本

誌
銘
四
巻
。
〔
四
庫
提
要
‘
集
‘
別
集
類
〕
。
松
陽
遂
昌
二
縣
地
、
唐
乾
元
二
年
、
析
置
―
―
今
縣
玄
空

〖
龍
川
略
志
〗3
7
5衿”
芍
書
名
。
十
倦
。
別
志
八
巻
。
龍
泉
郷
ご
因
名
‘
宋
宣
和
四
年
‘
改
曰
,
,

剣
川
五
紹
興
初
‘

宋
‘
蘇
轍
撰
゜
循
州
に
流
鏑
中
の
作
。
政
事
の
得
失
‘
復
レ
故
‘
縣
無
レ
城
‘
今
編
戸
百
六
十
五
里
。

G
)南
唐
‘
置

者
省
の
餘
聞
等
に
つ
い
て
記
す
。
〔
四
庫
提
要
、
子
、
小
く
。
江
西
省
遂
川
縣
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
吉
安

説

家

類

〕

。

府

〕

龍

泉

縣

‘

漢

蘊

陵

縣

地

‘

三

國

呉

置

1

新
興
縣
云
守

【
龍
仙
】
376

芍
璽
草
の
名
。
五
芝
の
一
。
五
芝
(
1
-
2

直
陵
郡
i

晉
太
康
元
年
‘
改
,
,
遂
興
縣
二
宋
因
な
之
、
齊
俯

5
7
 :
 4
4
5
)

の
●
を
見
よ
。
〔
抱
朴
子
、
仙
槃
〕
龍
仙
芝
、
状
属
1

童
陵
郡
コ
ち
右
‘
南
唐
保
大
中
、
升
為
レ
縣
゜
〔
清
史

如
昇
龍
之
相
負
也
、
以
レ
葉
為
レ
鱗
、
其
根
則
如
1

蝠
龍
一
稿
‘
地
理
志
〕
江
西
‘
吉
安
府
‘
縣
九
‘
龍
泉
。
R
明
‘
置

―
―
二
九

13725 
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く
。
貴
州
省
鳳
泉
縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
、
石
肝
洞
‘
可
に
谷
―
―
千
百
人
一
石
渠
清
映
‘
名
日
―
―
魯
埃
ご
郷
人

府
〕
龍
泉
縣
‘
元
初
‘
置
天
保
龍
泉
長
官
司
云
尋
改
為
―
―
琥
為
―
―
魯
埃
巖
ご
厳
前
産
レ
茶
‘
甚
佳
‘
曰
―
―
龍
泉
茶
↓
R

龍
泉
坪
長
官
司
ご
思
州
安
撫
司
治
―
―
於
此
二
明
朝
俯
為
1

一
山
西
省
阻
縣
の
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
西
‘
平
陽

長
官
司
ご
g-
―
思
南
宣
撫
司
一
永
築
十
一
年
‘
改
1

一
今
陽
一
府
‘
阻
州
〕
龍
泉
山
‘
賽
宇
記
、
在
↓
1

州
北
七
十
里
五
竺
石

〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
責
州
、
石
肝
府
‘
縣
―
‘
龍
泉
。
参
棲
縣
界
「
山
下
牧
レ
馬
‘
多
産
1

一
名
駒
面
四
名
、
後
周
以
レ
此

賜
の
名
。
河
北
阜
平
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
名
レ
郡
。

0
山
西
省
石
棲
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

隷
翼
定
府
‘
阜
平
縣
〕
龍
泉
闘
縣
西
七
十
里
、
有
王
山
西
‘
沿
州
府
、
石
棲
縣
〕
龍
泉
山
、
在
―
―
縣
南
一
接
―
―
阻
州

下
二
間
云
和
距
―
-
＋
里
‘
下
脳
‘
正
統
二
年
建
、
景
泰
二
界;
c
e
~西
省
富
平
縣
の
西
北
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟

年
‘
又
於
盈
西
北
云
空
上
闘
城
二
天
順
二
年
‘
及
成
化
西
‘
西
安
府
‘
富
平
縣
〕
龍
泉
山
‘
縣
西
北
十
五
里
‘
定
陵

十
二
年
‘
皆
添
―
―
設
官
兵
戌
守
石
嘉
靖
二
十
五
年
‘
改
―
―
築
在
焉
‘
永
泰
初
‘
吐
蕃
寇
―
―
富
平
こ
翠
一
定
陵
殿
一
郎
此
゜

闘
城
ニ
守
熊
盆
密
‘
隅
陰
孜
‘
龍
泉
覇
‘
東
北
至
1

一
倒
馬
〇
四
川
省
汝
川
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
四
川
、
成

闘
百
五
十
里
‘
西
至
1

一
山
西
五
憂
縣
云
口
八
十
里
。

O

都
府
‘
茂
州
‘
改
川
縣
〕
龍
泉
山
‘
縣
南
四
十
八
里
‘
下

鎮
の
名
。
④
金
‘
置
く
。
河
北
省
定
縣
の
境
。
＠
黒
龍
江
有
1

一
龍
池
一

省
大
喪
縣
の
西
北
。
◎
湖
北
省
京
山
縣
の
東
南
帥
家
河
〖
龍
苔
泉
寺
〗

3
8
0
ハ
ョ
ウ
セ/0
寺
の
名
。
河
南
省
新
安
縣
の

の
左
岸
。
＠
四
川
省
簡
陽
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
西
北
青
要
山
の
上
。
一
名
、
長
泉
寺
。
五
代
周
‘
建
つ
。

O

四
川
、
成
都
府
‘
簡
州
〕
龍
泉
鎮
‘
州
西
七
十
里
‘
有
↓
―
巡
地
名
。
四
川
省
簡
陽
縣
の
東
。

司
父
西
十
里
‘
有
―
―
龍
泉
騨
字
亦
日
1一
隆
泉
□
名
震
泉
。
〖
龍
泉
水
〗38
1
[

位
ウ
セ
／
川
の
名
。0
源
は
山
西
省
石
棲

0
北
京
の
西
北
の
渾
杯
寺
を
唐
代
に
稽
し
た
名
。
北
京
縣
の
東
南
。
河
に
注
ぐ
。

O
甘
粛
省
固
原
縣
の
東
北
。

附
近
最
古
の
寺
院
と
い
ふ
。

O
明
‘
侯
継
國
(

1

|
6
3
3
 

〔
水
軽
、
河
水
注
〕
龍
泉
‘
云
云
、
水
出
↓
―
（
高
平
）
縣
東
北

:
 1
0
9
)

の
琥
。

O
姓
氏
。
〔
和
爾
雅
〕
。
七
里
龍
泉
盃
木
北
流
注
―
―
高
平
川
↓

〖
龍
泉
窯
〗3

7
8
芯
ゥ
ぅ
姿
器
の
名
。
淡
青
色
で
釉
彩
に
〖
龍
泉
疸
〗3

8
2
刈
ョ
ウ
ぅ
病
名
。
〔
瞥
宗
金
鑑
〕
龍
泉
疸
生
―

砕
紋
多
く
‘
浙
江
省
龍
泉
縣
に
産
す
る
か
ら
い
ふ
。
宋
於
人
中
1

形
如
↓
―
赤
豆
二
勢
小
根
深
‘
堅
硬
不
レ
痛
‘
色
紫

時
‘
章
生
―
•
生
―
一
兄
弟
善
く
陶
器
を
製
す
る
を
以
て
頂
焦
‘
寒
熱
交
作
‘
不
時
麻
捲
‘
宜1一
速
治
＞
之
‘
遅
則
毒

著
は
れ
‘
兄
の
製
す
る
者
を
班
客
と
い
ひ
‘
弟
は
龍
泉
氣
内
攻
、
令
"
人
煩
悶
云
悪
心
乾
嘔
‘
軸
乱
昏
憤
‘
腿
項

の
藷
に
俯
り
龍
泉
窟
と
い
ふ
。
〔
春
風
堂
随
筆
〕
班
客
漫
倶
腫
、
多
致
レ
不
レ
救
゜

白
断
紋
‘
馘
ー
百
坂
砕
本
木
時
有1一
章
生
一
生
一
―
兄
弟
玉
皆
〖
龍
泉
葛
澤
〗
函
％
”
パ
／
土
司
の
名
。
貴
州
省
銅
仁
縣

慮
州
人
、
主
"
龍
泉
之
琉
田
窯
ェ
生
二
所
レ
陶
青
器
‘
純
粋
の
西
北
。
〔
酔
記
〕
龍
泉
葛
澤
長
官
司
‘
宋
置
‘
今
孟
淫

如
美
玉
云
戸
世
所
＞
責
‘
即
官
窟
之
類
、
生
一
所
レ
陶
堡
、
乃
故
其
地
、
按
‘
龍
司
、
宋
元
志
倶
無
＞
考
。

者
色
淡
‘
故
名
面
霊
〖
龍
泉
老
牧
〗

3
8
4
切
箕
／
清
‘
徐
子
苓
(
4
-
1
0
1
1
0

:

4

 

〖
龍
泉
山
〗3

7
9
乃
ぅ
山
名
。
●
河
北
省
良
郷
縣
の
西
。

4
4
)の
舅

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
直
隷
順
天
府
‘
良
郷
縣
〕
龍
泉
山
【
龍
扇
】
385

打
天
子
の
儀
伎
。
〔
桃
花
扇
、
選
優
〕
雑

三
口
【
□
□
〗

龍

部

龍

【
龍
涎
】
387

乃
香
の
名
。
龍
涎
香
を
見
よ
。
〔
宋
史
‘
請

志
―
―
十
二
〕
紹
興
七
年
、
三
佛
齊
國
云
云
‘
進
貢
‘
南
珠

象
歯
龍
涎
珊
瑚
琉
璃
香
栗
。
〔
香
譜
〕
龍
涎
‘
子
采
目
叩
最

責
、
出
,
,
大
食
國
海
傍
↓
多
亦
不
レ
過
-
―
散
雨
「
上
品
曰
―
―
没

杢
次
曰
,
,
滲
沙
コ
亘
星
桂
勝
覧
〕
龍
涎
嶼
‘
望
レ
之
峙
乙
南

巫
里
洋
中
海
面
云
ぎ
春
間
一
繋
龍
来
集
―
干
上
云
又
戯
而

遺
涎
沫
一
番
人
駕
獨
木
舟
云

9
此
採
蹄
゜
〔
稗
史
彙

編
〕
諸
香
中
龍
涎
最
貴
‘
出
上
入
食
國
「
近
海
常
有
1

一雲

氣
玉
竺
住
山
間
一
郎
知
レ
有
n

―
龍
睡
―
―
其
下
工
或
半
年
‘
或

二
三
年
、
候
―
―
雲
氣
散
ぶ
呼
龍
已
去
な
江
観
レ
之
‘
必
得
1
1

龍
涎
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
器
用
〕
龍
涎
維
舌
悉
是
香
名
。

〖
龍
涎
香
〗3

8
8
糾
ウ
ゼ
/
香
の
名
。
鯨
か
交
尾
し
て
精
液

を
海
上
に
流
し
た
も
の
を
‘
乾
か
し
て
粉
末
に
し
た
も

の
と
傭
ふ
。
〔
鐵
園
山
叢
談
‘
五
〕
奉
哀
庫
者
、
祖
宗
之
珍

祓
也
‘
云
云
、
時
於
1

一
奉
哀
中
盃
匹
龍
涎
香
二
琉
璃
缶
破

黎
母
二
大
籠
二
云
云
、
香
則
多
分
賜
1

一
大
臣
近
侍
一
云
云
‘

毎
以
二
豆
火
紅
火
レ
之
‘
籠
作
,
,
異
花
氣
工
分
郁
涌
レ
座
、

終
日
略
不
レ
駄
‘
於
レ
是
太
上
大
奇
レ
之
、
命
籍
1

如
炉
賜

者
「
随
-
1

散
多
寡
盃
浚
牧
取
以
蹄
1

一
中
禁
一
因
琥
日
―
―
古
龍

恒
〔
花
木
考
〕
宋
代
宮
燭
以
―
―
龍
涎
香

A
只
石
空
央
而

以
紅
羅
纏
‘
伊
燒
燭
-RiJ
灰
飛
而
香
散
又
有
T

香
姻

成
五
采
棲
閣
龍
鳳
文
者
3

【
龍
船
】

9
召

O
龍
を
刻
し
た
船
。
天
子
の
乗
る
船
。

龍
舟
゜
〔
元
史
‘
順
帝
紀
六
〕
於
,
,
内
苑
1

造
―
―
龍
船
草
云
云
‘

帝
自
製
―
―
其
様
↓
〔
剪
燈
新
話
｀
膝
穆
酔
遊
漿
景
園
記
〕

姻
鎖
―
鳳
蓋
ぶ
笠
竺
龍
船
二
●
端
午
の
節
に
競
渡
に
用

ひ
る
船
。
龍
舟
゜
〔
東
京
夢
華
録
、
七
、
駕
幸
―
―
臨
水
殿
1

観
箪
標
錫
に
晏
〕
大
龍
船
約
長
三
四
十
丈
、
間
三
四

丈
‘
頭
尾
麟
鼠
‘
皆
離
―
錢
金
飾
ぶ
底
枝
皆
退
レ
光
‘
雨
邊
十

敷
閣
子
、
中
設
御
座
上
有
1

暦
棲
畳
雙
龍
頭
上
人
舞
レ

旗
、
左
右
水
棚
‘
排
列
六
漿
云
宛
若
飛
勝
二
孔
武
仲
‘

宮
詞
〕
十
頃
西
池
碧
近
レ
天
、
春
深
調
馬
教
,
,
龍
船
↓

〖
龍
船
花
〗3

9
0
衿
ウ
セ
/
草
の
名
。
牛
欄
草(
7ー
1
9
9
2
2:
 

2
8
7
)

の
異
名
。
其
の
花
を
開
く
時
が
五
月
の
競
渡
の
時

に
営
る
か
ら
い
ふ
。
〔
間
雑
記
〕
龍
船
花
‘
輻
州
名
.
,
珠

桐
ご
興
化
名
―
牛
欄
草
ご
泉
州
人
以
T

其
開
在
五
月
二
正

掌
枷
渡
時
い
故
名
二
龍
船
花
一
木
本
而
細
長
‘
花
色
鮮

紅
藪
十
桑
叢
庄
一
枝
五
其
葉
甚
大
‘
可
レ
拾
登
背
↓

【
龍
瑾
】
391

”
'
ゥ
明
‘
｛
且
春
の
人
。
字
は
克
温
゜
琥
は
半

間
居
士
。
経
史
に
博
渉
し
、
四
方
に
遂
遊
す
。
丘
仲
深
．

―――
1
0
 

羅
拝
正
・
陳
公
甫
と
布
衣
の
交
を
な
し
‘
然
諾
を
重
ん
じ
、

風
義
を
尚
ぶ
。
詩
に
巧
゜
荊
南
に
寓
す
。
著
に
鴻
泥
集
・

寓
金
陵
・
有
燕
居
集
が
あ
る
。
〔
列
朝
詩
集
小
博
‘
丙
〕
。

[
龍
潜
]
3
9
2
5
'

＂
ヴ
〇
天
子
と
な
る
べ
き
人
が
未
だ
位
に

即
か
ぬ
時
を
い
ふ
。
〔
易
、
乾
〕
初
九
‘
潜
龍
勿
レ
用
。

〔
南
史
‘
苑
雲
博
論
〕
苑
雲
恩
結
,
,
龍
潜
五
佐
約
情
深
―
―
惟

藷
↓
〔
任
明
、
奉
n

一
答
勅
示
1

一
七
夕
詩
蔽
口
〕
臣
早
奉
,
,
龍
潜
一

墾
賣
鳥
而
入
レ
室
。
〔
注
〕
翰
曰
‘
易
云
‘
潜
龍
勿
レ
用
‘

謂
下
―
帝
在
―
―
贅
朝
五
時
防
已
得
中
承
奉
上
也
。
〔
賓
翠
｀
映
府

賓
堂
覧
―
房
杜
二
公
仁
壽
年
中
題
紀
手
跡
一
詩
〕
仁
壽
元

和
二
百
年
‘
潔
籠
水
墨
淡
如
レ
煙
‘
嘗
時
憔
悴
題
レ
名
日
‘

漢
祗
龍
潜
未
レ
上
レ
天
。
〔
劉
子
輩
‘
建
康
六
感
詩
〕
寄
奴

慎
偉
人
‘
落
拓
龍
潜
地
。

O
清
‘
熊
成
基
(
7ー

1
9
2
9
4
:
 

1
5
6
)

の
琥
°

〖
龍
潜
月
〗3

9
3
丸
，
ぅ
十
一
月
の
異
梢
゜
〔
事
物
異
名

鋒
‘
歳
時
‘
十
一
月
〕
抱
朴
子
‘
十
一
月
為
―
―
龍
潜
之
月
↓

【
龍
戦
】
3
9
4
[
匁

O
陰
交
と
陽
交
と
の
争
ひ
。
〔
易
‘
坤
〕

龍
戦
―
―
子
野
一
其
血
玄
黄
゜
〔
疏
〕
極
陰
盛
似
レ
陽
‘
故
稲
レ

龍
焉
‘
盛
而
不
レ
已
‘
固
陽
之
地
‘
陽
所
レ
不
レ
堪
‘
故
陽
氣

之
龍
卑
ハ
レ
之
交
戦
。
●
天
下
を
争
ふ
載
ひ
。
群
雄
の
竿

ひ
。
〔
謝
眺
‘
和
ん
伏
武
昌
登
―
―
孫
櫂
故
城
一
詩
〕
炎
蓋
遺
―

剣
璽
嘗
塗
息
龍
墨
〔
注
〕
銑
日
‘
駿
龍
載
一
謂
柏
~
二

干
支
函
把
天
下
iO

〔
胡
曾
‘
榮
陽
詩
〕
漢
祗
東
征
屈
未
レ

伸
‘
榮
陽
失
レ
律
紀
生
焚
、
営
時
天
下
方
龍
戦
、
誰
為
二
将

軍
作
諫
吝

〖
龍
載
虎
半
〗3

9
5
共
'
”
ぅ
龍
と
虎
の
た
た
か
ひ
。
群

雄
の
は
げ
し
い
戦
半
の
喩
゜
〔
班
固
‘
答
賓
戯
〕
於
レ
是

七
雄
琥
闘
‘
分
1

一
裂
諸
夏
盃
隅
戦
而
虎
竿
。
〔
胡
曾
‘
谷
口

詩
〕
一
旦
天
慎
逐
―
―
水
流
玉
虎
手
龍
戦
為
-
―
諸
侯
↓

【
龍
膳
】
396

悶
ゥ
龍
を
書
い
た
赤
地
の
吊
の
は
た
。
〔
儀

楕龍

（闘物名

随
‘
郷
射
幡
〕
於
芦
兄
‘
則
虎
中
‘
龍
庸
〔
注
〕
衷
龍
於

庫

尚
1

一
文
章
一
也
‘
通
卑
為
檎
゜

【
龍
髯
】3
9
7
努
•
ウ
O
龍
の
口
ひ
げ
。
〔
史
記
‘
封
祠
書
〕
黄

帝
采
二
首
山
銅
五
躊
―
―
鼎
於
荊
山
下
面
鼎
既
成
‘
有
レ
龍
垂
―

胡
髯
玉
ふ
空
黄
帝
工
黄
帝
上
騎
‘
塁
臣
後
宮
従
上
者
七

十
餘
人
‘
龍
乃
上
去
‘
餘
小
臣
不
レ
得
レ
上
‘
乃
悉
持
―
―
龍

13726 



(48818・ ・398) (48818・ ・425) 

龍

部

龍

笠
龍
髯
抜
堕
‘
堕
1

一
黄
帝
之
芍
ご
日
姓
仰
望
‘
黄
帝
既

上
レ
天
‘
乃
抱
―
―
―
其
弓
卑
ハ
,
1

胡
髯
砥
叩
。
〔
史
記
、
武
帝
紀
〕

鼎
既
成
、
有
レ
龍
垂
甜
髯
玉
＇
迎
―
―
袈
帝
ぶ
黄
帝
上
騎
‘
云

云
‘
餘
小
臣
不
レ
得
レ
上
‘
乃
悉
持
―
―
龍
髯
盃
叫
髯
抜
。

O
天

子
の
髯
を
い
ふ
。
〔
李
遠
、
贈
b

葛
御
容
李
長
史
一
詩
〕
王
座

塵
消
硯
水
清
‘
龍
髯
不
レ
動
採
奄
軽
。
参
松
の
形
容
。
〔
李

賀
‘
五
粒
小
松
歌
〕
緑
波
浸
レ
菓
渦
―
渾
密
匹
細
束
龍
髯
絞

刀
剪
゜
〔
張
碧
、
新
栽
松
詩
〕
石
門
新
長
青
龍
髯
、
剣
身
宛

輯
雲
光
粘
゜
R
清
、
楊
山
松
(
6
ー

1
5
1
1
2
:
 5
5
0
)

の
字
。

【
龍
疏
】
398

バ
ョ
ゥ
龍
蹟
草
で
編
ん
だ
席
。
龍
絃
゜
〔
新
序
‘

雑
事
―
-
〕
漸
憂
五
重
‘
黄
金
白
玉
‘
瑣
叶
龍
疏
‘
翡
翠
珠

磯゚
【
龍
湊
】
399

衿
ゥ
城
の
名
。
山
東
省
徳
縣
の
東
北
。
〔
後
漢

書
‘
哀
紹
偵
上
〕
（
公
孫
）
環
又
遣
レ
兵
‘
至
正
懇
夜
挑
戦
、

紹
復
撃
―
―
破
之
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
山
東
‘
滑
南
府
、
徳

州
〕
龍
湊
城
、
在
-
―
州
東
北
盃
声
河
津
置
レ
戌
慮
、
後
漢
初

平
三
年
、
公
孫
環
遺
レ
兵
撃
1

一
哀
紹
ご
手
龍
湊
ご
邑
紹

所
＞
敗
‘
又
建
安
九
年
、
哀
繹
軍
↓
―
龍
湊
一
曹
操
攻
レ
之
、

諜
抜
平
原
ご
疋
保
―
―
南
皮
↓
胡
氏
日
‘
龍
湊
在
示
原
渤

海

間

盃

竺

河

津

要

口

↓

「

産

地

。

【
龍
葱
】
400

縁
ゥ
山
名
。
浙
江
省
湯
渓
縣
の
南
。
鉛
鎖
の

【
龍
圏
]401

砂
’
龍
の
種
類
。
〔
説
文
〕
蚊
‘
龍
凰
‘
無
レ
角

曰
レ
鮫
゜

【部
g

孫
】
403

乃
●
た
け
の
こ
の
異
名
。
〔
筍
譜
〕
俗
呼
レ

筍
為
1

一
龍
孫
一
〔
楊
萬
里
‘
都
下
食
レ
筍
自
二
十
一
月
↓

歪
四
月
戴
題
詩
〕
竹
祗
龍
孫
渭
上
居
‘
供
―
―
儀
樽
俎
半

年
餘
。
〔
陸
滞
、
詩
〕
一
夜
四
山
雷
雨
起
‘
涌
林
無
藪
長
―
―

龍
孫
↓
〇
竹
の
一
種
。
〔
東
齋
紀
事
〕
辰
州
有
ニ
一
種
小

竹
「
日
―
―
龍
孫
竹
一
生
一
山
谷
皿
高
不
レ
盈
レ
尺
‘
細
如
レ

鍼。

O
す
ぐ
れ
た
駿
馬
。
〔
正
字
通
〕
青
海
帝
馬
多
ニ

龍
紐
目
龍
堡
〔
李
商
隠
‘
過
丙
磨
詩
〕
自
レ
是
明

時
不
―
―
巡
幸
云
土
レ
今
青
海
有
龍
孫
言
曹
唐
、
病
馬
五
首

星
鄭
校
書
章
三
呉
十
五
先
輩
詩
〕
不
レ
剪
蕉
毛

E諏

半
翻
、
何
人
別
二
是
古
龍
孫
一
R
人
の
孫
を
梢
し
て
い

ふ
。
〔
書
言
故
事
‘
子
孫
類
〕
捨
ー
一
人
孫
1

曰
―
―
龍
孫
な
波
魏

王
慧
龍
‘
幼
慧
‘
其
祗
楡
以
為
,
1

諸
孫
之
龍
：
故
以
名
レ

之
。
参
赤
と
ん
ぽ
の
異
名
。
龍
甲
゜
〔
戊
辰
雑
紗
〕
有
1

一大

龍
応
i

二
骨
千
太
湖
之
渭
ぢ
兵
鱗
甲
中
出
レ
晶
、
化
為
A

一蜻

翠
朱
色
‘
人
謂
1
1

之
龍
甲
ガ
念
堕
之
龍
孫
↓

【
龍
摯
】
405

勺
ゥ
龍
か
つ
か
ん
だ
や
う
な
形
。
山
形
の

形
容
。
〔
雀
櫓
、
過
向
城
縣
廠
姑
山
―
詩
〕
盤
疑
虎
伏
形

難
レ
窺
、
展
認
龍
摯
勢
未
レ
逍
。

〖
龍
努
視
捜
〗4

0
6
訂
”
”
ク
龍
と
祝
と
が
つ
か
み
半
ふ
。

猛
烈
な
半
繭
。
視
は
獅
子
の
類
。
龍
努
虎
捜
゜
〔
金
昌

協
、
自
1

一
正
陽
ー
歴
二
圃
通
洞
一
還
一
表
訓
一
記
〕
龍
祭
祝
捜
‘

幾
欲
，
輿
―
―
嶽
勢
1

争
乙
雄
。

〖
龍
挙
虎
掲]
4
0
7
片
？
龍
と
虎
と
が
互
に
つ
か
み
榔

つ
て
串
ふ
こ
と
。
英
雄
の
相
載
ふ
喩
。
龍
攘
虎
拇
゜
〔
喩

汝
磯
‘
八
陣
圏
詩
〕
笑
云
‘
此
公
大
肛
皮
‘
龍
努
虎
榔
堆
1
-

胸
胃
↓

[
龍
蛇
】
408yIヨ
，
＂
〇
た
つ
と
へ
び
。
非
凡
非
常
の
人
の
喩
。

〔
左
氏
、
襄
、
二
十
一
〕
深
山
大
澤
、
賓
生
―
―
龍
蛇
↓
〔
注
〕

言
1
1

非
常
之
地
、
多
生
―
非
常
之
物
一
也
。
〔
新
論
、
均
任
〕

龍
蛇
有
―
―
翻
謄
之
質
↓
故
能
乗
レ
雲
依
レ
霧
‘
賢
才
有
1

一政

理
之
徳
一
故
能
践
レ
勢
虞
レ
位
。
〔
易
、
繋
辞
下
〕
尺
蝉

之
屈
、
以
求
レ
信
也
、
龍
蛇
之
蟄
、
以
存
レ
身
也
。
〔
韓
非

子
、
難
勢
〕
恨
子
曰
、
飛
龍
乗
レ
雲
‘
騰
蛇
遊
レ
霧
‘
雲
罷

霧
孵
‘
而
龍
蛇
輿
涵
孟
年
同
芙
、
則
失
―
―
其
所
＞
乗
也
。

0
草
書
の
筆
勢
の
形
容
。
〔
温
庭
笥
‘
秘
書
省
有
1

一
賀
監

知
章
草
題
詩
―
云
云
詩
〕
出
レ
籠
鸞
鶴
蹄
―
―
遼
海
＃
笠
筆

龍
蛇
涵
1

壊
塊
言
麗
補
之
、
同
1

一
魯
直

i
g普
安
院
壁
上

蘇
公
詩
―
詩
〕
龍
蛇
動
―
―
屋
壁
ぶ
心
有
二
長
公
詩
↓
〔
曹
唐
、

王
遠
宴
麻
姑
禁
経
主
詩
〕
大
策
龍
蛇
随
一
筆
札
一
鬱

龍
や
蛇
の
や
う
に
か
く
れ
る
。
才
能
を
懐
い
て
隠
遁
す

る
。
〔
漢
書
‘
揚
雄
博
上
〕
君
子
得
レ
時
削
大
行
、
不
レ
得
レ

時
則
龍
蛇
゜
R
水
の
流
れ
る
形
容
。
〔
孟
郊
、
初
於
二
洛

中
1

選
詩
〕
碧
水
走
,
,
龍
蛇
一
婉
誕
遠
"
庭
除
↓
〇
辰
年

と
巳
年
と
を
い
ふ
。
龍
蛇
之
歳
(
4
1
3
)

を
見
よ
。

0
兵

器
‘
矛
戟
の
梢
゜
〔
呂
温
、
代
二
鄭
相
公
謝
レ
賜
レ
戟
状
〕
衡

門
燕
雀
‘
乍
相
―
―
賀
於
朱
檻
五
武
庫
龍
蛇
‘
忽
追
二
飛
於
防

巷

1
0圃
凡
夫
と
聖
者
。
賢
愚
‘
利
鈍
゜
龍
を
優
れ
た
人

物
に
喩
へ
蛇
を
劣
っ
た
人
物
に
喩
ふ
べ
碧
巖
録
‘
六
十

一
則
‘
垂
示
〕
定
寵
蛇
別
細
素
「
須
元
作
家
知
識
↓

〖
龍
蛇
歌
〗4

0
9
衿
•
ウ
ダ
ノ
春
秋
の
時
‘
晉
の
介
子
推
か
作

っ
た
歌
。
龍
蛇
之
章
(
4
1
4
)

を
見
よ
。
〔
史
記
‘
晉
世
家
〕

龍
欲
レ
上
レ
天
、
五
蛇
為
レ
輔
‘
龍
已
升
レ
雲
、
四
蛇
各
入
二
其

宇
「
一
蛇
獨
怨
‘
終
不
レ
見
―
―
慮
所
↓
〔
新
序
‘
節
士
〕
介
子

推
奉
レ
膳
而
起
日
、
有
レ
龍
矯
矯
‘
将
レ
失
―
―
其
所
一
有
レ
蝉

従
レ
之
‘
周
↓
一
流
天
下
盃
陣
入
―
―
深
淵
盃
丙
1

一
其
安
所
一
鱚
脂

壼
乾
‘
獨
不
レ
得
-
―
甘
雨
↓

〖
龍
蛇
字
〗4

1
0
バ
＇
ョ
ウ
ダ
ノ
龍
や
蛇
の
や
う
な
形
の
文
字
。

逹
筆
の
文
字
を
い
ふ
。
〔
西
廂
記
‘
張
君
瑞
害
―
―
相
思
如
和

劇
〕
休
レ
教
一
＝
那
淫
詞
兒
‘
展
汗
―
―
了
龍
蛇
字
↓

〖
龍
蛇
虎
豹
〗4

1
1類芍
文
章
な
ど
の
雄
健
な
形
容
。

〔
林
鶴
梁
‘
東
湖
遺
稿
序
〕
所
謂
龍
蛇
虎
豹
‘
髪
幻
而
出

没
者
。

〖
龍
蛇
混
雑
〗41

2
芦
芹
圏
賢
愚
の
相
雑
る
こ
と
。
龍

蛇
(
4
0
8
)

の
O
に
同
じ
。
〔
佛
印
語
録
〕
凡
聖
同
居
‘
龍

蛇
混
雑
゜

〖
龍
蛇
之
歳
〗4

1
3
日
厄
ウ
ダ
ノ
辰
ま
た
は
巳
の
年
に
は
賢

人
が
死
ぬ
と
い
ふ
。
後
漢
‘
鄭
玄
の
故
事
。
〔
後
漢
書
‘
鄭

玄
博
〕
五
年
春
夢
‘
孔
子
告
レ
之
曰
‘
起
起
、
今
年
歳
在
レ

辰
‘
来
年
歳
在
レ
巳
、
既
痣
‘
以
諷
合
レ
之
、
知
命
営
ア

終
‘
云
云
‘
其
年
六
月
卒
。
〔
庄
〕
北
齋
劉
書
一
、
高
オ
不
遇

傭
論
レ
玄
曰
‘
辰
為
レ
龍
‘
巳
為
レ
蛇
‘
歳
至
―
―
龍
蛇
ぶ
只
人

嵯
‘
玄
以
レ
識
合
レ
之
‘
蓋
謂
レ
此
也
。

〖
龍
蛇
之
章
〗4

1
4
翠
芍
’
古
‘
介
之
推
が
晉
の
文
公
の

亡
に
従
っ
て
欝
園
し
た
後
‘
賞
を
賜
は
ら
な
か
っ
た
の

で
蛇
に
比
し
て
掲
り
怨
み
歎
い
た
故
事
。
〔
史
記
‘
晉

世
家
〕
是
以
賞
ね
征
レ
亡
‘
未
レ
至
隠
者
介
子
推
面
4

推
不
レ

言
レ
誅
‘
誅
亦
不
レ
及
‘
云
云
‘
縣
1

一
書
宮
門
ー
曰
‘
龍
欲
レ

上
レ
天
‘
五
蛇
為
レ
輔
‘
龍
已
升
レ
雲
‘
四
蛇
各
入
二
其
宇
一

一
蛇
獨
怨
‘
終
不
レ
見
―
―
慮
所
↓
〔
後
漢
書
‘
耽
倉
側
論
〕
而

蘇
君
恩
不
レ
及
レ
嗣
‘
恭
亦
終
壌
―
―
牢
戸
ぶ
担
誦
龍
蛇
之

章
「
以
為
歎
息
↓

【
龍
退
】
415

乃
ゥ
ヘ
ぴ
の
き
ぬ
。
蛇
鋭
の
異
梢
゜
〔
本
草
‘

蛇
鋭
〕
秤
名
‘
蛇
皮
‘
蛇
殻
‘
龍
退
‘
龍
子
衣
゜

【
龍
堆
】
4
1
6
9
屯
地
名
。

O
古
‘
塞
外
の
地
。
天
山
南
路
の

沙
漠
。
白
龍
堆
を
い
ふ
。
〔
漢
書
‘
西
域
博
序
〕
悽
蘭
國
最

在
―
―
東
垂
忘
炉
漢
‘
営
-
―
白
龍
堆
五
乏
―
―
水
草
↓
〔
班
固
‘
功

徳
論
〕
朱
軒
之
使
‘
鳳
琴
―
―
於
龍
堆
之
表
↓
〔
法
言
‘
孝
至
〕

龍
堆
以
西
‘
大
漠
以
北
。
〔
李
注
〕
白
龍
堆
也
。
〔
劉
孝

思
蹄
引
〕
龍
堆
求
レ
援
急
‘
狐
塞
請
l

一
先
屯
↓
〔
沈
約
‘
白
馬

篇
〕
赤
坂
途
二
折
‘
龍
堆
路
九
盤
。
〔
唐
太
宗
‘
飲
馬
長
城

窟
行
〕
都
尉
反
龍
堆
討
軍
旋
"
馬
邑
↓
●
湖
南
省
岳
腸

縣
の
南
。
又
‘
金
沙
洲
と
い
ふ
。
〔
杜
甫
‘
過
,
,
洞
庭
湖
1

詩
〕
蚊
室
園
念
社
文
龍
堆
擁
―
―
白
沙
↓

【
龍
橙
】
4
1
7
9
匁
〇
龍
の
身
骰
。
〔
晉
書
‘
劉
毅
偵
〕
龍
見
l
-

武
庫
井
中
一
尚
書
郎
劉
漢
等
議
以
為
‘
龍
骰
既
蒼
‘
雑

以
素
文
茎
息
者
大
晉
之
行
‘
敗
レ
武
興
な
文
之
應
也
。

O

~ 

天
子
の
身
の
敬
梢
。
玉
怜
゜
〔
水
滸
傭
‘
一
回
‘
張
天
師

町
穣
盟
疫
―
〕
否
料
其
年
痙
疫
輯
盛
、
仁
宗
天
子
聞

知
‘
龍
謄
不
に
女
。
〔
牧
野
藻
洲
、
先
朝
遺
聞
〕
龍
謄
雄
偉
‘

管
力
亦
軟
レ
群
。

【
龍
棄
】
418

乃

O
城
の
名
。
〔
水
経
‘
淮
水
注
〕
城
之
東
南

角
有
レ
憂
‘
云
云
‘
昔
常
有
レ
龍
出
,
,
入
其
中
一
故
世
亦
謂
1

一

之
龍
曇
城
一
也
。
●
観
の
名
。
挟
西
省
郡
縣
の
東
北
。
〔
司

馬
相
如
‘
上
林
賦
〕
登
1

一
龍
憂
正
竺
細
柳
↓
〔
注
〕
善
日
‘
張

揖
曰
‘
龍
嚢
、
観
名
也
。

【
龍
套
】
4
1
9
[
5

ゥ
戯
劇
の
服
装
の
一
。
彩
花
又
は
龍
紋

を
一
面
に
刺
繍
し
た
も
の
。
帝
王
貴
官
の
侍
者
の
扮

装

。

「

餘

頃

に

灌

ぐ

。

【
龍
塘
】
420

行
池
の
名
。
貴
州
省
天
柱
縣
の
東
。
田
百

【
龍
餡
】
421

が硲

0
六
餡
の
篇
名
。
王
翼
．
論
将
・
選
将
・

立
将
・
将
威
・
勘
軍
・
陰
符
・
陰
書
・
軍
勢
・
奇
兵
・
五
昔
．

兵
徴
・
農
器
の
十
三
篇
あ
り
。
六
餡
(
2
-
1
4
5
3
:
 4
2
7
)
 

を
見
よ
。

O
兵
書
‘
又
は
兵
法
を
い
ふ
。
〔
錢
起
‘
送
ニ

雀
校
書
従
軍
1

詩
〕
寧
惟
玉
剣
報
―
―
知
己
盃
全
11',

一
龍
餡
―

佐
1

一
師
律
一
〔
李
―
商
隠
‘
謝
書
詩
〕
微
意
何
曾
有
二
逢
↓

空
播
二
筆
硯
奉
―
―
龍
餡
-
〔
鄭
侠
‘
送
ii

周
如
京
一
詩
〕
龍

餡
虎
略
何
虞
誠
、
卸
向
吟
箪
呈
鋒
飽
一

【
龍
堂
]422

か
匁
龍
を
壼
い
た
宮
殿
。
〔
楚
辟
‘
九
歌
‘
河

伯
〕
魚
鱗
屋
分
龍
堂
‘
紫
貝
闘
分
朱
宮
。
〔
庄
〕
言
‘
河
伯

所
レ
居
‘
以
―
―
魚
鱗
―
t

益
レ
屋
‘
堂
書
1

一
鮫
龍
之
文
一

【
龍
脆
】
423

％
か
な
山
野
に
自
生
す
る
宿
根
草
で
、
さ
さ

り
ん
だ
う
、
お
こ
り
お
と
し
‘
え
や
み
ぐ
さ
‘
た
つ
の
い

ぐ
さ
等
と
も
い
ひ
‘
り
ん
だ
う
科
に
隔
す
。
痙
の
嵩
さ

は
‘
一
尺
乃
至
三
尺
‘
薬
は
卵
状
披
針
形
‘
又
は
披
針
形

で
先
端
が
尖
り
‘
花
は
梢
頭
に
躾
生
し
‘
蔓
は
鐘
形
で
、

先
端
五
裂
し
、
花
冠
も
亦
狭
鐘
形
で
五
裂
す
る
。
花
色

は
暗
碧
色
、
秋
開
花
す
。
全
草
‘
健
胃
剤
と
し
て
用
ひ
る
。

〔
廣
雅
‘
秤
草
〕
陵
遊
‘
龍
脆
也
。
〔
本
草
‘
龍
糖
〕
繹
名
‘
陵

燐
志
曰
‘
葉
如
寵
翌
味
苦
如
レ
庸
因
以
為
レ
名
。

〖
龍
騰
根
〗4
2
4
a
g

ウ
ダ
ウ
龍
騰
の
根
。
甚
だ
に
か
し
。
薬

用
と
す
。
〔
本
草
‘
龍
脆
〕
根
‘
般
日
‘
采
得
陰
乾
‘
用
時

銅
刀
切
去
二
駁
上
頭
子
一
判
細
‘
甘
草
湯
浸
一
宿
、
漉
出

暴
乾
用
。

【
龍
鍔
】
425

月
宋
の
人
。
字
は
琢
成
。
乾
徳
中
‘
郷
學

に
よ
り
邪
州
守
と
な
り
‘
州
人
父
母
の
如
く
感
ず
。
一

日
禁
鶴
来
下
‘
旦
よ
り
夕
に
及
ん
で
去
ら
ず
。
州
人
‘
来

13727 



(48818・ ・426)一 (48818・・444)

鶴
岡
を
作
っ
て
其
の
徳
を
頌
す
。
致
仕
し
て
蹄
り
、
年

八
十
に
し
て
卒
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
龍
兌
】
426

”
喝
地
名
。
龍
山
の
東
西
南
北
の
四
麓
に
各

各
一
穴
が
あ
つ
て
、
四
時
の
風
を
出
す
と
い
ふ
。
〔
史

記
‘
趙
世
家
〕
趙
興
レ
燕
易
レ
土
、
以
1

一
龍
兌
沿
門
臨
栗
1

愚
燕
゜
〔
注
〕
正
義
曰
‘
邪
子
動
趙
記
日
、
龍
山
有
,
,
四

薦
各
有
二
穴
天
如
印
輪
「
春
風
出
レ
東
、
秋
風
出
レ

酉
夏
風
四
南
、
冬
風
出
地
、
不
相
奪
険
按
‘
蓋
謂
1
-

龍
兌
一
也
。

【
龍
脱
】
427

乃
地
名
。
河
北
省
の
境
。
〔
史
記
、
鄭
商
博
〕

燕
王
威
荼
反
‘
商
以
ー
将
軍
従
撃
レ
荼
‘
載
寵
鹿
先
登

陥
レ
陣
。
〔
注
〕
索
隠
日
‘
孟
康
日
‘
龍
脱
、
地
名
、
在
1

一
燕
趙

界↓

【
龍
澤
】
428

”

,
7
0深
い
淵
。
深
い
瀧
壺
゜
〔
李
白
‘
求
1

一雀

山
人
百
丈
崖
瀑
布
圏
―
詩
〕
龍
渾
中
噴
射
‘
驚
夜
生
―
―
風

雷
↓
〔
李
華
‘
仙
遊
寺
詩
〕
疑
然
龍
澤
上
、
石
勢
若
―
―
奔
走
↓

〔
李
端
‘
送
1

一
絞
然
蹄
＞
山
詩
〕
雲
陰
1
1

鳥
道
―
苔
方
合
、
雪

映
龍
澤
水
更
清
。

O
澤
の
名
。
④
江
北
省
北
京
市
の
西

北
。
陽
壼
山
麓
の
大
覺
寺
の
中
。
＠
江
蘇
省
句
容
縣
の

北
。
◎
吉
林
省
氷
吉
縣
の
東
北
の
龍
渾
山
。
◎
湖
南
省

激
浦
縣
の
西
南
。

O
地
名
。
快
西
省
平
利
縣
。
石
炭
産

地
。
鬱
城
の
名
。
廣
東
省
順
徳
縣
の
西
。
元
末
‘
土
酋
慮

賓
善
‘
此
虞
に
撮
り
、
土
城
を
築
く
。

O
鎖
の
名
。
c
江

蘇
省
句
容
縣
の
北
。
大
江
に
臨
む
。
龍
澤
あ
り
。
還
寧
鐵

路
に
沿
ふ
。
＠
輻
建
省
永
定
縣
の
東
北
、
武
淫
水
の
南

岸
。
◎
湖
南
省
激
浦
縣
の
南
。
＠
四
川
省
酉
陽
縣
の
東
。

R
四
川
省
榮
縣
の
東
南
境
。

〖
龍
渾
河
〗4

2
9
砂
~
0

川
の
名
。
源
は
湖
北
省
利
川
縣

の
西
南
の
乾
淫
山
。
烏
江
に
注
ぐ
。

O
地
名
。
湖
北
省

建
始
縣
。
銅
産
地
。

〖
龍
濯
墟
〗4

3
0
”
径
ヨ
地
名
。
〇
廣
東
省
開
平
縣
の
東
境
。

〇
廣
西
省
博
白
縣
の
西
南
。

〖
龍
濯
淫
〗4

3
1
公
や
川
の
名
。
源
は
湖
南
省
激
浦
縣
の

西
南
の
金
字
山
。
淑
水
に
注
ぐ
。

〖
龍
渾
山
〗4

3
2
”
"
iノ
山
名
。
O
吉
林
省
永
吉
縣
の
東

北
。
龍
渾
・
龍
鳳
寺
・
帝
王
樹
・
石
穴
・
石
池
等
の
古
蹟
あ

り
。
長
闘
鐵
路
に
梢
ふ
。
●
浙
江
省
定
海
縣
゜
鉛
の
産
地
。

〖
龍
澤
老
人
〗4

3
3
翌
立
明
‘
陳
海
碓

(
1
1
-
4
1
6
9
8

:
 

6
9
2
)

の
琥
゜

【
龍
鐸
】
434

ハ匁

明
萬
載
の
人
。
字
は
徳
剛
。
年
十
九
に

龍

部

龍

し
て
選
ば
れ
て
南
宮
に
入
る
。
後
‘
浙
江
按
察
使
と
な

り
、
左
遷
さ
れ
て
騎
る
。
後
‘
晉
王
清
嬉
の
左
長
史
と
な

り
‘
兵
事
を
委
任
さ
る
。
時
に
靖
難
の
師
起
り
‘
晉
兵
を

徴
骰
さ
れ
た
が
‘
泣
き
な
が
ら
拒
ん
で
従
は
ず
。
成
祖

の
時
‘
下
獄
さ
れ
‘
屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
國
朝
獣
徴
録
‘

一
百
五
〕
・
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
十
四
〕
．
〔
昭
代
明
良
録
‘

十
九
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
九
〕
・
〔
明
書
‘
ー
百

三
〕
・
〔
遜
國
諸
臣
傭
‘
二
〕
。

【
龍
園
】
435

”
ゥ
上
等
の
茶
。
龍
鳳
茶
(
5
8
2
)

を
見
よ
。

〔
大
観
茶
論
〕
本
朝
之
興
‘
歳
修
1

一
建
埃
之
貢
盃
暉
圃
鳳
餅

名
冠
ー
キ
令
よ
而
堅
源
之
品
‘
亦
自
レ
此
而
盛
。
〔
石
林
燕

語
、
八
〕
故
事
、
建
州
歳
貢
l

一
大
龍
鳳
圃
茶
五
云
‘
仁
宗
時

禁
君
膜
‘
知
1

一
建
州
正
始
別
澤
―
―
茶
之
精
者
函
デ
小
龍
圃
＋

庁
以
獣
。
〔
蘇
拭
‘
恰
然
以
―
―
垂
雲
新
茶
云
炉
鉤
報
俯
戯

作
-
1

小
詞
以
天
龍
圃
詩
〕
掠
レ
芽
分
二
雀
舌
ぶ
E

レi
名出――

龍
圃
言
故
事
成
語
考
‘
飲
食
〕
龍
圃
雀
舌
‘
盤
是
香
著
。

【
龍
断
】
436

芯
[
"
ノ
岡
聾
の
き
り
た
つ
て
裔
い
慮
。
市
場

で
高
虞
に
登
り
、
左
右
を
望
み
見
て
‘
我
が
貨
物
の
賣

る
べ
き
虞
に
至
り
、
市
利
を
獨
り
占
め
に
す
る
こ
と
。

一
人
で
利
益
を
占
め
る
喩
゜
龍
は
墾
゜
聾
断
。
〔
孟
子
、
公

孫
丑
下
〕
季
孫
曰
‘
云
云
‘
使
―
―
其
子
弟
為
＞
卿
‘
人
亦
執

不
レ
欲
―
―
富
貴
盆
皿
獨
於
え
晶
責
之
中
ギ
有
レ
私
二
龍
断
—
焉
‘

古
之
為
レ
市
也
、
以
其
所
＞
有
、
易
箕
所
＞
無
者
、
有
司

者
治
レ
之
耳
‘
有
-
1

賤
丈
夫
―
焉
、
必
求
―
―
龍
断
―
而
登
5

之‘

以
左
右
望
而
岡
―
―
市
利
言
注
〕
龍
断
‘
謂
1

一
渫
断
而
高
者
1

也
、
左
右
占
望
‘
見
―
―
市
中
有
＞
利
、
岡
羅
而
取
レ
之
。
〔
集

注
〕
龍
‘
昔
聾
‘
龍
断
‘
岡
聾
之
断
而
高
也
。

〖
龍
断
徒
〗4

3
7
岱
げ
／
己
一
人
で
利
盆
を
占
め
る
者
。

〔
書
言
故
事
、
市
隷
類
〕
言
面
炉
利
之
人
五
巳
龍
断
之
徒
↓

【
龍
池
】
438

乃
、
ウ
〇
琴
の
底
の
孔
。
上
を
龍
池
、
下
を
鳳
池

と
い
ふ
べ
洞
天
清
録
集
‘
古
琴
辮
〕
蓋
謂
下
於
1
1

龍
池
鳳
沼

之
絃
盃
微
令
と
有
レ
唇
。

O
地
名
。
〔
九
州
要
紀
〕
黄
父
好
レ

龍
舜
襲
拳
龍
於
陶
兵
故
其
地
有
龍
池

OO池
の
名
。

④
唐
の
玄
宗
が
諸
王
時
代
に
住
ん
だ
隆
慶
坊
の
故
宅

に
在
り
。
中
宗
の
時
‘
藪
t
雲
龍
の
詳
あ
り
。
〔
長
安
志
〕

龍
池
在
―
―
南
薫
殿
北
躍
龍
門
南
「
本
是
平
地
‘
垂
挟
後
‘

因
雨
水
流
葛
成
1

一
小
池
五
後
又
引
龍
首
支
渠
分
1

一漑

之
一
日
以
滋
廣
‘
至
1

一
紳
龍
景
雲
中
ヰ
濡
亘
散
頃
、
深
至
1

一

藪
丈
芦
吊
有
1

一
雲
氣
面
百
岱
黄
龍
出
1

一
其
中
云
匹
之
雲
氣
↓

〔
沈
栓
期
‘
龍
池
篇
〕
龍
池
躍
龍
龍
已
飛
‘
龍
徳
先
レ
天
天

不
レ
違
‘
池
開
l

―
天
漢
一
分
―
―
黄
道
一
龍
向
二
天
門
;
含
紫

微
芸
注
〕
明
皇
為
―
―
諸
王
一
時
故
宅
、
在
,
,
隆
慶
坊
ぶ
モ
有
レ

井
、
井
溢
成
レ
池
、
中
宗
時
散
有
1

一
雲
龍
之
祥
五
後
引
二
龍

首
堰
水
1

注
t

一
池
中
ぶ
池
面
遂
廣
‘
即
龍
池
也
。
◎
王
女
徽
省

六
安
縣
の
東
龍
穴
山
の
上
。
龍
穴
山
(
1
7
1
)

の
〇
を
見

よ
。
◎
江
蘇
省
宜
興
縣
の
西
南
の
龍
池
山
。
＠
四
川
省

義
眉
縣
の
西
南
。
R
の
＠
を
見
よ
。
⑱
鎮
の
名
。
④
河
南

省
馬
縣
の
西
北
。
穎
河
に
臨
む
。
◎
四
川
省
我
眉
縣
の

西
南
。
〔
太
平
賽
字
記
〕
我
眉
山
下
有
レ
池
、
廣
表
十
里
、

墨
龍
池
↓
〔
明
一
統
志
〕
在
―
―
縣
西
南
四
十
里
＾
〇
明
‘
葛

祈
(
9
|
3
1
4
2
 0
:
 19
)
の
臨
i

。

〖
龍
池
山
〗4

3
9
”
•
ウ
チ
山
名
。0
江
蘇
省
宜
興
縣
の
西

南
。
竹
の
産
地
。
龍
池
あ
り
。

O
安
徽
省
の
龍
穴
山
の
一

名
。
龍
穴
山
(
1
7
1
)

の
O
を
見
よ
。

O
四
川
省
羅
江
縣
の

西
南
。
山
上
に
池
あ
り
。

〖
龍
池
篇
〗4

4
0
政
ウ
チ
唐
の
玄
宗
が
即
位
し
‘
其
の
太
子

の
時
に
住
ん
だ
隆
慶
坊
の
藷
邸
を
改
め
て
興
慶
宮
と

い
っ
た
。
邸
は
龍
池
の
北
に
在
る
の
で
‘
龍
池
架
を
作

る
。
龍
池
の

O
①
を
見
よ
。
〔
藷
唐
書
、
音
架
志
―
-
〕
龍
池

栗
‘
玄
宗
所
レ
作
也
。

第

一

章

紫

薇

令

‘

挑

崇

恭
聞
帝
里
生
1

一
叢
沼
｛
應
レ
報
明
君
鼎
業
新
‘
既
協
翠
泉

光
―
―
賓
命
る
還
符
白
水
出
―
―
慎
人
正
此
時
舜
海
潜
龍
躍
‘
此

地
亮
河
帯
馬
巡
‘
掲
有
二
前
池
一
小
雁
一
切
承
―
―
藷
恵
―

入
1

一
天
津
↓第

一

―

章

左

拾

逍

‘

禁

学

帝
宅
王
家
大
道
邊
‘
軸
馬
龍
組
涌
―
―
聖
泉
一
昔
日
昔
時

鯉
此
地
一
看
来
看
去
漸
成
レ
川
‘
歌
昼
舞
樹
宜
―
―
正
月
一

柳
岸
梅
洲
勝
,
,
往
年
一
莫
レ
言
波
上
春
雲
少
‘
祇
為
従
レ

龍
直
上
レ
天
。
第

三

章

修

文

館

學

士

‘

沈

栓

期

龍
池
躍
レ
龍
龍
已
飛
‘
龍
徳
先
レ
天
天
不
レ
違
、
地
開
―
―
天

漠
分
―
―
黄
道
盃
隅
向
-
1

天
門
一
入
―
―
紫
微
一
邸
第
楼
憂
多
―
―

氣
色
五
君
王
兒
雁
有
1

一
光
輝
涵
ば
報
賓
中
百
川
水
‘
来
1

一朝

此
地
一
莫
―
―
東
饒
↓

第

四

章

黄

門

侍

郎

‘

慮

徳

恨

代
邸
東
南
龍
躍
玉
泉
‘
清
消
碧
浪
遠
浮
レ
天
‘
棲
蜃
影
就
―
―

波
中
ー
出
、
日
月
光
疑
―
―
鏡
裏
懸
「
雁
沼
回
流
成
1

一
舜
海
一

亀
書
薦
祉
應
1

一
尭
年
工
大
川
既
渭
葱
レ
為
レ
楕
‘
報
徳
空
思

奉
細
聾

第

七

章

紫

薇

侍

郎

‘

蘇

類

西
京
凰
邸
躍
龍
泉
‘
佳
氣
休
光
鎖
在
レ
天
‘
軒
后
霧
圏
今

已
得
‘
秦
王
水
剣
昔
常
傭
‘
恩
魚
不
レ
似
昆
明
釣
‘
瑞
鶴

長
如
―
―
太
液
仙
五
願
侍
―
―
巡
遊
面
型
藷
里
盃
更
聞
籠
鼓
清
―
―

棲
船
↓

第

八

章

黄

門

侍

郎

｀

李

又

星
分
―
―
邑
里
四
人
居
、
水
沼
―
―
源
流
一
萬
頃
餘
‘
魏
園
君

王
梢
レ
象
慮
‘
晉
家
藩
邸
化
レ
龍
初
‘
青
蒲
暫
似
遊
レ
梁

馬
‘
緑
藻
還
疑
宴
レ
鏑
魚
、
自
有
ー
』
紳
鐙
滋
二
液
地
ご
年
年

雲
物
史
官
書
。

第

九

章

工

部

侍

郎

‘

姜

時

憲
沼
榮
廻
邸
第
前
‘
浴
レ
日
涵
レ
春
窯
↓
―
曙
天
一
始
見
"
'
龍

憂
昇
―
―
鳳
凹
應
レ
如
,,t肖
漢
起
1

一
軸
泉
ヂ
石
贋
渚
労
還
啓
レ

聖
‘
桃
李
初
生
更
有
レ
仙
‘
欲
レ
化
11'

帝
圏
み
茫
此
受
‘
正

同
河
髪
一
干
年
。

第

十

章

兵

部

郎

中

‘

装

瑞

乾
坤
啓
レ
臀
吐
1

一
龍
泉
百
永
水
年
年
勝
二
年
正
始
看
魚
躍

方
成
レ
海
、
即
観
龍
飛
利
在
レ
天
‘
洲
渚
遥
将
1

一
銀
漢
ー
接
‘

棲
憂
直
輿
二
紫
微
一
連
‘
休
氣
榮
光
常
不
レ
散
‘
懸
知
此
地

是
紳
仙
。
〔
藷
唐
書
、
音
架
志
三
‘
龍
池
架
章
十
首
〕
。

〖
龍
池
山
人
〗44

1苔パ
清
‘
李
乗
徳
(
6
|1
4
4
5
9
 :
 1
9
 

2
8
)

の

琥

。

「

琥

゜

〖
龍
池
道
人
〗44
2
g匁清
‘
博
山

(
1ー
9
3
9
:
 5
6
)

の

〖
龍
池
聞
道
下
士
〗44

3
閃
ウ
チ
プ
／
ダ
ゥ
清
‘
偲
山
(
1
|9
3
9
 

:
 5
6
)

の
鑢

【
龍
智
】4

4
4
門
•
ウ
〇
龍
の
智
慧
。
俊
れ
た
智
慧
゜
〔
白
居

易
‘
東
南
行
一
百
韻
云
云
詩
〕
龍
智
猶
経
レ
醍
、
亀
霰
未
レ

免
レ
例
。
●
圃
惚
、
ウ
龍
猛
の
弟
子
、
金
剛
智
の
師
。
密
宗

の
第
四
龍
。
玄
特
三
祓
に
中
観
論
百
論
等
を
教
ふ
と

い
ふ
。
〔
付
法
傭
、
上
〕
。

第

六

章

吏

部

尚

書

‘

崖

日

用

龍
興
白
水
漢
輿
符
‘
聖
主
時
乗
還
百
盃
竺
岸
上
辛
茸
五

花
樹
‘
波
中
的
礫
千
金
珠
‘
操
レ
環
昔
聞
迎
―
―
夏
啓
こ
探
レ

厘
先
来
瑞
1

一
有
虞
ご
風
色
雲
光
甜
隠
見
‘
赤
雲
神
化
象
1

一

江
湖
↓

第

五

章

殿

中

監

‘

姜

絞

龍
池
初
出
此
龍
山
‘
常
経
―
―
此
地
五
印
龍
顔
百
1

日
芙
蓉

出
―
―
夏
水
ご
ヰ
年
楊
柳
嬰
-
1

春
瀾
ご
尭
壇
賓
匝
餘
―
―
煙
霧
一

舜
海
漁
舟
尚
往
還
‘
願
似
二
縣
観
五
雲
影
盆
此
来
従
去
九

天
間
。

口

13728 



(48818・ ・445)一 (48818・・476)

龍

部

龍

【
龍
埠
】
知
り
ョ
•
ウ

0
禁
裏
の
埠
゜
埠
は
階
上
の
地
。
〔
事
物

類
緊
〕
敬
宗
好
1

一
遊
敗
ご
劉
栖
楚
曰
‘
臣
以
レ
諫
為
レ
官
‘

使
転
下
負
―
―
天
下
之
磯
一
請
砕
レ
首
以
謝
‘
遂
以
レ
額
叩
1
-

龍
埠
ぶ
皿
被
レ
面
。
〔
鄭
谷
‘
寄
1

一
職
方
李
員
外
1

詩
〕
龍
埠

使
下
天
街
暖
‘
共
看
,
,
圭
峰
上
苦
馬
行
。
〔
韓
促
、
夢
中
作

詩
〕
紫
｛
辰
初
啓
列
,
,
鴛
鸞
一
直
向
―
―
龍
堺

i
到
揖
班
。
●
道

場
を
い
ふ
。
〔
長
生
殿
冤
魂
〕
備
輿
レ
我
把
招
魂
衣
一

振
讀
照
錮
懸
龍
埠
浮
掃
‘
風
鋸
高
寒
。

〖
龍
埠
旗
〗
細
い
ョ
ウ
チ
旗
の
名
。
〔
事
物
紀
原
‘
旗
旋
采
章

部
龍
塀
旗
〕
皇
枕
大
饗
明
堂
記
曰
‘
龍
埠
旗
‘
唐
穂
令

亦
無
レ
文
、
開
賓
通
謄
新
加
‘
謂
天
下
太
平
一
、
五
方
各

-
‘
君
王
萬
歳
一
、
日
月
各
一
。

【
龍
輯
】
4
4
7
5
唸
龍
の
や
う
に
曲
つ
た
車
の
な
が
え
。
又
‘

天
子
の
車
。
〔
楚
辞
‘
九
歌
‘
東
君
〕
駕
―
―
龍
輯
1

分
乗
レ
雷
‘

墨
雲
旗
一
分
委
蛇
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
龍
輯
華
艤
‘
金

錢
錢
錫
゜
〔
晉
書
‘
輿
服
志
〕
五
絡
皆
有
二
錫
鸞
之
飾
‘
和

鈴
之
響
‘
鉤
贋
玉
壌
‘
龍
精
華
艤
芦
魏
書
‘
幡
志
四
〕
乗
輿

輩
絡
龍
軸
十
六
‘
四
衡
緞
‘
朱
班
繍
輪
‘
有
―
―
離
軋
文
虎

盤
蛾
之
飾
↓

【
龍
儲
]448

誇
ゥ
清
‘
童
能
震
(
8
ー

2
5
7
7
5
:
 1
2
8
)

の
字
。

【
龍
蟄
】
449

乃
龍
か
ひ
そ
み
か
く
れ
る
。
轄
じ
て
、
冬

に
な
る
こ
と
を
い
ふ
。
〔
易
‘
繋
辟
下
〕
龍
蛇
之
蟄
‘
以
存
レ

身
也
。
〔
張
協
、
雑
詩
〕
龍
蟄
誼
氣
凝
‘
天
高
萬
物
粛
。
〔
翁

洸
、
冬
詩
〕
雲
凝
―
―
止
水
魚
龍
蟄
‘
雪
貼
1

一
遥
峰
―
草
木
榮
゜

【
龍
茶
】
450

が
匁
上
等
の
茶
の
名
。
〔
宋
史
、
地
理
志
五
〕

建
寧
府
‘
云
云
‘
貢
1

一
龍
茶
↓
〔
陸
涌
‘
雪
夜
作
詩
〕
龍
茶

輿
亙
箪
只
得
失
不
レ
足
品
評
。
〔
事
物
紀
原
‘
酒
醗
飲
食

部
‘
龍
茶
〕
談
苑
曰
‘
龍
鳳
石
乳
茶
、
本
朝
太
宗
皇
帝
令
レ

造
‘
江
左
乃
有
―
―
研
膏
茶
供
御
面
ば
龍
茶
之
品
也
。

[
龍
場
】
451

悶
t

0方
丈
山
の
東
方
の
地
。
〔
拾
遺
記
‘

十
、
方
丈
山
〕
方
丈
之
山
‘
一
名
轡
雉
、
東
方
龍
場
、
地

方
千
里
‘
玉
瑶
為
レ
林
、
雲
色
皆
紫
。
●
地
名
。
今
‘
貴
州

省
修
文
縣
治
。
明
の
王
陽
明
、
誦
せ
ら
れ
て
龍
場
騨
丞

と
な
る
。
〔
陽
明
先
生
出
身
靖
乱
鋒
〕
龍
場
、
地
在
-
1

貴

州
之
西
北
一
宣
慰
使
之
所
レ
隔
‘
萬
山
叢
棘
中
‘
蛇
陛
成
レ

堆
‘
魃
魃
書
＿
見
、
揮
摘
盤
毒
‘
苦
不
レ
可
レ
言
‘
夷
人
語
言
‘

又
皆
峡
舌
難
レ
解
、
居
無
―
一
宮
室
五
惟
累
レ
土
為
レ
窟
‘
寝
―
―

息
其
中
—
而
已
゜

【
龍
楯
]
4
5
2
5
琴
天
子
の
柩
を
載
せ
る
車
。
龍
を
な
が
え

に
書
い
た
も
の
。
龍
幅
(
2
6
4
)

に
同
じ
。
〔
稽
‘
檀
弓
上
〕
天

子
之
蹟
也
、
敢
―
―
塗
龍
楯
一
以

梓
。
〔
疏
〕
龍
楯
者
、
蹟
時
楯
車

載
レ
柩
‘
而
書
一
レ
較
為
レ
龍
、
故

云
籠
輯
也
。
〔
帷
‘
檀
弓
下
〕

天
子
龍
楯
而
梓
輯
゜
〔
資
治
通

鑑
、
唐
紀
〕
（
文
宗
、
開
成
五
年
）

門
下
侍
郎
同
平
章
事
李
珪
‘
坐
下

為,,
山
陵
使
ー
龍
楯
餡
い
罷
為
1

一
太
常
卿
↓
〔
注
〕
記
‘
天
子

龍
楯
‘
楯
‘
載
レ
柩
車
也
‘
驚
―
―
龍
於
輯
↓

【
龍
捷
】
4
5
3
5
3
3
,
0
英
雄
が
時
節
に
際
會
し
て
胄
雲
の

志
を
伸
ば
す
喩
。
〔
播
岳
‘
西
征
賦
〕
忽
蝿
髪
而
龍
捷
‘

雄
覇
上
而
断
履
〔
注
〕
銑
曰
‘
言
‘
油
公
忽
鈍
畏
為
レ

龍
而
舒
1

一
申
其
糧
一
脱
至
,
,
覇
上
軍
一
心
高
攣
也
。
〔
世

説
新
語
‘
軽
紙
〕
孫
綽
作
―
―
列
仙
商
祁
子
賛
1

日
、
所
レ

牧
何
物
、
殆
非
1

涵
盆
竺
億
遇
,
,
風
雲
↓
為
レ
我
龍
捕
‘
時

人
多
以
為
レ
能
、
王
藍
田
語
レ
人
云
‘
近
見
1

一
孫
家
兒
作
▽

文
‘
道
,
,
何
物
慎
猪
一
也
。
●
草
書
の
筆
力
の
勇
勁
な
喩
゜

〔
韓
埼
‘
謝
1

二
杜
公
直
竺
草
書
一
詩
〕
鸞
鳳
鼓
舞
龍
蛇
捷
゜

【
龍
女
】
454

が339
ゥ
龍
宮
に
棲
む
龍
王
の
女
。
轄
じ
て
‘
賢

女
の
喩
゜
〔
唐
逸
史
、
下
〕
元
宗
在
二
東
都
玉
品
竺
於
殿
「

夢
二
女
子
ぶ
臼
色
穣
艶
‘
云
云
‘
上
曰
‘
汝
是
何
人
、
酎

日
‘
妾
是
陛
下
凌
波
池
中
龍
女
‘
衛
に
呂
護
レ
駕
゜
〔
異
聞

集
〕
柳
毅
緊
―
慮
氏
面
炉
其
妻
―
深
覺
レ
類
1

一
子
龍
女
面
臼

輿
話
音
費
妻
日
‘
予
即
洞
庭
君
女
也
。

〖
龍
女
博
〗4

5
5
ぢ
ゥ
ヂ
ョ
側
奇
小
説
の
名
。
唐
‘
砕
登
の
撰

と
題
す
。
龍
女
に
開
す
る
傭
説
を
描
く
。
洞
庭
山
穴
・
洛

紳
偲
・
鄭
徳
瑣
傭
の
―
二
篇
あ
り
。

[
龍
澄
】

456ti認
宋
の
人
。
嘗
て
濃
水
に
油
ぴ
、
水
中
に

一
石
盆
を
見
‘
玉
印
五
個
を
獲
‘
文
字
‘
星
霞
の
如
し
。

労
に
人
あ
り
、
形
貌
甚
だ
異
な
り
。
曰
く
‘
我
は
九
天
の

使
者
な
り
‘
こ
れ
上
帝
の
賓
と
す
る
所
‘
原
慮
に
投
ず

べ
し
と
。
澄
驚
き
‘
言
の
如
く
投
じ
‘
顧
れ
ば
忽
ち
見
え

ず
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
龍
鎮
】
457

只
ゥ
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
黒
龍
江
省
緻
江
縣

の
東
。
訥
穆
爾
河
の
上
流
の
東
北
岸
。

【
龍
廷
】
458

和
匁
匈
奴
の
王
庭
。
龍
庭
(
4
6
3
)

の
O
に
同

じ
。
〔
漢
｛
呂
秋
‘
四
折
〕
越
顧
ー
的
吾
身
薄
倖
↓
萬
里
龍
廷
‘

知
下
他
宿
―
―
誰
家
二
震
慎
性
3

【
龍
邸
】
459

五
匁
天
子
が
未
だ
即
位
せ
ぬ
時
の
住
居
。
潜

邸
゜
〔
元
史
、
碍
柴
志
―
-
〕
潤
二
色
洪
業
函
竺
意
太
平
盆
友 ｀ 

（圏幡三）輌龍

従
1

一
龍
邸
之
潜
万
盆
翌
鳳
儀
之
奏
↓

【
龍
亭
】
460

り

0
天
子
の
位
牌
の
あ
る
み
や
。
〔
幅
悪

全
書
‘
教
養
部
‘
講
讀
儀
注
〕
講
期
前
一
日
‘
司
レ
講
者
‘

至
1

一
講
所
ご
掃
除
潔
浮
、
上
用
1

一
高
案
奉
え
女
龍
亭

-
0

亭
の
名
。
河
南
省
開
封
縣
城
の
宋
の
故
宮
の
内
。
宋
の

殿
廷
で
あ
る
。

O
縣
名
。
④
後
魏
‘
置
く
。
快
西
省
洋
縣

の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
漢
中
府
‘
洋
縣
〕
龍
亭

際
縣
‘
在
1

一
縣
東
十
八
塵
本
漢
亭
名
、
後
漢
元
光
二
年
‘

佳
倫
封
龍
亭
侯
瓦
也
‘
後
魏
時
‘
置
龍
亭
縣
「
又
置
―

晉
昌
郡
治
焉
。
＠
唐
‘
置
く
。
雲
南
省
藉
大
理
府
の
境
。

〖
龍
亭L
l
J
]
4
6
1

”
•
ウ
テ
ィ
山
名
。
0
河
南
省
開
封
縣
城
の

中
。
●
映
西
省
洋
縣
の
東
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
有
―
―
赤
坂
一

在
洋
州
東
二
十
里
龍
亭
山
一
色
甚
緒
‘
蜀
漢
建
興
八

年
‘
魏
曹
慎
・
張
部
・
司
馬
焚
侵
レ
漢
‘
武
侯
次
二
於
城
固

赤
坂
ー
以
待
レ
之
‘
郎
此
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
挟
西
‘
漢

中
府
‘
洋
縣
〕
龍
亭
山
‘
縣
東
二
十
里
‘
志
云
‘
龍
亭
山
‘

乃
入
1

一
子
午
谷
之
口
↓
其
山
阪
耗
色
‘
亦
名
―
―
赤
阪
↓

〖
龍
亭
居
士
〗
知
政
ウ
テ
ィ
宋
‘
方
闇

(
6
|1
3
6
2
0
 :
 1
0
 

8
)

の
琥
゜

【
龍
庭
】
？
匁
〇
匈
奴
の
王
庭
゜
〔
班
固
‘
封
―
―
燕
然
LlJ1

銘
〕
躁
ー
冒
頓
之
匪
落
ぶ
杢
老
上
之
龍
庭
二
注
〕
銑
曰
‘

龍
庭
‘
箪
子
祭
レ
天
地
所
。
〔
後
漢
書
‘
賓
憲
博
〕
杯
空
老

上
之
龍
庭
↓
〔
注
〕
匈
奴
、
五
月
大
會
二
龍
庭
五
祭
―
―
其
先

天
地
鬼
紳
↓
〔
李
白
‘
古
風
詩
‘
其
六
〕
昔
別
雁
門
縣
‘
今

戌
龍
庭
前
。
〔
王
維
、
送
n

―
趙
都
督
赴
二
代
州
知
竺
青
字
1

詩
〕
忘
レ
身
辞
面

g四
報
レ
國
取
1

一
龍
庭

-
0人
相
の
衆

に
異
な
っ
て
す
ぐ
れ
た
も
の
。
〔
唐
書
、
唐
倹
博
〕
（
伶
）

典
一
高
雌
善
‘
云
云
、
高
祗
嘗
召
訪
レ
之
‘
倹
曰
、
公
日
角

龍
庭
‘
云
云
‘
係
,
,
天
下
之
望
一
久
癸
°

【
龍
眺
]464

り
龍
の
や
う
に
視
る
。
〔
趙
至
‘
呉
伍
茂

齊
書
〕
龍
眺
大
野
盃
虎
疇
六
合
↓

[
龍
蹄
】
465

牡
ゥ
〇
龍
の
蹄
。
駿
馬
を
い
ふ
。
〔
曹
植
、
病

馬
詩
〕
臥
来
総
怪
龍
蹄
距
‘
痩
虚
誰
驚
虎
口
高
。
〇
瓜

の
一
種
。
〔
廣
雅
‘
秤
梓
〕
龍
跳
‘
虎
掌
‘
羊
骰
‘
免
頭
‘
云

云
‘
瓜
隔
也
。
〔
廣
志
〕
瓜
以
遼
東
薩
江
徴
控
之
穂
為
レ

美
糎
頭
‘
蜜
笛
‘
羊
譴
龍
蹄
‘
其
名
各
異
‘
龍
蹄
瓜
‘
羊

髄
瓜
、
大
如
レ
射
、
出
1

一
涼
州
↓

【
龍
超
】
4
6
6
5
g
'
,
0
龍
の
や
う
に
飛
ぴ
こ
え
る
。
〔

I
融‘

―
二
月
三
日
曲
水
詩
序
〕
虎
視
龍
超
‘
雷
駿
電
逝
。

O
明‘

華
允
誼
(
9
-
3
1
2
1
4
:
 4
7
5
)

の
琥
。

~ 

[
龍
跳
】
467

琴
ゥ
龍
の
や
う
に
を
ど
る
。
筆
勢
の
縦
逸

な
形
容
。
〔
劉
克
荘
‘
詞
〕
鳥
絲
欄
展
‘
酔
星
龍
跳
゜

〖
龍
跳
虎
臥
〗4

6
8
牡
咋
ゥ
筆
勢
の
縦
横
自
在
な
喩
゜

〔
梁
武
帝
‘
書
評
〕
王
鞭
之
書
‘
如
4

龍
跳
―
―
天
門
玉
虎
臥
申

鳳
閥
い
是
故
歴
代
賓
レ
之
‘
永
以
為
レ
訓
゜

【
龍
的
】
469

り
婦
人
が
面
の
飾
と
し
て
‘
黒
子
を
つ
け

る
こ
と
。
的
(
8
-
2
2
6
9
2
)

及
ぴ
酌
(
1
2
|
 4
8
0
5
1
)

の
字

解
を
見
よ
。
〔
丹
鉛
穂
録
〕
仙
経
云
‘
飽
姑
以
レ
t

父
灼
1

一龍

女
額
↓
後
人
炊
レ
之
‘
謂
―
―
之
龍
的
ぶ
烈
か
作
レ
酌
‘
今
婦
人

面
飾
巨
龍
酌
玉
蓋
以
二
龍
女
1

況
5

之
‘
又
日
―
―
星
的
↓

【
龍
笛
】
470

孔
ゥ
笛
の
一
種
。
〔
虞
世
南
‘
琵
琶
賦
〕
鳳
籟

綴
レ
吹
‘
龍
笛
餡
レ
吟
゜
〔
李
白
‘
陪
↓
―
宋
中
丞
武
昌
一
夜
飲

懐
古
詩
〕
龍
笛
吟
寒
水
至
八
河
落
1

一
饒
霜
一
〔
李
賀
‘
牌

進
酒
〕
吹
1

一
龍
笛
蔽
ヂ
,
,
罷
鼓
涵
皓
歯
歌
‘
細
腰
舞
。
〔
章
碍
｀

登
高
詩
〕
鳳
笙
龍
笛
藪
巡
酒
‘
紅
樹
碧
山
無
限
詩
。
〔
元

史
‘
謄
築
志
五
〕
龍
笛
制
如
レ
笛
七
孔
、
横
―
―
吹
之
盃
目
首

制
龍
頭
面
同
心
結
帯
。

〖
龍
笛
曲]
4
7
1

穀
乃
；
築
府
清
商
曲
辟
。
江
南
弄
の
一
。

梁
武
帝
の
作
。
江
南
弄
(
6
|
1
7
1
4
0
 :
 3
5
2
)
を
見
よ
。

〔
築
府
詩
集
‘
消
商
曲
絲
江
南
弄
‘
龍
笛
曲
〕
古
今
架
録

曰
‘
龍
笛
曲
和
云
‘
江
南
音
一
唱
直
"
千
金
属
融
長
笛

賦
曰
‘
近
世
雙
笛
従
レ
光
起
‘
先
人
伐
レ
竹
未
レ
及
レ
已
‘
龍

雙
水
中
示
レ
息
已
載
レ
竹
吹
レ
之
‘
臀
相
似
‘
然
則
龍

笛
曲
‘
蓋
固
臀
如
龍
鳴
而
名
レ
曲
。
〔
梁
武
帝
‘
龍
笛

曲
‘
和
呈
江
南
―
音
一
唱
値
千
傘
〕
美
人
綿
砂
在
―
―
雲

裳
離
金
錢
竹
眠
土
快

【
龍
酌
】
4
7
2
[
”

龍

的

(
4
6
9
)
を
見
よ
。

【
龍
天
】
4
7
3
[
g

ゥ
圃
〇
八
部
（
佛
法
を
守
護
す
る
八
種
の

異
類
）
の
中
の
龍
衆
と
天
衆
を
い
ふ
。
八
部
と
は
、
天
・

龍
・
夜
叉
・
乾
闇
婆
・
阿
修
羅
・
迦
棲
羅
・
緊
那
羅
・
摩
喉

羅
迦
。
〔
朱
魚
‘
甘
澤
應
祈
詩
〕
誠
通
1

一
幽
隠
―
知
無
レ
間
‘

喜
動
―
―
龍
天
信
有
レ
因
。

O
龍
樹
と
天
親
の
併
稲
゜

【
龍
策
】
474

和
匁
●
豪
書
を
い
ふ
。
〔
陸
亀
蒙
‘
和
1

一
襲
美
1

疫
廣
文
先
生
―
詩
〕
龍
蔽
拝
時
鯉
一
詰
命
三
覚
襟
披
後
小

元
穂
。
●
清
‘
王
兆
符
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
9
6
4
)

の
字
。

【
龍
韓
】
475

只
ゥ
龍
か
め
ぐ
る
。
龍
の
や
う
に
め
ぐ
る
。

〔
成
公
緩
‘
七
唱
〕
紛
龍
轄
而
鳳
翔
‘
忽
若
レ
倒
而
中
止
。

〔
張
紹
‘
沖
佑
観
詩
〕
鳳
翔
―
―
齊
甍
涵
暉
輯
―
―
廻
廊
一

【
龍
纏
】
476

け
ヴ
龍
が
棟
な
ど
に
ま
つ
は
る
。
建
築
の

飾
。
〔
梅
尭
臣
、
詩
〕
耽
耽
玉
字
龍
纏
レ
棟
‘
藷
藷
金
鋪
獣

13729 
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留
レ
環
。
〔
蘇
拭
、
用
-
1

前
韻
1

答
二
西
被
諸
公
見
乙
和
詩
〕
雙

視
蝠
レ
礎
龍
纏
レ
棟
、
金
井
輔
輯
鳴
-
―
瞭
甕
↓

【
龍
田
】
477

乃
字
鱚
〇
清
‘
播
掌
綸
(
7
-
1
8
2
3
6
:
 1
7
 

3
)

の
字
。

O
清
‘
劉
浪
(
2
-
2
2
2
4
:
 1
4
7
)

の
字
。

【
龍
吐
】
478

り
ヨ
，
ゥ
龍
が
吐
く
。
〔
述
異
記
‘
上
〕
龍
珠
‘
龍

所
レ
吐
者
。
〔
杜
甫
‘
渓
跛
行
〕
此
時
朧
龍
亦
吐
レ
珠
‘
渇

夷
撃
レ
鼓
繋
龍
趨
゜

〖
龍
吐
水
〗4

7
9
枠
ゥ
ト
消
火
の
具
。
大
き
な
箱
の
中
に

柱
が
あ
っ
て
、
横
木
を
上
げ
下
げ
す
れ
ば
押
上
げ
ボ
ン

プ
の
仕
掛
に
よ
つ
て
、
水
を
弾
き
出
す
や
う
に
作
っ
た

も
の
。
り
ゆ
う
こ
し
。
水
鐵
砲
。

【
龍
度
】
480

情
’
’
龍
が
わ
た
り
行
く
。
〔
慮
照
鄭
‘
益
州

至
貞
観
黎
君
碑
〕
鶴
飛
龍
度
‘
鸞
歌
鳳
廻
゜

〖
龍
度
→
―
天
門
―
〗

4
8
1
琵
5
ン
ヲ
ワ
ク
ル
歳
星
は
も
と
東
方
に

在
つ
て
之
を
龍
と
い
ひ
‘
辰
の
方
位
を
天
門
と
す
。
故

に
歳
星
が
辰
に
行
く
を
龍
度
―
―
天
門
ー
と
い
ふ
。
〔
周
證
‘

春
官
、
保
章
氏
、
以
一
十
有
一
―
歳
之
相
如
竺
天
下
之
妖

詳
五
疏
〕
昭
十
五
年
、
有
レ
事
1

於
武
宜
之
歳
‘
龍
度
二
天

門
龍
‘
歳
星
也
。

【
龍
渡
】
482
臼

g

山
名
。
湖
南
省
桂
陽
縣
の
南
。
〔
輿
地

紀
勝
〕
山
在
ー
一
軍
南
百
人
名
-
1

紳
渡
一
〔
明
一
統
志
〕
州
之

望
也
‘
山
有
源
泉
玉
灌
漑
甚
溝
゜

【
龍
圏
】
403

りョウ

O
紳
龍
が
圏
を
負
つ
て
黄
河
か
ら
出

た
瑞
詳
。
河
園
洛
書
(
6ー

1
7
2
4
5
:
 1
8
2
)
を
見
よ
。
〔
竹

書
紀
年
〕
龍
園
出
レ
河
、
亀
書
出
レ
洛
、
赤
文
簾
字
、
以

授
1

一
軒
輯
二
沈
約
附
注
〕
龍
圏
出
レ
河
、
亀
書
作
レ
洛
、
赤

文
豪
字
、
以
授
1

一
軒
輯
↓
〔
水
経
‘
洛
水
注
〕
黄
帝
東
巡
レ
河

過
レ
洛
‘
脩
レ
壇
沈
レ
璧
、
受
↓
ー
龍
圏
子
レ
河
、
亀
書
干
＂
洛
゜

〔
水
経
、
河
水
注
〕
聰
在
,
1

伏
義
ぶ
予
龍
馬
圏
子
河
「
八
卦

是
也
、
後
尭
壇
1

一
千
河
ぶ
予
龍
圏
五
旦
握
河
記
ぶ
竺
虞

舜
夏
・
商
↓
咸
亦
受
焉
、
李
尤
盟
津
銘
‘
洋
洋
河
水
、
朝
―
―

宗
於
渥
径
自
1

一
中
州
面
龍
圏
所
レ
在
。
〔
漢
武
帝
内
傭
〕
誦
l
-

伏
義
以
来
、
繋
聖
所
レ
録
、
陰
陽
診
候
‘
及
龍
圏
亀
策
、
藪

萬
言
U

〇
天
子
の
は
か
り
ご
と
。
高
邁
な
計
。
〔
砕
克
構
、

奉
下
和
展
藉
岱
宗
塗
経
中
液
清
上
詩
〕
龍
圏
冠
宵
陸
一

鳳
駕
指
"
雲
亭
↓
〇
官
府
の
名
。
宋
、
大
中
詳
符
年
間
に

建
つ
。
閣
上
に
太
宗
の
御
書
文
集
‘
及
ぴ
譜
録
賓
物
類

を
置
く
。
學
士
・
直
學
士
・
待
制
・
直
閣
學
士
等
の
官
を

設
く
。
〔
文
獣
通
考
、
職
官
考
八
‘
龍
圏
閣
、
直
學
士
〕
宋

朝
大
中
詳
符
中
建
龍
圏
閣
な
竺
會
慶
殿
西
偏
「
北
連
―

龍

部

龍

禁
中
ぶ
向
東
日
―
―
資
政
殿
盃
m
曰
―
―
逃
古
殿
ぶ
向
上
以
奉
―
―

太
宗
御
書
御
製
文
集
‘
及
典
籍
圏
鵞
‘
賓
瑞
之
物
‘
及
宗

正
寺
所
レ
進
隔
籍
世
譜
二
付
―
―
學
士
・
直
學
士
・
待
制
・
直

閣
學
士
ぶ
八
中
詳
符
三
年
置
、
以
,
,
杜
鍋
る

9
之
‘
班
在
ニ

櫃
密
直
學
士
之
上
一
六
年
‘
詔
結
術
在
1

一
本
官
之
上
一

〖
龍
圏
閣
〗4
8
4
g
t龍
圏
の
O
を
見
よ
。
一

〖
龍
圏
公
案
〗4

8
5
咄0
3
,
t

パ
明
代
小
説
の
名
。
作
者
未
詳
。

一
名
‘
包
公
案
。
宋
の
仁
宗
の
時
の
官
吏
‘
包
極
の
裁
判

物
語
を
記
し
た
も
の
。

〖
龍
圏
再
生
〗
幽i位
評
包
極
の
生
れ
嬰
り
。
清
廉
正

直
の
官
吏
を
い
ふ
。
〔
宋
史
‘
包
極
傭
〕
除
—
細
龍
圏
閣
直

學
士
二
云
云
‘
櫂
―
―
知
開
封
府
「
遷
,
,
石
司
郎
中
「
極
立
レ
朝

剛
毅
‘
貴
戚
宦
官
、
為
レ
之
敏
レ
手
。

〖
龍
圏
老
子
〗4

8
7
”
互
四
卜
宋
の
苑
仲
滝(
9ー
3
0
8
3
4:
2

 

3
9
)

を
い
ふ
。
龍
圏
閣
直
學
士
と
な
っ
た
か
ら
い
ふ
。

〔
涸
水
燕
談
鎌
名
臣
〕
苑
文
正
公
‘
以
ー
一
龍
園
閣
直
學
士
一

帥
邪
延
罹
慶
四
郎
威
徳
著
聞
、
夷
人
番
服
‘
圏
戸
蕃

部
‘
率
梢
旦
龍
圏
老
子
一
至
―
―
子
元
臭
亦
似
是
呼
レ
之
。

【
龍
豆
】
488

怜
草
の
名
。
を
ど
り
こ
さ
う
。
績
断
の
異

梢
゜
〔
本
草
‘
績
断
〕
繹
名
‘
謳
折
‘
接
骨
‘
龍
豆
‘
南
草
。

【
龍
枕
】
489

怜

星

の

名

。

尾

星
(
4
1
7
6
5
0
 :
 3
5
)
を
い

ふ
。
〔
國
語
‘
楚
語
下
〕
日
月
會
―
―
子
龍
枕
エ
土
氣
含
牧
‘
天

明
昌
作
‘
百
嘉
備
含
‘
墓
神
頻
行
‘
國
於
レ
是
乎
魚
嘗
、
家

於
レ
是
乎
嘗
祀
゜
〔
注
〕
枕
‘
龍
尾
也
‘
謂
‘
周
十
二
月
、
夏

十
月
也
、
月
令
曰
‘
孟
冬
日
在
レ
尾
。
〔
張
衡
‘
束
京
賦
〕

日
月
會
―
―
於
龍
貌
ぶ
庄
民
事
之
芳
疾
一

【
龍
燈
】
490
砂
E

ゥ
.
龍
膏
の
燈
火
。
〔
拾
遺
記
、
五
、
前
漢

上
〕
漢
武
帝
思
涵
ぽ
往
者
李
夫
人
；
不
レ
可
―
―
復
得
ご
広
云
‘

自
造
1

一
歌
曲
涵
竪
女
伶
歌
巳
之
‘
云
云
‘
聞
レ
唱
動
レ
心
‘
云

云
ぶ
匹
龍
膏
之
燈
百
盆
四
舟
内
「
悲
不
1

ー
自
止
↓
●
龍
を

畿
い
た
燈
゜
〔
夏
疎
、
上
元
應
制
詩
〕
賓
坊
月
絞
龍
燈
淡
‘

紫
館
風
微
鶴
條
平
。

O
海
中
の
燐
光
が
時
に
燈
火
の

や
う
に
連
な
り
現
れ
る
も
の
を
い
ふ
。
R
社
頭
に
掲

げ
る
紳
燈
゜

【
龍
頭
】
491

いE
'

，
0
龍
の
頭
。
〔
呉
志
‘
妃
蹟
傭
〕
播
夫
人
、

會
稽
旬
章
人
‘
櫂
召
充
1

一
後
宮
一
得
レ
幸
有
レ
娠
‘
夢
有
下

以
1

一
龍
頭
正
び
已
者
5

已
以
―
―
蔽
膝
1

受
レ
之
‘
遂
生
1

一孫

亮
↓
〇
魏
の
華
款
．
祁
原
・
管
寧
の
三
人
。
倶
に
消
學

し
交
友
厚
し
。
時
人
目
し
て
一
龍
と
な
し
‘
欽
を
龍
頭
‘

原
を
龍
腹
‘
寧
を
龍
尾
と
し
た
。
〔
魏
志
‘
華
款
偉
‘
注
〕
魏

略
日
‘
欽
輿
―
―
北
海
祁
原
・
管
寧
面
倶
消
學
、
三
人
相
善
、
時

人
絨
1

―
―
ア
が
為
こ
龍
玉
唸
竺
龍
頭
ご
原
為
1

一
龍
腹
二
寧

為
籠
尾
二
〇
科
攣
の
試
瞼
の
第
一
位
の
及
第
者
。
状

元
を
い
ふ
。
〔
梁
願
‘
及
第
謝
恩
詩
〕
也
知
年
少
登
科

好
争
奈
龍
頭
属
池
成
↓
〔
都
経
‘
送
輩
巨
源
一
・
詩
〕
攀

世
横
レ
身
蹄
1

虎
ロ
一
幾
人
懐
レ
策
射
―
―
龍
頭
一
〔
孔
氏
談

苑
〕
梁
瀬
年
八
十
二
‘
状
元
及
第
‘
謝
啓
云
‘
白
首
窮
レ
経
‘

少
1

伏
生
之
八
歳
‘
青
雲
得
レ
路
‘
多
一
太
今
之
二
年
‘

謝
恩
詩
云
‘
天
輻
三
年
来
應
五
琴
‘
碓
熙
一
―
載
始
成
な
名
‘

饒
他
白
製
巾
中
涌
‘
且
喜
胄
雲
足
下
生
‘
看
レ
榜
已
無
―
―

朋
輩
在
ご
蹄
家
惟
有
1

一
子
孫
迎
一
也
知
年
少
登
科
好
‘
竿

奈
龍
頭
麗
―
―
老
成
↓
〔
書
言
故
事
、
科
第
類
〕
状
元
曰
―
―
龍

頭
↓
〔
故
事
成
語
考
‘
老
壽
幼
誕
〕
暮
歳
登
科
‘
正
是
龍

頭
屡
レ
老
。
R
器
物
の
装
飾
と
し
て
龍
頭
を
刻
し
た
も

の
。
た
つ
が
し
ら
。
〔
儀
證
‘
特
牲
餓
食
證
‘
棘
心
ヒ
刻
‘

注
〕
刻
若
―
―
今
龍
頭
↓
〔
胡
培
輩
正
義
〕
今
案
‘
刻
者
、
刻
為
―
―

龍
頭
之
形
盃
悶
呈
位
有
1

一
龍
勺
工
亦
謂
"
'
刻
為
1

龍
頭
言
築

府
詩
集
、
清
商
曲
辞
‘
三
洲
歌
〕
湖
東
邸
酪
酒
、
廣
州
龍

頭
鑓
〔
東
京
藷
事
〕
皇
太
子
納
レ
妃
、
有
l
1

漆
龍
頭
支
誓
枕

二
有
龍
頭
金
錢
文
刀
四
一
〔
李
賀
‘
秦
王
飲
酒
詩
〕
龍
頭

潟
酒
激
一
酒
星
公
立
槽
琵
琶
夜
根
根
゜
R
旗
竿
の
頂
上
の

飾
り
で
縄
を
繋
ぐ
も
の
。
〔
北
史
‘
沈
光
博
〕
初
建
1

一
祁
定

甕
其
中
幡
竿
高
十
餘
丈
、
適
値
蠅
鱚
非
入
力
所
P

及
‘
云
云
‘
光
因
取
レ
索
口
街
‘
拍
レ
竿
而
上
‘
直
至
ー
龍
頭
｛

繋
レ
縄
畢
‘
手
足
皆
放
‘
透
レ
空
而
下
、
以
レ
掌
拓
レ
地
、
倒
行

十
餘
歩
。

O
龍
頭
を
刻
し
た
船
。
船
を
い
ふ
。
〔
温
庭
笥
、

春
江
花
月
夜
詞
〕
珠
翠
丁
星
復
明
滅
‘
龍
頭
努
レ
浪
哀
茄

検。

O
魚
の
名
。
江
西
省
龍
南
縣
龍
頭
灘
下
に
産
す
。

〔
事
物
異
名
録
‘
水
族
‘
銀
魚
〕
正
字
通
‘
銀
魚
形
似
1

一謄

庭
海
中
出
者
曰
―
―
龍
頭
佳
岱
輻
州
一
種
日
1

一
水
晶
魚
＾
〇

螢
の
名
。
貴
州
省
龍
里
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貰

州
龍
里
衛
軍
民
指
揮
使
司
〕
龍
頭
螢
‘
在
衛
衷
天
啓

初
‘
安
邦
彦
犯
1

一
會
城
と
撫
臣
王
三
善
赴
レ
救
‘
自
1

一
新
添
一

抵
龍
頭
登
柩
賊
兵
云
奪
龍
里
涵
是
也
。

O
水
道
の

ロ
。
栓
。

O
匁
ゥ
①
龍
の
頭
の
形
に
造
り
‘
鍬
形
兜

の
中
央
に
置
い
て
飾
と
す
る
も
の
。
た
つ
が
し
ら
。
＠

釣
鐘
の
上
に
あ
る
龍
頭
の
形
を
し
た
も
の
‘
之
に
鉤
を

つ
け
て
梁
に
懸
け
る
。

〖
龍
頭
竹
]
4只
ゥ
ト
ゥ
た
い
ざ
ん
ち
く
。
廣
く
栽
植
せ

ら
れ
る
竹
で
禾
本
科
に
麗
す
。
秤
の
高
さ
二
丈
乃
至
三

丈
‘
圃
筒
形
を
な
し
て
‘
鮮
緑
色
を
呈
し
て
ゐ
る
。
葉

は
廣
披
針
形
で
、
先
端
が
尖
つ
て
ゐ
る
。
琉
球
に
産
す
。

〖
龍
頭
杖
〗4

9
3
が
誘
ゎ
龍
頭
の
つ
い
た
杖
゜
〔
施
肩
吾
‘

山
居
架
詩
〕
手
持
一
＋
節
龍
頭
杖
一
不
レ
指
二
虚
空
1

即
指
レ

雲
〔
元
史
‘
石
天
麟
博
〕
年
七
十
餘
、
（
憲
）
宗
以
―
―
所
レ
御

金

龍

頭

杖

面

戸

之

。

「

け

た

も

の

。

〖
龍
頭
兜
〗4

9
4
名
窃
り
存
卜
冑
の
慎
向
に
龍
の
頭
を
つ

〖
龍
頭
紬
首
〗4

9
5
閻
笠
大
き
な
舟
。
龍
の
形
欣
を
舟

に
刻
し
‘
船
の
紬
に
錦
と
い
ふ
大
鳥
を
書
く
。
鵠
は
能

く
風
に
耐
ふ
る
鳥
‘
故
に
之
を
書
い
て
‘
殷
風
を
黙
勝

す
る
の
義
に
と
る
。
天
子
の
乗
船
。
錦
首
(
1
2
|
 4
7
2
0
6
 

:
 3
)

を
見
よ
。
〔
淮
南
子
、
本
経
訓
〕
龍
舟
錦
首
‘
浮
吹
以

誤
°
〔
注
〕
龍
舟
、
大
舟
也
、
刻
総
龍
文
以
為
レ
飾
也
‘

鵠
‘
大
鳥
也
、
書
h
其
摩
著
船
頭
薮
曰
紐
首
石
〕
。

〖
龍
頭
蛇
尾
〗4
9
6
g
ヴ
ト
ウ
圃
龍
の
頭
に
蛇
の
尻
尾
。
始

め
は
盛
で
終
に
衰
へ
る
喩
゜
〔
碧
巖
録
、
十
則
〕
似
則
似
‘

是
則
未
レ
是
‘
只
恐
龍
頭
蛇
尾
。
〔
傭
燈
録
〕
可
レ
惜
龍
頭

翻
成
―
―
蛇
尾
↓

【
龍
騰
】
497

砂
9
,
0龍
の
飛
昇
す
る
や
う
に
勢
の
盛
な

こ
と
を
い
ふ
。
〔
證
‘
曲
證
上
、
前
―
―
朱
雀
―
而
後
1

一
玄
武

左
―
―
青
龍
―
而
右
百
虎
ご
疏
〕
如
蔦
之
翔
一
如
蛇
之

輝
龍
騰
虎
奮
‘
無
＝
一
能
敵
此
四
物
↓
〔
淮
南
子
‘
兵
略

訓
〕
鸞
攀
麟
振
‘
鳳
飛
龍
謄
‘
検
如
1

一
秋
風
一
疾
如
―
駿
龍
一

〔
参
同
契
〕
蹂
レ
紳
緊
レ
氣
‘
呼
吸
綿
綿
‘
勿
な
翌
開
断
i

久
レ
之
‘
神
住
氣
定
‘
自
然
巽
戸
‘
轟
雷
龍
謄
゜
●
英
雄
の

興
起
す
る
喩
。
〔
揚
雄
‘
劇
秦
美
新
〕
漢
祁
龍
―
―
膀
豊
油
一

奮
迅
宛
葉
二
左
思
‘
呉
都
賦
〕
擁
レ
之
者
龍
謄
‘
撮
レ
之

者
虎
視
。
〔
南
史
‘
齊
高
帝
紀
〕
公
鳳
玉
年
四
維
盃
龍
1

一
謄
八

表

-
0筆
勢
の
勇
勁
な
喩
。
〔
蘇
献
‘
孫
宰
老
求
,
,
墨
妙

亭
詩
〕
蘭
亭
璽
紙
入
-
1

昭
陵
面
間
遺
跡
猶
龍
膀
↓
R

談
論
風
猜
の
形
容
。
〔
慮
照
部
、
五
悲
文
‘
悲
1
1

オ
難
こ

高
談
則
龍
騰
豹
髪
‘
下
レ
筆
則
煙
飛
霧
凝
。

0
山
名
。
四

川
省
南
埃
縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
四
川
‘
叙
州
府
、

南
渓
縣
〕
龍
謄
山
、
縣
東
二
里
、
下
敵
1

一
大
江
↓

〖
龍
騰
苑
〗4

9
8
琵
t

ゥ
苑
の
名
。
熱
河
省
朝
陽
縣
の
故

龍
城
外
。
〔
晉
書
‘
慕
容
煕
載
記
〕
大
築
1

一
龍
騰
苑
盃
廣
裟

十
餘
里
‘
役
徒
二
萬
人
。
〔
後
燕
録
〕
光
始
三
年
正
月
‘
熙

大
築
―
―
龍
騰
苑
盃
廣
変
十
餘
里
‘
建
始
元
年
‘
渇
践
閉
レ
門

距
守
‘
熙
夜
至
1

一
龍
城
盃
竺
北
門
1

不
レ
克
‘
退
至
1

一
龍
苑
↓

【
龍
願
】
499

数
’
●
雨
龍
が
互
に
闘
ふ
。
〔
左
氏
‘
昭
、
十

―
―
―
二
四

13730 
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龍

部

龍

九
〕
鄭
大
水
、
龍
繭
―
―
干
時
門
之
外
治
淵
面
T
A
請
レ
為
レ

榮
焉
、
子
産
弗
レ
許
日
、
我
闊
‘
龍
不
二
我
戴
也
‘
龍
闘
、
我

何
観
焉
。
〔
易
林
‘
坤
之
第
一
―
‘
節
〕
龍
閾
1

一
時
門
ェ
失
レ
理

傷
レ
賢
゜
〔
梁
書
‘
武
帝
紀
下
〕
龍
顧
1

一
於
曲
阿
王
跛
面
凶
西

行
至
―
―
建
陵
城
ご
所
レ
経
虞
樹
木
倒
折
、
開
レ
地
敷
十
丈
゜

〇
雨
雄
、
又
は
群
雄
の
劇
し
い
戦
争
の
喩
。
戦
國
の
手

胤
を
い
ふ
。
龍
戦
。
龍
嗣
レ
野
を
見
よ
。
〔
漢
書
、
彰
越
偲
〕

越
日
‘
雨
龍
方
闊
‘
且
待
レ
之
。
〔
羅
隠
‘
登
―
―
瓦
棺
寺
閣
―

詩
〕
瀬
指
二
嚢
城
更
東
望
‘
鵜
飛
龍
鯛
需
荒
丘
。

O
宋
の

趙
雄
が
金
に
使
し
、
争
辮
し
て
遂
に
屈
し
な
か
っ
た
の

で
、
金
人
が
之
を
龍
繭
と
い
っ
た
。
〔
宋
史
‘
趙
雄
債
〕
時

金
将
レ
程
河
南
之
役
ご
ム
云
‘
上
命
レ
雄
出
使
賀
,
,
生
辰
一

云
云
‘
雄
既
見
釜
主
盃
ヂ
辮
敷
レ
四
、
其
臣
隕
喝
起
‘
雄

僻
益
力
、
云
云
‘
金
人
請
乏
龍
醐
↓

〖
龍
闘
レ
野
〗50

0
ハ
勾
で
群
雄
が
互
に
闘
つ
て
天
下
の

争
乱
す
る
喩
゜
〔
易
‘
坤
〕
龍
戦
,
,
ft, 野
「
其
血
玄
黄
゜
〔
後
漢

書
‘
光
武
紀
上
〕
光
武
先
在
―
―
長
安
言
凹
含
生
彊
華
、
自
二
梱

中
』
竺
赤
伏
符
臼
‘
劉
秀
登
レ
兵
捕
,
,
不
道
一
四
夷
雲

集
‘
龍
嗣
レ
野
、
四
七
之
際
‘
火
為
圧
。

【
龍
洞
】
501

昇
，
ウ
〇
龍
の
棲
む
洞
窟
。
〔
茅
亭
客
話
、
九
、
天

倉
洞
〕
休
復
嘗
見
二
道
書
―
云
‘
云
云
‘
龍
蛇
之
洞
多
脂
械
、

鬼
紳
之
洞
多
高
闊
‘
若
祠
仙
之
洞
―
狭
陰
‘
伯
須
有
レ
水

隔
躁
凡
人
不
レ
可
―
―
妄
造
p

之
爾
。

O
洞
の
名
。
④
挟
西
省

寧
先
縣
の
西
北
。
〔
輿
地
紀
勝
〕
龍
洞
記
日
、
自
乞
一
泉
一
西

二
里
‘
見
レ
有
下
若
観
闘
者
い
即
龍
洞
也
‘
雨
芳
石
壁
嵌
レ

空
‘
若
1

一
目
鼻
口
麟
甲
皆
具
石
其
下
皆
平
石
為
レ
底
、
水
行
1-

其
上
ご
＠
貴
州
省
思
南
縣
の
東
。
萬
勝
山
の
麓
。

O
鈴

木
行
義
の
麓
鈴
木
龍
洞

(11ー
4
0
2
6
7
:
 3
9
)

を
見
よ
。

〖
龍
洞
渠
〗5
0
2
昇
危
ゥ
渠
の
名
。
快
西
省
湮
陽
縣
の
北
。

明
の
成
化
中
‘
巡
撫
項
忠
‘
小
龍
山
大
龍
山
を
竪
つ

て
洞
と
な
し
、
下
‘
白
渠
に
通
じ
‘
廣
恵
渠
と
い
ふ
。
正

義
中
‘
巡
撫
篇
榊
‘
又
、
石
渠
阻
十
二
丈
を
竪
ち
、
通
清

渠
と
い
ふ
。
此
の
渠
は
龍
洞
泉
水
を
引
い
て
東
南
流
せ

し
め
‘
縣
北
を
経
て
妓
れ
て
白
渠
・
中
白
渠
・
下
白
渠
の

三
と
な
り
、
中
白
渠
は
ま
た
妓
れ
て
二
と
な
り
、
並
に

東
流
し
て
散
じ
て
沌
陽
高
陵
一
二
原
三
縣
に
入
る
。

〖
龍
洞
山
〗5
0
3
悶
梵
ゥ
山
名
。

0
山
東
省
歴
城
縣
の
東

噸
上
に
東
西
二
洞
あ
り
。

O
安
徽
省
含
山
縣
の
西

噸
〔
秦
観
、
涌
湯
泉
記
〕
龍
洞
山
‘
云
云
‘
形
斗
起
‘
云

云
‘
其
上
寵
提
盗
太
「
、
不
レ
可
―
―
窮
立
畏
門
則
大
穴
也
‘
云

云
‘
腹
中
空
餘
‘
可
レ
儲
1

一
粟
敷
萬
射
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、

江
南
、
和
州
、
含
山
縣
〕
龍
洞
山
、
在
1

一
縣
西
南
五
十
里
一

洞
深
蓬
‘
泉
流
不
レ
渇
。
参
江
蘇
省
江
浦
縣
の
西
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
江
南
、
江
寧
府
、
江
浦
縣
〕
龍
洞
山
、
縣

西
―
―
十
五
里
、
西
接
天
井
山
盃
盆
竺
西
華
山
及
馬
鞍

山
↓
R
責
州
省
錦
屏
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
、

黎
平
府
、
洪
州
泊
里
蟹
夷
長
官
司
〕
龍
洞
山
‘
司
治
南
‘

洞
寛
廣
‘
深
里
許
、
労
有
二
龍
洞
↓

【
龍
瞳
】
504

訊
匁
龍
の
ひ
と
み
。
龍
瞳
鳳
頸
を
見
よ
。

〖
龍
瞳
鳳
頸
〗5
0
5
5
勾
匁
龍
の
ひ
と
み
と
ほ
う
わ
う

の
く
ぴ
。
極
め
て
貴
い
人
相
。
〔
唐
書
、
方
伎
‘
衷
天
綱

傭
〕
武
后
之
幼
‘
云
云
‘
栂
抱
以
見
‘
給
以
レ
男
、
天
綱

墨
其
歩
興
＞
目
‘
驚
曰
‘
龍
臆
鳳
頸
‘
極
貴
瞼
也
‘
若
為
レ

女
嘗
レ
作
-
―
天
子
↓

【
龍
徳
]506

い
力

0
俊
れ
た
徳
。
天
子
の
徳
を
い
ふ
。

〔
易
‘
乾
〕
文
言
日
、
初
九
日
‘
潜
龍
勿
レ
用
、
何
謂
也
‘
子

曰
‘
龍
徳
而
隠
者
也
‘
云
云
‘
九
二
日
‘
見
龍
在
レ
田
‘

利
レ
見
↓
ー
大
人
面
り
謂
也
‘
子
日
‘
龍
徳
正
中
者
也
。
〔
砕
道

衡
‘
老
氏
碑
頌
〕
慎
人
出
レ
世
‘
星
精
下
レ
斗
‘
龍
徳
在
レ

射
、
鶴
製
垂
レ
首
。
〔
沈
約
‘
梁
明
堂
登
歌
‘
宵
帝
〕
帝
居

在
レ
震
‘
龍
徳
司
レ
春
。
〔
唐
則
天
皇
后
、
明
堂
架
章
、
角

昔
〕
龍
徳
盛
、
鳥
星
出
。

0
年
琥
。
④
五
代
梁
の
末
帝
（
朱

友
貞
）
及
ぴ
、
十
國
の
間
太
祗
（
王
審
知
）
の
年
琥
。
(
9
2
1

ー

923)
＠
清
の
世
宗
憲
皇
帝
・
高
宗
純
皇
帝
の
時
‘
越

の
純
宗
簡
皇
帝
（
黎
維
詳
）
梢
す
。
(
1
7
3
2
ー

1
7
3
5
)

〖
龍
徳
拘
〗5
0
7
5
0
3
9

ウ
ト
ク
腑
嚢
の
神
。
〔
事
物
異
名
録
‘
軸

鬼
‘
腑
軸
〕
雲
笈
七
簸
脆
神
名
龍
徳
拘
一
字
道
放
。

【
龍
脂
】
508

砂
琴
読
龍
脳
香
に
同
じ
。
〔
逃
異
記
‘
下
〕
咸

陽
山
中
有
紳
農
耕
築
畏
一
名
紳
農
原
葉
草
山
、
山
上

紫
陽
観
、
世
博
‘
紳
農
於
レ
此
辮
土
日
葵
工
中
有
―
―
千
年
龍

脳↓
〖
龍
脳
香
〗5

0
9
数
ゥt
ゥ
香
木
の
名
。
熱
帯
産
の
喬
木
で
、

[[闘：じ[

は
佳
香
を
有
し
、
圃
錐
花
序
は
排
列
し
て
頂
生
す
。
尊

片
は
花
後
生
長
し
て
翅
状
を
呈
し
、
果
賓
は
一
箇
の
種

子
を
含
ん
で
ゐ
る
。
〔
本
草
‘
龍
脹
香
〕
集
解
、
時
珍
日
、

龍
脳
香
、
南
番
諸
國
皆
有
レ
之
、
葉
廷
珪
香
譜
云
‘
乃
深

山
窮
谷
中
、
千
年
老
杉
樹
、
其
枝
幹
不
,
,
曾
損
動
一
者
、
則

有
レ
香
、
若
損
動
‘
則
氣
洩
無
レ
脳
矢
゜
〔
香
譜
〕
酉
陽
雑
俎

云
‘
龍
脹
出
―
―
波
律
國
↓
樹
高
八
九
丈
、
可
1

ユ
ハ
七
尺
園
一

葉
圃
而
背
白
‘
樹
有
,
,
肥
痩
↓
形
似
レ
松
、
肥
作
―
―
杉
木
氣
↓

乾
肥
謂
―
―
之
龍
脹
香
五
清
脂
謂
,
,
之
波
律
膏
な
千
草
云
、
味

苦
辛
‘
微
温
、
無
毒
、
秘
精
‘
又
有
―
―
蒼
龍
脹
「
又
絶
妙
者
、

旦
梅
花
龍
嬰
有
藉
火
飛
結
奢
‘
聾
熟
龍
腿
不
レ

如
生
龍
脹
二
飛
燕
外
博
〕
交
趾
進
瑶
龍
脳
香
二
唐

書
、
南
蟹
下
‘
箕
服
偶
〕

F
皆
東
闊
坐
‘
上
二
東
客
云
ぎ

屑
慣
榔
龍
腿
香
蛤
ー
以
進
。

〖
龍
脂
菊
〗s

l
O
只
ヴ
＋
ゥ
き
く
科
に
陽
し
‘
一
名
、
や
ま
ぎ

く
。
山
麓
•
原
野
等
に
自
生
す
る
宿
根
草
で
、
高
さ
二

尺
位
。
埜
及
枝
條
は
織
細
で
、
葉
と
共
に
白
粉
を
持
つ

て
ゐ
る
。
花
の
総
包
片
は
梢
長
い
箆
形
を
し
て
、
外
面

に
毛
が
あ
り
‘
舌
状
花
は
白
色
で
、
盤
花
は
黄
色
で
あ

る
。
秋
開
花
す
。
〔
劉
蒙
泉
‘
菊
譜
〕
俗
謂
―
―
龍
脹
菊
否
戸

小
銀
壷
玉
蓋
以
二
其
相
似
1

故
也
‘
枝
幹
繊
柔
、
葉
青
黄
而

儡
疎
‘
近
位
洛
陽
水
北
示
民
家
杢
多
見
也
。

〖
龍
脳
香
樹
〗5

1
1
訊
翌
琴
琴
盆
香
木
の
名
。
龍
脳
香
に

同
じ
。
〔
酉
陽
雑
俎
‘
廣
動
植
、
木
篇
〕
龍
脳
香
樹
、

出
↓
―
婆
利
國
工
婆
利
呼
為
―
―
固
不
婆
律
一
亦
出
―
―
波
斯
國
i

樹
高
八
九
丈
、
大
可
ニ
六
七
園
一
葉
圃
而
背
白
‘
無
土
化

真
其
樹
有
レ
肥
有
レ
痩
‘
痩
者
有
1

一
婆
律
膏
香
↓
―
日
‘
痩

者
出
―
―
龍
脹
香
五
叫
者
出
二
婆
律
膏
一
也
、
在
1

一
木
心
一
中
l
-

断
其
樹
底
カ
―
―
取
之
：
膏
於
,
,
樹
端
一
流
出
‘
研
レ
樹
作
レ
炊

而
承
レ
之
‘
入
↓
―
薬
用
面
列
有
レ
法
。

〖
龍
脳
薄
荷
〗5

1
2芦裕
ゥ
草
の
名
。
水
蘇
(
6
|1
7
0
8
3
 

:
 5
3
0
)

に
同
じ
。
や
ま
は
つ
か
。
〔
本
草
‘
水
蘇
〕
繹
名
、

龍
脳
薄
荷
‘
集
解
‘
瑞
日
、
水
蘇
即
難
蘇
‘
俗
呼
為
,
,
龍
脳

薄
荷
↓

〖
龍
脳
鉢
孟
〗5

1
3バぽt
5

龍
脳
で
作
っ
た
鉢
゜
〔
蘇
献
‘

文
〕
大
覺
祠
師
持
レ
律
巌
‘
仁
宗
賜
1

一
龍
脳
鉢
孟
「
師
酎
―

使
渚
焚
レ
之
。

[
龍
南
】
514

昇
，
ゥ
縣
名
。
五
代
南
唐
‘
置
く
。
江
西
省
信
豊

縣
の
東
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
西
‘
績
州
府
〕
龍
南
縣
‘

唐
信
豊
縣
地
‘
天
賓
初
‘
置
1

百
丈
鎮
一
尋
曰
―
―
虔
南
鎮
一

五
代
時
‘
楊
呉
日
―
―
虔
南
場
盃
南
唐
保
大
十
一
年
‘
升
為
―
―

龍
南
縣
百
以
レ
在
百
丈
龍
渾
之
南
一
也
‘
俯
属
―
虔
州
本
木

固
之
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
江
西
‘
帳
州
府
‘
縣
八
‘
龍

南。

【
龍
馬
】
516

ぃ誘

[

O古
‘
伏
義
‘
一
説
に
、
尭
の
時
、
黄
河

か
ら
八
卦
を
背
に
負
つ
て
出
た
と
い
ふ
紳
馬
。
河
圏
洛

書
(
6—
1
7
2
4
5:
 
1
8
2
)

を
見
よ
。
〔
書
、
顧
命
、
天
球
河

圏
在
―
―
束
序
「

龍

博
〕
河
圏
‘ニ―

一
三
五

13731 



(48818・ ・518) (48818・ ・539) 

〖
龍
馬
錢
〗5
1
8
5
万
古
錢
の
名
。
厭
勝
錢
の
一
。
〔
博

古
圏
〕
厭
勝
錢
有
レ
五
‘
一
橙
之
間
‘
龍
馬
並
著
‘
形
長
而

方
‘
李
孝
美
琥
レ
之
日
JI

龍
馬
錢
一
)

【
龍
牌
】
519

芥
ゥ
木
製
の
位
牌
で
表
面
に
天
子
萬
歳
蔦

萬
歳
の
七
字
を
書
す
。
清
朝
で
諸
官
術
學
校
等
の
式
日

に
之
を
祀
つ
て
拝
し
た
。
〔
輻
悪
全
書
‘
教
養
部
‘
城
郷

分
講
〕
但
須
ふ
ぼ
浮
可
レ
奉
1

一
龍
牌
「
寛
廠
可
な
容
―
―
聴
衆
↓

【
龍
媒
】
520

刈
匁

O
駿
馬
の
異
稲
。
龍
馬
。
龍
駒
。
〔
漢

書
‘
幡
築
志
、
郊
祀
歌
‘
天
馬
〕
天
馬
煉
‘
龍
之
媒
゜
〔
庄
〕

應
助
曰
‘
言
、
天
馬
者
乃
紳
龍
之
類
、
今
天
馬
已
来
‘
此
龍

必
至
之
放
也
。
〔
晉
書
‘
庚
亮
偲
論
〕
馬
控
―
―
龍
媒
一
勢

成
1

一
其
逼
一
〔
張
説
‘
舞
馬
詞
〕
萬
玉
朝
―
ー
宗
鳳
展
王
よ
|
-

ぎ
舞
龍
媒
↓
〔
杜
甫
‘
拿
諷
録
事
宅
観
1

一
曹
将
軍
豊
馬

圏
引
〕
君
不
レ
見
金
粟
堆
前
松
柏
裏
‘
龍
媒
去
霊
鳥
呼
レ

風
。
〔
劉
子
輩
沖
京
紀
事
詩
〕
天
厩
龍
媒
十
拭
蹄
。

O
士

龍
(
8
ー

4
8
6
7
:
 4
2
1
)

の
O
を
い
ふ
。
〔
庚
信
‘
和
二
李
司

鋒
喜
＞
雨
詩
〕
臨
レ
河
沈
二
璧
玉
盃
ヘ
レ
道
章
竺
龍
媒
↓

【
龍
抱
】
門
匁
龍
を
書
＿
い
た
抱
。
天
子
の
衣
゜
〔
元
史
‘

速
紆
博
〕
動
紆
居
奏
レ
事
、
朝
至
朝
入
奏
、
夕
至
夕
入
奏
‘

文
宗
嘗
出
-
1

金
盤
龍
抱
及
｛
呂
玄
賜
レ
之
。
〔
陳
手
、
八
月

朝
回
詩
〕
風
清
雙
雉
扇
、
天
近
五
龍
抱
゜
〔
何
景
明
‘
駕

入
詩
〕
九
天
燈
燭
裏
‘
齊
拝
兌
龍
抱
゜
〔
清
通
志
、
器
服

略
〕
皇
帝
龍
抱
、
色
明
黄
、
領
袖
倶
石
青
片
金
縁
、
繍
―
―

文
金
龍
九
一
列
二
十
二
章
ぶ
岡
以
五
色
雲
二
頭
前
後
正

龍
各
一
、
左
右
及
交
傑
虞
行
龍
各
一
‘
袖
端
正
龍
各
一
‘

（園典會清大）抱龍

龍

部

龍

下
幅
八
賓
立
水
裾
左
右
開
。

【
龍
伯
】
522

芦
ゥ
古
の
大
人
國
の
人
。
超
大
力
の
人
。
龍

伯
之
國
を
見
よ
。
〔
法
書
要
録
〕
龍
伯
摯
レ
鼈
之
勇
‘
不
レ

能
レ
量
其
ヵ
↓
〔
李
白
‘
大
猟
賦
〕
龍
伯
釣
―
―
其
震
鼈
五
i

公
獲
l

―
其
巨
魚
↓

〖
龍
伯
之
國
〗5

2
3
贄
ウ
ハ
ク
ノ
列
子
に
見
え
る
古
の
大
人

國
゜
〔
列
子
、
湯
問
〕
龍
伯
之
國
有
―
―
大
人
一
學
レ
足
不
レ

盈
藪
斐
而
賢
五
山
之
所
□
釣
而
連
ユ
ハ
箭
一
合
負

而
趣
蹄
'1

其
國
丁
灼
,
,
其
骨
ー
以
藪
焉
‘
於
レ
是
岱
輿
員
蝠

一
面
、
流
―
―
於
北
極
ぶ
竺
於
大
穫
仙
聖
之
播
遷
者
巨
億

計
‘
帝
憑
怒
‘
侵
1

一
減
龍
伯
之
國
征
g

レ
陀
‘
侵
-
1

小
龍
伯
之

民
使
畑
‘
戸
伏
毅
紳
農
時
石
其
國
人
猶
散
十
丈
゜
〔
河

圏
玉
版
〕
龍
伯
國
人
長
三
十
丈
、
生
萬
八
千
歳
而
死
。

【
龍
膊
】
524

芦
、
ウ
川
の
名
。
雲
南
省
靖
邊
行
政
委
員
の
西

南
境
。
四
源
あ
り
。
正
源
は
大
管
山
の
下
よ
り
出
で
清

水
河
と
い
ふ
。
紅
河
に
注
ぐ

[
龍
鉢
】
525

芦
’
龍
が
降
つ
て
雨
を
ふ
ら
す
と
い
ふ
鉢
°

〔
晉
書
‘
藝
術
‘
僧
渉
博
〕
渉
者
西
域
人
‘
符
堅
時
入
,
,
長

安
ご
広
云
‘
能
以
二
秘
pp
几
1

下
三
岬
龍
ご
母
レ
旱
‘
堅
常
使
,
,

之
PP

炉
龍
請
＞
雨
‘
俄
而
龍
下
二
鉢
中
二
天
輻
大
雨
‘
堅
及

塁
臣
、
親
就
レ
鉢
観
レ
之
。
〔
李
紳
‘
閤
―
―
玄
影
堂
一
詩
〕
龍

鉢
已
傾
無
一
法
雨
五
虎
林
猶
在
有
―
悲
風
↓

【
龍
幡
】
5
2
6
7
匁
龍
を
ゑ
か
い
た
幡
。
龍
旗
。
龍
痛
゜

〔
黄
庭
内
景
経
〕
蒼
錦
雲
衣
舞
1

一
龍
幡
↓
〔
雲
笈
七
簸
〕
百

霊
引
レ
駕
玉
童
随
‘
前
有
二
龍
幡
一
後
虎
旗
゜
〔
孔
平
仲
‘
紫

髯
将
軍
詩
〕
龍
幡
遮
レ
火
燒
二
赤
壁
｛
東
南
風
急
天
綺
色
。

【
龍
番
】
527

礼
喝
土
司
の
名
。
大
小
二
司
あ
り
。
大
龍

番
長
官
司
は
貴
州
省
定
番
縣
の
東
。
長
官
は
龍
姓
。
小

龍
番
長
官
司
は
定
番
縣
の
東
南
。
長
官
は
龍
姓
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
‘
賞
陽
軍
民
府
‘
定
番
州
〕
小
龍
番

長
官
司
‘
大
龍
番
長
官
司
。

【
龍
盤
】
528

心
喝
龍
蝠
(
5
3
2
)

に
同
じ
。

O
龍
か
ひ
そ
み

わ
だ
か
ま
る
。
〔
鄭
中
記
〕
石
季
龍
鏡
下
、
有
―
―
純
金
龍
盤

離
飾
↓
〔
徐
照
、
石
門
瀑
布
詩
〕
人
言
深
碧
慮
‘
常
有
1

一老

龍
盤
↓
〇
豪
傑
の
士
が
志
を
得
す
し
て
世
に
隠
れ
て
ゐ

る
こ
と
。
龍
蟄
゜
〔
衷
宏
、
三
國
名
臣
序
賛
〕
初
九
龍
盤
‘

雅
志
禰
確
。
〔
張
協
‘
七
命
〕
嘉
レ
逐
龍
盤
‘
玩
レ
世
高
距
゜

0
地
形
の
盤
曲
し
て
瞼
阻
な
形
容
。
〔
李
白
‘
金
陵
歌
〕

鍾
山
龍
盤
走
勢
束
‘
秀
色
横
分
歴
陽
樹
。
R
草
書
の
筆

勢
の
形
容
。
龍
蝠
゜

〖
龍
盤
魚
〗5

2
9
和
3
3、
ウ
パ
/
ゐ
も
り
の
異
梢
゜
〔
廣
記
〕
桂
林
〖
龍
蝠
虎
鋸
〗

5
3
4
9

豆3
0
バ
‘
/
0

地
勢
が
陰
阻
で
要
害
の

府
興
安
龍
蝠
山
‘
巖
渾
中
龍
盤
魚
、
四
足
有
レ
角
‘
丹
腹
よ
い
こ
と
を
い
ふ
。
〔
六
朝
事
迩
〕
諸
葛
亮
論
,
,
金
陵

修
尾
‘
状
如
一
｛
寸
宮
罷
致
1

一

風

雨

↓

地

形

曰

‘

鍾

阜

龍

蝠

‘

石

城

虎

鋸

‘

輿

帝

王

之

宅

。

●

〖
龍
盤
虎
鋸
冨
□5
3
0バノ
勢
の
盛
な
形
容
。
又
‘
地
勢
豪
傑
の
士
が
一
方
に
た
て
籠
つ
て
世
を
牌
呪
す
る
喩
゜

の
隙
阻
で
要
害
堅
固
な
さ
ま
。
龍
蝠
虎
鋸
(
5
3
4
)

の

O

〔
李
白
、
永
王
東
巡
歌
〕
龍
蝠
虎
鋸
帝
王
州
、
帝
子
金
陵

に
同
じ
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
壁
亭
縣
負
戴
山
、
自
―
-flJ門
訪
↓
―
古
丘
↓

南
采
過
二
剣
州
一
其
山
龍
盤
虎
鋸
‘
起
伏
四
百
餘
里
‘
〖
龍
蝠
鳳
逸
之
士
〗

5
3
5
り
臼
パ
弓
内
ゥ
非
凡
の
オ
を
抱
き

至
レ
此
初
躇
゜
〔
西
京
雑
記
‘
六
〕
魯
恭
王
得
1

↓
文
木
一
枚
一
な
が
ら
も
民
間
に
在
り
‘
未
だ
其
の
志
を
舒
ぷ
る
を
得

伐
以
為
レ
器
‘
意
甚
玩
レ
之
、
中
山
為
レ
王
賦
曰
‘
云
云
‘
既
な
い
も
の
を
い
ふ
。
〔
李
白
‘
輿
,
,
韓
荊
州
一
書
〕
龍
蝠
鳳

剥
既
刊
、
見
―
―
其
文
章
二
或
如
1

一
龍
盤
虎
鋸
盃
ぽ
似
二
鸞
集
逸
之
士
‘
皆
欲
日
牧
―
―
名
定
m
債
於
君
侯
↓

鳳
翔
→
〔
李
紳
‘
憶
―
―
萬
歳
棲
8
チ
金
山
―
詩
〕
山
絶
細

1

【
龍
比
】5
3
6
〗
ョ9
,
0
龍
に
比
較
す
る
。
龍
に
喩
へ
る
。

維
堕
虎
展
水
在
天
除
両
龍
盤
。
〔
許
渾
、
経
秦
始
〔
晉
書
、
天
文
志
上
〕
易
曰
‘
時
乗
―
―
六
龍
ぶ
へ
陽
交
梢
レ
龍
、

皇
墓
詩
〕
龍
盤
虎
鋸
樹
層
暦
‘
勢
入
孟
は
雲
亦
是
崩
。
龍
者
居
レ
水
之
物
也
‘
以
喩
レ
天
、
天
‘
陽
物
也
‘
又
出
1

一入

〖
龍
盤
鳳
霜
〗5

3
1
芯
郊
／
山
勢
の
陰
阻
な
さ
ま
。
莉
は
水
中
直
ハ
レ
龍
相
似
‘
故
以
レ
龍
比
也
。
0
古
の
忠
臣
。
夏

飛
揚
゜
〔
藷
唐
書
‘
玄
宗
紀
下
〕
初
上
皇
親
拝
二
五
陵
一
の
願
龍
逢
と
殷
の
比
干
。
龍
逢
は
栞
を
諫
め
て
死
し
、

至

属

脳

見
1

一
金
粟
山
悶
有
籠
盤
鳳
霜
之
勢
復
巽
比
千
は
討
を
諫
め
て
死
ん
だ
。
〔
漢
書
‘
朱
雲
傭
〕
雲
上

光
笙
二
謂
1

一
侍
臣
一
日
、
吾
千
秋
後
‘
宜
レ
葬
1

一
此
地
ご
得
レ
書
求
届
見
、
公
卿
在
レ
前
、
雲
曰
‘
云
云
‘
臣
願
賜
二
尚
方
斬

奉

況

陵

一

不

レ

哀

孝

敬

一

芙

。

馬

剣

断

―

―

侯

臣

一

人

盆

以

属

一

其

餘

一

上

問

レ

誰

也

‘

射

【
龍
蝠
】
532

乃

龍

盤

(
5
2
8
)

に
同
じ
。

O
龍
が
ひ
そ
み
曰
、
安
昌
侯
張
昂
、
上
大
怒
‘
云
云
‘
御
史
将
レ
雲
下
‘
雲

わ
だ
か
ま
る
。
〔
左
思
‘
蜀
都
賦
〕
潜
龍
蝠
1

一
於
祖
澤
一
應
―
―
攀
ー
殿
檻
ニ
檻
折
‘
雲
呼
日
、
臣
得
T

下
従
二
龍
逢
比
干
[

鳴
鼓
而
興
レ
雨
。
〔
李
白
‘
送
―
―
賓
明
府
一
詩
〕
深
沈
百
丈
遊
•
於
地
下
上
足
芙
‘
云
云
‘
御
史
遂
将
レ
雲
去
。

洞
海
底
‘
那
知
床
レ
有
1

一
蚊
龍
蝠
＾
〇
豪
傑
の
士
が
志
を
【
龍
皮
]537

い
ョ
’
●
龍
の
皮
。
又
‘
筍
の
皮
に
喩
へ
る
。

得
ず
し
て
‘
世
に
隠
れ
て
ゐ
る
こ
と
。
又
、
世
を
避
け
オ
〔
楊
甚
‘
食

-m溢
ど
詩
〕
登
レ
盤
査
牙
玉
版
肥
‘
焦
レ
尾
砕
剥

を
晦
し
て
隠
棲
す
る
こ
と
。
龍
蟄
゜
〔
魏
志
‘
杜
襲
傭
〕
襲
蒼
龍
皮
。

O
唐
の
李
徳
裕
が
秘
誡
し
た
賓
物
。
夏
日
に

避
1

一
趾
荊
州

;111表
待
以

R
芝
瞑
同
郡
繁
欽
見
レ
奇
,
,
於
水
に
浸
せ
ば
涼
風
を
生
ず
る
と
い
ふ
。
〔
劇
談
録
‘
李
相

衷
襲
喩
レ
之
日
‘
吾
所
―
―
以
興
レ
子
倶
来
一
者
‘
徒
欲
T

龍
1

一
國
宅
〕
朱
崖
李
相
國
徳
裕
宅
‘
云
云
‘
嘗
因
-
―
暇
日
休
幹
「

蝠
幽
藪
な
い
時
鳳
翔
盆
豆
謂
二
劉
牧
嘗
品
竺
撥
乱
之
主
―
激
―
―
同
列
宰
相
及
朝
士
―
宴
語
、
時
畏
景
赫
晦
‘
咸
有
二
鬱

哉
。
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
曹
砒
博
〕
子
州
浮
二
清
瀾
―
而
龍
踏
‘
蒸
之
病
一
云
云
‘
及
―
―
列
別
坐
開
樽
↓
煩
暑
都
虚
‘
良
久

呉
季
忽
萬
棄
以
解
レ
印
。
〔
李
白
‘
鄭
中
賄
元
大
―
詩
〕
覺
―
―
清
聰
爽
氣
凜
若
嵩
秋
ご
広
云
‘
有
―
―
好
事
者
釜
ざ
親

恥
瓜
ぎ
瑯
邪
人
盃
龍
躇
事
―
射
耕
↓
参
地
勢
の
盤
曲
し
て
信
ぶ
炉
之
‘
云
‘
此
日
唯
以
-
1

金
盆
―
貯
レ
水
、
浸
一
白
龍

陰
阻
な
形
容
。
龍
蝠
虎
鋸
を
見
よ
。
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
〕
皮
ぶ
巴
於
坐
末
↓
鬱
龍
皮
扇
を
い
ふ
。
〔
李
賀
‘
春
欝
,
,

昔
之
虎
腺
龍
蝠
‘
加
以
黄
旅
紫
氣
t
R
樹
枝
の
盤
曲
し
昌
貧
詩
〕
龍
皮
相
排
憂
‘
翠
朽
更
蕩
悼
゜

た
形
容
。
〔
廼
賢
‘
鐵
鉢
孟
詩
〕
山
僧
偶
弾
レ
舌
‘
引
得
老
〖
龍
皮
扇
〗

5
3
8
梵
ウ
ヒ
龍
の
皮
で
作
っ
た
扇
子
。
瑣
琳

龍
蝠
゜
〔
慧
秀
、
詩
〕
草
香
娯
1

一
鹿
性
五
藤
老
學
―
―
龍
蝠
↓

0

代
酔
編
‘
巻
二
十
二
に
見
ゆ
。
〔
開
元
天
賓
遺
事
、
天
賣

草
書
の
筆
勢
の
形
容
。
〔
晉
書
‘
王
義
之
博
論
〕
煙
霜
霧
下
‘
龍
皮
扇
〕
明
皇
亦
曾
差
1

一
中
使
―
去
取
看
‘
愛
而
不
レ

結
釈
若
枷
而
還
連
‘
鳳
窮
龍
蝠
‘
勢
如
レ
斜
而
反
正
。
受
‘
帝
日
‘
此
龍
皮
扇
子
也
。

〖
龍
蝠
虹
騨
〗5

3
3貸《
パ
/
龍
が
蝠
れ
は
虹
り
モ
が
侮
る
。
【
龍
飛

]
5
3
9
C

ヨ
、
ウ
●
龍
が
飛
ぶ
。
〔
沈
栓
期
‘
龍
池
篇
〕
龍

聖
人
も
民
間
に
あ
れ
ば
俗
人
に
侮
ら
れ
る
喩
゜
〔
法
言
‘
池
躍
レ
龍
龍
已
飛
゜
〔
韓
愈
‘
題
』
一
廣
昌
館
―
詩
〕
白
水
龍

問
誹
〕
龍
蝠
釈
缶
央
銃
其
隷
英
。
〔
注
〕
聖
道
未
レ
彰
‘
塁
飛
已
幾
春
‘
偶
逢
1

一
遺
跡
五
炉
耕
人
↓
〔
名
蓋
記
〕
金
陵

愚

玩

矢

。

扇

〕

玉

元

賓

家

有

こ

皮

扇

子

「

製

作

甚

精

‘

毎

1

一
暑
月

―
一
三
六

13732 
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龍

部

龍

宴
＂
客
‘
郎
以
―
―
此
扇
子
〗
巴
於
座
上
面
竪
新
水
瀧
＂
之
‘

則
颯
然
風
生
‘
巡
レ
酒
之
間
‘
容
有
1

一
寒
色
ご
逐
命
徹
去
、

安
栗
寺
僧
縣
、
書
ご
四
龍
一
不
レ
貼
1

一
眼
睛
↓
毎
云
‘
貼
レ
之

即
飛
去
、
人
以
為
―
―
妄
誕
一
因
固
請
貼
レ
之
、
須
央
雷
電

破
レ
壁
、
二
龍
乗
レ
雲
騰
二
上
天
↓
〇
天
子
の
位
に
即
く
を

い
ふ
。
〔
易
‘
乾
〕
九
五
、
飛
龍
在
レ
天
、
利
レ
見
l

一
大
人
↓

〔
疏
〕
若
加
手
八
有
―
―
龍
徳
一
飛
騰
而
居
•
天
位
い
〔
魏
志
、

威
洪
博
〕
昔
高
祗
取
彰
越
於
矩
野
ぶ
盆
瓜
創
―
―
基
兆
於
緑

林
「
卒
能
龍
飛
、
中
興
以
成
。
〔
應
貞
‘
晉
武
帝
華
林
圃

集
詩
〕
光
,
,
我
先
詐
｛
應
レ
期
納
レ
祠
‘
位
以
龍
飛
、
文
以
虎

礎
。
〔
荊
州
記
〕
枝
江
縣
、
西
至
―
―
上
明
盃
東
及
"
江
津
石
只

中
有
―
―
九
十
九
洲
涵
疋
諺
日
、
洲
不
レ
涌
レ
百
‘
故
不
レ
出
―
―

王
者
一
至
宋
文
帝
在
涵
藩
、
忽
生
こ
洲
一
果
龍
飛
江

ぎ
〔
唐
祀
"
園
丘
1

築
章
、
壽
和
〕
於
赫
聖
祗
‘
龍
"
飛
晉

陽
↓
〔
書
言
故
事
、
人
君
類
〕
帝
即
レ
位
日
―
―
龍
飛
一
〔
故
事

成
語
考
、
朝
廷
〕
皇
帝
即
レ
位
日
1

一
龍
飛
↓
〇
英
雄
が
志
を

得
て
興
起
す
る
喩
゜
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
我
世
祁
分
炉
之
、
乃

龍
飛
白
水
面
竺
翔
参
墟
↓
〔
注
〕
綜
曰
‘
龍
飛
鳳
翔
、
以

薗
聖
人
之
興
也
。
〔
膳
鐵
論
‘
國
病
〕
高
皇
帝
龍
―
―
飛
鳳
-1

一

學
於
宋
楚
之
間
↓
〔
陸
機
‘
答
―
―
賣
長
淵
―
詩
〕
呉
｛
貫
龍
飛
‘

劉
亦
岳
立
。
〔
曹
問
、
六
代
論
〕
魏
太
帷
武
皇
帝
、
射
―
―
聖

明
之
資
一
兼
1

一
神
武
之
略
一
恥
↓
ー
王
綱
之
瞭
絶
函
竺
漢
室

之
傾
覆
一
龍
1

一
飛
誰
浦
↓
鳳
,
,
翔
尭
豫
函
匹
除
凶
逆
面
初
―
―

滅
鯨
銃
↓
働
年
琥
゜
④
東
晉
の
時
、
五
胡
十
六
國
、
後

涼
の
太
祖
捻
武
帝
（
呂
光
）
梢
す
。
(
3
9
5
ー

3
9
8
)

◎
明
の

世
宗
の
嘉
靖
年
中
、
廣
州
の
賊
、
張
漣
の
僭
梢
゜
〔
歴
代

紀
元
編
、
上
〕
年
次
不
明
。

〖
龍
飛
榜
〗5

4
0
愧0
3、
ウ
ヒ
天
子
即
位
後
の
第
一
次
の
科
學

試
喩
合
格
者
を
い
ふ
。
〔
朝
野
類
要
〕
毎
レ
遇
1

一
主
上
即

位
「
第
一
次
選
士
、
謂
"
之
龍
飛
榜
↓
〔
齊
東
野
語
〕
度
宗

龍
飛
榜
‘
陳
文
龍
為
二
廷
魁
五
胡
躍
龍
為
-
―
省
元
↓

〖
龍
飛
鳳
翔
〗
碑
芯
ぶ
茫
天
子
或
は
英
雄
の
興
起
す

る
喩
。
〔
張
衡
、
東
京
賦
〕
我
世
祗
龍
二
飛
白
水
面
8
翔
参

墟↓
〖
龍
飛
鳳
舞
〗5

4
1昇な
龍
が
飛
ぴ
鳳
が
舞
ふ
。
山
形

の
蓋
異
な
形
容
。
〔
呉
越
備
史
〕
郭
瑛
撰
-
―
臨
安
志
一
云
‘

天
目
山
前
雨
乳
長
‘
龍
飛
鳳
舞
到
五
笠
雙
海
門
山
起
横

為
レ
案
‘
五
百
年
生
―
異
姓
王
云
H

レ
是
果
瞼
。
〔
蘇
献
‘
錢

氏
表
忠
観
碑
〕
天
目
之
山
‘
笞
水
出
焉
‘
龍
飛
鳳
舞
‘
i

卒
ニ

千
臨
安
一

【
龍
尾
】
542

賃
ゥ
〇
星
の
名
。
箕
宿
(
8ー

2
6
1
4
3
:
 3
5
)

を

い
ふ
。
箕
宿
四
星
は
‘
二
十
八
宿
の
一
。
東
方
蒼
龍
七
宿

の
末
に
居
る
と
こ
ろ
か
ら
龍
尾
と
い
ふ
。
〔
爾
雅
‘
繹

天
‘
箕
斗
之
間
‘
漢
津
也
‘
注
〕
箕
‘
龍
尾
‘
斗
‘
南
斗
‘
天

漢
之
津
也
。
〔
左
氏
、
僭
、
五
〕
童
謡
云
‘
丙
子
之
晨
‘
龍
尾

伏
レ
辰
゜
〔
注
〕
龍
尾
、
尾
星
也
。
〔
疏
〕
東
方
七
宿
、
皆
為
二

蒼
龍
之
宿
面
六
龍
南
レ
首
北
レ
尾
、
角
是
龍
角
、
尾
即
龍
尾
。

〔
張
衡
‘
週
天
大
象
賦
〕
歴
―
―
龍
尾
一
以
及
レ
箕
‘
駒
―
―
北
燕
―

而
在
レ
i

絃。

O
龍
の
尾
。
〔
大
業
拾
遺
記
〕
昂
治
レ
水
‘
應
龍

以
レ
尾
螢
レ
地
‘
導
ー
決
水
之
所
品
出
。
〔
法
苑
珠
林
〕
樽
牛
之

姦
、
飛
極
云
届
竺
若
附
―
―
龍
尾
ぶ
則
一
窮
千
里
。
参
龍
尾

道
(
5
4
7
)

に
同
じ
。
〔
資
治
通
鑑
‘
陳
紀
〕
（
宣
帝
、
太
建
十

二
年
）
弘
度
直
上
二
龍
尾
ふ
喪
之
。
⑲
草
の
名
。
ぴ
ん
ば
う

つ
る
。
龍
葛
の
異
楢
゜
〔
本
草
‘
烏
蔽
苺
〕
繹
名
、
時
珍
曰
‘

江
東
呼
1

一
龍
尾
↓
〔
爾
雅
‘
繹
草
‘
抜
龍
葛
‘
疏
〕
繹
曰
‘
抜
‘

一
名
龍
葛
‘
葛
類
也
、
郭
云
‘
似
レ
葛
蔓
生
、
有
レ
節
、
江
東

呼
為
―
―
龍
尾
「
亦
謂
之
虎
葛
↓
〇
硯
の
名
。
龍
尾
硯
を
見

よ
。
〔
蘇
拭
‘
龍
尾
硯
歌
〕
君
看
龍
尾
登
石
材
‘
玉
徳
金
臀

寓
於
互
〇
烏
蟹
(
7
ー

1
8
9
9
8
:
 2
9
1
)

の
別
種
。
〔
唐
書
、

南
蜜
上
、
南
詔
傭
上
〕
或
日
↓
鶴
拓
百
I

二
龍
尾
↓
曰
―
―
茸
畔
i

旦
陽
剣
玉
本
哀
牢
夷
、
後
烏
蟹
別
種
也
。

O
魏
の
管
寧
を

い
ふ
。
龍
頭
(
4
9
1
)

の
O
を
見
よ
。

O
隅
の
名
。
雲
南
省
大

理
縣
の
南
。
唐
時
は
龍
尾
城
と
い
ふ
。
南
詔
の
皮
羅
閤
‘

築
く
。
〔
演
記
〕
洪
武
十
五
年
、
藍
玉
沐
英
‘
率
レ
師
至
1

一品

包
段
世
緊
レ
衆
‘
犯
玉
＇
襴
一
以
守
、
玉
等
遣

1

一
王
弼
広
げ

兵
出
1

頂
河
之
東
玉
趨
二
上
脳
云
翌
椅
角
勢
一
自
率
レ
衆
抵
二

下
馴
ぶ
竺
攻
具
↓
〇
鎮
の
名
。
快
西
省
岐
山
縣
の
東
。
晉

の
太
元
中
、
眺
弼
‘
赫
連
建
を
龍
尾
堡
に
破
り
、
唐
の
中

和
の
初
、
鄭
敗
‘
黄
巣
の
兵
を
龍
尾
跛
に
破
る
と
い
ふ
は

皆
此
虞
で
あ
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
快
西
‘
鳳
翔
府
‘
岐

山
縣
〕
龍
尾
破
‘
縣
東
二
十
里
‘
藷
有
二
龍
尾
堡
云
百
義
熙

十
一
年
夏
、
赫
連
建
入
1

一
後
秦
之
新
平
ご
眺
弼
輿
戦
―
―
於

龍
尾
堡
五
檎
レ
之
‘
唐
武
徳
七
年
‘
移
1

一
岐
山
縣
治
於
龍
尾

騨
撼
中
和
元
年
‘
鳳
翔
節
度
使
鄭
敗
敗
賛
巣
兵
於
龍

尾
破
一
又
郊
寧
牌
朱
政
屯
1

一
興
平
一
黄
巣
遣
"
将
王
播
一

園
レ
之
‘
致
退
屯
―
―
奉
天
及
龍
尾
破
五
是
也
。

〖
龍
尾
硯
〗5

4
3
贄

9

ウ
ピ
硯
石
の
名
。
歓
州
の
硯
石
の
最

も
佳
な
る
も
の
。
安
徽
省
姿
源
縣
龍
尾
山
に
産
す
。
其

の
石
質
は
堅
緻
で
径
罫
が
よ
い
。
金
星
を
以
て
貴
と

為
し
、
最
上
の
者
は
形
龍
尾
の
如
く
‘
之
を
龍
尾
金
星

と
い
ふ
。
〔
硯
譜
〕
龍
尾
硯
‘
亜
1

一
子
端
埃
万
又
有
"
羅
紋

金
星
眉
子
棗
心
松
紋
角
浪
等
面
昇
炉
龍
尾
-
〔
歓
硯
説
〕

昔
李
後
主
繭
一
意
翰
墨
畜
E

―
―
澄
心
堂
紙
・
李
廷
邦
墨
‘
龍

尾
硯
一
三
者
為
―
―
天
下
冠
一
云
云
‘
龍
尾
石
多
産
二
於
水

中
五
瓜
極
温
潤
‘
性
本
堅
密
、
相
レ
之
其
臀
清
越
‘
婉
若
1

玉
振
面
J

多
蒼
黒
‘
亦
有
府
碧
者
↓

〖
龍
尾
山
〗5

4
4
カ
ウ
ピ
山
名
。
O
安
徽
省
姿
源
縣
の
東

北
。
硯
石
の
産
地
。
〔
方
輿
勝
覧
〕
唐
開
元
中
‘
撒
人
葉

氏
見
―
―
山
石
螢
潔
エ
由
レ
是
世
博
賓
レ
之
‘
一
名
-
―
羅
紋
山
「

似
石
理
所
＞
似
為
函
゜
●
甘
扁
省
泉
蘭
縣
城
の
西
。

〖
龍
尾
洲
〗5

4
5
数
t

洲
の
名
。
湖
北
省
襄
陽
縣
の
東

南
‘
漢
水
の
中
。
宋
‘
咸
淳
五
年
‘
蒙
古
冗
地
、
夏
責
を
虎

尾
洲
に
敗
る
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
襄
陽
府
‘
襄
陽

縣
〕
在
1
1

府
東
南
二
十
里
漢
江
中
本
宋
咸
淳
八
年
‘
張
責

将
二
援
兵
「
入
1

一
襄
陽
瓦
密
還
協
却
‘
募
三
士
石
伏
"
水
中
1

逹
加
ヰ
‘
求
―
―
援
於
苑
文
虎
一
刻
后
品
界
兵
‘
駐
―
―
龍
尾
洲
一

以
助
1

一
央
撃
「
責
遂
検
レ
舟
‘
破
レ
園
冒
進
、
夜
半
至
"
小
新

河
云
空
元
将
阿
北
等
一
カ
戦
‘
至
―
―
勾
林
灘
五
密
翌
龍
尾

洲
援
兵
不
レ
至
‘
蒙
古
先
撮
レ
洲
‘
前
後
央
撃
‘
兵
敗
被
レ

執
慮
也
。

〖
龍
尾
車
〗
竺
冠
ウ
ピ
灌
漑
用
具
の
名

o
o
o筒の
中
心
に

圃
い
木
の
軸
が
あ
つ
て
‘
之
を
回
韓
す
れ
ば
水
を
汲
み

上
げ
る
。
〔
農
政
全
書
‘
龍
尾
車
圏
説
〕
龍
尾
車
者
‘
河
濱

笠
水
之
器
也
‘
5
炉
田
之
法
‘
旱
則
摯
1

一
江
河
之
水
ー
入

焉
釈
則
伊
田
間
之
水
迅
焉
‘
治
水
之
法
‘
液
涸
則

摯
尿
而
入
1

一
方
舟
一
焉
‘
疏
濱
則
摯
レ
水
而
出
玉
翌
細

焉
｀
子
有
水
翌
則
不
レ
狸
水
之
用
↓

〖
龍
尾
道
〗5

4
7
約
t
o

慇
則
の
雨
道
。
含
元
殿
前
の

升
殿
の
道
。
〔
唐
書
‘
逆
臣
上
、
安
誅
山
傭
〕
禄
山
、
云
云
‘

毎
レ
過
朝
堂
龍
尾
填
南
北
牌
呪
久
乃
去
。
〔
王
建
、
宮

詞
〕
上
得
青
花
龍
尾
道
、
側
レ
身
楡
戯
正
南
山
。
〔
注
〕
含

（書全政農）車尾龍

元
殿
前
升
殿
之
道
、
自
レ
下
而
上
‘
為
,
,
跛
陀
斜
道
二
不
レ

疏
―
―
小
級
↓
逸
湿
屈
曲
‘
凡
七
輯
‘
自
レ
上
望
レ
下
‘
宛
如
―

龍
尾
下
垂
五
故
名
―
―
龍
尾
道
二
張
籍
‘
贈
―
―
趙
将
軍
―
詩
〕

身
貴
早
登
龍
尾
道
‘
功
高
自
破
鹿
頭
城
。
〔
賣
錬
談
録
〕

唐
含
元
殿
前
龍
尾
道
、
詰
曲
七
縛
‘
如
―
―
龍
尾
↓
●
城
外

か
ら
城
上
の
短
垣
に
至
る
燈
道
。
〔
資
治
通
鑑
、
唐
紀
〕

（
昭
宗
‘
乾
寧
元
年
）
王
先
成
請T
築
→
―
龍
尾
道
』
戸
•
於

女
睛
LO

〔
注
〕
自
1

一
城
外
年
杢
燈
道
ぶ
成
陀
而
上
‘
隔
二
子

城
上
短
垣
工
其
道
前
高
後
庫
、
後
壻
二
十
地
工
右
―
―
龍
之

垂
＞
尾
然
‘
故
謂
1

一
之
龍
尾
道
↓

【
龍
眉
】
滋
5'

ョ
ウ
長
く
釣
り
上
か
っ
た
眉
。
「
括
龍
峯
゜

【
龍
鼻
】

5495i

【
龍
弼
】
550

乃
清
‘
張
彦
士
(
4ー

9
8
1
2
:
 1
0
1
7
)

の
字
。

[
龍
賓
】
551

汲
＂
墨
の
神
の
名
。
〔
雲
仙
雑
記
、
黒
松
使

者
〕
元
宗
御
案
塁
曰
―
―
龍
香
剣
―
一
日
見
T

墨
上
有
1

一小

道
士
ぶ
炉
蠅
而
行
が
上
叱
レ
之
、
即
呼
,
,
萬
歳
―
曰
‘
臣
卸

墨
之
精
黒
松
使
者
也
、
凡
世
人
有
な
文
者
、
塁
上
有
,
,
龍

賓
十
二
て
上
紳
レ
之
、
乃
以
分
―
―
賜
掌
文
官
↓

【
龍
敏
】
5
5
2
5
ぷ
ゥ
五
代
晉
‘
幽
州
永
清
の
人
。
字
は
欲
訥
。

官
は
唐
に
仕
へ
て
‘
吏
部
侍
郎
。
晉
に
入
っ
て
‘
太
常

卿
。
呉
越
に
使
す
。
時
に
使
者
は
皆
王
に
下
拝
し
た
が
、

獨
り
揖
す
。
還
つ
て
工
部
侍
郎
と
な
る
。
〔
五
代
史
‘
五

十
六
〕
．
〔
藷
五
代
史
‘
二
日
八
〕
。

【
龍
賢
】
553

賢
ゥ
花
呉
産
の
類
。
ほ
そ
ゐ
を
五
色
に
染
め

て

織

る

。

龍

賢

筵

。

「

の

字

。

【
龍
府
】
5
5
4
7
‘
ヨ
ウ
五
代
晉
‘
鄭
餡
光

(11ー
3
9
6
4
7
:
 5
0
0
)
 

【
龍
符
】
555

バ
ョ
ゥ
北
宋
徽
宗
の
時
‘
越
（
安
南
）
仁
宗
（
李

乾
徳
）
の
年
琥
。
一
に
乾
符
に
作
る
。
(
1
1
0
1
ー

1
1
0
9
)

【
龍
武
】
556

万
龍
武
軍
の
略
。
〔
李
華
‘
含
元
殿
賦
〕
熊

罷
之
旅
‘
蘊
以
龍
武
。
〔
杜
甫
‘
曲
江
封
レ
雨
詩
〕
龍
武
新

軍
深
駐
レ
輩
‘
芙
蓉
別
殿
漫
和
岱
香
。

〖
龍
武
軍
〗
門9
1
0

唐
代
‘
禁
軍
の
名
。
唐
の
禁
軍

に
左
右
龍
武
軍
あ
り
。
朝
の
緯
を
避
け
て
龍
虎
軍
を

改
め
た
も
の
。
金
・
元
之
に
因
り
‘
龍
虎
衛
上
将
軍
等

の
官
あ
り
。
明
‘
亦
龍
虎
将
軍
あ
り
。
〔
唐
書
‘
兵
志
〕
自
―
―

謂
宗
ー
以
後
、
北
軍
増
―
置
威
武
長
興
等
軍
ぶ
孟
如
頗
多
‘

而
畷
置
不
こ
‘
惟
利
林
・
神
武
・
龍
武
・
神
策
・
神
威
最

盛
縛
曰
―
―
左
右
＋
軍
戻
゜
〔
文
獣
通
考
‘
職
官
考
、
左
右

龍
武
軍
暦
初
有
二
禁
兵
五
筑
為
二
日
騎
ご
匹
羽
林
で
水
昌

元
年
‘
改
―
―
利
林
百
騎
玉
竺
千
騎
盃
景
龍
元
年
‘
改
l

一千

―――一七

13733 



的
騎
為
一
萬
騎
而
分
為
左
右
蜃
開
元
二
十
六
年
‘
析
―
―

5

乃
林
軍
⇒
直
―
―
左
右
龍
武
軍
「
以
二
左
右
萬
騎
鶯
隷
焉
‘

8
 

8

官
隔
並
唐
置
‘
至
徳
中
‘
分
置
左
右
紳
武
軍
ず
各
置
―
―
官

属
如
材
林
之
制
〇
設
治
局
の
名
。
雲
南
省
に
闊
す
。

ー8
 
8
 
“
、
土
名
は
龍
朋
゜

【
龍
伏
】
558

九
門
〇
龍
が
ひ
そ
み
か
く
れ
る
"
〔
柳
宗
元
‘

）
繹
態
琴
賛
引
〕
惟
湘
之
涯
‘
惟
石
之
危
‘
龍
伏
之
震
‘
震

焚
之
奇
。

O
豪
傑
の
士
が
、
世
を
避
け
て
隠
棲
し
て
ゐ

8
 
5
 
5
 

る
こ
と
。
臥
龍
゜
〔
楊
嗣
‘
廣
埃
峡
詩
〕
天
下
有
―
―
英
雄
｛

81

襄
陽
有
龍
伏
↓
参
覇
の
名
。
湖
南
省
臨
澄
縣
の
東
。
其

8
 

48

の
西
に
温
湯
闊
が
あ
る
。
〔
安
賑
縣
志
〕
洪
武
三
年
‘
蜜

（
 

酋
票
厘
連
-
1構
諸
廟
云
〖
レ
乱
‘
命
→
一
周
徳
興
―
討
レ
之
‘
徳

興
出
―
―
奇
兵
一
直
摺
―
―
温
湯
関
｛
抜
レ
之
‘
既
而
為
,
,
~

夏

所
＞
撮
‘
六
年
‘
命
―
―
湯
和
等
ん
や
蜀
‘
周
徳
興
分
レ
兵
取
ニ

蜀
之
龍
伏
陰
巫
進
奪
二
温
湯
闘
一
》

【
龍
服
】
559

乃
天
子
の
服
を
い
ふ
。
〔
唐
郊
廟
歌
酔
〕

想
籠
服
涵
杢
犠
尊
一
誇
既
備
‘
慶
来
珠
゜

【
龍
文
】
560

匁，ウ

O
龍
の
模
様
。
〔
史
記
田
箪
博
〕
牧
1

一

城
中
わ
虹
千
餘
牛
「
為
1

一
綽
籍
衣
一
書
以
,
,
五
採
龍
文
一

衷
兵
刃
於
其
角
一
而
灌
レ
脂
束
1一
葦
於
尾
一
燒
—
其
端
→

〔
韓
詩
外

it、
八
〕
鳳
象
鴻
前
麟
後
‘
蛇
頸
而
魚
尾
‘
龍
文

而
亀
身
‘
燕
頷
而
難
啄
゜
〔
顔
延
之
、
三
月
＝
一
日
曲
水
詩

序
〕
龍
文
飾
轡
‘
宵
翰
侍
御
。
〔
略
賓
王
‘
宿
―
―
温
城
1

望ニ

軍
卒
星
詩
〕
風
旅
翻
一
翼
影
云
霜
剣
轄
―
―
龍
文
↓
●
龍
を
書
一

い
た
鼎
の
模
様
。
〔
班
固
‘
雨
都
賦
‘
賓
鼎
詩
〕
賓
鼎
見

分
色
紛
転
‘
燥
其
柄
分
被
―
―
龍
文
一
参
筆
跡
の
形
容
。

〔
李
嬌
、
書
詩
〕
削
レ
簡
龍
文
見
‘
臨
レ
池
鳥
跡
舒
。
働
詩
文

の
筆
力
の
雄
健
な
形
容
。
〔
韓
愈
、
病
中
贈
,
,
張
十
八
一

詩
〕
龍
文
百
料
鼎
‘
筆
力
可
1

一
蜀
狂
云
参
駿
馬
。
〔
漢
書
、
西

域
偉
賛
〕
蒲
梢
・
龍
文
・
魚
目
•
汗
血
之
馬
‘
充
―
―
於
黄
門
→

〇
龍
と
な
る
べ
ぎ
し
る
し
。
将
来
大
成
せ
ん
と
す
る

小
兒
。
紳
童
。
〔
北
齊
書
‘
楊
惰
偵
〕
惜
従
父
兄
黄
門
侍
郎

竪
‘
云
云
‘
謂
レ
人
曰
‘
此
兒
駒
臨
未
レ
落
、
已
是
我
家
龍

文
、
更
十
歳
後
、
嘗
レ
求
,
,
之
千
里
之
外
↓
〔
故
事
成
語
考
‘

叔
姪
〕
吾
家
龍
文
、
楊
素
比
ー
一
美
姪
兒
↓

〖
龍
文
鞭
影
〗5

6
1贄
戸
書
名
。
一
巻
。
故
事
を
雑
採

し
て
小
兒
の
成
誦
に
便
す
。

【
龍
平
】
562

乃

縣

名

。

O
梁
‘
置
く
。
廣
西
省
昭
平
縣
゜

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
廣
西
‘
平
築
府
‘
昭
平
縣
〕
龍
平
藷

城
、
今
縣
治
‘
劉
詢
日
、
梁
置
孵
州
玉
兼
置
南
静
郡
麻

龍

部

龍

改
レ
郡
為
―
―
龍
平
縣
↓
〇
南
朝
宋
‘
置
く
。
廣
西
省
の
境
。

【
龍
瓶
】
563

註
ゥ
龍
の
模
様
の
あ
る
花
瓶
゜
〔
梁
簡
文
帝
‘

下
―
―
僧
正
一
教
〕
羨
―
―
龍
瓶
之
始
晨
一
迫
"
鵠
林
之
餘
慕
一

〔
琵
琶
記
、
寺
中
遺
像
〕
龍
瓶
挿
―
―
九
品
紅
蓮
↓

【
龍
幣
】
564

謬，

0
漢
の
武
帝
の
時
躊
造
し
た
銀
貨
。
重

さ
八
雨
。
漢
書
食
貨
志
の
白
金
三
品
の
一
種
。
三
品
(
1

ー

1
2
:
 
1
5
3
5
)

の
O
を
見
よ
。
〔
金
石
索
‘
漢
武
―
帝
三
幣
〕

龍
幣
・
馬
幣
・
編
幣
。
●
銀
貨
の
名
。
龍
洋
(
6
1
7
)

に
同
じ
。

【
龍
標
】
565

設
ゥ
〇
山
名
。
責
州
省
黎
平
縣
の
西
北
‘
龍

里
司
の
東
北
。
唐
の
王
昌
齢
が
龍
標
尉
に
誦
せ
ら
れ
た

虞
と
い
ふ
。
一
に
龍
樹
山
に
作
る
。
〔
名
勝
志
〕
司
境
有
二

龍
標
塞
五
乃
唐
絞
州
澤
陽
郡
龍
標
縣
地
‘
王
呂
齢
以
1

一氾

水
尉

L
生
遷
龍
標
尉
↓
李
白
贈
レ
詩
、
有
T

随
レ
風
直
到
―
―

夜
郎
西
一
之
句

LOO唐
の
王
昌
齢
(
7
ー

2
0
8
2
3
:
 1
6
3
1
)
 

を
い
ふ
。
龍
標
尉
に
貶
誦
さ
れ
た
か
ら
い
ふ
。
〔
李
白
‘

聞
n

ー
王
昌
齢
左
-
1

遷
龍
標
1

造
有
―
―
此
寄
―
詩
〕
楊
花
落
蓋

子
規
喘
‘
聞
道
龍
標
過
五
埃
一
）

〖
龍
標
奪
蹄
〗5

6
6
”
文
’
科
學
の
試
瞼
に
状
元
で
及

第
す
る
も
の
を
い
ふ
。
奪
>
I

錦
標

-(11|
 4
0
5
6
9
 :
 2
0
6
)
 

に
同
じ
。
〔
書
言
故
事
、
科
第
類
〕
大
魁
首
奪
1

一
龍
標
↓

【部

g111】567
唸
山
名
。
湖
南
省
齢
陽
縣
治
の
東
。
唐
の

時
始
め
て
標
に
作
る
。
龍
標
の
●
を
見
よ
。

【
龍
銹
】
568

芯
，
天
子
の
乗
馬
の
く
つ
わ
。
〔
謝
眺
、
七

夕
賦
〕
龍
錆
蹂
分
玉
鸞
整
‘
暁
1

一
星
河
ム
ゥ
不
レ
可
レ
留
。

〔
沈
約
‘
華
陽
先
生
登
レ
棲
不1一
復
下
—
戯
呈
詩
〕
衡
レ
書
必

青
鳥
‘
佳
客
信
龍
鑓
゜
〔
王
勃
‘
晩
秋
遊
>
I

武
櫓
山
寺
―

序
〕
龍
鑓
翠
轄
‘
駈
面
i

上
路
之
遊
盃
ば
憫
崇
闇
‘
芦
呼
落

名
都
之
氣
↓
〔
元
植
、
貞
元
詩
〕
象
魏
綾
頒
レ
暦
‘
龍
錆
已

御
レ
天
。

【
龍
壁
】
569

芯
ゥ
山
名
。
廣
西
省
馬
平
縣
の
東
北
。
〔
柳

宗
元
‘
柳
州
山
水
近
レ
治
可
レ
遊
者
記
〕
北
有
―
―
雙
山
盃
ヘ
レ

道
薪
然
‘
曰
1

一
背
石
山
云
打
―
―
支
川
盃
本
流
入
二
於
渇
水
一
涌

水
因
レ
是
北
而
東
‘
H
空
大
壁
下
ぢ
其
壁
曰
1

一
龍
辟
去
其
下

多

-

―

秀

石

可

＞

硯

。

「

9
)

の
室
名
。

〖
龍
壁
山
房
〗5

7
0
乃
ぶ
な
清
‘
王
極
（7
-
2
0
8
2
3: 
6
0
 

【
龍
編
】
571

匁
ゥ
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
安
南
の
北
部
。
〔
漢

書
、
地
理
志
下
〕
交
趾
郡
、
縣
十
‘
龍
編
。
〔
水
経
‘
葉
楡

河
注
〕
建
安
二
十
三
年
立
州
之
始
‘
鮫
龍
蝠
>
I

編
於
南

北
二
津
五
故
改
>
I

龍
淵
百
ぞ
龍
編
一
為
レ
名
也
。
〔
方
輿
勝

覧
〕
或
疑
縣
本
名
―
―
龍
淵
五
唐
顔
師
古
以
―
―
章
懐
太
子
緯

潤
改
―
―
漢
志
為
レ
編
。

【
龍
斐
】
572

乃
龍
の
や
う
に
轡
化
す
る
。
〔
史
記
、
封

祠
書
〕
今
鼎
至
1

一
廿
泉
函
土
潤
龍
髪
‘
承
レ
休
無
橿
゜
〔
史

記
‘
魏
豹
彰
越
債
賛
〕
其
雲
蒸
龍
斐
‘
欲
着
レ
所
レ
會
1

一其

度
↓
〔
淮
南
子
、
人
間
訓
〕
所
n

―
以
責
―
―
聖
人
一
者
、
以
―
―
其
能

龍
嬰
一
也
。
〔
夏
侯
湛
、
東
方
朔
蜜
賛
序
〕
吐
レ
故
納
レ
新
、

蝉
蜆
龍
斐
゜

【
龍
輔
】
573

乃
ゥ
玉
の
名
。
〔
左
氏
‘
昭
‘
―
-
＋
九
〕
公
賜
―
―

公
術
恙
装
｛
使
レ
獣
―
―
龍
輔
於
齊
侯
-
〔
注
〕
龍
輔
‘
玉
名
。

〔
三
餘
帖
〕
大
昂
有
廣
龍
負
；
舟
‘
得
1

一
賓
玉
子
龍
校
龍

卸
馴
然
而
逝
‘
故
謂
乏
龍
負
玉
「
注
曰
‘
即
龍
輔
也
。
〔
桂

綾
‘
説
文
義
證
〕
龍
輔
‘
謂
l
1

龍
節
以
レ
玉
為
,
,
函
輔
一
也
。

【
龍
母
】
574

門
ゥ
龍
神
(
3
4
2
)

を
い
ふ
。
〔
梅
発
臣
‘
龍
女

祠
祈
1

一
順
風
詩
〕
龍
母
龍
相
依
‘
風
雲
随
レ
所
レ
髪
。

【
龍
逢
]575

悶
ゥ
夏
の
賢
人
。
闊
龍
逢
を
い
ふ
。
栞
を
諫

め
て
死
す
。
龍
比
(
5
3
6
)

の
O
を
見
よ
。
〔
新
序
‘
節
士
〕

架
為
1

一
酒
池
五
竺
以
運
＂
舟
、
糟
丘
足
―
―
ー
以
望
―
―
七
里
↓
―

鼓
而
牛
飲
者
三
千
人
‘
賜
龍
逢
進
諫
日
、
為
1

一
人
君
石
身

行
―
―
證
義
涵
愛
レ
民
節
レ
財
‘
故
國
安
而
身
壽
也
、
今
君
用
レ

財
若
レ
無
レ
儘
、
用
り
人
若
レ
恐
レ
不
レ
能
レ
死
、
不
レ
革
天
禍

必
降
‘
而
誅
必
至
英
‘
君
其
革
レ
之
‘
立
而
不
レ
去
レ
朝
、
栞

因
囚
拘
之
一

〖
龍
逢
板
出
〗5
7
6
7
匁
焚
蒙
求
の
標
題
。
問
龍
逢
を
殺

し
た
後
、
庚
子
の
且
に
地
中
よ
り
金
板
が
出
た
故
事
。

〔
蒙
求
、
下
‘
龍
逢
板
出
〕
藷
注
引
―
―
論
語
陰
嬉
識
ー
曰
‘
庚

子
之
旦
、
金
板
剋
レ
書
、
出
-
1

地
庭
中
五
i

、
臣
族
虐
王
禽
‘

宋
均
日
‘
謂
下
殺
―
―
闘
龍
逢
一
之
後
‘
庚
子
之
旦
‘
庭
中
地

有
•
此
板
異
上
也
‘
龍
同
姓
‘
稲
ー
一
族
虐
王
一
王
殺
レ
我
、
必

見
レ
禽
也
。

【
龍
鳳
】
577

昇
ゥ
〇
龍
と
鳳
凰
。
〔
西
京
雑
記
、
五
〕
趙
后

有
賓
予
曰
鳳
凰
皆
以
釜
玉
霞
起
、
総
龍
鳳
蝸

鸞
古
賢
列
女
之
象
↓
〔
魏
志
‘
管
寧
博
〕
龍
鳳
隠
レ
耀
‘
應
レ

徳
而
蹟
゜
〔
陸
雲
‘
贈
―
―
顧
彦
先
1

詩
〕
騰
都
之
駿
、
龍
鳳
合
レ

塵。

0
す
ぐ
れ
た
人
物
の
喩
゜
〔
南
史
、
王
僧
虔
博
〕
子
レ
時

王
家
門
中
、
優
者
龍
鳳
、
劣
猶
1

虎
豹
↓
参
優
れ
た
人
相
。

貴
人
の
相
。
龍
鳳
之
姿
(
5
8
6
)

を
見
よ
。
〔
杜
甫
、
行
次
―
―

昭
陵
詩
〕
識
饒
龍
鳳
質
‘
威
定
虎
狼
都
。
R
年
琥
°
c
元

末
‘
順
帝
の
時
‘
宋
、
韓
林
兒
稽
す
。
(
1
3
5
5
ー

1
3
5
7
)

＠
 

同
時
代
‘
呉
（
後
の
明
）
の
朱
元
障
‘
亦
之
を
用
ふ
。

(
1
3

5
6
)

◎
明
末
‘
黄
金
剛
奴
（
又
は
田
九
成
）
の
僭
琥
。
〔
歴

―
―
―
-
―
八

代
紀
元
編
‘
上
〕
年
次
不
明
。

〖
龍
鳳
扇
〗5
7
8
5
g
'

ゥ
＊
ウ
天
子
の
俵
使
に
用
ひ
る
長
柄
の

大
扇
。
〔
清
會
典
事
例
‘
墨
儀
衛
‘
歯
簿
〕
乾
隆
十
四
年

定
‘
皇
后
儀
駕
‘
黄
龍
鳳
扇
四
゜

〖
龍
鳳
船
〗5
7
9
5
厄
ウ
ャ
ウ
龍
鳳
の
形
を
飾
と
し
た
船
。
〔
宣

和
遺
事
前
集
‘
上
〕
造
,
,
龍
鳳
船
面
炉
宮
女
牽
1

之。

〖
龍
鳳
錢
〗5
8
0
5
?
9

ウ
ホ
，
ゥ
錢
の
名
。
龍
と
鳳
凰
と
の
模
様
あ

龍鳳錢三才

守

岡會

｀
 

る
も
の
。
〔
三
オ
圏
會
‘
珍
賓
二
‘
龍
鳳
錢
〕
李
孝
美
日
‘
此

錢
径
寸
、
重
七
錬
、
面
文
有
―
―
肉
郭
盃
曼
龍
鳳
之
形
一
背

夷
漫
而
為
―
―
躾
鶴
瀬
鵜
盤
饒
之
状
「
其
文
皆
隠
起
。

〖
龍
鳳
圃
〗5
8
1
9
ウ
ホ
ゥ
最
上
等
の
茶
。
龍
鳳
茶
に
同
じ
。

〔
蹄
E
l
l
鋒
、
二
〕
茶
之
品
‘
莫
レ
貴
―
―
於
龍
鳳
一
謂
t

一
之
圃
茶
一

凡
八
餌
重
一
片
‘
慶
歴
中
‘
禁
君
膜
為
二
幅
建
路
＂
運

使
正
始
造
1

一
小
片
龍
茶
ー
以
進
‘
其
品
絶
精
‘
謂
1

一
之
小
閣
一

凡
二
十
朗
重
一
斤
‘
其
憤
直
1

一
金
二
雨
「
然
金
可
レ
有
‘

而
茶
不
レ
可
レ
得
‘
云
云
‘
宮
人
往
往
鐸
ー
一
金
花
於
其
上
一

〔
石
林
燕
語
〕
建
州
歳
貢
,
,
大
龍
鳳
圃
茶
戸
」
宗
之
時
‘
祭

君
膜
繹
一
茶
之
精
者
盃
C-1
小
龍
閣
＋
斤
1
以
獣
。
〔
書
言

故
事
‘
茶
類
〕
茶
之
品
‘
莫
レ
貴
―
―
於
龍
鳳
圃
↓

〖
龍
鳳
茶
〗
竺
勺
ホ
ウ
宋
‘
仁
宗
の
時
造
っ
た
圃
茶
。

堅
搾
し
て
龍
鳳
の
紋
様
を
な
す
。
龍
圃
゜
〔
宣
和
北
苑
‘

貢
茶
録
〕
太
平
興
國
初
‘
特
置
二
龍
鳳
模
云
遣
レ
使
就
―
―
北

苑
五
翌
圃
茶
貪
以
別
―
庶
飲
龍
鳳
茶
始
l-f
此↓

〖
龍
鳳
帖
〗5

8
3
乳
ウ
ホ
．
ゥ
結
婚
の
契
約
書
。
婚
書
(
8
|6
4
1
 

8
:
 19
)

を
見
よ
。

〖
龍
鳳
餌
〗58

4
芦
ウ
＊
．
？
婚
穂
に
用
ひ
る
菓
子
の
名
。
外

皮
は
小
褒
紛
で
内
に
砂
糖
餡
が
あ
る
。

〖
龍
鳳
花
棧
〗5

8
5
砕
竺
？
龍
と
鳳
凰
と
の
紋
様
が
あ

る
美
し
い
詩
箋
゜
〔
王
海
、
聖
文
‘
御
書
‘
淳
化
秘
閣
御

書
〕
淳
化
元
年
‘
云
云
‘
太
宗
嘗
書
ふ
心
龍
鳳
花
賤
上
‘
及

執
扇
上
冨
以
賜
―
―
王
公
近
臣
↓

〖
龍
鳳
之
姿
〗5

8
6
バ
ョ1

衆
に
優
れ
た
相
貌
。
責
人
の

相
。
天
子
と
な
る
べ
き
人
相
。
龍
章
鳳
姿
。
〔
唐
書
、
太

宗
紀
〕
太
宗
方
四
歳
、
有
"
書
生
五
印
高
祗
―
曰
、
公
在
,
,

13734 



(48818・ ・587)一 (48818・・600) 

龍

部

龍

相
法
貴
人
也
‘
然
必
有
―
―
貴
子
ご
及
L

見
1

一
太
宗
一
日
、
龍

鳳
之
姿
、
天
日
之
表
‘
其
年
幾
冠
、
必
能
清
レ
世
安
レ
民
。

〖
龍
鳳
之
署
〗5

8
7
バ
哀
＂
ゥ
文
學
の
つ
か
さ
ど
こ
ろ
。
署

は
司
。
〔
章
曜
‘
博
奔
論
〕
勇
略
之
士
‘
則
受
-
1

熊
虎
之

佳
儒
雅
之
徒
、
則
虞
ー
龍
鳳
之
署
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
龍
鳳
、

喩
1

一
文
章
也
‘
署
‘
謂
―
―
文
學
之
司
↓
也
。
〔
李
聾
玉
‘
蒙
レ

恩
授
に
目
詩
〕
解
レ
辟
龍
鳳
署
‘
懐
レ
鉛
蘭
桂
叢
゜

〖
龍
鳳
栂
書
〗5

8
8
礼
裟
ゥ
龍
鳳
帖
(
5
8
3
)
に
同
じ
。

【
龍
脈
】
589

衿
バ
堪
輿
家
の
語
。
山
の
氣
勢
を
龍
と
し
、

其
の
起
伏
有
る
を
龍
脈
と
い
ふ
。
其
の
説
に
依
れ
ば
‘

地
中
に
一
箇
の
生
氣
あ
り
‘
之
を
龍
脈
と
い
ふ
。
其
の

源
は
鹿
斎
山
に
在
り
。
脈
勢
を
西
方
に
登
し
、
内
三
條

は
東
方
に
向
ひ
‘
幾
多
の
支
脈
を
生
じ
、
支
脈
又
支
脈

を
生
じ
て
、
全
土
に
禰
漫
す
。
地
脊
の
連
な
っ
た
所
を
龍

脈
と
い
ひ
、
突
起
し
た
所
を
龍
脳
と
い
ひ
‘
支
脈
の
分

出
す
る
所
を
分
龍
と
い
ひ
‘
山
脈
の
起
頭
を
起
龍
と
い

ひ
、
山
脈
の
末
端
を
注
龍
と
い
ふ
。
故
に
一
省
一
州
一

縣
に
も
龍
脈
あ
り
、
一
村
一
庄
の
各
部
分
に
も
脈
絡
通

ず
。
墓
地
は
即
ち
其
の
脈
絡
の
通
ず
る
所
を
可
と
す

と
い
ふ
。
〔
桃
花
扇
‘
酔
院
〕
長
陵
杯
土
闘
―
―
龍
脈
萩
炉

絶
篠
煙
福
竺
二
毛
↓

【
龍
眠
】
SOO

奴
’
●
宋
‘
李
公
麟
を
い
ふ
。
龍
眠
居
士
。

〔
宋
史
、
文
苑
六
‘
李
公
麟
偉
〕
李
公
麟
、
字
伯
時
、
云
云
‘

好
古
博
學
、
長
n
子
詩
言
竺
云
‘
蹄
老
、
律
1

一
意
子
龍
眠
山
↓

〔
王
炎
‘
題
―
―
李
伯
時
四
天
王
圏
―
詩
〕
龍
眠
有
,
,
巧
手
ぶ
3

出
汗
血
駒
。

0
山
名
。
安
徽
省
桐
城
縣
の
西
北
。
〔
輿
地

紀
勝
〕
在
―
―
縣
西
北
―
二
十
里
ご
竺
舒
城
・
六
安
丘
改
』
界
‘

以
n
l

中
有
1

ー
ニ
龍
井
―
故
名
。
〔
桐
城
縣
志
〕
在
―
―
縣
北
五

里
ご
ぞ
華
崖
1

射
峙
‘
宋
李
公
麟
為
己
泊
州
参
軍
ご
空
老

於
此

U
笠
龍
眠
居
士
ご
日
綸
―
―
龍
眠
山
荘
圏
ご
蘇
献
為
i
-

之
践
↓

〖
龍
眠
山
人
〗
碑
”
対
巧
字
琥
。
O
宋
の
李
公
麟
(
6
-

1
4
4
5
9
 :
 1
2
1
3
)

の
琥
。
●
清
、
闘
嵐
(
1
1
ー

4
1
4
5
6
:
 5
2
)
 

の

琥

。

「

西

北

。

【
龍
著
】
5
0
0
9
a
ゥ
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
廣
西
省
養
利
縣
の

【
龍
鳴
】
594

バ
位
ゥ
龍
の
よ
う
な
鳴
き
臀
。
〔
太
平
御
覧
引

世
説
〕
王
子
喬
墓
在
二
京
陵
云
戦
國
時
人
、
有
1

汝
竺
登
之
一

観
無
斧
り
見
‘
惟
有
こ
剣
ご
停
在
―
―
室
中
ご
欲
1

一
進
取
＞

之
、
剣
作
l
l

龍
鳴
虎
吼
盃
遂
不
1

一
敢
進
盃
俄
而
径
飛
上
年
天
。

〔
李
嬌
、
賓
剣
篇
〕
一
朝
運
偶
逢
―
―
大
仙
ぶ
g

吼
龍
鳴
謄
1

一

上
天
↓
〔
李
白
‘
獨
漉
篇
〕
雄
剣
桂
レ
壁
‘
時
時
龍
鳴
‘
不
レ

断
―
―
犀
象
繍
温
苔
生
。

【
龍
目
】
5
9
6
5
カ
〇
果
樹
の
名
。
其
の
賓
を
龍
眼
肉
と

い
ふ
。
〔
本
草
‘
龍
眼
〕
秤
名
‘
龍
目
‘
時
珍
曰
‘
龍
眼
．
龍

目
‘
象
レ
形
也
、
呉
普
本
草
謂
,
,
之
龍
目
『
〔
左
思
‘
蜀
都

賦
〕
労
挺
―
―
龍
目
盃
側
生
,,jR
加
枝
↓
〔
苑
成
大
、
姦
枝
賦
滅
兄
1

一

龍
目
之
名
磨
訟
空
葡
萄
之
甘
酸
↓
●
湖
の
名
。
〔
京
口

記
〕
龍
目
湖
、
秦
王
東
遊
‘
観
―
―
地
勢
二
ぞ
比
有
―
―
天
子

氣
盃
序
赫
衣
徒
竪
↓
1

湖
中
長
岡
1

使
レ
断
‘
因
改
レ
名
為
―
―

丹
徒
芸
元
和
郡
國
志
〕
潤
州
過
跛
有
レ
湖
、
名
―
―
龍
目
湖
↓

【
龍
門
】
596

乃
●
臀
望
の
為
い
人
の
喩
。
登
龍
門
(
7ー

2
2
6
6
8
 :
 1
5
8
)
を
見
よ
。
〔
後
漢
書
‘
嘗
錮
、
李
階
値
〕
隋
燭

持
1

一
風
裁
訂
竺
臀
名
自
高
「
士
有
T

塾
其
容
接
1

者
ぢ
仁

為
1

一
登
龍
門
↓
〔
注
〕
辛
氏
三
秦
記
曰
‘
河
津
‘
ー
名
龍
門
、

水
陰
不
臼
通
‘
魚
鼈
之
闇
莫
―
罷
窄
六
云
云
‘
上
則
為
レ
龍

也
。
〔
南
史
、
哀
昂
博
〕
昂
雅
有
二
人
黎
涵
辺
慮
不
レ
雑
‘
入
1

一

其
門
者
、
琥
―
―
登
龍
門
↓
〔
李
白
、
輿
―
―
韓
荊
州
一
書
〕
一
登
―
―

龍
門
則
臀
誉
十
倍
。
〔
虞
綸
、
早
春
遊
―
―
焚
川
一
野
居
云
云

詩
〕
桂
樹
曾
学
折
‘
龍
門
幾
共
登
。
〔
談
蒼
〕
晉
王
術
善
二
玄

言
盃
惟
談
1

一
老
荘
為
レ
事
、
朝
野
翁
然
‘
謂
こ
代
龍
門

-
0

漢
の
司
馬
遷
(
2
-
3
2
5
7
:
 2
8
3
)
を
い
ふ
。
遷
は
龍
門
に

生
れ
た
故
に
龍
門
と
呼
ぴ
‘
其
の
著
、
史
記
を
龍
門
史
と

い
ふ
。
〔
史
記
、
太
史
公
自
序
〕
太
史
公
‘
云
云
、
有
レ
子
日
レ

遷
遷
生
龍
門
五
型
牧
河
山
之
陽
↓
〔
庚
信
‘
哀
江
南
賦
〕

信
生
レ
世
等
1

一
干
龍
門
云
E

レ
親
同
―
―
於
河
洛
↓
●
科
學
試
場

の
正
門
を
い
ふ
。
地
中
の
龍
が
活
動
を
始
め
る
門
戸
と

い
ふ
義
。
貢
院
の
門
。
〔
六
部
成
語
、
藉
部
、
龍
門
‘
注
解
〕

試
場
之
正
門
也
。
R
士
工
を
興
す
場
合
に
堵
塞
の
口
を

決
し
、
た
だ
一
訣
を
留
め
る
所
を
い
ふ
。
〔
六
部
成
語
、
エ

部
、
合
1

一
龍
門
五
注
解
〕
堵
塞
‘
決
石
留
二
-
鰍
旦
龍
門
一

工
竣
之

H
、
乃
塞
レ
之
、
曰
レ
合
1

一
龍
門
二
O
徽
墨
の
一
種

の
名
。

O
地
名
。
④
楚
の
東
門
、
江
渚
の
龍
門
を
い
ふ
。

〔
楚
辞
、
九
章
‘
哀
郡
〕
過
1

一
夏
首
―
而
西
浮
分
、
顧
,
,
龍
門
1

而
不
レ
見
。
〔
注
〕
龍
門
、
楚
東
門
也
。
〔
瞭
讀
書
齋
雑
録
〕
。

＠
四
川
省
巴
縣
の
南
塗
山
の
前
大
江
の
中
。
〔
明
一
統

志
〕
山
址
有
レ
石
中
分
、
名
日
二
龍
門
本
木
紹
興
中
‘
左
石

贋
、
右
石
行
書
、
各
岱
龍
門
二
大
字
面
虞
可
レ
査

小
艇
出
入
面
認
m所
謂
龍
門
浩
也
。
◎
廣
東
省
欽
縣
の

南
。
〔
廉
州
府
志
〕
欽
州
之
山
、
自
レ
東
来
者
‘
径
二
佛
子

面
黄
域
頭
云
ぎ
海
皆
西
向
、
自
』
西
来
者
‘
径
1

一
天
板
口

大
小
頭
口
云
土
レ
海
皆
東
向
、
雨
山
射
峙
若
レ
門
、
中
有
レ

石
若
―
―
砥
柱

um瀦
巨
浸
曰
1
1

小
海
五
欽
江
漁
洪
二
水
會
―
―

流
於
猫
尾
盃
南
流
経
レ
此
出
注
ー
ー
大
海
↓
〇
縣
名
。
④
後

魏
‘
箇
く
。
故
城
は
山
西
省
河
津
縣
の
西
。
〔
讀
史
方
輿

紀
要
、
山
西
‘
平
陽
府
‘
蒲
州
〕
河
津
縣
、
古
耽
邑
‘
殷
王

祗
乙
嘗
都
レ
此
、
後
為
二
敢
國
ぶ
荏
秋
時
層
レ
晉
‘
秦
置
『
1

皮

氏
縣
ご
一
漢
属
ー
河
東
郡
U

魏
晉
屡
1

一
平
陽
郡
ご
後
魏
日
ニ

龍
門
縣
ガ
全
墾
龍
門
郡
↓
＠
唐
‘
置
く
。
内
蒙
古
龍
覇

縣
゜
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
直
隷
‘
萬
全
都
指
揮
使
司
‘
龍
門

衛
〕
龍
門
限
縣
、
今
衛
治
‘
唐
末
置
,
,
龍
門
縣
ヽ
『
H

新
州
一

契
丹
属
―
奉
聖
州
マ
金
伯
日
―
―
龍
門
縣
二
尋
屡
1

一
徳
興
府
｛

明
昌
二
年
‘
又
改
屡
,
,
宣
徳
州
⇒
冗
畷
レ
縣
為
―
―
龍
門
鎮
一

属
ー
宣
徳
縣
↓
〔
清
史
稿
、
地
理
志
〕
直
隷
‘
宣
化
府
‘
縣

七
‘
龍
門
。
◎
唐
‘
置
く
。
湖
南
省
麻
陽
縣
の
東
北
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
辰
州
府
、
l

況
州
‘
麻
陽
縣
〕
龍
門
際

縣
、
在
縣
東
北
面
垂
挟
四
年
、
折
靡
陽
縣
地
る
巴
龍

門
縣
面
8
-
1
辰
州
盃
尋
瞭
‘
或
日
‘
陳
天
嘉
中
‘
於
―
―
麻
埃
口
—

置
レ
戌
‘
唐
因
置
麿
陽
縣
ご
各
お
章
晟
城
ご
置
龍
門

雙
g)唐
‘
置
く
。
四
川
省
長
寧
縣
の
地
。
⑮
明
、
置
く
。

廣
東
省
増
城
縣
の
東
北
。
増
江
の
上
流
の
東
北
岸
。
〔
讀

史
方
輿
紀
要
‘
廣
東
‘
廣
州
府
〕
龍
門
縣
、
本
増
城
及
博

羅
二
縣
地
‘
藷
置
龍
門
巡
司
於
他
弘
治
九
年
、
餌

司
於
黄
沙
拗
一
而
置
―
今
縣
於
藷
司
治
一
有
レ
城
、
弘
治

十
六
年
、
壻
築
‘
編
戸
十
七
里
。
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
廣

東
‘
廣
州
府
‘
縣
十
四
‘
龍
門
。
●
鎮
の
名
。
④
黒
龍
江
省

龍
鎮
縣
の
こ
と
。
＠
河
南
省
洛
陽
縣
の
南
。
〔
金
史
、
地

理
志
中
〕
洛
陽
‘
云
云
‘
鎮
一
、
龍
門
。
◎
輻
建
省
龍
巖
縣

の
西
南
‘
龍
川
水
の
南
岸
。

O
戌
地
の
名
。
甘
粛
省
成
縣

仇
池
城
の
東
南
。
後
魏
の
李
崇
、
楊
璽
珍
を
討
つ
。
霊

珍
‘
龍
門
の
北
に
て
樹
を
伐
り
路
を
塞
ぎ
、
以
て
魏
兵

を
拒
ぐ
。
〔
水
経
‘
濠
水
注
〕
龍
門
水
‘
云
云
‘
又
南
逼
―
―
龍

門
戌
東
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
輩
昌
府
、
成
縣
〕
龍

門
戌
、
水
経
注
云
‘
在
,
,
仇
池
東
北
な
仮
魏
李
崇
討
―
叛
氏

楊
震
珍
一
霊
珍
於
,
,
龍
門
北
散
十
里
中
一
伐
レ
樹
塞
1

一路

ロ
云
空
魏
兵
ぶ
示
命
1

一
別
将
慕
容
拒
盃
墜
他
路
正
襲
破
レ

之
、
今
縣
東
有
―
―
龍
門
鎖
二
或
日
、
即
故
龍
門
戌
‘
符
秦

所
レ
置
。
●
明
、
錢
搬
登
(
1
1
-
4
0
5
6
3
:
 2
8
8
)

の
字
。

〖
龍
門
閣
〗5
9
7
"

”
ウ
モ
｀
，
閣
道
の
名
。
四
川
省
廣
元
縣
の

北
。
〔
杜
甫
‘
龍
門
閣
詩
〕
清
江
下
,
,
龍
門
五
絶
壁
無
―
―
尺

土
↓
〔
方
輿
勝
覧
〕
此
閣
石
壁
斗
立
‘
虚
竪
,
,
石
窮
云
皿
架
―

一
ご
二
九

木
其
上
五
竺
他
虞
1

尤
陰
。

〖
龍
門
寵
〕5

9
8
”
•
ウ
そ
'
/
佛
寵
の
名
。
河
南
省
洛
陽
縣
の

南
。
雨
山
射
峙
し
｀
東
を
香
山
と
い
ひ
、
石
壁
蛸
立
し
‘

伊
水
‘
其
の
中
よ
り
出
づ
。
壁
間
に
寵
を
竪
つ
。
大
小

の
石
佛
多
し
。
皆
後
魏
及
ぴ
唐
時
に
竪
っ
た
も
の
。
極

め
て
大
な
る
三
寵
あ
り
。
唐
の
魏
王
泰
が
、
長
孫
皇
后

の
為
に
造
っ
た
も
の
で
あ
る
。

〖
龍
門
墟
〗5

9
9
”
ウ
モ
ン
地
名
。
O
輻
建
省
安
埃
縣
の
西

南
。
●
廣
東
省
合
浦
縣
の
東
北
。
●
廣
西
省
宜
山
縣
の

西
南
。

〖
龍
門
山
〗6

0
0
製
ゥ
ぅ
山
名
。
●
内
蒙
古
赤
城
縣
の
北

雲
州
堡
の
東
北
。
古
の
獨
固
門
の
こ
と
。
〔
遼
史
‘
地
理

志
五
〕
龍
門
縣
有
1

龍
門
山
云
I

壁
射
峙
、
高
散
百
尺
‘
望
レ

之
若
レ
門
‘
云
云
‘
賓
塞
北
控
拒
之
衝
要
也
。
●
黒
龍
江

省
緩
榜
縣
の
東
。
石
炭
の
産
地
。

0
山
西
省
河
津
縣
と

映
西
省
韓
城
縣
の
間
。
品
が
黄
河
の
水
を
竪
ち
通
じ
さ

せ
た
慮
。
一
説
に
、
呂
梁
山
。
水
流
険
に
し
て
魚
上
る
能

は
ず
、
一
た
ぴ
上
れ
ば
髪
じ
て
龍
と
な
る
と
い
ふ
。
一

名
、
河
津
。
〔
書
‘
昂
貢
〕
導
ー
河
積
石
云
ぎ
子
龍
門
↓
〔
債
〕

龍
門
山
、
在
―
―
河
東
之
西
界
↓
〔
莱
博
〕
李
復
云
、
韓
城
縣

北
有
え
女
國
嶺
ご
本
云
‘
馬
竪
二
龍
門
云
竺
於
唐
張
仁
恩

所
レ
築
束
受
降
城
之
東
ぢ
ロ
レ
北
而
南
、
ち
ぎ
此
山
一
泰
、
柄

岸
石
壁
蛸
立
、
大
河
盤
1

束
於
山
峡
間
王
＇
散
百
里
、
至
―
―

此
山
ー
開
峰
間
、
餘
然
奔
放
、
云
云
‘
臀
如
1

一
萬
雷
↓
〔
史

記
、
太
史
公
自
序
〕
遷
生
―
―
龍
門
↓
〔
漢
書
、
地
理
志
上
〕
左

渇
峨
夏
陽
‘
龍
門
山
在
レ
北
。
〔
コ
一
秦
記
〕
江
海
魚
集
ー
↓
龍

門
下
一
登
者
化
レ
龍
、
不
レ
登
者
貼
レ
額
暴
レ
臆
。
〔
金
履
祥

尚
書
注
〕
河
南
至
―
―
河
中
府
龍
門
縣
之
西
ぶ
協
E

岸
濶
‘

自
な
高
而
下
‘
奔
放
傾
潟
、
臀
如
萬
雷
五
芸
野
龍
門
-
〔
水

経
、
河
水
注
〕
又
南
出
1

一
龍
門
口
享
竺
Z
、
昔
者
大
馬
導
1
-

河
積
石
云
竺
決
梁
山
云
謂
↓
―
斯
虞
一
也
、
云
云
‘
魏
土
地
記

日
、
梁
山
北
有
二
龍
門
山
工
大
馬
所
J

墾
、
通
―
―
孟
津
河
百
I

廣
八
十
歩
‘
巖
際
鍋
跡
‘
遺
功
尚
存
。
"
-
名
‘
闘
塞
山
。

河
南
省
洛
陽
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
河
南
、
河

南
府
‘
洛
陽
縣
〕
閻
塞
山
、
在
―
府
西
南
三
十
里
一
亦
曰
1

一

龍
門
山
本
代
日
1

一
伊
闘
山
二
名
醐
口
山
‘
一
名
鍾
山
‘
又

岱
龍
門
寵
↓
〇
江
西
省
豊
城
縣
の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
西
‘
南
昌
府
、
豊
城
縣
〕
龍
門
山
‘
縣
南
百
里
‘
労

有
―
―
龍
漱
盃
m
北
輿
1

一
道
人
山
相
接
。

O
江
西
省
修
水
縣

の
東
北
。
下
に
消
水
巖
゜
黄
庭
堅
が
天
下
の
絶
勝
と
い

13735 
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龍

部

龍
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っ
た
慮
。

0
江
西
省
九
江
縣
の
西
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀

要
、
江
西
‘
九
江
府
、
徳
化
縣
〕
龍
門
山
、
在
,
,
府
西
南

五
十
里
一
卑
ハ
ニ
騒
駐
山
相
射
‘
如
レ
門
。
R
湖
北
省
郎
縣

の
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
郡
陽
府
‘
郎
縣
〕
龍
門

山
‘
府
南
七
十
里
、
有
三
崖
ゴ
到
峙
如
レ
門
、
水
従
レ
中
出
‘

名
龍
門
河
玉
東
北
注
伝
漢
江
↓
〇
湖
南
省
麻
陽
縣
の

東
。
〔
水
経
、
況
水
注
〕
掲
母
水
‘
云
云
‘
源
南
出
二
龍
門
山
一

〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
湖
廣
‘
辰
州
府
、
況
州
、
麻
陽
縣
〕
龍

門
山
‘
縣
東
北
百
里
‘
連
山
参
差
‘
崩
石
酎
峙
、
勢
欲
―
―
傾

仕

最

為
1

一
陰
絶
一
唐
置
↓
―
龍
門
縣
ご
益
以
レ
山
名
、
東
接
ニ

辰
埃
縣
界
↓
〇
四
川
省
廣
元
縣
の
束
北
。
一
名
‘
葱
嶺

山
。
〔
太
平
賓
宇
記
〕
龍
門
山
‘
亦
名
ー
合
滋
閉
虫
按
梁
州

記
云
‘
葱
嶺
有
-
―
石
穴
一
高
散
十
丈
‘
其
状
若
レ
門
‘
俗
琥

四
龍
門
↓
〇
四
川
省
峨
眉
縣
の
西
‘
峨
眉
山
中
。
瀑
布

飛
泉
あ
り
、
ま
た
龍
門
峡
と
い
ふ
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘

四
川
‘
嘉
定
州
‘
i

我
眉
縣
〕
龍
門
堅
‘
縣
西
十
里
‘
雨
崖
蛸

峙
‘
仰
観
―
―
-Pl
哀
僅
露
二
鰈
巖
栢
奇
勝
、
不
こ
而

足
U

◎
四
川
省
巴
縣
の
南
。
塗
山
の
前
‘
大
江
の
水
中
に

あ
り
。
〔
明
一
統
志
〕
山
址
有
レ
石
中
分
、
名
日
―
―
龍
門
一

可
レ
容
小
舟
出
入
ご
木
紹
興
中
‘
於
―
―
左
右
石
上
―
摩
崖

各
書
1

一
龍
門
二
大
字
↓
左
楷
書
、
右
行
書
。
「
琥
゜

〖
龍
門
子
〗6

0
1
バ
ヨ
，
ウ
モ
，
明
‘
宋
源
(
3
-
7
0
7
8

:
 2
1
6
)

の

〖
龍
門
史
〗6

0
2
バ
ョ
ウ
モ
，
史
記
を
い
ふ
。
龍
門(5
9
6
)

の
O

を
見
よ
。

〖
龍
門
村
〗6

0
3
刈
ぶ
；
地
名
。

O
河
北
省
宛
平
縣
。
石

炭
の
産
地
。
〇
河
北
省
房
山
縣
の
西
北
。
参
浙
江
省
富

陽
縣
の
南
刻
源
郷
。

〖
登
龍
門
,
]60
4
[
¢

お

登

龍

門

(
7
-
2
2
6
6
8
:
 1
5
8
)
・
 

龍
門
(
5
9
6
)

の

O
に
同
じ
。
龍
門
三
級
(
6
0
8
)
を
見
よ
。

〔
故
事
成
語
考
、
人
事
〕
登
龍
門
四
2

レ
参
名
士
↓

〖
龍
門
遺
老
〗6

0
5
れ
竺
，
明
‘
張
紳

(
4ー
9
8
1
2
:
 4
4
5
)
 

の

O
の

琥

。

「

の

●

の

琥

゜

〖
龍
門
居
士
〗6

0
6
芦
ゥ
ぅ
元
、
劉
敏
(
2ー
2
2
2
4:
 5
7
1
)
 

〖
龍
門
造
像
〗6

0
7
巧
訂
，
河
南
‘
龍
門
の
佛
像
。
多
く

北
魏
に
作
ら
れ
‘
其
の
造
像
の
石
上
に
更
に
頌
輯
の
文

を
刻
し
た
。
其
の
書
怜
を
龍
門
罷
と
い
ふ
。
〔
賓
宇
訪

碑
録
、
後
魏
〕
楊
大
眼
為
一
孝
文
帝
ー
造
像
‘
正
書
、
無
1

一年

月
二
額
題
"
邑
子
像
ご
錢
辛
楯
少
麿
云
‘
嘩
田
レ
在
-
―
宣
武
初

年
↓
〔
廣
藝
舟
雙
柑
〕
魏
碑
大
種
有
竺
一
‘
一
日
龍
門
造

像
‘
龍
門
二
十
品
中
自
―
―
法
生
•
北
海
・
優
填
一
外
卒
皆
雄

四
〇

— 

6
 
3
 

抜
‘
然
約
而
分
レ
之
‘
亦
有
ふ
公
罷
ぶ
向
大
眼
．
魏
震
蔵
・
一
後
世
に
残
る
を
い
ふ
。
〔
白
居
易
‘
題
,
,
故
元
少
手
集
藷
‘
宋
大
観
中
‘
改
曰
l

―
辰
陽
縣
一
紹
興
三
年
‘
復
レ
故
‘

弗
・
悪
感
・
道
匠
・
孫
秋
生
・
鄭
長
猷
‘
沈
著
勁
重
為
□
後
三
首
詩
〕
遺
文
三
十
軸
‘
軸
軸
金
王
臀
‘
龍
門
原
上
元
元
貞
初
‘
升
為
ー
龍
陽
州
盃
忠
洪
武
九
年
‘
復
為
レ
縣
。

37

鑓
長
築
王
・
廣
川
王
太
妃
・
侯
高
樹
‘
端
方
峻
整
為
ー
ニ
土
‘
埋
レ
骨
不
レ
埋
レ
名
。
〔
清
史
稿
‘
地
理
志
〕
湖
南
‘
常
徳
府
‘
縣
四
‘
龍
陽
゜
＠
ー

怜
;
序
伯
逹
．
齋
郡
王
祐
‘
峻
骨
妙
氣
為
こ
罷
ェ
慈
香
・

U
郎
紋
】
614

只
ゥ
〇
龍
の
模
様
。
龍
文
。
〔
李
白
、
九
日
後
魏
‘
置
く
。
南
省
臨
汝
縣
の
境
。

安
定
・
王
元
斐
‘
峻
蕩
奇
偉
為
二
-
憫
£
郷
而
名
レ
之
、
皆
登
―
巴
陵
ぶ
直
酒
望
"
洞
庭
水
軍
―
詩
〕
長
風
鼓
―
―
横
波
公
口
〖
龍
陽
子
〗

6
1
9
バ
ョ
‘
ウ
ヤ
ゥ
明
‘
冷
謙

(
2
|1
6
2
2
 :
 4
6
)

の
琥
゜

可
レ
謂
1
1

之

龍

門

輝

也

。

沓

魔

龍

紋

↓

〔

趙

乗

文

、

古

瓶

蛾

梅

詩

〕

土

花

第

碧

龍

【

龍

躍

】

620

”

,

0龍
が
躍
る
。
〔
柳
氏
藷
聞
〕
天
賓
中
‘

〖
龍
門
三
級
〗6

0
8
”
ば
，
山
西
省
黄
河
の
上
流
‘
瀑
布
紋
澁
゜
〔
獣
陽
脩
‘
南
歌
子
〕
鳳
誓
金
沌
帯
‘
龍
紋
玉
興
慶
池
小
龍
常
出
遊
二
宮
垣
南
溝
水
中
一
及
二
堡
輿
西

を
な
す
。
こ
れ
を
龍
門
之
瀧
と
い
ふ
。
瀑
水
は
三
段
に
掌
椀
。

O
只
•
ウ
綾
文
の
訛
゜
織
物
の
名
。
白
色
の
絹
幸
ず
先
一
夕
見
下
龍
乗
二
雲
雨8
土
レ
西
而
去5上
云
ぎ
嘉
陵

分
れ
‘
除
に
し
て
船
を
通
ぜ
ぬ
。
こ
れ
を
龍
門
三
級
と
布
。
織
目
が
斜
に
高
く
、
地
質
は
厚
く
強
く
て
光
澤
の
江

5
Eレ
乗
レ
舟
‘
有
レ
龍
翼
レ
舟
進
‘
上
顧
―
―
左
右
―
曰
‘
此

い
ふ
。
江
海
の
大
魚
散
千
‘
其
の
下
に
集
ま
る
も
上
る
な
い
も
の
。
素
調
。
龍
文
。
宮
中
之
龍
也
、
命
以
レ
酒
沃
酎
レ
之
‘
於
レ
是
龍
躍
而
去
。

を
得
ず
。
上
れ
ば
龍
と
な
る
と
い
ふ
。
轄
じ
て
‘
試
瞼
に
【
部
g

羊
・]615

昇
ゥ
吐
蕃
及
ぴ
威
茂
州
に
産
す
る
羊
の
一
〇
龍
の
や
う
に
を
ど
る
。
勢
の
盛
な
形
容
。
〔
陸
機
‘
耕

及
第
し
て
進
士
と
な
る
喩
。
龍
門
(
5
9
6
)

の
O
を
見
よ
。
種
。
畜
羊
に
似
て
大
、
角
は
線
回
し
て
重
さ
八
九
雨
‘
亡
論
上
〕
朽
柑
萬
計
‘
龍
躍
順
レ
流
。
〔
孔
融
‘
薦
1

一
禰
衡
―

〖
龍
門
山
人
〗6

0
9
”
パ
ペ
，
宮
瀬
維
翰
の
琥
。
宮
瀬
龍
門
黒
質
に
白
文
あ
り
、
帯
釣
に
適
す
。
〔
益
部
方
物
略
記
、
表
〕
龍l躍
天
衝
面
空
翼
雲
漢
→
〔
徐
陵
‘
在
―
―
北
齋
五
ハ
ニ

(
8
ー

7
1
5
6
:
 2
6
7
)
を
見
よ
。
―
-
〕
龍
羊
、
出
―
―
吐
蕃
及
威
茂
州
こ
形
似
―
玄
翌
ぎ
而
大
‘
其
楊
僕
射
一
書
〕
雲
師
火
帝
‘
撓
淳
乃
異
―
―
其
風
盃
陣
躍
麟

〖
龍
門
之
湘
〗6

1
0
バ
ぱ
咋9

人
品
の
す
ぐ
れ
た
る
人
の
角
線
線
‘
重
八
九
雨
‘
黒
質
而
白
文
‘
可

h―
以
為
―
一
帯
胎
→
驚
、
王
覇
雖
レ
殊
-
―
其
道
「
莫
レ
不
下
崇
―
―
君
親
い
盆
ザ
物
、

會
合
。
〔
南
史
、
陸
催
傭
〕
及
,
,
,
j
;
;
,為
1一
中
丞
玉
替
裾
輻
湊
‘
〖
龍
羊
草
〗

6
1
6
芦
ウ
ヤ
＇
，
草
の
名
。
ひ
な
げ
し
。
虞
美
人
草
敦
―
―
敬
養
和
翠
炉
民
。
参
舟
の
出
現
に
い
ふ
。
〔
砕
逢
、
観
―
­

訊
其
饂
者
‘
殷
芸
・
到
漑
．
劉
芭
・
劉
襦
．
劉
顧
•
劉
孝
の
異
名
。
〔
本
草
‘
麗
春
草
〕
秤
名
‘
頌
日
、
河
南
淮
賜
郡
競
渡

1
詩
〕
鼓
臀
三
下
紅
旗
開
‘
柄
龍
躍
出
浮
レ
水
来
。

綽
及
惟
而
已
‘
琥
旦
龍
門
之
消
盃
空
資
公
子
孫
玉
＇
レ
穎
川
及
誰
郡
汝
南
郡
等
、
並
呼
為
一
龍
羊
草
一
〖
龍
躍
池
〗
6
2
1
5
'

ヨ
，
ウ
ヤ
ク
池
の
名
。
四
川
省
華
陽
縣
の
東

得

レ

預

也

。

【

龍

洋

】

617

ぢ
ゥ
清
末
に
躊
造
し
た
銀
貨
。
表
面
に
龍
南
。
〔
方
輿
勝
覧
〕
隋
開
皇
中
欲
レ
伐
レ
陳
‘
作
―
―
此
池
ー
以

〖
龍
門
貼
額
〗6
1
1
T
l
g

パ
，
龍
門
に
集
っ
た
魚
が
上
れ
の
模
様
を
錨
る
。
金
融
業
者
は
江
蘇
·
湖
北
・
廣
東
三
教
―
―
水
戦
→

ば
龍
と
な
り
、
上
れ
な
け
れ
ば
額
を
打
ち
つ
け
て
鯉
を
省
で
躊
造
し
た
も
の
を
特
に
龍
洋
と
い
ふ
。
〖
蹄

g躍
二
奎k
~ザ
〗

6
2
2
ロ
”
ル
ウ
9
,

’
英
雄
の
岨
起
す
る
喩
゜

さ
ら
す
。
進
士
の
試
験
に
落
第
し
て
還
る
者
の
喩
゜
〔
埠
【
師
窃
陶
]618

芦，

0
戦
國
の
時
‘
魏
王
の
寵
臣
に
龍
陽
〔
晉
書
‘
文
苑
‘
格
陶
傭
〕
陶
補
江
回
書
郎
盃
張
華
見
レ
之
、

雅
秤
魚
‘
鮪
〕
蓋
河
津
、
一
名
龍
門
雨
傍
有
レ
山
、
魚
莫
―
―
君
あ
り
‘
男
色
を
以
て
仕
ふ
。
轄
じ
て
、
男
色
を
賣
る
者
謂
陸
機
ら
I

、
君
兄
弟
龍
躍
二
雲
津
ぶ
知
彦
先
鳳
―
―
鳴
朝

能
上
了
大
魚
薄
―
―
集
龍
門
i

上
則
為
レ
龍
‘
不
レ
得
レ
上
輯
の
異
梢
。
か
げ
ま
。
一
説
に
、
幸
姫
の
名
。
〔
戦
國
‘
魏
陽
ぶ
萌
東
南
之
賓
已
盪
、
不
レ
意
n

一
復
見
―
―
堵
生
↓

暴
更
水
次
「
云
云
‘
是
以
無
―
―
暴
鯉
貼
額
之
患
↓
〔
水
経
‘
策
〕
魏
王
卑
(
-
龍
陽
君
一
共
レ
船
而
釣
、
龍
陽
君
得
,
,
+
【
龍
輿
】
623

門
ゥ
〇
天
子
の
の
り
も
の
。
龍
駕
。
鸞
輿
゜

河
水
〕
河
水
又
南
得
―
―
鯉
魚
↓
〔
注
〕
爾
雅
日
‘
鎧
‘
鮪
也
‘
餘
魚
1

而
沸
下
‘
云
云
、
王
日
、
然
則
何
為
沸
出
、
日
、
臣
〔
武
三
思
‘
奉
―
―
―
和
春
日
源
"
龍
門
1

應
制
詩
〕
鳳
駕
臨
,
,
香

出
ー
み
革
穴
一
三
月
則
上
渡
―
―
龍
門
一
得
レ
渡
為
レ
龍
芙
‘
否
則
為
―
―
王
之
所
レ
得
魚
一
也
‘
云
云
‘
臣
之
始
得
レ
魚
也
‘
臣
甚
地
盃
郎
輿
上
1

一
翠
微

-
0宋
‘
紹
興
の
時
。
皇
太
后
を
奉

黙
レ
額
而
還
。
〔
梁
元
帝
、
為
声
釜
庁
薦
右
門
侯
―
啓
〕
鳳
喜
、
後
得
又
盆
大
、
今
臣
直
欲
レ
棄
1

一
臣
前
之
所
p

得
矢
‘
迎
す
る
た
め
に
造
っ
た
こ
し
。
其
の
制
式
は
正
方
形

雙
朝
陽
ぶ
戸
藍
田
之
賓
盃
龍
門
貼
レ
額
‘
亦
侯
―
冶
滋
5

今
以
―
―
臣
之
悪
盃
皿
得
n

―
為
レ
王
彿
1

一
枕
席
ご
広
云
、
四
海
之
で
‘
朱
塗
に
金
銀
の
飾
を
施
し
、
四
本
の
竿
頭
に
は
蝸

之
珍
↓
〔
白
居
易
‘
酔
別
―
程
秀
才
―
詩
〕
五
度
龍
門
貼
レ
内
‘
美
人
亦
甚
多
芙
、
聞
―
―
臣
之
得
＞
幸
―
―
於
王
一
也
、
必
首
を
附
し
、
赤
い
窓
に
紅
簾
を
垂
れ
、
上
を
桜
で
覆
ふ
。

額
廻
‘
却
縁
一
多
藝
復
多
才
↓
〔
故
事
成
語
考
、
科
第
〕
菱
レ
裳
而
趨
ー
ー
大
王
一
臣
亦
猶
―
―
臣
之
前
所
レ
得
魚
一
也
、
〔
宋
史
‘
輿
服
志
―
-
〕
紹
興
奉
二
迎
皇
太
后
盃
盟
翌
龍
輿
一

應
試
見
レ
遺
‘
謂
―
―
之
龍
門
見
額
一
臣
亦
将
レ
棄
芙
、
臣
安
能
無
二
沸
出
一
乎
‘
魏
王
‘
云
云
‘
其
制
朱
質
正
方
‘
金
塗
銀
飾
‘
四
竿
‘
竿
頭
蝸
首
‘
頻
窟

〖
龍
門
扶
風
〗6
1
2
[
冦7
7ぅ
司
馬
遷
の
史
記
と
班
固
の
於
レ
是
布
―
―
令
於
四
境
之
内
―
曰
、
有
下
敢
言

1一
美
人
土P

紅
簾
、
上
覆
以
レ
棧
。

漢
書
と
を
い
ふ
。
司
馬
遷
は
龍
門
‘
班
固
は
扶
風
の
族
。
〔
注
〕
龍
陽
君
‘
幸
臣
也
‘
飽
彪
曰
‘
是
幸
姫
、
非
―
―
幸
【
師
g

旗
】
g

勺
，
龍
を
蜜
い
た
天
子
の
旗
゜
〔
許
渾
‘
秋
日

人
。
〔
史
記
、
太
史
公
自
序
〕
太
史
公
既
掌
,
,
天
官
子
不
レ
臣
一
也
。
〔
晉
書
‘
符
堅
載
記
下
〕
沖
年
＋
―
―
‘
亦
有
二
龍
早
朝
詩
〕
龍
顔
虚
列
趨
1

一
金
殿
五
雉
扇
幾
分
見
↓
―
玉
脱
↓

祖
民
、
有
レ
子
日
レ
遷
‘
遷
生
―
―
龍
門
↓
〔
後
漢
書
‘
班
彪
・
陽
之
姿
↓
〔
玩
籍
‘
詠
懐
詩
〕
昔
H
繁
華
子
、
安
陵
卑
ハ
―
―
龍
【
部
澁
e
】624
砂
ゥ
明
‘
武
陵
の
人
。
字
は
君
御
。
萬
暦
の

班
固
債
〕
班
彪
、
字
叔
皮
、
扶
風
安
陵
人
也
‘
云
云
‘
固
陽
↓
●
縣
名
。
④
三
國
呉
‘
置
く
。
湖
南
省
漢
壽
縣
。
進
士
。
官
は
南
京
太
常
寺
卿
。
作
る
所
の
詩
賦
は
選
定

以
―
―
彪
所
レ
績
前
史
未
＞
詳
‘
乃
潜
精
研
思
‘
欲
レ
就
―
―
其
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
湖
廣
‘
常
徳
府
〕
龍
陽
縣
、
本
漢
武
陵
さ
れ
て
九
芝
集
選
と
稲
せ
ら
る
。
〔
明
人
小
偲
‘
-
―
-
〕
・

翌

云

云

‘

以

為

―

―

漢

書

↓

郡

索

縣

地

、

後

漢

為

1

一
漢
壽
縣
地
―
―
-
＿
國
呉
‘
析
―
―
置
龍
陽
〔
明
詩
綜
‘
五
十
三
〕
．
〔
明
詩
紀
事
‘
庚
‘
+
―
―
-
〕
。

〖
龍
門
原
上
土
〗6

1
3
バ
謬
パ
ル
サ
’
屍
は
朽
ち
て
も
名
は
縣
云
~
.
,
武
陵
郡
一
晉
宋
以
後
因
レ
之
‘
陪
属
一
朗
州
心
唐
伯
レ
【
龍
翼
】
625

只，

0
龍
の
翼
。
星
座
の
形
容
。
〔
陳
陶
‘
歩



虚
引
〕
朝
天
半
夜
聞
―
―
玉
難
一
星
斗
離
離
凝
―
―
龍
翼

-
0

す
ぐ
れ
た
羽
翼
。
俊
れ
た
相
輔
。
〔
後
漢
書
‘
班
固
傭
下
〕

若
夫
上
稽
―
―
乾
則
五
降
承
―
―
龍
翼
盃
叫
柄
,
1

諸
典
膜
一
〔
注
〕

龍
翼
謂
稜
契
等
為
二
尭
之
材
翼
↓
〇
龍
圏
(
4
8
3
)

の

O

を
い
ふ
。
〔
班
固
‘
典
引
〕
降
承
二
龍
翼
盆
皿
柄
―
―
諸
典
膜
↓

〔
注
〕
善
曰
‘
翼
、
法
也
、
言
下
陶
唐
上
能
考
二
天
之
則
玉
＇

能
承
中
龍
之
法
上
也
‘
龍
法
、
龍
圏
也
。

【
龍
里
】
626

い
忍
〇
縣
名
。
④
元
‘
置
く
。
故
治
は
責
州

省
龍
里
縣
の
東
南
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
‘
龍
里
衛

軍
民
指
揮
使
司
〕
龍
里
限
縣
‘
衛
東
南
五
十
里
、
志
云
‘

元
初
置
レ
縣
‘
屡
1

一
龍
里
州
ニ
尋
省
―
―
入
平
伐
長
官
司
↓
◎

清
‘
置
く
。
貴
州
省
貴
筑
縣
の
東
南
。
清
水
江
の
支
流
の

東
岸
。
貴
陽
・
貴
定
雨
縣
交
通
の
要
衝
゜
〔
消
史
稿
、
地
理

志
〕
貴
州
‘
貴
陽
府
、
縣
四
‘
龍
里
。

O
土
司
の
名
。
①
貴

州
省
黎
平
縣
の
北
。
元
‘
龍
里
等
の
塞
の
長
官
司
を
置

く
。
長
官
は
楊
姓
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
‘
黎
平
府
〕

龍
里
蟹
夷
長
官
司
、
府
北
八
十
里
、
志
云
‘
元
置
↓
―
龍
里

蟹
夷
軍
民
長
官
司
ぶ
匹
思
州
安
撫
司
公
7

元
志
不
レ
載
。

◎
貴
州
省
龍
里
縣
の
西
北
。
元
、
龍
里
等
の
塞
の
長
官

司
を
置
く
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
‘
貴
州
‘
貴
州
宣
慇
使
司
〕

龍
里
長
官
司
、
府
束
五
十
里
、
元
為
一
龍
里
等
砦
長
官
司
↓

【
龍
鯉
]627

闘
ゥ
穿
山
甲
(
8
-
2
5
4
3
6
:
 3
5
)

の
異
名
。
綾

鯉
゜
〔
本
草
‘
綾
鯉
〕
繹
名
龍
鯉
‘
穿
山
甲
、
石
綾
魚
‘
集

解
、
時
珍
日
‘
綾
鯉
状
似
罷
而
小
、
背
如
レ
鯉
而
間
‘
首

如
レ
鼠
而
無
レ
牙
‘
腹
無
レ
鱗
而
有
レ
毛
、
長
舌
小
喘
‘
尾

卑
ハ
レ
身
等
‘
尾
鱗
尖
厚
有
三
角
ご
本
云
、
常
吐
レ
舌
誘
レ
蟻

食
レ
之
。
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
龍
里
若
レ
獣
‘
浮
石
若
レ
梓
。

〔
郭
漠
、
江
賦
〕
龍
鯉
一
角
。
〔
注
〕
善
日
、
山
海
経
曰
‘
龍

鯉
‘
陵
居
‘
其
状
如
レ
鯉
゜

3

【
龍
陵
】
628

砂
む
縣
名
。
民
國
‘
置
く
。
雲
南
省
騰
越
縣
の

5
 
6

東
南
。
清
の
龍
陵
顧
の
地
。
〔
消
史
稿
、
地
理
志
〕
雲
南
‘

18

永
昌
府
‘
臆
二
、
龍
陵
襄

88

【
龍
鱗
】
629

い
各
〇
龍
の
う
ろ
こ
。
〔
婢
雅
廣
要
〕
龍
八

4
 
(

+

―

鱗

、

具

九

九

之

歎

九

陽

也

。

O
天
子
・
英
雄

一

の

威

光

の

喩

゜

攀

龍

鱗

四

炉

鳳

翼
(
6
3
5
)

を
見
よ
。

的
〔
韓
非
子
‘
説
難
〕
夫
龍
之
為
レ
晶
也
、
柔
可
1

一
押
而
騎
―

・
也
、
然
其
喉
下
有
逆
鱗
裡
尺
ご
右
人
有
褪
レ
之
者
一

2
 
6
 

必
殺
入
、
人
主
亦
有
逆
鱗
↓
轡
龍
の
う
ろ
こ
の
や

8
 
ー88

う
に
高
低
の
順
に
連
な
る
形
容
。
〔
班
固
、
西
都
賦
〕

⑭
溝
腟
刻
錢
、
原
阻
龍
鱗
゜
〔
注
〕
銑
日
、
刻
錢
龍
鱗
、
皆

|— 
龍

部

龍

四

地
之
畦
曜
相
交
錯
成
―
―
文
章
一
〔
揚
雄
‘
甘
泉
賦
〕
金
人
こ
に
つ
か
ま
り
‘
鳳
凰
の
翼
に
つ
く
。

O
英
雄
に
従
つ
て
李
侍
郎
中
承
―
行
螢
ー
五
十
韻
詩
〕
鳳
駕
贈
↓
―
西
幸
一
龍
棲

化
化
其
承
二
鐘
虞
分
‘
嵌
巖
巖
其
龍
鱗
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
龍
大
功
を
立
て
る
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
光
武
紀
上
〕
臥
純
進
日
、
議
―
―
北
征
↓
〔
銚
合
、
和
-
1

高
諫
議
入
,
,
翰
苑
―
詩
〕
紫
殿
講

鱗
‘
似
扉
之
鱗
也
。
〔
王
延
壽
‘
魯
霊
光
殿
賦
〕
鬱
映
tL

天
下
士
大
夫
、
捐
―
―
親
戚
芸
一
土
壌
ぶ
些
大
王
於
矢
石
之
筵
鄭
1

一
御
座
「
胄
宮
賓
楊
入
1

一
龍
悽
↓

以
噌
紘
‘
則
籍
綾
而
龍
鱗
゜
〔
注
〕
良
日
、
則
籍
綾
、
謂
n

―
参
凹
者
‘
其
計
固
望
し
其
攀
ー
龍
鱗
盃
塑
鳳
翼
冨
以
成
．
其
【
龍
勒
】
6
4
2
0
匁
〇
天
子
の
御
車
を
牽
く
馬
に
つ
け
る

差
不
レ
齊
如
龍
鱗
貌
云
鬱
金
銀
賓
玉
等
の
光
り
罐
く
形
所
午
心
耳
。
●
聖
人
に
従
っ
て
其
の
徳
を
成
さ
ん
こ
と
を
白
黙
の
ま
だ
ら
の
飾
り
あ
る
く
つ
わ
。
〔
周
證
‘
春
官
‘

容
。
〔
司
馬
相
如
、
子
虚
賦
〕
其
土
則
丹
宵
諸
堡
‘
雌
黄
白
翼
ふ
。
〔
法
言
‘
淵
寄
〕
或
日
‘
淵
賽
昂
不
レ
寝
‘
曰
‘
攀
―
―
龍
巾
車
〕
革
路
龍
勒
‘
條
櫻
五
就
‘
建
1

一
大
白
一
以
即
レ
戎
‘
以

射
‘
錫
碧
金
銀
‘
衆
色
炊
耀
、
照
爛
龍
鱗
゜
〔
注
〕
向
曰
‘
言
l
1

鱗
面
塑
鳳
麗
盃
巽
以
揚
レ
之
‘
勃
勃
乎
其
不
レ
可
レ
及
也
。
封
,
,
四
衛
一
〔
注
〕
龍
‘
騎
也
、
以
―
―
白
黒
如
炉
阜
‘
雑
色
為
レ

衆
物
顔
色
相
照
‘
爛
然
如1一
龍
鱗
一
也
。O
波
の
き
ら
め
〖
批
二
龍
鱗
A
杯
函
陣
頷
―
〗
6
3
6
数
窃
n
g
tル
君
上
の
意
勒
。
●
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
甘
簡
省
敦
煙
縣
の
西
南
。
〔
漢

く
形
容
。
〔
郭
環
、
江
賦
〕
漫
減
濫
潰
‘
龍
鱗
結
絡
。
〔
播
に
逆
ふ
こ
と
。
〔
剪
燈
新
話
‘
令
狐
生
冥
夢
録
〕
今
蒙
レ
書
、
地
理
志
下
〕
敦
煙
郡
‘
縣
六
‘
龍
勒
゜
〔
讀
史
方
輿
紀

岳
‘
金
谷
集
作
詩
〕
濫
泉
龍
鱗
瀾
‘
激
波
連
珠
揮
。
〔
注
〕
責
二
其
罰
名
ご
逼
二
其
状
伏
盃
庄
龍
鱗
ぶ
竺
龍
頷
↓
登
敢
要
‘
快
西
‘
沙
州
衛
〕
龍
勒
城
‘
在
II

沙
州
西
涵
漢
縣
‘
隠
ニ

良
日
、
金
谷
之
水
‘
饉
為
レ
文
如
―
―
龍
鱗
一
〔
梅
尭
臣
‘
會
二
求
レ
生
‘
料
―
―
虎
頭
一
編
,
1

虎
験
云
回
知
レ
受
レ
禍
゜
敦
燎
郡
五
後
漢
因
レ
之
。
参
川
の
名
。
外
蒙
古
の
西
部
に

勝
院
沃
洲
亭
詩
〕
前
埃
爽
レ
洲
後
淡
濶
、
風
吹
―
―
細
浪
-
[
龍
筋
]637

い
匁
果
賓
の
名
。
嶺
南
に
産
す
。
形
は
小
茄
在
り
。
〔
漢
書
、
李
陵
傭
〕
詔
レ
陵
以
二
九
月
一
猪
、
出
二
遮

龍
鱗
活
。

O
雪
の
か
が
や
く
形
容
。
〔
劉
馬
錫
‘
快
州
河
に
似
、
味
は
龍
眼
に
似
る
。
〔
桂
海
虞
衡
志
、
志
果
〕
龍
慮
障
云
主
東
浚
稽
山
、
南
龍
勒
水
上
↓
「
字
。

亭
云
云
雪
後
眺
望
云
云
詩
〕
河
流
添
―
―
馬
頬
「
原
色
動
↓
一
筋
‘
殻
如
II

小
筋
枝
ぶ
四
味
如
II

龍
眼
工
木
身
、
葉
亦
似
1

―
二
【
顔
盗
血
】
643

閥
ゥ
明
、
陳
登
元
(
1
1
-
4
1
6
9
8
:
 1
1
6
5
)

の

龍
鱗
云
〇
果
賓
の
日
光
に
て
り
か
が
や
く
形
容
。
〔
劉
馬
果
ぶ
臥
名
‘
可
―
―
蒸
食
二
不
レ
可
,
,
生
咲
公
Tl

二
人
接
＂
刑
‘
或
【
部

g

王
】
644ryI
ゼ
，
龍
紳
を
い
ふ
。
水
釉
。
海
紳
。
龍
紳
。

錫
、
葡
萄
歌
〕
馬
乳
帯
社
霜
「
龍
鱗
曜
初
旭
二
〇
豪
書
見
鬼
物
ご
二
月
開
二
小
白
花
盃
空
窃
枝
面
炉
時
。
〔
北
史
、
西
域
‘
波
知
國
偶
〕
波
知
國
、
在
鉢
和
西
南
↓
云

の
形
を
い
ふ
。
〔
保
旦
、
濠
勢
〕
或
象
1

亀
文
面
荘
{
1

一
龍
鱗
↓
【
龍
鈴
】
638

り
屯
龍
の
か
ざ
り
の
つ
い
た
す
ず
。
〔
王
勃
‘
云
、
大
池
有
―
―
龍
王
言
劉
萬
錫
、
送
T

師
遊
,
,
江
西
―
鴻
攀
上

0
松
の
老
幹
の
喩
。
〔
王
維
、
春
日
卑
ハ
ニ
斐
辿
過
二
新
昌
乾
元
殿
頌
〕
雲
房
揖
契
‘
緊
―
麟
璽
於
庭
軒
ぶ
雷
渚
朔
英
‘
詩
〕
山
州
古
寺
好
閑
居
‘
讀
虚
龍
王
宮
裏
書
。

里
訪

I
I呂
逸
人
示
＇
レ
遇
詩
〕
閉
レ
戸
著
レ
書
多
―
―
歳
月
五
種
レ
擾
―
―
龍
鈴
於
高
席
→
〖
龍
王
溝

]
6
4
5
[

戸
ウ
ワ
ウ
地
名
。O
湖
北
省
竹
硲
縣
の
北
。

松
皆
老
作
龍
鱗
↓
〇
賓
刀
の
名
。
〔
魏
文
帝
、
建
安
諸
序
〕
【
龍
尽
月
】
639

砕
ゥ
紙
の
一
種
。
一
度
字
を
書
け
ば
決
し
〇
映
西
省
鳳
縣
゜
鐵
産
地
。

魏
太
子
翌
百
辟
七
首
三
其
一
‘
理
似
堅
哄
名
日
-
1清
て
消
え
る
こ
と
な
く
、
ど
の
や
う
に
泥
を
以
て
汗
し
て
〖
龍
王
山
〗6

4
6
乃
•
ウ
ワ
，
ゥ
山
名
。
湖
南
省
常
寧
縣
の
東
北
。

四
其
二
‘
曜
似
朝
日
;
門
口
陽
文
一
其
三
‘
状
似
龍
も
‘
洗
へ
ば
元
通
り
に
な
っ
て
字
を
明
か
に
見
る
事
が
〖
龍
王
祠
〗

6
4
7
バ
互
ウ
ワ
•
ウ
龍
神
を
祭
っ
た
祠
゜
〔
郡
長

i衡
‘

文
→
名
曰
―
―
龍
鱗
→
〔
太
平
御
覧
‘
兵
部
七
十
七
‘
刀
下
〕
典
出
来
る
と
い
ふ
紙
。
〔
日
貫
齋
塗
説
〕
魏
叔
子
文
集
有

1―
夜
遊
二
孤
山
—
祀
〕
亭
窟
‘
今
為
―
―
龍
王
祠
→

論
曰
‘
魏
太
子
杢
‘
云
云
‘
又
造
去
口
辟
露
栢
刀
二
長
三
龍
腎
記
一
一
篇
玉
蓋
一
種
海
外
紙
似
二
魚
鰈
類
―
者
、
作
レ
字
〖
龍
王
兵
〗

6
4
8
芦
ウ
ワ
，
魚
を
い
ふ
。
〔
事
物
異
名
鋒
‘
水

尺
二
寸
、
重
二
斤
一
―
柄
‘
状
似
―
―
龍
文
ぶ
閂
口
↓
―
龍
鱗
↓
不
レ
滅
‘
而
垢
汁
可
レ
洗
‘
國
初
遺
民
多
有
下
通
-
1

問
海
上
一
族
‘
魚
穂
名
〕
雲
龍
州
志
、
普
河
魚
池
在
,
1

趙
州
盃
心
中
‘

〖
龍
鱗
香
〗6

3
0
競
ウ
リ
／
香
の
一
種
。
〔
海
録
砕
事
、
飲
食
、
事
敗
被
レ
修
者
届
吟
丁
之
意
、
謂
以
一
龍
尽
り
作
レ
書
‘
則
多
レ
魚
、
人
不
二
敢
捕
ご
ざ
龍
王
兵
→

香
〕
龍
鱗
香
、
葉
子
日
、
即
棧
香
之
薄
者
‘
又
日

1一
龍
鱗
香
-
不
レ
致
―
―
敗
事
盃
益
作
に
子
後
或
塗
以
レ
泥
‘
或
薫
以
レ
煙
‘
〖
龍
宝
本
閉
〗

6
4
9
芯
ウ
ワ
ウ
〇
地
名
。
④
遼
寧
省
鳳
城
縣
の

〖
龍
鱗
座
〗6

3
1
巧
ウ
リ
；
玉
座
を
い
ふ
。
〔
琵
琶
記
‘
丹
或
塗
以
レ
丹
‘
或
怯
以
レ
紙
‘
用
レ
水
洗
レ
之
‘
乃
可
→
―
去
而
西
南
。
石
炭
・
金
の
産
地
。
＠
河
南
省
賓
豊
縣
。
石
炭
の

陛
陳
レ
情
〕
丹
塀
開
‘
龍
鱗
座
。
字
見
—
焉
。
産
地
。
◎
山
西
省
郷
寧
縣
。
銅
の
産
地
。
◎
映
西
省
寧
挟

〖
龍
鱗
餅
〗g
芯
？
陰
暦
一
月
二
日
に
食
べ
る
食
品
。
【
龍
格
】
6
4
0
0
ョ
ウ
天
子
の
車
。
〔
張
衡
‘
東
京
賦
〕
龍
酪
充
レ
縣
゜
鐵
の
産
地
。O
鎮
の
名
。
④
河
北
省
臨
楡
縣
の
北
。

〔
壺
思
歳
時
紀
勝
箋
補
〕
―
一
月
二
日
為
II

龍
接
頭
「
北
平
庭
、
雲
旗
彿
レ
寛
゜
〔
注
〕
綜
曰
‘
龍
格
‘
天
子
之
車
也
。
長
城
外
。
＠
河
北
省
大
名
縣
の
東
南
‘
衛
河
の
濱
。

6

風
俗
‘
是
日
以
II

吃
喝
―
為
レ
事
、
吃
II

薄
餅
1

曰
1

一
龍
麟
↓
【
龍
棲
】
641

虹
匁
漢
代
‘
太
子
の
宮
門
の
名
。
韓
じ
て
‘
太
河
南
省
南
瞳
縣
の
西
北
。
c
江
蘇
省
金
山
縣
の
北
、
大

吃
レ
飩
旦
龍
堡
吃
レ
飯
日
―
―
龍
子
否
竺
餓
飩
[
]II
龍
耳
「
子
の
宮
殿
を
い
ふ
。
〔
漢
書
、
成
帝
紀
〕
初
居
1

一
桂
宮
一
横
涼
洒
の
南
岸
。
民
國
＋
―
―
一
年
、
江
浙
戦
争
の
劇
戦
地
。

吃
永
角
一
旦
龍
牙
五
竺
龍
井
茶
↓
婦
女
放
工
旦
忌
針
↓
上
嘗
急
召
‘
太
子
出
―
―
龍
悽
門
一
不
孟
吟
杷
血
需
翌
〔
注
〕
【
龍
泣
]650

吟
ゥ
〇
洞
の
名
。
浙
江
省
杭
州
市
の
天
竺
山

〖
塵
部
g鱗
[
-
〗
6
3
3
ぢ
•
ウ
リ
/
-
―
君
上
の
意
に
逆
ふ
。
逆
鱗
張
晏
曰
‘
門
棲
上
有I

I銅
龍
工
右
―
―
白
鶴
飛
廉
之
為
:
名
理
公
巖
の
北
。
俗
に
こ
の
洞
は
上
は
浙
江
に
通
じ
、
下

(
1
1
-
3
8
8
4
9
 :
 1
2
8
)

の
●
を
見
よ
。
〔
後
漢
書
、
李
雲
也
。
〔
王
融
‘
三
月
―
二

H
曲
水
詩
序
〕
出
―
―
龍
棲
―
而
問
レ
は
蒲
山
に
通
ず
と
い
ふ
。
〔
清
一
統
志
〕
゜
●
字
琥
。
④

偵

〕

敢

塵

龍

綱

冒

昧

以

請

。

翌

入

1

一
虎
闇
而
歯
レ
冑
゜
〔
注
〕
翰
日
‘
龍
棲
、
漢
太
子
門
明
、
周
綸
(
2
ー

3
4
4
1
:
 5
1
7
)

の
O
の
字
。
＠
消
、
梁
文
泣

7
 

〖
龍
鱗
辟
蒻
〗6

3
4
投
げ
蔓
草
の
名
。
き
づ
た
。
〔
本
名
也
。
〔
唐
高
宗
、
太
子
納
紀
太
平
公
主
出
降
詩
〕
龍
棲

(
6ー
1
4
8
2
5:
 3
2
8
)

の
琥
゜

3
 
7
 

草
‘
常
春
藤
〕
秤
名
、
土
鼓
藤
‘
龍
鱗
辟
茄
。
光
―
―
曙
早
央
魯
館
啓

1一
朝
扉
→
〔
劉
長
卿
‘
至
徳
三
年
春
正
〖
龍
泣
山
人
〗
臨
贄
ゲ
匁
消
、
丁
敬

(
1
|
2
:5
3
)

の
琥
゜

〖
攀
一
龍
鱗
血
型
鳳
翼
〗6

3
5
芯
3
0”
右
豆
ヂ
テ
龍
の
う
ろ
月
云
云
聞

l→
ー
王
師
牧
三
京
因
書
レ
事
翌
上
浙
西
節
度
【
龍
護
]
的
悶
，
龍
蛇
と
尺
護
の
屈
伸
を
い
ふ
。
〔
易
、

1
3



(48818・ ·654)— (48818 .. 688) 

繋
辟
下
〕
尺
睡
之
屈
、
以
求
レ
信
也
‘
龍
蛇
之
整
‘
以
存
レ

身
也
。
〔
謝
震
運
‘
富
春
渚
〕
懐
抱
既
昭
職
‘
外
物
徒
龍

緩
゜
〔
劉
允
清
‘
鯉
直
岳
回
望
江
州
和
空
洛
川
右
レ

作
詩
〕
仙
オ
驚
一
利
翰
↓
幽
居
絆
ー
龍
睡
↓
〔
李
白
‘
金
門

答
蘇
秀
才
詩
〕
棲
巖
君
寂
滅
‘
慮
士
余
龍
護
。

【
龍
渭
】
654

冗
ウ
地
名
。

O
遼
寧
省
農
安
縣
治
の
こ
と
。

伊
通
河
の
西
岸
に
嘗
る
。
●
江
蘇
省
江
寧
縣
の
北
。
宋

時
、
金
の
冗
瀧
‘
龍
渭
に
趣
く
。
岳
飛
‘
こ
れ
を
新
亭
に

逸
撃
し
、
大
い
に
こ
れ
を
破
る
。

〖
龍
潤
市
]
6
5
5
9

ョ
ウ
？
地
名
。
O
安
徽
省
休
寧
縣
の
南
‘

浙
水
の
南
岸
。

O
湖
北
省
江
陵
縣
の
東
南
。

【
化
レ
龍
】
6565
咋
勺
仙
術
で
竹
杖
が
忽
ち
龍
と
な
っ
た

故
事
。
〔
後
漢
書
、
方
術
下
‘
費
長
房
博
〕
翁
典
こ
竹
杖
―

日
‘
云
云
、
長
房
乗
レ
杖
‘
須
央
来
蹄
‘
自
謂
去
レ
家
適
経
l
-

旬
日
↓
而
已
十
餘
年
笑
‘
卸
以
レ
杖
投
レ
隙
、
顧
視
削
龍
也
。

【
龍
移
草
】
6
5
7
5
[
？
草
の
名
。
水
英
(
6
ー

1
7
0
8
3
:
 3
8
)
 

の

O
の
異
名
。
剣
南
遂
寧
地
方
に
て
の
名
。
〔
本
草
、
水

英
〕
繹
名
‘
頌
曰
‘
唐
天
賓
箪
方
園
言
‘
此
草
原
生
ー
「
氷
腸

池
澤
及
河
海
邊
二
臨
汝
人
呼
為

i
工
紅
草
五
云
云
‘
剣
南

遂
寧
等
郡
名
―
―
龍
移
草
↓

【
龍
為
蹂
】
658

れ
パ
清
‘
成
都
の
人
。
字
は
雨
蒼
。
抜
貢

よ
り
潮
州
知
府
に
至
る
。
背
て
所
定
の
新
韻
を
以
て
‘

本
韻
一
得
を
編
す
。
〔
四
庫
提
要
‘
四
十
四
〕
。

【
龍
雲
従
】
659

贄
ぶ
今
元
の
人
。
龍
従
雲
(
6
8
0
)
を
見
よ
。

【
龍
應
鼎
】
660

昇

r
明
、
望
江
の
人
。
字
は
馬
九
。
崇
禎

の
琴
人
。
官
は
海
門
縣
知
。
著
に
五
経
四
書
講
義
か
あ

る
【
龍
下
レ
蛋
】
661

芦
5

夕
／
ヲ
龍
が
卵
を
生
む
。
〔
紅
棲
夢
‘

―
―
―
十
五
回
〕
備
要
レ
有
己
逼
個
横
勁
i

那
龍
也
下
レ
蛋
了
。

[
龍
海
塘
]662

”
”
ゥ
？
地
名
。
湖
南
省
安
仁
縣
の
西
南
。

【
龍
鏡
湖
】
6
6
3
5
謬
’
京
都
の
人
。
名
は
世
文
。
字
は
子

章
。
通
梢
は
一
一
郎
。
琥
は
鏡
湖
。
草
直
の
次
子
。
早
逝
す
。

著
に
鏡
湖
遺
稿
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
。

【
龍
玉
淵
】
664
昇
t

ェ
／
京
都
の
人
。
名
は
世
華
。
字
は
子

春
。
通
稽
は
一
郎
。
琥
は
玉
淵
。
文
政
四
年
二
月
歿
す
。

年
七
十
一
。
官
は
彦
根
藩
儒
。
草
庫
の
長
子
。
著
に
王

淵
詩
稿
が
あ
る
。
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
述
目
録
〕
。

【
龍
遇
奇
】
竺
召
明
‘
吉
｛
女
の
人
。
字
は
オ
卿
。
琥
は

紫
海
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
監
察
御
史
。
著
に
聖
學
啓

闘
臆
説
が
あ
る
。
〔
蘭
憂
法
登
録
‘
二
十
〕
。

龍

部

龍

【
龍
華
民
】
666

砕
ゾ
明
末
に
中
国
へ
渡
宋
し
た
伊
太
利

の
宣
教
師
ニ
コ
ラ
ス
・
ロ
ン
ゴ
パ
ル
デ
イ

N
i
c
o
l
a
u
s

L
o
n
g
o
b
a
r
d
i

の
漢
名
。
暦
法
を
以
て
重
用
せ
ら
れ
た
。

【
龍
宏
戴
】
667

昇
ゲ
ィ
清
‘
湘
郷
の
人
。
字
は
駿
工
。
楚

雲
上
人
と
自
琥
す
。
明
末
の
諸
生
。
國
斐
後
、
編
（
名

山
に
遊
ぴ
、
南
直
棲
霧
寺
に
隠
居
す
。
著
に
栴
檀
集
・

西
江
源
草
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
七
十
四
〕
。

【
龍
啓
瑞
】
668

閥
5

ィ
清
‘
臨
桂
の
人
。
字
は
輯
五
゜
琥
は

翰
臣
・
妙
香
居
士
。
道
光
の
進
士
。
官
は
江
西
布
政
使
。

書
室
を
経
徳
堂
・
浣
月
山
房
と
い
ふ
。
著
に
古
韻
通
説
・

爾
雅
経
注
集
證
・
経
徳
堂
詩
文
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘

四
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
六
十
九
〕
・
〔
碑
博
集
補
‘

四
十
一
〕
。

【
龍
景
昭
】
669"
＂
炉
宋
‘
奉
節
の
人
。
少
く
し
て
武
勇

あ
り
。
初
‘
孟
蜀
に
仕
ふ
。
官
は
施
州
刺
史
。
宋
に
入

つ
て
、
永
州
刺
史
・
千
牛
衛
将
軍
と
な
る
。
開
賓
中
に
卒

す
。
〔
｛
木
史
‘
四
百
七
十
九
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
二
日
九
十
〕
。

【
龍
孔
蒸
】
6709
焚
ョ
ウ
明
‘
湘
郷
の
人
。
字
は
季
欝
。
崇

顧
の
學
人
。
流
寇
長
沙
を
破
る
に
及
び
、
個
職
を
授
け

ら
れ
た
が
｀
死
を
誓
つ
て
出
で
ず
。
尋
い
で
母
を
扶
け

て
寇
を
山
中
に
避
け
る
途
中
‘
奮
躍
し
て
峻
坂
に
上

り
‘
顧
み
る
に
母
坂
下
に
在
り
‘
こ
れ
を
援
け
ん
と
し

て
‘
遂
に
害
せ
ら
る
。
〔
小
膜
紀
年
‘
十
四
〕
．
〔
崇
繭
忠

節
録
‘
十
九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘

五
十
一
〕
。

【
龍
孔
然
】
6719咋
5

ノ
清
‘
湘
郷
の
人
。
字
は
簡
卿
。
明

末
の
攀
人
。
國
轡
後
、
門
を
閉
ぢ
て
教
授
す
‘
洪
承
疇

之
を
幕
府
に
延
か
ん
と
す
る
も
、
就
か
ず
。
著
に
極
湘

録
堕
糧
逸
案
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
七
十

九〕。

【
龍
根
捕
】
6
7
2
*
m
ウ
ぅ
仙
槃
の
名
。
〔
海
録
砕
事
、
道
秤
‘

怪
異
〕
又
一
曳
曰
‘
僕
磯
虚
戻
、
嘩
甲
取
龍
根
陣
食
九
合

【
龍
在
田
】
673

れ
グ
明
‘
石
屏
州
の
土
官
含
人
。
天
啓

の
初
‘
安
炊
良
等
の
乱
に
功
あ
り
、
後
‘
隈
；
所
部
を
率

ゐ
て
賊
を
撃
つ
。
官
は
都
督
同
知
。
沙
定
洲
の
畏
に

大
理
に
走
り
、
孫
可
望
を
説
い
て
攻
め
て
之
を
破
る
。

〔
明
史
‘
二
百
七
十
〕
．
〔
明
史
稿
‘
二
百
四
十
九
〕
．
〔
勝
朝

殉
節
諸
臣
録
‘
九
〕
．
〔
小
膜
紀
博
‘
―
二
十
五
〕
。

【
龍
草
直
】
674

翌
砂
伏
見
の
人
。
名
は
公
美
。
又
、
元
亮
゜

字
は
君
玉
。
又
、
子
明
。
通
梢
は
彦
二
郎
。
又
‘
衛
門
。

琥
は
草
薩
。
又
、
竹
隠
、
松
菊
主
人
‘
呉
竹
翁
、
明
々
窓
‘

緑
羅
洞
。
宇
野
明
霜
に
師
事
し
、
彦
根
侯
に
遊
事
す
。

祖
彼
の
説
に
私
淑
し
、
業
を
平
安
に
唱
ふ
る
こ
と
殆
ん

ど
二
十
年
。
詩
歌
を
以
て
専
門
と
な
す
。
寛
政
四
年

歿
、
年
七
十
九
。
著
に
海
子
棄
草
・
幽
蘭
琴
譜
・
生
駒
山

人
博
・
藷
葉
・
貴
貞
志
・
木
こ
と
の
花
文
詞
・
玉
藻
・
金
蘭

詩
集
・
呉
竹
翁
談
・
草
直
い
そ
の
た
ま
も
・
草
嘔
味
物

詩
・
草
直
か
り
そ
め
草
•
草
直
辞
略
・
草
薩
尺
隕
集
・
草

醒
詩
集
・
同
一
一
編
・
同
一
―
一
編
・
草
直
文
集
補
遺
・
同
百
家

選
・
同
み
と
か
し
は
．
草
蔵
和
歌
集
・
同
和
文
集
・
謝
茂

秦
詩
集
校
・
謝
李
優
劣
論
・
絶
句
諜
・
節
倹
論
・
説
名
・
仄

韻
礎
ふ
八
塔
モ
博
・
唐
國
史
補
校
・
唐
詩
材
・
書
錦
集
諸

友
送
別
詩
・
—
帝
京
編
墨
帖
·
典
詮
・
天
台
客
吟
・
南
遊
草
・

な
ら
の
は
歌
下
•
H

本
詩
劃
・
ニ
龍
吟
•
八
陣
考
・
伏
水

志
•
武
録
・
北
遊
草
・
漫
吟
集
校
・
峯
の
ま
さ
か
き
歌
上
・

明
七
子
詩
贅
・
名
詮
・
毛
詩
徴
・
大
和
河
内
道
之
記
・
龍

孔
填
鏡
集
・
龍
氏
筆
乗
・
論
語
闘
・
論
語
諜
・
舘
柳
編
諸

家
途
別
詩
が
あ
る
。
〔
先
哲
叢
談
、
後
、
八
〕
．
〔
近
代
名
家

著
述
目
録
〕
．
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
。

【
龍
子
昂
】
675

牡
t

明
、
泰
和
の
人
。
嘉
靖
の
摯
人
。
官
は

知
縣
。
箸
に
看
易
凡
例
圏
説
が
あ
る
。
〔
四
唐
提
要
、

七〕。

【
龍
子
甲
】
676

バ
嘉
明
、
望
江
の
人
。
字
は
汝
成
。
官
は

清
陽
知
縣
。
妖
賊
郷
勝
の
乱
に
よ
く
禦
ぐ
。
晩
年
、
著

書
を
好
み
‘
尤
も
易
に
遼
し
。

【
龍
枝
粟
】
677

弁
？
東
極
に
あ
る
樹
枝
の
賓
゜
其
の
枝

囲
曲
す
る
こ
と
、
涌
龍
に
似
て
ゐ
る
か
ら
龍
枝
と
い

ふ
。
〔
韻
府
引
‘
拾
遺
記
〕
東
極
之
東
‘
有
1

一
龍
枝
之
粟
一

言
―
―
―
其
枝
屈
曲
如
溜
龍
一
也
‘
其
粟
食
レ
之
善
走
。

[
龍
緊
日
】
678

バ
ぽ
ゥ
ヵ
＋
月
一
二
日
を
い
ふ
。
〔
道
経
〕
＋

月
三
日
‘
四
海
龍
王
奏
永
府
玉
為
龍
衆
日
一

【
龍
昌
期
]679

設

r
宋
‘
陵
州
の
人
。
字
は
起
之
。
琥
は

竹
軒
。
大
中
畔
符
中
、
京
師
に
遊
ぴ
、
著
書
、
経
を
博
へ
‘

詭
辮
‘
衆
を
惑
は
す
。
文
彦
博
‘
諸
を
朝
に
薦
め
、
五
品
の

服
を
賜
は
る
。
劉
敗
‘
獣
陽
脩
と
追
還
の
詔
書
を
乞
ふ
。

昌
期
擢
れ
て
賜
を
受
け
ず
。
後
‘
殿
中
丞
に
至
る
。
著
に

竹
軒
小
集
が
あ
る
。
〔
街
友
録
‘
一
〕
。

【
龍
従
雲
】
680

バ
誘
？
元
‘
永
新
の
人
。
一
に
雲
従
に
作

る
。
字
は
子
高
。
経
清
の
オ
あ
り
。
官
は
輻
建
儒
學
副

提
泉
。
性
‘
瞭
達
。
詩
歌
に
巧
。
後
‘
慈
裕
に
行
き
‘
淫

上
に
慨
屋
し
、

H
:
其
の
中
に
釣
し
、
釣
魚
軒
と
名
づ

く
。
著
に
釣
魚
軒
詩
集
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

【
龍
汝
言
】
681

机
認
／
清
‘
桐
城
の
人
。
字
は
錦
珊
。
又
‘

子
嘉
。
嘉
慶
の
進
士
。
官
は
修
撰
、
尋
い
で
内
閣
中
書
に

陸
る
。
書
室
を
賜
硯
齋
と
い
ふ
。
著
に
賜
硯
齋
集
が
あ

る
【
龍
仁
夫
】
密
藷
元
、
吉
｛
女
の
人
。
字
は
観
復
。
博

く
経
史
を
究
め
‘
道
を
以
て
自
任
す
。
官
は
江
浙
儒
學

副
提
學
に
推
臆
せ
ら
れ
た
が
就
か
ず
。
其
の
文
は
奇

逸
流
麓
。
周
易
集
博
を
著
は
し
、
多
く
前
儒
の
未
獲
の

所
を
猜
明
す
。
晩
年
、
黄
州
に
僑
居
し
、
學
者
、
麟
洲
先

生
と
梢
す
。
〔
元
史
、
一
百
九
十
〕
．
〔
新
元
史
‘
二
百
三

十
七
〕
・
〔
宋
季
忠
義
鋒
‘
十
六
〕
。

【
龍
大
淵
】
683

”
臼
夕
宋
の
人
。
曾
観
と
同
じ
く
建
王
内

知
の
客
と
な
る
。
官
は
左
武
大
夫
。
孝
宗
の
時
‘
櫃
密
副

都
承
旨
゜
閤
門
の
事
を
知
す
。
尋
い
で
宜
州
観
察
使
‘

兼
‘
皇
城
司
と
な
る
。
甚
だ
帝
に
寵
遇
せ
ら
れ
‘
輿
に
膳

詠
唱
酬
し
‘
字
を
以
て
稲
せ
ら
る
。
後
‘
浙
東
穂
管
に
至

る
。
〔
宋
史
‘
四
百
七
十
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
八
十
五
〕
。

【
龍
太
初
】
684

バ
グ
ョ
宋
の
人
。
詩
人
を
以
て
王
安
石
に

謁
す
。
安
石
‘
郭
功
父
と
坐
す
。
功
父
叱
し
て
、
相
公
の

前
‘
敢
へ
て
詩
人
と
梢
す
と
言
ひ
‘
沙
詩
を
賦
せ
し
む

れ
ば
‘
茫
茫
黄
出
レ
塞
‘
漠
漠
白
鋪
レ
汀
‘
鳥
去
風
平
策
‘
潮

同
日
射
レ
星
と
答
ふ
。
郭
‘
為
に
閣
筆
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
龍
撞
頭
】
685

昇
ウ
タ
イ
藷
麿
一
月
―

-
H
‘
香
を
焚
き
太

陽
を
祭
る
。
即
ち
、
中
和
節
を
い
ふ
。
〔
帝
京
景
物
略
‘

春
場
〕
二
月
―

-
B
‘
曰
-
―
龍
擾
頭
↓
煎
1

一
元
旦
祭
餘
餌
玉

9

林
旗
日
藷
品
兒
｛
謂
下
引
龍
品
不
年
出
也
。
〔
燕
京

歳
時
記
‘
龍
擾
頭
〕
―
一
月
―
一
日
、
古
之
中
和
節
也
‘
今
人

呼
為
1

一
龍
撞
頭
五
是
B
食
レ
餌
者
、
謂
―
―
之
龍
鱗
餌
一

【
龍
憫
剛
】
686

”
豆
わ
ゥ
清
、
永
安
の
人
。
琥
は
鐵
芝
。
著

に
半
窟
史
略
が
あ
る
。
〔
四
庫
提
要
、
五
十
〕
。

【
龍
湛
苧
秘
]687

”
り
清
‘
牧
縣
の
人
。
字
は
芝
生
。
同
治

の
進
士
。
編
修
を
授
け
ら
る
。
光
緒
中
、
漢
間
の
典
試
‘

救
蘇
の
督
學
と
な
り
、
共
に
名
績
あ
り
。
性
‘
忠
脊
に

し
て
治
橙
に
通
達
し
‘
論
議
皆
機
要
に
中
る
。
内
閣
學

士
・
刑
部
右
侍
郎
に
歴
任
し
、
乞
跨
し
て
卒
す
。
〔
碑
傭

集
補
‘
五
〕
。

【
龍
得
レ
雲
】
688

が
嘉
；
豪
傑
の
士
が
活
動
の
機
會
を
得

る
喩
゜
鮫
龍
得
1

一
雲
雨
五
孟
空
池
中
物
-
(
1
0
ー

3
3
0
0
9
:
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(48818・ ・689)一 (48821)

龍

部

龍

〔
―
―
—
三
書
一
〕罷
隅

瀧

2
8
)

を
見
よ
。
〔
呉
志
、
周
喩
傭
〕
喩
上
疏
日
‘
劉
備
以
―

果
雄
之
姿
二
皿
有
―
―
闘
利
張
飛
熊
虎
之
将
「
必
非
下
久
屈

為
―
一
人
用
1

者
い
云
云
‘
今
猥
割
―
―
土
地
一
以
資
―
―
業
之
一

緊
―
此
三
人
「
倶
在
饂
場
「
恐
蚊
龍
得
二
雲
雨
五
終
非
池

中
物
↓
〔
韓
愈
‘
雑
説
一
〕
龍
弗
レ
得
レ
雲
、
無
和
盆
び
其

重
矢
。
〔
衷
枚
‘
題
―
―
赤
壁
圏
―
詩
〕
漢
家
火
徳
終
燒
レ
賊
‘

池
上
蚊
龍
覚
得
な
―
=
。

【
龍
得
レ
水
]689

丸
嘉
ミ
ゾ
龍
が
水
を
得
る
。
物
各
；
宜
し

き
を
得
た
喩
゜
〔
璧
鐵
論
‘
刺
復
〕
賢
者
得
レ
位
‘
猶
―
―
龍

得
レ
水
‘
騰
騰
蜻
湘
＞
霧
也
。

【
龍
徳
厚
】
600

昇
炉
宋
の
人
。
字
は
子
仁
゜
抜
翠
科
に
第

し
‘
龍
圃
閣
待
詔
よ
り
濯
州
に
知
と
な
り
‘
善
政
あ
り
。

〔
寓
姓
統
譜
〕
。

【
龍
伯
高
】
691

戎
が
後
漢
の
人
。
龍
述
（
3
1
7
)

を
見
よ
。

【
龍
復
本
】
6
9
2
7
7
ゲ
唐
、
開
成
時
の
人
。
目
無
し
。
善
<

臀
を
聴
い
て
骨
を
描
る
。
毎
に
休
咎
を
言
ひ
、
中
た
ら

ぎ
る
は
無
し
。
象
簡
竹
笏
等
あ
れ
ば
、
取
っ
て
之
を
捻

り
、
必
ず
官
誅
年
壽
を
知
る
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
龍
文
光
】
600

乃
”
ワ
ウ
明
‘
馬
平
の
人
。
天
啓
の
進
士
。

官
は
崇
禎
中
‘
吏
部
郎
。
貴
州
の
督
學
、
後
、
右
令
都

御
史
。
四
川
を
巡
撫
す
。
張
獣
忠
‘
蜀
に
寇
す
る
に
嘗

り
、
兵
を
動
し
て
守
禦
す
。
力
渇
ぎ
城
陥
る
も
屈
せ
ず

し
て
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
六
＋
―
―
-
〕
.
〔
拭
斯
同
明
史
‘

三
百
六
十
九
〕
・
〔
明
史
稿
‘
―
一
百
四
十
五
〕
・
〔
績
表
忠

記
、
八
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、
七
〕
・
〔
甲
申
後
亡
臣
録
〕
．
〔
前
明

忠
義
別
博
‘
―
-
+
―
―
-
〕
・
〔
崇
韻
忠
節
録
‘
二
十
七
〕
．
〔
勝

朝
殉
節
諸
臣
録
‘
三
〕
．
〔
小
膜
紀
傭
‘
―
二
十
四
〕
。

【
龍
文
彬
】6
9
4
t
•

戸
清
、
江
西
の
人
。
字
は

5均
圃
。
官
は

吏
郎
主
事
。
家
居
し
て
學
を
好
む
。
書
室
を
永
懐
堂
と

い
ふ
。
著
に
明
會
要
八
十
巻
が
あ
る
。
〔
清
史
列
偲
‘
六

十
七
〕
。

【
龍
岡
象
】
695

芯
唸
、
ウ
水
中
の
怪
物
。
龍
と
人
を
食
ふ
。

〔
説
苑
‘
琲
物
〕
水
之
怪
‘
龍
岡
象
‘
土
之
怪
‘
蹟
羊
也
。

【
龍
陽
君
】
696

八7
ゥ
ャ
ゥ
戦
國
‘
魏
の
幸
臣
。
王
と
船
を
共

に
し
て
釣
り
、
十
餘
魚
を
得
て
治
を
落
す
。
モ
‘
こ
れ
を

問
ふ
に
‘
曰
く
‘
臣
始
め
魚
を
得
て
甚
だ
喜
ぴ
、
後
‘
益

益
多
く
を
得
て
‘
遂
に
前
に
得
た
る
を
棄
て
ん
と
欲

す
。
今
‘
臣
‘
悪
質
を
以
て
枕
席
を
彿
ふ
。
四
海
の
内
、
美

人
甚
だ
多
し
。
臣
の
幸
を
得
る
を
聞
き
、
裳
を
寃
げ
て

王
に
趨
る
者
衆
け
れ
ば
、
則
ち
臣
は
前
に
得
た
る
魚
の

如
く
‘
且
に
棄
て
ら
れ
ん
と
。
王
、
美
人
を
言
ふ
者
は
族

せ
ん
と
の
令
を
下
す
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

【
龍
雷
館
】
697

が
悶
？
清
‘
張
埜
(
4
ー

9
8
1
2
:
 6
3
7
)

の
室

名。
【
龍
落
子
】
痴lu
n
g
'
l
a
o
•

t
z
u

た
つ
の
お
と
し
ご
。

【
龍
槃
車
】
698

砕
ゥ
ラ
ン
木
で
作
っ
た
龍
四
頭
を
駕
し
た
、

木
製
の
鈴
の
つ
い
た
車
。
〔
史
記
、
封
祠
書
〕
木
昂
龍
槃

車
一
閉
、
木
晶
車
馬
一
閉
゜

【
龍
應
―
―
鳴
鼓
】
6
9
9
t
五
切
幻
龍
は
水
中
に
ひ
そ
み
居
り
、

大
鼓
の
昔
に
應
じ
て
大
雨
を
起
す
を
い
ふ
。

【
龍
戒
山
人
】
700

”

乃

清

‘

挑

康
(
3
-
6
2
0
2
:
 2
1
)

の

鑢
【
龍
悛
仙
客
】
701

打
箕
消
、
金
農

(11
|
 4
0
1
5
2
 :
 9
1
2
)
 

の
琥
゜

【
龍
彰
天
嗣
】
702

”
厄
パ
や
，
ゥ
北
宋
（
英
宗
）
の
時
‘
越
（
安

南
）
聖
宗
（
李
日
尊
）
の
年
琥
。

(
1
0
6
6
ー

1
0
6
7
)

【
龍
攘
虎
樽
】
703

芯
パ
．
／
ヤ
，
龍
摯
虎
撼
(
4
0
7
)

に
同
じ
。

【
龍
域
先
生
】
函
悶
笠
宋
‘
孫
調
(
8
|
6
9
8
7
 :
 2
2
8
)

の

尊
梢
゜

【
龍
疲
虎
困
】
704

詮
て
龍
虎
共
に
疲
困
す
る
。
雨
雄
の

共
に
戦
に
倦
み
疲
れ
た
喩
。
〔
韓
愈
、
過
1

一
鴻
溝
一
詩
〕
龍

疲
虎
困
割
川
原
面
億
萬
蒼
生
性
命
存
。

【
龍
返
共
淵
―
】
705

砕
t

，
ぢ
傑
出
し
た
士
が
故
郷
に

蹄
る
意
。
龍
欲
レ
上
レ
天
五
蛇
為
レ
輔
龍
已
升
レ
雲
四
蛇
各

入
其
宇
二
蛇
蜀
怨
(
7
1
6
)

を
見
よ
。
〔
説
苑
‘
復
恩
〕
介

子
推
日
‘
云
云
‘
推
従
者
憐
レ
之
‘
乃
懸
―
一
書
宮
門
一
曰
‘

有
レ
龍
矯
矯
‘
頃
失
二
其
所
下
五
蛇
従
レ
之
、
周
―
―
循
天
下
一

龍
磯
無
レ
食
‘
一
蛇
封
レ
股
‘
龍
返
一
其
淵
ぶ
ぎ
其
壌
土
一

四
蛇
入
レ
｛
八
‘
皆
有
1

虞
所
二
蛇
無
レ
穴
‘
琥
二
子
中
野
↓

【
声
龍
類
レ
狗
】
706

ぃ
竺
言
力
；
書
一
レ
龍
不
レ
成
反
為
レ
狗

(
7
1
4
)

に
同
じ
。

【
従
レ
龍
進
レ
関
]707

バ
努
乞
砂
ヒ
テ
清
初
、
涌
洲
人
が
世

祗
（
輻
臨
）
に
従
っ
て
涌
洲
か
ら
山
海
闊
を
踏
え
、
中
國

本
部
に
入
っ
た
こ
と
を
云
ふ
。

【
烹
レ
龍
抱
レ
鳳
】
708

昇
幻
だ
め
づ
ら
し
い
御
馳
走
。
〔
李

賀
蒋
進
酒
〕
烹
細
悶
炉
鳳
玉
脂
泣
‘
羅
韓
繍
帳
生
香

恩
〔
長
生
殿
、
驚
斐
〕
烹
禰
抱
レ
鳳
揮
盤
案
↓

【
攀
レ
龍
附
レ
駿
】
709

悶
翌
ヨ
ヂ
龍
に
つ
か
ま
り
駿
尾
に

つ
き
し
た
が
ふ
。
傑
出
し
た
人
物
に
つ
い
て
功
名
を
立

て
る
喩
゜
攀
レ
龍
附
レ
鳳
に
同
じ
。
〔
呉
志
‘
呉
主
孫
櫂
傭
‘

庄
〕
魏
略
日
‘
浩
周
、
字
孔
異
‘
云
云
、
（
櫂
）
又
輿
―
―
周
書
一

曰
‘
云
云
‘
又
曰
‘
今
子
呼
庄
入
侍
盃
皿
未
レ
有
-
l

妃
構
五
曰
君

念
レ
之
、
以
為
可
下
上
連
1

一
綴
宗
室
石
炉
夏
侯
氏
い
雖
―
―
中

開
自
棄
涵
巾
奉
敗
在
レ
心
‘
常
下
垂
宿
念
「
為
"
之
先
後
一

使
占
獲
-
―
攀
レ
龍
附
レ
穎
、
永
自
固
定
一

【
攀
レ
龍
附
レ
鳳
】
710

昇
祁
5

ヂ
龍
に
つ
か
ま
り
鳳
凰
に

つ
き
し
た
が
ふ
。
傑
出
し
た
人
物
に
つ
い
て
功
名
を

立
て
る
喩
゜
攀
ー
ー
龍
鱗

5
炉
鳳
翼
一
の
略
。
〔
漢
書
、
叙

傭
下
〕
無
陽
数
レ
刀
‘
腺
公
厩
翡
‘
穎
陽
商
販
‘
曲
周
庸

夫
‘
攀
レ
龍
附
レ
鳳
‘
拉
乗
―
―
天
衝
↓
〔
呉
志
‘
魯
開
偵
〕
攀
レ

龍
附
レ
鳳
‘
馳
驚
之
秋
゜
〔
杜
甫
、
洗
兵
馬
行
〕
攀
レ
龍
附
レ

鳳
勢
莫
レ
常
、
天
下
圭
尭
化
為
―
―
侯
王
一

【
龍
捷
左
右
軍
】
7
1
1
i
昇
為
五
代
周
‘
侍
衛
馬
軍
を
改

め
て
い
ふ
。
〔
梢
謂
鋒
‘
侍
衛
‘
龍
捷
左
右
軍
〕
五
代
會

要
、
周
廣
順
四
年
、
改
―
―
侍
衛
馬
軍
石
I

二
龍
捷
左
右
軍
一

歩
軍
曰
―
―
虎
捷
左
右
軍
↓

【
龍
能
大
能
小
】
712

悶
翠
臼
り
ダ
イ
ニ
龍
は
よ
く
髪
化
す
る

を
い
ふ
。
〔
通
俗
編
、
禽
魚
‘
龍
能
大
能
小
〕
管
子
‘
龍
欲
レ

小
則
如
喜
燭
欲
レ
大
則
蔵
手
天
下
五
説
苑
‘
軸
龍
能

為
レ
大
能
為
レ
小
‘
能
為
レ
短
能
為
レ
長
。

【
視
レ
龍
猶
細

g年
】
713

贄
”
げ
盆
げ
；
龍
を
視
て
之

を
畏
れ
ず
‘
と
か
げ
を
覗
る
や
う
で
あ
る
。
馬
の
故

事
。
〔
淮
南
子
、
精
紳
訓
〕
萬
南
省
方
清
―
―
子
江
「
黄
龍
負
レ

舟
、
舟
中
之

A
、
五
色
無
レ
主
‘
馬
乃
煕
笑
而
稽
日
、
我

受
―
―
命
於
天
砥
レ
カ
而
翌
萬
民
「
生
寄
也
、
死
蹄
也
、
何

足
二
以
滑
＞
和
‘
視
レ
龍
猶
―
―
堰
艇
涵
霊
己
不
レ
嬰
‘
龍
乃
頭
レ

耳
悼
レ
尾
而
逃
゜

【
書
一
レ
龍
不
レ
成
反
為
レ
狗
】
714

悶力
[
i
汀
臼
ザ
叶
ラ
ズ
大
事
を

為
さ
ん
と
し
て
成
就
し
な
い
時
は
‘
穂
べ
て
失
敗
に
了

り
一
小
事
を
も
成
就
し
な
い
喩
゜
〔
後
漢
書
‘
儒
林
上
‘

孔
億
博
〕
因
讀
,
,
呉
王
夫
差
時
事
砿
塩
夜
書
歎
日
、
若
レ

是
所
謂
土
9
龍
不
レ
成
‘
反
為
レ
狗
者
。
〔
限
書
札
記
〕
龍
字

殊
不
レ
可
レ
解
、
野
客
叢
書
劉
注
‘
按
古
語
皆
云
‘
蓋
レ
虎

不
レ
成
、
此
誤
以
為
レ
書
こ
眼
余
謂
此
非
レ
誤
也
‘
蓋
章
懐

太
子
避
―
―
唐
譴
爾
‘
正
如
下
令
狐
徳
芥
後
周
書
引
ユ
早
法

保
語
エ
ロ
人
梢
不
レ
入
二
獣
穴
二
不
わ
豆
獣
子
盆
回
意
‘
是

亦
避
―
―
虎
字
一
也
‘
按
‘
此
説
甚
新
‘
然
同
一
儒
林
傭
‘
劉

昆
虎
渡
事
、
何
以
不
レ
1

碑
‘
此
不
レ
可
レ
解
也
。

【
有
レ
龍
矯
矯
頃
失
二
其
所
一
五
蛇
従
レ
之
周
二
循
天

下
―
】
715

芸
翌
翌
”

g
”
バ
カ
だ
衿
ヌ
u
ト
コ

0
9
9
/
+
7

一
頭
の

【瀧】蜘
ケ
ン

―
四
三

輝
(
1
1
0
1
4
8
8
3
5
)

の
俗
字
。
〔
正
字

通
〕
瀧
‘
俗
輝
字
。

お
ほ
ひ
゜
〔
字
彙
〕
隅
‘
蒙
隅
也
。

【
暉E
]〗
ゥ

リ
ヨ
リ
4-

字
彙
〕
虞
容
切
圏
〗

＇直――

【
罷
】
如
ハ
戸
い
月
に
□
心

龍
磐
‘
字
亦
誤
作
レ
罷
゜

ノ‘

ゥ
， 璽
●
且

龍
が
暫
く
其
の
居
所
を
失
っ
た
時
‘
五
頭
の
蛇
が
之
に

従
っ
て
、
天
下
を
周
流
し
た
こ
と
。
即
ち
春
秋
、
晉
の
文

公
が
難
を
さ
け
て
出
奔
し
た
喩
。
龍
返
―
―
其
淵
-
(
7
0
5
)

を
見
よ
。

【
龍
欲
レ
上
レ
天
五
蛇
為
レ
輔
龍
已
升
レ
雲
四
蛇
各
入
二

其
宇
二
蛇
獨
怨
】
716

砂
窃
を
万
翌
氣
g
，クダ
E

げ
ば
勺

翌
闊
ラ
パ
チ
ダ
晉
の
介
子
推
が
文
公
に
従
っ
て
外
に
亡
命

し
た
時
‘
五
人
の
臣
と
共
に
文
公
を
た
す
け
た
。
後
、

文
公
、
國
に
蹄
つ
て
位
に
即
く
に
及
ぴ
、
四
人
は
そ

れ
ぞ
れ
賞
輿
に
あ
づ
か
っ
た
が
、
介
子
推
だ
け
は
ひ
と

り
其
の
賞
に
洩
れ
た
。
後
、
介
子
推
は
母
と
隠
棲
し
て

世
に
顧
れ
な
か
っ
た
故
事
。
龍
は
文
公
‘
五
蛇
は
五
人

の
臣
‘
一
蛇
は
介
子
推
に
喩
ふ
。
龍
返
―
―
其
淵
-
(
7
0
5
)

を

見
よ
。
〔
史
記
、
晉
世
家
〕
是
以
賞
広
征
レ
亡
‘
未
レ
至
―
―
隠
者

介
子
推
盃
年
か
不
レ
言
レ
誅
‘
誅
亦
不
レ
及
、
云
云
‘
偕
隠

至
レ
死
不
二
復
見
「
介
子
推
従
者
憐
レ
之
、
乃
縣
竺
書
宮
門
―

日
‘
龍
欲
レ
上
レ
天
、
五
蛇
為
レ
輔
、
龍
已
升
レ
雲
、
四
蛇
各

入
―
―
其
宇
ご
蛇
獨
怨
‘
終
不
レ
見
―
―
虞
所
苓
穴
ム
出
見
1

一其

書
ー
曰
‘
此
介
子
推
也
。

13739 



(48822)一 (48824・・19) 

高
之
後
、
其
子
庶
封
秘
伍
喪
因
以
為
レ
氏
、
魏
有
二
崖
。
康
熙
の
學
人
。
鴻
博
に
摯
げ
ら
れ
、
検
討
を
拝
す
。

寵
履
趙
有
靡
扱
望
匹
誰
國
芦
〗
み
ち
る
。
或
工
部
主
事
・
建
寧
知
府
に
累
遷
す
。
時
に
浦
城
の
令
が

穀
苛
激
妻
な
る
を
以
て
‘
邑
人
夜
に
乗
じ
て
冊
局
を
焚

き
‘
吏
音
を
殺
害
し
た
た
め
、
将
に
大
獄
を
輿
さ
ん
と

は
馳
(
1
2
-
4
5
0
6
7
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
瀧
‘
充
｛
貰

也
、
詩
四
牡
寵
寵
、
或
凡
レ
馬
。
国
部
寵
は
‘
縣
名
。
し
た
が
、
墳
力
め
て
之
を
頭
む
。
浦
人
書
院
を
建
立
し
‘

今
、
安
南
國
の
地
。
或
は
寵
(
8
|
7
3
6
8
)
に
作
る
。
之
を
九
仙
山
に
祀
る
。
詩
に
巧
。
平
正
沖
滑
、
文
飾
を

〔
集
韻
〕
寵
、
部
瀧
縣
在

F
滋
玄
或
作
レ
寵
。
固
□
求
め
ず
。
書
室
を
叢
碧
山
房
と
い
ふ
。
苦
に
叢
碧
山
房

固
に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
瀧
‘
充
初
也
‘
或
凡
レ
馬
。
集
五
十
七
巻
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四
百
八
十
九
〕
．
〔
清

史
列
博
‘
七
十
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
二
十
一
―
〕
・

困

【

應

奄

】

1

ぢ
清
、
許
箕
(
1
0
ー

3
5
2
9
8
:
 4
3
)

の
望
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
―
二
十
九
〕
．
〔
大
清
畿
輔
先
哲
博
‘
十

【
瀧
遺
】
2

ぢ
晉
‘
寧
州
の
人
。
秀
オ
に
及
第
す
。
咸
和
九
〕
・
〔
國
朝
詩
人
徴
略
初
篇
‘
十
一
〕
．
〔
鶴
徴
録
‘
―
―
〕
・

中
‘
李
雄
、
蜀
に
撮
り
‘
李
謙
、
建
寧
に
入
る
や
、
義
兵
を
〔
己
未
詞
科
録
‘
一
―
-
〕
。

圏

日
つ
つ
し
む
。
〔
説
文
〕
罪
‘
慇
也
‘
炊
レ
升
龍
臀
。
起
し
て
謙
を
撃
破
す
。
〔
晉
書
、
七
〕
。
【
瀧
降
】
，
が
g

01¥llの
名
。
山
野
に
生
じ
、
多
く
撤
攪
樹

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
罪
‘
卑
ハ
レ
恭
略
同
。
□

0
っ
【
瀧
佑
】
3

約
清
、
長
洲
の
人
。
字
は
申
甫
。
早
く
母
上
に
在
り
、
形
蝿
蝉
の
如
く
‘
腹
薄
青
く
‘
鳴
い
て
自
ら

つ
し
む
。
〔
集
韻
〕
郎
、
慇
也
。

0
の
ぼ
る
。
〔
字
を
喪
ひ
‘
父
に
事
へ
て
至
孝
。
父
盤
を
病
み
‘
便
溺
閉
瀧
降
と
呼
ぶ
と
い
ふ
。
〔
太
平
御
覧
、
晶
含
部
八
、
寵
降
〕

結
し
た
が
‘
佑
為
に
暁
唖
し
て
愈
ゆ
る
を
得
。
又
、
八
年
嶺
表
録
異
曰
‘
寵
降
生
―
於
山
野
「
多
在
二
撤
攪
樹
上
玉
形

に
し
て
父
卒
し
‘
喪
葬
幡
を
蓋
す
。
兄
弟
友
睦
‘
性
骰
介
如
―
―
鯛
蝉
二
腹
蒋
而
薄
‘
其
臀
業
‘
其
鳴
自
呼
為
―
―
瀧
降
一

羹
〕
罪
‘
升
也
。
曰

0
っ
つ
し
む
。
〔
集
韻
〕
罪
‘

慇
也
。

0
と
も
し
び
お
ほ
ひ
。
〔
廣
韻
〕
郎
、
燭
に
し
て
荀
も
せ
ず
。
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
三
百
八
十
九
〕
．
但
聞
―
―
其
賛
採
者
鮮
‘
人
以
善
償
求
レ
之
、
以
鈴
媚

蔽

。

〔

國

朝

先

正

事

略

‘

五

十

九

〕

。

槃

↓

〇

上

古

の

人

。

高

陽

氏

の

オ

子

。

八

惜

の

一

。

舜

起

【
寵
清
】
4

玲
三
國
魏
、
酒
泉
の
人
。
字
は
子
痰
。
初
、
涼
用
し
て
后
士
を
主
り
‘
百
事
を
揆
ら
し
む
。
左
博
は
彪

州
従
事
を
以
て
破
先
長
守
を
授
け
ら
る
。
會
：
張
孟
反
降
に
作
る
。
〔
史
記
‘
五
帝
紀
注
〕
・
〔
聖
賢
繋
輔
録
〕
。

し
、
刺
史
那
郡
商
を
殺
す
と
聞
き
、
官
を
棄
て
て
奔
哭
【
瀧
玉
】
10

む
戸
唐
‘
涅
陽
の
人
。
初
‘
隋
に
仕
ふ
。
李
密
、

し
、
ヒ
首
を
懐
に
し
て
猛
を
殺
さ
ん
と
す
。
猛
‘
其
の
義
洛
に
撮
る
や
‘
玉
‘
間
中
の
鋭
兵
を
以
て
之
を
撃
ち
‘
百

、
ヴ
〔
集
韻
〕
皮
江
切
的
』

士
な
る
を
知
り
殺
さ
ず
。
後
、
太
守
徐
揖
の
招
き
に
依
戦
紐
れ
ず
。
後
、
秦
王
‘
洛
を
循
へ
る
や
、
玉
‘
萬
騎
を

ゥ

欠

尤

p
'
a
n
g
2

日〉＇

4

□い
t
,

〔
集
韻
〕
慮
東
切
雨
Q

り
主
簿
を
拝
す
。
郡
人
黄
昂
反
し
て
城
を
園
む
や
、
清
‘
率
ゐ
て
降
り
、
梁
州
総
管
に
累
官
す
。
太
宗
之
を
厚
遇

園
を
冒
し
て
出
で
、
急
を
張
摘
・
激
煙
二
郡
に
告
ぐ
。
軍
し
、
召
し
て
東
宮
の
兵
を
主
ら
し
む
。
卒
し
て
幽
州
都

リ
ヨ
ウ

戸
＇
ユ
〔
集
韻
〕
力
鍾
切
圏
未
だ
至
ら
ず
し
て
城
陥
り
‘
揖
、
戦
死
す
。
清
乃
ち
揖
の
督
を
追
贈
さ
る
。
〔
唐
書
‘
一
百
九
十
一
―
-
〕
。

【瀧】蜘

喪
を
牧
欲
し
、
本
郡
に
送
還
し
、
服
喪
三
年
に
し
て
還
【
寵
宏
】
11

紗
ゥ
―
二
國
蜀
‘
襄
陽
の
人
。
統
の
子
。
字
は
巨

る
。
曹
操
之
を
聞
き
‘
橡
に
任
じ
、
文
帝
の
時
‘
爵
、
間
師
。
性
‘
剛
簡
。
官
は
渚
陵
太
守
。
〔
三
國
志
、
三
十
七
〕
。

固
五
，
ゥ
〔
集
韻
〕
蒲
蒙
切
園

内
侯
を
賜
は
る
。
〔
後
漢
書
、
二
日
十
四
〕
．
〔
三
國
志
‘
+
【
寵
晃
】
12

か
吹
隋
‘
楡
林
の
人
。
字
は
元
顧
゜
溢
は

八

〕

敬

。

初

、

北

周

に

仕

へ

、

上

儀

同

を

以

て

衛

王

に

事

ふ

。

小

日

0
た

か

ど

の

。

〔

説

文

〕

瀧

、

高

屋

。

也
、
八
乍
龍
臀
。

O
厚
く
大
き
い
。
【
瀧
蘊
】
5

吟
唐
‘
衡
腸
の
人
。
元
和
中
、
北
‘
襄
陽
に
隋
の
文
帝
‘
時
に
甜
州
刺
史
と
な
り
‘
襄
陽
を
経
‘
衛
王

厭
策

〔
司
馬
相
如
‘
封
祠
文
〕
湛
恩
寵
鴻
゜
〔
注
〕
善
曰
‘
遊
ぴ
‘
因
て
家
す
。
字
は
道
元
。
珍
棄
散
萬
‘
盪
＜
舟
に
晃
を
し
て
之
に
詣
ら
し
む
。
晃
‘
客
帝
の
常
人
に
非
ざ

寵
、
大
也
。
隻
局
く
大
き
い
。
〔
説
文
‘
段
注
〕
瀧
‘
高
載
せ
て
湘
流
に
沈
め
、
家
を
學
げ
て
修
業
す
。
嘗
て
江
西
る
を
以
て
深
く
自
ら
結
納
し
、
錢
詐
す
る
に
及
ぴ
、
右

大

也

、

為

嘉

屋

計

申

之

義

嘩

み

だ

れ

る

。

IL

の
馬
胡
に
謁
し
‘
輝
宗
に
洞
逹
す
。
世
に
瀧
居
士
と
捨
衛
将
軍
を
授
け
ら
る
。
〔
隋
書
‘
五
十
〕
．
〔
北
史
‘
七
十

す
。
〔
指
月
鋒
〕
．
〔
碧
巖
録
‘
四
十
二
則
〕
．
〔
尚
友
録
‘
-
〕
・
五
〕
。

報
耕
鋒
‘
十
九
〕
．
〔
瑣
堺
代
酔
編
‘
三
十
一
〕
。
【
寵
漠
】
n
茄
／
晉
‘
襄
陽
の
人
。
徳
公
の
孫
。
太
康
中
、

雑
の
さ
ま
。
通
じ
て
彪
(

4

|
7
5
5
4
)

・
尼
(

2

|
2
9
 

4
2
)

に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
寵
、
雑
胤
貌
‘
書
、
周
官
‘
[
寵
蛾
】
7

吟
瀧
消
の
母
。
剣
を
袖
に
し
、
父
の
仇
李
壽
詳
洞
太
守
と
な
っ
た
が
、
官
を
去
つ
て
蹄
郷
す
。
郷
人

不
レ
和
政
瀧
、
通
作
二
旭
・
厖
云
＠
姓
。
〔
通
志
‘
氏
族
を
都
亭
に
刺
し
殺
し
て
自
首
す
。
宗
敬
し
、
里
中
‘
其
の
徳
譲
に
化
す
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

略
‘
以
レ
郷
為
レ
氏
〕
寵
氏
、
姫
姓
‘
固
文
王
子
畢
公
【
寵
培
】
8

炉
げ
清
‘
任
丘
の
人
。
字
は
帯
公
。
琥
は
雪
【
寵
涌
】
14

ぢ
戦
國
‘
魏
の
人
。
孫
膝
と
同
じ
く
兵
法
を

扉
】
〗
キ
＂
ユ
ウ

戸キ
ョ
ヴ

ロク
曰
ア
ク

〔
集
韻
〕
乙
角
切

〔
集
韻
〕
居
用
切

〔
集
韻
〕
居
容
切

獣
の
名
。
〔
集
韻
〕
瀧
、
獣
名
。

曾
】
〗ロ
ヴ
レ）
 

集
韻
〕
虚
東
切

困

龍

部

〔
三
聾
〕

揃

罪

寵

鬼
谷
子
に
學
ぶ
。
消
、
魏
の
恵
王
に
仕
へ
て
将
軍
と
為

り
、
自
ら
孫
膜
に
及
ば
ぎ
る
を
以
て
‘
陰
か
に
膝
を
召

さ
せ
、
法
刑
を
以
て
其
の
雨
足
を
切
断
す
。
膝
‘
遂
に
齊

に
入
る
。
後
、
魏
．
趙
倶
に
韓
を
攻
む
る
や
、
韓
急
を
齊

に
告
げ
、
齊
師
直
ち
に
大
梁
に
走
る
。
涌
之
を
聞
き
、
韓

を
去
つ
て
蹄
り
、
孫
騰
と
馬
陵
道
に
交
戦
す
。
謄
‘
人
を

し
て
大
樹
を
削
ら
し
め
‘
之
に
書
し
て
曰
く
‘
寵
消
此

の
樹
下
に
死
せ
ん
と
。
消
夜
に
至
り
‘
齊
の
伏
兵
に
襲

は
れ
て
敗
戦
し
自
到
す
。
〔
潜
夫
論
、
賢
難
〕
．
〔
素
履
子
、

履
義
〕
．
〔
史
記
、
四
十
四
〕
．
〔
史
記
‘
孫
子
博
〕
後
百
餘
歳
‘

有
1

一
孫
膝
一
云
云
‘
孫
子
度
l

―
其
行
五
暮
常
レ
至
―
―
馬
陵
面
ヅ

陵
道
狭
‘
而
労
多
伝
累
哭
可
レ
伏
レ
兵
‘
乃
研
二
大
樹
ご
白

而
書
レ
之
日
‘
瀧
涌
死
―
―
子
此
樹
之
下
了
広
云
‘
寵
滑
自

知
如
日
窮
兵
敗
五
心
自
到
曰
‘
遂
成
竪
子
之
名
↓

【
瀧
堅
】
15

ぢ
唐
‘
涅
陽
の
人
。
安
禄
山
の
反
く
や
、
長

史
を
以
て
穎
州
を
守
備
す
。
賊
将
鋭
を
悉
し
て
之
を
攻

め
‘
堅
、
書
夜
力
戦
し
て
糧
援
絶
え
‘
執
へ
ら
れ
屈
せ
ず

し
て
死
す
。
〔
唐
書
‘
二
日
九
十
三
〕
・
〔
藷
唐
書
、
ー
百

八
十
七
〕
。

【
寵
倹
】
16

均
三
國
‘
魏
の
人
。
少
に
し
て
父
を
失
ふ
。

後
、
井
を
竪
つ
て
錢
千
餘
萬
を
得
‘
又
、
一
老
行
頭
を
買

得
れ
ば
乃
ち
父
で
あ
っ
た
。
時
人
語
っ
て
曰
く
‘
竪
レ
井

閥
錢
、
買
坂
得
愴
と
。
瀧
倹
竪
井
を
見
よ
。
〔
尚
友

象
、
一
〕
。

§
 

〖
寵
倹
竪
井
〗
ぼ
ぢ
花
蒙
求
の
標
題
。
瀧
伶
が
井
を

竪
つ
て
銅
を
得
、
富
者
と
な
つ
た
故
事
。
〔
蒙
求
、
下
、

瀧
倹
竪
井
〕
風
俗
通
、
瀧
倹
亡
―
―
其
父
玉
随
レ
母
流
落
、
後

眉
慮
里
畜
レ
井
得
レ
銅
‘
遂
富
‘
因
求
レ
奴
得
老
蒼
頭
↓

於
レ
家
散
日
‘
蒼
頭
自
言
‘
堂
上
母
是
我
婦
、
母
聞
乃
問
レ

之
‘
奴
日
‘
婦
文
氏
女
、
字
阿
宏
‘
左
足
下
有
1

一
黒
子
ギ
勺

腋
下
有
赤
誌
↓
如
元
年
＇
櫛
大
瓦
芦
曰
‘
我
翁
也
、
遂
為
二
夫

婦
如
レ
初
‘
時
人
謂
日
、
慮
里
寵
公
‘
堅
レ
井
得
レ
銅
‘
買
レ

奴
得
レ
翁
。

【
寵
憲
】
17

唸
明
‘
薪
州
の
人
。
琥
は
鹿
門
生
。
萬
暦
の

時
の
人
。
憲
櫃
・
素
問
に
習
熟
す
。

【
瀧
蔽
】
18

ぢ
唐
‘
壽
春
の
人
。
字
は
子
粛
。
賢
良
方

正
に
及
第
す
。
辞
章
蛸
麓
。
太
和
中
、
京
兆
手
に
累
官

し
、
後
、
翰
林
學
士
に
轄
ず
。
〔
唐
書
、
二
日
四
〕
．
〔
藷
唐

書
、
二
日
六
十
六
〕
。

【
寵
鴻
】
19

説
〇
天
地
が
未
だ
分
れ
ず
‘
質
が
始
め
て
萌

―
四
四

13740 



(48824・ ・20)-―(48824・ ・48) 

龍

部

〔――一鵞〕

瀧

―
四
五

し
‘
未
だ
其
の
兆
の
無
い
さ
ま
。
厖
鴻
。
〔
孝
経
緯
援
紳
陵
路
口
に
祠
を
立
て
祀
ら
る
。
〔
明
史
‘
二
百
八
十
一
〕
．

契
〕
天
度
尼
鴻
。
〔
宋
均
注
〕
厖
鴻
‘
未
レ
分
之
象
也
。
〔
帝
王
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
九
十
こ
．
〔
明
史
稿
‘
一
斉
翌
ハ
十

世
紀
〕
質
始
萌
而
未
レ
兆
‘
謂
一
之
瀧
鴻
一
〔
張
衡
‘
霊
憲
〕
道
二
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
鋒
‘
七
十
五
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
一

根
既
建
、
自
レ
無
伊
有
‘
太
素
始
萌
‘
萌
而
未
レ
兆
‘
井
レ
氣
百
十
一
〕
．
〔
明
書
‘
一
百
三
十
九
〕
．
〔
績
蔵
書
‘
―
-
＋
七
〕
。

同
レ
色
‘
渾
沌
不
レ
分
‘
故
道
志
之
言
云
‘
有
レ
物
渾
成
、
先
―
-
【
寵
世
]
2
7

笞
南
燕
の
人
。
官
は
慕
容
徳
に
仕
へ
て
‘

天
地
元
ェ
‘
其
氣
怜
固
未
レ
可
―
―
得
而
形
ギ
其
遅
速
固
未
レ
光
誅
動
と
な
る
。
奏
し
て
豪
強
を
按
じ
、
時
論
皆
之
を

可
"
得
而
紀
一
也
、
如
レ
是
者
又
永
久
焉
‘
斯
謂
―
―
瀧
鴻
一
濯
疾
す
。
卒
す
る
や
門
に
弔
客
な
し
。
〔
南
燕
録
〕
。

蓋
乃
道
之
幹
也
。

0
大
き
い
。
廣
大
。
〔
司
馬
相
如
、
封
祠
[
寵
籍
】
25

ぉ
宋
‘
武
城
の
人
ぶ
子
は
醇
之
o

詮
は
荘
敏
o

文
〕
故
軌
跡
夷
易
易
レ
遵
也
‘
湛
恩
胤
鴻
易
レ
翌
也
。
〔
注
〕
進
士
。
夏
辣
以
て
宰
相
の
器
有
り
と
為
す
。
同
平
章
事
・

善

曰

‘

瀧

鴻

‘

皆

大

也

。

観

文

殿

大

學

士

に

累

官

す

。

債

智

高

の

叛

く

や

、

秋

冑

【
寵
~
罪
】
2
0
芦
い
り
み
だ
れ
る
。
乱
雑
。
〔
唐
書
、
宗
室
宣
撫
使
を
授
け
ら
る
。
籍
‘
其
の
用
ふ
可
き
を
力
賛
し
‘

宰
相
‘
李
勉
博
〕
沐
州
水
陸
一
都
會
‘
俗
瀧
錯
‘
琥
レ
難
レ
且
つ
琥
令
専
な
ら
ざ
れ
ば
、
遣
さ
ぎ
る
に
如
か
ず
と
言

治
‘
勉
推
レ
奸
袂
レ
隠
‘
為
レ
有
レ
名
。
ふ
。
仁
宗
之
を
然
り
と
す
。
捷
書
至
り
‘
仁
宗
籍
に
謂

【
瀧
参
】
21

ぢ
後
漢
‘
緞
氏
の
人
。
字
は
仲
逹
。
孝
廉
に
つ
て
日
く
‘
卿
議
を
執
る
に
非
ぎ
れ
ば
、
登
能
く
成
功
せ

攀
げ
ら
れ
、
左
校
令
を
授
け
ら
る
。
法
に
坐
し
若
虚
に
ん
や
と
。
後
、
穎
國
公
に
封
ぜ
ら
れ
て
致
仕
す
。
〔
宋

輪
作
す
。
永
初
中
、
郡
鷺
が
畔
発
を
討
つ
や
、
奥
準
の
推
史
、
三
百
十
一
〕
．
〔
宋
史
新
編
、
九
十
七
〕
．
〔
東
都
事
略
‘

薦
に
よ
り
、
漢
陽
太
守
を
授
け
ら
れ
、
尋
い
で
太
尉
に
六
十
六
〕
．
〔
隆
平
集
、
五
〕
．
〔
名
臣
碑
博
碗
球
集
、
上
二

累
官
す
。
〔
後
漢
書
、
八
十
一
〕
。
十
二
、
中
六
〕
．
〔
五
朝
名
臣
言
行
鋒
‘
八
〕
。

【
瀧
兒
]
2
2

匁
容
貌
゜
〔
燕
子
箋
‘
拒
排
〕
就
是
典
老
霰
―
【
寵
然
】
29

p
'
a
n
g
2
 
jan2

美
し
く
。

那

様

了

‘

恰

―

―

這

寵

兒

悶

損

↓

【

寵

迪

】

30

ぢ
金
、
延
安
の
人
。
字
は
仲
由
。
幼
に
し

【
寵
躊
】
23

盆
金
、
遼
東
の
人
。
字
は
オ
卿
。
琥
は
獣
て
個
儒
、
好
ん
で
兵
書
を
讀
み
、
騎
射
に
巧
。
嘗
て
百

翁
。
少
時
‘
擢
第
し
‘
仕
へ
て
名
贅
あ
り
。
南
渡
後
、
翰
林
餘
騎
を
従
へ
、
山
谷
を
経
行
し
、
夏
人
敷
千
衆
に
遭
遇

待
制
・
戸
部
侍
郎
と
な
り
、
事
に
坐
し
出
で
て
東
平
に
す
。
迪
‘
馬
を
躍
し
て
陣
を
犯
し
、
敵
皆
披
靡
す
。
扮
陽
・

倅
と
な
り
、
明
昌
中
、
京
兆
縛
運
使
と
な
る
。
書
を
善
緯
陽
軍
節
度
使
に
歴
任
す
。
〔
金
史
‘
九
十
一
〕
。

く
し
‘
博
學
能
文
な
り
。
詩
に
巧
で
‘
造
語
奇
健
‘
書
も
【
寵
統
】
31

衿
―
二
國
‘
蜀
の
人
。
徳
公
の
従
子
。
字
は
士

亦
蘊
籍
あ
り
。
〔
金
史
、
一
百
二
十
六
〕
。
元
。
溢
は
靖
。
司
馬
徽
、
南
州
の
士
の
冠
冤
と
推
謡

【
寵
逢
】
24

笠
元
、
永
平
の
人
。
母
、
腫
を
病
む
こ
と
す
。
先
主
、
采
陽
令
に
守
た
ら
し
め
、
治
ら
ず
し
て
免

三
年
、
忽
ち
魚
を
食
せ
ん
と
思
ふ
。
遵
、
市
に
求
め
て
官
さ
る
。
魯
粛
日
く
‘
士
元
は
百
里
の
オ
に
非
ず
‘
治

得
ず
‘
蹄
途
歎
恨
す
。
忽
ち
魚
其
の
舟
に
躍
り
入
る
。
羮
中
別
駕
の
任
に
虞
ら
し
め
、
始
め
て
其
の
旗
足
を
展
ぶ

を
作
っ
て
以
て
獣
じ
、
母
の
病
瑳
ゆ
。
〔
元
史
、
一
百
九
る
を
得
ん
の
み
と
。
諸
葛
亮
亦
言
ふ
。
因
つ
て
治
中
従
事

十
七
〕
．
〔
新
元
史
、
二
百
一
二
十
九
〕
。
に
任
ず
。
先
主
に
従
っ
て
蜀
に
入
り
‘
策
を
謀
る
こ
と

【
瀧
森
】
25

盆
元
、
北
流
の
人
。
字
は
茂
卿
。
官
は
至
順
多
し
。
流
矢
に
中
つ
て
卒
す
。
年
三
十
六
。
〔
―
二
國
志
、
三

中
、
台
州
通
判
と
な
る
。
古
の
名
賢
を
以
て
自
ら
期
し
、
十
七
〕
。

嘗
て
漢
書
循
吏
博
を
壁
に
書
し
て
意
を
あ
ら
は
す
。
〖
瀧
統
展
譲
〗

3
2
焚
応
蒙
求
の
標
題
。
三
國
‘
蜀
の
寵

【
瀧
嵩
】
26

諒
明
、
南
海
の
人
。
字
は
振
卿
。
嘉
靖
中
‘
統
、
未
陽
令
に
守
と
な
り
、
縣
に
在
つ
て
治
ら
ず
‘
免
官

郷
に
學
げ
ら
る
。
學
を
羅
浮
山
に
講
じ
、
従
消
す
る
者
さ
る
。
魯
粛
、
先
主
に
書
を
遺
つ
て
‘
寵
統
は
百
里
の
オ

甚
だ
多
し
。
應
天
に
通
判
た
る
こ
と
凡
そ
八
年
‘
隅
：
に
非
ず
‘
治
中
別
駕
の
任
に
慮
ら
し
め
ば
‘
譲
足
を
展

手
事
を
撮
す
。
惑
政
あ
り
。
曲
靖
知
府
と
な
り
‘
忌
む
ば
す
べ
し
と
い
っ
た
故
事
。
〔
蜀
志
、
寵
統
博
〕
先
主
領
二

者
に
あ
て
ら
れ
、
老
を
以
て
罷
む
。
年
僅
か
に
五
十
。
判
州
む
祝
以
1

一
従
事
「
守
―
―
采
陽
令
な
夜
縣
不
レ
治
、
免
レ

復
た
湛
若
水
に
従
っ
て
遊
ぶ
。
卒
後
‘
應
天
の
民
に
抹
官
、
英
将
魯
粛
遺
↓
―
先
主
書
一
日
、
寵
士
元
非
"
百
里
才
一

也
‘
使
レ
虞
訟
m中
別
駕
之
任
五
怨
炉
展
二
其
譲
足
1

耳
‘
中
郎
将
を
拝
す
。
梁
瑾
・
耽
曖
と
大
い
に
OO

早

rを
破
る
。

諸
葛
亮
亦
言
―
―
之
於
先
主
ぶ
先
主
見
輿
善
諜
、
大
器
レ
之
、
都
亭
侯
に
封
ぜ
ら
る
。
官
、
大
鴻
臆
に
終
る
。
〔
後
漢
書
、

以
為
,
,
治

中

従

事

↓

六

十

八

〕

。

【
寵
悪
】
33

均

瀧

徳

に

同

じ

。

【

寵

瀧

】

42

誘
＠
充
｛
貫
し
た
さ
ま
。
〔
詩
、
小
雅
‘
車
攻
〕

【
瀧
徳
】
34

衿
三
國
魏
、
南
安
の
人
。
字
は
令
明
。
盆
は
四
牡
寵
瀧
、
駕
言
祖
レ
東
。
〔
傭
〕
寵
寵
‘
充
責
也
。
〔
陳
奥

壮
。
少
に
し
て
郡
吏
・
州
従
事
を
授
け
ら
る
。
初
平
中
‘
博
疏
〕
充
賓
者
、
彊
盛
之
意
。

O
芥
鼓
の
音
。
〔
通
俗
編
‘

馬
謄
に
従
つ
て
氏
兜
を
撃
破
し
‘
魏
師
を
力
拒
し
、
軍
磐
昔
‘
瀧
瀧
〕
唐
子
西
詩
、
登
鼓
間
寵
寵
‘
按
‘
博
雅
‘
降

鋒
と
為
り
、
中
郎
将
を
授
け
ら
る
。
後
、
曹
操
に
蹄
服
降
‘
臀
也
‘
廣
韻
‘
降
‘
鼓
瞥
‘
匹
江
切
‘
唐
氏
亦
但
以
レ
ー
音

し
‘
立
義
将
軍
を
授
け
ら
る
。
爵
は
闘
門
亭
侯
。
焚
城
に
猜
レ
之
。

屯
し
、
闘
利
を
防
禦
す
。
徳
‘
常
に
白
馬
に
乗
り
、
利
軍
‘
[
瀧
安
時
】
43

ぢ
ノ
宋
‘
薪
水
の
人
。
字
は
安
常
゜
琥
は
餅

之
を
白
馬
将
軍
と
い
ふ
。
會
；
漢
水
暴
溢
し
‘
兵
敗
れ
水
道
人
。
幼
時
‘
讀
書
目
を
過
ぐ
れ
ば
罷
ち
能
く
こ
れ

屈
せ
ず
し
て
死
す
。
〔
―
二
國
志
、
十
八
〕
。
を
記
誦
す
。
家
世
；
臀
を
業
と
し
、
震
櫃
・
太
素
・
太
乙

【
寵
培
]
3
5

だ
地
名
。
古
代
‘
伊
太
利
の
都
市
。
P
o
n
p
e
i
i

の
諸
祁
書
、
及
ぴ
経
博
百
家
の
其
の
道
に
隅
す
る
者

の

音

諜

。

は

、

通

貫

せ

ざ

る

な

し

。

著

に

難

経

解

・

草

本

補

遺

・

傷

[
寵
沖
】
36

唸
明
、
天
台
の
人
。
字
は
元
化
。
成
化
の
寒
縛
病
論
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
四
百
六
十
二
〕
・
〔
宋
史
新

進
士
。
官
は
給
事
中
。
中
官
動
戚
の
貪
縦
不
法
な
る
者
編
‘
一
百
八
十
一
〕
。

の
罪
を
極
論
し
、
直
瞥
甚
だ
苫
は
る
。
後
、
廣
西
左
布
【
瀧
安
仁
】
“
ぢ
ノ
／
宋
、
晉
陵
の
人
。
字
は
宅
道
。
五
経

政
使
に
遷
り
致
仕
す
。
〔
明
史
、
一
百
八
十
〕
．
〔
篤
斯
同
に
通
じ
、
尤
も
易
に
長
ず
。
張
正
素
・
周
道
郷
、
皆
其
の

明
史
‘
二
百
四
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
日
六
十
九
〕
．
〔
國
門
に
湘
ぷ
。
〔
尚
友
録
‘
-
〕
。

朝
献
徴
録
‘
一
百
一
〕
・
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
五
十
四
〕
。
【
寵
嘉
賓
】
45

が
戸
獨
逸
人

C
a
s
t
n
e
r
G
a
s
p
a
r

の
漢

【
瀧
眉
]
3
7

吟
長
い
眉
゜
厖
眉
（
2
ー

2
9
4
2
:
 9
)

に
同
じ
。
名
。
ガ
ス
ト
ナ
ー
は
獨
逸
の
耶
蘇
會
士
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ

〖
寵
眉
生
〗
只
惚
明
、
子
懺
思
(
1
|2
5
2
 :
 1
2
3
)

の
ン
に
生
れ
た
。
清
の
康
熙
三
十
六
年
、
中
國
博
道
の
た

琥

。

め

澳

門

に

到

着

、

多

敷

の

信

者

を

獲

得

し

た

。

康

熙

帝

‘

〖
瀧
眉
皓
斐
〗3
9
が
忽
’
眉
太
く
斐
が
白
い
。
老
人
を
其
の
オ
を
愛
し
て
北
京
に
招
き
、
刑
部
に
勤
め
し
め

い
ふ
。
寵
は
大
‘
皓
は
白
。
〔
張
衡
、
思
玄
賦
‘
尉
彪
眉
而
た
。
北
京
に
て
死
す
。

郎
潜
分
‘
注
〕
善
曰
、
漢
武
故
事
日
、
顔
駆
不
レ
知
ー
1

何
許
【
寵
孝
泰
】
46
杯
7
7

ク
イ
唐
、
博
白
の
人
。
龍
朔
中
、
左
魏
騎

人
↓
漢
文
帝
時
爵
レ
郎
、
至
―
―
武
帝
五
蟄
過
郎
署
百
九
二
閉
将
軍
を
以
て
‘
遼
東
道
行
軍
憩
管
を
授
け
ら
る
。
蘇
定

瀧
眉
皓
髭
t

上
問
日
、
曳
何
時
為
レ
郎
、
何
其
老
也
。
〔
書
方
等
と
高
麓
嶺
西
を
征
し
‘
兵
‘
蛇
水
に
逼
る
。
蓋
蘇
文

言
故
事
、
壽
考
類
〕
賀
レ
爵
用
二
寵
眉
皓
髭
↓
来
攻
し
、
孝
泰
は
手
殺
す
る
こ
と
敷
十
人
‘
力
屈
し
て

【
寵
喩
】
40

吟
明
、
公
安
の
人
。
字
は
堅
白
。
家
貧
に
死
す
。
〔
唐
書
、
二
百
二
十
〕
。

し
て
射
耕
自
給
し
、
夏
水
を
韓
じ
田
に
灌
ぐ
。
書
を
執
【
瀧
恭
孫
】
47

蛉＇ウ
9

ノ
｛
木
の
人
。
籍
の
孫
。
字
は
徳
襦
。
施

り
‘
牛
後
に
従
っ
て
朗
誦
報
め
ず
。
官
は
陳
西
崇
信
知
州
通
判
を
拝
す
。
崇
寧
中
、
叛
園
の
向
文
張
を
斬
る
の

縣
と
な
る
。
時
に
流
寇
已
に
逼
る
。
乃
ち
士
民
を
集
め
、
功
を
以
て
、
消
州
知
に
抜
擢
さ
る
。
開
邊
を
以
て
任
と

土
垣
を
築
い
て
守
り
、
流
涌
し
て
死
を
誓
ふ
。
天
大
い
為
し
、
一
城
を
開
く
毎
に
罰
ち
褒
遷
さ
れ
、
五
年
に
し

に
雨
降
る
に
會
ひ
‘
土
垣
盤
く
や
ぶ
れ
、
遂
に
執
へ
ら
て
徽
猷
閣
待
制
に
累
進
す
。
〔
宋
史
、
三
百
十
一
〕
．
〔
宋

れ
、
屈
せ
ず
し
て
之
に
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
二
〕
・
史
新
編
‘
九
十
七
〕
。

〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
七
十
八
〕
・
〔
明
史
稿
、
二
百
七
＋
【
瀧
景
華
]
4
8

宕
久
ウ
明
‘
上
元
の
人
。
九
歳
に
し
て
父

二
〕
．
〔
績
表
忠
記
‘
-
―
-
〕
.
〔
崇
禎
忠
節
鋒
‘
二
十
六
〕
・
〔
勝
を
喪
ふ
。
母
の
訓
を
奉
じ
て
力
學
す
。
母
の
病
中
‘
鄭
火

朝

殉

節

諸

臣

鋒

‘

五

〕

。

牌

に

及

ば

ん

と

し

て

母

を

抱

い

て

琥

呼

し

、

火

‘

息

む

【
寵
雄
】
41

芯
後
漢
‘
巴
郡
の
人
。
勇
略
有
り
‘
永
初
中
、
と
い
ふ
。
母
卒
し
て
は
墓
側
に
薩
し
‘
哀
哭
す
。
〔
拭
斯

13741 



(48824・ ・49) (48832・ ・1) 

同
明
史
‘
三
百
九
十
二
〕
．
〔
國
朝
献
徴
録
‘
一
百
十
二
〕
。

【
寵
元
英
】
49

松
ガ
エ
イ
宋
の
人
。
籍
の
子
。
字
は
患
賢
。
官

は
朝
散
大
夫
。
著
に
文
昌
雑
録
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
三
百

十
一
〕
。

【
寵
居
士
】
50

沿

寵

蘊
(

5

)

を
見
よ
。

【
胤
山
民
】
51

ぢ
ミ
ン
三
國
、
魏
の
襄
陽
の
人
。
徳
公
の

子
。
令
名
あ
り
。
諸
葛
亮
の
筋
を
姿
る
。
官
は
黄
門
吏
部

郎
。
〔
蜀
志
、
寵
統
博
注
〕
。

【
寵
士
元
】
52

砂
―
二
國
‘
蜀
の
人
。
寵
統
（
3
1
)
を
見
よ
。

【
瀧
師
古
】
53

森
五
代
梁
、
曹
州
の
人
。
微
賤
の
時
‘
太

祗
に
事
へ
て
甚
だ
謹
厚
、
従
載
し
て
散
；
功
有
り
。
後
、

楊
fT
密
を
攻
め
、
清
口
に
駐
晉
す
。
地
勢
低
し
、
高
き

に
就
き
柵
を
為
ら
ん
と
請
ふ
者
有
り
。
師
古
、
太
祗
の

命
に
非
ざ
る
を
以
て
聴
か
ず
‘
淮
人
、
水
を
決
し
て
之

を
浸
し
、
遂
に
殺
さ
る
。
〔
五
代
史
、
二
十
一
〕
．
〔
奮
五
代

史
、
二
十
一
〕
。

【
瀧
時
薙
】
5
4
5
が
明
、
改
上
の
人
。
萬
暦
の
進
士
。
官

は
戸
兵
二
部
主
事
。
大
學
士
の
沈
一
貫
を
疏
政
し
て

除
名
せ
ら
る
。
〔
明
史
、
二
百
三
十
一
〕
・
〔
萬
斯
同
明

史
、
三
百
三
十
八
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
十
六
〕
。

【
寵
秀
之
】
55

命
’
南
朝
宋
、
河
南
の
人
。
離
斌
の
故
吏

よ
り
元
凶
llh
に
信
任
さ
る
。
孝
武
帝
の
入
討
す
る
や
‘

秀
之
、
新
亭
に
納
款
す
。
時
に
助
の
諸
将
未
だ
降
者
無

く
‘
惟
i

秀
之
の
み
先
に
至
る
。
事
平
ぎ
‘
梁
州
刺
史

を
拝
す
。
〔
宋
書
、
七
十
八
〕
。

【
瀧
尚
鴻
】
56

扮＇ウ
n'
ウ
明
の
人
。
尚
鵬
の
弟
。
字
は
少
襄
。

官
は
英
山
縣
知
。
後
、
西
安
教
諭
に
誦
せ
ら
れ
、
嘉
山
縣

丞
に
終
る
。
著
に
治
水
或
問
が
あ
る
。

【
瀧
尚
鵬
】
57

窃
ウ
ホ
ウ
明
、
南
海
の
人
。
字
は
少
南
。
盆

は
恵
敏
。
嘉
靖
の
進
士
。
官
は
築
平
令
。
御
史
。
各

省
を
按
事
し
、
至
る
所
豪
強
を
博
撃
す
。
後
、
右
餃
都

御
史
と
な
る
。
諸
璧
政
御
史
に
悪
ま
れ
、
劾
斥
さ
れ
て

民
と
な
る
。
萬
暦
の
初
、
起
用
さ
れ
て
縣
建
巡
撫
と
な

り
、
次
い
で
張
居
正
に
反
件
し
罷
め
て
蹄
る
。
書
室
を

百
可
亭
と
い
ふ
。
著
に
百
可
亭
摘
稿
が
あ
る
。
〔
明
史
‘

二
百
二
十
七
〕
．
〔
萬
斯
同
盟
史
‘
三
百
十
六
〕
・
〔
明
史

稿
、
二
百
十
一
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
五
十
五
〕
．
〔
明
名
臣

言
行
録
、
六
十
五
〕
・
〔
皇
明
應
溢
名
臣
備
孜
録
‘
六
〕
．

〔
蘭
畳
法
饗
録
‘
十
七
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
三
〕
．
〔
本
朝
分
省

人
物
孜
、
一
百
十
一
〕
．
〔
明
詩
綜
、
四
十
四
〕
．
〔
明
詩
紀

龍

部

〔
三

l

六
畳
〕

事
‘
己
、
十
一
〕
．
〔
孵
志
居
詩
話
、
十
三
〕
。

【
瀧
昌
允
】
58

谷
ウ
イ
ン
明
、
西
允
の
人
。
允
は
一
に
胤
に

作
る
。
崇
繭
の
進
士
。
官
は
青
陽
知
縣
、
南
京
が
覆
つ

た
た
め
、
九
華
山
に
匿
る
。
翠
兵
を
謀
り
、
事
洩
れ
て
執

へ
ら
れ
、
旅
店
中
に
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
七
十
七
〕
．
〔
明

史
稿
、
二
百
五
十
八
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
責
、
十
六
〕
．
〔
南

彊
繹
史
、
二
十
七
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、
十
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸

臣
録
‘
六
〕
．
〔
小
膜
紀
博
‘
四
十
六
〕
。

【
瀧
鍾
瑯
】
59

玲
＇
ウ
ロ
消
、
常
熟
の
人
。
字
は
賓
生
。
盆

は
文
格
。
経
を
治
め
て
師
法
を
守
り
、
詞
賦
に
巧
。
道

光
の
進
士
。
編
修
よ
り
内
閣
學
士
に
累
擢
さ
れ
、
憂
を

以
て
欝
る
。
洪
楊
の
乱
作
る
や
、
園
練
大
臣
を
授
け
ら

る
。
常
熟
陥
り
、
上
海
に
至
り
、
援
を
曾
國
藩
に
請
ひ
‘

上
海
を
保
た
ん
こ
と
を
乞
ふ
。
光
緒
中
、
刑
部
尚
書
を

援
け
ら
る
。
著
に
孔
廟
祀
典
考
•
古
文
辟
・
奏
議
が
あ

`
[
5
召
パ
叶
い
は
沿
ビ
い

O〕
。
大
【
寵
】
〗

中
詳
符
の
初
、
召
さ
れ
て
昭
應
宮
の
山
水
列
壁
を
書
一

き
‘
詔
し
て
圏
萱
院
に
入
ら
し
め
た
が
就
か
ず
。
〔
聖

【

""61戸'[清
、
常
熟
の
人
。
字
は
子
方
。
又
、
厚
【
朧
】
-

甫
。
道
光
中
、
攀
人
を
以
て
、
國
子
監
學
録
を
授
け
ら

る
。
諸
経
に
博
通
し
‘
晩
年
、
説
文
に
専
心
し
‘
尤
も
昔
韻

の
説
に
於
て
自
ら
喜
ぶ
。
著
に
形
臀
輯
略
備
考
・
古
昔

輯
略
備
考
・
唐
韻
輯
略
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
〕
【
年
突
】
如

八
〕
．
〔
清
史
列
傭
、
六
十
九
〕
．
〔
績
碑
博
集
‘
七
十
三
〕

【
寵
迪
我
】
只
が
明
‘
依
西
把
尼
亜
國
人
。
字
は
順
陽
。

萬
暦
中
、
天
算
に
深
き
に
よ
つ
て
‘
欽
天
監
に
在
つ
て

測
瞼
を
な
す
。
著
に
七
克
が
あ
る
。

【
寵
天
祐
】
只
グ
＂
ウ
宋
、
江
陵
の
人
。
経
籍
を
以
て
里

中
に
教
授
す
。
父
疾
あ
る
や
、
天
祐
、
股
を
さ
い
て
食

は
し
め
‘
疾
愈
ゆ
。
ま
た
、
目
を
病
ん
で
失
明
す
。
天
祐

琥
泣
し
て
天
に
祈
り
、
之
を
祇
む
。
父
年
八
十
餘
に
し

て
卒
す
る
や
、
天
祐
土
を
負
う
て
墓
に
封
じ
‘
其
の
側

に
結
直
し
、
萱
夜
琥
泣
す
。
慎
宗
の
時
、
詔
し
て
其
の

門
に
施
表
す
。
〔
宋
史
‘
四
百
五
十
六
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘

二
百
七
十
六
〕
。

【
寵
徳
公
】
64

悶
n'
ウ
後
漢
、
襄
陽
の
人
。
蜆
山
の
南
に

居
り
、
未
だ
嘗
て
城
市
に
入
ら
ず
‘
劉
表
‘
散
：
延
請
す
―

れ
ど
も
屈
す
る
能
は
ず
。
諸
葛
亮
、
毎
に
之
に
造
り
、
獨

【瀧】
g

’

朧

(
8
ー

2
5
3
8
2
)
に
同
じ
。
〔
廣
韻
〕

種
、
禾
病
‘
瀧
‘
上
同
。

ロ
ウ

〔
安
栗
〕
於
桧
切
臨

＿ヰ

yen'

〔
中
華
大
字
典
〕
臨

魚
桧
切

日
寓
く
明
か
な
さ
ま
。
〔
字
彙
〕
襲
、
高
明
之

貌
。
口
南
漢
の
高
腿
の
名
。
〔
五
代
史
、
南
漢
世

家
、
劉
襲
〕
襲
、
初
名
巖
云
云
、
九
年
、
白
龍
見
―
―
南

宮
三
清
殿
改
,
,
元

白

限

又

更

二

名

奨

以

應

寵

見
之
躾
有
下
胡
僧
言
＊
識
書
滅
二
劉
氏
―
者
襲
也
5

襲
乃
採
二
周
易
飛
龍
在
レ
天
之
義
盃
竺
襲
字
五
日

懺
、
以
名
焉
。 □

ゲ
ン

日
ェ
ン
’

籠

(
8
ー

2
6
7
5
2
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
朧
、
同
レ
籠
。

ロ
ウ

カ
ン

寵
(
1
1
0
1
4
8
8
3
9
)

の
俗
字
。
〔
六
書

正
謳
〕
寵
‘
俗
作
レ
寵
、
非
。

＇ 

り
床
下
に
拝
す
。
後
、
其
の
妻
子
を
携
へ
て
鹿
門
山
に

登
り
、
薬
を
采
つ
て
返
ら
ず
。
〔
尚
友
録
、
一
〕
。

【
瀧
履
温
】
65

衿
ン
唐
の
人
。
官
は
開
元
の
末
、
元
氏
令
。

公
平
清
倹
に
し
て
‘
善
政
あ
り
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。

【
廉
林
妻
】
66

炉
げ
リ
ン
ノ
三
國
‘
魏
の
人
。
寵
統
の
弟
の
林

の
妻
。
姓
は
習
氏
。
曹
操
‘
荊
州
を
破
る
。
習
氏
、
林
と
分

れ
、
弱
女
を
守
養
す
る
こ
と
十
餘
年
。
後
、
林
、
魏
に
降

り
、
始
め
て
ま
た
一
家
緊
集
す
。
文
帝
聞
い
て
賢
と
し
、

林
帳
衣
服
を
賜
う
て
義
節
を
顕
は
す
。
〔
襄
陽
府
志
〕
。

瀧

寵

朧

襲

瀧

朧

襲

蓋

朧

,
｀
小
日
□
●
か
ね
た
も
つ
。
あ
は
せ
も
つ
。

ゑ
》
鼻
’3"
藁
〔
説
文
〕
朧
、
兼
有
也
、
八
レ
有
龍
臀
‘
讀

匿
聾
゜
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
朧
‘
有
也
。
●
を
り
。

構
(
6
-
1
5
8
6
8
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
織
、

段
借
為
レ
瀧
゜
〔
左
思
‘
呉
都
賦
〕
沈
虎
潜
鹿
、
昴
朧

窪
束
。
●
こ
め
る
。
籠
(
8
ー

2
6
7
5
2
)

に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
瞥
〕
朧
、
段
借
為
レ
籠
‘
玉
篇
‘
馬
朧
頭
‘

按
‘
郎
籠
絡
字
。
国
●
か
ね
有
す
る
。
〔
集
韻
〕
朧
‘

一
日
、
兼
有
。
●
罵
に
乗
る
。
又
‘
牽
く
。
〔
廣
韻
〕

朧
‘
莱
檎
‘
又
‘
牽
也
。

【
織
人
】
1

岱
馬
丁
。
馬
子
。
＜
ち
と
り
。
〔
倭
名
類
褻

ロ
ヴ
〔
集
韻
〕
虐
東
切
困

日

ル

カ

X
L
]
gg' 

【
朧
】
-
島
，
ゥ
〔
集
韻
〕
云
九
切
菌

国
心
／
〔
集
韻
〕
魯
孔
切
淘

,EYI―― 

冨

】

如

霜（
U
l
-
4器
4
)
の
古
字
。
〔
集

韻
〕
震
、
古
作
レ
寵
゜

レ
イ

【懇
i

9

9

 

リ
ヨ
ウ

龍（
1
1
0
_
4
器
1
0
0
)

の
古
字
。
〔
字

彙
補
〕
襲
、
古
文
龍
字
。

＇昌

あ
か
。
赤
い
色
。
〔
字
彙
補
〕
麗
、
赤
色
。

【
朧
】

g

ロ
ヴ
レ)
 

〔
缶
某
補
〕
虐
東
切
菌

―
―
四
六

13742 
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【聾】岬

龍

部

〔
六
盪
〕

鶉

籠

輝

庸

腺

―
四
七

〔
集
韻
〕
居
容
切

[
5

≪
X
L
 k
u
n
g
1
 

小

0
そ
な
へ
る
。
た
す
。
供
給
す
る
。
供

薮

(
1
ー

6
0
5
)

に
通
す
。
〔
説
文
〕
狸
‘
給

R
 

也
‘
炊
レ
共
龍
瞥
゜
〔
段
注
〕
此
輿
11

人
部
供
-
―
音
義

同
‘
今
供
行
而
既
顎
芙
‘
尚
害
廿
誓
‘
襲
1

一
行
天
之

罰
一
謂
奉
行
一
也
‘
漢
魏
晉
唐
引
レ
此
、
無
レ
不
レ

作
レ
雌
‘
輿
―
―
供
給
一
義
相
近
、
衛
包
作
レ
恭
‘
非
也
。

0
た
て
ま
つ
る
。
さ
さ
げ
る
。
〔
玉
篇
〕
熊
‘
奉
也
。

参
つ
つ
し
む
。
恭
(
4
-
1
0
5
9
6
)

に
通
す
°
〔
字
i
[

果〕

キ
，
司
ウ

ク

冨
】
岬
ケ
ン

輝
(
1
2
-
4
8
8
3
5
)
に
同
じ
。
〔
篇
海

類
編
〕
僭
、
同
レ
輝
゜

【輝】岬
ケ
ン

籠
(
1
2
ー

4
8
8
3
4
)
に
同
じ
。
〔
正
字

通
〕
輝
、
同
レ
籠
°

小
日
□
口
〇
龍
の
ひ
れ
。
輝
(
1
2
-
4
8
8
3

子

n
そ
蕩
＇
豪

5
)

に
同
じ
。
〔
説
文
〕
籠
‘
龍
苦
脊
上
籠

籠
也
、
八
レ
龍

ff臀
゜
〔
集
韻
〕
籠
‘
龍
背
堅
骨
。
〔
正

字
通
〕
韓
、
同
レ
籠
。

O
又
‘
瀧
(
1
2
-
4
8
8
2
1
)

に
作

る
。
〔
集
韻
〕
籠
‘
亦
書
作
レ
瀧
。

【
籠
】
[
口
テ
ブ
〔
集
韻
〕
的
協
切

〔
集
韻
〕
悦
結
切

ゲ

ッ
ゲ
チ

回 日
ヶ
ン

〔
集
韻
〕
経
天
切

圏圏囲

【
聾
】
[
’

朧

(
1
2
-
4
8
8
3
2
)
に
同
じ
。
〔
説
文

長
箋
〕
聾
、
同
レ
朧
。

ロ
ウ

抄
‘
人
倫
部
、
男
女
類
‘
朧
人
〕
唐
韻
云
‘
朧
‘
楊
氏
漢
語

抄
云
‘
朧
‘
馬
人
‘
久
知
止
利
、
乗
レ
馬
、
又
牽
也
。

襲
慇
也
‘
輿
紐
同
。
〔
書
‘
尭
典
〕
象
恭
沿
レ
天
。

〔
漢
書
‘
王
尊
博
〕
象
聾
沿
レ
天
。
R
共
（
2
-
1
4
5
8
)

に
通
す
。
〔
漢
書
、
古
今
人
表
〕
共
工
氏
。
〔
注
〕
師

古
日
‘
共
‘
讀
日
レ
腺
。
R
姓
。
〔
古
今
姓
氏
書
耕

證
〕
其
先
共
氏
避
レ
難
‘
加
レ
龍
為
レ
腿
‘
漢
有
―
―
聾

遂↓

【
腹
穎
】
1

苔ヴ

0
南
朝
宋
‘
遂
寧
の
人
。
少
く
し
て
學

を
好
み
‘
益
州
刺
史
毛
暖
、
辟
し
て
従
事
と
す
。
暖
、
誰

縦
に
殺
さ
れ
、
故
吏
並
ぴ
に
逃
亡
す
。
穎
‘
琥
哭
奔
赴

し
‘
靖
送
幡
を
以
て
す
。
後
‘
縦
僭
琥
し
‘
證
を
備
へ
て

徴
す
る
も
應
ぜ
ず
‘
脅
す
に
兵
刃
を
以
て
す
る
も
屈
せ

ず
。
蜀
平
定
し
、
迭
に
辟
引
さ
れ
、
遂
に
朝
命
を
被
ら

ず
‘
家
に
終
る
。
〔
宋
書
、
九
十
一
〕
．
〔
南
史
‘
七
十
三
〕
。

0
宋
、
邪
武
の
人
。
恨
儀
の
従
子
。
字
は
同
秀
。
謡
は

端
。
初
、
南
唐
に
仕
へ
、
宋
に
蹄
し
、
御
史
大
夫
と
な

る
。
憧
俄
‘
慮
綽
に
殺
さ
れ
‘
鋒
は
旋
つ
て
宋
に
降
り
、

額
と
同
朝
と
な
る
。
穎
‘
私
か
に
鐵
簡
を
袖
に
し
‘
之
を

朝
に
撃
つ
。
太
阻
遂
に
綺
を
誅
し
、
穎
を
義
と
し
て
秤

す
。
太
宗
の
時
‘
桧
校
司
徒
・
持
節
螢
州
諸
軍
事
に
至

る
。
〔
部
武
府
志
〕
。

【
襲
開
】
2

け
ヴ
宋
‘
淮
陰
の
人
。
字
は
聖
予
（
聖
輿
）
゜
琥

は
翠
巖
。
別
琥
は
編
城
曳
。
景
定
中
‘
雨
淮
制
置
司
監
官

を
授
け
ら
る
。
宋
亡
ぴ
て
仕
へ
ず
。
詩
文
及
び
古
隷
に

巧
。
〔
新
元
史
‘
二
百
四
十
一
〕
．
〔
南
宋
書
‘
六
十
三
〕
・

〔
宋
史
翼
、
三
十
五
〕
・
〔
宋
遺
民
録
‘
十
〕
・
〔
宋
季
忠
義

録
‘
十
五
〕
。

【
巽
惜
】
3

咋
’
渇
明
、
松
江
華
亭
の
人
。
字
は
次
元
。
嘉

靖
の
進
士
。
官
は
御
史
。
馬
市
の
事
を
以
て
尚
書
史
道

を
疏
劾
し
‘
仇
鸞
に
陥
れ
ら
れ
て
廷
杖
を
受
く
。
後
、
湖

廣
副
使
と
な
る
。
〔
明
史
‘
二
百
九
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
日
九

十
一
〕
．
〔
蘭
覺
法
黎
録
‘
十
七
〕
。

【
襲
行
】
4

閥
ゥ
つ
つ
し
み
行
ふ
こ
と
。
牒
は
恭
゜
〔
魏

志
‘
鍾
會
傭
〕
是
以
命
授
土
ハ
師
五
-
1

行
天
罰
症
西
耀

州
・
鎮
西
諸
軍
‘
五
道
並
進
。
〔
氾
嘩
‘
宦
者
債
論
〕
雖
哀

紹
巽
行
‘
斐
夷
無
＞
餘
‘
然
以
レ
暴
易
レ
胤
‘
亦
何
云
及
。

〔
注
〕
善
曰
‘
尚
書
曰
、
今
予
恭
行
―
―
天
之
罰
二
清
曰
‘
罪

行
‘
謂
ユ
空
行
天
子
命
罰
一
也
。

【
腺
穀
】
5

t

匁
明
‘
鉛
山
の
人
。
洪
武
中
、
明
経
を

以
て
廣
信
に
分
教
す
。
御
史
葉
孟
芳
に
其
の
學
行
を

薦
め
ら
れ
、
入
っ
て
四
輔
官
と
な
る
。
老
を
以
て
蹄
を

乞
ひ
‘
又
‘
召
さ
れ
て
祭
酒
と
な
り
、
官
に
卒
す
。
著
に

経
野
類
紗
．
賠
湖
集
が
あ
る
。
〔
明
史
、
一
百
三
十
七
〕
・

〔
明
史
稿
‘
一
百
二
十
五
〕
・
〔
國
朝
列
卿
記
‘
六
•
二
日
五

十
八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
六
十
〕
．
〔
明
詩
紀
事
、
甲
‘

十
二
〕
・
〔
開
國
臣
博
‘
七
〕
。

【
熊
鑑
]
6
"
，
喝
清
‘
錢
塘
の
人
。
字
は
齢
上
。
又
、
明

水
。
薙
正
の
抜
貢
生
。
官
は
甘
泉
縣
知
。
経
學
に
精
通

す
。
著
に
毛
詩
疏
説
・
狸
甘
泉
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
四

百
八
十
二
〕
．
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
二
十
八
〕
．
〔
國
朝

先
正
事
略
‘
五
十
二
〕
。

【
腿
祈
】

7"ョ
ゥ
南
朝
宋
の
人
。
玄
之
の
従
孫
。
字
は

孟
道
。
玄
之
及
ぴ
祈
の
父
黎
民
‘
並
ぴ
に
徴
辟
に
應
ぜ

ず
。
祈
、
風
姿
端
雅
‘
容
止
観
る
べ
し
。
中
書
郎
苑
述
‘
之

を
見
、
歎
じ
て
日
く
‘
こ
れ
荊
楚
の
仙
人
な
り
と
。
少

よ
り
徴
辟
す
べ
て
就
か
ず
。
〔
宋
書
、
九
十
三
〕
・
〔
南
史
‘

七
十
五
〕
。

【
腺
輝
】
8
nョ
ゥ
明
‘
餘
挑
の
人
。
字
は
賓
卿
。
嘉
靖

の
進
士
。
時
に
仁
壽
宮
造
螢
の
事
あ
り
。
螢
繕
司

t
事

を
以
て
木
を
四
川
に
督
し
、
大
木
五
千
餘
株
を
得
。
部

局
訓
令
し
て
、
再
ぴ
其
の
敷
を
倍
加
せ
ん
こ
と
を
望

む
。
民
情
洵
凋
た
り
。
輝
‘
乃
ち
山
川
の
陰
悪
に
し
て
‘

韓
運
骰
苦
等
の
状
を
綸
に
し
て
以
て
進
め
‘
党
に
停
止

せ
し
む
。
後
、
エ
部
左
侍
郎
に
至
る
。
著
に
全
挟
政
要
略

が
あ
る
。
〔
國
朝
猷
徴
録
‘
五
十
一
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
、
一

百
一
•
二
日
四
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
一
〕
。

[
腺
丘
】
，
乳
°
縣
名
。
隋
‘
罹
く
。
故
治
は
山
束
省
寧

陽
縣
゜

【
罪
吉
】10
”
•
ウ
宋
の
人
。
善
く
免
を
書
き
‘
時
人
の
及

ば
ざ
る
所
と
す
。
〔
藍
搬
〕
。

【
腹
汲
】
ll

乃
漢
の
循
吏
‘
襲
遂
と
汲
究
の
併
梢
゜
〔
謝

憲
運
‘
遊
嶺
門
山
詩
〕
西
京
誰
使
政
‘
襲
汲
紐
良

吏↓

【
腹
況
】
1
2
i
謬
宋
、
部
武
の
人
。
程
の
子
。
字
は
潜
之
。

崇
寧
の
進
士
。
文
章
學
術
‘
蘇
過
と
名
を
齋
し
う
し
‘
腹

蘇
と
琥
す
。
其
の
先
の
中
隠
堂
に
因
み
、
自
ら
起
隠
子

と
琥
す
。
官
は
祠
部
貝
外
郎
。
〔
太
倉
州
志
〕
。

【
翡
讃
】
13

パ
ヨ
，
＂
明
の
人
。
督
の
子
。
字
は
大
章
。
一
名
は

翔
。
私
盆
は
安
節
先
生
。
年
十
七
に
し
て
金
川
門
卒
と

な
る
。
燕
兵
至
る
に
及
ん
で
慟
哭
し
て
去
り
、
隠
居
し

て
教
授
す
。
後
、
巡
撫
周
枕
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
が
‘
覚
に

官
に
就
か
ず
。
著
に
野
古
集
が
あ
る
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘

二
日
八
十
七
〕
．
〔
國
朝
獣
徴
録
‘
二
日
十
六
〕
．
〔
國
朝
名

世
類
苑
、
四
・
十
七
〕
．
〔
明
名
臣
言
行
録
‘
十
三
〕
．
〔
昭
代

明
良
録
‘
十
九
・
ニ
十
〕
・
〔
明
人
小
博
‘
一
〕
．
〔
績
呉
先
賢

讚
十
二
〕
・
〔
梅
花
草
堂
集
‘
二
〕
．
〔
明
詩
綜
‘
十
六
〕
・

〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
+
-
―
〕
・
〔
績
蔵
書
、
七
〕
．
〔
明
詩
紀

事
、
乙
、
二
〕
・
〔
列
朝
詩
集
小
傭
‘
甲
〕
。

【
熊
夫
】
14

砕
'
[
宋
、
滋
州
の
人
。
字
は
彦
和
。
清
介
自

ら
守
り
、
重
名
あ
り
。
進
士
に
學
げ
ら
れ
、
河
陽
判
官

に
策
書
す
。
紹
聖
の
初
、
監
察
御
史
に
擢
ん
で
ら
れ
た

が
、
親
老
い
た
る
を
以
て
‘
求
め
て
相
州
に
通
判
し
‘
洛

州
に
知
た
り
。
徽
宗
立
ち
、
召
さ
れ
て
殿
中
侍
御
史
を

拝
し
、
始
め
て
上
殿
し
、
即
ち
章
惇
・
保
下
の
奸
邪
を
論

じ
‘
又
係
京
の
罪
悪
を
論
じ
‘
三
人
皆
去
る
。
後
、
事
に

坐
し
て
房
州
に
編
管
せ
ら
れ
、
化
州
に
徒
さ
れ
‘
徒
歩
‘

貶
所
に
適
き
‘
扇
を
持
ち
錢
を
乞
う
て
自
給
す
。
赦
に

遇
ひ
‘
蹄
つ
て
卒
す
。
〔
宋
史
、
三
百
四
十
六
〕
．
〔
宋
史
新

編
‘
二
日
二
十
三
〕
．
〔
東
都
事
略
‘
二
日
〕
．
〔
宋
元
學
案
、

十
九
〕
。

【
牒
陳
】
15

砕
臼
晉
の
陳
照
‘
易
を
善
く
す
‘
其
の
臨
終

に
妻
に
版
を
授
け
て
曰
く
‘
吾
が
亡
後
五
年
‘
姓
腹
な

る
使
者
来
る
。
其
の
人
‘
吾
が
金
を
負
ふ
。
こ
の
版
に
よ

つ
て
求
め
よ
と
。
期
日
に
襲
使
者
、
亭
中
に
止
る
。
妻
‘

版
を
持
つ
て
責
む
。
使
者
憫
然
と
し
て
其
の
理
を
知
ら

ず
‘
し
ば
ら
く
し
て
著
を
取
っ
て
之
を
第
す
。
卦
成
り
、

歎
息
し
て
妙
哉
陳
生
と
い
ひ
‘
其
の
妻
に
い
つ
て
曰

く
‘
我
、
金
を
負
は
ず
。
汝
の
賢
夫
に
金
有
り
‘
我
が
易

を
善
く
す
る
を
知
り
、
書
版
を
以
て
意
を
寄
せ
た
り
。

今
五
百
斤
あ
り
、
青
甕
を
以
て
盛
り
銅
袢
を
以
て
覆

ひ
‘
堂
屋
の
東
端
に
あ
り
と
。
還
つ
て
掘
れ
ば
‘
其
の

ト
の
如
し
と
い
ふ
。
〔
蘇
拭
‘
題
-
―
文
輿
可
墨
竹
一
詩
〕
知

昔
古
難
レ
合
、
奄
忽
不
―
―
少
待
↓
誰
云
死
生
隔
、
相
見
如
ニ

襲
陳
↓
〔
注
〕
晉
藝
術
照
陳
博
‘
照
善
レ
易
、
臨
終
版
授
二

其
妻
1

曰
‘
吾
亡
後
五
年
、
有
,
,
詔
使
―
来
、
姓
巽
、
此
人

負,,
吾
金
面
附
竪
此
版
玉

9
之
、
期
日
果
有
如
寒
使
者
一

止
"
亭
中
玉
妻
遂
資
レ
版
‘
往
資
レ
之
‘
使
者
憫
然
不
レ
知
二

所
以
百
区
久
乃
命
取
レ
著
笙
レ
之
、
卦
成
‘
歎
曰
‘
妙
哉
陳

生
‘
於
足
告
照
妻
百
‘
吾
不
レ
負
レ
金
‘
賢
夫
自
有
レ

金
‘
知
喜
善
＞
易
、
故
書
版
以
寄
レ
意
耳
‘
今
有
1

一
金
五
百

13743 



）
斤
↓
盛
以
,
,
青
甕
↓
覆
以
銅
袢
↓
埋
在
堂
屋
東
頭
一
還
〔
束
都
事
略
‘
一
百
十
四
〕
．
〔
元
祐
黛
人
博
‘
三
〕
．
〔
宋
元

學
案
、
九
十
八
〕
。

8
 
8

掘
レ
之
、
皆
如
レ
ト
。

切
【
襲
黄
】
16

砂
漢
の
循
吏
、
襲
遂
と
黄
覇
。
〔
砕
能
、
将
レ
【
襲
弘
】
23

戎
咋
＇
ゥ
明
‘
蘇
州
嘉
定
の
人
。
字
は
元
之
。
成

88

赴
レ
鎮
徴
太
康
縣
有
レ
題
詩
〕
棧
入
―
―
東
郊
一
便
太
康
、
自
化
の
進
士
。
官
は
正
徳
中
、
湖
廣
布
政
使
。
黄
河
溢
れ
‘

⑭
聴
何
暮
登
襲
黄
゜
〔
白
居
易
‘
郡
齋
暇
日
憶
―
―
薩
山
神
堂
―
應
天
手
よ
り
右
副
都
御
史
に
抜
擢
さ
れ
、
河
道
を
総
督

云
云
詩
〕
有
1
-
l

期
追
―
―
永
遠
五
空
政
紺
―
―
襲
黄
↓
〔
劉
子
輩
‘
す
。
武
宗
南
巡
の
折
‘
幹
事
老
臣
と
梢
せ
ら
る
。
エ
部

）
詩
〕
治
辰
唐
推
函
衛
精
盆
炉
民
漢
許
1

一
襲
黄
最
一
尚
書
に
再
遷
し
、
並
に
河
事
を
領
す
。
嘉
靖
の
初
、
卒

6
 
7

【
翡
喚
】
"
[
努
元
、
進
賢
の
人
。
字
は
幼
文
。
五
純
に
す
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
二
百
五
十
一
〕
・
〔
國
朝
獣
徴
録
‘

17

精
通
し
、
饒
應
中
に
師
事
す
。
明
橙
返
射
を
以
て
務
と
五
十
〕
．
〔
國
朝
列
卿
記
‘
一
百
ニ
・
一
百
四
十
一
〕
．
〔
本

88

為
す
。
泉
峯
下
に
寓
居
し
、
人
‘
泉
峯
先
生
と
楢
す
。
〔
宋
朝
分
省
人
物
孜
‘
二
十
〕
。

元

學

案

‘

八

十

三

〕

。

【

態

牡

】

24

芯
ゥ
晉
‘
巴
西
の
人
。
字
は
子
瑶
゜
己
を
潔
く

4
 

【
襲
寛
】
18

読
ク
漢
、
洛
陽
の
人
。
書
を
能
く
し
、
尤
も
し
て
自
ら
守
り
、
郷
人
礁
秀
と
名
を
齊
し
う
す
。
父
の

牛
馬
飛
鳥
に
巧
゜
〔
西
京
雑
記
‘
-
―
〕
゜
叔
、
李
特
に
害
さ
れ
、
牡
‘
積
年
除
喪
せ
ず
‘
卒
に
李
壽
の

【
熊
煽
】
19

牧
ゥ
明
、
晉
江
の
人
。
字
は
延
障
。
刻
志
し
手
を
瑕
り
、
特
の
孫
、
期
を
殺
す
。
後
、
壽
の
僭
偽
を
諫

て
學
を
為
し
、
詩
文
に
巧
。
洪
武
中
、
薦
に
常
る
も
、
親
め
て
従
は
れ
ず
‘
遂
に
騨
と
稲
し
て
終
身
成
都
に
至
ら

老
い
た
る
を
以
て
欝
る
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
七
十
ず
。
李
勢
の
時
‘
卒
す
。
〔
晉
書
、
九
十
四
〕
。

-

〕

。

【

寵

策

】

25

乃
清
、
武
進
の
人
。
字
は
晉
之
。
琥
は
天

【
罪
賢
】
20

乃
＇
ゥ
清
、
i

昆
山
の
人
。
一
名
は
登
賢
。
字
は
半
岳
山
人
。
明
の
諸
生
。
史
學
に
究
心
し
、
尤
も
詩
賦
に

千
゜
琥
は
半
畝
・
野
遺
。
晩
琥
は
柴
丈
人
・
掃
落
葉
僧
。
金
巧
。
明
亡
ぶ
る
や
、
金
陵
燕
憂
懐
古
の
絶
句
、
各
：
百
首

陵
に
流
寓
す
。
山
水
蓋
を
善
く
し
、
八
家
の
一
と
為
り
‘
を
作
る
。
順
治
中
、
貢
を
以
て
太
學
に
入
り
、
郡
州
同

詩
に
巧
。
黄
周
星
・
周
亮
工
・
朱
葬
尊
、
皆
之
を
推
許
す
。
知
を
授
け
ら
る
。
官
に
之
き
、
敷
月
な
ら
ず
し
て
卒
す
。

又
、
書
法
に
巧
。
行
草
雄
奇
奔
放
、
な
ほ
矩
護
を
失
せ
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
四
百
二
十
三
〕
。

ず
。
書
室
を
香
草
堂
と
い
ふ
。
著
に
藍
訣
・
香
草
堂
集
が
【
郎
谷
[
】
26

芥
ゥ
明
、
太
倉
の
人
。
字
は
叔
言
。
資
性
‘
人

あ
る
。
〔
清
史
稿
、
五
百
九
〕
．
〔
國
朝
著
獣
類
徴
‘
四
百
七
を
兼
ぬ
。
嘗
て
史
記
を
讀
み
‘
一
年
を
経
ず
し
て
人
に

十
七
〕
．
〔
清
書
一
家
詩
史
、
甲
、
丁
〕
・
〔
國
朝
書
書
家
筆
録
‘
試
み
ら
れ
て
一
字
も
差
は
ず
。
官
は
洪
武
中
、
岳
州
學

二

〕

・

〔

國

朝

蓋

識

、

三

〕

。

正

。

後

、

兵

科

給

事

中

に

累

遷

す

。

言

事

に

坐

し

―

帝

意

に

【
罪
謙
】
21

丸
？
明
、
高
郵
の
人
。
字
は
廷
盆
。
進
士
。
反
件
し
て
其
の
家
を
籍
せ
ら
る
。
僅
か
に
絹
二
匹
を
賜

官
は
御
史
。
雨
浙
を
巡
堕
し
、
法
を
執
り
姦
を
除
く
。
ひ
‘
五
開
衛
に
滴
戌
せ
ら
る
。
〔
梅
花
草
堂
集
、
二
〕
。

都
御
史
各
省
に
牒
行
し
、
式
と
な
さ
し
め
‘
名
臀
一
時

U
襲
識
】
27

ベE
ヴ
宋
、
邪
武
の
人
。
恨
儀
の
子
。
徒
つ
て

に
重
ん
ぜ
ら
る
。
〔
明
史
稿
、
二
日
三
十
九
〕
．
〔
尚
友
録
‘
呉
に
居
る
。
字
は
獣
甫
。
端
挟
の
進
士
。
大
中
祥
符

一

〕

。

中

、

監

察

御

史

に

薦

擢

さ

れ

、

殿

中

侍

御

史

に

遷

る

。

【
襲
原
】
22

カ
ゥ
宋
、
遂
昌
の
人
。
字
は
深
之
。
進
士
。
元
宋
‘
唐
制
を
襲
ひ
‘
御
史
は
専
言
の
職
に
あ
ら
ざ
る
を

翌
中
‘
國
子
疸
講
を
授
け
ら
る
。
徽
宗
の
初
‘
給
事
中
に
以
て
‘
始
め
て
學
術
醇
正
‘
操
履
端
方
、
朝
廷
を
綱
紀
す

陸
り
、
哲
宗
喪
服
の
事
を
論
じ
、
南
康
軍
知
に
貶
誦
さ
べ
き
者
を
捧
ぴ
、
憂
に
入
っ
て
事
を
言
は
し
む
。
識
、

る
。
再
起
し
て
兵
工
部
一
一
侍
郎
を
歴
‘
又
、
職
を
奪
は
れ
首
と
し
て
選
ば
る
。
違
年
、
目
疾
を
以
て
退
を
求
む
。

て
和
州
に
居
り
‘
尋
い
で
奄
州
に
起
用
さ
れ
、
命
下
つ
検
校
司
封
郎
中
・
平
江
軍
節
度
副
使
を
授
け
ら
る
。
〔
邪

て
卒
す
。
幼
時
、
王
安
石
に
師
事
す
。
國
子
司
業
た
り
武
府
志
〕
＾
)

し
時
、
王
氏
父
子
撰
の
経
義
刊
板
を
以
て
學
者
に
博
【
饉
~
i】2
8
合
ゥ
宋
‘
和
州
の
人
。
字
は
清
道
。
原
の
孫
。

へ
、
一
時
學
校
摯
子
の
文
‘
靡
然
と
し
て
之
に
従
ふ
。
文
襦
、
衣
に
勝
へ
ざ
る
が
如
し
。
建
炎
の
初
、
金
人
郡

〔
宋
史
、
三
百
五
十
三
〕
・
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
二
十
三
〕
．
縣
を
陥
る
と
聞
き
、
蝋
ち
念
悪
し
て
食
せ
ず
。
金
の

龍

部

〔
六
盪
〕

襲

几
枇
‘
和
州
に
撮
る
や
、
揖
、
家
憧
を
卒
ゐ
て
之
を
襲

ひ
、
千
戸
を
獲
る
こ
と
一
―
‘
繋
累
者
散
百
人
な
り
。
俄
か

に
し
て
金
兵
大
い
に
至
る
。
柑
其
の
衆
を
庵
い
て
日

く
、
今
日
醐
死
す
る
も
、
亦
義
士
た
る
に
足
る
と
。
遂
に

之
に
死
す
。
年
二
十
一
―
゜
〔
宋
史
、
四
百
五
十
一
―
〕
・
〔
宋
史

新
編
‘
二
日
二
十
三
〕
・
〔
南
宋
書
、
二
十
七
〕
。

【
腹
渫
】
29

ペ
匁
宋
、
高
郵
の
人
。
呉
に
徒
る
。
字
は
深

文
。
官
‘
司
農
卿
に
至
る
。
國
亡
ぴ
、
士
大
夫
、
班
行
に

居
る
者
、
例
に
随
つ
て
北
上
。
凍
、
幸
縣
に
至
り
、
食
は

ず

し

て

卒

す

。

〔

萬

姓

統

譜

〕

。

「

字

。

【
襲
襲
】
30

ふ
匁
―
―
一
國
蜀
、
董
蕨
(
9
ー

3
1
4
3
3
:
 6
1
)

の

【
腺
含
】
31

バ
喝
漢
、
武
原
の
人
。
字
は
君
情
。
五
経
に
精

通
し
‘
魯
詩
を
以
て
教
授
す
。
罪
勝
と
倶
に
、
世
之
を
楚

の
柄
雌
と
い
ふ
。
勝
の
推
薦
に
よ
り
‘
徴
さ
れ
て
諫
大

夫
を
拝
す
。
病
を
以
て
退
き
‘
復
徴
さ
れ
て
博
士
と
為

り
、
又
病
を
以
て
退
く
。
哀
帝
の
時
‘
太
山
太
守
を
授
け

ら
る
。
敷
月
に
し
て
骸
骨
を
乞
ひ
、
再
ぴ
徴
さ
れ
る
も

党
に
起
た
ず
、
家
に
卒
す
。
〔
前
漢
書
、
七
十
一
―
〕
゜

【
熊
瑾
]
3
2

ふ
焚
元
の
人
。
凍
の
子
。
字
は
子
敬
゜
琥
は
存

悔
齋
。
幼
時
‘
徐
碗
の
幕
下
に
居
り
、
後
、
和
靖
學
道
雨

書
院
山
長
を
授
け
ら
る
。
江
浙
儒
學
副
提
學
を
以
て
致

仕
す
。
瑾
、
善
く
文
を
闇
し
、
刻
意
し
て
書
を
學
ぴ
、
詩

格
侃
爽
な
り
。
著
に
存
悔
齋
集
が
あ
る
。
〔
新
元
史
‘
二

百
三
十
七
〕
。

【
腺
春
】
33

唸
宜
興
の
著
名
な
陶
工
。
明
の
呉
願
山

の
家
憧
。
供
春
(

1

|

6
0
5
 :
 3
4
)

に
同
じ
。

【
襲
勝
】
34

認
漢
、
彰
城
の
人
。
字
は
君
賓
。
郡
吏
と

為
り
、
三
た
ぴ
孝
廉
に
學
げ
ら
れ
、
再
び
財
と
な
り
、
一

た
ぴ
丞
と
な
る
。
州
、
茂
オ
に
翠
げ
、
重
泉
令
を
授
く
。

病
を
以
て
免
ぜ
ら
る
。
哀
帝
の
時
‘
徴
さ
れ
て
諫
大
夫

を
拝
す
。
光
誅
大
夫
・
諸
吏
給
事
中
に
累
遷
し
、
出
で
て

渤
海
太
守
に
轄
じ
、
病
を
以
て
免
ぜ
ら
る
。
後
‘
復
た
徴

さ
れ
て
光
誅
大
夫
を
授
け
ら
る
。
王
葬
が
政
を
乗
る
や

蹄
を
乞
ふ
。
祥
‘
使
者
を
遣
し
て
こ
れ
を
徴
す
。
勝
因
つ

て
門
人
に
警
め
し
む
る
に
棺
敏
喪
事
を
以
て
す
。
語
畢

り
途
に
復
た
開
口
飲
食
せ
ず
‘
十
四
日
に
し
て
死
す
。

年
七
十
有
九
。
〔
前
漢
書
、
七
十
二
〕
。

〖
翡
勝
潔
〗3
5
"ョ
パ
な
ゥ
漢
の
聘
勝
が
王
非
に
従
は
な

い
で
餓
死
し
た
故
事
。
〔
謝
枯
得
、
初
到
―
―
建
寧
―
賦
詩
〕

天
下
久
無
一
輝
翡
勝
潔
T

人
間
何
蜀
伯
夷
清
。

〖
腺
勝
不
屈
〗36
乃
呵g

‘
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
襲
勝
、

4
4

名
節
高
ぐ
‘
哀
帝
の
時
‘
光
腺
大
夫
と
な
り
、
王
非
が
政

37

を
と
る
や
職
を
辞
す
。
王
袢
、
再
三
謄
を
厚
く
し
て
召
ー

す
も
應
ぜ
ず
、
病
篤
し
と
梢
し
、
一
身
を
以
て
二
姓
に

事
へ
な
ば
何
ぞ
故
士
に
見
え
ん
や
と
語
り
‘
絶
食
し
て

死
ん
だ
故
事
。
〔
漢
書
‘
雨
襲
傭
〕
雨
襲
‘
皆
楚
人
也
、
勝

字
君
賓
‘
含
字
君
偕
、
二
人
相
友
‘
並
著
二
名
節
五
故
世

詞
之
楚
雨
襲
云
云
‘
餌
光
禄
大
夫
云
云
‘
王
非
乗
レ

政
、
勝
息
漢
倶
乞
骸
骨
五
云
‘
袢
既
纂
徊
‘
云
云
‘

勝
梢
レ
疾
不
レ
應
レ
徴
‘
云
云
、
勝
自
知
レ
不
レ
見
レ
競
‘
即

謂
暉
等
↓
吾
受
―
―
漢
家
厚
恩
エ
」
―
―
以
報
ー
今
年
老
芙
、
旦

暮
入
レ
地
、
誼
登
以
二
身
云
デ
三
姓
伶
＇
見
―
―
故
主
一
哉
、

勝
因
赦
以
二
棺
欽
喪
事
↓
衣
周
―
―
於
身
面
棺
周
―
―
於
衣
↓
勿
下

商
レ
俗
動
―
―
吾
家
五
種
レ
柏
作
．
祠
堂
転
g
畢
‘
遂
不
―
―
復
開
レ

ロ
飲
食
玉
積
十
四
日
死
、
死
時
七
十
九
芙
゜

【
巽
遂
】
31

沿
，
ウ
漢
、
南
平
陽
の
人
。
字
は
少
卿
。
明
経
を

以
て
昌
邑
王
の
郎
中
令
を
授
け
ら
る
。
剛
毅
に
し
て
大

〗
喜

さ
る
。
宣
帝
の
初
‘
勃
海
の
盗
賊
並
起
し
、
郡
守
制
す
る

能
は
ず
。
―
帝
遂
を
以
て
勃
海
太
守
と
為
し
‘
息
盗
の
術

を
召
問
す
。
遂
日
く
、
乱
民
を
治
む
る
は
‘
猶
胤
縄
を
治

む
る
が
如
し
。
唯
；
こ
れ
を
緩
め
て
然
る
後
治
む
べ
し
。

願
は
く
ば
文
法
に
拘
す
る
こ
と
無
か
れ
と
。
こ
れ
に
従

ひ
‘
郡
遂
に
大
い
に
治
る
。
徴
さ
れ
て
水
衡
都
尉
を
授

け
ら
れ
、
官
に
卒
す
。
〔
前
漢
書
、
八
十
九
〕
。

〖
牒
遂
勧
農
〗38
バ
唸
店
蒙
求
の
標
題
。
漢
の
襲
遂
‘

明
経
を
以
て
官
に
つ
く
。
宣
帝
の
時
‘
勃
海
郡
を
治
め
‘

盗
賊
を
虚
く
平
定
し
、
自
ら
倹
約
し
、
民
に
農
桑
を
勧

め
た
の
で
、
民
大
い
に
富
ん
だ
故
事
。
〔
漢
書
、
循
吏
‘

襲
遂
傭
〕
至
1

一
渤
海
界
一
郡
聞
二
新
太
守
至
一
猜
レ
兵
以

迎
‘
遂
皆
遣
還
、
移
レ
書
勅
1
1

閏
縣
一
悉
罷
下
逐
―
―
捕
盗
賊
―

吏
い
諸
持
餌
鉤
田
臨
者
‘
皆
為
石
苔
空
吏
無
レ
得
レ
問
、

持
レ
兵
者
、
廼
為
1

一
盗
賊
云
遂
箪
車
燭
行
至
レ
府
‘
郡
中
倉

―
四
八
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然
、
盗
賊
亦
皆
罷
‘
云
云
‘
遂
見
T

齊
俗
奢
移
好
1

一
末
技
―

U
関
端
】
45

”

ダ

ヴ

宋

‘

瑞

州

新

昌

の

人

。

字

は

徳

荘

。

元

蜜

夷

に

害

せ

ら

る

。

も

心

を

河

務

に

留

む

。

著

に

黄

淮

安

瀾

先

資

編

・

十

一

―

―

不
•
田
作
い
廼
射
卒
以
倹
約
面
勤
レ
民
務
―
―
農
桑
一
令

n一
口
符
の
進
士
。
靖
康
中
、
時
事
の
失
を
極
論
す
。
将
作
監
【
襲
願
正
]
5
6
代
号
宋
、
遂
昌
の
人
。
原
の
孫
。
字
は
養
経
客
難
が
あ
る
。
〔
清
史
列
博
‘
六
十
八
〕
．
〔
鶴
徴
後
録
‘

種
こ
樹
楡
百
本
饉
五
十
本
葱
一
畦
非
一
家
二
母
哉
五
と
な
る
。
時
に
金
師
大
い
に
入
る
。
端
を
河
東
路
奉
使
正
。
本
名
は
敦
願
。
緯
を
避
け
て
改
む
。
光
宗
の
時
‘
九
〕
。

維
、
民
有
T

蜃
持
刀
剣
者
い
使
賣
伽
買
年
、
賣
レ
刀
参
議
官
と
す
。
京
畿
戒
骰
す
。
憂
忠
病
を
な
し
、
雨
宮
國
史
検
討
官
よ
り
宗
正
丞
を
純
゜
其
の
著
‘
芥
隠
筆
記
【
襲
元
詳
]
6
7

乃
パ
翌
明
‘
長
洲
の
人
。
字
は
子
禎
。
郷

買
し
禎
‘
曰
、
何
為
‘
帯
レ
牛
侃
レ
積
、
春
夏
不
レ
得
レ
不
レ
趨
―
―
北
狩
を
聞
き
、
憤
愧
し
て
卒
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
。
は
考
證
博
治
な
る
も
、
時
に
舛
謬
も
あ
り
。
〔
南
宋
館
閣
に
拳
げ
ら
る
。
官
は
崇
禎
の
初
、
雷
山
教
諭
。
訓
導
の

田
熱
秋
冬
課
―
―
牧
敏
茶
皿
畜
栗
賓
菱
突
↓
芳
来
循
行
‘

H
睫
灘
]
4
6

”
ゥ
灘
の
名
。
四
川
省
酉
陽
縣
の
西
。
烏
江
績
鋒
‘
七
・
九
〕
・
〔
宋
中
興
東
宮
官
僚
題
名
〕
．
〔
四
庫
提
眺
允
恭
と
友
と
し
善
し
。
鳳
賜
陥
る
に
及
ん
で
‘
縣
令

郡

中

皆

有

畜

積

↓

吏

民

皆

富

賓

‘

獄

訟

止

息

。

の

中

。

一

名

、

埼

塔

灘

。

要

、

二

日

十

八

〕

。

と

偕

に

守

禦

す

。

賊

至

り

‘

賊

を

罵

つ

て

死

す

。

〔

明

【
聘
謎
】
39

乃
，
ウ
明
、
南
昌
の
人
。
字
は
子
諫
。
洪
武
中
、
【
襲
程
]
4
7
"
屯
宋
、
郡
武
の
人
。
宗
元
の
子
。
字
は
信
【
襲
有
成
】

57g5ィ
明
‘
蘇
州
嘉
定
の
人
。
字
は
子
完
。
史
‘
―
云
1

九
十
二
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
、
三
百
七
十
八
〕
．

郷
薦
を
以
て
國
學
に
入
る
。
官
は
永
架
中
、
雲
南
殺
事
。
民
。
煕
寧
の
進
士
。
官
は
西
安
丞
・
桐
直
縣
知
。
少
時
、
蹄
有
光
に
學
ぶ
。
官
は
詔
安
令
。
後
‘
蜀
府
長
史
に
累
遷
〔
明
史
稿
‘
-
＿
百
七
十
二
〕
．
〔
績
名
賢
小
紀
〕
．
〔
甲
申
後

秩
渦
ち
て
朝
に
還
り
、
時
政
の
関
失
を
言
ふ
b

9

日

に

竹

支

硼

山

下

に

讀

書

し

、

淡

泊

自

動

‘

家

を

治

む

る

に

古

す

。

亡

臣

表

〕

．

〔

崇

禎

忠

節

録

‘

九

〕

．

〔

勝

朝

殉

節

諸

臣

録

‘

ひ
て
獄
に
下
さ
る
。
宣
徳
の
末
、
四
川
按
察
使
。
滝
獄
を
儀
法
に
遵
ひ
、
記
問
に
精
し
。
郷
人
、
有
闘
書
厨
と
琥
[
腫
往
i

育
】
58

衿
”
清
‘
仁
和
の
人
o

初
名
は
佳
胤
o

字
は
五
〕
゜

決
し
‘
牽
連
を
ふ
さ
ぐ
。
官
に
在
る
こ
と
四
十
餘
年
、
家
す
。
〔
太
倉
州
志
〕
。
祗
錫
。
又
、
介
太
「
。
初
‘
龍
騒
衛
経
歴
を
授
け
ら
る
。
康
熙
【
皿
舌
玄
之
】
68

巧
パ
晉
、
漢
壽
の
人
。
字
は
道
玄
。
好
學

に
儲
蓄
な
し
。
〔
萬
斯
同
明
史
‘
-
―
百
九
〕
・
〔
國
朝
猷
徴
【
態
橙
】
48

燐
‘
ゥ
清
の
人
。
自
珍
の
子
。
字
は
公
襄
。
後
、
中
、
光
誅
寺
卿
に
累
官
す
。
〔
國
朝
者
献
類
徴
‘
四
十
潜
獣
‘
閉
巷
に
安
居
す
。
秀
オ
に
及
第
、
公
府
に
辟
せ

録
‘
九
十
八
〕
．
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
五
十
七
〕
。
字
を
以
て
行
は
る
。
琥
は
石
抱
。
又
、
孝
挟
。
少
く
し
三
〕
・
〔
碑
博
集
、
四
十
〕
。
ら
れ
た
が
皆
就
か
ず
。
孝
武
徴
し
て
散
騎
常
侍
と
し
‘

【
翡
召
]
4
0

誘
‘
ゥ
漢
の
循
吏
の
腹
遂
(
3
7
)

と
召
信
臣
(
2

て
オ
を
以
て
自
負
す
る
も
不
遇
、
上
海
に
流
寓
し
、
英
【
襲
佳
胤
]
5
9

衿
鯰
清
の
人
。
腺
佳
育
を
見
よ
。
郡
縣
褪
を
備
へ
て
敦
逼
す
る
も
‘
固
辞
し
て
行
か
ず
。

ー

3
2
4
1
:
 6
2
)。
人
‘
威
妥
璃
に
依
る
。
経
を
治
る
や
晩
周
西
漢
を
宗
と
【
腫
（
登
~
買
】

6
0”
グ
清
の
人
。
襲
賢

(
2
0
)
を
見
よ
。
導
い
で
家
に
卒
す
。
〔
晉
書
、
九
十
四
〕
。

【
襲
石
】
41

は
ゥ
三
國
呉
‘
豫
章
の
人
。
字
は
顧
光
。
謝
し
、
非
常
異
誼
多
し
。
著
に
詩
本
誼
が
あ
る
。
【
腺
廿
泉
】
61

分
ザ
清
、
襲
鑑
(

6

)

を

い

ふ

。

【

龍

克

和

]
6
9

戎
互
炉
清
の
人
。
克
庸
の
弟
。
字
は
西
麓
°

斐
‘
會
稽
太
守
と
し
て
罪
を
孫
櫂
に
獲
。
石
‘
玲
に
具
表
【
龍
徳
】
4
9
2
匁
漢
‘
梁
國
の
人
。
昔
を
知
り
、
雅
琴
を
【
態
五
平
詐
】
籾
悶
や
清
の
人
。
罪
自
珍
(
7
5
)

を
見
よ
。
妻
の
馬
茎
と
倶
に
書
に
巧
゜

陳
訴
‘
頓
首
血
を
流
す
。
時
に
天
、
大
風
雪
し
、
流
血
、
泳
善
く
す
。
宣
帝
の
時
‘
丞
相
魏
相
薦
め
‘
召
さ
れ
て
待
【
腫
（
琴
徽
t

】
63"g
清
の
人
。
武
進
の
女
子
。
字
は
月
部
。
【
態
舌
溢
E
]
1
0

戎
”
屈
清
、
常
熟
の
人
。
字
は
叔
度
。
官
は

と
な
る
。
櫂
、
感
動
し
、
為
に
斐
を
繹
す
。
〔
尚
友
録
‘
詔
と
な
る
。
〔
前
漢
書
、
六
十
四
下
〕
。
詩
を
能
く
し
、
鋏
蝶
書
に
巧
゜
〔
清
代
閏
閣
詩
人
徴
略
‘
竹
漢
知
縣
。
董
・
詩
・
駐
文
に
巧
。

一

〕

°

[

籠

奮

】

50

巧
芍
漢
の
人
。
官
は
常
山
都
尉
。
魯
論
を
博
四
〕
．
〔
國
朝
書
董
家
筆
録
‘
四
〕
0
 

[
腿
作
梅
】
71

”
ダ
明
、
陳
州
の
人
。
性
、
至
孝
。
年
十

【
腹
泰
]
4
2

乃

ゥ

明

、

義

鳥

の

人

。

字

は

叔

安

。

洪

武

中

、

ふ

。

〔

経

典

繹

文

序

録

〕

。

【

態

旨

早

墨

園

】

64

苔
戸
清
、
間
縣
の
人
。
琥
は
海
峯
。
漕
静
七
に
し
て
父
母
倶
に
死
亡
す
。
雨
柩
疼
に
在
る
時
‘
火

郷
薦
を
以
て
太
學
に
入
る
。
官
は
戸
科
給
事
中
。
建
文
【
態
蘇
心
]
5
1

丸
唸
宋
、
順
昌
の
人
。
字
は
君
美
。
少
よ
り
齋
。
乾
隆
の
進
士
。
官
は
嘉
慶
中
、
合
州
知
州
。
時
に
延
ぎ
て
含
に
及
ぴ
‘
柩
前
に
焚
死
す
。
〔
明
史
‘
二
百
九

の
時
、
都
給
事
中
。
後
‘
俄
に
宮
中
に
火
災
起
り
、
自
ら
俊
偉
。
仁
宗
の
朝
‘
茂
才
異
等
に
攀
げ
ら
れ
、
房
州
推
教
匪
蔓
延
し
、
官
軍
平
定
す
る
能
は
ず
。
景
翰
、
堅
壁
清
十
三
・
ニ
百
九
十
七
〕
．
〔
明
史
稿
、
二
百
七
十
四
〕
．
〔
明

城
下
に
投
じ
て
死
す
。
〔
明
史
、
一
百
四
十
一
―
-
〕
．
〔
萬
斯
官
を
授
け
ら
る
。
張
方
平
と
友
と
し
善
し
。
慶
暦
の
野
の
議
を
奏
上
す
。
経
略
勒
保
以
て
然
り
と
総
し
、
命
末
忠
烈
紀
賓
‘
一
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
十
一
〕
。

同
明
史
‘
一
百
八
十
六
〕
·
〔
明
史
稿
、
一
百
三
十
二
〕
•
初
‘
館
職
を
薦
授
せ
ら
る
。
〔
順
昌
縣
志
〕
。
じ
て
川
東
川
北
に
行
か
し
め
‘
陳
甘
湖
北
各
省
に
次
【
態
エ
士
燕
】

7
2古
パ
清
、
武
進
の
人
。
字
は
武
仕
。
幼
に

〔
國
朝
獣
徴
録
‘
八
十
〕
．
〔
國
朝
名
世
類
苑
、
四
・
十
七
〕
・
【
聾
確
{
]
5
2

吠
喝
元
、
部
武
の
人
。
字
は
行
簡
。
宋
‘
咸
淳
行
し
、
先
後
三
四
年
に
し
て
堡
塞
成
り
、
教
匪
遂
に
し
て
文
を
能
く
し
‘
性
理
を
講
求
す
。
恭
氏
律
呂
新
書

〔
明
名
臣
言
行
録
‘
十
一
〕
・
〔
昭
代
明
良
録
、
十
九
〕
・
〔
本
の
進
士
。
至
元
・
延
祐
中
‘
史
館
編
修
に
充
て
ら
れ
、
崇
次
を
以
て
盪
平
さ
る
。
官
、
蘭
州
知
府
に
終
る
。
著
を
獲
明
し
、
黄
鍾
園
樫
開
方
密
卒
諸
法
を
推
術
す
。
康

朝
分
省
人
物
孜
‘
五
十
二
〕
．
〔
建
文
忠
節
録
〕
．
〔
勝
朝
殉
文
閣
大
學
士
に
累
遷
す
。
泰
定
帝
の
時
‘
佛
戒
を
受
く
に
灌
静
齋
文
紗
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
四
〕
．
煕
中
、
詔
し
て
天
下
知
暦
の
士
を
募
る
や
、
都
に
入
り

節
諸
臣
録
‘
十
二
〕
．
〔
明
書
、
二
日
四
〕
．
〔
績
蔵
書
‘
六
〕
・
る
を
再
疏
切
諫
し
、
罪
を
獲
て
幾
ん
ど
死
せ
ん
と
す
。
〔
清
史
列
博
、
七
十
四
〕
・
〔
國
朝
著
獣
類
徴
‘
二
百
三
十
暦
科
博
士
を
授
け
ら
る
。
著
に
象
緯
考
・
暦
言
大
略
・

〔

備

遺

録

〕

。

尋

い

で

江

西

中

書

参

議

と

な

る

。

〔

邪

武

府

志

〕

。

六

〕

・

〔

文

献

徴

存

録

‘

四

〕

。

天

橙

論

、

及

ぴ

闇

虚

中

星

交

食

定

朔

五

星

諸

論

が

あ

【
熊
鐙
】
43

苔
清
、
陽
湖
の
人
。
字
は
啓
甫
。
嘉
慶
の
進
【
態
涵
り
】
53

吐
渇
明
の
人
。
牒
讃
(
1
3
)

を

見

よ

。

【

襲

健

陽

】

5

カ
炉
清
、
天
門
の
人
。
琥
は
楊
齋
。
碓
正
る
。
〔
消
史
稿
、
五
百
十
一
〕
。

士
。
官
は
内
閣
學
士
に
至
り
、
後
、
鴻
嘘
寺
卿
に
降
さ
[
熊
理
】
5
4
[
ョ
ヴ
明
ヽ
i

昆
山
の
人
o

字
は
彦
文
o

私

盆

は

清

の

進

士

o

官
は
御
史
o

諸
経
四
書
皆
編
纂
有
り
ヽ
尤
も
【
態

s芦
女
】
73

＂互
t

明
の

A
゜
天
申
の
子
；
子
は
伯
恭
o

萬

る
。
〔
國
朝
苦
獣
類
徴
‘
一
百
十
四
〕
．
〔
碑
博
集
補
‘
十
患
。
正
統
の
進
士
。
性
、
方
正
。
官
は
山
東
左
布
政
。
輯
春
秋
を
好
む
。
著
に
胡
博
耕
十
餘
篇
が
あ
る
。
〔
國
朝
暦
の
學
人
。
官
は
徳
陽
縣
の
知
。
崇
禎
中
‘
張
獣
忠
の

六

〕

．

〔

國

朝

書

聾

家

筆

録

‘

―

二

〕

。

を

典

し

學

を

勧

め

、

子

貢

の

墓

を

叢

非

中

よ

り

表

は

者

獣

類

徴

‘

一

百

―

二

十

六

〕

。

蜀

に

寇

す

る

を

死

守

す

。

城

破

れ

之

に

死

す

。

〔

崇

禎

【
腺
郊
】
44

乃
宋
‘
寧
徳
の
人
。
字
は
曇
伯
。
朱
煮
に
し
‘
封
じ
て
之
を
祭
る
。
著
に
最
美
集
が
あ
る
。
〔
梅
花
【
腟
手
元
玲
]
6
6

乃
5

ィ
清
、
南
昌
の
人
。
字
は
鳴
玉
。
又
‘
忠
節
録
‘
―
―
十
九
〕
．
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
七
〕
。

師
事
し
、
口
耳
を
務
め
ず
‘
一
意
射
行
す
。
晩
年
、
楊
復
草
堂
集
‘
三
〕
。
珠
山
。
琥
は
畏
齋
。
鴻
博
に
學
げ
ら
れ
未
だ
遇
せ
ら
れ
【
腹
之
伊
】
＂
べ
ぼ
明
‘
澄
州
の
人
。
字
は
覺
先
。
又
、
茄

と
理
氣
先
後
の
説
を
辮
論
し
、
尤
も
造
詣
あ
り
。
自
ら
【
輝
五
詠
】
55

巧
ゥ
三
國
蜀
、
安
漢
の
人
。
字
は
得
緒
。
先
ず
‘
乾
隆
進
士
に
中
り
、
銅
仁
縣
知
を
拝
す
。
事
に
因
漢
。
琥
は
桃
花
苺
。
萬
暦
の
進
士
。
官
は
常
山
・
錢
塘
縣

南
峯
居
士
と
琥
す
。
詩
文
雑
著
が
あ
る
。
〔
尚
友
鋒
‘
主
が
益
州
を
定
め
し
時
‘
郡
従
事
牙
門
将
と
な
り
、
建
り
撫
州
教
授
に
左
遷
さ
れ
、
復
、
承
審
賓
を
失
す
る
を
知
に
歴
任
す
。
著
に
甲
寅
・
桃
花
i

奄
等
の
集
が
あ
る
。

-

〕

°

典

中

、

越

短

太

守

と

な

る

。

諸

葛

亮

に

随

つ

て

南

征

し

、

以

て

免

ぜ

ら

る

。

元

玲

、

讀

書

を

好

み

‘

性

‘

至

孝

、

尤

【

聾

自

珍

]
7
5

衿
，
乃
清
‘
仁
和
の
人
。
麓
正
の
子
。
字
は
堪

— 

四
九

龍

部

ハ
饗
〕

襲

13745 



龍

部

ハ

豊

腺

瀧

|

ー

|

）
人
。
琥
は
定
黛
•
利
螺
‘
山
民
。
益
詐
と
更
名
す
。
段
玉
裁
史
‘
―
二
百
四
十
六
〕
·
〔
宋
元
學
案
、
十
九
〕
。
名
家
詩
紗
小
博
〕
。

の
外
孫
。
道
光
の
進
士
。
官
は
穂
部
士
事
。
博
學
に
し
て
【
臆
大
萬
】
81

＂口t
，
清
、
武
陵
の
人
。
字
は
開
六
。
琥
は
【
罪
鼎
臣
】
87"ロ
ク
宋
、
須
城
の
人
。
字
は
輔
之
。
景

8
 
3
 
8
 
48

オ
氣
を
負
ひ
、
経
は
公
羊
春
秋
に
通
じ
‘
史
は
西
北
輿
荻
浦
゜
乾
隆
の
進
士
。
官
は
編
修
。
書
室
を
賜
閑
棲
と
い
祐
の
進
士
。
平
陰
主
簿
を
拝
す
。
推
薦
さ
れ
泰
寧
軍
節

一
地
に
通
じ
‘
晩
年
尤
も
佛
乗
を
好
む
。
其
の
文
は
源
を
ふ
。
著
に
賜
閑
棲
詩
集
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
一
度
掌
書
記
に
韓
じ
、
起
居
含
人
に
抜
擢
さ
る
‘
専
い
で

周

秦

諸

子

に

導

き

‘

沈

博

奥

術

、

自

ら

一

家

を

成

し

、

同

百

一

―

十

九

〕

。

諫

院

同

知

よ

り

吏

證

二

部

郎

中

に

歴

任

す

。

神

宗

の

76

光
の
際
‘
一
時
に
盛
行
す
。
著
に
定
直
集
が
あ
る
。
〔
清
【
態
価
ぃ
賢
】

82g”
ケ
ノ
明
‘
光
澤
の
人
。
少
に
し
て
孤
‘
且
朝
、
官
は
大
中
大
夫
に
終
る
。
老
を
以
て
蹄
を
請
ひ
卒

＂
史
稿
‘
四
百
九
十
一
〕
・
〔
清
史
列
博
‘
七
＋
―
二
〕
．
〔
碑
博
つ
家
は
貧
な
り
。
洪
武
の
初
、
母
卒
し
‘
痛
念
已
ま
ず
。
す
。
著
に
東
原
鋒
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
一
云
日
四
十
七
〕
．
〔
宋

7
 
83

集

補

‘

四

十

九

〕

。

木

に

肖

像

を

刻

み

奉

ず

る

こ

と

八

十

年

。

飲

食

衣

服

を

史

新

編

、

一

百

十

七

〕

。

8
 
⑭
【
襲
翔
麟
】
76

牡
戸
／
清
‘
仁
和
の
人
。
佳
育
の
子
。
字
は
始
め
出
入
事
あ
れ
ば
必
ず
告
ぐ
。
〔
本
朝
分
省
人
物
孜
、
【
襲
露
松
】
88

□
パ
ョ
ウ
宋
、
責
硲
の
人
。
琥
は
艮
所
。
理

天
石
。
琥
は
i

衡

圃

。

晩

琥

は

田

居

。

康

熙

の

副

貢

、

御

史

七

十

四

〕

。

學

に

潜

心

す

、

時

に

朱

陸

の

議

論

一

な

ら

ず

‘

霞

松

‘

其

に
歴
官
す
。
詩
詞
に
巧
。
朱
邦
尊
・
李
良
年
・
李
符
・
沈
陣
【
襲
鎮

~
E】8
3”
5
ィ
清
、
江
蘇
華
亭
の
人
。
字
は
文
澄
。
の
説
を
折
中
し
、
四
書
朱
陸
會
同
注
秤
を
苦
は
す
。
時

日
‘
沈
岸
登
と
浙
西
六
家
と
梢
せ
ら
る
。
著
に
田
居
詩
琥
は
秋
紡
。
嘉
慶
中
、
武
生
を
以
て
定
海
継
兵
に
累
擢

A
‘
朱
陸
の
忠
臣
と
捨
す
。
元
に
入
っ
て
仕
へ
ず
‘
徒
を

稿
・
紅
藉
山
荘
詞
選
・
浙
西
六
家
詞
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
‘
さ
る
。
海
盗
を
連
獲
し
、
洋
面
を
廓
清
す
。
士
民
多
く
緊
め
て
講
學
す
。

二
百
八
十
八
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
七
十
一
〕
・
〔
碑
博
集
‘
五
其
の
恵
を
受
け
‘
た
め
に
東
隅
録
を
作
り
、
之
を
頌
す
。
【
態
云
天
申
．
】
89

乃
ク
明
‘
澄
州
の
人
。
字
は
子
徳
。
嘉
靖

十

五

〕

。

〔

績

碑

博

集

‘

四

十

九

〕

。

の

攀

人

。

理

學

に

潜

心

す

。

官

は

骰

尭

二

州

同

知

。

【
熊
恨
儀
】
7
7
A
g

宋
、
部
武
の
人
。
字
は
世
則
。
初
、
南
【
饉
廷
詳
]
8
4
"
け
炉
ウ
明
‘
常
熟
の
人
。
字
は
伯
興
。
崇
【
陣
面
が
願
】
9
0
"
悶
宋
の
人
。
開
願
正
(
5
6
)

を
見
よ
。

唐
に
仕
へ
、
李
燈
の
宋
に
蹄
る
に
随
ひ
‘
駕
部
郎
を
以
禎
の
進
士
。
官
は
輻
王
の
時
‘
中
書
含
人
。
國
詐
必
ず
【
饉
位
培
薙
】
91

内
炉
清
、
杭
州
の
人
。
字
は
蘭
臣
。
諸
生
。

て
飲
州
に
刺
た
り
。
宜
春
の
慮
鋒
、
福
建
に
棚
ら
ん
と
移
る
こ
と
を
知
り
、
書
を
作
っ
て
子
に
輿
へ
、
死
を
以
詩
文
書
藍
に
巧
゜

し
、
衆
藪
千
を
領
し
、
新
安
よ
り
飲
に
入
る
。
城
陥
つ
て
て
自
ら
誓
ふ
。
城
陥
り
、
武
定
橋
下
に
投
じ
て
死
す
。
【
皿
畜
内
誅
】
92

乃
，
炉
明
‘
貴
州
の
人
。
目
、
書
を
知
ら

之
に
死
す
。
〔
邪
武
府
志
〕
。
〔
明
史
‘
二
百
七
十
五
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
―
二
百
六
十
ず
。
腑
志
あ
り
、
齊
力
人
に
過
ぐ
。
嘗
て
劉
梃
に
従
っ

【
聾
遂
榮
】

78"gイ
明
の
人
。
官
は
錦
衣
千
戸
。
時
に
英
八
〕
・
〔
明
史
稿
‘
二
百
五
十
五
〕
．
〔
明
末
忠
烈
紀
賓
‘
十
て
楊
應
龍
を
征
し
て
功
あ
り
。
守
備
に
遷
り
、
建
武
を

宗
已
に
塞
に
入
る
。
遂
榮
‘
書
を
大
學
士
高
穀
に
寓
二
〕
・
〔
績
表
忠
紀
‘
七
〕
．
〔
南
張
繹
史
‘
十
六
〕
．
〔
東
林
列
戌
る
。
奢
崇
明
の
反
す
る
に
及
ん
で
、
衆
に
推
さ
れ
て

し
‘
奉
迎
の
弱
を
言
ふ
。
後
、
穀
‘
其
の
書
を
袖
に
し
入
博
‘
+
〕
．
〔
小
膜
紀
年
、
十
〕
．
〔
前
明
忠
義
別
博
‘
十
九
〕
・
湘
撃
将
軍
と
な
り
、
兵
事
を
掌
る
。
先
後
賊
を
殺
す
こ

朝
し
‘
廷
臣
に
示
し
て
、
武
夫
な
ほ
此
の
證
を
知
る
。
〔
甲
申
後
亡
臣
表
〕
．
〔
崇
禎
忠
節
録
‘
九
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
と
無
敦
。
尋
い
で
兵
少
き
を
以
て
敗
れ
、
之
に
死
す
。

況
ん
や
儒
臣
を
や
と
梢
せ
ら
る
。
尋
い
で
‘
陳
循
に
分
諸
臣
録
‘
六
〕
．
〔
南
都
死
難
紀
略
〕
。
〔
明
史
‘
二
百
九
十
〕
．
〔
萬
斯
同
明
史
‘
一
云
日
七
十
七
〕
．

に
非
ず
し
て
妄
言
す
る
の
罪
を
劾
さ
れ
‘
遂
に
下
獄
せ
【
肱
五
廷
歴
】
85

”5キ清
‘
武
進
の
人
。
字
は
玉
成
。
別
〔
明
史
稿
‘
二
百
七
十
一
〕
・
〔
勝
朝
殉
節
諸
臣
録
‘
五
〕
。

ら
れ
た
が
‘
赦
に
會
つ
て
繹
さ
る
。
〔
篤
斯
同
明
史
‘
-
―
琥
は
震
西
氏
。
順
治
の
進
士
。
官
は
湖
南
推
官
。
著
【
饉
舌
I

華
{
]
9
3
e
臼
”
ヤ
ク
清
、
武
進
の
人
。
字
は
介
眉
。
順
治

百
十
四
〕
・
〔
明
史
稿
、
一
亘
二
十
九
〕
・
〔
昭
代
明
良
鎌
‘
に
稽
古
訂
謡
が
あ
る
。
〔
國
朝
者
獣
類
徴
‘
二
百
四
十
の
學
人
。
書
室
を
吹
萬
閣
と
い
ふ
。
著
に
介
眉
詩
選
・
湘

二

十

〕

．

〔

績

蔵

書

、

十

九

〕

。

九

〕

。

笙

間

草

・

吹

萬

閣

草

が

あ

る

。

【
罪
宗
元
】
79

丑
/
宋
‘
邪
武
の
人
。
識
の
子
。
字
は
會
【
腿
鼎
年
】
86

丸
悶
清
、
合
肥
の
人
。
字
は
孝
升
。
琥
は
【
襲
孟
雙
】
9
4
t
ぢ
元
‘
臨
川
の
人
。
字
は
龍
友
。
宋
‘
咸

之
。
琥
は
武
丘
居
士
。
天
聖
の
進
士
。
官
は
句
容
令
。
伏
芝
麓
゜
詮
は
端
毅
。
明
‘
崇
禎
の
進
士
。
兵
科
給
事
中
を
淳
の
進
士
。
隆
興
監
察
推
官
に
除
せ
ら
れ
、
断
決
流
る

を
樋
し
姦
を
猜
く
こ
と
、
神
の
如
し
。
楊
紘
‘
使
節
を
持
拝
す
。
李
自
成
の
京
師
を
陥
れ
る
や
‘
偽
直
指
使
を
受
る
が
如
し
。
賣
似
道
見
ん
と
欲
す
れ
ど
、
孟
雙
往
か

し
部
に
行
く
。
深
酷
の
名
あ
り
。
境
に
至
っ
て
曰
く
、
襲
け
‘
順
治
の
初
‘
迎
降
し
原
官
を
以
て
起
用
さ
る
。
康
ず
‘
官
を
棄
て
て
蹄
る
。
宋
亡
ぴ
、
地
を
野
外
に
避
く

君
已
に
治
む
。
我
‘
往
く
は
徒
ら
に
擾
を
な
す
の
み
煕
中
、
官
は
幡
部
尚
書
。
人
と
な
り
放
嘩
‘
頗
る
一
時
る
こ
と
四
十
年
‘
文
を
論
じ
學
を
講
じ
、
遠
近
之
を
師

と
。
遂
に
縣
境
に
入
ら
ず
。
都
官
員
外
郎
に
至
っ
て
致
の
磯
る
所
と
為
る
。
治
聞
博
學
、
詩
古
文
に
巧
。
清
初
、
と
す
。
自
ら
楚
清
居
士
と
琥
す
。
著
に
集
及
ぴ
宦
消
擬

仕
す
。
i

昆
山
に
居
り
、
中
隠
堂
を
作
り
、
程
適
・
陳
之
奇
呉
偉
業
・
錢
謙
益
と
名
を
齋
う
し
、
江
左
三
大
家
と
捨
稿
が
あ
る
。
〔
尚
友
録
‘
一
〕
。

と
苔
徳
を
以
て
梢
せ
ら
れ
‘
呉
人
‘
―
二
老
と
謂
ふ
。
著
に
さ
る
。
書
室
を
定
山
堂
・
―
―
-
＋
―
―
芙
蓉
齋
・
被
九
堂
と
い
【
聾
手
皿
舒
】
95

戎
笈
ヨ
梁
‘
束
陽
の
人
。
毛
詩
に
精
通
す
。

武
丘
居
士
遺
稿
が
あ
る
。
〔
太
倉
州
志
〕
。
ふ
。
著
に
定
山
堂
集
が
あ
る
。
〔
清
史
稿
、
四
百
八
十
善
く
名
理
を
談
ず
。
溝
陽
郡
丞
を
授
け
ら
る
。
元
帝
、
江

【
腺
大
牡
】
8
0
[
ば
か
宋
の
人
。
夫
の
弟
。
夫
と
名
を
齊
し
九
〕
．
〔
清
史
列
博
‘
七
十
九
〕
・
〔
碑
博
集
補
、
四
十
四
〕
・
州
に
在
る
や
‘
こ
れ
に
師
事
す
。
陳
の
天
嘉
中
、
官
は
大

く
す
。
夫
に
従
ひ
、
河
陽
に
任
官
し
、
早
く
卒
す
。
〔
宋
〔
文
獣
徴
存
鋒
‘
十
〕
．
〔
清
鵞
家
詩
史
、
甲
、
上
〕
．
〔
國
朝
中
大
夫
に
至
る
。
〔
南
子
、
七
十
一
〕
。

曾
]
〗
’

’

瀧

(

7

|
2
1
3
4
0
)

に
同
じ
。
〔
集

リ
ヨ
ウ

韻
〕
瀧
‘
或
炊
レ
圭
。

五
〇

— 

6
 
4
 

【
腿
明
之
】
96

仕
パ
宋
の
人
。
況
の
従
子
。
字
は
熙
仲
。
琥

は
五
林
居
士
（
五
休
居
士
）
。
年
六
＋
に
し
て
始
め
て
郷

37ー

貢
に
及
第
し
、
高
州
文
學
を
授
け
ら
れ
、
年
八
十
に
し

て
致
仕
す
。
尋
い
で
宣
教
郎
に
抜
擢
さ
る
。
平
生
人
の

短
を
と
が
め
ず
‘
貌
言
せ
ず
。
著
に
中
呉
紀
聞
が
あ
る
。

〔
宋
史
新
編
‘
二
日
七
十
九
〕
・
〔
南
宋
書
‘
六
十
五
〕
・
〔
宋

史
翼
、
三
十
六
〕
・
〔
四
庫
提
要
、
七
十
〕
。

【
腹
茂
良
】
97

砕
炉
宋
‘
興
化
軍
の
人
。
字
は
｛
貫
之
。
盆

は
荘
敏
゜
紹
興
の
進
士
。
吏
部
郎
官
に
歴
遷
す
。
江
浙

に
大
水
あ
る
や
‘
詔
し
て
閥
失
を
陳
ぜ
し
む
。
茂
良
先
づ

心
腹
の
疾
を
去
ら
ん
こ
と
を
疏
請
す
。
内
侍
梁
珂
・
曾

観
・
龍
大
淵
‘
皆
事
を
用
ふ
‘
故
に
茂
良
之
に
言
及
せ
し

な
り
。
淳
熙
中
、
参
知
政
事
に
累
拝
す
。
尋
い
で
去
ら
ん

こ
と
を
求
め
‘
御
史
謝
廓
然
に
構
へ
ら
れ
、
英
州
安
置

に
左
遷
さ
れ
て
卒
す
。
後
、
官
に
復
す
。
書
室
を
評
泰
堂

と
い
ふ
。
著
に
静
泰
堂
集
が
あ
る
。
〔
宋
史
‘
三
百
八
十

五
〕
．
〔
宋
史
新
編
‘
一
百
四
十
二
〕
・
〔
南
宋
書
、
三
十

二
〕
．
〔
南
宋
館
閣
録
‘
七
・
八
〕
。

【
腺
履
素
】
9
8
g
'
匁
唐
、
南
昌
の
人
。
南
昌
苔
藷
記
は
‘
熊

履
素
に
作
る
。
三
十
餘
年
南
嘗
山
に
居
り
、
産
を
傾
け

て
書
を
買
ひ
‘
徒
を
緊
め
て
教
授
し
、
講
律
の
暇
‘
鋤
を

荷
つ
て
射
ら
耕
す
。
弟
子
の
遠
く
よ
り
来
る
者
に
は
均

し
く
衣
食
を
輿
ふ
。
世
、
雪
山
先
生
と
稽
す
。
貞
元
中
‘

卒
す
。
〔
萬
姓
統
譜
〕
．
〔
南
昌
府
縣
志
〕
。

【
巽
麗
正
]
9
9

苔
ヂ
清
‘
仁
和
の
人
。
字
は
闇
齋
。
嘉

慶
の
進
士
。
官
は
郎
中
。
段
玉
裁
の
女
夫
‘
玉
裁
に
師

事
す
。
著
に
國
語
皐
昭
注
疏
が
あ
る
。
〔
國
朝
苦
献
類

徴
‘
二
日
四
十
八
〕
．
〔
國
朝
先
正
事
略
‘
三
十
五
〕
．
〔
國

朝
漢
學
師
承
記
、
五
〕
。

【
蒻
充
和
妻
]100

ペ
ぶ
立
ュ
ヴ
ヮ
清
の
人
。
馬
杢
(
1
1
0
ー

4
4
5
7

2
:
 36
7
)

を
見
よ
。

【
牒
世
治
妻
】
101

パ
ぶ
芍
チ
清
の
人
。
略
綺
蘭
(
1
1
0
ー

4
4
7

3
4
 :
 1
9

)

を
見
よ
。

【
襲
定
宜
全
集
】
102

弁
衿
イ
ア
’
書
名
。
十
八
巻
。
清
、
襲

自
珍
撰
゜
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冨
】
岬

龍

部

〔
六
ー
~
四
十
八
驚
〕寵
聾

絹

難

寵

羅

饂

編

部

編

一五

カ

ン

督

臣

胡

宗

憲

又

敗

―

―

倭

於

此

涵

四

有

―

―

寵

山

塞

「

設

兵

戌

―

こ

ン

守

‘

塞

北

旦

獅

子

ロ

一

葛

登

渉

要

地

一

●

甘

粛

省

楡

園

ガ

ン

中

縣

の

南

。

宋

‘

寵

谷

塞

を

置

く

。

下

に

小

寵

河

あ

り

。

小
〇
龍
の
さ
ま
。
〔
説
文
〕
寵
‘
龍
兒
‘
炊
レ
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
映
西
‘
臨
洸
府
、
岡
州
、
金
縣
〕
寵
山
‘

縣
南
二
十
里
‘
宋
人
置
塞
於
此
玉
吋
盆

9
名
、
其
下

有
元
寵
阿
又
有
尖
也
在
縣
西
南
二
十
五
里
↓

策
龍
合
臀
。

O
か
つ
。
こ
ろ
す
。
さ
だ
め

貪
バ

【
寵
室
】
4

惚
寺
塔
の
下
に
た
て
た
小
室
。
寵
中
の
小

と
る
。
戒
(
5
|
1
1
5
6
1
)
・裁
(
5
|
1
1
6
1
6
)
に
通
ず
。

〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
寵
、
段
借
為
レ
戒
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
室
。
〔
隋
楊
帝
‘
答
"
繹
智
願
遺
旨
文
〕
今
奉
施
歪
瓦

一
〕
寵
、
取
也
。
〔
法
言
、
重
黎
〕
劉
寵
―
―
南
陽
↓
〔
注
〕
香
罐
五
供
―
―
養
寵
室
↓

寵
、
同
低
、
取
也
。
〔
謝
眺
、
和
沃
武
昌
翌
孫
櫂
【
飩
赫
】
5

也
寵
山
と
赫
山
。
〔
西
渓
叢
語
、
上
〕
藷
於
1

一

會
緯
得
こ
石
碑
i

云
云
‘
或
云
‘
央
岸
有
レ
山
、
南
日
レ

寵
‘
北
曰
レ
赫
‘
二
山
相
酎
、
謂
―
―
之
海
門
芦
周
弼
‘
詩
〕
寵

故
城
詩
〕
西
寵
牧
―
―
組
練
言
注
〕
善
日
、
寵
‘
輿
レ
裁

赫
牧
レ
潮
入
二
海
門
↓

昔
義
同
。
参
う
け
る
。
含
(
2
ー
3
3
5
0
)
に
通
ず
。
〔
説

文
通
訓
定
臀
〕
寵
‘
段
借
為
レ
含
゜
〔
方
言
‘
六
〕
寵
、
【
寵
火
9

】6
ダ
ク
と
る
ぺ
廣
雅
‘
繹
詰
一
〕
寵
・
太
「
、
取
也
。

受
也
‘
揚
越
曰
レ
寵
゜
⑱
も
る
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
一
―
-
〕
【
寵
世
】
7

翌
よ
を
さ
だ
め
と
る
。
裁
世
。
〔
沈
約
、
齊

寵
、
盛
也
。

O
寺
の
塔
。
又
‘
塔
下
の
室
。
〔
廣
韻
〕
故
安
陸
昭
王
碑
文
〕
寵
レ
世
極
レ
乱
之
惜
‘
獨
用
懐
抱
。

〔
注
〕
向
日
、
寵
‘
勝
也
。

【
寵
中
】
8

”
ぷ
厨
子
の
中
。
内
殿
の
中
。
〔
日
本
外
史
、

寵
‘
塔
也
‘
又
‘
云
―
―
塔
下
室
↓
〔
救
修
消
規
、
結
制
幡

徳
川
氏
前
記
‘
織
田
氏
上
〕
自
祈
ー
ー
戦
勝
ぶ
ぽ
使
三
祠
官

儀
〕
侍
者
於
―
―
聖
僧
寵
総
立
。
〔
王
勃
‘
荘
骰
寺
含

利
塔
碑
〕
星
寵
月
殿
‘
俄
盈
震
旦
之
墟
~
-
づ
し
。
鳴

1一
甲
子
寵
史
信
長
顧
軍
土
日
、
神
砂
我
也
。

佛
寵
(
1
|
5
1
7
 :
 2
2
)
を
見
よ
。

O
こ
ゑ
゜
吟
(
2

ー
【
寵
定
]
,
”
し
天
下
な
ど
を
取
り
定
め
る
こ
と
。
平
定

3
3
3
0
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
瞥
〕
寵
、
段
借
為
レ
す
る
。
寵
は
取
。
栽
定
。

吟
゜
〔
方
言
、
十
三
〕
寵
、
臀
也
。
R
ま
こ
と
。
話
【
寵
燈
】
IO

屹
佛
壇
の
と
も
し
ぴ
。
〔
温
庭
笥
‘
宿
―
―
秦
生

山
齋
詩
〕
寵
燈
落
葉
寺
、
山
雪
隔
林
鐘
゜
〔
余
靖
、
遊
―
―
水

南
寺
詞
〕
夜
梵
寵
燈
暗
、
朝
香
豪
火
新
。

(
1
0
 |
 3
5
7
3
9
)

に
通
ず
。
〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
寵
、

段
借
為
試
。
〔
爾
雅
‘
繹
言
〕
洵
‘
寵
也
。
【
寵
嚢
】
n
梵
物
を
も
り
入
れ
る
器
。
〔
方
言
‘
六
‘
給
寵

【
寵
居
】
1

惚
寺
塔
に
こ
も
り
ゐ
る
。
〔
李
建
動
、
懐
―
贈
受
也
‘
注
〕
今
云
寵
嚢
‘
依
レ
此
名
也
。

操
祠
師
詩
〕
嘗
憶
曹
埃
子
、
寵
居
面
碧
嵩
。
【
寵
暴
】
12

況
よ
こ
し
ま
な
者
を
制
し
取
る
。
邪
を
礼

【
寵
像
】
2

笠
佛
像
を
安
置
す
る
も
の
。
龍
寵
。
縛
じ
す
。
寵
は
裁
。
裁
暴
。
〔
謝
震
運
‘
進
"
祖
徳
―
詩
〕
極
レ
溺

て
、
佛
寺
を
い
ふ
。
寵
象
。
〔
江
穂
‘
撮
山
棲
霞
寺
碑
〕
克
由
↓
―
道
情
「
寵
レ
暴
資
二
神
理
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
寵
、
勝
也
。

荷
先
業
五
匹
級
寵
像
↓
〔
齊
已
、
永
夜
詩
〕
香
影
浮

A
暉
【
寵
廟
】
13

翌
寵
は
寺
院
の
塔
の
下
の
室
‘
廟
は
た
ま

象

瓶

臀

著

五

氷

一

や

。

佛

寺

の

廟

室

を

い

ふ

。

〔

劉

孝

綽

‘

栖

隠

寺

碑

〕

誠

【
寵
山
】
3

t

ク
山
名
。

O
浙
江
省
蒲
山
縣
の
東
北
。
明
の
敬
レ
所
レ
先
、
是
蹄
―
―
寵
廂
↓

参
将
湯
克
寛
、
大
い
に
倭
寇
を
此
虞
に
破
る
。
も
と
寵
山
【
寵
淵
i

】14
”ク

ILを
定
め
る
。
乱
敵
に
勝
つ
。
〔
劉
峻
‘
辮

塞
が
あ
っ
た
。
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
浙
江
、
紹
興
府
‘
蒲
山
命
論
〕
而
或
者
観
二
湯
武
之
龍
躍
ぶ
頭
と
呼
乱
在
1
一
神
功
↓

縣
〕
寵
山
‘
縣
束
北
五
十
里
‘
呉
越
錢
氏
嘗
屯
―
―
兵
於
此
一

有
螢
塞
藷
址
予
＇
璽
浙
江
一
典
海
寧
縣
之
緒
山
厨

峙
、
帝
有
小
世
日
―
―
繁
子
世
江
出
1

一
其
中
「
故
有
繁

子
門
之
名
↓
亦
日
1

一
海
門
「
為
i
i

錢
塘
之
鎮
鎗
石
嘉
靖
三
十

二
年
、
参
将
湯
克
寛
大
破
倭
夷
於
寵
山
一
―
二
十
四
年
、

IIIi―― 

〔
集
韻
〕
枯
含
切
万
ヰ

：：圏
こ

小
〇
寵
゜
〔
説
文
〕
寵
‘
龍
也
、
炊
レ
龍
霜

胃
豪
臀
〇
か
み
。
又
‘
よ
い
。
震
(
1
2
|
 4
2
5
 

3
2
)
に
通
ず
。
〔
玉
篇
〕
寵
‘
又
作
レ
号
翠
‘
紳
也
‘
善
也
。

＠
古
、
電
(
1
2
-
4
2
4
9
4
H
J
C
1
2
-
4
2
4
9
5
)
・

寵

(
1
2
ー
4
8
8
3
1
)
に
作
る
。
〔
集
韻
〕
寵
、
古
作
二
電
・

寄
・
疏
一

【寵】岬

,
＇
〔
集
韻
〕
郎
丁
切
醐

i

レ
イ
リ
ヤ
ウ

＇四i――
小

日

□
l

●
飛
龍
。
又
‘
龍
の
飛
ぶ
さ
ま
。

〔
説
文
〕
龍
‘
飛
龍
也
‘
炊
1

―
二
龍
五
讀

糀
簗

若
レ
沓
゜
〔
廣
韻
〕
謹
‘
龍
飛
之
状
。
〇
お
そ
れ
る
。

〔
六
書
精
蘊
〕
謹
‘
震
怖
也
、
二
龍
拉
飛
、
威
霊
盛

赫
‘
見
者
氣
奪
。

蘭
由
會
意
。
―
―
つ
の
龍
字
を
合
せ
て
‘
―
一
龍
な
ら
ぴ
と

ぶ
を
示
し
、
飛
龍
の
意
を
表
は
す
。
字
解
を
見
よ
。

タブフ
ドロ

【
謹
】
[
門
〔
集
韻
〕
達
合
切ヽ
右

y

集
韻
〕
悉
合
切

圏が函

n闘閾一[―

【聾】岬

バ
，
ウ
義
未
詳
。
〔
字
彙
補
〕
硝
‘
莫
講
切

マ
ゥ
昔
化
。,i―― 

か
ん
な
ぎ
。
〔
廣
雅
‘
繹
詰
四
〕
聾
‘
巫
也
。

【
襲
】
〗ゥ
リ
ヨ
lJ'
ユ

〔
集
韻
〕
力
鍾
切
圏
〗

小

古

日

●

か

め

。

四

蓋

の

一

。

萬

紺

策

⑮

文

年

の

壽

を

保

つ

と

い

ふ

。

甲

言
直
昌
孟

(
1
2
 |
 4
8
8
4
 00)

に
同
じ
。
〔
正
字
通
〕
組
‘
蔽
作
レ

地
。
〔
説
文
〕
血
、
藷
也
、
外
骨
内
肉
者
也
、
従
レ
宅
‘

国
キ
ン

7
 

キ
ゥ
ク

冨】匈口 □
キ

〔
集
韻
〕
居
逹
切
ー
図

≪
x
¥
 k
u
e
1
1
 

〔
集
韻
〕
載
尤
切
]
囚

く
一
又

c
h
'
i
u
'

〔
集
韻
〕
倶
倫
切
圏

H
u
"
 c
h
u
n
'
 

冨
】
〗

言
葉
が
多
い
。
多
言
。
〔
字
策
補
〕
膿
、
多
言
。

テ
ッ
テ
チ

字
彙
補
〕
知
イ
切

圏

眉
麟
嚢
―
―

龍
の
行
く
さ
ま
。
〔
王
篇
〕
鴎
‘
龍
行
也
。

【羅】螂

タプ

〔
玉
篇
〕
昔
沓

国●饂＿―――

13747 
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應
頭
興
―
宅
賑
同
、
天
地
之
性
‘
廣
肩
無
レ
雄
、
應

鼈
之
類
、
目
レ
宅
為
レ
雄
‘
晒
‘
象
-
―
足
甲
尾
之
形
↓

〔
爾
雅
‘
繹
魚
〕
一
日
、
紳
編
‘
二
日
‘
霰
編
‘
三
曰
‘

撮
亀
、
四
曰
‘
賓
編
‘
五
曰
‘
文
編
‘
六
日
、
堕
亀
‘

七
曰
、
山
亀
、
八
日
、
澤
編
‘
九
曰
‘
水
編
‘
十
曰
‘

火
編
。
〔
韻
會
〕
亀
、
甲
晶
之
長
。
〔
證
‘
證
運
〕
麟
鳳

編
龍
‘
謂
乏
四
璽
〔
大
戴
譴
曾
子
天
圏
〕
介
晶

之
精
者
日
レ
編
。
●
か
め
の
甲
゜
〔
周
證
、
春
官
‘

亀
人
〕
攻
玉
用
Ii

春
時
↓
〔
注
〕
治
,
,
亀
骨
1

以
レ
春
。

●
印
の
つ
ま
み
に
ほ
っ
た
亀
形
の
飾
゜
〔
後
漢

書
、
西
域
傭
論
〕
先
馴
‘
則
賞
声
零
来
而
賜
1

亀
綬
一

〔
注
〕
亀
‘
謂
―
―
印
文
一
也
。
働
印
綬
。
有
位
有
官
者

の
凧
ぴ
る
も
の
。
〔
正
字
通
〕
亀
‘
謝
霰
運
詩
‘
牽
レ

絲
及
二
元
興
五
解
レ
編
在
二
景
平
ぶ
注
‘
牽
レ
絲
‘
初
仕

也
、
解
レ
編
‘
猶
Ii

解
レ
綬
去
＞
仕
也
。

O
亀
袋
を
い

ふ
。
〔
唐
書
、
車
服
志
〕
天
授
二
年
‘
改
孟

g碑
皆

為
レ
亀
。

O
う
ら
な
ひ
。
か
め
う
ら
。
亀
甲
を
や

い
て
行
ふ
卜
。
〔
易
、
損
〕
＋
朋
之
編
。
〔
疏
〕
組
者
、

決
レ
疑
之
物
也
。
〔
書
‘
洪
範
〕
揮
建
Ii

立
卜
堕
人
↓

〔
博
〕
編
日
レ
ト
。
〔
楚
辞
‘
買
誼
‘
惜
誓
〕
放
,
,
山
淵

之
亀
玉
1

令
。
〔
注
〕
亀
‘
可
ー
1

一
以
決
孟
口
凶
↓
〇
た
か

ら
。
古
は
‘
か
め
の
甲
を
貨
幣
と
し
て
用
ひ
た
。

〔
廣
雅
、
繹
詰
四
〕
編
‘
貨
也
。
〔
玉
篇
〕
編
‘
貨
之
賓

也
。
〔
漢
書
、
食
貨
志
下
〕
天
用
莫
レ
如
レ
龍
、
地
用

慕
如
レ
馬
、
人
用
莫
レ
如
レ
亀
。
●
せ
ぼ
ね
。
背
の

骨
゜
〔
左
氏
‘
宣
‘
十
二
〕
射
レ
棄
麗
レ
編
。
〔
注
〕
編
‘

背
之
隆
高
嘗
レ
心
者
。
〔
疏
〕
亀
之
形
、
背
高
而
前

後
下
、
此
射
レ
棄
麗
レ
亀
‘
謂
レ
著
1
1

其
高
虞
↓
〇
す

す
む
。
〔
玉
篇
〕
編
‘
進
也
。

O
ひ
さ
し
い
。
ふ
る

い
。
〔
洪
範
五
行
博
〕
編
之
言
、
久
也
。
〔
論
衡
‘
卜

堕
〕
亀
之
為
レ
言
、
藷
也
。

O
星
の
名
。
〔
清
會
典

圏
、
天
文
恒
星
〕
亀
五
星
。
＠
地
名
。
春
秋
時
代
の

宋
の
地
。
〔
春
秋
、
桓
‘
十
二
〕
公
會
Ii

宋
公
子
亀
↓

亀

部

亀

〔
杜
注
〕
編
‘
宋
地
也
。

0
人
を
の
の
し
る
詞
。
妻
を

他
人
に
姦
せ
ら
れ
て
‘
猶
且
坐
視
す
る
人
の
意
。

唐
代
、
築
戸
の
も
の
は
皆
緑
頭
巾
を
著
け
た
が
、

編
の
頭
が
緑
色
で
あ
る
か
ら
、
緑
頭
巾
を
著
け

た
者
を
亀
と
い
ひ
‘
築
戸
の
妻
女
は
皆
歌
伎
で
、

妓
院
を
設
け
て
其
の
妻
女
に
淫
を
賣
ら
し
め
た

の
で
、
築
戸
を
亀
と
い
っ
た
の
に
本
づ
く
。
〔
綴

耕
録
‘
限
家
子
孫
詩
〕
秀
之
科
塘
、
有
二
故
宋
大

娃
居
焉
、
家
富
饒
‘
田
連
二
肝
栢
一
宗
族
雖
11

盛

匝
而
子
孫
多
不
肖
‘
祗
父
財
産
‘
懇
敗
幣
盛
、
郡

人
金
方
所
、
談
辞
滑
稽
‘
為
―
―
賦
誦
1

好
―
―
慢
戯
函
四

拡
共
事
1

感
近
罷
一
律
云
‘
興
畷
従
来
固
有
レ

之
、
爾
家
戒
熟
欠
11

扶
持
云
諸
墳
掘
見
黄
泉
骨
‘
雨

観
悉
成
,
,
白
地
皮
ぶ
孟
官
皆
為
11

搾
目
免
ぶ
口
人
継

作
縮
頭
患
強
奴
猾
幹
欺
浚
主
云
些
輿
人
家

子
弟
1

知
‘
夫
免
揖
レ
目
望
レ
月
而
牢
‘
則
婦
女
之

不
レ
夫
而
妊
也
、
其
家
有
―
―
逍
観
二
所
ご
語
雖
1

一部

隅
然
為
,
,
人
後
芦
見
枇
‘
寧
不
レ
知
レ
濯
也
哉
。

〔
咳
餘
叢
牧
‘
緯
亀
〕
綴
耕
録
記
、
秀
州
多
↓
―
故
家

大
姓
ご
其
子
孫
不
肖
‘
際
敗
蕩
虚
、
有
,
,
金
方
所
レ

作
詩
云
嘲
レ
之
曰
‘
云
云
‘
宅
脊
多
為
,
,
揖
目
免
ぶ
ロ

人
綿
作
砿
頭
患
云
云
‘
揖
目
免
‘
謂
冤
望
レ
月

而
竿
百
省
杢
其
不
レ
夫
而
妍
一
也
‘
縮
頭
亀
、
則
以

墜
其
文
也
、
想
‘
其
時
已
有
t

一
此
諺
語
二
而
入
二

之
註
也
。
鬱
咆
（
7

|

1
9
7
4
7
)
・

咆
(
1
ー

2

呂）．

串
(
1
|
9
0
)
に
同
じ
。
〔
説
文
〕
靡
、
幽
、
古
文
靡
。

〔
康
熙
字
典
〕
編
‘
古
文
屯
・
摩
。
口
編
絃
は
、
西

城
の
國
の
名
。
〔
集
韻
〕
亀
‘
編
在
、
西
域
國
名
。

国
ひ
ぴ
。
ひ
ぴ
が
き
れ
る
。
寒
氣
に
あ
た
つ
て
‘

皮
膚
が
ひ
び
わ
れ
る
。
〔
集
韻
〕
編
、
手
凍
垢
也
。

〔
荘
子
、
逍
造
遊
〕
宋
人
有
下
善
為
―
―
不
亀
手
之
薬
―

者
芸
繹
文
〕
編
‘
拘
垢
也
。

儡
ヵ
メ
。
ア
マ
。
ヒ
サ
。

蘭
由
も
と
題
に
作
る
。
象
形
。
か
め
。
上
の
咆
は
宅
で
、
【
編
鶴
「
】
10

が
か
め
と
つ
る
。
何
れ
も
長
生
す
る
も
の

蛇
の
頭
に
似
た
そ
の
形
に
象
り
、
下
の
祀
は
そ
の
足
・
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
人
の
長
壽
に
喩
へ
る
。
一
に
、
亀
鵠

甲
・
尾
の
形
に
象
る
。
字
解
を
見
よ
。
に
作
る
。
〔
抱
朴
子
、
論
仙
〕
謂
,
,
生
必
死
盃
四
亀
鶴
長
存

【
編
威
】
1

い
洛
書
を
負
つ
て
出
て
き
た
か
め
。
〔
玉
海
〕
焉
。
〔
郭
環
‘
遊
仙
詩
〕
借
問
絆
鏃
輩
、
寧
知
二
亀
鶴
年
↓

龍

英

授

レ

河

‘

亀

威

出

レ

洛

。

〔

鮪

照

、

傷

逝

賦

〕

観

-
d

亀
鶴
之
千
祀
な
千
能
富
而
情
少
。

【
編
滞
】
2

炉
震
亀
が
出
て
涸
ぷ
こ
と
。
〔
史
記
、
編
策
〔
酪
賓
王
‘
螢
火
賦
〕
匪
レ
傷
乙
吋
鏃
之
夕
云
＇
レ
羨
―
亀
鶴

傭
〕
亀
千
歳
、
乃
漉
一
蓮
葉
之
上
↓
〔
宋
書
‘
符
瑞
志
中
〕
璽
之
年
↓
〔
梁
粛
、
紳
仙
傭
論
〕
仙
人
之
徒
、
方
願
騒
然
、

編
者
、
紳
霊
也
、
王
者
徳
澤
湛
レ
清
、
漁
1

一
撒
山
川
盆
茫
時
化
な
金
以
為
五
丹
‘
錬
レ
氣
以
存
レ
身
、
競
n

一
千
百
年
、
居
1

一

則
出
、
五
色
鮮
明
、
三
百
歳
、
海
一
於
渠
葉
之
上
ご
二
千
於
六
合
之
内
ず
疋
類
二
亀
鶴
大
椿
ぶ
恋
長
且
久
、
不
レ
足
レ

歳
、
常
豊
於
巻
耳
之
上
↓
〔
李
白
‘
丹
陽
湖
詩
〕
編
濫
蓮
尚
也
。

葉
上
鳥
宿
直
花
裏
→
〖
亀
鶴
山
人
〗

l
l
”
り
明
の
方
淵

(
C
I
I

-
1
3
6
2
0
 :
 2
0
)
 

【
編
印
】
3

が
把
手
が
亀
の
形
を
し
た
印
。
亀
紐
。
〔
庚
の
琥
。

信
、
周
衰
州
刺
史
廣
亮
公
鄭
常
紳
道
碑
銘
〕
雨
亀
為
レ
〖
編
鶴
之
壽

]
1
2
名
ク
ノ
亀
や
鶴
の
よ
う
な
長
命
。
な

印
‘
雙
蛇
粒
綬
。
〔
司
空
曙
‘
奉
n

一
和
張
大
夫
酬
孟
向
山
が
い
き
。
〔
白
居
易
‘
効
1

一
陶
潜
紐
詩
十
六
首
〕
松
栢
輿
ニ

人
詞
〕
含
冠
親
穀
弁
云
編
印
墨
荷
衣
↓
亀
鵬
其
壽
皆
千
年
。

【
亀
陰
】
4

パ
ン
・
亀
山
の
北
方
の
地
。
〔
春
秋
、
定
‘
+
〕
【
編
甲
】
1
3
"
”
炉
●
か
め
の
か
ふ
ら
。
又
‘
其
の
形
。
〔
急

齊
人
来
蹄
ー
ー
郡
・
誰
•
亀
陰
田
→
〔
史
記
、
孔
子
世
家
〕
齊
侯
就
篇
‘
亭
歴
桔
梗
編
骨
枯
、
注
〕
亀
骨
‘
謂
,
,

編
甲
一
也
。

乃
欝
―
―
所
レ
侵
魯
之
郭
・
枚
陽
・
編
陰
之
田
百
以
謝
レ
過
。
●
〔
本
草
‘
編
甲
〕
秤
名
、
神
屋
、
敗
亀
版
‘
敗
将
、
漏
天
機
。

大
熊
寅
の
琥
。
大
熊
秦
川
(
8
-
5
8
3
1
:
 2
2
4
4
)

を
見
よ
。
〔
李
賀
‘
瑚
蝶
飛
詩
〕
楊
花
撲
レ
帳
春
雲
熱
、
亀
甲
屏
レ
風

【
編
要
】
5

が
腰
の
こ
と
。
要
は
腰
。
〔
説
苑
、
復
恩
〕
初
酔
眼
願
。
●
香
の
名
。
〔
述
異
記
、
下
〕
亀
甲
香
、
即
桂
香

趙
盾
在
‘
夢
見
下
叔
帯
持
1

一
亀
要
盃
皿
哭
甚
悲
3

之
善
者
。
●
六
角
形
を
つ
な
ぎ
あ
は
せ
た
や
う
な
模

【
編
盆
]
6

が
魏
の
王
恭
の
家
の
印
字
。
〔
賓
息
‘
逃
書
様
。
き
つ
か
ふ
が
た
。

賦
下
〕
獨
行
1一
亀
登
並
設
―
―
賓
息
→
〔
注
〕
即
魏
王
恭
家
〖
亀
甲
形
〗
"
”
”
今
●
亀
の
甲
の
や
う
に
、
六
角
形
が

印

‘

苑

陽

功

曹

賓

息

書

印

。

上

下

左

右

に

重

な

つ

て

並

ん

だ

模

様

。

●

紋

所

の

名

。

【
編
屋
】7
が
亀
の
甲
。
亀
殻
゜
〔
陸
i
r
i
、
自
詠
詩
〕
亀
屋
〖
編
甲
爪]
1
5
c

”
；
亀
の
甲
に
似
て
、
其
の
一
方
に
ロ

裁
入
全
央
鹿
皮
翌
短
衷
↓
〔
韻
府
引
、
陸
消
、
詩
〕
景
樽
の
開
い
た
爪
。
ど
ん
が
め
い
か
き
。

恰
受
三
升
譴
、
編
屋
新
裁
二
寸
冠
。
〔
注
〕
予
近
以
―
―
亀
〖
編
甲
槍
〗

1
6衿
今
鋒
先
の
五
つ
ま
た
に
分
れ
た
槍
。

穀

作

レ

冠

、

高

二

寸

許

。

〔

物

部

下

訓

〕

後

代

、

甲

斐

の

武

田

家

に

て

亀

甲

の

槍

杯

【
亀
蟹
】
•
が
か
め
と
か
に
。
〔
月
令
章
句
〕
介
者
、
甲
と
い
ひ
し
、
こ
れ
な
り
。

也
‘
謂1一
編
蟹
之
陽
→
〔
螢
譜
〕
吾
嘗
聞
、
亀
蟹
之
殊
レ
類
甚
〖
亀
甲
車
〗

1
7吟
今
亀
の
甲
の
や
う
な
形
を
し
た
車
。

者
、
江
湖
之
使
也
‘
烹
な
之
不
詳
。
〔
席
上
腐
談
、
上
〕
水
〔
日
本
外
史
、
徳
川
氏
前
記
、
豊
臣
氏
中
〕
清
正
造
-
―
亀
甲

類
出
レ
水
即
死
、
風
類
入
レ
水
即
死
‘
然
有
―
―
出
入
之
類
—
車
ぶ
エ
革
包
レ
之
、
載
以

1一
死
士
→

者
、
編
蟹
鶉
見
之
類
‘
是
也
。
〖
亀
甲
打
〗

1
8”
”
今
亀
甲
形
を
組
み
合
せ
た
甲
冑
等

【
亀
殻
】
，
が
か
め
の
甲
。
編
の
甲
羅
。
〔
淮
南
子
、
道
の
打
紐
゜
〔
五
松
館
筆
記
〕
甲
胄
に
用
ふ
る
編
甲
打
ち
と

應
訓
〕
方
倦
こ
翌
空
而
食
1

一
蛤
蛙
↓
〔
王
維
、
春
日
上
方
一
ム
ふ
組
絲
あ
り
。

即
事
詩
〕
鳩
形
将
5
刻
レ
杖
‘
亀
殻
用
支
レ
床
゜
〔
虞
照
郎
、
〖
編
甲
嘗
〗

1
9”
”
ノ
コ
地
固
め
に
用
ひ
る
道
具
。
挽
臼
の

過
1

一
東
山
谷
旦
詩
〕
日
暮
康
1

亀
殻
一
天
寒
御
1

一
鹿
衰
↓
よ
う
な
平
た
い
石
に
散
本
の
縄
を
つ
け
、
上
げ
下
げ
し

〔
蘇
試
、
紙
帳
詩
〕
胤
文
亀
殻
細
相
連
、
慣
レ
臥
―
―
青
綾
ー
恐
て
用
ひ
る
。
ひ
ら
か
め
。
ひ
ら
た
こ
。

未
レ
便
。
〔
文
同
‘
田
含
詩
〕
豚
蹄
供
1一
議
賽
云
亀
殻
問1一
陰
〖
亀
甲
縛
〗2
0芍
ぢ
菱
形
の
目
の
や
う
に
、
斜
に
十
文

晴

↓

字

に

し

ば

る

。

又

‘

其

の

も

の

。

―
―
五
二

13748 



(48847・・21)一 (48847・・57) 

編

部

亀

〖
亀
甲
文
〗21互
7

鑑
甲
に
刻
ん
だ
殷
代
文
字
。
常
時
長
孫
紹
遠
傭
〕
此
敷
事
者
、
照
,
,

爛
典
章
函
揚
権
而
言
‘
足
レ

の

卜

辞

と

い

は

れ

る

。

為

1

一
亀
鏡
↓
〔
藷
唐
書
‘
蘇
安
桓
博
〕
履
―
―
忠
正
之
基
―
者
、

〖
亀
甲
絣
〗2
2
"ぢ•
7

小
萎
粉
で
製
し
、
か
め
い
ば
ら
用

1一
元
中
少
為1亀
鏡
→
〔
謝
恨
、
惟
皇
誡
徳
賦
〕
雖
→
―
往
古

の
葉
を
雨
方
か
ら
常
て
て
、
柏
餅
の
や
う
に
し
て
燒
い
之
軌
聞
↓
亦
掌
今
之
咆
鏡
。
〔
虞
照
部
、
五
悲
雑
言
〕
思
,
,

た

紺

゜

欲

為

レ

亀

伶

鏡

、

1

炉
徳
立
と
再
。
〔
劉
馬
錫
、
平
―
―
櫂
衡
1

〖
亀
甲
流
〗23”
が
各
片
な
が
し
に
な
っ
た
井
戸
脇
な
賦
〕

1笠
規
程
向
炉
葱
二
夫
亀
鏡
→
描1一
釣
石
—
寧
失
二
乎
錨

ど

の

流

し

。

錬

↓

〔

黎

逢

、

石

硯

賦

〕

ギ

竺

前

人

之

事

業

五

圧

後

人

之

編

〖
亀
甲
烏
賊
〗24
り
が
ノ
コ
烏
賊
の
一
種
。
普
通
の
烏
賊
鏡
→

よ
り
背
の
肉
が
高
く
‘
組
の
甲
に
似
て
ゐ
る
。
〔
和
漢
三
【
編
獅
】
34

が
ク

0
貝
の
一
種
。
か
め
の
て
。
石
鋤
(
8
-

才
園
會
、
江
海
無
鱗
魚
、
柔
魚
〕
亀
甲
烏
賊
、
背
隆
而
肉

2
4
0
2
4
:
 2
6
8
)

の
異
名
。
〔
本
草
‘
石
鋤
〕
繹
名
、
紫
蛛
、
紫

厚

故

名

レ

之

。

罵

亀

脚

、

集

解

、

時

珍

曰

、

石

曲

‘

生

―

―

東

南

海

中

石

上

一

〖
組
甲
獣
骨
文
〗25
丸
ぢ
ゥ
河
南
省
安
陽
地
方
の
殷
蛙
蛤
之
閏
、
形
如
亀
脚
→
〔
三
才
圏
會
‘
鳥
獣
六
、
編
脚

墟
か
ら
出
土
し
た
、
編
甲
獣
骨
の
上
に
刻
ん
だ
文
字
。
菜
〕
亀
脚
‘
一
名
石
鋤
、
生
二
海
中
石
上
ぶ
聖
蠣
房
之
附
▽

甲
骨
文
字
(
7
-
2
1
7
2
5
:
 1
5
3
)

を

見

よ

。

石

也

、

形

似

,

,

亀
脚
ぶ
m
名
。
〔
臨
海
水
土
記
、
石
蛛
〕
一
名

〖
組
甲
獣
骨
文
字
〗26
"吟
ぇ
ウ
コ
，
書
名
。
二
巻
。
林
泰
亀
脚
、
以
"
其
形
似
一
也
、
生
―
―
海
中
石
上
→
―
名
石
鮭
。

輔
撰
。
甲
骨
千
二
十
五
片
を
拓
録
す
。
●
亀
の
足
。
〔
本
草
、
石
鋤
〕
集
解
、
時
珍
日
、
云
云
‘
形

【
亀
蛤
]
2
7

が

か

め

と

は

ま

ぐ

り

。

〔

博

物

志

〕

東

南

之

如

二

亀

脚

↓

「

て

坐

る

。

人
、
食
尿
之
痕
編
蛤
螺
蛙
、
以
良
珍
味
「
不
レ
翌
其
【
亀
居
】
35

”
雨
足
を
左
右
に
開
い
て
尻
を
下
に
着
け

脂
躁
五
｝
0
 

[
亀
胸
]
3
8

が
＇
ウ
は
と
む
ね
。
高
く
つ
き
出
て
ゐ
る
胸
。

【
亀
檻
】
油
が
か
め
の
形
を
し
た
酒
樽
゜
〔
白
居
易
、
東
出
胸
。
鳩
胸
。
難
胸
。
〔
南
史
‘
陳
宗
室
諸
王
、
新
安
王
伯

城
晩
蹄
詩
〕
一
條
笥
杖
懸
1

一
亀
佳
五
雙
角
呉
童
控
l

―
馬
術
↓
固
債
〕
新
安
王
伯
固
‘
字
牢
之
、
文
―
帝
第
五
子
也
、
生
而

【
亀
鑑
】
29

が
の
り
。
て
ほ
ん
。
模
範
。
編
は
凶
吉
を
卜
亀
胸
。
〔
霜
雪
録
〕
其
家
産
子
四
五
人
、
皆
亀
胸
偏
悽
゜

ふ
も
の
‘
鑑
は
物
を
照
ら
す
も
の
。
皆
の
つ
と
り
た
よ
【
編
玉
】
37

が
ク
か
め
の
甲
と
た
ま
。
貴
重
な
も
の
を

る
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
い
ふ
。
亀
鏡
。
〔
唐
書
‘
劉
貨
い
ふ
。
〔
藉
‘
玉
藻
〕
執
1

一
編
玉
盃
争
レ
前
曳
レ
踵
、
縮
縮
如

博
〕
元
凱
之
考
課
何
先
、
叔
子
之
克
平
何
務
‘
惟
此
亀
也
。
〔
論
語
、
季
氏
〕
虎
児
出
1

一
於
押
五
亀
玉
毀
l

―
於
楕
中
一

鑑
、
繹
―
乎
中
庸
↓
〔
宋
史
、
包
極
博
〕
又
列
―
―
上
唐
魏
鄭
公
是
誰
之
過
輿
。
〔
劉
混
、
答
虐
誼
h

詩
〕
如
―
彼
亀
玉
‘
饂

三
疏
願
置
之
坐
空
以
為
亀
鑑
↓
〔
蘇
献
、
乞
l
1

校

＝

正

楕

毀

p

諸
゜
〔
注
〕
銑
日
、
編
玉
‘
謂
―
―
國
賓
一
也
。
〔
謝
震
運
‘

奏
議
窃
子
〕
翌
古
今
之
精
英
玉
｛
貫
治
趾
之
亀
鑑
゜
〔
陸
撰
征
賦
〕
憫
1

一
隆
安
之
致
p

寇
、
傷
↓
―
亀
玉
之
毀
砕
一
〔
任

源
上
殿
筍
子
〕
如
T

明
皇
之
焚
1

一
錦
繍
↓
徳
宗
之
放
．
馴
防
‘
百
辟
勧
二
進
今
上
一
賤
〕
亀
玉
不
レ
毀
、
誰
之
功
歎
゜

象
虹
貫
陛
下
之
亀
鑑
也
。
〔
司
馬
光
、
家
訓
〕
此
先
賢
之
【
饂

it】38
が
城
の
名
。
四
川
省
成
都
縣
城
。
〔
捜
紳
記
‘

格

言

‘

乃

後

人

之

組

鑑

。

十

三

〕

秦

恵

王

二

十

七

年

‘

使

晶

諏

儀

築

面

盆

兜

城

隈

碩

‘

【
岨
葵
]
3
0
k
u
e
i
'
k
'
u
e
i
'

せ

ん

な

り

な

す

ぴ

，

忽

有

一

士

盆

g
浮
l-f
江
云
主
東
子
城
東
南
隅
1

而
斃
、
儀

[
組
旗
]
3
1
"

か
め
を
飾
と
し
た
将
帥
の
旗
゜
〔
宋
史
、
以
問
レ
痙
‘
枢
曰
‘
依
レ
亀
築
5

之
、
便
就
、
故
名
二
亀
化
城
一

兵
志
九
〕
戦
國
時
、
大
将
之
旗
、
以
レ
亀
為
レ
飾
、
蓋
取
"
【
亀
貨
】
39

？
ワ
か
め
の
甲
で
つ
く
っ
た
貨
幣
，
〔
資
治
通

前
列
先
知
之
義
一
令
-
1

中
軍
「
亦
宜
"
'
以
レ
亀
為
レ
琥
‘
其
八
鑑
、
漢
紀
〕
（
王
非
‘
始
建
國
一
一
年
）
亀
貨
四
品
。
〔
注
〕
元
亀

除

旗

、

別

籍

天

地

風

雲

龍

虎

鳥

蛇

↓

矩

再

長

尺

二

寸

、

直

二

千

六

百

一

＋

、

公

亀

九

寸

、

直

五

【
亀
吉
】
32

い
亀
甲
に
よ
る
う
ら
な
ひ
が
吉
で
あ
る
こ
百
‘
侯
編
七
寸
以
上
、
直
一
二
百
‘
子
編
五
寸
以
上
、
直
百
‘

と
。
〔
穆
員
‘
鄭
叔
則
墓
詩
銘
〕
鬼
吉
笙
吉
‘
即
―
―
子
人
―
是
為
二
四
品
↓

謀

。

【

組

禍

】

40

が
イ
亀
と
縞
。
亀
は
位
官
あ
る
者
の
侃
ぶ

【
亀
鏡
】3
3
~翌
る
も
の
、
縞
は
紫
青
の
間
色
の
印
の
紐
゜
縛
じ
て
‘
亀

て
ほ
ん
。
編
鑑
(
2
9
)

に
同
じ
。
〔
北
史

禍
を
侃
ぴ
た
臣
を
さ
す
。
〔
太
玄
経
、
格
〕
亀
縞
。
〔
注
〕
亀

為
レ
印
。
〔
元
植
、
田
祈
國
公
墓
誌
〕
近
世
動
将
尤
富
貴

者
、
言
1

よ
盃
挟
然
而
扮
陽
西
平
、
猶
不
レ
得
-I

↓
父
子
並
レ
世

為
―
―
節
制
ズ
盆
竺
子
布
1

同
H
登
↓
一
将
壇
「
諸
子
泊
伯
季
‘

亀
縞
金
銀
、
被
↓
―
腰
侃
―
者
＋
散
人
。
〔
宋
史
、
陳
洪
進
世

家
〕
槃
戟
在
レ
門
‘
亀
禍
盈
レ
室
。

【
亀
丸
】
41

ぢ
ノ
紋
所
の
名
。
園
形
の
中
に
編
を
園
＜
ゑ

が
い
た
も
の
。

【
亀
形
】
42

？
亀
の
形
。
〔
書
、
発
典
、
日
中
星
鳥
、
疏
〕

四
方
皆
有
1

一
七
宿
：
合
成
1-

―
形
一
東
方
成
-
1

龍
形
ご
四
方

感
虎
形
ご
官
南
首
而
北
尾
、
南
方
成
↓
―
鳥
厖
北
方
成
―
―

編
形
↓
皆
西
首
而
東
尾
。

【
亀
渓
】
43

？
宋
、
沈
典
求
(
6
|
1
7
1
8
9
 :
 6
5
4
)

の
舅

〖
組
渓
集
〗9
行
書
名
。
十
二
巻
。
宋
‘
沈
輿
求
撰
°

此
の
集
は
‘
其
の
孫
説
の
刊
す
る
所
の
も
の
で
、
前
に

李
彦
穎
・
張
叔
椿
の
二
序
が
あ
る
。
前
後
幾
ん
ど
四
百

奏
、
今
存
す
る
も
の
僅
か
に
十
の
三
四
、
大
抵
深
切
著

明
で
あ
る
。
其
の
制
詰
亦
多
く
立
言
の
糧
を
得
て
ゐ

る
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

【
組
経
]
知
？
書
名
。

O
一
巻
。
晉
、
史
蘇
撰
゜
〔
隋
書
‘

経
籍
志
三
〕
亀
経
一
巻
‘
晉
掌
卜
大
夫
史
蘇
撰
。

O-――

巻
。
唐
、
柳
彦
詢
撰
゜
〔
唐
書
‘
藝
文
志
三
〕
柳
彦
詢
‘
鎚

経
三
巻
。

O
一
巻
。
唐
、
孫
思
逸
撰
。
〔
唐
書
、
藝
文
志
三
〕

孫
思
遺
、
亀
経
一
巻
。

【
亀
結
】
4
6
5
ざ
紐
な
ど
の
結
ぴ
方
の
名
。
う
の
く
ぴ

に
同
じ
。

【
饂
竪
】
47

が
君
主
の
貌
か
誦
敬
で
な
い
こ
と
か
ら
起

る
災
愛
の
一
種
。
雨
が
降
り
、
鑑
晶
が
多
く
水
に
生
ず

る
。
〔
漢
書
、
五
行
志
中
之
上
〕
傭
曰
‘
貌
之
不
レ
恭
、
是

謂
示
璽
蕨
咎
狂
、
蕨
罰
恒
雨
、
蕨
極
悪
、
時
削
有
服

然
時
則
有
―
―
亀
竪
一
時
則
有
孟
雉
厭
一
時
則
有
,
,
下
餞
生
レ

上
之
病
一
時
削
有
1

一
胄
酋
肖
詳
一
唯
金
診
レ
木
。
〔
白
虎

通
、
災
髪
〕
尚
書
大
傭
日
、
時
則
有
―
―
介
晶
之
閃
時
則

有

亀

翌

【
編
言
】
48

？
亀
の
こ
と
ば
。
千
歳
の
編
は
能
く
人
と

言
ふ
と
傭
ふ
。
〔
絣
字
類
編
引
説
苑
〕
鑑
千
歳
、
能
興
レ
人

言
。
〔
水
経
‘
漸
江
水
注
〕
劉
敬
叔
異
苑
日
‘
孫
櫂
時
、
永

康
縣
有
レ
人
‘
入
レ
山
‘
遇
,
,
一
大
編
面
ば
束
レ
之
以
蹄
、
亀
便

言
日
、
涌
不
レ
量
レ
時
、
為
,
,
君
所
P

得
‘
揃
者
怪
レ
之
、
載
出

欲
レ
上
1

一
呉
王
盆
岱
狙
越
里
↓
攪
二
船
於
大
桑
樹
盃
日
中
樹

―
―
五
三

忽
呼
レ
亀
日
、
元
緒
羹
事
爾
也
、
亀
日
、
行
不
レ
揮
レ
日
、
今

方
見
レ
烹
‘
雖
レ
圭
翌
南
山
之
樵
一
不
レ
能
レ
潰
レ
我
、
樹
曰
‘

諸
葛
元
遜
識
性
淵
長
、
必
致
1

一
相
困
｛
令
レ
求
孟
炉
我
之

徒
↓
計
将
え
女
治
「
亀
曰
、
子
明
無
1

一
多
辟
一
既
至
―
―
建
業
↓

櫂
牌
レ
霙
レ
之
、
燒
レ
柴
萬
車
、
亀
猶
如
レ
故
、
諸
葛
洛
日
、

燃
以
―
―
老
桑
一
乃
熟
、
獣
人
的
説
―
―
編
言
↓
櫂
使
レ
伐
レ
桑
取

霙
レ
之
‘
即
爛
゜
〔
庚
信
‘
小
園
賦
〕
編
言
―
―
此
地
之
寒
云
鶴

匝
今
年
之
零
↓

[
編
公
】
49

k
u
e
i
'
k
u
n
g
―
姦
婦
の
夫
。

[
編
鵠
】
50

が
鑑
と
お
ほ
と
り
。
皆
長
生
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
長
壽
の
喩
に
用
ひ
る
。
一
に
、
亀
鶴
に
作

る
。
〔
養
生
要
録
〕
亀
鵠
壽
千
百
之
歳
。
〔
劉
唆
、
堺
命
論
〕

朝
秀
晨
終
‘
亀
鵠
千
歳
、
年
之
殊
也
。
〔
注
〕
善
日
、
養
生

要
日
、
編
鵠
壽
千
百
之
敷
、
注
、
壽
之
物
也
。

【
饂
骨
】
51

戎
’
編
の
甲
を
い
ふ
。
卜
堕
に
用
ふ
。
〔
周
證
‘

春
官
‘
鑑
人
‘
攻
レ
亀
用
一
春
時
字
注
〕
治
,
,
亀
骨
一
以
レ
春
、

是
時
乾
解
不
レ
獲
レ
傷
也
。
〔
急
就
篇
〕
亭
歴
桔
梗
亀
骨

枯
。
〔
注
〕
亀
骨
‘
謂
鉦
苗
'1
也。

【
編
沙
】
52

い
亀
荘
と
流
沙
。
共
に
地
名
。
〔
玉
僧
逹
‘
祭
ニ

顔
光
躁
文
〕
オ
通
―
―
漢
魏
玉
誉
治

,,<1111沙
一
〔
注
〕
清
曰
、
亀

絃
・
流
沙
、
遠
國
名
。

【
組
紗
】
53

い
編
の
模
様
を
書
ぷ
た
う
す
い
織
物
。
〔
趙

長
卿
、
初
夏
詞
〕
霧
透
1

亀
紗
一
月
映
レ
欄
、
委
秋
天
氣
怯
―
―

衣
箪
↓

【
編
巣
】
54

が

O
か
め
の
す
。
餡
の
す
み
か
。
〔
史
記
‘

編
策
傭
〕
是
為
1

嘉
林
云
亀
在
―
―
其
中
↓
常
巣
1

一
於
芳
蓮
之

上
↓
〔
温
庭
5

均
、
和
天
常
杜
少
卿
束
都
修
竹
里
有
一
嘉

追
詩
〕
雨
慮
亀
巣
清
露
裏
‘
一
時
魚
躍
翠
葉
東
。

O
元、

謝
應
芳
(
1
0
ー

3
5
8
2
7
:
 2
4
9
)

の
室
名
。

〖
編
巣
集
]
門
丑
ゥ
書
名
。
十
七
巻
。
元
‘
謝
應
芳
撰
゜

此
の
集
は
、
詩
後
に
文
あ
り
、
文
後
に
又
詩
あ
り
、
編
次

に
修
理
が
な
い
。
〔
四
庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

〖
饂
巣
老
人
〗5
6
芥
ク
清
、
黄
玉
烈

(
1
2ー
4
7
9
2
6:
1

 

2
9
6
)

の
琥
°

【
亀
葬
】
57

が
梁
士
が
死
亀
の
邸
墓
を
検
い
て
‘
其
の

穴
へ
親
を
葬
っ
た
故
事
。
〔
宋
稗
類
紗
〕
瀕
海
素
少
二
±

人
↓
詳
符
中
‘
廉
州
人
梁
士
ト
レ
地
葬
―
―
其
親
一
至
二
山

中
i

見
T

居
人
説
丙
旬

H
前
有
二
散
十
編
1

負
,
,
一
大
編
一

葬
乙
於
此
山
中
●
梁
以
為
、
編
神
物
、
其
葬
慮
或
是
揺
地
、

卑
ぞ
其
人
—
亙
山
観
レ
之
、
乃
見
レ
有
祁
墓
之
象
五
迅
稜
レ
13749 
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之
、
果
得
二
死
隻
梁
乃
遷
亀
他
所
一
以
其
穴
葬
レ

親
其
後
梁
生
三
子
｛
立
前
立
賢
皆
似
進
土
登
科
‘

立
像
亦
官
1

一
於
朝
盃
翌
居
廣
州
↓
蔚
為
―
―
士
族
一
人
謂
,
,
之

亀
葬
-

【
亀
策
]
5
8

が
卜
堕
の
具
。
亀
を
用
ひ
る
を
卜
と
い
ひ
‘

策
を
用
ひ
る
を
第
と
い
ふ
。
卜
占
。
堕
編
。
亀
英
。
〔
楚

辟
、
卜
居
〕
用
―
―
君
之
心
云
g
君
之
意
云
亀
策
誠
不
レ
能
レ

知
レ
事
。
〔
史
記
‘
組
策
博
〕
皆
日
‘
編
策
能
言
、
後
事
覺

紆
窮
‘
亦
誅
さ
一
族
一
〔
説
苑
‘
復
恩
〕
趙
宗
國
人
哀
レ
之
‘

故
見
鯨
策
面
君
圏
之
。

〖
亀
策
博
〗5
9巧
史
記
列
傭
の
一
。
亀
策
家
の
列
博
゜

【
患
火
】
60

が
卜
砲
の
具
。
か
め
と
め
ど
ぎ
。
亀
策
。

籍
‘
曲
碍
上
〕
編
英
散
則
埋
レ
之
‘
牲
死
則
埋
レ
之
。
〔
幡
‘

曲
證
下
〕
編
英
几
杖
‘
席
蓋
、
重
素
、
診
稀
裕
、
不
レ
人
,
,
公

門
↓
〔
新
序
‘
節
士
〕
趙
宗
國
人
哀
レ
之
、
故
見
―
―
亀
笑
「
唯

君
圏
レ
之
。

【
亀
山
】
6
1
t
，
山
名
。

O
山
東
省
新
泰
縣
の
西
南
。
〔
詩
‘

魯
頌
、
閣
宮
〕
奄
―
―
有
鑑
蒙
↓
〔
博
〕
編
、
山
也
、
蒙
‘
山

也
。
〔
春
秋
、
定
‘
+
〕
齊
人
来
蹄
二
郡
・
護
・
亀
陰
田
↓

〔
杜
注
〕
泰
山
博
縣
北
有
―
―
亀
山
一
〔
水
経
‘
汝
水
注
〕
昔

夫
子
傷
二
政
道
之
陵
遅
ぶ
室
レ
山
而
懐
レ
操
‘
故
琴
操
有
1

一

亀
山
操
焉
。
●
江
蘇
省
武
進
縣
の
東
南
。
宋
の
楊
時
‘

此
慮
で
學
を
講
ず
と
傭
ふ
。
道
南
書
院
あ
り
。
楊
時

を
祀
る
。
参
江
蘇
省
銅
山
縣
の
東
北
。
〔
魏
書
、
地
形

志
中
〕
彰
城
、
有
―
―
云
云
‘
亀
山
一
働
浙
江
省
淳
安
縣
゜

青
碧
石
を
産
す
。

O
安
徽
省
肝
胎
縣
の
東
北
。
今
、
上

下
―
一
山
あ
り
。
上
亀
山
は
縣
の
東
南
。
下
亀
山
は
縣
の

東
北
。
〔
太
平
賽
宇
記
〕
馬
治
レ
淮
‘
獲
,
,
淮
渦
水
紳
無

支
祁
一
鎖
l

之
亀
山
之
足
↓
〔
讀
史
方
輿
紀
要
、
江
南
‘

鳳
陽
府
‘
洒
州
‘
肝
胎
縣
〕
鑑
山
‘
在
1

一
縣
東
北
三
十
里
一

志
云
、
山
有
J
-
、
上
亀
山
、
在
二
縣
治
西
南
二

r亀
山
‘

在
此
山
西
南
阿
上
有
―
―
絶
辟
去
下
有
二
重
淵

:e江
西

省
安
福
縣
の
西
。

O
縞
建
省
甫
田
縣
の
西
。
茶
の
産
地
。

O
揺
建
省
蹄
化
縣
の
東
。
〔
汀
州
府
志
〕
相
博
、
宋
儒
楊

時
生
二
於
此
玉
相
近
有
―
―
鳳
凰
巖
面
比
吋
讀
書
虞
。

O
幅
建

省
将
築
縣
の
北
。
宋
の
楊
時
‘
此
虐
に
蹄
休
し
、
自
ら
亀

山
と
琥
す
。
咸
淳
の
初
‘
其
の
故
を
改
め
て
書
院
を
建

つ
。
〔
明
一
統
志
〕
編
山
‘
在
―
―
延
平
府
将
架
縣
北
三
里
一

形
如
レ
編
‘
宋
楊
時
蹄
―
―
休
於
此
ぶ
四
琥
二
亀
山
↓
〇
脇
建

省
屏
南
縣
の
東
。

O
浙
江
省
紹
興
縣
の
臥
龍
山
の
南
。

一
名
‘
怪
山
。
〔
水
経
‘
漸
江
水
注
〕
此
山
其
形
似
レ
亀
‘
故

亦
有
編
山
之
稲
i

越
起
―
―
震
憂
於
山
上
↓
◎
浙
江
省
定
海

縣
の
南
の
海
中
。
◎
湖
北
省
漢
陽
縣
の
東
北
。
古
の
翼

際
山
。
前
、
長
江
を
枕
と
し
、
北
、
漢
水
を
帯
ぶ
。
孫
皓
‘

鐵
鍍
を
以
て
江
を
載
っ
た
虞
。
◎
湖
北
省
襄
陽
縣
の

西
南
。
〔
名
勝
志
〕
上
有
レ
石
、
襄
人
以
三
月
三
日
如
へ

遊
‘
謂
レ
可
レ
免
レ
m
火
。
◎
甘
粛
省
天
水
縣
の
東
。
南
は
渭

水
、
右
は
清
水
に
臨
む
。

O
四
川
省
渚
陵
縣
の
東
。
〔
輿

地
紀
勝
〕
在
1

酔
江
東
岸
函
m
治
撮
―
―
其
上
↓
其
形
如
レ
亀
｀

故
州
亦
名
1

一
編
陵
↓
〇
廣
東
省
築
昌
縣
の
南
。

O
雲
南

省
師
宗
縣
の
西
。
明
の
萬
暦
の
間
、
城
を
築
く
。

O
雲

南
省
路
南
縣
の
東
北
。
R
宋
の
楊
時
の
琥
゜
〇
を
見
よ
。

〇
功
④
第
九
十
代
の
帝
溢
。
〔
皇
年
代
略
記
〕
嘉
元
一
―
―

年
九
月
十
五
日
崩
、
五
十
七
‘
於
,
,
編
山
殿
一
琥
二
亀
山

院
五
墾
遺
勅
也
。
＠
三
重
縣
の
地
名
。

〖
亀
山
操
〗
巴
荘
架
府
琴
曲
歌
辞
の
名
。
孔
子
の
作

と
偲
へ
ら
る
。
韓
愈
に
も
歌
辞
が
あ
る
。
〔
架
府
詩
集
、

琴
曲
歌
酔
、
編
山
操
〕
琴
操
曰
‘
編
山
操
‘
孔
子
所
レ
作

也
、
季
桓
子
受
1

一
齊
女
架
デ
孔
子
欲
レ
諫
不
レ
得
‘
退
而
望
,
,

魯
編
山
五
作
此
典
以
喩
l
1

季
氏
若
筵
山
之
蔽
ヮ
魯
也
。

〔
韓
愈
‘
琴
操
‘
亀
山
操
〕
亀
之
頒
分
不
レ
能
1

一
雲
雨
一
編

之
栴
分
不
レ
中
1

一
梁
柱
：
亀
之
大
分
祇
以
奄
レ
魯
‘
知
将
レ

限
分
哀
レ
莫
―
―
余
伍
面
四
公
有
レ
鬼
分
嵯
余
蹄
輔
。

〖
亀
山
集
〗6
3弁
／
書
名
。
四
十
二
巻
。
宋
、
楊
時
撰
゜

藷
本
久
し
く
侠
す
。
明
の
世
‘
館
閣
所
祓
の
三
十
五
巻

本
あ
り
、
程
敏
政
‘
之
を
抄
鋒
し
て
十
六
巻
と
為
し
、
宏

治
十
五
年
‘
李
熙
‘
之
を
刊
行
す
。
後
、
常
州
の
東
林
書

院
‘
分
つ
て
三
十
六
巻
を
刊
し
、
宜
興
刊
本
、
又
三
十
五

巻
に
併
す
。
萬
暦
壬
子
に
林
熙
春
が
沈
暉
の
抄
本
を

得
て
之
を
程
本
に
増
補
し
、
分
彙
し
て
四
十
二
巻
と
為

し
て
世
に
行
ひ
‘
始
め
て
全
本
有
り
。
已
に
し
て
其
の

書
、
復
乏
し
く
な
っ
た
た
め
‘
康
熙
四
十
六
年
、
編
山
の

裔
孫
楊
縄
祗
‘
之
を
梓
行
す
。
此
の
書
巻
首
一
巻
あ
り
、

宋
史
本
博
‘
墓
誌
銘
・
行
状
略
年
譜
を
載
す
。
其
の
目
は

上
書
一
巷
・
奏
状
一
呑
・
表
一
巻
・
剖
子
一
巻
・
経
筵
講

義
一
を
・
辮
二
巻
・
経
解
一
巻
・
史
論
一
を
・
語
録
四
巻
・

答
問
一
告
・
策
問
一
倦
・
書
七
倦
・
啓
一
巻
記
一
脊
・
序

一
巻
·
題
蚊
一
巻
・
雑
著
一
巻
•
哀
辞
·
祭
文
・
共
一
を
・

状
追
一
巻
・
誌
銘
七
を
・
銘
・
表
謁
共
一
巻
・
詩
五
巻
。
〔
四

庫
提
要
、
集
、
別
集
類
〕
。

五
四

— 

〖
岨
山
學
派
〗6
4
5だ
宋
の
楊
時
の
學
派
を
い
ふ
。
楊
：

1

0

)

の
〇
を
い
ふ
。
〔
悦
瑶
‘
庚
信
集
注
〕
文
句
云
‘
迦

時
は
程
子
の
門
人
で
‘
其
の
學
、
人
生
の
準
的
は
聖
人
莱
‘
此
翻
一
大
編
氏
石
其
先
代
學
レ
道
、
震
亀
負
1

一
仙
園
―
而

に
在
り
、
致
知
格
物
を
以
て
力
を
致
す
の
法
と
為
す
と
應
、
従
レ
徳
命
レ
族
、
故
―
本
―
―
亀
氏
↓

す
。
後
、
博
は
つ
て
朱
子
の
學
と
な
る
。
〔
宋
元
學
案
、
編
【
鑑
絃
】
72

誘ク

0
國
の
名
。
新
堰
省
庫
車
沙
雅
―
一
縣
の

山
學
案
〕
帷
望
謹
案
、
明
道
喜
編
山
面
ぃ
川
喜

-l云
公
蓋
開
。
漢
の
西
域
一
二
十
六
國
の
一
。
唐
書
は
丘
絃
に
作
り
、

其
氣
象
相
似
也
、
亀
山
獨
激
二
著
壽
ご
逐
為
―
―
南
渡
洛
學
西
城
記
は
梱
支
に
作
る
。
王
の
治
は
延
城
。
後
漢
書
注

大
宗
五
晦
翁
•
南
軒
•
東
菜
、
皆
其
所
ー
ー
自
出
ぶ
盆
亀
山
之
は
居
延
城
‘
唐
書
は
伊
逼
城
に
作
る
。
〔
正
字
通
〕
亀
荘
‘

灰
確
異
學
示
不
レ
下
手
上
原
逃
亀
山
學
案
↓
西
域
國
名
、
又
漢
上
郡
有
編
絃
縣
一
因
厖
絃
國
而

〖
亀
山
御
化
〗6
5
”
そ

O
編
山
人
形

(
6
9
)に同
じ
。
名
。
〔
漢
書
、
西
域
下
、
編
絃
園
博
〕
亀
荻
國
王
治

1一
延
城
→

0
人
の
心
の
斐
り
易
く
、
職
業
な
ど
を
度
t
か
へ
る
こ
●
縣
名
。
漢
‘
置
く
。
挟
西
省
楡
林
縣
の
北
。
〔
漢
書
、
地

理
志
下
〕
上
郡
‘
縣
―
一
十
三
‘
亀
絃
。
〔
注
〕
應
肋
曰
‘
昔

〖
組
山
語
録
〗6
6
バ
[
”
書
名
。
四
巻
。
後
録
二
巻
。
宋
‘
丘
慈
‘
師
古
日
‘
亀
絃
國
人
来
降
附
者
、
虞
一
之
於
此
一

楊

時

の

語

録

‘

陳

淵

等

編

。

故

以

名

云

゜

〖
鑑
山
書
院
〗6
7
パ
丑
も
/
書
院
の
名
。
蘊
建
省
将
架
縣
〖
亀
絃
技
〗
7
3
"ウ
'
/
栗
舞
の
名
。
〔
唐
書
‘
誇
架
志
十
一
〕

の
北
、
封
山
の
麓
。
山
の
支
峯
を
編
山
と
い
ふ
。
宋
の
楊
亀
絃
伎
、
有
函
庁
挙
・
堅
笠
筏
．
琵
琶
・
五
弦
・
横
笛
・
笙
．

時
、
此
虞
に
蹄
休
し
、
自
ら
亀
山
と
琥
す
。
咸
淳
の
初
、
篇
・
腎
菓
・
答
騰
鼓
・
毛
員
鼓
•
都
曇
妓
・
侯
提
敦
・
難
婁

其
の
故
宅
を
以
て
書
院
と
為
す
。
江
蘇
省
武
進
縣
の
数
・
腰
骰
・
齋
鼓
・
櫓
妓
・
貝
一
皆
一
、
銅
欽
二
、
無
者
四
人
。

東
南
六
支
里
に
も
亦
亀
山
書
院
が
あ
る
。
も
と
楊
時
が
【
編
紫
】
74

バ
黄
金
の
印
と
紫
の
綬
。
金
紫
。
〔
獣
陽
脩
‘

講
道
の
所
と
為
す
。
〔
明
一
統
志
〕
亀
山
書
院
、
在
―
―
延
謝
如
四
亀
紫
一
啓
〕
伏
以
‘
編
紫
之
重
‘
唐
制
所
レ
難
、
武

平
府
封
山
麓
盃
ぱ
編
山
先
生
楊
時
藷
宅
‘
宋
咸
淳
初
建
。
元
衡
・
牛
僧
襦
為
1

一
宰
相
：
袈
度
為
↓
↓
中
承
―
二
字
宗
閃
為
―
-

〔
明
一
統
志
〕
亀
山
書
院
、
在
-
―
常
州
府
城
東
南
六
里
本
木
學
士
ギ
刀
有
―
―
此
賜
一

楊
時
絨
―
亀
山
↓
寓
,
,
常
州
云
講
1
1

道
於
此
五
紹
定
間
、
郡
守
【
編
室
】
75

パ
’
卜
に
用
ふ
る
組
の
六
室
。
六
亀
各
t
-

鄭
必
萬
増
―
―
創
其
藷
書
堂
〖
白
書
院
芦
此
竪
山
長
千
ぎ
室
に
入
る
。
〔
周
證
‘
春
官
‘
亀
人
〕
各
以
―
―
其
物
デ
入
,
,

千
~

教
事
↓
〔
延
平
府
‘
學
校
考
〕
亀
山
書
院
、
即
楊
文
靖
祠
‘
亀
室
↓
〔
注
〕
六
危
各
異
に
至
也
。
〔
史
記
、
編
策
博
〕
今
高

在
縣
治
北
郊
封
山
麓
本
木
咸
淳
二
年
、
邑
人
濁
夢
得
奏
廟
中
有
1

一
編
室
ヰ
諏
レ
内
以
為
1

一
神
賓
↓

立

。

【

編

林

】

76

バF
ゥ
林
の
足
を
編
で
支
へ
た
も
の
。
〔
史
記
‘

〖
亀
山
先
生
〗6
8
"グ
｝
ィ
｛
木
、
楊
時
(
6ー
1
5
1
1
2:
 1
8
4
)

亀
策
博
〕
南
方
老
人
‘
用
レ
編
支
―
―
林
足
言
陸
亀
蒙
‘
幽
居

の

尊

梢

°

賦

〕

亀

林

鹿

帳

冴

1

一
招
隠
分
何
遅
ぶ
胚
販
著
羮
笑
―
―
謀
生

〖
亀
山
人
形
〗69
旦
炉
昔
行
は
れ
た
一
種
の
人
形
。
之
太
簡
→

【
組
算
】
7
0
[
O
算
法
の
一
。
編
の
四
面
を
十
二
時
と
【
亀
傷
】
77

パF
ウ
寒
さ
で
ひ
ぴ
が
き
れ
る
。
あ
か
ぎ
れ
。

し
、
亀
首
を
以
て
寅
を
指
す
を
一
と
し
、
卯
を
指
す
を
〔
國
史
略
‘
正
親
町
天
皇
〕
勝
頼
弗
レ
聴
‘
迪
央
信
豊
信

二
と
し
、
辰
を
指
す
を
一
―
一
と
し
、
亥
を
指
す
を
十
と
す
盛
「
将
―
―
兵
五
千
1

急
撃
レ
之
‘
冒
レ
雪
蹟
レ
峨
‘
手
足
亀

る
の
類
。
〔
散
術
記
遺
〕
亀
算
春
夏
秋
成
‘
遇
レ
冬
則
停
。
傷
、
二
十
八
日
、
義
昌
大
破
-
―
甲
師
子
鳥
居
嶺
↓

〔
注
〕
為
レ
算
之
法
、
位
―
―
別
ご
患
鑑
之
四
面
為

l'
―
-
【
鑑
城
】
78

パ
ヤ
ウ
成
都
の
大
城
。
亀
化
城
。
〔
元
和
志
〕

岐

以

1一
編
首
指
こ
｛
貝
為
レ
一
、
指
垢
卯
為
レ
ニ
、
指
レ
辰
為
レ
州
城
‘
張
儀
所
涵
築
‘
初
築
時
陽
頷
不
レ
立
‘
忽
有
1L盆
g
-

三
、
指
レ
亥
為
レ
＋
、
編
頭
指
不

1一
以
為
ヮ
散
‘
故
云
遇
レ
冬
周
行
旋
走
‘
巫
言
依
―
―
亀
行
慮

1築
レ
之
、
城
得
1一
堅
立
↓

則
停
也
。

O
つ
編
井
算
の
略
。
和
算
の
除
法
の
一
法
。
〔
成
都
古
今
記
〕
錦
棲
在
―
―
亀
城
上
盃
醤
叫
土
令
庄
下
敵
―
―

乗
算
九
九
を
用
ひ
、
法
敷
と
掛
け
合
は
せ
た
散
を
賓
散
井
邑
盃
四
眺
-
―
雪
嶺
一
東
望
―
―
長
松
ご
口
敏
中
嘗
賦
1

一
詩
於

か

ら

引

き

去

つ

て

演

算

す

る

。

此

上

一

【
編
氏
】71
パ
佛
十
大
弟
子
の
一
人
‘
迦
葉
(
1
1
-
3
8
7
8
9
〖
亀
城
斐
〗79戊
豆
苫
宋
、
襲
開
(
1
2
-

4
8
8
3
7
・
 
・
2
)

の
別

13750 
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琥

。

龍

聾

於

跛

塘

ご

皓

書

出

1

一
於
河
源
↓
〔
注
〕
向
曰
‘
亀
書

【
亀
灼
】
80

パ
ヤ
ク
よ
い
亀
は
卜
の
た
め
に
燒
か
れ
る
。
人
出
1

一
於
河
源
一
者
、
河
圏
也
。
〔
沈
約
‘
齋
明
帝
哀
策
文
〕

も
す
ぐ
れ
た
才
能
が
あ
る
と
‘
其
の
才
能
の
た
め
に
犠
蒼
梧
晦
遠
、
音
徽
不
レ
浪
‘
紀
事
寂
莫
‘
亀
書
可
レ
循
゜

牲
に
な
る
こ
と
が
あ
る
喩
゜
〔
晟
子
、
親
士
〕
甘
井
近
渇
、
【
編
従
]
8
6

パ
ヨ
’
’
亀
卜
の
結
果
が
吉
の
こ
と
。
〔
書
、
洪

招
木
近
伐
、
霊
編
近
灼
、
神
蛇
近
暴
。
〔
新
論
、
言
苑
〕
紳
範
〕
汝
則
従
、
編
従
筑
従
゜
〔
傭
〕
人
心
和
順
、
編
堕
従
レ

危
以
レ
智
見
レ
灼
‘
震
蛇
以
レ
紳
見
レ
爆
‘
熟
知
―
―
不
智
為
レ
之
、
是
謂
n

士
含
同
於
吉
↓

智
、
不
神
為
こ
紳
乎
゜
〔
馬
祁
常
、
都
門
詩
〕
有
レ
興
即
騎
【
亀
勝
】
87

忍
ョ
ヴ
〇
占
つ
て
勝
利
の
兆
を
得
る
こ
と
。

行

、

無

レ

疑

登

編

灼

゜

〔

司

馬

法

、

定

爵

〕

時

H
不
レ
遷
、
亀
勝
微
行
、
是
謂
レ
有
レ

【
組
手
】
81

パ
～
こ
ご
え
て
ひ
ぴ
の
き
れ
た
手
。
〔
荘
子
、
天
。
〔
注
〕
亀
勝
者
、
占
而
得
二
勝
兆
一
也
。

0
山
名
。
四
川

逍
遥
遊
〕
宋
人
有
T
善
為

1一
不
亀
手
之
薬1者
盆
巴
世
以
ー1—
省
徳
陽
縣
の
北
。

祖
溺
統
云

9
事
‘
客
聞
レ
之
‘
請
レ
買
―
―
其
方
百
金
↓
衆
レ
【
組
津
】
88

ク

0
亀
が
書
を
負
つ
て
出
た
こ
と
か
ら
‘

族
而
謀
日
、
我
世
世
為
訟
!
;
,
一
辟
統
「
不
レ
過
飢
翠
央
今
洛
水
を
い
ふ
。
〔
宗
楚
客
‘
應
制
詩
〕
採
旗
臨
,
,
鳳
闘
石
翠

一
朝
而
震
技
百
金
一
請
輿
レ
之
‘
客
得
レ
之
以
説
1

一
呉
王
「
幕
逸
―
―
編
津
↓
〇
宋
、
何
兌
(
1
ー

511
:
 
1
4
2
)

の
琥
゜

越
有
レ
難
‘
呉
王
使
二
之
将
ご
令
臭
一
越
人
ー
水
戦
、
大
敗
1

【
編
人
】
89

グ
周
官
の
名
。
春
官
の
陽
。
祭
祀
の
あ
る
時

越
人
裂
レ
地
而
封
レ
之
‘
能
不
レ
亀
レ
手
一
也
‘
或
以
封
‘
は
編
を
奉
じ
て
往
く
。
〔
周
龍
、
春
官
、
編
人
〕
掌
ー
ユ
ハ

或
不
レ
包
於
滸
涵
i

統
一
則
所
レ
用
之
異
也
。
〔
繹
文
〕
司
馬
亀
之
屡
「
各
有
,
,
名
物
「
天
編
曰
1

一
争
詈
屡
一
地
亀
ロ
―
繹

云
、
文
垢
如
鬼
文
也
、
又
云
、
如
鑑
攣
縮
↓
〔
陸
希
臀
‘
隔
↓
東
亀
日
ー
豆
函
空
西
亀
日
二
軍
圏
「
南
編
曰
↓
―
撒
屡
↓
北

笥
誓
光
上
人
一
詩
〕
寄
レ
言
昔
日
不
1

一
亀
手
一
應
レ
念
江
亀
日
一
社
右
陽
「
各
以
1

↓
―
其
方
之
色
輿
―
―
其
橙
1

辮
レ
之
。

頭

滸

溜

人

。

【

亀

井

】

90

”
昔
‘
撮
津
國
天
王
寺
に
あ
っ
た
と
い
ふ

【
編
珠
】
8

A
ュ
亀
と
水
中
に
産
す
る
玉
。
〔
國
語
、
楚
語
井
の
名
。

下
〕
編
珠
歯
角
‘
皮
革
材
毛
。
〔
注
〕
亀
所
1

――以備,,
吉
凶
一
〖
亀
井
算
〗
9
1
5グヰ
珠
算
に
於
け
る
除
算
の
一
法
。
乗

珠
脈
以
禦
火
宍
↓
〔
孔
子
家
語
、
執
轡
〕
蛙
蛤
編
珠
‘
算
九
九
を
用
ひ
、
法
散
と
か
け
合
は
せ
た
敷
を
賓
散
か

衷

日

月

面

盛

虚

。

ら

引

き

去

つ

て

演

算

す

る

。

【
編
綬
】83
が
組
の
か
ざ
り
の
あ
る
印
と
其
の
ひ
も
。
〖
饂
井
坊
〗92芍
ヰ
足
利
時
代
、
将
軍
の
薙
刀
を
持
ち
‘

〔
後
漢
書
、
西
域
偉
論
〕
先
馴
‘
則
賞
富
i

金
一
而
賜
―
亀
綬
↓
頭
巾
・
直
垂
．
袴
を
つ
け
て
供
奉
す
る
剃
髭
の
人
。

〔
注
〕
編
、
謂
面
文
一
也
、
漢
藷
儀
日
、
銀
印
皆
亀
紐
‘
其
〖
亀
井
昭
陽
〗

9
3祁
臼
ゥ
筑
前
の
人
。
南
冥
の
長
子
。
名

文

刻

旦

某

官

之

章

↓

は

竪

。

字

は

元

鳳

。

通

梢

は

竪

太

郎

。

琥

は

昭

陽

。

又

、

【
亀
尊
】
84

が
／
葵
尊
の
別
名
。
〔
本
草
、
尊
〕
集
解
、
時
珍
空
谷
、
天
山
と
も
い
ふ
。
揺
岡
藩
儒
。
南
冥
に
嗣
ぎ
儒
者

日
、
尊
生
南
方
湖
澤
中
盃
ぽ
呉
越
人
善
食
レ
之
、
葉
如
—
—
と
な
り
‘
學
校
生
徒
を
教
導
す
。
罷
職
後
は
、
力
を
著
述

存
菜
―
而
差
圃
‘
形
似
二
馬
蹄
む
氏
葉
紫
色
、
大
如
レ
筋
、
柔
に
用
ふ
。
學
は
祖
裸
學
を
奉
じ
、
文
は
専
ら
南
冥
の
説

滑
可
レ
羹
‘
云
云
、
春
夏
嶽
葉
未
レ
莱
者
名
―
―
稚
尊
五
稚
者
を
主
張
す
。
賄
正
五
位
。
天
保
七
年
歿
、
年
六
十
四
。
著

小
也
‘
葉
梢
舒
長
者
名
―
―
絲
尊
谷
其
堕
如
レ
絲
也
、
至
レ
秋
に
孝
経
考
・
宏
富
蒙
史
・
海
防
微
言
・
家
學
小
言
・
蟻
子
・

老
則
名
葵
尊
一
或
作
藷
尊
ご
―-
9
可
レ
飼
レ
瀦
也
‘
又
訛
空
石
詩
集
・
同
文
集
・
廣
疏
傷
逝
録
・
菅
公
略
傭
•
月
窟

総

現

尊

・

編

葛

焉

。

捨

筆

・

月

窟

漫

筆

・

設

文

談

・

謹

文

紫

談

・

國

語

参

考

・

國

【
組
書
】
85
バ
3

馬
の
時
、
洛
水
か
ら
出
現
し
た
神
亀
の
語
獨
了
・
國
策
参
考
・
古
序
翼
・
左
博
績
考
・
周
易
考
・
周

背
に
あ
っ
た
と
い
ふ
九
つ
の
模
様
。
馬
は
之
に
よ
っ
て
易
暦
考
・
紫
海
吟
草
・
尚
書
考
・
字
例
述
志
・
成
國
治
要
・

敷
理
を
案
出
し
た
と
博
ふ
。
洛
書
。
〔
漢
書
‘
藝
文
志
〕
亀
昭
陽
雑
著
・
昭
陽
全
集
・
昭
陽
文
集
・
荘
子
穀
音
・
荘
子

書
五
十
―
一
巻
‘
云
云
、
南
亀
書
二
十
八
巻
。
〔
水
経
‘
洛
水
哨
説
・
祖
棟
集
考
證
・
大
學
考
・
中
庸
考
•
東
征
紀
行
・
績

注
〕
黄
帝
東
巡
レ
河
過
レ
洛
‘
脩
涵
翌
炉
璧
‘
受
1

一
龍
園
子
レ
學
庸
解
・
讀
荀
子
・
讀
孟
子
・
病
間
渉
筆
・
燐
山
日
記
・
毛

河
、
亀
書
千
洛
ご
亦
文
緑
字
。
〔
何
晏
、
景
蝠
殿
賦
〕
蒼
詩
考
・
論
語
語
由
述
志
が
あ
る
。
〔
近
世
叢
語
‘
績
‘
一
〕
・

|

_

 

亀

部

編

〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
．
〔
慶
長
以
来
諸
家
著
逃
目
録
‘
郎
之
所
レ
建
。
●
組
と
蛇
゜
〔
摯
虞
‘
思
遊
賦
〕
探
―
一
編
蛇

漢

學

家

之

部

〕

。

子

幽

穴

1

号
‘
嗽
1

一
岡
養
之
潜
育
↓
〔
王
績
‘
采
薬
詩
〕
編

〖
亀
井
南
漢
〗9
4
”
グ
筑
前
の
人
。
名
は
魯
。
字
は
蛇
採
三
苓
玉
か
白
尋
―
雙
木
→

道
載
。
通
梢
は
主
水
。
琥
は
南
涙
。
又
、
信
天
翁
•
狂
〖
組
蛇
二
将
〗

1
0
2
→
グFゥ
俗
に
玄
武
の
傍
ら
に
侍
す
る

念
居
士
・
芍
已
棲
。
僧
大
潮
・
永
密
獨
囁
庵
に
師
事
す
。
官
二
将
と
い
ふ
が
、
古
来
の
諸
説
を
綜
合
す
れ
ば
、
慎
武

は
緬
岡
藩
儒
゜
輩
英
館
教
官
。
大
い
に
祖
棟
學
を
唱
ふ
。
の
化
し
て
現
は
れ
た
も
の
で
、
従
将
で
は
な
い
と
い

贈
従
四
位
。
文
化
十
一
年
歿
、
年
七
十
二
。
著
に
我
昔
ふ
。
〔
通
俗
編
、
神
鬼
、
亀
蛇
一
―
将
〕
酉
陽
雑
俎
‘
太
和
中

編
・
奇
観
録
・
金
印
耕
・
熊
本
浬
談
・
決
々
餘
響
・
左
博
講
朱
道
士
者
‘
遊
l

―
薩
山
五
在
澗
石
開
蝠
蛇
如
泣
炉
錦
‘
俄

義
・
失
音
舛
・
司
馬
注
解
・
素
書
解
・
素
書
獨
断
・
答
問
十
斐
↓
古
H
喪
訪
―
―
之
山
申
天
云
是
慎
武
現
、
霊
應
録
‘
沈
仲

乗
・
南
遊
紀
行
・
南
涙
遺
稿
・
南
浜
詩
集
・
同
後
集
・
同
績
寄
子
、
子
↓
―
竹
林
一
見
1

一
蛇
纏
一
鑑
「
将
―
―
鋤
撃
殺
＞
之
、
其

集
・
南
浜
文
集
・
同
遺
集
・
南
漢
問
答
・
半
夜
物
語
・
肥
後
家
敷
十
口
、
旬

B
内
相
次
而
須
、
有
"
識
者
一
曰
‘
玄
武
紳

物
語
・
服
忌
令
繹
義
・
幽
居
小
草
・
論
語
語
由
が
あ
る
。
也
、
雲
麓
漫
紗
、
玄
武
本
北
方
之
神
、
詳
符
間
避
レ
講
‘

〔
近
世
叢
語
‘
績
、
一
〕
・
〔
近
代
著
述
目
録
後
篇
〕
．
〔
慶
長
改
二
慎
武
一
後
興
―
―
醜
泉
観
盃
得
1

一
編
蛇
ぶ
道
士
以
為
己
県
武

以
来
諸
家
著
述
目
録
‘
漢
學
家
之
部
〕
。
現
「
自
後
奉
レ
事
盆
巌
‘
其
箱
像
‘
披
斐
黒
衣
、
使
レ
剣
踏
1

一

【
亀
星
】
凶
戸
星
の
名
。
〔
星
経
〕
天
亀
六
星
在

1一
尾
南
漢
亀
蛇
盃
比
者
執
黒
旗
―
爵
、
按
―
―
諸
説
一
則
亀
蛇
卸
〗
県
武

中

「

主

レ

ト

ニ

士

口

凶

↓

所

―

―

化

現

デ

不

1

一
特
為
広
怯
吋
也
。

【
編
函
g

】9
5
5
ィ
か
め
で
占
ふ
こ
と
と
、
め
ど
ぎ
で
占
ふ
【
編
岱
-]103

が
唐
の
職
官
の
侃
物
。
〔
唐
書
、
車
服
志
〕

こ
と
。
〔
書
、
大
萬
膜
〕
鬼
紳
其
依
‘
亀
座
協
従
゜
〔
禁
博
〕
天
授
二
年
、
改
孟
m魚
一
皆
偏
レ
亀
‘
其
後
三
品
以
上
、
鑑

編
卜
‘
筑
、
著
。
〔
幡
‘
表
記
〕
子
日
、
君
子
敬
則
用
,
,
祭
器
一
袋
飾
以
レ
金
、
四
品
以
レ
銀
、
五
品
以
レ
銅
‘
中
宗
初
罷
―
―

是
以
不
レ
畷
一
日
月
二
不
レ
違
広
烹
翌
〔
管
子
‘
櫂
修
〕
上
亀
袋
硲
汲
給
以
レ
魚
。

侍

犀

筵

好

用

泣

塁

【

亀

堂

】

104

が
宋
、
陸
溜
の
書
室
の
名
。
又
、
晩
年
の

【
組
焦
】
96

炉
亀
が
こ
げ
る
。
兆
の
で
き
な
い
こ
と
。
琥
。
〔
陸
湘
、
践
ー
ー
王
右
丞
集
―
〕
余
年
十
七
八
時
‘
讀
1

一摩

岨
燻
〔
左
氏
、
定
‘
九
〕
衛
侯
将
レ
如
,
,
五
氏
て
ト
レ
過
レ
之
‘
詰
詩
1

最
熟
、
後
遂
置
レ
之
者
、
幾
六
十
年
、
今
年
七
十
七
‘

亀
焦
゜
〔
注
〕
組
焦
‘
兆
不
レ
成
‘
不
レ
可
t

一
以
行
な
手
也
。
〔
宋
永
鸞
無
レ
事
、
再
取
讀
レ
之
、
如

L
匹
藷
師
友
盃
炉
間
闊

書
‘
符
瑞
志
上
〕
（
黄
帝
）
五
十
年
秋
七
月
庚
申
、
天
霧
之
久
上
也
、
嘉
泰
辛
酉
五
月
六

H
‘
亀
堂
南
窟
書
。
〔
陸

三
日
三
夜
‘
書
昏
‘
云
云
‘
乃
召
レ
史
ト
レ
之
、
亀
憔
‘
史
湘
、
夢
中
作
―
―
遊
山
―
絶
句
詩
〕
鼻
観
舌
根
倶
得
レ
道
‘
悠

曰

‘

臣

不

レ

能

レ

占

也

。

悠

誰

識

老

亀

堂

。

【
編
潜
】
9
7
5
ノ
消
‘
播
恭
壽
(
7ー

1
8
2
3
6
:
 1
4
0
)

の
琥
。
【
編
垢
】
106

が
古
の
占
卜
の
名
。
又
、
地
面
が
亀
の
甲

【
鑑
礎
】
98

パ
亀
の
伏
し
た
や
う
な
柱
礎
゜
〔
進
異
記
、
の
や
う
に
裂
け
る
こ
と
。
編
裂
。
〔
周
幡
、
春
官
‘
占
人
〕

上
〕
呉
王
射
堂
‘
堂
之
柱
礎
‘
皆
如
レ
伏
レ
編
‘
哀
宏
宮
賦
史
占
レ
黒
‘
卜
人
占
レ
垢
゜
〔
注
〕
垢
‘
兆
畳
也
、
云
云
‘
垢

曰

、

海

編

之

礎

‘

是

也

。

有

1

一
微
明
↓
〔
王
炎
‘
喜
レ
雨
賦
〕
視
え
佑
沃
而
亀
垢
↓
況
裔

【
亀
息
】
99

戊
ク
睡
る
時
‘
氣
が
耳
か
ら
出
る
こ
と
。
〔
蘇
田
之
未
レ
擾
、
苗
已
悴
而
半
稿
、
濯
"
西
疇
之
不
＞
牧
゜
〔
康

献
‘
和
面
詩
面
2

レ
堕
山
海
鰈
詩
〕
寧
知
効
編
息
一
熙
字
典
〕
垢
‘
周
證
、
春
官
、
史
占
レ
塵
、
卜
人
占
レ
祈
‘
今

―
-
＿
歳
賦
―
窮
山
↓
〔
芝
田
録
〕
哀
天
綱
相
―
―
李
嬌
―
曰
‘
睡
則
江
淮
間
‘
天
旱
田
裂
、
亦
曰
1

一
編
垢
↓

氣
従
レ
耳
出
、
名
編
息
詞
3

大

貴

壽

。

【

組

塔

】

107

が
大
き
い
亀
が
下
に
な
つ
て
順
次
に
か
さ

[
岨
孫
】
100

k
u
e
i
'
s
u
e
n
'

人
を
罵
る
語
。
畜
生
め
。
な
り
塔
の
状
を
な
す
の
を
‘
烏
亀
昼
塔
と
い
ふ
。
〔
綴
耕

【
編
蛇
】

101no亀
蛇
を
驚
い
た
旗
゜
〔
繹
名
、
秤
兵
〕
亀
録
‘
禽
戯
〕
余
在
一
杭
州
日
、
背
見
こ
弄
百
禽
玉
合
い

ー

蛇
為
レ
旅
、
旅
‘
兆
也
‘
亀
知
氣
兆
之
吉
凶
一
建
―
―
之
於
蓄
―
―
亀
七
枚
ぶ
＾
小
凡
七
等
、
置
1

一
編
几
上
U

撃
レ
鼓
以
使
レ

後
五
察
食
事
宜
之
形
兆
也
。
〔
周
磯
考
エ
記
‘
輯
人
〕
之
、
則
第
一
等
大
者
先
至
1

一
几
少
伏
定
、
第
二
等
者
従

753
 

亀
蛇
四
栴
‘
以
象
賛
窒
也
。
〔
注
〕
編
蛇
、
為
レ
施
、
縣
面
登
其
背
二
墾
ぎ
第
七
等
小
者
「
登
―
第
六
等
之
背
一

1

|
 

五
五



(48847・ ・108)一 (48847・・140) 

乃
堅
身
直
蝕
其
尾
向
レ
上
、
宛
如
示
塔
黙
謂
―
―
之
烏

魯塔↓

【

喜

】
108

が
上
の
持
つ
所
に
、
編
の
形
を
彫
刻
し
た

戸[:[[

石
・
―
―
千
石
、
銀
印
育
禍
綬
‘
皆
編
紐
゜
〔
後
漢
書
‘
西
域

傭
論
、
賜
編
綬
｛
注
〕
亀
、
謂
和
文
也
、
漢
藷
儀
曰
、
銀

印
皆
亀
紐
‘
其
文
刻
日
―
―
某
官
之
章
↓
〔
謝
震
運
‘
辞
レ
禄

賦
〕
解
↓
一
編
紐
於
城
邑
百
竺
褐
衣
於
丘
窟
↓

〖
亀
紐
之
璽
〗1
0
9
"
+
9

ノ
上
の
持
つ
と
こ
ろ
に
、
編
の

形
を
彫
刻
し
た
玉
印
。
〔
淮
南
子
‘
説
林
訓
〕
亀
紐
之
璽
、

賢
者
以
為
レ
侃
。

【
編
腸
】
110

が
’
亀
の
は
ら
わ
た
。
〔
陸
編
蒙
‘
幽
居
賦

序
〕
師
―
―
道
氣
於
亀
腸
ぶ
印
―
―
兵
鈴
於
魚
腹
↓
〔
西
汲
叢
語
‘

上
〕
亦
有
泣
史
句
射
而
所
句
不
レ
射
者
な
ぜ
陸
亀
蒙
詩
‘

云
但
説
漱
レ
流
井
枕
レ
石
、
不
＞
齢
―
―
蝉
腹
輿
―
―
亀
腸
↓

【
亀
球
】
l
l
l
"
5
ク
ひ
ぴ
。
〔
絣
雅
、
繹
訓
下
〕
亀
塚
‘
跛
凍

也。

【
亀
鼎
】
112

？
元
編
と
九
鼎
。
帝
位
の
喩
゜
〔
後
漢
書
、
宦

者
博
序
〕
自
n

―
曹
騰
説
簗
翼
盆
兄
立
―
―
昏
弱
↓
魏
武
因
レ
之
‘

遂
遷
亀
鼎
一
〔
注
〕
亀
鼎
‘
國
之
守
器
、
以
論
帝
位
一
也
。

〔
謝
眺
‘
祭
ー
ー
大
雷
何
周
―
一
紳
ー
文
〕
山
無
土
芸
竺
時
膿
―

忠
賢
一
流
,
,
王
子
戯
云
亀
鼎
忽
焉
。

【
亀
兆
】
113

が
か
め
を
燒
い
て
垢
裂
す
る
あ
や
。
組
の

甲
を
や
い
て
出
た
う
ら
か
た
。
〔
左
氏
、
昭
‘
五
〕
編
兆

告
レ
吉
、
曰
‘
克
可
レ
知
也
。
〔
尉
線
子
、
武
議
〕
合
二
編
兆
↓

墨
吉
凶
一

【
皓
施
】
114

が
饂
蛇
を
藍
い
た
は
た
。
〔
後
漢
書
‘
輿
服

志
上
〕
亀
施
、
四
桔
、
四
切
齊
レ
首
、
以
象
―
―
螢
室
↓
〔
注
〕
鄭

玄
日
、
亀
蛇
為
レ
施
、
縣
部
之
所
レ
建
。

【
編
奴
]115

k
u
e
i
'
n
u
'

妓
棲
の
妓
夫
。

【
亀
筒
】
116

炉
編
の
甲
殻
。
亀
甲
。
亀
殻
゜
〔
本
草
‘
姻

亀
〕
繹
名
、
皮
名
―
―
編
筒
↓
集
解
‘
頌
曰
‘
エ
人
以
―
其
甲
通

明
黄
色
者
（
煮
拍
二
陥
墳
増
1

為
レ
器
‘
謂
―
―
之
亀
筒
一
亀

筒
、
秤
名
、
鼈
皮
゜
〔
談
蒼
〕
西
南
貢
1

一
方
物
土
有
―
―
鶴
頂
亀

筒一》

亀

部

編

【
亀
頭
】
117
日
ゥ

0
か
め
の
あ
た
ま
。
〔
本
草
、
水
組
〕
繹
名
、

時
珍
曰
‘
按
‘
許
恨
説
文
云
‘
編
頭
輿
―
―
蛇
頭
一
同
‘
故
字
上

従
レ
宅
、
其
下
象

E'足
尾
之
形
一
｛
ヒ
郎
古
蛇
字
也
。

O

陰
埜
の
頭
。
か
り
＜
ぴ
°

【
編
脳
]118

が
亀
の
脹
。
〔
列
仙
博
‘
上
、
桂
父
〕
色
黒
‘
而

時
白
時
黄
時
赤
、
南
海
人
尊
―
―
事
之
「
常
服
,
,
桂
及
葵
一

以
編
肱
和
レ
之
、
千
丸
十
斤
桂
、
累
世
見
レ
之
、
今
荊

州
之
南
‘
尚
有
―
―
桂
丸
一
焉
。
〔
韻
府
引
‘
軸
仙
博
〕
琴
裔

乗
1

一
鯉
於
場
中
五
桂
父
改
レ
色
以
1

一
編
脂
↓

【
編
年
】
119

い
唐
の
玄
宗
の
名
伶
で
あ
る
李
亀
年
の
こ

と
。
梨
園
の
架
長
。
〔
碧
淫
漫
志
〕
明
渭
州
明
皇
雑
録
云
‘

開
元
中
‘
築
工
李
編
年
兄
弟
三
人
‘
皆
有
ニ
オ
學
盛
名
一

影
年
善
レ
舞
‘
鶴
年
・
亀
年
能
―
―
歌
製
五
m
州
曲
、
特
承
二
顧

應
〔
桃
花
扇
、
間
樹
〕
亀
年
喧
―
―
笛
管
ぶ
エ
散
間
孟
宇
琶
↓

【
編
背

]
1
2
0
?
O編
の
背
部
。
〔
詩
、
大
雅
‘
巻
阿
‘
鳳
凰

子
飛
‘
疏
〕
天
老
日
、
鳳
象
‘
麟
前
、
鹿
後
、
蛇
頸
、
魚
尾
、

龍
文
‘
亀
背
‘
燕
頷
味
、
五
色
備
攀
。
●
背
の
ま
か
る
病

氣
。
せ
む
し
。
拘
悽
゜
痴
瘍
゜
棄
駐
。
〔
孔
叢
子
‘
嘉
言
〕

修
肱
而
亀
背
‘
長
九
尺
有
六
寸
‘
成
湯
之
容
腔
也
。
〔
北

史
、
儒
林
下
‘
劉
悼
博
〕
犀
額
亀
背
、
望
レ
高
視
レ
遠
‘
云

云
‘
遂
以
―
―
儒
學
―
知
レ
名
、
為
―
―
州
博
士
云
轡
壁
上
の
食
物

を
の
せ
る
横
板
。
〔
間
雑
記
〕
俗
於
―
―
壁
上
品
偲
横
板
｛

宏
置
食
物
一
吾
郷
梢
為
二
編
背
五
建
部
等
虞
亦
同
。

〖
組
背
風
〗12

1
冦
勺
編
背
の

O
に
同
じ
。

[
饂
貝
】
122

？
か
め
の
甲
と
か
ひ
が
ら
。
古
代
‘
貨
幣
に

使
用
し
た
。
〔
史
記
、
平
準
書
論
賛
〕
艇
貝
金
錢
刀
布
之

幣
興
焉
。
〔
漢
書
‘
師
丹
傭
〕
古
者
以
―
―
亀
貝
否
E

レ
貨
。
〔
漢

書
、
食
貨
志
下
〕
元
編
矩
再
、
長
尺
―
―
寸
、
直
二
千
一
百

六
十
、
為
一
大
貝
十
朋
ズ
ム
編
九
寸
、
直
五
百
、
総
一
牡
貝

十
嬰
侯
鬼
七
寸
以
上
、
直
二
百
、
為
玄
貝
十
嬰
子
亀

五
寸
以
上
、
直
百
‘
為
―
―
小
貝
＋
朋
；
是
為
二
亀
賓
四
品
↓

雀
鐵
論
‘
錯
幣
〕
後
世
即
有
亀
貝
金
錢
交
施
5

之
也
。

【
組
鴇
】
123

勺
ウ
妓
館
を
開
い
て
淫
を
賣
買
す
る
者
。
男

を
亀
と
い
ひ
、
女
を
鴇
と
い
ふ
。
二
字
の
俗
義
卑
猥
な

た
め
‘
之
を
緯
ん
で
本
家
と
い
ふ
。
〔
海
上
冶
遊
備
覧
〕

開
奴
館
者
、
男
曰
レ
編
女
日
レ
鴇
‘
此
二
字
彼
等
均

緯
レ
之
、
改
日
二
本
家
ぶ
m沿
成
レ
習
、
不
レ
知
―
其
義
何
取
↓

【
鑑
板
】
124

？
か
め
の
甲
゜
〔
清
波
雑
志
〕
見
n

―
岸
傍
漁

舟
取
編
板
面
E
,
,

鈷
刀
細
5
-

―
其
肉
五
最
為
歿
酵
↓

【
亀
尾
】
1255

●
亀
の
尾
。
〔
荘
子
、
秋
水
〕
此
亀
者
‘
寧
其

死
為
-
1

留
レ
骨
而
貴
―
乎
‘
寧
其
生
而
曳
―
尾
於
塗
中
―
乎
゜

●
げ
脊
骨
の
下
、

III
門
の
上
に
、
高
く
出
た
骨
。
尾
低

骨゚
【
亀
浮
】
126

パ
亀
が
水
面
に
浮
き
あ
が
る
こ
と
。
〔
李
縞
‘

荷
詩
〕
魚
戯
排
糀
莱
ぶ
g
浮
見
紅
緑
池
↓

〖
亀
浮
木
〗1

2
7
”
む
園
人
間
と
生
れ
が
た
い
喩
。
又
‘
佛

に
値
ひ
が
た
い
喩
。
盲
編
値
,
,
浮
木
-
(
8
|
2
3
1
3
2
 :
 
5
9
)
 

に
同
じ
。
〔
涅
槃
経
‘
―
-
〕
生
レ
世
為
り
人
難
‘
値
―
―
佛
世
盃
か

難
、
猶
如
入
海
中
盲
亀
値
籍
孔
↓
〔
涅
槃
経
‘
二
十

―
―
-
〕
清
浮
法
賓
、
難
レ
得
―
一
見
聞
工
我
今
已
聞
、
猶
如
n

―盲

亀
、
値
浮
木
孔
〔
圏
覺
経
〕
浮
木
盲
編
難
値
遇
一

【
亀
符
】

1
2
8
[
O
洛
書
を
い
ふ
。
亀
書
(
8
5
)

に
同
じ
。
〔
黄

帝
出
兵
決
〕
帝
伐
―
―
出
尤
盃
翌
盛
水
之
側
「
有
下
元
亀
街
レ

符
従
―
―
水
中
面
択
廣
三
寸
、
表
一
尺
‘
於
レ
是
帝
侃
レ
之
以

征
、
即
日
檎
出
平
均
〔
謝
眺
、
為
1

一
王
敬
DlJ1
謝
―
―
會
稽
大

守
―
啓
〕
鴻
恩
妄
瑕
‘
覆
―
―
授
亀
符
↓
〇
亀
形
の
わ
り
ふ
。

〔
朝
野
妓
載
〕
唐
為
―
―
銅
魚
符
「
武
后
以
玄
武
為
姓

捜
乃
為
―
―
銅
編
知
焉
。

【
編
訣
】
1
2
9
t

亀
の
形
に
刻
ん
だ
石
碑
の
憂
石
。
〔
劉
為

錫
、
唐
故
監
察
御
史
贈
尚
書
右
僕
射
王
公
碑
〕
揚
二
其

先
徳
冨
以
耀
一
干
遠

:n伴
伍
f
古
者
書
1

一
本
系
所
＞
自
、

且
銘
•
千
編
践
蛾
首
上
云
゜
〔
玉
海
、
聖
文
、
御
書
‘
淳
化

秘
閣
碑
陰
書
孝
程
〕
淳
化
三
年
‘
云
云
‘
鑑
飾
1

一
蕨
鉄
「

龍
碗
二
其
顔
↓
〔
楊
維
顧
‘
曹
我
碑
賦
〕
隔
―
―
郡
郡
1

以
乗
レ

筆
合
、
樹
―
―
弯
石
於
編
践
↓
〔
古
今
事
物
考
〕
唐
葬
令
五

品
以
上
蝸
首
亀
鉄
‘
降
―
―
五
品
云
E
-
―
娼
方
朕
圃
首
↓

〖
亀
践
圃
頭
〗1
3
0
i

クh
ウ
亀
扶
の
上
に
、
丸
く
角
を
と

っ
た
墓
碑
の
据
わ
っ
た
も
の
。
〔
川
北
温
山
‘
謁
―
―
楠
公

祠
文
〕
壇
宇
団
五
尺
云
霞
園
頭
。

【
組
舞
】
131

ぢ
亀
の
ま
ね
を
す
る
舞
の
名
。

【
編
復

]132?
〇
編
の
腹
〔
砕
牧
‘
琵
琶
賦
〕
組
腹
鳳

頸
、
熊
撮
龍
旋
。

O
勺
”
④
腹
中
に
塊
が
出
来
て
、
強
く

こ
は
ば
る
病
。
薇
瑕
。
◎
建
物
の
最
下
部
。

【
組
文
]
1
3
3
?

〇
紳
編
の
負
つ
て
ゐ
た
文
。
洛
書
を
い

ふ
。
〔
書
‘
洪
範
‘
天
乃
錫
云
E

洪
範
九
疇
五
傭
〕
天
輿
レ
馬
洛

出
レ
書
、
紳
亀
負
な
文
而
出
‘
列
―
―
於
背
玉
有
レ
敷
至
二
千
九
↓

0
亀
の
甲
の
あ
や
も
や
う
。
〔
後
漢
書
‘
李
固
傭
〕
固
貌
状

有
柔
翌
空
鼎
角
匿
犀
、
足
履
1

一
亀
文
↓
〔
注
〕
足
履
―
―
庵
文
1

者
二
千
石
、
見
相
書
↓
〔
劉
峻
‘
辮
命
論
〕
龍
犀
日
角
‘
帝

王
之
表
、
河
目
編
文
、
公
侯
之
相
。
〔
注
〕
善
日
、
危
嘩
後

漢
書
曰
、
李
固
貌
状
有
―
―
奇
表
一
鼎
角
匿
犀
、
足
履
―
―
亀

文
五
後
為
一
太
尉
↓

〖
亀
文
鳥
跡]
1
3
4

”
t

亀
の
甲
の
あ
や
も
や
う
と
‘

鳥
の
足
あ
と
。
〔
書
断
〕
按
、
古
文
者
‘
黄
帝
史
蒼
頷
所
レ

造
也
、
頷
首
有
,
,
四
目
ご
迪
一
千
紳
明
↓
仰
観
,
,
奎
星
圃
曲

之
勢
ご
附
察
―
―
亀
文
鳥
跡
之
象
五
熙
杢
衆
美
↓
合
而
為
レ

字
‘
是
日
―
―
古
文
↓

【
組
幣
]135

？
漢
代
‘
貨
幣
の
一
。
重
さ
四
雨
。
―
二
品
(
1

ー

1
2
:
 
1
5
3
5
)

の
〇
を
見
よ
。
〔
金
石
索
‘
泉
刀
之
陽
‘

漢
武
三
幣
、
編
幣
〕
以
上
三
品
‘
倶
依
云
畠
雙
又
古
錢
徴

信
録
云
、
有
1

一
亀
幣
玉
形
制
恢
異
、
中
如
レ
栞
、
背
作
―
―
龍

池
鳳
沼
状
―
而
置
‘
動
―
―
鑑
子
内
盃
？
上
可
レ
下
、
首
尾
足

具
備
。

【
亀
鼈
】
1
3
6
7
,
0
か
め
と
す
っ
ぽ
ん
。
〔
埠
雅
‘
繹
魚
‘

亀
〕
語
曰
‘
鑑
思
レ
鼈
望
‘
今
鑑
鼈
皆
隔
レ
津
望
レ
卵
。
〔
周

證
‘
地
官
‘
大
司
徒
‘
四
曰
墳
術
其
動
物
宜
―
―
介
物
字
生
l

介
物
‘
亀
鼈
之
隔
゜
〇
人
を
軽
ん
じ
い
や
し
め
る
語
。

〔
魏
書
‘
蝠
蝠
國
博
〕
劉
義
隆
欲
レ
犯
二
河
南
ご
広
云
、
世
祗

聞
而
大
笑
‘
告
二
公
卿
一
日
‘
亀
鼈
小
竪
‘
自
救
不
レ
暇
‘
何

能
玲
也
。

【
亀
父
】
1
3
7
"

宋
‘
洪
朋
(
6ー

1
7
4
0
2
:
 
1
9
1
)

の
字
。

【
編
歩
】
1
3
8
"

浦
の
名
。
編
浦
。
歩
は
浦
の
訛
゜
〔
述
異
記
、

下
〕
呉
江
中
又
有
蕉
歩
亀
歩
盆
暉
中
有
震
妃
歩
ぶ
5

案
羹
楚
間
謂
畑
為
レ
歩
語
之
訛
耳
゜

[
組
峯
】
139

が
山
名
。

O
浙
江
省
衛
縣
。
宋
の
宣
和
の

時
、
州
守
吉
向
至
臨
‘
編
峯
山
麓
に
城
を
築
く
。

O
湖
北

省
麻
城
縣
の
東
。
一
名
、
亀
頭
山
。
〔
元
和
志
〕
亀
頭
山

在
巌
城
縣
東
南
八
十
里
盃
奉
水
所
む
出
、
春
秋
呉
楚
戦
,
,

於
柏
琴
面
ば
此
地
也
。

【
亀
蒙
】
140

が

0
二
山
の
名
。
編
山
は
山
束
省
洒
水
縣

の
東
北
。
蒙
山
は
費
縣
の
西
北
。
一
説
に
、
編
蒙
は
蒙

山
の
群
峯
の
一
と
い
ふ
。
〔
詩
‘
魯
頌
、
闊
宮
〕
奄
有
1

一

鑑
蒙
遂
荒
1

一
大
東
↓
〔
博
〕
編
山
也
、
蒙
山
也
。
〔
疏
〕

春
秋
定
十
年
‘
齊
人
来
蹄
己
郭
誰
編
陰
之
田
ぶ
ザ
亀
山

之
北
田
1

也
、
論
語
説
二
顕
央
―
云
‘
昔
者
先
王
以
為
―
―
東

蒙
主
盃
謂
―
n

穎
央
主
―
―
蒙
山
也
、
魯
之
境
内
、
有
―
―
此
二

山
一
故
知
鑑
蒙
是
亀
山
蒙
山
石
咤
〔
論
語
、
季
氏
、
昔

者
先
王
以
為
,
,
東
蒙
主

;fll賓
楠
正
義
〕
蒙
山
在
―
―
編
山

東
コ
一
山
連
隔
、
長
八
十
里
、
呉
貢
之
蒙
‘
論
語
之
東
蒙
‘

正
此
蒙
山
也
、
後
人
惑
,
,
於
束
蒙
之
説
ぶ
芸
昧
以
二
亀
山
1

一
五
六

13752 
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嘗
―
―
蒙
山
一
蒙
山
為
l

―
東
蒙
盃
叫
隠
1

没
亀
山
之
本
名
↓
●

魯
を
い
ふ
。
亀
蒙
之
故
賓
を
見
よ
。

〖
饂
蒙
之
故
賓
〗1

4
1
共
勺
魯
侯
が
事
を
賦
し
刑
を
行

ふ
に
、
必
ず
遺
訓
を
問
ひ
故
賓
に
杏
っ
た
こ
と
。
〔
王

巾
、
頭
陀
寺
碑
文
〕
揮
↓
一
方
城
之
令
典
一
酌
二
亀
蒙
之
故

賣
-
〔
注
〕
善
曰
‘
亀
蒙
‘
謂
レ
魯
‘
云
云
‘
園
語
、
奥
穆
中

曰
‘
魯
侯
孝
王
日
、
何
以
知
レ
之
、
射
日
‘
賦
レ
事
行
レ
刑
‘

而
次
庁
於
故
｛
貫
也
。

【
編
卜
】
142

が
亀
の
甲
を
灼
い
て
う
ら
な
ふ
。
瑣
堺
代

酔
編
‘
巻
十
四
に
見
ゆ
。
〔
韓
愈
‘
送
―
―
石
慮
士
―
序
〕
若
,
,

燭
照
敷
計
而
亀
ト
一
也
。
〔
陸
消
、
朝
議
大
夫
張
公
墓
誌
〕

臨
事
前
見
畑
‘
決
若
燭
照
亀
卜

ui竺
秋
奄
疑
滞
↓

〖
組
卜
部
〗1

4
3
”
”
勺
古
‘
亀
卜
の
事
を
つ
か
さ
ど
っ
た

と
こ
ろ
。

【
鑑
毛
】
144

定
亀
の
毛
。
極
め
て
め
づ
ら
し
い
も
の
の

喩
゜
〔
述
異
記
、
上
〕
編
千
年
生
レ
毛
‘
亀
壽
五
千
年
、
謂
二

之
紳
亀
面
口
年
曰
―
―
震
亀
一

〖
組
毛
免
角
〗1

4
5
昇
'
t
編
に
毛
を
生
じ
、
免
に
角
を
生

ず
る
。

O
園
決
し
て
な
い
事
物
の
喩
゜
〔
榜
巌
経
‘
一
〕
無

則
同
総
に
編
毛
免
角
五
何
不
レ
著
。
〇
兵
胤
の
将
に
興

ら
ん
と
す
る
喩
゜
〔
捜
紳
記
‘
六
〕
商
討
之
時
、
大
亀
生
レ

毛
‘
免
生
レ
角
‘
兵
甲
将
レ
興
之
象
也
。

【
編
綾
】
146

認
亀
の
甲
の
や
う
な
模
様
を
、
細
か
く
織

り
出
し
た
綾
織
り
の
絹
布
。

[
厖
龍
】
147

い
＇
ウ
編
と
龍
。
共
に
め
で
た
い
も
の
で
、
四

震
の
二
。
一
説
に
、
五
震
の
二
。
〔
藉
、
橙
運
〕
何
謂
二
四

霊
云
麟
・
鳳
・
亀
・
龍
‘
謂
―
―
之
四
震
言
呂
覧
‘
應
同
〕
乾
レ
澤

涸
漁
則
亀
龍
不
レ
往
゜
〔
甕
鐵
論
‘
錯
幣
〕
更
行
―
―
白
金
亀

腹
〔
漢
書
、
公
孫
弘
博
〕
麟
鳳
在
一
郊
藪
五
亀
龍
海
―
於
沼
↓

〔
小
學
紺
珠
‘
動
植
類
、
四
霰
〕
麟
鳳
亀
龍
‘
井
二
白
虎
一

岱
五
霰
下
五
霊
、
王
者
之
嘉
瑞
゜

〖
饂
龍
壽
〗1

4
8
勾
ョ
、
？
亀
と
龍
と
は
共
に
な
が
い
き
す

る
か
ら
、
人
の
長
壽
を
祝
す
る
に
い
ふ
。
〔
法
言
、
君

子
〕
或
問
‘
亀
龍
鴻
鵠
‘
不
―
―
亦
壽
1

乎
‘
曰
‘
壽
‘
曰
‘
人

可
レ
壽
乎
‘
曰
、
物
以
l

―
其
性

r八
以
二
其
仁
↓

〖
編
龍
之
圏
〗1

4
9
パ
戌
玄
亀
が
背
に
負
っ
た
書
と
‘

黄
龍
が
背
に
負
っ
た
圏
。
河
圏
洛
書
(
6
ー

1
7
2
4
5
:
 1
8
 

2
)

を
見
よ
。
〔
後
漢
書
、
方
術
博
序
〕
河
洛
之
文
、
亀
龍
之

圏
。
〔
注
〕
尚
書
中
候
曰
、
発
沈
-
1

璧
於
洛
ぶ
玄
亀
負
二
書
背

中
↓
赤
文
朱
字
止
レ
壇
、
舜
礎
二
壇
於
河
畔
ぶ
炉
璧
‘
幡
畢

|
 

饂

部

組

應

謳

竜

至
手
下
臭
「
黄
龍
負
硲
舒
圏
出
1

一
水
壇
畔
一

〖
亀
龍
片
甲
〗1
5
0
7
礼
姐7
0
編
と
龍
と
の
甲
の
ひ
と
か
け

ら
。
僅
か
な
も
の
の
喩
゜
〔
書
断
〕
麟
鳳
―
毛
、
亀
龍
片

甲
‘
亦
無
レ
所
レ
不
レ
録
。

〖
編
龍
麟
鳳
之
應
〗1

5
1
閃
g
t
／
組
と
、
龍
と
、
き
り
ん

と
、
お
ほ
と
り
の
し
る
し
。
瑞
詳
の
あ
ら
は
れ
。
〔
漢
書
‘

腎
宣
博
〕
太
皇
太
后
臨
レ
政
、
有
↓
年
亀
龍
麟
鳳
之
應
↓

[
編
林
】
1525
ノ
〇
朔
漠
の
野
。
〔
庚
信
‘
周
上
柱
國
齊
王

憲
紳
道
碑
銘
〕
山
連
1

一
鳥
道
面
掌
笠
亀
林
言
唐
書
‘
回
鶴

下
、
同
羅
博
〕
同
羅
在
「
一
梓
延
陀
之
北
、
多
覧
葛
之
東
↓
云

云
‘
貞
観
二
年
‘
遣
―
―
使
者
―
入
朝
、
久
レ
之
‘
請
1
1

内
隔
↓

置
亀
林
都
督
府
↓
云
云
‘
安
誅
山
反
‘
劫
1

其
兵
用
レ

之
、
競
―
曳
落
河
ご
曳
落
河
‘
猶J-―l空
健
兒
—
云
。0
卜
堕

の
林
。
〔
庚
信
、
周
車
騎
大
将
軍
賀
婁
公
紳
道
碑
〕
故
以

緋
折
編
林
五
臀
馳
鹿
野
↓

【
岨
麟
】
153g
／
亀
と
麒
麟
。
拉
び
に
叢
物
。
〔
喬
踪
、

B

中
有
土
土
宇
賦
〕
登
比
1

一
夫
亀
麟
龍
鳳
五
徒
在
,
,
乎
宮
沼

郊
藪
↓

[
饂
齢
】

154?
〇
編
の
よ
は
ひ
。
長
い
よ
は
ひ
。
長
壽
。

め
で
た
い
こ
と
に
い
ふ
。
〔
飽
照
、
松
柏
篇
〕
亀
齢
安
可
レ

獲
‘
岱
宗
限
已
迫
゜
〔
廣
五
行
記
補
〕
亀
齢
鰹
萬
歳
一

〇
唐
‘
張
志
和
(
4
1
9
8
1
2
 :
 1
1
1
1
)

の
初
名
。

O
宋
、
王

十
朋
(
7
|
2
0
8
2
3
 :
 1
6
2
3
)

の
字
。

【
亀
暦
】
g

[
キ
千
歳
の
紳
組
の
背
上
に
あ
っ
た
、
開
閾

以
来
の
こ
と
を
記
し
た
科
斗
書
。
帝
発
の
世
、
越
裳
國

が
獣
じ
た
も
の
。
〔
述
異
記
、
上
〕
陶
唐
之
世
、
越
常
國
‘

獣
―
―
千
歳
神
患
方
三
尺
餘
、
背
上
有
レ
文
、
科
斗
書
‘
記
二

開
闘
以
来
つ
帝
命
録
レ
之
‘
謂
乏
亀
暦
一

【
亀
裂
】
1
5
6
?
O
手
足
に
ひ
ぴ
が
き
れ
る
。
あ
か
ぎ
れ
。

ひ
ぴ
。
蔽
。
〔
韓
駒
‘
至
―
―
國
門

g
四
蘇
文
饒
将
＞
出
レ
都

戯
贈
―
―
長
句
ー
兼
簡
1

一
其
兄
世
美
一
詩
〕
騎
聰
冗
冗
無
レ
所
レ

之
、
破
袖
迎
レ
風
手
編
裂
。
●
が
か
め
の
甲
の
や
う
な

ひ
ぴ
わ
れ
。
さ
け
め
。
割
れ
目
。

【
亀
王
】
157

炉
古
、
普
通
の
亀
に
無
い
紋
の
あ
っ
た
編
。

〔
金
華
子
雑
編
〕
亀
直
中
紋
名
日
1

一
千
里
↓
其
近
レ
首
横
紋

之
第
一
級
、
左
右
有
応
虹
捏
皆
接
―
―
於
千
里
一
者
、
編
王

之
紋
也
、
今
取
常
亀

i
gレ
之
、
無
レ
有
也
。

【
灼
レ
組
]158

”
鑑
甲
を
灼
い
て
‘
其
の
剖
れ
方
に
由
つ

て
事
の
吉
凶
を
卜
ふ
。
亀
卜
。
〔
史
記
、
編
策
博
論
賛
〕

撻
レ
策
定
レ
敷
‘
灼
レ
編
観
レ
兆
゜
〔
馬
祗
常
、
都
門
詩
〕
有
レ

興卸騎行、無レ疑登亀灼゚

【定レ組】159t”ムトふべき事に従つて‘亀の色と

形と各:｛且しい所があるため‘其の色と形とを

琲じて定める。〔幡‘玉涵〕卜人定レ亀、史定レ墨‘

君定レ憫゚〔注〕謂二霊射之陽所如曰レ用者→

【組差櫛】1609サ，鼈甲でつくった櫛の古名。か
めのさしぐし。

[鑑縮頭】161がクトウ強ひて頭を出さぬことをい

ふ。〔書言故事、水族類〕不→―強出＞頭、曰,,縮頭「唐

詩‘萬事如今亀縮頭。

【編萬年】16270グy組は一萬年生きるといふ。目
出度いことにいふ。〔廣五行記補〕亀齢経1一萬

歳→

【編厭不レ告】163昇nヒテト箆をしばしばすれば

亀震は之を厭つて謀を告げない。亀卜が中らな

くなること。〔詩、小雅、小曼〕我亀既厭、不――我

告＞猶゚〔箋〕猶、圏也、卜痙敷而潰レ編、亀霰厭レ

之、不l1復告所レ圏之吉凶二目‘雖レ得レ兆、占縣

不レ中。〔漢書‘藝文志〕饂厭不レ告‘詩以為レ剌゚

【亀谷省軒】164拷又封馬の人。名は行。初名は

行蔵。字は子省。琥は省軒・惜陰書屋・捜奇窟・花

屋。廣瀬旭荘・安井息軒に師事す。官は太政官

少史、修史庶務石叫録尼局。大正二年一月二十一

日歿す。年七十六。著に育英文範・詠史架府・曲

山紀勝・繹教文範・省軒詩稿・省軒文稿・清言・論

文彙纂がある。〔省軒文稿〕。

【亀蔵小紋】165芍名織物の模様の一。渦巻に似

た小紋。俳優市村亀蔵が着初めたからいふ。

【組之八命】166”ハチ國の大事で、著亀を待って

決すべきもの八。〔周藉、春官、大卜〕以――邦事→

作1一編之八命―一日征、二日象‘―-＿日典‘四日謀‘

五日果、六曰至、七日雨、八曰磨゚〔注〕國之大事、

待轡編而決者有レ八゚

長`於蛇―】167”丑食亀の長さはへぴより長

い。長短は形の比の梢にすぎない。〔荘子、天

下〕編長於蛇函心否方、規不レ可二以為＞圃゚

【饂田鶯谷】168認グ下穂の人。名は長保。初名

は毅。字は申之。通捨は保次郎。琥は鶯谷・學孔

堂・稽古堂•本教々含。編田綾瀬に師事す。江戸に住し‘綾瀬の嗣となる。経學は折衷を宗とす。
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字 正
彙 藉 字

13753 

明
治
十
四
年
八
月
二
日
歿
す
。
年
七
十
五
。
著
に
學
孔

堂
遺
文
・
學
孔
堂
漫
稿
・
侯
鯖
一
冑
、
補
輯
・
五
魂
説
・
五

十
昔
園
説
・
古
事
記
序
解
・
論
語
集
注
異
説
が
あ
る
。

〔
房
縛
の
偉
人
〕
。

【
亀
田
鵬
齋
】
169

”
ア
江
戸
の
人
。
名
は
長
興
。
字
は

遅
龍
゜
琥
は
鵬
齋
。
通
梢
は
文
左
衛
門
。
幼
名
は
禰

吉
。
遁
竜
の
子
。
井
上
金
峨
に
師
事
す
。
江
戸
駿
河
嚢

に
て
教
授
す
。
経
學
は
歴
代
先
儒
の
説
を
陶
汰
し
て

一
家
を
な
す
。
其
の
説
、
折
衷
を
出
で
て
調
和
に
近
し
。

文
政
九
年
歿
、
年
七
十
五
。
著
に
江
戸
通
志
・
學
政
私

議
・
藉
注
蒙
求
・
胸
中
山
・
侯
鯖
一
胄
・
國
字
孜
・
五
穀
租

梁
榊
•
象
服
考
•
酒
佛
徳
経
・
深
衣
園
解
・
酔
銘
帖
墨
本
・

善
身
堂
一
家
言
・
善
身
堂
詩
紗
・
荘
子
蜀
了
・
大
學
耕

解
・
大
學
私
衡
・
撻
字
孜
・
中
庸
琲
義
・
東
西
周
考
・
度
量

孜
•
富
國
私
議
・
鵬
齋
詩
紗
・
鵬
齋
先
生
文
紗
·
鵬
躇
居

雑
識
•
北
遊
紀
事
・
北
遊
日
記
・
北
遊
文
集
・
老
子
愚
説
・

老
荘
拷
解
・
律
散
解
・
論
語
撮
解
が
あ
る
。
〔
近
世
叢
語
‘

績
、
六
〕
・
〔
近
代
著
逃
前
録
後
篇
〕
・
〔
慶
長
以
来
諸
家
著

進
目
録
〕
。

【
亀
田
綾
瀬
】
170

衿
サ
？
江
戸
の
人
。
鵬
齋
の
義
子
。
名

は
長
梓
。
字
は
木
王
。
通
梢
は
三
祓
゜
琥
は
綾
瀬
・
佛
樹

齋
。
亀
田
鵬
齋
に
師
事
す
。
官
は
襴
宿
藩
儒
。
下
帷
教
授

す
。
経
學
は
折
衷
學
を
宗
と
す
。
江
戸
本
材
木
町
五
丁

目
に
居
住
す
。
嘉
永
六
年
四
月
十
四
日
歿
す
。
年
七
十

六
。
著
に
江
戸
通
志
・
學
易
漫
鋒
・
讀
詩
雑
抄
•
佛
樹
齋

随
箪
・
綾
瀬
先
生
遺
文
（
亀
田
鶯
谷
編
）
・
綾
瀬
漁
湿
・
綾

瀬
漁
涸
外
集
が
あ
る
。
〔
近
代
著
逃
目
録
後
篇
〕
．
〔
慶
長

以
来
諸
家
著
進
目
録
〕
。
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捜箕 玉 玉慎 ←集、 集韻 雀， 俗

亀

部

〔
三
|
ー
七
豊
〕

遣

駈

齢

餡

鑑

腸

魁

魁

綸

無

遣

逢

魁

飽

絋

滝

遣

亀

穐

竃

竃

亀

縫

罷

毅

一
五
八
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亀

部

〔
九
ー
＋
七
書
〕

魏

厖

龍

鼈

竃

今
向

部

篇

〔
四
ー
五
書
＿
〕

飢

歓

断

鋲

一
五
九

黄
竃
は
‘
亀
の
名
。
〔
集
韻
〕
竃
、
黄
竃
‘
組
名
。

【
竃
】
螂

〔
集
韻
〕
郎
T
切

圏

レ
イ
リ
ー
ヤ
ヴ

”
騨
闘
且

【
鼈
】
細

輿
レ
鼈
同
。

4
I
O姓
。
〔
字
彙
〕
鼈
‘
姓
。

O
鼈
(
1
2

-
4
8
3
0
5
)

に
同
じ
。
〔
字
彙
〕
鼈
、

ヘ n
瓢
=
-
i—―

冨

】

5

龍
が
は
ふ
。
〔
字
槃
補
〕
亀
‘
組
行
也
。

ク

〔
五
昔
篇
海
〕
昔
謳

【
謳
】
5

大
き
い
編
。
〔
字
凸
果
〕
厖
、
大
亀
、
形
如
レ
山
。

ヱケ

ィ

〔
字
彙
〕
戸
圭
切

甕

,.i―― 
【
鶏
】
如
い
[
[
口
臼
戸
[
[
〕

炊
レ
禾
亀
益
腎
‘
喪
、
I
音
焦
‘
隷
作
秋
‘
妖
↓

シ
ヴ

,i―― 
編
が
頭
を
縮
め
る
。
〔
字
彙
補
〕
輩
‘
亀
縮
レ
頭
也
。

小
〇
ふ
え
。
①
三
孔
の
笛
。
た
く
さ
ん
の

豪
血
禾
器
を
一
時
に
奏
す
る
時
、
諸
臀
を

會
和
諧
す
る
に
用
ひ
る
。
〔
説
文
〕
會
、
架
之
竹
管
、

三
孔
‘
目
和
衆
臀
也
、
八
二
品
會
命
‘
理
也
。
〔
段

注
〕
按
、
周
證
笙
師
‘
幡
記
少
儀
・
明
堂
位
鄭
注
‘
爾

雅
郭
注
‘
應
氏
風
俗
通
‘
皆
云
‘
-
―
―
孔
。
〔
郭
慶
藩
、

説
文
経
字
正
誼
〕
倫
有
吹
舞
之
異
伍
竺
於
吹
一

以
鍬
築
、
則
一
二
孔
‘
施
於
舞
以
合
羽
、
則
六
孔

或
七
孔
。
＠
六
孔
の
笛
゜
〔
詩
、
邸
風
、
簡
分
〕
左
手

執
レ
篇
゜
〔
博
〕
箱
、
六
孔
゜
◎
七
孔
の
笛
。
〔
廣
雅
、

繹
築
〕
愉
詞
之
璽
有
1

七
孔
己
）
簾
〔
孟
子
、
梁

悪
王
下
〕
管
篇
之
昔
。
〔
注
〕
篠
、
篇
゜
⑮
笛
の
継

名
。
〔
爾
雅
‘
秤
築
〕
大
篇
謂
二
之
産
石
天
中
謂
二
之

仲
丁
小
者
謂
―
―
之
筍
↓
〇
容
積
の
箪
位
。
黍
粒
千
二

百
の
か
さ
。
一
合
の
二
分
の
一
。
一
説
に
、
一
合

の
十
分
の
一
。
一
勺
゜
〔
廣
雅
‘
繹
器
〕
裔
二
日
レ

合
。
〔
集
韻
〕
倉
‘
一
日
‘
量
名
、
合
レ
裔
為
レ
合
。
〔
漢

書
‘
律
歴
志
上
〕
量
者
、
篇
合
升
斗
料
也
、
所
―
―
―
以

菫

多

少

也

、

本

起

於

黄

鐘

之

禽

阻

度

敷

匝
其
容
冨
竺
子
穀
和
黍
中
者
、
千
有
二
百
一
｛
貫
1

一

其
篇
冨
竺
井
水
細
千
―
―
其
築
公
口
裔
尻
レ
合
、
十
合

為
レ
升
‘
十
升
為
レ
斗
、
十
斗
為
レ
糾
‘
而
五
量
嘉
芙
。

0
ま
す
の
名
。
一
會
の
量
を
容
れ
る
も
の
。
〔
漢

書
‘
律
歴
志
上
〕
會
‘
其
状
似
レ
爵
、
以
席
盃
翌
雙

冨
】
蜘
ャ
ク
〔
集
韻
〕

LJLJ[

裔

部

l圏

日
ふ
く
。
吹
(
2
-
3
3
7
3
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
吹
‘
説

文
、
嘘
也
、
周
證
作
レ
猷
。
口
ふ
き
な
ら
す
。
裔
(
1
2

|
 4
8
8
8
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
裔
‘
説
文
‘
裔
、
昔
律

管
燻
之
栗
也
‘
或
省
。

【
猷
篠
】
1

訂
ふ
え
を
ふ
く
こ
と
。
〔
周
幡
、
春
官
‘
篇

師
〕
掌
レ
教
―
―
國
子
舞
レ
朽
鰍
＞
篇
゜
〔
注
〕
文
舞
有
-
l

持レ

材
吹
レ
篇
者
盃
川
謂
篇
舞
也
。
〔
孫
詮
譲
正
義
〕
此
亦
注

冨

】

岬

口
ス
イ

日
ス
イ

〔
集
韻
〕
妹
為
切
』
ェ

1
x
¥
 c
h
'
u
e
i
 

〔
集
韻
〕
尺
偽
切
甲
g

冨
i

】螂

あ
ふ
ぐ
。
航
(
7
|
1
9
5
8
8
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕
飢
、

仰
也
‘
或
八
レ
裔
。

ヤ
ク

集
韻
〕

t
灼
切

薦

’□― 

上
三
下
二
、
参
天
雨
地
、
園
而
函
方
、
左
一
右
二
、

陰
陽
之
象
也
‘
其
重
二
釣
‘
備
―
―
氣
物
之
敷
公
口
1

一

萬
有
一
千
五
百
二
十
↓
替
中
二
黄
鐘
↓
始
於
黄

鐘
而
反
覆
焉
。
⑲
篇
(
8ー

2
6
7
7
1
)

に
同
じ
。
〔
字

彙
〕
篇
‘
説
文
、
柴
裔
字
、
本
作
レ
裔
、
別
作
1

一
篇
字
「

注
‘
書
憧
作
苫
也
‘
謂
―
―
編
レ
竹
習
＞
書
也
、
今
以
レ

愉
為
1

一
裔
合
字
冨
炉
篇
為
盃
委
酬
字
↓

幅
囲
會
意
。
品
と
倫
と
の
合
字
。
品
は
衆
多
の
意
を
示

し
、
命
は
倫
に
て
‘
を
さ
め
る
意
を
示
す
。
合
し
て
以

て
‘
衆
臀
を
を
さ
め
て
和
諧
す
る
、
三
孔
あ
る
笛
の
意

を
表
は
す
。
字
解
を
見
よ
。
▽
＾
＂
儒
（
金
文
）
象
形
。
吹

き
口
の
あ
る
竹
管
を
編
み
並
べ
た
形
に
象
る
。

【
篇
合
]
1

窮
穀
類
の
量
の
少
な
い
こ
と
。
〔
漢
書
‘
律
歴

志
上
〕
合
會
為
レ
合
‘
十
合
為
レ
升
‘
十
升
為
レ
斗
‘
十
斗
為
レ

糾
、
而
五
量
嘉
芙
。
〔
幅
悪
全
書
‘
荒
政
部
、
積
貯
〕
不
レ

獲
レ
油
1

一愈合↓

0
―
音
楽
の
瞥
が
と
と
の
ふ
。
〔
説
文
〕

鰍
、
調
也
、
炊
レ
倫
禾
臀
‘
讀
卑
ハ
レ
味
同
。

〔
説
文
通
訓
定
臀
〕
一
切
経
音
義
六
引
―
一
説
文
、
音

柴
和
調
也
面
四
語
‘
臀
應
相
係
曰
レ
鋲
‘
経
傭
多

以
レ
和
為
レ
之
。
〇
や
は
ら
ぐ
。
〔
廣
韻
〕
鋲
‘
諧
也
。

〔
國
語
、
周
語
〕
言
レ
恵
必
及
レ
鰍
゜
轡
あ
ふ
。
〔
廣
韻
〕

銀
、
合
也
。
働
十
三
管
の
小
さ
な
笙
。
〔
集
韻
〕
銀
‘

一
日
、
小
笙
、
十
三
管
也
。

O
一
業
器
だ
け
吹
奏

し
て
他
業
と
あ
は
せ
な
い
。
〔
集
韻
〕
鰍
‘
一
曰
‘

徒
吹
。

O
和
(
2
-
3
4
9
0
)

の
古
字
。
〔
廣
韻
〕
鋲
‘
或

曰
、
古
和
字
。
〔
漢
書
、
絞
偉
上
、
欧
中
蘇
為
11

庶

幾
合
‘
注
〕
師
古
日
‘
鋲
‘
古
和
字
也
。

O
地
名
。

春
秋
、
晉
の
邑
゜
〔
國
語
、
晉
語
八
〕
苑
宣
子
輿
正
5

大
夫
至
ず
レ
田
。

冒

和

（
2
ー

3
4
9
0
)

を
併
せ
見
よ
。

【
鋲
耀
]
1

な
四
宮
殿
の
名
。
〔
張
衡
‘
束
京
賦
〕
於
レ
南
前

殿
霊
豪
‘
臥
馳
安
幅
゜
〔
注
〕
綜
曰
‘
銀
雅
・
安
揺
‘
二
殿

名。 爵
い

冨
】
〗ク
ヴ
ヮ

集
韻
〕
胡
文
切
姻

＇ 
r亡
h
o
'

冒
■
E
_
_
 

図囮圃

ロ
ロ
□
〇
お
ほ
ぶ
え
。
〔
集
韻
〕
断
、
大
鏡
。
●
或

は
箔
(
8
|
2
6
0
2
9
)
・
 
箭（
8
ー

2
6
0
8
6
)

に
作
り
、
通

じ
て
祈
(
6
|
1
7
1
8
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
断
‘
或

作
齋
・
阿
通
作
訴
°

[断]螂

□
召
〗

□
ギ
ン

国
チ
ン

〔
集
領
〕
魚
斤
切

〔
集
韻
〕
魚
巾
切

〔
集
韻
〕
佗
断
切

用
―
―
今
字
正

y
吹
也
。
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＇
，
唱

(
2
-
3
7
6
5
)

に
同
じ
。
〔
玉

【
餡
】
岬
‘
ン
ヤ
ウ
篇
〕
餡
、
今
作
レ
唱
。

瓦閣

小
日
日
●
業
器
を
ふ
き
な
ら
す
。
も
と

豪

綸
(
1
2
ー

4
8
8
9
6
)

に
作
る
。
〔
中
華
大

擾
字
典
〕
裔
、
本
作
レ
緒
。
〔
説
文
〕
舗
、
裔
、
昔
律
管
燻

之
築
也
、
炊
レ
會
炊
臀
゜
〔
段
注
〕
昔
律
者
、
如
―
―
王

者
行
レ
師
、
大
師
吹
レ
律
合
＞
昔
‘
是
也
、
竿
笙
篇
篇

鏡
逹
管
皆
竹
陽
‘
獨
言
レ
管
者
、
琴
こ
以
該
レ
六

也
、
土
層
則
惟
燻
可
レ
吹
。
●
吹
（
2
-
3
3
7
3
)

に
同

じ
。
〔
玉
篇
〕
裔
、
今
作
レ
吹
。

【
裔
】
-
日
ス
イ

□
ス
イ

〔
集
韻
〕
妹
為
切

〔
集
韻
〕
尺
偽
切

留】螂
日

0
東
方
の
音
。
五
昔
の
一
。
通
じ
て
角
(
1
0
-

3
5
0
0
3
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
録
、
東
方
之
昔
、
通
作
レ

角
。
〔
魏
書
、
江
式
博
〕
宮
商
緑
徴
利
。
●
秦
器
。

〔
集
韻
〕
録
、
一
日
、
築
器
。
口
東
方
の
詈
。
五
昔

の
一
。
或
は
饒
(
1
2
-
4
8
8
9
9
)
・

簸
(
1
0
-
3
5
1
0
6
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餘
、
東
方
昔
也
、
或
炊
レ
鹿
、

ハ
レ
角
。

日
ヵ
ク

口
ロ
ク

〔
集
韻
〕
記
岳
切

〔
集
韻
〕
虞
谷
切

凰魔

＇E-ー

【
嶽
卿
】
2

衿
唐
‘
皇
甫
錆
(
8
-
2
2
7
0
1
:
 2
4
2
)

の字。

【
鋭
甫
】
3

均
清
、
楊
調
元
(
6
ー

1
5
1
1
2
:
 7
2
4
)

の
琥
゜

【
鋭
囁
】4
”
・
ワ
—
音
の
相
ま
じ
は
る
さ
ま
。
〔
王
褻
‘
洞
籠

賦
〕
行
錯
妊
以
和
囁
゜
〔
注
〕
善
日
、
飯
囁
、
相
雑
貌
。

【
鋲
氏
之
璧
】
5

”t
．
ぅ
和
氏
之
璧
(
2
-
3
4
9
0
:
 1
5
4
)
 

に
同
じ
。

倫

部

〔五

i-．-
＋
董
〕

【
蓄
】
-

裔
(
1
2
-
4
8
8
8
8
)

に
同
じ
。
〔
篇

韻
〕
蓄
、
同
レ
裔
。

ス
イ

【顧】
i

●
よ
ぶ
。
〔
集
韻
〕
顧
‘
呼
也
。
●
俗
に
鎖
(
8ー

2
6

8
3
1
)

に
作
る
。
〔
六
書
正
認
〕
鎖
‘
俗
作
レ
籟
。

【
顧
琥
】
1

炉
よ
び
さ
け
ぶ
。
〔
柳
完
元
‘
駁
復
饂
議
〕

上
下
蒙
レ
冒
、
顧
琥
不
レ
聞
。

ヤ
ク

〔
集
韻
〕

t
灼
切
寧
H

yii• 

U
 

小
〇
業
の
昔
調
が
や
は
ら
ぐ
。
〔
説
文
〕

豪
餡
‘
築
鰍
也
、
ハ
レ
愈
皆
臀
、
虞
書
日
、

齢
八
昔
克
餡
゜
〔
繋
傭
〕
今
尚
書
作
レ
諧
‘
瑕
借
。
●

通
じ
て
諧
(
1
0
ー

3
5
7
1
8
)

に
作
る
。
〔
集
韻
〕
餡
、

通
作
レ
諧
゜

【
餡
】
-
[
パ
〔
廣
韻
〕
戸
彗
直
ieh'

ひ
く
い
こ
ゑ
゜
錨
(
1
2
|
 4
3
3
1
2
)

に
同
じ
。
〔
集

韻
〕
錨
、
下
臀
也
、
或
八
レ
倫
。

【
餡
】
-

エア
ンン

〔
集
韻
〕
於
陥
切
認

法
が
や
ぶ
れ
る
さ
ま
。
〔
集
韻
〕
漏
、
法
敗
兒
。

【編】螂

ヒ
〔
集
韻
〕
匹
備
切
甲
g

'―― 

【
創
】
-
チ
”
[
バ
"
。
）
に
同
じ
。
〔
字
彙

【
雛
】
-

匿
圃
國
―
―
―

鍛
(
1
2
-
4
器
8
7
)

に
同
じ
。
〔
集

ロ
ク

韻
〕
緑
、
東
方
昔
也
‘
或
炊
レ
鹿
。

n,E―― 
或
ふ
え
。
ち
の
ふ
え
。
横
吹
の

,

'

管

築

器

。

七

孔

或

は

八

孔

・

九
孔
と
い
ふ
。
或
は
鏡
(
8ー
2
6
3
6
0
H
~
C
s

ー

2

5
8
5
3
)

・箱
(
8
-
2
5
9
7
9
)
に
作
る
。
〔
説
文
〕
鰍
‘
管

築
也
、
炊
レ
倉
虎
臀
‘
鏡
‘
鰍
或
凡
レ
竹
。
〔
段
注
〕
鄭

司
農
注
面
醤
四
云
‘
鏡
‘
七
空
‘
廣
雅
云
、
八
孔
‘
賣

公
彦
引
I
i
~圏1
云
、
九
孔
‘
其
言
多
二
轄
寓
錯
胤
一

疑
不
レ
能
レ
明
也
。
〔
集
韻
〕
麟
‘
或
作
二
第
・
笹
工
亦

作
レ
箔
゜

【

甑

】

岬

[

〔

集

門

陳

悶

図

杖
で
う
つ
鼓
。
〔
字
彙
〕
緞
、
今
之
杖
鼓
。
〔
元
史
‘

證
築
志
五
、
宴
築
之
器
〕
杖
鼓
制
、
以
レ
木
為
レ
匡
‘

細
腰
、
以
レ
皮
冒
レ
之
、
上
施
二
五
採
繍
帯
了
右
撃

以
レ
杖
‘
左
拍
以
レ
手
。

【
散
】
岬

レ
ン

〔
｛
孟
某
〕
力
堕
切
圏

＇昌

【
緒
】
〗裔
(
1
2ー

4
8
8
8
8
)

の
本
字
。
〔
康
熙

字
典
〕
犠
、
説
文
、
裔
本
字
。

ス
イ

鰤

緑

裔

餡

曽

繍

館

餡

顧

蓄

綸

穀

甑

雛

観

鑢

鑢

【鑢】-

【編】如

籠
(
8
-
2
6
5
6
0
)

に
同
じ
。
〔
集
韻
〕

籠
‘
或
作
レ
鱈
。

セ
ヴ
／

＇ 
篇
(
8
|
2
6
5
6
0
)

に
同
じ
。
〔
玉
篇
〕

鑢
、
今
作
レ
篇
。

セ
ヴ

,“
 

【
延
軍
】
-
チ
"
〕
(
[
、

5")の
俗
字
。
〔
正
字

―
―
六

0
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横
大
を
協
議
し
た
。
此
に
は
多
分
に
中
途
半
端
を
好
ま
ぬ
予
の
性
癖
も
働
い
て
ゐ
る
。
免
も
あ
れ
、

そ
の
後
、
大
規
模
に
髪
轄
し
た
と
こ
ろ
に
幾
分
努
力
の
空
費
も
あ
っ
た
と
思
ふ
。

内
容
に
つ
い
て
言
へ
ば
、
始
め
は
只
純
梓
の
漢
和
辞
典
を
編
纂
す
る
考
へ
で
あ
っ
た
。

み
る
と
、
箪
な
る
熟
語
・
成
語
だ
け
で
は
存
外
用
を
為
さ
ぬ
こ
と
に
氣
が
つ
い
た
。

範
園
は
逸
脱
し
て
も
、

人
名
・
地
名
・
官
名
そ
の
他
重
要
な
事
項
は
一
應
採
揮
す
べ
き
だ
、

必
ず
し
も
中
國
で
出
来
た
本
来
の
漢
語
だ
け
に
限
る
要
は
無
い
、
邦
語
で
も
佛
語
で
も
荀
く
も
漢
字
を
以
て
構
成

さ
れ
た
も
の
は
凡
て
採
録
す
べ
き
だ
、
要
は
此
の
辞
典
に
由
つ
て
漢
字
文
化
の
理
解
と
普
及
と
を
岡
り
得
れ
ば
よ

音
韻
に
つ
い
て
は
文
字
穂
敷
の
隅
係
上
、
廣
韻
よ
り
は
寧
ろ
集
韻
を
主
と
し
、
説
文
に
つ
い
て
は
多
く
段
注
及
び

通
訓
定
臀
に
よ
っ
た
。
語
彙
の
蒐
集
は
本
辟
典
の
主
力
を
注
い
だ
所
で
は
あ
る
が
、
宋
元
以
来
の
詞
曲
・
小
説
な

ど
は
手
薄
の
憾
み
が
深
い
。
佛
教
語
は
勿
論
普
通
の
典
籍
に
散
見
す
る
も
の
だ
け
を
主
と
し
た
が
、

敷
に
於
て
説
明
に
於
て
不
十
分
で
あ
っ
た
。
以
上
の
三
者
は
二
三
専
門
家
の
教
示
を
得
た
と
は
い
へ
、
元
来
自
分

に
素
養
の
乏
し
か
っ
た
こ
と
が
そ
の
原
因
を
為
し
て
ゐ
る
。
邦
人
撰
の
詩
文
集
は
懐
風
藻
・
文
華
秀
麗
集
•
本
朝

文
粋
そ
の
他
近
世
の
も
の
も
一
應
は
採
録
し
た
が
そ
の
敷
は
な
ほ
少
な
い
。
純
粋
漢
和
辟
典
を
作
る
と
い
ふ
最
初

の
計
聾
に
禍
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

な
ほ
此
の
辟
典
が
若
干
事
典
の
性
格
を
帯
び
た
と
せ
ば
、
中
國
に
於
け
る
類

書
は
更
に
多
く
捜
羅
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
侃
文
韻
府
・
淵
鑑
類
函
・
事
物
紀
原
•
海
録
砕
事
な
ど
一
應
は
採
録
し

第
一
巻
の
凡
例
に
詳
述
し
た
編
纂
上
の
義
例
は
略
；
之
を
賓
行
し
た
が
、

い
と
い
ふ
こ
と
に
思
ひ
改
め
た
の
で
あ
る
。

始
め
小
規
模
の
計
書
一
が
、

跛

そ
れ
す
ら
も

な
は
力
の
及
ば
ぬ
所
が
多
か
っ
た
。

然
る
に
賓
際
に
営
つ
て

そ
こ
で
か
り
に
若
干
辞
典
の

ま
た
成
語
・
熟
語
も

こ
の
や
う
に



践
に
獨
れ
る
こ
と
の
少
か
っ
た
こ
と
は
心
残
り
で
あ
る
。

参
酌
す
る
に
止
め
た
。
近
時
績
出
の
新
造
語
に
至
っ
て
は
一
々
採
録
す
る
追
は
無
か
っ
た
。

語
句
の
解
繹
は
簡
切
平
明
を
期
し
た
が
、

も
の
の
中
、
文
字
の
原
義
轄
義
か
ら
見
て
妥
営
と
思
は
れ
る
も
の
だ
け
を
採
録
し
た
が
、
上
記
通
俗
の
讀
み
物
或

は
軍
記
類
か
ら
拾
ひ
集
め
た
ら
、
更
に
幾
多
の
資
料
は
集
ま
っ
た
と
思
ふ
。

出
典
若
し
く
は
引
用
例
は
年
代
の
順
序
に
従
ひ
細
目
ま
で
も
記
入
す
る
な
ど
、

比
較
的
周
到
且
精
確
な
る
を
期

雑
考
・
雑
説
を
入
れ
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。
語
義
が
此
等
の
論
考
に
よ
っ
て
一
層
の
明
晰
を
加
へ
る
と
考
へ
た
か
ら

で
あ
る
。
但
し
此
の
種
の
用
意
を
為
す
と
せ
ば
、
邦
人
の
撰
著
に
も
採
る
べ
き
も
の
は
あ
っ
た
と
思
ふ
。

占

そ
の
應

以
上
、
編
纂
の
跡
を
顧
み
て
意
に
渦
た
ぬ
敷
項
を
列
攀
し
た
。
個
々
の
項
目
に
つ
い
て
は
、
更
に
誤
謬
も
あ
り
誤

植
も
あ
ら
う
。
固
よ
り
制
約
あ
る
人
間
の
事
業
に
十
全
は
期
し
が
た
い
と
自
ら
恕
す
る
貼
も
無
い
で
は
な
い
が
、

し
た
。
中
に
は
直
接
語
句
の
説
明
に
必
要
な
も
の
の
外
‘

日
知
録
・
咳
餘
叢
考
•
池
北
偶
談
な
ど
近
世
考
證
家
の

ど
、
調
査
す
れ
ば
此
等
の
中
か
ら
も
幾
多
の
好
資
料
は
得
ら
れ
た
で
あ
ら
う
。

名
乗
は
従
来
の
辞
書
に
出
て
ゐ
る

俗
語
に
つ
い
て
い
へ
ば
、

マ

ッ

シ

グ

ラ

マ

メ

マ

メ

「
一
姻
走
に
」
「
信
信
し
く
」

多
か
ら
う
し
、

貞
享
年
刊
の
縛
振
り
仮
名
五
経
、

元
誅
年
刊
の
文
選
労
訓
な
ど
も
参
照
す
る
要
は
あ
っ
た
。

コ

レ

ハ

サ

テ

オ

キ

カ

カ

ル

ト

コ

ロ

宋
元
以
来
の
俗
語
辞
典
か
ら
も
幾
分
は
集
め
た
が
、
弓
張
月
の
「
閑
話
休
題
」
「
浩
所
に
」

キ

ャ

ッ

コ

ノ

ア

ホ

ウ

「
那
斯
」
「
這
獣
子
」
「
鎗
を
綽
い
て
」
「
広
喝
は
何
事
」

な
ど
な
ど
、

西
遊
記
の

な
ど
な

ま
た

た
が
、
太
平
御
覧
．
冊
府
元
亀
・
古
今
園
書
集
成
な
ど
一
千
巻
以
上
に
及
ぶ
距
篇
は
問
題
の
起
っ
た
場
合
に
の
み

な
ほ
意
に
涌
た
ぬ
貼
が
少
く
な
い
。
今
に
し
て
思
へ
ば
、
古
人
の
訓

解
に
一
層
の
省
察
を
致
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
新
撰
字
鏡
•
和
名
類
緊
抄
な
ど
古
酔
書
の
中
に
も
資
る
べ
き
和
訓
は



従
来
本
書
の
編
纂
に
好
意
と
鞭
撻
と
を
寄
せ
ら
れ
た
江
湖
の
諸
彦
並
に
讀
者
に
封
し
て
は
相
清
ま
ぬ
と
の
念
さ
へ

起
つ
て
来
る
。
此
は
完
刊
を
見
た
今
日
の
我
が
偽
ら
ざ
る
心
境
で
あ
る
。

と
は
い
へ
、
教
育
界
に
身
を
立
て
て
か
ら
五
十
年
、
公
務
以
外
大
半
の
精
力
は
殆
ど
此
の
書
に
傾
倒
せ
ら
れ
た
。

天
賦
の
才
能
も
無
く
、
健
康
に
於
て
も
悪
ま
れ
な
か
っ
た
予
に
取
っ
て
は
‘

此
が
精
一
杯
の
成
績
で
あ
る
。
残
生

の
凡
て
は
此
の
書
の
補
訂
に
捧
げ
よ
う
。
若
し
ま
た
幸
に
し
て
後
世
有
志
學
者
の
是
正
を
得
る
機
あ
り
と
せ
ば
、

上
記
列
學
の
諸
項
は
幾
分
の
参
考
と
も
な
る
で
あ
ら
う
。
思
へ
ば
父
嵐
陰
の
膝
下
、
五
歳
に
し
て
三
字
経
を
習
ひ
‘

七
歳
に
し
て
四
書
の
素
讀
を
授
け
ら
れ
て
以
来
正
に
七
十
年
、
漢
學
を
學
び
漢
學
を
博
へ
、
今
ま
た
漢
和
辟
典
を

編
纂
し
た
。
成
果
は
固
よ
り
人
に
射
し
て
語
る
べ
き
何
も
の
で
も
な
い
。
只
庭
訓
の
一
部
を
守
り
得
た
と
の
心
の

渦
足
を
以
て
、
恭
し
く
此
の
書
を
先
考
先
砒
の
霊
前
に
捧
げ
る
。

完
刊
に
嘗
つ
て
絃
に
編
纂
並
に
校
正
に
襴
輿
さ
れ
た
諸
君
に
感
謝
す
る
。

三
十
餘
年
に
亙
つ
た
編
纂
並
に
主
な
る
校
正
の
仕
事
は
大
略
二
期
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。
前
半
は
資
料
蒐
集

を
主
と
し
、
後
半
は
資
料
整
理
を
主
と
し
た
。
而
し
て
前
者
に
は
大
東
文
化
學
院
襴
係
の
諸
君
が
多
く
、
後
者
に

は
東
京
高
等
師
範
學
校
・
東
京
文
理
科
大
學
•
東
京
教
育
大
學
闘
係
の
諸
君
が
多
か
っ
た
。
就
中
、
前
者
の
川
又

武
君
•
渡
部
賓
一
君
・
員
下
保
爾
君
•
佐
々
木
新
二
郎
君
•
原
田
種
成
君
、
後
者
の
近
藤
正
治
君
•
小
林
信
明
君
・

渡
邊
末
吾
君
•
鎌
田
正
君
•
米
山
寅
太
郎
君
の
如
き
は
、
永
年
に
亙
つ
て
終
始
事
業
推
進
の
中
心
で
あ
っ
た
。
若

践

四



践

五

兵
庫
縣
立
社
高
等
學
校
教
諭

伊

阪

悪

光

君

群
馬
縣
立
前
橋
高
等
學
校
教
諭

飯

沼

喜

八

郎

君

駒

澤

大

學

教

授

飯

田

利

行

君

廣
島
縣
立
尾
道
北
嵩
等
學
校
教
諭

青

山

甚

吉
君

廣
島
縣
立
土
生
高
等
學
校
教
諭

青

山

榮

太

郎

君

沼
津
市
立
第
五
中
學
校
教
諭

池

谷

忠

寛
君

市

島

愛

子

君

石

塚

謙

三
君

石

川

梅

次

郎

君

石

井

章
君

絃
に
芳
名
を
列
記
し
て
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

部
門
の
編
纂
組
成
に
力
を
盛
さ
れ
た
人
々
で
あ
る
。

い
づ
れ
も
各
一
瞬

き
日
に
斯
の
人
は
既
に
世
を
去
っ
た
の
で
あ
る
。

し
此
等
諸
君
の
獣
身
的
努
力
と
盛
き
せ
ぬ
情
誼
と
が
無
か
っ
た
ら
、

で
あ
ら
う
。

其
に
つ
い
て
も
完
刊
に
先
だ
つ
僅
か
に
三
箇
月
、
近
藤
正
治
君
の
長
逝
せ
ら
れ
た
こ
と
は
誠
に
痛
恨

ん
だ
と
思
ふ
。

道
を
同
じ
う
し
、

の
編
纂
に
つ
い
て
も
最
も
古
い
靱
係
者
で
あ
り
、
最
も
有
力
な
功
労
者
で
あ
っ
た
。
今
や
完
刊
の
喜
び
を
頒
つ
べ

土
橋
八
千
太
翁
は
従
前
か
ら
特
に
文
字
の
昔
訓
に
つ
い
て
教
示

せ
ら
れ
た
。
今
年
齢
九
十
四
。
編
纂
並
に
主
な
る
校
正
に
従
事
せ
ら
れ
た
諸
君
は
‘
右
の
外
に
も
前
後
百
人
に
及

人
に
は
特
技
が
あ
る
。
此
等
諸
君
の
中
に
は
開
・
麟
・
鑢
な
ど
の
や
う
な
複
雑
な
文
字
で
も
、

見
そ
の
書
敷
を
求
め
得
た
人
も
あ
っ
た
し
、
古
今
圏
書
集
成
・
大
清
會
典
な
ど
大
部
の
類
書
に
つ
い
て
も
、

の
間
に
所
要
の
項
目
を
検
索
し
た
人
も
あ
っ
た
。
闘
係
さ
れ
た
期
間
に
は
長
短
の
別
は
あ
っ
た
が
、

茨
城
縣
水
海
道
市
立
豊
岡
中
學
校
教
諭

二
松
學
含
大
學
教
授

茨
城
縣
立
水
海
道
第
一
高
等
學
校
教
諭

東
京
女
子
大
學
卒
業

於
て
相
識
つ
て
か
ら
六
十
餘
年
‘
學
を
同
じ
う
し
、

形
影
相
伴
う
て
今
日
に
至
っ
た
。
本
辟
典

の
極
み
で
あ
る
。
同
君
は
予
と
同
庚
、

し
か
も
予
の
塾
師
奥
畑
米
峰
先
生
の
甥
で
あ
る
。
年
十
四
、
静
修
義
塾
に

恐
ら
く
は
辟
典
も
今
日
あ
る
を
得
な
か
っ
た



践
甲
府
市
立
商
業
高
等
學
校
教
諭

北
海
道
學
藝
大
學
教
授

前

東

洋

大

學

教

授

束
京
教
育
大
學
附
麗
高
等
學
校
教
諭

元
涌
鐵
圏
書
館
•
重
慶
圏
書
館
員

厚

生

省

釉
奈
川
縣
教
育
委
員
會
指
導
課
長

前
三
重
師
範
學
校
教
諭

熊
本
縣
立
熊
本
高
等
學
校
教
諭

岐
阜
縣
立
岐
阜
高
等
學
校
教
諭

静

岡

大

學

講

師

東
京
教
育
大
學
助
教
授

束
京
教
育
大
學
大
學
院

赤
堀
榮
養
學
園
教
諭

茨
城
縣
教
育
委
員
會
學
務
課

東
京
教
育
大
學
附
屡
高
等
學
校
教
諭

梶

原

壽

夫
君

加

賀

榮

治
君

小

澤

文

四

郎

君

大

谷

武

男

君

尾

関

富

太

郎

君

大

島

宇

一
君

大

木

春

基

君

大

石

新

太

郎

君

遠

藤

喜

美

治

君

江

連

隆
君

牛

島

徳

次

君

上

島

夫
君

鵜

JII 

茂
君

岩

田

茂
君

岩

田

雀

子

君

今

村

恒

吉
君

伊

藤

禰

太

郎

君

東

北

大

學

助

教

授

前
東
京
女
子
大
學
教
授

東
京
都
立
墨
田
川
高
等
學
校
校
長

孵

嘉

堂

文

庫

司

書

賓
践
女
子
大
學
教
授

東
京
教
育
大
學
教
授

徳
島
縣
立
新
野
高
等
學
校
校
長

前
陸
軍
通
信
學
校
助
教
授

東
京
都
立
雪
ヶ
谷
高
等
學
校
教
諭

目
白
學
園
高
等
學
校
教
諭

私
立
汎
愛
中
學
校
教
諭

熊
本
縣
立
鹿
本
高
等
學
校
教
諭

茨
城
縣
立
慎
壁
高
等
學
校
教
諭

東
京
教
育
大
學
教
授

前
國
學
院
大
學
教
授

佐

Jfl 

修
君

近

藤

正

治
君

小

林

信

明

君

小

嶋

政

雄

君

小

泉

恒

次

郎

君

久

塚

消

章
君

久

保

繁

美

君

國

金

海

二
君

鏡

島

元

隆

君

菅

野

證

行

君

柄

澤

井
君

JI I 

又

武
君

河

西

雄
君

川

浦

玄

智

君

鎌

田

正
君

金

田

義

一
君

片

寄

鈴

枝

君

,. 
ノ‘



践

七

前

上

智

大

學

継

長

土

橋

八

千

太

君

明

倫

希

業

會

社

苫

野

敬

太

郎

君

新
潟
縣
立
村
上
楼
ヶ
丘
高
等
學
校
教
諭

東
京
都
立
江
戸
川
高
等
學
校
教
諭

東
京
都
板
橋
逼
立
小
學
校
教
諭

熊

本

大

學

教

授

富

樫

邦

雄

君

土

井

輝

雄

君

寺

田

芳

郎

君

津

下

正

章
君

陳

祭

煉

昌
君

大
東
文
化
學
院
卒
業

丹

野

巖

君

東
京
都
立
武
蔵
高
等
學
校
教
論

元

富

山

房

編

集

長

東
京
教
育
大
學
助
教
授

賓

業

之

日

本

牡

曇
瀾
師
範
大
學
教
授

佐

藤

亥

之

助

君

田

部

井

文

雄

君

田

邊

裕
君

鈴

木

修

次

君

東
京
都
立
忍
岡
高
等
學
校
教
諭

志

村

和

久

君

大
東
文
化
大
學
教
授

慎

田

但

馬

君

前
長
野
師
範
學
校
教
授

佐

藤

新

作

君

佐

藤

榮

七

君

北
海
道
旭
川
商
業
高
等
學
校
教
諭

大
東
文
化
學
院
卒
業

佐
々
木
新
二
郎
君

大
東
文
化
學
院
卒
業

慎

下

保

爾

君

前

野

直

彬

君

高
知
縣
立
山
田
高
等
學
校
教
諭

藤

田

喜

三

郎

君

香
川
大
學
學
藝
學
部
助
教
授

藤

川

正

敷

君

外

務

省

輻

地

征

太

郎

君

輻

田

輻

一

郎

君

原

富

男
君

無
窮
會
東
洋
文
化
研
究
所
講
師

原

田

種

成

君

原

田

城
君

兵
庫
縣
灘
高
等
學
校
教
諭

橋

本

武
君

野

間

顧

範

君

前
熊
本
縣
立
八
代
中
學
校
教
諭

西

田

清
君

大

正

大

學

教

授

國
學
院
大
學
助
教
授

茨
城
縣
立
水
戸
—
商
業
高
等
學
校
教
諭

東
京
教
育
大
學
教
授

日
本
女
子
大
學
教
授

東

京

大

學

助

教

授

西

岡

弘
君

中

村

連

之

輔

君

中

村

藤

四

郎

君

長

澤

賓

道

君

前
大
東
文
化
學
院
司
書

冨

永

鎌

次

郎

君



の
外
は
無
い
。

其
は
主
と
し
て
小
林
康
麿
君
の
努

東

京

商

業

興

信

所

東
京
教
育
大
學
教
授

岐
阜
縣
立
阿
木
高
等
學
校
校
長

次
ぎ
に
本
辞
典
刊
行
の
難
業
を
引
き
受
け
ら
れ
た
大
修
館
書
店
に
深
謝
す
る
。

本
辞
典
が
公
刊
世
に
出
づ
る
に
至
っ
た
の
は
、
偏
へ
に
社
長
鈴
木
一
平
君
の
力
で
あ
る
。
｛
貫
益
の
伴
は
ぬ
こ
の

三
人
の
令
息
、

部
長
啓
介
君
・
経
理
部
長
荘
夫
君
を
學
げ
て
此
の
事
業
に
従
事
さ
せ
ら
れ
た
誠
意
と
熱
情
と
に
封
し
て
は
只
感
激

こ
の
三
君
は
専
務
川
上
市
郎
君
と
共
に
｛
貫
に
本
書
出
版
事
業
の
中
心
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

前
に
於
て
本
辟
典
は
一
萬
五
千
頁
分
の
活
字
版
に
組
み
上
げ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、

又
戦

難
業
に
三
十
餘
年
に
亙
つ
て
圭
翌
痺
せ
ら
れ
、

し
か
も
そ
の
為
、

即
ち
今
の
副
社
長
敏
夫
君
・
寓
植

山

田

修

次

君

山

崎

宏
君

森

忠

清

君

東
京
都
立
志
村
高
等
學
校
教
諭

望

月

箕

澄
君

國
立
國
語
研
究
所
所
員

村

尾

力
君

東
京
農
業
大
學
附
闊
高
等
學
校
教
諭

松

村

英

夫

君

輻
岡
學
藝
大
學
教
授

慎

武

直
君

鵬

友

學

園

教

諭

渡

邊

正

宜

君

渡

部

賓

一
君

渡

邊

末

吾
君

米

山

寅

太

郎

君

吉

田

元

定
君

践

増

野

慶

子

君

大
東
文
化
學
院
卒
業

前
津
田
英
學
塾
教
授

學

習

院

教

授

東
京
都
立
駒
場
高
等
學
校
教
諭

静

嘉

堂

文

庫

長

澁

JIJ 

（
遺
漏
若
し
く
は
誤
謬
の
貼
は
御
寛
恕
を
乞
ふ
）

市

埼
玉
縣
立
浦
和
高
等
學
校
教
諭

吉

井

悦

郎

君

山

村

良

夫

君

山

村

敏

夫

君

八



践

九

力
に
負
ふ
も
の
で
あ
っ
た
。

然
る
に
そ
の
活
字
版
は
昭
和
二
十
年
の
戦
火
に
よ
っ
て
全
部
燒
失
し
た
。
事
業
の
前

途
暗
灌
た
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
時
に
営
つ
て
窺
慎
植
字
の
骰
明
家
石
井
茂
吉
君
は
利
害
の
打
算
を
無
視
し
、

整
齊
に
し
て
典
雅
な
る
今
の
字
橙
を
作
製
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
上
の
諸
君
は
い
づ
れ
も
事
業
の
完
成
に
大
功

の
あ
っ
た
人
々
で
あ
り
、
予
に
取
っ
て
は
忘
る
る
こ
と
の
出
来
ぬ
人
々
で
あ
る
。
拙
著
の
完
刊
に
嘗
つ
て
荻
に
謹

ん
で
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
。

昭
和
三
十
四
年
十
二
月
十
五
日

遠
人
村
含
に
於
て

諸

橋

轍

次

識

す



に
こ
の
刊
行
を
見
よ
う
と
は
考
へ
て
も
み
な
か
っ
た
。

と
を
耳
に
し
、
今
そ
の
賓
現
を
見
た
。
喜
び
で
も
あ
り
驚
き
で
も
あ
る
。
畢
覚
江
湖
諸
彦
の
好
意
の
賜
も
の
に
外

縮
嵩
版
で
あ
る
か
ぎ
り
、

た
い
と
考
へ
た
。

の
良
心
が
之
を
許
さ
な
い
。

米
山
寅
太
郎
君
に
そ
の
訂
正
を
依
嘱
し
た
。
雨
君
は
繁
劇
の
本
務
を
有
す
る
に
拘
ら
ず
‘
餘
力
の
凡
て
を
こ
の
た

め
に
傾
倒
し
て
く
れ
た
。
縮
葛
版
の
内
容
が
一
段
の
整
備
を
得
た
の
は
畢
党
雨
君
の
い
つ
も
な
が
ら
の
好
意
に
負

ふ
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
全
巻
を
通
讀
し
て
み
る
と
、
外
に
も
明
瞭
に
誤
謬
で
あ
る
と
氣
の
つ
い
た
貼
も
あ

編
纂
並
に
校
正
に
襴
輿
さ
れ
た
諸
君
の
芳
名
中
、
原
版
に
は
二
、
三
の
記
載
洩
れ
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
そ

れ
を
訂
正
添
補
し
た
。

る
。
大
補
正
は
勿
論
出
来
な
い
と
し
て
も
、

原
型
そ
の
ま
ま
で
よ
い
筈
だ
が
、
折
角
作
る
と
せ
ば
、

そ
こ
で
私
の
最
も
信
頼
し
て
い
る
東
京
教
育
大
學
教
授
鎌
田
正
君
、
静
嘉
堂
文
庫
長

な
ほ
ま
た
二
十
餘
年
の
歳
月
の
推
移
に
つ
れ
、

授
と
な
つ
て
ゐ
る
と
い
ふ
や
う
な
身
分
上
の
髪
化
は
少
く
な
い
が
、

な
ら
ぬ
と
感
謝
に
堪
へ
な
い
。

後

今
般
‘
縮
嵩
版
の
刊
行
せ
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
一
、

記

後

記

然
る
に
三
、

四
年
前
、
大
修
館
か
ら
そ
の
計
驚
の
あ
る
こ

そ
れ
と
知
り
な
が
ら
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と
は
、
著
者
と
し
て

営
時
學
生
で
あ
っ
た
人
が
、
今
は
大
學
教

凡
て
は
掌
年
そ
の
ま
ま
の
形
で
記
載
し
た
。

せ
め
て
誤
字
誤
植
は
訂
正
し

二
附
記
し
た
い
と
思
ふ
。
｛
貫
の
と
こ
ろ
私
自
身
は
生
前

1
0
 



後

記

昭
和
四
十
三
年
―
―
―
月

君
に
射
し
て
、
厚
く
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

そ
れ
が
本
書
の
性
質
を
最
も
精
確
に
現
は
す
方
法
だ
と
考
へ
た
か
ら
で
あ
る
。

諸

橋

轍

次

識

す

一
昨
年
秋
、
辞
典
刊
行
の
功
績
を
以
て
動
四
等
に
叙
せ
ら
れ
た
。

常
然
の
恩
賞
で
は
あ
ら
う
が
、
本
辟
典
の
た
め
永
年
御
世
話
を
か
け
た
私
と
し
て
は
、
私
情
の
上
か
ら
も
渦
幅
の

慶
意
を
表
し
た
い
。
最
後
に
今
度
の
刊
行
に
つ
い
て
特
別
に
盛
力
せ
ら
れ
た
川
上
市
郎
君
は
じ
め
、
大
修
館
の
諸

大
修
館
社
長
鈴
木
一
平
君
は
‘

こ
れ
は
國
家



思
え
ば
恩
師
の
晩
年
は
‘

師
莞
爾
と
し
て
在
す
が
ご
と
く
で
あ
る
。

業
は
‘
予
定
ど
お
り
、
全
巻
の
終
結
を
見
る
運
び
に
至
り
、

今
は
亡
き
恩
師
諸
橋
先
生
の
委
嘱
を
受
け
て
か
ら
十
余
年
、

こ
の
修
訂
の
完
成
に
心
を
砕
か
れ
、

い
も
の
と
念
願
し
て
お
ら
れ
た
が
、

人
寿
限
り
あ
り
、

そ
れ
を
も
待
っ
こ
と
な
く
昭
和
五
十
七
年
十
二
月
八
日
、

他
界
さ
れ
た
こ
と
は
‘
ま
こ
と
に
痛
恨
の
極
み
で
あ
っ
た
。
ご
存
命
中
に
ぜ
ひ
と
も
と
意
気
ご
ん
で
い
た
我
々
も
‘

一
時
は
茫
然
心
の
支
え
を
失
っ
た
感
じ
で
あ
っ
た
が
、
信
委
の
重
き
に
思
い
を
致
し
、

の
要
望
さ
れ
た
昭
和
六
十
一
年
ま
で
の
完
成
を
目
指
し
、
修
訂
の
作
業
に
専
心
し
た
。

第
一
巻
の
修
訂
版
を
刊
行
し
た
の
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
で
あ
っ
た
が
、
予
期
以
上
の
成
績
を
収
め
‘
爾
来
、

刊
行
の
事
業
は
順
調
に
進
み
‘

企
画
発
表
ど
お
り
、
満
二
か
年
に
し
て
全
巻
を
完
結
す
る
運
び
に
至
っ
た
。
若
し

恩
師
に
し
て
ご
健
在
で
あ
っ
た
な
ら
ば
‘

そ
の
お
よ
ろ
こ
び
い
か
ば
か
り
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

修
訂
の
作
業
内
容
に
つ
い
て
は
‘
す
で
に
第
一
巻
の
巻
頭
に
述
べ
た
と
お
り
で
、
各
種
不
備
の
修
補
と
と
も
に
‘

修

訂

後

記

修

訂

後

記

黙
々
と
し
て
続
け
て
来
た
大
漢
和
辞
典
修
訂
の
作

こ
こ
に
謹
ん
で
霊
前
に
ご
報
告
す
る
。

さ
な
が
ら
恩

せ
め
て
は
そ
の
第
一
巻
の
刊
行
だ
け
で
も
見
た

心
を
新
た
に
し
て
、
恩
師



修

訂

後

記

終
わ
り
に
‘

辞
典
の
生
命
を
し
て
不
朽
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
そ
の
修
訂
増
補
は
幾
度
か
繰
り
返
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

め
に
は
‘
今
回
の
修
訂
を
も
っ
て
事
足
れ
り
と
す
る
こ
と
な
く
、
将
来
、
第
二
期
、
第
三
期
の
修
訂
作
業
を
必
要

と
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
至
る
間
に
お
い
て
も
、
我
等
一
息
の
存
す
る
限
り
、
部
分
的
修
訂
を
続
行
し
、
更

に
は
恩
師
が
嘱
望
さ
れ
た
増
補
の
編
纂
作
業
に
も
着
手
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

助
力
し
て
以
来
半
世
紀
に
垂
ん
と
し
、
齢
す
で
に
古
稀
を
超
え
て
い
る
。
余
生
果
た
し
て
い
く
ば
く
の
仕
事
を
為

し
得
る
か
甚
だ
疑
わ
し
い
。
愚
公
山
を
移
す
の
故
事
に
な
ら
い
、
同
志
後
継
者
の
出
現
を
切
望
し
て
や
ま
な
い
。

こ
の
修
訂
の
作
業
に
当
た
り
、
原
典
の
再
調
査
そ
の
他
に
献
身
的
に
努
力
さ
れ
た
諸
君
と
、
不
撓

不
屈
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
克
服
し
て
本
辞
典
を
刊
行
さ
れ
た
初
代
社
長
鈴
木
一
平
氏
の
遺
業
を
継
承
し
て
修
訂
版

の
刊
行
と
普
及
に
終
始
情
熱
を
傾
倒
さ
れ
た
鈴
木
敏
夫
社
長
、
鈴
木
荘
夫
副
社
長
‘

つ
べ
き
で
あ
ろ
う
。

多
数
の
協
力
者
の
原
典
再
調
企
を
資
料
と
し
て
、

大
漢
和
辞
典
の
内
容
は
広
汎
多
岐
に
し
て
、

そ
の
面
の
修
訂
に
鋭
意
努
力
し
て
来
た
の
で
あ
る
が
、
流
石
に

そ
の
作
業
は
困
難
を
き
わ
め
た
。
今
に
し
て
思
え
ば
‘
刊
行
年
月
の

制
約
上
や
む
を
得
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
資
料
再
調
査
の
範
囲
を
さ
ら
に
広
げ
る
べ
き
で
あ
り
、
解
説
の
内
容
に

つ
い
て
も
更
に
検
討
を
加
え
る
べ
き
で
あ
っ
た
等
々
、
望
蜀
の
念
に
た
え
な
い
も
の
が
あ
る
。

委
嘱
に
対
し
そ
の
責
め
を
十
分
に
果
た
し
得
な
か
っ
た
憾
み
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
ま
た
今
後
に
お
け
る
修
訂
に
待

ま
さ
に
先
見
的
予
言
で
あ
る
。
本
辞
典
を
し
て
よ
り
完
璧
に
、
よ
り
不
朽
な
ら
し
め
る
た

さ
れ
ば
こ
そ
恩
師
も
修
訂
の
序
の
な
か
で
、

た
だ
我
々
も
本
辞
典
に

川
上
市
郎
相
談
役
及
び
関
係

こ
の
点
、
恩
師
の
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附
書
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
無
断
で
複
写
（
コ
ピ
ー
）
す
る
こ

と
は
、
著
作
権
法
上
で
の
例
外
を
除
き
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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